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ら
な
い
者

 
第
２
０
９
話
 
相
模
南
が
告
げ
た
名
は

 
第
２
１
０
話
 
次
か
ら
次
へ
と

 
第
２
１
１
話
 
情
報
源
は
あ
い
つ



 
第
２
１
２
話
 
ヒ
キ
タ
ニ
君
シ

 
第
２
１
３
話
 
そ
し
て
新
た
な
局
面
の
扉
が
開
く
 

 
第
２
１
４
話
 
魔
王
降
臨
と
八
幡
伝
説

 
第
２
１
５
話
 
相
模
南
の
過
去
と
現
在

 
第
２
１
６
話
 
常
識
を
超
え
る
男

 
第
２
１
７
話
 
相
模
南
は

星
を
掴
ん
だ

 
第
２
１
８
話
 
お
願
い
魔
王
様

 
第
２
１
９
話
 
同
窓
会
を
終
え
て

雪
ノ
下
家
と
ヴ

ル
ハ
ラ

 
第
２
２
０
話
 
南
は
そ
の
作
戦
を

前
向
き
に
見
守
る

 
第
２
２
１
話
 
明
日
奈
の
真
実

 
第
２
２
２
話
 
同
窓
会
を
終
え
て

し

か
り
者
と
お
花
畑
達



 
第
２
２
３
話
 
結
城
家
へ
の
訪
問

 
第
２
２
４
話
 
突
破
口
は
遠
い
記
憶
の
中
に

 
第
２
２
５
話
 
凛
子
の
要
求

 
第
２
２
６
話
 
天
才
は
や
は
り
天
才

 
第
２
２
７
話
 
死
線
を
越
え
た
三
人

 
第
２
２
８
話
 
友
達
の
い
な
い
二
人

 
第
２
２
９
話
 
⻑
野
の
夜
は
終
わ
ら
な
い

 
第
２
３
０
話
 
男
達
の
夜

 
第
２
３
１
話
 
信
頼
の
証

 
第
２
３
２
話
 
荒
野
の
蹂
躙
戦

 
第
２
３
３
話
 
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑



 
第
２
３
４
話
 
勘
違
い
と
的
外
れ

 
第
２
３
５
話
 
シ
ズ
カ

舞
う

 
第
２
３
６
話
 
そ
の
日
の
放
課
後

詩
乃
は

 
第
２
３
７
話
 
私
達

⻑
い
付
き
合
い
に
な
り
そ
う
ね

 
第
２
３
８
話
 
雪
ノ
下
陽
乃
監
督
作
品

 
第
２
３
９
話
 
そ
う
だ

京
都
へ
行
こ
う

 
第
２
４
０
話
 
偏
屈
じ
じ
い

 
第
２
４
１
話
 
大
き
な
前
進

 
第
２
４
２
話
 
楓
の
願
い

 
第
２
４
３
話
 
病
室
の
二
人

 
第
２
４
４
話
 
凶
暴
な
旨
み
で
す
ね



 
第
２
４
５
話
 
い

ぱ
い
遊
ぼ
う

 
第
２
４
６
話
 
国
友
家
の
息
子

 
第
２
４
７
話
 
大
丈
夫

僕
は
ち

ん
と
分
か

て
ま
す
か
ら

 
第
２
４
８
話
 
迎
え
に
い
こ
う

 
第
２
４
９
話
 
二
人
は
仲
良
し

 
第
２
５
０
話
 
イ
コ
マ
を
成
⻑
さ
せ
よ
う

 
第
２
５
１
話
 
一
人
じ

な
い

 
第
２
５
２
話
 
手
が
か
り
を
掴
む

 
第
２
５
３
話
 
暴
走
魔
王

 
第
２
５
４
話
 
最
期
の
時
は

 
第
２
５
５
話
 
旅
先
で
の
再
会



 
第
２
５
６
話
 
か
お
り
の
助
言

 
第
２
５
７
話
 
八
幡
は
牙
を
む
き

そ
し
て
戦
い
の
鐘
が
鳴
る

 
第
２
５
８
話
 
八
幡
は
影
と
な
り

銀
の
刃
が
煌
く

 
第
２
５
９
話
 
逆
鱗
に
触
れ
る

 
第
２
６
０
話
 
未
来
に
向
け
て

 
第
２
６
１
話
 
そ
こ
で
は
涙
は
我
慢
出
来
な
い

 
第
２
６
２
話
 
い
つ
か
そ
の
場
所
で

 
第
２
６
３
話
 
さ
ら
ば
京
都
よ

 
第
２
６
４
話
 
八
幡

帰
京
す

 
第
２
６
５
話
 
こ
の
日
の
放
課
後

詩
乃
達
は

 
第
２
６
６
話
 
倉
エ

ジ

ン
シ

へ



 
第
２
６
７
話
 
ク
ラ
デ

ル
の
華
麗
な
る
犯
罪
計
画

 
第
２
６
８
話
 
凄
く
好
き

大
好
き

 
第
２
６
９
話
 
怪
し
い
噂

 
第
２
７
０
話
 
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て

 
第
２
７
１
話
 
い
く
ら
光
が
大
き
く
と
も

 
第
２
７
２
話
 
最
初
で
最
高
の
ク
リ
ス
マ
ス

 
第
２
７
３
話
 
東
⻄
で
宴
は
続
く

 
第
２
７
４
話
 
ニ
ア
ミ
ス

 
第
２
７
５
話
 
そ
し
て
恭
二
は

い
く
つ
か
の
真
実
を
知
る

 
第
２
７
６
話
 
狂
気
の
舞
台
の
幕
が
開
く

 
第
２
７
７
話
 
そ
の
日
運
命
は
悪
に
微
笑
ん
だ



 
第
２
７
８
話
 
そ
れ
は
過
小
評
価

 
第
２
７
９
話
 
初
参
戦
に
関
す
る
ア
レ
コ
レ

 
第
２
８
０
話
 
シ

ナ
の
説
教

物
理

 
第
２
８
１
話
 
初
め
て
気
楽
に
話
せ
る
相
手

 
第
２
８
２
話
 
愚
か
さ
の
代
償

 
第
２
８
３
話
 
薄
塩
た
ら
こ
は
か
く
語
り
き

 
第
２
８
４
話
 
心
の
広
い
彼
女
に
感
謝
を

 
第
２
８
５
話
 
大
混
乱
の
午
後

 
第
２
８
６
話
 
求
め
ら
れ
る
覚
悟

 
第
２
８
７
話
 
そ
の
名
の
重
み

 
第
２
８
８
話
 
尊
敬
と
恐
怖
の
象
徴



 
第
２
８
９
話
 
認
め
ら
れ
る
嬉
し
さ

 
第
２
９
０
話
 
不
意
打
ち

 
第
２
９
１
話
 
そ
し
て
雪
乃
は
二
人
を
諭
す

 
第
２
９
２
話
 
夜
の
ア
レ
コ
レ

 
第
２
９
３
話
 
高
貴
な
る
存
在

 
第
２
９
４
話
 
思
わ
ぬ
援
軍

 
第
２
９
５
話
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

銃
士

と
ギ
ン
ロ
ウ

 
第
２
９
６
話
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

集
う
強
者
と
暗
躍
す
る
者

 
第
２
９
７
話
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

本
戦
に
向
け
て

 
第
２
９
８
話
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

最
後
の
五
人

 
第
２
９
９
話
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

急
展
開

そ
し
て
大
会
の
終
わ
り



 
第
３
０
０
話
 
戦
い
の
足
音

 
第
３
０
１
話
 
光
の
矛
と
絶
対
の
盾

 
第
３
０
２
話
 
そ
れ
は
最
高
の
褒
め
言
葉
で
す

 
第
３
０
３
話
 
新
装
備
の
力

 
第
３
０
４
話
 
頑
張
れ
小
猫
ち

ん

ソ
レ
イ
ユ
編

 
第
３
０
５
話
 
頑
張

た
ね
小
猫
ち

ん

自
宅
編

 
第
３
０
６
話
 
上
映
会

 
第
３
０
７
話
 
ま
た
後
で

 
第
３
０
８
話
 
操
ら
れ
る
愚
者
達

 
第
３
０
９
話
 
捕
ら
わ
れ
の
小
猫

 
第
３
１
０
話
 
涙



 
第
３
１
１
話
 
頼
れ
る
奴
ら

 
第
３
１
２
話
 
小
猫
の
ボ
レ
ロ

 
第
３
１
３
話
 
覚
悟
し
て
お
い
て
く
れ

 
第
３
１
４
話
 
噂
の
虚
実

 
第
３
１
５
話
 
そ
し
て
彼
女
は
た
ど
り
着
く

 
第
３
１
６
話
 
戦
士
の
墓
場

 
第
３
１
７
話
 
走
れ

太
夫
黒

 
第
３
１
８
話
 
二
人
の
成
⻑

 
第
３
１
９
話
 
大
平
原
の
機
動
戦

 
第
３
２
０
話
 
気
に
な
る
理
由

 
第
３
２
１
話
 
フ
ロ

リ
ア
が
語
る
事



 
第
３
２
２
話
 
そ
し
て
世
界
樹
要
塞
へ

 
第
３
２
３
話
 
敵
を
全
滅
さ
せ
よ

 
第
３
２
４
話
 
持
て
余
す
戦
利
品

 
第
３
２
５
話
 
そ
こ
が
分
か
れ
目

 
第
３
２
６
話
 
イ
コ
マ
の
提
案

 
第
３
２
７
話
 
理
事
⻑
室
の
恐
怖

 
第
３
２
８
話
 
安
易
な
冗
談
は
災
い
の
元

 
第
３
２
９
話
 
銃
士

の
調
査
書

 
第
３
３
０
話
 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
皆
さ
ん
へ

 
第
３
３
１
話
 
反
撃
の
シ

ナ

 
第
３
３
２
話
 
一
つ
目
の
ス
コ

ド
ロ
ン



 
第
３
３
３
話
 
計
画
に
組
み
込
む

 
第
３
３
４
話
 
思
わ
ぬ
和
解

 
第
３
３
５
話
 
お

か
さ
ん
は
語
る

 
第
３
３
６
話
 
イ
ヴ
の
身
の
上

 
第
３
３
７
話
 
着
信
音
は
昭
和
の
香
り

 
第
３
３
８
話
 
こ
れ
が
若
さ
か

 
第
３
３
９
話
 
そ
し
て
メ
イ
ド
は
八
幡
と
出
会
う

 
第
３
４
０
話
 
稽
古
を
つ
け
る

 
第
３
４
１
話
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

そ
し
て

 
第
３
４
２
話
 
源
氏
軍

最
初
の
激
戦

 
第
３
４
３
話
 
戦
い
を
終
え
て



 
第
３
４
４
話
 
小
さ
な
あ
の
部
屋
は
今

 
第
３
４
５
話
 
二
つ
目
の
ス
コ

ド
ロ
ン

 
第
３
４
６
話
 
絶
望
的
な
差

 
第
３
４
７
話
 
源
氏
軍
の
帰
還

 
第
３
４
８
話
 
一
の
砦
の
戦
い
・
前
半

 
第
３
４
９
話
 
一
の
砦
の
戦
い
・
後
編

 
第
３
５
０
話
 
そ
の
願
い
が
叶
う
時

 
第
３
５
１
話
 
そ
れ
は
都
市
伝
説

 
第
３
５
２
話
 
最
終
防
衛
戦
前
夜
の
あ
れ
こ
れ

 
第
３
５
３
話
 
間
宮
ク
ル
ス
の
路
上
面
接

 
第
３
５
４
話
 
社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会



 
第
３
５
５
話
 
戦
争
終
結

那
須
シ
ノ
イ
チ

 
第
３
５
６
話
 
戦
争
終
結

闇
風
と
シ

ピ

ゲ
ル

 
第
３
５
７
話
 
戦
争
終
結

シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド

 
第
３
５
８
話
 
二
人
の
ア
ル
バ
イ
ト

 
第
３
５
９
話
 
嵐
の
変
態

 
第
３
６
０
話
 
こ
れ
が
そ
の

よ

 
第
３
６
１
話
 
二
人
の
お
う
ち

 
第
３
６
２
話
 
ア
イ
と
ユ
ウ

そ
の
実
力

 
第
３
６
３
話
 
小
猫

倒
れ
る

 
第
３
６
４
話
 
ア
ル
ゴ
の
部
屋

仮

に
て

 
第
３
６
５
話
 
こ
れ
は
恋
で
は
な
く
憧
れ

 
第
３
６
６
話
 
千
佳

頑
張
る



 
第
３
６
７
話
 
三
人
の
ア
ル
バ
イ
ト

 
第
３
６
８
話
 
ア
ル
ゴ
の
お
引
越
し

物
理

 
第
３
６
９
話
 
社
乙
会

二
回
目

 
第
３
７
０
話
 
這
い
寄
る
悪
意

 
第
３
７
１
話
 
十
狼
と
友
好
ス
コ

ド
ロ
ン
の
動
向

 
第
３
７
２
話
 
偶
然
の
再
会

 
第
３
７
３
話
 
参
加
者
達
の
光
と
陰

 
第
３
７
４
話
 
そ
れ
ぞ
れ
の
要
塞
防
衛
戦

 
第
３
７
５
話
 
戦
い
終
わ

て

 
第
３
７
６
話
 
王
手

 
第
３
７
７
話
 
と

と
こ
フ
カ
次
郎



 
第
３
７
８
話
 
歌
姫
が
生
ま
れ
た
日

 
第
３
７
９
話
 
思
い
立

た
ら
フ
カ
次
郎

 
第
３
８
０
話
 
ユ
ナ
の
成
⻑
と
失
敗

 
第
３
８
１
話
 
北
か
ら
の
使
徒

襲
来

 
第
３
８
２
話
 
メ
イ
ク
イ

ン
に
て

 
第
３
８
３
話
 
キ

パ

ソ
ン

 
第
３
８
４
話
 
フ
カ
次
郎
歓
迎
会

 
第
３
８
５
話
 
ク
リ
シ

ナ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
空
を
舞
う

 
第
３
８
６
話
 
思
考
実
験

 
第
３
８
７
話
 
公
式
ア
ナ
ウ
ン
ス

 
第
３
８
８
話
 
ゼ
ク
シ

ド
の
ノ

ト



 
第
３
８
９
話
 
そ
し
て
事
件
は
幕
を
開
け
る

 
第
３
９
０
話
 
生
贄

 
第
３
９
１
話
 
ゼ
ク
シ

ド
の
消
息

 
第
３
９
２
話
 
さ
れ
ど
ま
だ
日
常
は
続
く

 
第
３
９
３
話
 
眠
り
の
森
の

＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ

 
第
３
９
４
話
 
彼
は
今
ど
こ
に

 
第
３
９
５
話
 
八
幡
は
事
件
の
入
り
口
に
立
つ

 
第
３
９
６
話
 
キ
リ
ト

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
降
臨
す

 
第
３
９
７
話
 
そ
の
剣
の
名
は

 
第
３
９
８
話
 
説
明
し
て
よ
ね

 
第
３
９
９
話
 
詩
乃
の
ト
ラ
ウ
マ



 
第
４
０
０
話
 
あ
り
が
と
よ

 
第
４
０
１
話
 
ア
イ
の
提
案

 
第
４
０
２
話
 
急
ピ

チ
で
準
備
は
進
む

 
第
４
０
３
話
 
キ
リ
ト
は
シ

ナ
に
宣
言
す
る

 
第
４
０
４
話
 
運
命
は
徐
々
に
収
束
し
始
め
る

 
第
４
０
５
話
 
開
幕

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

 
第
４
０
６
話
 
ア
チ
マ
ン
の
参
戦

 
第
４
０
７
話
 
非
常
事
態
よ

 
第
４
０
８
話
 
お
前
は

 
第
４
０
９
話
 
予
選
最
終
戦

第
一

第
二
戦

 
第
４
１
０
話
 
予
選
最
終
戦

第
三

第
六
戦



 
第
４
１
１
話
 
予
選
最
終
戦

第
七

第
八
戦

 
第
４
１
２
話
 
普
通
の
人

 
第
４
１
３
話
 
集
ま
る
情
報

そ
し
て
決
勝
へ

 
第
４
１
４
話
 
ペ
ア
を
組
む

 
第
４
１
５
話
 
薄
塩
た
ら
こ

男
の
生
き
様

 
第
４
１
６
話
 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
巡
る
混
戦

 
第
４
１
７
話
 
見
守
る
者
達

 
第
４
１
８
話
 
オ
ペ
レ

シ

ン

 
第
４
１
９
話
 
闇
風

一
片
の
悔
い
無
し

 
第
４
２
０
話
 
合
流

 
第
４
２
１
話
 
シ

ナ
は
シ

ピ

ゲ
ル
を
疑
う



 
第
４
２
２
話
 
最
速
で
向
か
え

 
第
４
２
３
話
 
何
度
で
も

 
第
４
２
４
話
 
絶
叫
す
る
観
客
達

 
第
４
２
５
話
 
新
川
恭
二

 
第
４
２
６
話
 
新
川
昌
一

 
第
４
２
７
話
 
二
人
の
八
幡

そ
し
て
朝
田
詩
乃

 
第
４
２
８
話
 
死
銃
事
件

こ
こ
に
終
結
す

 
第
４
２
９
話
 
エ
ピ
ロ

グ

過
去
と
の
決
別

そ
し
て
未
来
へ

 
人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
第
五
章
 
Ｇ
Ｇ
Ｏ

ア
フ
タ

編

 
第
４
３
０
話
 
櫛
稲
田
優
里
奈
は
拝
命
す
る



 
第
４
３
１
話
 
優
里
奈

ソ
レ
イ
ユ
へ

 
第
４
３
２
話
 
優
里
奈

マ
ネ
キ
ン
に
な
る

 
第
４
３
３
話
 
優
里
奈

誘
わ
れ
る

 
第
４
３
４
話
 
レ
ン

ナ
ユ
タ

準
備
完
了

 
第
４
３
５
話
 
砂
漠
で
の
出
会
い

 
第
４
３
６
話
 
弟
子

 
第
４
３
７
話
 
優
里
奈

社
⻑
室
へ

 
第
４
３
８
話
 
優
里
奈

や
ら
か
す

 
第
４
３
９
話
 
優
里
奈

お
宝
を
得
る

 
第
４
４
０
話
 
優
里
奈

行

て
き
ま
す

 
第
４
４
１
話
 
解
放
軍
の
者
に
告
ぐ



 
第
４
４
２
話
 
引
き
締
め
る

 
第
４
４
３
話
 
優
里
奈

管
理
人
に
な
る

 
第
４
４
４
話
 
夏
か
ら
秋
は
忙
し
い

 
第
４
４
５
話
 
ピ
ン
ク
の
悪
魔

 
第
４
４
６
話
 
ク
ル
ス
の
提
案

 
第
４
４
７
話
 
八
幡
の
部
屋
に
て

 
第
４
４
８
話
 
北
国
と
山
国

 
第
４
４
９
話
 
露
天
風
呂
と
ス

パ

銭
湯

 
第
４
５
０
話
 
連
合
の
襲
撃

 
第
４
５
１
話
 
更
な
る
ト
ラ
ブ
ル

 
第
４
５
２
話
 
二
つ
の
事
案
と
朝
の
事
故



 
第
４
５
３
話
 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン

 
第
４
５
４
話
 
旅
行
の
終
わ
り

そ
し
て
夏
の
到
来

 
第
４
５
５
話
 
こ
れ
は
た
だ
の
布
だ
×

 
第
４
５
６
話
 
乙
女
達
の
一
喜
一
憂

 
第
４
５
７
話
 
優
里
奈

述
懐
す

 
第
４
５
８
話
 
拳
骨
ソ
ム
リ
エ

ル

 
第
４
５
９
話
 
ソ
レ
イ
ユ
や
ば
い

 
第
４
６
０
話
 
一
言
多
い
男

 
第
４
６
１
話
 
強
化
外
骨
格

 
第
４
６
２
話
 
世
の
中

て
理
不
尽
な
ん
だ
ね

 
第
４
６
３
話
 
情
報
を
生
か
す
も
殺
す
も



 
第
４
６
４
話
 
や
は
り
理
事
⻑
に
は
敵
わ
な
い

 
第
４
６
５
話
 
開
幕

第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム

 
第
４
６
６
話
 
脱
出

 
第
４
６
７
話
 
広
い
心
で
許
し
ま
す

 
第
４
６
８
話
 
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
実
力

 
第
４
６
９
話
 
ス
ネ

ク

 
第
４
７
０
話
 
逃
げ
る
ん
だ
よ

 
第
４
７
１
話
 
レ
ン
の
咆
哮

 
第
４
７
２
話
 
奇
襲

待
ち
伏
せ

殲
滅

 
第
４
７
３
話
 
激
闘

シ

ナ

ク
リ
ン

 
第
４
７
４
話
 
絶
対
防
御
再
び



 
第
４
７
５
話
 
道
化
退
場

 
第
４
７
６
話
 
最
後
に
し
て
お
ま
け
の
戦
い

 
第
４
７
７
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
 
前
編

 
第
４
７
８
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
 
中
盤
戦

 
第
４
７
９
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
 
終
盤
戦

 
第
４
８
０
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
雪
ノ
下
家
 
前
半
戦

 
第
４
８
１
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
雪
ノ
下
家
 
中
盤
戦

 
第
４
８
２
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
雪
ノ
下
家
 
終
盤
戦

 
第
４
８
３
話
 
大
会
を
終
え
た
仲
間
達

 
第
４
８
４
話
 
大
臣
室
に
て

 
第
４
８
５
話
 
乗
り
込
む
女
傑



 
第
４
８
６
話
 
食
事
会

 
第
４
８
７
話
 
初
め
て
の
合
コ
ン

 
第
４
８
８
話
 
明
日
奈
さ
ん
お
気
を
確
か
に

 
第
４
８
９
話
 
嘉
納
の
願
い

 
第
４
９
０
話
 
枕

 
第
４
９
１
話
 
何
で
す
か
そ
の
格
好
は

 
第
４
９
２
話
 
新
シ
ス
テ
ム
開
発
中

 
第
４
９
３
話
 
詩
乃
の
お
出
か
け

 
第
４
９
４
話
 
ぐ

偶
然
だ
ね

 
第
４
９
５
話
 
橋
田
軍
曹

 
第
４
９
６
話
 
目
指
す
は
一
点
突
破

 
第
４
９
７
話
 
何
故
私
な
ん
で
す
か



 
第
４
９
８
話
 
八
幡
発
熱
す

 
第
４
９
９
話
 
優
里
奈

池
袋
へ

 
第
５
０
０
話
 
優
里
奈
と
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

 
第
５
０
１
話
 
Ｅ
Ｂ
Ｎ
サ
バ
イ
バ

 
第
５
０
２
話
 
ま
た
や
ら
れ
た

 
第
５
０
３
話
 
ゲ

ム
的
発
想

 
第
５
０
４
話
 
陽
乃
の
贈
り
物

 
第
５
０
５
話
 
八
月
八
日
・
ヴ

ル
ハ
ラ
の
出
撃

 
第
５
０
６
話
 
八
月
八
日
・
罠

 
第
５
０
７
話
 
八
月
八
日
・
超
え
ら
れ
な
い
壁

 
第
５
０
８
話
 
八
月
八
日
・
そ
の
戦
い
の
裏
側
で



 
第
５
０
９
話
 
八
月
八
日
・
幸
せ
な
時
間

 
第
５
１
０
話
 
八
月
八
日
・
宴
の
終
わ
り

 
第
５
１
１
話
 
情
報
屋

に
て

 
第
５
１
２
話
 
あ
く
る
日
の
朝
の
ひ
と
コ
マ

 
第
５
１
３
話
 
二
つ
の
レ
ポ

ト

 
第
５
１
４
話
 
和
人
の
気
遣
い

 
第
５
１
５
話
 
ま
た
明
日
ね

 
第
５
１
６
話
 
そ
の
お
針
子
の
名
は

 
第
５
１
７
話
 
五
人
目

 
第
５
１
８
話
 
か
く
し
て
優
里
奈
は
陥
落
す

 
第
５
１
９
話
 
か
く
し
て
祭
り
は
始
ま

た



 
第
５
２
０
話
 
万
全
の
ソ
レ
イ
ユ

 
第
５
２
１
話
 
イ
ベ
ン
ト

開
幕

 
第
５
２
２
話
 
知
ら
な
い
世
界

 
第
５
２
３
話
 
詩
乃
の
最
終
兵
器

 
第
５
２
４
話
 
か
お
り

八
幡
を
観
察
す

 
第
５
２
５
話
 
逃
げ
ろ

 
第
５
２
６
話
 
ま
る
で
同
窓
会

 
第
５
２
７
話
 
何
故
彼
は
私
の
胸
を
見
な
い
の

 
第
５
２
８
話
 
何
だ
こ
の
マ
ネ
キ
ン
は

 
第
５
２
９
話
 
沙
希
の
望
み
は

 
第
５
３
０
話
 
ト

プ
シ

ク
レ

ト

 
第
５
３
１
話
 
沙
希
の
決
断



 
第
５
３
２
話
 
イ
ベ
ン
ト
の
開
始

 
第
５
３
３
話
 
八
幡
矢
面
に
立
つ

 
第
５
３
４
話
 
進
撃
の
女
子
高
生
チ

ム

 
第
５
３
５
話
 
エ
ル
ザ
の
歌
で
イ
ベ
ン
ト
は
終
わ
る

 
第
５
３
６
話
 
優
里
奈

自
分
の
足
で
歩
き
出
す

 
第
５
３
７
話
 
打
ち
上
げ

詩
乃

香
蓮

紅
莉
栖
サ
イ
ド

 
第
５
３
８
話
 
打
ち
上
げ

総
武
高
校
軍
団
マ
イ
ナ
ス

 
第
５
３
９
話
 
打
ち
上
げ

理
事
⻑
と
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

 
第
５
４
０
話
 
儀
式

 
第
５
４
１
話
 
二
人
の
新
人

 
第
５
４
２
話
 
そ
し
て
二
人
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
至
る



 
第
５
４
３
話
 
ピ
ト
フ

イ
の
憂
鬱

 
第
５
４
４
話
 
優
里
奈

押
し
通
す

 
第
５
４
５
話
 
帰

て
く
る
よ
ね

 
第
５
４
６
話
 
集
ま
る
友
人
達

 
第
５
４
７
話
 
一
触
即
発

い
え

予
定
調
和
で
す

 
第
５
４
８
話
 
肉
食
系
が
集
ま
る
と

 
第
５
４
９
話
 
レ
ン
の
強
さ

 
第
５
５
０
話
 
サ
プ
ラ
イ
ズ

 
第
５
５
１
話
 
十
狼
四
天
王

自
称

の
戦
い

 
第
５
５
２
話
 
久
々
の
満
足
感

 
第
５
５
３
話
 
た
だ
い
ま

お
か
え
り
な
さ
い



 
第
５
５
４
話
 
小
猫
と
は
ち
ま
ん
く
ん

 
第
５
５
５
話
 
そ
し
て
か
お
り
の
家
へ

 
第
５
５
６
話
 
か
お
り
の
悩
み

 
第
５
５
７
話
 
あ

た
か
も
し
れ
な
い

 
第
５
５
８
話
 
真
帆
の
来
日

 
第
５
５
９
話
 
八
幡

動
き
出
す

 
第
５
６
０
話
 
社
員
教
育
の
賜
物

 
第
５
６
１
話
 
続
報

 
第
５
６
２
話
 
絶
望
の
ピ
ト
フ

イ

 
第
５
６
３
話
 
雪
乃
の
提
案

 
第
５
６
４
話
 
何
が
親
友
か



 
第
５
６
５
話
 
こ
れ
が

わ
・
た
・
し

 
第
５
６
６
話
 
て
め
え

 
第
５
６
７
話
 
大
丈
夫

だ

り
ん
が
い
る
か
ら

 
第
５
６
８
話
 
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

 
第
５
６
９
話
 
ほ
ん
の
ち

と
の
我
慢
だ
か
ら

 
第
５
７
０
話
 
雪
ノ
下
流
豊
胸
術

 
第
５
７
１
話
 
真
昼
の
誘
拐
劇

 
第
５
７
２
話
 
遥
か
な
る
道
の
り

そ
の
第
一
歩

 
第
５
７
３
話
 
貸
し

 
第
５
７
４
話
 
集
う
参
加
者
達

 
第
５
７
５
話
 
役
者

揃
う



 
第
５
７
６
話
 
偶
然

 
第
５
７
７
話
 
ピ
ト
フ

イ
包
囲
網

リ
ア
ル

 
第
５
７
８
話
 
フ
カ
次
郎
の
危
機

 
第
５
７
９
話
 
四
強

そ
れ
ぞ
れ
の
動
き

 
第
５
８
０
話
 
ド

ム
の
戦
い

 
第
５
８
１
話
 
そ
ん
な
事
言

た

け

 
第
５
８
２
話
 
止
ま
ら
ぬ
寒
気

 
第
５
８
３
話
 
騙
し
討
ち
の
対
価

 
第
５
８
４
話
 
ロ
ス
タ
イ
ム

 
第
５
８
５
話
 
無
双
乱
舞

 
第
５
８
６
話
 
満
足



 
第
５
８
７
話
 
思
わ
ぬ
伏
兵

 
第
５
８
８
話
 
倒
れ
行
く
仲
間
達

 
第
５
８
９
話
 
そ
の
名
は
ク

ク
ロ
ビ
ン

 
第
５
９
０
話
 
運
命
を
感
じ
な
い
か

 
第
５
９
１
話
 
こ
こ
か
ら
は
プ
レ

オ
フ

 
第
５
９
２
話
 
前
座
の
戦
い

 
第
５
９
３
話
 
空
中
戦
と
地
上
戦

 
第
５
９
４
話
 
ス
モ

ク

 
第
５
９
５
話
 
ま
た
後
で

 
第
５
９
６
話
 
そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い

 
第
５
９
７
話
 
何
か
素
敵
じ

な
い



 
第
５
９
８
話
 
お
め
で
と
う
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ

 
第
５
９
９
話
 
他
プ
レ
イ
ヤ

達
の
そ
の
後

 
第
６
０
０
話
 
エ
ピ
ロ

グ

香
蓮
と
エ
ル
ザ

時
々
美
優

 
人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｔ
ｒ
ａ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｓ
ｅ
ｄ
ｉ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
第
六
章
 
キ

リ
バ

・
ト
ラ
フ

ク
ス
編

 
第
６
０
１
話
 
集
ま
り
ゆ
く
仲
間
達
の
ト
ラ
フ

ク
ス

 
第
６
０
２
話
 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
第
６
０
３
話
 
八
幡
の
護
衛

 
第
６
０
４
話
 
そ
し
て

美
咲

へ

 
第
６
０
５
話
 
年
齢
差
は
友
情
に
は
関
係
な
い



 
第
６
０
６
話
 
お
疲
れ
会
の
顛
末

 
第
６
０
７
話
 
是
非
お
願
い
し
ま
す
む
し
ろ
喜
ん
で

 
第
６
０
８
話
 
聖
布
収
納
の
儀

 
第
６
０
９
話
 
首
を
吊
る
女

 
第
６
１
０
話
 
桐
生
萌
郁

 
第
６
１
１
話
 
ラ
ウ
ン
ダ

 
第
６
１
２
話
 
八
幡
は
慎
重
に
事
を
進
め
る

 
第
６
１
３
話
 
三
日
後
を
待
て

 
第
６
１
４
話
 
戦
巫
女
ナ
ユ
タ
の
誕
生

 
第
６
１
５
話
 
別
れ
の
フ

ン
シ

 
第
６
１
６
話
 
香
蓮
と
新
た
な
友
人
達



 
第
６
１
７
話
 
二
人
の
入
団
式

血

 
第
６
１
８
話
 
戦
闘
開
始
前
の
ア
ル
ン
に
て

 
第
６
１
９
話
 
蹂
躙
慣
れ
す
る
観
客
達

 
第
６
２
０
話
 
八
幡

や
ら
か
す

 
第
６
２
１
話
 
ピ
ン
ク
ル
ス

 
第
６
２
２
話
 
学
ぶ

休
む

時
々
雑
談

 
第
６
２
３
話
 
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金

 
第
６
２
４
話
 
理
央

不
審
人
物
と
出
会
う

 
第
６
２
５
話
 
理
央

期
待
以
上

 
第
６
２
６
話
 
理
央
の
即
断
即
決

 
第
６
２
７
話
 
理
央
の
安
全
保
障



 
第
６
２
８
話
 
理
央

初
め
て
の
ソ
レ
イ
ユ

 
第
６
２
９
話
 
理
央

新
し
い
生
活
へ

 
第
６
３
０
話
 
た
ま
に
は
二
人
で

 
第
６
３
１
話
 
イ
チ

ラ
ブ
カ

プ
ル
と
勤
勉
チ

ム

 
第
６
３
２
話
 
生
命
の
碑

再
び

 
第
６
３
３
話
 
調
査
を
終
え
て

 
第
６
３
４
話
 
社
乙
会

八
回
目

 
第
６
３
５
話
 
産
声

 
第
６
３
６
話
 
理
央

学
校
に
て

 
第
６
３
７
話
 
理
央

覚
悟
を
決
め
る

 
第
６
３
８
話
 
手
の
か
か
る
二
人



 
第
６
３
９
話
 
空
中
都
市
船
ト
ラ
フ

ク
ス

 
第
６
４
０
話
 
秘
密
基
地
を
探
せ

 
第
６
４
１
話
 
ア
イ
の
岩
戸

 
第
６
４
２
話
 
目
指
す
べ
き
場
所

 
第
６
４
３
話
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

 
第
６
４
４
話
 
独
特
の
ス
タ
イ
ル

 
第
６
４
５
話
 
北
の
探
索
行
・
巨
人
戦

 
第
６
４
６
話
 
北
の
探
索
行
・
知
ら
れ
ざ
る
強
者

 
第
６
４
７
話
 
南
の
探
索
行
・
総
員
水
着
を
用
意
せ
よ

 
第
６
４
８
話
 
南
の
探
索
行
・
フ

シ
ン
グ

 
第
６
４
９
話
 
⻄
の
探
索
行
・
湿
原
を
歩
く



 
第
６
５
０
話
 
⻄
の
探
索
行
・
超
大
型
巨
人

 
第
６
５
１
話
 
東
の
探
索
行
・
初
の
戦
死
者

 
第
６
５
２
話
 
東
の
探
索
行
・
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
恐
怖

 
第
６
５
３
話
 
明
日
奈
と
優
里
奈

詩
乃
の
学
校
へ

 
第
６
５
４
話
 
そ
し
て
理
央
の
学
校
へ

 
第
６
５
５
話
 
八
幡

優
里
奈
の
学
校
へ

 
第
６
５
６
話
 
お
嬢
様
学
校

金
糸
雀
学
園

 
第
６
５
７
話
 
そ
し
て
再
び
詩
乃
の
学
校
へ

 
第
６
５
８
話
 
遺
品

 
第
６
５
９
話
 
も

と
強
く

 
第
６
６
０
話
 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
寮



 
第
６
６
１
話
 
二
人
の
芸
能
人

 
第
６
６
２
話
 
培
わ
れ
た
力

 
第
６
６
３
話
 
集
ま
る
人
材
達

 
第
６
６
４
話
 
飛
躍
の
日

 
第
６
６
５
話
 
麻
衣
の
お
願
い

 
第
６
６
６
話
 
麻
衣

初
め
て
の
Ａ
Ｌ
Ｏ

 
第
６
６
７
話
 
二
人
の
武
器
選
び

 
第
６
６
８
話
 
訓
練
の
開
始

 
第
６
６
９
話
 
マ
イ
の
決
断

 
第
６
７
０
話
 
ア
サ
ギ
と
リ
オ
ン



 
第
６
７
１
話
 
ギ
リ
ギ
リ
の
攻
防

 
第
６
７
２
話
 
必
死
な
二
人

 
第
６
７
３
話
 
私
が
守
る

 
第
６
７
４
話
 
リ
オ
ン
の
油
断

 
第
６
７
５
話
 
リ
オ
ン
観
念
す

 
第
６
７
６
話
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
新
生
産
シ
ス
テ
ム

 
第
６
７
７
話
 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
六
姉
妹

 
第
６
７
８
話
 
鉱
山
の
奥
へ

 
第
６
７
９
話
 
ハ
チ
マ
ン

ご
乱
心

 
第
６
８
０
話
 
頑
張
る
職
人
達

そ
し
て
最
終
目
的
地
へ



 
第
６
８
１
話
 
そ
の
日
ア
ル
ン
の
裏
街
で

 
第
６
８
２
話
 
真
実
は
闇
の
中

 
第
６
８
３
話
 
準
備
は
着
々
と

 
第
６
８
４
話
 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
や
ら
⻤
畜
ら
し
い
で
す

 
第
６
８
５
話
 
姉
妹
の
家

 
第
６
８
６
話
 
満
足
の
い
く
成
果

 
第
６
８
７
話
 
特
別
な
絆

 
第
６
８
８
話
 
尊
厳
と
の
戦
い

 
第
６
８
９
話
 
優
里
奈
の
望
み
は



 
第
６
９
０
話
 
あ
や
か
し
横
丁

 
第
６
９
１
話
 
女
忍
者
コ
ヨ
ミ

 
第
６
９
２
話
 
情
報
屋
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

 
第
６
９
３
話
 
や
は
り
陽
乃
は
格
違
い

 
第
６
９
４
話
 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
の
誘
い

 
第
６
９
５
話
 
姉
妹
達
の
新
装
備

 
第
６
９
６
話
 
ハ
チ
マ
ン
の
偉
業

 
第
６
９
７
話
 
幸
せ
へ
の
道
筋

 
第
６
９
８
話
 
と
あ
る
日
の
八
幡
の
放
課
後



 
第
６
９
９
話
 
八
幡
と
萌
郁
の
脱
出
行

 
第
７
０
０
話
 
二
人
の
チ

ム
ワ

ク

 
第
７
０
１
話
 
に
く
に
ク

 
第
７
０
２
話
 
そ
の
時
は
徐
々
に
近
付
く

 
第
７
０
３
話
 
ナ
ユ
タ
と
コ
ヨ
ミ

友
情
を
育
む

 
第
７
０
４
話
 
優
里
奈
の
お
墓
参
り

 
第
７
０
５
話
 
襲
撃
の
エ
ル
ザ

 
第
７
０
６
話
 
男
と
男
の
約
束

 
第
７
０
７
話
 
ボ
ス
戦
の
準
備
は
進
む



 
第
７
０
８
話
 
ト
ラ
フ

ク
ス

に
寄
港
す

 
第
７
０
９
話
 
忍
レ
ジ

ン
ド
の
姫

 
第
７
１
０
話
 
ミ
サ
キ
さ
ん
そ
の
く
ら
い
で

 
第
７
１
１
話
 
も
し
か
し
て
ナ
ユ
ち

ん

 
第
７
１
２
話
 
ナ
ユ
タ
と

女
連

 
第
７
１
３
話
 
被
害
者
の
会

 
第
７
１
４
話
 
ハ
チ
マ
ン
君
を
拉
致
し
ま
す

 
第
７
１
５
話
 
オ
ン
オ
フ

 
第
７
１
６
話
 
番
町
猫
屋
敷



 
第
７
１
７
話
 
集
う
戦
士
達

 
第
７
１
８
話
 
天
下
分
け
目
の
猫
が
原

 
第
７
１
９
話
 
膠
着
す
る
戦
線

 
第
７
２
０
話
 
正
体
を
現
す

ビ

ビ

領
主
軍

 
第
７
２
１
話
 
正
体
を
現
す

連
合

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍

 
第
７
２
２
話
 
サ

コ

 
第
７
２
３
話
 
因
縁
の
一
区
切
り

 
第
７
２
４
話
 
猫
が
原

終
戦

 
第
７
２
５
話
 
猫
が
原
祝
勝
会



 
第
７
２
６
話
 
ひ
よ
り
の
過
去

 
第
７
２
７
話
 
い
つ
も
通
り
の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
第
７
２
８
話
 
ク
ロ

ビ
ス

最
後
の
戦
い
へ

 
第
７
２
９
話
 
Ｍ
Ｖ
Ｐ

 
第
７
３
０
話
 
エ
ピ
ロ

グ

別
れ
と
出
会
い

 
人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｍ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｒ
ｏ
ｓ
ａ
ｒ
ｉ
ｏ
ｅ
ｄ
ｉ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
趣
味
の
資
料
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｍ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｒ
ｏ
ｓ
ａ
ｒ
ｉ
ｏ
ｅ
ｄ

ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
第
七
章
 
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
編



 
第
７
３
１
話
 
謎
の
ロ

バ

 
第
７
３
２
話
 
そ
れ
は
夢
か
幻
か

 
第
７
３
３
話
 
レ
ベ
ル
の
高
さ

 
第
７
３
４
話
 
い
け
す
か
な
い
奴
ら

 
第
７
３
５
話
 
水
路
の
向
こ
う

 
第
７
３
６
話
 
彼
女

妻

 
第
７
３
７
話
 
い
と
険
し
き
ヴ

ル
ハ
ラ
へ
の
道

 
第
７
３
８
話
 
藍
と
紫

 
第
７
３
９
話
 
見
守
る
者
達

 
第
７
４
０
話
 
相
棒



 
第
７
４
１
話
 
お
い
詩
乃

頼
み
が
あ
る

 
第
７
４
２
話
 
大
手
ギ
ル
ド
は
大
変
だ

 
第
７
４
３
話
 
口
は
災
い
の
元

 
第
７
４
４
話
 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
驚
愕

 
第
７
４
５
話
 
二
本
の
指

 
第
７
４
６
話
 
ア
ス
ナ
に
お
任
せ

 
第
７
４
７
話
 
戦
闘
狂
達

 
第
７
４
８
話
 
移
動
時
間
は
ラ
ブ
コ
メ
の
時
間

 
第
７
４
９
話
 
リ
リ

・
ザ
・
ア

ク
エ
ン
ジ

ル

 
第
７
５
０
話
 
三
十
五
層
に
は



 
第
７
５
１
話
 
イ
ン
タ
ビ

 
第
７
５
２
話
 
い
つ
も
の
男
女
比

 
第
７
５
３
話
 
よ

て
た
か

て

 
第
７
５
４
話
 
羞
恥
の
ア
イ

 
第
７
５
５
話
 
離
脱

 
第
７
５
６
話
 
ラ
ン
と
新
た
な
仲
間
達

 
第
７
５
７
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

開
始

 
第
７
５
８
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

成
功

 
第
７
５
９
話
 
鎌
倉
回
想
録

 
第
７
６
０
話
 
甲
斐
性
を
見
せ
な
さ
い



 
第
７
６
１
話
 
フ

ス
ト
・
コ
ン
タ
ク
ト

 
第
７
６
２
話
 
結
城
家
の
食
卓

 
第
７
６
３
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

取
り
込
み
中

 
第
７
６
４
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

リ
ベ
ン
ジ

 
第
７
６
５
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

成
功

 
第
７
６
６
話
 
お
仕
置
き
の
時
間

 
第
７
６
７
話
 
ラ
ン
の
小
さ
な
幸
せ
の
時
間

 
第
７
６
８
話
 
第
二
十
一
層
・
迷
宮
区

 
第
７
６
９
話
 
目
覚
め
る
才
能

 
第
７
７
０
話
 
ラ
グ

ラ
ビ

ト
狂
想
曲



 
第
７
７
１
話
 
助

人
参
上

 
第
７
７
２
話
 
じ
じ
い
無
双

 
第
７
７
３
話
 
腐
死
山

 
第
７
７
４
話
 
再
び
二
十
一
層
へ

 
第
７
７
５
話
 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
指
令

 
第
７
７
６
話
 
ユ
ウ
キ

盗
賊
と
対
峙
す

 
第
７
７
７
話
 
レ
ク
チ

 
第
７
７
８
話
 
ハ
イ
ブ
リ

ド
・
ラ
ン

 
第
７
７
９
話
 
ア
ス
ナ
の
不
調

 
第
７
８
０
話
 
過
去
と
今
の
違
い



 
第
７
８
１
話
 
懐
か
し
き
閃
光

 
第
７
８
２
話
 
デ

エ
ル
ス
テ

ジ

 
第
７
８
３
話
 
場
は
作
ら
れ
た

 
第
７
８
４
話
 
デ

エ
ル
の
聖
地

 
第
７
８
５
話
 
家
族

 
第
７
８
６
話
 
出
撃

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
第
７
８
７
話
 
セ
カ
ン
ト
・
コ
ン
タ
ク
ト

 
第
７
８
８
話
 
楽
し
め
よ

 
第
７
８
９
話
 
ユ
ウ
キ
の
完
成

 
第
７
９
０
話
 
二
人
の
師
匠



 
第
７
９
１
話
 
ラ
ン
の
完
成

 
第
７
９
２
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

前
半

 
第
７
９
３
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

中
盤

 
第
７
９
４
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

バ

サ
ス
剣
⻤

 
第
７
９
５
話
 
二
人
の
寄
り
道

 
第
７
９
６
話
 
三
人
目
の
師
匠

 
第
７
９
７
話
 
屈
辱
の
エ
ア
痴
女

 
第
７
９
８
話
 
絶
刀

 
第
７
９
９
話
 
ト
ラ
ブ
ル
の
後
で

 
第
８
０
０
話
 
業
腹
ね



 
第
８
０
１
話
 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン

 
第
８
０
２
話
 
あ
の
幻
影
の
少
女
は

 
第
８
０
３
話
 
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン

 
第
８
０
４
話
 
ち

と
し
た
ト
ラ
ブ
ル

 
第
８
０
５
話
 
あ
の
約
束
を
果
た
す
時

 
第
８
０
６
話
 
星
の
涙

 
第
８
０
７
話
 
仮
眠
室
の
八
幡

 
第
８
０
８
話
 
あ
の
仮
眠
室
の
出
来
事
が
人
生
の
岐
路
だ

た

 
第
８
０
９
話
 
サ

ド
・
コ
ン
タ
ク
ト

 
第
８
１
０
話
 
鑑
賞
会



 
第
８
１
１
話
 
お
姉
ち

ん

 
第
８
１
２
話
 
内
と
外
で
準
備
は
進
む

 
第
８
１
３
話
 
油
断
な
き
リ
ベ
ン
ジ
マ

チ

 
第
８
１
４
話
 
凱
旋

そ
し
て
剣
士
の
碑

 
第
８
１
５
話
 
引
き
締
ま
る
思
い

 
第
８
１
６
話
 
こ
ん
な
の
知
ら
な
い

 
第
８
１
７
話
 
予
想
と
違
う
雰
囲
気

 
第
８
１
８
話
 
剣
王

将
軍

 
第
８
１
９
話
 
絶
剣

 
第
８
２
０
話
 
副
⻑
の
意
味
す
る
も
の



 
第
８
２
１
話
 
ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ

 
第
８
２
２
話
 
違
和
感
の
正
体

 
第
８
２
３
話
 
キ
リ
ト

ラ
ン

 
第
８
２
４
話
 
何
が
し
た
い
の

 
第
８
２
５
話
 
次
の
目
標

 
第
８
２
６
話
 
動
き
始
め
た
作
戦

 
第
８
２
７
話
 
呼
び
出
さ
れ
た
八
幡

 
第
８
２
８
話
 
再
び
彼
の
地
へ

 
第
８
２
９
話
 
旅
は
道
連
れ

 
第
８
３
０
話
 
三
時
の
お
や
つ
は



 
第
８
３
１
話
 
同
盟
の
謎

 
第
８
３
２
話
 
私
達
に
は
時
間
が
無
い
の
よ

 
第
８
３
３
話
 
ボ
ス
部
屋
へ

 
第
８
３
４
話
 
こ
の
三
人
は
扱
い
が
難
し
い

 
第
８
３
５
話
 
ジ

ジ

 
第
８
３
６
話
 
イ
ベ
ン
ト
参
加

団
体
戦

 
第
８
３
７
話
 
イ
ベ
ン
ト
参
加

個
人
戦
・
ま
さ
か
の
再
会

 
第
８
３
８
話
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
誘
い

 
第
８
３
９
話
 
だ
が
断
る

 
第
８
４
０
話
 
気
に
し
な
い
で

仲
間
で
し



 
第
８
４
１
話
 
召
喚
ス
キ
ル

 
第
８
４
２
話
 
走
れ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
第
８
４
３
話
 
回
転

 
第
８
４
４
話
 
こ
こ
は
通
行
止
め
だ

他
を
当
た
れ

 
第
８
４
５
話
 
決
着

そ
し
て

 
第
８
４
６
話
 
新
た
な
英
雄

 
第
８
４
７
話
 
行

て
き
ま
す

 
第
８
４
８
話
 
私
は
死
ぬ
気
で
抗
う
わ
よ

 
第
８
４
９
話
 
オ
ペ
レ

シ

ン

再
び



 
第
８
５
０
話
 
藍
子

初
め
て
の
女
子
会

 
第
８
５
１
話
 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
三
人
娘

 
第
８
５
２
話
 
二
人
を
救
う
可
能
性

 
第
８
５
３
話
 
ア
イ
の
時
間

 
第
８
５
４
話
 
ハ

レ
ム
王
様
ゲ

ム

 
第
８
５
５
話
 
今
後
に
つ
い
て

 
第
８
５
６
話
 
キ
リ
ト
チ

ム

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ

 
第
８
５
７
話
 
集
結

歴
代
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者

 
第
８
５
８
話
 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
総
突
撃

 
第
８
５
９
話
 
教
え
て
く
れ
よ



 
第
８
６
０
話
 
八
幡
に
集
ま
る
み
ん
な
の
気
持
ち

 
第
８
６
１
話
 
ゼ
ク
シ

ド
は
真
実
を
知
る

 
第
８
６
２
話
 
未
来
に
つ
い
て
の
話
を
し
よ
う

 
第
８
６
３
話
 
ゼ
ク
シ

ド

初
め
て
の
ア
ル
バ
イ
ト

 
第
８
６
４
話
 
ア
メ
リ
カ
チ

ム
の
戦
い

そ
し
て

 
第
８
６
５
話
 
日
本
チ

ム
の
動
向

そ
し
て
明
日
奈
は

 
第
８
６
６
話
 
し
ま

た

油
断
し
た

 
第
８
６
７
話
 
全
員
の
努
力
が
実
る
時

八
幡
は

 
第
８
６
８
話
 
天
才
同
士
の
邂
逅

 
第
８
６
９
話
 
心
の
壁



 
第
８
７
０
話
 
治
療

の
開
始

 
第
８
７
１
話
 
失
わ
れ
た
五
年

 
第
８
７
２
話
 
暴
走

 
第
８
７
３
話
 
カ
ナ
カ
ナ

 
第
８
７
４
話
 
八
幡
と
明
日
奈

復
活
す

 
第
８
７
５
話
 
再
会
を
約
す

 
第
８
７
６
話
 
八
幡
の
帰
国

 
第
８
７
７
話
 
パ

テ

と
宴
会

 
第
８
７
８
話
 
似
合
わ
な
い
二
人

 
第
８
７
９
話
 
も
う
無
茶
苦
茶
だ



 
第
８
８
０
話
 
エ
ピ
ロ

グ

朝
の
学
校
に
て

 
人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｄ
ｉ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
趣
味
の
資
料
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｄ

ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
第
八
章
 
キ

リ
バ

・
ク
ロ

シ
ン
グ
編

 
第
８
８
１
話
 
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
と
七
つ
の
大
罪

 
第
８
８
２
話
 
み
ん
な
ハ
チ
マ
ン
と
遊
び
た
い

 
第
８
８
３
話
 
バ
チ
カ
ン
・
リ
バ

ス
の
密
談

 
第
８
８
４
話
 
文
化
祭

フ

イ
リ
ス
編

 
第
８
８
５
話
 
文
化
祭

優
里
奈
編



 
第
８
８
６
話
 
文
化
祭

詩
乃
編

 
第
８
８
７
話
 
文
化
祭

お
ま
け
の
理
央
編

 
第
８
８
８
話
 
あ
い
こ
ち

ん
の
性
な
る
戦
い

 
第
８
８
９
話
 
協
力
者
達

 
第
８
９
０
話
 
作
戦
の
結
末

 
第
８
９
１
話
 
結
成

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団

 
第
８
９
２
話
 
大
恋
愛
の
先
輩

 
第
８
９
３
話
 
む
ふ

 
第
８
９
４
話
 
降
臨

エ
ル
ザ
ち

ん

 
第
８
９
５
話
 
八
幡

ゲ

ム
セ
ン
タ

へ



 
第
８
９
６
話
 
日
高
商
店
の
親
子

 
第
８
９
７
話
 
あ
の
日

 
第
８
９
８
話
 
バ
レ
な
き

い
い
ん
だ
よ

 
第
８
９
９
話
 
密
か
な
変
動

 
第
９
０
０
話
 
ガ
ブ
リ
エ
ル

ム

 
第
９
０
１
話
 
日
高
商
店
へ
の
再
訪
問

 
第
９
０
２
話
 
新
生
活
へ
の
第
一
歩

 
第
９
０
３
話
 
二
人
の
食
事
会

 
第
９
０
４
話
 
勇
人
と
ア
ル
バ
イ
ト



 
第
９
０
５
話
 
訪
問
者

 
第
９
０
６
話
 
案
内
役
は
姫
騎
士

 
第
９
０
７
話
 
セ
ラ
フ

ム
の
危
機

 
第
９
０
８
話
 
稚
拙
な
序
盤
戦

 
第
９
０
９
話
 
⻭
ご
た
え
の
あ
る
奴
ら

 
第
９
１
０
話
 
本
気
か

 
第
９
１
１
話
 
悪
い
顔

 
第
９
１
２
話
 
常
識
外
れ
な
狩
り

 
第
９
１
３
話
 
今
後
の
方
針
は

 
第
９
１
４
話
 
神
崎
エ
ル
ザ
の
歌
声



 
第
９
１
５
話
 
ワ
ン
ダ
ラ

 
第
９
１
６
話
 
上
空
よ
り
訪
れ
し
者
達

 
第
９
１
７
話
 
悪
寒

 
第
９
１
８
話
 
本
当
に
怖
か

た
の
は

 
第
９
１
９
話
 
エ
ル
ザ
と
の
約
束
を
果
た
す

 
第
９
２
０
話
 
楽
し
い
時
間

 
第
９
２
１
話
 
エ
ル
ザ
の
ア
ル
バ
ム

 
第
９
２
２
話
 
岡
田
唯
花
と
い
う
少
女

 
第
９
２
３
話
 
気
が
合
う
二
人

 
第
９
２
４
話
 
奇
遇
だ
な



 
第
９
２
５
話
 
貴
子

頑
張
る

 
第
９
２
６
話
 
屋
上
で
の
報
告
会

 
第
９
２
７
話
 
三
者
会
談

 
第
９
２
８
話
 
ピ

ア
タ
ン
ク

 
第
９
２
９
話
 
秘
書
室
で
の
衝
撃

 
第
９
３
０
話
 
告
知

 
第
９
３
１
話
 
南
門

制
圧

 
第
９
３
２
話
 

＆

 
第
９
３
３
話
 
門
の
向
こ
う
の
冒
険

 
第
９
３
４
話
 
襲
い
く
る
恐
⻯
達



 
第
９
３
５
話
 
知
恵
を
絞

て

 
第
９
３
６
話
 
待

て
た
ぞ

 
第
９
３
７
話
 
⻄
門
の
戦
い

 
第
９
３
８
話
 
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

 
第
９
３
９
話
 
詩
乃
の
パ

フ

ク
ト
ゲ

ム

 
第
９
４
０
話
 
ア
ル
バ
ム

 
第
９
４
１
話
 
産
卵
場

 
第
９
４
２
話
 
緑
の
ド

ム

 
第
９
４
３
話
 
翼
⻯
ド

ム

苦
戦
中



 
第
９
４
４
話
 
反
撃
の
狼
煙

 
第
９
４
５
話
 
脈
動

 
第
９
４
６
話
 
岩
の
向
こ
う
に
は

 
第
９
４
７
話
 
思
わ
ぬ
戦
利
品

 
第
９
４
８
話
 
バ

サ
ス
・
ジ

ラ
リ
オ
ン

 
第
９
４
９
話
 
謀
略
の
リ
オ
ン

 
第
９
５
０
話
 
妄
想
と
現
実

 
第
９
５
１
話
 
三
門

そ
れ
ぞ
れ
の
戦
い

 
第
９
５
２
話
 
情
報
交
換



 
第
９
５
３
話
 
七
天
乱
入

 
第
９
５
４
話
 
千
両
役
者

 
第
９
５
５
話
 
北
門
解
放

そ
し
て
カ
ゲ
ム
ネ
は

 
第
９
５
６
話
 
リ
ベ
ン
ジ
マ

チ
の
混
乱

 
第
９
５
７
話
 
カ
ゲ
ム
ネ

タ
ン
ク
を
学
ぶ

 
第
９
５
８
話
 
そ
れ
は
強
者
に
の
み
許
さ
れ
る

 
第
９
５
９
話
 
ビ

コ
戦
の
裏
で

 
第
９
６
０
話
 
セ
イ
リ

ウ
と
ゲ
ン
ブ

 
第
９
６
１
話
 
こ
の
天
然
女
た
ら
し

 
第
９
６
２
話
 
ほ
ん
の
意
趣
返
し



 
第
９
６
３
話
 

セ
イ
リ

ウ

 
第
９
６
４
話
 
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
の
行
方

 
第
９
６
５
話
 

ゲ
ン
ブ

 
第
９
６
６
話
 
フ
カ
次
郎
の
知
略

 
第
９
６
７
話
 
ア
ス
ナ

突
撃

 
第
９
６
８
話
 
ユ
ナ
の
謎

 
第
９
６
９
話
 
祝
勝
会
の
裏
で

 
第
９
７
０
話
 
契
約

 
第
９
７
１
話
 
ま
さ
か
の
来
客



 
第
９
７
２
話
 
ユ
ナ
の
歌

 
第
９
７
３
話
 
首
を
洗

て
待

て
い
ろ

 
第
９
７
４
話
 
殴
り
込
み

 
第
９
７
５
話
 
専
属
契
約
書

 
第
９
７
６
話
 
フ
ラ
ウ

八
幡
を
知
る

 
第
９
７
７
話
 
お
ば
け
の
ホ

リ

さ
ん

 
第
９
７
８
話
 
集
結
す
る
参
加
者
達

 
第
９
７
９
話
 
魔
砲

 
第
９
８
０
話
 
全
軍

攻
撃
開
始
だ



 
第
９
８
１
話
 

三
⻯
総
力
戦

 
第
９
８
２
話
 
厄
介
な
攻
撃

 
第
９
８
３
話
 
お
い
ジ

ジ

 
第
９
８
４
話
 
想
定
外
の
ク
リ
ア

 
第
９
８
５
話
 
ジ

ジ

の
一
喜
一
憂

 
第
９
８
６
話
 
ジ

ジ

の
ボ
ケ
と
突

込
み

 
第
９
８
７
話
 
ジ

ジ

の
不
完
全
燃
焼

 
第
９
８
８
話
 
保
健
室
で
の
出
来
事

 
第
９
８
９
話
 
出
海
の
部
屋



 
第
９
９
０
話
 
山
花
家
の
⺟
娘

 
第
９
９
１
話
 
色
々
け
し
か
ら
ん

 
第
９
９
２
話
 
遊
戯
室
を
目
指
せ

 
第
９
９
３
話
 
出
海
が
選
ぶ
の
は

 
第
９
９
４
話
 
勝
負
の
行
方
は

 
第
９
９
５
話
 
持
つ
者
の
作
法

 
第
９
９
６
話
 
や
は
り
俺
の
教
育
は
間
違

て
い
る

 
第
９
９
７
話
 
昇
降
口
の
衝
撃

 
第
９
９
８
話
 
涙
腺
が
緩
む
日



 
第
９
９
９
話
 
動
く
小
人
の
靴
屋

 
第
１
０
０
０
話
 
祝
福
の
光

 
第
１
０
０
１
話
 
八
幡
の
専
属
達

 
第
１
０
０
２
話
 
悪
の
天
敵
の
悪
だ
く
み

 
第
１
０
０
３
話
 
萌
郁
の
反
乱

そ
し
て
新
人
秘
書

 
第
１
０
０
４
話
 
乗
る
し
か
な
い

こ
の
ビ

グ
ウ

ブ
に

 
第
１
０
０
５
話
 
一
年
後

 
第
１
０
０
６
話
 
二
人
の
覚
悟

 
第
１
０
０
７
話
 
暴
走
エ
イ
テ

ン



 
第
１
０
０
８
話
 
お
部
屋
訪
問

 
第
１
０
０
９
話
 
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
理
央

 
第
１
０
１
０
話
 
当
社
比
三
倍

 
第
１
０
１
１
話
 
八
幡
の
危
機

 
第
１
０
１
２
話
 
気
が
付
く
と

腐
海

 
第
１
０
１
３
話
 
姫
菜
が
も
た
ら
す
も
の

 
第
１
０
１
４
話
 
フ

イ
リ
ス
の
指
摘

 
第
１
０
１
５
話
 
理
央
の
秋
葉
原
散
歩

 
第
１
０
１
６
話
 
参
加
し
ま
す
か



 
第
１
０
１
７
話
 
薔
薇
の
語
る
事

 
第
１
０
１
８
話
 
八
幡
帰
還
編

ソ
レ
イ
ユ
勃
興
編

 
第
１
０
１
９
話
 
三
人
の
質
疑
応
答

 
第
１
０
２
０
話
 
乙
女
達
の
奮
闘

 
第
１
０
２
１
話
 
十
二
星
座
の
戦
士
達

 
第
１
０
２
２
話
 
眠
れ
る
庭
の
と
あ
る
再
会

 
第
１
０
２
３
話
 
寮
へ
の
お
引
越
し

 
第
１
０
２
４
話
 
部
屋
を
片
付
け
よ
う

 
第
１
０
２
５
話
 
引
越
し
祝
い

リ
ア
ル



 
第
１
０
２
６
話
 
続
く
お
祝
い

 
第
１
０
２
７
話
 
予
想
も
し
な
い
侵
入
者

 
第
１
０
２
８
話
 
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

 
第
１
０
２
９
話
 
専
属
達

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
地
へ

 
第
１
０
３
０
話
 
グ
ウ

ン

 
第
１
０
３
１
話
 
ち

ん
と
話
を
し
て
み
ろ

て

 
第
１
０
３
２
話
 
芽
衣
美
の
ソ
レ
イ
ユ
訪
問

 
第
１
０
３
３
話
 
激
変
す
る
生
活

 
第
１
０
３
４
話
 
そ
し
て
新
し
い
生
活
の
始
ま
り

 
第
１
０
３
５
話
 
美
優
と
舞

再
び
東
京
へ



 
作
中
簡
易
年
表

 
第
１
０
３
６
話
 
朝
の
ひ
と
コ
マ

 
第
１
０
３
７
話
 
朝
の
ふ
た
コ
マ

 
第
１
０
３
８
話
 
昼
の
ひ
と
コ
マ

 
第
１
０
３
９
話
 
社
乙
会

十
二
回
目

前
半
戦

 
第
１
０
４
０
話
 
社
乙
会

十
二
回
目

後
半
戦

 
第
１
０
４
１
話
 
反
省
し
ま
し
た

 
第
１
０
４
２
話
 
罰
を
下
さ
い

 
第
１
０
４
３
話
 
メ
イ
ド
の
会

 
第
１
０
４
４
話
 
俺
の
男
に
な
り
や
が
れ



 
第
１
０
４
５
話
 
令
和
事
変

 
第
１
０
４
６
話
 
正
し
い
判
断

 
第
１
０
４
７
話
 
進
む
再
編
成

 
第
１
０
４
８
話
 
グ
ウ

ン
の
新
装
備

 
第
１
０
４
９
話
 
年
末
の
バ
イ
ト
達

 
第
１
０
５
０
話
 
頑
張
る
お
針
子
達

 
第
１
０
５
１
話
 
今
度
は
ち

ん
と
叩
か
れ
る
か
ら

 
第
１
０
５
２
話
 
愛

覚
悟
完
了

 
第
１
０
５
３
話
 
こ
れ
は
最
終
確
認

 
第
１
０
５
４
話
 
ク
リ
ス
マ
ス
会

愛
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ



 
第
１
０
５
５
話
 
ク
リ
ス
マ
ス
会

八
幡
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

 
第
１
０
５
６
話
 
接
触

 
第
１
０
５
７
話
 
愛
と
デ
レ
ま
ん
く
ん

 
第
１
０
５
８
話
 
話
題
の
新
人

 
第
１
０
５
９
話
 
年
に
一
度
の

 
第
１
０
６
０
話
 
銃
が
撃
て
る
ア
イ
ド
ル

 
第
１
０
６
１
話
 
リ
ハ

サ
ル

 
第
１
０
６
２
話
 
ウ
ズ
メ

デ
ビ

 
第
１
０
６
３
話
 
筒
抜
け
な
情
報

 
第
１
０
６
４
話
 
対
人
戦
闘
シ
ミ

レ

タ



 
第
１
０
６
５
話
 
純
＆
愛

 
第
１
０
６
６
話
 
イ
ベ
ン
ト
の
始
ま
り

 
第
１
０
６
７
話
 
二
つ
の
選
択
肢

 
第
１
０
６
８
話
 
初
め
て
の
狩
り
場

初
め
て
の
敵

 
第
１
０
６
９
話
 
不
穏
な
滑
り
出
し

 
第
１
０
７
０
話
 
復
活
の
愛

そ
し
て
純
子
は

 
第
１
０
７
１
話
 
ピ

ア

 
第
１
０
７
２
話
 
三
人
の
珍
道
中

 
第
１
０
７
３
話
 
フ

ン
リ
ル
と
の
出
会
い

 
第
１
０
７
４
話
 
敵
に
も
出
来
る
奴
は
い
る



 
第
１
０
７
５
話
 
将
を
射
ん
と
欲
す
れ
ば

 
第
１
０
７
６
話
 
ソ
レ
イ
ユ
ら
し
い
ア
プ
ロ

チ

 
第
１
０
７
７
話
 
何
だ
こ
れ

 
第
１
０
７
８
話
 
深
夜
の
出
来
事

 
第
１
０
７
９
話
 
幸
太
郎
の
教
え

 
第
１
０
８
０
話
 
大
忘
年
会

 
第
１
０
８
１
話
 
八
幡
の
初
詣

 
第
１
０
８
２
話
 
懐
柔

 
第
１
０
８
３
話
 
ミ

テ

ン
グ
の
混
乱



 
人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｄ
ｉ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
趣
味
の
資
料
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｄ

ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
第
１
０
８
４
話
 
レ

ス
ン
を
終
え
て

 
第
１
０
８
５
話
 
偶
然
の
顔
合
わ
せ

 
第
１
０
８
６
話
 
怪
し
い
観
客

 
第
１
０
８
７
話
 
代
役
を
終
え
て

 
第
１
０
８
８
話
 
二
人
の
秘
密

 
第
１
０
８
９
話
 
回
想

最
後
の
会
話

 
第
１
０
９
０
話
 
本
気
の
三
日
間



 
第
１
０
９
１
話
 
帰
り
道
の
遭
遇

 
第
１
０
９
２
話
 
三
女
神
か
ら
の
依
頼

 
第
１
０
９
３
話
 
箸
休
め

八
幡
の
仕
事
風
景

 
第
１
０
９
４
話
 
レ
イ

 
第
１
０
９
５
話
 
四
チ

ム

行
動
開
始

 
第
１
０
９
６
話
 
気
安
い
一
人
と
一
匹

 
第
１
０
９
７
話
 
レ
イ
ヤ

 
第
１
０
９
８
話
 
キ
リ
ト
の
神
回
避

 
第
１
０
９
９
話
 
ユ

ジ

ン
と
巨
人



 
第
１
１
０
０
話
 
共
闘

 
第
１
１
０
１
話
 
九
尾

 
第
１
１
０
２
話
 
勝
負
の
一
日

 
第
１
１
０
３
話
 
三
チ

ム

い
ざ
攻
略
へ

 
第
１
１
０
４
話
 
フ
カ
次
郎
の
勘
働
き

 
第
１
１
０
５
話
 
最
初
の
ボ
ス
戦

 
第
１
１
０
６
話
 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
最
期

そ
し
て

 
第
１
１
０
７
話
 
再
び
ル
グ
ル

回
廊
へ

 
第
１
１
０
８
話
 
ゲ
ル
ミ
ル
親
子

 
第
１
１
０
９
話
 
橋
を
か
け
ろ



 
第
１
１
１
０
話
 
ま
さ
か
の
再
会

 
第
１
１
１
１
話
 
ア
レ
ス
討
伐
前
哨
戦

 
第
１
１
１
２
話
 
ア
レ
ス
戦

突
入

 
第
１
１
１
３
話
 
ア
レ
ス
戦

城
門
の
攻
防

 
第
１
１
１
４
話
 
ア
レ
ス
戦

嵐
の
前

 
第
１
１
１
５
話
 
ア
レ
ス
戦

二
転

 
第
１
１
１
６
話
 
ア
レ
ス
戦

三
転

 
第
１
１
１
７
話
 
ア
レ
ス
戦

外
の
戦
い

 
第
１
１
１
８
話
 
ア
レ
ス
戦

追
い
詰
め
ら
れ
る



 
第
１
１
１
９
話
 
ア
レ
ス
戦

ハ
チ
マ
ン
達
の
到
着

 
第
１
１
２
０
話
 
ア
レ
ス
戦

ア
ス
タ
ル
ト
の
挑
戦

 
第
１
１
２
１
話
 
ア
レ
ス
戦

壊
滅

七
つ
の
大
罪

 
第
１
１
２
２
話
 
ア
レ
ス
戦

戦
場
の
歌
姫

 
第
１
１
２
３
話
 
ア
レ
ス
戦

圧
潰

 
第
１
１
２
４
話
 
ア
レ
ス
戦

敗
北
者
達

 
第
１
１
２
５
話
 
ア
レ
ス
戦

あ
る
意
味
伝
説
の
決
着

 
第
１
１
２
６
話
 
ア
レ
ス
戦

ロ
ス
タ
イ
ム
の
探
索

 
第
１
１
２
７
話
 
戦
利
品
の
行
方



 
第
１
１
２
８
話
 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
置
き
土
産

 
第
１
１
２
９
話
 
ス
リ

ム
と
ミ

ル
ニ
ル

 
第
１
１
３
０
話
 
進
む
イ
ベ
ン
ト

 
第
１
１
３
１
話
 
女
神
降
臨

 
第
１
１
３
２
話
 
ミ

ル
ニ
ル

 
第
１
１
３
３
話
 
ミ

ル
ニ
ル
ロ

ド

 
第
１
１
３
４
話
 
ラ
ン
キ
ン
グ
の
行
方

 
第
１
１
３
５
話
 
週
末
の
予
定

 
第
１
１
３
６
話
 
抗
え
ぬ
誘
惑



 
第
１
１
３
７
話
 
金
曜
朝
の
出
来
事

 
第
１
１
３
８
話
 
ノ
リ
の
将
来

 
第
１
１
３
９
話
 
も
う
一
人
の
家
族

 
第
１
１
４
０
話
 
驚
き
の
知
ら
せ

 
第
１
１
４
１
話
 
煽
る
ト
リ

ク
ス
タ

 
第
１
１
４
２
話
 
た
ま
る
ス
ト
レ
ス

 
第
１
１
４
３
話
 
俺
の
勝
利
だ

 
第
１
１
４
４
話
 
変
わ
る
勢
力
図

 
第
１
１
４
５
話
 
コ
ヨ
ミ
と
の
合
流

 
第
１
１
４
６
話
 
藍
子
と
木
綿
季
の
や
り
直
し



 
第
１
１
４
７
話
 
ガ
イ
ア
と
フ
レ
イ
ヤ

女
の
戦
い

 
第
１
１
４
８
話
 
ガ
イ
ア
戦

開
幕

 
第
１
１
４
９
話
 
打
倒

ギ
ガ
ン
テ
ス

 
第
１
１
５
０
話
 
ガ
イ
ア

発
狂
モ

ド

 
第
１
１
５
１
話
 
こ
こ
か
ら
立
て
直
す

 
第
１
１
５
２
話
 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
ご
主
人
様

 
第
１
１
５
３
話
 
攻
略
戦

最
後
の
ミ

シ

ン

 
第
１
１
５
４
話
 
イ
ベ
ン
ト

最
後
に
し
て
最
高
潮

 
第
１
１
５
５
話
 
離
れ
て
も
ず

と
友
達

 
第
１
１
５
６
話
 
エ
ピ
ロ

グ

伝
説
の
復
活



 
第
九
章
 
オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル
編

 
第
１
１
５
７
話
 
二
人
目

 
第
１
１
５
８
話
 
い
ず
れ
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

 
第
１
１
５
９
話
 
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
・
愛

 
第
１
０
６
０
話
 
偶
像

 
第
１
１
６
１
話
 
教
え
て
ホ

リ

さ
ん

 
第
１
１
６
２
話
 
純
子
の
宣
言

 
第
１
１
６
３
話
 
未
確
認
の
個
体

 
第
１
１
６
４
話
 
サ
プ
ラ
イ
ズ
発
表
会



 
第
１
１
６
５
話
 
発
表
会
の
そ
の
裏
で

 
第
１
１
６
６
話
 
遠
い
日
の
記
憶

 
第
１
１
６
７
話
 
九
人
目
と
十
人
目

 
第
１
１
６
８
話
 
も

と

も

と
だ

 
第
１
１
６
９
話
 
居
酒
屋
の
出
会
い

 
第
１
１
７
０
話
 
変
貌

 
第
１
１
７
１
話
 
一
年
後
の
予
定

 
第
１
１
７
２
話
 
新
鮮
な
気
持
ち
で

 
第
１
１
７
３
話
 
二
人
目
の
歌
姫



 
第
１
１
７
４
話
 
三
人
目
の
歌
姫

 
第
１
１
７
５
話
 
ユ
ナ

初
体
験
の
連
続

 
人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
Ｓ
ｃ
ａ
ｌ
ｅ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
趣
味
の
資
料
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
Ｓ
ｃ
ａ
ｌ
ｅ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

 
第
１
１
７
６
話
 
歌
姫
披
露

 
第
１
１
７
７
話
 
何
も
感
じ
ら
れ
な
い

 
第
１
１
７
８
話
 
大
人
の
飲
み
会

 
第
１
１
７
９
話
 
姐
さ
ん

姉
御

姉
さ
ん

 
第
１
１
８
０
話
 
居
酒
屋
の
縁
切
り



 
第
１
１
８
１
話
 
光
栄
す
ぎ
て

 
第
１
１
８
２
話
 
間
宮
ク
ル
ス
最
強
伝
説

 
第
１
１
８
３
話
 
詩
乃
の
リ
ベ
ン
ジ

 
第
１
１
８
４
話
 
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
・
ク
ル
ス

 
第
１
１
８
５
話
 
ゴ
エ
テ

ア
の
狙
い

 
第
１
１
８
６
話
 
迫
る
者
達

 
第
１
１
８
７
話
 
ピ
ト
フ

イ
の
計
略

 
第
１
１
８
８
話
 
義
理
堅
い
こ

た

 
第
１
１
８
９
話
 
ビ

ビ

の
誤
算

 
第
１
１
９
０
話
 
ゴ
エ
テ

ア
の
リ

ダ



 
第
１
１
９
１
話
 
救
い
の
手

 
第
１
１
９
２
話
 
爆
走

 
第
１
１
９
３
話
 
面
白
い
奴
ら

 
第
１
１
９
４
話
 
ま
さ
か
の
攻
撃

 
第
１
１
９
５
話
 
窮
鼠

 
第
１
１
９
６
話
 
フ
カ
次
郎
の
ミ
ス

 
第
１
１
９
７
話
 
倒
れ
ゆ
く
仲
間
達

 
第
１
１
９
８
話
 
戦
況

刻
々
と
変
化
す

 
第
１
１
９
９
話
 
ク
ル
ス

日
々
邁
進
す

 
第
１
２
０
０
話
 
い
つ
か
こ
の
手
で



 
第
１
２
０
１
話
 
信
賞
必
罰

 
第
１
２
０
２
話
 
夜
の
ド
ラ
イ
ブ

 
第
１
２
０
３
話
 
八
幡
と
明
日
奈
の
部
屋

 
第
１
２
０
４
話
 
比
企
谷
家
の
夜

 
第
１
２
０
５
話
 
四
人
は
知
り
た
い

 
第
１
２
０
６
話
 
香
蓮

そ
し
て
詩
乃

 
第
１
２
０
７
話
 
ク
ル
ス

そ
し
て
明
日
奈

 
第
１
２
０
８
話
 
ク
ラ
ス
会
議

 
第
１
２
０
９
話
 
脚
本
担
当
は

 
第
１
２
１
０
話
 
来
賓



 
第
１
２
１
１
話
 
徹
大

来
校
す

 
第
１
２
１
２
話
 
ま
る
で
お
祭
り

 
第
１
２
１
３
話
 
困

た
雪
乃
ち

ん

 
第
１
２
１
４
話
 
欲
し
い

 
第
１
２
１
５
話
 
さ
よ
う
な
ら

宜
し
く





 
第
０
０
０
話
 
注
意
書
き
と
設
定

 
２
０
１
８
年

月

日
 
微

に

正

 

か
い
事
は
気
に
し
な
い
と
い
う
方
は

み
飛
ば
し
て
下
さ
い

 
ま
ず
は
注
意
書
き
の
よ
う
な
も
の

 
・
ヒ
ロ
イ
ン
は
ア
ス
ナ
で
す

 
・
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
の
カ

プ
ル
が
至
高
の
方
に
は
向
き
ま
せ
ん

引
き
返
す
事
を
お

め
し

ま
す

 
・
初
投
稿
な
の
で
生

か
く
見
守

て
や

て
下
さ
い

 
・
ご
都
合
主
義
や

突
な
展
開
が
多
々
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
・
完
全
に
自
分
が
あ
れ
も
こ
れ
も
見
た
い
が
た
め
書
き
始
め
た
何
番

じ
か
わ
か
ら
な
い
小
説

で
す

 

め
上
に
突

走
る
事
が
多
い
で
す



 第０００話 注意書きと設定

 
・
基
本
キ
リ
ト
は
原
作
の
イ
ベ
ン
ト
を
ア
ス
ナ
抜
き
で
消
化
し
て
い
ま
す

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
の
八
幡
は
ス
ピ
ン
オ
フ
も
し
く
は
裏
話
風
な
展
開
を
ア
ス
ナ
と
共
に
歩
む
事
と

な
り
ま
す

前
半
は
ど
う
し
て
も
プ
ロ
グ
レ

シ
ヴ
の
展
開
か
ら
し
て

裏
話
で
は
な
く

 
キ
リ
ト
の
行
動
を
ハ
チ
マ
ン
が
ト
レ

ス
す
る
事
が
多
く
な

て
い
ま
す

 
・
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
は
と
も
か
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
ア
フ
タ

編
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
か
ら
は
も
う
完
全
に
別
世
界
で

す 
・
作
者
の
未

さ
ゆ
え

序
盤
で
強
引
に
友
達
関
係
を
成
立
さ
せ
て
い
ま
す

 
そ
の
た
め
か

序
盤
で
カ

プ
ル
成
立
と
勘
違
い
さ
れ
た
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

 
序
盤
で
は
完
全
に
は
恋
愛
感
情
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん

 
こ
の

り
は
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ヴ
で
も
同
じ
よ
う
な
展
開
に
な

て
い
る

 
問
題
は
無
い
と
考
え
て
い
ま
す

と
に
か
く
二
人
が
一

に
い
る
事
が
大
事
な
の
で

 
あ
る

度
信
頼
が
無
い
と
こ
ん
な
世
界
で
一

に
行
動
す
る
事
は
あ
り
え
な
い
と
思
う
の
で

 
・
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
に
は
一
部
シ

タ
イ
ン
ズ
・
ゲ

ト
や
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
の
キ

ラ
が

場
す
る
部
分

が
あ
り
ま
す



 
・
人
物
紹
介
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
の
後
半
で
思
い
立

て
投
稿
し
た

序
盤
は
見
な
い
方
が
い
い
と

思
い
ま
す

  
基
本
設
定
の
よ
う
な
も
の

 
・
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
直
後
の
話
と
な
り
ま
す

 
・
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
は
二

二
二
年
十
二
月
二
十
三
日

 
・
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
発

は
二

二
二
年
十
二
月
二
十
五
日

 
・
キ
リ
ト
は
高
校

年
生

 
・
ア
ス
ナ
は
高
校

年
生

 
・
二
刀
流
は

専
用
の
ウ

ポ
ン
ス
キ
ル
が
存
在
し

攻
撃
力

の
補
正
が
つ
き

 
装
備

件
が

別
々
に
な
る

と
い
う
設
定
で
す

 
・
二
刀
流
ス
キ
ル
が
な
い
と
エ
リ

シ
デ

タ
ク
ラ
ス
の
武
器
を
両
手
に
同
時
に
装
備
す
る
事

は
不
可
能

 
・
た
だ
し
両
手
を
足
し
て
必
要
ス
テ

タ
ス
を
満
た
せ
れ
ば
両
手
に
武
器
を
持
つ
事
自
体
は
可

能



 第０００話 注意書きと設定

 
・
設
定
と
ス
ト

リ

は
矛
盾
の
な
い
よ
う
に
出
来
る
だ
け
気
を
つ
け
つ
つ
変
え
ま
く
り
ま

す 
・
八
幡
は
ク
リ
ス
マ
ス
後
の
前
向
き
さ
が

大
し
て
い
ま
す

 
他
人
に
気
を
遣
う
部
分
と
問
題
解
決
の
た
め
可
能
な
全
て
手
を
打
つ
部
分
が
強
調
さ
れ
て
い

ま
す

 
・
ア
ス
ナ
は
序
盤
の
一
人
で
の
行
動
が
無
い
た
め
前
向
き
で
す

 
・

告
タ
グ
は
保
険
で
す

 
・
キ

ラ
は
あ
ま
り
死
に
ま
せ
ん

  

分
⻑
い
話
に
な

て
し
ま
い
ま
し
た
が

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す



 第一章 ＳＡＯ編

 
第
一
章
 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編

 
第
０
０
１
話
 
プ
ロ
ロ

グ

職
場
見
学
に
て

 

今

み
や
す
い
よ
う
に

少
し
ず
つ

正
中
で
す
 
２
０
１
７

 

正

 
急
に
文
章
が
お
か
し
く
な

た
ら

そ
こ
は
ま
だ
い
じ

て
い
な
い
所
で
す

す
み
ま
せ
ん

 
八
幡
の
キ

ラ
で
す
が

そ
う
い

た
事
情
で

現
在

２
０
０
話

の
キ

ラ
付
け
に

 
ど
う
し
て
も
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
原
作
と
の

離
が
大
き
く
な

て
い
る

所
が
多
い
で
す

ご
容

下
さ
い

 
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
の
カ

プ
ル
以
外
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
方
と

ず

と
原
作
通
り
の
性

格
で
ま

た
く
変
化
し
な
い
八
幡
が
見
た
い
と
い
う
方
は
こ
の
ま
ま
引
き
返
す
事
を
お

め
し

ま
す

 
そ
の
日

比
企
谷
八
幡
は

つ
い
に
待
ち
望
ん
で
い
た
日
を
迎
え
る
事
と
な

た
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今
日
は
二

二
二
年
十
二
月
二
十
五
日

つ
い
に
世
界
初
の
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
あ
る

ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
通
称
Ｓ
Ａ
Ｏ

の
正
式
サ

ビ
ス
が
ス
タ

ト
す
る
日
だ

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
達
成
感
が
ま
だ
残

て
い
た
八
幡
は

 
ベ

ド
の
上
で
そ
の

間
を
今
か
今
か
と
待
ち

え
て
い
た

 
何
故
ゲ

マ

で
も
な
い
八
幡
が

Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

と
い
う

 
ま
さ
に
八
幡
の
天
敵
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
こ
ん
な
に
待
ち
望
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
と

 
こ
こ
で
時
は
職
場
見
学
ま
で

る

比
企
谷
八
幡
は
そ
こ
で

 
天
才
茅
場

と

ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
出
会

て
し
ま

た

 
世
界
初
の
完
全
な
る

機
能
を
実
現
さ
せ
た
ゲ

ム
機

ナ

ヴ
ギ
ア

が
発

さ
れ
て
か

ら 

に
い
く
つ
か
の
タ
イ
ト
ル
が
発

さ
れ
て
い
た
が

 
そ
の

新
的
な
仕
様
ゆ
え
ハ

ド
の
性
能
を
き
ち
ん
と
引
き
出
せ
て
い
る
ゲ

ム
は
ま
だ
皆

無
だ

た

 
偶
然
か
必
然
か

葉
山

人
が
職
場
見
学
に
選
ん
だ
の
は

 
今
度
新
し
く

ナ

ヴ
ギ
ア
で
発

さ
れ
る
ゲ

ム
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ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
開
発
会
社

ア

ガ
ス

だ

た

 
実

に
画
面
を
見
て

八
幡
は

中
二
病
が
再
発
し
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
に

え
て
い
た

ゲ

ム
も
つ
い
に
こ
こ
ま
で
き
た
か

か
ら
予
想
は
さ
れ
て
た
け
ど

な
ん
だ
よ
こ
れ

 
も
う
言
葉
も
出
な
い
わ

い
つ
も
通
り
戸
部
は

べ

べ

い
し

 
三

と
由
比

も

驚
き
の
あ
ま
り

声
も
出
な
い
よ
う
だ
な

 
海

名
さ
ん
は
何
か
に
腐
レ

ダ

が
反
応
し
た
の
か

血
を
出
し
て
休
ん
で
い
た
よ
う

だ 
本
当
あ
の
人
ブ
レ
ね

よ
な

こ
う
い
う
時
に
場
を
整
え
る
葉
山
で
す
ら
画
面
に
見
入

て
い
る
よ
う
だ
な

 
も
ち
ろ
ん
八
幡
も

ひ
た
す
ら
画
面
を
見
つ
め
て
い
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
の
後
何
人
か
が
実

に
プ
レ
イ
を
体
験
出
来
る
事
と
な

た
が

 
当
然
プ
ロ
の
ぼ

ち
で
あ
る
八
幡
が

願
で
き
る
は
ず
も
な
く

 
指
を

え
て
見
て
い
る
し
か
出
来
な
か

た
わ
け
な
の
だ
が

ど
う
だ
い

ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は

 
不
意
打
ち
の
よ
う
に
そ
う
声
を
か
け
ら
れ
た
八
幡
は

反
射
的
に
こ
う
答
え
て
い
た
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な
ん
て
い
う
か
遊
び
じ

な
い
ん
だ

こ
れ
こ
そ
ゲ

ム
な
ん
だ

て
感
じ

す
ね

 
自
分
で
も
お
か
し
な
言
い
方
だ
と
思
う
ん
す
け
ど

 
人
の
手
で

り
出
さ
れ
た
世
界
だ
け
ど
確
か
に
こ
こ
に
存
在
す
る

て
い
う
か

そ
の

本

物

て
い
う
か

 
俺
が
手
に
入
れ
た
く
て
も
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
本
物
が

こ
こ
に
は
あ
る
ん
で
す
か
ね

 
背
後
か
ら
息
を

む
気
配
が
し
た

 
八
幡
は

自
分
は
今

誰
と
話
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
我
に
返
り

て
て

り
向
い
た

 
驚
い
た
よ
う
な

そ
れ
で
い
て
ど
こ
か
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
し
た
白
衣
の
男
が
そ
こ
に
い
て

 
興
味
深
そ
う
に
こ
ち
ら
を
じ

と
見
て
い
た

 
そ
の
顔
は

雑

で
よ
く
見
る

あ
ま
り
に
も

名
な
顔
だ

た

茅
場

天
才
ゲ

ム
デ
ザ
イ
ナ

に
し
て

子
物
理
学
者

 
こ
の
人
み
た
い
な
人
は
本
物

て
も
の
を
手
に
入
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
と
い
う
か
本
物
な
ど
と
い
う
今
ま
で
考
え
た
事
も
な
い
言
葉
を
何
故
俺
は
使

た
の
だ

ろ
う

 
そ
れ
が
と
て
も

い
て
い
る
物
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
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ち

け
な
自
分
の
悩
み
と
あ
い
ま

て

八
幡
は
少
し
居
心
地
の
悪
さ
を
お
ぼ
え
た

そ
う
か

本
物
か

君
は
そ
う
思

て
く
れ
る
の
か

す

す
み
ま
せ
ん

つ
い
感
じ
た
事
が

そ
の

思
わ
ず
口
に
出
た
と
い
う
か

 
な
ん
で
本
物
な
ん
て
言
葉
が
口
を
つ
い
て
出
た
の
か

自
分
で
も
不
思
議
な
ん
で
す

確
か
に
不
思
議
だ
ね

だ
が
謝
る
必
要
は
ま

た
く
無
い
よ

む
し
ろ
私
は
嬉
し
か

た

 
そ
し
て
茅
場
は

は
に
か
ん
だ
顔
で

こ
う
続
け
た

君
は
プ
レ
イ
体
験
に

願
し
な
か

た
の
か
い

こ
の
ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は

 
君
み
た
い
な
人
に
こ
そ
是
非
体
験
し
て
み
て
欲
し
い
ゲ

ム
な
の
だ
け
ど
ね

す
す
み
ま
せ
ん
興
味
が
な
い
と
か
そ
う
い
う
の
じ

な
く
て

そ
の
ア
レ
が
ア
レ
な

ん
で

 

に
い
つ
も
の
調
子
で
言
い

を
し
て
し
ま

た
八
幡
は
自
分
が
少
し
み

と
な
い
と
感

じ
たさ

す
が
に
知
ら
な
い
人
と
流

に
話
す
の
は

俺
に
は
ま
だ
無
理
だ
よ
な

 
茅
場
は

八
幡
の
返
事
を

い
て
少
し
考
え
た
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
か
と
思
う
と

 
お
も
む
ろ
に
名

を
取
り
出
し

八
幡
に
差
し
出
し
て
き
た
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も
し
君
さ
え
良
か

た
ら
だ
が
夏
休
み
に

テ
ス
ト
直
前
の
調
整
の
バ
イ
ト
を
や

て
み
な

い
か

 
こ
の
名

に
あ
る
会
社
の
番

に
連

を
く
れ
れ
ば

用
す
る
よ
う
に
手
配
し
て
お
こ
う

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す

で
も
何
で
俺
に
な
ん
か

君
か
ら
何
か
を
感
じ
た
か
ら

ど
ん
な

で
あ
れ

体
験
し
て
み
て
欲
し
い
ん
だ

 

テ
ス
タ

は

学
校
の
関
係
で
無
理
だ
ろ
う
か
ら
ね

 
プ
ロ
の
ぼ

ち
を
自
称
す
る
八
幡
だ

た
が

 
さ
す
が
に
そ
の
場
で
お
か
し
な
事
を
言
う
わ
け
に
も
い
か
ず
少
し
考
え
て
か
ら
こ
う
答
え
た

も
し
機
会
が
あ
れ
ば
前
向
き
に

討
し

処
し
ま
す

 
八
幡
は

精
一

ま
じ
め
に
答
え
た
つ
も
り
だ

た
が

言
葉
遣
い
は
明
ら
か
に
変
だ

た

 
だ
が
そ
の
返
事
を

い
て

茅
場
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

は
は
は
や

ぱ
り
君
は
面
白
い
な

あ
ま
り
気
が
の
ら
な
い
よ
う
だ
が
期
待
せ
ず
に
待

て
い
る
よ

 
そ
れ
で
は
こ
の
後
も

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
ま
え

 
そ
し
て
茅
場
は
何
か
に
気
付
い
た
の
か
う

か
り
し
た
と
い
う
顔
で
八
幡
に
再
び
質
問
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を
し
た

そ
う
い
え
ば
ま
だ
君
の
名
前
を

い
て
い
な
か

た
ね

あ

は
い

比
企
谷
八
幡
で
す

職
場
見
学
に
来
ま
し
た

総
武
高
校
の
二
年
生
で
す

比
企
谷
君
か

総
武
高
校

も
し
か
し
て
雪
ノ
下
陽
乃
と
い
う
人
を
知

て
い
る
か
い

 
八
幡
は
突
然
雪
ノ
下
の
名
前
が
出
て
き
た
事
に
驚
い
た
が
陽
乃
と
い
う
名
前
に
は

き
覚

え
が
無
い

陽
乃

雪
乃

似
て
い
る
が

雪
ノ
下
雪
乃
と
い
う
知
り
合
い
な
ら
い
ま
す

同
級
生
で
う
ち
の
部
の
部
⻑
を
や

て
ま

す
そ
う
か

私
も
そ
の
名
前
に
は

き
覚
え
が
な
い
が

ご
家
族
の
方
か
も
し
れ
な
い
ね

 
い
や

つ
ま
ら
な
い
事
を

い
て
悪
か

た
ね

良
か

た
ら
今
度

確
認
し
て
お
き
ま
し

う
か

い
や

そ
れ
に
は

ば
な
い
よ
比
企
谷
君

 
総
武
高
校
と

い
て

な
ん
と
な
く

い
て
み
た
だ
け
だ
か
ら
ね
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そ
れ
じ

ま
だ
仕
事
が
残

て
る
ん
で
お
先
に
失

す
る
よ

今
日
は
君
と
出
会
え
て

 
と
て
も

意
義
だ

た

ま
た
な

比
企
谷
八
幡
君

 
そ
う
い
い
残
し
茅
場
は
去

て
い

た

ま
た
な

か

 
八
幡
は
し
ば
ら
く
そ
の
場
か
ら
動
く
事
が
出
来
ず

今
の
出
来
事
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

あ
の
茅
場

と
直
接
会
話
出
来
る
と
は

あ
ま
つ
さ
え
バ
イ
ト
に
誘
わ
れ
ち

う
な
ん
て

な 
と
り
あ
え
ず
今
度

材
木
座
に
自
慢
し
よ
う

 
そ
し
て
雪
ノ
下

雪
ノ
下
な
ん
て

そ
う
そ
う
あ
る
わ
け
な
い
し
な

ま
い
い
か

 
八
幡
は
気
持
ち
を
切
り

え
る
事
に
し
た

考
え
る
の
は
後
で
い
い

そ
れ
よ
り
も
今
は

ヒ

キ

何
か
あ

た

い
や
何
も
ね
え
よ
由
比

た
だ
こ
の
ゲ

ム
を
開
発
し
て
る
人
と
ち

と
話
を
し
た

だ
け
だ

そ
う
な
ん
だ

こ
れ

ほ
ん
と
超
す
ご
い
よ
ね

も
う
何
も
か
も
び

く
り
だ
し
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あ
あ

そ
う
だ
な

本
当
に
す
ご
い
な

こ
の

ら
れ
た
世
界
に
比
べ
て

俺
の
悩
み
は
何
と
小
さ
い
の
だ
ろ
う
か

 
そ
も
そ
も
こ
れ
は
悩
み
と
呼
べ
る
の
だ
ろ
う
か

 
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ

八
幡
は
そ
の
時
が
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て
い
た

こ
れ
で
い
い
の
か
は
わ
か
ら
な
い

だ
が

こ
の
ま
ま
で
い
い
は
ず
は
な
い
の
だ

 
由
比

の
よ
う
な

と
て
も
優
し
い
ト

プ
カ

ス
ト
の
人
間
が

 
俺
な
ん
か
と
一

に
い
て
い
い
は
ず
な
ど
な
い
の
だ
か
ら

 
そ
し
て
こ
の
直
後

比
企
谷
八
幡
は

由
比

結
衣
と
の
関
係
を
リ
セ

ト
し
た

 
本
当
に
こ
れ
で
良
か

た
の
か
ど
う
か

 
答
え
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
何
か
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
八
幡
は
バ
イ
ト
の

し
込
み
を
し
た

 
結
果
的
に
そ
の
直
後
に
八
幡
と
由
比

と
の
関
係
は

さ
れ
た
の
だ
が

 
そ
の
過

で

八
幡
は
雪
ノ
下
陽
乃
と
出
会

た

こ
の
人
と
茅
場
さ
ん

ど

ち
が
上
な
ん
だ
ろ
う
か

 
ま
あ

さ
す
が
に
茅
場
さ
ん
の
方
が
す
ご
い
ん
だ
ろ
う
と
は
思
う
が

 
比

対
象
に
な
り
う
る
時
点
で
と
ん
で
も
な
い
才
能
で
あ
る
事
は
確
か
だ
な
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と
り
あ
え
ず
俺
は

出
来
る
だ
け
陽
乃
さ
ん
に
会
わ
な
い
よ
う
に
努
力
を
す
る
事
に
し
よ
う

 
な
ん
か
怖
い
ん
だ
よ
な

あ
の
人

 
ち
な
み
に
茅
場
の
事
は

陽
乃
が
怖
く
て

け
て
い
な
い

 
そ
の
せ
い
か
う

か
り
バ
イ
ト
の
事
が
陽
乃
に
バ
レ
た
時
は

り
葉

り
色
々
と

か

れ
た同

じ
理
系
の
は
ず
だ
し

目
標
と
す
る
人
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

し
か
し
や

ぱ
り

な 
そ
う
思

た
八
幡
は

せ

か
く
の
機
会
だ
か
ら
と

 
茅
場
と
の
関
係
を
陽
乃
に
思
い
切

て

い
て
み
た
の
だ
が
結
局
何
も
答
え
て
は
も
ら
え

な
か

た

 
た
だ
そ
の
時
の
陽
乃
の

は

本
当
に
怖
か

た
よ
う
だ

も
う
あ
の
人
に
関
わ
る
の
は

力
避
け
よ
う

何
か
気
に
入
ら
れ
て
い
る
気
も
す
る
が

気
の
せ
い
だ

 
こ
う
し
て
人
生
で
一
番
忙
し
い
夏
休
み
を
八
幡
は
過
ご
し
て
い
た
の
だ
が

 
そ
の
過

で

八
幡
は
茅
場
を

さ
ん
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

て
い
た
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ち
な
み
に
雪
ノ
下
陽
乃
に
は
秋
以
降
陽
乃
呼
び
を
強
制
さ
れ
て
い
る

八
幡
に
は

否

は

無
い
よ
う
だ

さ
ん
は
本
当
に
尊
敬
で
き
る
人
だ
と
思
う

何
よ
り
怖
く
な
い
の
が
い
い

 
何
よ
り

さ
ん
自
身
も
か
な
り
の

れ
ぼ

ち
な
の
だ
か
ら

親
近
感
も
わ
く
よ
な

 
し
か
し
今
年
の
夏
は

人
生
で
一
番
ハ

ド
な
夏
休
み
だ

た
気
が
す
る
な

 
過
密
な
ス
ケ
ジ

ル
の
中

突
然
ぶ

こ
ま
れ
た
千
葉
村
で
の
活
動
あ
た
り
で
は

 
本
当
に
死
ぬ
か
と
思

た

や

ぱ
り
働
き
た
く
な
い
で
ご
ざ
る

が
ベ
ス
ト
だ

 
そ
し
て
月
日
は
過
ぎ

夏
休
み
が
終
わ

て

茅
場
も
最
後
の
追
い
込
み
な
の
だ
ろ
う

 
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る
せ
い
か

八
幡
と
も
や
や

遠
に
な

て
い
た

 
八
幡
は
八
幡
で
文
化
祭
体
育
祭
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
と

調
に
イ
ベ
ン
ト
を
こ
な
し
て

い
た

 
そ
の
過

で
八
幡
は

本
物
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待
を
持

て
し

ま

た
自
分
に

 
ま
だ
気

い
て
は
い
な
か

た
が

確
実
に
変
化
は
現
れ
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は

結
局
ナ

ヴ
ギ
ア
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

バ
イ
ト
代
で

入
し
た
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忙
し
い
日
々
だ

た
が
そ
う
悪
く
は
な
か

た
と
今
な
ら
言
え
る
気
が
し
な
い
で
も
な
い

 
こ
れ
も
変
化
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い

ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
中
で

 
一
体
俺
は
ど
ん
な

験
を
す
る
の
だ
ろ
う
か

ち

と
は
期
待
し
ち

て
る
俺
発
見

と 
最
後
に
八
幡
の
名

の
た
め
に

つ
だ
け
書
い
て
お
こ
う

 
彼
自
身
は
あ
く
ま
で
日
々
の
息
抜
き
の
た
め
に
た
ま
に
や

て
み
る
だ
け
の
つ
も
り
な
の

で
あ
る

 
ぼ

ち
に
は
や
は
り
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
⻤
門
で
あ
る
事
に
変
わ
り
は
な
い
の
だ
か
ら
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第
０
０
２
話
 
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
リ
ア
充

 
２
０
１
７

 

正

リ
ン
ク
ス
タ

ト

 
慣
れ
親
し
ん
だ
エ
フ

ク
ト
と
共
に
八
幡
は
再
び
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
と
降
り
立

た

あ
れ

降
り
立

た

あ

こ
れ

俺
が
バ
イ
ト
の
時
使

て
た

か

 
ミ
ス

た
な
最
初
か
ら
キ

ラ
を
作
り
直
す
か

つ

か
こ
の
キ

ラ
ま
だ
残

て
た
の
か

 
八
幡
は
や
れ
や
れ
と

を
す
く
め
お
も
む
ろ
に
自
分
の

や
ス
テ

タ
ス
を
確
認
し
始
め

た
名
前
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
か

ス
テ

タ
ス
は
初
期
に

き

し
か

 

プ
レ
イ
す
る
わ
け
で
も
な
い
し
息
抜
き

度
だ
か
ら
こ
の
ま
ま
で
別
に
い
い
か

 
し
か
し
あ
れ
だ

日
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
徹
夜
し
て
名
前
を
考
え
た
俺
の
努
力
は

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
は

界
の
片

に
見
慣
れ
な
い
エ
フ

ク
ト
が
表

さ
れ
て
い
る
の
に
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気
が
つ
い
た

運

か
ら
の
メ

セ

ジ
か

さ
ん
か
ら
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
メ

セ

ジ
を
開
い
て
み
る
と

そ
こ
に
は
こ
う
書
い
て
あ

た

君
が
こ
の
ゲ

ム
で
本
物
を
見
つ
け
ら
れ
る
時
が
来
る
事
を

る

 
す
ま
な
い
と
は
言
わ
な
い

君
な
ら
わ
か

て
く
れ
る
は
ず
だ

 
お

び
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
君
が
愛
用
し
て
い
て
製
品

に
は

入
で
き
な
か

た
装

備
を

 
な
ん
と
か

じ
込
ん
だ

ど
こ
か
に

し
て
あ
る

 
も
し
見
つ
け
る
事
が
出
来
た
な
ら

活
用
し
て
く
れ
た
ま
え

 
本
物
と
い
う
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
は

日
前
の
事
を
思
い
出
し
て
身

え
た

 
そ
れ
は
も
う
気
持
ち
悪
い
く
ら
い
身

え
た

 
以
前
茅
場
と
会
話
し
た
時
と
は

も
う
ま

た
く
事
情
が
違
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
も
う

自
分
の
求
め
る
物
を

自
覚
し
て
し
ま

て
い
る
か
ら
だ

黒
歴

だ
よ
な

と

も
う

通
あ
る
な

君
の
目
を
再
現
す
る
の
は
中
々
に
大
変
だ

た
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つ
目
の
メ

セ

ジ
を
見
た

間
に

ハ
チ
マ
ン
は

て
て

水
へ
と
駆
け
出
し
て

 
水
面
に
自
分
の
顔
を
映
し
て
み
た

や
は
り
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
も

俺
の
目
は
腐

て
い
る
の
か

 
残

な
現
実
に

ガ

ク
リ
と
う
な
だ
れ
た
後

ハ
チ
マ
ン
は

 
茅
場
か
ら
の
メ

セ

ジ
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
は
じ
め
た

俺
の
愛
用
武
器

て
い
う
と
あ
れ
か

し
か
し
こ
の
広
い
世
界
で
簡

に
見
つ
か
る
も
の
で

も
な
い
し

 
見
つ
け
ら
れ
る
と
も
思
え
な
い

そ
れ
よ
り
も

俺
な
ら
わ
か
る
は
ず

ど
う
い
う
事
だ

 
ま
あ
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な
い

時
間
は

限
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
ず
装
備
を
揃
え
る
た
め
に

商
業
区
画
の
露
天
へ
と
足
を
向
け
た

こ
の
あ
た
り
は
変
わ

て
な
い
な
ま
あ
俺
が
プ
レ
イ
し
た
時
に
は
も
う
ほ
ぼ
完
成
し
て
た

し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
身
の
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
が

Ａ
Ｇ

り
の
超
近
接
タ
イ
プ
の

 
と
り
あ
え
ず
と
い

た
感
じ
で

剣
を
一

り

う
と

 

し
に
自
分
が
覚
え
て
い
る

い
く
つ
か
の

剣
ソ

ド
ス
キ
ル
の
型
を
な
ぞ

て
み
た
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練
度
が
足
り
ず

当
然
ア
シ
ス
ト
も
働
か
な
い

力
は
言
わ
ず
も
が
な
だ
が

 
型
だ
け
は
ち

ん
と
再
現
す
る
事
が
出
来
た
よ
う
だ

ま
こ
ん
な
も
ん
か

後
は
防

だ
が

ぼ

ち
御
用
達
の
フ

デ

ド
ケ

プ
は
外
せ

な
い
と
し
て

 

で
こ
れ
と
こ
れ

ま
あ

資
金
的
に
も
こ
ん
な
も
ん
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
満
足
し
た
よ
う
に
自
分
の

を
見
た
後
に
限
り
な
く
自
分
の
気
配
を
薄
く
し

た 
ぼ

ち
必
須
の

密
ス
キ
ル
で
あ
る

も
ち
ろ
ん
ス
キ
ル
外
ス
キ
ル
だ

 
も

と
も

果
の
ほ
ど
は

定
か
で
は
な
い
が

何
も
し
な
い
よ
り
は
ま
し
の
は
ず
で
あ
る

 
そ
の
せ
い
な
の
か
誰
の

線
も
感
じ
な
い
さ
す
が
ぼ

ち

ぼ

ち
の
称

は
シ
ス
テ
ム

を
も
超
え
る

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
久
し
ぶ
り
に
狩
り
で
も
す
る
か
と
街
の
外
に
向
か
お
う
と
し
て

り
向

い
た
が

 
い
つ
の
間
に
か
後
ろ
に
立

て
い
た
人
に
ぶ
つ
か
り

た
た
ら
を

ん
だ

あ

す
す
す
す
み
ま
せ
ん
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ハ
チ
マ
ン
は
ど
も
り
な
が
ら
つ
い
反
射
で
謝

て
し
ま

た
が
そ
こ
で
あ
る
事
に
気

い
て
愕
然
と
し
た

こ
い
つ

い
つ
か
ら
背
後
に
い
や
が

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
後
ろ
に
飛
び
の
き
相
手
を
じ

と
見
つ
め
た

い
や
じ

と
見
つ
め
よ
う
と

し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

他
人
の
目
を
見
な
が
ら
話
す
事
に
は
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い

 
結
局
目
を
背
け
る
事
に
な
り

更
に
は
何
も
言
い
出
せ
な
か

た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
気
を
利
か
せ
た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が
相
手
が
先
に

り
だ
し

た
い
や

ご
め
ん
ご
め
ん

君
が
興
味
深
く
て

つ
い
近
く
で
観
察
し
ち
ま

て
た
よ

 
オ
レ

ち
は
情
報
屋
の
ア
ル
ゴ

何
か
あ
れ
ば
是
非
情
報
屋
ア
ル
ゴ
を
ご

に
ナ

 
そ
ん
な
ア
ル
ゴ
の
様
子
を
チ
ラ
チ
ラ
と

う
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た
が

 
こ
ち
ら
も
自

紹
介
を
し
よ
う
と
し
て

ア
ル
ゴ
の
顔
の

に
気

き

 
そ
れ
に
見
覚
え
が
あ

た

意
思
と
は
別
に

言
葉
が
つ
い
口
を
つ
い
て
出
た

な
あ
あ
ん
た
の
そ
の
顔

体
術
ス
キ
ル
の
ク
エ
ス
ト
な
ん
か

ど
こ
で
受
け
た
ん
だ
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確
か
あ
れ
は

層
の
は
ず
だ
が

 
ア
ル
ゴ
は
内
心
衝
撃
を
受
け
た

 
体
術
ス
キ
ル
の
情
報
は

多
い

テ
ス
タ

の
中
で
も
自
分
以
外
誰
も
知
ら
な
い
は
ず
だ

か
ら
だ

 
し
か
し
ア
ル
ゴ
は
そ
れ
を
お
く
び
に
も
出
さ
ず

内
で
主
要
な

テ
ス
タ

の
情
報
を

索

し
始
め
た

 
だ
が
も
ち
ろ
ん

当
す
る
プ
レ
イ
ヤ

は
発
見
で
き
な
か

た

 
そ
ん
な
ア
ル
ゴ
の

を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は

こ
え
な
か

た
の
か
と
思
い

 
今
度
こ
そ

け
な
し
の
コ
ミ

力
を
発

し
て
自

紹
介
を
し
た

え

と

俺
の
名
は

ハ
チ
マ
ン
だ

よ

よ
ろ
し
く

 
ア
ル
ゴ
は
我
に
返
り
内
心
の
動

を

し
な
が
ら
あ
く
ま
で
自
然
に
見
え
る
よ
う
に

舞

う
努
力
を
し
た

ハ
チ
マ
ン

ね

じ

あ
ハ

て
事
で

以
後
よ
ろ
し
く
ナ

 
今
度
は
ハ
チ
マ
ン
が

別
の
意
味
で
す
さ
ま
じ
い
衝
撃
を
受
け
た

初
対
面
で
い
き
な
り
あ
だ
名
呼
び
と
か

何
こ
い
つ
ア
ル

さ
ん
な
の
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し
か
も
セ
ン
ス
皆
無
な
と
こ
ま
で
一

か
よ

ま
あ
そ
れ
よ
り
も
サ

 
ア
ル
ゴ
は
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
の

元
に
顔
を
近

け

い
た

ハ

て
何
者
だ
い

テ
ス
ト
で
見
か
け
た
記
憶
は

オ
レ

ち
に
は
無
い
ん
だ
け
ど

ナ 
そ
の
顔
の
近
さ
に

ハ
チ
マ
ン
は

ひ
ど
く
動

し
た

近
い

近
い
か
ら

こ
の
ま
ま
だ
と

れ
ち

う
か
ら

 
あ
と
ど
う
し
て
そ
ん
な

い
声
が
出
せ
る
ん
で
す
か
ね

ど
こ
か
の
誰
か
み
た
い
に

 
ハ
チ
マ
ン
は

や

を
か
き
な
が
ら
あ
ざ
と
生
徒
会
⻑
一
色
い
ろ
は
の
事
を
思
い
出
し
つ

つ
も

 

静
さ
を
保
つ
よ
う
に
深
呼

し

今
の
や
り
取
り
に
対
し
て

考
え
を
巡
ら
せ
た

情
報
屋
に
安
易
に
色
々
話
す
の
は
多
分
ま
ず
い

と
り
あ
え
ず
当
た
り
障
り
の
な
い
事
だ
け

言

と
く
か

あ

あ

ち

と
茅
場

さ
ん
の
手
伝
い
を
し
た
事
が
あ
る
だ
け
な
ん
で
す
よ

 

テ
ス
ト
が
始
ま
る
前
ち

こ

と
で
す
け
ど
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別
に
同
じ
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
だ
し
見
た
感
じ
年
も
そ
う
離
れ
て
な
い
だ
ろ
う
か
ら

 
敬
語
な
ん
ざ
使
わ
な
く
て
い
い

ハ

そ
れ
に
し
て
も

手
伝
い
ね

 
ア

ガ
ス
の
社
員
さ
ん
か
な
ん
か
カ

職
場
見
学
で
縁
が
出
来
て

ち

と
バ
イ
ト
で

直
前
に
手
伝

た
だ
け
で
す

だ
よ

 

テ
ス
タ

ほ
ど
の
知
識
は
持

て
な
い
と
思
い
ま

思
う
ぞ

多
分

う
ん

テ
ス
タ

の
到
達

層
な
ん
て
知
ら
な
い
し

は
言

て
な
い
な

 
持

て
い
る
情
報
の

一
部
し
か
言

て
な
い
だ
け
だ

 
ま
あ
実

テ
ス
ト
に
つ
い
て
は

そ
こ
ま
で

し
い
事
は
知
ら
な
い
し
な

 
だ
が
ア
ル
ゴ
は

そ
の
言
葉
に
あ
る

度
納
得
し
た
よ
う
だ

た

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
で
あ
の
動
き
か

う
ん
面
白
い

 
今
後
の
た
め
に
も
良
か

た
ら
オ
レ

ち
と
フ
レ
ン
ド

録
し
て
く
れ
な
い
カ

 
そ
う
言

て
に
こ
や
か
に
手
を
差
し
出
し
て
き
た
ア
ル
ゴ
に
ハ
チ
マ
ン
は
ま
た
衝
撃
を
受
け

た
の
だ

た

何
こ
い
つ

い
き
な
り

手
と
か
葉
山
と
同
じ
人
種
か
の
か

て
事
は
リ
ア
充
な
の
か

す
げ
え
な
リ
ア
充
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女
の
子
の
手
を

る
と
か
俺
に
は
難
易
度
高
す
ぎ
な
ん
で
す
け
ど

 
つ

か
世
の
中
の
リ
ア
充

て
こ
ん
な
簡

に
友
達
が
出
来
る
も
の
な
の

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
は

あ
る
事
に
気
が
つ
い
た

あ

こ
れ

て
別
に

中
の
人
も
女
の
子
と
は
限
ら
な
い
ん
じ

ね

Ｍ
Ｍ
Ｏ
だ
し
な

 
そ
も
そ
も
俺
が

女
の
子
に

手
を
求
め
ら
れ
る
と
か
あ
り
え
な
い
し

 
そ
う
考
え
て
ち

と

張
が
と
け
た
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
も

手
す
る
の
が
気
恥
ず
か

し
い
ら
し
く

 
か
つ
て
葉
山
と
し
た
よ
う
に

ア
ル
ゴ
の
手
を
叩
き
な
が
ら

こ
う
言

た

オ

オ

ケ

そ
の

よ
ろ
し
く
な

そ
れ
じ

何
か
あ

た
ら
連

し
て
く
れ
ヨ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
手
を

て
走
り
去

て
い
く
ア
ル
ゴ
を
た
だ

て
見
送

た
の

だ

た
由
比

と
一
色
と
葉
山
の
ハ
イ
ブ
リ

ド
と
か

あ
の
ア
ル
ゴ

て
の

ま
じ
や
ば
い
な

 
ま
あ
で
も

三

や
川
崎
が
混
じ

て
な
く
て

本
当
良
か

た
わ

 
あ
の
あ
た
り
が
混
じ

て
た
ら

あ
ま
り
の
恐
怖
に
一
言
も

れ
な
か

た
ま
で
あ
る
な
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
気
を
取
り
直
す
と
予
定
通
り
街
の
外
へ
と
向
か

て
歩
い
て
い

た 
も
ち
ろ
ん
シ
ス
テ
ム
外

密
ス
キ
ル
を
使
う
の
は
忘
れ
て
い
な
い

 

り
返
す
が

果
の

は
謎
で
あ
る

多
少
な
り
と
も
最
近
は

ま
ず
に
他
人
と
会
話
す
る
事
は
で
き
る
よ
う
に
な

て
る
ん
だ
よ

な 
こ
の
半
年
の
俺
の

験
も
無

で
は
無
か

た

て
事
か

 
ま
あ
一
人
で
い
る
方
が
好
き
な
の
は
間
違
い
な
い
は
ず
だ

あ
い
つ
ら
さ
え
い
な
け
れ

ば 
街
の
外
に
出
る
と
ハ
チ
マ
ン
は
空
い
て
い
そ
う
な
狩
場
を
見
つ
け
深
呼

を
し
て
武
器
を

え
た

 
近
く
に

キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン

と
呼
び
合

て
い
る
二
人
組
の

が
見
え
る
が

ま
あ
問

題
は
な
い
だ
ろ
う

さ
て

こ
こ
か
ら
が
本
当
の
冒
険
の
始
ま
り
だ
な
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第
０
０
３
話
 
ア
ス
ナ
と
の
出
会
い
は

ど
こ
か
ま
ち
が

て
い
る

 
２
０
１
７

 

正

 

ぎ

と
い
う
断
末
魔
と
共
に

イ
ノ
シ
シ
の
巨
体
が

ガ
ラ
ス
の
よ
う
に

け
散

た

 
ど
う
や
ら
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

て
も

ま
だ
ハ
チ
マ
ン
の

は

び
つ
い
て
は
い
な
い
よ
う
だ

 
ま
あ

フ
レ
ン
ジ

ボ
ア
と
呼
ば
れ
る
こ
の
イ
ノ
シ
シ
の
扱
い
は

所

ス
ラ
イ
ム
な
の
で

 
ま
だ
こ
の
先
ど
う
な
る
か
は

未
知

な
ま
ま
で
あ
る

 
一
息
つ
い
た
ハ
チ
マ
ン
が

何
と
な
く
あ
た
り
を
見
回
す
と

大
き
な

け
声
と
共
に

 
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
二
人
組
の
会
話
が

こ
え
て
き
た

う
お

し

あ
あ
あ

や
べ

俺
ま
じ
最
強
じ

ね

ど
う
よ
キ
リ
ト

俺
か
な
り
イ
ケ
テ

る
と
思
わ
ね

初
勝
利
お
め
で
と
う

で
も
今
の
イ
ノ
シ
シ
は
他
の
ゲ

ム
だ
と
ス
ラ
イ
ム
相
当
だ
け
ど

な
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え

マ
ジ
か
よ

お
り

て

き
り
中
ボ
ス
か
な
ん
か
だ
と

ん
な
わ
け
あ
る
か

楽
し
そ
う
だ
な

片
方
は
戸
部

片
方
は
葉
山

い
気
も
す
る
が

 

て
か
ま
た
葉
山
か
よ

実
は
こ
れ

て

ハ
ヤ
マ

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の

 
ま
あ
し
か
し
戸
部

い
の
は
お
そ
ら
く
ニ

ビ

な
の
だ
と
思
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

微
笑
ま
し
さ
も
感
じ
て
い
た

俺
に
も
あ
あ
い
う
時
期
が
あ

た
な

て
ぼ

ち
の

に
上
か
ら
目
線
と
か

年

い
の

で 
レ
ベ
ル
が
上
が

て
か
ら
出
直
し
て
来
て
く
だ
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

 

て

自
分
で
ご
め
ん
な
さ
い
し
ち

う
の
か
よ

 

内
で
い
ろ
は
風
の
小

居
を
し
つ
つ
ハ
チ
マ
ン
は
気
を
取
り
直
し
て
狩
り
を
続
行
す

る
事
に
し
た

フ

ド
エ

ジ

の
動
き
は
で
き
る
か
な

 
今
の

練
度
じ

使
え
な
い
は
ず
の

横
横
横

の
四
連
撃

 
結

を
言
え
ば
動
き
だ
け
は
再
現
出
来
た

力
は
そ
こ
そ
こ

こ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い
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こ
の

力
の
足
り
な
さ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
な

 
ま
あ

練
度
の
上
が
り
方
は
普
通
よ
り
は
上
な
気
が
す
る
し
も
う
少
し
続
け
て
み
よ
う

 
つ

か
さ

き
か
ら

あ
の
キ
リ
ト

て
奴
に
見
ら
れ
て
る
よ
な

 
ぼ

ち
の
特
性
に

純
作
業
が
苦
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
あ
る

や
は
り
一
人
の
方
が
楽

だ 
そ
し
て
他
人
の

線
に

感
な
の
が
ぼ

ち
で
あ
る

こ
れ
く
ら
い
の

線
を
感
知
す
る
の

は
容
易
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

剣
で
の
動
き
を
一
通
り

し
た
後
レ
ベ
ル
も
い
く
つ
か
上
が

た
の
を
見

て 
今
日
の
プ
レ
イ
は

め
に
切
り
上
げ
て

街
に
引
き
返
す
事
に
し
た

 
そ
の
去

て
い
く
背
中
を
キ
リ
ト
と
呼
ば
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

は
ま
だ
じ

と
見
つ
め
て
い

た
あ
れ
は
俺
の
見
立
て
だ
と
多
少
会
話
も
ス
ム

ズ
に
こ
な
せ
る
わ
が
道
を
い
く
系
ぼ

ち

だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
迷

た
が
同
じ
ぼ

ち
と
し
て
会

く
ら
い
は
し
て
お
こ
う
と
思

た
の
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か 
キ
リ
ト
に
会

を
す
る
と

そ
の
ま
ま
街
へ
と
向
か

た

さ
て
食
事
と
か
ど
う
い
う
味
に
な

て
る
の
か
な

は
食
材
ご
と
の
差
が
あ
ま
り
無
か

た
か
ら
な

 
何
と
な
く
小
腹
は
す
い
た
気
が
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い

屋
台
の
方
に
目
を
や

た

 
す
る
と
前
方
で
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
何
か
に
困

た
よ
う
に
き

ろ
き

ろ
し
て
る

が
目
に
入

た

 
そ
の
ま
ま
な
ん
と
な
く

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

め
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が

 
そ
の
せ
い
か

突
に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

と

バ

チ
リ
目
が
合

た

あ

や
べ

 
そ
う
思

た
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
目
を

ら
し
た
が

時

に

く

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

こ
ち
ら
に
近
寄
る
と

ハ
チ
マ
ン
に
話
し

け
た

あ

あ
の

す
み
ま
せ
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は

り

し
ば
ら
く

こ
え
な
い
フ
リ
を
し
て
い
た
が

 
業
を

や
し
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に

目
の
前
に
回
り
こ
ま
れ
て
し
ま

た
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あ

あ
の

す
み
ま
せ
ん

ち

と
お

き
し
た
い
事
が
あ
る
の
で
す
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
あ
た
だ
の
質
問
か
何
か
だ
ろ
う
と
意
を
決
し
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
返

事
を
し
た

あ

は
い

何
で
し

う

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で

多
少
鍛
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
思

た
よ
り
も
普
通
に
返
事
を
返
す
事
が
で
き
た

こ
の

り
に
成
⻑
の
跡

が
見
え
る

 
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
多
分
ハ
チ
マ
ン
と
同
年
齢
く
ら
い
だ
ろ
う
か

 
ち

と

い
顔
つ
き
が

ど
こ
か
戸

を
連
想
さ
せ
た

え

と
あ
の
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
い
ん
で
す
け
ど
そ
の

や
り
方
が
わ
か
ら
な
く
て

ニ

ビ

に
あ
り
が
ち
な
奴
か

め
ん
ど
く
さ
い
が
 

に
連

し
て
く
だ
さ
い

て

の
も
な

 
そ
も
そ
も
俺
が
戸

に
雰
囲
気
が
よ
く
似
た
人
を
見

て
る
な
ぞ
世
界
が
許
し
て
も
自

分
自
身
が
許
せ
ん

あ
え

と
ま
ず
メ
ニ

の
出
し
方
は
わ
か
り
ま
す

で
こ
の
下
の
方
に
で
す
ね
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そ
う
言

て

自
ら
の
メ
ニ

を

め
て
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

愕
然
と
し
た

 
さ

き
は
気

か
な
か

た
が

そ
こ
に
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
が
存
在
し
な
か

た

 
そ
の

り
が

思
わ
ず
ハ
チ
マ
ン
の
口
を
つ
い
て
出
た

あ
れ

見
当
た
ら
な
い

で
す
よ
ね

さ
ん
が
こ
ん
な
バ
グ
を

あ
の
人
に
限

て
あ
り
え
な
い

 
雪
ノ
下
姉
以
上
の
魔
王
ク
ラ
ス
の
人
材
だ
ぞ

あ
の
人
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
原
因
を
考
え
た
が
何
も
思
い
つ
か
な
い

な
の
で
言
葉
に
出
し
て
は
こ
う

答
え
た

リ
リ

ス
直
後
の
ゲ

ム
だ
と
珍
し
い
ん
で
す
け
ど

不

合
が
あ
る
の
か
も
で
す
ね

 
多
分
も
う
す
く
運

か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

 
相
手
が
戸

い
と
い
う
の
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が

 
い
つ
も
よ
り
ス
ム

ズ
に
会
話
が
出
来
て
い
る
自
分
に
少
し
驚
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
こ
ん
な
ち

と
し
た
と
こ
ろ
で
も
自
分
の
成
⻑
を
感
じ
て

少
し
嬉
し
く
な

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

彼
に
は
珍
し
く

少
し
調
子
に
乗

た
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こ
こ
に
は
来
た
ば

か
り
で
す
か

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
来
る
ま
で
の

い
間
で
良
け
れ
ば

 
装
備
選
び
と
か
手
伝
い
ま
す
よ

後
は
簡

な
レ
ク
チ

で
す
か
ね

 
そ
れ
と

も
し
良
か

た
ら
で
す
け
ど

敬
語
で
会
話
す
る
の
は
や
め
ま
せ
ん
か

 
ま
あ
男
同
士
で
す
し
俺
が
敬
語
に
ち

と
慣
れ
て
な
い

て
の
も
理
由
の
一
つ
な
ん
で

す
け
ど
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は

何
と
か

ま
ず
に
そ
う
言
い
切

た

 
内
心
で
愛
す
る
妹
に
頑
張

た
ぞ
と
叫
び
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
返
事
を
待
ち
つ
つ
相

手
に
目
を
や

た

 
そ
こ
に
は

き

と
ん

と
し
た
顔
を
し
た
少
年
が
い
た

 
少
年
は
何
か
考
え
て
い
る
よ
う
だ

た
が

め
て
自
分
の

を
見
て
納
得
し
た
よ
う
に
こ

う
答
え
た

う
ん

よ
ろ
し
く
ね

お

お
う

よ
ろ
し
く
な

 
予
想
以
上
に
戸

い

の
言
葉
を

い
て

少
し
嬉
し
く
な

た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ま
ず
最
初
に
装
備
選
び
を
手
伝
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ

ド
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
の
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に
説
明
を
し
た

 
装
備
選
び
の

に

お
そ
ろ
い
の
フ

デ

ド
ケ

プ
を
装
備
す
る
事
に
な

た
の
は

 
決
し
て
わ
ざ
と
で
は
な
い

 
こ
れ
は
野

の
時
と
か
に

色
々

利
な
装
備
だ
か
ら

一
応
必
然
と
言
え
る

 
そ
し
て
い
ざ
二
人
は

パ

テ

を
組
む
事
に
な

た

 
画
面
の

上
に
名
前
が
表

さ
れ
た
と
こ
ろ
で

ハ
チ
マ
ン
は
大
切
な
事
に
気
が
つ
い
た

か
れ
て
リ
ア
充
の
真
似
事
を
し
て
い
た
が

ま
だ
自

紹
介
を
し
て
い
な
か

た
な

 
お
兄
ち

ん
は

や

ぱ
り
ま
だ
ゴ
ミ
い
ち

ん
だ

た
よ
小
町

 
自
分
の

さ
に
シ

ク
を
受
け
つ
つ
ハ
チ
マ
ン
は
気
を
取
り
直
し
て
少
年
に
話
し
か

け
たわ

わ
る
い

ま
だ
自

紹
介
し
て
な
か

た
み
た
い
だ

そ
の

す
ま
ん
ハ
チ
マ
ン
だ

ア

ス
ナあ

こ

ち
こ
そ
ご
め
ん
ユ
ウ
キ
ア
ス
ナ
だ
よ

よ
ろ
し
く
ね

で
も
ど
う
し
て
私
の

名
前
を

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
自

紹
介
を

い
た

間

ハ
チ
マ
ン
は

て
て
ア
ス
ナ
の
口
を
塞
い
だ
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ば

ば

か
お
前

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
リ
ア
ル
ネ

ム
を
出
す
な

 
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
ん
だ
か
ら

絶
対
に
キ

ラ
ネ

ム
以
外
は
も
ら
す
な

 
そ
れ
を

い
た
ア
ス
ナ
は

自
分
の
失
態
に
気
が
付
き

て
て
ハ
チ
マ
ン
に
謝

た

ご

ご
め
ん
な
さ
い
ま
だ
慣
れ
て
な
く
て

う
ん

気
を
つ
け
る
ね

あ

い
や

そ
の

乱
暴
な
言
い
方
し
て
悪
か

た

 
く
そ

お
俺
は
比
企
谷
八
幡
だ

こ
れ
で
お

い
の
秘
密
を
知

た

て
事
で
俺
達

の
関
係
は
対

だ

 
こ
れ
な
ら
ま
あ

今
の
台

も
何
も
問
題
は
な
い

 
ア
ス
ナ
は
ち

こ
ん
と
首
を
か
し
げ
た
後

ハ
チ
マ
ン
の
優
し
さ
に
気
が
付
く
と

 
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
言

た

う
ん

め
て
よ
ろ
し
く
ね

ハ
チ
マ
ン

何
こ
の
子

戸

の
天
使
な
の

そ
し
て
少
し
あ
ざ
と
か
わ
い
い

男
な
の
に

 
そ
ん
な
感
想
を

き
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
先
ほ
ど
の
ア
ス
ナ
の
質
問
に
答
え
る
事
に
し
た

あ

さ

き
の
質
問
だ
が
な

パ

テ

を
組
む
と

画
面
の

上
に

 
パ

テ

メ
ン
バ

の
名
前
が
全
部
表

さ
れ
る
ん
だ
よ

そ
の
い
き
な
り
名
前
で
呼
ん
で
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す
ま
な
か

た

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

あ
あ
そ
れ
じ

自

紹
介
も
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
簡

に
戦
闘
の
レ
ク
チ

だ
け
や

と

こ
うう

ん

お
願
い

 
そ
し
て
狩
場
に
移
動
し
た
後

ハ
チ
マ
ン
は

基
本
か
ら
説
明
を
は
じ
め
た

基
本
的
に

ソ

ド
ス
キ
ル
は
自
動
で
発
動
す
る

ま
ず
初
動
の
モ

シ

ン
を

こ
し
て

少
し
た
め
て

 
ソ

ド
ス
キ
ル
が
発
動
し
た
の
を
感
じ
た
ら
一
気
に
放
つ

こ
ん
な
感
じ
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

い
く
つ
か
の

剣
ソ

ド
ス
キ
ル
を
実

し
て
見
せ
た

 
ア
ス
ナ
は
ど
う
や
ら
覚
え
は
い
い
ら
し
く

先
ず
初
動
の

え
を
さ
せ
た
後
に

 
ハ
チ
マ
ン
が

手
足
の

置
を
触

て
調
整
し
た
ら

 
す
ぐ
に

剣
ス
キ
ル

リ
ニ
ア

を
放
て
る
よ
う
に
な

た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
レ
ク
チ

の
最
中
に

別
の
事
を
考
え
て
い
た

な
ん
だ
こ
れ

本
当
に
中
身
は
戸
じ
な
い
よ
な

な
ん
で
こ
ん
な
に
柔
ら
か
い
ん
だ
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俺
は
も
し
か
し
て

こ

ち
で
も
新
し
い
世
界
に

み
込
ん
じ

う
の

そ
れ
と
も
や

ぱ

り
戸

な
の

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
の
心

が

バ
ク
バ
ク
し
て
い
る
事
を
自
覚
し
て
い
た

 
だ
が
本
当
に
驚
か
さ
れ
た
の
は
そ
の
後
の
出
来
事
に
で
あ

た

先
生

大
分
慣
れ
て
き
た
し
そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
い
き
ま
す

え

本
気

一
体
何
の

 
最
後
ま
で
言
い
終
わ
ら
な
い
う
ち
に

目
の
前
に
閃
光
が
走

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
全
力
に
は

ば
な
い
な
が
ら
も
そ
れ
は
目
で
追
う
の
が
や

と
な
く
ら
い
の

 
そ
う

ま
さ
し
く
閃
光
が
走

た
と
表
現
す
る
し
か
な
い

一

の
出
来
事
だ

た

こ
ん
な
感
じ

 
少
し
ド
ヤ
顔
な
ア
ス
ナ
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は

不
覚
に
も
こ
う
思

た

守
り
た
い

こ
の
笑
顔

な
ん
だ
こ
れ

こ
い
つ
天
才
な
の
か

戸

で
天
才
な
の

な

お
前
そ
れ

何
だ

 
そ
う
思

た
後

ア
ス
ナ
に
質
問
し
よ
う
と
し
た

間

 
ど
こ
か
ら
か

剣

な

線
を
感
じ

ハ
チ
マ
ン
は
反
射
的
に
武
器
を

え
た
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な
ん
だ
こ
れ

上
か

誰
か
が
ど
こ
か
か
ら

俺
達
を
見
て
い
る
の
か

 
そ
の

間
リ
ン
ゴ

ン

リ
ン
ゴ

ン
と
い
う
鐘
の
音
が

き

り

 
二
人
は
光
に
包
ま
れ

広
場
に
飛
ば
さ
れ
て
い
た

 
プ
レ
イ
ヤ

全
員
が
こ
こ
に
い
る
ん
じ

な
い
か
と
い
う
く
ら
い
の
す
ご
い
人

が

 
そ
の
広
場
に
は
集
め
ら
れ
て
い
た

  
そ
し
て
こ
の
世
界
は

こ
の

間
か
ら
生
ま
れ
変
わ

た
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第
０
０
４
話
 
や
は
り
ア
ス
ナ
と
の
出
会
い
は
ま
ち
が

て
い
た

 
２
０
１
７

 

正

 
広
場
は
今
や
す
さ
ま
じ
い

に
包
ま
れ
て
い
た

当
然
だ
ろ
う
正
式
サ

ビ
ス
で
こ
れ

は
ま
ず
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

茅
場
は
一
体
ど
う
し
た
の
か
と

不
安
な
気
持
ち
に
な

て
い
た

さ
ん
が
開
発
か
ら
外
さ
れ
た
と
か
は

ま
さ
か
無
い
と
思
う
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

日
の
夜

茅
場
と

話
し
た
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

迷

て
た
け
ど
俺

ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
始
め
る
事
に
し
ま
し
た

 
受
験
も
あ
る
の
で

プ
レ
イ
と
か
は
出
来
な
い
ん
で
す
が

そ
う
か

君
に
と

て
の
本
物
が
見
つ
か
る
と
い
い
な

さ
ん

そ
れ
は
や
め
て
く
だ
さ
い

本
当
に
恥
ず
か
し
い
ん
で

は
は
は

と
こ
ろ
で
君
は

本
当
に
一
人
ぼ

ち
な
の
か
い
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話
を

い
て
る
と

に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
ん
だ
が

 
そ
の
時
八
幡
の

裏
に
は

あ
る
二
人
の
女
生
徒
の
顔
が

か
ん
で
い
た
の
だ
が

 
ま
だ
正
式
に
友
達

を
し
た

で
は
な
い
と
八
幡
は
そ
の
二
人
の
顔
を

の
中
か

ら
消
し
た

 
八
幡
は

自
分
が
今

ま
だ

正
式
に

と
考
え
た
事
に
は
気
が
付
か
な
い
ま
ま
だ

た

え
え

間
違
い
な
い
で
す

俺
の
友
達
は

戸

一
人
だ
け
で
す

そ

そ
う
か

ま
あ
君
が

え
て
い
た
問
題
も
解
決
し
た
よ
う
で

何
よ
り
だ
よ

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

俺
が
思

て
い
る

本
物
の
正
体
に
つ
い
て
は

 
ま
だ
漠
然
と
し
す
ぎ
て
い
て
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が

 
こ
れ
か
ら
は

力
逃
げ
ず
に

も

と
他
人
を
知
る
努
力
を
す
る
つ
も
り
で
す

 
そ
ん
な
八
幡
に

茅
場
は

予
想
外
の
言
葉
を
告
げ
た

今
の
君
が

少
し

ま
し
い
よ

そ
ん
な
事
無
い
で
す

俺
な
ん
か
に

さ
ん
に

ま
し
が
ら
れ
る
要
素
な
ん
て
何
一
つ

無
い
で
す
よ

こ
の
年
に
な
る
と
ね

夢
を
追
う
の
も
大
変
な
ん
だ
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そ
れ
で
も
私
に
と

て
の
本
物
を
追
い
求
め
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
作

て
い
る
ん
だ
が

は
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
は

歴

に
残
る
作
品
に
な
る
と
思
い
ま
す

断
言
で
き
ま
す

歴

に
残
る

か

自
分
で
言
う
の
も
な
ん
だ
が

歴

に
は
残
る
と
思
う
よ

は
い

絶
対
そ
う
な
り
ま
す

 
自
分
な
り
の
ペ

ス
に
な

ち

い
ま
す
が

俺
も
ク
リ
ア
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す

そ
う
か

ク
リ
ア
を
目
指
し
て
も
ら
え
る
な
ら
製
作
者
と
し
て
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い

よ 
八
幡
は
茅
場
か
ら
何
か
言
い
た
い
事
を
言
え
な
い
よ
う
な
そ
ん
な
気
配
を
感
じ
て
い
た

が 
サ

ビ
ス
開
始
前
日
だ
か
ら
だ
ろ
う
と

深
く
考
え
て
は
い
な
か

た

そ
れ
じ

さ
ん

俺
は
そ
ろ
そ
ろ
明
日
に
備
え
て

ま
す
ね

 
ま
た
良
か

た
ら

お
話
し
さ
せ
て
下
さ
い

あ
あ

八
幡
君

何
が
あ
ろ
う
と
も

君
が
私
の
元
に

り
着
い
て
く
れ
る
と
信
じ
て

待

て
い
る
よ

さ
ん
レ
ベ
ル
に

り
着
く
の
は
俺
に
は
ど
う
で
す
か
ね

俺
文
系
で
す
し
ね
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あ
あ

そ
う
か

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

ま
た
な

八
幡
君

は
い

そ
れ
じ

ま
た
で
す

さ
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は

の
収
ま
ら
ぬ

集
の
中
で

一
人
考
え
て
い
た

に
感
情
の

た

ま
た
な

だ

た
よ
な

 
そ
し
て
あ
の
メ

セ

ジ

す
ま
な
い
と
は
言
わ
な
い

君
な
ら
わ
か

て
く
れ
る
は
ず

だ 
そ
の

那

何
か
の
気
配
を
感
じ
た
ハ
チ
マ
ン
が
空
を
見
上
げ
る
と

そ
こ
に
は

 
真
紅
の
市

模
様
に

め
上
げ
ら
れ
て
い
く

第
二
層
の

が
あ

た

 
驚
愕
に
包
ま
れ
た
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が
こ
れ
で
や

と
運

か
ら
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
の

か
と
思
い
直
し

 
そ
の
ま
ま

の
力
を
抜
き
か
け
た

そ
し
て

ソ
レ

が

突
に
出
現
し
た

 
出
現
し
た
の
は
真
紅
の
フ

デ

ド
ケ

プ
を
つ
け
た
身
⻑
二
十
メ

ト
ル
は
あ
る
巨

人
の

だ

た

 
そ
の
目
を
見
た

間

ハ
チ
マ
ン
は

そ
れ
が
茅
場
だ
と
確
信
し
た

 
そ
し
て
確
か
に

茅
場
と
一

目
が
合

た
と
感
じ
た
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プ
レ
イ
ヤ

の

君

私
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

 
そ
の
後
そ
の
巨
人

茅
場

か
ら
語
ら
れ
た
内
容
は
こ
う
だ

た

ロ
グ
ア
ウ
ト
は
出

来
な
い
事

 
ゲ

ム
内
で
死
ぬ
か

外
部
の
人
間
が
ナ

ヴ
ギ
ア
を
外
そ
う
と
す
る
と

 
プ
レ
イ
ヤ

は
ナ

ヴ
ギ
ア
の
高
出
力
マ
イ
ク
ロ
ウ

ブ
に
よ

て
死
ぬ
事

 

源
切
断
は
十
分
間

回
線
切
断
は
二
時
間
の

予
が
あ
る
事

て
事
は

そ
の
間
に
現
実
世
界
の
体
を
病
院
な
り
に
運
び
込
め

て
事
か

 
ま

た
く
よ
く
考
え
た
も
ん
だ
な

さ
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は

あ
ま
り

り
が
わ
い
て
こ
な
い
自
分
を
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
も

 
自
分
に
と

て
大
切
な
人
達
の
事
を
考
え
て
い
た

小
町

し
ま
せ
て
ご
め
ん
な

 
戸

俺
が
い
な
い
か
ら
と
い

て

材
木
座

り
と
仲
良
く
な
ら
な
い
で
く
れ
よ

 
雪
ノ
下
と
由
比

は

し
ん
で
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か

 
川
崎

受
験
頑
張
れ
よ

 

本
と
は
友
達
に
な
れ
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
な
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そ
し
て
平

先
生

だ
め
な
生
徒
で
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
最
後
に
陽
乃
さ
ん
な
ら
必
ず
俺
の
体
を
病
院
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
手
配
を
し
て
く
れ
る
は
ず

だ
と
信
じ
よ
う

 
考
え
る
の
は
後
で
い
い

今
は
そ
れ
よ
り
も

こ
の
場
を
ど
う
し
の
ぐ
か
だ
と

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
に
言
い

か
せ
な
が
ら

な
ん
と
か

静
さ
を
保

て
い
た

 
そ
の
後
茅
場
は
全
員
に
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
を
確
認
さ
せ
そ
こ
に
入

て
い
た
手

を

使
わ
せ
た

 
そ
の

間

集
は
光
に
包
ま
れ

そ
の

が
変
化
し
た

 

り
の
会
話
か
ら
察
す
る
に
ど
う
い
う
カ
ラ
ク
リ
か
お
そ
ら
く
全
員
が
リ
ア
ル
の

に

た
の
だ
ろ
う

 
だ
が

ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は
そ
れ
は
ど
う
で
も
い
い
事
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
の

は
正
直
あ
ま
り
変
化
が
な
い
の
を
知

て
い
た
か
ら
だ

そ
れ
よ
り
も
一
番
の

問
題
は

ま
ず
い
な

こ
の
ま
ま
だ
と

下
手
を
す
る
と
暴
動
が

き
て

収

が
つ
か
な
く
な
る

 
俺
一
人
な
ら
な
ん
と
で
も
な
る
が
知
り
合

た
以
上
ア
ス
ナ
を
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
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い
か
な
い

 
こ
い
つ
ニ

ビ

だ
し
な

俺
が
し

か
り
し
な
い
と

 
そ
の
直
後
に

に
二

十
三
名
の
死
者
が
出
て
い
る
事
を

 
茅
場
が
証

の
映
像
付
き
で
提

し
た

間
に

集
が
爆
発
し
た

 
す
さ
ま
じ
い

の
中
ハ
チ
マ
ン
は

に
隣
に
い
る
少
年
の
フ

ド
を
下
げ
顔
を

す
と

 
そ
の
手
を
引
い
て

全
力
で
走
り
出
し
た

確
か

が
飲
み
放
題
の
風
呂
付
き
の

が
あ

た
は
ず
だ

 
と
り
あ
え
ず
そ
こ
に
逃
げ
込
ん
で

後
の
事
は
落
ち
着
い
て
か
ら
考
え
よ
う

 
ア
ス
ナ
も
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
事
は
出
来
な
い

 
シ
ス
コ
ン
な
俺
だ
が
こ
い
つ
は
弟
み
た
い
に
感
じ
る
し
今
日
だ
け
は
ブ
ラ
コ
ン
も
解
禁
だ

す
ま
ん
ア
ス
ナ
考
え
る
の
は
後
だ

俺
は
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
落
ち
着
け
る

を
知

て

い
る

 
こ
こ
は
や
ば
い

下
手
を
す
る
と

こ
の
ま
ま
こ
こ
で

命
を
落
と
す
危
険
性
が
あ
る

 

き
込
ま
れ
る
前
に

と
り
あ
え
ず
そ
こ
ま
で
走
る
ぞ
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う

う
ん

 
ア
ス
ナ
は
放
心
し
て
い
る
よ
う
だ

た
が

生
存
本
能
が
働
い
た
の
か

 
大
人
し
く
ハ
チ
マ
ン
に
手
を
引
か
れ
た
ま
ま

一

に
走
り
出
し
た

 
そ
の

キ
リ
ト
は
ク
ラ
イ
ン
と
共
に
ハ
チ
マ
ン
と
は
反
対
の
方
向
へ
と
走
り
出
し
て
い
た

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
運
命
を

る
二
人
の
少
年
と
一
人
の
少
女
の
物
語
は

 
こ
の
時
点
で
一
時
的
に
分
か
れ
た
の
だ

た

し
か
し
こ
い
つ
よ
く
俺
の
速
度
に
つ
い
て
来
れ
る
よ
な

と
て
も
ニ

ビ

と
は
思

え
な
い

 
こ
れ
が
本
当
の
天
才

て
や
つ
な
の
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
全
力
に
近
い
速
度
で
走
り
な
が
ら
後
ろ
を
走
る
少
年
を
内
心
賞

し
て
い

た 
だ
が
ま
だ
安
心
は
出
来
な
い
と

ハ
チ
マ
ン
は

気
を
取
り
直
し
て
走
り
続
け
た

 
そ
の
時

界
の
片

に

顔
に
ペ
イ
ン
ト
を

た
女
の
プ
レ
イ
ヤ

の

が
映
り

 
ハ
チ
マ
ン
と
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

確
か
に
一

目
が
合

た

ア
ル
ゴ
か

こ
う
な

た
以
上

あ
ま
り

ば
か
り
し
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
な
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こ
こ
は
あ
る

度

協
力
関
係
を

く
の
が
得

だ
な

 
し
か
し
ア
ル
ゴ
の
中
の
人

女
の
子
だ

た
ん
だ
な

男
か
も
と
思

て
ご
め
ん
な
さ
い

 

て
顔
に
ペ
イ
ン
ト
が
あ
る
だ
と

こ
の

い
時
間
に
わ
ざ
わ
ざ
自
分
で
書
い
た
の
か

 
あ
い
つ
は
本
当
に
変
わ

た
奴
だ
な

後
俺
よ
り
も
先
に
こ
こ
に
い
た

て
事
は
足

も

そ
う
だ

 
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ

ハ
チ
マ
ン
は

風
呂

に
い
く

と

 
お
か
し
な
日
本
語
を
一
言
書
い
た
だ
け
の
メ

セ

ジ
を

 
全
力
で
走
り
な
が
ら
も
何
と
か
書
き
終
え

ア
ル
ゴ
に
送

た

 
走
り
な
が
ら
メ

セ

ジ
を
書
く
の
は
こ
の
く
ら
い
が
限
界
だ

た
が

 
ま
あ
あ
い
つ
な
ら
理
解
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
だ

ち

と
セ
ク
ハ
ラ

い

が 
そ
も
そ
も
ハ
チ
マ
ン
は
現
実
で
も
メ

ル
を
送
る
の
が
得
意
で
は
な
い
の
で
こ
れ
以
上
は

望
め
な
い

 
ど
う
や
ら
一
度
し
か
会

た
事
の
な
い
情
報
屋
の
能
力
を
無

件
に
信
頼
で
き
る
ほ
ど
に
は

 
今
の
ハ
チ
マ
ン
は

人
を
寄
せ
付
け
な
い
ぼ

ち
で
は
無
く
な

て
い
た
よ
う
だ

た
が
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ハ
チ
マ
ン
自
身
は

ま
だ
そ
ん
な
自
分
の
変
化
に

気

い
て
は
い
な
い
よ
う
だ

た

 

屋
に
着
く
と
ハ
チ
マ
ン
は
す
ぐ
に
契
約
を
結
び
自
分
達
の
定

と
す
る
事
に
成
功
し
た

 
こ
れ
で
一
先
ず
安
心
だ
と
思
い
ソ
フ

に
倒
れ
む
と

 
ハ
チ
マ
ン
は

う
つ
伏
せ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
に
話
し
か
け
た

そ
の

悪
か

た
な

な
ん
か
ず

と
走
ら
せ
ち
ま

て

う
ん

ち
な
み
に
こ
こ
は

ほ
ぼ
誰
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い

れ
家
的
な

で
な

 

が
飲
み
放
題
な
上
に

一
層
で
は

こ
こ
に
だ
け
風
呂
が
つ
い
て
る
ん
だ

 
し
か
も
お

は
た

た
の
一
日
八
十
コ
ル
だ

 
一
層
で
は
最
高
に
安
全
か
つ

な

で

落
ち
着
け
る
場
所
な
ん
だ
よ

 
一
先
ず
こ
こ
を

点
に
し
て

今
後
の
事
を
考
え
よ
う

 
男
同
士
だ
か
ら

プ
ラ
イ
ベ

ト
が
多
少
制
限
さ
れ
る
の
は
勘

な

ろ

 
ア
ス
ナ
が
何
か

た
よ
う
だ
が

難

系
主
人
公
で
は
な
い
ハ
チ
マ
ン
で
す
ら

 
そ
の
声
は
小
さ
く
て

き
取
れ
な
か

た
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も
し
か
し
て

ア
ス
ナ
が
か
な
り
動

し
て
い
る
の
か
と
思
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
の
不
安
を
取
り

く

に

さ
ら
に
ま
く
し
た
て
た

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
た
ら

今
後
の
事
を
相
談
だ
な

 
今
後
ど
う
な
る
か
だ
が

一

に
行
動
す
る
事
に
な
ろ
う
が

別
行
動
に
な
ろ
う
が

 
俺
は
出
来
る
限
り

お
前
の
サ
ポ

ト
は
す
る
つ
も
り
だ

 
後
な
シ

ク
な
の
は
わ
か
る
し
俺
も
シ

ク
だ

だ
が
と
り
あ
え
ず
悪
い
事
は
考
え
る

な 
も
し
可
能
な
ら
何
も
考
え
な
く
て
い
い
ま
で
あ
る

と
に
か
く
ネ
ガ
テ

ブ
に
な
る
の
は
一
番

だ
め
だ

 
話
は
い
く
ら
で
も

く
か
ら

と
り
あ
え
ず
可
能
な
限
り

気
持
ち
は
前
向
き
に
い
こ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
を

ま
し
つ
つ

俺

て
こ
ん
な
奴
だ

け

と
疑
問
に
思

た

 
小
町
の
教
育
の
せ
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う

 
ま
あ
他
に
も
あ
い
つ
ら
の
お
か
げ
も
あ
る
だ
ろ
う
な
と
奉
仕
部
の
二
人
の
事
を
考
え
つ
つ

 

き
た
い
気
持
ち
を
我
慢
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
も
落
ち
着
こ
う
落
ち
着
こ
う
と
し
て

い
た
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と
り
あ
え
ず
風
呂
で
も
入

て

心
身
を
リ
ラ

ク
ス
さ
せ
る
よ
う
に
提
案
す
る
か
と

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
考
え
た
時

突
に

そ
の
言
葉
が
ア
ス
ナ
か
ら
発
せ
ら
れ
た

お
風
呂

お
風
呂
お
風
呂

お
風
呂
入
り
た
い

あ

れ

ア
ス
ナ
が
思

た
よ
り
元
気
な
の
は
い
い
ん
だ
け
ど

何
だ
こ
の

な
予
感

 
気
の
せ
い
か

ち

と

や

も
出
て
き
た
ん
で
す
け
ど

 
ハ
チ
マ
ン
は

の
末

あ
ま
り
ア
ス
ナ
を
待
た
せ
て
も
い
け
な
い
と
思
い

 
不
自
然
さ
の
無
い
よ
う
に
心
が
け
つ
つ

り
向
き

な
ん
と
か
話
し
か
け
た

あ

そ
れ
が
い
い
だ
ろ
う
な

風
呂
は
心
の
せ

ん

た

 
そ
の
目
の
前
に
は

き

と
ん
と
自
分
を
見
つ
め
る

知
ら
な
い
女
の
子
が
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
見

れ
て
し
ま

た
が
混
乱
し
つ
つ
も
な
ん
と
か
思
考
を
ま
と
め
よ
う

と
し
て
い
た

え

ア
ス
ナ
だ
よ
な

い
や
待
て

ア
ス
ナ
は
男
の
子
で
戸

で
弟
み
た
い
で

 
あ

あ
れ

え

と

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
だ
混
乱
し
て
い
た
が

な
ん
と
か
口
を
開
く
事
に
成
功
し
た

え

と

ア
ス
ナ

さ
ん
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え

そ
う
だ
け
ど
何
で

 

に
疑
問

を

か
べ
な
が
ら

ア
ス
ナ
は

め
て

自
分
の

を
じ

と
見
つ
め
た

 
そ
こ
に
は
先
刻
ま
で
の
少
年
の

は
な
く
本
来
の
自
分
の

を
発
見
し
た
ア
ス
ナ
は
そ
こ

で
我
に
返

た

あ

あ

え

と

ハ
チ
マ
ン
君

と
り
あ
え
ず

正
座
し
て
み
よ

か

ち
な
み
に

否

は

あ
る
わ
け
な
い
で
し

あ

は
い

な
ん
か
す
ん
ま
せ
ん
で
し
た

 
知
ら
な
か

た
と
は
い
え
う

か
り
と
女
の
子
を

に
連
れ
込
ん
で
し
ま

た
事
は
事
実

な
の
だ

 
理
不
尽
だ
と
思
い
な
が
ら

ア
ス
ナ
の
迫
力
に
押
さ
れ
つ
つ
も

ハ
チ
マ
ン
は

 
そ
ん
な
美
し
い
ア
ス
ナ
の

か
ら
目
を
放
せ
な
い
自
分
が
い
る
事
に
ま
だ
気
付
い
て
は
い

な
か

た



 第００５話 アスナさんはあざとい

 
第
０
０
５
話
 
ア
ス
ナ
さ
ん
は
あ
ざ
と
い

 
２
０
１
７

 

正

 
ハ
チ
マ
ン
は
正
座
を
し
な
が
ら

何
故
こ
う
な

た
の
か
と

必
死
に
考
え
続
け
て
い
た

い
く
ら
な
ん
で
も
女
の
子
と
二
人
き
り
と
か
俺
に
は
ハ

ド
ル
が
高
す
ぎ
だ
ろ

つ
か
ど

う
し
て
こ
う
な

た

ハ
チ
マ
ン
君

あ

ハ
イ

 
び
く
び
く
し
て
い
る
ハ
チ
マ
ン
を
見
て

ア
ス
ナ
は
苦
笑
し
つ
つ
も
続
け
て
言

た

あ
の
混
乱
か
ら
助
け
て
く
れ
て

本
当
に
感
謝
し
て
い
る
け
ど

 
女
の
子
を
い
き
な
り

に
連
れ
込
む
の
は
ど
う
か
と
思
う
よ

そ

そ
う
で
す
ね

反
省
し
て
ま
す

で
も
安
全
な
の
は
確
か
み
た
い
だ
し

あ
の

況
じ

仕
方
な
か

た
の
も
わ
か
る
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色
々
教
え
て
も
ら

た
し
た
く
さ
ん

ま
し
て
も
も
ら

た
し

だ
か
ら

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は

何
か
を
思
い
出
し
つ
つ
ド
ヤ
顔
で
こ
う
言

た

こ
れ
で
チ

ラ
に
し
ま
し

う

あ
ざ
と
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
つ
い
反
射
で
慣
れ
親
し
ん
だ
返
し
を
し
て
し
ま
い
や
ば
い
と
思
い
な
が

ら

ま

た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ア
ス
ナ
は

を

ら
ま
せ
て
こ
う
言

た

私

別
に
あ
ざ
と
く
な
ん
か
な
い
で
す
し

 
二
人
は
お

い
顔
を
見
合
わ
せ

ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
笑
い
だ
し
た

 
し
ば
ら
く
笑
い
続
け
た
後

ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
上
が
り
な
が
ら
こ
う
切
り
出
し
た

と
り
あ
え
ず
交
代
で
風
呂
に
入
ろ
う

 
部
屋
の
扉
は

パ

テ

メ
ン
バ

し
か
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
変
更
し
と
く
わ

う
ん
そ
の
後
色
々
相
談
す
る
と
し
て
気
分
が
落
ち
込
む
事
も

山
出
て
く
る
だ
ろ
う
け
ど

 
色
々
あ
り
す
ぎ
た
し

と
り
あ
え
ず
は
落
ち
着
き
た
い
よ
ね
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そ
れ
じ

お
先
に
ど
う
ぞ

う
ん

お
先
に
い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
言

て
風
呂
場
に
向
か
い
か
け
た
ア
ス
ナ
だ

た
が
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に

り
返

た
い
た
ら
ど
う
な
る
か
は

わ
か

て
る
よ
ね

俺
に
そ
ん
な
度
胸
は
無
い
か
ら

そ
れ
な
ら
よ
ろ
し
い

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は

今
度
こ
そ
風
呂
場
に
入

て
行
き

 
一
人
に
な

た
ハ
チ
マ
ン
は

や

と
落
ち
着
く
事
が
出
来
た

 
考
え
る
事
は
た
く
さ
ん
あ

た

茅
場
の
事

デ
ス
ゲ

ム
の
事

そ
し
て
ア
ス
ナ
の
事

 
そ
し
て

も
う
会
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
人
達
の
事

と
り
あ
え
ず
俺
は
ク
リ
ア
を
目
指
す
と
し
て
今
の
問
題
は
ア
ス
ナ
だ

ア
ス
ナ
に
は
確
か

に
素
質
が
あ
る

 
だ
が

自
分
の
命
が
か
か

て
い
る
こ
の

況
だ
と

 
安
全
マ

ジ
ン
を
取
り
つ
つ
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
自
分
の
命
を
守

て
い
く
の
が
得
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だ
ろ
う

 
ま
ず
は
一
層
を
突
破
し
て
体
術
ス
キ
ル
を
取
ら
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
だ
な

あ
れ
は
全
体
の

上
げ
に
な
る

 
そ
の
時
だ

た

ふ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
風
呂
場
か
ら

突
然
大
き
な
声
が

き

ハ
チ
マ
ン
は

一

直
し
た

び

く
り
し
た

ま
あ
リ
ラ

ク
ス
は
出
来
て
る
よ
う
だ
し

と
り
あ
え
ず
は
何
よ
り
だ

 
少
し
ほ

こ
り
し
つ
つ
バ
イ
ト
時
代
に
茅
場
に
説
明
さ
れ
た
事
を
色
々
と
思
い
出
し
な
が

ら 
更
に
ハ
チ
マ
ン
が
考
え
込
ん
で
い
る
と
突
然
コ
ン
コ
ン
コ
コ

ン
と
ド
ア
が
ノ

ク
さ

れ
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ド
ア
の
前
に
い
き

ノ

ク
の
主
に
声
を
か
け
た

ア
ル
ゴ
か

な
あ
ハ

な
ん
だ
い
あ
の
メ

セ

ジ
は

わ
か
り
に
く
い
ぞ

あ
と
セ
ク
ハ
ラ
だ
な

え
る
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い
や
い
や
お
前
し

か
り
こ
こ
に
来
て
る
じ

ね

か
よ

あ
と
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

で
し
た

ま
あ
そ
こ
は
そ
れ

の
道
は

て
や
つ
だ
よ

ま
あ
監
獄
入
り
は
勘

し
て
や
る
よ

 
と
り
あ
え
ず

中
に
入

て
も
い
い
カ

あ
あ

今
ド
ア
を
開
け
る

 
ド
ア
を
開
け
る
と
そ
こ
に
は
し

か
り
と
顔
に
ペ
イ
ン
ト
を
し
た
ア
ル
ゴ
が
立

て
い
た

 
ア
ル
ゴ
を
ソ
フ

へ
案
内
す
る
と

ハ
チ
マ
ン
は
一
番
気
に
な

て
い
た
事
を

い
た

な
あ
そ
の
ペ
イ
ン
ト
ど
う
や

て
や

た
ん
だ
よ

あ
れ
の
直
後
に
は
も
う

て
た
よ

な
デ
リ
カ
シ

が
無
い
な

ハ

女
の
秘
密

て
や
つ
だ
ヨ

ま
じ
か

女
の
秘
密
す
げ
え
な

 
感
心
す
る
ハ
チ
マ
ン
に

ア
ル
ゴ
は
逆
に

き
返
し
た

と
こ
ろ
で
女
の
秘
密

て
言
え
ば

剣
使
い
の
女
の
子
は
ど
う
し
た
ん
ダ

え

あ

い
や

女
の
子

て
何
の
事
だ

は

だ

て
さ

き

女
の
子
を
連
れ
て

す
ご
い
勢
い
で
走

て
た
じ

な
い
カ
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い
や

だ
か
ら

な
ん
で
女
の
子
だ

て

情
報
屋
だ
か
ら
な

見
た
だ
け
で
性
別
く
ら
い
は
わ
か
る

ま
ず
い
な

と
り
あ
え
ず
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に

ち

ん
と
説
明
し
な
い
と

あ

あ

ア
レ
は
ア
レ
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
ち
ら
り
と
風
呂
場
の
方
を
見
た

 
そ
れ
を
見
逃
さ
ず
に

ア
ル
ゴ
は
目
を
き

と
光
ら
せ

風
呂
場
の
方
に
突
撃
し

 
ハ
チ
マ
ン
が
止
め
る
間
も
な
く

い
き
な
り
ド
ア
を
開
け
た

こ
ん
ば
ん
わ

剣
使
い
さ

あ

 
ハ
チ
マ
ン
が

て
顔
を
上
げ
る
と

ま
る
ア
ル
ゴ
の
向
こ
う
に
ア
ス
ナ
が
い
る
の
が
見

え
た

 
幸
い
全

で
は
な
か

た
が

ア
ス
ナ
の
見
え
て
は
い
け
な
い
所
が

 
ハ
チ
マ
ン
に
は
色
々
と
見
え
て
し
ま

た

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ア
ス
ナ
の
大
声
が

き
ア
ル
ゴ
は
あ
わ
て
て
ド
ア
を

め
た

そ
ん
な
ア
ル
ゴ
に
ハ
チ
マ

ン
は
言

た



 第００５話 アスナさんはあざとい

な

ア
ル
ゴ

な
ん
だ
い
ハ

あ

あ
り
が
と
う

ハ

 

分
後

顔
を

く
し
た
ア
ス
ナ
が
風
呂
場
か
ら
出
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ル
ゴ
は

 
ア
ス
ナ
に
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く

す
ぐ
に
そ
の
場
に
正
座
を
し
た

ま
ず
ハ
チ
マ
ン
君

あ

ハ
イ

こ
の
や
り
取
り
何
度
目
だ
よ

や
ぱ
り
ご
み
い
ち
ん
は
ご
み
い
ち
ん
な
の
か
小
町

何
か
見
た

あ

あ
り
が
と
う

 
そ
れ
を

い
た

間
ア
ス
ナ
は

を

ら
め
な
が
ら
も
す
ご
い
目
つ
き
で
ハ
チ
マ
ン
を

ん
だす

み
ま
せ
ん
で
し
た

さ

き
見
た
物
は

全
部
忘
れ
る
事

い
い
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は
い

 
そ
れ
か
ら
ア
ス
ナ
は

し
ば
ら
く
目
を
つ
ぶ

て

何
事
か
考
え
こ
ん
で
い
た

 
そ
し
て
お
も
む
ろ
に

ア
ル
ゴ
の
方
を
向
い
て

自

紹
介
を
は
じ
め
た

始
め
ま
し
て

私
は
ア
ス
ナ
で
す

オ
レ

ち
は
情
報
屋
の
ア
ル
ゴ

以
後
よ
ろ
し
く
ね

ア

ち

ん

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
呼
ば
れ

き

と
ん
と
し
て
ア
ル
ゴ
に

き
返
し
た

ア

ち

ん

ア
ス
ナ
だ
か
ら
ア

ち

ん
だ
な

ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
は
ハ

だ
ぞ

そ

そ
う
で
す
か

で

何
故
こ
こ
に

あ
こ
こ
に
逃
げ
て
く
る

中
に
俺
が
連

し
と
い
た
ん
だ
よ

情
報
も
欲
し
か

た
し
な

な
る
ほ
ど
ね

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
答
え
に

ア
ス
ナ
は
納
得
し
た
よ
う
に

い
た

で

外
は
今
ど
う
な

て
る
ん
だ

そ
の
情
報
は

コ
ル
だ
け
ど

今
日
の
と
こ
ろ
は
サ

ビ
ス
し
と
く
よ

 
で

今
の

況
だ
け
ど
は

き
り
言

て
ま
ず
い
な
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外
は
大
混
乱
で

死
人
も

山
出
て
る

オ
レ

チ
の
予
想
だ
と

 
後
一
週
間
く
ら
い
は

こ
ん
な
感
じ
で
混
乱
し
た
ま
ま
だ
ろ
う
ナ

 
死
人
が
出
て
い
る
と

き

ハ
チ
マ
ン
は

な
表
情
で

い
た

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
な

で
も
な
ん
で

さ
ん
は
こ
ん
な
事
を

さ
ん

茅
場

ハ

茅
場

の
知
り
合
い
な
の
カ

 
ア
ル
ゴ
は
そ
の
言
葉
を

き
逃
さ
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
内
心
し
ま

た
と
思

た
が

平
静
を
装
い

そ
の
ま
ま
言
葉
を
続
け
た

あ
あ

前
に
言

た
だ
ろ

前
に
バ
イ
ト
し
て
た

て

 
そ
の
時
知
り
合

て

そ
れ
な
り
に
親
し
く
さ
せ
て
も
ら

て
た
ん
だ
よ

 
け
ど
ま
さ
か
こ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
と
は
な

だ
が
ま
あ
思
い
当
た
る
事
も
あ
る
が

思
い
当
た
る
事

あ
あ

さ
ん
も
俺
と
一

で

本
物

て
の
を
求
め
て
い
た

 
そ
し
て
こ
の
ゲ

ム
で

本
物
を
手
に
入
れ
た
い
み
た
い
な
会
話
を
し
た
事
が
あ
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
を

い
て
い
た
ア
ス
ナ
が
い
き
な
り
立
ち
上
が

て
言

た

そ
ん
な
の

そ
ん
な
の
全
然
わ
か
ら
な
い
よ
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本
物

て
何

そ
ん
な
物
の
た
め
に

私
た
ち
は
こ
ん
な
目
に
あ

て
る
の

落
ち
着
け

そ
う
い
う
会
話
が
あ

た

て
だ
け
だ

俺
も

し
く
理
解
し
て
い
る
わ
け
じ

な
い

 
ア
ス
ナ
は
納
得
し
て
い
な
い
よ
う
だ

た
が

と
り
あ
え
ず
そ
の
場
に
座
り
な
お
し
た

ま
あ
こ
う
な

ち
ま

た
も
ん
は
仕
方
な
い
さ

で

二
人
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
ル

俺
は
ク
リ
ア
を
目
指
す

ま
あ
自
分
の
命
が
大
事
だ
か
ら

無
理
は
し
な
い

 
ア
ル
ゴ
は
そ
れ
を

き

目
を

め
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
に
言

た

本
当
か

さ

き
ア

ち

ん
の
手
を
引

張

て
走

て
た
ハ

は

 
と
て
も
そ
ん
な
風
に
は
見
え
な
か

た
け
ど
ナ

ぐ

そ
れ
は
だ
な

男
だ
と
思

て
た
し

成
り
行
き
と
は
い
え

 
他
人
の
世
話
は
き
ち
ん
と
最
後
ま
で
し
ろ

て
妹
に
教
育
さ
れ
て
る
ん
だ
よ

い
い
妹
さ
ん
だ
ナ

あ
あ

妹
の
小
町
は
世
界
一
い
い
子
で
か
わ
い
い
ぞ

シ
ス
コ
ン

 
そ
れ
ま
で

て
い
た
ア
ス
ナ
が
い
き
な
り
突

込
ん
だ
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ば

当
た
り
前
だ
ろ

千
葉
の
兄
妹
な
ん
だ
か
ら
な

千
葉

て

そ
う
な
の

ま
あ
ま
あ
話
を

そ
う

で

ア

ち

ん
は
ど
う
す
る
つ
も
り
ダ

私
は

も
う
ち

と
考
え
た
い

そ
う
だ
な
ニ

ビ

の
ア

ち

ん
に
は
ち

と
展
開
が
急
す
ぎ
た
か
ら
仕
方
な
い

よ
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
意
見
に

き

ア
ス
ナ
を
安
心
さ
せ
る
よ
う
に
言

た

と
り
あ
え
ず
ど
う
な
る
に
し
て
も

俺
が
し

か
り
サ
ポ

ト
す
る
か
ら
心
配
す
ん
な

 
う
ち
の
部
活
の
理
念
で
も
あ
る
か
ら
な

部
活

て

何
の
部
活

奉
仕
部
だ

奉
仕
部

て

エ
ロ
い
や
つ
カ

ま

た
く
違
う

こ
れ
は
部
⻑
の
受
け

り
だ
が

う
ち
の
理
念
は
な

 

え
た
人
間
に

を

え
る
の
で
は
な
く

の
取
り
方
を
教
え
る

て
い
う
感
じ
だ
な

 
二
人
は
そ
れ
を

い
て

納
得
し
た
よ
う
だ

た
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な
る
ほ
ど
な

思

た
よ
り
ま
じ
め
な

い
い
部
活
な
ん
だ
ナ

う
ん

す
ご
い
と
思
う

お

お
う

あ
り
が
と
う

な
ん
か
嬉
し
い
わ

 
今
ま
で
や

て
き
た
事
は
間
違
い
で
は
な
い
の
だ
と
ハ
チ
マ
ン
は

が
熱
く
な
る
の
を
感

じ
たそ

れ
じ

情
報
交
換
を
密
に
し
て
く

て
事
で

と
り
あ
え
ず
解
散
だ
な

そ
れ
じ

オ
レ

ち
は
帰
る
け
ど

 
ハ

は
オ
ネ

サ
ン
の
見
て
な
い
と
こ
ろ
で
ア

ち

ん
を
襲
う
ん
じ

ね
え

い
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ

ド
が
あ
る
だ
ろ

 
俺
な
ん
か
基
本
ぼ

ち
だ
か
ら

見
て
る
だ
け
で
監
獄
に
送
ら
れ
る
ま
で
あ
る
ぞ

 

て
い
う
か

お
前
は
女
な
ん
だ
し

こ
こ
に
い
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

外
は
危
な
い

ん
だ
ろ

今
の
ハ

は

ま

た
く
ぼ

ち
じ

な
い
と
思
う
け
ど
な

後

オ
レ

ち
は
も
う

 

は
確
保
し
て
あ
る
か
ら
問
題
な
い
ぞ

そ
れ
じ

あ
ナ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ま
た
な
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ま
た
ね

ア
ル
ゴ
さ
ん

 
三
人
は
お

い
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

そ
の
場
は
お
開
き
と
な

た

 
ア
ス
ナ
と
ア
ル
ゴ
は
フ
レ
ン
ド

録
を
し
た
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
君

私
た
ち
も
フ
レ
ン
ド

録
し
て
お
き
ま
し

今
後
何
か
と

利
だ
ろ
う
し

 
ハ
チ
マ
ン
は

フ
レ
ン
ド
と
い
う
言
葉
に

内
心
激
し
く
動

し
て
い
た
が

 
こ
れ
は
必
要
な
事
だ

た
だ
の
儀
式
み
た
い
な
も
ん
だ
と
自
分
に
言
い

か
せ
て

 
深
呼

を
し
た
後

録
を

し
た

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
な

ア
ス
ナ
さ
ん

う
ん
よ
ろ
し
く
ね

ハ
チ
マ
ン
君

 

め
て

を
交
わ
し
た
後

ハ
チ
マ
ン
は

突
に

こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

そ
れ
じ

ア
ス
ナ
さ
ん

俺
も
ど

か

探
す
か
ら

明
日
ま
た
連

す
る
わ

え

こ
こ
で
い
い
ん
じ

な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
提
案
に

常
識
的
な
返
事
を
し
た

え

そ
れ
は
ち

と
ま
ず
い
だ
ろ

む

何
か
変
な
事
考
え
て
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ

ド
が
あ
る
ん
だ
か
ら
実
害
は
な
い
ん
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で
しそ

れ
は
そ
う
だ
が

や

ぱ
り
年

の
男
女
が
一

て
の
は
な

衝
立
で
も
立
て
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
ち

と
恥
ず
か
し
い
け
ど

間
違
い
の

こ
り
よ
う
も
な
い
ん
だ
し

 
そ
も
そ
も
追
い
出
す
み
た
い
で
何
か
悪
い
よ

そ
れ
に

今
の
外
は
危
険
す
ぎ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は

少
し
悩
ん
だ
が

ア
ス
ナ
の
言
う
事
も
一
理
あ
る
と
思
い

 
そ
の
言
葉
に
大
人
し
く

う
事
に
し
た
よ
う
だ

そ
う
か

じ

あ
お
言
葉
に

え
る
わ

俺
は
ソ
フ

で

る
か
ら

ア
ス
ナ
さ
ん
は

ベ

ド
な

あ
り
が
と
う

あ
と
さ
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
呼
び

て
な
ん
だ
か
ら
私
も
ア
ス
ナ
で
い
い
よ

い
や
お
前
も
君

け
だ
ろ
う

男
の
子
と
女
の
子
は
違
う
の

は

わ
か

た

そ
れ
じ

ア

ア
ス
ナ

う
ん

ハ
チ
マ
ン
君

そ
れ
じ

俺
も
風
呂
入

ち

う
か
ら

先
に

て
て
い
い
ぞ
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わ
か

た

お
や
す
み
な
さ
い

あ
あ

お
や
す
み

 
そ
の
後
風
呂
に
入
り
な
が
ら

今
日
の
出
来
事
を

り
返

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
あ
ま
り
に
も
自
分
ら
し
く
な
い
行
動
に

絶
す
る
の
だ

た
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第
０
０
６
話
 
ユ
キ
ト
キ

 
２
０
１
７

 

正

 
ハ
チ
マ
ン
は
風
呂
か
ら
出
る
と

と
り
あ
え
ず

に
手
を
当
て
て

を
一
気
飲
み
し
た

こ
の
世
界
に
は
さ
す
が
に
千
葉
の
ソ
ウ
ル
ド
リ
ン
ク
は
無
い
よ
な

は

自
作
で
き
ね

え
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

料
理
ス
キ
ル
を
取
ろ
う
か
と
も
考
え
た
が

 
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
が
絶
望
的
に
足
り
な
い
の
で

し
ば
ら
く
は
我
慢
す
る
事
に
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
日
は
さ

さ
と

よ
う
か
と
思

て
横
に
な

た
が
す
ぐ
に
は

付
け
な

か

た

 
基
本
人
は

る
時
に
は

と
か
く
余
計
な
事
を
考
え
て
し
ま
う
も
の
だ
か
ら
だ

 
ハ
チ
マ
ン
の

裏
に
は
残
し
て
き
た
大
切
な
人
達
や
新
し
く
こ
の
世
界
で
会

た
人
達
の

が
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か
ん
で
は
消
え

ま
た

か
ん
で
は
消
え
て
い

た

ハ
チ
マ
ン
君

ま
だ

き
て
る

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

突
然
ア
ス
ナ
が
声
を

け
て
き
た

眠
れ
な
い
の
か

う
ん

さ

き
ま
で
は
平
気
だ

た
ん
だ
け
ど

い
ざ

よ
う
と
す
る
と

 
や

ぱ
り
余
計
な
事
ば
か
り
考
え
ち

う
ん
だ
よ
ね

 
ア
ス
ナ
は

そ
う
言
う
と

突
然
自
分
の
事
を
語
り
始
め
た

 
リ
ア
ル
の
事
を
話
す
の
は
あ
ま
り
褒
め
ら
れ
た
事
で
は
無
い
が
と
に
か
く
不
安
な
の
だ
ろ

う 
ハ
チ
マ
ン
は

て
ア
ス
ナ
の
話
を

く
事
に
し
た

 
名
家
に
生
ま
れ
た

親
の
期
待
が
す
ご
い
事

成

が
落
ち
る
の
が
怖
く
て
仕
方
な
い
事

 
子

の
時
か
ら
常
に

験

験
で
勝
利
を
義

け
ら
れ
る
苦
し
み

 
実
の
と
こ
ろ
ハ
チ
マ
ン
に
は

そ
れ
ら
の
悩
み
は

ま

た
く
理
解
で
き
な
か

た

 
人
は
所

他
人
の

み
を

本
当
の
意
味
で
理
解
す
る
事
は
出
来
な
い

予
想
は
し
て
た
け
ど

や

ぱ
り
お
嬢
様
な
ん
だ
な
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で
も
同
じ
お
嬢
様
で
も
雪
ノ
下
と
は
正
反
対
だ
な

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
陽
乃
さ
ん
と
同

じ
かハ

チ
マ
ン
君
は

こ
れ
ま
で
生
き
て
き
て
ど
う
だ

た

い
て
も
面
白
い
話
じ

な
い
ぞ

む
し
ろ
そ
の
気
分
が
悪
く
な
る
話
ば
か
り
だ
と
思

う
ぞ無

理
に
言
え
と
は
言
わ
な
い
け
ど
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
他
人
に
優
し
い
の
か
知
り
た
い
の

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

即
座
に
そ
れ
を
否
定
し
た

俺
は
そ
ん
な
優
し
い
男
じ

な
い

全
て
自
分
の
た
め
に
や

て
る
事
だ
か
ら
な

ば

か
り

そ
れ
な
ら
あ
そ
こ
で
私
を
見

て
た
方
が
は
る
か
に
楽
だ

た
は
ず
だ
よ
ね

そ
れ
は

大
丈
夫
だ
よ

私
は
あ
な
た
を

つ
け
た
り
は
し
な
い

人
だ
も
ん
ね

 
だ
か
ら

返
し

て

じ

な
い
け
ど

ど
ん
な
話
で
も

ち

ん
と

く
よ

 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
君
の
気
持
ち
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
な
ら
私
は
そ
の
手
助
け
が
し
た
い
の

 
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
の
過
去
に
何
か
あ

た
ん
だ
と
察
し
な
が
ら
も

ハ

キ
リ
と
そ
う
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言

た

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
気
持
ち
に
感
化
さ
れ
た
の
か

そ
れ
と
も
雰
囲
気
が
そ
う
さ
せ
た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
が
こ
れ
ま
で
何
を
さ
れ
ど
う
思

た
か
を

つ

つ
と
話
し
は
じ
め

た 
ア
ス
ナ
は

じ

と

て
そ
れ
を

い
て
い
た

想
像
以
上
だ

た

安
易
に

い
ち

い
け
な
か

た

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
過
去
に
衝
撃
を
受
け
た
が

や
は
り
全
て
を
理
解
す
る
事
は
出
来
な

か

た

 

験
し
て
い
な
い
事
を
さ
も
知

た
よ
う
に
語
る
事
だ
け
な
ら
出
来
る

 
た
だ

そ
れ
を
本
当
に
理
解
す
る
事
は
難
し
い

 
そ
れ
で
も
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
も

と
理
解
し
出
来
る
だ
け

え
た
い
と
思

た

 
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
ハ
チ
マ
ン
の
優
し
さ
は

決
し
て
打
算
の
産
物
で
は
無
い
と

 
理
解
し
て
い
た
か
ら
だ

た

お
前

い
て
る
の
か

 
気
が
付
く
と
ア
ス
ナ
は

涙
を
流
し
て
い
た

そ
の
涙
は
月
の
光
を
反
射
し
て

い
て
い
た
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ば

か
お
前
俺
は
好
き
で
一
人
で
い
る
ん
だ
よ

大
体
だ
な
ぼ

ち
の
ど
こ
が
悪
い
ん
だ

 
人
は
ぼ

ち
で
い
る
限
り

誰
に
も
迷
惑
を
か
け
な
い

究

の
エ
コ
だ

 
そ
も
そ
も
一
人
で
頑
張

て
る
奴
が
み
ん
な
と
一

に
頑
張

て
る
奴
よ
り

る
な
ん
て
俺

は
認
め
な
い

 
俺
は
一
人
で
完
結
し
て
い
る
の
で
お
前
に

い
て
も
ら
う
必
要
な
ん
か
こ
れ

ち
も
無

い
ん
だ
よ

 

め
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
な
と

ア
ス
ナ
は
涙
を

き
な
が
ら
く
す

と
笑

た

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
に
ハ
チ
マ
ン
は
普

か
ら
不
満
に
思

て
い
た
事
を
何
故
か
話
し
て
い

た
人
間
関
係
に
悩
む
な
ら

そ
れ
自
体
を
壊
し
て
し
ま
え
ば
悩
む
こ
と
は
無
く
な
る

 
負
の
連

な
ら
も
と
か
ら
断
ち
切
る

俺
は
そ
う
や

て
生
き
て
き
た

 
逃
げ
ち

ダ
メ
だ
な
ん
て
考
え
は

強
者
の

り
で
し
か
な
い

 
他
人
は
変
わ
れ
と
よ
く
言
う
が

変
わ
る
の
は
現

か
ら
の
逃
げ
だ

 
変
わ
ら
な
い
ま
ま
勝
ち
た
い
な
ら

強
く
な
る
し
か
な
い
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そ
れ
は

が
強
い
と
か
そ
う
い
う
事
じ

な
く
俺
み
た
い
に
強
い
自

を
し

か
り
保
つ

事
だ

 
ぼ

ち
で
も

れ
の
一
員
で
も
い
い

自
分
さ
え
し

か
り
持

て
い
れ
ば
何
も
問
題
は
無

い
自
分

目
標
と
か

考
え
方
と
か

目
標
で
も
い
い
し

変
わ
ら
ぬ
強
い
気
持
ち
で
も
い
い

守
り
た
い
も
の
で
も
い
い
な

 
ア
ス
ナ
は

静
か
に
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

い
て
い
た

 
さ
き
ほ
ど
ま
で
は
少
し

り
気
味
だ

た
ア
ス
ナ
の

に
も

力
が

て
き
て
い
る
よ
う

だ

た
後
な

俺
は
ア
ス
ナ
に
よ
く
似
た

遇
の
人
を

一
人
知

て
い
る

 
そ
の
人
も
ア
ス
ナ
み
た
い
に

家
庭
の
事
情
で
常
勝
を
義

け
ら
れ
て
る
人
な
ん
だ
が

 
そ
の
せ
い
か
強
く
あ
ろ
う
と
し
て
仮
面
を
か
ぶ

て
絶
対
に
他
人
に

み
を
見
せ
な
い

ん
だ
よ

 
そ
れ
で
い
て

本
人
は

し
て
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
が

す
ご
い
妹
思
い
で
な

 
親
に
逆
ら
え
な
い

自
分
の
意
見
を
持
た
な
い
妹
を
な
ん
と
か
変
え
よ
う
と
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時
に
は
す
ご
い
厳
し
い
や
り
方
を
す
る
事
も
あ
る
が

あ
の
手
こ
の
手
を
使

て

 
妹
に

わ
れ
よ
う
が

何
を
し
よ
う
が

と
に
か
く
頑
張

て

 
妹
を
自
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
る
そ
ん
な
す
ご
い
人
を
な

ち
な
み
に
そ
の
妹
は
う
ち
の
部

の
部
⻑
だ

大
事
な
人
に

わ
れ
て
も
頑
張
れ
る
の

い
く
ら
そ
い
つ
か
ら

わ
れ
て
も
そ
い
つ
が
幸
せ
な
ら
俺
も
幸
せ
だ
と
思
う
時
と
か
あ
る
だ

ろ
う
ん

そ
う
い
う
の

て

あ
る
よ
ね

だ
か
ら
俺
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
よ

俺
な
ん
か
と
一

に
い
た
ら
変
な
目
で
見
ら
れ

ち
ま
う
し

 

え
俺
が

わ
れ
て
も

そ
の
お
か
げ
で
多
く
の
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
な
ら

 
そ
れ
は
と
て
も

的
な
救
い
方
だ

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
意
見
を

き

ハ
チ
マ
ン
の
事
を

と
て
も
危
う
い
人
だ
と
感
じ
て
い
た

 
そ
し
て
彼
が
い
な
く
な

た
時
の
事
を
想
像
し
て

 
と
て
も

し
い
気
持
ち
に
な
る
自
分
が
い
る
事
に

気
が
付
い
て
し
ま

た
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そ
し
て
ア
ス
ナ
は
今

決
意
し
た

そ
れ
も
確
か
に

真
実
だ
と
思
う
よ

で
も
ね

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
は

覚
悟
を
決
め
て

ハ
チ
マ
ン
の
心
に
一
歩

み
込
ん
だ

そ
れ
は
ね

ハ
チ
マ
ン
君
が

つ
い
て
い
い
理
由
に
は
な
ら
な
い
ん
だ
よ

 
少
な
く
と
も
私
は

ハ
チ
マ
ン
君
が
い
な
く
な
る
の
は

す
ご
く

し
い

 
ま
だ
知
り
合

た
ば

か
り
な
の
に

変
で
し

 
も
し
か
し
た
ら
こ
れ
が

吊
り
橋

果
な
の
か
も
し
れ
な
い

で
も
ね

私
は
ね

 
ハ
チ
マ
ン
君
と
一

に

喜
び
も

苦
労
も
苦

も

全
て
分
か
ち
合

た
上
で

 
胸
を
張

て

現
実
世
界
へ
と
帰
還
し
た
い

て

そ
う
思
う

 
最
後
ま
で

一

に
戦
お
う

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
か
ら

か
さ
れ
た
言
葉
は

ま
る
で
愛
の
告
白
の
よ
う
だ

た

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を

た
今
そ
の
言
葉
は
す
ん
な
り
と
ハ
チ
マ
ン
の
中
に
入

て
き

た 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で

八
幡
が

に

み
つ
い
た
後

 
雪
ノ
下
が
ま
る
で
ハ
チ
マ
ン
と
共
犯
に
な
る
か
の
ご
と
く

に

み
つ
い
た
あ
の
時
か
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ら 
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
と
共
に

つ
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
可
能
性
を
心
に
刻
み
込
ま
れ
て
し

ま

て
い
た

 
基
本
一
人
だ

た
ハ
チ
マ
ン
と

一

に
歩
む
覚
悟
を
決
め
た
者

 

況
の
せ
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が

そ
ん
な
事
は
今
は
関
係
が
無
い

 
そ
の
可
能
性
を
体
現
し
て
い
る
者
が
今
ま
さ
に
ハ
チ
マ
ン
の
目
の
前
に
存
在
し
て
い
る
の

だ 
そ
れ
は
お
そ
ら
く

現
実
世
界
に
も

確
実
に
二
人

い
つ
も
俺
が
一
人
で
守

て
い
た
小
さ
な
俺
の
心
に
は
少
し
だ
け
空
い
て
い
る
場
所
が
あ

て 
俺
は
ず

と
知
ら
な
か

た
ん
だ
な

二
人
で
も
い
い
ん
だ

て

 
そ
れ
は
ま
る
で
雪
解
け
の
よ
う
で

気
が
付
く
と
ハ
チ
マ
ン
は
子

の
よ
う
に

い
て
い

た 
ア
ス
ナ
は

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

を
ず

と
な
で
続
け
て
い
た

ど
う

現
実
世
界
に

あ
な
た
の
居
場
所
は
あ

た
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あ
あ

確
か
に
あ

た
わ

ど
う
し
て
も
あ
の
場
所
に

ら
な
く
ち

い
け
な
い

 
本
物
だ

た
か
も
し
れ
な
い
物
を
本
物
か
ど
う
か
確
か
め
な
い
ま
ま
死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な

い 
あ
そ
こ
は
俺
が
や

と
手
に
い
れ
た

と
て
も
居
心
地
の
い
い
場
所
な
ん
だ

 
も
う
一
度
あ
い
つ
ら
に
会

て

一

に
笑
い
あ
え
る
ま
で
俺
は
戦
う

 
今
ま
で
も

本
気
で
戦
う
つ
も
り
で
は
あ

た
が

こ
の
決
意
は

そ
れ
と
は
違
う

う
ん

私
も
一

に
い
く
よ

と
こ
ろ
で
そ
の
あ
い
つ
ら
の
中
に

私
は
入
る
の
か
な

 
不
意
に
か
け
ら
れ
た
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
虚
を
つ
か
れ
た

あ
の
部
屋
に
ア
ス
ナ
が
入
る

 
雪
ノ
下
由
比

が
い
て
た
ま
に
一
色
が
い
て
そ
し
て
そ
こ
に
ア
ス
ナ
が
い
る
光
景
を

思
い

か
べ

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
れ
が
と
て
も
自
然
な
光
景
に
思
え
た

私
も
必
ず
帰

て
親
に
文

の
一
つ
で
も
言

て
み
た
い

も
ち
ろ
ん
た
だ
逆
ら
う
ん
じ

な
く

 
や
る
べ
き
事
を
や

た
上
で
自
分
が
や
り
た
い
事
を
し

か
り
と
見
つ
け
て
そ
れ
で
そ



 第一章 ＳＡＯ編

れ
で

 
お

さ
ん
や
お
⺟
さ
ん
に
そ
の
事
を
認
め
さ
せ
た
い

認
め
て
も
ら
う
ん
じ

な
く
認
め
さ
せ

る 
そ
し
て
奉
仕
部
の
人
達
と
一

に

ハ
チ
マ
ン
君
の
話
を
す
る
の

帰

た
ら

必
ず
み
ん
な
を
紹
介
し
て
や
る
よ

き

と
仲
良
く
な
れ
る
と
思
う

 
そ
れ
は

ち

と
知
り
合
い
を
紹
介
し
ま
す
み
た
い
な

い
言
い
方
だ

た
が

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
が
実
現
す
る
事
を

も
う
疑

て
は
い
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら

何
か
大
切
な
物
を
も
ら

た
気
が
し
て

 
そ
の
大
切
な
も
の
を

ハ
チ
マ
ン
と
一

に

守
ろ
う
と
思

た

ハ
チ
マ
ン
君

も
し
良
か

た
ら

そ
の
先
は
俺
に
言
わ
せ
て
く
れ

俺
も
ち

と
く
ら
い
は

か

こ
つ
け
た
い
か
ら
な

 
あ
ん
な
過
去
を
持
ち

ア
ス
ナ
の
前
で

態
を

し
た
俺
が
言
う
の
も
ア
レ
な
ん
だ
が
な

 
俺
は
目
も
腐

て
る
し

人
と
話
す
の
が
得
意
と
い
う
わ
け
じ

な
い

 
基
本
ど
こ
か
に
出
か
け
る
の
を
面
倒

が
る
し

あ
と

目
が
腐

て
る

腐

て
る

て

二
回
言

て
る
よ

も
う
そ
う
い
う
の
は
や
め
よ
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す

す
ま
ん

そ
れ
で

だ

そ
れ
じ

せ

か
く
だ
か
ら

一

に
言
お
う
か

 
ア
ス
ナ
が
そ
う
提
案
し
ハ
チ
マ
ン
は

い
た

そ
し
て
二
人
は
同
時
に
そ
の
言
葉
を
発
し

た
俺
と
友
達
に
な

て
く
れ
な
い
か

ア
ス
ナ

私
と
友
達
に
な

て
く
れ
な
い
か
な

ハ
チ
マ
ン
君

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

生
ま
れ
て
初
め
て
の

性
の
友
達
を
手
に
入
れ
た

 
更
に
初
め
て

性
か
ら
も
友
達
に
な
る
事
を

し
込
ま
れ
る
と
い
う
お
ま
け
つ
き
だ

た

あ

俺
が

い
た
事
と
か

そ
の

秘
密
で
た
の
む

 
そ
れ
を

い
た
ア
ス
ナ
は

い
た
ず
ら

く
こ
う
答
え
た

う
ん

奉
仕
部
の
人
た
ち
と
会

た
時
ま
で
は

秘
密
に
し
と
く
ね

ま
じ
か
よ

 
こ
の
時
か
ら
結
城
明
日
奈
は

本
当
の
意
味
で

剣
使
い

ア
ス
ナ
に
な

た

 
そ
し
て
比
企
谷
八
幡
は

仮
の
意
味
で

ぼ

ち
を
や
め
た

こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

ハ
チ
マ
ン
君
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あ
あ

必
ず
お

い
の
背
中
を
守
り
抜
き

二
人
揃

て

現
実
世
界
に
帰
ろ
う

私
も
こ
れ
か
ら

も

と
強
く
な
ら
な
い
と
だ
ね

俺
も

今
ま
で
の
情
け
な
い
自
分
と
は

も
う
サ
ヨ
ナ
ラ
だ
な

 
奇
跡
だ
け
で
出
来
た
完
全
結

な
ど
は
存
在
し
な
い

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
ま
で
の

み
重
ね
が
あ

て
こ
そ

こ

た
奇
跡

 
だ
か
ら
ひ
と
つ

つ
ゆ

く
り
と

み
重
ね
て

二
人
は
手
を
つ
な
い
で
ゆ
く
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第
０
０
７
話
 
奉
仕
部
の
理
念

 
２
０
１
７

 

正

 
ハ
チ
マ
ン
が
目
を
覚
ま
す
と

も
う
日
は
高
く
昇

て
い
た

 

日
は
色
々
な
事
が
あ
り
す
ぎ
た
せ
い
か
思

た
よ
り
も
疲
れ
て
い
た
ん
だ
な
と
自

分

し
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
を

こ
さ
な
い
よ
う
に
静
か
に
ソ
フ

に
座
り
今
後
の
予
定
を
考

え
始
め
た

ま
ず
は
武
器
の
新
調
だ
な

そ
の
後
は

ア
ス
ナ
に
戦
闘
の
基
本
を
叩
き
込
む
つ
い
で
に

 
強
化
素
材
を
集
め
て

他
に
は

種
ポ

シ

ン
は
常
備
し
と
き
た
い
と
こ
ろ
だ
よ
な

 
後
は
俺
の
新
し
い

探
し
か

さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
一

と
い
う
の
は
ま
ず
い

 
親
し
き
仲
に
も

儀
あ
り
だ

 
そ
ん
な
風
に
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
と

コ
ン
コ
ン
コ
コ

ン
と
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ
た
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日
と
同
じ
叩
き
方
だ

た
の
で
ア
ル
ゴ
だ
ろ
う
と
当
た
り
を
つ
け

 
ハ
チ
マ
ン
は

ド
ア
の
外
に
声
を
か
け
た

ア
ル
ゴ
か

ハ

か

ち

と
話
が
あ
る
ん
だ
け
ど

中
に
入
れ
て
も
ら

て
い
い
カ

あ
あ

今
開
け
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
を
中
に
入
れ

ソ
フ

に
座
る
よ
う
に

し
た
後

 
キ

チ
ン
に
行

て

の
入

た
コ

プ
を
二
つ
持

て
き
た

つ
ま
ら
な
い
も
の
で
す
が

お

ハ

気
が
利
く
じ

な
い
か

さ
て
は
オ
レ

ち
に

れ
た
か

そ
れ
は
無
い

即
答
カ

 
ア
ル
ゴ
は

ち

と
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
仕

で
言

た

で

何
の
用
事
だ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

出
来
れ
ば
ア

ち

ん
に
も
一

に

い
て
欲
し
い
ん
だ
よ
ナ

ア
ス
ナ
に
も
か

い
い
時
間
だ
し
そ
ろ
そ
ろ

こ
す
か

お

い
ア
ス
ナ
そ
ろ
そ
ろ

き
ろ
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ハ
チ
マ
ン
は
衝
立
の
向
こ
う
で

て
い
る
ア
ス
ナ
に
声
を
か
け
た

 
ア
ス
ナ
も
そ
れ
で
目
覚
め
た
の
か

け

を
こ
す
り
な
が
ら
返
事
を
し
た

ふ

今

き
ま
し

何
だ
こ
の
あ
ざ
と
可
愛
い
生
き
物
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な

け
た
ア
ス
ナ
に

用
件
を
伝
え
た

ア
ル
ゴ
が
来
て
る
か
ら

ち

と
着

え
て
こ

ち
に
来
て
も
ら

て
い
い
か

俺
達
に

話
が
あ
る
そ
う
だ

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
来
て
る
の

ち

と
待

て
て

 
思

た
よ
り
し

か
り
し
た
返
事
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
自
然
な
動
き
で

を
も
う
一

つ
用
意
し
た

 
そ
ん
な
二
人
の
様
子
を
見
た
ア
ル
ゴ
は

日
と
は
少
し
違
う
な
と
思
い
ハ
チ
マ
ン
に
鎌
を

か
け
る
事
に
し
た

と
こ
ろ
で
ハ

実

の
と
こ
ろ
ア

ち

ん
と
オ
レ

ち
と
ど

ち
が
好
き
な
ん
ダ
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ア
ス
ナ
だ

即
答

 
ハ
チ
マ
ン
の
あ
ま
り
の
即
答

り
に
思
い

き
り
素
で
反
応
し
て
し
ま

た
ア
ル
ゴ
だ

た
が

 
そ
ん
な
ア
ル
ゴ
に
ま
る
で
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に

ハ
チ
マ
ン
は
続
け
て
言

た

ア
ス
ナ
は
友
達
だ
が
ア
ル
ゴ
は
顔
見
知
り
だ

ど

ち
が
好
き
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ

 

日
と
は
ま

た
く
違
う
ハ
チ
マ
ン
の
態
度
に

ア
ル
ゴ
は
か
な
り
驚
い
て
い
た

友
達

友
達
に
な

た

て
事
か

そ
れ
は
理
解
で
き
る
け
ど

そ
れ
だ
け
で
こ
ん
な
に
変

わ
る
も
ん
か

 
目
の
光
も
何
か
違
う
気
が
す
る
し

二
人
の
間
に

一
体
何
が
あ

た
ん
ダ

 
そ
ん
な
ア
ル
ゴ
の
動

を
よ
そ
に

衝
立
の
向
こ
う
か
ら
声
が
か
か

た

ハ
チ
マ
ン
君

こ
え
て
る
か
ら
ね

そ

そ
の

あ
り
が
と
う

で
も
恥
ず
か
し
い
か
ら
や

め
て
ね

す
す
ま
ん

女
友
達
が
出
来
た
事
な
ん
て
一
度
も
な
い
ん
で
な

そ
の
気
を
つ
け
る

わ
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し
ば
ら
く
し
て
ア
ス
ナ
が
衝
立
の
後
ろ
か
ら
出
て
き
た
が
ア
ル
ゴ
は
ま
だ
動

し
た
ま
ま

だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ル
ゴ
の

を

ち

ち
叩
き
な
が
ら
呼
び
か
け
た

お

い
ア
ル
ゴ

話
が
あ
る
ん
だ
ろ

ほ
ら
目
を
覚
ま
せ

 
ア
ル
ゴ
は
我
に
返
る
と

い
を
し
た
後

を
切
り

え

す
ぐ
に
本
題
に
入

た

そ
れ
で
相
談
な
ん
だ
け
ど
な
初
心
者
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ

ク
を
作

て
無
料
で
配
布
し
よ

う
と
思
う
ん
ダ

い
い
ん
じ

な
い
か

こ
の
ま
ま
だ
と
か
な
り

死
者
が
出
る
だ
ろ
う
し
な

 
死
者

と
い
う
言
葉
が
出
た

間

ア
ス
ナ
が

張
し
た
の
を
感
じ
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ア
ス
ナ
の

を

ん

ん
と
叩
き
な
が
ら

二
人
に
声
を
か
け
た

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

俺
達
も

力
手
伝
う

そ
れ
で
い
い
か

話

て
の
も
そ
れ
だ
よ

な
さ
す
が
ハ

は
話
が

い
ナ

何
が
出
来
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど

私
も
出
来
る
限
り
手
伝
う
よ

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
に
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
な
り
の
意
見
を
言

た
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ア
ス
ナ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
ま
あ

初
心
者
の

点
だ
な

 
ガ
イ
ド
ブ

ク
に
記
載
し
て
あ
る
と
い
い
な
と
思
う
事
は
何
か
と
か
ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
ろ

う
ん

そ
れ
な
ら
お
役
に
た
て
る
と
思
う

奉
仕
部
の
理
念
で
も
あ
る
か
ら
な

を

え
る
の
で
は
な
く
釣
り
の
仕
方
を
教
え
る

て

事
だ

 
そ
の
後
三
人
は

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
話
し
合

た

 
最

限
載
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

目
な
る
べ
く
急
い
で
製
作
す
る
た
め
の
ス
ケ
ジ

ル

 
こ
れ
か
ら
二
人
が
ど
う
い
う
予
定
で
い
る
か

々

こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
事
が

 
驚
く
ほ
ど
ス
ム

ズ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

た

リ
ア
ル
の
話
を

く
の
は
野

か
も
だ
け
ど

二
人
は
高
校
生
か

な
ん
か
会
議
慣
れ
し
て

る

て
い
う
か

 
生
徒
会
活
動
で
も
や

て
た
の
カ

 
ア
ル
ゴ
が
ふ
と
そ
ん
な
事
を

い
た

ハ
チ
マ
ン
は
こ
の
二
人
に
は
何
も

す
気
は
無
く

な

て
お
り

 
自
然
に
自
分
の
事
を

話
し
て
し
ま

て
い
た
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俺
は
高
二
だ
な

ち

と
前
に
他
校
と
の
交
流
会
で

て
ほ
ど
会
議
に
参
加
さ
せ
ら
れ
て

な
私
も
高
二
か
な

生
徒
会
は
や

て
な
か

た
け
ど
学
級

員
と
か
は
何
度
も
や
ら
さ
れ
て

た
な
る
ほ
ど
な

二
人
と
も
お
ね
え
さ
ん
的
に
ポ
イ
ン
ト
高
い
ナ

そ
う
い
う
と
こ
お
兄
ち

ん
的
に
は
ポ
イ
ン
ト

い
け
ど
な

 
突
然
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
事
を
言
い
出
し
た
ハ
チ
マ
ン
に

二
人
は
き

と
ん
と
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
が
つ
い
反
射
的
に
口
に
し
た
言
葉
に
気
付
き

説
明
を
し
た

な
る
ほ
ど

た
ま
た
ま
妹
さ
ん
の
口

と
一

だ

た
ん
だ
ナ

あ
あ
こ
こ
に
飛
ば
さ
れ
た
の
が
俺
で
幸
い
だ

た
わ

も
し
小
町
だ

た
ら
と
思
う
と

と
す
る

確
か
に
ヤ
バ
か

た
だ
ろ
う
な

ニ

ビ

な
ら

更
ナ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
た
最
中
ハ
チ
マ
ン
は
ふ
と
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
考
え
事
を
始

め
た

 
二
人
は
何
事
か
と
様
子
を

て
い
た

ハ
チ
マ
ン
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か
を
つ
ぶ
や
い
て
い
た
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が 
考
え
が
ま
と
ま

た
ら
し
く

顔
を
上
げ
て
ア
ル
ゴ
の
方
を
向
い
た

な
あ
ア
ル
ゴ

頼
み
が
あ
る

内
容
に
も
よ
る
け
ど
手
伝

て
も
ら
う
お

に
依
頼
料
は
サ

ビ
ス
し
と
く
よ

で
な
ん
ダ

お
そ
ら
く
街
に
は

外
に
出
る
勇
気
の
な
い
大
人
が
結

い
る
と
思
う
ん
だ
よ

 
そ
う
い
う
大
人
に

そ
れ
と
な
く
教
会
の
事
を
教
え
て
や

て
く
れ

 
あ
そ
こ
に
は
大
人

が
生
活
で
き
る

設
が
整
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ

 
そ
の
上
で
街
を

て
い
る
子

達
を
集
め
て
く
れ
る
よ
う
頼
め
ば
コ
ミ

ニ
テ

が

出
来
る

 
戦
闘
向
き
で
は
な
い
人
の
コ
ミ

ニ
テ

が
出
来
れ
ば
そ
う
い
う
人
た
ち
が
安
全
に

ら
し

て
い
け
る

 
後
は
ガ
イ
ド
ブ

ク
で
も
何
で
も
い
い
ん
だ
が
そ
こ
に
街
の
中
で
コ
ル
を

ぐ
方
法
を

載
せ
よ
う

 
そ
の
提
案
を

い
て

二
人
は
感
心
し
た
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そ
れ
は
こ
ん
な

況
だ
と
ど
う
し
て
も
忘
れ
が
ち
な
人
と
し
て
大
切
な
考
え
方
に
思
え
た

か
ら
だ

 
そ
し
て
こ
こ
ま
で
の
や
り
取
り
は
ハ
チ
マ
ン
の
言
う
奉
仕
部
と
や
ら
の
理
念
に
も
合
致
す

る
よ
う
に
思
え
た

素
直
に
す
ご
い
よ

ま
す
ま
す
ハ

に
興
味
が
出
て
き
た
ヨ

私
も
そ
こ
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
か

た

ハ
チ
マ
ン
君
す
ご
い
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は

褒
め
ら
れ
慣
れ
て
い
な
い
せ
い
か

顔
を

く
し
て
下
を
向
い
て
い
た

そ
れ
じ

オ
レ

ち
は

仕
事
が
山

み
だ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
い
く

 
あ
と
ハ

良
か

た
ら
戦
闘
訓
練
の
時
は
呼
ん
で
く
れ
な

興
味
が
あ
る
ん
で
ナ

あ
あ

わ
か

た

な
ん
か
二
人
と
一

に
行
動
し
て
い
れ
ば
オ
レ

ち
も
現
実
に
帰
れ
そ
う
な
気
が
す
る
ん
だ

よ
な

 
そ
れ
じ

ま
た
な

二
人
と
も

絶
対
に
死
ぬ
な
ヨ

 
そ
う
言
い
残
し
て
去

て
い
く
ア
ル
ゴ
を
見
送

た
後

二
人
は
出
か
け
る
準
備
を
始
め
た

 

を
出
る
と
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に

在
期
間
を

⻑
さ
せ
自
分
は
す
ぐ
近
く
の
別
の
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を
と

た

 
ア
ス
ナ
は
多
少

て
い
た
が
男
女
が
一

な
の
は
友
達
で
も
良
く
な
い
と
説
得
し
納
得

し
て
も
ら

た

と
り
あ
え
ず
今
日
の
う
ち
に
武
器
を
新
調
出
来
た
ら
明
日
か
ら
は
少
し
遠
出
を
す
る
事
に
な

る 
今
日
の
う
ち
に
し

か
り
コ
ル
を

い
で
あ
の

は
期
間
い

ぱ
い
ま
で

⻑
し
て
お
い
た

方
が
い
い
な

な
ん
で

あ
そ
こ
以
上
に
設
備
の
整

た

は
無
い
か
ら
な

女
の
子
的
に
は
風
呂
の

る
無
し
は
大
事

だ
ろ他

の
人
に
悪
い
気
も
す
る
け
ど

う
ん

正
直
そ
う
か
も

こ
れ
く
ら
い
し
て
も
バ
チ
は
当
た
ら
ん
だ
ろ

そ
れ
に
な

な
ん
て
言
え
ば
い
い
か

 
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
確
か
に
少
な
い
が

い
な
い
わ
け
じ

な
い

 
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
は
き
つ
い

だ
し
コ
ミ

ニ
テ

も
も
う
出
来
て
い
る
か
も
し
れ
ん

う
ん

そ
う
だ
ね
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そ
し
て
ア
ス
ナ
に

女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
友
達
が
出
来
た
と
す
る

 
そ
う
す
る
と

お

り
会
と
か
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ

 
そ
ん
な
時

そ
こ
が
風
呂
の
あ
る
部
屋
だ

た
ら

最
高
だ
ろ

 
そ
う
い
う
息
抜
き

て
の
は

こ
う
い
う
場
合
必
ず
必
要
な
ん
だ
よ

 
女
友
達
と
か
い
た
事
な
い
か
ら

た
だ
の
俺
の
勝
手
な
妄
想
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

 
あ
と
こ
れ
だ
け
は
必
ず
約
束
し
て
欲
し
い
ん
だ
が

こ
こ
は

人
ば
か
り
な
世
界
じ

な
い

 
だ
か
ら
そ
う
い
う
の
は

必
ず
信
頼
で
き
る
相
手
と
だ
け
に
し
て
く
れ

 
ア
ス
ナ
は
驚
い
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
を
見
つ
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
気
恥
ず
か
し
い
の
か

顔
を

ら
し
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
が
向
い
て
い
る
方
に
回
り
込
み
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を

き
こ
ん
で
満
面

の
笑
顔
で
言

た

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
君
は
優
し
い
ね

う
ん

約
束
す
る

ば

か
お
前

俺
が
優
し
い
と
か

こ
れ
は
そ
ん
な
ん
じ

ね
え
よ

 
こ
れ
く
ら
い
の
気
遣
い
は

ぼ

ち
に
は
必
須
の
ス
キ
ル
な
ん
だ
よ

 
も
し
俺
が
誰
か
に
話
し
か
け
て
そ
の
誰
か
が
俺
な
ん
か
と
友
達
だ
と

り
に
思
わ
れ
た
ら
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し

な
い
だ
ろ

 
だ
か
ら
絶
対
に
俺
か
ら
は
他
人
に
話
し
か
け
な
い
と
か

そ
う
い
う
の
と
同
じ
事
だ
よ

ふ

ん

 
ア
ス
ナ
は

口
で
ま
く
し
た
て
る
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
さ
ら
に
近
く
で

き
こ
ん
だ

近
い
近
い

勘
違
い
す
る
か
ら
や
め
て
く
れ
ま
せ
ん
か
ね

う

か
り
好
き
に
な
り
そ
う
に

な
る
だ
ろ

 
そ
の
後
告
白
し
て

ら
れ
る
ま
で
あ
る

て

ら
れ
ち

う
の
か
よ

も
う
ぼ

ち
じ

な
い
ん
だ
か
ら

お
風
呂
う
ん
ぬ
ん
の
事
は
と
も
か
く

 
今

口
で
言

た
よ
う
な
ス
キ
ル
は
必
要
な
く
な

た
ね

あ

ハ
イ

そ
れ
じ

速

ド
ロ

プ
武
器
を
狙
い
に
い
こ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に
は
か
な
わ
な
い
な
と
思
い
な
が
ら
狩
場
へ
の
先

を
す
る
の
だ

た 
二
人
は
狩
場
に
着
く
と

張
り
切

て
狩
り
を
始
め
た

 

剣
は
狩
り
を
始
め
て
か
ら
す
ぐ
に
ド
ロ

プ
し
た
が

剣
は
中
々
ド
ロ

プ
し
な
か
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た 
出
来
れ
ば
今
日
中
に
終
わ
ら
せ
た
い
と
ア
ス
ナ
の
中
に
わ
ず
か
ば
か
り
の

り
が
生
ま
れ
て

い
た

 
そ
の

り
が

少
し
ば
か
り
の
ピ
ン
チ
を
生
ん
だ

 
通
常
は

突
技
リ
ニ
ア

を
多
用
し
ト
ド
メ
の

も
ほ
と
ん
ど

の
無
い
ア
ス
ナ
で

あ

た
が

 

り
か
ら
か

死
の
敵
に
対
し
て
必
要
の
無
い
リ
ニ
ア

を
使

て
し
ま
い
技
後

直
し
て
い
た

 
丁
度
そ
の

間
を
狙

た
か
の
よ
う
に

横
か
ら
敵
が
つ

こ
ん
で
き
た

 
ア
ス
ナ
は
衝
撃
に
備
え
た
が

ギ
ン

と
い
う
音
が
し
た
だ
け
で

い
つ
ま
で
た

て
も
衝

撃
は
来
な
か

た

 

直
の
解
け
た
ア
ス
ナ
が

て
て
目
を
や
る
と

そ
こ
に
は
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
が
あ

た

 
敵
の
攻
撃
を

い
た
ら
し
く

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は

棒
立
ち
の
敵
の
首
を

ね
た

す
ま
ん

サ
ポ

ト
が

れ
た

う
う
ん

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン
君

今
の
技
は
何
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あ
あ
パ
リ

て
言
う
ん
だ
よ

通
常
は
敵
の
武
器
を
カ
ウ
ン
タ

ぎ
み
に

い
て

直
さ

せ
る
ん
だ

 
そ
う
す
る
と
大
体
次
の
攻
撃
で
ク
リ
テ

カ
ル
が
入
る

あ
こ
れ
は
ア
ス
ナ
に
も
覚
え
て

も
ら
う
か
ら
な

う
ん

頑
張
る

お

と

や

と
ド
ロ

プ
し
た
み
た
い
だ

ほ
れ

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
お
目
当
て
の

剣
が
ド
ロ

プ
し
た
よ
う

だ 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
か
ら
ア
イ
テ
ム
を
受
け
取
り

実
体
化
さ
せ
た

そ
れ
が
ア
ス
ナ
の
新
し
い
武
器

ウ

ン
ド
フ
ル

レ
だ

麗
苦
労
し
た
甲
斐
が
あ

た
だ
ろ

 
ア
ス
ナ
は

言
葉
も
出
な
い
ま
ま

自
分
の
新
し
い
武
器
の

き
に

せ
ら
れ
て
い
た

ど
う
や
ら
気
に
入

て
く
れ
た
よ
う
で
何
よ
り
だ
よ

そ
れ
じ

明
日
か
ら
遠

で

そ
の
武
器
の
強
化
素
材
集
め
と

行
だ
な
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う
ん

頑
張
ろ
う

そ
れ
じ

帰
る
か

 
こ
う
し
て

二
人
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の
二
日
目
を
終
え
た
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第
０
０
８
話
 
そ
し
て

残
さ
れ
た
者
た
ち
は
宣
言
す
る

 
２
０
１
７

 

正

 
そ
の
日
も
雪
ノ
下
雪
乃
は
日
課
で
あ
る
お
気
に
入
り
の
猫
動
画
の
巡
回
活
動
を
行

て
い

た 
一
通
り
見
終
わ
り

と
て
も
満
足
し
た
表
情
を

か
べ
た
雪
乃
が

 
お
気
に
入
り
に
新
た
な
動
画
を
追
加
す
べ
く

索
活
動
に
入
ろ
う
と
し
た
そ
の
時

が

鳴

た
こ
の
⻑
さ
は
メ

ル
じ

な
い
わ
ね

由
比

さ
ん
か
し
ら

 
姉
か
ら
だ

た
ら
無

し
よ
う
と
思
い
つ
つ

雪
乃
は

を
手
に
と

た

 
表

は
小
町
か
ら
だ

た
の
で

少
し
ほ

と
つ
つ

雪
乃
は
通
話
ボ
タ
ン
を
押
し
た

も
し
も
し
小
町
さ
ん

ど
う
し
た
の

も
し
か
し
て

ま
た
比
企
谷
君
が
何
か
し
で
か
し
た

の
か
し
ら
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小
町
か
ら
は

た
ま
に
あ
の
目
の
腐

た
男
関
連
で

話
が
あ
る
の
で

 
あ
の
男
が
ま
た
何
か
や
ら
か
し
た
の
か
し
ら

と
思
い
つ
つ

雪
乃
は
小
町
に
そ
う

ね
た

 
そ
の
表
情
は

と
て
も
優
し
か

た

雪
乃
さ

ん

 
そ
の
第
一
声
で

ど
う
や
ら
小
町
が

い
て
い
る
よ
う
だ
と
気
付
き

雪
乃
は
狼

し
た

ど
う
し
た
の
か
し
ら
小
町
さ
ん

ま
た
あ
の
男
に

か
さ
れ
た
の

雪
乃
さ

ん

今
帰

た
ら

テ
レ
ビ
で
ナ

ヴ
ギ
ア
が

 
そ
れ
で

て
て
部
屋
に
見
に
行

た
ら

お
兄
ち

ん
が

 

い
て
い
る
小
町
の
説
明
は

ち

と
も
要
領
を
得
な
か

た

 
困
り
果
て
た
雪
乃
は

と
り
あ
え
ず
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
み
る
事
に
し
た

 
ど
の
チ

ン
ネ
ル
を
見
て
も
内
容
は
同
じ
だ

た

そ
の
雰
囲
気
か
ら
ど
う
や
ら
自
分
が

知
ら
な
い
間
に

 
世
間
で
は
と
ん
で
も
な
い
事
が

こ

た
ら
し
い
と
思

た
雪
乃
は
ニ

ス
を
注

し
た

ナ

ヴ
ギ
ア

猫
ゲ

ム
の
た
め
に

入
を

討
し
て
い
た
あ
れ
の
事
ね

 
え

茅
場

い
た
事
が
あ
る
名
前
だ
け
ど
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あ

こ
の
人

姉
さ
ん
の
お
見
合
い
相
手
で

見
事
に
姉
さ
ん
を
ふ

た
人
だ
わ

 
あ
の
時
は
姉
さ
ん
を

る
人
が
こ
の
世
に
存
在
し
た
の
か
と
と
て
も
驚
い
た
の
だ
け
れ

ど 
ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

デ
ス
ゲ

ム

ど
う
い
う
事

 
ゲ

ム
か
ら
脱
出
で
き
な
い

て

ま
さ
か

比
企
谷
君
が

 
雪
乃
は
そ
の
時

劇
的
に
関
係
が

さ
れ
た
は
ず
の
奉
仕
部
の
今
後
に

 
暗
い
陰
が
忍
び
寄
る
気
配
を
感
じ
て
寒
気
を
覚
え

を

い
た

そ
し
て

て
て
小
町
に
話

し
か
け
た

小
町
さ
ん

落
ち
着
い
て
答
え
て
ち

う
だ
い

も
し
か
し
て

比
企
谷
君
は

 
今

ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
の

は
い

雪
乃
さ
ん

お
兄
ち

ん
が

お
兄
ち

ん
が

す
ぐ
行
く
か
ら
待

て
て
ち

う
だ
い

場
所
は
う
ち
の
運
転
手
が
知

て
る
と
思
う
か
ら

 
と
に
か
く
落
ち
着
い
て

ご
両
親
と

出
来
れ
ば
平

先
生
に
連

を
お
願
い

 
小
町
は
そ
の
言
葉
に

多
少
落
ち
着
い
た
よ
う
だ

た

 
雪
乃
と
連

が
と
れ
て

少
し
は
安
心
出
来
た
の
だ
ろ
う
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雪
乃
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い

今
小
町
に
頼
れ
る
の
は
雪
乃
さ
ん
だ
け
な
ん
で
す

お
願
い
し

ま
すわ

か

た
わ
気
を
し

か
り
持

て
今
言

た
人
達
に
連

を
入
れ
て
待

て
て
ち

う
だ
い

は
い

 
雪
乃
は

話
を
切
る
と
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
た

思

た
よ
り
も

静
な
自
分
に
驚
い

た 
す
ぐ
決
断
し

ア
ド
レ
ス

か
ら
姉
の
番

を
慎
重
に
選
び

通
話
ボ
タ
ン
を
押
す

 

コ

ル
で
通
話
が
繋
が
り

か
ら

い
つ
も
通
り
の
姉
の
声
が

こ
え
た

ひ

は
ろ

ど
う
し
た
の
雪
乃
ち

ん

雪
乃
ち

ん
か
ら
か
け
て
く
る
な
ん
て
珍
し

い
ねご

め
ん
な
さ
い
姉
さ
ん

急
事
態
な
の

こ
れ
か
ら
私
の
言
う
事
を
よ
く

い
て

ん

ど
し
た
の

ま
た
比
企
谷
君
が
何
か
し
で
か
し
た
の

 
姉
妹
揃

て
同
じ
思
考
な
所
に

雪
乃
は

を
覚
え
た
が

今
は
そ
ん
な
余

は
な
い

姉
さ
ん

事
情
を
説
明
す
る
前
に

ま
ず
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
ち

う
だ
い
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チ

ン
ネ
ル
は
ど
こ
で
も
か
ま
わ
な
い
わ

今
勉
強
し
て
た
ん
だ
け
ど
な

テ
レ
ビ
テ
レ
ビ

と

ち

と
待

て
ね

姉
さ
ん

急
い
で

わ
か

た
わ
よ

雪
乃
ち

ん
は
相
変
わ
ら
ず

る
と
怖
い
な

 
姉
は

言
わ
れ
た
通
り
テ
レ
ビ
を
見
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ

感
で
手
に

が

む

 

を
飲
み
込
む
音
が

や
け
に
大
き
く

こ
え
た

 
思

た
よ
り

く

て
き
た
姉
の
声
色
は
さ

き
ま
で
と
は
ま
る
で
別
人
の
よ
う
だ

た

理
解
し
た
わ

も
し
か
し
て
彼
が

え
え

比
企
谷
君
よ

す
ぐ
行
く

家
の
前
に
い
て

何
か
必
要
な
物
は

大
丈
夫

 
姉
妹
の
通
話
は
そ
れ
で
終
わ

た

雪
乃
は

度
を
整
え

 
自
分
の
た
だ
一
人
の
友
達
に

話
を
か
け
な
が
ら
外
に
出
た

通
話
は
ワ
ン
コ

ル
で
す
ぐ
繋

が

た



 第００８話 そして、残された者たちは宣言する

も
し
も
し

ゆ
き
の
ん

な
ん
か
テ
レ
ビ
が
す
ご
い
ね

ソ

ド
な
ん
と
か

て
や
つ

今
ま
さ
に
そ
の
件
で

話
を
か
け
た
の
よ

落
ち
着
い
て

い
て
ち

う
だ
い

 
比
企
谷
君
が

今
ま
さ
に
そ
れ
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
の

え

そ
れ

て

に
姉
さ
ん
に
連

し
て
色
々
手
配
し
て
も
ら

て
い
る
わ

が
わ
か
り
次
第
す
ぐ
連

す
る
か
ら

 
出
来
れ
ば
由
比

さ
ん
は
ど
こ
に
も
出
か
け
な
い
で
私
か
ら
の
連

を
待

て
い
て
ほ

し
い
の

わ
か

た

お
願
い

ゆ
き
の
ん

ヒ

キ

を
お
願
い

ま
か
せ
て
由
比

さ
ん

比
企
谷
君
は

大
事
な
う
ち
の
部
員
だ
も
の
ね

 
結
衣
は
話
し
な
が
ら

何
も
出
来
な
い
無
力
感
に
包
ま
れ
て
い
た

 
そ
し
て
雪
乃
に
全
て
を

し

出
か
け
る
準
備
を
し
て

連

を
待
つ
事
に
決
め
た

 
幸
い
迎
え
は
す
ぐ
に
来
た
た
め

雪
乃
は
会
話
を
切
り
上
げ
て

に
乗
り
込
ん
だ

 
す
ぐ
に
陽
乃
の

い
指

が
と
ぶ

都

全
力
で
飛
ば
し
て
ち

う
だ
い
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は
い

陽
乃
お
嬢
様

姉
さ
ん

況
は

ど
う
や
ら
少
し
の
間
だ
け
な
ら

回
線
が
切
断
さ
れ
て
も
平
気
ら
し
い
わ

 
多
分
そ
の
間
に
病
院
へ
運
べ
と
い
う
事
だ
と
思
う

雪
ノ
下
系

の
病
院
に

に
全
て
手
配

し
た
わ

 
ま

た
く
や

て
く
れ
る
わ
あ
の
男

お
見
合
い
の
時

一
発
殴

て
や
れ
ば
良
か

た

 
陽
乃
は

冗
談

く
そ
う
付
け
加
え
た
が

そ
の
声
色
は

気
を
は
ら
ん
だ
も
の
だ

た

あ
の
男

何
か
た
く
ら
ん
で
る
雰
囲
気
が
あ

た
の
よ

 
う
さ
ん
く
さ
か

た
か
ら
こ

ち
か
ら
断
ろ
う
と
し
た
ら
先
に
断
ら
れ
て
し
ま

た
ん
だ

け
ど
ね

 
交
通
法

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
速
度
を

り
絞

た

は
驚
く
ほ
ど

く
比
企
谷
家
に
到
着
し
た

 
家
の
前
で
待

て
い
た
小
町
に
案
内
さ
れ
て

 
雪
乃
と
陽
乃
は

ナ

ヴ
ギ
ア
を
か
ぶ

た
ま
ま
ベ

ド
に

て
い
る
八
幡
と
対
面
し
た

こ
ん
な

で
来
る
事
に
な
る
と
は
思
わ
な
か

た
の
だ
け
れ
ど

 
そ
の
時
陽
乃
も

ま

た
く
同
じ
セ
リ
フ
を

い
た
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ま
さ
か
こ
ん
な

で
来
る
事
に
な
る
と
は
思
わ
な
か

た
な

似
た
事
を
考
え
る
も
の
ね

や

ぱ
り
姉
妹

て
事
な
の
か
し
ら

 
そ
の
後
陽
乃
が

全
て
の
手
配
を
す
ご
い

さ
で
済
ま
せ

八
幡
は

病
院
に
移
送
さ
れ
た

 
雪
乃
は
す
ぐ
に
結
衣
に
連

し

結
衣
の
到
着
を
待
つ
事
に
し
た

 
今
は
そ
れ
し
か

雪
乃
に
出
来
る
事
は

無
い
の
で
あ

た

 

刻
後

雪
乃
の

に

結
衣
か
ら
病
院
に
着
い
た
と
連

が
あ

た

 
雪
乃
が
外
に
迎
え
に
い
く
と

結
衣
は
手
を

り
な
が
ら
雪
乃
に
駆
け
寄

た

ゆ
き
の
ん

ヒ

キ

は
今
ど
う
な

て
る
の

体
調
面
は
今
の
と
こ
ろ
ま

た
く
問
題
な
い
ら
し
い
わ

中
に
は
入
れ
な
い
の
だ
け
れ
ど
も

 
外
か
ら
様
子
は
見
れ
る
よ
う
だ
か
ら

す
ぐ
病
室
に
向
か
い
ま
し

う

う
ん

あ
り
が
と
う
ゆ
き
の
ん

私
じ

き

と
何
も
出
来
な
か

た

全
て
手
配
を
し
た
の
は
姉
さ
ん
よ

今
ほ
ど
姉
さ
ん
が
い
て
く
れ
て

難
い
と
思

た
事
は

な
い
わ

そ
れ
じ

陽
乃
さ
ん
に
も
お

を
言
わ
な
い
と
ね

 
そ
し
て
二
人
は
病
室
に
向
か

た
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そ
の

中
エ
レ
ベ

タ

の
中
で

結
衣
が
話
し
出
し
た

ゆ
き
の
ん

あ
の
ね

 
こ
ん
な
事
が
あ

た
の
に

私
ま
だ

い
て
も
い
な
い
ん
だ
よ

お
か
し
い
よ
ね

お
か
し
く
は
な
い
と
思
う
わ

由
比

さ
ん

だ

て
私
も
そ
う
だ
も
の

な
ん
か

し
い
と
い
う
よ
り

す
ご
い
ヒ

キ

ら
し
い
な

て

 
手
が

き
そ
う
に
な
る
と

す
る

て
逃
げ
ち

う
の

そ
う
ね

比
企
谷
君

逃
げ
足
だ
け
は

そ
う
だ
も
の
ね

 
目
的
の

に
着
く
と

二
人
は

て
病
室
に
向
か

た

 
そ
こ
に
は
ひ
た
す
ら

い
て
い
る
比
企
谷
家
の
家
族
と

て
八
幡
を
見
つ
め
て
い
る
陽

乃
が
い
た

 
小
町
は
二
人
を
見
つ
け
る
や
い
な
や

す
ご
い
勢
い
で
二
人
に
飛
び
つ
い
て
き
た

雪
乃
さ
ん
結
衣
さ
ん

お
兄
ち

ん
が

お
兄
ち

ん
が

も
う
大
丈
夫
よ

小
町
さ
ん

も
う
大
丈
夫
だ
よ

小
町
ち

ん

 
二
人
は
小
町
が

き
や
む
ま
で

ず

と
小
町
の

を
優
し
く
な
で
て
い
た
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よ
う
や
く
小
町
が

き
や
ん
だ

陽
乃
が
口
を
開
い
た

明
日
に
な

た
ら
病
室
に
も
入
れ
る
み
た
い
だ
か
ら

今
日
の
と
こ
ろ
は
帰
り
ま
し

う

は
い

陽
乃
さ
ん

お
兄
ち

ん
の
た
め
に

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

わ
か

た
わ

本
当
に
あ
り
が
と
う

姉
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

陽
乃
さ
ん

三
人
と
も

変
な
事
考
え
ち

だ
め
だ
ぞ

今
日
は
帰

て
お
風
呂
に
つ
か

て
ゆ

く
り

な
さ
い

 
陽
乃
は

と
び
き
り
の
笑
顔
で
そ
う
言

た

 
そ
の
笑
顔
に
元
気

け
ら
れ
た
の
か
小
町
と
結
衣
は
し

か
り
と
し
た
足
取
り
で
帰

て

い

た
そ
れ
じ

私
達
も
帰
り
ま
し

う
か

雪
乃
ち

ん

そ
う
ね

行
き
ま
し

う

姉
さ
ん

 

に
乗
り
込
み

発

し
て
し
ば
ら
く
し
て
も

二
人
と
も
何
も

ろ
う
と
は
し
な
か

た

 
あ
と

分
で
雪
乃
の
マ
ン
シ

ン
に
着
く
か
と
い
う

に

雪
乃
が
口
を
開
い
た

あ
の
場
面
で
あ
の
表
情
が
出
来
る
な
ん
て

や

ぱ
り
姉
さ
ん
は
す
ご
い
わ
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陽
乃
は
答
え
な
か

た

雪
乃
は
陽
乃
の
方
を
見
て

さ
ら
に
続
け
た

で
も
ね

姉
さ
ん

こ
こ
に
は
私
た
ち
し
か
い
な
い
の
よ

 
こ
こ
で
は
も
う
仮
面
を
外
し
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

雪
乃
ち

ん

比
企
谷
君
が

比
企
谷
君
が

 
そ
れ
は
雪
乃
に
と

て

生
ま
れ
て
初
め
て
見
る
陽
乃
の
涙
だ

た

 
陽
乃
の
目
か
ら

を
切

た
よ
う
に
涙
が

れ
出
す

 
雪
乃
は
優
し
い
表
情
で

家
に
着
く
ま
で
陽
乃
の

を
な
で
続
け
て
い
た

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝

ホ

ム
ル

ム
で

担
任
の
静
の
口
か
ら

 
八
幡
が

ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に

わ
れ
た
事
が
知
ら
さ
れ
た

 
悪
口
を
言
う
者
も
い
た
が

葉
山
と
三

の
一

に
よ
り

そ
の
声
は
無
く
な

た

 
噂
は
学
校
を
駆
け
巡
り

昼
休
み
に
教
室
に
来
た
め
ぐ
り
と
い
ろ
は
は

 
そ
の
場
で
人
目
も
は
ば
か
ら
ず

し
た

 

り
に
と

て
は
意
外
だ

た
が

川
崎
と

相
模
も
一

に

い
て
い
た

 
葉
山
は
何
か
を

え
る
よ
う
に
上
を
向
き

三

は
じ

と
八
幡
の

を
見
て
い
た

 
戸
部
と
海

名
も

い
て
一
言
も
話
そ
う
と
は
し
な
か

た
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そ
し
て
放
課
後
部
活
を
休
み
に
し
た
奉
仕
部
メ
ン
バ

は
八
幡
の
入
院
す
る
病
室
へ
来
て

い
た

 
メ
ン
バ

は

静

雪
乃

結
衣

い
ろ
は
の
四
人
だ

た

 
四
人
が
病
室
に
入
る
と

先
に
来
て
い
た
小
町
が
立
ち
上
が
り

四
人
を
迎
え
入
れ
た

皆
さ
ん
今
日
は

う
ち
の
お
兄
ち

ん
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

初
め
ま
し
て
小
町
ち

ん

先
輩
の
後
輩
で

生
徒
会
⻑
の
一
色
い
ろ
は
で
す

あ

初
め
ま
し
て

お
兄
ち

ん
の
妹
の
小
町
で
す

あ
ら

二
人
は
初
対
面
だ

た
の
ね

二
人
と
も
初
対
面
だ

た
ん
だ

 
一
通
り

が
終
わ

た
あ
と

平

が
ま
ず
口
を
開
い
た

で

お
兄
さ
ん
の

合
は
ど
う
な
の
か
ね

お

者
さ
ん
は
体
の
方
は
問
題
な
い

て
絶
対
に
守

て
く
れ
る

て
言

て
く
れ
ま
し

た
そ
う
か

と
り
あ
え
ず
良
か

た
な

小
町
君

は
い

そ
れ
で
も
う
一
つ
の
方
な
ん
で
す
が

ち

と
小
町
的
に
意
外
て
い
う
か
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も
う
一
つ

病
院
で

者
以
外
に
何
か
あ
る
の
か
ね

は
い

陽
乃
さ
ん
が

遣
し
て
く
れ
た

技
術
者
の
方
が
で
す
ね

え

と

 
中
の
様
子
を
ち

と
解

て
言
う
ん
で
す
か

態
だ
け
調
べ
て
く
れ
た
み
た
い
な

ん
で
す
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
て
一
同
に

張
が
走

た

そ
ん
な
中
代
表
し
て
雪
乃
が
口
を
開
い
た

そ
れ
で

比
企
谷
君
に
何
か
問
題
が
あ

た
の
か
し
ら

そ
れ
が
で
す
ね

雪
乃
さ
ん

小
町
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど

 
ど
う
や
ら
う
ち
の
お
兄
ち

ん

 
誰
か
知
ら
な
い
女
の
人
と

ず

と
二
人
で
行
動
し
て
る
み
た
い
な
ん
で
す
よ

 
あ
ま
り
に
も
予
想
外
な
小
町
の
言
葉
に

全
員
の
思
考
が
止
ま

た

 
気
ま
ず
そ
う
な
小
町
を
前
に
四
人
は
し
ば
ら
く

て
い
た

そ
ん
な
中
ま
ず
平

が

を
破

た

や
れ
や
れ
比
企
谷

ま

た
く
お
前

て
奴
は

 
そ
の
言
葉
で
思
考
が
働
き
出
し
た
の
か

残
る
三
人
は

八
幡
に
詰
め
寄

た

あ
な
た
と
言
う
人
は

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
事
な
の
か
し
ら
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ま
こ
と
に
遺

な
が
ら

こ
の
私
が
こ
れ
だ
け
心
配
し
て
い
る
と
い
う
の
に

 
知
ら
な
い
女
性
相
手
に
何
を
し
て
い
る
の
か
し
ら

エ
ロ

谷
君

何
そ
れ
信
じ
ら
ん
な
い

ば
か

え

ち

ば
か

何
で
す
か
そ
れ
口
説
い
て
る
ん
で
す
か

 
他
の
女
の
影
を
散
ら
つ
か
せ
て
私
の
気
を
引
こ
う
だ
な
ん
て
手
口
が
当
た
り
前
す
ぎ
る
の
で

 
も
う
ち

と

夫
し
て
か
ら
出
直
し
て
き
て
く
だ
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
れ
を

い
た
平

は

や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で

を
す
く
め
た

 
三
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
た
か
と
思
う
と

誰
か
ら
と
も
な
く
笑
い
出
し
た

 
と
ま
ど
い

驚
き

れ

り

様
々
な
感
情
で
病
室
が
満
た
さ
れ
た

 
も
し
今
八
幡
の
意
識
が
あ

た
ら

彼
は
何
と
答
え
た
の
だ
ろ
う

 
最
初
に
静
が

明
日
ま
た
こ
の
件
に
つ
い
て
の
職
員
会
議
が
あ
り

朝
が

い
か
ら
と

を

立

た

 
残
さ
れ
た
三
人
も
帰
ろ
う
と
し
た
が

そ
の
時
小
町
が

雪
乃
と
結
衣
を
引
き
止
め
た

あ
の

雪
乃
さ
ん
と
結
衣
さ
ん
に

す
物
が
あ
る
ん
で
す

 
二
人
は
小
町
か
ら

丁

に
ラ

ピ
ン
グ
さ
れ
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雪
ノ
下

由
比

と
別
々
に
書
か
れ
た
小
さ
な
包
み
を
受
け
取

た

 
二
人
が
包
み
を
開
け
て
み
る
と

そ
の
中
に
は
ピ
ン
ク
と

の
シ

シ

が
入

て
い
た

小
町
さ
ん

こ
れ
は

え

と
で
す
ね

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
昼
間
に
で
す
ね
珍
し
く
お
兄
ち

ん
が
ち

こ

と
出
か
け
た
ん
で
す

け
ど

 
帰

て
き
た
時
に
お
兄
ち

ん
の
バ

グ
の
中
に
そ
れ
が
入

て
る
の
が
見
え
た
ん
で
す
よ

 
な
の
で
名
前
も
書
い
て
あ
る
し

間
違
い
な
く
二
人
へ
の
贈
り
物
だ
と
思

て

 
小
町

勝
手
に
持

て
き
ち

い
ま
し
た

 
小
町
は

て
へ

と
い
う
感
じ
で
あ
ざ
と
く
自
分
の

を
叩
い
た

比
企
谷
君
が
そ
ん
な
事
を

な
ん
か
意
外

で
も

私
の
が

で
ゆ
き
の
ん
の
が
ピ
ン
ク

て

反
対
じ

な
い

そ
う
ね

な
ん
と
な
く
反
対
な
気
も
す
る
わ
ね

多
分
お
兄
ち

ん
に
は

何
か
考
え
が
あ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す

 
今
と
な

て
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
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ヒ

キ

が
選
ん
で
く
れ
た
ん
だ
か
ら

き

と
こ
れ
で
い
い
ん
だ
よ

ゆ
き
の
ん

そ
う
ね

き

と
そ
う
な
の
よ
ね

 
そ
し
て
二
人
は

そ
の
場
で
シ

シ

を
つ
け
た

 
い
ろ
は
は
ど
こ
か
悔
し
そ
う
に
そ
れ
で
い
て

ま
し
そ
う
に
二
人
の
シ

シ

を
見
つ
め

て
い
た

 
そ
し
て
そ
ん
な
二
人
を
見
た
小
町
が

決
意
の
こ
も

た
口
調
で

雪
乃
に
話
し
か
け
た

小
町
考
え
た
ん
で
す
け
ど
雪
乃
さ
ん
良
か

た
ら
小
町
に
勉
強
を
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん

か
そ
れ
は
別
に

わ
な
い
の
だ
け
れ
ど

理
由
を

い
て
も

小
町
受
験
ま
で
あ
ん
ま
時
間
が
な
い
ん
で
す
け
ど
も
し
こ
こ
で
小
町
が
落
ち
ち

た
ら

 
お
兄
ち

ん
絶
対
自
分
を

め
る
と
思
う
ん
で
す
よ

 
だ
か
ら
小
町

お
兄
ち

ん
が
帰

て
き
た
時
に
自
分
を

め
な
い
た
め
に

 
こ
こ
か
ら
受
験
の
日
ま
で
本
気
で
勉
強
し
よ
う
と
思
う
ん
で
す

 
そ
れ
を

い
た
雪
乃
は

即
答
で

し
た

わ
か

た
わ

そ
の
依
頼

引
き
受
け
ま
し

う
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私
も
手
伝
う
よ

小
町
ち

ん

大
丈
夫
よ
由
比

さ
ん

絶
対
に
口
を
出
さ
な
い
で
見
守

て
い
て
ね

絶
対
に
よ

な
ん
か
言
い
方
が
ひ
ど
い

そ
れ
と
私
か
ら
も
一
つ
い
い
か
し
ら

ま
ず
由
比

さ
ん
と
一
色
さ
ん
に
な
の
だ
け
れ
ど

う
ん
ゆ
き
の
ん

何

何
で
す
か

雪
ノ
下
先
輩

奉
仕
部
を
三
人
で
守
り
ま
し

う

こ
こ
で
奉
仕
部
が
無
く
な

て
し
ま

た
ら

 
き

と
帰

て
き
た
時
に

比
企
谷
君
が
自
分
を

め
る
と
思
う
の

 
三
人
は
口
々
に

そ
の
意
見
に
同
意
し
た

あ

ヒ

キ

な
ら
確
か
に
そ
う
思
う
か
も

そ
う
で
す
ね

先
輩
な
ら
そ
う
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

お
兄
ち

ん
な
ら
き

と
そ
う
思
う
と
思
い
ま
す

な
の
で
少
な
く
と
も
私
た
ち
が
卒
業
す
る
ま
で
は
私
た
ち
で
彼
の
帰
る
場
所
を
守
り
た

い
のう

ん

私
も
一

に
守
る
よ

ゆ
き
の
ん



 第００８話 そして、残された者たちは宣言する

私
も
陰
な
が
ら
協
力
し
ま
す
ね

も
し
存
続
が
危
な
い
時
は
入
部
し
ま
す
の
で

小
町
も
必
ず
合
格
し
て
入
部
し
ま
す
ね

 
雪
乃
は
そ
れ
を

く
と

満
足
そ
う
に

い
た

そ
れ
じ

あ
私
か
ら
も
ゆ
き
の
ん
に
一
つ

い
い
か
な

何
か
し
ら

由
比

さ
ん

ね

ゆ
き
の
ん

こ
の
中
で
ま
だ

私
達
二
人
だ
け
が

け
て
な
い
じ

ん

 
だ
か
ら
ヒ

キ

が
帰

て
き
た
ら

そ
の

一

に
い

ぱ
い

こ
う

そ
う
ね

ち

と
恥
ず
か
し
い
の
だ
け
れ
ど

了
解
し
た
わ

由
比

さ
ん

 
い
ろ
は
も

負
け
て
な
る
も
の
か
と
口
を
は
さ
ん
だ

そ
れ
じ

あ
私
か
ら
も
お
二
人
に
一
つ
だ
け

勝
負
は
ま
だ
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か
ら
ね

あ
ら

勝
負
と
言
わ
れ
て
は
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
わ
ね

勝
負
な
ら
仕
方
な
い
ね

私
も
負
け
な
い
よ

い
ろ
は
ち

ん

う
わ

こ
こ
に
き
て
お
義
姉
ち

ん
大
戦
勃
発

 
で
も
知
ら
な
い
お
義
姉
ち

ん
も
い
る
み
た
い
だ
し
な

 
小
町
じ

収

が
つ
か
な
い
か
ら

と
に
か
く

く
帰

て
き
て
よ
ね

お
兄
ち

ん
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四
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
て

嬉
し
そ
う
に

そ
し
て
恥
ず
か
し
そ
う
に
笑
い
合

た

 
そ
し
て
皆

タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

た
か
の
よ
う
に
同
時
に

横
た
わ
る
八
幡
を
見
た

 
こ
の
光
景
は

言
葉
は

き
ち
ん
と
彼
に

い
た
の
だ
ろ
う
か
と

 
も
し
こ
の
光
景
を

ア
ス
ナ
や
ア
ル
ゴ
が
見
た
ら

一
体
ど
こ
が
ぼ

ち
な
の
か
と

 

息
を
つ
い
た
に
違
い
な
い

そ
れ
は
そ
ん
な

と
て
も
優
し
い
光
景
だ

た

こ
れ
は
必
ず
帰

て
こ
な
い
と
だ
ね

比
企
谷
君

こ
の
私
も

か
せ
た
ん
だ
し
ね

 
出
る
に
出
ら
れ
ず
そ
の
光
景
を

れ
て
見
て
い
た
陽
乃
は

ま
し
そ
う
に
そ
う
つ
ぶ
や
い
た
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第
０
０
９
話
 
ハ
チ
マ
ン
は
備
え
て
い
る

 
２
０
１
７

 

正

 
次
の
日
ア
ル
ゴ
を
呼
び
出
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
と
三
人
で

戦
闘
訓
練
に
出
か
け
た

そ
れ
じ

や
る
か

ま
ず
最
初
は
ソ

ド
ス
キ
ル
の
速
度
を
上
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
だ
な

 
そ
う
言
う
と
ハ
チ
マ
ン
は
ま
ず
ア
ル
ゴ
に
何
種

か
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
発
動
を
指

し

た 
そ
し
て
そ
の
後
自
分
も
同
じ
技
を
使
う
の
で
な
ん
と
な
く
で
い
い
か
ら
見
比
べ
て
い
て
ほ

し
い
と
頼
ん
だ

 
ア
ル
ゴ
が
い
く
つ
か
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
発
動
し
た
後
続
け
て
ハ
チ
マ
ン
も
同
じ
技
を
使

た
ど
う
だ

発
動
か
ら
終
わ
り
ま
で
の
時
間
が

か
な
り

い
ナ
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そ
う
だ

つ
い
で
に

直
時
間
も

く
な
る

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
頼
り
き
り
な
の
と
比
べ

て 
初
速
と
か

中
の
力
加

で
や

ぱ
差
が
出
て
く
る
ん
だ
よ
な

ほ
ん
と
よ
く
で
き
た
ゲ

ム
だ
わ

な
る
ほ
ど
ナ

特
に
ア
ル
ゴ
は
情
報
屋
だ
か
ら

ガ
チ
の
攻
略
と
ち

と
色
合
い
が
違
う
だ
ろ

 
ダ
ン
ジ

ン
に
調
査
に
い
く
と
し
て
も

基
本
は
一
撃
離
脱
ス
タ
イ
ル
に
な
る
は
ず
だ

 
ア
ス
ナ
も

剣
だ
か
ら

そ
ん
な
感
じ
だ
し
な

 
だ
か
ら
俺
の
ア
ド
バ
イ
ス
で

で
き
る
余
地
が
あ
る
な
ら

め
に
教
え
て
お
い
た
方
が

 
今
後
の
た
め
に
も
い
い
と
思

た
ん
だ
よ

 
二
人
が

く
の
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

レ
ク
チ

を
始
め
た

最
初
の

め
は

を
引
き
絞
る
感
じ
カ

さ
す
が
ア
ル
ゴ
は
飲
み
込
み
が

い
な

今
ま
で
も
普
通
よ
り
は
全
然
出
来
て
た
と
思
う
ん

だ
が

 
や

ぱ
り
職
業
が
ら

ず

と
戦

て
た
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
し
な
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ハ
チ
マ
ン
は
二
人
が
う
ま
く
発
動
出
来
た
時
は

的
に
褒
め
そ
の
せ
い
も
あ

た
の
だ

ろ
う
か

 
ア
ル
ゴ
で
八

ア
ス
ナ
で
も
半
分
ほ
ど
は
成
功
す
る
よ
う
に
な

て
い
た

思

た
よ
り
ス
ム

ズ
に
も
の
に
で
き
た
ナ

私
は
も
う
ち

と
か
な

後
は
ひ
た
す
ら
反
復
練

だ
な

力
も
し

か
り
上
が

て
る
は
ず
だ

 
ま
あ

俺
が
考
え
る
こ
れ
の
一
番
の

は

直
時
間
の

な
ん
だ
け
ど
な

確
か
に
前
と

直
の
感
覚
が
違
う
な

く
慣
れ
な
い
と
だ
ナ

 
二
人
へ
の
レ
ク
チ

は

次
の

に
入

た

そ
れ
じ

二
人
と
も

武
器
を

手
に
持
ち
変
え
て
く
れ

 
最

限
い
つ
も
と
違
う
方
の

で
も
ソ

ド
ス
キ
ル
を
発
動
で
き
る
よ
う
に
な

そ
れ

て
ど
う
い
う
場
面
で
必
要
な
の

あ
あ

体
的
に
は

え
ば

モ
ン
ス
タ

に
手
首
か
ら
先
を
切
り
落
と
さ
れ
た
時
だ
な

 
手
首
を
切
り
落
と
さ
れ
て
も

い
わ
け
じ

な
い
が

武
器
は
持
て
な
く
な
る
だ
ろ
う

 
そ
う
い
う
時
と

さ
に

ぐ
た
め
の
技
術
だ
な
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手
首
か
ら
先
が
無
く
な
る

 
ア
ス
ナ
は
自
分
の

手
を
見
な
が
ら

じ
た
り
開
い
た
り
し
て
み
た

 
ア
ル
ゴ
も
同
様
に

手
を
見
な
が
ら
何
事
か
考
え
込
ん
で
い
る

な

ハ

そ
れ

別
の
目

見
も
あ
る
ん
じ

な
い
の
カ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
を
受
け

巡
し
つ
つ
も
答
え
た

な
あ
二
人
と
も

え
ば
今
俺
が
ふ
い
を
つ
い
て
二
人
の

手
を
切
り
落
と
し
た
と

す
る

 
そ
の
時
お
前
ら

俺
に
対
抗
す
る
手

て
何
か
あ
る
か

 
ア
ス
ナ
は
首
を
横
へ

り

ア
ル
ゴ
も
そ
う
い
う
事
か
と
納
得
し
た
よ
う
に
首
を

た

こ
れ
だ
け
の
人

が
プ
レ
イ
し
て
い
る
と

そ
こ
に
は
必
ず
お
か
し
な
奴
が
混
ざ

て
く
る

 
プ
レ
イ
ヤ

キ
ル
を
楽
し
む
よ
う
な
サ
イ
コ
野
郎
だ

て
必
ず
い
る
は
ず
だ

 
ピ
ン
チ
に
な

た
と
し
て
少
し
で
も
余
計
に

え
ら
れ
れ
ば
助
け
も
間
に
合
う
か
も
し
れ

な
い

 
他
に
も
想
定
さ
れ
る
ケ

ス
は
い
く
つ
か
あ
る
ん
だ
ろ
う
が
今
の
と
こ
俺
が
考
え
付
く
の
が

 
ま
ず
こ
の
方
法

て
事
に
な
る

わ
か

て
く
れ
る
か
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二
人
は
真
剣
な
顔
で

き

い
つ
も
と
は
逆
の
手
で
ソ

ド
ス
キ
ル
の
練

を
は
じ
め
た

 

回
発
動
に
成
功
し
た
と
こ
ろ
で

ア
ル
ゴ
が
街
に

る
事
に
な

た

そ
れ
じ

オ
レ

ち
は
先
に
街
に

る

や
る
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
し
ナ

お
う

お
つ
か
れ
さ
ん

あ
と
ハ

リ
ア
ル
情
報
は
絶
対
表
に
出
す
ん
じ

ね
え
ぞ

 
オ
レ

ち
み
た
い
な
付
き
合
い
の

い
奴
に
あ
ん
な
に
簡

に

ち
ま

て
た
け
ど

 
オ
レ

ち
が
悪
意
を
持

て
た
ら

今

と
ん
で
も
な
い
事
に
な

て
た
か
も
し
れ
な
い
ゼ

 
そ
の
返
事
に

ハ
チ
マ
ン
は
何
故
か
き

と
ん
と
し
た
後

顔
を

く
し
た

す
ま
ん

第
一

象
で

お
前
が
プ
ロ
中
の
プ
ロ
の
情
報
屋
だ
と
思

た
か
ら

 
そ
ん
な
奴
が
リ
ア
ル
情
報
な
ん
ぞ
扱
う
は
ず
が
な
い
と
勝
手
に
思
い
込
ん
じ
ま

て
た

 
付
き
合
い
は

い
が

お
前
が
そ
こ
ら
へ
ん
し

か
り
し
て
る
の
は
今
で
こ
そ
ち

ん
と
わ

か

て
る

 
し
か
し
確
か
に
勘
に
頼
る
と
か
あ
り
え
な
い

さ
だ

た
わ

今
後
気
を
つ
け
る

 
ア
ル
ゴ
は
そ
の
言
葉
に
少
し
驚
い
た

こ
ん
な

い
時
間
で

思

た
よ
り
信
頼
さ
れ
て
た
ん
だ
な
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そ
ん
だ
け
信
頼
さ
れ
て
た
な
ら

や

ぱ
り
オ
レ

ち
達
も
友
達
な
ん
じ

な
い
の
カ

い
や

お
前
は
知
り
合
い
だ

ア

ち

ん
と
の
線
引
き
が
わ
か
ら
な
い

う
む

正
直
俺
も
よ
く
わ
か
ら
ん

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て

お

い
に

息
を
つ
い
た

そ
れ
じ

情
報
が
欲
し
い
時
は
ま
た
連

く
れ
ヨ

あ
あ

ま
た
な

 
ア
ル
ゴ
は
そ
う
言

て
走
り
去

て
い

た

ハ
チ
マ
ン
君
と
ア
ル
ゴ
さ
ん

て

本
当
に
仲
が
い
い
よ
ね

 
休
ん
で
い
た
ア
ス
ナ
が

微

な
顔
つ
き
で
話
し
か
け
て
き
た

普
通
に
友
達
に
見
え
る
ん
だ
け
ど
な

あ

な
ん
つ

か
キ

パ
シ
テ

く
て
い
き
な
り
複

と
か
ま
だ
無
理

て
い
う
か
だ

な
友
達
は
私
だ
け

て

嬉
し
く
な
い
わ
け
じ

な
い
け
ど

な
ん
か
複
雑

す
ま
ん

努
力
す
る
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ま
あ
ち

と

つ
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

無
理
や
り

や
す
の
も
ち

と
違
う
と

思
う
し
ね

あ
あ

 
近
く
の
村
を

点
に
し
二
人
は
武
器
の
強
化
用
素
材
を
手
に
入
れ
つ
つ
レ
ベ
ル
上
げ
に
勤

し
ん
だ

 
そ
し
て
レ
ベ
ル
と
素
材
に
あ
る

度
ま
で
め
ど
が
立
ち

ア
ス
ナ
も
入

し
た
が

た
た
め

 
二
人
は
一
度

始
ま
り
の
街
に

る
事
と
な

た

中
々
の
収

だ

た
ね

お
う

頑
張

た
な

明
日
は
ど
う
す
る

そ
う
だ
な
こ
こ
ら
で
一
日
休
み
に
す
る
か

ア
ス
ナ
も
こ
の
街
の
事
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
だ

ろ
そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

私
は
色
々
ま
わ

て
こ
よ
う
か
な

教
会
の
様
子
も
気
に
な
る
し

俺
も
俺
な
り
に
色
々
調
べ
と
く
わ

 
二
人
は
別
れ
を
告
げ

そ
れ
ぞ
れ
の

に
向
か

た
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ア
ス
ナ
は
ベ

ド
に

け

大
き
く

び
を
し
た
あ
と

そ
の
ま
後
ろ
に
倒
れ
込
ん
だ

 
体
は
心
地
よ
い
疲
労
感
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る

 
ア
ス
ナ
に
と

て
今
ま
で
の
人
生
は
ハ

ド
ル
を
一
つ
越
え
れ
ば
ま
た
次
の
ハ

ド
ル
が
現

れ
る

 
あ
る
意
味
終
わ
り
の
無
い
道
を

々
と
歩
く
よ
う
な
も
の
で
あ

た
が

 
こ
の
世
界
で
は
努
力
が
き
ち
ん
と

に
表
れ
る

 
目
標
が
目
に
見
え
る
と
い
う
の
は

か
な
り
モ
チ
ベ

シ

ン
を
保
つ

果
が
あ
る
ん
だ
な

 

と
考
え
つ
つ

め
に
入

を
す
ま
せ
て
し
ま
お
う
と
思
い

 
ア
ス
ナ
は
風
呂
場
に
向
か
い

湯
船
に

か

た

い
間
に

色
々
な
事
が
あ

た
な

私
一
人
だ

た
ら

ど
う
な

て
た
ん
だ
ろ

 
生
活
も
あ
る

度
は
落
ち
着
き
ア
ス
ナ
は
当
初
よ
り
は
色
々
考
え
ら
れ
る
余

が
出
て
き

て
い
た

 
そ
し
て

何
も
わ
か
ら
な
い
こ
の
世
界
に
一
人
で
放
り
出
さ
れ
て
い
た
ら

 
自
分
は
も
う
こ
の
世
に
い
な
か

た
だ
ん
だ
ろ
う
な

と
漠
然
と
感
じ
た

ハ
チ
マ
ン
君
か

助
け
て
く
れ
た
時
に
私
の
事
を
男
の
子
だ
と
思

て
た
の
は
間
違
い
な
い
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か
ら

 
最
初
か
ら
す
ん
な
り
信
頼
は
で
き
た
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
後
話
を

い
て

い
な
く
な

た
ら

し
い
と
思

て
友
達
に
な

た
わ
け
だ
け
ど

 
同
情
と
か
依
存
と
か
そ
う
い
う
気
持
ち
が
ま

た
く
無
か

た
か
と
言
わ
れ
る
と
自
信
が
な

い 
ア
ス
ナ
は

そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ

か
ぶ
り
を

た

で
も
あ
の
時
一
番
強
く
感
じ
た
気
持
ち
は

私
は
彼
の
言
う

本
物
が

ま
し
か

た

 
今
の
私
は
ま
だ
彼
に
依
存
し
て
し
ま

て
い
る

彼
の
言
う
本
物
に
は
な
れ
て
い
な
い
と
思

う 
ま
ず
は

お

い
の
背
中
を
守
り
あ
え
る
く
ら
い
に
は
な
り
た
い
な

 
自
分
か
ら
も
思
う
事
を
し

か
り
言
え
る
よ
う
に
な

て

そ
し
て

 
自
信
を
も

て

本
物
だ
と
思
え
る
友
達
に
な
り
た
い

よ
し

頑
張
ろ
う

 
決
意
を
新
た
に
し
た
ア
ス
ナ
は

今
度
こ
そ
本
当
に
リ
ラ

ク
ス
し

 
明
日
は
ど
う
し
よ
う
か
と
予
定
を
立
て
始
め
る
の
で
あ

た

 
一
方
そ
の

ハ
チ
マ
ン
は

情
報
交
換
の
た
め

ア
ル
ゴ
と
会

て
い
た
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こ
こ

日
で
得
ら
れ
た
情
報
は

こ
れ
く
ら
い
だ
な

あ
り
が
と
な

そ
れ
じ

こ
れ

情
報
料
ダ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
受
け
取
ら
ず
ち

と
待
て
と
い
う
感
じ
で
手
の
ひ
ら
を
前
に
出
し
た

あ

ア
ル
ゴ
す
ま
ん

そ
れ
を
受
け
取
る
前
に
一
つ
情
報
が
欲
し
い

ん

な
ん
ダ

一
層
ボ
ス
の
種
族

つ

か

そ
う
い
う
情
報
は
あ
る
か

の
情
報
で
良
け
れ
ば
あ
る
け
ど

そ
れ
で
も
い
い
カ

あ
あ

か
ま
わ
な
い

そ
れ
じ

差
し
引
き
チ

ラ
だ
な

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
と
取
り

き

だ
ヨコ

ボ
ル
ド
の
で
か
い
や
つ
と

取
り

き

て
事
か

す
ま
ん
助
か
る

か
ら
色
々
変
更
さ
れ
て
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら

 
情
報
と
し
ち

そ
こ
ま
で
価

が
あ
る
わ
け
じ

な
い
が

い
い
の
カ

あ
あ

ア
ス
ナ
に

対
ボ
ス
戦
用
に

験
を
つ
ま
せ
る
の
に

 
ど
の
モ
ン
ス
タ

を
多
め
に
相
手
に
す
れ
ば
い
い
か

参
考
に
し
た
か

た
だ
け
だ
か
ら
な
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そ
の
言
葉
に

ア
ル
ゴ
は

な
る
ほ
ど
と

い
た

や

ぱ
り
ハ

は

慎
重
だ
ナ

あ
と
も
う
一
つ

ど
う
し
て
も

き
た
い
事
が
あ
る

も
ち
ろ
ん
情
報
料
は

う

あ
あ
そ
れ
な
ら
こ

ち
か
ら
も
一
つ
頼
み
が
あ
る
ん
だ
よ

ガ
イ
ド
ブ

ク
が
完
成
し
た
の

で 
そ
れ
を
外
の
町
や
村
に
配
る
の
を
手
伝

て
く
れ
な
い
カ

明
日
は
オ
フ
に
す
る
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が

明
後
日
で
も
か
ま
わ
な
い
か

う
ん

そ
れ
で
大
丈
夫
だ
ヨ

明
後
日
は

北
の
方
に
行
く
つ
も
り
だ

た
か
ら

そ
の
方
面
は
任
さ
れ
る
わ

あ
あ

よ
ろ
し
く
頼
む
な

で

き
た
い
事

て
何
ダ

こ
の
世
界
に

コ

ヒ

と
練

は
あ
る
か

 
そ
し
て
そ
の
情
報
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

す
ぐ
さ
ま
料
理
ス
キ
ル
を
取
得
し
た
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第
０
１
０
話
 
新
た
な
出
会
い

 
２
０
１
７

 

正

 
次
の
日
の

朝

ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
に
連

を
取
り

を
訪
れ
て
い
た

ガ
イ
ド
ブ

ク

完
成
し
た
ん
だ

あ
あ

明
日
は
北
の
方
に
行
く
つ
も
り
な
ん
だ
が

一

に
ど
う
だ

う
ん

わ
か

た

あ
と
す
ま
な
い
ん
だ
が

を
少
し
わ
け
て
く
れ
な
い
か

あ

う
ん

ち

と
待

て
て
ね

 
ア
ス
ナ
が

を
取
り
に
向
か
う
と
後
ろ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
い
る
の
が

こ
え
た

こ
れ
で
や

と

ソ
ウ
ル

ク
が

 
ア
ス
ナ
は

ソ
ウ
ル

て
何
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ

ハ
チ
マ
ン
に

を

し
た
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お
う

あ
り
が
と
な

今
日
は
こ
れ
か
ら
出
か
け
る
の
か

う
ん

ま
ず
教
会
を

い
て
み
て

そ
れ
か
ら
町
の
探
索
か
な

気
を
つ
け
て
な

う
ん

ハ
チ
マ
ン
君
も
ね

 
ハ
チ
マ
ン
が
帰

て
い
く
後
ろ

を
見
て

ア
ス
ナ
は

何
か
上
機

だ
な
と
感
じ
た

何
か
い
い
事
で
も
あ

た
の
か
な

 
そ
れ
を
な
ん
と
な
く
嬉
し
く
思
い
つ
つ
も
ア
ス
ナ
は

教
会
へ
と
足
を
向
け
た

 
窓
か
ら
中
を

く
と

年
配
の
人
や

ア
ス
ナ
よ
り
少
し
年
下
で
あ
ろ
う
子

た
ち

 
そ
し
て

人
の
穏
や
か
そ
う
な
大
人
が
い
て

う
ま
く
や

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

良
か

た

今
の
と
こ
ろ
う
ま
く
い

て
る
み
た
い

 
教
会
の
入
り
口
か
ら
話
し
声
が

こ
え

ア
ス
ナ
が
そ
ち
ら
に
目
を
向
け
る
と

 
そ
こ
に
は
と
て
も
背
が
高
く

体
格
の
い
い

黒
人
の

年
が
い
た

 
そ
の

年
は

入
り
口
の
中
に
い
る
人
物
と
話
を
し
て
い
る
よ
う
だ

エ
ギ
ル
さ
ん

い
つ
も
す
み
ま
せ
ん

い
え
い
え

こ
れ
く
ら
い
し
か
お
役
に
た
て
ま
せ
ん
が
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あ
の
人
エ
ギ
ル

て
い
う
ん
だ
大
き
い
な

話
か
ら
す
る
と
き

と
優
し
い
人
な
ん
だ

ろ
う
な

 
ア
ス
ナ
は
気
は
優
し
く
て
力
持
ち
だ
ね
と
思
い
な
が
ら
エ
ギ
ル
の
名
前
を
心
に

め
た

 
そ
し
て
足
の
向
く
ま
ま

色
々
な
店
を
見
て
ま
わ

た

 
私
服
を
い
く
つ
か
見
て
ま
わ
り

露
天
で
食
べ
物
を

う

衣
食

の
う
ち

食
だ
け
は
な
ん
と
も
い
え
な
い
な

 
自
分
で
料
理
ス
キ
ル
を
上
げ
た
ら

も

と
お
い
し
い
物
が
作
れ
る
の
か
な

 
ア
ス
ナ
は
料
理
ス
キ
ル
を
と
ろ
う
と
決
め

に

た

服
も
い

ぱ
い

え
た
し

リ
フ
レ

シ

リ
フ
レ

シ

 
久
々
に
穏
や
か
な
日
を
過
ご
せ
た
ア
ス
ナ
は

ま
た
明
日
か
ら
頑
張
る
ぞ
と
気
合
を
い
れ

 
そ
の
日
は

め
に
眠
り
に
つ
く
の
だ

た

  
一
方
そ
の

一
日

行

誤
し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

つ
い
に
出
来
た

 
念
願
の
ド
リ
ン
ク
を
完
成
さ
せ

久
し
ぶ
り
の
味
わ
い
に

い
し
れ
て
い
た
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次
の
日
二
人
は

予
定
通
り
に
北
を
目
指
し
た

 

中
い
く
つ
か
の
村
に
ガ
イ
ド
ブ

ク
を
置
き
つ
つ
二
人
は
谷
あ
い
の
町
ト

ル
バ

ナ

に
到
着
し
た

こ
こ
は
結

広
い
か
ら

手
分
け
す
る
か

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

私
は
あ

ち
か
な

俺
は
あ

ち
に
行
く
わ

終
わ

た
ら
そ
う
だ
な

あ
そ
こ
の

水
に
集
合
な

う
ん

そ
れ
じ

後
で
ね

 
ア
ス
ナ
は

調
に
ガ
イ
ド
ブ

ク
を
配

て
い

た

 
そ
し
て
最
後
の
道

屋
に
ガ
イ
ド
ブ

ク
を
配
り
終
え
た
時
突
然
プ
レ
イ
ヤ

に
声
を
か

け
ら
れ
た

あ
の

そ
れ
は
何
で
す
か

あ
は
い
色
々
な
情
報
が
載

た
ガ
イ
ド
ブ

ク
で
す

宜
し
け
れ
ば
一
つ
お
持
ち
下
さ
い

 
そ
う
笑
顔
で
答
え
る
ア
ス
ナ
の
顔
を
フ

ド
ご
し
に
見
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
驚
い
て
い

た
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女
の
子

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

も

自
分
の
フ

ド
の
前
を

く
開
け

嬉
し
そ
う
に
自

紹
介
を
し
た

は
じ
め
ま
し
て

あ
た
し
は
リ
ズ
ベ

ト

良
か

た
ら

リ
ズ

て
呼
ん
で
ね

は
じ
め
ま
し
て

私
は
ア
ス
ナ
だ
よ

よ
ろ
し
く
ね
リ
ズ

良
か

た

女
の
子
が
ち

と
も
い
な
い
か
ら

ち

と

し
か

た
ん
だ

う
ん

私
も
私
も

 
二
人
は
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
た
よ
う
で

久
々
の
ガ

ル
ズ
ト

ク
に
花
を
咲
か
せ
た

 
内
容
は
ゲ

ム
内
の
事
ば

か
り
だ

た
の
で

 
そ
れ
を
本
当
に

ガ

ル
ズ
ト

ク
と
言

て
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
あ

た
の
だ
が

 
気
が
付
く
と

結

な
時
間
が

て
い
た
よ
う
だ

 
ア
ス
ナ
は

遠
く
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
歩
い
て
き
て
い
る
の
に
気
が
付
き

 
ち

と
ま

て
て
ね
リ
ズ

と
言

て
ハ
チ
マ
ン
に
駆
け
寄

て
い

た

ご
め
ん
ハ
チ
マ
ン
君

待
た
せ
ち

た
ね

お
う

何
か
あ

た
か
と
思

て

様
子
を
見
に
き
た
わ

 
ア
ス
ナ
は
リ
ズ
ベ

ト
と
知
り
合

た
事
を
説
明
し
ハ
チ
マ
ン
を
リ
ズ
ベ

ト
の
所
へ
連
れ
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て
い

た

あ

ハ
チ
マ
ン
だ

よ
ろ
し
く
な

リ
ズ
ベ

ト

あ

リ
ズ
で
い
い
よ

よ
ろ
し
く
ね

ハ
チ
マ
ン

わ
か

た

リ
ズ
だ
な

 
な
ん
と
な
く

ハ
チ
マ
ン
を
う
さ
ん
く
さ
い
な
と
思

た
リ
ズ
ベ

ト
は

 

突
に
二
人
に
質
問
を
し
た

で

二
人
は
付
き
合

て
る
の

も
う

か
ら
か
わ
な
い
で
よ

リ
ズ

 
困

て
い
る
ア
ス
ナ
を
ち
ら
り
と
見
て
ハ
チ
マ
ン
は
い
つ
も
の
彼
ら
し
い
説
明
を
始
め
た

あ

な
ん
て
い
う
か

た
だ
の
友
達
だ
な

 
そ
も
そ
も
俺
み
た
い
な
の
が
彼
氏
だ
と
思
わ
れ
た
ら

ア
ス
ナ
に
悪
い
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
か
ら

気
を
感
じ

ハ
チ
マ
ン
は

俺
み
た
い
な
の
の
彼
氏
だ
と
間
違
え
ら
れ
た
ら

 
当
然
そ
う
な
り
ま
す
よ
ね
と
い
つ
も
の
通
り
思
い

素
直
に
謝
る
事
に
し
た

そ
の

な
ん
か
悪
い
な
ア
ス
ナ

不

だ

た
だ
ろ
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ハ
チ
マ
ン
君
や

ぱ
り
わ
か

て
な
い

私
が

て
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
君
の
勘
違
い
に
だ
よ

 
ア
ス
ナ
は
さ
ら
に
言
葉
を
続
け
た

ハ
チ
マ
ン
君

確
か
に
私
達
は
付
き
合

て
る
わ
け
じ

な
い
け
ど

 
そ
れ
を

正
す
る
の
に

ハ
チ
マ
ン
君
が
自
分
を
悪
く
言
う
の
は
私
は

 
私
は
少
な
く
と
も

ハ
チ
マ
ン
君
を
大
切
な
友
達
だ
と
思

て
る
よ

 
だ
か
ら

そ
う
い
う
の
は
も
う
や
め
よ
う

そ
う
だ
な
ア
ス
ナ

俺
が
悪
か

た

 
と
い
う
わ
け
で

正
す
る

ア
ス
ナ
と
は
友
達
だ

リ
ズ

 
そ
の
光
景
を
見
て
リ
ズ
ベ

ト
は

自
分
が
間
違

て
い
た
と
思
い

楽
し
そ
う
に
笑

た

お

け

友
達
ね

ア
ス
ナ

か
ら
か

て
ご
め
ん
ね

で

二
人
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

の
予
定
で
は

こ
の

で
探
索
と
狩
り
か
な

そ
う
だ
な

そ
ん
な
感
じ
だ

あ
の

そ
れ
じ

あ
さ

迷
惑
じ

な
け
れ
ば

私
も
一

に
行

て
も
い
い
か
な

 
何
度
か
パ

テ

で
狩
り
に
は
行

た
ん
だ
け
ど

変
な
男
ば

か
り
で
さ
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あ

確
か
に
リ
ズ
は

幸
が
薄
そ
う
だ
し
な

ハ
チ
マ
ン
ひ
ど
い

ハ
チ
マ
ン
君

正
座

 
本
当
に
正
座
を
し
よ
う
と
す
る
ハ
チ
マ
ン
を
ア
ス
ナ
が

て
て
止
め

 
そ
れ
を
見
た
リ
ズ
ベ

ト
は
大
笑
い
し
た

 
リ
ズ
ベ

ト
に
と

て

そ
れ
は
久
し
ぶ
り
の
心
か
ら
の
笑
い
だ

た

で

ど
う
か
な

俺
は
別
に
問
題
な
い
ぞ

ア
ス
ナ
は
ど
う
だ

私
も
問
題
な
い
よ

よ
ろ
し
く
ね

リ
ズ

 
こ
う
し
て
そ
の
日
は
三
人
で
行
動
す
る
事
に
な

た

リ
ズ

ス
イ

チ
と
Ｐ
Ｏ
Ｔ
ロ

テ
は
分
か
る
か

回
復
ア
イ
テ
ム
は
足
り
て
る
か

う
ん

前
教
わ

た
か
ら
大
丈
夫

ア
イ
テ
ム
も
問
題
な
い

そ
れ
じ

行
く
か

あ

と
そ
の
前
に

リ
ズ
の
武
器

て
何
だ

今
は
メ
イ
ス
か
な

な
ん
か
こ
れ
が
一
番
し

く
り
き
た
の

し

く
り
か

も
し
か
し
た
ら
鍛

と
か
向
い
て
る
の
か
も
な
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リ
ズ
ベ

ト
は
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
た
の
は
初
め
て
だ

た
の
で

意
表
を
突
か
れ
た

 
今
ま
で
ち

こ
ち

こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
人
は
い
た
が

戦
闘
に
関
し
て
ば
か
り
で

 
そ
う
い

た
別
の

点
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

た
の
は
初
め
て
だ

た

 
今
ま
で
は

た
だ
戦

て
い
れ
ば
い
い
の
だ
と
思

て
い
た
リ
ズ
ベ

ト
は

 
こ
の
時
は
じ
め
て

戦
闘
以
外
の
事
に
目
を
向
け
る
機
会
を
得
た

鍛

か

や

て
み
よ
う
か
な

お
う

い
い
と
思
う
ぞ

こ
ん
な

態
に
な

ち
ま

て

大
変
な
の
は
確
か
だ
が

 
ク
リ
ア
の
た
め
に
は

戦
え
る
人
間
だ
け
が
必
要
な
わ
け
じ

な
い
か
ら
な

 
情
報
を
集
め
る
人

武
器
や
防

を
作
る
人

や
料
理
で
日
常
を

え
る
人

 
み
ん
な
大
事
で

攻
略
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
な

そ
う
だ
ね

私

頑
張

て
み
る

お
う

そ
の
意
気
だ

そ
れ
じ

イ
ン
ゴ

ト
系
も
落
と
す

ワ

ム
狩
り
に
す
る
か

 
あ

二
人
と
も

ち

と
コ
ワ
モ
テ
の
ミ
ミ
ズ
と
か
平
気
か

あ
は
は
は
は

ハ
チ
マ
ン
コ
ワ
モ
テ

て

私
は
平
気

ア
ス
ナ
は

私
も
平
気
だ
よ
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ま

モ
グ
ラ
叩
き
み
た
い
な
も
ん
だ
か
ら
気
楽
に
い
こ
う

そ
れ
じ

こ

ち
だ

 
そ
の
後
三
人
は

の
ク
エ
ス
ト
を
こ
な
し
つ
つ

ワ

ム
で
レ
ベ
ル
を
上
げ
た

 
ド
ロ

プ
し
た
イ
ン
ゴ

ト
は

全
て
リ
ズ
ベ

ト
が
も
ら
う
事
と
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
か
ら
す
れ
ば

鍛

師
と
し
て
の
門
出
の
祝
い
の
つ
も
り
で
あ

た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
最
初
遠

し
て
い
た
が
二
人
の
気
持
ち
が
嬉
し
く
も
あ
り
結
局
全
て
受
け

取

た

 
ま
だ
ま
だ
素
人
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
こ
う
し
て
リ
ズ
ベ

ト
は
彼
女
な
り
の
第
一
歩
を

み
出
し
た

 
日
も
落
ち
て
き
た
の
で

三
人
は
ト

ル
バ

ナ
に

り

を
と
る
こ
と
に
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
一
人
で

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
は

同
じ
部
屋
と
い
う
事
に
な

た

あ

な
ん
か
久
々
楽
し
か

た

あ
そ
こ
で
ア
ス
ナ
に
声
を
か
け
た
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
た

い
リ
ズ
が
楽
し
そ
う
だ

た
か
ら

私
も
楽
し
か

た
よ

 
女
の
子
同
士
の
付
き
合
い
に

え
て
い
た
の
か

二
人
は
様
々
な
話
を
し
た

 
個
人
情
報
は
伏
せ
つ
つ

ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
と
の
出
会
い
か
ら
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男
だ
と
間
違
わ
れ
て

に
連
れ
て
行
か
れ
た
話

友
達
に
な

た
話
を

か
さ
れ
て

 
リ
ズ
ベ

ト
は

ド
ラ
マ
み
た
い
と
大
笑
い
し
て
い
た

 
そ
し
て
話
が
お
風
呂
の
話
題
に
な
る
と

リ
ズ
ベ

ト
が
即
座
に
食
い
つ
い
た

私
も
お
風
呂
入
り
た
い

う
ん

い
つ
で
も
来
て
ね
リ
ズ

 
ア
ス
ナ
は
以
前
ハ
チ
マ
ン
に
言
わ
れ
た
通
り
に
な

た
な
と
思
い
な
が
ら
そ
の
時
の
話
を

し
た

 
そ
し
て
話
が
一

落
し
た
時

リ
ズ
ベ

ト
が
真
面
目
な
顔
で
ア
ス
ナ
に
語
り
か
け
た

ア
ス
ナ
ご
め
ん

私

最
初
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
遠
く
か
ら
見
た
時

 
ア
ス
ナ
が
変
な
男
に
騙
さ
れ
て
る
ん
じ

な
い
か

て
一

思

ち

た
ん
だ

 
で
も
話
し
て
み
て

一

に
行
動
し
て

今
こ
う
し
て
話
を

か
さ
れ
て

 
私
の
目
は

て
た
ん
だ
な

て
本
当
に
思

た

ご
め
ん
な
さ
い

 
ア
ス
ナ
は

か
ん
と
し
た
後

笑
い
出
し
た

ハ
チ
マ
ン

て

優
し
く
て
い
い
奴
だ
ね

う
ん

く
れ
て
る
け
ど
ね

大
切
な
お
友
達
な
の
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と
て
も
嬉
し
そ
う
に
笑

て
い
る
ア
ス
ナ
を
見
て
リ
ズ
ベ

ト
は

 
今
日
の
こ
の
二
人
と
の
出
会
い
を
と
て
も
喜
ば
し
く
思

た
の
だ

た
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第
０
１
１
話
 
遺
跡
探
索

 
２
０
１
７

 

正

 
そ
れ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
情
報
収
集
や
更
新
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ブ

ク
を
配
る
手
伝
い

を
し

 
時
に
は
リ
ズ
ベ

ト
を
交
え
て
狩
り
に
行

た
り

料
理
を
し
た
り
と

 
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
よ
く
ア
ス
ナ
の
部
屋
に

ま
り
に
来
る
よ
う
で

 
ア
ス
ナ
は
よ
く
リ
ズ
ベ

ト
の
話
を
す
る
よ
う
に
な

た

 
ア
ス
ナ
が
楽
し
そ
う
に
話
す
の
を

く
の
が

ハ
チ
マ
ン
は
好
き
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
も
う
余

で
ボ
ス
に
挑
め
る
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
や
装
備
を
確
保
し
て

い
た
が

 
ア
ル
ゴ
か
ら

れ

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
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フ

ル
ド
ボ
ス
は

に
あ
る

度
余

を
も

て
倒
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
あ

た
が

 

層
ボ
ス
戦
に
挑
め
る

態
を
確
保
で
き
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の

は

 
ま
だ
微

に
足
り
て
い
な
い
と
の
事
で
あ

た

 
ア
ル
ゴ
の
話
だ
と

彼
ら
三
人
に
リ
ズ
ベ

ト
を
加
え
れ
ば

 
ボ
ス
部
屋
を
発
見
す
る
事
は
十
分
可
能
と
の
事
で
あ

た
が

 
今
の

だ
と
無
理
し
て
挑
も
う
と
す
る
者
が
多
く

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
考
え
か

ら 
ま
だ
時
期

だ
と
二
人
の
意
見
が
一
致
し

ボ
ス
へ
挑
む
の
は

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
自
力
で
ボ
ス
部
屋
を
見
つ
け
た
後
の
方
が
い
い
と
い
う
事
に
な

た

ま
あ

何
事
も
最
初
は
時
間
が
か
か

ち
ま
う
も
ん
な
ん
だ
よ
な

 
次
の
層
か
ら
は
も

と

く
進
行
で
き
る
と
思
う
ん
だ
が
な

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
れ
よ
り
も
な
ハ

も

と
深
刻
な
問
題
が
あ
る
ん
だ
ヨ

ん

何
か
あ
ん
の
か

ゲ

ム
内
で

ボ
ス
の
情
報
が
あ
ま
り
出
て
い
な
い

 
通
常
は
ク
エ
ス
ト

で
出
て
く
る
は
ず
の
ボ
ス
の
情
報
が
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現

あ
ま
り
に
も
足
り
て
い
な
い
と
の
事
だ

た

テ
ス
ト
時
の
情
報
は
あ
る
に
は
あ
る

が 
ど
ん
な
変
更
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
以
上

 
そ
ん
な
情
報
に
頼

て
攻
略
す
る
の
は

自
殺
行

だ

で
な

日
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

や

と
そ
れ

い
情
報
が

け
た
ん
だ
よ
ナ

な
る
ほ
ど

調
査
を
手
伝
え
と

あ
あ

依
頼
料
も
出
す

ア

ち

ん
も
加
え
て
一

に
遺
跡
に

て
欲
し
い
ん
だ
ヨ

リ
ズ
が
一

で
も
い
い
か

ア
ス
ナ
が
喜
び
そ
う
だ
し

リ
ズ

ち
か

本
人
が
い
い

て
言
う
な
ら
い
い
ゼ

じ

あ
二
人
に

い
て
み
る
わ

 
こ
う
し
て
四
人
は
ト

ル
バ

ナ
か
ら
少
し
東
に
行

た
所
に
あ
る
遺
跡
を
探
索
す
る
事
と

な

た
で

ど
ん
な
情
報
な
ん
だ

追
放
さ
れ
た
コ
ボ
ル
ド
王
の
側
近
が

れ

ん
で
い
る
ら
し
い

て
サ

な
ん
と
も
い
え
な
い
な

行

て
み
る
し
か
な
い
か
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四
人
は

慎
重
に
探
索
を
進
め
る
事
に
し
た

俺
が
先

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
は
真
ん
中

ア
ル
ゴ
は
後
方
の

な

オ
レ

ち
が
先

の
方
が
良
く
な
い
カ

ま
あ
任
せ
ろ

て

と

ス
ト

プ
だ

前
方
に
罠
が
あ
る

ど
こ
だ

オ
レ

ち
に
は
感
知
で
き
な
い
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
が

近
く
に
あ

た
小
石
を
前
方
に
放
り
投
げ
る
と

落
と
し

が
発
動
し
た

 
三
人
は
あ

け
に
と
ら
れ
て
ハ
チ
マ
ン
を
見
た

あ

か
ら
俺
は

観
察

と
他
人
の

線
を
感
じ
る
事
に
は
定
評
が
あ

て
だ
な

そ
れ
に
し
て
も
今
の
は
ま
る
で

囲
の
デ

タ

の
違
い
と
か
が
見
え
て
る
み
た
い
だ

た

 
ア
ル
ゴ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
落
と
し

に
近

い
て
い

た

こ
の
く
ら
い
の

離
な
ら
オ
レ

ち
に
も
わ
か
る
ん
だ
け
ど
ナ

ま
あ

め
に
気
付
け
た
方
が
対
応
も
取
り
や
す
い
し
な

ハ

は
化
け
物
か

ハ
チ
マ
ン
君
す
ご
い



 第一章 ＳＡＯ編

人
間
業
じ

な
い
ね

そ
ん
な
に
褒
め
る
な

れ
る
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ち

と
も

れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
の
だ
が
口
に
出
し
て
は
そ
う
言

た
い
や
褒
め
て
な
い
ん
だ
け
ど

ま
あ
褒
め
言
葉
で
は
な
い
ナ

わ

私
は
褒
め
て
る
よ

あ

は
い
は
い

俺
の
味
方
は
ア
ス
ナ
だ
け
だ
な

そ
れ
じ

行
く
ぞ
お
前
ら

 
そ
の
後
も
全
て
の
罠
や
不
意
打
ち
が
ハ
チ
マ
ン
の
手
に
よ
り

殺
さ
れ

 
一
行
は

調
に
奥
へ
探
索
の
手
を

ば
し
て
い

た

そ
し
て
四
日
目
一
行
は
豪
華
な
扉
の

前
に
い
た

こ
こ
で
最
後
み
た
い
だ
な

ち

と

い
て
み
る
か

気
を
つ
け
て
ね

ハ
チ
マ
ン
君

お
う

間
か
ら
ち

と
見
る
だ
け
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
中
を

き
見
る
と

遠
く
の
方
に

黒
い
コ
ボ
ル
ド
ら
し
き
巨
体
が
見
え
た
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敵
は
黒
い
コ
ボ
ル
ド
が
一
匹

バ

は
二
本

 
見
た
感
じ

話
に

い
た
フ

ル
ド
ボ
ス
ほ
ど
の
大
き
さ
じ

な
い

 
援
軍
の
可
能
性
も
あ
る
か
ら

囲
は
必
ず

だ
な

フ

メ

シ

ン
は
ど
う
す
る
の

俺
が
ま
ず
敵
を
引
き
付
け
る

ア
ル
ゴ
と
俺
が
ス
イ

チ

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
が
ス
イ

チ
だ

 
後
方
に
下
が

た
奴
が

追
加

き
に
備
え
て

囲
の

だ
な

 
ポ

シ

ン
を
準
備
し
て
お
く
の
を

忘
れ
る
な
よ

 
こ
う
し
て
フ

メ

シ

ン
を
確
認
し
た
後

四
人
は
部
屋
へ
と
入

て
い

た

ブ
ラ

ク
・
ル
イ
ン
・
コ
ボ
ル
ド
セ
ン
チ
ネ
ル
か

名
前
か
ら
す
る
と

 

層
ボ
ス
の
取
り

き
の
ち

と
強
い
奴

て
感
じ
だ
ナ

ボ
ス
の
強
さ
を
計
る
に
も
ち

う
ど
い
い
か
も
ね

私
は
ち

と

張
し
て
る
か
も

大
丈
夫
だ
リ
ズ

き
ち
ん
と

り
が
フ

ロ

す
る

そ
れ
じ

行
く
ぞ

 
四
人
が
駆
け
だ
す
と

敵
は
即
座
に
戦
闘
態
勢
を
と
り

手
に
持
つ
剣
を

り
上
げ
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
急
加
速
し
敵
が
剣
を

り
下
ろ
す
前
に
敵
の

間
を
ス
ラ
イ
デ

ン
グ
で
抜
け
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足
に
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放

た

 
体
重
の
か
か

て
い
た

足
を
攻
撃
さ
れ
た
た
め
か

敵
は
そ
の
ま
ま
転
倒
し
た

ア
ス
ナ

今
だ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
叫
ぶ
と
す
か
さ
ず
ア
ス
ナ
が
突
進
し
連
続
し
て
リ
ニ
ア

を
放

た 
敵
は
立
ち
上
が
り
つ
つ

剣
を
滅
茶
苦
茶
に

り
回
し
た

 
滅
茶
苦
茶
ゆ
え
に

そ
の
攻
撃
は
何
度
か
ハ
チ
マ
ン
に
か
す

て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
し

か
り
と
見

め
た
上

何
度
か
パ
リ

を
決
め

 
そ
の

に
ア
ス
ナ
が
再
び
攻
撃
を
加
え
初
手
で
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
を

え
る
事
に
成
功
し

た 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
と
リ
ズ
ベ

ト
に
ス
イ

チ

 
ア
ル
ゴ
は
ヒ

ト
＆
ア
ウ

イ
で
確
実
に
ダ
メ

ジ
を

み
重
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
も

無
理
を
し
な
い
よ
う
に

主
に
後
方
か
ら

確
実
に
打
撃
を

え
て
い
た

 
四
人
は
ス
ム

ズ
な
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
を
見
せ
と
て
も
安
定
し
た
戦
闘
を

り
広
げ
て
い

た
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ま
も
な
く
一
本
目
が

り
終
わ
る

援
軍
が
来
る
と
し
た
ら
こ
こ
か

バ

が

く
な

た
時
だ

 
ア
ル
ゴ

ス
イ

チ

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
は
安
全
が
確
認
で
き
る
ま
で
後
方
待
機
で
頼

む 
ハ
チ
マ
ン
が
前
に
出
て

三
人
は

囲
の

を
強
め
た

 
幸
い
そ
の
時
は
何
も

こ
ら
ず

四
人
は
さ
き
ほ
ど
の
よ
う
に
戦
闘
を
続
け
た

 
そ
し
て
敵
の

が
レ

ド

ン
に
入
ろ
う
と
し
た
時

 
一
本
目
の
時
と
同
じ
よ
う
に

し
て
い
た
三
人
は

新
た
な
敵
の
出
現
を
目
に
し
た

ハ

前
方
か
ら
敵
が
二
匹
く
る

バ

は
一
本

そ
い
つ
よ
り
は
小
さ
い
ナ

 
敵
は

に
発
狂
モ

ド
に
入
り

攻
撃
は
激
し
く
な
る
ば
か
り
だ

た

 
三
人
が
迷

て
い
る
と

ハ
チ
マ
ン
か
ら
指

が
飛
ん
だ

ち

と
無
理
を
す
る
事
に
な
る
が

し
ば
ら
く
一
人
で

え
る

 
三
人
で
ロ

テ
を
組
ん
で

追
加
の
二
匹
を
頼
む

そ
ん
な

ハ
チ
マ
ン
君

一
人
で
大
丈
夫
な
の

大
丈
夫
だ

無
理
は
す
る
が
無
茶
は
絶
対
に
し
な
い

約
束
す
る
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わ
か

た

す
ぐ
助
け
に

る
か
ら

待

て
て

あ
あ

な
る
べ
く

め
に
頼
む

 
幸
い
大
し
た
強
さ
の
敵
で
は
無
か

た
た
め

三
人
は
多
少
攻
撃
を
く
ら
い
は
し
た
が

 

な
く
し
て
二
体
を
撃
退
し

急
い
で
ハ
チ
マ
ン
の
元
へ
と

た

 
そ
こ
で
三
人
が
見
た
も
の
は

先
ほ
ど
ま
で
の
パ
リ

に
加
え

 
敵
が
武
器
を

り
か
ぶ
る
か
否
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
要
所
に
攻
撃
を
入
れ

 
敵
に
攻
撃
の
余
地
を
ま

た
く

え
て
い
な
い

ハ
チ
マ
ン
の

で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
に
ス
イ

チ
し
て
も
ら
い
後
方
に
下
が
る
と
崩
れ
る
よ
う
に

を
下

ろ
し
た

 
ア
ス
ナ
が
あ
わ
て
て
駆
け
寄
ろ
う
と
し
た
が

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
制
し
た

俺
は
大
丈
夫
だ
か
ら

さ
く

と
あ
い
つ

や

ち

て
く
れ

ご
め
ん
ね

す
ぐ

る
か
ら

 
そ
し
て

分
後

つ
い
に
ブ
ラ

ク
・
ル
イ
ン
・
コ
ボ
ル
ド
セ
ン
チ
ネ
ル
は
倒
れ
た

 
三
人
は
す
ぐ
さ
ま
ハ
チ
マ
ン
に
駆
け
寄

た

ハ
チ
マ
ン
君

合
は
ど
う
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あ
あ

ダ
メ

ジ
を
く
ら

た
わ
け
じ

な
い
か
ら

問
題
な
い
ぞ

し
か
し
す
ご
か

た
な

あ
ん
な
事
が
出
来
る
な
ん
て
思

て
も
み
な
か

た
ヨ

ね
え
ハ
チ
マ
ン

あ
れ

ど
う
や

て
や

て
た
の

あ
あ

あ
れ
は
な

罠
を
見
つ
け
る
よ
う
な
も
ん
だ

 
三
人
の

の
上
に

疑
問

が

ん
だ

罠
を
見
つ
け
る
時
言

た
だ
ろ

な
ん
と
な
く
わ
か
る

て

 
あ
れ
と
同
じ
で

敵
の
体
を
良
く
観
察
し
て
な

 
で

攻
撃
の
気
配
が
し
た
と
思

た
ら

そ
こ
に
攻
撃
を
叩
き
こ
む

 
そ
う
す
る
と
な

敵
の
攻
撃
が
止
ま
る
ん
だ
よ

 
通
常
は
そ
こ
で
攻
撃
も
叩
き
こ
む
ん
だ
が

今
の

件
じ

無
理
だ

 
ま
あ

ダ
メ

ジ
と
引
き
換
え
に
無
茶
す
れ
ば
や
れ
な
い
事
も
な
か

た
ん
だ
が

 
そ
れ
じ

あ
ア
ス
ナ
と
の
約
束
を
破
る
事
に
な

ち
ま
う
か
ら
な

安
全
第
一
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
事
も
な
げ
に
言

た
が

そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
す
ご
い
技
術
で
あ
る
の
か

 
三
人
に
は
想
像
も
つ
か
な
か

た

約
束

ち

ん
と
守

て
く
れ
た
ん
だ
ね
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あ
あ

パ

テ

リ
ス
ト
の

バ

が
大
き
く

た
ら

余
計
な
心
配
か
け
ち
ま
う
し
な

 
更
に
そ
れ
に
気
を
取
ら
れ
て

も
し
三
人
が
ピ
ン
チ
に
な

た
り
し
た
ら

て
考
え
た
ら
な

と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン

ダ
メ

ジ
が
無
か

た
の
に
す
ご
い
疲
れ
て
な
か

た

あ

そ
れ
は
な

馬

み
た
い
に
集
中
す
る
か
ら

主
に

が
す
ご
い
疲
労
す
る
ん
だ
よ

 
集
中
し
て
る
間
は
ま
だ
い
い
ん
だ
が

終
わ
る
と
ど

と
疲
れ
る
ん
だ
よ
な

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
じ

オ
レ

ち
と
リ
ズ

ち
で

囲
の
探
索
を
し
て
く
る
と
す
る
か

 
ア

ち

ん
は

も
う
ち

と
ハ

に
つ
い
て
て
や

て
く
れ
よ
ナ

う
ん

そ
れ
が
い
い
ね

ア
ス
ナ

ハ
チ
マ
ン
を
よ
ろ
し
く

う
ん
わ
か

た
よ

何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
知
ら
せ
て
ね

 
二
人
は

囲
を
調
べ
に
行
き

ア
ス
ナ
は

ま
だ
心
配
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
い
た

大
丈
夫

何
か
飲
む

あ

大
丈
夫
だ

と

て
お
き
を
出
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

何
か
飲
み
物
を
取
り
出
し
て

飲
み
始
め
た

何
そ
れ

千
葉

の
ソ
ウ
ル
ド
リ
ン
ク
だ

ま
だ
ま
だ
あ
る
ぞ

ア
ス
ナ
も
飲
む
か
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う
ん

飲
ん
で
み
よ
う
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
か
ら
飲
み
物
を
取
り
出
し

ア
ス
ナ
に

し
た

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま

す

て

い

ア
ス
ナ
に
は

す
ぎ
た
か

う

ん

大
丈
夫
か
な

む
し
ろ
好
き
な
味
か
な

こ
の
良
さ
を
わ
か

て
く
れ
る
か

基
本
的
に

お

め
し
た
奴
は
皆

 

す
ぎ
る

す
ぎ
る

て
文

ば

か
り
だ

た
か
ら

な
ん
か
す
げ

嬉
し
い
わ

確
か
に

い
け
ど

好
き
な
味
か
な

疲
れ
も
取
れ
そ
う
だ
し

の
疲
労
回
復
に
は

い
も
の
が
一
番
だ
し
な

 
こ
う
し
て
し
ば
ら
く
休
ん
だ
後

二
人
も
探
索
に
加
わ

た

 
奥
に
は
部
屋
が
あ
り

そ
こ
の
宝

に
は

山
の
ポ

シ

ン
が
入

て
い
た

 
そ
の
ポ

シ

ン
は
ア
ル
ゴ
に

さ
れ

出
所
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に

夫
さ
れ
た
上
で

 
ボ
ス
戦
に
参
加
す
る
人
に

て
い
く
事
と
な
る

壁
画

あ
あ

こ
れ
で
確
定
し
た
な



 第一章 ＳＡＯ編

 
そ
の
部
屋
の
壁
画
に

い
て
あ

た
の
は

 
イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
と
十
二
体
の
ル
イ
ン
・
コ
ボ
ル
ド
セ
ン
チ
ネ
ル
の

だ

た

 
イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の
横
に
は

種

は
わ
か
ら
な
い
が

 
何
本
か
の
武
器
が
入

た

が

い
て
あ

た

ボ
ス
と

取
り

き
が
十
二
体
出
る

て
事
で
い
い
の
か

 
あ
と

ボ
ス
が

中
で
武
器
を
持
ち
変
え
る
イ
メ

ジ
な
の
か

こ
れ

そ
う
い
う
事
だ
ナ

 
無
事
探
索
を
終
え
た
一
行
は
街
に

り

ア
ル
ゴ
の
お
ご
り
で

い
打
ち
上
げ
を
行

た

 
打
ち
上
げ
と

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

最
初
は
し
ぶ

て
い
た
が

 
ア
ス
ナ
の
必
殺
技

上
目
遣
い
で
お
願
い
攻
撃
を
く
ら
い

一
発
で
撃

し
た

 
そ
し
て

日
後

ア
ル
ゴ
か
ら

つ
い
に
ボ
ス
部
屋
が
発
見
さ
れ
た
と
の
連

が
入
り

 
そ
の
二
日
後
ト

ル
バ

ナ
の
広
場
に
て
第
一
回
ボ
ス
攻
略
会
議
の
開

が
決
定
さ
れ
た
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枕
と
間
接
キ
ス
フ
ラ
グ
は
ど
こ
へ
い

た
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第
０
１
２
話
 
第
一
層
攻
略
会
議
の
顛
末

 
２
０
１
７

 

正

 
そ
し
て
つ
い
に

攻
略
会
議
の
朝
が
訪
れ
た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
ま
だ

層
ボ
ス
戦
に
参
加
す
る
の
は
少
し
つ
ら
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
に
な

り 
今
回
は
不
参
加
と
い
う
事
に
な

た

ご
め
ん
ね

二
人
と
も

う
う
ん

リ
ズ

別
に
謝
る
事
な
ん
て
な
い
よ

そ
う
そ
う

リ
ズ
は
リ
ズ
に
出
来
る
事
を
頑
張

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ

 
そ
れ
が
結
果
的
に

俺
た
ち
の
助
け
に
な
る
は
ず
だ

 
前
も
言

た
と
思
う
が

直
接
戦
う
奴
だ
け
が
え
ら
い
な
ん
て
事
は

ま

た
く
無
い

う
ん

あ
り
が
と

二
人
の
武
器
は
私
が
き

ち
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
か
ら
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だ
か
ら
二
人
と
も

必
ず
勝

て

て
き
て
ね

あ
あ

約
束
だ

う
ん

約
束
す
る

 
簡

な
話
し
合
い
の
結
果

ア
ス
ナ
一
人
が

先
に
会
場
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ル
ゴ
が
頑
張

て
今
日
に
間
に
合
わ
せ
た

 
ボ
ス
編
の
ガ
イ
ド
ブ

ク
を

道

屋
に
こ

そ
り
と
置
い
て
か
ら

会
場
に
向
か

た

 
後
方
に
ポ
ツ
リ
と
座
る
ア
ス
ナ
の

を
確
認
し
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の
隣
に

け
る
と

 
こ
こ
ま
で
の
進
行
が
ど
う
な

て
い
る
の
か
の
説
明
を

ア
ス
ナ
に
求
め
た

 
ア
ス
ナ
は
や
や
暗
い
表
情
で

こ
こ
ま
で
に
何
が
あ

た
か
を

説
明
し
始
め
た

ま
と
め
役
は

あ
の
デ

ア
ベ
ル

て
人
み
た
い

 
気
持
ち
の
上
で
は
ナ
イ
ト
や

て
ま
す

て
言

て
た
か
な

ナ
イ
ト
か

俺
も
気
持
ち
の
上
で
は
シ

ド
ウ
ア
サ
シ
ン
で
す
と
か
言

て
み
た
い
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
れ
を

き

中
二
病
が
再
発
し
そ
う
に
な

た

 
ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
内
心
に
は
微

も
気

か
ず

説
明
を
続
け
た

そ
し
た
ら

あ
の
キ
バ
オ
ウ

て
名
前
の
変
な

の
人
が
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変
な

あ
あ

あ
い
つ
か

う
ん

あ
の
人
ね

い
き
な
り
会
議
の
前
に

テ
ス
タ

ど
も
出
て
来
い

 
お
前
ら
の
せ
い
で
二
千
人
も
死
ん
だ
ん
や

き

ち
り

任
と
れ
や

て
言
い
出
し
て

は

何
だ
そ
い
つ
は

 
八
幡
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た

で
そ
の
後
に
あ
の
エ
ギ
ル

て
大
き
な
黒
人
の
人
が
情
報
は
き
ち
ん
と
あ

た

て
言

い
出
し
て

 
そ
れ
で
一
応
場
が
収
ま

た
感
じ
か
な

あ
の
エ
ギ
ル

て
人
前
教
会
で
見
か
け
た
事
が
あ

る
ん
だ
け
ど

 
な
ん
か
い
い
人
そ
う
だ

た

な
る
ほ
ど

 
そ
の
後
流
れ
を

し
く
説
明
し
て
も
ら

た
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
の
想
定
の

さ
を
悔
い
た

 
そ
し
て
ボ
ス
編
の
ガ
イ
ド
ブ

ク
の
内
容
を
思
い
出
し
て

顔
面

白
に
な

た

し
ま

た

確
定
情
報
の

敵
の

と
武
器
変
更
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
言

は
い
い
が

 
敵
の
使
う
ソ

ド
ス
キ
ル
や

定

ダ
メ

ジ

の

デ

タ
と
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こ
の
情
報
は

テ
ス
ト
時
の
も
の
で
あ
り
製
品

で
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

て
い

う 
あ
の
文
は
ま
ず
い

ア
ル
ゴ
は
こ
う
な
る
の
を

知
で
書
い
た
の
か

あ
い
つ
め

 
こ
こ
ま
で
ニ

ビ

と

テ
ス
タ

と
の
間
に

が
あ
る
と
は

俺
に
は
想
定
外
だ

た

 
一
つ
確
実
に
い
え
る
の
は

こ
の
ま
ま
で
は
ア
ル
ゴ
が
危
険
だ

て
事
だ

ハ
チ
マ
ン
君

何
か
あ

た
の

 
ハ
チ
マ
ン
の
暗
い
表
情
を
見
て

ア
ス
ナ
が
心
配
そ
う
に

ね
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

を

え
つ
つ

今
自
分
が
考
え
た
事
を

ア
ス
ナ
に
説
明
し
た

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
危
険
な
立
場
に

あ
あ

こ
の
ま
ま
だ
と

そ
の
可
能
性
が
高
い

デ

ア
ベ
ル
さ

ん

 
そ
の
時
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

て
て
会
場
に
駆
け
込
ん
で
き
た

デ

ア
ベ
ル
さ
ん

こ
ん
な
物
が
今

道

屋
に

ん

こ
れ
は

鼠
の
本
の
ボ
ス
編

ボ
ス
部
屋
は
見
つ
か

た
ば
か
り
だ
ぞ

ど
う
し
て
こ
ん
な
に

く
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こ
ん
な
に

か
く

さ
す
が
だ
な

 
う
ん

こ
れ
な
ら
い
け
る
な

的
に
は
そ
こ
ま
で
強
い
わ
け
じ

な
さ
そ
う
だ

 
だ
が

本
の
内
容
を
見
て

り
上
が
る
場
を
し
り
目
に

ま
た
キ
バ
オ
ウ
が

ぎ
出
し
た

ほ
れ
見
い

あ
の
女

や

ぱ
り

テ
ス
タ

と
関
わ
り
が
あ
る
ん
や

 
奴
自
身
も

テ
ス
タ

に
違
い
な
い
で

こ
れ
は

し
く
話
を

か
ん
と
あ
か
ん
な

 
何
人
か
が

そ
う
だ
そ
う
だ

と
同
意
し

場
の
雰
囲
気
が

一
気
に

テ
ス
タ

判
に

い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

ど
う
す
れ
ば
こ
の
場
を
収
め
る
事
が
出
来
る
の
か

必
死
に
考
え
て
い
た

ま
ず
こ
の
場
の

り
を
俺
に
向
け
る

こ
れ
は
キ
バ
オ
ウ

判
で
い
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
は

誰
も
が
理
屈
で
は
納
得
で
き
る
よ
う
な

正
当
な
理
由
が
な
く
て
は
な
ら
な
い

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を

て
こ
の
ゲ

ム
に

わ
れ

多
少
前
向
き
に
な

た
と
は
い
え

 
や
は
り
ハ
チ
マ
ン
の
こ
う
い
う
場
合
の
対
応
は

と

さ
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

 
自

の
上
に
成
り
立
つ
も
の
に
な

て
し
ま
う
様
だ

た

 
事
前
に
も

と

考
え
る
時
間
が
あ
れ
ば

ま
た
別
の
道
も
あ

た
の
だ
ろ
う
が

 
い
か
ん
せ
ん
今
回
は

時
間
も
準
備
も
ま

た
く
足
り
て
い
な
か

た
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ハ
チ
マ
ン
が

意
を
決
し
て
前
に
出
よ
う
と
す
る
と

そ
れ
を
止
め
る
よ
う
に

 
ア
ス
ナ
が

ハ
チ
マ
ン
の

を
掴
ん
だ

何
事
か
と

り
返
る
と

 
そ
こ
に
は
ハ
チ
マ
ン
の
目
を
じ

と
見
つ
め
る

ア
ス
ナ
の

が
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

思
わ
ず
目
を

ら
す

そ
の
様
子
を
確
認
し
た
ア
ス
ナ
は

こ
う

い
た

や

ぱ
り

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
の
考
え
が
バ
レ
た
の
か
と
思
い

 
ど
う
言
い

お
う
か
と
考
え
て
い
る

に
い
き
な
り
ア
ス
ナ
が
キ
バ
オ
ウ
の
前
に

り
出

た 
キ
バ
オ
ウ
は

突
然
ア
ス
ナ
が
目
の
前
に
出
て
き
た
事
に
意
表
を
つ
か
れ

 

り
の
プ
レ
イ
ヤ

た
ち
も

何
事
か
と
静
ま
り
返

た

 
そ
し
て
そ
の
静

の
中

ア
ス
ナ
が
言
葉
を
発
し
た

あ
な
た
は
こ
こ
か
ら
出
た
く
は
な
い
の

ど
う
し
て

用
な
情
報
に

素
直
に
感
謝
出
来
な

い
の

 
そ
の

な
言
葉
を
発
し
た
の
が
女
の
子
だ
と
気
付
き

キ
バ
オ
ウ
は
絶

し

ま

た

 
同
時
に

女
の
子
だ

と
い
う
ざ
わ
め
き
が

徐
々
に

囲
に
広
が

て
い

た
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そ
れ
を
き

か
け
に

場
の
雰
囲
気
は

急
速
に
変
わ

て
い

た

そ
う
だ

こ
れ
は
体
育
祭
の
時
と
同
じ
だ

感
情
に
は
感
情

あ
の
時
の
事
を
思
い
出
せ

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
こ
で
流
れ
を
変
え
る
べ
く

素

く
考
え
を
ま
と
め
た

今
が
チ

ン
ス
だ

ア
ス
ナ
の
話
だ
と
頼
り
に
な
り
そ
う
な
の
は
エ
ギ
ル
と
デ

ア
ベ
ル
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

ま
だ

囲
が
ざ
わ
つ
く
中

ま
る
で
か
ば
う
か
の
よ
う
に

ア
ス
ナ
の
前
に

立

た

 
ア
ス
ナ
は
再
び
ハ
チ
マ
ン
の

を
掴
み

ハ
チ
マ
ン
は

小
さ
な
声
で
ア
ス
ナ
に

い
た

後
は
任
せ
ろ

大
丈
夫

変
な
事
は
し
な
い

あ
あ

 

く
そ
う
答
え
た
ハ
チ
マ
ン
は

静
さ
を
保
つ
よ
う
に
心
が
け
つ
つ
キ
バ
オ
ウ
に
話
し
か

け
たキ

バ
オ
ウ
さ
ん
よ

俺
か
ら
も
一
つ
い
い
か

ん

な
ん
や

 
ハ
チ
マ
ン
は

慎
重
に
言
葉
を
選
び
つ
つ

そ
の
ま
ま
話
を
続
け
た
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あ
ん
た
の
中
に

り
切
れ
な
い
気
持
ち
が
あ
る
の
は
理
解
で
き
る

 
こ
こ
で
無

件
に
考
え
を
変
え
ろ
と
は
言
わ
な
い

だ
が
な

 
そ
こ
で
一
度
間
を
置
い
て

ハ
チ
マ
ン
は

囲
を
見

す

こ
こ
に
い
る
皆
は
何
と
か
こ
の
悪
夢
を
乗
り
越
え
よ
う
と
決
意
し
て
こ
こ
に
集
ま

て
い

る
は
ず
だ

 
そ
し
て
今

目
の
前
に

必
要
な
情
報
と
仲
間
が
揃

た

 
俺
は
こ
の

況
に

深
く
感
謝
を
し
た
い
と
思
う

な
あ

エ
ギ
ル
は
ど
う
思
う

 
突
然
ハ
チ
マ
ン
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
た
エ
ギ
ル
は

ハ

と
何
か
に
気

き

こ
の
流
れ
に

乗

た
あ
あ

俺
も

く
現
実
世
界
に
帰
還
し
た
い

大
切
な
人
が
待

て
い
る
ん
で
な

あ
ん
た
と

同
じ
だ

 
そ
の
落
ち
着
い
た
バ
リ
ト
ン
の
声
は

説
得
力
を

て

囲
に

い
た

デ

ア
ベ
ル
は
ど
う
だ

 
更
に
ハ
チ
マ
ン
は

デ

ア
ベ
ル
に

こ
の
場
を

め
る
事
を

す
よ
う
に

話
し
か
け
た

そ

そ
う
だ
な

俺
達
の
敵
は

テ
ス
タ

じ

な
い

層
ボ
ス
だ
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今
は

て

こ
の
情
報
に
感
謝
し
よ
う

キ
バ
オ
ウ
さ
ん
も

そ
れ
で
い
い
か
な

 
キ
バ
オ
ウ
は

や
は
り
ま
だ
納
得
出
来
な
い
よ
う
で
は
あ

た
が

 
そ
れ
で
も
場
の
雰
囲
気
の
変
化
を

感
に
を
感
じ
取

た
の
か
口
に
出
し
て
は
こ
う
言

た

こ

こ
の
場
は
そ
れ
で
納
得
し
た
る
わ

あ
り
が
と
う

キ
バ
オ
ウ
さ
ん

 
デ

ア
ベ
ル
は

や
か
な
笑
顔
を

か
べ

キ
バ
オ
ウ
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た

 

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
か
ら
も

そ
れ
に
釣
ら
れ
た
の
か

同
の
言
葉
が
あ
が

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

デ

ア
ベ
ル
の
持
つ
雰
囲
気
に
葉
山
と
同
じ
も
の
を
感
じ

 
場
を
整
え
る
の
が
う
ま
い
な
と
思
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
と
共
に
元
の
場
所
へ
と

を
お
ろ

し
たハ

チ
マ
ン
君

う
ま
く
い

た
ね

あ
あ

ア
ス
ナ
は
す
ご
い
な

あ
れ
で
場
の
雰
囲
気
が
一
変
し
た
か
ら
な

ま
た
ハ
チ
マ
ン
君
が

自

に
走
ろ
う
と
し
て
た
気
が
し
た
か
ら
ね

 
勝
手
な
事
を
し
て
ご
め
ん
ね

で
も

あ
あ
す
れ
ば
き

と

ハ
チ
マ
ン
君
が

 
私
の
後
を
受
け
て

こ
の
事
態
を
何
と
か
し
て
く
れ
る

て

そ
う
思

た
の
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ハ
チ
マ
ン
に
は

そ
の
事
で
ア
ス
ナ
を

め
る
気
な
ど
は
当
然
無
く

 
逆
に
ア
ス
ナ
に
感
謝
し
た

俺
だ
け
じ

絶
対
無
理
だ

た
わ

あ
り
が
と
う
な

ア
ス
ナ

う
ん

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
会
議
は
な
お
も
続
き

次
に

レ
イ
ド
を

成
す
る
た
め
の
パ

テ

を
組
む
事
と
な

た

ア
ス
ナ

俺
達
は
ど
う
す
る

参
加
者
は
全
部
で
四
十
五
人

て
言

て
た
か
ら
三
人
パ

テ

が
一
つ
で
き
る
事
に
な
る

の
か
な

 
と
り
あ
え
ず

一
人
で
い
る
プ
レ
イ
ヤ

が
ど
こ
か
に
い
た
ら

誘

て
み
る

 
そ
れ
を

い
て

ハ
チ
マ
ン
は

囲
を
ぐ
る

と
見
回
し
た

 
ち
ら
ほ
ら
と
こ
ち
ら
に
目
を
向
け
て
く
る
者
も
い
た
が
遠

し
て
い
る
の
か
声
を
か
け
て
は

来
な
い

 
よ
く
見
る
と
ど
う
や
ら
ほ
と
ん
ど
の
者
が
知
り
合
い
同
士
で
パ

テ

を
組
ん
で
い
る
よ

う
で

 

り
で
は

ど
ん
ど
ん
六
人
パ

テ

が
出
来
上
が

て
い

た
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ハ
チ
マ
ン
は
ま
だ

る

じ

な
い
と
思
い
そ
の
ま
ま

囲
の
観
察
を
続
け
て
い
た
の

だ
が

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
の
目
に
一
人
で
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
と
あ
る
プ
レ
イ
ヤ

の

が
映

た
ん

ど
う
や
ら
余

て
る
い
の
は
あ
い
つ
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
を
ア
ス
ナ
に
説
明
し
あ
い
つ
を
パ

テ

に
誘

て
も
い
い
か
と

ね
た

 
そ
し
て
無
事
に
ア
ス
ナ
の

が
得
ら
れ
た
た
め

ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
人
物
の
方
へ
と
向

か

た

 
そ
の
人
物
も
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
の
意
図
に
気
付
い
た
の
か
こ
ち
ら
に
向
か

て
歩
い
て

き
たよ

お

い
あ
ぶ
れ
も
ん
同
士
み
た
い
だ
し
俺
達
と
一

に
パ

テ

を
組
ま
な
い
か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

き
そ
の
人
物
は
面
白
そ
う
だ
と
思

た
の
か
笑
顔
で
こ
う

答
え
た

あ
あ

俺
で
良
け
れ
ば
宜
し
く
頼
む
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
人
物
を

て
ア
ス
ナ
の
元
へ

り
三
人
は
そ
こ
で
簡

に
自

紹
介

を
し
た

俺
は
ハ
チ
マ
ン
だ

私
は
ア
ス
ナ
だ
よ

俺
は
キ
リ
ト
だ

宜
し
く
な
二
人
と
も

 
そ
の
キ
リ
ト
と
い
う
名
前
を

い
て

ハ
チ
マ
ン
は

記
憶
が

激
さ
れ
る
の
を
感
じ
た

 
確
か
あ
れ
は
そ
う

最
初
の

街
の
外
で

な

キ
リ
ト

も
し
か
し
て
最
初
の

ク
ラ
な
ん
と
か

て
人
に

 
戦
闘
方
法
を
レ
ク
チ

し
た
り
し
て
な
か

た
か

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を

き

一

つ
ら
そ
う
な
表
情
を
し
た
が

 
直
後
に
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に

ハ
チ
マ
ン
に
答
え
た

そ
れ
は
ク
ラ
イ
ン
の
事
だ
な

あ

ど
こ
か
で
見
た
顔
だ
と
思

た
ら

 
や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
は

あ
の
時
横
に
い
た
人
か

あ
あ

す
ご
い
偶
然
だ
よ
な

は
は

本
当
に
な
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ハ
チ
マ
ン
か
ら

そ
の
時
の
キ
リ
ト
の
様
子
を

い
て

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
も

キ
リ
ト
の
事
を

信
頼
に
足
る
人
物
だ
と
思

た
よ
う
だ

た

 
そ
の
後

合
同

と
本
番
の
予
定
が
決
ま

た
と
こ
ろ
で

会
議
は
解
散
に
な

た

 
三
人
パ

テ

と
い
う
事
も
あ
り

雑

担
当
が
確
定
し
て
い
る
上
に

 
ハ
チ
マ
ン
が
め
ん
ど
く
さ
が

た
た
め

三
人
は
合
同

へ
の
参
加
は
見
送

た

 
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
三
人
は
相
談
し
て
い
た
が
そ
こ
へ
一
人
の
男
が
近
付
い
て
き

た 
そ
の
男

エ
ギ
ル
は

笑
顔
を

か
べ
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
に
手
を
差
し
出
し
た

よ
う

う
ま
く
や

た
な

エ
ギ
ル
か

さ

き
は
上
手
く
俺
の
意
図
を

み
取

て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
な

ん

も
し
か
し
て

ど
こ
か
で
会

た
か

あ
あ

前
教
会
に
居
た
だ
ろ

そ
の
時
に
な

こ

ち
の

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
で
一

言
葉
を
切
り

ア
ス
ナ
の
方
を
見
つ
め
た

ア
ス
ナ
だ
よ

宜
し
く
ね

エ
ギ
ル
さ
ん

 
ア
ス
ナ
は
そ
の

線
を
受
け

エ
ギ
ル
に
自

紹
介
を
し
た
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こ
の
ア
ス
ナ
が

そ
の
時
た
ま
た
ま
あ
ん
た
の
事
を
見

け
た
ら
し
く

 
い
い
人
そ
う
だ

て
褒
め
て
た
の
を
覚
え
て
い
て
な

 
だ
か
ら
今
回

あ
ん
た
の
事
を
利
用
さ
せ
て
も
ら

た

迷
惑
を
か
け
た
な
ら

す
ま
ん

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

き

エ
ギ
ル
は

れ
つ
つ
も

笑
顔
で

問
題
な
い
と
答
え
た

 
そ
の
後

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
も
自

紹
介
を
終
え

四
人
は

手
を
か
わ
し
た

明
日
は
お

い
頑
張
ろ
う

お
う

う
ん

だ
な

 
エ
ギ
ル
は
そ
う
言

て
去

て
い
き

 
フ

メ

シ

ン
を
確
認
し
て
お
こ
う
と
決
め
た
三
人
は
そ
の
ま
ま
街
の
外
へ
と
向
か

た 
そ
し
て
街
の
外
で

キ
リ
ト
の
戦
い
ぶ
り
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

驚
愕
し
て
い
た

こ
い
つ
は
す
ご
い
な

一
発
で
こ

ち
に
合
わ
せ
て
く
る
の
か

 
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
だ
が
俺
達
の
戦
闘
は
か
な
り
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
の
い
い
高
速
戦
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闘
だ

 
そ
れ
に
簡

に
あ
わ
せ
る
だ
け
じ

な
く

攻
撃
力
も
半

な
い

 
今

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
全
プ
レ
イ
ヤ

の
中
で
最
強
な
の
は

こ
の
キ
リ
ト
じ

な
い
の
か

 
一
方
キ
リ
ト
は
キ
リ
ト
で

逆
に
驚
い
て
い
た

な
ん
だ
こ
の
高
速
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン

時
代
の
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

の
速
さ
じ

な

い
か

 
こ
う
し
て
一
通
り
フ

メ

シ

ン
を
確
認
出
来
た
三
人
は

 
そ
の
ま
ま
明
日
に
備
え

今
日
は
解
散
と
い
う
事
に
な

た

 
そ
の
時
キ
リ
ト
が

い
が
ち
に

ハ
チ
マ
ン
に
話
し

け
て
き
た

実
は
二
人
の
噂
は

い
た
事
が
あ

た
ん
だ
よ

面
白
く
て
強
い
二
人
組
が
い
る

て

度

だ
け
ど
な

 
そ
れ
が
誰
の
事
か
は
分
か
ら
な
か

た
け
ど

今
の
戦
闘
を
見
て
確
信
し
た
よ

 
ア
ル
ゴ
が
言

て
い
た
の
は

二
人
の
事
だ

た
ん
だ
な

て

 
キ
リ
ト
の
口
か
ら
ア
ル
ゴ
の
名
前
が
出
た

知
り
合
い
な
の
だ
ろ
う
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

一
応
そ
の
事
を

キ
リ
ト
に
確
認
し
た
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キ
リ
ト
も
ア
ル
ゴ
と
知
り
合
い
だ

た
の
か

あ
あ

そ
の
通
り
だ

そ
れ
に
し
て
も

今
日
は
そ
の

あ
り
が
と
う

 
キ
リ
ト
は

何
に
対
し
て
の
お

か
は
口
に
し
な
か

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
の
意
味
を

何
と
な
く
察
し
て
い
た

こ

ち
の
都
合
で
や

た
事
だ
か
ら

気
に
す
ん
な
よ

キ

な

な
ん
で
そ
の
呼
び
方
を

な
ん
だ

も
し
か
し
た
ら
と
思

た
け
ど

や

ぱ
り
そ
う
な
の
か

 
あ
い
つ
な

俺
の
事
も

ハ

て
呼
ぶ
ん
だ
よ

ま
じ
か

お

い
大
変
だ
な

ま

た
く
だ

 
二
人
は
大
声
で
笑
い

ア
ス
ナ
も
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
即

パ

テ

を
組
ん
で
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
は

て
い
な
か

た
が

 
三
人
の
中
に
は

に

し

か
り
と
し
た
絆
が
生
ま
れ
て
い
た

そ
れ
じ

明
日
は
宜
し
く
頼
む
な

二
人
と
も

う
ん

宜
し
く
ね

キ
リ
ト
君
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宜
し
く
な
キ
リ
ト

そ
う
だ
明
日
の
戦
闘
の
後
一

に
ア
ル
ゴ
に
お
し
お
き
し
よ
う

い
い
な
そ
れ

乗

た

じ

あ
私
も
乗

た

 
三
人
は
そ
こ
で
別
れ
の

を
交
わ
し
キ
リ
ト
は
と
て
も
楽
し
げ
な
様
子
で
去

て
い

た 
ハ
チ
マ
ン
は
よ
く
知
ら
な
い
他
人
と
も
普
通
に
気
安
く

る
事
が
出
来
て
い
る
自
分
に
驚

い
た
が

 
同
時
に
そ
ん
な
自
分
に

心
地
よ
さ
も
感
じ
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
様
子
に
気
付
い
た
か
ら
だ
ろ
う
か
ハ
チ
マ
ン
に
こ
ん
な

質
問
を
し
た

ど
う

友
達
に
な
れ
そ
う

ど
う
だ
ろ
う
な

正
直
ま
だ
わ
か
ら
な
い

で
も
な
ん
か

悪
く
な
い
気
分
だ

そ

か

 
こ
う
し
て
三
人
は
出
会
い

そ
し
て
つ
い
に

最
初
の

層
ボ
ス
攻
略
の
日
を
迎
え
る
事
と

な

た
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第
０
１
３
話
 
嵐
の
中

ボ
ス
戦
は
終
わ
り
を
告
げ
る

 
つ
い
に
訪
れ
た
一
層
の

層
ボ
ス
攻
略
の
朝
ハ
チ
マ
ン
は

 
残
し
て
き
た
大
切
な
人
々
の
事
を
思
い

か
べ
て
い
た

今
日
が
本
当
の
意
味
で
の
最
初
の
第
一
歩
に
な
る

み
ん
な
守

て
く
れ
よ
な

必
ず
帰

る
か
ら

 
そ
の
大
切
な
人
々
の
中
に

ま
れ
て
い
な
い
人
物
の
声
が
我
も
我
も
と

こ
え
た
気
が
し

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
た

 
お

う

二
人
と
も

う

す

よそ
れ
じ

ま
あ

あ
い
つ
ら
の
後
を
の
ん
び
り
付
い
て
行
く
と
し
ま
す
か

 
三
人
の
俺
達
が
あ
ん
ま
出
し

ば
る
の
も
あ
れ
だ
し
な
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ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は

確
か
に
目
立
つ
必
要
は
な
い
と
ば
か
り
に

を
す
く
め
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
の
後
を
つ
い
て
い

た

 
こ
れ
だ
け
の

が
ま
と
ま

て
い
る
だ
け
あ

て

道
中
は
何
事
も
な
く
進
み

 

中
何
度
か
の
戦
闘
を

み
つ
つ
も

つ
い
に
一
行
は
ボ
ス
部
屋
の
前
に

り
着
い
た

 
作
戦
の

要
の
確
認
が
成
さ
れ
た
後
デ

ア
ベ
ル
は
何
か
質
問
は
あ
る
か
な
と
皆
に
問
い
か

け
た

 
そ
れ
を
受
け
て

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
手
を
上
げ
た

 

日
の

象
も
あ

た
の
だ
ろ
う
か

ま
ず
ハ
チ
マ
ン
が
指
名
さ
れ
た

戦
闘
中
の
ボ
ス
の

動
が

情
報
と
大
き
く
違

た
場
合
の
対
応
を

い
て
お
き
た
い

 
場
合
に
よ

て
は

退
も

野
に
入
れ
る
と
し
て

 
そ
の
判
断
と
指

は

あ
ん
た
が
し
て
く
れ
る

て
事
で
い
い
の
か

も
ち
ろ
ん
安
全
第
一
だ

シ
ミ

レ

シ

ン
は
完

だ
か
ら

 
誰
も
危
険
な
目
に
あ
わ
せ
る
つ
も
り
は
無
い
け
ど
ね

 
次
に
キ
リ
ト
が
質
問
内
容
を

ね
ら
れ
た
が

内
容
は
同
じ
だ

た

合
同

に
も
参
加
せ
ん
奴
ら
が
偉
そ
う
に
口
出
し
す
な
や
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こ
い
つ
ら
の
事
な
ん
ぞ
相
手
に
せ
ん
で
え
え
で

デ

ア
ベ
ル
は
ん

 
あ
ん
さ
ん
の
指

ぶ
り
を
知

と

た
ら

そ
な
い
な
心
配
あ
る
わ
け
あ
ら
へ
ん

 
二
人
は
そ
の
キ
バ
オ
ウ
の
言
葉
に
は
反
応
せ
ず

納
得
し
た
旨
を
伝
え
て
引
き
下
が

た
が

 
そ
の
後
に
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
今
の
キ
バ
オ
ウ
の
態
度
に
つ
い
て
ひ
そ
ひ
そ
と
会
話
を

交
わ
し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
ど
う
思

た

あ
あ

な
ん
か

日
と
ち

と
違
う
な

言
い
方
は
あ
れ
だ
が

内
容
は

分
と

く
な

て
る
よ
な

ま
あ
こ
れ
で

戦
闘
中
に
仲
間

れ
と
か
の
危
険
は

た
と
思

て
い
い
の
か
ね

心
配
事
が
一
つ

た

て
感
じ
か

 
そ
し
て
デ

ア
ベ
ル
は

そ
の
キ
バ
オ
ウ
の
言
葉
を
受
け
て
全
員
に
言

た

信
頼
あ
り
が
と
う

今
回
は
初
め
て
の

層
ボ
ス
戦
に
挑
む
わ
け
だ
が

 
現

考
え
う
る
最
高
の
メ
ン
バ

が
集
ま

て
く
れ
た

 
み
ん
な
で
勝
と
う

さ
あ

行
こ
う

 
一
行
は
雄
叫
び
を
上
げ

ボ
ス
部
屋
へ
と
突
入
を
開
始
し
た
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エ
ギ
ル
は
ち
ら

と
後
ろ
を

り
向
く
と
三
人
に
向
け
て
拳
を
突
き
出
し
親
指
を
立
て
た

 
三
人
は
同
じ
よ
う
に
拳
を
突
き
出
し

親
指
を
立
て
て
そ
れ
に
応
え
た

お
お

な
ん
か
本
場
の
合
図

て
感
じ
だ
わ

そ
う
だ
な

な
ん
か
あ
い
つ
か

こ
い
い
ぞ

あ
は
は
は

そ
う
だ
ね

 
多
少
は

張
し
て
い
た
三
人
で
あ

た
が

い
い
感
じ
に

張
が
解
れ
た
よ
う
だ

な
あ

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

も
し
か
し
た
ら
今
回

が
出
る
か
も
し
れ
な
い

 
俺
は
ま
だ
人
が
死
ん
だ
と
こ
と
か
見
た
事
な
い
か
ら

 
も
し
そ
れ
を
目
に
し
た
ら
シ

ク
を
受
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ん

 
そ
し
た
ら
俺
の

を
引

叩
い
て
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ

 
も
し
三
人
と
も
が
シ

ク
を
受
け
た
ら

一
番
最
初
に
気
が
付
い
た
奴
が

 
他
の
二
人
を
引

叩
く

絶
対
に
三
人
で
生
き
残

て

そ
し
て
ク
リ
ア
し
よ
う

う
ん

わ
か

た

あ
あ

 
三
人
は
そ
う
言
葉
を
交
わ
し

ボ
ス
部
屋
に
突
入
し
て
い

た
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や
が
て
徐
々
に
ボ
ス
の

が
見
え

誰
か
が
そ
れ
を
見
て

い
た

あ
れ
が
第
一
層
の
ボ
ス

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
か

 
さ
す
が
は

層
ボ
ス
と
も
言
う
べ
き

容
で
あ
る

 
一
同
に

張
が
走

た
が

そ
の

張
は

デ

ア
ベ
ル
の
声
に
よ

て
か
き
消
さ
れ
た

手
に
骨

手
に

刀

取
り

き
は
三
体

全
て
情
報
通
り
だ

い
け
る
ぞ

 

す
る
な

声
を
上
げ
ろ

み
ん
な

行
く
ぞ

 
デ

ア
ベ
ル
の
叫
び
を
受
け

皆
は

応

と
応
じ

突
撃
を
開
始
し
た

 
編
成
は

の
ボ
ス
用
タ
ン
ク

と

の

攻
撃

 
そ
し
て

三
人
パ

テ

の
遊
撃

で

成
さ
れ
て
い
た

 
最
初
は
三
人
の
出
番
は
無
か

た
が
戦
闘
が
進
む
に
連
れ
徐
々
に
押
さ
れ
る

も
出
て
き

て
い
た

か
ら

に
ス
イ

チ

は
後
退
準
備
を

ス
イ

チ
の
準
備
頼
む

負

者
二
名

一

下
が
る

遊
撃

し
ば
ら
く

え
て
く
れ
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遊
撃

了
解

 
三
人
は
指

を
受
け

初
戦
闘
に
挑
む
事
と
な

た

 
三
人
の
戦
闘
は
ま
だ
誰
も
見
た
事
が
無
く

や
は
り
人

が
少
な
い
事
も
あ

て

 
他
の

は
皆

所

繋
ぎ
の

度
の
認
識
し
か
持

て
い
な
か

た

 
負

し
た
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

は
ポ

シ

ン
を
使
い
下
を
向
い
て
回
復
す
る
の
を
待

て

い
た

 
そ
の
間
に
他
の
者
達
は
何
か
あ

た
ら
飛
び
出
そ
う
と
遊
撃

の
方
を
心
配
そ
う
に

め
て

い
た

 
や
が
て

も
完
全
に
回
復
し

そ
の
二
人
は
同
じ

の
仲
間
に
呼
び
か
け
た

も
う
大
丈
夫
だ

い
け
る

遊
撃

は
大
丈
夫
か

 
ち

う
ど
そ
の
時
遊
撃

の
戦
闘
を
見
て
い
た
他
の
仲
間
達
が
息
を

み
驚
き
の
声
を
上

げ
た

 
そ
れ
は
純

に
驚
き
の
声
で
あ
り

鳴
と
か
で
は
無
か

た
た
め

 
何
か
ま
ず
い
事
が

こ

た
わ
け
で
は
無
さ
そ
う
だ
と
思
い
つ
つ
二
人
は
仲
間
達
に

ね
た
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お
い

ど
う
し
た
ん
だ

い
や

あ

あ
れ

 
仲
間
が
指
差
す
方
を
見
た
二
人
は

遊
撃
に
任
せ
た
取
り

き
の
一
体
が

 
ガ
ラ
ス
が

け
る
よ
う
な
エ
フ

ク
ト
と
共
に
消
滅
す
る
の
を
目
撃
し
た

え

お
い

今
何
が
あ

た

い
や

何

て

遊
撃

が

取
り

き
を
倒
し
た

て
事
じ

ね

の

え

だ

て

他
は
ま
だ
最
初
の
敵
と
戦

て
る
だ
ろ

い
や

そ
う
だ
け
ど
さ

遊
撃

任

完
了

後
退
す
る

 

の
メ
ン
バ

は
放
心
し
て
い
た
が

ハ
チ
マ
ン
に

線
を
向
け
ら
れ
る
と

て
た
よ

う
に
応
え
た

了
解

こ
ち
ら
は
他
の

の
援
護
に
入
る

  
三
人
は
当
初
か
ら
の
予
定
通
り

ま
ず
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
前
衛
に
立

た

 
キ
リ
ト
の
攻
撃
は
速
く

そ
し
て
重
か

た
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ア
ス
ナ
の
突
き
は

目
で
追
え
る
か
追
え
な
い
か
の
凄
ま
じ
い
速
さ
を

り

 
取
り

き
の

は

恐
る
べ
き

さ
で

ら
れ
て
い

た

ア
ス
ナ

ス
イ

チ

了
解

 
次
に
ハ
チ
マ
ン
が
前
に
出
た

ハ
チ
マ
ン
の
戦
闘
は
一
見
地
味
に
見
え
た
が

 
そ
の
実

ほ
と
ん
ど
の
攻
撃
を
パ
リ

し
て
い
た

 
そ
の

恵
を
受
け

キ
リ
ト
の

り
が
更
に
加
速
し
た

ア
ス
ナ
か
ら
声
が
飛
ぶ

ス
イ

チ

任
せ
た

 
そ
の
声
を
合
図
に

キ
リ
ト
が
一

後
退
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
の

え
を
見
せ

 
そ
し
て
ほ
ど
な
く

敵
の
撃
破
に
成
功
し
た

遊
撃

任

完
了

後
退
す
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
叫
ん
だ
が

か
ら
の
反
応
は
無
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
が
疑
問
に
思
い

の
方
を
見
る
と

か
ら

て
た
よ
う
な
返
事
が
あ
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た 
そ
れ
を
確
認
し
た
二
人
は

キ
リ
ト
の
元
へ
と
集
合
し
た

ど
う
だ
ア
ス
ナ

大
丈
夫
だ

た
か

う
ん
ハ
チ
マ
ン
君

何
も
問
題
な
し

し

か
し
キ
リ
ト
よ

お
前
や

ぱ
す
げ

な

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ
よ

ハ
チ
マ
ン

な
ん
か

日
と
動
き
が
違
う
し

あ

悪
い

俺
の
ス
タ
イ
ル
だ
と

武
器
を
持

た
人
型
の
敵
の
が
得
意
な
ん
だ
よ

あ
れ
を
見
せ
ら
れ
て
そ
れ
を

い
た
ら

納
得
だ
な

 
た
ま
た
ま
後
方
で
そ
れ
を
見
て
い
た
エ
ギ
ル
は

素
直
に
感
心
し
て
い
た

 
目
の
前
に
明
る
い
光
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
て
エ
ギ
ル
は

め
て
気
合
を
入
れ
な
お
し
た

 
同
じ
よ
う
に
そ
れ
を
目
撃
し
て
い
た
キ
バ
オ
ウ
も

 
最
初
は
他
の
人
と
同
じ
よ
う
に
放
心
し
て
い
た
が

 
す
ぐ
に
我
に
返
る
と

三
人
を

々
し
げ
に

み
つ
つ

再
出
撃
に
備
え
た

 
そ
し
て
再
出
撃
の
番
が
来
る
と

キ
バ
オ
ウ
は
わ
ざ
わ
ざ
三
人
の
横
を
通
り

 
す
れ
違
い
ざ
ま
に
三
人
に
言
葉
を
投
げ
か
け
た
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あ
ん
ま
調
子
こ
く
な
よ

あ
の
く
ら
い
わ
い
ら
に
も
出
来
る
ん
や

 
え
え
か

あ
ん
ま
し

し

り
出
ん
と

大
人
し

う
し
と
け
や

 
だ
が
三
人
は
相
談
も
し
て
い
な
い
の
に

た
り
揃

て
キ
バ
オ
ウ
に
笑
顔
を
向
け
た

 
キ
バ
オ
ウ
は
そ
の
顔
を
見
て

く
そ

な
ん
や

ち

ね
ん

 
と

き

て
て
仲
間
の
元
へ
走

て
い

た

  
要
所
要
所
で
の
遊
撃

の
活
躍
も
あ
り

誰
一
人
と
し
て
死
者
が
出
な
い
ま
ま

 
つ
い
に
ボ
ス
の

は

残
り
一
本
と
な

た

 
今
ボ
ス
は

を
失
い

刀
の
み
で
戦

て
い
る
よ
う
な

態
で
あ
る

 
そ
し
て
最
後
の
取
り

き
と
戦

て
い
た
三
人
が
首
尾
よ
く
と
ど
め
を

し
後
方
へ
下
が
る

と 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
本

の
方
か
ら
大
歓
声
が
あ
が

た

よ
し

ボ
ス
の
武
器
を
両
方
と
も

た
ぞ

今
が
チ

ン
ス
だ

俺
に
続
け
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そ
ん
な
叫
び
と
共
に

デ

ア
ベ
ル
の

が
ボ
ス
に
突
撃
し
て
い

た

 
デ

ア
ベ
ル
は
高
揚
し
て
い
た
た
め
か
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
だ

た
が

 
観
察
力
に
優
れ
る
ハ
チ
マ
ン
の
目
に
は
ボ
ス
が
何
か
を
取
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見

え 
デ

ア
ベ
ル
が
か
な
り
ボ
ス
に
近

い
た

り
で

そ
れ
が
何
か
は

き
り
と
見
え
た

お
い
キ
リ
ト

あ
れ

刀
じ

な
い
か

何
だ

て

あ

ま
ず
い

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
て
ボ
ス
の

を
観
察
し
た
キ
リ
ト
は

 

て
て
デ

ア
ベ
ル
の
方
に
駆
け
出
そ
う
と
し
た
が

そ
れ
は
キ
バ
オ
ウ
に

魔
さ
れ
た

な
ん
や
お
ん
ど
れ

大
人
し

う
下
が

と
れ

魔
す
る
な

ボ
ス
が
新
し
い
武
器
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
る

あ
れ
は
刀
だ

ス
タ
ン
す

る
ん
だ
よ

 
そ
れ
で
キ
バ
オ
ウ
も
今
何
が

こ

て
い
る
の
か
悟
り

て
た
よ
う
に

り
向
い
た

デ

ア
ベ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
ル

刀
だ

逃
げ
ろ
お
お
お
お
お
お
お

 
キ
リ
ト
が
そ
う
叫
び

デ

ア
ベ
ル
は
キ
リ
ト
の
声
に
反
応
し
て
顔
を
上
げ
た
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見
る
と
ボ
ス
の
手
に
は

新
た
に
刀
が

ら
れ
て
い
た

 
誰
に
も
言

て
は
い
な
か

た
が

実

の
と
こ
ろ
デ

ア
ベ
ル
も

テ
ス
タ

で
あ
り

 
刀
を
使
う
敵
を
相
手
に
し
た

験
も
あ

た
た
め
落
ち
着
い
て
敵
の
攻
撃
に
対
応
し
よ
う
と

し
た

 
だ
が
そ
の
行
動
は
一
歩

か

た

次
の

間
に
放
た
れ
た
ボ
ス
の
一
撃
で

 

の
全
員
が
ス
タ
ン
さ
せ
ら
れ
た
の
だ

 
そ
し
て
一
番
前
に
い
た
デ

ア
ベ
ル
は

ボ
ス
の
追
撃
で
飛
ば
さ
れ
た

 
後
方
で
見
て
い
た

か
ら

鳴
が
あ
が
る

く
そ

ア
ス
ナ

あ
の
ボ
ス
を
少
し
の
間

俺
と
一

に

え
て
く
れ
る
か

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
声
を
受
け

笑
顔
で
即
座
に
答
え
た

ハ
チ
マ
ン
君
と
一

な
ら

大
丈
夫
だ
よ

危
険
な
目
に
あ
わ
せ
て
ご
め
ん
な

 
そ
し
て
次
に
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
に
向
か

て
叫
ん
だ

キ
リ
ト

少
し
の
間

デ

ア
ベ
ル
の
代
わ
り
に
戦
闘
指

を
頼
む

 
俺
と
ア
ス
ナ
は
少
し
の
間
ボ
ス
を

え
る
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指

を
出
し
終
わ

た
ら
キ
リ
ト
も
す
ぐ
こ

ち
に
合
流
し
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
ら
れ

キ
リ
ト
は

か
れ
た
よ
う
に

に
指

を
出
し
は
じ
め
た

は
ス
タ
ン
し
た

を
運
び
出
せ

は
そ
の
援
護

 

は
い
つ
で
も
ボ
ス
に
攻
撃
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
側
面
待
機

ボ
ス
は
俺
達
が

え
る

 
そ
の
指

を

き

エ
ギ
ル
が
心
配
そ
う
に
声
を
か
け
て
き
た

お
い

三
人
と
も
そ
ん
な

装
な
の
に

大
丈
夫
な
の
か

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
な
ら
き

と
大
丈
夫

俺
も
す
ぐ
向
か
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
必
死
に
敵
の
攻
撃
を

き

止
め

ま
た

い
て
い
た

 
だ
が
さ
す
が
に
こ
の
ク
ラ
ス
の
相
手
の
攻
撃
を
今
の
ハ
チ
マ
ン
が
全
て

じ
る
事
は
不
可
能

だ 
何
度
も
敵
の
攻
撃
が
か
す
り

そ
の

み
重
ね
で

ハ
チ
マ
ン
は
徐
々
に

を

ら
れ
て
い

く 
し
か
し

ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
ア
ス
ナ
が
ヒ

ト
＆
ア
ウ

イ
で
敵
の
気
を
引
き

 
つ
い
に
二
人
は

キ
リ
ト
が
到
着
す
る
ま
で
敵
の
攻
撃
を
防
ぎ
き

た
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キ
リ
ト
は
二
人
を
下
が
ら
せ

一
人
で
ボ
ス
と
対
峙
し
て
い
た

キ
リ
ト

絶
対
に
死
ぬ
な
よ

 
下
が
り
し
な
に
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
に
そ
う
声
を
か
け
た

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
は
大
丈
夫
だ

誰
か
ポ

シ

ン
を

 
丁
度
そ
の
時
後
方
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

キ
リ
ト
は
安

し

 
あ
と
少
し
の
我
慢
だ
と
思
い

目
の
前
の
敵
に
集
中
し
た

 
無
難
に
敵
の
攻
撃
を
さ
ば
い
て
い
た
キ
リ
ト
だ

た
が

 
ソ

ド
ス
キ
ル
後
の
一

の

直
時
に

敵
の

が
丁
度
レ

ド

ン
に
達
し
た

 
そ
の

ボ
ス
の
攻
撃
が
い
き
な
り
激
し
さ
を

し

無
防
備
な
キ
リ
ト
に
迫
る

し
ま

た

 
キ
リ
ト
は

大
ダ
メ

ジ
を
く
ら
う
覚
悟
を
し
た

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
が
飛
び
込
ん
で
き
て

ボ
ス
の
攻
撃
を

き

 
ア
ス
ナ
が
キ
リ
ト
を
後
ろ
に
引

張

た

す
ま
ん

ち

と
待
た
せ
た
か

い
や

ま
だ
ま
だ
余

だ

た
よ

相
棒
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は

し
ま

た
と
か
言

て
た

に

い
て
た
の
か
よ

 
そ
こ
に

を
避
難
さ
せ
終
わ

た
エ
ギ
ル
達
タ
ン
ク

が
駆
け
つ
け

三
人
の
前
に
出
た

後
は
俺
達
が

え
る

三
人
は
下
が

て
く
れ

悪
い

頼
む

 
そ
の
時
突
然
デ

ア
ベ
ル
の
声
が

こ
え
た

よ
し

俺
が
ボ
ス
の

を
撃
つ

こ
れ
で
決
め
る
ぞ

えお
い

何
を
言

て
る
ん
だ
あ
い
つ
は

 
見
る
と
デ

ア
ベ
ル
が

丁
度
ソ

ド
ス
キ
ル
の
モ

シ

ン
に
入

た
と
こ
ろ
だ

た

 
そ
ん
な
一
同
の
目
の
前
で
ボ
ス
が
デ

ア
ベ
ル
の
声
に
反
応
し
た
の
か
そ
ち
ら
の
方
を
向

い
た

 
そ
れ
を
受
け
る
デ

ア
ベ
ル
の

は

ま
だ
二

ほ
ど
し
か
回
復
し
て
い
な
か

た

く
そ

デ

ア
ベ
ル

ボ
ス
が
そ

ち
を
向
い
て
い
る
ぞ

逃
げ
ろ

頼
む

逃
げ
て
く

れ
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だ
が
キ
リ
ト
の
叫
び
も
虚
し
く

ボ
ス
の
刀
が

り
下
ろ
さ
れ

 
無
防
備
な
デ

ア
ベ
ル
に
直
撃
し
た
ボ
ス
の
攻
撃
は

あ

さ
り
と
デ

ア
ベ
ル
の

を
全

さ
せ

 
デ

ア
ベ
ル
は
そ
の
ま
ま
エ
フ

ク
ト
と
共
に

け
散

た

 
誰
も
何
も
す
る
事
は
出
来
な
い

そ
れ
は
一

の
出
来
事
で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
に
と

て
誰
か
が
死
ぬ
所
を
見
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
の

験
だ

た 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
こ
で
は
人
は
こ
ん
な
に
簡

に
死
ぬ
の
か
と

然
と
し
つ
つ

り
を
覚
え

て
い
た

 
ア
ス
ナ
は

そ
の
安

い
エ
フ

ク
ト
を
見
て

 
あ
ん
ま
り
だ

こ
ん
な
の
人
の
死
に
方
じ

な
い

と

え
て
い
た

 
キ
リ
ト
は
⻭
を
食
い
し
ば
り

デ

ア
ベ
ル
が
い
た
は
ず
の
場
所
を
見
つ
め
て
い
た

 
一
時
の
楽
観
ム

ド
は
鳴
り
を

め
全
員
が
死
と
い
う
も
の
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の

だ 
そ
ん
な
雰
囲
気
の
中

最
初
に
自
分
を
取
り

し
た
の
は
キ
リ
ト
だ

た
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過
去
に
キ
リ
ト
は

今
装
備
し
て
い
る
片
手
直
剣
を
得
る
た
め
の
ク
エ
ス
ト
の
最
中
に

 
プ
レ
イ
ヤ

が
死
ぬ
の
を
目
に
し
た
事
が
あ

た
か
ら
だ

 
そ
れ
は
決
し
て
幸
運
と
言

て
は
い
け
な
い

の
出
来
事
だ

 
だ
が
今
こ
の

間
だ
け
は

そ
れ
を
幸
運
と
呼
ぶ
事
に
し
よ
う

 
キ
リ
ト
は
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
通
り
に
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の

を
叩
き

 
そ
の

み
で
二
人
も
我
に
返
り

三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

同
時
に
声
を
張
り
上
げ
た

み
ん
な

目
を
覚
ま
せ

タ
ン
ク

ボ
ス
を

え
ろ

攻
撃

は
側
面
に
回
り
込
ん
で
一

攻
撃
だ

が

て
い
る
人
は
後
方
に
下
が

て

 
シ

ク
の
大
き
さ
か
ら
ま
だ
立
ち
直

て
は
い
な
か

た
が

 
そ
の
声
に

か
れ
る
よ
う
に
全
員
が
動
き
出
し
そ
し
て
そ
の
ま
ま
最
後
の
総
攻
撃
が
開
始
さ

れ
た

 
し
か
し
発
狂

態
に
な

た
ボ
ス
は
意
外
に
手
強
く
中
々

を

り
き
る
事
は
出
来
な
か

た 
そ
ん
な
中
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
に
何
か

打
ち
し
三
人
は
即
座
に
行
動
を
開
始
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し
た

 
ま
ず
ア
ス
ナ
が
ボ
ス
の
背
後
に
回
り
込
み

 
ボ
ス
が
武
器
を

り
上
げ
た

間
に
ボ
ス
の

目

け
て
リ
ニ
ア

を
放
つ

 
武
器
を

り
か
ぶ

て
い
た
ボ
ス
の
体
制
が
そ
の
ま
ま
わ
ず
か
に
崩
れ

 
次
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
が
凄
ま
じ
い
速
さ
で

り
か
ぶ

た
ま
ま
だ

た
ボ
ス
の
刀
め
が
け

て
突
撃
し

 
そ
の

元
に

撃
を
加
え
た

ボ
ス
は
二
人
の
攻
撃
に
よ

て
大
き
く
体
制
を
崩
し

 
そ
し
て
ボ
ス
の
正
面
に
い
た
エ
ギ
ル
に

キ
リ
ト
の
こ
ん
な
声
が

い
た

エ
ギ
ル

伏
せ
ろ

 
そ
う
言
わ
れ
て
反
射
的
に
伏
せ
た
エ
ギ
ル
の
背
中
を

み
台
に
し

キ
リ
ト
が
高
く

ん
だ

こ
れ
で
終
わ
り
だ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
は

身
の
力
を
込
め

ボ
ス
を

か
ら
真

二
つ
に
し
た

 
一

の
静

の
後
に
ボ
ス
の
体
が
光
り
だ
し

そ
の
ま
ま
エ
フ

ク
ト
と
な

て

け
る

 
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
の
文

と
共
に
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こ
う
し
て
ゲ

ム
開
始
か
ら
一

月

デ

ア
ベ
ル
を
失
う
事
と
な

た
が

 
つ
い
に
プ
レ
イ
ヤ

の
到
達

層
が

一
つ
更
新
さ
れ
る
事
と
な

た
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第
０
１
４
話
 
二
人
の
気
持
ち

一
人
の
気
持
ち

 
ボ
ス
が
倒
れ
た
後

一

の
静

と
共
に
全
員
の
喜
び
が
爆
発
し
た

 
皆
手
を
取
り
合
い

お

い
の
健
闘
を
称
え
合

た

 
そ
の
一
時
的
な
お
祭
り

ぎ
が
収
ま

た
後

ま
と
め
る
者
が
い
な
い
た
め
か

 
皆
あ
る

度
の
知
り
合
い
同
士
で

当
に
集
ま
り

バ
ラ
バ
ラ
に
休
み
始
め
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
も
さ
す
が
に
疲
れ
た
の
か

の
方
で

を
下
ろ
し

の
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で
い

た 
ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
の
元
へ
向
か
い

同
じ
よ
う
に

を
下
ろ
す
と

 
ハ
チ
マ
ン
は
飲
み
物
を
取
り
出
し

ア
ス
ナ
に
す

と
手

し
た

 
キ
リ
ト
も
疲
れ
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
元
へ
向
か
い

隣
に

を
下
ろ
し
た
が

 
二
人
が
何
か
飲
ん
で
い
る
の
に
気
付
い
て

ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

そ
れ

何
飲
ん
で
る
ん
だ

こ
れ
か

こ
れ
は

似
的
な
ア
レ
だ

 
ハ
チ
マ
ン
が
商
品
名
を
告
げ
る
と

ど
う
や
ら
キ
リ
ト
は
知

て
い
た
よ
う
で
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ア
レ
本
当
苦
手
な
ん
だ
よ
俺

と
一
言

い
た
後

 
自
分
の
ス
ト
レ

ジ
か
ら
自
前
で
飲
み
物
を
取
り
出
し

同
じ
よ
う
に
飲
み
始
め
た

最
初
の
一
歩
だ
な

ハ
チ
マ
ン

ま
だ
た

た
一
層
だ
け
ど
な

で
も

大
事
な
一
歩
だ
よ
ね

あ
あ

こ
れ
か
ら
始
ま
る
ん
だ

ハ
チ
マ
ン

こ
の
ま
ま
何
事
も
な
く
終
わ
る
と
思
う
か

無
理
だ
ろ
う
な

失

た
物
が
大
き
す
ぎ
る

俺
と
し
て
は
さ

さ
と
帰

て

た
い
ん
だ

が

な

 
案
の
定
キ
バ
オ
ウ
が
音

を
と

て

一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

と
共
に

ぎ
始
め
た

な
ん
で
デ

ア
ベ
ル
は
ん
が

死
な
な
あ
か
ん
か

た
ん
や

 
キ
バ
オ
ウ
は
ま
ず
そ
の
矛
先
を

キ
リ
ト
に
向
け
た

 
キ
リ
ト
が
刀
の
事
を
知

て
い
た
の
に

し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
と

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が

テ
ス
タ

な
の
は
も
う
間
違
い
な
い
と

 
デ

ア
ベ
ル
と
い
う

を
失

た
直
後
だ

た
か
ら
だ
ろ
う
か

そ
の
事
と
合
わ
さ
り



 第一章 ＳＡＯ編

 
場
の
雰
囲
気
は
ま
た
徐
々
に

テ
ス
タ

判
に

い
て
い

た

ど
う
し
よ
う

ハ
チ
マ
ン
君

正
直
正

で
全
て

破
す
る
く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
な
い
ん
だ
が

 
納
得
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
は
ち

と
な

逆
に
更
な
る
反
感
を

う
ま
で
あ
る

 
キ
バ
オ
ウ
の
話
が
ま
た
会
議
の
時
の
よ
う
に

 
や

ぱ
り

テ
ス
タ

は

い

と
い
う

調
に
な

た

 
そ
し
て
攻
撃
の
矛
先
が

ハ
チ
マ
ン
や
ア
ス
ナ
に
向
か
お
う
と
し
た
そ
の
時

 
突
然
キ
リ
ト
が
立
ち
上
が
り

そ
し
て
キ
バ
オ
ウ
に

一
気
に
ま
く
し
た
て
た

お
前
ら
な
ん
で
そ
ん
な

テ
ス
タ

を
持
ち
上
げ
る
ん
だ

 
あ
い
つ
ら
は
常
に
先
を
い

て
い
て
ず
る
い

て
実
は
持
ち
上
げ
て
る
よ
う
に
も

こ
え

る 
い
い
か

お
前
ら
の
知

て
る
通
り

テ
ス
タ

は
千
人
の

き
門
だ

 
そ
の
中
に

で
は
な
い
と
し
て
も

他
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
ト

プ
連
中
が
何
人
い
た
と
思

て

る
ん
だ

 

テ
ス
タ

だ
か
ら
と
い

て

み
ん
な
す
ご
い
と
い
う
事
な
ん
て
ま

た
く
無
い
ん
だ
よ
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だ
が
俺
は
違
う

俺
は
常
に
誰
よ
り
も
先
に
行
き

誰
よ
り
も
上
の

へ
と
進
ん
だ

 
お
前
ら
の
知
ら
な
い
知
識
も
知

て
い
る

た
だ
の

テ
ス
タ

ご
と
き
と
一

に
す
ん
な

 
そ
の
言
葉
を

き

か
ら

口
々
に
声
が
あ
が
る

何
だ
よ
そ
れ

反

だ

チ

ト
じ

ね
え
か

テ
ス
タ

で
チ

ト

ビ

タ

だ

ビ

タ

ビ

タ

 
キ
リ
ト
は
メ
ニ

を
操
作
す
る
と

黒
い
コ

ト

に
な
り

言

た

こ
れ
が
今
ボ
ス
か
ら
ド
ロ

プ
し
た
装
備
だ

 
ど
う
だ

お
前
ら
が
言
う

ビ

タ

に
相
応
し
い

だ
ろ
う

 
こ
の
た
め
に
素
人
に
し
ち

そ
こ
そ
こ

が
立
ち
そ
う
な
そ
こ
の
二
人
も
利
用
さ
せ
て
も

ら

た

 
そ
い
つ
ら
は
自
分
達
が
利
用
さ
れ
て
る
な
ん
て
ち

と
も
思

て
い
な
い

ち

ん
だ

た

け
ど
な

 
転
移
門
は
俺
が
ア
ク
テ

ベ

ト
し
と
い
て
や
る

街
へ
帰

て
大
人
し
く
し
て
ろ
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そ
う
い
い
残
し

キ
リ
ト
は
一
人

第
二
層
へ
の

を
上

て
い

た

ふ
ざ
け
ん
な

ビ

タ

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
に
謝
れ
よ
お
お
お
お
お
お
お
お

 
誰
か
が
叫
び
皆
そ
れ
に
合
わ
せ
て
口
々
に
去

て
い
く
キ
リ
ト
の
後

に

声
を

び
せ
た

 
が

な

か
キ
バ
オ
ウ
は

微

そ
う
な
顔
を
し
て
い
た

 
そ
れ
は

し
み
と
疑
問
が
ま
じ

た
よ
う
な

不
思
議
な
表
情
だ

た

 
突
然
の
キ
リ
ト
の
行
動
に
困
惑
し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
ひ
そ
ひ
そ
と
言
葉
を
交
わ

し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
君

あ
れ

て

や

ぱ
り
そ
う
い
う
事

あ
あ

そ
れ
で
合

て
る
と
思
う
ぞ

の
俺
と
同
じ
だ

ど
う
す
る
の

今
の
こ
の
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を

少
し
の
マ
イ
ナ
ス

度
に
す
る
事
は
可
能
だ

 
こ
の

況
で
皆
に
話
を

い
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
だ
け
が
問
題
だ
な

何
か
イ
ン
パ
ク
ト
が
必
要
な
の
か
な

そ
う
だ
な

り
か
ら
目
を

ら
せ
る
よ
う
な

よ
ほ
ど
の
出
来
事
が
必
要
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
を
ま
と
め
よ
う
と

持

て
い
た
ド
リ
ン
ク
を
口
に

ん
だ
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そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

ア
ス
ナ
は
不
意
打
ち
の
よ
う
に

ね
た

ね

ハ
チ
マ
ン
君

初
め
て
私
の
顔
を
見
た
時

ど
う
思

た

 
そ
の
言
葉
を

き

ハ
チ
マ
ン
は
口
に

ん
だ
飲
み
物
を

い
た

え

あ

そ
れ

今
必
要
な
事
か

あ

う
ん

べ

別
に
変
な
意
味
じ

な
い
か
ら
ね

お

お
う

そ
う
か

そ
の

す
ご
い
び

く
り
し
た

色
ん
な
意
味
で

色
ん
な
意
味
は
後
で
問
い
詰
め
る
と
し
て
そ

か
び

く
り
し
て
く
れ
た
な
ら
い
け
る
か

な 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
顔
を

く
し
て
い
た
が

そ
の
言
葉
を

き

今
度
は
顔
を

く
し
た

あ

お
い

お
前
ま
さ
か

よ
く
顔
を
知
ら
な
い
人
の
話
は

み
ん
な
ち

ん
と

い
て
く
れ
な
い
と
思
う
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
君
が
話
さ
え
出
来
れ
ば

多
少
良
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
し

 
だ
か
ら
今
は
と
に
か
く

ハ
チ
マ
ン
君
の
話
を
皆
に

い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
な
い
と

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が

ア
ス
ナ
に
余
計
な
負
担
を
負
わ
せ
る
の
は

今
の
私
に
は

ハ
チ
マ
ン
君
が
一
番
大
切
な
友
達
な
ん
だ
よ
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だ
か
ら
私
達
二
人
の
ど
ち
ら
か
に
も
し
何
か
負
担
が
か
か

て
し
ま
う
時
は
二
人
で
背

負
お
う

 
二
人
で
皆
に

を
下
げ
て
二
人
で
真

直
ぐ
相
手
を
見
つ
め
よ
う

行
こ
う
ハ
チ
マ
ン
君

や

ぱ
り
ア
ス
ナ
に
は
か
な
わ
な
い
な

わ
か

た

正
面
か
ら
行
く
か

 
二
人
は
中
央
に
立
ち

声
を
張
り
上
げ
た

す
ま
ん

ち

と
俺
達
の
話
を

い
て
く
れ
な
い
か

お
願
い
し
ま
す

私
達
の
話
を

い
て
下
さ
い

な
ん
だ
よ
お
前
ら

本
当
は
あ
い
つ
の
仲
間
じ

な
い
の
か

今
更
何
を

く
事
が
あ
る
ん
だ
よ

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
注
目
が
集
ま

た
の
は

や
は
り
ア
ス
ナ
に
対
し
て
だ

た

 
ま
ず
ハ
チ
マ
ン
が

か
ぶ

て
い
た
フ

ド
を
外
し
た

 
だ
が
陰
の
薄
さ
ゆ
え
か

目
立

た
反
応
は
無
か

た

 
し
か
し
次
に
ア
ス
ナ
が
フ

ド
を
外
し
た

間

急
に

り
が
静
か
に
な

た

 
そ
こ
に
は
十
人
中
十
人
が
美
し
い
と
答
え
る
で
あ
ろ
う
一
人
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の

が
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あ

た

 
注
目
を
集
め
る
事
に
成
功
し
た
二
人
は

同
時
に

を
下
げ
た

今
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
高
ぶ

て
い
る
の
は
仕
方
が
無
い
事
だ
と
思
い
ま
す

 
話
な
ん
か
何
も

き
た
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
か
し
そ
こ
を
な
ん
と
か
お
願
い
し
ま

す 
ど
う
か
私
達
の
話
を

い
て
下
さ
い

 
二
人
は
真

に

を
下
げ
続
け
た

そ
の
時

を
守

て
い
た
キ
バ
オ
ウ
が
口
を
開
い
た

く
だ
け
な
ら
え
え
ん
や
な
い
か

こ
な
い
丁

に

を
下
げ
と
る
ん
や
し

 

判
の
急
先

だ

た
キ
バ
オ
ウ
が
そ
う
告
げ
た
事
に
よ
り

場
は
あ
る

度
落
ち
着
き

 
や

と
話
を

い
て
も
ら
え
る
事
と
な

た

 
ま
ず
自

紹
介
を
さ
せ
て
も
ら
う

俺
は

ハ
チ
マ
ン
だ

私
は

ア
ス
ナ
で
す

さ

き
の
奴
と
一

に

遊
撃

を
や

て
い
た

 
こ
の
中
に
は
俺
達
も
グ
ル
な
ん
じ

な
い
の
か
と
思

て
る
人
も
い
る
ん
じ

な
い
か
と
思
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う 
だ
か
ら

誰
で
も
納
得
出
来
る
事
だ
け
を
出
来
る
だ
け
客
観
的
に
話
し
た
い
と
思
う

 
俺
は
見
た
通
り
人
前
で
話
を
す
る
の
は
得
意
じ

な
い
か
ら
失

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が 
そ
こ
は
先
に
謝

て
お
く

し

な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
ず

実
さ
を
心
が
け

出
来
る
だ
け
事
実
だ
け
を
話
す
よ
う
に
勤
め
た

ま
ず
最
初
に
俺
が
何
故

こ
う
し
て
話
を

い
て
欲
し
い
と
思

た
か
だ
が

そ
れ
は

 
ど
う
し
て
も
説
明
で
き
な
い
い
く
つ
か
の
疑
問
が
あ
る
か
ら
だ

疑
問

な
ん
や

ま
ず

テ
ス
タ

の
話
だ

お
そ
ら
く
な
ん
だ
が

こ
こ
に
は

テ
ス
タ

は
そ
ん
な
に

い
な
い

 
そ
れ
は
先
ほ
ど
ま
で
の
雰
囲
気
で
な
ん
と
な
く
証
明
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
こ
で
だ

こ
こ
に
は
何
故

テ
ス
タ

が
こ
ん
な
に
も
い
な
い
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
皆
こ
い
つ
何
を
言

て
る
ん
だ
ろ
う
と
思

た
が
次
の
言
葉
を

い
て
納
得

し
た
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だ

て
考
え
て
も
み
て
く
れ

テ
ス
タ

て
ど
ん
ど
ん
先
に
進
ん
で
た
ん
だ
ろ

 
だ
か
ら
当
然

こ
の
場
に
い
る
の
は
本
来
ほ
と
ん
ど
が

 

テ
ス
タ

じ

な
い
と
お
か
し
い
ん
じ

な
い
の
か

 
確
か
に

と

つ

つ
と

同
の
声
が
上
が

た

テ
ス
タ

い
の
奴
に
反

し
た
い
わ
け
じ

な
い
と
先
に
言

て
お
く

そ
の
上
で
だ

 
俺
自
身

上
が
り
の
プ
レ
イ
ヤ

は
す
ご
い
ん
だ
ろ
う
と

漠
然
と
思

て
い
た

 
だ
が
実

を
開
け
て
み
た
ら
現

は
こ
う
な

て
い
る

だ
か
ら
俺
は
こ
う
考
え
た
ん
だ

 
実
は

テ
ス
タ

も

一

プ
レ
イ
ヤ

と

そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
は
な
い
ん
じ

な
い
か
と

 
知
識
だ
け
は
あ
る
か
ら
情
報
は
出
せ
る
が

そ
れ
が
そ
こ
ま
で

利
と
い
う
事
は
な
く

 
逆
に
中

半

に
知

て
し
ま

て
い
る
か
ら
こ
そ

 
変
更
さ
れ
て
い
る
事
に
気
付
か
ず
に
突

走

て
高
い
確

で
死
ん
で
い

て
し
ま

て
る

の
か
も
と
な

 
何
人
か
は

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
よ
う
だ

テ
ス
タ

判
は
仕
方
な
い
一
面
も
あ
る
か
ら

そ
の
事
は
あ
ま
り
言
う
つ
も
り
は
な
い

 
た
だ
世
の
中
に
い
い
奴
と
悪
い
奴
が
い
る
よ
う
に
全
て
の
プ
レ
イ
ヤ

も
そ
う
な
ん
だ
と
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思
う

 
だ
か
ら
出
来
れ
ば
そ
う
い
う
の
を
超
え
て
あ
り
の
ま
ま
の
そ
の
人
を
見
て
判
断
し
て
欲
し

い 
そ
し
て
だ

戦
闘
中
に
あ
い
つ
を
見
て

皆
ど
う
思

た
か
教
え
て
欲
し
い
ん
だ

 
一

は

し
て
い
た
が

つ

つ
と
意
見
が
出
始
め
た

あ
い
つ
の
強
さ
だ
け
は

本
物
だ

た

最
後
あ
あ
言

て
た
け
ど

俺
も
何
度
も
助
け
て
も
ら

た
な

で
も
ビ

タ

だ
ぞ

で
も
実

一
人
で
上
の

層
に
ど
ん
ど
ん
進
む

て
こ
の
ゲ

ム
じ

不
可
能
じ

ね

 

静
に
考
え
た
ら

何
か
お
か
し
い

と
皆
が
思
い
始
め
て
い
た

 
そ
れ
で
は
何
故

あ
い
つ
は
あ
ん
な
事
を
し
た
の
か

あ
い
つ
が
何
を
考
え
て
あ
あ
い
う
事
を
し
た
の
か

い
く
つ
か
考
え
は

か
ぶ
ん
だ
が

 
そ
れ
は

自
で
考
え
て
み
て
欲
し
い

正
直
正
解
は
わ
か
ら
な
い

そ
れ
よ
り
も
だ

 
一
番
気
に
な
る
の
は

デ

ア
ベ
ル
が
ス
タ
ン
さ
せ
ら
れ
た
時
だ

あ
い
つ
は
こ
う
言

た

 
思
い
出
し
て
ほ
し
い

ス
タ
ン
す
る
か
ら
逃
げ
ろ

と
あ
い
つ
は
言

た
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最
初
か
ら
他
人
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
た
人
間
が

そ
ん
な

な
発
言
を
す
る
だ
ろ
う
か

 
自
分
が

テ
ス
タ

だ
と
自
ら
告
白
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
じ

な
い
か

 
そ
こ
は
む
し
ろ

保
身
の
た
め
に
平
気
で
見
殺
し
に
す
る
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
か

 
し
か
し
あ
い
つ
は

そ
の
後
も
デ

ア
ベ
ル
に
変
わ

て
指

を
出
し

 
更
に
自
分
を
何
度
も
危
険
に

し
て
い
た

 
皆
は
何
も
言
え
な
か

た

戦
闘
中
の
行
動
と
さ

き
の
行
動
が
あ
ま
り
に
も
矛
盾
し
て

い
る最

後
に
一
つ
つ
ら
い
事
を
言
わ
せ
て
も
ら
う

デ

ア
ベ
ル
が
死
ん
だ
時
の
事
だ

 
デ

ア
ベ
ル
は

何
故
死
ん
だ
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に

一

で
場
は

し
た

 
皆
口
々
に

そ
れ
こ
そ
ビ

タ

の
せ
い
だ
と
か

守
れ
な
か

た
く
せ
に

と
叫
び
だ
す

 
そ
れ
が
収
ま
る
の
を
待

て

ハ
チ
マ
ン
は
言
葉
を
続
け
た

思
い
出
し
て
欲
し
い
ん
だ

あ
の
時
誰
か
が
デ

ア
ベ
ル
に

攻
撃
指

を
出
し
て
た
か

 
そ
の
時
の
事
を
思
い
出
し

ま
た
も
や
場
は

し
た

 
あ
れ
は
確
か

気
が
付
い
た
ら
デ

ア
ベ
ル
が
自
分
か
ら
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そ
の
事
に
気
付
い
た
せ
い
か

皆
困
惑
し
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
を
見
つ
め
た

そ
う
な
ん
だ

が
少
な
い
の
に

デ

ア
ベ
ル
は
自
分
か
ら
前
に
出
た
ん
だ

 
そ
の
せ
い
で
ボ
ス
の
攻
撃
に

え
ら
れ
な
か

た

 
い
き
な
り
突

込
ん
で
き
た
デ

ア
ベ
ル
の
前
に
出
て
盾
に
な
る
の
は
誰
に
と

て
も
不
可

能
だ

た

 
皆
そ
れ
ぞ
れ

納
得
で
き
る
理
由
を
探
し
て
い
た
が

誰
も
答
え
る
事
は
出
来
な
か

た

こ
こ
か
ら
は
あ
く
ま
で

な
ん
だ
が
デ

ア
ベ
ル
は

テ
ス
タ

だ

た
ん
じ

な
い

だ
ろ
う
か

な
ん
や
と

デ

ア
ベ
ル
は
ん
が

テ
ス
タ

や
と

ボ
ス
を
倒
せ
そ
う
だ

た
あ
の

間

デ

ア
ベ
ル
は
自
分
か
ら
動
い
た

 
ボ
ス
に
止
め
を

し
た
奴
に
は
特
別
な
装
備
な
り
何
な
り
が
ド
ロ

プ
す
る
ら
し
い
し
な

 
あ
の
黒
い
コ

ト
が
そ
の
証
明
だ

あ
い
つ
も
ボ
ス
か
ら
の
ド
ロ

プ
と
言

て
い
た

ま
さ
か

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
は
そ
れ
を
狙

て

意
識
し
て
だ

た
の
か
反
射
だ

た
の
か
こ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
も
俺
に
は
わ
か
ら
な
い

 
た
だ

そ
の
説
明
し
か

納
得
で
き
る
理
由
が
思
い
つ
か
な
い
ん
だ
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あ
そ
こ
で
デ

ア
ベ
ル
が
下
が

た
ま
ま
だ

た
と
し
て
も
ボ
ス
は
普
通
に
倒
せ
た
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は

息
を

む
一

を
見

し
て

さ
ら
に
言

た

こ
こ
で
最
初
に

る
ん
だ
が

仮
に
デ

ア
ベ
ル
が

テ
ス
タ

だ

た
か
ら
と
い

て

 
皆

デ

ア
ベ
ル
が

い
か

ん
な
わ
け
あ
る
わ
け
あ
ら
へ
ん

そ
う
だ
そ
う
だ

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
は
す
ご
い
頑
張

て
た

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
よ
俺
も
デ

ア
ベ
ル
は
す
ご
い
と
思

て
た

そ
れ
は
誰
に
も
否
定
で

き
な
い

 
だ
か
ら

本
来

テ
ス
タ

だ
と
か
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
ん
だ

 
大
事
な
の
は

そ
い
つ
が
ど
ん
な
行
い
を
し
て

ど
れ
だ
け
頑
張

た
か
だ
と

俺
は
思
う

 
今
日
の
あ
い
つ
の
最
後
の
行
動
を

認
め
て
や

て
く
れ
と
は
言
わ
な
い

 
だ
が
こ
れ
か
ら
の
あ
い
つ
の
頑
張
り
は

フ

ア
に
見
て
や

て
欲
し
い

こ
の
通
り
だ

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

ま
た
丁

に

を
下
げ
た

 
静
ま
り
返
る
一

を
代
表
す
る
か
の
よ
う
に

キ
バ
オ
ウ
が
言

た
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お
た
く
ら
の
言
い
た
い
事
は
よ

わ
か

た

だ
が

納
得
は
出
来
へ
ん

あ
あ

最
後
ま
で

い
て
く
れ
た
だ
け
で
十
分
だ

あ
り
が
と
う
な

お
た
く
ら
は

こ
の
後
あ
い
つ
を
追
う
ん
か

あ
あ

俺
達
に
と

て
は

あ
い
つ
は
や

ぱ
り
仲
間
だ
か
ら
な

三
人
で
笑
ろ
て
た
と
こ
見
て
わ
か

と

た
わ

利
用
さ
れ
て
る
よ
う
に
は
見
え
へ
ん
て
な

 
あ
い
つ
に
伝
え
て
や

二
層
の
ボ
ス
で
も
こ
き
使
う
た
る

て
な

あ
あ

伝
え
る
よ

 
そ
の
場
の
ギ
ス
ギ
ス
し
た
雰
囲
気
は

今
は
鳴
り
を

め
て
い
た

 
納
得
し
て
い
な
い
人
も
や
は
り
か
な
り
い
る
と
思
う

 
だ
が

二
人
が
伝
え
た
い
事
は

ち

ん
と
全
て
伝
え
る
事
が
出
来
た

皆
さ
ん

最
後
ま
で
話
を

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
ア
ス
ナ
が
最
後
に
微
笑
ん
で
伝
え

そ
し
て
二
人
は

キ
リ
ト
の
後
を
追

た

 
エ
ギ
ル
の
横
を
通
る
時

彼
は
一
言
だ
け

あ
い
つ
に
よ
ろ
し
く
な

と
声
を
か
け
て
き
た

 
二
人
は
駆
け
足
で

を
上
る

 
ハ
チ
マ
ン
に
は

今
後

や

み
と
い

た
感
情
ば
か
り
が
向
け
ら
る
だ
ろ
う
し
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先
ほ
ど
か
ら
も
か
な
り
そ
ん
な

線
が
向
け
ら
れ
る
の
を
感
じ
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

仕
方
が
無
い
な
と

り
切

た

ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ
で
良
か

た
の
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

で
も
言
い
た
い
事
は
全
部
言

た
つ
も
り
だ

後
は
あ
い
つ
ら
次
第
だ
な

慣
れ
て
な
い
は
ず
な
の
に

あ
ん
な
に
⻑
く

て
大
丈
夫

す
げ

疲
れ
た
し

張
し
た

 
そ
れ
よ
り
も

俺
が
言

た
事
で
何
か
気
に
入
ら
な
い
部
分
と
か
あ

た
か

大
丈
夫
だ

た
かう

う
ん

私
に
も
ハ
チ
マ
ン
君
の
気
持
ち
は
ち

ん
と
伝
わ

た
し

い
い
と
思

た

そ
う
か

そ
れ
な
ら
頑
張

た
甲
斐
が
あ

た
わ

キ
リ
ト
君
に
追
い
つ
い
た
ら
ど
う
し
よ

か

そ
う
だ
な

ま
ず
は
二
人
で
キ
リ
ト
に
お
し
お
き
だ

 
残
さ
れ
た
者
達
も
思
い
思
い
に
立
ち
上
が
り

街
に

り
始
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
い
分
は
伝
わ
る
人
に
は
伝
わ
り
納
得
で
き
な
い
人
に
は
そ
の
ま
ま
だ

た

が
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し
か
し
皆
一
様
に
今
回
の
出
来
事
に
つ
い
て
真
面
目
に
考
え
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
よ

う
だ

  
こ
う
し
て
や

と
本
当
の
意
味
で

第
一
層
の

層
ボ
ス
戦
の
全
て
が

終
了
し
た
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第
０
１
５
話
 
天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使

 

を
駆
け
上
が
る
二
人
の
前
方
に

キ
リ
ト
の
後
ろ

が
見
え
て
き
た

 
そ
の
後
ろ

は

遠
く
か
ら
見
て
も
か
な
り
落
ち
込
ん
で
い
る
事
が
わ
か

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
容

す
る
気
は
微

も
無
か

た

 
足
音
が

こ
え
た
の
か

キ
リ
ト
が
後
ろ
を

り
向
い
た

 
二
人
の

を
見
つ
け
て

て
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
キ
リ
ト
は

 
す
が
さ
ず
二
人
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
た

 
最
初
に
口

を
切

た
の
は

ハ
チ
マ
ン
だ

た

お
い

な
ん
で
逃
げ
る
ん
だ
よ

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使

え

ん

ど
う
か
し
た
の
か

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使

何
で

る
ん
だ
よ

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使

い

い
や

そ
の
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言
い
た
い
事
が
あ
る
な
ら
気
に
せ
ず
何
で
も
言
え
よ

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使

ご
め
ん
な
さ
い

何
だ
よ
俺
達
の
仲
じ

な
い
か

何
か
謝
る
事
で
も
あ

た
の
か

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天

使
ア

ア
ス
ナ

 
キ
リ
ト
は
助
け
を
求
る
よ
う
に
ア
ス
ナ
の
方
を
見
た

 
ア
ス
ナ
は

く
よ
う
な
ド
ス
黒
い
満
面
の
笑
み
を

か
べ
て
い
た

私
が
ど
う
か
し
た

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
君

あど
う
し
た
の

か
ん
と
し
ち

て

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
君

二
人
と
も

そ
の

お
い
ア
ス
ナ

な
ん
か
天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
は
疲
れ
て
る
み
た
い
だ
な

そ
う
だ
ね
天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
君
は
疲
れ
て
る
み
た
い
だ
か
ら
特
製
ド
リ
ン
ク
が
必

要
だ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
厳
か
に

の
物
を
二
つ
取
り
出
し

一
つ
は
ア
ス
ナ
に

し
た
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な
あ
天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使

こ
れ
は
俺
が
天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
の
た
め
に
作

た

 
特
製
ド
リ
ン
ク
だ

是
非
絶
対
強
制
で
飲
ん
で
く
れ
天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使

そ
う
だ
よ
天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
君

ハ
チ
マ
ン
君
が
せ

か
く
用
意
し
て
く
れ
た
ん
だ
か

ら 
是
非
絶
対
強
制
で
飲
ん
で
ね

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
君

大
好
き
だ

て
言

て
た
か
ら

精
込
め
て
作

た

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使

大
好
き
だ

て
言

て
た
か
ら

山
用
意
し
た
よ

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
君

 
キ
リ
ト
は
自
主
的
に
正
座
を
し
二
人
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
用
ド
リ

ン
ク
を

 
二
つ
一
気
に
飲
み

し
て

こ
う
言

た

ご
め
ん
な
さ
い
も
う
し
ま
せ
ん
許
し
て
く
だ
さ
い

 
差
し
出
さ
れ
た
そ
の
飲
み
物
は

苦
手
な
は
ず
だ

た
の
に

 
と
て
も
美
味
し
く
感
じ
ら
れ
た
の
が

キ
リ
ト
に
は
不
思
議
だ

た

ま
あ
口
が
疲
れ
た
し
こ
の
く
ら
い
で
勘

し
て
や
る
か

そ
う
だ
ね

口
言
葉
み
た
い
で
ち

と
大
変
だ

た
よ
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そ
し
て
二
人
は

口
を
揃
え
て
言

た

も
う
や
ん
な
よ

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使

も
う
や
ら
な
い
で
ね

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
君

は

は
い

ん
じ

ま
あ

も
る
話
も
あ
る
わ
け
だ
が
と
り
あ
え
ず
先
に
第
二
層
に
行
け
る
よ
う
に
し

よ
うそ

う
だ
ね

き

と
み
ん
な
の
希
望
に
な
る
だ
ろ
う
し
ね

  
第
二
層
の
主
街
区
ウ
ル
バ
ス

 
テ

ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
を

外

だ
け
残
し
て

り
抜
い
て
作
ら
れ
た
街
で
あ
る

何
こ
れ

口
の
中
み
た
い
だ
ね

お
お

な
ん
つ

か

絶
景
だ
な

多
分
も
う
す
ぐ
鐘
が
鳴
る
ん
じ

な
い
か

 
そ
の
言
葉
を
待

て
い
た
か
の
よ
う
に

カ
ラ

ン
コ
ロ

ン
と
鐘
の
音
が

い
た

 
そ
れ
は
ま
る
で
三
人
を
歓
迎
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ

た
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お
い
キ
リ
ト

ん

ど
う
し
た

ハ
チ
マ
ン

腹

た
わ

お
ご
れ

お
ご
れ

 
ア
ス
ナ
も
そ
れ
に

乗
し
た

あ

あ
あ

そ
れ
じ

こ

ち
だ

 
キ
リ
ト
の
案
内
に
よ

て
三
人
は

少
し
歩
い
た
所
に
あ
る

 

の
マ

ク
の

が
か
か

た
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入

た

え

何

肉
食
わ
せ
て
く
れ
る
の

キ
リ
ト
お
前
大

豪
な
の

い
や

こ
の
エ
リ
ア
は
野

型
モ
ン
ス
タ

が
多
い
か
ら
こ
れ
系
の
店
が
多
い
ん
だ
よ

 
そ
う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
な
ん
じ

な
い
か
な

ア
メ
リ
カ

い
み
た
い
な

カ
ウ
ボ

イ
と
か
あ
あ
い
う
の
か

な
る
ほ
ど

私
も
今
は
が

つ
り
食
べ
た
か

た
し
丁
度
い
い
か
な

 

味
も

て
が
た
い
け
ど

そ

ち
は
さ

き
補

し
た
し
ね

お
前
ら
ほ
ん
と
あ
れ
好
き
だ
よ
な



 第一章 ＳＡＯ編

そ
う
い
う
お
前
も
さ

き
は
普
通
に
飲
め
て
た

い
け
ど
な

 
先
ほ
ど
の
自
分
の
事
を
思
い
出
し

キ
リ
ト
は
答
え
た

あ
あ

な
ん
か
さ

き
は
美
味
く
感
じ
た
ん
だ
よ
な

な
ん
で
だ
ろ
う
な

よ
し
え
ら
い
ぞ
キ
リ
ト

お
前
に
名

千
葉

の
称

を

え
よ
う

は
は

あ
り
が
た
き
幸
せ

ハ
チ
マ
ン
君

私
は

私
は

ア
ス
ナ
に
は

名

ミ
ス
東
京
ド
イ
ツ
村
の
称

を

え
よ
う

千
葉
じ

な
い

あ

い
や

東
京
ド
イ
ツ
村
は
千
葉
に
あ
る
ん
だ
よ

東
京
デ

ス
テ

ニ

ラ
ン
ド
み
た
い
な
も
ん
か

 
三
人
は

ゆ
る
い
会
話
を
楽
し
み
つ
つ

食
事
を
楽
し
ん
だ

 
食
べ
終
わ

た
三
人
は

食
後
に
コ

ヒ

を
頼
み

情
報
の

り
合
わ
せ
を
始
め
た

ま

あ
れ
か
ら
ど
う
な

た
か
は

こ
ん
な
感
じ
だ
な

そ

か

俺
の
や

た
事
は
無

だ

た
ん
だ
な

い
や
そ
ん
な
事
は
ま

た
く
な
い
ぞ
キ
リ
ト

な
ん
で
そ
う
な
る
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え

そ
う
な
の
か

お
前
が
も
し
何
も
し
な
か

た
ら
あ

そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
の
ご

光
を
お

り
し
て
だ
な

 
皆
に
話
を
し
た
と
す
ん
だ
ろ

そ
う
す
る
と
な

デ

ア
ベ
ル
の
事
は
と
も
か
く

 
何
故
前
線
に

テ
ス
タ

が
少
な
い
の
か
と
か
そ
こ
ら
へ
ん
の
話
は
出
来
な
か

た
は
ず
な

ん
だ
よ

普
通
に
ハ
チ
マ
ン
が
気
付
い
た
ん
じ

な
い
の
か

い
や

お
前
の

い
セ
リ
フ
が
無
か

た
ら

気
付
い
て
な
か

た
だ
ろ
う
な

い
は
余
計
だ
よ

私
は
そ
の
時
置
き
物

態
だ

た
か
ら

も
ち
ろ
ん
無
理
だ

た
よ

で
も

そ
う
か

ハ
チ
マ
ン
は
す
ご
い
な

い
や

す
ご
い
の
は
ア
ス
ナ
だ
と
思
う
ぞ

そ
ん
な
事
な
い
と
思
う
け
ど

ア
ス
ナ
に
背
中
を
押
さ
れ
て

正
面
か
ら

実
に
接
し
た
の
が
良
か

た
と
思
う

 
俺
一
人
な
ら
多
分

い
て
も
ら
え
た
と
し
て
も
正

正

で
押
す
事
し
か
思
い
つ
か
ん
し

 
相
手
に
も

と

わ
れ
て

況
を
悪
化
さ
せ
る
ま
で
あ

た
だ
ろ
う
な
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そ

そ
う
な
の
か

ま
あ
ま
だ
知
り
合

て
一
日
だ
け
ど
三
人
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
が
良
か

た

て
事
だ

ね
た
ま
た
ま

み
合

た

て
の
が
強
い
け
ど
な

で
も
二
人
と
も
本
当
に
ご
め
ん

今
度
な
ん
か
あ

た
ら
事
前
に
相
談
し
て
く
れ
よ

そ
う
そ
う

あ
あ

も
う
勝
手
は
し
な
い
さ

後

俺
が

テ
ス
タ

だ

て

て
て
す
ま
な
か

た

 
そ
れ
を

い
て

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
顔
を
見
合
わ
せ
て

た
め
息
を
つ
い
た

お
前
馬

な
の

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使

ま
た
飲
ま
さ
れ
た
い
の
か
な

天
駆
け
る
漆
黒
の
堕
天
使
君

も
う
そ
の
呼
び
方
は
勘

し
て
く
れ

い
い
か

お
前
が

テ
ス
タ

だ
と

俺
達
に
な
ん
か
不
都
合
が
あ
ん
の
か

え

え

と

分
か

た
か

何
も
無
い
ん
だ
よ
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は
い

だ
か
ら
俺
達
の
前
で

そ
ん
な
事
気
に
す
ん
な
よ

正
直
ど
う
で
も
い
い

 
横
で
見
て
い
た
ア
ス
ナ
が

ど
や
顔
で
キ
リ
ト
に
告
げ
た

そ
う
そ
う

ど
う
で
も
い
い
の
だ
よ
キ
リ
ト
君

分
か
れ
ば
よ
ろ
し
い

あ
あ

何
か
二
人
の
前
だ
と
自
分
は
つ
ま
ら
な
い
事
で
悩
ん
で
た
ん
だ
な

て
本
当
に
思
う

よ
あ

あ
と

エ
ギ
ル
が
宜
し
く
言

て
た
ぞ

そ

か

エ
ギ
ル
が

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

い
声
で

さ
ら
に
キ
リ
ト
に
告
げ
た

よ
く
も

み
台
に
し
や
が

た
な

後
で
絶
対
捕
ま
え
る

と
も
言

て
た
な

え

ま
じ
か

ま
あ
そ
れ
は
冗
談
だ

良
か

た

街
中
で
捕
ま

た
ら
逃
げ
ら
れ
る
気
が
し
な
い
か
ら
な

あ
い
つ
見
た
目
か
ら
し
て
い
か
に
も
強
そ
う
だ
し
な

二
層
の
ボ
ス
で
も
こ
き
使
う
た
る
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キ
リ
ト
は

そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
い
き
な
り
の
言
葉
に
び
く
り
と
し
た

こ
れ
は
キ
バ
オ
ウ
さ
ん
か
ら
ね

キ
バ
オ
ウ
が
そ
ん
な
事
を

あ
あ
あ
い
つ

な
や
つ
だ
け
ど
意
外
と
見
る
と
こ
見
て
た
み
た
い
で
な

な
や
つ
だ
け

ど
ハ
チ
マ
ン
君
そ
ん
な
に

い
な
ん
だ

後
は

デ

ア
ベ
ル
か

 
場
の
雰
囲
気
が

や
や
し
ん
み
り
と
し
た

デ

ア
ベ
ル
が

テ
ス
タ

だ

た
か
も

か

ま
あ

俺
は
別
に
ど

ち
で
も
気
に
な
ら
な
い
ん
だ
け
ど
な

確
か
に
そ
れ

い
感
じ
は
し
て
た
け
ど

 
言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に

況
か
ら
は
そ
う
と
し
か
思
え
な
い
の
は
確
か
だ
な

で
も

死
ん
で
い
い
理
由
な
ん
か
ま

た
く
無
か

た

そ
う
だ
な

私
は

あ
れ
を
見
て

や

ぱ
り
シ

ク
だ

た
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あ
ん
な
死
に
方

人
間
の
死
に
方
じ

な
い
よ

て
思

た

も
う

者

出
し
た
く
な
い
な

あ
あ

う
ん

と
に
か
く
慎
重
に
頑
張
る
し
か
な
い
ね

 
そ
の
後
も
雑
談
ま
じ
り
に
色
々
な
話
を
し
た
三
人
は

 
疲
れ
て
い
た
事
も
あ
り

そ
の
ま
ま
解
散
す
る
事
と
な

た

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
二
層
の

に
入
り
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
一
層
の

に

る
事
に
し

た
そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

ま
た
な

お
う
お
疲
れ
さ
ん

お
疲
れ
様

 
そ
の
ま
ま
二
人
は

連
れ
立

て

の
方
へ
と
向
か

た

そ
う
だ
ア
ス
ナ

リ
ズ
が
心
配
し
て
る
だ
ろ
う
か
ら

め
に
連

し
て
お
け
よ

う
ん

リ
ズ
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
は
も
う
送

た

仕
事
が

い
な
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ね

ハ
チ
マ
ン
君

私
達

つ
い
に
や

た
ん
だ
よ
ね

あ
あ

最
初
の
一
層
さ
え
超
え
れ
ば
後
は
少
し
の
レ
ベ
ル
上
げ
と
探
索
で
ボ
ス
に
挑
め
る
か

ら 
今
後
は
ペ

ス
も
上
が

て
い
く
は
ず
だ

色
々
な
事
が
あ

た
ね

そ
う
だ
な

ハ
チ
マ
ン
君

色
々
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね

い
や

俺
の
方
こ
そ
助
け
ら
れ
て
ば

か
り
だ

た
よ

あ
り
が
と
な

明
日
は
ど
う
す
る

そ
う
だ
な

一
日
中
ご
ろ
ご
ろ
休
み
た
い

相
変
わ
ら
ず
だ
ね

そ
れ
じ

私
は
リ
ズ
と
一

に
二
層
の
街
の
中
で
も
ま
わ

て
く
る
よ

お
う

じ

あ
な

う
ん

ま
た
ね

 
ア
ス
ナ
と
別
れ
た
後

ハ
チ
マ
ン
が

の
前
に
着
い
た
時

入
り
口
に
人
影
が
見
え
た

気
配
も
消
さ
ず
に
珍
し
い
な

ア
ル
ゴ
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無
事
に
倒
せ
た
み
た
い
だ
な

ハ

今
後
は
お
前
の
仕
事
も
多
少
や
り
や
す
く
な
る
は
ず
だ

こ
れ
か
ら
も
色
々
頼
む
わ

ハ

今
回
の
事
は

気
に
す
ん
な

キ
リ
ト
に
は
ち

ん
と
お

を
言

と
け
よ

後

今
度
お
し
お
き
な

は
は

ハ

は
変
わ
ら
な
い
な

そ
の

あ
り
が
と
な

ハ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
に
は
答
え
ず

ひ
ら
ひ
ら
と
手
を

て

に
入

て
い

た

ふ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
ベ

ド
に
横
た
わ

た

今
日
は
も
う
何
も
し
た
く
ね
え

大
丈
夫
だ
と
は
思
う
が
リ
ズ
に
ア
ス
ナ
の
ケ
ア
だ
け
頼

む
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
リ
ズ
ベ

ト
に

簡

な

付
き
で

 
出
来
れ
ば
ア
ス
ナ
の
所
に

ま
り
に
い

て
く
れ
と
メ

セ

ジ
を
送
り

眠
り
に
つ
い
た
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第
０
１
６
話
 
体
術
ス
キ
ル
を
取
ろ
う

 
次
の
日
は
予
定
通
り

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
は
街
の
探
索
へ

 
ハ
チ
マ
ン
は

一
日
ご
ろ
ご
ろ
し
て
過
ご
す

つ
も
り
だ

た
の
だ
が

こ
の
世
界
に
は

楽
が
な
い

せ
め
て
本
で
も
あ
れ
ば

 
一
日

て
過
ご
し
て
も
良
か

た
の
だ
が
さ
す
が
に
何
も
な
い

態
だ
と
き
つ
か

た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
予
定
を
変
え
て
外
出
す
る
事
に
し
た

 

し
も
ア
ス
ナ
か
ら
明
日
ど
う
し
よ
う
か
と
連

が
あ

た
の
で

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
も

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
と
合
流
す
る
事
に
し
た

何
か
面
白
い
も
の
で
も
あ

た
か

全
体
と
し
て
は
そ
こ
ま
で
真
新
し
い
も
の
は
な
か

た
か
な

そ
う
だ
ね
リ
ズ

あ

あ
れ
な
ん
だ
ろ
う

 
ア
ス
ナ
は
何
か
に
興
味
を
引
か
れ
た
の
か

露
天
の
方
に

走

て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
リ
ズ
ベ

ト
も
そ
ち
ら
に
向
か

た
が

 
ち

う
ど
い
い
機
会
だ
と
思
い

ハ
チ
マ
ン
は
リ
ズ
ベ

ト
に
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日
は
ど
う
だ

た
か
と

ね
て
み
る
事
に
し
た

や

ぱ

が
出
た
事
に
シ

ク
受
け
て
た
み
た
い
だ
か
ら

 

し
い
話
は

か
ず
に
明
る
い
会
話
中
心
に
話
し
と
い
た
よ

そ
か

あ
り
が
と
な

攻
略
の
話
で

い
た
の
は

三
人
パ

テ

で
頑
張

た

度
か
な

ま
あ

そ
ん
な
感
じ
だ
な

ア
ス
ナ
が
言

て
た
ん
だ
け
ど

戦
闘
が
終
わ

た
後
の
話
し
合
い
で

 
ハ
チ
マ
ン
君
が

力
人
の
名
前
を
言
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
た
か
ら

 
攻
略
関
係
で
今
後
ど
ん
な
事
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
し

 
ア
ス
ナ
も
普

は

力
前
線
の
人
の
名
前
と
か
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
事
に
し
た

い
よま

あ
前
線
だ
と
こ
れ
か
ら
も
色
々
あ
る
だ
ろ
う
し
な

 
し
か
し
な
ん
だ
か
ん
だ
色
々
観
察
し
て
る
ん
だ
よ
な

ア
ス
ナ
の
奴

 
キ
リ
ト
の
名
前
く
ら
い
出
し
て
も
い
い
と
思
う
が
ま
今
度
紹
介
す
る
機
会
が
あ

た
時
で

い
い
か



 第一章 ＳＡＯ編

ハ
チ
マ
ン
君

リ
ズ

こ

ち

あ
い
よ

 
ア
ス
ナ
が

く

く

と
い
う
感
じ
で
手
を

て
き
た
の
で

 
二
人
は
小
走
り
で
ア
ス
ナ
の
方
へ
と
向
か

た

新
し
い
層
に
着
い
た
わ
け
だ
が

二
人
は
今
後
の
事
と
か
な
ん
か
考
え
て
る
の
か

私
は
あ
ん
ま
り
か
わ
ら
な
い
か
な

ま
だ
鍛
治
関
係
で
も
出
来
る
事
少
な
い
し

 
ち

こ
ち

こ
素
材
目
当
て
で
探
索
し
な
が
ら
鍛
治
ス
キ
ル
と
レ
ベ
ル
上
げ
て
く
感
じ

私
は
武
器
を
も
う
ち

と
強
化
し
て

普
通
に
レ
ベ
ル
上
げ
か
な

そ
れ
じ

し
ば
ら
く
は
レ
ベ
ル
上
げ
優
先
だ
な

攻
略
ペ

ス
も
上
が
り
そ
う
だ
し
ね

そ
れ
じ

明
日
様
子
見
が
て
ら
レ
ベ
ル
上
げ
と
素
材
集
め
に
で
も
行

て
み
る
か

そ
う
だ
ね

二
人
が
良
け
れ
ば

私
は
も
ち
ろ
ん
問
題
な
い
よ

リ
ズ

  
次
の
日
三
人
は

ひ
た
す
ら
戦
闘
に
あ
け
く
れ
た
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レ
ベ
ル
も
上
が
り

強
化
素
材
も
か
な
り
集
ま
り

 
リ
ズ
ベ

ト
の
鍛
治
ス
キ
ル
を
上
げ
る
た
め
の
材
料
も

調
に
揃

て
い

た

 
ア
ス
ナ
は

自
分
の
武
器
の
次
の

の
強
化
を
リ
ズ
ベ

ト
に
頼
む
つ
も
り
で
い
た
た
め

 

的
に
素
材
集
め
に
協
力
し
て
い
た

 
そ
の

街
で
は

プ
レ
イ
ヤ

初
の
鍛
治
職
人
誕
生

と
言
わ
れ
る
く
ら
い

 

が
い
い
職
人
の
噂
が
流
れ
て
い
た

 
そ
の
職
人
は
露
天
で

的
に
仕
事
を

け
か
な
り
の

さ
で

練
度
を
上
げ
た
よ
う
だ

 
リ
ズ
ベ

ト
は

一
人
で
街
中
で
仕
事
を
す
る
気
は
ま
だ
ま

た
く
な
い
ら
し
く

 
今
の
と
こ
ろ
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
専
属
の
よ
う
に
な

て
い
た

い
ず
れ
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
仕
事
も
受
け
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
知
ら
な
い
プ
レ
イ
ヤ

相
手
に
仮
に
失
敗
し
た
ら
気
ま
ず
い
だ
ろ
う
し
な

 
失
敗
し
て
も
問
題
な
い
内

で
し
ば
ら
く
鍛
え
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い

 
そ
の
日
の
狩
り
を
終
え
た
帰
り
道
で
ハ
チ
マ
ン
は

日

守
に
す
る
事
を
二
人
に
告
げ
た

あ

二
人
と
も

俺
は
ち

と
明
日
か
ら

日

守
に
す
る
ぞ

や
る
事
が
あ
る
ん
で
な

そ
れ

私
が
一

に
行
く
の
は

目
な
用
事
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ア
ス
ナ
が
内
容
も

か
ず
に

ね
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
は
内
心
嬉
し
い
気
持
ち
も
あ

た
が

 
今
回
ば
か
り
は
ハ
チ
マ
ン
に
も

れ
な
い

と
あ
る
理
由
が
あ

た

あ

す
ま
ん
ア
ス
ナ

目
と
か
な
用
事
じ

な
い
ん
だ
が
今
回
は
一
人
で
行
く
事
に
す
る

 
二
人
は
し
ば
ら
く
狩
り
な
り
情
報
収
集
な
り
好
き
に
し
て
い
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
と
の
こ
れ
だ
け
⻑
い
別
行
動
は
初
め
て
だ

た
の
で
ア
ス
ナ
は
少
し

し
さ
を
感

じ
た
が

 
同
時
に
目
的
を
言
わ
な
い
ハ
チ
マ
ン
の
態
度
を

こ
れ
は
怪
し
い

と
感
じ
た

 
い
つ
も
の
ハ
チ
マ
ン
な
ら
明
確
に
目
標
を
定
め

し

か
り
内
容
を
伝
え
て
く
る
か
ら
だ

う
ん
わ
か

た

そ
れ
じ

色
々
や

て
る
よ

す
ま
な
い
な

何
か

急
事
態
が
発
生
し
た
ら

連

し
て
く
れ

気
を
つ
け
て
ね

ハ
チ
マ
ン

お
う

リ
ズ
も
頑
張
れ
よ

 
そ
の
日
の
夜
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
を
呼
び
出
し
体
術
ス
キ
ル
ク
エ
ス
ト
の
発
生

置
情
報
を

た

 
前
に
話
し
た
時

体
術
ス
キ
ル
の
存
在
を
知

て
い
る
よ
う
で
あ

た
の
で
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ハ
チ
マ
ン
は

に
場
所
ま
で
知

て
い
る
も
の
だ
と
思

て
い
た
ア
ル
ゴ
は

 
ハ
チ
マ
ン
の
知
識
は
少
し
偏

て
る
ん
だ
な
と
心
に

め
た

  
次
の
日
ハ
チ
マ
ン
は

東
に
あ
る
岩
山
の
上
に
い
た

 
マ

プ
を
見
な
が
ら
岩
壁
を

り

を
抜
け

地
下
水
路
を
滑
り

 

中
何
度
か
敵
に
も
遭
遇
し
た
が
自
前
の
気
配

断
ス
キ
ル
に
加
え
日
ご
ろ
の
要
領
の
良
さ

を
発

し

 

十
分
ほ
ど
で
目
的
の
場
所
に
着
く
事
が
出
来
て
い
た

 
そ
こ
に

つ
ん
と
立

て
い
る
小
屋
の
中
で
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
後
ハ
チ
マ
ン
は
気
合
を
入

れ
た

 
体
術
ス
キ
ル
を
取
得
す
る
た
め
に

巨
大
な
岩
を
素
手
で

る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ

一
度
や
ら
さ
れ
た
け
ど

こ
れ
は
コ
ツ
が
あ
る
ん
で
す
よ

と

 
そ
れ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
は

々
と
岩
を
殴
り
続
け
た

一
度
や

て
い
る
だ
け
あ

て

 
中
々

い
ペ

ス
で

る
事
が
出
来
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
次
の
日
半
ば
ま
で
岩
に
ヒ
ビ
を
入
れ
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は
突
然

線
を
感
じ
飛
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び
す
さ

た

何
だ

こ
こ
は
安
全
地

だ
か
ら
モ
ン
ス
タ

で
は
な
い
は
ず
だ
が

誰
か
来
た
の
か

 

小
屋
の
陰
に
誰
か
い
る
な

し
か
も
複

か

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
慎
重
に
小
屋
に
近

い
て
い

た

 
そ
し
て

小
屋
の
裏
手
か
ら
こ

そ
り
と

き
見
た

リ
ズ
だ
と

リ
ズ
が
一
人
で
こ
こ
に
来
れ
る
は
ず
が

あ

ま
さ
か

 
そ
の

間

小
屋
の
上
か
ら

ダ
ン

と
い
う
音
が
し
て

背
後
に
誰
か
が
着
地
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
人
物
に
後
ろ
か
ら
両

を
捕
ま
れ
た

リ
ズ

捕
ま
え
た
よ

お

け

今
い
く

 
そ
の
声
は

こ
こ
最
近
ほ
ぼ

日

い
て
い
た

と
て
も

き
覚
え
の
あ
る
声
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

を
か
か
え
て
そ
の
場
に
し

が
み
こ
み

え
る
声
を

え
つ
つ
そ
の
人
物
に

話
し
か
け
た

ア

ア
ス
ナ
さ
ん

何
故
こ
ち
ら
に

ハ
チ
マ
ン
君
が
あ
か
ら
さ
ま
に
怪
し
か

た
か
ら
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ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
ハ
チ
マ
ン
君
の
居
場
所
の
情
報
を

お
う
と
し
た
ん
だ
け
ど

 
本
人
の

が
な
い
と
教
え
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
の

だ
か
ら
別
の
情
報
を

た
の

 
ハ
チ
マ
ン
君
が

た
の
と
同
じ
地
図
も
し
く
は
情
報
を

て
下
さ
い

て

ア
ル
ゴ
て
め
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

で

地
図
を
も
ら

た
ん
だ
け
ど

離
的
に
は
す
ぐ
近
く
だ

た
か
ら

 
情
報
収
集
の
つ
い
で
に
立
ち
寄

て
み
た

て
感
じ
か
な

こ

行
動
的

す
ね

本
当
は
た
だ
の
興
味
本

だ

た
し

迷
惑
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
ま
あ
話
し
て
く
れ
る
ま
で
待

て
れ
ば
い
い
や

て
思

て
た
ん
だ
け
ど
ね

 
地
図
を
く
れ
た
時
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

す
ご
い
に
や
に
や
し
な
が
ら

度
あ
り

て

ア
ル
ゴ
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 

を
か
か
え
て
座
り
込
ん
だ
ま
ま
動
か
な
い
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
て
不
安
に
な

た
の
か

 
ア
ス
ナ
は
恐
る
恐
る
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

 

勢
い
で
来
ち

た
け
ど

ご
め
ん
ね

も
し
か
し
て

迷
惑
だ

た
か
な

い

い
え

別
に
そ
ん
な
事
は
無
い
で
す
よ
ア
ス
ナ
さ
ん
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あ
れ

ハ
チ
マ
ン
ど
う
し
た
の

お

お
う

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
デ
ス

や

ぱ
り
何
か
怪
し
い

い
え

別
に
特
に
怪
し
い
顔
な
ん
か
し
て
な
い
で
す
よ

ア
ス
ナ
さ
ん

顔
 
ハ
チ
マ
ン
は
動

し
す
ぎ
て
ま
た
し
て
も
墓

を

て
し
ま

た
よ
う
だ

 
二
人
は

き
合
い

ハ
チ
マ
ン
を
後
ろ
に
ひ

く
り
返
そ
う
と
し
始
め
た

お
わ

ち

待
て
お
前
ら

リ
ズ

せ

の
で
い
く
よ

う
ん

せ

の

 

け
声
と
共
に

ハ
チ
マ
ン
は
ひ

く
り
返

た

そ
し
て
そ
の
顔
に
は

 
見
事
な
ヒ
ゲ
が
書
い
て
あ

た

あ
え
て
誤
解
を
恐
れ
ず
表
現
す
る
な
ら

そ
れ
は
ま
さ
に

ハ
チ
え
も
ん

 
で
あ

た

そ
の
後

二
人
は
さ
す
が
に
笑
い
を

え
ら
れ
ず

⻑
時
間
笑
い
転
げ
て
い
た
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だ
か
ら
言
い
た
く
な
か

た
ん
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
が
涙
目
で
言

た

ご

ご
め
ん
ね

ま
さ
か
こ
う
い
う
事
だ

た
な
ん
て

ご
め
ん
ね
ハ
チ
マ
ン

で
も
よ
く
見
る
と

ア
ル
ゴ
さ
ん
に
そ

く
り

あ

ほ
ん
と
だ

多
分
あ
れ
だ

ア
ル
ゴ
は
こ
れ
が
ク
リ
ア
出
来
な
く
て

 
そ
の
ま
ま
あ
れ
が
ト
レ

ド
マ

ク
み
た
い
に
な

ち
ま

た
ん
だ
ろ
う
な

知
ら
ん
け
ど

体
術
か

こ
れ

て
ど
ん
な
内
容

ま
ず
ク
エ
ス
ト
を
受
け
る
と
顔
が
こ
う
な
る

で
ク
リ
ア
す
る
ま
で
は
絶
対
に
消
え
な
い

 
そ
し
て
そ
の
ク
リ
ア
内
容
は

 
ハ
チ
マ
ン
は

半
ば
ま
で
ヒ
ビ
が
入

た
岩
を

コ
ン
コ
ン
と
叩
き

こ
れ
を
素
手
で

る

 
と
言
い
な
が
ら

岩
に
パ
ン
チ
を
入
れ
た

う

わ

そ
う
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み
は
無
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

こ
れ
は

気
が
い
る
ね

ま

そ
ん
な
わ
け
で

多
分
明
日
の
夜
く
ら
い
ま
で
か
か

ち
ま
う

 
俺
の
事
は
心
配
し
な
い
で

二
人
は
色
々
や

て
て
く
れ

こ
れ

て
私
達
も
や

た
方
が
い
い
の
か
な

 
ふ
と
ア
ス
ナ
が

ね
た

あ

ア
ス
ナ
は
い
ず
れ
も
う
ち

と
レ
ベ
ル
が
上
が

て
か
ら

 
時
間
の
あ
る
時
に
や

た
方
が
い
い
な

 
リ
ズ
は
最
前
線
に
立
ち
続
け
る
よ
う
な
事
で
も
な
い
限
り
別
に
や
ら
な
く
て
も
い
い
と
思

う
ぞじ

あ

い
ず
れ
ま
た

か
な

だ
な

そ
れ
じ

私
達
は
帰
ろ

か

ア
ス
ナ

そ
う
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君
頑
張

て

お
う

終
わ

た
ら
連

す
る
わ

ま
た
黒
歴

が

え
て
し
ま

た
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恥
ず
か
し
さ
の
あ
ま
り

岩
に
や
つ
当
た
り
ぎ
み
に
攻
撃
を
打
ち
込
み
続
け
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
予
定
よ
り
や
や

く

次
の
日
の

方
に
は

岩
を

る
事
に
成
功
し
た

 
達
成
感
と
共
に
ハ
チ
マ
ン
は
一
刻
も

く
帰
ろ
う
と
し
た
が
ど
う
や
ら
ま
た
誰
か
来
た
ら

し
いな

ん
で
こ
ん
な
と
こ
に
何
度
も
人
が
来
る
ん
だ
よ

て

キ
リ
ト
じ

ね
え
か

 
ま
た
ア
ル
ゴ
の
仕
業
か
と
思

た
ハ
チ
マ
ン
は

物
陰
に

れ
て
様
子
を

て
い
た

 
総
合
的
な

密
力
は
ハ
チ
マ
ン
の
方
が
上
の
よ
う
で

気
付
か
れ
て
は
い
な
い
よ
う
だ

 
し
ば
ら
く
観
察
し
て

ど
う
や
ら
キ
リ
ト
は

 
こ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
が
い
る
と
思

て
来
た
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
事
が
判
明
し
た

 
キ
リ
ト
は
何
か
を
探
す
そ
ぶ
り
も
一
切
見
せ
ず

 
普
通
に
ク
エ
ス
ト
を
受
け

ヒ
ゲ
を

か
れ
て

然
と
し

内
容
に
落
ち
込
ん
で
い
る
よ
う

だ

た
あ
れ

あ
い
つ
内
容
と
か
何
も

か
な
い
ま
ま
ク
エ
ス
ト
受
け
に
来
た
の
か

 
ア
ル
ゴ
は
教
え
て
く
れ
な
か

た
ん
だ
ろ
う
な

 
キ
リ
ト
が
大
岩
を
殴
り
だ
し
た
の
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は
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彼
を
激

し
て
帰
る
事
に
決
め

キ
リ
ト
の
後
ろ
に
飛
び
出
し
た

よ

キ
リ
え
も
ん

先
は
⻑
い
が
し

か
り

れ
よ

キ
リ
え
も
ん

 
突
然
声
を
か
け
ら
れ

ま
る
キ
リ
ト
を
前
に
ハ
チ
マ
ン
は

親
指
を
立
て

微
笑
ん
だ

 
キ
リ
ト
が
声
に
な
ら
な
い
叫
び
を
上
げ
る
の
を
確
認
す
る
と
ハ
チ
マ
ン
は

 
一
目
散
に
走
り
去

た
の
で
あ

た
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第
０
１
７
話
 
誰
も
幸
せ
に
な
れ
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
街
に

り
着
い
た
後

ア
ス
ナ
に

く
帰
還
の
報
告
を
入
れ
た

 
一
層
へ
の
転
移
門
へ
向
か
お
う
と
歩
き
出
し
た
ハ
チ
マ
ン
の

界
に

 
ど
う
や
ら
武
器
強
化
を
依
頼
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
プ
レ
イ
ヤ

の

が
映

た

あ
れ
が
噂
の
職
人
か

ど
れ

ち

と
見
学
で
も
す
る
か

 
目
立
た
な
い
よ
う
に
ベ
ン
チ
に

を
下
ろ
し
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
様
子
を
見
学
す
る
事
に
し
た

何
で
あ
い
つ

あ
ん
な
に

そ
う
な
顔
し
て
る
ん
だ

 
あ
れ

今
何
か
不
自
然
な
動
き
を
し
た
か

あ
と
依
頼
し
た
武
器
が
何
か

違
和
感
が
あ

る 
そ
の
違
和
感
が
何
か
は
分
か
ら
な
か

た

 
そ
し
て
次
の

間

ん
だ
金
属
音
と
共
に
武
器
が

け
散

た

は

な
ん
だ

強
化
で
武
器
破
壊
な
ん
て

い
た
事
が
無
い
ぞ

一
応
ア
ル
ゴ
に
確
認
す
る

か 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
に

を
書
い
た
メ

セ

ジ
を
送
り
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と
り
あ
え
ず
そ
の
ま
ま

に

り

休

す
る
事
に
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ベ

ド
に
横
た
わ
り

先
ほ
ど
の
出
来
事
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

何
度
も
リ
ズ
が
武
器
を
強
化
す
る
所
を
見
て
き
た
が

そ
れ
と
比
べ
る
と
何
か
が
違

た

 
だ
が
そ
れ
が
何
か
は
わ
か
ら
な
い

一
体
ど
う
い
う
事
な
ん
だ

 
そ
う
や

て
考
え
事
を
し
て
い
た
が

ふ
と
メ

セ

ジ
が
二
通
来
て
い
る
事
に
気
付
い
た

 
一
つ
は
ア
ス
ナ
か
ら
で
明
日
ハ
チ
マ
ン
の
武
器
の
強
化
素
材
を
取
り
に
行
こ
う
と
い
う
も
の

だ

た

 
も
う
一
つ
は
ア
ル
ゴ
か
ら
で

最
近
そ
れ
関
係
の
情
報
を
求
め
ら
れ
る
事
が
多
い
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
情
報
も

ま
え

こ
ち
ら
で
も

し
く
調
べ
て
み
る
と
の
事
だ

た

 
そ
の
日
は
疲
れ
て
い
た
の
で
ア
ス
ナ
に
返
信
だ
け
し
て

ハ
チ
マ
ン
は
眠
り
に
つ
い
た

  
次
の
日
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
の
体
術
ス
キ
ル
取
得
の
た
め

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
武
器
強
化
用
の
素
材
収
集
を
一
気
に
終
わ
ら
せ

街
へ
と

て
き
た

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
が
ク
エ
ス
ト
を
行

て
い
る
間
に

 
リ
ズ
ベ

ト
の
鍛
治
ス
キ
ル
の

練
度
は
武
器
強
化
を
頼
む
の
に
十
分
な

に
達
し
た
ら
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し
いア

ス
ナ
の
武
器
は

も
う
す
ぐ
に
で
も
強
化
で
き
る
の
か

え

と
ね

後
は
ハ
チ
系
の
モ
ン
ス
タ

か
ら

確

で
落
と
す
素
材
が
必
要
な
ん
だ
け
ど

 
リ
ズ
の
武
器
の
相
性
が

ハ
チ
と
は
ち

と
悪
く
て
ね

 
だ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
君
が

て
き
た
ら
一

に
行

て
く
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

て
リ

ズ
がな

る
ほ
ど
な

そ
れ
じ

明
日
一
気
に
終
わ
ら
せ
る
か

う
ん

お
願
い
し
ま
す

 
二
人
が
話
し
て
い
る
と

前
方
か
ら
背
の
高
い
人
影
が
近

い
て
く
る
の
が
見
え
た

お

久
し
ぶ
り
だ
な
二
人
と
も

エ
ギ
ル
さ
ん

久
し
ぶ
り
だ
な

エ
ギ
ル

 
そ
れ
は

ボ
ス
戦
で
交
流
を
深
め
た
エ
ギ
ル
だ

た

 
エ
ギ
ル
は

攻
略
に
つ
い
て
の
近
況
を
話
し
て
く
れ
た

 
キ
バ
オ
ウ
が

い
ず
れ
ギ
ル
ド
を
作
る
事
を
前
提
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放

を
作

た
事
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リ
ン
ド
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

が
デ

ア
ベ
ル
の
跡
を
継
ぎ

対
抗
グ
ル

プ
を
作

た
事

 
今
日
こ
れ
か
ら
フ

ル
ド
ボ
ス
の
偵
察
が
行
わ
れ
る
事

や

ぱ
一
か
ら
何
も
か
も
始
め
な
く
ち

い
け
な
か

た
一
層
と
比
べ
て
攻
略
速
度
が
上

が

た
な

あ
あ

お
前
ら
も
参
加
す
る
か

い
や

そ
の

だ
と

中
か
ら
出
し

ば

て
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
し

 
フ

ル
ド
ボ
ス
は
遠

す
る
わ

層
ボ
ス
戦
に
は
参
加
す
る
つ
も
り
だ
け
ど
な

私
も
そ
れ
で
い
い

そ
う
か

こ
こ
だ
け
の
話

正
直
俺
も
あ
い
つ
ら
と
は
あ
ま
り
気
が
合
わ
な
い
ん
で
な

 
偵
察
に
は
参
加
す
る
が

フ

ル
ド
ボ
ス
戦
に
は
参
加
し
な
い
つ
も
り
だ

 
そ
の
後
教
会
の
話
を
し
た
り

く
雑
多
な
情
報
交
換

を
終
え

 
後
日
の
再
会
を
約
束
し
て

エ
ギ
ル
は
去

て
い

た

 
も
う
か
な
り

り
も
暗
く
な

て
き
て
た
の
で

二
人
は
解
散
し
て
帰
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
ち

う
ど
そ
こ
に
ア
ル
ゴ
が
や

て
き
た

今
度
は
ア
ル
ゴ
か
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よ

う
お
二
人
さ
ん

ち

と
話
が
あ
る
ん
だ
が

い
い
カ

別
に

わ
な
い
ぞ

う
ん

大
丈
夫

日
の
鍛
治
屋
の
話
な
ん
だ
け
ど
な

ハ

鍛
治
屋
さ
ん

調
べ
て
み
た
ん
だ
が

ど
う
も
キ
ナ

い
ん
だ
よ
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
は

事
情
の
わ
か

て
い
な
い
ア
ス
ナ
に

日
の

を
簡

に
説
明
し
た

強
化
失
敗
で
の
ロ
ス
ト
な
ん
て
リ
ズ
も
そ
ん
な
事
一
言
も
言

て
な
か

た
け
ど
あ
り
う

る
のオ

レ

ち
が
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と

確
定
で
ロ
ス
ト
す
る
ケ

ス
が
一
つ
だ
け
あ
ル

ど
ん
な
時
だ

強
化

行
回

が
残

て
な
い
武
器
を

更
に
強
化
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
時
だ
ナ

成
功
し
た
場
合
は
ロ
ス
ト
し
な
い
の
か

あ
あ

強
化
も
さ
れ
な
い
が

ロ
ス
ト
も
し
な
い
ナ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
の
も
あ
る
ん
だ
ね

で

今
回
の
ケ

ス
は
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あ
り
え
な
い
な

オ
レ

ち
の
調
べ
た
限
り

そ
ん
な
事

が
報
告
さ
れ
た
ケ

ス
は
な
い

 
実

問
題

あ
の
職
人
以
外
に
は

そ
う
い

た
事
は
ま

た
く

こ

て
い
な
い
ナ

 
ア
ル
ゴ
は
さ
ら
に
つ
け
加
え
た

最
も
他
人
の
依
頼
を
受
け
る
ほ
ど
の

の
職
人
は
表
に
出
て
る
の
は
ま
だ
あ
い
つ
し
か
い

な
い
か
ら

 
失
敗
し
て
も
ま
あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

て
事
に
な

ち
ま

て
る

て
感
じ
だ

ナ 
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
込
ん
だ
が

ま
だ
情
報
が
足
り
な
い

他
に
あ
い
つ

み
の
情
報
は
な
い
の
か

あ
の
職
人

Ｎ
ｅ

ｈ
ａ
で

ネ
ズ
ハ

て
言
う
ん
だ
が
な

 
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス

て
チ

ム
の
一
員
な
ん
だ
ヨ

伝
説
の
英
雄
達
か

あ
あ

で

ど
う
も
そ
の
チ

ム
の

り
が
最
近
い
い
ら
し
い
ん
だ
ヨ

ア
ル
ゴ
さ
ん
そ
れ

て
ま
さ
か

あ
あ

な
ん
ら
か
の
手

で
武
器
を

り

え
て
そ
の
武
器
を

て

い
で
い
る
可
能
性
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が
ナそ

う
い
う
事
か

ひ
ど
い

そ
れ

て

じ

な
い

 
ア
ス
ナ
は
か
な
り

て
い
た

 
も
し
自
分
が
大
切
に
し
て
い
る
武
器
が
そ
ん
な
手

で

わ
れ
た
ら
と
考
え
た
ら

 
そ
ん
な
の
は
絶
対
許
せ
な
い
と

り
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う

ま
あ
待

て
く
れ
ア
ス
ナ

あ
い
つ
の

を
持
つ
わ
け
じ

な
い
ん
だ
が

 
俺
が
初
め
て
あ
い
つ
を
見
た
時

あ
い
つ
な
ん
か
す
ご
い
つ
ら
そ
う
に
し
て
た
ん
だ
よ
な

そ
れ

て

さ
れ
て
や

て
る
可
能
性
も
あ
る

て
事

も
し
く
は

何
か
負
い
目
が
あ

て
や

て
い
る
が

 
内
心
は
こ
ん
な
事
や
り
た
く
な
い

て
思

て
る
可
能
性
が
あ
る

て
感
じ
か

そ
れ
で
も
そ
ん
な
事
は
許
さ
れ
る
事
じ

な
い
よ
ね

あ
あ

ア
ル
ゴ

何
か
考
え
は
あ
る
の
か

オ
レ

ち
も
実

に
見
て
み
た
い
し

ハ

に
も
近
く
で
よ
く
観
察
し
て
ほ
し
い
か
ら

 
一
つ
こ

ち
か
ら
仕

け
て
み
た
い
と
思
う
ん
だ
が

協
力
し
て
く
れ
な
い
カ
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わ
か

た

何
を
す
れ
ば
い
い

こ
れ
の
強
化
を

オ
レ

ち
の
変
わ
り
に
ハ

に
依
頼
し
に
い

て
欲
し
い
ん
だ
ヨ

 
そ
う
言

て

ア
ル
ゴ
は
一
本
の
片
手
直
剣
を
取
り
出
し
た

こ
れ
は

証
の
た
め
に
オ
レ

ち
が
自
分
の
手
持
ち
素
材
で
強
化
し
た
武
器
な
ん
だ
ヨ

行
く
の
は

わ
な
い
が

ど
う
や

て

を
証
明
す
る
ん
だ

強
化
を
頼
ん
で
も

そ
の
後
オ
レ

ち
が
別
の
武
器
を
装
備
し
な
い
限
り

 
所

は
ま
だ
オ
レ

ち
に
あ
る
だ
ろ

 
だ
か
ら

終
わ

た
後
別
の
場
所
に
移
動
し
て
実
体
化
さ
せ
て
み
る

 
失
敗
し
た
ら

武
器
破
壊
は
あ
り
う
る

て
事
に
な
る

成
功
し
た
ら

確
定
だ
ナ

そ
れ
じ

終
わ

た
ら
私
の
使

て
る
あ
の

に
移
動
し
よ
う

一
番
広
い
し
ね

 
ア
ス
ナ
が
そ
う
提
案
し

取
り
が
決
ま

た
所
で

三
人
は
計
画
を
実
行
す
る
事
に
し
た

な
あ

ち

と
頼
み
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
が

今
い
い
か

は
い

お

い
物
で
す
か

そ
れ
と
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
す
か

強
化
を
頼
み
た
い

素
材
は
持
ち
込
み
で

は
い

そ
れ
で
は
武
器
を
拝
見
し
ま
す



 第０１７話 誰も幸せになれない

 
そ
の
顔
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は

や

ぱ
り
や
り
た
く
な
い
の
か

と
漠
然
と
思

た

 
そ
う
い
え
ば
こ
い
つ
最
初
に

い
物
か
メ
ン
テ
か
と
し
か

か
な
か

た
な
と
も
思

た

プ
ロ
パ
テ

は
ど
う
し
ま
す
か

ス
ピ

ド
で
頼
む

 
そ
し
て
想
定
通
り

武
器
は

け
散

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
終
わ

た
後
驚
愕
と

し
み
の

技
を
す
る
つ
も
り
で
準
備
し
て
い
た
の
だ
が

 
自
分
の
武
器
で
は
な
い
は
ず
な
の
に
い
ざ
目
の
前
で
そ
れ
が

こ
る
と

 

技
を
す
る
ま
で
も
な
く
と
て
も
心
が

く
な
る
と
感
じ
て
い
た

 
そ
れ
じ

武
器
を
出
し
て
み
る
ゼ

 
あ

け
な
く

失
わ
れ
た
は
ず
の
そ
れ
は
現
れ
た

こ
れ
で
確
定
だ
な

あ
あ

あ
り
が
と
な

ハ

ハ
チ
マ
ン
君

他
に
何
か
わ
か

た

そ
う
だ
な

あ
い
つ

手
で
こ

そ
り
何
か
の
メ
ニ

操
作
を
し
て
い
た
と
思
う
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操
作

こ
ん
な
感
じ
カ

 
ア
ル
ゴ
は
可
能
な
限
り
速
く
メ
ニ

を
操
作
し

武
器
を
持
ち

え
た

違
う
な

も

と
全
然
速
か

た

ボ
タ
ン
を
一
つ
か
二
つ
押
し
た
だ
け

て
感
じ
だ

た

ま
さ
か
と
は
思
う
が

ク
イ

ク
チ

ン
ジ
か
も
し
れ
な
い
ナ

ク
イ

ク
チ

ン
ジ

あ
あ
ア
ス
ナ
も
前
ス
キ
ル
の

練
度
が
あ
が

た
時

直
時
間

を
選
ん
だ
だ
ろ

 
そ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ

で
ク
イ

ク
チ

ン
ジ

て
武
器
を
一
発
で
変
え
る
オ
プ
シ

ン
が
あ

る
ん
だ
よ

 
し
か
し
鍛
治
屋
が
ク
イ

ク
チ

ン
ジ

あ
り
う
る
の
か

ど
う
や
ら
最
初
か
ら
鍛
治
職
人
を
目
指
し
て
た
わ
け
じ

な
い
ら
し
い
ん
だ
よ
ナ

そ
う
な
の
か

あ
あ

今
日
は
あ
り
が
と
な
二
人
と
も

そ
の
線
で
も
う
ち

と
調
べ
て
み
る
ヨ

わ
か

た

と
り
あ
え
ず
何
か
協
力
で
き
る
事
が
あ

た
ら
言

て
く
れ

今
回
の
件
で
ハ

は
面
が

れ
ち
ま

た
か
ら

次
は
キ

に
頼
む
つ
も
り
だ
け
ど
ナ

そ
う
だ
な

そ
れ
以
外
に
何
か
あ

た
ら
い
つ
で
も
言

て
く
れ
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ア
ル
ゴ
は
二
人
に
お

を
言
い

去

て
い

た

 
残
さ
れ
た
二
人
は

な
ん
と
も
い
え
な
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た

ど
う
し
て
あ
ん
な
事
す
る
ん
だ
ろ
う
ね

ハ
チ
マ
ン
君

そ
う
だ
な

何
か
し
ら
理
由
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど

な

 
最
初
あ
い
つ

い
物
か
メ
ン
テ
か

て

い
た
ん
だ
よ

 
多
分
強
化
と
い
う
言
葉
は
言
い
た
く
な
か

た
ん
だ
ろ
う

 
で

強
化
を
頼
ん
だ
ら

す
ご
い

し
そ
う
な
表
情
に
な

て
な

 
で

依
頼
が
終
わ

た
後

俺
の
方
も
な

そ
の

俺
の
武
器
じ

な
い
は
ず
な
の
に

 
失
敗
し
た

間
は

な
ん
か
す
ご
い
つ
ら
か

た
わ

誰
も
幸
せ
に
な
れ
な
い

て
事
な
ん
だ
ろ
う
ね

あ
あ

ア
ル
ゴ
と
キ
リ
ト
な
ら

何
と
か
し
て
く
れ
る
と
信
じ
る
し
か
な
い
な

そ
う
だ
ね

あ
の
二
人
は
す
ご
い
も
ん
ね

 
そ
れ
で
多
少
気
は
晴
れ
た
の
だ
ろ
う
か

 
次
の
日
の
予
定
を
相
談
し

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
自
分
の

へ
と

た
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第
０
１
８
話
 
武
器
の
魂

 
次
の
日
二
人
は

う
よ
う
に
ハ
チ
を
狩

て
い
た

何
故
こ
う
な

た
か
と
い
う
と
話
は

少
し

る

 
ハ
チ
マ
ン
君

ト
レ
ン
ブ
ル
・
シ

ト
ケ

キ

て
知

て
る

何
だ
そ
れ

ア
ル
ゴ
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ブ

ク
に
書
い
て
あ

た
ん
だ
よ
ね

な
ん
か
と
て
も
美
味
し
い
ん

だ

て
そ
う
か

で

そ
れ
が
ど
う
し
た
ん
だ

私
達
は

こ
れ
か
ら
ハ
チ
狩
り
を
し
ま
す

そ
こ
で
提
案
が
あ
り
ま
す

あ
あ

ど

ち
が
多
く
狩
れ
る
か

勝
負
し
ま
し

う

 
私
が
勝

た
ら
ハ
チ
マ
ン
君
が
私
に
ケ

キ
を

て
く
れ
る

 
ハ
チ
マ
ン
君
が
勝

た
ら

仕
方
な
い
か
ら
自
分
で

い
ま
す
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俺
に
メ
リ

ト
が
何
も
無
い
気
が
す
る
ん
で
す
け
ど
ね

男
の
子
が

か
い
事
を
気
に
し
な
い
の

そ
れ
じ

レ

ツ
ゴ

は
い
は
い

  
結
果
は

言
う
ま
で
も
な
く
ア
ス
ナ
の
圧
勝
だ

た

 

い
も
の
が
か
か
る
と

女
の
子
は
強
さ
が

す
よ
う
で
あ
る

そ
れ
じ

ハ
チ
マ
ン
君
の

り

て
事
で

お

お
う

 
店
に
着
き

ハ
チ
マ
ン
は
メ
ニ

を
見
て
驚
愕
し
た

な
ん
だ
こ
れ

高

け

 
そ
し
て
出
て
き
た
ケ

キ
を
見
て

さ
ら
に
驚
愕
し
た

な
ん
だ
こ
れ

シ

ト
ケ

キ

シ

ト
の
意
味
わ
か

て
ん
の
か

 
そ
れ
は
と
て
も
巨
大
な
ケ

キ
だ

た

 
切
り
分
け
ら
れ
て
は
い
る
が
ど
う
見
て
も
そ
れ
は
食
べ
き
れ
る

だ
と
は
思
え
な
か

た

こ
れ
は
さ
す
が
に
私
一
人
じ

食
べ
き
れ
な
い
み
た
い

取
り
分
け
て
あ
げ
る
か
ら
待

て
て
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ね
お

お
う

そ
れ
で
も
三
分
の
二
は
自
分
で
食
べ
る
ん
で
す
ね

 
そ
し
て
ケ

キ
を
口
に
し
た
二
人
は

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た

う
め
え

す
ご
い
美
味
し

い

こ
の
ま
ろ
や
か
な
ク
リ

ム
の
口
当
た
り

く
ど
く
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
を
保

て
る

し

か
り
と
し
た

さ
だ
ね

高
い
だ
け
の
価

は
あ

た
な

 
二
人
は
時
々
顔
を
見
合
わ
せ

ケ

キ
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ

た

そ
う
い
え
ば
ハ
チ
マ
ン
君

て

男
の
子
の
わ
り
に

い
も
の
平
気
だ
よ
ね

お
う

俺
は

い
も
の
好
き
だ
ぞ

私
も
好
き

ま
あ

女
の
子
で

い
な
奴
は
い
な
さ
そ
う
だ
け
ど
な

あ

ね
え
見
て

幸
運
の

が
あ
が

て
る
よ

そ
う
だ

今
の
う
ち
に
武
器
強
化
し
な
い
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リ
ズ
が
食
べ
な
い
と

果
が
無
い
気
も
す
る
が

そ
う
だ
な

い
い
か
も
な

そ
れ
じ

は
急
げ
だ
ね

や
ろ
う

 
ア
ス
ナ
が
リ
ズ
ベ

ト
に
連

を
し

そ
の
ま
ま
二
人
は
リ
ズ
ベ

ト
の
元
へ
と
向
か

た

 
ま
ず
は
ハ
チ
マ
ン
の

剣
か
ら
強
化
を
開
始
す
る
事
に
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
気
付
か
な
か

た
が

い
ざ
強
化
を
開
始
し
よ
う
と
い
う
時

 
ア
ス
ナ
は
こ

そ
り
と

ち

こ
ん

と
ハ
チ
マ
ン
の
服
の

を
つ
ま
ん
で
い
た

幸
福
の
お

わ
け

か
な

友
達
な
ん
だ
か
ら
こ
れ
く
ら
い
は
い
い
よ
ね

 
ア
ス
ナ
は
気
付
い
て
は
い
な
か

た
が

そ
れ
は
リ
ズ
ベ

ト
に
し

か
り
見
ら
れ
て
い
た

お
や

こ
れ
は
こ
れ
は

初
々
し
い
で
す
な
あ

ハ
チ
マ
ン
は
気
付
い
て
い
な
い
み
た
い

だ
け
ど

 
リ
ズ
ベ

ト
は

絶
対
成
功
さ
せ
よ
う
と
気
合
を
入
れ
て
ハ
ン
マ

を

た

 
そ
し
て
無
事
そ
れ
は
成
功
し

次
は
ア
ス
ナ
の
ウ

ン
ド
フ
ル

レ
の
番
と
な

た

 
も
ち
ろ
ん
今
回
も
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
の
服
の

を
ち

こ
ん
と
つ
ま
ん
で
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
終
始
気
付
か
な
い
ま
ま
で
あ

た

 
そ
の
甲
斐
も
あ

た
の
だ
ろ
う
か

今
回
も
無
事
に
成
功
し
た
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強
化
さ
れ
た
剣
を
受
け
取
り

ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
と
て
も
大
切
そ
う
に

で
て
い
た

 
そ
れ
を
見
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

少
し
考
え
つ
つ

ア
ス
ナ
に
話
し
か
け
た

な
あ
ア
ス
ナ

ち

と
い
い
か

ど
う
し
た
の

そ
の
剣
な
ん
だ
け
ど
な

そ
の

す
げ

大
切
そ
う
だ
か
ら
言
い
に
く
い
ん
だ
が

 
多
分
強
さ
的
に

四
層
く
ら
い
ま
で
し
か
使
え
な
い
と
思
う
ん
だ
よ

 
で

だ

そ
の
時
ア
ス
ナ
は
ど
う
す
る
の
か
と
思

て
な

 
ア
ス
ナ
は

自
分
が
こ
の
剣
を
手
放
す

が
想
像
で
き
な
く
て

狼

し
た

す
ま
ん

俺
の
言
い
方
が
悪
か

た

 
新
し
い
武
器
を
手
に
入
れ
る
方
法
な
ん
だ
が

敵
か
ら
取
る
か
宝

か
ら
取
る
か
そ
し

て
も
う
一
つ

も
う
一
つ

そ
の
武
器
を
イ
ン
ゴ

ト
に

し
て

他
の
素
材
と
共
に

新
し
い
武
器
を
作
る

イ
ン
ゴ

ト
に

ア
ス
ナ
が
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
そ
の
武
器
の
魂
を
新
し
い
武
器
に
受
け
継
が
せ
る

て
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感
じ
か

 
も
し
ア
ス
ナ
が
そ
う
し
た
い
な
ら

そ
の

俺
も
何
で
も
手
伝
う
わ

武
器
の
魂
を

う
ん

私
そ
れ
が
い
い

大
変
で
も
そ
れ
を
目
指
し
た
い

そ
う
か

 
ぶ

き
ら
ぼ
う
に
言
い
つ
つ
も

ハ
チ
マ
ン
の
目
は
と
て
も
優
し
か

た

 
そ
れ
を
見
て
リ
ズ
ベ

ト
も

と
て
も
嬉
し
く
な

た

私
も
ア
ス
ナ
の
た
め
に
も

と
頑
張
る
よ

あ
り
が
と
う
リ
ズ

 
こ
う
し
て

第
二
層
到
達
か
ら

え
て
六
日
目
の
夜
は
ふ
け
て
い

た

  
次
の
日
は

エ
ギ
ル
か
ら

い
て
い
た
フ

ル
ド
ボ
ス
討
伐
の
日
だ

た

 
二
人
は
参
加
す
る
気
は
な
か

た
が
見
学
だ
け
で
も
と
い
う
話
に
な
り
現
地
へ
向
か
う
事

と
な

た

 

中
タ
ラ
ン
の
町
に
立
ち
寄

た
時

ア
ス
ナ
が
と
あ
る
屋
台
を
指
差
し
て

言

た

ハ
チ
マ
ン
君

タ
ラ
ン

だ

て

名
物
み
た
い
な
も
の
な
の
か
な
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い
た
事
な
い
な

せ

か
く
だ
し

て

て
ボ
ス
戦
見
物
中
に
で
も
食
べ
て
み
る
か

そ
う
し
よ

か

 
二
人
は
タ
ラ
ン

を

入
し

戦
場
予
定
地
へ
と
向
か

た

 

い
て
い
た
通
り
エ
ギ
ル
は
い
な
か

た

そ
こ
に
は
三
つ
の
集
団
が
い
た

キ
バ
オ
ウ
が
い
る
な

あ

ち
が
解
放

て
や
つ
だ
な

も
う
片
方
の
中
心
に
い
る
人
が

リ
ン
ド

て
人
み
た
い
だ
ね

も
う
一
つ
の
集
団
は
何
だ
ろ
う
な

ソ
ロ
と
か
の
集
ま
り
か

そ
れ
に
し
ち

ま
と
ま

て
る
よ
ね

お

始
ま
る
み
た
い
だ
な

そ
れ
じ

始
め
よ
う
か

俺
は
リ
ン
ド

み
ん
な
よ
ろ
し
く

 
こ
ち
ら
の
人
達
は
急

参
加
を
希
望
し
て
く
れ
た
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
メ
ン

バ

だ

 
リ
ン
ド
が
そ
う
紹
介
す
る
の
を

い
て

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

お
い
ア
ス
ナ

こ
え
た
か

う
ん

あ
れ
が

日

い
た
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
人
達
み
た
い
だ
ね
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と
り
あ
え
ず

見
て
み
る
か

う
ん

 
そ
の
後
戦
闘
が
始
ま

た
が

慎
重
に

か
つ
安
全
第
一
で
進
め
ら
れ
た
よ
う
で

 
若

時
間
は
か
か

た
が
フ

ル
ド
ボ
ス
は
ピ
ン
チ
と
い
う
ピ
ン
チ
も
な
く
無
く
討
伐
さ

れ
た

 
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
メ
ン
バ

は

 
レ
ベ
ル
こ
そ
若

足
り
て
い
な
い
よ
う
で
は
あ

た
が

 
要
所
要
所
で
き

ち
り
と
大
事
な
働
き
を
し
て
い
た
よ
う
だ

た

 
第
一
層
の
攻
略
で
は
見
か
け
な
か

た
者
ば
か
り
だ

た
の
で

 
最
近
急
速
に
力
を

ば
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と

さ
れ
た

お
そ
ら
く
装
備
の
力
で

や

ぱ
り
そ
う
い
う
事
み
た
い
だ
な

そ
う
だ
ね

 
討
伐

の
メ
ン
バ

は

そ
の
ま
ま
に
町
に

る
よ
う
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

人
タ
イ
プ
の
敵
で
あ
る
ト

ラ
ス
族
相
手
の

験
を

む
た
め
に

 
そ
の
ま
ま
迷
宮
区
へ
と
向
か
う
事
に
し
た
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そ
う
い
や

た
ん
だ

た
な

あ

そ
う
だ
ね

歩
き
な
が
ら
食
べ
よ

か

 
そ
し
て
二
人
は

タ
ラ
ン

を
口
に
し
た

 
そ
し
て

な
ん
と
も
言
え
な
い
表
情
に
な

た

お
い
ア
ス
ナ

こ
れ

て

ク
リ

ム
に

イ
チ
ゴ
み
た
い
な
の
が
入

て
る

し
か
も

か
い
ね

知

て
た
上
で
食
べ
る
な
ら

ま
あ
悪
く
は
な
い
と
思
う
が

う
ん
わ
か
る
よ

私
も
肉
ま
ん
み
た
い
な
の
だ
と
思

て
た
よ

行
く
か

う
ん

 
迷
宮
区
に
一
番
乗
り
し
ト

ラ
ス
と
初
遭
遇
し
た
ア
ス
ナ
だ

た
が
そ
の

を
見
て
絶

し
たハ

チ
マ
ン
君

ん

ど
う
か
し
た
か

セ
ク
ハ
ラ
だ
よ
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え

あ

お

お
う

俺
な
ん
か
し
ち
ま

た
か

違
う
よ

あ
れ
だ
よ
あ
れ

あ
ん
な
の

じ

な
い
よ

 
ア
ス
ナ
は
ト

ラ
ス
を
指
差
し
た

 
ト

ラ
ス
は

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に

上
半
身

で

ミ
ノ
だ
け
の

だ

た

あ

あ

こ
れ
は
も
う

慣
れ
て
く
れ
と
し
か
言
え
な
い
わ

す
ま
ん

う
 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
狩
り
が
開
始
さ
れ
た

 
主
な
目
的
は

ト

ラ
ス
族
の
使
う
特

技
へ
の
対
処
の
練

を
す
る
た
め
で
あ
る

 
そ
の
技

ナ
ミ
ン
グ
・
イ
ン
パ
ク
ト
は

一
度
く
ら
う
と
ス
タ
ン
し
て
し
ま
い

 
連
続
で
く
ら
う
と
麻

し
て
し
ま
う

囲
攻
撃
で
あ
る

ど
う
だ
ア
ス
ナ

対
処
で
き
そ
う
か

も
う
何
回
か
で
い
け
る
と
思
う

雑

の
使
う
や
つ
と
ボ
ス
の
使
う
の
は

ま
あ

囲
の
広
さ
が
全
然
違
う
ら
し
い
ん
だ
が

 
タ
イ
ミ
ン
グ
は
一

ら
し
い
か
ら
な

こ
こ
で
し

か
り
掴
ん
ど
こ
う

 
そ
の
後
き

ち
り
と
対
処
で
き
る
よ
う
に
な

た
二
人
は
今
日
の
収

を
確
認
す
る
事
に
し
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た 
第
二
層
迷
宮
区
は
ま
だ
誰
も
入

た
事
が
無
か

た
た
め
か

 

の

も
多
く

収

は
な
か
な
か
豊

な
も
の
と
な

た

 
そ
の
中
に
ハ
チ
マ
ン
は

珍
し
い
物
が
い
く
つ
か
入

て
い
る
の
を
見
つ
け
た

チ

ク
ラ
ム
か

何
そ
れ

わ
か
り
や
す
く
言
う
と

い
ブ

メ
ラ
ン
だ
な

へ

ハ
チ
マ
ン
君
は
使
え
る
の

い
や

体
術
ス
キ
ル
に
加
え
て
投

ス
キ
ル
も
持

て
な
い
と

目
だ

た
と
思
う

 
投

ス
キ
ル

て
微

だ
し

取

て
る
奴
い
な
い
と
思
う
か
ら

 
現

は
誰
も
こ
れ
を
装
備
し
て
投
げ
ら
れ
る
奴
は
い
な
い
ん
じ

な
い
か

な
る
ほ
ど
ね

後
は
こ
れ
か

マ
イ
テ

・
ス
ト
ラ

プ
・
オ
ブ
・
レ
ザ

 
マ
ジ

ク

果
つ
き
の
ス
ト
ラ

プ
系

だ
な

防
御
が
高
く
筋
力
に
ボ

ナ
ス
が
つ
く
な

い
い
性
能
み
た
い
だ
け
ど

ス
ト
ラ

プ
系

て
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あ

上
半
身
が

を

い
た
半

に
な
る

ん
だ

が

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
の
顔
が

く
そ
ま
り

そ
れ
を
見
た
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
君

今
何
を
想
像
し
た
の

い
え

何
も
想
像
し
て
な
い
で
す

そ
そ
う
だ

こ
れ
エ
ギ
ル
に
似
合
う
ん
じ

な

い
かむ

絶
対
ご
ま
か
し
て
る

エ
ギ
ル
さ
ん
か

エ
ギ
ル
さ
ん
ね

サ
マ
に
は
な
り
そ
う

だ
け
ど
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
話
題
が

し
返
さ
れ
な
い
う
ち
に

そ
ろ
そ
ろ

ろ
う
と
提
案
し
た
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第
０
１
９
話
 
走
れ

 
街
に

た
二
人
は

偶
然
キ
リ
ト
と
遭
遇
し
た

お

い
キ
リ
ト

キ
リ
ト
君

久
し
ぶ
り

久
し
ぶ
り
だ
な

二
人
は
ど

か
か
ら
の
帰
り
か

ち

と
迷
宮
区
に
な

あ
あ

フ

ル
ド
ボ
ス
が
倒
さ
れ
た
ん
だ

た
か

今
回
は

か

た
よ
な

キ
リ
ト
は
い
つ

て
き
た
ん
だ

日
の
夜
か
な

さ
す
が
に
疲
れ
た
か
ら

今
日
は
昼
ま
で

て
た

そ
れ
じ

そ
ん
な
お
疲
れ
の
キ
リ
ト
に

お
み
や
げ
を
や
ろ
う

く
れ
る

て
ん
な
ら
も
ら
う
け
ど

何
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
も
言
わ
ず
に

キ
リ
ト
に
チ

ク
ラ
ム
を

し
た

こ
れ
か

正
直
い
ら
な
い
ん
だ
が

さ

き
も
ら
う

て
言

た
よ
な
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は
め
ら
れ
た

は

あ
り
が
と
う
な

ハ
チ
マ
ン

無
理
に
あ
り
が
と
う

て
言
わ
な
く
て
も
い
い
ん
だ
ぞ

キ
リ
え
も
ん

キ
リ
え
も
ん

て
言
う
な

あ
キ
リ
ト
君
も
体
術
ス
キ
ル
取
り
に
い

て
た
ん
だ
ね

大
丈
夫

私
も
ハ
チ
え
も
ん
を
見

た
か
ら

ハ
チ
え
も
ん

て
言
う
な

 
三
人
は
笑
い
出
し
た

一
応

く
け
ど
キ
リ
ト

こ

ち
は
い
る
か

マ
イ
テ

・
ス
ト
ラ

プ
・
オ
ブ
・
レ
ザ

て
あ
れ
か
よ

 
エ
ギ
ル
に
で
も
あ
げ
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

似
合
う
し

や

ぱ
り
お
前
も
そ
う
思
う
か

あ
あ

む
し
ろ
あ
い
つ
以
外
に
似
合
う
奴
が
思
い
つ
か
な
い

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
ね

 
三
人
は
再
び
笑
い
合

た

と
こ
ろ
で
キ
リ
ト

ア
ル
ゴ
か
ら
何
か

い
た
か
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あ

そ
う
だ

た

ア
ル
ゴ
に
呼
び
出
さ
れ
て

今
か
ら
向
か
う
と
こ
ろ
だ

た
ん
だ
よ

そ
う
か

事
情
は
ア
ル
ゴ
が
話
す
と
思
う
が

ち

と
や

か
い
だ
ぞ

そ
う
な
の
か

ま
あ
ア
ル
ゴ
か
ら

く
よ

あ
あ

 
キ
リ
ト
と
別
れ
た
後
二
人
は
そ
の
ま
ま
解
散
し

明
日
の
事
は
明
日
決
め
る
事
に
し
た

 
迷
宮
区
に
⻑
く
い
た
た
め
か

さ
す
が
に
二
人
と
も

く
休
み
た
か

た
よ
う
だ

そ
れ
じ

お
や
す
み

ア
ス
ナ

う
ん

お
や
す
み
な
さ
い

 
ハ
チ
マ
ン
が

で
休
ん
で
い
る
と

ア
ル
ゴ
か
ら
メ

セ

ジ
が
き
た

 
明
日
会

て
話
が
し
た
い
の
と

一
つ
頼
み
が
あ
る
ら
し
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

し

そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た

  
第
二
層
が
開
放
さ
れ
て
か
ら
八
日
目
の
朝

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ル
ゴ
は

ア
ス
ナ
の

に
集
合
し
て
い
た

で

今
日
は
ど
う
し
た
ん
だ
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用
件
は
二
つ

ま
ず

日
の
夜
の
話
か
ら
だ
な

 
こ
こ
ま
で
関
わ

た
以
上

二
人
に
何
も
説
明
し
な
い
わ
け
に
も
い
か
な
い
と
思

て
ナ

 
あ
の
後
キ
リ
ト
は

ア
ル
ゴ
の
依
頼
で
武
器
の
強
化
を
し
に
行

た
よ
う
だ

 
ネ
ズ
ハ
は
ハ
チ
マ
ン
の
事
が
あ

た
後
も
他
の
町
へ
移
動
し
て
依
頼
を
受
け
続
け
て
い
た
ら

し
い

 
武
器
が
壊
れ
た
後

目
の
前
で
武
器
を
出
現
さ
せ

現
場
を
押
さ
え
る

と
な

た
よ
う
だ

 
そ
の
時

い
た
話
は

要
約
す
る
と
こ
ん
な
感
じ
だ

た

  
彼
は
最
初
は
戦
闘
職
だ

た
が

ナ

ヴ
ギ
ア
に

覚
が
完
全
に
は
マ

チ
ン
グ
せ
ず

 
遠
近
感
が
掴
め
な
か

た
ら
し
い

そ
の
た
め
に
出

れ
仲
間
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

た

よ
う
だ

 
仲
間
へ
の
負
い
目
が
あ

た
た
め

あ
る
時
出
会

た
ポ
ン
チ

を
着
た
不
思
議
な
プ
レ
イ

ヤ

に

 
今
回
の
や
り
方
を
教
わ
り

話
に
乗

て
し
ま

た

 
今
は
キ
リ
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

い

新
し
い
強
さ
を
身
に
つ
け
る
べ
く
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鍛
治
ス
キ
ル
を

て
て
体
術
ス
キ
ル
を
取
り
に
い
く
事
に
な
り

 
今
ま
さ
に

岩
を
殴

て
い
る
最
中
の
よ
う
だ

ポ
ン
チ

の
男

ね

ま

た
く
情
報
が
掴
め
な
い
ん
だ
が

ま
と
も
な
人
間
じ

な
さ
そ
う
な
感
じ
だ
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
は

更
に
疑
問
を
ぶ
つ
け
た

し
か
し

遠
近
感
が
掴
め
な
い
の
に
体
術

て

大
丈
夫
な
の
か

そ
れ
が
な

彼

投

ス
キ
ル
も
上
げ
て
た
み
た
い
な
ん
だ
ヨ

そ
う
い
う
事
か

投
武
器
な
ら
遠
近
感
の
影
は
少
な
い

も
と
も
投
は
運
用
が
な

 
待
て
よ

そ
う
か

ま
さ
か
チ

ク
ラ
ム
か

そ
の
ま
さ
か
だ
よ

ハ

い
い
仕
事
し
た
よ
ナ

魔
だ
か
ら
押
し
付
け
た
だ
け
だ
た
ん
だ
が
何
が
幸
い
す
る
か
わ
か
ら
な
い
も
ん
だ
な

な
ん
か

奇
跡
的
な
偶
然
だ
ね

あ
と

ネ
ズ
ハ

て
呼
び
方
は

本
当
は
正
し
く
な
い
み
た
い
だ
な

 
ま
あ
本
人
は
そ
の
呼
び
方
で
い
い

て
言

て
た
が
正
確
に
は
ナ
ジ

も
し
く
は
ナ
タ

ク
だ
ナ
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な
る
ほ
ど

あ
い
つ
も
や

ぱ
り

英
雄
た
ろ
う
と
し
た
男
で
は
あ

た
ん
だ
な

ハ
チ
マ
ン
君

ナ
タ
ク

て

古
い
中
国
の
話
に
出
て
く
る
英
雄
の
名
前
な
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

じ

あ
こ
れ
で
後
は
武
器
を
取
ら
れ
た
人
の
事
を
な
ん
と
か
す
れ
ば
解
決
な

の
か
な

正
直
そ
れ
が
一
番
ど
う
し
よ
う
も
な
く
難
し
い
問
題
な
ん
だ
よ
ナ

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

謝
れ
ば
い
い

て
問
題
じ

な
い
か
ら
ナ

今
回
は
事
が
犯
罪
行

だ
け
に

い
く
ら
本
人
達
が
謝

て

意
を
見
せ
た
と
し
て
も

 
こ
れ
ば

か
り
は
許
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
俺
に
も
な
ん
と
も
言
え
ん

後
は
本
人
達
次
第
な
ん
だ
ね

あ
あ

も
う
そ
れ
し
か
な
い

て
感
じ
だ
な

そ
れ
で
ア
ル
ゴ
も
う
一
つ
の
用
件

て
何
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

き
つ
つ

ア
ル
ゴ
に
も
う
一
つ
の
用
件
に
つ
い
て

ね
た

実
は
な

今
回
は
ボ
ス
の
情
報
が
前
回
よ
り
も
比

的

調
に
出
て
き
て
る
ん
だ
が
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別
に
一
つ

ど
う
し
て
も
気
に
な
る
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
ん
だ
ヨ

ど
う
気
に
な
る
ん
だ

な
ん
か
ボ
ス
に
繋
が

て
る
と
い
う
か

情
報
屋
の
勘
な
ん
だ
け
ど
ナ

そ
の
ク
エ
ス
ト
を
私
達
が
手
伝
え
ば
い
い
の
か
な

あ
あ

実
は
お
使
い
ク
エ
ス
ト

て
奴
で
あ
ち
こ
ち
走
り
回
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
ナ

俺
は
か
ま
わ
な
い
ぞ

私
も

わ
な
い
か
な

す
ぐ
始
め
る

二
人
が
良
け
れ
ば

よ
ろ
し
く
頼
む
ヨ

キ
リ
ト
は
参
加
し
な
い
の
か

キ

は

今
ネ
ズ
ハ
を
体
術
ク
エ
ス
ト
の
場
所
ま
で
案
内
し
て
る

 
そ
の
後
は
も
し
ク
エ
ス
ト
で

用
な
情
報
が
あ

た
場
合
の
繋
ぎ
の
役
を
し
て
も
ら
う
た
め

に 
攻
略
会
議
の
方
に
行

て
も
ら
お
う
と
思

て
る
ん
だ
よ

 
オ
レ

ち
の
情
報
だ
と

も
う
間
も
な
く
ボ
ス
部
屋
ま
で
到
達
す
る
と
思
う
ん
だ
よ
ナ

そ
れ
じ

急
い
だ
方
が
い
い
ね
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よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
か

目
的
地
は
迷
宮
区
近
く
の
密

だ
ヨ

 
こ
う
し
て
三
人
は
密

に
向
か
い
そ
れ
か
ら
密

の
中
を

々
と
走
り
続
け
る
事
に
な

た  
一
方
キ
リ
ト
は

ネ
ズ
ハ
を
体
術
ス
キ
ル
ク
エ
ス
ト
の
発
生
場
所
ま
で
案
内
し
た
後

 
し
ば
ら
く
そ
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た

⻤
気
迫
る
て
奴
か

こ
れ
な
ら
相
当
く
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
出
来
そ
う
で
は
あ
る
が

 
キ
リ
ト
は
そ
の
日
は
そ
の
ま
ま
そ
こ
に

ま

た

ネ
ズ
ハ
は
休
ま
ず
ず

と
岩
を
殴

て
い

た 
そ
れ
を
見
守

て
い
た
キ
リ
ト
は

次
の
日
の
朝
街
へ
と

た

 
そ
し
て
た
ま
た
ま
会

た
エ
ギ
ル
に

ボ
ス
部
屋
へ
の
到
達
と

 
攻
略
会
議
の
開

を
知
ら
さ
れ
た
キ
リ
ト
は

そ
の
ま
ま
参
加
す
る
事
に
し
た

 
会
議
は
何
事
も
な
く
終
わ
り
キ
リ
ト
は
エ
ギ
ル
の
パ

テ

に
入
れ
て
も
ら
う
事
と
な

た

エ
ギ
ル

今
回
は
あ
り
が
と
う
な

そ
れ
は

わ
な
い
ん
だ
が

そ
れ
よ
り
あ
い
つ
ら
ど
う
し
た
ん
だ

が
見
え
な
か

た
が
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今
は

ボ
ス
の
情
報
を
も

と
集
め
る
た
め
に
必
死
で
走
り
回

て
く
れ
て
る
ら
し
い

そ
う
か

あ
い
つ
ら
二
人
と
も
い
い
奴
だ
よ
な

あ
あ

一
層
で
は
俺
な
ん
か
の
た
め
に
必
死
に
な

て
く
れ
た
し

 
も
し
あ
の
二
人
の
た
め
に
出
来
る
事
が
あ
る
の
な
ら

俺
は
何
で
も
す
る
つ
も
り
だ

そ
う
か

二
人
に
報
い
る
た
め
に
も
明
日
は
頑
張
ろ
う

あ
あ

明
日
は
宜
し
く
な

エ
ギ
ル

  
そ
の

ア
ル
ゴ
は

キ
リ
ト
か
ら
攻
略
会
議
開

と
終
了
の
連

を
受
け

て
い
た

こ

ち
は
明
日
の
昼
く
ら
い
ま
で
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
な

ま
ず
い

ハ

ア

ち

ん

攻
略
会
議
が
開

さ
れ
て

今
終
わ

た
ら
し
い

そ
う
か

思

た
よ
り

か

た
な

こ

ち
は
ま
だ
ま
だ
か
か
る

い
が

最
悪
間
に
合
わ
な
か

た
ら

終
わ
り
次
第
迷
宮
区
ま
で
突
入
だ
ね

マ

プ
デ

タ
は
持

て
る
か
ら

ま
あ
な
ん
と
か
な
る
か
ナ

ま
あ
と
に
か
く
頑
張
る
し
か
な
い

次
い
く
ぞ
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そ
の
日
の

方

食
を
忘
れ
て
岩
を
殴

て
い
た
ネ
ズ
ハ
は

 
と
ん
で
も
な
い

さ
で
大
岩
を

る
事
に
成
功
し
て
い
た

 
そ
の
ま
ま
下
山
し

続
け
て
チ

ク
ラ
ム
の
練

に
入

た
よ
う
だ

 

中
少
し

て
食
事
も
と

た
よ
う
だ
が
そ
の
ま
ま
次
の
日
の
朝
ま
で
練

は
続
け
ら
れ
た

 
そ
し
て
昼
近
く
ま
で
か
か

て
や

と
思
う
よ
う
に
チ

ク
ラ
ム
を
操
れ
る
よ
う
に
な

た
ネ

ズ
ハ
は

 
迷
宮
区
を
目
指
し
て
歩
き
出
し
た

  
次
の
日
の
昼
前

つ
い
に
三
人
は

ク
エ
ス
ト
終
了
一
歩
手
前
ま
で
到
達
し
て
い
た

ふ
う

次
で
や

と
終
わ
り
か

⻑
か

た
ね

二
人
と
も
あ
り
が
と
ナ

よ
し

こ
れ
で
終
了
だ

ど
れ
ど
れ

と

ハ

ア

ち

ん

ま
ず
い

ど
う
し
た
ア
ル
ゴ
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ボ
ス
の
情
報
が
間
違

て
る
み
た
い
ダ

え正
確
に
は
も
う
一
体
追
加
で
出
て
く
る
ら
し
い

ア
ス
テ
リ
オ
ス
・
ザ
・
ト

ラ
ス
キ
ン
グ

す
ぐ
に
キ
リ
ト
に
連

だ

 
ア
ル
ゴ
は
キ
リ
ト
に
メ

セ

ジ
を
送
ろ
う
と
し
た
が

メ

セ

ジ
は

か
な
か

た

 
メ

セ

ジ
は

ダ
ン
ジ

ン
内
の
プ
レ
イ
ヤ

に
は

か
な
い

 
も
う
す
で
に
本

は

迷
宮
区
に
入

て
し
ま

た
よ
う
だ

た

ア
ル
ゴ
す
ぐ
に
ボ
ス
の
情
報
を
ま
と
め
て
く
れ

俺
達
は
準
備
が
出
来
次
第
迷
宮
区
へ
と
突

入
す
る

今
回
は
オ
レ

ち
も
一

に
行
く

人
手
は
ど
れ
く
ら
い
あ

て
も
い
い
だ
ろ
う
か
ら
ナ

わ
か

た

準
備
を
急
ご
う

 
三
人
は
急
ぎ
準
備
を
整
え

迷
宮
区
へ
と
向
か

た

ん

誰
か
い
る
ぞ

お
や

あ
れ
は

ネ
ズ
ハ
だ
ナ

ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
ね

ク
エ
ス
ト
は
ク
リ
ア
し
た
み
た
い
だ
け
ど
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ア
ス
ナ
は
ネ
ズ
ハ
の
顔
を
見
て
言

た

確
か
に
ヒ
ゲ
は
書
い
て
な
い
よ
う
だ

 
三
人
は

話
し
か
け
て
み
る
事
に
し
た

お
い

ど
う
し
た
ん
だ

ネ
ズ
ハ

あ
な
た
は

そ
う
か

あ
な
た
も
キ
リ
ト
さ
ん
の
仲
間
だ

た
ん
で
す
ね

あ
あ

す
ま
な
か

た
な

い
い
え

全
て
悪
い
の
は
僕
な
の
で

お
気
に
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い

で

ど
う
し
た
ん
だ

は
い

無
事
に
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し

チ

ク
ラ
ム
の

行
も
終
え
た
の
で

 
こ
ん
な
僕
に
も
何
か
お
役
に
た
て
な
い
か
と
思

て
こ
こ
ま
で
来
た
の
で
す
が

 
迷
宮
区
に
は
入

た
事
が
無
く
て

ど
う
し
よ
う
か
と
困

て
し
ま

て

 
そ
こ
に
ア
ル
ゴ
が

り
込
ん
で
き
た

ネ
ズ
ハ
の
存
在
が

こ
の
件
の
救
世
主
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

ど
う
い
う
事
だ

説
明
は
走
り
な
が
ら
だ
な

ネ
ズ
ハ
オ
レ

ち
達
は
今
か
ら
ボ
ス
の
部
屋
を
目
指
す
ん
だ
が

 
ネ
ズ
ハ
も
一

に
行
か
な
い
カ
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は
い

是
非
ご
一

さ
せ
て
下
さ
い

よ
し

そ
う
と
決
ま

た
ら
み
ん
な
行
く
ぞ

み
ん
な

急
ご
う

罠
と
か
敵
の
接
近
の
見

め
は
頼
む

ハ

任
せ
と
け

 
こ
う
し
て

今
日
最
大
の
山
場
に
向
け

役
者
が
徐
々
に
揃
い
始
め
た
の
で
あ

た
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第
０
２
０
話
 
独
り
ぼ

ち
の
英
雄

 
今
回
の
ボ
ス
戦
に
参
加
す
る
の
は

全
部
で
四
十
七
人

 
編
成
は

レ
イ
ド
リ

ダ

を
ク
ジ
で
引
き
当
て
た
リ
ン
ド

い
る
Ａ
Ｂ
Ｃ

と

 
キ
バ
オ
ウ

い
る

Ｅ
Ｆ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放

 
そ
し
て
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
五
人
に
よ
る

リ

ダ

は
オ
ル
ラ
ン
ド
と

い

た

 
そ
し
て
前
回
中
立
を
保

た
エ
ギ
ル

い
る

と
い
う
編
成
に
な

て
い
た

 
Ａ
Ｂ
Ｃ

は

ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
ブ
リ
ゲ

ド
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な

て
い
た

レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス

装
備
の
せ
い
か
迫
力
は
あ
る
が

 
ど
こ
か
び
く
び
く
し
て
い
る
よ
う
な

あ

そ
う
い
う
事
か

 
ネ
ズ
ハ
が
急
に

を
消
し
た
事
で

自
分
達
の
悪
事
が
バ
ラ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

 
び
く
び
く
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

と
キ
リ
ト
は
納
得
し
た

 
彼
ら
に
は
余
り
い
い

象
を
持

て
い
な
か

た
キ
リ
ト
は

 
ま
あ
そ
ん
な
の
俺
の
知

た
こ

ち

な
い
が
な

と

内
心
で
付
け
加
え
た
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当
初

の
二

は

取
り

き
の
ナ
ト
・
ザ
・
カ

ネ
ル
ト

ラ
ス

 
通
称
ナ
ト
大

担
当
と
さ
れ
て
い
た

 
し
か
し
オ
ル
ラ
ン
ド
が

強

に
自
分
達
も

ボ
ス
モ
ン
ス
タ

で
あ
る

 
バ
ラ
ン
・
ザ
・
ジ

ネ
ラ
ル
ト

ラ
ス

通
称
バ
ラ
ン
将
軍

担
当
に
し
て
く
れ
と
主
張
し

 
話
し
合
い
の
末

も
ボ
ス
担
当
と
い
う
事
に
な

た

ネ
ズ
ハ
が
い
な
く
な

た
事
で

今
後
の
事
に
不
安
を
覚
え
た
の
か

 
こ
こ
で
一
気
に
攻
略

の
ト

プ
に
躍
り
出
る
つ
も
り
だ
な

 
そ
れ
は
さ
て
お
き

ナ
ト
大

に
一

で
対
処
は
な

 
抗
議
し
よ
う
と
し
た
キ
リ
ト
を
押
し
と
ど
め

エ
ギ
ル
が
落
ち
着
い
た
声
で
意
見
し
た

ナ
ト
大

は
中
ボ
ス
ク
ラ
ス
だ
と

い
て
い
る

 
さ
す
が
に
俺
達
だ
け
で
は

が
重
い
可
能
性
が
あ
る
ん
だ
が

事
前
情
報
と
違

た
場
合

対
処
で
き
な
そ
う
な
ら
も
う
一

そ
ち
ら
に
送
る

 
す
ま
な
い
が
今
は
そ
れ
で
我
慢
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か

 
一
応
抗
議
し
た
エ
ギ
ル
は

を

め
て
引
き
下
が

た
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ボ
ス
戦
が
開
始
さ
れ
た
当
初
討
伐

の
面
々
は
思

た
よ
り
手
応
え
が
無
い
と
感
じ
て
い

た 
最
初
は
麻

す
る
者
の
多
さ
に
一
時

退
も

討
さ
れ
た
が

そ
こ
か
ら

ん
張

た

 
そ
し
て
戦
い
が
進
む
に
つ
れ

々
慣
れ
て
き
た
の
か

 
麻

す
る
者
こ
そ
未
だ
に
一
定

出
て
し
ま

て
は
い
る
が
そ
の

は
徐
々
に

て
い
た

エ
ギ
ル

ど
う
だ

前
回
よ
り
は
確
実
に
楽
だ
が

そ
う
な
ん
だ
よ
な

ま
だ
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
し
な

お
う

ナ
ト
大

の

が

く
な

た
ぞ

よ
し

こ
の
ま
ま
慎
重
に
い
こ
う

 
そ
の
時
コ
ロ
シ
ア
ム
の
反
対
か
ら

プ
レ
イ
ヤ

が
一

に
叫
ぶ
の
が

こ
え
た

 
キ
リ
ト
は
ギ
ク
リ
と
し
た
が

そ
れ
は
ど
う
や
ら
歓
声
の
よ
う
で
あ

た

 
見
る
と

つ
い
に
バ
ラ
ン
将
軍
の

が

色
く
な

て
い
た

 
キ
リ
ト
は
安

し
目
の
前
の
敵
に
集
中
し
よ
う
と
し
た

し
か
し
そ
の
時
そ
れ
は

こ
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た  
広
場
の
奥
に
あ
る
ス
テ

ジ
が

せ
り
上
が

て
い
た

上
空
の
景
色
が

ら
い
で
い
く

 
キ
リ
ト
は
こ
の
光
景
を
知

て
い
た

こ
れ
は

大
型
モ
ン
ス
タ

の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
す
る
合
図
だ

 
空
間
の

ら
ぎ
は
大
き
く
な

て
い
き
そ
の
漆
黒
に
見
え
る
空
間
か
ら
巨
大
な
何
か
が
出

現
し
た

ア
ス
テ
リ
オ
ス
・
ザ
・
ト

ラ
ス
キ
ン
グ
だ

て

 
六
本

を
持
ち

王

を
か
ぶ

た
巨
大
な
ト

ラ
ス
が

 

光
の
エ
フ

ク
ト
と
共
に
つ
い
に
そ
の

を
見
せ
た

 
あ
ま
り
の
出
来
事
に

に
対
応
で
き
る
チ

ム
は
無
い

 
そ
も
そ
も
バ
ラ
ン
将
軍
を
相
手
に
し
て
い
る
チ

ム
に
も

そ
こ
ま
で
の
余

は
無
い
の
で

あ

た
ま
ず
い
ぞ

全
力
攻
撃

 
リ

ダ

で
あ
る
エ
ギ
ル
を
差
し
置
い
て

キ
リ
ト
が

に
指

を
出
す

 
も
は
や
一
刻
の

予
も
無
か

た

ま
ず
は
こ
の
敵
を
倒
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
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多
少
無
理
し
て
で
も

の

点
を
狙
え

 
そ
こ
か
ら
は
死
闘
だ

た

ま
ず
キ
リ
ト
が
高
く
飛
び
上
が
り

に
強
力
な
一
撃
を

え
た

 
そ
の
た
め

ナ
ト
大

の
攻
撃
を
若

さ
せ
る
事
に
成
功
し
た

今
だ

み
ん
な
頼
む

 
全
員
が
次
々
に
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
つ

 
キ
リ
ト
の

直
が
切
れ
た

同
時
に
ナ
ト
大

の

も
解
け
た

 
普
通
は
そ
こ
で
下
が
る
キ
リ
ト
だ

た
が

こ
の
場
面
で
引
く
事
は
で
き
な
い

 
キ
リ
ト
は
再
び
高
々
と

び
あ
が
り

身
の
ホ
リ

ン
タ
ル
を
ナ
ト
大

の
顔
面
に

当
て

 
同
時
に
奥
の
手
で
あ
る

体
術
ソ

ド
ス
キ
ル

月

を

足
で
放

た

 
武
器
の
カ
テ
ゴ
リ

が
違
え
ば

ソ

ド
ス
キ
ル
の
後
の

直
を
無

で
き
る
事
を

 
キ
リ
ト
は
研
究
に
よ

て

発
見
し
て
い
た

 
そ
の
一
撃
に
よ
り

つ
い
に
ナ
ト
大

が
大

の
ポ
リ
ゴ
ン
片
と
な

て

け
散

た

み
ん
な
す
ぐ
ポ

シ

ン
を
飲
め

エ
ギ
ル

あ
の
化
け
物
の
様
子
は
ど
う
だ

ど
う
や
ら
移
動
速
度
は

い
よ
う
だ
な

ま
だ
若

こ
ち
ら
に
来
る
ま
で
に
時
間
が
あ
り
そ
う
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だ
そ
れ
じ

す
ぐ
本

を
助
け
に
い
か
な
い
と
な

よ
し

そ
れ
じ

み
ん
な
移
動
す
る
ぞ

急
げ

 
エ
ギ
ル
の
指

に
よ
り

全
員
バ
ラ
ン
将
軍
の
方
へ
と
駆
け
だ
し
た

か
ら
回
り
込
ん
で
攻
撃
す
る
か

そ
う
だ
な

エ
ギ
ル

指

を
頼
む

ま
ず
バ
ラ
ン
将
軍
を
倒
そ
う

 
も
し
倒
し
き
る
前
に
あ
の
化
け
物
が
こ

ち
に
来
た
ら

 
攻
撃
を
当
て
て
全
力
で
遠
く
に
移
動
し
よ
う

出
来
る
だ
け
引

張
る
ん
だ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
う
と
加
速
し

そ
の
勢
い
を
も

て
高
く

び
あ
が

た

 
同
時
に
突
撃
技
で
あ
る

ソ
ニ

ク
リ

プ

を
放
つ

 
そ
の
す
さ
ま
じ
い
速
さ
の
攻
撃
は
見
事
に
バ
ラ
ン
将
軍
の

を
撃
ち
バ
ラ
ン
将
軍
は
爆
散
し

た
間
に
合

た
か

 
そ
う

い
た
キ
リ
ト
が
見
た
も
の
は

 
大
き
く
息
を

う
よ
う
な
モ

シ

ン
を
見
せ
て
い
る

ト

ラ
ス
王
の

で
あ

た
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そ
の
直
後

ト

ラ
ス
王
は
紫
色
の
ブ
レ
ス
を

い
た

し
ま

 
最
後
ま
で
言
い
終
え
る
事
は
出
来
な
か

た

 
一
気
に

バ

が
二

ほ
ど

り

同
時
に
緑
色
の
マ

ク
が
表

さ
れ
た

 
そ
れ
は

今
日
何
度
も
見
か
け
た
マ

ク

麻

を

す
も
の
だ

た

 
前
衛

は
皆
麻

の

態
に
な
り

満
足
に
口
も
開
け
な
い

様
だ

た

み
ん
な

麻

治
療
の
ポ

シ

ン

を

 
キ
リ
ト
は

め
ず

皆
に
ポ

シ

ン
を
使
う
よ
う
に
声
を
か
け
た

 
回
復
速
度
が
多
少

ま
る
だ
け
だ
が
だ
か
ら
と
い

て
使
え
な
け
れ
ば
待
つ
の
は
確
実
な
死

だ 
そ
の
声
に
皆

何
と
か
麻

を
治
そ
う
と

み
始
め
た
が

 
麻

し
て
い
る
の
で

手
は
ゆ

く
り
と
し
か
動
か
す
事
は
出
来
な
い

 
そ
こ
に

厳
を
持

て

ト

ラ
ス
王
の
足
音
が
迫

て
き
た

 
誰
も
が

こ
れ
か
ら

こ
る
で
あ
ろ
う
大

殺
の
光
景
を
想
像
し

恐
怖
し
て
い
た

 
自
分
達
は
こ
れ
か
ら

動
く
事
さ
え
も
許
さ
れ
な
い
ま
ま

王
の

を
受
け
る
の
だ
と
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王
は
ま
ず

一
番
前
に
い
た

キ
リ
ト
と
リ
ン
ド
と
キ
バ
オ
ウ
に
目
を
向
け
た

く
そ

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

ご
め
ん

 
も
う
一
度

あ
の
二
人
に
会
い
た
い
と
思

た

 
ト

ラ
ス
王
が
武
器
を

り
上
げ

キ
リ
ト
が
死
を
覚
悟
し
た
そ
の
時
キ
リ
ト
は

 
王
の

に
向
け
て
入
り
口
の
方
か
ら
白
い
一
筋
の
光
が
走
り
王
が
ぐ
ら
つ
く
の
を
目
撃
し

た   
そ
の
少
し
前

じ
り
じ
り
と

る
気
持
ち
が
わ
い
て
く
る
中

 
ハ
チ
マ
ン
一
行
は

す
さ
ま
じ
い
ペ

ス
で
奥
へ
奥
へ
と
進
ん
で
い
た

 
罠
も
敵
も
ほ
と
ん
ど
を
回
避
し

回
避
で
き
な
い
敵
は
奇
襲
で

し
て
い
く

 
マ

プ
の

恵
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え

そ
れ
は
と
て
も
つ
も
な
い

さ
で
あ

た

相
変
わ
ら
ず
ハ

は
す
ご
い
ナ

雑

ト

ラ
ス
が
ま
だ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
し
て
い
な
い
せ
い
で

分
と
楽
さ
せ
て
も
ら

て
る
か
ら
な

ボ
ス
部
屋
が
見
え
た
よ

み
ん
な
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よ
し

何
が
あ

て
も
決
し
て

て
ず

き

ち
り
仕
事
を
果
た
そ
う

は
い

 
四
人
が
ボ
ス
部
屋
に
入

た

間

バ
ラ
ン
将
軍
ら
し
き
敵
が
爆
散
す
る
の
が
見
え
た

 
幸
い

ナ
ト
大

の

は
見
え
な
か

た
が

 

に
真
の
ボ
ス
で
あ
る

ト

ラ
ス
王
が
Ｐ
Ｏ
Ｐ
し
て
お
り

 
次
の

間

ト

ラ
ス
王
が
ブ
レ
ス
を

く
の
が
見
え
た

や
ば
い
あ
の
で
か
ぶ
つ
に
追
撃
さ
せ
る
な
ネ
ズ
ハ

ア
ル
ゴ

パ

テ

を
解
散
し
ろ

 
ネ
ズ
ハ
で
四
十
八
人
に
な
る
た
め
パ

テ

の
ま
ま
で
は
ネ
ズ
ハ
は
ボ
ス
に
攻
撃
は
で
き
な

い 
ア
ル
ゴ
は
素

く
パ

テ

を
解
散
し
た

 
そ
れ
を
確
認
し
た
ネ
ズ
ハ
は
狙
い
を
定
め

全
力
で
チ

ク
ラ
ム
を
投

し
た

ア
ス
ナ

全
員
を

舞
し
て
元
気
な
奴
に
救
助
活
動
を
さ
せ
て
く
れ

 
ア
ル
ゴ
は
キ
バ
オ
ウ
達
に
情
報
を
伝
え
ろ

俺
は
麻

て
る
奴
ら
に
ポ

シ

ン
を
飲
ま
せ

る 
ネ
ズ
ハ
の
放

た
チ

ク
ラ
ム
は
白
い
光
と
な

て
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今
ま
さ
に
武
器
を

り
お
ろ
そ
う
と
す
る

ト

ラ
ス
王
の

の
王

に
命
中
し
た

   
キ
リ
ト
が
見
た
そ
の
光
を

全
員
が
目
撃
し
て
い
た

 
そ
れ
が
何
な
の
か

そ
の
場
の
誰
に
も
分
か
ら
な
か

た

 
そ
の
光
は
ト

ラ
ス
王
の

に
命
中
し

ガ
ン

と
金
属
音
を
立
て
た
か
と
思
う
と

 
ま
た
入
り
口
の
方
に

て
い

た

 
そ
の
音
で
全
員
は
我
に
返
り

入
り
口
の
方
を
見
た

そ
こ
に
は

四
人
の
人
影
が
あ

た

 
同
様
に

衝
撃
に
よ
る

い
行
動

か
ら
立
ち
直

た
王
も

 
ギ
ロ
リ
と
入
り
口
に
目
を
向
け

そ
ち
ら
に
向
け
て
歩
き
出
し
た

 
実

の
所
そ
の
ネ
ズ
ハ
の
一
撃
が
ボ
ス
に
対
す
る
フ

ス
ト
ア
タ

ク
で
あ

た
た
め
だ

ろ
う

 
ト

ラ
ス
王
の
目
に
は
も
う
先
ほ
ど
ま
で
目
の
前
に
い
た
者
達
の

は
一
切
入

て
い
な
い

よ
う
だ

た

元
気
な
人
は

倒
れ
て
い
る
仲
間
を
後
方
に
引

張

て
下
さ
い
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し
ば
ら
く
は
時
間
を

げ
る
は
ず
で
す

み
ん
な
落
ち
着
い
て

み
ん
な
し

か
り
し
て

 
ア
ス
ナ
の
凛
と
し
た
声
が

囲
に

き

た

 
後
方
で

ま

て
い
た
者
達
も

そ
の
声
を

い
て
動
き
出
し
た

飲
め

キ
リ
ト

ハ
チ
マ
ン

す
ま
ん

く
な

た

い
い
さ

俺
達
の
仲
じ

な
い
か

本
当
に
間
に
合

て
良
か

た

 
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
の

を

り
て
立
ち
上
が

た

エ
ギ
ル

キ
リ
ト
を
一
時
後
方
へ
頼
む

く
そ

す
ま
ん

俺
と
し
た
事
が

ん
じ
ま

て
た

後
は
任
せ
ろ

頼
む

俺
は
他
の
奴
ら
に
ポ

シ

ン
を
飲
ま
せ
て
く
る

 
そ
の

ア
ル
ゴ
は
キ
バ
オ
ウ
と
リ
ン
ド
を
救
出
し

二
人
と
話
し
て
い
た

二
人
と
も
オ
レ

ち
に
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
だ
ろ
う
が

今
は
お
い
と
い
て
く
れ

 

退
す
る
な
ら

お
そ
ら
く
今
な
ら
全
員
無
事
に
脱
出
で
き
る
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だ
が
も
し
戦
う
な
ら

あ
の
ボ
ス
の
情
報
を
つ
い
さ

き
仕
入
れ
た

 
今
な
ら
特
別
に
タ
ダ
に
し
と
い
て
や
る
ヨ

 
ア
ル
ゴ
に
と

て
驚
き
だ

た
の
は

二
人
が
す
ぐ
に
戦
闘
続
行
を
決
断
し
た
事
だ

た

 
あ
れ
ほ
ど
の
死
に
直
面
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず

二
人
が
即
答
し
た
事
で

 
ア
ル
ゴ
は
二
人
に
対
す
る
認
識
を

少
し

め
る
事
に
し
た

 
回
復
し
た
キ
リ
ト
は

て
き
た
ハ
チ
マ
ン
と
話
し
て
い
た

あ
れ
は
ネ
ズ
ハ
か

間
に
合

た
ん
だ
な

あ
あ

こ
の

期
間
に
チ

ク
ラ
ム
ま
で
使
い
こ
な
し
て
い
る
と
は

ち

と
驚
い
た
よ

 
一
人
で

て
い
る
ネ
ズ
ハ
の
方
を
見
た
キ
リ
ト
は

 
今
ま
さ
に

ト

ラ
ス
王
が
ブ
レ
ス
を

こ
う
と
し
て
い
る
の
に
気
付
い
た

ま
ず
い

ブ
レ
ス
だ

ネ
ズ
ハ
が
危
な
い

大
丈
夫
だ
キ
リ
ト

ま
あ
見
て
ろ

て

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り

ネ
ズ
ハ
は
余

を
持

て
ブ
レ
ス
を
避
け
た

 
ち

う
ど
そ
の
時

リ
ン
ド
の
声
が

囲
に

き

た



 第０２０話 独りぼっちの英雄

た

た
今
ボ
ス
の
情
報
提

を
受
け
た

い

て
苦
情
は
無
し
だ

 
そ
の
人
達
は
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
情
報
を
求
め
た
後
そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
に
駆
け
着
け
て
く
れ
た
ん

だ 
そ
の
内
容
を
今
か
ら
説
明
す
る

ま
ず
ボ
ス
の
ブ
レ
ス
が
来
る
前
に
必
ず
目
が
光
る

そ
う
い
う
事
か

だ
か
ら
ネ
ズ
ハ
は
あ
ん
な
に
簡

に
避
け
ら
れ
る
ん
だ
な

あ
あ

今
も
一
人
で
戦
線
を

え
て
い
る

す
ご
い
奴
だ
よ

 
そ
の
後
も
リ
ン
ド
は

ボ
ス
の
行
動
の
情
報
を
素

く
提

し
て
い

た

 
さ
す
が
に
ネ
ズ
ハ
一
人
に
ボ
ス
を

持
さ
せ
る
の
も

限
界
が
近
い

 
体
制
を
整
え
た
攻
略

の
メ
ン
バ

は

す
ぐ
戦
闘
を
開
始
し
た

 
ま
ず
最
初
に

リ
ン
ド

キ
バ
オ
ウ
の
二
つ
の
チ

ム
の
タ
ン
ク
を
担
う

が

 
ト

ラ
ス
王
の
足
に
突

込
ん
で
い

た

そ
れ
じ

俺
と
ア
ス
ナ
は
後
ろ
で
見
て
る
わ

頑
張
れ
よ

キ
リ
ト

キ
リ
ト
君

頑
張

て
ね

え

戦

て
く
れ
な
い
の
か

い
や
お
前

だ

て
も
う
ネ
ズ
ハ
で
四
十
八
人
揃

ち

て
る
だ
ろ
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あ

そ
う
か

ま
あ
も
し
お
前
が
麻

し
た
ら

俺
と
ア
ス
ナ
で
後
方
に
引

張
る
く
ら
い
は
し
て
や
る
よ

お

お
う

あ
り
が
と
う

 

の
頑
張
り
で

よ
う
や
く
ボ
ス
の
タ

ゲ

ト
が
ネ
ズ
ハ
か
ら
外
れ
る
と

 

張
が
と
け
た
の
か

ネ
ズ
ハ
は
少
し
ふ
ら
つ
い
た

大
丈
夫
か

 
キ
リ
ト
が
声
を
か
け
る
と
ネ
ズ
ハ
は

し
く
も
力
の
こ
も

た

を
見
せ
武
器
を
高
く

げ
た

僕
は
大
丈
夫
で
す

こ
ん
な
僕
が
ボ
ス
戦
で
こ
ん
な
に
活
躍
で
き
る
の
が

 
今
本
当
に
と
て
も
嬉
し
い
ん
で
す

皆
さ
ん
も
僕
の
事
は
気
に
せ
ず

攻
撃
に
参
加
し
て
下

さ
い

 
そ
の
声
を
受
け
て

エ
ギ
ル
の

け
声
と
共
に

エ
ギ
ル

も
戦
場
へ
と
向
か

た

 
ボ
ス
の
目
が
光
る
度
に
ネ
ズ
ハ
が
チ

ク
ラ
ム
を
投
げ
る

そ
れ
が
命
中
す
る
と
ど
こ
か

ら
と
も
な
く

ナ
イ
ス
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と
い
う
声
が
か
か

た

見
て
る
だ
け

て
の
は
や

ぱ

し
い
も
の
が
あ
る
な

ま
あ

裏
方
も
大
事
だ
よ

し
か
し
雰
囲
気
は
明
る
い
な

ま
あ
何
も
問
題
が
な
い
よ
う
に
し

か
り
俺
達
が
見
と
こ
う

も
し
何
か
あ

た
時
は

全
力
で
救
助
活
動
だ
ね

 
戦
況
は
と
て
も
安
定
し
て
い
る

そ
れ
は
主
に

ネ
ズ
ハ
の
力
で
あ
る

 
し
か
し
未
だ
に
ネ
ズ
ハ
は
ソ
ロ
の
ま
ま
だ

た

 
今
五
人
パ

テ

な
の
は

レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
だ

 
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
メ
ン
バ

は

誰
も
ネ
ズ
ハ
の
元
に
は
駆
け
寄

て
来
ず

 
ひ
た
す
ら
ボ
ス
の
近
く
で
攻
撃
を
続
け
て
い
た

 
お
そ
ら
く
装
備
の
せ
い
だ
ろ
う

他
の
パ

テ

に
比
べ
て
麻

が
か
な
り

い

 
そ
の
た
め
か
リ
ン
ド
も

後
退
命
令
を
出
す
の
が

わ
れ
る
よ
う
だ

た

俺
達
が
リ
ン
ド
な
り
に
要

す
る
の
も
ち

と
違
う
し
な

そ
う
だ
ね

や

ぱ
り
も
う
色
々

目
な
ん
だ
ろ
う
ね

あ
の
チ

ム
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ど
う
な
ん
だ
ろ
う
な

正
直
俺
達
に
は
も
う
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
よ
な

ま
あ
ネ
ズ
ハ
君
に
は
も

と
い
い
チ

ム
が
い
く
ら
で
も
あ
り
そ
う
だ
よ
ね

そ
う
な
ん
だ
が

ま
だ
罪
を
償

て
な
い
か
ら
な

ど
ん
な

で
落
ち
着
く
ん
だ
ろ
う
な

そ
う
だ
よ
ね

こ
の
中
に
も
被
害
に
あ

た
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
ね

ま
あ
そ
れ
は
さ
て
お
き
あ
い
つ
ら
に
ボ
ス
か
ら
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
を

す
の

だ
よ

な
う
ん

そ
れ
は
私
も

か
な

よ
し

今
度
キ
リ
ト
が
下
が

た
ら

発
破
を
か
け
て
く
る
わ

う
ん

お
願
い

 
ボ
ス
に

攻
を
加
え
て
い
た
キ
リ
ト
は

一
度
後
方
に
下
が
る
事
に
し
た
の
だ
が

 
そ
の

間
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
を
捕
ま
え
て

元
で

い
た

奴
ら
に
Ｍ
Ｖ
Ｐ

取
ら
せ
た
く
な
い
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま
ス

と
後
方
に
下
が

て
い

た

 
キ
リ
ト
は
ネ
ズ
ハ
の
頑
張
り
を
見
て

言
わ
れ
な
く
て
も
そ
の
つ
も
り
だ

た
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
で
そ
れ
が
絶
対
に
失
敗
で
き
な
い
ミ

シ

ン
に
変
わ

た
事
を
自
覚
し
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た
戦
闘
に
参
加
で
き
な
い
二
人
の
分
も
俺
が
や

て
や
る

 
そ
の
後
も
攻
略

は
一
切
崩
れ
る
事
も
な
く

つ
い
に
ボ
ス
の

が
レ

ド

ン
に
達
し

た 
お
そ
ら
く
次
の
一

攻
撃
で
倒
れ
る
だ
ろ
う

キ
リ
ト
は
気
合
を
入
れ
慎
重
に
機
会
を

て
い
た

 
そ
し
て

今
日
何
度
目
か
の
ネ
ズ
ハ
の
攻
撃
に
よ
り

ボ
ス
が

け
反

た

間
に

 

み

け
る
よ
う
に

最
大

力
の
片
手
直
剣
か
ら
の
体
術
の
コ
ン
ボ
を
決
め
た

 
そ
の
攻
撃
で

見
事
に
ボ
ス
は
爆
散
し
た
の
だ

た

さ

す
が
キ
リ
ト
君

き

ち
り
期
待
に
応
え
る
と
こ
ろ
が
さ
す
が
だ
な

  
第
一
層
に
ひ
き
続
き

乱
の
展
開
と
な

た
第
二
層
の
ボ
ス
攻
略
は
こ
う
し
て
完

さ
れ

た 
ま
だ
問
題
が
全
て
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
か

た
が
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第
０
２
１
話
 
罪
に
は
罰
を

 
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
の
文

が
空
に

か
び
わ
ず
か
十
日
で
二
層
は
ク
リ
ア

さ
れ
た

 
こ
の
戦
い
の
功
労
者
は

誰
が
ど
う
見
て
も
ネ
ズ
ハ
で
あ

た

 
リ
ン
ド
は
ネ
ズ
ハ
を
労
お
う
と
し
た
が
未
だ
ネ
ズ
ハ
が
ソ
ロ
で
あ

た
事
に
気
付
い
て
謝

罪
し
た

す
ま
な
い

ご
た
ご
た
が
あ

た
と
は
い
え

君
を
レ
イ
ド
メ
ン
バ

に
も
加
え
ず

 
ソ
ロ
の
ま
ま
戦
わ
せ
て
し
ま

た

本
当
に

し

な
い

と
こ
ろ
で
君
は

リ
ン
ド
さ
ん

そ
い
つ

最
近
噂
に
な

て
た
鍛
治
屋
だ

 
リ
ン
ド
が
ネ
ズ
ハ
に
素
性
を
問
い
か
け
よ
う
と
し
た
矢
先
隣
に
い
た
男
が
横
か
ら
声
を

け

て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
て
以
前
ネ
ズ
ハ
に
武
器
強
化
を
頼
み
失
敗
し
た
男
で
あ
る
事
に
気

が
付
い
た

あ
れ
は
確
か
最
初
に
ネ
ズ
ハ
を
見
か
け
た
時
の
依
頼
主
か
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こ
の
ま
ま
う
や
む
や
に
な
れ
ば
そ
れ
は
そ
れ
で
と
思

た
が
や

ぱ
そ
う
い
う

に
も
い
か

な
い
よ
な

 
そ
の
男

ど
う
や
ら
シ
ヴ

タ
と
い
う
ら
し
い

は

そ
の
ま
ま
ネ
ズ
ハ
と
話
し
始
め
た

お
前

こ
の
前
俺
が
武
器
強
化
を
頼
ん
だ
鍛
治
屋
だ
よ
な

な
ん
で
い
き
な
り
戦
闘
職
や

て
る
ん
だ

 
な
ん
で
い
き
な
り
そ
ん
な
レ
ア
な
ド
ロ

プ
武
器
持

て
る
ん
だ

 
そ
も
そ
も
鍛
治
屋
だ
け
で
そ
ん
な
に

け
ら
れ
る
も
ん
な
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
を

き
シ
ヴ

タ
が

に
ネ
ズ
ハ
を
疑

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

こ
う
な
る
と
こ
れ
は
も
う

何
ら
か
の

任
が
追

さ
れ
る
の
は
確
定
だ
な

 
最
悪
の

況
だ
け
は
な
ん
と
し
て
も
避
け
な
い
と
い
け
な
い
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
想
定
す
る
最
悪
と
は
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ

に
よ
る
ネ
ズ
ハ
の
処

だ

た

 
そ
れ
だ
け
は
何
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
だ
が

こ
れ
だ
け
の
犯
罪
行

を
安
易
に

護
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い

 
こ
の

況
で

俺
が
守
り
た
い
も
の
は
な
ん
だ

と
考
え
な
が
ら
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ハ
チ
マ
ン
は
さ
り
げ
な
く
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
メ
ン
バ

の
隣
に
移
動
し
た

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
も
ハ
チ
マ
ン
に
続
き

三
人
は
事
の
成
り
行
き
を
見
守

て
い
た

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
ど
う
思
う

私
は
こ
の
件
に
関
わ

た
人
が
皆
納
得
で
き
れ
ば
い
い
と
思
う

難
し
い
の
か
も
し
れ
な
い

け
ど俺

は
ネ
ズ
ハ
の
頑
張
り
を
知

て
る
か
ら
な

何
ら
か
の
償
い
が
終
わ

た
後
に

 
心
機
一
転
他
の
チ

ム
で
や
り
直
し
て
欲
し
い

被
害
者
に
は
必
ず
な
ん
ら
か
の
助
け
が
必
要
だ
よ
な

心
を
救
う

て
難
し
い
な

 
全
員
が
注

す
る
中

ネ
ズ
ハ
は
シ
ヴ

タ
に
土
下
座
し

自
分
の
罪
を
全
て
告
白
し
た

 
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
仲
間
達
の
事
は
全
て
伏
せ
た
ま
ま
で

ふ
ざ
け
ん
な

お
前
の
せ
い
で
こ
こ
に
来
れ
な
か

た
奴
が
何
人
も
い
る
ん
だ
ぞ

こ
の
裏
切
り
者

 
場
は
一
時

然
と
し
た
が

シ
ヴ

タ
が

く
手
を
上
げ

そ
れ
を
制
し
た

 

囲
は
重
苦
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た

 
当
事
者
で
あ
る
シ
ヴ

タ
の
言
葉
を
待

て
い
る
か
の
よ
う
に
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俺
の
剣
は
ま
だ
残

て
い
る
の
か

す
み
ま
せ
ん

全
部

て
コ
ル
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た

で
は

コ
ル
で
の
金
銭
的
な
保
証
は
可
能
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
言
葉
に
驚
い
た

ま
じ
か
よ
す
ご
い
な

鳴
り
散
ら
し
て
も
お
か
し
く
な
い
の
に

強
い
な

す
み
ま
せ
ん

飲
み
食
い
や
高
い

に

ま

て
全
部
使

て
し
ま
い
ま
し
た

そ
う
か

い
い
加

に
し
ろ

豪
遊
し
て
た
だ
け
だ

て
い
う
の
か
よ

お
前
何
様
の
つ
も
り
だ
よ

あ
い
つ

や

ぱ
り
一
人
で
全
部
か
ぶ
る
つ
も
り
な
ん
だ
な

 
再
び
場
は
荒
れ
た

ハ
チ
マ
ン
が
ち
ら
り
と
横
を
向
く
と

 
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
メ
ン
バ

達
は

顔
面

白
だ

た
が

動
く
気
配
は
無

か

た
ち

こ
い
つ
ら
に
は
期
待
で
き
な
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
を
呼
び

こ

そ
り
と
話
し
か
け
た
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ア
ス
ナ

キ
リ
ト

落
と
し
所
を
ど
う
思
う

連

任
し
か
な
い

私
も
も
う
そ
れ
し
か
な
い
と
思
う

で
も
ネ
ズ
ハ
は
多
分

仲
間
を
か
ば
い
た
が

て
る
よ
な

そ
こ
な
ん
だ
よ
な

ネ
ズ
ハ
一
人
が
仲
間
の
た
め
に
罪
を
全
て
引
き
受
け
よ
う
と
し
て
い
る

の
に

 
俺
達
が
余
計
な
事
を
し
て
あ
い
つ
の
気
持
ち
を
裏
切
る
の
も
な

ネ
ズ
ハ
君

大
丈
夫
か
な

穏

な
処
置
な
ら
静
観
で
い
い
か
も
し
れ
ん

納
得
は
出
来
な
い
け
ど
な

 
だ
が

エ
ス
カ
レ

ト
す
る
よ
う
な
ら

何
か
手
は
あ
る
の
か

無
い
事
も
な
い

と
り
あ
え
ず
隣
の
あ
い
つ
ら
を
自
首
さ
せ
る

出
来
る
の
か

あ
あ

と
り
あ
え
ず
二
人
と
も
俺
が
何
か

い
た
ら
ち

と
大
き
め
の
声
で
答
え
て
く
れ

 
二
人
は

き

そ
の
後
ハ
チ
マ
ン
が

隣
に

こ
え
る

度
の
大
き
さ
で
言

た



 第０２１話 罪には罰を

な
あ

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

お
前
ら
そ
の
武
器

い
く
ら
で
な
ら

る

俺
は
そ
う
だ
な

二
十
万
コ
ル
く
ら
い
か

お
う

ふ

か
け
や
が

た
な
こ
い
つ

私
は
絶
対

ら

あ

そ
う
だ
ね

私
も
そ
の
く
ら
い
か
も

 
ハ
チ
マ
ン
に
目
配
せ
さ
れ

ア
ス
ナ
は

て
て
言
い
か
え
た

そ
う
だ
よ
な

そ
の
く
ら
い
に
は
な
る
よ
な
や

ぱ

 
し
か
し
そ
ん
な
大
金
飲
み
食
い
と

だ
け
で
使
え
る
も
ん
か
ね

そ
う
だ
な

使

た

て
い
う
な
ら
使
え
る
ん
じ

な
の
か

ち

と
私
達
じ

想
像
も
つ
か
な
い
よ
ね

う
ま
い
ぞ
二
人
と
も

今
度
鼠
に
調
べ
て
も
ら
う
か

俺
も
ち

と
興
味
あ
る
わ

 
そ
の
三
人
の
会
話
を

い
て

心
な
し
か

隣
か
ら
息
を

む
気
配
が
し
た

よ
し

種
だ
け
は

い
た

 
前
方
に
目
を

す
と
ど
う
や
ら
リ
ン
ド
が
穏

な
解
決
方
法
を

そ
う
と
し
て
い
る
よ
う

だ

た



 第一章 ＳＡＯ編

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
今
後
徐
々
に
返
し
て
も
ら
う
と
し
て

 
こ
れ
か
ら
は
攻
略
で
し

か
り
と
働
い
て

 
そ
の
時

キ
バ
オ
ウ

の
中
か
ら
誰
が
突
然
叫
ん
だ

待

て
く
れ
よ
リ
ン
ド
さ
ん

俺

い
た
事
あ
る

 
そ
い
つ
の
せ
い
で
武
器
を
失

て

い
武
器
で
無
理
を
し
て
死
ん
だ
プ
レ
イ
ヤ

の
噂

く

想
定
は
し
て
い
た
が

や

ぱ
り
こ
う
な
る
の
か

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
一
声
で

そ
の
場
は
一
気
に
断
罪
の
場
に
変
わ

た

な
ん
だ
よ
そ
れ

人
殺
し
じ

な
い
か

こ
の
人
殺
し

野
郎

死
ん
で
償
え

死
ね

 
こ
の
場
は
も
は
や
ネ
ズ
ハ
が

に
な
ら
な
い
と
収

が
つ
け
ら
れ
な
い
雰
囲
気
で
満
た
さ

れ
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
が

き
そ
う
な
目
で
ハ
チ
マ
ン
を
見
つ
め
て
い
た

ア
ス
ナ

大
丈
夫
だ

て

ハ
チ
マ
ン
が
い
る
じ

な
い
か
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キ
リ
ト
は
落
ち
着
い
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
を
信
頼
し
て
い
る
よ
う
に

こ
う
い
う
の
は
俺
に
任
せ
ろ

そ
の
代
わ
り
戦
闘
じ

お
前
を
一
番
信
頼
し
て
る

相
棒

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
に
そ
う
声
を
か
け

ア
ス
ナ
の

を

く
な
で

前
に
出
て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

ま
ず
リ
ン
ド
に
話
し
か
け
た

ち

と
い
い
か

あ
あ
あ
ハ
チ
マ
ン
か

す
ま
ん

を
言
う
の
が

く
な

た

今
回
は
あ
り
が
と
う
助

か

た
よ

い
や

こ

ち
こ
そ

情
報
が
ぎ
り
ぎ
り
に
な

て
し
ま
い

す
ま
な
か

た

 
み
ん
な
を
危
険
な
目
に
あ
わ
せ
て
し
ま

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

ぐ
る

と

囲
を
見
回
し

く

を
下
げ
た

 

囲
の
目
は

ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
に
好
意
的
に
見
え
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

こ
れ
な
ら
な
ん
と
か
な
り
そ
う
だ
と
思

た

横
か
ら
す
ま
ん

皆
も
知

て
の
通
り

そ
い
つ
を
連
れ
て
き
た
の
は
俺
達
だ

 
一
時
的
に
で
も
一

に
戦

た
せ
い
で

こ
い
つ
に
助
け
ら
れ
た
事
も
何
度
か
あ

た

 
あ
い
や
勘
違
い
し
な
い
で
く
れ

正
直
今
の
話
を

い
た
ら
こ
い
つ
を
か
ば
う
気
に
は
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な
れ
な
い

 
だ
が
そ
う
い

た
事
情
で
そ
い
つ
に
は
い
く
つ
か

り
が
あ
る

そ
こ
で
だ

一
つ
提
案
が

し
た
い

 
今
回
の
功
労
者
の
一
人
で
あ
る
ハ
チ
マ
ン
に
言
わ
れ
た
た
め
か
一
応

こ
う
と
い
う
雰
囲
気

に
な

た

こ
い
つ
を
罰
し
た
い
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る

が
俺
は
正
直
目
の
前
で
人
が
死
ぬ
の
を
見
た

く
な
い

 
そ
こ
で
だ

こ
こ
か
ら
が
提
案
な
ん
だ
が

お

い

鼠

ち

と
来
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
を
呼
び
出
し

一

に

こ
え
る
よ
う
に
言

た

武
器
が
破
壊
さ
れ
た
奴
の
リ
ス
ト
を

今
俺
に

し
て
く
れ

そ
ん
な
も
の

あ
る
の
か

ま
さ
か
鼠
と
グ
ル
な
ん
じ

実
は
な

俺
も
武
器
強
化
の
失
敗
で
武
器
が
壊
れ
る
と
こ
ろ
を
見
た
事
が
あ

て
な

 
だ
か
ら
そ
ん
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
鼠
に
依
頼
し
て
調
べ
て
も
ら

て
た
ん
だ
よ

 
俺
も
ち

う
ど
強
化
し
た
か

た
か
ら
な

ま
あ
頼
ん
だ
の
は
何
件
く
ら
い
あ

た
か
だ
け



 第０２１話 罪には罰を

だ
がそ

の
調
査
な
ら
確
か
に
も
う
済
ん
で
る
ぞ

ボ
ス

み
の
ゴ
タ
ゴ
タ
で

し
そ
び
れ
て
た
け

ど
ナ

 
ア
ル
ゴ
に
今
回
の
件
の
調
査
を
頼
ん
だ
の
は
事
実
だ

た
せ
い
か
そ
の
話
は
ス
ム

ズ
に
進

ん
だ今

回

き
た
い
の
は
そ
の
先
の
情
報
だ

み
ん
な
も
知

て
い
る
通
り

こ
の
鼠
は
プ
ロ
だ

 
こ
の
中
に
も
何
人
か
情
報
を

た
者
が
い
る
と
思
う
が
情
報
は
全
て
正
確
だ

た
は
ず

だ 
そ
し
て
ま
だ
あ
い
ま
い
な
情
報
が
取
り
扱
わ
れ
た
事
は
無
か

た
も
の
と
思
う

そ
こ
で
だ

 
鼠

強
化
に
失
敗
し
た
人
間
の

そ
の
後
の
情
報
は
あ
る
か

あ
る
ぞ

情
報
料
は

今
回
は
タ
ダ
に
し
と
い
て
や
る
よ

 
ボ
ス
の
情
報
集
め
を
手
伝

て
も
ら

た
の
と

相
殺
だ
ナ

 
そ
の
返
事
を

き

ハ
チ
マ
ン
は
み
ん
な
に
語
り
か
け
た

こ
れ
で
お
そ
ら
く

誰
か
死
ん
だ
者
が
い
る
か
ど
う
か
確
実
な
情
報
が
得
ら
れ
る
と
思
う

 
こ
れ
を
見
て
か
ら
判
断
し
よ
う
じ

な
い
か

も
し
あ
れ
だ

た
ら

追
加
調
査
で
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ハ
チ
マ
ン
が

心
の
言
葉
を
発
し

レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
方
を
ち
ら
り
と
見
た

 
リ

ダ

の
オ
ル
ラ
ン
ド
は

追
加
調
査
と
い
う
言
葉
が
出
た
か
否
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

 
意
を
決
し
た
よ
う
に

こ
ち
ら
に
歩
い
て
く
る
と
こ
ろ
だ

た

よ
し
決
断
し
た
よ
う
だ
な

し
か
し
ネ
ズ
ハ
を
殺
す
可
能
性
も
あ
る

近
く
で

す
る
か

 

者
が
い
な
い
の
は
ア
ル
ゴ
に

い
て
知

て
る
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
一
歩
後
ろ
に
下
が
り

リ
ン
ド
に
目
配
せ
を
し
て

 
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
を
あ
ご
で
さ
し
た

リ
ン
ド
は
そ
れ
に
気
付
き

ね
た

今
度
は
君
達
か

ど
う
か
し
た
の
か

 
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
五
人
は

ネ
ズ
ハ
の
横
で
同
じ
よ
う
に
土
下
座
を
し

 
自
分
達
も
仲
間
だ
か
ら
一

に

い
て
く
れ
と

罪
を
告
白
し
始
め
た

ハ
チ
マ
ン

お
疲
れ

ハ
チ
マ
ン
君

あ
り
が
と
う

お
う

今
す
ぐ
帰

て
休
み
た
い
気
分
だ
わ

相
変
わ
ら
ず
だ
な

ハ
チ
マ
ン
君
ら
し
い
ね
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し
か
し

あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と

あ
い
つ
ら
俺
の
ブ
ラ
フ
が

い
た
の
か

 
自
主
的
に
出
て
き
た
の
か

何
と
も
言
え
な
い
感
じ
だ
な

私
は

自
主
的
だ

て
信
じ
た
い
か
な

そ
う
だ
な

ハ
チ
マ
ン
も

も
う
そ
う
い
う
事
で
い
い
ん
じ

な
い
か

そ
う
だ
な

悪
い
気
分
じ

な
い

 
結
局
誰
か
が
死
ん
だ
と
い
う
事
実
は
無
く
言
葉
を
発
し
た
者
も
噂
で

い
た
だ
け
だ

た
た

め 
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
所
持
し
て
い
た
装
備
を
全
て
被
害
者
に

し

 

害
以
上
の
金

を

済
す
る
と
い
う
事
で
落
ち
着
い
た

 
少
な
く
と
も
価

の
面
か
ら
す
れ
ば

被
害
を
受
け
た
以
上
の

に
な
る
よ
う
だ

 
彼
ら
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
か

一
か
ら
や
り
直
す
の
か
ど
う
か

そ
れ
は
わ
か
ら
な
い

 
こ
の
噂
も
す
ぐ
広
ま
る
だ
ろ
う
か
ら
彼
ら
が
や
り
直
す
と
し
て
も
そ
れ
は
苦
難
の
道
に
な

る
だ
ろ
う

 
チ

ク
ラ
ム
は
ネ
ズ
ハ
以
外
に
使
え
る
者
が
お
ら
ず

 
レ
ア
リ
テ

は
あ

て
も
金
銭
的
価

は
無
い
に

し
か

た
た
め
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そ
の
ま
ま
ネ
ズ
ハ
の
手
元
に
残
さ
れ
る
事
と
な

た

 
今
後
ネ
ズ
ハ
が
レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス
に
残
る
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が

 
少
な
く
と
も
攻
略
に
は
参
加
し

元
気
な

を
見
せ
続
け
て
く
れ
る
事
だ
ろ
う

 
こ
う
し
て
第
一
層
に
ひ
き
続
き

乱

み
と
な

た
第
二
層
の
攻
略
は
こ
こ
に
全
て
完
了

し
た



 第０２２話 キャンペーンクエスト

 
第
０
２
２
話
 
キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト

 
い
つ
も
誤

報
告
を
下
さ
る
方

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
攻
略
も
無
事
終
了
し

一
行
は
リ
ン
ド
の
提
案
で
全
員
で
第
三
層
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

 
仲
間
意
識
を
強
調
し
た
か

た
の
で
あ
ろ
う

 
ネ
ズ
ハ
は
仲
間
達
と
何
事
か
話
し
な
が
ら
手
を
取
り
合

て
い
る
よ
う
だ

レ
ジ

ン
ド
オ
ブ
ブ
レ
イ
ブ
ス

続
け
る
み
た
い
だ
な

そ
う
み
た
い
だ
ね

う
ん

良
か

た
ね

ま
あ

悪
く
は
な
い
な

 
三
人
も
第
三
層
へ
と
続
く

へ
と
向
か
お
う
と
し
た
が

 
そ
こ
へ
し
ば
ら
く

て
い
た
キ
バ
オ
ウ
が
近

い
て
き
た

キ
バ
オ
ウ
は
ハ
チ
マ
ン
と
ア

ス
ナ
に
は

お
お
き
に
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と

く
声
を
か
け
た

そ
し
て
キ
リ
ト
に
対
し
て
は
中
々
声
を
か
け
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ

た

が

結
局

次
も
こ
き
使
う
た
る

 
と
だ
け
言
い
残
し
て

仲
間
達
と
共
に

を
上

て
い

た

次
も
ち

ん
と
来
い

て
さ

ら
し
い
な

な
ら
次
も
頑
張
ら
な
き

ね

 
そ
こ
へ

今
度
は
ネ
ズ
ハ
が
走

て
き
た

 
ネ
ズ
ハ
は
ま
ず

を
下
げ

今
度
は
僕
が
仲
間
を

え
て
み
せ
ま
す
と
言

て
微
笑
ん
だ

 
三
人
は
応
援
し

ネ
ズ
ハ
は
仲
間
の
元
へ
と

て
い

た

 
第
三
層
へ
の
⻑
い

を
上
り
始
め
た
そ
の
後
ろ
に

い
つ
の
間
に
か
ア
ル
ゴ
が
い
た

ハ

最
後
は
う
ま
く
ま
と
め
た
よ
ナ

俺
は
自
分
の
や
れ
る
事
を

よ
く
や

た
だ
け
だ
ぞ

ハ
チ
マ
ン
が
い
な
か

た
ら
今
回
は
相
当
や
ば
か

た
と
思
う
け
ど
な

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
君
ら
し
い
け
ど
ね
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相
変
わ
ら
ず
自

評
価
が

い
ん
だ
よ
ナ

ば

か
や
ろ
う

お
前
ら
の
俺
に
対
す
る
評
価
が
高
す
ぎ
ん
だ
よ

 
そ
し
て
つ
い
に
第
三
層
へ
と
到
着
し
た
一
行
が
見
た
も
の
は

一
面
に
広
が
る
森
で
あ

た

り
一
面
ひ
た
す
ら
森
か

そ
し
て
あ
そ
こ
に
見
え
る
の
が

第
三
層
の
主
街
区

ズ
ム
フ
ト
だ
ナ

と
り
あ
え
ず
俺
は
休
み
た
い

さ
す
が
に
疲
れ
た

私
も
安
心
し
た
か
ら
か

ど

と
疲
れ
が

二
人
は
オ
レ

ち
の
せ
い
で
二
日
近
く
ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
に
走
ら
せ
ち
ま

た
か
ら
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
へ
た
り
込
み

ネ
ズ
ハ
も
糸
が
切
れ
た
か
の
よ
う
に
座
り
込
ん
だ

 
ネ
ズ
ハ
の
消

が
一
番
激
し
か

た
の
で

キ
リ
ト
は

を
貸
し

 
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
メ
ン
バ

が
集
ま

て
い
る
方
へ
と
ネ
ズ
ハ
を
連
れ
て
い

た

そ
れ
じ

俺
達
も
最
後
の
一

ん
張
り
と
い
き
ま
す
か
ね

 
リ
ン
ド
と
キ
バ
オ
ウ
に
転
移
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
し
て
も
ら
い

一
行
は
家
路
に
つ
い
た

 
キ
リ
ト
は
第
二
層
の

へ
と
向
か
い

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
第
一
層
の

二
人
が
い
つ
も
使

て
い
る

へ
と
向
か

た
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ア
ル
ゴ
は
二
人
に
報

の
一
部
だ
ナ

と
言

て
第
三
層
の
ガ
イ
ド
ブ

ク
を

し
て

 
ど
こ
へ
と
も
な
く
去

て
い

た

ア
ス
ナ

風
呂
で

な
い
よ
う
に
な

う
ん

あ
ん
ま
り
自
信
は
な
い
か
な

本
当
に
気
を
付
け
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
を

へ
と
送
り

け
た
後

 
自
分
の

に

り
着
い
た

間
ベ

ド
へ
と
倒
れ
込
み

そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た

  
次
の
日
昼
過
ぎ
ま
で

ハ
チ
マ
ン
は

き
上
が
る
事
が
で
き
な
か

た

 

き
上
が
り
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
相
当
強
か

た
よ
う
で
あ
る

 
確
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら
の
ハ
チ
マ
ン
は

働
き
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い

こ
こ
で
一
生
分
の
労
働
意
欲
を
使
い
果
た
し
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

直
そ
う
と
し
た
が
ア
ス
ナ
か
ら
の
メ

セ

ジ
が
来
て
い
る
事
に
気
が
付
い

た 
メ

セ

ジ
に
は

今
日
は
休
み
に
す
る
と
し
て
も
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ち

と
だ
け
ガ
イ
ド
ブ

ク
を
見
な
が
ら
話
さ
な
い
か
と
の
提
案
が
書
い
て
あ

た

 
ま
あ
す
ぐ
近
く
だ
し

わ
な
い
か
と
思
い
ハ
チ
マ
ン
は

の
旨
を
メ

セ

ジ
に
し
た
た

め 
返
事
を
確
認
後

き
上
が

て
準
備
を
は
じ
め
た

  
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
の

に
着
く
と
ア
ス
ナ
は
ガ
イ
ド
ブ

ク
を
取
り
出
し
話
し
始
め
た

ち

と
リ
ズ
と
一

に
ズ
ム
フ
ト
に
い

て

く
見
回

て
き
た
ん
だ
け
ど
ね

元
気
だ
な

中
で
キ
リ
ト
君
と
ネ
ズ
ハ
君
に
会

て
ね

そ
れ
で
ち

と
話
し
た
ん
だ
よ
ね

ネ
ズ
ハ
も
俺
よ
り
疲
れ
て
た
は
ず
な
の
に
元
気
だ
な

そ
し
た
ら

ガ
イ
ド
ブ

ク
に
書
い
て
あ
る
こ
れ

 
こ
の
キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト

て
の
を
二
人
で
や
り
に
い
く
ん
だ

て

こ
れ
か

報

も
良
さ
そ
う
だ
し
難
易
度
は
高
そ
う
だ
が
や

て
み
て
も
い
い
ん
じ

な

い
かう

ん

私
も
そ
う
思

た
ん
だ
よ
ね

明
日
あ
た
り
行

て
み
な
い
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そ
う
だ
な

俺
と
し
て
は
そ
の
前
に
ま
ず
森
で
の
戦
闘
を
も
う
ち

と
や

て
み
た
い

な 
明
日
は
リ
ズ
ベ

ト
を
連
れ
て
こ
の
層
の
敵
や
地

に
慣
れ
る
た
め
に
レ
ベ
ル
上
げ
に
し
て

 
そ
の
キ

ン
ペ

ン
は
明
後
日
か
ら

て
の
は
ど
う
だ

確
か
に
私
達

前
の
層
の
最
後
は
走
り
回

て
た
だ
け
だ
し
ね

 
そ
れ
じ

そ
う
し
よ

か

リ
ズ
に
は
私
か
ら

い
て
み
る
ね

あ
あ

頼
む

そ
れ
じ

俺
は
も
う
ち

と

て
く
る

う
ん

そ
れ
じ

後
で
連

入
れ
と
く
ね

お
う

頼
む
わ

  
次
の
日
は

三
人
で
移
動
狩
り
を
し
な
が
ら
森
で
の
注
意
点
を
話
し
合

て
い

た

界
が

く
な

て
る
せ
い
か
奇
襲
さ
れ
な
い
よ
う
に
余
計
に
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い

な
ハ
ン
マ

も
ち

と

り
に
く
い
な

私
も

に

り
向
い
た
り
と
か
厳
し
い
か
も
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基
本
広
場
み
た
い
な
と
こ
ろ
を

点
に
し
な
い
と
だ
め
だ
な
こ
れ
は

 
三
人
は
移
動
し
な
が
ら
更
に
狩
り
を
続
け

あ
る

度
満
足
し
た
結
果
も
得
ら
れ
た
た
め

 
そ
の
日
の
戦
闘
は
終
わ
る
事
に
し
た

明
日
は
私
達
は

 
ガ
イ
ド
ブ

ク
に
載

て
る
キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト

て
の
を
や

て
み
よ
う
と
思

て
る

ん
だ
け
ど

 
リ
ズ
は
ど
う
す
る

良
か

た
ら
一

に
や
ら
な
い

う

ん
必
要
そ
う
な
レ
ベ
ル
に
全
然

い
て
な
い
し

私
は
遠

し
て
お
こ
う
か
な

そ

か

わ
か

た

二
人
と
も
気
を
付
け
て
ね

あ
あ

そ
れ
じ

ま
た
な

二
人
と
も

  
そ
し
て
キ

ン
ペ

ン
シ
ナ
リ
オ
開
始
当
日

二
人
は
開
始
予
定
地
へ
と
向
か

て
い
た

ク
エ
ス
ト
開
始
地
点
は

迷
い

の
森

て
と
こ
ら
し
い
ね

で
方
向
感
覚
が
お
か
し
く
な
る
の
か

気
を
つ
け
な
い
と
な
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キ
リ
ト
君
の
話
だ
と
ま
ず
最
初
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
と
ダ

ク
エ
ル
フ
の
人
が
争

て
る
ん

だ

て

 
で

私
達
が
介
入
す
る
事
に
な
る
ん
だ
け
ど

ど

ち
も
す
ご
い
強
く
て

 
私
達
じ

と
て
も
か
な
わ
な
い
ん
だ

て

お
い
ア
ス
ナ
そ
れ

こ

ち
の

が
全

す
る
可
能
性
も
あ
る

て
事
か

私
も
気
に
な

て

い
た
ん
だ
け
ど

私
達
ど

ち
か
の

ゲ

ジ
が
半
分
に
な

た

間

 
味
方
し
た
方
の
人
が
奇
跡
の
力
で
相
手
を
倒
し
て
く
れ
て
そ
の
ま
ま
自
分
も
死
ん
じ

う
ん

だ

て
な
る
ほ
ど
な

結
局
ど

ち
も
死
ぬ
ん
だ
な

う
ん

そ
れ
で
味
方
し
た
方
の
シ
ナ
リ
オ
で

定
さ
れ
て

 
ド
ロ

プ
し
た
ア
イ
テ
ム
を

加
担
し
た
方
の
エ
ル
フ
族
の

点
に

け
る
ら
し
い
ね

ど

ち
の
味
方
を
す
る
か
で
ど
ん
な
差
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
ね

 
結
局
ど

ち
の
味
方
を
す
る
か
は
そ
の
場
に
着
い
た
ら
と
い
う
事
に
な
り

 
ア
ス
ナ
も

そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な
と
同
意
し
た



 第０２２話 キャンペーンクエスト

 
二
人
は
迷
い

の
森
の
力
に
惑
わ
さ
れ
何
度
も
迷
い
つ
つ
も
つ
い
に
目
的
地
ら
し
き
場
所

を
見
つ
け
た

ハ
チ
マ
ン
君

あ
れ
じ

な
い

そ
う
み
た
い
だ
な

い
く
か

 
目
的
地
に
着
く
と
話
に

い
て
い
た
通
り

 

の
上
に
ク
エ
ス
ト
開
始
マ

ク
で
あ
る

が
表

さ
れ
た
二
人
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
争

て

い
た

 
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
は
男
で

ダ

ク
エ
ル
フ
は

女
だ

た

ハ
チ
マ
ン
君

ダ

ク
エ
ル
フ
の
味
方
を
し
た
い
ん
だ
ろ

俺
も
こ
の

況
で
男
の
味
方
を
す
る
の
は
ち

と
なあ

り
が
と
う

 
二
人
が
飛
び
出
す
と

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

上
の
マ

ク
が

進
行
中
を

す

に
変
化
し
た

人
族
が
こ
ん
な
森
の
中
に
い
る
と
は

そ
な
た
た
ち
何
者
だ
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二
人
は

て
ダ

ク
エ
ル
フ
に
背
中
を
向
け

フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
に
武
器
を
向
け
た

 
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
の
カ

ソ
ル
は

恐
ろ
し
く
黒
に
近
い

だ

た

 
敵
の
カ

ソ
ル
は

自
分
か
ら
見
て

い
敵
ほ
ど
明
る
い
色
で
表

さ
れ
る

 
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
黒
く
み
え
る
カ

ソ
ル
の
敵
に
は

通
常
ど
う
や

て
も
か
な
わ
な
い

貴
様
ら
ダ

ク
エ
ル
フ
族
の
味
方
を
す
る
か

お
前
ら
も
我
が
剣
の

に
し
て
く
れ
る

に
な
る
の
は
あ
な
た
よ

こ
の

野
郎

あ

れ

ア
ス
ナ
さ
ん
目
茶
目
茶
熱
く
な

て
ま
せ
ん
か
ね

お

お
い

ア
ス
ナ

防
御
主
体
な

防
御
主
体

わ
か

て
る
よ
ハ
チ
マ
ン
君

防
御
主
体
で
絶
対
に
倒
す

ま
じ
か

本
気
で
や
る
し
か
な
い
か

さ
ぼ

た
ら
絶
対
後
で

ら
れ
る

 
ま
あ

い
た
感
じ
か
ら
し
て

こ

ち
は
す
ぐ
に
や
ら
れ
ち
ま
う
と
思
う
が

  
そ
し
て
十

分
後

二
人
の
目
の
前
で
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
が
光
と
な

て
消
え

た
ま
じ
か

な
ん
か
倒
せ
ち
ま

た
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さ
す
が
は
対
人
型
モ
ン
ス
タ

特
化
の
ハ
チ
マ
ン
君
だ
ね

い
や

そ
り

も
う
必
死
で
し
た
か
ら
ね

お
二
人
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る

 
突
然
声
を

け
ら
れ
た
二
人
は

り
向
き

そ
の
声
の
主
を
見
た

 

の
上
の
マ

ク
は

の
ま
ま
で
ど
う
や
ら
無
事
ク
エ
ス
ト
は
進
行
し
て
い
る
よ
う
だ

 
カ

ソ
ル
の
色
は

味
方
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
表
す

色
に
変
化
し
て
い
た

私
の
名
は
キ
ズ
メ
ル

そ
な
た
ら
の
お
か
げ
で

秘
鍵
を
守
る
事
が
で
き
た

 
そ
の
声
の
主
は
キ
ズ
メ
ル
と
名
乗

た

 
キ
ズ
メ
ル
は
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
が
倒
れ
た
場
所
に
落
ち
て
い
た
布
袋
を
大
切
そ
う
に
を

い 
そ
れ
を
胸
に
か
き

い
た
後

そ

と

い
た

こ
れ
で
一
先
ず
聖

は
守
ら
れ
た

 
そ
の

は

色
々
な
感
情
を
秘
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

め
て
感
謝
す
る

我
ら
が

令
か
ら
も
褒
章
が
あ
ろ
う

是
非
我
ら
の
野

地
ま
で
同
行
し

て
欲
し
い
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そ
れ
じ

お
言
葉
に

え
ま
す

あ

ア
ス
ナ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
は
Ｙ
Ｅ
Ｓ
か

か
を
明
確
に
言
わ
な
い
と

わ
か

た

そ
れ
で
は
案
内
し
よ
う

着
い
て
き
て
く
れ

 
ア
ス
ナ
の
答
え
を

き

ハ
チ
マ
ン
は

正
を
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
驚
い
た
事
に
キ
ズ
メ
ル
は

ア
ス
ナ
の
言
葉
を
正
確
に
理
解
し
た
ら
し
い

 
二
人
は
キ
ズ
メ
ル
に
よ

て

ダ

ク
エ
ル
フ
の
野

地
ま
で
案
内
さ
れ
る
事
と
な

た

 
同
時
に
パ

テ

メ
ン
バ

の
加
入
を
告
げ
る
メ

セ

ジ
が
表

さ
れ

 
キ
ズ
メ
ル
が

パ

テ

メ
ン
バ

と
な

た

 
二
人
は

キ
ズ
メ
ル
が
プ
レ
イ
ヤ

と
ま

た
く
区
別
が
つ
か
な
い
事
に
驚
い
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
君

私

し
く
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
こ
れ

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
動
い

て
る
の

俺
も
驚
い
て
る
ん
だ
が

ま
る
で
高
性
能
の

み
た
い
だ
な

と
い
う
か
そ
う
と
し
か
思

え
んす

ご
い
ね

ま
る
で
普
通
の
人
み
た
い
だ
よ

 
ど
う
や
ら
ダ

ク
エ
ル
フ
は
迷
い
の

の
森
の
中
を
普
通
に
歩
け
る
よ
う
だ
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出
て
く
る
敵
は
片

か
ら
キ
ズ
メ
ル
が
一
刀
両
断
し

 
三
人
は
あ

と
い
う
間
に
ダ

ク
エ
ル
フ
の
野

地
に
到
着
し
た
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第
０
２
３
話
 
星
の
無
い
空

 
野

地
に
案
内
さ
れ
た
二
人
は

速

令
の
元
に
案
内
さ
れ
る
事
と
な

た

 

令
の
天
幕
は

物
々
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

そ
の
前
に
は

 
ダ

ク
エ
ル
フ
の
衛
兵
が

刀
を
立
て
て

ん
で
い
た

ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ

襲
わ
れ
た
り
し
な
い
よ
ね

ま
あ
さ
す
が
に
そ
れ
は
大
丈
夫
だ
ろ

 
そ
れ
よ
り
こ
こ

イ
ン
ス
タ
ン
ス
マ

プ
だ
と
思
う
が

す
げ

広
い
な

イ
ン
ス

タ
ン
ス

あ
あ

こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
時
と
か
に
一
時
的
に
作
ら
れ
る
マ

プ
で
な

 
要
す
る
に
強
制
的
に
独
立
し
た
エ
リ
ア
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
感
じ
だ
な

そ
れ
じ

今
い
る
こ
こ
は
正
確
に
は
第
三
層
じ

な
い
ん
だ
ね

そ
う
だ
な

他
の
プ
レ
イ
ヤ

も
絶
対
に
入

て
こ
な
い

 
そ
し
て
二
人
は

令
の
天
幕
の
中
に
案
内
さ
れ
た

よ
く
ぞ
我
が
同

を
助
け
て
く
れ
た

人
族
の
子
ら
よ

心
か
ら
の
感
謝
を
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令
は
物
々
し
く
言
い

報

と
し
て

い
く
つ
か
の
ア
イ
テ
ム
が
提

さ
れ
た

 
二
人
は
迷
い
な
が
ら
も

更
新
が

て
い
た

を
選
ん
だ
よ
う
だ

さ
ら
に
こ
れ
を

こ
の
指

を
持
つ
者
は
こ
の
野

地
に
自
由
に
出
入
り
す
る
事
が
出
来
る

 

令
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ダ

ク
エ
ル
フ
の

章
の
入

た
二
つ
の
指

を
差
し
出
し
て
き

た 
ハ
チ
マ
ン
は

何
も
考
え
ず
に

手
の

指
に
そ
の
指

を
は
め
よ
う
と
し
て

 
同
じ
よ
う
に
指

を
ど
こ
に
は
め
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
ア
ス
ナ
に
気
付
き

狼

し
た

お
揃
い
の
指

を

指
に
付
け
よ
う
と
す
る
と
か
何
や

て
ん
だ
俺
は

 
こ
こ
は
無
難
に
人
差
し
指
に
で
も

そ
う

ど
う
と
い
う
事
は
な
い

 
こ
れ
は
お
揃
い
だ
が
た
だ
の
イ
ベ
ン
ト
ア
イ
テ
ム
だ

恥
ず
か
し
い
そ
ぶ
り
と
か
も
絶
対
禁
止

だ 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

手
の
人
差
し
指
に
指

を
は
め
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
見

た
の
か
偶
然
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が

 
同
じ
よ
う
に

手
の
人
差
し
指
に
指

を
は
め
た

 
ア
ス
ナ
が
特
に
何
と
も
思

て
い
な
い
よ
う
だ

た
の
で

ハ
チ
マ
ン
は
ほ

と
し
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令
の
話
の
続
き
を

く
事
に
し
た

令
の

の
上
に
は

マ

ク
が
表

さ
れ
て

い
た

 
ど
う
や
ら
ク
エ
ス
ト
の
続
き
が
始
ま

た
よ
う
だ

そ
れ
で
は
今
日
は

こ
の
天
幕
を
利
用
し
て
く
れ

多
少

い
か
も
し
れ
な
い
が

 
ク
エ
ス
ト
は
明
日
開
始
の
よ
う
だ

 
二
人
は
一
度
街
に

ろ
う
か
と
思

た
が

キ
ズ
メ
ル
の

め
に

い

 
今
日
は
そ
の
ま
ま
野

地
に

ま
る
事
と
し
た

 
キ
ズ
メ
ル
が

風
呂
も
あ
る
ぞ
と
言

た
の
が

ど
う
や
ら
決
め
手
に
な

た
よ
う
だ

同
じ
天
幕
か

衝
立
で
も

り
て
く
る
か

 
案
内
さ
れ
た
天
幕
は

い
と
言
わ
れ
た
が
か
な
り
の
広
さ
だ

た

 
ア
ス
ナ
は
キ
ズ
メ
ル
と
話
し
た
い
よ
う
で
ハ
チ
マ
ン
に
先
に
風
呂
に
入
る
よ
う
に
言

て
き

た 
ハ
チ
マ
ン
は
大
人
し
く

め
に

い

先
に
風
呂
に
入
る
事
に
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
す
れ
ば

久
々
の
入

だ

た

 
い
く
ら
入

を
す
る
必
要
が
な
い
と
い

て
も

た
ま
に
は
湯
に

か
り
た
い
も
の
だ
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ハ
チ
マ
ン
は
久
々
の
風
呂
を

能
し

と
て
も
リ
ラ

ク
ス
出
来
た

 
風
呂
か
ら
あ
が
る
と

上
機

で

の
ド
リ
ン
ク
を
取
り
出
し

飲
み
始
め
た

 
キ
ズ
メ
ル
と
何
か
話
し
て
い
た
ア
ス
ナ
が
そ
れ
に
気
付
き

欲
し
が

た
た
め

 
ハ
チ
マ
ン
は
も
う
一
つ
取
り
出
し

ア
ス
ナ
に
差
し
出
し
た

キ
ズ
メ
ル
と
仲
良
く
な

た
ん
だ
な

う
ん

そ
れ
じ

俺
は
あ

ち
の

で
先
に

て
る
か
ら
ア
ス
ナ
も
風
呂
に
入

た
ら
好
き
に

て

く
れわ

か

た

そ
れ
じ

ハ
チ
マ
ン
君

お
や
す
み
な
さ
い

あ
あ

お
や
す
み

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
の
ベ

ド
の
横
に
し

か
り
と
衝
立
を
立
て
て

 
横
に
な
り
な
が
ら
今
日
の
出
来
事
に
つ
い
て
考
え
始
め
た

こ
れ
が
通
常
の
ク
エ
ス
ト
の
ル

ト
な
の
か

俺
に
は
わ
か
ら
な
い
が

 
か
な
り
特

な

況
か
も
し
れ
な
い
な

裏
シ
ナ
リ
オ
の
可
能
性
も
あ
る

 
今
度
先
行
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
キ
リ
ト
達
に
会

た
ら
確
認
し
て
み
よ
う
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そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
う
ち
に

い
つ
の
間
に
か
ハ
チ
マ
ン
は

て
い
た
よ
う
だ

 
風
呂
か
ら
あ
が

た
ア
ス
ナ
が

布
団
を

け
て
く
れ
た
事
に
は
気
付
か
な
い
ま
ま

 
ハ
チ
マ
ン
は
深
い
眠
り
に
つ
い
た

  
次
の
日
の
朝

キ
ズ
メ
ル
が
二
人
を

こ
し
に
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

明
る
い
場
所
で
キ
ズ
メ
ル
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
と
思
い
な
が
ら

 
な
ん
と
な
し
に
キ
ズ
メ
ル
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た

 
そ
し
て
キ
ズ
メ
ル
が

と
て
も

麗
で
す
ご
く
ス
タ
イ
ル
が
い
い
事
に

め
て
気
が
付
い
た

ハ
チ
マ
ン
君

ど
こ
を
じ

と
見
て
い
る
の
か
な

お

お
う

お
は
よ
う

む
 
リ
ラ

ク
ス
出
来
た
せ
い
か

二
人
の
目
覚
め
は
と
て
も
良
か

た
の
で

 
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
ク
エ
ス
ト
に
出
か
け
る
事
に
な

た

 
ど
う
や
ら
⻄
の
方
に
聖
樹
と
呼
ば
れ
る
木
が
あ
り

そ
の

元
に
別
の
秘
鍵
が
あ
る
よ
う
だ

 
道
中
で
は

相
変
わ
ら
ず
キ
ズ
メ
ル
が
一
刀
で
敵
を

り
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そ
の
度
に
勝
手
に

験

と
ア
イ
テ
ム
が
入

て
き
た

楽
だ
け
ど

こ
れ

て
ズ
ル
だ
よ
ね

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
が

日
頑
張

た
ご
褒
美

て
事
で
い
い
だ
ろ

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
だ
ね

 
遠
く
に
目
的
の

聖
樹
ら
し
き
も
の
が
見
え
た

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
に
接
近
す
る
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
ら
し
き
人
影
も
見
つ
け
て
い
た

キ
ズ
メ
ル

あ
れ

敵
じ

な
い
か

そ
う
だ
な

ま
ず
い
な

あ
れ
を
敵
に

わ
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

走
ろ
う

 
三
人
は
全
力
で
走
り
だ
し
た

そ
れ
に
気
付
い
た
の
か

敵
も
全
力

走
を
始
め
た
よ
う
だ

俺
は
足
止
め
し
つ
つ
徐
々
に
そ

ち
に
後
退
す
る

二
人
は
先
に
鍵
を
頼
む

わ
か

た

任
せ
て

無
理
は
す
る
な
よ

ハ
チ
マ
ン

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
然
に
キ
ズ
メ
ル
に
話
し
か
け
て
い
る
自
分
に
気
付
い
て
は
い
な
か

た

 
実

の
と
こ
ろ

キ
ズ
メ
ル
は
こ
こ
ま
で
一
度
も

 
自
分
を
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
て
い
な
か

た
の
だ
か
ら
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こ
の

間

キ
ズ
メ
ル
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
い
う
意
識
は

二
人
の
中
に
は
無
か

た

ハ
チ
マ
ン
君

見
つ
け
た
よ

 
ア
ス
ナ
が
鍵
を
確
保
し
た
の
を
確
認
し
た
の
か
シ
ス
テ
ム
的
に
そ
う
い
う
フ
ラ
グ
が
立

た

た
め
か

 
敵
は
そ
の
ま
ま
後
退
し
て
い

た

ふ
う

戦
闘
に
な
ら
な
く
て
助
か

た
な

そ
う
だ
ね

も
う
一
度

日
と
同
じ
事
が
出
来
る
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
も
ん
ね

ん

あ
の
敵
の
い
た

り
に

何
か
落
ち
て
る
な

何
だ
ろ
う
ね

こ
れ

鍵

か
な

 
そ
れ
を

た

間

キ
ズ
メ
ル
が
二
人
に
話
し
か
け
て
き
た

 

ち

と
待

て
く
れ
二
人
と
も

あ

ち
か
ら
同

の
気
配
を
感
じ
る

 
気
が
付
く
と

キ
ズ
メ
ル
の

の
上
に

マ

ク
が
表

さ
れ
て
い
た

 
ど
う
や
ら
こ
の
鍵
は

生
ク
エ
ス
ト
の
発
生
ア
イ
テ
ム
の
よ
う
だ

 
二
人
は
キ
ズ
メ
ル
に
案
内
さ
れ
て

そ
の
方

へ
と
向
か

た

 
一
見
何
も
無
さ
そ
う
だ

た
が
調
べ
て
み
る
と
木
に
小
さ
な
鍵

が
空
い
て
い
る
の
を
発



 第０２３話 星の無い空

見
し
た

ど
う
や
ら
こ
れ
の
鍵
み
た
い
だ
ね

 
鍵

に
鍵
を
差
し
込
む
と

そ
こ
に

が
空
き

奥
に
人
影
が
見
え
た

 
ど
う
や
ら
そ
れ
は

キ
ズ
メ
ル
の
知
り
合
い
の
よ
う
だ

た

 
キ
ズ
メ
ル
が
そ
の
人
物
を
救
出
し

こ
の

生
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
と
な

た

 
こ
の
ク
エ
ス
ト
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ

た
の
だ
ろ
う
か

と
考
え
つ
つ

 
第
二
の
イ
ベ
ン
ト
は

こ
う
し
て
思

た
よ
り
あ

さ
り
と
ク
リ
ア
出
来
た

次
の
ク
エ
ス
ト
開
始
に
は
ち

と
時
間
が
あ
る
み
た
い
だ
ね

 
露
店
で
も
見
て
み
る

武
器
屋
さ
ん
と
か
も
あ
る
み
た
い
だ
し

そ
う
だ
な

何
か

り
出
し
物
で
も
あ
れ
ば
い
い
ん
だ
が

 
二
人
は
空
い
た
時
間
を

野

地
内
の
散

に
あ
て
た

 
そ
こ
で
二
人
は

こ
の
場
に
は
そ
ぐ
わ
な
い

お
か
し
な
装
備
を
見
つ
け
た

ね

こ
れ

て
水
着
じ

な
い

あ
あ

な
ん
つ

か

こ
れ
だ
け
こ
こ
で

い
て
る
よ
な

あ
か
ら
さ
ま
に
怪
し
い
よ
ね
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も
し
か
し
た
ら
水
に
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
で
も
あ
る
の
か
も
な

一
応

て
お
く
か

そ
う
だ
ね

な
ん
で
も
備
え
は
あ

た
方
が
い
い
よ
ね

 
二
人
が
水
着
を

う
と

ち

う
ど
キ
ズ
メ
ル
が
近

い
て
き
た

 
ど
う
や
ら
次
の
ク
エ
ス
ト
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
だ

 
次
は
東
の
大
樹
近
く
に
あ
る

敵
の

点
へ
の

入
ク
エ
ス
ト
で
あ
る
よ
う
だ

 
ど
う
や
ら
ダ

ク
エ
ル
フ
は

を
一
定
時
間

せ
る
装
備
を
持

て
い
る
ら
し
い

 
発
動
に
は
ダ

ク
エ
ル
フ
の
持
つ
何
ら
か
の
力
が
必
要
の
よ
う
な
の
で

 
そ
れ
を
一
時
的
に

り
た
プ
レ
イ
ヤ

が

街
で
悪
用
す
る
事
は
出
来
な
い
よ
う
だ

 

点
に
侵
入
し

し
の

果
が
切
れ
る
ま
で
の
間
に

 
次
の
秘
鍵
を
見
つ
け
て
持
ち
出
せ
ば
ク
リ
ア
と
な
る
よ
う
だ

  
こ
の
ク
エ
ス
ト
は

終
わ

て
み
れ
ば
ハ
チ
マ
ン
の
独

場
で
あ

た

 
観
察
力
に
優
れ
る
ハ
チ
マ
ン
は

あ

さ
り
と
目
的
の
鍵
を
見
つ
け
出
し
た

 
キ
ズ
メ
ル
は

ハ
チ
マ
ン
を
賞

し
た
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ハ
チ
マ
ン
は

人
族
な
の
に
す
ご
い
実
力
を
持

て
い
る
の
だ
な

お

お
う

褒
め
て
も
何
も
出
な
い
け
ど
な

ハ
チ
マ
ン
君

さ
す
が
に
そ
れ
は
理
解
で
き
な
い
ん
じ

な
い
か
な

 
と
こ
ろ
が
驚
い
た
事
に
キ
ズ
メ
ル
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
も
し

か
り
と
対
応
し
て

き
たは

は

す
る
事
は
な
い
ぞ

素
直
に
関
心
す
る
よ

ハ
チ
マ
ン

ま
じ
か

ア
ス
ナ
俺
に
は
も
う
キ
ズ
メ
ル
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
は
ま

た
く
思
え
な
い
ん
だ
が

う
ん

私
も
も
う
キ
ズ
メ
ル
は

普
通
に
仲
間
の
人
だ
と
思
う
事
に
す
る
よ

 
こ
う
し
て
第
三
の
ク
エ
ス
ト
ま
で
あ

さ
り
と
ク
リ
ア
し
た
三
人
は

 
再
び

令
に

見
し

報

と
し
て

か
な
り
の

の

種
素
材
と
コ
ル
と

 
そ
れ
と
は
別
に

部
専
用
の
露
天
風
呂
の
使
用
許
可
を
も
ら

た

 
ど
う
や
ら
秘
鍵
は
全
部
で
三
つ
の
よ
う
で

こ
れ
で
全
て
揃

た
事
に
な
る

 
次
の
ク
エ
ス
ト
開
始
は

明
日
の
朝
の
よ
う
だ

露
天
風
呂
の
使
用
許
可

か

ア
ス
ナ
に
は
嬉
し
い
ん
じ

な
い
か

う
ん

素
直
に
嬉
し
い
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そ
ん
な
時
キ
ズ
メ
ル
が

と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
だ
し
た

私
に
も
許
可
が
出
た
か
ら

三
人
で
一

に
入
ら
な
い
か

 
二
人
は

ま

て
し
ま

た

そ
れ
は
さ
す
が
に
断
ろ
う
と
思

た
の
だ
が

私
は
嬉
し
い
の
だ

こ
う
し
て
人
族
の
二
人
と
共
に
手
を
取
り
合
い

 
そ
し
て
共
に
仲
間
を
救
い

秘
鍵
を
三
つ
も
手
に
入
れ
ら
れ
た
事
が

 
是
非
今
ま
で
以
上
に
二
人
と
交
流
を
深
め
た
い
と
思
う
の
だ
が

ど
う
だ
ろ
う
か

 
二
人
は
明
ら
か
に
他
意
の
無
さ
そ
う
な
キ
ズ
メ
ル
の
純

な
願
い
を
断
る
の
も

わ
れ

 
さ
り
と
て
ど
う
し
た
も
の
か
と

を
悩
ま
せ
て
い
た
が
そ
こ
で
ア
ス
ナ
が
昼
間
の
事
を
思
い

出
し
た

そ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
君

水
着
だ
よ
水
着

 
キ
ズ
メ
ル
に
も
水
着
を
着
て
も
ら
え
ば

そ
れ
で
問
題
な
い
ん
じ

な
い
か
な

水
着
か

確
か
に
あ

た
な

仕
方
な
い
か

も
う
そ
れ
し
か
な
い
な

俺
に
は
そ
れ
で
も
ハ

ド
ル
が
高
す
ぎ
る
ん
で
す
け
ど
ね

う
ん

恥
ず
か
し
い
か
ら
あ
ん
ま
り
見
な
い
で
ね

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ
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露
天
風
呂
は

思

た
ほ
ど
広
く
は
な
か

た

 
ま
ず
ハ
チ
マ
ン
が
先
に
入
り

二
人
の
い
る
方
向
に
背
を
向
け
た

 
二
人
が
入

て
く
る
気
配
が
し
て

ハ
チ
マ
ン
は
身
を

く
し
た

水
着
を
着
て
風
呂
に
入
る
と
は

人
族
の
慣

と
は
不
思
議
な
も
の
だ
な

そ

そ
う
な
の

人
族
の
慣

な
ん
だ

 
ア
ス
ナ
は
必
死
で
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
絶
対
に
そ
ち
ら
を
見
な
い
よ
う
に

知
ら
ん

り
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
水
着
を
着
た
の
は
初
め
て
な
の
だ
が

似
合

て
い
る
だ
ろ
う
か

ハ
チ
マ
ン

そ
う
な
の
か

 
そ
の
キ
ズ
メ
ル
の
問
い
か
け
に
反
射
で
く
る

と

り
向
い
て
し
ま

た
ハ
チ
マ
ン
の
目
に

 
二
人
の
水
着

が
飛
び
込
ん
で
き
た

 
キ
ズ
メ
ル
は
紫
の
ビ
キ
ニ

ア
ス
ナ
は

白
い
ワ
ン
ピ

ス
タ
イ
プ
の
水
着
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

目
を

が
せ
な
が
ら
も
そ
れ
に
答
え
た

よ

よ
く
似
合

て
る
ぞ

 
そ
れ
だ
け
何
と
か
言
い
終
え
る
と

ハ
チ
マ
ン
は
再
び
二
人
か
ら
目
を
背
け
た
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ち
ら

と
見
え
た
ア
ス
ナ
の
顔
は
真

に
な

て
い
た

 

し

な
い
事
を
し
て
し
ま

た
と
ハ
チ
マ
ン
は
思
い

ア
ス
ナ
に
声
を
か
け
た

ア
ス
ナ

そ
の

つ
い
反
射
で

り
向
い
ち
ま

た

す
ま
ん

う

う
ん

今
の
は
仕
方
な
い
ん
じ

な
い
か
な

で

そ
の

似
合

て
る
か
な

す

す
ご
い
似
合

て
た
ぞ

あ

あ
り
が
と
う

 
ア
ス
ナ
の
表
情
は
見
え
な
か

た
が
ど
う
や
ら

て
は
い
な
い
よ
う
で
ハ
チ
マ
ン
は
安

し
た

 
ふ
と
上
を
見
る
と

空
は
真

暗
だ

た

そ
う
い
え
ば

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
空
に
は
星
は
無
い
ん
だ

た
な

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
も
同
じ
事
を
考
え
て
い
た
ら
し
く
少
し
残
念
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
の
が

見
え
た

ハ
チ
マ
ン
君

い
つ
か
み
ん
な
で
一

に
星
空
を
見
ら
れ
れ
ば
い
い
ね

あ
あ

 
三
人
の
時
は
穏
や
か
に
流
れ
て
い
き



 第０２３話 星の無い空

 
こ
う
し
て
キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト
二
日
目
の
夜
は

静
か
に
更
け
て
い

た
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第
０
２
４
話
 
受
け
継
が
れ
る
も
の

 
プ
ロ
グ
レ

シ
ヴ
で
は
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
一

に
行
動
し
て
い
る
た
め

 
必
然
的
に

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
行
動
に
自
由
度
を

え
ら
れ
な
い
で
い
ま
す

 

く
当
初
の

想
に

し
た
い
の
で

残
る
ス
ト

ク
を
消

し
て

 
駆
け
足
で
プ
ロ
グ
レ

シ
ヴ
の

囲
三
層
四
層
の
投
稿
を
し
て
し
ま
う
事
に
し
ま
し
た

 
ち
な
み
に
第
五
層
は
先
に
繋
げ
ら
れ
な
い
の
で

飛
ば
す
予
定
で
い
ま
す

 
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

  

朝

再
び
キ
ズ
メ
ル
が
や

て
き
た

 
今
日
は
女
王

の

と
い
う
場
所
で

女
王

と
戦
闘
を
す
る
ら
し
い

 
女
王

は
誰
か
に
操
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
ダ

ク
エ
ル
フ
を
専
門
に
狙

て
い
る
の
だ
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と
い
う

 
ど
う
や
ら

持
ち
の
よ
う
で

消
し
を
多
め
に
持

て
行
く
事
に
し
た

 
キ
ズ
メ
ル
は

対

は
問
題
が
な
い
よ
う
だ

た

 
ど
う
や
ら

何
度
で
も
使
え
る
解

ア
イ
テ
ム
を
持

て
い
る
ら
し
い

女
王

か

名
前
だ
け
で
も
強
そ
う
だ
な

ま
あ
キ
ズ
メ
ル
も

強
敵
だ
け
ど
大
丈
夫

て
言

て
た
し

大
丈
夫
じ

な
い
か
な

そ
う
だ
と
い
い
ん
だ
が

ア
ス
ナ
は

と
か
平
気
な
の
か

う
ん

大
丈
夫
だ
よ

ア
ス
ナ

て
意
外
と
こ
う
い
う
の
平
気

い
ん
だ
よ
な

 
三
人
は

に
よ

て
敵
を
あ

さ
り
殲
滅
し
な
が
ら
目
的
地
に
向
か

て
い

た

 
女
王

の

ら
し
き
も
の
が
見
え
た
あ
た
り
で
ハ
チ
マ
ン
は

 
中
か
ら
プ
レ
イ
ヤ

が

人
走
り
出
て
く
る
気
配
を
感
じ
た

お
そ
ら
く
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
か
解
放

の
ど
ち
ら
か
だ
と
思
う
が
ち

と

れ
て
様
子
を

見
る
か

 
ま
ず
い

も
う
そ
こ
ま
で
来
て
る
な
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ハ
チ
マ
ン
は
キ
ズ
メ
ル
に

れ
る
よ
う
に
言
い
ア
ス
ナ
の
手
を
引
き
物
陰
に
走
り
こ
ん
だ

 
ア
ス
ナ
が
声
を
出
そ
う
と
し
た
の
で
ハ
チ
マ
ン
は

に
手
で
ア
ス
ナ
の
口
を
塞
ご
う
と
し

た 
結
果
的
に
後
ろ
か
ら
ア
ス
ナ
を

い
て
し
ま
う

と
な

た

ア
ス
ナ

あ
れ
見
ろ
あ
れ

誰
か
来
る

ん

ん

す

す
ま
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
ア
ス
ナ
を
離
し

謝
罪
し
た
が

 
今
の
は
確
実
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ

ド
に
引

か
か

て
い
る
は
ず
だ

 
だ
が
予
想
に
反
し
て
ア
ス
ナ
が
ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
す
る
そ
ぶ
り
は
見
え
な
か

た

あ
れ

今
の
は
セ

フ
だ

た
の
か

て
て
い
た
と
は
い
え

気
を
つ
け
な
い
と
だ

ハ
チ
マ
ン
君

誰
か
出
て
く
る
ね

あ
あ

ど
う
や
ら
あ
れ
は

解
放

か

あ

キ
バ
オ
ウ
さ
ん
も
い
る
ね

情
報
交
換
し
た
方
が
い
い
と
思
う
か
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ア
ス
ナ
は

う

ん
と
い
う
風
に
悩
む
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

あ
ん
な
化
け
物
が
い
る
な
ん
て

い
て
ね
え
ぞ

目
的
の
護

は
手
に
入
れ
た
ぞ

よ
し

収
や

 
ど
う
や
ら
彼
ら
の
会
話
を

い
て
い
る
限
り

二
人
と
は
内
容
が
違

て
い
る
よ
う
だ

な
ん
か
私
達
の
や

て
る
ク
エ
ス
ト
と

内
容
が
違
う
み
た
い
だ
ね

そ
う
だ
な

や

ぱ
り
キ
ズ
メ
ル
の
存
在
の
せ
い
か
通
常
と
は
別
物
な
の
か
も
し
れ
な
い

な
ま
あ

こ
こ
は
こ
の
ま
ま

れ
て
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
う
す
る
か

 
開
放

の
一
行
が
立
ち
去

た
後

三
人
は

の
中
に
入

た

化
け
物
と
戦

て
倒
せ

て
事
に
な
る
の
か

難
易
度
上
が

て
ま
せ
ん
か
ね
こ
れ

 
女
王

は

と
て
も
巨
大
だ

た

 
お

の
先
か
ら
糸
を
出
す
か
ら

そ
れ
に
気
を
付
け
る
事

 
目
が
光

た
ら
口
か
ら

を

く
か
ら

く
ら

た
ら
す
ぐ

消
し
を
使
う
事

な
ど
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三
人
は

く
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

女
王

に
攻
撃
を
始
め
た

 
結
果
的
に

討
伐
自
体
は
キ
ズ
メ
ル
の
力
が
大
き
く

問
題
な
く
終
わ

た

 
序
盤
こ
そ

の
出
す
糸
に
苦
し
め
ら
れ
た
が

 

尾
の
先
の
糸
を
出
す
部
分
を
切
り
落
と
す
事
に
成
功
し
て
か
ら
は
一
方
的
な
展
開
と
な

た 

を
調
べ

四
つ
目
の
秘
鍵
を
手
に
い
れ
た
時

再
び
キ
ズ
メ
ル
の

の
上
に

が
表

さ
れ
た

ま
た
何
か
の
ク
エ
ス
ト
み
た
い
だ
な

キ
ズ
メ
ル
が
い
な
い
と
開
始
さ
れ
な
い
ク
エ
ス
ト
な
の
か
な

あ
あ

多
分
そ
う
だ
な

 
キ
ズ
メ
ル
は

の

の
奥
の
方
か
ら

エ
ル
フ
の
力
を
感
じ
る
と
言

た

 
三
人
が
奥
に
進
む
と

そ
こ
に
は

の
よ
う
な
も
の
が
あ

た

こ
の
中
だ

 
キ
ズ
メ
ル
の
言
葉
に

い

二
人
が

を
切
り

い
て
中
を
見
る
と

 
そ
こ
に
は

く

く
不
思
議
な
金
属
が
あ

た
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エ
ル
ヴ
ン
イ
ン
ゴ

ト

お
お

な
ん
か
い
い
や
つ

い
な

何
が
ど
う

て
わ
け
じ

な
い
ん
だ
け
ど

す
ご
い

か
れ
る
気
が
す
る

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
金
属
に

せ
ら
れ
た
よ
う
だ

た

ア
ス
ナ

以
前
言

て
た
武
器
の
魂
の
継

を

そ
の
金
属
で
や

て
み
た
ら
ど
う
だ

え

そ
れ
は
悪
い
よ

二
人
で
見
つ
け
た
ん
だ
し

俺
達
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
だ
と

基
本
ア
タ

カ

は
ア
ス
ナ
だ

 
ア
ス
ナ
が
強
く
な
れ
ば

俺
達
の
安
全
度
も
格

に
上
が
る
ん
じ

な
い
か

そ
う
な
の
か
な

そ
れ
に
な

俺
は
こ
の
ク
エ
ス
ト
が
始
ま
る
時

楽
を
し
た
く
て

 
無
理
に
敵
を
倒
そ
う
と
は
し
な
か

た

ア
ス
ナ
が
決
め
た
お
か
げ
で
今
こ
れ
が
手
に
入

た
ん
だ

う
ん

わ
か

た

あ
り
が
と
う

 
三
人
は
首
尾
よ
く
目
的
を
達
成
し
た
た
め

そ
の
ま
ま
野

地
に

た

 
難
易
度
の
せ
い
か
不
思
議
と
キ

ン
ペ

ン
中
だ
と
思
わ
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

の

を
見
る
事
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は
無
か

た

 
今
回
初
め
て
解
放

に
遭
遇
し
た
が
ど
う
や
ら
進
め
て
い
る
の
は

組
し
か
い
な
い
よ
う
だ

  
野

地
に

た
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

キ
ズ
メ
ル
に
鍛
治
屋
の
場
所
を

ね
た

さ

き
の
イ
ン
ゴ

ト
で
新
し
い
武
器
を
作
る
の
か

 
実
は
こ
の
前
助
け
た
友
人
も
鍛
治
屋
な
ん
だ
が

ち

と
変
わ
り
者
で
な

 
恐
ろ
し
く
強
い
武
器
を
打
つ
事
も
あ
れ
ば

な
ま
く
ら
を
打
つ
事
も
あ
る

 
普

業
し
て
い
る
鍛
治
屋
は

平

的
に
い
い
武
器
を
打

て
く
れ
る

 
ど
ち
ら
に
も
紹
介
で
き
る
が

ど
う
す
る

あ
れ
は
こ
の
フ
ラ
グ
だ

た
か

キ
ズ
メ
ル
が
い
な
か

た
ら
発
生
し
て
な
か

た
ん
だ
ろ

う
なお

い

ア
ス
ナ
こ
れ

う
ん

あ
の
助
け
た
人
に
頼
も
う

き

と
そ
う
い
う
事
な
ん
だ
と
思
う

 
助
け
た
鍛
治
屋
の
と
こ
ろ
に
案
内
さ
れ
る
と
そ
の
鍛
治
屋
は
こ
ち
ら
を
ぎ
ろ

と
見
て
言

た



 第０２４話 受け継がれるもの

フ
ン

こ
の
前
は
助
か

た

あ
り
が
と
な

今
日
は
武
器
の
製
作
を
お
願
い
し
た
い
ん
で
す

材
料
は
こ
の
剣
と
こ
の
金
属
で

 
プ
ロ
パ
テ

は
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
で

 
そ
う
言
う
と
ア
ス
ナ
は

別
れ
を
お
し
む
よ
う
に
ウ

ン
ド
フ
ル

レ
を

で
る
と

 
両
手
で
大
切
そ
う
に
差
し
出
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

鍛
治
屋
が

フ
ン
と
で
も
言
う
の
か
と
思

て
見
て
い
た
が

 
予
想
に
反
し
て
そ
の
鍛
治
屋
は

と
て
も
丁

に
そ
れ
を
扱

た

 
そ
し
て
ウ

ン
ド
フ
ル

レ
を
イ
ン
ゴ

ト
に
し
て

 
エ
ル
ヴ
ン
イ
ン
ゴ

ト
と
そ
の
イ
ン
ゴ

ト
を
一
つ
の
金
属
に
変
え
た

 
通
常
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
武
器
製
作
は
決
ま

た
レ
シ
ピ
で
決
ま

た
武
器
が
出
来
る
わ
け
で
は

な
く

 
基
本
ラ
ン
ダ
ム
に
生
成
さ
れ
る

そ
の

叩
い
た
回

で

武
器
の
強
さ
が
決
ま
る

 
平

で
二
十
五
回
と
い

た
と
こ
ろ
だ

つ
ま
り

元
の
金
属
の
性
能
か
ら
し
て

 
二
十
五
回
を
超
え
れ
ば
問
題
な
く
前
の
武
器
よ
り
強
い
武
器
が
完
成
す
る

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ
の

手
を

れ

私
は

手
を

る
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キ
ズ
メ
ル
が
突
然

こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

 
キ
ズ
メ
ル
の
説
明
だ
と

強
い
気
持
ち
が
強
い
武
器
を
産
む

 
三
人
分
あ
わ
さ
れ
ば

き

と
と
て
も
強
い
武
器
が
出
来
る
に
違
い
な
い
と
の
事
だ

 
ハ
チ
マ
ン
が

う
間
も
な
く

ア
ス
ナ
が
真
剣
な
顔
で

二
人
の
手
を

た

 
そ
し
て
武
器
製
作
が
始
ま

た

ハ
ン
マ

が
金
属
を
叩
く
音
だ
け
が

り
に

く

 
十
回

十
五
回

二
十
回

そ
し
て
つ
い
に

目
標
の
二
十
五
回
を
超
え
た

 
ま
だ
武
器
が
生
成
さ
れ
る
気
配
は
な
い

ハ
チ
マ
ン
の
手
を

る
ア
ス
ナ
の
手
に

力
が
こ

も

た

 
つ
ら
れ
て
ハ
チ
マ
ン
も

し

か
り
と
手
に
力
を
こ
め
た

 
三
人
が

を
飲
ん
で
見
守
る
中
さ
ら
に

え
る
事
合
計
四
十
回

イ
ン
ゴ

ト
が
眩
い

光
を
放
ち

 
つ
い
に
ア
ス
ナ
の
新
し
い
武
器
が

そ
の

を
現
し
た

い
い
剣
だ

魂
が
こ
も

て
る

 
鍛
治
屋
は
感

し
た
よ
う
に
そ
う
言
い

ア
ス
ナ
に
剣
を

し
て
き
た

す
ご
い
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あ
あ

こ
れ
は
す
ご
い
な

こ
れ
は
す
ご
い
業
物
だ
な

お
め
で
と
う

ア
ス
ナ

 
キ
ズ
メ
ル
も
感

し
て
い
る
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
は

武
器
の
性
能
を
見
て
驚
愕
し
た

な
ん
だ
こ
れ

四
層
ど
こ
ろ
か
六
層
く
ら
い
ま
で
使
え
る
ん
じ

な
い
の
か

 
そ
れ
に
こ
の
強
化
可
能
回

十
五
回

ど
の
く
ら
い
強
く
な
る
の
か
ま

た
く

が
見
え

な
い
ぞ

シ
バ
ル
リ

ク
・
レ
イ
ピ
ア

 
ア
ス
ナ
は
武
器
の
名
前
を

き

え
を
と
る
と

リ
ニ
ア

を
放

て
み
た

 
そ
れ
は
ま
さ
に

閃
光
が
走

た
と
し
か
言
え
な
い
迫
力
に
満
ち
て
い
た

気
に
入

た
か

ア
ス
ナ

う
ん

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン
君

あ
り
が
と
う

キ
ズ
メ
ル

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
鍛
治
屋
に
と
て
も
丁

に

を
下
げ
た

 
今
度
こ
そ

フ
ン

と
一
言
だ
け
発
し
た
鍛
治
屋
は

自
分
の
仕
事
に

て
い

た

  

討
伐
の
報
告
を
終
え
る
と

ど
う
や
ら
次
の
ク
エ
ス
ト
の
開
始
は
し
ば
ら
く
後
の
よ
う
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だ

た

 
そ
れ
ま
で
は

武
器
を
強
化
す
る
た
め
の
素
材
を
集
め
よ
う
と
い
う
事
に
な
り

 
キ
ズ
メ
ル
の
的
確
な
案
内
と

ク
エ
ス
ト
報

の
素
材
を

に
使
い

 
シ
バ
ル
リ

ク
・
レ
イ
ピ
ア
を

五

強
化
す
る
事
に
成
功
し
た

 
驚
い
た
事
に

キ
ズ
メ
ル
の
レ
ベ
ル
も
上
が
る
ら
し
い

 
ハ
チ
マ
ン
が
気
付
い
た
時
に
は
キ
ズ
メ
ル
の
レ
ベ
ル
は
最
初
に
会

た
時
よ
り
一
つ
上
が

て
い
た

し
か
し
や

ぱ
り
す
ご
い
な
そ
の
武
器

攻
撃
力
だ
け
で
も
キ
リ
ト

な
ん
じ

な
い
か

キ
リ
ト
君
も
絶
対
強
く
な

て
る
か
ら

そ
こ
ま
で
は
ど
う
か
な

そ
う
い
え
ば
ず

と

り
き
り
で
誰
に
も
連

し
て
な
か

た
な

ち

と
ま
ず
い
か

そ
う
だ
ね

心
配
か
け
ち

て
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

一
度
街
に

ろ
う
か

あ
あ

そ
れ
じ

ち

と
待
て

何
か
い
い
争

て
る
声
が
す
る

 
様
子
を
見
て
く
る
か
ら
ア
ス
ナ
と
キ
ズ
メ
ル
は
こ
こ
で
待

て
て
く
れ

わ
か

た
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ハ
チ
マ
ン
は

慎
重
に

密
ス
キ
ル
を
使
い
な
が
ら

そ
の
声
の
方
へ
と
進
ん
で
い

た
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第
０
２
５
話
 
闇
の
気
配
と
光
の
予
感

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
争
う
声
の
元
へ
と
近

い
た

 
ど
う
や
ら
そ
れ
は

ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
と
解
放

の
よ
う
だ

た

キ
バ
オ
ウ
と

リ
ン
ド
も
い
る
の
か

何
を

め
て
る
ん
だ

こ
う
い
う
の
は
先
着

だ
ろ
う

出
来
れ
ば
こ
こ
は
引
い
て
く
れ
な
い
か

先
着

て
言

て
も
わ
ず
か

十

じ

な
い
か

そ
う
だ
そ
う
だ

そ
れ
で
も
先
着
は
先
着
だ

道
理
は
守

て
欲
し
い
な

お
高
く
と
ま

て
ん
じ

ね

よ

エ
リ

ト
集
団
が

ど
う
や
ら
キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト
の
発
生
ポ
イ
ン
ト
を
ど

ち
が
使
う
か
で
も
め
て
る
の
か

 
確
か
に
ど
ち
ら
か
が
進
行
さ
せ
る
と

こ
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
他
の
場
所
に
移
動
す
る
が

 
ん

ど
う
や
ら
ど

ち
も
ギ
ル
ド
ク
エ
ス
ト
を
終
え
て

正
式
に
ギ
ル
ド
と
し
て

録
し
た

の
か
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ハ
チ
マ
ン
は

二
チ

ム
の
面
々
が
ギ
ル
ド
の

章
を
付
け
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
そ
う
い
や
ギ
ル
ド
ク
エ
ス
ト
は
こ
の
層
だ

た
か
と
ガ
イ
ド
ブ

ク
の
記
述
を
思
い
出
し
た

 
ち

う
ど
そ
の
時
道
理
と
い
う
言
葉
に
反
応
し
た
の
か

て
い
た
キ
バ
オ
ウ
が
叫
ん

だ
道
理

道
理
や
て

な
ら
ワ
イ
も
言
う
た
る
わ

 
こ
の
ク
エ
が

層
ボ
ス
攻
略
に
必
須
や

ち

こ
と
を
あ
ん
た
ず

と

し
と

た

や
ろ

 
は

と
い
う
声
が

れ
そ
う
に
な
り

ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
自
分
の
口
を
押
さ
え
た

 
そ
ん
な
話
は
ど
こ
に
も
無
か

た
は
ず
だ

 
何
よ
り
こ
の
ク
エ
ス
ト
を

験
済
な
キ
リ
ト
や
ア
ル
ゴ
か
ら
も
そ
ん
な
話
は

い
て
い
な

い 
ど
こ
か
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
そ
ん
な
事
を
言

て
た
の
だ
ろ
う
か

あ
ん
た

こ
の
あ
い
だ
の
会
議
の
時
に
ひ
と

言
も
説
明
せ
ん
か

た
や
ろ
が

 
そ
れ
の
ど
こ
に
道
理
が
あ
る

ち

う
ん
や

 
キ
バ
オ
ウ
は

絶
対
の
自
信
を
持

て
発
言
し
て
い
る
よ
う
だ
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違
う

そ
ん
な
情
報
は
知
ら
な
い

俺
達
が
こ
の
キ

ン
ペ

ン
を
進
め
て
い
る
の
は

 
報

で
ギ
ル
ド
を
強
化
す
る
た
め
だ

そ
な
い
な
事
信
じ
ら
れ
る
か
い

 
二
人
は
相
当
熱
く
な

て
い
る
よ
う
だ

こ
の
ま
ま
だ
と
ま
ず
い

 
仕
方
な
く
ハ
チ
マ
ン
は

を
現
す
事
に
し
た

お
い

お
前
ら

す
ん
な

ハ
チ
マ
ン
君
か

な
ん
や

最
近
見
か
け
ん
と
思
う
と

た
ら

こ
ん
な
と
こ
に
お

た
ん
か
い

事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が

キ

ン
ペ

ン

み
だ
ろ

 
俺
も
今
進
め
て
い
る
が

そ
ん
な
話
は

い
た
事
が
無
い
ん
だ
が

 
そ
の
時

解
放

の
メ
ン
バ

か
ら
声
が
あ
が

た

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
声
に

き
覚
え
が

あ

た
俺
知

て
る

そ
い
つ
い
つ
も
陰
で
こ
そ
こ
そ
し
て
い
い
所
だ
け
持

て

て
る
ん
だ

 
そ
も
そ
も
ソ
ロ
で
キ

ン
ペ

ン
を
進
め
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
だ
ろ

 
こ
こ
の
ポ
イ
ン
ト
も
横
か
ら

う
つ
も
り
に
違
い
な
い
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こ
い
つ

あ
の
時
ネ
ズ
ハ
の
せ
い
で
死
ん
だ
奴
が
い
る

て
叫
ん
だ
や
つ
か

ジ

ち

と

と
れ
や

 
そ
の
男
は
ジ

と
い
う
名
前
ら
し
い

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
名
前
を
し

か
り
と
記
憶
し

た
ハ
チ
マ
ン
君
は
ソ
ロ
じ

な
い
わ
よ

 
そ
こ
に

ど
う
や
ら
様
子
を
見
に
来
た
ら
し
い
ア
ス
ナ
が
現
れ
た

 
ア
ス
ナ
の

に
差
し
て
あ
る
シ
バ
ル
リ

ク
・
レ
イ
ピ
ア
が

強

な
存
在
感
を
放
つ

 
そ
の
迫
力
を
感
じ
取

た
の
か

誰
も
言
葉
を
発
す
る
事
が
出
来
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
機
会
を
逃
さ
な
か

た

ど

ち
が
ど

ち
サ
イ
ド
で
の
ク
エ
ス
ト
を
進
め
て
る
の
か
は
知
ら
な
い
が

 
も
し
そ
ん
な
情
報
が
あ
る

て
い
う
な
ら
二
チ

ム
と
も
ク
リ
ア
し
て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
の
か

 
せ

か
く
ト

プ
二
人
が
揃

て
る
ん
だ
し
ど

ち
が
そ
の
情
報
を
得
て
も
対

の
手

て
事
で

 
こ

ち
も
何
か
情
報
が
あ

た
ら
す
ぐ
伝
え
る
と
約
束
す
る

ち
な
み
に
ダ

ク
エ
ル
フ
シ
ナ
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リ
オ
だ

う
ち
は
ダ

ク
エ
ル
フ
や

こ

ち
は
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
だ
な

今
こ
こ
で
問
題
に
な

て
る
の
は

そ
の

番
だ
ろ

 
こ

ち
に
は

能
な
案
内
人
が
い
る
か
ら

分
で
次
の
場
所
に
案
内
す
る
と
約
束
す
る

 
そ
の
上
で
先
着

て
事
で
こ
の
場
は
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
に
場
所
を

る

て
の
じ

だ
め

か
さ
て
あ
い
つ
は
ま
た

ぐ
の
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
思

た
通
り

ま
た
あ
の
ジ

と
い
う
男
が

ぎ
出
し
た

そ
ん
な
の
信
じ
ら
れ
る
か

お
前
ら
や

ぱ
り
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
と
組
ん
で
る
じ

な
い
か

ジ

ち

と

ら
ん
か
い

 
キ
バ
オ
ウ
は
思

た
よ
り

静
に
見
え
た

次
の
場
所
が
す
ぐ
分
か
る

ち

保
証
が
ど
こ
に
あ
る
ん
や

今
す
ぐ
証
明
す
る

キ
ズ
メ
ル
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ハ
チ
マ
ン
は
キ
ズ
メ
ル
に
声
を
か
け
た

キ
ズ
メ
ル
は

を

す
の
を
や
め

を
現
し
た

 
そ
の

間
に

ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
か
ら

鳴
が
あ
が

た

な

な
ん
だ
そ
の
化
け
物
は

カ

ソ
ル
が
黒
い
ぞ

殺
さ
れ
る

な
ん
や

そ
ん
な
に
や
ば
い
ん
か

あ
あ
こ
こ
に
い
る
全
員
で
も
か
な
わ
な
い
ん
じ

な
い
か

ハ
チ
マ
ン
君
そ
の
人
は

俺
達
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
ダ

ク
エ
ル
フ
の
キ
ズ
メ
ル
だ

 
最
初
の
遭
遇
の
時
に

フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
を
倒
し
た
ら

仲
間
に
な

た

君
達

あ
れ
を
倒
し
た
の
か

 

だ
ろ

と
い
う
ざ
わ
め
き
が
広
ま
る
中

ハ
チ
マ
ン
は
言
葉
を
続
け
た

キ
ズ
メ
ル

今
の
こ
の
場
所
み
た
い
な
雰
囲
気
の
場
所

す
ぐ
見
つ
け
ら
れ
る
か

た
や
す
い
事
だ

だ

そ
う
だ

こ
れ
が
保
証
だ
な

 
キ
バ
オ
ウ
は

少
し
考
え
て
い
た
が

こ
の
提
案
を

し
た

 
納
得
は
出
来
な
い
が
情
報
が
確
実
に
あ
る
と
い
う
証

は
提

出
来
な
い
か
ら
と
の
事
だ
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た 
情
報
の
出
元
は

案
の
定

あ
の
ジ

と
い
う
男
か
ら
の
情
報
で
あ
る
ら
し
い

 
森
を
探
索
し
て
い
た
時
に
会

た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
教
え
て
も
ら

た
よ
う
だ

 
迷

て
い
た
か
ら
場
所
は
特
定
で
き
な
い
ら
し
い

こ
い
つ

わ
ざ
と
色
ん
な
対
立
を
煽

て
や
が
る
の
か

ち

と
気
を
付
け
る
か

 
解
放

を
案
内
し
た
後
キ
ズ
メ
ル
と
別
れ
た
二
人
は

久
々
に
街
へ
と

て
き
た

 
ど
う
や
ら
リ
ズ
ベ

ト
が
相
当
心
配
し
て
い
た
よ
う
で
ア
ス
ナ
は
す
ぐ
リ
ズ
ベ

ト
の
元
へ

と
向
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
ず
ア
ル
ゴ
に
い
く
つ
か
質
問
を
送
り

キ
リ
ト
に
連

を
と

た

 
キ
リ
ト
は

に
こ
の
層
の
分
の
キ

ン
ペ

ン
は
全
て
終
了
し
て
い
る
よ
う
で
話
を

く
事

が
で
き
た

ま
じ
か

あ
れ
を
倒
し
た
の
か

キ
リ
ト
も
実
は
本
気
で
や
れ
ば
勝
て
た
ん
じ

な
い
の
か

 
俺
も
最
初
は

当
に
や
ろ
う
と
思

て
た
ん
だ
が

ア
ス
ナ
が

に
燃
え
て
な

確
か
に
最
初
か
ら
そ
う
い
う
も
ん
だ
と
思

ち
ま

て
た
か
も
し
れ
な
い
な

先
入
観

て
奴
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か
お

す
ま
ん
ち

と
待

て
く
れ

ア
ル
ゴ
か
ら
メ

セ

ジ
だ

 
そ
の
メ

セ

ジ
を

ん
だ
ハ
チ
マ
ン
は
や

ぱ
り
か
と

き
キ
リ
ト
と
の
会
話
に

た
キ
リ
ト
の
時
は

キ
ズ
メ
ル

て
い
う
女
エ
ル
フ
が
最
初
に
出
て
き
た
の
か

あ
あ

で
見
た
の
と
同
じ

キ
ズ
メ
ル

て
い
う
ダ

ク
エ
ル
フ
だ

た
な

そ
れ
な
ん
だ
が
ど
う
や
ら
ア
ル
ゴ
の
情
報
だ
と
俺
達
の
後
に
ク
エ
ス
ト
を
開
始
し
た
奴
ら

は 
キ
ズ
メ
ル
を
見
て
い
な
い
ら
し
い
ん
だ
よ
な

ど
う
い
う
事
だ

ど
う
や
ら
俺
達
の
せ
い
で
キ
ズ
メ
ル
が
な
ん
て
い
う
か
ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン
に
な

た

 
と
で
も
言
う
の
か

ダ

ク
エ
ル
フ
の
戦
士
は
男
に
代
わ

て
る
ら
し
い
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど

今
度
キ
リ
ト
に
も
会

て
み
て
欲
し
い
ん
だ
が

ど
う
見
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
は
見
え
な
い
ん
だ

よ
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受
け
答
え
も

え
ば
お
言
葉
に

え
ま
す

て
一
発
で
理
解
し
て
く
る
み
た
い
な
感
じ
で
な

そ
れ
じ

ま
る
で

高
性
能
の

の
対
応
じ

な
い
か

あ
あ

も
う
色
々
と
普
通
じ

な
い

 
そ
の
後
も
二
人
は
ク
エ
ス
ト
の
内
容
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
た

 
や
は
り
キ
ズ
メ
ル
ル

ト
の
内
容
は

ま

た
く
別
物
の
よ
う
だ

た

 
そ
し
て
話
が
最
後
の
ギ
ル
ド
間
対
立
の
と
こ
ろ
に
き
た
時

は

ボ
ス
攻
略
に
必
須
な
情
報

あ
あ

そ
ん
な
情
報
あ

た
か

少
な
く
と
も
ダ

ク
エ
ル
フ
側
に
は
そ
ん
な
も
の
は
無
か

た
ぞ

可
能
性
が
あ
る
と
し
た
ら

俺
達
の
ル

ト

て
事
か

そ
の
可
能
性
は

い
と
思
う
け
ど
な

あ
る
い
は
キ
ズ
メ
ル
に
直
接

い
て
み
た
方
が

 
案
外
そ
れ

い
情
報
が

け
る
可
能
性
が
高
い
ん
じ

な
い
か

そ
れ
は

点
だ

た

 
そ
ん
な
時

ハ
チ
マ
ン
の
元
に
ア
ス
ナ
か
ら
メ

セ

ジ
が
来
た

ア
ス
ナ
が
合
流
す
る
み
た
い
だ

ち

と
待

て
て
く
れ
な
い
か
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ア
ス
ナ
が
到
着
す
る
と

ま
ず
ハ
チ
マ
ン
は

 
ア
ス
ナ
の
シ
バ
ル
リ

ク
・
レ
イ
ピ
ア
を
キ
リ
ト
に
見
て
も
ら
う
事
を
提
案
し
た

こ
れ
な
ん
だ
け
ど

こ
れ
が
キ
ズ
メ
ル
限
定
ル

ト
の
過

で
完
成
し
た
武
器
だ
な

何
だ
こ
れ

す
ご
い
な

 
そ
れ
は

キ
リ
ト
を
し
て
感

さ
せ
る
業
物
で
あ

た
ら
し
い

 
キ
リ
ト
は

も
し
こ
れ
を
フ
ル
に
強
化
し
た
ら

 
下
手
す
る
と
十
層
く
ら
い
ま
で
通
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
太

判
を
押
し
た

そ

か

頑
張

て
良
か

た

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
を
二
人
は

か
い
目
で
見
て
い
た

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
こ

ち
も
も
う
少
し
で
終
わ
る
と
思
う
か
ら

 
そ
し
た
ら
三
人
で
攻
略
に
い
こ
う

ネ
ズ
ハ
君
も
一

に
行
け
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
な

キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト
で
多
少
強
化
さ
れ
た
か
ら

大
丈
夫
じ

な
い
か
な

よ
し

そ
れ
じ

落
ち
着
い
た
ら
メ

セ

ジ
入
れ
る
わ
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お
う

ま
た
な

二
人
と
も

キ
リ
ト
君

ま
た
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ま
た
野

地
に

る
事
に
し
た

リ
ズ
に

ら
れ
ち

た
よ

何
日
も
連

し
な
か

た
の
は
ま
ず
か

た
な

う
ん

今
度
か
ら
は
気
を
付
け
る
よ

 
ギ
ル
ド
間
の
対
立
な
ど

問
題
は
い
く
つ
か
残

て
い
た
が

 
二
人
は
自
分
達
が
出
来
る
事
を
着
実
に
進
め
て
い
く

こ
の
先
に
明
る
い
未
来
が
必
ず
あ
る
と

信
じ
て
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第
０
２
６
話
 
秘
鍵
の
約
束

我
ら
が
君
達
に
頼
み
事
を
す
る
の
は

こ
れ
が
最
後
と
な
る
だ
ろ
う

 
以
前
か
ら

終
わ
り
を
ほ
の
め
か
す
言
葉
は
あ

た
が

 
今
回
は

き
り
と

終
わ
り
を

す
る

令
の
言
葉
か
ら

ク
エ
ス
ト
は
始
ま

た

 
ど
う
や
ら
キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト
第
三
層
最
後
の
ク
エ
ス
ト
で
間
違
い
な
い
よ
う
だ

 
も

と
も
特

な
ル

ト
ゆ
え

全
体
と
し
て
こ
れ
が
最
後
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
が

 
ま
あ
そ
の
可
能
性
は
今
は
置
い
て
お
け
ば
よ
い
だ
ろ
う

前
回
女
王

を
操

て
い
た
者
の
正
体
が
わ
か

た

 
古
の
時
代

我
ら
と
分
か
れ
た
闇
の
エ
ル
フ
族
の
残

が

未
だ
に
生
き
残

て
い
た
の
だ

 
こ
ん
な
言
葉
か
ら
始
ま

た
最
後
の
ク
エ
ス
ト
は

 

さ
れ
た
迷
宮
の
奥
に
い
る
フ

ル
ン
エ
ル
フ
と
呼
ば
れ
る
者
を
倒
せ
と
い
う
も
の
ら
し

い 
し

か
り
準
備
を
し
て
三
人
は
出
発
し
た

別
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
戦
士
も
三
人
別
に
同
行
し
て
く
れ

る
よ
う
だ
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合
計
六
人
で

し
迷
宮
に
突
撃
し
た

こ
れ
も
し
か
し
て

本
来
の
バ
ラ
ン
ス
は

プ
レ
イ
ヤ

一
人
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
三
人
な
の
か
も
な

 
さ
す
が
に
六
人
と
戦
力
は
豊

だ

た
の
で
戦
闘
は
五
人
に
任
せ
て
ハ
チ
マ
ン
が
主
に
偵
察

に
出
る
事
で

 

時
間
で
ボ
ス
部
屋
ら
し
き
部
屋
を
発
見
出
来
た

 
中
に
い
た
の
は

サ
ソ
リ
と
ク
モ
を
足
し
た
よ
う
な
奇
怪
な

の

を
し
た
ボ
ス
だ

た

ハ
チ
マ
ン
君

あ
れ

て

何

ち

と
自
信
は
な
い
が
多
分
ウ
デ
ム
シ

て
奴
か
な

世
界
三
大
奇

の
一
つ
だ

た
と

思
うそ

ん
な
の
よ
く
知

て
る
ね

男
に
は
誰
で
も

世
界
何
大
な
ん
と
か

て
の
に
憧
れ
る
時
期
が
あ
る
ん
だ
よ

そ

そ
う
な
ん
だ

 
微

な
空
気
に
な

て
し
ま

た
が
三
人
は
気
を
と
り
な
お
し
て
ウ
デ
ム
シ
ボ
ス
に
挑
ん
だ

 
幸
い
強
さ
は
大
し
た
も
の
で
は
な
く

キ
ズ
メ
ル
と
ア
ス
ナ
の
圧
倒
的
な
強
さ
の
前
に

 
ボ
ス
は
あ

さ
り
と

ん
だ
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ハ
チ
マ
ン
に
は
相
性
が
い
い
敵
で
は
無
か

た
の
で
あ
ま
り
活
躍
す
る
事
は
出
来
な
か

た

の
だ
が

  
そ
の
ま
ま
奥
に
進
み

基
本
同
じ
パ
タ

ン
で
戦
闘
を

り
返
し

 
つ
い
に
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
ア
ジ
ト
ら
し
き
小
屋
を
発
見
し
た

 
中
に
は

黒
緑
色
の

を
し
た
戦
士
ら
し
き
風
貌
の
エ
ル
フ
が
五
人
ほ
ど
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
一
行
は
奇
襲
で
ま
ず
二
人
の
敵
を
倒
し
そ
の
ま
ま
二
対
一
の
戦
闘
に
持
ち
込
ん

だ 
体
制
を
整
え
ら
れ
て
か
ら
は
多
少
時
間
が
か
か

た
が
問
題
な
く

者
無
し
で
戦
闘
を
終

え
た

 
そ
の
小
屋
の
後
ろ
で

を
発
見
し
た
一
行
は

そ
の
ま
ま
奥
へ
と
進
む

  
そ
し
て
つ
い
に

敵
の
ボ
ス
ら
し
き
エ
ル
フ
と

そ
の
取
り

き
三
人
を
発
見
し

 
最
後
の
ボ
ス

フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
・
コ
マ
ン
ダ

と
の
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た

我
ら
が

り
の
敵
を

え
る

キ
ズ
メ
ル

達
は
あ
の

令

を
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三
人
の
戦
士
は

う
ま
い
事
取
り

き
三
人
を
引
き
離
し

一
対
一
に
持
ち
込
ん
だ
よ
う
だ

 
そ
の

に
ま
ず
ハ
チ
マ
ン
が
前
に
出
る

 

令

は
ど
う
や
ら
最
初
に
倒
し
た
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
の
戦
士
よ
り
も
強
い
よ
う
だ

た 
だ
が
あ
の
時
と
は

キ
ズ
メ
ル
の
レ
ベ
ル
も

ア
ス
ナ
の
武
器
も
違
う

 
そ
し
て
人
タ
イ
プ
の
敵
が
相
手
と
な
る
と

や
は
り
ハ
チ
マ
ン
は
強
か

た

 

壁
の
防
御
で

相
手
の
攻
撃
を

き

潰
し

敵
の
体
制
が
崩
れ
た

間
に

 
キ
ズ
メ
ル
と
ア
ス
ナ
が

力
の
高
い
攻
撃
を
叩
き
込
ん
で
い
く

 
も
し
こ
れ
が

同
じ
人
型
で
も
も

と
巨
大
な
モ
ン
ス
タ

だ

た
ら

 
か
な
り
被

も
し
て
し
ま
う
の
だ
が
こ
の
サ
イ
ズ
の
敵
相
手
だ
と
ほ
ぼ
問
題
は
無
い
よ
う
だ

 
そ
し
て
そ
ん
な
連

を
何
度
か

り
返
し
て
い
る
と

つ
い
に
ボ
ス
は
倒
れ
た

 
そ
の
後
三
人
は

り
に
加
勢
し

番
に
取
り

き
を
倒
し
て
い

た

 
そ
し
て
つ
い
に

全
て
の
敵
の
殲
滅
を
終
え
た

こ
れ
が

目
的
の
品
か
な

そ
う
み
た
い
だ
な

フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
密
書
か
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そ
れ
じ

は
い

キ
ズ
メ
ル

こ
れ

あ
り
が
と
う
二
人
と
も

こ
れ
で
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
計
画
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ

う 
無
事
ク
エ
ス
ト
を
終
え
た
六
人
は

そ
の
ま
ま
野

地
に
帰
還
し
た

 
さ
す
が
に
ク
エ
ス
ト
ク
リ
ア
の
報

は
破
格
で

多
く
の
お
宝
が
手
に
入

た

 
か
な
り

い
時
間
だ

た
の
で
そ
の
日
も
二
人
は
そ
の
ま
ま
野

地
に

す
る
事
に
し
た

  
そ
の
日
の
夜

く

ハ
チ
マ
ン
は
人
の
気
配
を
感
じ
て
目
を
覚
ま
し
た

 
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
の
た
め

他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
可
能
性
は
無
い

 
お
そ
ら
く
キ
ズ
メ
ル
だ
ろ
う
と
当
た
り
を
つ
け

ハ
チ
マ
ン
は
声
を

け
た

キ
ズ
メ
ル
か

あ
あ

夜

く
に
す
ま
な
い

少
し
話
が
あ

て
な

 
そ
の
会
話
で
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
も
目
を
覚
ま
し
た
よ
う
だ

あ
れ

キ
ズ
メ
ル

こ
ん
な
時
間
に
ど
う
し
た
の

 
明
か
り
を
つ
け
る
と

そ
こ
に
は
フ
ル
装
備
の
キ
ズ
メ
ル
が
立

て
い
た
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今
日
は
お
別
れ
を
言
い
に
き
た

お
別
れ

キ
ズ
メ
ル
は
ど
こ
か
に
行

ち

う
の

あ
の
密
書
を
調
べ
た
結
果

フ

ル
ン
エ
ル
フ
ど
も
が

 
あ
そ
こ
に
見
え
る
天

の

を
上

た
と
こ
ろ
に
あ
る

 
我
ら
の
聖

を
襲
撃
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
事
が
わ
か

た
の
だ

天

の

て

お
そ
ら
く
迷
宮
区
だ
な

つ
ま
り

四
層
に
行
く

て
事
な
ん
だ
ね

そ
こ
で

二
人
に

し
て
お
く
も
の
が
あ
る

 
そ
う
言

て
キ
ズ
メ
ル
は

秘
鍵
を
二
つ
取
り
出
し

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
に

し
た

そ
の
二
つ
の
鍵
と
私
の
持
つ
一
つ
の
鍵

三
つ
揃
わ
な
い
と
聖

の
扉
を
開
く
事
は
出
来
な

い 
私
は
聖

の
前
で
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
来
る
の
を
待

て
い
る

 
ア
ス
ナ
は
キ
ズ
メ
ル
に

き
つ
き

う
ん

必
ず
行
く
か
ら

だ
か
ら
ま
た
必
ず
会
お
う
ね

キ
ズ
メ
ル
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と
言

た

 
ハ
チ
マ
ン
も

言
葉

か
に

必
ず
行
く

 
と
答
え
た

 
キ
ズ
メ
ル
は
ハ
チ
マ
ン
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た
が

突
然
ハ
チ
マ
ン
に
ハ
グ
を
し
た

ア
ス
ナ
の
真
似
を
し
て
み
た

人
族
の
慣

な
の
だ
ろ
う

 
そ
う
言

て

キ
ズ
メ
ル
は
去

て
行
こ
う
と
し
た
が

 
そ
の
キ
ズ
メ
ル
に

顔
を

く
し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
が

て
て
問
い
か
け
た

そ
う
だ
キ
ズ
メ
ル

あ
の
天

の

に
い
る

こ
の
フ
ロ
ア
の
主
と
戦
う
時

 
何
か
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
事
は
あ
る
か

そ
う
だ
な

ほ
と
ん
ど
全
て
が

の
攻
撃
だ
と

い
て
い
る

他
に
は
特
に
無
い
な

 
二
人
な
ら
必
ず
倒
せ
る
だ
ろ
う

そ
う
か

あ
り
が
と
う

キ
ズ
メ
ル

あ
あ

二
人
と
共
に
い
る
の
は
と
て
も
楽
し
か

た
ぞ

 
そ
う
い
い
残
し
て

キ
ズ
メ
ル
は
ど
こ
へ
と
も
な
く
去

て
い

た
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ま
た
会
え
る
よ
ね

あ
あ

必
ず
次
の
層
で
再
会
し
よ
う

 
二
人
は
秘
鍵
に

い

決
意
も
新
た
に

そ
の
日
は
眠
り
に
つ
く
事
に
し
た

  
次
の
日
二
人
は

鍛
治
屋
に
別
れ
を
告
げ
に
行

た

 
も
し
か
し
た
ら
武
器
の
強
化
で
ま
た
こ
こ
に
来
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
れ
ま
で
に
リ
ズ
ベ

ト
が
成
⻑
す
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
考
え
る
と

ま
た
こ
こ
に
来
る
保
証
は
無
か

た
た
め
だ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
相
手
だ
が

ア
ス
ナ
は
と
て
も
丁

に

を
下
げ
た

素
晴
ら
し
い
剣
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大
切
に
し
ま
す

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
言
葉
に

鍛
治
屋
は

フ
ン

と
言

た
後

一
言
付
け
加
え
た

そ
の
武
器
に
負
け
な
い
戦
士
に
な
れ
よ

 
そ
う
い
い
残
し
て

鍛
治
屋
は
奥
に
消
え
て
い

た

  
そ
し
て
二
人
は

本
格
的
に
街
へ
と

る
事
に
し
た

ま
ず
ア
ル
ゴ
に
連

を
と
る
と
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ど
う
や
ら

日
の
う
ち
に

フ

ル
ド
ボ
ス
は
退
治
さ
れ
た
よ
う
だ

 
今
日
は
キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト
を
進
め
て
い
た
チ

ム
を
集
め
て
の

い
会
議
が
あ
る
ら

し
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
を
帰
ら
せ

自
分
だ
け
そ
の
会
議
に
出

す
る
事
に
し
た

  
会
議
自
体
は
何
と
も
あ

け
な
く
終
わ

た

 
ま
ず
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
と
解
放

の
ク
エ
ス
ト
担
当
チ

ム
が

 
こ
れ
は
予
想
通
り
だ

た
が

何
も
情
報
は
無
か

た
と
い
う
報
告
を
し
た

 
一

は
落

し
た
が

次
の

間
期
待
の
こ
も

た
目
で
ハ
チ
マ
ン
を
見
つ
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
気
ま
ず
そ
う
に

話
し
始
め
た

あ

期
待
し
て
も
ら

て
る
み
た
い
で
悪
い
ん
だ
が

 
や
は
り
こ

ち
に
も

ク
エ
ス
ト
自
体
に
は
ボ
ス

み
の
情
報
は
ま

た
く
無
か

た

 
一

は
さ
ら
に
落

し
た
が

ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
に
こ
う
付
け
加
え
た

確
か
に
ク
エ
ス
ト
自
体
に
は
何
も
無
か

た
ん
だ
が

 
こ
の
前
見
た
だ
ろ
う

ダ

ク
エ
ル
フ
の
女
戦
士
か
ら

少
し
だ
け

な
情
報
は

け
た
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一

は
顔
を
上
げ

今
度
こ
そ
と
期
待
の
こ
も

た
目
で
ハ
チ
マ
ン
を
見
つ
め
た
が

あ

ボ
ス
の
攻
撃
は
ほ
と
ん
ど
が

攻
撃
だ
か
ら

消
し
を
大

に
持

て
い
く
よ
う
に

 
後

他
に
特

な
攻
撃
は
無
い
か
ら

問
題
な
く
勝
て
る
だ
ろ
う

だ
そ
う
だ

 
そ
れ
を

い
た
一

は

そ
れ
だ
け
か

い
や

事
前
に
準
備
で
き
る
な
ら
と
て
も

な
情
報
じ

な
い
か

い
や
い
や
し
か
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

伝
え
る
べ
き
事
は
伝
え
た
と
ば
か
り

そ
の
場
を
後
に
し
た

お
そ
ら
く
明
日
か
ら
本
格
的
な
迷
宮
区
の
攻
略
が
始
ま
る
だ
ろ
う

 
だ
が

キ
ズ
メ
ル
の
言
葉
の
通
り

案
外
あ

け
な
く
終
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
油
断
は
決
し
て
出
来
な
い
が

  
ハ
チ
マ
ン
は
予
定
通
り

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

ネ
ズ
ハ
と
パ

テ

を
組
み

 
迷
宮
区
の
攻
略

び
に
ボ
ス
戦
に
参
加
し
た

 
今
回
の
ボ
ス
戦
に
参
加
し
た
の
は

ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
十
八
人

解
放

十
八
人
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エ
ギ
ル
チ

ム
四
人

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
チ

ム
の
四
人
の

計
四
十
四
人
だ

た

 
ボ
ス
は

攻
撃
を

発
し
て
き
た
が
豊

な

消
し
の

の
前
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
く

 
ハ
チ
マ
ン
の
予
想
通
り

第
一
層

第
二
層
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
あ

さ
り
と

 
第
三
層
の
攻
略
は
終
了
し
た
の
だ

た
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第
０
２
７
話
 
驚
愕
の
変
化

 
無
事
に
ボ
ス
戦
を
終
え
た
一
行
は

四
層
へ
の

を
上
り
始
め
た

キ
リ
ト

次
の
層

て
ど
ん
な
所
か

い
て
も
い
い
か

確
か

何
も
無
い

い
た
層
だ

た
か
な

店
と
か
は
全
部
高
層
フ
ロ
ア
に
あ
る

 
遺
跡

い
エ
リ
ア
だ

た
と
思
う

そ
う
な
ん
だ

な
ん
か

そ
う
な
所
だ
ね

 
そ
ん
な
事
を
話
し
な
が
ら

を
上

て
い
く
と

 
ど
う
や
ら
ま
も
な
く
四
層
に
到
着
す
る
よ
う
だ

 
前
方
か
ら

歓
声
が

こ
え

皆
走
り
出
し
て
い
る
よ
う
だ

 
四
人
も
釣
ら
れ
て
走
り
出
し

つ
い
に
四
層
に
到
着
し
た
の
だ
が

な
ん
だ
こ
れ

 
キ
リ
ト
は

然
と
し
て

い
た

 
そ
こ
に
広
が
る
の
は

一
面
の
水

水

水
で
あ

た

店
が
高
い
所
に
あ
る

て
こ
の
た
め
か
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つ
ま
り
ど
う
い
う
こ
と

テ
ス
ト
の
時
は

こ
れ
を
見

え
て
マ

プ
を
作

て
た
け
ど

 
水
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
間
に
合
わ
な
か

た
と
か
か
も
し
れ
な
い
な

な
る
ほ
ど

 
そ
の
時
ネ
ズ
ハ
が
素

な
疑
問
を
発
し
た

こ
こ

み
た
い
で
す
け
ど

ど
う
や

て
こ
の
川
を
越
え
る
ん
で
す
か
ね

 
四
人
は
そ
れ
を

い
て
考
え
込
ん
で
し
ま

た

 

囲
か
ら
も

り
を
調
べ
ろ

何
か
あ
る
は
ず
だ

と
い
う
声
が

こ
え
る

 
四
人
も
協
力
し
て

を
調
べ
る
事
に
し
た

キ
リ
ト

の
時
は
無
か

た
も
の

て
何
か
無
い
の
か

う

ん

こ
の
木
く
ら
い
か
な

こ
れ
か

 
そ
の
木
は

ド

ナ
ツ
型
の
実
が
生

て
い
る

ヤ
シ
の
木
に
似
た
木
で
あ

た

 
ド

ナ
ツ
の
よ
う
な
実
を

め
て
い
た
二
人
は

何
か
ひ
ら
め
い
た
よ
う
だ

も
し
か
し
て
こ
れ
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き

か

 

し
に
実
を
落
と
し
て
み
た
二
人
は

と
り
あ
え
ず
使
え
る
か

し
て
み
る
事
に
し
た

こ
れ

装
備
が
重
い
と

ん
だ
り
と
か

あ
る
か

ど
う
だ
ろ
う

よ
し

ま
ず
は
俺
が
水
着
で

し
て
み
る

ハ
チ
マ
ン
水
着
な
ん
か
持

て
る
の
か

あ
あ

エ
ル
フ
の
野

地
で

て
た
か
ら

怪
し
い
と
思

て

と
い
た
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど
な

キ
リ
ト

離
す
な
よ

絶
対
離
す
な
よ

フ
リ
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
装
備
を
水
着
に
変
え

実
を

き

の
よ
う
に
使
い

水
に
入

て
み
た

 
ど
う
や
ら
問
題
な
く

く
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

態
で

徐
々
に
装
備
を

や
し
て
い

た
が

 
ど
う
や
ら
か
な
り
の
重
さ
に
ま
で

え
ら
れ
る
よ
う
だ

た

 
そ
の
情
報
を

囲
に
広
め

一
行
は
川
を

り
始
め
た
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誰
か
が
欲
張

て
実
を
大

に

取
し
て
い
た
よ
う
だ

た
が
問
題
な
く
全
員
に

た

よ
う
だ

 

中
何
度
か
モ
ン
ス
タ

に
襲
わ
れ
そ
う
に
な

た
が
全
て
ネ
ズ
ハ
が
チ

ク
ラ
ム
で
処
理

し
たネ

ズ
ハ

こ
こ
の
敵
と
相
性
い
い
ん
じ

な
い
か

な
ん
か
そ
う
み
た
い
で
す

 
そ
し
て
川
を

り
き

た
一
行
は

そ
の
ま
ま
街
へ
と
向
か
い
始
め
た

 
第
四
層
の
主
街
区
は

ロ

ビ
ア
と
い
う
名
前
の
よ
う
だ

 
そ
こ
で
レ
イ
ド
は
解
散
と
な
り
い
い
時
間
だ

た
事
も
あ

て
か
と
り
あ
え
ず

に

る

事
に
な

た

 
キ
リ
ト
は
四
層
で

を
探
し

ネ
ズ
ハ
は
一
度
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
仲
間
の
元
へ
と

る
よ
う
だ

 
ア
ス
ナ
は

風
呂
に
入
り
た
い
か
ら
少
し
遠
い
が
一
層
ま
で

る
と
言

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

少
し
だ
け
街
を
見
て
み
る
と
言

て

四
層
の
街
中
に
消
え
て
い

た

 
少
し
た

た
後

ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
に

と
あ
る
情
報
を

し
た
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次
の
日

四
人
に
ア
ル
ゴ
を
加
え
た
面
々
は

四
層
の
転
移
門
前
に
集
合
し
て
い
た

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
ク
エ
ス
ト
関
連
か
ら
探
索
し
て
み
る
か

 
キ
リ
ト
の
提
案
に

い

五
人
は
分
か
れ
て
ク
エ
ス
ト
を
探
す
事
に
な

た

 
情
報
は
全
て
ア
ル
ゴ
に
集
約
し

 
も
し
何
か
変
わ

た
情
報
が
あ

た
場
合
は

全
員
に
連

が
行
く
手
は
ず
と
な

た

 
四
人
は
散

て
い
こ
う
と
し
た
が

ア
ル
ゴ
が
ア
ス
ナ
を
呼
び
と
め
た

そ
う
だ
ア

ち

ん

日
こ
の
層
の
風
呂
付
き
物
件
の
情
報
が
入

た
ん
だ
が

う
カ

う

一
層
ま
で

回

る
の

ち

と
不

だ
な

て
思

て
た
し
ね

 
ア
ス
ナ
は
即
答
し
た

 
ア
ル
ゴ
は
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
向
き

に
や

と

ら
し
い
笑
顔
を

か
べ
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
に
気
付
い
て
は
い
な
い
よ
う
だ

た

ハ
チ
マ
ン
は
ス
ル

し
て
い
た

そ
れ
じ

オ
レ

ち
が
現
地
に
案
内
す
る
ヨ

 
そ
う
言

て
ア
ル
ゴ
は

ア
ス
ナ
を
先

し
て
歩
き
始
め
た

そ
れ
じ

俺
達
は
行
く
か
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わ
か
り
ま
し
た

ま
た
後
で
落
ち
合
お
う

 
街
中
に
は

横
無
尽
に
水
路
が
走

て
い
た

 

自
定
期

の
ゴ
ン
ド
ラ

も
利
用
し
て

水
路
の
分
街
の
面

が

い
事
も
あ
り

 

時
間
で
大
体
の
情
報
が
集
ま

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
か
ら
皆
に
呼
び
出
し
が
か
か

た
の
で

転
移
門
前
に
再
び
集
合
す
る
事
と

な

た
大
体
こ
ん
な
感
じ
だ
な

 
ア
ル
ゴ
が
マ

プ
に
手
書
き
で

マ

ク
を
入
れ
た

ち

と
そ
れ

見
せ
て
く
れ
な
い
か

ア
ル
ゴ

 
キ
リ
ト
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
身
を
乗
り
出
し

マ

プ
の
一
点
を
指
差
し
た

こ
れ
は

時
代
に
は
無
か

た
ク
エ
の
は
ず
だ

多
分
こ
こ
に
何
か
あ
る
と
思
う

 
そ
の
言
葉
を

き

一
行
は
ま
ず
そ
こ
に
向
か
う
事
に
な

た

 
ア
ル
ゴ
は
ガ
イ
ド
ブ

ク
を
製
作
し
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
と

別
行
動
に
な

た

 
四
人
が
現
地
に
到
着
す
る
と

そ
こ
に
は

れ
た
小
屋
の
中
に
一
人
の

人
が
い
た
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四
人
は
ク
エ
ス
ト
を
受
け
よ
う
と

何
か
お
困
り
で
す
か

色
々
と
声
を

け
た
が

 
そ
の

人

ロ
モ
ロ
は
ま

た
く
反
応
を
し
な
か

た

う

ん

に

が
あ
る
か
ら
ク
エ
に
は
間
違
い
な
い
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な

最
初
に

け
る
声
の
内
容
が
違
う
の
か
な

よ
し

ち

と
小
屋
の
中
を
調
べ
て
み
る
か

 
四
人
は
小
屋
の
中
を
調
べ
始
め
た
が

 
見
つ
け
ら
れ
た
の
は

変
な

の
ネ
ジ
と

い
く
つ
か
の

だ
け
だ

た

こ
の
ネ
ジ
な
ん
だ
ろ
う

う

ん

ち

と

本
か
ら
考
え
直
し
て
み
る
か

フ
ロ
ア
が
変
化
し
た
事
で

追
加
さ
れ
る
要
素

水
路

 
そ
の
時
キ
リ
ト
が

何
か
天

を
得
た
よ
う
に
叫
ん
だ

そ
う
だ

船
だ
よ

船
が
無
い
と
こ
の
層
の
移
動
は
め
ん
ど
く
さ
す
ぎ
る

 
お
お

と
三
人
が
声
を
あ
げ

キ
リ
ト
は
ロ
モ
ロ
に
声
を
か
け
た

私
達
に
船
を

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
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そ
の
声
と
共
に
ロ
モ
ロ
の

の
上
の
マ

ク
が

に
変
化
し
た

ど
う
や
ら
正
解
だ

た
よ
う
だ

 
そ
の
後
ロ
モ
ロ
か
ら
船
の
材
料
と
仕
様
を

き

 
キ

ン
ペ

ン
が
別
な
関
係
で
二
手
に
分
か
れ
る
事
を
考

し
て

 
二
人
乗
り
の
船
を
二

る
事
に
決
め
た
一
行
は

材
料
集
め
を
開
始
し
た

 
基
本
ロ
モ
ロ
の
指

通
り
に
動
け
ば
い
い
の
で

そ
れ
ほ
ど
大
変
で
は
無
か

た
が

 
最
後
の
ア
イ
テ
ム
が

や
や
難
関
で
あ

た

あ
れ
を
倒
す
の
か

で
か
い
な

 
最
後
の
ア
イ
テ
ム
を
持

て
い
る
の
は

巨
大
な
ク
マ
型
モ
ン
ス
タ

だ

た

 
名
を

マ
グ
ナ
テ
リ
ウ
ム
と
言

た

な
ん
か
絶
滅
動
物
で
そ
ん
な
名
前
の
が
い
た
気
が
す
る
な

動
き
は

そ
う
だ
け
ど

パ
ワ

は
す
ご
そ
う
だ
ね

と
り
あ
え
ず
ネ
ズ
ハ
の
遠

攻
撃
か
ら
開
始
だ
な

は
い
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マ
グ
ナ
テ
リ
ウ
ム
は
基
本

突
進
突
進
で
攻
撃
し
て
く
る
タ
イ
プ
だ

た
よ
う
で

 
生
え
て
い
る
木
を
盾
に
し
な
が
ら
戦
闘
は
終
始

利
に
進
ん
だ

 
一
匹
倒
す
と
複

個
必
要
ア
イ
テ
ム
を
ド
ロ

プ
し
た
の
で

 
余

た
分
は

ブ
レ
イ
ブ
ス
専
用
の
船
の
た
め
ネ
ズ
ハ
に
一
つ
と

 
後
は

当
に
知
り
合
い
に
配
る
事
に
し
た

 
戦
闘
で
発
生
し
た
倒
木
の
影
に

れ
た
時
そ
の
倒
木
も
素
材
扱
い
だ
と
い
う
事
が
判
明
し
て

い
た
の
で

 
一
行
は
つ
い
で
に
そ
の
倒
木
を
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ

ロ
モ
ロ
の
元
に

た

ど
う
や
ら
船
は
一

つ
し
か

れ
な
い
み
た
い
だ
な

そ
れ
じ

発
見
し
た
キ
リ
ト
と
ネ
ズ
ハ
の
船
を
先
に

ろ
う

お

け

そ
れ
じ

終
わ

た
ら
連

す
る
よ

多
分

時
間
だ
と
思
う
し

 
予
定
が
決
ま

た
た
め

そ
こ
で
一

解
散
と
な

た

 
三
時
間
後

キ
リ
ト
か
ら
連

が
入

た
の
で

 
次
は
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
船
の
製
作
に
入
る
事
と
な

た

 
そ
の

倒
木
が
船
首
に
付
け
る
衝

と
い
う
オ
プ
シ

ン
武
器
に
な
る
か
ら
付
け
た
方



 第０２７話 驚愕の変化

が
い
い
と

 
キ
リ
ト
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

た

 
キ
リ
ト
と
ネ
ズ
ハ
は
先
行
し
て

キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト
の
続
き
を
探
す
よ
う
だ

 
二
人
は
製
作
を
依
頼
し

そ
の
場
で
休

す
る
事
に
し
た

  
そ
し
て
三
時
間
後

つ
い
に
船
が
完
成
し
た

 
ど
う
や
ら
名
前
を
付
け
な
く
て
は
い
け
な
い
ら
し
く

二
人
は
悩
ん
だ
が

 
ア
ス
ナ
の
武
器
に
ち
な
ん
で
シ
バ
ル
リ

に
し
よ
う
と
い
う
事
に
な

た

こ
れ

自
分
達
で
操
作
す
る
の
か
な

て
事
は

実
質
三
人
乗
れ
る
の
か

ま
あ
キ
ズ
メ
ル
に
も
乗

て
も
ら
う
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
ち

う
ど
い
い
か
な

 
交

に
練

し

船
の
操
作
に
も

し
た
た
め

二
人
も
探
索
に
出
る
事
に
な

た

 
そ
の
日
は
特
に
情
報
も
な
く

二
人
は

に

る
事
に
し
た

ハ
チ
マ
ン
君
も
四
層
に
移
動
す
れ
ば

そ
う
だ
な

ち

と
遠
い
し
な
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う
ん

お
風
呂
の
あ
る

も
確
保
で
き
た
か
ら

リ
ズ
も
こ

ち
に
呼
ぼ
う
か
な

そ
れ
が
い
い
ん
じ

な
い
か

移
動
だ
け
な
ら
こ
の
船
に
三
人
乗
れ
る
か
ら
問
題
な
い
し
な

 
そ
の
後
二
人
は
別
れ

ハ
チ
マ
ン
も
近
場
で

当
な

を
見
つ
け

そ
こ
に
転
が
り
込
ん
だ

 
ど
う
や
ら
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
間
で
は

船
ラ

シ

が
始
ま

て
い
る
よ
う
だ

 
中
型
船
や
大
型
船
も
製
作
さ
れ
て
い
る
と
い
う

 
移
動
が
楽
に
な
る
分
攻
略
自
体
は

ま
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
思
い
つ
つ
ハ
チ
マ
ン
は
眠
り

に
つ
い
た
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第
０
２
８
話
 
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
企
て

 
次
の
日
は

と
り
あ
え
ず
一
日
他
の
ク
エ
ス
ト
を
消
化
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
事
に
な

た

 
キ

ン
ペ

ン
の
続
き
を
発
生
さ
せ
る
の
に

 
そ
の
あ
た
り
の
ク
エ
ス
ト
が
フ
ラ
グ
に
な

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
に
な

た
か
ら

だ 
キ
リ
ト
と
ネ
ズ
ハ
に
も
連

し

 
分
担
し
て
ク
エ
ス
ト
の
攻
略
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
進
め
る
事
に
し
た
四
人
は

 
一
日
か
け
て
街
中
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
ク
エ
ス
ト
を
攻
略
し
終
え
た

 

方
に
な

て

フ

ル
ド
ボ
ス
が

く
も
発
見
さ
れ
た
と
い
う
情
報
が
入
り

 
明
日
の
朝

速
会
議
が
開
か
れ

そ
の
後
そ
の
ま
ま
攻
略
と
い
う
事
に
な

た
よ
う
だ

  
そ
し
て
次
の
日

フ

ル
ド
ボ
ス
と
の
戦
闘
が
始
ま

た

 
注
目
す
べ
き
は

キ
リ
ト
と
ネ
ズ
ハ
の
コ
ン
ビ
だ

た

 
キ
リ
ト
が
船
を
操
作
し
て
い
る
時
は

ネ
ズ
ハ
が
遠
く
か
ら
チ

ク
ラ
ム
で
確
実
に

り
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ネ
ズ
ハ
が
船
を
操
作
し
て
い
る
時
は
キ
リ
ト
が
様
子
を
見
な
が
ら
し

か
り
と

て
い
た

や

ぱ
り
ネ
ズ
ハ
の
遠

攻
撃
は

こ
の
層
に
す
ご
い
マ

チ
し
て
る
よ
な

す
ご
い
ね

ネ
ズ
ハ
君

私
達
も
頑
張
ら
な
く
ち

だ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

基
本
ハ
チ
マ
ン
が
船
の
操
作
で

り
は
ア
ス
ナ
が
担
当
し
た

 
船
上
の
戦
い
だ
と

リ

チ
の

い
武
器
は
ど
う
し
て
も
不
利
な
よ
う
だ

 
そ
の
後
も
皆
無
難
に
戦
闘
を

り
広
げ

特
に
特

す
べ
き
出
来
事
も
無
く

 
あ

さ
り
と
フ

ル
ド
ボ
ス
は
討
伐
さ
れ
た

  
そ
の
後

再
び
探
索
が
開
始
さ
れ
た

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
の
記
憶
に
よ
る
と

 
以
前
は
南
に
あ
る
ダ

ク
エ
ル
フ
の
城
で
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
て
い
た
と
の
事
だ

た
の
で

 
そ
の

を
重
点
的
に
調
べ
て
み
よ
う
と
い
う
事
に
な

た

ど
う
や
ら
あ
の
城
に
か
か

て
い
る

は

迷
い
の

の
森
以
上
の
幻
惑
ギ
ミ

ク
だ
な

 
こ
の
ま
ま
だ
と

に
行
く
事
は
出
来
な
い
み
た
い
だ

の

に
何
か
あ
る
か
も
で
す
ね
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そ
ん
な
難
し
い

件
じ

な
い
は
ず
だ
し

何
か
見
落
と
し
が
あ
り
そ
う
だ
よ
な

三
層
で
野

地
に
出
入
り
し
て
い
た
時
は

 
そ
ん
な
時

ア
ス
ナ
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
だ

指

じ

な
い

あ
れ
が
無
い
と
野

地
に
入
れ
な
か

た
し

そ
う
か

あ
れ
か
ら
ず

と
外
し
た
ま
ま
だ

た
な

し
て
み
る
か

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
と
ネ
ズ
ハ
も
同
じ
指

を
も
ら

て
い
た
よ
う
で

 
一
行
は
指

を
つ
け

再
び
城
へ
と
近

い
て
い

た

 
す
る
と
ま
ず

先
行
し
て
い
た
キ
リ
ト
と
ネ
ズ
ハ
の

が

船
ご
と
消
え
た

キ
リ
ト
君

ネ
ズ
ハ
君

ど
う
や
ら
こ
れ
は

イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
に
飛
ば
さ
れ
た
ん
じ

な
い
か

あ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
正
解
だ

た
の
か
も

 
ア
ス
ナ
が
そ
う
答
え
た

間
二
人
の

界
が
開
け
正
面
に
城
の

橋
の
よ
う
な
も
の
が
見

え
た

 
ど
う
や
ら

橋
に
立

て
い
る
者
が
い
る
よ
う
だ

 
近

い
て
い
く
と
そ
れ
は

日
前
に
第
三
層
で
別
れ
た
キ
ズ
メ
ル
だ

た
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キ
ズ
メ
ル

 
ア
ス
ナ
が
嬉
し
そ
う
に
手
を

り

船
が

橋
に
近

く
と

 
ア
ス
ナ
は
待
ち
切
れ
な
い
か
の
よ
う
に
船
か
ら
飛
び
降
り

キ
ズ
メ
ル
に

き
つ
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
船
の
ロ

プ
を

橋
の

に
取
り
つ
け

 
し

か
り

定
さ
れ
た
の
を
確
認
し
た
後

船
を
下
り
て
二
人
に
近

い
て
い

た

よ
く
来
た
な
二
人
と
も

待
ち
か
ね
た
ぞ

ご
め
ん
ね

こ
こ
に
来
る
た
め
に

指

を
す
る
事
に
気
が
付
か
な
く

て

そ
う
か

説
明
し
て
お
け
ば
良
か

た
な

す
ま
な
か

た

 
キ
ズ
メ
ル
は

を
下
げ
た

相
変
わ
ら
ず
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は
思
え
な
い

自
然
な
対
応
だ

た

よ
う

ハ
チ
マ
ン
も
元
気
そ
う
で
何
よ
り
だ

速
で
悪
い
の
だ
が
少
し
問
題
が
発
生
し
て
い
て
な

 
そ
の
声
と
共
に

キ
ズ
メ
ル
の

の
上
に

が
表

さ
れ
た

 
ど
う
や
ら
こ
こ
か
ら
キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト
の
続
き
が
始
ま
る
よ
う
だ

 
二
人
は
キ
ズ
メ
ル
に

城
の
家

の
元
へ
と
案
内
さ
れ
る
事
に
な

た

城
主
の
元
へ
じ

な
い
ん
だ
な
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城
主
さ
ま
は
聖

に
こ
も

て

り
を

げ
て
お
ら
れ
る
の
だ

な
る
ほ
ど

最
終
的
に
は
聖

に
行

て
そ
の
城
主
様
に
会
う
か
何
か
す
る
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

し
つ
つ

キ
ズ
メ
ル
に
つ
い
て
い

た

そ
な
た
ら
が

秘
鍵
を
集
め
て
く
れ
た
者
達
か

こ
の
度
は
ご
足
労
願

て

し

な
い

い
え

そ
れ
で

一
体
何
が
あ

た
の
で
し

う
か

実
は
な

 
家

の
話
だ
と

ど
う
や
ら
人
族
の
海
運
ギ
ル
ド
が

 
こ
ち
ら
に
対
し
て
何
か
を
仕

け
よ
う
と
企
ん
で
い
る
と
の
情
報
が
入

た
そ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
再
び
キ
ズ
メ
ル
と
行
動
を
共
に
し
そ
の
調
査
を
行
う
事
に
な

た

こ
の
布
を
船
に
被
せ
れ
ば

し
ば
ら
く
の
間
船
の

を

す
事
が
出
来
よ
う

頼
ん
だ
ぞ

時
間
限
定
の

入
ミ

シ

ン
か

 
三
人
は
暗
く
な
る
の
を
待
ち

海
運
ギ
ル
ド
の
定
期

に
何
か
が
運
び
込
ま
れ

 
出

し
た
の
を
確
認
す
る
と

そ
の
船
の
後
を
そ

と
追
い
始
め
た

  
船
が
到
着
し
た
の
は

に

装
し
て
あ
る
小
さ
な

の

点
だ

た



 第一章 ＳＡＯ編

 
海
運
ギ
ル
ド
の
船
は

み

を
下
ろ
す
と

そ
の
ま
ま
街
の
方
へ
と

て
い

た

 
三
人
は
こ

そ
り
船
を

橋
に
つ
け

も
ら

た
布
を
か
ぶ
せ
て
船
を

し

 
キ
ズ
メ
ル
に
三
人
の

を

し
て
も
ら

て

点
の
中
に
侵
入
し
た

ま
ず
は

み

の
確
認
だ
な

 
三
人
は

慎
重
に
倉

ら
し
き

物
へ
と
向
か

た

 
そ
こ
に
あ

た
の
は

船
の
パ

ツ
ら
し
き
部
品
の
入

た
い
く
つ
か
の

と

 
頑
丈
だ
が
空

の

山
の
た
だ
の

だ

た

も
う
中
身
は
運
び
出
さ
れ
た
の
か

そ
ん
な
様
子
に
は
見
え
な
か

た
が

と
り
あ
え
ず
次
は
ど
う
し
よ
う
か

あ

ち
に
何
か
の
作
業
場
の
よ
う
な
大
き
い

物
が
あ
る
か
ら
そ
こ
に
行

て
み
よ
う

わ
か

た

 
入
り
口
に
は
見
張
り
が
い
る
よ
う
だ

た
の
で

三
人
は
中
が

け
る
場
所
を
探
し
た

 
ど
う
や
ら
倉

の
隣
に
あ
る
木
か
ら

高
所
に
あ
る
窓
の
所
に
行
け
る
の
を
発
見
し

 
そ
の
窓
か
ら
中
の
様
子
を

き
こ
ん
だ

 
そ
こ
に
い
た
の
は

人
の
フ

ド
を
か
ぶ

た
男
だ

た



 第０２８話 フォールンエルフの企て

完
成
し
た
船
は
こ
れ
で
何

だ

ま
も
な
く
十

残
り
二

も
明
後
日
ま
で
に
は
完
成
の
予
定
で
す

 
ど
う
や
ら
そ
の
集
団
は

こ
こ
で
船
を
製
作
し
て
い
る
よ
う
だ

禁

さ
え
無
け
れ
ば

人
族
の
手
な
ど

り
る
事
も
な
く
船
を
全
て
完
成
さ
せ

 
地
下
水
路
を
通

て
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
に
船
を
提

し

 
も

と

く
に
ダ

ク
エ
ル
フ
城
を
攻
め
さ
せ
る
事
が
出
来
た
の
だ
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら
フ

ド
を
外
し
た
そ
の
人
物
の
顔
は

 
以
前
見
た
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
物
だ

た

禁

て
何
だ

我
ら
は

自
分
達
で
木
を
切
り
倒
し
た
り
す
る
事
が
出
来
な
い
の
だ

 
し
か
し
ま
さ
か

フ

ル
ン
エ
ル
フ
が
裏
に
い
た
と
は

  
そ
う
キ
ズ
メ
ル
が

く
と

キ
ズ
メ
ル
の

の
上
の
マ

ク
が

に
変
化
し
た

 
ど
う
や
ら
必
要
な
情
報
は
全
て
得
ら
れ
た
よ
う
だ

よ
し

情
報
も
得
ら
れ
た
し
退

だ
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ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
指

で

三
人
は
シ
バ
ル
リ

の
元
へ
と
急
い
だ

 
ま
も
な
く
船
が
見
え
る
と
い
う
所
で

 
三
人
は
ち

う
ど
新
た
な

み

が

く
と
こ
ろ
に
出
く
わ
し
て
し
ま

た

 
道
が

み

で
塞
が
れ

前
に
進
む
事
が
出
来
な
い

ア
ス
ナ

キ
ズ
メ
ル

先
行
し
て
船
を
動
か
し
て
く
れ

 
俺
は
こ
い
つ
ら
を
一

足
止
め
し
た
後
に
そ
の
船
に

び
乗
る

わ
か

た

気
を
つ
け
て
ね

 
二
人
は

が
見
つ
か
る
の
を
覚
悟
で

物
を
飛
び
越
し
て
シ
バ
ル
リ

の
方
へ
と
走
り
出

し
た

 
大
き
な
音
が
し
て

二
人
の

し
の

果
が
切
れ
た

誰
か
い
る
ぞ

捕
ら
え
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は

声
を
出
し
た
船
員
の
背
後
か
ら
襲
い

か
り

船
員
を

飛
ば
し
た
が

 
船
員
達
の
中
に
一
人

フ

ル
ン
エ
ル
フ
が
ま
じ

て
い
た
よ
う
だ

 
船
を
背
に
し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
こ
の
ま
ま

り
返

て
走

て
も

追
い
つ
か
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え



 第０２８話 フォールンエルフの企て

 
意
を
決
し
て
そ
の
フ

ル
ン
エ
ル
フ
に

り
か
か

た

 

合

り
あ

た
所
で
パ
リ

し
て

前

り
で
相
手
を

飛
ば
す
事
に
成
功
し
た
が

 
そ
の

間
横
合
い
か
ら
船
員
の
一
人
が
体
当
た
り
を
し
て
き
た

こ
の
ま
ま
だ
と
ま
ず
い

 
そ
う
思

た

間

そ
の
船
員
は

突
然
現
れ
た
キ
ズ
メ
ル
に
よ

て

気
絶
さ
せ
ら
れ
た

 
ど
う
や
ら
キ
ズ
メ
ル
は

を

し
て

て
き
て
い
た
よ
う
だ

キ
ズ
メ
ル
悪
い

助
か

た

二
人
と
も

び
乗

て

 
ア
ス
ナ
の
声
が

こ
え
二
人
は

り
向
き
ざ
ま
全
力
で
走
り
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
船
に
飛

び
乗

た

 
船
に
は
勢
い
が
つ
い
て
い
た
た
め

そ
の
ま
ま
逃
げ
切
る
事
が
出
来
た
よ
う
だ

 
こ
う
し
て
襲
撃
の
情
報
を
得
た
三
人
は

そ
の
ま
ま
ダ

ク
エ
ル
フ
城
へ
と
無
事
帰
還
し

 
家

に

得
ら
れ
た
情
報
を
全
て
報
告
し
た

明
後
日
に
は

フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
の
軍
勢
が
攻
め
て
来
る
と
言
う
事
か

は
い

ど
う
や
ら
そ
の
よ
う
で
す

 
ア
ス
ナ
が
代
表
し
て
説
明
を
始
め
た
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し
か
し
あ
の
者
た
ち
の
城
と
は
水
路
が
繋
が

て
い
な
い
は
ず
な
の
だ
が

地
下
水
路
を
通
る
と
言

て
い
ま
し
た

そ
ん
な
も
の
が

 
そ
の

間
に
家

の

に

が
表

さ
れ
た

三
人
に
は
明
日

聖

の
あ
る
ダ
ン
ジ

ン
へ
と
向
か

て
も
ら
い
た
い

 
そ
こ
で

り
を

げ
て
い
る
我
ら
が
城
主
を
連
れ
て
き
て
欲
し
い
の
だ

 
ダ
ン
ジ

ン
近
く
に
も
う
一

迎
え
の
船
を
用
意
し
て
お
く

頼
ん
だ
ぞ

わ
か
り
ま
し
た

私
達
に
お
任
せ
下
さ
い

ア
ス
ナ
は
こ
う
い
う
の
様
に
な
る
よ
な

俺
が
や

て
も
い
ま
い
ち
決
ま
ら
な
い
ん
だ
よ

な 
こ
う
し
て
明
日
か
ら
三
人
で

聖

ダ
ン
ジ

ン
を
攻
略
す
る
事
に
な

た
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第
０
２
９
話
 
思
い
が
け
な
い
援
軍

 
予
告
通
り

第
四
層
の
最
後
ま
で
投
稿
し
ま
す

 
次
の
日
の
朝

く

三
人
は
聖

ダ
ン
ジ

ン
へ
と
出
発
し
た

 
あ
ま
り
時
間
の

予
は
な
い

く
と
も
明
日
に
は
ダ

ク
エ
ル
フ
城
へ
の
攻
撃
が
始
ま

て

し
ま
う

 
三
人
が
偵
察
の

見
つ
か

て
し
ま

た
た
め
ペ
ナ
ル
テ

で
攻
撃
が

ま
る
可
能
性
す
ら

あ
る

 
三
人
は
可
能
な
限
り
道
中
を
急
ぎ

当
な
場
所
に
船
を

め
た

 
一

に
付
い
て
き
た

子

用
の
船
の
船
員
に

必
ず

る
と
伝
え

 
そ
こ
か
ら
は

路
で
聖

ダ
ン
ジ

ン
へ
と
突
入
し
た

  
ず

と
一

に
戦
い
続
け
て
き
た
た
め

三
人
で
の
連

を

き
続
け
て
き
た
事
も
あ
り
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通
常
の
雑

敵
の
相
手
に
関
し
て
は

ま

た
く
問
題
が
無
か

た

 
一
番
の
問
題
は

ダ
ン
ジ

ン
の
広
さ
で
あ

た

 
キ
ズ
メ
ル
の
話
だ
と

ど
う
や
ら
こ
の
聖

ダ
ン
ジ

ン
は

 
一
層
し
か
な
い
の
に
と
て
も
複
雑
で
広
い

り
と
な

て
い
る
ら
し
い

 
そ
れ
で
も
三
人
は

マ

ピ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ひ
た
す
ら
奥
へ
と
進
ん
だ

 

中
何
度
か
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
・
ソ
ル
ジ

と
い
う
敵
と
も
遭
遇
し
た
が

 
三
人
は
問
題
な
く
撃
破
し

つ
い
に
最
終
目
的
地
だ
と
思
わ
れ
る
広
場
に
突
入
し
た

 
こ
こ
ま
で
要
し
た
時
間
は
十
二
時
間
ほ
ど

帰
り
の
事
を
考
え
る
と
も
う
あ
ま
り
時
間
が
無

い
何
者
だ

配
下
の
者
が
い
な
い

を
狙

て
く
る
と
は

な

 
聖

へ
と
続
く
と
思
わ
れ
る
扉
の
前
に

フ

ル
ン
エ
ル
フ
が
一
人
立

て
い
た

 
カ

ソ
ル
の
色
は
か
な
り
ド
ス
黒
い

口
ぶ
り
か
ら
す
る
と
本
来
は
配
下
の
者
が

人
い

た
よ
う
だ
が

 
そ
の

は
ど
こ
に
も
見
え
な
か

た

 
当
然
こ
こ
で
引
く
事
は
で
き
な
い
た
め
三
人
は
そ
の
フ

ル
ン
エ
ル
フ
に
戦
い
を
挑
ん
だ
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フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
・
ジ

ネ
ラ
ル
だ
と

 
さ
す
が
は
ジ

ネ
ラ
ル
を
名
乗
る
だ
け
あ

て

そ
の
敵
は
強
敵
だ

た

 
剣
技
は
速
く

い

力
も
か
な
り
の
も
の
が
あ

た

 
そ
れ
で
も
じ
わ
じ
わ
と
敵
の

を

て
い
き

敵
の

が

色
に
な

た

間

 
突
然
敵
の
速
度
が
上
が

た

 
そ
れ
は

ハ
チ
マ
ン
を
も

て
し
て
も

防
ぎ
切
れ
な
い
速
さ
で
あ
り

 
じ
わ
じ
わ
と

も

ら
れ
て

こ
の
ま
ま
で
は
敗
北
の
可
能
性
す
ら
あ
る
か
も
し
れ
な
か

た
ア
ス
ナ

キ
ズ
メ
ル

俺
が
敵
の
体
制
を
大
き
く
崩
す

 
そ
の

間
に

二
人
で
最
大

力
の
攻
撃
を
叩
き
こ
め

 
ハ
チ
マ
ン
は
限
界
ま
で
集
中
し
て

そ
の

間
を
待

た

 
筋
肉
の
微

な
動
き
に
反
応
し

ハ
チ
マ
ン
は
一
気
に
敵
の
懐
に
飛
び
込
み

 
今
ま
さ
に
敵
が
武
器
を

り
上
げ
よ
う
と
す
る
直
前
に

敵
の
武
器
を
下
か
ら
パ
リ

し

 
さ
ら
に

手
で
体
術
ソ

ド
ス
キ
ル
を
使
い

敵
の

を
撃

た

 
敵
は

時
計
ま
わ
り
に
半
回
転
し

こ
ち
ら
に
背
中
を
向
け
る
格
好
と
な

た
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そ
の

間

か
ら
飛
び
込
ん
だ
二
人
が

身
の
攻
撃
を
加
え
た

 
し
か
し

の
け
ぞ
ら
せ
た
分
こ
ち
ら
の
攻
撃
が

か

た
の
か

 
わ
ず
か

ド

ト
敵
の

が
残

て
し
ま

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
逃
さ
ず

ト
ド
メ
を

し
に
突

込
も
う
と
し
た
が

 
そ
の

間
ハ
チ
マ
ン
は

の
け
ぞ
ら
せ
た
は
ず
の
敵
が
思

た
よ
り

く
立
ち
直

て
お
り

 
そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
か
ら
見
て

に
い
る
キ
ズ
メ
ル
に
向
け
て

 
武
器
を
持
つ

手
を

り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
る
の
を
見
た

し
ま

た
こ
の
モ

ド
だ
と
敵
の
速
さ
が
上
が
る
だ
け
じ

な
く

直
も

く
な
る
の
か

 
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら
う
事
に
な
る
た
め

 
下
手
す
れ
ば
キ
ズ
メ
ル
が
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
ハ
チ
マ
ン
の

界
の

に

 
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
流
れ
る
白
い
光
の
筋
が
映

た

 
ガ
キ
ン

と
い
う
音
と
共
に

敵
が
何
故
か
再
び
よ
ろ
け
た

 
次
の

間

横
か
ら
突

込
ん
で
き
た
黒
い
コ

ト
の
男
が

敵
に
止
め
を
さ
し
た

キ
リ
ト

キ
リ
ト
君
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そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
は
剣
を
一
閃
し

敵
を

た

ど
う
や
ら
間
に
合

た
な

皆
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か

 
遠
く
か
ら

ネ
ズ
ハ
が
走

て
く
る

も
見
え
た

ま
じ
助
か

た
わ

あ
り
が
と
な

キ
リ
ト

ネ
ズ
ハ

良
か

た

キ
ズ
メ
ル
が
死
ん
じ

う
か
と
思

た

私
な
ら
大
丈
夫
だ

ア
ス
ナ

 
ア
ス
ナ
は

き
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た

よ
ほ
ど

え
た
の
だ
ろ
う

と
こ
ろ
で
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
の
質
問
に
キ
リ
ト
は

自
分
達
も
キ

ン
ペ

ン
で
こ
こ
に
来
た
事

 
ワ
ン
フ
ロ
ア
隣
で
フ

ル
ン
エ
ル
フ
を

人
倒
し
た
後

そ
こ
で
目
的
を
達
成
し

 
近
く
を
通
り
か
か

た
ら
剣

の
音
が

こ
え
た
の
で
様
子
を
見
に
来
た
ら

 
戦
闘
中
の
三
人
を
見
つ
け
た
事

の
説
明
を
し
た

道
理
で
取
り

き
が
い
な
か

た
わ
け
だ

あ
あ

多
分
俺
達
が
倒
し
た
の
が
そ
の
取
り

き
だ

た
ん
だ
ろ
う
な
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な
る
ほ
ど

イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
じ

な
い
か
ら

そ
ん
な
事
も
あ
る
わ
け
か

あ
あ

そ
れ
で
三
人
が
問
題
な
く
勝
て
そ
う
だ

た
か
ら
様
子
を
見
て
い
た
ん
だ
が

 
敵
が
突
然
速
く
な

た
か
ら

い
つ
で
も
飛
び
込
め
る
よ
う
に
二
人
で
準
備
し
て
い
た
ん
だ

そ
う
か

あ
り
が
と
な

二
人
と
も

本
当
に

あ
り
が
と
う

あ
あ

と
に
か
く
良
か

た
よ

と
こ
ろ
で

 
そ
う
言
い
な
が
ら

キ
リ
ト
は
キ
ズ
メ
ル
の
方
を
ち
ら
り
と
見
た

そ
う
だ

た

前
紹
介
す
る

て
言

た
よ
な

お
二
人
の
助
力
に
感
謝
を

私
の
名
は
キ
ズ
メ
ル
と
言
う

 

て
い
た
キ
ズ
メ
ル
も

そ
の

線
に
反
応
し
た
の
か

二
人
に

を
下
げ
た

 
ネ
ズ
ハ
は
ち

と
び
く
び
く
し
て
い
た
が

キ
リ
ト
は

嬉
し
そ
う
に
手
を
差
し
出
し
た

一
度
も
助
け
ら
れ
た
事
が
無
か

た
か
ら

今
度
は
あ
な
た
を
助
け
ら
れ
て
良
か

た
よ

 
一
度
普
通
に
話
し
て
み
た
か

た
ん
だ

キ
ズ
メ
ル

ふ
む

ど
こ
か
で
お
会
い
し
た
事
が
あ

た
だ
ろ
う
か

あ
あ

遠
い
以
前
に
一
度

少
し
前
に
一
度

会

て
る
ん
だ
よ
な
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こ
ん
な
事
言

て
も
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

遠
い

に

ど
こ
か
で
あ
な
た
を
見
た
事
が
あ
る
気
が
す
る

 
私
の
命
が
失
わ
れ
て
い
こ
う
と
す
る
の
を

し
そ
う
に
見
つ
め
る
あ
な
た
の
顔
を

ま
さ
か

の
時
の
記
憶
が

い
や

ま
さ
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
目
に
は

キ
リ
ト
と
キ
ズ
メ
ル
が

 
遠
い

に
離
れ
た
友
人
同
士
が
再
び
出
会

た
か
の
よ
う
に
見
え
て
い
た

い
て
い
た
通
り

ど
う
見
て
も
プ
レ
イ
ヤ

に
し
か
見
え
な
い
な

だ
ろ
う

で

そ

ち
も
キ

ン
ペ

ン
ク
エ
ス
ト
で
こ
こ
に

そ
う
だ

た

や
ば
い

こ

ち
に
は
時
間
が
あ
ま
り
無
い
ん
だ

た

ど
う
い
う
事
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
に
今
ま
で
の
ク
エ
ス
ト
の
流
れ
を
ざ

と
説
明
し
た

 
や
は
り
キ
リ
ト
達
の
ル

ト
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

俺
達
に
は
見
え
な
い
が

こ
こ
に
鍵

が
三
つ
あ
る
の
か

あ
あ

今
か
ら
領
主
様
を
救
出
し
て

戦
争
に
参
加
す
る
事
に
な
る
ん
だ
と
思
う
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そ
れ
じ

急
い
だ
方
が
い
い
な

 
ど
う
や
ら
こ

ち
の
キ

ン
ペ

ン
は
次
の
層
以
降
ま
で
続
い
て
る
み
た
い
な
ん
だ
が

 
そ

ち
は
こ
こ
で
終
わ
り
み
た
い
だ
し

最
大
の
山
場
に
な
る
だ
ろ
う
な

 
最
終
ク
エ
ス
ト
が

聖

み
の
ク
エ
ス
ト
だ
か
ら
な

 
と
り
あ
え
ず
こ
こ
か
ら
は
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
俺
達
は
こ
こ
で
待

て
る
よ

 
シ
ナ
リ
オ
自
体
の
手
伝
い
は
無
理
だ
ろ
う
け
ど

脱
出
の
手
伝
い
は
出
来
る
か
ら
な

す
ま
ん

そ
れ
じ

行

て
く
る

 

あ
り
が
と
う

二
人
と
も

  
三
人
は
鍵
を
取
り
出
し

三
つ
の
鍵

に
差
し
込
ん
だ

 
そ
の

間
に
三
人
の

が

キ
リ
ト
と
ネ
ズ
ハ
の
目
の
前
か
ら
消
え
た

 
中
に
入

た
三
人
が
見
た
も
の
は

 
一
人
の
豪
華
な

を
来
た
ダ

ク
エ
ル
フ
が

一
心
に

り
を

る

だ

た

お
久
し
ぶ
り
で
す
ヨ
フ

リ
ス
子
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こ
れ
は

キ
ズ
メ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

何
か

急
の
用
事
で
す
か

は

我

の
調
査
の
結
果

近
日
中
に

 
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
の
軍
勢
が
城
に
襲
来
す
る
と
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
報
告
に
参

り
ま
し
た

フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
差
し
金
で
す
か

ご
存
知
で
し
た
か

え
え

私
は

フ

ル
ン
エ
ル
フ
の

動
を
知
り

 
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
と
ダ

ク
エ
ル
フ
の
融
和
を
願

て
こ
こ
で

り
を

げ
て
い
ま
し
た
か

ら
ねも

は
や
一
刻
の

予
も
あ
り
ま
せ
ん

是
非
城
へ
お

り
下
さ
い

こ
こ
に
至

て
は
一
戦
は
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
ね

と
こ
ろ
で
そ
こ
の
お
二
人
は

は
い

ず

と
私
と
共
に
戦

て
く
れ
て
い
る

人
族
の
戦
士
で
す

な
る
ほ
ど

ご
助
力
感
謝
し
ま
す

時
間
も
余
り
無
い
よ
う
な
の
で

急
ぎ
城
に

り
ま

し

う
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は
い

 
外
へ
出
た
一
行
は

子

に
キ
リ
ト
と
ネ
ズ
ハ
を
紹
介
し

六
人
パ

テ

を
編
成
し
て

 
急
ぎ
迷
宮
の
外
へ
と
向
か
い
始
め
た

お
い
ハ
チ
マ
ン

あ
の
子

様

強
い
な
ん
て
も
ん
じ

な
い
な

あ
あ

相
当
レ
ベ
ル
が
高
い
な

僕
も
正
直
足
が

え
ま
す

三
人
と
も

急
い
で

 
出
会
う
敵
は
ほ
ぼ

殺
し

一
行
は
来
た
時
の
半
分
以
下
の
時
間
で

脱
出
に
成
功
し
た

 
キ
リ
ト
と
ネ
ズ
ハ
が
船
を

め
た

置
は
別
の
方

だ

た
の
で
二
人
は
そ
こ
で
別
れ
る
事

に
な

た

 
去
り

に
キ
リ
ト
は

ボ
ス
が
発
見
さ
れ

 
ま
も
な
く
攻
略
が
開
始
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
事
を

二
人
に
教
え
て
く
れ
た

  
四
人
が
船
に
到
着
す
る
と
迎
え
の
船
で
待
機
し
て
い
た
ダ

ク
エ
ル
フ
の
兵
が

た
よ
う

に
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ま
も
な
く
戦
争
が
始
ま
り
そ
う
だ
と
伝
え
て
き
た

ま
ず
い
で
す
ね

急
ぎ
ま
し

う

皆
さ
ん

は
い

 
一
行
が
城
を
包
む

を
抜
け
る
と

も
う
戦

が
開
か
れ

 
か
な
り
押
さ
れ
て
い
る
ダ

ク
エ
ル
フ
軍
の

が
あ

た

 

の
方
の
戦
力
が
薄
そ
う
な
所
を
狙

て
突
撃
し

包
囲
網
を
背
後
か
ら
突
破
し
て

 
つ
い
に
一
行
は

城
へ
と

り
着
い
た

子

様

お
待
た
せ
し
ま
し
た
ね
皆
さ
ん

私
が

た
か
ら
に
は
も
う
大
丈
夫
で
す

 
子

が
そ
う
言

た

間

全
員
に
強
力
な
バ
フ
が
つ
い
た

 
こ
こ
か
ら

ダ

ク
エ
ル
フ
軍
の
反
撃
が
始
ま

た
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第
０
３
０
話
 
融
和

 
ヨ
フ

リ
ス
子

の
到
着
に
よ
り

戦
況
は

然
ダ

ク
エ
ル
フ

利
に

い
た

 
当
初
は
上

一
歩
手
前
で

一
進
一
退
の
攻
防
を

り
広
げ
て
い
た
よ
う
だ

 
最
初
ハ
チ
マ
ン
は
敵
が
上

し
な
い
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
走
り
回

て
フ

ロ

を
し
て
い
た

の
だ
が

 
そ
の
過

で
あ
る
事
に
気
が
付
い
た

ほ
と
ん
ど
死
者
が
出
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る

 
ど
う
い
う
理
屈
か
は
わ
か
ら
な
い
か

水
に
落
ち
た
エ
ル
フ
は
戦
闘
に
復
帰
し
な
い
ら
し
い

 
基
本
的
に
お

い
の

が
多
く

一

の
兵
士
は
強
力
な
ソ

ド
ス
キ
ル
も
使
え
な
い
よ
う

で 
そ
の
た
め
に

全

ま
で
は
い
か
な
い
よ
う
に
な

て
い
る
よ
う
だ

 
ヨ
フ

リ
ス
子

の
つ
け
て
く
れ
た
バ
フ
に
は
ノ

ク
バ

ク

果
を
上
げ
る
も
の
も
あ

た
の
で

 
そ
れ
に
も

因
し
て
い
る
よ
う
だ

た
が

融
和

な
る
ほ
ど

融
和
が
テ

マ
か
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何
度
目
か
の

攻
撃
を
防
ぎ
き
り

場
が
一
時
的
に
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で

 
三
人
は
船
に
乗
り

敵
の
迎
撃
に
出
る
事
に
し
た

 
目
的
は

敵
を
ど
ん
ど
ん
船
か
ら
叩
き
落
と
す
事
で
あ

た

 
幸
い
ノ

ク
バ

ク

果
が
上
が

て
い
る
事
も
あ
り

 
元
々
敵
の
体
勢
を
崩
す
事
が
得
意
な
ハ
チ
マ
ン
と
突
き
主
体
の
ア
ス
ナ
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
が

 
そ
れ
は
も
う
面
白
い
よ
う
に
こ
の
場
に
は
ま

た

今
の
で
何

目
だ

け

中
型
船
三

目
だ
な

調
だ
ね

 
敵
を
全
て
叩
き
落
と
し
た
船
は
味
方
が
そ
の
ま
ま
乗
り
移

て
使
用
し

 

い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と

最
初
の
戦
力
比
は
十
二

対
十
六

で
あ

た
よ
う
だ
が

 
九

対
九

の
五
分
に
ま
で
持
ち
直
す
事
と
な

た

 
勢
い
か
ら
す
る
と

完
全
に
ダ

ク
エ
ル
フ
の
方
が

利
だ

た

 
ど
う
や
ら
押
さ
れ
て
い
る
事
が
判

た
の
か
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フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
の
軍
勢
は

ま
と
ま

て
行
動
し
始
め
た

 
こ
う
な
る
と

中
々
今
ま
で
の
よ
う
に
は
い
か
な
い

さ
て
ど
う
す
る
か
な

こ
う
な

ち

う
と

お

い
決
め
手
に

け
る
の
か
な

出
来
れ
ば
こ
の
ま
ま
戦
況
を

け
て
い

て

 
最
終
的
に
は

者
を
ほ
ぼ
出
さ
ず
に
終
わ
ら
す
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が
な

二
人
と
も

ど
う
や
ら
子

様
が
出
撃
な
さ
る
よ
う
だ

ま
あ
見
て
い
る
が
い
い

 
二
人
が
後
方
に
目
を
や
る
と

ど
う
や
ら
子

の
乗

て
い
る
ら
し
い
船
が
見
え
た

 
そ
の
方
向
か
ら
い
き
な
り
白
い
光
が
発
せ
ら
れ
前
方
の
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
の
船
に
突
き

さ

た

 
そ
の
衝
撃
で

三

分
の
船
の
乗
員
が

一
気
に
船
か
ら
叩
き
落
と
さ
れ
た
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
君

今
の

ソ

ド
ス
キ
ル

あ
あ

確
か
名
前
は

フ
ラ

シ
ン
グ
・
ペ
ネ
ト
レ
イ
タ

 
い
ず
れ
ア
ス
ナ
も
使
う
事
に
な
る
最
上
級

剣
ソ

ド
ス
キ
ル
だ
な

あ
れ
を
私
が
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ア
ス
ナ
は
ぶ
る

と

え
て

自
分
の
手
を
見
つ
め
た

 
自
分
が
使
う
と
こ
ろ
を
想
像
し
て

武
者

い
を

こ
し
た
よ
う
だ

子

様

 
子

を
呼
ぶ
声
が
し
て

ハ
チ
マ
ン
は
再
び
子

の
船
の
方
を
見
た

あ
れ
は

直
し
て
る
の
か

 
さ
す
が
最
上
級
の
ソ

ド
ス
キ
ル
だ
け
あ

て

直
時
間
も
⻑
い
ら
し
い

 
こ
の
機
会
を
逃
す
も
の
か
と
思

た
の
で
あ
ろ
う

 
敵
の
旗

ら
し
き
船
が

子

の
船
の
方
へ
突
進
し
て
い

た

い
く
ぞ
二
人
と
も

 
ハ
チ
マ
ン
は

に
シ
バ
ル
リ

を
間
に
滑
り
こ
ま
せ

子

の
盾
と
な
る

を
と

た

魔
す
る
な

人
族

 
我

の
城
に
攻
め
こ
も
う
と
す
る
ダ

ク
エ
ル
フ
に
船
を
提

す
る
す
る
だ
け
で
は

き
足
ら

ず 
直
接
我
が
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
の
か

は

何
の
話
だ
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し
ら
を
切
る
つ
も
り
か

我
ら
の
使

て
い
る
船
は

 
お
前
達
が
ダ

ク
エ
ル
フ
の
た
め
に

て
い
た
も
の
を

た
も
の
だ

な
る
ほ
ど

フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
計
画
は
こ
れ
だ

た
か

そ
れ
は
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の

略
だ

我

は
侵
略
を
計
画
し
て
な
ど
い
な
い

 
そ
の
時
や

と
立
ち
上
が

た
子

が

声
を
か
け
て
き
た

 
見
る
と
そ
の

の
上
に
は

マ

ク
が
つ
い
て
い
た

 
ど
う
や
ら
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

生
ク
エ
が
発
生
し
た
よ
う
だ

そ
ん
な
事
が
信
じ
ら
れ
る
か

そ
れ
で
は
こ
う
し
よ
う

 
も
し
そ
の
人
族
達
に
そ
な
た
が
敗
北
し
た
ら
話
だ
け
で
も

い
て
も
ら
い
た
い

ど
う
だ

 
も
し
我

が

を
言

て
い
る
の
な
ら
勝
利
し
た
我

が
わ
ざ
わ
ざ
話
を
す
る
理
由
な
ど
無

い
は
ず
だ

わ
か

た

そ
の
勝
負

受
け
よ
う

こ
れ
は

水
に
叩
き
落
と
せ

て
事
で
い
い
ん
だ
よ
な

ア
ス
ナ

ど
う
や
ら
二
人
で
あ
い
つ
を
水
に
叩
き
落
と
さ
な
い
と
い
け
な
い
み
た
い
だ
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そ
う
だ
ね

こ
の
戦
争

私
達
が
終
わ
ら
せ
よ
う

 
そ
の
敵
は

フ

レ
ス
ト
エ
ル
ヴ
ン
・
イ
ン
フ

リ
ア
ナ
イ
ト
と
言
う
ら
し
か

た

 
そ
し
て
激
し
い
戦
い
が
始
ま

た

  
ハ
チ
マ
ン
は
何
度
か
敵
の
攻
撃
を
武
器
で
受
け
て
み
た
が

想
像
以
上
に
敵
の
攻
撃
が
重
く

 
即
反
撃
に
出
る
事
も
出
来
な
か

た
た
め

攻
め
あ
ぐ
ん
で
い
た

し
か
も
ま
ず
い
な

こ
の
ま
ま
だ
と
先
に
武
器
が
壊
れ
る
か
も
し
れ
ん

 
聖

ダ
ン
ジ

ン
か
ら

整
備
も
し
な
い
ま
ま
ず

と

使
さ
せ
て
き
た
せ
い
か

 
武
器
の

久
度
の
限
界
が
近
い

 
二
人
は
ス
イ

チ
を

り
返
し
つ
つ
相
手
の

を

て
い
た
が

 
そ
ん
な

は
ま

た
く
発
見
で
き
な
か

た

 
い
よ
い
よ
武
器
が
限
界
だ
と
悟

た
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
に
指

を
出
し
た

ア
ス
ナ

次
の
ス
イ

チ
で
全
力
の
リ
ニ
ア

を
頼
む

わ
か

た

無
理
し
な
い
で
ね

 
こ
こ
ま
で
く
る
と

パ
リ

は
即
武
器
破
壊
に
繋
が
る
の
で
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ハ
チ
マ
ン
は
こ
こ
ま
で
パ
リ

を
使
わ
ず
に
な
ん
と
か
受
け
流
し
て
き
た
の
だ
が

 
そ
れ
が
か
え

て
相
手
の

か
ら

 
パ
リ

さ
れ
る
と
い
う

心
を
取
り

く
事
に
な

て
い
た
の
も
幸
い
し
た
の
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は

相
手
が
武
器
を

り
か
ぶ

た

間

身
の
パ
リ

を
か
ま
し
た

 
武
器
の
消
滅
と
引
き
換
え
に

相
手
が
大
き
く
の
け
ぞ
る

パ
リ

と
リ
ニ
ア

だ
け
じ

恐
ら
く
落
と
せ
な
い

こ
こ
は

こ
れ
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま

体
術
ス
キ
ル
の
後
方

返
り

り

月

を
放
ち

 
相
手
の
体
を

に

か
せ
た

ア
ス
ナ

ス
イ

チ

 
そ
の
声
と
共
に

ア
ス
ナ
が

身
の

リ
ニ
ア

を
放
つ

 
さ
す
が
の
フ

レ
ス
ト
エ
ル
ヴ
ン
・
イ
ン
フ

リ
ア
ナ
イ
ト
も

 
空
中
に

か
さ
れ
て
は

何
と
も
し
が
た
く
そ
の
ま
ま
水
に
落
ち
た

二
人
の
勝
利
で
あ
る

俺
の
負
け
か

 
悔
し
そ
う
に

く
彼
に
手
を
差
し

べ

ハ
チ
マ
ン
は
言

た

約
束
通
り

こ

ち
の
大
将
の
話
を

い
て
や

て
く
れ
な
い
か
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わ
か

た

 
戦
争
は
こ
の
戦
い
を
も

て
終
結
し
た

 
そ
の
後
お

い
の
代
表
同
士
の
話
し
合
い
に
よ

て

完
全
な

和
と
は
い
か
な
い
ま
で
も

 
共
同
で
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
陰
謀
に
関
し
て
の
調
査
が
行
わ
れ
る
事
と
な

た

ハ
チ
マ
ン
君

私
ち

と
外
に
出
て

 
攻
略
が
ど
う
な

て
る
か
だ
け
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
確
認
し
て
く
る
ね

了
解
だ

俺
は
ち

と
今
は
動
き
た
く
な
い

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
い

外
へ
と
向
か

た

 
そ
の
ま
ま
休
ん
で
い
る
ハ
チ
マ
ン
の
元
へ
ヨ
フ

リ
ス
子

と
キ
ズ
メ
ル
が
近

い
て
き
た

あ
り
が
と
う

そ
な
た
達
の
お
か
げ
で
戦
争
が
終
わ
り
二
つ
の
種
族
の
融
和
へ
の
道
筋
も
出

来
たハ

チ
マ
ン

あ
り
が
と
う

い
え

俺
は
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
事
を
や

た
だ
け
な
の
で

こ
の
戦
い
で
の
そ
な
た
達
の
働
き
は

素
晴
ら
し
か

た
よ
う
に
思
う

 
そ
こ
で

通
常
の
報

と
は
別
に

も
う
一
つ
褒
賞
を

え
よ
う
と
思

て
い
る
の
だ
が
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あ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ア
ス
ナ
が

て
き
た
ら
二
人
で
選
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
ち

う
ど
そ
の
時
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ア
ス
ナ
が

て
き
た

何
や
ら

て
て
い
る
よ
う

だ
ハ
チ
マ
ン
君

ボ
ス
討
伐

も
う
出
発
し
た

て

ま
じ
か

て
事
は
戦
力
は
足
り
て
る
の
か

四
十
二
人
の
七
パ

テ

み
た
い

 
ど
う
や
ら
偵
察
も
同
時
に
出
来
ち

た
み
た
い
で
そ
れ
な
ら
補

だ
け
近
く
の
村
で
済
ま

せ
て

 
こ
の
ま
ま
攻
略
に
行

た
ろ
う
や
な
い
か
い

て
意
見
が
出
た
ら
し
い
よ

あ
い
つ

そ
れ
じ

任
せ
る
し
か
な
い
か

キ
リ
ト
や
ネ
ズ
ハ
も
行

て
る
ん
だ
ろ
う

う
ん

そ
う
み
た
い

そ
れ
な
ら
ま
あ
大
丈
夫
だ
と
は
思
う
が

 
一

の
不
安
は
あ

た
が

特
に
新
し
い
情
報
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い

 
そ
う
思

て
い
た
二
人
に

キ
ズ
メ
ル
が
問
い
か
け
た

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

二
人
は
天

の

の
守
護

に
挑
む
の
か
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あ

う
ん

仲
間
が
今
挑
も
う
と
し
て

を
上

て
る
最
中
ら
し
い
ん
だ
よ

そ
う
か

あ
の
キ
リ
ト
と
か
い
う
戦
士
も
い
る
な
ら

問
題
な
い
と
思
う
が

確
か

 
そ
の
キ
ズ
メ
ル
の
言
葉
を

子

が
引
き
継
い
だ

我

の
伝

だ
と
あ
の
守
護

は
ど
ん
な
土
地
で
も
水

さ
せ
て
し
ま
う
力
を
持

て
い
る

と
か

 
倒
す
に
は
水
に

く

い
が
必
要
だ
と
い
う

 
そ
れ
を

い
て
二
人
は
顔
面

白
に
な

た

ア
ス
ナ

ア
ル
ゴ
は
そ
ん
な
事
言

て
た
か

う
う
ん

そ
ん
な
事
は
言

て
な
か

た

ま
ず
い
な

俺
達
も
向
か
う
か

最
初
の

き

を
皆
が
持

て
て
く
れ
れ
ば
ま
だ
い
い
ん

だ
が水

す
る

て
事
は

つ
ま
り
脱
出
は
出
来
な
い

て
事
だ
よ
ね

多
分
な

外
か
ら
扉
を
開
け
な
い
と
だ
め
な
気
が
す
る

 
武
器
は
予
備
を
使
う
と
し
て

と
り
あ
え
ず
行
く
か

 
二
人
は
子

と
キ
ズ
メ
ル
に

を
し
て

す
ぐ
に
迷
宮
区
へ
向
か
お
う
と
し
た
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ご
め
ん
な
さ
い

私
達
今
す
ぐ
行
か
な
く
ち

後
で
ま
た
必
ず

て
き
ま
す
か
ら

そ
れ
な
ら
私
も
同
行
す
る
ぞ

ア
ス
ナ

 
突
然
キ
ズ
メ
ル
が
言
い
出
し
た

そ
れ
は
す
ご
い
助
か
る
け
ど

い
い
の

あ
あ

戦
争
も
終
わ
り

し
ば
ら
く
や
る
べ
き
仕
事
も
無
い

 
我

の

に
力
を
尽
く
し
て
く
れ
た
二
人
に
協
力
す
る
の
は

当
然
の
事
だ

そ
れ
で
は
私
も
行
き
ま
し

う

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
子

も
そ
う
言
い
出
し

四
人
で
迷
宮
区
へ
と
向
か
う
事
に
な

た

 
中
型
船
を
出
し
て
も
ら
い

四
人
は
迷
宮
区
へ
と
突
入
し
た

 
案
の
定

子

の
力
は
絶
大
で

ほ
と
ん
ど
止
ま
る
事
も
無
く

 
す
ぐ
に
ボ
ス
部
屋
の
前
に

り
着
く
事
が
出
来
た

見
る
と

扉
か
ら
水
が

れ
て
い
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
三
人
に

正
面
に
立
た
な
い
よ
う
に
伝
え

扉
を
開
け
た

  
扉
を
開
け
る
と

人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
流
さ
れ
て
出
て
き
た

そ
の
中
に
キ
リ
ト
も
い
た
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キ
リ
ト
は

何
が

こ

た
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
で
あ

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
を
見
て

笑
顔
で
言

た

よ
う

か

た
な

 
キ
リ
ト
の
説
明
に
よ
る
と
ど
う
や
ら
キ
バ
オ
ウ
が
大

の

き

を
所
持
し
て
い
た
ら
し

い 
そ
う
い
え
ば
誰
か
が
大

に

き

を
取

て
た
な

と

ハ
チ
マ
ン
は
思
い
出
し
た

 
ガ
イ
ド
ブ

ク
と
敵
の
見
た
目
が
違
う
の
で

一
応
キ
リ
ト
や
エ
ギ
ル
が
進
言
は
し
た
よ
う

だ

た
が

 

き
い
れ
ら
れ
な
か

た
の
だ
と
い
う

キ
リ
ト
君

者
は
出
て
る
の

い
や

幸
い
誰
も

者
は
出
て
い
な
い

何
と
か
し
の
い
で
る

て
だ
け
だ

た
け
ど

 
皆
成
⻑
し
て
い
る

て
事
な
の
か
な

扉
は
や

ぱ
り
中
か
ら
は
開
か
な
い
ん
だ
な

あ
あ

だ
が
こ
う
や

て
外
か
ら
開
け
れ
ば

あ
の
攻
撃
も
問
題
な
さ
そ
う
だ

よ
し

そ
れ
じ

そ
の
役
目
は
俺
に
任
せ
ろ
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ハ
チ
マ
ン
は
戦
わ
な
い
の
か

実
は
戦
争
で
武
器
を
失

ち
ま

て

予
備
し
か
無
い
ん
だ
よ

激
し
い
戦
い
だ

た
ん
だ
な

あ

そ
う
い
え
ば

キ
ズ
メ
ル
も
来
て
く
れ
た
ん
だ
な

 
キ
リ
ト
は
キ
ズ
メ
ル
を
見
て
嬉
し
そ
う
に
し
た

そ
し
て
そ
の
後
ろ
に
い
る
人
物
を
見
て

ま

た

ヨ
フ

リ
ス
子

も

来
て
く
だ
さ

て

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

先
日
は
世
話
に
な

た
な

人
族
の
戦
士
よ

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
に

ハ
チ
マ
ン
が

い
た

見
た
ら
び
び
る
ぞ

や

ぱ
り
恐
ろ
し
く
強
か

た
わ

 
部
屋
の
中
に
入

た
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
を
見
て

キ
バ
オ
ウ
が
声
を
か
け
て
き
た

な
ん
や

か

た
や
な
い
か

す
ま
ん

れ
た

そ
の
代
わ
り

援
軍
を
連
れ
て
き
た
ぞ

援
軍

援
軍

て
な
ん
や

ね

 
そ
う
言
い

け
た
キ
バ
オ
ウ
は
キ
ズ
メ
ル
を
見
て

ま
り
子

を
見
て
さ
ら
に

ま

た

 
リ
ン
ド
は
遠
く
で
必
死
に
指

を
出
し
て
い
た
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そ
ん
な
中

子

が
前
に
出
て

大
き
な
声
を
張
り
上
げ
た

人
族
の
戦
士
達
よ

我
が
名
は
ヨ
フ

リ
ス

盟
約
に
よ
り

助
勢
す
る
た
め
に
参
上
し
た

 
そ
の
声
を

い
て

何
事
か
と
こ
ち
ら
を
見
た
攻
略
レ
イ
ド
の
メ
ン
バ

は

 
子

が
放
つ
強
者
の
オ

ラ
に
気
お
さ
れ
た
の
か

皆
驚
愕
し
て
い
る
よ
う
だ

た

 
し
か
し
次
の

間

全
員
に

種

の
バ
フ
が
か
か
り

大
歓
声
が
あ
が

た

水

し
そ
う
に
な

た
ら
俺
が
扉
を
開
け
る

キ
バ
オ
ウ

き

ナ
イ
ス
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
表
に
出
た

 
後
は
水
が

み
出
て
き
た
ら
扉
を
開
け
る
だ
け
の
簡

な
作
業
だ

何
な
ら
ま
め
に
開

し
て

も
い
い

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て

ボ
ス
は
問
題
な
く
倒
さ
れ
た
よ
う
だ

 
皆

恐
る
恐
る
だ
が

子

や
キ
ズ
メ
ル
に

手
を
求
め
た
り
も
し
て
い
た
よ
う
だ

 
勝
利
に

り
上
が
る
集
団
の

に
も
入
ら
ず

ハ
チ
マ
ン
は
外
に
一
人
で
い
た
ま
ま
だ

た

や

ぱ
り
集
団
に
参
加
す
る
の
は

ま
だ
慣
れ
な
い
ん
だ
よ
な

 
し
ば
ら
く
し
て

ア
ス
ナ
と
キ
ズ
メ
ル
と
子

の
三
人
が

中
か
ら
出
て
き
た
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ア
ス
ナ
が
何
か
言
お
う
と
し
た
が

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

り

そ
れ
じ

り
ま
す
か

 
と
一
言
だ
け
言

た

四
人
は
そ
の
ま
ま
ダ

ク
エ
ル
フ
の
城
へ
と
帰
還
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
褒
賞
で

剣
を
選
び

壊
れ
た
武
器
の
代
わ
り
も
し

か
り
と
確
保
で
き
た

 
そ
し
て

つ
い
に
別
れ
の
時
が
や

て
き
た

と
二
人
は
思

て
い
た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
キ
ズ
メ
ル
は

今
後

の

さ
れ
た
小
さ
な
家
に
移
る
よ
う
だ

 
指

さ
え
あ
れ
ば
ま
た
い
つ
で
も
会
え
る
と
知

て

ア
ス
ナ
は
嬉
し
そ
う
だ

た

  
こ
う
し
て

三
層
か
ら
ま
た
が
る
二
人
の
特

キ

ン
ペ

ン
は
一
先
ず
終
わ
り
と
な

た

 
こ
の
先
の
層
で
続
き
が
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い

 
だ
が
そ
れ
は
二
人
に
と

て
は
大
し
た
問
題
で
は
な
い
よ
う
だ

 
シ
バ
ル
リ

は

キ
ズ
メ
ル
に

か

て
も
ら
え
る
事
に
な

た

 
こ
う
し
て
第
四
層
の
攻
略
も

者
を
一
人
も
出
さ
ず
に
終
了
し
た
の
だ

た
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こ
こ
ま
で
で

プ
ロ
グ
レ

シ
ヴ
要
素
を
か
ら
め
る
の
は
終
了
と
な
り
ま
す
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第
０
３
１
話
 
リ
ズ
ベ

ト
は
頑
張

て
い
る

 
現
在
最
前
線
は

十
層
ま
で
達
し
て
い
た

 
幸
い
あ
れ
か
ら
安
定
し
て
攻
略
を
続
け
る
事
が
出
来
て
い
た

 

の
解
放

の
ジ

と
い
う
男
が
何
か
と

め
事
の
種
を

こ
う
と
し
て
は
い
た
の
だ
が

 
今
の
と
こ
ろ
大
き
な

め
事
に
は
発
展
し
て
い
な
か

た

 
キ
リ
ト
は
そ
の
強
さ
ゆ
え
か

や
や
他
人
か
ら

離
を
置
か
れ
て
い
る

象
が
あ

た
が

 
エ
ギ
ル
が
う
ま
く
間
に
入

て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
ア
ス
ナ
は
最
近

閃
光
の
ア
ス
ナ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
そ
の
名
声
は

に
不
動
の
も
の
と
し
て
確
立
し
て
い
た

 
ア
ス
ナ
の
シ
バ
ル
リ

ク
レ
イ
ピ
ア
は

プ
ラ
ス
十
三
ま
で
強
化
さ
れ
て
い
た
が

 
さ
す
が
に
現
役
で
い
ら
れ
る
の
は

良
く
て
一

二
層
先
ま
で
だ
ろ
う

ぐ
ぬ
ぬ

ど
う
だ

リ
ズ

強
さ
の

を
考

し
て
も

メ
イ
ン
に
な
る
金
属
が
少
し

い
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そ
う
か

俺
も
色
々
と
調
べ
て
は
い
る
ん
だ
が
な

 
ア
ス
ナ
に
シ
バ
ル
リ

ク
レ
イ
ピ
ア
を
見
せ
て
も
ら

た
時

 
リ
ズ
ベ

ト
は
相
当
シ

ク
を
受
け
た
よ
う
だ

 
あ
の
時
点
で
は

練
度
の
関
係
で
絶
対
に
不
可
能
だ

た
の
だ
が

 
い
ず
れ
自
分
に
も
こ
ん
な
武
器
が
本
当
に
作
れ
る
の
か
ど
う
か

 
せ
め
て
強
化
く
ら
い
は
し
て
あ
げ
た
か

た
が

当
初
は
そ
れ
す
ら
も
無
理
だ

た
よ
う
だ

 
そ
れ
か
ら
リ
ズ
ベ

ト
は
か
な
り
努
力
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
も

陰
日
向
と
手
伝

て
い
た
の
だ
が

 
や

と
つ
い
先
日

問
題
な
く
強
化
を
行
え
る

練
度
に
達
し
た
よ
う
だ

 
そ
こ
で
二
人
は

ア
ス
ナ
の
次
の
武
器
の
作
成
を
リ
ズ
ベ

ト
が
行
う
と
い
う
想
定
で

 
メ
イ
ン
と
な
る
金
属
の
選
択
に

を
悩
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
だ

た

シ
バ
ル
リ

ク
レ
イ
ピ
ア
を
イ
ン
ゴ

ト
に
し
て
そ
れ
を
メ
イ
ン
に
す
る
の
は
ど
う
な
ん
だ

あ
の
剣
は
奇
跡
み
た
い
な
も
の
で

金
属
の
レ
ベ
ル
だ
け
見
れ
ば

 
今
流
通
し
て
き
て
い
る
金
属

の
方
が
ま
だ
上
な
ん
だ
よ
ね
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だ
か
ら

サ
ブ
に
し
か
使
え
な
い
と
思
う

な
る
ほ
ど
な

し
か
し
参

た
な

そ
ろ
そ
ろ
ス
ト
レ

ジ
も
限
界
な
ん
だ
よ
ね

か
な
り
色
々

作
し
た
か
ら
な

で
ね

今
度
私

露
店
を
や

て
み
よ
う
と
思

て
る
ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど
な

資
金
も
か
な
り

げ
る
だ
ろ
う
し

 
過

な
在

も
な
ん
と
か
出
来
そ
う
だ
か
ら

い
い
ん
じ

な
い
か

 
こ
れ
な
ん
か
か
な
り
い
い
出
来
だ
か
ら

誰
か
に
使

て
ほ
し
い
し
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

ひ

い

と
一
本
の

剣
を
取
り
出
し
た

 
強
化
回

こ
そ
八
回
だ
が
そ
の
性
能
は
シ
バ
ル
リ

ク
レ
イ
ピ
ア
と
同

く
ら
い
に
見
え

た
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
が
一
番
の
出
来
な
ん
だ
よ
ね

前
線
で
も
ま
あ
ギ
リ
ギ
リ
い
け
る
く
ら
い

シ
バ
ル
リ

ク
レ
イ
ピ
ア
と
比
べ
る
と
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が

 
前
線
組
の
大
半
の
武
器
は
プ
レ
イ
ヤ

メ
イ
ド
の
武
器
が
ま
だ
あ
ま
り
流
通
し
て
な
い
せ
い

で
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基
本
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

う
か
ド
ロ

プ
に
期
待
す
る
し
か
な
い
か
ら

こ
ん
な
も
ん
だ
ぞ

な
る
ほ
ど
ね

 
実

の
と
こ
ろ
商
人
プ
レ
イ
ヤ

と
職
人
プ
レ
イ
ヤ

の

は
か
な
り

え
て
き
て
い
た

 
し
か
し
ま
だ
素
材
の
流
通
も
多
い
と
は
い
え
ず

 
リ
ズ
ベ

ト
の
よ
う
に

協
力
し
て
く
れ
る
前
線
プ
レ
イ
ヤ

が
側
に
い
な
い
限
り

 
な
か
な
か
そ
の

野
が
広
が
る
の
に
は

も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ

た

で
ハ
チ
マ
ン
に

き
た
い
ん
だ
け
ど
露
店
を
出
す
上
で
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
事

て
何ま

ず
は
料
金
設
定
だ
な

ぼ

た
く
り
は

外
だ
が
あ
ま
り

す
ぎ
る
の
も
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
な
る

 
あ
と
は
強
化
の

設
定
と
あ
る

度
の
在

確
保
か

 
強
化
素
材
が
持
ち
込
み
か

そ
れ
と
も
店
側
で
準
備
す
る
か
で
も
変
わ
る
し

 
成
功

も
き

ち
り
表

し
た
方
が
い
い
な

メ
ン
テ
に
関
し
て
は
問
題
な
い
だ
ろ

ほ
え

や

ぱ
大
変
な
ん
だ
ね

ど
う
す
る

商
人
プ
レ
イ
ヤ

に
そ
の
ま
ま

し
て
も
別
に
い
い
と
思
う
が
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う
う
ん

私
最
近

自
分
の
店
を
持
ち
た
い

て
思
う
よ
う
に
な

て
き
た
ん
だ

 
だ
か
ら
そ
の
た
め
に
も

ち

と
頑
張

て
み
る
よ

そ
う
か

わ
か
ら
な
い
事
が
あ

た
ら
い
つ
で
も

い
て
く
れ

う
ん

あ
り
が
と
う

俺
も
も
う
ち

と
メ
イ
ン
に
出
来
る
よ
う
な
金
属
の
情
報
を
集
め
て
み
る

わ
か

た

気
を
つ
け
て
ね

お
う

そ
れ
じ

ま
た
な

ま
た
ね

ハ
チ
マ
ン

 
そ
れ
か
ら

日

攻
略
を
進
め
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
ひ
た
す
ら
情
報
収
集
に
努
め
て
い
た

 
そ
ん
な
時
リ
ズ
ベ

ト
か
ら

露
店
を
出
す
準
備
が
出
来
た
と
連

が
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

色
々
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
事
も
あ
り

様
子
を
見
に
行
く
事
に
し
た

お

収
納
機
能
付
き
の
大
型
カ

ペ

ト
か

そ
う
い
や

同
じ
よ
う
な
の
を
ネ
ズ
ハ
も
使

て
た
な

 
遠
く
か
ら
見
た
感
じ

リ
ズ
ベ

ト
は
う
ま
く
や

て
い
る
よ
う
だ

 
中
に
は
ク
レ

ム
を
つ
け
て
く
る
客
も
い
た
よ
う
だ
が

切
丁

に
説
明
し
て
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ち

ん
と
納
得
し
て
も
ら

て
い
る
よ
う
で

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
さ
そ
う
だ

ま

そ
れ
で
も
お
か
し
な
客
は
一
定

い
る
か
ら
な

 
そ
う
思
い
つ
つ
ハ
チ
マ
ン
は

リ
ズ
ベ

ト
の
方
に
近

い
て
い

た

あ

ハ
チ
マ

ン

お
う

調
子
は
ど
う
だ

初
日
だ
か
ら
い

ぱ
い
い

ぱ
い
だ
け
ど

な
ん
と
か
や

て
い
け
そ
う

そ
う
か

さ

き
ま
で
ア
ス
ナ
も
い
た
ん
だ
よ

準
備
を
手
伝

て
も
ら

た
の

ア
ス
ナ

な

 
そ
う
い
え
ば
こ
こ

日
ア
ス
ナ
の

を
見
て
い
な
い
な
と
ハ
チ
マ
ン
は
思

た

 
攻
略
開
始
初
期
か
ら
比
べ
る
と

確
か
に
二
人
が
一

に
行
動
す
る
時
間
は

て
い
た

ま

自
分
で
や
り
た
い
事
が

え
て
き
た

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

 
ア
ス
ナ
の
名
声
も
高
ま

て
き
た
か
ら
実

色
々
な
と
こ
ろ
か
ら
誘
い
も
来
る
だ
ろ
う
し
な

 
実

の
と
こ
ろ

そ
う
し
た
誘
い
を
ア
ス
ナ
は
全
て
断

て
お
り

 
基
本
何
か
し
た
い
時
は

真

先
に
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
て
い
た
の
だ
が
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
い

た
事
情
は
理
解
し
て
い
な
か

た
よ
う
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
が
ち

こ
ち

こ
断

て
い
た
の
も
あ
る
が

 
実

そ
う
い
う
時
は
ア
ス
ナ
は
ソ
ロ
か
キ
リ
ト
や
ネ
ズ
ハ
エ
ギ
ル
ら
と
行
動
を
共
に
し

て
い
た

 
そ
れ
で
も
今
も
三
日
に
一
度
は
必
ず
行
動
を
共
に
し
て
い
た
の
だ

た
が

 
こ
こ
最
近
金
属
探
し
に

走
し

良
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
な
か

た
た
め
か

 
前
回
一

に
行
動
し
た
の
が

遠
い
過
去
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ

た

ん

ア
ス
ナ
が
ど
う
か
し
た
の

い
や

く
金
属
素
材
を
見
つ
け
な
い
と
な

て
思

て
な

何
か
情
報
は
あ

た

い
や

さ

ぱ
り
だ

そ

か

そ
ろ
そ
ろ
行
く
わ

変
な
奴
も
い
る
か
も
だ
か
ら

ま
あ
し

か
り
な

う
ん

あ
り
が
と
う
ね

 
そ
れ
か
ら

日

リ
ズ
ベ

ト
は

練
度
上
げ
と
商

に
精
を
出
し
た
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一
度
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

た
よ
う
だ
が

そ
れ
を

い
て
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
が
露
店
の
後
方
の
見
え
な
い
所
で
昼

を
し
て
い
る

が
た
ま
に
見
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な

た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
気
付
い
て
い
な
か

た
よ
う
だ

最
近
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
か
け
る
と
お
客
さ
ん
が
後
ろ
を
見
て
そ
の
ま
ま
大
人
し
く
な
る
ん

だ
よ
な

 
一
度
見
に
行

た
け
ど
何
も
無
か

た
し

ま

い

か

と
に
か
く
頑
張
ろ
う

 
そ
ん
な
あ
る
日

つ
い
に
求
め
て
い
た
情
報
が
来
た

 
ネ
ズ
ハ
の
使

て
い
た
商

用
の
カ

ペ

ト
は

キ
リ
ト

由
で
エ
ギ
ル
に

て
お
り

 
エ
ギ
ル
も
そ
れ
を
利
用
し
て

最
近
ち

こ
ち

こ
商

を

み
て
い
た
の
だ

た
が

 
そ
ん
な
エ
ギ
ル
が

最
近
レ
ア

い
鉱
石
を
仕
入
れ
た
と
い
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
急
ぎ
エ
ギ
ル
の
下
へ
と
向
か

た

エ
ギ
ル

い
い
金
属
が
入

た
ん
だ

て

お
う

ハ
チ
マ
ン
か

そ
れ
な
ら
こ
れ
だ

 
そ
の
金
属
は

深
い
藍
色
を
し
た
美
し
い
金
属
だ

た



 第一章 ＳＡＯ編

こ
れ

い
く
ら
だ

ん

そ
う
だ
な

加

で
き
る
奴
も

り
に
ほ
と
ん
ど
い
な
い
し

こ
ん
な
も
ん
で
ど
う
だ

安
い
な

こ
ん
な
も
ん
で
い
い
の
か

日
ご
ろ
世
話
に
な

て
る
し
ち

ん
と
仕
入
れ

を

ら
な
い
よ
う
に
し
て
る
か
ら
大
丈

夫
だそ

う
か

す
ま
ん

助
か
る

な

に

役
に
た
つ
な
ら
そ
れ
で
い
い
さ

ま
た
今
度
一

に
狩
り
に
で
も
行
こ
う

あ
あ

 
ハ
チ
マ
ン
は

は
や
る
気
持
ち
を

え
な
が
ら

リ
ズ
ベ

ト
の
商

が
終
わ
る
の
を
待
ち

 
手
に
入
れ
た
金
属
を
見
せ
た

こ
れ

こ
れ
な
ら
い
け
る
よ

ハ
チ
マ
ン

そ
う
か

よ
し

他
に
必
要
な
物
は
何
か
あ
る
か

え

と

触

に
こ
れ
と

あ
と
こ
れ
か
な

そ
れ
な
ら
持

て
る

使

て
く
れ

こ
れ
で
準
備
は
出
来
た
か
な

そ
れ
じ

今
夜

決
行
ね
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あ
あ

時
間
が
決
ま

た
ら
連

し
て
く
れ

う
ん

ア
ス
ナ
に
は
連

し
と
く

頼
ん
だ

あ

あ
と

 
ハ
チ
マ
ン
は

を
か
き
な
が
ら
言

た

ア
ス
ナ
に
は

こ
れ
は
リ
ズ
が
伝
手
で
手
に
入
れ
た
事
に
し
て
お
い
て
く
れ
な
い
か

わ
か

て
る

て

い
つ
も

層
更
新
す
る
度
に
ア
ス
ナ
が
お
風
呂
付
き
の
部
屋
の
情
報
を

 
誰
よ
り
も

く
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
も

実
は
ハ
チ
マ
ン
が
手
を
回
し
て
る
ん
で
し

バ
レ
て
た
の
か
よ

い
い

て
い
い

て

ア
ス
ナ
に
は
絶
対
言
わ
な
い
し

 
ハ
チ
マ
ン

て

な
ん
て
い
う
か
勝
手
に
色
々
や

て
る

象
も
あ
る
け
ど

 
実
は
ほ
と
ん
ど
が
誰
か
の
た
め
に
な
る
事
ば

か
り
だ
し

 
で
も

そ
う
い
う
の
を
他
人
に
知
ら
れ
る
の
は

い
な
ん
で
し

 
そ
れ
な
り
の
付
き
合
い
な
ん
だ
し

な
ん
と
な
く
見
て
て
わ
か
る
よ

俺
は
そ
ん
な
い
い
奴
じ

ね

よ

ま
あ

他
人
に
い
い
顔
し
た
い
だ
け
だ
ろ

と
か

そ
う
言
う
人
も
い
そ
う
だ
け
ど
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そ
う
そ
う

俺
は
そ
う
い
う
奴
だ
よ

で
も

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
じ

な
い
と
思
う

う
ま
く
説
明
出
来
な
い
け
ど

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
や

て
他
人
の
事
ば
か
り
だ
け
ど
た
ま
に
は
我

を
言

て
も
い
い
と
思

う
け
ど
な

ま
あ

努
力
す
る

努
力
す
る
気
な
ん
か
無
い
く
せ
に

お

お
う

そ
れ
じ

後
で
ね

ま
た
後
で
な

 
そ
の
日
の
夜

三
人
は
集
ま
り

リ
ズ
ベ

ト
が
ア
ス
ナ
に
事
情
を
話
す
と

 
ア
ス
ナ
は
す
ぐ
武
器
の
更
新
を
決
断
し
た

ま
た
こ
の
子
の
魂
を
受
け
継
ぐ
剣
に
出
会
え
る
ん
だ
ね

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

リ
ズ

お
願
い
し
ま
す
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を
打
つ
音
だ
け
が

き
ほ
ど
な
く
し
て
素
材
は
光
を
放
ち
美
し
い
レ
イ
ピ
ア
の

を

と

た
よ
し

バ

チ
リ

我
な
が
ら
い
い
出
来
だ
と
思
う

あ
り
が
と
う

リ
ズ

 
リ
ズ
ベ

ト
は
つ
い
に
自
分
の
手
で
ア
ス
ナ
の
剣
を
作
る
事
が
出
来
て
本
当
に
嬉
し
そ
う

だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
れ
で
今
後
も
ア
ス
ナ
の
武
器
を
安
定
し
て
更
新
出
来
る
目
処
が
た

た
と
安

心
し
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
完
成
し
た
剣
を
手
に
持
ち

嬉
し
そ
う
に

ね
た

リ
ズ

と
こ
ろ
で
こ
の
剣
の
名
前
は

そ
れ
は
ね
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第
０
３
２
話
 
怖
い
の

 
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
の
文

と
共
に

 
第
十
八
層
の

層
ボ
ス
が
爆
散
し

歓
声
が
上
が

た

 
最
近
は
最
前
線
の
プ
レ
イ
ヤ

は
誰
か
ら
と
も
な
く
攻
略
組
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

て
い

た 
こ
の
と
こ
ろ
の
攻
略
組
の
活
躍
は
目
覚
し
か

た

 
も
は
や

進
撃
と
言
え
る
ペ

ス
で

ど
ん
ど
ん
到
達

層
を
更
新
し
て
い

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
開
始
か
ら

現
在
は
六

月
ほ
ど
が
過
ぎ
て
い
る

 
相
変
わ
ら
ず
何
か
と

種
を

こ
う
と
す
る
解
放

の
ジ

に
加
え
て

 
最
近
は
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
の
何
と
か
言
う
メ
ン
バ

が
対
抗
し
て

ぎ
出
す
事
も
あ

た
が

 
そ
の
事
は

進
撃
の
影
に

れ
て
し
ま

て
い
た

   
第
十
九
層
の
転
移
門
が
ア
ク
テ

ベ

ト
さ
れ
た
後



 第０３２話 怖いの

 
ア
ス
ナ
は
リ
ズ
ベ

ト
と
何
か
約
束
が
あ
る
ら
し
く

す
ぐ
下
層
へ
と

て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
と
一

に
少
し
街
を
回

て
み
る
事
に
し
た

な
あ
ハ
チ
マ
ン

さ

き
か
ら
思

て
た
ん
だ
け
ど

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
一
人
も
歩
い
て
な
い
よ
な

あ
あ

と
て
も
居
心
地
が
い
い
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

き

キ
リ
ト
は
バ

と

り
返

た

ハ
チ
マ
ン
は

最
近
地
が
出
て
る

て
い
う
か

色
々
取
り

わ
な
く
な

て
き
た
よ
な

元
々
俺
は
こ
う
い
う
奴
だ
か
ら
な

 
キ
リ
ト
は
面
白
そ
う
な
顔
を
し
て

言
葉
を
続
け
た

実
は
俺
も
こ
う
い
う
街
の
方
が
気
楽
な
ん
だ
よ
な

そ
う
だ
ろ
う
な

基
本
ソ
ロ

好
の
プ
レ
イ
ヤ

は
大
体
そ
ん
な
も
ん
だ
ろ

あ
あ

違
い
な
い

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

二
人
は
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
場
所

を
メ
モ
し

 
街
の
探
索
を
続
け
て
い
た

 
開
い
て
い
る
店
の

も
や
や
少
な
め
で
基
本
的
に
ほ
と
ん
ど
の
家
の
扉
は

ざ
さ
れ
て
い
た

な
ん
か

マ
ニ
ア
の
気
持
ち
が
少
し
わ
か
る
気
が
す
る
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お
お

キ
リ
ト
も
そ
う
思

た
か

あ
あ

な
ん
か
こ
う
い
う
人
の
い
な
い
街
を
探
索
す
る
の

て
わ
く
わ
く
す
る
な

あ

ち

と
待

て
て
く
れ

ち

と
そ
こ
の

の

設
を
調
べ
て
く
る

風
呂
が
つ
い
て
る
か
ど
う
か

い
つ
も
通
り
調
べ
て
る
ん
だ
な

ば

か
お
前
何
言

て
る
ん
だ
よ

た
だ
の
調
査
の
一

だ

つ
の

は
い
は
い

 

も
二
人
で
歩
き
回

て
い
る
と
キ
リ
ト
が
と
て
も
雰
囲
気
の
怪
し
い
酒
場
の
よ
う
な
店
を

見
つ
け
た

ハ
チ
マ
ン
見
て
く
れ
よ

何
て
い
う
か

 
い
か
に
も
裏
家
業
の
人
間
が
集
ま

て
ま
す
み
た
い
な
店
じ

な
い
か

お
お

す
げ

い
い
な
こ
こ

男
同
士
で

く
何
か
つ
ま
み
な
が
ら
密
談
す
る
の
に
い
か
に
も
い
い
感
じ
の
雰
囲
気
だ
な

要
チ

ク
だ
な

 
街
中
の
主
だ

た
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
回
れ
た
と
思
わ
れ

 
次
は
街
の
外
の
狩
場
に
な
り
そ
う
な
所
を
い
く
つ
か
見
て
み
る
事
に
な

た
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何

所
か
で

し
に
モ
ン
ス
タ

を
倒
し
て
み
て

 
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
や
得
ら
れ
る

験
の
目
星
も
あ
る

度
つ
い
た
の
で

 
明
日
朝
集
合
と
い
う
事
に
し
て

そ
の
日
は
そ
こ
で
お
開
き
と
い
う
事
に
な

た

そ
れ
じ

あ
キ
リ
ト

明
日
は
三
人
で
狩
り
に
で
も
出
る
か

そ
う
だ
な

情
報
を
ま
と
め
て

す
た
め
に
ア
ル
ゴ
も
呼
ん
ど
く
か

了
解
だ

じ

あ
ま
た
明
日
な

お
う

ま
た
明
日

 
キ
リ
ト
は
手
を

り
な
が
ら
去

て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

さ
き
ほ
ど
見
つ
け
て
お
い
た
風
呂
付
き
の

に

ま
る
事
に
し
た

 
も
ち
ろ
ん
ア
ル
ゴ
に
は

そ
の

の
情
報
は

に
送
信
済
だ

た
わ
け
だ
が

  
次
の
日
の
朝

ハ
チ
マ
ン
は

集
合
時
間
ぎ
り
ぎ
り
に

の
契
約
を
終
わ
ら
せ
た

 
そ
の
後
四
人
は
予
定
通
り
集
合
し
て
情
報
を
交
換
し
た

 
も
う

時
代
の
知
識
は
使
え
な
い
た
め

素

く
正
確
な
情
報
を
集
め

 
い
か
に

く
ガ
イ
ド
ブ

ク
を
出
す
が
が

と
て
も
大
事
に
な

て
き
て
い
た
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ア
ス
ナ
は
も
う

と
な

た

風
呂
付
き
の

の
情
報
を
ア
ル
ゴ
か
ら

て
い
た

 
ど
う
や
ら
今
の
う
ち
に
予
約
す
る
よ
う
だ

 
や
は
り
ア
ル
ゴ
は
忙
し
い
ら
し
く

そ
の
ま
ま
去

て
い

た

 
三
人
は

そ
の

を

由
し
て

そ
の
ま
ま
直
接
街
の
外
に
向
か
う
事
に
し
た

な
ん
か
静
か
な
街
だ
ね

あ
あ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
一
人
も
い
な
い
し
な

そ
れ
に
し
て
も

最
近
は
攻
略
も

調
に
な

て
き
た
ね

そ
う
だ
な

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か
な

ち

と

す
ぎ
る
気
も
す
る
け
ど
な

ハ
チ
マ
ン
君

い
と
何
か
問
題
で
も
あ
る
の

そ
う
だ
な

基
本
的
に
は
い
い
事
な
ん
だ
が

 
今
は

層
の
調
査
が
完
全
じ

な
い
ま
ま
ど
ん
ど
ん
先
に
進
ん
で
る
だ
ろ

 
そ
う
す
る
と
何
か
大
事
な
情
報
が
誰
に
も
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま

も
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
るそ

れ
は
あ
る
だ
ろ
う
な
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た
ま
に

前
の
層
の
探
索
が

そ
う
な
と
こ
ろ
を
調
べ
る
日
を
作

て
も
い
い
か
も
ね

あ
あ

  
さ
す
が
に
ま
だ
人
も
少
な
く

三
人
は
あ
ち
こ
ち
を
転
戦
し
な
が
ら
狩
り
を
続
け
た

 
何
と
な
く
外
も
全
体
的
に

し
い
雰
囲
気
が
す
る

そ
う
い

た
コ
ン
セ
プ
ト
の
層
な
の
だ
ろ

う
か

 
何

所
か
回

て
い
る
う
ち
に
暗
く
な

て
き
た
の
で

三
人
は
街
に

る
事
に
し
た

し
か
し

こ
の
ゲ

ム
は
別
に
い
つ
活
動
し
て
も
い
い
の
に

 
な
ん
か
暗
く
な
る
と
家
に
帰
ろ
う

て
な

ち

う
よ
な

俺
達
く
ら
い
の
年
齢
だ
と

ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
の
が

慣
に
な

て
る
ん
だ
ろ
う
な

そ
れ
あ
る
よ
ね

キ
リ
ト
は

は
ど
う
す
る
ん
だ

前
の
と
こ

ま
だ
契
約
残

て
る
か
ら
し
ば
ら
く
は
そ
こ
だ
な

私
は
さ

き
予
約
し
た

に

ま
る
け
ど

ハ
チ
マ
ン
君
は

日
こ
こ
の
街
に

ま

た

ん
だ
よ
ね
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お

お
う

日
の
部
屋
は
ち

と
い
ま
い
ち
で
な

当
に
ど

か
探
す
わ

そ
う
な
ん
だ

そ
う
な
ん
だ

何
だ
よ
キ
リ
ト

い
や

別
に
何
も

  
解
散
し
た
後

ハ
チ
マ
ン
は

を
ど
こ
に
し
よ
う
か
と
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
た
が

 

日
見
つ
け
た
怪
し
い
店
が
遠
く
に
見
え
て
き
た

 

人
の
プ
レ
イ
ヤ

ら
し
き
人
影
が
店
に
入

て
い
く
の
を
見
た

Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
こ
の

に
一
人
も
い
な
か

た
し

プ
レ
イ
ヤ

だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
キ
ナ

い
も
の
を
感
じ

密
ス
キ
ル
を
フ
ル

働
さ
せ
て
か
ら

 
ゆ

く
り
と
店
に
近

い
て
い

た

 
そ

と
中
を

く
と

そ
こ
に
は
三
人
の
男
が
い
た

あ
れ
は

ジ

か

も
う
一
人
は

あ
れ
は
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
の

 
も
う
一
人
は

ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

で



 第０３２話 怖いの

 
最
近
ジ

と
よ
く
や
り
あ

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

だ

た

あ
い
つ
ら
グ
ル
だ

た
の
か

そ
し
て
も
う
一
人
は

ポ
ン
チ

を
着
た

見
た
事
も
な

い 
ん

ポ
ン
チ

確
か

ネ
ズ
ハ
達
に
お
か
し
な
事
を

き
込
ん
だ
の
が
そ
う
だ

た
よ
う

な 
ハ
チ
マ
ン
は
背
筋
が
寒
く
な
る
の
を
感
じ
た

何
か
裏
で
陰
謀
が
進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か

こ
れ
は
ア
ル
ゴ
に
調
査
を
依
頼

い
や

危
険
か
も
し
れ
ん

 
俺
の
方
で
そ
れ
と
な
く
気
を
つ
け
て
い
く
し
か
な
い
か

 
そ
れ
に
し
て
も
あ
の
ポ
ン
チ

の
男
の
雰
囲
気
は

あ
れ
は
や
ば
い

 
う
ま
く
説
明
は
出
来
な
い
が

と
に
か
く
や
ば
い
事
だ
け
は
わ
か
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
見
た
事
を
心
に

め

と
り
あ
え
ず
そ

と
そ
こ
か
ら
離
れ
た

 
そ
の
後
は
再
び

を
求
め
て
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た

 
と

そ
の
時
ア
ス
ナ
か
ら
連

が
入

て
き
た

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
の

ま
る

ま
で
来
て
欲
し
い
ら
し
い

ん

何
か
用
事
で
も
あ
ん
の
か
な
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あ
ま
り
待
た
せ
る
の
も
あ
れ
だ

た
の
で

 
と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
は
急
ぎ
ア
ス
ナ
の

に
向
か
う
事
に
し
た

ど
う
か
し
た
の
か

あ

う
ん

ち

と
話
で
も
と
思

て

も
う
今
夜
の

は
決
め
た
の

い
や

ち

う
ど
探
し
て
た
と
こ
だ
な

そ
う
な
ん
だ

 
そ
れ
を

い
て
ア
ス
ナ
が
ち

と
ほ

と
し
た
よ
う
に
見
え
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
気
の
せ
い
だ
と
思
い
そ
の
ま
ま
会
話
を
続
け
た

で

話

て
何
だ

相
談
で
も
あ
る
の
か

う
う
ん

そ
う
じ

な
い
ん
だ
け
ど
ね

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
街

て
何
か

し
い
よ
ね

そ
う
だ
な

 
そ
の
後
も
と
り
と
め
の
無
い
会
話
が
続
き

 
ハ
チ
マ
ン
は

何
か

え
切
ら
な
い
ア
ス
ナ
の
態
度
に

疑
問
を
覚
え
た

 
普
通
の
男
な
ら

こ
こ
で
告
白
で
も
始
ま

ち

う
の
か
と
身

え
る
と
こ
ろ
だ
が

 
良
く
も
悪
く
も
ハ
チ
マ
ン
に
は
そ
の
発
想
は
無
か

た



 第０３２話 怖いの

 
ま
あ
誰
か
と
な
ん
と
な
く
会
話
で
も
し
た
か

た
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
を
出
て

探
し
に

ろ
う
か
と
考
え
始
め
た

そ
れ
じ

時
間
も

く
な

て
き
た
し

そ
ろ
そ
ろ
俺
は

探
し
に

る
わ

あ

ま

ま
だ
い
い
ん
じ

な
い
か
な

別
に
門
限
と
か
あ
る
わ
け
じ

な
い
ん
だ
し

い
や

そ
れ
は
ま
あ
そ
う
な
ん
だ
が

さ
す
が
に
も
う
い
い
時
間
だ
し
な

うん

や

ぱ
り
何
か
相
談
し
た
い
事
で
も
あ
る
の
か

 
誰
に
も
言
わ
な
い
か
ら

話
く
ら
い
は
ち

ん
と

く
ぞ

の

ん

す
ま
ん
よ
く

こ
え
な
か

た

 
難

系
で
は
な
い
ハ
チ
マ
ン
を
も

て
し
て
も

そ
の
声
は

き
取
れ
な
か

た

オ
バ
ケ
が
怖
い

の

オ
バ
ケ

も
う

こ
の
街

な
ん
か
誰
も
い
な
く
て
オ
バ
ケ
が
出
そ
う
で
怖
い
の

 
ア
ス
ナ
は

き
そ
う
な
顔
で

そ
う
言

た
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あ
あ

そ
う
い
う

つ
か
お
前

と
か
は
平
気
な
の
に

そ
う
い
う
の
は

目
な
の
な

せ

か
く
と

た

だ
し
も

た
い
な
い
し
今
更
移
動
も
や
だ
し
そ
も
そ
も
外
は
不
気
味
だ
し

 
だ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
君
に
一

に

ま

て
ほ
し
い
の

 
ア
ス
ナ
は
一
気
に
ま
く
し
た
て
た

お

お
う

す
ま
ん

い
や

し
か
し
お
前

年

の
男
女
が
だ
な

前
に
も
あ

た
じ

な
い

い
や
ま
あ
そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が

は

わ
か

た
よ

衝
立
み
た
い
な
の
は
あ
る
か

う
ん

準
備
し
と
い
た

そ
こ
ら
へ
ん
は
ぬ
か
り
な
い
の
な

ご
め
ん
ね

な
ん
か
お
風
呂
に
入

て
た
ら
想
像
以
上
に
静
か
で
怖
く
な

ち

て

な
る
ほ
ど
な

ん
じ

ま
あ

さ

さ
と

る
と
す
る
か

こ

ち
の
ソ
フ

使
う
ぞ

う
ん

ほ
ん
と
い
き
な
り
ご
め
ん
ね

気
に
す
ん
な

誰
に
で
も
怖
い
も
の
の
一
つ
や
二
つ
あ
る

 
そ
の
後
は

本
当
に
と
り
と
め
の
無
い
会
話
が
続
い
た



 第０３２話 怖いの

 
し
ば
ら
く
し
て
ア
ス
ナ
は

て
し
ま

た
の
か
静
か
に
な

た
の
で
ハ
チ
マ
ン
も
目
を

じ
た
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第
０
３
３
話
 
森
と
水
の
フ
ロ
ア

 
連
続
す
る
話
に
な
る
の
で

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す

共
用
ス
ト
レ

ジ

う
ん

私
達

て

基
本
一

に
行
動
す
る
事
が
多
い
じ

な
い

 
で
基
本
ハ
チ
マ
ン
君
の
方
が
ダ
メ

ジ
を
く
ら
う
回

も
多
い
し
ポ

シ

ン
の
使
用

も
多
い
か
ら

 
共
用
ス
ト
レ

ジ
を
作

て
お
い
て
消

品
を
入
れ
て
お
け
ば

利
な
ん
じ

な
い
か

て

あ

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
こ
ら
へ
ん
は
任
せ
る
わ

う
ん

そ
れ
じ

今
日
は
気
分
転
換
に
散
歩
を
楽
し
も
う

は
い
は
い

 
こ
こ

二
十
二
層
は

自
然
の
豊
か
な
明
る
い
森
と
水
の
フ
ロ
ア
だ

た

 
主
街
区
は
コ
ラ
ル
の
村
と
い
い

そ
れ
ほ
ど
広
く
は
な
い
の
だ
が



 第０３３話 森と水のフロア

 
フ

ル
ド
に
雑

モ
ン
ス
タ

が
わ
か
な
い
た
め
現
在
の
最
前
線
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

 
あ
る
種
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
役

を
果
た
し
て
い
る
よ
う
だ

 
解
放
後
ま
だ
あ
ま
り
日

も

て
い
な
い
の
だ
が

 

集
系
プ
レ
イ
ヤ

や

し
を
求
め
て
来
る
観
光
目
的
の
プ
レ
イ
ヤ

 
多
く
の

人
が
こ
こ
を
訪
れ
て
い
る
よ
う
だ

な
ん
か
今
ま
で
の
フ
ロ
ア
と
全
然
雰
囲
気
が
違
う
よ
ね

す
ご
く
な
ん
て
い
う
か
和
や
か

だ
ねあ

あ

昼

に
良
さ
そ
う
な
所
だ
な

ハ
チ
マ
ン
君
は
相
変
わ
ら
ず
だ
ね

お
う

で
も

最
初
の

よ
り
自
然
体

て
感
じ
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
今
日
は
攻
略
を
休
み
に
し
た
た
め
ハ
チ
マ
ン
は
一
日
の
ん
び
り
す
る
つ
も
り
だ

た
の
だ
が

 
ア
ス
ナ
が
散
歩
に
行
こ
う
と
メ

セ

ジ
を
送

て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
い
つ
も
の
通
り

る
か
と
思
わ
れ
た
が

 
外
を
歩
い
て
い
る
だ
け
で
も
の
ん
び
り
で
き
る
フ
ロ
ア
だ

た
事
も
あ
り
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結
局
二
人
で
ぶ
ら
ぶ
ら
と
散
歩
を
す
る
事
に
な

た
の
だ

た

と
こ
ろ
で
最
近
キ
リ
ト
君
を
見
な
い
け
ど

何
か
あ

た
の
か
な

あ
あ
最
近
キ
リ
ト
の
奴
下
の

層
で
中
堅
ギ
ル
ド
と
つ
る
ん
で
何
か
や

て
る
ら
し
い
な

 
そ
の
ギ
ル
ド
に
加
入
し
た

て
噂
も
ち
ら
ほ
ら
と

こ
え
て
く
る
ぞ

へ

何
か
い
い
出
会
い
で
も
あ

た
の
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
に
所
属
し
て
る
キ
リ
ト
な
ん
て
想
像
も
つ
か
な
い
が

ふ
ふ

ま
あ
そ
う
だ
ね

 

り
に
は

か
な
日
差
し
が
降
り
注
ぎ

気
候
も
穏
や
か
で

緑
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

久
し
ぶ
り
に
落
ち
着
い
た
休
日
が
過
ご
せ
そ
う
だ
と
感
じ
た

 
こ
の
と
こ
ろ
ハ
チ
マ
ン
は

攻
略
を
進
め
な
が
ら
も

 
合
間
合
間
に
十
六
層
の
怪
し
い
店
で
見
か
け
た
三
人
組
の
事
を
調
べ
て
い
た

 
わ
か

た
の
は
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

が
モ
ル
テ
と
い
う
名
前
だ
と
い
う
事
だ
け

だ

た

 
他
の
情
報
は
ま

た
く
と
言

て
い
い
ほ
ど
出
て
こ
ず

若

の

り
も
感
じ
て
い
た
た
め

 
ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は
久
々
に
い
い
気
分
転
換
と
な

た
よ
う
だ
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あ

ハ
チ
マ
ン
君

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
プ
レ
イ
ヤ

ハ
ウ
ス
が
あ
る
よ

 
そ
こ
は

少
し
道
か
ら
外
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

 
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
プ
レ
イ
ヤ

ハ
ウ
ス
だ

た

こ
こ
に
来
る
ま
で
に
も
ち

こ
ち

こ

り
に
出
さ
れ
て
る
プ
レ
イ
ヤ

ハ
ウ
ス
を
見
か
け
た

が 
こ
こ
が
一
番
良
さ
そ
う
な
雰
囲
気
の
家
だ
な

 
何
よ
り
人
が
ほ
と
ん
ど
来
な
さ
そ
う
な
の
が
い
い

い
い
雰
囲
気
だ
よ
ね

私
も
い
ず
れ
こ
ん
な
家
を

い
た
い
な

俺
は
今
で
も

お
う
と
思
え
ば

え
る
け
ど
な

ハ
チ
マ
ン
君
そ
ん
な
に
持

て
る
の

基
本
あ
ま
り
金
は
使
わ
な
い
か
ら
な

俺
は

そ
れ
じ

ハ
チ
マ
ン
君
こ
こ

ち

お
う
か

い
や

わ
な
い
か
ら

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
二
人
は

色
々
な
と
こ
ろ
を
見
て
回

た

 
釣
り
を
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た
時
は
驚
か
さ
れ
た
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取
を
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

も

山
み
か
け
た
し

 
時
々
他
の
プ
レ
イ
ヤ

と
す
れ
違
う
事
も
あ

た
が

 
せ

か
く
の
気
持
ち
の
い
い
フ
ロ
ア
だ
か
ら
と
ア
ス
ナ
が
ず

と
フ

ド
を
外
し
て
い
る
事

も
あ
り

 
皆
必
ず
ア
ス
ナ
を
見
て

憧
れ
や
恋
愛
感
情
の
こ
も

た

線
を
向
け
て
き
た

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
隣
に
い
る
ハ
チ
マ
ン
を
見
て

の
こ
も

た

線
や

 
何
で
こ
ん
な
奴
が
と
い
う
疑
問
の
こ
も

た

を
投
げ
か
け
て
く
る
の
が
常
で
あ

た

そ
り

俺
み
た
い
な
の
が
ア
ス
ナ
み
た
い
な

名
人
の
隣
に
い
た
ら

そ
う
思
う
よ
な

 
明
ら
か
に
釣
り
あ

て
な
い
組
み
合
わ
せ
だ
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
も

マ
イ
ペ

ス
に

線
を
受
け
流
し
て
い
た

 
実

の
と
こ
ろ

誰
か
と
す
れ
違
い

そ
う
い
う

線
を
向
け
ら
れ
る
た
び
に

 
ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
の
服
を
そ

と
摘
ん
で
い
た
せ
い
で
も
あ

た
の
だ
が

 
当
然
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
事
に
は
ま

た
く
気
付
い
て
い
な
い

 
ア
ス
ナ
に
と

て
も
そ
れ
は
無
意
識
の
行
動
だ

た
の
だ
が

 
ど
う
も
そ
れ
が
ア
ス
ナ
の

に
な

て
し
ま

て
い
る
よ
う
だ

た
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ア
ス
ナ
は
し
ば
ら
く
こ
の
層
に

点
を
置
く
の
か

う
ん

し
ば
ら
く
は
そ
う
す
る
つ
も
り

そ
ろ
そ
ろ
選
択
の

も
広
が

て
一
層
ご
と
に
上
に
引

越
す
意
味
も
無
く
な

て
き
た
し

な
ハ
チ
マ
ン
君
は

そ
う
だ
な

プ
レ
イ
ヤ

ホ

ム
は
と
も
か
く

 
そ
ろ
そ
ろ
プ
レ
イ
ヤ

ル

ム
く
ら
い
は

入
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

い
い
部
屋
が
あ

た
ら
私
も
そ
う
し
よ
う
か
な

ま
あ

そ
の
方
が
色
々
い
じ
れ
て
楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
な

あ
ま
り
人
の
出
入
り
が
多
く
な
い
と
こ
ろ
が
い
い
な

ま
あ
こ
こ
の
主
街
区
は

い
せ
い
で

は
少
な
い
か
ら
な

 
少
し
街
外
れ
に
行
け
ば

い
い
部
屋
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

そ
う
な
ん
だ
よ
ね
こ
こ

は
少
な
い
ん
だ
よ
ね

私
よ
く
お
風
呂
付
き
の
部
屋
を
確
保
で
き

た
な

 
い
つ
も
情
報
を
く
れ
る
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
も
感
謝
し
な
き
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あ
れ

で
も
ア
ル
ゴ
さ
ん

て

層
更
新
直
後
は
い
つ
も
い
な
い
は
ず
な
の
に

 
次
の
日
調
査
を
開
始
す
る
前
に

も
う

に
お
風
呂
付
き
の
物
件
情
報
が

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

い
て
る
気
が

や

べ

人
が
い
な
い

て
な
ら

十
九
層
が
一
番
人
の
出
入
り
が
少
な
い
と
思
う
ぞ

も
う

ハ
チ
マ
ン
君
の
い
じ
わ
る

危
な
い
危
な
い

う
ま
く
話
を

ら
せ
た
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
散
歩
を
続
け
る
う
ち
に

 
や
や
日
も

い
て
き
た
の
で

二
人
は
と
り
あ
え
ず
街
に

る
事
に
し
た

 
そ
の
後
し
ば
ら
く
街
中
で
良
さ
そ
う
な
部
屋
が
無
い
か
探
し
た
後
そ
こ
で
お
開
き
と
な

た

 
今
日
は
楽
し
か

た
な

 
ア
ス
ナ
は
風
呂
に
入
り
な
が
ら

今
日
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

 
こ
の
と
こ
ろ

攻
略
組
の
メ
ン
バ

は

ほ
と
ん
ど
が
多
忙
を

め
て
い
た

 
一
気
に
攻
略

層
も
進
み
二
十
二
層
と
い
う
オ
ア
シ
ス
的
な
層
に

り
着
け
た
た
め
も
あ
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て 
一
度
こ
こ
で

自
し

か
り
武
器
の
強
化
や
レ
ベ
ル
上
げ
を
し
よ
う
と
い
う
話
も
出
て
い
た

 
そ
ん
な
理
由
も
あ
り
攻
略
組
が

を
休
め
る
一
方
職
人
ク
ラ
ス
の
者
は
逆
に
多
忙
を

め

て
い
た

 
素
材
の

も
追
い
つ
か
な
く
な

て
き
た
た
め

 
下
の
層
で
素
材
を
狩
る
中
堅
ギ
ル
ド
も
活
況
を

し
て
い
た

 
攻
略
組
に
続
く
層
も

く
な
り
つ
つ
あ
り

職
人
も

え

 
二
十
二
層
は
ま
さ
に
皆
に
と

て
救
い
の
層
と
な

て
い
た
の
で
あ

た

キ
リ
ト
君
も
ギ
ル
ド
に
入

た
み
た
い
な
話
だ

た
し
私
も
そ
ろ
そ
ろ
考
え
た
方
が
い
い
の

か
な

 
で
も
今
あ
る
あ
の
二
つ
の
ギ
ル
ド
に
は
入
り
た
く
な
い
し

 
か
と
い

て

他
に
ま
と
も
に
攻
略
に
参
加
し
て
い
る
ギ
ル
ド
の
心
当
た
り
も
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
君
が
ギ
ル
ド
を
作

て
く
れ
な
い
か
な

そ
う
な

た
ら
す
ぐ
入
る
ん
だ
け
ど

 
き

と
そ
う
い
う
の

が
る
だ
ろ
う
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
当
然
ギ
ル
ド
設
立
な
ど
ま

た
く
考
え
て
は
い
な
か

た
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実
は
ア
ス
ナ
に
頼
ま
れ
た
ら
作

て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

 
な

な
ら
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
も
想
定
し
て
ギ
ル
ド
ク
エ
ス
ト
を
密
か
に
や

て
い
た
か
ら

だ 
だ
が

結
局
こ
の
可
能
性
は
実
現
す
る
事
は
無
か

た

も
し
私
だ
け
が
ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
に
入

た
ら

ほ
と
ん
ど
一

に
い
ら
れ
な
く
な
る
の
か

な 
ま
あ
い
い
や

考
え
て
も
仕
方
な
い
や

今
日
は
も
う

よ
う

 
ア
ス
ナ
は
考
え
る
の
を
や
め

そ
の
日
は
も
う

る
事
に
し
た

 

点
か

と
り
あ
え
ず
本
格
的
に
ど
こ
か
の
部
屋
を

入
す
る
事
も

討
し
な
い
と
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

今
日
の
ア
ス
ナ
と
の
会
話
が
き

か
け
で

 
ど
こ
か
に
部
屋
を

入
す
る
の
も
い
い
か
な
と
本
気
で
考
え
は
じ
め
て
い
た

 

れ
家

て
い
い
よ
な

と
い
う
中
二
病
的
発
想
が

に
あ

た
の
も
否
め
な
い

 
実

だ
と
な
ん
と
な
く
た
だ
一

過
ご
す
た
め
だ
け
の
仮
の

み
か
と
い
う
感
じ
が
否
め

な
い
が
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入
し
た
部
屋
は

帰
る
場
所
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
た

本
格
的
に
探
し
て
み
る
か

俺
の
帰
る
場
所
を

  
次
の
日
か
ら

ハ
チ
マ
ン
の
部
屋
探
し
が
は
じ
ま

た

 
二
十
二
層
を
一
番
の
候
補
と
考
え
つ
つ
も
色
々
な
層
を
走
り
回

た
結
果
は
収

無
し
だ

た 
ハ
チ
マ
ン
は
気
分
転
換
に
と

街
の

囲
を
歩
い
て
み
た
が

 
近
く
に
あ
る

の
ほ
と
り
に
三

て
く
ら
い
の
高
さ
の

が

て
い
る
の
を
発
見
し
た

 
人
気
は
ま

た
く
無
い
が

ど
う
や
ら
ぎ
り
ぎ
り
コ
ラ
ル
の
村
の

内
の
よ
う
だ

な
ん
だ
こ
れ

入
り
口
も
何
も
な
い
け
ど

た
だ
の
オ
ブ
ジ

な
の
か

 
も
し
こ
ん
な

の
上
に
家
が
あ

た
ら
面
白
い
の
に
な

 
思
わ
ず
口
に
出
し
て
言

た
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が

 
そ
の
声
に
反
応
す
る
よ
う
に

突
然
家
の

入
画
面
が
表

さ
れ
た

う
お

ま
さ
か
本
当
に
家
だ

た
と
は

 

し

点
扱
い
だ

た
の
だ
ろ
う
か

も
か
な
り
お
手
ご
ろ
と
い
う
か
安
か

た
の
で
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間
取
り
や
設
備
面
も
気
に
入

た
事
も
あ

て
ハ
チ
マ
ン
は
即
決
し
て
そ
の
家
を

入
し
た

 
ど
う
や
ら
キ

を
持

て
な
い
者
に
は
入
り
口
す
ら
見
え
な
い
ら
し
い

 

壁
の
要
塞
と
言
う
べ
き

れ
家
だ

た

 
景
色
は
最
高
で

キ

チ
ン
と
風
呂
付
き

 
間
取
り
は
リ
ビ
ン
グ
の
他
に
四
部
屋
ほ
ど
そ
れ
に
離
れ
の
小
屋
が
一
つ
と
想
像
以
上
に
広

か

た

 
正
直
そ
ん
な
広
さ
は
ま

た
く
必
要
な
か

た
が
何
よ
り
秘
密
基
地

い
の
が
良
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

か
れ
て

家

や
ら
何
や
ら
を
集
め
始
め
る
の
で
あ

た
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話
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密
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地

 
い
つ
も
の
よ
う
に
鍛
治
に
精
を
出
し
て
い
た
リ
ズ
ベ

ト
は

ア
ス
ナ
に
呼
び
出
さ
れ
た

リ
ズ

な
ん
か
最
近
ハ
チ
マ
ン
君
が
怪
し
い
の

ハ
チ
マ
ン
が
怪
し
い
の
は
ま
あ
い
つ
も
じ

な
い

そ
う
な
ん
だ
け
ど

な
ん
か
い
つ
も
と
違
う
ん
だ
よ

 
ア
ス
ナ
は

最
近
ハ
チ
マ
ン
が

 
普

は
絶
対
に
行
か
な
い
よ
う
な
小
物
や
ら
家

や
ら
の
店
を

 
や
た
ら
と
見
て
ま
わ

て
い
る
の
を
怪
し
ん
で
い
た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
最
初
ハ
チ
マ
ン
が
怪
し
い
の
は
い
つ
も
じ

な
い
か
な
と
思

て
い
た
が

 
話
を

く
と

確
か
に
い
つ
も
と
は
違
う

む
む
む

女
の
気
配

い
や
い
や
ハ
チ
マ
ン
に
限

て
そ
れ
は
な
い

う

ん
何
だ
ろ
う

確
か
に
今
ま
で
の
ハ
チ
マ
ン
の
怪
し
さ
と
は
正
反
対
に
怪
し
い

で
し

よ
し

ア
ス
ナ

ハ
チ
マ
ン
の
後
を
つ
け
よ
う
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え
え

ハ
チ
マ
ン
君
の
後
を
つ
け
る
と
か
無
理
じ

な
い

絶
対
気
付
か
れ
る
よ

大
丈
夫
よ
ア
ス
ナ

我
に
秘

あ
り

 
リ
ズ
ベ

ト
は
何
故
か
ノ
リ
ノ
リ
で

そ
う
宣
言
し
た

で

オ
レ

ち
に
何
か
用
事
カ

 
リ
ズ
ベ

ト
の
秘

と
は

ど
う
や
ら
ア
ル
ゴ
だ

た
よ
う
だ

一
応

く
け
ど
ア
ル
ゴ
さ
ん
ハ
チ
マ
ン
君
の
行
動
が
最
近
怪
し
い
理
由
と
か
の
情
報

て
あ

る
い
や

特
に
何
も
な
い
な

ハ

が
何
か
怪
し
い
の
カ

 
ア
ス
ナ
は

最
近
の
ハ
チ
マ
ン
の
行
動
を
ア
ル
ゴ
に
説
明
し
た

確
か
に
ハ

ら
し
く
な
い
と
い
う
か

怪
し
い
と
し
か
言
え
な
い
行
動
だ
ナ

と
い
う
わ
け
で
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
依
頼
を
お
願
い
し
ま
す

ハ
チ
マ
ン
君
を
尾
行
し
て
下
さ
い

面
白
そ
う
だ
な

そ
の
依
頼
引
き
受
け
た

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
知
ら
ぬ
間
に

ハ
チ
マ
ン
包
囲
網
が
出
来
あ
が

た
の
だ

た

 
そ
ん
な
事
も
露
知
ら
ず

ハ
チ
マ
ン
は
う
か
れ
な
が
ら
も
着
々
と
家
の
設
備
を
整
え
て
い
た

 
そ
れ
を
ア
ル
ゴ
が
全
部
見
て
い
た
と
も
知
ら
ず
に
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日
後
ア
ル
ゴ
か
ら

調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た

ど
う
や
ら
二
十
二
区
の
街
の

内
の

と
あ
る

に
入
り

て
る
み
た
い
な
ん
だ
が

 
そ
の

の
近
く
に
ハ

が
行
く
と

何
故
か
そ
こ
で

が
消
え
る
ん
だ
よ
ナ

そ
の
あ
た
り
に
何
か
あ
る
の
か
な

そ
れ
が
調
べ
て
み
た
け
ど
何
も
無
い
ん
だ
ヨ

む
む
む

や

ぱ
り
こ
れ
は
怪
し
い
よ
ア
ス
ナ

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な

こ
れ
は
も
う
待
ち
伏
せ
て
現
場
を
押
さ
え
る
し
か
な
い
ん
じ

な
い
カ

う

ん
ハ
チ
マ
ン
君
に
気
付
か
れ
な
い
か
な

 
三
人
は
知
恵
を

り
絞

て
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
た

 
そ
の
結
果

な
ん
と
か
い
け
そ
う
な
案
が
一
つ

上
し
た

い
い
か
二
人
と
も

一
番
ま
ず
い
の
は

遠
く
か
ら
発
見
さ
れ
て

 
近

い
て
来
な
い
ま
ま
逃
げ
ら
れ
る
事
ダ

ふ
む
ふ
む
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そ
こ
で

あ
え
て
向
こ
う
か
ら
見
え
る
よ
う
に

あ
か
ら
さ
ま
な

れ
方
を
す
る

 

体
的
に
は
誰
か
が
い
る
の
は
わ
か
る
が

誰
か
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

う

ん

つ
ま
り
ど
う
い
う
事

体
的
に
は

目
立
つ
布
を
被

て
近
く
に

れ
て
お
く
ん
だ
よ

 
そ
う
す
れ
ば
罠
に
し
ち

目
立
ち
す
ぎ
て
る
し
か
と
い

て
放
置
す
る
わ
け
に
も
い
か
な

く
て

 
必
ず
ハ

は
こ

ち
に
近

い
て
き
て
中
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
は
ず
だ

 
あ
か
ら
さ
ま
だ

て
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
ナ

わ
か

た

や

て
み
る

で

近

い
て
き
た

間
に
二
人
で
取
り
押
さ
え
れ
ば
終
了
だ
ナ

そ
れ
じ

そ
れ
で
や

て
み
よ
う

ア
ス
ナ

結
果
が
出
て

教
え
ら
れ
る
も
の
な
ら
後
で
教
え
て
く
れ
よ
ナ

う
ん

あ
り
が
と
う
ア
ル
ゴ
さ
ん

 
こ
う
し
て
二
人
は

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

て

の
近
く
ま
で
近

い
た

こ
れ
か

確
か
に
何
も
な
い
た
だ
の
オ
ブ
ジ

み
た
い
な

に
見
え
る
け
ど
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ど
こ
か
に
何
か
の
秘
密
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
ね
き

と

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
ハ
チ
マ
ン
が
来
る
と
思
う
し

れ
よ
う
か

う
ん

 
こ
う
し
て
二
人
は

み

し
ば
ら
く
た

た

遠
く
に
ハ
チ
マ
ン
の

が
見
え
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
ち
ら
を
見
て
ぎ

と
し
た
が

お
そ
る
お
そ
る
近

い
て
き
て
い
た

さ
す
が
に
慎
重
に
な

て
る
み
た
い
だ
ね

う
ん

あ
ん
ま
り

く
出
す
ぎ
る
と
逃
げ
ら
れ
ち

う
か
も
ね

ア
ス
ナ

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
引
き
つ
け
よ
う

 
息
を

め
て
ハ
チ
マ
ン
を
待
つ
二
人

じ
り
じ
り
と
近

く
ハ
チ
マ
ン

 
ど
れ
だ
け
の
時
間
が

た
だ
ろ
う
か

つ
い
に
ハ
チ
マ
ン
が
布
に
手
を
か
け
た

今
だ

ア
ス
ナ

う
ん

 
そ
の

間
に
二
人
は
飛
び
出
し
ハ
チ
マ
ン
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
た

が
わ
ず
か
に

か
な

か

た
お

お
前
ら
何
で
こ
こ
に

く
そ

や

ぱ
り
罠
か
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ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま
き
び
す
を
返
し
て
街
の
方
へ
と
逃
げ
は
じ
め
た

 
だ
が
ア
ス
ナ
も
ま

た
く
油
断
は
し
て
い
な
か

た
よ
う
だ

 
ア
ス
ナ
は
い
つ
の
間
に
か
装
備
し
て
い
た
武
器
で

 
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
に
容

な
く

リ
ニ
ア

を
放

た

 

内
な
の
で
ダ
メ

ジ
は
発
生
し
な
い
が

ハ
チ
マ
ン
は

飛
ば
さ
れ
て
倒
れ
た

 
そ
こ
を
リ
ズ
ベ

ト
が
確
保
し
て

ど
や
顔
で
決
め
ゼ
リ
フ
を
放

た

さ
あ
ハ
チ
マ
ン

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
監
獄
に
飛
ば
さ
れ
た
く
な
か

た
ら
大
人
し
く
し
な
さ
い

お

お
前
ら
本
当
に
容

ね
え
な

 
で

ハ
チ
マ
ン
は
こ
こ
で
何
を
し
て
い
た
の

ぐ

い

い
ず
れ
話
す
つ
も
り
だ

た
ん
だ
よ
機
会
が
あ
れ
ば

機
会
が
あ
れ
ば

ね

そ
の
機
会
は
本
当
に
来
る
予
定
だ

た
の
か
な

う
ぐ

た

多
分

ご
め
ん
ね
ハ
チ
マ
ン
君

か

た
で
し

う

い
や
ま
あ

く
は
な
い
け
ど

お
前
あ
れ
本
気
だ

た
だ
ろ
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気
の
せ
い
じ

な
い
か
な

そ

そ
う
で
す
ね

 
ア
ス
ナ
の
笑
顔
が
ま

た
く
笑

て
い
な
か

た
た
め

ハ
チ
マ
ン
は
つ
い
敬
語
に
な

た

で

こ
こ
に
は
何
が
あ
る
の

は

仕
方
な
い

こ

ち
だ

 
ハ
チ
マ
ン
が
ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
す
る
と

の
側
面
に
扉
が
開
い
た

え

何
こ
れ

悪
の
組

の
秘
密
基
地
か
な
ん
か

あ

こ
こ
は

俺
の
家
だ

ハ
チ
マ
ン
の
家

ハ
チ
マ
ン
君
の
家

 
二
人
は
あ
ま
り
の
予
想
外
の
返
事
に
驚
愕
し
た
が
と
り
あ
え
ず
中
に
入

て
み
る
事
に
し
た

よ
う
だ

 
中
に
入
る
と

そ
こ
に
は

旋

が
あ
り

上
へ
と
続
い
て
い
た

へ

な
ん
か
お
し

れ
な
感
じ
か
も

 
ア
ス
ナ

よ
く
見
て
み
た
い
か
ら
ち

と
私
の
代
わ
り
に
ハ
チ
マ
ン
を
押
さ
え
て
て
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逃
げ
よ
う
と
し
た
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ

ド
発
動
で

あ

ご
め
ん
リ
ズ

 
私
ハ
チ
マ
ン
君
相
手
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
て
と
く
に
表
し
な
い
よ
う
に
設
定
し
て
て

えは
 
ハ
チ
マ
ン
と
リ
ズ
ベ

ト
は
揃

て
ポ
カ

ン
と
し
て
し
ま

た

だ
か
ら
前
ア
ス
ナ
に
触
れ
た
時
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ
ド
に
触
し
た
気
配
が
無
か
た
の
か

 
リ
ズ
ベ

ト
も
す
ぐ
我
に
返

た
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
は
今

何
も

か
な
か

た

オ

ケ

お

オ

ケ

そ
れ
じ

ま
あ

上
に
行

て
み
よ
う

ハ
チ
マ
ン
案
内
お
願
い

お

オ

ケ

 
上
に
出
る
と

二
人
は
ま
ず
予
想
外
の
広
さ
に
ま
ず
驚
い
た

 
そ
し
て
設
備
を
見
て
驚
き

離
れ
を
見
て
驚
い
た

い
つ
の
間
に
こ
ん
な
豪
華
な
家
を
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ハ
チ
マ
ン
君

こ
ん
な
家

て
た
ん
だ

な
ん
か
こ
の
前
ア
ス
ナ
と
出
か
け
た
日
の
夜
に

り
上
が

ち
ま

て

 
色
々
探
し
て
た
ら

さ
れ
て
た
こ
こ
を
偶
然
に
も
見
つ
け
ち
ま

た
ん
だ
よ

 
そ
し
た
ら
も
う
こ
こ

う
し
か
な
い
だ
ろ

ま
あ

こ
こ
な
ら
私
で
も

い
た
く
な
る
か
も

な
ん
か
す
ご
い
景
色
も
い
い
よ
ね

で

ど
う
し
て
こ
そ
こ
そ
し
て
い
た
の

い
や
ほ
ら
こ
れ
秘
密
基
地
だ
か
ら

男
の
ロ
マ
ン
だ
か
ら

も
う
秘
密
じ

な
い
ね

リ
ズ

も
う
秘
密
じ

な
い
よ
ね

ア
ス
ナ

も
う
秘
密
じ

な
い
で
す
ね

 
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
は
こ
そ
こ
そ
と
何
か
相
談
し
て
い
た
が
何
か
の
同
意
に
至

た
ら

し
い

 
二
人
と
も
笑
顔
で

ハ
チ
マ
ン
の
方
に
手
を
差
し
出
し
た

え

と

そ
の
手
は
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私
こ
こ
の
鍵

欲
し
い
な

ハ
チ
マ
ン
君

私
あ
の
離
れ
を
作
業
場
に
使
い
た
い
な

ハ
チ
マ
ン

う

ち
な
み
に

否

は

否
し
て
も
い
い
け
ど

こ
こ
の
情
報
を
ア
ル
ゴ
さ
ん
も
知
り
た
が

て
た
ん
だ
よ
ね

否
し
て
も
い
い
け
ど

私
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ

ド

に
し
て
あ
る
ん
だ
よ
ね

う
す

ど
う
ぞ

 
二
人
は
鍵
を
も
ら
い

と
て
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

み
つ
く
と
か
は
勘

し
て
く
れ
よ

う
ん

そ
こ
は
ま
あ

度
を
持

て
だ
よ

ま

て
も
い
い
け
ど

出
来
れ
ば
二
人
セ

ト
で
頼
む
わ

オ

ケ

オ

ケ

ハ
チ
マ
ン
太

腹

あ

部
屋
は
一
応
三
つ
余

て
る
か
ら

二
人
同
じ
部
屋
で
も
別
で
も
い
い
か
ら

 
家

は

当
に
好
き
に
運
び
込
ん
で
く
れ

決
ま

た
ら
本
人
し
か
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に

設
定
し
と
く

う
ん

そ
れ
じ

速

い
に
い
こ
う
か

リ
ズ
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ど
う
し
よ

か

あ

ハ
チ
マ
ン
離
れ
に
鍛
治
道

置
い
と
い
て
も
い
い

お
う

あ
そ
こ
は
使
う
予
定
無
か

た
か
ら

好
き
に
使

て
か
ま
わ
な
い
ぞ

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

ア
ス
ナ

行
こ
う

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
の

れ
家
は
速
攻
二
人
に
バ
レ
て
し
ま

た

ま
あ

こ
れ
は
こ
れ
で
悪
く
は
な
い

の
か

な

 

か
ら
変
わ
ら
ず
押
し
に

い
自
分
と

 

と
は
変
わ

て
他
人
が
あ
ま
り
苦
手
じ

な
く
な

た
自
分
を
発
見
し
て

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
後
も
自
分
は
ど
う
変
わ

て
い
く
の
か
と
未
来
の
自
分
に
思
い
を

せ
る

の
だ

た

 
今
後
は
昼

時
に
投
稿
し

話
投
稿
の
時
は
そ
の
時
間
を
記
載
し
よ
う
と
思

て
い
ま
す

 
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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第
０
３
５
話
 
突
然
の
崩
壊

 
今
日
も

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
が

秘
密
基
地
と
も
い
え
る
自
ら
の

点
を
手
に
入
れ
て
か
ら

 
一

月
ほ
ど
の
時
間
が

過
し
て
い
た

 
攻
略
は

調
に
進
み
つ
い
先
ほ
ど
二
十
四
層
の
攻
略
も
無
事
終
え
た
と
こ
ろ
だ

た
の
だ
が

 
そ
こ
で
問
題
が
発
生
し
た

 

回
の
事
な
が
ら

ジ

と
モ
ル
テ
の
言
い
合
い
が
始
ま

た
の
だ
が

 
今
回
そ
れ
が

リ
ン
ド
と
キ
バ
オ
ウ
の
言
い
争
い
に
ま
で
発
展
し
て
し
ま

た
の
だ

エ
ギ
ル

何
が
あ

た
ん
だ

あ
あ
ハ
チ
マ
ン

ボ
ス
へ
の
と
ど
め
の
時
に
最
近
い
つ
も
解
放

が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て

る
と

 
あ
の
ジ

て
や
つ
が
言
い
出
し
て
な

リ
ン
ド
が
そ
れ
に
反

し
た
み
た
い
な
ん
だ
が
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ど
う
や
ら
言
い
方
が
悪
か

た
ら
し
く

キ
バ
オ
ウ
が
そ
れ
に
切
れ
た
み
た
い
な
ん
だ

そ
ん
な
理
由
で
か

あ
ん
ま
り
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
に
こ
だ
わ
ら
な
い
ハ
チ
マ
ン
や
俺
達
に
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い

が 
大
手
の
ギ
ル
ド
に
は
主

争
い
と
か
色
々
あ
る
ん
だ
ろ
う
さ

 
そ
の
場
は
一
応
収
ま

た
が

種
は
ど
う
や
ら

り
続
け
て
い
る
ら
し
か

た

 
そ
の
日
の
夜
一
応
お
疲
れ
様
会
と
い
う
事
で
ハ
チ
マ
ン
の
家
に
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
が

訪
れ
た

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

攻
略
お
疲
れ
様

リ
ズ

今
回
は
ほ
ん
と
に
疲
れ
た
よ

主
に
攻
略
後
に
だ
け
ど
な

攻
略
そ
の
も
の
じ

な
く
て

攻
略
が
終
わ

て
か
ら
な
の

あ
あ

ど
う
し
て
も
人
が
集
ま
る
と

も
め
ご
と
が

こ

ち
ま
う
か
ら
な

や

ぱ
り
そ
う
い
う
の
あ
る
ん
だ
ね

 
何
と
か
し
よ
う
に
も

こ
れ
ば
か
り
は
ハ
チ
マ
ン
に
も
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た
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本
来
は
一
つ
の
組

と
し
て
ま
と
ま

て
く
れ
れ
ば
何
の
問
題
も
無
い
ん
だ
が

 
い
ま
さ
ら
そ
れ
は
不
可
能
だ
ろ
う

今
の
と
こ
ろ
攻
略
自
体
に

障
は
出
て
い
な
い
が

 
考
え
て
も
仕
方
な
い
と
思
い

ハ
チ
マ
ン
は
話
題
を
変
え
る
事
に
し
た

リ
ズ

そ
う
い
や
最
近

型
と
か
服
装

変
え
た
ん
だ
な

う
ん

ア
ス
ナ
に
色
々
い
じ
ら
れ
ち

て

そ
う
な
の
か

リ
ズ
は
絶
対
こ
う
い
う
の
が
似
合
う
と
思

た
ん
だ

あ
あ

ま
あ

悪
く
な
い
ん
じ

ね
え
の

こ
う
い
う
の
苦
手
な
方
だ

た
ん
だ
け
ど

で
も
悔
し
い
事
に

 
ア
ス
ナ
に
色
々
さ
れ
て
か
ら
の
方
が
明
ら
か
に
露
店
の

り
上
げ
が
多
い
ん
だ
よ
ね

で
し

で
し

 
リ
ズ
ベ

ト
の

は

少
し
前
ま
で
は
茶
色
だ

た
の
だ
が

今
は
ピ
ン
ク
寄
り
の
茶
色
に

な

て
い
た

 
服
も

少
し

手
目
な

い
ワ
ン
ピ

ス
に
な

て
い
た



 第０３５話 突然の崩壊

 
商

の
時
は

そ
こ
に
白
い
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
て
い
る
よ
う
だ

 
本
来
ピ
ン
ク
や
緑
や

な
ど
と
い

た

の
色
は
ど
う
し
て
も
不
自
然
に
見
え
て
し
ま
う
も

の
だ
が

 
ゲ

ム
内
だ
か
ら
と
い
う
事
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
不
思
議
と
違
和
感
は
感
じ
ら
れ
な
か

た

ハ
チ
マ
ン
君
の

と
か
も
い
じ

て
あ
げ
よ
う
か

絶
対
に
や
め
て
く
れ

じ

あ
普

着
と
か

あ
あ
そ
れ
な
ら
ま
あ
頼
む
事
は
無
く
も
な
い
な

実

現
実
だ
と
ほ
と
ん
ど
妹
任
せ
だ

た

し
なそ

れ
じ

今
度
機
会
が
あ

た
ら
見
に
い
こ
う

お

お
う

 
そ
の
後
も
雑
談
を
し

そ
の
日
は
お
開
き
に
な

た

 
二
人
と
も
気
を
遣

て
い
る
の
か

ま
だ
一
度
も

ま

た
事
は
な
く

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
の
そ
の
配

に
感
謝
し
て
い
た

 
も

と
も
し

か
り
と
部
屋
は
二
つ
確
保
し

自
で
コ

デ

ネ
イ
ト
し
て
い
る
よ
う
だ
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た 
リ
ズ
ベ

ト
は

ま
り
こ
そ
し
な
い
も
の
の
ち

く
ち

く
離
れ
で
鍛
治
仕
事
を
し
て
い
る

よ
う
だ

 
き

ち
り
連

を
入
れ
て
か
ら
来
る
の
で

バ

タ
リ

合
わ
せ
と
い
う
こ
と
は
な
い

 
た
ま
に
素
材
調
達
を
頼
ま
れ
た
り

一

に
狩
り
に
行
く
事
も
あ
る
が

 
そ
の

離
感
は
し

か
り
保
た
れ
て
い
て
ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は
特
に
苦

と
い
う
事
も
無

か

た
そ
れ
じ

二
人
と
も
ま
た
な

ま
た
ね

ハ
チ
マ
ン
君

明
日
昼
ご
ろ
ま
た
鍛
治
を
し
に
来
る
か
ら
宜
し
く
ね

ハ
チ
マ
ン

あ
あ

了
解
だ

リ
ズ

 
二
人
が
帰
る
と
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま
風
呂
に
入

て

る
事
に
し
た

  
そ
れ
か
ら

日
後

今
回
も
攻
略
は

調
に
進
み

 
二
十
五
層
の
突
破
も
時
間
の
問
題
だ
と
思
わ
れ
た

そ
の
事
件
は

こ

た
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ハ
チ
マ
ン
は

自
宅
に
突
然
ア
ル
ゴ
と
ア
ス
ナ
の
訪
問
を
受
け
た

 
ち
な
み
に
ア
ル
ゴ
に
は
守
秘
義

を
徹

す
る
の
と
引
き
換
え
に
家
の
事
を
話
し
て
い
た

 
い
つ
か
自
然
に
バ
レ
る
よ
り
は
最
初
か
ら
言

て
口
止
め
し
た
方
が
い
い
と
の
考
え
か
ら
だ

な
ん
か
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

私
達
に
話
が
あ
る
ん
だ

て

し
か
し
相
変
わ
ら
ず
こ
こ
は
い
い
家
だ
よ
な

オ
レ

ち
が
欲
し
い
く
ら
い
だ
ヨ

絶
対

ら
な
い
ぞ

で

今
日
は
何
の
用
だ

ハ

ア

ち

ん

心
し
て

い
て
く
れ

つ
い
さ

き

解
放

が
壊
滅
し
た

は

え

 
ハ
チ
マ
ン
は

た

り

十

時
間
を
か
け
た
後

 
や

と
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
の
か

然
と
ア
ル
ゴ
に

き
返
し
た

お
い

ど
う
い
う
事
だ
よ

一
体
何
が
あ

た

解
放

が
少
し
前
に
ボ
ス
部
屋
を
発
見
し
た
ら
し
い
ん
だ
が

 
あ
い
つ
ら
そ
の
情
報
を

し
て

独
で
ボ
ス
に
挑
ん
だ
み
た
い
な
ん
だ
ヨ

独

て

な
ん
で
そ
ん
な
事
を
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生
き
残
り
の
話
だ
と

ど
う
や
ら
ボ
ス
に
対
し
て
の

な
情
報
が
手
に
入

た
か
ら

 

独
で
い
け
る
と
ふ
ん
で
突
撃
し
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
情
報
が
で
た
ら
め
だ

た
上
に
ボ
ス
の
強
さ
が
今
ま
で
と

ん

ん
違

た
ら
し
い
ん

だ
よ
ナ

生
き
残
り

て

 
生
き
残
り
と
い
う
言
葉
に
不

な

き
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
方
を

見
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

意
を
決
し
て
ア
ル
ゴ
に
問
い
か
け
た

何
人
参
加
し
て

何
人
生
き
残

た
ん
だ

七
パ

テ

四
十
二
人
が
参
加
し
て

生
き
残
り
は

八
人
だ
よ

ハ

 
そ
の

を

か
さ
れ
二
人
は
絶

し
た

ハ
チ
マ
ン
が
先
に
立
ち
直
り
ア
ル
ゴ
に
質
問

を
続
け
た

七
パ

テ

て
そ
れ

正
レ
ベ
ル
に

い
て
い
な
い
メ
ン
バ

も
結

い
た
ん
じ

な
い

の
かあ

あ

二
パ

テ

く
ら
い
は
若

レ
ベ
ル
だ

た
み
た
い
だ
ナ
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キ
バ
オ
ウ
は
ど
う
な

た

何
と
か
生
き
残

た
み
た
い
だ

ま
さ
か

あ
の
ジ

て
や
つ
が
ま
た
何
か
し
た
の
か

生
き
残
り
の
話
だ
と

ボ
ス
の
攻
略
情
報
は
そ
い
つ
が
持

て
き
た
ら
し
い
ナ

く
そ

く
そ

 
ハ
チ
マ
ン
は

を
何
度
も
叩
き

悔
し
が

た

 
自
分
が
も

と
気
を
つ
け
て
い
れ
ば

自
分
が
ど
う
に
か
手
を
打
て
て
い
れ
ば

 
後
悔
が
後
か
ら
後
か
ら
押
し
寄
せ
て
く
る

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
様
子
を
心
配
し
た
の
か

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
た

ハ
チ
マ
ン
君

別
に
ハ
チ
マ
ン
君
の
せ
い
じ

な
い
よ

違
う
ん
だ
ア
ス
ナ

俺
は
ジ

て
奴

み
の
情
報
を
持

て
い
た
ん
だ

 
も
し
か
し
た
ら
な
ん
と
か
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
の
に

俺
は
何
も
出
来
な
か

た
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

以
前
見
た
事
を

ア
ス
ナ
と
ア
ル
ゴ
に
話
し
た

な
る
ほ
ど

そ
ん
な
事
が
あ

た
の
カ

あ
あ

下
手
に
手
を
出
す
と

危
険
か
も
し
れ
な
い
と
思

て

誰
に
も
言
え
な
い
で
い
た
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そ
れ
が
完
全
に
裏
目
に
出
た

ハ
チ
マ
ン
君

ハ

気
持
ち
は
わ
か
る
け
ど
な
さ
す
が
に
今
回
の
事
は
ど
う
し
よ
う
も
無
い
と
思
う

そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

く
そ

ハ
チ
マ
ン
君
は
何
で
も
一
人
で
背
負
お
う
と
し
す
ぎ
だ
よ

 
私
達
に
出
来
る
事
を
考
え
て

み
ん
な
で
や

て
く
し
か
な
い
よ

く
 
ア
ス
ナ
は
し
ば
ら
く
ハ
チ
マ
ン
の

を
な
で
て
い
た

 
ア
ル
ゴ
は
何
も
言
わ
な
か

た
が

や
は
り
ハ
チ
マ
ン
を
気
遣

て
い
る
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
し
ば
ら
く

し
て
い
た
が

何
か
を
決
意
し
た
よ
う
に
顔
を
上
げ
た

す
ま
ん
二
人
と
も

も
う
大
丈
夫
だ

今
後
の
事
を
一

に
考
え
よ
う

 
自
分
の
無
力
さ
を
感
じ
つ
つ
も

ハ
チ
マ
ン
は
前
を
向
く
事
を
決
断
し
た
よ
う
だ

ま
ず
い
く
つ
か

き
た
い

ジ

て
奴
は
ど
う
な

た

そ
れ
は
確
認
し
て
あ
る

生
き
残

た
後

す
ぐ
に

を
消
し
た
み
た
い
ダ

解
放

の
生
き
残
り
で
戦
え
る
メ
ン
バ

は
何
人
残

た
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ボ
ス
戦
に
参
加
で
き
そ
う
な
強
さ
を
持

て
る
の
は

い
い
と
こ
六
人
く
ら
い
だ
ろ
う
ナ

ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
は
ど
う
し
て
る
ん
だ

ど
う
や
ら
人
集
め
に

走
し
て
い
る
ら
し
い
な

攻
略
が
続
け
ら
れ
る
か
の

戸

だ
か
ら
ナ

こ
こ
で
し
ば
ら
く
足
止
め
に
な
り
そ
う
だ
な

一
日
や
二
日
で
ど
う
に
か
な
る
問
題
じ

な
い
か
ら
ナ

キ
リ
ト
は

ま
だ
知
ら
せ
て
な
い
ぞ

こ
の
と
こ
ろ
ず

と
下
層
で
戦

て
る
み
た
い
だ
し
ナ

最
近
攻
略
に
顔
を
出
し
て
こ
な
か

た
か
ら
忙
し
い
ん
だ
と
思

て
連

し
て
な
か

た
が

 
キ
リ
ト
に
も
手
伝

て
も
ら
わ
な
い
と
今
回
ば
か
り
は

目
だ
ろ
う
な

キ
リ
ト
君
な
ら
き

と
来
て
く
れ
る
よ

 
そ
の
後
も
色
々
と
情
報
を
ま
と
め
て
い

た
が

や
は
り
問
題
は
戦
力
の

強
だ

た

 
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
が
出
せ
て
二
十
四
人
エ
ギ
ル
チ

ム
と
ハ
チ
マ
ン
中
心
の
勢
力
が
八
人
く

ら
い

 
解
放

の
生
き
残
り
は
ほ
ぼ
当
て
に
出
来
な
い
だ
ろ
う

す

か
り
心
を

ら
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
た
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や
は
り
戦
力
が

ん

ん
足
り
な
い

 

め
て
ア
ル
ゴ
に
ジ

と
モ
ル
テ
と
ポ
ン
チ

の
男
に
つ
い
て
の
調
査
を
頼
み

 
そ
の
日
の
話
し
合
い
は
そ
こ
ま
で
と
な

た

  
後
日
ア
ル
ゴ
か
ら
報
告
が
入

た

情
報
は
何
も
無
し

目
撃
情
報
す
ら
無
し

 
モ
ル
テ
も
同
時
に

を
く
ら
ま
し
た
そ
う
だ

 
三
人
が
ど
こ
に

ん
で
い
る
の
か

ま

た
く
情
報
は
出
て
こ
な
か

た

 
戦
力

強
も
思
う
よ
う
に
進
ま
ず

事
態
は

し
て
い
た

 
久
し
ぶ
り
だ
な

キ
リ
ト

ハ
チ
マ
ン

久
し
ぶ
り

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

久
し
ぶ
り
に
会

て
話
を
し
て
い
た

話
は

い
た
か

あ
あ

大
変
な
事
に
な

た
な

人
さ
え
い
れ
ば
攻
略
は
目
指
せ
る
ん
だ
が

戦
力
の
事
は
ど
う
し
て
も

な
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俺
に
何
か
出
来
る
事
は
無
い
か

ボ
ス
攻
略
に
参
加
し
て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
大
丈
夫
だ

と
に
か
く
今
の
問
題
は
戦
力
だ
か

ら
なそ

う
か

し
ば
ら
く
参
加
し
て
な
く
て

す
ま
ん

い
や

キ
リ
ト
が
謝
る
事
な
ん
て
何
も
な
い
だ
ろ

 
実

う
ま
く
い

て
た
ん
だ
し

別
に
キ
リ
ト
も
遊
ん
で
た
わ
け
じ

な
い
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が

ギ
ル
ド

入

た
ん
だ
ろ

あ
あ

今
は
そ

ち
に
集
中
し
て
い
れ
ば
い
い

い
ず
れ
助
け
を

り
る
事
に
な
る
が

そ
れ
は
今

じ

な
い

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
に
笑
顔
を
向
け
た

そ
の
代
わ
り

本
番
で
は
頼
む

あ
あ

全
力
で
手
伝
う
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二
人
は
ハ
イ
タ

チ
を
か
わ
し

そ
の
ま
ま
別
れ
た
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第
０
３
６
話
 
血
盟
騎
士
団

ハ
チ
マ
ン
君
じ

な
い
か

シ
ヴ

タ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

 
そ
の
日
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
て
き
た
の
は

ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
の
シ
ヴ

タ
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
持
つ
シ
ヴ

タ
の

象
は

穏
や
か
な
良
識

と
い

た
感
じ
で

 
悪
い

象
は
ま

た
く
無
か

た

ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
の

強

ど
う
な

て
ま
す
か

正
直
思
わ
し
く
な
い
ね

そ
う
で
す
か

 
重
苦
し
い
雰
囲
気
を

た
の
か

シ
ヴ

タ
が
話
題
を
変
え
た

そ
う
い
え
ば
解
放

今
度
名
前
を
変
え
る
ら
し
い
よ

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
名
称
変
更
で
す
か

ど
う
や
ら
下
層
で
活
動
し
て
い
る
ギ
ル
ド
と
合

し
て
キ
バ
オ
ウ
君
は
リ

ダ

を
降
り

る
ら
し
い
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次
の
リ

ダ

は
誰
が

シ
ン
カ

と
い
う
人
だ
そ
う
だ

そ
の
合

先
の
ギ
ル
ド
は

 
主
に
戦
闘
に
向
か
な
い
人
の

援
活
動
を

下
層
で
し
て
い
た
ギ
ル
ド
ら
し
い

な
る
ほ
ど

援
系
ギ
ル
ド
に
転
向
す
る

て
事
で
す
か
ね

僕
も
そ
う
思

て
い
た
ん
だ
が

新
名
称
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
だ
そ
う
だ

軍
で
す
か

そ
の
合

内
容
だ
と

何
か
イ
メ

ジ
と
ま

た
く
違
い
ま
す
ね

副
リ

ダ

に

任
し
た
キ
バ
オ
ウ
君
が

ど
う
し
て
も

て
言
い
張

た
ら
し
い
ね

あ
い
つ
ら
し
い
と
い
え
ば
ら
し
い
で
す
ね

キ
バ
オ
ウ
君
も

当
初
よ
り
大
分

く
な

て
き
て
た
と
思

て
た
ん
だ
け
ど
な

俺
も
そ
う
思
わ
な
い
で
も
な
か

た
ん
で

今
回
の
事
は
残
念
で
し
た

ま
あ

く
戦
力
を
立
て
直
す
し
か
な
い
な

は
い

お

い
頑
張
り
ま
し

う

あ
あ

今
後
も
よ
ろ
し
く
頼
む
よ

  
そ
れ
か
ら
さ
ら
に

日
が
過
ぎ
た
が

ま
だ

況
は
好
転
し
て
い
な
い
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そ
ん
な
中

ア
ル
ゴ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
に
一
つ
報
告
が
入

た

 
ど
う
や
ら

中
堅
ギ
ル
ド
で
最
近
急
激
に
勢
力
を

ば
し
て
き
た
ギ
ル
ド
が
あ
る
ら
し
い

 
二
人
は

し
い
話
を

く
た
め
に
ア
ル
ゴ
と
直
接
会
う
事
に
な

た

で

そ
の
ギ
ル
ド

血
盟
騎
士
団

て
言
う
ん
だ
け
ど
ナ

い
た
事
な
い
な

と
白
の
制
服
ま
で
揃
え
て

中
々
し

か
り
と
運

し
て
る
チ

ム
ら
し
い

そ
の
制
服

私
何
度
か
見
た
事
あ
る
か
も

そ
の
血
盟
騎
士
団
な
ん
だ
が

攻
略
組
に
参
加
す
る
気
は
あ
る
ら
し
い
ん
だ
が

 
一
つ
問
題
が
あ
る
ら
し
い
ん
だ
ヨ

ど
ん
な
問
題
だ

そ
こ
の
リ

ダ

ヒ

ス
ク
リ
フ

て
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
持
ち
な
ん
だ
け
ど
な

ま
じ
か
よ
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
持
ち
か
よ

ア
ル
ゴ
さ
ん

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

て

全
プ
レ
イ
ヤ

の
中
で

お
そ
ら
く
一
人
し
か
持
て
な
い
特
別
な
ス
キ
ル
だ
な

 
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の
中
に

件
が
記
載
さ
れ
て
な
い
物
が
あ
る
ら
し
い
ん
だ
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他
の
種

が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
な
い
ナ

そ
う
い
え
ば
ガ
イ
ド
ブ

ク
で

見
た
気
も
す
る

で

そ
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
が
神
聖
剣

て
言
う
ら
し
い
ん
だ
け
ど
な

 
い
わ
ゆ
る
防
御
特
化
ら
し
い
ん
だ
よ

で

何
が
問
題
な
ん
だ

チ

ム
に
強
力
な
ア
タ

カ

が
い
な
い

そ
う
い
う
事
か

可
能
な
ら
誰
か
紹
介
し
て
も
ら
え
れ
ば

ボ
ス
攻
略
に
参
加
す
る
事
も
問
題
な
い
そ
う
ダ

と
言

て
も
キ
リ
ト
く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
な
い
が

キ
リ
ト
は
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
知
る
強
力
な
ア
タ

カ

と
い
え
ば
キ
リ
ト
だ
が

 
さ
す
が
に
ギ
ル
ド
に
入

て
う
ま
く
や

て
い
る
ら
し
い
キ
リ
ト
に
そ
ん
な
事
は
頼
め
な
い

 
本
当
は
も
う
一
人
候
補
が
い
る
は
ず
だ

た
が
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
を
考
え
も
し
な
か

た

で

当
て
は
あ
る
の
か

ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
と
か
か
ら
引

張

て
く
る
と
か

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
理
じ

な
い
か
ナ

 
ま
あ
無
理
だ
よ
な

と
思
い
つ
つ
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
込
ん
だ
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し
か
し
い
い
考
え
は
ま

た
く

か
ん
で
こ
な
か

た

最
悪
俺
を

り
込
ん
で
み
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
結
局

そ
う
結

け
た

と
り
あ
え
ず
そ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
話
を
す
る
事
は
出
来
る
か

セ

テ

ン
グ
す
る
の
は
可
能
だ
ナ

そ
れ
じ

頼
む

ど
ん
な
奴
か
話
し
て
み
な
い
と
な
ん
と
も
い
え
ん

そ
れ
じ

い
て
み
る
ヨ

  
次
の
日

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
元
へ
と
向
か

た
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ル
ゴ
と

ア
ス
ナ
だ

た

ア
ス
ナ
は
別
に
つ
い
て
こ
な
く
て
い
い
ん
だ
ぞ

私
も
行
く
よ

い
や

別
に
話
す
だ
け
だ
か
ら
大
丈
夫
な
ん
だ
が
な

 
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
が
自
分
の
名
前
を
決
し
て
出
そ
う
と
し
な
い
事
に
気
付
い
て
い
た

 
気
を
遣

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
か
ら

考
え
も
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
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も
し
く
は

無
意
識
に
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
う
考
え
る
と

ハ
チ
マ
ン
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
提
案
す
る
の
は

絶
対
に
ハ
チ
マ
ン
君
は

自
分
で
い
い
か
と
提
案
す
る
つ
も
り
の
は
ず

 
ア
ス
ナ
は

も
し
そ
う
な

た
ら
自
分
が
立
候
補
す
る
事
を

に
決
め
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
あ
の
解
放

壊
滅
の
日
以
来
ず

と

 
ハ
チ
マ
ン
が
自
分
を

め
続
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
た

 
こ
の
ま
ま
の

況
が
続
く
と

い
ず
れ
必
ず
ハ
チ
マ
ン
の
身
に
良
く
な
い
事
が

き
る

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
確
信
し
て
い
た

 
だ
か
ら
と
い

て
ハ
チ
マ
ン
の
代
わ
り
に
仕
方
な
く
と
い
う
意
識
は
ま

た
く
無
か

た

 
話
を

い
て
い
て
ア
ス
ナ
は

以
前
自
分
が
ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
へ
の
参
加
を
考
え
て
い
た
事

 
そ
し
て

こ
の
血
盟
騎
士
団
と
い
う
ギ
ル
ド
が
そ
の
ギ
ル
ド
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

 

も
な
く
確
信
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
に
は
自
由
で
い
て
欲
し
い
そ
の
上
で
私
は
私
の
道
を
ゆ
く
た
め
に
ギ
ル
ド
に
入

る 
今
の
ア
ス
ナ
は

そ
ん
な
決
意
に
満
ち
て
い
た
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は
じ
め
ま
し
て

私
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
だ

 
そ
の
男
の
目
を
見
た

間

ハ
チ
マ
ン
は
衝
撃
を
受
け
た

さ
ん
の
目
に
似
て
い
る

し
か
し
ま
さ
か

ゲ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
参
加

 
あ
り
え
な
い

あ
り
え
な
い
と
思
う
が

で
も
似
て
い
る

確
信
は
持
て
な
い
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

気
を
と
り
な
お
し
て
自

紹
介
す
る
事
に
し
た

は
じ
め
ま
し
て

ハ
チ
マ
ン
だ

私
は
ア
ス
ナ
で
す

攻
略
組
の
中
で
名
だ
た
る
お
二
人
に
お
会
い
出
来
て
光
栄
に
思
う
よ

で
用
件
は
何
だ
ろ
う

か
刀
直
入
に
言
う

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

血
盟
騎
士
団
に
足
り
な
い
ア
タ

カ

俺
じ

目
か

ハ
チ
マ
ン
君

や

ぱ
り

君
か

確
か
に

手
さ
は
な
い
が

君
も
強
力
な
ア
タ

カ

だ

 
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
こ
ち
ら
と
し
て
は
願

て
も
な
い

し
出
な
ん
だ
が
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私
と
し
て
は
そ
ち
ら
の
ア
ス
ナ
さ
ん
の
参
加
を
打

さ
れ
る
も
の
と
ば
か
り
思

て
い
た
ん

だ
が
ね

ア
ス
ナ
が
血
盟
騎
士
団
に

そ
ん
な
事
考
え
た
事
も
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

心

不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て

そ
う
答
え
た

 
そ
の
時
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

二
人
の
顔
を
見
比
べ
な
が
ら
言

た

考
え
た
事
が
な
い
の
で
は
な
く

考
え
た
く
な
か

た
の
で
は
な
い
か
ね

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
さ
ん
は
分
か

て
い
る
よ
う
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に

を
ハ
ン
マ

で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
た

考
え
た
事
が
な
い
の
で
は
な
く
考
え
た
く
な
か

た
だ
と

だ
が
し
か
し

俺
は

 
や
や
混
乱
し
て
い
る
ハ
チ
マ
ン
を
よ
そ
に

ア
ス
ナ
が
一
歩
前
へ
進
み
出
た

ハ
チ
マ
ン
君
の

し
出
は
無
か

た
事
に
し
て
下
さ
い

血
盟
騎
士
団
に
は
私
が
入
り
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
に

何
も
反
応
す
る
事
は
出
来
な
か

た

も
ち
ろ
ん
歓
迎
さ
せ
て
も
ら
う
が

そ
れ
で
い
い
の
か
い

は
い

自
分
の
意
思
で
決
め
た
事
で
す
か
ら

問
題
あ
り
ま
せ
ん

だ
め
だ
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ハ
チ
マ
ン
が
突
然

大
き
な
声
で
叫
ん
だ

ア
ス
ナ
が
参
加
な
ん
て

そ
ん
な
の
は

目
だ

 
今
日
の
話
は
無
か

た

て
事
で

帰
ろ
う

ア
ス
ナ

ハ
チ
マ
ン
君

ま
あ
待
ち
た
ま
え

ア
ス
ナ
君
を
手
放
し
た
く
な
い
と
い
う
君
の
気
持
ち
も
わ
か
ら
な
い
で
は

な
い
が

 
そ
れ
は
君
の
エ
ゴ
で
は
な
い
の
か
ね

エ
ゴ

エ
ゴ
だ
と

こ
れ
の
ど
こ
が
エ
ゴ
な
ん
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ

そ
れ
が
エ
ゴ
じ

な
け
れ
ば
何
だ
と
言
う
ん
だ
い

 
君
は
そ
も
そ
も

ア
ス
ナ
君
を
候
補
に
す
ら
考
え
て
い
な
か

た
ん
だ
ろ
う

 
理
屈
で
言
え
ば

そ
れ
が
一
番
ベ
ス
ト
な
選
択
だ
と
い
う
の
に
も
関
わ
ら
ず
だ

そ
れ
は

そ
し
て
自
分
の
意
思
だ
と
い
う
ア
ス
ナ
君
の
気
持
ち
も
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る

 
ハ
チ
マ
ン
は

り
込
ん
で
し
ま
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
も
そ
の
ま
ま
静
観
し
て
い
た

 
最
初
に
言
葉
を
発
し
た
の
は

ア
ス
ナ
だ

た
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ハ
チ
マ
ン
君

私
ハ
チ
マ
ン
君
の
代
わ
り
に
と
か
そ
ん
な
事
思

て
決
め
た
ん
じ

な
い

よ 
確
か
に
ハ
チ
マ
ン
君
に
は
自
由
で
い
て
欲
し
い
の
も
確
か
だ
し

 
こ
の
前
か
ら
ハ
チ
マ
ン
君
が
自
分
を

め
続
け
て
一
人
で
何
と
か
し
よ
う

て
思

て
る
の

も
知

て
る

 
で
も
ね

そ
ん
な
事
と
は
関
係
な
く

こ
れ
は

私
の
や
り
た
い
事
で
も
あ
る
の

 
私

攻
略
の
た
め
に
い
ず
れ
ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
に
入
ろ
う
か

て

漠
然
と
考
え
て
た

 
で
も
ハ
チ
マ
ン
君
達
と
一

に
行
動
す
る
の
が
楽
し
く
て
そ
の
気
持
ち
を

し
ち

て
た

 
で
も
今
回
の
話
を

い
た
時

う
ま
く
言
え
な
い
ん
だ
け
ど

こ
れ
だ

て
思

た
の

 
い
つ
ま
で
も
ハ
チ
マ
ン
君
に
頼

て
な
い
で

自
分
の
道
を
自
分
で
選
ぼ
う

て

 
そ
し
て
そ
れ
は
今
な
ん
だ

て
そ
う
思

た
の

ア
ス
ナ

心
配
し
な
く
て
も

ど
こ
に
も
行

た
り
し
な
い
か
ら

 
ど
う
せ
ち

こ
ち

こ
秘
密
基
地
に
は
行
く
し
ね
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そ
う
言
い
な
が
ら

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
微
笑
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
顔
を
見
て

ヒ

ス
ク
リ
フ
に
言

た

ヒ

ス
ク
リ
フ

ア
ス
ナ
を
そ
の

宜
し
く
頼
む

わ
か

た

本
当
は
君
に
も
参
謀
と
し
て
入
団
し
て
欲
し
か

た
が

 
ど
う
や
ら
君
は
フ
リ

で
動
く
方
が
全
体
の
た
め
に
な
る
よ
う
だ
し

今
回
は

め
よ
う

 
気
が
か
わ

た
ら

い
つ
で
も
言

て
く
れ
て

わ
な
い
が
ね

あ
あ

そ
の
時
は
宜
し
く
頼
む

 
こ
う
し
て
ア
ス
ナ
は
血
盟
騎
士
団
に
入
団
し

副
団
⻑
に

任
す
る
事
が
決
ま

た

 
二
十
五
層
の
攻
略
は

こ
う
し
て
再
び
動
き
出
す
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第
０
３
７
話
 
再
始
動

 

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す

 
ア
ス
ナ
が
血
盟
騎
士
団
に
入
団
し
た
そ
の
日
の
夜

ハ
チ
マ
ン
が
家
に
帰
る
と

 
何
故
か
そ
こ
に
は
ア
ス
ナ
が
い
た

連

無
し
で
来
る
の
は
初
め
て
だ

た

で

何
で
ア
ス
ナ
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

え

だ

て

ど
う
せ
ま
た
す
ぐ
秘
密
基
地
に
行
く

て
言

た
じ

な
い

す
ぐ
と
は
言

て
な
い

そ
う
だ

け

ま
あ
男
の
子
が

か
い
事
を
気
に
し
な
い
の

へ

へ

分
か
り
ま
し
た
よ
副
団
⻑
様

 
せ

か
く
の
さ

き
ま
で
の
感
動
の
シ

ン
が
台
無
し
じ

ね

か
よ

あ

食
作

と
い
た
か
ら

お
う

料
理
ス
キ
ル
結

上
が

た
の
か
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ま
あ

問
題
な
く
人
に

舞
え
る

度
に
は

ね

 
今
後
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
結
局
二
人
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

て
い
な
い
よ
う

だ 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
に
は
や

ぱ
り
か
な
わ
な
い
な

と
思

た

あ

あ
と
今
日

ま

て
く
か
ら
よ
ろ
し
く
ね

 
ア
ス
ナ
が
い
き
な
り
言
い
出
し

ハ
チ
マ
ン
は
驚
い
た

は

お
前
い
き
な
り
何
言

ち

て
ん
の

あ

あ
と
今
日

ま

て
く
か
ら
よ
ろ
し
く
ね

い
や
内
容
は
わ
か

て
る
か
ら

 
は

友
達
と
い
え
ど
も

度
を
持

て
だ
な

て
こ
ん
な
会
話
前
も
し
た
気
が
す
る

な
大
丈
夫

リ
ズ
も
す
ぐ
来
る
か
ら

今
日
は
お
祝
い
ね

は
い
は
い

了
解
だ
よ
副
団
⻑
様

 
そ
の
後
す
ぐ
に
リ
ズ
ベ

ト
も
到
着
し
た

 
ど
う
や
ら
こ
れ
か
ら
ア
ス
ナ
の
血
盟
騎
士
団
入
団
と
副
団
⻑

任
の
お
祝
い
の
会
を
開
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す
る
ら
し
い

ど
う
し
て
女
子
は
こ
う

何
か
と
お
祝
い
し
た
が
る
の
か
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
も
ま
あ
今
日
く
ら
い
は
ア
ス
ナ
の
好
き
に
さ
せ
て
や
ろ
う
と
思

て
い

た  
会
は
ま
ず

ア
ス
ナ
の
制
服
の
お
披
露
目
か
ら
始
ま

た

じ

ん

こ
れ
が
私
の
新
し
い
制
服
で
す

ア
ス
ナ

か
わ
い
い

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
は

も
ら

た
制
服
を
見
せ
た
く
て
仕
方
が
な
か

た
よ
う
だ

 
そ
の
制
服
は

防
御
力
も
し

か
り
と
し
た

タ
イ
プ
の
制
服
で
あ
る
よ
う
だ

た

こ
れ
な
ら
ま
あ

性
能
的
に
も
安
心
だ
な

 
ア
ス
ナ
は
何
か
を
期
待
す
る
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に

い
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ
ど
う
か
な

あ
あ

防
御
力
も
し

か
り
し
て
そ
う
だ
し

い
い
と
思
う
ぞ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
答
え
は

誰
が

い
て
も
落
第
と
い
え
る
も
の
だ

た
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ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン
さ
あ

な

何
だ
よ

も
う
一
度
や
り
直
し

お

お
う

そ
れ
で
は

め
ま
し
て

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
か
な

に

似
合

て
る
ん
じ

な
い
か

悪
く
な
い
と
思
う
ぞ

あ
り
が
と
う

 
こ
ん
な
調
子
で
夜
も
更
け
て
い
き

ハ
チ
マ
ン
は

々
に
自
室
へ
と
退
散
し
た

 
二
人
は
一

に
お
風
呂
に
入
り

そ
の
ま
ま
今
日
は
一

に

る
よ
う
だ

は

今
日
は
色
々
あ

た
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
日

自
分
の

目
な
と
こ
ろ
を
散
々
見
せ
つ
け
ら
れ

少
し
へ
こ
ん
で
い
た

俺
は
ア
ス
ナ
を
自
分
の
物
扱
い
し
て
い
た
の
か
な

 
友
達
の
事
を
そ
ん
な
風
に
思
う
な
ん
て

俺
は
や

ぱ
だ
め
な
奴
だ
な

は

 
友
達
い
な
い
期
間
⻑
か

た
し
な

と
考
え
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
眠
り
に
つ
い
た
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ね
え
ア
ス
ナ

本
当
に
良
か

た
の

ん

何
が

本
当
は
ア
ス
ナ

ハ
チ
マ
ン
の
作
る
ギ
ル
ド
に
入
り
た
か

た
ん
じ

な
い
の

あ

リ
ズ
も
や

ぱ
わ
か

て
た
ん
だ

そ
り

ね

で
も
も
し
そ
う
な

た
ら
ハ
チ
マ
ン
君
メ
ン
バ

の
た
め
に
自
分
を

に
し
そ
う
じ

な
いあ

そ
れ
は
あ
り
そ
う

だ
か
ら

こ
れ
で
良
か

た
ん
だ
よ

 
血
盟
騎
士
団
の
話
を

い
て

こ
れ
だ

て
思

た
の
は
間
違
い
な
い
ん
だ
し

ま
あ

ア
ス
ナ
が
納
得
し
て
る
な
ら
い
い
け
ど
さ

う
ん

と
こ
ろ
で

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
事
が
好
き
な
の

え

ハ
チ
マ
ン
君
は
友
達
だ
よ

好
き
と
か
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
よ
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う
わ

だ
め
だ

こ
の
二
人
よ

ど
の
事
が
な
い
限
り
自
覚
し
な
い
わ

 
リ
ズ
ベ

ト
は

を

え
た

 
こ
う
し
て
初
め
て
の
三
人
の
夜
は
更
け
て
い

た

  
そ
し
て
夜
が
明
け
た

二
人
と
も

日
は
よ
く
眠
れ
た
か

う
ん

大
丈
夫

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
今
日
は
ど
う
す
る
の

俺
は
攻
略
会
議
の
開

の
手
配
だ
な

後
は
ま
あ

所
に
連

と
報
告
だ
な

私
は
ギ
ル
ド
の
方
に
顔
を
出
し
て

フ

メ

シ

ン
と
か
の
練

と
か
色
々
か
な

そ
れ
じ

私
は
今
日
も
鍛

に
精
を
出
し
ま
す
か

 
そ
の
後
ハ
チ
マ
ン
は
関
係

方
面
に
連

を
し
ま
く

た

 
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
に
は

攻
略
会
議
開

の
要

を

 
血
盟
騎
士
団
に
は

今
ま
で
の
攻
略
の
ル

ル
や
フ

メ

シ

ン

の
説
明
を
し

 
キ
リ
ト
や
ネ
ズ
ハ

エ
ギ
ル
ら
に
連

を
と

た
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そ
し
て
つ
い
に
次
の
日

久
々
の
攻
略
会
議
が
開

さ
れ
た

ハ
チ
マ
ン
君

何
か
進
展
が
あ

た
の
か
い

 
ま
ず
最
初
に

先
日
会

た
シ
ヴ

タ
が
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
て
き
た

あ
あ

シ
ヴ

タ
さ
ん

や

と
解
決
の
糸
口
が
掴
め
ま
し
た

そ
う
か

戦
力
さ
え
な
ん
と
か
な
れ
ば

攻
略
自
体
は
出
来
る
は
ず
だ
し
な

幸
い

て
言

ち

い
け
な
い
ん
で
し

う
が

情
報
は
あ
り
ま
す
か
ら
ね

こ
の
層
に
限

て
は
ほ
と
ん
ど
回
り
つ
く
し
た
し
な

 
そ
こ
に

リ
ン
ド
も
や

て
き
て

会
話
に
加
わ

た

リ
ン
ド

す
ま
な
い

勝
手
に
会
議
を
召
集
し
ち
ま

て

い
や

そ
れ
は

わ
な
い
よ

ど
う
せ
こ
の
ま
ま
じ

当
面
打
つ
手
も
無
か

た
し

 
リ
ン
ド
は
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
答
え
た

リ
ン
ド
も
精
神
的
に
か
な
り
参

て
い
た
よ
う
だ

と
り
あ
え
ず
戦
力
は
な
ん
と
か
し
た

後
は

か
い
と
こ
ろ
の
調
整
と
か
に
な
る
と
思
う

血
盟
騎
士
団
だ

け

実
力
は
ど
う
な
ん
だ

リ

ダ

が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
持
ち
だ
と

い
て
い
る
が

防
御
に
関
し
て
は
格

に
上
が
る
と
思
う

攻
撃
に
関
し
て
は

ま
あ

し

が
あ
る
し
な
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な
る
ほ
ど

ま
あ
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
で
ト

タ
ル
の
攻
撃
力
は
上
が
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
ね

 
そ
の
後
エ
ギ
ル
に
も
声
を
か
け

会
議
が
始

た

 
会
議
の
冒

ま
ず
ハ
チ
マ
ン
が
あ
い
さ
つ
し
た

皆

い
き
な
り
集
ま

て
も
ら

て

し

な
い

 
今
日
集
ま

て
も
ら

た
の
は

ま
ず
新
し
い
戦
力
の
紹
介
を
す
る
た
め
だ

 
紹
介
し
よ
う

血
盟
騎
士
団
だ

 
そ
の
言
葉
と
同
時
に

血
盟
騎
士
団
の
面
々
が
入
場
し
て
き
た

 
揃
い
の
制
服
を
着
て

一
さ
れ
た
そ
の
動
き
は

か
な
り
迫
力
の
あ
る
も
の
だ

た

 
皆
は
興
味
深
く

め
て
い
る
よ
う
だ

た
が

 
ア
ス
ナ
が
入

て
き
た
と
こ
ろ
で

や
は
り
驚
き
の
声
が
あ
が

た

私
は
血
盟
騎
士
団
の
団
⻑
ヒ

ス
ク
リ
フ

隣
に
い
る
の
は
副
団
⻑
の
閃
光
の
ア
ス
ナ

さ
ん
だ

ア
ス
ナ
で
す

め
ま
し
て

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
閃
光
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
で
ア
ス
ナ
の

が
ピ
ク

と
上
下
し
た
の
に
気
付
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い
た
が

 
ア
ス
ナ
に

ま
れ
た
の
で

見
え
な
か

た
ふ
り
を
し
た

我
々
血
盟
騎
士
団
の
メ
ン
バ

十
七
人

攻
略
組
へ
の
参
加
を
希
望
す
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

々
と
名
乗
り
を
あ
げ

皆
も
こ
れ
を
歓
迎
し
た

 
皆
が
期
待
に

り
上
が
る
中
後
ろ
の
方
に
い
た
キ
リ
ト
が
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
て
き
た

ど
う
い
う

で
ア
ス
ナ
が
血
盟
騎
士
団
に
入
る
事
に
な

た
ん
だ

あ
あ

ア
ス
ナ
の
希
望
な
ん
だ
よ
な

実
は

ん

そ
う
か

無
理
や
り
と
か
じ

な
い
ん
だ
な

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
良
か

た
の
か

何
が
だ
よ

い
や

ハ
チ
マ
ン
が
い
い
な
ら
い
い
ん
だ
よ

頑
張
ろ
う

お
う

頼
り
に
し
て
る

  
こ
う
し
て
戦
力
も
揃
い

再
び
ボ
ス
へ
と
挑
む
事
が
決
定
し
た
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第
二
十
五
層
に
到
達
し
て
か
ら

実
に
一

月
が
た

て
い
た

 
今
回
の
編
成
は

フ
ル
レ
イ
ド
と
な
る

 
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
が
二
十
四
人
の
四
パ

テ

血
盟
騎
士
団
が
十
七
人
の
三
パ

テ

 
エ
ギ
ル
軍
団
四
人
に
加
え

キ
リ
ト
と
ネ
ズ
ハ
で
一
パ

テ

総
勢
四
十
八
人

 
ハ
チ
マ
ン
は

血
盟
騎
士
団
の
パ

テ

で
ア
ス
ナ
と
コ
ン
ビ
を
組
む
事
に
な

て
い
た

 
模

戦
の
結
果
血
盟
騎
士
団
の
メ
ン
バ

の
中
に
は
ア
ス
ナ
の
速
さ
に
合
わ
せ
ら
れ
る
者

が
お
ら
ず

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
コ
ン
ビ
で
組
ま
せ
る
の
が
最

だ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
判
断
し
た
た
め

だ

た

 
そ
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
は

始
め
て
見
る
血
盟
騎
士
団
の
団
員
を

戦

さ
せ
た

 
団
外
の
団
員
と
し
て

誰
も
ハ
チ
マ
ン
を

る
者
は
い
な
か

た

  
こ
う
し
た

余
曲

を

て

再
び
二
十
五
層
の

層
ボ
ス
と
の
戦
闘
が
始
ま

た

 
話
に

い
て
い
た
通
り

ボ
ス
は
恐
ろ
し
く
速
く

重
い
攻
撃
を
仕

け
て
き
た

 
だ
が

そ
ん
な
強
い
ボ
ス
の
攻
撃
を

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
ほ
と
ん
ど

殺
し
て
い
た
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皆

神
聖
剣
の
強
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
驚
き
を

せ
な
い
よ
う
だ

た

ハ
チ
マ
ン
君

な
ん
か
す
ご
い
ね

あ
あ

な
ん
で
あ
ん
な
奴
が
今
ま
で
表
に
出
て
こ
な
か

た
ん
だ
ろ
う
な

不
思
議
だ
よ
ね

お

ど
う
や
ら
ボ
ス
の

が
レ

ド

ン
に
突
入
す
る
ぞ

 
こ

ち
も
こ
こ
ら
で
き

ち
り
と

存
在
感
見
せ
と
く
か

う
ん

行
こ
う

私
達
二
人
な
ら
絶
対
負
け
な
い
よ

 
戦
い
は
そ
の
後
も

な
も
の
と
な

た
が

者
を
出
す
事
な
く
無
事
終
了
し
た

 
や
は
り
目
立

た
の
は

血
盟
騎
士
団
の
堅
実
な
戦
い
ぶ
り
と

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
超
人
的
な
防
御
力
だ

た

 
そ
し
て
今
ま
で
攻
撃
力
不
足
だ

た
部
分
も

ア
ス
ナ
の
加
入
に
よ
り

解
消
さ
れ
た

 
血
盟
騎
士
団
の
名
は
確

た
る
も
の
と
な
り
今
後
の
攻
略
を
引

張

て
い
く
の
は
確
実
と

思
わ
れ
た

 
こ
う
し
て
今
後
の
攻
略
の
め
ど
が
た
ち

再
び
攻
略
組
の

進
撃
が
始
ま
る
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第
０
３
８
話
 
そ
れ
ぞ
れ
の
絆

 
二
十
五
層
が
突
破
さ
れ
て

日
後

 
ハ
チ
マ
ン
は

久
し
ぶ
り
に
キ
リ
ト
と
二
人
で
レ
ベ
ル
上
げ
に
勤
し
ん
で
い
た

キ
リ
ト
か
ら
誘

て
く
る
な
ん
て
珍
し
い
な

最
近
前
線
で
戦

て
な
か

た
か
ら

ち

と
レ
ベ
ル
が

な

 
そ
れ
に
ア
ス
ナ
が
い
な
い
と
ハ
チ
マ
ン
も
背
中
を
守
る
奴
が
い
な
く
て
困

て
る
だ
ろ
う
と

思

て
な

べ

別
に
さ
び
し
が

て
な
ん
か
い
ね
え

つ

の

い
や

俺
は
そ
こ
ま
で
は
言

て
な
い
か
ら
な

ん
じ

ま

や
る
と
し
ま
す
か

そ
う
だ
な

久
し
ぶ
り
に
全
力
だ

ん

久
し
ぶ
り

て
ど
う
い
う
事
だ

ギ
ル
ド
で
全
力
は
出
し
て
い
な
い

て
事
か

 
ま
あ
中
級
ギ
ル
ド
に
一
人
だ
け
突
出
し
た
奴
が
い
る
の
も
色
々
難
し
い
ん
だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
コ
ン
ビ
に
負
け
ず

ら
ず
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ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の
コ
ン
ビ
も
す
さ
ま
じ
い
息
の
合
い
方
を
し
て
い
た

 
殲
滅
速
度
だ
け
な
ら
こ
ち
ら
の
方
が
速
い
か
も
し
れ
な
い

 
ボ
ス
戦
以
外
の
戦
闘
は
久
し
ぶ
り
だ

た
の
で
ハ
チ
マ
ン
も
思
い
切
り
や

て
い
る
よ
う
だ

 
あ
る

度
戦
闘
の
回

を
重
ね

そ
ろ
そ
ろ
一
度
休

す
る
か
と
い
う
話
に
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

後
方
か
ら
近

い
て
く
る
一
団
を
発
見
し
た

キ
リ
ト

誰
か
来
る
ぞ

ま
あ

仮
に
襲
わ
れ
て
も
俺
達
な
ら
返
り
討
ち
に
で
き
る
だ
ろ
う
し

 
こ
の
ま
ま
の
ん
び
り
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
て
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

お
い
キ
リ
ト
い
き
な
り
物

だ
な

は
は

ま
あ
そ
れ
く
ら
い
の
つ
も
り
で
平
気
な
く
ら
い
余

だ
ろ

て
事
さ

ま
あ

実

の
と
こ
事
実
な
ん
だ
け
ど
な

 
二
人
が
の
ん
び
り
と
座
り
な
が
ら
水
分
補

を
行

て
い
る
と

 
そ
の
一
団
が
つ
い
に
は

き
り
と
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
近

い
て
き
た

 
ど
う
や
ら
そ
の
一
団
の
中
に

キ
リ
ト
の
知

て
る
顔
が
い
た
よ
う
だ

 
キ
リ
ト
は
一

そ
う
な
顔
を
し
た
が

そ
の
男
に
声
を
か
け
た
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よ
う

ク
ラ
イ
ン

久
し
ぶ
り
だ
な

お

お
お

お
前
キ
リ
ト
じ

ね

か

初
日
ぶ
り
だ
な
お
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

ク
ラ
イ
ン
と
い
う
名
前
に
は

き
覚
え
が

る
よ
う
な
無
い
よ
う
な

 
む
ず
む
ず
す
る
気
が
し
て
い
た
が

初
日
と
い
う
言
葉
で
は

き
り
と
思
い
出
し
た

あ

ク
ラ
イ
ン

て

初
日
に
キ
リ
ト
に
レ
ク
チ

し
て
も
ら

て
た
あ
い
つ
か

噂
は

い
て
る

攻
略
組
の
黒
の
剣
士

て
な

う

そ
ん
な
呼
び
名
で
呼
ば
れ
て
た
の
か

で

え

と
そ
ち
ら
の
方
は

あ

確
か
初
日
に
会

た
か
な

へ

初
日

初
日

て
そ
の
顔

あ

隣
で
練

し
て
た
奴
か

俺
は
ク
ラ
イ
ン

以
後
ヨ

ロ
シ
ク

お

お
う

宜
し
く
な

俺
は
ハ
チ
マ
ン
だ

元
気
と
い
う
か

い
と
い
う
か

で
も

め
な
い
な

な
ん
か
い
い
奴
み
た
い
だ

ハ
チ
マ
ン

て
攻
略
組
の
ハ
チ
マ
ン
か

多
分
そ
の
ハ
チ
マ
ン
だ

一
応

く
け
ど

俺
に
は
変
な
二
つ
名
は
つ
い
て
な
い
よ
な
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あ
あ

そ
れ
は

い
た
事
が
な
い
な

 
ク
ラ
イ
ン
の
言
葉
を

い
て

ハ
チ
マ
ン
は

だ

そ
う
だ

黒
の
剣
士
様

く
 
と
キ
リ
ト
を
か
ら
か

た

 
そ
の
様
子
を
見
て

ク
ラ
イ
ン
は

キ
リ
ト
と
ハ
チ
マ
ン
は

友
達
な
の
か

 
と

い
た

あ
あ

友
だ

ち

そ
う
か

良
か

た

俺
キ
リ
ト
に
友
達
が
い
る
の
か
ど
う
か

て
今
ま
で
ホ
ン
ト
に

心
配
で
な

な

な
ん
か
心
配
か
け
た
な

ク
ラ
イ
ン

 
キ
リ
ト
が
答
え
よ
う
と
し
た

中
で

 
ク
ラ
イ
ン
は
食
い
ぎ
み
に
キ
リ
ト
を

き
し
め
そ
う
言
い

き
始
め
た

 
そ
れ
は
本
当
に
嬉
し
そ
う
だ

た
の
で
ハ
チ
マ
ン
は
や

ぱ
り
こ
い
つ
は
い
い
奴
だ
と
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思

て
い
た

 
キ
リ
ト
も
キ
リ
ト
で

最
初
は
ク
ラ
イ
ン
に
何
か
負
い
目
が
あ
り
そ
う
な
雰
囲
気
だ

た
が

 
ク
ラ
イ
ン
の
明
る
い
笑
顔
に
釣
ら
れ
て

自
然
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た

で

こ
れ
が
俺
の
仲
間
だ

風

山

て
ギ
ル
ド
を
作

た
ん
だ
よ

よ
ろ
し
く

キ
リ
ト
だ

ハ
チ
マ
ン
だ

 
ど
う
や
ら
ク
ラ
イ
ン
の
仲
間
も
ク
ラ
イ
ン
同
様
い
い
奴
ば
か
り
だ

た
よ
う
で

 
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

雑
談
に
花
が
咲
い
た

 
ク
ラ
イ
ン
の
要
望
で
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の
戦
闘
の
様
子
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

た
一

は

 
あ
ま
り
の
戦
闘
の
凄
ま
じ
さ
に
驚
い
て
い
た

キ
リ
ト
が
強
い
の
は
分
か

て
た
け
ど

ハ
チ
マ
ン
も
す
げ

な

さ
す
が
攻
略
組

て
感

じ
だ

 
そ
の
後

風

山
の
面
々
に
少
し
コ
ツ

を
レ
ク
チ

し
て

そ
こ
で
分
か
れ
る
事
に

な

た
そ
れ
じ

ま
た
ど
こ
か
で
な

何
か
あ

た
ら
連

く
れ
よ
な
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お
う

ま
た
な

ク
ラ
イ
ン

 
珍
し
く
キ
リ
ト
が

別
れ
を

し
む
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

や

ぱ
友
達

て
い
い
も
ん
な
ん
だ
な

と
思

て
い
た

 
そ
の
後
二
人
は
狩
り
を
続
け
レ
ベ
ル
も
あ
る

度
上
が

た
と
こ
ろ
で
そ
の
日
の
狩
り
を

終
了
し
た

  
二
週
間
後

現
在
の
最
前
線
は

二
十
八
層
に
到
達
し
て
い
た
が

 
二
十
五
層
の
ボ
ス
戦
の
後

キ
リ
ト
は
ま

た
く

を
見
せ
て
い
な
か

た

 
皆
気
に
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
か

た
の
だ
が
実

あ
ま
り
心
配
す
る
者
は
い
な
か

た

 
先
日
エ
ギ
ル
の
露
店
で

い
物
を
し
た
時
も

こ
ん
な
感
じ
の
会
話
だ

た

最
近
キ
リ
ト
を
見
な
い
な

ま
あ
二
十
五
層
の
前
も
し
ば
ら
く
来
て
な
か

た
し
な

忙
し
い
ん
じ

ね

の

ま
あ
下
の
方
に
い
る
な
ら

キ
リ
ト
が
ピ
ン
チ
に
な

た
り
す
る
わ
け
な
い
か

あ
あ

 
最
近

ア
ス
ナ
も
か
な
り
忙
し
そ
う
に
し
て
い
た
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ギ
ル
ド
の
押
さ
え
た

に

み

そ
こ
か
ら
チ

ム
で
狩
り
に
行
く

 
帰

た
ら
帰

た
で

ミ

テ

ン
グ
や
ら
何
や
ら
を
こ
な
す

日
の
よ
う
だ

 
組

に
入
る
と
い
う
事
は

そ
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
わ
け
で

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
も

や
や

遠
に
な
り
つ
つ
あ

た

  
そ
の
日
ハ
チ
マ
ン
は

久
し
ぶ
り
に
ソ
ロ
で
ダ
ン
ジ

ン
に

る
事
を
決
め

 
今
は
二
十
六
区
の
迷
宮
区
に
い
た

 
特
に
問
題
も
な
く
進
ん
で
い
た
が
中
層
に
差
し

か

た

前
方
に
戦

て
い
る
人
影

を
発
見
し
た

あ
れ
は

キ
リ
ト
か

お

い
キ
リ
ト

 
声
を
か
け
た
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が

ど
う
や
ら

こ
え
て
い
な
い
ら
し
い

 
よ
く
見
て
み
る
と

キ
リ
ト
の
様
子
が
何
か
お
か
し
い

 
ま
る
で
い
つ
死
ん
で
も
い
い
か
の
よ
う
な
無
茶
な
戦
い
を
続
け
て
い
る
か
の
よ
う
な

 
そ
の
様
子
に
声
を
か
け
ら
れ
な
い
で
い
る
と
敵
を
殲
滅
し
終
わ

た
キ
リ
ト
が
そ
の
ま

ま
倒
れ
た
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ハ
チ
マ
ン
は
あ
わ
て
て
駆
け
寄
り

キ
リ
ト
が
気
を
失

て
る
の
を
確
認
す
る
と

 
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
を
背
負

て

自
宅
へ
と
連
れ
帰

た
の
だ

た

  
し
ば
ら
く
し
て

キ
リ
ト
が
目
を
覚
ま
し
た

こ
こ
は

お
う

き
た
か

俺
の
家
だ
よ

キ
リ
ト

ハ
チ
マ
ン

何
故
俺
は
こ
こ
に

お
前
が
迷
宮
の
中
で
ぶ

倒
れ
た
の
を
見
つ
け
た
か
ら

担
い
で
き
た
ん
だ
よ

そ
う
か

腹

て
る
か

 
答
え
よ
う
と
し
な
い
キ
リ
ト
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
以
上
何
も

か
ず
料
理
を
始
め
た

 
そ
し
て
十
分
後

完
成
し
た
ス

プ
を

て
キ
リ
ト
に
差
し
出
し
た

 
キ
リ
ト
は
少
し
た
め
ら

た
後

そ
れ
を
口
に
し
た

ま
ず
い
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う
る
せ

よ
最
近
は
ア
ス
ナ
も
ま

た
く
来
な
い
か
ら
い
い
食
材
の
ス
ト

ク
が
無
い
ん

だ
よは

は

 
キ
リ
ト
は
精
一

の
笑
顔
を
見
せ
た

何
も

か
な
い
の
か

興
味
が
無
い

そ
う
か

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
⻑
い

を
続
け
て
い
た
が
先
に
口
を
開
い
た
の
は
キ
リ
ト
の
方
だ

た
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
が
い
な
く
て

し
く
な
い
の
か

あ

別
に

し
く
な
ん
か
ね

よ

連

し
よ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
だ
し
な

し
ね

け
ど

連

し
よ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
と
れ
る

か

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
が
そ
の
何
気
な
い
言
葉
に

何
か
思
い
を
こ
め
て
い
る
と
感
じ
た

今
日
は
も
う

ち
ま
え

部
屋
は
そ
こ
な

あ
り
が
と
う

ハ
チ
マ
ン
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気
に
す
ん
な

 
実
の
と
こ
ろ

日
迷
宮
に

り

ぱ
な
し
だ

た
キ
リ
ト
は

 
何
日
ぶ
り
か
で

か
い
ベ

ド
で
眠
り
に
つ
い
た

  
次
の
日
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
に
自
宅
の
自
慢
を
始
め
た

ど
う
だ
キ
リ
ト

す
げ

だ
ろ

こ
こ

二
十
二
層
の

内
じ

な
い
か
よ

 
ま
さ
か
こ
ん
な
所
に
プ
レ
イ
ヤ

ハ
ウ
ス
が
あ

た
と
は
な

よ
く
見
つ
け
た
な

ま
あ

日
ご
ろ
の
行
い
だ
ろ

い
や

そ
れ
な
ら
絶
対
見
つ
か
る
わ
け
な
い
と
思
う
ぞ

あで
も
本
当
に
こ
こ
は
い
い
な

あ
あ

秘
密
基
地

い
だ
ろ

く
そ

絶
対
も

と
い
い
と
こ
見
つ
け
て
や
る

 
キ
リ
ト
も
多
少
は
元
気
が
出
た
よ
う
だ

お
そ
ら
く

本
的
に
は
何
も
解
決
し
て
な
い
の
だ
ろ
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う
がと

り
あ
え
ず
一

一

の
貸
し
は
絶
対
返
せ
よ

り
逃
げ
す
ん
な

あ
あ

わ
か

た
よ

ハ
チ
マ
ン

返
す
ま
で
は
も
う

死
の
う
と
か
思
わ
な
い
さ

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
の
裏
を

み

キ
リ
ト
は
は

き
り
と
そ
う
答
え
た

し
か
し
本
当
に
い
い
家
だ
よ
な

あ
あ

正
直
見
つ
け
ら
れ
た
の
は
奇
跡
に
近
い
だ
ろ
う
な

ア
ス
ナ
も
た
ま
に
来
る
の
か

ち

と
前
ま
で
は
ち

こ
ち

こ
と
な

最
近
は
さ

ぱ
り
だ

そ
う
か

 
二
人
は
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
景
色
を
見
て
い
た
が

先
に
キ
リ
ト
が
動
い
た

そ
れ
じ

俺
は

そ
ろ
そ
ろ
行
く
よ
ハ
チ
マ
ン

明
日
か
ら
は

前
線
復
帰
だ

あ
あ

 
た
だ
ハ
チ
マ
ン
に

め
ら
れ
た
だ
け
の
よ
う
で

少
し
悔
し
か

た
キ
リ
ト
は

 
帰
り

に
ハ
チ
マ
ン
に
言

た
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ア
ス
ナ
に
会

た
ら
ハ
チ
マ
ン
が

い
て

し
が

て
た

て
ち

ん
と
言

と
い
て
や
る

か
ら
な

お
い
こ
ら

キ
リ
ト
が
負

た
心
の

が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が

 
そ
の

が
い
つ

え
る
か
は

本
人
次
第
だ
ろ
う
な

 
ま
あ

最
悪
の

態
は
脱
し
た
み
た
い
だ
か
ら

良
し
と
す
る
か

 
こ
う
し
て
キ
リ
ト
は

ま
た
前
線
で
の
戦
い
へ
と

た
の
だ

た



 第０３９話 気晴らしのおまけ

 
第
０
３
９
話
 
気
晴
ら
し
の
お
ま
け

 
今
日
も

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す

 
現
在
の
最
前
線
の
第
三
十
五
層
に
は

迷
い
の
森
と
呼
ば
れ
る
森
が
あ
る

 
な

迷
い
の
森
か
は

入

て
み
れ
ば
わ
か
る
だ
ろ
う

 
太
陽
の
光
の
一
切
入
ら
な
い
深
い
森
と
い
う
の
は

 
慣
れ
な
い
者
の
方
向
感
覚
を
失
わ
さ
せ
る

だ
が

中
に
は
騙
さ
れ
な
い
者
も
い
る

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
少
な
い
一
人
だ

た

何
で
ハ
チ
マ
ン
は
騙
さ
れ
な
い
の

そ
れ
は
俺
の
持
つ
真
実
を
見
抜
く
目
が
だ
な

あ

は
い
は
い

く
れ
て
る
か
ら
ね

ちお

こ
こ
ら
へ
ん
が
良
さ
そ
う
じ

な
い
か
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そ
れ
じ

こ
こ
ら
へ
ん

点
に
し
て
少
し
狩

て
み
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

何
故
か
エ
ギ
ル
と
リ
ズ
ベ

ト
と
共
に
狩
り
に
き
て
い
た

 
少
し
前

エ
ギ
ル
の
露
店
前
で
こ
ん
な
会
話
が
あ

た
の
だ

エ
ギ
ル

久
し
ぶ
り

お

リ
ズ

何
か
入
り
用
か

う
う
ん

た
だ
の
通
り
が
か
り
か
な

あ

あ
れ

て
ハ
チ
マ
ン
じ

な
い

お

い
ハ
チ

マ

ン

 
そ
の
声
に
気
付
き

ハ
チ
マ
ン
が

足
で
向
か

て
き
た

お
い

街
中
で
で
か
い
声
で
俺
の
名
前
を
呼
ぶ
な

別
に
い
い
じ

な

い

ね
ね

ハ
チ
マ
ン
暇
な
ん
だ

た
ら
一

に
狩
り
に
行
か
な
い

あ

な
ん
で
だ
よ

最
近
ち

と
レ
ベ
ル
上
げ
さ
ぼ

て
た
か
ら

こ
こ
ら
へ
ん
で
上
げ
と
い
た
方
が
い
い
か

な

て

 
ハ
チ
マ
ン
は

め
ん
ど
く
さ
か

た
の
で

当
な
言
い

を
考
え
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
や
は
り
口
か
ら
出
た
の
は

慣
れ
親
し
ん
だ
こ
の
言
葉
だ

た
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あ

す
ま
ん

ち

と
ア
レ
が
ア
レ
で
忙
し
い

お

け

そ
れ
じ

速
行
こ
う

お
い

俺
は
断

た
は
ず
な
ん
だ
が

え

だ

て
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
い
方

暇
な
時
の
言
い
方
じ

な
い

ち

仕
方
な
い

ち

と
だ
け
だ
ぞ

あ
り
が
と

お
い
二
人
と
も

そ
れ

俺
も
一

に
行

て
も
い
い
か

あ

別
に
か
ま
わ
な
い
け
ど
エ
ギ
ル
も
レ
ベ
ル
上
げ
が
し
た
い
の
か

ま
あ
そ
う
だ
な

最
近
商

ば

か
り
で
次
の

層
ボ
ス
戦
が
ち

と
不
安
な
ん
だ
よ

そ
れ
じ

三
人
で
行
く
か

エ
ギ
ル

店
じ
ま
い
だ

あ
い
よ

そ
れ
じ

三
人
で
れ

つ
ご

 
と
ま
あ
こ
ん
な
わ
け
な
の
で
あ
る

そ
れ
じ

俺
が
敵
を
引

張

て
く
る
わ

す
ま
ん

頼
む
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ハ
チ
マ
ン
よ
ろ
し
く

 
ハ
チ
マ
ン
は

迷
い
の
森
な
ど
な
ん
で
も
な
い
よ
う
な
し

か
り
と
し
た
足
取
り
で

 
森
の
中
へ
消
え
て
い

た

エ
ギ
ル

最
近
商

の
調
子
は
ど
う

正
直
迷
い
の
森
産
の
品
が
全
然
不
足
し
て
る
な

あ

や

ぱ
そ
う
な
ん
だ

こ
こ
最
前
線
な
上
に
敵
が
ま
と
ま

て
行
動
し
て
る
ら
し
い

し
ね実

力
的
に
も
中
層
以
下
の
冒
険
者
に
は
厳
し
い
と
こ
ろ
だ
し
な

 
ソ
ロ
で

れ
る
の
は

人
し
か
い
な
い
だ
ろ
う
な

い
や

ハ
チ
マ
ン
が
い
て
く
れ
て
良
か

た
よ
ね
ほ
ん
と

そ
う
だ
な

絶
対
迷
わ
な
い
し

敵
の

も
う
ま
い
こ
と
調

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
な

あ

来
た
み
た
い

お
う

三
匹
来
る

二
匹

え
る
か
ら
二
人
は
一
匹

つ
確
実
に
仕

め
て
く
れ

了
解
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ハ
チ
マ
ン
が
森
の
中
か
ら
飛
び
出
し

そ
う
言

た
直
後

 

な
ゴ
リ
ラ
と
も
言
う
べ
き
モ
ン
ス
タ

が
三
匹

ハ
チ
マ
ン
を
追
い
か
け
て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
匹
の
敵
を
う
ま
い
こ
と

え
て
い
た

 
エ
ギ
ル
と
リ
ズ
ベ

ト
は
ど
ち
ら
も
パ
ワ

系
な
の
で
交

に
強
力
な
一
撃
を
叩
き
こ
ん
で

い
た

 
ほ
ど
な
く
し
て
一
匹
が
倒
れ

エ
ギ
ル
と
リ
ズ
ベ

ト
が
次
の
一
匹
に
襲
い

か

た
た
め

 
ハ
チ
マ
ン
は
残
り
の
一
匹
を
ソ
ロ
で
倒
し

最
後
の
一
匹
も
す
ぐ

ん
だ

こ
れ
く
ら
い
な
ら
余

な
ん
だ
よ
ね

そ
う
だ
な

多
め
に
来
て
も
ま
あ

地

を
利
用
し
て
何
と
か
す
る
か
ら

 
確
実
に
一
つ
ず
つ
仕

め
て
く
れ
れ
ば
い
い

任
せ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
に
と

て

こ
の
二
人
と
過
ご
す
時
間
は
か
な
り
気
が
楽
だ

た

 
二
人
と
も
し

か
り
気
を
遣
え
る
上
に

離
を
感
じ
る
よ
う
な
事
も
し
な
い

 
絶

な

離
感
を
保

て
く
る
の
だ

さ
す
が
は
商

人
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か

そ
れ
じ

次
い
く
ぞ
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い
つ
で
も
こ
い

 
こ
う
し
て
し
ば
ら
く
狩
り
を
続
け

レ
ベ
ル
も
そ
こ
そ
こ
上
が
り

 
素
材
も
大

に

得
し
た
一
行
は

ほ
く
ほ
く
顔
で

ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が
何
か
思
い
出
し
た
よ
う
に
提
案
し
て
き
た

そ
う
い
や
さ

き
面
白
い
も
の
を
見
つ
け
た
ん
だ
よ
な

ち

と
見
に
行
か
な
い
か

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に

い

ハ
チ
マ
ン
の
後
を
つ
い
て
い

た

 
そ
の
ま
ま
少
し
歩
く
と
開
け
た
広
場
の
真
ん
中
に

つ
ん
と
木
が
立

て
い
る
の
を
見
つ

け
たこ

れ
は

モ
ミ
の
木
か

で
か
い
な

モ
ミ
の
木

て

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

の
あ
れ

そ
う
だ
な

い
か
に
も
怪
し
い
感
じ
の
広
場
に

モ
ミ
の
木

 
も
し
か
し
た
ら

ク
リ
ス
マ
ス
限
定
の
敵
と
か
が
こ
こ
に
出
る
ん
じ

な
い
か

そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

ま

見
せ
た
か

た
の
は
こ
れ
だ
け
な
ん
だ
が
な

 
そ
れ
じ

ま
あ
少
し
休
ん
で
帰
り
ま
す
か
ね

こ
こ
に
は
敵
は
Ｐ
Ｏ
Ｐ
し
な
い
み
た
い
だ
し
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こ
う
し
て
少
し
休

し
た
後
三
人
は
帰
路
で
遭
遇
し
た
敵
を
殲
滅
し
つ
つ
街
へ
と

て

い

た

  

日
後

ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
に
呼
び
出
さ
れ
た

 
久
し
ぶ
り
に
会

た
キ
リ
ト
は

表
面
上
は
も
う
す

か
り
元
気
に
見
え
た
が

 
や
は
り
な
ん
と
な
く

ま
だ
色
々
と
引
き
ず

て
る
よ
う
に
見
え
た

 
実
は
キ
リ
ト
か
ら
見
た
ハ
チ
マ
ン
も
微

に
色
々
引
き
ず

て
る
よ
う
に
見
え
て
た
の
だ
が

よ
う

今
日
は
ど
う
し
た
ん
だ

実
は
エ
ギ
ル
か
ら

い
た
ん
だ
が

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
が
切
り
出
し
た
の
は

先
日
見
か
け
た
巨
大
な
モ
ミ
の
木
の
話
だ

た

 
そ
の
話
を

い
て

キ
リ
ト
も
そ
こ
を
目
指
し
て
み
た
よ
う
な
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
中
々

り
着
け
な
い
ら
し
い

 
ち

と
観
光
の
つ
も
り
で
案
内
し
て
く
れ
よ
と
い
う
事
だ

た

あ

あ
そ
こ
ち

と
わ
か
り
に
く
い
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ち

う
ど
攻
略
も
ひ
と

落
つ
い
た
と
こ
ろ
だ

た
の
で
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キ
リ
ト
の
誘
い
に
乗
る
事
に
し
た

 
二
人
は
遭
遇
す
る
敵
を

殺
し

ど
ん
ど
ん
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

 
一
度
だ
け
ハ
チ
マ
ン
の
ミ
ス
で

十

匹
の
ゴ
リ
ラ
も
ど
き
に
襲
わ
れ
た
事
が
あ

た
の
が

 
あ
え
て
言
う
な
ら
最
大
の
ピ
ン
チ
と
言
え
る
く
ら
い
だ
ろ
う
か

 
も

と
も
敵
が
か
わ
い
そ
う
な
く
ら
い
の
蹂
躙
劇
が

り
広
げ
ら
れ
た
だ
け
だ

た
が

 
そ
し
て
ま
も
な
く

の
広
場
に
着
く
と
い
う
時
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
が

囲
を

し
だ
し

た
キ
リ
ト
待
て

何
か
い
る

ハ
チ
マ
ン
が

す
る

て
事
は

中
ボ
ス
ク
ラ
ス
か

あ
あ

少
な
く
と
も
た
だ
の
雑

じ

な
い
ら
し
い

 
二
人
は
そ
の
方
向
に
慎
重
に
進
ん
で
い

た

あ
れ
だ
な

あ
れ
か

木
が
立

て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
な

ト
レ
ン
ト

て
や
つ
か

態
し
て
る
ん
だ
ろ
う
な

と
り
あ
え
ず

や
る
か

 
二
人
は
そ
の
ト
レ
ン
ト
に
奇
襲
を
か
け
た
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だ
が
敵
も
即
座
に
対
応
し

し
な
る

を
何
本
も
ふ
り
ま
わ
し
て
反
撃
し
て
き
た

 
そ
の
た
め

中
々
近
寄
る
事
が
出
来
な
い

キ
リ
ト
ど
う
だ

あ
の

れ
る
か

俺
だ
と
リ

チ
の
関
係
で
ち

と
や
り
に
く
い

あ
あ

問
題
な
い

そ
れ
じ

選
手
交
代
だ
な

キ
リ
ト
が
あ
の

を
切
り
落
と
し
た

に
俺
が
連
撃
を
加
え
る

了
解

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
う
と

ト
レ
ン
ト
に
向
か

て
走
り
出
し
た

 
当
然
ト
レ
ン
ト
も

を

ば
し
て
反
撃
に
出
て
き
た
が
キ
リ
ト
の
狙
い
は
最
初
か
ら

だ
け

だ

た
の
で

 
逆
に
容
易
に
切
り
落
と
す
事
が
出
来
た

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
が
飛
び
込
み

フ

ド
エ

ジ

か
ら

月

へ
の
コ
ン
ボ
を

繋
げ
た

 
こ
の
攻
撃
で

ト
レ
ン
ト
の

は
一
気
に
二

ほ
ど

り

 
何
度
か

り
返
す
事
に
よ

て

十

分
後
に
ト
レ
ン
ト
は
光
と
な

て
消
え
た

ふ

そ
こ
そ
こ
時
間
が
か
か

た
な

ハ
チ
マ
ン
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中
ボ
ス
ク
ラ
ス

い
か
ら
リ
ポ

プ
は
し
な
い
と
思
う
が

も
し
そ
う
な
ら

 
少
人

の
パ

テ

が
遭
遇
し
た
時
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
な

一
応
ア
ル
ゴ
に
報
告
し
と
く

か
お

何
か
ド
ロ

プ
し
て
る
な

ミ
ラ

ジ

ス
フ

ア

だ

て
よ

何
だ
そ
れ

い
た
事
な
い
な

結

山
ド
ロ

プ
し
て
る
か
ら

半
分
ず
つ
分
け
よ
う

ど
れ
ど
れ

ん

こ
れ
は

持

て
る
マ

プ
と
リ
ン
ク
さ
せ
て

立
体
化
さ
せ
る

よ
く
わ
か
ら
な
い
な

目
的
の
場
所
は
お
そ
ら
く
敵
が
Ｐ
Ｏ
Ｐ
し
な
い
エ
リ
ア
み
た
い
か
ら

 
そ
こ
で

し
に
使

て
み
よ
う

何
度
で
も
使
え
る

い
し

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

モ
ミ
の
木
広
場
へ
と
移
動
を
開
始
し
た

こ
れ
か

は
は

な
ん
だ
あ
の
で
か
い
モ
ミ
の
木

こ
ん
な
殺
伐
と
し
た
ゲ

ム
な
の
に
仮
に
あ
れ
が
イ
ル
ミ
ネ

シ

ン
で

ら
れ
る
と
し
た

ら 
ち

と
笑

ち
ま
う
だ
ろ
う
な

そ
れ
じ

ハ
チ
マ
ン

さ

き
の
ア
イ
テ
ム
を

速
使

て
み
よ
う
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二
人
は
ミ
ラ

ジ

ス
フ

ア
を

し
て
み
る
事
に
し
た

 
幻
想
的
な
二
つ
の

の
マ

プ
が
そ
の
場
で
明
る
く

く

何
だ
こ
れ

面
白
い
な

道

と
か
説
明
す
る
の
に

い
い
か
も
し
れ
な
い
な

た
だ
の
散
歩
の
つ
も
り
だ

た
け
ど

こ
れ
は
思
わ
ぬ
収

だ

た
な

キ

チ
リ
全
部
の
マ

プ
デ

タ
を
集
め
た
く
な
る
な
こ
れ

わ
か
る
わ
か
る

男

て
そ
う
い
う
と
こ
あ
る
よ
な

集
め
る
の
が
好
き

て
い
う
か

し
か
も
こ
れ
敵
が
リ
ポ

プ
し
な
い
よ
う
な
ら
他
の
誰
も
手
に
入
れ
ら
れ
な
い

て
事
だ
な

 
二
人
は

楽
し
そ
う
に
笑
い
合

た

こ
れ
で
キ
リ
ト
の
気
が
少
し
で
も
晴
れ
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が

こ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
も
い
い
気
晴
ら
し
に
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
な

 
こ
う
し
て
三
十
五
層
で
の
と
あ
る
一
日
が
終
わ

た

 
今
後
こ
の
ミ
ラ

ジ

ス
フ

ア
は

の
ア
イ
テ
ム
と
さ
れ

 
攻
略
組
の
人
間
に
も
重
宝
さ
れ
て
い
く
事
と
な
る
の
で
あ

た
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第
０
４
０
話
 
ア
ス
ナ
の
誕
生
日

そ
う
い
や
明
日

て

ア
ス
ナ
の
誕
生
日
ら
し
い
よ

 
鍛
治
の
た
め
秘
密
基
地
を
訪
れ
て
い
た
リ
ズ
ベ

ト
が
い
き
な
り
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し

た

い
き
な
り
何
だ
よ

た
ま
た
ま
思
い
出
し
た
ん
だ
け
ど

前
に
そ
う
い
う
会
話
を
し
た
事
が
あ

た
ん
だ
よ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
多
分
知
ら
な
い
ん
じ

な
い
か
と
思

て
さ

確
か
に
知
ら
な
い
で
す
け
ど

つ
ま
り
何
が
言
い
た
い
ん
で
す
か
ね

二
人
で
ど
こ
か
行
け
ば

い
や
な
ん
で
だ
よ

じ

あ
せ
め
て
何
か
あ
げ
る
と
か

ぐ

ど
う
せ
ア
ス
ナ
も
血
盟
騎
士
団
で
用
事
が
あ
る
だ
ろ

あ

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
な
ん
だ
よ
ね

ま
あ

そ
う
い
う
こ

た
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そ
れ
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
誕
生
日
だ
の
な
ん
だ
の
を
祝

て
る
奴

て
ほ
と
ん
ど
い
な
い

だ
ろち

な
み
に
ハ
チ
マ
ン
の
誕
生
日
は

八
月
八
日
だ
な

も
う
過
ぎ
ち

た
ん
だ

で
も
そ

か

こ
こ
じ

あ
ん
ま
り
お
祝
い
し
な
い
か

 
し
か
し
実
は
こ
の
時
ハ
チ
マ
ン
の
必
要
以
上
に
他
人
に
気
を
遣
う
悪
い

が
出
て
し
ま

て

い
た知

ら
な
け
れ
ば
気
に
し
な
か

た
ん
だ
ろ
う
が
知

て
し
ま

た
以
上
何
も
し
な
い
の
も
な

 
し
か
し
こ
の
世
界
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
か
ハ

ド
ル
高
す
ぎ
ま
せ
ん
か
ね

 
こ
の
世
界
で

楽
と
言
え
る
も
の
は

食
事
く
ら
い
の
も
の
だ
ろ
う

 
贈
り
物
と
い

て
も

装
備
く
ら
い
し
か
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
久
々
に

攻
略
以
外
の
事
で

を
悩
ま
せ
て
い
た

い
や

こ
れ
は
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
か
じ

な
く

 
日

の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
た

友
達
へ
の
た
だ
の
贈
り
物
だ

何
も
特
別
な
事
は
な
い

 
う
ん
そ
う
い
う
事
だ
な

な
の
で
実
用
的
な
物
で
問
題
な
い
は
ず
だ
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そ
う
は
い

た
も
の
の

ハ
チ
マ
ン
は

々
と
悩
ん
で
い
た

さ

き
か
ら
う
ん
う
ん

て
る
け
ど

や

ぱ
り
何
か
あ
げ
る
事
に
し
た
の

う

知

ち
ま

た
以
上

え

せ
な
い
と
し
て
も
何
も
用
意
し
な
い
の
も
ち

と
な

と
り
あ
え
ず
ア
ス
ナ
に
明
日
の
予
定
だ
け

い
て
み
れ
ば

お

お
う

そ
う
だ
な

 
そ
の
提
案
に

い

ア
ス
ナ
に
メ

セ

ジ
を
送
ろ
う
と
し
た
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が

 
い
ざ
メ

セ

ジ
の
記
入

を
開
い
て
も
何
を
書
け
ば
い
い
か
ま

た
く
思
い
つ
か
な
か

た

何
を

ま

て
る
の

い
や
ほ
ら
お
前

今
明
日
の
予
定
な
ん
か

い
た
ら

 
誕
生
日
だ
か
ら
誘

て
る
ん
だ
と
か

お
か
し
な
誤
解
を
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ

 
そ
れ
で
向
こ
う
に
予
定
が
あ

た
り
な
ん
か
し
た
ら

ま
す
ま
す
気
ま
ず
い
じ

ね

か
よ

ハ
チ
マ
ン

て
や

ぱ
り
め
ん
ど
く
さ
い
ね

は

仕
方
な
い
な
あ

私
が
予
定
だ
け

い
て
あ
げ
る
よ
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す
ま
ん

 
リ
ズ
ベ

ト
は
ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
し

ア
ス
ナ
に
メ

セ

ジ
を
送

た

 
返
事
は
す
ぐ
に
来
た
よ
う
だ

あ

今
遠

中
み
た
い
ね

帰
り
は
明
日
か
明
後
日
か
わ
か
ら
な
い
み
た
い

そ
か

そ
れ
じ

あ
悩
む
ま
で
も
無
か

た
な

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
な

う

な
ん
か
も
や
も
や
す
る

誰
が
悪
い
わ
け
で
も
な
い
ん
だ
か
ら

あ
ん
ま
り
気
に
病
む
な
よ

 
そ
の
話
は
結
局
そ
こ
で
終
わ
り
と
な

た

 
次
の
日
ハ
チ
マ
ン
は
結
局
い
つ
も
通
り
ソ
ロ
で
狩
り
を
し
た
り
探
索
を
し
た
り
し
て
過
ご

し
たふ

う

今
日
は
こ
ん
な
も
ん
か

使
わ
な
い
素
材
は
エ
ギ
ル
に

す
と
し
て

 
そ
う
だ

こ
の
前
ド
ロ

プ
し
た
ミ
ラ

ジ

ス
フ

ア
を
つ
い
で
に
見
て
も
ら
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

エ
ギ
ル
の
露
店
に
向
か

た

お
う
ハ
チ
マ
ン

こ
の
前
は
あ
り
が
と
な

い
や

や

ぱ
り
迷
い
の
森
の
素
材
は
高
く

れ
る
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安

で

て
る
く
せ
に
何
言

て
ん
だ
よ
お
前
は

は
は

で

今
日
は
何
の
用
だ

あ
あ

ま
ず
は
余

た
素
材
の

だ
な

よ
し

そ
れ
じ

あ

速
見
せ
て
く
れ

と

こ
れ
は
多
い
な

ま
あ
こ
ん
な
も
ん
だ
ろ

 
そ
の
予
想
以
上
の

に

エ
ギ
ル
は
驚
い
て
い
た

 
以
前
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
一

に
い
た
時
よ
り
も
明
ら
か
に
素
材
の
持
ち
込
み

が

え

て
い
る

な
あ
ハ
チ
マ
ン

無
理
と
か
し
て
な
い
よ
な

無
理

て
ど
う
い
う
事
だ

な
ん
て
い
う
か

ア
ス
ナ
が
血
盟
騎
士
団
に
入

て
か
ら

 
明
ら
か
に
素
材
の
持
ち
込
み

が
多
く
な

て
る
と
思

て
な

あ
あ

狩
り
に
行
く
回

自
体
は
確
か
に

え
た
か
も
な

 
ま
あ

無
理
は
し
ち

い
ね
え
よ

問
題
な
い

そ
う
か

そ
れ
な
ら
ま
あ
い
い
ん
だ
が
な
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エ
ギ
ル
は
素
材
の

取
価
格
の
計
算
を
は
じ
め

ほ
ど
な
く
し
て
取
引
は
成
立
し
た

最
初
に

ま
ず
は

て
言

て
た
よ
な

他
に
何
か
あ
る
の
か

あ
あ
こ
れ
は

り
物

て
わ
け
じ

な
い
ん
だ
が
な

ち

と
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
は

無
い
か

お
い
お
い

な
ん
か
や
ば
い
や
つ
か

う
ち
は
健
全
な
の
が

り
な
ん
だ
が
な

ば

か
そ
う
い
う
ん
じ

ね
え
よ

使
う
と
ち

と
目
立
つ
ん
だ
よ
こ
れ

そ
う
か

そ
う
い
う
事
な
ら

こ

ち
だ

 
二
人
は
店
の
裏
の
人
通
り
の
無
い
小
道
に
入

て
い

た

で

ど
れ
だ

エ
ギ
ル

一
番
よ
く
マ

プ
を
覚
え
て
る
層

て
ど
こ
だ

な
ん
だ
よ
い
き
な
り

そ
う
だ
な

や

ぱ
り
一
番
⻑
く

し
て
た
二
十
五
層
だ
ろ
う

な
二
十
五
層
だ
な

よ
し
こ
れ
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

二
十
五
層
の
マ

プ
を
セ

ト
し
て

ミ
ラ

ジ

ス
フ

ア
を
展
開
し
た

う
お
お

何
だ
こ
れ
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お
い
声
が
で
か
い

よ
く
見
て
み
ろ

こ
れ
に
ど
こ
か
見
覚
え
は
な
い
か

あ

こ
れ

二
十
五
層
の
マ

プ
じ

な
い
か

な
ん
だ
こ
れ

す
げ
え
な

あ
あ

と

て
お
き
だ

こ

こ
れ

い
く
ら
な
ら

て
く
れ
る
ん
だ

だ
か
ら

ら
ね

て

く
そ

な
ん
か
す
げ
え
欲
し
い
ぞ

こ
れ

ま
し
い
か

実
は
こ
い
つ
を
落
と
し
た
モ
ン
ス
タ

リ
ポ

プ
は
確
認
さ
れ
て
な
い
ん

だ
そ
れ

て
ま
じ
レ
ア
も
ん
じ

ね

か

絶
対
欲
し
い

だ
が

や
ら
ん

 
ハ
チ
マ
ン
の
ど
や
顔
を
見
て

エ
ギ
ル
は
絶
叫
し
た

自
慢
し
た
か

た
だ
け
か
よ

だ
か
ら
声
が
で
か
い

て

ち
く
し

で
も
こ
れ
ほ
ん
と
す
げ

よ

麗
だ
し
女
の
子
が
喜
び
そ
う
な
デ
ザ
イ
ン
だ
よ

な
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女
の
子
が

喜
び
そ
う
な

デ
ザ
イ
ン

あ

あ

ど
う
か
し
た
の
か

エ
ギ
ル

で
か
し
た

何
だ
よ
い
き
な
り

お

に
こ
れ
は
お
前
に
や
る
よ

全
部
で
五
つ
持

て
る
か
ら
な
俺
は

ま
じ
か

本
当
に
い
い
ん
だ
な

も
う
返
さ
な
い
か
ら
な

そ
の
代
わ
り

絶
対
に

ら
な
い
で

チ

ム
で
活
用
し
て
く
れ
よ
な

ハ
チ
マ
ン

お
前
本
当
は
い
い
奴
だ

た
ん
だ
な

 
エ
ギ
ル
は
感

ま

た
よ
う
に

ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た

本
当
は

て
の
が
ち

と
ひ

か
か
る
が

ま
あ
そ
れ
は
ほ
ん
の
お

だ

 
こ

ち
こ
そ
い
い
ヒ
ン
ト
を
も
ら

た
よ

そ
の

あ
り
が
と
な

よ
く
分
か
ら
な
い
が
こ

ち
こ
そ
あ
り
が
と
な

ま
た
何
か
あ

た
ら
宜
し
く
頼
む

お
う

ま
た
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
エ
ギ
ル
に
別
れ
を
告
げ

と
り
あ
え
ず
自
宅
へ
と

た

さ
て

後
は
い
つ
ど
う
や

て

す
か

だ
な



 第一章 ＳＡＯ編

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
イ
テ
ム

の
ミ
ラ

ジ

ス
フ

ア
を

め
て
い
た
が

 
ふ
と
そ
の
横
に

よ
く
使

て
い
た
が

 
今
は
も
う
ま

た
く
使
わ
な
く
な

た
と
あ
る
空

の
フ

ル
ダ
の
存
在
に
気
が
付
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

し
ば
ら
く
何
か
操
作
を
し
て
い
た
が

 
そ
の
後
一
言
だ
け
ア
ス
ナ
に
メ

セ

ジ
を
送
り

眠
り
に
つ
い
た

  
同
じ

ア
ス
ナ
は

遠

先
の

の
ベ

ド
で
横
に
な

て
い
た

今
日
も
頑
張

た
な

今
回
の
遠

も
う
ま
く
い
き
そ
う
で
良
か

た

 
ア
ス
ナ
は

う

ん
と

び
を
し
て

そ
の
ま
ま
入

す
る
事
に
し
た

 
風
呂
付
き
の

を

り
当
て
て
も
ら

て
い
る
の
が

ア
ス
ナ
の
特

だ

た

 
風
呂
か
ら
出
て
以
前
ハ
チ
マ
ン
に
作
り
方
を
教
え
て
も
ら

た
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で
い
る
と

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
か
ら
メ

セ

ジ
が

い
て
い
る
の
に
気
が
付
い
た

そ
れ
は

誕
生
日
お
め
で
と
う

 
と

一
言
だ
け
書
い
て
あ
る

シ
ン
プ
ル
な
も
の
だ

た

ハ
チ
マ
ン
君
ら
し
い
な
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ア
ス
ナ
は
最
近
ほ
と
ん
ど
会
え
て
い
な
い

友
達
の
事
を
考
え
た

 
も
し
か
し
て
ま
だ
一

に
行
動
し
て
い
た
ら
何
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
も
用
意
し
て
く
れ
た
の
だ

ろ
う
か

 
き

と
彼
は

目
を

ら
し
て
ぶ

き
ら
ぼ
う
に

し
て
く
る
ん
だ
ろ
う
な

そ
う
い
え
ば

ハ
チ
マ
ン
君
の
誕
生
日

て
知
ら
な
い
な

 
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
ア
ス
ナ
は

 
何
か
ハ
チ
マ
ン
に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
物
は
あ

た
だ
ろ
う
か
と
何
気
な
く
ア
イ
テ
ム

を

開
い
て
み
た

男
の
子
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
か
し
た
事
な
い
し

何
が
い
い
か
と
か
よ
く
わ
か
ん
な
い
や

 
ア
ス
ナ
は
ア
イ
テ
ム

を

じ
よ
う
と
し
た
が

 
た
ま
た
ま
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
考
え
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
か

 
血
盟
騎
士
団
に
入
団
し
た
時
に
空

に
し
て

 
そ
の
ま
ま
な
ん
と
な
く
残
し
て
お
い
た

ハ
チ
マ
ン
と
の
共
用
フ

ル
ダ
に
目
が
い

た

そ
う
い
え
ば

こ
れ
を
使
わ
な
く
な

て
か
ら
結

た
つ
な

 
ア
ス
ナ
は
何
気
な
く
そ
の
フ

ル
ダ
を
開
い
て
み
た
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そ
し
て
そ
こ
に

何
か
ア
イ
テ
ム
が
収
納
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た

何
だ
ろ
こ
れ

一
度
空
に
し
た
か
ら

ハ
チ
マ
ン
君
が
入
れ
た
ん
だ
ろ
う
け
ど

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
取
り
出
し
て
み
た

ミ
ラ

ジ

ス
フ

ア

こ
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
い
い
の
か
な

 
ア
ス
ナ
が
ボ
タ
ン
を
押
す
と

そ
こ
に
は
美
し
い
光
の

が
現
れ
た

こ
れ

て

二
十
二
層
の
マ

プ

麗

 
そ
れ
は
か
つ
て
二
人
で
歩
い
た
そ
し
て
秘
密
基
地
の
あ
る
あ
の
二
十
二
層
の
マ

プ
の
よ

う
だ

 
よ
く
見
る
と

メ

セ

ジ
が

え
て
あ

た

余
り
物
で
悪
い
が

好
き
に
使

て
く
れ

 
ア
ス
ナ
は

私
が
気
付
か
な
か

た
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

た
ん
だ
ろ

と
思
い
な
が
ら

 
ず

と
ミ
ラ

ジ

ス
フ

ア
と
メ

セ

ジ
を

め
続
け
て
い
た

も
う

本
当
に
不
器
用
な
ん
だ
か
ら

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
顔
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
だ

た
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第
０
４
１
話
 
キ
リ
ト
の
戦
い

 
現
在
の
最
前
線
は

第
四
十
六
層
ま
で
達
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

二
人
で
ク
エ
ス
ト
を
消
化
し
て
い
た
の
だ
が

 
そ
の

中
で
ハ
チ
マ
ン
が

お
か
し
な
事
に
気
が
付
い
た

お
い
キ
リ
ト

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
ん
て
い
た
か

い
や

記
憶
に
な
い
な

イ
ベ
ン
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か

ち

と
調
べ
て
み
よ
う

わ
か

た

 
し
ば
ら
く
し
て

二
人
は
情
報
を
持
ち
寄

た
の
だ
が

そ
こ
で
判
明
し
た
の
は

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で

ボ
ス
か
ら
ド
ロ

プ
す
る
ア
イ
テ
ム
が

生
ア
イ
テ
ム

だ
と

 
そ
れ
を

い
た
キ
リ
ト
の
顔
色
が
変
わ
る
と
こ
ろ
を

ハ
チ
マ
ン
は
見
て
し
ま

た

 
こ
れ
は
あ
の
荒
れ
て
い
た
時
の
キ
リ
ト
の
顔
だ
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
顔
を
見
て

も
う
キ
リ
ト
を
説
得
す
る
事
は
出
来
な
い
な
と
感
じ
た

や
る
の
か

あ
あ

そ
れ
じ

俺
と
ア
ス
ナ
と
で

ハ
チ
マ
ン

こ
れ
は
俺
一
人
で
や
ら
せ
て
く
れ
な
い
か

お
前
さ
す
が
に
そ
れ
は
無
茶
だ
ろ

ど
う
し
て
も
一
人
で
や
ら
な
く
ち

い
け
な
い
ん
だ

は

わ
か

た
よ

た
だ
し

件
を
つ
け
る
ぞ

件
お
前
は
こ
れ
か
ら
攻
略
も
休
ん
で
ひ
た
す
ら
レ
ベ
ル
を
上
げ
ろ

反

は
認
め
ん

わ
か

た

あ
と
約
束
は
絶
対
忘
れ
る
な
よ

一

一

の

は
必
ず
返
せ

ハ
チ
マ
ン
は

絶
対
に
何
も
受
け
取
ら
な
い
じ

な
い
か

当
た
り
前
だ
ろ

だ

て
お
前

家
持

て
な
い
じ

な
い
か

く



 第０４１話 キリトの戦い

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

そ
れ
を
約
束
出
来
る
な
ら

は
し
な
い
さ

ま
あ
裏
で
介
入
は
す
る
け
ど
な

わ
か

た

約
束
す
る
よ

そ
れ
じ

こ
の
話
は
終
わ
り
だ
な

今
日
の
と
こ
ろ
は
さ

さ
と
受
け
た
ク
エ
消
化
し
ち
ま

お
う

  
そ
し
て
二
週
間
後

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
ま
で

後
四
日

 
現
在
の
最
前
線
は

第
四
十
八
層
ま
で
達
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
に
言
わ
れ
た
通
り

限
ま
で
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
攻
略
に
は
参
加

し
て
い
な
い

 
現
在
は
第
四
十
七
層
の

ア
リ
の
谷
と
い
う
所
で
ひ
た
す
ら
戦
闘
を

り
返
し
て
い
た

 
ど
う
や
ら
そ
こ
に

ク
ラ
イ
ン
が
行

た
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

今

そ
の
ク
ラ
イ
ン
に
呼
び
出
さ
れ
て

話
を

い
て
い
た

な
あ
ハ
チ
マ
ン

頼
む
か
ら
あ
い
つ
を
止
め
て
く
れ
よ

な
ん
で
俺
に
言
う
ん
だ
よ
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だ

て
よ

俺
じ

目
だ

た
ん
だ
よ

あ
い
つ
に
何
か
言
え
る
の
は
お
前
し
か
い
な
い

ん
だ
よ

そ
の
話
な
ら

も
う
済
ん
で
る
ぞ

あ
い
つ
に

は
し
な
い

な
ん
で
だ
よ

あ
い
つ
が
死
ん
で
も
い
い

て
言
う
の
か
よ

あ
い
つ
は
死
な
な
い

と
い
う
か

俺
が
死
な
せ
な
い

ど
う
い
う
事
だ
よ
ハ
チ
マ
ン

今
可
能
な
限
り
手
を
う

て
い
る
と
こ
ろ
だ

ク
ラ
イ
ン
お
前
達
に
も
大
事
な
役

を
頼
み

た
い

  
少
し
後

ハ
チ
マ
ン
は

血
盟
騎
士
団
の
本
部
を
訪
れ
て
い
た

 
そ
し
て

ア
ス
ナ
を
通
し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
面
会
を

し
込
ん
だ

 
今
こ
の
部
屋
に
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ア
ス
ナ
し
か
い
な
か

た

ハ
チ
マ
ン
が
人

い
を
頼

ん
だ
た
め
だ

 
団
員
が
し
ぶ
る
か
と
も
思
わ
れ
た
が

彼
ら
は
ハ
チ
マ
ン
に
一
目
置
い
て
い
た
せ
い
か

 
素
直
に
引
き
下
が

た
の
だ

た
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そ
れ
で

用
件
は
何
だ
い

ハ
チ
マ
ン
君

今
日
は
お
前
に
取
引
を
持
ち
か
け
に
き
た

ヒ

ス
ク
リ
フ

取
引

か

話
を

こ
う

ま
ず

こ
れ
を
見
て
く
れ

こ
れ
は

先
日
ア
ス
ナ
君
が
ど
こ
か
か
ら
手
に
入
れ
た
と
い
う

ミ
ラ

ジ

ス
フ

ア
か

 
そ
う
か

こ
れ
は
君
が
ア
ス
ナ
君
に

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
事
を
内

に
し
て
い
た
ら
し
く

少
し

を

ら
め
て
い
た

で

こ
れ
が
ど
う
し
た
ん
だ
い

こ
れ
を
一
つ

血
盟
騎
士
団
に
提

し
よ
う

そ
れ
は

複

チ

ム
で
動
く
た
め
に
も
願

て
も
な
い

し
出
だ
が

件
は
何
だ
い

ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
に

ア
ス
ナ
を
俺
に
貸
し
て
も
ら
い
た
い

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

い
た

間

ア
ス
ナ
の
顔
が
真

に

ま

た

あ
の

そ
の

ハ
チ
マ
ン
君

ま
さ
か
い
き
な
り
愛
の
告
白
を
し
て
く
る
と
は
さ
す
が
に
私
に
も
予
想
外
だ

た
よ

あ
あ

お
前
何
わ
け
の
わ
か
ん
な
い
事
を
言

て
る
ん
だ
よ
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ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
に

俺
達
に
と

て
と
て
も
大
事
な
戦
い
が
あ
る

 
出
番
が
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が

そ
の
た
め
に
ア
ス
ナ
の
力
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ

る

て
事
だ

な
る
ほ
ど

噂
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の

生
ア
イ
テ
ム
の
件
か

 
団
と
し
て
は
動
い
て
い
な
い
が
う
ち
の
メ
ン
バ

も

人
争

戦
に
参
加
す
る
と

い
て
い

る 
ア
ス
ナ
は
自
分
の
勘
違
い
に
気
付
き

さ
ら
に
顔
を

く
し
て
い
た
が

 
話
の
内
容
を
理
解
し
て

静
に
な
ろ
う
と
努
め
て
い
た

い
い
だ
ろ
う
う
ち
と
し
て
も
願

て
も
な
い
好

件
だ

そ
れ
で
は
取
引
成
立
と
い
う
事
で

助
か
る
よ
ヒ

ス
ク
リ
フ

そ
れ
で
は
話
は
以
上
か
ね

い
ず
れ
ま
た
戦
場
で
会
お
う

ハ
チ
マ
ン
君

あ
あ

ま
た
な

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

別
室
で
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
事
に
し
た

と
い
う
わ
け
だ

キ
リ
ト
君
が
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あ
あ

そ
こ
で
俺
達
の
役

だ
が
当
日
ま
ず
ア
ス
ナ
は
午
後
十
二
時
に
ど
こ
か
の
転
移
門

で
待
機

 
俺
か
ら
連

が
あ

た
ら

そ
こ
に
転
移
し
て
合
流
し
た
後

キ
リ
ト
の
尾
行
だ

尾
行
す
る
だ
け
で
い
い
の

い
や

況
が
や
ば
か

た
ら
即
介
入
す
る

あ
い
つ
は
絶
対
に
死
な
せ
な
い

わ
か

た

キ
リ
ト
君
は

る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

そ
し
た
ら
悪
い
が

俺
に
付
き
合

て
一

に
土
下
座
し
て
く
れ

 
ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
微
笑
み

う
ん

そ
れ
じ

二
人
で
土
下
座
だ
ね

 
と
言

た

ち
な
み
に
お
そ
ら
く
戦
場
は

迷
い
の
森
だ

迷
い
の
森

前
言

て
た

モ
ミ
の
木
の
所

あ
あ

あ
そ
こ
は
他
の
場
所
と
は
雰
囲
気
が
違
う

一
番
可
能
性
が
あ
る
の
は
あ
そ
こ
だ

 
お
そ
ら
く
キ
リ
ト
も
そ
う
考
え
て
い
る
は
ず
だ

わ
か

た

フ
ル
装
備
で
待
機
し
て
る
ね
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あ
あ

頼
む
わ

  
次
に
ハ
チ
マ
ン
は

ア
リ
の
谷
の
キ
リ
ト
の
と
こ
ろ
へ
と
出
向
い
た

ど
う
だ
キ
リ
ト

レ
ベ
ル
は
い
く
つ
に
な

た

ハ
チ
マ
ン
か

今
六
十
九
だ
な

七
十
ま
で
い
け
る
か

正
直
少
し
厳
し
い
か
も
し
れ
な
い

そ
う
か

よ
し

や
る
か

ハ
チ
マ
ン

さ

さ
と
行
く
ぞ

二
人
の
が
全
然

い
か
ら
な

あ
り
が
と
う
な

ハ
チ
マ
ン

別
に
い
い
さ

 
二
人
揃

た
せ
い
で

狩
り
の
ペ

ス
は
倍
以
上
に
な

た

 

験

こ
そ
半
分
に
な
る
が

今
ま
で
よ
り
も

い
ペ

ス
で

げ
て
い
る
よ
う
だ

 
三
日
か
け
て

キ
リ
ト
の
レ
ベ
ル
は
つ
い
に
七
十
に
到
達
し
た
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ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
の
レ
ベ
ル
は
六
十
八
だ

た

よ
し

そ
れ
じ

お
前
は
も
う
帰

て

ろ

体
調
を
整
え
る
の
も
重
要
だ

あ
り
が
と
う
な

ハ
チ
マ
ン

あ
と
こ
れ

持

て
け

 
そ
れ
は

二
十
個
ば
か
り
の
回
復
結

だ

た

大
丈
夫
だ

五
つ
は
持

て
る

何
言

て
ん
だ
お
前
は

お
前
の
決
意
は
そ
ん
な
も
ん
か

絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
ん
だ
ろ

 
そ
れ
な
ら
使
え
る
物
は
全
て
使
う
く
ら
い
の
つ
も
り
で
い
な
く
て
ど
う
す
る
ん
だ
よ

そ
う
だ
な

俺
が
間
違

て
た
よ

あ
り
が
た
く
も
ら

と
く

ん
じ

帰
る
か

  
そ
し
て
つ
い
に
ク
リ
ス
マ
ス
当
日

 
キ
リ
ト
は
予
想
通
り

迷
い
の
森
の
奥
へ
と
向
か

て
い

た

 
そ
れ
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
と
風

山
に
集
合
を
か
け
た

ア

ア
ス
ナ
さ
ん
じ

な
い
で
す
か
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俺
達
フ

ン
な
ん
で
す
よ

手
し
て
下
さ
い

お
前
ら
ち

と

れ

 
ア
ス
ナ
は
驚
い
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ
に

れ
て

 
い
つ
も
の
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
服
を
摘
ん
で
い
た

ど
う
や
ら

は
直

て
い
な
い
よ
う
だ

そ
れ
じ

手
は
ず
通
り
に
な

ク
ラ
イ
ン

相
手
を
う
ま
く
煽
れ
よ

お

お
う

で
も
本
当
に
来
る
の
か

絶
対
来
る

俺
を
信
じ
ろ

わ

わ
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
キ
リ
ト
を
追

て

森
の
奥
へ
と
消
え
て
い

た

ハ
チ
マ
ン

て
何
者
な
ん
だ
よ

と
り
あ
え
ず
ア
ス
ナ
さ
ん
と
仲
が
い
い
の
は
良
く
分
か

た

ア
ス
ナ
さ
ん

ハ
チ
マ
ン
の
服
を
摘
ん
で
た
ぞ

く
そ

な
ん
て

ま
し
い

 
そ
ん
な

緩
し
た
雰
囲
気
を
破
る
か
の
よ
う
に

転
移
門
に
複

の
人
影
が
現
れ
た
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そ
れ
は

聖
⻯
連
合
の

つ
ま
み
者
の
集
ま
り
だ

た

 
彼
ら
は
自
分
達
の
利

の
た
め
な
ら
カ

ソ
ル
が
犯
罪
者
を
表
す
オ
レ
ン
ジ
色
に

ま
る
の

も

さ
な
い

 

わ
れ
者
の
集
団
で
あ

た

お
前
ら

風

山
と
か
い
う
連
中
か

黒
の
剣
士
は
ど
こ
だ

へ

き
た
か

た
ら
俺
達
を
倒
し
て
か
ら
に
し
ろ
よ

出
来
る
も
ん
な
ら
な

俺
達
と
や
る
気
か

か
と
い

て
殺
し
合
い
を
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
か
ら

一
つ
提
案
が
あ
る

 
俺
と
お
前
ら
の
代
表
で
の
デ

エ
ル
だ

負
け
た
方
は
大
人
し
く
引
き
下
が
る

そ
れ
で
ど

う
だ

 
も

と
も
デ

エ
ル
で
勝
て
な
い

て
思
う
な
ら
こ
の
ま
ま
全
員
で
や
り
合

て
も
い
い

お
前
ご
と
き
が
俺
達
に
勝
て
る
つ
も
り
か
よ

い
い
だ
ろ
う

そ
の
勝
負
受
け
て
た
つ

う
わ

全
部
ハ
チ
マ
ン
の
言
う
通
り
か
よ

あ
い
つ
だ
け
は

ら
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

  
午
後
十
二
時

予
想
通
り

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス

が

を
現
し
た
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キ
リ
ト
は
雄
た
け
び
を
上
げ

ニ
コ
ラ
ス
と
戦
い
始
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

れ
て
そ
の
戦
い
を
観
察
し
て
い
た

お
い
お
い
何
だ
あ
の
化
け
物
は

あ
れ
と
戦
え
て
る

て
だ
け
で
も
キ
リ
ト
は
や

ぱ
す
げ
え

な
ハ
チ
マ
ン
君
も

こ
こ
ま
で
の
色
々
な
準
備
と
か

す
ご
い
と
思
う
け
ど
ね

今
回
復
結

を
十
個
使

た

キ
リ
ト
の
手
持
ち
は
後
十
五
個
だ

 
残
り
が
無
く
な

た
ら

俺
が
指

を
出
す
か
ら
全
力
で
突
撃
だ

そ
こ
ま
で

し
て
る
ん
だ

出
来
る
事
は
な
ん
で
も
や

て
お
く
タ
イ
プ
な
ん
だ
よ
俺
は

 
そ
し
て
キ
リ
ト
の
戦
い
は
続
き

つ
い
に
最
後
の
回
復
結

が
消

さ
れ
た

 
ニ
コ
ラ
ス
の

も

後
何
回
か
攻
撃
を
加
え
れ
ば
無
く
な
る
と
い
う
と
こ
ま
で
き
て
い
た

ギ
リ
ギ
リ
か

出
来
れ
ば
キ
リ
ト
の
手
で
倒
さ
せ
て
や
り
た
い
が

ハ
チ
マ
ン
君

ま
だ

も
う
少
し
だ

で
も

で
も
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か
な
り
ギ
リ
ギ
リ
の
戦
い
だ
が

仕
方
な
い

行
く
ぞ

了
解

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
全
力
で
飛
び
出
し
た

 
そ
の

間

キ
リ
ト
は

身
の
一
撃
を
叩
き
込
み

ニ
コ
ラ
ス
を
天
へ
と
返
し
た

ふ
う

い
ら
ん
世
話
だ

た
な

で
も

あ
と
一
回
攻
撃
さ
れ
て
た
ら
間
に
合
わ
な
か

た
と
思
う
か
ら

 
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
キ
リ
ト
は
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
を
確
認
し
て
い
た
よ
う
だ

た
が

 
そ
の
二
人
の
声
に
気
付
い
た
の
か
こ
ち
ら
に

り
向
い
た

そ
の
顔
は
無
力
感
に
満
ち
て

い
た

 
二
人
は

ど
う
や
ら

生
ア
イ
テ
ム
は
無
か

た
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
の
だ
が

ハ
チ
マ
ン

こ
れ

や
る
よ

あ
り
が
と
う
な

 
そ
う
言

て

さ
れ
た
ア
イ
テ
ム
は
還
魂
の
聖

石
と
い
う
本
物
の

生
ア
イ
テ
ム
だ

た
お
い

キ
リ
ト
こ
れ
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説
明
を
見
て
み
て
く
れ
よ

 
説
明
だ
と
ど
う
や
ら
こ
の
ア
イ
テ
ム
は

 
対
象
者
が
死
ん
で
か
ら
十

以
内
に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
ら
し
い

 
要
す
る
に

ゲ

ム
の
中
で
死
ん
で
か
ら
十

で

 
ナ

ヴ
ギ
ア
が
マ
イ
ク
ロ
ウ

ブ
を
発
す
る
ん
だ
な
と
ハ
チ
マ
ン
は
理
解
し
た

俺
が
や

た
事
は

何
も
意
味
が
無
か

た
の
か
な

そ
れ
は
お
前
自
身
で
決
め
れ
ば
い
い
さ

そ
う
だ
な

二
人
と
も
ず

と
見
て
て
く
れ
た
ん
だ
な

悪
い
と
は
思

た
け
ど
な

ま
あ

気
に
す
ん
な

 
キ
リ
ト
は

て
去

て
い

た

二
人
は
そ
れ
以
上
何
も
言
え
ず

そ
の
日
は
帰
る
事
に

な

た

 

中

風

山
の
面
々
と
合
流
し
た

 
ク
ラ
イ
ン
は

ど
う
や
ら
デ

エ
ル
に
無
事
勝
利
し
た
よ
う
だ

ク
ラ
イ
ン
も

み
ん
な
も

あ
り
が
と
う
な

俺
が
負
け
る
と
は
思
わ
な
か

た
の
か
よ
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あ

お
前
ら
が
あ
ん
な
雑

集
団
に
負
け
る
わ
け
が
な
い
だ
ろ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
風

山
の
メ
ン
バ

は

嬉
し
そ
う
だ

た

で

キ
リ
ト
は

あ
あ

無
事
だ

だ
が

望
ん
で
い
た
結
果
は
得
ら
れ
な
か

た
み
た
い
だ

そ
う
か

ま
あ

キ
リ
ト
が
無
事
だ

た
ん
だ
か
ら

そ
れ
で
よ
し
と
し
よ
う

 
こ
う
し
て
全
て
が
終
わ
り

解
散
す
る
事
に
な

た

 
ア
ス
ナ
は
今
日
は
ハ
チ
マ
ン
の
家
に

ま
る
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
に
も
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
の
か

こ
の
日
は
何
も
言
わ
な
か

た

 
家
に
着
い
て
か
ら

二
人
は
少
し
話
を
し
た

キ
リ
ト
君

大
丈
夫
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

ま
あ

あ
い
つ
を
信
じ
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な

も
し
私
が
死
ん
だ
ら

ハ
チ
マ
ン
君
も
あ
あ
な
る
の
か
な

お
前
は
死
な
な
い
し

俺
も
死
な
な
い

そ
れ
で
い
い
だ
ろ

う
ん
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そ
れ
じ

も
う

る
わ

風
呂
は
好
き
に
使

て
い
い
か
ら

ア
ス
ナ
も

く

ろ
よ

う
ん

あ
り
が
と
う

  
次
の
日

予
想
外
に
も
キ
リ
ト
が
家
に

ね
て
き
た

 
出
迎
え
た
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
の
顔
が
少
し
明
る
い
の
を
見
て

ほ

と
し
た

い
き
な
り
で
悪
い
な

別
に

わ
な
い
ぞ

ア
ス
ナ
も
い
る
か
ら

今

こ
す
わ

そ
れ
は
ち

う
ど
良
か

た

二
人
に
話
が
あ

た
ん
だ
よ

わ
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
を

こ
し

二
人
は
キ
リ
ト
が
話
を
始
め
る
の
を
待

た

共
用
ス
ト
レ

ジ
に

時
限
式
の
メ

セ

ジ
が
入

て
た
ん
だ
よ

 
そ
れ
を

い
た
ら
な
ん
か

少
し
落
ち
着
け
た
み
た
い
だ

そ
う
か

二
人
に
は
心
配
か
け
た
な

う
う
ん
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ま
あ

俺
は
最
初
か
ら
心
配
な
ん
か
し
て
な
か

た
け
ど
な

ハ
チ
マ
ン
君

ば

か
り

は
は

二
人
と
も

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な

あ
あ

う
ん

 
こ
う
し
て
一
連
の
事
件
は
幕
を

じ

ま
た
攻
略
の
日
々
が
始
ま
る
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第
０
４
２
話
 
あ
の
ピ
ン
ク
か

 
四
十
七
層
の
主
街
区
フ
ロ

リ
ア

 
花
の
咲
き
乱
れ
る
こ
の
街
は

現
在
カ

プ
ル
の
メ

カ
と
な

て
い
た

ど
こ
に
こ
ん
な
に

山
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た
ん
だ
ろ
う
な

 
思
わ
ず
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
ぼ
や
く

に
は

山
の
カ

プ
ル
が
い
た

 
横
を
通
り
す
ぎ
る
カ

プ
ル
が
皆
ハ
チ
マ
ン
を
見
て

 
な
ん
で
こ
い
つ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
一
人
で
い
る
ん
だ

と
い
う

線
を
向
け
て
く
る
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
て
も
居
心
地
が
悪
い
思
い
を
し
て
い
た

ア
ス
ナ
の
奴

な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
を
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
指
定
し
て
き
た
ん
だ

 
そ
の
時

そ
の
待
ち
合
わ
せ
の
相
手
が

遠
く
か
ら
声
を
か
け
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
く

ん

こ

ち
こ

ち

 
そ
の
声
は
想
像
以
上
に
大
き
く

人
目
を
引
い
た

 
血
盟
騎
士
団
の
制
服
は
さ
す
が
に
着
て
い
な
い
と
は
い
え

 
な
ん
と
い
う
か
逆
の
意
味
で
普

着
の
方
が
普
通
に
目
立

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
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そ
の
声
に
反
応
し
て
ア
ス
ナ
を
見
た
者
は
多
く

囲
は

然
と
な

た

お
い

あ
れ

ア
ス
ナ
さ
ん
じ

な
い
か

閃
光
だ

す
げ
え

 
そ
ん
な
人
達
も

ア
ス
ナ
の
待

て
い
た
相
手
が
ハ
チ
マ
ン
だ
と
知
る
と

 
や
は
り
お
決
ま
り
の

や
疑
問
の

線
を
投
げ
か
け
て
く
る
と
こ
ろ
ま
で
が
定
番
だ

た

 
ば

か
お
前

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
大
き
な
声
を
出
す
な

つ
の

ご
め
ん

つ
い

 
ア
ス
ナ
は

て
へ

と
い

た
感
じ
で

を
こ
つ
ん
と
叩
い
た

 
久
々
に
あ
ざ
と
ア
ス
ナ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
こ
れ
が
こ
い
つ
の
場
合
素
な
ん
だ
よ
な

と

思
い
な
が
ら

 
ア
ス
ナ
に
今
日
の
予
定
を

い
た

で

今
日
は
ど
う
す
る
ん
だ

う
ん

そ
れ
は
内

は
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と
り
あ
え
ず
こ

ち
こ

ち

つ
い
て
き
て

 
ア
ス
ナ
に

か
れ
る
ま
ま
つ
い
て
い

た
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が

 
ど
う
や
ら
街
の
商
店
街
の
よ
う
な
所
へ
行
く
よ
う
だ

 
そ
し
て
着
い
た
の
は
な
ん
と
い
う
か
ハ
チ
マ
ン
に
は
似
合
つ
か
わ
し
く
な
い
服
屋
だ

た

え

何

こ
こ
ど
こ

こ
れ
ど
う
い
う
こ
と

い
い
か
ら

く
入
る
の

 
一

逃
げ
出
し
そ
う
な
気
配
を
見
せ
た
ハ
チ
マ
ン
に
気
付
い
た
の
か

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
手
を
引

張
り

そ
の
ま
ま
店
の
中
に
入

た

ア
シ

レ
イ
さ
ん

連
れ
て
き
た
よ

あ
ら
ア
ス
ナ

待

て
た
わ
よ

ア
シ

レ
イ
の
店

あ
あ

そ
う
い
や

い
た
事
あ
る
わ

 
そ
こ
は

ス
キ
ル
を
最
速
で
マ

ク
ス
に
し
た
と
い
う
カ
リ
ス
マ
お
針
子
の
店
の
よ
う

だ 
ハ
チ
マ
ン
は
も
ち
ろ
ん
服
に
な
ど
ま

た
く
気
は
つ
か
わ
な
い
が

 
ア
シ

レ
イ
の
情
報
は

い
た
事
が
あ

た
の
で
あ
る
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で

そ
の
子
が
噂
の
ア
ス
ナ
の
ハ
チ
マ
ン
君

別
に
噂
に
も
な

て
な
い
し

私
の
で
も
な
い
け
ど

ハ
チ
マ
ン
君
だ
よ

そ
れ
に
し
ち

仲
が
良
さ
そ
う
だ
け
ど
ね

 
ア
シ

レ
イ
は

二
人
の
繋
が
れ
て
い
る
手
を
見
て

そ
う
言

た

こ
れ
は

こ
う
し
な
い
と
ハ
チ
マ
ン
君
が
逃
げ
ち

う
か
ら

 
ア
ス
ナ
は

て
て
手
を
離
し
た

 
ま
あ
繋
が
れ
て
な
か

た
ら
と

く
に
逃
げ
て
た
の
は
合

て
ま
す
け
ど
ね
と
思
い
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は
一
応
自

紹
介
を
す
る
事
に
し
た

あ

ど
う
し
て
こ
こ
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が

ハ
チ
マ
ン
だ

私
は
こ
こ
の
店
主
の
ア
シ

レ
イ
よ

よ
ろ
し
く
ね

で

ど
う
か
な

 
ア
ス
ナ
が
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
事
を
言
い
出
し
ア
シ

レ
イ
は
ハ
チ
マ
ン
を
じ

と
見
つ
め

た
ん

目
が
腐

て
る
け
ど

顔
立
ち
は
整

て
る
わ
ね

い
き
な
り
失

だ
な

ま
あ

よ
く
言
わ
れ
る
が
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ま
あ
私
の

客
の
判
断
基
準
は
顔
じ

な
い
か
ら
ま
あ
そ
こ
は
気
に
し
な
い
ん
だ
け
ど
ね

は
 
ハ
チ
マ
ン
は
わ
け
も
わ
か
ら
ず
た
だ
成
り
行
き
を
見
守
る
事
し
か
で
き
な
か

た

 
こ
こ
は
彼
に
と

て
の
敵
地
な
の
だ

完
全
に
ア
ウ

の
雰
囲
気
で
あ
る

う
ん

ま
あ
合
格
か
し
ら

や

た

そ
れ
じ

こ
れ

 
ア
ス
ナ
は

い
き
な
り
ス
ト
レ

ジ
か
ら
高
級
布
材
ら
し
き
物
を
出
し
て

べ
始
め
た

後
は
お
任
せ
で

そ
れ
じ

一
時
間
後
く
ら
い
に
来
て
ち

う
だ
い

あ
の
目
に
合
う
服

や
る
気
が
出
て

き
た
わ

そ
れ
じ

ま
た
来
ま

す

 
二
人
が
店
を
出
て
次
に
向
か

た
の
は

 
い
か
に
も
ハ
チ
マ
ン
が
苦
手
そ
う
な

明
る
い
雰
囲
気
の
デ
ザ

ト
を
出
す
店
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

や
は
り
こ
の
層
は
俺
の
⻤
門
だ
な

と
思

た

こ
の
店
も
俺
に
似
合
う
と
は
思
え
な
い
ん
だ
が



 第０４２話 あのピンクか

い
い
え
ハ
チ
マ
ン
君

私
は
こ
こ
の
店
の
人
気
の
ケ

キ
が
食
べ
た
い
の
で
す

お

お
う

ま
あ
俺
も

い
物
に
は
ち

と
は
う
る
さ
い
が

う
ん

知

て
る

今
日
は
誕
生
日
の
お

に
私
が
お
ご
り
ま
す

い
や

あ
れ
は
余

た
か
ら

し
た
だ
け
で
あ

て
だ
な

は
い
は
い

そ
れ
じ

入
る
よ

 
今
日
の
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
に
完
全
に
押
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
ど
う
も
調
子
が
出
な
い
な

と
思
い
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
メ
ニ

を

め
た

私
は
こ
の
ケ

キ
セ

ト
に
す
る
よ

じ

あ
俺
は
こ
れ
と
こ
れ
と
こ
れ
と

何
で
そ
ん
な
に
頼
ん
で
る
の

た
ま
に
無
性
に

い
物
が
食
べ
た
く
な
る
ん
だ
よ

あ
と
お
ご
り
だ
か
ら
な

そ
れ
じ

ま
あ

注
文
す
る
ね

 
品
物
は
一

で
出
て
き
た

う
ん

や

ぱ
り
お
い
し
い

あ
あ

な
ん
て
い
う
か
フ
ロ
ア
の
雰
囲
気
に
も
よ
く
合

て
る
な

明
る
い
味

て
い
う
か
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明
る
い
味

て
良
く
分
か
ら
な
い
な

私
に
も
ち

と
分
け
て

お
う

好
き
に
取

て
い
い
ぞ

 
ア
ス
ナ
は
普

は
ち

ん
と

離
を
取

て
く
れ
る

 
今
日
は
そ
の

離
感
が
多
少
あ
い
ま
い
な
よ
う
だ
が
先
日
の
事
も
あ

た
し
ま
あ
多
少
は
許

容

囲
だ

で

さ

き
の
あ
れ
は
何
だ

た
ん
だ

あ
れ
は
ね
本
当
に
今
更
な
ん
だ
け
ど
ハ
チ
マ
ン
君
へ
の
お
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
つ
も
り

は

誕
生
日

八
月
八
日
だ
よ
ね

お
い

何
で
俺
の
誕
生
日
知

て
ん
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
君
の
近
く
に

優

な
ス
パ
イ
が
い
る
の
で
す

あ
の
ピ
ン
ク
か

で

何
が
い
い
か
な

て
考
え
た
ん
だ
け
ど

結
局
服
と
か
し
か
考
え
つ
か
な
く
て

 
で

意
に
し
て
る
お
針
子
さ
ん
に
お
願
い
し
て
み
た
の

確
か

オ

ダ

メ
イ
ド
は
気
に
入

た
奴
か
ら
の
依
頼
し
か
受
け
な
い
ん
だ

た
か
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う
ん

俺
の
ど
こ
に
気
に
入
る
要
素
が
あ

た
ん
で
す
か
ね

 
一
時
間
が
過
ぎ

ア
シ

レ
イ
の
店
に

た
ハ
チ
マ
ン
は

 
完
成
し
た
服
を
着
て

と
い
う
か
着
せ
ら
れ
て

を
見
て
み
た

お

お
お

誰
だ
こ
れ

よ
く
似
合

て
る
よ

こ
こ
ま
で
化
け
る
と
は

作

た
私
で
も
予
想
で
き
な
か

た
よ

 
そ
こ
に
は

ハ
チ
マ
ン
が
見
た
事
も
な
い
好

年
が
い
た

 
ア
シ

レ
イ
の
作

た
服
は

ゲ

ム
内
衣
装
だ
け
あ

て

多
少

手
な
も
の
だ

た
が

 

味
な
感
じ
が
ま

た
く
無
い

ス
マ

ト
な
仕
上
が
り
に
な

て
い
た

そ
の

な
ん
か
あ
り
が
と
な

い
え
い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

ア
シ

レ
イ
さ
ん
も
俺
の
ど
こ
が
気
に
入

た
の
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

い
え
い
え

今
後
と
も
ご

に
ね
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店
を
出
る
と

ま
た
注
目
を
集
め
た
が

 
今
度
は
ア
ス
ナ
だ
け
で
は
な
く

ハ
チ
マ
ン
も
注
目
を
集
め
て
い
た

 
馬
子
に
も
衣
装
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
考
え
た
人
は
き

と
こ
う
い
う
時
に
思
い
つ
い
た
ん
だ

ろ
う
な

 

と
考
え
つ
つ

二
人
は
と
り
あ
え
ず

転
移
門
へ
向
か

た

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
は

リ
ズ
ベ

ト
に
も
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
も
ら
い
た
い
ら
し
く

 
呼
び
出
し
の
メ

セ

ジ
を
入
れ
た
ら
し
い

 
四
十
八
層
の
主
街
区

リ
ン
ダ

ス
へ
と
移
動
す
る
事
に
な

た

 
リ
ン
ダ

ス
は

街
中
に
水

付
き
の
家
が
多
い

の
ど
か
な
街
で
あ
る

 
転
移
門
を
抜
け
る
と

リ
ズ
ベ

ト
の

が
見
え
た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
ア
ス
ナ
に
気
が
付
い
て
手
を

り
な
が
ら
走

て
き
た

ア
ス
ナ

リ
ズ

こ

ち
こ

ち

あ

こ
ん
に
ち
は

初
め
ま
し
て

ア
ス
ナ
の
友
達
の
リ
ズ
ベ

ト
で
す

ん
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ア
ス
ナ

ハ
チ
マ
ン
は

あ
と

こ
ち
ら
の
方
は

お
い

お
前
そ
れ
ま
じ
で
言

て
ん
の
か

え

え

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン

も
し
か
し
な
く
て
も
ハ
チ
マ
ン
だ
ろ
う
が

い
や

ご
め
ん
ご
め
ん

本
当
に
ハ
チ
マ
ン

ま
だ
信
じ
て
な
い
よ
う
な
口
ぶ
り
だ
な

え

だ

て
ね

ど
う

リ
ズ

び

く
り
し
た

い
や

ま
さ
か
の
ま
さ
か
だ
よ

も
う
ま

た
く
別
人
だ
よ

て
い
う
か
別
人
だ
よ
ね

ま
あ

実

俺
も
否
定
は
で
き
ん

 
リ
ズ
ベ

ト
は
心

驚
い
て
い
る
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
も
逆
に

こ
の
反
応
に
び

く
り
し
て
い
た
の
だ
が

あ
そ
う
そ
う

二
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
も
の
が
あ
る
の

ち

と
こ

ち
に
来
て

 
そ
う
言
わ
れ
て
リ
ズ
ベ

ト
に
つ
い
て
い

た
二
人
の
見
た
も
の
は

 
水

の
つ
い
た

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た

麗
な
家
だ

た
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ど
う
思
う

な
ん
か
い
い
感
じ
だ
な

落
た
小
物
と
か

て
そ
う
だ

う
ん

あ
の
ね
あ
の
ね

私

こ
の
家
が
ど
う
し
て
も
欲
し
い
の

 
こ
こ
で

武

屋
を
開
き
た
い
の

だ
か
ら
お
願
い
し
ま
す

手
伝

て
く
だ
さ
い

 
リ
ズ
ベ

ト
は

街
中
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
時
に

こ
の
家
を
見
つ
け
た
ら
し
い

 
そ
し
て

ど
う
し
て
も
こ
の
家
が
欲
し
く
な

て
し
ま

た
よ
う
だ

 
こ
の
日
か
ら

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
だ
が

 
リ
ズ
ベ

ト
の
コ
ル

ぎ
の
日
々
が
始
ま

た

お

は

三

万
コ
ル
だ

た
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第
０
４
３
話
 
心
の
セ
ル
フ
ケ
ア

 
五
十
層
は
サ
ラ

と

 
ク

タ

ポ
イ
ン
ト

と
い
う
言
葉
が
あ
る

 
第
二
十
五
層
の
ボ
ス
が
特
に
強
力
だ

た
た
め

 
第
五
十
層
と
第
七
十
五
層
の
ボ
ス
も
ま
た
相
当
強
力
な
ボ
ス
な
の
で
は
な
い
か
と
う
考
え

方
で
あ
る

 
現
在
ま
さ
に
そ
の
五
十
層
を
攻
略
中
の
た
め

未
だ
証
明
さ
れ
て
は
い
な
い
の
だ
が

 
お
そ
ら
く
そ
の
可
能
性
が

だ
と
い
う

の
元

攻
略
組
は
準
備
を
進
め
て
い
た

 
結
果
的
に
は

そ
の

は
正
し
か

た
が

心
の
準
備
が
足
り
な
か

た

 
い
や

そ
の
言
い
方
は
お
か
し
い
か
も
し
れ
な
い

ボ
ス
が
強
す
ぎ
た
の
だ

 
私
が
し
ば
ら
く

え
る

今
の
う
ち
に
ア
ス
ナ
君
は
ハ
チ
マ
ン
君
と
協
力
し
て
体
制
を
立
て
直
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す
ん
だ

 
第
五
十
層
の
ボ
ス
攻
略
に
参
加
し
た
の
は
血
盟
騎
士
団
十
八
人
聖
⻯
連
合
十
八
人
に
加
え

 
ハ
チ
マ
ン

エ
ギ
ル
を
中
心
と
す
る
十
二
人
の

合
計
四
十
八
人
の
フ
ル
レ
イ
ド
だ

た

 
だ
が
し
か
し

今
現
在
戦
場
に
い
る
の
は

半

に
や
や
満
た
な
い

 
主
に
中
盤
か
ら
の
ボ
ス
の
激
し
い
攻
撃
に
よ
り

十
二
人
ほ
ど
の
死
者
が
出
た

 
そ
の
後
は
か
な
り

た
が
豊

に
用
意
し
て
い
た
は
ず
の
回
復
ア
イ
テ
ム
が
切
れ
る
者
が

続
出
し

 
今
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

一
人
で
ひ
た
す
ら
ボ
ス
の
攻
撃
を
防
い
で
い
る
間
に

 
回
復
の
手

の
無
い
者
を
転
移
結

で
離
脱
さ
せ
つ
つ
再
編
成
を
行

て
い
る
と
こ
ろ
だ

た 
ボ
ス
の

は
残
り
一
本

こ
こ
が
ま
さ
に
正
念
場
だ

た

ア
ス
ナ

や
ば
そ
う
な
連
中
は
転
移
結

で
全
員
離
脱
さ
せ
た

了
解

血
盟
騎
士
団
は
何
人
残

た

十
二
人

て
と
こ
ろ
か
な
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リ
ン
ド

そ

ち
は
ど
う
だ

す
ま
ん

こ
ち
ら
は
六
人
が
限
界
だ

た

よ
し
俺
の
パ

テ

が
残
り
の
連
中
を

合
し
て
五
人
合
計
二
十
三
人
が
今
残
さ
れ
た
戦

力
だ

 
血
盟
騎
士
団
は

や
は
り
普

か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ア
ス
ナ
に
鍛
え
ら
れ
て
い
る
た
め
か

 
し

か
り
と
過
半

を

持
し
て
い
た

 
聖
⻯
連
合
は

半

以
上
が
す
で
に
離
脱
し
て
い
た
が

 
リ
ン
ド
と
シ
ヴ

タ
の
他

ハ
チ
マ
ン
は
あ
ま
り
親
し
く
は
な
い
が

 
主
要
メ
ン
バ

の
副
団
⻑
の
ハ
フ
ナ

タ
ン
ク
の
シ

ミ

ト

は
健
在
だ

た
の
で

 
戦
闘
力
は
ち

ん
と

持
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
チ

ム
は

ハ
チ
マ
ン

キ
リ
ト

ネ
ズ
ハ
に
加
え

 
最
近
攻
略
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

た
ク
ラ
イ
ン
と

エ
ギ
ル
の
五
人
が
残

て
い
た

い
け
る
と
思
う
か

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
化
け
物

り
と

ボ
ス
の
残
り

か
ら
計
算
す
る
と

 
お
そ
ら
く
ギ
リ
ギ
リ
だ
が

今
の
メ
ン
バ

で
倒
せ
る
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よ
し

君
が
そ
う
言
う
な
ら
そ
の
言
葉
を
信
じ
る

ハ
チ
マ
ン
の

況

み
は

か
な
り
正
確
だ
か
ら
な

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
も

攻
略
組
の
中
で
は
か
な
り
信
頼
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
ど
う
や
ら
崩
れ
る
心
配
は
な
い

 
あ
い
つ
一
人
に
負
担
を
か
け
る
の
は

し

な
い
が
そ
の
分
俺
達
で
し

か
り
と
ボ
ス
を

る
ぞハ

チ
マ
ン
君

何
か
意
見
は
あ
る

タ
ン
ク
を

べ
て

か
ら
接
近

囲
攻
撃
を
防
ぎ

直
後
に
攻
撃

が
一
撃
離
脱
だ

堅
実
だ
ね

あ
あ

幸
い
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
お
か
げ
で

強
力
な
攻
撃
は
こ
ち
ら
に
は
来
な
い

 

囲
攻
撃
だ
け
な
ら
他
の
タ
ン
ク
連
中
で
も
な
ん
と
か
防
げ
る
か
ら
な

 
ア
ス
ナ
が
そ
れ
を
受
け
て
全
体
に
戦
術
を
指

す
る
と
さ
す
が
よ
り
す
ぐ
り
の
精

な
だ
け

あ

て

 
す
ぐ
に
散
開
し

攻
撃
を
再
開
す
る
事
が
出
来
た

囲
攻
撃
が
来
る
ぞ

タ
ン
ク
は
備
え
ろ

他
の
者
は
タ
ン
ク
の
後
ろ
で
突
撃
準
備
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お
う

 
ボ
ス
の

囲
攻
撃
を
タ
ン
ク
が
防
い
だ
直
後

ア
タ

カ

が
強
力
な
攻
撃
を
叩
き
こ
み

 
そ
の
後
す
ぐ
ま
た
タ
ン
ク
の
後
ろ
に

て
い
く

 
回
復
結

は
タ
ン
ク
に
集
中
さ
せ
タ
ン
ク
は

囲
攻
撃
で
く
ら
う
ダ
メ

ジ
を
計
算
し
な
が

ら 

的
に
残
さ
れ
た
回
復
結

を
使

て
い
く

ボ
ス
の

が

く
な

た
ぞ

少
し
下
が
る
ん
だ

 
だ
が
驚
く
べ
き
事
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
下
が
ら
な
か

た

 
ま
だ
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

は

一
度
も
イ
エ
ロ

に
す
ら
な

て
い
な
い

 
そ
の
ま
ま
発
狂

態
の
ボ
ス
を
も

え
き
り

 
つ
い
に
キ
リ
ト
の
一
撃
に
よ
り

ボ
ス
は
爆
発
し

四
散
し
た

  
大
歓
声
が
あ
が
り

皆
お

い
の
健
闘
を
称
え
あ

た

 
そ
の
後
落
ち
着
い
た
の
か

皆
座
り
込
ん
で
し
ま
い

そ
の
ま
ま
休

の
よ
う
な
雰
囲
気
に

な

た
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実

の
と
こ
ろ

か
か

た
時
間
は
一
時
間

度
で
は
あ

た
が

は
大
き
か

た

 
し
ば
ら
く
の
間

攻
略
ペ

ス
は
確
実
に
今
ま
で
よ
り
は
落
ち
る
だ
ろ
う

お
い
キ
リ
ト

ボ
ス
か
ら
の
ド
ロ

プ
何
だ

た

エ
リ

シ
デ

タ

て
い
う
片
手
直
剣
だ
な

性
能
は
こ
う
だ

お
お

す
げ

な

こ
れ
当
分
使
い
続
け
ら
れ
る
ん
じ

な
い
か

あ
あ

こ
れ
で
し
ば
ら
く
武
器
に
強
化
以
外
の
金
を
か
け
な
く
て
す
む

そ

ち
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
二
人
で
他
の
人
か
ら
少
し
離
れ
た
壁

に
座
り
そ
ん
な
話
を
し
て

い
た

 
基
本
的
に
二
人
と
も

他
人
と
は
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム

の
話
は
絶
対
に
し
な
い
の
だ
が

 
二
人
だ
け
の
時
は

た
ま
に
こ
う
い
う
や
り
と
り
を
し
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
ち
ら
ち
ら
と
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
よ
う
だ

た
が

 
ま
だ
副
団
⻑
と
し
て
の

が
あ
る
よ
う
で

こ
ち
ら
に
来
る
気
配
は
無
か

た

こ
れ
で
し
ば
ら
く
攻
略
も
休
み
に
な
り
そ
う
だ
な

嬉
し
そ
う
だ
な

ハ
チ
マ
ン
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さ
て
五
十
一
層
の
転
移
門
の
ア
ク
テ

ベ

ト
は
誰
か
に
任
せ
る
と
し
て
俺
は
先
に

る

わ
お
う

そ
れ
じ

ま
た
な

ハ
チ
マ
ン

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に
先
に
帰
る
事
を
告
げ

転
移
結

で
コ
ラ
ル
の
村
に

た

 
さ
す
が
に
疲
れ
た
の
だ
ろ
う

ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま

の
よ
う
に
眠
り
に
つ
い
た

  
現
在
は
戦
力
の
再
編
成
が
急

な
た
め

 
ハ
チ
マ
ン
の
予
想
通
り

し
ば
ら
く
攻
略
は
ス
ト

プ
す
る
事
に
な

た

 
こ
の
機
会
に

自
結

ア
イ
テ
ム
を
集
め
直
し
た
り
装
備
の
強
化
を
行
う
者
が
多
い
よ
う

だ 

日
後

多
少
は
落
ち
着
い
た
よ
う
で

ア
ス
ナ
か
ら
第
五
十
層
突
破
の

労
会
の
誘
い
が

あ

た

 
場
所
は

五
十
層
の
主
街
区
で
あ
る
ア
ル
ゲ

ド
で
行
わ
れ
る
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

行
け
た
ら
い
く
わ

と
い
つ
も
通
り
の
返
事
を
し
た
の
だ
が

 
行
か
な
い
と
後
で
必
ず
ア
ス
ナ
に

ら
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
の
で
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時
間
を
調
整
し
て
少
し

め
に
会
場
に
向
か
う
事
に
し
た

  
当
日
に
な
り

そ
ろ
そ
ろ
会
が
始
ま
る
と
い
う
時
間
に
な

た

 
ア
ス
ナ
か
ら

い
つ
着
く
の
と
い
う
メ

セ

ジ
が
来
た
た
め

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
と
思
い
つ
つ

そ
の
旨
を
送
信
し
た

 
す
る
と
予
想
外
に
す
ぐ
返
事
が
き
た

ど
う
や
ら
以
前
贈
ら
れ
た
あ
の
服
を
着
て
き
て
欲
し

い
よ
う
だ

 
ま
あ

こ
ん
な
時
く
ら
い
し
か
着
る
機
会
無
い
し
な

と
思
い
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は

あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に
そ
の
指

に

う
事
に
し
た

す
ま
ん

少
し

れ
た

 
今
回
の
参
加
メ
ン
バ

は

何
と
い
う
か

完
全
に
内

の
集
ま
り
の
よ
う
で

 
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

そ
し
て

ア
ル
ゴ
だ

た

ア
ル
ゴ
が
こ
う
い
う

に
い
る
な
ん
て
珍
し
い
な

と
い
う
か
完
全
に
内

だ
け
な
の
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

ア
ス
ナ
は
何
も
答
え
ず

に
こ
に
こ
し
て
い
る
だ
け
だ

た

 
何
だ
こ
い
つ

と
思

た
ハ
チ
マ
ン
は

場
の
雰
囲
気
が
お
か
し
い
事
に
気
が
つ
い
た
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そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は

一

の
顔
を
ぐ
る

と

め
て
い
た
が

 
静

を
破
り

ま
ず
こ
の
中
で
は
一
番
社
交
的
で
あ
ろ
う

エ
ギ
ル
が
口
を
開
い
た

初
め
ま
し
て

俺
は
エ
ギ
ル
と
言
い
ま
す

ア
ス
ナ
さ
ん
の
お
知
り
合
い
で
す
か

 
そ
の
言
葉
に
皆
ハ

と
し
た
の
か

次
々
に
自

紹
介
を
始
め
た

ク
ラ
イ
ン
で
す

宜
し
く

俺
は
キ
リ
ト
だ

情
報
屋
の
ア
ル
ゴ
だ

ど
こ
か
で
会

た
カ

お
い

ま
た
こ
の
パ
タ

ン
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
を
見
る
と
ア
ス
ナ
は
笑
い
を

え
て
い
る
の
か

る

る
と

え
て

い
た

 
あ

こ
れ
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
ね

と
思

て
い
る
と

ア
ル
ゴ
が

ね
て
き
た

血
盟
騎
士
団
の
メ
ン
バ

に
し
ち

知
ら
な
い
顔
だ
な

攻
略
組
で
も
見
た
事
が
な
い
ナ

あ

う
ん

血
盟
騎
士
団
の
メ
ン
バ

で
は
な
い
ね

そ
れ
じ

ア
ス
ナ
さ
ん
の
知
り
合
い

ス
か

そ

そ
う
だ
ね

知
り
合
い
だ
ね
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ア
ス
ナ
が

る

る
し
な
が
ら
そ
れ
に
答
え
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら

ま
だ

る

る
し
て
い
る
ア
ス
ナ
に
声
を
か
け
た

お
い
ア
ス
ナ

お
前
後
で
お
し
お
き
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を

く
と

バ

と
顔
を
上
げ
て

叫
ん
だ

え

ハ
チ
マ
ン
君
そ
ん
な

 
そ
の
言
葉
を
四
人
が
理
解
す
る
ま
で

ま
た
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か

た

え

ハ
チ
マ
ン

え

ハ
チ
マ
ン

な
の
か

ハ
チ
マ
ン

ま
じ
か
よ

オ
レ

ち
も
そ
ん
な
情
報
は
知
ら
な
い

は

お
前
ら
揃
い
も
揃

て
馬

な
の
か

あ
あ

ハ
チ
マ
ン
だ

そ
の
言
い
方
は
ハ
チ
マ
ン
だ
な

ハ
チ
マ
ン

ま
じ
か
よ

確
か
に
こ
れ
は
ハ

み
た
い
だ
ナ
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ク
ラ
イ
ン
だ
け
は

い
ま
だ
に

内
が
ル

プ
し
て
い
る
よ
う
だ

た
が

 
一

は
ど
う
や
ら
納
得
し
た
ら
し
く
こ
の
ハ
チ
マ
ン
は
確
か
に
ハ
チ
マ
ン
だ
と
納
得
し
た
よ

う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

や
れ
や
れ
と

を

め

ア
ス
ナ
の
隣
に
座

た

め
て

す
ま
ん

少
し

く
な

た

お

お
う

と
い
う
か

そ
の
格
好
は

こ
れ
は
お
そ
ら
く
ア
シ

レ
イ
の
オ

ダ

メ
イ
ド
品
だ
ナ

ア
シ

レ
イ

て
あ
の
カ
リ
ス
マ
お
針
子
の

こ
の
中
で

ア
シ

レ
イ
に
伝
手
が
あ
り
そ
う
な
の
は

 
四
人
は
ア
ス
ナ
を
じ

と
見
つ
め
た

う
ん

ち

と
前
に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
頼
ん
で
作

て
も
ら

た
ん
だ

 
今
日
は
ど
う
し
て
も
ハ
チ
マ
ン
君
の
こ
の

を
み
ん
な
に
見
て
欲
し
か

た
の

な
る
ほ
ど

ア
ス
ナ
の
差
し
金
だ

た
か

あ
あ
キ
リ
ト

俺
が
自
分
で
こ
う
い
う
の
選
べ
る
わ
け
な
い
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン
が
服
装
に
気
を
遣
え
る
わ
け
ね

し
な
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お
い
ク
ラ
イ
ン

事
実
だ
が
少
し
は
フ

ロ

し
ろ

最
初
誰
か
と
思

て

業
用
の
態
度
を
と

ち
ま

た
よ

お
前
は
そ
う
い
う
と
こ
さ
す
が
だ
よ
な

エ
ギ
ル

こ
の
情
報
は
い
く
ら
に
な
る
か
ナ

ア
ル
ゴ

料
金
設
定
を
考
え
る
の
は
す
ぐ
や
め
ろ

ほ
ら

こ
の
受
け
答
え
は
間
違
い
な
く
ハ
チ
マ
ン
君
で
し

ア
ス
ナ
は

こ
れ
で
確
認
出
来
ま
し
た
ね

み
た
い
に
言
う
の
を
や
め
よ
う
な

 
四
人
は
ま
あ

は
ど
う
あ
れ
ハ
チ
マ
ン
だ
と
納
得
し
た
よ
う
だ

し
か
し

労
の
会

て

い
て
た
か
ら
も

と
大
人

の

手
な
会
だ
と
思

て
た
ん
だ

が 
お
か
し
な
メ
ン
バ

し
か
い
な
い
ん
だ
な

一
番
お
か
し
い
の
は
ハ
チ
マ
ン
だ
と
思
う
が

俺
は
ア
ス
ナ
の
指

に

て
こ
れ
を
着
て
き
た
だ
け
だ

し
か
し

普
通
に
街
で
す
れ
違

て
も
絶
対
に
気
付
か
な
い
よ
な

 
そ
の
後
も
ハ
チ
マ
ン
に
つ
い
て
の
話
が
続
き
そ
の
ま
ま
会
は
色
々
な
話
題
で

り
上
が
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た 

者
が
出
た
事
に
よ
る

し
み
に
よ

て
今
後
の
攻
略
に
暗
い
気
持
ち
を

か
な
い
よ
う

に 
そ
れ
は
攻
略
組
な
り
の

心
の
セ
ル
フ
ケ
ア
な
の
だ
ろ
う

 
彼
ら
の
戦
い
は

ま
だ
や

と

り
返
し
地
点
を
通
過
し
た
と
こ
ろ
な
の
だ
か
ら
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第
０
４
４
話
 
二
人
な
ら

 
リ
ズ
ベ

ト
が
家
を

う
宣
言
を
し
て
か
ら
三

月

 
ハ
チ
マ
ン
や
ア
ス
ナ
の
協
力
も
あ
り

 
ど
う
や
ら
リ
ズ
ベ

ト
は

目
標
の
金

を

め
る
事
に
成
功
し
た
よ
う
だ

 
リ
ズ
ベ

ト
ら
し
い
事
に
内
装
や
ら
の
室
内
に
か
か
る

の
事
は
忘
れ
て
い
た
よ
う
で

 
結
局
ハ
チ
マ
ン
に

決
し
て
安
く
は
無
い
金

を

り
る
事
に
な

た
の
だ
が

店
の
名
前
は
決
ま

た
の
か

う
ん

普
通
に
リ
ズ
ベ

ト
武

店
に
決
め
た

い
い
ん
じ

な
い
か
な

な
ん
か
し

く
り
く
る
よ

残

て
る
仕
事
は
何
だ

商
品
の
ス
ト

ク
が
ち

と
足
り
な
い
か
な

そ
れ
じ

ち

と
素
材
を
集
め
に
行
く
か

あ
り
が
と
う

 
こ
う
し
て
店
と
し
て
の
体

も
完
全
に
整
い

つ
い
に
オ

プ
ン
の
日
が
や

て
き
た
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宣
伝
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
い
き
な
り

山
の
客
が
殺
到
す
る
事
は
な
か

た
が

 
ア
ス
ナ
の
伝
手
で
血
盟
騎
士
団
の
メ
ン
バ

が

人
訪
れ
た
り

 
露
店
時
代
か
ら
の
常
連
が

人
訪
れ
て
く
れ
た
り
し
た
の
で
店
の
滑
り
出
し
は
上
々
と
言
え

た 
今
後
も
ハ
チ
マ
ン
が
安
価
で
素
材
を

し
続
け
る
は
ず
な
の
で
店
の
将
来
も
明
る
い
事

だ
ろ
う

  

日
後
珍
し
く
エ
ギ
ル
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
連

が
あ

た

ど
う
や
ら
相
談
が
あ
る
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

エ
ギ
ル
の
露
店
へ
と
向
か

た

よ
お

悪
い
な

わ
ざ
わ
ざ
来
て
も
ら

て

い
や

特
に
問
題
は
な
い

今
日
来
て
も
ら

た
の
は

ほ
ら

先
日
リ
ズ
が
店
を
開
い
た
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
俺
も

そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
店
を
持
ち
た
く
な

て
な

な
る
ほ
ど
な

で

い
く
つ
か
目
を
つ
け
て
る
場
所
が
あ
る
ん
だ
が

ハ
チ
マ
ン
の
目
か
ら
見
て
ど
う
か
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一

に
回

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
欲
し
い
ん
だ
よ

俺
に
ど
こ
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
る
か
わ
か
ら
な
い
が

別
に

わ
な
い
ぞ

す
ま
ん

助
か
る

 
二
人
は
い
く
つ
か
の
候
補
地
を
ま
わ
り

色
々
話
し
合

た

 
そ
の
結
果
プ
レ
イ
ヤ

ハ
ウ
ス
よ
り
は
ど
こ
か
の

物
の
一
室
の
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い

う
話
と
な
り

 
五
十
層
の
主
街
区
ア
ル
ゲ

ド
に
あ
る
と
あ
る

物
の
中
の
一
室
を
二
人
と
も
気
に
入

た

た
め

 
結
局
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
決
定
す
る
事
に
な

た

金
は
あ
る
の
か

元
々
家
も
考

に
入
れ
て
た
か
ら
な

こ
の

模
な
ら
ま
あ
余

だ
な

し
か
し
知
り
合
い
が
連
続
し
て
正
式
に
店
を
開
く
事
に
な
る
と
は

何
か
感

深
い
な

そ
ろ
そ
ろ
職
人
プ
レ
イ
ヤ

も
揃

て
き
た
し

前
線
を

え
る
体
制
は
整

て
き
た
な

ま
あ

い
く
つ
か
危

し
て
る
事
は
あ
る
ん
だ
が
な

何
だ
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こ
の
ま
ま
こ
の
世
界
に
い
る
の
も
い
い
ん
じ

な
い
か
と
思
う
奴
が

え
て
く
る
可
能
性
だ

な

確
か
に
な

特
に
下
層
の
連
中
に

そ
う
い
う
奴
が
多
い
気
も
す
る
な

こ
の
世
界
が

遠
に
続
く
な
ら

そ
う
い
う
選
択
肢
が
あ

て
も
い
い
ん
だ

だ
が
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

少
し
暗
い
表
情
に
な
り

話
を
続
け
た

な
あ
エ
ギ
ル

現
実
世
界
で
の
俺
達
の
体

て
ど
う
な

て
る
と
思
う

そ
り

あ

死
ん
で
な
い
わ
け
だ
か
ら

恐
ら
く
病
院
に
で
も
収
容
さ
れ
て
る
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
こ
で
だ

 
人
が
病
院
で
ず

と

た
ま
ま

点

の
み
で
ず

と
栄

を
補

さ
れ
る
だ
け
で
い
た
ら

ど
う
な
る

そ
り

お
そ
ら
く

死
な
な
い
と
し
て
も

必
ず
ど
こ
か
が
お
か
し
く
な
る

そ
う

だ
よ
な

あ
あ

こ
の
世
界
に
は

そ
う
言

た
意
味
で

多
分
限
界
が
あ
る
ん
だ
よ

 
俺
達
は

心
だ
け
で
成
立
し
て
い
る
生
き
物
で
は
な
い
か
ら
な
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可
能
な
限
り

く
攻
略
し
な
い
と

い
ず
れ
全
滅

か

更
に
は

そ
の
事
に
思
い
至

て
自
暴
自

に
な
り

 
無
差
別
に
プ
レ
イ
ヤ

を
殺
し
て
回
る
奴
が
現
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い

 
も
ち
ろ
ん
好
ん
で
そ
う
い
う
事
を
す
る
奴
も
い
る
だ
ろ
う
が
な

な
る
ほ
ど

な
ん
か
暗
い
話
に
な

ち
ま

た
な

す
ま
ん

い
や

俺
も
最
近
そ
う
い
う
事
を
ま

た
く
考
え
な
い
よ
う
に
な

て
た
か
ら
な

 
思
い
出
さ
せ
て
も
ら

て

逆
に
助
か

た
よ

俺
達
に
出
来
る
事
は
攻
略
し
か
な
い
か
ら

戦
い
続
け
る
し
か
な
い
な

あ
あ

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

店
の
開
店
準
備
頑
張
れ
よ

何
か
あ

た
ら
い
つ
で
も
連

し
て
く
れ

お
う

す
ま
な
か

た
な

ハ
チ
マ
ン

あ
り
が
と
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ひ
ら
ひ
ら
と
手
を

り

自
宅
へ
と

て
い

た

  
攻
略
も
無
事
再
開
さ
れ
て

月

今
の
最
前
線
は
五
十
八
層
だ

た
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そ
の
日
の
攻
略
を
終
え
家
で
ゆ

く
り
し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
に
ア
ル
ゴ
か
ら
連

が
あ

た 
ど
う
や
ら
何
か
事
件
が
あ
り

手
伝

て
ほ
し
い
よ
う
だ

 
話
を

く
と

最
近
三
十
台
の
層
で

が
多
発
し
て
い
る
ら
し
い

オ
レ

ち
の

だ
と

こ
れ
は
組

的
な
動
き
だ
ナ

は
何
か
あ
る
の
か

ど
の
ケ

ス
も

一
度
に
複

の
人
間
が
死
ん
で
る
ん
だ
ヨ

 
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
込
ん
だ

つ
ま
り

あ
る

度
の
人

で
囲
ん
て
殺
し
た
と
か
そ
う
い
う
事
を
言
い
た
い
の
か

ま
あ

そ
う
だ
ナ

し
か
し

パ

テ

と
パ

テ

の
ぶ
つ
か
り
合
い
に
な
る
と

 
そ
う
簡

に
死
者
は
出
な
い
ん
じ

な
い
の
か

そ
れ
よ
り
は

俺
や
キ
リ
ト
み
た
い
な
の

が 
パ

テ

全
員
を
ま
と
め
て
殲
滅
し
て
る

て
方
が
し

く
り
く
る
考
え
な
気
も
す
る
ん
だ

が
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え
中
層
と
は
い
え

今
そ
れ
が
出
来
る
の
力
が
あ
る
の
は

攻
略
組
の
中
で
も

人
だ
ヨ

可
能
性
と
し
て
は
ま
ず
あ
り
え
な
い

て
事
か

そ
う
い
う
こ

タ

 
ハ
チ
マ
ン
は
再
び
考
え
込
ん
だ
が

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
言

た

な
る
ほ
ど

つ
ま
り
ど
ん
な
に
可
能
性
が

く
て
も

 
そ
れ
が
可
能
な
人
間
は
存
在
す
る

つ
ま
り

キ
リ
ト
が
犯
人
だ

今
す
ぐ
捕
ま
え
る
ぞ

ハ冗
談
だ
よ

そ
れ
じ

何
か
事
件
に
共
通
す
る
部
分
と
か
な
い
の
か

い
く
つ
か
の
案
件
で

回
同
じ
人
物
だ
け
が
生
き
残

て
る

な
る
ほ
ど

か

ス
パ
イ
み
た
い
な
奴
が

襲
い
や
す
い
地

に
誘

し
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
ナ

そ
い
つ
を
マ

ク
す
れ
ば
い
い
か

ま
あ

ま
ず
は
そ
こ
か
ら
始
め
る
し
か
無
さ
そ
う
な
よ
ナ

そ
い
つ
の
名
前
は

ロ
ザ
リ
ア

て
奴
だ
な

ハ

の

い
な
タ
イ
プ
だ
よ
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い
な
タ
イ
プ
ね

ま
あ
ち

と
調
べ
て
み
る
わ

す
ま
な
い
が
頼
む
ヨ

 
ハ
チ
マ
ン
は
調
査
を
開
始
し

ほ
ど
な
く
し
て
目
的
の
人
物
を
見
つ
け
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
観
察
の
結
果

ロ
ザ
リ
ア
は
確
か
に
ハ
チ
マ
ン
の

い
な
タ
イ
プ
だ

た

自
分
に
自
信
を
持

て
て

な
お
か
つ

深
い

確
か
に

い
な
タ
イ
プ
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

し
ば
ら
く
ロ
ザ
リ
ア
を
尾
行
す
る
事
に
し
た

 
ど
う
や
ら
四
十
七
層
に

点
を
持

て
い
る
よ
う
だ

こ
こ
か

あ
か
ら
さ
ま
だ
な

い
か
に
も
私
は
普
通
の
プ
レ
イ
ヤ

で

 
こ
う
い
う
場
所
が
好
き
で
す

て
ア
ピ

ル
し
て
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
後
も
ず

と
ロ
ザ
リ
ア
を
観
察
し
続
け
た

 
と
あ
る
日
ロ
ザ
リ
ア
が

フ

ド
で
顔
を

し
て
家
を
出
た
の
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は

 
ど
う
や
ら
手
が
か
り
が
掴
め
そ
う
だ
と
思
い

そ
の
ま
ま
尾
行
す
る
事
に
し
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は

十
九
層
へ
と
転
移
し
た
よ
う
だ

い
か
に
も

て
感
じ
だ
よ
な

と
あ
い
つ
は
確
か

そ
う
か
こ
こ
で
繋
が
る
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
見
た
の
は
ず

と
行
方
不
明
に
な

て
い
た
ジ

と
会
う
ロ
ザ
リ
ア
だ

た
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ど
う
や
ら
こ
れ
で
間
違
い
な
い
ら
し
い

 
ず

と
見
失

て
い
た
あ
の
連
中
と
繋
が

た
事
で
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
ザ
リ
ア
が
犯
人
一
味
だ

と
確
信
し
た

  
ロ
ザ
リ
ア
は
最
近

シ
ル
バ

フ
ラ
グ
ス
と
い
う
ギ
ル
ド
に
接
触
し
て
い
る
ら
し
か

た

 
ロ
ザ
リ
ア
は

そ
の
連
中
と
一

に
何
度
か
狩
り
に
行

て
い
た
が

 
誰
か
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
気
配
は
ま
だ
ま

た
く
無
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
日
も
ロ
ザ
リ
ア
を
徹

マ

ク
し
て
い
た
が
そ
の
日
は
ど
う
や
ら
動
き
が

な
い
よ
う
だ

 

も
ロ
ザ
リ
ア
の
動
向
を
見
張

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
の
元
に

ア
ル
ゴ
か
ら
急
報
が
入

た

 
ど
う
や
ら
シ
ル
バ

フ
ラ
グ
ス
の
メ
ン
バ

が
リ

ダ

一
人
を
残
し
て
全
滅
し
た
ら
し
い

ま
さ
か

ロ
ザ
リ
ア
は
今
日
は
ま

た
く
動
い
て
な
い
ぞ

ア
ル
ゴ

何
が
あ

た

一
人
生
き
残

た
リ

ダ

に
話
を

い
た
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
ロ
ザ
リ
ア
に
い
く
つ
か
実
入
り
の
い
い
狩
場
の
情
報
を
教
え
て
も
ら

て
た
ら
し
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く
て
な

 
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
行

た
時

急
に
襲
わ
れ
た
ら
し
い

 

な
事
に

他
の
狩
場
は
実

確
か
に
い
い
狩
場
だ

た
か
ら

 
恐
ら
く
一

所
で
ず

と
待
ち
伏
せ
し
て
た
ん
だ
と
思
う
が
確
実
な
証

は
残
し
て
な
い
ん

だ
よ
ナ

く
そ

マ

ク
す
る
べ
き
は
そ

ち
だ

た
か

俺
の
失
態
だ

い
や

オ
レ

ち
も
そ
こ
ま
で
は
予

で
き
な
か

た

 
今
回
は
オ
レ

ち
の
失
態
で
も
あ
る
ん
だ
よ

そ
こ
で

次
の
手
だ
ナ

何
か
あ
る
の
か

よ
お

ハ
チ
マ
ン

話
は
全
部

い
た
よ

キ
リ
ト

ハ

に
は

そ
の
ま
ま
ロ
ザ
リ
ア
の
マ

ク
を
し
て
も
ら
う

 
そ
し
て

現
地
に
キ

を

遣
す
る

こ
れ
で
絶
対
に
次
は
無
い
は
ず
ダ

キ
リ
ト

俺
は

ハ
チ
マ
ン
一
人
で
何
で
も
背
負
お
う
と
す
る
な

て

二
人
な
ら
絶
対
負
け
な
い
そ
う
だ
ろ
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あ

あ
あ

そ
う
だ
な

キ
リ
ト
頼
む

力
を
貸
し
て
く
れ

ど
う
や
ら
生
き
残

た
リ

ダ

が

あ
い
つ
ら
を

獄
に
入
れ
て
く
れ
と

 
回
廊
結

を
持

て
五
十
一
層
で

え
て
る
ら
し
い

殺
し
て
く
れ

じ

な
く

獄
に
入
れ
て
く
れ

か

そ
い
つ
ら
を
殺
し
た
く
て
た
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
に
な

そ
の
リ

ダ

は
す
ご
い
な

そ
の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
に
も

そ
の
依
頼

俺
達
で
受
け
よ
う

キ
リ
ト

あ
あ

ア
ル
ゴ

そ
い
つ
ら
の
ギ
ル
ド
の
名
前
は
調
べ
が
つ
い
て
る
の
か

オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド

タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド

て
言
う
ら
し
い

よ
し

俺
達
二
人
で
必
ず

タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド
を
潰
す
ぞ
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第
０
４
５
話
 
本
当
の
悪

次
の
目
標
は

ど
う
や
ら
あ
の
パ

テ

み
た
い
だ
な

そ
う
だ
な

ん

お
い
見
ろ
キ
リ
ト

あ
の
小
さ
い
の

あ
れ

な
ん
だ

あ
れ
は

使
い
魔
か

珍
し
い
な

そ
う
い
え
ば
⻯
使
い
と
か
い
う
プ
レ
イ
ヤ

の
噂
な
ら

い
た
事
が
あ

た
な
あ
れ
が
そ
う

か 
確
か
名
前
は

シ
リ
カ

だ

た
と
思
う

 
あ
れ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
ロ
ザ
リ
ア
を
徹

マ

ク
し

 

日
後
ロ
ザ
リ
ア
が

新
し
い

物
に
目
を
つ
け
た
事
を
知

た

 
ロ
ザ
リ
ア
は

⻯
使
い
シ
リ
カ
が
い
る
パ

テ

と

し
ば
ら
く
行
動
を
共
に
す
る
よ
う
だ

し
ば
ら
く
は

俺
が
あ
の
パ

テ

を
マ

ク
す
る
よ

そ
れ
じ

俺
は
そ
の
間

街
で
情
報
収
集
だ
な

あ
あ

何
か
あ

た
ら
す
ぐ
連

す
る

了
解
だ
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と
こ
ろ
が
そ
の
何
か
は
想
像
以
上
に

く

そ
の
日
の
う
ち
に
動
き
が
あ

た

 

 
ハ
チ
マ
ン
は
パ

テ

の
監

を
キ
リ
ト
に
任
せ
十
九
層

を

索
し
て
い
た
の
だ
が

 
狩
り
が
そ
ろ
そ
ろ
終
わ

た
で
あ
ろ
う
く
ら
い
の
時
間
に
キ
リ
ト
か
ら

急
メ

セ

ジ
が

入

た

 
ど
う
や
ら
ロ
ザ
リ
ア
の
監

を
交
代
し
て
欲
し
い
ら
し
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
あ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
今
日
の
狩
場
で
あ

た
迷
い
の
森
へ
と
急
行

し 
森
か
ら
出
て
く
る
ロ
ザ
リ
ア
の

を
確
認
す
る
と

す
ぐ
に
キ
リ
ト
に

 
ロ
ザ
リ
ア
の
監

引
継
ぎ
完
了

と
連

を
入
れ
た

パ

テ

に

シ
リ
カ
だ
け
が
い
な
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
さ
か
襲
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
と
一

思

た
が
シ
リ
カ
が
い
な
い
だ
け
で

 
他
の
メ
ン
バ

に
は
特
に
お
か
し
な
様
子
も
無
い
よ
う
に
見
え
た
の
で

 
ど
う
や
ら
何
か
が
あ

て

別
行
動
に
な

た
の
だ
ろ
う
と
当
た
り
を
つ
け
た

 
時
々
メ
ン
バ

が
ロ
ザ
リ
ア
に
目
を
や
り
つ
つ
心
配
そ
う
に
後
ろ
を

り
向
く
様
子
が
見
え

た
の
で
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多
分
ロ
ザ
リ
ア
と
シ
リ
カ
が

め
た
の
だ
ろ
う

ロ
ザ
リ
ア
は

い
か
に
も
シ
リ
カ
が
気
に
入
ら
な
い
様
子
だ

た
し
な

 
キ
リ
ト
は
ど
う
や
ら
シ
リ
カ
を
追
い
か
け
た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
パ

テ

の
監

を
続
け
て
い
た

 
街
に

て
し
ば
ら
く
す
る
と

キ
リ
ト
と
シ
リ
カ
が
森
の
方
か
ら
一

に

て
き
て

 
そ
れ
を
見
つ
け
た
ロ
ザ
リ
ア
が

シ
リ
カ
に
か
ら
み
始
め
た

 
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
つ
け
た
よ
う
で
密
か
に
こ
ち
ら
に
合
図
し
た
後
ロ
ザ
リ
ア
に

何
か
言
い

 
そ
の
ま
ま
シ
リ
カ
を

て

ど
こ
か
に
消
え
て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま
ロ
ザ
リ
ア
の
尾
行
を
続
け
つ
つ

キ
リ
ト
か
ら
の
連

を
待

た

 
ロ
ザ
リ
ア
は

ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
な
が
ら

キ
リ
ト
達
の
尾
行
を
し
て
い
る
よ
う
だ

た

今

あ
の
女
気
に
入
ら
な
い

て

こ
え
た
な

 
こ

ち
に

こ
え
る
く
ら
い
の
声
で
言
う
と
か
相
当
む
か
つ
い
て
る
ん
だ
な

予
想
以
上
の

深
さ
だ

 
キ
リ
ト
か
ら
の
連

は
す
ぐ
に
来
た

予
想
通
り
ロ
ザ
リ
ア
と
シ
リ
カ
が
言
い
争
い
に
な
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り 
シ
リ
カ
が
パ

テ

を
飛
び
出
し
て
し
ま

た
ら
し
い

 

て
た
キ
リ
ト
は
す
ぐ
に
ハ
チ
マ
ン
に
連

し

 
監

の
引
継
ぎ
が
終
わ
る
や
否
や

す
ぐ
に
シ
リ
カ
を
追
い
か
け
た
そ
う
な
の
だ
が

 
シ
リ
カ
本
人
の
救
助
は
間
一

間
に
あ

た
が
使
い
魔
の
子
⻯
は
死
ん
で
し
ま

た
ら
し
い

そ
う
か

あ
い
つ
死
ん
じ
ま

た
の
か

 
ま
あ

キ
リ
ト
も

生
の
方
法
は
知

て
る
は
ず
だ
し

問
題
は
な
い
か

 
キ
リ
ト
は
明
日

シ
リ
カ
が
使
い
魔

生
の
ア
イ
テ
ム
を
四
十
七
層
で
取
る
た
め
の

 
付
き

い
を
す
る
よ
う
だ

 
こ
れ
か
ら

で

シ
リ
カ
に
ミ
ラ

ジ

ス
フ

ア
を
使

て
場
所
の
説
明
を
す
る
ら
し
い

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
ザ
リ
ア
が
キ
リ
ト
た
ち
の
入

た

に
入

て
い
く
の
を
確
認
し
た

 
そ
の
後
の
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の
遣
り
取
り
を

会
話
風
に
表
現
す
る
と

キ
リ
ト
今
そ
こ
に
ロ
ザ
リ
ア
が
入

て

た
ぞ

多
分
部
屋
の
外
で
盗
み

き
す
る
つ
も
り

だ
そ
う
か

で

ど
う
す
る
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と
り
あ
え
ず
誘
い
を
か
け
よ
う

大
き
め
の
声
で

目
的
地
を
説
明
し
て
く
れ

 
そ
の
後

い
か
に
も
今
気
付
い
た
風
に

ド
ア
を
開
け
て
外
を
確
認
し
て
く
れ

了
解

ロ
ザ
リ
ア
は

相
当
シ
リ
カ
の
事
が

い
み
た
い
だ
ぞ

シ
リ
カ
も
ロ
ザ
リ
ア
が

い
み
た
い
だ

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な

と
り
あ
え
ず
後
は
俺
が
ロ
ザ
リ
ア
を
尾
行
し
て
ど
う
動
く
か
確
認
す

る 
外
に
出
て
き
た
ロ
ザ
リ
ア
は

何
か
ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
し
て
い
た
が

 
そ
の
後
は
ま

す
ぐ
に
自
分
の

点
へ
と

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
ザ
リ
ア
が
現
地
に
い
る
場
合
と
い
な
い
場
合
の
二
つ
の
ケ

ス
を
想
定
す
る

事
に
し
た

  
次
の
日
ハ
チ
マ
ン
は

ロ
ザ
リ
ア
が
四
十
七
層
の

点
か
ら

 
転
移
門
を
使
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
街
の
外
へ
と
向
か

た
の
を
確
認
し

後
を
つ
け
て
い

た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
歩
い
て
い
た
が
ど
う
や
ら
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
の
だ
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ろ
う

 
人
目
に
つ
か
な
い
岩
の
陰
に
集
ま

て
い
た
仲
間
と
合
流
し
思
い
出
の

方
面
へ
移
動
を
始

め
たつ

い
に
見
つ
け
た
ぞ

タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド

 
ハ
チ
マ
ン
は

ど
う
や
ら
ロ
ザ
リ
ア
は
自
分
の
手
で
シ
リ
カ
を
襲
う
つ
も
り
の
よ
う
だ

 
と

キ
リ
ト
に
メ

セ

ジ
を
送

た

 
そ
の
ま
ま
一
味
の
監

を
続
け
て
い
た
が

し
ば
ら
く
後

キ
リ
ト
か
ら
連

が
き
た

キ
リ
ト
達
は

思
い
出
の

に
着
い
た
よ
う
だ
な

 
目
的
を
達
成
し
た
の
で
こ
れ
か
ら
街
へ
と

る
と
い
う
キ
リ
ト
か
ら
の
メ

セ

ジ
を
確
認

し
た
後

 
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
ザ
リ
ア
達
が

お
そ
ら
く
そ
こ
で
襲
う
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

 
思
い
出
の

か
ら
街
へ
の
ル

ト
の

中
に
あ
る

木
陰
に

む
の
を
確
認
し

 
そ
の
襲
撃
予
想
地
点
の

置
情
報
を
キ
リ
ト
へ
と
送

た

 
キ
リ
ト
は
レ
ベ
ル
差
か
ら
考
え
て
も
問
題
な
く
一
人
で
対
処
出
来
る
と
言

て
き
た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
監
獄
へ
移
動
し

ロ
ザ
リ
ア
を

問
す
る
た
め
待
機
す
る
事
に
し
た
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監
獄
エ
リ
ア
は
い
わ
ゆ
る

屋
の
よ
う
な
部
屋
が

ぶ
犯
罪
者
を

離
す
る
た
め
の
エ
リ

ア
だ

 
グ
リ

ン
プ
レ
イ
ヤ

は
出
入
り
自
由
だ
が

 
過
去
に
一
度
で
も
オ
レ
ン
ジ
ネ

ム
に
な

た
事
が
あ
る
プ
レ
イ
ヤ

は

 
エ
リ
ア
の
外
に
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

 
回
廊
結

さ
え
使
え
ば

故
意
に
プ
レ
イ
ヤ

を

じ
込
め
る
事
も
可
能
だ
が

 
回
廊
結

は
と
て
も
高
い
上
に
希
少
価

も
あ
る
の
で

 
今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
事

は
報
告
さ
れ
て
い
な
か

た

 
こ
こ
に
入
れ
ら
れ
た
犯
罪
者
は

エ
リ
ア
内
な
ら
ど
こ
に
で
も
移
動
出
来
る

 
個
室
の
扉
は

個
人
認
証
さ
え
す
れ
ば
そ
の
者
に
し
か
開
け
ら
れ
な
い
た
め

 
最

限
の
プ
ラ
イ
バ
シ

も
守
ら
れ
る

食
事
も
一
日
三
回
し

か
り
と

さ
れ
る

 
ち
な
み
に
グ
リ

ン
プ
レ
イ
ヤ

が
個
室
に
個
人
認
証
を
し
て
し
ま
う
と

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
こ
こ
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
る

 
た
だ
生
き
て
い
く
た
め
だ
け
な
ら

こ
こ
を
利
用
す
る
の
も
あ
り
だ
ろ
う
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ち
な
み
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ

ル
で
移
動
さ
せ
ら
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

は

 
そ
の
重
さ
に
応
じ
て
一
定
期
間
外
に
出
ら
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な

て
い
る

 
通
報
す
る
女
性
側
の

次
第
と
い
う
事
だ

お

来
た
か

 
し
ら
ば
く
し
て
回
廊
が
開
き

タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド
の
連
中
が
送
り
込
ま
れ
て
き
た

 
連
中
が
と
て
も
大
人
し
い
の
で
ハ
チ
マ
ン
は

お
い
キ
リ
ト

お
前
何
や

た
ん
だ
よ

 
と

苦
笑
し
て
し
ま

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
話
を

く
た
め
ロ
ザ
リ
ア
に
近

い
て
い

た

始
め
ま
し
て
だ
な

俺
は
ハ
チ
マ
ン
と
言
う

速
だ
が

お
前
ら
の
黒
幕
は
誰
な
ん
だ

ジ

て
男
と
会

て
た
よ
な

や
は
り
あ
い
つ
ら
が
黒
幕
か

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
ロ
ザ
リ
ア
は

ハ
チ
マ
ン
に
襲
い

か

た

 
そ
の

間

ハ
チ
マ
ン
は
ロ
ザ
リ
ア
の
後
ろ
に
回
り
込
ん
だ

 
ロ
ザ
リ
ア
は

突
然
ハ
チ
マ
ン
の

が
消
え
た
の
で

狼

し
て
い
た
が
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ど
こ
見
て
る
ん
だ

後
ろ
だ
後
ろ

 
と

声
を
か
け
ら
れ

て
て

り
向
き

再
び
襲
い

か

て
き
た

 
だ
が
次
の

間

再
び
ハ
チ
マ
ン
が
ロ
ザ
リ
ア
の
後
ろ
に
回
り

 
ロ
ザ
リ
ア
の
背
中
に
全
力
の
攻
撃
を
放

た

 
監
獄
エ
リ
ア
は

内
の
た
め

ダ
メ

ジ
は
ま

た
く
負
わ
な
か

た
ロ
ザ
リ
ア
だ

た
が

 
そ
の
衝
撃
で

メ

ト
ル
前
方
に

飛
ば
さ
れ
た

あ
と
何
回

飛
び
た
い
ん
だ

攻
略
組

て
の
は
化
け
物
の
集
ま
り
な
の
ね

否
定
は
し
な
い
が

俺
と
キ
リ
ト
は
そ
の
中
で
も
特

な
方
だ
け
ど
な

わ
か

た
わ
よ

知

て
る
事
は
全
部
話
す
わ

 
ロ
ザ
リ
ア
は
本
当
に
心
を

ら
れ
た
の
だ
ろ
う

い
て
い
な
い
情
報
ま
で
全
て

り
だ
し

た 
そ
れ
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

ロ
ザ
リ
ア
を
そ
の
場
に
放
置
し

監
獄
エ
リ
ア
を
出
た

 
お
い
キ
リ
ト

お
前

ど
う
や

て
あ
い
つ
ら
の
心
を

た
ん
だ
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ロ
ザ
リ
ア
以
外
は

全
員
大
人
し
か

た
ぞ

あ
あ

ま
ず

全
員
の
攻
撃
を
無
防
備
で
受
け
た
ん
だ
が

 
自
然
回
復
の

以
上
の
ダ
メ

ジ
は
負
わ
な
か

た

 
そ
の
後
ロ
ザ
リ
ア
に
接
近
し
て

首
に
剣
を
突
き
つ
け
た

簡

に
言

て
る
が

相
手
に
好
き
に
さ
せ
て
無
敵
ア
ピ

ル
と
か

お
前
⻤
だ
な

ハ
チ
マ
ン
の
話
だ
と

ロ
ザ
リ
ア
は
反
抗
し
た
の
か

あ
あ

攻
撃
し
よ
う
と
し
て
き
や
が

た
ん
で

二
度
背
後
に
回

て

 
死

か
ら
全
力
で
攻
撃
し
て
ぶ

飛
ば
し
た

お
前
も

容

な
い
な

で

得
ら
れ
た
情
報
が
い
く
つ
か
あ
る

正
直
事
態
は
も

と
深
刻
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

ア
ル
ゴ
を
交
え

得
ら
れ
た
情
報
を
共

す
る
事
に
し
た

ラ
フ

ン
コ
フ

ン

あ
あ

そ
れ
が
奴
ら
の
上

ギ
ル
ド
の
名
前
ら
し
い

笑
う

趣
味
の
悪
い
名
前
だ
ナ

リ

ダ

は

ポ
ン
チ

を
着
た
男

名
前
は

Ｐ
ｏ

と
い
う
そ
う
だ
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プ

か

何
か
の
略
な
の
か
な

キ

そ
い
つ
は
多
分
ブ
レ
イ
ブ
ス
に

の
や
り
方
を
教
え
た
奴
と
同
一
人
物
じ

な

い
か
ナ

そ
う
か

あ
の
時
の
話
に
出
て
き
た
ポ
ン
チ

の
男
か

そ
し
て

成
員
で
わ
か

て
い
る
の
は
モ
ル
テ
と
ジ

他
に
は
ザ
ザ

て
奴
が

部

ら
し
い

二
十
五
層
か
ら

を
消
し
た
あ
い
つ
ら
か

ザ
ザ

て
奴
は

い
た
事
が
な
い
な

ど
う
や
ら

裏
で
や
ば
い
組

が
出
来
上
が

て
い
る
み
た
い
だ

一
応
オ
レ

ち
が

主
だ

た
ギ
ル
ド
に
注
意
す
る
よ
う
に
連

を
入
れ
と
く
カ

そ
う
だ
な

気
を
つ
け
る
に
こ
し
た
事
は
な
い

 
ラ
フ

ン
コ
フ
イ
ン
は

ロ
ザ
リ
ア
の
話
だ
と

純

な
殺
人
ギ
ル
ド
だ

  
今
回
の
問
題
は
確
か
に
解
決
出
来
た
が

更
に
大
き
な
問
題
が
発
覚
し
て
し
ま

た

 
い
ず
れ

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
メ
ン
バ

と
戦
う
時
が
く
る
か
も
し
れ
な
い

 
多
か
れ
少
な
か
れ
攻
略
組
の
人
間
は
皆
死
に
対
す
る
価

観
が
変
わ

て
し
ま

て
い
る
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現
実
に
帰
還
す
る
事
が
出
来
た
ら

そ
の
事
が
問
題
に
な
る
可
能
性
も
あ
る

 
も
し
彼
ら
と
戦
う
事
に
な
り

相
手
を
無
力
化
す
る
事
が
出
来
な
か

た
ら

 
自
分
は
そ
の
時
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
か

も
し
仲
間
が
危
険
に

さ
れ
た
時
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
心
の
中
で

覚
悟
を
決
め
た
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第
０
４
６
話
 
卒
業

 
今
日
は

総
武
高
校
の
卒
業
式
の
日
だ

た

 
八
幡
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら

も
う
一
年
と
三

月
が
過
ぎ
て
い
た

 
雪
乃
は
国
の
最
高
学

に
合
格
が
決
ま
り

 
結
衣
も
東
京
の
私
立
大
学
に

何
と
か
合
格
す
る
事
が
出
来
た

 
い
ろ
は
は
結
局
生
徒
会
⻑
を
二
年
続
け
た

こ
れ
は
総
武
高
校

設
以
来
初
め
て
の
事
だ

た

よ
う
だ

 
小
町
は
無
事
総
武
高
校
に
合
格
し
生
徒
会
活
動
に
参
加
し
て
い
た

来
年
は
役
員
に

任
す

る
よ
う
だ

平

先
生

⻑
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

先
生

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

う
む

二
人
と
も
無
事
大
学
に
合
格
し
て
く
れ
て

こ

ち
と
し
て
も
嬉
し
い
よ

 
本
当
は
も
う
一
人
も
笑
顔
で
送
り
出
し
た
か

た
ん
だ
が
な

 
三
人
は

今
日
こ
の
場
に
い
る
は
ず
だ

た
八
幡
の
事
を
考
え

少
し

し
く
な

た
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二
人
は
こ
の
後
ど
う
す
る
ん
だ

は
い

い
ろ
は
さ
ん
と
三
人
で

比
企
谷
君
の
病
室
に
行
き
ま
す

そ
う
か

先
生
も
行
き
ま
す
か

今
日
は
ち

と
仕
事
が
た
て
こ
ん
で
い
る
の
で
ま
た
後
日
に
で
も

め
て
行
く
事
に
す
る

よ  
葉
山
と
戸
部
は

八
幡
と
関
わ
り
が
あ

た
人
達
の
と
こ
ろ
を
回
り

 
八
幡

て
の
寄
せ
書
き
を
集
め
て
く
れ
て
い
た

 
そ
の
寄
せ
書
き
を
持

て
三
人
は

八
幡
の
病
室
を
訪
れ
た

 
雪
乃
と
結
衣
と
い
ろ
は
は

今
ま
で
も
よ
く
三
人
で
八
幡
の
病
室
を
訪
れ
て
い
た

 
学
校
で
何
か
出
来
事
が
あ
る
度
に

三
人
の
う
ち
の
誰
か
が

 
そ
れ
じ

八
幡
に
報
告
に
行
こ
う

と
言
い
出
す
の
が

三
人
の
定
番
と
な

て
い
た

 
何
も
答
え
る
事
の
出
来
な
い
八
幡
に
向
か

て

三
人
が

番
に
話
し
か
け
る
そ
の

は

 
病
院
の

師
や

護

の
間
で
は

も
う
当
た
り
前
の
日
常
に
な

て
お
り
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皆
そ
れ
を
優
し
い
目
で
見
つ
め
て
い
た

比
企
谷
君

私
達

今
日
卒
業
し
た
わ

卒
業
し
た
よ

 
二
人
は
寄
せ
書
き
を

病
室
に

た

前
は
何
も
考
え
ず
に

ヒ

キ

と
三
人
で
卒
業
す
る
ん
だ
な

て
思

て
た
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
ね

あ
の

は

そ
の
事
に
関
し
て
は
何
の
疑
問
も
持

て
は
い
な
か

た
わ
ね

 
ま
あ

比
企
谷
君
が
素
行
不
良
で

年
す
る
心
配
は
少
し
し
て
い
た
の
だ
け
れ
ど

あ

あ
は

で
も
さ
す
が
に
進
学
し
て
し
ま
う
と
今
ま
で
の
よ
う
に
気

に
こ
こ
に
来
る
事
も
出
来
な
く

な
る
わ
ね

そ
う
だ
ね
ゆ
き
の
ん

私
も
さ
す
が
に
今
の
ペ

ス
で
は
来
れ
な
い
か
も

私
は
普
通
に
来
ま
す
け
ど
ね

い
ろ
は
さ
ん

に
遺

で
は
あ
る
の
だ
け
れ
ど

 
比
企
谷
君
の
メ
イ
ン
の
監

は

あ
な
た
に
お
願
い
す
る
事
に
な

て
し
ま
う
わ
ね

 
そ
こ
に

ど
う
や
ら
着

え
を
持

て
き
た
ら
し
い
小
町
が
入

て
き
た
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皆
さ
ん
い
ら

し

て
た
ん
で
す
か

小
町
さ
ん

今
来
年
以
降
の
話
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
な
の

あ

お
二
人
は

少
し
遠
く
へ
進
学
で
す
も
ん
ね

来
れ
る
時
は
来
る
け
ど
ね

今
ま
で
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
れ
か
ら
も
出
来
る

囲
で

わ
な
い
の
で

 
ど
う
か
兄
を
見
に
来
て
や

て
く
だ
さ
い

こ
の
四
人
で
集
ま
れ
る
機
会
も

し
ば
ら
く
無
く
な

ち

う
の
か
な

あ

そ
れ
な
ん
で
す
け
ど

お
二
人
は

Ａ
Ｌ
Ｏ

て
知

て
ま
す
か

 

月
前

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
発

し
た
ア

ガ
ス
は

巨

の
負

を

え
て
倒
産
し
て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

管
理
は

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
と
い
う
会
社
に
引
き
継
が
れ
て
お
り

 
そ
の
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
は

ナ

ヴ
ギ
ア
の
次
世
代
機
で
あ
る

 
絶
対
安
全
を

り
に
し
た
ア
ミ

ス
フ

ア
と
い
う
ハ

ド
の
発

に
合
わ
せ
て

 

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

を
コ
ピ

し
て
製
作
し
た
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

通
称
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
発

し
て
い
た

あ

な
ん
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
み
た
い
な
や
つ
だ
ね

こ
の
前

で
見
た
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そ
れ
な
ん
で
す
け
ど

良
か

た
ら
四
人
で
や

て
み
ま
せ
ん
か

い
ろ
は
さ
ん

そ
れ
は
ど
う
い
う
事
か
し
ら

考
え
た
ん
で
す
け
ど

え
ば
現
実
で
離
れ
た
所
に
い
て
も

 
ゲ

ム
の
中
だ
と
す
ぐ
集
ま
れ
る
じ

な
い
で
す
か

だ
か
ら
そ
う
や

て
集
ま
る
の
も
あ

り
か
な

て

確
か
に

そ
れ
な
ら
移
動
時
間
も
省
け
る
し

的
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

で
す
よ
ね

そ
れ
に
同
じ
で
は
な
い
で
す
け
ど
先
輩
が
見
て
る
物
を
私
も
見
て
み
た
い

な

て

 
そ
の
言
葉
に
皆
も
共
感
し
た
よ
う
で
そ
の
方
向
で
少
し

自
で

討
し
て
み
る
事
に
な

た

 
そ
の
時
ノ

ク
の
音
が
し
て

男
が
一
人
病
室
に
入

て
き
た

お

と

皆
さ
ん
お
揃
い
で
し
た
か

岡
さ
ん

や

は
ろ

や

や

は
ろ

 

岡

二
郎
は

総

省
通
信
ネ

ト
ワ

ク
内
仮
想
空
間
管
理
課
の
職
員
で
あ
る

 
八
幡
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら
何
度
か
病
室
を
訪
れ
て
い
た
の
で
四
人
と
は
顔
見
知
り
で
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あ

た

 
結
衣
に
合
わ
せ
て

を
返
す
所
を
見
て
も
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
能
力
は
高
い
よ
う
で
あ

る
こ
ん
に
ち
は

岡
さ
ん

何
か
進
展
は
あ
り
ま
し
た
か

そ
う
だ
ね

正
直
八
幡
君
の
解
放
に
関
し
て
は

外
か
ら
打
て
る
手
は
も
う
無
く

 
ゲ

ム
内
で
の
攻
略
を
待
つ
し
か
な
い

況
だ
ね

や
は
り

そ
う
な
の
で
す
ね

役
に
た
て
な
く
て
本
当
に
す
ま
な
い

い
え

て
き
た
後
の
事
と
か

岡
さ
ん
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な

て
い
ま
す
か
ら

 
小
町
は

も
し
八
幡
が

て
き
た
ら

 
そ
の
後
被
害
者
だ
け
を
集
め
た
学
校
が
用
意
さ
れ
る
事
を

岡
か
ら

か
さ
れ
て
お
り

 
そ
の
事
に

岡
が
尽
力
し
て
く
れ
た
事
を
知

て
い
た
の
で

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た

そ
れ
く
ら
い
し
か
出
来
な
い
の
が

こ
ち
ら
と
し
て
も
つ
ら
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
ど
ね

と
こ
ろ
で
今
日
は
何
か
あ

た
ん
で
す
か

あ
あ

丁
度
近
く
に
来
た
ん
で

八
幡
君
の
様
子
を
見
に
来
た
ん
だ
よ
ね
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そ
う
い
え
ば

岡
さ
ん

て

兄
の
と
こ
ろ
に
よ
く
来
て
く
れ
ま
す
け
ど

 
被
害
者
全
員
の
所
を
回

て
い
る
ん
で
す
か

い
や
う

ん
こ
れ
言

て
い
い
の
か
な

ま
い
い
や

実
は
ね
僕
が
回

て
い
る
の

は 
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
た
め
に
キ

に
な
る
と
思
わ
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

の
所
だ
け
な
ん
だ

比
企
谷
君
も

そ
の
キ

の
一
人
だ
と

あ
あ

せ

か
く
だ
し

教
え
ら
れ
る

囲
の
事
を
教
え
て
お
こ
う
か
な

お
願
い
し
ま
す

今
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
は
半
分
以
上
の
プ
レ
イ
ヤ

が
最
初
の
街
に

ま

て
い
る
だ
け
の

態

だ 
そ
し
て
千
人
ほ
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

は
中
層
あ
た
り
で
活
動
し
て
い
る
ら
し
い

そ
し
て
八
幡

君
はヒ

キ

は

一

り
の
プ
レ
イ
ヤ

で

成
さ
れ
た
攻
略
集
団
に
参
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

そ
の

約

人
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レ
ベ
ル
的
に
見
て
も

ト

プ
ク
ラ
ス
だ

兄
が
ト

プ
ク
ラ
ス
の
攻
略
集
団
に

更
に
言
う
と

彼
の
そ
ば
に
は
よ
く

二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
る
ね

二
人

で
す
か

あ
あ

一
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
一
番
レ
ベ
ル
の
高
い
男
性
プ
レ
イ
ヤ

 
も
う
一
人
は
前
に
も
言

た
か
な

最
初
か
ら
行
動
を
共
に
し
て
い
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

だ

 
こ
の
三
人
が
今
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
レ
ベ
ル
の
ト

プ
ス
リ

と
な
る

ハ
チ
マ
ン
君
は
二

番
目
だ
ね

ヒ

キ

は

こ

ち
に

て
く
る
た
め
に
戦

て
く
れ
て
る
ん
だ
ね

そ
ん
な
わ
け
で

こ
の
三
人
の
動
向
に
は
こ
ち
ら
と
し
て
も
注
目
し
て
る

て
わ
け

あ
の

あ
の

そ
の
女
性
の
方

て
ど
ん
な
人
な
ん
で
す
か
あ

 
い
ろ
は
が

た
よ
う
に

岡
に

ね
た

 

岡
は
ち

と
困

た
様
子
で
何
か
考
え
て
い
た
が
話
せ
る
部
分
だ
け
話
す
事
に
し
た
よ

う
だ八

幡
君
と
同
い
年
で

と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
お
嬢
さ
ん

か
な
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比
企
谷
君

帰

た
ら
色
々
話
を

か
せ
て
も
ら
う
わ
よ

ヒ

キ

そ
の
人
と
付
き
合

て
る
の
か
な

お
兄
ち

ん
の
お

さ
ん
候
補
が

え
る
の
は

基
本
小
町

成
な
ん
で
す
け
ど

 
正
直
今
回
ば
か
り
は
実

に
会

て
み
な
い
と
な
ん
と
も
で
す
ね

ひ
ど
い
小
町
ち

ん

お
義
姉
ち

ん
を
裏
切
る
の

い
ろ
は
先
輩
は
多
分
ま
だ
兄
の
中
で
は
少
し
仲
の
い
い
後
輩
ポ
ジ
シ

ン
だ
と
思
い
ま
す
け

ど
ね

 

岡
は

八
幡
の

態
チ

ク
も
終
え
た
よ
う
で

四
人
に

を
し
て
帰

て
い

た

あ
の
な
ま
け
も
の
の
比
企
谷
君
が

最
前
線
で
一
生

命
戦

て
い
る
な
ん
て
ね

で
も

危
な
く
な
い
の
か
な

ち

と
心
配
だ
よ

先
輩
な
ら
な
ん
と
か
し
て
く
れ
そ
う
な
気
も
し
ま
す
け
ど

や

ぱ
り
心
配
で
す

お
兄
ち

ん

小
町
信
じ
て
る
か
ら
ね

お
兄
ち

ん
な
ら
何
と
か
し
て
く
れ
る

て

で
も
さ

き
の

岡
さ
ん
の
話
を

い
て

私
も
比
企
谷
君
の
見
て
い
る
世
界
を

 
見
て
み
た
く
な

た
わ
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ

や

て
み
よ
う
か
し
ら

ゆ
き
の
ん

私
も
私
も
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そ
れ
じ

み
ん
な
で
前
向
き
に

討
し
て
み
ま
す
か

お

さ
ん

頼
ん
だ
ら

て
く
れ
る
か
な

小
町
に

い
か
ら
大
丈
夫
か
な

 
そ
ろ
そ
ろ
時
間
も

く
な

て
き
た
の
で
四
人
は
八
幡
に
お
別
れ
を
し
そ
れ
ぞ
れ
家
路
に

つ
い
た

  
家
に
着
き

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
を
調
べ
て
い
た
雪
乃
は

が
鳴

て
い
る
の
に
気
が
付
い
た

 

話
に
出
る
と

そ
れ
は
姉
の
陽
乃
だ

た

 
八
幡
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら
は

二
人
の
仲
は
か
な
り
良
好
に
な

て
い
た

姉
さ
ん

何
か
用
事
か
し
ら

雪
乃
ち

ん

姉
さ
ん
ね
雪
ノ
下
家
の
関
連
会
社
に

職
す
る
の
や
め
る
事
に
し
た
か
ら

そ
ん
な
事

よ
く
⺟
さ
ん
が
許
し
た
わ
ね

そ
こ
は
ほ
ら

社
会
生
活
の
第
一
歩
を
身
内
と
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
始
め
る
の
も

 
将
来

と
⺟
ど
ち
ら
か
の
跡
を
継
ぐ
私
に
は
必
要
な

験
じ

な
い
か
な

て
一
生

命
説
得

し
た
の
よ

そ
れ
で

ど
こ
に

職
す
る
事
に
し
た
の
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レ
ク
ト
よ

レ
ク
ト

て

あ
の

そ
う

今
比
企
谷
君
の
命
を
間
接
的
に
管
理
し
て
い
る
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の
親
会
社
よ

姉
さ
ん

そ
れ
は

比
企
谷
君
が
無
事
に

て
こ
れ
る
よ
う
に

 
内
部
か
ら
し

か
り
サ
ポ

ト
し
た
い

て
思

た
の
も
あ
る
ん
だ
け
ど

 
あ
の
茅
場

が
作

た
世
界
を
見
て
み
た
い

て
い
う
気
持
ち
も
少
し
あ

た
ん
だ
よ
ね

そ
う

姉
さ
ん
が
決
め
た
の
な
ら

そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

ま
あ

レ
ク
ト
の
結
城
家
と
は

以
前
社
交
の
場
で
の
面
識
も
あ
る
し
ね

さ
す
が
姉
さ
ん

顔
が
広
い
の
ね

ど
う
や
ら
あ
そ
こ
の
お
嬢
さ
ん
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
に
い
る
ら
し
く
て
ね

 
レ
ベ
ル
ト

プ
ス
リ

の
一

に
入

て
る
ら
し
く

て

分
心
配
し
て
い
た
わ

 
雪
乃
は

そ
の
言
葉
を

い
た

間
に

ま

た

 
レ
ベ
ル
ト

プ
ス
リ

に
入
る
女
性
と
い
え
ば

比
企
谷
君
の

姉
さ
ん

そ
の
お
嬢
さ
ん

て
ど
う
い
う
方
な
の
か
し
ら
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ん

一
度
見
た
事
は
あ
る
け
ど

美
人
だ

た
か
な

そ
う

や

ぱ
り
美
人
な
の
ね

何

そ
の
子
が
比
企
谷
君
の
そ
ば
に
で
も
い
る
の

 

る
気
持
ち
も
わ
か
る
け
ど

私
達
は
出
来
る
事
を
や
る
し
か
な
い
の
よ

私
は
別
に
何
も

て
な
ん
か

て

 
そ
の
姉
の
言
葉
を

き

雪
乃
は

は
た
と
気
付
い
た

姉
さ
ん

知

て
て
わ
ざ
と
言

た
の
ね

そ
り

あ

と
は
別
に
う
ち
で
も
独
自
に
解

は
し
て
る
か
ら
ね

ど
う
し
て
今
そ
ん
な
事
を
私
に

最
近
の
雪
乃
ち

ん

ち

と
も
お
姉
ち

ん
を

て
く
れ
な
い
か
ら

 
ち

と
い
じ
わ
る
み
た
い
な

姉
さ
ん

雪
乃
ち

ん
怖

い

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
切
る
ね

 
レ
ク
ト
に
入
る
た
め
の

職
活
動
も

来
月
か
ら
始
め
な
い
と
い
け
な
い
し
ね

も
う

職
活
動

頑
張

て
ね
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そ
う
そ
う
雪
乃
ち

ん

卒
業
お
め
で
と
う

色
々
と
あ
り
が
と
う

姉
さ
ん

 

話
を
切

た
雪
乃
は

ア
ミ

ス
フ

ア
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
注
文
を
し
た
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第
０
４
７
話
 
狂
気
の
ラ
フ

ン
コ
フ

ン

 
あ
れ
か
ら

日
が

ち

主
に
ア
ル
ゴ
に
よ

て
情
報
収
集
が
進
め
ら
れ

 
殺
人
ギ
ル
ド

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の

要
が

々
明
ら
か
に
な

て
き
た

 
リ

ダ

は

プ

と
い
う
黒
い
ポ
ン
チ

を
着
た
男

 
そ
し
て

部
と
目
さ
れ
る
の
が

ジ

正
式
名
前
は
ジ

ニ

ブ
ラ

ク

 
皆
略
称
し
か
知
ら
な
か

た
が
解
放
軍
の
メ
ン
バ

か
ら
そ
の
旨
の
情
報
の
開

が
あ

た 
そ
し
て

目
の
ザ
ザ
と

元
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ツ
の
モ
ル
テ
だ

 
ザ
ザ
は
遭
遇
し
た
時
の
生
き
残
り
の
話
だ
と
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
真

な
目
を
し
て

い
た
ら
し
い

 
そ
の
た
め
そ
の
特
徴
と
共
に

目
の
ザ
ザ
と

定
的
に
呼
ば
れ
る
事
と
な

て
い
た

 
ガ
イ
ド
ブ

ク
に

要
注
意
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
そ
の
四
人
の
情
報
と

 
組

名

ギ
ル
ド
の

章
が
開

さ
れ

 
何
か
重
要
な
情
報
が
入

た
場
合
は
ア
ル
ゴ
に
集
約
さ
れ

そ
の

限
に
よ

て
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対

会
議
が
開
か
れ
る
事

が
決
定
さ
れ
た

  
ハ
チ
マ
ン
は
こ
こ

日
五
層
に
あ
る
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
の
受
注
場
所
の
最
寄
の
町

で 
ほ
ぼ
休
ま
ず
に
張
り
込
み
を
続
け
て
い
た

 
カ

ソ
ル
の
色
が
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
プ
レ
イ
ヤ

は
街
に
入
れ
ず
転
移
門
を
利
用
で
き
な

い
た
め

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
メ
ン
バ

の
フ
ロ
ア
間
の
移
動
は

 
お
そ
ら
く
転
移
結

の
転
移
場
所
を

外
に
あ
る
村
に
設
定
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と

さ
れ

た 
そ
れ
に
は

必
ず
グ
リ

ン
カ

ソ
ル
の
メ
ン
バ

の
協
力
が
必
要
に
な
る
た
め

 
定
期
的
に
メ
ン
バ

は
カ
ル
マ
を
回
復
に
来
て
い
る
と
予
想
さ
れ
た
事
か
ら

 
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
を
受
け
に
く
る
オ
レ
ン
ジ
カ

ソ
ル
の
プ
レ
イ
ヤ

を
マ

ク
し
続
け

れ
ば

 
必
ず
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
に

り
着
け
る
と
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
て
い
た
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ま
た
外
れ

い
な

 
間
違

て
味
方
に
攻
撃
を
当
て
て
し
ま
う
と
簡

に
オ
レ
ン
ジ

カ

ソ
ル
に
な

て
し
ま
う

た
め

 
ク
エ
ス
ト
を
受
け
に
来
る
プ
レ
イ
ヤ

は
か
な
り
多
か

た

 
外
れ
は
ほ
と
ん
ど
昼
に
訪
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

ば
か
り
だ

た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
は

監

の
時
間
を
深
夜
中
心
に
変
更
す
る
事
に
し
た

お

こ
い
つ
は
明
ら
さ
ま
に
怪
し
そ
う
な

動
を
し
て
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
深
夜
に
こ
そ
こ
そ
と
ク
エ
ス
ト
を
受
け
に
来
た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

に
目
を
付

け
た

 
通
常

ク
エ
ス
ト
を
終
え
た
プ
レ
イ
ヤ

は
街
へ
と
向
か
う
も
の
だ
が

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
街
と
は
正
反
対
の
方
向
に
向
か

て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
男
を
尾
行
す
る
事
に
よ

て

ア
ジ
ト
ら
し
き
も
の
を
見
つ
け
る
事
が
出
来
た

ど
う
や
ら
こ
こ
が
ア
ジ
ト
の
よ
う
だ
が

こ
こ
が
本
命
と
は
限
ら
な
い
か
ら

 
し
ば
ら
く
人
の
出
入
り
を
監

す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
し
ば
ら
く
そ
の
ア
ジ
ト
を
監

し
て
い
た
が

ど
う
や
ら
こ
こ
は
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い
く
つ
か
あ
る
で
あ
ろ
う
ア
ジ
ト
の
う
ち
の
一
つ
ら
し
い

 
と
り
あ
え
ず
援
軍
を
呼
ん
で

こ
の
ア
ジ
ト
を
潰
し
て
し
ま
お
う
か
と
考
え
て
い
た
そ
の
時

 
見
た
事
の
あ
る
顔
が
ア
ジ
ト
に
入

て
い
く
の
を
発
見
し
た

あ
れ
は

モ
ル
テ
か

今
中
に
い
る
の
は
お
そ
ら
く
三
人

度

ど
う
す
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
迷

た
が

装
備
か
ら
見
て
も
敵
の
レ
ベ
ル
は
こ
ち
ら
よ
り

い
と
考
え

 
キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル
に
の
み
連

を
と
り

モ
ル
テ
を
捕
ま
え
る
事
に
し
た

 
会
議
の

集
を
要

し
て
い
る
時
間
が
無
か

た
事
も
あ
り

 
速
度
重

で
の

少

で
の
突
入
と
な

た

ど
う
だ
ハ
チ
マ
ン

モ
ル
テ
は
ま
だ
い
る
か

あ
あ

ま
だ
中
に
い
る

今
中
に
い
る
の
は
モ
ル
テ
を
入
れ
て
三
人
だ
な

よ
し

全
員
お

に
し
て
や
ろ
う

あ
あ

あ
い
つ
ら
を
野
放
し
に
は
で
き
な
い
な

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
も

こ
ん
な
事
を
い
き
な
り
頼
ん
じ
ま

て

悪
い
な

ハ
チ
マ
ン

気
に
す
ん
な

て

悪
い

そ
れ
じ

速
行
く
か

エ
ギ
ル
は
入
り
口
で
他
の
奴
が
来
な
い
か
見
張

て
く
れ
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了
解

敵
の
レ
ベ
ル
は

い
か
ら
こ
ち
ら
に
危
険
は
少
な
い

全
員
き

ち
り
捕
ま
え
て
や
ろ
う

 
エ
ギ
ル
を
入
り
口
に
残
し

三
人
は
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

 
奥
か
ら
は

人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
会
話
を
す
る
声
が

こ
え
て
く
る

次
の

物
は
噂
だ
と
大
物
み
た
い

す
ね

あ
あ

リ

ダ

と

部
全
員
で
か
か
る
予
定
だ
な

し
い
話
は
俺
も

い
て
な
い
が

そ
こ
ま
で
の
敵

す
か

す
げ
え

ち

と
待
て

今
何
か

ま
ず
い

気
付
か
れ
た
か

 
三
人
は

き
合
い

即
モ
ル
テ
ら
の
確
保
に
動
い
た

 
モ
ル
テ
は
さ
す
が
に
行
動
が
素

か

た
が

 
残
り
の
二
人
は
あ

け
な
く
キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン
に
よ

て
取
り
押
さ
え
ら
れ
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

モ
ル
テ
と
対
峙
し
て
い
た

て
め
え
ら

い
つ
の
間
に

久
し
ぶ
り
だ
な

モ
ル
テ
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ち

ロ
ザ
リ
ア
が
何
か
情
報
を

ら
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
思

ち

い
た
が

 
こ
う
も
動
き
が

い
と
は
な

大
人
し
く
投
降
し
ろ

お
前
に
勝
ち
目
は
な
い

ハ

や

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
が
よ

 
モ
ル
テ
は
ハ
チ
マ
ン
に

り
か
か

た

ハ
チ
マ
ン
は
ま

た
く
避
け
ず
に
攻
撃
を
受
け
た

た
ん
じ

ね
え
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
よ

お
前
は
馬

か

こ
れ
で
お
前
の
カ

ソ
ル
は
オ
レ
ン
ジ

 
こ
れ
で
こ

ち
も
遠

な
く
攻
撃
で
き
る

て
事
だ

ち
 
ハ
チ
マ
ン
は
即
座
に
モ
ル
テ
の
懐
に
飛
び
込
み

フ

ド
エ

ジ

を
放
つ

 
カ
ウ
ン
タ

ぎ
み
に
入

た
そ
の
攻
撃
は

一

で
モ
ル
テ
の

を
三

ほ
ど

た

お
前
こ
そ

攻
略
組
を
や
め
る
の
が

す
ぎ
た
ん
じ

な
い
か

明
ら
か
に

よ
り

く
見

え
る
ぞ

て
め
え

 
そ
の
後
も
モ
ル
テ
は
悪
あ
が
き
を
続
け

つ
い
に

は
レ

ド

ン
に
突
入
し
た
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ハ
チ
マ
ン
も
多
少
攻
撃
を
く
ら

た
が

ま
だ
七

ほ
ど
の

を
キ

プ
し
て
い
た

い
い
加

め
ろ

て

く
そ

く
そ

ハ
チ
マ
ン

こ

ち
は
終
わ

た
ぞ

 
そ
の
時

ク
ラ
イ
ン
に
二
人
の
監

を
頼
ん
だ
キ
リ
ト
が

こ
ち
ら
に
合
流
し
て
き
た

こ
れ
で
こ

ち
は
二
人
だ

ま
だ
続
け
る
の
か

ち

お
前
ら
ご
と
き
に
捕
ま
る
俺
じ

無
え
ん
だ
よ
お
お
お
お
お
お

 
モ
ル
テ
は
次
の

間

自
分
に
武
器
を
突
き

し
た

 
二
人
は
い
き
な
り
の
出
来
事
に
驚
き

ま

た
く
動
け
な
か

た

 
そ
し
て
二
人
の
目
の
前
で

モ
ル
テ
は
エ
フ

ク
ト
と
共
に
爆
散
し
た

な
ん
だ
よ
こ
れ

狂

て
や
が
る

 
キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン
は

然
と

い
た

ハ
チ
マ
ン
は

何
も
言
う
事
が
出
来
な
か

た

 
三
人
は
と
り
あ
え
ず

見
張
り
を
し
て
い
た
エ
ギ
ル
に
事
の
次
第
を
伝
え

 
捕
ま
え
た
二
人
を
監
獄
へ
と
送
り

問
し
た
が
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メ
ン
バ

が
全
部
で
三
十
人
く
ら
い
だ
と
言
う
事
以
外

何
の
情
報
も
得
ら
れ
な
か

た

  
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ル
ゴ
に
事
の
次
第
を
報
告
し

対

会
議
を
開
く
よ
う
要

し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
密
か
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
連

を
取
り

ア
ス
ナ
に
は

要
だ
け
伝
え

 
会
議
に
は
参
加
さ
せ
な
い
よ
う
に
依
頼
し
て
い
た

そ
の
た
め
ア
ス
ナ
は
今
こ
こ
に
は
い
な

い 
そ
し
て
会
議
が
始
ま

た

集
ま

た
メ
ン
バ

は
事
の
顛
末
を

き

戦

し
た
よ
う
だ

ど
う
や
ら
あ
い
つ
ら
は
自
殺
す
る
事
も

わ
な
い
ほ
ど
の

の
イ
カ
レ
た
奴
ら
の
集
ま
り
だ

 
仮
に
将
来
討
伐

が
組
ま
れ
る
事
に
な

た
と
し
て
死
者
が
何
人
出
る
か
見
当
も
つ
か
な
い

そ
れ
で
も
俺
達
は

や
る
し
か
な
い
ん
だ
ろ
う

 
リ
ン
ド
が

つ
ら
そ
う
に
発
言
し
た

そ
う
だ
な

放
置
し
て
お
け
ば

今
後
も

と

者
が
出
る
だ
ろ
う
な

で
も
人
を
殺
す
な
ん
て

そ
う
だ
そ
う
だ

で
も
仲
間
が
被
害
に
あ
う
く
ら
い
な
ら
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様
々
な
発
言
が
飛
び
出
し
一
時
会
議
は

然
と
し
た
が
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が
一
つ
提
案
を

し
た俺

だ

て
こ
ん
な
の
は
も
う
う
ん
ざ
り
だ

だ
が
俺
は
仲
間
に
被
害
が
出
る
の
だ
け
は
我
慢

で
き
な
い

 
な
の
で
こ
の
件
は

ギ
ル
ド
で
覚
悟
の
決
ま

た
者
だ
け
を
選
抜
し
て
行
う
よ
う
に
提
案
し

た
い

 
そ
の
発
言
で
場
は
落
ち
着
き
皆
色
々
と
考
え
て
込
ん
で
い
た
が
結
局
そ
の
方
向
で
話
は
ま

と
ま

た

 
そ
の
後

モ
ル
テ
の
装
備
と
攻
撃
力
か
ら
敵
の

部
連
中
の
実
力
が
確
認
さ
れ

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の

成
員
の
お
お
よ
そ
の
人

の
開

と

 
近
々
大
物
を
狙
う
と
話
し
て
い
た
と
い
う

漠
然
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

 
そ
の
日
の
会
議
は
終
わ
り
と
な

た

 
と
り
あ
え
ず
こ
ん
な
も
ん
か

あ
あ

後
は
今
後
の
情
報
待
ち
だ
な
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そ
う
い
え
ば

き
そ
び
れ
て
い
た
が
あ
の
シ
リ
カ

て
女
の
子
の
使
い
魔
は
復
活
し
た
ん
だ

よ
なあ

あ

復
活
し
た
ぞ

そ
う
か

良
か

た
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ぶ

き
ら
ぼ
う
に
言

た
が

そ
の
後
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
付
け
加
え
た

な
あ
キ
リ
ト

し
ば
ら
く
あ
の
子
か
ら
目
を
離
す
な
よ

も
し
か
し
た
ら
タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド
の
捕

に
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
て

 
狙
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

て
事
か

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な

も

と
も
下
部
組

の

か
な
動
向
ま
で

し
て
た
と
は
思
え

な
い
が

ハ
チ
マ
ン

明
日
か
ら
何
日
か

暇
か

あ
あ

ま
あ
何
も
無
い

ち

無
い
が

何
か
あ
る
の
か

明
日
か
ら

日

シ
リ
カ
の
レ
ベ
ル
の

上
げ
を

ね
て

 
シ
リ
カ
に

剣
の
使
い
方
の
レ
ク
チ

を
し
て
く
れ
な
い
か

 
少
し
上
の

層
で
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
す
る
感
じ
に
し
た
い
か
ら
戦
力
が
欲
し
い

て
の
も
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あ
るそ

う
い
う
事
か

別
に

わ
な
い
ぞ

何
な
ら
そ
の
間
だ
け
二
人
で
う
ち
に

ま

て
も

わ
な
い

 
な
ん
な
ら
ア
ス
ナ
も
呼
ぶ
か

最
近
こ
う
い

た
事
に
呼
ば
れ
な
く
て
少
し
す
ね
て
る
み
た

い
だ
し
な

 
リ
ズ
ベ

ト
は
家
を

入
し
た
た
め

ハ
チ
マ
ン
の
家
か
ら
家

道

を
引
き

て
い
た

 
今
後

ま
る
時
は

ア
ス
ナ
の
部
屋
に
一

に

ま
る
つ
も
り
の
よ
う
だ

 
な
の
で
今
は

二
部
屋
が
空
い
て
い
る

態
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
誰
か
来
た
時
の
事
を
考
え
そ
の
二
部
屋
に
も
自
前
で
最

限
の
家

を
用
意
し

て
い
た

あ
そ
こ
な
ら
確
か
に
絶
対
安
全
だ
な

よ
し

そ
の
線
で
シ
リ
カ
に
話
し
て
み
る
よ

そ
れ
じ

決
ま

た
ら
今
夜
か
ら
で
も

わ
な
い
か
ら
連

し
て
く
れ

 
今
回
は

一

一

の

は
返
さ
な
く
て
い
い
か
ら
な

く

俺
も
い
つ
か
自
分
の
家
を

お
前
は
趣
味
装
備
に
金
を
使
い
す
ぎ
だ

そ
れ
じ

後
で
な
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こ
う
し
て

明
日
か
ら
し
ば
ら
く
シ
リ
カ
の
レ
ベ
ル
の

上
げ
を
行
う
事
が
決
定
さ
れ
た
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第
０
４
８
話
 
シ
リ
カ
は
驚
愕
す
る

 
キ
リ
ト
か
ら
誘
い
を
受
け
た
シ
リ
カ
は

二
つ
返
事
で
オ

ケ

し
た

 
知
ら
な
い
人
の
家
に

ま
る
事
に
対
し
て
不
安
が
無
か

た
わ
け
で
は
な
い
が

 
キ
リ
ト
へ
の
信
頼
の
方
が
上
回

た
の
だ

 
案
内
さ
れ
た
の
は

何
も
な
い
二
十
二
層
の
主
街
区
の
外
れ
に
あ
る

だ

た

 
シ
リ
カ
は

こ
こ
に
何
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
少
し
不
安
に
な

た
が

 

の
中
か
ら
人
が
出
て
き
た
の
で

と
て
も
驚
い
た

ハ
チ
マ
ン

連
れ
て
き
た
ぞ

は
じ
め
ま
し
て

シ
リ
カ
で
す

お
う

こ
の
前
は
大
変
だ

た
な

使
い
魔

ピ
ナ
だ

け

生
で
き
て
良
か

た
な

は
い

ぶ

き
ら
ぼ
う
だ
け
ど

優
し
い
人
な
の
か
な

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
も
ご
協
力

い
た
そ
う
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
あ

あ
れ
は
ほ
と
ん
ど
キ
リ
ト
の
お
か
げ
だ
ろ

俺
は
大
し
た
事
は
し
て
ね
え
よ
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そ
れ
で
も
で
す

お

お
う

そ
う
か

 
シ
リ
カ
は
ハ
チ
マ
ン
に
案
内
さ
れ
て
家
の
中
に
入
る
と

 
す
ご
い
す
ご
い
と
い

て

あ
ち
こ
ち
を
う
ろ
う
ろ
し
始
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
の
家
が
褒
め
ら
れ
た
事
を
嬉
し
く
思

た
よ
う
だ

 
自
分
か
ら
シ
リ
カ
に

剣
の
使
い
方
を
レ
ク
チ

し
始
め
た

 
レ
ク
チ

も
終
わ
り

シ
リ
カ
を
風
呂
に
案
内
し
た
後

 
三
人
は

明
日
に
備
え
て

る
事
に
な

た

明
日
は
五
人
で
の
狩
り
に
な
る
よ
う
だ

 
シ
リ
カ
は
こ
ん
な
に
狩
り
が
楽
し
み
な
の
は
初
め
て
だ
な
と
リ
ラ

ク
ス
し
て
眠
る
事
が

出
来
た

  
次
の
日
シ
リ
カ
は

集
ま

た
メ
ン
バ

を
見
て

心

が
止
ま
る
思
い
を
し
た

よ

ヒ

ス
ク
リ
フ

私
の
参
加
を
認
め
て
く
れ
て

感
謝
す
る

ま
あ
戦
力
は
多
い
方
が
い
い
し
な
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で
も

ど
う
い
う

で
こ
う
な

た
ん
だ

う
ん

休
み
の

を
し
よ
う
と
思

て
話
を
し
た
ら

団
⻑
も
是
非

て

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
こ
う
い
う
の
に
参
加
す
る
な
ん
て

珍
し
い
と
い
う
か
初
め
て
だ
な

な

に

私
も
た
ま
に
は
組

と
関
係
な
い
所
で

を

ば
し
た
く
な

て
ね

あ
あ

そ
う
い
う
の
た
ま
に
あ
る
よ
な

お
前
は
い
つ
も
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン

 
そ
こ
に
は

よ
く
噂
で

に
す
る
攻
略
組
の
ト

プ
が
顔
を
揃
え
て
い
た

 
当
然
シ
リ
カ
は
キ
リ
ト
以
外
と
の
面
識
は
無
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
遠
く
か
ら
見
た
事
す
ら
無

か

た

 
血
盟
騎
士
団
の
団
⻑

神
聖
剣
の
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
副
団
⻑
の

攻
略
の
⻤

閃
光
ア
ス
ナ

 
そ
し
て
黒
の
剣
士
キ
リ
ト

 
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
は

日
ま
で

い
た
事
が
無
か

た
が

 
こ
の
メ
ン
バ

の
中
で
自
然
に

舞
え
て

日
の

剣
の
使
い
方
を
見
る
限
り

 
き

と
こ
の
人
も
す
ご
い
人
な
ん
だ
な

と
シ
リ
カ
は
思

た



 第０４８話 シリカは驚愕する

今
日
は
ど
こ
へ
行
く
予
定
だ

た
ん
だ
い

最
初
は
五
十
五
層
く
ら
い
か
な

て
思

て
た
ん
だ
け
ど
な

え
え

そ
ん
な
の
私
に
は
と
て
も
無
理
で
す
キ
リ
ト
さ
ん

こ
の
メ
ン
バ

な
ら
最
前
線
で
い
い
ん
じ

な
い
の
か

 
確
か
街
か
ら
少
し
遠
い
が

ま
だ
未

破
の
ダ
ン
ジ

ン
が
あ

た
だ
ろ

そ
う
だ
な

私
も
そ
こ
で
問
題
な
い
と
思
う

ま
あ

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

そ
こ
に
し
よ
う

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

シ
リ
カ

そ
れ
じ

最
前
線
の
ダ
ン
ジ

ン
に
行
く
け
ど

問
題
無
い
か
ら
気
楽
に
な

は

は
い

 
も
ち
ろ
ん
シ
リ
カ
に
は

そ
れ
を
断
る
事
は
出
来
な
か

た

  
キ
リ
ト
が
タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド
の
連
中
と
戦
う
所
を
見
て
い
た
シ
リ
カ
だ

た
が

 
正
確
に
は
あ
れ
は
戦
い
と
呼
べ
る
も
の
で
は
無
か

た
だ
ろ
う
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シ
リ
カ
は
今
日

本
当
の
ト

プ
ク
ラ
ス
の
戦
い
と
い
う
も
の
を

目
の
当
た
り
に
し
た

奥
か
ら

人
タ
イ
プ
が
三
匹
く
る

分
か

た

私
が
最
初
に
全
部
の
相
手
の
足
を
止
め
る

ア
ス
ナ
は

か
ら
一
匹
を
殲
滅

了
解

キ
リ
ト
は
一
撃

え
た
ら
シ
リ
カ
に
ス
イ

チ

シ
リ
カ
は
最
大

力
の
攻
撃
を
叩
き
こ
め

 
そ
し
た
ら
す
ぐ
キ
リ
ト
に
ス
イ

チ
だ

キ
リ
ト
下
が

て
も
シ
リ
カ
か
ら
目
を
離
す
な
よ

分
か

た

シ
リ
カ

来
る
ぞ

は

は
い

そ
れ
じ

俺
は
次
の
敵
を
持

て
く
る

 
目
ま
ぐ
る
し
い
高
速
戦
闘
が
続
き

シ
リ
カ
の
レ
ベ
ル
は
ど
ん
ど
ん
上
が

て
い

た

 
時
々
敵
が

れ
て
時
間
が
空
く
と

そ
う
い

た
時
間
に
ハ
チ
マ
ン
が

 

的
に
シ
リ
カ
に

剣
術
の
レ
ク
チ

を
し
て
く
れ
た

 
他
の
三
人
も

立
ち
回
り
や

探
索
の
コ
ツ
な
ど
を
教
え
て
く
れ
た

し
か
し
初
め
て
体
験
し
た
が

使
い
魔
と
い
う
の
は
す
ご
い
も
の
だ
な
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ピ
ナ
の
お
か
げ
で
連
戦
で
き
て
る

て
の
も
あ
る
よ
ね

 
シ
リ
カ
は
ピ
ナ
に
指

を
出
し
て

回
復
の

果
が
あ
る
ブ
レ
ス
を
上
手
く
使

て
い
た

あ
あ

シ
リ
カ
の
指

が
的
確
な
ん
だ
よ
な

私
な
ん
て

必
死
で
や

て
る
だ
け
で

す
ん
な

て

ピ
ナ
の
力
も

め
て

そ
れ
は
全
部
シ
リ
カ
の
力
な
ん
だ
か
ら
な

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

レ
ベ
ル
は
い
く
つ
上
が

た
ん
だ

も
う
四
つ
も
上
が
り
ま
し
た

ま
じ
か
よ

い
な

 
そ
の
言
葉
を
受
け
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

こ
の
方
法
な
ら

上
げ
が

 
い
や
し
か
し
こ
の
メ
ン
バ

じ

な
い
と

と
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
出
し
た

ヒ

ス
ク
リ
フ

気
持
ち
は
分
か
る
が

今
日
く
ら
い
は
仕
事
の
事
は
忘
れ
ろ
よ

あ

あ
あ

す
ま
な
い

つ
い

で
な

そ
れ
じ

次
い
く
ぞ

お
前
ら
準
備
は
い
い
か

い
つ
で
も
い
い
よ
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そ
れ
じ

次
持

て
く
る
わ

 
そ
の
後
も
シ
リ
カ
は

ひ
た
す
ら
戦
い
続
け
た

 
忙
し
く
は
あ

た
が

そ
れ
は
今
ま
で
自
分
が

験
し
て
き
た
戦
闘
と
は
全
然
違
い

 
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
役

を
し

か
り
理
解
し
て
お

い
を
フ

ロ

し

 
何
が
あ

て
も
対
応
で
き
る
ぞ
と
い
う

安
心
感
す
ら
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ

た

 
そ
し
て
気
が
つ
け
ば

ま
た
二
つ
レ
ベ
ル
が
上
が

て
い
た

一
日
で
六
つ
も
レ
ベ
ル
が
あ
が
る
な
ん
て
初
め
て
で
す

ま
あ

シ
リ
カ
の

正
レ
ベ
ル
よ
り
か
な
り
上
の
狩
場
だ
し
な

メ
ン
バ

の
せ
い
で
ペ

ス
も
す
ご
い
し
ね

そ
れ
で
は

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
す
る
か
ね

ど
う
や
ら
ボ
ス
部
屋

い
部
屋
を
見
つ
け
た
ん
だ
が

せ

か
く
だ
か
ら
最
後
に
行
く
か

ふ
む

ま
あ

そ
れ
で
問
題
無
い
の
で
は
な
い
か
な

団
⻑
が
そ
う
言
う
な
ら
大
丈
夫
な
ん
じ

な
い
か
な

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
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結
局
特
に
何
も
問
題
は
無
く
ボ
ス
は
倒
さ
れ

 
シ
リ
カ
は

ボ
ス

て
何
だ

け

と

を

え
る
の
で
あ

た

 
そ
の
後
キ
リ
ト
が
見
つ
け
た
と
い
う
ラ

メ
ン

い
料
理
を
出
す
店
に
全
員
で
行

た
の
だ

が 
そ
の
味
は

油
抜
き
東
京
風
し

う
ゆ
ラ

メ
ン
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り

 
全
員
と
て
も
微

な
表
情
で

を
す
す
る
事
に
な

た

 
ち
な
み
に
こ
の
時
ア
ス
ナ
は
い
つ
か
自
分
の
手
で
味

と

油
を
作

て
や
る
と
決
意
し
た

 
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
い
い
気
分
転
換
に
な

た
よ

あ
り
が
と
う

お
う

あ
ん
ま

を
つ
め
る
な
よ

ヒ

ス
ク
リ
フ

色
々
教
え
て

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

あ
あ

君
も
元
気
で
な

そ
れ
じ

俺
は
家
に
帰
る
が

お
前
達
は
ど
う
す
る
ん
だ

俺
は
ち

と
用
事
が
あ
る
ん
だ
よ
な

そ
う
か

ア
ス
ナ
と
シ
リ
カ
は
ど
う
す
る
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も
し
良
か

た
ら

シ
リ
カ
ち

ん
と
二
人
で
ハ
チ
マ
ン
君
の
家
に
行

て
も
い
い
か
な

別
に
ま
あ

わ
ね
え
け
ど

分
と
仲
良
く
な

た
も
ん
だ
な

だ

て

女
の
子
の
プ
レ
イ
ヤ

と
知
り
合
う
機
会

て
滅
多
に
な
い
ん
だ
も
ん

私
も
ア
ス
ナ
さ
ん
く
ら
い
の
年
齢
の
方
の
知
り
合
い
は
初
め
て
な
の
で
仲
良
く
し
た
い
で
す

そ
れ
じ

ま
あ

俺
は
部
屋
で
ゆ

く
り
し
て
る
か
ら

二
人
は
好
き
に
し
て
く
れ

 
キ
リ
ト
は
そ
こ
で
別
れ

三
人
は
二
十
二
層
に
転
移
し
た

 
家
に
着
く
と

ハ
チ
マ
ン
は
予
告
通
り
部
屋
に
入

て
の
ん
び
り
し
て
い
た

 
ア
ス
ナ
と
シ
リ
カ
は
お
風
呂
に
一

に
入
り

そ
の
後
色
々
と
話
を
し
て
い
た

そ

か

最
初
は
や

ぱ
り
苦
労
し
た
ん
だ
ね

は
い

も
う
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
て
最
初
は
ず

と
始
ま
り
の
街
に
い
た
ん
で
す

よ
私
に
は
最
初
か
ら
ハ
チ
マ
ン
君
が
い
た
か
ら

そ
の
点
は
恵
ま
れ
て
た
の
か
な

元
々
知
り
合
い
だ

た
ん
で
す
か

う
う
ん

最
初
は
ね
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ア
ス
ナ
は

差
し
障
り
の
無
い

度
に

ハ
チ
マ
ン
と
の
出
会
い
を
語

て

か
せ
た

 
シ
リ
カ
は

と
て
も
興
味
深
そ
う
に

い
て
い
た
が

ま
し
く
な

た
ら
し
い

私
に
も
最
初
か
ら
キ
リ
ト
さ
ん
み
た
い
な
人
が
い
れ
ば
な

 
と

ぼ
そ

と

い
た

シ
リ
カ
ち

ん
は

キ
リ
ト
君
が
好
き
な
の

ど
う
な
ん
で
す
か
ね

も
し
私
に
お
兄
ち

ん
が
い
た
ら
あ
ん
な
感
じ
か
な
と
は
思
い
ま
す

け
ど

 
シ
リ
カ
は
あ
わ
あ
わ
し
て
い
た
が

そ
の
顔
は
少
し

か

た

ま
あ
キ
リ
ト
君
も
ハ
チ
マ
ン
君
も

確
か
に
そ
ん
な
と
こ
あ
る
よ
ね

あ

は
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
も
ぶ

き
ら
ぼ
う
だ
け
ど

な
ん
か
そ
ん
な
感
じ
が
し
ま
す

私
も
最
初
は
頼

て
ば
か
り
だ

た
ん
だ
け
ど

 
こ
の
ま
ま
じ

目
だ

て
思

て

血
盟
騎
士
団
に
入

た
ん
だ
よ
ね

 
で
も
な
ん
だ
か
ん
だ
今
で
も
色
々
と
頼

ち

う
ん
だ
け
ど

 
ア
ス
ナ
の
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
て

シ
リ
カ
は

や

ぱ
り
少
し

ま
し
い
な
と
思

た

 
そ
し
て

私
も
い
つ
か
キ
リ
ト
さ
ん
の
役
に
た
て
れ
ば
い
い
な

と
思

た
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次
の
日
の
朝

二
人
が
帰
ろ
う
と
し
た
時
ハ
チ
マ
ン
は

 
少
し
迷

た
そ
ぶ
り
を
み
せ
た
が

シ
リ
カ
に
家
の
鍵
を

し
た

あ

何
か
あ

た
時

こ
こ
に
逃
げ
込
め
ば
し
の
げ
る
だ
ろ

ま
あ
保
険
だ
保
険

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
の
上
で
キ
リ
ト
を
呼
べ
ば

高
見
の
見
物
を
し
な
が
ら
安
全
を
確
保
で
き
る

ハ
チ
マ
ン
君

あ

あ
は

そ
れ
じ

気
を
つ
け
て
な

 
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
の
家
を

し

転
移
門
の
方
へ
と
向
か

て
い

た
が

 
歩
き
な
が
ら
ア
ス
ナ
が

面
白
そ
う
に
言

た

シ
リ
カ
ち

ん

鍵

え
た
ね

 
あ
れ

て
多
分

ハ
チ
マ
ン
君
の
中
で

身
内
認
定
さ
れ
た

て
事
な
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
そ
こ
の
鍵
を
持

て
る
の

て

私
と
キ
リ
ト
君
と

リ
ズ

て
い
う
私
の
友
達
と
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あ
と
シ
リ
カ
ち

ん
の
四
人
だ
け
な
ん
だ
よ

私
達
は
秘
密
基
地

て
呼
ん
で
る
け
ど
ね

な
ん
か

す
ご
い
嬉
し
い
で
す

ま
あ

急
時
以
外
で

ね
る
時
は

事
前
に
連

し
て
あ
げ
て
ね

 
い
き
な
り
と
か
は

や

ぱ
り
ち

と
慣
れ
な
い
み
た
い
だ
か
ら

は
い

そ
れ
じ

シ
リ
カ
ち

ん

ま
た
狩
り
に
で
も
行
こ
う
ね

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ア
ス
ナ
さ
ん

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ま
ま
血
盟
騎
士
団
本
部
に

ろ
う
と
し
た
が

 
そ
の
前
に

日
の
収

を
エ
ギ
ル
の
所
に

て
し
ま
お
う
と
思
い
つ
い
た

 
エ
ギ
ル
の
店
に
着
く
と

そ
こ
に
は
キ
リ
ト
が
い
た

よ
う
ア
ス
ナ

ア
ス
ナ
も

日
の
戦
利
品
を

り
に
き
た
の
か

う
ん

意
外
と

が
多
く
て

ス
ト
レ

ジ
が
ち

と
ね

何
だ
何
だ

日
ど
こ
か
に
行

た
の
か

 
エ
ギ
ル
は
そ
の
話
を

き

メ
ン
バ

の
豪
華
さ
に

れ
気
味
で
言

た

お
前
ら
そ
れ

少
し
下
の
方
の

層
ボ
ス
な
ら
楽
勝
で
勝
て
そ
う
だ
よ
な
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違
い
な
い

 
無
事
取
引
も
終
わ
り

店
を
出
た
時

キ
リ
ト
が
思
い
つ
い
た
よ
う
に
言

た

そ
う
い
え
ば
ア
ス
ナ

こ
の
後
ち

と
暇
か

多
少
な
ら
平
気
だ
け
ど

何
か
あ
る
の

実
は
な

ア
ル
ゴ
情
報
な
ん
だ
が

五
十
七
層
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン
が

 

油

い
調
味
料
を
使

て
る
ら
し
い
ん
だ
よ

で

ア
ス
ナ
の
意
見
も

き
た
く
て
な

あ

キ
リ
ト
君
も
も
し
か
し
て

日
の
ラ

メ
ン
も
ど
き
を
食
べ
て
思

た

あ
あ

味

油

こ
こ
ら
へ
ん
が
や
は
り
欲
し
い

ハ
チ
マ
ン
も
呼
ぶ
か

う

ん

ち

と
疲
れ
て
る
よ
う
に
も
見
え
た
し

 
内

で
作

て
び

く
り
さ
せ
て
あ
げ
た
い
か
ら

今
日
は
い
い
か
な

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
じ

行
く
か

 
二
人
は
五
十
七
層
に
転
移
し

店
に
向
か
お
う
と
し
た

 
そ
の
時

街
中
に

鳴
が

き

こ

た

に
言
う

内
事
件
の
発
生
で
あ
る
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第
０
４
９
話
 
名
探
偵
ハ
チ
マ
ン

キ
リ
ト
君

今
の

あ
あ

行
く
ぞ

ア
ス
ナ

 
駆
け
つ
け
た
二
人
が
遭
遇
し
た
の
は

内
で
消
滅
し
た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の

で
あ

た

 

囲
を
見
回
し
た
が

デ

エ
ル
の
リ
ザ
ル
ト
画
面
の
表

も
無
い

 
二
人
は

死
ん
だ
男
カ
イ
ン
ズ
と
い
う
名
ら
し
い
の
知
り
合
い
の
ヨ
ル
コ
と
い
う
女
性
に

話
を

き

 
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
を
始
め
る
事
に
し
た

 
ま
ず
は

内
で
人
を
殺
す
事
が
可
能
か
ど
う
か
の

証
だ
が

こ
れ
は
実
に
難

し
て
い
た

 
色
々
な
事
に

し
い
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
ま
で
話
を

い
た
が
得
ら
れ
た
情
報
は
皆
無
だ

た

 
た
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
別
れ

に
一
言

実

に
目
で
見
た
情
報
だ
け
を
信
じ
た
ま
え

 
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
の
よ
う
な
も
の
を
く
れ
た

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
は
ま
だ

て
い
る
よ
う
で

何
の
反
応
も
無
か

た
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査
中

聖
⻯
騎
士
団
の
タ
ン
ク

の

⻑
で
あ
る
シ

ミ

ト
に
色
々
と

か
れ
た
た
め

 
も
し
か
し
た
ら
関
係
者
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

ね
て
み
た
が

 
シ

ミ

ト
は

言
葉
を

す
ば
か
り
で

心
な
事
は
何
も
言
わ
な
か

た

 
仕
方
な
く
二
人
は

ヨ
ル
コ
に
も
う
一
度
話
を

く
事
に
し
た

シ

ミ

ト

で
す
か

え
え

名
前
に

き
覚
え
が

の
仲
間
で
す

 
ヨ
ル
コ
か
ら
過
去
に
所
属
し
て
い
た
ギ
ル
ド

金

の
情
報
を

く
事
が
出
来
た
二

人
は

 
シ

ミ

ト
を
呼
び
出
し

四
人
で
話
を
す
る
事
に
し
た

  
そ
の

ハ
チ
マ
ン
は
ち

と

過
ぎ
た
か
と
思
い
な
が
ら
ベ

ド
か
ら
体
を

こ
し

た 

界
の

に
チ
カ
チ
カ
す
る
光
が
見
え
た

ど
う
や
ら
何
通
か
メ

セ

ジ
が
来
て
い
る
よ

う
だ
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内
で
の
殺
人

ね
え

 
ハ
チ
マ
ン
は

を

き
な
が
ら

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
飲
み
物
を
取
り
出
し
一
気
に

飲
ん
だ

 
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
か
ら
の
メ

セ

ジ
を

み
は
じ
め
た

金

と
い
う
ギ
ル
ド
で

レ
ア
な
指

が
ド
ロ

プ
し
た
の
が
始
ま
り
か
も
し
れ
な
い

か 

り
に
行
く

中
で
リ

ダ

の
グ
リ
セ
ル
ダ
が
死

指

は
行
方
不
明
ギ
ル
ド
は
解
散

か 
ハ
チ
マ
ン
は

の
中
で

場
人
物
を
整
理
し
な
が
ら

更
に

み
進
め
た

カ
イ
ン
ズ
が

内
で
死

死
因
は
継
続

通
ダ
メ

ジ
だ
と

 
犯
行
に
使
わ
れ
た
の
は

グ
リ
セ
ル
ダ
の
夫
の
グ
リ
ム
ロ

ク
と
い
う
奴
が
作

た

か

 
二
人
は
こ
い
つ
を
疑

て
い
る
の
か

 
そ
し
て

シ

ミ

ト

あ
い
つ
は
確
か

聖
⻯
連
合
へ
は

中
入

だ

た
は
ず
だ

 
あ
そ
こ
の
基
準
は
厳
し
い
か
ら
中
堅
ギ
ル
ド
に
い
た
シ

ミ

ト
が
す
ぐ
入

で
き
た

て

事
は
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シ

ミ

ト
は
何
ら
か
の

で

グ
リ
セ
ル
ダ
の
死
に
関
わ

て
い
る
の
は
確
定
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
口
に
出
し
て
そ
う

き

再
び
考
え
始
め
た

内
で
死

な

生
命
の
碑
で
確
認
し
た
ら
し
い
が

こ
れ
は
保

だ
な

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

目
で
見
た
物
だ
け
を
信
じ
ろ

か

 
生
命
の
碑
と
は

ゲ

ム
内
プ
レ
イ
ヤ

の
全
リ
ス
ト
で
あ
り

 
更
に
ゲ

ム
内
で
死
ん
だ
者
の

日
付
と
死
因
が
分
か
る
も
の
で

 
始
ま
り
の
街
に
存
在
し
て
い
た

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
か
ら

新
た
な
メ

セ

ジ
が
入

た

 
ど
う
や
ら
た

た
今

二
人
の
目
の
前
で

ヨ
ル
コ
が
殺
さ
れ
た
ら
し
い

 
犯
人
は
転
移
結

を
使

た
ら
し
く

取
り
逃
が
し
た
よ
う
だ

転
移
結

内
殺
人

あ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に

今

き
た
と
連

し

二
人
を
家
に
呼
び
出
し
た

よ
お

悪
い
な

ち

と

過
ぎ
ち
ま

た

ハ
チ
マ
ン
君

ヨ
ル
コ
さ
ん
が

ヨ
ル
コ
さ
ん
が

ま
あ
落
ち
着
け

お
前
ら

本
的
に
色
々
勘
違
い
し
て
る
ぞ
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勘
違
い

ど
う
い
う
事
だ

ハ
チ
マ
ン

実

に
目
の
前
で
見
ち
ま

た
か
ら

余
計
に
そ
う
思
い
込
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
が
な

 
い
い
か
二
人
と
も

内
で
そ
ん
な
殺
人
は
犯
せ
な
い

だ
が

実

に
目
の
前
で

そ
う
だ
よ
ハ
チ
マ
ン
君

目
の
前
で
二
人
の
人
が
消
滅
し
た
ん
だ
よ

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
だ

二
人
は
実

に
見
ち
ま

た
せ
い
で

 
他
の
可
能
性
を
最
初
か
ら
無
意
識
に

し
ち
ま

た
ん
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

説
明
を
続
け
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
に
も
言
わ
れ
た
ん
だ
ろ

実

に
見
た
も
の
だ
け
を
信
じ
ろ

て

あ
あ

よ
く
分
か
ら
な
か

た
け
ど
ね

俺
み
た
い
に
話
を

い
た
だ
け
な
ら

あ
る
い
は
二
人
と
も
す
ぐ
気
付
い
た
は
ず
だ

 
ま
ず

そ
の
エ
フ

ク
ト
が
発
生
す
る
の
は

ど
ん
な
時
だ

え

と

モ
ン
ス
タ

を
倒
し
た
時

人
が
死
ん
だ
時

そ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら
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あ

ま
さ
か

 
キ
リ
ト
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
だ

ア
イ
テ
ム
の

久

が
切
れ
た
時

か

そ
う
だ

ま
あ
お
前
ら
に
は
余
り
な
じ
み
が
無
い
か
も
し
れ
な
い

だ
が
俺
は
何
度
も
見
て

る
ん
だ
よ

 
風
呂
あ
が
り
に
飲
も
う
と
思

て
置
い
て
お
い
た
お
気
に
入
り
の
ド
リ
ン
ク
が

 
う

か
り
う
と
う
と
し
て
し
ま

た
た
め
に
何
度
も
目
の
前
で
消
え
る
所
を
な

そ
う
か

点
だ

た

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
言

た
の
は

こ
の
可
能
性
を

し
た
も
の

だ

た
の
か

ど
う
い
う
事

つ
ま
り
こ
う
い
う
事
だ

ヨ
ル
コ
と
カ
イ
ン
ズ
は

装
備
品
の

久
力
を
故
意
に
消
滅
さ
せ

 
そ
の

間
転
移
結

で
ど
こ
か
へ
飛
ん
だ

つ
ま
り

ま
だ
生
き
て
い
る

で
も

カ
イ
ン
ズ

て
人
は
確
か
に
今
日

継
続

通
ダ
メ

ジ
が
原
因
で
死
ん
で
た
よ

そ
の
カ
イ
ン
ズ
だ
が
な

一
つ
だ
け
思
い
つ
い
た
事
が
あ
る
ん
だ
が

 
お
前
ら
が
生
命
の
碑
で
確
認
し
た
名
前
は

本
当
に
そ
の
カ
イ
ン
ズ
か

り
は
合

て
る
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か
あ

そ
う
い
え
ば
さ

き

元
メ
ン
バ

全
員
の
名
前
を
生
命
の
碑
で
調
べ
よ
う
と
し
て

 
シ

ミ

ト
に
書
い
て
も
ら

た
ん
だ

 
二
人
は

リ
ス
ト
を
取
り
出
し
確
認
し
た

そ
ん
な

私
達
が
確
認
し
た
名
前
と
違
う

や

ぱ
り
か

キ
リ
ト
な
ら
わ
か
る
と
思
う
が
な
こ
う
い
う
ゲ

ム
に
は
よ
く
あ
る
ん
だ
よ

 
他
の
ゲ

ム
の

名
な
主
人
公
の
名
前
を

多
く
の
人
間
が

色
々
な

り
で
使
う
事
が
な

確
か
に
Ｍ
Ｍ
Ｏ
だ
と
よ
く
あ
る
話
だ
な

そ
う
い
う
事
だ

今
回
の
場
合

そ
ん
な
偶
然
あ
る
わ
け
な
い
か
ら

 
お
そ
ら
く
そ
の
カ
イ
ン
ズ
が
死
ん
だ
日
付
は

一
年
前
の
今
日
だ
ろ
う
な

 
そ
れ
を

き

キ
リ
ト
は
何
か
に
思
い
当
た

た
よ
う
だ

な
あ

ハ
チ
マ
ン

ま
さ
か
こ
れ

そ
の
ま
さ
か
だ

こ
れ
は
お
そ
ら
く
そ
の
名
前
を
偶
然
見
つ
け
た
時
に
思
い
つ
い
た
で
あ
ろ

う 
ヨ
ル
コ
と
カ
イ
ン
ズ
に
よ
る
計
画
だ
ろ
う

使
用
し
た
武
器
か
ら
し
て
グ
リ
ム
ロ

ク
も
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ん
で
い
る

何
で
そ
ん
な
計
画
を

何
か
意
味
が
あ
る

て
事
な
の
か
な

と
り
あ
え
ず

お
前
ら
が
四
人
で
話
し
た
時
の
内
容
を

か
せ
て
く
れ

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は

ヨ
ル
コ
が
死
ぬ
直
前
の
会
話
を
説
明
し
始
め
た

 
ヨ
ル
コ
の
一
連
の
発
言

グ
リ
セ
ル
ダ
の
死
に
つ
い
て

シ

ミ

ト
を
疑

て
い
た
事

 
グ
リ
ム
ロ

ク
な
ら
グ
リ
セ
ル
ダ
を
殺
し
た
可
能
性
の
あ
る
全
員
に
復

す
る

利
が
あ
る

と
言

た
事

 
も
し
か
し
た
ら
グ
リ
セ
ル
ダ
の

霊
が
犯
人
に
復

し
よ
う
と
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
事

 
そ
れ
ら
の
話
を

い
て

ま
ず
ハ
チ
マ
ン
が
言

た
の
は

一
見
的
外
れ
に

こ
え
る
質
問

だ

た
そ
う
い
え
ば
シ

ミ

ト
は
ど
う
し
た

グ
リ
セ
ル
ダ
に
謝
る
と
か
な
ん
と
か
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
立
ち
去

て
い

た
ぞ

ま
あ
シ

ミ

ト
は
限
り
な
く
黒
だ
ろ
う
か
ら

そ
の
態
度
は
理
解
で
き
る

シ

ミ

ト
さ
ん
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

先
ほ
ど
考
え
た
事
を

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
に
伝
え
た
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確
か
に
巨

の
コ
ル
を
い
き
な
り
手
に
入
れ
な
い
と
聖
⻯
連
合
に
即
入
団
す
る
の
は
難
し
い

だ
ろ
う
な

そ
ん
な

実

に
手
を
下
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が

関
係
し
て
る
の
は
間
違
い
な
い

そ
う
だ
な

否
定
で
き
る
材
料
が
見
当
た
ら
な
い

最
後
の
質
問
だ

グ
リ
セ
ル
ダ
は

ど
ん
な
リ

ダ

だ

た

す
ご
く
強
く
て

頼
り
に
な
る
リ

ダ

だ

た

て

だ
か
ら
お
墓
も
作

た
み
た
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
考
え
込
ん
だ

そ
ん
な
に
強
か

た
な
ら

え
不
意
を
つ
い
た
と
し
て
も

 

金

の
メ
ン
バ

が
グ
リ
セ
ル
ダ
を
簡

に
殺
せ
た
と
も
思
え
な
い

 
可
能
性
が
一
番
高
い
の
は

殺
人
に
慣
れ
た
外
部
の
組

の
関

だ
な

犯
人
が
依
頼
し
た

て
事

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

シ

ミ

ト
さ
ん
は

殺
人
と
か
依
頼
す
る
人
じ

な
い
と
思
う
け
ど
な

お
そ
ら
く

直
接
は
関
わ

て
い
な
い
ん
だ
ろ
う

だ
が
明
ら
か
に
疑
わ
し
い
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だ
か
ら
ヨ
ル
コ
と
カ
イ
ン
ズ
は
シ

ミ

ト
を
グ
リ
セ
ル
ダ
の
墓
に
行
か
せ
る
よ
う
に
仕
向

け
て

 
そ
こ
で
自
白
で
も
さ
せ
る
つ
も
り
で
今
回
の
計
画
を
立
て
た
ん
だ
ろ
う

確
か
に
そ
れ
し
か
考
え
ら
れ
な
い
流
れ
に
な

て
る
な

だ
が

何
か
忘
れ
て
い
る
気
が
す
る

グ
リ
セ
ル
ダ
殺
し
の
真
犯
人

殺
人
ギ
ル
ド
の
関

 
そ
う
い
え
ば
ラ
フ

ン
コ
フ

ン

み
で

大
物
が
な
ん
と
か
い
う
話
が

し
ま

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
立
ち
上
が

た

ヨ
ル
コ
に
す
ぐ
連

が
取
れ
た

て
事
は

ど

ち
か
が
フ
レ
ン
ド

録
を
し
た
か

あ

私
が
し
た
よ

そ
う
か

こ
れ
を
見
れ
ば
生
き
て
る

て
す
ぐ
わ
か

た
ん
だ

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
か
ら
今
ど
こ
に
い
る
か
が

索
で
き
る
は
ず
だ

ど
こ
に
い
る

十
九
層
み
た
い

説
明
は
後
で
す
る

キ
リ
ト
は
す
ぐ
そ
こ
へ
急
行
し
て
く
れ

 

性
ポ

シ

ン
と
回
復
結

を

る
だ
け
持

て
い

て
く
れ

 
も
し
戦
闘
に
な

た
ら

防
御
主
体
で
と
に
か
く

れ
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二
人
は
そ
の
戦
闘
と
い
う
言
葉
に

張
し
た

急
事
態
な
ん
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君

あ
あ

ア
ス
ナ
は
血
盟
騎
士
団
に
召
集
を
か
け
て

即
現
場
へ
向
か
え

わ
か

た

俺
は
聖
⻯
騎
士
団
に
連

後

す
ぐ
キ
リ
ト
の
後
を
追
う

 
お
そ
ら
く
今
回
の
敵
は

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の

部
ど
も
だ
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第
０
５
０
話
 
歪
ん
だ
愛
情

 
ハ
チ
マ
ン
が
あ
あ
言
い
切
る
の
だ
か
ら

必
ず
敵
は
い
る

そ
う
思
い

キ
リ
ト
は
全
力
で

走

て
い
た

 
や
が
て
前
方
に
見
え
て
き
た
の
は
倒
れ
て
い
る
シ

ミ

ト
と
へ
た
り
込
ん
で
い
る
二
人

組
や

ぱ
り
生
き
て
い
た
ん
だ
な

 
そ
れ
は
ヨ
ル
コ
と

お
そ
ら
く
カ
イ
ン
ズ
と
思
わ
れ
る
男
性
だ

た

 
も
し
か
し
た
ら
グ
リ
ム
ロ

ク
か
も
し
れ
な
い
が

ど
う
や
ら
一
人
足
り
な
い

 
ま
ず
い
と
思
い
な
が
ら
キ
リ
ト
は

敵
と
三
人
の
間
に

て
入

た

よ
お

ジ

久
し
ぶ
り
だ
な

 
な
ん
で

か
ら
袋
を
被

て
る
ん
だ

顔
を

し
て
る
つ
も
り
か

 
キ
リ
ト
は
と
り
あ
え
ず
会
話
か
ら
入
り

少
し
で
も
時
間
を

ご
う
と
し
た

 
今
キ
リ
ト
の
前
に
は

三
人
の
男
が
立

て
い
る

 
一
人
は
今
言

た
ジ

ジ

は

全
身
黒
ず
く
め
の
レ
ザ

装
備
を
ま
と
い
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目
の
部
分
だ
け
を

く

り
抜
い
た

袋
の
よ
う
な
も
の
を

か
ら
被

て
い
た

 
武
器
は
黒
く

ら
れ
た

剣

そ
し
て
二
人
目
は

な
る
ほ
ど

目
の
ザ
ザ
と
は
よ
く
言

た
も
ん
だ
な

 
ザ
ザ
は

顔
に

の
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
た
が

そ
の
目
は
確
か
に

く
光

て
い
た

 
こ
ち
ら
の
武
器
は
エ
ス
ト

ク
と
呼
ば
れ
る

突
剣
だ

問
題
は
そ
の
二
人
の
後
ろ
に
い

る
男
だ

た

 
黒
い
ポ
ン
チ

を
着
た
そ
の
男
は
他
の
二
人
と
違
い
あ
か
ら
さ
ま
な
敵
意
は
見
せ
て
い
な

い 
だ
が
そ
の
男
に
た
だ
見
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
キ
リ
ト
は
背
筋
が
寒
く
な
る
の
を
感
じ
た

お
前
が
プ

か

ヒ

ウ

黒
の
剣
士
様
に
名
前
を
覚
え
て

い
て
い
る
と
は
光
栄
だ
な

キ
リ
ト
よ

い
く
ら
お
前
で
も

三
人
相
手
に
勝
て
る
と
思

て
る
の
か

ど
う
だ
ろ
う
な

正
直
分
が
悪
い
の
は
確
か
だ
が
な

 
ザ
ザ
は

何
も
言
わ
ず
に
た
だ
た
た
ず
ん
で
い
る
だ
け
だ

た

と
り
あ
え
ず

イ

ツ
・
シ

タ
イ
ム
と
い
く
か
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プ

は
そ
う
言
い

ま
る
で
中
華
包
丁
の
よ
う
な

黒
い
大
型
ダ
ガ

を
取
り
出
し
た

何
だ
そ
の
包
丁

分
と
物

な
色
を
し
て
い
る
な

ハ

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
だ
ろ

メ
イ
ト
・
チ

パ

て
言
う

俺
の
お
気
に
入
り
の
武
器
さ

メ
イ
ト
・
チ

パ

友
達
の
首
で
も

ね
る
の
か

 
そ
の
二
人
の
首
を

ね
て
く
れ
た
ら
楽
な
ん
だ
け
ど
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い
な
が
ら

ポ

シ

ン
を
飲
ん
だ

て
め
え

今
何
を
飲
み
や
が

た

た
だ
の

ポ

シ

ン
だ
よ

そ
ん
な
に
俺
が
怖
い
の
か

ジ

 
ま
あ
回
復
結

も
大

に
持

て
き
て
る
し
十
分
や
そ
こ
ら
は
三
人
相
手
で
も
持
た
せ
ら
れ

る
と
思
う

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は

エ
リ

シ
デ

タ
を
抜
い
た

 
エ
リ

シ
デ

タ
か
ら

圧
感
を
感
じ
た
の
か

ジ

が
一
歩
後
ろ
に
下
が

た

十
分
持

た
ら
何
だ

て
言
う
ん
だ

黒
の
剣
士
さ
ん
よ

あ
あ

も
う
す
ぐ
援
軍
が
来
る
か
ら
な

俺
は
時
間
を

ぐ
だ
け
だ
よ

 
お
前
ら
は

何
十
人
も
の
攻
略
組
相
手
に
勝
て
る
の
か
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ス
ナ
フ

お
前
ら
こ
こ
は
引
く
ぞ

ヘ

ド

こ
い
つ
の
言

て
る
事
が
本
当
と
は
限
ら
な
い

す
よ

馬

野
郎

お
前
ら
ま
だ
気
付
い
て
な
い
の
か

相
変
わ
ら
ず
ま
ぬ
け
だ
な

ジ

 
そ
の
声
と
共
に

プ

の
背
後
か
ら

ハ
チ
マ
ン
が
近

い
て
き
た

ハ
チ
マ
ン

て
め
え

Ｏ

お
前
が
噂
の
ハ
チ
マ
ン
か

 
わ
ざ
わ
ざ
攻
略
組
の
ト

プ
二
人
に
お
相
手
し
て
も
ら
え
る
と
は
今
日
は

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
な
日

だ
結
果
も
ハ

ピ

だ
と
俺
と
し
て
は
楽
で
助
か
る
ん
だ
が
な

チ

て
め

は
絶
対
殺
す

お
前
に
出
来
る
の
か

ジ

 
ジ

は
ハ
チ
マ
ン
を

み
つ
け
て
い
た

プ

は
面
白
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
い
た

黒
の
剣
士
も
美
味
そ
う
だ
と
思

た
が

お
前
は
想
像
以
上
だ

た
よ

ハ
チ
マ
ン

あ
あ
ん

何
言

て
ん
だ
お
前

ど
う
見
て
も
キ
リ
ト
の
方
が
強
そ
う
だ
ろ
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ハ

モ
ン
ス
タ

相
手
な
ら
確
か
に
そ
う
だ
ろ
う
さ

 
プ

は
そ
う
言

た

間
に

口

を

い
た

 
そ
れ
が
合
図
だ

た
の
だ
ろ
う

ザ
ザ
と
ジ

が

素

く
近
く
の

み
に
向
か
い

 
そ
こ
に

れ
て
い
た
ら
し
い
一
人
の
男
を
連
れ

そ
の
男
に
武
器
を
突
き
つ
け
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
プ

に

制
さ
れ

一
歩
出

れ
た

グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん

 
ず

と

て
い
た
ヨ
ル
コ
が

そ
の
男
の
名
前
を
そ
う
呼
ん
だ

 
ど
う
や
ら

グ
リ
セ
ル
ダ
の
夫
の
グ
リ
ム
ロ

ク
だ

た
ら
し
い

さ
あ

こ
こ
で
黒
幕
様
の
ご

場
だ

イ

ツ
・
シ

・
タ
イ
ム

そ
ん
な

グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん
が
黒
幕
だ
な
ん
て

Ａ

Ａ

お
前
ら
は

こ
い
つ
が
黒
幕
だ
と
知

て
も

見
殺
し
に
は
決
し
て
出
来
な
い

 
そ
う
だ
ろ
う

黒
の
剣
士
に

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
よ
お

チ
 
ハ
チ
マ
ン
の

打
ち
を

き

プ

は

そ
う
に
笑

た

こ
こ
は

み
分
け
と
い
こ
う

兄
弟

決
着
は
い
ず
れ
ま
た
の
機
会
に
な
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そ
う
言

て
三
人
は
転
移
結

を
使
い

い
ず
こ
か
へ
と
消
え
て
い

た

く
そ

逃
が
し
た
か

ま

こ
ん
な
も
ん
だ
ろ

落
ち
着
い
て
る
な

ハ
チ
マ
ン

あ
あ

い
く
つ
か
わ
か

た
事
も
あ
る
し
な

ハ
チ
マ
ン
君

キ
リ
ト
君

 
そ
の
時
ア
ス
ナ

い
る
血
盟
騎
士
団

名
が
駆
け
つ
け
て
き
た

す
ま
ん
ア
ス
ナ

ま
ん
ま
と
逃
げ
ら
れ
ち
ま

た

逃
げ
ら
れ
た

て
事
は

や

ぱ
り
敵
が
い
た
ん
だ
ね

あ
あ

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
ト

プ
ス
リ

が
な

  
そ
の
後

元

金

の
メ
ン
バ

は

四
人
だ
け
で
話
を
し
た
よ
う
だ

 
後
に

か
せ
て
も
ら

た
話
だ
と

や
は
り
グ
リ
ム
ロ

ク
が

 
グ
リ
セ
ル
ダ
を
殺
す
よ
う
に
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
に
依
頼
を
し
た
犯
人
だ

た

 
驚
い
た
事
に
グ
リ
ム
ロ

ク
は

現
実
世
界
で
も
グ
リ
セ
ル
ダ
と
夫

だ

た
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現
実
世
界
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大
人
し
か

た
妻
が

 
こ
こ
で
は
自
分
よ
り
も
は
る
か
に
強
く

強
力
な
リ

ダ

シ

プ
を
発

し
た
事
で

 
こ
の
ま
ま
現
実
世
界
に

れ
た
と
し
て
も

妻
は
強
い
女
の
ま
ま
な
の
で
は
な
い
か

 
い
つ
か
離
婚
を
切
り
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
そ
ん
な
事
ば
か
り
考
え
る
よ
う
に
な

て

し
ま
い

 
そ
う
さ
せ
な
い
た
め
に
妻
を
こ
の
世
界
で
自
分
だ
け
の
物
に
す
べ
く
殺
害
を
決
意
し
た
ら

し
い

 
シ

ミ

ト
は

加
害
者
で
も
あ

た
が

被
害
者
で
も
あ

た
よ
う
で

 
と
り
あ
え
ず
お

め
無
し
と
な

た
よ
う
だ

そ
う
か

指

は
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま

て
た
か
ら

グ
リ
セ
ル
ダ
が
死
ん
だ
時
点
で

 
自
動
的
に
グ
リ
ム
ロ

ク
の
所

ア
イ
テ
ム
に
な

た
ん
だ
な

夫

の
ス
ト
レ

ジ
は
共
用
だ
し
ね

指

を

て

い
だ
コ
ル
の
半
分
は
シ

ミ

ト
に

し
た
が

 
残
り
は
ま

た
く
使

て
な
か

た
み
た
い
だ

お
金
目
当
て
じ

な
か

た

て
事
だ
ね
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シ

ミ

ト
は
グ
リ
セ
ル
ダ
の
部
屋
に
忍
び
込
み
そ
の
部
屋
に
回
廊
結

の
出
口
を
設
定
し

て 
ギ
ル
ド
の
共
用
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
た
だ
け
ら
し
い

ま
あ
立

な
殺
人

助
な
ん
だ
が
な

そ
う
か

そ
れ
を
使

て
あ
い
つ
ら
が
部
屋
に
侵
入
し
て

 
そ
の
ま
ま
グ
リ
セ
ル
ダ
を

外
に
引
き
ず
り
出
し
た
の
か

シ

ミ

ト
さ
ん
も
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
を
殺
す
気
な
ん
か
ま

た
く
無
か

た
み
た
い
だ
し

 
あ
の
二
人
が
許
し
た
な
ら
そ
れ
で
い
い
ん
だ
け
ど

で
も
や

ぱ
り
ち

と
ね

ま
あ

な

 
三
人
は

夫

間
で
の
殺
人
と
い
う
結
果
に

や
は
り
後
味
の
悪
さ
を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ

結
婚
か

い
い
事
ば
か
り
じ

な
い
の
か
な

グ
リ
セ
ル
ダ
は

ギ
ル
ド
マ
ス
タ

の
指

と
結
婚
指

を

片
時
も
外
さ
な
か

た
そ
う

じ

な
い
か

 
そ
ん
な
グ
リ
セ
ル
ダ
を
信
じ
ら
れ
な
か

た

グ
リ
ム
ロ

ク
が
全
て
悪
い
だ
ろ

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

信
頼
が
あ
れ
ば

ま
あ

結
婚
も
い
い
ん
じ

ね
え
の

 
結
婚
し
た
事
な
い
か
ら
知
ら
ん
け
ど
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ハ
チ
マ
ン
君
は
結
婚
し
な
い
の

お
い
何
だ
そ
の
質
問
は

ま
あ
な
ん
だ
俺
な
ん
か
を
好
き
に
な
る
や
つ
な
ん
か
ど
こ
に

も 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
か
ら

り
の
気
配
を
感
じ
て

そ
の
先
を
続
け
る
の
を
や
め
た

 
何
と
な
く
ア
ス
ナ
の
気
持
ち
に
気
付
い
て
は
い
た
が

 
や
は
り
⻑
年
培
わ
れ
た

性
の
た
め
か
ど
う
し
て
も
そ
れ
以
上
は
考
え
ら
れ
な
い
ハ
チ
マ
ン

だ

た

 
そ
の
気
配
を
察
し
た
の
か

キ
リ
ト
が
話
題
を
変
え
た

 

で

そ
ろ
そ
ろ
ハ
チ
マ
ン
が
ど
う
い
う

理
を
し
た
か

か
せ
て
く
れ
な
い
か

あ
あ
あ

ま
ず
ヨ
ル
コ
と
カ
イ
ン
ズ
と
グ
リ
ム
ロ

ク
が

内
殺
人
を

装
し
た
と
し
て

 
そ
の
目
的
は

シ

ミ

ト
を
呼
び
出
し
て

罪
の
告
白
を
さ
せ
る
た
め
だ
ろ
う

そ
う
だ
な

他
の
メ
ン
バ

の
中
に
も
し
か
し
た
ら
グ
リ
セ
ル
ダ
殺
し
の
真
犯
人
が
い
た
か
も
し
れ
な
い

が 
そ
れ
は
こ
の

置
い
て
お
く
と
し
て
だ

ま
ず
シ

ミ

ト
が
関
わ

て
い
た
の
は
間
違
い
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な
い

 
こ
こ
ま
で
は
い
い
か

う
ん

俺
は
今
回
の
件
に
真
犯
人
が
関
わ

て
い
る
可
能
性
は

か
な
り
高
い
と
思

て
い
た

 
な

な
ら
ば
真
犯
人
は
罪
の
発
覚
を
恐
れ
て
い
る
た
め

 
も
し
こ
う
い

た

況
に
な

た
ら
必
ず
自
分
も
そ
こ
に
参
加
し

 
罪
の
発
覚
を
防
ご
う
と
す
る
は
ず
だ
か
ら
だ

な
る
ほ
ど
な

 
キ
リ
ト
は
大
き
く

い
た

あ
の
四
人
の
中
に
真
犯
人
が
い
た
と
し
よ
う

そ
い
つ
は
殺
人
ギ
ル
ド
と
繋
が
り
を
持

て
い

る 
と
い
う
事
は

犯
人
が
次
に
打
つ
手
は

口

じ
か

そ
う
だ

他
の
三
人
が

人
気
の
無
い
場
所
に
勝
手
に
集
ま

て
く
れ
る
ん
だ

 
そ
の
時
を
狙

て
殺
人
ギ
ル
ド
に
依
頼
し
全
員
殺
す

そ
う
す
れ
ば
そ
い
つ
は
も
う
安
全
だ
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か
ら
な

ち

と
怖
い
ね

そ
し
て
先
日
の
事
件

こ
れ
は
自
信
が
あ

た
わ
け
じ

な
い
が
誰
か
大
物
が
狙
わ
れ
る
と

い
う
話

 
こ
の
件
は
そ
れ
に

た
り
当
て
は
ま
る

と
い
う
事
は
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
が
来
る
可

能
性
が
高
い

話
を

い
て
み
る
と

ち

ん
と
筋
が
通

て
る
な

あ
の
時
は
も
う
時
間
が
無
か

た

ち

ん
と
説
明
し
な
い
で
悪
か

た
な

二
人
と
も

 
二
人
は

納
得
が
い

た
と
い
う
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
を
賞

し
た

や

ぱ
り
す
ご
い
な

ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
君

す
ご
い
ね

ま
あ

国
語
は
得
意
だ
か
ら
な

俺
は
行
間
ま
で
ち

ん
と

む

 
だ
が
ア
ス
ナ
は
何
で
も
俺
を
持
ち
上
げ
る
の
を
や
め
ろ

俺
は
そ
ん
な
に
す
ご
い
奴
じ

な

い
俺
は
い
い
の
か
よ
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お
前
は
俺
に

り
が
あ
る

だ
か
ら
常
に
褒
め
ろ

あ
は
は
は
は

 
凄

な
事
件
の
後
だ
が

三
人
は
ま
だ
笑
う
事
が
出
来
て
い
た

 
そ
れ
は
き

と

喜
ば
し
い
事
な
の
だ
ろ
う

 
今
回
の
事
件
を
切

に
し
て

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
討
伐
は

大
き
く
進
展
を
見
せ
る
事
に

な

た
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第
０
５
１
話
 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
討
伐
戦

 
今
日
は

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す

 

日
後

ハ
チ
マ
ン
の
呼
び
か
け
で

急
会
議
が
開

さ
れ
た

新
た
な
進
展
が
あ

た
の
で

皆
に
連

さ
せ
て
も
ら

た

 

度
の
事
な
が
ら

い
き
な
り
で
す
ま
な
い

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の

部
に
遭
遇
し
た
ん
だ
ろ

も
う
奴
ら
を
野
放
し
に
は
出
来
な
い
し

 
み
ん
な
の
安
全
に
も
関
わ
る
事
な
ん
だ
か
ら

気
に
し
な
い
で
く
れ

あ
あ

は
省
く
が

先
日
あ
る
事
件
が
あ
り

 
そ
の

に
い
く
つ
か
情
報
を
収
集
す
る
事
に
成
功
し
た

今
回
は
そ
の
報
告
を
し
た
い
と
思

う
頼
む

 
さ
す
が
に
自
分
の
命
が
か
か

て
い
る
事
も
あ
り

皆
真
剣
に
話
を

い
て
い
た
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ま
ず

こ
れ
は
以
前
か
ら

さ
れ
て
い
た
事
だ
が

 
や
は
り
奴
ら
は

犯
行
時
に
は
仮
面
や
マ
ス
ク
を
か
ぶ
り

普

は
そ
れ
を
外
し
て

 
何
気
な
く
街
中
を

歩
し
て
い
る
よ
う
だ

以
前
か
ら
言
わ
れ
て
た
事
だ
な

そ
し
て
次

ザ
ザ
の
目
だ
が

お
そ
ら
く
仮
面
を
外
し
て
も

目
の
色
は

い
ま
ま
だ

そ
れ
も
ま
あ

情
報
と
し
て
は
裏

け
が
取
れ
た

度
か

あ
あ

こ
こ
ま
で
は
確
認
み
た
い
な
も
ん
だ

こ
こ
か
ら
が
本
題
な
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

皆
の
顔
を
見
回
し
て
か
ら

ゆ

く
り
と
口
を
開
い
た

プ

は

お
そ
ら
く
体
格
の
い
い
外
人
だ

 
皆
が

意
表
を
つ
か
れ
た
よ
う
に
一

か
ん
と
し
た

何
故
わ
か

た
の
か
を
説
明
し
た
い
と
思
う

先
日
俺
は
キ
リ
ト
と
二
人
で
奴
と
対
峙
し
た

 
そ
の
時

あ
い
つ
は
言

た

ス
ナ
フ

と
な

 
こ
れ
は

国
の
軍
で
使
う
ス
ラ
ン
グ
だ

意
味
は
ま
あ
く
そ

た
れ
と
で
も

せ
ば
い

い
そ

そ
う
か

そ
れ
で
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こ
れ
は
大
変
危
険
だ

要
す
る
に
奴
は

プ
ロ
の
軍
人
と

さ
れ
る

 
一

ざ
わ
つ
い
た
が

そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
の
だ
ろ
う

場
は
静
ま
り
返

た

つ
ま
り

武
器
の
扱
い
に
は
か
な
り
⻑
け
て
い
る
は
ず
だ

 
下
手
す
る
と
ス
キ
ル
に
関
係
な
く
格
闘
術
ま
で
使

て
く
る
か
も
し
れ
な
い

 
ち
な
み
に
奴
の
武
器
は
メ
イ
ト
・
チ

パ

と
い
う
名
前
の
中
華
包
丁
の
よ
う
な

剣

だ
な
る
ほ
ど

危
険
だ
な

俺
達
に
対
抗
で
き
る
の
か

あ
あ

こ
こ
は
ゲ

ム
の
中
だ
か
ら
な

軍
人
が
強
い
の
は

そ
の
技
術
も
あ
る
が

 
鍛
え
て
い
る
と
い
う
部
分
が
大
き
い

だ
が
力
や

さ
は
レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
が
全
て

だ 
高
レ
ベ
ル
の
者
が
複

で
か
か
れ
ば

問
題
は
な
い
と
思
う

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

何
人
か
が
ほ

と
し
た

そ
し
て
最
後
に
対

だ
が

俺
が
こ
の
ゲ

ム
の
中
で
会

た
体
格
の
い
い
外
人
は
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エ
ギ
ル
し
か
い
な
い

誰
か
他
に
見
た
奴
は
い
る
か

 
そ
の
問
い
に

誰
も
答
え
る
者
は
い
な
か

た

つ
ま
り

あ
い
つ
は
ほ
ぼ
街
に
は
来
て
い
な
い
と
い
う
事
だ

 
つ
ま
り
も
し
今
後
街
中
で
エ
ギ
ル
以
外
で
そ
う
い
う
外
人
を
見
つ
け
た
ら
そ
れ
が
プ

だ

 
お
お

と
い
う
声
が
あ
が
る

ジ

の
似
顔

と
ザ
ザ
の

い
目
体
格
の
い
い
外
人
も
し
く
は
黒
ポ
ン
チ

を
着
た
人

物 
こ
れ
を
見
か
け
て
す
ぐ
連

を
く
れ
た
者
に
は
確
認
が
と
れ
次
第
賞
金
を

す
事
に
し
よ
う

 
エ
ギ
ル
が
通
報
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
が
な

 
エ
ギ
ル
は
苦
笑
し

り
か
ら
も

く
笑
い
が

こ

た

そ
う
す
れ
ば
全
プ
レ
イ
ヤ

が

部
の
監

を
行
う
事
に
な
る

 
更
に
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
を
受
け
た
時
に

お
か
し
な
方
向
に
向
か
う
奴
を
み
か
け
た
ら

 
そ
れ
も
通
報
し
て
も
ら
え
ば
い
い

こ

ち
は
ま
あ

を
言
う
奴
が
い
な
い
と
も
限
ら
な
い
か

ら 
報

に
つ
い
て
は
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
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今
度
は

さ
き
ほ
ど
よ
り
大
き
く

お
お

と
い
う
声
が
上
が

た

そ
れ
を
実
行
す
れ
ば

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
に
は
大
き
な

手
に
な
る
ん
じ

な
い
か

あ
あ

か
な
り

果
は
あ
る
と
思
う

よ
し

そ
の
線
で
話
を
ま
と
め
て
い
こ
う

お
う

 
こ
う
し
て

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
包
囲
網
が

加
速
度
的
に

さ
れ
て
い

た

 
ま
た
か

今
週
に
な

て
か
ら

捕
ま

た
の
は
二
人
で
す

ち

ハ
チ
マ
ン
の
差
し
金
か

あ
い
つ
く

そ
う

よ

や

ち
ま
お
う

ヘ

ド

さ
す
が
に
こ
れ
以
上
人

が

る
の
は
ま
ず
い

 
普

ほ
と
ん
ど

ら
な
い
ザ
ザ
で
す
ら

小
さ
な
声
で
意
見
を
述
べ
た

チ

今
残

て
る
メ
ン
バ

は
何
人
だ

二
十

人

す
ね

血
盟
騎
士
団
に
送
り
込
ん
だ

か
ら
何
か
報
告
は
あ

た
か
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そ
れ
が
ど
う
や
ら

情
報
は

部
ま
で
で
き

ち
り

制
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
て

 
ど
う
に
も
な
ん
な
い
み
た
い

す
ね

こ
の
ま
ま

し
て
た
だ
捕
ま
る
の
を
待
つ
だ
け

て
の
は
面
白
く
ね
え
よ
な
あ

お
び
き
寄
せ
て
ま
と
め
て
や

ち
ま
い
ま
し

う
よ
ヘ

ド

 
ザ
ザ
も

て

い
た
の
を
見
て
プ

は

新
た
な
指

を
出
し
た

  
現
在
の
最
前
線
で
あ
る

第
六
十
五
層
の
迷
宮
区
の
探
索
を
切
り
上
げ

 
街
へ
と

た
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の
元
に

ア
ル
ゴ
か
ら
メ

セ

ジ
が

い
た

 
ど
う
や
ら
何
か
進
展
が
あ

た
の
か

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
対

会
議
が
開
か
れ
る
ら
し
い

 
前
回
の
会
議
か
ら

二
週
間
ほ
ど
の
日

が

て
い
た

ど
う
や
ら
何
か
進
展
が
あ

た
み
た
い
だ
な

ハ
チ
マ
ン

兵

攻
め
み
た
い
に
な

て
る
か
ら
な

そ
ろ
そ
ろ
何
か
動
き
が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
だ

ろ
う
よ

 
い
つ
も
の
会
議
は
一
部
の

部
連
中
だ
け
が
参
加
し
て
い
た
が
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今
回
の
会
議
に
は

攻
略
組
全
員
が
集
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

 
会
議
が
始
ま
る
と

驚
く
べ
き
情
報
が
開

さ
れ
た

 
ど
う
や
ら
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
本
部
が
発
見
さ
れ
た
ら
し
い

 
血
盟
騎
士
団
の
ク
ラ
デ

ル
と
い
う
男
の
知
り
合
い
が

 
第
三
十
七
層
の
荒
地
で
複

の
オ
レ
ン
ジ
カ

ソ
ル
の
プ
レ
イ
ヤ

を
見
た
ら
し
く

 
そ
の
報
告
を
受
け
た

候

が

日
そ
の

で

張
り
込
み
を
行

た
よ
う
だ

 

候

は

何
人
か
の
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ
ヤ

を
確
認
し

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
向
か

た
方
の
探
索
を
慎
重
に
進
め

 
つ
い
に

部
を

む
複

の
プ
レ
イ
ヤ

が

に
出
入
り
し
て
い
る

を
見
つ
け

 
そ
こ
を
本
部
と
断
定
す
る
事
に
な

た
ら
し
い

と
い
う
わ
け
で

討
伐

を
編
成
し
た
い
と
思
う

 
覚
悟
の
出
来
な
い
人
間
は

こ
の
場
か
ら
去

て
く
れ

何
も

め
は
し
な
い

ア
ス
ナ
は
参
加
さ
せ
た
く
無
か

た
ん
だ
が
な

 
全
体
会
議
だ

た
の
で

い
つ
も
は
参
加
し
な
い
ア
ス
ナ
も
そ
の
会
議
の
場
に
い
た

 
本
人
も
参
加
す
る
事
を
希
望
し
た
た
め

ハ
チ
マ
ン
に
は
止
め
る
事
が
出
来
な
か

た
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お
い
キ
リ
ト

ア
ス
ナ
の
事
な
ん
だ
が

あ
あ

わ
か

て
る
よ

手
を

す
の
は
俺
達
だ
け
で
十
分
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
上
が
り

い
く
つ
か
の
提
案
を
行

た

 
可
能
な
限
り
死
者
を

ら
す
た
め

徹

し
て
相
手
の

の
切
断
を
狙
う
事

 
そ
う
す
れ
ば

戦
闘
力
を

た
上
で

相
手
が
死
ぬ
可
能
性
を

ら
す
事
が
出
来
る

 
そ
の
た
め

突
系
の
武
器
を
持
つ
者
は

基
本

入
り
口
の
見
張
り
に
回
す
事

 
そ
の
意
見
は

用
さ
れ

ア
ス
ナ
が
見
張
り

の

⻑
に
選
ば
れ
た

 
ア
ス
ナ
は
不
満
そ
う
だ

た
が

そ
の
場
に
い
る
者
は
大
部
分
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
提
案
が
ア
ス
ナ
を
戦
闘
に
直
接
参
加
さ
せ
な
い
た
め
の
意
見
だ
と
分
か

て
お
り

 

的
に

成
し
て
く
れ
た
た
め

結
局
ア
ス
ナ
も
そ
れ
を
了

し
た

  
会
議
も
終
わ
り

メ
ン
バ

は
準
備
の
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
の

点
へ
と

て
い

た

 
ア
ス
ナ
に
捕
ま
る
の
を
恐
れ
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
も
先
に
帰

た
よ
う
だ

 
ア
ス
ナ
は
残

て
い
た
キ
リ
ト
を
捕
ま
え
て

少
し

き
そ
う
な
目
で
話
し
か
け
た
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お
願
い
キ
リ
ト
君

私
の
代
わ
り
に
ハ
チ
マ
ン
君
の
背
中
を
守

て

 
ア
ス
ナ
は

自
分
で
や
る
つ
も
り
だ

た
で
あ
ろ
う
役

を

キ
リ
ト
に

し
た
よ
う
だ

あ
あ

任
せ
ろ

  
そ
し
て
つ
い
に
討
伐
の
日
が
訪
れ
た

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
本
部
に
突
入
し
た
討
伐
組
は

慎
重
に
奥
へ
と
進
ん
で
い

た
が

 
す
ぐ

に

落
下
し
た
ら
死

は
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う

 
深
い
断

の
あ
る
広
場
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し
た
所
で
奇
襲
を
受
け
迎
撃
戦
の
真

最
中
で

あ

た
落
ち
着
け

敵
は
こ
ち
ら
よ
り
も
少
な
い
ぞ

を
組
ん
で
対
応
し
ろ

 
奇
襲
を
受
け
た
た
め

そ
の
指

は
あ
ま
り
行
き

か
な
か

た
よ
う
だ

 
情
報
が
事
前
に

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
か

た
の
と

地
の
利
も
敵
に
あ

た
た
め

 

自
バ
ラ
バ
ラ
な

態
で
の
戦
闘
が
続
い
て
い
た

 

み
は
無
い
と
わ
か

て
い
て
も

他
人
の

を
落
と
す
事
が

わ
れ
る
者
も
お
り
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そ
う
い

た
者
は

そ
の

を
つ
か
れ
て
攻
撃
さ
れ
死

し
た
り

 
他
の
ケ

ス
で
は

敵
は
複

の
味
方
を
道
連
れ
に
し
て

か
ら
飛
び
降
り
た

 
キ
リ
ト
と
ハ
チ
マ
ン
も
複

の
プ
レ
イ
ヤ

に
囲
ま
れ
る
事
が
多
く

 

に
二
人
と
も

何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

を
殺
し
て
い
た

エ
フ

ク
ト
だ
け
だ
か
ら
実
感
は
少
な
い
と
は
い
え

や
は
り
こ
れ
は
き
つ
い
な

 
味
方
の
方
が

が
多
い
た
め

討
伐
組
は
徐
々
に
優
勢
に
な

て
い
た
が

 
そ
の
時
奥
の
方
か
ら

見
た
事
の
あ
る
二
人
組
が
歩
い
て
き
た

会
い
た
か

た

え

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
よ

 
ジ

の
足
は
ハ
チ
マ
ン
の
方
へ
と
向
か
い

ザ
ザ
は

て
キ
リ
ト
の
方
へ
と
向
か

た

俺
は
別
に
お
前
な
ん
か
に
会
い
た
く
な
い
け
ど
な

は
一

に
戦

た
仲
だ

て
の
に

つ
れ
な
い
ね
え

ま
あ

お
前
と
会
う
の
も
こ
れ
で
最
後
だ
か
ら

少
し
だ
け
付
き
合

て
や
る
よ

て
め

だ
け
は
こ
こ
で
絶
対
に
殺
す

 
ハ
チ
マ
ン
と
ジ

の
戦
い
が
始
ま
り

キ
リ
ト
と
ザ
ザ
も

無
言
で
戦
い
始
め
た
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も

と
も
他
人
の

魔
が
入
ら
な
い
こ
ん
な

況
で
の
一
対
一
で
は

 
勝
敗
は
始
ま
る
前
か
ら
明
ら
か
だ

た
の
だ
が

  
キ
リ
ト
は
相
手
の
攻
撃
を

く
い
な
し

ザ
ザ
が
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
の
を
待

て
い
た

 
恐
ら
く
こ
う
い
う
戦
い
で
は

 

直
の
少
な
い

リ
ニ
ア

を
多
用
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
キ
リ
ト
は

ん
で
お
り

 
ザ
ザ
も
実

そ
う
し
て
い
た

キ
リ
ト
は
わ
ざ
と

を
見
せ

 
相
手
が
何
度
目
か
の

リ
ニ
ア

を
放
つ

間
を
見

め
横
に
飛
び

 
超
反
応
で
そ
の
突
き
出
さ
れ
た
相
手
の

を
叩
き
落
と
し
た

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
も
う
片
方
の

も
切
り
落
と
し

ザ
ザ
を
無
力
化
し
た

 

る
ザ
ザ
を
味
方
に
任
せ

キ
リ
ト
は
ま
だ
戦

て
い
る
ハ
チ
マ
ン
の
方
へ
と
向
か

た

お
前
の
や
り
方
は
よ
く
わ
か

て
る
ん
だ
よ
お
お
お
お

 
そ
の
言
葉
通
り

ジ

は
意
外
と

戦
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
パ
リ

を
と
こ
と
ん

し

が
出
来
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

 
も

と
も
そ
の

攻
撃
力
が
ガ
タ
落
ち
に
な

て
い
た
の
だ
が
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ハ
チ
マ
ン
と

に
戦
え
て
い
る
と
思

て
い
た
ジ

は
そ
の
事
に
気
付
い
て
い
な
か

た 
そ
こ
に
キ
リ
ト
が
歩
い
て
き
た

に

二
対
一
と
は

だ
ぞ

は

キ
リ
ト
は
別
に
手
は
出
さ
な
い
ぞ

は

そ
ん
な
事
信
じ
ら
れ
る
か
よ

俺
は
ず

と
見
て
た
ん
だ
ぞ

 
お
前
ら
が
さ

き
か
ら
何
人
も
人
を
殺
し
て
る
所
を
な

お
前
ら
は
も
う

俺
と
同

な
ん

だ
よ

 
そ
う
叫
び
ぎ

は
は
と
笑
う
ジ

を
前
に
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
を

め
た
よ
う
だ

お
い
キ
リ
ト

気
が
変
わ

た

お
前
に
も
一
発
殴
ら
せ
て
や
る
よ

ま
じ
か

前
か
ら
こ
い
つ
殴
り
た
い

て
思

て
た
ん
だ
よ

ま
あ

俺
も
そ
う
思

て
た
し
な

は

お
前
ら
何
言

て

 
そ
の

間
ハ
チ
マ
ン
は
ジ

の
懐
に
飛
び
込
み
相
手
の
武
器
を
持
つ

を

に

え
込
ん

だ
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そ
こ
へ
同
じ
よ
う
に
キ
リ
ト
も
飛
び
込
み

 
手
加

し
て
体
術
ソ

ド
ス
キ
ル

閃
打

を
相
手
の
顔
面
に
叩
き
こ
ん
だ

 
よ
ろ
め
く
ジ

の
顔
面
に
向
け
て

ハ
チ
マ
ン
も
同
じ
よ
う
に

閃
打

を
叩
き
こ
む

 
そ
し
て
二
人
は

同
時
に
ジ

の

の
手
首
を
切
り
落
と
し

完
全
に
無
力
化
し
た

よ
し

他
も
終
わ

た
よ
う
だ

残
る
は
プ

だ
け
だ
な

 
そ
の
後

々
ま
で
探
索
が
行
わ
れ
た
が
結
局
プ

の

は
ど
こ
に
も
発
見
出
来
な
か

た

ま
あ

あ
い
つ
一
人
じ

や
れ
る
事
に
も
限
界
が
あ
る
だ
ろ
う
し

こ
の

仕
方
な
い
か

ま
あ

だ
け
は
続
け
る
し
か
な
い
な

 
そ
の
後
も
ず

と

は
続
け
ら
れ
た
の
だ
が

 
皆
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
る
そ
の
日
ま
で
プ

が
そ
の

を
現
す
事
は
結
局
一
度
も
無

か

た

 
こ
の
日
を
も

て

殺
人
ギ
ル
ド

ラ
フ

ン
コ
フ

ン

は

事
実
上
壊
滅
し
た
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第
０
５
２
話
 
疑
惑
と
証
明

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
生
き
残
り
メ
ン
バ

は

全
員
監
獄
へ
と
送
ら
れ
た

 
生
き
残

た
攻
略
組
の
メ
ン
バ

の
反
応
は
様
々
だ

た

 
戦
い
が
終
わ

た
事
に
安

す
る
者

く
な

た
仲
間
を

む
者

 
敵
に

り
を
ぶ
つ
け
る
者

て
座
り
込
む
者

 
場
の
雰
囲
気
は

さ
す
が
に
暗
か

た

 
キ
リ
ト
も
さ
す
が
に
暗
い
表
情
で

ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
て
き
た

終
わ

た
な

あ
あ

ハ
チ
マ
ン
は
何
人
だ

 
キ
リ
ト
は

や
や
言
葉
を

し
な
が
ら

ね
た

四
人
だ
な

俺
も
四
人
だ

全
体
で
十
五
人
ら
し
い
か
ら

俺
と
ハ
チ
マ
ン
で
半
分
超
え
て
る
な

 
敵
の

部
を
倒
し

今
日
の
戦
い
を
終
わ
ら
せ
た
立
役
者
で
も
あ
る
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
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そ
の
強
さ
ゆ
え
に

よ
り
多
く
の
敵
と
戦
う
事
に
な

た
せ
い
か

 
他
の
者
よ
り
も
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

を
殺
す
結
果
と
な

て
い
た
の
だ

た

 
そ
ん
な
暗
い
雰
囲
気
の
中

突
然
ク
ラ
イ
ン
が
立
ち
上
が

て
大
き
な
声
を
あ
げ
た

俺
達
は
確
か
に
敵
を
殺
し
た

で
も
そ
れ
と
同
時
に
今
後

に
な
る
誰
か
を
守

た
ん
だ

 
皆

そ
れ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

 
そ
れ
は

今
の
攻
略
組
に
と

て
の
救
い
の
言
葉
だ

た

 
た
だ
の
言
葉
遊
び
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
は
確
か
に
事
実
な
の
だ
か
ら

確
か
に
そ
の
通
り
だ

俺
達
は
守
り
た
い
人
達
を
守

た
ん
だ

み
ん
な

顔
を
上
げ
よ
う

 
皆
少
し
は
元
気
を
取
り

せ
た
よ
う
で

あ
ち
こ
ち
か
ら

同
の
声
が
上
が
る

 
座
り
込
ん
で
い
た
者
た
ち
も
立
ち
上
が
り
顔
を
上
げ

番
に

の
外
へ
と
向
か
い
始

め
た

 
外
に
出
る
と

ア
ス
ナ
が
心
配
そ
う
に
駆
け
寄

て
き
た
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二
人
と
も

無
事
で
良
か

た

あ
あ

プ

は
い
な
か

た

て

い
た
け
ど

あ
あ

多
分
最
初
か
ら

部
下
を

に
す
る
つ
も
り
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
な

ま
あ
一
人
じ

出
来
る
事
な
ん
て
た
か
が
知
れ
て
る
だ
ろ

を

ら
な
い
よ
う
に
す
れ

ば
い
い

 
そ
こ
に
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
も
合
流
し

五
人
は
街
へ
と
歩
き
始
め
た

 
最
初
に
口
を
開
い
た
の
は

エ
ギ
ル
だ

た

二
人
と
も
す
ま
ん

本
来
こ
う
い
う
事
は

大
人
で
あ
る
俺
達
の
仕
事
な
の
に

 
お
前
達
に
よ
り
大
き
な
負
担
を
か
け
る
事
に
な

て
し
ま

た

 
キ
リ
ト
は
そ
の
言
葉
を

き

エ
ギ
ル

そ
れ
は
言
い

こ
無
し
だ

た
ま
た
ま
今
回
そ
う
な

た
だ
け
で

 
こ
れ
は
全
員
で
話
し
合

て
全
員
で
決
断
し
た
事
だ

 
俺
が
言
う
の
も
な
ん
だ
け
ど
全
員
で

し
く
背
負
う
事
な
ん
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
く
れ

 
と
答
え
た

ク
ラ
イ
ン
は

う
ん
う
ん
と

い
て
い
た
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ハ
チ
マ
ン
は
無
言
だ

た

そ
れ
自
体
は
さ
ほ
ど
珍
し
い
事
で
は
な
い
の
だ
が

 
今
の
ハ
チ
マ
ン
は
何
と
い
う
か

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い
う
風
に
見
え
た

ハ
チ
マ
ン
君

お

お
う

ど
う
か
し
た
か

う
う
ん

他
の
人
は
暗
い
表
情
を
見
せ
る
事
が
あ
る
の
に

ハ
チ
マ
ン
君
は
何
か

俺
達
そ
ん
な
に
暗
い
表
情
を
し
て
る
か

う
ん

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
明
る
く

舞
お
う
と
し
て
る
の
が
見
え
見
え
だ
し

 
エ
ギ
ル
さ
ん
は

商

顔
に
は
あ
ま
り
出
な
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

顔
が
強
張

て
る

 
キ
リ
ト
君
は

そ
の
ま
ん
ま
ず

ん

て
言
葉
が
背
後
に
見
え
て
る
感
じ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
三
人
は

な
ん
か

最
近
の
ア
ス
ナ

て

ハ
チ
マ
ン
に
似
て
き
て
ね
え
か

お
い
お
前
ら

人
を
何
だ
と
思

て
や
が
る

 
一

我
に
返

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
が
突

込
ん
だ
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ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
三
人
の
言
葉
を

い
て

て
て
謝

た

ご
め
ん
な
さ
い

さ

き
ま
で
す
ご
く
心
配
し
て
た
ん
だ
け
ど

 
み
ん
な
の
顔
を
見
た
ら
な
ん
か
安
心
し
ち

て
つ
い

お
い
ア
ス
ナ

お
前
そ
れ
フ

ロ

じ

な
い
か
ら
な

 
五
人
は
そ
ん
な
二
人
の
や
り
と
り
に

や

と
笑
顔
を
見
せ
た

本
当
に
二
人
に
は
救
わ
れ
る
よ

あ
あ

な
ん
か
安
心
す
る
よ
な

ハ
チ
マ
ン
は
ブ
レ
ね

よ
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を

い
て

表
情
を
や
や
暗
く
し
た

私
は
そ
の
場
に
い
な
か

た
か
ら

 
み
ん
な
す
ご
い
つ
ら
か

た
ん
だ
ろ
う

て

想
像
は
出
来
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の
つ
ら
さ
を
本
当
に
は
理
解
出
来
な
い
と
い
う
か

 
だ
か
ら

明
る
く

舞
う
事
く
ら
い
し
か

逆
に
出
来
な
い

て
い
う
か

ア
ス
ナ
は
そ
れ
で
い
い
い
ん
だ
よ

皆

ア
ス
ナ
の
暗
い
顔
な
ん
か
見
た
く
な
い
ん
だ
よ

そ
う
そ
う

そ
の
お
か
げ
で

俺
達
も
救
わ
れ
て
る
部
分
も
あ
る
ん
だ
し
な
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ア
ス
ナ
さ
ん
に
は
や

ぱ
笑

て
て
欲
し
い
ん
す
よ

 
三
人
は
口
々
に
そ
う
言

た

う
ん

み
ん
な
ご
め
ん
な
さ
い

あ
り
が
と
う

 
ア
ス
ナ
は

三
人
に

を
下
げ
た

こ
の
後
ど
う
す
る

で
も
食

て
く
か

そ
う
だ
な

ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
す
る

 
そ
の
問
い
に

ハ
チ
マ
ン
は
無
言
だ

た

 
今
の
ハ
チ
マ
ン
か
ら
は
ま
た

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
言

た
感
じ
を
受
け
る

ハ
チ
マ
ン

君

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
を

す

た

お

お
う

か

そ
う
だ
な

今
日
の
と
こ
ろ
は
俺
は
遠

し
と
く
わ

そ
う
か

そ
れ
じ

俺
達
は
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か

え

あ

ア
ス
ナ
さ
ん
は

ク
ラ
イ
ン
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キ
リ
ト
は
ク
ラ
イ
ン
を
引
き
寄
せ

小
さ
な
声
で

い
た

お
い
ク
ラ
イ
ン

ア
ス
ナ
を
よ
く
見
ろ
よ

お

あ

 
ア
ス
ナ
は

す

た
時
の
手
を
離
さ
ず

心
配
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
服
を
摘
ん
で
い
た

 
そ
れ
は
ア
ス
ナ
が

ハ
チ
マ
ン
を
気
に
か
け
た
り

何
か
不
安
に
思

て
い
る
時
の
サ
イ
ン

だ

た
そ
れ
じ

ま
た
な

お
う

 
三
人
は

街
の

華
街
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た

ア
ス
ナ
は
行
か
な
い
の
か

あ

う
ん

キ
リ
ト
君
ち

と
待

て

 
そ
の
言
葉
を

き

ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
も
食
事
に
行
く
と
理
解
し
た
の
か

 
背
を
向
け
て
一
人
で
転
移
門
へ
と
歩
き
出
し
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
気
に
し
つ
つ

キ
リ
ト
に
駆
け
寄
り

お

を
言

た

キ
リ
ト
君

ハ
チ
マ
ン
君
の
背
中
を
守

て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
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あ
あ
約
束
し
た
か
ら
な

ほ
ら
ハ
チ
マ
ン
が
気

か
ず
に
行

ち
ま
う
ぞ

く
行
け
よ

う
ん

 
そ
う
言

て

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
を
追
い
か
け
て
い

た

 
三
人
は
歩
き
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た

気

い
た
か

エ
ギ
ル

あ
あ

ハ
チ
マ
ン
の
様
子
が
何
か
お
か
し
か

た

え

そ
う
か

い
つ
も
あ
ん
な
も
ん
じ

ね

か

言
葉
は
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が
な

ぼ

と
し
て
る

て
い
う
か

俺
に
は

心
こ
こ
に
あ
ら
ず

て
感
じ
に
見
え
た
な

そ
う
言
わ
れ
る
と

確
か
に
そ
ん
な
感
じ
だ

た
か
も
し
れ
ね

な

ア
ス
ナ
も
何
か
感
じ
て
た
み
た
い
だ
し

ま
あ
任
せ
と
い
て
問
題
な
い
だ
ろ

ま

そ
う
だ
な

ア
ス
ナ
さ
ん
は

ハ
チ
マ
ン
担
当
だ
か
ら
な

何
だ
そ
れ

ち

と

ま
し
い
な

ク
ラ
イ
ン
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ハ
チ
マ
ン
は
気
が
付
く
と
自
分
の
家
の
ソ
フ

に
座

て
い
た

 
隣
に
は
ア
ス
ナ
が
い
て

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
手
を

て
い
た

え

こ
れ
ど
う
い
う

況
だ

て
か
ア
ス
ナ

そ
の
手

そ
の
手

じ

な
い
よ
ハ
チ
マ
ン
君

や

と
目
が
覚
め
た
の
か
な

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
手
を
離
し

ハ
チ
マ
ン
の
目
の
前
で
手
を

た

俺

ど
ん
な
感
じ
だ

た
ん
だ

呼
び
か
け
て
も
気
付
か
な
い
み
た
い
で

心
こ
こ
に
あ
ら
ず

て
感
じ

そ
う
か

大
丈
夫

あ
あ

何
と
な
く
思
い
出
し
て
き
た
わ

や

ぱ
り
今
日
の
事
で
何
か
あ

た
の

 
ハ
チ
マ
ン
君
だ
け
あ
ん
ま
り
暗
い
感
じ
が
し
な
か

た
か
ら

 
平
気
な
の
か
な

て
思

て
た
ん
だ
け
ど

そ
う
だ
な

そ
の
平
気

て
の
が

多
分

問
題
だ

た
ん
だ
と
思
う

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
が
感
じ
た
事
を

つ

つ
と
話
し
始
め
た
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確
か
に
戦
う
前
は

覚
悟
を
し
た
と
は
い
え

人
を
殺
す
事
が

で
仕
方
な
か

た

 
だ
が

終
わ

て
み
て
思

た
ん
だ

あ
あ

こ
ん
な
も
ん
か

て

 
確
か
に
こ
の
世
界
の
殺
人
は

一

エ
フ

ク
ト
が
発
生
す
る
だ
け
の
も
の
で

 
現
実
世
界
と
は

本
的
に
違
う

だ
が

こ
ん
な
も
ん
か

て
の
は
お
か
し
い
だ
ろ
う

 
確
か
に
こ
れ
で
安
心
だ
な
と
思

た

つ
く
人
が

る
と
も
思

た

 
だ
が

そ
れ
は
人
を
殺
し
た
上
で
出
る
感
想
じ

な
い
ん
じ

な
い
か

 
普
通
は
も

と
落
ち
込
ん
だ
り

苦
し
ん
だ
り
す
る
ん
じ

な
い
か

 
そ
の
時
気
付
い
た
ん
だ

も
し
か
し
て

も
う
俺
の
心
は
壊
れ
て
い
る
ん
じ

な
い
か
と

 
そ
し
た
ら
目
の
前
が
真

暗
に
な

て

そ
の
後
の
事
は
よ
く
覚
え
て
な
い
ん
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

深
い

息
を
つ
い
た

な
あ
ア
ス
ナ

今
の
俺
は

本
当
に
普
通
の
人
間
な
の
か

 
こ
こ
に
い
る
俺
は
た
だ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
本
当
の
俺
は
も
う
死
ん
で
る
ん
じ

な
い
の
か

違
う

 
ア
ス
ナ
が
突
然
叫
び

ハ
チ
マ
ン
の

を
胸
に

き
し
め
た
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だ

て
ハ
チ
マ
ン
君

今

い
て
る
じ

な
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
涙
な
ん
か
流
さ
な
い
よ

え

あ

俺

い
て
た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
が
い
つ
の
間
に
か
涙
を
流
し
て
い
た
事
に
気
が
付
い
た

だ
か
ら

今
こ
こ
に
い
る
ハ
チ
マ
ン
君
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
ロ
ボ

ト
で
も
な
い

 
い
つ
も

静
で
頼
り
に
な
る
け
ど

自

評
価
が

く
て
め
ん
ど
く
さ
が
り
で

 
時
々
何
言

て
る
か
わ
か
ら
な
い

い
つ
も
の
ハ
チ
マ
ン
君
だ
よ

お

お
う

後
半
は
ま

た
く
褒
め
て
な
い
が

そ
う
か

俺
は
ま
だ
生
き
て
る
ん
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

少
し
安
心
し
た
よ
う
に
見
え
た

今
は
少
し
感
覚
が
麻

し
ち

て
る
だ
け
だ
よ

 
攻
略
組
の
み
ん
な
だ

て

誰
で
も
少
し
は
そ
う
な

て
き
て
る
と
思
う

麻

な

で
も
涙
を
流
せ
る
限
り

ハ
チ
マ
ン
君
は
き

と
大
丈
夫
だ
よ

 
も
し
迷

て
そ
う
だ

た
ら

私
が

か
せ
れ
ば
い
い
ん
だ
し
ね

お
い

そ
れ
は
何
か
違
う

だ
が
ま
あ
そ
の
時
は

お
手
柔
ら
か
に
頼
む
わ

 
や

ぱ
り
ア
ス
ナ
に
は
か
な
わ
な
い
な

と

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思

た
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俺
に
無
い
強
さ
を
持

て
い
る
ア
ス
ナ
が
い
て
く
れ
る
お
か
げ
で

 
俺
は
最
後
ま
で

俺
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な

そ
の

い
つ
も
あ
り
が
と
な

私
だ

て
ハ
チ
マ
ン
君
に
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
る
よ

う
う
ん

き

と
最
初
か
ら
ず

と

そ
う
か

そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
い
た

あ
あ

も
う
大
丈
夫
だ

だ
か
ら
そ
の

そ
ろ
そ
ろ
顔
に
当
た

て
る
そ
れ
を

そ
れ

 
そ
う
言

た
ハ
チ
マ
ン
の
顔
が
真

に
な

て
い
た
た
め

 
ア
ス
ナ
は
今
自
分
が
何
を
し
て
い
る
か
に
気
が
付
い
た

ハ
チ
マ
ン
君
の
エ

チ

 
そ
う
言
う
や
否
や
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
か
ら
ば

と
離
れ
ハ
チ
マ
ン
の
顔
に
平
手
打
ち
を

し
たお

お

ガ
ツ
ン
と
き
た

今
の
一
発
で
ま
じ
目
が
覚
め
た
わ

あ

ご
め
ん

で
も
今
の
は
ハ
チ
マ
ン
君
が
悪
い
ん
だ
か
ら
ね
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い
や

今
の
は
お
前
か
ら

何何
で
も
な
い
で
す

で
も
ほ
ら

今
の
で

自
分
が
ち

ん
と
生
き
て
る

て
感
じ
ら
れ
た
で
し

う

お
う

そ
の

こ
れ
か
ら
も
何
か
あ

た
ら
も

か
い
今
の
頼
む
わ

今
の

て

も
ち
ろ
ん
平
手
打
ち
だ
よ
ね

当
た
り
前
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
が
元
気
に
な

た
た
め
安
心
し
た
の
か
ア
ス
ナ
は
少
し
し
て
か
ら
帰

て
い

た

 
今
回
の
事
件
は
凄

な
も
の
で

ま
だ
完
全
に
解
決
し
た
わ
け
で
は
無
か

た
が

 
心
の
問
題
も

二
人
で
い
る
限
り
は
大
丈
夫
だ
と
思
え
た
事
が

 
ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は

何
よ
り
の
収

だ

た
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第
０
５
３
話
 
新
た
な
力

 
そ
の

食
事
に
行

た
三
人
は

当
然
の
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
話
題
で

り
上
が

て
い
た

キ
リ
ト
と
エ
ギ
ル
は

ハ
チ
マ
ン
と
は
一
層
か
ら
の
付
き
合
い
な
ん
だ
よ
な

あ
あ

ま
あ
そ
う
だ
な

ど
ん
な
出
会
い
だ

た
ん
だ

俺
は
最
初
は
面
白
い
奴
が
い
る
な

て

度
だ

た
な

最
初
か
ら
親
し
か

た
わ
け
じ

な
い
な

俺
は
一
層
の
攻
略
会
議
で
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
に
パ

テ

に
誘
わ
れ
て
か
ら
の
付
き
合
い

だ
なま

じ
か
よ

あ
の
二
人
最
初
か
ら
一

だ

た
の
か
よ

リ
ア
ル
で
知
り
合
い
な
の
か

い
や

い
た
話
だ
と
違
う
ら
し
い
ぞ

 
キ
リ
ト
は

差
し
触
り
の
無
い

度
に
ク
ラ
イ
ン
に
説
明
を
し
た

か

ハ
チ
マ
ン
い
い
奴
だ
な

見
ず
知
ら
ず
の
男
の
子
を
保
護
す
る
た
め
に
走
り
出
す

と
か
よ
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そ
し
て
そ
れ
が
実
は
女
の
子
だ

た
な
ん
て

思
い

き
り
ド
ラ
マ
み
た
い
じ

ね

か

 
エ
ギ
ル
も
そ
れ
に
同
意
し
た

俺
も
そ
の
話
を

い
た
時

こ
い
つ
格
好
い
い
な

て
思

た
な

あ
あ

な
ん
か
い
い
話
だ
よ
な

で
そ
れ
か
ら
キ
リ
ト
も
ず

と
ハ
チ
マ
ン
と
つ
る
ん
で
る
わ
け
だ
ろ

何
か
理
由
で
も
あ

た
の
か

 
そ
の
問
い
に

キ
リ
ト
は
少
し
考
え
つ
つ
答
え
た

な
ん
か

ハ
チ
マ
ン
と
い
る
と
楽
だ

た
ん
だ
よ
な

楽

て

戦
闘
が
か

そ
れ
も
あ
る
け
ど

何
て
い
う
か

人
の
心
に
無
闇
に

み
込
ん
で
こ
な
い

て
い
う
か

 
俺
が
俺
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る

て
感
じ
だ
な

自
然
体
で
付
き
合
え
る

て
い
う
か

ソ
ロ

好
同
士

て
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

あ
あ

ま
あ

そ
れ
は
あ
る
か
も
な

で
も
そ
れ
だ
け
で
ず

と
つ
る
め
る
も
ん
か

う

ん

何
か
楽
し
い
ん
だ
よ
な

色
々
理
由
は
付
け
ら
れ
る
け
ど

そ
れ
が
一
番
だ
な
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戦
闘
面
で
も
全
力
で
戦

て
も
安
心
し
て
背
中
を
任
せ
ら
れ
る
し
ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

な
確
か
に
二
人
が
揃
う
と

無
敵
な
感
じ
が
あ
る
よ
な

意
思

通
も
ス
ム

ズ
だ
し
な

 
ア
ス
ナ
さ
ん
と
三
人
だ
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
す
ら

殺
出
来
そ
う
だ

 
エ
ギ
ル
が
重
々
し
く
そ
う
言
う
と

そ
れ
を
受
け
て
ク
ラ
イ
ン
が
付
け
加
え
た

戦
闘
と
言
え
ば
よ

ハ
チ
マ
ン
は
人
相
手
に
は
め
ち

め
ち

強
え
え
よ
な

あ
れ
で
も
全
力
じ

な
い
ら
し
い
ぞ

何
か
が
足
り
な
い

て
言

て
た
な

 
ク
ラ
イ
ン
は
そ
れ
を

き

然
と

い
た

ま
じ
か
よ

キ
リ
ト
と
は
別
の
意
味
で
の
化
け
物
だ
な

お
い
ク
ラ
イ
ン

さ
ら

と
人
を
化
け
物
扱
い
す
る
な

今
の
ハ
チ
マ
ン

い
な

キ
リ
ト
も
影

受
け
て
ん
じ

ね

か

さ

き
の
ア
ス
ナ
さ
ん

み
た
い
に

ま
じ
か

否
定
出
来
な
い

で
も
そ
う
な
ん
だ
よ
な

影

を
受
け
る
く
ら
い
ア
ス
ナ
さ
ん
は
ず

と

に
い
る
ん
だ
よ

な



 第０５３話 新たな力

 
そ
れ
を

き

キ
リ
ト
は
ち

と
ず
れ
た
答
え
を
返
し
た

確
か
に
そ
う
だ
な

ア
ス
ナ
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
も

 
か
な
り
ハ
チ
マ
ン
に
合
わ
せ
た
も
の
に
な

て
る
か
も
し
れ
な
い

そ
う
い
う
意
味
じ

な
く
て
よ

ど
う
い
う
意
味
だ
よ

 
き

と
ん
と
す
る
キ
リ
ト
に

ク
ラ
イ
ン
は
に
や
に
や
し
な
が
ら
言

た

も
ち
ろ
ん
男
女
の
仲
的
な
奴
に
決
ま

て
ん
じ

ね

か
よ

 
あ
あ

俺
も

く
ア
ス
ナ
さ
ん
み
た
い
な
素
敵
な
女
性
に
巡
り
会
い
た
い

 
さ

き
ア
ス
ナ
さ
ん
が

ハ
チ
マ
ン
の
服
を
ち

こ
ん
と
摘
ん
で
い
る
の
を
見
た
時
は

 
目
茶
目
茶
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
ち
ま

た

あ
あ

あ
れ
な

た
ま
に
や

て
る
ん
だ
よ
な

本
人
は
自
覚
が
無
い
み
た
い
だ
が

ま
じ
か
よ

あ
れ
無
自
覚
な
の
か
よ

で
も
い
い
よ
な

ア
ス
ナ
さ
ん

エ
ギ
ル
も
そ
う
思

う
だ
ろ

ん

あ
あ

俺
は
現
実
で
は
も
う
結
婚
し
て
る
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に

キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン
は
驚
い
た
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ま
じ
か
よ

こ
の
裏
切
り
者

ク
ラ
イ
ン
う
る
さ
い
ぞ

そ
う
か

エ
ギ
ル
は
結
婚
し
て
る
の
か

あ
あ

だ
か
ら
ま
あ

巡
り
会
い
た
い
と
か
は
無
い
ん
だ
が

 
エ
ギ
ル
は
そ
う
は
言

た
も
の
の

話
に
は
加
わ
り
た
か

た
ら
し
い

し
か
し
あ
の
二
人
は
あ
ん
な
に
お
似
合
い
な
の
に

な
ん
で
あ
の
二
人
の
間
か
ら

 
恋
愛
関
係
の
話
が
ま

た
く
伝
わ

て
こ
な
い
の
か

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
一
番
の
謎
だ
な

 
エ
ギ
ル
の
そ
の
言
葉
に

キ
リ
ト
は
少
し
考
え
た
後

ハ
チ
マ
ン
は

に
自
分
を

く
見
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら

 
ア
ス
ナ
に
好
か
れ
て
る

て
何
と
な
く
は
思

て
て
も

 
こ
れ
は
自
分
の
妄
想
だ

て
片
付
け
ち

う
ん
じ

な
い
か

 
と
答
え
た

あ確
か
に

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に

か
な
り
納
得
し
た

ア
ス
ナ
も
ア
ス
ナ
で
ハ
チ
マ
ン
の
そ
う
い
う
と
こ
や

な
性
格
を
理
解
し
て
る
だ
ろ
う
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し 
よ
ほ
ど
大
き
な
事
で
も
な
い
と

こ
れ
以
上
進
展
は
し
な
い
ん
じ

な
い
か

ま
じ
か
よ

こ
の
ま
ま
じ

ハ
チ
マ
ン
の
奴
誰
か
に
ア
ス
ナ
さ
ん
を
取
ら
れ
ち
ま
う
ん
じ

な
い
か

い
や
い
や
無
い
無
い

あ
あ

無
い
な

ま
あ

無
い
よ
な

 
ク
ラ
イ
ン
も
本
気
で
言

て
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で

一

に

い
て
い
た

ま
あ
今
の
ま
ま
で
も
十
分
お
似
合
い
だ
か
ら
別
に
い
い
ん
だ
け
ど
よ

 
あ
の
二
人
に
は

本
当
の
意
味
で
幸
せ
に
な

て
欲
し
い
じ

ね
え
か
よ

あ
あ

本
当
に
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

俺
達
の
大
好
き
な
あ
の
二
人
に

め
て

と
い
こ
う

お
う
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そ
の
後
も
二
人
の
話
題
で
ひ
と
し
き
り

り
上
が

た
後
そ
の
日
は
解
散
す
る
事
に
な

た

 
昼
間
の
出
来
事
に
つ
い
て
の
話
は

ま

た
く
出
な
か

た

 
誰
も
が
思
い
出
し
た
く
は
な
い

の
出
来
事
で
あ
り

 
暗

の
了
解
で

今
後
も
そ
の
話
が
普

の
会
話
で
出
る
事
は
無
い
の
だ
ろ
う

そ
れ
じ

二
人
と
も

ま
た
な

お
う

ま
た
な

ま
た
な

  
キ
リ
ト
は

当
に

を
と
り

先
ほ
ど
の
会
話
に
つ
い
て

考
え
て
い
た

 
も

と
も

戦
闘
面
の
事
と
い
う
の
が
キ
リ
ト
ら
し
い
の
だ

た
が

化
け
物
か

俺
が
あ
そ
こ
か
ら
更
に
強
く
な

た
ハ
チ
マ
ン
を
相
手
に
す
る
に
は

 
や

ぱ
り
ス
キ
ル

成
か
ら
考
え
な
い
と
だ
め
か

 
そ
う
言

て
ス
キ
ル
画
面
を
呼
び
出
し
た
キ
リ
ト
は
そ
こ
に
見
慣
れ
な
い
ス
キ
ル
名
を
見

つ
け
た

な
ん
だ
こ
れ

い
つ
か
ら
覚
え
て
た
ん
だ



 第０５３話 新たな力

 
そ
の
ス
キ
ル
の
説
明
を
見
た
キ
リ
ト
は

し
ば
ら
く
何
事
か
考
え
て
い
た
が

 
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
メ

セ

ジ
を
送

た

  
次
の
日
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
の
訪
問
を
受
け
て
い
た

よ
う

日
は
悪
か

た
な

も
う
平
気
な
の
か

あ
あ

ち

と
自
分
を
見
失

て
た
み
た
い
で
な

ア
ス
ナ
に
助
け
て
も
ら

た
わ

そ
う
か

さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
番
の
ア
ス
ナ
だ
な

な
ん
だ
よ
ハ
チ
マ
ン
番

て

で

今
日
は
相
談
が
あ

て
来
た
ん
だ
よ

わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
来
る

て
事
は

人
に

か
れ
た
く
な
い
話
か

あ
あ

 
二
人
は
ソ
フ

に

け
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
に

日
見
つ
け
た
ス
キ
ル
の
事
を
話
し

始
め
た

二
刀
流
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あ
あ

ゲ

ム
じ

よ
く
あ
る
ス
キ
ル
名
だ
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

い
た
事
が
無
い
な

取
得

件
が
書
い
て
な
い
ん
だ
よ

こ
れ

ま
じ
か

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
か
よ

多
分
そ
う
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
を
受
け
て

し
ば
ら
く
考
え
込
ん
で
い
た

ハ
チ
マ
ン

ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う

ま
あ

今
の
と
こ
ろ
は
絶
対
に
他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
だ
な

や

ぱ
そ
う
だ
よ
な

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
よ
う
に
ギ
ル
ド
の
後
ろ
盾
が
あ
る
奴
な
ら
ま
だ
し
も
俺
達
は
ソ
ロ
だ
か

ら
な

 
余
計
な
い
ざ
こ
ざ
を
防
ぐ
た
め
に
も

そ
の
方
が
い
い

で
も
訓
練
は
必
要
だ
よ
な

あ
あ

う
ち
の
庭
で
練

す
れ
ば
い
い

誰
に
も
見
ら
れ
る
事
は
無
い
し
な

じ

あ

し
ば
ら
く
庭
を

り
る
事
に
す
る
よ
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ソ

ド
ス
キ
ル
は
あ
る
の
か

あ
あ

そ
れ
じ

ソ

ド
ス
キ
ル
を
マ
ス
タ

す
る
の
が
優
先
だ
な

 
慣
れ
た
ら
ど
こ
か
で
こ

そ
り
実
戦
だ

出
来
れ
ば
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
が
望
ま
し
い
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら
誰
に
も
見
ら
れ
な
い
な

 
キ
リ
ト
は

何
か

当
な
ク
エ
ス
ト
は
あ

た
だ
ろ
う
か
と
考
え
始
め
た

で
も

そ
れ
だ
け
じ

目
だ
な

他
に
何
か
あ
る
の
か

あ
あ

そ
の
ス
キ
ル
を
生
か
す
に
は
も
う
一
本
エ
リ

シ
デ

タ

の
武
器
が
必
要
に
な
る

 
そ
う
じ

な
い
と

バ
ラ
ン
ス
が
悪
す
ぎ
る

そ
う
か

し
か
し
こ
れ
く
ら
い
の
武
器

て
な
る
と
な

プ
レ
イ
ヤ

メ
イ
ド
で
作

て
み
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か

リ
ズ
に
頼
ん
で
み
ろ
よ

リ
ズ

誰
だ
そ
れ

 
そ
の
答
え
に

ハ
チ
マ
ン
は
少
し
戸
惑

た

あ
れ

そ
う
い
や
キ
リ
ト
と
リ
ズ

て
面
識
無
か

た
か
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そ
う
い
え
ば
一

に
い
る
所
を
見
た
事
が
な
い
な

 
今
の
返
事
だ
と
名
前
す
ら

い
た
事
が
無
い
み
た
い
だ
が
会
話
に
出
た
事
も
無
か

た
の

か 
こ
れ
は
思
わ
ぬ

点
だ

た
な

ま
あ
面
白
そ
う
だ
か
ら

こ
の
ま
ま

て
お
こ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

悪
そ
う
な
表
情
が
出
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら

キ
リ
ト
に

言

た
す
ま
ん

リ
ズ

て
の
は
鍛

屋
の
名
前
だ

ア
ス
ナ
の
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
作

た
奴

だ 
ア
ス
ナ
の
武
器
は

今
は
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
と
い
う

 
リ
ズ
ベ

ト
の
作

た
高
性
能
の
剣
だ

た

ま
じ
か
よ

あ
れ
は
か
な
り
す
ご
い
武
器
だ
ぞ

だ
か
ら

の
方
は
信
頼
出
来
る
ぞ

そ
う
い
や
最
近
最
高
傑
作
が
出
来
た
と
か
言

て
た
気

が
す
る

 
店
の
場
所
を
教
え
て
や
る
か
ら

行

て
み
た
ら
ど
う
だ

あ
り
が
と
な

そ
れ
じ

明
日
に
で
も

速
行

て
み
る
よ
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あ
あ

場
所
は
四
十
八
層
の

 
キ
リ
ト
が
帰
る
と
ハ
チ
マ
ン
は

リ
ズ
ベ

ト
の
店
へ
向
か

た

あ
れ
ハ
チ
マ
ン

久
し
ぶ
り
じ

な
い

お
う

ち

と
武
器
の
メ
ン
テ
を
頼
む
わ

わ
か

た

仕
事
が
立
て
込
ん
で
る
か
ら

ち

と
待

て
て
ね

 
ど
う
や
ら
仕
事
も

調
の
よ
う
で

ハ
チ
マ
ン
は
安
心
し
た

し
て
る
み
た
い
だ
な

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
お
陰
で
ね

俺
達
な
ん
て
宣
伝
く
ら
い
し
か
し
て
ね
え
よ

リ
ズ
の

の
お
か
げ
だ
ろ

も

と

て
い

い
ぞう

ん

あ
り
が
と
う

そ
う
い
や
最
近

武
器
の
素
材
に
関
す
る
新
た
な
ク
エ
ス
ト
が
見
つ
か

た
ら
し
い
な

そ
う
な
ん
だ

ど
ん
な
ク
エ
ス
ト

五
十
五
層
の
雪
原
エ
リ
ア
が
あ
る
だ
ろ

あ
そ
こ
の
山
の
上
に
白
⻯

て
の
が
い
る
ら
し
い

ん
だ
が
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そ
い
つ
が

ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
イ
ン
ゴ

ト

て
の
を
持

て
る
ら
し
い

 
リ
ズ
ベ

ト
は

そ
の
名
前
に
は

き
覚
え
が
あ

た
よ
う
だ

そ
れ

か
な
り
高

の
イ
ン
ゴ

ト
だ
ね

で
も
流
通
し
た

て
話
は

か
な
い
な

あ
あ

確
か
に
そ
こ
に
存
在
す
る

て
情
報
は
は

き
り

さ
れ
て
る
の
に

 
ま
だ
誰
も
入
手
出
来
た
事
が
無
い
ん
だ
と

も
し
か
し
た
ら
他
に

件
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
な

 
マ
ス
タ

ク
ラ
ス
の
鍛

屋
が
一

じ

な
い
と

目
だ
と
か
な

な
る
ほ
ど
ね

で
も
五
十
五
層
か

今
の
最
前
線
は
六
十
三
層
だ

け

あ
あ

そ
れ
く
ら
い
な
ら

ハ
チ
マ
ン
で
も
そ
の
白
⻯

て
の

ソ
ロ
で
倒
せ
る

特
に
問
題
は
な
い
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
く
ら
い
の
強
さ
な
ん
だ

今
度
取
り
に
い

て
み
る

そ
う
だ
な

今
度
行

て
み
る
か

 
そ
う
や

て
し
ば
ら
く
雑
談
を
し
て
い
た
が

武
器
の
メ
ン
テ
が
終
わ

た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
店
を

し
た
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リ
ズ
ベ

ト
は

た

た
今

い
た
情
報
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

 
そ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
の
計
画
通
り
だ
と
は

当
然
気
付
い
て
い
な
か

た

  
そ
し
て
次
の
日

ご
め
ん
下
さ

い

 
と

店
の
方
か
ら
の
ん
び
り
と
し
た
声
が

こ
え
た

ど
う
や
ら
来
客
の
よ
う
だ

 
リ
ズ
ベ

ト
は

今
日
も
頑
張
ろ
う
と
思
い

張
り
切

て
店
に
顔
を
出
し
た

い
ら

し

い
ま
せ

今
日
は
ど
ん
な
武
器
を
お
求
め
で
す
か

オ

ダ

メ
イ
ド
で
予
算
は
気
に
し
な
く
て
い
い
の
で
今
出
来
る
最
高
の
武
器
を
お
願
い

し
ま
す
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第
０
５
４
話
 
迷
子
の
二
人

 
今
日
は

時
く
ら
い
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す

 
そ
の
日
の
深
夜

ア
ス
ナ
が

た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
連

し
て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず
ア
ス
ナ
の
指
定
通
り

リ
ズ
ベ

ト
武

店
へ
と
向
か

た

ま
あ
あ
の
件
だ
と
思
う
が

そ
れ
に
し
て
も

て
方
が
普
通
じ

な
か

た
な

 
店
の
前
に
着
く
と

ア
ス
ナ
が

て
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
駆
け
寄

て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君

リ
ズ
が
ど
こ
か
の
ダ
ン
ジ

ン
に
い
る
み
た
い
で

連

が
取
れ
な
い
の

 
居
場
所
も
わ
か
ら
な
い
し

ダ
ン
ジ

ン

 
ハ
チ
マ
ン
も

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
確
認
し
た
が

 
確
か
に
二
人
は
連

の

か
な
い
所
に
い
る
よ
う
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ク
エ
ス
ト
の

を
思
い
出
し
た
が

ダ
ン
ジ

ン
が
あ

た
記
憶
は
無
い
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う
ん

メ

セ

ジ
が

か
な
い
か
ら

多
分
ダ
ン
ジ

ン
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね

あ
そ
こ
に
ダ
ン
ジ

ン
な
ん
か
無
い
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な

ハ
チ
マ
ン
君

リ
ズ
の
居
場
所
を
知

て
る
の

あ
あ

キ
リ
ト
も
今
メ

セ

ジ
が

か
な
い

態
だ
ろ

多
分
あ
の
二
人
一

だ
と
思
う

ん
だ
よ
な

ど
う
い
う
事

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
刀
流
の
事
は
う
ま
く
伏
せ
つ
つ

 
キ
リ
ト
が
お
そ
ら
く
リ
ズ
ベ

ト
に
武
器
の
製
作
を
頼
ん
だ
事
と

 

日
リ
ズ
ベ

ト
に
ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
イ
ン
ゴ

ト
と
い
う
素
材
の
話
を
し
た
事
を
説
明
し

た
な
る
ほ
ど
ね

そ
れ
じ

二
人
は
五
十
五
層
に
い
る
ん
だ
ね

あ
あ

だ
が
そ
の
付
近
に
は

ダ
ン
ジ

ン
な
ん
か
無
い
は
ず
な
ん
だ
よ

ど
う
し
よ
う
か

キ
リ
ト
が
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
思
う
ん
だ
が
な

ま
あ
五
十
五
層
な
ら
戦
闘
で
苦
労
す
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
が
一
応
追
跡
モ

ド
で
確
認
し
て
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み
る
か

う
ん

 
ア
ス
ナ
が
リ
ズ
ベ

ト
の
足
跡
を
追
跡
し

ハ
チ
マ
ン
が
キ
リ
ト
の
足
跡
を
追
跡
し
た
が

 
二
つ
の
足
跡
は

や
は
り
同
一
方
向
へ
と
向
か

て
い
た

や

ぱ
り
二
人
で
山
の
方
に
向
か

て
る
み
た
い
だ
ね

あ
あ

と
り
あ
え
ず
こ
の
ま
ま
追
跡
す
る
か

 

中
で
何
度
か
狼
系
や
雪
男
系
の
敵
を

散
ら
し
つ
つ
二
人
は
山

と
思
し
き
地
点
に
到
着

し
たリ

ズ
の
足
跡

こ
こ
の

付
近
で

切
れ
て
る

キ
リ
ト
の
は

こ
こ
で

切
れ
て
る
な

お
い
ア
ス
ナ

ち

と
来
て
く
れ

何
か
わ
か

た

ど
う
や
ら
こ
こ
か
ら
こ
の

の
中
に
飛
ん
だ
ら
し
い

え
え

こ
の

の

に
足
跡
が
あ
る

お
そ
ら
く
リ
ズ
が
ド
ラ
ゴ
ン
の
ブ
レ
ス
か
何
か
で
飛
ば
さ
れ
て

 
そ
れ
を
キ
リ
ト
が
キ

チ
し
て

そ
の
ま
ま
落
ち
た
ん
じ

な
い
か
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こ
の
高
さ
か
ら
落
ち
て
大
丈
夫
な
の
か
な

今
生
き
て
る

て
事
は

大
丈
夫
だ

た
ん
だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
下
を

き
込
ん
だ
が

は
ま

た
く
見
え
な
い

ロ

プ
で
も
取

て
く
る

一
体
ど
れ
く
ら
い
の
⻑
さ
が
必
要
に
な
る
か
わ
か
ら
ん
が
現

そ
れ
し
か
無
い
か
も
し
れ
ん

そ
れ
じ

一
度

ろ
う
か

あ
あ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
シ

プ
の
開
く
時
間
に
な

た
ら
集
合
だ
な

 
で
も
ロ

プ
の
接
続
な
ん
て
可
能
な
の
か

あ仕
方
な
い

ア
ル
ゴ
あ
た
り
と
相
談
す
る
と
し
て

今
日
は
一
度

ろ
う

そ
う
だ
ね

リ
ズ

キ
リ
ト
君

待

て
て
ね

 
ア
ス
ナ
は
心
配
そ
う
に
後
ろ
を

り
向
き
な
が
ら
も

下
山
を

し
た

  
街
に
着
く
と

も
う
明
る
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
時
間
だ

た

 
二
人
は
ア
ル
ゴ
に
連

を
取
り

さ
す
が
に
朝

か

た
た
め
か
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連

が
取
れ
た
の
は

時
間

て
か
ら
だ

た
が

す
ぐ
に
ロ

プ
の
準
備
を
開
始
し
た

 
ま
も
な
く
準
備
が
終
わ
ろ
う
と
言
う

に
い
き
な
り
リ
ズ
ベ

ト
と
キ
リ
ト
が
連

可
能

態
に
な

た

 
二
人
に
す
ぐ
連

を
取
る
と

リ
ズ
ベ

ト
武

店
に
向
か

て
い
る
と
の
事
だ

た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
ア
ル
ゴ
に

を
言
い

す
ぐ
に
四
十
八
層
へ
と
向
か

た

リ
ズ

心
配
し
た
よ

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
い

リ
ズ
ベ

ト
に

き
つ
い
た

 
何
故
か
リ
ズ
ベ

ト
は

ア
ス
ナ
を
な
だ
め
つ
つ

こ
ち
ら
を
気
に
し
て
い
た

ん

何
だ
リ
ズ
の
奴

見
て
る
の
は

キ
リ
ト
か

ま
あ
い
い
か

 
と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
に

日
の

を

く
事
に
し
た

ま
じ
か
よ

あ
れ

て
白
⻯
の
う
ん
こ
な
の
か

あ

あ
あ

ス
ト
レ

ト
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

何
か
恥
ず
か
し
く
な
る
け
ど
な

し
か
も

の
下
に
あ
る
と
か

そ
り

誰
に
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
わ
け
だ
わ

見
つ
け
た
の
は
ほ
ん
と
ラ

キ

だ

た
よ

落
と
さ
れ
た
リ
ズ
の
お
か
げ
だ
な

リ
ズ

一

で

分
と
仲
良
く
な

た
も
ん
だ
な
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二
人
が
話
し
て
い
る
の
を
見
て

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
も
こ
ち
ら
に
や

て
来
た
よ
う
だ

あ
れ

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
知
り
合
い
な
の

お
う

こ
い
つ
も
キ
リ
ト
呼
ば
わ
り
か

あ
あ

キ
リ
ト
と
は
リ
ズ
よ
り
前
か
ら
の
知
り
合
い
で

ず

と
つ
る
ん
で
る
ん
だ
が

 
正
直
二
人
が
未
だ
に
面
識
が
無
か

た
の
に
は
驚
い
た
わ

え

も
し
か
し
て

キ
リ
ト

て
黒
の
剣
士

な
ん
だ

知

て
る
の
か

い
や

ハ
チ
マ
ン
と
黒
の
剣
士
が
つ
る
ん
で
る

て
噂
を
何
度
か

い
て
た
だ
け
だ
け
ど

 
確
か
に
直
接
紹
介
さ
れ
た
り
と
か
は
一
度
も
無
か

た
か
も

そ
う
い
え
ば

私
も
リ
ズ
の
前
で
キ
リ
ト
君
の
話
を
し
た
事
無
か

た
ん
だ
ね

一
応
攻
略
組
の
名
前
は
安
易
に
出
さ
な
い

て
最
初
の

決
め
た
ル

ル
が
あ

た
じ

な
い

 
あ
れ
の
せ
い
じ

な
い
か
な

紹
介
さ
れ
る
機
会
が
無
か

た
わ
け
じ

な
い
と
思
う
け
ど

 
め
ぐ
り
合
わ
せ
が
悪
か

た
ん
だ
ね
き

と

ま
あ

こ
れ
で
晴
れ
て
知
り
合
い
に
な

た
ん
だ
し

 
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

て
事
で
い
い
ん
じ

な
い
か
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そ
う
だ
な
俺
も
今
後
武
器
を
作

て
も
ら
う
事
も
あ
る
だ
ろ
う
し
知
り
合
え
て
良
か

た

よ
い
き
な
り
私
の
最
高
傑
作
を
叩
き

ら
れ
て
最
初
は
す
ご
い

な
奴

て
思

た
ん
だ
け
ど

ね
お
い
キ
リ
ト

お
前
い
き
な
り
何
や

て
ん
だ
よ

あ

あ
は

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
を
前
に
し
て

リ
ズ
ベ

ト
は
何
故
か

て
い
る
気
配
は
微

も
無
く

 
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
嬉
し
そ
う
に
見
え
た

で

武
器
は
こ
れ
か
ら
作
る
の

う
ん

気
合
入

て
る
か
ら
す
ご
い
の
を
作

ち

う
よ

そ
れ
じ

四
人
で

あ

ア
ス
ナ

 
リ
ズ
ベ

ト
の
反
応
を
見
て

何
と
な
く
色
々
と
察
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
の
言
葉
を

た
せ

か
く
ロ

プ
を
作

た
ん
だ
し

俺
も
武
器
を
新
調
し
た
い
ん
で
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ち

と
そ
の
イ
ン
ゴ

ト
を
取
り
に
行
く
の
を
手
伝

て
く
れ
な
い
か

別
に
い
い
け
ど

よ
し

そ
れ
じ

行
く
か

あ

ち

と
待

て
よ
ハ
チ
マ
ン
君

も
う

そ
れ
じ

二
人
と
も

頑
張

て
ね

う
ん

ア
ス
ナ
も
気
を
付
け
て

ハ
チ
マ
ン

落
ち
る
な
よ

お
お

そ
れ
じ

ま
た
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
珍
し
く
自
分
か
ら
ア
ス
ナ
の
手
を

り

転
移
門
の
方
へ
と
歩
い
て
い

た

ハ
チ
マ
ン
君
待

て

ん

あ

す
ま
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
ア
ス
ナ
の
手
を
離
し

リ
ズ
ベ

ト
の
態
度
の
事
を
説
明
し
た

そ
れ

て

あ
あ

な
ん
と
な
く
リ
ズ
が

キ
リ
ト
に

れ
て
る
よ
う
な
気
が
し
た
ん
で
な

 
二
人
き
り
の
方
が
リ
ズ
に
も

と
気
合
が
入

て
い
い
武
器
が
作
れ
る
ん
じ

な
か
と
思

て
な
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私

全
然
気
付
か
な
か

た
よ

そ
り

ま
あ
お
前
は
リ
ズ
に

き
着
い
て

わ
ん
わ
ん

い
て
た
か
ら
な

 
そ
の
時
リ
ズ
が
ち
ら
ち
ら
と
こ

ち
を
見
て
た
の
に
は
さ
す
が
に
気
付
か
な
か

た
だ
ろ
う

よ
リ
ズ

そ
ん
な
分
か
り
や
す
か

た
ん
だ

 
ア
ス
ナ
は
親
友
の
そ
ん
な

は
初
め
て
だ

た
の
で
今
度
じ

く
り
見
て
み
よ
う
と
思

た
で

イ
ン
ゴ

ト

本
当
に
取
り
に
い
く
の

あ
あ

そ
れ
な
ん
だ
が

頼
み
た
い
の
は
本
当
な
ん
だ
が

さ
す
が
に
少
し
眠
い

 
一
度
お

い
帰

て
か
ら
少
し

て

方
か
ら
で
も
い
い
か

今
日
は
攻
略
は
休
み
だ
か
ら

ま
あ
平
気
か
な

そ
れ
じ

そ
う
い
う
事
で
頼
む
わ

う
ん

そ
れ
じ

後
で
ね

  

方
に
な

て
再
合
流
し
た
二
人
は

白
⻯
の

を
目
指
し
た
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ク
エ
ス
ト
Ｍ
Ｏ
Ｂ
だ
け
あ

て

も
う
復
活
し
て
い
た
白
⻯
を
二
人
は
叩
き
の
め
し

 
そ
の
ま
ま
ロ

プ
を
使

て
下
に
降
り
た

 

 

り
を
く
ま
な
く
調
べ
た
結
果

運
よ
く
イ
ン
ゴ

ト
を
二
つ
手
に
入
れ
る
事
が
出
来
た

私
に
は
こ
れ
が
あ
る
し

ハ
チ
マ
ン
君
二
つ
と
も
使

て
い
い
よ

 
ア
ス
ナ
は
自
分
の
武
器
を

ん

ん
と
叩
い
て
そ
う
言

た

そ
う
か

う

ん

も
う
ア
レ
は
手
に
入
ら
な
さ
そ
う
だ
し

 
こ
の

協
し
て

手
に
付
け
る
小
型
の
盾
で
も
作
る
か

ア
レ

て
何

ハ
チ
マ
ン
君

盾
を
使
う
の

あ

ち

と
口
で
は
説
明
し
に
く
い
か
ら

 
代

品
の
盾
が
完
成
し
た
ら

実
地
で
説
明
す
る

て
事
で
い
い
か

う
ん

そ
う
か

そ
れ
じ

て
帰
る
と
し
ま
す
か

今
日
は
あ
り
が
と
な

ア
ス
ナ

う
う
ん

い
い
武
器
が
出
来
る
と
い
い
ね

あ
あ
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次
の
日
の
朝
リ
ズ
ベ

ト
武

店
に

四
人
が
集
ま

て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
攻
略
の
日
だ

た
が

ま
だ
時
間
が
あ
る
の
で
見
に
来
た
よ
う
だ

 
ま
ず
キ
リ
ト
の
新
し
い
武
器
が
お
披
露
目
さ
れ
た

美
し
く

く
白
い
剣
ダ

ク
リ
パ
ル

サ 
そ
れ
は
確
か
に

エ
リ

シ
デ

タ
と
比
べ
て
も

色
の
無
い
出
来
に
見
え
た

リ
ズ

い
い
仕
事
し
た
ね

う
ん

あ
り
が
と
う
ア
ス
ナ

ど
う
だ
キ
リ
ト

あ
あ

重
く
て
す
ご
い
い
い
剣
だ
よ

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
が

な
ん
と
な
く

ね
た

で
も

キ
リ
ト
君
に
は
エ
リ

シ
デ

タ
が
あ
る
の
に

そ
れ
は
い
つ
使
う
の

あ

あ
あ

一
本
だ
と

い
ざ
と
言
う
時
対
応
で
き
な
い
か
ら

 
ど

ど
う
し
て
も
も
う
一
本
同
じ
く
ら
い
の
強
さ
の
武
器
が
欲
し
か

た
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど
ね

 
キ
リ
ト
が
誤
魔
化
す
よ
う
に
答
え
キ
リ
ト
の
武
器
コ
レ
ク
タ

ぶ
り
を
知

て
い
た
ア
ス
ナ
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は 
ど
う
や
ら
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
じ
た
よ
う
だ

リ
ズ
ベ

ト
は

し
そ
う
に
キ
リ
ト
を
見
て

い
た

 
そ
の
気
配
を
察
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

す
ぐ
に
自
分
の
武
器
を
作

て
も
ら
う
事
に
し
た

そ
れ
じ

リ
ズ

今
度
は
俺
の
を
頼
む

う
ん

ま
ず

剣
か
ら
ね

 
さ
す
が
の
リ
ズ
ベ

ト
で
も
連
続
し
て
ハ
イ
ク
オ
リ
テ

な
武
器
を
作
る
の
は
難
し
か

た

の
か

 
高
性
能
だ
が
そ
こ
そ
こ
と
言

た
感
じ
の
物
が
完
成
し
た

リ
ズ
ベ

ト
は
残
念
そ
う
だ

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

今
の
武
器
よ
り
も
強
か

た
の
で

そ
れ
で
満
足
だ

た

う

ん

い
ま
い
ち
か
な

最
近
お
前
の
設
定
し
て
る
ハ

ド
ル
は
高
す
ぎ
る
ぞ

十
分
い
い
武
器
だ
ろ
こ
れ

そ
う
な
ん
だ
け
ど
さ

俺
と
し
て
は

次
が
本
番
な
ん
だ
か
ら

ま
あ

頼
む
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第
０
５
５
話
 
最
高
の
鍛
治
師

ハ
チ
マ
ン

剣
以
外
に
何
か
作
る
の
か

 

し
い
話
を

い
て
い
な
か

た
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
は

首
を
か
し
げ
て
い
た

あ
あ

ち

と

に
装
着
す
る
タ
イ
プ
の

い
盾
が
欲
し
く
て
な

今
か
ら
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
の
か

大
丈
夫
な
の
か

 
そ
の
問
い
は
も

と
も
な
も
の
だ

た

 
武
器
の
み
装
備
の
速
度
特
化
の
戦
い
方
か
ら
盾
を
使
う
防
御
重

の
ス
タ
イ
ル
に
変
え
る
の

は 
セ
オ
リ

か
ら
言

て
も
あ
ま
り
メ
リ

ト
の
無
い
事
だ

た
か
ら
だ

い
や

そ
う
じ

な
い

探
し
物
が
あ
ま
り
に
も
見
つ
か
ら
な
い
か
ら

 
ち

と
プ
レ
イ
ヤ

ズ
メ
イ
ド
の
装
備
で
似
た
よ
う
な
物
が
出
来
な
い
か

 

け
て
み
よ
う
か
と
思

て
な

あ
あ

前
言

て
た
や
つ
か

何
か
目
処
が
付
い
た
の
か

い
や
ま
あ

目
処
が
立
た
な
い
か
ら

仕
方
な
く

し
て
み
る
感
じ
だ
な
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な
る
ほ
ど
な

ハ
チ
マ
ン

準
備
出
来
た
よ

 
リ
ズ
ベ

ト
の
言
葉
を
受
け
ハ
チ
マ
ン
は

求
め
る
プ
ロ
パ
テ

を
告
げ
た

触

は
盾
タ
イ
プ
の
物
を
使
う
が

素
材
は

剣
製
作
用
の
物
を
使
い
た
い

出
来
る
か

え
 
通
常
そ
ん
な
お
か
し
な
依
頼
は

よ

ど
の
信
頼
関
係
を
結
べ
た
職
人
に
し
か
頼
め
な
い

 
通
常
は
必
ず
失
敗
す
る
た
め

断
ら
れ
る
よ
う
な
依
頼
だ
か
ら
だ

 
だ
が
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
の
言
葉
を
受
け

可
能
な
の
か
ど
う
か
真
剣
に

討
を
始
め
た

 
リ
ズ
ベ

ト
の
知
る
限
り
確
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
職
人
シ
ス
テ
ム
は
か
な
り
融
通
の
利
く
も
の
だ

が 
今
回
の
依
頼
の
よ
う
な
や
り
方
を

し
た
事
の
あ
る
職
人
は
存
在
し
な
い
は
ず
だ

 
な
の
で
成
功
す
る
保
証
は
無
い

も
し
く
は

確
実
に
失
敗
す
る

 
色
々
と

討
し
た
上
で
の
リ
ズ
ベ

ト
の
答
え
は

至

真

当
な
も
の
だ

た

や

ぱ
り

や

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

だ
ろ
う
な

ま
あ

目
で
元
々
だ
し

宜
し
く
頼
む
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う
ん
わ
か

た

全
力
で
や
る
よ

 
リ
ズ
ベ

ト
は

心
の
注
意
を

い
つ
つ
も
全
身
全
霊
を
こ
め
て
作
業
を
進
め
て
い

た

 

目
で
元
々
と
言
い
つ
つ
も

ハ
チ
マ
ン
が
ど
こ
か
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か
ら
だ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
た
め
に
偶
然
で
も
神
頼
み
で
も
い
い
か
ら
必
ず
完
成
さ
せ
て
あ
げ
た
い

 
そ
ん
な
気
持
ち
で

リ
ズ
ベ

ト
は

を

り
上
げ
た

 
リ
ズ
ベ

ト
が
気
持
ち
を
こ
め
て

を

り
下
ろ
す
と

カ

ン

と

ん
だ
音
が
し
た

 
そ
の
最
初
の
一

り
で
突
然
イ
ン
ゴ

ト
が

き
始
め

武
器
が
生
成
さ
れ
始
め
た

 
四
人
は

天
し
た

通
常
こ
ん
な
事
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
か
ら
だ

 
リ
ズ
ベ

ト
は

や
は
り
失
敗
だ

た
の
か
と
今
に
も

き
出
し
そ
う
だ

た

 
そ
し
て
光
が
収
ま
り

そ
こ
に
は
一
つ
の
防

が
残
さ
れ
て
い
た

出
来
た
け
ど

失
敗
な
の
か
な

盾
に
は
見
え
る
か
ら

一
応
成
功
な
ん
じ

な
い
か

で
も
一
回
で
生
成
さ
れ
る
な
ん
て

い
た
事
が
な
い
よ

あ
れ
は
ま
さ
か

 
リ
ズ
ベ

ト
が
作

た
物
を
見
た
時

ハ
チ
マ
ン
の

動
が

ね
上
が

た
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そ
の
防

は

に
は
め
る
タ
イ
プ
の
小
型
の
盾
だ

た

 
だ
が

盾
に
し
て
は
か
な
り
小
さ
く

の

⻑
い
物
だ

た

ま
さ
か
一
発
で
出
来
た
の
か

い
や
落
ち
着
け

ま
だ
ア
レ
だ
と
決
ま

た
わ
け
で
は
な
い

名
前
は

ア
ハ
ト
フ

ウ
ス
ト

ド
イ
ツ
語
で
ア
ハ
ト
は
八
だ
な

フ

ウ
ス
ト
は

拳

 
キ
リ
ト
が
ゲ

マ

ら
し
い
コ
メ
ン
ト
を
し
た

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
名
前
を

き

 
全
身
が
歓
喜
に

え
る
の
を
感
じ
た

盾
な
の
に
拳
な
ん
だ

八
つ
の
拳

落
ち
着
け

ま
ず
は
性
能
の
確
認
だ

リ
ズ

性
能
は
ど
ん
な
感
じ
だ

あ

う
ん

え

と

何
こ
れ

盾
じ

な
く
て
体
術
ス
キ
ル
装
備

そ
ん
な
の
あ

た

ん
だ何

だ

て

格
闘
系
の
装
備
に
関
し
て
は

 
ソ

ド
ア

ト
と
い
う
名
前
に
そ
ぐ
わ
な
い
か
ら
実
装
し
な
か

た

て
記
事
を
見
た
事
が
あ

る
ぞ



 第一章 ＳＡＯ編

キ
リ
ト

し
い
ね

リ
ズ

他
に
は

攻
撃
力
は

ほ
ぼ
最

よ

て
装
備

件
も
無
い
に

し
く
て

 
え

防
御
力
は

い
け
ど

久

だ
け
す
ご
い
高
い

何
だ
よ
そ
れ

ど
う
や

て
使
う
ん
だ
よ

 
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
が
ず

と
静
か
な
の
に
気
が
付
き

ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

何
か
を
思
い
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

遠
い
目
を
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
君

八
幡
拳
の
実
装
は
や
は
り
無
理
み
た
い
だ

さ
ん

そ
の
呼
び
方
は
ち

と

 
ハ
チ
マ
ン
の
要
望
に
基

き

茅
場
が
遊
び
で
作

た
装
備
は

 
ハ
チ
マ
ン
以
外
の
者
に
は
ま

た
く
使
い
こ
な
せ
な
い
代
物
だ

た

 
茅
場
は
冗
談
の
つ
も
り
で
そ
の
武
器
に

八
幡
拳
と
名
前
を
付
け
て
い
た

や
は
り
ソ

ド
ア

ト
と
い
う
名
前
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
と

 
そ
も
そ
も
君
に
し
か
使
え
な
い
装
備
に
ソ

ス
を

く
の
は
ね
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え
え

当
然
の
判
断
だ
と
思
い
ま
す

ま
あ

も
し
実
装
さ
れ
た
ら

ユ
ニ

ク
装
備
と
で
も
呼
ば
れ
る
物
に
な
る
だ
ろ
う
ね

確
か
に
ユ
ニ

ク
で
す
か
ら
ね

 
そ
の

の
八
幡
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
や
ユ
ニ

ク
装
備
と
い
う
物
の
存
在
を
知
ら
な
か

た

た
め

 
茅
場
の
使

た
表
現
を
そ
の
ま
ま
意
味
で
解

し

感
想
を
述
べ
た

し
か
し

よ
く
あ
ん
な
装
備
を
使
い
こ
な
せ
る
と
関
心
す
る
よ

は

ま
あ

何
で
で
す
か
ね

純
に
俺
に
合

て
る
ん
だ
と
思
い
ま
す

あ
れ
を
装
備
し
た
君
を
基
準
に
し
て
難
易
度
の
調
整
を
す
る
と

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
困

て
し
ま
う
な

す
み
ま
せ
ん

本
当
に
実
装
と
か
は
望
ま
な
い
ん
で

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

も
し
仮
に
実
装
す
る
と
し
た
ら

入
手
方
法
は

そ
う
だ
な

 
君
が
も
し
今
後

今
の
君
に
足
り
な
い
物
を
手
に
入
れ
た
時
の
ご
褒
美
と
で
も
し
よ
う
か

 
そ
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
は
今
の
自
分
に
足
り
な
い
物
は
何
か
と
真
剣
に
考
え
始
め
た

足
り
な
い
物

友
達
で
す
ね

い
や

そ
れ
以
前
に
知
人
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友
達
か

あ

い
や
す
み
ま
せ
ん

冗
談
な
ん
で

ふ
む

友
達
ね

  
ハ
チ
マ
ン
は

茅
場
と
の
そ
ん
な
会
話
を
思
い
出
し
て
い
た

 
そ
の
過
去
の
思
い
出
が

今
ま
さ
に
実
体
化
し

目
の
前
に
存
在
し
て
い
た

な
ん
だ
よ
こ
の
名
前

八
幡
拳
を
ド
イ
ツ
語
に
し
た
だ
け
か
よ

 
幡
の

は
さ
す
が
に
ど
う
し
よ
う
も
無
か

た
み
た
い
だ
が

八
拳

て
な

 
感
謝
は
す
る
け
ど
ど
ん
な
や

つ
け
仕
事
だ
よ

さ
ん

は
は

俺
に
友
達
が
出
来
た
時
の
ご
褒
美

て

確
か
に
こ
ん
な
依
頼

 
友
達
に
し
か
頼
め
な
い
よ
う
な
お
か
し
な
依
頼
だ
が

 
そ
れ
だ
け
じ

生
成

件
を
満
た
せ
な
い
気
も
す
る

 
も
し
か
す
る
と

ア
ス
ナ
の
存
在
が
鍵
な
の
か

今
の
俺
と
ア
ス
ナ
の
関
係
な
ら

 

さ
ん
も
何
の
文

も
無
い
は
ず
だ

ま
さ
か
ど
こ
か
で
俺
の
事
を
見
て
い
る
ん
だ
ろ
う
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か 
ま
あ
し
か
し

こ
ん
な
に
上
手
く
い
く
と
は

も
う
笑
う
し
か
な
い
な

は
は
は

は
は
は
は

ハ
チ
マ
ン
君

も
う

笑
う
し
か
な
い
な

 
い
つ
の
間
に
か
ハ
チ
マ
ン
は

下
を
向
い
て
笑

て
い
た

 
笑
う
し
か
な
い
と
い
う
言
葉
か
ら
ハ
チ
マ
ン
の
求
め
る
装
備
で
は
無
か

た
の
だ
と
判
断
し

た
三
人
は

 
口
々
に
ハ
チ
マ
ン
へ

め
の
言
葉
を
か
け

あ
る
い
は
謝

た

ハ
チ
マ
ン
君

失
敗
だ

た
の
は
残
念
だ
け
ど

元
気
出
し
て

そ
う
だ
ぞ
ハ
チ
マ
ン

次
が
あ
る
さ

ご
め
ん
ね

ハ
チ
マ
ン

は

何
言

て
ん
だ
よ
お
前
ら

は
は
は
は
は
は
は
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
顔
を
上
げ

嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
と
い
う
風
に
笑
い
出
し
た

お
い
何

い
て
る
ん
だ
よ
リ
ズ
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だ

て

あ
あ

ま
さ
か
失
敗
だ
と
思

て
た
の
か

や
れ
や
れ
だ
な

 
と
り
あ
え
ず
持
ち
上
げ
る
ぞ
リ
ズ

よ

と

 
ハ
チ
マ
ン
は

け
声
と
共
に
リ
ズ
の

の
下
を
手
で

え
て
持
ち
上
げ
く
る
く
る
と
回
り

始
め
た

は
は
は

す
ご
い
ぞ
リ
ズ

や

ぱ
り
お
前
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
一
の
鍛
治
職
人
だ

え

え

ち

と

ど
う
し
た
の
ハ
チ
マ
ン

 
何

か
回

て
か
ら
リ
ズ
ベ

ト
を
下
ろ
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
今
度
は
キ
リ
ト
に
駆
け
寄

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
の
手
を

て
ぶ
ん
ぶ
ん

り
回
し
た

キ
リ
ト

つ
い
に
や

た
ぞ

あ
れ
が
俺
の
欲
し
か

た
物
で
間
違
い
な
い

 
最
後
に
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
に
駆
け
寄

て

正
面
か
ら
ア
ス
ナ
を

き
し
め
た

ち

ハ
チ
マ
ン
君

ア
ス
ナ

あ
り
が
と
う
な

お
そ
ら
く
全
部
お
前
の
お
か
げ
だ

愛
し
て
る
ぞ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
は

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
て

完
全
に
フ
リ

ズ
し
た
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ア
ス
ナ
も
別
の
理
由
で
フ
リ

ズ
し
た

当
然
先
ほ
ど
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

い
た
せ
い
で

あ
る

 
し
ば
ら
く
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

多
少
は
落
ち
着
い
た
の
か

 

ま

た
ま
ま
の
三
人
に
気
が
付
き

そ
の

を
叩
い
て
正
気
に

そ
う
と
し
た

お
い

お
前
ら
何

ま

て
ん
だ

き
ろ

ほ
ら

お

お
う

あ

あ
は

は

す
ま
ん

二
人
と
も

ち

と
気
持
ち
が
高
ぶ

ち
ま

た

い
や

ち

と
び

く
り
し
た
だ
け
だ
か
ら
な

普

と
の
ギ

プ
に

こ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
初
め
て
見
た
よ

私
を
持
ち
上
げ
て
く
る
く
る
回
る
と
か

う

本
当
に
す
ま
ん

俺
も
こ
ん
な
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
だ

 
二
人
は
立
ち
直

た
よ
う
だ
が

ア
ス
ナ
は
ま
だ

顔
を

く
し
て

ま

て
い
た

お
い
ア
ス
ナ

何
で
お
前
だ
け
ま
だ

ま

て
る
ん
だ
よ

 
な
お
も
ア
ス
ナ
の

を

ち

ち
叩
い
て
い
る
ハ
チ
マ
ン
に

二
人
が
言

た

い
や
だ

て
ハ
チ
マ
ン
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お
前
さ

き

ア
ス
ナ
に
愛
し
て
る

て
言

て
た
ぞ

は

あ

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
が
ア
ス
ナ
に
何
を
言

た
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
狼

し
た

ち

違
う
ん
だ
ア
ス
ナ

さ

き
の
あ
れ
は
比

的
な
も
の
で
あ

て
だ
な

 
そ
う

な
ん
だ

だ
か
ら

く
目
を
覚
ま
せ

 
そ
の
言
葉
で

ア
ス
ナ
の
魂
が
や

と
現
実
に
帰
還
し
た
よ
う
だ

そ

そ
う
だ
よ
ね

こ
ん
な
場
面
を
た
ま
に
想
像
し
な
い
で
も
な
か

た
ん
だ
け
ど

 
今
は
心
の
準
備
も
出
来
て
な
い
所
に
い
き
な
り
だ

た
か
ら
う

か
り

ま

ち

た
よ

 
よ
く
考
え
た
ら
普
通
に
ウ

ル
カ
ム
な

況
の
は
ず
な
の
に

お
い
ア
ス
ナ

わ
け
の
わ
か
ら
ん
事
を
言

て
る
ぞ

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け

う
ん
大
丈
夫

大
丈
夫
だ
よ

 
で
も
そ
れ
く
ら
い
喜
ん
だ

て
事
は

こ
れ
は
成
功

て
事
で
い
い
ん
だ
よ
ね

あ
あ

さ

き

こ
れ
が
俺
の
欲
し
か

た
物

て
言

て
た
よ
な

こ
れ
が
そ
う
な
の
か
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お
う
キ
リ
ト

最
初
見
た
時
に
ま
さ
か
と
は
思

て
た
が

確
か
に
こ
れ
で
合

て
た
わ

良
か

た

私

成
功
し
て
た
ん
だ

あ
あ

リ
ズ

さ

き
も
言

た
が
や
は
り
お
前
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
一
の
鍛
治
職
人
だ

あ
り
が
と
う

な
ん
か

す
ご
い
嬉
し
い

リ
ズ

良
か

た
ね

う
ん

ハ
チ
マ
ン

速
装
備
し
て
み
て
く
れ
よ

あ
あ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
れ
を
装
備
す
る
と

手
に

銀
色
の
盾
の
よ
う
な
物
が
現
れ
た

 
そ
の

は
何
か
こ
う

し

く
り
く
る
と
い
う
か

似
合

て
い
る
と
い
う
か

 
失

た
半
身
が

て
き
た
か
の
よ
う
な

象
を

三
人
に

え
た

こ
の
部
分
な

実
は
拳
の
開

に
合
わ
せ
て
前
後
に
動
く
ん
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

盾
の
部
分
を
前
後
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
見
せ
た

武
器
に
な

た
り
防

に
な

た
り
し
て
る
み
た
い
に
見
え
る

攻
撃
力
は
無
い
ん
だ
け
ど
な

こ
れ
は

手
で
敵
の
武
器
や
攻
撃
を
は
じ
く
た
め
の
物
だ
か
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ら
な

 
そ
の
代
わ
り

多
少
無
茶
を
し
て
も
決
し
て
壊
れ
な
い

確
か
に
今
ま
で
の
ハ
チ
マ
ン
は

攻
撃
も
パ
リ

も
行
動

害
も

 
全
部

手
一
本
で
や

て
た
よ
な

そ
う

敵
の
行
動
を

手
の
こ
れ
で

殺
し

 
全
部
の
攻
撃
に
カ
ウ
ン
タ

を
乗
せ
る
の
が

俺
の
本
来
の
ス
タ
イ
ル
だ

全
部
の
攻
撃
に

カ
ウ
ン
タ

ま
じ
か
よ

よ
し
キ
リ
ト

実

に
や

て
み
る
か

う

見
た
い
け
ど
私
は
も
う
攻
略
の
時
間
が

 
ア
ス
ナ
は
そ
ろ
そ
ろ
攻
略
に
向
か
わ
な
い
と
い
け
な
い
時
間
の
よ
う
だ

ア
ス
ナ
は
ま
た
後
で
な

キ
リ
ト

リ
ズ

俺
の
家
に
行
け
る
か

俺
は
問
題
な
い
ぞ

他
に
気
に
な
る
事
も
あ
る
し

私
も
い
い
よ

今
日
は
お
店
は
お
休
み
に
す
る
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よ
し

そ
れ
じ

行
く
か

必
ず
私
に
も
後
で
見
せ
て
ね

お
う

気
を
付
け
て
行

て
こ
い

 
三
人
は
そ
の
ま
ま

ハ
チ
マ
ン
の
秘
密
基
地
へ
と
向
か

た
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第
０
５
６
話
 
お
披
露
目

さ
て

そ
れ
じ

速
見
せ
て
も
ら
う
と
す
る
か

あ
あ

ま
あ

使
い
方
を

く

く
だ
け
だ
か
ら

デ

エ
ル
モ

ド
と
か
じ

な
く
て
も
い
い
な

そ
う
だ
な

よ
し
キ
リ
ト

い
つ
で
も
か
か

て
き
て
い
い
ぞ

そ
れ
じ

ま
ず
は
小
手
調
べ
な
感
じ
で

 
二
人
は
向
か
い
合
い

え
を
と

た

 
ま
ず
キ
リ
ト
が
武
器
を

り
上
げ

よ
う
と
し
た

間

 
キ
リ
ト
の

界
に
銀
色
の
閃
光
が
走
り

武
器
を
持

て
い
た

に
衝
撃
が
走

た

 
そ
の
衝
撃
の
せ
い
で

半
身
が
少
し
後
ろ
に
流
れ
た
直
後
に

 
キ
リ
ト
の
首
に

ハ
チ
マ
ン
の

剣
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
た

攻
撃
を
事
前
に
潰
す
の
は
こ
ん
な
感
じ
だ
な

お
い
お
い

前
と
違

て

防
御
と
攻
撃
が
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
来
る
ぞ

ま
あ

そ
の
た
め
の
装
備
だ
か
ら
な
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キ
リ
ト
は
こ
れ
は
や
り
に
く
い
と
感
じ
て
い
た

同
時
に
自
身
の
血
が

き
立
つ
の
も
感

じ
て
い
た

次
は
パ
リ

だ
な

普
通
の
は
最
初
の
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
か
ら
裏
技
的
な
や
つ
な

裏
技

ね

 
キ
リ
ト
は

自
分
が
わ
く
わ
く
し
て
い
る
の
に
気
が
付
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は
何
が
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
び

く
り

の
よ
う
な
物
で

 
確
か
に
戦
闘
狂
の
一
面
を
持
つ
キ
リ
ト
か
ら
し
て
み
れ
ば
わ
く
わ
く
す
る
の
は
確
か
だ
ろ
う

キ
リ
ト

普
通
に

め
上
か
ら

り
か
か

て
き
て
く
れ

了
解

 
キ
リ
ト
は
フ

イ
ン
ト
を
混

つ
つ
攻
撃
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

な
が
ら

 
ハ
チ
マ
ン
を

り
に
す
る
イ
メ

ジ
で
攻
撃
し
た

 
エ
リ

シ
デ

タ
の
刃
が

ハ
チ
マ
ン
の

口
に
迫
る

も
う
パ
リ

は
間
に
合
わ
な
い

だ
ろ

 
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
に
攻
撃
が
当
た
る
事
を
確
信
し
た
が
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そ
の

間
ハ
チ
マ
ン
は
一

シ

ル
ド
部
分
を
前
へ
ス
ラ
イ
ド
し
キ
リ
ト
の
顔
に
向
け
て

突
き
出
し
た

 
キ
リ
ト
は
顔
へ
の
攻
撃
に
一

ひ
る
み
つ
つ
も

ダ
メ

ジ
は
少
な
い
は
ず
だ
と
思
い

 
そ
の
ま
ま
攻
撃
を
当
て
よ
う
と
し
た
が

 
次
の

間
シ

ル
ド
部
分
が
後
ろ
に
ス
ラ
イ
ド
し
そ
の
後
ろ
の
部
分
が
キ
リ
ト
の
攻
撃
を
パ

リ

し
た

 
予
想
外
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
攻
撃
を
パ
リ

さ
れ
た
キ
リ
ト
の
体
は
開
い
て
し
ま
い

 
次
の

間

再
び
キ
リ
ト
の
首
に

剣
が
押
し
付
け
ら
れ
た

お
い
お
い
ま
じ
か
よ

今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

か
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た
ぞ

ま
あ

こ
ん
な
感
じ
だ
な

な
る
ほ
ど
な

前
後
ど
ち
ら
で
も
パ
リ

出
来
る
ん
だ
な

あ
あ

後
ろ
で
パ
リ

し
た

間
に
前
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て

閃
打

を
当
て
て

 
大
き
く
体
制
を
崩
し
た
ら

フ

ド
エ

ジ

を
く
ら
わ
せ
て

 
次
に
相
手
が
体
を

こ
そ
う
と
し
た
ら

ま
た

閃
打

か
ら
の

フ

ド
エ

ジ

と
か

出
来
る
ぞ
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そ
れ

久
コ
ン
ボ
じ

な
い
か
よ

そ
の
武
器
は
ず
る
い
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は

を

め
た

こ
れ
に
も

点
は
あ
る
ん
だ
よ

え
ば

か
ら
の
強
力
な
連
打
に
は
対
応
が
難
し
い

 
後

盾
相
手
だ
と

パ
リ

果
が

く
て
カ
ウ
ン
タ

に
な
り
に
く
い

な
る
ほ
ど
な

ど
う
だ
リ
ズ

こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
が

 
リ
ズ
ベ

ト
か
ら
は
返
事
が
無
か

た

ん

ど
う
か
し
た
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
ず

と

て
い
る
リ
ズ
ベ

ト
の
方
を
見
た

 
そ
こ
に
は

口
を
大
き
く
開
け
て

か

ん
と
し
て
い
る
リ
ズ
ベ

ト
が
い
た

何
や

て
ん
の
お
前

い

い

い今
の
何
よ

何
と
言
わ
れ
て
も

な

キ
リ
ト
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あ
あ

普
通
に
模

戦
も
ど
き
を
や

た
だ
け
だ
よ
な

私

攻
略
組
を
か
な
り
誤
解
し
て
た
か
も

だ

て
攻
撃
が
見
え
な
い
ん
だ
よ

 
何
あ
れ
ア
ス
ナ
も
あ
ん
な
感
じ
な
の

あ
ん
な
の
初
め
て
見
た
よ

お

い

ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
な
い
で

こ

ち
に

て
こ

い

 
リ
ズ
ベ

ト
は
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
続
け
て
い
た

 
仕
方
な
く
キ
リ
ト
が

リ
ズ
ベ

ト
の

に
チ

プ
を
か
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン
が
感
想
を
求
め
て
た
ぞ

あ

う
ん

何
か
す
ご
い
ね

お
う

お
前
の
作

て
く
れ
た
武
器
は
最
高
だ
ろ

う
ん

こ
ん
な
す
ご
い
な
ん
て
思
わ
な
か

た
よ

 
そ
れ
に
し
て
も
そ
れ

て
あ
ん
な
変
わ

た
使
い
方
を
す
る
ん
だ
ね

ど
こ
で

た
の

あ

企
業
秘
密
だ

ま

索
す
る
の
も
あ
れ
だ
し

別
に
い
い
け
ど
ね

す
ま
ん
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で
も
あ
ん
な
に
ト
リ

キ

な
の
に

ハ
チ
マ
ン
は
よ
く
使
い
こ
な
せ
る
よ
ね

ハ
チ
マ
ン
の
す
ご
い
所
は
的
確
に
ど
こ
か
ら
で
も
パ
リ

し
た
り
出
来
る
そ
の
目
な
ん
だ

よ
な

 
だ
か
ら
あ
ん
な
に
ピ

キ

な
武
器
で
も
使
い
こ
な
せ
る

あ

そ
れ
は
な
ん
と
な
く
わ
か
る

ま
あ

確
か
に
そ
こ
は
生
命
線
か
も
し
れ
ん

あ

そ
う
い
え
ば
そ
れ
と
は
別
の
話
な
ん
だ
け
ど
さ

 
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
リ
ズ
ベ

ト
が
言

た

キ
リ
ト
は
何
を

し
て
る
の

何
を

て
何
だ

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
作

た
の
は
何
で

そ
れ
は
さ

き
説
明
し
た
通
り

う
ん

で
も
あ
れ
は

だ
よ
ね

 
そ
の
言
葉
に

キ
リ
ト
は

く
狼

し
た

お
い
お
い
女
の
勘

て
や
つ
か

ま
あ
キ
リ
ト
の

技
が
下
手
す
ぎ

て
の
も
あ
る
が
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キ
リ
ト
は
わ
か
り
や
す
い
ん
だ
よ
な
と
ハ
チ
マ
ン
は
思
い
な
が
ら
キ
リ
ト
に
声
を
か
け
た

キ
リ
ト

こ
れ
か
ら
も
色
々
頼
む
ん
だ
し

リ
ズ
に
は
ち

ん
と
教
え
と
い
た
方
が
い
い
ぞ

 
武
器
を
作
る
時
そ
の
背
景
を
知

て
い
る
の
と
知
ら
な
い
の
と
で
は
や
は
り
違
う
だ
ろ
う

し
な

確
か
に
言
わ
れ
て
み
れ
ば

そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

お
い
リ
ズ

何

ハ
チ
マ
ン

お
前

キ
リ
ト
の
恥
ず
か
し
い
秘
密
を
必
ず
守
る
と

え
る
か

恥
ず
か
し
い
の

う
ん

わ
か

た

だ
か
ら

く
教
え
て

ハ
チ
マ
ン

よ
し
キ
リ
ト

と
り
あ
え
ず
練

中
の
あ
れ
だ

ま
だ
最
後
ま
で
い
け
た
事
無
い
ん
だ
け
ど

今
使
え
る
中
で
は
あ
れ
が
一
番

手
か
な

 
キ
リ
ト
は
ウ

ン
ド
ウ
を
し
ば
ら
く
操
作
し
て
い
た
が

操
作
が
終
わ

た

間

 
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

が

手
に
出
現
し
た

も
ち
ろ
ん

手
に
は
エ
リ

シ
デ

タ
を
持

て

い
る
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え

え

ク
リ
パ
と
リ

シ

て
二
つ
同
時
に
装
備
出
来
る
も
の
な
の

 
ア
ハ
ト
の
場
合
は
特

だ
か
ら
わ
か
る
け
ど

何
だ
よ
そ
の
略
し
方

ま
あ
い
い
か
ら
見
て
ろ

て

 
キ
リ
ト
は
深
呼

を
し

二
刀
を
持

て

え
た

い
く
ぞ
リ
ズ

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

 
次
の

間
キ
リ
ト
が
閃
光
の
エ
フ

ク
ト
と
共
に
二
刀
を
使

た
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放

た 
リ
ズ
ベ

ト
に
は
な
ん
と
な
く
し
か
わ
か
ら
な
か

た
が
十
連
撃
く
ら
い
は
放

た
よ
う
に

見
え
た

く

ま
だ
こ
の
く
ら
い
が
限
界
か

も
う
ち

と
練

し
な
い
と

目
だ
な

何

今
の

二
刀
流
だ

何
そ
れ

そ
ん
な
ス
キ
ル
あ

た

け

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
だ
よ

リ
ズ
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ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

て

え
え
え
え
え
え
え
え

 
キ
リ
ト
は

こ
の
ス
キ
ル
を
見
つ
け
た

と

 
そ
の
時
か
ら
こ
こ
で
い
つ
も
練

し
て
い
る
事
を

リ
ズ
ベ

ト
に
説
明
し
た

な
る
ほ
ど
ね

確
か
に
こ
ん
な
ス
キ
ル
が
他
人
に
バ
レ
た
ら
ち

と
ま
ず
い
か
も
ね

あ
あ

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
作

た
理
由
も
こ
れ
で
分
か

た
か

う
ん

こ
の
事
は
ア
ス
ナ
は
知

て
る
の

ア
ス
ナ
に
は
教
え
て
な
い
な

と
い
う
か

基
本
俺
と
ハ
チ
マ
ン
は

 
お

い
以
外
に
ス
キ
ル
を
教
え
る
事
は
し
な
い
か
ら
な

ま
あ
い
ず
れ
バ
レ
る
と
思
う
け
ど

そ
の
時
ま
で
は
そ
の
ま
ま
の
方
が
い
い
か
も
ね

そ
う
だ
な

 
そ
れ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

お

い
ベ
ス
ト
の

態
で
模

戦
を

り
返
し
た

 
勝
敗
は

三
対
一
く
ら
い
の

合
で

や
は
り
キ
リ
ト
の
方
が
上
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

高
速
で
前
後
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
事
に
よ

て

 
二
刀
を
同
時
に
パ
リ

す
る
練

を
し
て
い
た
が

未
だ

に
は
な

て
い
な
い

 
も

と
も
キ
リ
ト
以
外
が
相
手
な
ら
ハ
チ
マ
ン
は
問
題
な
く
こ
な
す
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
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キ
リ
ト
は
模

戦
終
了
後
日
課
の
型
の
練

に
入

た

ハ
チ
マ
ン
も
色
々
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
た

 
そ
れ
を
リ
ズ
ベ

ト
は

ま
し
そ
う
に
見
て
い
た

ど
う
し
た
リ
ズ

物
欲
し
そ
う
な
顔
し
て
る
ぞ

腹
で
も

た
か

ち

が

う

私
は
戦
闘
の
事
で
ア
ド
バ
イ
ス
と
か
出
来
な
い
か
ら
ち

と

ま
し
か

た
だ
け

ま
あ

俺
達
と
お
前
で
は

役

が
違
う
か
ら
な

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
さ

や

ぱ
り
も

と
役
に
立
ち
た
い
じ

な
い

お
前
の
作

た
あ
の
剣
キ
リ
ト
は
す
ご
い
気
に
入

て
る
ぞ

立

に
役
に
た

て
る
だ
ろ

 
リ
ズ
ベ

ト
は

そ
の
言
葉
に
と
て
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

そ
れ
に
そ
の

俺
も
リ
ズ
に
は

ア
ス
ナ
の
次
く
ら
い
に
は

感
謝
し
て
る
ぞ

ア
ス
ナ
の
次
な
ん
だ

ア
ス
ナ
は
シ

ド
だ
か
ら
な

う
う
ん

そ
う
い
う
意
味
じ

な
く

て
さ

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
見
て
の
ア
ス
ナ
の
次

て
完
全
に
二
番
手
じ

な
い

だ
か
ら
び

く
り
し
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た
のお

お
う

ま
あ

間
違

て
は
い
な
い
ん
じ

ね

の

う
ん

素
直
に
喜
ん
ど
く

 
そ
の
後
合
流
し
た
ア
ス
ナ
と
戦

た
ハ
チ
マ
ン
は
実
戦

式
で
ア
ス
ナ
に
ア
ハ
ト
の
説
明
を

始
め
た

 
ア
ス
ナ
は
何
故
か
ア
ハ
ト
で
パ
リ

さ
れ
る
度
に
喜
ん
で
い
た

曲
芸
み
た
い
で
面
白
い
の

だ
そ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
だ
け
パ
リ

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
ア
ス
ナ
に
負
け
越
し
て
い
た
の

で 

突
剣
相
手
も
や
や
苦
手
だ
と
い
う
事
が
判
明
し
た
か
も
し
れ
な
い

う

や
り

れ
え

や

ぱ

突
系
は
苦
手
だ
わ

ハ
チ
マ
ン

お
前
さ

き
か
ら
パ
リ

し
ま
く

て
る
く
せ
に
何
言

て
ん
だ
よ

パ
リ

し
て
も
ア
ス
ナ
に
は
一
切
追
撃
し
て
な
い
よ
ね

そ
ん
な
事
は
無
い

攻
撃
す
る
努
力
は
ち

ん
と
し
て
い
る

 
そ
う
し
よ
う
と
す
る
時
に

ち

と
体
が
麻

し
た
よ
う
に
動
か
な
い
だ
け
だ
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ア
ス
ナ
は

対
ハ
チ
マ
ン
特
化
の
麻

属
性
持
ち
な
の
ね

 
実

は

ア
ス
ナ
相
手
だ
と

ま

た
く
攻
撃
が
出
来
な
い
だ
け
だ

た
よ
う
だ

 
ア
ス
ナ
が
喜
ん
で
い
た
の
で

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は
良
か

た
の
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
の
新
装
備
と
キ
リ
ト
の
リ
ズ
へ
の
二
刀
流
の
お
披
露
目
は
こ
う
し
て
終
わ

た
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第
０
５
７
話
 

級
食
材

 
最
近
ハ
チ
マ
ン
は

情
報
収
集
を
メ
イ
ン
に
行

て
い
た
の
で

 
ボ
ス
戦
に
は
し
ば
ら
く
参
加
し
て
い
な
か

た
の
だ
が

 
現
在
の
最
前
線
で
あ
る
第
七
十
三
層
で
は

珍
し
く
ス
ム

ズ
に
情
報
が
出
揃

た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
久
し
ぶ
り
に
ボ
ス
戦
に
参
加
す
る
事
に
し
た

よ

ハ
チ
マ
ン

な
ん
か
久
し
ぶ
り
じ

ね
え
か

お
う

ク
ラ
イ
ン

今
回
は
珍
し
く

く
手
が
あ
い
た
ん
で
な

ま
あ
気
分
だ
気
分

 
ハ
チ
マ
ン
は

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
一
件
以
来

 
攻
略
組
の
面
々
と
は
し
ば
ら
く
顔
を
合
わ
せ
て
い
な
か

た

完
全
に
裏
方
に
徹
し
て
い
た
た

め
だ

 
そ
の
た
め

ハ
チ
マ
ン
の
ア
ハ
ト
フ

ウ
ス
ト
を
見
た
事
が
あ
る
者
は

 
こ
の
場
で
は
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
だ
け
だ

た

 
ク
ラ
イ
ン
は

ハ
チ
マ
ン
の

に
装
着
さ
れ
て
い
る
ア
ハ
ト
フ

ウ
ス
ト
に
気
が
付
い
た

あ
れ

ハ
チ
マ
ン
そ
の
盾

い
つ
の
間
に
戦
闘
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
ん
だ
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あ
あ

ち

と
色
々

し
て
み
よ
う
と
思

て
な

珍
し
い

の
盾
だ
け
ど

名
前
は
何
て
言
う
ん
だ

ア
ハ
ト
フ

ウ
ス
ト
だ
な

フ

ウ
ス
ト

て

な
ん
だ

た

け
か
な

ま
あ

直
接
の
意
味
は
拳
だ
な

え

ど
う
見
て
も
盾
だ
ろ

 
そ
の
後

エ
ギ
ル
や
ネ
ズ
ハ
と
話
し
た
時
も

同
じ
よ
う
な
会
話
が

り
広
げ
ら
れ
た

こ
れ
を
手
に
入
れ
た
の
は
結

前
な
ん
だ
が

そ
ん
な
に
⻑
い
間
俺
は
攻
略
に
参
加
し
て
な

か

た
の
か

 
今
後
は
も
う
ち

と
攻
略
に
も
参
加
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
ス
ラ
イ
ド
機

を
使
わ
ず

無
難
に
戦
闘
を
こ
な
し
て
い
た

 
こ
の
機

を
公
開
す
る
の
は

も
う
少
し
様
子
を
見
て
か
ら
の
方
が
い
い
と
思

た
か
ら
だ

 
討
伐
は
特
に
何
も
問
題
も
な
く
ス
ム

ズ
に
終
わ
り

 
次
の
層
へ
と
向
か
う
道
中
で

ハ
チ
マ
ン
は
た
ま
た
ま
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
話
す
機
会
を
得
た

ハ
チ
マ
ン
君

し
ば
ら
く
見
な
い
間
に
戦
闘
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
の
か
ね
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あ
あ

色
々

し
て
み
よ
う
と
思

て
な

そ
の
装
備
は
あ
ま
り
見
な
い
タ
イ
プ
の
物
だ
な

名
前
は
何
と
言
う
の
か
ね

ア
ハ
ト
フ

ウ
ス
ト
だ
な

何
と
い
う
か

不
思
議
な
武
器
だ
な

ま
あ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
な
ん
と
な
く
違
和
感
を
感
じ
た
が

疲
れ
て
い
た
せ
い
も
あ

て

 
あ
ま
り
深
く
考
え
よ
う
と
は
し
な
か

た

 
こ
れ
で
最
前
線
は
つ
い
に
七
十
四
層

や

と
終
わ
り
が
見
え
て
き
た
事
も
あ
り

 
攻
略
組
の
士
気
は

と
て
も
高
ま

て
い
た

  

日
後

キ
リ
ト
は
七
十
四
層
の
迷
宮
区
に
来
て
い
た

 
強
敵
で
あ
る
リ
ザ

ド
キ
ン
グ
を
倒
し
た
所
で

そ
ろ
そ
ろ

ろ
う
か
と
考
え
た
キ
リ
ト
は

 
迷
宮
区
を
出
て

の
ん
び
り
と
街
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た

 
森
の
近
く
に
差
し

か

た
時
キ
リ
ト
の

界
の

に
小
さ
な
動
物
の
よ
う
な
物
が
映

た
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あ
れ
は

ラ
グ

ラ
ビ

ト
じ

な
い
か

初
め
て
見
た
な

 
ラ
グ

ラ
ビ

ト
は

滅
多
に
見
る
事
が
出
来
な
い
モ
ン
ス
タ

だ

 
逃
げ
足
は
相
当
速
く
こ
ち
ら
に
襲
い

か

て
く
る
事
も
無
い
た
め
倒
す
の
は
ほ
ぼ
不
可

能
だ

 
ラ
グ

ラ
ビ

ト
か
ら
ド
ロ

プ
す
る
肉
は

 
そ
の
討
伐
難
易
度
に
比

し
て
か

級
食
材
に
認
定
さ
れ
て
い
る

 
キ
リ
ト
は
そ

と
ウ

ン
ド
ウ
を
開
き

投

用
の
針
を
取
り
出
し
た

ま
さ
か
こ
ん
な
時
に
こ
れ
が
役
に
た
つ
事
に
な
る
と
は
な

 
そ
れ
は

キ
リ
ト
が
趣
味
で
集
め
て
い
る
武
器
の
中
の
一
つ
だ

た

頼
む
か
ら
当
た

て
く
れ
よ

 
キ
リ
ト
は

運
を
天
に
任
せ
て
ラ
グ

ラ
ビ

ト
目

け
て
針
を
投
げ
つ
け
た

 
残
念
な
が
ら
命
中
こ
そ
し
な
か

た
が

ラ
グ

ラ
ビ

ト
は
驚
き

上
に

ね
た

 
キ
リ
ト
は
し
め
た
と
思
い
空
中
で
身
動
き
が
出
来
な
い
ラ
グ

ラ
ビ

ト
を
武
器
で
一
閃

し
たよ

し
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ス
ト
レ

ジ
を
確
認
す
る
と
そ
こ
に
は
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
が
し

か
り
と
ド
ロ

プ
し

て
い
た

 
キ
リ
ト
は
思
わ
ず
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た

さ
て

食
う
か

る
か

と
り
あ
え
ず
エ
ギ
ル
の
店
に
行

て
か
ら
考
え
る
か

 
キ
リ
ト
は
そ
う

き

エ
ギ
ル
の
店
に
向
か

た

 
ま
じ
か
よ

級
食
材
じ

ね
え
か

 
エ
ギ
ル
も

ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
は
初
め
て
見
た
よ
う
だ

お
い

こ
れ
ど
う
す
る
ん
だ

食
う
か

食
う
よ
な

う

ん

さ
す
が
に
こ
の
ク
ラ
ス
の
食
材
を
料
理
す
る

は

俺
に
は
無
い
ん
だ
よ
な

 
そ
こ
に

い
物
に
で
も
来
た
の
だ
ろ
う
か

護
衛
を

て
ア
ス
ナ
が
現
れ
た

 
血
盟
騎
士
団
は
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
一
件
以
来

部
に
護
衛
を
付
け
る
事
に
し
た
ら
し

い
二
人
と
も

ど
う
か
し
た
の

ア
ス
ナ

あ



 第０５７話  級食材

 
キ
リ
ト
は

ア
ス
ナ
の
料
理
ス
キ
ル
が
相
当
高
い
事
を
思
い
出
し
た

ア
ス
ナ

料
理
ス
キ
ル
は
今
い
く
つ
だ

カ
ン
ス
ト
し
て
る
け
ど

ま
じ
か

ち

ち

と
こ
れ
を
見
て
く
れ
よ

あ

こ
れ

ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
じ

な
い

 
ア
ス
ナ
は
あ
ま
り
驚
い
た
様
子
も
無
く

平
然
と
言

た

お
い

ラ
グ

ラ
ビ

ト
だ
ぞ

級
食
材
だ
ぞ

う
ん

ア
ス
ナ

す
ま
な
い
が
こ
れ
を
料
理
し
て
く
れ
な
い
か

俺
食

た
事
無
い
ん
だ
よ

別
に
い
い
け
ど

そ
れ
じ

ハ
チ
マ
ン
君
の
家
に
で
も
行
く

い
い
の
か

是
非
頼
む

 
キ
リ
ト
は

感

ま

て
ア
ス
ナ
の
手
を

た

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
の
護
衛
が

い
を
し
て

キ
リ
ト
を

み
付
け
な
が
ら
言

た

か
ら
ア
ス
ナ
様
に
付
き
ま
と

て
い
る
奴
が
い
る
と
い
う
話
は

い
て
い
た
が

お
前
か

あ
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ク
ラ
デ

ル

今
日
の
護
衛
は
こ
こ
ま
で
で

で
す
が
ア
ス
ナ
様

本
部
に
は
私
か
ら
連

し
て
お
き
ま
す

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
の
ク
ラ
デ

ル
と
呼
ば
れ
た
男
は

悔
し
そ
う
に
去

て
い

た

ア
ス
ナ

何
だ
あ
い
つ

団
⻑
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ

て
言

て
私
に
付
け
た
護
衛
な
ん
だ
け
ど
い
つ
も
あ
ん
な

感
じ
な
の

ハ
チ
マ
ン
が
よ
く
思
わ
な
い
ん
じ

な
い
か

や

ぱ
り
そ
う
思
う

う

ん
ハ
チ
マ
ン
も
あ
あ
い
う
性
格
だ
か
ら
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な

い
が

 
あ
い
つ
考
え
て
る
事

め
な
い
し

内
心
ど
う
思
う
か
は
ち

と
俺
に
は
わ
か
ら
な
い
な

ハ
チ
マ
ン
君

な
事
が
あ

て
も
表
に
出
さ
な
い
か
ら
ね

ま
あ

と
り
あ
え
ず
今
か
ら
行
く
ん
だ
し

反
応
を
見
て
み
る
し
か
な
い
な
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そ
れ
じ

ま
あ

料
理
し
に
行
こ

か

お
願
い
し
ま
す

 
そ
こ
に
エ
ギ
ル
が

た
よ
う
に

り
込
ん
で
き
た

お
い

俺
の
分
は

肉
一
つ
で
四
人
分
作
れ
な
い
の
か

う

ん

三
人
ま
で
が
限
界
か
な

そ
う
い
う
わ
け
だ
エ
ギ
ル

そ
れ
じ

ま
た
な

そ
ん
な
あ
あ
あ
あ
あ

 

き
な
が
ら
崩
れ
落
ち
る
エ
ギ
ル
を
残
し

二
人
は
ハ
チ
マ
ン
の
家
へ
と
向
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
の
日
は

た
ま
た
ま
家
で

い
で
い
た
よ
う
だ

何
か
あ

た
の
か

ハ
チ
マ
ン

実
は
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
が
手
に
入

て
な

 
ア
ス
ナ
に
料
理
を
頼
ん
だ
ら

ハ
チ
マ
ン
の
家
に
行
こ
う

て

 
二
人
は

こ
こ
に
来
た

を
ハ
チ
マ
ン
に
説
明
し
た

こ
こ
な
ら
私
の
揃
え
た
料
理
道

が
使
え
る
か
ら
ね

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
物
を
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そ
う
い
う
事
か

別
に
か
ま
わ
な
い
ぞ

本
当
は
エ
ギ
ル
さ
ん
も
す
ご
い
食
べ
た
が

て
た
ん
だ
け
ど

 
四
人
分
作
る
に
は
肉
一
つ
じ

ち

と
足
り
な
い
か
な

て

な
る
ほ
ど
な

ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
な
ら
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
エ
ギ
ル
も
呼
ん
で
い
い
ぞ

ま
じ
か
よ

級
食
材
だ
ぞ

た
く
さ
ん

て
何
だ
よ

 
そ
の
言
葉
を

き

キ
リ
ト
は
驚
い
た

あ

や

ぱ
り
持

て
た
ん
だ
ね

前
も
持

て
た
か
ら
も
し
か
し
た
ら

て
思

て
た
ん

だ
け
ど
ね

お
前
ら
食
べ
た
事
あ

た
の
か

だ
か
ら
ア
ス
ナ
は
平
然
と
し
て
た
ん
だ
な

う
ん

ま
あ
そ
う
い
う
事

そ
れ
じ

キ
リ
ト

エ
ギ
ル
に
連

し
て
や
れ
よ

そ
う
だ
な

あ
ん
な
に

い
て
た
も
ん
な

 
エ
ギ
ル
は
連

を
受
け
た

間

す
ぐ
に
店
を

め
て
走

て
き
た
ら
し
い

 
驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ

ド
で
到
着
し
た

 
エ
ギ
ル
は
ハ
チ
マ
ン
の
家
に
来
た
事
が
無
か

た
の
で
家
の
あ
る

の

り
を
う
ろ
う
ろ
と
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し
て
い
た

 
キ
リ
ト
が
下
に
迎
え
に
行
き

エ
ギ
ル
を
家
の
中
に
案
内
し
た
の
だ
が

 
エ
ギ
ル
も
こ
こ
が
プ
レ
イ
ヤ

ハ
ウ
ス
だ
と
は
思

て
い
な
か

た
ら
し
く

驚
い
て
い
た

ハ
チ
マ
ン

あ
り
が
と
う

 
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
た

間

エ
ギ
ル
が
九
十
度
の
お
じ
ぎ
を
し
た

お

お
う

そ
ん
な
に
食
べ
て
み
た
か

た
ん
だ
な

あ
あ

本
当
に
ハ
チ
マ
ン
に
は
感
謝
し
て
る

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
家
す
ご
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

家
の
事
を
褒
め
ら
れ

機

が
良
く
な

た
よ
う
だ

あ
あ

俺
の
一
番
の
自
慢
だ
な

来
る
機
会
は
あ
ま
り
無
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
と
り
あ
え
ず
こ
こ
の
鍵
を
や
る
か
ら

俺
に
用
事
が
あ

た
ら
こ
こ
に
訪
ね
て
き
て
く
れ

お
う

重
ね
て
あ
り
が
と
う

ハ
チ
マ
ン

こ
れ
で
エ
ギ
ル
も

ハ
チ
マ
ン
フ

ミ
リ

の
一
員
だ
な

い
つ
そ
ん
な
フ

ミ
リ

が
出
来
た
ん
だ
よ

お

ま
じ
か

嬉
し
い
ん
だ
が

つ
ま
り
今
ま
で
は
俺
は
他
人
扱
い
だ

た

て
事
か

い
や
そ
う
じ

な
い
だ
ろ
う
け
ど

今
ま
で
は
い
い
機
会
が
無
か

た

て
事
だ
な
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そ
ろ
そ
ろ
料
理
が
出
来
る
よ

よ
し

お
前
ら
多
め
に
肉
を
食
わ
せ
て
や
る
か
ら
さ

さ
と
配

し
ろ

お
う

  
ハ
チ
マ
ン
の
提

し
た
肉
は
二
つ
だ

た
の
で

四
人
は
腹
い

ぱ
い
食
べ
る
事
が
出
来
た

ま
じ
美
味
え

俺
こ
の
ま
ま
死
ん
で
も
い
い

ま
あ

確
か
に
美
味
い
よ
な

こ
れ

お

末
さ
ま
で
し
た

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

こ
れ
何
度
も
食
べ
て
る
の
か

う
ん

ハ
チ
マ
ン
君
が
よ
く
取

て
き
て
た
か
ら

ま
じ
か
よ

情
報
収
集
で
色
々
走
り
回

て
る
と

そ
こ
そ
こ
見
つ
か
る
ん
だ
よ
な

あ
れ

 
そ
の
後

四
人
は
食
休
み
も

ね
て
雑
談
に
興
じ
た

 
ア
ス
ナ
は

ち

う
ど
い
い
機
会
だ
と
思
い

ハ
チ
マ
ン
に
護
衛
の
話
を
し
た
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そ
う
か

護
衛
を
付
け
る
事
に
な

た
の
か

う
ん

ま
あ
確
か
に
そ
の
方
が
安
全
か
も
し
れ
な
い
な

 
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
の
様
子
が
案
外
普
通
だ

た
の
で

子
抜
け
し
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
事
だ
か
ら
ま
だ
分
か
ら
な
い
と

内
心
を

も
う
と
頑
張

た

ま

そ
れ
で
ア
ス
ナ
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
な
ら
い
い
ん
じ

ね

の

安
全
は
と
も
か
く

あ
の
男
は
俺
は
好
き
に
な
れ
そ
う
に
な
い
な

 
キ
リ
ト
が
横
か
ら
口
を
は
さ
ん
で
き
た

別
の
奴
に
変
え
て
も
ら

た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

私
も
あ
の
人
は
正
直
ち

と
苦
手
な
ん
だ
よ
ね

 
ア
ス
ナ
も

や
は
り
ク
ラ
デ

ル
に
は
い
い

象
を
持

て
い
な
か

た
よ
う
だ

ア
ス
ナ
に

わ
れ
る

て
相
当
だ
な
そ
い
つ

 
ま
あ

そ
れ
な
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
話
し
て
み
た
方
が
い
い
か
も
な

何
な
ら
俺
が
言
う

 
そ
の
言
葉
を

き
ア
ス
ナ
は

あ

や

ぱ
り
ち

と
不
機

そ
う

と
思

た

う
ん

そ
れ
じ

そ
う
す
る
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ん
じ

そ
ん
な
感
じ
で

い
い
時
間
だ
し
そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
に
す
る
か

お
う

明
日
は
私

ギ
ル
ド
の
攻
略
無
い
ん
だ
け
ど

何
か
す
る

そ
う
だ
な

迷
宮
区
に
で
も
行
く
か

キ
リ
ト
と
エ
ギ
ル
も
ど
う
だ

す
ま
ん

明
日
は
俺
は
店
の
用
事
が
あ
る
ん
だ
よ
な

俺
は
行
け
る
ぞ

そ
れ
じ

三
人
で
転
移
門
前
で
待
ち
合
わ
せ
で
い
い
か
な

あ
あ

お
う

じ

あ
ま
た
な

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
な

ハ
チ
マ
ン

ま
た
明
日
な

私
も
後
片
付
け
だ
け
し
て
帰
ろ
う
か
な

 
キ
リ
ト
と
エ
ギ
ル
は

ハ
チ
マ
ン
に
別
れ
を
告
げ
帰

て
い

た

 
ア
ス
ナ
は
ぱ
ぱ

と
使

た
道

を
片
付
け

ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
座

た

ハ
チ
マ
ン
君
は

護
衛
の
事
本
当
は
ど
う
思

て
る
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護
衛
自
体
は
ま
あ
必
要
と
言
え
ば
必
要
だ
ろ
う
な

 
護
衛
に
付
い
て
る
奴
の
事
は

会

た
事
な
い
か
ら
な
ん
と
も
言
え
ん

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

 
ア
ス
ナ
は

こ
れ
以
上
反
応
を
探
る
の
は
無
理
だ
と
思
い

 
ハ
チ
マ
ン
に
別
れ
の

を
し
て

そ
の
ま
ま
帰
る
事
に
し
た
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第
０
５
８
話
 
も
し
か
し
て

 
次
の
日
の
朝

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

転
移
門
の
前
で
ア
ス
ナ
を
待

て
い
た

ア
ス
ナ
が

れ
る
な
ん
て
珍
し
い
な

あ
あ

い
つ
も
こ
れ
で
も
か

て
く
ら
い
時
間
に
正
確
な
ん
だ
け
ど
な

 
二
人
は

そ
ろ
そ
ろ
ア
ス
ナ
に
連

し
て
み
る
か
と
話
し
て
い
た
が

 
そ
の
時
転
移
門
か
ら
人
が
出
て
く
る
気
配
が
し
た

ど
い
て
ど
い
て

お
 
次
の

間
転
移
門
の
中
か
ら

ア
ス
ナ
が
飛
び
出
し
て
き
た

 
か
な
り
高
く
ジ

ン
プ
し
な
が
ら
門
に
突
入
し
た
よ
う
で

 
ア
ス
ナ
は
こ
の
ま
ま
で
は
ハ
チ
マ
ン
に
上
か
ら
圧
し

か
る

に
な

て
し
ま
う
と
気
付
き

 

告
の
声
を
発
し
た
よ
う
だ

だ
が
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
声
に
動
じ
る
事
も
無
く

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
を
衝
撃
が
無
い
よ
う
に
柔
ら
か
い
動
作
で

横

き
に
受
け
止
め
た

よ

と
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そ
れ
は

い
わ
ゆ
る
お
姫
様

こ
の

で
あ
り

 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
は

ナ
イ
ス
キ

チ

と
い
う
声
を
上
げ
た

お
い
ア
ス
ナ

危
な
い
だ
ろ

俺
以
外
だ

た
ら
確
実
に
ぶ
つ
か

て
る
ぞ

 
廊
下
は
走

ち

い
け
ま
せ
ん

て
先
生
に
教
わ
ら
な
か

た
の
か

あ

ご
め
ん
な
さ
い
先
生

誰
が
先
生
だ
よ

 
今
の
格
好
は

ア
ス
ナ
に
と

て
は
か
な
り
恥
ず
か
し
い
も
の
で
あ
る
は
ず
だ

た
が

 
そ
れ
に
も
気
付
か
な
い
ほ
ど

ア
ス
ナ
は
転
移
門
の
方
を
気
に
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
も

そ
ん
な
ア
ス
ナ
に
つ
ら
れ
て
転
移
門
の
方
を
見
た

 
そ
の
時
別
の
人
物
が

新
た
に
転
移
し
て
き
た

ア
ス
ナ
様

勝
手
な
事
を
さ
れ
て
は
困
り

何
だ
お
前
は

ア
ス
ナ
様
を
放
せ

 
そ
れ
は

ア
ス
ナ
の
護
衛
を
し
て
い
る
ク
ラ
デ

ル
だ

た

 
護
衛
が
護
衛
対
象
と
行
動
を
共
に
す
る
の
は
当
然
の
事
だ
が

 
今
日
の
活
動
内
容
に

護
衛
は
不
要
だ

な
の
で
そ
も
そ
も

護
衛
は
断

た
は
ず
だ

 
そ
れ
な
の
に

何
故
か
ク
ラ
デ

ル
が
こ
こ
に
い
た
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あ
あ
ん

お
前
ら
の
副
団
⻑
様
が
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に

 
転
び
そ
う
だ

た
の
を
し

か
り
と
キ

チ
し
て
や

た
ん
だ
ろ

何

そ
れ
は
す
ま
な
か

じ

な
い

そ
の

を
見
て
そ
ん
な
事
信
じ
ら
れ
る
か

そ
の

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
に

今
自
分
が
ハ
チ
マ
ン
に
何
を
さ
れ
て
い
る
か
気
が
付
い
た
よ
う
だ

 

て
て
自
分
の
足
で
立
ち

い
を
し
な
が
ら
ク
ラ
デ

ル
に
言

た

ク
ラ
デ

ル

今
彼
の
言

た
事
は
事
実
だ
か
ら

何
も
問
題
な
い
よ

は

で
す
が
し
か
し

そ
れ
よ
り
も

な
ん
で
ア
ン
タ
朝
か
ら
家
の
前
で
張
り
込
ん
で
る
の
よ

こ
ん
な
事
も
あ
ろ
う
か
と
一

月
前
か
ら
ア
ス
ナ
様
の
家
の
前
の

朝

護
を
行

て
お
り

ま
し
た

い一

月

 
そ
の
言
葉
を

い
た
三
人
の

に
は

ス
ト

カ

と
い
う
文

が

か
ん
だ
よ
う
だ

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
の
表
情
が
い
つ
に
も

し
て
め
ん
ど
く
さ
そ
う
に
な

た
事
に
ア
ス
ナ
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は
気
付
い
た

そ
れ

団
⻑
の
指

じ

な
い
わ
よ
ね

私
の
任

は
ア
ス
ナ
様
の
護
衛
で
す

そ
れ
に
は
当
然
自
宅
の
監

も

ま
れ
る
わ
け
な
い
だ
ろ

ま
た
貴
様
か

ア
ス
ナ
様
の

り
を
う
ろ
つ
く

が

 
ア
ス
ナ
の
代
わ
り
に

キ
リ
ト
が
そ
れ
に
突

込
ん
だ

 
ク
ラ
デ

ル
は
そ
の
言
葉
で
キ
リ
ト
の
存
在
に
気
付
き

声
を

び
せ
始
め
た

何
で
お
前
み
た
い
な
奴
が
ア
ス
ナ
様
と
噂
に

は

日
も
思

た
け
ど

何
か
勘
違
い
し
て
る
ん
じ

な
い
か

 
俺
と
ア
ス
ナ
は
過
去
に
一
度
も
噂
に
な

た
事
な
ん
か
な
い
ぞ

何
だ
と

じ

あ
一
体
誰
が

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
を

い
て

思
わ
ず
ハ
チ
マ
ン
を
見
た

 
キ
リ
ト
も
同
じ
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
を
見
た

お
い

何
で
二
人
と
も
俺
を
見
る

だ

て

ね
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あ
あ

そ
れ

て
ハ
チ
マ
ン
以
外
に
あ
り
え
な
い
だ
ろ

貴
様
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ク
ラ
デ

ル
は
ど
う
や
ら
噂
の
主
が
ハ
チ
マ
ン
だ
と
気
付
い
た
ら
し
い

 
そ
の
大
き
な
声
で

ぎ
に
気
付
い
た
の
か

り
に

集
も
集
ま
り
だ
し
て
い
た

お
い

あ
れ
閃
光
の
ア
ス
ナ
さ
ん
じ

な
い
か

本
物
だ

何
だ
何
だ

痴
話

か

 

が

が
し
く
な

て
き
た
の
を
感
じ

ハ
チ
マ
ン
が
言

た

は

本
当
に
心

め
ん
ど
く
さ
い

お
い
ハ
チ
マ
ン

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
を
手
の
平
で
制
し

い
き
な
り
ア
ス
ナ
の

を

き
寄
せ
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は

そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
行
動
に
心

驚
い
た

な

き

貴
様

何
を
し
て
い
る
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お
い

ク
ラ
デ

ル

だ

た
か

そ
の
噂
は
噂
じ

な
い

事
実
だ

 
ア
ス
ナ
と
ず

と
一

に
い
る
奴
と
い
う
の
は

間
違
い
な
く
こ
の
俺
だ

え

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
は

あ
ま
り
に
も
い
つ
も
と
違
う
ハ
チ
マ
ン
の
行
動
に
び

く
り
し

 
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
た
が

ハ
チ
マ
ン
は
気
に
せ
ず
そ
の
ま
ま
続
け
た

見
ろ

こ
ん
な

況
で
も

お
前
の
大
切
な
副
団
⻑
様
は
別
に

が

て
な
い
だ
ろ
う

く

ア
ス
ナ
様

く
そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
男
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い

つ
ま
ら
な
い
男

 
そ
の
言
葉
に
ム

と
し
た
の
か

ア
ス
ナ
は
自
分
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
面
白
そ
う
に
見
て
い
た

 

り
で
見
て
い
た

集
か
ら
は

ひ

と
口

や

や
か
し
の
声
が
あ
が

た

理
解
し
た
か

お
前
が

い
た
の
は

噂
じ

な
く
て
た
だ
の
事
実
だ

ぐそ
し
て
ア
ス
ナ
に
は
お
前
み
た
い
な

い
護
衛
は
必
要
な
い

俺
が
ず

と
隣
に
い
る
か
ら

な
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俺
が

い
だ
と

貴
様

攻
略
組
で
も
無
い
く
せ
に

こ
の
俺
よ
り
も
強
い
つ
も
り
か

はえ
 
そ
の
言
葉
を

い
た
三
人
は

わ
け
が
わ
か
ら
な
か

た
が

 
次
の
ク
ラ
デ

ル
の
言
葉
を

い
て

そ
う
い
う
事
か
と
納
得
し
た

お
前
な
ん
か
今
ま
で
一
度
も
前
線
で
見
た
事
が
な
い

こ
の
前
初
め
て
攻
略
に
参
加
し
た
よ

う
だ
が

 
そ
の
時
も
ま

た
く
活
躍
し
て
な
か

た
じ

な
い
か

あ

そ
う
い
う
事
か

ク
ラ
デ

ル
が
攻
略
に
参
加
し
始
め
た
の

て
確
か
六
十
五
層
前
後
か
ら
だ

た
気
が
す

る
よハ

チ
マ
ン
は

確
か
に
そ
れ
く
ら
い
の
時
は
攻
略
に
参
加
し
て
な
か

た
し
な

こ
い
つ
や

ぱ
り

俺
の
事
は
ま

た
く
知
ら
な
い
ん
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
納
得
し

そ
の
ま
ま
ク
ラ
デ

ル
に
話
し
か
け
た

あ

も
う
そ
の
事
は
ど
う
で
も
い
い
わ
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と
に
か
く
お
前
が

い

て
の
は
分
か

た
か
ら

さ

さ
と
消
え
ろ

何
だ
と

俺
は

く
な
ん
か
な
い

貴
様
に
デ

エ
ル
を

し
込
む

そ
う
か

わ
か

た

そ
の
デ

エ
ル

受
け
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
が

に
あ

さ
り
と

し
た
の
で

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
驚
愕
し
た

 
い
つ
も
の
め
ん
ど
く
さ
が
り
屋
の
ハ
チ
マ
ン
が
と
る
態
度
で
は
な
か

た
か
ら
だ

お
い
ク
ラ
デ

ル

半

決
着
モ

ド
で
い
い
な

あ
あ

ア
ス
ナ
は
キ
リ
ト
の
と
こ
で
待

て
て
く
れ

う
ん

わ
か

た

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
を
気
に
し
つ
つ

キ
リ
ト
の
隣
へ
と
走

て
い

た

 
も
ち
ろ
ん
気
に
し
て
い
た
の
は
勝
敗
で
は
な
く

ハ
チ
マ
ン
の
お
か
し
な
様
子
だ

た

ね

キ
リ
ト
君

も
し
か
し
た
ら
な
ん
だ
け
ど

ハ
チ
マ
ン
君
の
あ
れ

て

ん

何
か
気
が
付
い
た
の
か

う
う
ん

や

ぱ
り
終
わ

て
か
ら
で
い
い
や

そ
う
だ
な

す
ぐ
終
わ
る
だ
ろ
う
し
な

一
分
く
ら
い
か



 第一章 ＳＡＯ編

う
ん

で
も

あ
れ

あ
い
つ
人
前
で
ア
レ
を
使
う
つ
も
り
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ハ
ト
フ

ウ
ス
ト
の
シ

ル
ド
部
分
を
最
初
か
ら
前
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
た

態
で

 
開
始
の
時
を
待

て
い
た

そ
れ
を
見
た
ア
ス
ナ
が

あ

や

ぱ
り
今
の
ハ
チ
マ
ン
君

て

 
と

何
か
言
い
か
け
た
が

言
い
終
わ
る
前
に
デ

エ
ル
が
始
ま

た

 
カ
ウ
ン
ト
が
進
み

開
始
の
合
図
が
表

さ
れ
た

間

ハ
チ
マ
ン
の

が
消
え
た

 
次
の

間
ク
ラ
デ

ル
の
顔
が

け
た

ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
に
殴
ら
れ
た
よ
う
だ

 
後
ろ
に
倒
れ
て
い
く
ク
ラ
デ

ル
の
体
に

ソ

ド
ス
キ
ル
の
光
が
走
る

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
ク
ラ
デ

ル
の
上
に
馬
乗
り
に
な
り
目
の
前
に

剣
を
突
き
付
け
た

所
で

 

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
表

と
共
に
ハ
チ
マ
ン
の
勝
利
が
宣
言
さ
れ
た

そ
の
間
わ
ず
か
三

ほ
ど

俺
で
も
は

き
り
と
は
見
え
な
い
速
さ
で

殺
か
よ

 
と
こ
ろ
で
ア
ス
ナ

さ

き
言
い
か
け
た
の

て
何
だ
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う
ん

ね

キ
リ
ト
君

や

ぱ
り
今
の
ハ
チ
マ
ン
君

て
さ

 
す
ご
い
め
ん
ど
く
さ
そ
う
に
見
え
た
け
ど

あ
れ

て
も
し
か
し
た
ら

キ
レ
て
る
の
か
も

え

ハ
チ
マ
ン

て
キ
レ
る
と
あ
あ
な
る
の
か

た
所
さ
え
ほ
と
ん
ど
見
た
事
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
け
ど

 
明
ら
か
に
不
機

そ
う
な
時
も
同
じ
よ
う
な
顔
し
て
た
か
ら
も
し
か
し
た
ら

て
思

て
た

の
ま
じ
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ク
ラ
デ

ル
か
ら
離
れ

ア
ス
ナ
に
手

き
を
し
た

 
ア
ス
ナ
が
や

て
く
る
と
ハ
チ
マ
ン
は

ク
ラ
デ

ル
に
見
せ
付
け
る
よ
う
に

 
ま
た
先
ほ
ど
の
よ
う
に
ア
ス
ナ
の

を
引
き
寄
せ
た

キ
リ
ト
は
そ
れ
を
見
て

う

わ

あ
れ
本
当
に
キ
レ
て
る
わ

み
じ
め
な
敗
者
に
更
に
追
い
討
ち
か

 
と

さ
き
ほ
ど
の
ア
ス
ナ
の
考
え
は
正
解
な
ん
だ
な
と
実
感
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

態
の
ま
ま
倒
れ
た
ま
ま

然
と
し
て
い
る
ク
ラ
デ

ル
に
言
い
放

た
自
分
が
ど
れ
ほ
ど

い
か
分
か

た
か

分
か

た
な
ら
と

と
と
消
え
ろ
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歩

て
血
盟
騎
士
団
と
し
て
の
活
動
の
時
は
目
を

て
や

て
も
い
い
が

ス
ト

カ

は
認
め
ん

 
後

分
と
噂
を
気
に
し
て
た
よ
う
だ
が
な

本
来
の
ア
ス
ナ
の
居
場
所
は

こ
こ
だ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
を
強
く
自
分
の
方
に

き
寄
せ
た

 
ア
ス
ナ
は
顔
を

く
は
し
て
い
た
が

恥
ず
か
し
さ
よ
り
も

 
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
と
ま
ど
い
の
方
が
大
き
か

た

こ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
君

初
め
て
見
た

 
そ
れ
は

ハ
チ
マ
ン
が
初
め
て
自
分
に
見
せ
た
独

欲
の
表
れ
だ

た
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を

素
直
に
嬉
し
い
と
感
じ
て
い
た

 
ク
ラ
デ

ル
は
悔
し
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
い
た
が

 

生

が
悪
い
事
に

な
お
も
抗

し
よ
う
と
し
た

く
そ

確
か
に
負
け
は
し
た
が

私
は
あ
く
ま
で
職

を

行
し
て
い
る
だ
け
だ

職

を
言
い

に
し
て
ス
ト

カ

行

を
正
当
化
し
て
ん
じ

ね
え
よ

な

私
は
純

に

も
う
い
い
ク
ラ
デ

ル

私
の

限
で

護
衛
の
任
を
解
き
ま
す
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本
部
に

て
団
⻑
に
あ
り
の
ま
ま
を
報
告
し

以
後
は
団
⻑
の
指

に

い
な
さ
い

 
ア
ス
ナ
か
ら

最
後
通
告
と
も
言
う
べ
き
言
葉
が
発
せ
ら
れ

 
ク
ラ
デ

ル
は
そ
の
ま
ま

て
転
移
門
へ
と
消
え
て
い

た

な
ん
か
す
げ
え
も
の
見
た
な

格
好
い
い
ぞ

ハ
チ
マ
ン

て
人

ア
ス
ナ
さ
ん

て
決
ま

た
相
手
が
い
た
の
か

く
そ

俺
フ

ン
だ

た
の
に

 

集
は
一
連
の
出
来
事
の
決
着
を
見
て

や
ん
や
や
ん
や
と

し
て
い
た

 
中
に
は
ア
ス
ナ
の
熱
狂
的
フ

ン
と
思
わ
れ
る
者
の

落

の
声
も
混
じ

て
い
た
よ
う
だ

 
三
人
は
場
の

り
上
が
り
に
気
が
付
き

て
て
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た

 
ち
な
み
に
た
ま
た
ま
通
り
か
か

た
ク
ラ
イ
ン
一
行
も
最
初
か
ら
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
の
だ

が 
三
人
は
そ
れ
に
は
気
付
か
な
か

た
よ
う
だ

 
し
か
し
あ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
初
め
て
見
た
よ

な
ん
か
す
ご
か

た
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う
ん

私
も
び

く
り
し
た

あ

何
が
だ
よ

だ

て
お
前

さ

き
明
ら
か
に
キ
レ
て
た
だ
ろ

何
が
だ
よ

俺
は
別
に
キ
レ
て
な
ん
か

あ

 
街
を
離
れ

迷
宮
区
へ
と
向
か
う

中
で

ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
は

我
に
返

た
よ
う
だ

ん

お

あ

 
ハ
チ
マ
ン
は

い
つ
も
の

静
さ
を
や

と
取
り

し
た
よ
う
で

 
さ
き
ほ
ど
ま
で
の
自
分
の
一
連
の
行
動
を
は

き
り
と
認
識
し
た
よ
う
だ

お

お
い
お
前
ら

さ

き
の
は
だ
な

わ
か

て
る
よ

我
を
忘
れ
る
ほ
ど

て
た
ん
だ
ろ

い
や

ま
あ
多
分
そ
う
な
ん
だ
が

い
つ
か
ら

て
た
の
か
は
俺
に
は
ち

と
わ
か
ら
な
か

た
が
ま
あ
い
い
じ

な
い
か

 
ア
ス
ナ
も
機

が
良
さ
そ
う
だ
し

ア

ア
ス
ナ

そ
の

さ

き
の
は

 
ア
ス
ナ
は

に

こ
り
と
笑

て
ハ
チ
マ
ン
に
言

た
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本
来
の
ア
ス
ナ
の
居
場
所
は

こ
こ
だ

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
そ
の
ま
ま

ハ
チ
マ
ン
の
横
に
自
分
か
ら

た
り
と
く

つ
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ア
ス
ナ
の
行
動
を
受
け

ビ
シ

と
い
う
音
を
た
て
て

直
し
た

も
う
リ
ズ
や
シ
リ
カ
ち

ん
に
は

報
告
し
た
か
ら
ね

ア
ス
ナ

お
前
容

な
い
な

そ
ん
な
事
な
い
よ

ア
ル
ゴ
さ
ん
に
報
告
す
る
の
は
勘

し
て
あ
げ
た
し
ね

だ

て
よ
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ
に
感
謝
し
な
い
と
な

お

お
う

あ
り
が
と
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て

て
リ
ズ
と
シ
リ
カ
に
は
言
て
ん
じ
ね
か
よ

次
会
た
時
に
何
を
言
わ
れ
る
か

 
も

と
も

に
ア
ル
ゴ
は
こ
の
情
報
を
掴
ん
で
い
た
の
で

 
こ
の
時
の
ア
ス
ナ
の
気
遣
い
は

結
果
的
に
無

だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
落
ち
込
ん
で
い
た
が

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
キ
リ
ト
が
声
を
か
け
た

で
も

さ

き
の
ハ
チ
マ
ン
す
げ

格
好
良
か

た
ぞ
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い
や

で
も
な

俺
ら
し
く
な
い
だ
ろ

そ
れ
に
そ
の

恥
ず
か
し
い
し

ハ
チ
マ
ン
ら
し
い

て
何
だ
よ

あ
れ
も
ハ
チ
マ
ン
だ
ろ

 
自
分
の
大
切
な
人
に
一

に
い
て
欲
し
い

て
の
は

す
ご
く
当
た
り
前
な
感
情
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は
前
か
ら
自
分
の
感
情
を
殺
す
所
が
あ
る
け
ど

 
も

と
素
直
に
感
情
を
出
し
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
よ

 
俺
も
ア
ス
ナ
も

ハ
チ
マ
ン
が
好
き
で
こ
う
し
て
一

に
い
る
ん
だ
か
ら
な

素
直
に

か

私
の
居
場
所
は

確
か
に
こ
こ
だ
し
ね

 
ア
ス
ナ
も

満
面
の
笑
顔
で
そ
う
言

た

 
ず

と

だ

た
ア
ス
ナ
と
の
関
係
だ

た
が

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
笑
顔
を
見
て

 
一
歩
前
へ

み
出
す
覚
悟
を
決
め
た
よ
う
だ

相
変
わ
ら
ず

く
れ
た
表
現
で
は
あ

た
が

あ

ア
ス
ナ

今
日
の
探
索
が
終
わ

た
ら
も
し
ア
ス
ナ
が
そ
う
し
た
い
ん
だ

た
ら

だ
が

 
と
り
あ
え
ず
う
ち
に
引

越
し
て
来
て
も
い
い
ぞ

そ
う
す
れ
ば
あ
の
馬

も
も
う
何
も
出
来

な
い
だ
ろ
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あ
く
ま
で
ア
ス
ナ
の
安
全
の
た
め
の
提
案
だ
け
ど
な

保
険
だ
保
険

 
あ

ち

ん
と

度
は
保
つ

て
の
が

件
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し

あ
わ
あ
わ
と
し
始
め
た

 
キ
リ
ト
は
に
や
に
や
し
な
が
ら
そ
れ
を

め
て
い
た

 
し
ば
ら
く
あ
わ
あ
わ
し
て
い
た
ア
ス
ナ
だ

た
が

や
は
り
嬉
し
か

た
の
だ
ろ
う

え

と

そ
れ
じ

お
世
話
に
な
り
ま
す

 
と
答
え
た

よ
し

そ
れ
じ

今
度
み
ん
な
を
集
め
て
引
越
し
祝
い
の
宴
会
で
も
す
る
か

 
キ
リ
ト
が
楽
し
そ
う
に
そ
う
提
案
し
た

そ
う
だ
な

そ
れ
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
も

め
ん
ど
く
さ
が
り
な
彼
に
し
て
は

に
素
直
に

そ
れ
に

成
し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら
の
ハ
チ
マ
ン
の
行
動
や
態
度
は
も
う

と
比
べ
る
と
ま

た
く
の

別
物
だ

 
そ
れ
が
い
い
事
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が

 
そ
れ
で
も
ハ
チ
マ
ン
は

こ
ん
な
自
分
も
悪
く
は
な
い
な

と
感
じ
て
い
た
の
だ

た
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第
０
５
９
話
 
軍
と
の
遭
遇

 
今
日
は

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す

 
ク
ラ
デ

ル
の
乱
入
に
よ
り
時
間
を
取
ら
れ
て
し
ま

た
が

 
三
人
は
予
定
通
り

迷
宮
区
の
探
索
を
始
め
る
事
に
し
た

 
中
層
ま
で
は
お
お
よ
そ
攻
略
は
済
ん
で
い
る
の
で

上
層
を
目
指
す
事
に
な
る
わ
け
だ
が

 
何
か
ノ
ル
マ
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で

三
人
は
丁

に
マ

プ
を

め
な
が
ら

 
の
ん
び
り
と
奥
へ
奥
へ
と
進
ん
で
い
た

は
ず
だ

た

な
あ

こ
れ
ど
う
見
て
も
ボ
ス
部
屋
じ

な
い
か

み
た
い
だ
な

何
故
か
着
い
ち

た
ね

 
三
人
が
戦
闘
に
要
す
る
時
間
は

一

的
な
パ

テ

に
比
べ
る
と
大

に

い
の
で

 
三
人
は
予
想
以
上
に

く

ボ
ス
部
屋
ま
で
到
達
し
て
し
ま

た
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ど
う
す
る

入

て
み
る

そ
う
だ
な

何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら

役

を
分
担
し
よ
う

 
ア
ス
ナ
は
扉
か
ら
あ
ま
り
遠
く
な
い

置
で
遠
目
に
見
る
感
じ
で

 
も
し
扉
が

ま
り
そ
う
に
な

た
ら
外
に
出
て

ま
た
扉
を
開
け
て
く
れ

わ
か

た

俺
達
は
慎
重
に
前
へ
進
み

敵
が
わ
い
た
ら
キ
リ
ト
は
武
器
の
タ
イ
プ
を
確
認
し
て
く
れ

 
俺
は
名
前
と

バ

の
本

を
確
認
す
る

了
解

 
三
人
は
ハ
チ
マ
ン
の
指

に

い

慎
重
に
中
へ
と
入

て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
中
ほ
ど
ま
で
進
ん
だ
時

広
場
の
奥
に
ボ
ス
が

を
現
し
た

名
前
は

グ
リ

ム
ア
イ
ズ

バ

は
四
本

敵
の
武
器
は

巨
大
な
片
手
剣

タ
イ
プ
は
あ
れ
は

悪
魔
タ
イ
プ
か

入
り
口
の
扉
は
特
に
何
も
変
化
無
し
だ
ね

 
次
の

間
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
の
目
が

し
く
光
り
こ
ち
ら
へ
向
け
て
す
ご
い
ス
ピ

ド
で
走

り
出
し
た
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や
ば
い

逃
げ
ろ

 
三
人
は
ハ
チ
マ
ン
の
声
に

い

て
て
ボ
ス
部
屋
を
飛
び
出
し
た

 
中
に
誰
も
い
な
く
な

た
た
め
ボ
ス
の

が
消
え
て
い
き
扉
が
重
々
し
く

ま
り
始
め
た

ふ
う

で
か
い
図
体
の

り
に
結

素

か

た
な

な
ん
か
い
か
に
も
パ
ワ

タ
イ
プ

て
感
じ
の
敵
だ

た
ね

武
器
は
片
手
に
し
か
持

て
な
か

た
が

特

攻
撃
も
あ
り
そ
う
だ
な

ま
あ

タ
ン
ク
を
多
め
に
し
た
編
成
で

ち

と

つ
調
査
し
て
く
し
か
な
さ
そ
う
だ

 
得
ら
れ
た
情
報
を
報
告
し
あ

た
と
こ
ろ
で
三
人
は
少
し
手
前
に
あ

た
安
全
地

に

り

 
食
事
を

ね
て
休

す
る
事
に
し
た

ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
が
色
々
と

食
を
作

て
き
て
く
れ

た
よ
う
で

 
そ
の
料
理
に

を
打
ち
な
が
ら

こ
の
後
ど
う
す
る
か
の
相
談
を
し
て
い
た

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が

人
の
集
団
が
接
近
し
て
来
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
キ
リ
ト
も
気
付
い
た
よ
う
で

二
人
は
立
ち
上
が
り

 
何
が
あ

て
も
問
題
な
い
よ
う
に
備
え
つ
つ

そ
の
集
団
を
待
ち

え
た

 
一
応
ア
ス
ナ
に
は
フ

ド
を
被

て
も
ら
い

後
方
に
下
が

て
も
ら

て
い
た
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キ
リ
ト

ど
う
や
ら

す
る
必
要
は
無
か

た
み
た
い
だ

知
り
合
い
か

あ
れ
は
ど
う
や
ら
ク
ラ
イ
ン
達
だ
な

な
ん
だ

ク
ラ
イ
ン
か
よ

 
し
ば
ら
く
し
て

ク
ラ
イ
ン
達
も
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
よ
う
だ

 
最
初
こ
そ

し
て
い
た
よ
う
だ
が

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
に
気
付
い
た
よ
う
で

 
手
を

り
な
が
ら
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

ア
ス
ナ
が
い
る
事
に
は
気
付
い
て
い
な
い
よ
う

だ
ハ
チ
マ
ン

キ
リ
ト

よ

ク
ラ
イ
ン

お
前
達
も
探
索
か

あ
あ

レ
ベ
ル
上
げ
も

ね
て
な

つ
い
さ

き

ボ
ス
部
屋
を
見
付
け
た
ぞ

ま
じ
か
よ

結

か

た
な

あ
あ

街
に

た
ら

所
に
報
告
し
て

偵
察
戦
の
相
談
だ
な

 
三
人
は
情
報
を
交
換
し
キ
リ
ト
は
ク
ラ
イ
ン
に
今
ま
で
探
索
し
た
分
の
マ

プ
を

し
た
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マ

プ
な
ん
か
も
ら

ち

て
い
い
の
か
よ

あ
あ

俺
達
は

マ

プ
で
商

す
る
気
は
無
い
か
ら
な

あ
り
が
と
な

 
後
方
に
下
が

て
い
た
ア
ス
ナ
も

ど
う
や
ら
ク
ラ
イ
ン
だ
と
気
付
い
た
よ
う
で

 
こ
ち
ら
に
向
け
て
歩
い
て
来
て
い
た

 
そ
れ
に
は
気
付
か
ず
に
ク
ラ
イ
ン
が

に
や
に
や
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

そ
う
い
え
ば
ハ
チ
マ
ン
よ

な
ん
か
す
ご
か

た
な
お
い

あ

何
が
だ
よ

 
ク
ラ
イ
ン
は

顔
を
キ
リ

と
さ
せ
て
言

た

本
来
の
ア
ス
ナ
の
居
場
所
は

こ
こ
だ

 
ハ
チ
マ
ン
の
す
ぐ
後
ろ
ま
で
来
て
い
た
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
を

い
て
ピ
タ

と
止
ま

た 
ど
ん
な
表
情
を
し
て
い
る
か
は

フ

ド
の
せ
い
で
見
え
な
か

た
が

 
ど
う
や
ら
ま
た

る

る
し
て
い
る
よ
う
だ

お
前
ら
見
て
た
の
か
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お
う

迷
宮
区
に
行
こ
う
と
思

て
転
移
門
か
ら
出
た
ら
人
が
集
ま

て
た
か
ら

 
何
事
か
と
思

て
見
て
み
た
ら
ハ
チ
マ
ン
が
デ

エ
ル
を
し
て
た
か
ら
び

く
り
し
た

 
で

そ
の
ま
ま
見
物
し
て
た
ん
だ
が

い
や

あ
れ
は
す
ご
か

た
な

あ
の
時
の
ハ
チ
マ
ン
は

ブ
チ
切
れ
て
た
か
ら
な

 
横
か
ら
キ
リ
ト
が
解
説
し
た

ま
じ
か
よ

ハ
チ
マ
ン
め

ち

怖
え

て
思

た
け
ど
あ
れ
ブ
チ
切
れ
て
た
の
か
よ

う

そ
の
事
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
な
い
方
向
で
頼
む

い
や

し
か
し
や

ぱ
そ
の
後
の
セ
リ
フ
が
一
番
だ
な

 
消
え
ろ

ア
ス
ナ
の
居
場
所
は
こ
こ
だ

な
ん
つ

て

あ
れ
は
ぐ

と
来
た

 
そ
の
後
も
ク
ラ
イ
ン
は

興
奮
ぎ
み
に
そ
の
時
の
事
を
語
り
続
け
た

 
ク
ラ
イ
ン
に
と

て
は

よ
ほ
ど
衝
撃
的
な
出
来
事
だ

た
の
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
さ
す
が
に
恥
ず
か
し
い
の
か

目
を
背
け
な
が
ら

を

い
て
い
た

 
キ
リ
ト
は

ア
ス
ナ
が
す
ぐ
後
ろ
ま
で
来
て
い
た
事
に
気
が
付
き

 

て
て
ク
ラ
イ
ン
を
止
め
よ
う
と
し
た
の
だ
が
次
の

間
ア
ス
ナ
が
フ

ド
を
外
し
て
前
に

出
た
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ク
ラ
イ
ン
さ
ん

 
ク
ラ
イ
ン
は
そ
の
声
を

い
て
や

と
ア
ス
ナ
に
気
が
付
き

 
ア
ス
ナ
に
も
そ
の
時
の
自
分
の
興
奮
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
だ
が
ア
ス
ナ
の
表
情
を
見
て

ま

た

 
そ
れ
は
羞
恥
の
表
情
で
あ
り
な
が
ら

不
穏
な
気
配
の
す
る
表
情
だ

た

 
ク
ラ
イ
ン
は
な
ん
と
か
声
を

り
絞
り

ア
ス
ナ
に
話
し
か
け
た

ア

ア
ス
ナ
さ
ん

そ
の

今
の
話
は
で
す
ね

う
ん

続
き
は
と
り
あ
え
ず

一
撃
入
れ
て
か
ら

か
せ
て
も
ら
う
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
が
武
器
を
抜
き
始
め

キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン
は
戦

し
た

 
風

山
の
面
々
は
口
々
に

あ

こ
れ
リ

ダ

死
ん
だ
わ

ま
あ
い
つ
も
の
事
だ
か
ら
仕
方
無
い
よ
な

骨
は

て
や
る
か
ら
な

 

と
遠
く
か
ら
声
を
か
け
て
い
た

 
ア
ス
ナ
が
ク
ラ
イ
ン
に
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
の

に

ん
と
手
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を
置
い
た

ア
ス
ナ

そ
の
く
ら
い
で
許
し
て
や
れ

は

ま
あ
事
実
だ
し
仕
方
な
い
か
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
に
素
直
に

い

剣
を

に

し
た

た

助
か

た

ハ
チ
マ
ン

お
前
は
も

と

り
に
気
を
付
け
ろ

 
皆
そ
の
言
葉
を

き

う
ん
う
ん
と

い
た

そ
し
て
そ
の
後

笑
い
始
め
た

 
ア
ス
ナ
も
一

に
な

て
笑

て
い
た

ま
あ
今
日
の
所
は
許
し
て
あ
げ
ま
す

す
ん
ま
せ
ん

し
た

 
ク
ラ
イ
ン
は
ア
ス
ナ
の
許
し
を
も
ら
い

を
下
げ
た

そ
の
時
キ
リ
ト
が
助
け
船
を
出
し

た
ま
あ

ク
ラ
イ
ン
の
気
持
ち
も
わ
か
る
よ

あ
の
時
の
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

 
ま
る
で
ド
ラ
マ
の
主
人
公
み
た
い
だ

た
し
な

そ
う
な
ん
だ
よ

多
分
今

街
で
は
す
ご
い
噂
に
な

て
る
ぞ
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え

そ
う
な
の

ま
じ
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

街
に

て
か
ら
の
事
を
想
像
し

を

え
た

ま
あ
そ
の
う
ち
噂
も
収
ま
る
だ
ろ

そ
れ
ま
で
の
我
慢
だ
よ

あ
あ

ま
あ

ん
じ
て
受
け
る
し
か
な
い

ん

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
遠
く
を
見
た

お
い
お
前
ら

話
は
終
わ
り
だ

す
ぐ
に
集
合
し
て
フ

メ

シ

ン
を
組
め

 
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
の
指

が
飛
ん
だ

全
員
そ
の
言
葉
に

い

態
勢
を
と

た

 
こ
の
中
に
は

ハ
チ
マ
ン
の
感
覚
を
疑
う
者
は
一
人
と
し
て
い
な
い

 
し
ば
ら
く
し
て
他
の
者
に
も

か
な
り
の
人

が
こ
ち
ら
に
歩
い
て
く
る
の
が
確
認
出
来
た

お
い

あ
れ
は
解
放
軍
の
制
服
じ

な
い
か

あ
最
近
噂
に
な

て
た
よ

な
ん
か
解
放
軍
の
一
部
が
多
分
キ
バ
オ
ウ
さ
ん
の
一

だ
と

思
う
け
ど

 
下
層
に

ん
じ
て
い
る
の
に

気
が
さ
し
て

前
線
に
復
帰
し
よ
う
と
し
て
る

て

キ
バ
オ
ウ
か

最
近
ど
う
し
て
る
か
は
知
ら
な
い
が
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あ
い
つ
の
攻
略
へ
の
意
欲
は
本
物
だ

た
ん
だ
よ
な

 
ま
あ
あ
い
つ
は

り
の
奴
に
変
な
影

を
受
け
て
色
々
と
問
題
を

こ
す

点
が
あ
る
け

ど
な

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
の

い
た
噂
か
ら
も
解
放
軍
の
攻
略
部

な
の
は
間
違
い
が
無
い
よ
う
だ

 
さ
す
が
に
い
き
な
り
襲
い

か

て
く
る
事
も
無
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が

 
一
応

は
解
か
な
い
ま
ま
で

そ
の
部

を
待
ち

え
る
事
に
し
た

私
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
コ

バ

ツ
大

だ

う
わ

軍
と
か
言
う
だ
け
あ

て

級
制
な
の
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
う
ん
ざ
り
し

無
難
な
返
事
を
す
る
事
に
し
た

俺
達
は
攻
略
組
の
者
だ

君
達
は

こ
の
先
ま
で
攻
略
し
て
い
る
の
か

あ
あ

つ
い
さ

き
ボ
ス
部
屋
を
発
見
し
た
所
だ
な

で
は

そ
の
マ

プ
デ

タ
を
提

し
て

い
た
い

あ
あ
ん

タ
ダ
で
よ
こ
せ

て
か

マ

ピ
ン
グ
が
ど
ん
だ
け
大
変
だ
と
思

て
る
ん
だ

 
ク
ラ
イ
ン
が

コ

バ

ツ
の
言
葉
に

み
付
い
た

コ

バ

ツ
は
そ
れ
に
答
え
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我
々
は

君
ら
一

プ
レ
イ
ヤ

の
解
放
の
た
め
に
戦

て
い
る

 
ゆ
え
に

君
が
我
々
に
協
力
す
る
の
は

義

で
あ
る

 
と
言
い
放

た

皆
絶

し
た
が
ハ
チ
マ
ン
は
気
に
せ
ず
素
直
に
マ

プ
デ

タ
を
提

し
た

 
解
放
軍
は
そ
れ
を
受
け

そ
の
ま
ま
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

ハ
チ
マ
ン
よ

マ

プ
デ

タ
を
タ
ダ
で

し
ち
ま

て

良
か

た
の
か

あ
あ

ど
う
せ
街
に

た
ら
公
開
す
る
つ
も
り
の
デ

タ
だ
し
な

 
あ
い
つ
ら
も

さ
す
が
に
あ
の
人

で
ボ
ス
部
屋
に
突
入
し
た
り
は
し
な
い
だ
ろ

 
二
パ

テ

で
十
二
人
く
ら
い
し
か
い
な
か

た
し
な

 
そ
れ
に
あ
ん
な
態
度
じ

ど
う
せ
攻
略
会
議
か
ら
締
め
出
さ
れ
て
以
後
何
も
出
来
な
い
だ

ろ
ま
あ

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ね

け
ど
よ

 
こ
の
時
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
が
解
放
軍
の
心
情
を

み
誤

て
い
た
事
に
気
が
付
か
な
か

た

 
彼
ら
が
高
圧
的
な
態
度
を
と

た
の
は

こ
の
ま
ま
で
は
解
放
軍
の
存
在
が

 
今
後
も
ず

と

く
見
ら
れ
続
け
る
と
い
う

り
の
裏
返
し
だ

た
の
だ
が
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キ
バ
オ
ウ
の
過
去
の
言
動
を
よ
く
知
る
が
ゆ
え
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
あ
れ
が
解
放
軍
の
基
本
の
考
え
方
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
込
ん
で
し
ま

て
い
た

ね
え
ハ
チ
マ
ン
君

 
そ
ん
な
中

立
場
上
他
の
ギ
ル
ド
と
の

衝
に
当
た
る
事
が
多
く

 
解
放
軍
と
一
番
多
く
接
す
る
機
会
の
あ
る
ア
ス
ナ
が

と
な

た
ハ
チ
マ
ン
の
服
を
摘
み

な
が
ら

 
心
配
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
意
見
を
述
べ
た

な
ん
か
解
放
軍
の
人
達

て
る
よ
う
に
見
え
な
か

た

ア
ス
ナ
に
は
そ
う
見
え
た
の
か

う
ん

私
ね

た
ま
に
解
放
軍
の
人
と
も
話
す
機
会
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
全
体
的
に
な
ん
か

て
る

て
い
う
か

忘
れ
ら
れ
る
の
を
恐
れ
て
る

て
い
う
か

 
そ
ん
な
気
配
を
た
ま
に
感
じ
て
た
ん
だ
よ
ね

て
る
か

そ
う
か
そ
の
可
能
性
に
は
気
付
か
な
か

た
な

あ
り
が
と
な
ア
ス

ナ 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の

を

ん

ん
と
叩
き

ア
ス
ナ
に

を
述
べ
た
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こ
れ
か
ら
も
俺
が
間
違

て
た
り
何
か
見
落
と
し
て
る
と
思

た
ら
す
ぐ
に
言

て
く
れ

な
う
ん

 
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
の
役
に
立
て
た
事
が

と
て
も
嬉
し
い
よ
う
だ

た

お
前
ら
方
針
変
更
だ

す
ま
ん
が

俺
に
付
き
合

て
ボ
ス
部
屋
に
一

に
行

て
く
れ

 
あ
い
つ
ら

功
を

て

独
で
ボ
ス
部
屋
に
突
入
す
る
か
も
し
れ
ん

お
う

 
全
員
が
そ
れ
に
答
え

一
行
は
急
ぎ

ボ
ス
部
屋
へ
と
向
か

た

 
ボ
ス
部
屋
に
着
く
と

予
想
通
り
に
扉
が
開
い
て
い
た

く
そ

あ
い
つ
ら
や

ぱ
り
突
入
し
や
が

た

 
誰
か
が

い
た

間

扉
の
中
か
ら

鳴
が
あ
が

た
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第
０
６
０
話
 
英
雄
の
誕
生

 

て
て
部
屋
に
飛
び
込
ん
だ
一
行
が
見
た
物
は

 
今
ま
さ
に
壊
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
解
放
軍
の

だ

た

 
敵
の

バ

が
一
本
半

れ
て
い
る
の
を
見
る
と

思

た
よ
り
健
闘
は
し
た
よ
う
だ
が

 
い
か
ん
せ
ん
人

が
少
な
す
ぎ
る

ほ
ぼ
全
員
の

ゲ

ジ
が

レ

ド

ン
に
達
し
て

い
たく

そ

何
で
転
移
結

を
使
わ
な
い
ん
だ

ま
さ
か
用
意
し
て
い
な
い
の
か

 
キ
リ
ト
が
そ
う

く

ボ
ス
の
攻
撃
が
激
し
く
て
使

て
る
暇
が
無
か

た
の
か
も
し
れ
ん

 
俺
達
三
人
で
し
ば
ら
く
敵
の
攻
撃
を

え
よ
う

一
応

と
麻

対

も
し
て
お
い
た
方
が
い

い
だ
ろ
う
な

 
ク
ラ
イ
ン
は

風

山
の
連
中
を
連
れ
て
軍
の
救
助
に
当
た

て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
が
指

を
出
し
た
そ
の

間

 
ボ
ス
の
攻
撃
を
受
け
た
の
だ
ろ
う

コ

バ

ツ
が
こ
ち
ら
に
飛
ば
さ
れ
て
き
た
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お
い

大
丈
夫
か

ば

馬

な

 
コ

バ

ツ
は
そ
の
一
言
と
共
に

目
の
前
で
エ
フ

ク
ト
と
共
に
爆
散
し
た

馬

は
て
め

だ
よ

く
そ

お
前
ら
行
く
ぞ

 
ク
ラ
イ
ン
は
そ
う
叫
び

軍
の
連
中
を
救
助
す
る
た
め
に
走

て
い

た

 
三
人
は
ボ
ス
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た

く

さ
す
が
に
ボ
ス
ク
ラ
ス
の
攻
撃
は
重
い
な

 
予
想
以
上
に
敵
の
攻
撃
は
重
く

ハ
チ
マ
ン
は

パ
リ

を
し

ら
そ
う
に
し
て
い
た

 
そ
れ
で
も
し

か
り
と
敵
の
攻
撃
を

さ
せ
る
事
に
は
成
功
し
て
お
り

 
タ
ン
ク
不
在
の
こ
の

況
で
も

比

的
安
全
に
戦
闘
を
行

て
い
た

 
そ
の
時
救
助
を
行

て
い
た
ク
ラ
イ
ン
が
叫
ん
だ

ハ
チ
マ
ン
ま
ず
い
ぞ

こ
こ
は

結

の
使
用
禁
止
エ
リ
ア
だ

何
だ
と

 
今
ま
で
は

ボ
ス
の
部
屋
で
結

ア
イ
テ
ム
が
使
え
な
い
事
は
一
度
も
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

こ
う
い
う
可
能
性
を
ま

た
く
考
え
て
い
な
か

た
自
分
を

た
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く
そ

仕
方
な
い

ク
ラ
イ
ン
は
こ

ち
を
手
伝

て
く
れ

 
残
り
の
連
中
は

軍
の
奴
ら
を
入
り
口
ま
で
運
ん
で
く
れ

わ
か

た

今
行
く

と
は
言

た
も
の
の

さ
す
が
に
回
復
結

無
し
だ
と
⻑
く
は
も
た
な
い

 
俺
達
の

も
も
う
七

度
し
か
な
い

い

そ
こ
い
つ
ら
を
見

て
て
逃
げ
出
す
の
も

り
か

 
そ
う
考
え
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
を
見
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
考
え
を

ん
だ
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
は

ハ
チ
マ
ン
に
任
せ
る

 
と
言
い

ア
ス
ナ
は
困

た
顔
を
見
せ
た

ア
ス
ナ
は
助
け
た
い
み
た
い
だ
な

こ
こ
は
や
る
し
か
無
い
か

ク
ラ
イ
ン

ア
ス
ナ

二
人
で
十

ほ
ど
時
間
を

い
で
く
れ

無
理
は
す
る
な
よ

お
う

う
ん

 
そ
う
指

し
た
ハ
チ
マ
ン
は
ス
イ

チ
で
後
ろ
に
下
が

て
い
た
キ
リ
ト
の
所
へ
と
向
か
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た
お
い
キ
リ
ト

も
う
ア
レ
を
使
う
し
か
な
い
よ
う
だ
ぞ

そ
う
だ
な

今
俺
も
そ
れ
を
考
え
て
い
た

お
前

あ
い
つ
の

を

大
技
一
発
で
何
本

れ
る

今
ま
で

え
た
ダ
メ

ジ
か
ら

す
る
と

一
本
半
は
い
け
る
と
思
う

よ
し
準
備
が
出
来
た
ら
合
図
し
て
く
れ

お
前
を
危
険
な
目
に
あ
わ
せ
る
事
に
な
る
が

す

ま
ん気

に
す
ん
な

て

く
行
け
よ

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
と
ス
イ

チ
し

一
人
で
ボ
ス
と
対
峙
し
た

 
敵
の

は

残
り
二
本
と
二

く
ら
い
ま
で

て
い
た

い
い
ぞ

ハ
チ
マ
ン

 
キ
リ
ト
の
声
が

き

ハ
チ
マ
ン
は
最
後
の
攻
撃
を

行
す
る
事
に
し
た

ア
ス
ナ

ク
ラ
イ
ン

俺
が
敵
を
ぶ

飛
ば
し
た
ら

二
人
は
最
大

力
の
攻
撃
を
叩
き
こ

め
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直
が
解
け
た
ら
即
離
脱
だ

い
く
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は

身
の
力
を
込
め
て
敵
の
武
器
を
パ
リ

し

 
さ
ら
に
敵
の
武
器
を
持

て
い
な
い
方
の

に
閃
打
を
食
ら
わ
せ
そ
の
ま
ま
の
勢
い

で 
敵
の
顔
面
に

八
連
攻
撃
技

ア
ク
セ
ル
レ
イ
ド

を
放

た

 
敵
は
大
き
く
の
け
ぞ
り

そ
の

間
に
ア
ス
ナ
と
ク
ラ
イ
ン
が

身
の
攻
撃
を
放

た

 
こ
の
一
連
の
攻
撃
で

敵
の
残
り

は
一
本
半
ま
で

た

よ
し

キ
リ
ト

出
番
だ

 
最
初
に

直
が
解
け
た
ハ
チ
マ
ン
は
無
理
を
し
た
せ
い
で
動
か
な
い
体
を
無
理
や
り
動
か
し

 
立
ち
直
り
つ
つ
あ

た
敵
の
武
器
を
も
う
一
度
パ
リ

し
て
か
ら
離
脱
し
た

 
そ
の
間
に

直
が
解
け
た
ア
ス
ナ
と
ク
ラ
イ
ン
も
離
脱
し
た

 
そ
こ
に

キ
リ
ト
が
す
さ
ま
じ
い
ス
ピ

ド
で
飛
び
込
ん
で
き
た

 

手
に
は
エ
リ

シ
デ

タ
が
そ
し
て

手
に
は
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

が

ら
れ
て
い
た

ス
タ

バ

ス
ト
ス
ト
リ

ム

 
キ
リ
ト
は
そ
う
叫
び

先
日
や

と
マ
ス
タ

す
る
事
に
成
功
し
た
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ス
タ

バ

ス
ト
ス
ト
リ

ム
を
放

た

 
ア
ス
ナ
と
ク
ラ
イ
ン
は
何
が

こ

て
い
る
の
か
理
解
出
来
ず

 

気
に
取
ら
れ
て

そ
の
光
景
を
見
つ
め
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
も

閃
打

か
ら
の

ア
ク
セ
ル
レ
イ
ド

は
相
当
負
担
が
高
か

た
の
か

動
け

ず
に
い
た

 
三
人
が

る
よ
う
に
見
つ
め
る
中

敵
と
キ
リ
ト
の

が
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で

て
い
く

 
ハ
チ
マ
ン
の
見
立
て
で
は

問
題
な
く
倒
せ
そ
う
に
見
え
た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
は

あ
え
て
二
人
に
再
突
撃
の
指

は
出
さ
な
か

た

 
最
後
の
パ
リ

が

果
的
だ

た
の
だ
ろ
う

ボ
ス
が
爆
散
し

 
キ
リ
ト
の

は

ぎ
り
ぎ
り
レ

ド

ン
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
所
で
止
ま

て

い
たよ

し

 
そ
う
一
言
だ
け
言
う
と

無
理
が
た
た

た
せ
い
か

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

 
同
時
に
キ
リ
ト
も
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

ハ
チ
マ
ン
君

キ
リ
ト
君
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お
い

二
人
と
も

し

か
り
し
ろ

  
ど
こ
か
ら
か
自
分
の
名
前
を
呼
ぶ
声
が

こ
え
た
気
が
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
意
識
を
取
り

し

た 
ど
う
や
ら
何
か
枕
の
よ
う
な
物
に

を
乗
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
目
を
開
け
る
と

す
ぐ
近
く
に
ア
ス
ナ
の
顔
が
あ

た

う
お

あ

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

ハ
チ
マ
ン
君
が
目
を
覚
ま
し
た
よ

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
が
ア
ス
ナ
に

枕
を
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
と
気
が
付
い
た

 
体
を

こ
そ
う
と
し
た
が

ま
だ
動
く
事
は
出
来
な
か

た

お

キ
リ
ト

目
を
覚
ま
し
た
か

 
ク
ラ
イ
ン
の
声
が

き

ハ
チ
マ
ン
は
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

あ
れ

俺

倒
れ
て
た
の
か

 
キ
リ
ト
が
そ
う
声
を
あ
げ

次
の

間

な

何
だ
こ
り
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と
更
に
お
か
し
な
声
を
上
げ
た

よ
く
見
る
と
キ
リ
ト
は
ク
ラ
イ
ン
に

枕
さ
れ
て
い
た

キ
リ
ト

き
た
の
か

ハ
チ
マ
ン

そ

ち
は
大
丈
夫
か

あ
あ

だ
が
体
が
動
か
ん

俺
の
方
は
動
け
る
み
た
い
だ
な

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
体
を

こ
し

ク
ラ
イ
ン
に

ね
た

で

な
ん
で
お
前
が
俺
に

枕
す
る
事
に
な

た
ん
だ

 
ク
ラ
イ
ン
は

に
や
に
や
し
な
が
ら
答
え
た

だ

て
よ

ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
さ
ん
に

枕
さ
れ
て
る
の
に

 
お
前
だ
け
そ
の
ま
ま

か
せ
と
く
の
は
な
ん
か
か
わ
い
そ
う
だ
ろ

お
前
に

枕
さ
れ
る
く
ら
い
な
ら

そ
の
ま
ま
の
方
が
良
か

た
よ

 
キ
リ
ト
は
た
め
息
を
つ
き

ハ
チ
マ
ン
の
方
へ
と
歩
い
て
き
た

か
な
り
無
理
し
た
ん
だ
な

ハ
チ
マ
ン

無
理
は
し
て
ね
え
よ

た
だ
ち

と
後
先
考
え
な
か

た
だ
け
だ

ま
あ

そ
の
お
か
げ
で
ア
ス
ナ
に

枕
し
て
も
ら

て
る
ん
だ
か
ら

問
題
な
い
な
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う

ア
ス
ナ

そ
の

俺
は
も
う
大
丈
夫
だ
か
ら

も
う
動
け
る
の

い
や

そ
れ
は
ま
だ
だ
が

じ

あ

し
ば
ら
く
こ
の
ま
ま
だ
ね

 
ア
ス
ナ
は
ど
う
や
ら

枕
を
や
め
る
つ
も
り
は
無
い
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
以
上
は
何
も
言
え
ず

そ
の
ま
ま
で
い
る
事
を
受
け
入
れ
た

そ
れ
よ
り
キ
リ
ト
よ

さ

き
の
は
何
だ

す
ご
か

た
な
ア
レ

う

に

二
刀
流
だ

多
分

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
だ

ま
じ
か
よ

出
現

件
書
い
て
な
い
の
か

あ
あ

 
そ
の
言
葉
に
遠

き
に
こ
ち
ら
を
見
守

て
い
た
他
の
者
達
か
ら
ど
よ
め
き
が
あ
が

た

水

え
な
あ

そ
ん
な
す
ご
い
ス
キ
ル
の
事
を

て
る
な
ん
て
よ

私
も
知
ら
な
か

た

ハ
チ
マ
ン
君
は
知

て
た
み
た
い
だ
け
ど

俺
と
キ
リ
ト
の
間
に
は

お

い
の
ス
キ
ル
の
事
は

 
二
人
だ
け
の
秘
密
に
す
る

て
い
う
暗

の
ル

ル
が
あ

て
だ
な

そ
の
教
え
な
く
て
す
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ま
んう

う
ん

確
か
に
私
も

ハ
チ
マ
ン
君
の
ス
キ
ル

成
は
知
ら
な
い
も
ん
ね

ま
あ
他
に
も

こ
ん
な
ス
キ
ル
を
持

て
る
事
が
万
が
一
に
も

れ
た
な
ら

 
危
険
か
も
し
れ
な
い

て
二
人
で
話
し
合

た
ん
だ
よ

言
え
な
く
て
悪
か

た
二
人
と
も

 
キ
リ
ト
の
そ
の
言
葉
に

二
人
は
納
得
し
た
よ
う
だ

ま
あ
そ
れ
は
い
い
と
し
て
よ

今
回
の
事
な
ん
だ
が

 
そ
う
言

て

ク
ラ
イ
ン
は
軍
の
連
中
の
方
を
見
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

ク
ラ
イ
ン
の
代
わ
り
に
軍
の
連
中
に
声
を
か
け
た

お
前
ら

自
力
で
街
ま
で

れ
る
か

は
い

外
に
出
れ
ば
転
移
結

も
使
え
る
し

大
丈
夫
で
す

 
代
表
し
て

一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
答
え
た

そ
う
か

そ
れ
な
ら
お
前
ら

帰

た
ら
上
の
連
中
に
伝
え
て
く
れ

 
こ
れ
で
二
度
目
だ
次
は
無
い

て
な

も
し
ま
と
も
に
攻
略
に
参
加
す
る
気
が
あ
る
ん
だ

た
ら

 
き
ち
ん
と
し
た
手

を

ん
で

筋
を
通
せ
と
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は
い

必
ず
伝
え
ま
す

そ
の

今
回
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

な
ら
そ
こ
の
キ
リ
ト
に
言

て
く
れ

 
軍
の
連
中
は
キ
リ
ト
に

を
言
い
そ
の
ま
ま
外
に
出
て
転
移
結

を
使

て

て
い

た
そ
ろ
そ
ろ
俺
の
体
も
動
く
み
た
い
だ

ア
ス
ナ

そ
の

あ
り
が
と
な

ど
う
い
た
し
ま
し
て

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
帰
る
か

門
の
ア
ク
テ

ベ

ト
は
俺
達
が
や

と
く

悪
い

頼
む
わ

お
う

そ
れ
じ

ま
た
な

 
ク
ラ
イ
ン
達
は

そ
の
ま
ま
上
へ
の

を
上

て
い

た

ね
え
二
人
と
も

考
え
た
ん
だ
け
ど

私

し
ば
ら
く
ギ
ル
ド
を
休
む
事
に
す
る

 
ア
ス
ナ
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

ん

ど
う
し
た
ん
だ
い
き
な
り

 
キ
リ
ト
が
そ
う

ね
る
と
ア
ス
ナ
は

た
め
ら
い
が
ち
に
答
え
た
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今
日

う
ち
の
ク
ラ
デ

ル
の
態
度
を
見
た
で
し

う

 
さ

き
軍
の
様
子
を
見
て
て
思

た
ん
だ
け
ど

血
盟
騎
士
団
も

 
最
初
の
時
か
ら
比
べ
る
と
少
し
変
わ

て
来
て
る
気
が
す
る
の

ふ
む

だ
か
ら
少
し
外
か
ら
血
盟
騎
士
団
を
見
て
み
た
い
な

て

後
引
越
し
の
準
備
も
あ
る
し
ね

ま
あ

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
認
め
て
く
れ
た
ら
だ
な

う
ん

と
り
あ
え
ず
団
⻑
に
話
し
て
み
る
よ

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

帰
る
か

う
ん

 
第
七
十
四
層
は

こ
う
し
て
ま

た
く
誰
も
予
想
し
な
い

で
ク
リ
ア
さ
れ
た

 
こ
の
日
か
ら
し
ば
ら
く
の
間

街
は

新
た
な
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
持
ち
の
英
雄
キ
リ
ト
と

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
関
係
に
つ
い
て
の
噂
話
で
持
ち
き
り
と
な

た
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第
０
６
１
話
 
未
来
へ
の
布
石

 
ア
ス
ナ
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
話
を
す
る
た
め
に
血
盟
騎
士
団
の
本
部
へ
と
向
か

た

 
キ
リ
ト
は
エ
ギ
ル
の
店
へ
と
向
か

た
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
は
外
で
ア
ス
ナ
を
待

て
い
た

 
し
ば
ら
く
た

た
後

ア
ス
ナ
が

て
た
よ
う
に
飛
び
出
し
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君
大
変
な
の

団
⻑
が
ハ
チ
マ
ン
君
と
戦
う

て

は
 
よ
く
話
を

い
て
み
る
と

ア
ス
ナ
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
に

 
デ

エ
ル
で
自
分
に
勝
つ
事
が
出
来
た
ら
退
団
を
認
め
る
と
言
わ
れ
た
よ
う
だ

と
り
あ
え
ず

団
⻑
が
部
屋
ま
で
来
て
く
れ

て

わ
か

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
部
屋
に
入

た
ハ
チ
マ
ン
は

開
口
一
番
に
こ
う
切
り
出
し
た

ギ
ル
ド
を
抜
け
る
の
に

件
な
ん
か
必
要
か

個
人
の
自
由
じ

な
い
の
か

言
い
た
い
事
は
分
か
る
が
う
ち
に
と

て
は
多
少
な
り
と
も
な
リ
ス
ク
が
生
じ
る
問
題
だ
か

ら
ね
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簡

に
は
い
そ
う
で
す
か
と
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
さ

ま
あ

そ
の
言
い
分
は
理
解
で
き
な
い
で
も
な
い
が
な

団
⻑

私
は
別
に
ギ
ル
ド
を
抜
け
た
い
わ
け
で
は
な
く

 
し
ば
ら
く

離
を
置
い
て
色
々
考
え
た
い
だ
け
な
の
で
す
が

も
ち
ろ
ん
そ
の
事
は
理
解
し
て
い
る
と
も

今
回
の
件
の
本
当
の
目
的
は
ね

 
私
が
そ
の
武
器
を
装
備
し
た
ハ
チ
マ
ン
君
と
戦
う
事
な
ん
だ

 
こ
の
前
見
せ
て
も
ら

た
時
か
ら

そ
の
武
器
に
は
ず

と
興
味
を

い
て
い
た

 
だ
か
ら
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
今
回
の
件
に

乗
さ
せ
て
も
ら

た
と
い
う
わ
け

な
ん
だ

お
前
意
外
と
戦
闘
狂
な
の
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

ど
う
し
た
も
ん
か
と
考
え
始
め
た

 
色
々
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
ハ
チ
マ
ン
は

と
あ
る
矛
盾
に
気
が
付
い
た

こ
の
前
の
戦
闘
で
俺
は
ア
ハ
ト
フ

ウ
ス
ト
を
武
器
に
見
え
る
よ
う
に
は
使
用
し
て
い
な
い

 
で
は
な

こ
い
つ
は
こ
れ
を
武
器
だ
と
認
識
し
て
い
る

 
確
か
先
日
も
最
初
か
ら
武
器
だ
と
認
識
し
何
の
疑
問
も

い
て
い
な
か

た
よ
う
に
見
え
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た 
こ
れ
は
ど
う
見
て
も

に
装
備
す
る
タ
イ
プ
の
小
型
の
盾
に
し
か
見
え
な
い
は
ず
だ

 
名
前
は
確
か
に
言

た
が

え
名
前
の
意
味
が
わ
か

て
も

 
こ
れ
を
最
初
か
ら
武
器
と
し
て
認
識
し
た
奴
は
誰
も
い
な
か

た

つ
ま
り

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
が

り
着
い
た
そ
の
答
え
に
戦

し
た

ま
さ
か

ヒ

ス
ク
リ
フ
は

さ
ん
な
の
か

 
ま
さ
か
と
は
思
う
が
そ
う
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い

確
か
に
最
初
目
が
似
て
い
る
と
思

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
疑
念
を

ま
え
た
上
で
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
べ
き
か
深
く
考
え
始
め
た

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン
君

分
と
考
え
込
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
そ
ろ
そ
ろ
考
え
は
ま
と
ま

た
か
ね

 
一
定
の
考
え
が
ま
と
ま

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
に

 
も
う
一
度
ア
ス
ナ
の
退
団

件
を

い
た

も
し
私
に
デ

エ
ル
で
勝
つ
事
が
出
来
た
ら

ア
ス
ナ
君
の
退
団
を
認
め
よ
う

そ
の
言
葉
に
二
言
は
無
い
な
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あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

わ
か

た

そ
の
勝
負

受
け
よ
う

 
ア
ス
ナ
は
お
ろ
お
ろ
し
て
い
た
が

次
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
驚
い
た

た
だ
し
相
手
は
俺
じ

な
い

キ
リ
ト
だ

何
だ

て

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

理
解
出
来
な
い
と
い
う
風
に
ハ
チ
マ
ン
に

き
返
し
た

お
前
は
今
私
に
勝
て
ば
と
言

た

だ
が
誰
が
と
は
一
言
も
言
わ
な
か

た

そ
う
だ
ろ

う

な
る
ほ
ど

確
か
に
私
は
そ
う
言

た
な

こ
れ
は
一
本
取
ら
れ
た
よ

ま
あ
確
か
に

と
言
え
な
く
も
な
い

だ
か
ら
代
わ
り
に
そ
ち
ら
に
利

が
あ
る
提
案
を

し
た
いか

せ
て
も
ら
お
う
か

も
し
キ
リ
ト
が
負
け
た
ら

俺
が
ア
ス
ナ
の
護
衛

参
謀
と
し
て

血
盟
騎
士
団
に
入
る

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
が

鳴
の
よ
う
な
叫
び
を
あ
げ
た
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ほ
う

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

面
白
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
を
見
つ
め
た

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ

す
ぐ
噂
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
あ
え
て
言
う
が

 
キ
リ
ト
は

二
刀
流
と
い
う
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
持

て
い
る

 
二
刀
流
 

 
神
聖
剣

こ
の
デ

エ
ル
の
興
行
を

血
盟
騎
士
団
に
任
せ
る

 
入
場
料
を
取
れ
ば

元
手
無
し
で
か
な
り
の
利

が
出
る
は
ず
だ

ふ
む

最
後
に

も
し
キ
リ
ト
が
負
け
た
場
合
で
も

ア
ス
ナ
に
一
日
休
暇
を

え
て
や

て
く
れ

 
実
は
ア
ス
ナ
は
俺
の
家
に
引

越
す
ん
で
な

そ
の
た
め
の
準
備
の
時
間
が
必
要
だ

ほ
う

そ
れ
は
そ
れ
は

お
め
で
と
う

 
話
の
流
れ
に
付
い
て
い
け
て
い
な
か

た
ア
ス
ナ
は
突
然
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
顔
を

く

し
たク

ラ
デ

ル
か
ら
報
告
は

い
た
ん
だ
ろ
う

あ
い
つ
が
ど
ん
な
報
告
を
し
た
か
は
知
ら

な
い
が

 
お
前
の
事
だ
か
ら

に
事
実
関
係
の
調
査
は
さ
せ
た
は
ず
だ
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な
の
で

そ
の

い
を
俺
が
代
わ
り
に
し
た

て
だ
け
だ

そ
う
か

彼
の
事
は
本
当
に
す
ま
な
か

た
と
思

て
い
る

 
そ
の
謝
罪
も
込
め
て

君
の
提
案

全
て
受
け
よ
う
じ

な
い
か

交

成
立
だ
な

そ
れ
じ

俺
達
は
も
う
行
く

 

し
い
場
所
と
日

が
決
ま

た
ら

ま
た
連

し
て
く
れ

分
か

た

急
に
手
配
す
る

 
外
に
出
る
と
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
し
て
あ
ん
な
提
案
を

ハ
チ
マ
ン
君
が
そ
こ
ま
で
す
る
事
は

話
は
後
だ
ア
ス
ナ

す
ぐ
に
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
を
呼
び
出
し
て

俺
の
家
に
集
合
だ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ア
ス
ナ
は

な
ら
ぬ

き
を
感
じ
た
の
か
そ
れ
以
上

く
の
を

や
め
た

  
四
人
が
ハ
チ
マ
ン
の
家
に
集
合
し
終
わ
る
と

ハ
チ
マ
ン
は

先
ほ
ど
の

を
説
明
し
た

と

い
う
わ
け
で
な

俺
の
代
わ
り
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
戦

て
も
ら
い
た
い

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
ん
だ
が
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ハ

裏
事
情
も
ち

ん
と

か
せ
て
く
れ
よ
ナ

裏
事
情

 
ア
ス
ナ
は
き

と
ん
と
し
た

ハ
チ
マ
ン
は

き

説
明
を
続
け
た

俺
の

が
間
違

て
い
る
可
能
性
は
あ
る
ん
だ
が

お
前
ら

驚
か
な
い
で

い
て
く
れ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

も
し
か
し
た
ら
茅
場

か
も
し
れ
な
い

何
だ

て

え
え

団
⻑
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
先
ほ
ど
の

と

ア
ハ
ト
フ

ウ
ス
ト
の
件
を

三
人
に
説
明
し
た

で
も
そ
れ
だ
け
じ

理
由
と
し
て
は
ち

と

い
気
も
す
る
ナ

あ
あ

だ
か
ら

い
く
つ
か

件
を
出
し
た

 
ま
ず
キ
リ
ト
が
勝

た
場
合
は

純
に
ア
ス
ナ
の
希
望
が
満
た
さ
れ
る
事
に
な
る
か
ら
そ

れ
で
い
い

そ
う
だ
な

そ
し
て
キ
リ
ト
が
負
け
た
場
合

俺
が
血
盟
騎
士
団
に
入
団
す
る
事
に
な
り

 
内
部
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
を
観
察
す
る
立
場
に
な
れ
る
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確
か
に
そ
れ
な
ら
他
に
証

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
ナ

最
後
に

お
前
の
戦
闘
を
間
近
で
見
て

強
さ
を
実
感
す
れ
ば

 
二
刀
流
の
事
が
知
ら
れ
た
後
で
も
も
う
誰
も
お
前
に
手
出
し
し
よ
う
と
は
思
わ
な
く
な
る
だ

ろ
うハ

チ
マ
ン
君

あ
の

い
時
間
で
そ
こ
ま
で
考
え
て
た
ん
だ
ね

で
も
ハ
チ
マ
ン

そ
の
説
明
だ
と

ま
だ
分
か
ら
な
い
事
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
ん
な
キ
リ
ト
を
制
し
て
言

た

こ
こ
ま
で
の
話
の
中
で

キ
リ
ト
が
疑
問
に
思

た
で
あ
ろ
う
事
を

先
に
説
明
す
る
ぞ

 
俺
と
茅
場

の
関
係
に
つ
い
て
だ

 
キ
リ
ト
は

や
は
り
そ
こ
が
分
か
ら
な
か

た
の
か

大
き
く

い
た

実
は
俺
は

さ
ん

茅
場

と
面
識
が
あ
る

テ
ス
ト
が
始
ま
る
少
し
前
の
事
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
茅
場
と
の
出
会
い
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
ま
で
の
事
を
キ
リ
ト
に
話
し
始

め
たな

る
ほ
ど
な

最
初
の

か
ら

ハ
チ
マ
ン
は

に
ゲ

ム
内
の
知
識
を
持

て
た
り

 
や
け
に
戦
闘
に

し
か

た
り
と

不
思
議
な
所
が
多
か

た
よ
な
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無
理
に

こ
う
と
は
思

て
な
か

た
け
ど

そ
う
い
う
事
情
だ

た
の
か

私
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

い
て
た
け
ど

め
て
言
わ
れ
る
と
知
ら
な
か

た
ら
確
か
に
不
思

議
だ
よ
ね

そ
う
す
る
と

更

こ
の
話
に
は
信

性
が
出
て
き
た
な

可
能
性
と
し
て
は
あ
る
と
思
う

俺
も
思

た
事
が
あ
る
ん
だ
よ

茅
場
は
今
の

況
に
満
足
し
て
る
の
か
な

て

ど
う
い
う
事
だ

 
キ
リ
ト
は
自
身
が

い
て
い
た

と
あ
る
疑
問
に
つ
い
て
話
し
始
め
た

な
あ
ハ
チ
マ
ン

お
前
が
茅
場
だ

た
と
し
て
自
分
の
作

た
世
界
を
観
察
す
る
と
す
る
だ

ろ 
中
に
は
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
物
が
あ
る
い
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
し

 
ポ
イ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
の
映
像
を
見
る
事
は
出
来
る
仕
組
み
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
ん
な
の
面
白
い
と
思
う
か

オ
レ

ち
だ

た
ら
そ
ん
な
の
つ
ま
ら
な
い
ナ

 
キ
リ
ト
は
ア
ル
ゴ
に

い
た
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自
分
の
努
力
の
成
果
を
一
番
実
感
で
き
る
の
は

自
分
が
ゲ

ム
の
中
に
入

て

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

と
一

に
色
々
な
事
を
体
験
し
て
い
る
時
じ

な
い
か

て
俺
は
思
う

ん
だ
よ

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

外
部
に
表

さ
れ
る
の
は
言

て
み
れ
ば
た
だ
の
デ

タ
だ
し
な

そ
う
考
え
た
時

思

た
ん
だ

茅
場
は
こ
の
世
界
の
ど
こ
か
で

 
プ
レ
イ
ヤ

の

り
を
し
な
が
ら
俺
達
を
見
て
い
る
ん
じ

な
い
か

て
な

 
四
人
は

そ
の
想
像
は
多
分
合

て
い
る
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
た

で

な
ん
で
俺
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
相
手
に
指
名
し
た
ん
だ

そ
う
だ
な

こ
の
ま
ま

層
ク
リ
ア
を
目
指
す
と
す
る
だ
ろ

 
あ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

い
ざ
ク
リ
ア
と
い
う
時
ま
で

 
大
人
し
く
プ
レ
イ
ヤ

の
一
員
と
し
て

る
舞
い
続
け
る
と
思
う
か

ど
う
い
う
事
だ

そ
ん
な
の

ゲ

ム
の
全
て
を
知

て
い
る
人
間
が
ク
リ
ア
に
手
を
貸
し
て
る
よ
う
な

 
あ
る
意
味
接
待
プ
レ
イ
み
た
い
な
も
ん
だ
ろ

そ
ん
な
事

あ
の
人
は
多
分
し
な
い



 第０６１話 未来への布石

 
多
分

中
で
戦
死
を
装
う
か

あ
る
い
は

あ
る
い
は

自
分
を
ラ
ス
ボ
ス
に
設
定
し
て
い
る
可
能
性
す
ら
あ
る
と

俺
は
思

て
る

団
⻑
が
ラ
ス
ボ
ス

 
そ
の
言
葉
に

三
人
は
考
え
込
ん
だ

無
い
と
は
断
言
で
き
な
い
ナ

も
し
そ
の
時

あ
い
つ
の
前
に
最
後
に
立
つ
事
に
な
る
の
は

多
分
お
前
だ

キ
リ
ト

俺あ
あ

俺
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
相
手
だ
と

相
性
が
多
少
悪
い

 
そ
し
て
俺
は

今
後
も
大
き
な
成
⻑
は
望
め
な
い

 
テ
ス
ト
プ
レ
イ
ヤ

時
代
の

が
し
み
つ
い
ち
ま

て
る
か
ら
な

 
そ
れ
は
多
分
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
同
じ
だ
と
思
う

下
手
に
全
て
を
知

て
し
ま

て
る
が
た
め

に
なそ

う
だ
な

知
り
す
ぎ
ち
ま

て
る
と

逆
に
発
想
が

直
す
る

て
事
は
あ
る
ナ

 
ア
ル
ゴ
が
そ
の
意
見
に
同
意
し
た
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だ
が

お
前
は
違
う

お
前
は

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
俺
は
思

て
る

 
だ
か
ら
こ
の
戦
い
で

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
力

を
し

か
り
と
見
て

体
感
し
て

 
そ
の
上
で
あ
い
つ
を
超
え
る
方
法
を
考
え
て
欲
し
い
ん
だ

未
来
へ
の
布
石

て
奴
だ
な

お
い
お
い
ハ
チ
マ
ン

俺
に
期
待
し
す
ぎ
だ
ぞ

高
い
ハ

ド
ル
を
設
定
さ
れ
た
な

キ

別
に
負
け
て
も
い
い
か
ら
な

キ
リ
ト
君

頑
張

て

更
に
プ
レ

シ

が

ア
ル
ゴ
に
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
茅
場
だ
と
し
た
前
提
で
の
情
報
収
集
を
頼
み
た
い

分
か

た

こ
の
件
に
つ
い
て
は
商

抜
き
で
や

て
や
ル

 
そ
の
後
ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ら
連

が
あ
り

 
さ
き
ほ
ど
更
新
さ
れ
た
ば
か
り
の
七
十
五
層
で
コ
ロ
シ
ア
ム
が
発
見
さ
れ
た
た
め

 
勝
負
は
明
日
そ
こ
で
行
う
と
い
う
事
が
正
式
に
決
定
し
た
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第
０
６
２
話
 
矛
と
盾

 
第
七
十
五
層
の
コ
ロ
シ
ア
ム

は

空
前
の
人
手
で

わ

て
い
た

 
基
本
的
に

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は

楽
と
呼
べ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
存
在
し
な
い

 
そ
の
た
め

今
回
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は

プ
レ
イ
ヤ

に
と

て
は

 
初
め
て
の

楽
と
呼
べ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
で
あ
る

 
コ
ロ
シ
ア
ム
の

は
プ
レ
イ
ヤ

の
露
店
で

め
尽
く
さ
れ
ま
る
で
祭
の
よ
う
な
活
況
を

し
て
い
た

キ
リ
ト

調
子
は
ど
う
だ

ま
あ

普
通
か
な

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
が
特
に
気
負
う
事
も
な
く
自
然
体
で
い
る
事
に
感
心
し
て
い
た

こ
れ
な
ら
キ
リ
ト
が
勝
つ
か
も
し
れ
ん

何
よ
り
も
そ
の
方
が
楽
だ

 
そ
の
時
は

血
盟
騎
士
団
に

入
す
る
の
は
ア
ス
ナ
の
復
帰
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
に
し
て

 
そ
れ
ま
で
は
し
ば
ら
く
の
ん
び
り
さ
せ
て
も
ら
う
か

先
は
ま
だ
⻑
い
し
な
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
不

慎
な
事
を
考
え
て
い
た
の
だ
が
も
ち
ろ
ん
キ
リ
ト
は
気
付
い
て
い

な
か

た

 
も

と
も
ハ
チ
マ
ン
が
そ
ん
な
理
由
付
け
を
し
た
の
は

 
実
は
無
意
識
に

キ
リ
ト
が
負
け
る
所
な
ど
見
た
く
は
な
か

た
た
め
で
あ
る
の
だ
が

 
当
の
ハ
チ
マ
ン
自
身
が
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い

 
こ
う
い
う
所
が
ハ
チ
マ
ン
ら
し
い
と
い
え
ば

ら
し
い
の
だ
ろ
う

ま
あ
俺
と
し
て
は
あ
い
つ
の

点
の
一
つ
で
も
見
付
け
て
も
ら
え
れ
ば
御
の

な
ん
だ
け
ど

な
あ
い
つ
に

点
な
ん
か
あ
る
の
か

ど
う
だ
ろ
う
な

あ
い
つ
の
戦
い
方
は

と
に
か
く
堅
実
だ
か
ら
な

 
ま
あ
今
回
の
ル

ル
は

一
撃
終
了
ル

ル
ら
し
い
か
ら
な

 
ど
う
や

て
相
手
の
体
制
を
崩
す
か
も
し
く
は
ど
う
や

て
相
手
の
虚
を
衝
く
か
の
勝
負
に

な
る
な

虚
を
衝
く

ね

ま
あ

攻
撃
を
上
手
く
当
て
続
け
て

半

決
着
を
狙
う
の
も
あ
り
か
も
し
れ
な
い
が
な
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一
撃
終
了
ル

ル
と
は
ど
ち
ら
か
が
相
手
に
強
攻
撃
を
当
て
た
時
点
で
勝
敗
が
決
ま
る
ル

ル
だ

 

攻
撃
を
当
て
る
だ
け
で
は

わ
ず
か
に

バ

が

る
だ
け
で

勝
敗
は
決
し
な
い

 
も
し
ど
ち
ら
も

な
強
攻
撃
を
当
て
ら
れ
な
い
ま
ま
ず
る
ず
る
と

合
が
進
ん
だ
場
合

 
そ
の
ダ
メ

ジ
の

み
重
ね
に
よ

て

ど
ち
ら
か
の

バ

が
半
分
に
達
し
た
時

 
そ
こ
で
勝
者
が
決
ま
る
と
い
う
ル

ル
だ

た

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
の
期
待
通
り

こ
の

合
で
何
か
を
掴
む
つ
も
り
で
や

て
く
る
よ

す
ま
ん
が
頼
む

任
せ
と
け

て

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
と
の
話
を
終
え

客

の
ア
ス
ナ
と
ア
ル
ゴ
の
所
へ
向
か

た

 
そ
こ
に
は

偶
然
会

た
ら
し
い

エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
も
い
た

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン

よ

ハ
チ
マ
ン

面
白
い
事
に
な

て
る
じ

ね
え
か
よ

あ
の
二
人

ど

ち
が
強
い
ん
だ
ろ
う
な

俺
に
も
わ
か
ら
ん

そ
れ
よ
り
二
人
と
も

頼
み
が
あ
る
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ん

何
だ

俺
と
ア
ス
ナ
の
盾
に
な
る

置
で
観
戦
し
て
く
れ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
頼
み
に

二
人
は
首
を
か
し
げ
た

実

に
現
場
に
い
た
ク
ラ
イ
ン
は
ま
あ
い
い
と
し
て

 
エ
ギ
ル
も
俺
と
ア
ス
ナ
の
噂
く
ら
い
は

い
た
だ
ろ

あ

あ
れ
か

実

の
と
こ

あ
の
噂
は
事
実
な
の
か

ま
あ

そ
う
だ
な

や

ぱ
す
げ
え
な
ハ
チ
マ
ン
は

ま
あ

そ
の

あ
れ
だ

そ
う
い
う

だ
か
ら

す
ま
ん
が
二
人
で
ガ

ド
し
て
く
れ

お
安
い
御
用
だ

任
せ
ろ

ご
め
ん
ね

あ
り
が
と
う
二
人
と
も

ア
ス
ナ
さ
ん
の
た
め

す
か
ら

任
せ
て
下
さ
い

そ
う
い
え
ば
二
人
と
も

何
で
私
を
さ
ん
付
け
で
呼
ぶ
の

私
の
事
は
呼
び

て
で
い
い
ん

だ
け
ど
な
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ま

ま
あ
そ
こ
ら
へ
ん
は
そ
の
う
ち

て
事
で

そ
う
だ
な
な
ん
と
な
く
敬
語
を
使
い
た
く
な
る
ん
だ
よ
な

な
ら
直
す
よ
う
に
努
力
す
る

う
ん

 
二
人
に
盾
役
を
頼
ん
だ
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
死

を
う
ま
く
利
用
し
て

 
目
立
た
な
い
よ
う
に
ア
ル
ゴ
に

ね
た

ど
う
だ
ア
ル
ゴ

気
に
な
る
情
報
は
あ

た
か

さ
す
が
に
ガ

ド
が

い
な

特
に
お
か
し
な
情
報
は
見
当
た
ら
な
い
ナ

そ
う
か

ま
あ
あ
え
て
言
う
な
ら

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
今
ま
で
一
度
も

が

色
に
な

た
事
が
な
い

そ
う
だ

ま
じ
か

確
か
に
俺
も
一
度
も
見
た
事
が
無
い
か
も
し
れ
ん

だ
か
ら

あ
る
い
は
そ
こ
ら
へ
ん
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ナ

 
絶
対
に

久
が
半
分
を

ら
な
い

そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
記
憶
が

激
さ
れ
る
の
を
感

じ
た

テ
ス
ト
プ
レ
イ
中
に
何
か
あ

た
よ
う
な

あ
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そ
れ
だ

何
だ

ハ

テ
ス
ト
プ
レ
イ
中
に
見
た
事
が
あ
る

ゲ

ム
マ
ス
タ

限
を
持
つ
プ
レ
イ
ヤ

の

は 
絶
対
に

が

色
に
な
ら
な
い
ん
だ

も
し

が

色
に
な
る
よ
う
な
攻
撃
を
受
け
た
場
合

は 
イ
モ

タ
ル
オ
ブ
ジ

ク
ト

て
表

が
出
て

ダ
メ

ジ
が
通
ら
な
い
ん
だ

そ
う
か

そ
れ
じ

こ
の

合
は
す
ご
く
大
事
だ

て
事
だ
ナ

よ
し

俺
は
も
う
一
回
キ
リ
ト
の
所
に
行

て
く
る

わ
か

た

半

決
着
に
持
ち
込
む
よ
う
に
言
う
ん
だ
ナ

あ
あ

 
ハ
チ
マ
ン
は

再
び
キ
リ
ト
の
下
へ
と

た

ん

何
だ
ハ
チ
マ
ン

忘
れ
物
で
も
し
た
の
か

い
い
か
キ
リ
ト

よ
く

け

 
ハ
チ
マ
ン
は

先
ほ
ど
の
ア
ル
ゴ
と
の
会
話
の
内
容
を

キ
リ
ト
に
説
明
し
た
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な
る
ほ
ど

こ
れ
で

が

色
に
な
る
よ
う
だ

た
ら

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
茅
場

じ

な
い
か
も
し

れ
な
い

 
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
も

半

決
着
を
狙

て
く
れ

わ
か

た

や

て
み
る

ハ

ド
ル
を
上
げ
ち
ま

た
か
も
し
れ
な
い
な

す
ま
ん

ま
あ
何
と
か
な
る
だ
ろ

  
そ
し
て
つ
い
に

合
が
始
ま

た

 
ま
ず
キ
リ
ト
が

い
体
勢
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
へ
と
突
進
し
た

 
直
前
で
体
を

り

手
の
剣
を
叩
き
付
け
る

そ
の
攻
撃
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
十

盾
に
防

が
れ
た
が

 
キ
リ
ト
は
次
の

間

手
の
剣
を
盾
の
内
側
に
滑
り
込
ま
せ
た

 
し
か
し
そ
の
攻
撃
も

ガ
キ
ン

と
い
う
音
と
共
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
剣
に

ま
れ
た

さ
す
が
に
防
御
が

い
な
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そ
れ
だ
け
が
取
り
得
で
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら

今
度
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
盾
を

え
て
突
進
し
て
き
た

 

手
の
剣
に
注
意
を

て
い
た
キ
リ
ト
は

そ
の
盾
が
発
光
し
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
持
つ
盾
が

光
の
エ
フ

ク
ト
と
共
に

然
と
キ
リ
ト
に
迫
る

う
お

 
キ
リ
ト
は
そ
の
攻
撃
を

う
じ
て
両
手
の
剣
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
防
い
だ

盾
に
ま
で
ソ

ド
ス
キ
ル
が
設
定
さ
れ
て
ん
の
か
よ

そ
れ
じ

ま
る
で
二
刀
流
じ

な
い
か

ま
あ

お
返
し

て
所
か

な

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
無
防
備
な
キ
リ
ト
の
腹
に
向
け
て
思
い

き
り
剣
を
突
き
出
し
て
き
た

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
察
知
し

に
後
方
へ
と
飛
ん
で
い
た

さ
て

あ
い
さ
つ
も
済
ん
だ
所
で
そ
ろ
そ
ろ
お

い
本
気
で
い
こ
う
じ

な
い
か

あ
あ

 
お

い
何
度
か
連
続
技
を

り
出
す
も

決
定
打
に
は
至
ら
な
い

 
こ
ち
ら
の
攻
撃
も
防
が
れ
る
が

あ
ち
ら
の
攻
撃
も
全
て
避
け
る
か
受
け
止
め
て
い
る

 
だ
が
キ
リ
ト
は
敵
の
連
続
技
の
後
の

直
時
に
強
攻
撃
を
当
て
れ
ば

え
防
御
さ
れ
た
と
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し
て
も

 
わ
ず
か
に
敵
の

が

る
事
に
気
が
付
い
た

素
晴
ら
し
い
反
応
速
度
だ
な

お
前
こ
そ
防
御
が

す
ぎ
る
ぞ

予
想
以
上
だ

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ

キ
リ
ト
は
考
え
て
い
た

ど
う
や
ら
手

で
押
す
の
が
得

だ
な

 
キ
リ
ト
は

多

攻
撃
メ
イ
ン
に
切
り

え

敵
の

を
徐
々
に

て
い
く

 
し
か
し
キ
リ
ト
の
方
も

直
時
間
が
や
や
⻑
い
攻
撃
を
メ
イ
ン
で
使

て
い
る
た
め

 
た
ま
に
被

し

徐
々
に

を

ら
れ
て
い

た

 
気
が
付
く
と

お

い
の

が
も
う
ま
も
な
く
イ
エ
ロ

ン
に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い

た 
そ
の
時
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
表
情
に

初
め
て

り
の
色
が
見
え
た

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
の
言

た
通
り

が

色
に
な
る
と
都
合
が
悪
い
み
た
い
だ
な

 
キ
リ
ト
は
覚
悟
を
決
め

慎
重
に
敵
の

を
探
し
始
め
た

が
見
え
た

間
に

え
盾
の
上
か
ら
で
も
全
力
で
攻
撃
を
叩
き
こ
む
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今
な
ら
先
制
さ
え
出
来
れ
ば

敵
の

を
一
気
に
イ
エ
ロ

ン
ま
で
持

て
い
け
る

 
そ
れ
で
こ
の
勝
負
も
終
わ
り
だ

く
 
キ
リ
ト
は

直
時
間
の

い
攻
撃
を
仕

け
つ
つ

敵
の

を

て
い
た
が

 
何
度
目
か
の
盾
で
の
防
御
の
後
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
攻
撃
が
わ
ず
か
に

れ
た
よ
う
な
気
が
し

た 
こ
こ
だ
と
思

た
キ
リ
ト
は

防
御
を

て
て
全
力
で
攻
撃
を
開
始
し
た

ス
タ

バ

ス
ト
ス
ト
リ

ム

 
キ
リ
ト
の
動
き
が
急
加
速
し
た

さ
す
が
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
も

 
防
御
に
専
念
す
る
事
に
し
た
よ
う
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
反
撃
す
る
事
が
ま

た
く
出
来
て
い

な
い

 
こ
の
ま
ま
い
け
ば

確
実
に

を

色
に
出
来
る

 
そ
う
確
信
し
た
キ
リ
ト
が
最
後
の
一
撃
を
放
と
う
と
し
た

間
空
間
が
ブ
レ
た
気
が
し
た

 
気
が
付
く
と
最
後
の
攻
撃
は
完
全
に
空

て
い
た

あ
の

態
で
避
け
ら
れ
る
事
は
あ
り

え
な
い
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キ
リ
ト
は
そ
う
思

た
が

す
で
に
技
後
の

直
が
始
ま

て
い
た

 
そ
こ
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
ソ

ド
ス
キ
ル
を
叩
き
込
み
つ
い
に
キ
リ
ト
の

が

色
く
な

た
く
そ

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ

の
表

と
共
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
勝
ち
が
宣
言
さ
れ

 
コ
ロ
シ
ア
ム
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
た

皆
口
々
に

両
者
を
褒
め
称
え
て
い
た

 
そ
ん
な
中

ハ
チ
マ
ン
は
最
後
の

間
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
動
き
を
見
て

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
や
は
り
茅
場
だ
と
確
信
し
て
い
た

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト

 
そ
う
口
に
出
し
た

間
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

た
様
子
で
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た
気
が
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

に

を

え
て
キ
リ
ト
の
負
け
に
シ

ク
を
受
け
て
い
る

り
を
し

た 
ち
ら
り
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
様
子
を

た
が

ど
う
や
ら
気
付
か
れ
な
か

た
よ
う
だ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

安
心
し
た
表
情
で
キ
リ
ト
に
話
し
か
け
て
い
た

 
キ
リ
ト
も
違
和
感
を
感
じ
て
い
た
は
ず
だ
が
あ
ち
ら
も

に
誤
魔
化
す
事
に
成
功
し
た
ら
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し
いハ

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト

て
何
だ

 
ア
ル
ゴ
が

り
に
気
を
配
り
な
が
ら

小
声
で
話
し
か
け
て
き
た

シ
ス
テ
ム
の
力
で
強
制
的
に
キ

ラ
を
動
か
す
ん
だ
よ

や
は
り
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
茅
場

だ
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第
０
６
３
話
 
大
切
な
決
断

 
そ
の
日
の
夜
は

秘
密
基
地
で
宴
会
が
行
わ
れ
た

名
目
は

 
ハ
チ
マ
ン
の
血
盟
騎
士
団
入
団
祝
い
と
キ
リ
ト
の
残
念
会
そ
し
て
ア
ス
ナ
の
引

越
し
祝
い

で
あ
る

 
ま
ず
最
初
に

会
社
で
よ
く

事
を
や
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
ク
ラ
イ
ン
が
音

を
取

て

し
た

 
庭
に
置
い
た
テ

ブ
ル
に
は
ア
ス
ナ
が
作

た
料
理
が

べ
ら
れ

 
交
流
を
深
め
る
た
め
の
雑
談
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
る
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
宴
会
だ

た
が

 
そ
れ
で
も
皆
楽
し
そ
う
に
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
こ
の
日
の
参
加
者
は

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ
に

加
え

 
ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

ア
ル
ゴ
の
八
人
で
あ

た

油
だ

味

も
あ
る
ぞ
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ア
ス
ナ

つ
い
に
完
成
さ
せ
た
ん
だ
な

や

と
味
の
再
現
に
成
功
し
た
よ

ど
う

ハ
チ
マ
ン
君

お
お

完

だ

次
は
是
非
ラ

メ
ン
を
頼
む

 
こ
の
日
は
ア
ス
ナ
が
苦
労
の
末
に
開
発
に
成
功
し
た

油
味
と
味

味
の
調
味
料
を
使

た

料
理
が

 
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て

舞
わ
れ
て
い
た

 
一
同
は

懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
し
ば
ら
く
目
を

ま
せ
な
が
ら
食
事
に

し
て
い
た

 
そ
の
後
は
い
く
つ
か
の
グ
ル

プ
に
分
か
れ
て
雑
談
タ
イ
ム
と
な

た

 
ア
ス
ナ
の
紹
介
で
武
器
を
作

て
も
ら

た
事
以
外
ほ
ぼ
接
点
の
無
か

た
シ
リ
カ
と
リ
ズ

ベ

ト
は

 
キ
リ
ト
を

ん
で
楽
し
そ
う
に
談
笑
し
て
い
た

 
残
り
の
四
人
は
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
を
囲
ん
で
先
ほ
ど
の
調
味
料
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
ら

し
い

 
ア
ル
ゴ
は
ア
ス
ナ
に
高

の
情
報

を

い

レ
シ
ピ
を

散
す
る
許
可
を
得
た
よ
う
だ

 
エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
は

し
き
り
に
ア
ス
ナ
の
料
理
の

を
褒
め
称
え
て
い
た
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ど
こ
で
手
に
入
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が

 
ビ

チ
チ

ア
の
よ
う
な
も
の
を
取
り
出
し

そ
こ
に

そ
べ

て
い
た

平
和
だ
な

 
最
近
の
ハ
チ
マ
ン
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
関
連
の
問
題
で
色
々
と
考
え
る
事
が
多
く

 

の
休
ま
る
暇
が
無
か

た
た
め
ト
ロ
ピ
カ
ル
ド
リ
ン
ク
の
代
わ
り
に

の
ド
リ
ン
ク
を
飲

み
な
が
ら

 

を
休
め
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 

君

マ
ン
君

 
誰
か
に
呼
ば
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て

ハ
チ
マ
ン
は
目
を
覚
ま
し
た

 
ど
う
や
ら
あ
の
ま
ま

て
し
ま

た
よ
う
だ

あ

き
た
み
た
い
だ
ね

よ
う
や
く

き
た
の
か

ハ
チ
マ
ン

疲
れ
て
た
み
た
い
だ

た
か
ら

こ
さ
な
か

た
け
ど

よ
く

れ
た
か

あ
ん
ま
り
一
人
で

を
つ
め
る
な
よ
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皆

ハ
チ
マ
ン
を
気
遣
う
そ
ぶ
り
を
み
せ
て
い
た

こ
い
つ
ら
い
と
も
簡

に
俺
に

み
込
ん
で
き
や
が
る

だ
が
俺
も
そ
れ
を
許
し
ち
ま

て

る
な

 
仲
間
の
顔
を

番
に

め
た
ハ
チ
マ
ン
の

裏
に
残
し
て
き
た
人
達
の
顔
が

か
ん
で
き
た

雪
ノ
下
由
比

本
物
と
呼
ん
で
い
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
俺
に
も
大
切
な
仲
間
が

出
来
た
ぞ

 
お
前
達
は
今
ど
う
し
て
る
ん
だ

小
町
は
総
武
高
校
に
合
格
で
き
た
だ
ろ
う
か

 
一
色
は
今
年
受
験
か

俺
が
い
な
く
な

て
生
徒
会
活
動
で
苦
労
さ
せ
ち
ま

た
か
も
し
れ

な
い
な

 
あ
あ

平

先
生
と
一

に
ラ

メ
ン
食
べ
に
い
か
な
い
と
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
彼
女
達
の
顔
を
思
い

か
べ

決
意
を
新
た
に
し
た

必
ず

て

多
分

よ
り
は
多
少
ま
し
に
な

た
は
ず
の

今
の
俺
を
見
て
も
ら
い
た
い

 
そ
し
て
こ
こ
で
出
来
た
仲
間
を
あ
い
つ
ら
に
紹
介
し
て

最
後
に

 
最
後
に
ハ
チ
マ
ン
は

た
だ
の
仲
間
で
は
あ
り
え
な
い

自
分
に
と

て
特
別
な
人

 
目
の
前
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
ア
ス
ナ
の
事
を
考
え
た
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雪
ノ
下
は
何
と
も
言
え
な
い
が
由
比

は
も
し
か
し
た
ら
俺
の
事
が
好
き
だ

た
か
も

し
れ
な
い

 
こ
こ
に
来
な
け
れ
ば
最
終
的
に
ど
う
い
う
関
係
に
な

た
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
少
な
く
と
も
あ
の
時
点
で
は

俺
の
中
で
は
あ
の
二
人
は
そ
う
い
う
関
係
じ

な
く

 
信
頼
出
来
る
仲
間
だ
と
い
う
意
識
の
方
が
明
ら
か
に
強
か

た

だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
を
じ

と
見
つ
め
た

ア
ス
ナ
は

何
か
な

と
い
う
風
に
首
を

げ
たア

ス
ナ
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
は
違
う

ゲ

ム
開
始
か
ら
ず

と
一

に
い
て

 
血
盟
騎
士
団
に
入
団
し
て
か
ら
も

ア
ス
ナ
が
俺
か
ら
離
れ
る
事
は
一
度
も
無
か

た

 
友
達
だ
か
ら
と
結

付
け
る
の
は
簡

だ
が

そ
れ
は
逃
げ
だ
ろ
う

 
さ
す
が
の
俺
も

そ
ん
な
理
由
で
は
な
い
と
今
は
は

き
り
と
自
覚
し
て
い
る

 
ど
ん
な
時
で
も
し

か
り
と
俺
を
見
つ
め
て
一

に
喜
び

し
み
時
に
は

て
く
れ

る 
ア
ス
ナ
は
き

と
こ
ん
な

点
だ
ら
け
な
男
で
あ
る
俺
の
事
が
好
き
な
の
だ
ろ
う

そ
し
て

俺
も
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ハ
チ
マ
ン
君

そ
ろ
そ
ろ
み
ん
な
帰
る

て

 
ハ
チ
マ
ン
が

そ
れ
に
続
く
言
葉
を
考
え
る
前
に

ア
ス
ナ
が
話
し
か
け
て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
を

き

こ
こ
で
色
々
と
は

き
り
さ
せ
よ
う
と
決
断
し
た

 
こ
こ
に
は
ち

う
ど
今

彼
の
大
切
な
仲
間
が
全
員
揃

て
い
る
の
だ

あ
あ
わ
か

た

そ
の
前
に
俺
か
ら
大
事
な
話
を
す
る

全
員
リ
ビ
ン
グ
に
集
合
し
て
く
れ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
皆
は
ハ
チ
マ
ン
の
指

に
素
直
に

い
リ
ビ
ン
グ
へ
向
か
い
始
め
た

お
い
お
前
ら

何
で
そ
ん
な
素
直
に
俺
の
言
う
事
を

く
ん
だ
よ

い
や

だ

て
な

ハ
チ
マ
ン
の
言
う
事
だ
し
ね

 
そ
う
言

て
皆
は

笑
い
な
が
ら
歩
い
て
い

た

ま

た
く
こ
い
つ
ら
は

 
や
れ
や
れ
と

を

め
つ
つ
も
ハ
チ
マ
ン
は

す
ぐ
に
そ
の
後
を
追

た

 
ま
ず
こ
の
機
会
に

ク
ラ
イ
ン
と
ア
ル
ゴ
に
も
鍵
を

し
て
お
く

 
こ
れ
で
今
こ
こ
に
い
る
の
は
全
員
が
こ
の
家
へ
の
侵
入
を
許
可
さ
れ
た
者
だ
け
と
い
う
事
に
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な
る何

か
お
か
し
な
言
い
方
だ
な

ま
あ
あ
り
が
た
く
も
ら

て
お
く
ヨ

あ
り
が
と
な

ハ
チ
マ
ン

侵
入
う
ん
ぬ
ん

て
の
は
ま
あ
あ
れ
だ

今
こ
こ
に
い
る
全
員
が
俺
が
信
頼
す
る

 
つ
ま
り
そ
の

大
切
な
仲
間
だ

て
事
を
言
い
た
か

た
ん
だ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

き
場
が
静

に
包
ま
れ
た

あ
の
ア
ス
ナ
で
さ
え
一
言
も

ら

な
か

た

 
考
え
て
い
た
反
応
と
違

た
の
で
少
し
動

し
つ
つ
ハ
チ
マ
ン
は
恐
る
恐
る
皆
の
様
子
を

た

 
最
初
に
動
い
た
の
は
当
然
ア
ス
ナ
だ

た

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
正
面
か
ら

き
つ
い

た
ハ
チ
マ
ン
君

 
そ
れ
を

切
り
に

全
員
が
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
て
き
た

 
キ
リ
ト
や
ク
ラ
イ
ン
や

エ
ギ
ル
さ
え
も
が
そ
う
し
て
い
た

は

何
こ
れ
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当
た
り
前
だ
よ

普

絶
対
に
そ
ん
な
事
は
言
わ
な
い
ハ
チ
マ
ン
君
が
自
分
か
ら
言

た
ん
だ

よ 
そ
の
事
を
知

て
る
か
ら

本
当
の
気
持
ち
が

け
て

全
員
す
ご
く
喜
ん
で
る
ん
だ
よ

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
に

一

は

い
た

お

お
う

そ
う
か

今
ま
で
ち

ん
と
言
え
な
く
て

そ
の

悪
か

た
な

気
に
す
ん
な
よ
ハ
チ
マ
ン

そ
ん
な
事
分
か

た
上
で
付
き
合

て
ん
だ
か
ら
い
い
ん
だ
よ

そ
う
そ
う

ハ
チ
マ
ン
は
気
に
し
す
ぎ

こ
う
い
う
ハ

も
新
鮮
で
い
い
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
囲
ま
れ
て
い
た
が
少
し
し
て
落
ち
着
い
た
の
か
解
放
し
て
も
ら
え

た
よ
う
だ

よ
し

話
を

す
ぞ

そ
ん
な
信
頼
す
る
お
前
達
に

今
回
の

に
つ
い
て

全
て
話
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

し
い
説
明
を
始
め
た

  
ハ
チ
マ
ン
の
⻑
い
説
明
が
終
わ
り

知
ら
な
か

た
者
は
皆
そ
の
内
容
に
驚
愕
し
た
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ま
さ
か

ま
じ
な
の
か

ヒ

ス
ク
リ
フ

て
攻
略
組
の
リ

ダ

み
た
い
な
人
な
ん
だ
よ
ね

 
そ
れ
は
や
は
り
衝
撃
的
す
ぎ
る
内
容
だ

た
よ
う
だ

 
皆
が
落
ち
着
い
た

を
見
計
ら

て

ハ
チ
マ
ン
は
説
明
を
続
け
た

つ
ま
り
俺
達
は
こ
れ
か
ら

そ
う
い
う
前
提
で
動
く
事
に
な
る

 
危
険
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

こ
こ
に
来
て
か
ら
も
う
二
年
だ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
が
無
い

 
な
の
で

を
見
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
正
体
を
バ
ラ
す
よ
う
に
仕
向
け

 
そ
の
上
で
ど
ん
な
反
応
を
見
せ
る
か
を
見

め
場
合
に
よ

て
は
そ
の
場
で
あ
の
人
を
倒
す

 
キ
リ
ト
は
少
し
考
え
込
み

疑
問
を

し
た

そ
れ
で
全
て
終
わ
る
か

そ
う
だ
な

考
え
ら
れ
る
の
は
二
つ

そ
の
場
で
ラ
ス
ボ
ス
と
し
て

舞
う
か

 

を
消
し
て
第

層
で
待
ち

え
る
か

だ
け
だ
と
思
う

俺
は
前
者
だ
と
思

て
る

は
あ
る
の
か

あ
あ

を
消
し
た
ら

自
分
の
作

た
世
界
で
の

 
プ
レ
イ
ヤ

の
行
く
末
を
も
う
観
察
出
来
な
い
だ
ろ
う
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そ
れ
に
多
分
あ
の
人
の
性
格
上

よ
く
ぞ
見
破

た

褒
美
だ
と
か
言
い
出
し
て

 
そ
の
ま
ま
私
を
倒
し
た
ら
ク
リ
ア
に
し
て
や
ろ
う
と
か
言
い
出
す
に
違
い
な
い

 
そ
し
て
多
分

負
け
た
ら
自
身
も
死
ぬ
設
定
で
こ
こ
に

て
い
る
は
ず
だ

 
そ
の
言
葉
に

一

は
息
を

ん
だ

ま
さ
か

そ
こ
は
確
信
が
あ
る

自
分
だ
け
が
安
全
な
ん
て

な
事
を
す
る
人
じ

な
い

 
も

と
も
最
後
の
決
戦
ま
で
は

万
が
一
モ
ン
ス
タ

に
倒
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に

 
今
は
一
時
的
に
不
死

態
に
し
て
い
る
と
思
う
が
な

強
引
な
考
え
の
気
も
す
る
が
知
り
合
い
の
ハ
チ
マ
ン
が
言
う
ん
だ
か
ら
そ
う
な
の
か
も
し
れ

な
い
な

も

と
も
上
手
く
行
け
ば

あ
の
人
も
死
な
な
く
て
す
む
ん
だ
よ
な

何
か
手
が
あ
る
の
か

ま
あ
な

生
ア
イ
テ
ム
の
説
明
文
か
ら
も

 
お
そ
ら
く
こ
こ
で
死
ん
だ
後
十

が

過
す
る
ま
で
は

現
実
で
も
死
ぬ
事
は
な
い

そ
う
か

あ
の
説
明
文
は
確
か
に
そ
う
い
う
意
味
だ
よ
な
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あ
あ

だ
か
ら
攻
略
組
の
皆
は

覚
悟
を
し
て
い
て
く
れ

何
が

こ

て
も
動
じ
る
な

 
も
し
誰
か
が
倒
れ
た
そ
の
時
は

十

以
内
に
ク
リ
ア
す
る
事
だ
け
を
考
え
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

攻
略
組
の
四
人
は

い
た

こ
れ
は
絶
対
に
失
敗
が
出
来
な
い
ミ

シ

ン
と
な
る

決
行
が
い
つ
に
な
る
か
は
分
か
ら
な

い
が

 
必
ず
や
り
と
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

リ
ズ
と
シ
リ
カ
は

成
功
を

て
て
く
れ

 
そ
の
言
葉
に

リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
も

い
た

ア
ル
ゴ
は
裏
側
か
ら
の
サ
ポ

ト
を
頼
む

分
か

た

こ
の
ア
ル
ゴ
様
が
全
力
で
サ
ポ

ト
し
て
や
る
ヨ

み
ん
な
す
ま
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

を
下
げ
た

こ
の
ま
ま
普
通
に
攻
略
を
続
け
て
い
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
こ
の
ま
ま
い
く
と

層
が
近
付
く
ほ
ど
皆
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
依
存
し
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い

 
そ
う
な

た
ら
も
う
ク
リ
ア
は
絶
対
に
不
可
能
だ
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だ
か
ら

ま
だ
そ
う
な
り
き

て
い
な
い
今
の
う
ち
に

手
を
打

て
お
き
た
い
ん
だ

お
う

や

て
や
ろ
う

絶
対
に
一
人
も

け
る
事
な
く
現
実
へ
帰
還
し
よ
う

お
う

私
達
は
待
つ
事
し
か
出
来
な
い
け
ど

出
来
る
だ
け
事
前
の
サ
ポ

ト
は
す
る
よ

は
い

頑
張
り
ま
し

う
リ
ズ
さ
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は

を
上
げ

そ
の
ま
ま
話
を
続
け
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

先
ほ
ど
ま
で
よ
り
も
か
な
り

張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

も
う
一
つ

こ
こ
に
い
る
全
員
の
前
で
俺
が
言
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
事
が
あ
る

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
様
子
に

皆
こ
れ
は

事
で
は
な
い
と
感
じ
た
よ
う
だ

と
り
あ
え
ず
話
し
て
く
れ
よ

お

お
う

そ
れ
じ

ア
ス
ナ

ち

と
こ

ち
に
来
て
く
れ

う

う
ん

あ

皆
も
知

て
の
通
り

ア
ス
ナ
は
こ
こ
に

む
事
に
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
は
先
ほ
ど
ま
で
と
は
方
向
性
が
ま

た
く
違
う
発
言
だ

た
の
で
皆
驚
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い
たそ

れ
で

だ

さ
す
が
の
俺
も

こ
れ
は
ア
ス
ナ
の
安
全
の
た
め
だ
と
か

 
そ
ん
な
馬

な
言
い

を
続
け
る
の
は
も
う
や
め
る
事
に
し
た

 
ア
ス
ナ
の
顔
が
何
か
を
期
待
す
る
表
情
に
変
わ

た

皆
そ
れ
を
見
て
お
つ
い
に
か

と
思
い

 
そ
れ
で
も
誰
も

や
か
し
も
せ
ず

真
剣
に
話
を

い
て
い
た

あ
 
ハ
チ
マ
ン
は
し
か
し

張
し
て
何
も
言
い
出
せ
な
い
よ
う
だ

た

お
い
ハ
チ
マ
ン
し

か
り
し
ろ

男
で
し

お
前
こ
こ
で
言
わ
な
く
て
ど
う
す
る
ん
だ
よ

ハ

格
好
悪
い
ぞ

ハ
チ
マ
ン
君

し

か
り

 
当
の
ア
ス
ナ
に
ま
で

ま
さ
れ
て
し
ま
い

ハ
チ
マ
ン
は
顔
を

く
し
な
が
ら
続
け
た
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分
か

て
る
よ

ち

俺
は
こ
う
い
う
の
が
上
手
く
い

た
事
が
一
度
も
無
い
ん
だ
よ

 
当
然

張
す
る
し

怖
い
に
決
ま

て
る
だ
ろ

大
丈
夫

大
丈
夫
だ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
君

き

と
上
手
く
い
く
か
ら

 
さ
す
が
に
そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
に
は

全
員
か
ら
突

込
み
が
入

た

ア
ス
ナ

お
前
何
言

て
ん
だ
よ

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
が

む
と
時
々
お
か
し
く
な
る
よ
ね

 
ア
ス
ナ
も
突

込
ま
れ
て
気
が
付
い
た
の
か

顔
を

く
し
た

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
深
呼

を
し
て
つ
い
に
そ
の
言
葉
を
ア
ス
ナ
に
告
げ

た
こ
ん
な

点
だ
ら
け
で
情
け
な
い
俺
だ
が
そ
の
こ
れ
か
ら
も
ず

と
一

に
い
て
く
れ
な

い
か

 
ア
ス
ナ

俺
は
お
前
の
事
が
好
き
だ

や

と
言

て
も
ら
え
た

 
ア
ス
ナ
は
嬉
し
涙
を
流
し
な
が
ら

は

き
り
と
返
事
を
し
た

う
ん

私
も
大
好
き
よ

ハ
チ
マ
ン
君
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そ
の
光
景
に

場
は
今
日
一
番
の

り
上
が
り
を
見
せ
た

よ
く
や

た
ぞ
ハ
チ
マ
ン

や

た
な
ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン

格
好
い
い
ぞ

ハ

男
を
見
せ
た
ナ

私
は
ず

と
知

て
た
け
ど
ね

ま
し
い
で
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
二
人
と
も

 
二
人
は
し

か
り
と
手
を
繋
ぎ

ん
で
お

を
言

た

お

お
う

あ
り
が
と
な

あ
り
が
と
う

 

大
な

手
が

き

こ
り
つ
い
に
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
正
式
に
付
き
合
う
事
に
な

た 
だ
が
そ
の
直
後

ア
ル
ゴ
か
ら
爆

発
言
が
投
下
さ
れ
た

そ
れ
で
は
次
に

二
人
の
結
婚
式
を

り
行
う
と
す
る
カ

な
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け

結
婚

オ
レ

ち
思
う
ん
だ
が

今
後
誰
か
に
余
計
な
茶
々
を
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
に
も

 
は

き
り
と

に
し
ち
ま

た
方
が
面
倒
も
無
く
て
い
い
ん
じ

な
い
の
カ

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

結
婚
か

結
婚
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
込
み

ア
ス
ナ
は
考
え
る
ま
で
も
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

 
ハ
チ
マ
ン
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た

何
だ

ハ

は

な
の
カ

そ
ん
な
わ
け
な
い
だ
ろ

そ
ん
な
わ
け
な
い
よ

何
故
そ
こ
で
ア
ス
ナ
が
答
え
る

 
キ
リ
ト
が
す
か
さ
ず
突

込
み

ア
ル
ゴ
が
皆
に
問
い
か
け
た

み
ん
な
も
大

成
だ
よ
ナ

二
人
が
そ
う
し
た
い
な
ら

い
い
と
思
う

成

成
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い
い
ん
じ

な
い
か

い
き
な
り
す
ぎ
る
気
も
す
る
け
ど

本
人
達
が
い
い
な
ら
い
い
ん
じ

な
い

 
こ
の
世
界
で
の
結
婚
は

現
実
世
界
と
は
微

に
意
味
合
い
が
違
う

 
こ
の
世
界
で
ス
ト
レ

ジ
を
共

す
る
と
言
う
事
は

相
手
に
全
て
を

ね
る
事
に
も
な
る

 
つ
ま
り
お

い
の
気
持
ち
も
大
事
だ
が
命
を

け
る
く
ら
い
の
覚
悟
も
必
要
に
な
る
の
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

結
婚
は

を

ん
で
と
思

て
い
た
の
で

や
や
困

て
い
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
ア
ス
ナ
が

然
と

押
し
の
一
手
に
出
た

せ

か
く
ハ
チ
マ
ン
君
が
勇
気
を
出
し
て
告
白
し
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら

 
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に
今
度
は
私
が
し

か
り
と
勇
気
を
出
さ
な
い
と
ね

 
も
し
プ
ロ
ポ

ズ
し
て
く
れ
る
な
ら

私
喜
ん
で
受
け
る
よ

ハ
チ
マ
ン
君

ア
ス
ナ

さ
す
が
に
そ
れ
は
強
引
す
ぎ
だ
ろ

ア

ち

ん
や
る
な

ハ

は
こ
う
な

た
ら
絶
対
断
れ
な
い

ハ
チ
マ
ン
を
落
と
す
に
は

と
に
か
く
押
し
が
大
事

て
教
育
し
た
甲
斐
が
あ

た
よ

リ
ズ

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
教
育
を

は

や

ぱ
り

と
か
余
計
な
事
を
考
え
る
必
要
は
無
か

た
な
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最
初
か
ら
自
分
の
気
持
ち
を
余
す
事
な
く
伝
え
れ
ば
自
然
と
そ
う
な
る
に
決
ま

て
る
よ
な

 
俺
も
ま
だ
ま
だ
未

だ

て
事
だ

よ
し

も
う
一
回
や
り
直
す
ぞ

ア
ス
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い

ア
ス
ナ
を
し

か
り
と

き
締
め
て
言

た

俺
は
⻭
の

く
よ
う
な
セ
リ
フ
は
言
え
な
い
か
ら
な

言
う
の
は
一
言
だ
け
だ

 
愛
し
て
る

俺
と
結
婚
し
て
く
れ

は
い

こ
ん
な
私
で
も
良
け
れ
ば

ず

と
あ
な
た
の

に
い
さ
せ
て
下
さ
い

こ
ん
な
俺
で
も
い
い
な
ら

ず

と
離
さ
ん

 
そ
し
て
二
人
は
仲
間
達
の
前
で

い
の
口
付
け
を
交
わ
し
た

 
そ
の
後
ハ
チ
マ
ン
が
ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
し

ア
ス
ナ
に
結
婚
を

し
込
ん
だ

 
ア
ス
ナ
も
ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
し

そ
れ
を
受

し
た

 
そ
の

間
二
人
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
指

が
出
現
し
二
人
は
そ
の
指

を
交
換
し
て

 
お

い
の
指
に

そ
れ
を
は
め
た

 
そ
の

間

先
ほ
ど
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
歓
声
と

手
が

き

こ

た

 
皆

き
な
が
ら

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
二
人
を
祝
福
し
て
い
た

 
こ
の
日
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
ア
ス
ナ
が
ぐ
い
ぐ
い
押
す

だ

た
の
は
否
定
で
き
な
い
が
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と
も
か
く
お
い
の
気
持
ち
を
し
か
り
と
確
か
め
あ
い
つ
い
に
夫
と
な
た
の
で
あ
た
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第
０
６
４
話
 
休
暇
を
取
ろ
う

な
あ

ど
う
せ
な
ら

し
ば
ら
く
血
盟
騎
士
団
の
活
動
を
休
ん
だ
ら
ど
う
だ

 
キ
リ
ト
か
ら

当
然
の
よ
う
に
そ
ん
な
声
が
上
が

た

皆
も
口
々
に
そ
れ
に
同
意
し
た

い
や

だ
が
ま
あ
こ
ん
な

況
だ
し
な

い
い
じ

ね

か
よ

今
ま
で
散
々
頑
張

て
き
た
ん
だ
か
ら

 
少
な
く
と
も
七
十
五
層
の
ボ
ス
戦
ま
で
は
休
ん
だ

て
罰
は
当
た
ら
ね

よ

そ
う
だ
そ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
皆
の
態
度
は
素
直
に
嬉
し
か

た
が
そ
れ
は
さ
す
が
に

わ
れ
た

ま
あ
さ
す
が
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
の
約
束
を
反
故
に
す
る
の
も
な

 
そ
う
い
う

件
で
お
前
に
デ

エ
ル
し
て
も
ら

た

だ
し
な

や

ぱ
り
ま
あ

そ
う
だ
よ
な

ま
あ
結
婚
を
理
由
に

て
の
は
あ
り
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
な
ら
手

を
た
て
て

そ
れ
を
口
実
に
す
る
の
は
ど
う
ダ

手
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突
然
ア
ル
ゴ
が

そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

実
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
調
査
を
し
て
る
時
に
偶
然
得
た
情
報
が
あ
る
ん
だ
よ

 
ハ

は
当
事
者
な
ん
で

本
人
に
だ
け
伝
え
る
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が

 
ま
あ
そ
れ
を
こ
こ
で
開

す
る
事
に
す
る
サ

 
ア
ル
ゴ
の
も

た
い
ぶ

た
言
い
方
に
一
体
ど
ん
な
情
報
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
ハ
チ
マ
ン

は 
そ
の
情
報
を

い
て

驚
き
つ
つ
も

あ
る
意
味
納
得
し
て
い
た

ク
ラ
デ

ル
が

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
元
メ
ン
バ

も
し
く
は
関
係
者
だ
と

あ
あ

偶
然
あ
い
つ
が
こ
そ
こ
そ
と
二
人
の
男
と
会

て
る
の
を
見
付
け
た
ん
だ

 
そ
の
相
手
を
尾
行
し
て
観
察
し
て
た
ら

そ
い
つ
ら
何
度
か

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン

て
言
葉
を
会
話
の
中
で
出
し
た
ん
だ
ヨ

あ
い
つ
の
狂
気
め
い
た
ア
ス
ナ
へ
の

着
は

 
確
か
に
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
メ
ン
バ

ど
も
と
似
て
い
る
気
も
し
た
が

そ
う
か

あ
く
ま
で
可
能
性
だ
が

罠
で
も
は

て
確
認
す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 
ハ

は

そ
う
い
う
の
得
意
だ
ロ
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お
前
は
人
を
何
だ
と

 
ハ
チ
マ
ン
が
抗
議
す
る
間
も
な
く

他
の
者
が
口
々
に
同
意
し
た

ハ
チ
マ
ン
君

そ
う
い
う
の
得
意
だ
か
ら
き

と
大
丈
夫
だ
と
思
う

ハ
チ
マ
ン
な
ら
絶
対
い
い
作
戦
を
考
え
付
く
よ

間
違
い
な
い
な

お
前
ら
ま
で

は

わ
か

た

ど
ち
ら
に
し
ろ
放
置
は
出
来
な
い

 
休
む
た
め
の
出
来
レ

ス
み
た
い
で
ア
レ
だ
が
あ
い
つ
を

ク
ラ
デ

ル
を
罠
に
か
け

る
ぞさ

す
が
ハ
チ
マ
ン
だ

や

ぱ
ハ
チ
マ
ン
は
こ
う
で
な
く

ち

な

 
そ
う
ハ
チ
マ
ン
が
宣
言
し

今
日
の
宴
は
解
散
と
い
う
事
に
な

た

 
皆
二
人
を
祝
福
し
な
が
ら
一
人

ま
た
一
人
と
帰

て
い
き

 
そ
の
場
に
は

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
だ
け
が
残
さ
れ
た

あ

ア
ス
ナ

い
き
な
り
で
そ
の

悪
か

た
な

ま
あ

今
後
と
も
宜
し
く
な

も
う

ほ
ん
と
突
然
で
び

く
り
し
た
よ
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ま
あ
心
の
準
備
は
前
か
ら
し
て
あ

た
か
ら

ま
だ
平
気
だ

た
け
ど

そ
う
な
の
か

ま
あ

私
だ

て
ハ
チ
マ
ン
君
の
事
は
し

か
り
見
て
た
か
ら
ね

 
最
近
私
に
対
す
る
態
度
が
前
と
少
し
違
う
な
と
も
感
じ
て
た
し
ね

ま
じ
か

そ
ん
な
に
分
か
り
や
す
か

た
か

う
う
ん

他
の
人
に
は
わ
か
ら
な
い
と
思
う

私
も
な
ん
と
な
く
だ

た
し

そ

か

や

ぱ
り
ア
ス
ナ
に
は
敵
わ
な
い
な

 
二
人
は
ソ
フ

に

け

目
を

り
な
が
ら
そ

と
寄
り

た

な
あ

ア
ス
ナ
は
い
つ
か
ら
俺
の
事
が
好
き
だ

た
ん
だ

ど
う
だ
ろ
う

ず

と
一

に
い
た
か
ら

 
最
初
か
ら
好
き
だ

た
の
に
気
が
付
い
て
な
か

た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
し

 
何
か
他
に
キ

カ
ケ
が
あ

た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
や

ハ
チ
マ

ン
君
は

そ
う
だ
な

俺
も
そ
ん
な
感
じ
だ
な

 
何
度
か
は

ア
ス
ナ
を
好
き
な
の
か
と
思

た
事
も
あ

た
と
思
う
が
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友
達
だ
か
ら
と
自
分
に
言
い

か
せ
て
そ
れ
で
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
た

て
感
じ
だ

た

と
思
う

そ

か

ま
あ
も
う
い
い
だ
ろ

今
は
こ
う
し
て
二
人
一

な
ん
だ
し
そ
の
け

結
婚
し
た
ん
だ

し
そ
う
だ
ね

私
達

結
婚
し
た
ん
だ
よ
ね

お
う

色
々
と
す

飛
ば
し
た
感
は
あ
る
け
ど
な

 
落
ち
着
い
た
せ
い
で
や

と
実
感
が
出
て
き
た
の
か
二
人
は
や
や

張
し
て
し
ま

た
よ
う

だ 
そ
ん
な
空
気
の
中

と
り
あ
え
ず
と
い

た
感
じ
で
ア
ス
ナ
が
切
り
出
し
た

と
り
あ
え
ず
も
う
い
い
時
間
だ
け
ど

く
何
か
食
べ
る

そ
れ
と
も

る

 
あ

お
風
呂
に
も
入
ら
な
く
ち

だ
ね

お

お
う

そ
ん
な
に
腹
は

て
な
い
が

ア
ス
ナ
が

て
る
な
ら
付
き
合
う
ぞ

 
で

風
呂
か

る

か

あ
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そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
は

男
女
関
係
に
慣
れ
て
い
な
い
二
人
に
は

地

だ

た
よ
う
だ

 
先
ほ
ど
ま
で
よ
り
も
更
に
も
じ
も
じ
し
た
二
人
は

り
込
ん
で
し
ま

た

 
確
か
に
風
呂
は
二
人
で
入
れ
る
く
ら
い
の
大
き
さ
は
あ
る
し

 
ベ

ド
も
二
人
で

る
に
は
十
分
な
広
さ
が
あ
る

 

が
気
ま
ず
か

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
が
意
を
決
し
て
先
に
口
を
開
い
た

そ

そ
う
だ
な

前
一

に
風
呂
に
入

た
事
は
あ
る
し

 
今
日
も
水
着
を
着
て
一

に
入
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

時
間
の

約
に
も
な
る
し
な

う

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

か

 
と
り
あ
え
ず
の

協
点
と
言

た
感
じ
で
ハ
チ
マ
ン
が
提
案
し

 
と
り
あ
え
ず
は
そ
う
い
う
事
に
な

た
よ
う
だ

だ
が

問
題
は
や
は
り
そ
の
後
だ

た

そ
れ
じ

る

か

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

お
や
す
み

 
ハ
チ
マ
ン
は

さ
す
が
に
い
き
な
り
一

に

よ
う
と
も
言
い
出
せ
ず

 
一
人
で

室
に
向
か
お
う
と
し
た
が

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
服
を
ア
ス
ナ
が
そ

と
摘
ん
だ
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さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も

顔
を

く
し
て
い
る
ア
ス
ナ
を
見
て

色
々
と
察
し
た
の
か

 
若

の
勇
気
を
必
要
と
し
な
が
ら
も

は

き
り
と
口
に
出
し
て
言

た

そ

そ
う
だ
な

一

に

る
か

俺
達
も
う
夫

な
ん
だ
し
な

う
ん

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ベ

ド
に
横
た
わ
り
手
を
繋
い
だ

そ
の

も
り
が
と
て
も
嬉
し
か

た

 
二
人
は
自
然
と
向
き
合
い

そ
の
ま
ま
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
し

か
り
と

き
合

た

こ
う
い
う
の
が
や

ぱ

幸
せ

て
言
う
の
か
ね

そ
う
だ
ね

私
今

と

て
も
幸
せ
だ
よ

お
う

俺
も
今

す
げ

幸
せ
だ
ぞ

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
た
め
ら
い
が
ち
に

そ
の
日
一
番
の
勇
気
を
必
要
と
す
る
発
言
を
し
た

ね

ハ
チ
マ
ン
君

こ
こ
で
も
そ
の
そ
う
い
う
事
が
出
来
る
方
法
が
あ
る
の
知

て
る

あ
あ

ア
ス
ナ
は
誰
か
に

い
た
の
か

ア
ル
ゴ
か

そ
れ
と
も
あ
の
ピ
ン
ク
か

さ

き
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
帰
り

に
教
え
て
く
れ
た
ん
だ
よ
ね

あ
い
つ
め

余
計
な
事
を

ハ
チ
マ
ン
君
は
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そ
ん
な
わ
け
な
い
だ
ろ

で
も
や

ぱ
り
少
し
恥
ず
か
し
い

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
け
ど

 

く
な
り
な
が
ら
そ
ん
な
事
を
言
う
ア
ス
ナ
を
愛
お
し
い
と
思

た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に

⻑
い
⻑
い
キ
ス
を
し
た

 
そ
の
⻑
い
キ
ス
が
終
わ

た
あ
と

二
人
は
ず

と
見
詰
め
合

て
い
た
が

 
や
が
て
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
し

全
て
の
装
備
を
解

し
た

愛
し
て
る
よ

ハ
チ
マ
ン
君

俺
も
愛
し
て
る
ぞ

も
し
あ
の
時
ハ
チ
マ
ン
君
が

私
の
手
を
と

て
走
り
出
し
て
く
れ
な
か

た
ら

 
今

ど
う
な

て
た
ん
だ
ろ

私
も
う

死
ん
じ

て
た
か
も
し
れ
な
い
ね

あ
の
時
の
自
分
の
行
動
を
褒
め
て
や
り
た
い
な

う
ん

私
の

那
様
は
や

ぱ
り
優
し
い
ね

 
こ
う
し
て
夜
は
更
け
て
い
き
こ
ん
な
虚

の
世
界
で
で
は
あ
る
が
二
人
は
結
ば
れ
る
事
と

な

た
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次
の
日
の
朝
ハ
チ
マ
ン
が
目
を
覚
ま
す
と

隣
に
は
も
う
ア
ス
ナ
は
い
な
か

た

 
ど
う
や
ら
キ

チ
ン
で

朝
食
の
準
備
を
し
て
い
る
よ
う
だ

あ

お
は
よ
う

そ
ろ
そ
ろ

こ
そ
う
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

き
た
ん
だ
ね

お
う

お
は
よ
う

 
そ
の
笑
顔
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は

絶
対
俺
が
守
ら
な
く
て
は
と
決
意
を
新
た
に
し
た

 
こ
れ
か
ら
大
事
な
仕
事
が
あ
る

気
を
引
き
締
め
ね
ば
と

ハ
チ
マ
ン
は
気
合
を
入
れ
た

朝
ご

作

た
か
ら

食
べ
終
わ

た
ら
一

に
本
部
に
向
か
お

か

そ
う
だ
な

ま
だ
い
い
作
戦
は

か
ん
で
な
い
が

 
本
部
で
色
々
と
見
た
り

い
た
り
す
れ
ば

何
か
思
い
付
く
だ
ろ
う
し
な

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
本
部
へ
と
向
か
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

血
盟
騎
士
団
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を

み
出
し
た

 
初
日
だ

た
の
で

ま
ず
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ら
皆
に
紹
介
さ
れ
る
事
と
な

た

皆
も
知

て
の
通
り

日
の
勝
負
で
私
が
勝

た
た
め

 
こ
こ
に
い
る
ハ
チ
マ
ン
君
が

我
が
血
盟
騎
士
団
に
入
団
す
る
事
に
な

た

 
役
職
と
し
て
は

ア
ス
ナ
君
の
護
衛

参
謀
と
い
う
事
に
な
る
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そ
の
い
き
な
り
の
抜

に

皆
驚
い
た

反
発
す
る
者
も
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
を
よ
く
知
る
者
ほ
ど

当
然
と
い
う
顔
で
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
た

 
反
発
す
る
者
の
中
に

ゴ
ド
フ
リ

と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た

 
一
見

の
い
い
親

と
い

た
感
じ
の
男
で
実
戦
部

の
指

を
と
る
事
が
多
い
プ
レ

イ
ヤ

だ

 
そ
の
ゴ
ド
フ
リ

が

ハ
チ
マ
ン
の
実
力
が
見
た
い
と
強
行
に
主
張
し
た

 
ど
う
や
ら
五
十
五
層
あ
た
り
の
迷
宮
区
を

人
で
突
破
し
て
そ
の
力
を
見

め
た
い
と
の
事

ら
し
い

し
か
し

ハ
チ
マ
ン
君
の
実
力
は

君
な
ら
ば
よ
く
知

て
い
る
だ
ろ
う

で
す
が

そ
れ
が
我
が

に
な
じ
む
か
ど
う
か
は
ま
た
別
の
話
で
す

 
実
戦
部

を
指

す
る
身
と
し
て
き
ち
ん
と

す
べ
き
事
は

し
て
お
き
た
い
の
で
す

 
い
ざ
と
い
う
時
に
使
え
な
い
戦
力
で
は
困
り
ま
す
か
ら
な

 
使
え
な
い

と
い
う
言
葉
を

い
た
時

ア
ス
ナ
の

が
ピ
ク
リ
と
動
い
た

あ

ア
ス
ナ
の
奴

か
な
り

て
ん
な
こ
れ

 
そ
う
察
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

一
歩
前
に
出
よ
う
と
し
た
ア
ス
ナ
を
静
止
し
た
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ア
ス
ナ

い
い
考
え
が

か
ん
だ

俺
に
任
せ
て
お
け

う
ん

 
ア
ス
ナ
に
そ
う

打
ち
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

ゴ
ド
フ
リ

に
話
し
か
け
た

ゴ
ド
フ
リ

の
言
う
事
は

確
か
に
正
し
い

 

層
だ
か
ら
一
気
に
駆
け
抜
け
る
事
に
な

て
し
ま
う
が
ち

ん
と
俺
に
つ
い
て
来
れ
る

か
も
ち
ろ
ん
だ

 
ゴ
ド
フ
リ

は
顔
を

く
し
て

ハ
チ
マ
ン
の
挑
発
に
乗

て
き
た

そ
れ
じ

打
ち
合
わ
せ
を
し
よ
う

ヒ

ス
ク
リ
フ

そ
れ
で
い
い
か

あ
あ

君
が
そ
れ
で
い
い
な
ら

わ
な
い
が

そ
れ
じ

行
こ
う

ゴ
ド
フ
リ

 
ハ
チ
マ
ン
の
気
安
い
態
度
を
い
ぶ
か
し
み
な
が
ら
も

 
ゴ
ド
フ
リ

は
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
会
議
室
へ
と
消
え
て
い

た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
後
に

日

と
参
加
者
が
発
表
さ
れ
た

 
参
加
者
は

ゴ
ド
フ
リ

ハ
チ
マ
ン

そ
し
て

ク
ラ
デ

ル
で
あ

た
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ハ
チ
マ
ン
君

よ
く
ク
ラ
デ

ル
を
メ
ン
バ

に
入
れ
ら
れ
た
ね

あ
あ

あ
い
つ
と
は
以
前

め
て
し
ま

た
か
ら
ゴ
ド
フ
リ

の
力
で
仲

し
て
欲
し
い
と

頼
ん
だ
ら

 
あ
い
つ
あ

さ
り
と
そ
の
話
に
乗

て
き
て

熱
心
に
ク
ラ
デ

ル
の
説
得
を
始
め
た
ぞ

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん

そ
れ
に
一
つ
種
を

い
て
お
い
た

結

ア
イ
テ
ム
の
所
持
を
禁
止
す
る
と
い
う
提
案
だ

 
そ
の
方
が
ピ
ン
チ
の
時
の
対
応
を
見
れ
る
だ
ろ
う

て
理
由
で
な

な
ん
で
そ
ん
な
事
を

結

ア
イ
テ
ム
が
何
も
無
い
前
提
で
も
し
ア
ス
ナ
な
ら
俺
を
動
け
な
く
す
る
た
め
に
何
を

す
るそ

れ
は

麻

を
飲
ま
せ
る
く
ら
い
し
か

あ

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

そ
ん
な
わ
け
で
作
戦
を
伝
え
る

ア
ス
ナ
は
密
か
に
俺
達
を
尾
行

 
キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
は

ア
ル
ゴ
に
案
内
を
さ
せ
て

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
残

と
思
わ
れ
る
二
人
組
の
捕

だ

了
解

う
ま
く
い
く
と
い
い
ね

那
様
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今
ア
ル
ゴ
に

ク
ラ
デ

ル
を
尾
行
さ
せ
て
い
る

 
そ
の
結
果
を
見
て
準
備
を
終
え
た
ら

明
日
決
行
だ

バ

ク
ア

プ
を
頼
む

奥
様

 
し
ば
ら
く

た
後

ア
ル
ゴ
か
ら
連

が
来
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
目

見
通
り
に
ク
ラ
デ

ル
が
麻

を

入
し
た
ら
し
い

 
ア
ル
ゴ
は
メ

セ

ジ
の
最
後
で

 
や

ぱ
り
ハ

だ
け
は
敵
に
回
し
た
く
な
い
ナ
と
締
め
く
く

て
い
た

 
そ
の
連

を
も

て

ク
ラ
デ

ル
捕

作
戦
が
明
日
実
行
さ
れ
る
事
が
決
定
し
た
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第
０
６
５
話
 
さ
よ
な
ら
ク
ラ
デ

ル

 
次
の
日
の
朝

三
人
は
五
十
五
層
の
転
移
門
前
に
集
合
し
た

そ
れ
じ

今
日
は
宜
し
く
頼
む

今
日
は
し

か
り
と
見

め
さ
せ
て
も
ら
う
ぞ

そ
の
前
に

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

以
前
は
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

反
省
し
て
ま
す

 
ク
ラ
デ

ル
が
ま
ず

ハ
チ
マ
ン
に

を
下
げ
た

 
ゴ
ド
フ
リ

は
そ
れ
を
見
て

う
ん
う
ん
と

い
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
れ
が

技
だ
と
し

か
り
と
見
抜
い
て
い
た

ま
ず
こ
ち
ら
の

感
を
解
き
に
き
た
か

ま
あ

セ
オ
リ

だ
な

丁

な

に

み
入
る

出
来
れ
ば
水
に
流
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
る

 
俺
も
貴
方
を
一

で
倒
し
て
し
ま

た
た
め
恥
を
か
か
せ
た
か
も
と
反
省
し
て
い
た

す
ま

な
か

た

こ
ん
な
感
じ
の

技
で
い
い
か

ち

と
時
代
が
か

て
る
が

煽
り
も
入
れ
た
し

 
こ
の
セ
リ
フ
を

れ
て

い
て
い
た
ア
ス
ナ
は
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後
で
こ
の
時
の
ハ
チ
マ
ン
の
セ
リ
フ
を

丁

に

を

て
た
よ
ね

と
表
現
し
た

 
ま
さ
に
そ
の
言
葉
通
り
ク
ラ
デ

ル
は
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に
ピ
ク

と
反
応
し
た

が 
顔
は
な
ん
と
か
笑
顔
を
保

て
い
た

そ
れ
じ

和
解
も
済
ん
だ
事
だ
し
行
く
と
し
よ
う

了
解
だ

 
三
人
は
そ
の
ま
ま

迷
宮
区
へ
と
向
か

て
歩
き
始
め
た

 

中
出
現
す
る
雑

は

め
ん
ど
く
さ
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
が

殺
し
て
い
た

 
こ
れ
は
ク
ラ
デ

ル
に
対
し
て

ま
と
も
に
や

て
も
無

だ
か
ら

 
ち

ん
と
麻

を
使
え
よ
と
い
う

ア
ピ

ル
も

ね
て
の
行
動
だ

た

 
そ
し
て
チ

ン
ス
が
や

て
き
た

 
迷
宮
区
を
前
に
し
て
ゴ
ド
フ
リ

が
入
る
前
に
一
度
休

を
入
れ
よ
う
と
言
い
出
し
た
の

だ

は
無
い
が

す
ま
な
い

結

ア
イ
テ
ム
を
出
す
時
に

 
一

に
飲
み
物
も
全
て
出
し
て
し
ま

た
よ
う
だ
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そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
セ
リ
フ
を
受
け

ゴ
ド
フ
リ

が
何
か
言
お
う
と
し
た

間

 
そ
れ
に
先
ん
じ
て

ク
ラ
デ

ル
が
話
し
出
し
た

そ
れ
な
ら
私
が
余
分
に
持

て
い
ま
す

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
も
ど
う
で
す
か

 
そ
の
ク
ラ
デ

ル
の
セ
リ
フ
を

き

 
自
分
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
か
ら
飲
み
物
を
取
り
だ
そ
う
と
し
て
い
た
ゴ
ド
フ
リ

は
そ
の

手
を
止
め

 
ク
ラ
デ

ル
か
ら
飲
み
物
を
も
ら
う
事
に
し
た
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
も
そ
れ
を
受
け
取
り

ゴ
ド
フ
リ

と
一

に
飲
み
始
め
た

 
ク
ラ
デ

ル
は

そ
れ
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た

麻

を
飲
む

て
の
は

あ
ん
ま
り
気
持
ち
の
い
い
も
の
じ

な
い
よ
な
な
や

ぱ

 

果
は
一

だ

た

ハ
チ
マ
ン
と
ゴ
ド
フ
リ

の

の
上
に

 
麻

を

す
カ

ソ
ル
が
表

さ
れ

二
人
は
そ
の
ま
ま
倒
れ
た

さ
て

技
を
開
始
す
る
か

な

な
ん
だ
こ
れ
は

ク
ラ
デ

ル
貴
様

何
を
し
た

 
ゴ
ド
フ
リ

が
ま
ず
叫
び
を
上
げ
た
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何
だ
こ
れ
は

ク
ラ
デ

ル

ど
う
い
う
事
だ

自
然
に
自
然
に

ク

ク
ク

ク
ハ

ヒ

ヒ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
の
様
子
が
お
か
し
く
て
た
ま
ら
な
い
と
い
う
風
に

ク
ラ
デ

ル
が

笑
し
た

ど
う
い
う
事
だ
ク
ラ
デ

ル

あ
ん
た
は
前
か
ら
気
に
入
ら
な
か

た
ん
だ
よ

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
よ

 

い
く
せ
に
あ

だ
こ

だ
と
一
々
指
図
し
や
が

て

 
そ
う
言

て

ク
ラ
デ

ル
が
ゴ
ド
フ
リ

に
剣
を
突
き

し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

の
中
で
ゴ
ド
フ
リ

に

び
つ
つ
も

 
う
ま
く
自
白
さ
せ
よ
う
と

話
を
誘

す
る
事
に
し
た

や
め
ろ
ク
ラ
デ

ル

お
前
こ
の
ま
ま
だ
と

 
あ
の
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
メ
ン
バ

み
た
い
に
な

ち
ま
う
ぞ

い
か
ん

少
し
あ
ざ
と
か

た
か

あ
あ
ん

 
そ
の
言
葉
を

き

ク
ラ
デ

ル
は
今
度
は
ハ
チ
マ
ン
に
近
付
き

剣
を
突
き

し
た
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そ
れ
の
何
が
悪
い
ん
だ

麻

を
使

た
殺
し
の
テ
ク
を
俺
に
教
え
て
く
れ
た
人
達
だ

よ
し

か
か

た

何
だ
と

ど
う
い
う
事
だ
ク
ラ
デ

ル

 
ゴ
ド
フ
リ

は
驚
き

ク
ラ
デ

ル
に

ね
た

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
だ
ろ
う

俺
が

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
メ
ン
バ

だ
か
ら
だ
よ

 
ま
あ

も
う
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
は
解
散
し
て
る
か
ら

精
神
的
に
だ
け
ど
な

 
そ
う
言

て
ク
ラ
デ

ル
は

の
装
備
を
外
し

笑
う

の

を
二
人
に
見
せ
た

ク
ラ
デ

ル
お
前

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
か

あ
あ

お
前
ら
が
討
伐

を
組
ん
で
ア
ジ
ト
を
急
襲
し
た
時
に
仲
間
に
情
報
を
流
し
た
の
も

俺
だそ

う
か

あ
れ
は
お
前
が

く
そ

ク
ラ
デ

ル

貴
様
あ
あ
あ
あ
あ
あ

う
る
せ
え
ん
だ
よ
ジ
ジ
イ
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ゴ
ド
フ
リ

が
大
声
を
上
げ
ク
ラ
デ

ル
は

わ
し
そ
う
に
ゴ
ド
フ
リ

の

を

み

つ
け
た

や
め
ろ
ク
ラ
デ

ル

こ
ん
な
事
を
し
で
か
し
て

今
後
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

 
ハ
チ
マ
ン
の
叫
び
を

き

ク
ラ
デ

ル
は
得
意
げ
に
話
し
始
め
た

俺
の
シ
ナ
リ
オ
は
こ
う
だ

五
十
五
層
を
進
軍
し
て
い
た
俺
達
三
人
は

 
突
然
大

の
犯
罪
者
に
囲
ま
れ

二
人
が
死

 
唯
一
生
き
残

た
俺
は

な
ん
と
か
敵
を
撃
退
し

脱
出
に
成
功

 
そ
の

に
俺
は

テ
メ

の
遺
品
を
な
ん
と
か
持
ち
帰
り

我
ら
が
副
団
⻑
様
に

け
る

 
俺
に
感
謝
し
つ
つ
も

し
む
副
団
⻑
を
俺
が

め

そ
し
て
そ
の
ま
ま
モ
ノ
に
す
る

て
め

あ
の
女
は
俺
が
ね
ん
ご
ろ
に
し
て
や
る
か
ら
後
の
事
は
心
配
し
な
く
て
い
い

ハ
チ
マ
ン

さ
ん
よ

く
そ

ク
ラ
デ

ル

な
ん
で
も
す
る
か
ら
ア
ス
ナ
に
は
手
を
出
す
な

 
い
や

出
さ
な
い
で
下
さ
い
お
願
い
し
ま
す

ヒ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

み

と
も
ね
え
な

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
よ
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ま
ず
は

み
重
な
る
お
前
か
ら
殺
し
て
や
る
よ

 
ク
ラ
デ

ル
は
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
に
止
め
を

そ
う
と
近
付
い
て
き
た

お
ら
お
ら
さ

さ
と
命

い
を
し
ろ
よ
新
し
い
参
謀
様
よ

ま
あ
結
局
殺
す
ん
だ
け
ど
な

 
つ
い
で
に
そ
の
ポ
ス
ト
も
俺
が
も
ら

て
や
る
よ

あ
の
女
の
護
衛
も
な

そ
れ
じ

死

ね
え
え
え
え

馬

か
お
前
は

 
次
の

間
ハ
チ
マ
ン
は

密
か
に

り
こ
ん
で
お
い
た
結

ア
イ
テ
ム
を
二
つ
使

た

 
一

で

ハ
チ
マ
ン
の

が
全
回
復
し

麻

の
マ

ク
が
消
え
た

 
驚
く
ク
ラ
デ

ル
の
前
か
ら
ハ
チ
マ
ン
の

が
消
え
ク
ラ
デ

ル
は
一

で
ぶ

飛
ば

さ
れ
た

な

な
ん
で

お
前
は
と

く
に
俺
に
マ

ク
さ
れ
て
た
ん
だ
よ

こ
ん
な
素
人

技
に
ひ

か
か
り
や
が

て 
お
前
の
馬

さ
に
や

て
る
こ

ち
も
恥
ず
か
し
く
な

て
き
ち
ま

た
よ
ク
ラ
デ

ル
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く

く
そ

こ
う
な

た
ら
ジ
ジ
イ
を
人
質
に

ク
ラ
デ

ル

人
質
が
何

ア
ス
ナ

様

一
体
な

こ
こ
に

 
ゴ
ド
フ
リ

は
い
つ
の
間
に
か
現
れ
て
い
た
ア
ス
ナ
に

に
救
助
さ
れ
て
い
た

 
そ
の
ゴ
ド
フ
リ

は

り
に

れ
た
目
で
ク
ラ
デ

ル
を
見
て
い
た

そ
ん
な
の
私
と
彼
が
夫

だ
か
ら
に
決
ま

て
る
で
し

彼
の
い
る
所
に
は
常
に
私
が

い
る
の
よ

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は

手
の

指
の
指

を
ク
ラ
デ

ル
に
見
せ
び
ら
か
し
た

そ

そ
ん
な
事
が
あ

て
た
ま
る
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

少
し
は
現
実
を
見
ろ
よ

ク
ラ
デ

ル

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ク
ラ
デ

ル
を

み
つ
け

 

手
の

指
の
指

を
ク
ラ
デ

ル
の
目
の
前
に
持

て
い
き
こ
れ
で
も
か
と
見
せ
付
け

た
ぐ気

付
か
な
か

た
か

お
前
を
煽
る
つ
も
り
で

一
応
見
え
る
よ
う
に
は
し
て
お
い
た
ん
だ
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が
な

 
そ
れ
に
し
て
も

何
で
お
前
が
俺
の
代
わ
り
に
ア
ス
ナ
の
隣
に
立
て
る
と
思

た
ん
だ

 
そ
ん
な
事
何
が

き
よ
う
と
あ
る
わ
け
な
い
だ
ろ

う
ん

え
ハ
チ
マ
ン
君
が
死
ん
で
も

そ
れ
は
絶
対
に
無
い
ね

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
立
ち

ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
も
ア
ス
ナ
も

実
は
か
な
り

て
い
た
よ
う
だ

 
う
な
だ
れ
る
ク
ラ
デ

ル
に

更
に
追
い
討
ち
を
か
け
て
い
た

 
そ
の
せ
い
で
多
少
気
が
晴
れ
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
が
ゴ
ド
フ
リ

に
声
を
か
け
た

大
丈
夫
か
ゴ
ド
フ
リ

計
画
を
内

に
し
て
て
す
ま
な
か

た

 
ど
こ
に
敵
が
い
る
か
分
か
ら
な
か

た
か
ら

打
ち
明
け
ら
れ
な
か

た
ん
だ

い
や
い
や
参
謀

そ
れ
に
副
団
⻑

二
人
は
俺
の
命
の

人
だ

助
か

た

あ
り
が
と
う

こ
れ
で
ゴ
ド
フ
リ

も

ハ
チ
マ
ン
君
の
事

認
め
て
く
れ
る
か
な

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

今
ま
で
す
ま
な
か

た

こ
れ
か
ら
は

仲
間
と
し
て
宜
し
く
頼
む
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お
う

で

こ
い
つ
は
ど
う
す
る

準
備
は
し
て
き
た

ア
ス
ナ

や

て
く
れ

う
ん

 
ア
ス
ナ
が
監
獄
行
き
の
回
廊
結

を
展
開
し
ハ
チ
マ
ン
は
ク
ラ
デ

ル
を
そ
こ
に
叩
き
こ

ん
だも

う
会
う
事
は
無
い
だ
ろ
う
な

遠
に
さ
よ
な
ら
だ

ク
ラ
デ

ル

 
回
廊
結

が

じ

ク
ラ
デ

ル
は
二
人
の
前
か
ら

久
に

を
消
す
事
に
な

た

 
丁
度
キ
リ
ト
か
ら
も
連

が
入
り
仲
間
と
思
し
き
二
人
組
も
無
事
捕

し
監
獄
に
送

た

よ
う
だ

そ
れ
じ

少
し

を
説
明
し
て
お
こ
う
か

す
ま
ん

頼
む

た
ま
た
ま
鼠
が
怪
し
い
奴
ら
と
密
談
し
て
る
こ
い
つ
を
見
付
け
た
の
が
事
の
始
ま
り
な
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

言
え
な
い
部
分
を
省
き
つ
つ

ゴ
ド
フ
リ

に

の
説
明
を
し
た

な
る
ほ
ど

子
身
中
の

を
入
団
前
か
ら
取
り

う
計
画
だ

た
の
か

さ
す
が
は
参
謀
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お

お
う

ま
あ
な

こ
の
ゴ
ド
フ
リ

感
服
し
ま
し
た

こ
れ
か
ら
は
敬
意
を
持

て
接
し
ま
す
ぞ

参
謀

い
や

ゴ
ド
フ
リ

は
明
ら
か
に
年
上
な
ん
だ
し

普
通
に
呼
び

て
に
し
て
く
れ
よ

わ
か

た
ハ
チ
マ
ン

だ
が
最

限
の
敬
意
は

う
ぞ

ま
あ

そ
れ
く
ら
い
な
ら

ふ
ふ

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
も
ハ
チ
マ
ン
君
の
事
認
め
て
く
れ
た
み
た
い
だ
し

 
妻
と
し
て
は

が
高
い
ね

 
そ
の
言
葉
に

ゴ
ド
フ
リ

は

ハ

と
し
た
感
じ
で
付
け
加
え
た

そ
う
そ
れ
よ

二
人
は
結
婚
し
た
ん
だ
な

お
め
で
と
う

お
う

ま
あ

そ
ん
な
感
じ
だ

ふ
ふ

あ
り
が
と
う

ゴ
ド
フ
リ

実
に
お
似
合
い
で

俺
も
見
て
て
嬉
し
く
な

て
く
る
ぞ

そ
う
だ

そ
の
件
で
一
つ
相
談
が
あ
る
ん
だ
が

ん

何
だ

見
て
の
通
り
俺
達
は
新
婚
な
わ
け
だ
が

俺
と
し
て
は
こ
の
機
会
に
だ
な
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少
し
は
ア
ス
ナ
に
そ
の
休
ん
で
も
ら

て
そ
の
間
ず

と
優
し
く
し
て
や
り
た
い
と
思

て
る
ん
だ

 
だ
か
ら

ヒ

ス
ク
リ
フ
に

次
の
ボ
ス
攻
略
ま
で
の

い
間
だ
け
で
い
い
か
ら

 
休
暇
を

す
る
後
押
し
を
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か

愛
だ
な

も
ち
ろ
ん
い
い
ぞ

副
団
⻑
に
優
し
く
す
る
た
め
と
い
う
所
が
気
に
入

た

 
俺
も
前
か
ら

副
団
⻑
は
ち

と
働
き
す
ぎ
だ
と
思
わ
な
い
で
も
な
か

た
ん
で
な

 
こ
の
ゴ
ド
フ
リ

喜
ん
で
後
押
し
し
よ
う

あ
り
が
と
う

ゴ
ド
フ
リ

な

に

副
団
⻑
に
は
幸
せ
に
な

て
ほ
し
い
か
ら
な

あ
り
が
と
な

ゴ
ド
フ
リ

う
む

そ
れ
じ

速
報
告
も

ね
て
団
⻑
の
所
に
行
く
と
す
る
か

  
街
に

た
三
人
は

本
部
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
前
に

ん
で
い
た

三
人
揃

て
ど
う
し
た
の
か
ね

も
う
訓
練
は
終
わ

た
の
か
い

そ
れ
な
ん
だ
が
団
⻑

大
事
な
報
告
が
あ
る
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ふ
む

こ
う
か

 
ゴ
ド
フ
リ

が
事
の

を
説
明
し

ヒ

ス
ク
リ
フ
は

ハ
チ
マ
ン
に

を
下
げ
た

す
ま
な
い

ク
ラ
デ

ル
に
つ
い
て
は
も

と

し
く
調
べ

 
こ
ち
ら
で
厳
し
い
処
分
を
す
る
べ
き
だ

た

 
一
歩
間
違
え
た
ら

君
を
危
険
な
目
に
合
わ
せ
る
所
だ

た

私
の
ミ
ス
だ

い
や
そ
う
思

て
く
れ
る
の
は

難
い
が
ま
あ
今
回
の
事
は
こ
ち
ら
が
勝
手
に
や

た

事
だ

 
事
前
に
報
告
も
し
な
い
で

逆
に
す
ま
な
か

た

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

団
⻑

ま
あ
二
人
が
無
事
で
何
よ
り
だ

た

そ
れ
じ

こ
の
件
は
公
表
し
て
終
わ
り
と
い
う
事
に

し
よ
う

あ
あ

そ
れ
と
は
別
に
ヒ

ス
ク
リ
フ

相
談
が
あ
る

 
勝
負
に
負
け
た
俺
が
こ
ん
な
事
を
言
い
出
す
の
は
筋
が
違
う
と
は
思
う
ん
だ
が

休
暇
の

か
い

な
ん
で
分
か
る
ん
だ
よ
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二
人
の
指

に
私
が
気
付
か
な
い
は
ず
が
な
い
だ
ろ
う

し

か
り
見
て
や
が

た
の
か

 
ど
う
や
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

二
人
の
結
婚
に

に
気
付
い
て
い
た
よ
う
だ

ボ
ス
討
伐
ま
で
の
間
だ
け
で

わ
な
い
ん
だ
が

頼
め
な
い
か

お
願
い
し
ま
す
団
⻑

俺
も

成
し
ま
す
ぞ

団
⻑

ま
あ

実
は
私
も
そ
れ
を

に

討
し
て
い
た
か
ら
ね

も
ち
ろ
ん

わ
な
い
よ

ま
じ
か

私
も
さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
⻤
じ

な
い
よ

れ
ば
せ
な
が
ら

お
め
で
と
う

二
人
と
も

お
う

あ
り
が
と
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
団
⻑

そ
れ
で
は

い
い
新
婚
生
活
を

 
二
人
は

目
の
前
の
男
は
敵
で
あ
る
と
理
解
し
て
は
い
た
が

 
敵
で
は
あ

て
も

い
に
は
な
れ
な
い
と

め
て
思

て
し
ま

た

 
特
に
ハ
チ
マ
ン
は

よ
く
話
し
て
い
た
時
の
茅
場
の

を
重
ね
て
し
ま

て
い
た
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そ
の
時
が
来
た
ら

は
し
な
い
つ
も
り
だ
が

今
は
素
直
に
感
謝
す
る
事
に
し
よ
う

 
そ
う
思
い

二
人
は
血
盟
騎
士
団
の
本
部
を
後
に
し
た

 
こ
の
直
後
に
ク
ラ
デ

ル
事
件
の

要
と

二
人
の
休
暇
入
り
が
正
式
に
発
表
さ
れ
た

 
こ
う
し
て
二
人
は
し
ば
し
の
間

新
婚
生
活
を
満

す
る
事
と
な

た
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第
０
６
６
話
 
私
達

結
婚
し
ま
し
た

 
休
暇
が
始
ま
り

ま
ず
二
人
が
や

た
事
は

知
人
達
へ
の

回
り
だ

た

 
二
人
が
最
初
に
向
か

た
の
は

最
近
ご
無
沙

だ

た

ネ
ズ
ハ
の
所
だ

た

 
ネ
ズ
ハ
は
最
近
は

攻
略
に
は
あ
ま
り
参
加
せ
ず

 
ブ
レ
イ
ブ
ス
の
メ
ン
バ

と
共
に
行
動
す
る
事
が
多
く
な

て
い
た

 
ブ
レ
イ
ブ
ス
は

ネ
ズ
ハ
の
力
も
あ

て
か

今
や
立

に
立
ち
直
り

 
中
堅
ギ
ル
ド
の
雄
と
し
て
名
を

せ
て
い
た

お
二
人
と
も

お
久
し
ぶ
り
で
す

よ

元
気
か

は
い

お
か
げ
さ
ま
で
ブ
レ
イ
ブ
ス
も
完
全
に
復
活
し
ま
し
た

ネ
ズ
ハ
君

頑
張

て
た
も
ん
ね

本
当
に
お
二
人
と
キ
リ
ト
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
ま
す

 
ネ
ズ
ハ
は
と
て
も
元
気
そ
う
で

仲
間
と
の
仲
も
上
手
く
い

て
る
よ
う
だ

た

元
気
そ
う
で
何
よ
り
だ

今
日
は
な

お
前
に
報
告
が
あ

て
顔
を
出
し
た
ん
だ
よ
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報
告
で
す
か

あ
あ

そ
の

俺
達

結
婚
し
た
ん
だ

お
お

つ
い
に
結
婚
で
す
か

お
二
人
と
も

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う

ネ
ズ
ハ
君

あ
り
が
と
な

ネ
ズ
ハ

い
え

お
二
人
は
似
合
い
だ
な

て
ず

と
思

て
た
ん
で

僕
も
と
て
も
嬉
し
い
で
す

  
ネ
ズ
ハ
の
祝
福
を
受
け
た
後

二
人
が
次
に
向
か

た
の
は

 
第
四
十
七
層
の
主
街
区
フ
ロ

リ
ア
に
あ
る

ア
シ

レ
イ
の
店
だ

た

ア
シ

レ
イ
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

お
久
し
ぶ
り
で
す

あ
ら

ア
ス
ナ
じ

な
い

そ
れ
に
ハ
チ
マ
ン
君
も

君
が
こ
こ
に
来
る
な
ん
て
珍
し
い
ね

 
今
日
は
二
人
揃

て

何
か

い
物
か
い

い
え

今
日
は
報
告
に
来
ま
し
た

報
告
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は
い

え

と
で
す
ね

 
ア
ス
ナ
は
ち
ら
り
と
ハ
チ
マ
ン
を
見
た

そ
の

線
を
受
け
て

ハ
チ
マ
ン
が
前
に
出
た

ア
シ

レ
イ
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す

今
日
は

ア
ス
ナ
と
の
結
婚
の
報
告
に
来
ま
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
い
言
い

二
人
は
ア
シ

レ
イ
に

結
婚
指

を
見
せ
た

 
ア
シ

レ
イ
は

最
初
は
き

と
ん
と
し
て
い
た
が

 
次
の

間
二
人
の
手
を
取
り

驚
く
ほ
ど
の
喜
び
を
見
せ
た

お
め
で
と
う
二
人
と
も

私
も
本
当
に
す
ご
く
す
ご
く
嬉
し
い

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ア
シ

レ
イ
さ
ん

あ
り
が
と
う

 
二
人
は
ア
シ

レ
イ
の
大
変
な
喜
び
様
に

少
し
び

く
り
し
て
い
た
の
だ
が

 
祝
福
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
の
で

顔
を
見
合
わ
せ
て
笑

た

 
だ
が

次
の
セ
リ
フ
を

い
て

か

ん
と
な

た

だ
が
こ
れ
は
想
定
の

囲
内
だ

さ
す
が
は
私

ま
さ
に
天
才

あ
の

何
が
さ
す
が
な
ん
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
が

ね
た
が

ア
シ

レ
イ
は
答
え
ず
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ア
ス
ナ
の
手
を
と

て
強
引
に
奥
へ
と
引

張

て
い

た

ハ
チ
マ
ン
君
少
し
待

て
て
ね

ア
ス
ナ

ち

と
こ

ち
に
来
な
さ
い

あ

は
い

え

え

 
逆
ら
え
る
雰
囲
気
で
は
無
か

た
の
で

ハ
チ
マ
ン
は
ア
シ

レ
イ
の
言
葉
に

い

 
ア
ス
ナ
は
奥
の
部
屋
へ
と
連
れ
て
い
か
れ
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
待

て
い
る
間

店
内
に

て
あ
る
装
備
を
見
て
ま
わ
る
事
に
し
た

ア
ス
ナ
に
服
で
も

て
や
り
た
い
が

そ
う
す
る
と
オ

ダ

メ
イ
ド
に
な
る
ん
だ
よ
な

 

系
の
素
材
狩
り
に
行
か
な
い
と
な

手
が
空
い
た
時
に
で
も
集
め
て
み
る
か

 
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
と

奥
の
部
屋
か
ら
ハ
チ
マ
ン
を
呼
ぶ
声
が
し
た

ハ
チ
マ
ン
君
も
う
い
い
わ
よ

こ

ち
に
来
て

あ

は
い

今
行
き
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
が
奥
の
部
屋
に
入
る
と

 
そ
こ
に
は
純
白
の
ウ

デ

ン
グ
ド
レ
ス
に
身
を
包
ん
だ
ア
ス
ナ
が
恥
ず
か
し
そ
う
に
立

て
い
た
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お

お
お

天
使
が
い
る

ど

ど
う
か
な

お

お
う

よ
く
似
合

て
る
し
そ
の

す
ご
く

麗
だ

ま
さ
に
天
使
だ
な

あ

あ
り
が
と
う

 
い
つ
も
は
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
で
答
え
る
ア
ス
ナ
だ
が

 
今
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
も
じ
も
じ
し
て
い
る
だ
け
だ

た

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
を
ハ
チ
マ
ン
は

と
て
も
愛
お
し
い
と
思

た

で
も
ア
シ

レ
イ
さ
ん

い
つ
の
間
に
こ
ん
な
物
を

実
は
先
日
レ
ア
素
材
が
手
に
入

て
ね

 
店
の

と
し
て

店
内
に

る
た
め
の
何
か
を
作
ろ
う
と
思

て
た
ん
だ
け
ど
ね

 
せ

か
く
だ
か
ら

一
度
く
ら
い
は
誰
か
に
着
て
ほ
し
い
と
思

て

 
私
の
知
り
合
い
の
中
で

一
番
衣
装
栄
え
す
る
の
は
誰
か
な

て
考
え
た
ん
だ
が

 
そ
こ
で
真

先
に

に

か
ん
だ
の
が

ア
ス
ナ
だ

た
の
よ

ま
あ

俺
の
ア
ス
ナ
は
世
界
一
か
わ
い
い
ん
で

当
然
で
す
ね

俺
の
ア
ス
ナ

俺
の
ア
ス
ナ
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ア
ス
ナ
は
恥
じ
ら
い
な
が
ら
も

そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
ぶ
つ
ぶ
つ
と
連
呼
し
て
い
た

ほ
ら
ア
ス
ナ

て
き
な
さ
い

 
そ
れ
で
ね

ア
ス
ナ
に
着
せ
る
衣
装
で
一
番
い
い
の
は
何
か

て
考
え
た
時

 
君
の
顔
が

に

か
ん
で
ね
こ
れ
だ

て
思

て
こ
ん
な
ド
レ
ス
を
作

て
み
た

て
わ

け
だ
か
ら
調
整
も
し
て
な
い
の
に
私
に
ピ

タ
リ
の
サ
イ
ズ
な
ん
だ

な
る
ほ
ど

だ
か
ら

さ
す
が
私

で
す
か

う
ん

い
や

こ
う
い
う
事
が
あ
る
か
ら

こ
の
商

は
や
め
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
ね

ア
シ

レ
イ
さ
ん

ナ
イ
ス
で
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
親
指
を
立
て

ア
シ

レ
イ
も
同
じ
よ
う
に
親
指
を
立
て
て

そ
れ
に
応
え
た

し
か
し

俺
の
ア
ス
ナ
ね

前
来
た
時
は
確
か

ア
ス
ナ
の
ハ
チ
マ
ン
君

て
言

た
ら

 
ア
ス
ナ
に
否
定
さ
れ
た
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
ん
だ
ね

え

私
そ
ん
な
事
言

た

け

ハ
チ
マ
ン
君
は

か
ら
私
の
ハ
チ
マ
ン
君
だ
よ

ア
ス
ナ
お
前

俺
が

む
と
時
々
ポ
ン
コ
ツ
に
な
る
よ
な

ま
あ
そ
こ
も
い
い
ん
だ
が

は
い
は
い

仲
が
良
く
て

ま
し
い
ね



 第一章 ＳＡＯ編

 
と
こ
ろ
で

せ

か
く
だ
か
ら
二
人

ん
だ
記
念
写
真
を

り
た
い
ん
だ
け
ど

 
ハ
チ
マ
ン
君
の
衣
装
は
ど
う
し
よ

か
ね

 
ち

う
ど
い
い
素
材
が
無
く
て

ま
だ
そ

ち
に
は
手
を
付
け
て
な
い
ん
だ
よ
ね

そ
う
で
す
ね

前
に
作

て
も
ら

た
服
で
も
い
い
で
す
か
ね

 
も
し
く
は

血
盟
騎
士
団
の
参
謀
用
の
制
服
な
ら
持

て
ま
す
け
ど

あ

そ
う
い
え
ば

ハ
チ
マ
ン
君
は
血
盟
騎
士
団
に
入

た
ん
だ

た
わ
ね

 
参
謀

い
き
な
り

部
扱
い
か

さ
す
が
だ
ね

い
や

そ
ん
な
大
し
た
も
ん
じ

な
い
で
す
け
ど
ね

そ
れ
じ

そ
の
服

ち

と
着
て
み
て
く
れ
る
か
い

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
し
て

装
備
を
変
更
し
た

そ
れ
じ

ち

と

ん
で
み
て
も
ら
え
る
か
な

 
二
人
は

ん
で
立
ち

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の

に
手
を

え
た

い
い
じ

な
い
か

せ

か
く
だ
か
ら

両
方
の
服
で
記
録
し
て
お
こ
う

あ
そ
れ
じ

俺
記
録
結

い
く
つ
か
持

て
る
ん
で
そ

ち
で
も
お
願
い
し
て
い
い
で
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す
かも

ち
ろ
ん
さ

そ
れ
じ

記
録
す
る
よ

二
人
と
も
笑

て

 
こ
う
し
て

と
て
も
幸
せ
そ
う
な
二
人
の

が

記
録
に
残
さ
れ
た

 
こ
の
写
真
の
デ

タ
は
外
部
の
解

の
手
を

由
し
て
陽
乃
の
元
へ
と
送
ら
れ
る
事
に
な

る
の
だ
が

 
い
ず
れ
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
事
に
深
く
感
謝
す
る
事
に
な
る

  
二
人
が
最
後
に
向
か

た
の
は

第
四
層
の
キ
ズ
メ
ル
の
所
だ

た

 
二
人
が
ダ

ク
エ
ル
フ
の
城
に
入
る
と

そ
こ
に
は
す
で
に
キ
ズ
メ
ル
が
居
た

 
ど
う
や
ら

界
を
越
え
た

に
気

い
た
よ
う
だ

キ
ズ
メ
ル

久
し
ぶ
り

よ

元
気
か

よ
く
来
て
く
れ
た

二
人
と
も

二
人
揃

て
こ
こ
に
来
る
の
は
一
年
ぶ
り
く
ら
い
か

悪
い
な

あ
ん
ま
り
来
れ
な
く
て

悪
く
な
ど
な
い
さ

二
人
揃

て
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
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二
人
は
た
ま
に
こ
こ
に
顔
を
出
し
て
く
れ
て
い
た
じ

な
い
か

 
だ
が

今
回
は
久
し
ぶ
り
に
三
人
揃
う
事
で
出
来
て

と
て
も
嬉
し
い
の
は
確
か
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が

二
人
で
こ
こ
を
訪
れ
る
の
は

実
に
一
年
ぶ
り
だ

た

 
二
人
と
も

下
層
に
用
事
が
あ
る
度
に

よ
く
こ
こ
を
訪
れ
て
は
い
た
の
だ
が

 
三
人
が
揃
う
の
は

本
当
に
久
し
ぶ
り
の
事
で
あ

た

と
こ
ろ
で
今
日
は
珍
し
く
二
人
揃

て
ど
う
し
た
ん
だ

何
か
あ

た
の
か

あ
あ

報
告
し
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
が

子

様
は
い
る
か

あ
あ

そ
れ
で
は

速
子

様
の
下
へ
と
向
か
う
と
し
よ
う

 
子

の
部
屋
に
着
く
と

子

は
嬉
し
そ
う
に
二
人
に
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た

よ
く
来
て
く
れ
ま
し
た
ね

お
久
し
ぶ
り
で
す

子

様

二
人
と
も

本
当
に
強
く
な

た
の
で
す
ね

も
う
私
で
は
と
て
も
か
な
わ
な
い
で
し

う

 
二
人
の
レ
ベ
ル
が
わ
か
る
の
か

子

は
そ
ん
な
事
を
言

た

は
い

頑
張
り
ま
し
た

今
は
天

の

の
七
十
五
層
で
戦

て
い
ま
す

も
う
す
ぐ

上
で
す
ね

そ
こ
に
何
が
あ
る
の
か
は
さ
す
が
に
知
り
ま
せ
ん
が
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頑
張

て
く
だ
さ
い
二
人
と
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
で
子

様

そ
れ
に
キ
ズ
メ
ル

今
日
は
二
人
に
報
告
が
あ

て
来
た
ん
で
す

 
そ
う
言

て
二
人
は

手
の
指

を
二
人
に
見
せ
た

そ
れ
は

い
の
精
霊
の
指

そ
う
か

二
人
は
精
霊
の
絆
を
結
ん
だ
の
だ
な

 
精
霊
の
絆
と
い
う
の
は

お
そ
ら
く
結
婚
の
事
だ
ろ
う
と
思

た
二
人
は

 
キ
ズ
メ
ル
の
言
葉
に

い
た

う
ん

お
お

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
二
人
と
も

お
め
で
と
う
二
人
と
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

二
人
は
と
り
あ
え
ず
私
の
天
幕
に
で
も
来
る
か

う
ん

そ
れ
で
は
私
は

に

り
ま
す
か

ゆ

く
り
し
て
い

て
下
さ
い
二
人
と
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

子

様
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ま
た
い
つ
で
も
い
ら
し
て
下
さ
い

 
三
人
は
子

の
下
を

し

キ
ズ
メ
ル
の
天
幕
へ
と
向
か

た

 
ア
ス
ナ
は
キ
ズ
メ
ル
に
嬉
し
そ
う
に
話
し
か
け
キ
ズ
メ
ル
は
微
笑
み
な
が
ら
そ
の
話
を

い

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
も
そ
の
光
景
を
見
て

時
に
話
し

時
に

て

い
て
い
た

 
三
人
は
久
し
ぶ
り
に

に

た
よ
う
な
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
た
よ
う
だ

 
い
つ
の
間
に
か
日
が

れ
る
時
間
に
な

て
お
り

二
人
は
家
に
帰
る
事
に
し
た

 
帰
り

に
キ
ズ
メ
ル
が

何
か
に
気

い
た
よ
う
に

の
一
点
を
見
て
言

た

今

精
霊
が
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
を
を
見
て
い
た

そ
し
て
す
ぐ
に
上
へ
と
上

て
い

た

何
だ

キ
ズ
メ
ル
が
反
応
す
る

て
事
は

シ
ス
テ
ム
関
連
の
何
か
だ
と
思
う
が

キ
ズ
メ
ル

そ
の
精
霊
か
ら

何
か
悪
い
感
じ
は
受
け
た
か

い
や

悪
い
感
じ
は
ま

た
く
し
な
か

た

 
お
そ
ら
く
最
下
層
の
街
の
中
に
あ
る
迷
宮
で
生
ま
れ
た
精
霊
が
二
人
に
興
味
を
持
ち

 
二
人
の
家
の
場
所
に
上

て
い

た
ん
だ
ろ
う

始
ま
り
の
街
に
迷
宮

ア
ス
ナ

い
た
事
あ
る
か
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そ
う
い
え
ば

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
何
か
言

て
た
よ
う
な
気
が
す
る

そ
う
か

ま
あ
後
で
ア
ル
ゴ
か
ら
情
報
を

え
ば
い
い
な

 
そ
れ
よ
り
も
キ
ズ
メ
ル

何
故
そ
の
精
霊
は

俺
達
の
家
の
事
を
知

て
る
ん
だ

何
故
知

て
い
る
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が

精
霊
か
ら
伝
わ

て
き
た
イ
メ

ジ
が

 
前
に

い
た
事
の
あ
る

二
人
の
家
の
説
明
と
ピ

タ
リ
同
じ
風
景
に
見
え
た
の
だ

な
る
ほ
ど

あ
り
が
と
う
キ
ズ
メ
ル

と
り
あ
え
ず
俺
達
は
家
に
帰

て
み
る

あ
あ

ま
た
会
お
う

二
人
と
も

ま
た
会
い
に
く
る
か
ら
ね

キ
ズ
メ
ル

ま
た
な

キ
ズ
メ
ル

あ
あ

ま
た
二
人
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
ぞ

 
二
人
は
ダ

ク
エ
ル
フ
の
城
を

し

転
移
門
へ
と
急
い
だ

 
転
移
門
を
く
ぐ
り

家
へ
と
向
か

た
二
人
が
見
た
も
の
は

 
家
の
前
に
倒
れ
て
い
る

一
人
の
少
女
の

だ

た
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第
０
６
７
話
 
精
霊
の
少
女

ハ
チ
マ
ン
君
見
て

女
の
子
が
倒
れ
て
る

そ
う
だ
な

ん

ち

と
待
て
ア
ス
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
は

倒
れ
て
い
る
人
物
に
駆
け
寄
ろ
う
と
し
て
い
た
ア
ス
ナ
を
静
止
し
た

よ
く
見
て
み
ろ

カ

ソ
ル
が
表

さ
れ
て
い
な
い

 
ど
う
や
ら
あ
れ
が

キ
ズ
メ
ル
の
言

て
た
精
霊
み
た
い
だ
な

あ
の
子
が

で
も
確
か
に

カ

ソ
ル
が
見
え
な
い
ね

あ
あ

 
キ
ズ
メ
ル
か
ら

悪
い
感
じ
は
し
な
い
と

い
て
は
い
た
が

 
一
応
二
人
は

し
つ
つ

そ
の
倒
れ
て
い
る
少
女
に
近
付
い
て
い

た

子

み
た
い
だ
な

と
て
も
か
わ
い
く
て
小

ち

な
女
の
子
だ
ね

さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

に
も
い
か
な
い
な

と
り
あ
え
ず
家
に
運
ぶ
か

う
ん

お
願
い
ね
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
少
女
を

き
上
げ
た

な
ん
と
な
く
面
影
が
ア
ス
ナ
に
似
て
い
る
な
と
思
い

な
が
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
少
女
を
家
へ
と
運
び

ベ

ド
に

か
せ
た

情
報
が
無
さ
す
ぎ
て
何
も
分
か
ら
な
い
な

ど
う
し
た
も
ん
か

と
り
あ
え
ず

こ
の
子
の
意
識
が

て
か
ら
話
を

い
て
み
る
し
か
な
い
ね

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

今
の
う
ち
に
ア
ル
ゴ
を
呼
ぶ
か

一
応
キ
リ
ト
も
呼
ん
ど
く
か
な

そ
れ
じ

私
は
ベ

ド
の
横
で
あ
の
子
を
見
て
る
ね

頼
む

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
連

し

少
女
を
見
守

て
い
る
ア
ス
ナ
の
所
へ
と
向
か

た

な
ん
か
こ
の
子

ハ
チ
マ
ン
君
に
ど
こ
か
似
て
る
気
が
す
る

ん

俺
は
ア
ス
ナ
に
似
て
る
と
思

た
ん
だ
け
ど
な

そ
う
か
な

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
君
に
似
て
な
い

ど
う
見
て
も
ア
ス
ナ
似
だ
ろ

 
二
人
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

ア
ル
ゴ
と
キ
リ
ト
が
到
着
し
た

新
婚

々
何
か
あ

た
の
カ
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い
き
な
り
呼
び
出
し
て
す
ま
な
い
な
二
人
と
も

 

速
だ
が

ち

と
こ
の
子
を
見
て
く
れ

家
の
前
に
倒
れ
て
た
ん
だ

子あ
あ

よ
く
見
て
み
ろ

カ

ソ
ル
が
無
い

カ

ソ
ル
が
無
い

て

つ
ま
り
プ
レ
イ
ヤ

で
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
も
無
い

て
事
か

二
人
と
も

何
か
心
当
た
り
は
無
い
か

テ
ス
ト
時
代
の
事
で
も
い
い
ん
だ
が

 
二
人
は
考
え
込
ん
だ
が

残
念
な
が
ら
何
も

か
ば
な
い
よ
う
だ

た

ち

と
分
か
ら
な
い
な

そ
う
だ
な

覚
え
は
な
い
ナ

そ
う
か

実
は
少
し
前
に

キ
ズ
メ
ル
の
所
に
行

た
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

先
ほ
ど
キ
ズ
メ
ル
と
交
わ
し
た
会
話
の
事
を

二
人
に
説
明
し
た

精
霊
ね

あ
あ

こ
の
子
は
キ
ズ
メ
ル

く

精
霊
だ
そ
う
だ

ま
ず
は
ア
ル
ゴ
に
確
認
し
た
い

 
始
ま
り
の
街
の
迷
宮
に
つ
い
て
何
か
心
当
た
り
は
な
い
か

そ
の
情
報
な
ら

無
く
も
な
い
ナ
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や

ぱ
り
本
当
に
存
在
す
る
の
か

そ
の
情
報

い
く
ら
だ

ま
だ
確
認
出
来
て
な
い
か
ら
タ
ダ
で
い
い
ぞ

そ
の
代
わ
り
何
か
分
か

た
ら
教
え
て
く

れ
ヨわ

か

た

で

ど
ん
な
情
報
な
ん
だ

オ
レ

ち
も
ま
だ
小

に

ん
だ

度
な
ん
だ
け
ど
な
始
ま
り
の
街
に
黒

宮

て
あ
る
だ

ロ
監
獄
エ
リ
ア
や
生
命
の
碑
の
あ
る
と
こ
だ
な

あ
そ
こ
の
地
下
に
最
近
迷
宮
が
発
見
さ
れ
た

て
話
が
ち
ら
ほ
ら

こ
え
て
く
る
ん
だ
よ
ナ

あ
ん
な
所
に
迷
宮
か

ど
う
や
ら
地
下
水
路
が

い
つ
の
間
に
か
迷
宮
に
な

て
た

て
話
だ
ナ

攻
略

層
で
変
化
す
る
迷
宮
か
な
ん
か
な
の
か
な

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
が

ハ
チ
マ
ン
に
声
を

け
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君

目
を
覚
ま
し
た
よ

 
そ
れ
を

い
た
三
人
は

室
に
向
か
い

と
り
あ
え
ず
そ
の
少
女
の
話
を

く
事
に
し
た

 
ユ
イ
を
見
た
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
は

顔
を
見
合
わ
せ
た
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な
あ
ア
ル
ゴ

こ
の
子

て
あ
れ
だ
よ
な

あ
あ

ど
う
見
て
も

ん

二
人
と
も
何
か
分
か

た
の
か

い
や

そ
の
子
ど
う
見
て
も
さ

マ
マ

 
キ
リ
ト
の
そ
の
セ
リ
フ
は

少
女
の
叫
び
に
か
き
消
さ
れ
た

マ
マ

マ
マ

怖
い
の

 
そ
の
少
女
は
ア
ス
ナ
を
マ
マ
と
呼
び

必
死
に
ア
ス
ナ
に

き
付
い
て
き
た

 
ア
ス
ナ
は
⺟
性
本
能
を

激
さ
れ
た
の
か

少
女
を

き
し
め

を
な
で
て
い
た

大
丈
夫

マ
マ
は
こ
こ
に
い
る
よ

怖
い
夢
で
も
見
た
の

お
い

ア
ス
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
に
声
を

け
た

そ
の
声
を

き

ハ
チ
マ
ン
を
見
た
少
女
は

 
今
度
は
ハ
チ
マ
ン
に
向
か

て
言

た

あ

パ
パ

 
そ
し
て
少
女
は

今
度
は
ハ
チ
マ
ン
の
下
へ
駆
け
寄
り

ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た



 第０６７話 精霊の少女

お

お
う

大
丈
夫

パ
パ
も
ち

ん
と
こ
こ
に
居
る
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
も
場
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ

な
ん
と
な
く

親

い
態
度
を
と

て
し
ま

た

ほ
ら
や

ぱ
り

そ
う
だ

た

二
人
と
も

何
か
気
が
付
い
た
の
か

あ
あ

そ
の
子
さ

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
さ

ハ

と
ア

ち

ん
の
娘
に
し
か
見
え
な
い
ぞ

二
人
に
よ
く
似
て
る
ヨ

えは
 
二
人
は
そ
う
言
わ
れ

そ
の
少
女
を
よ
く
見
て
み
た

 
確
か
に
さ

き
は
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
似
て
い
る
と
言

た
が

 
つ
ま
り

そ
れ
は
二
人
に
似
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ

こ
の
子
が
俺
と
ア
ス
ナ
の
娘

い
や

確
か
に
心
当
た
り
は
あ
る
が

し
か
し

 
ハ
チ
マ
ン
が
ぶ
つ
ぶ
つ
と
言
い
出
し

そ
れ
を

い
た
ア
ル
ゴ
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
始
め
た

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
は

こ
う
い
う
話
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め

く
な

て
い
た

ど
う
や
ら
心
当
た
り
が
あ
る
よ
う
じ

な
い
か

ハ

ア

ち

ん
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う
 
二
人
は
真

に
な

た

そ
こ
に
ア
ル
ゴ
が

追
い
討
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
言

た

べ
は
お
楽
し
み
だ

た
み
た

お

お

お
名
前
は
何
て
言
う
の
か
な

ユ
イ

 

て
た
ア
ス
ナ
は

そ
の
先
を
言
わ
せ
ま
い
と
し
て

少
女
に

ね
た

 
そ
の
少
女

ユ
イ
は

ア
ス
ナ
に
向
か

て
元
気
に
そ
う
答
え
た

そ
う
か

ユ
イ

て
名
前
な
の
か

う
ん

由
比

と
一

か

何
か
変
な
気
分
だ
な

も

と
も
あ
い
つ
と
は
全
然
似
て
な
い
が

パ
パ
と
マ
マ
の
お
名
前
は

 
ユ
イ
も

二
人
に

ね
て
き
た

ユ
イ
ち

ん

私
は
ア
ス
ナ
だ
よ

俺
は
ハ
チ
マ
ン
だ
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ア
ス
ナ
マ
マ

ハ
チ
マ
ン
パ
パ

パ
パ
と
マ
マ
だ
け
で
い
い
よ

ユ
イ
ち

ん

わ
か

た

パ
パ

マ
マ

 
ア
ス
ナ
は
ど
う
や
ら

ユ
イ
を
完
全
に
自
分
の
娘
認
定
し
た
ら
し
い

 
ア
ス
ナ
が
そ
う
決
め
た
の
な
ら

ハ
チ
マ
ン
に
も
何
の

議
も
無
い
よ
う
だ

そ
う
だ
な

ユ
イ

俺
が
パ
パ
だ

パ
パ

 
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
イ
を
高
く

き
上
げ
た

 
そ
の
三
人
の

は
も
う

ど
こ
か
ら
見
て
も
親
子
に
し
か
見
え
な
か

た

 
ア
ル
ゴ
も

気
を
抜
か
れ
て
し
ま

た
の
か

そ
れ
以
上
二
人
を
か
ら
か
う
の
を
や
め
た

も
う
完
全
に
本
当
の
親
子
に
し
か
見
え
な
い
な

 
キ
リ
ト
は
そ
の
三
人
の

に

感

し
つ
つ
言

た

す
ご
く
お
似
合
い
だ
し

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
カ

あ
あ

ハ

ア

ち

ん

と
り
あ
え
ず
ユ
イ
ち

ん
に
話
を

こ
う
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お

お
う

そ
う
だ
な

ユ
イ

あ

ち
の
部
屋
に
行
く
ぞ

う
ん

パ
パ

 
と
り
あ
え
ず
皆
リ
ビ
ン
グ
に
移
動
し

ユ
イ
に
話
を

く
事
に
な

た

 
ユ
イ
は

キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
を
見
て

二
人
に

ね
た

二
人
は
パ
パ
と
マ
マ
の
お
友
達

そ
う
だ
よ
ユ
イ
ち

ん

俺
は
キ
リ
ト
だ

オ
レ

ち
は
ア
ル
ゴ
だ
ヨ

ユ
イ

キ
リ
ト
お
じ
さ
ん
と

ア
ル
ゴ
お
ば
さ
ん
だ

う
ん

キ
リ
ト
お
じ
さ
ん

ア
ル
ゴ
お
ば
さ
ん

ぐ

ハ

お
い
ハ
チ
マ
ン

俺
は
何
も
か
ら
か

た
り
し
て
な
い
ぞ

キ
リ
ト
は
ま
あ

つ
い
で
だ

苦
情
は
ア
ル
ゴ
に
言
え

 
ア
ル
ゴ
は
自
業
自
得
だ
な

さ
て
と

な
あ
ユ
イ

パ
パ
の
質
問
に
答
え
て
く
れ
な
い
か

う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
イ
に
顔
を
向
け

質
問
を
開
始
し
た
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ユ
イ
は
う
ち
の
前
に
倒
れ
て
た
ん
だ
が

何
か
覚
え
て
る
か

う

ん

ユ
イ
ね

最
初
は
と

て
も
苦
し
か

た
の

 
そ
ん
な
時
す
ご
く

か

か
し
て

か
い
物
が
あ
る
の
に
気
が
付
い
て
上
に
向
か

た
ん

だ
け
ど

 
気
が
付
い
た
ら
ベ

ド
に

て
て

き
た
ら
パ
パ
と
マ
マ
が
い
た
の

 
ユ
イ
は
そ
う
言
う
と

ア
ス
ナ
に

え
始
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
イ
の
事
を
ア
ス
ナ
に
任
せ

キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
に
意
見
を
求
め
た

二
人
は
今
の
話

ど
う
思

た

漠
然
と
し
す
ぎ
て
て
何
と
も
言
え
な
い
が

キ
ズ
メ
ル
の
言

た
通
り

 
始
ま
り
の
街
の
迷
宮
に
い
た
の
は
間
違
い
無
さ
そ
う
だ
よ
な

し
か
も
一

で
移
動
し
て
い
る
事
か
ら

シ
ス
テ
ム
の
一
部
だ
と
考
え
て
間
違
い
な
い
ナ

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
に
似
て
る
の
は
ア
バ
タ

を
生
成
す
る
時
に
二
人
の

を
参
考
に
し
た

か
ら
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
の
言
葉
を

き

し
ば
ら
く
考
え
込
ん
で
い
た
が

 
ど
う
や
ら
考
え
が
ま
と
ま

た
よ
う
だ

も

と
も
選
択
肢
は
多
く
は
な
い
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や

ぱ
り
始
ま
り
の
街
に
行
く
し
か
な
い
わ

ア
ル
ゴ
そ
の
迷
宮
の
難
易
度
は
分
か
る
か

ま

た
く
情
報
が
無
い

ま
あ

キ

と
三
人
で
行
け
ば
何
と
か
な
る
と
は
思
う
け
ど
ナ

キ
リ
ト

頼
め
る
か

あ
あ

問
題
な
い

ア
ル
ゴ
は
引
き
続
き
情
報
収
集
を
頼
む

わ
か

た

何
か
わ
か

た
ら
す
ぐ
連

す
る
ヨ

さ
て

二
人
と
も
今
日
は
ど
う
す
る

ま

て
く
か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

に
や
に
や
し
な
が
ら
言

た

家
族
の
団
欒
を

魔
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら

と
り
あ
え
ず
帰
る
よ

今
日
は
ち

ん
と
三
人
で
川
の

に
な

て

る
ん
だ

ぐ

う
る
せ
え
よ

お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん

 
こ
う
し
て
二
人
は
帰

て
い

た

ユ
イ
は
そ
の
後
も
二
人
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
か

た
の

で 
そ
の
ま
ま
三
人
で

ア
ル
ゴ
の
言
葉
通
り
川
の

で

る
事
に
な

た
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次
の
日
の
朝

ハ
チ
マ
ン
が

き
る
と

そ
こ
に
は
ユ
イ
だ
け
が
い
た

 
ア
ス
ナ
は

き
し
て

お

当
と
朝
食
を
作

て
い
る
よ
う
だ

ユ
イ

朝
だ
ぞ

う

ん

あ

パ
パ

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

お
う

お
は
よ
う

ユ
イ

パ
パ
と
マ
マ
の
お
か
げ
で

何
だ
か
と

て
も
よ
く
眠
れ
ま
し
た

そ
う
か

あ
れ

何
か

日
よ
り
大
人

い
と
い
う
か

成
⻑
し
て
い
る
気
が
す
る
な

ユ
イ

マ
マ
が
ご

を
作

て
る
か
ら

あ

ち
の
部
屋
に
行
く
か

ご

て
何
で
す
か

あユ
イ
は
食
事
を
必
要
と
し
な
い
の
か

ア
ス
ナ
が
残
念
が
る
だ
ろ
う
な

い
や

何
で
も
な
い

マ
マ
の
所
へ
い
こ
う

 
二
人
は
手
を
繋
い
で
リ
ビ
ン
グ
へ
と
向
か

た
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お
は
よ
う

ア
ス
ナ

マ
マ

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

二
人
と
も

お
は
よ
う

ア
ス
ナ
す
ま
ん

ど
う
や
ら
ユ
イ
は

食
事
の
必
要
が
無
い
み
た
い
だ

あ

そ
う
な
ん
だ

 
ア
ス
ナ
は
三
人
で
一

に
朝
食
を
食
べ
た
か

た
の
だ
ろ
う

少
し
残
念
そ
う
な
顔
を
し
て
い

た 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
ん
な
ア
ス
ナ
の

を
優
し
く

で
た

 
三
人
は

雑
談
し
な
が
ら
キ
リ
ト
を
待

て
い
た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
も
ユ
イ
が
成
⻑
し
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た
よ
う
だ

ユ
イ
ち

ん

何
だ
か
成
⻑
し
て
る
み
た
い
だ
ね

あ
あ

さ
す
が
は
俺
達
の
娘
だ
な

う
ん

そ
う
だ
ね

 
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に

キ
リ
ト
が
到
着
し
た

あ

キ
リ
ト
お
じ
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
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あ

あ
あ

お
は
よ
う

ユ
イ

 
キ
リ
ト
は
ま
だ
お
じ
さ
ん
呼
ば
わ
り
に
納
得
出
来
な
い
と
い
う
顔
を
し
て
い
た
が

 
し

か
り
と
し
た

が
出
来
る
よ
う
に
な

た
ユ
イ
に
驚
い
て
い
た

 
そ
し
て
四
人
は

始
ま
り
の
街
に
あ
る
黒

宮
へ
と
向
か

て
歩
き
始
め
た
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第
０
６
８
話
 
銀
影

あ

ご
め
ん
二
人
と
も

ち

と
寄
り
た
い
所
が
あ
る
ん
だ
け
ど
い
い
か
な

 
ま
も
な
く
黒

宮
が
見
え
て
く
る
と
い
う
所
で

ア
ス
ナ
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

別
に

わ
な
い
が

ど
こ
に
行
く
ん
だ

最
近
全
然
来
て
な
か

た
か
ら

ち

と
教
会
の
様
子
が
気
に
な

て

あ

そ
う
い
え
ば

こ
こ
か
ら
だ
と
す
ぐ
近
く
だ
な

 
教
会
は
黒

宮
へ
行
く

中
に
あ
り

時
間
的
に
も
ほ
ぼ
ロ
ス
は
無
い

 
も

と
も
ど
ん
な
に
遠
く
て
も

ア
ス
ナ
の
願
い
を
断
る
ハ
チ
マ
ン
で
は
無
い
の
だ
が

キ
リ
ト
も
そ
れ
で
い
い
か

あ
あ

あ
り
が
と
う

二
人
と
も

 
そ
れ
か
ら
少
し
歩
き

ま
も
な
く
教
会
に
着
く
と
い
う
所
で

ユ
イ
が
立
ち
止
ま

た

ん

ど
う
し
た

ユ
イ

パ
パ

あ

ち
か
ら
す
ご
い

な
感
じ
が
す
る
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何
か
感
じ
て
い
る
の
か

と
り
あ
え
ず
街
中
な
ら
危
険
は
無
い
だ
ろ
う
し

行

て
み
る
か

 
三
人
は

き
合
い
ユ
イ
が
指
差
す
方
向
へ
と
向
か

た

少
し
歩
く
と
前
方
に
人
影
が
見

え
たあ

あ
れ

前
に
教
会
で
見
た
女
の
人
だ
よ

そ
れ
に
あ
れ
は

軍
の
連
中
か

 
そ
こ
に
は
そ
の
女
性
と
一

に

人
の
子

が
い
た

 
そ
し
て
ど
う
や
ら
そ
の
女
性
達
を
軍
の
連
中
が
取
り
囲
み
何
事
か
話
し

け
て
い
る
よ
う

だ 
四
人
が
近

い
て
い
く
と

会
話
が

こ
え
て
き
た

金
が

え
な
い

て
言
う
な
ら

こ
こ
は
通
せ
な
い

私
達
は
別
に
軍
の
助
け
な
ん
か
必
要
と
し
て
い
ま
せ
ん

 
そ
も
そ
も
あ
な
た
達
は

ど
ん
な

利
が
あ

て

金
な
ん
か
を
集
め
て
い
る
ん
で
す
か

え
な
い

て
ん
な
ら
こ
こ
を
通
さ
な
い
だ
け
だ
か
ら

別
に

わ
な
い
け
ど
な

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
だ
と

プ
レ
イ
ヤ

に
道
を
塞
が
れ
る
と

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

は
そ
こ
を
通
る
事
が
出
来
な
い
よ
う
に
な

て
い
る



 第一章 ＳＡＯ編

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
一
歩
前
に
出
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の
時
に
は

す
で
に
ア
ス
ナ
が
抜
刀
し
て
走
り
出
し
て
い
た

パ
パ

マ
マ
が

大
丈
夫
だ
ユ
イ

マ
マ
は
強
い
ん
だ
ぞ

む
し
ろ
相
手
が
気
の

だ
な

ま
あ
自
業
自
得
だ
か
ら

少
し
は

い
目
を
見
れ
ば
い
い
さ

あ
あ

し
か
し
噂
に
は

い
て
い
た
が

軍
は
本
当
に
も
う

目
な
ん
だ
な

あ
あ

腐

て
や
が
る
な

リ

ダ

の
シ
ン
カ

て
の
は

ま
と
も
な
人
だ

て

い
た
ん
だ
け
ど
な

多
分

キ
バ
オ
ウ
の
一

な
ん
だ
ろ
う
よ

 
キ
バ
オ
ウ
の
名
前
が
出
る
と

二
人
は
遠
い
目
を
し
た

あ
い
つ
に
は
あ
ま
り
い
い
思
い
出
は
な
い
け
ど

 
そ
れ
で
も

の
あ
い
つ
は
あ
い
つ
な
り
に
真
剣
に
攻
略
を
目
指
し
て
い
た
は
ず
な
ん
だ
け
ど

な
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
に

め
ら
れ
た
あ
の
時
か
ら
何
も
か
も
変
わ

ち
ま

た
ん
だ
ろ
う
さ
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あ
る
意
味
あ
い
つ
も

者
な
ん
だ
よ
な

か
と
言

て
こ
ん
な
事
を
さ
せ
て
い
る
以
上

 
ま

た
く
同
情
す
る
気
に
も
な
ら
な
い
が
な

ア
ス
ナ
の
お
仕
置
を
受
け
る
ん
だ
か
ら

ま
あ
少
し
は
こ
り
る
だ
ろ

 
そ
の
ア
ス
ナ
は

目
に

り
を

か
べ
な
が
ら
軍
の
男
達
の
前
に
立

た

あ
あ
ん

何
だ
お
前

女
が
武
器
な
ん
か
持

て
何
の
つ
も
り
だ

お
前
ら
は

て
俺
達
に
守
ら
れ
て
り

い
い

ん
だ
よ

 
も
ち
ろ
ん

金
は

て
も
ら
う
が
な

ひ

は
は
は
は

こ
い
つ
び
び

ち
ま

て
る
の
か

え
て
や
が
る
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

そ
の
ア
ス
ナ
の

え
の
正
体
が

り
だ
と
知

て
い
た
の
で

 
心
の
中
で

男
達
の

福
を

る
事
に
し
た

そ
の

い
口
を

じ
な
さ
い

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
い

手
加

無
し
の

リ
ニ
ア

を

男
達
全
員
に
放

た

 
当
然
男
達
の

は

ら
な
い
が

そ
の
衝
撃
は
す
さ
ま
じ
く

男
達
は

き
飛
ば
さ
れ
た

 
そ
の
男
達
の
目
の
前
に

ア
ス
ナ
の
剣
が
突
き
つ
け
ら
れ
る
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であ

い
や

そ
の

あ

あ
ん
た
ま
さ
か

噂
の
閃
光
じ

 
こ
の
男
達
の
レ
ベ
ル
は
一

だ

当
然
ア
ス
ナ
の
顔
を
見
る
機
会
な
ど
無
か

た
た
め

 
ア
ス
ナ
の
顔
は
知
ら
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か

攻
略
組
の
人
間
を
見
た
事
す
ら
無
い
だ
ろ
う

 
彼
ら
は
攻
略
組
の
力
と
い
う
も
の
を
今
回
初
め
て
体
験
す
る
事
に
な
り

え
る
事
し
か
出

来
な
か

た

 
そ
ん
な

え
て
い
る
男
達
の
中
で

一
人
だ
け
動
け
た
者
が
い
た

 
そ
の
男
は
逃
げ
だ
そ
う
と
走
り
出
し
た
が

そ
の

間
正
面
か
ら
攻
撃
を
受
け

 
元
の
場
所
ま
で

き
飛
ば
さ
れ
た

ハ
チ
マ
ン
君

 
そ
こ
に
は

王
立
ち
し
て
い
る
ハ
チ
マ
ン
の

が
あ

た

何

て
逃
げ
よ
う
と
し
て
ん
だ
お
前

 
俺
の
か
わ
い
い

が
せ

か
く
声
を

け
て
下
さ

て
る
ん
だ
か
ら
少
し
大
人
し
く
し
て
ろ

お
い
ハ
チ
マ
ン

何
故
そ
こ
で
イ
チ

つ
く
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か
わ
い
い

 
ア
ス
ナ
は

が
緩
み
そ
う
に
な

た
が
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で

え
男
達
を

み
つ
け
た

あ
な
た
た
ち

私
の
素
敵
な

那
様
の
手
を

わ
せ
る
よ
う
な
事
を
し
て

 
当
然
覚
悟
は
で
き
て
る
ん
で
し

う
ね

お
い
ア
ス
ナ
も
か

 
ハ
チ
マ
ン
も
当
然

れ
て
い
た
が
そ
ん
な
事
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず
男
達
に
問
い
か
け
た

お
前
ら

い
つ
も
こ
ん
な
事
や

て
ん
の
か

あ

あ
の

は
い

命
令
な
の
で

キ
バ
オ
ウ
か

は
い

キ
バ
オ
ウ
に
言

と
け

七
十
四
層
の
ボ
ス
部
屋
で

次
は
無
い

て
言

た
は
ず
だ
と
な

え

そ
れ
じ

あ
な
た
達
が
あ
の

ど
ん
な
伝
わ
り
方
し
て
ん
の
か
は
知
ら
な
い
が

ま
あ

ボ
ス
を
倒
し
た
の
は
俺
達
だ
な

 
そ
れ
を

い
た
男
達
は

え
上
が
り

土
下
座
を
始
め
た

 
そ
れ
を
見
た
三
人
は

深
い
た
め
息
を
つ
い
た
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何
か
文

が
あ
る
ん
だ

た
ら

血
盟
騎
士
団
の
ハ
チ
マ
ン
に
い
つ
で
も
言
い
に
来
い

 
も
う
こ
ん
な
事
は
や
め
ろ

と
り
あ
え
ず
帰

て
よ
し

は

は
い

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
男
達
が
逃
げ
出
し
た
後

ア
ス
ナ
が
助
け
た
女
性
が
ア
ス
ナ
に
話
し
か
け
て
き
た

あ
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

い
え

あ
ん
な
の
許
せ
ま
せ
ん
か
ら

と
こ
ろ
で
貴
方
は
い
つ
も
教
会
に
い
ら

し

る
方

で
す
よ
ね

は
い

私
は
サ

シ

と
言
い
ま
す

こ
う
い

た
子

達
を
保
護
し
て

 
教
会
で

々
と

ら
し
て
い
ま
す

私
は
血
盟
騎
士
団
の
ア
ス
ナ
と
言
い
ま
す

こ
ち
ら
は
私
の
夫
の
ハ
チ
マ
ン
君

血
盟
騎
士
団
の
ハ
チ
マ
ン
だ

そ
し
て
こ
ち
ら
が
キ
リ
ト
君

黒
の
剣
士

て
言
え
ば
わ
か
る
か
な

キ
リ
ト
だ

よ
ろ
し
く

そ
ん
な
す
ご
い
方
々
だ

た
ん
で
す
ね

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
の
後
三
人
は
サ

シ

に

最
近
の
軍
の
横
暴

り
を

き

た
が
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同
時
に
そ
の
話
に
疑
問
も
感
じ
て
い
た

軍
の
ト

プ
の
シ
ン
カ

さ
ん
は

何
も
し
て
く
れ
な
い
ん
で
す
か

 
常
識
的
で
穏
や
か
な
人

て

い
て
ま
す
け
ど

い
え

そ
れ
が
そ
の

最
近
ど
う
も

を
見
か
け
な
い
ん
で
す
よ

 
軍
の
行
動
が
エ
ス
カ
レ

ト
し
て
き
た
の
も

そ
の
く
ら
い
か
ら
で
す
ね

何
か
あ

た
の
か
な

ど
う
な
ん
で
し

う
ね

シ
ン
カ

さ
ん
の
副

の
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
が

 
心
配
し
て
た
ま
に
見
に
き
て
く
れ
て
た
ん
で
す
け
ど

最
近
そ
れ
も

サ

シ

あ

噂
を
す
れ
ば

あ
れ
が
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
で
す

 
丁
度
そ
の
時

ユ
リ
エ

ル
と
呼
ば
れ
た
女
性
が
こ
ち
ら
に
走

て
き
た

サ

シ

す
ま
な
い

下
の
連
中
が
教
会
に
向
か

た
と

い
て

 

て
て
飛
ん
で
来
た
ん
だ
が

大
丈
夫
だ

た
か

え
え

大
丈
夫
で
す
よ

た

た
今

こ
ち
ら
の
方
々
が
助
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
か
ら

そ
う
で
す
か

あ
の

サ

シ

達
を
助
け
て
下
さ

て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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お

お
お

ハ
チ
マ
ン
だ

よ
ろ
し
く

そ
の
参
謀
服

も
し
か
し
て

あ
な
た
が
銀
影

 
ず

と
空

だ

た
血
盟
騎
士
団
の
参
謀
に

 
つ
い
に
表
舞
台
に
出
て
き
た
銀
影
が

任
し
た
と

い
て
ま
し
た

お
会
い
で
き
て
光
栄
で

す
お

お
う

銀
影

て
何
だ

な
あ

こ
の
参
謀
服

て

名
な
の
か

何
度
か
言
わ
れ
て
る
ん
だ
が

ガ
イ
ド
ブ

ク
に
載

て
る
ん
で
す
よ

誰
も
見
た
事
が
無
い
幻
の
制
服
だ

て

名
で
す
ね

な
る
ほ
ど
な

そ
ち
ら
の
貴
方
は
も
し
か
し
て

閃
光
の
ア
ス
ナ
さ
ん

は
い

そ
の
ア
ス
ナ
で
す

そ
ち
ら
の
方
は

黒
の
剣
士
さ
ん

あ
あ

キ
リ
ト
だ

よ
ろ
し
く

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

す
ご
い

今
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
四
天
王
の
う
ち

三
人
が
こ
こ
に
い
る
な
ん
て
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お
い
ち

と
待
て

四
天
王

て
何
だ

 
ユ
リ
エ

ル
は

首
を

げ
な
が
ら
答
え
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
四
天
王
と
言
え
ば
神
聖
剣
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
閃
光
の
ア
ス
ナ
黒
の
剣

士 
そ
し
て
滅
多
に
表
に
出
て
こ
な
い

銀
影
と
呼
ば
れ
る

剣
使
い
の
四
人
な
の
で
は

銀
影

え

何
だ
そ
れ

ま
さ
か
俺
の
二
つ
名

攻
略
組
の
間
で
も

い
た
事
が
無
い
ん

だ
が普

は
影
の
よ
う
に

る
舞
い

滅
多
に
表
に
出
て
こ
な
い
銀
影
は

 
全
て
を
見
通
す
目
を
持
つ

代
の

略
家
に
し
て

い
ざ
戦
闘
と
な
る
と

 
敵
の
攻
撃
を
全
て
パ
リ

し
そ
の
直
後
に
銀
の
光
が
走
り
敵
の
首
が
落
ち
る
事
か
ら
付
い
た

名
だ
と

 
中
層
か
ら
下
層
に
か
け
て
の
戦
闘
系
ギ
ル
ド
の
間
で
評
判
に
な

て
い
る
の
で
す
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
絶

し

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
を
見
た

 
だ
が
二
人
は

さ
ほ
ど
驚
い
て
は
い
な
い
よ
う
だ

お
い

な
ん
で
二
人
と
も

そ
ん
な
に
反
応
薄
い
ん
だ
よ
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い
や

だ

て
さ

大
体
合

て
る
じ

な
い
か

う
ん

大
体
合

て
る
よ
ね

ま
じ
か

俺
の
イ
メ

ジ

て
そ
ん
な
ん
だ

た
の
か

ま
あ
大
体
合

て
る
し

褒
め
ら
れ
て
る
ん
だ
か
ら

い
い
ん
じ

な
い
か

そ
う
で
す
よ

私
だ

て
ず

と
尊
敬
し
て
た
ん
で
す
よ

 
ユ
リ
エ

ル
は

静

着
で

な
女
性
に
見
え
る
が
実
は
ミ

ハ

な
面
も
あ
る
よ
う

だ 
ユ
リ
エ

ル
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
同
意
し

ハ
チ
マ
ン
の
手
を

て
き
た

 
そ
れ
は

一

人
が
芸
能
人
に
対
す
る
よ
う
な
感
激
の
表
現
だ

た
の
だ
が

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
は
思
わ
な
か

た
よ
う
だ

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

ハ
チ
マ
ン
君
は

私
の
夫
な
の
で

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
の
手
を
ユ
リ
エ

ル
か
ら

い
返
し

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の

に

き
つ
い
た

あ

と

す
み
ま
せ
ん
そ
ん
な
気
は
無
か

た
ん
で
す
が

 

て
い
う
か
お
二
人
は
夫

だ

た
ん
で
す
ね

な
ん
か
す
ご
い
お
似
合
い
で

ま
し
い
で
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す 
ユ
リ
エ

ル
は

更
に
感
激
し
て
い
る
よ
う
だ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

自
慢
の
夫
で
す

 
ア
ス
ナ
も
と
て
も
喜
ん
で
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

を

め

話
を

す
事
に
し
た

と
こ
ろ
で
ユ
リ
エ

ル
さ
ん

最
近
シ
ン
カ

さ
ん
の

が
見
え
な
い
と

 
こ
ち
ら
の
サ

シ

さ
ん
か
ら

い
た
ん
で
す
が

あ

は
い

そ
う
な
ん
で
す

実
は

 
サ

シ

の
話
だ
と
シ
ン
カ

は
三
人
が
こ
れ
か
ら
行
こ
う
と
し
て
い
る
迷
宮
の
奥
に
い

る
ら
し
い

 
キ
バ
オ
ウ
の
罠
に

り

迷
宮
の
奥
の
安
全
地

に
一
人
で
取
り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

 

り
に
は
強
力
な
敵
が
多
く

一
人
で
脱
出
で
き
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
ら
し
い

ま
た
キ
バ
オ
ウ
か

あ
の
野
郎

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

私
達
こ
れ
か
ら
そ
こ
に
行
く
予
定
だ

た
ん
で
す
け
ど

 
良
か

た
ら
一

に
行
き
ま
す
か
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い
い
の
で
す
か

是
非
同
行
さ
せ
て
下
さ
い

ま
あ

せ

か
く
だ
し
な

そ
う
だ
な

シ
ン
カ

さ
ん
も
こ
の

助
け
ち
ま
お
う

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
う
し
て
五
人
に
な

た
一
行
は
ユ
リ
エ

ル
の
案
内
で
黒

宮
の
地
下
迷
宮
へ
と
突
入

し
た
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第
０
６
９
話
 
死
神
の
鎌

と
こ
ろ
で
そ
ち
ら
の
少
女
は

 
ユ
リ
エ

ル
は
ど
う
や
ら

ユ
イ
の
事
が
ず

と
気
に
な

て
い
た
よ
う
だ

こ
の
子
は
私
と
ハ
チ
マ
ン
君
の
娘
の
ユ
イ
ち

ん
だ
よ

む

娘

で
す
か

 
そ
の
返
答
は

ユ
リ
エ

ル
の
想
像
の

外
だ

た
よ
う
だ

ま
あ
無
理
も
な
い
だ
ろ
う

 
本
当
の
娘
に
し
て
は
大
き
す
ぎ
る
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
子

が
作
れ
る
は
ず
も
な
い

そ
れ
は

い
わ
ゆ
る

子
的
な
意
味
で
で
す
か

い
や

ま
あ
色
々
あ

て
な

は

ま
あ
事
情
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
し
ね

 
で
も
こ
ん
な
場
所
に
連
れ
て
き
ち

て

危
な
く
な
い
で
す
か

大
丈
夫

私
が
守
る
か
ら

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

よ
ほ
ど
の
強
敵
で
も
出
な
い
限
り

 
戦
闘
は
基
本
俺
と
キ
リ
ト
の
二
人
で
余

だ
し
な
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ユ
リ
エ

ル
は
そ
の
言
葉
を

き

目
を

か
せ
て
言

た

ま
さ
か
四
天
王
の
戦
闘
を
生
で
見
ら
れ
る
と
は
思

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

り
の
気
配
か
ら
す
る
と
し
ば
ら
く
強
い
敵
も
出
な
さ
そ
う
だ
し

 
戦
闘
自
体
は
一

で
終
わ
る
だ
ろ
う
か
ら

あ
ま
り
面
白
く
は
な
さ
そ
う
だ
け
ど
な

そ
れ
で
も
で
す

そ
れ
な
ら
ま
あ

い
く
ら
で
も
好
き
な
だ
け
見
て
く
れ

は
い

勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
実

の
所

今
二
人
が

く
殲
滅
し
て
い
る
カ
エ
ル
モ
ン
ス
タ

は

 
レ
ベ
ル
六
十
層
付
近
の
雑

モ
ン
ス
タ

く
ら
い
の
強
さ
を
持

て
い
た

 
そ
の
た
め
ユ
リ
エ

ル
か
ら
は

そ
こ
そ
こ
強
い
敵
に
見
え
て
い
た
よ
う
な
の
だ
が

 
二
人
の
戦
い
ぶ
り
か
ら
は
ま

た
く
そ
う
は
見
え
ず
ほ
ぼ

殺
と
言

て
い
い

態
だ

た

の
で

 
ユ
リ
エ

ル
は

さ
す
が
は
四
天
王
と
呼
ば
れ
る
だ
け
の
事
は
あ
る
と
感
心
し
て
い
た

 
そ
ん
な
二
人
は
今

ま

た
く
別
の
問
題
に
直
面
し
て
い
た

お
い
キ
リ
ト

ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
が
や
ば
く
な
い
か
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あ
あ

こ
い
つ
必
ず
肉
を
ド
ロ

プ
す
る
み
た
い
だ
な

 
一
度
戦
闘
を
や
め
て

ア
イ
テ
ム
を
整
理
し
な
い
と
確
か
に
や
ば
い
な

た
だ

て
る
の
も
ア
レ
だ
し

と
り
あ
え
ず
食
え
る
か
ど
う
か
ア
ス
ナ
に

い
て
み
る
か

そ
う
だ
な

 

悪
な
カ
エ
ル
型
モ
ン
ス
タ

相
手
で
も

特
に
ア
ス
ナ
は

が
る
素

り
を
見
せ
て
い
な

か

た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の
目
の
前
に
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
カ
エ
ル
の
肉
を
差
し
出
し

い

て
み
た

な
あ
ア
ス
ナ

こ
れ
料
理
と
か
出
来
る
も
ん
な
の
か

ん

何
そ
れ

さ

き
か
ら
倒
し
ま
く

て
る
カ
エ
ル
の
肉
だ

さ

き
か
ら
ド
ロ

プ
し
ま
く
る
ん
だ
よ
な

ほ
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら
キ
リ
ト
は
大

の
カ
エ
ル
の
肉
を
取
り
出
し
て

に

え
ア
ス
ナ
に
見

せ
たひ
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ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
見
た

間
に

ざ
め

突
然

鳴
を
あ
げ
た

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
様
子
に

ハ
チ
マ
ン
は
狼

し
て

ね
た

す
ま
ん

戦
闘
中
も
平
気
そ
う
だ

た
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思

て

い
た
ん
だ
が
苦
手
だ

た
か戦

う
の
と
食
べ
る
の
で
は
ま

た
く
違
う
の

想
像
す
る
だ
け
で
気
持
ち
悪
い

 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

即
座
に
手
の
平
を
返
し
た

そ
う
だ
ぞ
キ
リ
ト

戦
う
の
と
食
う
の
は
別
だ

そ
ん
な
事
も
分
か
ら
な
い
の
か

お
い

 
キ
リ
ト
が
あ
ま
り
に
も
見
事
な
ハ
チ
マ
ン
の
手
の
平
返
し
に

然
と
す
る
中

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
の
持

て
い
た
肉
を
片

か
ら
遠
く
に
投
げ
始
め
た

 
自
身
の
ス
ト
レ

ジ
の
中
の
肉
は

に
全
て

し
た
よ
う
だ

 
全
て
の
肉
を
処
分
し
た
後

ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に
駆
け
寄
り

を

で
始
め
た

よ
し
よ
し

も
う
気
持
ち
悪
い
肉
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
か
ら
な

何
も
心
配
す
る
な

う
ん

ハ
チ
マ
ン
君
あ
り
が
と
う
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ア
ス
ナ
は
や

と
落
ち
着
い
た
の
か

笑
み
を

か
べ
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

ユ
イ
も
嬉
し
そ
う
に
言

た

パ
パ
と
マ
マ
は
と

て
も
仲
良
し
な
ん
で
す
ね

い
や

ユ
イ
と
三
人
で
仲
良
し
だ
ぞ

そ
う
だ
よ
ユ
イ
ち

ん

パ
パ

マ
マ

 
ユ
イ
は
嬉
し
そ
う
に
二
人
に

き
付
い
た

 
そ
ん
な
三
人
の

を
見
て

キ
リ
ト
と
ユ
リ
エ

ル
は

息
を
つ
い
て
い
た

ま
さ
か
あ
の
二
人
が
こ
ん
な
バ
カ

プ
ル
だ

た
と
は

ま
あ
前
線
で
の
二
人
の
噂
だ
け

い
て
た
ら
こ
ん
な

は
想
像
す
ら
出
来
な
い
よ
な

 
も

と
も
こ
う
な

た
の
は

つ
い
先
日
か
ら
な
ん
だ
け
ど
な

ま

ま
あ

ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
仲
が
良
い
の
は
い
い
事
で
す

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
け
ど
な

さ
す
が
に
今
ま
で
と
の
ギ

プ
が
な

い
い
な

私
も
い
つ
か
シ
ン
カ

と
あ
ん
な
風
に

 
三
人
の

を

ま
し
そ
う
に

め
な
が
ら

ユ
リ
エ

ル
が
ぼ
そ

と

い
た
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ユ
リ
エ

ル
は

シ
ン
カ

さ
ん
が
好
き
な
の
か

え

あ

私
何
か
言

て
ま
し
た

そ
の

は
い

そ

か

う
ま
く
い
く
と
い
い
な

は
い
頑
張
り
ま
す

あ
の

キ
リ
ト
さ
ん
は
誰
か
気
に
な
る
方
は
い
な
い
の
で
す
か

俺
に
力
を
く
れ
た
人
に

返
し
は
し
た
い

て
思

て
る
け
ど

 
そ
れ
が
好
き
な
の
か
ど
う
か
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
か
な

そ
う
で
す
か

 

手
の
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
じ

と
見
つ
め
な
が
ら
語
る
キ
リ
ト
を
見
て

 
ユ
リ
エ

ル
は

キ
リ
ト
さ
ん
に
も
必
ず
幸
せ
が
き
ま
す
よ
と

心
の
中
で

い
て
い
た

そ
れ
じ

先
に
進
む
と
す
る
か

は
い

シ
ン
カ

の
い
る

置
ま
で
も
う
す
ぐ
だ
と
思
い
ま
す

 
ユ
リ
エ

ル
は
ウ

ン
ド
ウ
を
チ

ク
し
な
が
ら
言

た

 
確
か
に
シ
ン
カ

を

す
光
点
は

さ
ほ
ど
遠
く
な
い

置
に
静
止
し
て
い
た

な
あ
ユ
リ
エ

ル

シ
ン
カ

て
ど
ん
な
奴
だ

そ
う
で
す
ね

と
て
も
優
し
い
人
で
す
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こ
こ
に
来
る
前
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
攻
略
の
大
手
サ
イ
ト
の
管
理
人
を
し
て
い
た
と
か
言

て
ま
し
た

大
手
サ
イ
ト

シ
ン
カ

そ
う
か

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
管
理
人
の
シ
ン
カ

か

キ
リ
ト
君
知

て
る
の

あ
あ

俺
達
の
間
じ

名
人
だ
か
ら
な

俺
も
何
度
か
メ

ル
の
遣
り
取
り
を
し
た
事
が
あ

る 
す
ご
く
穏
や
か
そ
う
な
人
だ

た
け
ど

そ
う
か

彼
も
こ
こ
に

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

こ
の
会
話
中
も
戦
闘
を
継
続
し
て
い
た

 
敵
を
殲
滅
し
終
わ

た
と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
が
ふ
と
思
い
つ
い
た
と
い
う
感
じ
で
ユ
リ
エ

ル
に

ね
た

な
あ
ユ
リ
エ

ル

こ
の
あ
た
り
の
敵
を
相
手
に
す
る
の

て

つ
ら
く
な
い
か

そ
う
で
す
ね

私
一
人
だ
と
確
実
に
無
理
で
す

今
の
軍
は
か
な
り

体
化
し
て
る
ん
で

 
残
さ
れ
た
メ
ン
バ

の
中
か
ら
精

を
集
め
た
と
し
て
も

 
こ
こ
ま
で
来
る
に
は
二
パ

テ

く
ら
い
は
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん

軍
は
こ
の
場
所
の
存
在
を
前
か
ら
知

て
た
ん
だ
な

い
え

ど
う
や
ら
キ
バ
オ
ウ
の
一

の
者
が
偶
然
発
見
し
て
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狩
場
を
独

し
よ
う
と
し
て
た
み
た
い
な
ん
で
す
け
ど
敵
が
強
す
ぎ
て
無
理
だ

た
み
た
い

で
すな

る
ほ
ど
な

し
か
し
シ
ン
カ

の
い
る
所
は
か
な
り
奥
の
方
だ
が
よ
く
そ
こ
ま
で
行
け
た
な

は
い

候
が
頑
張

て
奥
ま
で
い

て
回
廊
結

の
ポ
イ
ン
ト
を

録
し
た
み
た
い
で
す

ね
そ
の
せ
い
で

今
回
の
犯
行
を
行
う
気
に
な

た

て
事
か

キ
バ
オ
ウ
の
奴

キ
バ
オ
ウ
さ
ん
も

最
初
は
軍
を
立
て
直
そ
う
と
頑
張

て
た
ん
で
す
け
ど
ね

 
あ

あ
そ
こ
に
人
が
見
え
ま
す

多
分
シ
ン
カ

で
す

 
遠
く
に
人
影
が
見
え

ユ
リ
エ

ル
は
そ
ち
ら
に
向
か

て
走

て
い

た

 
そ
の
と
き
ユ
イ
が
ハ
チ
マ
ン
に

告
を
発
し
た

パ
パ

何
か
怖
い
物
が
い
ま
す

ま
ず
い

ユ
リ
エ

ル

れ

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
そ
う
呼
び
か
け
た
後

全
力
で
ユ
リ
エ

ル
の
後
を
追

た

 
ユ
リ
エ

ル
も
そ
の
声
が

こ
え
た
ら
し
く

立
ち
止
ま

て

り
返

た

 
そ
の
ユ
リ
エ

ル
の
背
後
に

黒
い
巨
大
な
何
か
が
現
れ
た
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そ
の
巨
大
な
何
か
は
鎌
を

り
上
げ
今
ま
さ
に
ユ
リ
エ

ル
目

け
て

り
下
ろ
そ
う
と
し

た
ユ
リ
エ

ル

伏
せ
ろ

 

に
伏
せ
た
ユ
リ
エ

ル
の

の
上
を

ぶ
ん

と
い
う
音
を
た
て
て
鎌
が
通
り
過
ぎ
た

 
そ
の

り
下
ろ
し
の
体
制
を
狙

て
二
人
は

躍
し

 
敵
に
一
撃
を

え
た
後

ユ
リ
エ

ル
を
連
れ
て
離
脱
し
た

キ
リ
ト

敵
の

を
見
た
か

あ
あ
死
神
タ
イ
プ
だ
な

カ

ソ
ル
が
真

黒
だ

た
か
ら
九
十
層
ク
ラ
ス
の
敵
か
も
し

れ
な
い

と
り
あ
え
ず
安
全
地

を
目
指
し
て

そ
の
後
の
事
は
そ
れ
か
ら
考
え
る
か

了
解

俺
達
が
敵
を
引
き
付
け
る

三
人
は
と
り
あ
え
ず
シ
ン
カ

さ
ん
の
い
る
所
に
向
か

て
く

れ 
ア
ス
ナ
は
指

通
り

ユ
リ
エ

ル
と
ユ
イ
を
連
れ
て
シ
ン
カ

の
元
へ
と
向
か

た
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二
人
と
も

気
を
つ
け
て
ね

私
も
す
ぐ
に
フ

ロ

に

る
か
ら

頼
む

 
ア
ス
ナ
達
が
後
方
へ
と
下
が
り

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
ボ
ス
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が

た

さ
て

下
が
り
な
が
ら
ス
イ

チ
し
つ
つ
俺
達
も
後
退
す
る
か

あ
あ

さ
す
が
に
あ
い
つ
に
は
ま
だ
勝
て
そ
う
に
も
な
い
な

ま
だ
な

も
う
ち

と
先
の
層
ま
で
攻
略
が
進
ん
で
レ
ベ
ル
が
上
が

た
ら
リ
ベ
ン
ジ

だ
なあ

あ

 
二
人
は
通
常
の
ス
イ

チ
と
は
逆
に

交

に
下
が

て
い

た

 
こ
の
ま
ま
逃
げ
切
れ
る
か
と
思
わ
れ
た

後
方
か
ら
ア
ス
ナ
が
二
人
を
フ

ロ

す
る

に

走

て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に
一

だ
け

線
を
向
け

 
再
び
前
方
へ
と
目
を
向
け
た
の
だ
が

そ
こ
に
ボ
ス
の

は
無
か

た

何
だ

ハ
チ
マ
ン

ボ
ス
が
影
の
中
に

た
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ハ
チ
マ
ン
君

後
ろ

 
ま
る
で
ハ
チ
マ
ン
が
一

線
を
切
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙

て
い
た
か
の
よ
う
に

 
ボ
ス
は
自
ら
の
影
に

み

後
退
中
の
ハ
チ
マ
ン
の
影
の
中
か
ら
突
然
出
現
し
て
い
た

 
そ
し
て
今
ま
さ
に

ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
鎌
を

り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
た

 
何
が

こ

た
の
か
唯
一
全
体
を

し
て
い
た
ア
ス
ナ
は
そ
う
声
を

け
つ
つ
加
速
し

て
い
た

間
に
合

て

 
ア
ス
ナ
は
全
力
で
走
り

ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ハ
チ
マ
ン
を
押
し
倒
す
事
に
成
功
し

 
か
ら
く
も
ボ
ス
の
攻
撃
を
回
避
し
た

キ
リ
ト
は
倒
れ
た
二
人
を
助
け
よ
う
と
し
た
が

 
一

く
ボ
ス
が
二
人
に
向
け

手
に
持
つ
鎌
を

り
下
ろ
し
た
の
だ

た
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第
０
７
０
話
 
ユ
イ

く
そ

せ
め
て
ア
ス
ナ
だ
け
で
も

 
死
神
の
鎌
が
二
人
に
迫
り

ハ
チ
マ
ン
は

に
ア
ス
ナ
と
体
を
入
れ

え

 
自
ら
の
大
切
な
人
を
守
ろ
う
と
し
た

ア
ス
ナ
も
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た

 
キ
リ
ト
も

め
ず

せ
め
て

を

く
し
よ
う
と
死
神
の

を

り
上
げ
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
死
神
の
目
の
前
に
光
の

が
発
生
し

死
神
は

き
飛
ば
さ
れ
た

一
体
何
が

パ
パ

マ
マ

ユ
イ

ユ
イ
ち

ん

 
そ
の
光
の
正
体
は

い
つ
の
間
に
か
現
れ
て
い
た
ユ
イ
だ

た

パ
パ

マ
マ

私

全
て
を
思
い
出
し
ま
し
た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ユ
イ
は

再
び
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
き
た
死
神
に
向
け
て

手
を

し
た

オ
ブ
ジ

ク
ト
・
イ
レ

サ
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そ
の
ユ
イ
の
言
葉
と
共
に
死
神
は
消
滅
し

り
に
は
静

が

た

 
同
時
に
ユ
イ
の
放

て
い
た
光
が
消
え

ユ
イ
は
そ
の
ま
ま
落
下
し
始
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
そ
れ
を
受
け
止
め
た

ユ
イ
は
と
て
も
苦
し
そ
う
に
し
て
い
た

大
丈
夫
か

ユ
イ

パ
パ

私
が
指
差
す
方
向
に

私
を
連
れ
て
行

て
下
さ
い

分
か

た

 
そ
の
方
向
に
進
む
と

そ
こ
は
何
も
無
い
行
き
止
ま
り
だ

た
が

 
ユ
イ
が
手
を
一

り
す
る
と

そ
こ
に
機

の
よ
う
な
物
が
現
れ
た

 
そ
の
お
か
げ
な
の
か

ユ
イ
の
呼

が
少
し
落
ち
着
い
た
よ
う
に
見
え
た

落
ち
着
い
た
か

ユ
イ

ユ
イ
ち

ん

合
は
大
丈
夫

先
ほ
ど
の
戦
闘
で

通
常

え
ら
れ
て
い
る

限
以
上
の
力
を
使

た
た
め

 
私
だ
け
で
は
も
う
こ
の
体
を

持
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん

 
そ
の
た
め

と

の
二
つ
の
Ｍ

Ｃ
Ｐ
の
助
け
を

り
て

な
ん
と
か
今
の

態
を
保

て
い
ま
す
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Ｍ

Ｃ
Ｐ

メ
デ

カ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
略
で
す

マ
マ

 
三
基
あ
る
Ｍ

Ｃ
Ｐ
の
中
の

・
Ｕ
ｔ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ

・

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ

文

を
と

て
ユ
イ

 
そ
れ
が
私
で
す

私
の
仕
事
は
主
に
攻
略
を
担
当
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の
精
神
面
の
ケ
ア

で
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
全
て
を
コ
ン
ト
ロ

ル
し
て
い
る

カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
の
一
部

て
事
か

は
い

パ
パ

 
ユ
イ
の
話
に
よ
る
と

三
つ
の
Ｍ

Ｃ
Ｐ

は

 
通
常
は

が
始
ま
り
の
町
に
残

て
い
る
大
多

の
プ
レ
イ
ヤ

の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を

 
そ
し
て

が

犯
罪
者
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
担
当
し
て
い
る
よ
う

だ 
一
番
多
く
の
人

の
ケ
ア
を
し
な
い
と
い
け
な
い

に
は
常
に
か
な
り
の
負

が
か
か

て

お
り

 
通
常

の
サ
ポ

ト
を
す
る
余

が
あ
る
は
ず
の

は
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ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
一
件
で
す
さ
ま
じ
い
負

が
か
か
り

 
少
し
前
ま
で

か
な
部
分
の

復
作
業
を
行

て
い
て

休
眠

態
だ

た
よ
う
だ

そ
ん
な
わ
け
で

私
が

の
サ
ポ

ト
も
し
て
い
た
た
め
か
な
り
の
負

が
か
か

て
し
ま

い 

の

復
完
了
に
合
わ
せ
て
一
時
休
眠

態
に
入

て
い
た
ん
で
す

 
暗
闇
の
中
で

て
い
る
よ
う
な

態
だ

た
私
は

 
偶
然
Ｍ

Ｃ
Ｐ
の
情
報
収
集
機
能
を
持
つ

末
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
一
人
を
通
し
て

 
と
て
も

か
い
光
の
よ
う
な
も
の
を
感
知
し
た
ん
で
す

多
分
そ
れ
は
キ
ズ
メ
ル
の
事
な
ん
だ
ろ
う
な

は
い

そ
し
て
私
は
感
知
し
た
光
の

か
さ
に
引
き
寄
せ
ら
れ
無
意
識
に
ア
バ
タ

を
生
成

し 
パ
パ
と
マ
マ
の
家
の
前
に
移
動
し
た
ん
で
す
が
そ
の

で
か
な
り
無
理
を
し
て
し
ま

た

よ
う
で

 
人
に

え
る
と
記
憶

失
に
な

た
よ
う
な

態
で

 
パ
パ
と
マ
マ
に
助
け
て
も
ら

た
と
い
う
わ
け
な
ん
で
す
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そ
の

俺
と
ア
ス
ナ
を
パ
パ
と
マ
マ
と
呼
ぶ
の
は
何
で
な
ん
だ

パ
パ
と
マ
マ
の
心
の
光
を
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
親
み
た
い
な
も
の
だ
と
認
識
し
た
ん
だ
と

思
い
ま
す

 
Ｍ

Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
機
能
は
ほ
ぼ
休
眠

態
だ

た
の
で
そ
の
認
識
だ
け
で
動
い
て
い
た

態
で
す
ね

な
ん
と
な
く
だ
が

は
理
解
し
た

で

も
う
ユ
イ
の

態
は
問
題
な
い
の
か

そ
う
だ
よ

と

の
力
を

り
て

復
活
出
来
た
ん
だ
よ
ね

お
前
の
正
体
が
何
で
あ
ろ
う
と

俺
達
の
大
切
な
娘
な
事
に
変
わ
り
は
な
い
ん
だ
か
ら
な

 
こ
ん
な
話
を

い
た
後
で
も
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
ユ
イ
を
自
分
達
の
大
切
な
娘
だ
と
思

て
い
た

 
ユ
イ
は
そ
ん
な
二
人
か
ら
ま
た

か
い
光
の
よ
う
な
も
の
を
感
知
し
て
嬉
し
か

た
が

 
そ
の
反
面
今
か
ら
自
分
が
告
げ
る
事
実
が
二
人
の
光
を
消
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と

し

く
な

た

パ
パ

マ
マ

ご
め
ん
な
さ
い

私
は
も
う
す
ぐ
消
え
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す

な
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無
理
な
ア
バ
タ

の
生
成
と
先
ほ
ど
の
戦
闘
の
せ
い
で

 
シ
ス
テ
ム
に
致
命
的
な
ダ
メ

ジ
を
負

て
し
ま
い
ま
し
た

お
そ
ら
く
あ
と
少
し
し
か
も
ち

ま
せ
ん

そ
ん
な

く
そ

何
か
手
は
な
い
の
か

わ
ず
か
だ
が

可
能
性
は
あ
る

う
ま
く
い
け
ば
ユ
イ
ち

ん
は
助
か
る

キ
リ
ト

何
か
手
が
あ
る
の
か

ユ
イ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
シ
ス
テ
ム
か
ら
切
り
離
す

パ
パ

マ
マ

そ

ろ
そ
ろ

お
別

れ
か

も
で
す

ユ
イ

ユ
イ
ち

ん

 
そ
ろ
そ
ろ
限
界
が
近
い
の
だ
ろ
う

ユ
イ
の
体
が
少
し

つ
消
え
始
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
少
し
で
も
引
き
と
め
よ
う
と
ユ
イ
を
し

か
り
と

き
し
め
て
い

た 
キ
リ
ト
は
コ
ン
ソ

ル
に
飛
び
つ
き

す
ご
い
速
さ
で
何
事
か
操
作
を
し
始
め
た
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ユ
イ

ユ
イ
の
管
理
者
と
し
て
の

を
俺
に
教
え
て
く
れ

は

い

私
の

は

ユ

イ
で

す

よ
し

こ
れ
で
い
け
る
は
ず
だ

間
に
合
え
え
え
え
え
え

 
二
人
の

の
中
の
ユ
イ
が
消
え
る
の
と
同
時
に

 
キ
リ
ト
が
最
後
の
操
作
を
完
了
さ
せ
た

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が

を

ん
で
見
守
る
中

 
キ
リ
ト
が
コ
ン
ソ

ル
か
ら

一
つ
の
宝
石
の
よ
う
な
ア
イ
テ
ム
を
取
り
出
し
た

宝
石

キ
リ
ト

そ
れ
は

ユ
イ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
シ
ス
テ
ム
か
ら
切
り
離
し
て

こ
の
宝
石
に
移
し
た

 
ユ
イ
は

に
休
眠

態
で
は
あ
る
が

確
か
に
こ
の
中
に
い
る

キ
リ
ト
お
お
お

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト
君

間
一

だ

た
け
ど

間
に
合

て
本
当
に
良
か

た

 
二
人
は
キ
リ
ト
か
ら
そ
の
宝
石
を
受
け
取
り

大
切
そ
う
に
話
し
か
け
た

ユ
イ

こ
え
る
か

ど
ん
な

に
な

て
も
ユ
イ
は
俺
と
ア
ス
ナ
の
大
切
な
娘
だ
ぞ
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ず

と
一

だ
よ
ユ
イ
ち

ん

き

と
ま
た
会
え
る
よ

 
そ
の
宝
石
に
は

・

・

と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
た

 
二
人
は
そ
の
宝
石
を

大
切
そ
う
に
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
収
納
し
た

キ
リ
ト

本
当
に
あ
り
が
と
う
な

キ
リ
ト
君

ユ
イ
ち

ん
を
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ま
あ
俺
に
と

て
も

ユ
イ
は
か
わ
い
い
妹
み
た
い
な
も
の
だ
し
な

妹
な
の
か

だ
ろ

キ
リ
ト
お
じ
さ
ん

ち

調
子
に
乗
る
な
よ
ハ
チ
マ
ン
パ
パ

そ
れ
じ

二
人
と
も

そ
ろ
そ
ろ
シ
ン
カ

さ
ん
達
と
合
流
し
よ
う

そ
う
す
る
か

正
直
す

か
り
忘
れ
て
た
な

 
丁
度
そ
の
時

ユ
リ
エ

ル
が
シ
ン
カ

を

て
こ
ち
ら
に
走

て
く
る

が
見
え
た

皆
さ
ん

ユ
イ
ち

ん
が

ユ
イ
ち

ん
が

ユ
イ
の

が
い
き
な
り
消
え
て
驚
い
た
ん
だ
ろ
う

は

き
り
と
言

て
な
く
て
す
ま
な
か

た
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ユ
イ
は
ど
う
や
ら
シ
ス
テ
ム
の
一
部
だ

た
み
た
い
な
ん
だ

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
の

ユ
イ
ち

ん
は
今
は
ど
こ
に

大
丈
夫
だ
よ
ユ
リ
エ

ル
さ
ん

ユ
イ
ち

ん
は

ず

と
私
達
と
一

に
い
る
か
ら

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
い

胸
に
手
を
当
て
な
が
ら
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ

 
ユ
リ
エ

ル
は
事
情
を

索
す
る
よ
う
な
事
は
せ
ず

一
言
だ
け
言

た

そ
う
で
す
か

皆
さ
ん
が
そ
ん
な
笑
顔
を

か
べ
て
い
る
と
い
う
事
は

 
き

と
良
い
出
来
事
が
あ

た
ん
で
す
ね

 
三
人
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
ユ
リ
エ

ル
に

い
た
の
だ

た

皆
さ
ん

こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
僕
は
解
放
軍
の
リ

ダ

を
し
て
い
る
シ
ン
カ

と
言
い
ま
す

 
三
人
も
自

紹
介
を
し
た
が

シ
ン
カ

も

 
こ
の
場
に
所

四
天
王
の
う
ち
の
三
人
が
揃

て
い
る
事
に
驚
い
た
よ
う
だ

ユ
リ
エ

ル
に
先
ほ
ど

要
は

き
ま
し
た
が

ま
さ
か
本
当
だ

た
と
は

シ
ン
カ

さ
ん

信
じ
て
な
か

た
ん
で
す
か

い
や

普
通
そ
の
ま
ま

み
に
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
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ま
あ
確
か
に
私
も
説
明
し
て
て
現
実
味
が
無
い
な
と
は
ち

と
思

て
ま
し
た
け
ど

と
こ
ろ
で
シ
ン
カ

さ
ん

て
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
管
理
人
を
や

て
た
シ
ン
カ

さ
ん
な

の
か

 
キ
リ
ト
が
そ
う

ね
シ
ン
カ

は
少
し
考
え
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
後
キ
リ
ト
に
話
し
か
け

た
そ
う
か
キ
リ
ト
さ
ん
て
方
と
以
前
何
度
か
メ

ル
で
遣
り
取
り
を
し
た
事
が
あ
り
ま
し
た

が
あ
あ

そ
の
キ
リ
ト
で
合

て
る
よ

何
か

久
し
ぶ
り
に
古
い
友
人
に
会

た
よ
う
な
嬉
し
い
気
分
で
す

俺
も
そ
ん
な
感
じ
だ

 
キ
リ
ト
と
シ
ン
カ

は
笑
い
あ

た

 
そ
の
後

五
人
で
ま
ず
こ
こ
を
脱
出
し

今
後
の
事
に
つ
い
て
話
す
事
に
な

た

 
シ
ン
カ

は

道
中
か
ら
脱
出
す
る
ま
で
ず

と

自
分
の

さ
を

い
て
い
た

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
で
Ｍ
Ｐ
Ｋ
に
対
す
る
注
意
を
何
度
も
呼
び
か
け
て
い
た
の
に

 
い
ざ
自
分
が
そ
の
立
場
に
な

た
ら
こ
の
様
で
す
よ

本
当
に
お
恥
ず
か
し
い
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と
に
か
く
シ
ン
カ

さ
ん
が
無
事
で
良
か

た
よ

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
軍
は
ど
う
す
る
ん
だ

キ
バ
オ
ウ
君
の
一

を

名
し
た
後

解
散
し
て
新
し
い
組

を
作
り
ま
す

 
シ
ン
カ

は
即
答
し
た

ま
あ

そ
れ
し
か
な
い
だ
ろ
う
な

は
い

正
直
も
う
軍
は
限
界
で
す

攻
略
の
足
を
引

張
り

 

者
救
済
ど
こ
ろ
か

者
を
い
た
ぶ
る
よ
う
な

態
に
な

て
い
る
こ
ん
な
組

は

 
も
う
存
在
価

が
ま

た
く
無
く
な

て
い
る
と
思
い
ま
す

 
解
体
し
た
後
に
信
頼
で
き
る
仲
間
を
集
め
て
新
し
く

助
専
門
の
組

を
作
る
つ
も
り
で
す

頑
張

て

シ
ン
カ

さ
ん

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

何
か
困

た
事
が
あ

た
ら
い
つ
で
も
相
談
し
て
く
れ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
さ
ん
シ
ン
カ

を
助
け
て
下
さ

て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
こ
う
し
て
キ
ズ
メ
ル
が
発

と
な

た
一
連
の
事
件
は

思
わ
ぬ

で
幕
を
降
ろ
し
た



 第０７０話 ユイ

 
こ
の
事
件
で
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
新
し
い
家
族
を
得
キ
リ
ト
に
は
夜
に
お

と
言
う

で

 
ラ
グ

ラ
ビ

ト
を
使

た
料
理
が
再
び

舞
わ
れ
る
事
と
な

た
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第
０
７
１
話
 
眩
し
い

 
リ
ズ
ベ

ト
が

キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
ず

と
ハ
チ
マ
ン
を
見
つ
め
て
い
た

お
い
ピ
ン
ク

一
体
ど
う
し
た

み
そ
ま
で
ピ
ン
ク
に
な

た
の
か

ち

と
や
め
て
よ
ね
ハ
チ
マ
ン

あ
ん
た
の
せ
い
で

最
近
ア
ス
ナ
や
キ
リ
ト
ま
で
た
ま

に 
ピ

リ
ズ

て
言
う
ん
だ
か
ら
ね

お

お
う

そ
れ
は
す
ま
な
い

分
か
れ
ば
い
い
の
よ
分
か
れ
ば

 
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
う
言
う
と

再
び
ハ
チ
マ
ン
を
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
見
つ
め
始
め
た

う

や

ぱ
ど
こ
か
お
か
し
い
ぞ
ピ
ン
ク

ハ
チ
マ
ン

ま
た

  
話
は
少
し
前
へ
と

る

事
件
が
収
束
し

家
へ
と
向
か
う

中
で
の
事
だ

な
あ

食
事
の
前
に

武
器
の
メ
ン
テ
だ
け
リ
ズ
に
頼
ん
で
お
か
な
い
か
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確
か
に
さ

き
の
戦
闘
で
か
な
り
武
器
に
も
負
担
を
か
け
た
か
ら
な

せ

か
く
だ
し
リ
ズ
も
食
事
に
誘
う

ア
ス
ナ
の
好
き
に
し
て
い
い
ぞ

ま
あ
リ
ズ
も
忙
し
い
か
も
だ
し

行

て
か
ら
か
な

あ
あ

 
普
通
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
料
理
を

舞
う
と
な
れ
ば

 
誰
も
が
是
非
誘

て
欲
し
い
と

願
す
る
ほ
ど
の
も
の
な
の
だ
が

 
二
人
か
ら
す
る
と
ラ
グ

ラ
ビ

ト
は
そ
こ
ま
で
特
別
な
食
材
で
は
無
い
た
め

 
二
人
の
会
話
も
自
然
と
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
の
だ

た

 
リ
ズ
ベ

ト
武

店
に
着
く
と

案
の
定
リ
ズ
ベ

ト
は
忙
し
そ
う
に
働
い
て
い
た

あ
ら

三
人
揃

て
ど
う
し
た
の

武
器
の
メ
ン
テ

あ
あ

今
回
は
俺
と
ハ
チ
マ
ン
の
二
人
分
な
ん
だ
け
ど
な

ち

と
見
せ
て
み
て

 
リ
ズ
ベ

ト
は
二
人
の
武
器
を
見
て

少
し
驚
い
た
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

こ
れ
ち

と
前
に
メ
ン
テ
し
た
ば

か
り
の
は
ず
な
の
に
一
体
こ
の

期
間
に
何
を
し
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た
のあ

あ

実
は
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
日
あ

た
出
来
事
を
リ
ズ
ベ

ト
に
説
明
し

 
こ
れ
か
ら
キ
リ
ト
と
一

に
三
人
で

を
食
う
ん
だ
が

一

に
ど
う
だ
と
リ
ズ
ベ

ト
を

誘

た
う

ん

行
き
た
い
ん
だ
け
ど
最
近
忙
し
く
て
仕
事
の

が
ち

と
ね

そ

か

残
念

ご
め
ん
ね
ア
ス
ナ

ま
た
今
度
誘

て
ね

う
ん

な
あ

リ
ズ

何

キ
リ
ト

今
日
の

立
は

ラ
グ

ラ
ビ

ト
だ
ぞ

 
そ
れ
を

い
た

間

リ
ズ
ベ

ト
の
動
き
が
加
速
し
た

 
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
速
さ
で
動
い
て
い
る
が
見
た
感
じ
一
切
手
を
抜
い
て
い
る
よ
う
に
は
見
え

な
い
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そ
れ
は
ま
さ
し
く
プ
ロ
を
超
え
た
プ
ロ
の
動
き
だ

た

三
人
は

気
に
と
ら
れ
て
そ
れ
を
見

て
い
た
が

 
し
ば
ら
く

つ
と
リ
ズ
ベ

ト
は
ピ
タ
リ
と
動
く
の
を
や
め
た

 
そ
し
て
お
も
む
ろ
に
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
見
つ
め

こ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン

仕
事
終
わ

た
よ

お

お
う

 
そ
し
て
話
は
冒

の
シ

ン
へ
と

る

お
い

キ
ラ
キ
ラ

あ

そ
のキ

ラ
キ
ラ

良
か

た
ら
こ
れ
か
ら

で
も
ど
う
だ

喜
ん
で

そ

そ
う
か

 
リ
ズ
ベ

ト
は
と
て
も
い
い
笑
顔
で
即
答
し
た
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ア
ス
ナ
は
笑
い
を

え
な
が
ら
そ
れ
を
見
て
い
た

キ
リ
ト
は
微
笑
ま
し
そ
う
に
し
て
い
た

ご
め
ん
リ
ズ

ラ
グ

ラ
ビ

ト

て
結

う
ち
じ

普
通
に
食
べ
て
る
か
ら

 
普
通
は
そ
う
い
う
反
応
に
な
る

て
考
え
が
す

か
り

か
ら
抜
け
ち

て
た
よ

な

な
ん
て

ま
し
い

俺
に
感
謝
す
る
ん
だ
ぞ

リ
ズ

 
キ
リ
ト
は

リ
ズ
ベ

ト
を
か
ら
か
う
つ
も
り
で
ド
ヤ
顔
で
そ
う
言

た

う
ん

あ
り
が
と
う
ね
キ
リ
ト

愛
し
て
る

あ

愛

 
そ
の
返
し
は
想
定
し
て
い
な
か

た
ら
し
く

キ
リ
ト
は
か
な
り
動

し
た

ち

と
リ
ズ

少
し
前
の
ハ
チ
マ
ン
君
み
た
い
に
な

て
る
よ

え

あ

ご

ご
め
ん
つ
い

い

い
や

確
か
に
少
し
前
の
俺
み
た
い
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
二
人
を
見
て

少
し
前
の
自
分
と
ア
ス
ナ
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

 
少
し
ほ

こ
り
し
つ
つ
も

か
く
見
守
る
事
に
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
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場
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
よ
う
と
し
て
こ
う
言

た

良
か

た
な
リ
ズ

も
し
今
出
し
た
の
が
俺
の
名
前
だ

た
ら

 
お
前
今

ア
ス
ナ
に

さ
れ
て
た
と
こ
ろ
だ
ぞ

あ

ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
事
し
な
い
よ
ね

当
た
り
前
で
し

リ
ズ

 
ア
ス
ナ
は

さ
も
心
外
だ
と
い
う
よ
う
に

息
を
つ
い
た

ち

と
離
れ
に
呼
び
出
し
て

小
一
時
間
じ

く
り
と
話
し
合
う
く
ら
い
だ
よ

あ

ア
ス
ナ

ふ
ふ

良
か

た
ね
リ
ズ

相
手
が
キ
リ
ト
君
で

は

は
い

良
か

た
で
す

ま
あ
と
り
あ
え
ず
行
こ
う

そ
う
だ
ね

じ

あ
み
ん
な
で
我
が
家
へ
ゴ

 
家
に
着
く
と
ア
ス
ナ
は

速
料
理
の
準
備
に
と
り
か
か

た

 
三
人
は
思
い
思
い
に
く
つ
ろ
い
で
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
が
ま
だ
少
し
お

い
を
意
識
し
て
い
る
と
感
じ
た
の
か
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少
し
だ
け
お
せ

か
い
を
す
る
事
に
し
た

お
い
リ
ズ

何
か
手
伝
う
事
が
な
い
か

一

に
行

て
ア
ス
ナ
に

い
て
み
よ
う

 
キ
リ
ト
は
今
日
は
完
全
に
お
客
様
だ
か
ら

と
り
あ
え
ず
座

て
て
く
れ

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

か

俺
も
手
伝
う
よ

人
手
が
足
り
な
か

た
ら
呼
ぶ
か
ら
ま
あ
の
ん
び
り
し
て
て
く
れ

そ
う
か

そ
れ
じ

お
言
葉
に

え
る
事
に
す
る
よ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
キ

チ
ン
ま
で
の

い

離
の
間
に
素

く
リ
ズ
ベ

ト
に

打
ち
し

た
お
い
リ
ズ

お
前
が
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に
込
め
た
気
持
ち
を

 
キ
リ
ト
は
う

す
ら
と
だ
が
ち

ん
と
理
解
し
て
い
る

 
そ
れ
に
お
前
の
明
る
さ
と

実
さ
は
あ
い
つ
に
絶
対
必
要
な
も
の
だ
と
俺
は
思
う

は

ハ
チ
マ
ン

お
前
は
ア
ス
ナ
の
次
に
い
い
女
だ

も

と
自
分
に
自
信
を
持
て
よ

う
ん

あ
り
が
と
う

後

ハ
チ
マ
ン
だ

て
キ
リ
ト
の
次
に
い
い
男
だ
よ
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言

て
ろ
バ

カ

 
ハ
チ
マ
ン
は
リ
ズ
ベ

ト
を
ア
ス
ナ
の
手
伝
い
と
し
て
残
し
キ
リ
ト
の
所
へ
と

て
い

た 
キ
リ
ト
の
隣
に

け
た
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
に
話
し
か
け
た

な
あ
キ
リ
ト

お
前

時
々
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
じ

と
見
つ
め
て
い
る
事
が
あ
る
よ
な

あ
あ

ア
ハ
ト
を
持
つ
ハ
チ
マ
ン
な
ら
俺
の
気
持
ち
が
分
か
る
だ
ろ

そ
う
だ
な

時
々
思
う
ん
だ
よ

も
し
リ
ズ
が
い
な
か

た
ら

て
な

リ
ズ
が
い
な
か

た
ら
か

キ
リ
ト
も
俺
も

相
棒
と
呼
べ
る
武
器
を
手
に
入
れ
る
事
は
多
分
出
来
な
か

た
だ
ろ
う
な

そ
う

だ
よ
な

本
当
に
リ
ズ
が
い
て
く
れ
て
良
か

た
と
思
う

俺
は
ア
ス
ナ
一
人
を
守
る
の
で
手
一

だ

も
し
今
後
リ
ズ
に
何
か
危
険
が
迫

た
と
し
た

ら
そ
う
だ
な

そ
の
時
は
俺
が
必
ず
守
る
さ

頼
ん
だ
ぞ

キ
リ
ト

あ
あ



 第一章 ＳＡＯ編

 
ほ
ど
な
く
し
て
料
理
も
出
来
上
が
り

四
人
は
そ
の
料
理
に

を
打

た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
ず

と
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
明
る
く

舞

て
お
り

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
眩
し
そ
う
に
見
て
い
た

 
四
人
は
色
々
な
話
で

り
上
が
り

キ
リ
ト
と
リ
ズ
は
そ
の
ま
ま

ま
る
事
に
な

た

  
夜
も
ふ
け
た

キ
リ
ト
は

な
ん
と
な
く
庭
に
出
て
横
に
な

て
い
た

俺
が
必
ず
守
る

か

 
と
そ
の
時

家
か
ら
誰
か
が
出
て
く
る
気
配
が
し
た

ど
う
や
ら
リ
ズ
ベ

ト
の
よ
う
だ

 
リ
ズ
ベ

ト
は
キ
リ
ト
に
は
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
で

 
キ
リ
ト
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に
キ
リ
ト
と
同
じ
よ
う
に
横
に
な

た

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
本
当
に
仲
が
良
く
て

し
い
な

い
つ
か
私
も
キ
リ
ト
と

 
い
き
な
り
自
分
の
名
前
が
出
た
キ
リ
ト
は
ビ
ク

と
し
た
が

 
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
と
う

か
り

い
て
し
ま

た
罪
悪
感
と
恥
ず
か
し
さ
で
い

ぱ
い

に
な

た

も
う
こ
う
な

た
ら
い

そ

成
事
実
を
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直
後
に
リ
ズ
ベ

ト
が
不
穏
な
事
を
言
い
出
し
た
の
で

キ
リ
ト
は

て
て
そ
れ
を
止
め
に

入

た
リ
ズ

ち

と
待
て

ス
ト

プ
ス
ト

プ

へ

キ
リ
ト

あ

い
や

今
の
は
そ
の

ア
レ
が
ア
レ
だ
か
ら

わ
か

た

わ
か

た
か
ら
少
し
落
ち
着
け

う
う

 
涙
目
な
リ
ズ
ベ

ト
を
な
ん
と
か
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
た
キ
リ
ト
は

 
ハ
チ
マ
ン
の
や
り
方
を
真
似
す
る
事
に
し
た

何
も
ハ
チ
マ
ン
を
参
考
に
す
る
事
は
な
い
と
思

う
が

 
こ
こ
ら
へ
ん
は
キ
リ
ト
も
や
は
り
不
器
用
な
の
で
あ

た

 
キ
リ
ト
は
リ
ズ
ベ

ト
を

く

き
し
め

ん

ん
と
背
中
を
叩
い
た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
い
き
な
り

き
し
め
ら
れ
て
驚
い
た
よ
う
だ

た
が

 
顔
を

く
し
つ
つ
も
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
に
身
を
任
せ
て
い
た

キ
リ
ト

あ
の

そ
の

な
ん
か
ご
め
ん

気
に
す
る
な

て

俺
も
な
ん
か
盗
み

き
み
た
い
に
な

ち

て
ご
め
ん
な
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や

そ
れ
は
い
い
ん
だ
け
ど
そ
の

恥
ず
か
し
い

て
言
う
か

な
あ

リ
ズ

 
キ
リ
ト
は
リ
ズ
ベ

ト
を
離
し

そ
の

を
じ

と
見
つ
め
な
が
ら
言

た

リ
ズ
の
気
持
ち
は
正
直
と
て
も
嬉
し
い

で
も
俺
に
は
ま
だ
や
ら
な
き

い
け
な
い
事
が
あ

る 
俺
は
ハ
チ
マ
ン
ほ
ど
器
用
じ

な
い
か
ら

攻
略
と
恋
愛
を
両
立
さ
せ
ら
れ
る
自
信
が
な
い

だ
か
ら

だ
か
ら

俺
達
は
こ
の
戦
い
に
必
ず
勝
利
す
る

そ
し
て
現
実
世
界
に

た
ら
必
ず
リ
ズ
に
会
い
に
い

く
か
ら

 
そ
れ
ま
で
少
し
だ
け

返
事
は
待

て
く
れ
な
い
か

う
ん

私

待

て
る

ご
め
ん
な

う
う
ん

こ

ち
こ
そ
こ
ん
な
時
期
に
余
計
な
負
担
を
か
け
ち

て
ご
め
ん
ね

い
や

ま
あ

時
間
の
問
題
だ

た
気
も
す
る
し

そ
れ
は
別
に



 第０７１話 眩しい

えい

い
や

な
ん
で
も
な
い

 
リ
ズ
ベ

ト
は

き
返
し
は
し
た
が
そ
の
キ
リ
ト
の
セ
リ
フ
を
し

か
り
と

い
て
い
た
の

で 
嬉
し
さ
と
恥
ず
か
し
さ
を
誤
魔
化
す
た
め
に

そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
の
胸
に
顔
を

め
た

 
キ
リ
ト
は

て
そ
れ
を
優
し
く
受
け
止
め
て
い
た

 
窓
か
ら
そ
れ
を
こ

そ
り
と
見
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

 
顔
を
見
合
わ
せ
て
満
足
そ
う
に
微
笑
ん
だ
の
だ

た
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第
０
７
２
話
 
色
気
と
食
い
気

 
休
暇
三
日
目
の
朝
キ
リ
ト
が
目
を
覚
ま
し
リ
ビ
ン
グ
へ
と
向
か
う
と
そ
こ
に
は
誰
も
い
な

か

た
あ

あ
れ

お

い
誰
も
い
な
い
の
か

 
そ
う
呼
び
か
け
な
が
ら
キ
リ
ト
は
家
の
中
を
う
ろ
つ
い
た
が

や
は
り
誰
も
い
な
い

 
首
を
か
し
げ
る
キ
リ
ト
の

に

ど
こ
か
ら
か
話
し
声
が

こ
え
た

今
の
声
は

そ
う
か

三
人
と
も
庭
に
い
る
の
か

 
キ
リ
ト
は
外
に
出
て
庭
に
向
か
い

三
人
に
声
を
か
け
た

お
は
よ
う

三
人
と
も
庭
で
何
を

し

て

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
の
目
に
映

た
の
は

水
着

で
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け

 
ビ

チ
チ

ア
に

そ
べ

て
ト
ロ
ピ
カ
ル
ド
リ
ン
ク
を
飲
む
三
人
の

だ

た

え

何
だ
こ
れ

お

き
た
か
キ
リ
ト

お
前
の
分
も
あ
る
ぞ

さ

さ
と
水
着
に
な
れ

キ
リ
ト
君

ア
ロ
ハ
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キ
リ
ト

ア
ロ
ハ

あ

ア
ロ
ハ

じ

な
い

何
で
い
き
な
り
こ
ん
な
事
に
な

て
る
ん
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
君
が
だ
ら
だ
ら
し
た
い

て
言
う
か
ら

そ
の

ノ
リ
で

大
丈
夫
だ
よ
キ
リ
ト

こ
れ
は
こ
れ
で
す
ご
く
い
い
感
じ

い
や

ま
あ
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な
リ

ズ

 
キ
リ
ト
は
リ
ズ
ベ

ト
の
水
着

を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
た
後
恥
ず
か
し
そ
う
に
顔
を
背
け

た
お
い
キ
リ
ト

今
リ
ズ
を
見
て
か
ら
顔
を
背
け
る
ま
で

か
な
り
時
間
が
あ

た
よ
な

な大
丈
夫
だ
よ
キ
リ
ト
君

ハ
チ
マ
ン
君
は
さ

き
私
の
事
を
そ
の
三
倍
く
ら
い
⻑
く
見
つ
め

て
た
か
ら

そ
れ
は
比

対
象
が
お
か
し
い

ま
あ
ま
あ
気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

ほ
ら

キ
リ
ト
の
場
所
は
こ
こ

 
リ
ズ
ベ

ト
は
空
い
て
い
る
ビ

チ
チ

ア
を

ん

ん
と
叩
き

キ
リ
ト
を
呼
ん
だ

は

わ
か

た
よ
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キ
リ
ト
は
そ
う
言
い

水
着
に
着

え
て
ビ

チ
チ

ア
に

そ
べ

て

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
も
ら

た
ト
ロ
ピ
カ
ル
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で
み
た

おど
う

悪
く
な
い
で
し

あ
あ

い
い
感
じ
に
の
ん
び
り
で
き
る
な

は
い
こ
れ

朝
食
の
サ
ン
ド
イ

チ
ね

あ

あ
り
が
と
う

リ
ズ

今
日
は
私
が
作
り
ま
し
た

え
へ
ん

 
ど
う
や
ら
そ
の
サ
ン
ド
イ

チ
は
リ
ズ
ベ

ト
が
作

た
よ
う
だ

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い

サ
ン
ド
イ

チ
に
か
ぶ
り
つ
い
た

心
の
味
は

う
ん

普
通
に
う
ま
い

良
か

た

最
近
料
理
と
か
あ
ん
ま
り
し
て
な
か

た
か
ら

 
ス
キ
ル
的
に
も
ち

と
不
安
だ

た
ん
だ
よ
ね

い
や

こ
れ
普
通
に
う
ま
い
ぞ

あ
り
が
と
う
な
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う
ん

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
の
い
た
ず
ら
心
が
や
や

い
た
よ
う
だ

お
い
キ
リ
ト

リ
ズ
の
水
着
が
見
れ
た
の
は
俺
が
だ
ら
だ
ら
し
た
い

て
言

た
か
ら
だ
か

ら
な

 
そ
の
と
こ
ろ
を
十
分
理
解
し
た
上
で

俺
に
感
謝
す
る
よ
う
に

ぐ

突
然
え
ら
そ
う
に

楽
し
い
ん
だ
か
ら
い
い
じ

な
い

こ
ん
な
の
滅
多
に
無
い
事
な
ん
だ
し
ね

ま
あ
そ
う
だ
な
リ
ズ

と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
君

何
か
忘
れ
て
な
い

 
突
然
ア
ス
ナ
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

 
キ
リ
ト
は
何
の
話
か
さ

ぱ
り
わ
か
ら
ず

首
を
か
し
げ
る
ば
か
り
だ

た

す
ま
ん

何
の
事
か
さ

ぱ
り
だ

は

仕
方
な
い
な

ハ
チ
マ
ン
君

さ

き
の
シ

ン
を
再
現
し
よ
う
か

お
う

わ
か

た

そ
れ
で
は
再
現
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

 
二
人
は
立
ち
上
が
り

い
き
な
り

劇
の
よ
う
な
も
の
を
始
め
た
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ア
ス
ナ

今
日
は
出
来
れ
ば
ビ

チ
チ

ア
と
か
に

そ
べ

て
だ
ら
だ
ら
し
た
い
ん
だ
が

い
い
ね

そ
れ
じ

そ
れ

い
ド
リ
ン
ク
を
用
意
し
て

つ
い
で
に
水
着
も
着
よ
う
か

お
お

ま
さ
に
そ
れ

い
な

そ
れ
じ

準
備
す
る
か

お
は
よ
う
二
人
と
も

何
の
話

 
そ
の

劇
を
見
て
い
た
リ
ズ
が

ノ
リ
で

中
か
ら
い
き
な
り
参
加
し
た

あ

リ
ズ

か
く
か
く
し
か
じ
か
と
言
う
わ
け
な
の

お

い
い
ね

ち

と
待

て
て
ね

す
ぐ
準
備
し
ち

う
か
ら

そ
し
て
ア
ス
ナ
の
準
備
が
終
わ

た

お
い

こ

ち
も
準
備
出
来
た
ぞ

そ
れ
じ

全
員
水
着
に
着

え
よ

か

おア
ス
ナ

そ
の
水
着

す
ご
い
似
合

て
る
ぞ

さ
す
が
は
俺
の
ア
ス
ナ
だ

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン
君

ね

ね

私
の
は
ど
う
か
な

お
う

リ
ズ
も
似
合

て
る
ん
じ

な
い
か
な
多
分
知
ら
ん
け
ど
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う

わ

当
だ
な

リ
ズ
ハ
チ
マ
ン
君
は
こ
う
言
い
た
い
ん
だ
よ

俺
は
俺
の
大
切
な
ア
ス
ナ
を
褒
め
る
の
で
忙

し
い
か
ら

 
お
前
は
別
の
奴
に
ち

ん
と
褒
め
て
も
ら
え
よ

て

ア
ス
ナ
の
対
ハ
チ
マ
ン
通

モ

ド
は
高
性
能
だ
ね

ま
あ
内
容
は
理
解
し
た
よ

な
る

ほ
ど
ね

 
そ
し
て
三
人
は
同
時
に
キ
リ
ト
を
じ

と
見
つ
め
た

じじ忘
れ
て
た
事

思
い
出
し
た
か

お

お
う

リ
ズ

そ
の
水
着

す
ご
い
似
合

て
る
よ

う
ん

何
か
無
理
に
言
わ
せ
た
み
た
い
な
感
じ
だ
け
ど

そ
れ
で
も
嬉
し
い

あ
り
が
と
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て

よ
し

こ
れ
に
て
一
件
落
着
だ
な



 第一章 ＳＡＯ編

そ
れ
じ

引
き
続
き
の
ん
び
り
し
よ
う

そ
う
だ
な

た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
い
い
な

 
そ
の
後
四
人
は
本
当
に
一
日
だ
ら
だ
ら
し

方
に
は
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
は
帰

て
い

た 
ね

ハ
チ
マ
ン
君

ん

ど
う
し
た

そ
の

日
か
ら
何
か

り
上
が

ち

た
け
ど
シ
リ
カ
ち

ん
の
事
は
良
か

た
の

か
なあ

あ

そ
の
事
か

そ
れ
な
ら

日
の
う
ち
に
メ

セ

ジ
で
確
認
済
だ

え

い
つ
の
間
に

シ
リ
カ
と
ア
ル
ゴ
に
は

事
前
に
ち

ん
と
話
は
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

え

ア
ル
ゴ
さ
ん
も

 
そ
れ
を

い
た
ア
ス
ナ
は

想
定
外
の
言
葉
だ

た
の
か

か
な
り
驚
い
た
よ
う
だ

何
だ

気
付
い
て
な
か

た
の
か
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う
ん

そ

ち
は
ま

た
く

ま
あ
あ
れ
だ

シ
リ
カ
は
恋
愛
感
情
と
い
う
よ
り

 
キ
リ
ト
を
兄
だ
と
思

て
い
る
部
分
の
方
が
大
き
い
と
メ

セ

ジ
で
は
言

て
た
な

ま
あ
そ
れ
は
何
と
な
く
わ
か
る
よ

ア
ル
ゴ
は

情
報
屋
は
特
定
個
人
に
特
別
な
感
情
を

い
ち

い
け
な
い
と
言

て
い
た

そ
れ

て

で
も

ま
あ

ア
ル
ゴ
に
も

れ
な
い
も
の
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
よ

で
も
本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
な

別
に
関
係
が
確
定
し
た
わ
け
で
も
な
い
し

後
は
本
人
達
に
任
せ
れ
ば
い
い

う
ん

ま
あ
も
し
あ
れ
だ

た
ら
今
夜
シ
リ
カ
と
ア
ル
ゴ
を

食
に
で
も

待
す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
ス
ト

ク
も
そ
の
分
く
ら
い
は
ま
だ
残

て
る
し
な

う
ん

そ
う
す
る

 
ア
ス
ナ
が
二
人
に
連

す
る
と

ど
う
や
ら

が
出
た
よ
う
で



 第一章 ＳＡＯ編

 
二
日
連
続
で
食
事
会
の
よ
う
な
も
の
が
開
か
れ
る
事
が
決
定
し
た

ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
シ
チ

も
い
い
ん
だ
が
和
風
ス
テ

キ
風
に
す
る
と
ど
う
な
る
ん
だ

う

ん

多
分
そ
れ
も
す
ご
く
美
味
し
い
と
思
う

そ
れ
じ

今
日
は
そ
れ
で
頼
む

う
ん

 
そ
の
時
す
ぐ
後
ろ
か
ら
突
然
コ
ン
コ
ン
と
い
う
音
が
し
た

二
人
が

て
て

り
向
く
と
そ

こ
に
は

 
ナ
イ
フ
と
フ

ク
を

り
目
を

か
せ
て
リ
ビ
ン
グ
の

子
に
座

て
い
る
ア
ル
ゴ
が
い

た 
先
ほ
ど
の
コ
ン
コ
ン
と
い
う
音
は
ど
う
や
ら

 
ア
ル
ゴ
が
ナ
イ
フ
と
フ

ク
の

を
テ

ブ
ル
に
打
ち
付
け
て
い
る
音
だ

た
よ
う
だ

お
い

ん

ど
う
し
た
ハ

は
ま
だ
カ

今
連

し
た
ば

か
り
な
の
に

何
で
も
う
そ
こ
に
い
る
ん
だ
よ
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オ
レ

ち
は
連

を
受
け
て
か
ら
普
通
に
走

て
き
た
だ
け
だ
ぞ

全
力
デ

そ
ん
な
に
食
べ
た
か

た
ん
だ
ね

心
配
し
な
く
て
も

マ
イ
ナ
イ
フ
と
マ
イ
フ

ク
は
持
参
し
て
き
た

そ
ん
な
心
配
別
に
し
て
ね

よ

ち
な
み
に
シ
リ
カ
の
嬢
ち

ん
も
も
う
い
る
ぞ

え
 
そ
れ
を

い
た
二
人
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

 
入
り
口
の
ド
ア
の
影
か
ら
こ
ち
ら
を
こ
そ

と
見
て
い
る
シ
リ
カ
を
発
見
し
た

シ
リ
カ

お
前
も
か

す

す
み
ま
せ
ん

声
を
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た

 
あ

マ
イ
ナ
イ
フ
と
マ
イ
フ

ク
は
持
参
し
て
き
た
の
で
心
配
な
い
で
す

い
や
だ
か
ら

そ
ん
な
心
配
別
に
し
て
ね

て

 
つ

か
そ
の
マ
イ
ナ
イ
フ
と
マ
イ
フ

ク

て
流
行

て
ん
の
か

あ
れ

言
わ
な
か

た

け

 
そ
の
問
い
に
答
え
た
の
は

意
外
に
も
ア
ス
ナ
だ

た
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ど
う
や
ら

い
物
の
時
に
ア
ス
ナ
が
デ
ザ
イ
ン
の
い
い
ナ
イ
フ
と
フ

ク
の
セ

ト
を
見

つ
け
て

 
ハ
チ
マ
ン
組
の
女
性
チ

ム
全
員
に
配

た
よ
う
だ

な
る
ほ
ど

ア
ス
ナ
が
選
ん
だ
の
か

実
に
セ
ン
ス
の
い
い
ナ
イ
フ
と
フ

ク
だ
な

で
し

で
し

最
初
見
た
時

こ
れ
は

て
思

た
ん
だ
よ
ね

お
前
ら
常
に
そ
れ
を
持
ち
歩
い
て

オ
レ
の

の
セ
ン
ス
の
良
さ
を
宣
伝
す
る
ん
だ
ぞ

さ

き
ま
で
こ

ち
が
優

だ

た
の
に

い
つ
の
間
に
か
押
さ
れ
て
る
ナ

恐
る
べ
し
で
す
ね

 
そ
の
後
ア
ス
ナ
が
料
理
を
作
り

テ

ブ
ル
に
は
か
な
り
の

の
料
理
が

ん
だ

い
た
だ
き
ま
す

う
ま
そ
う
だ
な

い
た
だ
き
ま
ス

 
二
人
は
す
ご
い
勢
い
で
食
事
を
始
め

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

気
に
と
ら
れ
た

 
や
は
り
二
人
と
も

何
か
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
の
だ
ろ
う

 
ア
ル
ゴ
と
シ
リ
カ
は
そ
の
ま
ま
食
べ
す
ぎ
で
動
け
な
く
な

た

 
そ
ん
な
二
人
を
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

優
し
く
介
護
し
て
い
た
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さ
す
が
に
今
日
は
帰
る
の
は
つ
ら
い
と
い
う
事
で

二
人
は

ま
る
事
に
な

た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
女
性

は
一
部
屋
に
集
ま

て

夜
を
徹
し
て
女
子
ト

ク
を
す
る
ら
し
い

そ
れ
じ

ま
あ

俺
は

る
か
ら
三
人
は
楽
し
ん
で
く
れ
よ
な

う
ん

お
や
す
み

ハ
チ
マ
ン
君

ハ

今
日
は
あ
り
が
と
ナ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
う

 
そ
の
後
ど
ん
な
会
話
が

り
広
げ
ら
れ
た
の
か
は
ハ
チ
マ
ン
に
は
分
か
ら
な
か

た
が

 
次
の
日
シ
リ
カ
と
ア
ル
ゴ
が
晴
れ
や
か
な
顔
を
し
て
い
た
の
で
ハ
チ
マ
ン
は
安
心
し

 
や
は
り
俺
の

は
最
高
だ
な
と

少
し
ず
れ
た
感
想
を

い
た
の
だ

た
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第
０
７
３
話
 
お
姉
ち

ん
候
補
達
＋
の
衝
撃

 
す
み
ま
せ
ん
予
約
時
間
を
間
違
え
ま
し
た

 
三

優
美
子
は
そ
の
日
た
ま
た
ま
八
幡
の
病
室
に
い
た

 
高
校
の
時
の
仲
間
達
で
地
元
に
残

て
い
る
者
は
ほ
ぼ
お
ら
ず

 
た
ま
た
ま
病
院
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
大
学
に
進
学
し
た
三

は

 
八
幡
の
病
室
を
見
舞
い
に
来
る
事
が
結

あ
る
の
だ

た

 
見
た
目
は

手
だ
が
つ
く

く
お
か
ん
体
質
な
い
い
人

そ
れ
が
三

だ

た

ヒ
キ
オ

こ
の
前
ね

 
三

は
八
幡
の
病
室
に
来
る
と

い
つ
も
八
幡
に
話
し
か
け
て
い
た

 
特
に
決
ま

た
話
題
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く

世
間
話
を
す
る
よ
う
な
も
の
だ

た
が

 
不
思
議
と
在
学
中
よ
り
も
今
の
方
が
二
人
は
仲
の
良
い
友
達
に
見
え
る
の
が
不
思
議
だ

た

 
三

は
三

な
り
に

八
幡
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
後
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八
幡
が
自
分
達
の
グ
ル

プ
の
た
め
に
何
を
し
て
く
れ
た
か

 
そ
し
て
葉
山
の
進
路
を

く
た
め
に
ど
れ
だ
け
無
理
を
し
た
の
か
を

い
て
感
謝
し
て
い
た

の
だ

た

 
ち
な
み
に
そ
の
葉
山
に
は

卒
業
式
の
日
に
告
白
し
て

し
て
い
た

 
そ
ん
な
穏
や
か
な
空
気
の
中

ノ

ク
の
音
と
共
に
ガ
ラ

と
病
室
の
扉
が
開
い
た

 
入

て
き
た
の
は

す

か
り
顔
見
知
り
に
な

た
陽
乃
だ

た

あ
れ
三

ち

ん

今
日
も
来
て
た
ん
だ

 
ま
め
だ
ね

も
し
か
し
て
比
企
谷
君
に

れ
ち

た
の
か
な

あ

は
い
は
い
そ
う
で
す
ね

も
う

当
だ
な

そ
り

回
そ
う
言
わ
れ
て
り

ね

ち

と
今
日
は

集
か
け
て
る
か
ら

モ
ニ
タ

の
設
置
と
か
の
作
業
を
す
る
け
ど

 
三

ち

ん
は
気
に
せ
ず
比
企
谷
君
に
話
し
か
け
て
く
れ
て
て
い
い
か
ら
ね

 
三

が
い
る
時
は

不
思
議
と
陽
乃
が
来
る
事
が
多
く

 
二
人
で
八
幡
に
話
し
か
け
る
事
も
多
か

た
た
め
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二
人
の
間
で
は

八
幡
に
話
し
か
け
る
の
は
も
う
自
然
な
出
来
事
に
な

て
い
た

そ
う
い
え
ば

集

て

誰
か
来
る
ん
で
す
か

ん

関
係
者
が
ほ
ぼ
全
員
来
る
よ

も
ち
ろ
ん
全
員
三

ち

ん
の
知
り
合
い
だ
け
ど
ね

あ

そ
れ
じ

魔
に
な

ち

悪
い
か
ら

あ

し
は
そ
ろ
そ
ろ

三

ち

ん
は

今
比
企
谷
君
が
ど
う
な

て
る
か
興
味
な
い

え

そ
ん
な
事
分
か
る
ん
で
す
か

ま
あ
そ
う
だ
ね

内
容
は
全
員
集
合
し
て
か
ら
の
お
楽
し
み
だ
か
ら

 
も
し
知
り
た
か

た
ら
三

ち

ん
も
参
加
し
て
ね

そ
う
い
う
事
な
ら
少
し
興
味
も
あ
る
し

あ

し
も
待

て
よ
う
か
な

う
ん

も
う
す
ぐ
集
ま
る
と
思
う
か
ら

ち

と
待

て
て
ね

 
ま
ず
最
初
に
現
れ
た
の
は

い
ろ
は
と
小
町
の
生
徒
会
コ
ン
ビ
だ

た

あ

三

セ
ン
パ

イ

お
久
し
ぶ
り
で
す

い
ろ
は

久
し
ぶ
り
だ
ね

優
美
子
さ
ん

い
つ
も
兄
を
見
舞

て

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ

し
は
学
校
が
近
く
だ
か
ら
来
て
る
だ
け
だ
し

気
に
し
な
く
て
い
い
し
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雪
乃
さ
ん
と
結
衣
さ
ん
も
あ
ま
り
来
れ
な
く
な

て
し
ま

て
兄
も

し
が

て
る
は
ず
な

の
で

 
優
美
子
さ
ん
が
兄
を
訪
ね
て
く
れ
る
の
は
小
町
的
に
と
て
も
嬉
し
い
で
す

ん

ま
あ

あ

し
と
ヒ
キ
オ
は
そ
ん
な
に
仲
が
良
か

た
わ
け
じ

な
い
ん
だ
け
ど
ね

そ
れ
で
も
で
す

兄
は
優
美
子
さ
ん
の
事
最
初
は
苦
手
だ

た
と
思
い
ま
す
け
ど

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
少
し
前
に
一
度
だ
け
面
倒
見
が
良
く
て
優
し
い
奴
だ

て
家
で
言

て

ま
し
た

ヒ
キ
オ
が
そ
ん
な
事
を

あ
の
先
輩
が
人
を
褒
め
る
な
ん
て
珍
し
い

ま
さ
か
少
し
は
三

先
輩
を
意
識
し
て
い
た

 
で
も
先
輩
の
本
命
は
き

と
私
の
は
ず

い
や

多
分
会
⻑
は
意
識
さ
れ
る

に
す
ら
達
し
て
な
い
と
思
い
ま
す
よ

小
町
ち

ん
何
か
言

た

い
え
い
え

あ

雪
乃
さ
ん
と
結
衣
さ
ん
も
来
た
み
た
い
で
す
よ

 
二
人
が
仲
良
く
歩
い
て
来
る
の
を
見
付
け
た
小
町
が

そ
ち
ら
を
指
差
し
た

 
二
人
も
小
町
に
気
付
い
た
よ
う
で

手
を

り
な
が
ら
病
院
の
入
り
口
に
入

て
い

た
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ほ
ど
な
く
し
て
二
人
は
病
室
に
着
き

ま
ず
三

を
見
て
驚
い
た

優
美
子
も
来
て
た
ん
だ

久
し
ぶ
り
だ
ね

三

さ
ん
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

あ

あ

し
学
校
が
す
ぐ
近
く
だ
か
ら

ち

こ
ち

こ
見
舞
い
に
来
て
ん
だ
よ
ね

 
今
日
は
た
ま
た
ま

集
と
や
ら
に
出
く
わ
し
た

て
感
じ

そ
う

私
達
は
あ
ま
り
来
れ
な
く
な

て
し
ま

た
か
ら

う
ん

や

ぱ
り
中
々
ね

気
に
す
ん
な
し

あ

し
も
ち

こ
ち

こ
様
子
は
見
に
来
る
し

あ
り
が
と
う
三

さ
ん

あ
り
が
と
ね

優
美
子

 
そ
の
後
二
人
は
い
ろ
は
と
小
町
と
も
会
話
を
交
わ
し

近
況
を
報
告
し
あ

た

 
そ
の
間
に
陽
乃
の
準
備
が
終
わ

た
よ
う
で

陽
乃
は
全
員
を
モ
ニ
タ

の
前
に
集
め
た

そ
れ
じ

今
日
集
ま

て
も
ら

た
理
由
を

番
に
説
明
し
て
く
よ

 
何
か
質
問
が
あ

た
ら
気

に
言

て
ね

 
全
員

い
た
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
の
八
幡
の
事
を
何
も
知
ら
な
い
三

は
特
に
興
味

々
の
よ
う
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だ

た
そ
れ
じ

何
も
知
ら
な
い
三

ち

ん
の
た
め
に
少
し
だ
け
お
さ
ら
い
を
し
て
お
こ
う
か

あ

い
や

あ

し
の
事
は
別
に

ま
た
ま
た

興
味

々
な
顔
を
し
て
る
よ

ま
あ

多
少
は

 
三

も
や
は
り
気
に
な
る
の
は
確
か
だ

た
よ
う
で

陽
乃
は
そ
の
ま
ま
説
明
を
続
け
た

ま
ず
確
定
し
て
い
る
の
は

比
企
谷
君
が
最
前
線
で
今
も
戦
い
続
け
て
い
る
事

 
そ
し
て
レ
ベ
ル
の
ト

プ
ス
リ

に
入

て
い
る
事

そ
れ
は
今
も
変
わ
ら
な
い
ね

え

あ
の
ヒ
キ
オ
が

 
三

は
そ
れ
を

い
て
か
な
り
驚
い
た
よ
う
だ

 
ク
ラ
ス
で
の
イ
メ

ジ
と
は
確
か
に
合
わ
な
い
の
で

そ
れ
も
ま
あ
当
然
だ
ろ
う

そ
し
て

基
本
的
に
明
日
奈
さ
ん
が
ず

と
一

な
の
も
変
化
な
し
ね

明
日
奈
さ
ん

結
衣

誰

 
三

は

き
覚
え
の
無
い
女
の
子
の
名
前
が
出
て
き
た
事
に
ま
た
驚
か
さ
れ
た
よ
う
だ

あ

え

と

ヒ

キ

と
ず

と
一

に
行
動
し
て
る
ら
し
い
人

か
な
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え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
三

は

あ
の
ヒ
キ
オ
が

と
絶

し
た

姉
さ
ん

今
の
所
真
新
し
い
情
報
は
何
も
無
い
よ
う
だ
け
れ
ど

 

集
を
か
け
た
か
ら
に
は
何
か
大
き
な
変
化
が
あ

た

て
事
な
の
よ
ね

そ
う
ね

そ
の
前
に
別
の
報
告
が
一
つ

私
の
レ
ク
ト
へ
の

職
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た

 
お
お

と
い
う
ど
よ
め
き
と
共
に

手
が

こ

た

 
も

と
も

職
自
体
は
か
な
り
前
か
ら
内
定
し
て
い
た
の
だ
が

 
発
表
す
る
の
に
丁
度
い
い
機
会
が
今
日
ま
で
無
か

た
だ
け
だ

た

レ
ク
ト

て

何
の
会
社

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

管
理
を
し
て
る
会
社
の
親
会
社
だ
よ

 
今
私
達
が
や

て
る
Ａ
Ｌ
Ｏ

て
ゲ

ム
の
運

も

 
そ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

管
理
を
や

て
る
会
社
が
や

て
る
ん
だ
よ
ね

結
衣
達

あ
の
ゲ

ム
や

て
た
ん
だ

良
か

た
ら
優
美
子
も
や

て
み
る

う
ん

興
味
は
あ

た
か
ら

み
ん
な
が
や

て
る
な
ら
ち

と
真
面
目
に
考
え
て
み
る
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も
し
や
る
な
ら
歓
迎
す
る
わ

三

さ
ん

う
ん

雪
ノ
下
さ
ん

そ
の
時
は
宜
し
く
ね

 
高
校
の
時
は
獄

の
女
王
と

の
女
王
と
呼
ば
れ
た
二
人
も
今
は
打
ち
解
け
て
い
る
よ
う

だ 
こ
れ
は
間
接
的
に
八
幡
の
お
か
げ
だ

た

 
も
し
八
幡
が
今
の
こ
の
光
景
を
見
た
ら

一
体
ど
ん
な
感
想
を

く
の
だ
ろ
う
か

 
そ
し
て
陽
乃
が

今
日
の
本
題
と
な
る
話
を
始
め
た

そ
れ
で
今
日
み
ん
な
に

集
を
か
け
た
の
は
先
日
も
の
す
ご
い
デ

タ
が
発
見
さ
れ
た
か
ら

な
ん
だ
よ

も
の
す
ご
い
デ

タ

 
誰
か
が
ご
く
り
と

を
飲
み
込
む
音
が
し
た

さ
て

心
の
準
備
は
い
い
か
な

特
に
雪
乃
ち

ん
と
ガ
ハ
マ
ち

ん
と
会
⻑
ち

ん

そ
の
三
人
の
名
前
を
出
す
と
言
う
事
は

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
ね

ち

と
怖
い
で
す

も
う
散
々
話
し
合

た
事
だ
し

き

と

え
ら
れ
る
よ
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い
い
わ
姉
さ
ん

そ
れ
じ

そ
の
内
容
を
話
し
て
ち

う
だ
い

う
う
ん

今
日
は
話
す
と
か
じ

な
く
て

映
像
で
見
れ
る
ん
だ
よ
ね

映
像

も
し
か
し
て
中
の
様
子
が
見
ら
れ
る
の

写
真
だ
け
ど
ね

そ
れ
じ

映
す
よ

三

二

一

は
い

 
そ
の

間
病
室
に
設
置
さ
れ
た
大
き
な
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ
れ
た
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
ア
シ

レ
イ
に

て
も
ら

た

の
写
真
の
デ

タ
だ

た

 
そ
れ
は

八
幡
が
血
盟
騎
士
団
の
参
謀
服
を
着
た
バ

ジ

ン
の
写
真
だ

た

う想
像
し
て
た
の
と
全
然
違

た

 
そ
こ
に
映
さ
れ
た
映
像
は

一
同
の
ド

を
抜
い
た
よ
う
だ

雪
乃
が
ま
ず
口
を
開
い
た

こ
れ
は

悔
し
い
け
れ
ど

す
ご
く
お
似
合
い
だ
わ

 
こ
ん
な
比
企
谷
君
の
表
情
は
初
め
て
見
た
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ヒ

キ

あ
の

と
全
然
変
わ

て
な
い
ね

う
わ

先
輩
の
相
手
の
人
も

初
め
て
見
た
け
ど
超

麗
じ

な
い
で
す
か

 
こ
れ
現
実
と
同
じ
顔
な
ん
で
す
よ
ね
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そ
だ
よ

確
か
に
こ
れ
は
結
城
家
の
明
日
奈
さ
ん
だ
ね

前
に
見
た
顔
と
一

だ
も
の

こ
れ
が
小
町
の
新
し
い
お
姉
ち

ん

は

陽
乃
さ
ん
写
真

て
も
い
い
で
す
か

 
小
町
今
す
ぐ
お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
に
報
告
し
な
い
と

ん

身
内
だ
け
に
見
せ
る
な
ら
別
に
い
い
ん
じ

な
い
か
な

散
と
か
は

ね

わ
か
り
ま
し
た

必
ず
そ
う
伝
え
ま
す

ヒ
キ
オ

な
ん
か
か

こ
い
い

え
 
そ
の
声
を

い
た
一
同
が

り
返
る
と
そ
こ
に
は
少
し

を

ら
め
た
三

優
美
子
の

が

あ

た
優
美
子
ち

と
待

て
ち

と
待

て

何
そ
の
反
応

お
や
お
や

い
つ
も
言

て
る
冗
談
が
本
当
に
な

た
か
な

 
実
は
も
う
一

あ
る
ん
だ
よ
ね

比
企
谷
君
の
服
装
が
違
う
や
つ
が

姉
さ
ん

も

た
い
ぶ
ら
な
い
で

く
見
せ
て
ち

う
だ
い

そ
う
で
す
よ

く

く

ん

こ
れ
は
ね

別
の
意
味
で
す
ご
い
衝
撃
だ
と
思
う
か
ら

本
当
に
覚
悟
し
て
ね
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そ
し
て
陽
乃
の
手
に
よ

て

も
う
一

の
写
真
が
画
面
に
映
さ
れ
た

 
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

ア
シ

レ
イ
の
手
に
よ
る

身
の
作
を
着
た
八
幡
と

 
そ
の
隣
で
ウ

デ

ン
グ
ド
レ
ス
を
着
て
微
笑
む
ア
ス
ナ
の

だ

た

こ
れ

本
当
に
比
企
谷
君
な
の
か
し
ら

も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
ち

と

 
雪
乃
は

を

ら
め
て
も
じ
も
じ
し
て
い
た

 
お
そ
ら
く
雪
乃
の
こ
ん
な

を
見
た
者
は

か
つ
て
誰
も
い
な
い
事
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
雪
乃
と
他
の
者
の
反
応
は

あ
ま
り
大
差
が
無
い
も
の
だ

た

や
ば

ヒ

キ

ま
る
で
別
人
じ

ん

な
ん
か
見
て
る
だ
け
で
ド
キ
ド
キ
す
る

は
わ
わ
わ
わ

こ
の
先
輩
の
破
壊
力
は
や
ば
い
で
す

お
兄
ち

ん

小
町
は
信
じ
て
た
よ
お
兄
ち

ん
は

け
ば
必
ず
光
る
素
材
な
ん
だ

て

こ
れ
が
本
当
の
ヒ
キ
オ

や

ぱ
り
こ
う
な

た
か

や

ぱ
り

て
事
は

姉
さ
ん
も
そ
う
だ

た

て
事
で
い
い
の
か
し
ら

ど
う
か
な

ま
あ
か
な
り
衝
撃
を
受
け
た
事
は
確
か
だ
け
ど
ね
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そ
う
言
い
な
が
ら
陽
乃
は
さ
り
げ
な
く
横
に
置
い
て
あ

た

を
手
に
持
ち
し
ま
お
う

と
し
た

 
雪
乃
は
そ
の
動
き
に
何
か
ピ
ン
と
き
た
ら
し
い

み
ん
な

今
す
ぐ
姉
さ
ん
を
押
さ
え
て

ち

雪
乃
ち

ん
一
体
何
を

そ
の

が
と
て
も
怪
し
い
わ

ち

と
中
を
確
認
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
の
言
葉
を

い
て
何
か
に
気
付
い
た
の
か

全
員
が
陽
乃
を
押
さ
え
つ
け
た

 
そ
し
て
雪
乃
が
陽
乃
の

を

収
し

待
ち
受
け
画
面
を
確
認
す
る
と

そ
こ
に
は

姉
さ
ん

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
か
し
ら

 
そ
こ
に
は

さ
き
ほ
ど
か
ら
モ
ニ
タ

に
映
さ
れ
て
い
る
八
幡
の

が
あ

た

あ

あ
は

抜
け
駆
け
と
は
感
心
し
な
い
わ
ね

姉
さ
ん

ご
め
ん
な
さ
い
あ
ま
り
の
衝
撃
に
思
わ
ず
待
ち
受
け
に
し
て
し
ば
ら
く
一
人
で
独

し
て
ま

し
た陽

乃
さ
ん
ず
る
い
で
す
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ま

た
く
も
う

私
達
も
待
ち
受
け
に
す
る
わ
よ

文

は
無
い
わ
ね
姉
さ
ん

は
い

そ
れ
じ

み
ん
な

許
可
が
出
た
か
ら

自
で
好
き
な
よ
う
に
設
定
し
ま
し

う

は
い

 
小
町
は
も
ち
ろ
ん
写
真
全
体
を
待
ち
受
け
に
し
た
の
だ
が

 
残
り
の
四
人
は
八
幡
の

だ
け
を
待
ち
受
け
に
設
定
し
た
よ
う
だ

と
こ
ろ
で
三

さ
ん
何
故
あ
な
た
ま
で
ち

か
り
比
企
谷
君
を
待
ち
受
け
に
し
て
い
る
の

か
し
ら

べ

別
に
い
い

し

芸
能
人
の
写
真
を
待
ち
受
け
に
す
る
の
と
変
わ
ら
な
い

し

あ
の
三

さ
ん
が

比
企
谷
君
と
芸
能
人
を
同

に
語
る
時
が
来
る
な
ん
て
ね

 
そ
の
言
葉
を
受
け

六
人
は
も
う
一
度
映
し
出
さ
れ
て
い
る
写
真
を
見
つ
め
た

ま
だ

め
る
に
は

い
よ
ね

ゆ
き
の
ん

そ
う
ね

私
達
が
簡

に

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
も
特
に
無
い
わ
ね

先
輩

帰

て
き
た
ら
覚
悟
し
て
て
く
だ
さ
い
ね

お
姉
ち

ん
に
も
ワ
ン
チ

ン
あ
る
か
も
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ヒ
キ
オ
が
あ

し
の
彼
氏

う
ん

あ
り
か
も

お
姉
ち

ん
候
補
が
ま
た

え
た

で
も
こ
の
お
兄
ち

ん
の
写
真
を
見
ち

う
と
な

 
小
町
も
う
ど
う
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
よ

 
こ
う
し
て
決
意
を
新
た
に
し
た
一
同
は

に
や
に
や
と

を
見
つ
め
る
時
間
が
⻑
く
な
り

 

り
の
人
間
に
気
味
悪
が
ら
れ
る
の
だ
が

そ
れ
は
ま
た
別
の
話
で
あ
る

 
ち
な
み
に
完
全
に
出

れ
て
い
る
川
崎
は

後
日
小
町
か
ら
写
真
の
提

を
受
け
た
後

 

を
に
や
に
や
し
な
が
ら

々
と
見
つ
め
て
い
た
た
め

 
心
配
し
た
大

か
ら
小
町
に
相
談
の
メ

ル
が
来
る
と
い
う
事
件
が
勃
発
し
た
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第
０
７
４
話
 
思
わ
ぬ
再
会

ア
ス
ナ

今
日
は
ち

と
散
歩
に
出
て
み
な
い
か

そ
う
だ
ね
こ
の
と
こ
ろ
ち

と
だ
ら
だ
ら
し
す
ぎ
た
気
も
す
る
し
今
日
は
お
出
か
け
し

よ
う

 
ア
ル
ゴ
と
シ
リ
カ
を
送
り
出
し
た
後

ハ
チ
マ
ン
の
提
案
で

 
二
人
は
久
し
ぶ
り
に
二
十
二
層
を
散

す
る
事
に
し
た

 
相
変
わ
ら
ず
森
と
水
に
囲
ま
れ
た
こ
の
フ
ロ
ア
は
と
て
も
穏
や
か
な
雰
囲
気
で

 
最
前
線
が
七
十
五
層
に
達
し

多
く
の
街
が
開
放
さ
れ
た
今
で
も
い
ま
だ
に

山
の
人
が
訪

れ
て
い
た

う

ん
今
日
も
気
持
ち
の
い
い
日
だ
ね

そ
う
だ
な

ず

と

ん
で
る
せ
い
で
す

か
り
慣
れ
ち

て
た
が

 

め
て
こ
う
や

て
歩
い
て
み
る
と

ほ
ん
と
こ
の
フ
ロ
ア
の
良
さ
を
実
感
で
き
る
な

で
も
少
し
心
配
な
事
も
あ
る
ん
だ
よ
ね

ん

ど
ん
な
心
配
だ
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こ
ん
な
常
春
な
気
候
に
慣
れ
ち

う
と

現
実
世
界
に

た
後
に

 
日
本
の
四
季
に
体
が
つ
い
て
い
け
る
の
か
な

て

あ

確
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
だ
と
気
候
の
変
化
は
基
本
フ
ロ
ア
移
動
で
し
か

こ
ら
な
い

し
なま

が
り
な
り
に
も
色
々
な
フ
ロ
ア
で
気
候
の
変
化
を
体
験
し
て
い
る
私
達
で
す
ら
こ
う
な
ん
だ

か
ら

 
始
ま
り
の
街
に
ず

と
い
る
人
達
は

リ
ハ
ビ
リ
が
大
変
そ
う
だ
よ
ね

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

二
人
は
の
ん
び
り
と
散

を
続
け
た

あ

ハ
チ
マ
ン
君
遠
く
に

麗
な
川
が
見
え
る
よ

人
も
い
る
み
た
い
だ
け
ど
よ
く
見
え

な
い
な

よ
し
ア
ス
ナ

し
て
や
ろ
う

私

重
い
か
も
よ

ア
ス
ナ
が
重
い
わ
け
な
い
だ
ろ

み
た
い
に

い
ぞ

そ

そ
う
か
な

さ
す
が
に
片
手
で
持
ち
上
げ
ろ
と
か
言
わ
れ
る
と
筋
力

が
不
安
だ
が
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く
ら
い
な
ら
何
の
問
題
も
な
い
か
ら
心
配
す
る
な

う
ん

そ
れ
じ

お
言
葉
に

え
て

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に

を
し
て
も
ら
い

再
び
川
の
方
を
見
て
み
た

う
わ

高
い
高
い

ど
う
だ

よ
く
見
え
る
か

う
ん

ど
う
や
ら
川
の
と
こ
ろ
に
い
る
人
達
は

釣
り
を
し
て
い
る
み
た
い
だ
ね

釣
り
か

今
度
俺
達
も
や

て
み
る
か

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

リ
ズ
に
釣
り

を
作

て
も
ら
お

か

あ
い
つ

釣
り

な
ん
か
作
れ
る
の
か

こ
の
前
キ
リ
ト
君
に
頼
ま
れ
て
作

た
み
た
い
だ
よ

キ
リ
ト
の
奴
釣
り
な
ん
か
や

て
た
の
か

そ
れ
じ

今
度

リ
ズ
の
所
に
行
く
か

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
川
に
向
か

て
歩
い
て
い

た

 
二
人
に
気
付
い
た
一
人
の
釣
り
人
が
こ
ち
ら
に
向
か

て
手
を

て
き
た
の
で

 
ア
ス
ナ
は
嬉
し
そ
う
に
そ
れ
に
応
え
て
手
を

り
返
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
も

少
し
気
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
つ
つ
も
手
を

り
返
し
て
み
た
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そ
の
釣
り
人
は
初

の
男
性
で

 
ハ
チ
マ
ン
は

こ
ん
な
年
齢
の
人
も
こ
の
ゲ

ム
を
や

て
い
た
の
か
と
少
し
驚
い
た

や

こ
ん
に
ち
は

お
二
人
は
散
歩
で
す
か

は
い

私
達
つ
い
先
日
結
婚
し
た
ば
か
り
な
ん
で
す
け
ど
今
日
は
散
歩
で
も
と
思

て

そ
う
で
す
か

そ
れ
は
お
め
で
と
う

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
男
性
の
顔
と
声
に
覚
え
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
た

 
ま
じ
ま
じ
と
男
性
の
顔
を
見
つ
め
た
ハ
チ
マ
ン
は
記
憶
を
探
り
と
あ
る
名
前
を
思
い
出
し
た

あ

あ
の

も
し
か
し
て

ニ
シ
ダ
さ
ん
で
す
か

あ
れ

ハ
チ
マ
ン
君

知
り
合
い

ん

ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
君

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
君
か
い

は
い

お
久
し
ぶ
り
で
す
ニ
シ
ダ
さ
ん

 
ハ
チ
マ
ン
と
ニ
シ
ダ
は
以
前
少
し
面
識
が
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
が
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

食

で
何
度
か
同

し
た

度
の
関
係
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
記
憶
だ
と
ニ
シ
ダ
は
他
会
社
か
ら
の
出
向
で
回
線
保
守
が
仕
事
だ

た
は
ず
だ
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あ
の

ニ
シ
ダ
さ
ん
は
何
故
こ
こ
に

ニ
シ
ダ
さ
ん
の
仕
事

て
回
線
の
保
守
で
し
た
よ
ね

あ
あ

自
分
の
仕
事
の
成
果
を
自
分
で
見
て
み
た
く
な

て
ロ
グ
イ
ン
し
た
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
い
う
事
で
す
か

私
は
ず

と
始
ま
り
の
街
に
い
た
ん
だ
け
ど

こ
の
フ
ロ
ア
の
話
を

い
て
ね

 
敵
も
出
な
い
と
い
う
事
だ

た
か
ら

勇
気
を
出
し
て
来
て
み
た
ん
だ
よ

 
そ
し
た
ら
こ
ん
な
に
美
し
い
川
が
あ
る
じ

な
い
か

こ
れ
は
も
う
釣
り
を
す
る
し
か
な
い

て
ねそ

う
い
え
ば
ニ
シ
ダ
さ
ん
は

釣
り
が
大
好
き
だ

て
言

て
ま
し
た
ね

戦
う
意
欲
も
わ
か
な
か

た
し

大
人
し
く
始
ま
り
の
街
で

 
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
る
の
を
待
と
う
と
思

て
い
た
ん
だ
け
ど
ね

釣
り
キ
チ
の
血
が
う
ず
い
ち

た
ん
で
す
ね

ま
あ

そ
う
い
う
事
か
な

 
ニ
シ
ダ
は

ら
か
に
笑

た

ハ
チ
マ
ン
は
ニ
シ
ダ
に
ア
ス
ナ
を
紹
介
す
る
事
に
し
た

ニ
シ
ダ
さ
ん

さ

き
も
少
し
言
い
ま
し
た
け
ど

こ
れ
が
俺
の
妻
の
ア
ス
ナ
で
す
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始
め
ま
し
て
ニ
シ
ダ
さ
ん

新
婚
だ

て
言

て
た
ね

そ
う
か

二
人
は
今
幸
せ
か
い

は
い

は
い

良
か

た

私
の
関
わ

た
仕
事
が
人
を
不
幸
に
す
る
だ
け
の
も
の
じ

な
く
て
本
当
に

良
か

た

ニ
シ
ダ
さ
ん

は
は
は

今
日
は
い
い
日
だ

ハ
チ
マ
ン
君
と
再
会
で
き
て

幸
せ
そ
う
な

も
見
れ
た

 
後
は
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
え
さ
れ
れ
ば

ニ
シ
ダ
さ
ん

俺
達
今
血
盟
騎
士
団
に
い
る
ん
で
す
よ

今
は
休
暇
中
な
ん
で
す
が

そ
う
か
最
前
線
に

あ

も
し
か
し
て
ア
ス
ナ
さ
ん
は
閃
光
の
ア
ス
ナ
さ
ん
か
い

は

は
い

 
ア
ス
ナ
は
や
は
り

閃
光
と
呼
ば
れ
る
の
は
い
ま
だ
に
気
恥
ず
か
し
さ
が
あ
る
よ
う
で

 
少
し
も
じ
も
じ
と
し
な
が
ら
ニ
シ
ダ
に
答
え
た

ア
ス
ナ
さ
ん
と
一

に
行
動
し
て
い
る
最
前
線
プ
レ
イ
ヤ

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
君
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が
銀
影

う
わ

そ
の
呼
び
名

ニ
シ
ダ
さ
ん
も
知

て
た
ん
で
す
か

 
俺

つ
い
先
日
ま
で
知
ら
な
か

た
ん
で
す
よ
ね

私
も
噂
で

い
た

度
だ
け
ど
ね

そ
ん
な
わ
け
で

俺
達
が
い
ず
れ
必
ず
こ
の
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
ま
す

 
だ
か
ら
ニ
シ
ダ
さ
ん
は

そ
れ
ま
で
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
て
下
さ
い

し
か
し
君
達
が
戦

て
い
る
の
に
そ
れ
は

い
え

誰
か
の
た
め
に
戦
う
方
が

俺
達
も
よ
り
多
く
の
力
を
発

で
き
ま
す
か
ら

 
そ
れ
に

そ
の
誰
か
が
笑

て
い
て
く
れ
た
方
が

や
る
気
も
出
る

て
も
ん
で
す
よ

そ
う
で
す
よ
ニ
シ
ダ
さ
ん

私
の

那
様
は
す
ご
い
ん
で
す
か
ら

 
こ
こ
は
ど

ん
と
任
せ
ち

て
く
だ
さ
い

そ
う
か

う
ん

そ
う
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君

ア
ス
ナ
さ
ん

す
ま
な
い
が

宜
し
く
頼
む

よ
は
い

 
ニ
シ
ダ
が
涙
ぐ
み
な
が
ら

二
人
の
手
を
し

か
り
と

た
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二
人
は
微
笑
み
な
が
ら

ニ
シ
ダ
に

い
た

そ
う
だ
ニ
シ
ダ
さ
ん

こ
こ

て
初
心
者
で
も
釣
り
は
出
来
ま
す
か

う
ん

問
題
な
い
よ

私
も
こ
こ
か
ら
始
め
た
か
ら
ね

実
は
俺
達
さ

き

釣
り
を
や

て
み
よ
う
か
な

て
話
し
て
た
ん
で
す
よ

お
お

そ
れ
な
ら
私
が
最
初
に
使

て
た

が
あ
る
か
ら
こ
れ
を
君
た
ち
に
あ
げ
よ
う

い
い
ん
で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ニ
シ
ダ
は
ス
ト
レ

ジ
か
ら

を
取
り
出
し

二
人
に
差
し
出
し
て
き
た

 
二
人
は
ニ
シ
ダ
に
レ
ク
チ

し
て
も
ら
い

釣
り
を
楽
し
ん
だ

 
何
匹
か
釣
り
上
げ
た
後

少
し
休

し
よ
う
と
い
う
事
に
な

た
時

 
ニ
シ
ダ
が
何
か
を
ス
ト
レ

ジ
か
ら
取
り
出
し
た

ニ
シ
ダ
さ
ん

そ
れ
は

こ
れ
は
ね

き

タ
イ
プ
の
調
理
道

な
ん
だ
よ
ね

 
最
初
は
釣

た

を

る
事
し
か
出
来
な
か

た
ん
だ
け
ど

こ
う
し
て

ほ
ら

う
わ

本
当
に

き

で

を
焼
い
て
る
よ
う
に
見
え
ま
す
ね

釣

た

を

て
コ
ル
を
た
め
て

少
し
前
に
や

と

た
ん
だ
よ
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ど
う
だ
い

な
ん
か
そ
れ

く
て
い
い
感
じ
だ
ろ
う

ア
ス
ナ

こ
れ
は
も
う
ア
レ
を
使
う
し
か
な
い
ぞ

そ
う
だ
ね

こ
こ
は
ア
レ
の
出
番
だ
ね

ア
レ

ニ
シ
ダ
さ
ん

ア
ス
ナ
は
料
理
ス
キ
ル
カ
ン
ス
ト
し
て
る
ん
で
す
よ

 
こ
こ
は
ち

と
ア
ス
ナ
に
任
せ
て
み
て
く
れ
ま
せ
ん
か

ア
ス
ナ
さ
ん
は
料
理
が
得
意
な
ん
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君
は
い
い
お

さ
ん
を
も
ら

た
な

は
い

自
慢
の

で
す

 
ア
ス
ナ
は

を

ら
め
な
が
ら
調
理
を
開
始
し
た

 
ス
ト
レ

ジ
か
ら
い
く
つ
か
の
調
味
料
を
取
り
出
し

何
事
か
作
業
を
し
て
い
た
が

 
少
し
し
て
完
成
し
た
の
か

焼
き
あ
が

た

を
ニ
シ
ダ
に
差
し
出
し
た

ニ
シ
ダ
さ
ん

ど
う
ぞ

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

速

く
よ

こ

こ
れ
は

は
い

油
で
す

油

油
だ

美
味
い

本
当
に
美
味
い
よ
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ニ
シ
ダ
は
涙
を
流
し
な
が
ら
焼
き

を
食
べ
て
い
た

や
は
り

油
の

果
は
抜

だ

ア
ス
ナ

ま
だ

油
と

そ
れ
に
味

も
結

残

て
る
よ
な

う
ん

ニ
シ
ダ
さ
ん
良
か

た
ら

油
と
味

を
い
く
つ
か
差
し
上
げ
ま
す
の
で
是
非
使

て
く

だ
さ
い

い
い
の
か
い

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

い
え

色
々
と
教
え
て
も
ら

た
お

で
す

 
ニ
シ
ダ
は

や
は
り

は
釣
り
た
て
に
限
る
と
力
説
し

 
二
人
も
そ
れ
に
同
意
し
な
が
ら
自
分
達
の
釣

た

に

を
う

た

 
そ
の
後
も
釣
り
は
続
け
ら
れ
た

時
間
の
過
ぎ
る
の
は
あ

と
い
う
間
だ

た

 
気
が
付
く
と
そ
ろ
そ
ろ
日
が

れ
る
時
間
と
な

て
い
た
の
で

 
そ
の
日
の
釣
り
は
そ
こ
で
終
わ
り
と
い
う
事
に
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ニ
シ
ダ
と
連

先
を
交
換
し

後
日
の
再
会
を
約
し
て
別
れ
た
の
だ

た

 
今
日
は
楽
し
か

た
ね
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そ
う
だ
な

つ
い
時
間
が
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
ち
ま

た
な

現
実
に
帰
還
し
た
後
に
も
や

て
み
た
い
な

ア
ス
ナ

ミ
ミ
ズ
と
か
掴
め
る
の
か

う

ど
う
だ
ろ
う

ま
あ
そ
こ
ら
へ
ん
は
俺
が
や

て
も
い
い
し
な

機
会
が
あ

た
ら
や

て
み
る
の
も
い
い
か

も
な現

実
に

た
ら

か

 
ア
ス
ナ
は
そ
う

く
と

少
し
不
安
そ
う
な
顔
を
し
た

現
実
に

て
も

ハ
チ
マ
ン
君
は
私
と
一

に
い
て
く
れ
る

当
た
り
前
だ
ろ

障
害
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
必
ず
ア
ス
ナ
に
会
い
に
行
く
と
約
束
す
る

 
必
要
な
ら
苦
手
な

学
と
か
も
し

か
り
勉
強
し
て
絶
対
に
ア
ス
ナ
に
相
応
し
い
男
に
な
る

 
そ
の
返
事
を

い
た
ア
ス
ナ
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
だ

た

連

先
も
交
換
し
な
い
と
だ
ね

あ

俺

自
分
の

の
ア
ド
レ
ス
も
番

も
も
う
忘
れ
ち
ま

た
な

 
そ
も
そ
も
滅
多
に
使

て
な
か

た
し
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私
も
う
ろ
覚
え
か
も

何
か
連

を
と
る
方
法
を
考
え
な
い
と
だ
ね

そ
う
だ
な

ま
あ
他
の
奴
ら
と
も
相
談
だ
な

 
そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
と
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
に
ア
ル
ゴ
か
ら
連

が
入

た
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
メ

セ

ジ
を
見
て

ア
ス
ナ
に
言

た

よ
し
ア
ス
ナ

明
日
は

旅
行
だ
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第
０
７
５
話
 
キ
ズ
メ
ル

あ
あ

今
ア
ル
ゴ
か
ら
連

が
あ

て

七
十
二
層
に

が
発
見
さ
れ
た
そ
う
だ

 
せ

か
く
だ
か
ら
二
人
で
行

て
き
な
と
の
事
だ

そ
う
な
ん
だ

で
も
あ
の
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
タ
ダ
で
情
報
を
教
え
て
く
れ
る
な
ん
て
珍
し
い
ね

い
や

日
の

の
代
金
だ
そ
う
だ

プ
ロ
ら
し
く

り
は
作
ら
な
い

て
事
だ
ろ
う
な

あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

ア
ル
ゴ
さ
ん
ら
し
い
ね

と
い
う
わ
け
で

明
日
は
新
婚
旅
行
の
変
わ
り
に

だ
な

や

た

あ
り
が
と
う

ハ
チ
マ
ン
君

な
ら
ア
ル
ゴ
に
言

と
け
よ

う
ん

 
ア
ス
ナ
は

速
ア
ル
ゴ
に
お

の
メ

セ

ジ
を
送
り
始
め
た

 

速
返
信
が
来
た
よ
う
だ
が

ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
見
て
顔
を

く
し
て
い
た

ま

た
く
も
う

ア
ル
ゴ
さ
ん

た
ら
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ん

ど
う
か
し
た
の
か

露
天
の
家
族
風
呂
が
あ
る
か
ら

二
人
き
り
で
入
れ
ば

て

あ
あ

そ
れ
は
俺
も

い
た
な

別
に
い
い
ん
じ

な
い
か

ハ
チ
マ
ン
君
の
え

ち

今
だ

て
風
呂
は
一

に
入

て
る
じ

な
い
か

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
の
通
り
な
ん
だ
け
ど
ね

  
次
の
日
の
朝
に
な
り

朝
食
中
に

ア
ス
ナ
が
キ
ズ
メ
ル
の
所
に
寄
り
た
い
と
言
い
出
し
た

ほ
ら

キ
ズ
メ
ル
に
ユ
イ
ち

ん
の
事
を
教
え
て
も
ら

た
じ

な
い

 
そ
れ
で

一
言
お

が
言
い
た
い
な

て
思

て

お
お
そ
う
だ
な

大
し
て
時
間
の
か
か
る
よ
う
な
事
で
も
な
い
し
ち

と
寄

て
く
か

う
ん

 
二
人
は
ま
ず
最
初
に
ダ

ク
エ
ル
フ
の
城
に
向
か
う
事
に
し
た

 
城
に
入
る
と

案
の
定
キ
ズ
メ
ル
が

に
待
ち

え
て
い
た

や

二
人
と
も

今
日
は
ど
う
し
た
ん
だ
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キ
ズ
メ
ル

 
ア
ス
ナ
が
嬉
し
そ
う
に
キ
ズ
メ
ル
に

き
つ
い
た

 
キ
ズ
メ
ル
も
嬉
し
そ
う
に
ア
ス
ナ
を
受
け
止
め
た

お
い
お
い
ど
う
し
た
ん
だ
ア
ス
ナ

何
か
い
い
事
で
も
あ

た
の
か

う
ん

キ
ズ
メ
ル
の
お
か
げ
で
ね

私
の
お
か
げ

 
ア
ス
ナ
は
キ
ズ
メ
ル
に

ユ
イ
の
事
を
説
明
し
た

そ
う
か

精
霊
が
二
人
の
娘
に

あ
あ

今
ユ
イ

精
霊
は
こ
こ
で
眠

て
い
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
共
用
ス
ト
レ

ジ
か
ら
ユ
イ
の
デ

タ
が
入

た
宝
石
を
取
り
出
し
キ
ズ
メ
ル

に
見
せ
た

な
る
ほ
ど

確
か
に
精
霊
の
力
を
感
じ
る
な

や

ぱ
り
キ
ズ
メ
ル
に
は
分
か
る
ん
だ
ね

あ
あ

今
は
眠

て
い
る
よ
う
だ
が

す
ご
い
力
を
感
じ
る

さ
す
が
は
俺
達
の
娘
だ
な
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そ
う
だ
ね

ま
あ
二
人
に
と

て
こ
の
精
霊
と
の
出
会
い
が
良
い
事
だ

た
と
い
う
な
ら

 
教
え
た
私
と
し
て
も
と
て
も
喜
ば
し
い
と
思
う

本
当
に
あ
り
が
と
う
ね

キ
ズ
メ
ル

あ
り
が
と
な

キ
ズ
メ
ル
の
お
か
げ
で
家
族
が
一
人

え
た

本
当
に
二
人
は
嬉
し
そ
う
だ
な

少
し

ま
し
い

キ
ズ
メ
ル

 
そ
ん
な
キ
ズ
メ
ル
の
言
葉
を

い
て

ア
ス
ナ
は

ん

と
い
う
風
に
首
を

げ
た

私
は
今
何
を
言

た
ん
だ
ろ
う
な

私
は
こ
の
精
霊
を

ま
し
い
と
言

た
の
か

キ
ズ
メ
ル
だ

て

私
達
の
家
族
だ
よ

 
ア
ス
ナ
が
再
び
キ
ズ
メ
ル
に

き
つ
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ア
ス
ナ
と
キ
ズ
メ
ル
を
ま
と
め
て

き
し
め
た

そ
う
だ
ぞ
キ
ズ
メ
ル

キ
ズ
メ
ル
だ

て
俺
達
の
大
切
な
家
族
だ

あ
り
が
と
う
二
人
と
も

こ
れ
が
幸
せ
と
い
う
感
情
な
の
だ
ろ
う
か

 
私
は
今

と
て
も
大
き
な
嬉
し
さ
に
包
ま
れ
て
い
る
の
を
感
じ
る
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私
も
こ
の
精
霊
の
よ
う
に
な
れ
れ
ば
い
い
の
だ
が

キ
ズ
メ
ル
が

宝
石
に

 
キ
ズ
メ
ル
が
突
然

そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

で
も
そ
う
な

た
ら
も
う
こ
ん
な
風
に
キ
ズ
メ
ル
に
触
れ
る
事
が
出
来
な
く
な

ち

う
よ

ア
ス
ナ

最
近
私
は
思
う
の
だ

い
ず
れ
こ
の
世
界
は
解
放
さ
れ
る
事
だ
ろ
う

 
も
し
そ
う
な
れ
ば

二
人
と
も
そ
の
ま
ま
お
別
れ
と
い
う
事
に
な
る
だ
ろ
う

 
だ
が
も
し
私
が
そ
の
宝
石
の
中
に
入
れ
ば

い
ず
れ
ま
た
二
人
に
会
え
る
の
で
は
な
い
か
と

 
な
ん
と
な
く
そ
ん
な
気
が
す
る
ん
だ

キ
ズ
メ
ル
の
勘
か

そ
う
だ
な

勘
と
言

て
い
い
と
思
う

何
も

は
無
い
の
だ
が

 
私
の
中
の
何
か
が

く
ん
だ

絶
対
に
そ
う
す
る
べ
き
だ
と

ハ
チ
マ
ン
君

ア
ス
ナ

キ
リ
ト
を
呼
ぶ
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
や
ら

そ
の
キ
ズ
メ
ル
の
言
葉
に
何
か
を
感
じ
た
よ
う
だ
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キ
リ
ト
を
呼
び
出
し

今
の
キ
ズ
メ
ル
の
言
葉
に
つ
い
て
相
談
す
る
事
に
な

た

 
ほ
ど
な
く
し
て
キ
リ
ト
が
到
着
し

二
人
は
キ
リ
ト
に
今
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
し
た

な
る
ほ
ど
な

ま
た
あ
の
場
所
に
行
け
ば

お
そ
ら
く
可
能
だ
と
思
う

黒

宮
の
ダ
ン
ジ

ン
の
あ
の
コ
ン
ソ

ル
か

キ
リ
ト
は

成
な
の
か

こ
れ
だ
け
高
度
な

が
出
し
た
結

だ

多
分
何
か
意
味
が
あ
る
ん
じ

な
い
か
と
思
う

ア
ス
ナ
は
ど
う
思
う

私
は

こ
の
ま
ま
だ
と
別
れ
が
確
実
だ
と
言
う
の
な
ら

可
能
性
に

け
て
み
た
い

キ
ズ
メ
ル
は

望
む
と
こ
ろ
だ

よ
し

そ
れ
じ

行
く
か

キ
リ
ト

す
ま
な
い
が
頼
め
る
か

わ
か

た

任
せ
ろ

 
四
人
は
黒

宮
に
向
か
い

ユ
イ
を
宝
石
の
中
に

じ
た
コ
ン
ソ

ル
に

り
着
い
た

 
も
ち
ろ
ん
街
の
中
で
は

キ
ズ
メ
ル
は

を

し
て
い
た

こ
れ
は

と
て
も
強
く
精
霊
の
力
を
感
じ
る
場
所
だ
な

こ
こ
で
キ
ズ
メ
ル
は

そ
の
身
を
宝
石
の
中
に

す
事
に
な
る

今
の
う
ち
に
お
別
れ
を
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別
れ
と
い
う
か

こ
れ
か
ら
も
ず

と
一

だ
け
ど
な

そ
う
だ

た
な

す
ま
ん

 
四
人
は
笑
い
あ
い

キ
ズ
メ
ル
は

番
に
三
人
を

き
し
め
た

こ
れ
で
私
も
ず

と
二
人
と
一

に
い
ら
れ
る

そ
ん
な
気
持
ち
が
と
て
も
強
く
な

た

キ
ズ
メ
ル

ず

と
一

だ

キ
ズ
メ
ル

あ
り
が
と
う

二
人
と
も

二
人
と
出
会
え
た
事
を

精
霊
の
神
に
感
謝
し
た
い
と
思
う

 
別
れ
を

し
み
つ
つ

ハ
チ
マ
ン
が
キ
リ
ト
に
言

た

そ
れ
じ

キ
リ
ト

宜
し
く
頼
む

あ
あ

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

ず

と
キ
ズ
メ
ル
と
手
を
繋
い
で
い
た

 
そ
し
て
三
人
の
目
の
前
で

キ
ズ
メ
ル
は
光
と
な

て
消
え
た

 
そ
こ
に
は
美
し
い
宝
石
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を

大
切
そ
う
に
共
用
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま

た

 
外
へ
と
向
か
い
な
が
ら

三
人
は
キ
ズ
メ
ル
の
事
を
話
し
て
い
た
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こ
れ
で
い
つ
か
ま
た

キ
ズ
メ
ル
に
会
え
る
の
か
な

キ
ズ
メ
ル
が
そ
う
言
う
な
ら

多
分
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

ど
ん
な

で
の
再
会
に
な
る
か

す
ご
く
楽
し
み
だ
ね

あ
あ

 
そ
し
て
少
し
し
て

三
人
は
黒

宮
の
外
に
出
た

そ
れ
じ

二
人
と
も

そ
ろ
そ
ろ
俺
は
行
く
よ

あ
り
が
と
う
な

キ
リ
ト

キ
リ
ト
君

本
当
に
あ
り
が
と
う
ね

い
つ
か
ま
た
キ
ズ
メ
ル
に
会
え
る
と
い
い
な

う
ん

そ
れ
じ

二
人
と
も

ま
た
後
で
な

う
ん

ま
た
ね

お
う

ま
た
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
去

て
い
き

二
人
は
予
定
通
り
七
十
二
層
へ
と
向
か

た
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こ
こ
か

な
ん
か

い
か
に
も

て
雰
囲
気
の
あ
る

い
い

だ
ね

古
き
良
き
時
代
の

物

て
感
じ
だ
な

そ
れ
じ

入

て
み
よ
う

お
う

 
二
人
が
中
に
入
る
と

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
女
将
さ
ん
が
出
て
き
て

二
人
に
話
し
か
け
て
き
た

い
ら

し

い
ま
せ

今
日
は
お
二
人
で

で
宜
し
い
で
す
か

あ

は
い

お
お

何
か
す
ご
い
本
格
的
だ
な

そ
う
だ
ね

そ
れ
で
は
部
屋
に
ご
案
内
し
ま
す
ね

お
願
い
し
ま
す

 
二
人
は
女
将
に
案
内
さ
れ
て

広
め
の
和
室
に
案
内
さ
れ
た

 
そ
の
部
屋
に
は
情
報
通
り
露
天
の
家
族
風
呂
が
つ
い
て
い
た

女
将
の
話
だ
と
大

場
も

あ
る
よ
う
だ
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二
人
は
興
奮
し
な
が
ら
部
屋
の
中
や

外
の
景
色
を
見
て
い
た

何
か
す
げ

な
こ
こ

こ
こ
ま
で
本
格
的
な
作
り
に
な

て
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た
な

そ
う
だ
ね

こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ

か

ま
ず
お
風
呂

食
は
普
通
に
メ
ニ

か
ら
選
べ
る
み
た
い
だ
し

先
に
大

場
に
行

て
み
る
か

う
ん

 
二
人
は
ま
ず
大

場
へ
と
向
か

た
の
だ

た

 
ど
う
や
ら
先
客
が
い
る
よ
う
で

ハ
チ
マ
ン
は
少
し

張
し
た

 
女
湯
に
も
先
客
が
い
た
よ
う
だ

た
が

ア
ス
ナ
は
特
に
何
も
気
に
し
な
か

た

 
こ
の
あ
た
り
は
二
人
の
性
格
の
差
な
の
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
男
湯
に
入
り

そ
の
光
景
に
愕
然
と
し
て
ア
ス
ナ
に
話
し
か
け
た

お
い
ア
ス
ナ

そ

ち
も
か

う
ん

や

ぱ
り
い
た
か

も
う
び

く
り
だ
よ

 
男
湯
に
い
た
メ
ン
バ

は

キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル
の
三
人
だ

た
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だ
か
ら
さ

き

ま
た
後
で
な

て
言

た
じ

な
い
か

あ
れ
は
そ
う
い
う
事
か
よ

た
ま
に
は

の
付
き
合
い
も
い
い
も
ん
だ
ろ

お
い
ク
ラ
イ
ン
に
エ
ギ
ル

あ
ん
ま
り
俺
に
近
付
く
な

お
前
ら
俺
が
好
き
す
ぎ
だ
ろ

 
キ
リ
ト
ま
で
手
を
わ
き
わ
き
さ
せ
な
が
ら
こ

ち
に
来
る
ん
じ

ね
え

い
い
じ

な
い
か
よ

背
中
く
ら
い
流
さ
せ
ろ
よ

そ
も
そ
も
ア
バ
タ

は

れ
な
い
か
ら
な

気
分
だ
よ
気
分

日
本
人
な
ら
背
中
の
流
し
合
い

こ
だ
ろ

ま
あ
そ
れ
は
否
定
し
な
い
が

 
一
方
女
湯
の
メ
ン
バ

は

リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
だ

た

男
湯
は

が
し
い
ね

ま
あ
楽
し
そ
う
だ
か
ら
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

そ
れ
に
し
て
も

中
に
入

た
ら
い
き
な
り
二
人
が
い
て
び

く
り
し
た
よ

ま
あ
事
前
に
知
ら
せ
て
た
ら
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
ら
な
い
し
ね

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
い
な
い
ん
だ
ね
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な
ん
か

プ
ロ
は
た
だ
情
報
を
提

す
る
の
み
と
か
言

て
た
よ

ア
ル
ゴ
さ
ん
ら
し
い

し
か
し
ア
ス
ナ
は
相
変
わ
ら
ず
ス
タ
イ
ル
い
い
よ
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
う
言
う
と

男
湯
の

が
ピ
タ
リ
と
止
ま

た

こ
の
胸
が
今
や
ハ
チ
マ
ン
の
物
に

こ
れ
は
許
せ
ま
せ
ん
な

 
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
う
言
い
な
が
ら

い
き
な
り
ア
ス
ナ
の
胸
を

ん
だ

き

あ

リ
ズ

胸
を

ま
な
い
で

良
い
で
は
な
い
か
良
い
で
は
な
い
か

リ
ズ

ハ
チ
マ
ン
め

こ
れ
を
独

し
て
い
る
と
は
許
せ
ま
せ
ん
な

 
男
湯
も

再
び

が
し
く
な

た

お
い

お
前
ら
や
め
ろ

俺
を
叩
く
ん
じ

ね
え

う
る
せ
え

幸
せ

だ

つ
の

ハ
ン

悔
し
か

た
ら
お
前
も
さ

さ
と
相
手
を
見
つ
け
て
み
ろ

ち
く
し

正

だ
け
に
何
も
言
い
返
せ
ね
え
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も

と
も
ア
ス
ナ
以
上
に
で
き
た

は
こ
の
世
に
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
が
な

て

い

い

い

 
そ
ん
な
声
が
男
湯
か
ら

こ
え
て
き
て

女
湯
組
は
笑
い
出
し
た

何
か
男
湯
が
す
ご
い
事
に
な

て
る
み
た
い
だ
け
ど

ち

と
ア
ス
ナ

那
の
ピ
ン
チ
だ
よ

何
と
か
し
て
あ
げ
た
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら

リ
ズ
ベ

ト
が
再
び
ア
ス
ナ
の
体
を

び
始
め
た

ち

と
リ
ズ

そ
れ
以
上
は

目

こ
れ
は
全
部
ハ
チ
マ
ン
君
の
物
な
ん
だ
か
ら

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
声
に

男
湯
が
再
び
ざ
わ
つ
い
た

ア
ス
ナ

に
油
を
注
ぐ
な

い

い

い

お
い
こ
ら
や
め
ろ

ク
ラ
イ
ン

 
キ
リ
ト
も

乗
す
る
ん
じ

ね
え

エ
ギ
ル

何
と
か
し
ろ

う

せ
え

ハ
チ
マ
ン
の
幸
せ

は
た

た
今
か
ら

さ
れ
た
ん
だ
よ

す
ま
ん
ハ
チ
マ
ン

さ
す
が
に
こ
れ
は
俺
に
も
止
め
ら
れ
な
い

お
前
ら
覚
え
て
ろ
お
お
お

 
こ
う
し
て
予
想
外
に

や
か
に

の
夜
は
更
け
て
い
く
の
だ

た
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第
０
７
６
話
 
ク
ラ
イ
ン
の
希
望

皆
様

大
部
屋
で
お
食
事
の
用
意
が
出
来
て
お
り
ま
す

 
七
人
が
風
呂
か
ら
あ
が
る
と

女
将
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
そ
う
話
し
か
け
て
き
た

ん

誰
か
頼
ん
だ
の
か

は
い
は
い

俺
俺

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
問
い
に

ク
ラ
イ
ン
が
手
を
上
げ
た

や

ぱ
り

と
い
え
ば
大
部
屋
で
み
ん
な
で
食
事
だ
ろ

お

お
う

 
そ
ん
な
ク
ラ
イ
ン
の

へ
の
こ
だ
わ
り
に
多
少
引
き
つ
つ
も

 
悪
い
事
で
は
な
い
の
で
皆
大
人
し
く

い

大
部
屋
へ
と
向
か

た

 
ち
な
み
に
ア
メ
ニ
テ

扱
い
で

衣
が
し

か
り
と
用
意
さ
れ
て
い
た

 
こ
れ
は
こ
れ
で
家
で
重
宝
す
る
の
で

特
に
ア
ス
ナ
は
と
て
も
喜
ん
で
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
も

こ
れ
で
家
で
も
ア
ス
ナ
の

衣

が
見
ら
れ
る
と
喜
ん
で
い
た
の
だ
が

 
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
態
度
は
お
く
び
に
も
出
さ
な
か

た
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お
お

こ
こ
も
い
い
感
じ
の
部
屋
だ
な

い
か
に
も

て
感
じ
だ
ね

私

と
か
行

た
事
な
い
ん
で
す
ご
く
新
鮮
で
す

そ
う
か

現
実
に

た
ら
シ
リ
カ
も
い
つ
か
本
物
の

に
連
れ
て

て
や
る
か
ら
な

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
い

ハ
チ
マ
ン
だ

て

と
か
何
度
も
行

た
事
が
あ
る
わ
け
じ

な
い
だ
ろ
う

行

た
事
の

る
無
し
の
間
に
は

超
え
ら
れ
な
い
壁
が
あ
る
か
ら
別
に
い
い
だ
ろ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ
け
ど
さ

 
ハ
チ
マ
ン
は

り
を
見

し

こ
の
中
で

に
行

た
事
の
あ
る
者
に

手
を

し
た

 
手
を
上
げ
た
の
は

な
ん
と
エ
ギ
ル
だ
け
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
エ
ギ
ル
に
駆
け
寄
り

手
を
取

て
賞

し
た

さ
す
が
エ
ギ
ル

日
本
人
の
心
が
よ
く
分
か

て
る
な

ハ
チ
マ
ン
が
日
本
人
代
表
み
た
い
な
事
を
言

て
る

 
エ
ギ
ル
は
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
葉
に
少
し
首
を

げ
つ
つ
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
答
え
た

あ
あ
言

た
事
無
か

た
か

俺
は
日
本
生
ま
れ
の
日
本
育
ち
の
チ

キ
チ

キ
の

戸
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子
だ
ぞ

そ
う
な
の
か

そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

お
う

 
そ
の
エ
ギ
ル
の
言
葉
を

い
た
一
同
は

や
や
エ
ギ
ル
と
の

離
を
詰
め
た
よ
う
だ

 
そ
の
い
か
に
も
日
本
人
的
な
反
応
は

エ
ギ
ル
に
と

て
は
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
だ

た

 
日
本
人
は

見
た
目
が
い
か
に
も
外
人
と
い
う
場
合
や
や
怖
が
る
ケ

ス
が
多
い
が

 
生
ま
れ
が
日
本
だ
と

く
と
安
心
し
て

離
を
詰
め
る
部
分
が
確
か
に
あ
る

 
そ
れ
は
さ
て
お
き

一
気
に
ヒ

ロ

扱
い
に
な

た
エ
ギ
ル
を
見
て

 
ク
ラ
イ
ン
は
対
抗
意
識
を
燃
や
し
た
の
か

前
に
出
て
宣
言
し
た

よ
し

俺
が
日
本
伝

の

り
の
芸
を
す
る

お
い

ク
ラ
イ
ン
そ
れ
は
さ
す
が
に

 
キ
リ
ト
が
即
座
に
突

込
み
止
め
よ
う
と
い
う
素

り
を
見
せ
た
が
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

止
め
た

い
い
ん
だ
キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン
は
日
本
男

の
心
意
気
を
見
せ
た
い
だ
け
な
ん
だ
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だ
か
ら
そ
れ
を
止
め
る
理
由
は
俺
達
に
は
無
い

 
そ
う
言
う
の
と
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に
目
配
せ
を
し

 
ア
ス
ナ
が
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
に
何
か

打
ち
し
た
が

男
連
中
は
誰
も
気
付
い
て
い
な

か

た
よ
し
ク
ラ
イ
ン
全
力
で
お
前
の
魂
の

た

り
を
披
露
し
ろ

行
け

ク
ラ
イ
ン

任
せ
ろ

俺
の
生
き
様

見
せ
て
や
る

 
ク
ラ
イ
ン
は
張
り
切

て
前
に
出
て
い
ざ
服
を
脱
ご
う
と
し
た

そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
が

叫
ん
だ

よ
し

ア
ス
ナ

リ
ズ

シ
リ
カ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ

ド
を
発
動
さ
せ
ろ

 
こ
の
馬

を
監
獄
送
り
に
し
て
や
れ

お
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い

 
ク
ラ
イ
ン
は
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
服
を
脱
ぐ
の
を
止
め
る
事
に
成
功
し
た

ち

も
う
少
し

く
に
叫
べ
ば
良
か

た
か

ハ
チ
マ
ン

て
め
え
今
何
て
事
を
し
よ
う
と
し
や
が

た

い
や

今
の
は
明
ら
か
に
ク
ラ
イ
ン
が
悪
い
と
思
う
ぞ
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ま
あ

ク
ラ
イ
ン
が
悪
い
な

 
キ
リ
ト
と
エ
ギ
ル
は
上
手
に
空
気
を

み

ハ
チ
マ
ン
に
味
方
し
た

 
ク
ラ
イ
ン
は
ぐ
ぬ
ぬ
と
な
り
な
が
ら
も

き
な
が
ら

り
を

め
た
よ
う
だ

 
そ
ん
な
ク
ラ
イ
ン
は

き
な
が
ら
い
き
な
り
独
白
を
始
め
た

く
そ

俺
は
ど
う
す
れ
ば
ヒ

ロ

に
な
れ
る
ん
だ

 
格
好
つ
け
て
も
決
ま
ら
な
い
し

笑
い
を
取
ろ
う
と
し
て
も
す
べ

ち
ま
う

 
い
つ
に
な

た
ら
俺
に
春
が
訪
れ
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
は
ク
ラ
イ
ン
の
魂
の

た
独
白
だ

た

さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
思
う
所
が
あ

た
の

だ
ろ
う

 
少
し
だ
け
ク
ラ
イ
ン
に
優
し
く
す
る
事
に
し
た
よ
う
だ

あ

す
ま
ん
ク
ラ
イ
ン

つ
い
俺
も
悪
ノ
リ
し
ち
ま

た
よ
う
だ

い
や

い
い
ん
だ
ハ
チ
マ
ン

俺
は
き

と
こ
う
い
う
星
の
下
に
生
ま
れ
た
男
な
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

を
ぼ
り
ぼ
り
と

き
な
が
ら

ま
ず
女
性

に
質
問
し
た

な
あ
お
前
ら

お
世

と
か
を
抜
き
に
し
て

ク
ラ
イ
ン
の
事
を
ど
う
思
う

う

ん

明
る
く
て
前
向
き
で
い
い
と
思
う
よ
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ち

と
お
調
子
者
す
ぎ
る
所
は
あ
る
け
ど
ね

本
当
は
す
ご
く
真
面
目
で

実
な
人
な
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

お

意
外
と
高
評
価
だ
な

じ

あ

お
前
ら
か
ら
見
る
と
ど
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

今
度
は
キ
リ
ト
と
エ
ギ
ル
に

ね
た

仲
間
想
い
で
面
倒
見
が
い
い

ム

ド
メ

カ

だ
な

こ

ち
も
中
々
高
評
価
じ

な
い
か

な
ん
で
こ
ん
な
ク
ラ
イ
ン
に
彼
女
が
出
来
な
い
ん
だ

う

ん
女
の
目
か
ら
見
る
と
彼
女
が
欲
し
い
オ

ラ
を
出
し
す
ぎ
て
い
る
気
は
し
ま
す
ね

な
る
ほ
ど

で
も
ち

ん
と
見
る
と

全
体
的
に
は
い
い
奴

て
事
で
い
い
の
か

い
い
人

て

正
直
私
達
に
言
わ
せ
る
と

褒
め
言
葉
と
も
言
い
切
れ
な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
シ
リ
カ
と
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
ん
な
事
を
言
い

ア
ス
ナ
が
そ
こ
に
言
葉
を
付
け
加
え
た

ま
あ

ハ
チ
マ
ン
君
に
は
全
体
的
に

る
か
な

お
い
ア
ス
ナ

俺
が
大
好
き
な
の
は
分
か

た
か
ら

と
り
あ
え
ず
静
か
に
し
て
い
よ
う
な

は

い
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ハ
チ
マ
ン
は
今
の
意
見
を
参
考
に

深
く

そ
れ
は
も
う
深
く
考
え
込
ん
だ

 
何
か

し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

 
や
が
て
結

が
出
た
の
か

皆
が
注

す
る
中

ハ
チ
マ
ン
は
ク
ラ
イ
ン
に
質
問
を
始
め
た

ク
ラ
イ
ン

お
前
今
い
く
つ
だ

多
分
今
は
二
十
六
に
な

て
る
は
ず
だ

お
前
年
上
は
好
き
か

む
し
ろ
年
上
が
好
き
だ
な

煙
者
で
ち

と
私
生
活
に
だ
ら
し
な
い
所
が
あ
る
女
性
を
ど
う
思
う

俺
は
そ
ん
な
の
気
に
し
な
い

お

さ
ん
く
さ
い
部
分
が
あ
る
女
性
と
か
ど
う
思
う

そ
れ
も
そ
の
人
の

力
だ
ろ

ふ
む

そ
の
人
が
決
し
て
美
人
と
は
呼
べ
な
い
見
た
目
の
人
で
も
気
に
し
な
い
か

俺
は

俺
を
ち

ん
と
見
て
好
き
に
な

て
く
れ
る
人
な
ら

そ
ん
な
の
気
に
し
ね
え

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
思
い

か
べ
て
い
た
の
は
当
然
平

静
の
事
だ

た
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最
後
の
質
問
は

い
わ
ば
ク
ラ
イ
ン
を

す
た
め
の
フ

イ
ク
の
質
問
だ

た
が

 
ど
う
や
ら
ク
ラ
イ
ン
は

そ
れ
も
無
事
ク
リ
ア
し
た
よ
う
だ

分
か

た

も
し
現
実
に
帰
還
で
き
た
ら
俺
が
今
言

た

件
に
当
て
は
ま
る
女
性
を
紹
介

し
て
や
る

ま
じ
か
ハ
チ
マ
ン

大
マ
ジ
だ

た
だ
し
二
年
前
の
話
だ
か
ら
今
は
も
し
か
し
た
ら
決
ま

た
人
が
い
る
か
も
し

れ
な
い

 
そ
の
時
は
ス

パ
リ
と

め
ろ

分
か

た

ち
な
み
に
そ
の
人
は

俺
に
と

て
は
と
て
も
大
切
な
人
だ

も
し

か
せ
る
よ
う
な
事
が

あ

た
ら

 
俺
は
あ
ら
ゆ
る
手
を
使

て
お
前
を
社
会
的
に

殺
す
る

ハ
チ
マ
ン
が
言
う
と
マ
ジ
で

落
に
な
ら
ね

な
お
い

だ
が
俺
は
絶
対
に
そ
ん
な
事
は
し

ね
えそ

れ
じ

ク
ラ
イ
ン

お
前
は
そ
れ
を
希
望
に
思

て

こ
れ
か
ら
も

と
攻
略
を
頑
張
れ
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そ
し
て
俺
達
の
手
で
絶
対
に
こ
の
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
て

全
員
で
現
実
に
帰
還
し
よ
う

お
う

 
残
り
の
五
人
も
そ
れ
を

和
し

め
て
一
同
は

現
実
へ
の
帰
還
を

た

そ
れ
じ

に
し
よ
う

今
日
は
ち

と
豪
勢
に
い
く
か

よ
し

こ
こ
は
俺
が

る

当
た
り
前
だ
ろ

お

お
う

 
そ
の
夜
は
ま
た
も
宴
会
と
な
り

一
同
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
た
よ
う
だ

 
同
時
に
現
実
へ
帰
還
し
た
後
の
集
合
場
所
も

エ
ギ
ル
の
店
と
決
定
さ
れ
た

 
御
徒
町
に
あ
る

ダ
イ
シ

カ
フ

と
い
う
店
ら
し
い

 
も
し
か
し
た
ら
も
う
潰
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が

 
そ
こ
ら
へ
ん
は

が
上
手
く
や

て
く
れ
て
い
る
と
信
じ
よ
う
と
い
う
事
に
な

た

 
そ
し
て
宴
会
も
終
わ
り

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
二
人
で
家
族
風
呂
に
入

て
い
た

今
日
も
楽
し
か

た
ね

あ
あ

二
人
で

に
行
く
の
は

題

て
事
に
す
る
か

現
実
世
界
で
行
け
ば
い
い
ん
だ
し
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な
そ
う
だ
ね

そ
う
い
え
ば
う
ち
は
一

的
な
共
働
き
の
サ
ラ
リ

マ
ン
の
家
庭
だ
が

 
ア
ス
ナ
の
ご
両
親
は
何
の
仕
事
を
し
て
る
ん
だ

え

と
ね

レ
ク
ト

て
い
う
会
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
や

て
る
よ

う
げ

め

ち

大
手
の

機
メ

カ

じ

ね

か

し
か
も
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か

 
こ
れ
は
本
格
的
に
そ

ち
の
勉
強
も
し
な
い
と
ア
ス
ナ
の
ご
両
親
に
認
め
て
も
ら
え
な
い

い
な

頑
張

て
ね

私
の

那
様

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
決
意
を
新
た
に
し
た

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
微
笑
み
な
が
ら
見
つ
め
て
い
た
ア
ス

ナ
は

 
な
ん
と
な
し
に
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

そ
う
い
え
ば

ハ
チ
マ
ン
君
は
千
葉
に

ん
で
る
ん
だ

け

あ
あ
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千
葉
で
知

て
る
人

て

雪
ノ
下
さ
ん
く
ら
い
か
な

え

雪
ノ
下

て

名
前
は

知

て
る

て
言
う
か

面
識
が
あ
る
く
ら
い
だ
け
ど

雪
ノ
下
陽
乃
さ
ん
て
人

ま
じ
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

雪
ノ
下
陽
乃
と
自
分
の
関
係
を

簡

に
ア
ス
ナ
に
説
明
し
た

世
間

て
思

た
よ
り

い
ん
だ
ね

だ
が
こ
れ
は

報
と
言
え
る
な

い
ざ
と
な

た
ら
陽
乃
さ
ん

由
で
ア
ス
ナ
に
連

が
と
れ

る
あ

そ
う
だ
ね

と
に
か
く

ま
ず
は
二
人
一

に
現
実
世
界
に
帰
還
し
な
い
と
な

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に
女
の
人
を
紹
介
し
な
い
と
い
け
な
い
し
ね

 
あ
れ

て
ハ
チ
マ
ン
君
が
前
話
し
て
く
れ
た

先
生
の
事
だ
よ
ね

あ
あ

話
し
た
事
が
あ

た
の
か

そ
う
だ
な

俺
が
一
番
尊
敬
す
る
人
だ

で
も

美
人

て
話
じ

な
か

た

け

あ
あ
そ
れ
は
な

ク
ラ
イ
ン
が
美
人
じ

な
き

だ
と
か
ぬ
か
し
や
が

た
ら
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こ
の
話
は
無
し
に
す
る
つ
も
り
だ

た
か
ら
な

な
る
ほ
ど
ね

ま
あ
と
に
か
く
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
を

き
寄
せ
た

 
二
人
と
も

だ

た
の
で
ア
ス
ナ
は
恥
ず
か
し
く
思

た
が
ど
う
や
ら
嬉
し
さ
の
方
が
勝

た
よ
う
だ

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な

ア
ス
ナ

う
ん

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
ね

ハ
チ
マ
ン
君

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま

を
重
ね
た

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
無
機
質
な
夜
空
だ
け
が

そ
れ
を
見
て
い
た
の
だ

た
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第
０
７
７
話
 
休
暇
の
終
わ
り

 

で
の
ん
び
り
と
し
た
次
の
日
の
朝

 
ハ
チ
マ
ン
の
下
に

ニ
シ
ダ
か
ら
一
通
の
メ

セ

ジ
が

い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
て

キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
を
呼
び
出
し
た

二
人
と
も

連
日
呼
び
出
し
て
し
ま

て
本
当
に
す
ま
ん

そ
れ
は
別
に
い
い
け
ど

何
か
あ

た
の
か

私
ま
で
呼
び
出
す
な
ん
て

事
じ

な
い
感
じ

そ
れ
を
今
か
ら
説
明
す
る

 
少
し

張
し
た
様
子
の
二
人
に
ハ
チ
マ
ン
は

今
日
呼
び
出
し
た
理
由
を
語
り
だ
し
た

実
は

今
日

シ
が

く
と
の
情
報
が
ニ
シ
ダ
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ニ
シ
ダ
さ
ん

て
誰

つ
い
最
近
再
会
し
た
俺
の
知
り
合
い
で

釣
り
マ
ス
タ

の
人
だ
な

あ
 
そ
の
言
葉
に
キ
リ
ト
が
反
応
し
た
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ニ
シ
ダ
さ
ん

て
五
十

く
ら
い
の

そ
う
な
人
で
よ
く
こ
の
層
で
釣
り
を
し
て
る
人

か
そ
う
だ

キ
リ
ト
も
知
り
合
い
か

あ
あ

よ
く
一

に
釣
り
を
し
て
た
よ

ま
あ
そ
の
釣
り
マ
ス
タ

の
ニ
シ
ダ
さ
ん
か
ら
の
救
援
要

だ

ど
う
や
ら
今
日

シ
が

く
ら
し
い

シ

て

釣
り
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
キ
リ
ト
の
問
い
に

い
た

ど
う
や
ら
ヒ

ト
さ
せ
る
の
は

釣
り
ス
キ
ル
依
存
で
問
題
無
い
ら
し
い
ん
だ
が

 
釣
り
上
げ
る
の
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
依
存
ら
し
い
ん
だ

で

ニ
シ
ダ
さ
ん
は

 
ヒ

ト
は
さ
せ
ら
れ
る
ん
だ
が

ど
う
し
て
も
釣
り
上
げ
る
事
が
出
来
な
い
ら
し
い

 
こ
こ
ま
で
言
え
ば
キ
リ
ト
を
呼
ん
だ
理
由
が
わ
か
る
か

つ
ま
り

ニ
シ
ダ
さ
ん
が
ヒ

ト
さ
せ
た
ら
俺
が
ス
イ

チ
し
て
釣
り
上
げ
ろ

と

そ
う
い
う
事
だ

ハ
チ
マ
ン
じ

目
な
の
か
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正
直
俺
に
も
何
と
も
言
え
な
い
の
で

今
回
は
確
実
性
を
求
め
る
事
に
し
た
わ
け
だ

な
る
ほ
ど

話
は
わ
か

た
け
ど

私
の
出
番
は

リ
ズ
に
は
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
釣
り

の
メ
ン
テ
を
頼
み
た
い

も
ち
ろ
ん
金
は
俺
が
出
す

 
可
能
な
ら
強
化
し
て
く
れ
て
も
全
然

わ
な
い

な
る
ほ
ど
ね

ち
な
み
に
俺
と
ア
ス
ナ
は
応
援
と

当
係
だ

今
お

当
作

て
る
か
ら
ね

 
キ

チ
ン
か
ら
ア
ス
ナ
も
声
を
か
け
て
き
た

ま
る
で
ピ
ク
ニ

ク
み
た
い
だ
な

ま
あ

実

そ
う
だ
か
ら
な

し
か
し

シ
か

釣
り
系
の
ボ
ス
は
初
め
て
見
る
な

一
体
ど
ん
な
の
が
釣
れ
る
ん
だ
ろ
う
な

燃
え
て
き
た
ぞ

俺
も
マ
イ
ロ

ド
で
チ

レ
ン
ジ
し
て
み
る
か

お
う

挑
戦
し
て
み
ろ
し
て
み
ろ
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な
ん
か
二
人
と
も
楽
し
そ
う
だ
ね

男
な
ら
誰
で
も
一
度
は

の
図
鑑
を
見
て
心
を
と
き
め
か
せ
る
も
の
な
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

 
ア
ス
ナ
が

当
を
作
り
終
わ

た
た
め
四
人
は
ニ
シ
ダ
に
指
定
さ
れ
た
釣
り
場
へ
と
移
動
を

開
始
し
た

ニ
シ
ダ
さ

ん

ハ
チ
マ
ン
君

お
や

キ
リ
ト
君
も
一

か
い

久
し
ぶ
り
だ
ね

お
久
し
ぶ
り
で
す
ニ
シ
ダ
さ
ん

ハ
チ
マ
ン
君
と
キ
リ
ト
君
が
知
り
合
い
だ

た
と
は
ね

俺
も

ニ
シ
ダ
さ
ん
と
ハ
チ
マ
ン
が
知
り
合
い
だ

て

い
て
驚
き
ま
し
た

偶
然
も
あ
る
も
ん
だ
ね

そ
う
で
す
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は

き

次
に
リ
ズ
ベ

ト
の
紹
介
を
始
め
た

こ
ち
ら
が
ニ
シ
ダ
さ
ん
の

を
見
て
も
ら
う
た
め
に
連
れ
て
き
た
鍛
治
師
の
リ
ズ
ベ

ト
で

す
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リ
ズ
ベ

ト
で
す

こ
ん
に
ち
は
ニ
シ
ダ
さ
ん

こ
れ
は
元
気
な
お
嬢
さ
ん
だ

宜
し
く
ね

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

は
い

速
で
す
が

を
見
せ
て

い
て
も
宜
し
い
で
す
か

こ
れ
な
ん
だ
が

ど
う
か
な

そ
れ
で
は
ち

と
拝
見
し
ま
す

こ
れ
な
ら
少
し
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
れ
ば
問
題
な
い
と
思

い
ま
す

 
つ
い
で
に

化
と
強
化
も
し
ち

い
ま
す
ね

あ

ニ
シ
ダ
さ
ん

料
金
は
俺
が

い
ま
す
の
で

そ
ん
な

悪
い
よ
ハ
チ
マ
ン
君

い
え
い
え

そ
の
代
わ
り
に

シ
の

を
バ

チ
リ
と
俺
達
に
見
せ
て
下
さ
い
よ

釣
り
上
げ
る
の
は
キ
リ
ト
君
頼
み
に
な
る
け
ど
こ
れ
は
気
合
が
入
る
ね
絶
対
に

け
て
み

せ
る
よ

は
い

今
日
は
頑
張
り
ま
し

う

 
リ
ズ
ベ

ト
は
ニ
シ
ダ
の

の
調
整
を
ぱ
ぱ

と
終
え
た

 
さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
が
認
め
る
と
こ
ろ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
一
の
鍛
治
師
と
言
え
る
仕
事
ぶ
り



 第一章 ＳＡＯ編

だ

た

 
ニ
シ
ダ
は
何
度
か

を

り

す
ご
い
す
ご
い
と
子

の
よ
う
に
は
し

い
で
い
た

 
そ
れ
を
見
た
三
人
は
と
て
も
心
が

か
く
な
る
の
を
感
じ
た

ニ
シ
ダ
の
人
格
の
せ
い
も
あ

る
だ
ろ
う

 

シ
が

く
と
さ
れ
る
時
間
ま
で
は
ま
だ
時
間
が
あ

た
た
め

 
五
人
は
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
お

当
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た

こ
れ
ど
う
や

て
や
れ
ば
い
い
の

そ
う
だ
な

お

い
キ
リ
ト

リ
ズ
に
釣
り
の
や
り
方
を
教
え
て
や
れ
よ

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

リ
ズ

こ

ち
に
来
て
く
れ

う
ん

 
リ
ズ
ベ

ト
は
嬉
し
そ
う
に
キ
リ
ト
の
下
へ
と
走

て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
も
覚
え
た
て
で
は
あ
る
が
そ
れ
な
り
に
釣
り
上
げ
る
事
が
出
来
て
い
た

 
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
る
と

突
然

り
に
人
が
集
ま
り
出
し
て
き
た

 
二

三
十
人
は
い
る
だ
ろ
う
か

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
全
員
釣
り

を
持

て
い
た

釣
り
師

て
こ
ん
な
に
い
た
ん
で
す
ね
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
て

感

深
そ
う
に
そ
う
言

た

そ
う
だ
ね

こ
こ
の

シ
は
釣
り
師
の
間
じ

結

名
だ
か
ら

 
い
つ
も

シ
の
時
間
に
な
る
と
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
中
の
釣
り
師
が
こ
こ
に
集
ま
る
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

こ
れ
は
燃
え
て
き
ま
し
た
ね
ニ
シ
ダ
さ
ん

そ
う
だ
ね
ハ
チ
マ
ン
君

絶
対
釣
り
上
げ
よ
う

は
い

ニ
シ
ダ
さ
ん

頑
張

て
下
さ
い
ね

あ
り
が
と
う
ア
ス
ナ
さ
ん

こ
れ
は
絶
対
負
け
ら
れ
な
い
ね

あ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
な

 
そ
の
ニ
シ
ダ
の
言
葉
と
同
時
に
集
ま

た
釣
り
師
達
は
一

に
川
に
向
か

て

を

り
下

ろ
し
た

 
誰
か
の

に

物
が
か
か
る
度
に
歓
声
が
あ
が
る
の
だ
が

 
ま
だ
誰
の

に
も

シ
は
ヒ

ト
し
て
い
な
か

た

う

ん

い
つ
も
な
ら
誰
か
し
ら
の

に

シ
が
か
か

て
お
祭
り

ぎ
に
な
る
ん
だ
が

 
今
日
は
少
し

い
み
た
い
だ
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

ん
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そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が
釣
り
場
の
一
点
を

い
目
で
見
つ
め
た

ど
う
や
ら
何
か
感
じ
た
よ
う

だ
ニ
シ
ダ
さ
ん

あ

ち
の
あ
の
倒
木

い
の

見
え
ま
す

あ
あ

あ

ち
か
ら
何
か
巨
大
な
気
配
を
感
じ
ま
す

強
さ
は
そ
う
で
も
な
い
ん
で
す
が
と
に
か

く
大
き
い

よ
し

そ
れ
じ

あ
の
あ
た
り
を
狙

て
投
げ
て
み
る
よ

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ニ
シ
ダ
に
そ
う
伝
え

ニ
シ
ダ
は
正
確
な
キ

ス
テ

ン
グ
で

 
ハ
チ
マ
ン
が
指

し
た
ポ
イ
ン
ト
に

分
た
が
わ
ず
エ
サ
を
打
ち
込
ん
だ

さ
す
が
は
ニ
シ
ダ
さ
ん

完

で
す
ね

い
や

ま
あ
⻑
く
や

て
る
か
ら
ね

て

こ
れ
は

 
ニ
シ
ダ
の

に
何
か
が
ヒ

ト
し
た

が
大
き
く
た
わ
み

に
激
し
く
動
き
出
し
た

来
た

 
ニ
シ
ダ
が
叫
び

ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に
キ
リ
ト
を
呼
ん
で
く
る
よ
う
に
頼
ん
だ
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ニ
シ
ダ
さ
ん

と
り
あ
え
ず
キ
リ
ト
が
来
る
ま
で
頑
張

て
下
さ
い

任
せ
て
お
い
て
よ

ら
せ
る
く
ら
い
な
ら
私
に
も
出
来
る

 
ニ
シ
ダ
の
叫
び
を

い
た
の
か

釣
り
師
達
が
続
々
と
集
ま

て
き
た

 
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
が
到
着
し

キ
リ
ト
が
ニ
シ
ダ
と
ス
イ

チ
し
て

を

た

ニ
シ
ダ
さ
ん

か
い
指

を
お
願
い
し
ま
す

う
ん
わ
か

た

キ
リ
ト
君

頑
張

て

は
い

キ
リ
ト

頑
張
れ

 
リ
ズ
ベ

ト
が
キ
リ
ト
に
声
援
を
飛
ば
し
た

 
他
の
釣
り
師
達
も
皆

少
年
の
よ
う
に
目
を

か
せ
な
が
ら

キ
リ
ト
を
応
援
し
始
め
た

 
キ
リ
ト
も
そ
の
声
援
を
受
け

頑
張

て
い
た
の
だ
が

 
さ
す
が
は

シ
だ
け
の
事
は
あ
り

キ
リ
ト
の
筋
力
で
も
簡

に
は
釣
り
上
げ
ら
れ
な
い

 
だ
が
ニ
シ
ダ
の
的
確
な
指

も
あ
り

キ
リ
ト
は

シ
を
徐
々
に

ら
せ
て
い

た

 
そ
し
て
つ
い
に

負
け
し
た
の
か

徐
々
に

シ
の
動
き
が

く
な
り

 

々

に
寄

て
く
る
の
が
目

で
も
ハ

キ
リ
と
確
認
出
来
る
よ
う
に
な

た
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そ
ん
な
時

ハ
チ
マ
ン
に
誰
か
か
ら
の
メ

セ

ジ
が

い
た

こ
ん
な
時
に
メ

セ

ジ
か

す
ま
ん
ア
ス
ナ

武
器
を
用
意
し
て
待
機
し
と
い
て
く
れ

分
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
が
メ

セ

ジ
を
確
認
し
て
い
る
と

ニ
シ
ダ
が
大
き
な
声
を
上
げ
た

よ
し
キ
リ
ト
君

今
だ

う
お
お
お
お
お
お

 
キ
リ
ト
は
気
合
を
入
れ
て

を
持
ち
上
げ
た

そ
の

間
川
の
中
か
ら
巨
大
な
何
か
が
飛
び
出

し
て
き
た

 
そ
れ
は

ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か

 
ウ

パ

ル

パ

を
ご
つ
く
し
た
よ
う
な
感
じ
の

手
足
の
生
え
た
奇
怪
な

シ

だ

た

 
そ
の

シ
の
目
は
と
て
も
大
き
く

い
⻭
が

山
生
え
て
い
た

 
キ
リ
ト
と
ニ
シ
ダ
の
前
に
着
地
し
た
そ
の

シ
は
二
人
を
ぎ

ろ

と
見
つ
め
る
と

 
意
外
と

な
動
き
で

二
人
に
向
か

て
走
り
出
し
た

う

う
お
お
お
お
お
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う
わ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ニ
シ
ダ
は
そ
れ
を
見
て

て
て
逃
げ
出
し
た

キ
リ
ト
も
反
射
で
逃
げ
て
し
ま

た
よ
う
だ

 
大
し
て
強
く
な
い
の
が
す
ぐ
分
か
る
た
め
リ
ズ
ベ

ト
は
大
笑
い
し
な
が
ら
そ
れ
を
見
て
い

た 
そ
ん
な

シ
と
二
人
の
間
に

ア
ス
ナ
が

と
立
ち
ふ
さ
が

た

リ
ニ
ア

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
声
と
共
に

愛
剣
を

く
突
き
出
し
た

 

シ
は
そ
の
攻
撃
を
受
け

あ

さ
り
と
地
に
落
ち
た

ど
う
や
ら
消
滅
は
し
な
い
ら
し
い

や

た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ニ
シ
ダ
が
喜
び
を
爆
発
さ
せ

り
の
者
も
そ
れ
に
追

し

大
歓
声
が
あ
が

た

 
キ
リ
ト
は
リ
ズ
ベ

ト
と
ハ
イ
タ

チ
し

 
メ

セ

ジ
を
見
て
い
た
は
ず
の
ハ
チ
マ
ン
は
い
つ
の
間
に
か
ア
ス
ナ
の
隣
に
い
て

 
そ
の

を
そ

と

き

そ
の
光
景
を
見
つ
め
て
い
た

 
歓
声
が
落
ち
着
く
と
ニ
シ
ダ
は

全
員
に
向
か

て

こ
え
る
よ
う
に
こ
う
叫
ん
だ

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
記
念

影
と
い
き
ま
せ
ん
か
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ど
う
や
ら
ニ
シ
ダ
は

こ
の
日
の
た
め
に
頑
張

て
記
録
結

も
手
に
入
れ
て
い
た
ら
し
い

 
ま
ず
そ
の
場
に
い
た
全
員
の
集
合
写
真
の

影
が
行
わ
れ
た

 
そ
の
後
ハ
チ
マ
ン
の
持
つ
記
録
結

を
使
い

ニ
シ
ダ
と
四
人
の

影
が
行
わ
れ
た

 
そ
の

影
が
終
わ
る
と

囲
で
見
て
い
た
者
の
中
か
ら

人
が
ア
ス
ナ
に
駆
け
寄

て
き

た
あ
の

閃
光
の
ア
ス
ナ
さ
ん
で
す
よ
ね

俺
達
フ

ン
な
ん
で
す

こ
れ
か
ら
も
頑
張

て

下
さ
い

結
婚
さ
れ
て
た
ん
で
す
ね

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

え

あ
の
そ
の

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
の

に

き
つ
い
た

 

囲
か
ら

や
か
し
と
祝
福
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ハ
チ
マ
ン
も

れ
た
よ
う
に

を

い
た

 
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
は
遠
く
か
ら
そ
れ
を
見
て
い
た
が
そ
の
二
人
を
ハ
チ
マ
ン
が
手

き

し
て
呼
ん
だ

ど
う
か
し
た
の
か

こ
ん
な
時
に
言
い
た
く
は
な
か

た
が

ど
う
や
ら
休
暇
も
終
わ
り
み
た
い
だ
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ど
う
い
う
事
だ

七
十
五
層
の
ボ
ス
部
屋
が
発
見
さ
れ
た
と
の
連

が

今
ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ら
来
た

そ
う
か

先
行
し
た
偵
察
部

二
十
人
の
う
ち

十
人
が
中
に
入

た
ら
し
い
ん
だ
が

 
中
央
付
近
に
到
達
し
た

間
扉
が

ま

て
開
か
な
く
な
り

 
再
び
扉
が
開
い
た
時
に
は
中
に
は
誰
も
い
な
か

た
そ
う
だ

な
ん
て
こ

た

十
人
の
死

は
確
認
さ
れ
た
の
か

あ
あ

ど
う
や
ら
結

無

化
空
間
な
上
入
る
と
扉
が
外
か
ら
も
中
か
ら
も
開
け
ら
れ
な
い

み
た
い
だ

や

か
い
だ
な

そ
れ
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

キ
リ
ト
に
も
一

に
本
部
に
来
て
欲
し
い
と
さ

分
か

た

ハ
チ
マ
ン
君

今
の
話
は

 
横
で
話
を

い
て
い
た
ニ
シ
ダ
が

苦
し
そ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に

ね
て
き
た

は
い
ニ
シ
ダ
さ
ん

俺
達
の
休
暇
も
つ
い
に
終
わ
り
の
時
が
来
た
み
た
い
で
す
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す
ま
な
い

君
達
に
ば
か
り
負
担
を
か
け
て
し
ま
い

本
当
に
す
ま
な
い

大
丈
夫
で
す

こ
れ
で
も
俺
達
は

四
天
王
な
ん
て
言
わ
れ
て
る
く
ら
い
強
い
ん
で
す
よ

そ
れ
じ

あ

キ
リ
ト
君
も

え
え

キ
リ
ト
も
四
天
王

て
呼
ば
れ
て
る
う
ち
の
一
人
で
す
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
血
盟
騎
士
団
の
参
謀
服
に
着

え

 
こ
れ
か
ら
少
し
決
意
を
述
べ
る
と
三
人
に
告
げ
た

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
す
の
は
初
め
て
だ

た
の
で
三
人
は
少
し
驚
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
目
を
見
た
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は

そ
の
場
で
戦
闘
用
の
服
に
着

え
た

 
そ
の

を
見
て

囲
に
い
た

が
ど
よ
め
い
た

あ
れ

て
血
盟
騎
士
団
の
制
服
だ
よ
な

ア
ス
ナ
さ
ん
の
は
見
た
事
あ
る
け
ど

も
う
一
人
の
服
は
見
た
事
の
な
い
デ
ザ
イ
ン
だ
な

俺
ガ
イ
ド
ブ

ク
で
見
た
事
あ
る

あ
れ

て
唯
一
誰
も

任
し
て
な
か

た
参
謀
用
の
制

服
だ
ろ

お
い

そ
れ

て

あ
れ

て
噂
の
黒
の
剣
士
じ

な
い
か

全
身
黒
ず
く
め
だ
し
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そ
ん
な

囲
の

を

き
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
が

集
に
向
か

て
声
を
発
し
た

皆
さ
ん
い
き
な
り
で
す
み
ま
せ
ん

ご

の
通
り
私
と
こ
こ
に
い
る
ア
ス
ナ
は
新
婚
の
た
め

 
団
⻑
か
ら
休
暇
を
も
ら
い
今
日
の
こ
の
場
に
参
加
し
て
い
ま
し
た

 
で
す
が
先
ほ
ど
団
⻑
か
ら
連

が
あ
り

こ
こ
に
い
る
三
人

 
私
こ
と
血
盟
騎
士
団
参
謀

銀
影
の
ハ
チ
マ
ン
と
副
団
⻑
の
閃
光
の
ア
ス
ナ

 
そ
し
て
黒
の
剣
士
キ
リ
ト
は
本
日
を
も

て
休
暇
を
終
え
七
十
五
層
の
ボ
ス
戦
に

く
事
に

な
り
ま
し
た

 
私
達
は

隣
に
い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
一
の
鍛
治
師
リ
ズ
ベ

ト
の
作

た
武
器
を
持
ち

 
皆
さ
ん
の
分
ま
で
戦
い
絶
対
に
勝

て
き
ま
す

そ
し
て
い
つ
か
必
ず
皆
さ
ん
を
こ
こ
か
ら

解
放
し
ま
す

 
そ
の
日
ま
で
ど
う
か
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
れ
は
い
つ
も
の
ハ
チ
マ
ン
に
は
似
合
つ
か
わ
し
く
な
い

々
と
し
た

る
舞
い
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
に
成
⻑
し
て
い
る
よ
う
だ

 
こ
の

を
総
武
高
校
の
面
々
が
見
た
ら

一
体
ど
ん
な
感
想
を

く
の
だ
ろ
う
か
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そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
と
四
人
の

に

そ
の
場
に
い
た
者
達
は
大
き
な
声
援
を
贈

た

 
ニ
シ
ダ
は

き
な
が
ら
四
人
と

手
し
て

後
日
必
ず
再
会
し
よ
う
と
約
束
を
し
た

 
そ
し
て
四
人
は
そ
の
場
を

し

血
盟
騎
士
団
の
本
部
へ
と
向
か

た

 
も

と
も
リ
ズ
ベ

ト
は
ハ
チ
マ
ン
の
依
頼
に
よ
り
秘
密
基
地
へ
と
向
か
う
事
に
な

て
い

た 
ち
な
み
に
リ
ズ
ベ

ト
に
は
残
り
の
メ
ン
バ

を
集
合
さ
せ
る
と
い
う
ミ

シ

ン
も

え

ら
れ
て
い
た

し
か
し
ハ
チ
マ
ン

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
だ

ニ
シ
ダ
さ
ん
や
他
の
人
達
を
見
て
た
ら
少
し
は
安
心
さ
せ
て
あ
げ
た
い

て
思

ち
ま

て

な
で
も
ハ
チ
マ
ン
君

す
ご
い

々
と
し
て
た
ね

格
好
良
か

た
よ

 
ア
ス
ナ
は
先
ほ
ど
の
ハ
チ
マ
ン
の

を
思
い
出
し

う

と
り
と
し
て
い
た

い
や

も
う
ま
じ
で
足
と
か

え
て
た
か
ら
な

そ
れ
で
も
だ
よ

さ
す
が
は
私
の

那
様
だ
ね

そ
う
言

て
も
ら
え
る
の
は

難
い
ん
だ
が
な
自
分
を

舞
す
る
意
味
も
あ

た
ん
だ
よ
な
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正
直
こ
こ
か
ら
先
は
何
が

こ
る
か
わ
か
ら
な
く
て

俺
自
身
不
安
だ
ら
け
な
ん
だ
よ

そ

か

完

に
見
え
る
ハ
チ
マ
ン
も

や

ぱ
人
の
子
だ

た

て
事
だ
ね

失

だ
な
リ
ズ

俺
は
立

な
人
の
子
だ
ぞ

あ
は
は

い
つ
も
の
ハ
チ
マ
ン
に

た
み
た
い
じ

な
い

ん

そ
う
い
え
ば
足
の

え
も
止
ま

て
る
な

や

ぱ
り
リ
ズ
は
す
ご
い
な

私
に
は
そ
れ
く
ら
い
し
か
出
来
な
い
か
ら
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
は
少
し
し

ん
ぼ
り
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
は
し

か
り
と
リ
ズ
ベ

ト
を
フ

ロ

し
た

そ
ん
な
事
は
無
い
ぞ
リ
ズ

さ

き
ハ
チ
マ
ン
も
ち

ん
と
言

て
た
だ
ろ

 
こ
こ
に
い
る
三
人
と
も

リ
ズ
の
作

た
武
器
を
持

て
戦
う
ん
だ

 
リ
ズ
が
い
な
か

た
ら
俺
達
は
今
こ
こ
に
い
な
か

た
か
も
し
れ
な
い

だ
か
ら
自
信
を
持

て
そ
う
だ
よ
リ
ズ

み
ん
な
リ
ズ
に
は
感
謝
し
て
る
ん
だ
か
ら
ね

う
ん

わ
か

た

七
十
五
層
だ
か
ら
か
な
り
の
強
敵
が
待

て
る
と
思
う
け
ど

 
み
ん
な
必
ず
無
事
に

て
き
て
ね

私
と
シ
リ
カ
と
ア
ル
ゴ
さ
ん

三
人
で
待

て
る
か
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ら
ねお

う
任
せ
て

リ
ズ

そ
れ
じ

俺
達
は
本
部
に
向
か
う
か
ら

リ
ズ
は
手
は
ず
通
り
全
員
を
集
め
て
お
い
て
く
れ

分
か

た

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
休
暇
を
終
え

再
び
戦
場
へ
と
舞
い

る
事
と
な

た
の

だ

た
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第
０
７
８
話
 
表
と
裏

来
て
く
れ
た
の
か

三
人
と
も
す
ま
な
い

 
出
来
え
ば
も
う
少
し
休
暇
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
予
定
だ

た
ん
だ
が

非
常
事
態
だ
ろ

仕
方
な
い
さ

ま
あ

さ
ん
は
タ
イ
ミ
ン
グ
は
と
も
か
く

に
つ
い
て
は

り
込
み
済
み
だ

た
と
思
う

け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
が

表
に
は
ま

た
く
出
さ
な
か

た

で

ど
ん
な

況
な
ん
だ

メ

セ

ジ
で
説
明
し
た
通
り
だ

も
は
や
偵
察
す
る
事
は
不
可
能
だ
と
分
か

た
の
で

 
精

を
集
め
て
明
日
全
体
会
議
を
行
い

明
後
日
に
本
攻
略
を
行
う
事
に
な

た

ま
あ

も
う
そ
れ
し
か
な
い
か

結

ア
イ
テ
ム
も
使
え
な
い

て
事
は

 
回
復
は
ポ

シ

ン
頼
み
に
な
る
と
思
う
が

は
揃

て
る
の
か

自
の
ス
ト
レ

ジ
に
入
り
き
ら
な
い

度
に
は
集
め
て
お
い
た
よ

了
解
だ
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キ
リ
ト
君
に
も
わ
ざ
わ
ざ
ご
足
労
願

た
事
だ
し

 

し
い

を
私
の
口
か
ら
も
う
一
度
説
明
し
て
お
こ
う

頼
む

 
そ
う
言

て
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

よ
り

な

を
語
り
始
め
た

そ
の

況
だ
と

結

ア
イ
テ
ム
が
使
え
な
い
の
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
い
な

あ
あ

ど
ん
な
敵
か
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が

少
な
く
と
も
扉
が

ま
る
直
前
ま
で
は

 
何
も
現
れ
て
い
な
か

た
の
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ

し
か
し
扉
が

ま

た
と
言
う
事
は

何
か
の
フ
ラ
グ
が
成
立
し
た
と
い
う
事
の
は
ず
だ

 
そ
し
て
そ
れ
は
ボ
ス
部
屋
で
は

ボ
ス
の
出
現
以
外
に
は
あ
り
え
な
い

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
発
言
を

キ
リ
ト
が
補
足
し
た

つ
ま
り
そ
の
時
点
で
扉
の
外
に
い
た
者
か
ら
は
見
え
な
か

た
が

 
出
現
自
体
は
お
そ
ら
く
し
て
い
た

て
事
か

そ
う
い
う
事
に
な
る
な

な
る
ほ
ど

理
屈
は
通

て
い
る
ね

さ
す
が
は
私
の
ハ
チ
マ
ン
君
だ
ね
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あ

あ
あ

そ
う
だ
ね
ア
ス
ナ
君

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
こ
ん
な
ア
ス
ナ
を
見
る
の
は
初
め
て
だ

た
よ
う
で
少
し
と
ま
ど

て
い

る
よ
う
だ

で

全
体
の
指

は
俺

て
事
で
い
い
の
か

あ
あ

初
め
て
の
指

が
厳
し
い
層
に
な

て
し
ま

て

し

な
く
思
う

ま
あ
今
ま
で
も
よ
く
口
出
し
し
て
た
し
な

問
題
な
い

ま
あ
私
の
ハ
チ
マ
ン
君
な
ら
何
の
問
題
も
無
い
よ
団
⻑

そ

そ
う
だ
ね
ア
ス
ナ
君

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
や
は
り
と
ま
ど

て
い
る
よ
う
で
キ
リ
ト
に
こ

そ
り
と

打
ち
し
て
き

た
キ
リ
ト
君

ア
ス
ナ
君
は
い
つ
か
ら
こ
う
な
ん
だ
い

ん

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
知
ら
な
か

た
だ
け
で

か
な
り
前
か
ら
こ
う
だ
ぞ

そ
う
か

そ
れ
じ

明
日
の
会
議
の
詰
め
に
入
ろ
う

団
⻑

あ
あ



 第一章 ＳＡＯ編

 
四
人
は
想
定
さ
れ
る
事
態

準
備
す
る
物

編
成

に
つ
い
て
相
談
し
て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
誰
か
が
発
言
す
る
度
に
こ

そ
り
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
反
応
を
確
認
し
て
い
た

 
そ
し
て
合
同
会
議
に
向
け
て
の
話
し
合
い
は
問
題
無
く
終
わ
り
そ
の
ま
ま
解
散
と
い
う
事
に

な

た
そ
れ
じ

団
⻑

ま
た
明
日

お
疲
れ
様
で
し
た

ま
た
な

ヒ

ス
ク
リ
フ

あ
あ

三
人
と
も

ま
た
明
日

 
三
人
は
外
に
出
る
と

そ
の
ま
ま
秘
密
基
地
へ
と
向
か

た

す
ま
ん

待
た
せ
た
か

問
題
な
い

俺
達
も
少
し
前
に
来
た
と
こ
ろ
だ

そ
う
か

そ
れ
じ

速
会
議
を
始
め
る

お
う

何
か
大
変
な
事
に
な

て
る
み
た
い
だ
な

あ
あ
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ハ
チ
マ
ン
は
ま
ず
今
回
の
件
に
つ
い
て
の

を
説
明
し
た

か
な
り
き
つ
そ
う
だ
け
ど

大
丈
夫
な
の

そ
う
だ
な

も
う
少
し
情
報
が
欲
し
い
の
は
確
か
だ
な

ア
ル
ゴ

何
か
無
い
か

あ
ち
こ
ち
走
り
回

た
感
じ
だ
と

ど
う
や
ら
人
型
の
敵
で
は
な
い
な

 
そ
う
い

た
種
族
の
情
報
は
皆
無
だ

た

そ
れ
な
ら
迷
宮
区
の
敵
の
発
展
型
な
可
能
性
が
高
い
な

今
回
の
迷
宮
区
の
敵
の

向
は

タ
イ
プ
六
十

人
型
の
敵
が
三
十

後
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
ナ

そ
れ
な
ら

タ
イ
プ
の
ボ
ス
の
可
能
性
が
高
い
な

そ
し
て
ボ
ス
は
お
そ
ら
く
上
か
ら
来
る
だ

ろ
うそ

こ
ま
で
わ
か
る
の

入
り
口
か
ら
正
面
と

ど
こ
に
も
ボ
ス
の

が
見
え
な
か

た
の
な
ら

 
必
然
的
に
そ
う
な
る
だ
ろ
う
な

さ
す
が
に

が
ま

た
く
見
え
な
い
敵
は
設
定
し
な
い
だ
ろ

う
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

な
あ

で
天

に
は
り
つ
く
奴

て

ど
ん
な
の
を
思
い
つ
く
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黒
い
悪
魔

 
リ
ズ
ベ

ト
が

と
て
も

そ
う
に
そ
う
発
言
し
た

黒
い
悪
魔
だ
け
は
勘

し
て
欲
し
い
所
だ
よ
な

あ
あ

あ
れ
は
俺
も
生
理
的
に
無
理
だ

 
ク
ラ
イ
ン
が
そ
う
言
い

エ
ギ
ル
も
同
意
し
た

他
に
何
か
あ
る
か

ん

ム
カ
デ
と
か

後
は
ク
モ
か
な

ハ
チ
と
か
の
空
を
飛
ぶ
系
の
ボ
ス
の
可
能
性
も
あ
る
よ
ね

そ
う
だ
な

こ
れ
じ

キ
リ
が
な
い
ね

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は
何
か
さ

き
の
話
し
合
い
で
気
付
い
た
事
は
あ
る
か

そ
う
だ
な

に
少

精

に

て
い
た
気
は
し
た
な

 
フ
ル
レ
イ
ド
に
す
る
事
も
不
可
能
じ

な
い
だ
ろ
う

確
か
に

目
の
層
な
の
に

じ

な
く
質
を
求
め
て
い
た
気
は
し
た
ね
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少

精

じ

な
い
と
厳
し
い

も
し
く
は

が

え
る
敵

て
事
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
込
み

あ
る
一
つ
の
結

に
至

た

よ
し
今
回
の
敵
は
ム
カ
デ
か
ク
モ
も
し
く
は
そ
れ
に

す
る
敵
と
い
う
前
提
で
話
を
進
め

る

は

大
人

だ
と
攻
略
自
体
厳
し
い
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
考
え
た
と
し
た
ら

 
お
そ
ら
く
敵
は
同
時
に
多
く
の
者
を
攻
撃
で
き
る
手

が
あ
る
と
い
う
事
に
な
る

 
そ
う
考
え
る
と

タ
イ
プ
で
候
補
に
あ
が
る
の
は

手
足
の
多
い

の
奴
だ

確
か
に
ハ
チ
と
か
だ
と

大
人

で
散
開
し
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

き

話
を
続
け
た

基
本
方
針
と
し
て
は

ま
ず
俺
が
中
央
に
走

て
ボ
ス
を
わ
か
せ
る

 
戦
闘
に
参
加
す
る
四
人
は
さ
り
げ
な
く
上
を
見
て
て
く
れ

 
ボ
ス
の
わ
き
を
確
認
し
た
ら
全
力
で
下
が
る
の
で
タ
ン
ク
部

に
盾
を
上
向
き
に
持
た
せ
て

前
進
さ
せ
る

 
後
の
配
置
は
敵
の

を
見
て
か
ら
だ
な
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了
解

そ
れ
じ

次
に

今
日
の
本
題
だ

今
ま
で
の
は
本
題
じ

無
か

た
の

あ
あ

正
直
ボ
ス
戦
に
関
し
て
は

そ
こ
ま
で
心
配
は
し
て
い
な
い

何
で
ダ

俺
達
に
は
も
う
あ
ま
り
時
間
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
は
分
か
る
な

 
一
同
は
そ
の
言
葉
に

い
た

お
前
達
が
も
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
な
ら

ど
う
考
え
る

 
こ
ん
な
所
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
ら

立
て
直
す
の
に
ど
れ
だ
け
の
時
間
が
か
か
る

お
そ
ら
く

月

い
や
も

と
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
な

そ
う
な
る
と
も
う

ク
リ
ア
前
に
死
ぬ
奴
も
出
て
く
る
ん
じ

な
い
か

確
か
に
な

そ
う
い
う
事
だ

そ
し
て
そ
れ
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
と

て
は
と
て
も
都
合
が
悪
い
と
思
わ
な

い
か

そ
う
か

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
見
た
い
の
は

も

と
先
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あ
あ

お
そ
ら
く
九
十
層
く
ら
い
ま
で
は
特
に
問
題
も
な
く
い
け
る
と
俺
は
ふ
ん
で
い
る

 
も
ち
ろ
ん
油
断
は
し
な
い
が
な

後
は
そ
こ
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
ど
う

出
し
て
く
る
か
だ

が 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
こ
で
一
度
言
葉
を
切
り

深
呼

し
た
後

心
に
触
れ
た

俺
は
そ
こ
ま
で
時
間
を
か
け
る
つ
も
り
は
一
切
無
い

こ
の
フ
ロ
ア
で
勝
負
を
か
け
る

 
そ
の
言
葉
に

一
同
は
ご
く
り
と

を
飲
み
込
ん
だ

俺
の
考
え
は
こ
う
だ

お
そ
ら
く
九
十
層
く
ら
い
ま
で
い
や
も
う
少
し
先
ま
で
か
も
し
れ

な
い
が

 
お
そ
ら
く
そ
れ
く
ら
い
ま
で
で

一
番
き
つ
い
の
が
こ
の
七
十
五
層
だ
と
思
う

 
と
す
る
と
こ
の
先
し
ば
ら
く
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

が

 
戦
闘
中
に
半
分
近
く
ま
で
落
ち
込
む
チ

ン
ス
は
訪
れ
な
い
と

さ
れ
る

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い

要
す
る
に

今
回
の
ボ
ス
戦
で
団
⻑
の

を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

ら
す

て
事
だ
ね

あ
あ

絶
対
に
半
分
以
下
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
設
定
し
て
あ
る
と
思
う
か
ら

 
一
番
き
つ
い
部
分
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
に

投
げ
す
る

奴
も
俺
達
に
正
体
が
バ
レ
る
と
ま
ず
い
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か
ら

 
上
手
い
事
半
分
を

ら
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
く
る
は
ず
だ

確
か
に
そ
う
だ
な

敵
を
信
頼
す
る

て
の
も
変
な
話
だ
け
ど
な

ヒ

ス
ク
リ
フ
は

俺
の
指

の
せ
い
で
戦
闘
中
か
な
り
気
を
遣
う
は
ず
だ

 
そ
し
て
戦
闘
が
終
わ
る

さ
す
が
の
あ
い
つ
も

そ
こ
で
気
を
抜
く
と
思
う

ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
仕
向
け
る
の
な
ら
そ
う
な
る
だ
ろ
う
な

そ
の
後
俺
が
ゴ
ド
フ
リ

の
お

さ
ん
な
り
に
頼
ん
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
声
を
か
け
さ
せ
る

 
あ
い
つ
が
こ

ち
に
背
を
向
け
た
時
が
チ

ン
ス
だ

ま
ず

キ
リ
ト

お
う

全
力
で
あ
い
つ
に
攻
撃
を
し
か
け
ろ

了
解

お
そ
ら
く
正
体
が
バ
レ
た
後
の
あ
い
つ
は

全
員
を
動
け
な
い
よ
う
に
し
て

 
褒
美
だ
な
ん
だ
と
理
由
を
つ
け
て
誰
か
と
の
タ
イ
マ
ン
を
提
案
す
る
と
思
う

そ
こ
ら
へ
ん
は

茅
場
を
よ
く
知
る
ハ
チ
マ
ン
な
ら
で
は
の

か

あ
あ

そ
し
て
お
そ
ら
く
全
員
を
動
け
な
い
よ
う
に
す
る
手

は

麻

だ
ろ
う
な
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実

そ
の

の

態

常
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
他
に
存
在
し
な
い

そ
し
て
次
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ

ル
お
う

や

と
俺
達
の
出
番
か

二
人
は
俺
と
ア
ス
ナ
の
前
に
出
て
俺
達
を

せ

麻

回
復
ポ

シ

ン
も
一
応
持

て
お

い
て
く
れ

す
だ
け
で
い
い
の
か

あ
あ

そ
の
間
に
俺
と
ア
ス
ナ
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
死

で
麻

を
治
し

 
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
戦
闘
に
介
入
し

三
人
が
か
り
で
一
気
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
を
倒
す

 
俺
達
が
飛
び
込
む
直
前
に

二
人
は
麻

回
復
ポ

シ

ン
を
使

て
そ
の
後
に
備
え
ろ

さ
す
が
ハ
チ
マ
ン

や

ぱ
り
敵
に
回
し
た
く
は
ね
え
な

二
人
を
盾
に
す
る
の
は
万
が
一
に
も
俺
と
ア
ス
ナ
が
動
け
る
事
が
あ
い
つ
に
バ
レ
な
い
た
め

の
保
険
だ

 
作
戦
は
こ
う
だ
が

何
か
質
問
は
あ
る
か

 
ア
ス
ナ
が

お
ず
お
ず
と
言
う
感
じ
で
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た
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ね

ハ
チ
マ
ン
君

茅
場
さ
ん
と
は
一
応
知
り
合
い
な
ん
で
し

う

確
か
に
私
達
も
覚
悟

は
し
た
け
ど

 
で
も
や

ぱ
り
色
々
と
考
え
る
よ
ね

そ
の

殺
す
事
に
な
る
と
か

あ
の
人
を
倒
し
た
時
点
で
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
に
な
る
か
ら

 
あ
の
人
も
死
ぬ
事
に
は
な
ら
な
い
と
思
う

だ
か
ら
あ
ま
り
気
に
し
な
い
で
い
こ
う

そ

か

確
か
に
そ
う
だ
ね

他
に
何
か
あ
る
か

 
次
に
キ
リ
ト
が

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

も
ち
ろ
ん
俺
が
そ
の
ま
ま
倒
し
ち
ま

て
も
い
い
ん
だ
よ
な

あ
あ

も
ち
ろ
ん

わ
な
い
ぞ

む
し
ろ
そ
の
方
が
俺
が
楽
を
出
来
て
助
か
る
な

キ
リ
ト

頑
張

て

ヒ

ス
ク
リ
フ
も
以
前
の
キ
リ
ト
と
の
デ

エ
ル
か
ら
か
な
り
成
⻑
し
対

も
と

て
い
る

は
ず
だ

 
そ
う
簡

に
は
い
か
な
い
と
思
う
が

頼
む
ぞ
キ
リ
ト

お
う

や
ば
か

た
ら

を
出
来
る
だ
け

る
ス
タ
イ
ル
に
変
更
す
る
よ
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他
に
何
も
無
け
れ
ば

最
後
に
一
つ
ど
う
し
て
も
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る

 
俺
達
三
人
の
う
ち

誰
か
が
死
ん
だ
場
合
だ

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
葉
に

一
同
は
少
し
顔
を

ざ
め
さ
せ
た

そ
の
場
合
は
全
員
で
一

に
飛
び

て

絶
対
に
十

以
内
に
奴
を
倒
せ

 
そ
う
す
れ
ば
死
ん
だ
奴
も
助
か
る

た
だ
し
絶
対
に

る
な

十

を
フ
ル
に
使
い
切

て
で

も 
確
実
に
あ
い
つ
を
追
い
詰
め
て
倒
す
ん
だ

ど
ん
な

な
手
を
使

て
も
い
い

 
と
に
か
く
そ
れ
だ
け
は
忘
れ
な
い
で
く
れ

わ
か

た

任
せ
ろ
い

静
に
い
こ
う

絶
対
に
団
⻑
を
倒
す
よ

み
ん
な
必
ず
生
き
残

て
ね

私
達

て
ま
す
か
ら

み
ん
な

頼
む
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こ
う
し
て
表
と
裏
の
話
し
合
い
は
終
わ

た

 
次
の
日
の
攻
略
会
議
も
無
事
に
終
わ
り
総
勢
三
十
二
名
で
七
十
五
層
の
ボ
ス
に
挑
む
事
が
決

定
し
た
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第
０
７
９
話
 
血
盟
騎
士
団
参
謀

ハ
チ
マ
ン
の
戦
い

そ
れ
で
は
今
か
ら
回
廊
結

を
使
う

君
の
健
闘
を
期
待
す
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
宣
言
と
共
に

ボ
ス
部
屋
の
前
に
設
定
し
た
回
廊
が
口
を
開
け

 
選
ば
れ
た
精

達
が
次
々
と
移
動
し
て
い

た

 
全
員
の
移
動
が
確
認
さ
れ

討
伐

は
そ
の
ま
ま
ボ
ス
部
屋
の
門
を
く
ぐ
り

中
に
入

た

 
情
報
通
り
ボ
ス
の

は
な
く

ま
だ
扉
も

ま

て
は
い
な
い

ま
ず
俺
が
中
央
ま
で
進
む

み
ん
な
扉
が

ま

た
ら

囲
を

だ

特
に
上
に
気
を
付

け
て
く
れ

 
そ
う
言
う
と

ハ
チ
マ
ン
は
奥
へ
と
慎
重
に
進
ん
で
い

た

 
あ
る

度
進
ん
だ
所
で

扉
が

ま
り

そ
れ
と
同
時
に

ア
ス
ナ
が
声
を
あ
げ
た

い
た

上

 
そ
れ
を

い
た

間
に
ハ
チ
マ
ン
は
入
り
口
の
方
へ
と
全
力
で
走

た

 
ボ
ス
は
ハ
チ
マ
ン
目

け
て
飛
び
降
り
た
が
ハ
チ
マ
ン
の
速
度
の
方
が
勝
り

 
ハ
チ
マ
ン
の
背
後
に
着
地
す
る

で

つ
い
に
ボ
ス
が
そ
の

を
現
し
た
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ザ
・
ス
カ
ル
・
リ

パ

ム
カ
デ
は
ム
カ
デ
で
も

骨
の
ム
カ
デ
だ

た
か

あ
の
両
手
の
鎌
は
攻
撃
力
が
恐
ろ
し
く
高
そ
う
だ

絶
対
に
直
撃
は
避
け
て
く
れ

 
他
の
足
も
ど
う
や
ら
か
な
り

い
刃

に
な

て
る
み
た
い
だ

 
横
か
ら
攻
撃
す
る
者
は
そ
れ
を
常
に

に
入
れ
て
お
い
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
の
予

が

ね
当
た

て
い
た
事
に
キ
リ
ト
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
は

を
ま
い

た 
ア
ス
ナ
だ
け
は
い
つ
も
の
通
り
さ
す
が
は
私
の
ハ
チ
マ
ン
君
だ
ね
と
ぶ
つ
ぶ
つ

い
て
い
た

タ
ン
ク
部

ヒ

ス
ク
リ
フ
を
中
心
に
半

に
展
開

 
敵
の
攻
撃
力
が
ど
ん
な
も
の
か

正
面
か
ら
当
た

て
確
認
し
て
く
れ

 
他
の
者
は

か
ら
遠

き
に
敵
の
動
き
を
チ

ク

 
下
半
身
が
お
か
し
な
動
を
す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
ら
す
ぐ
に
報
告

了
解

タ
ン
ク
部

前
へ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
受
け
前
に
出
た
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そ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
鎌
が

り
下
ろ
さ
れ
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
そ
の
攻
撃
を
盾
で
受
け
止
め

た 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
微
動
だ
に
し
な
か

た
が
も
う
片
方
の
鎌
を
受
け
た
者
は
後
方
に
飛
ば

さ
れ
た

横
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
開
い
た

を
す
ぐ

め
て
く
れ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
飛
ば
さ
れ
た
タ
ン
ク
の
下
に
駆
け
寄
り

 
ポ

シ

ン
を
飲
ま
せ
な
が
ら

ね
た

敵
の
攻
撃
を
受
け
た
感
じ
は
ど
う
だ

た

め
ち

め
ち

重
い
攻
撃
だ

た

直
撃
し
た
ら
一

で

が

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と

思
うそ

う
か

完
全
に
回
復
す
る
ま
で
待

て
か
ら
復
帰
し
て
く
れ

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
声
を
張
り
上
げ

注
意
を
喚

し
た

あ
の
鎌
の
攻
撃
は
や
ば
い

直
撃
し
た
ら
即
死
の
可
能
性
も
あ
る

 
慎
重
に
敵
の
攻
撃
を
受
け
止
め
な
が
ら

ヒ

ト
＆
ア
ウ

イ
で
少
し
ず
つ

て
い
こ
う
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一
撃
で
即
死
と

い
て
一

張
が
走

た
が

さ
す
が
は
選
ば
れ
た
精

達
で
あ
る

 
誰
も
怖
気

く
者
は
お
ら
ず

皆
や
る
気
に
満
ち
た
表
情
を
し
て
い
た

は
大
き
な
動
き
は
特
に
無
い
で
す

側
面
の
足
は
基
本
迎
撃
用
だ
と
お
も
わ
れ
ま
す

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
な
ら
片
側
を

て
る
の
も
あ
り
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
情
報
を
元
に
即
座
に
指

を
飛
ば
し
た

ヒ

ス
ク
リ
フ

の
鎌
を

え
て
く
れ

敵
が

に
向
か
お
う
と
し
た
ら
け
ん
制
し
て
く

れ
簡

に
言

て
く
れ
る
ね

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
戦
い
な
が
ら

苦
笑
し
た

よ
う
に
見
え
た

や
ば
か

た
ら
す
ぐ
に
言

て
く
れ

頼
む

団
⻑

心
得
た

の
鎌
は
聖
⻯
連
合
の
メ
イ
ン
タ
ン
ク
部

に
任
せ
る

え
る
だ
け
で
い
い

 
基
本

に
受
け
流
す
感
じ
で

正
面
か
ら
攻
撃
を
受
け
止
め
る
な

分
か

た

残
り
の
タ
ン
ク
部

は
敵
の

側
面
に
防
御
を
集
中
さ
せ
ろ

は

て
る
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ア
タ

カ

は
敵
が
刃
を

り
下
ろ
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
一
撃
離
脱

 
決
し
て
そ
の
場
に

み
と
ど
ま
る
な

直
時
間
の

い
技
を
確
実
に
当
て
ろ

お
う

 
次
に
ハ
チ
マ
ン
は

ネ
ズ
ハ
に
指

を
出
し
た

ネ
ズ
ハ

お
前
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
後
方
か
ら
と
こ
と
ん
奴
の

を
攻
撃
し
ろ

 
上
手
く
い
け
ば
ス
タ
ン
さ
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ん

わ
か
り
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

 
戦
況
は
安
定
し
て
い
た
が

ボ
ス
の
鎌
担
当
の
タ
ン
ク
部

は

 
敵
の
攻
撃
を
受
け
止
め
る
だ
け
で
も
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
が

さ
れ
て
い
く

 

担
当
の
タ
ン
ク
部

は
ま
め
に
ス
イ

チ
し
て
ポ

シ

ン
を
飲
ん
で
い
た
の
だ
が

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
さ
す
が
と
言
う
べ
き
か

一
人
で
⻑
時
間
敵
の
攻
撃
を
防
い
で
い
た

 
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

敵
が
向
き
を
変
え
よ
う
と
す
る
度
に
う
ま
く
防
い
で
い
た

こ
れ
は
キ
リ
ト
と
の
タ
イ
マ
ン
は
相
当
や
ば
い
戦
い
に
な
り
そ
う
だ
な

 
明
ら
か
に
以
前
と
比
べ
て

が
上
が

て
い
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

の

り
方
か
ら
逆
算
し
て

最
終

で
出
来
る
だ
け

を

ら
す
た
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め
に

 
一
度
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
後
退
指

を
出
す
事
に
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

ま
ず
ア
ス
ナ
を
呼
ん
だ

ア
ス
ナ

し
ば
ら
く
指

は
交
代
だ

く
れ
ぐ
れ
も
安
全
第
一
で
頼
む
ぞ

わ
か

た

団
⻑
と
交
代
す
る
の

あ
あ

く
れ
ぐ
れ
も
無
理
は
し
な
い
で
ね

ま
あ
ア
ス
ナ
を
一
週
間
で
未

人
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
な

も
し
そ
う
な

た
ら

私
も
す
ぐ
後
を
追
う
け
ど
ね

こ
れ
は
絶
対
に
死
ね
な
く
な

た
な

ヒ

ス
ク
リ
フ

交
代
だ

 
そ
ん
な
に
⻑
く
は
も
た
な
い
か
ら

回
復
し
次
第
ス
イ

チ
を
頼
む

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ス
イ

チ
し
た

 
今
回
相
手
に
す
る
の
は
敵
の
鎌
一
つ
で
あ

た
た
め

 
人
型
の
モ
ン
ス
タ

を
相
手
に
す
る
の
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
感
覚
で
戦
う
事
が
出
来
た
ハ
チ

マ
ン
は

 
さ
す
が
に
パ
リ

を
仕

け
る
に
は
敵
の
攻
撃
が
重
す
ぎ
た
の
で
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と
に
か
く
敵
の
攻
撃
に
重
さ
が
乗
る
前
に
的
確
に
打
撃
を

え
敵
の
攻
撃
を
潰
し
ま
く

た

 

体
的
に
は
超
接
近
戦
を
挑
み

と
に
か
く
鎌
の
付
け

を
狙

て
い
た

 
時
々
逆
の
鎌
が
ハ
チ
マ
ン
を
狙
お
う
と
し
て
い
た
が

 
シ

ミ

ト
が
そ
の
攻
撃
を
こ
と
ご
と
く
防
い
で
く
れ
た

シ

ミ

ト

サ
ン
キ

な

ハ
チ
マ
ン
に
は

り
が

あ
る
か
ら
な

絶
対
に

俺
が

守

て

や
る

 
二
人
は
敵
の
攻
撃
を
防
ぎ
な
が
ら

断
続
的
に
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
が
タ
ン
ク
役
に
な

た
事
で
の
副
産
物
も
あ

た

敵
の
攻
撃
を
潰
し
ま
く

て
い

た
た
め

 
ち

う
ど
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ネ
ズ
ハ
の
攻
撃
が
ク
リ
テ

カ
ル
ヒ

ト
し
敵
が
ス
タ
ン
し

た
の
だ

全
員
総
攻
撃

足
の
何
本
か
を
切
り
落
と
し
て
や
れ

 
タ
ン
ク
部

は

を
崩
さ
ず
敵
の
復
活
に
備
え
て
く
れ

敵
の
ス
タ
ン
が
と
け
た
ら
俺
が

合
図
す
る

 
キ
リ
ト
は
大
技
を
放
て

エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
は

キ
リ
ト
が

直
し
た
ら
後
方
に
運
び
出
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せ 
ち

う
ど
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
回
復
を
終
え
て
前
に
出
て
き
た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
ス
イ

チ
し

側
面
に
回

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

速

の
鎌
の
隣
の
足
を

り
飛
ば
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
と
ハ
チ
マ
ン
も

本
の
足
を
切
り
落
と
し
た
が
さ
す
が
に
他
の
者
に
は
難
し
い
よ
う

だ

た

 
ア
ス
ナ
は
攻
撃
力
は

し
分
は
な
い
が
レ
イ
ピ
ア
使
い
の
た
め
切
断
に
は
向
い
て
い
な
い

 
ボ
ス
の

の
ス
タ
ン
マ

ク
が
消
え
た

間
ハ
チ
マ
ン
が
指

を
出
し
た

を
元
に

せ

 
そ
の
言
葉
に

そ
ろ
そ
ろ
ス
タ
ン
が
と
け
る
だ
ろ
う
と
備
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

 
一
同
は
即
座
に
対
応
し

素

く
元
の

に

た

皆
集
中
出
来
て
い
る
よ
う
だ

 
足
の

が

た
分
味
方
の
攻
撃
回

が

え
た
た
め
か
ボ
ス
の

は

調
に

て
い

た 
特
に
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
の
活
躍
は
凄
ま
じ
か

た

 
キ
リ
ト
は

直
の

い
多

技
を

い
ス
パ
ン
で
放
ち
ま
く
り
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ア
ス
ナ
は
元
々
ヒ

ト
＆
ア
ウ

イ
が
得
意
な
た
め
こ
ち
ら
も
か
な
り
の
回

攻
撃
を
叩
き

こ
ん
で
い
た

 
そ
し
て
ま
も
な
く
ボ
ス
が
発
狂
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

た
時
再
び
ハ
チ
マ
ン
か
ら
指

が
飛
ん
だ

タ
ン
ク
部

は
俺
と
交
代
だ

一
応
シ

ミ

ト
だ
け
は
残

て
俺
の

側
を
守

て
く
れ

 
残
り
の
者
は

側
面
に
展
開
し
て
く
れ

リ
ン
ド

を
頼
む

了
解

ヒ

ス
ク
リ
フ

ネ
ズ
ハ
の
攻
撃
に
合
わ
せ
て
少
し
強
め
に
パ
リ

を
狙

て
く
れ

 
こ

ち
も
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
敵
を

け
反
ら
せ
る

こ
れ
ま
た
簡

に
言

て
く
れ
る
ね

や
れ
る
だ
ろ

ま
あ
努
力
し
よ
う

回
復
さ
せ
て
や
れ
な
く
て
悪
い
が

最
後
だ
と
思

て

ん
張

て
く
れ

あ
あ
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

全
員
に

こ
え
る
よ
う
に
叫
ん
だ

い
い
か
み
ん
な
こ
い
つ
が
発
狂
モ

ド
に
な
る
前
に
ス
タ
ン
さ
せ
て
一
気
に

り
き
る

 
ボ
ス
の

に
ス
タ
ン
マ

ク
が
つ
い
た

間
タ
ン
ク

も
全
力
で
攻
撃
だ

お
お

ネ
ズ
ハ

行
け

は
い

 
ネ
ズ
ハ
は
全
力
で
攻
撃
し
着

の

前
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
盾
で
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放

た

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
も

身
の
力
を
込
め
て
鎌
の
攻
撃
を
潰
し
今
度
は
そ
こ
で
攻
撃
の
手
を
止

め
ず

 
そ
の
ま
ま
前
に
出
て
ア
ハ
ト
フ

ウ
ス
ト
で
鎌
に
追
撃
を
か
け
た

 
ボ
ス
は
バ
ン
ザ
イ
を
す
る
格
好
と
な
り

完
全
に
無
防
備

態
に
陥

た

 
そ
の

間
ネ
ズ
ハ
の
攻
撃
が
着

し
ボ
ス
は
ハ
チ
マ
ン
の
目

見
通
り
ス
タ
ン

態
と
な

た
い
け
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
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色
と
り
ど
り
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
光
が

り
一
面
を

い

 
ボ
ス
の

が
見
る
見
る
う
ち
に

て
い

た

 
そ
し
て
ス
タ
ン
か
ら
回
復
す
る
事
も
無
い
ま
ま

ボ
ス
は
光
に
包
ま
れ

爆
散
し
た

 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｓ

の
文

が
現
れ

攻
略
組
は
三
度
目
に
し
て

始
め
て

 
ク

タ

ポ
イ
ン
ト
の
ボ
ス
を

者
無
し
で
攻
略
す
る
事
に
成
功
し
た



 第一章 ＳＡＯ編

 
第
０
８
０
話
 
こ
れ
が
最
後
だ

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

や

た

や

た
ぞ

俺
達
の
勝
利
だ

さ
す
が
は
四
天
王

 
あ
ち
こ
ち
か
ら
大
歓
声
が
あ
が

た
が
こ
の
日
一
番
の
賞

は
や
は
り
ハ
チ
マ
ン
に
向
け

ら
れ
た

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
は
と
言
う
と

ア
ス
ナ
が
ジ

ン
ピ
ン
グ
ハ
グ
を
し
て
き
た
の
で

 
そ
れ
を
受
け
止
め
る
の
に
必
死
だ

た

そ
れ
を
見
て
ほ
と
ん
ど
の
者
が
驚
い
て
い
た

 
ど
う
や
ら
二
人
の
関
係
を
知
ら
な
い
者
の
方
が
多
い
事
に
ハ
チ
マ
ン
は
気
付
い
た

あ

す
ま
ん
言

て
な
か

た
な

俺
と
ア
ス
ナ
は
先
日
結
婚
し
た

 
そ
れ
を

い
た
者
の
反
応
は

納
得
す
る
者
が

 
残
り
は
主
に

し
み
と

の
入
り
混
じ

た
反
応
を
見
せ
た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
が

さ
も
当
然
と
い
う
よ
う
に
ド
ヤ
顔
で

皆
に
言

た



 第０８０話 これが最後だ

ほ
ら
み
ん
な

私
の
愛
す
る

那
様
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
を

き

一
部
の
者
達
は
ま
た
か
と

を

え

他
の
者
達
は

か
ん
と
し
た

お
い
ア
ス
ナ

こ
ん
な
時
ま
で
そ
れ
は
ち

と
恥
ず
か
し
い
か
ら
さ
す
が
に
や
め
よ
う
な

で
も

本
当
の
事
だ
し

わ
か

た
わ
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

優
し
い
表
情
で
ア
ス
ナ
の

を
な
で
な
で
し
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
し

か
り
と

き
つ
い
て
い
た

 
そ
の
言
葉
と

に
我
に
返

た
一
同
は

口
々
に
叫
び
始
め
た

ち
く
し

見
せ
つ
け
や
が

て

ア
ス
ナ
さ

ん

そ
ん
な

ま
あ
俺
は
二
人
が
お
似
合
い
だ

て

か
ら
思

て
た
け
ど
な

俺
も
俺
も

ま
あ
こ
こ
は
皆
で
二
人
の
結
婚
を
祝
お
う

そ
う
だ
な

あ
り
が
と
う

み
ん
な
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そ
の

あ
り
が
と
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
全
員
の
顔
を
見

し

そ
の
過

で
し

か
り
と

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

が
半
分
近
く
ま
で

て
い
る
事
を
確
認
し

ア
ス
ナ
に

打
ち
し
た

ア
ス
ナ

俺
は
ち

と
ネ
ズ
ハ
の
所
に
い

て
く
る

全
員
を
配
置
に
つ
か
せ
た
後

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
話
し
か
け
て
ポ

シ

ン
を
使
わ
せ
な
い
よ
う
に
う
ま
く
誘

し
て
く
れ

い
よ
い
よ
だ
ね

わ
か

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

わ
ざ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
に

こ
え
る
よ
う
に
言

た

そ
れ
じ

俺
は
ま
ず
ネ
ズ
ハ
を
労

て
く
る
わ

あ
い
つ
一
度
も
休
ん
で
な
い
し
な

は

い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ネ
ズ
ハ
の
下
へ
向
か
い

表
面
上
は
労

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に

 

を

ん

ん
と
叩
き
な
が
ら

手
を
す
る
ふ
り
を
し
て
麻

回
復
ポ

シ

ン
を

ら
せ

た 
驚
く
ネ
ズ
ハ
の
表
情
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ら

し
つ
つ

ハ
チ
マ
ン
は
ネ
ズ
ハ
に
言

た

ネ
ズ
ハ
自
然
な
表
情
で

い
て
く
れ

時
間
が
無
い
の
で

し
く
説
明
し
て
い
る
暇
は
な
い

が
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こ
の
後
あ
る
事
件
が

こ
る

そ
の
時
お
前
は
そ
の
ア
イ
テ
ム
を

に
活
用
し

 
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
攻
撃
し
て
く
れ

何
の
事
か
わ
か
ら
な
い
と
思
う
が
す
ぐ
分
か
る

す
ま

ん
い
え

わ
か
り
ま
し
た

 
ネ
ズ
ハ
は

し
い
説
明
を
求
め
ず

ハ
チ
マ
ン
に

た

 
今
ま
で

み
重
ね
て
き
た
ハ
チ
マ
ン
へ
の
信
頼
は
と
て
も
大
き
か

た
よ
う
だ

本
当
に
す
ま
ん

と
り
あ
え
ず
休
ん
で
い
て
く
れ

そ
の
ア
イ
テ
ム
は
絶
対
に
手
に
持

た
ま

ま
だは

い

 
ハ
チ
マ
ン
は
引
き
返
し

ア
ス
ナ
と
交
代
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
前
に
立

た

後
半
休
ま
せ
て
や
れ
な
く
て
す
ま
な
か

た
な

何

最
高
の
結
果
が
出
せ
た
じ

な
い
か

こ
れ
く
ら
い
ど
う

て
こ
と
は
な
い
さ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に

い
た

そ
れ
じ

俺
も
少
し
休

す
る
ぞ

お

い
ゴ
ド
フ
リ

 
ハ
チ
マ
ン
に
呼
ば
れ
て

ゴ
ド
フ
リ

が
走

て
き
た
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ゴ
ド
フ
リ

も
団
⻑
を
労

て
や

て
く
れ

お
う

そ
う
だ
な

団
⻑

お
疲
れ
様
で
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ゴ
ド
フ
リ

が
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
話
し
か
け
た
の
を
確
認
す
る
と

 
エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
の
後
ろ
に
回
り

キ
リ
ト
に
ゴ

サ
イ
ン
を
出
し
た

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
見
て

ヒ

ス
ク
リ
フ
に
向
け
て
全
力
で
突
撃
し
た

む
 
最
初
に
気
付
い
た
の
は
ゴ
ド
フ
リ

だ

た

 
そ
の
ゴ
ド
フ
リ

の

線
に
気
付
い
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

り
向
き

 
突
撃
し
て
く
る
キ
リ
ト
の

を
見
て

に
防
御
し
よ
う
と
し
た
が
ギ
リ
ギ
リ
間
に
会
わ
な

か

た

 
ガ
キ
ン

と
言
う
大
き
な
音
を

い
て

り
向
い
た
皆
が
見
た
物
は

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
攻
撃
を
仕

け
た
キ
リ
ト
の

と

そ
の

の
上
に
表

さ
れ
た

 

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｌ
 
Ｏ
Ｂ

Ｅ
Ｃ
Ｔ

の
文

だ

た

お
前
い
き
な
り
団
⻑
に
何
し
や
が
る
ん
だ
よ

お
い
ち

と
待
て

あ
れ

て
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え不
死
属
性

団
⻑

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

⻑
い
⻑
い

息
を
つ
い
た

ふ
う

 
一
同
が
注

す
る
中

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
キ
リ
ト
に

ね
た

ど
う
し
て
気
付
い
た
の
か
ね
キ
リ
ト
君

も
し
私
の
正
体
に
気
付
く
者
が
い
る
と
し
た
ら

 
そ
れ
は
お
そ
ら
く
ハ
チ
マ
ン
君
だ
ろ
う
と

し
て
い
た
ん
だ
が
ね

い
や

お
前
の

は
合

て
る
ぞ

最
初
に
気
付
い
た
の
は
ハ
チ
マ
ン
だ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ

い
や

茅
場

 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
を

い
た

間

囲
が
ざ
わ
つ
い
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
茅
場

ま
さ
か
そ
ん
な
事
が

で
も
今
の
表

不
死
属
性

て
出
て
た
の
を
見
た
だ
ろ

ま
さ
か

ま
さ
か

団
⻑

団
⻑

ま
さ
か
本
当
に
あ
な
た
が
茅
場

な
の
で
す
か
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最
後
に
ゴ
ド
フ
リ

が
そ
う

ね

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
そ
れ
に
答
え
た

ま
さ
か
こ
ん
な
に

く
バ
レ
て
し
ま
う
と
は
想
定
外
だ

た
が
ね

そ
う
だ

私
は
茅
場

だ 
そ
う
言
い
な
が
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
し
た

 
次
の

間

全
員
が
麻

態
に
陥

た

ぐ
あ

何
だ

団
⻑

さ
て

こ
れ
で
落
ち
着
い
て
話
せ
る
ね

ハ
チ
マ
ン
君

い
つ
気
付
い
た
の
か
ね

こ
の
前
俺
の
前
で

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を
使

た
で
し

う

 
前
か
ら
疑
い
は
持

て
た
け
ど

確
信
し
た
の
は
そ
の
時
で
す
ね

や
は
り
あ
の
時
か

あ
の
時
は
キ
リ
ト
君
の
あ
ま
り
の
攻
撃
の

さ
に
ま
ず
い
と
思

て

 

に
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を
使

て
し
ま

た
ん
だ

 
君
に
は
気
付
か
れ
て
い
な
い
と
思

た
の
だ
が

あ
れ
は

技
だ

た
の
だ
ね

え
え

ま
あ

私
と
し
た
事
が

こ
れ
は
一
本
と
ら
れ
た
よ
う
だ

い
や

さ
す
が
と
言
う
べ
き
か
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う
か
つ
で
し
た
ね

ま

た
く
だ
よ

も
う
ち

と
君
達
と
一

に
冒
険
を
楽
し
み
た
か

た
の
だ
が
ね

団
⻑だ

と
言

て
下
さ
い

団
⻑

 
血
盟
騎
士
団
の
団
員
達
は

ま
だ
こ
の
事
態
が
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に

 
必
死
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
声
を
か
け
て
い
た

そ
ん
な
団
員
達
に
向
け
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
言

た
最
初
か
ら
私
は

九
十
五
層
あ
た
り
で
自
ら
正
体
を
バ
ラ
し
て

 

層
の
ボ
ス
と
し
て
君
達
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
予
定
だ

た
ん
だ
が
ね

ま
あ

最
後
は
そ
う
す
る
つ
も
り
な
ん
じ

な
い
か
と
思

て
ま
し
た

そ
こ
ま
で

し
て
た
の
か

さ
す
が
だ
ね
ハ
チ
マ
ン
君

 
と
て
も
残
念
だ
が

私
は
こ
の
ま
ま

層
で
君
達
を
待
つ
事
に
す
る
よ

 
し
か
し
ま
あ

こ
こ
で
た
だ
立
ち
去
る
だ
け
と
言
う
の
も
つ
ま
ら
な
い

 
こ
こ
は
一
つ

君
達
に
最
後
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
よ
う
じ

な
い
か

プ
レ
ゼ
ン
ト
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あ
あ

こ
こ
で
誰
か
一
人

代
表
の
者
と
私
が
デ

エ
ル
を
行
う

 
も
し
私
に
勝
て
た
ら

こ
の
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
と
認
め
よ
う
じ

な
い
か

わ
か
り
ま
し
た

そ
の
話

乗
り
ま
す

 
キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン

そ
し
て
エ
ギ
ル
は
こ
の
一
連
の
流
れ
に
驚
い
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
の

通
り
に
話
が
進
ん
で
い
た
か
ら
だ

 
も
ち
ろ
ん
ア
ス
ナ
の
反
応
は
い
つ
も
通
り
だ

た
が

そ
こ
は
あ
え
て
触
れ
な
い
で
お
こ
う

で

今
度
こ
そ
ハ
チ
マ
ン
君
が
私
の
相
手
を
し
て
く
れ
る
の
か
い

い
や

ど
う
考
え
て
も
俺
の
ス
タ
イ
ル
だ
と
勝
つ
の
は
無
理
で
す
ね

そ
れ
じ

キ
リ
ト
君
と
再
戦
と
い
う
事
に
な
る
ね

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

頼
ん
だ
ぞ

キ
リ
ト

あ
あ

そ
れ
で
は
私
と
キ
リ
ト
君
の

を
全

さ
せ
て

キ
リ
ト
君
の
麻

を
解

し
よ
う

 
完
全
決
着
モ

ド
で
デ

エ
ル
だ

も
ち
ろ
ん
私
の
不
死
属
性
も
解

し
て
お
く

や

と
決
着
が
つ
け
ら
れ
る
な

ヒ

ス
ク
リ
フ

そ
う
だ
な

今
度
こ
そ
ち

ん
と
決
着
を
つ
け
よ
う
じ

な
い
か



 第０８０話 これが最後だ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が

そ
の
場
に
い
る
者
だ
け
で
は
な
く

も
ち
ろ
ん
声
は

か
な
い
の
だ
が

 
気
持
ち
の
上
で
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
い
る
者
全
員
に

か
せ
る
よ
う
な
つ
も
り
で
叫
ん
だ

俺
は
こ
こ
に

わ
れ
て
い
る
全
て
の
人
達
の
想
い
を
背
負

て
戦
う

 
そ
し
て
必
ず
皆
を
解
放
し
て
み
せ
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
お
前
が
こ
の
世
界
そ
の
も
の
だ
と
す

る
な
ら
ば

 
俺
は
そ
の
世
界
そ
の
も
の
を

み
ん
な
の
想
い
の
力
で
超
え
て
や
る

シ
ス
テ
ム
を
意
思
の
力
で
超
え
る
か

そ
ん
な
事
が
出
来
る
の
な
ら
ば
是
非
見
せ
て
も
ら

お
うい

く
ぞ

あ
あ

意
思
の
力
で
シ
ス
テ
ム
を
超
え
る

か

こ

ち
も
そ
ろ
そ
ろ
準
備
し
な
い
と
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
が

え
た
の
を
見
て

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
に
素

く

打
ち
し
た

手
は
ず
通
り
に
二
人
は
俺
と
ア
ス
ナ
が
飛
び
出
し
た

間
に
麻

回
復
ポ

シ

ン
を
使

て

く
れ

 
俺
達
は
デ

エ
ル
が
始
ま

た

間
に
使
用
す
る

こ
れ
が
本
当
に
最
後
の
戦
い
だ

頼
む
ぞ
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み
ん
な

お
う

や

て
や
ろ
う

絶
対
に
こ
こ
で
き
め
よ
う

 
そ
し
て
合
図
と
共
に
つ
い
に
運
命
の
デ

エ
ル
が
開
始
さ
れ
た
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第
０
８
１
話
 
激
戦

 
カ
ウ
ン
ト
が
ス
タ

ト
し

一
同
は
デ

エ
ル
の
開
始
を

を
飲
ん
で
待
ち

え
て
い
た

 
そ
し
て
デ

エ
ル
が
開
始
さ
れ
た

間

キ
リ
ト
の

が
消
え
た

よ
う
に
見
え
た

 
も
ち
ろ
ん
ハ
チ
マ
ン
や
ア
ス
ナ
に
は
見
え
て
い
た
の
だ
が

 
そ
の
場
に
い
た
多
く
の
者
の
目
に
は

消
え
た
よ
う
に
映

て
い
た

 
大
き
な
金
属
音
と
共
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
持
つ
盾
が
や
や
横
に
ず
れ
た
か
と
思
う
と

 
次
の

間
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

に

一
筋
の
線
が
走

た

ま
ず
は

代
わ
り
だ

な
る
ほ
ど

ご
丁

な

み
入
る

返
し
は
必
要
な
い
ぞ

そ
れ
は
残
念
だ

そ
れ
で
は
返

は

最
終
的
な
勝
利
を
も

て
す
る
事
に
し
よ
う

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

に
麻

回
復
ポ

シ

ン
を
使
用
し

 
今
ま
さ
に
麻

か
ら
回
復
し
て
い
る
真

最
中
だ

た

 
こ
れ
か
ら
介
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
た
め
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ハ
チ
マ
ン
は

集
中
し
て
二
人
の
戦
い
を
見
つ
め
て
い
た

相
変
わ
ら
ず
防
御
が

い
な

ヒ

ス
ク
リ
フ

キ
リ
ト
君
こ
そ
相
変
わ
ら
ず
す
さ
ま
じ
い
反
応
速
度
だ
ね

 
二
人
の
戦
い
は

ま
さ
に
一
進
一
退
と
い
う
べ
き
も
の
に
な

た

 
当
然
の
よ
う
に

手
な
技
は
一
切
飛
び
交
わ
な
い

と
て
も
地
味
な
戦
闘
に
な

た

 
と
に
か
く
カ
ウ
ン
タ

で
相
手
を
徐
々
に

つ
け
よ
う
と
す
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
と

 
盾
の
上
か
ら
で
も
強

な
攻
撃
を

え

そ
の
衝
撃
で

を

て
い
く
キ
リ
ト
の

 
そ
れ
は
我
慢
の
戦
い
で
も
あ

た

 
キ
リ
ト
は
二
連
撃

度
の
発
動
の

い
ソ

ド
ス
キ
ル
を
何
度
か

し
た
が

 
そ
れ
ら
は
全
て

モ

シ

ン
開
始
の

か
ら

ま
れ
て
い
た

 
お
そ
ら
く
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

も
し
こ
う
い
う
機
会
が
訪
れ
る
と
し
た
ら

 
自
分
の
相
手
は
ハ
チ
マ
ン
で
は
な
く
キ
リ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
と
予

し

 
全
て
の
片
手
直
剣
ソ

ド
ス
キ
ル
の
対

を
綿
密
に
練

て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

 
お
そ
ら
く
二
刀
流
の
ソ

ド
ス
キ
ル
も
完

に
防
が
れ
る
に
違
い
な
い

 
キ
リ
ト
は
そ
う
思
い

慎
重
に
敵
の

を

る
作
業
に
専
念
し
て
い
た
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達
人
同
士
の
戦
い
は

得
て
し
て
こ
う
い
う
感
じ
に
な
る
ん
だ
よ
な

そ
う
だ
ね

手
な
技
は
結
局

も
多
い
も
ん
ね

お
い
ハ
チ
マ
ン
よ
う

今
は
ど

ち
が

利
な
ん
だ

俺
に
は
ま

た
く
分
か
ら
ね
え

ヒ

ス
ク
リ
フ
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ク
ラ
イ
ン
に

そ
う
断
言
し
た

ま
じ
か
よ

に
し
か
見
え
な
い
ぞ

動
き
の
差
だ
な

明
ら
か
に
キ
リ
ト
の
方
が
運
動

が
多
い

 
い
ず
れ
じ
り
じ
り
と
差
が
出
て
く
る
だ
ろ
う

ま
ず
い
じ

ね

か

ど
う
す
る
よ

も
う
少
し
様
子
見
だ

キ
リ
ト
は
お
そ
ら
く
ま
だ
何
か
を

し
て
い
る

 
そ
の
言
葉
通
り
突
然
キ
リ
ト
は

手
を
後
方
に

し
や
や

の
大
き
な
ソ

ド
ス
キ
ル
で
あ

る 
片
手
直
剣
四
連
撃

バ

チ
カ
ル
ス
ク
エ
ア

を
放

た

 
そ
れ
を
見
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
当
然
キ
リ
ト
の

直
を
狙

て
カ
ウ
ン
タ

を
放
と
う
と
し

た
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そ
の

間
キ
リ
ト
は

逆
に
カ
ウ
ン
タ

で
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
タ

ク
ル
を
か
ま
し

 
そ
の
ま
ま
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
向
け
て

二
連
撃

バ

チ
カ
ル
ア

ク

を
放

た

 
そ
の
攻
撃
は
カ
ウ
ン
タ

と
な

て
一
気
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

を
一

ほ
ど

り

 

の
面
で
比

す
る
と

キ
リ
ト
が
完
全
に

利
な
体
制
に
な

た

 
一

虚
を
突
か
れ
た
よ
う
な
顔
を
し
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
す
ぐ
立
ち
直
り
キ
リ
ト
に
反
撃
し

て
き
た
が

 
キ
リ
ト
は
後
方
に
飛
ん
で
そ
れ
を
逃
れ
て
い
た

ハ
チ
マ
ン

何
だ
今
の

両
手
に
剣
を
持

て
い
て
体
術
ス
キ
ル
を
発
動
出
来
る
も
の
な
の

か
よ
く
見
ろ
ク
ラ
イ
ン

あ
い
つ
ど
う
や
ら
ク
イ

ク
チ

ン
ジ
を
使

て

手
の
剣
を
消
し

て 
体
術
ス
キ
ル
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
か
ら
攻
撃
し
た
み
た
い
だ
ぞ

だ
か
ら

手
を
後
ろ
に

し
た
の
か

や
る
じ

ね

か
キ
リ
ト
の
奴

あ
あ

キ
リ
ト
君
す
ご
い
ね

ハ
チ
マ
ン
君
の
次
に
す
ご
い
ね



 第０８１話 激戦

お
前
は
ほ
ん
と
ブ
レ
な
い
な

ア
ス
ナ

 
一
方
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
キ
リ
ト
に
話
し
か
け
て
い
た

こ
れ
は
驚
い
た

ま
さ
か
ク
イ

ク
チ

ン
ジ
を
そ
ん
な
風
に
使
う
と
は
ね

人
間
は

夫
を
す
る
生
き
物
な
の
さ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
再
び
剣
を
出
現
さ
せ

ヒ

ス
ク
リ
フ
に

り
か
か

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
再
び

い
守
り
を
見
せ
て
い
た
が
キ
リ
ト
が
再
び

手
を
後
ろ
に

す
の

を
見
て

 
一

迷

て
し
ま

た

ヒ

ス
ク
リ
フ
に
カ
ウ
ン
タ

攻
撃
を
さ
せ
る
事
な
く

 
キ
リ
ト
は
安
全
を
確
保
し

そ
の
ま
ま
重
い
攻
撃
を
盾
に
叩
き
つ
け
た

表
と
見
せ
て
裏

裏
と
見
せ
て
表
か

さ
す
が
だ

お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す

団
⻑

私
は
君
の
団
⻑
で
は
無
い
ん
だ
が
な

か
い
事
は
気
に
す
る
な

 
キ
リ
ト
は
す
ぐ
に
攻
撃
を
再
開
し
た

こ
の
ま
ま
行
け
ば
確
実
に
キ
リ
ト
が
勝
利
す
る

 
だ
が
さ
す
が
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

こ
の
ゲ

ム
を
知
り
尽
く
し
て
い
た
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基
本
待
ち
の
体
制
だ

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

突

攻
撃
に
転
じ
た

 

手
の
剣
を
使
い

突
系
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
ほ
ぼ

直
無
し
に
連
続
し
て
放

て
き
た

く
 
あ
ま
り
に
も
ソ

ド
ス
キ
ル
が
連
続
し
た
た
め
キ
リ
ト
は
何
発
か
攻
撃
を
く
ら

て
し
ま

た 
た
ま
ら
ず

離
を
と

た
キ
リ
ト
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
に
言

た

何
だ
よ
そ
の
盾

反

だ
ろ
う

ほ
う

今
の
一

で
見
破

た
の
か

さ
す
が
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
な

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
キ
リ
ト
を
賞

し
た
が

他
の
者
は

盾

と
首
を

げ
る
ば
か
り
で

 
何
の
事
か
ま

た
く
理
解
出
来
て
い
な
か

た

ハ
チ
マ
ン

今
の
は

盾
を
使

た
ソ

ド
ス
キ
ル
を
キ

ン
セ
ル
に
な
ら
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
⻑
さ
で
発
動
さ
せ
て

 
剣
の
ソ

ド
ス
キ
ル
に
よ
る

直
を
キ

ン
セ
ル
し

連
続
で
攻
撃
し
て
い
る
み
た
い
だ
な

 
多
分
油
断
す
る
と

盾
の
ソ

ド
ス
キ
ル
が
そ
の
ま
ま
飛
ん
で
く
る
ぞ

何
だ
よ
そ
れ

下
手
す
る
と

々
と
続
く
ん
じ

な
い
か
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そ
う
だ
な
今
の
で
ま
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
優

に
立

た

そ
ろ
そ
ろ
介
入
の
準
備
を
す
る

ぞ
う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り

や
や

勢
に
立
た
さ
れ
た
キ
リ
ト
は
そ
れ
で
も

め
ず
に

 
フ

イ
ン
ト
を

り
交

な
が
ら
重
さ
を
重

し
た
攻
撃
を
続
け
た
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
崩

れ
な
い

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か

キ
リ
ト
の
フ

イ
ン
ト
に
も
徐
々
に
対
応
し
始
め
て
い
た

体
を
動
か
す
の
も
得
意
だ

た
の
か

私
も
自
分
が
こ
こ
ま
で
出
来
る
と
は
知
ら
な
く
て
ね

少
し
驚
い
て
い
る
よ

は

ど
う
だ
か
な

 
な
お
も
戦
い
続
け
て
い
た
二
人
だ

た
が
ふ
い
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
明
ら
か
な

を
見
せ
た

 
キ
リ
ト
は
剣
士
の

性
か
つ
い
反
射
的
に
そ
れ
に
つ
ら
れ
大
技
の
モ

シ

ン
を
開
始
し

て
し
ま

た

く
そ

そ
れ
は
私
に
は
通
用
し
な
い
よ

キ
リ
ト
君



 第一章 ＳＡＯ編

 
キ
リ
ト
が

り
出
し
た
の
は
二
刀
流
最
上
級
技
二
十
七
連
撃
ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス
だ

た

ま
ず
い

キ
リ
ト
が
釣
ら
れ
た

ア
ス
ナ
い
く
ぞ

了
解

あ
の
技
は
一
度
だ
け
見
せ
て
も
ら

た
事
が
あ
る

確
か
二
十
七
連
撃
だ

 
な
の
で

直
時
間
が
め
ち

め
ち

⻑
い

今
キ
リ
ト
が
止
め
を

さ
れ
た
ら

 
十

以
内
に
俺
達
二
人
で
あ
い
つ
を
倒
し
き
る
の
は
不
可
能
だ

何
と
し
て
も
キ
リ
ト
を
守
る

ぞ 
ハ
チ
マ
ン
は
走
り
な
が
ら
ア
ス
ナ
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
ま
も
な
く
ヒ

ス
ク
リ
フ
を
射

に
捕
ら
え
る
と
い
う

離
ま
で
近
付
い
た
時

 
す
ぐ
後
ろ
を
走

て
い
た
ア
ス
ナ
が
突
然
叫
ん
だ

ハ
チ
マ
ン
君

伏
せ
て

む
 
ハ
チ
マ
ン
は
ま

た
く
伏
せ
る
気
は
無
か

た
の
だ
が

つ
い
反
射
で
伏
せ
て
し
ま

た

 
今
ま
で
ア
ス
ナ
の
言
う
事
に
は
素
直
に

て
い
た
せ
い
も
あ

た
だ
ろ
う

 
伏
せ
た
ハ
チ
マ
ン
の
上
を
ア
ス
ナ
が
飛
び
越
し

今
ま
さ
に

直
を
開
始
し
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ヒ

ス
ク
リ
フ
に
止
め
を

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
キ
リ
ト
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
剣
は
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
を

い
た

む

ア
ス
ナ
君
か

麻

対

を
と

て
い
る
と
予
想
は
し
て
い
た
が

 
て

き
り
ハ
チ
マ
ン
君
が
突

込
ん
で
く
る
と
ば
か
り
思

て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
と
違
い
常
に
前
線
で
戦

て
お
り

戦
闘
後
の
ポ

シ

ン
だ
け
で
は

 
半
分

度
ま
で
し
か

を
回
復
出
来
て
い
な
か

た
ア
ス
ナ
の

は

そ
の
一
撃
で
全

し

た
な

ア

ア
ス
ナ

ア
ス
ナ

あ
あ
あ

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
目
の
前
で
ハ
チ
マ
ン
に
笑
顔
を
向
け
な
が
ら
エ
フ

ク
ト
と
共
に
消

滅
し
た

く
そ

十

だ

静
に
な
れ

十

以
内
に
ケ
リ
を
つ
け
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
着
地
す
る
と
そ
の
ま
ま
真

直
ぐ
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
突
進
し

り
つ
け
た

 
そ
れ
は
直
線
的
な
動
き
で
あ

た
た
め
ハ
チ
マ
ン
も
簡

に
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
突
き
に

か

れ
た

 
ボ
ス
戦
で
は
あ
ま
り

が

ら
な
か

た
た
め

ポ

シ

ン
で
全

し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
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の

は

 
そ
の
一
撃
で
全

こ
そ
し
な
か

た
が

す
ご
い
速
さ
で

少
し
て
い
た

 
お
そ
ら
く

通
ダ
メ

ジ
が
か
な
り
大
き
い
の
だ
ろ
う

い
く
ら
何
で
も
簡

す
ぎ
る

ハ
チ
マ
ン
君

ま
さ
か
君
は

自
ら

か
れ
た
の
か

お
い
キ
リ
ト

直
だ
ろ
う
が
何
だ
ろ
う
が

死
ぬ
気
で

服
し
て
み
せ
ろ

 
そ
の
手
に
持

て
い
る
剣
を
リ
ズ
だ
と
思
え

リ
ズ
が
お
前
を
見
て
い
る
ぞ

 
そ
う
言
う
と
ハ
チ
マ
ン
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
剣
を

元
ま
で
自
分
の
体
に

し

 
そ
の
ま
ま
ヒ

ス
ク
リ
フ
に

き
付
き

剣
の
動
き
を
完
全
に

じ
た

ま
さ
か
こ
ん
な
手
が

だ
が
キ
リ
ト
君
は
当
分
動
け
ま
い

先
に
君
が
全

す
る
は
ず
だ

 
そ
れ
で
私
の
勝
利
が
確
定
す
る

キ
リ
ト

ぐ

リ
ズ

 
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
の
叫
び
に
応
え

リ
ズ
ベ

ト
の
名
前
を
呼
ん
だ

 
そ
の
リ
ズ
ベ

ト
は

今
ま
さ
に
キ
リ
ト
の
た
め
に

て
い
る
は
ず
だ

た

 

手
の
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

が

い
た
よ
う
に
見
え
キ
リ
ト
は

直
中
だ
と
い
う
の
に
動
き
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出
し
た

何
だ
と

本
当
に
意
思
の
力
で
シ
ス
テ
ム
を
超
え
た
と
言
う
の
か

だ
が

ま
だ
手
は
あ

る 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
そ
う
叫
び

キ
リ
ト
の
に
向
け
て
盾
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
と
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

に
何
か
が
命
中
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
大
き
く

け
反

た

よ
く
や

た

ネ
ズ
ハ

 
そ
れ
は

ネ
ズ
ハ
の
遠

攻
撃
だ

た

 
ネ
ズ
ハ
は
ハ
チ
マ
ン
の
期
待
通
り
の
働
き
を

立

に
こ
な
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

キ
リ
ト

最

離
で
攻
撃
し
ろ

俺
ご
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
を

け

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
動
き
出
し
た
キ
リ
ト
は

そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り

最

離
で
二
人
を

い
た

 
そ
の
攻
撃
は
二
人
の

を
消
し
飛
ば
し

二
人
は
エ
フ

ク
ト
と
共
に

け
散

た

 
そ
れ
を
確
認
し
た

間
キ
リ
ト
も
力
尽
き
た
の
か

意
識
を
失
い
倒
れ
た

 

り
に
一

の
静

が
走

た
が

次
の

間

囲
に
無
機
質
な
シ
ス
テ
ム
音
が

い
た

 

ゲ

ム
は
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た
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次

ロ
グ
ア
ウ
ト
処
理
が
実
行
さ
れ
ま
す

 
そ
の
シ
ス
テ
ム
音
が

き

た

間
に
事
態
を
理
解
し
た
の
か

り
か
ら
大
歓
声
が

き

こ

た

 
そ
し
て
そ
の
大
歓
声
の
中

一
人
ま
た
一
人
と

そ
の
場
か
ら
消
え
る
よ
う
に

を
消
し
て

い

た

 
ど
う
や
ら

番
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

て
い
る
よ
う
だ

  
残
さ
れ
た
ア
ル
ゴ
と
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
は
ず

と

り
続
け
て
い
た
の
だ
が

 
リ
ズ
ベ

ト
が
突
然
立
ち
上
が
り

上
を
向
い
て
こ
う
叫
ん
だ

キ
リ
ト
が
呼
ん
で
る

 
そ
う
言
う
と
リ
ズ
ベ

ト
は
外
に
向
か

て
駆
け
出
し
た

 
驚
い
た
二
人
は
す
ぐ
に
そ
の
後
を
追

た

リ
ズ
ベ

ト
は
外
に
出
る
と
空
に
向
か

て
叫

ん
だキ

リ
ト

頑
張
れ

 
そ
し
て
少
し
後

突
然
無
機
質
な
シ
ス
テ
ム
音
が

り
に

き

た
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ゲ

ム
は
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た

 

次

ロ
グ
ア
ウ
ト
処
理
が
実
行
さ
れ
ま
す

 
そ
れ
を

い
た
三
人
は
歓
声
を
あ
げ

き
な
が
ら

き
合

た

 
そ
し
て

き
合

た
ま
ま

三
人
と
も
消
え
て
い

た

  
ゲ

ム
開
始
か
ら
実
に
二
年
三

月

つ
い
に
今
日

 
ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は

キ
リ
ト
の
手
に
よ

て
ク
リ
ア
さ
れ
た
の
だ

た

 
十

が
⻑
い
の
は

お
約
束
と
い
う
事
で
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第
０
８
２
話
 
エ
ピ
ロ

グ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
て

 
気
付
く
と
ハ
チ
マ
ン
は

暗
闇
の
中
を

て
い
た

 
覚
え
て
い
る
の
は

界
が

け
散

た
後
に
意
識
を
失

た
と
い
う
事
だ
け
だ

た

 
そ
ん
な
時
ふ
と
ど
こ
か
ら
か

い
た
事
の
あ
る
よ
う
な
声
が

こ
え
ハ
チ
マ
ン
は
目
を
覚

ま
し
た

こ
こ
は

 
そ
こ
は
見
た
事
も
無
い
場
所
だ

た

焼
け
空
が
ど
こ
ま
で
も
広
が
り

 
地
面
は
水

の
よ
う
な
素
材
で

成
さ
れ
て
い
た

 
更
に
よ
く
見
る
と

ど
う
や
ら
こ
こ
は
水

で
出
来
た

盤
の
上
の
よ
う
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
足
元
に
は

ア
ス
ナ
が
横
た
わ

て
い
た

ア
ス
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
を
優
し
く

き
上
げ
た

俺
達
は
間
に
合

た
の
か

そ
れ
と
も
こ
こ
が
死
後
の
世
界

て
や
つ
な
の
か

 
ま
あ
こ
う
し
て
ア
ス
ナ
が
い
て
く
れ
る
ん
だ
か
ら
ど

ち
で
も

わ
な
い
か

ず

と
一
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だ

ア
ス
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

た
時
ア
ス
ナ
の

が
や
や
緩
み
に
や
け
た
よ
う
に
な

た
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
れ
に
気
付
く
前
に

誰
か
が
後
ろ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
た

ど
う
や
ら
俺
達
は
ま
だ
死
ん
で
な
い
み
た
い
だ

 
そ
の
声
は

キ
リ
ト
の
声
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
が

り
向
く
と

そ
こ
に
は
疲
れ
た
よ
う
な
顔
を
し
た
キ
リ
ト
が
座

て
い
た

何
か

は
あ
る
の
か

お
前
こ
ん
な
時
で
も

静
な
の
な

ウ

ン
ド
ウ
を
開
い
て
み
ろ
よ

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
を

え
た
ま
ま

器
用
に
ウ

ン
ド
ウ
を
開
い
た

 
そ
の

に
気
が
付
い
た
の
だ
が

服
装
も
最
後
の
戦
闘
の
時
の
ま
ま
の
よ
う
だ

 
表

さ
れ
た
ウ

ン
ド
ウ
に
は
メ
ニ

は
何
も
存
在
せ
ず

 

最
終
フ

イ
ズ
実
行
中
 
現
在
３
３
５
６

６
１
４
７

と
表

さ
れ
て
い
た

こ
れ
は

が
生
き
残

た
人

で

が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
人

て
事
な
の
か

お
そ
ら
く
そ
う
だ
な

ど
う
や
ら
俺
達
は

全
員
無
事
に
生
き
残
れ
た
ん
だ
と
思
う
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で

こ
の
場
所
は
何
な
ん
だ

 
そ
の
問
い
に
キ
リ
ト
は

棒

み
で
こ
う
答
え
た

そ
の
前
に
ア
ス
ナ
を

コ
ソ
ウ

何
で
棒

み
な
ん
だ
よ

ま
あ
そ
う
す
る
か

お
い
ア
ス
ナ

と
り
あ
え
ず
目
を
覚
ま
せ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
を

す

た
が

き
る
気
配
は
な
い

王
子
様
が
キ
ス
で
も
し
な
い
と

き
な
い
ん
じ

ナ
イ
カ
ナ

 
キ
リ
ト
が

さ
も
言
わ
さ
れ
て
い
ま
す
と
い
う
風
に
ま
た
言

た

お
い

も
う
わ
か
る
だ
ろ

ア
ス
ナ
の
顔
を
見
て
み
ろ
よ

 
そ
う
言
わ
れ
て
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
を
見
る
と

 
そ
こ
に
は
キ
ス
を
せ
が
む
よ
う
に

を
突
き
出
し
た
ア
ス
ナ
の

が
あ

た

は
 
ハ
チ
マ
ン
は
大
き
く
息
を

て
か
ら

ア
ス
ナ
に
キ
ス
を
し
た

 
ア
ス
ナ
は
最
初
は
と
て
も
に
や
に
や
と
し
て
い
た
が
い
つ
ま
で
も
ハ
チ
マ
ン
が
口
を
離
さ
な

い
の
で
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次
第
に
苦
し
く
な

て
き
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
の
背
中
を
バ
ン
バ
ン
と
叩
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
仕
方
な
く
口
を
離
し

ア
ス
ナ
を
開
放
し
た

は

ひ
ど
い
よ
ハ
チ
マ
ン
君

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ

お
前
ら
こ
ん
な
時
に
一
体
何
を
や

て
い
や
が
る

仕
方
な
い
で
し

こ
ん
な
お
と
ぎ
話
み
た
い
な
シ
チ

エ

シ

ン

 
人
生
で
二
度
と
無
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
か
ら

仕
方
な
い
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン
が

て
い
る
間

ア
ス
ナ
が
死
ん
で
か
ら
の
事
を
説
明
し
て
た

ら 
そ
う
キ
リ
ト
君
が
ハ
チ
マ
ン
君
を
殺
し
た
ん
だ
ね

て
い
き
な
り
ア
ス
ナ
が
キ
レ
始
め
た
か

ら 
許
し
て
も
ら
う
代
わ
り
に
協
力
す
る
し
か
な
か

た
ん
だ
よ

お

お
う

そ
う
か

な
ん
か
す
ま
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
の
剣
幕
に
押
さ
れ

そ
う
答
え
る
し
か
無
か

た

ま
あ
事
情
は
分
か

た

そ
れ
は
置
い
と
い
て
だ
な

お
い
ア
ス
ナ
何
で
あ
ん
な
事
を

し
た
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ご
め
ん

あ
の
時
は

だ

た
ん
だ
け
ど

私
が
生
き
残
る
よ
り

 
ハ
チ
マ
ン
君
が
生
き
残

た
方
が

勝
利
の
可
能
性
が
上
が
る
と
思

た
の

俺
の

は
ま
だ
余

が
あ

た
だ
ろ

そ
う
な
ん
だ
け
ど

目
の
前
で
ハ
チ
マ
ン
君
が
死
ぬ
と
こ
ろ
な
ん
て
見
た
く
な
か
た
し

俺
だ

て
目
の
前
で
ア
ス
ナ
が
死
ぬ
と
こ
ろ
な
ん
か
見
た
く
な
か

た
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
う
言

て
ア
ス
ナ
の

を
優
し
く
な
で
た

で
も

無
事
で
い
て
く
れ
て

本
当
に
良
か

た

ア
ス
ナ

あ
の
後
ハ
チ
マ
ン

す
ご
く
取
り
乱
し
て
た
ぞ

ご
め
ん

い
や
ま
あ

ア
ス
ナ
が
悪
い

て
わ
け
じ

な
い

実

全
員
こ
う
し
て
生
き
残

た
ん
だ

 
今
は
こ
の
幸
運
を
素
直
に
喜
ぼ
う

ハ
チ
マ
ン
も

も
う
い
い
だ
ろ

も
う
二
度
と
あ
ん
な
心
配
さ
せ
な
い
で
く
れ
よ
ア
ス
ナ

俺
も
気
を
付
け
る
か
ら

う
ん

さ
て
こ
こ
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
待
つ
事
に
な
る
の
か
な

ま
あ
そ
れ
ま
で
勝
利
を
祝

と
く

か
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キ
リ
ト
が
そ
う
提
案
し
三
人
は

ん
で

を
下
ろ
し
た

そ
の
時
後
ろ
か
ら
三
人
に
声
が
か

け
ら
れ
た

勝
利
を
祝

て
い
る
最
中
に
す
ま
な
い
が
敗
北
し
た
私
も
話
に
混

て
も
ら

て
も
い
い
か

い 
三
人
が

り
向
く
と

そ
こ
に
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

で
は
な
く

 
本
来
の
研
究
者
と
し
て
の
白
衣

の
茅
場
が
立

て
い
た

三
人
に
は
う
ま
く
や
ら
れ
て
し
ま

た
ね

や

ぱ
り
す
ご
い
な

君
達
は

一
番
活
躍
し
た
の
は
ネ
ズ
ハ
で
し
た
け
ど
ね

そ
れ
も
ハ
チ
マ
ン
君
の
指

だ
ろ
う

ま
あ
そ
う
で
す
け
ど

最
後
に
限
界
を
超
え
て
く
れ
た
の
は
キ
リ
ト
で
す
し

 
俺
は
結
局

キ
リ
ト
に
全
て
を

ね
る
事
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

そ
れ
も
基
本
全
て
君
の
計
画
だ
ろ
う

私
は
君
へ
の
賞

を

し
ま
な
い
よ

ほ
ら
団
⻑

私
の

那
様
は
す
ご
い

て
言

た
じ

な
い
で
す
か

二
人
は
本
当
に
仲
が
い
い
ね

の
ハ
チ
マ
ン
君
の

か
ら
は
正
直
想
像
も
出
来
な
い
よ

さ
ん

の
事
は
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こ
れ
は
す
ま
な
い
ね

お

び
に
い
い
も
の
を
見
せ
よ
う
か

 
茅
場
は
そ
う
言
い

指
を
鳴
ら
し
た

 
そ
の

間

遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
上
空
に
そ
の

を
現
し
た

 
ど
う
や
ら
下
の
方
か
ら
徐
々
に
崩
れ
て
い

て
い
る
よ
う
だ

こ
れ
は
す
ご
い
な

森
や

が
見
え
る
な

あ
れ
は

二
十
二
層
か

秘
密
基
地
が
崩
れ
て
い
く
ね

あ
の
家
の
お
か
げ
で
色
々
と
助
け
ら
れ
た
よ
な

う
ん

 
三
人
は
崩
れ
行
く
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
見
つ
め
て
い
た
が
そ
ん
な
中
キ
リ
ト
が
茅
場
に

ね

た
な
あ

何
で
こ
ん
な
事
を
し
た
ん
だ

何
故
だ
ろ
う
な

き

か
け
は
フ
ル
ダ
イ
ブ

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
知

た
か
ら
だ
が

 
原
点
は
お
そ
ら
く
子

の
時
に
想
像
し
て
い
た
空
に

か
ぶ

の
城
の
イ
メ

ジ
な
の
だ

ろ
う
ね
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そ
の
イ
メ

ジ
は
ず

と
私
の
中
か
ら
消
え
ず
む
し
ろ
年
を
と
る
ご
と
に
ど
ん
ど
ん

ら
ん

で
い

た

そ
れ
を
実
現
で
き
る

を
手
に
入
れ
ち
ま

た

て
事
か

ま
あ
そ
う
だ
ね

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
君
と
出
会
い

本
物
と
い
う
言
葉
を

か
さ
れ
た
時

 
私
は
と
て
も
衝
撃
を
受
け
た
ん
だ
よ

私
に
と

て
の
本
物
は
一
体
何
な
の
か
と
ね

 
そ
れ
を

い
て

ハ
チ
マ
ン
は
狼

し
た

え

も
し
か
し
て
俺
の
せ
い
で
す
か

い
や

そ
の

に
は
も
う
引
き
返
せ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
開
発
が
進
ん
で
い
た
か
ら
ね

 
君
の
せ
い
と
い
う
わ
け
じ

な
い
よ

そ
う
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
安
心
し

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
を

ん

ん
と
叩
い
た

私
は
本
物
を
求
め
て
つ
い
に
こ
の
世
界
を
完
成
さ
せ
た

だ
が
君
達
は

 
そ
の
世
界
の
理
の
さ
ら
に
上
を
い

て
く
れ
た

そ
れ
を
見
れ
た
だ
け
で
も

私
は
満
足
だ

 
ハ
チ
マ
ン
君

君
は
本
物
を
見
つ
け
ら
れ
た
か
い

ど
う
で
す
か
ね
仲
間
と
の
絆
ア
ス
ナ
と
の
出
会
い
そ
れ
ら
は
全
て
本
物
だ
と
思
い
ま
す
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で
も
今

さ
ん
自
身
が
言

た
じ

な
い
で
す
か

俺
達
が

さ
ん
の
本
物
を
越
え
た

て 
だ
か
ら

今
本
物
と
思
え
る
も
の
の
先
に

ま
た
次
の
本
物
が
あ

て

 
俺
は
ず

と
そ
れ
を
求
め
続
け
る
事
に
な
る
ん
じ

な
い
か
と
思
う
ん
で
す

も
し
か
し
た
ら

遠
に
手
に
入
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
も
ず

と
求
め
続
け
れ
ば

 
い
つ
か
は
手
に
入
る
か
も
し
れ
な
い

そ
う
い
う
事
か
な

は
い

私
の
本
物
は
今
こ
う
し
て
目
の
前
で
崩
れ
去

て
い
る
が

私
は
ま
だ
信
じ
て
い
る
ん
だ
よ

 
ど
こ
か
別
の
世
界
に
は
ま
だ

本
当
に
あ
の
城
が
存
在
し
続
け
て
い
る
ん
じ

な
い
か
と
ね

 
三
人
は
そ
れ
を

い
た
時

奇

な
感

に
と
ら
わ
れ
た

 
ど
こ
か
別
の
世
界
で
ま
た
仲
間
達
が
出
会
い
恋
を
し
そ
し
て
秘
密
基
地
に
集
ま

て

 
そ
ん
な
光
景
が
自
然
と
思
い

か
ん
だ

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
口
か
ら

定
の
言
葉
が
口
を

つ
い
て
出
た

そ
う
だ
と
い
い
で
す
ね

あ
あ
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も
し
こ
う
い
う
風
に
茅
場
に
会
う
機
会
が
あ

た
ら

色
々
言
い
た
い
事
は
あ

た

 
だ
が
三
人
と
も
何
も
言
う
事
が
出
来
ず

逆
に
茅
場
に
同
意
し
て
し
ま

て
い
た

 
茅
場
の
し
た
事
は
決
し
て
許
さ
れ
る
事
で
は
な
い
が

心
情
的
に
は
理
解
出
来
な
く
も
な
い

 
そ
ん
な
矛
盾
し
た
感
覚
を

三
人
は
感
じ
て
い
た

そ
う
言
え
ば
言
い
忘
れ
て
い
た
な

三
人
と
も

ゲ

ム
ク
リ
ア
お
め
で
と
う

 
三
人
は
そ
の
言
葉
を

き

め
て
自
分
達
は
つ
い
に
成
し

げ
た
の
だ
と
い
う
実
感
を
得
た

 
そ
の
茅
場
は
ウ

ン
ド
ウ
を
ち
ら

と
見
て

一

ハ

と
し
た
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
そ
の
後
ち
ら
り
と
ハ
チ
マ
ン
を
見
た

ハ
チ
マ
ン
は
何
事
か
と
思

た
が

 
茅
場
は
そ
れ
に
は
触
れ
ず

口
に
出
し
て
は
こ
う
言

た

さ
て

ま
も
な
く
最
終
処
理
が
完
了
す
る

君
達
と
も
お
別
れ
だ
ね

お
前
ら

ダ
イ
シ

カ
フ

集
合
だ
か
ら
な

あ
あ

必
ず
行
く

ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ
か
ら
も
ず

と
一

だ
よ
ね

当
た
り
前
だ
ろ

ま
た
現
実
で
な

う
ん
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で
は
さ
ら
ば
だ

 
茅
場
の
言
葉
と
共
に

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
の

が
消
え
た

ま

そ
う
で
す
よ
ね

な
ん
だ

驚
か
な
い
ん
だ
な

え
え
ま
あ
何
か
俺
に
話
し
た
そ
う
に
し
て
ま
し
た
し
ね

と
こ
ろ
で
今
後
は
ど
う
す
る
ん

で
す
か

今
後

逃
げ
る
ん
で
す
か

そ
れ
と
も
大
人
し
く
捕
ま

て

所
に

私
は
敗
者
だ
よ

敗
者
は

て
死
ぬ
だ
け
さ

で
も

今
こ
う
し
て
話
す
事
が
出
来
て
る
じ

な
い
で
す
か

 
つ
ま
り
ク
リ
ア
の
時
点
で

さ
ん
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
た
ん
で
し

う

そ
う
か

君
に
ま

た
く
た
め
ら
い
が
無
か

た
の
は
そ
う
考
え
て
い
た
か
ら
か

さ
す
が
の
俺
も

ま

た
く
た
め
ら
わ
ず
に
知
り
合
い
を
殺
す
の
は
無
理
で
す
か
ら
ね

 
ち
な
み
に
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
に
も

こ
の
事
は
事
前
に
こ

そ
り
と
伝
え
て
お
き
ま
し
た

そ
う
か

こ
ち
ら
は
た
め
ら
い
が
無
く
て

し

な
い
ね
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人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
よ

そ
れ
に
関
し
て

謝
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る

 
茅
場
は

少
し

し
そ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
た

君
と
は
も

と
色
々
な
事
を
話
し
た
か

た
ん
だ
が
ね
そ
の
時
間
は
残
さ
れ
て
は
い
な
い
ん

だ
ど
う
い
う
事
で
す
か

こ
の
後

私
は

を
大
出
力
で
ス
キ

ン
さ
れ
る
事
に
な

て
い
る

 
も
し
成
功
す
れ
ば
私
は
意
識
だ
け
の
存
在
と
な

て
ネ

ト
の
海
を

う
事
に
な
る
だ
ろ

う
ね

 
そ
し
て
成
否
に
関
わ
ら
ず

私
は
死
ぬ
事
に
な
る
だ
ろ
う

そ
ん
な

何
故
そ
ん
な
事
を

ま
だ
自
分
が
見
た
事
の
無
い
物
を
見
る
た
め

次
の
本
物
を
探
す
た
め
か
な

さ
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は

き
そ
う
な
顔
を
見
せ
た

そ
ん
な
顔
を
す
る
ん
じ

な
い

ま
た
ど
こ
か
で
会
う
可
能
性
も
無
い

じ

な
い
だ
ろ
う



 第一章 ＳＡＯ編

は
い

次
に

君
の
今
後
に
関
わ
る
重
大
な
事
を
告
げ
な
い
と
い
け
な
い

 
茅
場
は

ウ

ン
ド
ウ
ら
し
き
物
を
操
作
し
な
が
ら
そ
う
言

た

さ

き
も
見
て
た
み
た
い
で
す
け
ど
今
も
ま
た
見
て
い
る
そ
の
ウ

ン
ド
ウ
の
事
で
す
か

あ
あ

最
終
処
理
は
終
わ

た
が
そ
の
う
ち
の

人
の
ナ

ヴ
ギ
ア
か
ら
反
応
が
返

て
こ

な
いど

う
い
う
事
で
す
か

原
因
は
不
明
だ

お
そ
ら
く
外
部
か
ら
の

の
可
能
性
が
高
い
が
正
直
何
と
も
言
え
な
い

 
お
そ
ら
く
そ
の

人
は

目
覚
め
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

 
そ
し
て
そ
の
中
に

ア
ス
ナ
君
も

ま
れ
て
い
る
の
を
た

た
今
確
認
し
た

そ
ん
な

そ
れ
じ

あ
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
君

犯
人
を
見
つ
け
て
必
ず
ア
ス
ナ
君
を
救
う
ん
だ

 
そ
し
て
い
つ
か
私
に
二
人
の
結
婚
式
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ

も

と
も
私
の
意
識
が
残
れ
ば
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の
話
だ
が
ね

分
か
り
ま
し
た

犯
人
は
絶
対
に
俺
の
手
で
見
つ
け
ま
す

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
を
必
ず
こ
の
手
に
取
り

し
ま
す

私
の
作

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
を
こ
ん
な

で

さ
れ
る
の
は
許
せ
な
い

 
頼
む
よ
ハ
チ
マ
ン
君

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
お
別
れ
だ

さ
ん

最
後
に
一
つ

ヒ

ス
ク
リ
フ

こ
の
名
前
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
で
く
れ
よ

 
い
つ
か
必
ず
君
の
役
に
た
つ
だ
ろ
う

で
は
さ
ら
ば
だ

ま
た

い
つ
か
ど
こ
か
で

そ
う
だ
な

ま
た
会
お
う

 
そ
の
言
葉
を
最
後
に

ハ
チ
マ
ン
の
意
識
は
暗
転
し
た

 
誰
も
い
な
く
な

た
後
崩
壊
中
だ

た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
誰
に
も
観

さ
れ
な
い
ま
ま
完

全
に
崩
壊
し

 
そ
れ
と
共
に
そ
の
場
の
全
て
の
物
が
消
滅
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
は
完
全
に
終

を
迎
え
た
の
だ

た
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第
０
８
３
話
 
エ
ピ
ロ

グ

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
て

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
最
終
話
と
な
り
ま
す

 
⻑
い
間
お
付
き
合
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

み
ん
な

送

た
写
真
は
見
て
く
れ
た
か
し
ら

先
輩
達
と
一

に

知
ら
な
い
二
人
組
が
写

て
ま
し
た
ね

見
ま
し
た
見
ま
し
た

大
き
い
生
き
物
で
し
た
ね

釣
り

を
持

て
る

て
事
は

な
の
か
な

そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
雪
乃

結
衣

小
町

い
ろ
は
の
四
人
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
雑
談
を
し
て
い
た

 
こ
こ
は
四
人
が
よ
く
集
ま

て
い
る
中
立
都
市
央
都
ア
ル
ン
に
あ
る
仮
の

点
の
よ
う
な

場
所
だ

た

 
央
都
ア
ル
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
目
的
地
で
あ
る
世
界
樹
の

元
に
広
が
る
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街
で

 

層

を
持
つ
巨
大
な
街
で
あ

た

 
ち
な
み
に
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
は

出
現
す
る
敵
の
攻
撃
の
あ
ま
り
の
激
し
さ
に

 
ま
だ
ど
の
種
族
も
ク
リ
ア
す
る
事
が
出
来
て
い
な
い

 
四
人
は
ど
の
勢
力
に
も
属
し
て
い
な
い
独
立
パ

テ

の
一
つ
と
し
て
そ
こ
そ
こ

名
な

存
在
だ

た

 
ち
な
み
に
雪
乃
は
ユ
キ
ノ

結
衣
は
ユ
イ
ユ
イ

小
町
は
コ
マ
チ

い
ろ
は
は
イ
ロ
ハ

 
と
い
う

ド
直

な
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
を
使
用
し
て
い
た
の
だ
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
開
始
時
点
で
初
心
者
だ

た
彼
女
ら
に
と

て
は
仕
方
の
な
い
事
だ

た
で
あ
ろ
う

 
ち
な
み
に
ユ
キ
ノ
に
だ
け
は
二
つ
名
が
付
い
て
い
て

そ
の
名
を

絶
対

度

と
言
う

 
初
め
て
他
人
に
そ
う
呼
ば
れ
た
時
の
ユ
キ
ノ
の

然
と
し
た
顔
を
見
た
三
人
は

 
そ
の
二
つ
名
で
は
絶
対
に
呼
ば
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
た

ユ
イ
ユ
イ

三

さ
ん
は
ど
う
な

て
い
る
の
か
し
ら

あ
と
二

月
く
ら
い
で
ア
ミ

ス
フ

ア

え
そ
う
だ

て

今
頑
張

て
バ
イ
ト
し
て
る

み
た
い
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そ
う

楽
し
み
ね

三

先
輩
本
気
だ

た
ん
で
す
ね

そ
う
ね

私
も
少
し
意
外
だ

た
わ

比
企
谷
君
の
事
は
と
も
か
く

 
ロ
グ
イ
ン
出
来
た
ら
み
ん
な
で
歓
迎
し
ま
し

う

は
い

と
こ
ろ
で
ユ
イ
ユ
イ

由
で
シ
ル
フ
領
主
の
サ
ク
ヤ
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
依
頼
を
受
け
た
の
だ

け
れ
ど
も

ま
あ
私
も
リ

フ

由
で
相
談
さ
れ
た
話
な
ん
だ
け
ど
ね

 
ユ
キ
ノ
が
切
り
出
し
た
の
は

二

月
後
く
ら
い
に
予
定
さ
れ
て
い
る

 
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
同
盟
の
調

式
で
の
護
衛
の
依
頼
の
話
だ

た

 
ユ
イ
ユ
イ
は
シ
ル
フ
だ

た
の
で

ユ
キ
ノ
へ
の
繋
ぎ
役
と
し
て

 
友
達
で
あ
る
リ

フ

と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

を
介
し
て
こ
の
手
の
依
頼
の
窓
口
と
な
る
事
が
多

い
の
だ

た

 
ち
な
み
に
ユ
キ
ノ
は
ウ
ン
デ

ネ

コ
マ
チ
と
イ
ロ
ハ
は
ケ

ト
シ

で
あ
る

私
達
は
ケ

ト
シ

で
す
し

ユ
キ
ノ
さ
ん
が
い
い
な
ら
全
然
お

け

で
す
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私
も
ユ
キ
ノ
先
輩
が
お

け

な
ら
お

け

で

す

そ
れ
じ

受
け
る
方
向
で
話
を
進
め
ま
し

う
か

は

い

あ
り
が
と
う

ユ
キ
ノ
ン

ま
あ
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ケ

ト
シ

領
主
の
ア
リ
シ

さ
ん
と
は
友
好
的
な
関
係
を

け
て

い
る
し

 
よ
ほ
ど
の
事
が
無
い
限
り
断
る
理
由
も
無
い
わ
ね

ア
リ
シ

さ
ん
は
他
種
族
で
あ
る
ユ
キ
ノ
さ
ん
と
ユ
イ
ユ
イ
さ
ん
に
も
公
平
に
接
し
て
く
れ

て
ま
す
し

 
何
か
あ

た
ら
手
伝
う
く
ら
い
の
事
は
し
た
い
で
す
し
ね

そ
う
ね

最
初
の

私
も
あ
の
二
人
に
は
お
世
話
に
な

た
事
だ
し

 
実
は
ユ
キ
ノ
は

ゲ

ム
開
始
時
に
ウ
ン
デ

ネ
を
選
ん
で
し
ま

た
た
め

 
他
の
三
人
と
は
か
な
り
離
れ
た
場
所
か
ら
の
ス
タ

ト
と
な

て
し
ま

て
い
た

 
現
実
世
界
で
連

を
と
り
つ
つ
な
ん
と
か
合
流
し
よ
う
と
シ
ル
フ
領
に
向
か

て
い
た
の
だ

が
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そ
の

中
で
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
パ

テ

に
襲
わ
れ

 
そ
こ
を
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

に
救
わ
れ
た
事
が
あ

た
の
だ

 
二
人
と
は
そ
れ
以
来

友
好
的
に
付
き
合

て
い
る
の
だ

た

し
か
し

あ
の
二
人
は
兄
と
ど
ん
な
関
係
な
ん
で
す
か
ね

 
話
が
一

落
し
た
と
こ
ろ
で
写
真
の
事
を
思
い
出
し
た
コ
マ
チ
が

そ
う
切
り
出
し
た

ど
う
や
ら
も
う
一
人
の
男
性
が

レ
ベ
ル
ト

プ
ス
リ

の
も
う
一
人
ら
し
い
わ

あ

そ
う
い
え
ば
ト

プ
ス
リ

と
か
言

て
ま
し
た
ね

 
そ
う
す
る
と
あ
の
女
性
は

そ
の
人
の
彼
女
さ
ん
か
何
か
な
ん
で
す
ね

か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ま
あ

元
気
そ
う
な
兄
の

を
見
れ
て

コ
マ
チ
は
と

て
も
満
足
で
す

確
か
今
七
十
五
層
だ

た
わ
よ
ね

仮
に
一
層
を
五
日
く
ら
い
で
突
破
す
る
と
し
た
ら

 
約
四

月
後
に
は
比
企
谷
君
と
再
会
出
来
る
計
算
に
な
る
わ
ね

そ
れ
ま
で
兄
の
体
は
持
つ
ん
で
す
か
ね

姉
さ
ん
も
う
ち
の
ス
タ

フ
も

全
力
を
尽
く
し
て
く
れ
る
み
た
い
だ
し

 
そ
こ
は
信
じ
る
し
か
な
い
わ
ね

大
丈
夫
よ
コ
マ
チ
さ
ん

か
な
ら
ず
比
企
谷
君
は
帰

て
く



 第０８３話 エピローグ〜ＡＬＯにて

る
わは

い

 
ユ
キ
ノ
は
コ
マ
チ
の

を
優
し
く
な
で
て
い
た

 
そ
れ
は
ま
る
で
姉
妹
の
よ
う
に
見
え

ユ
イ
ユ
イ
と
イ
ロ
ハ
も
対
抗
心
を
燃
や
し
た
の
か

 
コ
マ
チ
の

を
な
で
は
じ
め
た

わ
わ

何
で
す
か
い
き
な
り

む

な
ん
か
二
人
と
も
仲
の
良
い
姉
妹
み
た
い
だ
し

コ
マ
チ
ち

ん

本
当
の
お
姉
ち

ん
は
こ
こ
に
い
ま
す
か
ら
ね

は

ま
あ
結
局
決
め
る
の
は
兄
な
ん
で

 
外

を

め
よ
う
と
し
て
も
結
局
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
け
ど
ね

コ
マ
チ
ち

ん
が
や
さ
ぐ
れ
た

い
え

ま
あ
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と

た
ま
に
兄
の
事

 
こ
の
ハ

レ
ム
野
郎

て
思
う
事
も
多
々
あ
る
ん
で
す
よ
ね

そ
う
ね

一
体
何
人
の
女
性
が

彼
の
帰
還
を
待
ち
わ
び
て
い
る
の
か
し
ら
ね

コ
マ
チ
は
も
う
嬉
し
い
や
ら
と
ま
ど
う
や
ら
で

誰
に
も

入
れ
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
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日
が
針
の
ム
シ
ロ
な
の
で
す

ま
あ

今
は
と
り
あ
え
ず
彼
の
無
事
を

り
ま
し

う

は
い

 
返
事
を
し
た
コ
マ
チ
は

上
を
向
き
な
が
ら

こ
う

い
た

し
か
し

七
十
五
層

て

ど
の
く
ら
い
の
高
さ
な
ん
で
す
か
ね

一
層
あ
た
り

メ

ト
ル
と
し
て
も

七
千
五

メ

ト
ル
に
な
る
わ
ね

そ
れ

て

層
ま
で
行

た
ら
一
万
メ

ト
ル
じ

ん

空
気
無
い
じ

ん

成
層

ま
で
行

ち

て
ま
す
ね

ま
あ

イ
メ

ジ
と
し
て
は
そ
ん
な
感
じ
か
し
ら

私
達
も

四
人
が
か
り
な
ら
か
な
り
の
高
さ
ま
で
飛
べ
ま
す
か
ね

そ
う
だ
ね

少
し
は
ヒ

キ

に
近
付
け
る
か
も
し
れ
な
い
ね

今
日
は
特
に
や
る
事
も
無
い
し

し
に
や

て
み
ま
す
か

そ
う
ね

も
し
か
し
た
ら
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
無
し
に

 
世
界
樹
の
上
ま
で
到
達
で
き
る
可
能
性
も

無
く
は
無
い
わ
ね

と
り
あ
え
ず

上
が
ど
う
な

て
る
か

影
し
て
み
て
も
い
い
ね
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な
ん
と
な
く
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
た
四
人
は

本
当
に
な
ん
と
な
く
準
備
を
始
め
て
い
た

 
そ
し
て
な
ん
と
な
く

外
に
移
動
し

な
ん
と
な
く
飛
ぶ

番
を
決
め
て
い
た

 
下
か
ら

ユ
イ
ユ
イ

ユ
キ
ノ

イ
ロ
ハ

コ
マ
チ
の

番
で
あ

た

な
ん
と
な
く
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま

た
わ
ね

ま
あ

や
る
か
ら
に
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま

し

う
そ
う
で
す
ね

兄
に
少
し
で
も
近
付
け
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
し
ね

小
町
さ
ん

先
に
こ
れ
を

し
て
お
く
わ

こ
れ

て

影
用
の
課
金
ア
イ
テ
ム
で
す
よ
ね

普
通
の
ス
ク
シ

よ
り
解
像
度
が
い
い

て

い
うそ

う
よ

や
る
か
ら
に
は
ベ
ス
ト
を

ね

わ

か
り
ま
し
た

小
町
が
バ

チ
リ
い
い
写
真
を

て
み
せ
ま
す

案
外
上
空
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が

い
て
い
な
い
か
し
ら
ね

も
し
本
当
に
あ

た
ら
い
い
ね

ま
あ
そ
の
可
能
性
は

な
の
だ
け
れ
ど

夢
を
見
る
の
は
自
由
よ
ね

そ
う
で
す
ね

ユ
キ
ノ
先
輩
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そ
れ
じ

み
ん
な

本
気
で
い
く
わ
よ

は
い

頑
張
ろ

お
 
ユ
イ
ユ
イ
の
上
に
ユ
キ
ノ

イ
ロ
ハ

コ
マ
チ
が

番
に
乗

て
い
き

 
上
の
三
人
は

く
翼
を
は
た
め
か
せ

ユ
イ
ユ
イ
の
補
助
を
し
た

 
ユ
イ
ユ
イ
は
全
力
で
翼
に
力
を
こ
め

力
強
く

ば
た
き

四
人
は
舞
い
上
が

た

ご
め
ん
ユ
キ
ノ
ン

そ
ろ
そ
ろ
限
界

下
で
休
ん
で
い
て
ち

う
だ
い

次
は
私
が

進
力
と
な
る
わ

 
ま
ず
ユ
イ
ユ
イ
が
離
脱
し

残

た
三
人
は
ぐ
ん
ぐ
ん
と
上
に
上
が

て
い

た

 
遠
く
に
世
界
樹
の

が
見
え
る

そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
飛
び

ユ
キ
ノ
に
も
限
界
が
訪
れ
た

イ
ロ
ハ
さ
ん

交
代
よ

後
は
お
願
い

は
い

先
輩
目

け
て
飛
び
ま
す

 
ユ
キ
ノ
は
イ
ロ
ハ
に
後
を

し

そ
の
ま
ま
地
面
へ
と
滑
空
し
て
い

た

 
二
人
は

も

ぐ
ん
ぐ
ん
と
上
に
向
か

て
飛
ん
で
い

た
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さ
き
ほ
ど
ま
で
か
な
り
遠
く
に
見
え
て
い
た

が
近
付
い
て
き
て
い
る
の
が
は

き
り
と
見

え
る

 
し
か
し
そ
こ
で

イ
ロ
ハ
に
も
限
界
が
訪
れ
た

コ
マ
チ
ち

ん

先
輩
目

け
て
飛
ん
で

は
い

お
兄
ち

ん

 
コ
マ
チ
は
全
力
で
翼
を
は
た
め
か
せ

上
へ
上
へ
と
上

て
い

た

 
だ
が
ほ
ど
な
く
し
て
限
界
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
た

ギ
リ
ギ
リ

に
は

か
な
い
よ
う
だ

だ
め
だ

か
な
い
か

あ

あ
れ

何
か

の
よ
う
な
も
の
が

 
中
に
誰
か
い
る

こ

ち
を
見
て
る

せ
め
て
写
真
を

 
コ
マ
チ
は
用
意
し
て
い
た

影
ア
イ
テ
ム
を
そ
の

の
方
に
向
け
写
真
を

り
ま
く

た

 
か
な
り
の

を

る
事
が
出
来
た
が

つ
い
に
限
界
が
訪
れ

 
コ
マ
チ
も
そ
の
ま
ま
下
へ
と
滑
空
し
て
い

た

下
で
は
三
人
が
待
ち

え
て
い
た

コ
マ
チ
さ
ん

首
尾
は
ど
う
か
し
ら

す
み
ま
せ
ん
ユ
キ
ノ
さ
ん

ぎ
り
ぎ
り

き
ま
せ
ん
で
し
た

残
念
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ま
あ

先
輩
の
い
る
所
に
少
し
は
近
付
け
た
気
が
し
ま
す

も
し
か
し
た
ら

リ

フ

さ
ん
の
助
け
を

り
れ
ば

く
か
し
ら
ね

今
度

し
て
み
よ
う
か

そ
う
ね

討
し
て
み
ま
し

う

あ

そ
れ
で
で
す
ね

何
か

 
そ
の
時
い
き
な
り
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が
表

さ
れ
臨
時
メ
ン
テ
に
入
る
旨
が
告
知
さ
れ

た
い
き
な
り
何

ま
さ
か

今
の
私
達
の
行
動
の
せ
い
か
し
ら

そ
れ
に
し
て
は
動
き
が

い
気
も
す
る
け
ど

 
思

た
よ
り
こ
の
ゲ

ム
の
運

は

能
な
の
か
し
ら

そ
れ
と
も
何
か
を
恐
れ
た

ま
あ

リ

フ

ち

ん
が
い
た
ら
本
当
に

き
そ
う
で
し
た
し
ね

ま
あ
メ
ン
テ
が
終
わ

た
ら

も
分
か
る
と
思
う
し

点
に

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ま

し

う
か

は
い

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
小
町
は

一
人
で

を
食
べ
て
い
た
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そ
ん
な
時
突
然

小
町
の

が
着
信
を
告
げ
た

ど
う
や
ら
陽
乃
か
ら
の
よ
う
だ

も
し
も
し
小
町
で
す

陽
乃
さ
ん

ど
う
か
し
ま
し
た
か

小
町
ち

ん
す
ぐ
に
病
院
に
来
て

比
企
谷
君
が
比
企
谷
君
が
今
目
を
覚
ま
し
た
の

 
小
町
は
そ
れ
を

い
た

間
返
事
も
せ
ず
に
通
話
を
終
了
し
す
ぐ
に
病
院
へ
と
向
か

た

 
向
か
う

中
に
親
に
連

を
入
れ

病
院
に
着
く
と
面
会
時
間
ぎ
り
ぎ
り
だ

た
が

 
ど
う
や
ら
待

て
い
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う

陽
乃
が
小
町
に
駆
け
寄

て
き
た

 
小
町
は
陽
乃
と
共
に
病
室
へ
と
向
か
い

扉
を
開
け
た
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第
二
章
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
編

 
第
０
８
４
話
 
そ
れ
ぞ
れ
の
目
覚
め

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編

か
な
り
⻑
く
な
り
ま
し
た

 
本
日
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
に
な
り
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ア
ス
ナ
は
開
放
感
に
包
ま
れ
な
が
ら
目
を
覚
ま
し
た
の
だ
が

 
そ
こ
は
予
想
し
て
い
た
通
り
の
病
室
の
ベ

ド

で
は
な
く

の
よ
う
な
場
所
で

 
ア
ス
ナ
は
ど
う
や
ら
そ
こ
に

じ
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

え

何
こ
こ

ま
さ
か
ま
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
な
の

 

囲
は
一
面
の
空

空

空

そ
し
て
巨
大
な
木

 
ア
ス
ナ
の
入

て
い
る

は

ど
う
や
ら
そ
の
巨
大
な
木
に
ぶ
ら
下
が

て
い
る
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
君

キ
リ
ト
君

茅
場
さ
ん



 第０８４話 それぞれの目覚め

 
ア
ス
ナ
は
動

し
て
い
た
が

せ
め
て
落
ち
着
こ
う
と
深
呼

を
し
た

ハ
チ
マ
ン
君
が
よ
く
言

て
い
た

ど
ん
な
時
で
も

静
で
あ
れ
と

 
こ
ん
な
時
こ
そ
落
ち
着
い
て
落
ち
着
い
て

ま
ず

囲
の
観
察
か
ら

 
ま
ず

囲
の
景
色
の
観
察
を
行
お
う
と
思
い

ア
ス
ナ
は

か
ら
下
を

き
込
ん
だ

 
地
面
は
遠
す
ぎ
て
見
え
な
い
よ
う
だ

こ
こ
は
か
な
り
の
高
所
な
の
だ
ろ
う

 
次
に
ア
ス
ナ
は

自
分
の
体
を
観
察
し
た

こ
の
体
は
ア
バ
タ

だ
ね

と
い
う
事
は

こ
こ
は
何
か
他
の
ゲ

ム
の
中

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
無
い

と
思
う

ど
の

層
に
も
こ
ん
な
高
い
場
所
は
無
い
は
ず

 
ア
ス
ナ
は
こ
の

況
か
ら
自
分
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
直
接
こ
こ
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と

し
た

 
お
そ
ら
く

人
に
近
い

で

私
が
誰
か
に

わ
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
私
の
目
覚
め
を
知

て
誰
か
が
こ
こ
に
来
る
か
も
し

れ
な
い

 
今
は
そ
れ
を
待
つ
し
か
な
い
か
な

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
考
え
は
ど
う
や
ら
正
し
か

た
よ
う
だ
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か
ら
木
に
通
じ
る
通
路
の
方
か
ら

人
影
が
走

て
く
る
の
が
見
え
た

 
そ
の
人
影
は
か
な
り

手
な
服
装
を
し
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
漠
然
と

古
代
の
ギ
リ
シ

か
ロ

マ
の
人
み
た
い
な
格
好
だ
な

と
思

た

報
告
を
受
け
て
す
ぐ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
走

て
き
た
が

ま
さ
か
本
当
に
い
る
と
は
ね

ロ
グ
イ
ン

や

ぱ
り
こ
こ
は
ゲ

ム
か
何
か
の
中
な
ん
だ
ね

あ
な
た
は
誰

こ
こ
は
ど
こ
な
の

お
や

私
と
あ
な
た
は
何
度
も
面
識
が
あ
る
ん
で
す
が

こ
ん
な

で
は
分
か
り
ま
せ
ん

か 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
わ
れ
知
り
合
い
の
顔
を
色
々
と
思
い

か
べ
て
み
た
が

当
す
る
顔
は

無
か

た

 
ま
あ
こ
れ
は
相
手
の
ア
バ
タ

が
正
確
に
顔
を
再
現
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
仕
方
な

い
だ
ろ
う

ご
め
ん
な
さ
い
記
憶
に
無
い
わ

こ
の
場
所
も
ど
こ
な
の
か

ま

た
く
分
か
ら
な
い

 
そ
う
言
い
な
が
ら

り
向
き

囲
を

め
た
ア
ス
ナ
は
下
の
方
に
動
く
黒
い
点
が
あ
る
事
に

気
付
い
た



 第０８４話 それぞれの目覚め

 
ア
ス
ナ
は
不
思
議
そ
う
に
そ
れ
を
見
つ
め

そ
れ
に
つ
ら
れ
て
そ
の
男
も
下
を

き
込
ん
だ

な

あ
れ
は

プ
レ
イ
ヤ

か

ど
う
や

て
こ
こ
ま
で
飛
ん
で
き
た
ん
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
仕
様
で
こ
ん
な
に
高
く
ま
で
飛
べ
る
は
ず
が
な
い

あ
れ
は

の
生
え
た
人

プ
レ
イ
ヤ

あ
の
動
き
は

ま
さ
か
こ
ち
ら
を

影
し
て
い
る
の
か

 
く
そ

下
を

き
込
む
な

後
ろ
に
下
が
る
ん
だ

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
を

き

こ
れ
は
こ
の
男
に
と

て
都
合
が
悪
い
事
態
な
の
だ
と
悟
り

 
一
心
不
乱
に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
手
を

り

呼
び
か
け
た

私
は
こ
こ
に
い
る
よ

気
付
い
て

や
め
ろ

 
男
は

の
中
に
入

て
き
て

ア
ス
ナ
を
後
ろ
に
引
き
倒
し
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
で
も

抗
し

必
死
に
そ
の
人
物
に

を
見
せ
よ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
の
努
力
も
空
し
く

そ
の
人
影
は
力
尽
き
た
の
か

下
へ
と
舞
い

て
い

た

く
そ

よ
り
に
よ

て

ま
さ
か
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
ん
な
事
が

こ
る
と
は

 
そ
の
男
は
ウ

ン
ド
ウ
ら
し
き
も
の
を
開
き
ど
こ
か
に
連

を
と

て
い
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
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を
見
せ
た

今
か
ら

急
メ
ン
テ
を
行

て

す
ぐ
に
対

を
と
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

 
後
ほ
ど
ま
た
話
を
し
に
来
ま
す
よ

ア
ス
ナ
さ
ん

あ
な
た

誰

ま
あ

す
意
味
も
余
り
無
い
で
す
ね

私
は
あ
な
た
の
お

上
の
部
下
の

須

で
す
よ

須

さ
ん

そ
う

須

さ
ん
だ

た
の
ね

こ
の
事
を

は
知

て
い
る
の

Ａ
Ｌ

Ｏ

て
何

色
々
疑
問
な
の
は
分
か
り
ま
す
が
ち

と
急
い
で
い
る
の
で
ね
そ
の
話
は
い
ず
れ
ま
た

 
須

は
そ
う
言

て
す
ぐ
に
消
え
て
い

た

よ
ほ
ど

て
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
ア
ス
ナ
は
今
の
出
来
事
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
思

た
が

 
臨
時
メ
ン
テ
が
開
始
さ
れ
た
せ
い
か

そ
の
ま
ま
急
速
に
意
識
を
失

た

  
キ
リ
ト
が
覚

す
る
と

目
の
前
は
真

暗
だ

た

あ

そ
う
か

 
ナ

ヴ
ギ
ア
を
か
ぶ

て
い
た
事
を
思
い
出
し
キ
リ
ト
は
ナ

ヴ
ギ
ア
を
ゆ

く
り
と
外
し
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た 

囲
を
見

し
た
キ
リ
ト
は

や
は
り
病
院
の
よ
う
だ
と
思
い
な
が
ら
体
を

こ
し

 
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
た

立
て
る
か
な

 

し
に
キ
リ
ト
は
立

て
み
る
事
に
し
た

に
は
点

の
管
が
繋
が

て
い
た
の
で

 
慎
重
に
立
ち
上
が

た
キ
リ
ト
は

少
し
よ
ろ
け
な
が
ら
も

立
つ
事
が
出
来
た

う
わ

こ
れ
は
き
つ
い
な

か
な
り
筋
力
も
落
ち
て
い
る
み
た
い
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

め
て
自
分
の
体
を
見
た
キ
リ
ト
は
そ
の

せ
方
に
背
筋
が
寒
く
な

た

こ
れ
は

層
ま
で
行

て
た
ら
や

ぱ
り
そ
の
前
に
死
ん
で
た
か
も
し
れ
な
い
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う

き

ベ

ド
に

を
下
ろ
し
た

さ
て

や
る
べ
き
事

や
り
た
い
事
は
い
く
つ
か
あ
る
が

ま
あ
ま
ず
は
こ
れ
だ
よ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
キ
リ
ト
は

ナ

ス
コ

ル
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

  
ク
ラ
イ
ン

ア
ル
ゴ

シ
リ
カ
の
目
覚
め
も
同
じ
よ
う
な
も
の
だ

た

 
一
番
幸
運
だ

た
の
は

エ
ギ
ル
で
あ

た
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エ
ギ
ル
が
目
覚
め
た
時
目
の
前
に
あ

た
の
は
何
度
も
夢
に
見
た
愛
す
る
妻
の

だ

た
あ
な
た

 
た
ま
た
ま
見
舞
い
に
来
て
い
た
エ
ギ
ル
の
妻
は

ろ

ろ
と

き
な
が
ら
エ
ギ
ル
に

き

つ
い
た

ご
め
ん

た
だ
い
ま

お
帰
り
な
さ
い

 
二
人
は

師
と

護

が
来
る
ま
で
も
う
離
れ
な
い
と
い
う
風
に
ず

と

き
合

て

い
て
い
た

  
覚

し
た
リ
ズ
ベ

ト
は

夢
の
中
で
ず

と
暗
闇
の
中
を

て
い
た

キ
リ
ト

キ
リ
ト

 
い
く
ら
呼
ん
で
も
当
然
キ
リ
ト
が

を
現
す
事
は
無
か

た

 
私
は
確
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
の
を
確
認
し
た
の
に
一
体
こ
こ
は
ど
こ
な
ん
だ
ろ
う

 
も
し
か
し
て
今
ま
で
あ

た
事
は
全
部
夢
で
本
当
の
私
は
実
は
も
う
死
ん
で
い
る
の
だ
ろ
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う
か

 
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
も
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
れ
で
も

め
ず
に
キ
リ
ト
の

を
求
め
て
歩

き
続
け

 
そ
し
て
再
び
完
全
に
意
識
を
失

た

  
三

優
美
子
は
そ
の
日
も
八
幡
の
見
舞
い
に
来
て
い
た

面
会
時
間
が
ま
も
な
く
終
わ
る
の

で 
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
か
と

を
立

た
三

は
病
室
の
扉
を
開
け
よ
う
と
し
た
が

 
ふ
と
背
後
の
方
か
ら
物
音
が
し
た
よ
う
な
気
が
し
て

り
返

た

 
そ
こ
に
は

き

と
ん
と
し
た
顔
を
し
て
こ
ち
ら
を
見
る

八
幡
の

が
あ

た

あえ
何
こ
れ

何
で
最
初
に
見
る
の
が
あ

し
さ
ん

も
し
か
し
て
ま
だ
夢
の
中
な
の
か

ヒ
キ
オ

 
三

は

き
な
が
ら

八
幡
の
顔
を
胸
に

い
た

あ
れ
な
ん
か
柔
ら
か
い

夢
じ

な
い
の
か

も
し
か
し
て
本
物
の
あ

し
さ
ん
か
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あ

し
さ
ん
言
う
な
し

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も

三

は
八
幡
を
離
そ
う
と
は
し
な
か

た

 
八
幡
は
困
り
な
が
ら
も

三

の
好
き
に
さ
せ
た
ま
ま
話
し
か
け
た

こ
こ

病
院
だ
よ
な

も
し
か
し
て
見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
た
の
か

 
三

は
そ
の

静
な
八
幡
の
声
に
少
し
驚
き

や

と
八
幡
を
解
放
し
た

の
ヒ
キ
オ
だ

た
ら
こ
ん
な
事
さ
れ
た
ら
絶
対
に
恥
ず
か
し
が

て
き

ど

て
た
は
ず

な
の
に

 
そ
う
考
え
た
三

は

八
幡
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
た

 
八
幡
の
目
の
腐
り
が

ほ
ぼ
無
く
な

て
い
る
よ
う
に
見
え
る

ヒ
キ
オ
さ

な
ん
か
格
好
良
く
な

た
ね

少
し
や
せ
す
ぎ
だ
け
ど

お
い

何
で
い
き
な
り
俺
を
褒
め
て
ん
だ
よ

ド

キ
リ
か
何
か
な
の
か

あ
と

く
質
問

に
答
え
ろ

あ
は
は

そ
う
い
う
と
こ
変
わ
ら
な
い
ね

う
ん

こ
こ
は
病
院
だ
よ

 
あ

し
さ
今
こ
の
病
院
の
近
く
の
大
学
に
通

て
る
か
ら
た
ま
に
あ
ん
た
の
事
見
に
来
て

た
ん
だ
よ
ね
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そ
う
な
の
か

⻑
い
間
す
ま
ん

あ
り
が
と
な

三

う
う
ん

お
か
え
り

ヒ
キ
オ

あ
あ

 
三

は
涙
を

き

八
幡
に
笑
顔
を
見
せ
た

今
ナ

ス
コ

ル
す
る
か
ら
待

て
て

後
は

ま
ず
は
陽
乃
さ
ん
に
連

か
な

三

は
陽
乃
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な

て
た
の
か

と
い
う
事
は
こ
こ
は
雪
ノ
下
関
係
の
病

院
かそ

う
だ
よ

陽
乃
さ
ん
ヒ
キ
オ
の
た
め
に
す
ご
い
頑
張

て
た
よ

会

た
ら
お

を
言

と
き
な

そ
う
か

わ
か

た

そ
う
す
る

ま
あ

他
に
も
色
々
あ
ん
た
の
情
報
を
教
え
て
く
れ
た
り
も
し
て
く
れ
た
ん
だ
け
ど
ね

情
報

後
ろ
の
壁

見
て
み
な

後
ろ

う
お

 
そ
こ
に
は
引
き

ば
さ
れ
た

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
結
婚
写
真
が

ら
れ
て
い
た
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お
い

何
で
こ
れ
が
こ
こ
に
あ
る

デ

タ
を
抜
き
出
し
て
う
ん
ぬ
ん
と
か
言

て
た
か
な

あ

し
に
は
難
し
く
て
わ
か
ら
な
い

け
どま

じ
か
よ

何
こ
の
公
開
処

ち
な
み
に
全
員
の
同
意
を
得
て

て
る
か
ら

外
し
ち

だ
め
だ
か
ら
ね

全
員

て
誰
だ
よ

雪
ノ
下
さ
ん

結
衣

い
ろ
は

小
町
ち

ん

川
崎
さ
ん

あ

し

ほ
ぼ
俺
の
知
り
合
い
全
員
か

ね
え

そ
れ
が
あ
ん
た
の
好
き
な
人
な
ん
で
し

は

そ
う
だ
よ

こ
れ
が
俺
の
妻
の
ア
ス
ナ
だ
よ

 
三

は
そ
の
返
事
を
予
想
し
て
い
た
の
か

き
な
が
ら
話
を
変
え
た

ヒ
キ
オ
さ

結
衣
や
雪
ノ
下
さ
ん
の
気
持
ち
に
は
な
ん
と
な
く
気
付
い
て
た
ん
で
し

あ
い
つ
ら
の
気
持
ち

な

う
ん

な
ん
と
な
く
そ
う
な
の
か
な
と
思

て
は
い
た
が
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あ
の

の
俺
は
そ
う
い
う
の
か
ら
と
こ
と
ん
逃
げ
て
た
か
ら
な

も
う
逃
げ
な
い
の

あ
の
二
人

こ
れ
を
悔
し
そ
う
に
見
て
た
よ

 
あ

お
ま
け
で
い
ろ
は
と
あ

し
も
ね

三

も

お
い

葉
山
は
ど
う
し
た

優
美
子
で
い
い
よ

人
と
は

卒
業
式
の
時
ふ
ら
れ
て
そ
れ
き
り
か
な

そ
う
か

ま
あ
そ
ん
な
わ
け
で

結

な
回

あ
ん
た
の
見
舞
い
に
来
て
た
あ

し
は

 
先
日
そ
の
写
真
を
見
せ
ら
れ
た
ん
だ
け
ど
そ
の
時
な
ん
か
格
好
い
い
と
か
思

ち

た

ん
だ
よ
ね

そ
れ
は
一
時
の
気
の
迷
い
だ

そ
れ
に
俺
に
は
も
う
ア
ス
ナ
が

ま
あ
そ
う
言
う
と
は
思

て
た
け
ど

 
あ

し
は

が
あ

た
ら
ガ
ン
ガ
ン
い
く
か
ら
覚
悟
し
て
お
き
な

多
分
残
り
の
み
ん
な
も

ね
ま
じ
か
よ

て
る
間
に
モ
テ
期
が
到
来
し
て
や
が

た
の
か

 
ま
あ
俺
の
気
持
ち
が
変
わ
る
と
も
思
わ
な
い
が
そ
れ
で
も

実
に
向
き
合
う
覚
悟
は
し
て
お
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く 
色
々
と
教
え
て
く
れ
て
ほ
ん
と
あ
り
が
と
な

優
美
子

え
 
三

は
八
幡
に
優
美
子
と
呼
ば
れ
た
事
に

か
な
り
驚
い
た
よ
う
だ

あ
ん
た

や

ぱ
り
す
ご
く
変
わ

た
ね

お
世
話
に
な

た
人
に
優
美
子
と
呼
べ

て
言
わ
れ
た
ら
な

や

ぱ
そ
う
し
な
い
と
な

ま
あ

い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
三

は

満
面
の
笑
顔
で
八
幡
に
微
笑
ん
だ

 
そ
し
て

師
と

護

が
到
着
し

八
幡
は

い

察
を
受
け
る
事
に
な

た

お

者
さ
ん
も
来
た
事
だ
し

あ

し
は
一
度
帰
る
ね

ま
た
見
舞
い
に
来
る
か
ら

そ
の

目
が
覚
め
た
時
一
人
じ

な
く
て

な
ん
か
嬉
し
か

た
わ

ま
た
な

優
美
子

ま
た
ね

八
幡

 
三

は
手
を

り
な
が
ら
病
室
か
ら
出
て
い

た

優
美
子

か

普
通
に
呼
べ
た
な

俺
も
も
う

と
は
違
う

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は

師
の

察
を
受
け
終
え
安
静
を
言
い

さ
れ
て
再
び
ベ

ド
に
横
に
な

た
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そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

再
び
病
室
の
扉
が
開
い
た
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第
０
８
５
話
 
お
見
舞
い
ラ

シ

 
病
室
の
扉
を
開
け
て
入

て
き
た
の
は

陽
乃
と

そ
し
て
小
町
だ

た

 
陽
乃
は
小
町
の
背
中
を

く
前
に
押
し
た

ほ
ら

小
町
ち

ん

本
当
に
本
物
の
お
兄
さ
ん
だ
よ

 
小
町
は
押
さ
れ
る
ま
ま
八
幡
に
駆
け
寄
り

き
な
が
ら
し

か
り
と

き
つ
い
た

お
兄
ち

ん

お
兄
ち

ん

お
兄
ち

ん

小
町

少
し
背
が

び
た
か

お
兄
ち

ん
は
ち

と

せ
た
ね

そ
う
だ
な

お
か
え
り
な
さ
い

小
町

き

と
お
兄
ち

ん
は
無
事
に
帰

て
く
る

て
信
じ
て
た
よ

あ
あ

た
だ
い
ま

⻑
い
間
待
た
せ
て
ご
め
ん
な

 
小
町
は
八
幡
か
ら
ず

と
離
れ
ず

き
続
け
て
い
た

八
幡
も
小
町
の

を
ず

と
な
で
続

け
て
い
た
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陽
乃
も
優
し
い
目
で
そ
の

を
ず

と
見
つ
め
て
い
た

 
ほ
ど
な
く
し
て
八
幡
の
両
親
も
到
着
し

せ

か
く
だ
か
ら
親
子
水
入
ら
ず
で
と
い
う
事
で

 
陽
乃
は
先
に
帰
る
と
言
い
出
し
た

比
企
谷
君

他
の
人
に
は
今
日
は
遠

す
る
よ
う
に
言

て
お
い
た
か
ら

 
今
日
は
家
族
水
入
ら
ず
で
の
ん
び
り
し
て
ち

う
だ
い

 
そ
の
代
わ
り
明
日
は
面
会
ラ

シ

に
な
る
と
思
う
か
ら
覚
悟
し
て
ね

 
あ
と

関
係
者
の
人
も
来
る
と
思
う
け
ど

そ
の
時
は
私
も
同

す
る
か
ら
ね

色
々
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

陽
乃
さ
ん

ち

ん
と
し
た
お

は
ま
た
明
日
に
で
も

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
れ
で
は
比
企
谷
さ
ん

本
日
は
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
今
ま
で
ど
れ
ほ
ど
お
世
話
に
な

た
事
か
感
謝
し
て
も
感
謝
し
足
り
な
い
と
い

た
感
じ
で

 
八
幡
の
両
親
は
陽
乃
に

を
下
げ
た

陽
乃
は
笑
顔
で
そ
れ
に
応
え

帰

て
い

た

 
そ
の
日
八
幡
は

久
し
ぶ
り
に
会

た
家
族
に

色
々
な
話
を
し
た

 
両
親
が
一
番
興
味
を

し
た
の
は

目
の
前
に
で
か
で
か
と

て
あ
る
写
真
の
事
だ

た

そ
れ
に
し
て
も
最
初
に
こ
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら

た
時
は
び

く
り
し
た
よ

 
八
幡
は
こ
の
子
が
好
き
な
の
か
い
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ま
あ

そ
う
か
な

あ
な
た

あ
の
八
幡
が
こ
ん
な
に
は

き
り
と

そ
う
だ
な

一
時
は
八
幡
の
将
来
が
心
配
で
仕
方
が
無
か

た
が

 
こ
の
分
な
ら
も
う
大
丈
夫
か
も
し
れ
な
い
な

八
幡

初

の
顔
を

く
見
せ
て
ね

そ
し
た
ら
小
町
も
お
ば
さ
ん
だ
ね

こ
の
馬

家
族
は

ま
だ
直
接
会

た
事
が
無
い
ん
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
わ
か

ら
な
い
よ

絶
対
に
逃
が
し
ち

だ
め
よ

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
八
幡
の
事
を
好
き
に
な

て
く
れ
る
人

な
ん
て

 
あ
れ

結

山
い
る
ん
だ

け

小
町

う
ん

小
町
の
お
姉
ち

ん
候
補
は

小
町
の
知

て
る
だ
け
で
も

 
こ
の
ア
ス
ナ
さ
ん
を
入
れ
て
全
部
で
六
人
い
る
よ

そ
う
か

八
幡
が
誰
を
選
ぶ
か
は
わ
か
ら
な
い
が

決
し
て
後
悔
し
な
い
よ
う
に
な

わ
か

て
る
よ

絶
対
に
誰
に
対
し
て
も
不

実
な
態
度
は
と
ら
な
い
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八
幡

立

に
な

て

そ
う
い
え
ば
う
ち
は
基
本
放
任
主
義
だ
が

こ
ん
な
家
族
だ

た

 
こ
ん
な
調
子
で
は
あ

た
が

久
々
に
家
族
と
の
時
間
を
過
ご
せ
て

八
幡
は
と
て
も
嬉
し

か

た

 
そ
し
て
時
間
も

く
な

て
き
た
の
で
三
人
は
帰
る
事
に
な
り

 
八
幡
も
さ
す
が
に
疲
れ
た
の
で

そ
の
日
は

め
に

る
事
に
し
た

 

る
時
に

護

が
話
し
て
く
れ
た
が
世
間
は
ど
う
や
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
の
話
で
大

ぎ

の
よ
う
だ

仲
間
に
お
か
し
な
影

が
無
け
れ
ば
い
い
が

俺
に
何
が
出
来
る
わ
け
で
も
な
い

 
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
は
ア
ス
ナ
を
こ
の
手
に
取
り

す
事
だ
け
を
考
え
よ
う

 
そ
う
思
い

八
幡
は
眠
り
に
つ
い
た

  
次
の
日
最
初
に

ね
て
き
た
の
は

い
ろ
は
と
小
町
だ

た

せ

ん
ぱ
い

お
帰
り
な
さ
い

お
う

一
色
か

お
前
に
も
心
配
か
け
ち
ま

た
な
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ほ
ん
と
で
す
よ

生
徒
会
の
仕
事
を
押
し
付
け

相
談
す
る
相
手
も
い
な
く
な

ち

い

ま
し
た
し

 
大
変
だ

た
け
ど

小
町
ち

ん
と
一

に
頑
張

た
ん
で
す
よ

別
に
言
い
直
さ
な
く
て
い
い
か
ら
な

そ
う
い
え
ば
ち

ん
と
言

て
な
か

た
ね
お
兄
ち

ん

小
町
総
武
高
校
に
無
事
合
格
し

た
よ

そ
れ
が
心
配
だ

た
ん
だ
よ

俺
の
せ
い
で
小
町
が
受
験
に
失
敗
し
て
な
い
か

て
な

 
よ
く
頑
張

た
な

お
め
で
と
う

小
町

う
ん

そ
う
思

た
か
ら
小
町
必
死
に
頑
張

た
よ

え
ら
い
ぞ
小
町

さ
す
が
は
世
界
で
二
番
目
に
か
わ
い
い

世
界
一
の
妹
だ

先
輩

も
ち
ろ
ん
世
界
一
か
わ
い
い
の
は

こ
の
私
で
す
よ
ね

あ

そ
ん
な
の
ア
ス
ナ
に
決
ま

て
る
だ
ろ

何
を
い
き
な
り
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
事
を
言

て
や
が
る

ぐ

さ
す
が
に
手
ご
わ
い

や
ぱ
り
こ
れ
は
少
し
ず
つ
離
を
詰
め
て
い
か
な
い
と

ま
あ
し
か
し

お
前
が
全
然
変
わ

て
な
く
て

ち

と
ほ

と
し
た
わ
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俺
が
い
な
く
な

た
後
こ

ち
が
ど
う
な

て
る
か

か
な
り
不
安
だ

た
か
ら
な

先
輩
に
心
配
か
け
な
い
よ
う
に

み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
た
か
ら
ね

 
い
ろ
は
は
そ
う
言
い
な
が
ら

を

め
た

八
幡
は
優
し
い
目
で
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
た

 
そ
の
後
も
三
人
は
色
々
な
話
を
し
た

主
に
学
校
関
係
の
話
題
が
多
か

た

 
そ
し
て
二
人
が
訪
ね
て
き
て
か
ら
約
二
時
間
が

過
す
る

い
ろ
は
が
こ
ん
な
事
を
言

た

今
日
は
先
輩
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に

 
お
見
舞
い
は
一
人
二
時
間
ま
で

て
み
ん
な
で
話
し
合

て
決
め
た
ん
で
す
よ

 
と
い
う
わ
け
で

そ
ろ
そ
ろ
交
代
の
時
間
で
す

ま
た
来
ま
す
ね

先
輩

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

ま
た
な

は
い

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
い
ろ
は
は
す
ぐ
に
は
帰
ろ
う
と
せ
ず
に
逆
に
八
幡
に
近
付
き

元
で

い
た

私
だ

て

先
輩
の
事
ま
だ

め
た
わ
け
じ

な
い
ん
で
す
か
ら
ね

 

任
も
と

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
ね

あ

優
美
子
の
言

て
た
通
り

や

ぱ
り
お
前
も
そ
う
な
の
か
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あ
ま
り
に
も

の
ま
ま
だ

た
か
ら

案
外
勘
違
い
じ

な
い
か
と
思

て
た
ん
だ
が
な

優
美
子

 
い
ろ
は
と
小
町
は

八
幡
が
三

を
名
前
で
呼
ん
だ
事
に
驚
愕
し
た

せ

せ
せ
せ
先
輩

い
つ
か
ら
三

先
輩
を
名
前
で
呼
ん
で
る
ん
で
す
か

ん

日
か
ら
だ
ぞ

し
ま

た

こ
こ
で
押
し
た
ら
完
全
に
二
番

じ
に

三

先
輩

り
が
た
し

小
町
的
に
優
美
子
さ
ん
の
ポ
イ
ン
ト
が
爆
上
が
り
だ
よ

お
前
ら
な
ん
か
見
て
る
だ
け
で
面
白
い
な

く

今
に
見
て
ろ
で
す

あ

い
ろ
は
先
輩

 
い
ろ
は
が
悔
し
そ
う
に
外
に
飛
び
出
し

小
町
は
そ
の
後
を
追
い
か
け
て
い

た

 
八
幡
は

深
い

息
を
つ
い
た

ま
さ
か
こ
う
い
う
の
が

々
と
続
く
の
か

ま
あ
覚
悟
を
決
め
る
か

  
次
に
病
室
を
訪
れ
た
の
は

平

と
川
崎

そ
れ
に
戸

だ

た
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戸

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

八
幡

会
い
た
か

た
ぞ
戸

僕
も
だ
よ

ほ
ん
と
無
事
で
良
か

た

戸

俺
戸

以
外
に
も
や

と
友
達
が
出
来
た
ん
だ
よ

そ
の
う
ち
紹
介
す
る
か
ら
な

本
当

嬉
し
い
な

是
非
紹
介
し
て
ね

お
う

こ
ほ
ん

私
達
も
い
る
の
だ
が
ね

あ

と
す
み
ま
せ
ん

し
か
し
こ
れ
は
ま
た

珍
し
い
組
み
合
わ
せ
で
す
ね

ど
う
や
ら
元
気
そ
う
じ

な
い
か

本
当
に
良
か

た
よ

 
私
も
や

と

題
を
終
え
た
よ
う
な

そ
ん
な
気
分
だ
な

そ
う
い
え
ば
す
み
ま
せ
ん

学
校

結
局
卒
業
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
ね

ま
あ
無
事
な
の
が
一
番
さ

そ
れ
に
卒
業
出
来
な
か

た
の
は
君
の
せ
い
じ

な
い
し
な

川
崎
は
進
学
出
来
た
の
か

う
ん

ま
あ

な
ん
と
か
な

た
よ
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そ
う
か

あ
ん
た
が
ス
カ
ラ
シ

プ
の
事
を
教
え
て
く
れ
た
お
か
げ
か
な

役
に
た
て
た
な
ら
何
よ
り
だ

め
て
三
人
と
も

た
だ
い
ま

お
か
え
り

お
か
え
り
八
幡

お
か
え
り
比
企
谷

よ
く
頑
張

た
な

 
ち
な
み
に
こ
の
会
話
中

川
崎
は
一
度
も
八
幡
と
目
を
合
わ
せ
て
い
な
い

 
そ
の
顔
は
真

だ

た
の
で

八
幡
は
気
を
遣

て
つ

こ
ま
な
い
で
い
た

で

し
ば
ら
く
見
な
い
う
ち
に

分
と
面
白
い
物
が

て
あ
る
じ

な
い
か

 
こ
れ
が
君
の
パ

ト
ナ

か
ね

そ
う
で
す
ね

い
つ
か
先
生
に
も
紹
介
出
来
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
ね

八
幡
の
彼
女

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
結
婚
し
て
た

こ

ち
で
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
な

い
つ
見
て
も
お
似
合
い
だ
よ
ね

ほ
ほ
う

川
崎
は
こ
の
写
真
の
事
を
知

て
い
た
の
か
ね
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え
え

ま
あ

お
前
も

る
の
に
同
意
し
た

て

い
た
け
ど

本
当
な
の
か

う
ん

本
当
だ
よ

あ
ん
た
に
好
き
な
人
が
い
る
の
も
知

て
た

そ
う
か

わ

私
は

あ
ん
た
の

事
が

す

好
き

だ
け

ど

 
川
崎
は

そ
こ
ま
で
言

た
後

深
呼

を
し
た

で
も

こ
の
写
真
に
映

て
る
二
人
を
見
た
ら

素
直
に
応
援
し
た
く
な

ち

う
よ

 
本
当
に
心
か
ら
幸
せ
そ
う
だ
か
ら
さ

川
崎

私
は
私
で
あ
ん
た
を
好
き
な
ま
ま
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
他
の
人
を
す
ぐ
好
き
に
な
る

か
も
だ
し

 
だ
か
ら
あ
ん
た
は
気
に
せ
ず

自
分
の
思
う
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
れ
に
好
き
と
か
関
係
な
く
今
は
あ
ん
た
が
生
き
て
帰

て
き
て
く
れ
て
と
て
も
嬉
し
い

あ
り
が
と
な

見
舞
い
に
も
来
て
く
れ
た
ん
だ
ろ

 
お
か
げ
で
や

と
帰

て
こ
れ
た
よ

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な

川
崎
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う
ん

八
幡

僕
も
僕
も

当
た
り
前
だ
ろ

そ
れ
に
先
生
も

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ラ

メ
ン
を
食
べ
に
い
く
約
束
も
あ

た
し
な

元
気
に
な

た
ら
一

に
行
こ
う

は
い

で
も

こ
の
写
真

ほ
ん
と
い
い
写
真
だ
ね

 
戸

が
感

し
た
よ
う
に
言

た

い
つ
か
戸

に
も
紹
介
す
る
よ

こ

ち
で
会

た
後
の
結
果
次
第
な
と
こ
も
あ
る
け
ど
な

何
か
問
題
で
も
あ
る
の

ま
あ

家
庭
の
問
題
と
か
も
あ
る
か
ら
な

お
嬢
様
み
た
い
だ
し
な

そ

か

頑
張
れ
八
幡

お
う

比
企
谷

つ
い
で
に
私
に
も
誰
か
紹
介
し
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
ぞ

あ

先
生

ま
だ
フ
リ

で
す
か

 
そ
の
言
葉
を

き

平

は
八
幡
の
こ
め
か
み
を
ぐ
り
ぐ
り
し
た
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フ
リ

で
悪
か

た
な

君
は
幸
せ
そ
う
で

ま
し
い
な

あ

違
う
ん
で
す

先
生
に
紹
介
し
た
い
奴
が
い
る
ん
で
す

 
で

今
先
生
が
フ
リ

か
ど
う
か
確
認
し
た
か

た
だ
け
な
ん
で
す

 
平

は

ピ
タ

と
動
き
を
止
め
た

本
当
か
ね

は
い

ま
あ
そ
い
つ
と
連

が
と
れ
た
ら
の
話
に
な
る
ん
で
す
け
ど

先
生
さ
え
良
け
れ
ば

比
企
谷

君
と
い
う
奴
は

 
平

は

満
面
の
笑
み
で
八
幡
の

を
胸
に

い
た

う
わ

戸

助
け

う
ぐ

呼

が
出
来
ん

先
生
先
生

八
幡
が
死
ん
じ

う

川
崎
さ
ん

八
幡
を
助
け
な
き

ま
あ
先
生
に
も
や

と
春
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ

あ
ん
た
も
そ
れ
く
ら
い
我
慢
し
な
よ

お
い

 
八
幡
は
し
ば
ら
く
も
が
い
て
い
た
が
さ
す
が
に
限
界
が
近
く
な

た
の
か
平

に

願
し

た
先
生
ギ
ブ
で
す
ギ
ブ
で
す

ま
だ
体
が

て
る
ん
で
そ
ろ
そ
ろ
勘

し
て
下
さ
い
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む
す
ま
ん
つ
い
興
奮
し
て
し
ま

た
よ
う
だ

つ
い
胸
を
君
の
顔
に
押
し
付
け
て
し
ま

た
は
あ

ま
あ
苦
し
か

た
だ
け
な
ん
で

問
題
な
い
で
す
よ

 
平

は
八
幡
に
謝

た
が

胸
に
顔
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず

 
八
幡
が
恥
ず
か
し
が
る
様
子
も
な
く
平
然
と
し
て
い
る
の
に
気
付
き
一
言
言
い
た
く
な

た

よ
う
だ

そ
れ
に
し
て
も
今
の
君
は

と
比
べ
て

分
と
女
性
慣
れ
し
て
い
る
よ
う
だ
な

生
意
気
な

は

ま
あ

色
々
あ

た
ん
で

ま
あ
良
か
ろ
う

と
に
か
く
紹
介
の
件

頼
ん
だ
ぞ

は
い

約
束
し
ま
す

 
そ
の
や
り
と
り
を
楽
し
そ
う
に
見
て
い
た
戸

は
時
間
を
確
認
し

平

に
話
し
か
け
た

あ

先
生

そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す

そ
う
か
戸

も
う
二
時
間

て
し
ま

た
か

交
代
の
時
間
な
ん
で
す
ね

次
が
君
に
と

て
の
本
番
だ
よ

比
企
谷
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て
事
は

次
は
あ
の
二
人
が
来
る
ん
で
す
ね

ま
あ

頑
張
り
た
ま
え

そ
れ
で
は
私
達
は
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
う
か

八
幡

ま
た
ね

ま
た
来
る
か
ら

お
う

二
人
と
も
ま
た
な

先
生

ち

と
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が

 
必
ず
紹
介
す
る
ん
で

待

て
て
く
だ
さ
い
ね

楽
し
み
に
待

て
る
よ

そ
れ
で
は
ま
た
な

は
い

 
こ
う
し
て
三
人
は
去

て
い

た

次
は
つ
い
に
雪
ノ
下
と
由
比

が
来
る

 
八
幡
は

く
二
人
に
会
い
た
く
て

そ
わ
そ
わ
し
な
が
ら
そ
の
時
を
待

た
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第
０
８
６
話
 
待
ち
望
ん
で
い
た
再
会
と
予
期
せ
ぬ
再
会

 
コ
ン
コ
ン

と
い
う
ノ

ク
の
音
が

こ
え
た

間

八
幡
の
心

が
ド
ク
ン
と

ね
た

ど
う
ぞ

 
八
幡
は
少
し

張
し
な
が
ら
返
事
を
し
た
が

誰
も
入

て
く
る
気
配
が
無
か

た

 

を
す
ま
す
と
扉
の
向
こ
う
か
ら
懐
か
し
い
声
が

こ
え
た
の
で

 
八
幡
は
ベ

ド
を
降
り

転
ば
な
い
よ
う
に
扉
に
向
か

て
慎
重
に
歩
い
て
い

た

ゆ
き
の
ん

入
ら
な
い
の

あ
な
た
こ
そ
入
ら
な
い
の
か
し
ら

え

だ

て
ほ
ら

手
と
か

え
て
る
し

実
は
私
も

張
の
せ
い
で

不
覚
に
も
こ
ん
な
に
手
が

え
て
い
る
わ

そ
れ
じ

二
人
で
一

に
開
け
よ
う
か

そ
う
ね

そ
れ
じ

せ

の
で
い
く
わ
よ

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

て
扉
を
開
け
た

 
二
人
は
驚
い
た
の
か

八
幡
を
見
つ
め
た
ま
ま

ま

て
い
た
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お
前
ら
寒
い
か
ら

く
入
れ

あ
と
歩
く
の
を
手
伝
え

あゆ
き
の
ん

反
対
か
ら

え
て

え
え

分
か

た
わ

ゆ
い
ゆ
い

ゆ
い
ゆ
い

今
雪
ノ
下
の
奴

ゆ
い
ゆ
い

て
言

た
か

 
八
幡
は
や
や
混
乱
し
た
が

二
人
に

え
ら
れ
な
が
ら
と
り
あ
え
ず
ベ

ド
に

り

 
と
り
あ
え
ず
落
ち
着
こ
う
と
深
呼

を
し
た

二
人
も
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
深
呼

を
し
た

は
は

ふ
ふ

あ
は
は
は
は

 
三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
い
合
う
と

め
て

を
交
わ
し
た

久
し
ぶ
り
だ
な

二
人
と
も

そ
う
ね

二
年
ぶ
り
ね

ヒ

キ

あ

何
か
ら
言
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
が

と
り
あ
え
ず

た
だ
い
ま
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お
か
え
り
な
さ
い

お
か
え
り

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
八
幡
を

む
よ
う
に
ベ

ド
に

け

か
ら
八
幡
に

き
付
い
た

や
れ
や
れ

ま
あ
こ
こ
は
二
人
の
好
き
に
さ
せ
て
お
く
か

 
八
幡
は

て
二
人
の
背
中
に
手
を
回
し
た

三
人
は
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
た
が

 
そ
ろ
そ
ろ
離
し
て
も
ら
お
う
と
思

た
の
か

八
幡
が
二
人
に
声
を
か
け
た

あ

そ
ろ
そ
ろ
離
れ
て
く
れ
る
と
話
し
や
す
い
ん
だ
が

よ
お
い

二
年
間
私
達
を
心
配
さ
せ
た
ん
だ
か
ら

二
時
間
く
ら
い
我
慢
な
さ
い

本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

で
も
な
ん
か
ヒ

キ

全
然
恥
ず
か
し
が
ら
な
い
ん
だ
ね

お

お
う

少
し
は
俺
も
成
⻑
し
た

て
事
だ

こ
れ
は
い
い
意
味
で
の
成
⻑
と
言
え
る
の
か
し
ら



 第０８６話 待ち望んでいた再会と予期せぬ再会

な
ん
か
ヒ

キ

が
女
た
ら
し
に
な

た

お
い

せ
め
て
包
容
力
が
つ
い
た
と
か
マ
イ
ル
ド
に
表
現
し
ろ

で
も
こ
の

は

確
実
に
ア
ス
ナ
さ
ん
に
は
言
い

出
来
な
い
わ
よ

ぐ

お
前
ら
そ
う
い
え
ば

ア
ス
ナ
の
事
知

て
る
ん
だ

た
な

そ
も
そ
も
写
真
が

て
あ
る
じ

な
い

そ
う

そ
れ
だ

何
で
こ
ん
な
の

る
事
に
し
た
ん
だ
よ
お
前
ら

ヒ

キ

を
か
ら
か
う
た
め
だ
よ

え

ま
じ
で

そ
ん
な
理
由
な
の

こ
れ
を

回
見
せ
ら
れ
て
も

く
じ
け
な
い
人
だ
け
が
あ
な
た
を
想
い
続
け
て
も
い
い

 
こ
れ
は
そ
う
い
う
理
由
で
こ
こ
に

て
あ
る
の
よ

何
だ
そ
れ
は

 
雪
乃
と
結
衣
は

顔
を
見
合
わ
せ
て

き
合

た

比
企
谷
君

私
は
あ
な
た
が
好
き
よ

ヒ

キ

私
は
ヒ

キ

が
好
き

そ
の
気
持
ち
は
と
て
も
嬉
し
い
ん
だ
が

俺
に
は
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分
か

て
い
る
わ

で
も
ね
比
企
谷
君

こ
れ
は
私
達
に
と

て
必
要
な
事
で
も
あ
る
の
よ

 
こ
れ
で
や

と
私
達
も

前
に
進
む
事
が
出
来
る

け
じ
め
み
た
い
な
も
ん
か

違
う
わ

こ
れ
で

め
ら
れ
る
と
か

そ
う
い
う
事
じ

な
い
の
よ

 
三

さ
ん
に
言
わ
れ
た
の
だ
け
れ
ど
ね
相
手
を
好
き
な
気
持
ち
を
無
理
に

え
る
必
要
は
な

い 
私
達
は
相
手
に
選
ん
で
も
ら
う
た
め
に

精
一

自
分
を

き
続
け
る
だ
け
だ

て
ね

相
手
に
選
ん
で
も
ら
え
な
い
可
能
性
が
高
く
て
も

か

う
ん

も
し
選
ん
で
も
ら
え
な
く
て
も

自
分
を

く
事
は
絶
対
に
無

じ

な
い

て

 
そ
の
お
か
げ
で
ま
た
素
敵
な
出
会
い
に
恵
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い

て

優
美
子
が

そ
う
か

あ
な
た
は
自
分
の
思
う
通
り

ア
ス
ナ
さ
ん
を
想
い
続
け
れ
ば
い
い

 
私
達
に
お
か
し
な
気
を
遣
う
必
要
は
無
い
わ

私
達
は
た
だ

 
あ
な
た
に
素
敵
だ
と
思

て
も
ら
え
る
よ
う
な
そ
ん
な
存
在
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
力

す
る
だ
け
よ
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八
幡
は
そ
の
言
葉
を

き

深
い

息
を
つ
い
た

そ
れ
は
男
の
側
に
も
言
え
る
事
だ
な

そ
う
ね

あ
な
た
が
そ
の
努
力
を

た
ら

 
私
達
だ
け
じ

な
く

ア
ス
ナ
さ
ん
も
離
れ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ま

た
く
そ
の
通
り
だ
な

だ
か
ら
お

い
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
し

う

あ
あ

そ
れ
じ

お

い
あ
の
後
ど
う
な

た
か
を
報
告
し
合
い
ま
し

う
か

そ
う
だ
ね

話
し
た
い
事
い

ぱ
い
あ
る
し
ね

そ
の
前
に
そ
ろ
そ
ろ
離
し
て
も
ら
う

て
の
は

よ
う
ん

や
だ

由
比

は
ま
だ
わ
か
る
が

雪
ノ
下
は

と
全
然
違
う
気
が

私
も

の
ま
ま
の
私
じ

な
い
と
い
う
だ
け
の
話
よ

 
そ
れ
じ

私
達
か
ら
話
す
わ
ね

そ
ち
ら
の
話
は
⻑
く
な
り
そ
う
だ
し
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お

お
う

そ
れ
じ

頼
む

 
そ
し
て
二
人
は
交

に

あ
れ
か
ら
学
校
生
活
が
ど
う
な

た
か
を
八
幡
に
説
明
し
た

 
二
人
が
奉
仕
部
を
守
り
通
し
て
く
れ
た
事
を

い
た
八
幡
は
そ
れ
を
と
て
も
嬉
し
く
思

た

そ
う
か

奉
仕
部
は
ち

ん
と
最
後
ま
で
存
続
し
た
ん
だ
な

う
ん
特

で
部
員
の
補
充
を
し
な
く
て
も
良
く
な

た
の

優
美
子
と
姫
菜
も
協
力
し
て
く

れ
たそ

か

今
度
お

を
言
わ
な
い
と
な

あ
と
こ
れ

人
君
が
集
め
て
く
れ
た

ヒ

キ

へ
の
寄
せ
書
き

葉
山
が
か

人
君
達

明
日
こ
こ
に
来
る

て
言

て
た
よ

そ

か

そ
れ
じ

そ
の
時
に
で
も
お

を
言
う
と
す
る
よ

あ
と

私
達
も
こ
れ
の
お

を
言
わ
な
い
と
ね

由
比

さ
ん

あ

そ
う
だ
ね
ゆ
き
の
ん

 
そ
う
言

て
二
人
は
八
幡
に

お
揃
い
の
シ

シ

を
見
せ
た

ん

あ

も
し
か
し
て
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八
幡
は
以
前
自
分
が
二
人
の
た
め
に
シ

シ

を

た
事
を
す

か
り
忘
れ
て
い
た
よ
う

だ
そ
れ
俺
が

て
お
い
た
や
つ
か

今
ま
で
す

か
り
忘
れ
て
た

気
付
か
な
く
て
す
ま
ん

仕
方
な
い
わ
よ

こ
れ
は
小
町
さ
ん
に

さ
れ
た
の
だ
も
の
ね

ヒ

キ

が
直
接

し
て
く
れ
た
の
な
ら
さ
す
が
に
ヒ

キ

も
覚
え
て
た
と
思
う
け
ど
ね

そ
う
か

小
町
が
気
付
い
て

し
て
く
れ
て
た
ん
だ
な

私
達
の
た
め
に
用
意
し
て
く
れ
た
も
の

て
事
で
良
か

た
の
よ
ね

あ
あ

間
違
い
な
い

ヒ

キ

め
て
あ
り
が
と
ね

あ
り
が
と
う

比
企
谷
君

こ

ち
こ
そ
お

を
言
わ
な
い
と
な

ず

と
大
事
に
し
て
く
れ
て
た
ん
だ
な

こ
れ
は
私
達
の
心
の

え
で
も
あ

た
の
よ

う
ん

こ
れ
を
見
る
度
に

頑
張
ろ
う

て
思

た

そ
う
か

小
町
に
感
謝
だ
な

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
あ
な
た
の
話
を

か
せ
て
も
ら
お
う
か
し
ら
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そ
う
だ
な

あ
ま
り

し
く
は
あ
れ
だ
か
ら

簡

に
説
明
す
る
ぞ

え
え

う
ん

 
簡

に
と
は
言

た
も
の
の

八
幡
の
話
は
想
像
以
上
に
す
さ
ま
じ
い
も
の
だ

た

 
八
幡
が
平
然
と
話
す
の
で
勘
違
い
し
そ
う
に
な
る
が
そ
れ
ら
は
全
て
自
分
の
命
の
か
か

た

冒
険
な
の
だ

 
そ
の
事
に
思
い
至
り

そ
の
上
で
八
幡
の
態
度
を
見
た
二
人
は

 
八
幡
が

と
は
ま

た
く
別
の
強
さ
を
持

て
い
る
事
に
気
が
付
か
ざ
る
を
得
な
か

た

月

み
な
事
し
か
言
え
な
い
の
だ
け
れ
ど
も

本
当
に
大
変
だ

た
の
ね

大
変

な

ま
あ

も
う
そ
れ
が
日
常
に
な

ち
ま

て
た
か
ら
な

そ
う

や

ぱ
り
あ
な
た
色
々
と
変
わ

た
わ
ね

特
に
そ
の
目
が

ん

そ
う
い
や

を
見
て
な
い
が

ど
う
変
わ

て
る
ん
だ

う
ん
と
ね

目
が
腐

て
な
い

お

お
う

そ
う
か

ま
あ
悪
い
事
で
は
な
い
の
だ
し

ね
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そ
う
だ
な

ニ

ス
で
言

て
い
た
の
だ
け
れ
ど

四
千
人
近
く
の
人
が
死
ん
だ
の
よ
ね

あ
あ

そ
の
う
ち
何
人
か
は

俺
が
こ
の
手
で
殺
し
た

 
話
を

い
て
予
想
は
し
て
い
た
が

そ
の
言
葉
は
や
は
り
雪
乃
と
結
衣
の
心
に
深
く
の
し
か

か

た
そ
う

こ
れ
は
俺
が
一
生
背
負

て
い
か
な
き

い
け
な
い
十

だ

罪
に
は
問
わ
れ
な
い
と
い
う
話
だ
け
れ
ど
も

そ
れ
で
も
だ

俺
は
自
分
が
生
き
残
る
た
め
に

他
人
を
こ
の
手
に
か
け
た

 
そ
の
事
は
一
生
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う

そ
の
感
覚
は
お
そ
ら
く
私
に
は
一
生
縁
が
無
い
と
思
う
け
ど

こ
れ
だ
け
は
言
え
る
わ

 
そ
こ
ま
で
し
て
で
も
生
き
残

て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

無
事
に
帰

て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

ヒ

キ

 
そ
う
言

て
二
人
は

え
だ
し
た

ど
う
や
ら

い
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

い
つ
の
間
に
か
自
分
も

い
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た



 第二章 ＡＬＯ編

お
い
お
前
ら

く
な

あ
な
た
だ

て

い
て
い
る
わ
よ

ヒ

キ

私
達
ね
ヒ

キ

が
い
な
く
な

た
後
ど
う
し
て
も

く
事
が
出
来
な
か

た
ん
だ

 
だ
か
ら
ヒ

キ

が
無
事
に
帰

て
き
た
ら
そ
の
時
二
人
で
思
い

き
り

こ
う

て
約
束

し
て
た
ん
だ

そ
う
か

や

と
約
束
を
果
た
せ
る
わ
ね

う
んお

前
ら
に
は
本
当
に
心
配
か
け
た

帰

て
く
る
の
に
二
年
も
か
か

ち
ま

て
す
ま
ん

待
た
せ
す
ぎ
よ

で
も
今
あ
な
た
は
こ
う
し
て
こ
こ
に
い
る

や

と
ま
た
三
人
揃

た
ね

あ
あ

 
そ
の
ま
ま
三
人
は
ず

と

き
続
け
て
い
た

 
そ
し
て
約
束
の
二
時
間
が

過
し
た

八
幡
は
入
り
口
の
扉
が
少
し
開
い
て
い
る
事
に
気
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が
付
い
た

 
ど
う
や
ら
誰
か
が
こ
ち
ら
の
様
子
を
う
か
が

て
い
る
よ
う
だ

 
そ
の
人
物
の
正
体
に
気
が
付
い
た
八
幡
は

無

す
る
事
に
決
め
た

 
そ
の

に
は
二
人
も

き
や
み

時
間
を
見
て
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
事
に
し
た
よ
う
だ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し

今
日
の
所
は
帰
る
わ
ね

ま
た
来
る
よ

ヒ

キ

も

と
お
話
し
し
た
い
し

そ
う
ね

ま
だ
ま
だ
話
し
た
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
ね

ま
あ
学
業
優
先
で

ほ
ど
ほ
ど
に
な

あ
な
た
も
大
変
だ
と
思
う
け
ど

リ
ハ
ビ
リ
頑
張

て
ね

あ
あ

せ
め
て
普
通
に
歩
け
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
な

ヒ

キ

頑
張

て

比
企
谷
君

ま
た

後
日

ヒ

キ

ま
た
ね

お
う

ま
た
な

 
二
人
を
見
送

た
八
幡
は

そ
の
場
に
い
た
で
あ
ろ
う
人
物
に
声
を
か
け
た
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も
う
出
て
き
て
い
い
ぞ

材
木
座

ぬ
ぬ

さ
す
が
は
我
が
友

気
付
い
て
お

た
の
か

ま
あ
中
に
入
れ

色
々

き
た
い
事
も
あ
る

分
か

た

久
し
ぶ
り
だ
な

八
幡

 
久
し
ぶ
り
に
見
た
友
人
は

ど
う
や
ら

い
て
い
る
よ
う
だ

た

お
前

い
て
ん
の
か

当
た
り
前
だ

我
と
お
主
も
友
で
あ
ろ
う

そ
の
友
の
帰
還
を
喜
ん
で
何
が
悪
い

そ
う
か

あ
り
が
と
な

材
木
座

う
む

さ
あ

久
し
ぶ
り
に
語
り
合
お
う
で
は
な
い
か

あ
あ

 
材
木
座
を
病
室
に

き
い
れ
た
八
幡
は

材
木
座
に
色
々
と
質
問
を
し
た

そ
う
か

今
は
フ
リ

タ

や

て
ん
の
か

う
む

今
は
主
に
情
報
収
集
を
し
な
が
ら
日
銭
を

い
で
い
る

日
だ
な

な
あ

ア

ガ
ス
は
ど
う
な

た

潰
れ
た
ぞ

そ
の
後
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

を
管
理
し
て
い
る
の
は

レ
ク
ト
だ
な
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レ
ク
ト
だ
と

そ
う
か

レ
ク
ト
か

正
確
に
は
レ
ク
ト
の
子
会
社
の

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
だ
な

 
我
も
そ
こ
で
バ
イ
ト
し
よ
う
か
丁
度

討
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ

ま
じ
か

材
木
座

可
能
な
ら
そ
こ
で
バ
イ
ト
を
し
て
く
れ
な
い
か

元
よ
り
そ
の
つ
も
り
だ

た
が

何
か
あ
る
の
か

あ
あ

ま
だ
確
信
は
無
い
が

い
ず
れ
と
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
か
も
し
れ
ん

 
お
前
し
か
頼
め
る
相
手
が
い
な
い
ん
だ

ど
う
だ

頼
め
る
か

我
が
受
か
る
か
わ
か
ら
な
い
が

努
力
は
し
よ
う

そ
れ
よ
り
八
幡

こ
の
写
真
は

あ
あ

実
は
俺

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
結
婚
し
て
た
ん
だ
よ

こ
れ
は
妻
の
明
日
奈
だ

な
ん

だ
と

ち
な
み
に
レ
ク
ト
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
令
嬢
だ

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

八
幡
が
い
つ
の
間
に
か
リ
ア
充
に

明
日
奈
の
た
め
に
も

俺
に
は
ど
う
し
て
も

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
ん
だ

 
バ
イ
ト
の
話
は
そ
の
布
石
だ

材
木
座
頼
む

力
を
貸
し
て
く
れ

そ
れ
は
八
幡
に
と

て

と
て
も
大
事
な
事
な
の
だ
な
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分
か
る
か

あ
あ

そ
ん
な
八
幡
の
顔

初
め
て
見
た
か
ら
な

 
よ
か
ろ
う

我
に
出
来
る
事
が
あ
る
な
ら

喜
ん
で
協
力
し
よ
う

あ
り
が
と
う
材
木
座

に
き
る

な

に

友
の
頼
み
は
断
れ
な
い
さ

材
木
座

八
幡

 
二
人
は

き
合
い
友
情
を
確
か
め
あ

た

よ
う
に
見
え
た

 
八
幡
に
は
打
算
が
あ

た
の
だ
が

そ
こ
に
は
触
れ
な
い
で
お
く

 
八
幡
が
材
木
座
に
友
情
を
感
じ
て
い
た
の
は

ま
あ
間
違
い
な
い
か
ら
だ

 
こ
う
し
て
八
幡
は

材
木
座
と
い
う
思
わ
ぬ
協
力
者
を
得
る
事
に
成
功
し
た
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第
０
８
７
話
 
茅
場
の
行
方
と
目
覚
め
ぬ
者
達

やお
う

葉
山
か

久
し
ぶ
り
だ
な

ヒ
キ
タ
ニ
君

お
帰
り

戸
部

相
変
わ
ら
ず

元
気
そ
う
で
何
よ
り
だ

私
も
い
る
よ

海

名
さ
ん
は

あ

相
変
わ
ら
ず
か

そ
う
だ
ね

ま
あ
相
変
わ
ら
ず
か
な

ふ
ふ

こ
れ
は
や

ぱ
り

相
変
わ
ら
ず
腐

て
る

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

 
次
の
日
八
幡
の
下
を
訪
れ
た
の
は

こ
の
三
人
だ

た

 
親
し
か

た
と
言
え
る
関
係
で
あ

た
か
は
微

な
と
こ
ろ
だ

た
が

 
そ
れ
で
も
会
い
に
来
て
く
れ
た
事
が

八
幡
は
嬉
し
か

た

寄
せ
書
き

由
比

か
ら

さ
れ
た
よ

集
め
て
く
れ
た
ん
だ
ろ

あ
り
が
と
な

葉
山

本
当
は
一

に
卒
業
し
た
か

た
ん
だ
け
ど
な
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そ
う
だ
な

そ
れ
だ
け
は
確
か
に
心
残
り
だ
わ

で
も
ヒ
キ
タ
ニ
君
が
無
事
で

本
当
に
良
か

た
わ

あ
り
が
と
な

戸
部

そ
れ
に
こ
の
写
真

ま
じ
ぱ
ね

し

ヒ
キ
タ
ニ
君
は
や

ぱ
ヒ
キ
タ
ニ
さ
ん
だ
わ

う

そ
れ
な

そ
の
う
ち
外
し
て
も
ら
う
つ
も
り
な
ん
だ
が

ま
あ
い
い
じ

な
い
か

す
ご
く
お
似
合
い
だ
よ

お

お
う

そ
う
言

て
も
ら
え
る
と
素
直
に
嬉
し
い
わ

ヒ
キ
タ
ニ
君
の
裏
切
り
者

ヒ
キ
タ
ニ
君
の
裏
切
り
者

海

名
さ
ん

ど
う
し
て
写
真
の
相
手
が
男
じ

な
い
の

こ
れ
は
も
う
裏
切
り
と
言
う
し
か
な
い
よ

ご
期
待
に

え
な
く
て

し

な
い

姫
菜

そ
の
へ
ん
で

そ
う
だ
よ
姫
菜

今
日
は
お
祝
い
の

だ
べ

ご
め
ん

つ
い
本
音
が

や

ぱ
相
変
わ
ら
ず
だ
な
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ま
あ
で
も

私
だ

て
す
ご
い
心
配
し
て
た
ん
だ
よ

 
海

名
は
少
し
目
を

ま
せ
な
が
ら

八
幡
に
言

た

お
帰
り

比
企
谷
君

い
え

い
お
帰
り

お
帰
り

比
企
谷

三
人
と
も

ほ
ん
と
あ
り
が
と
な

心
配
か
け
て
す
ま
ん

 
八
幡
は
三
人
に

を
下
げ

三
人
は
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
笑
顔
を
見
せ
た

 
三
人
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
話
を

き
た
が

た
の
で
八
幡
は
中
で
の
生
活
が
ど
う
だ

た
か
を

く

説
明
し
た

 
八
幡
は
平
然
と
話
し
て
い
た
が
や
は
り
三
人
に
と

て
は
シ

キ
ン
グ
な
内
容
だ

た
よ

う
だ

 
三
人
は
驚
き

し
み

時
に
は
八
幡
を

ま
し
な
が
ら
話
を

い
て
い
た

 
そ
し
て
あ

と
い
う
間
に
二
時
間
が

過
し
た

そ
れ
じ

こ
の
後

の
人
が
来
る
み
た
い
だ
し

俺
達
は
そ
ろ
そ
ろ
お
暇
す
る
か

ヒ
キ
タ
ニ
君

ま
た
来
る
か
ら
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比
企
谷
君

ま
た
ね

あ

海

名
さ
ん

ち

と
い
い
か

ん
 
八
幡
は
海

名
を
呼
び
止
め
た

な

優
美

三

は
も
う
グ
ル

プ
か
ら
外
れ
て
る
の
か

今
優
美
子
を
名
前
で
呼
ぼ
う
と
し
な
か

た

そ
う
呼
べ

て
言
わ
れ
て
な

へ

優
美
子
が
比
企
谷
君
の
見
舞
い
に
来
て
る
の
は
知

て
た
け
ど

 
そ
ん
な
親
し
く
な

て
た
な
ん
て
意
外
だ
ね

 
で
こ

ち
の
話
だ
け
ど
私
と
結
衣
は
何
も
変
わ
ら
な
い
け
ど

人
君
と
か
と
は
ど
う
し

て
も
ね

や

ぱ
そ
う
な
の
か

ま
あ
気
に
し
な
い
で
い
い
よ

ど
う
せ
進
学
し
た
ら
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
の
は
確
定
し
て
た
ん
だ

し
ま
あ

変
な
こ
じ
れ
方
を
し
て
い
な
い
な
ら
そ
れ
で
い
い
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う
ん

大
丈
夫

そ
れ
じ

ま
た
な

海

名
さ
ん

う
ん

ま
た
ね

  
三
人
が
帰

て
し
ば
ら
く
し
た
後

扉
が
ノ

ク
さ
れ
た

は
い

ど
う
ぞ

じ

じ

ん

真
打
ち

場

 
陽
乃
は
そ
う
言
う
と

八
幡
の

を

き
し
め
た

い
き
な
り
何
す
る
ん
で
す
か

静
ち

ん
が
比
企
谷
に
は
色
じ
か
け
は
通
用
し
な
い
ぞ

て
言
う
か
ら
本
当
か
な
と
思

て
あ
あ

ま
あ
そ
う
で
す
ね

気
が
済
ん
だ
ら
そ
ろ
そ
ろ
離
し
て
欲
し
い
ん
で
す
が

 
恥
ず
か
し
い
か
と
言
わ
れ
れ
ば
や

ぱ
恥
ず
か
し
い
ん
で

い
い
じ

な
い

く
比
企
谷
君
に
会
い
た
い
の
を
我
慢
し
て
他
の
人
に

番
を

た
ん

だ
か
ら
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陽
乃
は
少
し

ね
た
感
じ
で
そ
う
言

た
が
仕
方
な
い
と
い

た
感
じ
で
八
幡
か
ら
離
れ
た

め
て
御

を
言
い
ま
す

俺
の

に
陽
乃
さ
ん
が
す
ご
い
頑
張

て
く
れ
た

て

き
ま
し

た 
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
俺
が
こ
う
し
て
こ
こ
に
い
る
の
も
陽
乃
さ
ん
の
お
か
げ

で
す私

達
の
仲
じ

な
い

そ
ん
な
に
か
し
こ
ま
ら
な
く
て
い
い
よ

本
当
に
す
ご
く
感
謝
し
て
る
ん
で

お

は
し

か
り
と
言
い
た
い
ん
で
す
よ

な
ら

私
と
け

こ

す
み
ま
せ
ん
そ
れ
と
こ
れ
と
は
話
が
別
で
す
勘

し
て
下
さ
い

 
八
幡
は
陽
乃
が
不
穏
な
言
葉
を
口
に
す
る
気
配
を
察
し
て
被
せ
る
よ
う
に
素

く
言

た

も
う

比
企
谷
君
は
つ
れ
な
い
な

ま

冗
談
だ
け
ど
ね

目
が
本
気
に
見
え
る
ん
で
す
が

気
の
せ
い
で
す
よ
ね

う
ん

気
の
せ
い
だ
よ

だ
か
ら
私
と
け

こ

お
い

ど
こ
が
冗
談
だ

ど
う
見
て
も
本
気
じ

な
い
か

そ
ん
な
ワ
イ
ル
ド
な
比
企
谷
君
も
い
い
ね
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はあ
の

そ
ろ
そ
ろ
入

て
も
い
い
で
す
か
ね

 
二
人
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

外
で
待

て
い
た
ら
し
い
人
物
か
ら
声
が
か
か

た

あ

ご
め
ん
な
さ
い

岡
さ
ん

い
え
い
え

こ
ち
ら
こ
そ
せ

か
く
の
感
動
の
再
会
を

魔
し
ち

て

し

な
い

あ

関
係
の
方
で
す
か

総

省
通
信
ネ

ト
ワ

ク
内
仮
想
空
間
管
理
課
の

岡
で
す

は
じ
め
ま
し
て
比
企
谷
八

幡
君色

々
と
良
く
し
て
下
さ

た
と
妹
か
ら
話
は

い
て
ま
す

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た 

岡
は

少
し
困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
八
幡
に
言

た

い
や
い
や
こ
ち
ら
こ
そ
君
達
を
あ
ん
な
目
に
あ
わ
せ
て
し
ま

て
本
当
に
す
ま
な
い
と
思

て
い
る

 
我
々
は
中
の
様
子
を

置
情
報
と
ス
テ

タ
ス

の
情
報
で

す
る
の
が
精
一

で

 
君
達
を
助
け
る
た
め
に
何
も
す
る
事
が
出
来
な
か

た
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こ
う
し
て
君
が
無
事
に
帰

て
き
て
く
れ
た
事
を

本
当
に
嬉
し
く
思
う
よ

い
え

俺
の
体
に
関
し
て
も

残
さ
れ
た
家
族
に
関
し
て
も

 
き
ち
ん
と
対
応
し
て
下
さ

た
と

い
て
い
ま
す

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
う
言

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
よ

こ
ち
ら
と
し
て
も

 
被
害
者
の
方
々
の
た
め
に
出
来
る
事
は
何
で
も
す
る
つ
も
り
で
い
る
よ

 
本
当
は
君
が
目
覚
め
た
と

い
て
真

先
に
来
た
か

た
ん
だ
が
ね

 
想
定
外
の
事
が
あ

て

そ
ち
ら
の
調
査
で
時
間
を
と
ら
れ
て
し
ま

た
ん
だ
よ

真

先
に

で
す
か

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

話
を
始
め
ま
し

う
か

 
俺
と
茅
場

さ
ん
の
関
係
は
も
ち
ろ
ん
調
べ
て
あ
る
ん
で
す
よ
ね

 
で

き
た
い
の

て

さ
ん
の
居
場
所
か
そ
の
後
に
つ
い
て
何
か
知
ら
な
い
か
で

す
よ
ね

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

岡
は
驚
き
と
感
心
が
ま
ざ

た
よ
う
な
顔
を
し
た

さ
す
が
は
陽
乃
さ
ん
の
お
気
に
入
り
だ
け
の
事
は
あ
る
ね

話
が

い

あ
録
音
し
て
も
い

い
か
い

は
い

ど
う
ぞ
お
好
き
な
よ
う
に
な
さ

て
下
さ
い

で

結

か
ら
言
う
と
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ど
こ
に
い
る
か
は
知
り
ま
せ
ん

で
も
ど
う
な

た
か
は
知

て
い
ま
す

ど
う
な

た
ん
だ
い

死
ん
だ
と
思
い
ま
す

そ
う
か

ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
た
後

ゲ

ム
内
の
別
の
場
所
に
飛
ば
さ
れ
て

 

さ
ん
と
少
し
話
す
機
会
が
あ

た
ん
で
す

 
そ
の
時
に
今
後
ど
う
す
る
の
か

い
た
ら

返

て
き
た
答
え
が
そ
れ
で
し
た

し
い
話
を
お
願
い
し
て
も
い
い
か
な

は
い

ゲ

ム
ク
リ
ア
し
て
か
ら
少
し
の
間
は
確
実
に
生
き
て
い
た
は
ず
で
す

 
で
す
が

直
後
に

を
ス
キ

ン
す
る
の
で

確
実
に
死
ぬ
と
言

て
ま
し
た

 
成
功
し
て
い
た
ら
意
識
だ
け
の
存
在
と
し
て
ま
だ
ネ

ト
の
中
に
存
在
し
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん

何
だ

て

そ
ん
な
事
が
可
能
な
の
か
い

本
人
の
話
だ
と

そ
う
み
た
い
で
す
ね

な
る
ほ
ど

天
才
の
名
は

達
じ

な
い

て
事
か
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し
か
し
そ
う
な
る
と

捕
す
る
の
は
も
う
不
可
能

て
事
に
な
る
ね

そ
う
で
す
ね

俺
の
勘
だ
と

ま
た
ど
こ
か
で
会
う
気
も
し
て
る
ん
で
す
け
ど
ね

あ
の
デ
ス
ゲ

ム
を
戦
い
抜
い
た
君
の
勘
だ

そ
う
い
う
勘
は
得
て
し
て
当
た
る
も
の
だ
よ

 
要
す
る
に
我
々
は

い
つ
ま
で
も
彼
に
対
し
て
備
え
を
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い

て
事

か
心
中
お
察
し
し
ま
す

存
在
す
る
か
わ
か
ら
な
い
物
に
備
え
る

て

大
変
で
す
よ
ね

ま
あ

そ
れ
も
仕
事
の
う
ち
さ

対

が
と
れ
る
事
な
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
ね

 

岡
は

を
す
く
め
な
が
ら
そ
う
言

た

さ
て

次
の
話
な
ん
だ
が

 

岡
は

ど
う
言

て
い
い
も
の
か
悩
む
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
八
幡
は

ア
レ
の
事
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら

岡
に

ね
た

話
し
に
く
そ
う
で
す
ね

ま
だ
目
覚
め
な
い
人
達
の
事
で
す
か

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
は

岡
を
か
な
り
驚
か
せ
た
よ
う
だ

 

岡
は
口
を
ぱ
く
ぱ
く
さ
せ
な
が
ら
陽
乃
に

り
返

た

そ
れ
を
見
た
陽
乃
は
顔
を
横
に

た
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私
は
彼
に
は
何
も
言

て
ま
せ
ん
よ

比
企
谷
君

誰
に

い
た
の

さ
ん
に
直
接

い
た
ん
で
す

ど
う
や
ら
外
部
か
ら
の

が
あ

た
よ
う
だ
と

外
部

茅
場
は
そ
う
言

た
の
か
い

は
い

そ
う
か

実
は
君
の
言
う
通
り

ま
だ
目
覚
め
な
い
プ
レ
イ
ヤ

が
か
な
り
い
る
ん
だ
よ

 
君
達
の
行
動
の
結
果
だ
と
い
う
可
能
性
も

討
し
て
い
た
か
ら
正
直

き

ら
か

た
ん
だ

よ
ね

さ
ん
は

お
そ
ら
く
目
覚
め
な
い
者
が

人
い
る
と
言

て
ま
し
た

人

ま
で
知

て
い
る
ん
だ
ね

こ
れ
で
君
が
茅
場
と
最
後
に
話
し
た
事
が
証
明
さ
れ
た
事
に

な
る

 
君
の
話
の
信

性
が
ほ
ぼ
確
保
さ
れ
た
ね

こ
の
件
に
関
し
て
は

犯
人
は

さ
ん
じ

な
く
別
の
人
間
の
仕
業
だ
と
思
い
ま
す

 
俺
は

さ
ん
に

犯
人
を
絶
対
見
つ
け
出
す
と
約
束
し
ま
し
た

 

さ
ん
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
を
こ
ん
な

で

さ
れ
る
の
は
許
せ
な
い
と
言

て
ま
し
た

 
俺
も
同
感
で
す

絶
対
に
犯
人
を
見
つ
け
て

ア
ス
ナ
を
こ
の
手
に
取
り

し
ま
す
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八
幡
の
決
意
の
こ
も

た
目
を
見
て

岡
は

い
た

ア
ス
ナ
と
い
う
の
は
結
城
明
日
奈
さ
ん
の
事
だ
ね

確
か
に
彼
女
は
ま
だ
目
覚
め
て
は
い
な

い
ね

 
こ
の
写
真
の
通
り
君
達
は
と
て
も
親
し
い
関
係
だ

た
よ
う
だ
し
気
持
ち
も
よ
く
分
か
る

よ 

と
し
て
も
全
面
的
に
協
力
す
る
つ
も
り
だ

だ
が
今
は
と
に
か
く
情
報
が
足
り
な
い
ん

だ 
君
の
体
調
も
考

す
る
と

あ
ま
り
時
間
を
と
ら
せ
る
の
は
本
意
で
は
な
い
ん
だ
が

 
可
能
な
限
り
の
情
報
提

を
お
願
い
し
た
い

大
丈
夫
で
す

何
で
も

い
て
下
さ
い

そ
れ
じ

あ
君
が
ど
ん
な

験
を
し
て
き
た
の
か

 
必
要
だ
と
思
う
事
を

を
追

て
説
明
し
て
く
れ
な
い
か

 
僕
は
疑
問
点
が
あ

た
ら
質
問
す
る
事
に
す
る
よ

出
来
れ
ば
陽
乃
さ
ん
も
僕
と
一

に
質
問

し
て
欲
し
い

 
僕
一
人
じ

見
逃
し
ち

う
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ね
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え
え

そ
れ
じ

比
企
谷
君

お
願
い

分
か
り
ま
し
た

 
こ
う
し
て

八
幡
の
⻑
い
話
が
始
ま

た
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第
０
８
８
話
 
八
幡
は
顛
末
を
語
る

そ
れ
で
は
ま
ず

七
十
五
層
で
解
放
さ
れ
た

に
つ
い
て
で
す
が

そ
れ
だ
よ
そ
れ

う
ち
と
し
て
も
七
十
五
層
ま
で
到
達
し
て
い
た
の
は
知

て
た
ん
だ
が

 
ま
さ
か
そ
の
ま
ま
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
る
な
ん
て
ま

た
く
の
想
定
外
だ

た
か
ら

 
理
由
を

く

い
て
こ
い

て
上
が
う
る
さ
く
て
ね

 

岡
は
上
に
色
々
言
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
身
を
乗
り
出
し
て
話
を

く
体
制
を
と

た

ま
ず
最
初
に

こ
れ
は
あ
ん
ま
り
話
し
た
く
は
な
い
ん
で
す
が

な
事
は
無
理
に
話
さ
な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ

比
企
谷
君

い
や

そ
う
い
う
ん
じ

な
く
て
で
す
ね

そ
の

俺
の
黒
歴

に
な
る
と
い
う
か

あ

レ
ベ
ル
ト

プ
ス
リ

の
一

だ

た
せ
い

三
人
の
勇
者

み
た
い
な

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

き

と
ん
と
し
た

え

俺
達
は
四
天
王
と
呼
ば
れ
て
た
ん
で
す
が

な
ん
だ

て

本
当
か
い

 

岡
が
八
幡
に
詰
め
寄

た

陽
乃
も
初

だ
と
い
う
風
に
八
幡
を
見
つ
め
た
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え

外
か
ら
レ
ベ
ル
と
か
は
観

し
て
た
ん
で
す
よ
ね

あ
あ

だ
が
我
々
の
調
査
だ
と

集
団
の
ト

プ
と
目
さ
れ
て
い
た
の
は

 
君
と
ア
ス
ナ
さ
ん
そ
し
て
キ
リ
ト
君
の
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

だ
ね

他
に
誰
か
い
た
の
か
い

あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

何
か
心
当
た
り
で
も

攻
略
組
に
は
二
つ
の
大
き
な
勢
力
が
あ
り
ま
し
た

ひ
と
つ
は
聖
⻯
連
合
リ

ダ

は
リ
ン

ド 
そ
し
て
も
う
一
つ
は
俺
と
ア
ス
ナ
も
所
属
し
て
い
た
血
盟
騎
士
団

団
⻑
は
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
俺
の
参
加
は
七
十
五
層
か
ら
で
す
が

副
団
⻑
は
ア
ス
ナ

俺
は
参
謀
で
す
ね

あ
 
陽
乃
は
そ
れ
を

き

何
か
に
思
い
当
た

た
よ
う
だ

も
し
か
し
て

結
婚
写
真
の

と
白
の

手
な
服
が
血
盟
騎
士
団
の
制
服
と
か
か
な

そ

ち
の
デ

タ
も
入
手
し
て
た
ん
で
す
ね

そ
う
で
す

 
俺
が
あ
の
時
着
て
い
た
服
が

血
盟
騎
士
団
の
参
謀
服
で
す
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七
十
五
層
ま
で
参
謀
不
在
だ

た
ん
で
プ
レ
イ
ヤ

の
間
で
か
な
り
話
題
に
な

た
み
た
い

で
す
ね

参
謀
か

比
企
谷
君
に
は
お
似
合
い
の
役
職
だ
ね

今
ま
で
の
話
の
流
れ
か
ら
す
る
と

 
そ
の
二
人
の
ど
ち
ら
か
が
四
天
王
の
残
り
一
人
な
ん
だ
ね

お
そ
ら
く
ヒ

ス
ク
リ
フ
か
な

は
い

四
天
王
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
は

神
聖
剣
の
ヒ

ス
ク
リ
フ

閃
光
の
ア
ス
ナ

 
黒
の
剣
士
キ
リ
ト

そ
し
て
俺
で
す

は
い
比
企
谷
君

生

が
悪
い

や
り
直
し

ぐ

ち
く
し

う

銀
影
の
ハ
チ
マ
ン

で
す

銀
の
影

格
好
い
い
じ

な
い

速

散

散

と

お
い
馬

や
め
ろ
お
願
い
し
ま
す
特
に
妹
さ
ん
に
は
絶
対
内

で
お
願
い
し
ま
す

そ
ん
な
に
雪
乃
ち

ん
が
怖
い
ん
だ

仕
方
な
い
な
あ

ふ
う

そ
れ
じ

あ
話
を
続
け
ま
す
ね

 
つ
ま
り
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
存
在
は
こ
ち
ら
で
は
観

さ
れ
て
い
な
か

た

て
事
で
す
よ
ね

 

岡
は

何
か
の

末
を
操
作
し
な
が
ら
そ
れ
に
答
え
た
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あ
あ

今
調
べ
た
が

そ
ん
な
名
前
の
プ
レ
イ
ヤ

の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

ま
あ
そ
う
で
し

う
ね

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
そ
も
そ
も

病
院
に
は
収
容
さ
れ
て
い
な
い
で

し

う
か
ら

病
院
に
収
容
さ
れ
て
い
な
い

ま
さ
か
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
い
う
の
は

は
い

さ
ん
で
す

ヒ

ス
ク
リ
フ
は

茅
場

本
人
で
し
た

そ
う
か

我
々
は
ナ

ブ
ギ
ア
か
ら
デ

タ
を
と
る
事
し
か
出
来
な
か

た
か
ら

 
病
院
に
い
な
い
人
物
の
デ

タ
を
確
認
す
る
事
は
不
可
能
だ

た

そ
う
か
そ
う
だ

た
の

か 

岡
は
納
得
し
た
よ
う
で

八
幡
に
話
の
続
き
を

し
た

七
十
四
層
で
俺
達
は
と
あ
る
団
体
の
暴
走
の
せ
い
で
少
人

で
ボ
ス
と
戦
う
事
に
な
り
ま
し

た 
ま
あ
そ
の

り
の
話
は
重
要
じ

な
い
ん
で
省
き
ま
す
ね

君
が
そ
う
判
断
し
た
な
ら
問
題
な
い
よ

で

そ
の
時
は
主
に
キ
リ
ト
の
力
に
よ

て

何
と
か
ボ
ス
を
倒
す
事
に
成
功
し
ま
し
た

 
そ
の
時
か
ら
キ
リ
ト
は
英
雄
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

問
題
は
そ
の
後
で
す
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ふ
む
ふ
む

そ
の
戦
闘
の
後
ア
ス
ナ
が

し
ば
ら
く
団
を
抜
け
て
色
々
考
え
た
い

て
言
い
出
し
て

 
ま
あ
そ
の
日
の
朝
に

ア
ス
ナ
の
護
衛
役
の
団
員
が
暴
走
し
た
せ
い
も
あ
る
ん
で
す
が

 
そ
れ
を
受
け
て
ア
ス
ナ
が

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
所
に
直
談
判
に
行

た
ん
で
す
よ

 
そ
し
た
ら
ヒ
ス
ク
リ
フ
が
決
闘
で
私
に
勝
て
た
ら
認
め
よ
う
と
か
言
い
出
し
て
で
す
ね

う
わ

あ
の
男
も
ベ
タ
な
展
開
が
好
き
だ
ね

で
俺
は
そ
の
時
点
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

さ
ん
じ

な
い
か

て
ち

と
疑

て
た

ん
で

 
キ
リ
ト
に
代
役
を
頼
ん
で
そ
の
決
闘
の
様
子
を
じ

く
り
観
察
し
た
ん
で
す
よ

 
そ
し
た
ら
戦
闘
の
最
後
で
負
け
そ
う
に
な

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

に
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス

ト

て
い
う

 
ゲ

ム
マ
ス
タ

に
し
か
使
え
な
い
行
動
を
と

た
ん
で

 
そ
れ
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

さ
ん
だ
と
確
信
し
た
ん
で
す

 
俺
が
正
体
に
気
付
い
た
事
を

相
手
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に

技
す
る
の
が
大
変
で
し
た

 

岡
と
陽
乃
は
そ
の
光
景
を
想
像
し
て

八
幡
の

静
さ
と

到
さ
に
驚
い
た
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君
は
ゲ

ム
の

中
で

ほ
ぼ
独
力
で
茅
場
の
正
体
に
た
ど
り
着
い
た
の
か

い
や
ま
あ
頼
り
に
な
る
仲
間
が
い
た
お
か
げ
で
す
ね

俺
一
人
じ

疑
惑
は
疑
惑
の
ま
ま
で

し
たそ

れ
で
も
君
は
十
分
す
ご
い
よ

で
勝
負
に
負
け
た
ら
俺
が
血
盟
騎
士
団
に
入
る

て
約
束
し
て
た
ん
で
そ
こ
で
入
団
し
ま

し
た

 
そ
の
直
後
に

さ

き
暴
走
し
た

て
言

た
ア
ス
ナ
の
護
衛
に
殺
さ
れ
か
け
ま
し
た

う
わ

痴
情
の
も
つ
れ
か
い

正
直
ス
ト

カ

み
た
い
に
思
い
込
み
の
激
し
い
奴
で
し
た
ね

 
で

幸
い
そ
い
つ
が
殺
人
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

だ

て
情
報
を
事
前
に
掴
ん
で
た
ん
で

 
そ
の
ま
ま
罠
に
は
め
て
監
獄
送
り
に
し
て
や

た
ん
で
す
よ

 
そ
れ
を

い
た
陽
乃
は
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は

比
企
谷
君
が
さ
す
が
す
ぎ
る

優

な
情
報
屋
が
仲
間
に
い
た
お
か
げ
で
す
ね

で

そ
の
事
件
を
き

か
け
に

 
俺
と
ア
ス
ナ
が
結
婚
す
る
事
に
な

た
ん
で

そ
の
ま
ま
休
暇
を
も
ら
い
ま
し
た
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そ
れ
じ

あ
こ
の
写
真
は

 
そ
う
言

て

岡
は
壁
の
写
真
を

め
た
後

八
幡
に
向
き
直

た

そ
の
時
に

ら
れ
た
も
の
な
ん
だ
ね

は
い

で
も
そ
れ

て
か
な
り
最
近
の
事
だ
よ
ね

そ
こ
か
ら
何
で
い
き
な
り
ゲ

ム
ク
リ
ア
に

こ
こ
か
ら
は
結

複
雑
な
ん
で

出
来
る
だ
け
簡

に
説
明
し
ま
す
ね

 
休
暇
中
に
俺
は
と
あ
る
計
画
を
た
て
ま
し
た

七
十
五
層
の
ボ
ス
戦
の
後
に

さ
ん
を
倒

し 
一
気
に
ケ
リ
を
つ
け
よ
う
と
し
た
ん
で
す

俺
は
仲
間
達
と
相
談
し
ボ
ス
戦
に
挑
み
ま
し
た

計
画

ね

ボ
ス
戦
で
俺
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

を
出
来
る
だ
け

る
よ
う
な
指

を
し
ま
し
た

 
お
そ
ら
く

が
半
分
を

ら
な
い
よ
う
な
設
定
に
し
て
あ
る
と

し
た
か
ら
で
す

 
そ
の
結
果

う
ま
い
事
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

を
半
分
近
く
ま
で

ら
す
事
に
成
功
し
た
の
で

 
配
置
に
つ
い
た
後

キ
リ
ト
に
頼
ん
で
奇
襲
を
か
け
ま
し
た

 
そ
の
結
果

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
不
死
設
定
の
存
在
だ
と
い
う
事
を
暴
く
事
が
出
来
ま
し
た
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岡
は

首
を
か
し
げ
な
が
ら
八
幡
に

ね
た

不
死
な
の
に
倒
せ
た
の
か
い

さ
ん
の
性
格
上
正
体
が
バ
レ
た
後

俺
達
が

層
に
到
達
す
る
の
を
待
つ
よ
り
は

 
そ
の
場
で
決
闘
と
か
言
い
出
し
て
勝

た
ら
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
認
め
よ
う
と
か
言
う
ん
じ

な
い
か

 
そ
ん
な

を
た
て
て
い
た
ん
で
す

実

そ
の
通
り
に
な
り
ま
し
た

あ
れ
は
実

け
で

し
た
ね

で

君
が
そ
れ
に
勝
利
し
た
と

い
え
戦

た
の
は
キ
リ
ト
で
す

俺
達
は
麻

に
よ

て
行
動
出
来
な
く
な

て
た
ん
で
す

が 
そ
れ
も
予
想
し
て
事
前
に
そ
の
対

を
た
て
て
お
き
ま
し
た

 
そ
の
上
で

様
子
を
見
な
が
ら
全
員
で
飛
び

て
倒
す
予
定
だ

た
ん
で
す
よ

比
企
谷
君
は
簡

に
言

て
る
け
ど

普
通
そ
こ
ま
で

め
な
い
か
ら
ね

運
が
こ

ち
に
味
方
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ

で

い
ざ
決
闘
が
始
ま

た
ん
で
す
け
ど

 
後
半
キ
リ
ト
が
や
や
不
利
に
な

て
し
ま

て
そ
の

で
俺
と
ア
ス
ナ
が
先
行
し
て
突
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込
み
ま
し
た

 
そ
し
て
ま
ず

ア
ス
ナ
が
キ
リ
ト
を
か
ば

て
死
に
ま
し
た

え
 

岡
も
陽
乃
も

ど
う
や
ら

が
こ
ん
が
ら
が

て
き
た
よ
う
だ

 
八
幡
は
説
明
の
必
要
を
感
じ

簡

に
説
明
す
る
事
に
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は

生
ア
イ
テ
ム
が
一
つ
だ
け
存
在
し
て
い
た
ん
で
す

 
そ
の

件
は

死
ん
で
か
ら
十

以
内
で
の
使
用

 
つ
ま
り

プ
レ
イ
ヤ

が
ゲ

ム
内
で
死
ん
で
か
ら
ナ

ヴ
ギ
ア
が

を
焼
く
ま
で
は

 
十

の
余

が
あ
る
事
が
事
前
に
わ
か

て
い
た
ん
で
す

な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
う
な
る
ね

そ
し
て
次
に
俺
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
剣
に
わ
ざ
と

さ
れ
そ
の
ま
ま

き
つ
い
て
動
き
を

じ
ま
し
た

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
は

大
技
を
放

た
直
後
で
⻑
い

直

態
に
陥

て
い
ま
し
た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

手
の
盾
で
キ
リ
ト
を
倒
そ
う
と
し
た
ん
で
す
が

 
保
険
の
つ
も
り
で
俺
は
事
前
に
ネ
ズ
ハ

て
い
う
プ
レ
イ
ヤ

に
攻
撃
だ
け
指

し
て
お
い
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た
ん
で
す

 
そ
し
て
指

通
り
ネ
ズ
ハ
の
遠

攻
撃
が
見
事
に
決
ま
り

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
盾
で
の
攻
撃
を

害
す
る
事
に
成
功
し
ま
し
た

他
に
も
手
を
う

て
い
た
の
か

キ
リ
ト
は
ま
だ
動
け
な
か

た
は
ず
で
す
が

俺
は
キ
リ
ト
に
無
茶
を
言
い
ま
し
た

 
シ
ス
テ
ム
の
制
限
を
超
え
て
動
け

俺
ご
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
を

せ
と

 
キ
リ
ト
は
そ
の
期
待
に
見
事
に
答
え

動
け
な
い
は
ず
だ

た
の
に
動
い
て
く
れ
ま
し
た

 
そ
し
て
俺
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
キ
リ
ト
の
剣
で
同
時
に

か
れ
二
人
と
も
そ
こ
で
死
に
ま
し

た 
そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た

 

岡
と
陽
乃
は
驚
愕
し
て
い
た

 
綿
密
に
計
画
を
立
て
運
も
あ

た
だ
ろ
う
が
自
分
の
身
を

て
て
ま
で
見
事
に
目
的
を
達
成

し
た
八
幡

 
キ
リ
ト
を
身
を

し
て
守

た
ア
ス
ナ

八
幡
の
期
待
に
見
事
に
応
え
た
ネ
ズ
ハ

 
そ
し
て
本
来
は
シ
ス
テ
ム
的
に
動
け
な
い
は
ず
な
の
に
そ
れ
を
見
事
に
乗
り
越
え
た
キ
リ
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ト 
年

も
い
か
な
い
少
年
少
女
達
の
戦
い
ぶ
り
に

二
人
は
心
の
中
で

し
み
な
い

手
を
お

く

た
事
情
は
わ
か

た

何
と
い
う
か

す
ご
い
戦
い
だ

た
ん
だ
ね

そ
う
で
す
ね

正
直
運
が
良
す
ぎ
ま
し
た

運
も
実
力
の
う
ち
さ

と
に
か
く
君
達
は
六
千
人
以
上
の
人
間
を
救

た
ん
だ

そ
こ
は

て
い
い

そ
う
で
す
ね

ま
だ
戦
い
は
終
わ

て
い
ま
せ
ん
が

ち

と
こ
こ
ま
で
の
情
報
を
先
に
報
告
し
て
き
て
も
い
い
か
い

少
し
休

と
い
う
事
に

し
な
い
か

は
い

分
か
り
ま
し
た

ご
め
ん
ね

ち

と
行

て
く
る
よ

 

岡
は
外
に
出
て

情
報
を
送
信
し
つ
つ
ど
こ
か
に
連

を
と

て
い
る
よ
う
だ

 
陽
乃
は
ベ

ド
に

け

八
幡
の
目
を

き
込
ん
だ

陽
乃
さ
ん
近
い
で
す
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強
い
意
思
の

た
目
を
し
て
い
る
ね

そ
う
で
す
か

う
ん

い
い
男
に
な

た
ね

比
企
谷
君

 
陽
乃
は
八
幡
の
背
中
を
パ
ン
と
叩
い
た

 
八
幡
は
陽
乃
に
認
め
て
も
ら

た
自
分
を

ら
し
く
思

た
の
だ

た



 第二章 ＡＬＯ編

 
第
０
８
９
話
 
共
犯
者

丁
度
い
い
か

陽
乃
さ
ん

ち

と
お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
が

ん

何
か
な

今
後
は
俺
の
事

比
企
谷
じ

な
く
八
幡

て
呼
ん
で
も
ら
え
ま
せ
ん
か

 
他
の
奴
ら
に
も
言
う
つ
も
り
な
ん
で
す
が

二
年
も
ハ
チ
マ
ン

て
呼
ば
れ
続
け
て
る
と

 
ど
う
し
て
も

で
呼
ば
れ
る
事
に
違
和
感
を
感
じ
ち

う
ん
で
す
よ
ね

そ
れ

て
プ
ロ
ポ

ズ
だ
よ
ね

そ
れ
じ

私
と
け

こ

い
え

や

ぱ
り
い
い
で
す

無
茶
な
お
願
い
で
し
た

も
う

今
の
は
本
当
に
冗
談
だ
よ

八
幡
君

と
こ
ろ
で
陽
乃
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
し
た
後
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か

言

て
な
か

た

け

私
は
八
幡
君
を
守
る
た
め
に

こ
の
度
レ
ク
ト
に

職
が
決
定
し

ま
し
た

 
ま
あ
結
果
的
に
空

り
に
終
わ

た
ん
だ
け
ど
ね

八
幡
君
私
の

職
前
に
自
力
で
脱
出
し

て
き
た
し
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え

ま
じ
で
す
か

う
ん

ま
じ
だ
よ

 
陽
乃
は
あ

け
ら
か
ん
と
し
た
感
じ
で

く
答
え
た

よ
く
お
⺟
さ
ん
が

知
し
ま
し
た
ね

私
よ
り
怖
い

て

言

て
ま
せ
ん
で
し
た

け

ふ
ふ

ど
う
し
た
か

き
た
い

そ
う
で
す
ね

興
味
は
あ
り
ま
す

最
初
は

治
家
に
な
る
に
し
ろ
会
社
を
継
ぐ
に
し
ろ
社
会
人

験
は
必
要
で
す

て
言

た
の

 
で
お

さ
ん
は
好
き
に
し
ろ

て
言

て
く
れ
た
ん
だ
け
ど
お
⺟
さ
ん
は
納
得
し
な
く
て

ね 
な
の
で

認
め
な
い
な
ら
雪
乃
ち

ん
と
一

に
家
を
出
る
わ
よ

て
言

ち

た

て

へ
う
わ

良
か

た
ん
で
す
か

お

さ
ん
は
大
笑
い
し
な
が
ら
お
⺟
さ
ん
に

お
前
の
負
け
だ
よ

て
言

て
た
か
な

 
お
⺟
さ
ん
も
し
ぶ
し
ぶ
と
い

た
感
じ
で
最
後
は

し
て
く
れ
た
よ
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何
か
俺
の
せ
い
で
色
々
す
み
ま
せ
ん

陽
乃
さ
ん
の
進
路
ま
で

 
陽
乃
は

ど
う
や
ら
し

げ
て
い
る
ら
し
い
八
幡
を
後
ろ
か
ら

き
し
め
た

私
ね

実
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
や

て
み
よ
う
か
な

て
ち

と
考
え
て
た
ん
だ
よ
ね

 
だ
か
ら
八
幡
君
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た

て

い
た
時

最
初
に
思

た
の

 
ど
う
し
て
私
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
や
ら
な
か

た
ん
だ
ろ
う

 
そ
う
す
れ
ば
何
の
し
が
ら
み
も
無
い
世
界
で
八
幡
君
と
二
人
で
冒
険
し
て

 
二
人
で
助
け
合

て
ゲ

ム
を
攻
略
し
て

そ
し
て
現
実
世
界
に
帰
還
し
た
ら

陽
乃
さ
ん

そ
れ
は

と
て
も
素
敵
な
想
像
で
す
ね

素
敵

か
な

は
い

陽
乃
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
ら

俺
も
も

と
楽
出
来
た
と
思
い
ま
す
し
ね

八
幡
君

だ
け
ど
実

に
は
そ
う
は
な
ら
な
か

た

そ
し
て
俺
は
ア
ス
ナ
に
出
会

て
し
ま

た

 
陽
乃
さ
ん
は
俺
に
と

て
は
姉
み
た
い
な
存
在
で
す

そ
れ
以
上
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
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で
も
特
別
な
の
は
確
か
で
す

俺
は
そ
ん
な
姉
を
心
か
ら
尊
敬
し

大
切
に
思

て
い
ま
す

 
陽
乃
は
し
ば
ら
く

て
い
た
が

息
を
つ
い
た
か
と
思
う
と
八
幡
を

く
手
に
力
を
込

め
た仕

方
な
い
な
あ

そ
れ
で
勘

し
て
あ
げ
る
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
う
な
る
と

ア
ス
ナ
さ
ん
が
私
の
妹

て
事
に
な
る
ね

そ
う
で
す
ね

そ

か

必
ず
助
け
よ
う

八
幡
君

は
い

絶
対
に

ま
ず
は
情
報
収
集
だ
ね

私
は
レ
ク
ト
本
社
に

職
し
た
か
ら

 
そ
の
線
か
ら
内
部
に
何
か
情
報
が
無
い
か
探

て
み
る
ね

 
そ
の
間
八
幡
君
は
必
死
で
リ
ハ
ビ
リ
だ
ね

ア
ス
ナ
さ
ん
の
居
場
所
は
私
が
知

て
る
か
ら

 
歩
け
る
よ
う
に
な

た
ら
一

に
明
日
奈
さ
ん
の
眠
る
病
院
に
行
き
ま
し

う

 
八
幡
は
そ
れ
を

い
た

間

バ

と

り
向
い
た

 
陽
乃
は

て
て
手
を
離
し
た
が

八
幡
の
顔
は
陽
乃
の
顔
に
と
て
も
近
か

た
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陽
乃
は
少
し

く
な

た
が
八
幡
は
気
に
せ
ず
そ
の

離
を
保

た
ま
ま
陽
乃
に
質
問
し
た

ア
ス
ナ
の
居
場
所
が
わ
か
る
ん
で
す
か

も
し
か
し
て

結
城
家
と
雪
ノ
下
家
は
関
係
あ
る

ん
で
す
か

関
係

て
い
う
か

一

的
な
企
業
同
士
の
付
き
合
い
だ
ね

 
ま
あ
ア
ス
ナ
さ
ん
の
お

さ
ん
の

三
さ
ん
と
は
何
度
も
顔
を
合
わ
せ
て
る
し

 

職
の
時
に
も
そ
の
コ
ネ
を
最
大
限
利
用
し
た
か
ら

お
見
舞
い
も
特
に
問
題
な
い
よ

陽
乃
さ
ん
だ

た
ら
コ
ネ
が
無
く
て
も

く

職
を
決
め
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
け
ど
ね

ま
あ
そ
の
自
信
は
あ

た
け
ど

顔
繋
ぎ
を
し
て
お
く
事
が
目
的
だ

た
か
ら
ね

 
お
か
げ
で
多
少
は
我

も

い
て
も
ら
え
る
よ
う
な

は
確
保
し
た
の
よ

さ
す
が
で
す
ね

ふ
ふ

私
達

共
犯
者
み
た
い
だ
ね

そ
れ
じ

契
約
の
証

と

 
そ
う
言
う
や
い
な
や
陽
乃
は

八
幡
の

に
キ
ス
を
し
た

 
八
幡
は

気
に
と
ら
れ
て
い
た
が

何
と
か
言
葉
を

り
出
し
た

く

そ

完
全
に
油
断
し
た

ふ
ふ

ま
だ
ま
だ
私
に
対
抗
す
る
の
は
二
年
は

い
わ
ね
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に

体
的
な

で
す
ね

八
幡
君
が
こ
れ
か
ら

の
用
意
す
る
学
校
に
通
い
な
お
す
と
し
て

 
卒
業
す
る
の
が
お
そ
ら
く
そ
れ
く
ら
い
後
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
ね

 
そ
し
た
ら
進
学
す
る
に
し
ろ

職
す
る
に
し
ろ

と
り
あ
え
ず
は
対

だ
と
認
め
て
あ
げ
る

え

俺
ま
た
学
校
に
通
え
る
ん
で
す
か

そ
れ
は
ち

と
嬉
し
い
で
す

 
あ
と

く
陽
乃
さ
ん
に
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す

う
ん

宜
し
い

あ
の

そ
ろ
そ
ろ
僕

中
に
入

て
も
い
い
で
す
か
ね

 
そ
の
声
を

い
た

間

陽
乃
は

て
て
八
幡
か
ら

離
を
と

た

何
か
い
い
雰
囲
気
だ

た
の
に

し

な
い

 
と
こ
ろ
で
そ
の
共
犯
者

て
や
つ

僕
も
混

て
も
ら

て
も
い
い
で
す
か
ね

え

岡
さ
ん

実
は
今
上
か
ら
八
幡
君
と
協
力
し
て
必
ず
事
件
を
解
決
す
る
よ
う
に

て
言
わ
れ
ち

て

ね
ま
じ
で
す
か
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そ
う
い
う
事
な
ん
で
必
ず
残
さ
れ
た

人
を
解
放
し
よ
う

我
々
は
こ
れ
か
ら
同

と
い
う

事
で

 
あ

非
合
法
な
の
は
な
る
べ
く
勘

し
て
下
さ
い
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

岡
は

八
幡
に

手
を
差
し
出
し
た

 
八
幡
は
そ
の
手
を
し

か
り
と

り

二
人
は

い

手
を
交
わ
し
た

願

て
も
な
い
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

話
の
続
き
い
い
か
な

 
も

と
も
も
う
話
す
べ
き
事
は

そ
ん
な
に
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

そ
う
で
す
ね
そ
の
前
に
一
つ

き
た
い
ん
で
す
が
俺
の
ス
マ
ホ
は
今
ど
う
な

て
い
ま
す

か 

岡
は
そ
の
問
い
は
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
て
い
た
よ
う
で

み
な
く
そ
の
質
問
に
返
事
を
し

た
君
達
の
ス
マ
ホ
や

の
契
約
は
一
時
休
止
と
な

て
い
た
ん
だ
が

 
先
ほ
ど
そ
れ
も
解

さ
れ
た
は
ず
だ

な
の
で
も
う
使
え
る
よ
う
に
な

て
い
る
よ

 
も
ち
ろ
ん
メ

ル
ア
ド
レ
ス
や
番

は
そ
の
ま
ま
で
ね
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陽
乃
さ
ん
俺
の

を
持

て
く
る
よ
う
に
今
度
小
町
に
伝
え
て
も
ら

て
い
い
で
す
か

了
解

す
ぐ
す
む
し

今
連

す
る
ね

 
そ
う
言
う
と
陽
乃
は
小
町
に

話
を
か
け
た

そ
し
て
そ
の
場
で
陽
乃
は
小
町
に

 
今
度
八
幡
の
ス
マ
ホ
を
持

て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で
く
れ
た

お

け

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
陽
乃
さ
ん

あ
と

岡
さ
ん

う
ん

俺
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
人
を
殺
し
ま
し
た

そ
れ
は
罪
に
問
わ
れ
る
ん
で
し

う
か

問
わ
れ
な
い
事
に
な

て
い
る
よ

そ
う
で
す
か

君
だ

て

好
き
で
や

た
わ
け
じ

な
い
だ
ろ
う

基
本
自
衛
目
的
の
は
ず
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
に
は

楽
殺
人
者
の
よ
う
な
奴
ら
も
い
ま
し
た
け
ど
ね

そ
う
い
う
連
中
は
証
言
が
集
ま

た
後
し
ば
ら
く
公
安
の
監

下
に
置
か
れ
る
事
に
な
る

と
思
う
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ま
あ
罪
に
問
わ
れ
る
事
は

残
念
な
が
ら
無
い
ん
だ
け
ど
ね

証
言

で
す
か

俺
も
そ
の

の
情
報
を
伝
え
た
方
が
い
い
で
す
か
ね

思
い
出
し
た
く
も
な
い
だ
ろ
う
が

情
報
が
あ
る
な
ら
是
非
お
願
い
し
た
い

わ
か
り
ま
し
た

 
八
幡
が

岡
に
告
げ
た
の
は

 
プ

ジ

ニ

ブ
ラ

ク

ザ
ザ

ク
ラ
デ

ル

ロ
ザ
リ
ア
の
名
前
だ

た

 
そ
れ
以
外
の
者
の
名
は
覚
え
て
い
な
か

た
よ
う
だ

 

岡
は
そ
の
名
前
を
メ
モ
し

す
ぐ
に
リ
ス
ト
と

合
を
始
め
た

 
そ
の
結
果

プ

の
名
前
だ
け
が
リ
ス
ト
に
存
在
し
な
い
事
が
発
覚
し
た

く
そ

よ
り
に
も
よ

て
あ
い
つ
か
よ

危
険
な
奴
な
の
か
い

殺
人
ギ
ル
ド

ラ
フ

ン
・
コ
フ

ン
の
リ

ダ

だ

た
外
人
で
す

 
お
そ
ら
く
軍

験
者

も
し
く
は
現
役
の
軍
人
で
す
ね

軍
関
係
な
ら
情
報
が
秘

さ
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
ね

 
一

人
な
ら
と
も
か
く

軍
の
関
係
者
が
ゲ

ム
内
と
は
い
え
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万
が
一
殺
人
を

り
返
し
た

と
い
う
事
が
発
覚
し
た
ら
罪
に
は
問
わ
れ
な
く
と
も
問
題

は
さ
れ
る

 
そ
の
事
を
一
応
想
定
し
て

最
初
か
ら
秘

す
る
と
い
う
可
能
性
は
高
い
と
思
う

ま
あ
し
か
し

居
場
所
が
海
外
な
ら
問
題
無
さ
そ
う
な
気
も
す
る
わ
ね

そ
う
で
す
ね

と
り
あ
え
ず
伝
え
る
べ
き
だ
と
思
う
情
報
は
そ
れ
く
ら
い
で
す

そ
う
だ
ね

こ
ち
ら
と
し
て
も

欲
し
い
情
報
は
ほ
ぼ
手
に
入

た
と
思
う

 
八
幡
は
他
に
伝
え
る
べ
き
事
は
な
い
か
と
考
え
込
ん
だ
が

特
に
思
い
つ
か
な
か

た

 
思
い
つ
い
た
の
は

ま

た
く
別
の
事
だ

た

と
こ
ろ
で

岡
さ
ん
俺
の
仲
間
の
連

先
と
か
を
教
え
て
も
ら
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す

よ
ねす

ま
な
い

そ
れ
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
ん
だ

君
の
事
は
信
用
し
て
い
る
が

 
お

参
り
と
い
う
か

そ
う
い
う
事
を
考
え
る
者
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
ね

個
人
情
報
保
護
法
も
あ
り
ま
す
し

や

ぱ
り
そ
う
で
す
よ
ね

 
一
応
仲
間
内
で
の
連

の
方
法
は
決
め
て
あ
る
ん
で

そ
こ
ら
へ
ん
は
ま
あ
問
題
な
い
で
す

 
そ
れ
じ

あ
次
に
目
覚
め
な
い
者
の
中
に
仲
間
が
い
る
か
ど
う
か
を

く
事
は
可
能
で
す
か
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そ
れ
く
ら
い
な
ら
事
件
解
決
の
た
め
に
必
要
だ
と
い
う
事
で

可
能
だ
よ

そ
れ
じ

あ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

 
キ
リ
ト

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン

ア
ル
ゴ

こ
の
六
人
の
安
否
を

 
あ

ネ
ズ
ハ
は

あ
い
つ
に
は
連

方
法
を
伝
え
て
な
い
ん
だ
よ
な

 
ま
あ
い
ず
れ
学
校
で
会
え
る
と
思
う
し

安
否
だ
け
お
願
い
し
ま
す

 

岡
は
再
び

末
を
操
作
し
て
い
た
が

さ

と
顔
を

ら
せ

八
幡
に
告
げ
た

一
人
ま
だ
目
覚
め
て
い
な
い
人
が
い
る
ね

誰
で
す
か

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
だ
ね

リ
ズ

リ
ズ
か

く
そ

キ
リ
ト
が

し
む
だ
ろ
う
な

も
し
か
し
て

キ
リ
ト
君
の
恋
人
な
の
か
い

ま
だ
未
満
で
す
け
ど
ね

連

先
を
教
え
る
事
は
出
来
な
い
が
僕
は
こ
の
後
キ
リ
ト
君
の
所
に
行
く
事
に
な

て
い
る

 
何
か
伝
言
が
あ

た
ら
伝
え
る
事
く
ら
い
は
出
来
る
よ
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本
当
で
す
か

そ
れ
じ

あ

可
能
な
ら
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
の
事
を
教
え
て
や

て
く
だ
さ
い

 
後

二

月
を
目
安
に
死
ぬ
気
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
ろ
と
伝
え
て
下
さ
い

 
あ
陽
乃
さ
ん

俺
自
分
の
ア
ド
レ
ス
覚
え
て
な
い
ん
で
す
け
ど
俺
の
ア
ド
レ
ス

て
わ

か
り
ま
す

う
ん

わ
か
る
よ

そ
れ
を
メ
モ

て
も
ら

て

岡
さ
ん
に

し
て
も
ら

て
も
い
い
で
す
か

お

け

今
書
く
ね

岡
さ
ん

そ
の
メ
モ
を
あ
い
つ
に

し
て
下
さ
い

お
願
い
し
ま
す

そ
れ
く
ら
い
な
ら
お
安
い
御
用
さ

後
は
い
い
か
な

は
い

現
時
点
で
は
大
丈
夫
で
す

そ
れ
じ

当
面
僕
と
陽
乃
さ
ん
は
と
に
か
く
情
報
収
集
だ
ね

お
願
い
し
ま
す

俺
は
し
ば
ら
く
必
死
で
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
り
ま
す

 
こ
う
し
て
そ
の
日
の
話
は
終
わ
り

そ
の
日
か
ら
八
幡
の
リ
ハ
ビ
リ
生
活
が
始
ま

た
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第
０
９
０
話
 
リ
ハ
ビ
リ
開
始

 
今
後
出
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が

ゲ
ス
ト
回
で
す

そ
れ
じ

ゆ

く
り
歩
い
て
ち

う
だ
い

お

お
う

 
次
の
日
か
ら
八
幡
の
リ
ハ
ビ
リ
生
活
が
始
ま

た

 
も

と
も
八
幡
の
場
合
は
筋
力
を

す
だ
け
な
の
で
通
常
の
リ
ハ
ビ
リ
よ
り
は
楽
で
あ

た

 
そ
の
日
は
朝
か
ら
雪
乃
が
見
舞
い
に
来
て
い
た

雪
乃
は
職
員
に
手
伝
い
を
か

て
出
た
た

め 
こ
う
し
て
今

八
幡
は
雪
乃
に
手
を
引
か
れ
て
歩
い
て
い
る
の
だ

た

な
あ

助
か
る
ん
だ
が
学
校
の
方
は
い
い
の
か

何
を
言

て
い
る
の

今
は
三
月
よ

つ
ま
り
今
大
学
は
休
み
な
の

あ

そ
う
か

す
ま
ん

そ
う
い

た
感
覚
が
す

か
り
抜
け
落
ち
て
た
わ
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何
し
ろ
あ
そ
こ
は

フ
ロ
ア
ご
と
の
季

の
違
い
は
あ

た
ん
だ
が

 
基
本
的
に
四
季
な
ん
て
も
の
は
無
か

た
か
ら
な

四
季
の
無
い
世
界

て

日
本
人
に
は
想
像
し
に
く
い
わ
ね

そ
う
だ
な

や

ぱ
り
四
季
が
あ
る

て
い
い
よ
な

 
二
人
は
微
笑
み
あ
い

リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
た

 
し
ば
ら
く
し
て
職
員
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
休
む
よ
う
に
指

が
あ
り
二
人
は
ベ
ン
チ
に

を
下
ろ

し
た調

子
は
ど
う
か
し
ら

や

ぱ
体
が
重
く
感
じ
る
な

こ
の
ギ

プ
を

め
る
の
は
大
変
そ
う
だ

そ
う

や

ぱ
り
ゲ

ム
の
中
だ
と

思
考
速
度
も
関
係
し
て
く
る
の
か
し
ら
ね

あ
と
反
射
速
度
だ
な

そ
う
よ
ね

確
か
に
私
も

私
も
何
だ

あ

い
や

な
ん
で
も
な
い
わ

そ
う
か
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解
放
直
後
で
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に

避
感
が
あ
る
か
も
だ
し

 
私
達
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
る
事
を
話
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
慎
重
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

そ
う
だ
雪
ノ
下
も
し
可
能
な
ら
俺
の
事
は
八
幡

て
呼
ん
で
く
れ
な
い
か

理
由
は

二
年
近
く
も
ハ
チ
マ
ン

て
呼
ば
れ
て
た
か
ら

で
呼
ば
れ
る
の
に
違
和
感
が
あ
る
の
か

し
らお

う

お
前
の
理
解
力
は
相
変
わ
ら
ず
だ
な

何
か
懐
か
し
い
わ

こ
れ
は
も
う
プ
ロ
ポ

ズ
と
受
け
取

て
い
い
わ
よ
ね

そ
れ
じ

私
と
け

こ

お
い
待
て
そ
の
遣
り
取
り
に
は
覚
え
が
あ
る
ぞ

陽
乃
さ
ん
に
話
を

い
て
た
の
か
よ

ふ
ふ

ご
め
ん
な
さ
い

そ
の
通
り
よ

ま

た
く
姉
妹
揃

て

で

呼
び
方
な
ん
だ
が

ど
う
だ

そ
う
ね

そ
れ
じ

し
に

八
幡
君

八
幡
君

な
ら
違
和
感
が
す
ご
か

た
の
か
も
し
れ
な
い
が

今
だ
と
普
通
な
の
が
不
思
議
だ
な

そ
れ
じ

私
の
事
も
雪
乃
で
い
い
わ

姉
さ
ん
が
陽
乃
さ
ん
な
の
に
私
が
雪
ノ
下
な
の
は

 
や

ぱ
り
ち

と
変
な
感
じ
が
す
る
も
の
ね

了
解
だ

雪
乃
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私
を
そ
う
呼
ぶ
の
に
少
し
も

が
無
い
の
は
や
は
り
驚
き
ね

 
そ
れ
に
し
て
も

あ
な
た
が
私
を
雪
乃

て
呼
ぶ
日
が
来
る
な
ん
て
ね

雪
乃

雪
乃

ふ

ふ 
雪
乃
は
楽
し
そ
う
に
自
分
の
名
前
を
何
度
も

い
た

と
こ
ろ
で
由
比

さ
ん
は
ど
う
す
る
の
か
し
ら

由
比

な

ヒ

キ

て
呼
ば
れ
る
の
は
元
が
あ
だ
名
だ
け
に
特
に
違
和
感
な
い

ん
だ
よ
な

 
ま
あ
話
し
て
み
た
上
で
あ
い
つ
の
好
き
に
呼
ば
せ
る
さ

一
色
は
別
に
ほ

と
い
て
い
い
な

名
前
で
も
何
で
も
な
く

先
輩

だ
も
の
ね

何
か
あ
い
つ
と
い
る
と

高
校
時
代
に

た
気
が
す
る
ん
だ
よ
な

 
あ

そ
う
だ
雪
乃

俺

ま
た
学
校
に
通
え
る
み
た
い
な
ん
だ
よ

 

し
く
は

い
て
な
い
ん
だ
が

が
被
害
者
の
た
め
に
学
校
の
準
備
を
し
て
い
る
と
か
何

と
かそ

の
話
な
ら

い
て
い
る
わ

あ
な
た
達
の
頑
張
り
で
ク
リ
ア
が

ま

た
せ
い
で

 
校

の

設
が
ま
だ
間
に
合

て
い
な
い
み
た
い
だ
け
れ
ど
も
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ま
さ
か
ま
た
学
校
に
通
え
る
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た
か
ら

正
直
す
げ

嬉
し
い
わ

ふ
ふ

本
当
に
嬉
し
そ
う
ね

で
も
少
し
悔
し
い
の
も
確
か
ね

出
来
れ
ば
一

に
卒
業
し

た
か

たそ
う
だ
な

そ
れ
は
本
当
に
そ
う
思
う
わ

私
も
大
学
を
や
め
て

も
う
一
回
そ
の
学
校
に
入
ろ
う
か
し
ら

お
い

ふ
ふ

冗
談
よ

可
能
な
ら
保
護
者
と
し
て
あ
な
た
の
卒
業
式
に
参

す
る
わ

 
雪
乃
は
そ
う
言

て

楽
し
そ
う
に
笑

た

保
護
者
か
よ

 
八
幡
は
そ
の
一
連
の
遣
り
取
り
で

雪
乃
も
変
わ

た
ん
だ
な
と

め
て
実
感
し
た

な
あ

雪
乃
は
冗
談
を
言
う
事
も

え
た
し

よ
く
笑
う
よ
う
に
な

た
よ
な

確
か
に
ね

お
か
し
い
か
し
ら

い
や

い
い
ん
じ

な
い
か

俺
が
い
な
く
な

た
事
で
の
悪
い
影

が
出
て
な
い

て
よ

く
分
か
る
し

 
な
ん
か
ほ

と
し
た

て
い
う
か
嬉
し
い

て
い
う
か

そ
ん
な
感
じ
だ
な
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不

慎
か
も
し
れ
な
い
け
ど

あ
な
た
が
い
な
く
な

た
お
か
げ
で

 
姉
さ
ん
も

め
て
他
の
人
と
の

離
が

ま

た
の
は
確
か
だ
と
思
う

苦
労
し
た
甲
斐
は
あ

た
な

ふ
ふ

あ
り
が
と
う

八
幡
君

比
企
谷
君

雪
ノ
下
さ
ん

そ
ろ
そ
ろ
再
開
し
ま
し

う
か

あ

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
二
人
の
様
子
を
隣
で
微
笑
ま
し
そ
う
に

め
て
い
た
リ
ハ
ビ
リ
担
当
の
職
員
が

 
八
幡
に
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

八
幡
は
雪
乃
に
補
助
し
て
も
ら
い

立
ち
上
が

た

そ
れ
じ

頑
張
り
ま
し

う

雪
ノ
下
さ
ん
は
引
き
続
き
八
幡
君
の
補
助
を
お
願
い
し
ま
す

は
い

お
⺟
さ

ん

お
見
舞
い
終
わ

た
か
ら
帰
る
ね

 
そ
の
時

そ
の
職
員
の
娘
ら
し
き
少
女
が
現
れ

声
を
か
け
て
き
た

あ
ら
ご
め
ん
な
さ
い

今
日
は
娘
が
友
達
の
お
見
舞
い
に
来
て
た
ん
だ
け
ど

 
ど
う
や
ら
私
の
所
に
顔
だ
け
出
し
に
来
た
み
た
い
ね

八
幡
君
は
私
が
見
て
ま
す
か
ら

ど
う
ぞ
娘
さ
ん
の
所
に
行

て
あ
げ
て
下
さ
い
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ご
め
ん
な
さ
い

す
ぐ

る
わ
ね

ち

と
待

て
て

美

今
行
く
わ

美

 
八
幡
は
そ
の
名
前
を

き

職
員
の
娘
を

め
て
じ

と
見
つ
め
た

 
よ
く
見
る
と

ど
こ
か
見
覚
え
の
あ
る
少
女
が
そ
こ
に
い
た

 
そ
の
少
女
も
八
幡
に
気
付
い
た
の
か

目
を
見
張
り
な
が
ら
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

も
し
か
し
て

八
幡

や

ぱ
り

美
か

分
背
が

び
た
な

ち
ら

と
見
た
だ
け
じ

ま

た
く
分
か
ら
な

か

た
わ

久
し
ぶ
り

二
年
ぶ
り
く
ら
い

 

美
は
笑
顔
で
八
幡
に
話
し
か
け
た

あ

美
さ
ん

て
キ

ン
プ
と
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
時
の

 
雪
乃
も
ど
う
や
ら

美
の
事
を
思
い
出
し
た
よ
う
だ

 

美
も
雪
乃
の
事
を
思
い
出
し
た
ら
し
く

こ
り
と

を
下
げ
た

あ
ら

三
人
は
知
り
合
い
だ

た
の
か
し
ら

あ

は
い

二
年
前
の
夏
休
み
と
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
二
回
会

た
だ
け
で
す
け
ど
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あ

美
が
前
言

て
た
お
世
話
に
な

た
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
て
八
幡
君
の
事
だ

た

の
ね

 
不
思
議
な
縁
も
あ
る
も
の
ね

私
は

見
久
美

こ
の

美
の
⺟
親
よ

自

紹
介
の
時
に

確
か
に

見
さ
ん

て

い
て
ま
し
た
け
ど

 
さ
す
が
に
こ
れ
は
想
像
も
し
て
ま
せ
ん
で
し
た
ね

ふ
ふ

比
企
谷
君
と
違

て

よ
く
あ
る

だ
か
ら
ね

お
⺟
さ
ん

私
が
話
す
の

は
い
は
い
ご
め
ん
な
さ
い

リ
ハ
ビ
リ
再
開
は
少
し
後
に
し
て
一
度
ベ
ン
チ
に

り
ま
し

う
かそ

う
で
す
ね

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
れ
に
同
意
し
た

 
八
幡
は

雪
乃
と

美
を
交

に
見
な
が
ら

ぼ
そ

と

い
た

大
き
い
ル
ミ
ル
ミ

小
さ
い
ゆ
き
の
ん
か

ル
ミ
ル
ミ
言
う
な

何
よ
そ
の

標
語
み
た
い
な
言
い
方
は
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す
ま
ん

二
人
を
見
て
た
ら
つ
い
言
い
た
く
な

た

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ベ
ン
チ
に

け
た

 
ベ
ン
チ
に
座
る
や
い
な
や

美
は
待
ち
き
れ
な
か

た
と
ば
か
り
に
八
幡
に
話
し
か
け
た

二
年
ぶ
り
く
ら
い
か
な

そ
う
だ
な

美
は
今
中
学
二
年
か

ま
あ
五

も
離
れ
て
る
と
接
点
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
無

い
か
ら

 
二
年
く
ら
い
会
う
機
会
が
無
い
の
も
当
然
と
言
え
ば
当
然
な
ん
だ
ろ
う
な

八
幡

す
ご
い

せ
た
ね

病
気

大
丈
夫

あ
あ

ち

と
体
が

て
る
だ
け
だ
な

お
⺟
さ
ん

八
幡
は
大
丈
夫
な
の

 

美
は
そ
う
言
い
な
が
ら

久
美
の
顔
を
見
た

あ

え

と
ね

ね
え

ど
う
な
の

 
久
美
に
は
守
秘
義

が
あ
る
た
め

困

て
い
た
の
だ
が

 

美
は
そ
ん
な
事
は
ま

た
く
知
ら
な
い
の
で

し
つ
こ
く
久
美
に
返
事
を

し
た
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そ
の
事
に
気
付
い
た
八
幡
は

自
分
か
ら
話
す
事
に
し
た

美
お
⺟
さ
ん
が
困

て
る
ぞ

こ
れ
は
な
お
⺟
さ
ん
の
口
か
ら
は
言
え
な
い
話
な
ん
だ

よ
え

ま
さ
か
重
い
病
気
と
か
な
の

そ
う
い
う
ん
じ

な
い
ん
だ
よ
な

見
さ
ん
俺
か
ら
話
す
分
に
は
問
題
な
い
で
す
か
ね

そ
れ
は
問
題
な
い
と
思
う
わ

ご
め
ん
な
さ
い
私
に
は
こ
の
件
に
関
し
て
は
守
秘
義

が
あ

る
の
よ
ね

で
す
よ
ね

な
あ

美
こ
れ
か
ら
俺
が
話
す
事
を
絶
対
誰
に
も
話
さ
な
い
と
約
束
出
来
る

か
う
ん

約
束
す
る

よ
し

そ
れ
じ

あ

ち
の

こ
の
ベ
ン
チ
に
行
く
ぞ

 
四
人
は
人
の
い
な
い

の
ベ
ン
チ
に
移
動
し

八
幡
は

美
に
説
明
を
始
め
た

ま
あ

も

た
い
ぶ

た
よ
う
な
感
じ
に
な

た
が

実
は
説
明
は
一
言
で
済
む
ん
だ

そ
う
な
の
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あ
あ

美

俺
は
二
年
間
な

ず

と
ゲ

ム
を
や

て
た
ん
だ
よ

ゲ

ム

遊
び
す
ぎ
て
体
を
壊
し
た
の

俺
が
や

て
た
の
は
な

ニ

ス
で
見
た
か
も
し
れ
な
い
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
な
ん
だ
よ

美

あ
 
そ
の
言
葉
に

美
は
や

と
事
情
を
理
解
し
た
よ
う
だ

だ
か
ら
病
気
と
か
じ

な
い
か
ら
心
配
す
る
な

ご
め
ん

私
そ
ん
な
事
ち

と
も
知
ら
な
か

た

は
は

学
年
も
五
つ
離
れ
て
る
し

連

先
だ

て
知
ら
な
い
ん
だ

 
知
ら
な
い
の
は
当
た
り
前
だ
ろ

謝
る
よ
う
な
事
は
何
も
無
い
ぞ

う
ん

ま
あ
こ
う
し
て
俺
は
ち

ん
と
生
き
て
い
る

後
は
筋
力
さ
え

れ
ば
何
も
問
題
は
無
い
ん

だ

死
に
そ
う
に
な

た
の

そ
う
だ
な

何
度
も
死
に
そ
う
に
な

た
が
仲
間
と
一

に
頑
張

て
こ
う
し
て

て
き
た
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良
か

た

 

美
は
そ
う
言
う
と

八
幡
に

き
付
き

え
だ
し
た

 
八
幡
は
困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
久
美
の
顔
を
見
た
が

久
美
は

く
だ
け
だ

た

 
八
幡
は

美
に
向
き
直

た
が
ど
う
や
ら

美
が
声
を
殺
し
な
が
ら

い
て
い
る
事
に
気
が

付
い
た

 
他
の

者
さ
ん
達
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

必
死
に
声
を
殺
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
八
幡
は
そ
う
思
い

美
の

を
優
し
く
な
で

背
中
を

ん

ん
と
叩
い
た

 
し
ば
ら
く
そ
の
体
勢
の
ま
ま

美
は

き
続
け
て
い
た

 
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
い
た
か

う
ん

ご
め
ん
ね
八
幡

あ
り
が
と
う

こ

ち
こ
そ

俺
の
た
め
に

い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
な

あ

も
う
こ
ん
な
時
間

友
達
と
約
束
が
あ
る
ん
だ

た

 
そ
れ
じ

八
幡

今
度

め
て
お
見
舞
い
に
来
る
ね

お
う

ま
た
な

友
達
と
仲
良
く
な
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う
ん

 

美
は
手
を

り
な
が
ら
帰

て
い

た

友
達
と
も
仲
良
く
し
て
い
る
よ
う
で
八
幡
は
安

心
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は
再
び
リ
ハ
ビ
リ
を
再
開
し
た

し
か
し
ま
さ
か

美
が
八
幡
君
と
知
り
合
い
だ
と
は
ね

世
間
は

い

て
言
う
け
ど
本
当
ね

そ
う
で
す
ね

び

く
り
し
ま
し
た

美
さ
ん
の
事
は
二
年
前
の
事
し
か
知
ら
な
い
け
ど

 
あ
の

と
比
べ
る
と

分
と
明
る
く
な

て
い
た
わ
ね

本
当
に
良
か

た
わ

二
人
が

美
に
初
め
て
会

た
の

て

丁
度

美
が
一
人
ぼ

ち
だ

た
時
な
の
よ
ね

あ

ご
め
ん
な
さ
い

見
さ
ん

無
神

な
発
言
で
し
た

う
う
ん
違
う
の
よ

む
し
ろ
私
は
感
謝
し
て
い
る
の
よ

 
二
年
前

日
と
て
も
暗
い
顔
を
し
て
い
た
娘
が

 
夏
休
み
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
を

て

ど
ん
ど
ん
明
る
さ
を
取
り

し
て
い

た

 
あ
な
た
た
ち
の
お
か
げ
だ

た
の
ね

本
当
に
あ
り
が
と
う

少
し
で
も
お
役
に
た
て
た
の
な
ら
い
い
ん
で
す
が
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あ

そ
う
い
え
ば
ね

 
久
美
が

何
か
思
い
出
し
た
よ
う
に
言

た

あ
の
子

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
時
の
写
真
を

今
で
も
時
々
見
て
る
の
よ
ね

 
そ
の
中
に
ど
う
し
て
も
見
せ
て
く
れ
な
い
写
真
が
一

だ
け
あ
る
ん
だ
け
ど

 
も
し
か
し
た
ら
そ
こ
に
は
比
企
谷
君
が
写

て
る
の
か
し
ら
ね

そ
う
い
え
ば
八
幡
君

美
さ
ん
と
二
人
で
写
真
を

て
な
か

た
か
し
ら

そ
う
い
え
ば

美
に
頼
ま
れ
て

た
気
も
す
る
な

や

ぱ
り
ね

ま
あ
私
が
こ
う
言
う
の
も
ち

と
複
雑
な
ん
だ
け
ど

 
出
来
れ
ば
あ
の
子
が

つ
か
な
い
よ
う
に
ふ

て
あ
げ
て
ね

ま
た
い
き
な
り
で
す
ね

だ

て
私
も
あ
の
結
婚
写
真
は
見
て
る
し

 
お
見
舞
い
に
来
て
る
女
の
子
達
の
事
も
何
度
も
見
て
る
か
ら
ね

ま
あ

そ
う
で
す
よ
ね

最
初
は

何
だ
こ
の
ハ

レ
ム
野
郎
は

て
思
わ
な
い
で
も
な
か

た
け
ど

 
こ
う
し
て
実

に
接
し
て
み
る
と
比
企
谷
君
が
そ
ん
な
子
じ

な
い
の
は
す
ぐ
分
か

た
し
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ね
恥
ず
か
し
い
ん
で
そ
れ
く
ら
い
で
勘

し
て
下
さ
い

ま
あ

美
も
も
う
子

じ

な
い
ん
だ
し

⺟
親
の
私
が
言
う
の
も
何
だ
け
ど

 
あ
の
子
は
雪
ノ
下
さ
ん
に
似
て
美
人
だ
し
こ
れ
か
ら
い
く
ら
で
も
い
い
出
会
い
が
あ
る
と
思

う
し
ね

 
あ

変
な
男
に
引

か
か
り
そ
う
に
な

た
ら

助
け
て
あ
げ
て
ね

私
と

美
さ
ん

そ
ん
な
に
似
て
い
る
か
し
ら

あ
あ

似
て
る
似
て
る

特
に
気
の
強
い
と
こ
ろ
と
か
そ

く
り
だ
ろ

そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
し
ら
ね

八
幡
君

 
雪
乃
か
ら
急
に
殺
気
を
感
じ
た
八
幡
は

ご
ま
か
す
よ
う
に
こ
う
答
え
た

そ
れ
く
ら
い
凛
と
し
た
美
人
だ

て
事
だ
よ

そ

そ
う

美
人

美
人
ね

そ
れ
な
ら
い
い
の
だ
け
れ
ど

ふ
う

雪
乃
か
ら
強

な
プ
レ

シ

を
感
じ
る
の
も
久
し
ぶ
り
だ
な

危
な
い
危
な
い

 
八
幡
は
な
ん
と
か
命
い
を
し
た
な
と
ほ
と
し
そ
の
後
も
リ
ハ
ビ
リ
に
ん
だ
の
だ
た
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第
０
９
１
話
 
だ
か
ら
人
生
は
面
白
い

 
今
日
か
ら
一
気
に
話
が
進
ん
で
い
き
ま
す

 
リ
ハ
ビ
リ
を
終
え

病
室
に
帰

た
二
人
の
所
に

結
衣
と
優
美
子
が

ね
て
き
た

ヒ

キ

ゆ
き
の
ん
や

ほ

あ
ら

二
人
も
来
た
の
ね

う
ん

ヒ

キ

の
リ
ハ
ビ
リ
の

合
は
ど
う
か
な

て

今
日
か
ら
だ
よ
ね

調
子
は
ど
う

調
だ

雪
乃
に
も
助
け
て
も
ら

た
し
な

あ
ん
た
は
運
動
神

は
良
か

た
み
た
い
だ
し

す
ぐ
ま
た
自
由
に
動
け
る
よ
う
に
な
る
よ

八
幡ま

あ
頑
張
る
よ

あ
り
が
と
う
な

由
比

優
美
子

 
そ
れ
を

い
た
結
衣
は

ビ
シ

と
音
を
た
て
て

ま

た
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結
衣
は
今
の
遣
り
取
り
に
つ
い
て

二
人
に

ね
た

い

い
つ
か
ら
み
ん
な

お

い
の
事
名
前
で
呼
び
合

て
る
の

優
美
子
は
目
覚
め
た
日
か
ら
だ
な

雪
乃
は
今
日
か
ら
だ

で
そ
の
事
で
お
前
に
も
話
が
あ

る
ん
だ
よ

う

う
ん

俺
は
ゲ

ム
の
中
で
は
ず

と
ハ
チ
マ
ン

て
呼
ば
れ
て
た
ん
だ
よ

で
な
二
年
も
そ
う
さ

れ
て
る
と

 
さ
す
が
に
比
企
谷

て
呼
ば
れ
る
方
が
違
和
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な

て
い
て
な

あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

だ
か
ら

色
々
な
人
に
名
前
で
呼
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
る
ん
だ
よ

 
ま
あ
優
美
子
の
場
合
は
優
美
子
か
ら
だ

た
が
自
分
か
ら
も
言
う
つ
も
り
だ

た
か
ら
問
題

な
い

 
俺
が
相
手
を
ど
う
呼
ぶ
か
は

ま
あ
相
手
次
第
だ
な

で

問
題
は
お
前
だ

由
比

ヒ

キ

て
呼
び
方
の
事

そ
う
だ

ヒ

キ

て
の
は
元
々
あ
だ
名
だ
か
ら

俺
と
し
て
は
特
に
違
和
感
は
な
い
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だ
か
ら
そ
の
ま
ま
呼
ん
で
く
れ
て
も

わ
な
い
し

名
前
で
呼
ん
で
く
れ
て
も
い
い

名
前
で

八
幡

ヒ

キ

八
幡

ヒ

キ

う

ん

 
結
衣
は
か
な
り
悩
ん
で
い
た
が

ど
う
や
ら
結

が
出
た
よ
う
だ

う
ん

今
ま
で
通
り
ヒ

キ

で

ど
う
や

て
決
め
た
ん
だ

他
の
人
が
全
員
名
前
で
呼
ぶ
と
し
た
ら

ヒ

キ

の
方
が
な
ん
か
特
別

い
か
ら

結
衣
ら
し
い
ね

そ
う
ね

ゆ
い

さ
ん
ら
し
い
わ
ね

俺
は
何
て
呼
べ
ば
い
い
ん
だ

由
比

の
ま
ま
で
い
い
の
か

な

な
な

名
前
で
お
願
い
し
ま
す

 
結
衣
は

張
し
な
が
ら
も
即
答
し
た

結
衣

な

敬
語

わ
か

た

名
前
だ
な

そ
れ
じ

あ

 
結
衣
は
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
八
幡
に
呼
ば
れ
る
の
を
待

て
い
た

 
だ
が
八
幡
が
選
択
し
た
の
は

予
想
外
の
呼
び
方
だ

た
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ゆ
い
ゆ
い

ゆ
い
ゆ
い
だ
な

は
は

何
か
か
わ
い
い
な
こ
の
呼
び
方

八
幡

さ
す
が
に
そ
れ
は

 
優
美
子
は
た
し
な
め
よ
う
と
し
た
が

雪
乃
と
結
衣
の
反
応
は
予
想
外
の
も
の
だ

た

ヒ

キ

ど
こ
で
そ
の
呼
び
方
を

え

結
衣

八
幡
君

ど
こ
で
そ
の
呼
び
方
を

雪
ノ
下
さ
ん
ま
で

前
に
雪
乃
が
由
比

の
事
を
ゆ
い
ゆ
い

て
呼
ん
で
た
か
ら
な

 
普

は
そ
う
呼
ん
で
る
ん
じ

な
い
か

て
思

て
た
ん
だ
よ

う

こ
の
私
と
し
た
事
が

と
い
う
わ
け
で

俺
も
ゆ
い
ゆ
い
と
呼
ぶ
事
に
決
定
だ

う

い
い
ん
だ
け
ど
な
ん
か
複
雑
な
感
じ

ま
あ

と

く
に
バ
レ
て
い
た
よ
う
だ
し

も
う

め
ま
し

う

ゆ
い
ゆ
い

な
ら
結
衣

て
呼
ぶ
ぞ

う

ん
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結
衣
は
少
し
考
え
た
後

八
幡
に
こ
う
頼
ん
だ

ヒ

キ

し
に
ち

と
私
の
目
を
見
な
が
ら
ゆ
い
ゆ
い

て
呼
ん
で
み
て

わ
か

た

こ
れ
で
い
い
か

ゆ
い
ゆ
い

う
わ

 
結
衣
は

を

ら
め
な
が
ら

ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
始
め
た

う
ん

こ
れ
は
悪
く
な
い

と
い
う
か

す
ご
く
い
い

ゆ
い
ゆ
い

ゆ
い
ゆ
い

お

お
い

ゆ
い
ゆ
い
は
ど
う
や
ら
違
う
世
界
に
旅
立

て
し
ま

た
よ
う
ね

結
衣

ま
あ

そ
の
う
ち

て
く
る
だ
ろ

そ
う
そ
う
八
幡

こ
れ

小
町
ち

ん
に

す
よ
う
に
頼
ま
れ
た
八
幡
の
ス
マ
ホ

お
お

あ
り
が
と
な

小
町
は
忙
し
い
の
か

小
町
さ
ん
は

生
徒
会
の
副
会
⻑
を
や

て
い
る
の
よ

八
幡
君

ま
じ
か

小
町
は
総
武
高
校
の
影
の

配
者
に
な

た
の
か

そ
の
表
現
は
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず

て
所
ね
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選

の
時

私
は
会
⻑
に
な
る
事
を

め
た
の
だ
け
れ
ど

そ
の
時
小
町
さ
ん

 
小
町
は
お
兄
ち

ん
に
似
て
主
役
よ
り
も
黒
幕
が
好
き
な
ん
で
す

て
言

て
い
た
わ

ま
じ
か

え
え

一
言
一

間
違
い
な
い
わ
ね

俺
は
小
町
に
そ
ん
な
風
に
思
わ
れ
て
い
た
の
か

ふ
ふ

ま
あ
い
い
じ

な
い

そ
れ
だ
け
小
町
さ
ん
は

あ
な
た
の
事
が
好
き
な
の
よ

そ
う

な
の
か
な

え
え

そ
う
よ

え
へ
へ

当
た
り
前
じ

ん
ヒ

キ

小
町
ち

ん
だ
け
じ

な
く

み
ん
な
そ
う
だ
よ

 
そ
の
時
結
衣
が
い
き
な
り
会
話
に

り
込
ん
で
き
た

ど
う
や
ら
別
の
世
界
か
ら

て
き
た

ら
し
い

お
お

お
か
え
り

ゆ
い
ゆ
い

た
だ
い
ま

て
何
が

い
や

い
い
ん
だ

ゆ
い
ゆ
い
は
い
つ
も
明
る
く
て
い
い
な

が
ピ
ン
ク
だ
か
ら
だ
な
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そ
れ
ま

た
く
関
係
無
い
し

俺
の
仲
間
に
そ
う
い
う
奴
が
い
た
ん
だ
よ

ピ
ン
ク
は
明
る
く
て
元
気

こ
れ
が
真
理
だ

真
理
な
ん
だ

お
う

 
八
幡
と
結
衣
は
そ
の
ま
ま
雑
談
を
続
け
た

 
雪
乃
は
何
か
を
思
い
つ
い
た
よ
う
な
顔
を
し
て

優
美
子
に
話
し
か
け
た

と
こ
ろ
で
三

さ
ん

私
の
事
も

雪
乃

て
呼
ん
で
も
ら
え
な
い
か
し
ら

 
三

さ
ん
は
姉
の
事
を
さ
ん

け
で
呼
ん
で
い
る
の
に

 
私
の
事
を

で
呼
ぶ
の
は
ち

と
お
か
し
い
気
も
す
る
の
だ
け
れ
ど

確
か
に
ね

そ
れ
じ

雪
乃

て
呼
び

て
で
も
い
い

 
あ

し

雪
乃
と
は
も

と
仲
良
く
な
り
た
い
し

わ
な
い
わ

私
も
あ
な
た
の
事

優
美
子
さ
ん

て
呼
ん
で
も
い
い
か
し
ら

 
ち

と
性
格
的
に
さ
ん

け
が
ど
う
し
て
も
抜
け
な
い
か
ら
そ
こ
は

し

な
い
の
だ
け

れ
ど
も

い
つ
か
呼
び

て
に
な
る
日
が
来
る
の
か
な
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そ
う
ね

い
つ
か
私
も
そ
う
呼
べ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ふ
ふ

あ
ん
た
と
あ

し
が
こ
ん
な
関
係
に
な
る
な
ん
て
人
生
何
が

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
ね
雪

乃
そ
う
ね

だ
か
ら
面
白
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

優
美
子
さ
ん

 
そ
の
後
四
人
は
し
ば
ら
く
雑
談
を
続
け
て
い
た
が
雪
乃
は
そ
ろ
そ
ろ
帰
宅
す
る
事
に
し
た
よ

う
だ私

は
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
け
ど

二
人
は
ど
う
す
る
の
か
し
ら

あ

し
も
そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
な
い
と
か
も

あ

私
も
そ
ろ
そ
ろ
か
な

そ
う
か

三
人
と
も
今
日
は
あ
り
が
と
な

良
か

た
ら
ま
た
遊
び
に
来
て
く
れ

あ
ら

私
は
し
ば
ら
く
リ
ハ
ビ
リ
に
付
き
合
う
わ
よ

私
も
来
れ
る
時
は
手
伝
い
に
来
る
ね

あ

し
も
ま
め
に
顔
は
出
す
か
な

ね
え
八
幡

何
か
欲
し
い
も
の
と
か
あ

た
ら

 
あ

し
の
ア
ド
レ
ス
を
ス
マ
ホ
に
入
れ
と
い
た
か
ら

そ
こ
に
連

し
て

優
美
子

い
つ
の
間
に
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や
は
り
あ
な
ど
れ
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

ま
た
ね

八
幡

八
幡
君

ま
た
明
日

ヒ

キ

ま
た
ね

お
う

ま
た
な

 
こ
う
し
て
三
人
は
帰

て
い

た

さ
て
と

 
八
幡
は
先
ず

ス
マ
ホ
を
チ

ク
す
る
事
に
し
た

 
知
ら
な
い
ア
ド
レ
ス
か
ら
メ

ル
が
来
て
い
た
の
で
八
幡
は
そ
の
メ

ル
を
開
き
中
を
確

認
し
た

 
メ

ル
に
は
キ
リ
ト
の
名
前
と

話
番

が
書
か
れ
て
い
た
の
で

 
八
幡
は
即
座
に
そ
の
番

に

話
を
か
け
た

は
い

キ
リ
ト
か

俺
だ

お

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
か
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あ
あ

始
め
ま
し
て
だ
な

比
企
谷
八
幡
だ

俺
は
桐

谷
和
人

よ
ろ
し
く
な

ハ
チ
マ
ン

よ
ろ
し
く
な

和
人

そ
れ
と
も
キ
リ
ト
の
ま
ま
の
方
が
い
い
か

ハ
チ
マ
ン
に
は
二
年
間
キ
リ
ト

て
呼
ば
れ
て
た
か
ら
な

キ
リ
ト
の
方
が
し

く
り

く
る
な

そ
れ
じ

今
ま
で
通
り

て
事
で
い
い
な

あ
あ

 
お

い
の
呼
び
方
を
確
認
し
た
後

八
幡
は
本
題
に
入

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
に
あ

た
事

覚
え
て
い
る
か

四
人
で
話
し
た
事
か

あ
あ

実
は
あ
の
後

さ
ん
と
二
人
だ
け
で
少
し
話
を
し
た
ん
だ
よ

 
そ
の
時
に

人
の
人
間
が
ま
だ
解
放
さ
れ
て
い
な
い

て
事
を
告
げ
ら
れ
た
ん
だ

 
ど
う
や
ら
外
部
か
ら
の

ら
し
い

岡
さ
ん
か
ら
大
体
の
話
は

い
て
る
よ

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
の
事
も

い
た
か
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全
部

い
た

犯
人
は
絶
対
に
許
さ
な
い

そ
う
だ
な

ど
ん
な
理
由
で
行

た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が

絶
対
に
許
さ
ん

で

ど
う
す
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

を
今
管
理
し
て
い
る
の
が
ど
こ
か

知

て
る
か

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス

て

い
た
な

そ
の
レ
ク
ト
の
本
社
に
一
人
強
力
な
味
方
が
い
る

当
面
は
そ
の
人
に
情
報
を
収
集
し
て
も

ら
う

 
も
し
か
し
た
ら
プ
ロ
グ
レ
ス
の
方
に
も
バ
イ
ト
と
し
て
一
人
入
り
込
め
る
か
も
し
れ
ん

も
う
手
を
打

て
ん
の
か

さ
す
が
だ
な

ハ
チ
マ
ン

 
し
か
し
そ
の
ハ
チ
マ
ン
が
強
力

て
表
現
す
る
な
ん
て
そ
の
味
方

て
人
は
本
当
に
す
ご
そ

う
だ
な

あ
あ

わ
か
り
や
す
く
言
う
と

魔
王
だ

ラ
ス
ボ
ス
だ

 
そ
の
八
幡
の
答
え
を

い
た
キ
リ
ト
は

息
を

ん
だ

そ
こ
ま
で
か

あ
あ

ち
な
み
に
す
ご
い
美
人
だ

そ
し
て
大
金
持
ち
の
お
嬢
様
だ
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何
だ
そ
の
バ
グ
キ

ラ
は

ま
さ
し
く
チ

ト
じ

な
い
か
よ

そ
う
い
う
わ
け
だ
か
ら

当
面
俺
達
は

く
体
力
を

す
の
が
仕
事

て
事
に
な
る
な

さ
す
が
に
二

月
で

す
自
信
は
無
い
ん
だ
が

死
ぬ
気
で
や
れ

そ
う
だ
な

こ
こ
で
や
ら
な
く
て
い
つ
や
る

て
感
じ
だ
よ
な

俺
も
頑
張
る
か
ら

問
題
な
く
外
出
出
来
る
よ
う
に
な

た
ら
ど
こ
か
で
落
ち
合
お
う

そ
う
だ
な

 
と
り
あ
え
ず
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
る
と
い
う
方
針
を
確
認
し
た
後

 
二
人
は
今
回
の
事
件
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
し
た

で

ハ
チ
マ
ン
は
今
回
の
件

ど
う
見
て
る

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の
内
部
に
犯
人
が
い
る

は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

の
管
理
を
任
さ
れ
る
ほ
ど
の
会
社
だ

 
外
部
か
ら
易
々
と
侵
入
を
許
す
は
ず
が
な
い

の
目
だ

て
光

て
た
は
ず
だ

ま
あ

道
理
だ
よ
な
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そ
れ
に

七
十
五
層
で
ク
リ
ア
に
な
る
な
ん
て

誰
に
も
予
想
が
つ
か
な
か

た
は
ず
だ

 
つ
ま
り
い
つ
で
も
今
回
の
犯
罪
を
実
行
で
き
る
よ
う
に
ず

と
準
備
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ

 
そ
れ
を
行
え
る
の
は

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の
内
部
の
人
間
以
外
に
あ
り
え
な
い

 
更
に
言
う
と

組

的
な
犯
行
か
も
し
れ
ん

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

犯
人
は
そ
れ
以
外
あ
り
え
な
い

て
気
が
す
る
な

 
キ
リ
ト
は
納
得
し

い
て
い
る
よ
う
だ

た

と
こ
ろ
が
一
つ

こ
こ
に
疑
問
点
が

か
び
上
が
る

ど
ん
な
疑
問

う
わ

 
八
幡
は
い
き
な
り
背
後
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

驚
い
て
声
を
上
げ
た

ハ
チ
マ
ン
ど
う
し
た

う
わ

誰
だ
お
前
ら

 
同
じ
く
キ
リ
ト
も

何
か
に
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

 
八
幡
は

ま
さ
か
敵
の
襲
撃
か
と
思
い

恐
る
恐
る

り
向
い
た



 第二章 ＡＬＯ編

 
第
０
９
２
話
 
待

て
て
く
れ
よ
な

で

誰
が
魔
王
で
ラ
ス
ボ
ス
な
の
か
な

あ

そ
の

誰
な
ん
で
す
か
ね

俺
に
は
ち

と
わ
か
ら
な
い
で
す

ふ

ん

ま

た
く
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん

殴
れ
ば
思
い
出
す
か
な

ノ

ノ

暴
力
反
対

そ
れ
じ

あ
力
で
は
な
く
言

で
戦
い
ま
し

う

あ
の

そ
の

い
つ
か
ら
そ
こ
に

陽
乃

愛
し
て
る
よ

て
言

て
た

り
か
ら
か
な

お
い
俺
の
発
言
を
勝
手
に

す
ん
な

う
わ

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い
許
し
て

下
さ
い

 
八
幡
は
つ
い
突

込
ん
で
し
ま

た
が

直
後
に
陽
乃
が
⻤
の

相
に
な

た
の
で

 
す
ぐ
さ
ま

を

に
こ
す
り
つ
け
て
謝
罪
し
た
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は

仕
方
な
い
か
ら
二
時
間
ほ
ど
私
と
雑
談
す
る
事
で
許
し
て
あ
げ
ま
し

う

わ
か
り
ま
し
た

せ
の
通
り
に

 
八
幡
は
そ
れ
を
了

し
キ
リ
ト
と
の
会
話
を
一

終
わ
ら
せ
よ
う
と
ス
マ
ホ
を
手
に
取

た

が 
通
話
は
す
で
に
切
れ
て
い
た

八
幡
は
キ
リ
ト
の
身
を
案
じ
た
が
お
そ
ら
く
敵
の
襲
撃
と
か

で
は
な
く

 
陽
乃
の
差
し
金
だ
ろ
う
と

し

て
い
る
事
に
し
た

 
陽
乃
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
面
白
エ
ピ
ソ

ド
を
語
る
事
を
八
幡
に
求
め

八
幡
も
そ
れ
に
応
え
た

 
そ
し
て
二
時
間
が

た

病
室
の
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ
た

あ

来
た
み
た
い

ど
う
ぞ

誰
か
来
る
予
定
だ

た
ん
で
す
か

だ
か
ら
時
間
潰
し
を

正
解

外
に
い
る
の
は
あ
な
た
も
よ
く
知

て
る
人
よ

 
そ
し
て
ド
ア
が
開
か
れ

そ
こ
に
立

て
い
た
の
は
と
て
も
見
慣
れ
た
顔
だ

た

え

何
こ
れ

何
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

キ
リ
ト

拉
致
さ
れ
た
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陽
乃
さ
ん

何
や

て
ん
す
か

ひ
ど
い
な

ち

ん
と
手
続
き
は
ふ
ん
だ
よ

本
人
に
は
話
し
て
な
か

た
だ
け
で

 
そ
う
い
う
わ
け
で

今
日
か
ら
キ
リ
ト
君
は

八
幡
君
の
隣
の
病
室
に
引
越
し
で

す

 
キ
リ
ト
君

私
は
雪
ノ
下
陽
乃

私
の
事
は
陽
乃

て
呼
ん
で
ね

あ

は
い
陽
乃
さ
ん

 
そ
の
会
話
を

い
た
八
幡
は
絶

し
た

 
キ
リ
ト
も
何
と
も
言
え
な
い
顔
を
し
て
い
た
が

つ
ん
と
一
言
だ
け

い
た

ハ
チ
マ
ン
の
言

て
た
事
は
正
し
か

た

身
を
も

て
理
解
し
た
か

あ
あ

ん

二
人
と
も

ま
だ
私
を
魔
王
だ
と
か
ラ
ス
ボ
ス
だ
と
か
言
い
た
い
の
か
な

 
そ
れ
を

い
た

に
キ
リ
ト
が

に
な

た

い
え

陽
乃
さ
ん
は
美
人
で
お
金
持
ち
の
ご
令
嬢
で

と
て
も
素
敵
な
方
だ
と
思
い
ま
す

 
お
い
ハ
チ
マ
ン

お
前
こ
ん
な
素
敵
な
人
に
何
言

て
ん
だ
よ

お
い
キ
リ
ト

こ
の
裏
切
り
者
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裏
切

て
な
ん
か
い
な
い

表
返

た
だ
け
だ

ど
ん
な
敵
相
手
で
も

ま
ず
戦
う

そ
れ
が
お
前
だ
ろ

キ
リ
ト

何
言

て
ん
だ
よ

こ
の
プ
レ

シ

は

グ
リ

ム
ア
イ
ズ

以
上
じ

な
い
か

 
俺
は
無
謀
な
戦
い
は
し
な
い
主
義
だ

そ
れ
は
お
前
も
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン

お
前
の
中
で

グ
リ

ム
ア
イ
ズ

が
か
な
り

象
深
い
の
だ
け
は
理
解
し
た

あ
は
は
は
は

グ
リ

ム
ア
イ
ズ

て
の
が
何
か
分
か
ら
な
い
け
ど

 
二
人
の
息
は
本
当
に
ピ

タ
リ
だ
ね

 
八
幡
と
キ
リ
ト
は
顔
を
見
合
わ
せ

陽
乃
は
楽
し
そ
う
に
そ
れ
を
見
て
い
た

陽
乃
さ
ん

こ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
一
体
ど
う
い
う
意
図
な
ん
で
す
か

そ
う
だ
ね

岡
さ
ん
と
も
話
し
た
ん
だ
け
ど

 
私
達
は
君
達
二
人
が
事
件
解
決
に
向
け
て
の
キ

パ

ソ
ン
に
な
る
と
判
断
し
た
の

 
だ
か
ら
連

を
密
に
す
る
た
め
に

キ
リ
ト
君
を
こ
ち
ら
の
病
院
に
移
動
さ
せ
ま
し
た

そ
う
い
う
事
で
す
か

ま
あ
キ
リ
ト
と
い
つ
で
も
話
せ
る
の
は

俺
も
助
か
り
ま
す

ま
あ

め
て
宜
し
く
な

ハ
チ
マ
ン

お
う

始
め
ま
し
て
だ
な
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二
人
は

い

手
を
交
わ
し
た

さ
て

キ
リ
ト
君
は
八
幡
君
の
ベ

ド
に
座

て

立

て
い
る
の
は
つ
ら
い
で
し

う

あ

は
い

お
気
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

陽
乃
さ
ん

さ

き
の
続
き
を
話
せ
ば
い
い
で
す
か

さ
す
が
は
八
幡
君
切
り

え
が

い
ね

最
初
の
方
の
話
の
内
容
は
理
解
し
た
し
納
得
も

し
た

 
そ
の
上
で
の
疑
問

て
の
を

話
し
て
み
て
く
れ
な
い

大
し
た
事
じ

な
い
ん
で
す
よ

ア
ス
ナ
に
つ
い
て
で
す

 
も
し
会
社
ぐ
る
み
の
犯
行
だ
と
し
た
ら
ア
ス
ナ
が
ま
だ
目
覚
め
て
い
な
い
の
は
明
ら
か
に
お

か
し
い

ん

何
で
だ

 
八
幡
は

ア
ス
ナ
の
素
性
を
キ
リ
ト
に
説
明
す
る
事
に
し
た

キ
リ
ト

ア
ス
ナ
は
な

レ
ク
ト
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
娘
な
ん
だ

う
げ

ハ
チ
マ
ン
も
色
々
大
変
だ
な

俺
が
大
変
な
の
は
さ
て
お
き

レ
ク
ト
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
結
城
章
三
さ
ん
で
し
た

け
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会
社
ぐ
る
み
の
犯
行
だ
と
し
て
も
娘
に
こ
れ
以
上
の

を
強
い
る
必
要
が
ま

た
く
無
い

章
三
さ
ん
は

娘
ラ
ブ
だ
か
ら
ね

レ
ク
ト
本
社
で
そ
ん
な
計
画
が
持
ち
上
が

て
い
た
ら
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

に
入
ら
な
い
わ
け
が
な

い 
つ
ま
り
怪
し
い
の
は

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
と
い
う
事
に
な
る

は
動
け
な
い
の
か

そ
れ
は
何
か
キ

カ
ケ
が
無
い
と
厳
し
い
わ
ね

強
制

査
を
行
う
理
由
も
ま

た
く
無
い
し

ね
つ
ま
り

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
が
事
件
に
関
わ
り
が
あ
る

て
い
う
証

集
め
が

 
俺
達
の
当
面
の
目
標

て
事
に
な
る

私
も
頑
張
る
つ
も
り
だ
け
ど

何
度
も

社
に
足
を
運
ぶ
の
は

中
々
難
し
い
の
よ
ね

そ
れ
な
ん
で
す
が
陽
乃
さ
ん

材
木
座

て
覚
え
て
ま
す
か

え

と
確
か

あ
の
変
な

り
方
を
す
る

大
き
な
子

そ
う
で
す

あ
い
つ
が
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
で
バ
イ
ト
を
す
る
手
は
ず
に
な

て
る
ん
で
す

よ
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そ
の
後
押
し

て
出
来
ま
せ
ん
か
ね

バ
イ
ト
の
一
人
く
ら
い
な
ら
何
と
か
な
る
と
思
う

そ
れ
じ

あ
い
つ
の

入
待
ち

て
事
で
俺
と
キ
リ
ト
は
そ
れ
ま
で
頑
張

て
リ
ハ
ビ
リ

し
ま
す

二
人
一

な
ら

リ
ハ
ビ
リ
も

る
か
も
し
れ
な
い
ね

よ
し

明
日
か
ら
頑
張
ろ
う

ハ
チ
マ
ン

お
う

  
次
の
日
か
ら

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
一

に
リ
ハ
ビ
リ
に

ん
だ

 
キ
リ
ト
は
雪
乃
や
結
衣
ら

お
見
舞
い
に
来
る
者
達
と
す
ぐ
に
仲
良
く
な

た

な
あ
ハ
チ
マ
ン

何
で
お
前
の

り
は
こ
ん
な
に
美
人
ば
か
り
い
る
ん
だ

 
お
前
ぼ

ち
だ

て
言

て
な
か

た
か

そ
の
は
ず
だ

た
ん
だ
が

気
が
付
い
た
ら
こ
う
な

て
い
た

ハ
チ
マ
ン
が

無
自
覚
系
天
然
ジ
ゴ
ロ
だ
な
ん
て
思
い
も
し
な
か

た
よ

お
い
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事
実
だ
ろ

ぐ
  

こ
ん
な
会
話
も
あ

た
が

リ
ハ
ビ
リ
は

調
に
進
み

つ
い
に
二
人
は
退
院
出
来
る
事
に

な

た

 
あ
れ
か
ら
二

月
近
く
た

た
が

未
だ
に
事
件
の
糸
口
は
掴
め
て
い
な
い

 
材
木
座
は
無
事
に
バ
イ
ト
の
面
接
に
合
格
し

色
々
と
調
べ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
が

 

に

的
な
部

が
あ
る
く
ら
い
の
情
報
し
か
得
ら
れ
て
い
な
か

た

 
ち
な
み
に
そ
れ
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

バ

管
理
を
し
て
い
る
部

ら
し
か

た

と
い
う
わ
け
で

二
人
は
退
院
す
る
だ
け
な
ら
い
つ
で
も
可
能
と
い
う
事
に
な

た
わ

⻑
か

た
な

あ
あ

そ
う
だ
な

で
も

出
来
れ
ば
二
人
に
は

も
う
少
し
こ
こ
に
い
て
ほ
し
い
の
よ

あ

確
か
に
そ
う
で
す
ね

な
の
で
も
う
少
し
こ
の
病
院
に

ま

て
欲
し
い
の
だ
け
ど

わ
な
い

も
ち
ろ
ん
外
出
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は
自
由
よ

俺
は
問
題
な
い
で
す

俺
も
問
題
な
い
で
す
ね

そ
れ
じ

そ
の
方
向
で
も
う
少
し
だ
け
我
慢
し
て
ね

実
は
少
し
気
に
な
る
情
報
が
あ
る

の
よ情

報

で
す
か

二
人
と
も

Ａ
Ｌ
Ｏ

て
知

て
る

は
い

一
応
二
人
で

要
は
調
べ
ま
し
た

そ
の
ゲ

ム
内
で

ら
れ
た

を
最
近
入
手
し
た
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
に

ア
ス
ナ
さ
ん
ら
し
き
人
物
が
写

て
た
の
よ
ね

本
当
で
す
か

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

陽
乃
に
詰
め
寄

た

落
ち
着
い
て

今
そ
の
写
真
の
人
物
を
こ
の
結
婚
写
真
の
ア
ス
ナ
さ
ん
と
比

さ
せ
て
い
る

の 
夜
ま
で
に
は
結
果
が
出
る
と
思
う
わ
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初
の
手
が
か
り
で
す
ね

し
か
も
予
想
外
の
所
か
ら

そ
ん
な
わ
け
だ
か
ら
夜
ま
で
待

て

で

そ
れ
ま
で
二
人
が
良
か

た
ら

 
こ
れ
か
ら
ア
ス
ナ
さ
ん
の
い
る
病
院
ま
で
一

に
行
か
な
い

い
い
ん
で
す
か

え
え

社
⻑

章
三
さ
ん
に
も
話
は
通
し
て
お
い
た
わ

お
願
い
し
ま
す

連
れ
て

て
下
さ
い

キ
リ
ト
君
も
行
く

は
い

俺
も
一

に
行
き
ま
す

ア
ス
ナ
は
大
事
な
仲
間
で
す
し
ね

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う
か

  
ア
ス
ナ
の
眠
る
病
院
は

所

に
あ
る
結
城
系

の
病
院
だ

た

 
三
人
が
通
さ
れ
た
の
は

明
ら
か
に
他
の
病
室
と
は
設
備
の
違
う

特
別
な
病
室
だ

た

 
窓
か
ら
見
え
る
ア
ス
ナ
の

も

せ
す
ぎ
と
い
う
事
も
無
く
比

的
健

的
な
も
の
だ

た
ア
ス
ナ
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目
覚
め
た
当
初
の
俺
達
よ
り
も
健

に
見
え
る
な

ど
う
や
ら
か
な
り
お
金
を
か
け
て
る
み
た
い
よ

さ
す
が
大
企
業

そ
れ
じ

入
り
ま
し

う

 
病
室
に
入

た
三
人
は

ベ

ド
の

の

子
に
座

た

 
八
幡
は
ア
ス
ナ
に
駆
け
寄
り
た
い
の
を
必
死
に
我
慢
し
て
い
た

 
思

た
よ
り
も
ア
ス
ナ
の

態
が
良
い
事
に

八
幡
は
ひ
た
す
ら
安

し
て
い
た

や

と
会
え
た
な

ハ
チ
マ
ン

あ
あ

態
も
良
さ
そ
う
だ
し

ち

と
安
心
し
た
わ

良
か

た
わ
ね

八
幡
君

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

陽
乃
さ
ん

 
そ
の
時
病
室
の
扉
が
開
き

二
人
の
男
が
入

て
き
た

 
そ
れ
を
見
た
三
人
は
立
ち
上
が
り

陽
乃
が
年
配
の
方
の
男
に

を
し
た

社
⻑

お
見
舞
い
を
許
可
し
て

い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

陽
乃
君
来
て
く
れ
た
ん
だ
ね

で
そ
ち
ら
が
話
に

い
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
君
と
キ
リ
ト
君
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か
いは

じ
め
ま
し
て

比
企
谷
八
幡
で
す

桐

谷
和
人
で
す

 
そ
の
男

結
城
章
三
は

二
人
の
手
を
取

て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た

二
人
の
事
は

の
人
や
陽
乃
君
か
ら

い
て
い
た
よ

 
ず

と
明
日
奈
の
事
を
守

て
く
れ
て
い
た
ん
だ
ろ
う

 
明
日
奈
は
ま
だ
目
覚
め
て
は
い
な
い
が
二
年
間
娘
を
守

て
く
れ
た
事
と
て
も
感
謝
す
る

守

て
い
た
の
は
主
に
こ
の
ハ
チ
マ
ン
で
す

そ
う
か

ハ
チ
マ
ン
君
は
娘
と
一

に

ら
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う

 
親
と
し
て
は
複
雑
な
気
分
で
は
あ
る
が
ま
あ
ゲ

ム
内
で
の
事
だ
し
ね

と
に
か
く
あ
り
が

と
う娘

さ
ん
を
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
な
く
て

す
み
ま
せ
ん

何

そ
れ
は
君
達
の
せ
い
で
は
な
い
と

い
て
い
る
よ

気
に
し
な
い
で
く
れ
た
ま
え

そ
れ
で
も

す
み
ま
せ
ん

 
章
三
は

も
謝
る
八
幡
の
背
中
を

ん

ん
と
叩
い
た
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八
幡
は
涙
が
出
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
に

え
て
い
た

 
そ
の
光
景
を
よ
そ
に

章
三
の
連
れ
の
若
い
男
が
話
に
参
加
し
て
き
た

社
⻑

僕
の
事
も
紹
介
し
て

い
て
も
宜
し
い
で
す
か

お

と
す
ま
ん

紹
介
し
よ
う
我
が
社
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
研
究
部
門
の
主
任
を
し
て
い
る
須

君
だ

 
今
は
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の
方
に
出
向
し
て
も
ら

て
い
る

須

で
す

君
達
二
人
の
話
は

い
て
い
ま
す

お
会
い
出
来
て
光
栄
だ

 
英
雄
キ
リ
ト
君

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
君

は
じ
め
ま
し
て

須

こ
ち
ら
は
我
が
社
に
今
度
入
社
し
た
雪
ノ
下
陽
乃
君
だ

雪
ノ
下
家
の
お
嬢
さ
ん
だ

よ
は
じ
め
ま
し
て
須

主
任

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

雪
ノ
下
家
の

と
て
も
優

だ
と
い
う
噂
は
か
ね
が
ね

い
て
い
ま
し
た
が

 
こ
ん
な
に
素
敵
な
女
性
だ
と
は
思

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
須

は

と
て
も

ら
し
い

線
を
陽
乃
に
投
げ
か
け
た
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陽
乃
は
い
つ
も
通
り
表
向
き
は
平
然
と
し
て
い
た
が
内
心
で
は
恐
ら
く
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

る
だ
ろ
う

社
⻑

こ
ん
な
時
に
何
で
す
が

あ
の
話
を
進
め
て

い
て
も
宜
し
い
で
す
か

 
明
日
奈
さ
ん
が
今
の
美
し
い

の
う
ち
に

ド
レ
ス
を
着
せ
て
あ
げ
た
い
の
で
す

そ
う
だ
な

そ
ろ
そ
ろ
覚
悟
を
決
め
な
い
と
い
け
な
い
時
期
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
の
不
穏
な
言
葉
を

き

陽
乃
が
代
表
し
て
章
三
に
質
問
し
た

社
⻑

良
い
お
話
の
よ
う
で
す
が

何
か
あ
る
ん
で
す
か

あ
あ

こ
の
須

を
明
日
奈
の
夫
に
と
思

て
ね

 
こ
の
ま
ま
明
日
奈
は
ず

と
目
覚
め
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
だ
か
ら
せ
め
て
明
日
奈
が
美
し
い
う
ち
に

こ
の
話
を
進
め
て
お
き
た
い
と
思

て
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
八
幡
は
顔
面

白
に
な

て
い
た

キ
リ
ト
は
そ
ん
な
八
幡
の
様
子
を
見
て
八
幡
に

打
ち

し
た落

ち
着
け

こ
う
い
う
時
に
こ
そ
何
と
か
す
る
の
が
お
前
だ
ろ

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

深
呼

し
た
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す
ま
ん
キ
リ
ト

も
う
落
ち
着
い
た

陽
乃
さ
ん

ち

と

を

ん
 
八
幡
は

章
三
と
須

が
話
し
て
い
る

に
陽
乃
に
何
ご
と
か

打
ち
し
た

そ
う
い
え
ば
社
⻑

ち

と

関
係
の
事
で
内
密
の
お
話
が

ん

分
か

た
陽
乃
君

ち

と
外
に
行
こ
う
か

は
い

す
み
ま
せ
ん
社
⻑

 
二
人
は
一

外
へ
と
出
て
い

た

そ
し
て
残
さ
れ
た
八
幡
と
キ
リ
ト
に
須

が
話
し
か
け

て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君
は

ゲ

ム
内
で
明
日
奈
さ
ん
と
一

に

ら
し
て
い
た
ん
だ
よ
ね

 
こ
の
話
は
君
に
と

て
さ
ぞ
悔
し
い
事
だ
と
思
う
が

勘

し
て
く
れ
よ

は
あ

ま
あ
そ
う
で
す
ね

で
も

本
人
の
意
思
を
確
認
し
な
い
ま
ま

そ
ん
な
事
が
可
能
な
ん
で
す
か

 
キ
リ
ト
が
須

に

ね
た

法
的
な
入

は
出
来
な
い
ね

ま
あ

と
し
て
は
僕
が
結
城
家
の

子
に
な
る
と
い
う
だ
け

さ
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な
る
ほ
ど

こ
こ
だ
け
の
話

こ
の
話
は
僕
に
と

て
は
と
て
も
都
合
が
良
か

た

 
僕
は
明
日
奈
さ
ん
に
は

わ
れ
て
い
た
か
ら
ね

は
あ

そ
う
な
ん
で
す
か

興
味
が
無
さ
そ
う
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君

ま
あ

そ
う
で
す
ね

も
し
か
し
て
あ
な
た
は

こ
の

況
を
利
用
す
る
つ
も
り
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
よ
り
も
キ
リ
ト
が

そ
の
言
葉
に
反
応
し
て
激
し
く
須

を

し
始
め
た

君
達
も
知

て
い
る
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

を
今
管
理
し
て
い
る
の
は
僕
の
部

だ

 
つ
ま
り
今

明
日
奈
さ
ん
の
命
を

て
い
る
の
は
こ
の
僕
と
い
う
事
に
な
る

 
な
ら
ば

少
し
く
ら
い
の
見
返
り
が
あ

て
も

わ
な
い
だ
ろ
う

あ
ん
た

て
人
は

 
キ
リ
ト
は

も
須

に
詰
め
寄
ろ
う
と
し
た
が

八
幡
は
そ
れ
を
止
め
た

さ

き
か
ら
色
々
話
し
て
ま
す
け
ど
俺
達
が
章
三
さ
ん
に
告
げ
口
し
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す

か
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私
は
社
⻑
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
る
か
ら
ね

ど
ち
ら
の
言
葉
を
信
じ
る
か
は
明
白
さ

な
る
ほ
ど

 
先
ほ
ど
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
興
味
無
さ
そ
う
に
し
て
い
る
の
が
気
に
な

て
い
た
キ
リ
ト
は

 
と
あ
る
事
実
を
思
い
出
し

背
筋
が

る
の
を
感
じ
た

し
か
し
ハ
チ
マ
ン
君
は
明
日
奈
さ
ん
と
一

に

ら
し
て
い
た
わ
り
に
は
興
味
が
無
さ
そ
う

だ
ね

 
元
々

り
切

た
関
係
だ

た
の
か

そ
れ
と
も
た
だ
の
遊
び
の
関
係
だ

た
の
か
い

ひん

キ
リ
ト
君
ど
う
か
し
た
か
い

い

い
い
え

で

ど
う
な
ん
だ
い

ハ
チ
マ
ン
君

ま
あ

ご
想
像
に
お
任
せ
し
ま
す

そ
う
か

ま
あ
話
は
分
か

た
だ
ろ
う

な
の
で
今
後
は
も
う
こ
こ
に
は
来
な
い
で
く
れ
な

い
か

 
も
う
君
達
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
話
な
ん
だ
よ
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な
の
で
二
人
は
せ
め
て
今
日
だ
け
は
明
日
奈
さ
ん
と
の
最
後
の
別
れ
を
楽
し
ん
で
く
れ
た

ま
え

 
そ
う
言

て
須

は
外
に
出
て
い

た

そ
し
て
入
れ

わ
る
よ
う
に
陽
乃
が
中
に
入

て
き

た
陽
乃
さ
ん

ど
う
で
す
か

う
ん

八
幡
君
に
言
わ
れ
た
通
り
に
言

た
ら

予
想
通
り
の
反
応
を
し
た
よ

何
か
し
た
の
か

ま
あ
な

外
の
声

こ
え
る
だ
ろ

 
キ
リ
ト
が

を
す
ま
す
と

外
か
ら
章
三
と
須

の
声
が

こ
え
て
き
た

社
⻑

や

ぱ
り
結
婚
は
無
し

て

ど
う
い
う
事
で
す
か

や
は
り
時
期

だ
と
考
え
直
し
た
ん
だ

こ
の
話
は
当
分
お

入
り
と
い
う
事
に
決
め
た

 
理
解
し
て
く
れ

須

私
と
し
て
も

考
し
た
結
果
な
ん
だ

わ
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

私
は
先
に
社
に

る
よ

は
い
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章
三
は
去

て
い

た
よ
う
で

直
後
に
病
室
の
扉
が
乱
暴
に
開
け
ら
れ
た

お
前
ら
何
を
し
た
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
こ
に
は

ひ
ど
く

い
顔
を
し
た
須

が
立

て
い
た

ん

何
の
事
で
す
か

ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

と
ぼ
け
る
な

今
社
⻑
か
ら

結
婚
の
件
は
し
ば
ら
く

期
だ
と
言
わ
れ
た

 
お
前
ら
が
何
か
し
た
に
決
ま

て
る

い
や

そ
ん
な
事
言
わ
れ
て
も

な

私
は

か
ら
の
情
報
を
伝
え
た
だ
け
で
す
し

何
の
事
か
わ
か
り
ま
せ
ん
ね

主
任

く
そ

今
に
見
て
ろ

切
り

は
こ

ち
の
手
に
あ
る
ん
だ

 
そ
う

て
台

を
残
し

須

は
去

て
い

た

 
誰
も
い
な
く
な

た
た
め

八
幡
は
遠

な
く
ア
ス
ナ
の
手
を

り

優
し
く
話
し
か
け
た

ア
ス
ナ

あ
の
馬

は
俺
が
必
ず
何
と
か
す
る

結
婚
も

期
さ
せ
て
や

た

 
そ
の
間
に
必
ず
お
前
を
救
い
出
す
か
ら

も
う
少
し
だ
け
待

て
て
く
れ
よ
な

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が

 
三
人
は

眠
る
ア
ス
ナ
の
顔
が
少
し
笑
顔
に
な

た
よ
う
な
気
が
し
た
の
だ

た
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第
０
９
３
話
 
確
信

あ
の
ク
ソ
男

い
つ
か
絶
対
に

か
す

陽
乃
さ
ん
怖
い
で
す

で
も

い
つ
も
な
が
ら
完

な
外
面
で
し
た
ね

ま
あ

か
ら
鍛
え
ら
れ
て
た
か
ら
ね

そ
れ
よ
り
キ
リ
ト

何
で
そ
ん
な

こ
に
い
る
ん
だ
よ

い
や

だ

て
さ

 
ア
ス
ナ
の
病
室
を

し

病
院
に

た
後

 
キ
リ
ト
は
部
屋
の

で
八
幡
の
様
子
を
ち
ら
ち
ら
と

て
い
た

だ

て
何
だ
よ

そ
う
い
え
ば

中
で

鳴
を
上
げ
て
た
み
た
い
だ

た
が
一
体
ど
う
し
た

ん
だだ

て
ハ
チ
マ
ン

あ
の
時
明
ら
か
に
キ
レ
て
た
じ

な
い
か
よ

鳴
く
ら
い
上
げ
る
だ

ろ
八
幡
君

キ
レ
て
た
の

あ

は
い

確
か
に
キ
レ
て
ま
し
た
ね
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い
つ
か
ら

多
分

陽
乃
さ
ん
に

打
ち
す
る
ち

と
前
か
ら
で
す
ね

ま

た
く
気
付
か
な
か

た
わ

陽
乃
さ
ん
キ
レ
る
と
ハ
チ
マ
ン
は
何
に
対
し
て
も
す
ご
い
め
ん
ど
く
さ
そ
う
な
態
度
を
と

る
ん
で
す

 
で

一
度
爆
発
す
る
と
恐
ろ
し
く
攻
撃
的
に
な
る
ん
で
す
よ

そ
う
な
ん
だ

前
に
も
そ
う
い
う
事
が
あ

た
の

お
い
キ
リ
ト

そ
れ
以
上
言

た
ら
ど
う
な
る
か
わ
か

て
る
よ
な

キ
リ
ト
君

わ
か

て
る
よ
ね

前
キ
レ
た
時
は

ア
ス
ナ
の
護
衛
を
三

で
ぶ
ち
の
め
し
た
あ
げ
く

 
ア
ス
ナ
を

き
寄
せ
て
高
ら
か
に
自
分
の
物
宣
言
を
し
て
ま
し
た

 
キ
リ
ト
は
ま

た
く
迷
わ
ず
に

ハ
チ
マ
ン
の
過
去
の
所
業
を
暴
露
し
た

う
わ

ち

と
八
幡
君
の
見
方
が
変
わ

た
わ

キ
リ
ト

て
め
え

残
念
だ

た
な
ハ
チ
マ
ン

俺
は
強
い
方
に
つ
く
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く

そ

絶
対
リ
ズ
に
チ
ク

て
や
る

お
い

リ
ズ
は
関
係
無
い
だ
ろ

二
人
と
も

仲
が
い
い
の
は
分
か

た
か
ら
そ
の
く
ら
い
で

と
こ
ろ
で

ど
う
や

て
結
婚
を
や
め
さ
せ
た
ん
だ

ま
る
で
魔
法
を
見
て
る
み
た
い
だ

た
ぞ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
事
が
ず

と
気
に
な

て
い
た
よ
う
だ

あ
れ
か

陽
乃
さ
ん

由
で
ア
ス
ナ
の
お

さ
ん
に
こ
う
言

て
も
ら

た
ん
だ

 

が
本
気
で
動
い
て
る
か
ら

ア
ス
ナ
さ
ん
は
も
う
す
ぐ
目
覚
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
そ
う
す
る
と

結
婚
を
勝
手
に
決
め
た
社
⻑
は

 
ア
ス
ナ
さ
ん
に
一
生
口
を

い
て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

て
な

い
て
み
れ
ば
普
通
の
事
だ
な

ア
ス
ナ
の
お

さ
ん
も

不
安
だ
か
ら
あ
あ
い
う
結

に
至

た
ん
だ
と
思
う
ん
だ
よ

 
そ
れ
を

し
た
だ
け
だ
か
ら

ま
あ
楽
な
も
ん
だ

娘
ラ
ブ
な
人
ら
し
い
し
な

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
の
時
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ
た

訪
ね
て
来
た
の
は

岡
だ

た
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の
写
真
の
解

結
果
が
出
た
よ

さ
す
が

岡
さ
ん

仕
事
が
速
い

で

結
果
は
ど
う
だ

た
ん
で
す
か

う
ん

ま
ず
は
こ
の
写
真
を
見
て
く
れ

 
そ
う
言

て

岡
は

の
写
真
を
二
人
に
見
せ
た

こ
れ
は

ア
ス
ナ

 
突
然
八
幡
が
叫
ん
だ

岡
は

や
は
り
と
い
う
顔
を
し
た

間
違
い
な
い
か
い

は
い

ア
ス
ナ
の
事
は
絶
対
に
見
間
違
え
た
り
な
ん
か
し
ま
せ
ん

こ
れ
は
間
違
い
な
く
ア
ス

ナ
で
す

ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
う
な
ら

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
な

こ
ち
ら
の
解

の
結
果
も
ほ
ぼ
間
違
い
な
し

同
一
人
物
だ
と
判
定
さ
れ
た
よ

私
が
結
婚
写
真
の
デ

タ
を
解

で
入
手
し
て
お
い
た
お
か
げ
だ
ね

陽
乃
さ
ん

本
当
に
そ
の
通
り
で
す

心
の

か
ら
本
気
の
本
気
で
感
謝
し
ま
す
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そ
う
か

ア
ス
ナ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
に
い
る
の
か

そ
う
す
る
と
や

ぱ
り
怪
し
い
の
は

あ
の
ク
ソ
野
郎
ね

ん

犯
人
の
目
星
が
つ
い
た
の
か
い

レ
ク
ト
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
研
究
部
門
の
主
任
で
す

名
前
は
須

そ
う
か

そ
れ
じ

こ

ち
で
も
内
偵
を
進
め
て
み
る
と
す
る
よ

お
願
い
し
ま
す

後

こ
の
写
真
を
見
て
何
か
気
付
か
な
い
か
い

ア
ス
ナ
の
格
好
が
全
部
違
う

ま
る
で
こ
ち
ら
に
向
か

て
何
か
を

え
か
け
て
い
る
よ
う

な
こ
れ

ア
ス
ナ
は
確
実
に
意
識
を
保

た

態
で
捕
ま

て
る
な

 
二
人
の
指
摘
通
り

確
か
に
ア
ス
ナ
は
こ
ち
ら
を
意
識
し
て

 
必
死
に
合
図
を
送
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

だ
が
こ
れ
だ
け
じ

証

と
し
て
は

い

 
ど
う
に
か
し
て
ア
ス
ナ
さ
ん
と
コ
ン
タ
ク
ト
が
取
れ
な
い
も
ん
か
な
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こ
の
ア
ス
ナ
の
服
装

何
な
ん
で
す
か
ね

こ
こ
ら
へ
ん
に
何
か
ヒ
ン
ト
が
無
い
で
す
か
ね

こ
の
写
真
を
提

し
て
く
れ
た
知
り
合
い
に

い
た
ん
だ
け
ど
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
さ
ん
の
服

装
は

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に

場
す
る
テ

タ

ニ
ア
と
い
う

精
の
女
王
の

ら
し
い

よ
八
幡
君つ

ま
り
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
ア
ス
ナ
に
会
え
る
可
能
性
が
あ
る
と

話
は
そ
う

純
で
は
な
い
と
思
う
が
可
能
性
は
あ
る
ね

と
こ
ろ
が
こ
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト

 
あ
ま
り
の
難
易
度
の
高
さ
に
ま
だ
誰
も
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
と
い
う
代
物
な
ん
だ
よ
ね

あ

そ
れ
見
ま
し
た

世
界
樹
の
上
を
目
指
す

て
奴
で
す
よ
ね

 
ク
リ
ア
し
た
種
族
は
ア
ル
フ
と
い
う
種
族
に
生
ま
れ
変
わ
り
ず

と
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
と

か
そ
う
だ
ね

だ
が
世
界
樹
に
出
て
く
る
敵
の

が
多
す
ぎ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ら
し
い
ね

そ
も
そ
も
そ
の
仕
様

何
か
納
得
い
か
な
い
ん
で
す
よ
ね

と

言
う
と

だ

て
そ
う
じ

な
い
で
す
か

ど
こ
か
の
種
族
が
ク
リ
ア
し
た
と
し
ま
す
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そ
し
た
ら
新

プ
レ
イ
ヤ

は
全
員
そ
の
種
族
で
始
め
ま
す
よ
ね

 
で
今
プ
レ
イ
中
の
プ
レ
イ
ヤ

も
大
部
分
が
キ

ラ
を
作
り
直
す
ん
じ

な
い
で
す
か

 
そ
れ
く
ら
い
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
で
す
よ

で
も
そ
う
な
る
と
ゲ

ム
と
し
て
は
死
ん
だ
も

同
然
で
す確

か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い

い
ま
だ
に
誰
も
ク
リ
ア
出
来
て
い
な
い
の
に
は
裏
が
あ
り

そ
う
だ
ね

そ
う
で
す
ね

あ
の

岡
さ
ん
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ゲ

ム
ソ
フ
ト
を
用
意
し
て
も
ら
う
事
は
出
来

ま
す
か

 
ナ

ヴ
ギ
ア
で
も
動
く
ん
で
す
よ
ね

 

岡
は
そ
の
頼
み
を
予
想
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
を
二
本
取
り
だ
し
た

も
う
用
意
し
て
あ
る
よ

で
も
い
い
の
か
い

ま
た
ア
レ
を
被
る
事
に
な
る
ん
だ
が
大
丈
夫

か
い俺

は
大
丈
夫
で
す

ど
う
し
て
も
取
り

し
た
い
人
が
い
ま
す
か
ら
ね

俺
も
大
丈
夫
で
す

こ
う
な

た
ら
も
う
や
る
し
か
な
い
で
す
し
ね

分
か

た

そ
れ
じ

本
格
的
な
攻
略
は
後
日
に
す
る
と
し
て
と
り
あ
え
ず
少
し

て
み
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る
か
い

そ
う
で
す
ね

そ
う
し
ま
す
か

待

て

私
の
知
り
合
い
の
パ

テ

に
バ

ク
ア

プ
を
さ
せ
る
わ

 
二
人
は
ど
の
種
族
で
始
め
る
か

も
う
決
め
て
る
の

 
八
幡
と
キ
リ
ト
は

同
時
に
言

た

ス
プ
リ
ガ
ン
に
し
よ
う
か
と

ス
プ
リ
ガ
ン
で
す
ね

何
で
ス
プ
リ
ガ
ン
な
の
か
な

黒
い
か
ら
で
す

闇

い
か
ら
で
す

そ

そ
う

シ
ル
フ
と
か
じ

目
な
の
か
な

私
の
一
押
し
な
ん
だ
け
ど
な

シ
ル
フ
と
か
絶
対
に
俺
と
キ
リ
ト
に
は
似
合
い
ま
せ
ん
ね

さ
す
が
に
シ
ル
フ
は
無
い
か
な

う
ん

無
い
な

わ
か

た
わ

知
り
合
い
に
連

を
と
る
か
ら
少
し
時
間
を

僕
は
こ
こ
で
一
度
お
暇
す
る
よ

内
偵
の
準
備
も
あ
る
の
で
ね



 第０９３話 確信

は
い

そ
れ
じ

俺
達
は
こ
こ
で
待

て
ま
す
ね

出
来
れ
ば
雪
乃
ち

ん
達
が
よ
く

点
に
し
て
い
る
シ
ル
フ
領
か
ら
始
め
て
も
ら
う
つ
も
り

だ

た
け
ど

 
ど
う
も
無
理

い

雪
乃
ち

ん
達
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
バ

ク
ア

プ
さ
せ
る
予
定
だ

た
け
ど

 
ま
あ
ス
プ
リ
ガ
ン
領
な
ら
何
と
か
な
る
か
な

雪
乃
ち

ん
達
は
世
界
樹
の
所
に
い
る
は
ず
だ

し  

日
前

総
武
高
校
の
メ
ン
バ

は
久
し
ぶ
り
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
集
合
し
て
い
た

八
幡
君
の
リ
ハ
ビ
リ
も

も
う
す
ぐ
終
わ
り
ね

み
ん
な
ご
苦
労
様

四
月
に
な

て
学
校
が
始
ま

て
か
ら
は
あ
ま
り
病
院
に
行
け
な
く
な

ち

た
け
ど

 
交
代
で
行

て
た
分

こ

ち
で
集
ま
る
の
も
久
し
ぶ
り
だ
ね

あ

そ
う
い
え
ば

 
コ
マ
チ
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
言

た

こ
の
前

た
写
真

お
兄
ち

ん
の
件
で
す

か
り
忘
れ
て
ま
し
た
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そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね
コ
マ
チ
ち

ん

そ
れ
じ

今
か
ら
み
ん
な
で
見
て
み
ま
せ
ん
か

 
イ
ロ
ハ
が
そ
う
提
案
し

四
人
は
前
回

た
写
真
を
見
て
み
る
事
に
し
た

こ
れ

世
界
樹
の

だ
ね

か
な
り
近
い

そ
う
ね

か
な
り

し
い
所
ま
で
行
け
た
の
ね

み
な
さ
ん
こ
れ

こ
れ
を
見
て
下
さ
い

こ
の

み
た
い
な
や
つ
で
す

誰
か
し
ら
こ
れ

も
し
か
し
て
テ

タ

ニ
ア

服
装
か
ら
す
る
と
そ
れ

い
で
す
ね

ユ
キ
ノ
先
輩

こ
れ
は
ス
ク

プ
で
す
よ

 
そ
ん
な
時

写
真
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た
ユ
イ
ユ
イ
が

ユ
キ
ノ
に
こ
ん
な
事
を
言

た

ね
え
ユ
キ
ノ
ン

こ
れ
誰
か
に
似
て
な
い

そ
う
い
え
ば

ど
こ
か
見
覚
え
が
あ
る
よ
う
な

ど
れ
ど
れ

あ
れ

こ
れ

ア
ス
ナ
さ
ん
に
似
て
ま
せ
ん
か

そ
う
言
わ
れ
る
と

確
か
に
そ

く
り
に
見
え
る
わ
ね

ア
ス
ナ
さ
ん

て

眠

た
ま
ま
目
覚
め
て
な
い
ん
で
す
よ
ね

ま
さ
か
と
は
思
い
ま
す
け

ど
ま
さ
か
ア
ス
ナ
さ
ん
は
あ
の
世
界
樹
の
上
に

そ
ん
な
事
あ
る
の
か
し
ら
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Ａ
Ｌ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｏ

管
理
会
社
は
一

サ

バ

 
ユ
キ
ノ
は
何
か
考
え
込
ん
で
い
た
が

ど
う
や
ら
考
え
が
ま
と
ま

た
よ
う
だ

み
ん
な

こ
の
写
真
を
す
ぐ
に
姉
さ
ん
に
送
る
わ

公
表
は
し
な
い
方
向
で

わ
か
り
ま
し
た

こ
れ
は
ち

と
犯
罪
の

い
が

ん

ん
し
ま
す
ね

も
し
か
し
た
ら

八
幡
君
と
キ
リ
ト
君
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
そ
の
時
は
私
達
が
全
力
で
バ

ク
ア

プ
す
る
わ
よ

は
い

お
兄
ち

ん
の
た
め
に
も
コ
マ
チ
や
り
ま
す

頑
張
ろ

おま
ず
は
こ
の
写
真
の
解

待
ち
ね

と
り
あ
え
ず
今
日
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ま
し

う

 
後
日
私
か
ら
み
ん
な
に
連

を
入
れ
る
わ
ね

  

日
前

こ
う
し
た

で
写
真
が
陽
乃
の
手
に

り

今
に
至
る
の
だ

た

 
そ
し
て
今

陽
乃
は
雪
乃
に

話
を
入
れ

二
人
が
ス
プ
リ
ガ
ン
で
始
め
る
事
を
告
げ
た

ス
プ
リ
ガ
ン
を
選
ん
だ
の
ね

ま
あ
土
地
勘
が
無
い
分
若

時
間
は
か
か
る
け
ど
問
題
な
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い
わご

め
ん
ね

ど
う
し
て
も
シ
ル
フ
は

み
た
い
で
ね

似
合
わ
な
い
か
ら

て

 
と
り
あ
え
ず
今
か
ら

し
に
イ
ン
す
る
事
に
な

た
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
だ
け
教
え
て

最
初
の
町

で
ス
キ
ル
上
げ
か
し
ら

私
達
も
今
か
ら
す
ぐ
そ
ち
ら
に
向
か
う
わ

 
二
人
だ
け
で
世
界
樹
の
街

ア
ル
ン
に
向
か
う
の
は
ち

と
不
可
能
だ
と
思
う
し

そ
う

そ
れ
じ

そ
う
伝
え
る
わ

ス
プ
リ
ガ
ン
領
の
近
く
の
中
立
都
市
に
着
い
た
ら

め
て
連

を
入
れ
る
か
ら

 
そ
し
た
ら
そ
こ
で
落
ち
合
う
事
に
し
ま
し

う

分
か

た
わ

頑
張

て

雪
乃
ち

ん

え
え

 
ご
め
ん
ご
め
ん

連

が
と
れ
た
よ

 
と
り
あ
え
ず
イ
ン
し
た
ら

町
の
近
く
で
ス
キ
ル
上
げ
を
し
て
て
ほ
し
い
ん
だ

て

 
そ
の
間
に
ス
プ
リ
ガ
ン
領
近
く
の
中
立
都
市
に
向
か
う
か
ら

後
ほ
ど
そ
こ
で
集
合
だ

て

確
か
に
初
期

態
か
ら
ス
タ

ト
で
し

う
し
ス
キ
ル
を
上
げ
な
い
と
何
も
出
来
ま
せ
ん
か
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ら
ね飛

ぶ
の
に
も
慣
れ
な
い
と
い
け
な
い
し
な

ま
あ
と
り
あ
え
ず
イ
ン
だ
け
し
て
み
ま
す
ね

陽
乃
さ
ん
は
コ

ヒ

で
も
飲
ん
で
待

て

て
下
さ
い

う
ん

気
を
付
け
て
ね
二
人
と
も

な

に

死
ん
で
も
死
な
な
い
な
ん
て
ぬ
る
す
ぎ
ま
す
よ

な

キ
リ
ト

そ
う
だ
な

よ
し

や
る
か

 
二
人
は
同
じ
ベ

ド
に
横
た
わ
り

二
年

月
ぶ
り
に

そ
の
言
葉
を
発
し
た

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト
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第
０
９
４
話
 
狂

た
男
の
狂

た
研
究

 
ご
不

な
気
分
に
さ
せ
て
し
ま

た
ら

し

あ
り
ま
せ
ん

 
お
ま
わ
り
さ
ん
い
け
な
い
の
は
こ
い
つ
で
す

 
ア
ス
ナ
は
今
日
も
代
わ
り
映
え
の
し
な
い
空
を

め
て
い
た

 
こ
こ
に

わ
れ
て
か
ら
ど
の
く
ら
い

た
の
だ
ろ
う

 
き

と
ハ
チ
マ
ン
が
助
け
に
来
て
く
れ
る

そ
う
思
い
な
が
ら
も
ア
ス
ナ
は

 
自
分
が
何
を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず

た
だ
そ
こ
に
い
る
だ
け
の
生
活
を
送

て
い
た

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
に
声
を
か
け
る
者
が
い
た

相
変
わ
ら
ず
憂
い
を

び
た

き
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
ま
す
ね
テ

タ

ニ
ア

 
だ
が
あ
な
た
は
そ
の
顔
を
し
て
い
る
時
が
一
番
美
し
い

私
の
事
を
変
な
名
前
で
呼
ぶ
の
は
や
め
て

オ
ベ
イ
ロ
ン

い
え

須

さ
ん

 
須

は
や
れ
や
れ
と

を

め
な
が
ら

話
を
続
け
た
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や
れ
や
れ

い
つ
に
な

た
ら
私
に
心
を
開
い
て
く
れ
る
ん
で
す
か
ね

私
を
こ
ん
な
所
に

じ
込
め
て
お
い
て
よ
く
言
う
わ
ね

 
そ
ん
な
日
が
来
る
事
は

遠
に
無
い
と
思
う
け
ど
ね

誰
か
が
助
け
に
来
る
と
で
も
思

て
い
る
ん
で
す
か

 
そ
う
い
え
ば
こ
の
前
あ
な
た
の
知
り
合
い
ら
し
い
若
者
が
二
人
あ
な
た
の
病
室
を
訪
ね
て

き
ま
し
た
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に
ア
ス
ナ
の
表
情
が
変
化
し
た
の
を
見
て

 
須

は
面
白
く
な
さ
そ
う
に

打
ち
を
し
た

や
は
り
あ
な
た
の
希
望
は
そ
の
二
人
の
ど
ち
ら
か
で
す
か

英
雄
キ
リ
ト
君
か
な

 
そ
れ
と
も
あ
な
た
と
一

に

ら
し
て
い
た
と
い
う

ハ
チ
マ
ン
君
か
な

ハ
チ
マ
ン
君

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
は
思

て
い
た
け
ど
や

ぱ
り
生
き
て
い
て
く
れ
た

 
そ
し
て
も
う

私
の
入
院
し
て
る
病
院
ま
で

り
着
い
て
く
れ
て
た
ん
だ

な
る
ほ
ど

ハ
チ
マ
ン
君
の
方
で
す
か

さ
す
が
に

け
ま
す
ね

 
須

は
ア
ス
ナ
の
表
情
の
変
化
を
微

に
感
じ
取
り
ア
ス
ナ
の
希
望
の
源
が
ハ
チ
マ
ン
だ
と

断
定
し
た
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も

と
も
彼
は

そ
の
日
か
ら
一
度
も
病
室
に
は
来
て
な
い
け
ど
ね

 
彼
私
が
あ
な
た
と
結
婚
す
る
予
定
だ

て

い
て
も
興
味
が
無
さ
そ
う
に
返
事
を
す
る
だ

け
で

 
あ
な
た
の
事
を
大
切
に
思

て
い
る
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
よ

ハ
チ
マ
ン
君
が

興
味
が
無
さ
そ
う
に
し
て
い
た

え
え

そ
れ
が
ど
う
か
し
ま
し
た
か

落

し
ち

い
ま
し
た
か

こ
れ
は

し

な
い
事

を
し
ま
し
た

 
須

は
ア
ス
ナ
を
落

さ
せ
る
た
め
に
わ
ざ
と
そ
う
言

た
の
だ
が
そ
の
顔
は
と
て
も
歪

ん
で
い
た

 
一
方
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
を

い
て

別
の
事
を
考
え
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
君

そ
の
時
完
全
に
キ
レ
て
た
よ
ね

で
も
結
婚

て
何
の
事
か
し
ら

 
こ
れ
は
う
ま
く
話
を
さ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
な
い
と

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
考
え
こ
と
さ
ら
に
落

し
た
よ
う
な
表
情
を
作

て
須

に
質
問
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
結
婚

て
何
の
事
か
し
ら
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も
ち
ろ
ん
あ
な
た
と
私
の
結
婚
の
事
で
す
よ

は
 
こ
の
時
ば
か
り
は
あ
ま
り
の
馬

ら
し
さ
に
ア
ス
ナ
は

技
す
る
の
を
忘
れ
て
素
の
反
応
を

見
せ
た分

な
反
応
で
す
ね
言

た
通
り
で
す
よ

眠
り
続
け
る
あ
な
た
と
私
が
結
婚
す
る
ん
で
す

 
ち
な
み
に
も
う
社
⻑
の
了

は
得
て
あ
り
ま
す
か
ら
ね

残
念
だ
け
ど

お

さ
ん
は
も
う
私
の
事
を

め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
で
も
キ
レ
た
ハ
チ
マ
ン
君
が
そ
ん
な
事
を
す
ん
な
り
許
す
は
ず
が
な
い

そ
れ
に
さ

き
の
あ

の
顔

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
考
え

あ
え
て
断
定
的
に
そ
れ
を
否
定
し
た

ね
何
故
で
す
か

あ
な
た
に
何
が
分
か
る
ん
で
す
か
ね

あ
な
た
は
今
ハ
チ
マ
ン
君
の
事
を
話
し
た
時

す
ご
い

し
み
の
こ
も

た
顔
を
し
て
い
た

 
す
ん
な
り
と
結
婚
が
決
ま

た
な
ら
そ
ん
な
顔
を
す
る
は
ず
が
な
い
わ

ち

か
わ
い
げ
の
な
い
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褒
め
言
葉
だ
と
思

て
お
く
わ

本
当
に
か
わ
い
げ
の
無
い
女
だ

そ
う
で
す
よ
あ
の
小

が
何
を
や

た
の
か
は
知
ら
な
い

が 
社
⻑
は
一
度
は
オ

ケ

し
た
も
の
の

直
後
に
結
婚
は
無
し
だ
と
言

て
き
ま
し
た

 
ま
あ
時
間
の
問
題
な
ん
で
す
け
ど
ね

あ
な
た
を
ど
う
い
う

態
で
い
つ
目
覚
め
さ
せ
る
か

は 
結
局
全
て
私
次
第
な
ん
で
す
か
ら
ね

そ
う
上
手
く
い
く
か
し
ら

上
手
く
い

た
ら
私
は
結
城
家
の
跡
取
り
だ

 
そ
う
な

て
し
ま
え
ば
も
う
こ
の
事
が
露
見
す
る
心
配
は
な
い
だ
ろ
う

 
も
し
上
手
く
い
か
な
く
て
も

私
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
完
成
し
て
い
る
の
で
ね

 
こ
の
成
果
を
他
の
企
業
に
高
く

て

そ
の
ま
ま
高
飛
び
す
る
だ
け
さ

 
ど
う
だ
い

完

な
計
画
だ
ろ
う

本
当
に
君
達
は

い
い
研
究
材
料
だ
よ

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
須

の
言
葉
で

相
手
が
実
は
自
分
に
あ
ま
り
興
味
が
無
い
事
を
知

た

私
は
結
局
あ
な
た
に
と

て
は
お
ま
け
な
の
ね
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あ
あ
そ
う
さ

君
は
私
に
と

て
は
美
し
い
だ
け
の
お
も
ち

み
た
い
な
も
ん
さ

 
も

と
も
手
に
入

た
以
上
は

十
分
楽
し
ま
せ
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
け
ど
ね

 
須

は
そ
う
言
い
な
が
ら

い
や
ら
し
い
顔
で

な
め
ず
り
を
し
た

 
ア
ス
ナ
は
す
さ
ま
じ
い

悪
感
を
感
じ
な
が
ら
も

気
丈
に
も
更
に
問
い
か
け
た

一
体
あ
な
た
は
何
が
し
た
い
の

あ
な
た
は
確
か
に
優

だ
わ

 
そ
ん
な
あ
な
た
は
一
体
ど
ん
な
研
究
を
完
成
さ
せ
た
の

 
優

と
い
う
言
葉
に
気
を
良
く
し
た
ら
し
く
須

は
ペ
ラ
ペ
ラ
と
自
分
の
研
究
内
容
を
語
り

だ
し
た

ふ
ふ
ん
や

と
私
の
優

さ
を
認
め
ま
し
た
か

フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
の
一
歩
先
で
す
よ
ア

ス
ナ
さ
ん

一
歩

先

こ
の
技
術
は
ゲ

ム
な
ん
て
い
う
つ
ま
ら
な
い
物
の
た
め
に
あ
る
ん
じ

な
い

 
本
質
は

に
過

な
仮
想
の

信

を

え
る
事
に
よ

て

思
考

感
情

記
憶

 
全
て
を
人

的
に
制
御
す
る
事
に
あ
る
ん
で
す
よ

そ
ん
な

そ
ん
な
事

て
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こ
れ
は
も
う

に

国
で
研
究
さ
れ
て
い
る
事
な
ん
で
す
よ

そ
れ
が
現
実
で
す

 
だ
が
完
成
度
で
は
今
ま
さ
に
私
が
世
界
の
ト

プ
な
ん
で
す
よ

何
故
だ
か
わ
か
り
ま
す
か

こ
の
研
究
に
は
ね

人
体
実
験
が

か
せ
な
い
ん
で
す
よ

 
だ
が
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
が
許
さ
れ
る
は
ず
が
な
い

 
で
も
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

管
理
を
任
さ
れ
た
時
に
思
い
つ
い
た
ん
で
す
よ

 
目
の
前
に

こ
ん
な
に
実
験
材
料
が
あ
る
じ

な
い
か

て
ね
え
え
え
え
え

 
ア
ス
ナ
は
こ
み
あ
げ
る

り
を

え
る
の
に
必
死
だ

た

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
を
見
て
気
分
を
良
く
し
た
の
か

須

は
さ
ら
に
続
け
た

茅
場
先
輩
は
確
か
に
優

だ

た

だ
が
馬

だ

大
馬

だ

 
あ
の
才
能
を
た
か
だ
か
ゲ

ム
の
世
界
の

ご
と
き
に
つ
ぎ
込
ん
で
そ
れ
で
満
足
す
る
な
ん

て 
研
究
者
と
し
て
は
三
流
も
い
い
と
こ
さ

こ
の
僕
の
足
元
に
も
お
よ
ば
な
い

あ
な
た

茅
場

の
後
輩
だ

た
の
ね
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さ
す
が
に
あ
の
人
の
作

た
も
の
は
素
晴
ら
し
い
出
来
で
ね

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

に
直
接
手
を
つ
け
る
事
は
私
に
も
出
来
な
か

た
が

 
そ
の
一
部
を
こ
の
世
界
に
拉
致
出
来
る
よ
う
に

を
す
る
く
ら
い
な
ら
そ
う
難
し
く
は
な

か

た
よ

 
そ
し
て
つ
い
に
私
の
待
ち
望
ん
だ
時
が
来
た
ん
だ

あ
な
た
自
身
と
そ
の
お
仲
間
の
お
か

げ
で
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を

き

悔
し
そ
う
に

い
た

私
達
の
お
か
げ

あ
あ
そ
う
さ

そ
う
考
え
る
と
あ
の
馬

な
少
年
達
に
も
感
謝
し
な
い
と
い
け
な
い
ね

 
先
日
の
無

も
大
目
に
見
よ
う
じ

な
い
か

彼
ら
の
お
か
げ
で
私
の
研
究
は
飛
躍
的
に
進

ん
だ

 
人
の
記
憶
の
操
作
そ
し
て
誘

ま
さ
に
神
の
御
業
と
言
う
べ
き
だ
ね

は
は
は
は
は
は
は

は 
記
憶

と
い
う
言
葉
を

い
て

ア
ス
ナ
は
最
悪
の
想
像
を
し
た

ま
さ
か
あ
な
た
は

私
の
記
憶
を
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あ
れ
気
付
い
ち

い
ま
し
た
か

そ
う
あ
な
た
が
い
く
ら

抗
し
て
も
無

な
ん
で
す
よ

 
何
故
な
ら
あ
な
た
が
目
覚
め
る
時

今
の
あ
な
た
の
記
憶
は
消
去
さ
れ

 
残

て
い
る
の
は
私
に
対
す
る
愛
情
だ
け
に
な
る
ん
で
す
か
ら
ね

気
持
ち
悪
い

 
ア
ス
ナ
は
も
う
完
全
に

技
を
す
る
事
を
忘
れ
て
い
た

私
も
人

の
よ
う
な
あ
な
た
を
相
手
に
す
る
の
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
ね

 
い
つ
ま
で
も
私
に
対
し
て

に
な
ら
な
い
と
言
う
な
ら

 
こ
の
世
界
で
あ
な
た
を
と
こ
と
ん

辱
し
て
も
い
い
ん
で
す
よ

 
私
は

士
な
ん
で

出
来
れ
ば
そ
ん
な
事
は
し
た
く
な
い
ん
で
す
け
ど
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
に
恐
怖
を
感
じ
た
が

か
ろ
う
じ
て

み
と
ど
ま

て
い
た

 
だ
が

そ
の
言
葉
を

て

く
以
上
の
事
は
出
来
な
か

た

 
こ
の
男
は
完
全
に
狂

て
い
る

だ
が

が
知

た
ら
必
ず
止
め
る
は
ず
だ

 
そ
う
思
い
ア
ス
ナ
は

気
力
を

り
絞

て

の
関

に
つ
い
て
須

に

ね
る
事
に
し
た

そ
ん
な
事
を

が
許
す
は
ず
が
な
い

は
こ
の
事
を
知

て
い
る
の

知

て
る
わ
け
な
い
じ

な
い
で
す
か

こ
の
事
を
知

て
い
る
者
は
片
手
に
も
満
た
な
い
人
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で
す
よ

 
そ
う
じ

な
い
と
こ
の
研
究
の
成
果
を

る
時
に
分
け
前
が

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね

あ
な
た

て
人
は

し

な
い
が
そ
ろ
そ
ろ
時
間
の
よ
う
で
す
ね

こ
れ
で
も
私
は
と
て
も
忙
し
い
身
な
ん
で
す

よ 
次
に
会
う
時
は
も
う
少
し

に
な

て
い
て
く
れ
る
と
助
か
り
ま
す
ね

私
の
テ

タ

ニ
ア

 
そ
う
言

て
須

は
立
ち
去

て
い

た

 
ア
ス
ナ
は
ベ

ド
の
上
に
崩
れ
落
ち

自
分
の
体
を

い
た

本
当
に
気
持
ち
悪
い

で
も

絶
対
に
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

 
も
し
何
か
さ
れ
て
も

絶
対
に
心
ま
で
あ
い
つ
の
物
に
な

た
り
は
し
な
い

 
よ
く
考
え
よ
く
観
察
し
打
て
る
手
は
全
て
打

て
絶
対
に
こ
の
世
界
か
ら
脱
出
し
て
み
せ

る 
ハ
チ
マ
ン
君
も
私
を
助
け
よ
う
と
色
々
し
て
く
れ
て
い
る
は
ず

私

頑
張
る
よ

 
敵
は
こ
の
世
界
で
は
強
大
だ
が

ア
ス
ナ
は
戦
う
事
を
決
し
て
や
め
な
い
事
を

た
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応
援
し
て
て
ね

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
は
戦
い
続
け
る
勇
気
を
持
つ
た
め
に

ハ
チ
マ
ン
の
名
を
呼
び
続
け
た
の
だ

た

 
そ
し
て
そ
の

ハ
チ
マ
ン
は

お
い
キ
リ
ト

何
だ
こ
れ

ス
タ

ト
地
点
は
ス
プ
リ
ガ
ン
の
領
都
じ

な
か

た
の
か
よ

な
ん
で
こ
ん
な
空
の
上
な

ん
だ
よ

そ
の
は
ず
な
ん
だ
が
な

 
キ
リ
ト
と
二
人
で
落
下
中
で
あ

た
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第
０
９
５
話
 
復
活

お
い
キ
リ
ト

こ
の

ど
う
や

て
動
か
す
ん
だ

わ
か
ら
な
い

こ
う
い
う
場
合
の
セ
オ
リ

と
か
無
い
の
か

背
中
に
意
識
を
集
中
さ
せ
て
な
ん
と
か
か
ん
と
か

よ
し

や

て
み
る
か

何
で
お
前
そ
ん
な
に

静
な
ん
だ
よ

い
い
か
ら
お
前
も
さ

さ
と
や
れ

く
そ

動
け

俺
の

 
そ
の
キ
リ
ト
の
叫
び
が
天
に

い
た
の
か

二
人
の
落
下
速
度
が
少
し

ま

た

少
し
落
下
速
度
が
落
ち
た
か

そ
う
か

お
い
ハ
チ
マ
ン

飛
べ

て
強
く
意
識
し
て
み
ろ

こ
の

は
ど
う
で

も
い
い

了
解
だ

よ
し

飛
べ
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そ
の

間
二
人
の
落
下
速
度
が
目
に
見
え
て

く
な
り

二
人
は
何
と
か
空
中
で

止
し
た

よ
し

出
来
た
な

や

ぱ
り
か

ど
う
い
う
事
だ

え
ば
人
間
に
天
使
の

が
生
え
て
て
も

実

は
重
く
て
飛
べ
な
い
だ
ろ

 
同
じ
理
由
で
こ
ん
な
小
さ
な

じ

実

の
と
こ
ろ
飛
べ
る
は
ず
は
な
い

ふ
む

つ
ま
り

こ
の

は
あ
く
ま
で
補
助
の
た
め
の
も
の
で
あ

て

 
一
番
大
事
な
の
は
飛
ぼ
う
と
す
る
意
思
じ

な
い
か

て
思

た
ん
だ
け
ど
正
解
だ

た
み

た
い
だ
な

そ
う
言
わ
れ
る
と

確
か
に
物
理
法

と
か
ゲ

ム
の
中
じ

あ
ま
り
関
係
な
い
よ
な

後
は
意
識
の
使
い
方
で

自
由
自
在
に
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
ん
じ

な
い
か

 
コ
ン
ト
ロ

ラ

も
あ
る
み
た
い
だ
が

そ
ん
な
の
一
々
使
い
た
く
な
い
し
な

そ
う
だ
な

練

あ
る
の
み
か

と
り
あ
え
ず
こ
の
ま
ま
ゆ

く
り
降
り
よ
う

了
解



 第０９５話 復活

 
二
人
は
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
い
う
感
じ
で
下
に
降
り
て
い

た

 
地
面
に
到
達
す
る
と
二
人
は

大
き
な

息
を
つ
い
て
座
り
込
ん
だ

は

さ
す
が
に
び
び

た
な

ス
タ

ト
地
点
が
空
中
に
設
定
さ
れ
る
と
か
こ
ん
な
話
マ
ニ

ア
ル
に
も
書
い
て
な
か

た

ぞ 
色
々
記
事
も
見
た
は
ず
だ
が

こ
ん
な
記
述
は
皆
無
だ

た

ま
あ
ま
ず
は
何
が
出
来
る
の
か
確
認
し
よ
う

ウ

ン
ド
ウ

て
ど
う
や

て
出
す
ん
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
一

ら
し
い
ぞ

ま
あ
初
期

態
の
は
ず
だ
し

 
出
来
る
事
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
無
い
だ
ろ
う
け
ど
な

さ
て

ま
ず
は
あ
れ
の

無
の
確
認
だ

そ
う
だ
な

 
二
人
は

張
し
な
が
ら

真

先
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
の

無
を
確
認
し
た

ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
が
あ
る

あ
あ

あ
る
な

正
直
俺

ち

と
び
び

て
た
わ
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ハ
チ
マ
ン
も
か

実
は
俺
も
だ

ま
あ
こ
れ
で
安
心
だ
な

さ
て

今
の
ス
キ
ル
は

と

 
次
に
ス
キ
ル
の

を
確
認
し
よ
う
と
し
た
二
人
は

を
見
て

然
と
し
た

お
い

あ
あ

何
だ
こ
れ

意
味
が
分
か
ら
ん

 
二
人
の
ス
キ
ル
の

は

ほ
と
ん
ど
が
マ

ク
ス
近
く
ま
で
到
達
し
て
い
た

 
二
人
は

て
そ
の

を
見
て
い
た
が
キ
リ
ト
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に

言

た
な
あ

俺
こ
の

に
見
覚
え
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
だ

奇
遇
だ
な

俺
も
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
終
ス
キ
ル
の

と
同
じ
か

あ
あ

ま

た
く
一

だ
な

ど
う
思
う



 第０９５話 復活

そ
う
だ
な

お
そ
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ

マ

ト
は
同
じ
な
ん
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
ナ

ヴ
ギ
ア
に
セ

ブ
さ
れ
て
い
た
デ

タ
が
そ
の
ま
ま
上
書
き
さ
れ
た
ん
じ

な
い

か
う
わ

こ
の
所
持
金
の

を
見
ろ
よ

俺
達
最
初
か
ら
大
金
持
ち
だ
ぞ

や

は
上
書
き
さ
れ
な
い
み
た
い
だ
な

フ

マ

ト
が
違
う
ん
だ
ろ
う
な

 
二
人
は
一
通
り
ス
キ
ル
を
チ

ク
し
た

ア
イ
テ
ム
は
ど
う
か
な

さ
す
が
に
無
理
じ

な
い
か

俺
達
が
今
装
備
し
て
る
の

て

 
ど
う
見
て
も
マ
ニ

ア
ル
に
載

て
た
初
期
装
備
だ
し
な

 
も
し
上
書
き
さ
れ
て
い
る
な
ら

違
う
見
た
目
の
装
備
に
な

て
る
は
ず
だ

ど
れ

 
二
人
は
恐
る
恐
る
ア
イ
テ
ム

を
開
い
て
み
た

 
二
人
は
少
し
期
待
し
て
い
た
の
だ
が

そ
の
期
待
は
予
想
通
り
裏
切
ら
れ
た
よ
う
だ

 
キ
リ
ト
は
残
念
そ
う
に

息
を
つ
き

横
で
ハ
チ
マ
ン
も
同
じ
よ
う
に

息
を
つ
い
た

や

ぱ
り
だ
め
か

初
期
装
備
以
外
全
部
文

化
け
し
て
る
な

ハ
チ
マ
ン
も
全
滅
か
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あ
あ

見
事
に
全
滅
だ
な

こ
れ

消
し
た
方
が
い
い
か
な

そ
う
だ
な

バ
グ
だ
と
判
断
さ
れ
た
ら
少
し
や

か
い
だ
な

仕
方
な
い

消
す
か

そ
う

だ
な

気
持
ち
は
わ
か
る
ぞ

 
二
人
は
ア
イ
テ
ム
を
消
去
す
る
ボ
タ
ン
を
押
そ
う
と
し
た
が

中
々
押
せ
な
か

た

 
そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う

文

化
け
し
て
い
て
判
別
は
出
来
な
い
が

 
ど
れ
も
二
人
に
と

て
は
思
い
入
れ
の
あ
る
装
備
な
の
だ

か
と
い

て
ど
う
な
る
も
の
で
も

な
い

 
二
人
は
た
め
ら
い
つ
つ
も
な
ん
と
か
消
去
の
ボ
タ
ン
を
押
す
事
が
出
来
た

 
ア
イ
テ
ム

が
空
に
な

た
の
を
見
て

二
人
は
先
ほ
ど
よ
り
も
深
い
深
い

息
を
つ
い
た

な
ん
か

や

ぱ

し
い
も
の
が
あ
る
よ
な

男

て
コ
レ
ク
タ

な
部
分
が
ど
う
し
て
も
あ
る
し
な

ま
あ
キ
リ
ト
の
場
合
は
ま
だ
ま
し
だ
ろ

武
器
は
普
通
の
剣
で
問
題
な
い
は
ず
だ
し
な

 
俺
の
場
合
は
ア
ハ
ト
フ

ウ
ス
ト
が
な

こ
の
世
界
に
あ
れ
は

無
い

よ
な
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お
そ
ら
く
無
い
な

何
か
で
代
用
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う

フ

マ

ト
が
同
じ
な
ん
だ

も
し
か
し
た
ら
あ
る
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ

生

が
悪
い
ぞ
ハ
チ
マ
ン

め
ろ

ぐ

ち
く
し

う

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
涙
目
に
な

た

キ
リ
ト
は
な
ん
と
な
く
ス
キ
ル

を

め
て
い
た
が

 
何
か
を
思
い
出
し
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
に
言

た

な
あ
ハ
チ
マ
ン

そ
う
い
え
ば
二
刀
流
ス
キ
ル
が
無
い
ん
だ
が

 
こ
の
世
界
だ
と
二
刀
流

て
ど
う
い
う
扱
い
な
ん
だ
ろ
う
な

あ
言
い
忘
れ
て
た
わ

こ
の
世
界
だ
と
片
手
用
武
器
な
ら
特
に
制
限
な
く
両
手
で
使
え
る

ら
し
い
ぞ

ま
じ
か

そ
れ
は
助
か
る

あ
 
ハ
チ
マ
ン
は
今
の
会
話
で
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
だ

ど
う
し
た

よ
く
考
え
た
ら
俺
も
両
手
に
武
器
を
装
備
出
来
る

て
事
じ

な
い
か
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手
に
も
う
一
本

剣
を
持
て
ば
全
て
解
決
だ

ま
あ
多
少
の
練

は
必
要
だ
ろ
う
け
ど
な

そ
う
か

や

た
な
ハ
チ
マ
ン

こ
れ
で
解
決
だ
な

元
々
あ
れ
は

な
ん
ち

て
二
刀
流
の
た
め
の
苦
肉
の
装
備
だ

た
し
な

あ
 
今
度
は
キ
リ
ト
が

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
声
を
上
げ
た

ど
う
し
た

ハ
チ
マ
ン

お
前
も
う
一
つ
特
別
な
ア
イ
テ
ム
用
の
フ

ル
ダ
を
持

て
な
か

た
か

そ
う
だ

ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
の
宝
石
だ
け
別
の
場
所
に
保
管
し
て
お
い
た
ん
だ

た

 
ど
こ
だ

こ
れ
か

あ

た

あ

た
ぞ
キ
リ
ト

中
は
ど
う
な

て
る
ん
だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

張
し
な
が
ら
そ
の
フ

ル
ダ
を
開
い
て
み
た

こ
れ
は

お
い
見
ろ
よ
キ
リ
ト

文

化
け
し
て
な
い
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は

興
奮
し
な
が
ら
キ
リ
ト
に
画
面
を
見
せ
た

ま
じ
か

や

た
な

よ
し

二
つ
と
も
タ

プ
し
て
み
よ
う

あ
あ
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ハ
チ
マ
ン
は

ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
が
収
納
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
二
つ
の
宝
石
を
タ

プ
し
た

 
キ
ズ
メ
ル
の
収
納
さ
れ
た
宝
石
は
残
念
な
が
ら
反
応
が
無
か

た
が

 
ユ
イ
の
収
納
さ
れ
た
宝
石
は

り
に

を
ま
き
散
ら
し
光
り
な
が
ら
人
の

を
と
り
は
じ

め
たお

い

ま
じ
か

こ
れ
は
あ
の
時
の
ま
ま
の
ユ
イ
だ

や

た
ぞ

お
前
の
お
か
げ
だ
キ
リ
ト

 
光
が
お
さ
ま
る
と

そ
こ
に
は
あ
の

と
ま

た
く
同
じ

の
ユ
イ
が
い
た

ユ
イ

ユ
イ

 
ハ
チ
マ
ン
が
何
度
も
呼
び
か
け
る
と

ユ
イ
は
ゆ

く
り
と
目
を
開
い
た

パ
パ

あ
あ
そ
う
だ

パ
パ
だ
ぞ

ユ
イ

パ
パ

 
ユ
イ
は
意
識
が
は

き
り
し
た
の
か

嬉
し
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た

ま
た
会
え
ま
し
た

そ
う
だ
な

全
部
キ
リ
ト
の
お
か
げ
だ
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良
か

た
な

ハ
チ
マ
ン

キ
リ
ト
お
じ
さ
ん

あ

キ
リ
ト
お
じ
さ
ん
も
い
る
ん
で
す
ね

久
し
ぶ
り
だ
な

ユ
イ

は
い

絶
対
に
ま
た
会
え
る

て
信
じ
て
ま
し
た

と
こ
ろ
で
パ
パ

マ
マ
は
ど
こ
で
す
か

ユ
イ

マ
マ
は
こ
の
世
界
で
誰
か
に
捕
ま

て
い
る
み
た
い
な
ん
だ

 
マ
マ
を
助
け
る
た
め
に

力
を
貸
し
て
く
れ
な
い
か

そ
ん
な

マ
マ
が

わ
か
り
ま
し
た
パ
パ

ユ
イ

ア
ス
ナ
の
気
配
を
感
じ
た
り
し
な
い
か

こ
の
近
く
に
は
い
な
い
と
い
う
事
し
か
わ
か
ら
な
い
で
す

そ
う
か

そ
れ
じ

わ
か
る

囲
で
い
い
の
で
質
問
に
答
え
て
く
れ

は
い

ま
ず
こ
こ
が
ど
こ
か
分
か
る
か

後
キ
ズ
メ
ル
が

き
な
い
ん
だ
が
理
由
が
分
か
る
か

ち

と
待

て
下
さ
い
ね

パ
パ

 
ユ
イ
は

に
手
を
当
て
て

何
か
を
探
る
よ
う
な
仕

を
し
た
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し
ば
ら
く
し
て
ユ
イ
は
現
在
の

況
を

し
た
の
か
分
か

た
事
を
ハ
チ
マ
ン
に
教
え
た

パ
パ

ど
う
や
ら
こ
こ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

の
コ
ピ

み
た
い
で
す

ま
じ
か

フ

マ

ト
だ
け
じ

な
く
サ

バ

そ
の
も
の
が
同
じ
な
の
か

基

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
グ
ラ
フ

ク

式
は
ま

た
く
同
じ
み
た
い
で
す
ね

な
あ
ユ
イ
俺
達
の
ス
キ
ル
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
の
ま
ま
の

な
ん
だ
が
こ
れ
は
大
丈
夫
か
な

シ
ス
テ
ム
的
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん

と
い
う
か

ユ
イ
の
存
在
も
大
丈
夫
な
の
か

ど
う
や
ら
今
の
私
は

ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

と
い
う
物
に
分

さ
れ
る
よ
う
で
す

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
こ
の

を
見
ら
れ
る
の
は
問
題
が
あ
る
と
思
う
の
で
そ
の

に
な
り
ま

す
ね

パ
パ

お

お
う

 
ユ
イ
は
そ
う
言
う
と

十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な

精
の

に
変
化
し
た

お
お

か
わ
い
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
イ
を
つ
ん
つ
ん
つ
つ
き

ユ
イ
は
く
す
ぐ

た
そ
う
に
し
て
い
た
が
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や
が
て
嬉
し
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の

り
を
飛
び
始
め
た

キ
リ
ト
は
興
味
深
そ
う
に
そ
れ
を
見

て
い
た

 
し
ば
ら
く
飛
び
回

て
い
た
ユ
イ
は
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の

に
乗

た

ご
め
ん
な
さ
い
パ
パ

説
明
の

中
で
し
た

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

で

他
に
わ
か

た
事
は
あ
る
か

そ
の
キ
ズ
メ
ル
と
い
う
名
前
の

の
事
で
す
が

私
の
よ
う
に

応
す
る
体
が
存
在
し
な
い

た
め

 
今
は
休
止

態
の
ま
ま
に
な

て
い
る
み
た
い
で
す

 
お
そ
ら
く
今
後

応
す
る
何
か
が

入
さ
れ
た
時
に
目
覚
め
る
事
に
な
る
ん
じ

な
い
か
と

思
い
ま
す

そ
う
か

そ
の
時
を
待
つ
し
か
な
い
か

も
う
ち

と
眠

て
待

て
て
く
れ
な
キ
ズ

メ
ル

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
ズ
メ
ル
を
大
切
そ
う
に
フ

ル
ダ
の
中
に
収
納
し
た
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第
０
９
６
話
 
イ
レ
ギ

ラ

と
こ
ろ
で
ユ
イ

ち

と

き
た
い
ん
だ
が

は
い
パ
パ

何
で
し

う

通
常
新
し
く
ゲ

ム
を
始
め
る
と
な

そ
の
種
族
の
領
都
か
ら
ス
タ

ト
に
な
る
ん
だ
が

 
俺
と
キ
リ
ト
は
こ
の
真
上
か
な
り
高
い
所
か
ら
ス
タ

ト
に
な

た
ん
だ
よ
ど
う
思
う

そ
う
で
す
ね
パ
パ
と
キ
リ
ト
お
じ
さ
ん
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
の
時
は
ど
こ
に
い
た
ん
で
す
か

最
後

て

あ

そ
う
か

つ
ま
り
は
そ
う
い
う
事
か

ど
う
し
た
ん
で
す
か

ユ
イ

そ
の
質
問
で
大
体
理
解
し
た

俺
達
は
な

七
十
五
層
の
ボ
ス
部
屋
に
い
た
ん
だ

な
る
ほ
ど

多
分
そ
の
せ
い
だ
と
思
い
ま
す

 
ボ
ス
部
屋
は
高
所
に
あ
り
ま
す
し
そ
の
座
標
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
こ
こ
の
真
上
な
ん
だ
と
思
い
ま
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す 
二
人
は
ユ
イ
の
そ
の
言
葉
を

き

上
を
見
上
げ
た

な
あ
ハ
チ
マ
ン

面
白
い
事
を
思
い
つ
い
た
ん
だ
が

分
か

て
る

エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
に
は
絶
対
内

な

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て

居
が
か

た
笑
い
方
を
し
た

お
主
も
悪
よ
の
う

く

く

く

な

に

お
代

様
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
よ

へ

へ

へ

パ
パ

キ
リ
ト
お
じ
さ
ん

一
体
何
を
し
て
い
る
ん
で
す
か

ユ
イ

こ
れ
が
伝

芸

て
や
つ
だ

な
る
ほ
ど

伝

芸
で
す
か

覚
え
ま
し
た
パ
パ

と
こ
ろ
で
空
中
か
ら
ス
タ

ト
す
る
事
に
な

た
謎
は
解
け
た
と
し
て

 
こ
れ
か
ら
俺
達
ど
う
す
る
ん
だ

 
キ
リ
ト
が
ハ
チ
マ
ン
に
質
問
し

ハ
チ
マ
ン
は
考
え
込
ん
だ

一
応
予
定
だ
と

ス
プ
リ
ガ
ン
の
領
都
の
近
く
で
ス
キ
ル
上
げ
を
し
な
が
ら

 
陽
乃
さ
ん
の
知
り
合
い
の
パ

テ

を
待
つ
は
ず
だ

た
ん
だ
が
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で
も
ス
キ
ル
上
げ
の
必
要
は
も
う
無
く
な

ち
ま

た
よ
な

そ
も
そ
も
こ
こ
が
ど
こ
か
わ
か
ら
ん

ユ
イ

分
か
る
か

ち

と
待

て
下
さ
い
ね

え

と
こ
こ
は

 
分
か
り
ま
し
た

こ
こ
は
シ
ル
フ
領
と
サ
ラ
マ
ン
ダ

領
の

目
あ
た
り
で
す

ま
じ
か

 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

何
か
ま
ず
い
の
か

あ
あ

こ
こ
は
合
流
予
定
地
点
か
ら
は

世
界
樹
を

ん
で
正
反
対
の
場
所
だ

う
わ

そ
れ
は
ま
ず
い
な

さ
す
が
に
こ
れ
は
イ
レ
ギ

ラ

す
ぎ
る
な
一
度
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
陽
乃
さ
ん
の
指

を

ご
うそ

う
だ
な

そ
れ
が
い
い
と
思
う

そ
れ
じ

す
ぐ
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
か

そ
れ
が

目
な
ん
だ

キ
リ
ト

ん

何
か
問
題
が
あ
る
の
か

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
場
合

こ
う
い

た
中
立
フ

ル
ド
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
と
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か
な
り
の
時
間
キ

ラ
が
そ
の
ま
ま
残

ち
ま
う
ん
だ
よ

も
し
そ
こ
を
襲
わ
れ
た
ら
確
実
に

死
ぬ

 
な
の
で

え
ば
こ
う
い
う

況
で
休

し
た
り
す
る
場
合

ロ

テ
ア
ウ
ト

て
言

て

 
交

に
落
ち
て
残

た
奴
が
仲
間
の
体
を
守
る
ら
し
い
ぞ

な
る
ほ
ど

そ
ん
な
シ
ス
テ
ム
な
ん
だ
な

な
の
で
一
人
だ
け
落
ち
る

て
手
も
あ
る
が
ど
う
せ
最
終
的
に
は
二
人
と
も
落
ち
る
事
に
な

る
ん
だ

 
多
少
時
間
を
ロ
ス
す
る
事
に
な
る
が

二
人
で
近
く
の
中
立
都
市
か
安
全
地

に
向
か
お
う

 
ユ
イ

こ
の
近
く
に
そ
う
い

た
場
所
は
あ
る
か

こ
こ
か
ら
だ
と

東
に
十
五
分
く
ら
い
行

た
所
に
安
全
地

が
あ
り
ま
す

パ
パ

 
そ
う
言

て
ユ
イ
は

そ
の
方
向
を
指
差
し
た

東

て
事
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

領
方
面
か

ま
あ
仕
方
な
い
と
り
あ
え
ず
そ

ち
に
向
か
う
か

了
解

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う

 
二
人
は
飛
行
訓
練
を
し
な
が
ら
そ
の
方

を
目
指
し
た

そ
の
甲
斐
あ

て
か
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安
全
地

に
到
着
す
る

に
は
二
人
は
か
な
り
自
由
に
飛
び
ま
わ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
ど
う
や
ら
二
人
と
も
こ
う
い

た
事
は
得
意
の
よ
う
だ

よ
し

そ
れ
じ

一

落
ち
る
か

あ
あ

そ
れ
じ

ま
た
後
で
な

ユ
イ

は
い

 
二
人
は
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し

現
実
世
界
へ
と
帰
還
し
た

  
陽
乃
は
ハ
チ
マ
ン
に
言
わ
れ
た
通
り
病
室
で
コ

ヒ

を
飲
み
な
が
ら
の
ん
び
り
と
し
て
い

た 
二
人
が

て
か
ら
ま
だ
三
十
分
し
か

て
い
な
い

あ
の
二
人
上
手
く
飛
べ
た
か
し
ら

あ
れ
に
は
ち

と
し
た
コ
ツ
が
あ
る
の
よ
ね

 
陽
乃
は
そ
う
言
い
な
が
ら

び
を
し
た
が

丁
度
そ
の
時

 
ゲ

ム
中
の
は
ず
の
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の
体
が
動
く
の
が
見
え
た

 
陽
乃
は
す
ぐ
二
人
が

た
事
に
気
付
い
た
が
さ
す
が
に

す
ぎ
る
と
思
い
二
人
に

ね

た
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あ
ら

分

か

た
み
た
い
だ
け
ど

二
人
と
も
ど
う
か
し
た

陽
乃
さ
ん
大
変
で
す

イ
レ
ギ

ラ

が
発
生
し
た
の
で
一
度
報
告
に

り
ま
し
た

イ
レ
ギ

ラ

は
い

実
は
で
す
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
陽
乃
に

今
あ

た
出
来
事
を
筋
道
だ
て
て
説
明
し
た

あ
ち

あ

さ
す
が
に
そ
ん
な
事
が

こ
る
と
は
想
像
も
つ
か
な
か

た
わ
ね

ス
キ
ル
上
げ
の
手
間
が
省
け
た
の
は
良
か

た
ん
で
全
体
と
し
て
は
プ
ラ
マ
イ
ゼ
ロ
で
す
か

ね
ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
な
ん
だ
け
ど
ね

そ
れ
じ

あ
ち

と
知
り
合
い
に
連

し
て

く
る
ね

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
陽
乃
は
そ
う
言

て
外
に
出
て
い

た

こ
ん
な

況
じ

今
日
は
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
だ
な

中

半

な
時
間
に
な

ち
ま

た
け
ど

仕
方
な
い
か

だ
が
ま
あ

や
る
事
が
無
い
わ
け
じ

な
い
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何
か
あ
る
の
か

ど
う
や
ら
ス
キ
ル
面
の
問
題
は
解
決
し
た

次
に
俺
達
が
や
ら
な
き

い
け
な
い
事
は
だ
な

事
は

魔
法
の

文
を
覚
え
る
事
だ

お
お

魔
法
か

今
の
俺
達
は

い
わ
ゆ
る

筋
だ

な
の
で
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
上
で

 
近
接
戦
闘
の
役
に
た
ち
そ
う
な
魔
法
だ
け
暗
記
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
魔
法
が
無
か

た
か
ら
な

 
ち

と
し
た
魔
法
が
使
え
る
だ
け
で
も
戦
闘
に

が
出
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

ち

と
マ
ニ

ア
ル
を
見
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う

お
う

な
ん
か
わ
く
わ
く
す
る
な

だ
な

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
魔
法
の
勉
強
に
入

た

 
一
方
陽
乃
は

雪
乃
に
何
度
も

話
を
か
け
て
い
た
が
当
然
繋
が
ら
な
か

た

雪
乃
ち

ん
達
は
当
然
ま
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
だ
よ
ね

と
り
あ
え
ず
メ

ル
だ
け
入
れ
て
お
き
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ま
し

う

 
陽
乃
は
雪
乃
に
簡

な
説
明
メ

ル
を
送
り

連

を
待
つ
事
に
し
た
の
だ
が

 
四
人
が
張
り
切

て
い
た
の
が
逆
に

と
な

て
し
ま

た
よ
う
だ

 
結
果
的
に
雪
乃
と
連

が
と
れ
た
の
は
そ
の
日
の
深
夜

く
だ

た

  
ユ
キ
ノ
達
四
人
は
ひ
た
す
ら
ス
プ
リ
ガ
ン
領
の
中
立
都
市
へ
と
向
か

て
い
た

 
ロ

テ
ア
ウ
ト
で
の
休

の
時
間
す
ら

し
み
全
員
ゲ

ム
内
で

を
休
め
つ
つ
飛
び
続

け
て
い
た

 
そ
の
結
果

ぎ
り
ぎ
り
日
付
が
変
わ
る
前
に
目
的
地
へ
と
到
達
す
る
事
が
出
来
た

そ
れ
じ

一
度
全
員
で
落
ち
て
休

し
ま
し

う

私
は
そ
の
間
に
姉
さ
ん
に
連

を
と
る
わ

 
四
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

そ
れ
ぞ
れ
休

に
入

た

 
雪
乃
は
陽
乃
に

話
を
か
け
よ
う
と

を
取
り
出
し
た
が
メ

ル
が
来
て
い
る
事
に
気
付

き 
そ
の
内
容
を
確
認
し
て

気
に
と
ら
れ
た

な
ん
て
事

さ
す
が
に
こ
れ
は
想
定
外
す
ぎ
る
わ
ね

時
間
的
に
今
か
ら

る
わ
け
に
も
い
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か
な
い
し

 
と
り
あ
え
ず

く
全
員
に
こ
の
事
を
伝
え
な
い
と

 
雪
乃
か
ら
の
連

を
受
け
残
り
の
三
人
は
休

を
取
り
や
め
に
し
て
す
ぐ
に
ゲ

ム
の
中

に

た

 
ゲ

ム
の
中
で
再
集
合
し
た
後
ハ
チ
マ
ン
達
に

こ

た
出
来
事
を

い
た
三
人
の
反
応
は

 
完
全
に
ゲ

マ

と
し
て
の
感
想
ば
か
り
だ

た

う
わ

何
で
す
か
そ
れ

そ
れ
じ

あ
先
輩
と
キ
リ
ト
君
は

下
手
す
る
と
私
達
よ
り
強
い
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
ね

そ
う
ね

お
そ
ら
く
魔
法
ス
キ
ル
は
ゼ
ロ
の
ま
ま
だ
と
思
う
か
ら

 
二
人
と
も
完
全
に
近
接
戦
闘
タ
イ
プ
ね

ユ

ジ

ン
将
軍
と
ど

ち
が
強
い
の
か
し
ら

最
初
か
ら
比

対
象
が
サ
ラ
マ
ン
ダ

最
強
の
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
だ

お
兄
ち

ん
は
ど
う
い
う
戦
い
方
を
す
る
ん
だ
ろ
う

正
直
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
す
ご
く
興
味
が
あ
る
わ
ね

で

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

ユ
キ
ノ
ン

仕
方
な
い
か
ら
と
り
あ
え
ず
リ

フ

さ
ん
に
頼
ん
で
明
日
二
人
を
迎
え
に
行

て
も
ら
う
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わ 
私
達
は
今
日
の
と
こ
ろ
は
こ
こ
で
終
わ
り
ま
し

う

明
日
一
日
か
け
て
ア
ル
ン
に

て

 
明
後
日
の
う
ち
に
出
来
れ
ば
ス
イ
ル
ベ

ン
に
到
達
出
来
れ
ば
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

 
結
果
的
に
み
ん
な
に
は
余
計
な
負
担
を
か
け
る
事
に
な

て
し
ま

た
わ

本
当
に
ご
め
ん
な

さ
い

 
ユ
キ
ノ
は
今
後
の
予
定
を
告
げ
た
後

三
人
に

を
下
げ
た

仕
方
な
い
よ

だ

て
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て
誰
に
も
想
像
が
つ
く
わ
け
な
い
も
ん

で
す
で
す

ユ
キ
ノ
先
輩
は
何
も
悪
く
な
い
で
す
よ

と
り
あ
え
ず
コ
マ
チ
は
明
日
暇
な
ん
で

 
病
院
に
い

て
お
兄
ち

ん
の
戦
い
方
に
探
り
を
入
れ
て
み
ま
す

そ
れ

私
も
行
こ
う
か
し
ら

と
て
も
興
味
が
あ
る
わ

じ

あ
私
も
行
く

も
ち
ろ
ん
私
も
行
き
ま
す

そ
れ
じ

四
人
で
行
き
ま
し

う
か

 
今
後
の
予
定
が
決
ま

た
た
め

ユ
キ
ノ
以
外
の
三
人
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
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ユ
キ
ノ
は
残

て
リ

フ

に
メ

セ

ジ
を
送
り

事
情
を
説
明
し
て
協
力
を

い
だ

 
ユ
キ
ノ
の
二
人
に
つ
い
て
の
説
明
は
ど
う
し
て
も
要
領
を
得
な
い
も
の
に
な

て
し
ま

た

 
初
心
者
で
あ
り
な
が
ら

に
ス
キ
ル
が
カ
ン
ス
ト
し
て
い
る
の
だ
か
ら
無
理
も
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
リ

フ

は
何
か
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
く
れ
た
の
か

く

し
て

く
れ
た

 
リ

フ

が
ユ
キ
ノ
の
事
を
深
く
信
頼
し
て
い
た
せ
い
で
あ
ろ
う

 
ユ
キ
ノ
は
リ

フ

に
お

の
メ

セ

ジ
を
送
り

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
リ

フ

も
そ
の
日
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

  
ベ

ド
で
目
を
覚
ま
す
と
リ

フ

は

か
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
を
外
し
大
き
く

び
を

し
た明

日
は
病
院
を
変
わ

て
か
ら
始
め
て
の
和
人
お
兄
ち

ん
の
お
見
舞
い
だ
し

 
今
日
は
お
風
呂
に
入

て
す
ぐ

よ
う
か
な

 
ま

た
く
い
き
な
り
千
葉
の
病
院
に
移

た
か
ら
お
見
舞
い
が
大
変
だ
よ

 
ま
あ
そ
の
分

は
か
な
り
い
い
ら
し
い
し

や

ぱ
り
感
謝
し
な
い
と
な
の
か
な
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リ

フ

桐

谷
直
葉
は
そ
う

く
と
和
人
に
明
日
見
舞
い
に
行
く
と
メ

ル
を
入
れ
た

後 
お
風
呂
に
入
る
た
め
に

を
下
り
て
い

た
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第
０
９
７
話
 
恋
心

 
そ
の
日

八
幡
と
キ
リ
ト
は
朝
か
ら
少
し
疲
れ
て
い
た

 
前
の
日
の
夜
再
び
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
直
し
た
二
人
は
魔
法
を
使
う
の
が
楽
し
く
て
仕
方

な
く

 
ユ
イ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
つ
い
つ
い
深
夜
過
ぎ
ま
で
魔
法
の
練

を
し
て
し
ま

た
の
だ

た

 
お
か
げ
で
何
種

か
の
魔
法
を
実
戦
レ
ベ
ル
で
運
用
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
だ
が

 
当
然
そ
の
疲
れ
が
ま
だ
残

て
い
る

態
だ

た

も

と
も

主
に

の
疲
れ
な
の
だ
が

日
は
ち

と
調
子
に
乗
り
す
ぎ
た
か

そ
う
だ
な

で
も
楽
し
か

た

い
く
つ
か
の
魔
法
を
戦
闘
に
組
み
入
れ
る
目
処
も
立

た
な

果
は
ま
だ
ま
だ
だ
け
ど
な

で
も
ま
あ
か
く
乱
系
な
ら
今
の
ス
キ
ル
で
も
十
分
使
え
そ
う

だ
な

 
八
幡
の
部
屋
に
集
ま

て
朝
食
を
食
べ
て
い
た
二
人
は
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疲
れ
た
顔
で
は
あ

た
が
魔
法
に
つ
い
て
楽
し
そ
う
に
語
り
合

て
い
た

ど
う
や
ら
陽
乃
さ
ん
の
話
だ
と
知
り
合
い
の
パ

テ

が
こ

ち
に
着
く
の
は
明
日
に
な
る

ら
し
い

予
想
外
の
事
と
は
い
え

正
反
対
の
方

に
向
か
わ
せ
ち

た
か
ら
な

今
度
会

た
ら
謝
ら
な
い
と
な

そ
う
だ
な

と
こ
ろ
で
そ
の
パ

テ

の
人
達
の
名
前
は

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

し
ま

た
と
い
う
顔
を
し
た

す
ま
ん

く
の
を
忘
れ
て
た

ま
あ
今
度
会

た
時
で
い
い
だ
ろ

ど
う
せ
明
日
に
な
る
ん
だ
し
な

変
わ
り
に
別
の
人
が
今
日

俺
達
を
迎
え
に
来
て
く
れ
る
ら
し
い
ぞ

 
そ
の
人
の
名
前
は

い
た

リ

フ

て
人
ら
し
い

お
お

他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
会
う
の
は
初
め
て
だ
な

色
々
教
え
て
も
ら
わ
な
い
と
な

そ
の
人
に
頼
ん
で
シ
ル
フ
の
領
都

ス
イ
ル
ベ

ン
だ

た
か

に
出
来
れ
ば
案
内
し
て
も

ら

て

 
武
器
や
防

も

た
り
し
な
い
と
い
け
な
い
な
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そ
れ
じ

食
事
が
終
わ

た
ら
少
し
運
動
を
し
て

そ
の
後

く

て
お
く
か

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

 
今
後
の
予
定
も
決
ま

た
所
で
二
人
は
食
事
を
終
え

外
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
庭
で
健

的
に
体
を
動
か
し
た
後

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に

て
昼

を
始
め
た

  
直
葉
は

を
乗
り
継
ぎ

兄
で
あ
る
和
人
の
入
院
し
て
い
る
病
院
に
到
着
し
た

 
か
か

た
時
間
は
お
よ
そ
一
時
間
半

直
葉
は
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
受
付
に
向
か

た

こ
こ
に
来
る
の
は
初
め
て
だ
け
ど

や

ぱ
り
こ
の
遠
さ
が
な

 
あ

す
み
ま
せ
ん

桐

谷
和
人
の
病
室
の
場
所
を
知
り
た
い
ん
で
す
が

は
い

ち

と
待

て
下
さ
い
ね

 
受
付
の

護

は
そ
う
答
え
る
と

病
室
を
調
べ
始
め
た

 
直
葉
は
何
と
な
く
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
て
い
た
が

 
よ
く
目
立
つ
四
人
の
若
い
女
性
が
病
院
に
入

て
く
る
の
に
気
が
付
い
た

友
達
の
お
見
舞
い
か
な

そ
れ
ぞ
れ
違
う
タ
イ
プ
の
美
人
だ
な

 
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
と

調
べ
終
わ

た
の
だ
ろ
う

護

が
声
を
か
け
て
き
た
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お
待
た
せ
し
ま
し
た

桐

谷
和
人
さ
ん
の
病
室
は

 
直
葉
は
和
人
の
病
室
の
場
所
を

く
と
お

を
言
い
エ
レ
ベ

タ

の
方
へ
と
向
か

た

 
片
方
の
エ
レ
ベ

タ

に
は
さ
き
ほ
ど
の
四
人
の
女
性
が
乗

て
い
た
が

 
そ
ち
ら
は
も
う
扉
が

ま
る

前
だ

た
の
で
直
葉
は
隣
の
エ
レ
ベ

タ

に
乗
り
込
ん
だ

 
エ
レ
ベ

タ

が
目
的
の

に
到
着
す
る
と
直
葉
は
外
に
出
て
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見

回
し
た

あ
れ

さ

き
の
人
達
も
こ
の

の
人
の
お
見
舞
い
な
ん
だ

 
遠
く
に
あ
る
部
屋
に
先
ほ
ど
の
四
人
が
入

て
い
く
の
が
見
え
た
直
葉
は

 
和
人
の
病
室
を
探
し
な
が
ら

な
ん
と
な
く
そ
ち
ら
の
方
向
へ
と
向
か

た

あ

こ
こ
だ

 
そ
の
病
室
は

先
ほ
ど
女
性
達
が
入

た
部
屋
の
隣
だ

た

 
直
葉
は
す
ご
い
偶
然
も
あ
る
も
ん
だ
な
と
思
い
な
が
ら

部
屋
を
ノ

ク
し
た

 
し
ば
ら
く
直
葉
は
そ
の
ま
ま
待

て
い
た
が

い
つ
ま
で

て
も
返
事
が
な
い

 
も
し
か
し
て

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
直
葉
は

そ

と
扉
を
開
け
た

 
中
を

く
と
案
の
定

和
人
は

て
い
る
よ
う
だ

た
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直
葉
は
中
に
入

て
そ

と
扉
を

め
ベ

ド
の

の

子
に
座
り
和
人
の
顔
を

め
た

気
持
ち
良
さ
そ
う
に

て
る

 
直
葉
は

自
分
の

が

々
熱
く
な

て
く
る
の
を
感
じ
て
い
た

 
実
は
直
葉
と
和
人
は
血
が
繋
が

て
い
な
い

 
そ
の
事
を
直
葉
は
和
人
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら
一
年
後
に
両
親
か
ら
告
げ
ら
れ
て
い
た

  
和
人
が

わ
れ
て
か
ら
一
年

直
葉
は
目
に
見
え
て

し
て
い
た

 
そ
ん
な
直
葉
の

を
見
か
ね
た
の
か

あ
る
日
両
親
が
こ
う

ね
て
き
た

直
葉

お
前
は
和
人
の
事
が
好
き
な
の
か
い

 
両
親
に
そ
う

か
れ
た
直
葉
は
そ
れ
が
事
実
だ

た
た
め
す
ぐ
に
返
事
を
す
る
事
が
出
来

な
か

た

 
心

が

鐘
の
よ
う
に
鳴

て
い
る

直
葉
は
目
に
涙
を

か
べ
な
が
ら

 
何
と
返
事
を
す
れ
ば
い
い
の
か
ず

と
考
え
続
け
て
い
た

ち

と
待
ち
な
さ
い
直
葉

私
達
は
別
に
お
前
を

め
た
い
わ
け
じ

な
い
ん
だ
よ

 
和
人
が
い
な
く
な

て
か
ら
の
直
葉
の

は
も
う
見
て
い
ら
れ
な
い
か
ら
と
夫

で
話
し
合
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い 
今
ま
で

し
て
い
た
事
も
話
す
事
に
決
め
た
ら
し
い

そ
し
て
両
親
が
話
し
て
く
れ
た
の
は

 
直
葉
が
和
人
を
好
き
な
の
は
な
ん
と
な
く
知

て
い
た
実
は
直
葉
と
和
人
は
血
が
繋
が

て

い
な
い

 
そ
し
て
二
人
の
事
は
二
人
に
任
せ
る
事
に
決
め
た

と
い

た
内
容
だ

た

い
い
か
い
直
葉

い
く
ら
お
前
が
和
人
を
好
き
で
も

 
和
人
の
方
は
お
前
の
事
を
そ
う
い
う
風
に
は
多
分
見
て
い
な
い
と
思
う

 
私
達
は
何
か

し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
が
お
前
の
気
持
ち
を
否
定
し
よ
う
と
も
思
わ
な
い

 
お
前
は
和
人
に
気
持
ち
を
伝
え
て
も
い
い
し
伝
え
な
く
て
も
い
い

お
前
の
好
き
に
し
な
さ

い 
た
だ
和
人
が
今
の
お
前
を
見
た
ら

確
実
に
自
分
を

め
る
は
ず
だ

そ
の
上
で
和
人
は

 

任
を
感
じ
て
自
分
の
気
持
ち
を
殺
し

て
お
前
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
る
か
も
し
れ
な

い 
だ
が
そ
ん
な
の
は
お
前
も

だ
ろ
う

だ
か
ら
直
葉

月

み
だ
が
元
気
を
出
し
な
さ
い

 
い
つ
か
和
人
が
目
覚
め
た
時

笑
顔
で
迎
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
ね
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そ
の
日
か
ら
直
葉
は

こ
の
ま
ま
じ

目
だ
と
自
覚
し
た
の
だ

た

 
直
葉
は
ど
ん
ど
ん
元
気
を
取
り

し
て
い

た

そ
し
て
一
年
後
和
人
が
つ
い
に
目
覚
め
た

 
だ
が
そ
の
日
か
ら
今
日
ま
で
直
葉
は
ま
だ
自
分
の
気
持
ち
を
和
人
に
伝
え
て
は
い
な
か

た

 
あ

動
い
た

 
和
人
が
身
じ
ろ
ぎ
し
た
の
を
見
て

直
葉
は
そ
の

を
つ
ん
つ
ん
つ
つ
い
て
み
た

き
な
い
か
な

き
な
い
み
た
い

ち

ち

と
く
ら
い
別
に
い
い
よ
ね

 
直
葉
は
つ
つ
く
の
を
や
め

和
人
の

に
自
ら
の

を
そ

と
近
付
け
て
い

た

 
直
葉
の
心

は

両
親
と
話
し
た
時
以
上
に
大
き
く

く

鐘
の
よ
う
に
鳴

て
い
た

 
そ
の

間
和
人
が
目
を
覚
ま
し
た

直
葉
は
顔
を
真

に
し
な
が
ら

て
て
和
人
か
ら
離

れ
た

 
直
後
に
和
人
は
直
葉
の
方
を
向
き

直
葉
に
話
し
か
け
た

よ
う
ス
グ

来
て
た
の
か

せ

か
く
連

も
ら

て
た
の
に

 
い
い
天
気
だ
か
ら
す

か
り

し
ち
ま

て
た

ご
め
ん
な

良
か

た

気
付
い
て
な
い
み
た
い
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そ
の
言
葉
を

い
た
直
葉
は
安
心
し

和
人
に
返
事
を
し
た

私
こ
そ
ご
め
ん
な
さ
い

声
を
か
け
た
ん
だ
け
ど
返
事
が
無
か

た
か
ら
勝
手
に
入

ち

た
お
う

気
に
し
な
く
て
い
い
ぞ

家
族
な
ん
だ
か
ら
な

家
族
か

私
と
お
兄
ち

ん
の
考
え
る
家
族
は

微

に
意
味
が
違
う
ん
だ
け
ど
な

 
直
葉
が
何
も
言
わ
な
い
の
で
和
人
は
不
思
議
に
思
い

直
葉
に

ね
た

ん

ど
う
か
し
た
か

 
直
葉
は

り
何
と
か
話
題
を

り
出
そ
う
と
し
て
先
ほ
ど
の
四
人
の
女
性
の
事
を
思
い
出

し
たう

う
ん

実
は
さ

き
ね

隣
の
病
室
に
女
の
人
が
四
人
入

て
い
く
の
を
見
て
ね

 
ど
ん
な
人
が
入
院
し
て
る
の
か
な

て
気
に
な

ち

て

あ
あ

隣
に
入
院
し
て
い
る
の
は
俺
の
友
達
だ
ぞ

え

そ
う
な
の

あ
あ

ス
グ
も
あ
い
つ
に
興
味
が
あ
る
の
か

あ
い
つ

て

男
の
人
な
の
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そ
う
だ
な

俺
の
親
友
だ

親
友

 
お
兄
ち

ん
に
親
友
な
ん
て
い
た

け
か

と
失

な
事
を
考
え
な
が
ら
直
葉
は

 
親
友

て
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う
と
想
像
し
始
め
た

 
そ
れ
を
ど
う
勘
違
い
し
た
の
か

和
人
は

た
よ
う
に
直
葉
に
言

た

だ

だ
め
だ
ぞ

あ
い
つ
は
無
自
覚
系
天
然
ジ
ゴ
ロ
だ
か
ら
な

近
付
い
た
ら
危
険
だ

お
兄
ち

ん

い
き
な
り
何
言

て
る
の

う

す
ま
ん

あ
い
つ
は
何
故
か
す
ご
い
も
て
る
ん
だ
よ

お
前
も
さ

き
見
た
ん
だ
ろ

え

ま
さ
か
四
人
と
も
そ
の
人
の
事
が
好
き
な
の

一
人
は
多
分
妹
だ
と
思
う
が
あ
い
つ
の
事
を
好
き
な
女
は
そ
れ
以
外
に
も
星
の

ほ
ど
い
る

ら
し
い

え
え
え

そ
ん
な
に
も
て
る
人
な
ん
だ

お
兄
ち

ん
と
は
大
違
い
だ
ね

ぐ

言
う
よ
う
に
な

た
な
直
葉

ふ
ふ
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ま
あ
あ
い
つ
の
心
に
は
一
人
し
か

ん
で
な
い
ん
だ
け
ど
な

そ
し
て
俺
に
も

リ
ズ

 
そ
う

く
と
同
時
に

キ
リ
ト
の
表
情
が
突
然
変
わ

た

 
そ
の
表
情
は

し
さ
と

し
さ
と
強
い
決
意
が
同
居
し
た
よ
う
な
不
思
議
な
表
情
だ

た
お
兄
ち

ん
の
こ
ん
な
表
情

始
め
て
見
た

も
し
か
し
て
お
兄
ち

ん
に
は
も
う

 
直
葉
は

心

が
し
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な

た

お
兄
ち

ん

私
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
ね

ん

そ
う
か

さ
ん
と
⺟
さ
ん
に
宜
し
く
な

う
ん

 
そ
う
言

て
直
葉
は

逃
げ
出
す
よ
う
に
病
室
の
外
に
出
た

きあ

ご
め
ん
な
さ
い

び

く
り
し
た

あ
れ

来
て
た
ん
だ
ね
直
葉
ち

ん

あ

陽
乃
さ
ん

 
直
葉
は
陽
乃
と
面
識
が
あ

た

和
人
が
病
院
を
移
る
時
に
家
に
あ
い
さ
つ
に
来
た
か
ら
だ
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ど
う
し
た
の

何
か
あ

た

い
え

何
で
も
な
い
で
す

急
に
飛
び
出
し
て
ご
め
ん
な
さ
い

ど
う
か
し
た
の
か
ス
グ

て
陽
乃
さ
ん
か

大
丈
夫

何
で
も
な
い
わ

ね

直
葉
ち

ん

は
い
す
み
ま
せ
ん
陽
乃
さ
ん

ご
め
ん
ね
お
兄
ち

ん
ち

と
扉
の
開
け
方
が
乱
暴
す

ぎ
た気

を
付
け
ろ
よ

そ
う
だ

せ

か
く
だ
し
隣
に

で
も
す
る
か

え

あ

う
ん

そ
れ
じ

そ
う
し
よ
う
か
な

 
直
葉
は
帰
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て
し
ま

た
た
め

に
そ
う
返
事
を
し
た

そ
れ
じ

こ

ち
だ

う
ん

入
る
よ

 
キ
リ
ト
が
扉
を
ノ

ク
し
よ
う
と
す
る
前
に

陽
乃
は
い
き
な
り
扉
を
開
け
よ
う
と
し
た

陽
乃
さ
ん

ノ

ク
ノ

ク

え



 第二章 ＡＬＯ編

 
和
人
が
そ
う
言

た
時
に
は
も
う

扉
は
開
け
ら
れ
た
後
だ

た

 
三
人
が
部
屋
を

く
と
中
で
は
結
衣
が
八
幡
を
ベ

ド
に
押
し
倒
し
て
い
る
真

最
中
だ

た 
そ
れ
を
見
た
直
葉
は
顔
を

く
し

失

し
ま
し
た

と
言

て
そ
の
場
か
ら
走
り
去

た

 
和
人
は

ま
り

陽
乃
は

お
や

と
い
う
風
に
に
や
に
や
と
そ
の
光
景
を

め
て
い
た

 
す
ぐ
に
我
に
返

た
和
人
は

て
て
直
葉
を
追
お
う
と
し
た
が

 
直
葉
の

は
ど
こ
に
も
見
え
な
か

た

ど
う
や
ら
も
う
病
院
を
出
て
し
ま

た
ら
し
い

や
れ
や
れ

紹
介
は
今
度
で
い
い
か

 
そ
う

い
た
キ
リ
ト
は

め
て
八
幡
に
事
情
を

ね
る
事
に
し
た
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第
０
９
８
話
 
つ
ま
り
そ
う
い
う
事

 
ほ
と
ん
ど
最
後
の
日
常
パ

ト
な
の
で
こ
の
日
の
昼
の
話
は
少
し
話

が
か
か
る
予
定
で
す

 
キ
リ
ト
と
別
れ
た
後
部
屋
で

し
て
い
た
八
幡
は
突
然
意
識
が
覚

す
る
の
を
感
じ
た

 
八
幡
は

目
を
つ
ぶ

た
ま
ま

囲
の
気
配
を
探

た

 
ど
う
や
ら
誰
か
が
見
舞
い
に
来
て
い
る
よ
う
だ

そ
う
理
解
し
た
八
幡
は

 
特
に
危
険
な
気
配
は
感
じ
ら
れ
な
か

た
事
も
あ
り
と
り
あ
え
ず
そ
の
会
話
に

を

け
る

事
に
し
た

先
輩

て
ま
す
か
あ

お
兄
ち

ん
は
ど
う
や
ら
ぐ

す
り
お
昼

し
て
る
み
た
い
で
す
ね

こ
し
ま
す
か

実
は
も
う

き
て
る
ん
で
す
け
ど
ね

こ
す
事
は
す
ぐ
出
来
る
の
だ
し

て
い
る
間
に
何
か
出
来
な
い
か
考
え
る
と
い
う
の
は
ど
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う
か
し
ら

お
い
雪
乃

何
か

て
何
だ
何
か

て

お
か
し
な
方
向
に
話
を
誘

す
る
な

こ
う
い
う
時
の
定
番

て

足
に
は
め
た
ギ
プ
ス
に
落
書
き
す
る
と
か
だ
よ
ね

確
か
に
定
番
だ
が

足
に
直
接
マ
ジ

ク
で
書
く
と
か
は
や
め
て
ね
ゆ
い
ゆ
い

さ
す
が
に
今
の

態
だ
と
そ
れ
は
無
理
ね

こ
れ

て
し
ま
お
う
か
し
ら

ノ

ノ

何
て
恐
ろ
し
い
事
を
相
談
し
て
や
が
る
ん
だ
お
前
ら

 
八
幡
は
さ
す
が
に

過
出
来
ず

て
て
飛
び

き
た

あ
ら

や

ぱ
り

入
り
だ

た
の
ね

八
幡
君

ぐ

気
付
い
て
や
が

た
の
か

あ
れ
は
わ
ざ
と
か

当
た
り
前
じ

な
い

い
く
ら
私
で
も
ギ
プ
ス
に
落
書
き
を
す
る
た
め
だ
け
に
足
を

ろ
う

な
ん
て

 
確
か
に
そ
う
い
う
の
に
憧
れ
た
事
も
あ

た
け
ど

み
ん
な

や

ぱ
り

り
ま
し

う

お
い
馬

や
め
ろ

小
町

雪
乃
を

え
ろ

お
兄
ち

ん
小
町
は
ね
お
兄
ち

ん
の
事
が
大
好
き
だ
け
ど
雪
乃
さ
ん
の
事
も
大
好
き

な
の
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だ
か
ら
ど
ち
ら
か
の
味
方
を
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
よ

め
て

く

そ

ゆ
い
ゆ
い

お
前
は
俺
の
味
方
だ
よ
な

 
八
幡
の
そ
の
問
い
か
け
に
対
し

結
衣
は
目
を

ら
し
な
が
ら
答
え
た

え

と

私
も
ち

と
そ
う
い
う
の
に
憧
れ
て
た

て
い
う
か

一
色

生
徒
会
⻑
の

限
で
止
め
て
く
れ

い
つ
ま
で
も
私
の
事
を

で
し
か
呼
ば
な
い
先
輩
な
ん
か
知
り
ま
せ
ん

 
つ
い
で
に
私
は
も
う
生
徒
会
⻑
じ

あ
り
ま
せ
ん
よ

進
学
祝
い
だ

て
し
て
も
ら

て
ま

せ
ん

 
い
ろ
は
は

を

ら
ま
せ
て

い

と
顔
を
背
け
た

あ
 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

き

見
事
な
土
下
座
を
し
た

す
ま
ん
一
色

い
や

い
ろ
は

お
前
の
進
学
の
事
は
完
全
に
忘
れ
て
た

 
今
回
の
事
件
が
終
わ

た
ら

必
ず
俺
主

で
お
祝
い
を
す
る
か
ら
勘

し
て
く
れ

 
そ
の
八
幡
の
態
度
に

い
ろ
は
は
逆
に

て
て
し
ま

た

ち

先
輩

で
す
よ

今
が
大
変
な
時
な
の
は
分
か

て
ま
す
か
ら
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し
か
し
な

い
い
ん
で
す
先
輩

そ
の
気
持
ち
だ
け
で
嬉
し
い
で
す

 
お
祝
い
の
事
は
落
ち
着
い
た
ら
ま
た
考
え
て
く
れ
る

度
で
い
い
の
で
顔
を
上
げ
て
下
さ
い

任
せ
て
お
け

大
に
祝
う
か
ら
な

は
い

期
待
し
な
い
で
待

て
ま
す
ね

先
輩

 
八
幡
は
立
ち
上
が

て
ベ

ド
に
座
り
直
し

め
て
四
人
に
言

た

と
り
あ
え
ず
み
ん
な

見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
た
ん
だ
な

あ
り
が
と
な

 
そ
れ
に
し
て
も
四
人
で
見
舞
い
な
ん
て
久
々
じ

な
い
か

あ

う
ん

え

と

ん

何
か
特
別
な
用
事
で
も
あ

た
の
か

雪
乃
さ
ん

 
小
町
は
す
が
る
よ
う
に
雪
乃
に
呼
び
か
け
た

結
衣
と
い
ろ
は
も
同
様
だ

た

そ
う
ね
こ
こ
は
正
直
に
い
き
ま
し

う

八
幡
君
実
は
ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
の
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よ
お
う

何
だ

実
は

日

四
人
で
集
ま

た
時
に
出
た
話
で

り
上
が

て
し
ま

て

 
そ
れ
で
是
非
本
人
に
直
接

こ
う
と
い
う
事
に
な

た
の

お

お
う

そ
う
か

で
そ
の
話
の
内
容
と
い
う
の
が
八
幡
君
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
の
事
な
の
だ
け
れ

ど
俺
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
意
表
を
つ
か
れ
た

え
え

迷
惑
だ

た
ら
答
え
な
く
て
も
い
い
の
だ
け
れ
ど

差
し

え
な
け
れ
ば
教
え
て
も

ら

て
も

別
に

わ
な
い
ぞ

お
前
ら
が
興
味
を
引
か
れ
る
要
素
は
そ
ん
な
に
無
い
と
思
う
け
ど
な

た
だ
の
興
味
本

そ
う

興
味
本

な
の

興
味
本

な

ま
あ
い
い
や

で

俺
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
だ
が

 
そ
う
だ
な

分
か
り
や
す
く
言
う
と

基
本
パ
リ

し
た
後
無
防
備
な
敵
の
首
を

ね
る
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も
し
く
は
敵
の
攻
撃
が
出
る

間
を
見

め

そ
の
攻
撃
を
潰
し
て
即
首
を

ね
る

だ
な

と
り
あ
え
ず
首
は

ね
る
ん
だ
ね

パ
リ

は
と
も
か
く

攻
撃
が
出
る

間
う
ん
ぬ
ん

て
の
が
分
か
ら
な
い
わ

そ
れ
じ

し
に
や

て
み
る
か

そ
う
だ
な

 
ゆ
い
ゆ
い

ち

と
俺
に
攻
撃
し
て
き
て
く
れ
な
い
か

何
か
武
器
を
持

て
る
イ
メ

ジ
で
頼
む

私
で
い
い
の

あ
あ

気
に
な
る
事
は
あ
る
が

こ
れ
で
ま
あ
は

き
り
す
る
だ
ろ
う

う

ん

わ
か

た

や

て
み
る
ね

 
そ
う
言
う
と
結
衣
は

え
を
と

た

そ
の

え
は
か
な
り
様
に
な

て
い
た

よ
し

い
つ
で
も
い
い
ぞ

行
く
よ

あ

 
結
衣
は
攻
撃
し
よ
う
と

手
を

り
か
ぶ
ろ
う
と
し
た
が

 
そ
の

間
に
八
幡
に

を
止
め
ら
れ

少
し
後
ろ
に
よ
ろ
め
い
た
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そ
の

間
に
八
幡
の
手
刀
が

結
衣
の
首
に

え
ら
れ
た

や

ぱ
り
ゲ

ム
の
中
み
た
い
に
速
く
は
動
け
な
い
な

今
は
こ
れ
が
精
一

だ

先
輩

何
で
す
か
今
の
は

ち

と
に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
わ
ね

ま
る
で
姉
さ
ん
を
見
て
い
る
よ
う
だ

た
わ

お
い

陽
乃
さ
ん
は
ど
ん
だ
け
強
い
ん
だ
よ

言
わ
な
か

た
か
し
ら

姉
さ
ん
は
合
気
道
の
免
許
皆
伝
よ

ま
じ
か

む

ん

何
か
悔
し
い

え
い

ち

ゆ
い
ゆ
い
や
め

お
わ

き
 
結
衣
は
悔
し
か

た
の
か

い
き
な
り
八
幡
に
攻
撃
を
し
よ
う
と
し
た

 
八
幡
は

う
じ
て
そ
の
攻
撃
を
受
け
止
め
た
が
勢
い
あ
ま

て
背
中
か
ら
ベ

ド
に
倒
れ
こ

ん
だ

 
結
衣
は
八
幡
を
押
し
倒
す
格
好
と
な
り

そ
の
時
病
室
の
扉
が
ガ
ラ

と
開
い
た
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陽
乃
さ
ん

ノ

ク
ノ

ク

えあ
 
入
り
口
を
見
る
と

そ
こ
に
は
陽
乃
と
キ
リ
ト
と
見
知
ら
ぬ
少
女
が
立

て
い
た

 
そ
の
見
知
ら
ぬ
少
女
は

顔
を
真

に
し
て
こ
う
言

た

失

し
ま
し
た

 
そ
し
て
少
女
は
走
り
去

た

陽
乃
は
に
や
に
や
こ
ち
ら
を
見
て
い
た

 
キ
リ
ト
は

ま

て
い
た
が

我
に
返

た
か
と
思
う
と
す
ぐ
さ
ま
外
へ
飛
び
出
し
た

 
キ
リ
ト
は
し
ば
ら
く
外
で
き

ろ
き

ろ
し
て
い
た
が

や
が
て

め
た
の
か
病
室
に

り

こ
う

い
た

や
れ
や
れ

紹
介
は
今
度
で
い
い
か

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は

今
度
は
顔
を

く
し
な
が
ら
八
幡
の
方
を
向
き

八
幡
に

ね
た

で

こ
れ
は
ど
う
な

て
る
ん
だ

そ
の
前
に
ゆ
い
ゆ
い

色
々
と
ま
ず
い
ん
で
と
り
あ
え
ず
俺
の
上
か
ら
ど
い
て
く
れ

あ

ご
め
ん
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結
衣
は
顔
を

く
し
な
が
ら

て
て
八
幡
か
ら
離
れ
た

ふ
う

危
な
か

た

さ
す
が
に
破
壊
力
は
抜

だ

 
八
幡
は

結
衣
の
あ
る
特
定
の
部

に
一

だ
け

線
を
走
ら
せ
る
と

 
陽
乃
と
キ
リ
ト
の
方
を
向
き

事
情
を
話
し
始
め
た

と

い
う

で
す
ね

な
る
ほ
ど
ね

と
こ
ろ
で
さ

き
の
女
の
子
は

あ

あ
れ
は
俺
の
妹
の
直
葉
だ
よ

八
幡
に
紹
介
し
よ
う
と
し
て
た
ん
だ

そ
う
い
え
ば
前
に
言

て
た
か

話
し
た
事
は
あ

た
よ
な

あ
れ
が
ス
グ

直
葉
だ
よ

頼
む

誤
解
は
解
い
て
お
い
て
く
れ

あ
あ

わ
か

た

 
キ
リ
ト
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
答
え
た

八
幡
は
そ
れ
を

い
て
安
心
し
た
よ
う
だ

ね
え
雪
乃
ち

ん
事
情
も
変
わ

た
事
だ
し
も
う
話
し
ち

た
方
が
い
い
と
思
う
ん
だ
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け
ど

 
突
然
陽
乃
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

そ
う
ね

そ
の
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ

 
雪
乃
も
そ
れ
に
同
意
し
た

何
の
事
だ

 
キ
リ
ト
が
不
思
議
そ
う
に

ね
た

そ
の
問
い
に
答
え
た
の
は

何
と
八
幡
だ

た

雪
乃
達
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
て
俺
達
と
明
日
合
流
す
る

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
だ
ろ

えヒ

キ

知

て
た
の

い
や

ま
あ

し
た
だ
け
だ
が

い
つ
気
付
い
た
の
か
し
ら

つ
い
さ

き
の
雪
乃
と
の
遣
り
取
り
だ
な

そ
う

私

何
か

な
事
を
言

た
か
し
ら

そ
う
だ
な

か
な
り

だ

た
と
思
う
ぞ

説
明
し
て
く
れ
る
か
し
ら



 第０９８話 つまりそういう事

 
雪
乃
は
自
覚
が
無
か

た
の
だ
ろ
う

少
し
悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
陽
乃
と
キ
リ
ト
は
さ

き
の
遣
り
取
り
を

い
て
い
な
か

た
た
め
興
味
深
そ
う
に

を

け
て
い
た

の
雪
乃
だ

た
ら
こ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
か

た
と
思
う
け
ど
な

 
な
あ
お
前

実
は
か
な
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や
り
こ
ん
で
る
だ
ろ

そ
も
そ
も
戦
闘
に
色
々
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
な
ん
て
ゲ

ム
を
や

て
る
人
間
に
し
か
わ
か

ら
な
い

そ
れ
は

パ
リ

と
言

た
だ
け
で
意
味
が
理
解
出
来
る

て
の
も
そ
う
だ
な

 
ま
あ
こ
れ
は
他
の
三
人
の
誰
か
ら
も
質
問
さ
れ
な
か

た
ん
だ
け
ど
な

 
結
衣

小
町

い
ろ
は
の
三
人
は

し
ま

た
と
い
う
顔
を
し
た

や
る
な

お
兄
ち

ん

先
輩
が
何
か
す
ご
い

最
後
に

ゆ
い
ゆ
い
の

え
は
素
人
の

え
じ

な
か

た
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こ
の
四
人
の
中
じ

お
前
が
一
番
戦
い
と
か
に
無
縁
な
イ
メ

ジ
が
あ

た
か
ら
な

 
そ
の
お
前
が
実
に

々
と
し
た

え
を
と

た

そ
れ
で
ま
あ
決
ま
り
だ
な

て
確
信
し
た

な
そ

か

だ
か
ら
私
を
選
ん
だ
ん
だ
ね

あ
あ

更
に
お
前

盾
ま
で
イ
メ

ジ
し
て
た
だ
ろ

素
人
の
は
ず
が
な
い

う

い
つ
も
の

で

あ
は
は
は
は

こ
れ
は
み
ん
な
一
本
取
ら
れ
た
ね

そ
う
ね

さ
す
が
は
銀
え

陽
乃
さ
ん

妹
さ
ん
に
は
絶
対
内

で

て
お
願
い
し
た
じ

な
い
で
す
か

ん

ご
め
ん
な
さ

い

記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ

ん

ぐ

と
ぼ
け
や
が

て

 
雪
乃
は
そ
の
遣
り
取
り
を

き

少
し
は

飲
を
下
げ
た
ら
し
い

ふ
ふ

一
本
取
り
返
せ
た
か
し
ら
ね

あ
あ

降
参
だ

 
八
幡
は
両
手
を
上
げ
降
参
の
ポ

ズ
を
と
り

場
は
笑
い
に
包
ま
れ
た
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ひ
と
し
き
り
笑

て
落
ち
着
い
た
後

再
び
陽
乃
が
音

を
と

た

そ
う
い
う
わ
け
で

今
後
の
話
を
し
ま
し

う
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第
０
９
９
話
 
ス
ト

プ
雪
乃
ち

ん

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
の
突
入
は

第
１
０
０
話
の
最
後
に
な
り
ま
す

そ
こ
か
ら
が
本
番
で
す
ね

 
あ
と
第
０
９
５
話
で
ユ
イ
が
目
覚
め
た
後
ア
ス
ナ
に
つ
い
て
言

す
る
シ

ン
を

行
追

加
し
ま
し
た

し
か
し
み
ん
な
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
た
な
ん
て

想
像
も
し
な
か

た
よ

 
キ
リ
ト
が
そ
ん
な
事
を
言

た
が

八
幡
は
そ
れ
を
バ

サ
リ
と
切
り

て
た

多
分
キ
リ
ト
も
こ
の
場
に
い
た
ら
す
ぐ
に
気
付
い
た
と
思
う
ぞ

 
そ
の

度
に
は
ま
あ

わ
か
り
易
か

た

 
そ
れ
を

い
た
四
人
は

ぐ
ぬ
ぬ
と
い
う
感
じ
で
悔
し
そ
う
に
し
て
い
た
が

 
ま
ず
雪
乃
が
立
ち
直
り

い
を
し
た

こ
ほ
ん

そ
れ
で
は
情
報
交
換
と
い
き
ま
し

う
か

ま
ず
は
私
達
か
ら
自

紹
介
す
る
わ
ね

 
私
は
ユ
キ
ノ

主
に
ヒ

ラ

を
や

て
い
る
わ

種
族
は
ウ
ン
デ

ネ
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ユ
イ
ユ
イ

重
戦
士

種
族
は
シ
ル
フ

コ
マ
チ
で
す

種
族
は
ケ

ト
シ

で

主
に

候
を
し
て
い
ま
す

イ
ロ
ハ
で
す

ケ

ト
シ

で

基
本
攻
撃
魔
法
担
当
で
す

先
輩

 
四
人
は
ゲ

ム
内
の
名
を
名
乗

た
の
だ
が
ど
う
や
ら
八
幡
は
そ
う
は
思
わ
な
か

た
よ
う

だ
お
う

で

ゲ

ム
内
の
名
前
は

えい
や

そ
の

 
八
幡
の
そ
の
セ
リ
フ
の
せ
い
で

場
を
気
ま
ず
い

が

配
し
た

え

と

お
い
八
幡

も
し
か
し
て
今
の

て

お
兄
ち

ん

空
気

ん
で

あ

あ

そ
う
か

そ
う
い
う
事
か

要
す
る
に
お
前
と
同
じ

て
事
だ
よ

 
キ
リ
ト
が
面
白
そ
う
に
そ
う
言
い

八
幡
は

を
か
い
た



 第二章 ＡＬＯ編

す
ま
ん

ま
さ
か
全
員
そ
の
ま
ん
ま
の
名
前
だ
と
は
思

て
な
か

た

 
実

俺
も
人
の
事
は
言
え
な
い
か
ら
な

そ
の

す
ま
な
か

た

あ
な
た
が
謝
る
事
で
は
な
い
わ

実

私
達
も
ゲ

ム
を
始
め
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

 
そ
の
事
に
思
い
当
た

て
し
ま

た
と
思

た
も
の

ま
あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
キ

ラ
の
顔
が
ア
バ
タ

だ
か
ら
ま
だ
い
い
だ
ろ

 
俺
の
場
合
は
な

外
で
名
乗

て
そ
れ
が
元
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

だ

た
ら

 
一
発
で
バ
レ
ち
ま
う
レ
ベ
ル
だ
か
ら
な

ま
あ

攻
略
組
以
外
に
は
そ
ん
な
に
俺
達
の
顔
は
知
ら
れ
て
な
い
は
ず
だ
し

大
丈
夫
だ
ろ

ま
あ
そ
う
だ
な

す
ま
ん

話
を
続
け
て
く
れ

そ
う
ね

そ
れ
じ

話
を
続
け
る
わ

 
も

と
も
伝
え
る
べ
き
情
報
が
そ
ん
な
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
も

雪
乃
ち

ん

ス
ト

プ

 
そ
の
雪
乃
の
言
葉
に

陽
乃
が
突
然
ス
ト

プ
を
か
け
た

何
か
し
ら

姉
さ
ん

 
陽
乃
は
八
幡
を
指
差
し
て
こ
う
言

た
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銀
影

ぐ
 
次
に
陽
乃
は

キ
リ
ト
を
指
差
し
て
言

た

黒
の
剣
士

英
雄

真
顔
で
そ
う
言
わ
れ
る
と
ち

と
恥
ず
か
し
い
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て

を
か
い
た

 
更
に
陽
乃
は

て
あ
る
写
真
の
ア
ス
ナ
を
指
差
し
て
言

た

閃
光

 
最
後
に
陽
乃
は
と
て
も
い
い
笑
顔
で
雪
乃
を
指
差
し

そ
の
ま
ま
の

で
静
止
し
た

何
の
つ
も
り
か
し
ら

雪
乃
ち

ん

分
か

て
る
く
せ
に

 
場
は
静

に
包
ま
れ
て
い
た
が

八
幡
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
雪
乃
に

ね
た

も
し
か
し
て

雪
乃
に
も
何
か
二
つ
名
が
あ
る
の
か

 
そ
の
問
い
に
対
し

雪
乃
は

口
で
こ
う
ま
く
し
た
て
た
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何
を
言

て
い
る
の
か
し
ら
比
企
谷
君

 
少
し
は
人
の
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
に
な

た
と
思

て
い
た
け
ど

 
そ
れ
は
私
の
勘
違
い
だ

た
み
た
い
ね
比
企
谷

 
何
故
私
に
そ
の
よ
う
な
名
前
が
つ
い
て
い
る
と
考
え
た
の
か
し
ら

 
や
は
り
あ
な
た
は
い
つ
に
な

て
も
お
か
し
な
考
え
方
を
す
る
の
が
直
ら
な
い
み
た
い
ね

 
謝
罪
と

償
を
要
求
し
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど

こ
の
よ
う
な
場
で
も
あ
る
事
だ
し

 
そ
れ
は
後
日
の
課
題
に
す
る
と
言
う
事
で
こ
の
場
は
納
め
ま
し

う

こ
れ
で
こ
の
話
も
終
わ

り
よ

 
少
し
格
好
よ
く
な

た
か
ら
と
い

て
い
い
え
と
て
も
格
好
よ
く
な

た
か
ら
と
い

て

 
調
子
に
乗
る
の
は
や
め
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら

い
え

た
ま
に
な
ら
良
い
の
だ
け
れ
ど

 

回
と
い
う
の
は
私
と
し
て
も
恥
ず
か
し
い
と
い
う
か

と
に
か
く
色
々
と
察
し
な
さ
い

お
い
雪
乃

呼
び
方
が
比
企
谷
君
に

て
る
ぞ

 
あ
と
後
半
は
意
味
が
わ
か
ら
ん

と
に
か
く
落
ち
着
け

何
か
し
ら
も
う
こ
の
件
に
つ
い
て
話
す
事
は
何
も
無
い
は
ず
よ

さ
あ
話
を
続
け
ま
し

う
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や
れ
や
れ

 
八
幡
は

を

め

い
き
な
り
雪
乃
の

を
な
で
た

何
の
つ
も
り
か
し
ら

大
丈
夫

恥
ず
か
し
い
事
な
ん
か
何
も
無
い
か
ら
な

む
し
ろ
す
ご
い
じ

な
い
か

 
雪
乃
が
そ
れ
だ
け
活
躍
し
て
る

て
事
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
す
ご
い
プ
レ
イ
ヤ

に
助
け
て
も
ら
え
る
な
ん
て

す
げ

心
強
い
ぞ

あ
り
が
と

な

雪
乃

な

八
幡
君

ず
る
い
わ

 
雪
乃
は
嬉
し
さ
と
恥
ず
か
し
さ
の
間
で

し
て
い
る
よ
う
だ

た
が
や
が
て

つ
り
と

い
た

度

ん
 
八
幡
は
難

系
主
人
公
で
は
な
い
た
め

本
当
に

こ
え
な
か

た
よ
う
だ

 
雪
乃
は

る

る
と

え
て
い
た
が

や
が
て
意
を
決
し
た
よ
う
に
ハ

キ
リ
と
言

た

絶
対

度

そ
れ
が
私
の
二
つ
名
よ
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そ
う
か

の
魔
法
が
得
意
と
か
な
の
か

お
い

八
幡

あ雪
乃
さ
ん
は
さ

き
ヒ

ラ

だ

て

あ
 
八
幡
は

て
て
雪
乃
の
顔
を
見
た

先
ほ
ど
ま
で
は
恥
じ
ら
い
で

く
な

て
い
た
雪
乃
の
顔

は 
今
は

り
で

く
な

て
い
る
よ
う
だ

そ
の
事
に
気
付
い
た
八
幡
は

自
分
の

さ
を

た
あ

違
う
ん
だ
雪
乃
ほ
ら
ア
レ
だ
ア
レ
が
ア
レ
し
て
ち

と
勘
違
い
し
た
だ
け
な
ん

だ
よ

 
つ
ま
り
ア
レ
だ

俺
は
悪
く
な
い

お
兄
ち

ん

そ
の
言
い

は
小
町
的
に
ど
う
か
と
思
う
な

先
輩

男
な
ら
い
さ
ぎ
よ
く
制

を
受
け
た
方
が
い
い
で
す
よ

う
ん

今
の
は
ヒ

キ

が
悪
い
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八
幡
君
は
や

ぱ
り
ま
だ
ま
だ

行
が
足
り
な
い
み
た
い
だ
ね

陽
乃
さ
ん

妹
さ
ん
を
何
と
か
な
だ
め
て
下
さ
い

ん

ご
め
ん

無
理

そ
ん
な

 
そ
の
時
キ
リ
ト
が
八
幡
の

を

ん

ん
と
叩
い
た

八
幡
は
す
が
る
よ
う
な
目
で
キ
リ
ト
を

見
た
が

 
キ
リ
ト
は
と
て
も
い
い
笑
顔
で
こ
う
言

た

八
幡

⻭
を
く
い
し
ば

と
い
た
ほ
う
が
い
い
ぞ

く
そ

何
だ
そ
の
い
い
笑
顔
は

 
そ
の

間
に
雪
乃
が
手
を

り
か
ぶ

た

八
幡
は

に
目
を
つ
ぶ
り
⻭
を
く
い
し
ば

た 
だ
が
い
つ
ま
で
待

て
も
衝
撃
は
来
な
か

た

 
そ
の
か
わ
り
に
八
幡
は

に
柔
ら
か
い
物
が
触
れ
る
の
を
感
じ
た

 

て
て
目
を
開
け
た
八
幡
は

顔
の
す
ぐ
横
に
雪
乃
の
顔
が
あ
る
の
を
見
つ
け
て

事
情
を

悟

た
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雪
乃
は
八
幡
か
ら
離
れ

し
て
や

た
り
と
い
う
風
に
言

た

ガ

ド
が

い
わ
ね

だ
ら
け
よ

ぐ

ま
た
油
断
し
た

ひ

小
町
お
兄
ち

ん
の
キ
ス
シ

ン
を
見
る
の
は
さ
す
が
に
恥
ず
か
し
い
な

あ
ら
あ
ら

雪
乃
ち

ん
や
る

ゆ
き
の
ん
が

士
だ

雪
乃
先
輩
や
り
ま
す
ね

 
ハ

さ

き
結
衣
先
輩
も
先
輩
を
押
し
倒
し
た
し

私
だ
け
出

れ
て
る

 
そ
う
言

て
い
ろ
は
は

て
て
八
幡
の
反
対
の

に
キ
ス
を
し
よ
う
と
し
た
が

 
そ
れ
は
八
幡
に

を
掴
ま
れ

止
さ
れ
た

さ
せ
る
か

う

ひ
ど
い
で
す
先
輩

い
ろ
は
さ
ん
も
ま
だ
ま
だ
ね

こ
の
男
の
ガ

ド
は
そ
れ
く
ら
い
じ

崩
れ
な
い
の
よ

 
私
み
た
い
に
完
全
に
不
意
打
ち
し
な
い
と
ね

く

そ

お
前

て
た
ん
じ

な
い
の
か
よ
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八
幡
は
雪
乃
に
激
し
く
抗
議
し
た

何
を
言

て
い
る
の
か
し
ら

あ
な
た
の
失
言
な
ん
か

り
込
み
済
み
に
決
ま

て
い
る
じ

な
い

 
そ
の
上
で

を
立
て
る
事
な
ん
か
簡

な
事
で
は
な
い
か
し
ら

八
幡
が
よ
く
や

て
る
事
だ
よ
な

そ
れ
は
そ
う
だ
が

は

参

た

降
参
だ

あ
な
た
は
常
に
狙
わ
れ
る
立
場
に
あ
る
と
い
う
事
を

も

と
自
覚
す
る
べ
き
ね

俺
の

壁
の
ガ

ド
は
そ
う
簡

に
抜
け
ら
れ
な
い
は
ず
な
ん
だ
が
ど
う
も
調
子
が
狂
う
な

ま
あ
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

そ
れ
だ
け
あ
な
た
が
私
達
に
心
を
許
し
て
い
る
と
い
う
事
な

の
だ
か
ら

そ
う
か

そ
う
だ
な

よ
し

そ
れ
じ

あ

め
て
話
し
合
い
を
す
る
か

 
八
幡
が
そ
う
言
い
話
は
今
後
の
事
へ
と
移

た

ま
ず
話
を
切
り
出
し
た
の
は
キ
リ
ト
だ

た
そ
れ
で
結
局

合
流
は
い
つ
に
な
る
ん
だ

明
後
日
ね

私
達
の
現
在

置
は

ス
プ
リ
ガ
ン
領
の
中
立
都
市
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そ
こ
か
ら
央
都
ア
ル
ン
に

る
ま
で

ど
ん
な
に
頑
張

て
も
今
夜
い

ぱ
い
か
か
る
わ

 
今
夜
は
そ
こ
ま
で
で

明
後
日
に
あ
な
た
達
の
い
る
方

へ
と
飛
ぶ
事
に
な
る
わ
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
移
動

て
不

な
ん
だ
な

リ
ア
ル
さ
を
追
求
し
た
結
果
だ
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

ま
あ
不

な
の
は
確
か
ね

俺
達
も
今
夜
ア
ル
ン

て
と
こ
に
向
か
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
の
か

 
八
幡
は
そ
う

ね
た
が

雪
乃
は
そ
れ
を
否
定
し
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

プ
レ
イ
ヤ

は
一
定
以
上
の
高
度
に
は
飛
べ
な
い
の
よ

 
そ
し
て
あ
な
た
達
が
ア
ル
ン
に
向
か
う

中
に
は

越
え
ら
れ
な
い
高
い
山
脈
が
あ
る
の

 
だ
か
ら
ど
う
し
て
も
ル
グ
ル

回
廊

て
い
う

を
突
破
す
る
必
要
が
あ
る
わ

 
あ
な
た
達
は
最
初
か
ら
相
当
強
い

態
で
ス
タ

ト
す
る
事
に
な

た
と

い
て
い
る
け
ど

 
地
理
に
不
案
内
な
の
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
し

う

確
か
に
な

だ
か
ら
知
り
合
い
に
案
内
を
お
願
い
す
る
事
に
し
た
わ

 
そ
し
て
ま
ず
は
シ
ル
フ
の
領
都
ス
イ
ル
ベ

ン
で
装
備
を
揃
え
て
欲
し
い
の

 
さ
す
が
に
初
期
装
備
の
ま
ま
と
い
う
の
は
危
険
だ
わ
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後
は
自
由
自
在
に
飛
べ
る
よ
う
に
な
れ
ば
ほ
ぼ
⻑

離
移
動
に
必
要
な

件
は
満
た
さ
れ
る

 
も
し
サ
ラ
マ
ン
ダ

あ
た
り
と
戦
闘
に
な
る
事
に
な

て
も

 
よ
ほ
ど
の
大
人

が
相
手
で
も
な
い
限
り
問
題
な
い
で
し

う

わ
か

た

そ
れ
を
今
夜
一
日
で
達
成
す
れ
ば
い
い
ん
だ
な

そ
う
ね

そ
う
す
れ
ば
明
後
日
そ
の
人
の
案
内
で
ル
グ
ル

回
廊
を
突
破
す
る
事
に
な
る
の

だ
け
れ
ど

 
そ
の

に
は
私
達
も

離
的
に
丁
度
ル
グ
ル

回
廊
の
出
口
に
到
達
出
来
る
と
思
う
わ

 
な
の
で
そ
こ
で
合
流
す
る
事
に
な
る
の
だ
け
れ
ど

何
か
気
に
な
る
事
で
も
あ
る
の
か

そ
う
ね

あ
な
た
達
は
お
そ
ら
く
世
界
樹
の
上
に
行
く
た
め
に

 
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に
挑
む
つ
も
り
な
の
よ
ね

で
も
合
流
し
て
ア
ル
ン
に
向
か
い

 
今
い
る
メ
ン
バ

で
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に
挑
ん
だ
と
し
て
も
た
だ
無

死
に
す
る
だ
け
よ

 
雪
乃
は
八
幡
と
キ
リ
ト
に

そ
う
言
い
放

た
の
だ

た
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第
１
０
０
話
 
そ
し
て
準
備
は
整

た

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

な
ん
と
か
区
切
り
の

話
ま
で
来
る
事
が
出
来
ま
し
た

 

ん
で
下
さ

て
い
る
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
今
後
と
も
し

か
り
と
書
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す

ま
あ

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
な

え
え

私
達
も
一
度
だ
け
あ
の
戦
闘
に
参
加
し
た
事
が
あ
る
わ

あ
れ
は

常
よ

 
ま
る
で
無
限
に

く
敵
を
相
手
に
し
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
感
じ
だ

た
わ

そ
こ
ま
で
か

え
え

そ
こ
ま
で
の
敵
よ

と
に
か
く

が
多
い
の
よ

な
る
ほ
ど
な

だ
が
引
く
わ
け
に
は
い
か
な
い

そ
う
だ
よ
な

キ
リ
ト

あ
あ

俺
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
も

ア
ス
ナ
は
必
ず
救
い
出
す
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二
人
の
決
意
は

い
の
ね

あ
あ

無

だ
と
わ
か

て
い
て
も

件
が
整
え
ば
可
能
性
は
ゼ
ロ
じ

な
い

俺
は
そ
う
思

て
る

 
雪
乃
は
そ
の
言
葉
に

ど
う
や
ら
意
表
を
つ
か
れ
た
よ
う
だ

何
か
作
戦
が
あ
る
の

そ
の
前
に
な

お
そ
ら
く
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
は
未
実
装
だ
と
思
う
ぞ

何
で
す

て

ヒ

キ

そ
れ

て
ど
う
い
う
事

そ
う
で
す
よ
先
輩

さ
す
が
に
そ
ん
な
事
あ
る
わ
け
が

何
か

は
あ
る
の
か

八
幡

よ
く
考
え
て
も
み
ろ
よ

今
の
ア
ス
ナ
は
テ

タ

ニ
ア
な
ん
だ

 
も
し
万
が
一
に
で
も
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
さ
れ
ち
ま

た
ら

 
プ
レ
イ
ヤ

の
前
に
ア
ス
ナ
が

を
現
す
事
に
な
る
ん
だ

 
あ
の
須

が
そ
の
リ
ス
ク
を
考
え
な
い
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う
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で
も

そ
ん
な

も
し
ク
リ
ア
可
能
な
仕
様
に
な

て
い
る
と
し
た
ら
ア
ス
ナ
を
テ

タ

ニ
ア
に
す
る
意
味

は
無
い

 
そ
ん
な
の
自
分
の
身
を
危
な
く
す
る
だ
け
だ

も
し
俺
が
須

だ

た
ら
心
配
で
夜
も
眠
れ

な
い
だ
ろ
う

 
だ
が
あ
い
つ
は
そ
ん
な
心
配
を
し
て
い
る
よ
う
に
は
ま

た
く
見
え
な
か

た

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か
絶
対
の
自
信
が
あ
る
よ
う
な
態
度
を
と

て
い
た
か
ら
な

 
他
の
者
は

そ
れ
ぞ
れ
今
の
八
幡
の
言
葉
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
よ
う
だ

た
が

 
誰
も
そ
の
考
え
を
否
定
す
る
事
は
出
来
な
か

た

確
か
に
そ
の

は
あ
り
う
る
わ
ね

そ
れ
に
前

岡
さ
ん
に
も
言

た
け
ど
な

ク
リ
ア
報

の
設
定
が
お
か
し
い

 
最
初
に
到
達
し
た
種
族
だ
け
が
無
限
に
空
を
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
な
ん
て
ク
ソ
仕
様

 
商
業
的
に
は
絶
対
に
成
り
立
た
な
い

何
故
な
ら
一
度
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
が
ク
リ
ア
さ
れ
て

し
ま

た
ら

 
そ
の
後
ほ
ぼ
全
て
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
の
ア
ル
フ
と
や
ら
で
プ
レ
イ
を
開
始
す
る
事
に
な
る



 第１００話 そして準備は整った

か
ら
だ

 
他
の
種
族
で
プ
レ
イ
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

も

ほ
と
ん
ど
が
種
族
を
変
更
す
る
だ
ろ
う
な

 
そ
う
な

た
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
存
在
価

は

空
を
飛
べ
る
事
だ
け
だ

そ
れ
に
つ
い
て
は
疑
問
を
持
つ
事
す
ら
無
か

た
け
ど
言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
ね

 
で
も
そ
れ
だ
と
ア
ス
ナ
さ
ん
を
助
け
る
手

は
存
在
し
な
い
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
一
同
は
そ
の
雪
乃
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

い
た

そ
う
だ
な
基
本
的
に
は
ゲ

ム
の
中
か
ら
ア
ス
ナ
を
解
放
す
る
の
は
不
可
能
に
近
い
と
思
う

 
だ
が

材
木
座
が
上
手
く
や

て
く
れ
れ
ば
多
少
は
勝
算
が
出
て
く
る

材
木
座
君

彼
が
ど
う
し
た
の

今
あ
い
つ
は

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
ん
だ

え

あ
の
材
木
座
君
が

よ
く
面
接
に
受
か

た
わ
ね

陽
乃
さ
ん
に
裏
か
ら
手
を
ま
わ
し
て
も
ら

た

あ
 
キ
リ
ト
以
外
の
者
は

そ
の
言
葉
を

い
て
納
得
し
た
よ
う
だ
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キ
リ
ト
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で

て
い
た

材
木
座
に
は
少
し
で
も
高

の

を
探
り
出
し
て
も
ら
う

そ
し
て
次
は
ユ
イ
の
出
番
だ

私
 
結
衣
は
急
に
自
分
の
名
前
が
出
た
の
で
驚
い
た
よ
う
だ

す
ま
ん

ユ
イ

て
の
は
俺
達
の
切
り

だ

 
今
は
ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

と
し
て
俺
達
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
ん
だ
が

 

体
的
に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り

俺
と
ア
ス
ナ
の
娘
で
も
あ
る

え娘

小
町
も
う
お
ば
さ
ん
な
の

先
輩

ど
う
い
う
事
で
す
か

そ
う
だ
な

ち

と
⻑
く
な
る
が

と
り
あ
え
ず
説
明
す
る

 
そ
う
言

て
八
幡
は
ユ
イ
と
の
出
会
い
か
ら
別
れ
を

て
再
び
出
会
う
ま
で
の
説
明
を
し

た
結
婚
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
娘
も
い
た
ん
だ

ま
す
ま
す
勝
ち
目
が
無
い
で
す
よ



 第１００話 そして準備は整った

ま
あ
娘
う
ん
ぬ
ん
は
と
も
か
く

い
ま
い
ち
ピ
ン
と
こ
な
い
説
明
ね

ま
あ
わ
か
ら
な
く
て
も
仕
方
が
な
い
よ
な

あ
れ
は
一
種
の
奇
跡
み
た
い
な
も
ん
だ

管
理
者

さ
え
あ
れ
ば

限
を
行
使
で
き
る
仲
間
が
い
る

て
言
え
ば
分
か
る
か

そ
れ
な
ら
な
ん
と
な
く
分
か
る
か
も

そ
う
ね

そ
れ
な
ら
な
ん
と
な
く
だ
け
ど
理
解
出
来
る
わ

あ
と
も
う
一
つ
確
認
し
て
お
き
た
い
ん
だ
が

空
高
く
飛
ん
だ
ら
ア
ス
ナ
が
見
え
た

 

て
事
で
間
違
い
な
い
ん
だ
よ
な

そ
う
だ
よ
お
兄
ち

ん

て
事
は
エ
リ
ア
的
に
は
ア
ス
ナ
の
い
る
場
所
と
通
常
フ

ル
ド
は
恐
ら
く
地
続
き
だ
よ

な 
雪
乃
は
少
し
考
え
て
い
た
が

そ
れ
を

定
し
た

そ
う
ね
飛
ん
で
る
最
中
に
エ
リ
ア
チ

ン
ジ
し
た
と
い
う
事
も
無
か

た
し
そ
の
通
り
ね

て
事
は
ア
ス
ナ
の
い
る
エ
リ
ア
と
通
常
エ
リ
ア
は

純
に
世
界
樹
の
内
部
に
壁
が
あ

て 
そ
こ
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
だ
け
な
ん
じ

な
い
か



 第二章 ＡＬＯ編

そ
の
可
能
性
は
高
い
と
思
う
わ

そ
れ
な
ら

そ
の
壁
に
近
付
く
事
が
出
来
れ
ば
今
の
ユ
イ
の
力
で
も

さ
え
手
に
入
れ
ら
れ

れ
ば

 
お
そ
ら
く
そ
の
壁
を
抜
け
る
事
は
可
能
だ

近
付
け
れ
ば
だ
が

そ
こ
で
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に

る
わ
け
ね

こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ

で
そ
の
戦
闘
フ

ル
ド
の
天

に
行
く
だ
け
な
ら
可
能
か

 
雪
乃
は
ま
た
考
え
込
ん
だ
が

今
度
は
そ
れ
を
否
定
し
た

無
理
ね

お
そ
ら
く

中
で
力
尽
き
る
事
に
な
る
わ

そ
う
か

 
八
幡
は
落

し
た
が

雪
乃
の
言
葉
は
そ
こ
で
終
わ
り
で
は
無
か

た

で
も

可
能
性
が
無
い
わ
け
じ

な
い
わ

ま
じ
か

何
か
手
が
あ
る
の
か

サ
ラ
マ
ン
ダ

に

す
る
か

シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

に

す
る
か

二
つ
に
一
つ
ね

ど
ち
ら
か
の
種
族
の
力
を

り
る

て
事
か

実
は
私
達
は
今
度
開
か
れ
る
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
同
盟
の
護
衛
依
頼
を
受
け
て
い
る
の
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よ 
も
し
あ
な
た
達
が
そ
の
同
盟
の
力
を

り
る
事
が
出
来
た
ら
可
能
性
は
格

に
上
が
る
と
思

う
な
る
ほ
ど

顔
繋
ぎ
だ
け
は
出
来
る
の
だ
け
れ
ど
も
そ
こ
か
ら
は
あ
な
た
達
次
第
と
い
う
事
に
な
る
わ
ね

サ
ラ
マ
ン
ダ

の
方
は
ど
う
な
ん
だ

そ
ち
ら
に
は
伝
手
が
無
い
わ

だ
か
ら
実
現
性
の
高
い
の
は

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
同
盟
の
方
ね

 
八
幡
は

考
え
る
ま
で
も
な
い
と
い
う
風
に
即
答
し
た

そ
れ
じ

そ
れ
で
い
こ
う

キ
リ
ト
も
そ
れ
で
い
い
よ
な

あ
あ

と
い
う
か
そ
れ
し
か
選
択
肢
は
無
さ
そ
う
だ

味
方
に
つ
け
ら
れ
る
勝
算
は
あ
る
の

わ
か
ら
ん

が

俺
も
キ
リ
ト
も
金
な
ら
あ
る
ぞ

え実
は
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
イ
テ
ム
で

唯
一
所
持
金
だ
け
は
持
ち
越
さ
れ
て
た
ん
だ
よ
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Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
ユ
ル
ド

て
言
う
ん
だ

た
か

そ
れ
が
か
な
り
あ
る

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
し
ら

ん
ん

足
す
と

ユ
ル
ド

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

成
金
お
兄
ち

ん

先
輩
す
ご
い
で
す

そ
れ
な
ら
い
け
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

そ
う
ね
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
確
実
に
交

材
料
に
な
る
わ

ど
う
や
ら
可
能
性
が
見
え
て
き
た

わ
ね材

木
座
待
ち
に
な
る
ん
だ
け
ど
な

正
直
そ
こ
が
一
番
の
ネ

ク
だ

そ
れ
な
ら
こ

ち
に
も
手
が
無
い
わ
け
じ

な
い
わ
ね

 
そ
れ
ま
で
静
観
し
て
い
た
陽
乃
が

こ
こ
で
口
を
開
い
た

何
か
手
が
あ
る
ん
で
す
か

陽
乃
さ
ん

私

て
い
う
よ
り

岡
さ
ん
が
ね
そ

ち
方
面
に
強
い
人
物
に
協
力
を
依
頼
し
て
る
み
た
い

お
お

で
も
そ
の
人
と
の
交

が
ち

と
難

し
て
る
み
た
い
な
ん
だ
よ
ね



 第１００話 そして準備は整った

そ
う
な
ん
で
す
か

ま
あ
そ

ち
は

岡
さ
ん
に
任
せ
ま
し

う

そ
う
ね

あ
の
人
そ
う
い
う
交

事
は
得
意
そ
う
だ
し
ね

そ
れ
じ

明
後
日
合
流
し
た
後
は

シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
同
盟
締
結
現
場
に
向
か
い
ま

し

う
あ
あ

そ
れ
で
頼
む

あ
と
陽
乃
さ
ん

別
に
も
う
一
つ
お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
が

 
八
幡
は
陽
乃
に
も
う
一
つ

戦
力

強
の
可
能
性
に

け
て
頼
み
事
を
す
る
事
に
し
た

ん

何
岡
さ
ん

由
で
連

を
と

て
欲
し
い
仲
間
が
い
る
ん
で
す

 
も
ち
ろ
ん
俺
の

番

を

し
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
が

 
出
来
れ
ば
俺
の
名
前
を
出
し
た
上
で
陽
乃
さ
ん
の
連

先
を
教
え
て
も
ら

て

 
反
応
が
あ

た
ら
説
明
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
と

 
俺
達
が

て
る
間
に
連

が
あ

た
ら
困
る
ん
で

す
み
ま
せ
ん

 
名
前
は
ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

シ
リ
カ

ア
ル
ゴ
で
す

 
本
当
は
ダ
イ
シ

カ
フ

て
所
に
集
ま
る
予
定
だ

た
ん
で
す
け
ど

 
そ
う
も
言

て
ら
れ
な
い

況
に
な

ち

た
ん
で
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本
当
は
ネ
ズ
ハ
に
も
声
を
か
け
た
い
ん
だ
が

覚
の
問
題
が
あ
る
し
な

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
同
じ
よ
う
な
投

武
器
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
し

今
回
は
無
し
か

な
る
ほ
ど
八
幡
君
の
頼
み
な
ん
だ
か
ら
も
ち
ろ
ん
受
け
る
わ

ど

ん
と
お
姉
さ
ん
に
任
せ

な
さ
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

過
の
説
明
と

 
出
来
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

も
し
了
解
が
得
ら
れ
た
ら

ナ

ヴ
ギ
ア
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
も
ら
え
ば
い
い
の
よ
ね

は
い

も
し
処
分
し
ち

た
よ
う
な
ら

め
ま
す

 
ナ

ヴ
ギ
ア
を
か
ぶ
る
事
に

抗
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
無
理
強
い
は
無
し
で
お
願
い

し
ま
す

分
か

た
わ

ロ
グ
イ
ン

置
は
全
員
二
人
と
同
じ
所
な
の
か
な

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
は
上
空
で

シ
リ
カ
と
ア
ル
ゴ
は
そ
の
近
く
の
地
上
だ
と
思
い
ま
す

 
ま
あ
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
に
そ
の
事
を
教
え
て
も
フ

ロ

は
出
来
な
い
ん
で

 
対
応
は
あ
い
つ
ら
に
任
せ
る
し
か
な
い
ん
で
す
け
ど
ね

そ
れ
じ

あ
そ
こ
ら
へ
ん
は
調
整
し
て
お
く
わ

案
内
役
に
も
心
当
た
り
が
あ
る
か
ら
任
せ
て



 第１００話 そして準備は整った

お
い
て

さ
す
が
陽
乃
さ
ん

話
が

く
て
助
か
り
ま
す

そ
れ
じ

岡
さ
ん
に
連

す
る
わ
ね

 
そ
う
言

て
陽
乃
は

岡
に

話
を
か
け
た

は
い

岡
で
す

あ

も
し
も
し

岡
さ
ん

ち

と
お
願
い
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
八
幡
君
が
何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

に
至
急
連

を
取
り
た
い
ら
し
い
の
よ

 
名
前
は
ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

シ
リ
カ

ア
ル
ゴ
ね

あ

そ
う
い
う
事
な
ら
ち

と
待

て
下
さ
い
ね

 
今
ハ
ン
ズ
フ
リ

に
す
る
ん
で

お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
陽
乃
は

岡
に
事
情
を
説
明
し

協
力
を
依
頼
し
た

事
情
は
わ
か
り
ま
し
た

そ
れ
く
ら
い
お
や
す
い
御
用
で
す
よ

至
急
手
配
し
ま
す
ね

あ
り
が
と
う

岡
さ
ん

と
こ
ろ
で
協
力
を
依
頼
し
た
人
と
の
交

は
ま
と
ま

た
の
か
し
ら

あ
そ
れ
な
ら
今
ま
さ
に
交

中
だ

た
ん
で
す
け
ど
今
の

話
の
間
に
話
が
ま
と
ま
り
ま
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し
たえ

交

中
だ

た
の

え
え

あ

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や

ぱ
り

か
せ
た
の
は
正
解
で
し
た
ね

 

岡
は
そ
の
人
物
と
何
か
話
し
た
後

そ
ん
な
事
を
言

た

無
事
交

成
立
で
す

こ
れ
か
ら
す
ぐ
に
行
動
を
開
始
す
る
と
の
事
で
す

や

た

八
幡
君

さ

き
言

て
た
人

交

成
立
だ

て

 
今
あ

ち
は
ハ
ン
ズ
フ
リ

ら
し
い
か
ら

お

を
言

て
お
く
と
よ
い
よ

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

必
ず
こ
の

は
お
返
し
し
ま
す

 
八
幡
は

に
向
け
て
お

を
言

た

 
そ
し
て
陽
乃
が
通
話
を
終
わ
ら
せ

今
日
の
話
し
合
い
は
そ
こ
で
終
わ
り
と
な

た

 
夜
の
ロ
グ
イ
ン
に
向
け
て
み
な
自
宅
に

る
事
に
な
り

 
八
幡
と
キ
リ
ト
も
ロ
グ
イ
ン
の
準
備
を
す
る
事
に
し
た

 
そ
し
て
い
ざ
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
い
う
時
に
な

て

不
意
に
八
幡
が
キ
リ
ト
に

ね
た

な
あ
キ
リ
ト

そ
う
い
え
ば
リ
ズ
へ
の
連

は
ど
う
な

て
る
ん
だ

あ
あ

そ
れ
な
ら

岡
さ
ん
に
頼
ん
で



 第１００話 そして準備は整った

 
俺
の
名
前
と

番

を
書
い
た
メ
モ
を
リ
ズ
の
枕
元
に
置
い
て
も
ら

て
る
よ

そ
う
か

く
か
か

て
く
る
と
い
い
な

あ
あ

 
そ
れ
を

い
て
キ
リ
ト
は

少
し

れ
な
が
ら
同
意
し
た

そ
れ
じ

大
切
な
人
を
取
り

す
た
め
の
戦
い
を
始
め
よ
う

そ
う
だ
な

今
日
か
ら
が
本
格
的
な
ス
タ

ト
だ

死
ぬ
気
で
い
く
ぞ

キ
リ
ト

お
うリ

ン
ク
・
ス
タ

ト
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第
１
０
１
話
 
あ
の
高
い
木
を
目
指
せ

 
今
後
の
展
開
を
鑑
み
て

主
と
な
る
原
作
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
変
更
し
ま
し
た

ユ
イ

た
だ
い
ま

た
だ
い
ま

ユ
イ
ち

ん

お
帰
り
な
さ
い

パ
パ

キ
リ
ト
お
じ
さ
ん

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
イ
ン
し
た
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
を

ユ
イ
が
出
迎
え
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
気
に
な

た
の
か

ユ
イ
に

ね
た

そ
う
い
や
俺
達
が
落
ち
て
る
時

ユ
イ
は
ど
う
い
う

態
な
ん
だ

 
も
し
か
し
て
自
由
に
動
き
回
れ
た
り
す
る
の
か

こ
の

に
な

た
時
点
で
パ
パ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に

付
け
さ
れ
た
の
で

 
パ
パ
が
落
ち
た

間
に
私
も
意
識
を
失

て
い
ま
す

お
そ
ら
く
消
え
て
い
る
と
思
い
ま
す

 
中
立
フ

ル
ド
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
場
合
体
が
残

て
い
る
間
は
私
も
自
由
に
動
け
る
は
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ず
で
す

な
る
ほ
ど
な

ん

と
い
う
事
は

今
は
ア
ス
ナ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
い

る
の
か

は
い
パ
パ

私
が
マ
マ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
と
再
び
繋
が
る
た
め
に
は

 
パ
パ
と
マ
マ
が
も
う
一
度
こ
こ
で
結
婚
す
る
必
要
が
あ
る
み
た
い
で
す

そ
う
か

ま
あ
何
に
せ
よ

ユ
イ
が
一
人

し
く
こ
の
場
に
残

て
る
わ
け
じ

な
く
て

良
か

た

パ
パ

 
ユ
イ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
が
嬉
し
か

た
の
か
ハ
チ
マ
ン
の

り
を
ふ
よ
ふ
よ
と
飛
び

回

た
あ

と
こ
ろ
で
ユ
イ

仮
に
俺
が
ユ
イ
に
高

の
管
理
者

を
教
え
た
ら

 

え
ば
壁
を
抜
け
て
そ
の
先
に
ワ

プ
し
た
り
す
る
事
は
可
能
か

今
の
私
の

態
だ
と

直
接
そ
の
壁
に
手
を
触
れ
て
い
れ
ば
可
能
で
す

パ
パ

や

ぱ
り
近

離
限
定
に
な
る
の
か

ど
こ
か
の
壁
を
抜
け
る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
か



 第二章 ＡＬＯ編

そ
う
だ
な

マ
マ
を
助
け
る
た
め
に
必
要
な
ん
だ

マ
マ
を
助
け
る
た
め

パ
パ

絶
対
に
マ
マ
を
助
け
ま
し

う

あ
あ

絶
対
に
助
け
る
さ

ユ
イ
ち

ん
は

そ
う
い
え
ば
リ
ズ
と
は
面
識
が
無
い
ん
だ

た
か

 
キ
リ
ト
が
不
意
に
そ
ん
な
事
を
言

た

リ
ズ
さ
ん

で
す
か

ち

と
わ
か
ら
な
い
で
す

私
が
知

て
い
る
の
は

 
ア
ル
ゴ
お
ば
さ
ん
と
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
後
は
シ
ン
カ

さ
ん
で
す

ご
め
ん
な
さ
い
キ
リ
ト

お
じ
さ
ん

だ
よ
な

い
い
ん
だ
ユ
イ
ち

ん

気
に
し
な
い
で
く
れ

も
し
か
し
て

そ
の
リ
ズ
さ
ん
と
い
う
方
も
こ
こ
に
捕
ま

て
い
る
ん
で
す
か

こ
の
中
に
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
だ
が

捕
ま

て
い
る
の
は
確
か
だ
な

キ
リ
ト
お
じ
さ
ん

絶
対
に
リ
ズ
さ
ん
も
助
け
ま
し

う

お
う

 
キ
リ
ト
は
ユ
イ
に
そ
う
言
わ
れ

め
て
気
合
を
入
れ
た

と
こ
ろ
で
ユ
イ
ち

ん
俺
の
事
は
そ
ろ
そ
ろ
キ
リ
ト
お
兄
ち

ん

て
呼
ん
で
み
な
い
か
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何
だ
キ
リ
ト
お
前
の
お
兄
ち

ん
ス
キ
ル
が

く
の
か

さ

き
妹
に
会

た
せ
い
か

あ

ハ
チ
マ
ン
だ
か
ら
言
う
け
ど

実
は
直
葉
は
妹
じ

な
く
て
い
と
こ
な
ん
だ
よ

 
直
葉
は
多
分
今
で
も
そ
の
事
は
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
も

と
も
今
じ

す

か
り
実
の
妹
み
た
い
に
感
じ
て
る
け
ど
な

そ
う
だ

た
の
か

ま
あ
色
々
あ
る
よ
な

で
話
を

す
け
ど
実

ユ
イ
ち

ん
に
お
じ
さ
ん

て
呼
ば
れ
る
の
は
ま
ん
ざ
ら
で
も

な
い
ん
だ

 
だ
け
ど
な

同
時
に
や

ぱ
り
複
雑
な
気
分
で
も
あ
る
ん
だ
よ
な

 
キ
リ
ト
は
ま
る
で

究

の
選
択
を
し
て
い
る
よ
う
な
苦

の
表
情
を
し
た

確
か

俺
が
キ
リ
ト
を
お
じ
さ
ん

て
呼
ば
せ
た
の
は

ア
ル
ゴ
の
と
ば

ち
り
だ

た
よ

な 
よ
し
ユ
イ

今
後
キ
リ
ト
の
事
を

キ
リ
兄

て
呼
ん
で
や

て
く
れ
な
い
か

わ
か
り
ま
し
た
パ
パ

キ
リ
兄

キ
リ
兄

 
ユ
イ
は
そ
の
呼
び
方
が
気
に
入

た
の
か
今
度
は
キ
リ
ト
の

り
を
ふ
よ
ふ
よ
と
飛
び
回
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た 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
も
そ
の
呼
び
方
を
気
に
入

た
よ
う
で

 
二
人
は
キ
リ
兄

ユ
イ
ち

ん

と
呼
び
合

て
い
た

さ
て
と

そ
れ
じ

ま
ず
は
待
ち
合
わ
せ
場
所
を
探
す
か

あ
ん
ま
り
⻑
く
こ
こ
に
い
る
と

う

か
り
他
の
プ
レ
イ
ヤ

と
遭
遇
し
て

 
余
計
な
い
ざ
こ
ざ
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
に

き

ユ
イ
に

ね
た

⻄
の
森
の
一
番
高
い
木
の
下
で
リ

フ

て
人
と
待
ち
合
わ
せ
て
る
ん
だ
が
場
所
は
わ
か

る
か今

調
べ
て
み
ま
す
ね

一
番
高
い
木
と
い
う
の
は
ち

と

離
的
に
わ
か
ら
な
い
で
す
パ

パ 
で
も
あ

ち
に
そ
れ

い
森
が
あ
り
ま
す

よ
し

そ
れ
じ

そ

ち
に
い
く
か

お
う

 
二
人
は
ユ
イ
が
指
し

し
た
方

へ
と
向
か

た

ま
だ
安
全
地

が
近
い
た
め
か
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森
へ
の
道
中
で
は
敵
は
ま

た
く
出
な
か

た

 
そ
ん
な
中
キ
リ
ト
が

思
い
出
し
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
た

そ
う
い
え
ば
ハ
チ
マ
ン

ず

と

き
た
か

た
ん
だ
が

何
か
迷

て
な
い
か

そ
う
見
え
る
の
か

あ
あ

そ
も
そ
も
あ
の
二
人
に
対
す
る
ガ

ド
が

す
ぎ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
と
は
全
然
違
う
気

が
す
る

二
人

て

ユ
キ
ノ
と
ユ
イ
ユ
イ
か

ま
あ

そ
う
だ
な

誰
に
も
言
う
な
よ

わ
か

た
怖
い
ん
だ

え
 
ハ
チ
マ
ン
は

苦
し
そ
う
に
話
を
続
け
た

あ
の
二
人
は

人
生
で
始
め
て
俺
と
正
面
か
ら
向
き
合

て
く
れ
た

 
そ
し
て
そ
れ
は
二
年
も
の
⻑
い
間
離
れ
て
い
て
も
変
わ
ら
な
か

た
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俺
に
は
ア
ス
ナ
が
い
る

そ
れ
を
理
由
に
あ
の
二
人
を

絶
す
る
の
は
簡

だ

 
だ
が
そ
う
す
る
事
で
あ
の
二
人
が
離
れ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
た
ま
ら
な
く
怖

い
ん
だ

あ
あ

な
る
ほ
ど

だ
か
ら
無
意
識
に
あ
い
つ
ら
に
対
し
て
の
ガ

ド
が

く
な
る

 
そ
ん
な
俺
の
気
持
ち
を
感
じ
取

て
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
あ
い
つ
ら
も
自
然
と

離
を

詰
め
て
く
る

 
そ
れ
を

目
だ
と
思

て
も
体
が
す
く
ん
じ
ま
う

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
ん

だ 
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
神

な
顔
で

い
て
い
た

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
が
口
に
出
し
た
の
は

こ
ん
な
一
言
だ

た

ハ
チ
マ
ン

て

馬

だ

た
ん
だ
な

ない
つ
も
は
あ
ん
な
に

が
回
る
く
せ
に

考
え
す
ぎ
な
上
に
不
器
用
な
ん
だ
よ
な

 
最
初
に
自
分
で
言

て
た
じ

な
い
か

二
年
も
離
れ
て
た
の
に
何
も
変
わ
ら
な
い

て
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そ
ん
な
二
人
が
ハ
チ
マ
ン
に
ふ
ら
れ
た
く
ら
い
で
離
れ
て
く
わ
け
な
い
じ

な
い
か

 
む
し
ろ
ア
ス
ナ
と
い
い
友
達
に
な

て
一
生
付
き
合

て
く
よ
う
に
な
る
ん
じ

な
い
か

俺

余
計
な
事
を
考
え
す
ぎ
て
た
か

考
え
を
巡
ら
す
の
は
ハ
チ
マ
ン
の
⻑
所
だ
と
思
う
け
ど

 
自
分
の
事
に
な
る
と

と
た
ん
に
思
考
が

目
に
な
る
よ
な

は

き
り
い

て
馬

だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
飛
び
な
が
ら
う
つ
む
い
て
い
た
が
や
が
て
顔
を
上
げ
る
と
不
敵
な
顔
を
見
せ

た
キ
リ
ト
に
馬

と
言
わ
れ
る
日
が
く
る
と
は
な

ま
あ
俺
く
ら
い
し
か
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
い
う
事
を
言
う
奴
は
い
な
い
だ
ろ
う
し
な

サ
ン
キ

キ
リ
ト

何
か
目
が
覚
め
た
よ
う
な
気
分
だ
わ

の
も
や
も
や
は
取
れ
た
の
か

あ
あ

も
う
ふ
ら
ふ
ら
し
た
り
は
し
な
い

俺
は
ア
ス
ナ
だ
け
を
見
て
ま

す
ぐ
進
む

 
あ
い
つ
ら
の
攻
撃
な
ん
ざ

完

に
防
い
で
み
せ
る
さ

お

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
の
ハ
チ
マ
ン
と
同
じ
雰
囲
気
に
な

て
き
た
な
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キ
リ
ト

心
配
か
け
て
す
ま
な
か

た

こ
れ
か
ら
は
大
船
に
乗

た
つ
も
り
で
い
て
く
れ

 
ア
ス
ナ
も
リ
ズ
も
必
ず
俺
が

い
や

俺
達
が
救
う

お
う

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
は
自
信
満
々
じ

な
い
と
な

よ
し
い
く
ぞ

森
の
中
に
あ
る
一
番
高
い
木
を
目
指
せ

 
そ
れ
か
ら
二
人
は
ひ
た
す
ら
飛
び
続
け
た

 
し
ば
ら
く
進
む
と

前
方
に
う

そ
う
と

る
森
が
見
え
て
き
た

あ
そ
こ
で
す

パ
パ

森

て
の
は
あ
れ
か

ど
う
や
ら
中
心
あ
た
り
に
高
い
木
が
一
本
見
え
る
な

 
多
分
あ
の
木
が
待
ち
合
わ
せ
場
所
だ

ユ
イ
あ
の
木
の
座
標
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
出
来
る

か
は
い
パ
パ

大
丈
夫
で
す

よ
し

そ
れ
じ

下
り
る
か

ど
う
や
ら
森
の
上
を
飛
ぶ
の
は
高
度
的
に
無
理

い

 
か
と
い

て
木
を
よ
け
な
が
ら
中

半

な
高
さ
を
飛
ぶ
の
は

が
悪
い
し
な

つ
い
で
に
ち

と
モ
ン
ス
タ

が
い
た
ら
殴

て
み
よ
う

ま
だ
一
度
も
戦

て
な
い
し

な
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そ
う
い
や
そ
う
だ
な

ユ
イ

こ
の

り
の
敵
の
強
さ

て
ど
の
く
ら
い
だ

今
の
パ
パ
と
キ
リ
兄
な
ら
一
撃
で
す

そ
れ
に
敵
が
一
定
の

離
ま
で
近
付
い
た
ら
す
ぐ
分
か

り
ま
す

索
敵
も
可
能
な
ん
だ
な

よ
し

そ
れ
じ

空
飛
行
と
い
く
か

ユ
イ

先

し
て
く
れ

は
い

 
二
人
は
ユ
イ
に
先

し
て
も
ら
い

目

の
木
へ
と
向
か

て
飛
び
続
け
た

 
二
人
は

中
何
度
か
敵
と
遭
遇
し
た
が

問
題
な
く
一
撃
で

り

て
て
い

た

あ
 
何
度
目
か
の
戦
闘
の
後

ハ
チ
マ
ン
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
声
を
上
げ
た

ど
う
し
た

な
あ
キ
リ
ト

態

常
系
の
魔
法
あ
る
だ
ろ

今
の
俺
達
だ
と
目
く
ら
ま
し
と
か
幻
を
見
せ

る
や
つ

あ
あ

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
か

こ
こ
の
敵
は
確
か
に
雑

だ
が
初
期
モ
ン
ス
タ

と
比
べ
た
ら

ん

ん
強
い
ん
だ
よ
な

ユ
イ
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そ
う
で
す
ね

パ
パ
と
キ
リ
兄
が
強
す
ぎ
る
だ
け
だ
と
思
い
ま
す

 
少
な
く
と
も
ゲ

ム
開
始
直
後
の
初
期

態
で
勝
て
る
敵
で
は
あ
り
ま
せ
ん

だ
よ
な

負
け
る
要
素
は
無
い
ん
だ
し
こ
れ
か
ら
戦
闘
の
度
に

的
に
敵
に
魔
法
を
か
け

よ
う

 
普
通
ス
キ
ル
制
の
ゲ

ム
で
ス
キ
ル
を

よ
く
上
げ
る
に
は
敵
に
魔
法
を
か
け
る
の
が
一

番
だ
よ
な

確
か
に
そ
う
だ
な

よ
し

次
か
ら
そ
う
し
よ
う

そ
れ
じ

ユ
イ

ま
た
先

を
頼
む

は
い

 
そ
の
後
二
人
は

的
に
敵
に
魔
法
を
か
け
て
い

た

 
最
初
の
う
ち
は
レ
ジ
ス
ト
ば
か
り
だ

た
が
体
感
上
は
徐
々
に
成
功

が
上
が

て
い
る
よ

う
だ

 
二
人
は
そ
の
地
道
な
作
業
を

々
と
こ
な
し
て
い

た

 

純
作
業
を
苦
に
し
な
い
の
が
二
人
の
強
み
で
あ
る

 
そ
れ
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
大
成
す
る
に
は
必
須
の
プ
レ
イ
ヤ

ス
キ
ル
な
の
だ
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そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に

二
人
は
無
事
に
目
的
地
へ
と
到
達
す
る
事
が
出
来
た

さ
て
ユ
イ

近
く
に
プ
レ
イ
ヤ

の
反
応
は
あ
る
か

う

ん

感
知
出
来
る

囲
に
は
誰
も
い
ま
せ
ん

パ
パ

そ
う
か

リ

フ

さ
ん
が
来
る
と
し
た
ら
お
そ
ら
く
⻄
か
ら
だ
ろ
う
か
ら

 
⻄
で
雑

狩
り
で
も
し
な
が
ら
待

て
よ
う

ユ
イ
プ
レ
イ
ヤ

を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
教

え
て
く
れ

は
い

 
そ
う
し
て
し
ば
ら
く
二
人
は
雑

狩
り
を
し
て
い
た

 
一
時
間
ほ
ど
た

た

ユ
イ
が
プ
レ
イ
ヤ

を
見
つ
け
た
と
言

て
き
た

お

待
ち
人
が
来
た
か
な

う

ん

で
も
パ
パ

ど
う
や
ら
複

の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
る
み
た
い
で
す

何
人
く
ら
い
だ

全
部
で
六
人
で
す

ふ
む

キ
リ
ト

ど
う
す
る

何
と
か
近
付
い
て
確
認
す
る
し
か
な
い
な



 第二章 ＡＬＯ編

 
と
り
あ
え
ず
暗

と

の
魔
法
を
使

て
慎
重
に
近
付
こ
う

了
解
だ

ユ
イ

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
俺
の
懐
に
入

て
案
内
を
頼
む

は
い
パ
パ

 
二
人
は
魔
法
を
か
け

ユ
イ
の
案
内
に

い
慎
重
に
進
ん
で
い

た

 
し
ば
ら
く
進
む
と

二
人
の
目
に
魔
法
の
エ
フ

ク
ト
が
飛
び
込
ん
で
き
た

 
ど
う
や
ら
前
方
で
は
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
ら
し
い

ま
ず
い
な

も
し
か
し
た
ら
リ

フ

さ
ん
が
襲
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

誰
か
に
見
つ
か

て
も

わ
な
い
か
ら

と
に
か
く
急
ご
う

あ
あ

 
二
人
は
見
つ
か
る
の
を
覚
悟
で
速
度
を
上
げ
た

 
そ
し
て
現
場
に
着
い
た
二
人
が
見
た
も
の
は

一
人
奮
戦
す
る
シ
ル
フ
の
少
女
と

 
そ
れ
を
襲
う
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
パ

テ

だ

た
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第
１
０
２
話
 
リ

フ

の
危
機

は

と
ん
で
も
な
い
も
の
を
見
て
し
ま

た

 
直
葉
は
病
院
を
出
る
と
真

直
ぐ

へ
と
向
か

た

先
ほ
ど
の
光
景
が
目
に
焼
き
つ
い
て

離
れ
な
い

い
つ
か
私
も
お
兄
ち

ん
と
あ
ん
な
風
に

い
や
い
や
無
理
無
理

 
あ
あ
い
う
の
は
私
に
は
ま
だ
ハ

ド
ル
が
高
す
ぎ
る

 
直
葉
は
顔
を

く
し
た
ま
ま

に
着
く
と

を
乗
り
継
い
で
自
宅
へ
と

た

 
そ
の
間
の
事
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
病
院
で
の
出
来
事
は
直
葉
に
は

衝
撃
だ

た

 
自
宅
に
着
く
と
直
葉
は
真

直
ぐ
自
分
の
部
屋
に
向
か
い

ベ

ド
に
倒
れ
こ
ん
だ

や

と
落
ち
着
け
た

ま
さ
か
あ
ん
な
場
面
に
遭
遇
す
る
な
ん
て
び

く
り
し
た
な

 
お
兄
ち

ん
の
言
う
通
り

本
当
に
も
て
る
人
な
ん
だ
な

あ
の
人

 
家
に
着
い
た
事
で

な
ん
と
か
落
ち
着
く
事
に
成
功
し
た
直
葉
だ

た
が

 
そ
う
な
る
と
逆
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は

兄
の
な
ん
と
も
い
え
な
い
表
情
に
つ
い
て
だ

た
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そ
れ
に
し
て
も
お
兄
ち

ん
一
度
も
見
た
事
が
無
い
表
情
を
し
て
た
な

そ
れ
に
あ
の
セ

リ
フ

 
リ
ズ

て
人
の
事
が
好
き
な
の
か
な

私
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

 
直
葉
は
先
ほ
ど
の
事
を
思
い
出
し

あ
れ
こ
れ
色
々
と
考
え
て
い
た
が

考
え
は

ま
ら
な

か

た

 
い
つ
の
間
に
か

り
は
す

か
り
暗
く
な

て
い
た

 
⺟
か
ら

食
に
呼
ば
れ
た
直
葉
は
そ
の
事
に
気
付
き

て
て
下
へ
と
下
り
て
い
き
食
事
を

と

た
今
日
は
ユ
キ
ノ
か
ら
の
依
頼
が
あ
る
ん
だ
か
ら

切
り

え
よ
う

 
食
事
を
と

て
す

か
り
落
ち
着
い
た
直
葉
は
さ
さ

と
入

を
済
ま
せ
た
後
自
室
に

り

 
予
定
時
間
よ
り
少
し

れ
て
し
ま

た
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

ち

と

れ
ち

た
か
な

急
が
な
い
と
ま
ず
い
か
も

あ

リ

フ

ち

ん

レ
コ
ン

や

ほ

 
そ
ん
な
リ

フ

を
目
ざ
と
く
見
つ
け
た
レ
コ
ン
が
手
を

り
な
が
ら
近
付
い
て
き
た
の
で
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リ

フ

は
レ
コ
ン
に

く

を
返
し
た

 
レ
コ
ン
は
リ
ア
ル
で
の
同
級
生
で
あ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
た
時
か
ら
の
⻑
い
付
き
合
い
の
友
達

だ

た
リ

フ

ち

ん

今
日
は
ど
う
す
る

シ
グ
ル
ド
達
と
一

に
狩
り
に
で
も
行
く

あ
 
一

レ
コ
ン
に
依
頼
の
手
伝
い
を
頼
も
う
か
と
思

た
リ

フ

は

 
ユ
キ
ノ
の
依
頼
が

あ
り
の
よ
う
だ

た
事
を
思
い
出
し

レ
コ
ン
を
誘
う
の
を
や
め
た

ご
め
ん

今
日
は
ち

と
約
束
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

そ

か

残
念

そ
れ
じ

ま
た
今
度
ね

リ

フ

ち

ん

う
ん

ま
た
ね
レ
コ
ン

 
リ

フ

は
レ
コ
ン
と
別
れ

待
ち
合
わ
せ
場
所
に
指
定
し
た
森
へ
と
向
け
て
飛
び
立

て

い

た

 
し
ば
ら
く
は
何
事
も
な
く
平
穏
無
事
に
進
む
事
が
出
来
た
リ

フ

で
あ

た
が

 
目
的
地
に
近
付
く
に
つ
れ

何
か
お
か
し
い
事
に
気
が
付
い
た

 

に
パ

テ

で
動
い
て
い
る
サ
ラ
マ
ン
ダ

が
多
い
の
だ
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い
つ
も
こ
ん
な
場
所
に
は
プ
レ
イ
ヤ

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
に

 
今
日
は
何
故
か
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
パ

テ

に
よ
く
遭
遇
す
る

何
か
あ
る
の
か
し
ら

 
リ

フ

は
漠
然
と
し
た
不
安
を
感
じ
た
が
理
由
に
つ
い
て
は
ま

た
く
分
か
ら
な
か

た

ど
う
し
よ
う

ハ
チ
マ
ン
君
と
キ
リ
ト
君
だ

け
な
ス
キ
ル
は
高
い
け
ど
素
人
だ

て
話

だ
し

 
も
し
パ

テ

で
襲
わ
れ
で
も
し
て
た
ら
ま
ず
い
よ
ね

よ
し

 
リ

フ

は
覚
悟
を
決
め
飛
ぶ
ス
ピ

ド
を
上
げ
た

も
ち
ろ
ん
注
意
は

て
は
い
な
い

 
こ
れ
で
も
リ

フ

は
シ
ル
フ
の
五
傑
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
実
力
を
持
つ
魔
法
剣
士
な
の
だ

 
し
ば
ら
く
慎
重
に

か
つ
出
来
る
だ
け
速
く
飛
ん
で
い
た
リ

フ

で
あ

た
が

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か

無
事
に
目
的
の
木
を

認
す
る
事
が
出
来
た

 
だ
が

そ
の
事
で
多
少
気
が
緩
ん
で
し
ま

た
事
は
誰
に
も

め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

 
リ

フ

は

自
分
の

が
敵
の

候
に
発
見
さ
れ
た
事
に
気
が
付
か
な
か

た

 
そ
し
て
目
的
地
に
到
着
し
た

間
に

リ

フ

は
敵
の
奇
襲
を
受
け
た

ち

し
ま

た

見
つ
か

て
た
の
か

 
リ

フ

は
そ
の
奇
襲
で

少
な
か
ら
ず
ダ
メ

ジ
を
受
け
て
し
ま

た
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そ
ん
な
リ

フ

に

相
手
が
声
を
か
け
て
き
た

こ
ん
な
所
に
シ
ル
フ
の
五
傑
が
一
人
で
い
る
と
は
ね

こ
れ
は
と
ん
だ
ラ

キ

だ
な

あ
な
た

私
の
事
を
知

て
る
の
ね

そ
れ
な
ら
わ
か
る
で
し

 
私
は
六
対
一
で
も
そ
う
簡

に
は
や
ら
れ
な
い
わ
よ

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
リ

フ

は
ユ
キ
ノ
か
ら
の
依
頼
が
達
成
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思

い 

り
を
感
じ
て
い
た

だ
が
こ
こ
は
や
る
し
か
な
い

そ
う
思
い
リ

フ

は
迎
撃
体
制
を

と

た
さ
す
が
に
強
気
だ
な
六
対
一
だ
が
手
は
抜
い
た
り
し
な
い

こ
こ
で
仕

め
さ
せ
て
も
ら
う

 
そ
う
言
い
な
が
ら
男
達
は

一

に
リ

フ

に
襲
い

か

た

 
リ

フ

も
何
と
か

抗
し
て
い
た
が
多
勢
に
無
勢
な
事
も
あ
り
徐
々
に

勢
に
立
た
さ

れ
て
い
た

ご
め
ん
ユ
キ
ノ
依
頼
が
果
た
せ
な
い
か
も
し
れ
な
い

で
も
必
ず
何
人
か
は
道
連
れ
に
し
て

み
せ
る
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そ
う
覚
悟
を
決
め
た
リ

フ

で
あ

た
が

そ
の

間
リ

フ

と
敵
の
間
に

 
ど
こ
か
ら
現
れ
た
の
か

プ
レ
イ
ヤ

が
高
速
で
飛
来
し

降
り
立

た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

開
口
一
番
に
こ
う
言

た

女
の
子
一
人
に
男
が
六
人
が
か
り
と
か

ち

と
格
好
悪
く
な
い
か

ち

も
う
一
人
い
た
の
か

て
そ
の
格
好

も
し
か
し
て
ニ

ビ

か

こ
れ
は

お
笑
い
だ
な

 
初
期
装
備
の
奴
に
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
る
と
は
な

バ
カ
か
お
前

 
こ
ち
ら
か
ら
見
れ
ば

物
が

え
て
ラ

キ

て
だ
け
な
ん
だ
け
ど
な

 
そ
う
言

て
男
達
は
下

た
笑
い
方
を
し
た

だ
が
リ

フ

は
別
の
事
に
思
い
当
た

た
よ

う
だあ

な
た

も
し
か
し
て
ユ
キ
ノ
が
言

て
た
人

 
そ
の
問
い
を
受
け

キ
リ
ト
は
リ

フ

の
方
に

り
向
い
た

 
リ

フ

は
キ
リ
ト
の
顔
を
見
た

間

何
故
か
ド
キ

と
し
た
自
分
に
気
が
付
い
た

や

ぱ
り
リ

フ

さ
ん
だ

た
か

俺
は
キ
リ
ト

以
後
宜
し
く
な

 
俺
達
の
依
頼
の
せ
い
で
危
険
な
目
に
あ
わ
せ
て
ご
め
ん
な



 第１０２話 リーファの危機

い

い
え

こ
ち
ら
も
助
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
二
人
で
協
力
し
て
戦
い
ま
し

う

い
や
こ
こ
は
俺
達
に
任
せ
て
く
れ
て
い
い
ぞ

リ

フ

さ
ん
は
自
分
の
回
復
に
専
念
し
て

て
く
れ

え
 
リ

フ

は

ス
キ
ル
こ
そ
高
い
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
明
ら
か
に
初
期
装
備
の
キ
リ
ト
に
そ
う
言
わ
れ
て
困
惑
し
た

 
何
か
自
信
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

戦
闘
は
そ
ん
な
に

い
も
の
で
は
な
い

 
リ

フ

は
自
分
も
戦
う
と
主
張
し
よ
う
と
し
た
が
そ
の

間
に
敵
が
襲
い

か

て
き
た

キ
リ
ト
君
後
ろ

六
人
同
時
に
襲

て
く
る
わ

ん

六
人
も
い
な
い
だ
ろ

え
 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
と
同
時
に
後
方
に
い
た
敵
の
プ
レ
イ
ヤ

が
二
人

 
エ
フ

ク
ト
と
共
に
消
滅
し

の

と
な

た

こ
の

は
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
も

の
だ

 
プ
レ
イ
ヤ

は
死
ぬ
と

一
分
間
こ
の

の

を
と
る
事
に
な
る
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そ
の
間
に

生
を
受
け
る
事
が
出
来
れ
ば
ペ
ナ
ル
テ

も
無
く
そ
の
場
で
復
活
す
る
事
が
可

能
だ
が

 
そ
う
で
な
い
場
合
一
分
後
に
ペ
ナ
ル
テ

を
受
け
た
上
で
自
分
た
ち
の
領
都
へ
と
飛
ば
さ
れ

る
事
に
な
る

 
つ
ま
り
こ
の
表

が
現
れ
た
と
い
う
事
は
敵
が
一

で
二
人
倒
さ
れ
た
と
い
う
事
に
他
な
ら

な
い

 
そ
の
事
実
を
理
解
し
た
リ

フ

は

驚
い
て
キ
リ
ト
に

ね
た

え

キ
リ
ト
君

今
の
は
何

俺
達
が
二
人
組
だ

て
の
は

い
て
る
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
今
の
は

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
君
が

 
男
達
も

突
然
の
出
来
事
に
狼

し
て
い
た

何
だ
よ
今
の

何
で
二
人
も
や
ら
れ
て
る
ん
だ
よ

さ
あ
何
だ
ろ
う
な

そ
れ
よ
り
自
分
達
の
事
を
心
配
し
な
く
て
も
い
い
の
か

く
そ

や
る
ぞ
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キ
リ
ト
の
そ
の
言
葉
で
我
に
返

た
男
達
は

め
て
キ
リ
ト
に
向
か

て
襲
い

か
ろ
う
と

し
た

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
の

が
消
え

男
達
は
再
び
狼

し
た

な

ど
こ
だ

い

 
キ
リ
ト
の
声
が
後
ろ
か
ら

こ
え

次
の

間
更
に
二
人
の
男
が

と
な

た

な

何
な
ん
だ
よ
お
前
は

お
前
ら
は

だ
ぞ

 
そ
う
言

た
男
の
背
後
に
い
つ
の
間
に
か
立

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
が

そ
う
声
を
か
け
た

 

て
て

り
向
い
た
男
は

ハ
チ
マ
ン
の

を
見
る
事
な
く
そ
の
ま
ま

と
な

た

 
残
さ
れ
た
男
は

何
が

こ

た
の
か
ま
だ
理
解
出
来
て
い
な
い
よ
う
だ

た

何
だ
よ
こ
れ

お
前
ら
ニ

ビ

じ

な
い
の
か
よ

さ
あ
な

世
の
中
に
は
不
思
議
な
事
が

山
あ
る
ん
だ
ろ

さ
て

残
る
は
お
前
一
人
だ

覚
悟
は
決
ま

た
か

く
そ

覚
え
て
ろ
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男
は

て
セ
リ
フ
を

き

そ
の
場
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
た

 
そ
れ
を
追
お
う
と
し
た
キ
リ
ト
を

ハ
チ
マ
ン
が
制
し
た

お
い
ハ
チ
マ
ン

あ
い
つ
逃
げ
ち
ま
う
ぞ

ま
あ
待
て
キ
リ
ト

ど
う
や
ら
リ

フ

さ
ん
も
あ
い
つ
に
仕
返
し
を
し
た
い
み
た
い
だ

お

お
お

や
る
な

リ

フ

さ
ん

い
つ
の
間
に

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り

い
つ
の
間
に
か
リ

フ

が
相
手
の
後
ろ
に
回
り
こ
ん
で
い
た

散
々
い
た
ぶ

て
く
れ
た
お

は
き

ち
り
と
自
分
の
手
で
し
な
い
と
ね

く
そ
お
お
お
お
お

 
そ
う
言

て
リ

フ

は

い
太
刀
筋
で
剣
を

る
い

最
後
に
残
さ
れ
た
男
も
爆
散
し
た

 
キ
リ
ト
は

手
を
し

ハ
チ
マ
ン
は
ヒ

と
口

を

い
た

 
こ
う
し
て
三
人
は

無
事
に
合
流
を
果
た
し
た
の
だ

た
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第
１
０
３
話
 
二
つ
名
の
由
来

 
リ

フ

は
最
後
の
一
人
に
止
め
を
さ
す
と

嬉
し
そ
う
に
二
人
に
か
け
よ

て
き
た

 
リ

フ

が
手
の
平
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
手
を
上
げ
て
い
た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
リ

フ

と
ハ
イ
タ

チ
を
し
た

い
え

い

す
ご
か

た
ね
二
人
と
も

リ

フ

さ
ん
こ
そ

い
つ
の
間
に
敵
の
後
ろ
に
回
り
こ
ん
だ
ん
だ

全
然
気
付
か
な
か

た
よ私

の
事
は
リ

フ

で
い
い
よ

二
人
は
ハ
チ
マ
ン
君
と
キ
リ
ト
君
で
合

て
る
よ
ね

あ
あ

俺
は
ハ
チ
マ
ン
だ

宜
し
く
な

リ

フ

俺
は
キ
リ
ト

宜
し
く

と
り
あ
え
ず

し
い
話
は
後
に
し
ま
し

う

 
こ
こ
に
来
る

中
に
い
く
つ
か
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
パ

テ

を
見
か
け
た
わ

 
今
倒
し
た
連
中
が

そ
の
パ

テ

に
連

を
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
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ま
ず
は
急
い
で
こ
こ
を
離
れ
ま
し

う

了
解

そ
れ
じ

こ

ち
よ

 
リ

フ

は
そ
う
言

て
飛
び
た

た

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
も
そ
の
後
に
続
い
た

 
三
人
は
森
を
抜
け
な
お
も
飛
び
続
け
て
い
た
が
リ

フ

が
下
を
指
差
し
て
着
地
し
た
た

め 
二
人
も
そ
れ
に

て
リ

フ

の
横
に
着
地
し
た

ふ
う

こ
の

り
ま
で
来
れ
ば
一
先
ず
安
心
か
な

敵
が
近
付
い
て
き
た
ら

私
が
す
ぐ
分
か
る
の
で
安
心
し
て
下
さ
い

え

え

え

こ
れ

も
し
か
し
て
プ
ラ
イ
ベ

ト
ピ
ク
シ

私
は
ユ
イ
と
言
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
リ

フ

さ
ん

あ

よ

宜
し
く
ね

 
リ

フ

は
反
射
で

手
を
す
る
た
め
に
手
を
差
し
出
し
た
が

当
然
サ
イ
ズ
が
違
う

 
だ
が
ユ
イ
は
気
に
せ
ず

リ

フ

の
人
差
し
指
を

て
上
下
に

た

 
リ

フ

は
そ
ん
な
ユ
イ
を
か
わ
い
い
と
思
い

見

れ
て
い
た
が
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ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
自
分
を
生

か
い
目
で
見
て
い
る
事
に
気
付
き
顔
を

く
し
て
手
を

引

込
め
た

プ
ラ
イ
ベ

ト
ピ
ク
シ

て

確
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

前
の

キ

ン
ペ

ン
で

 

選
で
何
人
か
に
配
布
さ
れ
た
ん
だ

た

け

私

始
め
て
見
た
よ

あ

あ

そ
う
だ
な

う
ん

そ
の
通
り
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
ま
で

し
く
知
ら
な
か

た
た
め

な
返
事
を
し
た

て
事
は

二
人
は
か
な
り

い

か
ら
プ
レ
イ
し
て
た
の
ね

 
一
気
に
キ

ラ
を
強
く
し
て

し
ば
ら
く
休
止
し
て
た
の
か
な

そ
れ
な
ら
あ
の
強
さ
も
納

得
か
な

お

お
う

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

ユ
キ
ノ
が
初
心
者

て
言

て
た
か
ら
て

き
り
ス
キ
ル
上
げ
だ
け
誰
か
に
や

て
も
ら

て 
そ
こ
か
ら
キ

ラ
だ
け
引
き
継
い
で
始
め
た
プ
レ
イ
ヤ

な
の
か
な
と
か
思

て
た
ん
だ
け

ど 
よ
く
考
え
た
ら
ユ
キ
ノ
は
そ
う
い
う
の

い
だ
と
思
う
し
シ
ル
フ
領
の
初
心
者

て
事
だ
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た
の
か
な

お

お
う

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

お
い
ハ
チ
マ
ン

さ

き
と
セ
リ
フ
が
一

だ
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
の
セ
リ
フ
を

い
て

キ
リ
ト
が
ハ
チ
マ
ン
に
そ

と

打
ち
し
た

す
ま
ん

そ
の
あ
た
り
の
設
定
を
何
も
考
え
て
な
か

た
か
ら
ち

と

た

ま
あ
特
に
問
題
は
無
さ
そ
う
だ
か
ら

こ
の
ま
ま
の
設
定
で
い
こ
う

お
う

二
人
と
も

ど
う
か
し
た

 
リ

フ

が
首
を
か
し
げ
な
が
ら
そ
う

ね
て
き
た

す
ま
ん

何
で
も
な
い

そ
れ
よ
り
リ

フ

も
す
ご
い
強
い
ん
だ
な

あ
の
太
刀
筋

び

く
り
し
た
よ

キ
リ
ト
君

太
刀
筋
と
か
わ
か
る
ん
だ

で
も
び

く
り
し
た
の
は
こ

ち
の
方
だ
よ

 
し

が
む
と
同
時
に
地
面
を

て
敵
の
後
方
に
回
り
込
ん
で

 
そ
の
ま
ま
二
人
ま
と
め
て
な
で

り
と
か

目
で
追
う
の
が
大
変
だ

た
よ

へ

あ
れ
が
見
え
て
た
の
か
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ま
あ
す
ぐ
目
の
前
だ

た
し
ね

 
ハ
チ
マ
ン
君
が
何
を
し
て
い
た
か
は

遠
く
て
ち

と
分
か
ら
な
か

た
か
な

俺
は
そ

と
背
後
か
ら
近
付
い
て
不
意
打
ち
し
た
だ
け
だ
か
ら

大
し
た
事
は
し
て
な
い
ぞ

そ
う
な
ん
だ

で
も
二
人
と
も

ほ
ぼ
一
撃
で
敵
を
倒
し
て
た
よ
ね

リ

フ

が
敵
の

を
あ
る

度

て
お
い
て
く
れ
た
お
か
げ
だ
よ

 
む
し
ろ
一
人
で
全
員
に
あ
れ
だ
け
の
ダ
メ

ジ
を

え
て
た
な
ん
て

す
ご
い
と
思
う

あ
は
死
ぬ
前
に
絶
対
何
人
か
道
連
れ
に
し
て
や
ろ
う
と
思

て
す
ご
く
頑
張

た
か
ら
か

な 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

顔
を
見
合
わ
せ
て
リ

フ

に

を
下
げ
た

 
そ
れ
を
見
た
ユ
イ
も

同
じ
よ
う
に
一

に

を
下
げ
た

ち

ち

と

い
き
な
り
何

今
回
は
急
な
依
頼
を
受
け
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
危
険
な
目
に
合
わ
せ
て
本
当
に

し

な
か

た

俺
達
二
人
じ

も

も
わ
か
ら
な
か

た
か
ら
本
当
に
助
か
る
よ

あ
り
が
と
う
リ

フ
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二
人
と
も
気
に
し
な
い
で

ユ
キ
ノ
に
は
本
当
に
色
々
と
お
世
話
に
な

て
る
か
ら

 
こ
う
い
う
時
く
ら
い
じ

な
い
と
そ
の

を
返
せ
な
い
の
よ

か

な
あ

一
つ

い
て
い
い
か

話
せ
る
な
ら
で
い
い
ん
だ
が

ん

何

何
で
ユ
キ
ノ
の
二
つ
名
が

絶
対

度
に
な

た
ん
だ

あ
 
リ

フ

は
少
し
迷

た
末
に

こ
う

き
返
し
て
き
た

ね
え

何
で
由
来
を

き
た
い
の

ま
さ
か
悪
口
じ

な
い
か
と
ち

と
心
配
に
な

て
な

も
し
悪
口
だ

た
ら
ど
う
す
る
の

二
つ
名
を
最
初
に
つ
け
た
奴
を
潰
す

そ
の
後
広
ま

た
ル

ト
を

て
全
員
徹

的
に

潰
すえそ

う
だ
な

俺
も
手
伝
う

ハ
チ
マ
ン

 
リ

フ

は
二
人
の
反
応
が
予
想
外
の
物
だ

た
の
で

と
て
も
驚
い
た
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同
時
に
お
か
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
の
か

腹
を

え
て
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は

潰
す

て

全
員

て

一
応
言

て
お
く
け
ど
本
気
だ
か
ら
な

う
ん
分
か

て
る
分
か

て
る

本
当
に
本
気

か

た
か
ら
素
直
に
す
ご
い
な

て

思

て

 
そ
し
た
ら
何
か
お
か
し
く
な

ち

た
の

ご
め
ん
ね

お

お
う

そ
う
か

別
に
悪
口
じ

な
い
か
ら
安
心
し
て

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

怖
さ
れ
て
る
感
じ
か
な

そ
う
な
の
か

う
ん

き

か
け
は
ね

シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
抗
争
な
ん
だ
よ

 
そ
う
言

て
リ

フ

は

ユ
キ
ノ
の
二
つ
名
の
由
来
を
話
し
て
く
れ
た

同
盟
を
結
ぼ
う
と
し
て
る
く
ら
い
な
の
に

前
は
争

て
た
の
か

う
ん

当
初
は
全
部
の
種
族
が
仲
が
悪
く
て
ね

 
隣
り
合
う
領
地
を
持
つ
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

も

外
じ

な
か

た
の

 
そ
の

は
サ
ラ
マ
ン
ダ

が
急
速
に
勢
力
を

ば
し
て
い
て
ね
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本
当
な
ら
そ
の
時
同
盟
を
結
べ
れ
ば
良
か

た
ん
だ
け
ど
そ
れ
ま
で

手
に
戦

て
た
わ
け

じ

な
い

 
な
の
で
と
り
あ
え
ず
サ
ラ
マ
ン
ダ

に
対
抗
す
る
た
め
に
相
談
し
よ
う

て
事
に
な

て
ね

ま
あ
殺
し
合

て
た
二
人
が
直
後
に
す
ぐ
仲
良
く
な
る
と
か
は
マ
ン
ガ
の
世
界
だ
け
だ
よ
な

そ
う
い
う
事

そ
れ
で
ね
シ
ル
フ
領
主
の
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ケ

ト
シ

領
主
の
ア
リ
シ

さ

ん
が

 
そ
れ
ぞ
れ
軍
勢
を

い
て
話
し
合
い
を
す
る
事
に
な

た
ん
だ
け
ど

 
い
わ
ゆ
る
お

い
の

部
連
中
が
主

争
い
を
始
め
ち

て

 
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ア
リ
シ

さ
ん
も
そ
れ
に
乗

か

ち

て

大

模
な
戦
い
が
始
ま

ち

た
の
よ

 
私
も
そ
の
場
に
い
た
ん
だ
け
ど

雰
囲
気
に

ま
れ
て
一

に
戦

て
た

な
る
ほ
ど

で

ユ
キ
ノ
は
ウ
ン
デ

ネ
じ

な
い

で
も
ユ
イ
ユ
イ
は
シ
ル
フ

 
イ
ロ
ハ
と
コ
マ
チ
は
ケ

ト
シ

だ
か
ら
三
人
の
頼
み
で
何
と
か
仲

し
よ
う
と
し
て
た
ん

だ
け
ど
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サ
ク
ヤ
さ
ん
も
ア
リ
シ

さ
ん
も
引
く
に
引
け
な
く
な

ち

て
た
み
た
い
で

 
領
主
同
士
の
一
騎
打
ち
を
始
め
ち

た
の
ね

そ
れ
で
ユ
キ
ノ
が
ね
そ
の
キ
レ
ち

た
み
た
い
で

ユ
キ
ノ
を
キ
レ
さ
す
と
か

お
前
ら
色
々
と
す
ご
い
な

 
リ

フ

は
そ
の
言
葉
を

く
と

え
が
止
ま
ら
な
い
と
い
う
風
に
自
分
を

い
た

そ
の
時
の
事
を
思
い
出
し
た
ら
ち

と
寒
気
が

ま
じ
か

何
が
あ

た
ん
だ
よ

ユ
キ
ノ
は
ま
ず

イ
ロ
ハ
に
頼
ん
で
空
中
に

手
な
大

模
魔
法
を
打
た
せ
た
の

 
で
何
事
か
と
一

動
き
が
止
ま

た
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ア
リ
シ

さ
ん
の

を
掴
ん
で
正
座
さ

せ
た
の

 
で
表
情
を
ま

た
く
変
え
な
い
ま
ま

々
と
説
教
し
た
の

目
が
す
ご
く
怖
か

た
の
を
覚

え
て
る

 

り
の
み
ん
な
も

て
入
ろ
う
と
し
た
ん
だ
け
ど
そ
の
目
で

ま
れ
て
結
局
動
け
な
か

た 
お
か
げ
で
戦
闘
は
止
ま
り

説
教
を
す
る
ユ
キ
ノ
の
声
だ
け
が
そ
の
場
に

い
て
た
わ
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で
二
人
は
何
度
か
反

し
た
ん
だ
け
ど
ユ
キ
ノ
は
表
情
一
つ
変
え
ず
に
全
部

殺
で

破

し
た
の

 
二
人
は
何
も
言
え
な
く
な

て

顔
を
上
げ
る
事
も
出
来
な
い
ほ
ど
打
ち
の
め
さ
れ
た
わ

確
か
に
す
さ
ま
じ
い
け
ど

そ
れ
だ
け
だ
と
絶
対

度

て
名
前
に
は
な
ら
な
い
よ
な

そ
の
後
に
ユ
キ
ノ
は
大
声
で
叫
ん
だ
わ

文

が
あ
る
者
は
私
を

破
し
て
み
せ
な
さ
い
と

ユ
キ
ノ
を

破
か

そ
り

ハ

ド
ル
が
高
い
な
ん
て
も
ん
じ

な
い
な

山
の
人
が
ユ
キ
ノ
に
挑
ん
だ
ん
だ
け
ど

全
員
ユ
キ
ノ
に

破
さ
れ
た
わ

 
ユ
キ
ノ
は
こ
こ
ま
で
顔
色
一
つ
変
え
な
か

た

で
戦
い
を
完
全
に
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
た

の
か

 
ユ
キ
ノ
は

つ
い
た
者
を
一

所
に
ま
と
め
て

囲
回
復
魔
法
を
使

た
の

 
で
も
そ
の
魔
法
が
な
ん
て
い
う
か

ユ
キ
ノ
の
雰
囲
気
の
せ
い
な
の
か

 

囲
が

り
つ
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
回
復
魔
法
で
ね

あ
あ

 
ハ
チ
マ
ン
が
や

と
話
が
見
え
た
と
い
う
風
に

き
リ

フ

の
セ
リ
フ
を
引
き
継
い
だ

で

つ
い
た
二
つ
名
が
絶
対

度

て
わ
け
か
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う
ん

す
ご
い
な

ど
ん
な
回
復
魔
法
な
ん
だ

う

ん

今
思
う
と

あ
れ
は
ま

た
く
普
通
の

囲
回
復
魔
法
だ

た
と
思
う
の

 
で
も
あ
の
時
は
何
て
言
う
か
ユ
キ
ノ
の
雰
囲
気
の
せ
い
な
の
か

度
が
下
が

た
気
が
し

た
ん
だ
よ
ね

シ
ス
テ
ム
の
力
を
超
え
た
の
か
も
な

ま
あ
そ
ん
な
イ
メ

ジ
か
な

で
も
そ
の
お
か
げ
で
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
戦
い
が
終
わ

た
の

 
ま
ず
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ア
リ
シ

さ
ん
が

破
さ
れ
た
者
同
士
の
連

感
で
親
友
に
な

て

 
で

今
度
対

の
同
盟
を
結
ぶ

て
話
に
な

た
わ
け

 
だ
か
ら
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
間
で
は
ユ
キ
ノ
は

怖
さ
れ
る
以
上
に
尊
敬
さ
れ
て
る
の

よ 
そ
の
後
私
は
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ユ
キ
ノ
の
間
の
連

係
み
た
い
な
事
を
や
る
よ
う
に
な

て

 
そ
れ
で
私
も
ユ
キ
ノ
達
と
と
て
も
仲
良
く
な
れ
た
の

そ
う
か

な
ん
て
い
う
か
や

ぱ
り
ユ
キ
ノ
は
す
ご
い
ん
だ
な
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俺

ユ
キ
ノ
さ
ん
だ
け
は
絶
対
に

ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る

ま
あ
そ
ん
な
ユ
キ
ノ
の
頼
み
だ
か
ら

私
も
二
人
を
全
力
で
サ
ポ

ト
す
る
ね

す
ま
な
い
が

宜
し
く
頼
む

あ
り
が
と
う

リ

フ

 
ハ
チ
マ
ン
は
リ

フ

に

を
下
げ

キ
リ
ト
は
リ

フ

に
微
笑
ん
だ

 
リ

フ

は
そ
ん
な
キ
リ
ト
を
見
て

何
故
か
心

の

動
が

く
な
る
の
を
感
じ
て
い
た

 
私
が
好
き
な
の
は
お
兄
ち

ん
な
の
に

こ
の
気
持
ち
は
何
な
ん
だ
ろ
う

 
リ

フ

は
そ
ん
な
困
惑
を

り

う
よ
う
に

笑
顔
で
言

た

任
せ
と
い
て

ま
ず
は
シ
ル
フ
の
領
都

ス
イ
ル
ベ

ン
に
向
か
い
ま
し

う
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第
１
０
４
話
 
翡
翠
の
都

こ
こ
が
ス
イ
ル
ベ

ン
か

で
か
い
な

え
え

こ
こ
が
私
達
シ
ル
フ
の
領
都
ス
イ
ル
ベ

ン

別
名

翡
翠
の
都

よ

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
関
心
し
た
よ
う
に

り
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
て
い
た

 
本
来
領
都
に
別
の
種
族
が
訪
れ
た
場
合

攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
だ
が

 
幸
い
名
の
通

た
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る
リ

フ

が
一

だ

た
せ
い
か

 
特
に

ま
れ
た
り
す
る
よ
う
な
事
は
無
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

リ

フ

に

こ
え
な
い
よ
う
に
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
言
葉
を
交
わ
し
た

何
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
街
と
全
然
違
う
よ
な

こ
れ
ぞ
フ

ン
タ
ジ

て
感
じ
だ
な

ん

何
か
言

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
誤
魔
化
そ
う
と
し
た

い
や

何
て
い
う
か

す
ご
く

麗
な
街
だ
な

て
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中
央
に
あ
る

が
一
番
高
い
み
た
い
だ
な

あ
の

は
風
の

て
言
う
の
よ

⻑

離
を
移
動
す
る
時
は

 
必
ず
あ
の

か
ら
飛
び
立

て

離
を

ぐ
の

り
に
も
小
さ
な

が

山
あ
る
ん
だ
な

あ
の

と

を
繋
い
で
る
部
分
は
通
れ
る
の
か

え
え

あ
そ
こ
が
通
路
に
な

て
て

自
由
に
通
行
出
来
る
よ
う
に
な

て
る
の

な
る
ほ
ど
な

何
か
圧
倒
さ
れ
ち
ま
う
な

ス
プ
リ
ガ
ン
の
領
都
は
古
代
都
市
が
モ
チ

フ
な
ん
だ

け

そ
ん
な
に
違
う

 
二
人
は
そ
の
質
問
に
少
し

て
た

当
然
行

た
こ
と
が
無
い
か
ら
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず

無
難
な
返
事
を
返
す
事
に
し
た

こ
こ
と
比
べ
る
と

模
は
変
わ
ら
な
い
が

ま
あ
こ
こ
よ
り
は
ち

と
地
味
な
感
じ
だ
な

な
る
ほ
ど
ね

い
つ
か
行

て
み
た
い
な

機
会
が
あ

た
ら
案
内
し
て
く
れ
な
い

お

お
う

機
会
が
あ

た
ら
な

そ
の
時
は
宜
し
く
ね

 
リ

フ

は
そ
う
言

て
微
笑
ん
だ

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
少
し
罪
悪
感
を
感
じ
て
い
た
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が 
そ
れ
を
察
し
た
の
か

目
立
た
な
い
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
ポ
ケ

ト
に
入

て
い
た
ユ
イ
が

 
こ

そ
り
と
二
人
に

打
ち
し
て
き
た

パ
パ
キ
リ
兄
近
く
ま
で
行
く
事
が
出
来
れ
ば
私
が
案
内
出
来
る
の
で
心
配
な
い
で
す
よ

お
お

さ
す
が
ユ
イ

と
り
あ
え
ず
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど

す
ご
い
助
か
る
よ

任
せ
て
下
さ
い

 
お
そ
ら
く
行
く
機
会
は
無
い
だ
ろ
う

た
と
し
て
も
全
て
が
終
わ

た
後
の
話
に
な
る

と
思
う
が

 
と
り
あ
え
ず
リ

フ

の
期
待
は
裏
切
ら
な
く
て
す
み
そ
う
だ
と

二
人
は
安

し
た

そ
れ
じ

ま
ず
装
備
を
揃
え
ま
し

う

店
に
案
内
す
る
け
ど

予
算
は
ど
れ
く
ら
い

あ

と
り
あ
え
ず
無
制
限
で

 
そ
の
言
葉
を

い
て

リ

フ

は
ポ
カ
ン
と
し
た

二
人
と
も
お
金
持
ち
な
ん
だ

休
止
す
る
前
に
相
当
や
り
こ
ん
で
た
の
ね

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な
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そ
れ
じ

一
番
高
性
能
な
装
備
が
置
い
て
あ
る
店
に
案
内
す
る
ね

あ
り
が
と
う

リ

フ

二
人
は
ユ
キ
ノ
の
友
達
な
ん
で
し

う

と
い
う
事
は

も
う
私
と
も
友
達

て
事
じ

な

い 
だ
か
ら
お

な
ん
か
言
わ
な
く
て
い
い
よ

友
達
の
頼
み
な
ん
だ
し
ね

ま
あ
で
も
お

く
ら
い
言
わ
せ
て
く
れ
よ

そ
う

そ
れ
じ

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
三
人
は
連
れ
立

て

装
備
を

て
い
る
店
へ
と
向
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
も
や
は
り
男
な
の
で
こ
う
い

た
店
に
行
く
と
テ
ン
シ

ン
が
上
が
る

よ
う
だ

 
あ

で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と

色
々
な
装
備
を
手
に
と

て
楽
し
そ
う
に
選
ん
で
い
た

 
リ

フ

も
装
備
を
見
る
の
は
大
好
き
な
よ
う
で

楽
し
そ
う
に
そ
こ
に
参
加
し
て
い
た

二
人
と
も
決
ま

た

武
器
は
一
応
あ

ち
の
ス
ペ

ス
で

し

り
が
出
来
る
け
ど
ど
う

す
るそ

う
な
の
か

ど
う
す
る
キ
リ
ト

ち

と

て
み
な
い
か
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そ
う
だ
な

い
く
つ
か

し
に

て
み
な
い
と

後
で
違
和
感
が
出
た
ら
困
る
し
な

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う

 
リ

フ

は
二
人
を

店
に

設
さ
れ
た
広
場
の
よ
う
な
所
に
案
内
し
た

そ
れ
じ

二
人
と
も
ご
自
由
に
ど
う
ぞ

私
は
防

の
コ

ナ

に
い
る
ね

悪
い
な

あ
ま
り
待
た
せ
な
い
よ
う
に
す
る
か
ら
ち

と
我
慢
し
て
て
く
れ

大
丈
夫
よ
キ
リ
ト
君

こ
う
い
う
の
は
し

か
り
と
時
間
を
か
け
て

 
自
分
に
ピ

タ
リ
合
う
武
器
を
選
ば
な
い
と
い
け
な
い
し
ね

 
そ
う
言

て
リ

フ

は
店
の
中
へ
と

て
い

た

そ
れ
じ

ち

と

て
み
る
か

エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に
似
た
バ
ラ
ン
ス
の
武
器
を
選
ん
だ
つ
も
り
だ
け
ど

 
こ
れ
ば

か
り
は
な

ス
タ

バ

ス
ト
ス
ト
リ

ム

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
無
し
で

や

て
み
る
か

丁
度
誰
も
見
て
な
い
し

や
る
な
ら
今
の
う
ち
だ
ぞ
キ
リ
ト

 
も
し
誰
か
に
見
ら
れ
た
ら

悪
目
立
ち
し
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

よ
し
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か
つ
て
キ
リ
ト
は
少
し
で
も
剣
を

る
速
度
を
上
げ
る
た
め
に
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
頼
ら

ず
に

 
何

回

何
千
回
と
色
々
な
ソ

ド
ス
キ
ル
の
型
を
練

し
て
い
た

 
そ
の

験
が
あ

た
た
め
か

体
が
技
を
し

か
り
と
覚
え
て
い
た
よ
う
だ

 
キ
リ
ト
は
問
題
な
く

ス
タ

バ

ス
ト
ス
ト
リ

ム
の
太
刀
筋
を
再
現
す
る
事
が
出
来
た

お
お

さ
す
が
は
キ
リ
ト

特
に
問
題
は
無
さ
そ
う
か

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
ソ

ド
ス
キ
ル
は
無
い
か
ら
ま
ず
ス
ム

ズ
に
攻
撃
と
攻
撃
を
繋
げ
る
事
を
重

し
て

 
後
は
敵
の
動
き
次
第
で
臨
機
応
変
に
変
化
さ
せ
て
く
事
に
な
り
そ
う
だ

攻
撃
力
と
か
の
補
正
が
無
い
の
が

い
く
ら
い
か

バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
だ

武
器
の
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス
も
い
い
と
思
う

す
ご
く
懐
か
し
い
感
じ
が
す
る

あ
の

と
比
べ
て
も

見
て
い
て
ほ
と
ん
ど
違
和
感
を
感
じ
な
か

た
な

ハ
チ
マ
ン
の
方
は
ど
う
な
ん
だ

俺
の
場
合
は

あ
ま
り
重
さ
と
か
関
係
無
い
か
ら
ま
あ
問
題
な
い

 

だ
け
敵
の
攻
撃
に
力
負
け
し
な
い
よ
う
に

や
や
重
い
の
を
持
つ
く
ら
い
だ
な
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そ
の

剣
に
決
め
る
の
か

そ
の
つ
も
り
だ

し
か
し
キ
リ
ト
の
武
器

ち

と
大
き
く
な
い
か

い
や

重
さ
で
決
め
た
ら
ち

と
サ
イ
ズ
が
大
き
目
に
な

ち
ま

た
ん
だ
よ
な

 
ま
あ
リ

チ
が

び
た
事
だ
け
し

か
り
イ
メ

ジ
し
と
け
ば
大
丈
夫
だ
と
思
う

な
る
ほ
ど
な

で
も
そ
れ
だ
と

一
本
し
か
背
中
に
背
負
え
な
い
な

ま
あ
仕
方
な
い
さ

本
番
の
時
は
あ
ら
か
じ
め
も
う
一
本
出
し
て
お
く
よ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は

い
を
済
ま
せ
た
後
に
片
方
の
剣
を
ス
ト
レ

ジ
に
収
納
し

 
も
う
片
方
の
剣
を
背
中
に
背
負

た

で
も
二
人
と
も
一
発
で
決
ま
る
な
ん
て
お

い
そ
う
い
う
感
覚
は

び
付
い
て
な
い
み
た
い

だ
な体

が
覚
え
て
て
く
れ
て
良
か

た
よ
な

そ
れ
じ

リ

フ

の
所
に

ろ
う

了
解

 
二
人
は
リ

フ

と
合
流
し

今
度
は
防

を
選
び
始
め
た
の
だ
が

 
二
人
と
も
デ
ザ
イ
ン
よ
り
は

動
き
や
す
さ
と
色
を
重

で
選
ん
だ
た
め

 
こ
ち
ら
は
あ

さ
り
と
決
ま

た

言
う
ま
で
も
な
く
二
人
と
も
黒
い
装
備
を
選
ん
で
い
た
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二
人
と
も

防

は
黒
い
の
を
選
ん
だ
の
ね

キ
リ
ト
は
と
も
か
く
俺
は
実
用
性
も
考
え
て
黒
に
し
た
ん
だ
け
ど
な

基
本
暗
殺
タ
イ
プ
だ

し
な暗

殺
タ
イ
プ

ね

さ

き
俺
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は
見
た
だ
ろ

確
か
に
は

き
り
と
目
撃
し
た
わ
け
じ

な
い
け
ど

闇
に
ま
ぎ
れ
て
敵
を
討
つ
み
た
い
な

 
そ
ん
な
感
じ
だ

た
ね
ハ
チ
マ
ン
君
は

キ
リ
ト
は
基
本
ガ
チ
ン
コ
タ
イ
プ
だ
か
ら

色
が
黒
な
の
は
完
全
に
趣
味
だ
よ
な

趣
味

そ
う
な
ん
だ

ま

ま
あ
そ
れ
は
否
定
出
来
な
い

ふ
ふ

そ
れ
じ

装
備
も
整

た
み
た
い
だ
し

風
の

に
で
も
行

て
み
ま
し

う
か

お
う

出
来
れ
ば
一
度
飛
ん
で
み
た
い
と
こ
ろ
だ
な

男
の
子
な
ん
だ
か
ら

二
人
と
も
高
さ
に
び
び

た
り
し
な
い
で
よ
ね

だ

て
よ
キ
リ
ト

び
び
る
な
よ

ハ
チ
マ
ン
こ
そ
び
び
る
な
よ
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あ
は

そ
れ
じ

こ

ち
よ

 
二
人
は
リ

フ

に
案
内
さ
れ
て

風
の

を
上

て
い

た

 

上
に
着
く
と

そ
こ
に
は
ま
さ
に
絶
景
と
呼
べ
る
景
色
が
広
が

て
い
た

う
わ

さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
来
る
と
す
ご
い
景
色
だ
な

翡
翠
の
都
か

名
前
の
通
り

美
し
い
街
だ
よ
な

自
慢
の
都
だ
か
ら
ね

あ
あ

確
か
に
こ
れ
は
自
慢
し
て
い
い
な

ん

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
し
た
の

誰
か
が
こ

ち
に
近
付
い
て
き
て
る
ぞ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
キ
リ
ト
と
リ

フ

は

先
ほ
ど
上

て
き
た

の
方
を
見
た

 
人
影
は
見
当
た
ら
な
か

た
が
し
ば
ら
く
す
る
と

人
の
男
が

を
上

て
く
る
の
が

見
え
た

驚
い
た

分
遠
く
か
ら
わ
か
る
の
ね

ハ
チ
マ
ン
君

ま
あ

そ
れ
が
取
り

だ
か
ら
な

リ

フ

ち

ん
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あ
れ

レ
コ
ン

シ
グ
ル
ド
達
も
一

な
の
ね

 
ど
う
や
ら
上

て
き
た
の
は
リ

フ

の
知
り
合
い
の
よ
う
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
会

を
し
て

後
方
へ
と
下
が

た

リ

フ

ち

ん

こ
こ
に
い
た
ん
だ
ね

レ
コ
ン
達
は
こ
れ
か
ら
狩
り

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

お
い
リ

フ

お
前
俺
達
の
誘
い
を
断

て
ス
プ
リ
ガ
ン
ご
と
き
と
一

に
何
を
し
て
る

ん
だ

 
リ

フ

は
そ
の
言
い
方
に
カ
チ
ン
と
来
た
が

と
り
あ
え
ず
事
情
を
説
明
し
よ
う
と
し
た

こ
れ
は
ユ
キ
ノ
の

 
そ
ん
な
リ

フ

の
返
事
を
待
た
ず
に

シ
グ
ル
ド
は
言
葉
を
被
せ
て
き
た

お
前
は
俺
の
パ

テ

メ
ン
バ

だ

い
つ
も
勝
手
な
事
ば
か
り
し
て
ん
じ

ね
え
よ

な
 
場
の
雰
囲
気
が
険
悪
に
な
り
そ
う
な
の
を
察
知
し
て

レ
コ
ン
が

て
て

て
入

た

リ

リ

フ

ち

ん

明
日
は
狩
り
に
参
加
出
来
る
ん
だ
よ
ね
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ご
め
ん

明
日
も
こ
の
二
人
を
案
内
し
な
い
と
い
け
な
い
の

 
そ
の
返
事
を

い
た
シ
グ
ル
ド
は

立
た
し
げ
に
リ

フ

に
向
か

て
言

た

お
い
ふ
ざ
け
る
な
よ

お
前
は

て
俺
の
言
う
事
を

い
て
り

い
い
ん
だ
よ

 
こ
の
言
葉
に
は
さ
す
が
に

に
き
た
の
か
リ

フ

は
シ
グ
ル
ド
に
食

て
か
か
ろ
う
と
し

た 
だ
が
そ
の
リ

フ

と
シ
グ
ル
ド
の
間
に

て
入

た
者
が
い
た

そ
れ
は
キ
リ
ト
だ

た
キ
リ
ト
君

危
な
い
か
ら
下
が

て
て

大
丈
夫
だ

 
キ
リ
ト
は
リ

フ

に
そ
う
声
を
か
け
る
と

シ
グ
ル
ド
に
向
か

て
言

た

そ

ち
こ
そ
ふ
ざ
け
る
な

リ

フ

は
お
前
の
道

じ

な
い
ぞ
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第
１
０
５
話
 
頑
張
れ
レ
コ
ン

 
ル
グ
ル

の
街
の

置
を

回
廊
の
こ
ち
ら
側
で
は
な
く
あ
ち
ら
側
に
変
更
し
て
あ
り
ま
す

薄

い
ス
プ
リ
ガ
ン
ご
と
き
が

王
子
様
に
で
も
な

た
つ
も
り
か

白
馬
に
は
乗

て
な
い
け
ど
な

 
キ
リ
ト
と
シ
グ
ル
ド
は

ま
さ
に
一
触
即
発
と
い
う
感
じ
で

み
合

て
い
た

 
シ
グ
ル
ド
の
パ

テ

メ
ン
バ

は
リ

フ

と
シ
グ
ル
ド
を
交

に
見
な
が
ら
狼

し
て

い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
い
つ
で
も
動
け
る
体
制
の
ま
ま

二
人
の
や
り
と
り
を

観
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
リ

フ

と
レ
コ
ン
は

王
子
様

キ
リ
ト
君
が
王
子
様

ど
う
し
よ
う

私
お
姫
様
に
な

ち

た

リ

フ

ち

ん
の
王
子
様

そ
の
役
目
は
こ
の
レ
コ
ン
が

 
と

二
人
と
も
ち

と
ず
れ
た
反
応
を
し
て
い
た
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こ
こ
で
お
前
達
を
殺
せ
ば

お
前
達
は
ス
プ
リ
ガ
ン
の
領
都
に
逆

り
だ
な

 
そ
う
す
れ
ば
ス
イ
ル
ベ

ン
も
少
し
は

麗
に
な
る
だ
ろ
う

は

お
前
み
た
い
に
心
の

い
奴
が

ス
イ
ル
ベ

ン
を

し
て
る
ん
じ

な
い
の
か

ち

お
い
リ

フ

お
前
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

あ
く
ま
で
こ
い
つ
ら
を

う
の
か

え
 
リ

フ

は
そ
の
言
葉
を

き

や

と
我
に
返

た

そ
も
そ
も
パ

テ

に
入
る
時

私
が
束

さ
れ
る
の
は

だ

て
言

た
ら

 
あ
な
た
は
い
つ
抜
け
る
の
も
自
由
だ
し
用
事
が
あ
る
時
は
参
加
し
な
く
て
い
い

て
言

て

た
じ

な
い

ふ
ざ
け
る
な

俺
達
の
パ

テ

は
シ
ル
フ
の
中
で
は
一
番

名
な
パ

テ

だ

 
そ
の
メ
ン
バ

で
あ
る
お
前
が

パ

テ

と
は
別
行
動
で
勝
手
な
事
ば
か
り
し
て
い
た
ら

 
リ

ダ

の
俺
の
顔
に

を

る
事
に
な
る
の
が
分
か
ら
な
い
の
か

を

る

て

 
さ
す
が
に
リ

フ

は
そ
の
シ
グ
ル
ド
の
言
い

に
は
納
得
出
来
な
か

た
よ
う
だ

武
道
大
会
で
私
が
シ
グ
ル
ド
を
破

て
優
勝
し
た
後
わ
ざ
わ
ざ
自
分
で
ス
カ
ウ
ト
に
来
た
く
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せ
に

 

分
身
勝
手
な
事
を
言
う
の
ね

シ
グ
ル
ド

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
そ
れ
ま
で

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
が

納
得
し
た
と
い
う
風
に
そ
う

い
た

ハ
チ
マ
ン

ど
う
い
う
事
だ

要
す
る
に
そ
い
つ
は
な
自
分
よ
り
強
い
リ

フ

を
自
分
の
パ

テ

に
加
え
る
事
に
よ

て 
ち

け
な
プ
ラ
イ
ド
を
守
ろ
う
と
し
た
ん
だ
ろ

自
分
の
方
が
上
だ

て
な

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
な
ら
納
得
だ
な

貴
様
ら

言
わ
せ
て
お
け
ば

も
う
い
い

良
く
分
か

た
わ

リ

フ

ち

ん

 
レ
コ
ン
は
リ

フ

の
決
意
を
察
し
た
の
か

止
め
に
入
ろ
う
と
し
た

 
だ
が
リ

フ

は
そ
ん
な
レ
コ
ン
を
制
し

き

ぱ
り
と
シ
グ
ル
ド
に
言

た

言

て
お
く
け
ど
シ
グ
ル
ド

こ
の
二
人
は
ユ
キ
ノ
の
仲
間
よ
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な

ユ
キ
ノ
に
こ
ん
な
仲
間
が
い
る
な
ん
て

い
た
事
が
無
い
ぞ

こ
の
二
人
は
復
帰
組
だ
か
ら
ね

な
の
で
私
が
明
日
ユ
キ
ノ
の
所
に
案
内
す
る
事
に
な

て
る

の 
こ
の
二
人
に
手
を
出
し
た
ら

ユ
キ
ノ
が

て
い
な
い
と
思
う
わ
よ

 
あ
な
た
も
あ
の
場
に
い
た
ん
だ
か
ら

そ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
か
分
か
る
で
し

う

くそ
し
て
私
も

て
は
い
な
い

こ
こ
で
あ
な
た
を

る
わ

そ
れ
は
パ

テ

を
正
式
に
抜
け
る

て
事
で
い
い
ん
だ
な

え
え

そ
う
と

て
く
れ
て

わ
な
い
わ

も
う
う
ん
ざ
り
な
の

リ

フ

ち

ん

そ
ん
な

そ
う
か

 
シ
グ
ル
ド
は

目
を
つ
ぶ

て
何
か
考
え
込
む
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
思

た
よ
り
シ
グ
ル
ド
が

静
だ

た
の
で

リ

フ

は
そ
れ
を
不
思
議
に
思

た

パ
パ
あ
の
人
か
ら
す
ご
い

り
を
感
じ
ま
す

一
見

静
そ
う
で
す
が
あ
れ
は

技
だ
と

思
い
ま
す
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わ
か
る
の
か

ユ
イ

は
い

ま
あ
確
か
に
目
を
つ
ぶ
る
直
前
に

一

す
ご
い

り
の
こ
も

た
目
が
見
え
た
か
ら
な

パ
パ

ど
う
し
ま
す
か

あ
い
つ
に
監

を
付
け
た
い
な

あ
の
レ
コ
ン

て
奴
が

任
な
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き

リ

フ

に
話
し
か
け
た

な
あ
リ

フ

あ
の
レ
コ
ン

て
奴
と
は
仲
が
い
い
の
か

レ
コ
ン

レ
コ
ン
は
ね

リ
ア
ル
で
の
同
級
生
な
の

ほ
う
ほ
う

な
る
ほ
ど
な

同
級
生
と
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

て

何
か
い
い
な

キ
リ
ト
と
俺
も
い
ず
れ
そ
う
な
る
ん
じ

な
い
か

あ

そ
う
か
も
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
シ
グ
ル
ド
が
顔
を
上
げ

に
落
ち
着
い
た
声
で
話
し
か
け
て

き
たリ

フ

ユ
キ
ノ
と
は
ど
こ
で
合
流
す
る
ん
だ
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そ
ん
な
事

い
て
ど
う
す
る
の

ル
グ
ル

回
廊
の
向
こ
う
側
だ
け
ど

ふ
ん

も
し
か
し
て
そ
の
後
は

同
盟
の
調

式
に
参
加
す
る
の
か

え
え
そ
う
よ

あ
な
た
も
行
く
ん
で
し

う

い
や

俺
は
こ
こ
の

守
を
サ
ク
ヤ
に
任
さ
れ
て
い
る
か
ら
な

へ

そ
う
な
ん
だ

話
は
分
か

た

お
前
の
パ

テ

離
脱
の
件
も
了
解
し
た

魔
を
し
て
悪
か

た
な

え

あ

う
ん

 
そ
う
言

て
シ
グ
ル
ド
は

仲
間
達
と
共
に
去

て
い

た

 
レ
コ
ン
は
お
ろ
お
ろ
し
て
い
た
が

や
が
て
決
心
し
た
よ
う
に
リ

フ

に
話
し
か
け
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
僕
も
リ

フ

ち

ん
と
一

に
パ

テ

を
抜
け

お
い
レ
コ
ン

ち

と
話
が
あ
る

え

え

 
そ
ん
な
レ
コ
ン
を
ハ
チ
マ
ン
が
制
し

に
手
を
回
し
て
少
し
離
れ
た
場
所
へ
と
連
れ
て
い

た
何
あ
れ

一
体
ど
う
し
た
の
か
し
ら
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あ
あ

ハ
チ
マ
ン
に
任
せ
と
け
ば
大
丈
夫
だ

き

と
何
か
思
い
つ
い
た
ん
だ
ろ
う

キ
リ
ト
君
は

ハ
チ
マ
ン
君
の
事
を
す
ご
く
信
頼
し
て
る
ん
だ
ね

あ
い
つ
は
今
回
か
な
り
本
気
を
出
し
て
る
か
ら
な

ま
あ
俺
も
だ
け
ど
な

 
俺
達
に
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で
ど
う
し
て
も
成
し

げ
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
ん
だ
よ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は

ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ
う
な
表
情
を

か
べ
た

あ
 
リ

フ

は
そ
の
キ
リ
ト
の
表
情
に

無
意
識
に
兄
の
表
情
を
重
ね
て
い
た

ど
う
し
て
お
兄
ち

ん
の
顔
が

か
ぶ
ん
だ
ろ
う

あ
の
表
情

何
か
強
い
決
意
を
秘
め
て

い
て

 
そ
れ
で
い
て
ど
こ
か

し
そ
う
な
あ
の
顔

 
リ

フ

は
兄
の
事
を
想
い

そ
し
て
キ
リ
ト
の
事
を
想

た

 
私
は
も
し
か
し
て

キ
リ
ト
君
の
事
を
好
き
に
な
り
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
リ

フ

は
自
分
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
ら
な
く
な
り
た
だ
キ
リ
ト
の
横
顔
を
見
つ
め
て
い

た 
そ
し
て
そ
の

ハ
チ
マ
ン
と
レ
コ
ン
は

少
し
離
れ
た
所
で
立
ち
止
ま
り

話
を
し
て
い
た
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い

一
体
僕
に
何
の
用
が
あ
る
ん
で
す
か

お
う

ま
ず
あ
れ
だ

お
前

リ

フ

の
事
が
好
き
な
ん
だ
ろ
う

な

何
で
そ
れ
を

ま
あ
さ

き
リ

フ

の
王
子
様
は
僕
が
み
た
い
な
事
を
言

て
た
の
が

こ
え
た
か
ら
な

ま
あ
そ
れ
は
置
い
て
お
い
て
だ

お
前

リ

フ

に
感
謝
さ
れ
た
く
は
な
い
か

えち
な
み
に
俺
と

あ
そ
こ
に
い
る
キ
リ
ト
は
相
当
強
い

 
お
前
が
パ

テ

に
合
流
し
て
も

戦
闘
と
か
で
目
立
つ
の
は
お
そ
ら
く
無
理
だ

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

リ

フ

ち

ん

 
お
二
人
の
ど
ち
ら
か
を
好
き
に
な

ち

た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

あ

俺
と
キ
リ
ト
に
は
お

い
決
ま

た
相
手
が
い
る
か
ら

そ
こ
ら
へ
ん
は
安
心
し
ろ

 

え
そ
う
な

て
も
進
展
は
し
な
い

は
ず
だ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
そ
れ
を

い
た
レ
コ
ン
は
急
に
元
気
に
な

た

ハ
チ
マ
ン
は
レ
コ
ン
を
現
金
な
奴
だ
な
と

思

た
が
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こ
れ
か
ら
自
分
の
指

通
り
に
動
い
て
も
ら
う
必
要
が
あ

た
の
で
都
合
が
良
い
と
ほ
く
そ

え
ん
だ

あ
あ

で
な

さ

き
の
シ
グ
ル
ド

て
奴
の
態
度

お
前
は
ど
う
思

た

は

い
つ
も
と
違

て

に

静
だ
な
と

な
る
ほ
ど
な

や

ぱ
り
ら
し
く
な
い
ん
だ
な

は
い

い
つ
も
な
ら

り
狂

て
攻
撃
を
仕

け
て
き
て
も
お
か
し
く
な
い
場
面
で
し
た
ね

い
い
か
レ
コ
ン
よ
く

け

さ

き
の
シ
グ
ル
ド
の
態
度

あ
れ
な

多
分
全
部

技
だ

 
あ
い
つ
目
を
つ
ぶ

た
だ
ろ

そ
の
直
前
に

す
ご
い

り
の
こ
も

た
目
を
し
て
た
の
が

見
え
た

え何
か
を
考
え
て
い
た
の
は
確
か
だ
と
思
う
が

 
あ
い
つ
多
分

ず

と
は
ら
わ
た
が

え
く
り
か
え

て
た
と
思
う
ぞ

 
目
を
つ
ぶ

た
の
は

に
そ
れ
を

そ
う
と
し
た
ん
だ
ろ
う
な

そ
う
い
え
ば
確
か
に
シ
グ
ル
ド
は
目
に
感
情
が
出
や
す
い

て
よ
く
言
わ
れ
て
ま
し
た

そ
ん
な
あ
い
つ
が
必
死
で

静
さ
を
装

た

そ
し
て
俺
達
の
今
後
の
予
定
を

い
て
き
た
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ど
う
だ

す
ご
く
怪
し
い
と
思
わ
な
い
か

確
か
に
す
ご
く
怪
し
い
で
す

絶
対
に
何
か
た
く
ら
ん
で
ま
す
ね

だ
ろ

そ
こ
で
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
で
一
つ
呼

を
入
れ

本
題
を
切
り
出
し
た

お
前
は
こ
の
ま
ま
シ
グ
ル
ド
の
パ

テ

に
残

て
あ
い
つ
の
監

を
し
て
く
れ
な
い
か

 
多
分
あ
い
つ
は
こ
の
後
絶
対
に
怪
し
い
動
き
を
す
る
と
思
う

そ
れ
を
リ

フ

に
伝
え
れ

ば 
リ

フ

は
お
前
の
活
躍
に
す
ご
く
感
謝
し
て
く
れ
る
ん
じ

な
い
か

確
か
に

さ

き
も
言

た
が

お
前
が
こ
の
ま
ま
俺
達
に
つ
い
て
き
て
も

 
リ

フ

は
道
中
で
お
前
に
感
謝
し
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

だ
が
今
言

た
事
を
実
行
す
れ

ば 
確
実
に
リ

フ

は
お
前
に
感
謝
す
る
事
に
な
る

ど
う
だ
い
い
ポ
イ
ン
ト

ぎ
に
な
る
だ

ろ
うは

は
い

す
ご
く
い
い
と
思
い
ま
す
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そ
う
だ
ろ
う
そ
う
だ
ろ
う

そ
れ
じ

そ
う
い
う
方
向
で
一
つ
宜
し
く
頼
む

 
ハ
チ
マ
ン
は
ニ
ヤ
リ
と
し
て

レ
コ
ン
に
そ
う
言

た

 
レ
コ
ン
も
ニ
ヤ
リ
と
し

二
人
は

い

手
を
交
わ
し
た

俺
達
は
お
前
か
ら
情
報
を
得
て
対

を
取
れ
る

お
前
は
リ

フ

の
ポ
イ
ン
ト
を

げ
る

ウ

ン
ウ

ン
で
す
ね

そ
う
だ

よ
し

そ
れ
じ

あ
い
つ
ら
の
所
に

る
か

は
い

 
二
人
は
話
を
終
え

キ
リ
ト
と
リ

フ

の
所
に
向
か

た

リ

フ

ち

ん

あ

話
は
終
わ

た
の

僕

こ
の
ま
ま
シ
グ
ル
ド
の
パ

テ

に

ス
パ
イ
と
し
て
残
る
事
に
し
た

え

ス
パ
イ

今
説
明
す
る

 
ハ
チ
マ
ン
は

先
ほ
ど
レ
コ
ン
に
説
明
し
た
事
を
キ
リ
ト
と
リ

フ

に
も
説
明
し
た

 
も
ち
ろ
ん
ポ
イ
ン
ト

々
の
話
は
し
て
い
な
い
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確
か
に
い
き
な
り
静
か
に
な

て

不
自
然
だ
と
は
思

た
な

い
つ
も
の
シ
グ
ル
ド
な
ら
絶
対
に
あ
り
え
な
い
か
ら

お
か
し
い
と
は
思

た
ん
だ
よ
ね

リ

フ

ち

ん

僕

頑
張
る
か
ら
期
待
し
て
て
ね

あ

う
ん

 
レ
コ
ン
は
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
リ

フ

を
見
つ
め
て
い
た

 
リ

フ

は
戸
惑

て
い
た
が

そ
ん
な
リ

フ

に
ハ
チ
マ
ン
が
そ

と

打
ち
し
た

リ

フ

レ
コ
ン
に
笑
顔
で
頑
張
れ

て
言

て
み
て
く
れ

レ
コ
ン
を
う
ま
く
乗
せ
る
ん

だ
あ

う
ん
分
か

た

や

て
み
る

 
リ

フ

は
に
こ
り
と
笑
い

レ
コ
ン
に
こ
う
言

た

レ
コ
ン
だ
け
が
頼
り
よ

頑
張

て

う
ん

リ

フ

ち

ん

任
せ
て

 
そ
う
言
う
と
レ
コ
ン
は
す
ご
い
ス
ピ

ド
で
シ
グ
ル
ド
達
の
去

た
方
へ
と
走

て
い

た

ナ
イ
ス
だ
リ

フ

よ
し

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
一
度

か
ら
飛
ん
で
み
よ
う

 
飛
ん
だ
先
で
と
り
あ
え
ず
さ

き
の
事
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
だ
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了
解

 
そ
し
て
三
人
は
風
の

か
ら
飛
び
立

た
の
だ

た
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第
１
０
６
話
 
嵐
の
前

 
明
日
か
ら
い
よ
い
よ
⻑
い
一
日
の
始
ま
り
で
す

う
ひ

お
お
お
お
お
お

お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

叫
び
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
滑
空
し
て
い
た

二
人
と
も
上
手
い
じ

な
い

ジ

ト
コ

ス
タ

み
た
い
だ
な

感
が
は
ん
ぱ
な
い
な

ふ
ふ
二
人
と
も
高
所
恐
怖

じ

な
く
て
良
か

た
ね

あ
そ
ろ
そ
ろ
着
地
に
備
え
て
ね

お
う

了
解
だ

 
三
人
は
徐
々
に
ス
ピ

ド
を
落
と
し

そ
の
ま
ま
地
面
に
着
地
し
た
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着
地
も
上
手
い
じ

な
い

普
通
は
も

と
て
こ
ず
る
の
よ

ま
あ

飛
ぶ
の
も
着
地
も
特
に
問
題
は
な
い
よ
な

あ
あ

ま
あ
そ
う
だ
な

あ
の
ま
ま
飛
び
続
け
る
の
も
平
気
そ
う
だ
な

応
が

い
ね

あ

そ
う
い
え
ば
二
人
と
も

か
な
り
や

て
た
ん
だ

け

 
そ
れ
じ

あ
ま
あ
当
た
り
前
な
の
か
な

あ

あ

ま
あ
そ
う
だ
な

思
い
出
す
だ
け
だ
し
な

そ

そ
う
だ
な

う
ん

な
る
ほ
ど
ね

 
リ

フ

に
本
当
の
事
を
話
し
て
い
い
の
か
ど
う
か
の
判
断
が
ま
だ
つ
い
て
い
な
い
た
め

 
二
人
は
と
り
あ
え
ず
誤
魔
化
す
事
に
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
三
人
は

座
に
な

て
座
り
さ
き
ほ
ど
の
事
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
す
る
事
に
し

た
な
あ
リ

フ

仮
に
リ

フ

が
今
回
の

況
で
ユ
キ
ノ
達
を
襲
う
と
し
た
ら
ど
う
す
る

う

ん

シ
ル
フ
だ
け
じ

絶
対
に
無
理

誰
も
つ
い
て
き
て
く
れ
な
い
と
思
う
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二
つ
名
が
つ
い
た
時
の
出
来
事
の
せ
い
か

う
ん

シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
間
じ

相
当

名
な
話
だ
か
ら
ね

 
そ
の
二
つ
の
種
族
は
ユ
キ
ノ
を
襲
う
な
ん
て
言

た
ら
み
ん
な
断
る
と
思
う
よ

そ
れ
じ

あ
可
能
性
と
し
て
は
や

ぱ
り
サ
ラ
マ
ン
ダ

に
こ

そ
り
情
報
を
流
す
と
か
か

襲
う
前
提
だ
と

多
分
そ
れ
以
外
に
方
法
は
な
い
ん
だ
よ
ね

 
シ
グ
ル
ド
が
そ
こ
ま
で
や
る
と
は
考
え
た
く
な
い
け
ど

 
一
応
シ
グ
ル
ド
と
は
パ

テ

活
動
を
通
し
て
そ
れ
な
り
に
楽
し
い
思
い
出
も
あ

た
た
め

 
リ

フ

は
少
し
つ
ら
そ
う
に
そ
う
言

た

ま
あ

や

ぱ
り
こ

ち
が
本
線
だ
と
は
思
う
ん
だ
け
ど
な

そ
れ

て

狙
わ
れ
る
対
象
が
俺
達

て
事
だ
よ
な

あ
あ

ユ
キ
ノ
達
と
合
流
す
る
場
所
を

い
て
お
い
て

合
流
前
に
俺
達
を
潰
す

 
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
話
だ
よ
な

確
か
に
そ

ち
の
方
が
現
実
的
な
気
が
す
る
よ
ね

や

ぱ
り
リ

フ

も
そ
う
思
う
か
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う
ん

私
が
相
手
な
ら

多
分
シ
ル
フ
の
中
に
も
参
加
す
る
人
は
い
る
ん
じ

な
い
か
な

 
武
道
大
会
で
私
が
倒
し
た
人
と
か
ね

顔
さ
え

せ
ば
誰
が
や

た
の
か
わ
か
ら
な
い
と
思
う

し
ネ

ム
バ
リ

か
ら
言

て
も
ユ
キ
ノ
ほ
ど
恐
ろ
し
く
は
な
い

て
事
で
い
い
の
か

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

両
方
同
時
に
襲
う
可
能
性
も
無
く
は
な
い
よ
な

サ
ラ
マ
ン
ダ

が
ユ
キ
ノ
達
担
当

 
シ
ル
フ
が
俺
達
担
当
み
た
い
に

も
ち
ろ
ん
両
方
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
可
能
性
も
あ
る
が

そ
う
だ
ね

あ
り
う
る
と
思
う
よ

そ
れ
じ

そ
う
い
う
前
提
で
少
し
考
え
る
わ

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

考
え
を
ま
と
め
る
た
め
な
の
だ
ろ
う

目
を
つ
ぶ

た

 
リ

フ

は
そ
れ
を
興
味
深
そ
う
に

め
て
い
た

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
は
慣
れ
て
い
る
の
で
の
ん
び
り
し
て
い
た

ね
え
キ
リ
ト
君

い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
で

ハ
チ
マ
ン
君
が

担
当
な
の

そ
う
だ
な

あ

別
に
俺
が
考
え
る
の
が
め
ん
ど
く
さ
い
と
か
そ
う
い
う

じ

な
い
ぞ
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ハ
チ
マ
ン
が
頼
り
に
な
り
す
ぎ
る
せ
い
で

考
え
る
機
会
が
あ
ま
り
無
い
だ
け
だ

そ
う
な
ん
だ

ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
は
戦

て
も
強
い
ぞ

ま
あ
俺
も
負
け
る
つ
も
り
は
ま

た
く
無
い
け
ど

な
う
ん

二
人
が
強
い
の
は

こ
の
前
の
戦
闘
で
よ
く
分
か

た

 
そ
ん
な
二
人
が
一

だ
な
ん
て

襲
う
相
手
が
逆
に
か
わ
い
そ
う
な
気
も
す
る
よ

今
は
リ

フ

も
一

だ
し
な

ユ
キ
ノ
さ
ん
達
と
合
流
し
た
ら
も
う
無
敵
じ

な
い
か

そ
う
だ
な

敵
の

が
分
か
ら
な
い
以
上

や

ぱ
り
そ
れ
し
か
な
い
な

 

突
に
ハ
チ
マ
ン
が
目
を
開
け

そ
う
言

た

お

考
え
が

ま

た
の
か

い
な

ま
あ
今
回
は

そ
ん
な
に
難
し
い
話
じ

な
い
か
ら
な

で

ど
う
す
る

シ
グ
ル
ド
に
故
意
に
情
報
を
流
し
て
操
作
し
そ
の
間
に
ユ
キ
ノ
達
と
合
流
す
る

そ
の
後
は

殲
滅
だ
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分
か
り
や
す
く
て
い
い
な

あ
あ

な
あ
リ

フ

回
廊
の
こ

ち
側
で
合
流
す
る
の
に
都
合
が
い
い
の
は
ど
こ
だ

そ
れ
な
ら
や

ぱ
り
ル
グ
ル

の
街
じ

な
い
か
な

回
廊
の
向
こ
う
側
か
ら
ル
グ
ル

の
街
ま
で
ど
の
く
ら
い
時
間
が
必
要
だ

ユ
キ
ノ
達
の
パ

テ

な
ら

二
時
間
く
ら
い
で
い
け
る
と
思
う
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

リ

フ

ユ
キ
ノ
に
ロ

テ
ア
ウ
ト
す
る
よ
う
に
連

を
入
れ
て
く
れ

な
い
か

 
俺
も
一

落
ち
て

直
接

話
で
事
情
を
説
明
す
る

確
か
に
そ
の
方
が

そ
う
だ
ね

ち

と
待

て
て
ね

頼
む

俺
は
向
こ
う
で
待
機
し
と
く
わ

分
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
リ

フ

は
素

く
ユ
キ
ノ
に
メ

セ

ジ
を
送

た

 
ユ
キ
ノ
は
仲
間
達
に
断

て
す
ぐ
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

ハ
チ
マ
ン
に

話
を
か
け
た

お
う

わ
ざ
わ
ざ
す
ま
な
い
な

ち

と
事
情
が
変
わ

て
な

問
題
な
い
わ

で

何
が
あ

た
の
か
し
ら
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実
は
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

先
ほ
ど
あ

た
出
来
事
を

出
来
る
だ
け

し
く
ユ
キ
ノ
に
説
明
し
た

そ
う

あ
の
男
が
ね

シ
グ
ル
ド
と
面
識
は
あ

た
の
か

一
度
パ

テ

に
誘
わ
れ
た
わ

も
ち
ろ
ん
断

た
け
ど
ね

に
内

で
パ

テ

を
組
ん
で
た
わ
け
だ
し
な

ち
な
み
に
あ
い
つ
に
つ
い
て
何
か
気
付
い

た
事
は

そ
う
ね

自
分
の
名
声
を
高
め
る
た
め
に
私
を
誘

て
い
る
の
が
見
え
見
え
だ

た
わ

や

ぱ
り
あ
い
つ
は
そ
う
い
う
奴
な
ん
だ
な

あ
の
男
な
ら
こ
の
機
会
に
私
達
も
一

に

し
よ
う
と
し
て
も
不
思
議
は
無
い
と
思
う
わ

何
か
心
当
た
り
が
あ
る
の
か

断
る
時
公

の
面
前
で

他
の
人
よ
り
手
厳
し
く
あ
し
ら

た
く
ら
い
ね

そ
れ
は
ま
た

ち
な
み
に
あ

ち
が
公

の
面
前
で
自
信
満
々
に
誘

て
き
た
の
よ

自
業
自
得
か
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な
の
で
ま
あ

私
を

ん
で
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
う
の
よ
ね

オ

ケ

だ

そ
れ
じ

実

面
を
詰
め
よ
う

俺
と
し
て
は
敵
の

が
分
か
ら
な
い
以
上

 
ル
グ
ル

の
街
で
予
定
よ
り

め
に
合
流
し
て
逆
に
相
手
を
殲
滅
し
た
い
と
思

て
る
ん
だ

が
ど
う
だ

そ
う
ね

私
も
そ
れ
で
い
い
と
思
う
わ

 
ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
の
提
案
に
す
ぐ

成
し
た

私
達
の
パ

テ

の

点
は

前
衛
の
薄
さ
な
の
よ

そ
し
て
そ
ち
ら
に
は
強
力
な
前
衛
が

揃

て
い
る

 
合
流
さ
え
す
れ
ば

倍
の
敵
相
手
で
も
殲
滅
が
可
能
だ
と
思
う
わ

倍

て
い
う
と

純
計
算
で
十
四
人
か

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
計
算
を
間
違
え
た
か
も
し
れ
な
い
わ

ん

や

ぱ
り
十
四
人
は
き
つ
い
か

多
分
三
十
人
く
ら
い
ま
で
は
余

で
い
け
る
と
思
う
わ

さ

三
十

場
合
に
よ

て
は
も

と
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

も

と
も
そ
の
場
合
は
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地

と
か
敵
の
編
成
も
計
算
に
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
け
れ
ど
ね

お
い
お
い

分
強
気
な
ん
だ
な

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
が
言
う
な
ら
多
分
そ
う
な
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

 
ユ
キ
ノ
は
出
来
な
い
事
を
出
来
る
と
は
言
わ
な
い
は
ず
だ
か
ら
だ

前
衛
は
ユ
イ
ユ
イ
を
中
心
に
キ
リ
ト
君
と
リ

フ

さ
ん
が
両
翼
を

め
る

 
後
衛
は
私
と
イ
ロ
ハ
さ
ん
を
中
心
に
小
町
さ
ん
と
あ
な
た
が
ガ

ド
し
つ
つ
遊
撃

 
こ
れ
以
上
の
布

が
あ
る
の
か
し
ら

ユ
キ
ノ
は
ヒ

ラ

だ

た
よ
な

一
人
で

と
か
持
つ
の
か

そ
の

り
の
管
理
は
任
せ
て

完

に
こ
な
し
て
み
せ
る
わ

お
前
が
そ
う
言
う
と
信
頼
感
が
半

な
い
な

そ
れ
じ

あ
私
達
は

明
日
一
気
に
ル
グ
ル

の
街
ま
で
行
く
わ

そ
れ
じ

俺
達
は

当
に
交
代
で

を
見
せ
て
ま
だ
街
に
い
ま
す
よ
ア
ピ

ル
で
も
し
て
お

く
かこ

ち
は
ま
も
な
く
ア
ル
ン
の
街
に
着
く
か
ら

少
し
休

し
た
ら
さ
ら
に
飛
ん
で

 
少
し
で
も

離
を
詰
め
る
事
に
す
る
わ
ね

中
の
安
全
地

ま
で
は
何
と
か
到
達
し
て
み
せ
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る
わ疲

れ
て
る
の
に
な
ん
か
す
ま
な
い
な

気
に
し
な
い
で

私
達
の
目
的
の
た
め
に

降
り
か
か
る

の

を

う
だ
け
の
話
よ

あ
り
が
と
な

ユ
キ
ノ

み
ん
な
に
も
お

を
言

と
い
て
く
れ

そ
れ
じ

宜
し
く
頼
む

え
え

 

話
を
終
え
て
ゲ

ム
内
に

る
と
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
と
の
話
し
合
い
の
内
容
を
二
人
に

伝
え
た

 
リ

フ

は
レ
コ
ン
に
メ

セ

ジ
を
送
り

明
日
の
正
確
な
予
定
を
伝
え
た
後

 
シ
グ
ル
ド
に
そ
の
時
間
よ
り
も
か
な
り

い
時
間
に
到
着
す
る
と
い
う

情
報
を
伝
え
る
よ
う

に
頼
ん
だ

 
そ
の
後
三
人
は

安
全
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
た
め
に
ス
イ
ル
ベ

ン
へ
と

た

し
か
し
こ
れ
だ
け
や

て
何
も
無
か

た
ら
ち

と
笑
え
る
な

ま
あ
そ
の
時
は
楽
で
い
い
じ

な
い
か

そ
れ
じ

二
人
と
も

明
日
も
宜
し
く
ね

あ
あ

ま
た
な
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リ

フ

ま
た
明
日

 
そ
う

を
交
わ
し

三
人
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
の

間

フ

ド
を
被

た
プ
レ
イ
ヤ

が
遠
く
か
ら
走

て
き
て

 
三
人
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
が

残
念
な
が
ら
間
に
合
わ
な
か

た
よ
う
だ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

り
を
き

ろ
き

ろ
見
回
し
た
後

残
念
そ
う
に

を
落
と
し
た

間
に
合
わ
な
か

た

ま
あ
明
日
必
ず
会
え
る
ん
だ
し
楽
し
み
は
後
に
と

て
お
け
ば
い

い
か

 
そ
う

く
と

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
ど
こ
へ
と
も
な
く
去

て
い

た
の
だ

た
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第
１
０
７
話
 
集
結
の
日

合
流

 
⻑
い
一
日
の
始
ま
り
で
す

 
次
の
日

運
動
の
ノ
ル
マ
を
終
え
た
二
人
は

ロ
グ
イ
ン
準
備
を
着
々
と
進
め
て
い
た

そ
う
い
え
ば
ク
ラ
イ
ン
達
は
ど
う
な

た
ん
だ
ろ
う
な

陽
乃
さ
ん
に

い
た
話
だ
と
連

は
と
れ
た
み
た
い
だ

あ
い
つ
ら
に
も
も
う
す
ぐ
会
え
る

な
お
お

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
ロ
グ
イ
ン
出
来
そ
う
な
の
か

ソ
フ
ト
の
方
も
手
配
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ
か
ら

ま
も
な
く
イ
ン
出
来
る

て
話
だ
ぞ

や

た

チ

ム
ハ
チ
マ
ン
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
復
活
だ
な

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
チ

ム
名
が

仮
だ
よ
仮

そ
う
だ
ハ
チ
マ
ン
全
て
の
片
が
つ
い
た
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ギ
ル
ド
を
作

て
み
な

い
か
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Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
俺
も
ア
ス
ナ
も

多
分
リ
ズ
も

本
当
は
ハ
チ
マ
ン
の
作
る
ギ
ル
ド
に
入
り
た

か

た
ん
だ
よ

や

ぱ
り
そ
う
な
の
か

な
ん
か
す
ま
ん

い
や

ま
あ
あ
の
時
は

況
が

況
だ

た
し

仕
方
な
い
だ
ろ

 
も
し

じ

な
か

た
ら

今
度
は
頼
む

お
う

今
度
調
べ
と
く
わ

正
直
設
立
す
る
事
自
体
よ
り
も

ギ
ル
ド
の
名
前
を
考
え
る
の
が
一
番
迷
う
よ
な

そ
う
な
ん
だ
よ
な

俺
そ
う
い
う
の

す
ご
く
迷
う
タ
イ
プ
な
ん
だ
よ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
リ

フ

と
の
約
束
の
時
間
だ
な

 
今
日
は
多
分
イ
ベ
ン
ト
が

り
だ
く
さ
ん
だ
ろ
う
か
ら

気
合
い
れ
て
こ
う

 
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
を
助
け
る
た
め
の

第
一
歩
だ

よ
し

そ
れ
じ

あ
張
り
切

て
行
く
と
す
る
か

 
や
が
て
リ

フ

と
の
約
束
の
時
間
が
来
た
た
め

二
人
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 

の
外
で
待

て
い
る
と

リ

フ

が
手
を

り
な
が
ら
走

て
き
た

二
人
と
も

今
日
は
ハ

ド
な
日
に
な
る
わ
よ

体
調
は
整
え
て
き
た
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お
う

バ

チ
リ
だ

俺
も
問
題
な
い

キ
リ
ト
君
は
元
気
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君
は
相
変
わ
ら
ず

静
だ
ね

い
や

こ
う
見
え
て
も
少
し

張
し
て
る
ぞ

そ
う
な
の

こ
の
後
戦
闘
と

同
盟
締
結
の
場
で
の
交

が

え
て
る
か
ら
な

あ

そ
う
そ
う

レ
コ
ン
か
ら
報
告
よ

時
間
を
さ
り
げ
な
く
伝
え
た
後

 
シ
グ
ル
ド
は
こ

そ
り
と
ど
こ
か
に
連

し
て
た
み
た
い

そ
の
後
は

に
上
機

だ

た

て
真

黒
だ
な

や
は
り
戦
闘
に
な
る
の
は
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
な

レ
コ
ン
は

ま
だ
気
に
な
る
事
が
あ
る
か
ら
そ
の
ま
ま
ス
パ
イ
を
続
け
る

て

レ
コ
ン
に
は
感
謝
し
な
い
と
な

そ
れ
じ

二
人
と
も

そ
ろ
そ
ろ
出
発
し
よ
う

了
解
だ

 
三
人
は
風
の

を
上
り
天

に
到
着
し
た

そ
こ
か
ら
見
る
景
色
は
や
は
り
絶
景
だ

た

二
人
と
も

私
に
付
い
て
こ
れ
る
か
し
ら
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リ

フ

こ
そ

俺
達
に
付
い
て
こ
れ
る
の
か

言
う
わ
ね

そ
れ
じ

行
く
わ
よ

よ

し

練

の
成
果
を
見
せ
て
や
る

キ
リ
ト

ペ

ス
配
分
を
間
違
え
る
な
よ

わ
か

て
る

て

そ
れ
じ

行
こ
う

 
こ
う
し
て
三
人
は

ル
グ
ル

の
街
の
方
向
へ
と
飛

し
た

 
言
う
だ
け
の
事
は
あ
り

リ

フ

は
確
か
に
速
か

た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
も
余

で
隣
に

ん
で
飛
ん
で
い
た
の
で

 
リ

フ

は
飛
び
な
が
ら
少
し
落
ち
込
ん
で
い
た

飛
ぶ
事
に
は
自
信
が
あ

た
ん
だ
け
ど
な

ま
あ
そ
う
言
う
な

て

俺
達
も
結

い

ぱ
い
い

ぱ
い
だ
ぞ

そ
う
な
の

あ
あ

ハ
チ
マ
ン
も
そ
う
だ
ろ

そ
う
だ
な
飛
ぶ
だ
け
な
ら
い
い
ん
だ
が
俺
達
は
リ

フ

よ
り
も
余
計
な
動
作
が
多
い
だ

ろ
う
か
ら
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の
疲
労
が
た
ま
る
の
が
リ

フ

よ
り

い
ん
じ

な
い
か

相
変
わ
ら
ず

静
な
分

だ
ね

だ
が

ト

プ
ス
ピ

ド
な
ら
負
け
ん

え
 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

ス
ピ

ド
を
上
げ
た

よ

し

負
け
な
い
ぞ

 
キ
リ
ト
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ス
ピ

ド
を
上
げ
た

 
リ

フ

も

て
て
ス
ピ

ド
を
上
げ
た
が

徐
々
に
二
人
に
離
さ
れ
て
い

た

う

本
当
に
速
い

や

ぱ
り
ち

と
悔
し
い

 
リ

フ

は
そ
れ
で
も
必
死
に
二
人
の
後
を
追
い
か
け
た

だ
が
そ
れ
も
⻑
く
は
続
か
な
か

た 
し
ば
ら
く
飛
ん
だ
後

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
着
地
を
し
た
か
ら
だ

 
ど
う
や
ら

の
疲
労
が
た
ま

た
よ
う
で

リ

フ

も
隣
に
着
地
し
た

ハ
チ
マ
ン
の
言

た
通
り
だ

た
な

確
か
に
そ
う
か
も

私
は
ま
だ
も
う
少
し
飛
べ
る
か
な
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か
な
り

離
は

げ
た
と
思
う
が

や

ぱ
り
そ
の
分
疲
労
の
た
ま
り
も

い
な

ま
あ

し
ば
ら
く
休

し
ま
し

う
か

 
そ
の
時
ユ
イ
が

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に

告
を
発
し
た

パ
パ

私
達
を
追
い
か
け
て
く
る
人
達
が
い
ま
す

追

手
か
尾
行
か
ど

ち
か
か
な

ユ
イ

何
人
く
ら
い
だ

二
人
で
す

パ
パ

二
人
か

ど
う
や
ら
た
だ
の
尾
行
だ
な

ユ
イ
そ
い
つ
ら
は
こ
の
場
所
ま
で
来
そ
う
か

い
い
え

ど
う
や
ら
後
方
に
着
地
し
た
よ
う
で
す

や
は
り
尾
行
だ
な

ま
あ

シ
グ
ル
ド
を
引

け
る
た
め
に
も

 
ル
グ
ル

に
着
く
ま
で
は
し

か
り
と
付
い
て
き
て
も
ら
わ
な
い
と
な

仕

け
て
こ
な
い
な
ら
ま
あ
何
の
危
険
も
無
い
だ
ろ
う
し
な

こ

ち
に
来
な
い
な
ら

気
に
せ
ず
休
み
ま
し

 
三
人
は
し
ば
ら
く
休

し
て
い
た
が
や
が
て

の
疲
労
が
抜
け
た
た
め
再
び
飛
び
立

た



 第二章 ＡＬＯ編

 
何
度
か
そ
ん
な
事
を

り
返
す
う
ち
に

つ
い
に
前
方
に
街
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
て
き
た

あ
れ
が
ル
グ
ル

の
街
よ

お
お

や

と
か

思

た
よ
り

く
な
か

た
か

ま
あ

中
で

害
と
か
が
何
も
無
か

た
か
ら
ね

ユ
イ

あ
い
つ
ら
は
ち

ん
と
つ
い
て
き
て
る
か

は
い
パ
パ

付
か
ず
離
れ
ず
と
い
う
感
じ
で
す

よ
し

そ
れ
じ

街
に
入
ろ
う

リ

フ

は
と
り
あ
え
ず
ユ
キ
ノ
達
と
コ
ン
タ
ク
ト
を

と

て
く
れ

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
ル
グ
ル

の
街
に
入

た

 
リ

フ

は
先
ほ
ど
の
二
人
組
が
到
着
す
る
前
に

ユ
キ
ノ
達
の
所
へ
と
向
か

た

パ
パ
さ

き
の
人
達
が
追
い
つ
い
て
き
た
み
た
い
で
す

の
陰
と
パ
パ
の
後
方
の
木
の

後
ろ
で
す

ユ
イ

そ
い
つ
ら
が
こ

ち
を
観
察
し
て
る
か
ど
う
か

そ

と
確
認
し
て
く
れ

は
い
パ
パ
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ユ
イ
は
そ

と
ハ
チ
マ
ン
の
胸
ポ
ケ

ト
か
ら
出
て

へ

り
チ
ラ

と
様
子
を
観
察
し
た

チ
ラ
チ
ラ
と
こ

ち
を
見
て
い
ま
す

や

ぱ
り
監

役
み
た
い
で
す
ね

俺
達
が
ロ
グ
イ
ン
す
る
の
を
待

て

更
に
⻑

離
を
尾
行
後
に
即
監

と
か

ご
苦
労
な

こ

た
な

お

リ

フ

が

て
き
た
み
た
い
だ
ぞ

 
キ
リ
ト
が
そ
う
言
い
な
が
ら
リ

フ

に
手
を

た

 
そ
れ
を
見
た
リ

フ

も
手
を

り
な
が
ら
こ
ち
ら
に
走

て
き
た

 

予
定
通
り
ユ
キ
ノ
達
も
到
着
し
て
た
よ

今
か
ら
案
内
す
る
ね

ち

と
待

て
く
れ

さ

き
の
奴
ら
が
こ

ち
を
見
て
る
ん
で
な

え

ど
こ
ど
こ

ユ
イ
が
言
う
に
は

の
陰
と
俺
の
後
方
の
木
の
後
ろ
ら
し
い

 
リ

フ

が

て
て
そ

ち
を
見
よ
う
と
し
た
の
で

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
止
め
た

リ

フ

と
り
あ
え
ず
そ

ち
を
見
な
い
よ
う
に
な

 

線
が
バ
レ
な
い
よ
う
に

を
叩
く
か
何
か
し
て
指
の

間
か
ら
で
も
確
認
し
て
み
て
く
れ

 
も
し
監

役
が
見
覚
え
の
あ
る
奴
だ

た
ら
俺
に
分
か
る
よ
う
に

び
を
し
て
み
て
く
れ
な
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い
かわ

か

た

さ

て

気
合
を
入
れ
ま
す
か

 
リ

フ

は
ハ
チ
マ
ン
に
言
わ
れ
た
通
り
に
そ
う
言
い

を
叩
く
よ
う
な
仕

を
し
て

 
指
の
間
か
ら
様
子
を
探

た

相
手
が
誰
か
確
認
出
来
た
よ
う
で
リ

フ

は
す
ぐ
に

び

を
し
た

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

り
に

こ
え
る
よ
う
に
こ
う
言

た

よ
し

そ
れ
じ

予
定
通
り
に
一
時
間
後
に
ル
グ
ル

回
廊
に
出
発
し
よ
う

 
ユ
キ
ノ
達
も
俺
達
が
回
廊
を
突
破
す
る
く
ら
い
の
時
間
に
向
こ
う
側
に
到
着
す
る
は
ず
だ

 
キ
リ
ト
と
リ

フ

も

き
な
が
ら

時
間
を
強
調
し
つ
つ
返
事
を
し
た

わ
か

た

一
時
間
後
だ
な

お

け

一
時
間
後
ね

 
そ
れ
を

い
た
二
人
は

ど
こ
か
に
連

を
す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
あ
と

去

て
い

た

よ
し

仕
込
み
は
オ

ケ

だ

あ
の
二
人
シ
グ
ル
ド
の

着
だ
よ

パ

テ

メ
ン
バ

じ

な
い
け
ど
何
度
か
見
た
事

あ
る
も
の
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シ
グ
ル
ド
は
本
当
に
仕

け
て
く
る
と
思
う
か

ど
う
だ
ろ
う
ね

ま
あ
わ
ざ
わ
ざ
こ

ち
の
予
定
を
確
認
す
る
た
め
だ
け
に

 
人
を
張
り
込
ま
せ
て
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
や

ぱ
り
仕

け
て
く
る
ん
じ

な
い
か
な

あ
い
つ
を
よ
く
知
る
リ

フ

が
そ
う
言
う
ん
だ
か
ら

多
分
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ
一
時
間
し
か
無
い
ん
だ
し

ま
ず
ユ
キ
ノ
達
と
合
流
し
ま
し

う

そ
れ
じ

す
ま
な
い
が
リ

フ

案
内
を
宜
し
く
頼
む

こ

ち
よ

回
廊
へ
の
出
口
近
く
の

で
全
員
入
れ
る
広
め
の
部
屋
を
確
保
し
た
み
た
い

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

リ

フ

の
案
内
で

へ
と
向
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
イ
と
共
に
一
応

囲
を

し
て
い
た
が

 

に
着
く
ま
で
怪
し
い
人
物
は
ま

た
く
見
か
け
な
か

た

 
こ
う
し
て
一
行
は

作
戦
通
り
無
事
に
合
流
を
果
た
す
事
に
な

た

み
ん
な

無
理
を
さ
せ
た
み
た
い
で
本
当
に
す
ま
な
い

本
当
に

し

な
い

 
ま
ず
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が

四
人
に

を
下
げ
た

お
兄
ち

ん

キ
リ
ト
さ
ん

気
に
し
な
い
で

コ
マ
チ
も

と
頑
張
れ
る
よ
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先
輩

キ
リ
ト
君

私
も
全
然
へ

ち

ら
で
す
か
ら
ね

ヒ

ハ
チ
マ
ン

キ
リ
ト
君

本
番
は
こ
れ
か
ら
だ
よ

頑
張
ろ

二
人
と
も
顔
を
上
げ
て

こ
れ
は
私
達
が
や
り
た
い
事
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
気
に
し
な

い
で

 
私
達
は
今
後

ハ
チ
マ
ン
君
の
指

に

い

あ
な
た
達
と
共
に
全
力
を
尽
く
す
わ

 
も
ち
ろ
ん
お
か
し
い
と
思

た
ら
私
な
り
に
意
見
は
言
う
か
ら

投
げ
は
し
な
い
つ
も
り
よ

み
ん
な

そ
の

言
葉
が
出
な
い
な

あ

あ
り
が
と
な

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
を

ん

ん
と
叩
い
た

 
リ

フ

は
そ
の

を

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た
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第
１
０
８
話
 
集
結
の
日

そ
れ
ぞ
れ
の
決
意

あ
の

ん

ど
う
し
た
リ

フ

お
兄
ち

ん

先
輩

て

も
し
か
し
て
み
ん
な
は
リ
ア
ル
で
の
知
り
合
い
な
の

 
ユ
キ
ノ
は
そ
れ
を

い
て
ハ

と
し

て
て
説
明
を
始
め
た

ご
め
ん
な
さ
い
リ

フ

さ
ん

ま
だ
説
明
し
て
な
か

た
わ
ね

 
そ
の
通
り

私
達
は
全
員
リ
ア
ル
で
の
知
り
合
い
な
の

 
ハ
チ
マ
ン
君
と
キ
リ
ト
君
と
は

事
情
が
あ

て
し
ば
ら
く
離
れ
て
い
た
の
だ
け
れ
ど

 
最
近
再
び
合
流
す
る
事
が
出
来
た
の
よ

な
る
ほ
ど
ね

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

ご
め
ん
な
さ
い

す
つ
も
り
は
無
か

た
の
だ
け
れ
ど
も

あ

う
う
ん

違
う
の
ユ
キ
ノ

実
は
ね

ち

と

ま
し
い
な

て
思

て

 

ま
し
い
と

い
て
ユ
キ
ノ
は
あ
る
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
事
を
思
い
出
し
リ

フ

に

ね
た
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リ

フ

さ
ん
と
レ
コ
ン
君
も

リ
ア
ル
で
の
知
り
合
い
じ

な
か

た
か
し
ら

あ

う
ん

確
か
に
レ
コ
ン
と
は
リ
ア
ル
繋
が
り
な
ん
だ
け
ど
ね

 
ま
あ
で
も
レ
コ
ン
と
は
た
だ
の
腐
れ
縁
か
な

み
ん
な
か
ら
感
じ
る
絆
の
強
さ
と
比
べ
る
と

ち

と
ね

 
そ
れ
を

い
た
一
同
は

ど
う
や
ら
み
な
レ
コ
ン
に
同
情
し
た
よ
う
だ

レ
コ
ン

ド
ン
マ
イ
だ

レ
コ
ン

報
わ
れ
な
い
奴

レ
コ
ン
君

い
つ
か
き

と
報
わ
れ
る
時
が
来
る

か
も
し
れ
な
い
わ

レ
コ
ン
君

か
わ
い
そ
う

こ
れ
は
完
全
に
友
達
認
定
で
す
ね

レ
コ
ン

て
誰
だ

け

あ
 
そ
ん
な
中

ユ
キ
ノ
が
再
び
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
声
を
上
げ
た

ん

ど
う
し
た
の

ユ
キ
ノ

そ
う
い
え
ば
私
が
リ

フ

さ
ん
に
お
願
い
し
た
の
は
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二
人
と
私
達
が
合
流
す
る
た
め
の
案
内

て
事
だ

た
わ
よ
ね

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
か
も

こ
こ
か
ら
は
多
少
危
険
が

う
わ

こ
れ
以
上
リ

フ

さ
ん
に
無
理
を
言
う
の
は

あ

そ
う
い
う
事
ね

気
に
し
な
い
で
ユ
キ
ノ

シ
グ
ル
ド
達
と
も
決
別
し
た
し

 
私
は
こ
れ
か
ら
は
私
の
意
思
で

み
ん
な
に
協
力
す
る
事
に
し
た
か
ら

あ
り
が
と
う

リ

フ

さ
ん

リ

フ

あ
り
が
と
な

頼
り
に
し
て
る

リ

フ

 
リ

フ

は
キ
リ
ト
の
笑
顔
を
見
て
ド
キ

と
し
た
の
だ
が

 
そ
れ
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に

て
て
全
員
に
笑
顔
を
向
け
た

と
い
う
わ
け
で

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
ね

 
そ
れ
を

い
て

み
な
口
々
に
よ
ろ
し
く
と

を
返
し
た

 
そ
し
て
引
き
続
き

ユ
キ
ノ
が
リ

フ

に
話
し
か
け
た

リ

フ

さ
ん

リ

フ

さ
ん
も
知

て
い
る
と
思
う
け
ど

 
私
達
の
パ

テ

は
今
ま
で
ず

と
ど
こ
の
勢
力
に
も
加
担
せ
ず

力
中
立
を
保

て
き
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た
わ

 
で
も
そ
の
方
針
を

く
の
は

こ
の

間
に
終
わ
り
と
い
う
事
に
な

た
わ

 
私
達
は
今
後
こ
の
ハ
チ
マ
ン
君
と
共
に
歩
む
事
を
つ
い
さ

き
み
ん
な
で
話
し
合

て
決

め
た
の

 
そ
の
事
を
ま
ず
あ
な
た
に
伝
え
て
お
く
わ
ね

えも
ち
ろ
ん
俺
も
ず

と
ハ
チ
マ
ン
と
一

だ
ぞ

お
前
ら

そ

か

ユ
キ
ノ
じ

な
く
て

ハ
チ
マ
ン
君
が
み
ん
な
の
中
心
な
ん
だ
ね

お

お
う

な
ん
か
そ
う
み
た
い
だ
な

ふ
ふ

何
で
ハ
チ
マ
ン
君
が
そ
ん
な
に
自
信
無
さ
げ
な
の
よ

 
で
も
そ

か

私
は
ど
う
し
よ
う
か
な

 
そ
ん
な
リ

フ

の
様
子
を
見
て

キ
リ
ト
が
何
気
な
く
こ
う
言

た

リ

フ

は
今
の
と
こ
ろ

ど
こ
に
も
行
く
あ
て
が
無
い
ん
だ
ろ

 
そ
れ
な
ら
と
り
あ
え
ず
何
か
が
決
ま
る
ま
で
俺
達
と
一

に
い
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な
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い
い
の

も
ち
ろ
ん
い
い
に
決
ま

て
る
さ

な
あ

ハ
チ
マ
ン

あ
あ

リ

フ

も
こ
の
前
言

て
た
だ
ろ

友
達
の
友
達
な
ん
だ
か
ら
も
う
私
達
も
友
達

だ

て

 
リ

フ

が
そ
れ
で
い
い
な
ら

何
も
遠

す
る
事
は
無
い
ぞ

あ
り
が
と
う

う
ん

何
か
や
る
気
が
出
て
き
た

め
て
よ
ろ
し
く
ね

こ
う
し
て
チ

ム
ハ
チ
マ
ン
の
勢
力
は

ど
ん
ど
ん

大
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

た

お
い
キ
リ
ト

何
ナ
レ

タ

口
調
で
言

て
る
ん
だ
よ

そ
れ
に
チ

ム
ハ
チ
マ
ン

て

絶
望
的
に
セ
ン
ス
の
無
い
名
前
ね

も
う
少
し
ま
と
も
な
名
前
を
考
え
て
お
き
な
さ
い
ハ
チ

マ
ン
君

そ
う
だ
よ
お
兄
ち

ん

コ
マ
チ
も
妹
と
し
て
ち

と
恥
ず
か
し
い
よ

私
は
ま
あ
そ
れ
で
も
い
い
と
思
う
け
ど
ね

ユ
イ
ユ
イ
先
輩

そ
れ
は
無
い
で
す

う

い
ず
れ
ギ
ル
ド
も
設
立
す
る
つ
も
り
だ
か
ら

そ
の
時
ま
で
の

題

て
事
で
頼
む

格
好
い
い
名
前
を
頼
む

ハ
チ
マ
ン
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お

お
う

苦
手
な
ん
だ
け
ど
な
そ
う
い
う
の

 
そ
の
時

会
話
を

い
て
い
て
我
慢
出
来
な
く
な

た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
の
ポ
ケ

ト
か
ら
ユ
イ
が
飛
び
出
し

く
る
く
る
と

囲
を
飛
び
始
め
た

私
も
い
ま
す
よ
パ
パ

私
も
チ

ム
ハ
チ
マ
ン
の
一
員
な
の
で
す

あ
ら

あ
な
た
が
噂
の
ユ
イ
さ
ん
ね

始
め
ま
し
て

私
は
ユ
キ
ノ
よ

 
ユ
キ
ノ
が
最
初
に
そ
う
言
い

他
の
者
も
口
々
に
自

紹
介
を
し
た

私
は
ユ
イ
で
す

パ
パ
の
娘
で
す

 
そ
う
言

て
ユ
イ
は
ハ
チ
マ
ン
の

の
上
に
乗
り

に
手
を
当
て
て

王
立
ち
の
ポ

ズ
を

と

た

 
ユ
イ
は
明
ら
か
に
ド
ヤ
顔
だ

た
の
だ
が

そ
の

が
と
て
も
か
わ
い
く
感
じ
ら
れ
た
の
か

 
女
性

は
口
々
に
ユ
イ
に
話
し
か
け

楽
し
そ
う
に
し
て
い
た

 
し
ば
ら
く
し
て
場
が
落
ち
着
く
と

ま
ず
リ

フ

が
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
た

で

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

ま
ず
敵
を
殲
滅
し
て
か
ら

同
盟
の
締
結
地
点
に
向
か
う
の

よ
ね

 
て

き
り
ユ
キ
ノ
達
が
受
け
た
同
盟
締
結
現
場
の
護
衛
の
依
頼
の
た
め
だ
と
思

て
い
た
ん
だ
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け
どん

そ
う
か

そ
う
思

て
た
ん
だ
な

ま
あ
基
本
的
に
は
そ
れ
で
間
違
い
な
い
ぞ

基
本
的
に
は

て
事
は

他
に
何
か
あ
る
の

あ
あ

ま
ず
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
領
主
に
多

の
金
銭
と
引
き
換
え
に
協
力
を
依
頼
す

る 
そ
の
金
で
装
備
を
整
え
て
も
ら

て

ア
ル
ン
へ
と
向
か
い

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に
挑
む

 
そ
れ
が
俺
達
の
当
面
の
目
的
だ
な

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
お

あ
あ

な
あ
リ

フ

リ

フ

は
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
仕
様
に
疑
問
を
感
じ
た
事
は
無

い
かど

う
い
う
事

 
ハ
チ
マ
ン
は

以
前
か
ら
感
じ
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
仕
様
に
つ
い
て
の
疑
問
を

 
リ

フ

に
丁

に
説
明
し
た

リ

フ

も
ど
う
や
ら
以
前
か
ら
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
よ

う
だそ

う
か

私
が
何
と
な
く
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
関
連
で

も
や
も
や
し
て
た
の

て
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多
分
そ
う
い
う
事
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

言
わ
れ
て
み
る
と

色
々
と
お
か
し
い
だ
ろ

う
ん

ま
る
で
ゲ

ム
の
運

を
⻑
く
続
け
る
気
が
無
い
よ
う
に
思
え
る

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

然
と
し
た
よ
う
に

い
た

ゲ

ム
の
運

を
⻑
く
続
け
る
気
が
無
い

だ
と

あ

ご
め
ん

た
だ
の
感
想
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で

い
や
正
直
そ
の

点
が
抜
け
て
た
よ

す
ご
い
参
考
に
な

た
わ

あ
り
が
と
う
な
リ

フ
あ

う
ん

ど
う
い
た
し
ま
し
て

ま
あ
そ
ん
な

で
だ
な
い
つ
ま
で
も
い
が
み
あ

て
な
い
で

な
る
種
族
同
士
で
協
力
し

あ

て

 
共
同
で
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
み
る
の
は
ア
リ
だ
と
思
わ
な
い
か

確
か
に
ア
リ
か
も

で

と
り
あ
え
ず
ユ
キ
ノ
の
伝
手
で
協
力
を
依
頼
で
き
そ
う
な
の
が

 
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

だ

た

て

だ

ま
あ
キ

カ
ケ
は
そ
ん
な
感
じ
だ
な



 第１０８話 集結の日〜それぞれの決意〜

そ

か

私
も
前
あ
れ
で
悔
し
い
思
い
を
し
た
か
ら
ま
た
挑
戦
出
来
る
の
は
嬉
し
い
か

も
本
当
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

に
も
協
力
を
依
頼
出
来
た
ら
最
高
だ

た
ん
だ
け
ど
な

 
も
し
今
日
敵
に
ま
わ
す
事
に
な

た
ら
難
し
い
だ
ろ
う
な

う
ん

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
で

か
い
と
こ
ろ
を
詰
め
て
こ
う

何
せ
今
は
時
間
が
な
い

 
一
同
は

き

当
面
の
計
画
を
立
て
始
め
た

 
ま
ず
ユ
キ
ノ
達
が
先
行
し
て
回
廊
に
入
り

中
で
敵
の
正
体
を
確
認
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
連

を
入
れ
る

 
そ
の
た
め
ま
ず
は

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
全
員
と
フ
レ
ン
ド

録
を
す
る
事
に
し
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
れ
ま
で
街
に

ま
り
ま
だ
こ
こ
に
い
ま
す
よ
と
ア
ピ

ル
を
続
け

 
ユ
キ
ノ
達
か
ら
連

が
入
り
次
第
回
廊
に
入
り

合
流
し
て
敵
を
殲
滅
す
る

 
そ
う
い

た

取
り
が
素

く
決
め
ら
れ
ユ
キ
ノ
達
は
目
立
た
な
い
よ
う
に
フ

ド
を
被
り

 
先
行
し
て
回
廊
へ
と
入

て
い

た

さ
て

俺
達
も
表
に
出
る
か
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敵
は
シ
ル
フ
な
の
か
な

サ
ラ
マ
ン
ダ

な
の
か
な

ど

ち
な
ん
だ
ろ
う
な

出
来
れ
ば
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
方
が
私
と
し
て
は
助
か
る
ん
だ
け
ど
な

ま
あ

普
通
に
考
え
て
そ
う
だ
よ
な

も
し
敵
が
シ
ル
フ
だ

た
ら

 
リ

フ

に
は
迷
惑
を
か
け
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

う
う
ん

も
う
私
自
身
で
決
め
た
事
だ
か
ら
ね

 
今
ま
で
お
世
話
に
な

た
サ
ク
ヤ
に
は
本
当
に
悪
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
私
は
シ
ル
フ
の
街
を

出
る
よ

そ
う
か

そ
れ
に
あ
な
た
達
と
一

の
方
が
楽
し
そ
う

て
い
う
か

 
ま
だ
見
た
事
が
な
い
物
を
色
々
と
見
れ
そ
う
じ

な
い

そ
う
い
う
の

て
わ
く
わ
く
す
る

よ
ねお

う

わ
く
わ
く
す
る
よ
な

だ
よ
ね

 
キ
リ
ト
と
リ

フ

は
楽
し
そ
う
に
そ
う
話
し
て
い
た
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そ
ん
な
時

ハ
チ
マ
ン
の
下
に
ユ
キ
ノ
か
ら
メ

セ

ジ
が

い
た
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
メ

セ

ジ
を
確
認
し

リ

フ

に

ね
た

な
あ
リ

フ

回
廊
の
中
で

に
橋
が
か
か

て
る
場
所

て
分
か
る
か

あ

う
ん

回
廊
の
出
口
側
だ
ね

ど
う
や
ら
そ
こ
で
敵
が
待
ち
伏
せ
を
し
て
い
る
み
た
い
だ

 
も
し
ユ
キ
ノ
達
が
回
廊
を
抜
け
た
先
に
い
な
い
事
が
分
か
れ
ば
そ

ち
に
も
し
敵
が
い
た
場

合 
そ
の
戦
力
も
同
時
に
相
手
に
し
な
き

い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
な

う

ん

橋
が
戦
場
だ
と
す
る
と
ね

回
廊
内
だ
と
飛
べ
な
い
か
ら

 
大
人

の
展
開
は
出
来
な
い
事
に
な
る
の
よ
ね

だ
か
ら
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
こ

ち
の
方
が

利
か
も
ね

確
か
に
そ
う
だ
な

撃
さ
え
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
る
な

ま
あ
敵
が
何
人
い
よ
う
と
俺
と
リ

フ

は
目
の
前
の
敵
を
た
だ
殲
滅
し
て
い
く
だ
け
だ
な

ふ
ふ

そ
う
だ
ね
キ
リ
ト
君

で

結
局
敵
は
ど

ち
だ

た
の

安
心
し
て
く
れ
リ

フ

今
回
の
敵
は

サ
ラ
マ
ン
ダ

だ
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第
１
０
９
話
 
集
結
の
日

サ
ラ
マ
ン
ダ

の
軍
勢

ユ
イ

囲
に
俺
達
を
監

し
て
い
る
奴
は
い
る
か

見
当
た
ら
な
い
み
た
い
で
す

パ
パ

そ
う
か

や

ぱ
り
追
撃
の
心
配
は
し
な
く
て
良
さ
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

心
置
き
な
く
前
へ
前
へ

だ
な

よ
し

ユ
キ
ノ
達
と
合
流
だ

行
こ
う

二
人
と
も

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
二
人
に
声
を
か
け
た
の
だ
が

 
リ

フ

は
首
を
か
し
げ
な
が
ら
ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
し
た
ま
ま
動
か
な
か

た

ん

リ

フ

ど
う
か
し
た
の
か

う
ん
そ
れ
が
ね

新
し
い
情
報
が
無
い
か

こ
う
と
思

て

 
さ

き
か
ら
レ
コ
ン
に
メ

セ

ジ
を
送

て
る
ん
だ
け
ど
ず

と
返
事
が
無
い
ん
だ
よ
ね

休

と
か
で
落
ち
て
る
可
能
性
と
か
は
無
い
の
か

う

ん

表

だ
と
ゲ

ム
内
に
い
る
ん
だ
よ
ね

確
か
に
ち

と
気
に
な
る
が

ま
あ
レ
コ
ン
か
ら
の
連

を
待
つ
し
か
な
い
な
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そ
う
だ
ね

ま
あ
い

か

そ
れ
じ

行
こ
う

お
う

 
三
人
は
レ
コ
ン
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を

め

ル
グ
ル

回
廊
に
突
入
し
た

ハ
チ
マ
ン
は
後
方
の

を
頼
む

リ

フ

は
案
内
が
あ
る
か
ら
先

か
な

モ
ン
ス
タ

が
出
た
ら

な
る
べ
く

殺
ね

リ

フ

キ
リ
ト

そ
の
時
は
二
人
に
任
せ
た

了
解

ま
あ
こ
の

り
の
敵
は
そ
ん
な
に
強
く
な
い
し
ね

 
ど
う
や
ら
リ

フ

の
話
だ
と

こ
の

り
の
モ
ン
ス
タ

も
問
題
な
く
倒
せ
そ
う
だ

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は

出
来
る
も
の
な
ら
モ
ン
ス
タ

を
回
避
し
て
進
み
た
か

た
の
で

 
ユ
イ
に

囲
の
敵
の

況
を

ね
る
事
に
し
た

ユ
イ

囲
に
モ
ン
ス
タ

は
か
な
り
い
る
の
か

い
い
え
パ
パ
ど
う
や
ら
こ
の

り
の
モ
ン
ス
タ

は
ほ
ぼ
狩
り
つ
く
さ
れ
て
い
る
み
た
い

で
すな

あ

ユ
イ
は
壁
の
向
こ
う
の
敵
も
感
知
出
来
る
の
か
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は
い

そ
れ
は
問
題
な
い
で
す

も
し
か
し
て

ユ
キ
ノ
達
が
倒
し
た
の
か
な

な
あ
リ

フ

普

こ
の

り
に
は

 
モ
ン
ス
タ

は
ど
の
く
ら
い
い
る
も
ん
な
ん
だ

う

ん
そ
う
だ
ね

少
な
く
と
も
四
人
で
狩
り
つ
く
せ
る
よ
う
な

で
は
な
い
か
も

何
だ
と

 
そ
の
答
え
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

な
予
感
が
し
た

何
か
気
に
な
る
の

な
あ
リ

フ

大
体
で
い
い
ん
だ
が

リ

フ

の
体
感
だ
と

 
ど
の
く
ら
い
の
人

が
い
れ
ば
こ
ん
な
に
敵
が
少
な
く
な
る
と
思
う

う

ん

ユ
イ
ち

ん

今
私
達
の

囲
に
は

敵
が
ま

た
く
い
な
い
の

囲
は
ど
れ

く
ら
い

そ
う
で
す
ね

感
知
す
る
だ
け
な
ら

メ

ト
ル

て
と
こ
ろ
で
す
ね

こ
の
マ

プ
の
地

で

メ

ト
ル
以
内
に
敵
が
い
な
い

か

 
な
ん
と
な
く

十
パ

テ

く
ら
い
い
な
い
と
そ
う
は
な
ら
な
い
気
も
す
る

あ

 
リ

フ

も
な
ん
と
な
く

ハ
チ
マ
ン
の
言
い
た
い
事
が
分
か

た
よ
う
だ
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そ
う
い
う
事
だ

サ
ラ
マ
ン
ダ

の
大
部

が
動
い
て
い
る
な

 
し
か
も
ど
う
や
ら

リ

フ

の
感
覚
が
正
し
け
れ
ば

十
パ

テ

以
上
の
大
軍
勢
だ

で
も

た
か
だ
か
七
人
を
倒
す
た
め
に

そ
ん
な
大
人

を
動
員
す
る
も
ん
な
の
か

う

ん

い
く
ら
ユ
キ
ノ
が
恐
れ
ら
れ
て
る

て
言

て
も

確
か
に
過

な
戦
力
か
も

や

ぱ
り

な
予
感
が
す
る
な

モ
ン
ス
タ

が
い
な
い
な
ら

囲
を
気
に
す
る
必
要
も
無
い

し 
ペ

ス
を
上
げ
て
と
に
か
く

く
ユ
キ
ノ
達
と
合
流
し
よ
う

 
三
人
は
と
に
か
く
移
動
を
最
優
先
と
し

走
る
速
度
を
上
げ
た

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か
し
ば
ら
く
進
む
と
リ

フ

が
ま
も
な
く

に
着
く
と
言

て
き
た

 
同
時
に
ユ
イ
も

ユ
キ
ノ
達
を
感
知
し
た
よ
う
だ

 
三
人
は
ユ
イ
に
案
内
役
を
任
せ
無
事
に
魔
法
で

れ
て
い
た
四
人
と
合
流
す
る
事
が
出
来
た

す
ま
ん

待
た
せ
た
か

い
い
え

予
想
よ
り
か
な
り

か

た
と
思
う
わ
よ

モ
ン
ス
タ

に
ま

た
く
遭
遇
し
な
か

た
ん
で
な

何
で
す

て
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ユ
キ
ノ
達
は
モ
ン
ス
タ

に
遭
遇
し
な
か

た
の
か

私
達
は
何
度
か
遭
遇
し
た
わ
よ

橋
の
方
を
偵
察
し
て
そ
の
後
は
ず

と
こ
こ
に

れ
て
た

か
ら

 
多
分
そ
の
間
に
敵
が

員
さ
れ
た
の
か

あ
る
い
は
通
過
し
た
の
ね

 
ご
め
ん
な
さ
い

も
う
少
し
気
を
付
け
て
観
察
す
べ
き
だ

た
わ

橋
に
は
何
人
く
ら
い
の
敵
が
い
た
ん
だ

さ

き
確
認
し
た
限
り
で
は

三
十
人
ほ
ど
ね

リ

フ

の

だ
と

十
パ

テ

以
上
い
る
か
も
し
れ
な
い
ら
し
い
ぞ

じ
 
ユ
キ
ノ
が
珍
し
く
言
葉
に
詰
ま
り

た
よ
う
な
顔
を
見
せ
た

そ
れ
だ
と

最
終
的
に
は

人
以
上
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ま
あ

全
員
が
待
ち
伏
せ
し
て
る
可
能
性
は
少
な
い
だ
ろ

明
ら
か
に
過

戦
力
だ
し
な

そ
う
ね

何
故
そ
ん
な
に
動
員
さ
れ
て
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど

 
今
は
と
に
か
く
目
の
前
の
敵
に
集
中
し
ま
し

う

 
ハ
チ
マ
ン
は

き

ユ
キ
ノ
に
色
々
と

況
を
確
認
す
る
事
に
し
た
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と
こ
ろ
で
奇
襲
と
か
は
出
来
そ
う
か

無
理
ね

地

的
に
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る
事
に
な
る
わ

そ
う
か

キ
リ
ト

リ

フ

二
人
は
移
動
で
疲
れ
て
な
い
か

俺
は
問
題
な
い

ハ
チ
マ
ン

私
も
平
気
よ

今
す
ぐ
戦
え
る
わ

了
解
だ

よ
し

そ
れ
じ

す
ぐ
に
で
も
行
く
か

お
う

ヒ

ハ
チ
マ
ン

頑
張
ろ
う
ね

ユ
イ
ユ
イ

ゲ

ム
内
で
は
ハ
チ
マ
ン
だ
ぞ

そ
ろ
そ
ろ
慣
れ
ろ

う

う
ん

お
兄
ち

ん

ほ
ら
行
く
よ

先
輩

く

く

お

お
う

何
か
お
前
ら
好
戦
的
に
な

た
ん
だ
な

み
ん
な
成
⻑
し
た
の
よ

成
⻑
の
方
向
が
間
違

て
る
気
も
す
る
が

ま
あ
い
い
か

い
く
ぞ
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こ
う
し
て
七
人
は

々
と
橋
へ
と
歩
き
出
し
た

フ

メ

シ

ン
は
事
前
に
決
め
て
い

た
通
り

 
前
衛
中
央
が
ユ
イ
ユ
イ

そ
の

に
キ
リ
ト
と
リ

フ

 
全
体
の
中
央
に
ユ
キ
ノ
と
イ
ロ
ハ
が

取
り

を
ハ
チ
マ
ン
と
コ
マ
チ
が

め
て
い
た

 
す
ぐ
に
ハ
チ
マ
ン
達
に
気
付
い
た
の
か

サ
ラ
マ
ン
ダ

の
軍
勢
が
橋
の
上
に

を
現
し
た

 
ど
う
や
ら
事
前
情
報
通
り

敵
は
三
十
人
ほ
ど
の
よ
う
だ

な
あ
ユ
キ
ノ

一
応
相
手
に
探
り
を
入
れ
て
み
た
方
が
い
い
か

そ
れ
と
も
い
き
な
り
攻
撃

す
る
か

そ
う
ね

情
報
は
多
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
し

 
と
り
あ
え
ず
あ
る

度
名
が

れ
て
い
る
私
か
ら
話
し
て
み
る
わ

確
か
に
無
名
な
俺
が
何
か
言

て
も
相
手
に
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
し
な

内
容
は
好
き
に
し
て
く

れ
わ
か

た
わ

任
せ
て

こ
の

私
の
二
つ
名
も

に
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
わ

い
い
の
か

い
な
ん
だ
ろ

な
手

が
あ
る
の
に

感
情
で
そ
れ
を
使
わ
な
い
の
は
愚
か
者
の
す
る
事
よ
ね
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は
は

そ
う
い
う
と
こ

い
か
に
も
お
前
ら
し
い
な

そ
れ
じ

任
せ
る
わ

え
え

 
ユ
キ
ノ
は
一
歩
前
に
出
て

々
と
名
乗
り
を
上
げ
た

始
め
ま
し
て
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
皆
さ
ん

私
の
名
は
ユ
キ
ノ

絶
対

度
の
ユ
キ
ノ
よ

こ
れ
は
ご
丁

な

み
入
る
ね

俺
の
名
は
カ
ゲ
ム
ネ

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
指

の

一
人
だ

あ
ら
て

き
り
返
答
無
し
に
襲
い

か

て
く
る
も
の
だ
と
ば
か
り
思

て
い
た
け
ど
意
外

だ
わ

 
一
応

く
け
ど

あ
な
た
達
は
私
達
を
待
ち
伏
せ
て
い
た

て
事
で
い
い
の
か
し
ら

あ
あ

残
念
な
が
ら
そ
の
通
り
だ

そ
う

絶
対

度

を
倒
し
た
と
い
う
名
声
狙
い
な
の
か
し
ら

 
そ
れ
に
し
て
は

分
と
人

を
集
め
た
み
た
い
だ
け
ど
そ
れ
で
本
当
に
名
声
が
高
ま
る
の
か

し
ら
ね

ま
あ
名
声
の
た
め
な
ら
そ
ち
ら
と
同
じ
人

で
正
々

々
と
挑
ま
な
く
て
は
意
味
が
無
い
だ

ろ
う
ね
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あ
ら

大
の
男
が
女
性
を
取
り
囲
ん
で
倒
そ
う
と
す
る
な
ん
て

 
と
て
も
恥
ず
か
し
い
事
だ
と
い
う
自
覚
は
あ
る
の
ね

返
す
言
葉
も
無
い
が

こ
ち
ら
に
も
色
々
と
事
情
が
あ
る
ん
で
ね

思

た
よ
り

静
ね

色
々
な
事
情
ね

も
う
少
し
つ
つ
い
て
み
る
べ
き
か
し
ら
ね

ご
存
知
の
通
り

私
は
か

い
ヒ

ラ

よ

 
お
た
く
の
ユ

ジ

ン
将
軍
の
よ
う
に

一
人
で
戦
局
を
一
変
さ
せ
る
力
は
無
い
わ

 
私
に
出
来
る
の
は

仲
間
が
⻑
い
時
間
戦
え
る
よ
う
に
戦
線
を

持
す
る
事
く
ら
い
よ

 
そ
の
私
を
こ
こ
で
足
止
め
し
よ
う
と
す
る
事
に

ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
し
ら
ね

ま
あ
俺
は
上
の
指

に

う
だ
け
だ
か
ら
そ
の

り
の
事
情
は
残
念
な
が
ら
よ
く
わ
か
ら
な

い 
カ
ゲ
ム
ネ
は

誘

問
に
は
乗
ら
な
い
よ

と
い
う
風
に
そ
れ
だ
け
言

た

分
か

た
わ

あ
な
た
の
時
間

ぎ
に
こ
れ
以
上
付
き
合
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
し

 
こ
こ
は
戦

て
通
ら
せ
て
も
ら
う
事
に
し
ま
し

う

 
ど
う
や
ら
そ
の
方
が

あ
な
た
達
に
は
と
て
も
都
合
が
悪
い
よ
う
だ
し
ね

何
だ

時
間

ぎ
だ

て

最
初
か
ら
分
か

て
た
ん
だ
な



 第１０９話 集結の日〜サラマンダーの軍勢〜

 
ま
あ
バ
レ
て
い
る
な
ら
仕
方
な
い

こ
れ
か
ら
全
力
で
お
前
ら
を
足
止
め
さ
せ
て
も
ら
う

 
絶
対

度
の
パ

テ

に

あ
の
リ

フ

が
加
わ
る
の
は
確
か
に

だ
と
思
う
が

 
こ
ち
ら
も
事
前
に
情
報
を
得
て

入
念
に
対

は
立
て
て
き
た
の
で
な

 
そ
こ
の
男
二
人
が
何
者
か
は
知
ら
な
い
が
所

無
名
の
プ
レ
イ
ヤ

特
に
大
き
な
影

は

無
い
だ
ろ
う

 

え
お
前
ら
を
倒
す
事
が
出
来
な
く
て
も

き

ち
り
足
止
め
だ
け
は
さ
せ
て
も
ら
う

あ
ら

無
知

て
や

ぱ
り
怖
い
わ
ね

二
人
が
何
者
か
は
身
を
も

て
味
わ
い
な
さ
い

 
そ
し
て
死
ん
で
街
に

て
か
ら

自
分
の
愚
か
さ
を
悔
い
る
と
い
い
わ

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
そ
れ
に
は
答
え
ず

て

手
を
上
げ

前
へ
と

り
下
ろ
し
た

 
そ
の
合
図
と
共
に
後
方
か
ら
重
装
備
に
身
を

め
た
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
部

が
前
に
出
て
き

た 
そ
の
部

は
何
と

全
員
両
手
に
盾
を
持

て
い
た

完
全
に
防
御
に
徹
し
て
時
間

ぎ
を
す
る
つ
も
り
な
の
ね

 
そ
こ
ま
で
し
て
私
達
を
先
に
進
ま
せ
た
く
な
い
理
由
に
と
て
も
興
味
が
出
て
き
た
わ

 
さ
あ
み
ん
な

あ
の
愚
か
者
ど
も
に

を
下
す
わ
よ
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そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に
お
う

と
答
え
た
チ

ム
ハ
チ
マ
ン
の
面
々
は
戦
闘
体
制
を
と

た 
こ
う
し
て

一
部
の
者
に
と

て
は
悪
夢
と
な
る

ル
グ
ル

回
廊
の

上
で
の
戦
い
が
始

ま

た
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第
１
１
０
話
 
集
結
の
日

明
か
さ
れ
た
実
力

 
こ
の
戦
い
に
お
い
て

キ
リ
ト
は
武
器
を
一
本
し
か
持

て
い
な
か

た

 
戦
場
が
や
や

い
の
で

フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
を
防
ぐ

で
あ
る

 
そ
の
キ
リ
ト
は

大
剣
を
高
く

げ
て
敵

へ
と

り
込
ん
で
い

た

お
お
お
お
お
お
お

 
キ
リ
ト
は

の
気
合
と
共
に

敵
の
盾
目

け
て
大
剣
を

り
下
ろ
し
た

 
そ
の
攻
撃
を
受
け
た
重
戦
士
は
衝
撃
に

え
ら
れ
ず

後
方
へ
と

メ

ト
ル
飛
ば
さ
れ
た

な

何
だ
こ
の
攻
撃
の
重
さ
は

お
前
ら
が

い
だ
け
じ

な
い
の
か

ふ
ざ
け
る
な

盾
二
つ
分
の
重

が
加
わ

て
る
ん
だ
ぞ

は
あ

た
だ
盾
を

え
れ
ば
い
い
と
で
も
思

て
る
の
か

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
キ
リ
ト
は
大
剣
を

に
か
つ
い
で

り
返
り

ハ
チ
マ
ン
に
言

た

お

い
ハ
チ
マ
ン

こ
い
つ
ら
即

で
重
戦
士
や

て
る
だ
け
の
素
人
だ

 
ち

と
手
伝

て
く
れ
よ

二
人
で
殲
滅
し
よ
う

武
器
す
ら
持

て
な
い
か
ら
楽
勝
だ
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ぞ
な

 
そ
の
男
は

あ
る
い
は
何
故
そ
れ
を

と
で
も
言
う
つ
も
り
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
一

で

り
返

た
キ
リ
ト
が

油
断
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

そ
の
男
を
一
刀
両
断
に
し
た

 
そ
れ
を
見
た
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
面
々
は

あ
ま
り
の
凄
ま
じ
さ
に

り
つ
い
た

う
わ

キ
リ
ト
君
す
ご

も
し
か
し
て
お
兄
ち

ん
も
同
じ
よ
う
な
事
が
出
来
る
の
か
な

先
輩

ど
う
す
る
ん
で
す
か

そ
う
だ
な

せ

か
く
の
キ
リ
ト
の
お
誘
い
だ
し

ち

と
殲
滅
し
て
く
る
わ

 
ど
う
や
ら
奥
に
い
る
奴
ら
が
本
命
み
た
い
だ
し
な

ユ
キ
ノ

そ
れ
で
い
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
に
そ
う

ね

ユ
キ
ノ
は
そ
れ
を

し
た

い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

確
か
に
素
人

い
動
き
で
は
あ

た
も
の
ね

オ

ケ

だ

お

い
キ
リ
ト

ち

と
待

て
て
く
れ

お
う

と
り
あ
え
ず

制
は
任
せ
る
わ

が
あ

た
ら
無
理
せ
ず
ど
ん
ど
ん
倒
し
ち
ま

て
い
い
か
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ら
な

 
そ
う
言
う
と
ハ
チ
マ
ン
は

素

く
キ
リ
ト
の
横
へ
と
移
動
し
た

よ
し

後
方
の
あ
い
つ
ら
が
こ

ち
に
来
な
い
う
ち
に

さ

さ
と
片
付
け
よ
う

お
う
と
り
あ
え
ず
攻
撃
さ
れ
る
心
配
は
無
い
み
た
い
だ
し
キ
リ
ト
は
好
き
に
暴
れ
て
く
れ

 
俺
は

が
出
来
た
奴
を

片

か
ら
倒
し
て
く
わ

オ

ケ

オ

ケ

こ
う
し
て
二
人
で

を

べ
て
戦
う
の
も
久
し
ぶ
り
だ
な

あ
あ

何
か
懐
か
し
い
な

よ
し

行
く
か

お
う

 
そ
の
言
葉
を

い
て

我
に
返

た
の
だ
ろ
う

敵
の
第
一

目
を

成
す
る
重
戦
士
達
が

 
両
手
の
盾
を
か
ざ
し
て
二
人
を
押
さ
え
込
み
に
き
た

時
を
同
じ
く
し
て
カ
ゲ
ム
ネ
が
指

を
飛
ば
し
た

前
衛
は
と
に
か
く

え
ろ

ヒ

ラ

は
前
衛
を
回
復
だ

 
魔

師

は
味
方
へ
の
誤
射
を
防
ぐ
た
め

敵
の
後
衛
に
だ
け
攻
撃
を
加
え
ろ
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俺
達
は
こ
れ
か
ら
す
ぐ
に
前
衛
部

の
援
護
に
向
か
う

 
後
衛
部

の
守
り
が
薄
く
な
る
か
ら

後
衛
部

は
敵
の
接
近
に
注
意
し
ろ

 
カ
ゲ
ム
ネ
が
指

を
し
て
い
る
間
も
キ
リ
ト
は
向
か

て
く
る
敵
を
片

か
ら
ぶ

飛
ば

し 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
敵
の
懐
に
入
り

片

か
ら

り
刻
ん
で
い
た

 
そ
れ
を
見
て
身
を

ま
せ
盾
を
下
げ
た
者
は
み
な
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
に
両
断
さ
れ
て
い
た

ひ
 
さ
ら
に
何
人
か
が
恐
怖
の
あ
ま
り

無
防
備
で
ユ
キ
ノ
達
に
背
を
向
け
た

 
リ

フ

と
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
の

を
逃
さ
ず

背
後
か
ら
攻
撃
を
加
え
た

ど
こ
を
見
て
る
の

背
中
が
が
ら
空
き
よ

え
い

え
い

 
リ

フ

は
的
確
に
相
手
の
急
所
を
狙
い

ユ
イ
ユ
イ
は

け
声
こ
そ
の
ん
び
り
し
た
も
の

だ

た
が

 
そ
の
攻
撃
は
と
て
も

く

重
い
も
の
だ

た

お
前
ら
結

や
る
じ

な
い
か
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あ
な
た
達
に
そ
う
言
わ
れ
て
も
ね

て
い
う
か

二
人
は
ど
う
見
て
も
お
か
し

し

そ
う
か

普
通
だ
よ
な

ハ
チ
マ
ン

ま
あ

普
通
だ
な

 
一
方
ユ
キ
ノ
と
イ
ロ
ハ
は

存
の
た
め

 

囲
を

し
つ
つ
も
み
ん
な
の
戦
い
ぶ
り
を

め
て
い
る
だ
け
だ

た

強
い
だ
ろ
う
と
は
思

て
ま
し
た
け
ど
こ
れ
ほ
ど
ま
で
と
は
予
想
外
で
し
た
ね
ユ
キ
ノ
先

輩
私
達
の
出
番
は
も
う
少
し
先
み
た
い
だ
し

そ
れ
ま
で
は
全
部
任
せ
て
し
ま
い
ま
し

う

う

コ
マ
チ
は
完
全
に
出

れ
ま
し
た

こ
の
ま
ま
後
方
を

し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

さ
な
が
ら
暴
風
の
よ
う
だ

た

 
そ
の
横
で

ユ
イ
ユ
イ
と
リ

フ

も

の
で
き
た
敵
を
確
実
に
倒
し
て
い

た

 
結
果

カ
ゲ
ム
ネ
達
が
到
着
す
る
前
に

前
衛
集
団
は
あ

さ
り
と
全
滅
す
る
事
と
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
後
方
に
下
が
り

ユ
イ
ユ
イ
を
中
心
に
キ
リ
ト
と
リ

フ

が

を

め

 
即
座
に
最
初
と
同
じ
フ

メ

シ

ン
を

成
し
た
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そ
れ
を
見
た
カ
ゲ
ム
ネ
達
も
走
る
の
を
や
め
て

止
し
そ
の
場
で
フ

メ

シ

ン
を

成
し
た

く
そ

お
前
ら
み
た
い
な
奴
が
ユ
キ
ノ
の
パ

テ

に
い
る
な
ん
て

い
て
な
い
ぞ

そ
り

ま
あ

言

て
な
い
か
ら
な

何
で
そ
の
強
さ
で

今
ま
で
誰
に
も
知
ら
れ
な
い
ま
ま
で
い
ら
れ
た
ん
だ

ま
あ

世
界
は
広
い

て
事
だ
な

く
そ

あ
い
つ
ら
に
慣
れ
な
い
盾
役
を
や
ら
せ
た
の
は

完
全
に
俺
の
ミ
ス
だ

 
だ
が
こ
こ
か
ら
は
そ
う
は
い
か
な
い

残
り
は
全
員
本
職
の
重
戦
士
だ
か
ら
な

 
敵
を
観
察
す
る
と

な
る
ほ
ど
カ
ゲ
ム
ネ
が
そ
う
言
う
だ
け
の
事
は
あ
り

 
残

た
者
は

先
ほ
ど
の
敵
よ
り

に
入

た

え
を
し
て
い
た

ユ
イ
は
ユ
キ
ノ
の
近
く
に
い
て
く
れ

後
方
か
ら
近
付
く
敵
が
い
た
ら
す
ぐ
ユ
キ
ノ
に
報
告

を
頼
む

わ
か
り
ま
し
た
パ
パ

ご
武
運
を

さ
す
が
に
あ
の
守
り
を
抜
く
の
に
は
多
少
手
こ
ず
り
そ
う
だ
な

そ
う
ね

横
か
ら
回
り
込
む
の
は
不
可
能
だ
し

飛
び
越
し
た
と
し
て
も
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後
方
の
魔

師
に
狙
い
撃
た
れ
る
だ
け
ね

と
り
あ
え
ず
少
し
戦

て
み
て

ラ
チ
が
あ
か
な
い
よ
う
な
ら
奥
の
手
を
使
う
さ

奥
の
手

ユ
キ
ノ

ち

と

を
貸
し
て
く
れ

 
そ
う
言
う
と
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
キ
ノ
に
何
か

打
ち
し
た

あ
の
魔
法
は
ス
キ
ル
が

い
と
使
い
物
に
な
ら
な
い
と

い
て
い
る
の
だ
け
れ
ど

そ
の
点
は
大
丈
夫
だ

キ
リ
ト
が
ど
う
な
る
か
は
俺
が
確
認
済
だ

あ
な
た
の
方
は
ど
う
な
の

そ
れ
な
ん
だ
が

キ
リ
ト
が
ど
う
し
て
も
教
え
て
く
れ
な
い
ん
だ
よ
な

 
だ
が
ま
あ

問
題
な
い
と
太

判
は
押
さ
れ
て
る

そ
う

そ
れ
じ

あ
戦
術
に
組
み
入
れ
ま
し

う

き
込
ま
れ
る
と
危
な
い
ん
で

そ
の
時
は
あ
い
つ
ら
を
す
ぐ
に
下
が
ら
せ
て
く
れ
よ
な

わ
か

た
わ

 
二
人
が
簡

に
打
ち
合
わ
せ
を
終
え
た
後

す
ぐ
に
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た

 
キ
リ
ト
は
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
敵
前
衛
に
攻
撃
を
加
え
た
が
今
度
は

え
ら
れ
て
し
ま
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た
お
お
う

さ
す
が
本
職

て
言
う
だ
け
の
事
は
あ
る
な

キ
リ
ト
君

ど
う
す
る

こ
う
な
る
と

本
当
は
後
衛
か
ら
先
に
潰
し
た
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
ど
な

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
敵
後
衛
に

線
を
走
ら
せ
た

そ
の
キ
リ
ト
目

け
て

が
飛
ん

で
き
た

お

と

 
キ
リ
ト
は

々
と
そ
れ
を
避
け
た
が

敵
が
遠
い
た
め

当
然
反
撃
を
す
る
事
は
出
来
な
い

 
こ
の
ま
ま
で
は
遠

離
か
ら
狙
い
撃
ち
さ
れ
る
だ
け
だ
と
思
わ
れ
た
が
そ
の
時
イ
ロ
ハ
が
魔

法
を
放

た

致
命

を

え
る
事
は
出
来
な
い
で
す
が

せ
め
て

魔
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
イ
ロ
ハ
は

力
こ
そ
小
さ
い
が
発
動
の

い
攻
撃
魔
法
を
連
続
し
て
敵
後
衛
に
放

て
い
た

 
お
か
げ
で
あ
る

度

敵
の
魔
法
攻
撃
や
回
復
魔
法
の
発
動
を

魔
す
る
事
が
出
来
た

と
り
あ
え
ず
前
衛
を
崩
せ
な
い
か
や

て
み
よ
う

う
ん
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前
衛
の
三
人
は
そ
の
ま
ま
攻
撃
を
続
け
た

攻
撃
中

キ
リ
ト
は
少
し
驚
い
て
い
た

お
い
お
い

常
に
ヒ

ル
が
欲
し
い
と
思
う
直
前
に
回
復
魔
法
が
飛
ん
で
く
る
ぞ

 
バ
フ
も
計

た
よ
う
に
切
れ
る

間
に
飛
ん
で
く
る
し

 
ユ
キ
ノ
さ
ん
の

内
で
は
一
体
ど
ん
な
処
理
が
行
わ
れ
て
る
ん
だ
よ

 
前
衛

は
頑
張

て
い
た
が

そ
の
健
闘
も
空
し
く

場
は
消

戦
の
様
相
を

し
て
来
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ろ
そ
ろ

合
い
だ
と
思
い

ユ
キ
ノ
に
声
を
か
け
た

ユ
キ
ノ

さ
す
が
に
こ
こ
ま
ま
じ

ジ
リ

だ

あ
の
カ
ゲ
ム
ネ

て
奴

中
々
や
る
よ

 
さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
だ
と
負
け
な
い
に
し
て
も

が
出
る
か
も
し
れ
ん

そ
ろ
そ
ろ
ア
レ
を

や
る
ぞ

こ
の
ま
ま

が
出
る
の
を
覚
悟
で
全
員
で
強
引
に
中
央
突
破
を
し
て

 
ま
ず
後
衛
か
ら
攻
撃
す
る
手
も
あ
る
の
だ
け
れ
ど

 
確
か
に
今
の
戦
力
だ
と

そ
の
や
り
方
で
勝
利
す
る
事
は
十
分
可
能
だ
と
思
わ
れ
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
パ

テ

メ
ン
バ

が
一
人
で
も
倒
れ
る
事
を
許
容
出
来
な
か

た

す
ま
ん
俺
も
キ
リ
ト
も
パ

テ

メ
ン
バ

が
誰
か
一
人
で
も
倒
れ
る
の
を
許
容
出
来
な

い
ん
だ
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そ
う

分
か

た
わ

そ
れ
で
は
奥
の
手
を
出
し
て

 
ユ
キ
ノ
は

生
が
可
能
な
以
上
ハ
チ
マ
ン
達
の
考
え
が

的
で
は
な
い
事
を
十
分

知

し
た
上
で

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
意
見
を
受
け
入
れ
た

き

と
二
人
に
は

れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
だ

ろ
う

 
そ
う
思

た
ユ
キ
ノ
は

そ
れ
が
発
動
す
る
時
を
じ

と
待

た

キ
リ
ト

ア
レ
を
や
る
ぞ

準
備
し
ろ

お

つ
い
に
ア
レ
の
出
番
か

リ

フ

ユ
イ
ユ
イ
す
ま
な
い
が
少
し
時
間
を

い
で

く
れう

ん

わ
か

た

何
を
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
任
せ
と
い
て

 
二
人
の
返
事
を

い
た
後
す
ぐ
に

キ
リ
ト
は
魔
法
の

を
始
め
た

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
も
魔
法
の

を
始
め
た

ま
ず
先
に
ハ
チ
マ
ン
の
魔
法
が
発
動
し

 
ハ
チ
マ
ン
を
中
心
に

回
廊
全
体
を

う
勢
い
で
黒
煙
が
発
生
し
た

 
そ
の

間
に

ユ
キ
ノ
が
叫
ん
だ
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み
ん
な

危
な
い
か
ら
す
ぐ
に
こ
ち
ら
に
下
が

て

 
一
方
カ
ゲ
ム
ネ
も

同
様
に
叫
ん
で
い
た

こ
れ
は
幻
惑

囲
魔
法
か

敵
が
突

込
ん
で
く
る
か
も
し
れ
ん

気
を
付
け
ろ

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
指

を
飛
ば
し
た
後

り
に
神

を
集
中
さ
せ
た

 
そ
ん
な
カ
ゲ
ム
ネ
の

に

何
人
も
の
味
方
の

鳴
が

こ
え
て
き
た

敵
が
突

込
ん
で
き
た
の
か

を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
て
落
ち
着
い
て
対
処
し
ろ

カ

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

違
う
ん
で
す

何
か
巨
大
な
も
の
が

巨
大
な
も
の

 

り
を
包
む
黒
煙
は
徐
々
に
晴
れ
て
き
て
い
た

 
同
時
に
カ
ゲ
ム
ネ
の

界
に

は

き
り
と
巨
大
な
影
の
よ
う
な
も
の
が

を
見
せ
て
い
た

何
だ
あ
れ

ひ
い

バ

バ
ケ
モ
ノ

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

前
方
に
バ
ケ
モ

ぎ

お
い

ど
う
し
た

 
そ
し
て
ま
も
な
く
完
全
に
黒
煙
が
晴
れ

カ
ゲ
ム
ネ
は
は

き
り
と
そ
れ
を
目
撃
し
た

 
そ
こ
に
い
た
の
は
山

の
よ
う
な

を
生
や
し
た
悪
魔
に
も
似
た
巨
大
な
生
き
物
だ

た
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第
１
１
１
話
 
集
結
の
日

ル
グ
ル

の
悪
夢

バ

バ
ケ
モ
ノ

う
わ
あ
あ
あ
あ

逃
げ
ろ

お
前
ら
落
ち
着
け

こ
れ
は
ス
プ
リ
ガ
ン
の
幻
影
魔
法
だ

 
リ

チ
が
⻑
く
な

た
だ
け
で

強
く
な

た

で
は
な
い

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
さ
す
が

令

だ
け
あ
り

そ
の
バ
ケ
モ
ノ
の
正
体
を
正
確
に

破
し

 
味
方
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と

命
に
努
力
し
て
い
た
が

 
キ
リ
ト
の
変
身
し
た

グ
リ

ム
ア
イ
ズ

は
ジ

ン
プ
し
て
敵
の
ド
真
ん
中
に
着
地
し

 
巨
大
な
武
器
の
一

り
ご
と
に
ま
と
め
て

人
の
プ
レ
イ
ヤ

を

き
飛
ば
し
続
け
て
い
た

た
め

 
直
面
し
た
プ
レ
イ
ヤ

は

静
に
な
る
事
な
ど
当
然
出
来
ず

 
む
し
ろ

源
的
な
恐
怖
の
た
め
か
そ
の
場
で

直
し
何
も
出
来
な
い
ま
ま
キ
リ
ト
に
倒
さ
れ

て
い

た

く
そ

く
そ

こ
ん
な
は
ず
で
は
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カ
ゲ
ム
ネ
は
⻭

り
し

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
必
死
で
考
え
て
い
た

 
こ
う
な

て
は

出
来
る
だ
け

害
を

え
る
事
を
考
え
る
し
か
な
い

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
そ
う
思
い

味
方
に
逃
げ
る
よ
う
に
叫
ん
だ

お
前
達

ど

ち
の
方
向
に
で
も
い
い

と
に
か
く
逃
げ
ろ

逃
げ
て
く
れ

 
そ
れ
を

い
た
敵
の
前
衛

は

ハ

と
し
て
ル
グ
ル

の
街
方
面
に
逃
げ
よ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
の
前
に
ユ
キ
ノ
と
リ

フ

そ
れ
に
ユ
イ
ユ
イ
と
イ
ロ
ハ
の
四
人
が
立
ち
塞
が

た
あ
ら

私
は
死
ん
で
街
に

て
そ
の
愚
か
さ
を
悔
い
な
さ
い
と
言

た
の
よ

 
私
に
約
束
を
破
る
よ
う
な
真
似
を
さ
せ
な
い
で
も
ら
え
る
か
し
ら

イ
ロ
ハ
さ
ん

お
願
い

は
い

 
そ
の
言
葉
と
同
時
に
イ
ロ
ハ
が

を
放

た

着

と
同
時
に
混
乱
し
た
敵
に
向
か

て

 
リ

フ

と
ユ
イ
ユ
イ
が

り
込
ん
で
い

た

 
多
少

抗
は
あ

た
が
フ

メ

シ

ン
の
崩
れ
た
重
戦
士
達
は
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
て
い

き 
や
が
て
あ

け
な
く
全
滅
し
た
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こ

ち
は
片
付
い
た
わ

次
は
あ
な
た
達
の
番
よ

お
う

任
せ
ろ

 
ユ
キ
ノ
が
そ
う
声
を
上
げ

ハ
チ
マ
ン
が
そ
れ
に
答
え
た

 
あ
た
ふ
た
し
て
い
た
敵
の
後
衛
達
は
そ
の
声
が
自
分
達
の
背
後
か
ら

こ
え
た

て
て

り
向
い
た

よ

や

と
気
付
い
た
か

な

い
つ
の
間
に

さ

き
の
煙
幕
の
時
に
移
動
し
た
ん
だ
が

気
付
か
な
か

た
ん
だ
な

く
そ

攻
撃
だ

あ
い
つ
を
攻
撃
し
て
退
路
を
開
け

そ
う
は
い
か
な
い
ん
だ
な

こ
れ
が

 
再
び
背
後
か
ら
声
が

こ
え

り
向
く
間
も
な
く
魔

師
達
が
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
た

ん
な

お
う
コ
マ
チ

や
る
じ

な
い
か

さ
す
が
は
俺
の
妹
だ
な

コ
マ
チ
こ
の
戦
い
で
最
初
全
然
活
躍
し
て
な
か

た
か
ら
ね

 
お
兄
ち

ん
も
キ
リ
ト
君
と
一

に
変
身
す
る
か
と
思

て
最
初
は
様
子
を
見
て
た
ん
だ
け
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ど 

中
で

を
や
め
た
の
が
見
え
た
か
ら
手
伝
い
に
来
た
よ

よ
く
見
て
た
な

す
ご
い
ぞ
コ
マ
チ

俺
も
そ
の
つ
も
り
で
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
が

 
キ
リ
ト
が
あ
の
調
子
で
大
暴
れ
し
て
る
だ
ろ

 
俺
ま
で
変
身
し
た
ら
明
ら
か
に
オ

バ

キ
ル
だ
と
思

て

中
で
魔
法
を
使
う
の
を
や
め

た
ん
だ
よ

お
兄
ち

ん

ナ
イ
ス
判
断

 
コ
マ
チ
は

ま
だ
大
暴
れ
し
て
い
る
キ
リ
ト
に
チ
ラ

と
目
を
向
け
て
そ
う
言

た

さ
て

あ

ち
は
片
付
い
た
み
た
い
だ
し

こ

ち
も
さ

さ
と
片
付
け
る
か

う
ん

 
前
衛
も
魔

師
も
失
い

誰
も
守
る
者
の
い
な
く
な

た
ヒ

ラ

達
は

 
ヒ

ラ

な
り
に
戦
え
る
と
は
い
え
当
然
た
だ
の
木
偶
で
あ
り

 

後
に
二
人
の
手
に
よ

て
あ

さ
り
と
全
滅
し
そ
の
場
に
は
カ
ゲ
ム
ネ
だ
け
が
残
さ
れ

た
何
だ
よ
こ
れ
は

こ
ん
な
の
戦
闘
じ

な
い
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ま
あ
色
々
と
勉
強
に
な

た
だ
ろ

次
の
機
会
に
今
回
の
教
訓
を
生
か
せ
よ

お
前
ら
さ
え
い
な
け
れ
ば
十
分
時
間

ぎ
は
出
来
た
は
ず
だ

お
前
ら
二
人
さ
え
い
な
け
れ

ば
実

い
る
ん
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
だ
ろ

さ
て
ど
う
す
る

こ
の
ま
ま
捕

に
な
る
か

 
ま
あ
そ
の
場
合

ユ
キ
ノ
自
ら
お
前
を

問
す
る
事
に
な
る
と
思
う
が

う

し

令

が

お
め
お
め
と
こ
の
ま
ま
捕

に
な
る
わ
け
に
は
い
か
ん

ま
さ
か
ユ
キ
ノ
が
怖
い
わ
け
じ

な
い
よ
な

な

そ

そ
そ
そ
ん
な
事
は
な
い

カ
ゲ
ム
ネ

い
ざ
参
る

ま
あ
い
い
か
と
り
あ
え
ず
捕

に
な

て
も
ら
う

て
キ
リ
ト

ス
ト

プ
ス
ト

プ 
そ
の

間
に
カ
ゲ
ム
ネ
の
背
後
に
キ
リ
ト
が
降
り
立
ち
カ
ゲ
ム
ネ
を
そ
の
大
き
な
口
で
く
わ

え
たう

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
ち

あ

 

り
に
カ
ゲ
ム
ネ
の

鳴
が

き

た
が
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
口
を

じ
カ
ゲ
ム
ネ
を
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し
た

う
わ

キ
リ
ト
君
グ
ロ

お
い
キ
リ
ト

さ
す
が
の
俺
も
そ
れ
に
は
ち

と
引
く
わ

ど
う
や
ら
あ
の

態
の
キ
リ
ト
君
は

意
識
が
は

き
り
と
は
し
て
い
な
い
の
か
し
ら

 
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な

態
な
の
か
し
ら
ね

 
戦
闘
を
終
え

合
流
し
て
き
た
ユ
キ
ノ
が
そ
ん
な

を
述
べ
た

お
う

来
た
の
か

お
疲
れ
さ
ん

私
達
は
大
し
た
事
は
し
て
い
な
い
わ

二
人
と
も
本
当
に
強
い
の
ね

正
直
驚
い
た
わ

相
手
に
と

ち

俺
達
の
存
在
は
完
全
に
計
算
違
い
だ

た
だ
ろ
う
な

え
え
特
に
今
の
キ
リ
ト
君
は
あ
ち
ら
か
ら
し
て
み
た
ら
本
当
に
悪
夢
そ
の
も
の
だ

た
と

思
う
わ

は
は

違
い
な
い

し
か
し

分

手
に
や

た
も
の
ね

こ
れ

い
つ
元
の

に

る
の
か
し
ら

敵
対
す
る
者
が
い
な
く
な

た
か
ら

そ
ろ
そ
ろ
元
の

に

る
ん
じ

な
い
か

 

も
ほ
と
ん
ど
残

て
な
い
だ
ろ
う
し
な
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そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り

キ
リ
ト
は
徐
々
に
小
さ
く
な
り

元
の

に

て
い

た

キ
リ
ト
君

 
リ

フ

が
真

先
に
キ
リ
ト
に
駆
け
寄
り

声
を
か
け
た

お
う

リ

フ

ど
う
や
ら
全
部
片
付
い
た
み
た
い
だ
な

う
ん

ま
さ
か
キ
リ
ト
君
が
あ
ん
な

に
な
る
な
ん
て
ね

変
身
し
て
る
時

て
ど
ん
な
気
分

な
のあ

そ
れ
私
も
気
に
な
る

私
も
気
に
な
り
ま
す

 
イ
ロ
ハ
と
ユ
イ
ユ
イ
も

興
味
深
そ
う
に
そ
う

ね
た

 
ユ
キ
ノ
と
コ
マ
チ
も

口
に
は
出
さ
な
い
が

興
味

々
そ
う
な
目
で
キ
リ
ト
を
見
て
い
た

あ

そ
う
だ
な

自
分
が
と
て
も
大
き
く
な

た
気
が
し
て

武
器
も
大
き
く
な

た
し

 
と
に
か
く
ま
と
め
て
ぶ

飛
ば
そ
う
と
思

て
夢
中
で
剣
を

る

た
ん
だ
が
い
や

だ

た
わ

お
前

最
後
あ
の
カ
ゲ
ム
ネ

て
奴
を
食

て
た
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
キ
リ
ト
は

き

と
ん
と
し
た
後
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何
か
を
思
い
出
す
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
し
た

あ
あ

そ
う
言
え
ば
口
の
中
に
何
か
肉
を
食
べ
た
よ
う
な
感
触
と
い
う
か
後
味
が

う
え
え
え
え
え
え
え

ち

お
ま

 
そ
れ
を

い
た
一
同
は

思
わ
ず
ズ
サ

と
後
退

た

ん

ど
う
し
た
ん
だ

い

い
や

ま
あ
問
題
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
が
ま
ず
立
ち
直
り

キ
リ
ト
に
そ
う
声
を
か
け
た

続
い
て
ユ
キ
ノ
が
発
言
し
た

本
当
は
彼
は
捕

に
し
た
か

た
の
だ
け
れ
ど

ま
あ
仕
方
な
い
わ
ね

お

と
す
ま
ん

変
身
中
は
ち

と
意
識
が

で
さ

問
題
な
い
わ

と
り
あ
え
ず
こ
の
回
廊
を
抜
け
て

外
に
出
ま
し

う

 
外
で
敵
が
待
ち
伏
せ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら

慎
重
に
ね

 
一
同
は
そ
の
ユ
キ
ノ
の
指

通
り

回
廊
を
抜
け
て
外
に
出
た

 
外
に
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

の

は
ま

た
く
見
え
な
か

た

 
一
同
は
そ
れ
ぞ
れ

当
な
場
所
へ
と

を
下
ろ
し

今
後
の
事
を
相
談
す
る
事
に
し
た
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さ
て
み
ん
な

最
初
の
関
門
は
越
え
た
わ

と
り
あ
え
ず
休

し
な
が
ら
話
し
ま
し

う

ま
ず
は

残
り
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

が
ど
こ
に
い
る
か
だ
な

そ
う
ね

ま
あ
二
つ
に
一
つ
だ
と
思
う
わ

同
盟
締
結
の
場
を
襲

て
い
る
か

あ
る
い
は
ア
ル
ン
を
目
指
し
て
い
る
か

か

え
え

ま
ず
い
じ

な
い
で
す
か

急
い
で
サ
ク
ヤ
さ
ん
や
ア
リ
シ

さ
ん
達
と
合
流
し
な
い
と

そ
う
ね

多
分

況
か
ら
い

て

そ

ち
が
本
線
だ
と
思

て
間
違
い
な
い
と
思
う
わ

も
う
少
し
情
報
が
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
が

そ
う
言

て
も
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
な

あ

ち

と
待

て

レ
コ
ン
に

い
て
み
る

 
リ

フ

は
思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
し
始
め
た

あ
れ

い
な
い

メ

セ

ジ
と
か
も
何
も
入

て
な
い
の
か

さ

き
ま
で
ゲ

ム
内
に
い
た
ん
だ
よ
な

う
ん

メ

セ

ジ
す
ら
送
れ
な
い

況
の
ま
ま

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
可
能
性
が
あ
る
な

一
体
何
が

私
ち

と
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
直
接

い
て
く
る

み
ん
な
は
そ
の
間
休
ん



 第１１１話 集結の日〜ルグルーの悪夢〜

で
てそ

れ
じ

リ

フ

さ
ん

し

な
い
け
ど
お
願
い
す
る
わ

う
ん

す
ぐ
に

る
か
ら
待

て
て

 
リ

フ

は
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
ベ

ド
の
上
で
目
を
覚
ま
し
た
リ

フ

は

を
手
に
と
り
す
ぐ
に

歴
を
確
認
し
た

う
わ

何
こ
れ

や

ぱ
り
何
か
あ

た
ん
だ

 

の
着
信

歴
に
は

レ
コ
ン
の
本
名
が
ず
ら
り
と

ん
で
い
た

 
リ

フ

は
急
い
で
レ
コ
ン
に

話
を
か
け
た
が

レ
コ
ン
は
す
ぐ
に

話
に
出
た

一
体
何
が
あ

た
の

リ

フ

ち

ん
無
事
だ

た
ん
だ
ね
良
か

た

実
は
シ
グ
ル
ド
が
裏
切

た
ん
だ

よ
知

て
る
わ
よ

た

た
今
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
軍
勢
三
十
人
ほ
ど
を
返
り
討
ち
に
し
た
と
こ
ろ

だ
も
の

 
幸
い

者
ゼ
ロ
で
済
ん
だ
か
ら

本
当
に
良
か

た
わ

良
か

た

で
も
そ
の

相
手
に

者
無
し

て

ち

と
び

く
り
だ
よ
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こ

ち
に
は
ユ
キ
ノ
達
に
加
え
て

今
は
あ
た
し
と
キ
リ
ト
君
と
ハ
チ
マ
ン
君
が
い
る
の
よ

 
そ
こ
ま
で
驚
く
よ
う
な
事
じ

な
い
ん
じ

な
い

リ

フ

ち

ん
は
そ
う
言
う
け
ど
十
分
驚
く
事
だ

て

感
覚
が
麻

し
て
る
ん
じ

な

い
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
否
定
で
き
な
い
か
も

そ
れ
よ
り
リ

フ

ち

ん

話
は
そ
れ
だ
け
じ

な
い
ん
だ
よ

 
僕
は
ず

と

を

し
て
シ
グ
ル
ド
を
尾
行
し
て
た
ん
だ
よ

そ
し
た
ら
あ
い
つ

 
一
人
に
な

た
時
に
こ

そ
り
街
の
外
へ
出
て
サ
ラ
マ
ン
ダ

達
と
密
会
し
て
た
ん
だ
よ

信
じ
た
く
は
な
か

た
け
ど
や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

そ
こ
で
あ
い
つ
は

同
盟
締
結
の
時
間
と
場
所
の
情
報
を
サ
ラ
マ
ン
ダ

に

た
ん
だ

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

が
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
す
る
の
を

魔
さ
れ
な
い
よ
う
に

 
そ
し
て
ク
リ
ア
後
に
自
分
が
サ
ラ
マ
ン
ダ

に
転
生
し
た
時

宜
を
計

て
も
ら
え
る
よ
う

に
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あ
い
つ
は
仲
間
を
敵
に

た
ん
だ
よ

や

ぱ
り
ユ
キ
ノ
達
の

通
り
な
の
ね

く

シ
グ
ル
ド

絶
対
に
許
さ
な
い
わ

へ

予
想
通
り

 
レ
コ
ン
は
そ
の
返
事
が
意
外
だ

た
の
か

間
の
抜
け
た
声
で
そ
う
言

た

レ
コ
ン

ず

と
メ

セ

ジ
へ
の
返
信
が
無
か

た
け
ど

 
今
あ
な
た
の
体
は
ゲ

ム
内
で
は
ど
う
な

て
い
る
の

ご
め
ん
実
は
シ
グ
ル
ド
が
去

た
後
も
う
ち

と
サ
ラ
マ
ン
ダ

か
ら
情
報
を
得
よ
う

と
し
て

 
し
ば
ら
く
そ
の
場
に
残

て
た
ん
だ
け
ど

う

か
り
音
を
立
て
て
見
つ
か

ち

て

 
今
は
麻

さ
せ
ら
れ
て

サ
ラ
マ
ン
ダ

に
捕
ま

て
る

そ
う

大
変
な
目
に
あ
わ
せ
て
し
ま

て
ご
め
ん
ね
レ
コ
ン

 
で
も
こ
れ
で
予
想
の
裏
付
け
が
と
れ
た
わ

あ
り
が
と
う

僕

リ

フ

ち

ん
の
役
に
た
て
た
の
か
な

も
ち
ろ
ん
よ
レ
コ
ン

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
ね

う
ん
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レ
コ
ン
は
そ
の
一
言
で

今
ま
で
の
苦
労
が
全
部
報
わ
れ
た
気
が
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
思
惑
は
と
も
か
く

レ
コ
ン
に
と

て
は
十
分
幸
せ
で
あ

た
と
い
え
よ
う

私
達
は
こ
れ
か
ら
す
ぐ
に
サ
ク
ヤ
達
の
下
へ
向
か
う
わ

 
そ

ち
に
助
け
に
は
行
け
な
い
け
ど

ご
め
ん
ね
レ
コ
ン

大
丈
夫

多
分
リ

フ

ち

ん
達
が
サ
ラ
マ
ン
ダ

達
の
思
惑
を
ぶ

潰
し
て
く
れ
た
ら

 
僕
も
そ
の
時
点
で
解
放
さ
れ
る
か
殺
さ
れ
る
か
す
る
と
思
う

こ

ち
は
一
人
で
大
丈
夫
だ
か

ら 
リ

フ

ち

ん
達
は

サ
ク
ヤ
さ
ん
達
の
事
を
お
願
い

任
せ
と
い
て

そ
れ
じ

行

て
く
る

う
ん

僕
も
今
か
ら
イ
ン
し
て
み
る
よ

 
二
人
は
そ
こ
で
通
話
を
終
え

再
び
ゲ

ム
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
レ
コ
ン
が
ロ
グ
イ
ン
す
る
と

に
敵
は
ど
こ
に
も
い
な
か

た

 
実
は
少
し
前
に

ハ
チ
マ
ン
達
に
全
滅
さ
せ
ら
れ
た
部

か
ら
の
連

を
受
け

 
レ
コ
ン
を
捕
ま
え
て
い
た
チ

ム
は

に
そ
の
場
か
ら

退
し
て
い
た
の
だ

た

 
自
由
の
身
に
な

た
レ
コ
ン
は
今
シ
グ
ル
ド
が
い
る
で
あ
ろ
う
領
主
の

の
方
を
キ

と
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見
上
げ

 
決
意
を
秘
め
た
表
情
で

そ
ち
ら
へ
向
か

て
歩
き
始
め
た
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第
１
１
２
話
 
集
結
の
日

二
人
の
援
軍

 
リ

フ

が
い
な
い
間

一
同
は
さ

き
の
キ
リ
ト
の

に
つ
い
て
話
し
て
い
た

ね
え
キ
リ
ト
君

さ

き
の
あ
な
た
の

て

何
か
モ
デ
ル
が
あ
る
の
か
し
ら

あ

ハ
チ
マ
ン

俺

て
今
回
も

グ
リ

ム
ア
イ
ズ

の

に
な

て
た
の
か

そ
う
だ
ぞ

や

ぱ
り
そ
う
な
の
か

俺
の
中
で
は
や

ぱ
り
あ
い
つ
が
一
番
心
に
残

て
る
敵
な
ん
だ

な
前

陽
乃
さ
ん
を

グ
リ

ム
ア
イ
ズ

と
比

し
て
た
く
ら
い
だ
し
な

と
い
う
わ
け
で
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
が
あ
の

の
モ
デ
ル
だ
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
七
十
四
層
の

ボ
ス
だ
な

七
十
四
層

確
か
と
あ
る
団
体
の
せ
い
で
少
人

で
挑
む
事
に
な

た
ボ
ス
だ

た
か

し
らよ

く
覚
え
て
る
な

私
と
し
て
も

象
に
残
る
話
だ

た
の
よ
ね
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私

全
然
覚
え
て
な
い
や

コ
マ
チ
は
お
兄
ち

ん
の
ピ
ン
チ
の
話
は
全
部
覚
え
て
ま
す
よ

私
は
な
ん
と
な
く
そ
ん
な
話
も

い
た
か
も

く
ら
い
で
す
か
ね

ま
あ
そ
ん
な
わ
け
で

象
に
残
る
敵
だ

た
ん
だ
よ

一
歩
間
違
え
た
ら
死
ん
で
た
し
な

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
が
何
に
変
身
す
る
か
は

後
の
お
楽
し
み
だ
な

 
ま
あ
次
の
戦
闘
で

て
ほ
ど
見
れ
る
は
ず
だ
か
ら

期
待
し
て
待

て
て
く
れ

一
体
ど
ん
な

に
な
る
の
か
し
ら
ね

ち

と
怖
い
か
も

ま
あ

そ
れ
も

め
て
お
楽
し
み

て
事
で

 
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

ど
う
や
ら
リ

フ

が

て
き
た
よ
う
だ

お

お
か
え
り
リ

フ

た
だ
い
ま

今
レ
コ
ン
に
話
を

い
て
き
た
ん
だ
け
ど

 
や

ぱ
り
同
盟
の
締
結
場
所
を
襲
う
計
画
み
た
い

シ
グ
ル
ド
が
裏
切

た
ん
だ

て

シ
グ
ル
ド
は

や

ぱ
り
信
用
な
ら
な
い
男
だ

た
わ
ね

う
ん

ち

と
複
雑
な
部
分
も
あ

た
け
ど
そ
う
い
う
事
な
ら
話
は
別
よ

絶
対
に
許
さ



 第二章 ＡＬＯ編

な
いと

り
あ
え
ず
サ
ク
ヤ
さ
ん
に

あ
と
十
分
だ
け

え
る
よ
う
に
と
メ

セ

ジ
を
送
る
わ

も
う
襲
わ
れ
て
る
か
も
し
れ
な
い
し

急
ご
う

十
分
か

全
力
飛
行
だ
な

ハ
チ
マ
ン

ユ
キ
ノ

俺
達
二
人
が
先
行
す
る

案
内
は
ユ
イ
に
任
せ
る

わ
か
り
ま
し
た
パ
パ

ユ
キ
ノ
さ
ん

場
所
を
教
え
て
下
さ
い

あ
な
た
た
ち

そ
ん
な
に
速
く
飛
べ
る
の

少
な
く
と
も
私
よ
り
は
速
か

た
よ

リ

フ

さ
ん
よ
り
速
く

わ
か

た
わ

二
人
と
も
お
願
い
サ
ク
ヤ
さ
ん
達
を
助
け
て

あ
げ
て

あ
あ

任
せ
ろ

大
船
に
乗

た
気
で
い
て
く
れ
て
い
い
ぞ

い
き
な
り
変
身
し
て
暴
れ
る
か
ら
な

 
一
同
は

き
あ
う
と

目
的
地
目

け
て
飛
び
立

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

徐
々
に
他
の
者
を
引
き
離
し

先
行
し
て
い

た

 
そ
の

サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

は

に
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
大
軍
勢
に
襲
わ
れ
て
い
た
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シ
ル
フ
軍
が
十
人

ケ

ト
シ

軍
も
十
人
な
の
に
対
し
て

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
は

人
近
い
人

を
動
員
し
て
い
た

く
そ

ど
こ
か
ら
情
報
が

れ
た
ん
だ

尾
行
さ
れ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
進
ん
で
き
た
は
ず

な
ん
だ
が

多
分
私
達
の
中
に
裏
切
り
者
が
い
る
ね

無
事
帰
れ
た
ら

徹

的
に
洗
い
出
そ
う

あ
あ

無
事
に
帰
れ
た
ら

な

 
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
連
合
軍
は

を
背
に

を
組
ん
で
何
と
か
敵
の
攻
撃
に

え

て
い
た

ま
だ
何
と
か
な

て
は
い
る
が

あ
の
男
が
参
戦
し
て
き
た
ら

 
い
よ
い
よ
全
滅
す
る
覚
悟
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
な

ユ

ジ

ン
ね

私
と
ア
リ
シ

の
二
人
が
か
り
で
か
か

て
も

相
打
ち
が
や

と
と
い
う
と
こ
ろ
か
な

最
悪
負
け
る
か
も
し
れ
な
い
よ

サ
ク
ヤ
ち

ん

し
か
し
こ
こ
で
同
盟
締
結
を

魔
し
た
と
し
て
も
時
間

ぎ
に
し
か
な
ら
な
い
と
思
う
ん

だ
が
な



 第二章 ＡＬＯ編

多
分

そ
の
間
に
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
出
来
る
自
信
が
あ
る
ん
じ

な
い
か
な

な
る
ほ
ど

だ
が
こ
こ
で
あ

さ
り
や
ら
れ
る
の
も

だ
な

 
せ
め
て
精
一

抗
し
て
や
ろ
う
じ

な
い
か

そ
う
だ
ね
サ
ク
ヤ
ち

ん

私
達
に
も
意
地

て
も
の
が
あ
る
し
ね

ん

待
て
ア
リ
シ

ユ
キ
ノ
か
ら
メ

セ

ジ
だ

 
そ
の
時
サ
ク
ヤ
の
下
に

ユ
キ
ノ
か
ら
メ

セ

ジ
が

い
た

 
サ
ク
ヤ
は
す
ぐ
に

メ

セ

ジ
を
確
認
し
た

ユ
キ
ノ
達
に
護
衛
を
依
頼
し
て
た
ん
だ

け

あ
あ

本
当
は
こ
こ
ま
で
の
道
中
も
護
衛
を
頼
み
た
か

た
ん
だ
が
用
事
が
あ
る
ら
し
く
て

な 
で
も
ま
あ
本
来
な
ら

そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
に
到
着
す
る
予
定
だ

た
ん
だ

 
お

喜
べ
ア
リ
シ

あ
と
十
分
ほ
ど
で
こ
こ
に
到
着
す
る
ら
し
い
ぞ

こ
れ
で
四
人
戦
力
が

え
る
ね

そ
れ
で
も
多
勢
に
無
勢
だ
け
ど

い
や

リ

フ

も
一

ら
し
い

お
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さ
ら
に
本
当
か

か
は
分
か
ら
な
い
が
最
強
ク
ラ
ス
の
プ
レ
イ
ヤ

が
二
人
一

に
い
る

ら
し
い

最
強
ク
ラ
ス

て

あ
そ
こ
に
い
る
ユ

ジ

ン

に
強
い

て
事

分
か
ら
ん

そ
ん
な
プ
レ
イ
ヤ

に
は
ま

た
く
心
当
た
り
が
な
い
な

 
だ
が
あ
の
ユ
キ
ノ
が
言
う
ん
だ

こ
こ
は
一
つ
期
待
し
て
待
と
う
じ

な
い
か

希
望
が
見
え
て
き
た
ね

こ
こ
は
し

か
り
と
守
り
抜
こ
う

あ
あ

 
一
方
そ
の

ユ

ジ

ン
の
下
に
も

カ
ゲ
ム
ネ
か
ら
連

が
入

て
い
た

何
だ
と

何
か
あ

た
ん
で
す
か

ユ

ジ

ン
将
軍

カ
ゲ
ム
ネ
の
部

が

ユ
キ
ノ
達
の
パ

テ

に
よ

て
全
滅
さ
せ
ら
れ
た

全
滅
す
る
の
が

す
ぎ
ま
せ
ん
か

敵
の
四
倍
の
兵
力
を
動
員
し
た
上
で

勝
て
れ
ば
よ
し

 
も
し
勝
て
な
い
ま
で
も

時
間

ぎ
に
徹
す
る
予
定
だ

た
は
ず
で
は

恐
ろ
し
く
強
い
ス
プ
リ
ガ
ン
の
二
人
組
に
や
ら
れ
た
ら
し
い

ス
プ
リ
ガ
ン
に
も
そ
ん
な
強
者
が

そ
れ
に
し
て
も
四
倍
の
兵
力
は
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ま
ず
い
な

ル
グ
ル

回
廊
か
ら
こ
こ
ま
で
は

十
分
く
ら
い
の

離
だ

 
正
直
こ
う
い
う
な
ぶ
り
殺
し
の
よ
う
な
戦
い
は
好
か
ん
の
で
部
下
に
全
部
任
せ
て
い
た
が

 
さ
す
が
に
こ
う
な

た
ら
そ
ん
な
事
は
言

て
ら
れ
ん
な

 

を
覚
悟
で

一
気
に
力
押
し
す
る
ぞ

え
何
人
か
や
ら
れ
た
と
し
て
も

 
残
り
の
人

で
か
か
れ
ば

ど
れ
ほ
ど
ユ
キ
ノ
達
が
強
く
と
も
問
題
な
く
倒
せ
る
だ
ろ
う

将
軍
も
い
ま
す
し
ね

よ
し

全
軍
に
突
撃
命
令
を
出
せ

一
気
に
あ
い
つ
ら
を
殲
滅
す
る

は
 
こ
う
し
て
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
全
軍
が
動
き
出
し
た

先

は
も
ち
ろ
ん
ユ

ジ

ン
だ

た

ア
リ
シ

ど
う
や
ら
あ
ち
ら
に
も

ユ
キ
ノ
達
の
接
近
の
情
報
が
伝
わ

た
よ
う
だ

い
き
な
り
の
あ
の
動
き
は
多
分
そ
う
だ
ね

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず

の
事
は
気
に
せ
ず

全
力
で

幕
を
張
ろ
う

あ
と
は
信
じ
て
待
つ
だ
け
だ

オ

ケ

幕
と
い
え
ば

あ
の
セ
リ
フ
も
一
度
は
言

て
み
た
か

た
け
ど

 
さ
す
が
に
今
は
そ
ん
な
事
し
て
る
場
合
じ

な
い
ね

気
持
ち
は
わ
か
る
が
私
達
も

で
い

ぱ
い
い

ぱ
い
だ
し
な

け
声
だ
け
で
我
慢
し
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て
く
れ

そ
れ
じ

い
く
ね

み
ん
な

ユ
キ
ノ
達
が
も
う
す
ぐ
到
着
す
る
わ

 
そ
れ
ま
で
何
と
し
て
も

え
る
の
よ

魔
法
攻
撃
開
始

全
力
で

幕
を
張
れ

 
ユ
キ
ノ
の
名
前
が
出
る
と

連
合
軍
の
間
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

 
そ
し
て
ア
リ
シ

の

け
声
と
共
に

連
合
軍
は
全
力
で

幕
を
張

た

 
こ
れ
に
は
さ
す
が
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
も

止
し
て
防
御
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

 

幕
に
は
思
わ
ぬ
副
産
物
が
あ

た

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
遠
く
か
ら
そ
れ
を

認
し
た

の
だお

い
ハ
チ
マ
ン

見
え
る
か

あ
あ

察
す
る
に

魔
法
攻
撃
で

幕
を
張

て
な
ん
と
か

え
て
い
る

て
感
じ
だ
な

あ
の
分
だ
と
す
ぐ
に

が
尽
き
る
だ
ろ
う
な

急
ご
う

キ
リ
ト

す
ま
ん
が
敵
と
す
れ
違
い
ざ
ま
に
幻
惑

囲
魔
法
を
頼
む

 
俺
は
そ
の

に
乗
じ
て
変
身
し

敵
を
出
来
る
だ
け
倒
す

お
前
が
あ
の

で
暴
れ
た
ら

多
分
敵
は
大
混
乱
に
陥
る
だ
ろ
う
な

お
い

俺
は
一
体
何
に
変
身
す
る
ん
だ
よ



 第二章 ＡＬＯ編

く
ら
い
と

と
い
て
や
る
か
ら
後
で
自
分
の
目
で
見
て
み
ろ

て

了
解

ま
も
な
く
到
着
だ
な

や

て
や
ろ
う

お
う

 
連
合
軍
は
必
死
で

幕
を
張
り
続
け
て
い
た
が

そ
ろ
そ
ろ

の
限
界
が
近
付
い
て
い
た

 
そ
の
事
に
気
付
い
て

る
サ
ク
ヤ
の
目
に
遠
く
か
ら
近
付
い
て
く
る
二
つ
の
人
影
が
映

た

 
少
な
く
と
も
サ
ラ
マ
ン
ダ

に
は
見
え
な
か

た
の
で
サ
ク
ヤ
は
そ
れ
が
援
軍
だ
と
確
信
し

 
味
方
を

舞
す
る
た
め
に
力
い

ぱ
い
叫
ん
だ

援
軍
が
来
た
ぞ

み
ん
な

も
う
少
し
だ

最
後
の
力
を

り
絞
れ

 
一
方
そ
の
言
葉
を

い
た
ユ

ジ

ン
は
攻
め
切
れ
な
か

た
事
に
や
や

り
を
感
じ
て
い

た
く
そ

こ
れ
だ
け

抗
さ
れ
る
と
や
は
り
厳
し
い
か

 
そ
う

き
後
方
に
目
を
や

た
ユ

ジ

ン
は

援
軍
が
た

た
二
人
だ
と
気
が
付
き

 
連
合
軍
の
士
気
を

く
た
め
に

ま
ず
そ
の
二
人
を
血
祭
り
に
あ
げ
る
事
に
し
た

敵
の
援
軍
は
た

た
二
人
だ

ま
ず
あ
の
二
人
を
血
祭
り
に
あ
げ
ろ
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ユ

ジ

ン
が
そ
う
叫
ん
だ

間

そ
の
二
人
組
を
中
心
に

爆
発
的
に
黒
煙
が
広
が

た

 
そ
の
黒
煙
に
よ

て

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の

界
が
完
全
に

ざ
さ
れ
た

 
次
の

間

ユ

ジ

ン
の

を
何
か
が
通
り
過
ぎ
て
い

た

 

て
て
煙
を
抜
け
出
し

連
合
軍
へ
と
目
を
向
け
た
ユ

ジ

ン
が
見
た
も
の
は

 
大
剣
を
二
刀
流
で

え
る
キ
リ
ト
の

だ

た

貴
様

か
な
り
の
使
い
手
だ
な

何
者
だ

そ
う
い
う
お
前
も
か
な
り
の
使
い
手
み
た
い
だ
な

俺
の
名
は
キ
リ
ト

今
か
ら
お
前
を
倒
す

男
だお

前
は
俺
の
事
を
知
ら
な
い
の
か

俺
の
名
は
ユ

ジ

ン

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
最
強
の
男
だ
と
自

負
し
て
い
る

最
強
ね

ま
あ
こ
の
戦
闘
が
終
わ

た
ら

お
前
は
三
番
以
下
に
な
る
ん
だ
け
ど
な

面
白
い
事
を
言
う
奴
だ

だ
が

い
で
は
な
い
な

一
対
一
で
勝
負
だ

 
俺
は
強
い
奴
と
戦
う
の
が
大
好
き
な
ん
で
な

そ
れ
は
奇
遇
だ
な

俺
も
だ
よ

ユ

ジ

ン

ち

と
ち

と

キ
リ
ト
君

だ

け

あ
な
た
は
ユ
キ
ノ
の
仲
間

て
事
で
い
い
ん



 第二章 ＡＬＯ編

だ
よ
ね

 
あ

私
は
ケ

ト
シ

領
主
の
ア
リ
シ

助
け
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ね

あ
あ

ユ
キ
ノ
さ
ん
達
も
ま
も
な
く
こ
こ
に
着
く
ぞ

よ
ろ
し
く
な

ア
リ
シ

私
は
シ
ル
フ
領
主
の
サ
ク
ヤ
だ

あ
の
ユ

ジ

ン
の
持
つ
武
器
は
魔
剣
グ
ラ
ム
と
い
う

 
気
を
付
け
ろ
あ
の
剣
の
攻
撃
は
ア
ビ
リ
テ

に
よ

て
こ
ち
ら
の
武
器
を

り
抜
け
て
く

る
ぞ常

時

て

じ

な
い
ん
だ
ろ

そ
れ
な
ら
ま
あ
問
題
な
い

 
残
り
の
敵
は
俺
の
相
棒
が
何
と
か
す
る

し
ば
ら
く
休
ん
で
て
く
れ
て
い
い
ぞ

何
だ
と

お

丁
度
ユ
キ
ノ
さ
ん
達
も
来
た
よ
う
だ

 
次
の

間
黒
煙
を
突
き
破

て

ユ
キ
ノ
達
五
人
が

を
現
し
た

く
そ

も
う
着
い
た
の
か

ユ
キ
ノ

お
久
し
ぶ
り
ね
ユ

ジ

ン
将
軍

私
が
来
た
か
ら
に
は
も
う
あ
な
た
達
の
好
き
に
は
さ

せ
な
い
わ

こ
れ
だ
け

を
揃
え
た
ん
だ

今
回
ば
か
り
は
勝
た
せ
て
も
ら
う
ぞ
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お

と

お
前
の
相
手
は
俺
だ
ろ

分
か

て
い
る
さ

ユ
キ
ノ

お
前
ら
の
相
手
は
俺
の
部
下
達
に
任
せ
る
事
に
す
る

 

人
近
い
大
軍
勢
だ

覚
悟
し
て
お
く
ん
だ
な

ど
う
か
し
ら
ね

あ
な
た
の
部
下
達
は

に
死
地
に
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
け
れ
ど

何
だ
と

そ
う
い
え
ば
一

に
飛
ん
で
き
た
キ
リ
ト
君
の
仲
間
は
ど
こ

 
ア
リ
シ

が
思
い
出
し
た
よ
う
に
キ
リ
ト
に

ね
た

あ
の
煙
の
中
だ

も
う
す
ぐ
見
え
る
ぞ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
返
事
と
同
時
に
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
も
の
と
思
し
き

鳴
が

り
に

き

た 
そ
の
声
を

き

ユ

ジ

ン
は

て
て

り
返

た

黒
煙
の
中
を
巨
大
な
何
か
が
飛
び

回

て
い
る

 
そ
の
何
か
が
動
く
度
に

山
の

鳴
が

こ
え
て
き
た

そ
し
て
つ
い
に
黒
煙
が
完
全
に

晴
れ
た

え
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あ
れ

て
サ
ン
タ
ク
ロ

ス

あ
の
笑
顔

少
し
寒
気
が
す
る
わ
ね

 
煙
が
晴
れ
た
後

サ
ラ
マ
ン
ダ

の
軍
勢
は

に
十
人
ほ
ど
人

を

ら
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
が
変
身
し
た
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
と
い
う
名
の
死
の
暴
風
が
煙
の
中
か
ら

を

現
し
た
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第
１
１
３
話
 
集
結
の
日

そ
の
名
は
メ
ビ
ウ
ス

 
そ
の
サ
ン
タ
の
口
は
笑

た

で

定
さ
れ

時
々
不
気
味
な
笑
い
声
を
発
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
の

内
で
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
そ
の
目
は

別
々
に

動
い
て
い
た

 
そ
の
サ
ン
タ
は
ガ
ニ

で

足
を
交

に

み
し
め
な
が
ら
飛
ん
で
い
た

 
そ
の
動
き
の
ま
ま
ス

と
狙

た

物
に
近
付
く
の
で
狙
わ
れ
た
者
は
遠
近
感
が
掴
め
ず

 
簡

に
接
近
を
許
し
て
し
ま

て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
ん
な
感
じ
で
サ
ラ
マ
ン
ダ

は
一
人

ま
た
一
人
と
た
て
続
け
に
撃

さ
れ
て
い

た

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
は
そ
の
不
気
味
さ
に
大
混
乱
に
陥
り
ま

た
く

制
が
と
れ
て
い
な
い

態
に
な

た

 
一
度
こ
う
な
る
と

ユ

ジ

ン
が
指

を
し
な
く
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
だ
が

 
そ
の
ユ

ジ

ン
は
キ
リ
ト
と

み
合

て
い
た
た
め
動
け
な
か

た

そ
の
サ
イ
ズ
の
大
剣
で
二
刀
流
と
は
な

ど
う
や
ら
ハ

タ
リ
じ

無
さ
そ
う
だ
な

俺
に
合
う
重
さ
の
剣
が

こ
の
サ
イ
ズ
し
か
無
か

た
ん
で
ね
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今
ま
で
会

た
二
刀
流
の
使
い
手
は
た
だ
武
器
を
二
本
持

て
い
る
だ
け
の
奴
ば
か
り
だ

た 
お
前
は
ど
う
な
ん
だ

俺
を
ち

ん
と
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
か

あ
ん
た
の
期
待
に
答
え
る
た
め
に
も

全
力
で
い
か
せ
て
も
ら
う
さ

 
そ
し
て
呼

を
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に

突
に
二
人
の
戦
い
が
始
ま

た

 
ま
ず
ユ

ジ

ン
が

キ
リ
ト
の
首
を
横
な
ぎ
に
し
よ
う
と
し
た

 
キ
リ
ト
は
剣
を
立
て
て
そ
れ
を
防
ご
う
と
し
た
が
魔
剣
グ
ラ
ム
は
攻
撃
の

に
敵
の
剣
を

過
す
る

 
ユ

ジ

ン
の
攻
撃
は
キ
リ
ト
が
立
て
た
剣
を
そ
の
ま
ま

過
し
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
の
首

に
迫

た

も
ら

た

 
ユ

ジ

ン
は
そ
う
叫
ん
だ
が

に
キ
リ
ト
の
首
は
そ
こ
に
は
存
在
し
な
か

た

 
キ
リ
ト
は
剣
の

置
は
変
え
な
い
ま
ま
下
に
飛
ん
で
お
り

 
次
の

間
も
う
一
本
の
剣
が
ユ

ジ

ン
の

に
迫

た

 
だ
が
ユ

ジ

ン
も
そ
れ
を

ん
で
い
た
の
か

す
ぐ
に
後
方
へ
と
飛
ん
で
い
た
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ま
ず
は

い

と
い

た
と
こ
ろ
か

実
に
面
白
い
な

あ
ん
た
も
中
々
や
る
じ

な
い
か

今
の
は
絶
対
ヒ

ト
し
た
と
思

た
ん
だ
が
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
う
と

今
度
は
自
ら
攻
撃
を
仕

け
た

 
ユ

ジ

ン
は
キ
リ
ト
の
二
刀
の
攻
撃
を
さ
ば
き
な
が
ら

を
見
て
反
撃
に
転
じ
て
き
た

 
そ
れ
を
キ
リ
ト
は
避
け
て
攻
撃
す
る

そ
し
て
ま
た
避
け
る

 
受
け
る
ユ

ジ

ン
と
避
け
る
キ
リ
ト
の
戦
い
は

ど
ん
ど
ん
激
し
さ
を

し
て
い

た

  
一
方
そ
の

ハ
チ
マ
ン
は

好
き
放
題
に
敵
を
蹂

し
て
い
た

 

に
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
は
ハ
チ
マ
ン
の
手
に
よ

て
七

近
く
ま
で

を

ら
さ
れ
て
い
た

 
だ
が
そ
の
ハ
チ
マ
ン
に
も

つ
い
に
限
界
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
た

 
そ
れ
を
最
初
に
察
知
し
た
の
は
ハ
チ
マ
ン
の

態
を
モ
ニ
タ

し
続
け
て
い
た
ユ
イ
だ

た

 
ユ
イ
は
ハ
チ
マ
ン
の
残
り

を

し
た
上
で

残
り
の
変
身
し
て
い
ら
れ
る
時
間
を
計
算

す
る
と

 
ハ
チ
マ
ン
の
下
を
離
れ
て
ユ
キ
ノ
の
下
へ
と
飛
ん
で
い

た

ユ
キ
ノ
さ
ん

パ
パ
が
あ
の

で
い
ら
れ
る
の
は

あ
と
一
分
が
限
界
で
す
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多
分
元
の

に

た

間
に
一

意
識
が
混

し
て

が
出
来
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

パ
パ
の
フ

ロ

を
お
願
い
し
ま
す

わ
か

た
わ

み
ん
な

ハ
チ
マ
ン
君
の
下
に
向
か
う
準
備
を
し
て

リ
ミ

ト
は
一
分
よ

 
ユ
キ
ノ
達
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
下
へ
と
向
か
お
う
と
し
た
が

そ
こ
で
思
わ
ぬ

魔
が

入

た

 
目

の
き
く

地
上
に
避
難
し
て
い
た
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
パ

テ

が

 
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ユ
キ
ノ
達
に
攻
撃
を
仕

け
て
き
た
の
だ

た

 
そ
れ
は
偶
然
と
は
い
え
賞

さ
れ
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ

た

 
そ
し
て
時
間
は
無
情
に
も
過
ぎ
て
い
き

ハ
チ
マ
ン
の
変
身
が
解
け

 
一

意
識
の
混

し
た
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま
落
下
を
始
め
た

お
兄
ち

ん

コ
マ
チ
さ
ん

ハ
チ
マ
ン
君
の
所
に
行

て
ち

う
だ
い

こ
こ
は
私
達
に
任
せ
て

コ
マ
チ
ち

ん

先
輩
を
お
願
い
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は
い

 
パ

テ

の
中
で
一
番
す
ば
し

こ
い
コ
マ
チ
が

 

独
で
戦
闘
か
ら
抜
け
出
し

ハ
チ
マ
ン
の
下
へ
と
向
か

た

 
だ
が
悪
い
事
は
続
く
も
の
だ

ハ
チ
マ
ン
が
元
の

に

た
事
で

 
落
ち
着
き
を
取
り

し
つ
つ
あ

た
何
人
か
の
敵
が

 
目
の
前
で
落
下
し
て
い
く
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
攻
撃
魔
法
を
放

た

 
コ
マ
チ
の
目
の
前
で
今
ま
さ
に
ハ
チ
マ
ン
は
魔
法
攻
撃
を
一
身
に
受
け
よ
う
と
し
て
い
た

お
兄
ち

ん

 
コ
マ
チ
は

き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も

め
ず
に
全
力
で
飛
び
続
け
た

 
そ
ん
な
コ
マ
チ
を

笑
う
よ
う
に
魔
法
は
ハ
チ
マ
ン
に
全

命
中
し
た

よ
う
に
見
え
た

 
実

当
た

た
の
だ
が

そ
れ
は
光

く
防
御
壁
に
全
て
防
が
れ
て
い
た

こ
れ
は

防
御
魔
法

し
か
も
か
な
り
高

の

 
コ
マ
チ
は
わ
け
が
わ
か
ら
な
か

た
が

そ
の
ま
ま
飛
び
続
け
て
ハ
チ
マ
ン
を
キ

チ
し

 
そ
の
ま
ま
後
方
へ
と
一
気
に
後
退
し
た

 
そ
の
目
の
前
を
い
つ
の
間
に
現
れ
た
の
か
見
た
事
も
な
い
プ
レ
イ
ヤ

が
三
人
通
り
過
ぎ
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て
い

た

 
そ
の
三
人
は

ノ

ム

ケ

ト
シ

そ
し
て

サ
ラ
マ
ン
ダ

だ

た

何
だ
お
前
ら

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
何
で
ノ

ム
が

お
前

サ
ラ
マ
ン
ダ

じ

な
い
か

こ
の
裏
切
り
者
め

ん
な
も
ん
知
る
か

俺
は
た
だ

ダ
チ
を
助
け
に
き
た
だ
け
だ

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

仲
間
の
ピ
ン
チ
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
私
達
が
守
り
ま
す

 
そ
の
三
人
組
は
そ
う
叫
ぶ
と

そ
の
ま
ま
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
襲
い

か

て
い

た

 
三
人
は
恐
ろ
し
い
強
さ
を
見
せ

十
分
に
ハ
チ
マ
ン
の
抜
け
た

を

め
て
い
た

 
一
方
コ
マ
チ
は

ハ
チ
マ
ン
を
確
保
し
た
後
地
上
に
降
り

ハ
チ
マ
ン
の

を
叩
い
て
い
た

お
兄
ち

ん

き
て

朝
だ
よ

ん

す
ま
ん
コ
マ
チ

一

意
識
が
飛
ん
で
た
み
た
い
だ

助
け
て
く
れ
た
の
か

あ
り

が
と
な

う
う
ん

お
兄
ち

ん
を
助
け
た
の
は
私
じ

な
く
て

多
分
知
ら
な
い
人
な
の
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知
ら
な
い
人

誰
だ

あ
な
た
を
助
け
た
の
は

私
だ
よ

 
突
然
上
か
ら
声
が

こ
え

一
人
の
ウ
ン
デ

ネ
の
少
女
が
二
人
の
横
に
着
地
し
た

あ

ど
こ
の
誰
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

え

と
俺
は
ハ
チ

マ
ン
で
す

私
は
コ
マ
チ
で
す

兄
を
助
け
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

私
の
名
は
メ
ビ
ウ
ス

危
な
か

た
ね

間
に
合

て
良
か

た
よ

 
そ
う
言

た
メ
ビ
ウ
ス
は
何
故
か

い
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
て

り

メ
ビ
ウ
ス
に
事
情
を

ね
よ
う
と
し
た

あ
の

そ
の

ど
う
し
て

い
て
い
る
ん
で
す
か

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん

う
ん

や

と

君
に
や

と
会
え
た
か
ら
だ
よ

 
メ
ビ
ウ
ス
は
そ
う
言
う
と

ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た

 
今
後
女
性
か
ら
の
接
触
は
全
て
ガ

ド
す
る
つ
も
り
だ

た
ハ
チ
マ
ン
も

 
メ
ビ
ウ
ス
の
た
だ
な
ら
ぬ
様
子
に

て
受
け
止
め
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
コ
マ
チ
の
顔
を
見
た
が

コ
マ
チ
も
首
を
ひ
ね
る
ば
か
り
だ

た
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そ
こ
に

首
尾
よ
く
敵
パ

テ

を
撃
破
し
た
ユ
キ
ノ
達
が
近
付
い
て
き
た
が

 
こ
の
光
景
を
見
て
ギ

と
し
た

ハ
チ
マ
ン
君

一
体
何
が
ど
う
な

て
い
る
の

こ
の
女
性
は
誰
な
の
か
し
ら

い
や

そ
れ
が
な

こ
の
人
が
俺
を
助
け
て
く
れ
た
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
こ
の
人

俺
の
事
知

て
る
み
た
い
な
ん
だ
よ
な

え

そ
れ
は
リ
ア
ル
で
の
あ
な
た
を
知

て
い
る
と
い
う
事
か
し
ら

あ
あ

 
リ

フ

以
外
の
三
人
は

そ
れ
を

い
て
目
を

く
し
て
い
た

ど
う
や
ら
何
か
事
情
が
あ
る
み
た
い
だ
し

私
は
サ
ク
ヤ
達
の
所
に
行

て
る
ね

あ
り
が
と
う
リ

フ

さ
ん

 
リ

フ

は
何
か

り
な
の
だ
ろ
う
と
思

た
の
か
気
を
遣
い
サ
ク
ヤ
達
の
下
へ
飛
ん

で
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
も
気
を
取
り
直
し

め
て
メ
ビ
ウ
ス
に

ね
た

さ
て

こ
こ
に
い
る
の
は
全
員
俺
の
リ
ア
ル
知
り
合
い
だ
け
に
な
り
ま
し
た

 
な
の
で
今
は
気

ね
な
く
話
が
出
来
ま
す
よ

あ
な
た
は
一
体
誰
な
ん
で
す
か
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そ
の
言
葉
で
少
し
は
落
ち
着
い
た
の
だ
ろ
う

メ
ビ
ウ
ス
は

く
の
を
や
め

 
全
員
の
顔
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

今
な
ら
こ
こ
に
は
知

て
る
人
し
か
い
な
い
か
ら

呼
び
方
は

通
り
で
い
い
ね

 
そ

ち
は
雪
ノ
下
さ
ん
に
由
比

さ
ん

一
色
さ
ん
に

小
町
ち

ん
か
な

 
み
ん
な
久
し
ぶ
り

そ
し
て
比
企
谷
君

お
帰
り

私
今
海
外
に

学
し
て
る
か
ら

 
会
い
に
行
け
な
く
て
本
当
に
ご
め
ん
ね

本
当
は

話
す
れ
ば
良
か

た
ん
だ
け
ど

 
や

ぱ
り
直
接
会

て
お
帰
り

て
言
い
た
か

た
の

海
外
に

学
で
す

て

も
し
か
し
て
あ
な
た
は

心
当
た
り
が
あ
る
の
か

え
え
で
も
そ
の
人
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
る
な
ん
て
話
は

い
た
事
が

で
も
ま
さ
か

そ
の
ま
さ
か
だ
よ

私
は
め
ぐ
り

城

め
ぐ
り

み
ん
な

久
し
ぶ
り

城

先
輩

比
企
谷
君
私
す
ご
く
心
配
し
て
た
ん
だ
よ

生
き
て
帰

て
き
て
く
れ
て
本
当
に
良
か

た
よ

 
そ
う
言
う
と
め
ぐ
り
は
ハ
チ
マ
ン
を

く
手
に
力
を
込
め

再
び

き
始
め
た
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ハ
チ
マ
ン
は
困

て
他
の
者
を
見
た
が

四
人
は

き
な
が
ら

口
々
に
言

た

こ
う
い
う
時
く
ら
い

男
ら
し
さ
を
見
せ
な
さ
い

ヒ

キ

ち

ん
と
す
る
ん
だ
よ

お
兄
ち

ん

い
つ
ま
で
も
女
性
を

か
せ
て
ち

だ
め
だ
よ

そ
う
で
す
よ
先
輩

こ
こ
は
バ
シ

と
決
め
て
下
さ
い

お

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
め
ぐ
り
の

を
優
し
く
な
で
な
が
ら
言

た

も
う
ど
こ
に
も
行
き
ま
せ
ん
か
ら

く
の
を
や
め
て
下
さ
い

な
ん
と
か
無
事
に
帰

て
来

れ
ま
し
た

 
も
う
俺
は
大
丈
夫
で
す
か
ら

安
心
し
て
下
さ
い

城

先
輩

 
そ
れ
を

い
た
め
ぐ
り
は

涙
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
に

い
た

本
当
に

は
い

本
当
の
本
当
に

は
い

約
束
し
ま
す
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分
か

た

そ
の
言
葉
を
信
じ
る
よ

 
そ
う
言

て
め
ぐ
り
は

本
当
に
嬉
し
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
微
笑
ん
だ
の
だ

た
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第
１
１
４
話
 
集
結
の
日

走
れ

は
 
城

め
ぐ
り
は

今
日
も

話
の
前
で
た
め
息
を
つ
い
て
い
た

比
企
谷
君
に

話
を
か
け
て

自
分
の

で
無
事
を
確
か
め
た
い

 
で
も
ど
う
せ
な
ら

直
接
会

て
話
を
し
た
い

 
め
ぐ
り
は
こ
の
二

月
間

日
ず

と

し
て
い
た

 
そ
う
い
う
時
は

得
て
し
て
余
計
な
事
を
考
え
て
し
ま
う
も
の
だ

 
も
し

話
を
し
た
と
し
て
忘
れ
ら
れ
て
い
た
ら
ど
う
し
よ
う

迷
惑
が
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ

う 
も
し
い
き
な
り
会
い
に
い

て

変
な
女
だ
と
思
わ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う

 
そ
う
い

た
通
常
で
は
あ
り
え
な
い
思
考
が

の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
る

 
め
ぐ
り
は
ま
さ
に

ネ
ガ
テ

ブ
な
思
考
の
罠
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た

  
そ
の
日
も
相
変
わ
ら
ず
め
ぐ
り
は

話
の
前
で

し
て
い
た
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い
つ
も
の
よ
う
に

こ
の
ま
ま

話
を
か
け
ら
れ
な
い
で
終
わ
る
ん
だ
ろ
う
な

 
め
ぐ
り
は
そ
う
思
い

を
置
こ
う
と
し
た
が

そ
の

間
に
誰
か
か
ら
の
着
信
が
入

た

わ

び

く
り
し
た

あ

ハ
ル
さ
ん
か
ら
だ

 
め
ぐ
り
は
陽
乃
と
話
す
の
も
久
し
ぶ
り
だ
な
と
思
い
な
が
ら

 
も
し
か
し
た
ら
比
企
谷
君
の
近
況
が

け
る
か
も
し
れ
な
い
ね
と

 
少
し
ウ
キ
ウ
キ
と
し
た
気
分
で
通
話
ボ
タ
ン
を
押
し
た

も
し
も
し
ハ
ル
さ
ん

し
ば
ら
く
ぶ
り
で
す

あ

め
ぐ
り

今
時
間
は
大
丈
夫

は
い

大
丈
夫
で
す
よ

え

と
ね

い
く
つ
か

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

何
で
す
か

ア
ミ

ス
フ

ア
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
は
そ

ち
に
持

て

て
る
わ
よ
ね

 
今
度
指
定
し
た
時
間
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

人
を
迎
え
に
い

て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

最
近
イ
ン
し
て
な
か

た
け
ど
大
丈
夫
で
す
よ

で
も
何
か
あ

た
ん
で
す
か

実
は
ね
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陽
乃
は

今
ま
で
の

を
め
ぐ
り
に
説
明
し
た

そ
れ
を

い
た
め
ぐ
り
は

天
し
た

ま
さ
か
そ
ん
な
事
に
な

て
る
な
ん
て

驚
く
の
も
仕
方
が
な
い
と
思
う
け
ど
奇
跡
か

て
思
う
く
ら
い
色
々
う
ま
く
い

て
る
の

よ
ね

 
正
直
誰
か
神
様
み
た
い
な
存
在
が
介
入
し
て
る
ん
じ

な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
わ

比
企
谷
君
の
大
切
な
人
が
偶
然

か
ら
見
つ
か
る
と
か

 
ナ

ヴ
ギ
ア
で
ロ
グ
イ
ン
し
た
ら
ス
テ

タ
ス
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ま
ま
だ

た
と
か

 
確
か
に
普
通
じ

考
え
ら
れ
な
い
奇
跡
で
す
ね

ま
あ
こ
の

奇
跡
で
も
何
で
も

わ
な
い

私
は
今
の

況
を
全
て
利
用
し
て

 
必
ず
八
幡
君
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
み
せ
る
わ

 
め
ぐ
り
は
そ
こ
で
始
め
て

陽
乃
が
い
つ
の
間
に
か
彼
の
事
を

 
比
企
谷
君
で
は
な
く
八
幡
君
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

あ
の

ハ
ル
さ
ん
は
い
つ
か
ら
比
企
谷
君
の
事
を
八
幡
君
と
呼
ん
で
る
ん
で
す
か

ち

と
前
か
ら
だ
よ
ん

め
ぐ
り
も

ま
し
か

た
ら
そ
う
呼
ん
で
い
い
か

い
て
み
れ
ば
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き

と
彼

く
オ

ケ

し
て
く
れ
る
と
思
う
わ
よ

い
き
な
り
そ
ん
な

だ

て
私

ま
だ
彼
に
お
帰
り
す
ら
言
え
て
な
い
ん
で
す
よ

そ
う

そ
れ
よ

ど
れ
で
す
か

さ

き
言

た
じ

な
い

人
を
迎
え
に
い

て
ほ
し
い

て

 
そ
の
人
達
は
八
幡
君
の
仲
間
で
絶
対
に
必
要
な
戦
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

よ 
そ
し
て
め
ぐ
り
あ
な
た
に
も
そ
の
ま
ま
彼
の
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
の

彼
の
力
に
な

て
あ
げ
て

彼
の
力
に
な
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で

あ

そ
う
か

 
そ
う
す
れ
ば
直
接
彼
に

お
帰
り

て
言
え
ま
す
ね

ハ
ル
さ
ん

う
ん
う
ん
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で
だ

た
ら
海
外
に
い
て
も
問
題
な
く
会
い
に
い
け
る
で
し

わ
か
り
ま
し
た

私

全
力
で
比
企
谷
君
を
助
け
ま
す

 
め
ぐ
り
は
海
外
に
い
る
自
分
で
も
力
に
な
れ
る
と
知

て
気
分
が
高
揚
す
る
の
を
感
じ
た

全
力
で

か

私
も
今
は
彼
の
サ
ポ

ト
を
全
力
で
や

て
る
ん
だ
よ
ね
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正
直
全
力
を
出
す
の

て

生
ま
れ
て
始
め
て
か
も
し
れ
な
い
わ

ハ
ル
さ
ん
は

比
企
谷
君
の
事
が
好
き
な
ん
で
す
か

 
め
ぐ
り
は
陽
乃
に
普
通
に
そ
う

ね
た

さ
す
が
無
敵
の
天
然

り
で
あ
る

ス
ト
レ

ト
に

く
な

さ
す
が
は
め
ぐ
り
だ
ね

そ
う
だ
な

好
き
か
と
言
わ
れ
れ

ば
好
き
よ

 
で
も
何
て
い
う
か
今
は
男
女
の
関
係
と
い
う
よ
り
は
手
の
か
か
る
弟

て
感
じ
が
強
い
か
な

 
ほ
ら

雪
乃
ち

ん
は
確
か
に
ず

と
私
の
後
を
つ
い
て
き
て
い
た
け
れ
ど

 
基
本
ま

た
く
手
の
か
か
ら
な
い
子
だ

た
わ
け
よ

そ
の
点
彼
は
す
ご
く
手
が
か
か
る
か

ら 
何
て
い
う
か
世
話
を
焼
け
る

て
事
が
す
ご
く
嬉
し
い
の
よ
ね

こ
ん
な
気
持
ち
生
ま
れ
て

始
め
て
か
も

あ

な
ん
か
す
ご
く
納
得
で
す

ハ
ル
さ
ん

だ
か
ら
め
ぐ
り

八
幡
君
の
事
を
お
願
い
ね

わ
か
り
ま
し
た

私
も
彼
の
事
は
好
き
で
す
し

全
力
の
全
力
で
お
手
伝
い
し
ま
す

あ
り
が
と
う
め
ぐ
り

そ
れ
じ

し
い
事
を
説
明
す
る
わ
ね
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は
い

  
そ
し
て

日
後

め
ぐ
り

メ
ビ
ウ
ス
は

ス
イ
ル
ベ

ン
の
街
に
い
た

 
今
こ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
達
が
い
る
と

陽
乃
に
教
え
て
も
ら

た
か
ら
だ

 
メ
ビ
ウ
ス
は
街
中
を
う
ろ
う
ろ
し

そ
れ

い
人
物
を
探
し
歩
い
た

 
そ
し
て
つ
い
に

リ

フ

と
い
う

語
が
メ
ビ
ウ
ス
の

に
入

た

比
企
谷
君

い
や

ゲ

ム
内
だ
と
ハ
チ
マ
ン
君
か

 
今
ハ
チ
マ
ン
君
の
仲
間
の
名
前
が
確
か
に

こ
え
た
よ
ね

ど
こ
だ
ろ

 
メ
ビ
ウ
ス
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

つ
い
に
そ
れ

い
三
人
組
を
発
見
し
た

 
し
か
し
喜
び
勇
ん
で
そ
ち
ら
に
向
か
お
う
と
し
た
メ
ビ
ウ
ス
の
目
の
前
で
三
人
は
ロ
グ
ア
ウ

ト
し
た

間
に
合
わ
な
か

た

ま
あ
明
日
必
ず
会
え
る
ん
だ
し
楽
し
み
は
後
に
と

て
お
け
ば
い

い
か

 
そ
う

く
と
メ
ビ
ウ
ス
も

一

ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
に
し
た

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝
メ
ビ
ウ
ス
は

陽
乃
に
指
定
さ
れ
た
待
ち
合
わ
せ
場
所
へ
と
向
か

た
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ハ
ル
さ
ん
の
話
だ
と
こ
の

り
な
ん
だ
け
ど

あ

あ
れ
か
な

 
め
ぐ
り
は
ま
ず
地
上
に
ケ

ト
シ

の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
し
た
の
を
発
見
し
声
を

か
け
た

え

と

も
し
か
し
て
あ
な
た
が
シ
リ
カ
さ
ん

は
い
そ
う
で
す

あ
な
た
が
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
で
す
か

う
ん

宜
し
く
ね

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

し
い
話
は
他
の
二
人
を
見
つ
け
て
か
ら
に
し
ま
し

う

 
二
人
は
空
中
に
出
現
す
る

て

い
て
る
ん
だ
け
ど
一

に
探
し
て
も
ら

て
い
い
か
な

は
い

 
二
人
は
空
を
見
上
げ

必
死
に
人
影
を
探
し
た

あ

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん

あ
そ
こ

あ

あ
れ
だ
ね

ち

と
捕
ま
え
て
く
る
か
ら

こ
こ
で
待

て
て
ね

 
メ
ビ
ウ
ス
は
そ
う
シ
リ
カ
に
声
を
か
け

落
下
中
の
二
人
め
が
け
て
飛
ん
で
い

た
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う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

落
ち
る
う
う
う
う
う
う
う

二
人
と
も

心
を
落
ち
着
か
せ
て
自
分
は
飛
べ
る
ん
だ

て
イ
メ

ジ
し
て
み
て

 
メ
ビ
ウ
ス
は
そ
う
言
う
と

の
手
で
二
人
の
手
を
掴
み

落
下
速
度
を

さ
せ
た

エ
ギ
ル

イ
メ

ジ
だ

て
よ

ク
ラ
イ
ン

イ
メ

ジ
だ
ぞ

 
二
人
は
落
下
速
度
が
落
ち
た
た
め
か

多
少
落
ち
着
き
を
取
り

し

必
死
に
飛
ぶ
事
を
イ

メ

ジ
し
た

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か
目
に
見
え
て
落
下
速
度
が
落
ち
二
人
は
ふ
わ
ふ
わ
と

く
事
が
出
来
た

う
ん
う
ん
上
手
い
上
手
い

そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
そ

と
地
上
に
降
り
ま
し

う

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
地
上
に
降
り

シ
リ
カ
と
合
流
し
た

え

と

ノ

ム
の
あ
な
た
が
エ
ギ
ル
さ
ん
で

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
あ
な
た
が
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
で
い
い
の
か
な

は
い

俺
は
エ
ギ
ル
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

え

と
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん

ク
ラ
イ
ン
で
す

宜
し
く

す
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め
ま
し
て
シ
リ
カ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

私
は
メ
ビ
ウ
ス
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
君
の
高
校
の
元
先
輩
か
な

は
い

陽
乃
さ
ん
か
ら
大
体
話
は

い
て
ま
す

ま
さ
か
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
が
そ
ん
な
事
に
な

て
た
な
ん
て
な

お
二
人
と
の
再
会
を
の
ん
び
り
祝

て
る
暇
は
無
さ
そ
う
で
す
ね

そ
う
だ
な
シ
リ
カ

そ
う
い
う
の
は
後
に
し
よ
う

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
飛
ぶ
訓
練
か
ら
だ
ね

話
は
休

の
時
に
し
ま
し

う

お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
メ
ビ
ウ
ス
は
ま
ず
三
人
に
飛
び
方
を
教
え

あ
る

度
も
の
に
な

た
所
で

 
陽
乃
に
言
わ
れ
て
用
意
し
て
お
い
た
武
器
を
三
人
に

し
た

 
エ
ギ
ル
に
は
両
手
持
ち
の

が
ク
ラ
イ
ン
に
は
刀
が
そ
し
て
シ
リ
カ
に
は

剣
が
指
定
さ

れ
て
い
た

 
そ
し
て

の
疲
労
が
回
復
す
る
ま
で
の
間
に

四
人
は
色
々
な
話
を
し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
ハ
チ
マ
ン
の
話
を

い
た
メ
ビ
ウ
ス
は
圧
倒
さ
れ
た
が
話
が

け
た
事
自
体
は

嬉
し
か

た
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ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
シ
リ
カ
の
三
人
は

め
て
再
会
を
祝
い
つ
つ
近
況
を
報
告
し
あ

た

 
そ
し
て
問
題
な
く
飛
行
も
戦
闘
も
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

た
四
人
は
ル
グ
ル

回
廊
を
目
指

し
たこ

こ
で
始
め
て
の
戦
闘
に
な
る
ん
で
す
か
ね

う
ん

多
分
そ
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど
ね

う

ん

ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

普
通
こ
れ
く
ら
い
進
む
と

何
度
か
モ
ン
ス
タ

に
遭
遇
し
て
る
は
ず
な
ん
だ
よ
ね

こ
こ
ま
で
一
度
も
モ
ン
ス
タ

は
出
て
き
て
な
い

す
よ
ね

こ
れ
は
ど
う
や
ら
少
し
前
に

大
人

が
こ
こ
を
通
過
し
て
る
ね

も
し
か
し
て
敵
で
す
か

う

ん
そ
う
だ
ね
シ
リ
カ
ち

ん

多
分
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
思
う

み
ん
な

急
ご
う

 
四
人
は
敵
に
対
し
て

す
る
の
を
や
め
て
全
力
で
走
り
出
し
あ

け
な
く
ル
グ
ル

回
廊

を
抜
け
た

 
そ
し
て
四
人
は
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
い
る
で
あ
ろ
う
方

に
向
か

て

全
力
で
飛
ん
だ

 
し
ば
ら
く
飛
ぶ
と

前
方
に
黒
煙
が
広
が
る
の
が
見
え
た
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あ
そ
こ
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
ど
こ
だ

お
わ

ま
さ
か
あ
れ

ち

と
待

て
く
れ
エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん

ち

と
止
ま

て
も
ら

て
い
い
す
か

う

う
ん

 
ク
ラ
イ
ン
は
前
方
を
注

し
な
が
ら

四
人
に
止
ま
る
よ
う
に
頼
ん
だ

シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
前
で
サ
ラ
マ
ン
ダ

と
戦

て
る
の
が
多
分
キ
リ
ト
だ
ろ

見
え
る

か
あ
あ

あ
れ
は
確
か
に
キ
リ
ト
だ
な

う
わ

あ

ち
に
巨
大
な
サ
ン
タ

い
の
が
い
ま
す
ね

何
か
気
持
ち
悪
い
動
き
方

本
当
だ

多
分
あ
れ

幻
影
魔
法
だ
よ

幻
影
魔
法

て

が
変
わ
る
だ
け
で

 
強
さ
は
元
の
ま
ま
の
は
ず
だ
か
ら

す
ご
く
強
い
人
が
変
身
し
て
る
ん
だ
と
思
う

そ
れ

す

ハ
チ
マ
ン
が
見
当
た
ら
な
い

て
事
は
多
分
あ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
だ
と
思
う
ん

す
よ
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そ
れ
を

い
た
三
人
は

ク
ラ
イ
ン
と
サ
ン
タ
の
顔
を
何
度
も
交

に
見
た

ハ
チ
マ
ン
君

て
あ
ん
な
に
強
い
ん
だ

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
も
キ
リ
ト
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

四
天
王

て
呼
ば
れ
て
た
ほ
ど
の
強
者
で
す
か
ら

ね
で
も
何
で
サ
ン
タ
な
ん
で
す
か
ね

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
よ
エ
ギ
ル
シ
リ
カ

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス

て

い
た
事
あ
る
か

 
シ
リ
カ
は
知
ら
な
い
よ
う
だ

た
が
エ
ギ
ル
は
ど
う
や
ら
そ
の
名
前
に

き
覚
え
が
あ

た

よ
う
だ

お
い

ま
さ
か
あ
れ

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
ボ
ス
な
の
か

あ

キ
リ
ト
さ
ん
が
ソ
ロ
で
倒
し
た
あ
の
ボ
ス

そ
ん
な
名
前
だ

た
ん
で
す
ね

あ
あ

俺
も
直
接
そ
い
つ
の

を
見
た
わ
け
じ

な
い
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
サ
ン
タ
に
変
身
し
て
る

て
な
ら

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス

で
間
違
い
な
い
と
思

う
ん
だ
よ

あ
れ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
の

な
ん
だ
ね

で

ク
ラ
イ
ン
君
が
気
に
な
る
事
は
何
か
な

俺
が
心
配
し
て
る
の
は
今
介
入
し
た
ら
俺
達
も
ア
レ
に
攻
撃
さ
れ
る
ん
じ

な
い
か

て
事
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な
ん
す
よ

確
か
に
不
思
議
な
動
き
を
し
て
る
し
な

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
実

そ
の
魔
法

て
ど
う
な
ん

で
す
か

う

ん

完
全
に
制
御
出
来
て
る
か
ど
う
か
は
な
ん
と
も
だ
ね

 
ま
だ
魔
法
ス
キ
ル
も

い
だ
ろ
う
し

確
か
に
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
よ

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
ね

そ
う
だ
な

も
う
少
し
近
付
い
て

魔
法
が
切
れ
た

間
に
介
入
し
ま
し

う
か

よ
し

い
つ
で
も
飛
び
込
め
る
よ
う
に
準
備
し
よ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

役
に
た
て
な
か

た
分

私

頑
張
り
ま
す

俺
も
だ

い
つ
も
あ
い
つ
ら
に
助
け
て
も
ら

て
ば
か
り
だ

た
し
な

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
の
た
め
に
も

や

て
や
ろ
う

 
そ
し
て

分
後

ハ
チ
マ
ン
の
魔
法
が
切
れ
た

間
に

彼
ら
は
戦
場
へ
と
飛
び
込
ん
だ
の

だ

た
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第
１
１
５
話
 
集
結
の
日

決
着

さ
て
そ
ん
な
わ
け
で

私
も
ハ
チ
マ
ン
君
の
お
手
伝
い
を
し
に
来
た
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

め

ビ
ウ
ス
さ
ん

あ
と

ハ
チ
マ
ン
君
の

の
仲
間
を
三
人
案
内
し
て
き
た
か
ら
ね

え
 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
わ
れ
て
始
め
て

 
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
サ
ラ
マ
ン
ダ

と
戦

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
三
人
と
も
す
さ
ま
じ
い
強
さ
を
見
せ
て
お
り
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
は
戦
意
を
失
い
つ
つ
あ
る
よ

う
に
見
え
た

あ
れ
は

ま
さ
か

姉
さ
ん
が
言

て
た
援
軍
み
た
い
ね

そ
う
か

は
は

あ
い
つ
ら
来
て
く
れ
た
ん
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

涙
腺
が
緩
む
の
を
必
死
に
こ
ら
え
な
が
ら
そ
う
言

た

敵
が
総
崩
れ
な
今
の
う
ち
に

一
度
こ
ち
ら
も
戦
力
を
再
編
し
ま
し

う
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そ
の
前
に

き
た
い
ん
だ
が

俺
は
一
体
ど
ん
な

を
し
て
た
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う

ね
る
と

み
な
目
を

ら
し
な
が
ら

口
々
に
言

た

サ
ン
タ
ね

サ
ン
タ
だ

た

サ
ン
タ
で
す
ね

お
兄
ち

ん
は
い
つ
ま
で
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
な
の

コ
マ
チ
恥
ず
か
し
い
よ

サ
ン
タ

サ
ン
タ

ま
さ
か

確
か
に
キ
リ
ト
と
ア
レ
の
戦
闘
は

 
神

を
す
り

ら
し
な
が
ら
ず

と
観
察
し
て
た
が

納
得
し
た
な
ら

再
編
を
開
始
す
る
わ
よ

お

と
す
ま
ん

コ
マ
チ
は
リ

フ

を
呼
ん
で
き
て
く
れ

サ
ク
ヤ
さ
ん
達
は

も
無
い

だ
ろ
う
し

 
そ
の
ま
ま

し
つ
つ
休
ん
で
て
も
ら

て
て
く
れ

分
か

た

コ
マ
チ
行

て
く
る
ね

さ
て
そ
れ
じ

あ
い
つ
ら
と
合
流
す
る
か

お

い
お
前
ら
一
度
こ

ち
に
来
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
の
声
が

こ
え
た
の
か

ク
ラ
イ
ン
達
三
人
は
敵
を

し
な
が
ら
こ
ち
ら
に
下
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が

て
き
た

 
三
人
は
満
面
の
笑
顔
で

ハ
チ
マ
ン
に
呼
び
か
け
た

会
い
た
か

た

ニ
コ
ラ
ス

久
し
ぶ
り
だ
な

ニ
コ
ラ
ス

俺
達
も
一

に
戦
う

え

と

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

俺
の
し
は
シ
リ
カ
だ
け
だ
な

つ
か
や
ぱ
り
俺
は
ニ
コ
ラ
ス
に
変
身
し
て
た
の
か

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を

三
人
は
笑
顔
で
見
つ
め
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

線
に
気
付
き

め
て
三
人
の
手
を
と
り

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た

三
人
と
も

よ
く
来
て
く
れ
た
な

本
当
に
あ
り
が
と
な

仲
間
の
ピ
ン
チ
だ

て
い
う
の
に

て
ら
れ
な
い
か
ら
な

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
を
助
け
出
す
た
め
な
ん
だ
ろ

気
に
す
ん
な
よ
ハ
チ
マ
ン

そ
う
で
す
よ

当
た
り
前
の
事
で
す

や

ぱ
り
お
前
ら
は
最
高
の
仲
間
だ
よ

す
ま
な
い
が

し
ば
ら
く
俺
に
力
を
貸
し
て
く
れ

 
四
人
は
再
会
を
喜
び
合
い

そ
の
間
に
コ
マ
チ
と
リ

フ

も
合
流
を
果
た
し
た

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
生
き
残
り
は
お
よ
そ
六
十
人
ほ
ど
ま
で

て
い
た
が
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戦
意
を
失

て
い
る
ら
し
く

こ
ち
ら
に
向
か

て
こ
よ
う
と
す
る
者
は
今
の
と
こ
ろ
い
な

か

た
ハ
チ
マ
ン
君

ま
ず
こ
の
方
達
を

私
達
に
紹
介
し
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら

お
う

そ
う
だ
な

こ
の
三
人
は

俺
と
キ
リ
ト
の

の
仲
間
だ

俺
は
ク
ラ
イ
ン

以
後
宜
し
く

エ
ギ
ル
だ

宜
し
く
頼
む

シ
リ
カ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
し
て
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
は

言
う
ま
で
も
無
い
が
俺
達
の
頼
り
に
な
る
先
輩
だ

メ
ビ
ウ
ス
だ
よ

宜
し
く
ね

 
そ
の

を
受
け

ユ
キ
ノ
達
も
口
々
に
自

紹
介
を
し
た

 
そ
れ
が
終
わ

た
後

お
ず
お
ず
と
言

た
感
じ
で

リ

フ

が
メ
ビ
ウ
ス
に

ね
た

あ
の

さ

き
か
ら
気
に
な

て
た
ん
で
す
け
ど

 
も
し
か
し
て
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
て

ウ
ン
デ

ネ
の
領
主
の
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
で
す
か

え
 
そ
れ
を

い
て

ウ
ン
デ

ネ
で
あ
る
ユ
キ
ノ
は

き

と
ん
と
し
た



 第１１５話 集結の日〜決着〜

お
い
ユ
キ
ノ

お
前
ウ
ン
デ

ネ
だ
ろ

何
で
お
前
が

え

て
言
う
ん
だ
よ

ご
め
ん
な
さ
い

私
は
ゲ

ム
開
始
直
後
か
ら
ず

と

 
ア
ル
ン
か
ら
シ
ル
フ

ケ

ト
シ

領
あ
た
り
で
活
動
し
て
い
た
か
ら

 
ウ
ン
デ

ネ
領
の
事
は
ま

た
く
調
べ
て
い
な
い
の
よ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
で
先
輩

本
当
の
と
こ
ど
う
な
ん
で
す
か

う
ん

私
は
ウ
ン
デ

ネ
の
領
主
だ
よ

 
メ
ビ
ウ
ス
は
そ
の
質
問
に

あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
答
え
た

ま
じ

す
か

で
も
し
ば
ら
く
イ
ン
し
て
な
か

た
か
ら

も
う
解
任
さ
れ
て
る
か
も
ね

確
か
に
そ
う
い
う
話
は
あ

た
み
た
い
で
す
け
ど
ま
だ
解
任
ま
で
は
い

て
な
い
み
た
い
で

す
よ

 
リ

フ

は
サ
ク
ヤ
に

い
た
事
が
あ
る
ら
し
く

メ
ビ
ウ
ス
に
そ
う
言

た

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

や

ぱ
り
領
主

て
事
で
合

て
る
ね

ま
さ
か
の
展
開
だ
な

そ
れ
じ

話
も
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
サ
ラ
マ
ン
ダ

へ
の
攻
撃
を
開
始
し
ま
し

う
か
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そ
れ
な
ん
だ
が

あ
い
つ
ら
も
う
戦
意
を

失
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
か

 
ま

た
く
こ

ち
に
手
出
し
し
て
来
な
い
し
な

 
も
し
か
す
る
と
キ
リ
ト
が
あ
の
ユ

ジ

ン

て
奴
を
倒
せ
ば
こ
の
戦
闘
は
終
わ
る
ん
じ

な
い
か

そ
う
ね
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ

キ
リ
ト
君
次
第
で
は
あ
る
け
れ
ど
可
能
性
は
高

そ
う
ね

 
そ
の
時
ク
ラ
イ
ン
が

キ
リ
ト
の
方
を
ち
ら
り
と
見
て

思
い
出
し
た
よ
う
に
言

た

そ
う
い
え
ば
キ
リ
ト
が
相
手
し
て
る
あ
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

分
強
そ
う
な
奴
だ

た
な

あ
れ
は
ユ

ジ

ン
将
軍
と
言

て

サ
ラ
マ
ン
ダ

の
領
主
の
弟
よ

 
魔
剣
グ
ラ
ム
の
所

者
に
し
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
最
強
の
プ
レ
イ
ヤ

と
言
わ
れ
て
い
る
わ
ね

ま
じ

す
か

そ
ん
な
強
い
奴
な
ん
す
ね

 
ク
ラ
イ
ン
の
驚
き
を
よ
そ
に

ハ
チ
マ
ン
が
言

た

ま
あ
気
の

だ
が

そ
の
称

も
今
日
ま
で
だ
な

 
そ
の
意
味
を
理
解
し
た
の
か

エ
ギ
ル
が
同
意
し
た

そ
う
だ
な

キ
リ
ト
が
負
け
る
わ
け
な
い
し
な
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み
ん
な

本
当
に
キ
リ
ト
君
の
事
を
信
じ
て
る
ん
だ
ね

信
じ
て
る

て
い
う
か
な

そ
も
そ
も
疑
う
余
地
が
無
い
ん
だ
よ
な

ハ
チ
マ
ン
も
強
か

た
け
ど
や

ぱ
り
俺
達
の
中
で
最
強

て
言

た
ら
あ
い
つ
だ
か
ら
な

キ
リ
ト
君
の
強
さ

て

そ
こ
ま
で
な
の
ね

あ
あ

 
ハ
チ
マ
ン
は

き
な
が
ら

キ
リ
ト
に
向
け
て
叫
ん
だ

お

い
キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
と
シ
リ
カ
が
来
て
く
れ
た
ぞ

 
お
前
も
も
た
も
た
し
て
な
い
で

さ

さ
と
そ
い
つ
を
倒
し
ち
ま
え
よ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か

キ
リ
ト
は
こ
ち
ら
を
見
る
と

 
嬉
し
そ
う
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

剣
を
高
く

げ
た

了
解

だ

て
よ

そ
れ
じ

あ
私
達
は
戦
わ
な
い
ま
で
も
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
を
け
ん
制
し
て
お
き
ま
し

う

か
も
し
襲

て
き
た
ら

別
に
全
滅
さ
せ
て
し
ま

て
も

わ
な
い
だ
ろ

そ
う
ね

ま
あ

況
次
第
ね
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ユ
キ
ノ
が
そ
う
言
い

一
同
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
前
面
に
展
開
し
た

  
こ
こ
で
話
は
少
し
さ
か
の
ぼ
る

 
キ
リ
ト
と
ユ

ジ

ン
は

一
対
一
で

な
戦
い
を

り
広
げ
て
い
た

お
い
ユ

ジ

ン
さ
ん
よ

味
方
が
ど
ん
ど
ん
や
ら
れ
て
る
み
た
い
だ
け
ど
い
い
の
か

く

お
前
だ
け
じ

な
く
あ
い
つ
も
恐
ろ
し
い
強
さ
だ
な

 
こ
う
な

た
ら
も
う
一
刻
も

く
お
前
を
倒
す
し
か
な
い
な

ま
あ
勝
つ
の
は
俺
だ
け
ど

な

 
キ
リ
ト
は
そ
の
声
と
共
に
剣
を

り
下
ろ
し
た

二
人
は
し
ば
ら
く

り
結
ん
で
い
た
が

 
キ
リ
ト
は
い
つ
の
間
に
か

囲
か
ら
戦
闘
の
音
が
消
え
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

ハ
チ
マ
ン
の
変
身
が
と
け
た
の
か

ん

味
方

い
プ
レ
イ
ヤ

が
四
人

え
て
る
な

た
か
だ
か
四
人

え
た
と
こ
ろ
で
何
が
出
来
る

そ
う
い
う
そ

ち
は
か
な
り
人

が

て
る
ん
じ

な
い
か

 
そ
れ
を

い
た
ユ

ジ

ン
は
少
し
後
退
し

味
方
の
人

を
確
認
し
た

 
確
か
に
ざ

と
見
て
戦
力
が
六

く
ら
い
ま
で

少
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
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く

四

ほ
ど
や
ら
れ
た
か

だ
が
も
う
幻
影
魔
法
を
使
う
事
は
出
来
ま
い

利
な
の
は

こ
ち
ら
だ

確
か
に
そ
う
だ
が
な

あ
い
つ
は
普
通
に
戦

て
も
強
い
ぞ

ユ
キ
ノ
さ
ん
達
も
い
る
し
な

そ
れ
で
も
五
倍
の
兵
力
だ

負
け
る
は
ず
が
な
い

本
当
に
そ
う
か

お
前
の
部
下
は
も
う
戦
意
を
失
い
か
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ぞ

 
こ
こ
で
お
前
を
倒
せ
ば

案
外
そ
の
ま
ま
戦
争
が
終
わ
る
ん
じ

な
い
か

ハ

や
れ
る
も
の
な
ら
や

て
み
ろ

も
ち
ろ
ん
そ
の
つ
も
り
だ

 
二
人
は
再
び
刃
を
交
え
よ
う
と
し
た
が
丁
度
そ
の
時
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
の
叫
び
声
を

い
たお

い
キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
と
シ
リ
カ
が
来
て
く
れ
た
ぞ

 
お
前
も
も
た
も
た
し
て
な
い
で

さ

さ
と
そ
い
つ
を
倒
し
ち
ま
え
よ

 
そ
れ
を

い
た
キ
リ
ト
は
味
方
の
方
に
ち
ら
り
と

線
を
走
ら
せ

況
を
理
解
し
歓
喜
を
爆

発
さ
せ
た

そ
う
か

つ
い
に
あ
い
つ
ら
が
来
た
ん
だ
な

ハ
チ
マ
ン
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キ
リ
ト
は
剣
を
高
く

げ
て
ハ
チ
マ
ン
に
答
え

ユ

ジ

ン
に
向
か

て
叫
ん
だ

悪
い
が
も
う
お
前
に
は
ま

た
く
負
け
る
気
が
し
な
い
な

行
く
ぞ

来
い

 
そ
し
て
二
人
は
再
び

激
し
い

り
合
い
を
再
開
し
た

 
だ
が
先
ほ
ど
ま
で
と
は
違
い

明
ら
か
に
キ
リ
ト
の
方
が
押
し
て
い
た

明
ら
か
に
さ

き
ま
で
と
違
う

何
だ
こ
の
強
さ
は

あ
ん
た
は
武
器
に
頼
り
す
ぎ
な
ん
だ
よ

そ
も
そ
も
そ
の
武
器
の
ア
ビ
リ
テ

は
リ
ス
キ

す

ぎ
る

 
敵
の
武
器
を

過
し
た

間
に
避
け
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
攻
撃
さ
れ
た
ら

 
間
違
い
な
く
カ
ウ
ン
タ

で
大
ダ
メ

ジ
を
く
ら
う
だ
ろ

 
そ
も
そ
も
敵
が
相
打
ち
覚
悟
で
来
た
ら

絶
対
に
成
功
し
ち
ま
う
ん
じ

な
い
か

ぐそ
れ
に
も
う

過
出
来
る
時
間
は
掴
ん
だ
か
ら
な

一
刀
目
が

過
し
た
ら
二
刀
目
で
確
実

に
防
げ
る

 
一
刀
目
で
受
け
止
め
ら
れ
た
ら
二
刀
目
で
攻
撃
を
当
て
る

ど

ち
に
し
ろ
も
う
詰
ん
で
る
ん
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だ
よ

 
そ
の
言
葉
通
り

キ
リ
ト
は
確
実
に
攻
撃
を
当
て
る
よ
う
に
な

て
き
て
い
た

 
ユ

ジ

ン
は

り

何
と
か
し
よ
う
と
攻
撃
が
大

り
に
な

て
き
て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
そ
の

を
見
逃
す
キ
リ
ト
で
は
な
か

た

ユ

ジ

ン
が

身
の
攻
撃
を

り
出

し
た

間

 
多
少
ダ
メ

ジ
を
く
ら
う
の
を
覚
悟
で

キ
リ
ト
は
思
い
切
り
武
器
を

り
ぬ
い
た

 

悪
く
ユ

ジ

ン
は
ア
ビ
リ
テ

に
よ

て
武
器
を

過
さ
せ
て
い
た
の
で

 
そ
の
攻
撃
は
カ
ウ
ン
タ

と
な
り

ユ

ジ

ン
に

撃
を

え
た

 
結
果
ユ

ジ

ン
の
攻
撃
は
空

り
と
な
り

そ
れ
を
追
撃
す
る

で
キ
リ
ト
は

 
ス
タ

バ

ス
ト
ス
ト
リ

ム
を
な
ぞ
る

で
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
無
し
に
連
続
攻
撃
を
開

始
し
た

こ
れ
で
終
わ
り
だ

う

う
お
お
お
お
お
お
お
お

 
キ
リ
ト
の
攻
撃
に
よ
り

ユ

ジ

ン
の
体
に
命
中
を

す
い
く
つ
も
の
筋
が
走
り

 
ユ

ジ

ン
の

は
ど
ん
ど
ん

ら
れ
て
い

た
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そ
し
て
ほ
ど
な
く
全
て
の

を

り
取
ら
れ
た
ユ

ジ

ン
は
爆
散
し

 
そ
こ
に
は
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
の

だ
け
が
残

た

天
晴
れ

キ
リ
ト
君
す
ご
い
す
ご
い

 
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

は
そ
れ
を
見
て
大
声
で
キ
リ
ト
を
賞

し
連
合
軍
か
ら
大
歓
声
が
上

が

た

 
ユ
キ
ノ
は
こ
の
期
を
逃
す
ま
い
と
す
ぐ
に
降
伏

告
を
行
い
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
は
そ
れ
を
受

け
入
れ
た

 
こ
う
し
て
戦
い
は
終
わ
り
即
ユ

ジ

ン
の

生
が
行
わ
れ
戦
後
処
理
が
開
始
さ
れ
る
事

に
な

た
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第
１
１
６
話
 
集
結
の
日

俺
に
力
を
貸
し
て
く
れ

ふ
う
参

た
参

た
完
敗
だ

本
当
に
お
前
は
強
い
な

俺
も
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
知
ら
さ

れ
た
よ

 

生
さ
れ
た
ユ

ジ

ン
は

開
口
一
番
に
キ
リ
ト
に
そ
う
言

た

あ
ん
た
も
中
々
強
か

た

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
う
と

ユ

ジ

ン
に

手
を
差
し
出
し
た

機
会
が
あ

た
ら
ま
た
や
ろ
う

 
ユ

ジ

ン
は
そ
う
答
え

キ
リ
ト
と

い

手
を
交
わ
し
た

 
そ
の
会
話
に
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

が
加
わ
り

二
人
は
熱
心
に
キ
リ
ト
の

誘
を
始
め
た

キ
リ
ト
君

良
か

た
ら
ケ

ト
シ

に

わ
れ
な
い

好
待
遇
を
約
束
す
る
よ

待
て
ア
リ
シ

彼
は
私
が
護
衛
を
頼
ん
だ
ユ
キ
ノ
の
連
れ
だ

優
先
交

は
当
然
シ
ル
フ

に
あ
る

え

あ

い
や

俺
に
は
色
々
と
や
る
事
が

そ

そ
こ
を
な
ん
と
か
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そ
う
言
う
と
ア
リ
シ

は

キ
リ
ト
の
顔
に
胸
を
お
し
つ
け
た

色
仕

け
は
ず
る
い
ぞ
ア
リ
シ

そ
れ
な
ら
私
だ

て

 
サ
ク
ヤ
は
そ
れ
を
見
て

て
て
キ
リ
ト
の
反
対
側
の
顔
に
胸
を
お
し
つ
け
た

 
キ
リ
ト
は
何
と
か

り
ほ
ど
こ
う
と
も
が
い
て
い
た
が
い
き
な
り
後
ろ
か
ら

た
い
声
が

け
ら
れ
た

あ
な
た
達

私
達
の
大
切
な
仲
間
に
何
を
し
て
い
る
の
か
し
ら
ね

ヒユ

ユ
キ
ノ

 
二
人
が

り
向
く
と

そ
こ
に
は

た
い
目
で
二
人
を
見
下
ろ
す
ユ
キ
ノ
の

が
あ

た

 
二
人
は

て
て
キ
リ
ト
か
ら
離
れ

声
を
合
わ
せ
て
ユ
キ
ノ
に
ご
め
ん
な
さ
い
と
言

た

 
ユ
キ
ノ
は
た
め
息
を
つ
い
た
が

そ
ん
な
ユ
キ
ノ
に
ユ

ジ

ン
が
話
し
か
け
た

今
回
は
ほ
と
ん
ど
全
部
お
前
達
に
し
て
や
ら
れ
た
な

ユ
キ
ノ

 
正
直
お
前
達
さ
え
い
な
け
れ
ば

俺
達
の
勝
利
で
終
わ

て
い
た
と
思
う
ん
だ
が
な

お
久
し
ぶ
り
ね

ユ

ジ

ン
将
軍

そ
う
ね

私
も
多
分
そ
う
な

て
い
た
と
思
う
わ

 
も

と
も
私
達
初
期
メ
ン
バ

の
四
人
と
リ

フ

さ
ん
だ
け
で
は
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戦
局
を
ひ

く
り
返
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か

た
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
も

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

し
ば
ら
く
見
な
い
う
ち
に

分
と
強
い
仲
間
が

え
た
ん

だ
な私

が
集
め
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
ち

う
ど
い
い
か
ら
こ
の
機
会
に
宣
言
し
て
お
こ

う
か
し
ら

宣
言

え
え

こ
こ
に
は
丁
度
私
と
関
係
の
深
い
四
つ
の
種
族
の
代
表
が
集
ま

て
い
る
事
だ
し
ね

四
つ
の
種
族

そ
う
よ

 
そ
う
言
う
と
ユ
キ
ノ
は

ハ
チ
マ
ン
と
メ
ビ
ウ
ス
に
目
で
合
図
を
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
メ
ビ
ウ
ス
は
そ
れ
に
答
え

こ
ち
ら
に
向
か

て
飛
ん
で
き
た

 
そ
し
て
メ
ビ
ウ
ス
が
ま
ず

サ
ク
ヤ
達
に
声
を
か
け
た

サ
ク
ヤ
ち

ん
ア
リ
シ

ち

ん

そ
し
て
ユ

ジ

ン
君

久
し
ぶ
り
だ
ね

あ

あ
な
た
は
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

メ
ビ
ウ
ス
ち

ん

久
し
ぶ
り
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メ
ビ
ウ
ス
か

ま
さ
か
ウ
ン
デ

ネ
の
領
主
ま
で
一

だ

た
と
は

四
つ
と
は
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
よ

そ
し
て
私
は
こ
こ
に
宣
言
す
る
わ

 
私
達
は
今
ま
で
中
立
を

い
て
き
た
け
ど

そ
れ
も
も
う
終
わ
り

 
私
達
は
た

た
今
こ
の

間
か
ら

こ
の
ハ
チ
マ
ン
君
の
旗
の
下
に
集
結
す
る
わ

えユ
キ
ノ

本
当
な
の

も
ち
ろ
ん
よ

私
達
は
今
後
ず

と
彼
と
共
に
歩
み

彼
の
方
針
に

う

 
リ

ダ

は
ハ
チ
マ
ン
君
副
リ

ダ

は
キ
リ
ト
君
私
は
三
番
手
以
下
と
い
う
事
に
な
る

わ
ね私

も
ウ
ン
デ

ネ
の
領
主
を
や
め
て

ハ
チ
マ
ン
君
の
チ

ム
に
入
る
よ

 
突
然
メ
ビ
ウ
ス
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

総
武
高
校
の
メ
ン
バ

は
め
ぐ
り
な
ら
当
然

だ
と
思
い

 
そ
の
言
葉
を
平
然
と
受
け
入
れ
て
い
た
が

他
の
者
は
当
然
の
事
な
が
ら

天
し
た

ま
さ
か
そ
ん
な

そ
こ
ま
で
本
気
な
の
か
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人

は
と
も
か
く

種
族
の

を
越
え
た
一
大
勢
力
の
誕
生
だ
な

 
代
表
の
三
人
だ
け
で
は
な
く

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

も
ざ
わ
つ
き
始
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
大
事
に
な

ち
ま

た
な
と
思
い
な
が
ら

を
か
き
つ
つ

を
し
た

あ

ど
う
や
ら
ま
あ
そ
う
い
う
事
ら
し
い
ん
で

こ
れ
か
ら
宜
し
く
頼
む

 
そ
し
て
真
面
目
な
表
情
に
な
る
と
サ
ク
ヤ
ア
リ
シ

ユ

ジ

ン
の
三
人
に

め
て
話

し
か
け
た

速
だ
が

種
族
の
代
表
の
三
人
に
話
が
あ
る
ん
だ

 
良
か

た
ら

く
だ
け
で
も

い
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か

 
そ
し
て
次
に
メ
ビ
ウ
ス
に
ウ
ン
デ

ネ
の
事
は
想
定
し
て
な
か

た
ん
で
と
前
置
き
し

た
上
で

 
話
を

く
だ
け

い
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

わ
か

た
よ

ハ
チ
マ
ン
君

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
受
け

ま
ず
メ
ビ
ウ
ス
が

い
た

私
は
助
け
て
も
ら

た
立
場
だ
し

も
ち
ろ
ん

く
よ

私
も
同
様
だ
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俺
は
敗
者
だ
か
ら
な

け
と
命
令
し
て
く
れ
て
も

わ
ん
ぞ

命
令

て
の
は
性
に
合
わ
な
い
ん
で
せ
め
て
要

く
ら
い
に
受
け
止
め
て
も
ら

て
い
い
か

ふ

わ
か

た

で
は
そ
の
要

を
受

し
よ
う

 
こ
う
し
て
残
り
の
三
人
の
同
意
も
得
ら
れ
た
た
め
ハ
チ
マ
ン
は
三
人
に

を
下
げ
説
明
を

始
め
た

す
ま
ん
助
か
る

ま
ず
俺
達
の
目
的
な
ん
だ
が
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
す
る
事
だ

う
ん

何
か
平

な
目
的
だ
ね

正
確
に
は

世
界
樹
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
の
最
奥
ま
で
到
達
し
た
い
ん
だ

 
お
そ
ら
く
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
は

未
実
装
だ
ろ
う
か
ら
な

何
だ
と

ど
う
い
う
事

何
か

は
あ
る
の
か
ね

ま
ず
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
基
本
仕
様
な
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

最
初
に
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
た
種
族
だ
け
が
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ア
ル
フ
に
生
ま
れ
変
わ
る
事
へ
の
疑
問
点
を
四
人
に
丁

に
説
明
し
た

む
む
む

に
わ
か
に
は
同
意
で
き
な
い
が

さ
り
と
て
無

出
来
る
意
見
で
も
な
い

確
か
に
他
の
種
族
に
先
を
越
さ
れ
た
ら

俺
も
キ

ラ
ク
タ

を
作
り
直
す
か
も
し
れ
ん

こ
の
仕
様
だ
と
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
が
ク
リ
ア
さ
れ
た

間
に
ゲ

ム
自
体
が
終
わ

て
し

ま
う

 
ク
リ
ア
し
た
以
外
の
種
族
は
ど
ん
ど
ん

退
し

や
が
て
い
な
く
な
る
だ
ろ
う

 
要
す
る
に
種
族
の
意
味
が
無
く
な
り

空
を
飛
べ
る
以
外
の
楽
し
み
が
ま

た
く
無
く
な
る

 
こ
れ
だ
け
人
気
の
あ
る
ゲ

ム
な
ん
だ

そ
ん
な
事
は
運

的
に
あ
り
え
な
い
と
思
わ
な
い
か

だ
が
今
の
と
こ
ろ

仮
説
で
し
か
な
い

俺
個
人
と
し
て
は
お
前
の
意
見
に

成
だ

 
だ
が
今
日
の
戦
闘
で
負
け
は
し
た
が
戦
力
的
に
は
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
連
合
軍
よ
り

 
ま
だ
我
が
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
方
が
戦
力
が
上
だ

そ
ん
な

況
で
兄
貴
を
説
得
す
る
の
は
正

直
難
し
い

ユ

ジ

ン
君

そ
こ
に
ウ
ン
デ

ネ
が
加
わ

た
ら
ど
う
か
な
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突
然
メ
ビ
ウ
ス
が

そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

三
種
族
連
合
か

そ
れ
な
ら
確
か
に

だ
な

だ
が
こ
う
言

て
は
悪
い
が
メ
ビ
ウ
ス

 
お
前
は
引
退
の
噂
が

か
れ
る
ほ
ど

今
回
久
し
ぶ
り
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
は
ず
だ

 
そ
の

況
で
ウ
ン
デ

ネ
内
部
の
意
見
を
ま
と
め
る
の
は
か
な
り
時
間
が
か
か
る
ん
じ

な
い
の
か

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も

お
そ
ら
く
兄
貴
な
ら
そ
の
間
に
サ
ラ
マ
ン
ダ

だ
け
で
ク
リ
ア
だ
と
か
言
う
可
能
性
が
高

い

あ
な
た
の
お
兄
さ
ん
を
拉
致
監
禁
す
べ
き
か
し
ら
ね

 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
ユ
キ
ノ
を
制
止
し
よ
う
と
し
た

お
い
馬

や
め
ろ

ユ
キ
ノ

も
ち
ろ
ん
冗
談
だ
よ
な

ま
あ
半
分
く
ら
い
は
冗
談
よ

話
を
続
け
て

ハ
チ
マ
ン
君

半
分
か
よ

 
半
分
と
は
言
い
つ
つ

さ
す
が
に
本
気
じ

な
い
よ
な

と
考
え
た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ

ジ

ン
は

ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
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二
人
は
お

い
の
行
動
に
気
付
き

顔
を
見
合
わ
せ
て
苦
笑
し
た

ま
ず
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ア
リ
シ

さ
ん
と
交

が
し
た
い

 
俺
達
と
一

に
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に
挑
ん
で
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か

 
こ
ち
ら
が
提

出
来
る

件
は

軍
資
金
の
提

だ

体
的
に
は
こ
れ
く
ら
い
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
金

を
そ

と

打
ち
し
た

そ
ん
な
に
か

本
当
に

あ
あ

 
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

は
考
え
込
ん
だ
が

す
ぐ
に
答
え
は
出
た
よ
う
だ

シ
ル
フ
軍
は

君
に
協
力
す
る
事
を
約
束
し
よ
う

ケ

ト
シ

軍
も
協
力
を
約
束
す
る
よ

あ
り
が
と
う

二
人
と
も

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
と

手
を
交
わ
し
た

さ
て

残
る
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

だ
が

今
の

況
じ

難
し
い
ん
だ
ろ
う
な

兄
貴
に
話
は
す
る
と
約
束
し
よ
う

だ
が
あ
ま
り
期
待
は
出
来
な
い
と
だ
け
言

て
お
く
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ち

と
待

て

ユ

ジ

ン
く
ん

 
そ
の
時
メ
ビ
ウ
ス
が

ウ

ン
ド
ウ
を
操
作
し
な
が
ら
突
然
ユ

ジ

ン
に
声
を
か
け
た

ど
う
や
ら

正
式
に
ウ
ン
デ

ネ
軍
は
ハ
チ
マ
ン
君
に
協
力
す
る
事
に
決
ま
り
そ
う
だ
よ

何
か
証
明
は
出
来
る
の
か

う
ん

一
応
話
は

い
て
た
ん
だ
け
ど

来
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

て
話
で
ね

 
今
メ

セ

ジ
が
来
て

ど
う
や
ら
間
に
合

た
み
た
い

ほ
ら
あ
そ
こ

来
る
よ

 
メ
ビ
ウ
ス
は
そ
ん
な
よ
く
分
か
ら
な
い
事
を
言

て

空
の
一
点
を
指
差
し
た

 
そ
の

間
空
に
稲
妻
が
走
り

音
と
共
に
落

が
大

に
発
生
し
た

 
そ
の
場
に
い
た
全
て
の
者
は

こ
の
い
き
な
り
の
出
来
事
に
恐
れ

い
た

う
お

何
だ

あ
そ
こ

誰
か
い
る

ま
さ
か

こ
れ
は

 
全
て
の
者
の
注
目
を
集
め
な
が
ら
そ
の
人
物
は
空
か
ら
降
下
し
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
立

た

じ

ん

私
の
名
は
ソ
レ
イ
ユ

来
ち

た

て
へ

 
そ
う
言

て
ソ
レ
イ
ユ
は
ハ
チ
マ
ン
に

き
付
こ
う
と
し
た
が
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
完

に
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ガ

ド
し

 
ソ
レ
イ
ユ
の

に
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

を
か
ま
し
た

お
い
誰
だ
お
前
は

い
き
な
り
何
を
す
る

う
う

ひ
ど
い
な

せ

か
く
ハ
チ
マ
ン
君
を
助
け
に
来
た
の
に

え

俺
の
事
を
知

て
る
の
か

ア
ル
ゴ

じ

な
い
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
唯
一
こ
こ
に
い
な
い
仲
間
の
名
前
を
一
応
出
し
て
み
た
が

 
目
の
前
の
女
性
は
ど
う
考
え
て
も
言
動
や
行
動
が
ア
ル
ゴ
ら
し
く
な
い
な
と
思
い
直
し
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ユ
キ
ノ
が

何
か
に
思
い
当
た

た
と
い

た
感
じ
で

 
こ
め
か
み
を
押
さ
え
な
が
ら
話
し
か
け
た

ハ
チ
マ
ン
君

ソ
レ
イ
ユ
と
い
う
の
は
ね

フ
ラ
ン
ス
語
で
太
陽
と
い
う
意
味
よ

太
陽

お
い

ま
さ
か

そ
の
ま
さ
か
で
し

う
ね

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
が
い
た
時
点
で
気
付
く
べ
き
だ

た
わ

 
あ
な
た
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
の
ね

姉
さ
ん

う
げ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
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ハ
チ
マ
ン
は
の
け
ぞ
り

キ
リ
ト
と
総
武
高
校
組
は
驚
き
の
声
を
上
げ
た

 
ク
ラ
イ
ン
達
は
事
前
に
知

て
い
た
の
か

魔
法
の

力
に
は
驚
い
た
よ
う
だ
が

 

場
し
た
事
自
体
に
は
驚
い
て
い
な
い
よ
う
だ

た

 
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

と
ユ

ジ

ン
と
リ

フ

は

何
故
か
フ
リ

ズ
し
て
い
た

さ
す
が
ユ
キ
ノ
ち

ん

気
付
く
の
が

い
ね

ま
あ
私
が
来
た
か
ら
に
は
も
う
安
心
よ

 
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
う
言

て

ハ
チ
マ
ン
に
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

を
さ
れ
た
ま
ま

 
ド
ヤ
顔
で
胸
を
張

た
の
だ

た
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第
１
１
７
話
 
集
結
の
日

ソ
レ
イ
ユ

マ
ジ

す
か

大
マ
ジ
だ
よ
ハ
チ
マ
ン
君

だ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
手
を
離
し
て
く
れ
な
い
か
な

え

で
す
よ

こ
の
手
を
離
し
た
ら

ま
た

き
付
い
て
く
る
じ

な
い
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ソ
レ
イ
ユ
の

か
ら
手
を
離
す
の
を
頑
な
に

否
し
た

は

仕
方
な
い
な
あ

何
も
し
な
い

て
約
束
す
る
か
ら

絶
対
に
約
束
で
す
か
ら
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

ソ
レ
イ
ユ
の

か
ら
手
を
離
し
た
が

ま
た
す
ぐ
掴
ん
だ

 
案
の
定
再
び
ハ
チ
マ
ン
に

き
付
こ
う
と
し
た
ソ
レ
イ
ユ
は

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
手
に
よ

て
ピ
タ

と
動
き
を
止
め
た

何
で
分
か

た
の

は

ま
あ
予
想
は
出
来
た
ん
で

じ

く
り
観
察
し
て
ま
し
た
か
ら
ね

 
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
れ
を

く
と

自
身
の
豊
満
な
胸
を

き

こ
う
言

た

私
の
胸
を
じ

く
り
観
察
し
て
た
だ
な
ん
て

私
の
体
が
目
当
て
だ

た
の
ね
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お
い
こ
ら
色
々
と
誤
解
を
生
む
ん
で
ち

と

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
ね

姉
さ
ん

い
い
加

に
し
な
さ
い

も
ぐ
わ
よ

 
ユ
キ
ノ
は
ソ
レ
イ
ユ
に

た
い
目
を
向
け

そ
う
言
い
放

た

は

い

確
か
に
こ
ん
な
事
し
て
る
場
合
じ

な
か

た
わ
ね

ご
め
ん
な
さ
い

 
今
度
こ
そ
ソ
レ
イ
ユ
は
本
当
に
反
省
し
て
い
る
よ
う
だ

た
の
で
ハ
チ
マ
ン
は
手
を
離
し
た

 
ソ
レ
イ
ユ
は
一
歩
前
に
出
て

知
の
人
達
に

を
し
た

と

い
う
わ
け
で
お
久
し
ぶ
り
ね

サ
ク
ヤ
ち

ん

ア
リ
シ

ち

ん

ユ

ジ

ン
君

 
そ
の

を
受
け

や

と
フ
リ

ズ
が
解
け
た
三
人
は

ソ
レ
イ
ユ
に

を
返
し
た

こ

こ
こ
こ
こ
ん
に
ち
は

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

お

お
お
お
お
お
久
し
ぶ
り
で
す
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

ま

ま
た
お
会
い
で
き
て

こ
こ
こ
光
栄
で
す
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

一
体
何
な
ん
だ
お
前
ら

 
三
人
が
あ
ま
り
に
も
動

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

ね
た

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

ち

と
失

し
ま
す
ね

 
三
人
は
そ
う
言
う
と

ハ
チ
マ
ン
の
手
を
引
き

後
方
へ
と
連
れ
て
い

た
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一
体
何
だ

て
言
う
ん
だ
よ

お
い
ハ
チ
マ
ン

お
前
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
と
ど
う
い
う
関
係
だ
よ

あ
の
人
の

に
平
然
と
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

を
か
ま
す
な
ん
て
常
識
じ

考
え
ら
れ
な
い
よ

お
お
う
ユ
キ
ノ
自
身
が
さ

き
言

て
た
か
ら
こ
こ
で
言

て
も
い
い
と
思
う
が
ユ
キ

ノ
の
姉
だ

 
そ
れ
を

い
た
ユ

ジ

ン
は

然
と

い
た

絶
対

度
の
姉
が

絶
対
暴
君
だ
と

お
い

何
だ
そ
の
呼
び
方
は

知
ら
な
い
の

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
の
二
つ
名
だ
よ

う
へ

ア
リ
シ

さ
ん

そ
れ
マ
ジ
か

ア
リ
シ

で
い
い
よ

私
達
と
あ
な
た
は
も
う
対

オ

ケ

オ

オ

ケ

そ
れ
で
は
私
の
事
も

気

に
サ
ク
ヤ
と
呼
ぶ
が
よ
い

俺
も
ユ

ジ

ン
で
い
い

ハ
チ
マ
ン
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お

お
う

め
て
宜
し
く
な

三
人
と
も

で

話
の
続
き
だ
け
ど

あ
の
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
全
種
族
の
中
で

 
一
番
最
初
に
領
主
の
座
に
つ
い
た
人
な
ん
だ
よ
ね

つ
ま
り

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
の
前
の
ウ
ン
デ

ネ
領
主

て
事
か

そ
う
だ

な
る
ほ
ど

で

当
時
か
ら
暴
れ
ま
く

て
い
た
と

 
そ
れ
を

い
た
三
人
は
思
い
出
す
の
も
恐
ろ
し
い
と
い
う
感
じ
で

え
な
が
ら
説
明
を
続

け
たあ

の
人
に

を

て
生
き
て
た
奴
は

今
ま
で
一
人
も
い
な
い
ん
だ

個
人
で
も
集
団
で
も

ね

十
人
で
か
か

た
奴
ら
も
い
た
よ
う
だ
が

一
人
相
手
に

殺
さ
れ
た
と

い
て
い
る

い
つ
し
か
つ
い
た
二
つ
名
が

絶
対
暴
君
ソ
レ
イ
ユ
よ

あ
の
人
が
領
主
の
座
を
穏
や
か
な
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
に

て
引
退
し
た
時
は

 
誰
も
が
ホ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
も
ん
だ

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
は
確
か
に
正
反
対
だ
な
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今
だ

て
ほ
ら

私
ま
だ

え
て
る
で
し

そ
れ
く
ら
い
あ
の
人
は
伝
説
ク
ラ
ス
の
人
な

の
よ今

で
こ
そ
俺
も
最
強
プ
レ
イ
ヤ

と
か
呼
ば
れ
て
い
る
が

 
あ
の
人
を
前
に
す
る
と

そ
の
俺
で
す
ら

え
が
止
ま
ら
ん

そ
ん
な
人
が
ま
さ
か
あ
の
ユ
キ
ノ
の
姉
だ

た
と
は
ね

お
前
ら
そ
こ
ま
で
あ
の
人
が
怖
い
の
か

 
そ
れ
を

い
た
三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て

ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

ハ
チ
マ
ン
君
は
怖
く
な
い
の

い
や

ま
あ
俺
は
あ
の
人
に
弟
み
た
い
に
思
わ
れ
て
る
と
思
う
し
な

そ
う
い
え
ば
さ

き
あ
の
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
ハ
チ
マ
ン
君
に

え
る
よ
う
な
仕

を
し
て
た

よ
う
な

弟

て
い
う
よ
り

好
き
な
人
に
対
す
る
よ
う
な
感
じ
じ

な
か

た

そ
う
だ
な

俺
に
も
そ
う
見
え
た
な

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
な
の

あ

ま
あ
確
か
に
そ
れ
は
否
定
出
来
ん

本
気
か
ど
う
か
判
断
し
に
く
い
ん
だ
が
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三
人
は
そ
れ
を

き

を

え
た

絶
対
暴
君
の
想
い
人
か

こ
れ
は
絶
対
に
敵
対
出
来
な
い
わ

シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

は
と
り
あ
え
ず
セ

フ
か
な

こ
れ
は
も
う
絶
対
に
兄
貴
を
説
得
す
る
し
か
な
い
な

 
と
い
う
か
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
の
事
を
話
せ
ば
間
違
い
な
く
ハ
チ
マ
ン
に
協
力
す
る
事
を
選
ぶ
と
思

う
がお

前
ら
い
く
ら
な
ん
で
も
怖
が
り
す
ぎ
だ
ろ

確
か
に
あ
の
人
は
何
で
も
出
来
る
完

超
人

だ
が

 
ち

と
か
わ
い
い
所
も
あ
る
し

面
倒
見
も
い
い
と
て
も
優
し
い
人
な
ん
だ
け
ど
な

 
あ
あ

で
も
興
味
が
無
い
奴
に
は
と
こ
と
ん
興
味
を

さ
な
い
人
で
は
あ
る
か
も
だ
け
ど
な

う
ん
ま
あ
大
体
合

て
る
か
な

さ
す
が
に
私
の
事
が
良
く
分
か

て
る
じ

な
い
ハ
チ
マ

ン
君

 
恐
ろ
し
く
美
人
で
ス
タ
イ
ル
も
良
く
て
性
格
も
い
い
だ
な
ん
て
ね

で

そ
ろ
そ
ろ
話
は
終

わ

た
か
な
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ひ
い
い
い
い
い
い
い
い

 
い
つ
の
間
に
か
背
後
に
立

て
い
た
ソ
レ
イ
ユ
が
い
き
な
り
声
を
か
け
て
き
た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
以
外
の
三
人
は

鳴
を
上
げ

ガ
タ
ガ
タ
と

え
だ
し
た

あ
ん
ま
り
驚
か
さ
な
い
で
下
さ
い
よ
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

あ
と
さ
り
げ
な
く
俺
の
発
言
を

す

ん
なは

い
は
い
ご
め
ん
な
さ
い

と
い
う
わ
け
で
ユ

ジ

ン
君

は

は
い

こ
の
私
が
保
証
す
る
わ

ウ
ン
デ

ネ
軍
は
今
回
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に
限
り

 
こ
の
ハ
チ
マ
ン
君
の

下
に
入
る
事
と
す
る

そ
う
お
兄
さ
ん
に
伝
え
な
さ
い

 
も
し
協
力
出
来
な
い
と
い
う
な
ら

私
が
直
接
話
を
つ
け
に
行

て
も
い
い
と

わ
か
り
ま
し
た

必
ず
兄
に
伝
え
ま
す

と
い
う
か
サ
ラ
マ
ン
ダ

も
協
力
を
約
束
し
ま
す

あ
ら

勝
手
に
決
め
ち

て
い
い
の

問
題
あ
り
ま
せ
ん

そ
う
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ソ
レ
イ
ユ
は
に

こ
り
微
笑
む
と

ハ
チ
マ
ン
に
向
き
直

た

こ
ん
な
も
ん
で
い
い
か
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

こ
の
ご

は
い
つ
か
必
ず
返
し
ま
す

私
は
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
本
番
の
時
は
参
加
出
来
な
い
け
ど

舞
台
は
整
え
た
つ
も
り
よ

 
後
は
あ
な
た
次
第
ね

ハ
チ
マ
ン
君

は
い

あ
な
た
達
も
お
願
い
ね

私
の
代
わ
り
に
絶
対
に
彼
を
守

て
ね

は

は
い
で
す

心
得
ま
し
た

こ
の
身
に
代
え
て
も
必
ず

お

お
い

お
前
ら

だ

て
あ
の
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
こ
こ
ま
で
言
う
ん
だ
よ

こ
れ
は
頑
張
る
し
か
な
い
じ

な
い

あ
あ

が
鳴
る
な

何
か
理
由
が
あ
る
ん
だ
ろ

い
つ
か
俺
に
も

か
せ
て
く
れ
よ
な

す
ま
ん

に
き
る
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ハ
チ
マ
ン
は
三
人
に

深
々
と

を
下
げ
た

は
い

そ
れ
じ

み
ん
な
集
合

 
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
う
言

て
パ
チ
ン
と
手
を
叩
い
た

そ
れ
を

い
て
仲
間
達
が
集
ま

て
き

た
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
当
日
は
私
に
は
私
の
戦
い
が
あ
る

そ
の
舞
台
は
こ
こ
で
は
な
く
リ
ア

ル
だ
か
ら

 
私
は
こ
こ
で
の
戦
い
に
は
参
加
は
出
来
ま
せ
ん

そ
の
分
あ
な
た
達
の
奮
戦
に
期
待
し
ま
す

 
そ
し
て
こ
れ
は
一
部
の
人
に
だ
け
分
か

て
も
ら
え
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

 
あ
な
た
達
に
は
も
う
一
人

こ
こ
に
来
て
い
な
い
大
切
な
仲
間
が
い
る
は
ず
で
す

 
そ
の
人
は
事
情
が
あ

て
こ
こ
に
は
い
な
い
け
ど
リ
ア
ル
で
あ
な
た
達
と
一

に
戦

て
い

ま
す

 
だ
か
ら
何
も
心
配
し
な
い
で

心
お
き
な
く
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に
挑
み
な
さ
い

 
そ
の
言
葉
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
は
ハ

と
し
た

こ
こ
に
来
て
い
な
い
大
切
な
仲
間

 
そ
れ
は
当
然
ア
ル
ゴ
以
外
に
は
あ
り
え
な
い

 
あ
の
ア
ル
ゴ
も
ど
こ
か
で
一

に
戦

て
く
れ
て
い
る

そ
う
思

た
一
同
は
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そ
の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
に
も

絶
対
に
こ
の
戦
い
に
勝
つ
事
を

め
て

た

そ
れ
じ

あ
私
は
先
に
こ
こ
で
落
ち
る
ね

み
ん
な

後
の
事
は
宜
し
く
ね

は
い

 
全
員
が
そ
う

和
し

満
足
そ
う
に

い
た
ソ
レ
イ
ユ
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
し
た
が

 
そ
れ
を
リ

フ

が
止
め
た

あ

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

も
う
一
つ
お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
け
ど

ん

な

に

ち

と
待

て
て
下
さ
い
ね

ね
え

サ
ク
ヤ

 
実
は
も
う
一
つ
決
着
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

何
か
あ

た
の
か

シ
グ
ル
ド
の
事
な
ん
だ
け
ど

ふ
む

話
を

こ
う

 
リ

フ

は
シ
グ
ル
ド
の
裏
切
り
に
つ
い
て
自
分
が
知
る
限
り
の
事
を
全
て
サ
ク
ヤ
に
話

し
たそ

う
か

あ
い
つ
が

ユ

ジ

ン

話
を

い
て
も
い
い
か
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言
い
た
い
事
は
わ
か
る
が
俺
の
立
場
か
ら
は
何
も
言
え
ん

義
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら

な
確
か
に
そ
う
だ
な

つ
ま
ら
な
い
事
を
言

た

忘
れ
て
く
れ

ま
あ
一

で
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば

俺
は
あ
あ
い
う
奴
は
好
か
ん
か
ら

 
あ
い
つ
が
ど
う
な
ろ
う
と
知

た
事
で
は
な
い

は
は

ユ

ジ

ン
は
そ
う
い
う
タ
イ
プ

い
よ
な

あ
あ

お
前
み
た
い
な
奴
は
大
好
き
だ
ぞ

キ
リ
ト

俺
も
だ
よ

 
そ
ん
な
二
人
を
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
た
後
サ
ク
ヤ
は
決
断
し
た
の
か
き

ぱ
り
と
言

た

ア
リ
シ

す
ま
な
い
が
月
光

の
魔
法
を
使

て
く
れ
な
い
か

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

あ
い
つ
を

す
協
力
を
お
願
い
出
来
ま
せ
ん
か

 
私
が
あ
い
つ
に
直
接
話
を
し
て

引

を

し
ま
す



 第二章 ＡＬＯ編

 
第
１
１
８
話
 
集
結
の
日

罪
と
罰

 
シ
グ
ル
ド
は

ス
イ
ル
ベ

ン
の
領
主
の
部
屋
で

守
番
を
し
な
が
ら

 
そ
ろ
そ
ろ
サ
ク
ヤ
が
死
ん
で
こ
こ
に
転
送
さ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
と
漠
然
と
考
え
て
い
た

サ
ク
ヤ
が

て
き
た
ら

と
り
あ
え
ず

め
る
ふ
り
を
し
つ
つ

 
今
度
は
ケ
ト
シ
の
中
に
裏
切
り
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
で
も
き
込
む
と
す
る
か

 
そ
れ
で
ま
あ
あ
る

度
の
時
間
が

げ
る
だ
ろ
う
し
な

 
そ
の
間
に
サ
ラ
マ
ン
ダ

が
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
そ
れ
で
シ
ル
フ
と
も
お

さ
ら
ば
だ

 
自
身
の
明
る
い
未
来
を
想
像
し

シ
グ
ル
ド
は

に
や
つ
き
を

え
る
事
が
出
来
な
か

た

何
も
か
も
が
上
手
く
い

て
い
る

計
画
は

調
す
ぎ
る
く
ら
い

調
だ
な

 
レ
コ
ン
が
捕
ま

た
の
は
シ
グ
ル
ド
が
去

て
か
ら
少
し
後
で
あ
り

 
そ
の
時
接
触
し
て
い
た
サ
ラ
マ
ン
ダ

達
も

直
後
に
ハ
チ
マ
ン
達
を
待
ち
伏
せ
し
て
い
た

チ

ム
か
ら

 
壊
滅
し
た
と
連

が
入

た
せ
い
で

シ
グ
ル
ド
に
連

す
る
暇
が
無
か

た
た
め
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シ
グ
ル
ド
は
レ
コ
ン
か
ら
情
報
が
伝
わ

て
い
る
事
に
は
未
だ
に
ま

た
く
気
付
い
て
は
い
な

か

た

 
シ
グ
ル
ド
は
領
主
の

子
に
ど

か
と

を
下
ろ
し

テ

ブ
ル
の
上
に
足
を
投
げ
出
し
て

 
目
を
つ
ぶ

て

の
後
ろ
で
手
を
組
み
な
が
ら

機

良
さ
そ
う
に

歌
を
歌

て
い
た

分
機

が
良
さ
そ
う
じ

な
い
か

何
か
い
い
事
で
も
あ

た
の
か

シ
グ
ル
ド

 
い
き
な
り
そ
う
声
を
か
け
ら
れ
た
シ
グ
ル
ド
は
そ
の
声
が
と
て
も

き
覚
え
の
あ
る
声
だ

た
た
め

 
驚
愕
し
て

り
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た

 
実
は
こ
の
時

め
た
は
ず
の
部
屋
の
扉
が
少
し
開
い
て
い
た
の
だ
が

 
シ
グ
ル
ド
は
そ
の
事
に
は
ま

た
く
気
付
か
な
か

た

シ
グ
ル
ド
は
正
面
の
壁
に

 
月
光

の
魔
法
で
映
し
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
映
像
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
に
気
が
付
い
た

 
そ
こ
に
は
先
ほ
ど
そ
ろ
そ
ろ
死
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た
サ
ク
ヤ
が

 
健
在
の
ま
ま
映
し
出
さ
れ
て
お
り
そ
の
サ
ク
ヤ
が
シ
グ
ル
ド
の
方
を
じ

と
見
つ
め
て
い

た
さ

サ
ク
ヤ
か

び

く
り
す
る
じ

な
い
か

会
談
は
上
手
く
い

た
の
か
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驚
か
せ
て
し
ま

た
み
た
い
だ
な
す
ま
な
い

会
談
は

予
定
通
り
に
は
い
か
な
か

た

そ
う
か

 
シ
グ
ル
ド
は

予
定
と
違

て
サ
ク
ヤ
は
何
故
か
死
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
が

 
予
定
通
り
会
談
そ
の
も
の
は
失
敗
し
た
の
だ
と
思
い

内
心
で
ほ
く
そ
え
ん
だ

 
だ
が
そ
ん
な
気
持
ち
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず
残
念
そ
う
な
表
情
を
作
り
サ
ク
ヤ
に
話
し

け
た今

回
は
残
念
だ

た
な

も
し
か
し
た
ら
ケ

ト
シ

の
中
に
ス
パ
イ
が
い
た
の
か
も
し
れ
な

い 
し

か
り
と
調
査
を
し
た
上
で
ま
た
機
会
を
待
て
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

ほ
う

ケ

ト
シ

の
中
に
ス
パ
イ
が
ね

あ
あ

我
々
シ
ル
フ
の
中
に
裏
切
り
者
な
ん
か
い
る
は
ず
が
な
い
し
そ
う
考
え
る
の
が

当

だ
ろ
う

そ
う
だ
な

シ
ル
フ
の
中
に
裏
切
り
者
が
い
る
は
ず
が
無
い
な

 
お
前
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

に
な
り
た
い
シ
ル
フ
だ
か
ら
正
確
に
は
シ
ル
フ
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う

し
な



 第１１８話 集結の日〜罪と罰〜

な
 
そ
の
サ
ク
ヤ
の

な
言
葉
の
内
容
を
理
解
し

シ
グ
ル
ド
は
二
の

が
継
げ
な
か

た

先
ほ
ど
私
は

会
談
が
予
定
通
り
に
は
い
か
な
か

た
と
言

た
な

 
お
前
は
そ
れ
を
失
敗
だ
と
思

た
ら
し
い
が

そ
れ
は
ま

た
く
逆
で
な

 
実

は
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

と
ウ
ン
デ

ネ
と
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
四
種
族
が
共
闘
す
る

事
に
な

た

馬

な

そ
ん
な
事
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い

 
シ
グ
ル
ド
は
さ
す
が
に
そ
の
言
葉
を
信
じ
る
事
は
出
来
な
か

た

他
の
種
族
な
ら
ま
だ
し

も 
今
ま
で
あ
れ
だ
け
争

て
き
た
サ
ラ
マ
ン
ダ

が
融
和
路
線
を
取
る
な
ど
ど
う
考
え
て
も
あ
り

え
な
い

ま
あ

そ
う
思
う
の
が
当
然
だ
ろ
う
な

彼
ら
が
い
な
か

た
ら
な

彼
ら
だ
と

俺
達
だ
よ

シ
グ
ル
ド

よ
う

ま
だ
ち

け
な
プ
ラ
イ
ド
に
し
が
み
つ
い
て

現
実
逃
避
し
て
ん
の
か
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そ
の
二
人
の
顔
に
な
ん
と
な
く
見
覚
え
が
あ

た
シ
グ
ル
ド
は

 
二
人
と
い
つ
会

た
の
か
思
い
出
し

画
面
に
向
か

て
叫
ん
だ

お
前
ら
は
確
か

リ

フ

と
一

に
い
た
二
人
組
か

キ
リ
ト
だ

宜
し
く
な

俺
は
ハ
チ
マ
ン

ウ
ン
デ

ネ
の
領
主
と
先
代
領
主
が
俺
の
知
り
合
い
で
な

 
ウ
ン
デ

ネ
に
関
し
て
は
ま
あ

そ
う
い
う
理
由
で
共
闘
す
る
事
に
な

た

先
代
だ
と

ま
さ
か
お
前

絶
対
暴
君
と
知
り
合
い
な
の
か

う
わ

お
前
自
殺

願
な
の

そ
ん
な
に
死
に
た
い
の

い

一
体
何
を

ふ

ん

君

私
に
向
か

て
そ
ん
な
事
を
言

ち

う
ん
だ

ひ
い

 
そ
う
言

て
画
面
に
入

て
き
た
の
が
確
か
に

一
度
だ
け
見
た
事
が
あ
る
ソ
レ
イ
ユ
だ

た
の
で

 
シ
グ
ル
ド
は
言
葉
を
失
い
顔
面

白
に
な

た

ま
あ
ま
あ
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

ど
う
せ
こ
い
つ
に
は
も
う
未
来
は
無
い
ん
で
そ
の
へ
ん
で
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そ
れ
も
そ
う
ね
ま
あ
後
は
任
せ
た
わ

も

と
も
ど
こ
か
で
見
か
け
た
ら
そ
の
時
は

ね 
ソ
レ
イ
ユ
は
笑
顔
で
そ
う
言

て
画
面
の
中
か
ら
消
え
た
の
だ
が

 
シ
グ
ル
ド
は
恐
怖
の
あ
ま
り
ま

た
く
動
け
な
か

た

次
に
説
明
を
始
め
た
の
は
キ
リ
ト

だ

た
サ
ラ
マ
ン
ダ

に
関
し
て
は

ま
ず
俺
が
ユ

ジ

ン
に
タ
イ
マ
ン
で
勝

て

 
そ
の
後
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
ダ
メ
押
し
を
し
て
そ
れ
で
共
闘
す
る
事
に
な

た

て
感
じ
だ
な

ユ

ジ

ン
将
軍
に
勝

た
だ
と

 
シ
グ
ル
ド
は
次
か
ら
次
へ
と
伝
え
ら
れ
る
驚
愕
の
事
実
に

が
ま

た
く
つ
い
て
い
か
な

か

た
そ
れ
じ

あ
後
は
サ
ク
ヤ
さ
ん
に
き

ち
り
引

を

し
て
も
ら
え

ん

お
お

や
る

じ

ね

か

 
ハ
チ
マ
ン
が
突
然

の
わ
か
ら
な
い
事
を
言
い
出
し
た
の
で
シ
グ
ル
ド
は
思
わ
ず

き
返
し

た
お
前
は
一
体
何
を
言

て
る
ん
だ
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あ

お
前
に
言

て
る
ん
じ

な
い
ん
だ
よ

よ
し

い
い
ぞ

や
れ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

た

間

シ
グ
ル
ド
は
首
に
す
さ
ま
じ
い
衝
撃
を
感
じ
た

 
そ
し
て

界
が
ぐ
る
り
と
回
転
し

ど
ん
ど
ん
下
へ
と
下
が

て
い

た

あ
れ

俺
の
体

 
シ
グ
ル
ド
は
首
の
無
い
自
分
の
体
が
立

て
い
る
の
を
見
た

そ
の
背
後
に
誰
か
が
立

て
い
た

 
よ
く
見
る
と

そ
れ
は
自
分
が
よ
く
知

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

だ

た

レ
コ
ン

 
そ
の
言
葉
を
最
後
に
シ
グ
ル
ド
は
消
滅
し
そ
こ
に
は
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
一
つ
残
さ
れ
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

俺

や
り
ま
し
た

お
う
や
る
じ

ね

か
ち

と
驚
い
た
ぞ
レ
コ
ン

や

ぱ
裏
切
り
者
に
は
死
を
だ

よ
なは

い

絶
対
に
許
せ
な
か

た
ん
で

頑
張

て
忍
び
こ
み
ま
し
た

う
む

我
々
の
代
わ
り
に
よ
く
や

て
く
れ
た
な

レ
コ
ン

は
い

サ
ク
ヤ
さ
ん
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よ
し
後
は
私
に
任
せ
ろ

お
い
シ
グ
ル
ド
そ
の

態
で
も
私
の
声
は
ち

ん
と

こ
え
て

い
る
な

 
お
前
は
ど
う
し
て
も
シ
ル
フ
で
い
る
の
が

な
よ
う
だ
か
ら
そ
の
希
望
を
私
が
叶
え
て
や
る

事
に
し
よ
う

 
今
こ
の

間
か
ら
お
前
は
シ
ル
フ
領
か
ら
追
放
だ

ど
こ
へ
な
り
と
お
前
の
好
き
な
所
へ

行
く
が
い
い

 
シ
グ
ル
ド
の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
は
抗
議
す
る
よ
う
に

い
た
後
き

ち
り
一
分
後
に
消
滅

し
た

 
今
後
シ
グ
ル
ド
は

シ
ル
フ
領
を
追
放
さ
れ
た
者
と
し
て

 
あ
て
も
な
く

地
を

い
続
け
る
事
に
な
る
の
だ
ろ
う

ふ
う

や
は
り
あ
ま
り
気
分
の
い
い
も
の
で
は
な
い
な

レ
コ
ン

ご
苦
労
だ

た
な

 
話
は

い
て
い
た
と
思
う
が

い
ず
れ
大
き
な
戦
い
が
あ
る

 
す
ま
な
い
が

そ
の
ま
ま
ア
ル
ン
へ
向
か

て
く
れ
な
い
か

分
か
り
ま
し
た

サ
ク
ヤ
さ
ん

レ
コ
ン

私
達
の
変
わ
り
に
シ
グ
ル
ド
に
罰
を

え
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
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次
に
レ
コ
ン
に
話
し

け
た
の
は

リ

フ

だ

た

リ

フ

ち

ん

今
回
レ
コ
ン
は
本
当
に
良
く
や

た
わ

え
ら
い
え
ら
い

あ

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

一
足
先
に
ア
ル
ン
で
待

て
る
ね

う
ん

 
レ
コ
ン
は

リ

フ

に
感
謝
し
て
も
ら
え
た
事
が
何
よ
り
も
嬉
し
か

た

 
こ
れ
も
ハ
チ
マ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
だ
な

そ
う
思

た
レ
コ
ン
は

 
い
ず
れ
必
ず
こ
の

を
返
そ
う
と

密
か
に
心
に

た

  
戦
い
の
後
の
話
し
合
い
を
終
え
た
一
同
は

そ
れ
ぞ
れ
準
備
の
た
め
に
散

て
い

た

 
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

は

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
か
ら
軍
資
金
を
提

さ
れ

 
こ
れ
で
装
備
を
き

ち
り
と
揃
え
る
事
が
出
来
る
と
喜
ん
だ

 
サ
ク
ヤ
は
シ
グ
ル
ド
の
件
の
後
始
末
が
あ
る
ら
し
く

先
に
去

て
い

た

 
ア
リ
シ

は
ど
う
や
ら

し

が
あ
る
ら
し
く
期
待
し
て
て
ね
と
言

て
去

て
い

た
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ユ

ジ

ン
は

軍
資
金
を
提

さ
れ
る
の
を
断

た

 
ど
う
や
ら
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
軍
備
は

も
う
ほ
と
ん
ど
整

て
い
る
ら
し
い

 
ユ

ジ

ン
は
後
は
兄
貴
に
事
情
を
説
明
す
る
だ
け
だ
と
言
い
笑
い
な
が
ら
去

て
い

た 
メ
ビ
ウ
ス
と
ソ
レ
イ
ユ
に
は

ク
ラ
イ
ン
達
の
手
持
ち
か
ら
軍
資
金
が
提

さ
れ
た

 
こ
れ
か
ら
速
攻
で
軍
を
編
成
し

装
備
を
整
え
る
の
だ
と
言
う

 
ウ
ン
デ

ネ
側
か
ら
す
れ
ば

に
水
な
の
だ
ろ
う
が

 
こ
の
二
人
な
ら
き

ち
り
間
に
合
わ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ウ
ン
デ

ネ
側
の
事
は
全
て
二
人
に

投
げ
す
る
事
に
し
た

 
こ
う
し
て
そ
の
場
に
残

た
の
は
ハ
チ
マ
ン
キ
リ
ト
リ

フ

ユ
キ
ノ
ユ
イ
ユ
イ

コ
マ
チ

 
イ
ロ
ハ

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

シ
リ
カ
の
十
名
と
な
り

 
そ
の
十
名
は

最
終
目
的
地
で
あ
る
ア
ル
ン
へ
向
け
て
飛
び
立

た
の
だ

た
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第
１
１
９
話
 
こ
こ
に
集
結
す

 
あ
れ
か
ら
ア
ス
ナ
は

何
と
か

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
か
と

行

誤
し
て
い
た

 
一
番
現
実
的
な
の
は

の
鍵
の
番

を
何
と
か
盗
み
見
る
事
だ

 
そ
う
思

た
ア
ス
ナ
は

須

に

く
ら
い
用
意
し
て
く
れ
と
要
求
し

 
そ
れ
を
使

て
番

を
盗
み
見
る
事
に
成
功
し
て
い
た

 
須

の
話
だ
と
今
日
は
須

は
い
な
い
ら
し
く
脱
出
を

み
る
に
は
絶
好
の
チ

ン
ス
の

日
で
あ

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
始
め
る
と
し
ま
す
か

 
ア
ス
ナ
は

張
を
解
き
ほ
ぐ
そ
う
と
し
て

あ
え
て
声
に
出
し
て
そ
う
言

た

六

二

と

よ
し

開
い
た

 
首
尾
よ
く

の
鍵
を
外
し
た
ア
ス
ナ
は

慎
重
に
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

 
世
界
樹
の
中
は

思

た
よ
り
も
広
く

通
路
は
か
な
り
先
ま
で
続
い
て
い
た

 

中
の
ド
ア
に
は

デ

タ

室

仮
眠
室

な
ど
の
プ
レ

ト
が
つ
け
ら
れ
て
お
り

 
た
ま
に
中
を

く
と

そ
こ
は
ま
さ
に
研
究
所
と
い

た
感
じ
の
設
備
が

ん
で
い
た



 第１１９話 ここに集結す

分
本
格
的
に
作
り
込
ん
だ
ん
だ
ね

外
で
他
人
に
見
ら
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら

 
中
に
研
究
所
を

ご
と
持

て
き
た
感
じ
な
の
か
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
思
い
な
が
ら

な
お
も
探
索
を
続
け
た

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
目
に

実
験
体
格
納
室

と
い
う
文

が
飛
び
込
ん
で
き
た

実
験
体

人
間
を
何
だ
と
思

て
い
る
の

 
ア
ス
ナ
は

り
を
覚
え

そ
の
部
屋
を
そ

と

い
て
み
た

 
中
に
は
ナ
メ
ク
ジ
の
よ
う
な
生
き
物
が
二
匹
い
て

あ
ち
こ
ち
動
き
回

て
い
た

あ
れ
は
須

の
仲
間
の
研
究
員
か
な

見
つ
か
る
の
は
ま
ず
い
ね

 
で
も
こ
の
部
屋
な
ら

ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
た
め
の
コ
ン
ソ

ル
が
あ
る
気
も
す
る

 
ア
ス
ナ
は
少
し
悩
ん
だ
後

意
を
決
し
て
部
屋
に
忍
び
こ
ん
だ

 
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

慎
重
に
デ

ス
プ
レ
イ
を

き
こ
ん
で
い
く

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
つ
い
に

転
送

と
名
前
の
つ
い
た
コ
ン
ソ

ル
を
見
つ
け
た

転
送

今
ま
で
見
た
中
だ
と
こ
れ
が
一
番
そ
れ

い

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
思
い
そ

と
そ
の
文

に
触
れ
た

そ
の

間
に
小
さ
な

子
音
が
鳴

た
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ん

誰
か
い
る
の
か

し
ま

た

ま
さ
か
音
が
す
る
タ
イ
プ
だ

た
な
ん
て

 
ア
ス
ナ
は

り

見
つ
か
る
の
を
覚
悟
で
必
死
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
た
め
の
文

を
探
し
た

あ

た

こ
れ
だ

 
ア
ス
ナ
は
つ
い
に

仮
想
ラ
ボ
離
脱

と
い
う
文

を
見
つ
け

そ
れ
を
押
し
た

仮
想
ラ
ボ
か
ら
離
脱
し
ま
す
か

は
い

い
い
え

と
い
う
文

が
現
れ

 
ア
ス
ナ
は
必
死
に
は
い
を
押
そ
う
と
し
た
が
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
の
手
に
触
手
が

き
つ
き

 
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
は

コ
ン
ソ

ル
か
ら
引
き
離
さ
れ
た

く危
な
い
危
な
い

君
も
し
か
し
て

須

さ
ん
が

の
中
で

て
る
人
か
な

多
分
そ
う
だ
な

お
い

ど
う
す
る

 

て
る
と
い
う
言
葉
を

い
て
カ
チ
ン
と
き
た
ア
ス
ナ
は
そ
の
ナ
メ
ク
ジ
達
に
言

た

て
る

だ
な
ん
て

あ
な
た
達
は
自
分
達
が
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か

て
い
る
の



 第１１９話 ここに集結す

も
ち
ろ
ん
分
か

て
い
る
さ

と
り
あ
え
ず
須

さ
ん
に
連

し
て
指

を
あ
お
ぐ
か

そ
れ
じ

俺
が
行

て
く
る

ち

と
待

て
て
く
れ

 
片
方
の
ナ
メ
ク
ジ
が

ア
ス
ナ
が
表

さ
せ
た

は
い

の
ボ
タ
ン
を
押
し

を
消
し
た

さ

き

も
ち
ろ
ん
分
か

て
る

て
言

て
た
わ
よ
ね

 
こ
ん
な
非
人
道
的
な
事
を
し
て
ま
で

お
金
が
欲
し
い
の

も
ち
ろ
ん
欲
し
い
さ

研
究
も
も
う
す
ぐ
完
成
す
る
予
定
だ
し

会
社
が

れ
た
ら

 
分
け
前
を
も
ら

て
海
外
に
高
飛
び
し
て

々
自

の
生
活
を
送
る
つ
も
り
さ

そ
う

結
局
お
金
な
の
ね

最

最

で
結

最

つ
い
で
に

ち

と
君
で
遊
ば
せ
て
も
ら
お
う
か
な

な
 
そ
う
言
う
と
そ
の
ナ
メ
ク
ジ
は

触
手
で
ア
ス
ナ
の
足
首
を
掴
ん
で
持
ち
上
げ
た

う
ん

い
い

め
に
な

た
な

 
ア
ス
ナ
は
衣
服
が
ま
く
れ
る
の
を
片
手
で
必
死
に
押
さ
え
て
い
た

う

ん

も
う
一
本
触
手
が
あ
れ
ば
な

も
う
片
方
の
手
も

束
出
来
る
ん
だ
け
ど
な

く

や
め
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お
い

須

さ
ん
に

ら
れ
る
ぞ

 
そ
の
時
須

に
報
告
に
い

て
い
た
も
う
一
匹
の
ナ
メ
ク
ジ
が

て
き
て
そ
う
言

た

お

と

て
き
た
の
か

須

さ
ん

何
だ

て

か
な
り

て
た
な

に

し
て
鍵
の
番

を
変
え
と
け

て
さ

は

そ
れ
じ

し
に
い
く
か

須

さ
ん
が
こ
の
後
み
ん
な
で
飲
み
に
行
こ
う

て
さ

研
究
が
完
成
す
る
前
祝
い
だ
そ
う

だ
お

そ
れ
じ

さ

さ
と
す
ま
せ
て
行
こ
う

お
う

 
そ
の
会
話
の
最
中
も

ア
ス
ナ
は
必
死
に
打
開

を
探
し
て
い
た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は

コ
ン
ソ

ル
の
横
に
一

の

カ

ド
が
置
い
て
あ
る
事
に
気
が
付
い

た
役
に
た
つ
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど

せ
め
て
あ
の
カ

ド
を

 
ア
ス
ナ
は
何
と
か
足
を

ば
し

足
の
指
で
そ
の
カ

ド
を
掴
も
う
と
し
た

も
う
少
し



 第１１９話 ここに集結す

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は

何
と
か
そ
の
カ

ド
を
足
の
指
で
掴
む
事
に
成
功
し
た

よ
し

 
ア
ス
ナ
は
足
を
曲
げ

空
い
て
い
た
手
で
素

く
カ

ド
を
回
収
し
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ま
ま
連
行
さ
れ

再
び

に

さ
れ
た

と
り
あ
え
ず
カ

ド
は
見
つ
か
ら
な
か

た
か
な

 
そ
う
ほ

と
し
た
の
も
束
の
間

に
入

た
ア
ス
ナ
に

触
手
が
二
本

び
て
き
た

な
 
そ
の
触
手
は

ア
ス
ナ
の
体
中
を
ま
さ
ぐ
り

ア
ス
ナ
が

し
て
い
た
カ

ド
を
掴
ん
だ

役
得
役
得

と

手

の
悪
い
子
だ
ね

こ
の
カ

ド
は
返
し
て
も
ら
う
よ

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を

き

悔
し
そ
う
に
言

た

気
付
い
て
た
の
ね

ま
あ
ね

君
が
カ

ド
を
足
で
掴
ん
だ
時
は

思
わ
ず

手
し
そ
う
に
な

ち

た
よ

 
ま

た
く
油
断
も

も
な
い
な

逆
に
感
動
す
ら
覚
え
た
ね

くま
あ

め
る
ん
だ
ね

そ
れ
じ

お
疲
れ
さ
ま
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ア
ス
ナ
は
悔
し
さ
で
涙
が
出
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
に

え
て
い
た

 
こ
ん
な
奴
ら
の
前
で
は
絶
対
に

か
な
い
そ
う
思

た
ア
ス
ナ
は
必
死
に

く
の
を
我
慢

し
て
い
た

 
や
が
て
二
匹
の
ナ
メ
ク
ジ
は
い
な
く
な
り

り
は
静

に
包
ま
れ
た

目
だ

た

も
う
少
し
だ

た
の
に

悔
し
い

 
ア
ス
ナ
は
そ
う

く
と

そ
の
場
に

き
崩
れ
た

  
ア
ス
ナ
を

に

し
た
二
人
は

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
そ
の
部
屋
に
は
二
人
の
他
に

今
日
の
深
夜
番
の

の
バ
イ
ト
が
一
人
だ
け
残

て
い
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
須

さ
ん
達
と
合
流
し
よ
う

本
当
は
こ
こ
に
誰
も
い
な
く
な
る
の
は
ま
ず
い
ん
だ
が
須

さ
ん
の
誘
い
だ
し
別
に
い
い
か

お
い
バ
イ
ト

一
人
だ
か
ら

て
サ
ボ
る
な
よ

あ

は
い

お
疲
れ
さ
ま
で
す

二
時
間
後
く
ら
い
に
他
の
奴
が
来
る
と
思
う
か
ら

俺
達
の
事
は

当
に
誤
魔
化
し
と
け
よ



 第１１９話 ここに集結す

は
い

二
時
間
く
ら
い
任
せ
て
下
さ
い

 
二
人
が

を
消
す
と

そ
の
バ
イ
ト
は
ど
こ
か
に

話
を
か
け
は
じ
め
た

 
そ
し
て
十
分
後

一
人
の
女
性
が
部
屋
に
入

て
き
た

 
そ
の
女
性
は
バ
イ
ト
と
話
し
た
後
そ
の
ま
ま
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
仮
想
ラ
ボ
へ
と

て
い

た

  
ア
ス
ナ
は
思
い

き
り

い
た
後

気
を
取
り
直
し

次
の
作
戦
を
考
え
て
い
た

い
つ
ま
で
も

し
ん
で
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
ね

他
の
脱
出
の
手

を
考
え
な
い
と

 
そ
う

い
た
ア
ス
ナ
は

再
び
あ
の
ナ
メ
ク
ジ
が
近
付
い
て
く
る
の
に
気
が
付
い
た

何
か
用

忘
れ
物
で
も
し
た
の

あ
あ

忘
れ
物
を

け
に
き
た
と
い
う
か

け
物
を
し
に
来
た

け
物

こ
れ
だ
ぞ

ア

ち

ん

ア

ち

ん

 
そ
う
言

て
ナ
メ
ク
ジ
が
差
し
出
し
て
き
た
の
は

先
ほ
ど
の

カ

ド
だ

た
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そ
の
カ

ド
を
受
け
取

た
ア
ス
ナ
は

え
る
声
で
ナ
メ
ク
ジ
に

ね
た

今

ア

ち

ん

て

も
し
か
し
て
あ
な
た

そ
の
ま
さ
か
だ
ぞ

待
た
せ
た
な

ア

ち

ん

ア
ル
ゴ
さ
ん

時
間
が
無
い
か
ら
手

に
言
う

も
う
す
ぐ
こ
の
下
に

ハ

達
が
来
る

ハ
チ
マ
ン
君
達
が
こ
こ
に
来
て
る
の

あ
あ

ア

ち

ん
を
助
け
る
た
め
に

み
ん
な
こ
こ
に
来
て
る
ぞ

リ
ズ

ち
以
外
ナ

リ
ズ
以
外

リ
ズ

ち
は

ア

ち

ん
と
同
じ
よ
う
に
こ
こ
に
捕
ま

て
る
ん
ダ

そ
ん
な

リ
ズ
も
こ
こ
に

そ
の
カ

ド
は

そ
の
ま
ま
だ
と
恐
ら
く
す
ぐ
に
須

に
取
り
上
げ
ら
れ
る

 
そ
の
前
に

下
に
来
た
ハ

め
が
け
て
そ
の
カ

ド
を
落
と
す
ん
ダ

分
か

た

こ
こ
か
ら
落
と
せ
ば
い
い
ん
だ
ね

あ
あ

そ
の
カ

ド
は

こ
こ
と
下
と
を
繋
ぐ
鍵
に
な
る

ユ
イ
ち

ん
の
力
に
よ

て
ナ

え

ま
さ
か
ユ
イ
ち

ん
も
こ
こ
に



 第１１９話 ここに集結す

あ
あ

共
用
ス
ト
レ

ジ
に
収
納
さ
れ
て
た
ユ
イ
ち

ん
の
ア
イ
テ
ム
が
使
用
出
来
た
ら
し

い
そ

か

ユ
イ
ち

ん
に
ま
た
会
え
る
ん
だ

 
ア
ス
ナ
は

ユ
イ
の
名
前
を

い
て

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
言

た

そ
ろ
そ
ろ
時
間
が
ヤ
バ
イ
か
ら
オ
レ

ち
は

る
な

必
ず
み
ん
な
で
助
け
る
か
ら
頑
張

る
ん
だ

う
ん

あ
り
が
と
う

ア
ル
ゴ
さ
ん

 
ア
ル
ゴ
は
そ
う
言
う
と

を
消
し
た

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
が
す
ぐ
近
く
に
来
て
い
る
と
知
り
全
身
が
喜
び
に

え
る
の
を
感
じ
た

よ
し

頑
張
ろ
う

 
ア
ス
ナ
は
希
望
が
見
え
て
き
た

め
て
気
合
を
入
れ

そ
の
時
を
待
つ
事
に
し
た

  
ア
ル
ゴ
は
仮
想
ラ
ボ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
と

内
通
者
で
あ
る
バ
イ
ト
に
声
を
か
け
た

終
わ

た
ぞ

将
軍

ア
ル
ゴ
さ
ん

そ
の
呼
び
方
は
ち

と
恥
ず
か
し
い
ん
で
す
が
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そ
れ
じ

あ
材
木

ち
で
い
い
カ

ま
あ
ま
だ
そ
の
方
が
い
い
で
す

で

首
尾
は
ど
う
で
あ
り
ま
す
か

成
功
だ

オ
レ

ち
は
こ
の
ま
ま

収
す
る

良
か

た

了
解
で
あ
り
ま
す

お
気
を
つ
け
て

あ
あ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ナ

は
い

 
ア
ル
ゴ
は
素

く

収
し

後
に
は
材
木
座
だ
け
が
残
さ
れ
た

八
幡
よ

後
は
お
主
に
全
て
任
せ
る
ぞ

こ
ち
ら
の
ミ

シ

ン
は
終
了
し
た

 
材
木
座
は
そ
う

き

心
の
中
で
友
に
エ

ル
を
送
る
の
だ

た



 第１２０話 不思議村

 
第
１
２
０
話
 
不
思
議
村

な
あ

何
か
前
方
に

の
よ
う
な
も
の
が
見
え
な
い
か

 
飛
び
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
が

そ
ん
な
事
を
言

た

 
一
同
が
目
を
こ
ら
し
て
前
を
見
る
と
確
か
に
う

す
ら
と
何
か
が
見
え
る
よ
う
な
気
が
し
た

ん

確
か
に
何
か
が
う

す
ら
と
見
え
る
な

あ
な
た

こ
の

離
か
ら
よ
く
見
え
た
わ
ね

そ
う
よ

あ
れ
が
ア
ル
ン
の
世
界
樹
よ

お
お

あ
れ
が
ア
ル
ン
か

あ
れ

世
界
樹

て
い
う
木
な
ん
だ
ろ

本
当
に
で
か
い
な

目
的
地
ま
で
あ
と

時
間
と
い

た
と
こ
ろ
か
し
ら

げ

ま
だ
そ
ん
な
に

離
が
あ
る
の
か
よ

さ
す
が
に
ち

と
疲
れ
た
か
も

確
か
に
そ
う
ね

こ
の

り
で
一
度
休

を
と

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

こ
の

り
で
交
代
で
休

を
と
ろ
う
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ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
決
断
し

一
行
は
そ
の
場
で
休

す
る
事
に
な

た

と
こ
ろ
で
こ
の

り
に
は
モ
ン
ス
タ

は
出
な
い
の
か

そ
う
だ
ね

ア
ル
ン
近
く
に
は
モ
ン
ス
タ

は
い
な
い
か
な

 
キ
リ
ト
の
問
い
に

リ

フ

が
そ
う
答
え
た

な
る
ほ
ど
な

で
も
先
日
ア
ル
ン
の
地
下
に

神
級
の
モ
ン
ス
タ

が

山
い
る

 
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム

て
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ダ
ン
ジ

ン
が

入
さ
れ
た
ん
だ
け
ど
ね

ほ
う
ほ
う

巨
人
タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

が
多
い
と
か
な
の
か

ま
だ
行

た
事
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
け
ど

何
で
そ
う
思
う
の

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム

て

北

神
話
に
出
て
く
る

 
巨
人
達
の

む
世
界
か
ら
名
前
を
と

た
ん
だ
と
思
う
ん
だ
よ
な

そ
う
な
ん
だ

キ
リ
ト
君

て

識
な
ん
だ
ね

ん

あ
あ

ま
あ

普
通
か
な

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
を
見
て
リ

フ

は

ま
る
で
お
兄
ち

ん
み
た
い
だ
な
と
感
じ
て
い
た

 
お
兄
ち

ん
も
そ
う
い
う
お
か
し
な
知
識
を

山
持

て
た
な
と
思
い
つ
つ
リ

フ

は
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気
が
付
く
と
兄
と
キ
リ
ト
を
比
べ
て
い
る
事
に
気
が
付
き

を
ふ

て
そ
の
考
え
を

り

た
お
兄
ち

ん
は
お
兄
ち

ん

キ
リ
ト
君
は
キ
リ
ト
君

で
も

 
リ

フ

は
今
の
自
分
が
和
人
よ
り
も
キ
リ
ト
の
方
を
よ
り
気
に
し
て
い
る
事
を
自
覚
し
て

い
たお

兄
ち

ん
は
こ
の
前
リ
ズ

て
人
の
名
前
を
口
に
出
し
て
い
た

そ
の
時
の
あ
の
表
情

 
多
分
リ
ズ

て
人
が
お
兄
ち

ん
の
好
き
な
人
な
ん
だ
ろ
う
な

そ
れ
な
ら
い

そ

 
リ

フ

は
そ
う
考
え
つ
つ
も
結
局
考
え
が
ま
と
ま
ら
ず
今
は
そ
の
事
を
忘
れ
る
事
に
し
た

 
今
は
ハ
チ
マ
ン
君
と
キ
リ
ト
君
の
目
的
の
た
め
に
頑
張
ろ
う

 
全
て
が
終
わ

た
ら
そ
の
時
ま
た
考
え
れ
ば
い
い

そ
う
思

た
リ

フ

は

 
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
攻
略
の
事
だ
け
を
考
え
る
事
に
し
た
の
だ
が
そ
の
時
あ
る
事
に
気
が

付
い
た

え

ち

と
待

て

ハ
チ
マ
ン
君
は

お
そ
ら
く
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
は
未
実
装
だ
と

言

た

 
で
も
こ
れ
だ
け
の
戦
力
を
集
め
て

本
気
で
ク
リ
ア
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
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ど
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ

う
ん

ア
ル
ン
に
着
い
た
ら

い
て
み
よ
う

 
そ
し
て
交
代
で
休

を
と
り
お
わ

た
一
行
は

再
び
ア
ル
ン
を
目
指
し
て
飛
び
立

た

 
だ
が
次
の

間

ハ
チ
マ
ン
が

く
静
止
の
声
を
飛
ば
し
た

す
ま
ん

ち

と
ス
ト

プ
だ

ど
う
し
た
ん
だ

ハ
チ
マ
ン

み
ん
な

あ
れ
を
見
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
が
指
差
し
た
そ
の
先
に

い
つ
の
間
に
か
小
さ
な
村
が
出
現
し
て
い
た

あ
ん
な
村

絶
対
に
さ

き
ま
で
存
在
し
て
な
か

た

そ
う
ね
こ
ん
な
所
に
村
が
あ
る
な
ん
て

い
た
事
が
な
い
わ

リ

フ

さ
ん
は
覚
え

が
あ
る

う
う
ん

私
も
あ
ん
な
村

い
た
事
も
見
た
事
も
な
い
よ

と
り
あ
え
ず
も
う
少
し
近
付
い
て

ユ
イ
に
遠
く
か
ら
調
べ
て
も
ら
う
か

は
い
パ
パ

も
う
少
し
近
付
け
ば
多
分
何
か
わ
か
る
と
思
い
ま
す

よ
し

囲
を

し
な
が
ら
近
付
い
て
み
よ
う

 
一
同
は
慎
重
に
村
へ
と
近
付
い
て
い

た
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ど
う
だ
ユ
イ

何
か
感
じ
る
か

ど
う
や
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
一
人
も
い
な
い
よ
う
で
す

プ
レ
イ
ヤ

も
い
ま
せ
ん

そ
う
か

あ
そ
こ
の

屋

い

物
か
ら
モ
ン
ス
タ

の
反
応
が
あ
り
ま
す

か
な
り
強
い
反
応
で

す
あ
れ
か

つ
ま
り
こ
の
村
は

大
き
な
罠

て
事
に
な
る
の
か

か
も
し
れ
ま
せ
ん

パ
パ

俺
達
十
人
で
勝
て
そ
う
な
相
手
か

多
少
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

問
題
な
い
で
す
パ
パ

う

ん

お
前
ら
は
ど
う
思
う

別
に
ほ

と
い
て
も
い
い
ん
だ
が

 

置
的
に
サ
ク
ヤ
さ
ん
や
ア
リ
シ

さ
ん
達
が
罠
に
か
か
る
可
能
性
も

て
き
れ
な
い

そ
う
ね

戦
力
が
揃
う
ま
で
ま
だ
時
間
は
あ
る
の
だ
し
倒
し
て
し
ま
え
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
し
ら

 
そ
の
言
葉
に
他
の
者
も

い
た

よ
し

そ
れ
じ

や
る
か

イ
ロ
ハ

一
発
き
つ
い
の
を
最
初
に
ぶ
ち
か
ま
せ
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は
い

先
輩

微
力
な
が
ら
私
と
リ

フ

さ
ん
も
加
わ

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

う
ん

一

に
や
ろ
う

 
こ
う
し
て
三
人
は

攻
撃
魔
法
の

を
始
め
た

 
や
が
て

文
は
完
成
し

風

の
三
種

の
魔
法
が

を

き
な
が
ら

屋
に
向
け
て

放
た
れ
た

 

文
が
着

す
る
の
と
同
時
に

屋
は
プ
ル
ン

と

れ
た
か
と
思
う
と

 
像
の
よ
う
な
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
な
巨
大
な
モ
ン
ス
タ

に

を
変
え
た

う
お

何
だ
こ
れ

像

ク
ラ
ゲ

で
か
い
な

こ
ん
な
敵
見
た
事
な
い
よ

も
し
か
し
た
ら

神
な
の
か
も

神
か

相
手
に
と

て
不
足
は
な
い
な

よ
し

戦
闘
開
始
だ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
指

を
出
し
た
が

ユ
イ
が
何
か
に
気
付
き

そ
れ
を
静
止
し
た
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ん

ち

と
待

て
下
さ
い

パ
パ

ん

ユ
イ

ど
う
し
た

ど
う
や
ら
こ
の
子
に
敵
意
は
無
い
よ
う
で
す

攻
撃
を
加
え
た
の
に
敵
意
が
無
い

だ
と

そ
ん
な
事
あ
り
う
る
の
か

そ
れ
は
私
に
も

 
そ
の
像
ク
ラ
ゲ
は
少
し
横
に
ず
れ
た
か
と
思
う
と

 
触
手
を
動
か
し
こ
ち
ら
に
向
け
て
手

き
を
す
る
よ
う
な
仕

を
見
せ
た

 
像
ク
ラ
ゲ
の
い
た
所
に
は

が
開
い
て
お
り
ど
う
や
ら
そ
こ
に
来
る
よ
う
に
と
言

て
い
る

よ
う
だ

ユ
イ

あ
い
つ
に
敵
意
は
無
い
ん
だ
よ
な

は
い
パ
パ

そ
れ
は
間
違
い
な
い
で
す

そ
う
か

よ
し

 
ハ
チ
マ
ン
は
意
を
決
し
て
そ
の

の
方
に
歩
い
て
い

た

他
の
者
も
同
様
に
ハ
チ
マ
ン
の
後

に
続
い
た

 
一
同
が
そ
の

を

き
こ
む
と

そ
の
奥
に
は
恐
ろ
し
く
広
大
な
世
界
が
広
が

て
い
た
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あ
れ

て

も
し
か
し
て
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム

ま
じ
か

あ

こ
ん
な
感
じ
の
画
像

公
式
で
見
た
事
あ
る
か
も

 
そ
の
像
ク
ラ
ゲ
は

誰
が
一
番
強
い
の
か
分
か
る
の
か

キ
リ
ト
に
一
番
興
味
を

し

 
し
き
り
に
背
中
と

を
交

に
指
し

し
て
い
た

背
中
に
乗

て
一

に
行
こ
う

み
た
い
に
ア
ピ

ル
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
な

ど
う
や
ら
キ
リ
ト
さ
ん
が
お
気
に
入
り
み
た
い
で
す
ね

こ
い
つ
何
か
か
わ
い
い
な

で
も
ご
め
ん
な

俺
に
は
ま
だ
や
る
事
が
あ
る
か
ら

 
お
前
と
一

に
行
く
事
は
出
来
な
い
ん
だ

ト
ン
キ

ト
ン
キ

あ

と
す
ま
ん
何
か
こ
い
つ
を
見
て
る
と
戦
争
の
時
に
殺
さ
れ
た
象
の
話
を
思
い
出
し
て

 
つ
い
そ
う
呼
び
た
く
な

ち
ま

た

上
野
動
物
園
の
あ
れ
ね

あ

そ
れ
知

て
る

確
か
う
ち
に

本
が
あ

た
か
も

リ

フ

の
家
に
も
あ

た
の
か

う
ち
に
も
あ

た
ん
だ
よ
な
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キ
リ
ト
君
の
家
に
も
あ

た
ん
だ

偶
然
だ
ね

あ
あ

ま
あ

名
前
は
そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い
か

ち

と
縁

が
悪
い
気
も
す
る
が

 
そ
れ
以
前
に
こ
い
つ
が
名
前
の
事
を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
う
と

キ
リ
ト
は
嬉
し
そ
う
に
ト
ン
キ

に
話
し

け
た

よ
し

お
前
の
名
前
は
今
日
か
ら
ト
ン
キ

だ

今
は
一

に
行
く
事
は
出
来
な
い
け
ど

 
い
つ
か
必
ず
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行
く
か
ら
そ
の
時
ま
で
俺
達
の
事
を
忘
れ
な
い
で
い
て
く
れ

よ 
ト
ン
キ

が
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
を
理
解
し
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
か

た
が
ト
ン
キ

は 
嬉
し
そ
う
で
い
て

ど
こ
か

し
そ
う
に

に
入

て
い
き

そ
の
ま
ま

を
消
し
た

 
や
が
て

も
塞
が
り

同
時
に
村
は
消
滅
し

た
だ
の
空
き
地
に

た

結
局
今
の
は
何
だ

た
ん
だ
ろ
う
な

お
そ
ら
く
プ
レ
イ
ヤ

を
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
強
制
的
に
移
動
さ
せ
る
罠
だ
と
思
う
の
だ
け
れ

ど
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そ
れ
に
し
て
は

分
と
人
間
く
さ
い
モ
ン
ス
タ

だ

た
わ
ね

ま
あ

縁
が
あ

た
ら
い
つ
か
ま
た
会
え
る
ん
じ

な
い
か

そ
う
だ
な

よ
し

気
を
取
り
直
し
て
ア
ル
ン
に
向
か
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
い

一
行
は

め
て
ア
ル
ン
に
向
け
て
飛
び
立

た

 
先
ほ
ど
ま
で
は
か
な
り
遠
く
に
見
え
た
世
界
樹
が

ど
ん
ど
ん
近
付
い
て
く
る

 
そ
れ
に
連
れ
て

他
の
プ
レ
イ
ヤ

の

も

々
と
目
立
つ
よ
う
に
な

て
い
た

 
一
行
は
そ
の
度
に
一
応

し
て
い
た
が

一
度
も
襲
わ
れ
る
事
は
無
か

た

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か

ユ
キ
ノ
の

を
見
て
敬
遠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

無
敵
の
ユ
キ
ノ
デ

フ

ン
ス
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず

ぼ
そ

と

い
た

ハ
チ
マ
ン
君

何
か
言

た
か
し
ら

い

い
え

何
も
言

て
な
い
で
す

そ
う

な
ら
い
い
の
だ
け
れ
ど
も

 
こ
う
し
て
一
行
は

つ
い
に
目
的
地
で
あ
る
ア
ル
ン
へ
と
到
着
し
た

 
そ
の

間

ユ
イ
が
何
か
に
気
付
き

ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
叫
ん
だ
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こ
の

は

パ
パ

こ
の
真
上
に
マ
マ
が
い
ま
す
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第
１
２
１
話
 
待
た
せ
て
ご
め
ん

こ
の

は

パ
パ

こ
の
真
上
に
マ
マ
が
い
ま
す

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

ハ
チ
マ
ン
は
凄
ま
じ
い
勢
い
で
上
空
へ
と
飛
び
上
が

た

 

の
事
で
も
あ
り

誰
も
そ
れ
に
反
応
す
る
事
は
出
来
な
か

た

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
行
動
に
ハ

と
し

最
初
に
動
い
た
の
は
キ
リ
ト
だ

た

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

ハ
チ
マ
ン
を
追
う
ぞ

他
の
み
ん
な
は
下
で
待
機
し
て
て
く
れ

お

お
う

わ
か

た

行
こ
う

 
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
も
キ
リ
ト
の
言
葉
で
我
に
返
り

 
三
人
は
ハ
チ
マ
ン
を
追

て

ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し
て
い

た

確
か
私
達
が
写
真
を

た
せ
い
で

上
と
の
間
に
壁
が
作
ら
れ
た
は
ず
よ
ね

ね

ユ
キ
ノ
ン

私
達
が
あ
ん
な
事
を
や
ら
な
か

た
ら

 
今
こ
こ
に
い
る
全
員
で
一

に
飛
べ
ば

そ
の
ま
ま
上
に
行
け
た
の
か
な

そ
う
ね
確
か
に
そ
の
可
能
性
は
高
い
わ

で
も
コ
マ
チ
さ
ん
が
上
の
様
子
を

影
し
な
か



 第１２１話 待たせてごめん

た
ら

 
今
こ
の

で
そ
ん
な
事
を
し
よ
う
と
は
誰
も
思
わ
な
か

た
と
思
う
わ

そ
も
そ
も
先
輩
達

こ
こ
に
い
ま
せ
ん
で
し
た
よ
ね

な
の
で
あ
の
時
の
私
達
の
行
動
は

結
果
的
に
正
解
だ

た
と
思
う
わ

 
だ
か
ら
お
か
し
な
事
を
考
え
な
い
よ
う
に
ね

ユ
イ
ユ
イ

う

う
ん

ね
え

私

疑
問
に
思

て
る
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

い
て
い
い
か
な

 
一
人

況
が
掴
め
て
い
な
か

た
リ

フ

が

お
ず
お
ず
と
ユ
キ
ノ
に
そ
う
言

た

別
に

わ
な
い
わ
よ

何
で
も

い
て

リ

フ

さ
ん

あ
の
さ

ハ
チ
マ
ン
君
が
言

て
た
じ

な
い

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
事

 
リ

フ

は

つ
い
先
ほ
ど
自
分
が

い
た
疑
問
を

正
直
に
ユ
キ
ノ
に
話
し
た

 
ユ
キ
ノ
は

な
る
ほ
ど
ね
と

き
な
が
ら

リ

フ

に
事
情
を
説
明
し
た

実
は
私
達
の
目
的
は
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
か
そ
う
い
う
事
で
は
な

い
の
よ

え
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グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に
挑
む
と
い
う
の
は
間
違

て
は
い
な
い
わ

 
で
も
お
そ
ら
く

内
容
は
あ
な
た
が
思

て
い
る
の
と
は
少
し
違
う

 
私
達
の
本
当
の
目
的
は
ハ
チ
マ
ン
君
と
可
能
な
ら
他
の
何
人
か
を
世
界
樹
の
上
ま
で
送
り

け
る
事
よ

 
そ
の

に

あ
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
広
間
の
一
番
奥
ま
で
行
き
た
い
の

ハ
チ
マ
ン
君
の
仮
説
が
正
し
か

た
ら

そ
こ
は
行
き
止
ま
り
な
ん
じ

な
い
の

確
か
に
そ
う
ね

で
も
あ
と
一
つ

件
が
揃
え
ば

そ
の
問
題
は
ク
リ
ア
さ
れ
る
の
よ

件
こ
の
続
き
は

私
か
ら
話
し
て
い
い
も
の
か
ど
う
か

ち

と
判
断
出
来
な
い
の

 
な
の
で
ハ
チ
マ
ン
君
が
上
か
ら

た
ら
ど
こ
ま
で
話
し
て
い
い
の
か

い
て
み
る
事
に

し
ま
し

う

う
ん
分
か

た

何
か
複
雑
な
事
情
が
あ
る
み
た
い
ね

ご
め
ん
な
さ
い
あ
な
た
を
仲
間
外
れ
に
す
る
と
か
そ
ん
な
気
は
ま

た
く
無
い
の
だ
け
れ

ど 
こ
こ
か
ら
先
は

リ
ア
ル
の
事
情
も

ん
で
く
る
デ
リ
ケ

ト
な
部
分
な
の
よ
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う
う
ん
気
に
し
な
い
で
ユ
キ
ノ

え
ど
ん
な
事
情
で
も
私
は
あ
な
た
達
に
協
力
す
る
つ

も
り
だ
し

あ
り
が
と
う

リ

フ

さ
ん

う
う
ん

そ
れ
に
し
て
も

 
リ

フ

は

上
を
見
な
が
ら
言

た

上
に
マ
マ
が
い
ま
す

て
言

て
た
よ
ね

そ
の
直
後
の
ハ
チ
マ
ン
君
の
様
子
は
普
通
じ

な
か

た

 
多
分
キ
リ
ト
君
と

エ
ギ
ル
さ
ん

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

シ
リ
カ
ち

ん
の
様
子
も

そ
う
ね
そ
の

り
の
事
も
多
分
後
で
話
し
て
く
れ
る
と
思
う
わ

と
り
あ
え
ず
今
は
待
ち

ま
し

う

  
一
方
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
イ
は

見
え
な
い
壁
に

ま
れ
て
上
に
行
く
事
が
出
来
な
い
で
い
た

く
そ

開
け

魔
す
ん
な
よ

マ
マ

マ
マ

 
二
人
は
見
え
な
い
壁
を
必
死
で
叩
い
て
い
た
が
壁
は
び
く
と
も
せ
ず
二
人
の
侵
入
を

ん



 第二章 ＡＬＯ編

で
い
た

 
そ
ん
な
二
人
を

や

と
追
い
つ
い
た
キ
リ
ト
達
が
制
止
し
た

お
い

ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン

落
ち
着
け

ユ
イ

落
ち
着
く
ん
だ

 
エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
を

え

キ
リ
ト
は
ユ
イ
を
な
だ
め
た

 
三
人
の
お
か
げ
で
少
し
落
ち
着
い
た
の
か

や
が
て
二
人
は
大
人
し
く
な

た

す
ま
ん

我
を
忘
れ
た

ご
め
ん
な
さ
い

キ
リ
兄

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
イ
は

三
人
に
素
直
に
謝
罪
し
た

ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る
よ

ハ
チ
マ
ン

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
た
み
た
い
で
良
か

た
よ

な
あ

こ
の
上
に
ア
ス
ナ
が
い
る
の
か

は
い

間
違
い
な
く
こ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
マ
マ
の
も
の
で
す

と
り
あ
え
ず
疑
惑
が
確
信
に
な

た
な

ハ
チ
マ
ン

ど
う
す
る
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ハ
チ
マ
ン
は
少
し
考
え
た
後

ユ
イ
に
向
か

て

ね
た

な
あ
ユ
イ

上
に
い
る
ア
ス
ナ
に
声
を

か
せ
る
方
法

て
何
か
無
い
か

 
せ
め
て
俺
達
が
来
て
る

て
知
ら
せ
ら
れ
れ
ば
多
少
ア
ス
ナ
を
安
心
さ
せ
る
事
が
出
来
る
と

思
う
ん
だ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

キ
リ
ト
が

き
な
が
ら
同
意
し
た

そ
う
だ
な

ア
ス
ナ
は
二

月
も
一
人
で

え
て
き
た
ん
だ
ろ
う
か
ら

 
も
し
可
能
な
ら

く
安
心
さ
せ
て
や
り
た
い
よ
な

俺
は
ア
ス
ナ
さ
ん
の
精
神

態
が
ち

と
心
配
だ
な

 
こ
ん
な
所
に
二

月
も
一
人
で

じ
込
め
ら
れ
た
ら

俺
だ

て
き
つ
い

く
そ

須

て
野
郎

絶
対
に
許
さ
ね
え
ぞ

く
安
心
さ
せ
て
や
ら
な
い
と
な

 
ユ
イ
は
ハ
チ
マ
ン
の
問
い
を
受
け
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
が
ど
う
や
ら
何
か
思
い
つ
い

た
よ
う
だ

パ
パ

も
し
か
し
た
ら

告
モ

ド
で
話
し
か
け
れ
ば
上
に

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん

告
モ

ド

よ
し

や

て
み
て
く
れ

ユ
イ

は
い
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ユ
イ
は

告
モ

ド
に
切
り

え
て
必
死
に
上
に
向
か

て
呼
び
か
け
始
め
た

マ
マ

ユ
イ
で
す

マ
マ

  
そ
の

ア
ス
ナ
は

ア
ル
ゴ
に
言
わ
れ
た
指

に
つ
い
て
考
え
て
い
た

は

こ
の

カ

ド
は
絶
対
に
ハ
チ
マ
ン
君
に

け
な
い
と
い
け
な
い

 
で
も
よ
く
考
え
た
ら
ハ
チ
マ
ン
君
が
下
に
来
た
と
し
て
も
そ
れ
を
知
る
術
が
無
い

ど
う

し
よ
う

 
考
え
て
も
考
え
て
も
い
い
手

は
何
も
思
い

か
ば
な
か

た

 
お
そ
ら
く
期
限
は
須

が
再
び
こ
こ
を
訪
れ
る
ま
で
で
あ
り

 
も
し
そ
れ
ま
で
に
い
い
方
法
を
思
い
つ
か
な
か

た
場
合
は

運
を
天
に
任
せ
て

 
須

が
来
た

間
に
カ

ド
を
下
に
落
と
す
し
か
な
い

そ
の
場
合
こ
の
カ
ド
が
ハ
チ
マ
ン
君
の
手
に
る
確
は
ど
の
く
ら
い
だ
ろ

は

 
ア
ス
ナ
は

ア
ル
ゴ
と
別
れ
て
か
ら
何
度
目
か
の

息
を
つ
い
た

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の

に
ど
こ
か
ら
か

女
の
子
の
声
が

こ
え
て
き
た

今

何
か
声
が
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ア
ス
ナ
は

を
す
ま
せ

声
が
ど
こ
か
ら

こ
え
た
の
か
探
ろ
う
と
し
た

 
ど
う
や
ら
声
は

下
の
方
か
ら

こ
え
て
く
る
よ
う
だ

ア
ス
ナ
は
必
死
に

を
す
ま
せ
た

マ

マ
マ

マ
マ

ま
さ
か

ユ
イ
ち

ん

 
声
は
か

く
ユ
イ
の
声
だ
と
い
う
証

は
何
も
無
か

た
が
ア
ス
ナ
は
ユ
イ
の
声
だ
と
確

信
し
た

下
に
ハ
チ
マ
ン
君
が
い
る
ん
だ

く
カ

ド
を
落
と
さ
な
き

 
ア
ス
ナ
は

私
は
こ
こ
に
い
る
よ
と
い
う
気
持
ち
を
込
め

カ

ド
を
下
に
落
と
し
た

 
ん

何
だ

 
上
を
見
な
が
ら
ユ
イ
の
声
が

く
よ
う
に

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
何
か
が
落
ち
て
く
る
事
に
気
が
付
き

必
死
で
そ
れ
を
掴
ん
だ

こ
れ
は

何
か
の
カ

ド
み
た
い
だ
が

パ
パ

そ
れ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

カ

ド
み
た
い
で
す

ま
じ
か

つ
ま
り
ア
ス
ナ
が
こ
れ
を
落
と
し
た

て
事
か
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は
い

多
分

な
あ
ハ
チ
マ
ン
そ
れ

て
ア
ス
ナ
が
俺
達
の
目
的
を
知

て
る

て
事
に
な
る
ん
じ

な

い
の
か

多
分
そ
う
だ
な

て
事
は
誰
か
が
ア
ス
ナ
と
の
接
触
に
成
功
し
た

て
事
か
も
し
れ
な
い

な

岡
さ
ん
が
前
に
言

て
た

協
力
者

て
人
か
な

か
も
し
れ
ん

ユ
イ

そ
の

で

こ
の

明
な
壁
を
突
破
す
る
事
は
可
能
か

無
理
で
す
パ
パ
ど
う
も
こ
れ
は
誰
も
通
れ
な
い
特

な
壁
み
た
い
で
す

で
も
そ
の
代

わ
りそ

の
代
わ
り

マ
マ
と
の
交
信
が
可
能
で
す

パ
パ

で
か
し
た

ユ
イ

 
ユ
イ
の
そ
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
は
歓
喜
し
た

時
間
制
限
は
あ
り
ま
す
が

す
ぐ
繋
ぎ
ま
す

パ
パ

す
ま
ん

頼
む

ア
ス
ナ

こ
え
る
か

ア
ス
ナ
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ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン
君
な
の

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
声
を

き

歓
喜
に

え
た

私
も
い
ま
す

マ
マ

俺
も
い
る

俺
も
俺
も

ク
ラ
イ
ン

う
る
さ
い
ぞ

ア
ス
ナ
さ
ん

大
丈
夫
か

ユ
イ
ち

ん
に
キ
リ
ト
君

そ
れ
に

も
し
か
し
て
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
エ
ギ
ル
さ
ん

あ
あ

下
に
シ
リ
カ
も
い
る
ぞ

残
念
な
が
ら
リ
ズ
と
ア
ル
ゴ
は
い
な
い
が

そ
れ
な
ら
つ
い
さ

き
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

い
た
よ

リ
ズ
も
こ
こ
に
捕
ま

て
る

て

ア
ル
ゴ

ア
ル
ゴ
が
そ
こ
に
来
た
の
か

そ
う
か
協
力
者

て
ア
ル
ゴ
の
事
だ

た
の
か

う
ん

ハ
チ
マ
ン
君
が
も
う
す
ぐ
下
に
来
る
は
ず
だ
か
ら

て

カ

ド
を

し
て
く
れ
て

 
そ
れ
を
落
と
せ

て
教
え
て
も
ら

た
の

そ
う
か

⻑
い
間
待
た
せ
て
ご
め
ん
な
す
ぐ
助
け
る
か
ら
も
う
少
し
だ
け
待

て
て
く

れ
う
ん

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン
君

み
ん
な
も
あ
り
が
と
う
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ア
ス
ナ

一
つ
だ
け

か
せ
て
く
れ

犯
人
は

須

で
間
違
い
な
い
ん
だ
な

う
ん

あ
の
人
が

須

が
犯
人
だ
よ

 
人
を
思
い
通
り
に
動
か
す
た
め
の
人
体
実
験
を
し
て
る
ん
だ

て
自
慢
げ
に
話
し
て
た

あ
の
ク
ソ
野
郎

パ
パ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
が

く

す
ま
ん
ア
ス
ナ
ど
う
や
ら
こ
う
や

て
話
す
の
に
は
時
間
制
限
が
あ
る
み
た
い
で
な

 
明
日
ア
ス
ナ
の
い
る
場
所
に
な
ん
と
し
て
も
た
ど
り
着
く
か
ら
そ
れ
ま
で
待

て
て
く
れ

う
ん

必
ず
助
け
る

 
そ
こ
で
交
信
が

絶
え
た
よ
う
で

ユ
イ
は
首
を
横
に

た

明
日
が
決
戦
だ
な

ハ
チ
マ
ン

あ
あ

絶
対
に
あ
そ
こ
へ
た
ど
り
着
く

そ
し
て
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
は
絶
対
に
取
り
返
す

頑
張
ろ
う

や

て
や
る
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く
マ
マ
に
会
い
た
い
で
す

そ
う
だ
な
ユ
イ

よ
し

そ
ろ
そ
ろ

も
限
界
だ
し

下
に
降
り
よ
う

 
下
で
待

て
て
く
れ
て
る
み
ん
な
に
も
報
告
し
な
い
と
い
け
な
い
し
な

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
降
下
し
て
い

た

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
と
会
話
出
来
た
事
に
心
を
躍
ら
せ

て
い
た
が

 
こ
こ
で
油
断
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

め
て
気
を
引
き
締
め
た

何
が
あ

て
も
平
静
に
平
静
に

落
ち
着
い
て
観
察
す
る

最
後
ま
で
気
を
抜
か
な
い

 
気
を
抜
く
の
は
全
て
が
終
わ

て

ハ
チ
マ
ン
君
に
会

て
か
ら
で
い
い

 
明
日
が
勝
負

よ
し

頑
張
ろ
う

  
一
方
ハ
チ
マ
ン
達
は

無
事
に
仲
間
と
合
流
し
て
い
た

す
ま
ん

心
配
か
け
た

大
丈
夫
よ

で

ど
う
だ

た
の

あ
あ

か
な
り
進
展
が
あ

た

色
々
と
報
告
し
な
き

い
け
な
い
事
が
あ
る

そ
う

こ
ち
ら
も
リ

フ

さ
ん
の
事
で
話
し
た
い
事
が
あ
る
の
よ
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ん

何
か
あ

た
の
か

え
え

 
ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
に

先
ほ
ど
の
リ

フ

と
の
話
の
内
容
を
説
明
し
た

す
ま
ん
リ

フ

結
果
的
に

し
事
を
し
て
る
み
た
い
に
な

ち
ま

て
た
な

う
う
ん

そ
ん
な
風
に
思

て
な
い
か
ら
大
丈
夫

こ
の
後
こ

ち
の
事
情
も

め
て
何
も
か
も
ま
と
め
て
全
部
話
す

 
と
り
あ
え
ず
ア
ル
ン
の
街
中
に

ど
こ
か
落
ち
着
け
る
場
所

て
あ
る
か

案
内
す
る
わ

と
り
あ
え
ず
移
動
し
ま
し

う
か

す
ま
ん

宜
し
く
頼
む

 
一
行
は
そ
の
ま
ま
ア
ル
ン
へ
と
入
り

落
ち
着
い
て
話
せ
る
場
所
へ
と
向
か

た
の
だ

た
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第
１
２
２
話
 
涙

さ
て

何
か
ら
話
せ
ば
い
い
か
な

ま
ず
目
的
か
ら
話
す
の
が
一
番
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら
ね
後
は
そ
こ
に
肉
付
け
し
て
く
感

じ
でそ

う
だ
な

リ

フ

ち

と
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
勘

な

う
ん

分
か
ら
な
か

た
ら

中
で

く
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

あ
あ
い
つ
で
も
話
を
さ
え
ぎ

て
質
問
し
て
く
れ

ま
ず
最
初
に
俺
達
の
本
当
の
目
的
な
ん

だ
が

 
こ
の
世
界
樹
の
上
に
い
る

テ

タ

ニ
ア
を
救
い
出
す
事
だ

え
 
リ

フ

は

ハ
チ
マ
ン
が
い
き
な
り
お
か
し
な
事
を
言
い
出
し
た
の
で

少
し
混
乱
し
た

ま
あ
そ
う
い
う
反
応
に
な
る
よ
な

あ

分
か
り
や
す
く
言
う
と
な

 
今
の
テ

タ

ニ
ア
は

Ｎ
Ｐ
Ｃ
じ

な
く
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
だ

中
の
人
が
い
る
ん
だ
よ

中
の

人

え

え
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あ
あ

テ

タ

ニ
ア
の
中
の
人
は
な

自
分
の
意
思
に
反
し
て

 
ず

と
あ
そ
こ
に

じ
込
め
ら
れ
て
る
ん
だ

え

だ

て

テ

タ

ニ
ア
は

精
の
女
王
で

当
然
Ｎ
Ｐ
Ｃ

あ
れ

常
識
で
考
え
れ
ば
そ
う
な
ん
だ
よ
な

キ

カ
ケ
は
な

こ
の
ユ
キ
ノ
達
が

た

な
ん

だ
よス

ク
リ

ン
シ

ト

あ
あ

少
し
前
に
プ
レ
イ
ヤ

人
が

外

か
ら
世
界
樹
の
上
に
行
こ
う
と
し
た
事
件
が

あ

た
だ
ろ

 
そ
れ
を
や

た
の
が
こ
こ
に
い
る
ユ
キ
ノ
ユ
イ
ユ
イ
イ
ロ
ハ
コ
マ
チ
の
四
人
な
ん
だ

え

あ
れ
を
や

た
の

て

ユ
キ
ノ
達
だ

た
ん
だ

え
え

実
は
そ
う
な
の
よ

リ

フ

さ
ん

で

そ
の
時
に
コ
マ
チ
が
上
空
で

を

た
ん
だ
が

そ
の
写
真
の
人
物
が

 
俺
の
知
り
合
い
の
と
あ
る
人
に

似
し
て
い
て
な

そ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に

 
ど
う
し
て
も
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ

た
ん
だ
よ

で
も

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
は
未
実
装

て

あ

も
し
か
し
て
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未
実
装
だ
か
ら
こ
そ
テ
タ
ニ
ア
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
じ
な
く
て
も
誰
に
も
バ
レ
る
心
配
が
無
い

 
だ
か
ら
難
易
度
を
あ
そ
こ
ま
で
高
く
し
て

誰
に
も
ク
リ
ア
出
来
な
い
よ
う
に
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

リ

フ

の
勘
の
良
さ
に
少
し
驚
い
た

す
ご
い
な
リ

フ

お
そ
ら
く
そ
の
通
り
だ

 
難
易
度
に
つ
い
て
は

未
実
装
な
の
が
バ
レ
な
い
よ
う
に
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
奴
ら
は
そ
の
裏
で
違
法
行

を
行

て
い
る

違
法
行

違
法
行

て
言
い
方
じ

足
り
な
い
な

重
大
な
犯
罪
行

だ

そ
こ
ま
で
な
の

一
体
こ
の
上
に
捕
ま

て
い
る
の
は
誰
な
の

こ
の
上
に
捕
ま

て
い
る
の
は
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

だ

え

そ
れ

て

リ

フ

も
知

て
る
だ
ろ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
ま
ま

 
ま
だ
目
覚
め
な
い

人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
事
を

ま
さ
か

そ
ん
な
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そ
の
ま
さ
か
だ

目
覚
め
な
い

人
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人
は
確
実
に
こ
の
上
に

わ

れ
て
い
る

 
さ

き
俺
が
上
に
飛
び
上
が

た
時

話
す
事
が
出
来
た
ん
だ

間
違
い
な
く
本
人
だ

た

何
で
す

て

会
話
が
出
来
た
の

 
横
で
話
を

い
て
い
た
ユ
キ
ノ
が

驚
い
て
そ
う

ね
て
き
た

実
は
さ

き
な

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

カ

ド
を
手
に
入
れ
た
ん
だ

 
そ
れ
を
ユ
イ
が
使
う
事
に
よ

て

上
と
の
交
信
が
一
時
的
に
可
能
に
な

た
ん
だ
よ

そ
う
い
う
事
だ

た
の
ね

と
い
う
事
は
つ
ま
り

 
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
部
屋
の
奥
の
壁
を
抜
け
ら
れ
る
目
処
も
こ
れ
で
つ
い
た
の
か
し
ら

壁
を

抜
け
る

あ
あ

リ

フ

こ
の
ユ
イ
は
な
元
々
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
の
一
部
な
ん

だ 
だ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

さ
え
入
手
出
来
れ
ば

壁
を
抜
け
て
上
に
行
く
事
が
出
来
る

 
何
故
な
ら
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
使
わ
れ
て
い
る
サ

バ

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

の
コ
ピ

だ
か

ら
だ
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俺
達
が
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に
こ
だ
わ

て
い
る
の
は

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
ん
だ

そ
ん
な

そ
ん
な
事

て

信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

全
て
事
実
だ

 
始
め
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
直
後
か
ら

俺
達
の
ス
キ
ル
は
ほ
ぼ
カ
ン
ス
ト
し
て
い
た

 
お
そ
ら
く
ナ

ヴ
ギ
ア
に
セ

ブ
さ
れ
て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
が

用
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う

な
そ
れ
じ

あ

あ
な
た
達
は
も
し
か
し
て

あ
あ

俺

キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

シ
リ
カ
の
五
人
は

 
ナ

ヴ
ギ
ア
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

な
ん
だ

 
リ

フ

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

と
い
う
言
葉
を

き
心

の

動
が

ま
る
の
を
感

じ
た

 
こ
の
人
達
は
も
し
か
し
て
兄
の
知
り
合
い
だ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
か

そ
れ
と
も
ま
さ
か

 
リ

フ

は

め
て
キ
リ
ト
を
じ

と
見
つ
め
た

 
も
し
上
に
い
る
の
が
あ
の
リ
ズ
て
人
な
の
だ
と
し
た
ら

も
し
か
し
た
ら
キ
リ
ト
君
は

あ

あ
の

上
に
い
る
人

て

何
て
人

な
の
か
な
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上
に
い
る
の
は
ア
ス
ナ

て
言

て

ハ
チ
マ
ン
と
結
婚
し
て
た
人
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
の
代
わ
り
に
キ
リ
ト
が
そ
う
答
え

リ

フ

は
少
し
ホ

と
し
た
が

 
言
葉
の
意
味
を
理
解
し

驚
い
て

き
返
し
た

結
婚

ハ
チ
マ
ン
君
の
奥
さ
ん

あ
あ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ

た
ん
だ
よ

ま
あ

そ
う
い
う
事
だ

俺
は

ア
ス
ナ
を
救
い
出
す
た
め
に
こ
こ
に
来
た
ん
だ

そ
の
た
め
に
あ
の
ナ

ヴ
ギ
ア
を
も
う
一
度
か
ぶ

た
の

怖
く
な
か

た
の

怖
く
な
か

た
と
言
え
ば

に
な
る
な

で
も

か
ぶ
ら
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
俺
に
は
無

か

た
そ
う

な
ん
だ

す
ご
い
ね

俺
一
人
じ

勇
気
が
出
な
か

た
か
も
し
れ
な
い
が

俺
に
は
頼
れ
る
仲
間
が
い
た
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
仲
間
達
の
顔
を
見
回
し
た

皆
そ
れ
を
見
て
嬉
し
そ
う
に

い
た

こ
こ
に
い
る
仲
間
の
他
に

外
部
か
ら
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
ア
ル
ゴ

て
仲
間
が
い
る

 
ア
ス
ナ
に

カ

ド
を

し
て
く
れ
た
の
も

そ
の
ア
ル
ゴ
ら
し
い

も
し
か
し
て

の
協
力
者

て
い
う
の
が
そ
の
ア
ル
ゴ
さ
ん
な
の
か
し
ら
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あ
あ

俺
も
驚
い
た
ん
だ
が

ど
う
も
そ
う
ら
し
い
な

ハ
チ
マ
ン
君
の
仲
間
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の

そ
う
だ
な
リ

フ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

俺
に
は
七
人
の
仲
間
が
い
た

 
キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

シ
リ
カ

ア
ル
ゴ

そ
し
て
上
に
い
る
ア
ス
ナ

 
残
り
の
一
人
は

実
は

わ
れ
た

人
の
中
に
入

ち
ま

て
る
ん
だ

 
ゲ

ム
内
で
は
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
ん
だ
が
お
そ
ら
く
ア
ス
ナ
を
解
放
す
る
事
が
出

来
れ
ば

 
後
は
ア
ス
ナ
の
証
言
に
よ

て

が
動
き
そ
れ
に
よ

て
そ
の
仲
間
も
解
放
さ
れ
る
は
ず

だ 
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
今
は

ア
ス
ナ
を
全
力
で
助
け
出
す
事
だ
け
を
考
え
れ
ば
い
い

あ
あ

絶
対
に
ア
ス
ナ
は
助
け
る

そ
し
て
リ
ズ
も
必
ず
解
放
す
る

 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
を

き

リ

フ

の
心

が
ド
ク
ン
と
大
き
な
音
を
た
て
た

 
リ
ズ

今
キ
リ
ト
君
は
確
か
に
リ
ズ
と
言

た

そ
れ
で
は
や
は
り
キ
リ
ト
君
は

あ
の

キ
リ
ト
君

ん

ど
う
し
た

リ

フ
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キ
リ
ト
君
は

も
し
か
し
て

そ
の

和
人

お
兄
ち

ん

え

あ
れ

も
し
か
し
て

リ

フ

て

ス
グ

な
の
か

お
お

こ
の
前
一

だ
け
病
室
で
会

た
キ
リ
ト
君
の
妹
さ
ん

 
一
同
が
ざ
わ
つ
く
中

リ

フ

は

き

キ
リ
ト
に
言

た

う
ん

ス
グ
だ
よ

お
兄
ち

ん

ま
じ
か

全
然
気
付
か
な
か

た

う
ん

そ
う

だ
ね

私
は
で
も

あ
れ

な
ん
か

 
お
か
し
い
な

何
で
私

い
て
る
ん
だ
ろ

 
リ

フ

は
い
つ
の
間
に
か

自
分
が

い
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
は

お
ろ
お
ろ
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

ご

ご
め
ん

ち

と
今
日
は
落
ち
る
ね

 
そ
う
い
う
と
リ

フ

は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
キ
リ
ト
は
困

た
よ
う
に
仲
間
の
顔
を
見
回
し
た
が

そ
ん
な
キ
リ
ト
に

 
何
か
を
察
し
た
の
だ
ろ
う

女
性

が
口
々
に
言

た
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キ
リ
ト
君

一
度
自
宅
に

て
妹
さ
ん
と
話
し
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ

う
ん

こ
の
時
間
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
は
ず

急
い
だ
方
が
い
い
か
も

く
行

て
あ
げ
て
下
さ
い

わ
か

た

ハ
チ
マ
ン
す
ま
ん

ち

と
行

て
く
る

あ

な
る
ほ
ど
な

う
ん

急
い
だ
方
が
い
い

道
中
気
を
付
け
て
な

 
キ
リ
ト
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
と

す
ぐ
に
病
院
に
外
出
許
可
を
と
り

自
宅
へ
と
向
か

た

 
残
さ
れ
た
者
達
の
中
で
は
ク
ラ
イ
ン
だ
け
が
未
だ
に
事
態
を
飲
み
込
め
て
い
な
い
よ
う
だ

た
な

結
局
ど
う
い
う
事
だ

俺
は
何
と
な
く
分
か

た
ぞ

ク
ラ
イ
ン

私
も
察
し
ま
し
た
よ

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

エ
ギ
ル
と
シ
リ
カ
は
分
か

た
の
か

ク
ラ
イ
ン

多
分
リ

フ

は

キ
リ
ト
の
事
が
好
き
だ

た
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
れ
が
兄
だ
と
知

て
シ

ク
を
受
け
た
ん
じ

な
い
か

あ
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そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

は
微

に
間
違

て
い
た
の
だ
が

 
さ
す
が
に
リ

フ

が

に
キ
リ
ト
を
い
と
こ
だ
と
知

て
い
る
と
予
想
す
る
の
は

 
い
く
ら
ハ
チ
マ
ン
で
も
現
実
で
直
葉
と
ち

ん
と
話
し
た
事
が
無
か

た
た
め
無
理
だ

た

ま
あ
こ
れ
ば

か
り
は
な
俺
達
に
は
口
が
出
せ
な
い
問
題
だ
か
ら
キ
リ
ト
に
任
せ
よ
う

そ
う
ね

私
達
は
と
り
あ
え
ず

実

面
の
話
を
し
て
お
き
ま
し

う

  
和
人
は

に

ら
れ
な
が
ら

直
葉
の
事
を
考
え
て
い
た

 
直
葉
の
涙
に
つ
い
て
は

正
直
心
当
た
り
は
無
か

た

い
や
俺
と
直
葉
の
間
に
心
当
た
り
は
無
く
て
も
キ
リ
ト
と
リ

フ

の
間
に
な
ら
あ
る
い

は 
和
人
は

八
幡
が

し
た
の
と
同
じ
よ
う
な
事
を
考
え
て
い
た

 
だ
が
恋
愛

験
が
決
し
て
豊

と
は
言
え
な
い
和
人
は

 
直
葉
に
会

て
か
ら
自
分
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

ま

た
く
分
か
ら
な
か

た

と
に
か
く
ち

ん
と
話
す
し
か
な
い
な

 
自
宅
に
着
く
と

両
親
は
今
日
は

い
よ
う
で

ま
だ
帰

て
い
な
か

た
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和
人
は
深
呼

を
し
て

直
葉
の
部
屋
の
ド
ア
を
ノ

ク
し
た
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第
１
２
３
話
 
兄
妹

 
す
み
ま
せ
ん
予
約
時
刻
が
明
日
に
な

て
ま
し
た

ど
う
ぞ

 
部
屋
の
中
か
ら
直
葉
の
返
事
が

こ
え

和
人
は
恐
る
恐
る
ド
ア
を
開
け
た

 
直
葉
は
ベ

ド
に
座

た
ま
ま

い
て
お
り

和
人
の
方
を
見
よ
う
と
は
し
な
か

た

ス
グ

そ
の

う
ん

 
和
人
は
直
葉
に
話
し
か
け
よ
う
と
し
た
が

そ
れ
以
上
言
葉
が
出
て
こ
な
か

た

 
直
葉
も
何
も
言
お
う
と
は
せ
ず

た
だ
時
だ
け
が
流
れ
て
い

た

 
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思

た
和
人
は

言
う
べ
き
言
葉
を
必
死
に
探
し
て
い
た
が

 
そ
の
和
人
よ
り
先
に

直
葉
が
重
い
口
を
開
い
た

ね
え
お
兄
ち

ん
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う
ん

ナ

ヴ
ギ
ア
を
も
う
一
回
か
ぶ
る
事
に
な

た
じ

な
い

そ
の

怖
く
な
か

た
の

そ
う
だ
な

ま

た
く
怖
く
な
か

た
と
言

た
ら

に
な
る
け
ど

は
ま

た
く
無

か

た
な

 
む
し
ろ

こ
れ
で
一
歩
前
進
出
来
る

て
い
う
喜
び
の
気
持
ち
の
方
が
強
か

た

喜
び

や

と
仲
間
を
助
け
る
手
が
か
り
が
掴
め
た
か
ら
な

仲
間

あ
あ

 
直
葉
は
キ
リ
ト
の
言
う
仲
間
の
中
に
果
た
し
て
自
分
も

ま
れ
て
い
る
の
か
と
考
え
て
い

た 
私
と

そ
の
リ
ズ
と
い
う
人
と
で
は

ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う

 
直
葉
は
不
安
に
な
り
な
が
ら
も

思
い
切

て
和
人
に

ね
た

お
兄
ち

ん
に
と

て

リ
ズ

て
人
は

ど
ん
な
存
在
な
の

え
何
で
そ
の
名
前
を
知

て
る
ん
だ

リ
ズ
の
事
ス
グ
に
話
し
た
事
あ

た

け
か
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和
人
は

直
葉
の
言
葉
が
想
像
と
違

た
た
め

や
や
混
乱
し
た

う
う
ん

前
に
お
兄
ち

ん
が
病
室
で

い
た
の
を

い
て
た
だ
け

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

俺
は
あ
の
時
リ
ズ
の
名
前
を

い
て
た
の
か

う
ん

で

ど
う
な
の
か
な

リ
ズ
か

俺
に
と

て
の
リ
ズ
は

そ
う
だ
な

ひ
ま
わ
り

か
な

えリ
ズ
は

ひ
ま
わ
り
み
た
い
な
奴
だ
な

俺
や
ハ
チ
マ
ン
は

ど
う
し
て
も
な
ん
て
い
う
か

 
影

い
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ

影

闇

何
て
言
え
ば
い
い
の
か
な

う
う
ん

何
と
な
く
わ
か
る
よ

そ
れ
と
比
べ
る
と

あ
い
つ
は
ひ
ま
わ
り
み
た
い
な
奴
な
ん
だ
よ

 
い
つ
も
太
陽
の
方
を
向
い
て
い
る

そ
ん
な
感
じ
の
奴
だ

そ
う
な
ん
だ

 
和
人
は
リ
ズ
の
事
を
話
す
時

ど
こ
か
眩
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た

で

リ
ズ
が
ど
う
か
し
た
の
か

あ
の

え

と
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う
ん

 
直
葉
は
こ
ん
な
事
を

く
の
は
ル

ル
違
反
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
そ
の
問
い
を
発

し
たも

し
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
た
後

目
覚
め
な
い
の
が
私
だ

た
ら

お
兄
ち

ん
は
ど
う
し

た
助
け
る
さ

ど
ん
な
手

を
使

て
も
な

そ

そ
う

そ
れ
じ

あ

リ
ズ
さ
ん
と
私
だ

た
ら

ど

ち
を
先
に
助
け
た

後
先
な
ん
か
な
い
な

二
人
と
も
助
け
る

 
キ
リ
ト
は

そ
の
問
い
に
即
答
し
た

え
リ
ズ
と
ク
ラ
イ
ン
だ
ろ
う
が
ス
グ
と
ハ
チ
マ
ン
だ
ろ
う
が
全
員
助
け
る

当
た
り
前

だ
ろ当

た
り
前

う
ん

そ
う
だ
ね

あ
あ

ご

ご
め
ん

変
な
事
を

い
ち

た
ね

ま
あ
た

た
一
人
の
妹
だ
か
ら
な

そ
ん
な
の
別
に

わ
な
い
さ
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妹

だ
か
ら

ん
 
妹
と
い
う
言
葉
が
出
た

間
直
葉
の
雰
囲
気
が
変
わ

た
事
に
和
人
は
気
付
か
な
か

た 
そ
し
て
直
葉
は

た
め
ら
い
な
が
ら
も
は

き
り
と
和
人
に
こ
う
告
げ
た

お
兄
ち

ん
私
も
う
知

て
る
の

私
と
お
兄
ち

ん
が
本
当
は
血
が
繋
が

て
な
い

て
事

 
和
人
は
そ
れ
を

い
て
始
め
て
こ
の
問
題
が
キ
リ
ト
と
リ

フ

の
間
だ
け
の
問
題
で
は
な

く 
和
人
と
直
葉
の
間
の
問
題
で
も
あ

た
の
だ
と
理
解
し
た

そ
う
か

知

て
た
の
か

さ
ん
と
⺟
さ
ん
か
ら

い
た
の
か

う
ん

私
ね

か
ら
お
兄
ち

ん
の
事
を
一
人
の
男
性
と
し
て
好
き
だ

た

 
で
も
や

ぱ
り
兄
妹
だ
か
ら

て

自
分
の
気
持
ち
を
ず

と

し
て
き
た

 
そ
ん
な
時

お
兄
ち

ん
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

て
こ
れ
な
く
な

て

 
心
配
で
ど
ん
ど
ん

し
て
い
く
私
を
見
か
ね
た
の
か
お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
が
教
え
て
く
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れ
た
の

 
私
と
お
兄
ち

ん
は

本
当
は
血
が
繋
が

て
な
い

て

そ
れ
か
ら
ず

と
考
え
て
た

 
私
は
お
兄
ち

ん
を
好
き
で
い
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い

て

 
そ
し
て
お
兄
ち

ん
が

て
き
て
く
れ
て
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う

て
迷

て
い
た
時
に

 
私
の
前
に
キ
リ
ト
君
が
現
れ
た

私
は
ど
ん
ど
ん
キ
リ
ト
君
に

か
れ
て
い

た

 
当
た
り
前
だ
よ
ね

二
人
は
同
じ
人
だ

た
ん
だ
か
ら

ス
グ

私
は
お
兄
ち

ん
の
事
が
好
き
だ

た
は
ず
な
の
に
キ
リ
ト
君
の
事
も
好
き
に
な

て
い
た

 
お
兄
ち

ん
に
リ
ズ
さ
ん

て
相
手
が
い
る
の
を
知

て
か
ら
そ
の
気
持
ち
は
更
に
強
く

な

た

 
多
分
私
は
キ
リ
ト
君
に
逃
げ
よ
う
と
し
た

だ
か
ら
こ
ん
な
ず
る
い
私
に
罰
が
く
だ

た
ん

だ
と
思
う

違
う

 
ま
る
で

悔
を
す
る
よ
う
な
直
葉
の
言
葉
を

和
人
は
即
座
に
否
定
し
た

俺
な
ん
か
が
え
ら
そ
う
に
言
え
る
事
じ

な
い
と
お
も
う
が
人
を
好
き
に
な
る
事
に
罪
も
罰
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も
無
い

そ
う

な
の
か
な

俺
が
言

て
い
い
事
じ

な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
で
も
ス
グ
が
自
分
を

め
る
の
は
絶
対
に
間
違

て
る

お
兄
ち

ん
は

リ
ズ
さ
ん
の
ど
こ
を
好
き
に
な

た
の

分
か
ら
な
い

えた
だ

一

に
い
た
い

て
そ
う
思

た

 
き

と
そ
う
い
う
バ
ラ
ン
ス
と
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
ん
だ
と
思
う

バ
ラ
ン
ス
と
タ
イ
ミ
ン
グ
か

自
分
で
も
お
か
し
な
事
を
言

て
る
気
は
す
る
け
ど

で
も
他
に
言
い
よ
う
が
な
い

ふ
ふ

 
直
葉
は
突
然
笑
い
出
し
た

和
人
は
そ
れ
を
見
て

少
し
と
ま
ど

た

何
だ
よ

う
う
ん

あ
の
お
兄
ち

ん
が
一
生

命
恋
愛
に
つ
い
て
語

て
る
の
が
お
か
し
く
て
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自
分
で
も
似
合
わ
な
い
の
は
分
か

て
る
け
ど
な

う
う
ん

そ
う
い
う
事
じ

な
く
て

お
兄
ち

ん
は
や

ぱ
お
兄
ち

ん
な
ん
だ
な

て

ど
う
い
う
事
だ

何
に
で
も
一
生

命
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
何
度
も
危
険
な
目
に
あ

た
は
ず
な
の
に

 
そ
れ
で
も

か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
が
お
兄
ち

ん
ら
し
い
な

て
そ
う
思

た
の

成
⻑
し
て
な
く
て
悪
か

た
な

う
う
ん

お
兄
ち

ん

す
ご
く
成
⻑
し
た
と
思
う
よ

ず

と
見
て
き
た
私
に
は
分
か
る

 
お
兄
ち

ん
は

こ
は
変
わ
ら
な
い
け
ど

何
か
や

ぱ
り
大
人
に
な

た

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

そ
う
い
う
も
ん
か

う
ん

そ

か

 
和
人
は
理
屈
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
と
に
か
く
直
葉
が
明
る
さ
を
取
り

し
た
事
に
安

し
た

 
そ
ん
な
和
人
に

直
葉
は
し

か
り
と
し
た
口
調
で
言

た

お
兄
ち

ん

私
も
一

に
戦
う
よ

ア
ス
ナ
さ
ん
と
リ
ズ
さ
ん
を
絶
対
に
助
け
だ
そ
う
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も

と
も
そ
の
後
私
が
こ

ち
で
リ
ズ
さ
ん
と
直
接
会

て

 
お
兄
ち

ん
に
ふ
さ
わ
し
い
人
か
ど
う
か
チ

ク
す
る
の
で
覚
悟
し
て
お
い
て
ね

そ
の
言
い
方
だ
と

覚
悟
す
る
の
は
リ
ズ
な
ん
じ

な
い
の
か

ま
あ
お
兄
ち

ん
の
話
を

く
限
り
き

と
合
格
し
ち

う
ん
だ
ろ
う
な

て
気
が
す
る

 
で
も
そ
れ
だ
と
や

ぱ
悔
し
い
か
ら

私
が
リ
ズ
さ
ん
に
こ
う
言
う
の

 
私
と
お
兄
ち

ん
は
血
が
繋
が

て
な
い
か
ら

も
し
リ
ズ
さ
ん
が
今
後
お
兄
ち

ん
を
裏

切

た
ら

 
私
が
お
兄
ち

ん
を
取

ち

い
ま
す
よ

て

お
手
柔
ら
か
に
な

ふ
ふ

頑
張
ろ
う
ね

お
兄
ち

ん

あ
り
が
と
な

ス
グ

お

な
ん
か
い
い
よ

案
外
素
敵
な
お
姉
ち

ん
が
出
来
て
私
的
に
嬉
し
い
事
に
な
る
か
も

だ
し
ね

そ
う
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
な

そ
ん
な

気
で
ど
う
す
る
の

絶
対
な
る
く
ら
い
言
わ
な
い
と
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分
か

た
よ

絶
対
に
そ
う
な
る
か
ら

だ
か
ら
一

に
戦

て
く
れ

ス
グ

う
ん

 
こ
う
し
て
和
人
と
直
葉
の
話
し
合
い
は

一
応
穏

に
終
わ

た

 
直
葉
は
前
を
向
く
事
を
選
択
し
た
と
言
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
和
人
は
自
分
が
う
ま
く
話
せ
た
気
は
ま

た
く
し
て
い
な
か

た
が

 

め
て
女
心
の
難
し
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
た
の
だ

た

 
そ
し
て
こ
の
後
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
に
な
り

和
人
は
少
し
考
え
た
後
に
言

た

今

話
し
合
い
も
終
わ

て
る
だ
ろ
う
し

病
院
に
は
明
日

る
と
し
て

 
今
日
は
こ
の
ま
ま
自
分
の
部
屋
で

る
か
な

と
り
あ
え
ず
八
幡
に
連

を
入
れ
と
く
か

あ

で
も
お
兄
ち

ん
今
日
い
き
な
り
帰

て
き
た
か
ら
布
団
と
か
全
然
用
意
出
来
て
な

い
か
も

あ
 
和
人
の
困

た
顔
を
見
て

直
葉
は
少
し
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
こ
う
言

た

お
兄
ち

ん

も
し
良
か

た
ら

今
日
だ
け
で
も

み
た
い
に
一

に

な
い

え

い
や

さ
す
が
に
そ
れ
は
ど
う
だ
ろ
う
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リ
ズ
さ
ん
の
話
も
も

と

き
た
い
し

ハ
チ
マ
ン
君
と
ア
ス
ナ
さ
ん
の
話
も
興
味
が
あ
る

し 
だ
か
ら
お
兄
ち

ん

今
日
く
ら
い
は
お
願
い

ま
あ
い
い
か

中
で

ち
ま

た
ら
勘

な

あ
り
が
と
う
お
兄
ち

ん

私
も

ち

う
か
も
し
れ
な
い
し

大
丈
夫
だ
よ

 
そ
の
後
和
人
は
直
葉
と

何
年
か
ぶ
り
に
同
じ
ベ

ド
で

な
が
ら
色
々
な
話
を
し
た

 
一
日
中
激
し
い
戦
い
を

り
広
げ
た
せ
い
か
二
人
は
宣
言
通
り
そ
の
ま
ま

て
し
ま

た
よ

う
だ

 
今
後
二
人
の
関
係
が
ど
う
な
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
今
の
二
人
の

は
遊
び
疲
れ
て

て
し
ま

た
子

の

の

を

と
さ
せ
る
も
の
だ

た 
こ
う
し
て
激
動
の
一
日
が
終
わ
り
い
よ
い
よ
明
日
仲
間
達
は
最
後
の
決
戦
の
日
を
迎
え
る

事
と
な
る
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第
１
２
４
話
 
ざ
わ
つ
く
央
都

 

日
は
予
約
投
稿
の
日
に
ち
を
一
日
間
違
え
て
し
ま
い

本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
の
日

ア
ル
ン
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は

不
穏
な
気
配
を
感
じ

き
あ

て
い
た

お
い
見
た
か

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
奴
ら
が
大

し
て
ア
ル
ン
に
押
し
寄
せ
て
き
て
る
ぞ

見
た
見
た
ユ

ジ

ン
将
軍
も
来
て
る
み
た
い
だ
ぞ

ま
さ
か
近
く
で
戦
争
で
も
す
る
つ
も

り
かあ

ち
で
シ
ル
フ
領
主
と
ケ

ト
シ

領
主
が
何
か
話
し
て
い
た
ぞ

 

囲
に
は
か
な
り
の

の
軍
勢
が
展
開
し
て
た

こ
れ
は
ま
じ
で
戦
争
待

た
な
し
か
も
な

じ

ね

て
確
か
に
あ
れ
は
絶
対
暴
君
だ

て

日
街
を
通
過
す
る
所
を
見
た

ん
だ

て

信
じ
て
な
い
わ
け
じ

な
い
け
ど
よ

さ
す
が
に
な

て
お
い

あ
れ
見
ろ

 
あ
れ

て
ウ
ン
デ

ネ
の
領
主
の
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
じ

な
い
か
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ま
さ
か
こ
こ
に
き
て

ウ
ン
デ

ネ
も
参
戦
す
る
の
か

 
ど
こ
が
組
ん
で
て
ど
こ
が
敵
対
し
て
る
の
か

さ

ぱ
り
分
か
ら
ね
え

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん

俺
フ

ン
な
ん
だ
よ
な

あ
あ

さ
れ
る

分
か
る
分
か
る

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
マ
ジ
女
神
だ
よ
な

そ
れ
に
し
て
も

 
こ
れ
だ
け
色
々
な
種
族
の
軍
が
集
ま

て
る
の
に
ま

た
く
争
う
気
配
が
無
い
の
は
ど
う
い

う
事
だ

本
当
に
ど
う
な

て
る
ん
だ
ろ
う
な

中
立
都
市
の
中
で
の
戦
闘
は
禁
止
だ
か
ら
と
も
か
く

 
小

り
合
い
の
一
つ
も

こ

て
な
い
な
ん
て

明
ら
か
に
お
か
し
い

 
ま
た
別
の
場
所
で
は

新
た
に
到
着
し
た
と
あ
る
パ

テ

の
事
が
噂
に
な

て
い
た

お
い
つ
い
に
絶
対

度
が
中
立
を

て
て
ど
こ
か
の
勢
力
に

入
れ
す
る
事
に
し
た
ら

し
い
ぞ

俺
が

い
た
話
だ
と

ス
プ
リ
ガ
ン
の

下
に
入

た

て
話
だ

た
ん
だ
け
ど
な

え

ま
じ
で

絶
対

度

が
ス
プ
リ
ガ
ン
と
つ
る
ん
で
る
所
な
ん
か
見
た
事
無
い
ん
だ

が
俺
知

て
る

軍
の

下
と
か
じ

な
く

個
人
の

下
に
入

た
ら
し
い
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そ
い
つ
の
バ

ク
は

あ
の

絶
対
暴
君

だ

て
話
だ

ま
じ
か
よ

一

ア
ル
ン
か
ら
逃
げ
と
い
た
方
が
い
い
の
か

 

き
込
ま
れ
る
な
ん
て
真

平
ご
め
ん
だ
ぞ

そ
れ
が
ど
う
も
そ
う
い

た
心
配
は
無
い
ら
し
い
ん
だ
よ

 
知
り
合
い
の
話
だ
と

戦
争
は
し
な
い

て
上
か
ら
通
達
が
あ

た
ら
し
い
ん
だ
よ
な

た

た
一

で
一
体
何
が
あ

た
ん
だ
よ

謎
の
指

者
が
現
れ
て
ま
た
た
く
間
に
主
だ

た
勢
力
を

下
に
お
さ
め
た

て
事
な
ん
だ

ろ
う
な

 
一
方
そ
の
謎
の
指

者
は

四
人
の
領
主
と
ユ
キ
ノ
に
囲
ま
れ
て
困
惑
し
て
い
た

な
あ

何
な
ん
だ
こ
の
街
の
雰
囲
気
は

当
た
り
前
じ

な
い
つ
い

日
ま
で
激
し
く
争

て
い
た
勢
力
が
一

に
会
し
て
い
る
の
に

 
何
の
小

り
合
い
も

こ

て
な
い
の
だ
か
ら

 
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に

ユ

ジ

ン
が

き
な
が
ら
つ
け
加
え
た

俺
自
身

日
ま
で
争

て
い
た
奴
ら
と
今
こ
う
し
て
談
笑
し
て
い
る
事
が
信
じ
ら
れ
ん
か

ら
な
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そ
う
そ
う

日
ま
で
な
ら

サ

チ
ア
ン
ド
デ
ス
ト
ロ
イ

て
感
じ
だ

た
よ
ね
サ
ク

ヤ
ち

ん

そ
う
だ
な
ア
リ
シ

た

た
一
つ
の
キ

カ
ケ
で
こ
う
ま
で

が
変
わ
る
と
は
驚
き
だ

な
三
人
と
も
仲
が
い
い
み
た
い
で
良
か

た
よ

こ
れ
も
ハ
チ
マ
ン
君
の
お
か
げ
だ
ね

い
や

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん

こ
れ
は
主
に
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
の
力
だ
と
思
い
ま
す
よ

も
う
私
は
ハ
チ
マ
ン
君
の
配
下
な
ん
だ
か
ら
メ
ビ
ウ
ス

て
呼
び

て
に
し
な
き

だ
め

だ
よあ

す
み
ま
せ
ん

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
て

ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
に
活
を
入
れ
た

あ
な
た
が
そ
う
思
う
の
は
仕
方
が
な
い
と
思
う
け
ど

 
そ
も
そ
も
今
回
姉
さ
ん
が
動
い
た
の
は
あ
な
た
達
の
強
い
意
思
の
力
に
動
か
さ
れ
た
か
ら
だ

と
思
う
わ

 
だ
か
ら
も

と
自
信
を
持

て

こ
こ
に
い
る
五
人
を
う
ま
く
使
い
な
さ
い

使
う

て
な

俺
は
お
願
い
す
る
立
場
だ
と
思
う
ん
だ
が
な
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お
前
が
今
回
の
リ

ダ

な
ん
だ

し

か
り
し
ろ

ユ

ジ

ン

よ
し

す
ま
ん

も
う
大
丈
夫
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
深
呼

し
ま

す
ぐ
五
人
の
顔
を
み
つ
め
た

ま
ず
ア
リ
シ

が
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

と
こ
ろ
で
確
認
し
た
い
ん
だ
け
ど

今
回
は
と
り
あ
え
ず

 
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
ク
リ
ア
を
目
指
す

て
感
じ
で
い
い
の

 
君
の
話
だ
と

未
実
装
な
可
能
性
が
高
い
わ
け
じ

な
い

 
ま
あ
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら

確
か
に
奥
ま
で
到
達
す
る
だ
け
で
も
価

が
あ
る

 
運

に

ど
う
な

て
る
ん
だ

て
は

き
り
と
文

を
言
う
事
も
出
来
る
だ
ろ
う
し
ね

 
そ
の
ア
リ
シ

の
問
い
を
受
け

ハ
チ
マ
ン
は
少
し
悩
ん
だ
後

ユ
キ
ノ
の
顔
を
見
た

 
ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
に

き

ハ
チ
マ
ン
は

覚
悟
を
決
め
た
よ
う
に
こ
う
切
り
出
し
た

こ
こ
に
い
る
四
人
に

大
事
な
話
が
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
の
雰
囲
気
が
変
わ

た
事
に
気
付
い
た
の
か

場
が
少
し

張
し
た

そ
う
か

ま
だ
そ
の
話
に
は
続
き
が
あ
る
ん
だ
な

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
が
未
実
装
だ
と
証
明
し
た
い
だ
け
じ

な
い
だ
ろ
う
と
は
思

て
い
た
が
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そ
れ

て
私
達
を
信
頼
し
て
く
れ
た

て
事
な
ん
で
し

ち

と
嬉
し
い
か
も

私
は
ハ
チ
マ
ン
君
に
付
い
て
い
く
だ
け
だ
か
ら
問
題
な
い
よ

私
は
言
う
ま
で
も
な
い
わ
ね

す
ま
ん
み
ん
な

こ
れ
か
ら
話
す
事
は
絶
対
秘
密
に
し
て
く
れ

ま
ず
事
の

こ
り
は
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

自
身
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

で
あ
る
事
や

 
こ
こ
に
来
た
目
的
に
つ
い
て

説
明
を
始
め
た

ま
さ
か

い
や

で
も
筋
は
通

て
い
る
が

ね
え

察
は
そ
の
事
を
知

て
い
る
の

あ
あ

お
そ
ら
く
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
外
部
で
や
る
事
が
あ
る

て
言

た
の
は
そ
の
事
だ
と

思
うこ

れ
は
大
事
に
な

て
き
た
な

だ
が

ゲ

マ

と
し
て
は
絶
対
に
許
せ
ん

い
や

人
と
し
て
許
せ
ん

こ
れ
か
ら
の
私
達
の
行
動
が

そ
の
犯
罪
を
暴
く
た
め
の
第
一
歩
に
な
る
ん
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君
と
キ
リ
ト
君
の
大
切
な
人
が
そ
ん
な
事
に

 
私

こ
ん
な
に

た
の
は
生
ま
れ
て
始
め
て
か
も
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メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
が

て
る
と
こ
ろ
な
ん
て

想
像
も
つ
か
な
い
わ
ね

ユ
キ
ノ
さ
ん

私
だ

て
こ
う
い
う
時
は
さ
す
が
に

る
よ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

ま
あ
ま
あ
正
直
俺
も
か
な
り

り
を
覚
え
て
い
る

人
体
実
験
な
ど
は
絶
対
に
許
せ
な
い
し

 
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
目
指
す
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

の
心
を

み
に
じ
る
行

も
許
せ
ん

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も

お
前
に
協
力
す
る
事
を
約
束
す
る

シ
ル
フ
軍
も
同
様
だ

ケ

ト
シ

も
ね

ウ
ン
デ

ネ
も

小
さ
な
勢
力
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
ち
ろ
ん
私
達
も
全
面
的
に
あ
な
た
を

持
す
る
わ

俺
の
勝
手
な
想
い
に
み
ん
な
を
付
き
合
わ
せ
て
す
ま
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

五
人
の
力
強
い
宣
言
を

き

不
覚
に
も
涙
が
出
そ
う
に
な

た

 
五
人
は
ハ
チ
マ
ン
の

を

ん

ん
と
叩
き

い
た

 
そ
し
て
そ
の
後
実

の
戦
闘
の
進
め
方

が
話
し
合
わ
れ
る
事
と
な

た

ユ
キ
ノ
達
を
中
心
に

翼
に
シ
ル
フ

翼
に
サ
ラ
マ
ン
ダ

が
展
開
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敵
は
基
本
上
か
ら
来
る
か
ら
ウ
ン
デ

ネ
部

は
全
体
の
後
方
を

広
く
カ
バ

し
て
く

れ
私
達
ケ

ト
シ

の

の
子
の
⻯
騎
士
部

は

上
空
だ
ね

ア
リ
シ

装
備
は
間
に
合

た
の
か

う
ん

レ
プ
ラ
コ

ン
の
職
人
達
に
頑
張

て
も
ら

た
よ

準
備
は
バ

チ
リ

後
は
正
面
だ
な

サ
ラ
マ
ン
ダ

の
指

は
カ
ゲ
ム
ネ
に
任
せ
る
つ
も
り
だ

俺
が
お
前
達
の
露

い
を
引
き
受

け
よ
う

ユ

ジ

ン

す
ま
ん
が
頼
む

俺
の
武
器
は
対
モ
ン
ス
タ

戦
で
こ
そ
力
を
発

す
る
か
ら
な

片

か
ら

り
伏
せ
て
や

る
さ敵

の
時
は

な
奴
だ
と
思

て
い
た
け
ど

味
方
に
す
る
と
頼
も
し
い
ね

そ
れ
は
こ

ち
も
同
じ
だ
な

そ
れ
じ

残
り
の
正
面
担
当
は

そ
れ
は
当
然
俺
達
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン
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私
も
や
る
わ
よ

正
面
担
当

キ
リ
ト

リ

フ

 
部
屋
の
入
り
口
に

い
つ
の
間
に
か
キ
リ
ト
と
リ

フ

が
立

て
い
た

 
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
に
親
指
を
立
て

そ
の
ま
ま
会
話
に
加
わ

た

す
ま
ん

ち

と

れ
た

別
に
不
安
に
は
思

て
な
か

た
け
ど
な

み
ん
な

心
配
か
け
て
ご
め
ん

リ

フ

さ
ん
ス

キ
リ
し
た
顔
を
し
て
い
る
わ
ね

ど
う
や
ら
何
も
心
配
す
る
事
は
無
さ

そ
う
ね

う
ん

任
せ
と
い
て

露

い
は

私
と
キ
リ
ト
君
と

ユ

ジ

ン
の
三
人
で
や
ろ
う

ぼ

僕
も
加
え
て
下
さ
い

レ
コ
ン

 
突
然
そ
ん
な
声
が

こ
え

一
同
が
そ
ち
ら
を

り
向
く
と

 
そ
こ
に
い
た
の
は

日
の

者
で
あ
る
レ
コ
ン
だ

た

お
お

レ
コ
ン

ア
ル
ン
に
到
着
し
た
ん
だ
な

今
回
は
よ
く
や

て
く
れ
た
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は
い

サ
ク
ヤ
さ
ん

シ
グ
ル
ド
は
あ
の
後
ど
こ
へ
と
も
な
く
去

て
い

た
み
た
い
で
す

レ
コ
ン

男
を
見
せ
た
な

格
好
良
か

た
ぞ

あ
あ

正
直
ち

と

れ
た
な

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

キ
リ
ト
さ
ん

レ
コ
ン

頑
張

た
わ
ね

リ

フ

ち

ん

う
ん

あ
り
が
と
う

よ
し

こ
れ
で
準
備
は
大
体
整

た

み
ん
な
は
自
分
の
軍
を

め
上
げ
て
く
れ

 
戦
闘
開
始
は
一
時
間
後
く
ら
い

て
事
で

問
題
な
い
か

 
一
同
は
声
を
揃
え
て

お
う

と
叫
び

散

て
い

た

 
そ
の
場
に
残

て
い
た
の
は

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
だ
け
だ

た

い
よ
い
よ
だ
な

あ
あ

あ
と

ロ
グ
イ
ン
す
る
前
に
陽
乃
さ
ん
か
ら
ハ
チ
マ
ン
へ
の
伝
言
を

か

て
き
た

 
展
開
完
了

だ
そ
う
だ

ど
う
い
う
意
味
だ

ア
ス
ナ
が
目
覚
め
次
第
証
言
を
と

て
容
疑
を

め
る
ら
し
い

そ
し
た
ら
須

も
終
わ
り
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だ
なそ

か

陽
乃
さ
ん
が
現
地
に
い
る
な
ら
安
心
だ
な

ち
な
み
に
俺
も
今

ア
ス
ナ
の
入
院
し
て
い
る
病
院
の
近
く
に
移
動
し
て

 
そ
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
ん
だ

ま
じ
か
よ

病
院
の
自
分
の
部
屋
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
た
か
ら
気
が
付
か
な
か

た

こ
れ
が
最
後
だ

絶
対
に
勝
と
う

キ
リ
ト

あ
あ

 
そ
し
て
一
時
間
後

連
合
軍
は
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
へ
と
突
入
し
た
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第
１
２
５
話
 
友
の
た
め

好
き
な
人
の
た
め

 
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
の
前
の
広
場
に

と
て
つ
も
な
い

の
軍
勢
が
集
ま

て
い
た

 
噂
が
噂
を
呼
び

多
く
の
野
次
馬
が

そ
の

り
を
取
り
囲
ん
で
い
た

 
そ
ん
な
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
見
守
る
中

人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
集
団
が
中
央
へ
と
歩
い
て

い

た

 
そ
の
集
団
は
ユ

ジ

ン
将
軍
や
絶
対

度

そ
し
て

領
主
ら
で

成
さ
れ
て
お
り

 
当
然
そ
の
中
の
誰
か
が
指

者
の
役

を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が

 
予
想
に
反
し
て
そ
の
役
目
を

え
ら
れ
て
い
た
の
は

誰
も
見
た
事
が
な
い
無
名
の
プ
レ
イ

ヤ

だ

た

 
連
合
軍
の
メ
ン
バ

は
誰
も
そ
の
事
に
苦
情
を
述
べ
た
り

議
を

え
よ
う
と
は
し
な
か

た 
事
前
に

領
主
か
ら

知
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
そ
の
無
名
の
プ
レ
イ
ヤ

は

手
を

り
上
げ
ま

す
ぐ
正
面
へ
と

り
下
ろ
し

た
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全
軍
突
入

 
そ
の
無
名
の
プ
レ
イ
ヤ

当
然
そ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
の

け
声
と
共
に
連
合
軍
は

の
声
を
上
げ
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
へ
突
入

を
開
始
し
た

 
そ
れ
を
見
て
い
た

集
か
ら
も

大
歓
声
が
上
が

た

 

が
見
守
る
中

最
初
に
突
入
し
た
の
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍

シ
ル
フ
軍
だ

た

 
次
に
ケ

ト
シ

軍
が
中
に
入
り

騎
⻯
を
召
喚
し
た

 
ケ

ト
シ

軍
が
騎
⻯
に
乗
り
込
み
配
置
に
つ
い
た
後

 
後
方
に
ウ
ン
デ

ネ
軍
が
展
開
し

バ

ク
ア

プ
体
制
を
整
え
た

 
そ
し
て
最
後

中
央
に
ユ

ジ

ン
将
軍
を
先

に

ハ
チ
マ
ン
達
が
配
置
に
つ
い
た

 
そ
れ
は
実
に

観
な

め
で
あ
り

そ
の
場
に
い
る
者
達
は

 
自
分
達
が
今
こ
の
場
に
立

て
い
る
事
を

り
に
思

た
の
だ

た

先

は
キ
リ
ト

リ

フ

レ
コ
ン

ユ

ジ

ン
の
四
人
で
頼
む

 

の
軍
は
敵
を
近
付
け
さ
せ
る
な

⻯
騎
士

は
正
面
を
け
ん
制
し
な
が
ら
本

の
侵
攻
を

助
け
て
く
れ



 第二章 ＡＬＯ編

レ
コ
ン

背
中
は
任
せ
た
わ
よ

う

う
ん

リ

フ

ち

ん
は
僕
が
絶
対
に
守
る
よ

あ
ん
た
と
こ
う
し
て

を

べ
て
戦
う
事
に
な
る
な
ん
て
な

運
命
と
は
不
思
議
な
も
の
だ
な

全
て
終
わ

た
ら

ま
た
一
対
一
で
や
ろ
う

お
う

ま
た
勝
た
せ
て
も
ら
う
け
ど
な

よ
し

全
軍

前
へ

 
フ

メ

シ

ン
が
整

た
と
こ
ろ
で

ハ
チ
マ
ン
は
前
進
の
指

を
出
し
た

 
後
の

か
い
指

は
現
場
の
指

に
任
せ
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

 
一
同
は

前
進
し
な
が
ら
敵
の
出
現
を
今
か
今
か
と
待
ち

え
て
い
た

 
そ
し
て
あ
る

度
進
ん
だ
時

壁
面
に
ポ

ポ

と
光
の

が
現
れ

 
そ
の
中
か
ら
天
使
の
よ
う
な
敵
が
現
れ
始
め
た

そ
の
光
は
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
全

に
広
が

り 
気
が
付
く
と
連
合
軍
は

無

の
敵
に
囲
ま
れ
て
い
た

お
い
お
い

話
に
は

い
て
い
た
が

こ
ん
な
に
多
い
の
か
よ
ユ

ジ

ン

あ
あ

一
体
一
体
の
強
さ
は
大
し
た
事
が
無
い
ん
だ
が
な
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と
に
か
く

和
攻
撃
を
し
て
く
る
わ
け
か

あ
の
馬

が
考
え
そ
う
な
事
だ
な

あ
の
馬

あ
あ

こ
の
事
件
の
黒
幕
だ
よ

そ
う
か

な
ら
我
ら
の
強
さ
を
思
い
知
ら
せ
て
や
ろ
う

行
く
ぞ

キ
リ
ト

お
う

私
達
も
行
く
よ
レ
コ
ン

う
ん

 
キ
リ
ト
達
四
人
が
な
お
も
前
進
す
る
と

囲
の
敵
が
一

に
動
き
出
し
た

⻯
騎
士

第
一

ブ
レ
ス

サ
ラ
マ
ン
ダ

前
衛

エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
を
放
て

シ
ル
フ

前
衛

同
じ
く
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
を

 
敵
め
が
け
て
一

に
遠

離
攻
撃
が
放
た
れ

音
と
共
に
着

し
た

 
そ
の
攻
撃
に
よ
り

敵
の
第
一

は
殲
滅
さ
れ
た
が

次
の

間
に
壁
面
に
光
点
が
現
れ

 
再
び
大

の
敵
が

を
現
し
た

な
る
ほ
ど
こ
れ
は
と
に
か
く

囲
の
敵
を

え
て
い
る
間
に
精

で
奥
ま
で
突
入
す
る
し
か
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な
い
な

あ
る

度
ま
で
は
こ
の
ま
ま
進
み

一
気
に
駆
け
抜
け
ら
れ
る

離
ま
で
近
付
い
た
ら

 
そ
の
ま
ま
本

だ
け
で
突
撃
だ
な

全
軍

交
代
で

幕
を
張
り
つ
つ
そ
の
ま
ま
前
進

 
連
合
軍
は

ブ
レ
ス
や
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の
ク

ル
タ
イ
ム
を
考

し
つ
つ

 
交
代
で

幕
を
張
り

徐
々
に
前
進
し
て
い

た

 
た
ま
に

幕
を
抜
け
て
く
る
敵
が
い
た
が

問
題
な
く
処
理
さ
れ
て
い

た

 
被

し
た
者
達
は
す
ぐ
後
方
に
下
が
り

ウ
ン
デ

ネ

の
治
療
を
受
け
る
と

 
即
元
の
場
所
へ
と
復
帰
し
て
い

た

さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
味
方
を
集
め
る
と

敵
が
多
く
て
も
何
と
か
な
る
な

兵

て
や

ぱ
り
大
事
な
の
ね

不
敗
の
魔
術
師
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
わ

そ
ん
な
ネ
タ
が
出
て
く
る
と
は

余

あ
る
じ

な
い
か

今
の
と
こ
ろ
は
ね

で
も
そ
ろ
そ
ろ
本

に
も
敵
が
殺
到
し
て
来
る
の
で
は
な
い
か
し
ら
見

て 
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
は
上
を
指
差
し
た

ハ
チ
マ
ン
が
上
を
見
る
と
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天

方
向
は
ま
る
で
全
体
が
光

て
い
る
か
の
よ
う
に
す
さ
ま
じ
い

の
光
点
に

わ
れ
て
い

た
い
よ
い
よ
か

頼
む
ぞ

み
ん
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
仲
間
達
に
声
を
か
け
た

や

と
出
番
だ
な

と
ク
ラ
イ
ン
が

が
な
る

と
エ
ギ
ル
が

今
度
こ
そ
私
も
一

に
戦
い
ま
す

と
シ
リ
カ
が

悪
い
奴
ら
を
や

つ
け
よ
う

と
ユ
イ
ユ
イ
が

未
来
の
お
姉
ち

ん

待

て
て
ね

と
コ
マ
チ
が

今
度
こ
そ
私
の
存
在
価

を
見
せ
つ
け
ま
す
よ

と
イ
ロ
ハ
が
応
え

最
後
に
ユ
キ
ノ
が

即
死
し
な
け
れ
ば
私
が
即

す
わ

私
達
の
力
を
見
せ
て
あ
げ
ま
し

う

 
と
締
め
く
く

た

よ
し

全
軍

全
力
で
前
へ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が

つ
い
に
全
力
攻
撃
の
指

を
出
し
た

今
こ
そ
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
力
を
見
せ
ろ
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シ
ル
フ
の

力
を
見
せ
て
や
れ

⻯
騎
士

天
空
の

者
は
誰
な
の
か

あ
の
天
使
達
に
教
え
て
や
れ

ウ
ン
デ

ネ

は

に
散
ら
ば

て

囲
回
復
魔
法
を
中
心
に
全
力
で
仲
間
を
守
れ

 
全
軍
は
一

と
な

て
前
へ
と
突
撃
を
開
始
し
た

そ
こ
に
敵
の
集
団
が

正
面
か
ら
ぶ
つ

か

た

 
そ
れ
は

え
て
言
う
な
ら

の

に
水
道
の
水
を
か
け
続
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ

た

 

を
持
ち
上
げ
る
の
と
同
時
に

口
も

ら
れ

水

が

々

え
て
い
く

 
こ
の
ま
ま
だ
と

は
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
り

い
つ
し
か
消
え
て
無
く
な
る
だ
ろ
う

 
連
合
軍
は
今
ま
さ
に
そ
ん
な

態
だ

た

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
と
は

こ
れ
は
我
ら
だ
け
で
は
到

無
理
だ

た
な

音
を

く
な
ユ

ジ

ン

ま
た
俺
と
や
る
ん
だ
ろ

ユ
キ
ノ
ン

シ
ル
フ
軍
が
そ
ろ
そ
ろ
限
界
か
も

さ

き
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
が
向
か
う
の
が
見
え
た
わ

そ
れ
で
少
し
は
持
つ
と
思
う
わ

 
ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
す
る

私
達
は
ま
だ
健
在
だ
け
ど

両
翼
が
落
と
さ
れ
る
と
さ
す
が
に
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ま
ず
い
わ

こ
こ
か
ら
だ
と
奥
ま
で

か
な
い
可
能
性
が
高
い

も
う
少
し
我
慢
だ
な

わ
か

た
わ

タ
イ
ミ
ン
グ
は
任
せ
る

み
ん
な
す
ま
ん

も
う
少
し

え
て
く
れ

  
一
方
そ
の

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
社
で
は

こ
ん
ば
ん
わ

ご
注
文
の

当
を
お
持
ち
し
ま
し
た

お
う

来
た
か

よ
し

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
先
に
食

ち
ま
う
か
ら

 
材
木
座
は
交
代
ま
で
一
人
で

守
番
を
頼
む
な

あ

受
け
取
り
の
サ
イ
ン
も
頼
む

あ

は
い

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
う
と
社
員
連
中
は

当
を
持

て
別
室
へ
と
移
動
し
て
い

た

 
材
木
座
は
そ
の
扉
の
前
に
立
ち
中
の
様
子
を
監

す
る
体
制
を
と
る
と

当
屋
に
手
で
合

図
を
し
た

 

当
屋
は
そ
の
合
図
と
同
時
に

コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
始
め
た

待

て
て
く
れ
よ

今
オ
レ

ち
も
手
伝
う
か
ら
ナ
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そ
の
ま
ま
色
々
操
作
を
続
け
て
い
た

当
屋
は

ど
う
や
ら
や
る
べ
き
事
を
終
え
た
ら
し
く

 
材
木
座
に
手

き
し
て
呼
び
寄
せ
た

材
木

ち

こ
こ
を
押
せ
ば

ハ

達
を
少
し
は
楽
に
し
て
や
れ
る
ぞ

 
そ
の
役
目
は
材
木

ち
に
任
せ
る
事
に
す
る

そ

そ
ん
な
大
事
な
事
を
我
が
や

て
も
よ
ろ
し
い
の
で
あ
り
ま
す
か

相
変
わ
ら
ず
面
白
い

り
方
を
す
る
な

材
木

ち

ハ

を
助
け
た
い
ん
だ
ろ

 
気
に
せ
ず
押
し
ち

て
く
れ
よ

押
し
た
ら
二
人
で
ト
ン
ズ
ラ
す
ん

わ
か
り
ま
し
た

八
幡

今
我
が
助
け
る
ぞ

 
材
木
座
は
今
ま
さ
に
必
死
で
戦

て
い
る
で
あ
ろ
う
友
の
顔
を
思
い

か
べ

 
そ
の
パ
ネ
ル
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
そ
ろ
そ
ろ
突

込
む

こ
こ
か
ら
は
な
る
べ
く
前
面
の
敵
を
中
心
に
攻
撃
し
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
の
指

を
受
け
て

本

の
面
々
は
正
面
に
攻
撃
を
集
中
さ
せ
た

 
だ
が

中
々
前
に
進
む
事
は
出
来
な
か

た

リ

フ

ち

ん

大
丈
夫
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大
丈
夫
じ

な
い
わ
ね

で
も
こ
こ
は
絶
対
に
突
破
し
な
く
ち

だ
め
な
の

 

え
私
が
倒
れ
て
も

絶
対
に
前
に
進
む
の
よ

い
い
わ
ね

レ
コ
ン

リ

フ

ち

ん

 
レ
コ
ン
は
リ

フ

の
表
情
か
ら

断

た
る
決
意
を
見
て
と

た

 
そ
れ
を
見
て

レ
コ
ン
は
自
分
に
何
が
出
来
る
か
を
考
え

腹
を
く
く

た

リ

フ

ち

ん

僕
が
チ

ン
ス
を
作
る
よ

だ
か
ら
そ
の

を
絶
対
に
逃
さ
な
い
で
ね

レ
コ
ン

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

僕
が
正
面
の
敵
を
一

散
ら
し
ま
す

そ
の

に
突
入
し
て
下
さ
い

レ
コ
ン

一
体
何
を
す
る
つ
も
り
だ

僕
だ

て

仲
間
で
す
か
ら

分
か

た

任
せ
た

 
レ
コ
ン
は
そ
の
ま
ま

強
引
に
正
面
に
突

込
ん
で
い

た

 
敵
の
攻
撃
が
レ
コ
ン
に
集
中
し

レ
コ
ン
の

が
ど
ん
ど
ん

ら
れ
て
い
く

ハ
チ
マ
ン
君

レ
コ
ン
を
助
け
な
い
と

 
リ

フ

が

た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
言

た
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レ
コ
ン
は
何
か
す
る
つ
も
り
ら
し
い

あ
い
つ
だ

て
男
だ

俺
は
あ
い
つ
の
言
葉
を
信
じ
る

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
せ
め
て
私
は

 
リ

フ

は
そ
う
言
う
と

大
き
な
声
で
叫
ん
だ

レ
コ
ン

頑
張
れ

 
レ
コ
ン
は
リ

フ

か
ら
の
声
援
を

き

を
奮
い
立
た
せ
た

 
今

中
の

文
は
ど
れ
だ
け
攻
撃
さ
れ
て
も

絶
対
に
完
成
さ
せ
て
や
る

 
レ
コ
ン
は

文
の

を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
集
中
し
な
が
ら
攻
撃
に

え
続
け
前
へ
と
進

ん
で
い

た

 
そ
し
て
つ
い
に
レ
コ
ン
は

文
の

を
終
え
た

 
そ
の

間
に
レ
コ
ン
は
自
爆
し

囲
の
敵
は
爆
発
に

き
込
ま
れ

消
滅
し
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
の
正
面
に

か
り
と
通
路
が
口
を
開
い
た
の
だ

た
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第
１
２
６
話
 
突
入

今
だ

突
撃

 
レ
コ
ン
を
信
じ
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の

を
逃
さ
ず

突
入
の
指

を
出
し
た

す
ご
い
ね
レ
コ
ン

私
も
負
け
な
い
よ

 
リ

フ

は
レ
コ
ン
の
行
動
に
驚
き
な
が
ら
も

自
分
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と
思
い

 
先

を
き

て
そ
の

へ
と
突
撃
し
た

 

を
ふ
さ
ご
う
と

敵
が
殺
到
し
始
め
た
そ
の

間

突
に
敵
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が

止
し
た

何
だ

外
か
ら
の

か

ア
ル
ゴ

材
木
座

陽
乃
さ
ん

ハ
チ
マ
ン

今
が
チ

ン
ス
だ

我
ら
も
つ

こ
も
う

そ
う
だ
な

ユ

ジ

ン

露

い
を
頼
む

私
達
も
い
く
わ
よ

み
ん
な

こ
れ
が
正
念
場
よ

エ
ギ
ル

あ
の
壁
に
張
り
付
い
て

に
ハ
チ
マ
ン
を
ガ

ド
す
る
ぞ

背
後
の
守
り
は
私
が

先
輩

行

て
下
さ
い

ユ
イ

転
送
準
備
だ

壁
に
は
り
つ
い
た

間
に

俺
と
キ
リ
ト
と
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可
能
な
ら
他
に
何
人
か
を
飛
ば
し
て
く
れ

は
い
パ
パ

み
ん
な

行
く
ぞ
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
一
同
は
一

と
な

て
開
い
た

へ
と
突

込
ん
だ

 
防
御
は
完
全
に
無

で

回
復
の
全
て
を
ユ
キ
ノ
に

し

ひ
た
す
ら
最
奥
を
目
指
す

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か
正
面
の
敵
は
ほ
ぼ
殲
滅
さ
れ
後
は
追
撃
し
て
く
る
敵
の
大

が
い
る

だ
け
だ

た

 
そ
し
て
つ
い
に
一
同
は

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
の
最
奥
の
壁
に
到
達
し
た

よ
し
ユ
イ

頼
む

ア
ス
ナ
の
所
へ
行
く
ぞ

は
い

ハ
チ
マ
ン
に
は
絶
対
に
近
付
け
さ
せ
な
い
ぞ

二
人
と
も

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
の
事
は
任
せ
た

今
度
は
私
が
守
り
ま
す

ハ
チ
マ
ン
君

こ

ち
の
事
は
任
さ
れ
た
わ

ヒ

ハ
チ
マ
ン

キ
リ
ト
君

頑
張

て
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お
兄
ち

ん

未
来
の
お
姉
ち

ん
を
お
願
い
ね

先
輩

先
輩

キ
リ
ト
よ

俺
以
外
に
絶
対
に
負
け
る
ん
じ

な
い
ぞ

ハ
チ
マ
ン
君

お
兄

う
う
ん

キ
リ
ト
君

必
ず
二
人
の
目
的
を
達
成
し
て
き
て
ね

任
せ
ろ

み
ん
な
の
分
も
や

て
や
る

あ
あ

絶
対
に
や
り
と
げ
る

準
備
が
完
了
し
ま
し
た

転
送
し
ま
す

 
ユ
イ
が
そ
う
叫
び

そ
の
場
か
ら
二
人
の

が
消
え
た

 
そ
の

間

い
き
な
り
全
て
の
敵
が
消
滅
し

り
は
静

に
包
ま
れ
た

何
だ

敵
が
消
え
た

も
し
か
し
て

世
界
樹
に
プ
レ
イ
ヤ

が
進
入
し
た
か
ら

と
か
か

は
は

や

た

や

た
ね

 
一
同
は
歓
声
を
上
げ

下
の
方
か
ら
も

生
き
残
り
の
プ
レ
イ
ヤ

が
大
歓
声
を
上
げ
た

ど
う
や
ら
私
達
の
仕
事
は
こ
こ
ま
で
ね

あ
と
は
あ
の
二
人
に
任
せ
ま
し

う
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ち

と
待

て

人

が
足
り
な
く
な
い

そ
う
い
え
ば

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の
他
に
可
能
な
ら
何
人
か
転
送
す
る

て
言

て
た
な

誰
が
い
な
い
ん
だ

 
残
さ
れ
た
者
達
は

誰
が
い
な
い
か
を
確
認
す
る
事
に
し
た

 
す
ぐ
に
そ
れ
は
判
明
し

一
同
は
あ
る
意
味
そ
の
人
選
に
納
得
し
た

 
最
も
ユ
イ
に
は
選
ぶ
暇
が
無
か

た
の
で
ラ
ン
ダ
ム
に
一
人
飛
ば
し
た
だ
け
な
の
だ

た
が

な
る
ほ
ど
ね

当
と
言
え
ば

当
な
の
か
も
し
れ
な
い
ね

あ
と
は
あ
の
三
人
に
全
て

そ
う

お

い
お

い

み
ん
な

や

た
ね

 
そ
の
時
メ
ビ
ウ
ス
が

下
の
方
か
ら
手
を

り
な
が
ら
呼
び
か
け
て
き
た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
達
が
呼
ん
で
る
み
た
い
だ
か
ら

行
き
ま
し

う
か

 
そ
う
だ
リ

フ

さ
ん

レ
コ
ン
君
に
連

し
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら

 
あ
な
た
の
お
か
げ
で
作
戦
の
第
一

は
成
功
し
た

て
ね

そ
う
だ
ね
ユ
キ
ノ

あ
れ
だ
け
頑
張

て
く
れ
た
ん
だ
し

く
知
ら
せ
て
あ
げ
な
い
と
ね
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一
方
そ
の

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
社
は
大

ぎ
に
な

て
い
た

お
い

ど
う
い
う
事
だ

世
界
樹
に
プ
レ
イ
ヤ

が
入

て
る
ぞ

俺
達
二
人
し
か
い
な
い
時
に
よ
り
に
よ

て
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
か
よ

と
り
あ
え
ず
俺
が
須

さ
ん
に
連

す
る
わ

お
い
材
木
座

材
木
座

ち

ど
こ
行

た
ん
だ
あ
い
つ

須

さ
ん

自
宅
か
ら
す
ぐ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る

て
よ

そ
れ
じ

サ

バ

を
落
と
す
の
は
ま
ず
い
か

こ

ん
ば

ん
は

う
わ

び

く
り
し
た

あ
れ

君
は
確
か
本
社
の

雪
ノ
下
陽
乃
で

す

中
見
舞
い
に
来
ま
し
た

今
取
り
込
ん
で
る
ん
だ

す
ま
な
い
が

今
日
は
帰

て
く
れ
な
い
か

何
か
ト
ラ
ブ
ル
で
す
か

あ

あ
あ

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

で
も
私
と
し
て
も
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あ
な
た
達
に
余
計
な
事
を
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら

 
こ
こ
を
動
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
で
す
よ
ね

 
そ
し
て
陽
乃
の
雰
囲
気
が
突
然
変
わ

た

あ
ん
た
達
の
事
は
前
か
ら
調
査
し
て
た
の
よ

ほ
ん
と
ふ
ざ
け
た
事
を
し
て
く
れ
た
わ
ね

 
そ
の
陽
乃
の
表
情
は

ま
さ
に
肉
食

が
突
然
牙
を

い
た
よ
う
な

り
の
表
情
だ

た

 
二
人
は
気
お
さ
れ
つ
つ
も
顔
を
見
合
わ
せ
そ
の
ま
ま
や
け
に
な

て
陽
乃
に
襲
い

か

た 
次
の

間

二
人
は
陽
乃
に
よ

て
投
げ
飛
ば
さ
れ

に
叩
き
つ
け
ら
れ
て
い
た

ぐ
あ

ご
め
ん
ね

私

こ
う
見
え
て
も
合
気
道
の
免
許
皆
伝
な
ん
だ
よ
ね

 
そ
う
言
う
と
陽
乃
は

内
線
の
ボ
タ
ン
を
押
し

ど
こ
か
に
連

を
と
り
は
じ
め
た

あ
ガ

ド
マ
ン
さ
ん

さ

き
言

た
通
り
ち

ん
と
防
犯
カ
メ
ラ
を
見
て
て
く
れ
た

 
そ
う
そ
う

い
き
な
り
二
人
が
襲
い

か

て
き
た
か
ら
と
り
あ
え
ず
制
圧
し
と
い
た
わ

 

く
こ

ち
に
来
て

こ
の
二
人
を

束
し
て
ち

う
だ
い

 
ち

と
予
定
よ
り

い
け
ど
す
ぐ
に

察
に
も
突
入
し
て
も
ら
う
か
ら
そ
れ
ま
で
お
願
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い
ねお

前

最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
で

あ
ん
た
達
は
も
う
終
わ
り
よ

そ
し
て
須

も

八
幡
君

こ

ち
は
終
わ

た
わ

 
後
は
あ
な
た
達
次
第

も

と
も
八
幡
君
達
が
失
敗
し
た
と
し
て
も
須

は
私
が
逃
が
さ

な
い
け
ど
ね

 
で
も
出
来
る
事
な
ら
成
功
し
て
欲
し
い
か
な

頑
張
れ
弟

私
の
妹
を
絶
対
に
助
け
る
ん

だ
よ

 
八
幡
と
ア
ス
ナ
を

自
分
の
弟
妹
の
よ
う
に
思

て
い
た
陽
乃
は

 
そ
う

き
な
が
ら
外
で
待
機
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

察
に

話
を
か
け
た
後

 
さ
ら
に
別
の
場
所
に

話
を

け
始
め
た

あ

私
だ
け
ど

そ
ろ
そ
ろ
説
明
し
た
通
り
の
配
置
で
待
機
を
お
願
い

う
ん

彼
の
事

お

願
い
ね

  
そ
し
て
そ
の

ハ
チ
マ
ン
は

つ
い
に
世
界
樹
の
内
部
へ
の
侵
入
に
成
功
し
て
い
た

ふ
う

何
と
か
成
功
し
た
な

ユ
イ

キ
リ
ト
は
ど
こ
だ
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ご
め
ん
な
さ
い
パ
パ

誰
が
来
て
く
れ
た
の
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど

 
も
う
一
人
転
送
さ
せ
た
せ
い
で

少
し
三
人
の
座
標
が
ズ
レ
ち

い
ま
し
た

 
キ
リ
兄
達
は

私
達
よ
り
マ
マ
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
ま
す

そ
う
か

も
う
一
人
送
り
込
ん
で
く
れ
た
ん
だ
な

え
ら
い
ぞ
ユ
イ

は
い

頑
張
り
ま
し
た

ユ
イ

マ
マ
が
ど

ち
に
い
る
か
分
か
る
か

あ

ち
で
す

パ
パ

あ
と

マ
マ
の
近
く
に
正
体
不
明
の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
ま
す

 
も
う
一
人
の
人
は

こ
れ
は

パ
パ

誰
が
来
て
く
れ
た
か
分
か
り
ま
し
た

誰
が
来
て
る
ん
だ

で
す

そ
う
か

あ
い
つ
な
ら
き

と
う
ま
く
動
い
て
く
れ
る
は
ず
だ

よ
し

俺
達
も
向
か
お
う

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
イ
は

他
の
二
人
と
合
流
す
べ
く

通
路
を
進
ん
で
い

た

 
二
人
が

実
験
体
格
納
室

の
前
に
差
し

か

た
時

突
然
ユ
イ
が
ハ
チ
マ
ン
に
叫
ん
だ

パ
パ

パ
パ

今
こ
の
部
屋
の
中
か
ら
一

グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ

の
気
配
が
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グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ

ま
さ
か
そ
れ

て

く
そ

す
ま
ん

少
し

れ
る

頼
む
ぞ

二
人
と
も

 
さ
す
が
に
そ
の
言
葉
を
無

出
来
な
か

た
の
か
ハ
チ
マ
ン
は
実
験
体
格
納
室
の
扉
を

開
け
た

さ
ん

こ
こ
に
い
る
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
部
屋
に
入
り

そ
う
呼
び
か
け
た
が
返
事
は
無
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
慎
重
に
探
索
を
進
め
て
い

た
が
あ
る
モ
ニ
タ

の
前
で
見
覚
え
の
あ
る
名
前

を
発
見
し
た

リ
ズ

や

ぱ
り
こ
こ
に
い
た
の
か

 
そ
の
モ
ニ
タ

に
は

確
か
に
リ
ズ
ベ

ト
と
い
う
名
前
が
表

さ
れ
て
い
た

ユ
イ

こ
の
リ
ズ
ベ

ト

て
プ
レ
イ
ヤ

を
解
放
す
る
事
は
可
能
か

待

て
下
さ
い

目
で
す

今
の
私
だ
と

限
が
足
り
ま
せ
ん

そ
う
か

く
そ

す
ま
ん
リ
ズ

も
う
少
し
待

て
て
く
れ
な

必
ず
助
け
る

 
そ
し
て
再
び
ハ
チ
マ
ン
は
探
索
を
続
行
し
た
が

あ
る
モ
ニ
タ

の
前
で
ユ
イ
が
反
応
し
た

パ
パ

こ
こ
で
す

こ
こ
か
ら
気
配
が
し
ま
す
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こ
こ
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
モ
ニ
タ

を
じ

と
見
つ
め
た

 
モ
ニ
タ

の
画
像
は
何
の
変

も
な
い
デ

タ
の

だ

た
が
そ
の
画
像
が
突
然
乱
れ

た 
そ
し
て
モ
ニ
タ

の
中
に

一
人
の
男
の
顔
が
表

さ
れ
て
い

た

ジ
ジ

ジ

さ
ん

と
う
ご
う

す
ま

な

わ
た
し
の

な

デ

を

つ
か

え 
そ
の
男
の
顔
は

そ
う
言
い
残
す
と

消
え
て
い

た

お
い

さ
ん

さ
ん

気
配
が
消
え
ま
し
た

パ
パ

く

こ
れ
以
上
こ
こ
に
い
て
も
無

か

行
く
ぞ

ユ
イ

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
イ
は
通
路
に

り

奥
へ
と
進
ん
で
い

た
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な

デ

と
か

こ
え
た
よ
な

ユ
イ

何
の
事
か
分
か
る
か

デ

に

当
す
る
用
語
は

く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
な
い
で
す

パ
パ

ま
さ
か

い
や
確
か
に
サ

バ

は
一

な
ん
だ
か
ら
あ
り
う
る
の
か

 
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
進
む
と

前
方
に
広
場
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
て
き
た

 
そ
の
奥
に
は

の
よ
う
な
も
の
も
見
え
る

ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
止
ま
り
深
呼

を
し
た

パ
パ

あ
そ
こ
に
マ
マ
が
い
ま
す

ふ
う

よ
し

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

ま
ず

況
を

す
る
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
心
を
落
ち
着
け
て

広
場
を
慎
重
に

き
込
ん
だ

 
中
の
様
子
を
確
認
し
た

間
ハ
チ
マ
ン
は
前
言
を
ひ
る
が
え
し
ユ
イ
に

れ
て
い
る
よ
う

に
言
う
と

 
通
路
を
飛
び
出
し
て

へ
向
か

て
走
り
出
し
た
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第
１
２
７
話
 
メ

キ
の
王
様

 
気
が
付
く
と
キ
リ
ト
は

見
知
ら
ぬ
通
路
に
立

て
い
た

よ
し

転
移
は
成
功
し
た
な

て
ハ
チ
マ
ン

 
キ
リ
ト
は

囲
に
誰
も
い
な
い
事
に
気
付
き
少
し
悩
ん
だ
が
と
り
あ
え
ず
進
む
事
に
し
た

と
り
あ
え
ず
移
動
す
る
か

よ
し

こ

ち
だ

 
キ
リ
ト
は
進
む
方
向
を
勘
で
決
め

そ
ち
ら
に
進
ん
で
い

た

 
何
と
な
く

な
奴
の
気
配
が
し
た
か
ら
だ
が
さ
す
が
歴
戦
で
あ
る
キ
リ
ト
の
勘
は
正
し
か

た 
前
方
に

の
よ
う
な
も
の
が
見
え

キ
リ
ト
は
慎
重
に
前
に
進
ん
で
い

た

 
奥
か
ら

き
覚
え
の
あ
る
男
女
の
声
が

こ
え

キ
リ
ト
は
足
を
止
め
た

こ
の
声
は

ア
ス
ナ
と
須

か

一
体
何
の
用
か
し
ら

ど
う
や
ら
あ
な
た
の
お
友
達
が
こ
こ
に
侵
入
し
た
み
た
い
な
ん
で
ね

 
こ
こ
で
待
た
せ
て
も
ら
い
ま
す
よ

ア
ス
ナ
さ
ん
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ハ
チ
マ
ン
君
が
来
て
る
の

何
で
す
か
そ
の
希
望
に
満
ち
た
顔
は

気
に
入
ら
ね

な
お
い

きア
ス
ナ

 
キ
リ
ト
は
ア
ス
ナ
の

鳴
を

き

思
わ
ず
飛
び
出
し
て
し
ま

て
い
た

 
見
る
と
ア
ス
ナ
は

の
中
で
触
手
の
よ
う
な
も
の
で
手
足
を

束
さ
れ
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
て

い
たキ

リ
ト
君

や
は
り
貴
様
達
か

一
体
ど
う
や

て
こ
こ
に
入

た
ん
だ

ク
ソ
が
あ

し
ば
ら
く
見
な
い
う
ち
に

分
下
品
に
な

た
ん
だ
な

須

あ
あ
ん

さ
ん
を
つ
け
ろ
よ
ク
ソ
ガ
キ
が

も
う
お
前
は
終
わ
り
だ
素
直
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
自
首
し
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
の
か

口
の

ら
な
い
ガ
キ
め

ど
う
せ
残
り
の
二
人
の
中
に

 
あ
の
ハ
チ
マ
ン
と
か
い
う
ガ
キ
も
入

て
い
る
ん
だ
ろ
う
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心
配
し
な
く
て
も
侵
入
者
を
三
人
ま
と
め
て

束
し

ロ
グ
ア
ウ
ト
不
可

態
に
し
て
か
ら

 
そ
の
ま
ま
海
外
に
高
飛
び
さ
せ
て
も
ら
う
つ
も
り
さ

三
人

そ
う
か

も
う
一
人
誰
か
来
て
る
の
か

ま
あ
と
り
あ
え
ず

 
う

か
り
飛
び
出
し
ち
ま

た
事
だ
し

ハ
チ
マ
ン
が
来
る
ま
で
出
来
る
事
を
や

て
み
る

か 
キ
リ
ト
は
そ
う

く
と

武
器
を

え
た

お
や

や
る
気
な
の
か
い

い
い
だ
ろ
う

少
し
相
手
を
し
て
や
ろ
う

 
オ
ブ
ジ

ク
ト

エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
リ
ジ

ネ

ト

 
須

は
そ
う
叫
ぶ
と

巨
大
な
剣
を
呼
び
出
し

見
せ
び
ら
か
す
よ
う
に
言

た

ど
う
だ
い

こ
れ
が
最
強
の
剣

エ
ク
ス
キ

リ
バ

さ

 
こ
こ
で
は
私
が
神
だ
か
ら

こ
ん
な
事
も
自
由
自
在
な
ん
だ
よ

は

神
気
取
り
か
よ
お
前
に
ま
と
も
に
武
器
が

れ
る
の
か

ち

と

え
て
み
ろ
よ

と
こ
と
ん
口
の

ら
な
い
ガ
キ
め

 
須

は

エ
ク
ス
キ

リ
バ

を

え

キ
リ
ト
の
方
に
じ
り
じ
り
と
進
ん
で
い

た

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
見
て

須

が
戦
闘
に
関
し
て
は
ド
素
人
だ
と

破
し
た
が
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そ
れ
ゆ
え
に
ま
と
も
に

り
合

て
は
こ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

を
強
め
た

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
は

す
ご
い
力
で
地
面
に
押
し
付
け
ら
れ
た

ぐ
あ

キ
リ
ト
君

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

神
が
無
様
に
剣
で
戦
う
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
事
を
し
な
く
て
も

お
前
ご
と
き
は
ど
う
と
で
も
出
来
る
ん
だ
よ

こ
れ
は

重
力
を
操
る
魔
法
か

し
か
も
無

で
ね

こ
れ
が
神
の
力
さ

相
変
わ
ら
ず

い
男
ね

こ
の

者

 
ア
ス
ナ
が
須

に
そ
う
叫
ん
だ

あ
あ
ん

誰
が

だ

て

こ
れ
は
た
だ
の
神
の
力
さ

そ
う
だ

い
い
事
を
思
い
つ
い

た
ぞ

 
そ
う
言
う
と
須

は
ア
ス
ナ
の
入

て
い
た

の
扉
を
開
け
ア
ス
ナ
に
近
付
い
た
か
と
思

う
と

 
ア
ス
ナ
に
平
手
打
ち
を
し
た
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須

て
め

ア
ス
ナ
に
何
を
す
る
つ
も
り
だ

よ
く
見
て
い
ろ
ガ
キ
が

ど
う
で
す
ア
ス
ナ
さ
ん
こ
の
ま
ま
だ
と

く
な
い
で
す
よ
ね

 
と
こ
ろ
が
こ
う
す
る
と

シ
ス
テ
ム
コ
マ
ン
ド

ペ
イ
ン
ア
ブ
ソ

バ
を
レ
ベ
ル

に
変

更 
須

は
そ
う
叫
ぶ
と

再
び
ア
ス
ナ
の

を
叩
い
た

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

ど
う
で
す

い
で
し

う

通
常
は

み
を
感
じ
な
い
は
ず
で
す
か
ら

 
少
し

く
な
る
よ
う
に
変
更
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
よ

い
く
ら
で
も
殴
れ
ば
い
い
じ

な
い

何
を
さ
れ
て
も
私
は
あ
な
た
に
は
屈
し
な
い

須

お
前
と
こ
と
ん
下
種
野
郎
だ
な

お
前
ら
が
神
に
逆
ら
う
か
ら
だ
ろ
う
が
あ

 
須

は
突
然
そ
う
叫
ぶ
と

今
度
は
キ
リ
ト
の
元
に
向
か
い

 
そ
の
手
に

エ
ク
ス
キ

リ
バ

突
き

し
た

ぐど
う
だ

い
か

ヒ

ハ
ハ
ハ
ハ

所

お
前
ご
と
き
は
神
の
前
で
は
何
も
出
来
な
い
ん
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だ
よ

 
せ

か
く
だ
か
ら
こ
の
女
を

辱
し
な
が
ら
あ
の
ハ
チ
マ
ン

て
ガ
キ
を
待
つ
事
に
す
る

さ
ぐ
あ

 
須

は
キ
リ
ト
に

り
を
入
れ

再
び
ア
ス
ナ
に
近
付
い
て
い

た

 
ア
ス
ナ
は
須

を

み
な
が
ら

気
丈
に
も
言

た

好
き
に
す
れ
ば
い
い
じ

な
い

ど
う
せ
あ
な
た
は
こ
の
中
で
し
か

張
れ
な
い

 
メ

キ
の
王
様
で
し
か
な
い
じ

な
い

何
を
さ
れ
よ
う
と

私
は

つ
か
な
い

 
そ
れ
を

い
た
須

は

激
高
し
て
叫
ん
だ

そ
れ
な
ら
高
飛
び
す
る
前
に
お
前
の
病
室
に
寄

て
お
前
の
体
を
と
こ
と
ん
好
き
に
し
て
や

る
よ

 
そ
れ
で
も
平
気
で
い
ら
れ
る
の
か

こ
の
ク
ソ
ア
マ
あ

そ
の

い
口
を

じ
て

さ

さ
と
ア
ス
ナ
か
ら
離
れ
ろ
よ

須

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン
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そ
う
言
い
な
が
ら
飛
び
込
ん
で
き
た
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
須

は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
し
な
が
ら
言

た
お
や

や

と
来
た
の
か
い

か

た
じ

な
い
か

ハ
チ
マ
ン
君

 
ち

う
ど
今
か
ら
こ
の
生
意
気
な
女
を

辱
す
る
と
こ
ろ
だ
君
は

て
そ
こ
で
見
て
い
る

と
い
い

 
次
の

間

ハ
チ
マ
ン
の
体
も
す
ご
い
力
で
地
面
に
押
し
付
け
ら
れ
た

う
お

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
も
重
力
で

束
さ
れ
た
の
を
見
て

た
よ
う
に
叫
ん
だ

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の

に

知
ら
な
い
女
性
の
声
が

こ
え
て
き
た

大
丈
夫

あ
の
顔
は
絶
対
に
何
か

が
あ
る
顔
だ
か
ら

心
配
し
な
い
で
下
さ
い

 
今

束
を
解
き
ま
す
か
ら

ち

と
待

て
て
下
さ
い
ね

う
ん

分
か

た
よ

で

あ
な
た
は
誰

私
は
で
す
ね

 
須

は
そ
ん
な
会
話
が
後
方
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
事
に
は
一
切
気
付
か
ず
得
意
げ
に
叫
ん
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で
い
た

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

二
人
揃

て
無
様
な
格
好
だ
な

こ
れ
が
お
前
の
奥
の
手
か

神
の
力
ら
し
い
ぞ

ハ
チ
マ
ン

ハ

こ
れ
が
神
の
力

こ
ん
な
の
ピ
ン
チ
の
中
に
入
ら
ね

よ

な
あ
キ
リ
ト

そ
う
だ
な

い
い
加

き
た
し

さ

さ
と
終
わ
り
に
し
よ
う

あ
あ

 
そ
う
言
う
と
二
人
は
⻭
を
食
い
し
ば

て
重
力
に
逆
ら
い
少
し
ず
つ
立
ち
上
が
り
始
め
た

馬

な

何
故
立
て
る

そ
り

あ

お
前
の

力
が

ま
が
い
も
の

だ
か
ら
だ
ろ

シ
ス
テ
ム
の
力

な
ん
か

に

簡

に
負
け
て

た
ま
る
か
よ

そ
ん
な
は
ず
は

 
そ
の

間

ハ
チ
マ
ン
の

に

懐
か
し
い
声
が

こ
え
た

そ
う
だ

そ
れ
で
い
い
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次
の

間
ハ
チ
マ
ン
の

裏
に
複
雑
な
英

の

と
い
く
つ
か
の
コ
マ
ン
ド
が

か

ん
だ最

後
の
パ

ツ
が
揃

た
な

あ
り
が
と
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
声
の
主
に
感
謝
し

コ
マ
ン
ド
を
叫
ん
だ

 

シ
ス
テ
ム
ロ
グ
イ
ン

ヒ

ス
ク
リ
フ

パ
ス
ワ

ド

 
ハ
チ
マ
ン
は

先
ほ
ど

裏
に

か
ん
だ
英

の

を
そ
の
ま
ま
叫
ん
だ

 
更
に
ハ
チ
マ
ン
は

同
時
に

に

か
ん
だ
コ
マ
ン
ド
を

即
座
に
使
用
し
た

シ
ス
テ
ム
コ
マ
ン
ド

ス

パ

バ
イ
ザ

限
変
更

オ
ベ
イ
ロ
ン
を
レ
ベ
ル

に

な

お
前

一
体
何
を
し
た

 
須

は
ず

と
開
き

ぱ
な
し
だ

た
ウ

ン
ド
ウ
が
消
え
た
た
め

 
狼

し
な
が
ら
手
を

り

必
死
に
ウ

ン
ド
ウ
を
呼
び
出
そ
う
と
し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン

そ
れ
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

か

よ
く
パ
ス
ワ

ド
が
分
か

た
な

 
重
力
魔
法
が
消
え

体
が

く
な

た
キ
リ
ト
が

 

さ
れ
た
手
を

じ
た
り
開
い
た
り
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
た

あ
あ

色
々
あ

て
な

ユ
イ

も
う
こ

ち
に
来
て
も
い
い
ぞ
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は
い

ハ
チ
マ
ン
君

ユ
イ
ち

ん

 
次
の

間

ア
ス
ナ
が
須

の
横
を
駆
け
抜
け

ハ
チ
マ
ン
に
飛
び
つ
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
両
手
を
広
げ

し

か
り
と
ア
ス
ナ
を
受
け
止
め
た

 
ユ
イ
は
そ
の

り
を
嬉
し
そ
う
に
飛
び
回

て
い
た

 
須

は
ア
ス
ナ
の

束
が
い
つ
の
間
に
か
解
か
れ
て
い
た
事
に
驚
愕
し
た

そ
ん
な

一
体
ど
う
し
て

は

い

そ
れ
は
私
が
や
り
ま
し
た

 
背
後
か
ら
そ
う
声
が

こ
え

須

は

て
て

り
向
い
た

だ

誰
だ
お
前
は

い
つ
の
間
に
そ
こ
に

私
は

候
で
す
か
ら
ね

ち

と
前
か
ら

れ
な
が
ら
移
動
し
て
ま
し
た

 
須

さ
ん
で
し
た

け

ち

と
油
断
し
す
ぎ
な
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

 
ド
素
人
で
す
か

自
分
の
作

た
ゲ

ム
な
の
に

ち

ん
と
プ
レ
イ
し
た
事
無
い
ん
で
す

か
な
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そ
れ
と

私
の
未
来
の
お
姉
ち

ん
に

色
々
ひ
ど
い
事
を
言

て
く
れ
て
た
け
ど

 
コ
マ
チ

絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
か
ら
ね

未
来
の
お
姉
ち

ん

だ
と

待

て
た
ぞ

よ
く
や

た
な
コ
マ
チ

お
兄
ち

ん

お
待
た
せ

あ
と
キ
リ
ト
さ
ん

助
け
ら
れ
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

お
う
全
然
大
丈
夫
だ
よ
コ
マ
チ
ち

ん
俺
も
ま

た
く
気
付
か
な
か

た
よ
す
ご
い
な

え

へ
ん

お
兄
ち

ん
の
妹
で
す
か
ら

 
須

は
そ
の
会
話
を

き

顔
を
真

に
し
て
叫
び
始
め
た

何
な
ん
だ
お
前
ら

ザ
コ
の
く
せ
に

も
う
終
わ

た
よ
う
な
の
ん
び
り
と
し
た
会
話
を
し

や
が

て

あ

ど
う
見
て
も
も
う
終
わ

て
ん
じ

な
い
か
よ

あ
な
た

こ
こ
か
ら
何
か
出
来
る
つ
も
り
な
の

ラ
ス
ボ
ス
気
取
り
で
実
は
ザ
コ
だ

た
須

さ
ん
う
ち
の
お
兄
ち

ん
は
容

な
い
で
す
よ

そ
う
だ
な

こ
こ
か
ら
は

お
仕
置
き
の
時
間
だ
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ハ
チ
マ
ン
は
須

に
向
か

て

高
ら
か
に
そ
う
宣
言
し
た
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第
１
２
８
話
 
チ

ン
ス
を
や
ろ
う

 
人
に
よ

て
は
ご
不

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
表
現
が
あ
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

ア
ス
ナ
す
ま
ん

こ
こ
ま
で
来
る
の
に
二

月
以
上
か
か

ち
ま

た

う
う
ん

絶
対
来
て
く
れ
る

て
信
じ
て
た
か
ら

 
そ
こ
に

れ
て
い
た
ユ
イ
も
合
流
し

ア
ス
ナ
の

り
を
飛
び
ま
わ
り
始
め
た

マ
マ

や

と
会
え
ま
し
た
ね

ユ
イ
ち

ん

本
当
に
ユ
イ
ち

ん
な
ん
だ
ね

ま
た
会
え
て
す
ご
く
嬉
し
い

こ
こ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

の
コ
ピ

を
元
に
作
ら
れ
て
い
た
お
か
げ
だ
な

そ
う
だ
な
キ
リ
ト

逆
に
言
う
と
こ
い
つ
は
き

と
自
力
じ

作
れ
な
か

た
ん
だ
ろ
う

な 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
う
と

三
人
の

線
は
自
然
と
須

に
向
か

た

 
須

は

然
と
立
ち

ん
で
お
り

ハ
チ
マ
ン
の

味
も

こ
え
な
か

た
よ
う
だ

た



 第１２８話 チャンスをやろう

お

い
コ
マ
チ

と
り
あ
え
ず
こ

ち
に
来
て
く
れ

 
ど
う
や
ら
そ
い
つ
は
も
う
抜
け

み
た
い
に
な

て
る
か
ら

特
に
危
険
も
無
い
だ
ろ

う
ん

 
コ
マ
チ
は
元
気
よ
く
返
事
を
し

須

の
横
を
平
然
と
通
り

こ
ち
ら
に
走

て
き
た

 
コ
マ
チ
は
嬉
し
そ
う
に
ア
ス
ナ
を
見
つ
め
た
後

満
面
の
笑
顔
で
ア
ス
ナ
に

を
し
た

め
ま
し
て

コ
マ
チ
で
す

お
兄
ち

ん
の
妹
で
す

 
つ
ま
り
ア
ス
ナ
さ
ん
の
将
来
の
妹
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

私
の
妹

 
ア
ス
ナ
に
は
兄
し
か
い
な
か

た
た
め

妹
が
出
来
る
の
が
嬉
し
く
て
仕
方
が
な
い
よ
う
で

 
お
も
む
ろ
に
コ
マ
チ
を

き
し
め

ハ
チ
マ
ン
に
言

た

ハ
チ
マ
ン
君

私
に
こ
ん
な
か
わ
い
い
妹
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う

お

お
う

う
は

情
熱
的
な
お
姉
ち

ん
だ
な

は
は

ア
ス
ナ
は
よ

ど
嬉
し
い
ん
だ
ろ
う
な

 
四
人
は
和
や
か
に
会
話
を
続
け
て
い
た

須

は
い
ま
だ
に

然
と
し
た
ま
ま
だ

た
が
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さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
決
着
を
着
け
な
く
て
は
な
ら
な
い

そ
う
思

た
ハ
チ
マ
ン
は

 
会
話
を
切
り
上
げ
須

と
正
面
か
ら
向
か
い
合

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
こ
い
つ
を
何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
だ
が

 
正
直
今
な
ら
ど
ん
な
ひ
ど
い
目
に
も
あ
わ
せ
放
題
な
ん
だ
よ
な

 
そ
れ
を

い
た
須

は
ビ
ク

と
し

恐
る
恐
る
と
い

た
感
じ
で
ハ
チ
マ
ン
を
見
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
と
違

て

限
を

り
か
ざ
し
て
一
方
的
に
い
た
め
つ
け
る

て

の
は

 
俺
の
趣
味
じ

な
い
ん
だ
よ
な

と
い
う
わ
け
で
み
ん
な
こ
い
つ
に
チ

ン
ス
を
や

て
も

い
い
か

ど
ん
な
チ

ン
ス
だ

こ
れ
か
ら
俺
達
四
人
と
こ
い
つ
と
で
タ
イ
マ
ン
し
て
も
ら
う

 
ペ
イ
ン
・
ア
ブ
ソ

バ
は
レ
ベ
ル
ゼ
ロ
に
し
て
お
い
て
や
ろ
う
う
ん

い
の
は

だ
か
ら

な
お
い

レ
ベ
ル
ゼ
ロ

て
一
番

い
ん
じ

な
か

た
か

気
の
せ
い
だ
ろ
レ
ベ
ル
ゼ
ロ
な
ん
だ
か
ら

い
気
が
す
る

う
ん
き

と
そ
の
は
ず
だ
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ま
あ
い
い
か

う
ん

い
い
ん
じ

な
い
か
な

コ
マ
チ
も

議
無
し

 
三
人
は
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
の
意
見
に

成
し
た

ダ
メ

ジ
カ

ト

は
九
十
九

カ

ト
に
し
と
い
て
や
ろ
う

 
そ
の
方
が
い
く
ら
で
も
攻
撃
出
来

ゴ
ホ
ン

だ
と

張
感
が
出
な
い
し
な

 
再
び
三
人
は

う
ん
う
ん
と

い
た

後
は
何
か
あ
る
か

武
器
は
あ
の
ま
ま
に
し
と
い
て
や
ろ
う

ど
う
せ
な
ら
強
い
奴
と
戦
い
た
い
し
な

そ
う
だ
な

新
世
界
の
神
ら
し
い
か
ら
な

さ
ぞ
か
し
手
ご
た
え
が
あ
る
だ
ろ
う
な

新
世
界
な
ん
て
言

て
た

け

ど
う
だ

た
か
な

ま
あ
似
た
よ
う
な
も
ん
だ
ろ

お
兄
ち

ん

天
使
の
よ
う
に
優
し
い
コ
マ
チ
と
し
て
は

 
私
達
の
誰
か
一
人
に
で
も
勝
て
た
ら
許
し
て
あ
げ
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
な

て
思
う
ん

だ
け
ど
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お
お

さ
す
が
コ
マ
チ
は
優
し
い
な

よ
し

そ
れ
で
い
こ
う

 

い
た
か
須

世
界
一
優
し
い
俺
の
妹
に
感
謝
し
ろ
よ

そ
う
い
え
ば
さ

き
こ
い
つ
現
実
に

た
ら

て
る
ア
ス
ナ
を

辱
し
て
か
ら
高
飛
び
だ

と
か

 
お
か
し
な
事
を
言

て
や
が

た
ぞ

 
キ
リ
ト
が

思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

そ
う
な
の
か
ア
ス
ナ
が
ノ

ガ

ド
で

て
る
と
か
思

て
た
ん
だ
な
こ
の

み
そ
お
花

畑
神
は

ア
ス
ナ
の
部
屋
は
今
か
今
か
と
ア
ス
ナ
の
目
覚
め
を
待

て
る

察
の
人
で
い

ぱ
い
な
の

に
なあ

も
う
手
を
回
し
て
あ

た
ん
だ
ね

 
ア
ス
ナ
は

何
故
ハ
チ
マ
ン
が

ら
な
い
の
か
少
し
疑
問
に
思

て
い
た
の
だ
が

 
そ
れ
を

い
て
納
得
し
た
よ
う
だ

当
た
り
前
だ
ろ

ふ
ふ

何
だ
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
み
た
い
だ
ね
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こ
う
い
う
と
こ

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
だ
よ
な

う
わ

お
兄
ち

ん

こ
ん
な
事
ば

か
り
し
て
た
ん
だ
ね

そ
ん
な
に
褒
め
る
な
よ
コ
マ
チ

お
兄
ち

ん

れ
ち

う
だ
ろ

コ
マ
チ
ち

ん

私
の
ハ
チ
マ
ン
君
は
す
ご
い
ん
だ
よ

う
わ

コ
マ
チ
こ
れ
か
ら

日
こ
ん
な
会
話
を

か
さ
れ
る
ん
だ
ね

察
の
人
が
待

て
る
な
ら

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
始
め
な
い
と
か
な

そ
う
だ
な

よ
し

番
だ
が

コ
マ
チ

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

俺

で
い
い
か

 
三
人
は
そ
れ
に
同
意
し
ま
ず
コ
マ
チ
が
須

に
近
付
き
須

の

を
ペ
チ
ペ
チ
と
叩
い
た

お

い

い
て
ま
し
た
か

そ
ろ
そ
ろ
始
め
た
い
ん
で
す
け
ど

 
須

は
そ
れ
で
我
に
返

た
の
か

血
走

た
目
で
四
人
を
見
つ
め
た

全
て
の
ス
キ
ル
が
カ
ン
ス
ト
し
て
い
て

最
強
の
武
器
を
持

て
い
る
こ
の
俺
相
手
に

 
調
子
に
乗

て
ん
じ

ね

ぞ
ガ
キ
ど
も
が

お
兄
ち

ん

神
が
ど
う
や
ら
や
る
気
に
な

た
み
た
い
だ
よ

設
定
は
オ

ケ

だ

い
つ
で
も
始
め
て
い
い
ぞ

そ
れ
じ

あ
最
初
は
私
が
お
相
手
し
ま
す
ね

最
強
の
神
様
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コ
マ
チ
は
そ
う
言
う
と

武
器
を

え
た

須

も

え
を
と
り

 
武
器
を

り
上
げ
る
と

そ
の
ま
ま
コ
マ
チ
に
向
け
て

り
下
ろ
し
た

死
ね
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

は

ど
こ
に
向
か

て
攻
撃
し
て
る
ん
で
す
か

コ
マ
チ
も
う
後
ろ
に
い
る
ん
で
す
け
ど

何
 
次
の

間
須

の
背
中
に
何
度
も
衝
撃
が
走
り
そ
の
す
さ
ま
じ
い

み
に
須

は
絶
叫
し

た
う
ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

お
い
お
い
何
を
大
げ
さ
に

が

て
る
ん
だ
よ
ペ
イ
ン
ア
ブ
ソ

バ
は
レ
ベ
ル
ゼ
ロ
だ
ぞ

レ

レ
ベ
ル
ゼ
ロ
だ
と

何
だ
よ
さ

き
言

た
だ
ろ

い
の
は

だ
か
ら
ペ
イ
ン
ア
ブ
ソ

バ
は
レ
ベ
ル
ゼ
ロ

 
ダ
メ

ジ
カ

ト

は
九
十
九

だ

て
な

な

そ
れ
は

み
の
レ
ベ
ル
が
最
大
じ

あ

ち
な
み
に
お
前

が
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
と
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
な
い
よ
う
に
し
て
あ
る
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か
ら
な

 
よ
し

そ
れ
じ

あ

合
を
続
行
だ

神
様

そ
ろ
そ
ろ
立
た
な
い
と

コ
マ
チ
攻
撃
し
ち

い
ま
す
よ

く

く
そ
お
お
お
お
お

 
須

は

み
に

え
な
が
ら

り
向
き
ざ
ま
に
剣
を
ふ
る

た
が
コ
マ
チ
は
も
う
そ
こ
に
は

い
な
い

何
度
同
じ
事
を
や

て
る
ん
で
す
か

相
手
の
動
き
を
全
然
見
て
な
い
ん
で
す
か

 
さ

き
も
言
い
ま
し
た
け
ど
自
分
の
作

た
ゲ

ム
な
の
に
ま

た
く
プ
レ
イ
し
て
な
い

ん
で
す
ね

 
少
し
で
も
や

て
れ
ば
コ
マ
チ
に
攻
撃
を
か
す
ら
せ
る
く
ら
い
は
出
来
る
は
ず
な
ん
で
す
け

ど
ね

 
あ
な
た
の
方
が
ス
キ
ル
も
武
器
の
強
さ
も
上
な
ん
で
す
か
ら

 
コ
マ
チ
は
そ
う
言
う
と

須

の
背
中
を
再
び
切
り

い
た

う
ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
須

は
す
さ
ま
じ
い

鳴
を
上
げ

た
ま
ま
立
ち
上
が
ろ
う
と
は
し
な
か

た
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コ
マ
チ
は
須

の
正
面
に
回
り

須

の
ア
ゴ
を
掴
ん
で
ぐ
い

と
顔
を

こ
し
た

ま
あ
コ
マ
チ
は
優
し
い
か
ら
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
け
ど

 
そ
の

度
の
動
き
し
か
出
来
な
い
人
が
神
と
か
言

て
調
子
に
の

て
ん
じ

ね
え
よ
ク
ソ

野
郎

 
そ
う
言
う
と
コ
マ
チ
は

須

の
顔
を
十

に
切
り

い
た

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
須

は
顔
を

え

ご
ろ
ご
ろ
と
転
げ
ま
わ

た

 
コ
マ
チ
は
そ
の

を
見
よ
う
と
も
せ
ず

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
達
の
下
へ
と

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ポ
カ
ン
と
し
た
顔
で

コ
マ
チ
に
言

た

コ
マ
チ
ち

ん

い
つ
そ
ん
な
ガ
ラ
の
悪
い
言
葉
を
覚
え
た
の

お
兄
ち

ん
ち

と
怖

い
ん
だ
け
ど

や
だ
な

お
兄
ち

ん

技
に
決
ま

て
る
よ

技

 
も

と
も
お
姉
ち

ん
に
ひ
ど
い
事
を
し
た
こ
い
つ
に
は
本
当
に
む
か
つ
い
て
た
け
ど
ね

そ

そ
う
か

次
は
お
姉
ち

ん
の
番
だ
ね

ほ
ら
お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん
に
武
器
を
出
し
て
あ
げ
て
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そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た

今
出
す
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
レ
イ
ピ
ア
を
出
現
さ
せ

ア
ス
ナ
に

し
た

 
ア
ス
ナ
は
久
し
ぶ
り
に
レ
イ
ピ
ア
を
持

た
た
め
練

の
つ
も
り
で

く
そ
れ
を

て
み

た
あ
ち
な
み
に
多
分
ア
ス
ナ
も
ス
キ
ル
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
の
ま
ま
だ
と
思
う
か
ら
そ
の
つ
も

り
で
な

う
ん
分
か

た

今
の
感
じ

確
か
に

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か

た
み
た
い

よ
し

そ
れ
じ

二
戦
目
開
始
な

う
ん

 
ア
ス
ナ
は
須

に
向
け
て
レ
イ
ピ
ア
を

え
た

 
須

は
多
少

み
が
治
ま

た
の
か
の
ろ
の
ろ
と
立
ち
上
が
り

え
た
目
で
ア
ス
ナ
を
見

た
今
ま
で
散
々
い
た
ぶ

て
き
た
私
相
手
に
何
を
怖
が

て
い
る
の

 
や

ぱ
り
あ
な
た
は
ま
と
も
な
女
性
に
は
相
手
に
も
さ
れ
ず

 

力
を
使

て
屈
服
さ
せ
た
女
性
に
無
理
や
り
何
か
を
す
る
事
し
か
出
来
な
い

れ
な
人
な
の
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か
し
ら

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
に
さ
す
が
に

に
き
た
の
か
須

は
叫
び
な
が
ら
ア
ス
ナ
に
攻
撃
を

仕

け
た

 
だ
が
剣
を

り
か
ぶ

た

間
須

の
全
身
に

み
が
走
り
須

は
攻
撃
す
る
事
が
出
来

な
か

た

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ア
ス
ナ
は
須

が
倒
れ
な
い
よ
う
に
絶

な
力
加

で

々
と
突
き
を
須

の
全
身
に
放
ち

続
け
た

剣
筋
も

め
な
い
ド
素
人
が
最
強
を
名
乗
る
な
ん
て
お
こ
が
ま
し
い
と
は
思
わ
な
い
の
か
な

 
ど
こ
が
最
強
の
男
な
の

冗
談
だ
よ
ね

あ
な
た
に
負
け
る
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
て
い
る
の
か

し
ら

 
そ
の
言
葉
と
共
に
ア
ス
ナ
は

身
の
一
撃
を
放
ち
須

は
そ
の
ま
ま
後
方
に
倒
れ
込
ん
だ

こ
ん
な
も
ん
か
な

次
は
キ
リ
ト
君
の
番
だ
ね

あ
あ

 
キ
リ
ト
は
ア
ス
ナ
の
代
わ
り
に
前
に
出
て

須

を
立
た
せ
る
と

ぼ
そ

と
言

た
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ま
あ

俺
は

一
本
で
い
い
か

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
す
さ
ま
じ
い
速
度
で
剣
を

る
い

一
撃
で
須

の

を
落
と
し
た

 
須

は
声
に
な
ら
な
い
叫
び
を
上
げ
剣
を
持

た

手
で

の
あ

た
場
所
を
探

た
が

 
そ
こ
に
は
当
然
何
も
無
く

須

は
叫
び
な
が
ら
再
び

た

じ
ぶ
ん
が
か
ん
が
え
て
つ
く

た
さ
い
き

う
の
ま
ほ
う
が
使
え
な
い
と
本
当
に
雑

な

ん
だ
な

う

う
う

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
う
と

き
び
す
を
返
し
た

に
簡

に
す
ま
せ
た
な

キ
リ
ト

さ
す
が
に
雑

す
ぎ
て
な

そ
れ
に
本
気
で
や

た
ら
ダ
メ

ジ
九
十
九

カ

ト
で
も

 
簡

に

が
ゼ
ロ
に
な

ち
ま
う
だ
ろ
う
か
ら

ハ
チ
マ
ン
の
出
番
が
無
く
な

ち
ま
う
だ

ろ 
十
分
気
は
晴
れ
た
か
ら
特
に
問
題
な
い

オ

ケ

そ
れ
じ

最
後
は
俺
の
番
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

須

の
下
へ
と
歩
い
て
い

た
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第
１
２
９
話
 
戦
い
の
終
わ
り

 
前
回
に
引
き
続
き

一
部
の
方
に
は
ご
不

か
も
し
れ
な
い
表
現
が
あ
り
ま
す

ご
注
意
下

さ
いさ

て

今
の
気
分
は
ど
う
だ

茅
場

の
功

を
自
分
の
物
だ
と

る
事
し
か
出
来
な
い

須

さ
ん

ぼ
く
の
か
ん
が
え
た
さ
い
き

う
の
ま
ほ
う
が
無
い
と
何
も
出
来
な
か

た
な
須

さ
ん

ガ
キ
が

ス
キ
ル
も
武
器
も
最
強
な
ん
だ
よ
な

誰
に
も
手
も
足
も
出
な
か

た
須

さ
ん

う
る
さ
い

生
意
気
な
ク
ソ
ガ
キ
が

そ
れ
し
か
言
え
な
い
の
か

れ
だ
な

ん
な
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は

可

想
だ
か
ら
俺
に
一
太
刀
で
も
あ
び
せ
ら
れ
た
ら
あ
ん
た
の
勝
ち

て
事
で
い

い
よふ

ふ
ざ
け
る
な

あ

あ
ん
た
こ
こ
ま
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
や
ら
れ
て

ま
だ
俺
に
勝
て
る
つ
も
り
な
の
か

く
そ

も

も
う
そ
れ
で
い
い

今
日
は
一
太
刀
で
勘

し
て
や
る

お
い

今
の

い
た
か

あ
る
意
味

し
い
な

さ
す
が
に
今
の
は
ち

と
ね

お
兄
ち

ん

大
人
に
な
る

て
こ
う
い
う
事
な
ら
コ
マ
チ
大
人
に
な
り
た
く
な
い

ま
あ
せ

か
く
須

さ
ん
が
こ
う

て
下
さ

た
事
だ
し

こ
こ
は
俺
が
代
表
で
お

を

言

と
く
か

 
神
よ
恐

至

に
存
じ
ま
す

私
ご
と
き
の
ご
提
案
を
受
け
て

き
感
謝
の
念
に

え
ま
せ

ん 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

須

に
向
け
て
平
伏
し
た

馬

が

調
子
に
乗
り
や
が

て

思
い
知
ら
せ
て
や
る
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須

は
そ
れ
を
好
機
と
見
た
の
か

ド
ヤ
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
剣
を

り
下
ろ
し
た

 
し
か
し
そ
の
剣
は
あ

さ
り
と
ハ
チ
マ
ン
に
は
じ
か
れ

須

は
た
た
ら
を

ん
だ

今
な
ら
当
て
る
事
く
ら
い
出
来
る
だ
ろ
う
と
か
思

た
の
か

な

何
故
当
た
ら
な
い

お
前
は
下
を
向
い
て
た
じ

な
い
か

こ
の
体
制
な
ら

お
前
が
ど
う
い
う

道
で
攻
撃
し
て
く
る
の
か
簡

に
予
想
出
来
る
し
な

 
そ
ん
な
事
も
分
か
ら
な
か

た
の
か

こ
れ
は
ゲ

ム
で
あ

て
遊
び
じ

な
い
ん
だ
よ

く

次
は
当
て
て
や
る

は

正
直
俺
は

問
み
た
い
な
の
は
ち

と
苦
手
な
ん
だ
よ
な

 
ほ
ん
と
お
前
と
向
か
い
合

て
る
の
が
ゲ

ム
の
中
で
良
か

た
わ

 
少
し
は
た
め
ら
い
な
く
攻
撃
出
来

く

く
ら
え

 
須

は
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
最
後
ま
で

か
ず

め
ち

め
ち

に
剣
を

り
回
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
に
そ
の
攻
撃
を
全
て
パ
リ

し
て
い
た

 
コ
マ
チ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
技
術
を
見
て
感
心
し

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
に
こ
う

ね
た

キ
リ
ト
さ
ん

お
姉
ち

ん

あ
れ
が
噂
の
お
兄
ち

ん
の
得
意
技
で
す
か
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た
だ
受
け
る
ん
じ

な
く
て
全
部
即
カ
ウ
ン
タ

が
撃
て
る
パ
リ

態
に
な

て
る
み
た

い
で
す
け
ど

そ
う
だ
な

あ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
の
基
本
ス
タ
イ
ル
だ
よ

本
当
は

に
ギ
ミ

ク
の
仕
込
ま
れ
た
盾
を
装
備
す
る
ん
だ
け
ど
ね
ほ
ら
こ
こ
に
は
無

い
か
ら

そ
う
な
ん
で
す
か

何
を
や

て
も
全
部
カ
ウ
ン
タ

で
返

て
く
る

て
す
ご
い

で
す

ね
ま
あ
今
は
カ
ウ
ン
タ

を
入
れ
て
な
い
み
た
い
だ
け
ど

 
さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
相
手
を
す
る
の
が
め
ん
ど
く
さ
く
な

て
一
気
に

み

け
る
ん
じ

な
い
か

あ

見
て

今
ハ
チ
マ
ン
君
あ
く
び
し
た

お
兄
ち

ん

き
て
き
た
ん
で
す
か
ね

ま
あ
こ
の
ま
ま
た
だ
で
済
ま
す
わ
け
は
な
い
だ
ろ
う
け
ど
な

時
間
も
あ
れ
だ
し

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ら
せ
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

て
強

な
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら
わ
せ
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た 
須

は

メ

ト
ル
後
ろ
に
飛
ば
さ
れ

地
面
に
大
の

で
転
が

た

が
あ
あ
あ
あ
あ

は
い
お
し
ま
い

と

 
ハ
チ
マ
ン
は

エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
遠
く
に

り
飛
ば
し

須

の
腹
を

み
つ
け
た

 
そ
し
て
思

た
よ
り
穏
や
か
な
表
情
で

須

に
語
り
か
け
た

手
を
失

て

す
ご
い
激

だ
ろ
う
に

よ
く
意
識
を
保

て
ら
れ
る
な

 
ほ
ん
の
ち

と
だ
け
あ
ん
た
を
見
直
し
た
よ

主
に
そ
の

念
を

だ
が

当
た
り
前
だ

俺
は
神
な
ん
だ
か
ら
な

ま
だ
言
う
か

そ
れ
さ
え
無
け
れ
ば
案
外
あ
ん
た
と
は
い
い
友
達
に

は
絶
対
に
な
ら
な

い
が

 
と
り
あ
え
ず
あ
ん
た
に
は

い
く
つ
か
話
し
て
お
か
な
い
と
な

も
う

に
あ
ん
た
の
や

た
事
は
ほ
ぼ
全
部

に
バ
レ
て
る

 
こ
の
後
ア
ス
ナ
の
証
言
が
と
れ
次
第
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
社
に

察
が
な
だ
れ
込
む
だ
ろ
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う
なく

そ

お
前
さ
え
い
な
け
れ
ば

あ

高
く
評
価
し
て
く
れ
る
の
は

難
い
ん
だ
が
な

 

え
俺
が
や
ら
な
く
て
も

そ
こ
に
い
る
キ
リ
ト
が
必
ず
や

た

 
キ
リ
ト
が
や
ら
な
く
て
も
必
ず
残
り
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

の
う
ち
の
誰
か
が
や

た

 
あ
ん
た
は
色
々
と
上
手
く
や

た
つ
も
り
だ
ろ
う
が

 
俺
達
の
二
年
間
は
あ
ん
た
な
ん
か
に
い
い
よ
う
に
さ
れ
る
ほ
ど

い
も
ん
じ

な
い
ん
だ
よ

と
こ
ろ
で
こ
い
つ
が
こ
の
ま
ま

捕
さ
れ
た
ら

ど
の
く
ら
い
の
罪
に
な
る
ん
だ

誰
か
わ

か
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

り
返
り

三
人
に

ね
た

う

ん

殺
人
罪
に
は
問
わ
れ
な
い
し

未
成
年
の
拉
致
監
禁

巨

の

償
を
背
負
わ
さ
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
ん
だ
ろ
う
け
ど
罪

て
い
う
な
ら
ど
う
な

ん
だ
ろ

現
行
法
じ

対
応
出
来
な
い
可
能
性
も
あ
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね
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そ
う
か

ま
あ
そ
こ
ら
へ
ん
は

陽
乃
さ
ん
に
任
せ
る
と
し
て

 
こ
い
つ
が
お
か
し
な
事
を
考
え
な
い
よ
う
に

ち

と
ク
ギ
は

し
と
く
か

 
お

い
ア
ス
ナ

コ
マ
チ

ち

と
目
を
つ
ぶ

て

を
塞
い
ど
い
て
く
れ

う

う
ん

お
兄
ち

ん

一
体
何
を
す
る
つ
も
り
な
の

 
二
人
が
目
と

を
塞
い
だ
の
を
確
認
す
る
と

ハ
チ
マ
ン
は
お
も
む
ろ
に

 
須

の

間
目

け
て
武
器
を
突
き

し
た

ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

お
い
ハ
チ
マ
ン

俺
に
だ
け
変
な
も
ん
見
せ
る
な
よ

俺
だ

て

な
ん
だ
が
こ
い
つ
が
ま
た
別
の
女
性
に
対
し
て
お
か
し
な
事
を
考
え
な
い
よ
う

に 
き
つ
い
の
を
お
見
舞
い
し
と
い
た
方
が
い
い

て
思

た
ん
だ
よ

付
き
合
わ
せ
て
悪
い

く
そ

し
ば
ら
く
夢
に
見
そ
う
だ

す
ま
ん
す
ま
ん

今
度
何
か

る
か
ら
勘

な

約
束
だ
ぞ
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そ
れ
じ

キ
リ
ト

ア
ス
ナ
と
コ
マ
チ
に
も
う
い
い
ぞ

て
合
図
し
て
く
れ

あ
あ

 
キ
リ
ト
に
よ

て
合
図
を
さ
れ
た
二
人
は
今
や
ピ
ク
ピ
ク
と

す
る
だ
け
に
な

た
須

を
見
て

 
ハ
チ
マ
ン
が
何
を
や

た
の
か
な
ん
と
な
く
想
像
が
つ
い
た
が

 
決
し
て
そ
の
話
題
に
触
れ
よ
う
と
は
し
な
か

た

さ
て

ト
ド
メ
を
さ
す
か

そ
れ
と
も
ア
ス
ナ
が
や
る
か

う
う
ん

ハ
チ
マ
ン
君
に
任
せ
る
よ

も
う
そ
ん
な
男

見
た
く
も
な
い
か
ら

分
か

た

お
い
須

お
前
は
自
宅
に
い
る
ん
だ
ろ

 
ま
だ
そ

ち
ま
で

察
は
行

て
な
い
と
思
う
か
ら
少
し
で
も
良
心
が
あ
る
な
ら
そ
の
ま

ま
自
首
し
ろ

 
後
一
応
言

て
お
く
が
俺
は
今
ア
ス
ナ
の
病
院
の
す
ぐ
近
く
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
る
か
ら

 
お
前
が
ア
ス
ナ
に
何
か
し
よ
う
と
し
て
も
無

だ

 
も

と
も
さ

き
も
言

た
が
ア
ス
ナ
の
病
室
に
は

察
の
人
が
詰
め
て
る
は
ず
な
ん
だ
け

ど
な
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そ
れ
じ

あ
さ
よ
な
ら
だ

た
い

所
の
中
で

自
分
の
愚
か
さ
を
悔
い
ろ

 
そ
う
言
う
と
ハ
チ
マ
ン
は

須

の

目
に
剣
を
突
き

し
た

 
須

の
体
は
ビ
ク

と

し
た
が

叫
び
声
を
上
げ
る
事
は
無
か

た

 
あ
え
て
目
を
狙

た
の
は

残
り
の

を
全

さ
せ
る
た
め
に

ク
リ
テ

カ
ル
を
狙

た

た
め
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
計
算
通
り

そ
の
攻
撃
で
須

の

は
消
し
飛
び

 
最
初
に
設
定
し
た
通
り

須

は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
消
え
て
い

た

 
そ
の

間

い
き
な
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
全
体
に

オ
ベ
イ
ロ
ン
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た

 
と
い
う
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が
流
れ
た

 
今
回
の
戦
闘
に
参
加
し
た
全
て
の
者
は

生
き
残

た
者
も
戦
闘
で
倒
れ
た
者
も

 

し
く
そ
れ
を
見
て
大
歓
声
を
上
げ

勝
利
を
喜
ん
だ

う
お

何
だ
こ
の
メ

セ

ジ

こ
ん
な
メ

セ

ジ
が
設
定
し
て
あ

た
の
か

で
も
こ
れ
で
下
の
み
ん
な
に
勝
利
が
伝
わ

た
と
思
う
か
ら
良
か

た
ね
お
兄
ち

ん
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そ
う
だ
な

俺
達
の
勝
利
だ

お
う

お
姉
ち

ん

遠

し
な
い
で
お
兄
ち

ん
に

き
つ
い
て
い
い
よ

う
ん

コ
マ
チ
ち

ん
あ
り
が
と
う

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
駆
け
寄
り

目
を

ま
せ
な
が
ら

そ
の
胸
に
顔
を

め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の

を

で
な
が
ら

三
人
に
こ
う
言

た

こ
う
し
て
終
わ

て
み
て
思
う
ん
だ
が

須

も
実
は
被
害
者
な
の
か
も
な

 
ず

と
茅
場

と
い
う
天
才
と
比
べ
ら
れ
て

感
を

き
続
け
て
き
た
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

あ
い
つ
の
や

た
事
は
決
し
て
許
さ
れ
る
事
じ

な
い
か
ら

なも
う
こ
う
い
う
の
は
最
後
に
し
た
い
よ
な

人
を
い
た
ぶ
る
の
は
や

ぱ
好
き
に
な
れ
な
い
わ

 
も

と
も
ま
た
ア
ス
ナ
が
こ
ん
な
目
に
あ

た
ら

俺
は
同
じ
事
を
す
る
だ
ろ
う
け
ど
な

ハ
チ
マ
ン
君

ご
め
ん
ね

お
姉
ち

ん
が
謝
る
事
な
ん
か
何
も
無
い
で
す
よ

そ
う
だ
ぞ

と
り
あ
え
ず
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
ら
そ
の
場
に
い
る

察
に
須

の
事
を
告
発
し
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て
く
れ

 
俺
は
今

ア
ス
ナ
の
す
ぐ
近
く
か
ら
イ
ン
し
て
る
か
ら

 
こ
こ
を
出
た
ら
す
ぐ
会
い
に
行
く

そ
れ
ま
で
も
う
ち

と
だ
け
待

て
て
く
れ
よ
な

う
ん

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン
君

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト
君

コ
マ
チ
ち

ん

よ
し

そ
れ
じ

あ
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
か

そ
う
で
す
ね
コ
マ
チ
も
お
姉
ち

ん
の
病
院
に
行
き
た
い
け
ど
こ
の
時
間
だ
と
さ
す
が
に

な
明
日
連
れ
て

て
や
る
よ
コ
マ
チ

と
り
あ
え
ず
今
日
は

と
け

 
キ
リ
ト
は
今
日
は

の
前
で
徹
夜
だ
け
ど
な

そ
う
だ
な

う
ん

徹
夜
だ
な

何
か
あ
る
の

あ
あ

こ
い
つ
な

リ
ズ
の
枕
元
に

自
分
の
名
前
と

の
番

を
書
い
た
メ
モ
を

 
ず

と
置
い
て
も
ら

て
る
ん
だ
よ

あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ね

と
り
あ
え
ず
明
日
み
ん
な
と
連

を
取
り
合

て
ア
ス
ナ
の
見
舞
い
の
予
定
も
立
て
な
い
と
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な
そ
れ
じ

あ
コ
マ
チ
は
先
に
落
ち
て
ユ
キ
ノ
さ
ん
や
他
の
み
ん
な
に

を
伝
え
て
く
る

あ

俺
も
先
に
リ

フ

に
説
明
し
な
い
と
だ
な

そ
れ
じ

み
ん
な

ま
た
明
日
な

私
も

く
落
ち
て

察
の
人
に
説
明
し
な
い
と
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君

後
で
ね

 
ユ
イ
ち

ん
も

必
ず
ま
た
会
い
に
来
る
か
ら
そ
れ
ま
で
待

て
て
ね

は
い
マ
マ

ま
た
今
度
で
す

お
う

ま
た
後
で
な

 
そ
う
言

て

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
と
コ
マ
チ
の
三
人
は

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
残
さ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は

大
声
で
空
に
向
か

て
呼
び
か
け
た

こ
こ
に
い
る
ん
だ
ろ

さ
ん
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第
１
３
０
話
 
人
の
繋
が
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
呼
び
か
け
た
が

そ
れ
に
答
え
た
の
は
ユ
イ
だ

た

パ
パ

あ

ち
か
ら
何
か
来
ま
す

こ
の
気
配
は

グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ

で
す

分
か

た

あ
り
が
と
う
な

ユ
イ

 
ハ
チ
マ
ン
は

通
路
の
方
を
注

し
た

そ
し
て
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
知
ら
な
か

た
が

以
前
ア
ス
ナ
を
捕
え

ア
ル
ゴ
も
使
用
し
た

 
ナ
メ
ク
ジ
タ
イ
プ
の
ア
バ
タ

だ

た

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
て

面
白
そ
う
に
言

た

さ
ん

い
つ
の
間
に
そ
ん
な

に

色
男
が
台
無
し
で
す
よ

す
ま
な
い
ね

す
ぐ
に
使
え
る
ア
バ
タ

が
こ
れ
し
か
無
か

た
ん
だ

久
し
ぶ
り
だ
ね

 
そ
れ
と
せ

か
く
だ
か
ら
私
の
事
は
親
し
み
を
込
め
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
呼
ん
で
く
れ
な

い
かわ

か

た
よ
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
ハ
チ
マ
ン
は
茅
場
の
意
を
く
ん
で
口
調
も
か
つ
て
仲
間
だ

た
時
の
よ
う
に

す
事
に
し
た

手
伝
う
の
が

れ
て
す
ま
な
か

た
意
識
を

合
で
き
た
の
が
つ
い
さ

き
だ

た
ん
だ
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ヒ

ス
ク
リ
フ

結
局
お
前
は
今
ど
う
い
う

態
な
ん
だ

そ
う
だ
ね
今
こ
こ
に
い
る
私
は
茅
場

と
い
う
男
の
残
像
だ

エ
コ

と
言

て
も
い

い

キ
リ
ト
な
ら
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
が

俺
に
は
さ

ぱ
り
な

え
だ
な

ま
あ

い
ず
れ
消
え
る
か
も
し
れ
な
い

は
か
な
い
存
在
だ
と
思

て
く
れ
れ
ば
い
い

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
隣
に
越
し
か
け

二
人
は
一

に
空
を

め
た

美
し
い
景
色
だ
ね

こ
れ
も
結
局
元
を

れ
ば

あ
ん
た
が
作

た
空
な
ん
だ
け
ど
な

 
須

は
そ
れ
に
ち

と
手
を
加
え
た
だ
け
だ

正
直
彼
の
事
は

ほ
と
ん
ど
記
憶
に
無
い
ん
だ

 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

面
白
そ
う
に
こ
う
言

た

こ
れ
は
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
の

血
⻤
の
言
葉
な
ん
だ
が

 
多
分
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
人
を
見
る
モ
ノ
サ
シ
は
一
メ

ト
ル

で
し
か
物
を
計
れ
な
い
ん

だ
と
思
う
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須

は

ヒ

ス
ク
リ
フ
に
と

て
は
観

で
き
る
ほ
ど
大
き
く
な
い

 
ほ
ん
の

ミ
リ
ほ
ど
の
存
在
だ

た

て
事
な
ん
だ
ろ
う
さ

な
る
ほ
ど

そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね

 
そ
う
言
う
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
ナ
メ
ク
ジ
の
触
手
を
ハ
チ
マ
ン
の

の
上
に
乗
せ
な
で
は

じ
め
た

お

お
い

私
の
最
後
の
作
品
を

す
者
を
倒
し
て
く
れ
て

本
当
に
感
謝
す
る

 
こ
れ
で
や

と
ケ
ジ
メ
が
つ
け
ら
れ
た
な

あ
あ

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま
ナ
メ
ク
ジ
に
な
で
ら
れ
る
事
を
許
容
し
た

 
そ
れ
は
二
年
以
上
前
の
二
人
の
関
係
を

と
さ
せ
た

 
そ
ん
な
時
ふ
と
思
い
つ
い
た
と
い

た
感
じ
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
ハ
チ
マ
ン
に
話
し

け

た
そ
う
い
え
ば
君
が
連
れ
て
い
る
そ
の
ピ
ク
シ

は

 
私
の
作

た
カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
の
一
部
の
よ
う
だ
ね
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メ
デ

カ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

・
Ｕ
ｔ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ

・

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ

通
称
ユ
イ
で
す

グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ

そ
の
名
前
も

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
付
け
た
ん
だ
ろ

あ
あ

そ
う
だ
な

ど
う
や
ら
ち

ん
と
こ
の
世
界
で
自
立
出
来
て
い
る
よ
う
だ
ね

 
私
の
作

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
一
部
は

こ
う
し
て
ず

と
君
の

に
残
り
続
け
る
ん
だ
な

ヒ

ス
ク
リ
フ

ハ
チ
マ
ン
君
ユ
イ
君
を
通
じ
て
こ
れ
を
君
の
ナ

ヴ
ギ
ア
の
ス
ト
レ

ジ
に
送

て
お
い

た 
そ
う
言
う
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

銀
色
の
卵
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
た

そ
れ
は

世
界
の
種
子
だ
よ

ど
う
い
う
物
か
は
キ
リ
ト
君
や
ア
ル
ゴ
君
あ
た
り
と
一

に
調
べ
る
と

い
い

 
そ
れ
を
ど
う
す
る
か
の
判
断
は

君
達
に
任
せ
る
よ

分
か

た
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そ
れ
で
は
私
は
も
う
行
く
よ

ど
こ
へ
行
く
ん
だ

ま
だ
見
ぬ
世
界
へ
さ

も
し
運
命
が
重
な
り
合

た
ら
そ
の
時
に
ま
た
会
お
う

弟
よ

さ
ん

で
は
さ
ら
ば
だ

ア
ス
ナ
君
と
仲
良
く
な

 
そ
う
言
う
と

ヒ

ス
ク
リ
フ

茅
場

は

消
え
て
い

た

パ
パ

グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ

の
気
配
が
消
え
ま
し
た

そ
う
か

と
こ
ろ
で
ユ
イ
よ
く
考
え
た
ら
こ
こ
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ

え

と

次
に
再
出
現
す
る
座
標
は

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
の
扉
の
前
に
な
り
ま
す

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
安
心
だ
な

よ
し
ユ
イ

パ
パ
は
マ
マ
を
迎
え
に
い

て
く
る
よ

は
い
パ
パ

二
人
が

て
く
る
の
を
待

て
ま
す
ね

し
い
思
い
を
さ
せ
て
ご
め
ん
な

い
い
え
パ
パ

前
も
言
い
ま
し
た
が

今
の
私
は
パ
パ
の

に

付
け
さ
れ
て
い
る
の
で

 
パ
パ
が
い
な
い
間

私
の
意
識
は
眠
り
に
つ
い
て
い
ま
す
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な
の
で

次
会
う
時
ま
で
は
一

で
す

パ
パ

そ
う
か

そ
う
だ

た
な

そ
れ
じ

行

て
く
る

は
い

マ
マ
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
ね

ま
た
な

ユ
イ

は
い

ま
た
で
す

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
意
識
が
一

ブ
ラ

ク
ア
ウ
ト
し

す
ぐ
に
意
識
を
取
り

し
た
八
幡
は

 

物
は
そ
の
ま
ま
に

す
ぐ
に
そ
の
部
屋
を
出
て

外
へ
と
向
か

た

 
明
日
奈
の
い
る
病
院
は

場
を

ん
で
す
ぐ
目
の
前
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
話
し
て
い
た
分

れ
ち
ま

た

急
が
な
い
と
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え

病
院
の

場
を
抜
け

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
向
か
お
う
と
し
た

 
そ
こ
に
ふ
い
に
一
台
の

が
入

て
き
た

は
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
ま

す
ぐ
進
ん
で
き

た 
八
幡
は
危
な
い
な
と
思
い
な
が
ら
避
け
よ
う
と
し
た
が

 

は
八
幡
の
動
く
方
に
方
向
を
変
え

な
お
も
突

込
ん
で
き
た
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お
わ

 
八
幡
は
必
死
で
そ
れ
を
避
け

何
と
か
身
を
か
わ
す
事
に
成
功
し
た

 
そ
の

は
壁
に
激
突
し
て
止
ま
り

中
か
ら

見
覚
え
の
あ
る
男
が
降
り
て
き
た

お
前
は

須

ち

こ
ま
か
と
避
け
や
が

て

ガ
キ
が

お
前

何
で
こ
こ
に

お
前
が
言

て
た
だ
ろ
う

あ
の
女
の
病
室
に
向
か
う

て
な

 
病
室
に
は
確
か
に

察
が
い
る
ん
だ
ろ
う
が

お
前
に
は

察
は
つ
い
て
い
な
い

 
そ
う
思

て
急
い
で

を
走
ら
せ
て
き
た
ん
だ
が

案
の
定
だ

た
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
須

は

ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
た

俺
は
捕
ま
る
か
も
し
れ
な
い
が
お
前
は
絶
対
に
こ
こ
で
殺
す

目
が
ま
だ

み
で

く
ん
だ

よ 
よ
く
見
る
と

須

の

目
は
真

に
充
血
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
須

は
や
や
内

に
な

て
お
り

間
も

い
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が

 
さ
す
が
に
そ
れ
を
指
摘
す
る
事
は

わ
れ
た
た
め
八
幡
は
そ
こ
に
は
触
れ
な
い
事
に
し
た
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ま
さ
か
こ
う
く
る
と
は

こ
こ
は
逃
げ
の
一
手
か

だ
が
あ
い
つ
は
病
院
ま
で
追
い
か
け

て
き
て

 
絶
対
に

護

さ
ん
達
に
ま
で
危
害
を
加
え
る
よ
な

 
八
幡
は
何
と
か
避
け
つ
つ
助
け
を
呼
ぶ
方
法
を
考
え
た
が
に
わ
か
に
は
思
い
つ
か
な
か

た 
須

は
そ
ん
な
八
幡
に
は
お

い
な
し
に
ス
タ
ス
タ
と
八
幡
に
近
寄
り
ナ
イ
フ
を

り
上

げ
た

 
八
幡
は
攻
撃
が
ど
こ
に
来
る
か
は
分
か
る
た
め
い
つ
も
の
よ
う
に
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
た

が 
ゲ

ム
の
中
と
は
感
覚
が
違
う
た
め

な
ん
と
か
避
け
る
事
に
は
成
功
し
た
が

 
足
を
も
つ
れ
さ
せ
て
転
ん
で
し
ま

た

く
そ

し
ま

た

ど
う
や
ら
ゲ

ム
の
中
の
よ
う
に

素

く
は
動
け
な
い
み
た
い
だ
な

 
お
前
は
そ
の
ま
ま
こ
こ
で
死
ね

 
須

は
再
び
ナ
イ
フ
を

り
上
げ

八
幡
に
向
け
て
突
き
出
し
た



 第二章 ＡＬＯ編

 
八
幡
は
転
が

て
そ
の
攻
撃
か
ら
必
死
に
逃
れ
よ
う
と
し
た
が

 
次
の

間

突
然
二
人
組
が
現
れ

片
方
は
須

に
体
当
た
り
を
し

 
も
う
一
人
が
ナ
イ
フ
を
持

て
い
た
手
を

り
飛
ば
し
須

の
ナ
イ
フ
は
遠
く
に
転
が

て

い

た

 
そ
の
人
物
は

ニ
カ

と
笑
い
な
が
ら

八
幡
に
話
し

け
た

ヒ
キ
タ
ニ
君

危
な
か

た
な

戸
部

そ
れ
じ

あ
そ

ち
は

陽
乃
さ
ん
に
言
わ
れ
て
一
応
こ
こ
で
待
機
し
て
た
ん
だ
が
ま
さ
か
本
当
に
暴

が
現
れ
る

と
は
な

 
ま

た
く
あ
の
人
に
は
ほ
ん
と
か
な
わ
な
い
よ

葉
山

 
そ
こ
に
い
た
の
は

葉
山
と
戸
部
だ

た

二
人
は
素

く
須

を

束
し
た

ま
じ
助
か

た
わ

や

ぱ
り
現
実
だ
と

体
が
重
く
て
な

い
い

て
い
い

て

ヒ
キ
タ
ニ
君

病
み
上
が
り
み
た
い
な
も
ん
だ
べ

 
こ
う
い
う
の
は
俺
達
に
任
せ
と
け

て
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比
企
谷

す
ま
な
い
が

察
に
連

し
て
く
れ
な
い
か

 
見
て
の
通
り

こ

ち
は
手
が
塞
が

て
る
ん
で
な

お
う

そ
こ
の
病
院
に
い
る
は
ず
だ
か
ら

す
ぐ
連

す
る

ち

と
待

て
て
く
れ

そ
れ
に
し
て
も
何
だ
こ
い
つ

ち

と
気
持
ち
悪
い
ん
だ
が

ち

と

て
い
う
か

か
な
り
だ
べ

人
君

 
葉
山
と
戸
部
に

束
さ
れ
て
い
る
須

は

虚
ろ
な
目
で

 
ぶ
つ
ぶ
つ
と
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
事
を

い
て
い
た

 
八
幡
は

病
室
に
い
る
は
ず
の

岡
に
連

を
終
え
る
と

葉
山
と
戸
部
に
説
明
を
始
め
た

ま
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

ら
な
い
人
が

人
い
る

て
ニ

ス
は
知

て
る
だ
ろ

 
そ
の
犯
人
が
そ
い
つ
だ

や

と
全
員
助
け
ら
れ
た
よ

本
当
に
あ
り
が
と
な

二
人
と
も

ま
じ
か
よ

す
げ

や

ぱ
ヒ
キ
タ
ニ
君
は
ヒ
キ
タ
ニ
さ
ん
だ
わ

俺
だ
け
の
力
じ

な
い
さ

葉
山
や
戸
部
そ
れ
に
一

に
戦

て
く
れ
た
み
ん
な
の
お
か
げ

だ
そ
う
か

お

察
の
人
が
来
て
く
れ
た
み
た
い
だ
ぞ
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八
幡
君

大
丈
夫
か
い

気
付
か
な
く
て
す
ま
な
か

た

岡
さ
ん

俺
も
予
想
外
だ

た
ん
で
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

明
日
奈
さ
ん
が
目
を
覚
ま
し
た
ぞ

こ
い
つ
の
事
は
僕
達
に
任
せ
て

く
行

て
あ
げ
る
と

い
いあ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

岡
さ
ん

い
い

て
い
い

て

お

を
言
う
の
は
こ

ち
の
方
さ

 
事
件
の
解
決
に

多
大
な

を
し
て
も
ら

た
ん
だ
か
ら
ね

そ
れ
じ

行

て
き
ま
す

 
八
幡
は

岡
に

を
下
げ
る
と

次
に
葉
山
と
戸
部
に
言

た

よ
し

葉
山

戸
部

一

に
行
こ
う

え

い
い
の
か

感
動
の
再
会
な
ん
だ
ろ

そ
う
だ
よ
ヒ
キ
タ
ニ
君

一
人
で
行
け

て

確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が

明
日
奈
に
俺
の
友
達
を
紹
介
し
た
い
ん
だ
よ

友
達

友
達
か
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戸
部
は
葉
山
に

素

く

打
ち
し
た

人
君

俺
ヒ
キ
タ
ニ
君
に
友
達

て
言

て
も
ら

て

超
感
動
し
て
る
ん
だ
け
ど

あ
あ

俺
も
だ
よ

戸
部

と
り
あ
え
ず
病
室
の
前
ま
で
一

に
行

て

 
最
初
は
二
人
き
り
に
な

て
も
ら

て

後
で
そ
の
人
を
紹
介
し
て
も
ら
う
事
に
し
よ
う

だ
な

す
ま
ん

い
き
な
り
友
達
だ
な
ん
て
言

て

そ
の

迷
惑
だ

た
か

 
八
幡
は

お
ず
お
ず
と
二
人
に

ね
た

二
人
は
笑
顔
で
八
幡
に
こ
う
答
え
た

そ
ん
な
事
な
い

て

気
に
す
ん
な
よ
ヒ
キ
タ
ニ
君

俺
達
友
達
だ
べ

く
そ
の
人
を
俺
達
に
紹
介
し
て
く
れ
よ

比
企
谷

お

お
う

そ
れ
じ

行
こ
う

 
こ
う
し
て
三
人
は

病
室
へ
と
向
か

て
い

た

 
葉
山
と
戸
部
は

打
ち
合
わ
せ
通
り
最
初
は
病
室
の
前
で
待

て
い
る
と
主
張
し

 
八
幡
は

張
し
な
が
ら
明
日
奈
の
病
室
の
扉
を
ノ

ク
し
た
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第
１
３
１
話
 
人
生
で
一
番
⻑
い
二

月

 
明
日
の
投
稿
で

第
二
部
は
終
了
と
な
り
ま
す

 
新
生
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は

第
三
部
で
の

場
と
な
り
ま
す

 
第
三
部
の
開
始
予
定
は
五
月
十
日
く
ら
い
を
予
定
し
て
い
ま
す

 
し
ば
ら
く
空
い
て
し
ま
い
ま
す
が

お
許
し
下
さ
い

は
い

 
病
室
の
中
か
ら

き
覚
え
の
あ
る
声
が

こ
え

八
幡
の
心

は
オ

ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に

 
大
き
な
音
を
た
て
て
い
た

八
幡
は
深
呼

を
し

扉
の
向
こ
う
に
呼
び
か
け
た

俺
だ

ど
う
ぞ

中
に
入

て

 
八
幡
は

張
を

え
よ
う
と

も
う
一
度
深
呼

を
し
て
か
ら
扉
を
開
け

中
に
入

た

 
病
室
の
中
は

相
変
わ
ら
ず

な
空
気
で
満
た
さ
れ
て
お
り
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ベ

ド
の
上
に
は

八
幡
が
求
め
て
や
ま
な
か

た
明
日
奈
の

が
あ

た

 
だ
が
明
日
奈
は
八
幡
が
近
付
け
な
い
よ
う
に
手
で
制
し
顔
が
見
え
な
い
よ
う
に
窓
の
方
を

向
い
て
い
た

 
八
幡
は

お
ず
お
ず
と
明
日
奈
に

ね
た

す

す
ま
ん

く
な

た
事
を

て
る
の
か

う
う
う
ん
そ
う
じ

な
い
ん
だ
け
ど

私
ず

と
お
風
呂
に
入

て
な
い
し
そ
の

あ
あ

 
八
幡
は

明
日
奈
が
ど
う
や
ら
自
分
の

い
を
気
に
し
て
い
る
よ
う
だ
と
当
た
り
を
つ
け
た

 
よ
く
見
る
と
明
日
奈
は

ま
で
真

に
な

て
お
り
と
て
も
恥
ず
か
し
が

て
い
る
よ

う
だ

た

 
八
幡
は

明
日
奈
を
安
心
さ
せ
よ
う
と

に

こ
り
と
笑
顔
で
言

た

大
丈
夫
だ

俺
が

日
明
日
奈
の
体
を

々
ま
で

麗
に

い
て
た
か
ら
な

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
明
日
奈
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
ま
ん
ま
と
引

か
か
り

て
た
よ
う
に
こ
ち
ら
に

り
向
い

た
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八
幡
は

し
て
や

た
り
と
い
う
顔
を
し
な
が
ら
明
日
奈
に
言

た

ま
あ

も
ち
ろ
ん

だ
け
ど
な

な
 
八
幡
は

明
日
奈
に
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
せ
ま
い
と
し
て

明
日
奈
を

き
し
め
た

大
丈
夫

明
日
奈
の

態
は

ご
両
親
が
完

に

持
し
て
く
れ
て
た
は
ず
だ
ぞ

 
い
い

い
し
か
し
な
い
し

そ
れ
に
俺
や
キ
リ
ト
ほ
ど

せ
て
も
い
な
い

美
人
の
ま
ま
だ

本
当
に

あ
あ

本
当
に
本
当
だ

こ
こ
ま
で
く
る
の
に
二

月
も
か
か

ち
ま

た

ご
め
ん
な

う
う
ん

必
死
で
頑
張

て
く
れ
た

て
分
か

て
る
も
ん

や

と
あ
の
時
の
約
束
を
果
た
せ
る
な

こ
れ
か
ら
は
ず

と
一

だ

明
日
奈

八
幡
君

 
明
日
奈
は

し
八
幡
も

し
て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ
て
か
ら
二

月
と
少
し

 
二
人
は
つ
い
に

現
実
世
界
で
の
邂
逅
を
果
た
す
事
が
出
来
た
の
だ

た

  
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
た
二
人
だ

た
が
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八
幡
は

廊
下
で
待
た
せ
て
い
る
二
人
の
事
を
思
い
出
し

明
日
奈
に
話
し

け
た

そ
う
だ

実
は
こ
こ
に
来
る
前

病
院
の

場
で
な

須

に
襲
わ
れ
た
ん
だ
よ

え

大
丈
夫
だ

た
の

て

大
丈
夫
だ

た
か
ら
今
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ
ね

 
あ

だ
か
ら

察
の
人
が

て
て
出
て

た
ん
だ
ね

 
す
ぐ
そ
こ
に
暴

が
出
た
と
し
か
言

て
な
か

た
か
ら

実
は
そ
の
時
友
達
に
助
け
て
も
ら

た
ん
だ
よ

今
外
に
い
る
か
ら
紹
介
し
た
い
ん
だ
け
ど

い
い
か

う

う
ん

大
丈
夫

 
八
幡
は
扉
を
開
け

待
た
せ
た
事
を
二
人
に
謝
り
な
が
ら
二
人
を
病
室
に

き
入
れ
た

は
じ
め
ま
し
て

葉
山

人
で
す

戸
部

す

結
城
明
日
奈
で
す

こ
ん
な
格
好
で
ご
め
ん
な
さ
い

い
や

こ
ち
ら
こ
そ
い
き
な
り
押
し
か
け
ち

て

し

な
い

う
う
ん

あ
の

八
幡
君
を
助
け
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

く

明
日
奈
さ
ん
マ
ジ
女
神
だ
わ

や

ぱ
ヒ
キ
タ
ニ
君
は
ヒ
キ
タ
ニ
さ
ん
だ
わ
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えあ

ご
め
ん

ヒ
キ
タ
ニ
君
じ

な
く
て

ヒ
キ
ガ
ヤ
君
ね

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

か
ん
と
し
た
顔
で
戸
部
に
言

た

戸
部

お
前

俺
の
正
し
い

知

て
た
ん
だ
な

当
た
り
前

し

ヒ
キ
タ
ニ
君

て
呼
び
方
が

 
何
か
ス
ペ
シ

ル

く
て
良
く
ね

て
思

た
か
ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
た

し

お

お
う

戸
部
は
ヒ
キ
タ
ニ
君
の
ま
ま
で
い
い
わ

う
ん

ふ
ふ

 
明
日
奈
は
そ
の
遣
り
取
り
を

き

花
の
よ
う
に
微
笑
ん
だ

 
そ
れ
を
見
た
戸
部
は

を

ら
め
な
が
ら
見
と
れ
て
い
た

 
あ
の
葉
山
で
さ
え
も

少
し
顔
を

く
し
て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

少
し
調
子
に
の

た
ら
し
く

 
明
日
奈
の

を
な
で
な
が
ら

得
意
げ
に
二
人
に
言

た

ど
う
だ
二
人
と
も

俺
の
彼
女
は
か
わ
い
い
だ
ろ

 
そ
れ
を

い
た
二
人
は

か
ん
と
し
て
い
た
が
葉
山
が
面
白
そ
う
に
八
幡
に
返
事
を
し
た
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あ

あ
あ

確
か
に
す
ご
い
美
人
で
驚
い
た
と
い
う
か

 
比
企
谷
が
そ
ん
な
事
を
言

た
事
に
驚
い
た
と
い
う
か

う

わ

ヒ
キ
タ
ニ
さ
ん
ま
じ
ぱ
ね

わ

も
う
ガ
チ
リ
ス
ペ
ク
ト
だ
わ

で
し

私
の
八
幡
君
は
す
ご
い
で
し

 
突
然
明
日
奈
が
そ
ん
な
事
を
言
い
だ
し
た

明
日
奈
は
戸
部
を
ド
ヤ
顔
で
見
て
え

へ
ん
し

て
い
た

 
ど
う
や
ら
変
な
ス
イ

チ
が
入

た
ら
し
い

お
い
明
日
奈

恥
ず
か
し
い
か
ら
そ
の
く
ら
い
で

あ

う
ん
ご
め
ん

つ
い
嬉
し
く
な

ち

て

あ
は
は
は
は
は
は
は

明
日
奈
さ
ん
も
ま
じ
リ
ス
ペ
ク
ト
だ
わ

二
人
と
も
最
強
に
お
似
合
い

し

 
葉
山
が
笑
い

戸
部
も
楽
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
八
幡
と
明
日
奈
も
つ
ら
れ
て
笑
い

病
室
は
四
人
の
笑
い
声
で
満
た
さ
れ
た

 
そ
ん
な
中

誰
か
が
病
室
の
扉
を
ノ

ク
し
た

そ
こ
に
い
た
の
は

岡
だ

た

分
楽
し
そ
う
だ
ね
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岡
さ
ん

岡
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
れ
で
事
件
も
全
て
解
決
だ

二
人
と
も

本
当
に
良
か

た
ね

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
さ
ん
も
う
ち

と
だ
け
い
く
つ
か
質
問
し
た
い
ん
だ
け
ど
い
い

か
なあ

そ
れ
じ

俺
達
は
こ
れ
で

明
日
奈

ま
た
明
日
く
る
け
ど

 
と
り
あ
え
ず
こ
れ

俺
の

の
ア
ド
レ
ス
と
番

な

あ

う
ん

私
の

が

い
た
ら
す
ぐ
連

す
る
ね

 
あ
と
葉
山
君
と
戸
部
君
も

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

元
気
に
な

た
ら
み
ん
な
で
ど
こ
か
行
く

し

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

明
日
奈
さ
ん

ま
た
い
ず
れ

二
人
と
も

ま
た
ね

八
幡
君
は
明
日
ね

 
三
人
は
病
室
を

し

そ
の
ま
ま
外
に
出
た
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外
に
出
た

間

戸
部
が
八
幡
に
ヘ

ド
ロ

ク
を
仕

け
た

う
お

こ
の
こ
の

ヒ
キ
タ
ニ
君

ま
し
い

し

戸
部

 
葉
山
は

れ
た
よ
う
に
戸
部
の
名
前
を
呼
ん
だ

だ

て
よ

人
君
も

明
日
奈
さ
ん
ま
じ
美
人
だ

て
驚
い
た

し

ま
あ

そ
れ
は
確
か
に
な

で
も
俺

ヒ
キ
タ
ニ
君
が
幸
せ
そ
う
な
の
を
見
て

本
当
に
嬉
し
か

た
ん
よ

戸
部

そ
ろ
そ
ろ
離
せ

お
い

戸
部

 
八
幡
は

戸
部
の
声
の
調
子
が
お
か
し
か

た
の
で

 
自
力
で
何
と
か
ヘ

ド
ロ

ク
を
外
し
て
戸
部
の
顔
を
見
た

よ
く
見
る
と
戸
部
は

し
て
い
た

お
い
戸
部

ヒ
キ
タ
ニ
君

本
当
に
良
か

た

し

本
当
に

 
そ
ん
な
戸
部
を
見
て

困

た
八
幡
は

す
が
る
よ
う
に
葉
山
の
顔
を
見
た
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だ
が

そ
の
葉
山
も
静
か
に

い
て
い
た

お
い

お
前
ら

す
ま
ん

人
前
じ

か
な
い
主
義
の
俺
だ
が

さ
す
が
に
く
る
も
の
が
あ

て
な

二
人
と
も

俺
な
ん
か
の
た
め
に

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

 
八
幡
も

感

ま

た
の
か

二
人
と
一

に

き
出
し
た

や

と
大
切
な
人
を
取
り

す
事
が
出
来
た
よ

 
こ
こ
ま
で
の
二

月
が
今
ま
で
の
人
生
の
中
で
一
番
⻑
か

た

本
当
に
⻑
か

た

や

た

ヒ
キ
タ
ニ
君

や

ぱ
こ
う
い
う
時
は

勝
利
宣
言

し

 
戸
部
は
涙
を

い
て
い
き
な
り
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

八
幡
も
涙
を

き
戸
部
に
応

え
たそ

そ
う
だ
な

よ
し

勝

た

俺
達
は
つ
い
に
勝

た
ぞ

お
お

お
お

 
三
人
は
子

く
雄
た
け
び
を
上
げ
た

 
そ
ん
な
三
人
の

に
気
付
い
た
明
日
奈
は

病
室
の
窓
か
ら
そ
れ
を
笑
顔
で
見
つ
め
て
い
た



 第１３１話 人生で一番⻑い二ヶ月

  
和
人
は

を

り
し
め
た
ま
ま
ひ
た
す
ら
そ
の
時
を
待

て
い
た

 
さ
す
が
に
明
日
奈
の
目
覚
め
と
比
べ
る
と

時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
事
は
分
か

て
い
た
が

 
和
人
は

を
手
放
す
気
に
な
れ
ず

ひ
た
す
ら
待
ち
続
け
て
い
た

 
ど
れ
ほ
ど
待

た
だ
ろ
う

つ
い
に
そ
の
時
が
訪
れ
た

 

が

動
し
た

間
和
人
は
誰
か
ら
の
着
信
か
も
確
認
せ
ず
す
ぐ
に
通
話
ボ
タ
ン
を
押

し
たも

し
も
し

桐

谷
和
人
で
す

あ

え

と

私

リ
ズ

リ
ズ
だ
な

俺
だ

キ
リ
ト
だ

キ
リ
ト

本
当
に
キ
リ
ト
な
ん
だ

体
の
方
は
大
丈
夫
か

目
覚
め
た
ば

か
り
だ
ろ

う
ん
何
か
⻑
い
夢
を
見
て
た
感
じ

つ
ら
い
夢
も
あ

た
し
嬉
し
い
夢
も
あ

た
か

な
夢
の
時
間
は
俺
た
ち
み
ん
な
で
終
わ
ら
せ
た

も
う
大
丈
夫
だ

リ
ズ



 第二章 ＡＬＯ編

み
ん
な

い
る
ん
だ
ね

あ
あ

元
気
に
な

た
ら

ま
た
み
ん
な
で
集
ま
ろ
う

う
ん

う
ん

私

く
元
気
に
な
る

調
子
を
取
り

し
て
き
た
み
た
い
だ
な

と
り
あ
え
ず
事
情
も
話
し
た
い
し
明
日
そ

ち
に

行
く
よ

 
リ
ズ
が
今
ど
こ
の
病
院
に
い
る
か
教
え
て
く
れ
よ

来
て
く
れ
る
の

当
た
り
前
だ
ろ

俺
は
ま
だ

リ
ズ
に
返
事
も
し
て
な
い
ん
だ
か
ら
な

キ
リ
ト

う
ん

う
ん

待

て
る
ね

え

と

こ
こ
は
ね

 
こ
う
し
て
二
人
は
つ
い
に
目
覚
め
ク
リ
ア
時
に
生
き
残

て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

は
全
員
解

放
さ
れ
た

 
リ
ズ
ベ

ト

崎
里
香
の
入
院
し
て
い
た
病
院
は

和
人
の
実
家
に
近
か

た
た
め

 
和
人
は
退
院
し

ま
め
に
そ
の
病
院
に
通
い

里
香
の
リ
ハ
ビ
リ
を
手
伝

て
い
た

 
明
日
奈
は

両
親
が
今
回
の
事
件
の
事
後
処
理
に
追
わ
れ
て
い
た
た
め

 
陽
乃
が

め
た
事
も
あ
り
八
幡
達
が
入
院
し
て
い
た
雪
ノ
下
系
の
病
院
に
移
る
事
に
な

た
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八
幡
の
存
在
も
大
き
か

た
だ
ろ
う

 
明
日
奈
の
両
親
は

今
回
の
事
件
で
の
八
幡
の
功

を
陽
乃
に

か
さ
れ
て
い
た
た
め

 
娘
の
た
め
な
ら
ば
と
明
日
奈
の
転
院
を
許
し

明
日
奈
の
リ
ハ
ビ
リ
に
は

日
八
幡
が
付
き

て
い
た

 
こ
う
し
て

二

月
の
時
が
過
ぎ

つ
い
に
明
日
奈
と
里
香
の
退
院
の
日
が
訪
れ
た
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第
１
３
２
話
 
エ
ピ
ロ

グ

二
人
が
得
た
も
の
は

 
第
二
章
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
は

こ
れ
に
て
終
了
と
な
り
ま
す

 
こ
こ
ま
で
お
付
き
合
い

い
た
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す

 

日
の
予
告
通
り

第
三
章
の
開
始
は
五
月
十
日
の
十
二
時
を
予
定
し
て
い
ま
す

 
今
後
と
も
宜
し
く
お
付
き
合
い
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

と
呼
ば
れ
る
人
達
が
全
て
開
放
さ
れ
て
か
ら
二

月

 
当
初

明
日
奈
の

結
城
章
三
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

任
を
決
め
た
時
は

 
か
な
り
マ
ス
コ
ミ
や

世
間
か
ら
叩
か
れ
て
い
た
が

 
取
材
が
進
む
に
つ
れ

事
件
が
全
て
須

の
独
断
で
あ

た
事
が
わ
か
り

 
更
に
レ
ク
ト
本
社
が

章
三
氏
の
指

の
下

 
内
部

保
を
全
て

き
出
す
勢
い
で
被
害
者
へ
の
救
済
を
始
め
た
事
も
あ
り

 
世
間
は
こ
れ
こ
そ
正
し
い

任
の
取
り
方

と
い
う

調
に
変
わ

て
い

た
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こ
う
し
て
事
態
は
急
速
に

静
化
し
て
い
き

 
そ
し
て
つ
い
に
今
日

明
日
奈
は
リ
ハ
ビ
リ
を
終
え

退
院
の
日
を
迎
え
る
事
に
な

た
の

だ

た
よ
し
明
日
奈

行
こ
う
か

も
う
仲
が
い
い
二
人
の

を
見
れ
な
く
な
る
と
思
う
と

少
し

し
い
ね

 
二

月
よ
く
頑
張

た
ね

退
院
お
め
で
と
う

明
日
奈
さ
ん

明
日
奈
ち

ん

お
幸
せ
に

そ
し
て
退
院
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

先
生

護

の
皆
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
明
日
奈
の
退
院
の
付
き

い
は
八
幡
だ
け
で
あ
り

両
親
は
来
て
い
な
か

た
が

 
前
日
に

と
て
も
忙
し
い
は
ず
の
両
親
が
八
幡
を

て
病
室
を
訪
れ

 
今
日
の
事
は

に
打
ち
合
わ
せ
済
み
だ

た
た
め
明
日
奈
は
特
に
そ
の
事
を
気
に
し
て
は
い

な
か

た

 
病
院
を
出
る
と
八
幡
は

明
日
奈
の
手
を
引
い
て

場
の
方
へ
と
連
れ
て
い

た

あ
れ

八
幡
君
ど
こ
に
行
く
の
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ん

あ
あ

こ
こ
だ

さ
あ

乗

て
く
れ

え
 
八
幡
は

場
に
止
め
て
あ

た

一
台
の
白
い

の
ド
ア
を
開
け

 
明
日
奈
を
助
手

に
乗
せ
る
と

自
分
は
運
転

に
乗
り
込
ん
だ

え

え

い
つ
の
間
に

の
免
許
を

実
は
明
日
奈
の
リ
ハ
ビ
リ
を
手
伝
い
が
て
ら

近
く
の
教

所
に
通

て
た
ん
だ
よ

 
学
校
も
ま
だ
始
ま
ら
な
い
し

多
少
手
が
空
い
て
た
ん
で
な

な
る
ほ
ど
ね

教

所
と
は
別
に

ハ
ル
姉
さ
ん
の
家
の
庭
で

事
の
都

さ
ん
に
散
々
し
ご
か
れ
た
よ

 
ス
ト
レ

ト
で
卒
業
し
な
い
と

今
日
に
間
に
合
わ
な
か

た
か
ら
な

そ
う
な
ん
だ

ハ
チ
マ
ン
君
は
こ

そ
り
そ
ん
な
努
力
を

で

こ
の

は

た

う
わ

相
変
わ
ら
ず
行
動
が
素

い

金
だ
け
じ

ち

と
足
り
な
か

た
か
ら
出
世

い
で
ハ
ル
姉
さ
ん
に
少
し

り
た
け

ど
な
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安
物
の

だ
が

間
違
い
な
く
俺
の

だ

助
手

は
明
日
奈
専
用
だ
な

 
あ
も
し
か
し
た
ら
小
町
を
乗
せ
な
き

な
ら
な
い
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
基
本
明

日
奈
専
用
な

う
ん

 
明
日
奈
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら

シ

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
た

 
こ
れ
か
ら
こ
こ
が
自
分
の

に
な
る
ん
だ
と
思
い

嬉
し
く
な

た
明
日
奈
は

 
八
幡
の

に
口
付
け
し
よ
う
と
し
た
が

シ

ト
ベ
ル
ト
の
せ
い
で

か
な
か

た

む
む
む
む
む

か
な
い

は
は

 
明
日
奈
は
八
幡
に
ク
イ

ク
イ

と
手

き
を
し

 
八
幡
は
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら

顔
を
明
日
奈
の
方
に
近
付
け
た

 
そ
の
お
か
げ
で
明
日
奈
は
目
的
を
果
た
す
事
が
出
来

満
足
し
た
よ
う
だ

た

む
ふ

む
ふ

て
お
前

子

じ

な
い
ん
だ
か
ら

い
い
の

さ
あ

レ

ツ
ゴ
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は
い
は
い

 
八
幡
は
キ

を
回
し

エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
た

そ
れ
じ

ダ
イ
シ

カ
フ

に
向
か
う
ぞ

う
ん

み
ん
な
元
気
か
な

や

と
リ
ズ
に
会
え
る
な

明
日
奈

う
ん

他
の
人
と
は
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
時
に
会
え
た
け
ど

 
リ
ズ
と
は
ま
あ

お

い
リ
バ
ビ
リ
が
あ

た
し

ゲ

ム
の
中
で
は
会

た
け
ど

 
直
接
会
う
の
は
初
め
て
だ
か
ら

す
ご
い
楽
し
み

ア
ル
ゴ
は
来
れ
る
か
ど
う
か
微

ら
し
い
け
ど
な

ハ
ル
姉
さ
ん
も
ア
ル
ゴ
さ
ん
も
忙
し
そ
う
だ
も
ん
ね

 
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
は
解
体
さ
れ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

は
雪
ノ
下
系

の
新
会
社
に
移
行
し

て
い
た

 
し
ば
ら
く
は
引
継
ぎ
作
業
も
あ
る
た
め

橋

し
を
し
た
の
が
陽
乃
だ

た
事
も
あ
り

 
新
会
社
と
の
連

役
も
こ
な
し
な
が
ら

陽
乃
は
と
て
も
忙
し
い

日
を
送

て
い
る
よ
う

だ

た
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そ
し
て
ア
ル
ゴ
は

陽
乃
が
個
人
で

う
事
が
決
定
し
て
お
り

 

に
も
協
力
し
つ
つ

ア
ル
ゴ
は
陽
乃
に
い
い
よ
う
に
こ
き
使
わ
れ
て
い
る
の
だ

た

 
八
幡
が
一
度
何
故
ア
ル
ゴ
を

た
の
か

い
た
時
陽
乃
は
と
て
も
悪
い
顔
を
し
な
が
ら

こ
う
言

た

だ

て

何
か
そ
の
方
が
面
白
そ
う
じ

な
い

 
そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
う
ち
に

目
的
地
に
着
い
た

 
八
幡
は

場
に
少
し
て
こ
ず
り
つ
つ
も

を
止
め
エ
ギ
ル
に
今
着
い
た
と
連

を
入
れ

た 
そ
し
て
二
人
は

ダ
イ
シ

カ
フ

へ
と
歩
い
て
向
か

た
の
だ

た

こ
こ
だ

う
わ

何
か
雰
囲
気
が
あ
る
お
店
だ
ね

エ
ギ
ル

い
だ
ろ

う
ん

上
手
く
説
明
は
出
来
な
い
け
ど

何
か
エ
ギ
ル
さ
ん

い

よ
し

入
る
か

み
ん
な
も
う
集
ま

て
い
る
だ
ろ
う
し
な

 
あ

今
日
は
当
然
ゲ

ム
内
の
名
前
で
呼
び
合
う
事
に
な

て
る
か
ら

宜
し
く
な



 第二章 ＡＬＯ編

う
ん

 
二
人
は
店
の
扉
を
開
け

お
そ
る
お
そ
る
中
を

き
込
ん
だ

す
ま
ん

待
た
せ
た
か

て

あ
れ

誰
も
い
な
い
ね

 
テ

ブ
ル
に
は
料
理
や
飲
み
か
け
の
飲
み
物
が
雑
多
に

ん
で
い
た
が
室
内
に
は
誰
も
お

ら
ず

 
二
人
は
首
を
か
し
げ
な
が
ら
お
ず
お
ず
と
中
に
入

た

 
そ
の

間
に

カ
ウ
ン
タ

の
中
や
扉
の
陰
に

れ
て
い
た
仲
間
達
が

 
次
々
と
飛
び
出
し
て
き
て

一

に
ク
ラ

カ

を
鳴
ら
し
た

い
ぞ
ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
君

ア
ス
ナ
さ
ん

お
う
ハ
チ
マ
ン

ち

ん
と
運
転
出
来
た
か

ア
ス
ナ
さ
ん

相
変
わ
ら
ず
美
人

す
ね

ま
あ
こ
こ
に
い
る
全
員
美
人
な
ん
だ
け
ど
な

 
ま

た
く
ハ
チ
マ
ン
の

り
は
ど
う
し
て
こ
う

ア
ス
ナ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す
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ア
ス
ナ
さ
ん

と
て
も
元
気
そ
う
で
良
か

た
わ

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

い

お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん

ぐ
ぬ
ぬ

先
輩

や

ぱ
り
お
似
合
い
で
す

 
ハ
チ
マ
ン
は

気
に
と
ら
れ
て
い
た
が

と
り
あ
え
ず
謝
る
事
に
し
た

お
お
う

に
あ
ま
り
慣
れ
て
な
く
て
な

ま
あ
主
に

場
で
ま
ご
つ
い
た
わ
す
ま
ん

み
ん
な

久
し
ぶ
り

 
ち
な
み
に
今
日
の
参
加
メ
ン
バ

は

発
言

に

 
キ
リ
ト

リ

フ

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン

シ
リ
カ

ユ
キ
ノ

ユ
イ
ユ
イ

コ
マ
チ

イ

ロ
ハ

 
そ
し
て
ま
だ
発
言
し
て
い
な
い
リ
ズ
ベ

ト
に
加
え
今
到
着
し
た
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
だ

た 
そ
ん
な
中
後
ろ
に

れ
て
い
た
リ
ズ
ベ

ト
が
お
ず
お
ず
と
い

た
感
じ
で
前
に
出
て
き

た
リ
ズ
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ア
ス
ナ

は
じ
め
ま
し
て

か
な

 
リ
ズ
ベ

ト
は
ア
ス
ナ
の
名
前
を
呼
び
な
が
ら

ア
ス
ナ
に

き
つ
い
た

 
ア
ス
ナ
も
リ
ズ
ベ

ト
を
し

か
り
と

き
し
め

二
人
は
や

と
会
え
た
と
喜
ん
だ

 
そ
し
て

宴
会
の
よ
う
な
も
の
が
始
ま

た

よ
う
な
も
の

と
い
う
の
は

 
男
性

と
女
性

が
き

ち
り
分
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

た

別
に
男
女
の
仲
が
悪
い
わ
け

で
は
な
く

 
チ

ム
・
ハ
チ
マ
ン
の
女
性

が
全
員
集
ま
る
の
が
初
め
て
だ

た
か
ら
で
あ
り

 
女
性

は

的
に
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
女
性

を
ち
ら
り
と
観
察
し

ど
う
や
ら
全
員
う
ま
く
や
れ
て
る
ら
し
い
と
思

い

安
心
し
た

 
男
性

は
男
性

で

ク
ラ
イ
ン
以
外
は
皆
落
ち
着
い
て
い
た

 
エ
ギ
ル
は
妻

者
で
あ
り
キ
リ
ト
か
ら
は
リ
ズ
ベ

ト
と
交

一
歩
手
前
と
の
話
を

い

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
言
う
に

ば
ず
こ
の
中
で
完
全
に
フ
リ

態
な
の
は
ク
ラ
イ
ン
だ
け
な
の

で
あ

た
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ハ
チ
マ
ン

の
話
な
ん
だ
が

お
う

あ

ち
も
お
待
ち
か
ね
だ
ぞ

そ
ろ
そ
ろ
仕
事
の
方
は
落
ち
着
い
た
の
か

待
た
せ
ち
ま

て
本
当
に
す
ま
ね
え
そ
ろ
そ
ろ
余

も
出
て
き
た
し
も
う
い
つ
で
も
大
丈

夫
だ

 
ク
ラ
イ
ン
は

リ
ハ
ビ
リ
が
終
わ

た
と
は
い
え

 
以
前
と
同
様
の
ポ
テ
ン
シ

ル
で
働
く
の
は
ま
だ
難
し
か

た
ら
し
く

 
ハ
チ
マ
ン
に
平

を
紹
介
し
て
も
ら
う
の
を

少
し
待

て
も
ら

て
い
た

 
せ

か
く
紹
介
し
て
も
ら
う
の
だ
か
ら

し

か
り
と
し
た

態
で
会
い
た
い
と
い
う

 
そ
れ
は
ク
ラ
イ
ン
の
男
の
意
地
だ

た

平

も
そ
の
ク
ラ
イ
ン
の
話
を

き

く
了

し
て
い
た

よ
し
そ
れ
じ

あ
先
方
の
都
合
に
合
わ
せ
る
か
ら
セ

テ

ン
グ
を
頼
ん
で
も
い
い
か

あ
あ

そ
こ
ら
へ
ん
は
任
せ
て
く
れ

さ
て

ク
ラ
イ
ン
に
春
が
来
る
の
か
ど
う
か

お
い
キ
リ
ト

け
る
か

う

ん

け
る
な
ら

上
手
く
い
く
方
に

け
る
か
な

お
お

我
が
心
の
友
よ

そ
こ
ま
で
俺
の
事
を

て
い
て
く
れ
た
の
か
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い
や

俺
は
大

狙
い
だ
か
ら
な

お
い
い

何
の
話
か
し
ら

 
ク
ラ
イ
ン
の
大
声
を

き
つ
け

女
性

も
こ
ち
ら
に
集
ま

て
き
た

あ
あ

実
は
な

ク
ラ
イ
ン
を

平

先
生
に
紹
介
す
る

て
約
束
を
し
て
て
だ
な

あ
の
平

先
生
を

お
い

気
持
ち
は
分
か
る
が

あ
の

て
言
う
な

う

ん

あ
の
平

先
生
と
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
か

ユ
イ
ユ
イ
お
前
も
か

ハ
チ
マ
ン

俺

何
か
不
安
に
な

て
き
ち
ま

た
ん
だ
が

 
あ

勘
違
い
す
ん
な
よ

別
に
相
手
に
不
満
が
あ
る
と
か
じ

な
く
て
だ
な

 
女
性
と
接
し
た

験
の
少
な
い
俺
が

相
手
を
ち

ん
と
リ

ド
出
来
る
の
か

 
そ
う
い
う
面
で
少
し
不
安
に
な

た
と
い
う
か
だ
な

ふ
む

い
い
か
ク
ラ
イ
ン

確
か
に
平

先
生
に
は

多
少
問
題
が
あ
る

 

え
ば
必
要
以
上
に
相
手
に
自
分
を
良
く
見
せ
よ
う
と
し
て
し
ま
う
所
と
か
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少
し
で
も
メ

ル
の
返
事
が

れ
る
と
つ
い
⻑
文
で
何
通
も
送
り
つ
け
て
く
る
所
と
か
だ
が

 
そ
の
あ
た
り
は
俺
が
き

ち
り
言
い

か
せ
る

お
前
は
素
の
ま
ま
ぶ
つ
か

て
く
れ
れ
ば
い

い 
俺
は
お
前
な
ら
絶
対
に
や

て
く
れ
る
と
信
じ
て
る
ぞ

頑
張
れ

お

お
う

任
せ
ろ

ハ
チ
マ
ン
君

あ
な
た
も
か
な
り
す
ご
い
事
を
言

て
い
る
気
が
す
る
の
だ
け
れ
ど

ま
あ
ク
ラ
イ
ン
な
ら
な
ん
と
か
す
る
だ
ろ

あ
ん
ま
り
外
野
が
口
を
出
す
も
ん
じ

な
い

ま
あ

確
か
に
そ
う
だ
な

あ

エ
ギ
ル

オ
レ

ち
は
ホ

ト
ミ
ル
ク
な

あ
い
よ

あ

エ
ギ
ル

そ
れ
じ

あ
俺
に
も
頼
む
わ

一
息
つ
き
た
い
し
な

お
う

待

て
て
く
れ

 
ホ

ト
ミ
ル
ク
が
二
つ
カ
ウ
ン
タ

に
置
か
れ
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
飲
み
ほ

と
一
息
入

れ
た

 
隣
の
人
は
猫

ら
し
く
ふ

ふ

し
な
が
ら
ホ

ト
ミ
ル
ク
を
美
味
し
そ
う
に
飲
ん
で
い
た



 第二章 ＡＬＯ編

何
と
な
く
イ
メ

ジ
通
り
の
猫

な
ん
だ
な

か
ら

い
の
は
苦
手
で
ナ

熱
い
の

て

目
な
人
は
本
当
に

目
だ
よ
な

ア
ル
ゴ

て

ア
ル
ゴ

い
つ
の

間
にお

お
お
い

ア
ル
ゴ
じ

ね

か

久
し
ぶ
り
だ
な

よ

少
し
手
が
空
い
た
か
ら
来
て
み
た

ア
ル
ゴ
さ
ん

 
ア
ス
ナ
は

嬉
し
そ
う
に
ア
ル
ゴ
に

き
付
い
た

お
お

ど
う
し
た
ア

ち

ん

分
情
熱
的
だ
ナ

だ

て

だ

て

捕
ま

て
い
た
私
に

希
望
を
く
れ
た
じ

な
い

 
ず

と
お

が
言
い
た
か

た
ん
だ
よ

よ
し
よ
し

よ
く
頑
張

た
な

ア

ち

ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず
二
人
は
そ
の
ま
ま
に
ユ
キ
ノ
達
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
に
ア
ル
ゴ
の
事
を
説

明
し
た
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も
ち
ろ
ん
皆
ア
ル
ゴ
を
歓
迎
し

場
は
一
気
に

り
上
が

た

 
そ
ん
な

態
の
中
キ
リ
ト
は
リ

フ

が
リ
ズ
ベ

ト
に
と
て
も
懐
い
て
い
る
よ
う
だ

た

の
で

 
密
か
に
安

し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
も
同
じ
よ
う
に

 
ユ
キ
ノ
と
ユ
イ
ユ
イ
が
ア
ス
ナ
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
の
を
見
て

安

し
て
い
た

 
二
人
は
お

い
の
考
え
て
い
る
事
を
察
し
た
の
だ
ろ
う
顔
を
見
合
わ
せ
て
ニ
ヒ
ル
に
笑

た 
も
ち
ろ
ん
そ
の
笑
い
は

二
人
に
は
ま

た
く
似
合

て
い
な
か

た
の
だ
が

 
そ
し
て
気
が
付
く
と

い
つ
の
間
に
か
三
時
間
が

過
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

終
了
の
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
と
思
い

立
ち
上
が

て
皆
に
言

た

さ
て

宴
も
た
け
な
わ
だ
が

そ
ろ
そ
ろ
解
散
の
時
間
だ

 
こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ

は

皆
俺
の
大
切
な
仲
間
で
あ
り

友
達
だ

 
あ

す
ま
ん
気
の
利
い
た
セ
リ
フ
は
思
い
つ
か
な
い

月

み
だ
が
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
頼
む

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

高
校
生
活
の
二
年
間
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

束
さ
れ
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そ
れ
と
引
き
換
え
に

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
を

友
達
を
得
た

 
今
後
二
人
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
中
心
に
活
動
し
て
い
く
事
に
な
る
の
だ
が

 
た
く
さ
ん
の
仲
間
達
が

彼
ら
と
共
に
あ
る
事
だ
ろ
う

  
こ
う
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

を
発
す
る
一
連
の
事
件
は
幕
を
下
ろ
し
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
物
語
は

こ
の
後
も
続
い
て
い
く
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第
三
章
 
Ａ
Ｌ
Ｏ

ア
フ
タ

編

 
第
１
３
３
話
 
影
の
功
労
者

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
い

岡
さ
ん
よ
そ
ろ
そ
ろ
オ
レ

ち
を
退
院
さ
せ
て
く
れ
て
も
い
い
ん
じ

な
い
の
カ

そ
れ
に
つ
い
て
は
本
当
に

し

な
く
思

て
い
る
ん
だ
が

 
も
し
か
し
た
ら
君
の
ハ

カ

と
し
て
の

が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

況
な
ん
だ
よ

ね 
ア
ル
ゴ
は

岡
の
手
に
よ

て

入
院
と
い
う
名
の

禁

態
に
あ

た

 
最
も
そ
れ
は

岡
が
犯
罪
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
事
で
は
な
く

 
過
去
の
ア
ル
ゴ
の
行
い
に
よ
る
も
の
だ

た
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ア
ル
ゴ
は
過
去
に
何
度
も
色
々
な
組

の
サ

バ

に
進
入
し
て
お
り

 
デ

タ
を
盗
み
出
す

の
犯
罪
行

は
犯
し
て
は
い
な
か

た
も
の
の

 
情
報
を

す
る
事
が
三
度
の

よ
り
大
好
き
と
い
う
行
き
過
ぎ
た
知
識
欲
を
持

て
い
る

人
物
と
し
て

 

岡
が
公
安
に
所
属
し
て
い
た
時
か
ら
ず

と

岡
に
マ

ク
さ
れ
て
い
た
存
在
だ

た

 

岡
は

今
回
の
事
件
の
被
害
者
の
中
に
ア
ル
ゴ
が
い
た
の
を
利
用
し
て

 
い
ち

く
彼
女
の
身

を
押
さ
え

彼
女
の
情
報
が
外
に

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
い
ず
れ
何
か
の
時
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
つ
も
り
で

 
病
院
の
手
配

々
の
事
で
ア
ル
ゴ
に
貸
し
を
作
る
の
が
目
的
だ

た
の
だ
が

 
そ
し
て
つ
い
に
そ
の
時
が
来
た

ハ
チ
マ
ン
ら
の
手
に
よ

て
ア
ス
ナ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
に
い
る

事
が
発
覚
し

 
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
を
調
査
す
る
必
要
性
が
出
て
き
た
の
だ

 

岡
が
真

先
に
白

の
矢
を
立
て
た
の
が
こ
の
ア
ル
ゴ
だ

た
の
だ
が

 
ア
ル
ゴ
は

岡
に
不
信
感
を
持

て
い
た
た
め
口
先
の
説
明
だ
け
で
は
そ
の
事
を
信
用
せ
ず

 

岡
は
ア
ル
ゴ
を
説
得
す
る
た
め
の
材
料
を
持
ち
今
ま
さ
に
ア
ル
ゴ
を
説
得
し
て
い
る
最
中
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で
あ

たこ
れ
じ

足
り
ま
せ
ん
か
ね

写
真
を
用
意
す
る
く
ら
い
な
ら
い
く
ら
で
も
出
来
る
だ
ロ

ま
あ
そ
う
で
す
よ
ね

こ
れ
は
も
う
直
接
話
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
の
か
な

 
ア
ル
ゴ
は
ア
ス
ナ
ら
し
き
人
物
が
写

た
写
真
や
ハ
チ
マ
ン
ら
の
写
真
を
見
せ
ら
れ
て
も
納

得
せ
ず

 

岡
は
い
よ
い
よ
本
人
達
に
会
わ
せ
る
し
か
な
い
か
と
考
え
て
い
た
の
だ
が

 
そ
の
時

岡
の

が
鳴

た

ち

と
失

は
い

岡
で
す

あ
あ

陽
乃
さ
ん

は
い

は
い

 
わ
か
り
ま
し
た
ち

と
ハ
ン
ズ
フ
リ

に
す
る
の
で
お
待
ち
下
さ
い

も
う
大
丈
夫
で

す 

岡
は

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
い
な
が
ら
通
話
が
ア
ル
ゴ
に
も

こ
え
る
よ
う
に
し
た

 
ア
ル
ゴ
は

を
組
み
な
が
ら

大
人
し
く
そ
の
会
話
を

い
て
い
た

と

い
う
わ
け
で

ハ
チ
マ
ン
君
が

何
人
か
の
仲
間
に
連

を
と

て
ほ
し
い
ん
だ

て

 
名
前
を
も
う
一
回
言
う
わ
ね

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

シ
リ
カ

ア
ル
ゴ
の
四
人
よ
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本
当
は
ダ
イ
シ

カ
フ

て
所
に
集
合
予
定
だ

た
ら
し
い
ん
だ
け
ど
ね

 

況
が
変
わ

て

ど
う
し
て
も
助
け
が
欲
し
い

況
に
な

ち

た
の
よ
ね

 
そ
の
名
前
が
出
た

間
ア
ル
ゴ
は
ピ
ク
リ
と
反
応
し
た
が
表
向
き
は
興
味
が
無
さ
そ
う
に

し
て
い
た

 

岡
は
そ
れ
を
見
て
ほ
く
そ
笑
み

会
話
を
続
け
た

な
る
ほ
ど
ハ
チ
マ
ン
君
が
是
非
連

を
と

て
ほ
し
い
と
そ
う
い
う
事
で
い
い
ん
で
す
ね

は
い

岡
さ
ん

お

ハ
チ
マ
ン
君
も
そ
こ
に
い
た
ん
だ
ね

は
い

俺
と
キ
リ
ト
も
全
力
を
尽
く
す
つ
も
り
で
い
ま
す
が

 
打
て
る
手
は
全
て
打

て
お
き
た
い
ん
で
す

ア
ス
ナ
を
助
け
る
た
め
に

 
俺
が
心
か
ら
信
頼
出
来
る
仲
間
達
の
助
け
を
ど
う
し
て
も

り
た
い
ん
で
す

 
ア
ル
ゴ
は

ハ
チ
マ
ン
の
声
と
内
容
か
ら
本
人
だ
と
確
認
し

 

岡
に

も
う
い
い
と
い
う
風
に
合
図
を
送

た

事
情
は
わ
か
り
ま
し
た

そ
れ
く
ら
い
お
や
す
い
御
用
で
す
よ

至
急
手
配
し
ま
す
ね



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

あ
り
が
と
う

岡
さ
ん

と
こ
ろ
で
協
力
を
依
頼
し
た
人
と
の
交

は
ま
と
ま

た
の
か
し
ら

あ
そ
れ
な
ら
今
ま
さ
に
交

中
だ

た
ん
で
す
け
ど
今
の

話
の
間
に
話
が
ま
と
ま
り
ま

し
たえ

交

中
だ

た
の

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や

ぱ
り

か
せ
た
の
は
正
解
で
し
た
ね

も
う
い
い
ぞ

岡
さ
ん

ア

ち

ん
の

に
オ
レ

ち
は
全
力
を
尽
く
す
と
約
束
す
る
ぞ

 
す
ぐ
に
動
く
か
ら

機
材
を
手
配
し
て
く
れ
よ
ナ

 

岡
は
ア
ル
ゴ
に

き

話
に
向
け
て
報
告
を
し
た

無
事
交

成
立
で
す

こ
れ
か
ら
す
ぐ
に
行
動
を
開
始
す
る
と
の
事
で
す

や

た

八
幡
君

さ

き
言

て
た
人

交

成
立
だ

て

 
今
あ

ち
は
ハ
ン
ズ
フ
リ

ら
し
い
か
ら

お

を
言

て
お
く
と
よ
い
よ

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

必
ず
こ
の

は
お
返
し
し
ま
す

 
そ
の
懐
か
し
い
声
を

い
た
ア
ル
ゴ
は
心
の
中
で

ハ
チ
マ
ン
に
返
事
を
し
た

絶
対
ア

ち

ん
を
助
け
よ
う
な

ハ

キ

オ
レ

ち
も
全
力
を
尽
く
す
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こ
う
し
て
ア
ル
ゴ
は

岡
の
依
頼
を
引
き
受
け
る
事
を
決
断
し
つ
い
に
動
き
出
し
た
の
だ

た  
ま
ず
最
初
に
ア
ル
ゴ
は

協
力
者
だ
と
い
う
二
人
の
人
物
に
会
う
事
に
な

た

 
一
人
は
ハ
チ
マ
ン
の
友
達
で

も
う
一
人
は
ハ
チ
マ
ン
の
姉
的
存
在
の
人
物
だ
と
い
う

 
ア
ル
ゴ
は

え
ら
れ
た
マ
ン
シ

ン
の
一
室
に

岡
を

む
三
人
を
迎
え
入
れ
た

ア
ル
ゴ
君

お
待
た
せ

連
れ
て
き
た
よ

オ
レ

ち
は
ア
ル
ゴ

宣
し
く
ナ

お
願
い
し
ま
す

 
い
つ
も
の
通
り

い
感
じ
で

を
し
よ
う
と
し
た
ア
ル
ゴ
は

 
陽
乃
を
見
た

間

思
わ
ず
丁

な
言
葉
遣
い
で

を
言
い
直
し
て
し
ま

た

ハ

の
姉
的
存
在

そ
ん
な
い
い
も
ん
か

や
べ

や
べ

よ

こ
い
つ
は
絶
対
に
や

ば
い
奴
ダ

 
陽
乃
は
し
ば
ら
く
ア
ル
ゴ
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た
が

 
い
き
な
り
笑
顔
に
な

た
か
と
思
う
と

ア
ル
ゴ
の
背
中
を
バ
ン
バ
ン
叩
い
た

や
だ
な

そ
ん
な
に

張
し
な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ
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私
は
雪
ノ
下
陽
乃

よ
ろ
し
く
ね

ア
ル
ゴ
ち

ん

我
は
材
木
座
義

宜
し
く
お
願
い
す
る
で
あ
り
ま
す

よ

宜
し
く

ハ

の

り
は
こ
ん
な
の
ば

か
り
な
の
カ

私
の
事
は
親
し
み
を
込
め
て
さ
え
あ
れ
ば
ど
う
呼
ん
で
も
い
い
か
ら
ね
ア
ル
ゴ
ち

ん

 
材
木
座
君
の
事
は

う
ん

好
き
に
し
て
ね

は

そ
れ
じ

ボ
ス
と
材
木

ち
デ

え
え

そ
の
呼
び
方
は
か
わ
い
く
な
い

お
姉
さ
ん

し
い

い
や

そ
う
い
う
の
は
別
に
い
い
ん
で

相
手
の
実
力
は
大
体
分
か
る
ん
デ

実
力

だ

て
ボ
ス
は

普
通
に
戦
え
る
人
ダ
ロ

へ

そ
う
い
う
の
分
か
る
ん
だ

 
陽
乃
は
目
を

め
な
が
ら
ア
ル
ゴ
に
言

た

岡
さ
ん
と
材
木

ち
と
三
人
で
か
か

て
も

ま

た
く
勝
て
る
気
が
し
な
い
ナ

そ
う

岡
さ
ん

も
う
帰

て
も
ら

て
大
丈
夫
よ

後
は
こ
の
三
人
で
話
す
わ
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分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

連

だ
け
密
に
お
願
い
し
ま
す
ね

は
い
は

い

 
陽
乃
は
ひ
ら
ひ
ら
と
手
を

り

岡
は
そ
の
ま
ま
帰

て
い

た

 
ア
ル
ゴ
は
陽
乃
が

岡
を
追
い
出
し
た
事
を
理
解
し
て
お
り

戦
々
恐
々
と
し
て
い
た

さ
て
ア
ル
ゴ
ち

ん

は
い

ボ
ス

あ

今
後
は
ず

と

好
き
な

り
方
で
い
い
か
ら
ね

分
か

た
ぞ

ボ
ス

 
そ
し
て
陽
乃
は

突
に
ア
ル
ゴ
に
こ
う

ね
た

で

ア
ル
ゴ
ち

ん
は

ハ
チ
マ
ン
君
の
た
め
に
死
ね
る
の
か
し
ら

無
理
だ
ナ

ほ
ほ
う

オ
レ

ち
が
死
ん
だ
ら
ハ

が
絶
対
に

し
む

だ
か
ら
オ
レ

ち
は
絶
対
に
死
ね
な
い

 
結
果
的
に
死
ぬ
事
は
あ

て
も

自
分
か
ら
は
死
ね
な
い

だ
か
ら
答
え
は
ノ

だ

 
そ
れ
を

い
た
陽
乃
は

我
が
意
を
得
た
り
と
い
う
風
に

い
た
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オ

ケ

ご
う
か

く

そ
ん
な
ん
で
い
い
の
カ

当
然
よ

私
も
材
木
座
君
も

彼
の
事
が
好
き
で
ず

と
一

に
い
た
い
と
思

て
い
る
わ

 
だ
か
ら
安
易
に
死
ぬ
道
を
選
ぶ
事
は
し
な
い
し
許
さ
れ
な
い

 
あ
な
た
が
今
言

た
通
り
彼
が

し
む
か
ら
よ

生
き
て
生
き
て
必
ず
彼
の
笑
顔
を
見
る

 
そ
の
た
め
に
あ
な
た
の
力
を
私
達
に
貸
し
て

ハ

だ
け
じ

な
く

仲
間
達
全
員
の
た
め
で
い
い
な
ラ

ハ
チ
マ
ン
君
の
た
め
に

て
言

た
の
は
ま
あ
言
葉
の

み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
問
題
な
い

わ 
そ
の
遣
り
取
り
を

い
て
い
た
義

は

目
を
う
る
う
る
さ
せ
な
が
ら
言

た

我
は
今

と
て
も
感
動
し
て
い
る

相
変
わ
ら
ず

苦
し
い
な

材
木
座
君

材
木

ち
は
面
白
い
な

こ
れ
か
ら
宜
し
く
頼
む

た

そ
れ
じ

今
後
の
事
を
相
談
し
ま
し

う
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そ
れ
か
ら
の
三
人
は

基
本
裏
方
に
徹
し

ハ
チ
マ
ン
の
動
き
に
合
わ
せ
て

 
ポ
イ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
で
重
要
な
役

を
果
た
す
事
と
な

た

 
ア
ル
ゴ
ち

ん

入
可
能
な
日
が
決
ま

た
わ

材
木
座
君
の
連

を
待

て

よ
し
こ
こ
か
ら
フ
ル
ダ
イ
ブ
す
る

材
木

ち
何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
オ
レ

ち
を

し

て
く
れ
ナ

了
解

 

ボ
ス

中
で
ア

ち

ん
を
確
認

首
尾
よ
く

カ

ド
を

す
事
に
成
功
し
た

 

当
の
出
前
を
取
る
み
た
い
で
す

そ
れ
に
乗
じ
て

入
を

材
木

ち

こ
こ
を
押
せ
ば

ハ

達
を
少
し
は
楽
に
し
て
や
れ
る
ぞ

 
そ
の
役
目
は
材
木

ち
に
任
せ
る
事
に
す
る

八
幡

今
我
が
助
け
る
ぞ
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ボ
ス

作
戦
は
成
功
し
た
ぞ

す
ぐ
に
二
人
で
離
脱
す
る

無
理
し
な
い
で
く
れ
ヨ

残

て
い
る
の
は
二
人
だ
け
な
ん
で
し

う

余

余

で
も
ま
あ
油
断
は
し
な
い
よ
う

に
す
る
わ

 
あ
り
が
と
ね

ア
ル
ゴ
ち

ん

 

二
人
と
も

本
当
に
ご
苦
労
様

私
達
の
勝
利
よ

う

我
は
や

た
ぞ

八
幡

ア
ル
ゴ
ち

ん

今
後
も
私
の
下
で
働
か
な
い

会
社
と
し
て
じ

な
く

個
人
と
し
て
ね

 
材
木
座
君
も
望
む
な
ら

職
の
お
世
話
く
ら
い
は
す
る
わ
よ

今
回
の
働
き
は
見
事
だ

た

わ 
今
回
こ
の
三
人
の
果
た
し
た
役

は

と
て
も
大
き
な
も
の
だ

た

 
そ
の
功

は

ハ
チ
マ
ン
を
中
心
と
し
た
仲
間
達
し
か
知
ら
な
い
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
件
の
一
番
の
功
労
者
が

彼
ら
で
あ

た
事
は
間
違
い
な
い
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第
１
３
４
話
 
明
日
奈
の
転
院

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
明
日
奈
が
現
実
世
界
に
帰
還
し
て
か
ら
二

月
が

過
し
て
い
た

 
若

回
復
が

れ
て
い
た
明
日
奈
だ

た
が

こ
の

に
は
体
力
も
か
な
り

て
お
り

 
も
う
す
ぐ
リ
ハ
ビ
リ
も
開
始
出
来
そ
う
だ

 
八
幡
は
明
日
奈
が
解
放
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
一
日
も

か
さ
ず
明
日
奈
の
病
院
に
通

て
い
た
た
め

 
そ
の
日
も
明
日
奈
は

八
幡
が
到
着
す
る
の
を
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
て
い
た

 
そ
し
て
あ
と
三
十
分
で
約
束
の
時
間
と
い
う

病
室
の
扉
が
ノ

ク
さ
れ

 
明
日
奈
は
八
幡
が

く
来
た
の
だ
と
思
い

扉
に
向
か

て

ど
う
ぞ
と
声
を

け
た

 
だ
が
残
念
な
事
に

扉
を
開
け
て
入

て
き
た
の
は
年
上
の
見
知
ら
ぬ
女
性
だ

た

こ
ん
に
ち
は



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

あ

こ
ん
に
ち
は

え

と
ご
め
ん
な
さ
い

失

で
す
が

ど
ち
ら
様
で
す
か

初
め
ま
し
て

私
の
名
前
は
雪
ノ
下
陽
乃

あ
な
た
の
お
姉
さ
ん
に
な
る
女
よ

ほ
え
え

 
い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ
て
も

明
日
奈
に
は
ま

た
く
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
が

 
落
ち
着
い
て
考
え
る
と
兄
の
恋
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
当
た
り

 
明
日
奈
は
陽
乃
に
事
実
関
係
を
確
認
す
る
事
に
し
た

 
ち
な
み
に
内
心
で
は
兄
に
こ
ん
な
美
人
の
彼
女
が
出
来
る
は
ず
が
な
い
と
確
信
し
て
は
い
た

の
だ
が

あ
の

も
し
か
し
て

兄
の
彼
女
さ
ん
と
か
で
す
か

も
し
く
は
婚
約
者
と
か

ん

あ
あ

一
郎
さ
ん

彼
と
は
同

だ
し
面
識
も
あ
る
け
ど
残
念
な
が
ら
違
う
わ
よ

あ

レ
ク
ト
の
方
な
ん
で
す
ね

今
日
は
仕
事
で
来
た
ん
じ

な
い
け
ど

ま
あ
確
か
に
そ
の
通
り
よ

 
そ
れ
で
は
答
え
の
発
表
で
す

正
解
は

八
幡
君
の
お
姉
さ
ん
で
し
た

ほ
え
え

そ
の
反
応
は
今
日
二
回
目
だ
ね

明
日
奈
ち

ん
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八
幡
君
の
お
姉
さ
ん

あ
れ

え

と
八
幡
君
に
お
姉
さ
ん
な
ん
か
い
ま
し
た

け

 
明
日
奈
の
記
憶
で
は
八
幡
に
姉
は
い
な
い
は
ず
だ

そ
れ
は
間
違
い
な
い

 
陽
乃
は
人
差
し
指
を
立
て

チ

チ

と
横
に

り

明
日
奈
に
説
明
を
始
め
た

ノ
ン
ノ
ン

私
は
八
幡
君
の
義
理
の
姉

う

ん
ち

と
違
う
な

 
魂
の
姉

心
の
姉

う

ん

あ

そ
う
だ

姉
的
存
在

み
た
い
な

姉
的
存
在

あ

も
し
か
し
て
今
回
色
々
と
助
け
て
下
さ

た
方
で
す
か

思
い
出
し

ま
し
た

 
八
幡
君
が
前
教
え
て
く
れ
た
陽
乃
さ
ん
だ

今
回
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
い
の
よ

妹
の
た
め
な
ん
だ
か
ら

ん
ん

よ
く
考
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い

私
は
八
幡
君
の
お
姉
さ
ん

つ
ま
り
あ
な
た
の
お
姉
さ
ん
で

し
あ

 
明
日
奈
は
陽
乃
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た

間
満
面
の
笑
み
を

か
べ
陽
乃
に
言

た

八
幡
君
が

私
に
こ
ん
な
素
敵
な
お
姉
さ
ん
を
く
れ
た
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え陽
乃
姉
さ
ん

ち

と
語
呂
が
悪
い

ハ
ル
姉
さ
ん

う
ん

こ
れ
だ

え

と

ハ
ル
姉
さ
ん
ハ
ル
姉
さ
ん
私
は
結
城
明
日
奈
で
す

末

く
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
陽
乃
は

い
つ
の
間
に
か
主

を

ら
れ
た
事
に

か
ん
と
し
た
が

 
直
ぐ
に
面
白
そ
う
に
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は

さ
す
が
は
八
幡
君
の
選
ん
だ
人
だ
ね

で
も
知
ら
な
い
人
を
簡

に
信
用
し

ち

目
だ
よ

 
も
し
か
し
た
ら
私
は
明
日
奈
ち

ん
を
誘
拐
し
よ
う
と
忍
び
込
ん
で
き
た
悪
人
か
も
し
れ

な
い
よ

あ

ご
め
ん
な
さ
い
ハ
ル
姉
さ
ん

う
う
ん

い
い
の
よ

 
陽
乃
は
謝
る
明
日
奈
を
な
だ
め
つ
つ

こ
ん
な
疑
問
を
口
に
し
た

明
日
奈
ち

ん
は
慎
重
そ
う
に
見
え
る
の
に
一

で
私
の
事
を
信
用
し
ち

た
け
ど
何

で
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ハ
ル
姉
さ
ん
か
ら

八
幡
君
が
た
ま
に
出
す
雰
囲
気
に
似
た
気
配
を
感
じ
た
か
ら
で
す

ほ
ほ
う

相
手
を
見

め
よ
う
と
観
察
し
て
い
る
よ
う
な
そ
れ
で
い
て
ど
こ
か
優
し
い
そ
ん
な
雰
囲

気
で
す

観
察

な
る
ほ
ど

だ
か
ら
疑
う
気
に
は

ま

た
く
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た

 
で
も
今
度
か
ら
は
も
う
少
し
気
を
付
け
ま
す

ご
め
ん
な
さ
い

ハ
ル
姉
さ
ん

 
そ
の
天
使
の
よ
う
な
明
日
奈
の
微
笑
み
を
見
て
ど
う
や
ら
陽
乃
は
我
慢
出
来
な
く
な

た
よ

う
だも

う

か
わ
い
い
な

き
 
そ
う
言

て
陽
乃
は

い
き
な
り
明
日
奈
を
押
し
倒
し
た

よ
い
で
は
な
い
か
よ
い
で
は
な
い
か

え

え
え

 
陽
乃
は
明
日
奈
に
馬
乗
り
に
な
り
徐
々
に
明
日
奈
の
顔
に
自
分
の
顔
を
近
付
け
て
い

た
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次
の

間

扉
が
ノ

ク
さ
れ

明
日
奈
が
返
事
を
す
る
前
に
陽
乃
が
返
事
を
し
た

は
い

ど
う
ぞ

明
日
奈

合
は
ど
う
だ

て

一
体
何
を
や

て
る
ん
す
か

 
八
幡
は
ベ

ド
の
上
の
光
景
を
見
て

こ
め
か
み
を
押
さ
え
な
が
ら
言

た

え

と

悪
代

ご

こ

何
す
か
そ
れ

よ
い
で
は
な
い
か
よ
い
で
は
な
い
か

 
陽
乃
は
そ
ん
な
八
幡
を
無

し

再
び

を
付
き
出
し
て
明
日
奈
に
顔
を
近
付
け
て
い

た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

に
口
走

た

お
い
馬

や
め
ろ

そ
れ
は
俺
の
役
目
だ

 
そ
れ
を

い
た
陽
乃
は
ピ
タ

と
動
き
を
止
め

八
幡
の
顔
を
見
て
ニ
タ

と
笑

た

 
明
日
奈
は

い
や
い
や
と
い
う
風
に
陽
乃
の
攻
撃
を
防
い
で
い
た
が

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

き

顔
を
真

に
し
て
フ
リ

ズ
し
た

あ

い
や

今
の
は
間
違
い

で
は
な
い
な

え

と

ア
レ
が
ア
レ
だ

 
陽
乃
は
明
日
奈
を
チ
ラ

と
見
る
と

再
び
八
幡
の
顔
を
見
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
た
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あ

ち

き
し

わ
ざ
と
だ
な

陽
乃
さ
ん

俺
が
来
る
の
を
分
か

て
て

わ
ざ
と

や

た
な

ノ
ン
ノ
ン

ハ
・
ル
・
ね
・
え
・
さ
・
ん

あリ
ピ

ト
ア
フ
タ

ミ

ハ
・
ル
・
ね
・
え
・
さ
・
ん

ハ

ハ
ル
姉
さ
ん

う
ん

よ
ろ
し
い

 
陽
乃
は
そ
う
言
う
と
明
日
奈
を
開
放
し

ベ

ド

の

子
に
座

て

 
隣
の

子
を

ん

ん
と
叩
き

八
幡
に
座
る
よ
う
に

し
た

で

ハ
ル
姉
さ
ん

て
何
で
す
か

明
日
奈
ち

ん
が
決
め
た

私
の
呼
び
方
よ

 
つ
ま
り

こ
れ
か
ら
八
幡
君
も
私
の
事
を
そ
う
呼
ぶ

て
決
ま

た

て
事
よ

そ
う
な
の
か

明
日
奈

あ
れ

お

い

明
日
奈

 
八
幡
は
明
日
奈
の

を

ち

ち
と
叩
い
た

 
そ
の
お
か
げ
で
明
日
奈
は
や

と
我
に
返
り
八
幡
の
顔
を
見
る
と
何
故
か

を
付
き
出
し
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て
き
た

んお
い
明
日
奈

ま
だ

が

て
る
の
か

え

八
幡
君
の
役
目
は

う

こ

今
度
ハ
ル
姉
さ
ん
が
い
な
い
時
に
な

 
陽
乃
は
そ
れ
を

き

八
幡
に
抗
議
し
た

え

私
の
事
は
気
に
し
な
い
で
い
い
の
に

い
い
え

気
に
し
ま
す

明
日
奈
も

く
目
を
覚
ま
せ

も
う

私
の
事
も
気
に
し
な
い
で
い
い
の
に

 
明
日
奈
も
そ
れ
を

き

八
幡
に
抗
議
し
た

明
日
奈
は
一
度
落
ち
着
こ
う
な

ま
た
く
や
か
い
な
の
が
二
人
に
え
た
気
が
す
る

姉
妹
な
ん
だ
か
ら
普
通
じ

な
い

そ
う
そ
う

姉
妹
な
ん
だ
か
ら
普
通
だ
よ

八
幡
君

二
人
と
も

分
仲
が
良
く
な

た
ん
だ
な

で

今
日
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か

陽
乃
さ

ん
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あ

そ
う
そ
う

実
は
ね

明
日
奈
ち

ん
に
病
院
を
移

て
も
ら
お
う
と
思

て
ね

 
明
日
奈
ち

ん
の
ご
両
親
は
今
ほ
ら

と
て
も
忙
し
い
じ

な
い

 
な
の
で
う
ち
の
系

の

体
的
に
は
八
幡
君
と
キ
リ
ト
君
が
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
た
病
院
で

 
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
も
ら
う
の
が
い
い
ん
じ

な
い
か

て
思

て
ね

 
そ
の
至

真

当
な
提
案
に

八
幡
は

い
た

な
る
ほ
ど

ハ
ル
姉
さ
ん

い
い
の

設
備
的
に
は
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
ん
だ
け
ど
あ

ち
の
方
が
八
幡
君
の
家
に
近
い
か
ら
ね

 
そ
の
方
が
明
日
奈
ち

ん
も
心
強
い
で
し

は
い

 
八
幡
は

さ
す
が
に
お
世
話
に
な
り

ぱ
な
し
な
の
が
心
苦
し
か

た
の
か

 
陽
乃
に

を
下
げ
な
が
ら
言

た

何
か
ら
何
ま
で
す
み
ま
せ
ん

陽
乃
さ
ん

ち

と
前
な
ら
八
幡
君
と
キ
リ
ト
君
も
い
た
ん
だ
け
ど

先
日
退
院
し
ち

た
の
よ
ね

 
な
の
で

八
幡
君
の
使

て
た
部
屋
に

そ
の
ま
ま
入

て
も
ら
う
事
に
な
る
わ
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ち
な
み
に
部
屋
の
中
は
全
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
わ

 
も
ち
ろ
ん
ベ

ド
の
シ

ツ
も
ま
だ
洗

て
な
い
わ
よ

明
日
奈
ち

ん

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

ピ
キ

ン
と
明
日
奈
の

が

い
た

気
が
し
た

今
す
ぐ
行
き
ま
し

う

く
行
き
ま
し

う

さ
あ
行
く
よ

八
幡
君

お
い
明
日
奈

 
八
幡
が
ド
ン
引
き
し
て
い
る
の
に
気
付
い
た
明
日
奈
は

て
て
今
の
自
分
の
言
葉
を
否
定
し

た
も

も
ち
ろ
ん
冗
談
だ
よ

私
は
別
に

 
八
幡
君
の

い
の
す
る
ベ

ド
で
ご
ろ
ご
ろ
し
た
い
な
ん
て
思

て
な
い
よ

明
日
奈

目
が

い
で
る
ぞ

き

気
の
せ
い
だ
よ

 
明
日
奈
は
や
れ
や
れ
と
い
う
風
に

八
幡
に
向
け
て

を

め
た
が

 
明
日
奈
が
陽
乃
に
ウ

ン
ク
で
何
か
合
図
を
送

た
の
を
八
幡
は
し

か
り
と
目
撃
し
て
い

た
ま
あ

別
に
い
い
け
ど
な
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さ

す
が
八
幡
君

心
が
広
い
ね

よ

さ
す
が
は
私
の
八
幡
君

も
う
そ
う
い
う
の
は
い
い
か
ら

で

陽
乃
さ
ん

い
つ
移
動
す
る
ん
で
す
か

も
う
ご
両
親
に
は
話
を
通
し
て
あ
る
し

準
備
が
出
来
次
第
か
な

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
は
即
答
し
た

ハ
ル
姉
さ
ん

準
備
出
来
ま
し
た

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う
か

え

明
日
奈

本
当
に
準
備
は
い
い
の
か

だ

て

私
の
私
物

て

こ
こ
に
は
ま

た
く
無
い
も
の

服
は
全
部
病
院
の
だ
し

 
移
動
し
て
か
ら
着

え
て
こ

ち
に
送
り
返
せ
ば
い
い
し
ね

あ
え
て
言
う
な
ら
ナ

ヴ
ギ
ア

く
ら
い
だ
ね

あ

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
よ
な

そ
れ
じ

行
く
か

そ
れ
じ

八
幡
君
明
日
奈
ち

ん
を
お
姫
様

こ
し
て
そ
こ
の

子
ま
で
運
ん
で
ね

了
解
で
す

八
幡
君

こ
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は
い
は
い

 
八
幡
は
特
に
恥
ず
か
し
が
る
事
も

す
る
事
も
な
く
そ
の
ま
ま
明
日
奈
を

え
上
げ
た

明
日
奈
は

い
な

今
の
俺
の
筋
力
で
も
い
つ
ま
で
も
持
ち
上
げ
て
い
ら
れ
そ
う
だ

う

う
ん

さ
す
が
に
ダ
イ
エ

ト
し
す
ぎ
だ
よ
ね

ま
あ

一

に
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
ろ
う

俺
も

日
手
伝
う
か
ら
さ

う
ん

あ
り
が
と
う

 
八
幡
は
明
日
奈
を
そ

と

子
に
乗
せ

ら
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら

 
明
日
奈
を
外
に

し
て
あ

た
雪
ノ
下
家
の
リ
ム
ジ
ン
の
と
こ
ろ
ま
で
連
れ
て
い

た

 
こ
う
し
て
明
日
奈
は

八
幡
が
入
院
し
て
い
た
部
屋
へ
と
移
動
す
る
事
に
な

た
の
だ

た
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第
１
３
５
話
 
ス
ク
リ

ン
シ

ト

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
病
院
に
着
い
た
八
幡
達
を
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は

リ
ハ
ビ
リ
担
当
の

見
先
生
だ

た

八
幡
君

こ

ち
こ

ち

者
さ
ん
は
こ
の

子
に
お
願
い

は
い

 
八
幡
は
再
び
明
日
奈
を

き
上
げ

そ

と

子
に
乗
せ
た

明
日
奈

こ
ち
ら
の
方
が
リ
ハ
ビ
リ
担
当
の

見
先
生
だ

結
城
明
日
奈
で
す

先
生

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

初
め
ま
し
て

見
で
す

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
ね

明
日
奈
さ
ん

 
明
日
か
ら
一

に
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
り
ま
し

う

は
い

そ
れ
じ

八
幡
君

こ
の
ま
ま
病
室
に
向
か
い
ま
し

う
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一
同
は

そ
の
ま
ま
八
幡
が
先
日
ま
で
入
院
し
て
い
た
病
室
へ
と
向
か

た

 
病
室
の
前
に
着
く
と

見
は
ま
だ
仕
事
が
あ
る
ら
し
く

ま
た
明
日
ね
と
言

て
去

て

い

た

 
八
幡
は
扉
を
開
け
よ
う
と
し
た
が

壁
に

ら
れ
て
い
た

の
事
を
思
い
出
し

 
扉
を
開
け
る
の
を
中
断
し

て
て
こ

そ
り
と
陽
乃
に

の
事
を

ね
た

陽
乃
さ
ん

あ
の

は
ど
う
し
ま
し
た

ん

新
し
い

と
入
れ

え
て
あ
る
よ

ほ
ら

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に
突
入
す
る
直
前

の
奴あ

あ
れ
で
す
か

う
ん

だ
か
ら
安
心
し
て
い
い
よ

い
や

俺
は
別
に

さ
す
が
に
い
き
な
り
あ
れ
は

恥
ず
か
し
い
だ
ろ
う
と
思
う
し
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
え
い
え

 
実
は
八
幡
は

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
が
開
始
さ
れ
る
直
前
に
何

か



 第１３５話 スクリーンショット

 
仲
間
達
の

を

影
し
て
い
た
の
だ

た

 
も
ち
ろ
ん
明
日
奈
に
見
せ
よ
う
と
思
い

た

だ

た

 
そ
し
て
中
に
入
る
と
そ
の
時
の
写
真
が

麗
に
整
理
さ
れ
て
一

の
パ
ネ
ル
と
し
て

ら
れ

て
い
た

八
幡
君

こ
れ

て

あ
あ

明
日
奈
を
助
け
る

の
戦
闘
に
集
ま

て
く
れ
た

仲
間
達
の
写
真
だ

 
そ
の
人

の
多
さ
に

さ
す
が
の
明
日
奈
も
驚
い
た
よ
う
だ

う
わ

す
ご
い
な

ち
な
み
に
こ
れ
が
キ
リ
ト
だ

あ

確
か
に
キ
リ
ト
君

い
ね

あ
と
こ
れ
が
リ

フ

だ
な

驚
け

キ
リ
ト
の
妹
だ

あ

そ
う
い
え
ば
妹
が
い
る

て

い
た
事
が
あ
る
か
も

そ
し
て
こ
れ
が

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
と
シ
リ
カ
だ
な

 
そ
の

間
に
明
日
奈
の
興
奮
が

い
き
な
り
最
高
潮
に
達
し
た

シ

シ
リ
カ
ち

ん
に
猫

が
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食
い
つ
く
と
こ

そ
こ
か
よ

だ

て
猫

だ
よ

あ
の
か
わ
い
い
シ
リ
カ
ち

ん
に

猫

が
つ
い
て
る
ん
だ
よ

は
い
は
い

次
の
説
明
に
移
る
ぞ

こ
こ
か
ら
は
明
日
奈
の
知
ら
な
い
人
だ
か
ら
な

 
八
幡
は

興
奮

態
の
明
日
奈
を
な
だ
め
つ
つ

説
明
を
続
け
た

こ
れ
は
分
か
る
な

う
ん

我
が
愛
し
の
妹
コ
マ
チ
ち

ん

そ
し
て
猫

そ
し
て
こ
れ
が

陽
乃
さ
ん
の
妹
の
ユ
キ
ノ
だ

高
校
の
部
活
仲
間
だ
な

奉
仕
部
の
人
な
ん
だ
ね

こ

ち
が
ユ
イ
ユ
イ

同
じ
く
高
校
の
部
活
仲
間
だ
な

話
に

い
て
た
二
人
か
な

く
会

て
み
た
い
な

 
こ
の
二
人
の
事
は
何
度
も

い
て
い
た

明
日
奈
は
わ
く
わ
く
し
た
顔
で
そ
う
言

た

す
ぐ
に
会
え
る
さ

そ
し
て
こ
れ
は
イ
ロ
ハ
だ

元
生
徒
会
⻑
で
俺
の
後
輩
だ
な

八
幡
君
と
生
徒
会

て

な
ん
だ
か
イ
メ

ジ
が

か
な
い
な

こ

ち
は
メ
ビ
ウ
ス
先
輩

元
生
徒
会
⻑
で

ウ
ン
デ

ネ
の
領
主
だ
な

て
事
は

二
代
続
け
て
生
徒
会
⻑
と
知
り
合
い
な
の
か
な
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あ
あ
部
活
で
色
々
と
生
徒
会
の
手
伝
い
を
な

と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で
が
内

の
仲
間
だ

 
そ
し
て
陽
乃
が
明
日
奈
に
こ
う

ね
た

ね

明
日
奈
ち

ん

こ
こ
ま
で
で
何
か
気
付
か
な
い

ん

ハ
ル
姉
さ
ん

俺
の
説
明
で

何
か
気
に
な
る
事
で
も
あ
り
ま
し
た
か

ほ
ら

明
日
奈
ち

ん
に
は
包
み

さ
ず
事
実
を
知
ら
せ
な
い
と
ね

事
実

で
す
か

え

と

 
明
日
奈
は

を
じ

と
見
な
が
ら
考
え
込
ん
だ

 
そ
し
て
あ
る
事
実
に
思
い
当
た

た
の
か

ポ
ン
と
手
を
叩
き

陽
乃
に
返
事
を
し
た

ハ
ル
姉
さ
ん

八
幡
君
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
外
の
知
り
合
い
が

女
性
し
か
い
ま
せ
ん

正
解

お
い
こ
ら
い
き
な
り
誤
解
を
生
む
よ
う
な
事
を

で

ど
う
思
う

や

ぱ
り
私
の
八
幡
君
は

女
性
に
人
気
な
ん
だ
な

て
実
感
し
ま
し
た

で
し

う

私
も

め
て

み
ん
な
八
幡
君
の
事
が
大
好
き
な
ん
だ
よ
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は
い

と
て
も
嬉
し
い
で
す
ハ
ル
姉
さ
ん

 
八
幡
は
陽
乃
に
抗
議
を
し
か
け
て
い
た
が
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を

い
て
ビ
シ

と

ま

た
八
幡
君

何
を

ま

て
い
る
の

い
や

明
日
奈
の

内
理

に
俺
の

が
付
い
て
い
か
な
い
と
い
う
か
で
す
ね

私
は
ね

明
日
奈
ち

ん
は
絶
対
に
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
か
な
い

て
思

て
た
よ

 
陽
乃
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い

明
日
奈
は
き

と
ん
と
し
た
顔
で
陽
乃
に
言

た

え

ヤ
キ
モ
チ
で
す
か

私
は
そ
う
い
う
の
は
特
に
は

む
し
ろ
想
定
内
と
い
う
か

 
彼
氏
が
も
て
る
の
は

ら
し
い
で
す

明
日
奈
ち

ん
は
や

ぱ
り
す
ご
い
な

普
通
は
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
く
場
面
な
ん
だ
け
ど
ね

あ

ま
あ
二
年
間
ず

と
一

に
い
て

ず

と
八
幡
君
を
見
て
き
た
の
で

 
何
て
言
え
ば
い
い
の
か
な

八
幡
君
は
女
性
に
対
し
て
は
不
器
用
で
す
け
ど

 
と
て
も
優
し
い
で
す
か
ら

そ
の
分
か
り
に
く
い
優
し
さ
を
ち

ん
と
理
解
し
て

 
八
幡
君
を
好
き
に
な
る
女
性
は
多
い
ん
じ

な
い
か

て
思

て
ま
し
た
し
ね

 
八
幡
君

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
は

約
束
し
た
事
は
ち

ん
と
守

て
く
れ
た
ん
で
す
よ
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そ
ん
な
八
幡
君
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
で
ず

と
一

だ

て
約
束
し
て
く
れ
た
ん
で
す

 
だ
か
ら
何
も
心
配
す
る
事
は
無
い

て
い
う
か

何
か
あ

た
と
し
て
も

 
そ
れ
は
私
の

と
ち
り
や
勘
違
い
だ
と
思
う
か
ら
だ
か
ら
私
は
大
丈
夫
な
ん
で
す
ハ
ル
姉

さ
ん明

日
奈
ち

ん
は

す
ご
い
と
い
う
か

強
い
ん
だ
ね

ま
し
い
な

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ち
な
み
に
い
ず
れ

こ
る
死
銃
事
件
の

に
は

八
幡
の

り
に
女
性
が
大

に

え
た

 
明
日
奈
は
そ
の
女
性
達
を

と

を
使

て
上
手
く
制
御
し
て
い
く
事
と
な
る

で
も
ね
そ
う
い
う
女
は
得
て
し
て
男
に
と

て
は

利
な
女
に
な
り
が
ち
な
の
も
確
か
よ

 
だ
か
ら
た
ま
に
は
思
い

き
り
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
た
り
わ
が
ま
ま
も
言

て
あ
げ
な
さ
い

 
そ
れ
が

満
の
秘

よ

明
日
奈
ち

ん

あ

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ

速

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
な
の
八
幡
君

ん

ん

ん

ん

て
お
前

じ

あ

え

と

い
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か
わ
い
い
な

お
い

は
い

私
に
見
せ
付
け
る
の
は
そ
こ
ま
で

 
さ
す
が
に
予
想
外
の
流
れ
に

え
ら
れ
な
く
な

た
の
か
陽
乃
は
二
人
に
ス
ト

プ
を
か
け

た 
そ
ん
な
中
八
幡
は

一
応
明
日
奈
に

明
を
す
る
事
に
し
た

明
日
奈
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
い
た
の
が
た
ま
た
ま
奉
仕
部
繋
が
り
の
メ
ン
バ

だ

た
だ
け
で

 
俺
の

り
が
女
性
だ
け

て
事
は
無
い
ん
だ
ぞ

実

こ
の
前
葉
山
と
戸
部
に
会

た
だ
ろ

あ

ご
め
ん
な
さ
い

確
か
に
そ
の
通
り
だ
ね

あ
あ

そ
う
い
え
ば

人
に
会

た
の
ね

う
ん

 
次
に
八
幡
は

を
操
作
し

明
日
奈
に
写
真
を
見
せ
た

あ
と
こ
う
い
う
の
も
い
る

ア
ル
ゴ
と
一

に
外
部
か
ら
フ

ロ

し
て
く
れ
た
材
木
座
だ

う
わ

大
き
な
人
だ
ね

あ
と

こ
れ
が
戸

だ



 第１３５話 スクリーンショット

え

こ
れ
は
女
の
子
で
し

い
や

正
真
正

戸

は
男
の
子
だ
か
ら
な

え
え

こ
の
美
少
女
が

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て
探
る
よ
う
な
目
つ
き
で
陽
乃
の
顔
を
見
た

あ

う
ん

確
か
に
戸

君
は
男
の
子
だ
よ

明
日
奈
ち

ん

そ
う
な
ん
だ

 
そ
ん
な
明
日
奈
に
八
幡
は
困

た
顔
で
抗
議
し
た

お
い
明
日
奈

さ

き
は
俺
の
事

信
じ
て
る
み
た
い
な
事
を
言

て
な
か

た
か

そ
ん
な
事
言

て
ま
せ

ん

約
束
は
守
る

て
言

た
だ
け
で
す

あ

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ

た
な

八
幡
君
時
間
も

い
し
残
り
の
人
の
事
も
ぱ
ぱ

と
説
明
し
て
そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
に
し

ま
し

う

確
か
に
そ
う
で
す
ね

よ
し
明
日
奈

少
し
脱
線
し
ち
ま

た
が

続
け
る
ぞ

う
ん

こ
れ
が
レ
コ
ン
だ

リ

フ

の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
そ
う
だ
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ち

と
な
よ

と
し
て
は
い
る
が

中
々
男
気
が
あ
る
奴
で

俺
は
気
に
入

て
る
ぞ

そ
う
な
ん
だ

こ

ち
は
ユ

ジ

ン

キ
リ
ト
に
負
け
る
ま
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
最
強
と
言
わ
れ
て
い
た
男
だ

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
領
主
の
弟
だ
そ
う
だ

こ

ち
は
シ
ル
フ
領
主
の
サ
ク
ヤ
さ
ん

 
あ
と
こ

ち
が

ケ

ト
シ

領
主
の
ア
リ
シ

さ
ん
だ
な

そ
ん
な
に

山
え
ら
い
人
と
繋
が
り
が
あ
る
ん
だ
ね

い
期
間
だ

た
は
ず
な
の
に
す
ご

い
な

 
八
幡
は

の
説
明
を
終
え
る
と

最
後
に
陽
乃
の
方
を
見
て
こ
う
言

た

次
が
最
後
に
な
る

は
無
い
ん
だ
が
こ
の
人
が
事
実
上
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
最
強
の
プ
レ
イ
ヤ

 
陽
乃
さ
ん
こ
と

ウ
ン
デ

ネ
の
元
領
主
の
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
だ

は
い

私
が
ソ
レ
イ
ユ
で

す

ハ
ル
姉
さ
ん
が
最
強

す
ご
い

半
分
引
退
し
て
る
よ
う
な

態
だ
け
ど
ね

と
こ
ろ
で
明
日
奈
ち

ん

 
ま
た
ナ

ヴ
ギ
ア
を
被
る
勇
気
は
あ
る

は
い

大
丈
夫
で
す

つ
ら
い
思
い
出
も
あ
る
け
ど

で
も
や

ぱ
り
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私
と
八
幡
君
が
出
会
う
キ

カ
ケ
に
な

て
く
れ
た
マ
シ
ン
で
す
か
ら

怖
く
あ
り
ま
せ
ん

 
と
い
う
わ
け
で

も
う
兄
に
は
絶
対
に
返
し
ま
せ
ん

私
が
使
い
ま
す

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
昼
の
リ
ハ
ビ
リ
と
平
行
し
て

 
夜
に
プ
レ
イ
出
来
る
よ
う
に

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
を
用
意
し
て
お
く
ね

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ハ
ル
姉
さ
ん

 
そ
の
日
は
そ
こ
で
お
開
き
と
な
り

八
幡
と
陽
乃
は
帰

て
い

た

 
明
日
奈
は
一
人
で

を
見
な
が
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
イ
ン
し
た
時
の
事
を
考
え

 
自
由
自
在
に
飛
ぶ
自
分
の

を
想
像
し
少
し
興
奮
し
て
し
ま

た
た
め
す
ぐ
に
は

れ
な

か

た

 
ベ

ド
か
ら
八
幡
の

い
が
し
て
い
た
と
い
う
理
由
も
あ

た
の
だ
が

 
そ
れ
は
明
日
奈
の
名

の
た
め
に
も
触
れ
な
い
で
お
く

 
そ
ん
な
時
明
日
奈
は
枕
元
に
一

の
メ
モ
と
共
に
何
か
の
ス
イ

チ
が
置
い
て
あ
る
の
を

発
見
し
た

 
そ
の
メ
モ
に
は

明
日
奈
ち

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
よ

と
い
う
文

が
書
い
て
あ

た

こ
れ

陽
乃
さ
ん
か
な

と
り
あ
え
ず
押
し
て
み
よ
う
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明
日
奈
が
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と

壁
の
写
真
が

れ

そ
の
下
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
結
婚
写
真
が
現
れ
た

あ

こ
の

の
デ

タ

残

て
た
ん
だ

ど
う
し
よ
う

す
ご
く
嬉
し
い

 
明
日
奈
は

二
度
と
見
れ
な
い
と
思

て
い
た

を
再
び
見
る
事
が
出
来
た
た
め

 
幸
せ
い

ぱ
い
な
気
分
に
包
ま
れ

そ
の
ま
ま
い
つ
し
か
眠
り
に
つ
い
た
の
だ

た
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第
１
３
６
話
 
落
ち
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お

い
キ
リ
ト

こ
こ
だ
こ
こ
だ

ハ
チ
マ
ン

 
そ
の
日
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

ス
イ
ル
ベ

ン
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た

 
も
う
少
し
し
た
ら

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
る

 
二
人
は
そ
れ
を
迎
え
に
来
た
の
だ

た

そ
れ
じ

行
く
と
す
る
か

お
う

 
二
人
は
飛
び
立
ち

か
つ
て
自
分
達
が
出
現
し
た
座
標
へ
と
向
か

て
い

た

リ
ズ
の
調
子
は
ど
う
だ

う
ん

ま
あ
俺
達
も
そ
う
だ

た
け
ど

結
局
筋
力
を
取
り

せ
ば
い
い
だ
け
だ
し
な
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お
か
し
な
病
気
と
か
も
無
か

た
み
た
い
だ
し

す
ご
く
元
気
だ
よ

そ
う
か

ア
ス
ナ
は
ハ
ル
姉
さ
ん
の
影

を
か
な
り
受
け
て
い
て
な

ハ
ル
姉
さ
ん

陽
乃
さ
ん
の
事
か

あ
あ

ア
ス
ナ
が
そ
う
呼
ぶ
事
に
決
め
た
ら
し
く
て
な

 
ア
ス
ナ
の
奴

分
と
陽
乃
さ
ん
に
気
に
入
ら
れ
た
み
た
い
だ

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ
を
絶
対
に

ら
せ
る
な
よ

 
も
し
そ
う
な

た
ら

絶
対
に
陽
乃
さ
ん
も
敵
に
ま
わ
る
ぞ

心
し
て
お
く

 
二
人
は
そ
ん
な
雑
談
を
し
な
が
ら
飛
び
続
け
て
い
た

確
か
こ
の

り
だ

た
よ
な

う
ん

見
覚
え
が
あ
る

こ
の

り
だ
な

 
そ
し
て
二
人
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
時
の
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
の

置
の
事
を
考
え

 
二
手
に
分
か
れ
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

俺
は
上
だ
な

俺
は
下
だ
な

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ
を
落
と
す
な
よ
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お
う

ま
あ
頑
張

て
見
つ
け
る
さ

ア
ス
ナ
の
事
だ
か
ら

案
外
俺
達
み
た
い
に
自
力
で
飛
ぶ
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

ま
あ
陽
乃
さ
ん
に
色
々
と
質
問
し
て
た
み
た
い
だ
し

そ
の
可
能
性
は
高
い
け
ど
な

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

健
闘
を

る

お
う

首
尾
よ
く
合
流
し
た
ら

そ
う
だ
な

あ
の
木
の
所
で
待
ち
合
わ
せ
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

少
し
離
れ
た
所
に
立

て
い
る
木
を
指
差
し
た

オ

ケ

そ
れ
じ

後
で
な

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
と
別
れ
る
と

上
へ
向
か

た

 
そ
し
て
ウ

ン
ド
ウ
に
表

さ
れ
て
い
る
リ
ア
ル
時
間
を
見
つ
め
な
が
ら
ア
ス
ナ
の
到
着
を

待

た

 
や
が
て
時
間
に
な
り

ハ
チ
マ
ン
は

囲
を
見
回
し

ア
ス
ナ
を
必
死
に
探
し
た

ん

あ
れ
か

 
遠
く
に
人
影
が
見
え

ハ
チ
マ
ン
は

そ
ち
ら
に
向
か

て
飛
ん
で
い

た

 
そ
の
人
影
は

安
定
は
し
て
い
な
い
み
た
い
だ
が

何
と
か
自
力
で
飛
べ
て
い
る
よ
う
だ
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ど
う
や
ら
平
気
み
た
い
だ
な

と
り
あ
え
ず
安
心
か

 

お

ア
ス
ナ
も
こ

ち
を
見
付
け
た
み
た
い
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
が
ち
ら
り
と
こ

ち
を
見
た
の
を
確
認
し

そ
う
判
断
し
た
が

 
次
の

間

突
然
ア
ス
ナ
が
叫
ん
だ

あ

れ

落
ち
る

う
お
い

何
だ
そ
の
棒

み
は

て
本
当
に
落
ち
て
る
の
か

 
く
そ

ど

ち
な
の
か
分
か
ら
な
い
が

と
に
か
く
ま
ず
い

 
突
然
ア
ス
ナ
が
落
下
し
始
め
た
た
め
ハ
チ
マ
ン
は
速
度
を
上
げ
ア
ス
ナ
を
し

か
り
と
受

け
止
め
た

 
お
姫
様

こ
で
あ

た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン
君
で
も
び

く
り
し
た
せ
い
か
ま
だ
ち

と
力
が
入
ら
な
い
の

 
も
し
迷
惑
じ

な
か

た
ら

こ
の
ま
ま
リ
ズ
の
所
に
連
れ
て

て

大
丈
夫
か

う
ん

多
分
少
し
し
た
ら
復
活
す
る
と
思
う

そ
う
か

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
向
か
う
ぞ
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う
ん

 
約
束
の
木
の
下
に
着
く
と

そ
こ
に
は

に

キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
が
い
た

 
ア
ス
ナ
は
リ
ズ
ベ

ト
を
見
る
と

突
然
元
気
に
な

た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
の

の
中
か
ら
飛
び
降
り

リ
ズ
ベ

ト
に

き
付
い
た

リ
ズ

ア
ス
ナ

 
二
人
は

き
合
い

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
そ
の
光
景
を
微
笑
ま
し
そ
う
に

め
て
い
た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
リ
ズ
ベ

ト
の

元
で
何
か
を

い
た

 
そ
の
直
後
に
リ
ズ
ベ

ト
が
キ
リ
ト
に

飛
び
方
を
教
え
て
く
れ
と
頼
ん
で
き
た

く
事
は
出
来
る
ん
だ
け
ど
ね

ほ
ら

 
そ
の
言
葉
と
共
に

リ
ズ
ベ

ト
は
凄
い
速
度
で
上
空
へ
上

て
い

た

 
そ
れ
は
と
て
も

く
と
い

た
表
現
で
は
納
ま
ら
な
い
も
の
だ

た

う
お

 
キ
リ
ト
は

て
て
そ
の
後
を
追

た

そ
し
て
そ
の
直
後
に
上
空
か
ら

 
リ
ズ
ベ

ト
の
棒

み
の
声
が

こ
え
て
き
た
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あ

れ

落
ち
る

 
そ
の
声
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

バ

と

り
向
い
て
ア
ス
ナ
の
顔
を
見
た

 
ア
ス
ナ
は
自
然
体
を
装
い
つ
つ
も

ハ
チ
マ
ン
か
ら
目
を
背
け
て
い
た

な

な

ア
ス
ナ

ん

ど

ど
う
し
た
の

ハ
チ
マ
ン
君

俺
は
こ
の
光
景
に
見
覚
え
が
あ
る
ん
だ
が

こ
の
や
り
口
は

ハ
ル
姉
さ
ん
か

 
お
い
ア
ス
ナ

奴
に
一
体
何
を

き
込
ま
れ
た

な

何
の
事
か
な

何
か
証

は
あ
る
の
か
な

ぐ
 
そ
の
直
後
に

リ
ズ
ベ

ト
を
お
姫
様

こ
し
た
キ
リ
ト
が
上
か
ら
降
り
て
き
た

ふ
う

び

く
り
し
た
な

気
を
付
け
ろ
よ

リ
ズ

う
ん

 
リ
ズ
ベ

ト
は
キ
リ
ト
の

の
中
か
ら
飛
び
降
り

嬉
し
そ
う
に
ア
ス
ナ
に
駆
け
寄

た

あ
り
が
と
う
ア
ス
ナ

ア
ス
ナ
の
言

た
通
り
や

た
ら
バ

チ
リ
だ

た
よ

ち

リ
ズ

そ
れ
は
言

ち

目
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ア
ス
ナ
は

て
て
リ
ズ
ベ

ト
の
口
を
塞
い
だ
が

も
う
手

れ
だ

た

ア
ス
ナ

な

何
か
な

ハ
チ
マ
ン
君

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に

お
い
で
お
い
で
と
手

き
を
し
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
い
や
い
や
と
首
を

て

リ
ズ
の
後
ろ
に

れ
た

 
そ
ん
な
中

事
情
が
分
か

て
い
な
い
キ
リ
ト
が
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

ハ
チ
マ
ン

何
か
あ

た
の
か

お
い
キ
リ
ト

ち

と

を
貸
せ

あ

う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
の

元
で

ご
に

ご
に

と
今
ま
で
の

を
説
明
し
た

 
そ
れ
を

い
た
キ
リ
ト
も
バ

と

り
向
き

リ
ズ
ベ

ト
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た

 
リ
ズ
ベ

ト
は

し
ま

た
と
い
う
顔
を
し
な
が
ら

て
て
キ
リ
ト
か
ら
目
を
背
け
た

お
い
リ
ズ

な

何

キ
リ
ト

 
キ
リ
ト
も
リ
ズ
に

お
い
で
お
い
で
と
手

き
を
し
て
い
た
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そ
れ
を
見
た
リ
ズ
ベ

ト
は

て
て
自
分
の
後
ろ
に
い
た
ア
ス
ナ
の
背
後
に

れ
た

仕
方
な
い
な

お
い
キ
リ
ト

こ

ち
か
ら
行
こ
う

あ
あ

 
二
人
は
ゆ

く
り
と

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
の
方
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た

ひ
い

ふ

二
人
と
も
落
ち
着
い
て

う
ん

話
し
合
お
う

お
う

話
し
合
お
う

じ

く
り
と
な

ど
う
し
た
リ
ズ

れ
て
な
い
で
じ

く
り
と
話
し
合
お
う

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い
な
が
ら
じ
り
じ
り
と
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
に
近
付
い
て
い

た

ア
ス
ナ

ど
う
す
る

リ
ズ

逃
げ
る
よ

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
う
と
リ
ズ
ベ

ト
の
手
を
引

張

て
飛
び
上
が
り
す
ご
い
速
度
で
逃

げ
出
し
た

お
前
ら

や

ぱ
り
飛
べ
る
ん
じ

な
い
か

待
て
え
え
え
え
え
え
え
え
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ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
も
直
ぐ
に
飛
び
あ
が
り

全
速
力
で
二
人
を
追
い
か
け
た

 
ど
ん
ど
ん

離
が

ま
り

二
人
に
手
が

く
か
と
思
わ
れ
た

間

 
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
は
見
事
な
ア
ク
ロ
バ

ト
飛
行
を
披
露
し

そ
の
手
を
回
避
し
た

何何
で
い
き
な
り
そ
ん
な
飛
び
方
が
出
来
る
ん
だ
よ

ハ
ル
姉
さ
ん
に
コ
ツ
を
教
わ

た
の

陽
乃
さ
ん
に
コ
ツ
を
教
わ

た
の

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
答
え

再
び
全
力
で
逃
げ
出
し
た

コ
ツ
を
教
わ

た
だ
け
で
あ
れ
か

や

ぱ
り
ハ
ル
姉
さ
ん
は
化
け
物
か

お
い
ハ
チ
マ
ン
陽
乃
さ
ん
が
ど
こ
か
で

い
て
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ

滅
多
な
事
を
言
う
な

ま
じ
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

て
て

囲
を
見
回
し

 

囲
に
誰
も
い
な
い
事
を
確
認
す
る
と

ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

て

追
い
か
け
な
い
と
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そ
う
だ

た

行
く
ぞ

キ
リ
ト

 
こ
の
⻤
ご

こ
は
し
ば
ら
く
続
き

そ
の
お
か
げ
で
四
人
は

 
飛
行
の
技
術
を
更
に
上
達
さ
せ
る
事
に
な

た
の
だ

た

や

や

と
捕
ま
え
た

お
前
ら
飛
行
の
上
達
が

す
ぎ
だ
ろ

あ

あ

つ
い
に
捕
ま

ち

た
ね
リ
ズ

う
ん

捕
ま

ち

た
ね

ア
ス
ナ

で
も
や

ぱ
り
ハ
ル
姉
さ
ん
の
言

た
通
り
に
な

た
ね

う
ん

陽
乃
さ
ん
は
す
ご
い
ね

 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

ま
だ
何
か
あ
る
の
か
と
身

え
た

お
い

ま
だ
何
か
あ
る
の
か

ん

ハ
チ
マ
ン
君

今
の
私
達
の

態
が

そ
の
答
え
だ
よ

今
の

態

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

め
て
自
分
達
が
今
ど
う
な

て
い
る
か
確
認
し
た

 
捕
ま
え
る
事
に
夢
中
で
あ
ま
り
意
識
は
し
て
い
な
か

た
の
だ
が
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今
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
が
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し

か
り
と

き
し
め
て
い
る

態
で

 
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
も
同
様
の

態
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
そ
の
事
に
今
更
な
が
ら
気
付
き
顔
を

く
し
て

て
て
二
人
か
ら

離
れ
た

う
お

わ

悪
い

リ
ズ

や

と
分
か

た
み
た
い
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君

キ
リ
ト
君

二
人
は
ず

と

陽
乃
さ
ん
の
手
の
上
で

ら
さ
れ
て
い
た
の
だ
よ

分
か

た
か
ね

く

そ

や

ぱ
り
あ
の
人
は
怖
え
な

ハ
チ
マ
ン

絶
対
に
敵
に
回
す
な
よ

絶
対
だ
ぞ

誰
が
怖
い

て

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

 
突
然
上
か
ら
陽
乃
の
声
が
し
て

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
そ
の
場
に
土
下
座
し
た

 
い
つ
の
間
に
現
れ
た
の
か

そ
こ
に
は
陽
乃

ソ
レ
イ
ユ
の

が
あ

た
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ハ
ル
姉
さ
ん

言
わ
れ
た
通
り
に
や

た
ら
上
手
く
い
き
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

陽
乃
さ
ん

そ
れ
は
良
か

た
わ

そ
れ
か
ら
こ
こ
で
は
ソ
レ
イ
ユ

て
呼
ん
で
ね

二
人
と
も

は
い

ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん

分
か
り
ま
し
た

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
は

き

と
ん
と
し
た
顔
で
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
を
見
た

で

ど
う
し
て
二
人
は
土
下
座
な
ん
か
し
て
い
る
の

お

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

平
に

平
に

俺
は
何
も
言

て
ま
せ
ん

言

た
の
は
全
て
ハ
チ
マ
ン
で
す

あ

キ
リ
ト

お
前
裏
切
る
の
か

事
実

俺
は
何
も
言

て
な
い

 
そ
ん
な
言
い
争
い
を
続
け
る
二
人
を

目
に
ソ
レ
イ
ユ
は
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
に
言

た

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
ア
ル
ン
を
目
指
し
ま
し

う
か

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
は

続
け
て
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
に
も
声
を

け
た

ほ
ら
二
人
と
も

さ

さ
と
行
く
わ
よ
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あ

は
い

今
行
き
ま
す

 
二
人
は
ソ
レ
イ
ユ
に
声
を
か
け
ら
れ

ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
が

飛
び
立
つ
直
前

 
ソ
レ
イ
ユ
が
と
て
も
い
い
笑
顔
で
二
人
に
こ
う
言

た

二
人
と
も

明
日
ち

と
私
と
一

に
お
出
か
け
し
ま
し

う
ね

 
も
ち
ろ
ん

否

は
認
め
な
い
わ

迎
え
に
い
く
か
ら
家
で
待

て
な
さ
い

あ

は
い

わ

わ
わ
わ
わ
か
り
ま
し
た

 
こ
う
し
て
五
人
は

ア
ル
ン
へ
と
向
か

て
飛
び
立

た
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第
１
３
７
話
 
ハ
チ
マ
ン
と
仲
間
達

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
姉
ち

ん

コ
マ
チ
ち

ん

 
ア
ル
ン
に
着
い
た
五
人
を

ユ
キ
ノ
と
コ
マ
チ
が
出
迎
え
た

 
コ
マ
チ
は
嬉
し
そ
う
に
ア
ス
ナ
に
駆
け
寄
り

思
う
存
分

え
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

危
機
感
を
持

た
の
か

お
ず
お
ず
と
コ
マ
チ
に

ね
た

お

お
い
コ
マ
チ

コ
マ
チ
は
お
兄
ち

ん
と
お
姉
ち

ん

ど

ち
が
好
き
な
ん
だ

は
あ

 
コ
マ
チ
が
と
て
も

そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
返
事
を
し
た
た
め
ハ
チ
マ
ン
は

き
そ
う
に
な

た
が

 
次
の

間
コ
マ
チ
が
満
面
の
笑
み
を

か
べ
て
ハ
チ
マ
ン
に
近
付
い
て
き
た
の
で
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ハ
チ
マ
ン
は
感
動
し

両
手
を
広
げ
て
コ
マ
チ
を
ハ
グ
し
よ
う
と
し
た

 
だ
が
コ
マ
チ
は
そ
れ
を
ス
ル
リ
と
か
わ
し

ハ
チ
マ
ン
に
言

た

そ
ん
な
の
お
姉
ち

ん
に
決
ま

て
る
で
し

ゴ
ミ
い
ち

ん

ぐ
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

き

そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

 
さ
す
が
に
そ
れ
を
見
て
か
わ
い
そ
う
だ
と
思

た
の
か

コ
マ
チ
は
こ
う
つ
け
加
え
た

そ
も
そ
も

き
方
が
悪
い
よ

ど

ち
が
好
き
か

じ

な
く
て

 
ど

ち
も
好
き
だ
よ
な

て

か
れ
た
ら

う
ん

て
答
え
た
の
に

 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
立
ち
直
り

コ
マ
チ
に
向
か

て
も
う
一
度
質
問
し
た

そ

そ
う
か

そ
う
だ
な

よ
し
コ
マ
チ

お
兄
ち

ん
と
お
姉
ち

ん

ど

ち
も
好
き
だ

よ
なう

ん

か
な
り
差
は
開
い
て
る
け
ど

ど

ち
も
好
き
だ
よ

お
兄
ち

ん

そ
そ
う
か

ま
あ
好
き
に
は
違
い
な
い
な

コ
マ
チ
俺
も
お
前
の
事
を
と
て
も
愛
し
て

る
ぞう

ん

コ
マ
チ
は
そ
う
で
も
な
い
け
ど

で
も
あ
り
が
と
う

お
兄
ち

ん
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コ
マ
チ
は
そ
れ
で
話
は
終
わ

た
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
ア
ス
ナ
の
下
へ
と

て
い

た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
が
満
足
し
た
よ
う
だ

た
の
で

そ
れ
は
そ
れ
で
良
か

た
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て
珍
し
く
い
た
ず
ら
心
が

い
た
の
か
突
然
ユ
キ
ノ
が
コ
マ
チ
に

ね

た
ち
な
み
に
コ
マ
チ
さ
ん

私
と
ハ
チ
マ
ン
君
で
は
ど
ち
ら
が
好
き
な
の
か
し
ら

ユ
キ
ノ
さ
ん

ユ
イ
ユ
イ
と
ハ
チ
マ
ン
君
と
で
は

ユ
イ
ユ
イ
さ
ん

イ
ロ
ハ
さ
ん
と
ハ
チ
マ
ン
君
と
で
は

イ
ロ
ハ
先
輩

お

お
い

コ
マ
チ

よ
く
分
か

た
わ

あ
り
が
と
う

コ
マ
チ
さ
ん

は
い

 
ユ
キ
ノ
は
に

こ
り
と
微
笑
み

満
足
そ
う
に
後
ろ
に
下
が

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
目
に
見
え
て
落
ち
込
ん
で
お
り
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キ
リ
ト
と
リ
ズ
は

ハ
チ
マ
ン
を

め
る
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の

を

ん
と
叩
い
た

お
前
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は

救
わ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
二
人
の
顔
を
見
た

 
そ
こ
に
あ

た
の
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
し
た
笑
顔
で
あ
り

ハ
チ
マ
ン
は
絶
叫
し
た

お
前
ら
も
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ハ
チ
マ
ン
君

静
か
に
な
さ
い

事
実
な
の
だ
か
ら

こ
れ
は
も
う
仕
方
が
な
い
事
な
の
よ

ぐ

ユ
キ
ノ

さ
て

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
自

紹
介
と
い
き
ま
し

う
か

 
私
は
ユ
キ
ノ

ア
ス
ナ
さ
ん

リ
ズ
さ
ん

初
め
ま
し
て

私
は
コ
マ
チ
で
す

リ
ズ
さ
ん

初
め
ま
し
て

ア
ス
ナ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

リ
ズ
で
す

鍛
治
師
を
や

て
ま
す

よ
ろ
し
く
ね

 
コ
マ
チ
は
そ
ん
な
リ
ズ
ベ

ト
の

を
見
て

興
味
深
そ
う
な
顔
を
し
た

 
ど
う
や
ら
レ
プ
ラ
コ

ン
を
見
た
事
が
ほ
と
ん
ど
無
か

た
よ
う
だ

リ
ズ
さ
ん
は
レ
プ
ラ
コ

ン
な
ん
で
す
ね
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う
ん

マ
ニ

ア
ル
を
見
た
ら

鍛
治
と
か
が
得
意
だ

て
書
い
て
あ

た
か
ら

 
こ
れ
だ

て
思

た
ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
今
度
み
ん
な
で
素
材
と
か
を
取
り
に
い
き
ま
し

う

う
ん

 
コ
マ
チ
と
リ
ズ
は

す
ぐ
に
意
気
投
合
し
た
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

ま
さ
か
と
思
い
つ
つ
も

も
う
一
度
コ
マ
チ
に

ね
た

コ
マ
チ

ま
さ
か
と
は
思
う
が

俺
と
リ
ズ

ど

ち
が
好
き
だ

リ
ズ
さ
ん

何

だ
と

 
ハ
チ
マ
ン
は
再
び
崩
れ
落
ち
た

ソ
レ
イ
ユ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

首
を
掴
み

 
ず
る
ず
る
と
引
き
ず
り
な
が
ら
ユ
キ
ノ
に
言

た

ユ
キ
ノ
ち

ん

そ
れ
じ

あ
仮
の

点
に
案
内
し
て

え
え

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

 
一
同
は
ユ
キ
ノ
の
後
を
追
い

歩
き
始
め
た

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
は
ソ
レ
イ
ユ
に
引
き
ず
ら
れ
た
ま
ま
だ

た
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そ
れ
を
見
た
ア
ス
ナ
は
コ
マ
チ
に
近
付
き

こ

そ
り
と
こ
う

ね
た

コ
マ
チ
ち

ん

本
当
は
ハ
チ
マ
ン
君
の
事

大
好
き
な
ん
で
し

う

も
ち
ろ
ん
で
す

で
も
面
と
向
か

て
そ
う
言
う
と

 
お
兄
ち

ん
は
コ
マ
チ
に
好
か
れ
る
努
力
を
し
な
く
な
る
か
も
だ
か
ら

 
簡

に
は
言

て
あ
げ
ま
せ
ん

な
る
ほ
ど
ね

ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん
も
同
じ
よ
う
な
事
を
言

て
た
か
も

満
の
秘

で
す
ね

そ
う
だ
ね

 
ユ
キ
ノ
が
案
内
し
て
く
れ
た
家
は

町
外
れ
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
一

家
だ

た

 
仮
の

点
と
し
て
は
十
分
な
広
さ
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る

ち

ん
と
し
た
物
件
を
探
す
の
は
ハ
チ
マ
ン
君
が
ギ
ル
ド
を
設
立
し
た
後
の
話
に
な
る
わ
ね

そ
れ
ま
で
の
仮
の

点
と
し
て
は

十
分
だ
な

あ
な
た
は

く

ギ
ル
ド
の
名
前
を
考
え
な
さ
い

お

お
う

頑
張
る

 
そ
し
て
一
同
は
中
に
入
り

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
く
事
に
し
た
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あ
と
二
時
間
く
ら
い
し
た
ら
全
員
集
ま
る
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
そ
れ
ま
で
ど
う
し
ま
し

う

か
ち
な
み
に
今
日
集
ま
る
の
は

ど
ん
な
メ
ン
バ

な
ん
だ

ハ
チ
マ
ン
君
の
作
る
ギ
ル
ド
に
入
る
予
定
の
メ
ン
バ

よ

キ
リ
ト
君

な
る
ほ
ど
な

こ
れ
か
ら
一

に
冒
険
を
す
る
仲
間

て
事
だ
な

回
全
員
が
集
ま
る
の
は
無
理
だ
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
今
日
は
調
整
し
て
集
ま

て
も
ら

た
わん

と
い
う
事
は

 
ハ
チ
マ
ン
は

ソ
レ
イ
ユ
を
じ

と
見
つ
め
た

き

ハ
チ
マ
ン
君
が

の
よ
う
な
目
で
私
を
見
て
る

助
け
て

ア
ス
ナ
ち

ん

ハ
チ
マ
ン
君

あ

は
い
は
い
俺
が

き
た
い
の
は
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
も
メ
ン
バ

の
一
人
な
の
か

て
事

だ
よえ

当
た
り
前
じ

な
い

も

と
も
ほ
と
ん
ど
参
加
は
出
来
な
い
け
ど
ね

 
ハ
チ
マ
ン
君
の
せ
い
で
私

と
て
も
忙
し
く
な

ち

た
か
ら
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あ

う

す

す
み
ま
せ
ん

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

ハ
チ
マ
ン
君

ま
た
姉
さ
ん
の
ペ

ス
に
は
ま

て
い
る
わ
よ

うま
あ
で
も
忙
し
く
な

た
の
は
確
か
だ
し

し
ば
ら
く
は
仕
事
を
頑
張
ら
な
い
と
か
な

ハ
チ
マ
ン
君

気
に
し
な
く
て
も
い
い
の
よ

今
の
姉
さ
ん
は
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
も
の

そ
う
だ
ね

こ
ん
な
か
わ
い
い
妹
も
い
る
し
ね

 
そ
う
言

て
ソ
レ
イ
ユ
は

再
び
ア
ス
ナ
に

き
付
い
た

 
そ
れ
を
見
た
ユ
キ
ノ
の

が
ピ
ク

と
動
い
た
の
を

ハ
チ
マ
ン
は
見
逃
さ
な
か

た

ユ
キ
ノ
は
や

ぱ
り
ア
ス
ナ
に

何
か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か

 
俺
の
立
場
で
言
う
の
は
難
し
い
が

何
と
か
し
な
い
と
だ
な

話
が

中
で
反
れ
た
わ
ね

今
日
こ
こ
に
集
ま
る
の
は

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

エ
ギ
ル
さ
ん

 
シ
リ
カ
さ
ん

リ

フ

さ
ん

レ
コ
ン
君

ユ
イ
ユ
イ

イ
ロ
ハ
さ
ん

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん

 
あ
と
は
え

と

私
は
知
ら
な
い
人
な
の
だ
け
れ
ど

ア
ル
ゴ
さ
ん
よ

 
そ
の
予
想
外
の
名
前
に

三
人
は
と
て
も
驚
い
た

ア
ル
ゴ
さ
ん
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ア
ル
ゴ
が
来
る
の
か

そ
う
か

ア
ル
ゴ
が

も

と
も
ア
ル
ゴ
ち

ん
も

仕
事
が
忙
し
く
て
ほ
と
ん
ど
来
れ
な
い
と
思
う
け
ど
ね

い
や

た
ま
に
話
が
出
来
る
く
ら
い
で
も
十
分
だ
よ

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
と
総
勢

十
六
人
か

今
後

え
る
か
も
だ
け
ど

最
大
で
も
二
十
人
く
ら
い
で
し

う
ね

結

な

模
だ
な

頑
張
れ

ハ
チ
マ
ン

お

お
う

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
の
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

は

二
十
人
を
遥
か
に
超
え
る

模
と
な
る

  
そ
し
て
そ
の
後

続
々
と
人
が
集
ま

て
き
た

 
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
シ
リ
カ
の
三
人
は
リ
ズ
と
の
再
会
を
喜
び
近
況
を
報
告
し
合

て

い
た

 
メ
ビ
ウ
ス
は

ハ
チ
マ
ン
の
隣
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
話
を

い
て
い
る
よ
う
だ

 
リ

フ

は
キ
リ
ト
に
リ
ズ
ベ

ト
の
事
を

い
て
お
り
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リ
ズ
ベ

ト
と

く
仲
良
く
な
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
様
子
が

え
た

 
そ
し
て
扉
が
ノ

ク
さ
れ

二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
入

て
き
た

ご
め
ん

お
待
た
せ

い
や

や

と
到
着
し
ま
し
た
ね

ユ
イ
ユ
イ

イ
ロ
ハ

か

た
な

い
や

ち

と
ウ
ン
デ

ネ
の
領
都
ま
で
行

て
た
ん
だ
よ
ね

何
故
そ
ん
な
と
こ
ろ
に

人
を
迎
え
に
行

た
ん
だ
よ

ユ
ミ

こ

ち
こ

ち

ユ
ミ

こ

ち
で
す
よ

先
輩

先
輩

 
二
人
に
案
内
さ
れ
て

一
人
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が

お
ず
お
ず
と
中
に
入

て
き
た

 
全
員
が
見
守
る
中

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

を
始
め
た

え

と

あ

し
は

ユ
ミ

で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

え

三

さ
ん
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ま
さ
か
三

な
の
か

あ

三

さ
ん
か

 
総
武
高
校
組
に
加
え

面
識
の
あ

た
キ
リ
ト
も

そ
れ
が
誰
な
の
か
分
か

た
よ
う
だ

つ
い
に
三

ユ
ミ

も
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
デ
ビ

か

ど
ん
な
感
じ
だ

う
ん

リ
ア
ル
す
ぎ
て
ち

と
び

く
り

 
魔
法
を
使
う

て
の
も

す
ご
く
新
鮮
な
体
験
だ

た
か
な

そ
う
か

え

と

俺
の
元
同
級
生
の

ユ
ミ

だ

 
初
心
者
だ
か
ら

み
ん
な
色
々
と
教
え
て
や

て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
紹
介
し

一
同
は
口
々
に
ユ
ミ

に

を
し
た

 
ユ
ミ

は
普

と
は
ま

た
く
違
う
様
子
で

お
ず
お
ず
と

を
返
し
て
い
た

ユ
ミ

さ
ん

大
丈
夫

い
つ
も
と
性
格
が
ま

た
く
違
う
み
た
い
だ
け
ど

ユ
キ
ノ

そ
り

あ

あ

し
だ

て

張
く
ら
い
す
る
し

ま
あ
す
ぐ
に
慣
れ
る
わ

大
丈
夫

こ
こ
に
は
変
な
人
は
い
な
い
か
ら

レ
コ
ン
以
外
は
ね

 
リ

フ

が
そ
う
茶
々
を
入
れ

レ
コ
ン
は
リ

フ

に
抗
議
し
た
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リ

フ

ち

ん

ひ
ど
い
よ

 
そ
ん
な
レ
コ
ン
を
ハ
チ
マ
ン
が
フ

ロ

し
た

ま
あ
ま
あ

俺
は
お
前
の
事
を
か
な
り
高
く
評
価
し
て
る
ぞ

レ
コ
ン

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

僕

僕

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
レ
コ
ン
の

を

ん

ん
と
叩
き
レ
コ
ン
は
感
動
し
た
よ
う
に

い
た

そ
ん
な
わ
け
で

こ
れ
で
全
員
揃

た
な

み
ん
な

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
頼
む

待

て
待

て

ア
ル
ゴ
さ
ん
は

オ
レ

ち
な
ら
こ
こ
だ
ぞ

ア

ち

ん

き

あ

 
い
つ
の
間
に
か

ア
ス
ナ
の
後
ろ
に
ア
ル
ゴ
が
立

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
気
付
い
て
い
た
よ
う
だ
が

ど
う
や
ら

て
い
た
ら
し
い

 
ち
な
み
に
コ
マ
チ
も
気
付
い
て
い
た
が
ハ
チ
マ
ン
が
何
も
言
わ
な
い
の
で

て
い
た
よ
う

だ
ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

み
ん
な

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な

 
こ
う
し
て
現
時
点
で
ハ
チ
マ
ン
の
ギ
ル
ド
に
入
る
予
定
の
メ
ン
バ

が
全
員
揃

た
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彼
ら
は
今
後

様
々
な
冒
険
を

り
広
げ
て
い
く
事
に
な
る
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第
１
３
８
話
 
闘
技
場

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

今
日
は
時
間
も
あ
ま
り
無
い
し
と
り
あ
え
ず
街
中
に
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
の
闘
技
場
が

あ
る
よ
な

 
あ
そ
こ
に
行

て

仲
間
内
で
や
り
あ

て
み
な
い
か

ユ
ミ

の
能
力
も
上
げ
な
い
と
だ

し
なな

る
ほ
ど

い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ

速
行

て
み
よ
う

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

キ
リ
ト
が
こ
う
提
案
し
た

な
あ
ハ
チ
マ
ン

ユ

ジ

ン
も
誘
お
う

あ
い
つ
と
再
戦
し
た
い
の
か

四
十
人
く
ら
い
ま
で
は
入
れ
た
は
ず
だ
し

い
い
ん
じ

な

い
か
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今
十
八
人
か

ま
だ
ま
だ
余

だ
な

サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ア
リ
シ

さ
ん
は

ど
う
や
ら
二
人
と
も

領
都
に

て
い
る
よ
う
ね

 
す
か
さ
ず
ユ
キ
ノ
が
ウ

ン
ド
ウ
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

今
日
は
そ
の
メ
ン
バ

で
行

て
み
る
か

 
そ
し
て
一
同
は
家
を
出
て

そ
の
ま
ま
闘
技
場
へ
と
向
か

た

 
幸
い
闘
技
場
に
は
空
き
が
あ
り

す
ぐ
に
で
も
利
用
出
来
る
よ
う
だ

た

そ
れ
じ

速
入
る
と
す
る
か

ち

と
待

て

ハ
チ
マ
ン
君

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

ど
う
か
し
ま
し
た
か

ほ
ら
見
て

こ
の
ギ

ラ
リ

の

確
か
に
す
ご
い

で
す
が

そ
れ
が
何
か

 
こ
こ
ま
で
の
道
中
す
ご
い

の
プ
レ
イ
ヤ

が
一
行
の
後
を
遠

き
に
付
い
て
き
て
い
た

 
ソ
レ
イ
ユ

メ
ビ
ウ
ス

ユ
キ
ノ
に
加
え

ユ

ジ

ン
を
破

た
キ
リ
ト
と

 

中
で
そ
の
ユ

ジ

ン
本
人
も
合
流
し
た
の
だ

話
題
に
な
ら
な
い
は
ず
は
な
い
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ハ
チ
マ
ン
君

他
に
も
何
人
か
誘

て
い
い

知
ら
な
い
人
が
入
る
の
は
ま
ず
い

い
や

別
に

い
ま
せ
ん
け
ど

ど
う
す
る
ん
で
す
か

ま
あ

任
せ
と
い
て

 
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
う
言
う
と

集
に
向
か

て
叫
ん
だ

こ
れ
か
ら

私
達
の
模

戦
を
見
学
し
た
い
人
を
何
人
か

集
し
ま
す

 

影
禁
止

見
学
者
同
士
の
会
話
は

私
達
に
話
し
か
け
る
の
は
基
本
禁
止

戦
闘
参
加

は
応
相
談

 
あ
く
ま
で
う
ち
わ
の
会
な
の
で

無

な
態
度
を
と

た
プ
レ
イ
ヤ

は

 
私
が
直
々
に
制

を
加
え
た
後

外
へ
叩
き
出
し
ま
す

 
オ

ク
シ

ン

式
で
そ
う
ね

余
り
多
く
て
も
困
る
か
も
だ
し
と
り
あ
え
ず
六
人
く

ら
い
か
し
ら

 
ち
な
み
に
一
千
万
ユ
グ
ド
出
す
人
は
無

件
で
中
に
入
れ
ま
す

 
そ
の
場
合
は

い
者
勝
ち
ね

は
い

ス
タ

ト

 
そ
の
言
葉
に
一

静
ま
り
返

た

集
は

我
も
我
も
と
入

を
開
始
し
た

一
千
万
出
す
ぞ
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そ
ん
な
中

一
人
の
男
が
そ
う
宣
言
し
た

そ
れ
は
カ
ゲ
ム
ネ
だ

た

お

カ
ゲ
ム
ネ
じ

な
い
か

久
し
ぶ
り
だ
な

は
い

お
一
人
様
決
定

お

俺
も
一
千
万
出
す
ぞ

俺
も
だ

は
い
さ
ら
に
二
名
決
定

残
り
は
後
三
人

ち
な
み
に
私
達
も
忙
し
い
か
ら

 
こ
の
メ
ン
バ

が
集
ま
る
の
は
最
初
で
最
後
か
も
し
れ
な
い
よ

特
に
私

 
残
り
の
三
人
の
金

も
ま
た
た
く
間
に
釣
り
上
が
り

結
局
一
千
万
ま
で
到
達
し
た

は
い

終
了

 
こ
う
し
て
中
に
入
れ
る
六
人
が
決
定
し
ソ
レ
イ
ユ
は

り
上
げ
を
全
て
ハ
チ
マ
ン
に

し

た
そ
れ
じ

あ
こ
れ

ギ
ル
ド
設
立
の
足
し
に
し
て
ね

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん

す
ご
い

さ
す
が
と
い
う
か

こ
う
い
う
所
は
見

わ
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

姉
さ
ん
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そ
れ
じ

中
に
入
り
ま
し

う

ハ
チ
マ
ン
君

あ

は
い

 
闘
技
場
に
入
る
と

ま
ず
キ
リ
ト
が
前
に
出
て

ユ

ジ

ン
を
呼
ん
だ

ユ

ジ

ン

速
再
戦
と
い
こ
う

望
む
所
だ

 
そ
れ
は

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
最
初
に
来
た
よ
う
な
も
の
で
あ

た

 
二
人
は
激
し
い
戦
い
を

り
広
げ

観
客
は
熱
狂
し
た

 
結
果
は
キ
リ
ト
の
勝
利
で
あ
り

ユ

ジ

ン
は
キ
リ
ト
と

手
を
交
わ
し
た

や
は
り
ま
だ
勝
て
な
い
な

あ
れ
か
ら
ま
だ
そ
ん
な
に

て
な
い
し
な

そ
れ
で
も
や
は
り

悔
し
い
も
の
だ
な

ユ

ジ

ン
は

験
が
足
り
な
い
だ
け
じ

な
い
か

戦
い
方
が

麗
す
ぎ
る
気
も
す
る
し

な
む

こ
れ
で
も
ゲ

ム
開
始
か
ら
ず

と
や

て
い
る
ん
だ
が
な

 
さ
す
が
に
お
前
達
と
比
べ
る
と

験
が
足
り
て
な
い
と
言
わ
れ
る
の
も

け
る
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そ
し
て
キ
リ
ト
は

突
然
ハ
チ
マ
ン
に
声
を

け
た

あ

ハ
チ
マ
ン

ち

と
い
い
か

ん

ど
う
し
た
キ
リ
ト

ハ
チ
マ
ン
は

ユ

ジ

ン
が
も

と
強
く
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う

 
キ
リ
ト
は
ど
う
や
ら

ユ

ジ

ン
に
も

と
強
く
な

て
ほ
し
い
よ
う
だ

そ
う
だ
な

お
い
ア
ス
ナ

ち

と
こ

ち
に
来
て
く
れ

ど
う
し
た
の

ハ
チ
マ
ン
君

ア
ス
ナ

今
の
戦
い
を
見
て
た
だ
ろ

そ
れ
で
相
談
な
ん
だ
が

 
ち

と
こ
の
ユ

ジ

ン
と

し
に
戦

て
み
な
い
か

何
だ
と

俺
は
て

き
り

や
る
な
ら
お
前
が
相
手
な
の
だ
と
ば
か
り
思

て
い
た
の
だ
が

う
ん

分
か

た

 
ユ

ジ

ン
の
質
問
を
よ
そ
に

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の

し
出
を

く

し
た

で

こ
ち
ら
の
女
性
は

あ
私
は
ハ
チ
マ
ン
君
の
彼
女
の
ア
ス
ナ
で
す
元
テ

タ

ニ
ア

て
言
え
ば
分
か
る
か
な

 
初
め
ま
し
て
ユ

ジ

ン
さ
ん

最
後
の
戦
い
の
時

一

に
戦

て
く
れ
た
ん
で
す
よ
ね
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本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
う
し
て
無
事
に
帰
還
す
る
事
が
出
来
ま
し
た

お
お
そ
れ
で
は
君
が

そ
う
か
こ
う
し
て
自
分
達
の
や

た
事
の
結
果
を
見
せ
ら
れ
る

と 
と
て
も
嬉
し
い
も
の
だ
な

本
当
に
良
か

た

そ
れ
で
だ

ユ

ジ

ン

お

と
す
ま
ん

で

お
前
が
や
ら
せ
る
か
ら
に
は

こ
の
ア
ス
ナ
さ
ん
も
強
い
の
だ
な

俺
と
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
は

四
天
王

て
呼
ば
れ
て
た
ん
だ

 
要
す
る
に

生
き
残

た
六
千
人
の
中
の

点
だ
な

お
お
お
お

ユ

ジ

ン
の

り
に
は

今
ま
で
自
分
よ
り
強
い
奴
は
い
な
か

た
ん
だ
ろ

 
強
く
な
る
に
は
強
い
奴
と
戦
う
の
が
一
番
だ

と
い
う
わ
け
で
ア
ス
ナ
と
戦

て
み
る
と

い
い願

て
も
な
い

 
こ
う
し
て
ユ

ジ

ン
と
ア
ス
ナ
の

合
が
始
ま

た

 
最
初
は
無
名
の
ア
ス
ナ
が
相
手
だ
と
知

て

落

し
て
い
た
観
客
達
は
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い
ざ

合
が
始
ま
る
と

先
ほ
ど
の

合
と
同
じ
よ
う
に
熱
狂
し
た

 
カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

ど
う

楽
し
ん
で
る

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

リ

フ

と
レ
コ
ン
か

こ
の
二

合
だ
け
見
て
も

一
千
万
出
し
た
甲
斐
が
あ

た
ぞ

 

合
を
見
な
が
ら
興
奮
し
た
よ
う
に
そ
う
言
う
カ
ゲ
ム
ネ
に

二
人
は

い
た

す
ご
い
よ
ね

ア
ス
ナ
さ
ん

あ
の
ユ

ジ

ン
と

に
戦

て
る

む
し
ろ
押
し
て
る
よ
う
に
見
え
る
ね

リ

フ

ち

ん

ど
こ
が
ど
う
と
は
言
え
な
い
ん
だ
け
ど
ね

剣
技
だ
け
な
ら
私
の
方
が
上
な
気
も
す
る
し

 
で
も
私
じ

勝
て
な
い
気
が
す
る

と
に
か
く
戦
い
慣
れ
て
い
る

て
感
じ

凄
い
ね

 
そ
し
て
カ
ゲ
ム
ネ
は

苦
笑
し
な
が
ら
言

た

俺
に
言
わ
せ
る
と

凄
す
ぎ
て
参
考
に
す
ら
な
ら
な
い
が
な

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん
だ

て
強
い
じ

な
い

俺
は
ま
だ

ユ

ジ

ン
さ
ん
が
目
標
だ
か
ら
な

 
上
に
は
上
が
い
る
事
を
こ
の
目
で
確
か
め
ら
れ
た
だ
け
で
も
良
か

た
よ
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お

い
頑
張
り
ま
し

う

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

 
そ
し
て
レ
コ
ン
は

ア
ピ

ル
す
る
よ
う
に
リ

フ

に
言

た

ぼ

僕
も

レ
コ
ン
が
参
考
に
す
る
の
は

ハ
チ
マ
ン
じ

な
い
か
な

そ

か

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い

で
も
僕

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
戦

て
る
と
こ

て

 
一
度
も
見
た
事
が
無
い
ん
だ
よ
ね

こ
れ
か
ら
い
く
ら
で
も
見
ら
れ
る
わ
よ

頑
張
れ

レ
コ
ン

う
ん

 
終
わ

て
み
る
と

結
局

合
は
ア
ス
ナ
の
圧
勝
だ

た

 
ユ

ジ

ン
も
頑
張

た
が

と
に
か
く
ア
ス
ナ
の
手

と
攻
撃
の
速
さ
は
す
さ
ま
じ
く

 
ユ

ジ

ン
は
自
分
の
武
器
の
特
性
を
生
か
し
き
る
事
が
出
来
な
か

た

 
更
に
ア
ス
ナ
は

中
か
ら
回
復
魔
法
ま
で

用
し
だ
し
ま

た
く
手
が
つ
け
ら
れ
な
い

態
だ

た

メ
ビ
ウ
ス
先
輩

ど
う
思
い
ま
す

ヒ

ラ

と
し
て
の
技
術
な
ら
私
達
の
方
が
上
だ
と
思
う
け
ど

総
合
力
が
違
い
す
ぎ
る
ね
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私
達
も
色
々
と
参
考
に
し
な
い
と
い
け
な
い
ね

ユ
キ
ノ
さ
ん

そ
う
で
す
ね

自
分
の
身
く
ら
い
は
守
れ
ま
す
け
ど
攻
撃
ま
で
は
中
々
手
が
回
ら
な
い
で

す
し
ね

お

い
頑
張
ろ
う

は
い

 
ア
ス
ナ
は

倒
れ
た
ユ

ジ

ン
に
手
を
差
し
出
し

立
ち
上
が
る
の
に
手
を
貸
し
て
い
た

う

む
見
事
だ

あ
の
す
さ
ま
じ
い
攻
撃
の
最
中
に
回
復
魔
法
ま
で

用
し
て
く
る
と

は
なま

だ
不
慣
れ
だ
け
ど
ね

ど
う
だ
ユ

ジ

ン

ア
ス
ナ
は
強
い
だ
ろ

あ
あ

次
は
お
前
と
戦

て
み
た
い
が

疲
れ
た
だ
ろ

少
し
休
め

て

そ
の
代
わ
り

俺
の
戦
い
を
見
て
お
く
と
い
い

 
俺
だ
け
が
そ

ち
の
ス
タ
イ
ル
を
知

て
る
の
は

不
公
平
だ
か
ら
な

そ
う
か

そ
れ
で
は
少
し
休

さ
せ
て
も
ら
う
と
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
指
名
し
た
の
は

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル

そ
れ
に
レ
コ
ン
だ

た
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ち

く
し

三
対
一
か
よ

ま
あ
ま
あ
ク
ラ
イ
ン

勝

て
ハ
チ
マ
ン
の

を
あ
か
し
て
や
ろ
う

す
ま
ん

全
力
で
や
る
の
に

女
の
子
を
指
名
す
る
の
は
ち

と
な

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

全
力
で
い
き
ま
す
ね

お
う

レ
コ
ン

し

か
り
と
受
け
止
め
て
や
る
よ

 
そ
し
て

合
が
開
始
さ
れ
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
は
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
に
襲
い

か

た

先
制
攻
撃
だ

く
ら
え

 
二
人
は
武
器
を

り
下
ろ
そ
う
と
し
た
が

そ
の

間
に
武
器
を

か
れ

 
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
後
ろ
に
倒
れ
そ
う
に
な

た

え
 
レ
コ
ン
は

気
に
と
ら
れ

一

二
人
の
方
を
見
た
後

ハ
チ
マ
ン
に

線
を

し
た

 
だ
が
そ
こ
に

ハ
チ
マ
ン
の

は
無
か

た

え

え

こ
こ
だ

レ
コ
ン
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背
後
か
ら
ハ
チ
マ
ン
の
声
が

こ
え

レ
コ
ン
は

て
て

り
返
ろ
う
と
し
た
が

 
そ
の

間
に

に
衝
撃
が
走
り
レ
コ
ン
は

り
返
る
事
が
出
来
な
い
ま
ま
背
中
か
ら
攻
撃

を
受
け
た

さ
す
が
に
一
撃
で
首
を
は
ね
る
の
も
ど
う
か
と
思
う
し
な

 
レ
コ
ン
は
そ
れ
を

き

こ
れ
で
も
手
加

し
て
も
ら

て
る
ん
だ
な
と
思
い
な
が
ら

 
必
死
で
体
制
を
立
て
直
そ
う
と
し
た

そ
の
間
に

ハ
チ
マ
ン
の
背
後
か
ら

 
先
に
体
制
を
立
て
直
し
た
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
が
再
び
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
ち
ら
を
見
よ
う
と
も
し
な
い
ま
ま

後
ろ
手
で
二
人
の
武
器
を

く
と

 
コ
マ
の
よ
う
に
回
転
し
て
カ
ウ
ン
タ

で
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
に
攻
撃
を
加
え

 
そ
の
ま
ま
後
方
に
飛
び
上
が

て

背
後
に
い
た
レ
コ
ン
の
更
に
背
後
に
着
地
す
る
と

 
そ
の
ま
ま
レ
コ
ン
を
背
後
か
ら
攻
撃
し

三
人
は
ど

と
地
面
に
倒
れ
た
の
だ

た
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第
１
３
９
話
 
ス
ト
レ
ス

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
い
キ
リ
ト

何
だ
あ
の
で
た
ら
め
な
動
き
は

す
ご
い
だ
ろ

あ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
の
ス
タ
イ
ル
だ
よ

ユ

ジ

ン

 
中

半

な
攻
撃
は
全
部

か
れ
て

全
て
カ
ウ
ン
タ

が
返

て
く
る

 
ユ

ジ

ン
の
そ
の
武
器
相
手
だ
と
多
分

攻
撃
し
よ
う
と
し
た

間
に

 
武
器
じ

な
く

え
ば

や

を
攻
撃
さ
れ
て

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た

間
に

 
そ
の
ま
ま
カ
ウ
ン
タ

が
飛
ん
で
く
る
と
思
う

そ
ん
な
の
ど
う
し
ろ

て
言
う
ん
だ

は
は

悩
め
悩
め

悩
む
事
で
お
前
は
も

と
強
く
な
る
さ

そ
う
か

そ
う
だ
な

よ
し

い
つ
か
絶
対
に
攻
略
し
て
や
る

こ
れ
か
ら
も
た
ま
に
遊
ぼ
う

ユ

ジ

ン
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あ
あ

お
前
達
と
こ
う
し
て
知
り
合
え
た
事
が

俺
に
と

て
一
番
の
収

だ

た
よ

 
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な

キ
リ
ト

 
そ
し
て
初
心
者
の
ユ
ミ

は

ひ
た
す
ら
驚
い
て
い
た

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

あ

し

何
も
分
か

て
な
か

た
み
た
い

ん

ユ
ミ

ち

ん

ど
う
し
た
の

あ
れ
は
人
間
の
動
き
じ

な
い

ハ
チ
マ
ン
が
生
き
て
き
た
の
は
あ
あ
い
う
世
界
な
ん
で

す
ねそ

う
だ
ね

私
も
想
像
す
る
事
し
か
出
来
な
い
け
ど

あ
そ
こ
ま
で
強
く
な
ら
な
い
と

 
生
き
て
い
け
な
い
世
界
だ

た
ん
だ
ろ
う
ね

あ

し

こ
こ
に
来
た
の
は
遊
び
の
つ
も
り
だ

た
け
ど

 
こ
ん
な
あ

し
が
あ
い
つ
と
一

に
い
て
も
い
い
の
か
ど
う
か

い
い
に
決
ま

て
る
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン

 
そ
こ
に
は

い
つ
の
間
に
来
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
立

て
い
た
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難
し
く
考
え
す
ぎ
だ
ぞ

ユ
ミ

俺
も

こ
こ
に
い
る
ア
ス
ナ
だ

て

 
元
々
遊
ぶ
つ
も
り
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
始
め
た
ん
だ

結
果
的
に
あ
あ
い
う
事
に
な

た
わ
け
だ
が

 
今
は
本
来
の

態
に

た
だ
け
だ

そ
う
だ
よ
ユ
ミ

さ
ん
私
も

と
ユ
ミ

さ
ん
と
仲
良
く
な

て
一

に
楽
し
く
遊
び

た
いユ

ミ

で
い
い
よ
ア
ス
ナ

そ

か

考
え
す
ぎ
か

 
う
ん

あ

し

み
ん
な
と
一

に
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に

頑
張

て
強
く
な
る
し

そ
う
そ
う

あ
く
ま
で
目
的
は

楽
し
く
遊
ぶ
事
だ
か
ら
な

ユ
ミ

あ

ち
で
一

に
特
訓
し
よ
う

あ
り
が
と
う
ア
ス
ナ

そ
れ
じ

お
願
い
す
る
し

 
ア
ス
ナ
と
ユ
ミ

は

連
れ
立

て
闘
技
場
の

の
方
へ
と
走

て
い

た

う
ん

や

ぱ
り
楽
し
い
の
が
一
番
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君

で
す
ね

姉
さ
ん

と
て
も
楽
し
そ
う
ね

ユ
キ
ノ
ち

ん
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残
さ
れ
た
二
人
に

ユ
キ
ノ
が
話
し

け
て
き
た

み
ん
な

と
て
も
楽
し
そ
う
で
良
か

た
わ

あ
あ

そ
う
だ
な

 
い
つ
の
間
に
か
闘
技
場
の
あ
ち
こ
ち
で

戦
い
が

り
広
げ
ら
れ
て
い
た

 
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
と
レ
コ
ン
は

先
ほ
ど
の
負
け
が
よ
ほ
ど
悔
し
か

た
の
か

 
三
つ

で
戦
い

少
し
で
も
強
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ

た

 
ユ
イ
ユ
イ
と
コ
マ
チ
は

リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
を
相
手
に

コ
ン
ビ
同
士
で
戦

て
い
た

 
イ
ロ
ハ
は
メ
ビ
ウ
ス
相
手
に
魔
法
戦
闘
を
挑
み
リ

フ

は
何
と
ユ

ジ

ン
と
戦

て

い
たそ

れ
に
し
て
も
姉
さ
ん
は

ア
ス
ナ
さ
ん
の
事
が
大
分
気
に
入

た
み
た
い
ね

う
ん

妹
だ
か
ら
ね

妹
 
ユ
キ
ノ
の
表
情
が
険
し
く
な
る
の
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は
い
い
機
会
だ
と
思
い

 
ユ
キ
ノ
に
質
問
す
る
事
に
し
た

な

ユ
キ
ノ
は
や

ぱ
り
ア
ス
ナ
に
何
か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
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別
に
無
い
わ
よ

何
故
そ
ん
な
事
を

く
の
か
し
ら

あ
れ

そ
う
な
の
か

私
が
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は

姉
さ
ん
に
よ

私
に

一
体
ど
う
し
た
の

ユ
キ
ノ
ち

ん

そ
れ
は

 
そ
う

い
た
ユ
キ
ノ
の
顔
は
真

で
あ
り

体
は
プ
ル
プ
ル
と

え
て
い
た

何
で

よ

え何
で
実
の
妹
は
ち

と
も
か
ま
わ
な
い
の
よ

え

え
え

ユ
キ
ノ
ち

ん

 
ハ
チ
マ
ン
の
見
る
所

今
の
ユ
キ
ノ
は
明
ら
か
に
平

を

い
て
い
た

こ
う
な

た
の
は

お
そ
ら
く
ア
ス
ナ
が
解
放
さ
れ
た
後
だ
ろ
う
な

 
だ
が
攻
略
中
か
ら
お
そ
ら
く
種
は

か
れ
て
い
た
は
ず
だ

こ
れ
を
何
と
か
出
来
る
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
は

困

た
よ
う
に
ソ
レ
イ
ユ
の
方
を
見
た
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ソ
レ
イ
ユ
は
分
か

て
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

き

ハ
チ
マ
ン
に

を
述
べ
た

最
近
ち

と

ユ
キ
ノ
ち

ん
の
前
で

ハ
リ
キ
リ
す
ぎ
ち

た
か
な

 
私
が
思
い

き
り
頑
張

た
せ
い
で

私
の
事
を
頑
張

て
追
い
か
け
て
た
時
の

態
に

 
精
神
が
少
し
逆
行
し
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
わ

し
か
し
ま
さ
か

あ
の
ユ
キ
ノ
が

小
学
校
に
上
が
る
く
ら
い
か
ら
私
は
ユ
キ
ノ
ち

ん
を
ま

た
く

や
か
さ
な
く
な

た
か

ら
ね

 
多
分
ず

と

れ
た
ス
ト
レ
ス
に
な

て
た
ん
だ
と
思
う

 
で

最
近
私
が
ア
ス
ナ
ち

ん
を
と
こ
と
ん
可
愛
が

て
る
の
を
見
て

 
そ
の
ス
ト
レ
ス
が
無
意
識
に

大
し
た
の
で
は
な
い
か
し
ら

な
る
ほ
ど

何
と
か
な
り
ま
す
か

う
ん

ま
あ
こ
こ
は
お
姉
さ
ん
に
任
せ
な
さ
い

お
願
い
し
ま
す

 
ソ
レ
イ
ユ
は
ユ
キ
ノ
に
ゆ

く
り
と
近
付
き

ユ
キ
ノ
を
い
き
な
り

き
し
め
た

ユ
キ
ノ
ち

ん
の
事
は
か
わ
い
い
に
決
ま

て
る
じ

な
い

た

た
一
人
の
実
の
妹
な
ん
だ
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も
の

 
で
も
そ
の
せ
い
で
私
が
ユ
キ
ノ
ち

ん
を
大
好
き
だ

て
わ
ざ
わ
ざ
態
度
で

さ
な
く
て

も 
ユ
キ
ノ
ち

ん
は
分
か

て
る
は
ず
だ

て
思

て
た
の
は
私
の
ミ
ス
ね

 
こ
れ
か
ら
は
も

と

二
人
で
お
出

け
し
た
り
し
ま
し

う

普
通
の
姉
妹
み
た
い
に
ね

 
ユ
キ
ノ
は
そ
れ
を

い
て

コ
ク
コ
ク
と

い
た

 
だ
が
ソ
レ
イ
ユ
は

当
然
そ
れ
で
話
を
終
え
る
よ
う
な

い
人
間
で
は
無
か

た

分
か

て
も
ら
え
て
良
か

た
わ

と
こ
ろ
で

ユ
キ
ノ
ち

ん

 
さ

き
か
ら
ハ
チ
マ
ン
君
が

あ
な
た
の
恥
ず
か
し
い

を
じ

と
観
察
し
て
い
る
わ
よ

え

ハ
チ
マ
ン
君
が

 
ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
を
き

と
ん
と
見
つ
め
た
後

い
き
な
り
我
に
返

た
の
か

 
今
ま
で
の
自
分
の
言
葉
や
態
度
を
は

き
り
と
思
い
出
し

口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
な
が
ら

 

て
て
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
離
れ

ハ
チ
マ
ン
を
キ

と

ん
だ

何
か
言
い
た
い
事
で
も

い

い
や
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そ
う

と
こ
ろ
で
あ
な
た
は
何
故
そ
ん
な
所
で
つ

立

て
い
る
の
か
し
ら

 
他
の
人
達
が
一
生

命
戦

て
い
る
と
い
う
の
に

 
リ

ダ

の
自
覚
が
足
り
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
わ
ね

悔
い

め
な
さ
い

お

お
う

と
は
い
え
本
当
に
遺

な
の
だ
け
れ
ど
あ
な
た
に
一
定
の
人
望
が
あ
る
事
は
認
め
ざ
る
を

得
な
い
わ

 
と
い
う
わ
け
で

今
後
へ
の
期
待
も
込
め
て

今
回
の
件
は
不
問
に
し
ま
し

う

お
う

あ

あ
り
が
と
な

も
ち
ろ
ん
言
わ
な
く
て
も
分
か

て
い
る
と
は
思
う
の
だ
け
れ
ど
今
回
の
件
は
不
問
に
す
る

代
わ
り
に

 
今
の
事
は
忘
れ
な
さ
い

い
い
わ
ね
忘
れ
る
の
よ

こ
こ
で
は
何
も
無
か

た

オ

ケ

オ

オ

ケ

よ
ろ
し
い

 
そ
こ
ま
で
言

た
後

ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
に
背
を
向
け

仲
間
達
の
方
を

め
始
め
た
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だ
が
ユ
キ
ノ
の

は
未
だ
に
真

で
あ
り

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
て

 
何
と
な
く
ユ
キ
ノ
の

を
な
で
始
め
た

一
体
何
の
つ
も
り
か
し
ら

何
と
な
く

そ
う

 
ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
の
手
を

り

た
り
は
せ
ず

な
で
ら
れ
る
の
に
任
せ
て
い
た

な
あ
ユ
キ
ノ

何
か
し
ら

ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん
に
は
今
回

山
助
け
ら
れ
た
が
今
後
は
ロ
グ
イ
ン
の

度
も

る
だ
ろ
う

し 
そ
う
い
う
事
は
も
う
ほ
と
ん
ど
無
い
は
ず
だ

な
の
で
今
後
は
お
前
が
俺
を
助
け
て
く
れ
よ

な
も
ち
ろ
ん
そ
の
つ
も
り
よ

頼
り
に
し
て
る
か
ら
な

え
え

姉
さ
ん
以
上
に
し

か
り
と

え
て
み
せ
る
わ
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そ
ん
な
ユ
キ
ノ
に
ソ
レ
イ
ユ
は
言

た

ユ
キ
ノ
ち

ん

何
か
し
ら

姉
さ
ん

私
の
代
わ
り
が
出
来
る
の
は

結
局
何
だ
か
ん
だ
言

て
も
あ
な
た
し
か
い
な
い
の
よ

姉
さ
ん

も

と
自
信
を
持
ち
な
さ
い

私
に
出
来
る
事
は

必
ず
あ
な
た
に
も
出
来
る

 
私
達
は

実
の
姉
妹
な
ん
だ
か
ら
ね

は
い

 
こ
う
し
て
姉
妹
の
危
機
は
去

た
か
と
思
わ
れ
た
が

直
後
に
事
態
は
急
変
し
た

 
ユ
ミ

と
の
特
訓
が
ひ
と

落
し
た
ア
ス
ナ
が
や

て
き
た
の
だ

あ

ず
る
い

ハ
チ
マ
ン
君

私
の

も

お

ア
ス
ナ

ユ
ミ

は
ど
う
し
た

あ

ち
で
休

し
て
る
よ

そ
う
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

も
う
片
方
の
手
で
ア
ス
ナ
を
な
で
始
め
た
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で

な
で
て
も
ら
え
る
の
は
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

何
か
あ

た
の

そ
う
な
の

い
て
よ
ア
ス
ナ
ち

ん

ユ
キ
ノ
ち

ん
が
ね

 
最
近
私
が
ア
ス
ナ
ち

ん
ば

か
り
か
ま
う
も
ん
だ
か
ら

ち

と
す
ね
ち

て
ね

 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
君
と
二
人
で
な
だ
め
て
た
の
よ

な

姉
さ
ん

裏
切

た
わ
ね

私
は
何
も
約
束
し
て
い
な
い
で
す
し

くそ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
私
が

も

と
も

と
ユ
キ
ノ
ち

ん
と
仲
良
く
な
り
ま

す
え

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
う
と

い
き
な
り
ユ
キ
ノ
に

き
つ
い
た

ち

ア
ス
ナ
さ
ん

ア
・
ス
・
ナ

えユ
キ
ノ
さ
ん
が
他
人
を
さ
ん
付
け
で
呼
ぶ
の
は
知

て
る
け
ど
私
の
事
は
ア
ス
ナ

て
呼
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ん
で

 
そ
の
代
わ
り
に
私
も
ユ
キ
ノ
さ
ん
の
事

今
度
か
ら
ユ
キ
ノ

て
呼
ぶ
か
ら

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言
わ
れ
て

困

た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
を
見
た
が

 
二
人
は
ユ
キ
ノ
に
笑
顔
を
向
け
る
だ
け
で

何
も
言
わ
な
か

た

 
ユ
キ
ノ
は
た
め
息
を
つ
く
と

恐
る
恐
る
ア
ス
ナ
に
呼
び
か
け
た

あ

ア
ス
ナ

さ
ん

も
う

ユ
キ
ノ

た
ら

頑
張

て
み
る
か
ら
お
願
い

も
う
少
し
待

て

ア
ス
ナ

さ
ん

仕
方
な
い
な

ち

と
だ
け
だ
よ

 
こ
う
し
て
ア
ス
ナ
が

ユ
キ
ノ
と
の

離
を
強
引
に
力
技
で

め
た
所
で

 
こ
の
日
の
活
動
は
終
了
と
な

た

 
ち
な
み
に
一
度
も
戦
わ
な
か

た
ア
ル
ゴ
は
新
し
い
仲
間
の
情
報
収
集
に
専
念
し
て
い
た
よ

う
だ

 
同
じ
く
戦
わ
な
か

た
ソ
レ
イ
ユ
は

最
後
に
戦
い
た
が

た
の
だ
が

 
全
員
が
そ
れ
を

ん
で

退
し
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
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第
１
４
０
話
 
世
界
の
種
子

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
次
の
日
の
朝

八
幡
と
和
人
は
予
告
通
り
陽
乃
に
呼
び
出
さ
れ

 
そ
の
ま
ま

で
い
ず
こ
か
へ
向
か

て
い
る
最
中
だ

た

陽
乃
さ
ん

一
体
ど
こ
に
向
か

て
る
ん
で
す
か

ん

言
わ
な
か

た

け

ダ
イ
シ

カ
フ

だ
よ

ダ
イ
シ

カ
フ

で
す
か

そ
う
い
え
ば

日

エ
ギ
ル
に
大
体
の
場
所
だ
け
教
え
て
も
ら

た

け

こ
れ
で
正
確
な
場
所
が
分
か
る
な
ら

ま
あ
良
か

た
の
か
も
な

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
走

た
後

は
と
あ
る
ビ
ル
の
横
で

し
た

こ
の
ビ
ル
だ
よ
ん

さ
あ
二
人
と
も

降
り
て
降
り
て

 
都

後
で
ま
た
連

す
る
か
ら
そ
し
た
ら
迎
え
を
お
願
い
ね
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は
い

陽
乃
お
嬢
様

 
三
人
は

を
降
り

陽
乃
の
先

に
よ

て

ビ
ル
の
中
へ
と
入

た

お

あ
そ
こ
じ

な
い
か

確
か
に
ダ
イ
シ

カ
フ

て
書
い
て
あ
る
な

俺

こ
う
い
う
店
に
来
る
の
は
初
め
て
だ
か
ら

ち

と

張
す
る
な

確
か
に
お
酒
を
出
す
店
に
来
る
の
は
初
め
て
だ
な

も

と
も
ま
だ
飲
め
な
い
け
ど
な

そ
れ
じ

入
り
ま
し

う

 
三
人
が
ド
ア
を
開
け
る
と

エ
ギ
ル
が
三
人
を
笑
顔
で
出
迎
え
た

よ

こ

ち
じ

初
め
ま
し
て
だ
な

そ
う
だ
な

初
め
ま
し
て

比
企
谷
八
幡
だ

桐

谷
和
人
だ

俺
は
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ
だ

宜
し
く
な

二
人
と
も

ア
ン

ギ
ル

今
ま
で
通
り

エ
ギ
ル
で
い
い
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お
う

分
か

た

そ
れ
じ

あ
俺
も
キ
リ
ト
で

了
解
だ

オ
レ

ち
も
ア
ル
ゴ
で
い
い

 
最
後
の
そ
の
言
葉
に

二
人
は

て
て

り
向
い
た

 
そ
こ
に
は
い
つ
の
間
に
か
ア
ル
ゴ
が
立

て
お
り
ア
ル
ゴ
は
何
食
わ
ぬ
顔
で
カ
ウ
ン
タ

に
座

た

二
人
と
も

さ

さ
と
座
れ
ヨ

お

お
う

ア
ル
ゴ
も
陽
乃
さ
ん
に
呼
び
出
さ
れ
た
ん
だ
な

い
や

む
し
ろ
呼
び
出
し
た
の
は
オ
レ

ち
だ

あ
あ

そ
う
な
ん
で
す
か

陽
乃
さ
ん

そ
う
よ

今
日
は
大
事
な
話
が
あ
る
か
ら

貸
し
切
り
に
さ
せ
て
も
ら

た
わ

 
そ
れ
を

い
た

間

二
人
の
顔
色
が
変
わ

た

ま

ま
さ
か
貸
し
切
り
に
し
て
ま
で
俺
達
に
お
仕
置
き
を

お

俺
は
何
も
言

て
ま
せ
ん

全
部
ハ
チ
マ
ン
が
言
い
ま
し
た
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き

キ
リ
ト

こ
う
い
う
時
は
連

任
だ
ろ

俺
と
お
前
は
友
達
だ
よ
な

初
め
ま
し
て

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
で
し
た

け

ぐ

裏
切
り
者
め

や
だ
な

二
人
と
も
あ
ん
な
事
く
ら
い
で
目
く
じ
ら
立
て
て

た
り
し
な
い
か
ら
安
心
し

て 
今
日
は
ね
ハ
チ
マ
ン
君
の
ナ

ヴ
ギ
ア
に
収
納
さ
れ
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
で
話
が
あ
る

の
よああ

あ

 
二
人
は
そ
の
言
葉
を

く
と

真
面
目
な
顔
に
な
り

大
人
し
く
カ
ウ
ン
タ

に
座

た

さ
ん
か
ら

さ
れ
た

あ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
で
す
ね

え
え
そ
う
よ

ア
ル
ゴ
ち

ん
か
ら
や

と
解

が
終
了
し
た

て

い
て
ね

 
そ
れ
で
今
日

こ
う
し
て
集
ま

て
も
ら

た
の

何
の
話
だ

エ
ギ
ル
に
は
ま
だ
説
明
し
て
な
か

た
よ
な

実
は
な
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八
幡
は

明
日
奈
を
救
出
し
た
後
に
茅
場
と
遭
遇
し
た
事
と

 
そ
の
時
に
あ

た
出
来
事
を

エ
ギ
ル
に
説
明
し
た

茅
場

の
遺
産

て
事
か

ま
だ
ど
こ
か
で
活
動
し
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

そ
れ
じ

あ
ア
ル
ゴ
ち

ん

報
告
を
お
願
い
ね

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
の
報
告
が
始
ま

た

あ
あ

結

か
ら
言
う
と

あ
れ
は
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
種
み
た
い
な
も
ん
だ

た

Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

種あ
あ

分
か
り
や
す
く
言
う
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

バ

み
た
い
な
大

模
サ

バ

で
な
い
と

 
制
御
が
難
し
か

た
カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
を
小

模
サ

バ

で
も
使
用
で
き
る
よ
う

に
し

 
そ
の
上
で

動
す
る
ゲ

ム
の
開
発

援
機
能
を
同
時
に

む
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
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和
人
は
そ
の
説
明
を

い
て

自
分
な
り
に
こ
う
結

付
け
た
よ
う
だ

な
る
ほ
ど

要
す
る
に

Ｒ
Ｐ
Ｇ
ツ
ク

ル
み
た
い
な
も
の

て
事
で
い
い
か

あ

ま
あ
そ
れ
で
い
い
カ

つ
ま
り

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
と

最

限
の

さ
え
整
え
れ
ば

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
よ
う
な
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が
作
り
放
題

て
事
で
い
い
ん
だ
よ
な

 
ア
ル
ゴ
は

き
つ
つ
も

更
に
こ
う
補
足
し
た

実
は
そ
れ
だ
け
じ

な
い
ん
だ

他
に
も
何
か
あ
る
の
か

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使

て
作
ら
れ
た
ゲ

ム
同
士
で

キ

ラ
の
移
動
が
出
来
る

 
こ
れ
は
解

す
る
事
が
出
来
な
い

つ
ま
り

発

さ
れ
た
直
後
の
ゲ

ム
に

 
正
確
に
は
そ
の
ゲ

ム
の
運

を
始
め
て
三

月
後
か
ら
な
ん
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ

ラ
を
移

動
さ
せ
て

 
強
く
て
ニ

ゲ

ム
を
実
現
す
る
事
が
可
能
な
ん
だ

も
ち
ろ
ん
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

る
事
も
可
能

だ
ナ

換
性
が
あ
る

て
事
か

そ
れ
は
す
ご
い
な
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そ
う
だ
な

こ
れ
が

散
し
た
ら

本
当
に
世
界
が
変
わ
る

さ
て

そ
う
い
う

な
ん
だ
け
ど

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
す
る

 
陽
乃
は

い
つ
に
な
く
真
面
目
な
顔
を
し
て

八
幡
に
問
い
か
け
た

ど
う
す
る

と
は

こ
れ
は
本
当
に

世
界
を
一
変
さ
せ
る
ほ
ど
の
大
変
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
よ

 
ゲ

ム
だ
け
で
な
く

療
分
野
や
軍
事
部
門
に
ま
で
応
用
出
来
る

 
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
言
え
る
わ

そ
し
て
そ
の
持
ち
主
は

あ
な
た
と
い
う
事
に
な
る

 
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
は
あ
な
た
が
決
め
る
の
よ

こ
れ
を
俺
が

ち
な
み
に
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
か
な
り

く
見

も

て
も

 
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ラ
イ
セ
ン
ス

す
れ
ば

あ
な
た
は

万
⻑
者
に
な
れ
る
わ

 
あ
な
た
の
大
好
き
な

働
き
た
く
な
い
で
ご
ざ
る

が
実
現
で
き
る
わ
よ

な
ん

だ
と

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

き

然
と

い
た

さ
あ
ど
う
す
る

下
手
を
す
る
と

あ
な
た
の
名
前
が
歴

に
残
る
わ
よ
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俺
の
名
前
が
歴

に

ハ
チ
マ
ン
の
名
前
が
教

書
に
載
る
か
も
し
れ
な
い
な

えハ
チ
マ
ン
の
名
前
が

験
に
出
る
の
か

お

お
う

覚
え
に
く
い
名
前
で

何
か
す
ま
ん

気
に
す
る
の
そ
こ
か
よ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

和
人
は
そ
う
突

込
ん
だ

ま
あ
冗
談
じ

な
く

そ
れ
く
ら
い
大
変
な
も
の
だ

て
事
ね

は

は

そ
れ
じ

あ

い
ら
な
い
わ
よ

 
陽
乃
は
機
先
を
制
し

八
幡
が
何
か
言
お
う
と
し
た
の
を
止
め
た

ま
だ
何
も
言

て
ま
せ
ん

今
あ
な
た

こ
れ
を
私
に
管
理
さ
せ
よ
う
と
し
た
で
し

う

バ
レ
て
や
が
る

し
か
も
タ
ダ
で

ろ
う
と
し
た
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陽
乃
さ
ん

前
か
ら
思

て
た
け
ど

エ
ス
パ

で
す
か

テ
レ
パ
シ

と
か
使
え
ま
せ
ん

あ

バ
レ
た

日
の
八
幡
君
の
妄
想
と
か

公
開
し
た
方
が
い
い

ち

ま

そ
れ
は
や
め
て
下
さ
い

ご
め
ん
な
さ
い
も
う
し
ま
せ
ん

今
の
は
ほ
ん
の
冗
談
だ

た
ん
だ
け
ど

本
当
に
妄
想
し
て
た
の

ハ
チ
マ
ン

何
だ
よ
キ
リ
ト

ハ
チ
マ
ン

何
だ
よ
エ
ギ
ル

 
二
人
は
八
幡
を
正
面
と

か
ら

み

を

ん
と
叩
く
と

 
と
て
も
い
い
笑
顔
で
八
幡
に
微
笑
ん
だ

お
前
ら
よ
せ

そ
ん
な
い
い
笑
顔
で
俺
を
見
る
な

お
い
ア
ル
ゴ

を
置
け

 
ア
ス
ナ
に
チ
ク
ろ
う
と
す
ん
な

よ
く
見
て
る
な

ハ
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八
幡
は

ハ

ハ

と
激
し
い
呼

を

り
返
し
て
い
た
が

 
深
呼

し

呼

を
落
ち
着
け
る
と

真
面
目
な
顔
で
陽
乃
と
ア
ル
ゴ
に

ね
た

も
し
仮
に

仮
に
で
す
よ

こ
れ
を
ラ
イ
セ
ン
ス
公
開
し
た
と
し
て

 
こ

そ
り

散
さ
せ
た
場
合
と
比

し
て
軍

産
業
へ
の
影

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
と
思

い
ま
す
か

そ
う
ね

そ
う
い
う
所
は
も
う
独
自
に

を

入
し
て
る
か
ら

 
そ
こ
ま
で
大
き
な
影

は
無
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

そ
う
だ
な

そ
う
い
う
技
術
を
持
た
な
い
小
国
に
と

て
は
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
こ
れ
の
せ
い
で

世
界
が
劇
的
に
危
機
に
陥
る
よ
う
な
事
は
無
い
と
お
も
う

そ
う
で
す
か

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は

正
体
不
明
の
人
物
の
仕
業

て
事
で

 
全
世
界
に

散
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の

え
え

さ
ん
の
望
み
が
何
だ

た
の
か

今
と
な

て
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

 
俺
が
も
ら

た
以
上

俺
が
決
め
ま
す

こ
れ
は
全
世
界
に

散
し
ま
す

分
か

た
わ

そ
れ
じ

ア
ル
ゴ
ち

ん

宜
し
く
ね
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了
解

 
八
幡
は

更
に
思
い
つ
い
た
よ
う
に
付
け
加
え
た

あ

つ
い
で
に
陽
乃
さ
ん

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
も

 
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
更
し
ま
せ
ん

そ
し
た
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
料

み
の
問
題
も
ク
リ
ア
に

な

て

 
完
全
に
レ
ク
ト
の

付
き
じ

な
く
な
り
ま
す
よ
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
他
の
ゲ

ム
に
も
行
き

や
す
く
な
る
し

 
い
い
事
ず
く
め
じ

な
い
で
す
か

 
そ
の
八
幡
の
提
案
に

陽
乃
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後
に
こ
う
言

た

そ
う
ね

ラ
イ
セ
ン
ス
料
は
い
ら
な
い

て
レ
ク
ト
か
ら
は
言
わ
れ
て
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の
方
が
後
々
問
題
に
な
ら
な
く
て

い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ア
ル
ゴ
ち

ん

は
い
は
い

オ
レ

ち
が
や
れ
ば
い
い
ん
だ
ロ

ご
め
ん
ね

あ

ち
の
方
も
忙
し
い
と
思
う
け
ど

頑
張

て

あ

ち

あ
あ

そ
れ
は
企
業
秘
密
だ
か
ら

公
開
出
来
る
よ
う
に
な

た
ら
教
え
て
あ
げ
る
わ
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あ
あ

そ
う
で
す
ね

ネ
タ
バ
レ
は
良
く
な
い
で
す
し
ね

く
オ
レ

ち
以
外
の
優

な
技
術
者
を
確
保
し
て
く
れ
よ
な

ボ
ス

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の
元
技
術
者
の
中
か
ら

 
ま
と
も
な
人
間
を
回
し
て
も
ら
う
事
に
な

て
る
か
ら

 
も
う
少
し
待

て
て
ね

こ
の
後

そ
の
連
中
を
集
め
て
の
会
合
の
予
定
だ
か
ら

 
そ
こ
で
し

か
り
と
人
員
を
確
保
し
て

な
る
べ
く

く
体
制
を
整
え
る
わ

 
ち
な
み
に

ア

ガ
ス
の
人
間
も
い
る
ん
だ
け
ど
ね

こ
れ
が
そ
の
リ
ス
ト
よ

 
八
幡
の

置
か
ら
は

そ
の
リ
ス
ト
は
見
え
な
か

た
が

 
何
気
な
く
そ
の
リ
ス
ト
を
見
た
和
人
が

驚
い
た
よ
う
に
そ
の
リ
ス
ト
を
引

た
く
り

 
じ

と
見
つ
め
た
か
と
思
う
と

顔
を
上
げ

陽
乃
に
言

た

陽
乃
さ
ん

そ
の
会
合

俺
と
ハ
チ
マ
ン
も
連
れ
て

て
下
さ
い



 第１４１話 罪を背負って

 
第
１
４
１
話
 
罪
を
背
負

て

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お

お
い
キ
リ
ト

俺
の

型
変
じ

な
い
か

大
丈
夫

普
通
だ

て
い
う
か

お
前
は
乙
女
か

 
二
人
は
陽
乃
に
頼
み
込
み

面
接
会
場
の
外
で
待
機
し
て
い
た

 
こ
れ
は

用
に
関
し
て
の
公
私
混
同
を
避
け
る

 
二
人
が
会
い
た
い
人
物
が
誰
な
の
か
が
陽
乃
に
分
か
ら
な
い
よ
う
に
と
二
人
が
言
い
出
し

た
事
だ

た

 
も

と
も
陽
乃
は
今
日
呼
ん
だ
人
間
は
面
接
で
よ

ど
お
か
し
な
態
度
を
と
ら
な
い
限

り 
全
員

用
す
る
つ
も
り
だ

た
の
で

こ
の
提
案
は
実
は
意
味
の
無
い
も
の
で
あ

た
が

 
二
人
の
意
思
を
尊
重
し

陽
乃
は
二
人
に
好
き
に
す
る
よ
う
に
言

た
の
だ

た
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な
あ
ハ
チ
マ
ン

ど
う
や

て
声
を

け
る

う

ん
そ
う
だ
な

ま
あ
普
通
で
い
い
ん
じ

な
い
か

サ
プ
ラ
イ
ズ
と
か
の
準
備
を
す
る
時
間
は
無
い
か

普
通
に
し
て
る
だ
け
で

十
分
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
と
思
う
ぞ

そ
う
か

そ
う
だ
よ
な

 
そ
し
て
つ
い
に
ビ
ル
の
入
り
口
か
ら

二
人
の
目
当
て
の
人
物
が
現
れ
た

 
二
人
は
す
ぐ
に

そ
の
人
物
へ
と
走
り
寄

て
い

た

ニ
シ
ダ
さ
ん

ニ
シ
ダ
さ

ん

ん

お
お

ハ
チ
マ
ン
君

キ
リ
ト
君

 
和
人
が
見
付
け
た
名
前
は

ニ
シ
ダ
の
も
の
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
ニ
シ
ダ
は

陽
乃
の
下
で
人
生
の
再
出
発
を
決
め
た
ら
し
く

 
二
人
は
ど
う
し
て
も
会
い
た
い
と
思
い
陽
乃
に
頼
み
込
ん
で
同
行
さ
せ
て
も
ら

た
の
だ

た
二
人
と
も

無
事
だ

た
ん
だ
ね

本
当
に
良
か

た
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は
い

ア
ス
ナ
だ
け
は
ま
だ
入
院
し
て
ま
す
が

全
員
無
事
で
す

そ
う
か

そ
う
か

あ

こ
こ
じ

あ
ア
レ
な
ん
で

ち

と
移
動
し
ま
し

う
か

ソ
ウ
ビ
さ
ん

私
は
こ
の
子
達
と
話
が
あ
る
の
で

お
先
に
失

し
ま
す
ね

は

は
い

ニ
シ
ダ
課
⻑

 
二
人
か
ら
は
見
え
て
い
な
か

た
が

ニ
シ
ダ
に
は
連
れ
が
い
た
よ
う
だ

 
二
人
は
そ
の
女
性
に
会

し

ニ
シ
ダ
と
共
に
移
動
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
八
幡
が
急
に

何
か
を
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
目
を

め

立
ち
止
ま

た

 
八
幡
が

り
向
く
と
ニ
シ
ダ
の
連
れ
の
女
性
は
足

に
立
ち
去
ろ
う
と
し
て
い
る
所
だ

た 

ま
る
で
何
か
か
ら
逃
げ
る
か
の
よ
う
に

ソ
ウ
ビ

ソ
ウ
ビ

ま
さ
か
な

ど
う
し
た

ハ
チ
マ
ン

す
み
ま
せ
ん

ち

と
先
に
行

て
て
く
だ
さ
い

す
ぐ
に
合
流
し
ま
す

お
い

ハ
チ
マ
ン
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す
ま
ん

後
で
連

す
る

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

ソ
ウ
ビ
と
い
う
名
の
女
性
の
後
を
追

た

 
八
幡
は

通
行
人
を
避
け
な
が
ら

つ
い
に
そ
の
女
性
に
追
い
つ
き

声
を
か
け
た

あ
の

す
み
ま
せ
ん

ソ
ウ
ビ
さ
ん

で
し
た

け

以
前
お
会
い
し
ま
し
た
よ
ね

 
ソ
ウ
ビ
は

ビ
ク

と
し
て
足
を
止
め
た
が

決
し
て

り
向
こ
う
と
は
し
な
か

た

 
八
幡
は
ソ
ウ
ビ
の

に
手
を
か
け

ゆ

く
り
と
こ
ち
ら
に

り
向
か
せ
た

あ
あ

や

ぱ
り

久
し
ぶ
り
だ
な

ロ
ザ
リ
ア

ヒ
イ

お
い

そ
ん
な
に

え
た
顔
を
す
ん
な
よ

心
配
し
な
く
て
も
何
も
し
な
い

て

ほ

本
当
に

 
ロ
ザ
リ
ア
は

の

か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど

気
の

そ
う
な
表
情
を
見
せ
た

あ
あ

約
束
す
る

少
し
話
が
し
た
か

た
だ
け
だ

わ

分
か

た
わ

と
り
あ
え
ず
あ
そ
こ
の
公
園
に
で
も
移
動
す
る
か

人
に

か
せ
る
よ
う
な
話
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
し
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そ
う
ね

 
二
人
は
近
く
に
あ

た

人
気
の
無
い
公
園
へ
と
移
動
し
た

ソ
ウ
ビ

て

薔
薇

て
書
く
ん
だ
ろ

な
る
ほ
ど

だ
か
ら
ロ
ザ
リ
ア
な
ん
だ
な

そ

そ
う
よ

悪
い

い
や

麗
な
名
前
じ

な
い
か

い
い
と
思
う
ぞ

そ

そ
う

あ
の
後

あ
そ
こ
に
は
ヤ
バ
イ
奴
ら
が

山
送
り
込
ま
れ
た
だ
ろ

無
事
だ

た
ん
だ
な

 
あ
そ
こ

と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
監
獄
エ
リ
ア
の
事
だ

た
が

 
ロ
ザ
リ
ア
に
は
そ
れ
で
十
分
通
じ
た
よ
う
だ

そ
う
ね

あ
の
後
あ
そ
こ
に

ラ
フ
コ
フ
の
メ
ン
バ

が
何
人
も
送
ら
れ
て
来
た
わ

 
や

ぱ
り
あ
な
た
の
せ
い
だ

た
の
ね

ま
あ

俺
一
人
の
力
じ

無
か

た
け
ど
な

あ
い
つ
ら
に
会

た
の
が
あ
そ
こ
で
本
当
に
良
か

た
わ

正
直
そ
れ
に
は
救
わ
れ
た
わ
ね

仲
間
じ

な
か

た
の
か

仲
間
で
す

て

あ
い
つ
ら
が
私
を
見
て

最
初
に
言

た
言
葉
は
こ
う
よ
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お
前
も
い
ず
れ
殺
す
つ
も
り
だ

た
が

命

い
し
た
な

で
す

て

そ
う
か

私
は
確
か
に
許
さ
れ
ざ
る
事
を
し
た

そ
れ
は
否
定
し
な
い

 
で
も

あ
の
人
達
と
一

に
さ
れ
た
く
は
な
い

ま
あ

お
前
が
言
う
な
ら
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
の

々
と
し
た
答
え
を

き

ロ
ザ
リ
ア
は

少
し
驚
い
た
よ
う
に
八
幡
を
見
つ
め
た

ん

俺
の
顔
に
何
か
つ
い
て
る
か

い
え

て

き
り
あ
な
た
は

私
な
ん
か
の
話
は
全
否
定
す
る
と
思

て
た
か
ら

 
そ
も
そ
も
私
を

め
る
た
め
に
追
い
か
け
て
来
た
の
で
は
な
い
の

 
八
幡
は
ロ
ザ
リ
ア
の
顔
を
じ

と
見
つ
め

少
し
た
め
ら
い
が
ち
に
言

た

多
分
お
前
も
う

心
し
た
か
も
し
く
は
監

下
に
置
か
れ
て
が
ん
じ
が
ら
め
な

態
だ
ろ

 
そ
ん
な
人
間
に
あ

だ
こ

だ
言
え
る
ほ
ど
俺
も
上

な
事
を
し
て
き
た
わ
け
じ

な
い
か

ら
な

 
ロ
ザ
リ
ア
は

予
想
外
の
八
幡
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し

き
返
し
た
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あ
な
た
は
何
故
そ
う
思
う
の

だ

て
お
前

ハ
ル

乃
さ
ん
に

わ
れ
る
事
に
な

た
ん
だ
ろ

 
あ
の
人
は

問
題
の
あ
る
奴
を
簡

に

う
よ
う
な

そ
ん
な
生
易
し
い
人
間
じ

な
い

 
ロ
ザ
リ
ア
は

陽
乃
の

い
目
付
き
を
思
い
出
し
て
納
得
し

 
八
幡
の
言
葉
か
ら

二
人
は
親
し
い
の
だ
と
考
え

を
き
ち
ん
と
話
す
事
に
し
た

私
は

私
の
持
つ
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
コ
ネ
ク
シ

ン
を
生
か
し
て

 
何
か
あ

た
時
に
あ
の
人
に
情
報
を
知
ら
せ
る

に
囲
わ
れ
た
の
よ

 
確
か
に
ま
と
ま

た
金

の
補
償
は
し
て
も
ら

た
け
ど
何
も
し
な
い
で
生
き
て
い
け
る

じ

な
い
し

 
私
の
よ
う
な
罪
人
を

簡

に

て
く
れ
る
よ
う
な
企
業
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い

普
通
の
企
業
は

お
前
が
何
を
し
た
か
な
ん
て
分
か
ら
な
い
だ
ろ

し
て
な
か

た
証
明
は
出
来
な
い
じ

な
い

そ
う
す
る
と

職
す
る

に
は

の
保
証

が
い
る

 
で
も
私
達
の
立
場
だ
と

な
か
な
か
そ
ん
な
保
証
は
も
ら
え
な
い
の
が
現
実
よ

な
る
ほ
ど
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そ
こ
に
出
て
き
た
の
が

あ
の
陽
乃

て
人
だ

た

私
は
彼
女
の
提
案
に
飛
び
つ
い
た
わ

 
八
幡
は

陽
乃
の
人
間
の
大
き
さ
に

め
て
感

し
た

本
当
に

あ
の
人
は
さ
す
が
と
い
う
か
何
と
い
う
か

で
も
私
は
救
わ
れ
た
わ

そ
の
事
に
は
素
直
に
感
謝
し
た
い
と
思
う

え

件
付
き
で
あ

て
も
ね

そ
う
か

結
果
的
に

あ
な
た
達
が
私
を
捕
ら
え
て
く
れ
た
事
で

私
は
生
き

び
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
た
の
も

あ
な
た
達
な
ん
で
し

う

 
つ
ま
り
あ
な
た
達
は

二
重
の
意
味
で
私
の
命
の

人
と
い
う
事
に
な
る

 

人

と
言
わ
れ
た
八
幡
は

そ
ん
な
意
図
は
無
か

た
ん
だ
が
な
と
思
い
つ
つ

 
こ
こ
は
素
直
に
ロ
ザ
リ
ア
の
言
葉
に
乗
る
事
に
し
た

ま
あ

結
果
的
に
は
そ
う
い
う
事
に
な
る
の
か
も
な

私
は

せ

か
く

た
こ
の
命
を
大
事
に
し
た
い

 
私
が
命
を

て
し
ま

た
人
達
に
は

し

な
い
と
思
う
け
ど
そ
れ
は
も
う
ど
う
し
よ
う

も
な
い
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私
は
私
の
罪
を
一
生
背
負

て
生
き
て
い
く
わ

今
日
は
声
を

け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 

人
に
お

が
言
え
て

少
し
は
気
が
楽
に
な
れ
た
わ

 
そ
う
言

て
ロ
ザ
リ
ア
は

を
返
し
た

そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
背
中
に
向
け
八
幡
は
言

た

俺
も
お
前
と
同
じ
罪
を
背
負

て
る
か
ら

立
場
は
お
前
と
一

み
た
い
な
も
ん
だ

 
お

い
そ
の
罪
を
一
生
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

お
前
が
陽
乃
さ
ん
の
下
に
つ
い
た
な

ら 
今
後
何
か
あ

た
時

ま
た
会
う
事
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら

ま
た
な

ロ
ザ
リ
ア

 
つ
ら
い
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
で
も
お

い
頑
張

て
生
き
て
い
こ
う

 
ロ
ザ
リ
ア
は
驚
い
た
よ
う
に

り
向
く
と

八
幡
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た
後

 
八
幡
に
向
け
て
深
く
お
じ
ぎ
を
し
て

そ
の
ま
ま
去

て
い

た

 
八
幡
は
キ
リ
ト
に

話
を
し

二
人
の
居
場
所
を
確
認
す
る
と

 
急
い
で
二
人
が
い
る
と
い
う

居
酒
屋
へ
と
向
か

た

す
み
ま
せ
ん

れ
ま
し
た

い
ぞ
ハ
チ
マ
ン

こ

ち
は
も
う
す

か
り
出
来
上
が

て
る
ぞ

て
お
前

そ
れ
ど
う
見
て
も
ウ

ロ
ン
茶
だ
ろ
う
が
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ハ
チ
マ
ン
君

久
し
ぶ
り
だ
ね

は
い

ニ
シ
ダ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

 
八
幡
は
ニ
シ
ダ
に

を
し

そ
の
ま
ま

に
つ
い
た

 
そ
し
て
三
人
は

色
々
な
話
を
し
て

り
上
が

た

 
後
日
明
日
奈
の
い
る
病
院
に

ニ
シ
ダ
を
案
内
す
る
事
に
な
り

 
三
人
は
そ
の
日
は
そ
の
ま
ま
別
れ
る
事
と
な

た

別
れ

に
ニ
シ
ダ
は
二
人
に
こ
う
言

た
私
が
今
こ
う
し
て
こ
こ
に
い
る
事
が
出
来
る
の
は

二
人
や
攻
略
組
の
み
ん
な
の
お
か
げ
だ

 
本
当
に
あ
り
が
と
う

二
人
が
陽
乃
さ
ん
の
知
り
合
い
だ

た
の
に
は
驚
い
た
が

 
こ
れ
も
何
か
の
縁
だ

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
ね

二
人
と
も

は
い

ニ
シ
ダ
さ
ん

今
日
は
偶
然
お
会
い
出
来
て

本
当
に
嬉
し
か

た
で
す

 
ニ
シ
ダ
は
二
人
と

手
し

本
当
に
嬉
し
そ
う
に
付
け
加
え
た

い
や

今
日
は
人
生
で
も
ベ
ス
ト
ス
リ

に
入
る

良
い
一
日
だ

た
よ

ち
な
み
に
残
り
の
二
つ
は



 第１４１話 罪を背負って

妻
と
結
婚
し
た
日
と

が
生
ま
れ
た
日
か
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

ま
た
ね

は
い

ま
た
で
す

ま
た
で
す

ニ
シ
ダ
さ
ん

 
ニ
シ
ダ
と
別
れ
た
後

和
人
は
八
幡
に

用
事
が
何
だ

た
の
か

ね
た

あ
あ

ニ
シ
ダ
さ
ん
と
一

に
い
た
あ
の
女
性

あ
れ

ロ
ザ
リ
ア
だ

た
わ

ま
じ
か

ど
う
や
ら
陽
乃
さ
ん
の
下
に
つ
い
て

ニ
シ
ダ
さ
ん
の
部
下
を
や
る
み
た
い
だ
な

 
ニ
シ
ダ
の
部
下

と

い
た
和
人
は

当
然
心
配
に
な
り

八
幡
に

ね
た

大
丈
夫
な
の
か

あ
あ

大
丈
夫
だ

 
八
幡
が
断
言
し
た
た
め

和
人
は
納
得
し

八
幡
に
言

た

そ
う
か

ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
う
な
ら
信
じ
る
よ

も
し
あ
そ
こ
に
い
た
の
が
ク
ラ
デ

ル
だ

た
ら
今
で
も
絶
対
に
許
さ
な
い
ん
だ
け
ど
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な
違
い
な
い

 
二
人
は
そ
う
言

て
笑
い
合
い

家
路
へ
と
つ
い
た
の
だ

た



 第１４２話 先生、釣りがしたいです

 
第
１
４
２
話
 
先
生

釣
り
が
し
た
い
で
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

や

ア
ス
ナ
さ
ん

久
し
ぶ
り
だ
ね

ま
た
会
え
て
本
当
に
嬉
し
い
よ

ニ
シ
ダ
さ
ん

お
待
ち
し
て
ま
し
た

私
も
嬉
し
い
で
す

ど
う
だ
い

体
の
調
子
は

は
い

ハ
チ
マ
ン
君
が
色
々
と
手
伝

て
く
れ
る
の
で

と
て
も

調
に
回
復
し
て
い
ま
す

う
ん
う
ん

良
か

た
良
か

た

は
い

 
そ
の
日
は

先
日
約
束
し
た

⻄
田
が
明
日
奈
の
見
舞
い
に
来
る
日
だ

た

 
明
日
奈
は
八
幡
か
ら

⻄
田
に
再
会
し
た
と
教
え
ら
れ
て
か
ら

 
こ
の
日
を
ず

と
心
待
ち
に
し
て
い
た
の
だ

た

あ
の
件
に
つ
い
て
は
私
は

ニ

ス
で
や

て
る

度
の
話
し
か
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
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今
回
は
本
当
に
災
難
だ

た
ね

 
⻄
田
の
言
う
あ
の
件
と
は

当
然
須

の
し
で
か
し
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
件
に
つ
い
て
だ

 
ち
な
み
に
須

は

つ

つ
と
事
件
に
つ
い
て
の

述
を
始
め

 
そ
れ
に

い
世
間
か
ら

バ

シ
ン
グ
を
く
ら

て
い
る
最
中
で

 
悪
い
意
味
で

今
日
本
で
一
番

名
な
男
と
な

て
い
た

は
い

す
ご
く
大
変
で
し
た

で
も
ハ
チ
マ
ン
君
達
が
助
け
て
く
れ
ま
し
た

う
ん
う
ん

い
い
恋
人
を
持

て

ア
ス
ナ
さ
ん
は
幸
せ
だ
ね

は
い

と
て
も
幸
せ
で
す

あ

と
こ
ろ
で
ニ
シ
ダ
さ
ん

釣
り
は
今
も
や

て
る
ん
で
す
か

 
八
幡
は

さ
す
が
に
恥
ず
か
し
く
な

て
き
た
の
か

話
題
を
変
え
る
事
に
し
た
よ
う
だ

あ
あ

釣
り
ね

や

と
リ
ハ
ビ
リ
も
終
わ
り

職
先
も
無
事
決
ま

た
し
ね

 
そ
ろ
そ
ろ
ま
た
始
め
よ
う
と
思

て
る
ん
だ
よ
ね

あ

そ
う
い
え
ば

職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う

こ
ん
な
お
い
ぼ
れ
を

て
く
れ
て
本
当
に
陽
乃
さ
ん
に
は

が
上
が
ら
な

い
よ
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ニ
シ
ダ
さ
ん
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
回
線
保
守
を
す
る
事
に
な

た
ん
で
す
よ
ね

そ
う
だ
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
は

仕
事
を
全
う
す
る
事
が
出
来
な
か

た
か
ら

 
今
度
は
し

か
り
と

え
ら
れ
た
仕
事
を
全
う
し
た
い
と
思

て
い
る
よ

 
だ
か
ら
安
心
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
遊
ん
で
ね

二
人
と
も

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ニ
シ
ダ
さ
ん

 
二
人
は
⻄
田
の
言
葉
に

嬉
し
そ
う
に

い
た

と
こ
ろ
で
ニ
シ
ダ
さ
ん

お

き
し
た
い
事
が

ん

ア
ス
ナ
さ
ん

何
を

き
た
い
ん
だ
い

私
に
答
え
ら
れ
る
事
な
ら
い
い
ん
だ
が

女
の
子
で
も
釣
り
は
出
来
ま
す
か

私

こ

ち
で
も
釣
り
を
や

て
み
た
い
ん
で
す

 
突
然
明
日
奈
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

⻄
田
は
少
し
考
え
込
ん
だ

う

ん
そ
う
だ
ね

女
性
の
釣
り
人
も
た
ま
に
見
る
か
ら

大
丈
夫
じ

な
い
か
な

 
い
く
つ
か
問
題
は
あ
る
と
思
う
け
ど

特
に
エ
サ
関
連
で
ね

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
で
す

私
が
体
力
を
取
り

し
た
ら

み
ん
な
で
釣
り
に
い
き
ま
し

う
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私
は
別
に

わ
な
い
ん
だ
が

 
⻄
田
は
チ
ラ

と
八
幡
を
見
た

そ
う
は
言
う
も
の
の

明
日
奈
が
生
エ
サ
に
触
れ
る
か

 
少
し
不
安
が
あ

た
か
ら
だ

た

八
幡
は
そ
の
疑
問
を

し

明
日
奈
に

ね
た

ア
ス
ナ
ミ
ミ
ズ
と
か
を
エ
サ
に
使
う
ん
だ
け
ど
そ
こ
ら
へ
ん
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か

う
ん
ミ
ミ
ズ
も
ウ
ジ

も
ゴ
カ
イ
も
川

も
ハ
チ
マ
ン
君
が
全
部
付
け
て
く
れ
る
か
ら
大
丈

夫
お
い

あ

練
り

と
か
は
自
分
で
出
来
る
よ

サ
ツ
マ
イ
モ
を
ふ
か
し
た
奴
と
か
も
大
丈
夫

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

少
し
面
食
ら

た

お

お
う

し
い
ん
だ
な

ア
ス
ナ

実
は
ね

ハ
チ
マ
ン
君
に

ニ
シ
ダ
さ
ん
の
話
を

い
た
時
か
ら

 
実

に
釣
り
を
し
て
み
た
い
な

て
思
う
よ
う
に
な

て
ね

釣
り
か

い
い
か
も
な

う
ん

ル
ア

は
何
と
か
な
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

バ
リ
は
敷
居
が
高
い
気
が
す
る
ん
だ

よ
ね
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流
す
だ
け
な
ら
い
け
そ
う
だ
け
ど

川
面
を
ち

ん
ち

ん
叩
く
よ
う
に
と
か

 
ど
う
し
て
も
想
像
出
来
な
い
ん
で
す
よ
ね

ニ
シ
ダ
さ
ん

私
に
出
来
ま
す
か
ね

 
⻄
田
は

ポ
カ
ン
と
明
日
奈
を
見
つ
め
て
い
た
が

 
や
が
て
と
て
も
楽
し
そ
う
に

大
声
で
笑
い
始
め
た

あ
は
は
は
は

最
初
は
エ
サ
釣
り
か
ら
地
道
に
や
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
で
も
ア
ス
ナ
さ
ん
な
ら
何
で
も
す
ぐ
に
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
け
ど
ね

 
確
か
に
エ
サ
は
ハ
チ
マ
ン
君
に
つ
け
て
も
ら
え
ば
問
題
な
い
だ
ろ
う
し
ね

は
い

頑
張
り
ま
す

キ

チ
＆
リ
リ

ス

あ

で
も

は
と

て
み
た
い
か
も

 
八
幡
は

明
日
奈
が
次
か
ら
次
へ
と
話
す
の
を

き

然
と
言

た

嬉
し
そ
う
だ
な

し
か
し
ア
ス
ナ
い
つ
の
間
に
そ
ん
な
に
釣
り
に
つ
い
て

し
く
な

た
ん
だ

 
釣
り
と
か
や

た
事
な
い

て
言

て
た
よ
な

あ

う
ん

実
は
マ
ン
ガ
で

ん
だ
ん
だ
よ

何
の
マ
ン
ガ
だ
よ

釣
り
キ
チ
三
平

先
日

子
書

で
全
部

ん
だ
の
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八
幡
は

そ
の
予
想
外
の
言
葉
に
面
食
ら

た

あ
の
⻑
さ
を
全
部
だ
と

あ
れ
は
俺
も
確
か
に
好
き
だ
け
ど
な

一
気
に
全
部
と
か

頑
張
り
す
ぎ
だ
ろ

も
ち
ろ
ん
平
成

ま
で
全
部

ん
だ
よ

褒
め
て

ハ
チ
マ
ン
君

は
い
は
い
え
ら
い
え
ら
い

ク
ニ
マ
ス
が
⻄

で
実

に
見
つ
か

た

て
話
を

い
た
時
は
感
動
を

え
ら
れ
な
か

た
よ

て

そ
ん
な
関
連
情
報
ま
で
調
べ
た
の
か
よ

む
ふ

 
明
日
奈
は

得
意
げ
に

を
な
ら
し
た

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら

と
り
あ
え
ず
一

明
日
奈
を
止
め
る
事
に
し
た

分
か

た
分
か

た

と
り
あ
え
ず
そ
の
く
ら
い
に
し
と
こ
う
な

む

も

と

山
話
し
た
い
事
が
あ
る
の
に

は
ま

た
の
か

後
で
ち

ん
と

い
て
や
る
か
ら

う
ん
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あ
は
は
は
は
は

 
⻄
田
は
二
人
の
遣
り
取
り
を

き

え
き
れ
ず

楽
し
そ
う
に
笑

た

ど
う
や
ら
や
る
気
ま
ん
ま
ん
の
よ
う
だ
し
ハ
チ
マ
ン
君
と
一

に
計
画
だ
け
立
て
て
お
く
よ

 
ま
あ
そ
の
前
に

ま
ず
は
体
力
を

く
取
り

す

に
頑
張
ら
な
い
と
だ
ね

 
と
り
あ
え
ず
そ
ん
な
予
定
で
い
い
か
い

は
い

お
願
い
し
ま
す

ハ
チ
マ
ン
君
も
お
願
い
ね

は
い
は
い

 
⻄
田
は
そ
ん
な
二
人
を
見
な
が
ら

め
て
言

た

二
人
が
幸
せ
そ
う
で

本
当
に
良
か

た
よ

は
い

今
は
と
て
も
幸
せ
で
す

そ
う
で
す
ね

幸
せ
だ
と
思
い
ま
す

 
⻄
田
は
更
に

目
を

め
て
言

た

二
人
は
私
に
と

て
は

本
当
の

み
た
い
な
も
の
だ
か
ら

と
て
も
嬉
し
い
ね

 
あ

キ
リ
ト
君
と
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
を
入
れ
る
と
四
人
か
な

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
で

ま
だ
リ
ズ
ベ

ト
の
事
を
話
し
て
い
な
か

た
事
に
気
が
付
い
た
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あ

そ
う
だ

ま
だ
ニ
シ
ダ
さ
ん
に
は
話
し
て
な
か

た
と
思
い
ま
す
け
ど

 
リ
ズ
も
実
は

ア
ス
ナ
と
同
じ
く
解
放
が

れ
た

人
の
中
の
一
人
だ

た
ん
で
す
よ

 
も
し
良
か

た
ら
リ
ズ
の
所
に
も
お
見
舞
い
に
行

て
も
ら
え
た
ら
リ
ズ
も
喜
ぶ
と
思
う

ん
で
す
が

 
⻄
田
は
そ
れ
を

い
て

か
な
り
驚
い
た
よ
う
だ

た
が

す
ぐ
に
こ
う
言

た

そ
う
だ

た
の
か
も
ち
ろ
ん
だ
よ

後
で
ど
こ
の
病
院
か
教
え
て
も
ら

て
も
い
い
か
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

リ
ズ
も
き

と
喜
び
ま
す

あ
あ

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
え

と

病
院
の
場
所
は
で
す
ね

 
八
幡
は
⻄
田
に

リ
ズ
ベ

ト
の
入
院
し
て
い
る
病
院
の
場
所
を
教
え
た

あ
あ

そ
こ
な
ら

丁
度
家
に
帰
る

中
の

だ
ね

 
ま
だ
時
間
は
あ
る
し
今
日
お
見
舞
い
に
い
け
る
か
な

ま
あ
先
方
の
都
合
が
合
え
ば
だ

け
ど
ね

ち
な
み
に

ね
る
時
は

崎
里
香
の
病
室
だ
と
伝
え
て
も
ら
え
れ
ば
大
丈
夫
で
す
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私

今
リ
ズ
に

い
て
み
ま
す

 
明
日
奈
は
そ
れ
を

い
て
す
ぐ
に

里
香
に

話
を
か
け
た

も
し
も
し

あ

リ
ズ

え

と
ね

今
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
て
ね

 
そ
れ
で
も
し
良
か

た
ら
な
ん
だ
け
ど

こ
の
後

 
明
日
奈
は
里
香
に

⻄
田
の
事
を
説
明
を
し
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は

話
を
し
な
が
ら

手
で

を
作

た

ど
う
や
ら
大
丈
夫
の
よ
う
だ

 
和
人
も
一

に
い
る
ら
し
く

直
後
に
八
幡
の

に

和
人
か
ら
メ

ル
が

い
た

キ
リ
ト
か
ら
も
今
メ

ル
が
あ
り
ま
し
た

今
一

に
い
る
ら
し
い
で
す

で
す

そ
う
か
そ
れ
じ

あ
行

て
み
よ
う
か
な

ま
た
お
見
舞
い
に
来
さ
せ
て
も
ら
う
よ
二
人

と
もは

い

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
ま
す
ね

一

に
釣
り
に
行
け
る
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

ま
た
ね

は
い

ま
た
で
す

ニ
シ
ダ
さ
ん

リ
ハ
ビ
リ
頑
張
り
ま
す
ね

ま
た
で
す
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⻄
田
が
帰

た
後

明
日
奈
は
楽
し
そ
う
に
八
幡
に
話
し

け
た

ニ
シ
ダ
さ
ん
も
幸
せ
そ
う
で

良
か

た
ね

ハ
チ
マ
ン
君

あ
あ

本
当
に
元
気
そ
う
で

嬉
し
か

た
な

釣
り
も
楽
し
み
だ
よ

そ
れ
ま
で
に
釣
り

も
用
意
し
な
い
と
だ
な

 
明
日
奈
は

い

け
な
い

と
い
う
よ
う
に

を
ペ
ロ

と
出
し

八
幡
に
言

た

そ
う
だ
ね

そ
の
事
を
す

か
り
忘
れ
て
た

ど
の
く
ら
い
の
⻑
さ
が
い
い
か
と
か

今
度
ニ
シ
ダ
さ
ん
に

い
て
お
く
か

そ
こ
ら
へ
ん
は
ハ
チ
マ
ン
君
に
任
せ
る
ね

そ
れ
で
ね

ハ
チ
マ
ン
君

ん
 
明
日
奈
は
今
日
一
番
真
剣
な
顔
を
し
て

八
幡
に
こ
う
言

た

タ
キ
タ
ロ
ウ

て

本
当
に
い
る
と
思
う

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

深
い

息
を
つ
い
た

本
当
に

は
ま

た
ん
だ
な

う
ん

今
夜
は

か
さ
な
い
よ
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い
や
そ
ん
な
色

い
言
い
方
を
し
て
も

目
だ
ぞ

話
は

く
け
ど
ち

ん
と
帰
る
か
ら

な 
八
幡
は
そ
の
後

面
会
終
了
時
間
ま
で

明
日
奈
の
話
に
付
き
合

た

 
そ
し
て

家
に
帰

て
食
事
を
し

風
呂
に
入

て
ベ

ド
に
横
た
わ

た

 
和
人
か
ら
八
幡
に

話
が

か

て
き
た

お
う

キ
リ
ト

ニ
シ
ダ
さ
ん
と
会
え
た
か

あ

う
ん

リ
ズ
も
喜
ん
で
た
よ

そ
う
か

良
か

た
な

で

そ
の
後
な
ん
だ
け
ど

 
和
人
が
深
刻
そ
う
な
声
を
出
し
た

八
幡
は
心
配
し

こ
う

ね
た

何
か
あ

た
の
か

リ
ズ
が

リ
ズ
が

私
も
釣
り
に
行
き
た
い

そ
の
時
は
俺
に
エ
サ
を
つ
け
ろ

て
言
う
ん
だ
よ

 
八
幡
は

お
前
も
か
リ
ズ

と
思
い
な
が
ら

和
人
に
返
事
を
し
た
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別
に
い
い
じ

な
い
か

ア
ス
ナ
の
分
は
俺
が
つ
け
る
ぞ

俺

と
か
苦
手
な
ん
だ
よ

め
て

に
慣
れ
ろ

く

後
ア
ス
ナ
に
何
か
言
わ
れ
た
の
か
釣
り
キ
チ
三
平
を
全
部

め

て
言
う
ん
だ

よ
あ
れ
は
い
い
も
の
だ

さ

さ
と

め

ま
じ
か

話
は
そ
れ
だ
け
だ
な

そ
れ
じ

あ
俺
は

る
ぞ

あ

ち

 
八
幡
は
和
人
の
言
葉
に
対
し

強
引
に
話
を
打
ち
切

て

話
を
切
る
と

 
そ
の
ま
ま
ベ

ド
に
横
た
わ
り

眠
り
に
つ
い
た
の
だ

た



 第１４３話 クラインの意地

 
第
１
４
３
話
 
ク
ラ
イ
ン
の
意
地

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日

午
前
中
の
リ
ハ
ビ
リ
を

調
に
終
え
た
後

 
八
幡
は
明
日
奈
に

午
後
の
リ
ハ
ビ
リ
は
付
き
合
え
な
い
事
を
謝
罪
し
て
い
た

別
に
そ
れ
は
い
い
ん
だ
け
ど

何
か
用
事

あ
あ

実
は
こ
れ
か
ら

の
紹
介
の
件
で
ク
ラ
イ
ン
と
会
う
約
束
が
あ
る
ん
だ
よ

つ
い
に
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に
も
春
が

と
い
う
わ
け
で

す
ま
な
い
が
ち

と
行

て
く
る

う
ん

気
を
付
け
て
ね

あ

ハ
チ
マ
ン
君

今
度
私
も
平

先
生
に
会

て
み
た
い

お
う

そ
れ
じ

あ
今
度
連
れ
て
く
る
わ

う
ん

楽
し
み
に
し
と
く

 
ク
ラ
イ
ン

遼
太
郎
と
八
幡
は
そ
の
日

ダ
イ
シ

カ
フ

で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
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八
幡
が
入
店
す
る
と

エ
ギ
ル
が
笑
顔
で
八
幡
を
迎
え
た

お
う

ク
ラ
イ
ン
が
お
待
ち
か
ね
だ

 
店
に
は

に
遼
太
郎
が
先
に
来
て
お
り

カ
ウ
ン
タ

で
八
幡
に
手
を

て
い
た

 
八
幡
は

き

遼
太
郎
の
横
に
座

た

よ

悪
い
な
ハ
チ
マ
ン
呼
び
出
し
ち
ま

て

俺
が

を
出
し
て
も
良
か

た
ん
だ
け
ど

な
ク
ラ
イ
ン
は
免
許
を
持

て
た
の
か

確
か
に
あ
れ
ば

利
だ
よ
な

都
会
じ

あ
れ
だ
け
ど

世
界
が
違

て
見
え
る
の
は
確
か
だ

確
か
に
そ
う
な
ん
だ
よ
な

 
ち
な
み
に
こ
の
時
の
何
気
な
い
会
話
の
せ
い
で

八
幡
は
免
許
を
取
る
事
を
決
断
し
た

で

今
日
は

の
件
に
つ
い
て
で
い
い
ん
だ
よ
な

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
よ

以
前
お
前
と
約
束
し
た
平

さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら
う

て
話

な
そ
れ
な
ら
そ
ろ
そ
ろ
セ

テ

ン
グ
し
よ
う
と
思

て
た
と
こ
ろ
だ

そ
の
話
な
ん
だ
が

出
来
れ
ば

期
し
て
欲
し
い
ん
だ
よ
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そ
れ
を

い
た
八
幡
は

あ
の
女
好
き
の
遼
太
郎
が

期

と
意
外
に
思
い

 
遼
太
郎
を
じ

と
見
つ
め
た
後

こ
う
言

た

何
で
だ

他
に
好
き
な
人
で
も
出
来
た
か

ん
な
わ
け
ね

だ
ろ

実
は
ち

と
仕
事
の
方
が
な

 
ま
だ
働
い
た
事
が
無
い
八
幡
は
な
る
ほ
ど
と
思
い

素
直
に

き
返
し
た

あ

も
し
か
し
て

仕
事
が
忙
し
い
の
か

い
や

問
題
が
あ
る
の
は
俺
の
方
な
ん
だ

ど
う
い
う
事
だ

ほ
ら

二

月
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
だ
ろ
う

そ
れ
で
体
の
方
は
ま
あ
問
題
な
い
ん
だ
よ

 
で
も
な

仕
事

て
の
は

体
が
動
け
ば
い
い

て
も
ん
じ

な
い
ん
だ
よ

ふ
む

二
年
以
上
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
せ
い
で

前
は
簡

に
出
来
て
た
事
が

 
ど
う
し
て
も
上
手
く
い
か
な
い
ん
だ
よ
な

そ
う
い
う
事
か

 
八
幡
は
遼
太
郎
の
言
い
た
い
事
を
何
と
な
く
理
解
し
た
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遼
太
郎
の
体
の
動
か
し
方
に
も
ま
だ
問
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
問
題
は
手

な
の

だ
ろ
う

 
取
引
先
と
の
人
間
関
係
を
も
う
一
度

し
直
す
必
要
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

あ

こ
う
い
う
話
を

く
と

ま
じ
で
働
き
た
く
な
い

な
い
ん
だ
が

 
明
日
奈
の
た
め
に
も
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
な

俺
も
頑
張
ら
な
い
と
な

 
そ
の
時

て
会
話
を

い
て
い
た
エ
ギ
ル
が

遼
太
郎
に

ね
た

で

そ
れ
が
紹
介
を

ら
せ
る
事
と
何
の
関
係
が
あ
る
ん
だ

言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に

そ
こ
ら
へ
ん
は
ど
う
な
ん
だ

ク
ラ
イ
ン

 
そ
の
問
い
に
遼
太
郎
は
少
し

れ
た
よ
う
な
笑
顔
を

か
べ
し
か
し
は

き
り
と
二
人
に

答
え
た

だ

て
よ

い
ざ
交

す
る
と
な

た
ら

や

ぱ
り
相
手
に
は

 
頼
り
が
い
が
あ
る

て
所
を
見
せ
た
い
だ
ろ

 
被
害
者
面
し
て
会
社
に

え
て
い
る
よ
う
な
こ
ん
な

態
の
ま
ま
じ

情
け
な
い
じ

な

い
か
よ

ク
ラ
イ
ン
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今
の
俺
は

仕
事
も
思
う
よ
う
に
出
来
な
い

い
わ
ば
半

も
ん
だ

 
こ
ん
な
俺
が
今
し

か
り
し
た
頼
れ
る
女
性
だ

て
い
う
平

さ
ん
に
会

て
し
ま

た

ら 
俺
は

え
て
前
に
進
め
な
く
な

ち
ま
う
か
も
し
れ
ね
え

 
だ
か
ら
そ
の
前
に
俺
は
平

さ
ん
の
隣
に

ん
で
立
て
る
よ
う
な
男
に
な
ら
な
い
と
い
け
な

い
ん
だ
よ

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

め
て
遼
太
郎
を
見
直
し
た

そ
う
か

話
は
良
く
分
か

た

 
八
幡
は
嬉
し
さ
を

し
切
れ
な
い
よ
う
に
と
て
も
晴
れ
や
か
な
顔
で
遼
太
郎
の

を

ん
と

叩
い
た

今
か
ら
平

先
生
の
所
に
行

て

お
前
の
言
葉
を
一
言
一

違
わ
ず
伝
え
て
く
る
わ

 
お
前
の

意
を
し

か
り
と
先
生
に
伝
え
て
く
る
か
ら
な

任
せ
て
く
れ

す
ま
ん

頼
む

お
う

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

ダ
イ
シ

カ
フ

を
出
て
い

た
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ま
だ

息
の
荒
い
遼
太
郎
に

エ
ギ
ル
が
感
心
し
た
よ
う
に
声
を

け
た

ま
だ
顔
も
見
た
事
が
な
い
女
性
に
対
し
て

そ
こ
ま
で
真
面
目
に
考
え
ら
れ
る
な
ん
て

 
ク
ラ
イ
ン
も

と
比
べ
て
変
わ

た
よ
な

ん

あ

そ
う
い
え
ば
俺

平

さ
ん
の
事
を
ま
だ
何
も
知
ら
な
い
な

少
し
は
知

て
お
い
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

好
み
と
か
は
大
事
だ
ろ

確
か
に

 
遼
太
郎
は

自
分
の
ミ
ス
に
気
が
付
き

を

え
た

俺
の
都
合
で
会
う
の
を
待

て
も
ら
う
事
と

相
手
の
事
を
多
少
な
り
と
も
知
る
事
は

 
確
か
に
ま

た
く
別
問
題
だ
よ
な

さ

き
ハ
チ
マ
ン
に
少
し
く
ら
い

い
て
お
く
べ
き

だ

た
は
は

こ
の
ま
ま
い
く
と

お
見
合
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
の
は
確
か
だ
ろ
う
な

 
お
見
合
い

と

い
た
遼
太
郎
の
顔
は

か
な
り
の
迷
い
を
見
せ
て
い
た

お
見
合
い
か

そ
れ
も
い
い

い
い
ん
だ
が

や
は
り
恋
愛
を
し
た
い

う

む

 
エ
ギ
ル
は
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら

遼
太
郎
の

を

ん
と
叩
い
た

ま
あ

ま
た

め
て
ハ
チ
マ
ン
に

け
ば
い
い
だ
ろ
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そ
れ
よ
り
今
は

仕
事
の
方
を
何
と
か
出
来
る
よ
う
に
頑
張
れ

て

そ
う
だ
な

よ
し

一
刻
も

く
や
り
と
げ
て
み
せ
る

そ
の
意
気
だ

頑
張
れ
よ

お
う

サ
ン
キ

な

エ
ギ
ル

 
遼
太
郎
は
迷
い
が
無
く
な

た
よ
う
で
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
な
が
ら
気
合
を
入
れ
て
い
た

 
エ
ギ
ル
は
上
手
く
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
な
が
ら
そ
ん
な
遼
太
郎
を

か
く
見
つ
め
て
い

た 
そ
の
時
店
の
入
り
口
か
ら

二
人
の
女
性
が
中
に
入

て
き
た

い
ら

し

い
ま
せ

 
そ
の
二
人
は

エ
ギ
ル
に
会

を
す
る
と

興
味
深
そ
う
に
店
内
を

め
て
い
た

う
わ

格
好
い
い
お
店
だ
ね

そ
う
ね

と
て
も
落
ち
着
く
わ

と
り
あ
え
ず
カ
ウ
ン
タ

で
い
い
か
し
ら

う
ん

 
二
人
は

テ

ブ
ル

が
空
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

 
真

直
ぐ
カ
ウ
ン
タ

へ
と
進
み

そ
こ
に

を
下
ろ
し
た
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と
り
あ
え
ず
ジ
ン
ジ

エ

ル
を
二
つ
お
願
い
し
ま
す

は
い

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
エ
ギ
ル
は
美
人
の
二
人
組
だ
な
と
思
い
な
が
ら
飲
み
物
を
手

よ
く
用
意
し
二
人
に
差
し

出
し
た

お
待
た
せ
し
ま
し
た

ジ
ン
ジ

エ

ル
で
す

近
く
に
来
た
か
ら
寄

て
み
た
の
だ
け
ど

い
て
た
通
り

と
て
も
素
敵
な
お
店
で
す
ね

う
ん

す
ご
く
い
い
感
じ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

失

で
す
が

こ
の
店
の
事
は
ど
な
た
に

ハ
チ
マ
ン
君
に

き
ま
し
た

エ
ギ
ル
さ
ん

 
黒

の
女
性
が
そ
う
答
え
も
う
一
人
の
ピ
ン
ク
の

の
女
性
は
横
で
う
ん
う
ん
と

い
て

い
たや

ぱ
り
そ
う
だ

た
か

 
エ
ギ
ル
は
ニ
カ

と
笑
い

そ
う
言

た

あ
ら

ま

た
く
驚
か
な
い
の
ね

い
や

こ
う
言

ち

な
ん
だ
が

店
を
再
開
し
た
ば

か
り
で
宣
伝
も
何
も
し
て
な
い
し
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今
来
る
の
は
関
係
者
ば

か
り

て
の
が
現

な
ん
だ
よ
な

だ
か
ら
予
想
は
し
て
た
ん
だ

な
る
ほ
ど

初
め
ま
し
て
だ
な

ユ
キ
ノ
さ
ん
に
ユ
イ
ユ
イ
さ
ん

だ
よ
な

初
め
ま
し
て

エ
ギ
ル
さ
ん

私
は
ユ
キ
ノ
で
す

 
も
し
か
し
て
そ
ち
ら
で
何
か
気
合
を
入
れ
て
る
の
は
ク
ラ
イ
ン
さ
ん

あ
あ

お
い
ク
ラ
イ
ン

く
こ

ち
の
世
界
に

て
来
い

初
め
ま
し
て

ユ
イ
ユ
イ
で
す

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
も
い
た
ん
だ

偶
然
だ
ね

 
遼
太
郎
は

エ
ギ
ル
に
呼
ば
れ

や

と
我
に
返

た
よ
う
だ

エ
ギ
ル

何
か
言

た
か

て

す
み
ま
せ
ん

今
お
二
人
に
気
が
付
き
ま
し
た

 
遼
太
郎
は
い
つ
の
間
に
か
女
性
が
横
に
座

て
い
る
事
に
気
が
付
き

て
て
二
人
に

を

下
げ
た

 
そ
し
て
顔
を
上
げ
た
遼
太
郎
は

め
て
二
人
の
顔
を
見
て

 
顔
を

く
し
な
が
ら

二
人
と
エ
ギ
ル
を
交

に
見
つ
め
た

 
エ
ギ
ル
は
遼
太
郎
が
何
を
考
え
て
い
る
か
を
悟
り

ク
ラ
イ
ン
に
言

た

ユ
キ
ノ
さ
ん
と
ユ
イ
ユ
イ
さ
ん
だ



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

え

ま

ま
じ
か

初
め
ま
し
て

ク
ラ
イ
ン
で
す

初
め
ま
し
て

ユ
キ
ノ
で
す

ユ
イ
ユ
イ
で
す

 
遼
太
郎
は

女
性
慣
れ
し
て
い
な
い
せ
い
で

何
を
言

て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か

た
が

 
何
と
か
無
難
な
質
問
を
す
る
事
に
成
功
し
た

え
と

今
日
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

ち

と
ユ
イ
ユ
イ
と
一

に

近
く
に

い
物
に
来
た
も
の
だ
か
ら

ね

う
ん

せ

か
く
だ
か
ら

こ
れ
か
ら
何
度
も
来
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
し

 
ち

と
寄

て
み
よ
う
か
な

て

な
る
ほ
ど

偶
然

す
ね

あ

さ

き
ま
で
ハ
チ
マ
ン
も
こ
こ
に
い
た
ん
で
す
け
ど

 
入
れ
違
い
に
な

ち

い
ま
し
た
ね

あ
ら

そ
う
だ

た
の
ね

彼
は
何
故
こ
こ
に

あ

実
は

す
ね

 
遼
太
郎
は

こ
こ
ま
で
の

を

二
人
に
説
明
し
た

な
る
ほ
ど
平

先
生
と

先
生
に
も
つ
い
に
春
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
そ
う
い
う
事
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な
の
ね

や

た
ね

そ
う
い
う
事
な
ら

ハ
チ
マ
ン
君
の
許
可
が
出
た
ら
だ
け
ど

 
少
し
平

先
生
に
つ
い
て

私
達
か
ら
説
明
し
ま
し

う
か

え

い
い
ん
で
す
か

ち

と
待

て
も
ら
え
る
か
し
ら

今

い
て
み
る
わ

 
雪
乃
は
そ
う
言
う
と

八
幡
へ

話
を
か
け

何
事
か
話
し
て
い
た
が

 
ど
う
や
ら
問
題
な
く
許
可
が
と
れ
た
よ
う
で

遼
太
郎
に
言

た

と
り
あ
え
ず

差
し
障
り
が
無
い
と
私
が
判
断
し
た
部
分
は
全
部
話
し
て
い
い
そ
う
よ

あ
ざ

す

さ
て

ま
ず
は
こ
れ
を
見
て
も
ら
え
る
か
し
ら

 
そ
う
言

て
雪
乃
が
見
せ
て
き
た
の
は

平

の
写
真
だ

た
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第
１
４
４
話
 
春
の
足
音

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

そ

そ
れ
は
ま
さ
か

え
え

そ
の
ま
さ
か
よ

こ
れ
を
見
た
ら

も
う
後

り
は
出
来
な
い
わ

 
そ
の
覚
悟
が
あ
る
な
ら
こ
れ
を
見
せ
ま
し

う

 
そ
う
言
わ
れ

遼
太
郎
は
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
だ

 
普
通
の
写
真
で
あ
れ
ば

雪
乃
は
こ
ん
な
事
は
言
わ
な
い
だ
ろ
う

 
遼
太
郎
は
戦

し
つ
つ
も

腹
を
く
く
り

雪
乃
に
言

た

大
丈
夫
だ

ひ
と
思
い
に
や

て
く
れ

 
そ
ん
な
遼
太
郎
の
覚
悟
を
悟

た
の
か

雪
乃
は
フ

と
笑
い

遼
太
郎
に
言

た

い
い
目
を
し
て
い
る
わ
ね

そ
れ
で
は
ま
ず
こ
れ
を
見
て
ち

う
だ
い

 
そ
う
言

て
雪
乃
が
見
せ
て
き
た
の
は

い
つ

影
し
た
の
だ
ろ
う
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八
幡
を
殴
り
飛
ば
す
平

の
写
真
だ

た

 
ち
な
み
に
写
真
だ
と

平

の
顔
は
見
切
れ
て
い
て
ち

ん
と
写

て
は
い
な
い

こ
れ

ハ
チ
マ
ン
だ
よ
な

そ
れ
に
し
て
も
よ
く
飛
ん
で
る
な

こ
の
よ
う
に

先
生
は

拳
制

を

に
行

て
い
た
わ

 
も

と
も
彼
以
外
に
拳
を
ふ
る

て
い
る
所
を
見
た
事
は
無
い
の
だ
け
れ
ど
も

こ
れ
は
つ
ま
り

受
け
止
め
る
覚
悟
を
し
ろ

て
事
か

 
雪
乃
と
結
衣
は

こ
の
返
答
を

き

と
あ
る
一
つ
の
疑
念
を

い
た

 
雪
乃
は
気
を
遣

て
口
に
は
出
さ
な
か

た
が
結
衣
は
そ
の
疑
問
を
ス
ト
レ

ト
に
口
に
出

し
たも

し
か
し
て

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

て

ド

 
結
衣
に
そ
う
言
わ
れ
た

間

遼
太
郎
は
顔
を

く
し
て
即
座
に
否
定
し
た

ち

違
う

俺
は
そ
ん
な
性

は
持

て
ね
え

必
死
に
否
定
す
る
所
が
ま
た
怪
し
い

勘

し
て
く
れ
よ

俺
は
ノ

マ
ル
だ

て

信
じ
て
く
れ
よ

お
前
が
受
け
止
め
る
な
ん
て
言
う
か
ら
だ
ろ

ク
ラ
イ
ン
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エ
ギ
ル
が

れ
た
顔
を
し
て

遼
太
郎
に
突

込
ん
だ

だ

て
よ

そ
ん
な

況
に
な

た
と
し
た
ら
絶
対
に
俺
が
悪
い
に
決
ま

て
る
じ

ね

か
よ

 
そ
し
た
ら
や

ぱ
り
言
い

せ
ず
に
反
省
し
て
素
直
に
受
け
止
め
る
の
が
男

て
も
ん
じ

ね

か
ド

ね

ド

だ
ね

ド

だ
な

う
わ
あ
あ
あ

も
う
勘

し
て
く
れ

 
遼
太
郎
は

す
ぐ
さ
ま
三
人
に
ツ

コ
ミ
を
く
ら
い

絶
叫
し
た

 
そ
の
様
子
を
見
な
が
ら

雪
乃
は
相
好
を
崩
す
と

遼
太
郎
に
言

た

ほ
ん
の

い
冗
談
よ

ち
な
み
に
平

先
生
は

 
あ
な
た
が
自
分
の
言
い
な
り
に
な
る
よ
う
な
事
は
望
ん
で
な
い
と
思
う
わ

 
も
し
そ
ん
な

況
に
な

た
ら

自
分
の
意
見
を
し

か
り
伝
え
た
上
で

 
き

ち
り
と
話
し
合

た
方
が
い
い
結
果
に
な
る
と
思
う
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な
る
ほ
ど

 
遼
太
郎
は

そ
の
言
葉
を

内
に
し

か
り
と
記
憶
し
た

そ
れ
で
は
次
の
写
真
は

こ
れ
よ

 
次
に
雪
乃
が
見
せ
て
き
た
の
は

ラ

メ
ン
の

を
持
ち
上
げ

 
豪

に
ツ
ユ
を
飲
み

す
平

の
写
真
だ

た

当
然
顔
は

に

れ
て
見
え
な
い

こ
れ
は

学
旅
行
の
時
平

先
生
と
一

に
こ

そ
り
と
ラ

メ
ン
を
食
べ
に
行

た
時
の

写
真
よ

 
ち
な
み
に
私
達
が
せ
が
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
先
生
が
ホ
テ
ル
か
ら
こ

そ
り
抜
け
だ
そ
う
と

し
た
時
に

 
た
ま
た
ま
そ
れ
を
目
撃
し
て
し
ま

た
私
達
が

口
止
め
と
し
て
連
れ
て
い
か
れ
た
の
よ
ね

 
遼
太
郎
は
そ
の
写
真
を
見
る
と

嬉
し
そ
う
に
言

た

厳
し
い
だ
け
じ

な
い

て
事
だ
ろ

後

俺
も
ラ

メ
ン
は
大
好
き
だ

 
そ
ん
な
遼
太
郎
を
見
て

雪
乃
は
探
る
よ
う
な
口
調
で
付
け
加
え
た

ち
な
み
に
先
生
は
こ
の
時

え

を
二
回
頼
ん
だ
わ
よ

豪

で
い
い
じ

ね

か

俺
は
好
き
だ
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そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
の
だ
け
れ
ど

 
雪
乃
は
遼
太
郎
の
懐
の
深
さ
に
少
し
感
心
し
た

 
あ
る
い
は
こ
の
人
な
ら
本
当
に

そ
う
考
え
た
雪
乃
に
結
衣
が
一

の
写
真
を
見
せ
て
き

た
ね
え
ユ
キ
ノ
ン

こ
の
写
真
も
見
て
も
ら

た
方
が
い
い
よ
ね

こ
れ
は

そ
う
ね

そ
の
方
が
い
い
わ
ね

 
そ
の
写
真
を
見
た
雪
乃
は

見
せ
る
事
に

同
し
た

 
あ
る
意
味
そ
の
写
真
は

平

静
と
い
う
女
性
の
本
質
を
表
し
て
い
る
写
真
だ

た
か
ら
だ

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

次
は
こ
れ
よ

じ

ん

平

先
生
特
製
の
焼
肉

だ
よ

 
結
衣
が
見
せ
た
写
真
は

度
対
決
で
平

が
作

た
料
理
の
写
真
だ

た

 
ご

の
上
に
焼
い
た
肉
を
乗
せ

焼
肉
の
タ
レ
を
か
け
た
だ
け
の
そ
の
料
理
の
写
真
は

 
上
手
く
説
明
す
る
事
は
出
来
な
い
の
だ
が

な
迫
力
に
満
ち
て
い
た

 
遼
太
郎
は
そ
の
写
真
を
見
て

首
を

げ
た

普
通
に
見
え
る
け
ど

こ
れ
が
何
か
あ
る
の
か
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平

先
生
の
得
意
料
理

ご

の
上
に
焼
い
た
肉
を
乗
せ
て

焼
肉
の
タ
レ
を
か
け
た
だ
け

な
の
に

 
な
ん
か
す
ご
く
美
味
し
か

た
の

な
あ

こ
れ
は
料
理
と
言

て
い
い
の
か

 
エ
ギ
ル
が
恐
る
恐
る
そ
う

ね
て
き
た
が

確
か
に
そ
の
通
り
だ
ろ
う

 
だ
が

遼
太
郎
の
反
応
は
ま

た
く
別
だ

た

で
も
美
味
い
ん
だ
ろ

美
味
い
は
正
義
だ

ま
あ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が

料
理

料
理
な

 
そ
れ
に
対
す
る
エ
ギ
ル
の
反
応
は
認
め
た
い
が
認
め
た
く
な
い
と
い
う
微

な
も
の
だ

た 
こ
れ
は
商

で
料
理
を
作

て
い
る
エ
ギ
ル
に
し
て
み
れ
ば

当
然
の
反
応
で
あ
る

そ
れ
に

日
こ
れ

て
事
は
さ
す
が
に
無
い
だ
ろ

 
遼
太
郎
は
そ
う
言
う
と

同
意
を
求
め
る
よ
う
に
雪
乃
と
結
衣
を
見
た
が

 
二
人
は
遼
太
郎
が

さ
す
が
に

と
言

た
あ
た
り
で

に
顔
を
背
け
て
い
た

お

お
い

さ
す
が
に
無
い
だ
ろ

無
い
よ
な
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お
ろ
お
ろ
す
る
遼
太
郎
を

さ
す
が
に
気
の

に
思

た
の
か

 
雪
乃
は
遼
太
郎
を
見
な
が
ら

笑
顔
で
言

た

肉
が

肉
に
変
わ

て

焼
肉
の
タ
レ
が

別
の
会
社
の
焼
肉
の
タ
レ
に
変
わ

た
ら

 
そ
れ
は
も
う
別
の
料
理
と
言

て
も
い
い
と
思
う
わ

だ
か
ら
大
丈
夫
よ

そ

そ
う
だ
よ
な

そ
れ
な
ら
大
丈

夫

 
遼
太
郎
は
食
い
ぎ
み
に
雪
乃
に
同
意
し
た
が
同
意
の

中
で
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
ら

し
く

 

を

え
て
そ
の
場
に
へ
た
り
込
ん
だ

三
人
に
生

か
い
目
で
見
守
ら
れ
な
が
ら

分
が

過
し
た

 
遼
太
郎
が
急
に
再

動
し

立
ち
上
が

た

ひ
ら
め
い
た

定
期
的
に
一

に
料
理
を
す
る
日
を
作
れ
ば
問
題
な
い

 
二
人
で
作
れ
ば
失
敗
し
て
も
怖
く
な
い

だ
ろ

ハ
ハ

お
前
ら
し
い
な

 
遼
太
郎
と
付
き
合
い
の
⻑
い
エ
ギ
ル
は

そ
の
意
見
を

き

遼
太
郎
ら
し
い
と
笑

た

 
雪
乃
と
結
衣
は

遼
太
郎
の
前
向
き
な

勢
に
驚
い
て
い
た
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二
人
の
遼
太
郎
へ
の
好
感
度
は

今
の
遣
り
取
り
で

か
な
り
上
が

て
い
た

 
雪
乃
は
微
笑
み
な
が
ら

結
衣
に
話
し

け
た

ユ
イ
ユ
イ

ど
う
思
う

う
ん

こ
れ
は
も
う
合
格

て
事
で
い
い
と
思
う

そ
う
ね

私
達
の
大
好
き
な
平

先
生
に

春
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

う

そ
う
だ
ね

 
二
人
は
笑
顔
で
遼
太
郎
に
向
き
直
り
今
後
注
意
し
た
方
が
い
い
点
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と

し
出
た

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
先
生
は
相
手
に
自
分
を
良
く
見
せ
よ
う
と
し
す
ぎ
て
失
敗
す
る
所
が
あ
る
か

ら 
下
手
に

落
た
お
店
と
か
に
行
こ
う
と
し
た
ら

止
め
て
あ
げ
て
ち

う
だ
い

先
生
の
書
く
メ

ル

て

に
大
人
ぶ

た
書
き
方
で
⻑
文
に
な
る
上
に

 
ち

と
で
も
返
信
が

れ
る
と

連
続
し
て
何
通
も
送

て
く
る

向
が
あ
る
か
ら

 
ち

ん
と
二
人
で
話
し
合

て
ル

ル
を
決
め
た
方
が
い
い
か
も

あ
あ
見
え
て
先
生
は

か
な
り
の
ス
ピ

ド
狂
な
の
よ

頑
張

て
セ

ブ
し
て
あ
げ
て
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先
生
は

う
と
お

さ
ん
み
た
い
に
な
る
ら
し
い
か
ら

幻
滅
し
な
い
で
あ
げ
て

よ

し

気
合
が
入

て
き
た

貴
重
な
情
報
を
あ
り
が
と
な

二
人
と
も

 
遼
太
郎
は

二
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
に

め

ま
だ
見
ぬ
平

の
事
を
考
え
な
が
ら

 
こ
こ
が
自
分
の
人
生
の
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
か
も
し
れ
な
い
と

闘

を
燃
や
し
た

さ
て

最
後
に
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
よ

を
見
て
み
て

小
町
ち

ん
か
ら
ヒ

キ

由
で
メ

ル
が
来
て
る
は
ず

 
二
人
は
ア
ド
バ
イ
ス
と
同
時
に
八
幡
に
連

し

 
小
町
の
持

て
い
た
と
あ
る
写
真
を
八
幡

由
で
遼
太
郎
に
送

て
も
ら

て
い
た

 
遼
太
郎
が
メ

ル
を
受
信
す
る
と

そ
こ
に
は

先
生
を
宜
し
く
頼
む

 
と
い
う
本
文
と
共
に

一

の
写
真
が

付
さ
れ
て
い
た

 
そ
れ
を
見
た
遼
太
郎
は

驚
き
の
あ
ま
り

完
全
に

ま

た

お
い
ク
ラ
イ
ン

ど
う
し
た

え

エ
ギ
ル

こ
れ
を

 
そ
う
言

て
遼
太
郎
は
エ
ギ
ル
に

八
幡
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
写
真
を
見
せ
た
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そ
の
写
真
は

度
対
決
の
時
の

ウ

デ

ン
グ
ド
レ
ス
を
着
た
平

の
写
真
だ

た

お
お

な

な
あ

俺

こ
の
人
と
釣
り
合

て
る
か

ど
う
見
て
も
俺
に
は
過
ぎ
た
相
手
に
思
え

る
ん
だ
が

 
遼
太
郎
は

嬉
し
さ
と
自
信
の
無
さ
が
入
り
混
じ

た

複
雑
な
顔
を
し
て
い
た

 
そ
ん
な
遼
太
郎
の
背
中
を
結
衣
が
力
一

叩
き

こ
う
言

た

大
丈
夫

平

先
生
は

言
い
方
は
悪
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

今
は
か
な
り
ち

ろ
い
か

ら 
遼
太
郎
は

そ
の
言
葉
の
意
味
を
す
ぐ
に
は
理
解
出
来
ず

ポ
カ
ン
と
し
た

ち

ち

ろ
い

そ
う
ね

あ
ま
り
こ
う
い
う
事
を
言
う
の
は
私
と
し
て
も
少
し
気
が
引
け
る
の
だ
け
れ
ど

 
今
の
平

先
生
は

か
な
り
結
婚
と
い
う
も
の
に

り
を
感
じ
て
い
る
わ

 
そ
れ
に
つ
け
こ
む
と
い
う
表
現
は
ど
う
か
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

 
で
も
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に
と

て
は

平

先
生
と
付
き
合
い
た
い
な
ら

 
今
が
最
大
の
チ

ン
ス
だ
と
断
言
で
き
る
わ
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結
衣
が
口
走

た
ち

ろ
い
と
い
う
表
現
に

雪
乃
も
乗

た

私
達
は
先
生
が
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
付
き
合

た
ら
絶
対
に
幸
せ
に
な
れ
る
と
思

て
い
る

か
ら

 
あ
え
て
こ
う
い
う
言
い
方
を
さ
せ
て
も
ら

た
わ

失

な
言
い
方
で
ご
め
ん
な
さ
い

あ
た
し
も
ご
め
ん
な
さ
い

で
も
先
生
に
は
幸
せ
に
な

て
欲
し
い
の

う
う
ん
絶
対
に
な

れ
る
よ

そ
う
だ
ぞ
ク
ラ
イ
ン

お
前
が
こ
ん
な
美
人
と
知
り
合
え
る
機
会
な
ん
て
も
う
無
い
か
も
し

れ
な
い

 
だ
か
ら
こ
こ
で
一
生
分
頑
張
れ
よ

男
だ
ろ

 
遼
太
郎
は

最
初
は

が
引
け
ぎ
み
だ

た
が

三
人
に
激

さ
れ

 

目
で
元
々
だ
と
思
い

自
分
に
活
を
入
れ
た

え
こ
こ
で
ふ
ら
れ
た
か
ら
と
い

て

何
だ

て
話
だ
よ
な

 
俺
に
は
失
う
物
な
ん
て
何
も
無
い
じ

ね

か

や

て
や
る

一
生
分
頑
張

て
や
る

三
人
と
も

情
け
な
い

を
見
せ
ち
ま

て
す
ま
ね
え

あ
り
が
と
な

元
気
が
出
た

 
よ

し

俺
は
や
る
ぞ

と
り
あ
え
ず
エ
ギ
ル

今
か
ら
平

さ
ん
に
メ

セ

ジ
を
送
り
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た
い
か
ら

 
俺
の

を
ム

ビ

で

影
し
て
く
れ

よ
し
き
た

任
せ
ろ

頑
張

て

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

大
丈
夫

絶
対
い
け
る
よ

 
そ
し
て
遼
太
郎
は

も
う
し
ば
ら
く
待

て
て
欲
し
い

か
な
ら
ず
会
い
に
行
き
ま
す
と

 
自
分
の
今
の
気
持
ち
を

実
に
語
り

そ
の
ム

ビ

を
八
幡
に

し
た

 
事
情
の
説
明
の
た
め
平

の
下
を
訪
れ
て
い
た
八
幡
は
す
ぐ
に
そ
の
ム

ビ

を
平

に

見
せ
た

 
八
幡
が
後
日
遼
太
郎
に
語

た
説
明
に
よ
る
と
そ
の
時
の
平

が

き
な
が
ら
見
せ
た
笑
顔

は 
未
だ
か
つ
て
見
た
事
の
無
い

眩
し
い
笑
顔
だ

た
そ
う
だ

 
今
の
季

は
そ
ろ
そ
ろ
春
も
も
う
終
わ
る

で
あ

た
が
遼
太
郎
こ
と

遼
太
郎
と
平

静
に
は

 

れ
ば
せ
な
が
ら

春
の
足
音
が
ゆ

く
り
と

だ
が
確
実
に
近
付
い
て
い
た
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第
１
４
５
話
 
免
許
を
取
ろ
う

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

さ
ん

⺟
さ
ん

ち

と
相
談
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
と
あ
る
日
の
夜

珍
し
く
両
親
が
揃

て
い
た

 
八
幡
は
丁
度
い
い
機
会
だ
と
思
い

の
免
許
を
取
り
た
い
と
両
親
に
相
談
す
る
事
に
し
た

 
さ
す
が
の
八
幡
も

こ
の
時
ば
か
り
は
丁

な
言
葉
遣
い
を
心
が
け
て
い
た
よ
う
だ

た
が

 
違
和
感
に

え
ら
れ
な
か

た
の
だ
ろ
う

速
小
町
が
八
幡
に
ツ

コ
ミ
を
入
れ
た

お
兄
ち

ん

言
葉
遣
い
が
気
持
ち
悪
い

い
や

さ
す
が
に
真
面
目
な
相
談
を
す
る
時
に

ち

ん
⺟
ち

ん
相
談
が
あ
る
ん
だ
が

 
と
は
言
え
な
い
だ
ろ

 
ち
な
み
に
今
後
八
幡
は

明
日
奈
の
前
で

 
両
親
の
事
を

ち

ん
⺟
ち

ん
と
呼
ぶ
の
が
気
恥
ず
か
し
く
感
じ
ら
れ
た

か
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普
通
に
両
親
の
呼
び
方
が

さ
ん
⺟
さ
ん
に
変
化
し
て
い
く
事
に
な
る
の
だ
が
そ
れ
は
後

の
話
で
あ
る

実
は

学
校
も
ま
だ
始
ま
ら
な
い
し

こ
の
機
会
に

の
免
許
を
取
ろ
う
か
と
思
う
ん
だ
け

ど 
八
幡
は
気
を
取
り
直
し

両
親
に
向
か

て
そ
う
切
り
出
し
た

ん

別
に
い
い
ん
じ

な
い
か

そ
う
ね
八
幡
も
も
う
十
九
に
な
る
し
明
日
奈
さ
ん
の
所
に
通
う
以
外
の
時
間
は
暇
な
ん
だ

か
ら

 
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
ベ
ス
ト
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
二
人
は
特
に
反
対
す
る
事
も
無
く
あ

さ
り
と
そ
れ
を

し
た

ち
な
み
に
資
金
に
関
し

て
は

 

か
ら
あ
る

度
ま
と
ま

た
金

が
補
償
と
し
て

わ
れ
て
い
た
事
も
あ
り

 
教

所
に
通

た
上
で
働
き
始
め
る
ま
で
の

場
代
く
ら
い
は
問
題
な
く

出
出
来
る

 
ち
な
み
に
両
親
は

そ
の
お
金
を
全
て
八
幡
に
管
理
さ
せ
て
い
た

 

の
だ
ら
し
な
か

た

と
は
違

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生
還
し
た
後
の
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息
子
の
成
⻑
を

で
感
じ
て
い
た
せ
い
も
あ

た
だ
ろ
う

 
お
金
の
使
い
道
に
関
し
て
は

無

遣
い
す
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
と
思

て
お
り

 
特
に
何
か
口
を
出
し
た
り
し
よ
う
と
は
し
な
か

た

 
た
だ

免
許
の
取
得
に

し

両
親
は
た

た
一
つ
だ
け

件
を
付
け
た

 
そ
れ
は

明
日
奈
を
今
度
家
に
連
れ
て
き
な
さ
い
と
い
う

件
だ

た

 
八
幡
が
そ
の
理
由
を

ね
る
と
両
親
は
見
た
事
も
な
い
よ
う
な
満
面
の
笑
顔
で
こ
う
答
え

た
私
達
の
か
わ
い
い
娘
な
ん
だ
か
ら

日
で
も
会
い
た
い
の
は
当
然
で
し

こ
の
件
に
関
し
て
は

本
当
に
良
く
や

た
ぞ

八
幡

 
ち
な
み
に
二
人
は
明
日
奈
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
た
直
後
に
小
町
か
ら
明
日
奈
の
写
真
を

見
せ
ら
れ

 
大
喜
び
し
た
あ
げ
く
す
ぐ
次
の
日
に
仕
事
を
休
ん
で
八
幡
と
一

に
明
日
奈
の
見
舞
い
に

訪
れ
て
い
た

 
そ
し
て
明
日
奈
に
会

た
直
後
二
人
は
嬉
し
さ
の
あ
ま
り

し
な
が
ら
八
幡
を
褒
め
た

の
だ

た
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で
か
し
た

で
か
し
た
ぞ

八
幡

こ
ん
な
素
敵
な
娘
が

小
町
以
外
に
出
来
る
な
ん
て

夢
に
も
思
わ
な
か

た
わ

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て
さ
す
が
に
恥
ず
か
し
か

た
の
だ
ろ
う
八
幡
は
明
日
奈
に
謝

た

す
ま
ん

ま
さ
か
う
ち
の
親
が

こ
ん
な
風
に
な
る
な
ん
て
思

て
も
み
な
か

た

 
だ
が
当
の
明
日
奈
は

八
幡
の
言
葉
を

い
て
お
ら
ず

ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か
を

い
て
い
た

 
八
幡
が
そ
ん
な
明
日
奈
の
様
子
を
不
審
に
思
い

を
近
付
け
明
日
奈
の

き
を

き
取
ろ

う
と
し
た

私
が
八
幡
君
の
お

さ
ん

私
が
八
幡
君
の
お

さ
ん

お

お
い

明
日
奈

 
そ
し
て
明
日
奈
は

い
き
な
り
八
幡
の
両
親
に
向
か

て
こ
う
言

た
の
だ

た

ふ

ふ
つ
つ
か
者
で
す
が

末

く
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

 
そ
の
日
以
来
二
人
は

明
日
奈
の
事
が
大
の
お
気
に
入
り
な
の
で
あ

た

 
ち
な
み
に
二
人
と
小
町
の
手
に
よ

て

使

て
い
な
か

た
部
屋
が

 

に
明
日
奈
用
の
部
屋
と
し
て

着
々
と
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

た

 
そ
れ
は
さ
て
お
き
こ
う
し
て
八
幡
は
免
許
を
取
得
す
る
事
を
あ

さ
り
と
許
可
さ
れ
た
の
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だ

た

 
八
幡
は
ま
ず
陽
乃
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
よ
う
と
考
え
た
の
だ
が

 
陽
乃
は
そ
れ
を

事
の
都

に

投
げ
し
た

 
実
は
都

は
過
去
に
教

所
の
教

を
や

て
い
た
ら
し
く
こ
う
い
う
事
は
元
プ
ロ
に
任
せ

る
と

 
陽
乃
は
八
幡
に
説
明
し

八
幡
も
そ
の
説
明
を

い
て
納
得
し
た

 
こ
う
し
て
八
幡
は
都

の
レ

ス
ン
を
受
け
つ
つ
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
事
に
し
た

の
だ

た

都

さ
ん

オ

ト
マ
限
定
で
い
い
ん
で
す
か

え
え

今
の
日
本
で
走

て
る

は

ほ
と
ん
ど
が
オ

ト
マ
で
す
か
ら
ね

 
マ
ニ

ア
ル
の
新

も

も
う
ほ
と
ん
ど
作
ら
れ
て
い
な
い
ん
で
す
よ

八
幡
様

な
る
ほ
ど

今
回
の
場
合

と
に
か
く
時
間
が
ギ
リ
ギ
リ
で
す
の
で

と
に
か
く
取
得
を
優
先
し
て

 
い
ず
れ
マ
ニ

ア
ル

を
運
転
す
る
必
要
が
出
た
時
点
で
限
定
解

を
す
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
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も

と
も
家
や
職
場
に
古
い

が
無
い
限
り

そ
ん
な
機
会
は
普
通
無
い
ん
で
す
け
ど
ね

な
る
ほ
ど

す
ご
く
分
か
り
や
す
い
で
す

 
八
幡
は
都

の
説
明
を

き

さ
す
が
は
元
プ
ロ
だ
と
尊
敬
の
念
を

い
た

そ
れ
に
し
て
も
都

さ
ん

急
に
こ
ん
な
事
を
お
願
い
し
ち

て
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

い
え
い
え

私
も
楽
し
ん
で
や

て
お
り
ま
す
の
で

ど
う
か
お
気
に
な
さ
ら
ず

 
そ
う
言

た
後
に
都

は

少
し
言
い

そ
う
に
言
葉
を
続
け
た

そ
れ
に
私
は

あ
な
た
を

つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら
ね

 
そ
の
罪
滅
ぼ
し
と
い
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

時
間
の
許
す
限
り

 

の
運
転
に
つ
い
て
し

か
り
と
お
教
え
し
た
い
と
思
い
ま
す

八
幡
様

や
め
て
下
さ
い

あ
れ
は
完
全
に
俺
が
悪
い
ん
で
す
か
ら

 
で
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

都

さ
ん

し
ば
ら
く
お
世
話
に
な
り
ま
す

 
後
出
来
れ
ば
二
人
の
時
く
ら
い
は
俺
の
事
は
せ
め
て
君
付
け
で
呼
ん
で
も
ら
え
れ
ば

分
か
り
ま
し
た

で
は
八
幡
君

こ
れ
か
ら
一

に
頑
張
り
ま
し

う

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て

八
幡
の

行
の
日
々
が
始
ま

た
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学

に
関
し
て
は

と
に
か
く
限
界
ま
で
ス
ケ
ジ

ル
を
入
れ
ま
し

う

 
内
容
は
覚
え
な
く
て
も
問
題
な
い
で
す
が

中
で

る
の
だ
け
は
避
け
て
下
さ
い

 
学

験
に
関
し
て
は

引

け
問
題
に
気
を
付
け
る
だ
け
で
す
の
で

 
直
前
に
そ
う
い

た
練

問
題
を
こ
な
せ
ば
問
題
な
い
で
し

う

実
技
に
関
し
て
は

と
に
か
く
し
つ
こ
い
く
ら
い
確
認
を
す
る
事
が
大
事
で
す

 
教

が
見
て
い
る
の
は

あ
な
た
の
顔
の
向
き
だ
と
思

て
下
さ
い

キ

プ
レ
フ
ト
で

道
路
の
や
や

よ
り
を
き

ち
り
キ

プ
し
な
が
ら
走

て
下
さ
い

大
事
な
の
は

両
感
覚
で
す

の

を
し

か
り
と

出
来
る
よ
う
に
し
ま
し

う

 

す
る
時
は

最
初
は
感
覚
だ
け
で
は
な
く
サ
イ
ド
ミ
ラ

も
見
な
が
ら

 
き

ち
り
と

に
寄
せ
て
い
き
ま
し

う

信

の
無
い
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す

教

は
ち

ん
と
見
て
い
ま
す
か
ら

 
見
落
と
し
の
無
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し

う

 
ち
な
み
に
こ
の
教

は

雪
ノ
下
家
の
敷
地
内
の
練

コ

ス
で

 
雪
ノ
下
家
の
所

す
る
教

を
使

て
行
わ
れ
て
い
た

 
八
幡
は
こ
ん
な
も
の
ま
で
個
人
で
所

し
て
い
る
の
か
と
最
初
は
か
な
り
驚
い
た
も
の
だ
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た 
八
幡
は
都

の
厳
し
い
な
が
ら
も
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
指

に
よ
り

 
着
々
と
運
転
技
術
を

得
し
て
い

た

教

所
の
教

は

八
幡
の
運
転
技
術
に
皆
驚
き

 
口
々
に
八
幡
の
事
を
褒
め
称
え
た
が

ま
さ
か
個
人
の
家
に
あ
る
練

コ

ス
で

 
内
容
を
あ
る

度
先
取
り
し
て
練

し
て
い
る
と
言
う

に
も
い
か
ず

 
多
少
気
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
も
八
幡
は
明
日
奈
の
喜
ぶ
顔
を
思
い

か
べ
な
が
ら

 
頑
張

て
き
つ
い
ス
ケ
ジ

ル
を
こ
な
し
て
い

た

都

さ
ん

の
運
転

て
楽
し
い
で
す
ね

え
え

そ
う
で
す
ね

 
都

は
微
笑
み
な
が
ら
八
幡
に
そ
う
答
え

更
に
も
う
一
言
付
け
加
え
た

ち
な
み
に
隣
に
好
き
な
人
が
乗

て
い
る
と
も

と
楽
し
い
で
す
よ

そ
れ
は
す
ご
く
楽
し
そ
う
で
す
ね

え
え

た
だ
隣
に
人
を
乗
せ
る
と
い
う
事
は

そ
の
人
の
命
を

か
る
と
い
う
事
で
す

 
そ
の
事
だ
け
は

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
ね

は
い
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そ
し
て
つ
い
に
八
幡
は

卒
業

定
の
日
を
迎
え
る
事
と
な

た

八
幡
君

卒
業

定
は

切
な
コ

ス
取
り
と

し

か
り
と
し
た
確
認
と

 

の
寄
せ
で
す
か
ら
ね

頑
張

て
下
さ
い
ね

は
い

必
ず
合
格
し
て
み
せ
ま
す

ど
う
や
ら

張
は
し
て
い
な
い
み
た
い
で
す
ね

合
格
の
連

を
待

て
い
ま
す
よ

は
い

終
わ

た
ら
す
ぐ
に
連

を
入
れ
ま
す
ね

 
そ
し
て
卒
業

定
が
始
ま
り

八
幡
は

都

と
の
練

の
日
々
を
思
い
出
し
な
が
ら

 

調
に
決
め
ら
れ
た
コ

ス
を
進
ん
で
い

た

 
そ
し
て
卒
業

定
は
あ

け
な
く
終
わ
り

八
幡
は
こ
の
日

無
事
に
教

所
を
卒
業
し
た

 
八
幡
は
す
ぐ
に
都

に

話
を

け

合
格
し
た
事
を
報
告
し
た

都

さ
ん

無
事
に
合
格
し
ま
し
た

⻑
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
め
で
と
う

頑
張

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
ね

八
幡
君

 
た
だ
こ
れ
で
も
う
八
幡
君
と
一

に
走
れ
な
い
と
思
う
と
ち

と

し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
ね

俺
も

し
い
で
す

次
に
一

に
乗
る
と
し
た
ら

多
分
都

さ
ん
の
運
転
で
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ハ
ル
姉
さ
ん
と
一

て
事
に
な
り
そ
う
で
す
ね

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

ち
な
み
に
免
許
を
と

た
後
に
他
人
の
運
転
す
る

に
乗
る
と

 
そ
れ
は
そ
れ
で

ま
た
色
々
と
新
し
い
発
見
が
あ

た
り
し
て
楽
し
い
も
の
で
す
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
都

さ
ん
の
運
転
す
る

に
乗
せ
て
も
ら
う
の
を

 
楽
し
み
に
待

て
ま
す
ね

と
り
あ
え
ず
明
日

験
場
に
行

て

速
免
許
を
取

て
き
ま

す
頑
張

て
下
さ
い

そ
し
て
卒
業
お
め
で
と
う

八
幡
君

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

都

先
生

 
次
の
日
八
幡
は

問
題
な
く

験
に
合
格
し

つ
い
に
目
標
だ

た
運
転
免
許
を
取
得
し
た

 
そ
し
て
陽
乃
の
手
配
で

日
後
に
納

を
し
て
も
ら
い
小
町
を
乗
せ
て
何
度
か

を
走
ら
せ

て
み
た

 
ち
な
み
に
小
町
は

回

助
手

で
は
な
く
後
部
座

に
乗

て
い
た

 
こ
れ
は
決
し
て
八
幡
の
運
転
技
術
を
信
用
し
て
い
な
か

た
か
ら
で
は
な
く

 
助
手

に
最
初
に
乗
る
の
は
明
日
奈
お
姉
ち

ん
だ
か
ら
と
小
町
が
主
張
し
た
か
ら
で
あ

た
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そ
し
て
明
日
奈
の
退
院
の
日
を
迎
え
た
八
幡
は
万
全
の
体
制
で

に
乗
り
込
み
キ

を
回

し 
明
日
奈
を
迎
え
に
病
院
へ
と

を
走
ら
せ
た
の
だ

た
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第
１
４
６
話
 
帰
還
者
用
学
校

つ
い
に
開
校
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
ア
ス
ナ
が
病
院
を
退
院
し
て
か
ら
今
日
で
半
年

 
そ
の
間
二
人
は

調
に
交

を
続
け
つ
つ

こ
の
日
の

に
準
備
し
て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
帰
還
者
の
内
学
校
に
通
う
必
要
の
あ
る
者
達
は
少
し
前
に
全
員
リ
ハ
ビ
リ
を
終
え
て

お
り

 
そ
れ
を
も

て
つ
い
に
今
日
念
願
の
帰
還
者
用
の
学
校
が
開
校
さ
れ
る
事
と
な

た
の
で

あ
る

 
当
時
中
学
一

二
年
生
だ

た
者
達
は

特
別
カ
リ
キ

ラ
ム
を
受
け
て
か
ら

 
そ
の
達
成
度
次
第
で

通
常
ク
ラ
ス
に
編
入
さ
れ
る
事
に
な

て
い
た

 
元
中
学
生
は
全
て

特

で
義

教
育
は
終
え
た
も
の
と
認
定
さ
れ
た

 
中
学
三
年
生

高
校
二
年
生
だ

た
者
達
は

最
初
か
ら
通
常
ク
ラ
ス
で
の
開
始
で
あ

た
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ち
な
み
に
学
校
の
場
所
は

用
地
取
得
の
関
係
か
ら

都
内
寄
り
の
千
葉

内
で
あ
り

 
八
幡
以
外
の
四
人
は
寮
生
活
を
開
始
す
る
事
が
決
定
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
そ
の
四
人
と
は

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ
で
あ
る

 
更
に
言
う
と
何
故
千
葉
な
の
か
と
い
う
と
用
地
を
提

し
た
の
が
雪
ノ
下
家
だ

た
か
ら

だ

た
よ

み
ん
な
同
じ
ク
ラ
ス
み
た
い
だ
な

 
ク
ラ
ス
分
け
が

り
出
さ
れ
て
い
る

の
前
に
い
た
八
幡
と
明
日
奈
に
和
人
が
声
を
か

け
て
き
た

 
後
ろ
に
は
リ
ズ
ベ

ト
こ
と

崎
里
香
も
居
り
里
香
は
嬉
し
そ
う
に
明
日
奈
に

き
付
い
た

一

の
ク
ラ
ス
だ
ね

明
日
奈

あ

う

う
ん

 
明
日
奈
は
確
か
に
嬉
し
そ
う
で
は
あ

た
が

ど
こ
か

な
表
情
を
見
せ
た

 
そ
れ
を
疑
問
に
思

た
和
人
と
里
香
は
い
ぶ
か
し
げ
な
顔
を
し
た
が

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
が
二
人
に
手

き
し

況
を
説
明
し
た

実
は
俺
も
今
朝

岡
さ
ん
に

か
さ
れ
て

さ

き
明
日
奈
に
伝
え
た
ん
だ
が
な
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ど
う
や
ら
こ
の
ク
ラ
ス
分
け
は

あ
る

度
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
の
人
間
関
係
を
考

し
て

 
問
題
が
出
来
る
だ
け

き
な
い
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
多
分
こ
う
な
る
ん
じ

な
い
か
な

て
話
し
て
た
ん
だ
が
案
の
定
だ

た

て
感

じ
だ
な

あ
あ

事
前
に
ネ
タ
バ
レ
さ
れ
ち

て
た
か
ら

明
日
奈
は
変
な
顔
を
し
て
た
ん
だ
ね

う
ん

そ
ん
な
感
じ

あ

い
た

み
な
さ

ん

 
そ
こ
に
シ
リ
カ
こ
と

野
珪
子
が
満
面
の
笑
み
で
駆
け
寄

て
き
た

 
珪
子
は
先
ほ
ど
の
里
香
が
明
日
奈
に
し
た
よ
う
に

明
日
奈
と
里
香
に

き
付
き

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
に

同
じ
ク
ラ
ス
で
す
ね

と
喜
び
を
伝
え
た

 
里
香
は
身
を
も

て
明
日
奈
と
同
じ
体
験
を
し
た
た
め
こ
う
い
う
事
か
と
思
い
苦
笑
し
た

さ

き
の
明
日
奈
の
気
持
ち
が
良
く
分
か

た
わ

だ

だ
よ
ね

分
か

て
く
れ
る
よ
ね

え

何
か
あ

た
ん
で
す
か

 
き

と
ん
と
す
る
珪
子
に

八
幡
は
先
ほ
ど
と
同
じ
説
明
を
し
た



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

と

い
う

だ

そ
う
い
う
事
で
す
か

で
も

良
か

た
で
す
よ
ね

 
珪
子
が
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

皆
そ
れ
に
同
意
し
た

 
そ
の
直
後
に
校
内
放
送
が
流
れ
た

ど
う
や
ら
入
学
式
が
始
ま
る
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
保
護
者
は
誰
も
参
加
し
て
い
は
い
な
い

保
護
者
へ
の
説
明
会
は
事
前
に
何
度
も

開

さ
れ

 
当
日
は
参
加
し
な
い
事
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ

こ
れ
は

万
が
一
保
護
者
か
ら
マ
ス
コ
ミ
に

情
報
が
流
れ

 
面
白
お
か
し
く
報
道
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
狙
い
も
あ

た

 
も

と
も
マ
ス
コ
ミ

社
は
こ
の
件
に
つ
い
て
は
下
手
な
報
道
を
す
る
と
世

か
ら
袋
叩
き

に
あ
う

 
プ
ラ
イ
バ
シ

に
十
分
配

し

慎
重
に
報
道
す
る
方
針
で
あ

た
た
め

 
何
か
問
題
が

こ
る
可
能
性
は

実
は
ほ
ぼ
皆
無
な
の
で
あ

た

 
五
人
は

へ
と
向
か

た
の
だ
が
中
に
入

た

間
五
人
に

囲
の

線
が
集
中
し
た

 
と
い
う
か

そ
の

線
の
ほ
と
ん
ど
が
明
日
奈
に
集
中
し
た
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こ
れ
は
ま
あ
当
た
り
前
だ
ろ
う

閃
光
の
ア
ス
ナ
の
顔
と
名
は
知
ら
ぬ
者
が
い
な
い
ほ
ど
で

あ
り

 
始
ま
り
の
街
に
ず

と

ま

て
い
た
者
達
に
も

そ
の
顔
と
名
は

で
知
れ

て
い

た
の
だ

う
わ

や

ぱ
り
す
ご
い
な

 
和
人
が
そ
う
言
い

八
幡
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
和
人
に
言

た

お
前
の
顔
と
名
が
広
が
る
の
も

時
間
の
問
題
だ
と
思
う
け
ど
な

う

そ
れ
は
正
直
勘

し
て
ほ
し
い
ん
だ
が

多
少
は
我
慢
し
ろ

て

お
前
が
俺
達
全
員
を
救

た
の
は
確
か
な
ん
だ
し

 
お

を
言
い
た
い
奴
も
多
い
ん
じ

な
い
か

お

な
ん
か
別
に
い
ら
な
い
ん
だ
け
ど
な

相
手
が
女
子
で
も
か

い
や

ま
あ
男
女
関
係
な
く

え
ら
そ
う
に
す
る
気
は
無
い

て
事
で

 
ち
な
み
に
八
幡
達
の
ク
ラ
ス
の
女
子
の

は
四
十
人
中
三
人
だ

た

つ
ま
り
こ
の
三
人
で

あ
る
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ち
な
み
に
他
の
ク
ラ
ス
の
女
子
の

も

三

四
人
で
あ

た

 
こ
れ
は
八
幡
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
か
な
り
多
い

だ

た

上
は
一

で
あ

る 
そ
れ
な
の
に

攻
略
組
に
は
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
ア
ス
ナ
し
か
い
な
か

た
事
を
考
え
る
と

 
い
か
に
ア
ス
ナ
が
特

な
存
在
だ

た
か
が
分
か
る
と
い
う
も
の
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
ク
ラ
ス
は
全
部
で
二
十
ク
ラ
ス

る

 
ち
な
み
に
来
年
は
新
入
生
は
入

て
来
な
い

そ
し
て
今
い
る
二
十
ク
ラ
ス
分
の
生
徒
が
卒
業

し
た
後

 
通
常
の
学
校
と
し
て
新
た
に

年
五
ク
ラ
ス
分
の
生
徒
を

集
す
る
予
定
に
な

て
い
た

全
部
で
二
十
ク
ラ
ス
あ

て

女
子
が

ク
ラ
ス
三

四
人
と
す
る
と

 
大
体
女
子
の
総

は
七
十
人
く
ら
い
に
な
る
の
か

モ
テ
モ
テ
だ
な

和
人

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間

和
人
が
何
か
言
い

け
た
が

 
そ
れ
よ
り
も

く

里
香
の

打
ち
が
和
人
の

腹
に
突
き

さ
り

和
人
は

絶
し
た

ふ
ん

天
罰

う
ぐ

俺
は
ま

た
く

定
し
て
い
な
い
の
に

理
不
尽
だ
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そ
ん
な
五
人
の
様
子
を

囲
は

然
と
し
た
目
で
見
て
い
た
が

 
そ
ろ
そ
ろ
式
が
開
始
さ
れ
る
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

た

 
五
人
を

め
て
全
員
が

を
正
し

り
当
て
ら
れ
た
ク
ラ
ス
の
ス
ペ

ス
に
自
由
に
着

し
た

 
そ
し
て
式
が
始
ま
り

来
賓
か
ら
の

が
続
い
た

 
参
加
者
の
健

に
配

し

は
可
能
な
限
り

く
ス
ピ

デ

に
進
め
ら
れ
た
が

 
そ
の
来
賓
の
中
に

予
想
外
の
人
物
が
混
じ

て
い
た

そ
れ
で
は
次
に

理
事
⻑
の
雪
ノ
下
さ
ん
か
ら
ご

を
賜
り
ま
す

お
い

ま
さ
か

 
一

ま
た
陽
乃
か
と
思

た
八
幡
は

上
の
人
物
を
じ

と
見
つ
め
た

 
八
幡
の
知
る
二
人
に
似
て
は
い
る
が
よ
く
見
る
と
そ
の
人
物
は
年
齢
が
か
な
り
上
に
見
え

た 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
人
物
が
誰
な
の
か
に
思
い
当
た

た

会

た
事
は
無
い
が
多
分
間

違
い
な
い

 

花

の
時

陽
乃
に

か
さ
れ
た
言
葉
を
思
い
出
し

八
幡
は

や

を
か
い
た
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ま
さ
か
の

し
ボ
ス
の

場
か

 
理
事
⻑
を
見
て
思
う
所
が
あ

た
ら
し
く

明
日
奈
が
声
を

め
て
八
幡
に

ね
た

八
幡
君

雪
ノ
下

て

も
し
か
し
て
ハ
ル
姉
さ
ん
と
雪
乃
の
関
係
者

 
今
明
日
奈
が
雪
乃
を
呼
び

て
に
し
た
よ
う
に

最
近
仲
間
内
で
は

 
お

い
の
名
前
を
か
な
り
フ
ラ
ン
ク
に
呼
び
合
う
よ
う
に
な

て
い
た

 
も

と
も
明
ら
か
な
年
上
が
相
手
だ
と

必
ず
し
も
そ
う
で
は
無
か

た
が

あ
あ

あ
の
人
は
多
分

ハ
ル
姉
さ
ん
と
雪
乃
の
⺟
親
だ
よ

似
て
る
だ
ろ

あ
る
意
味

し
ボ
ス
だ
な

し
ボ
ス

て

あ
れ

も
し
か
し
て
八
幡
君

を
か
い
て
る

 
八
幡
は
確
か
に

を
か
い
て
お
り

り
出
す
よ
う
な
声
で
明
日
奈
に
言

た

あ
の
人
は
な

ハ
ル
姉
さ
ん
に

い
た
話
だ
と

ハ
ル
姉
さ
ん
よ
り
怖
い
ら
し
い
ぞ

あ

そ
う
い
う
事

う
お

ど

ど
う
し
た
の

 
八
幡
が
突
然
お
か
し
な
声
を
あ
げ
た

明
日
奈
は
驚
い
て
声
を

め
た
ま
ま
八
幡
に
質
問
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し
たあ

の
人

俺
と
目
が
合

て
か
ら

ず

と

線
を
外
さ
な
い
ん
だ
よ

え
 
明
日
奈
が

め
て

上
を
見
る
と

 
確
か
に
八
幡
の
方
を
じ

と
見
つ
め
た
ま
ま
話
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
話
は
す
ぐ
に
終
わ

た
が

八
幡
に
は
そ
れ
ま
で
の

い
時
間
が
と
て
も
⻑
く
感
じ
ら
れ
た

 
や
が
て
式
が
終
わ
り
し
ば
ら
く
休

を

み
つ
つ
生
徒
は

教
室
へ
と
向
か
う
事
に
な

た
の
だ
が

 

を
出
よ
う
と
し
た
八
幡
を
待
ち

え
て
い
た
人
物
が
い
た

貴
方
が
比
企
谷
君
よ
ね

し

な
い
の
だ
け
れ
ど

少
し
お
時
間
を

け
る
か
し
ら

 
そ
の
人
物
は

先
ほ
ど
ず

と
八
幡
か
ら

線
を
外
さ
な
か

た

雪
ノ
下
理
事
⻑
そ
の
人

だ

た

 
八
幡
は
当
然
断
る
事
は
出
来
ず

仲
間
達
に
先
に
行

て
い
て
く
れ
と
声
を

け

 
大
人
し
く
理
事
⻑
の
後
に
続
き

そ
の
ま
ま
二
人
は

理
事
⻑
室
へ
と
入

た

ご
め
ん
な
さ
い
ね

い
き
な
り
呼
び
出
し
た
り
し
て



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

い
え

そ
の

初
め
ま
し
て

お
噂
は
か
ね
が
ね

あ
ら
や
だ

ど
ん
な
噂
を
誰
に

い
た
の
か
し
ら
ね

雪
乃

そ
れ
と
も
陽
乃
か
し
ら

あ

そ
の

陽
乃
さ
ん
で
す

 
八
幡
は

張
し
つ
つ
も
何
と
か
そ
う
返
事
を
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た
理
事
⻑
は

突
然
ふ

と
顔
を

ば
せ
た

張
し
な
い
で
い
い
の
よ

別
に
と

て
食
お
う
な
ん
て
思

て
は
い
ま
せ
ん
か
ら
ね

は
い

本
当
に

ち

と
貴
方
と
お
話
が
し
た
か

た
だ
け
な
の

突
然
ご
め
ん
な
さ
い
ね

い

い
え

そ
れ
は
全
然

わ
な
い
ん
で
す
が

お
話

で
す
か

え
え

 
そ
う
い
う
と

理
事
⻑
は

陽
乃
か
ら

い
て
い
た
話
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な

 
自
然
な
笑
顔
で
微
笑
ん
だ

八
幡
は
そ
れ
を
見
て

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
と
安

し
たそ

の
前
に

先
ず
は
お

を
言
わ
せ
て

お

で
す
か



 第１４６話 帰還者用学校、ついに開校す

え
え

陽
乃
と
雪
乃
の
事
で
ね

ハ
ル
姉
さ
ん
と

す

す
み
ま
せ
ん

陽
乃
さ
ん
と
雪
乃
さ
ん
の
事

で
す
か

そ
う

ま
さ
に
そ
れ
よ

 
理
事
⻑
が

八
幡
の
言
葉
に
食
い
ぎ
み
に
被
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

八
幡
は
少
し
面
食

ら

た
貴
方
な
ら

の
陽
乃
と
雪
乃
の
関
係
に
つ
い
て
多
分
何
と
な
く
理
解
し
て
い
る
で
し

う

 
八
幡
は
い
き
な
り
そ
う

か
れ

と
ま
ど
い
つ
つ
も

と
り
あ
え
ず
無
難
な
返
事
を
し
た

あ

は
い

ま
あ

合

て
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

な
ん
と
な
く
は

 
理
事
⻑
は
そ
れ
に

き
つ
つ

続
け
て

と
言

た

 
八
幡
は
相
手
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
何
を
言
え
ば
い
い
の
か
正
直
困

て
い
た

が 
こ
こ
で
取
り

た
事
を
言
う
の
は
何
と
な
く
ま
ず
い
気
が
す
る
と
思
い

 
言
葉
を
選
び
な
が
ら
も

自
分
な
り
に
感
じ
て
い
た
事
を
正
直
に
言

た

の
陽
乃
さ
ん
は

完

に
見
え
ま
し
た
け
ど

逆
に
何
て
い
う
か
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サ
イ
ボ

グ
み
た
い
だ

た

象
が
あ
り
ま
し
た

強
化
外
骨
格
を

て
い
る
み
た
い
な

正
直
で

逆
に
気
持
ち
が
い
い
わ
ね

す

す
み
ま
せ
ん

雪
乃
さ
ん
も

体
力
以
外
は
完

に
見
え
ま
し
た

 
一
番
の
違
い
は

他
人
と
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
能
力
で
す
か
ね

そ
れ
は
確
か
に
ね

後
は

 
八
幡
は
少
し
考
え
な
が
ら

続
け
て
言

た

雪
乃
さ
ん
は
最
初

陽
乃
さ
ん
の
背
中
を
追
い
か
け
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
が

 
秋

り
か
ら

追
い
か
け
る
の
を
や
め
た
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た

 
俺
が
知

て
い
る
の
は
そ
こ
ま
で
で
す

そ
し
て
そ
の
直
後
に

貴
方
は
二
人
の
前
か
ら
い
な
く
な

て
し
ま

た

す

す
み
ま
せ
ん

 
八
幡
は

何
か

し

な
い
気
持
ち
に
な
り

反
射
で
謝

た

 
そ
ん
な
八
幡
に

理
事
⻑
は
優
し
い
声
で
言

た

貴
方
が
謝
る
よ
う
な
事
で
は
な
い
わ

貴
方
は
被
害
者
で
す
も
の
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月

み
な
言
い
方
に
な

て
し
ま
う
け
れ
ど

本
当
に
よ
く
頑
張

た
わ
ね

は

は
い

 
理
事
⻑
は
優
し
い
目
で
八
幡
を
見
つ
め
た
後

こ
う
語

た

の
陽
乃
は

私
の
目
か
ら
見
て
も

出
来
す
ぎ
な
く
ら
い
よ
く
出
来
た
娘
だ

た
わ

 
非
の
打
ち
所
の
無
い
完

な
娘

で
も
ど
こ
か

め
て
い
る

面
白
味
の
無
い
娘
よ

 
八
幡
は

面
白
味
の
無
い
と
い
う
表
現
に
驚
き
つ
つ
も

何
と
か
言
葉
を

り
出
し
た

そ
れ
は

 
理
事
⻑
は

八
幡
に

き
つ
つ

話
を
続
け
た

そ
し
て
雪
乃
は
確
か
に

陽
乃
の
後
を
必
死
に
追
い
か
け
て
い
た

 
雪
乃
が
一
人

ら
し
を
始
め
て
か
ら
の
事
は

正
直
私
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
わ

 
私
が
久
し
ぶ
り
に
雪
乃
に
会

た
の
は

年
末

貴
方
が
い
な
く
な

た
直
後
だ
も
の

 
だ
か
ら

雪
乃
が
陽
乃
の
後
を
追
い
か
け
る
の
を
や
め
た
と
い
う
の
は
私
に
は
分
か
ら
な
い

 
で
も
貴
方
が
そ
う
言
う
と
い
う
事
は
そ
の

か
ら
変
化
の

候
が
見
え
て
い
た
の
で
し

う
変
化

で
す
か
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え
え

そ
う
よ

二
人
が
突
然
私
達
夫

の
下
に
や

て
き
て

 
二
人
揃

て

を
下
げ
た
の
よ

貴
方
を
う
ち
の
系

の
病
院
に

送
し
た
直
後
の
話

 
そ
し
て
理
事
⻑
は

そ
れ
以
降
何
が
あ

た
の
か

八
幡
に
語
り
始
め
た
の
だ

た

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
直
後
に

き
込
ま
れ
た

八
幡
と
雪
ノ
下
⺟
の
間
に
は
面
識
は
無
い

設
定
で
書
い
て
い
ま
す



 第１４７話 理事⻑が語るのは

 
第
１
４
７
話
 
理
事
⻑
が
語
る
の
は

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

二
人
が
私
達
に
頼
ん
で
き
た
の
は

い
事
を
言

て
し
ま
う
と

お
金
の
事
よ

 
二
人
で
必
ず
雪
ノ
下
家
を
今
よ
り
も
大
き
く
す
る
か
ら
貴
方
を
全
面
的
に
バ

ク
ア

プ
し

て
く
れ
と

 
二
人
の
願
い
は
そ
れ
だ
け
だ

た
わ

最
初
私
達
は

そ
の
言
葉
に
は
懐
疑
的
だ

た

 
で
も
二
人
に
揃

て
お
願
い
を
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の

験
だ

た
か
ら

 
私
達
は
夫

で
相
談
し
て

結
局
そ
の
頼
み
を
受
け
入
れ
た
わ

そ

そ
れ
は

 
八
幡
は
顔
を

く
し

何
か
言
お
う
と
し
た
が

理
事
⻑
は
そ
れ
を
制
し
て
話
を
続
け
た

お
金
の
事
は
別
に
い
い
の
よ

あ
の
二
人
が
そ
う
言
う
の
だ
か
ら

必
ず
そ
う
な
る

 
親
の
欲
目
と
言
わ
れ
る
の
を
覚
悟
の
上
で

ま
た

い
言
い
方
を
し
て
し
ま
う
け
れ
ど
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私
達
は

二
人
の
自
慢
の
娘
と

貴
方
の
三
人
に
投
資
を
し
た
の

投
資

で
す
か

え
え

投
資
よ

 
理
事
⻑
は
に

こ
り
と
微
笑
み

更
に
話
を
続
け
た

二
人
は
ま
だ
学
生
だ

た
け
ど

そ
れ
か
ら
は

的
に
会
社
の

に
関
わ
り
始
め
た
わ

 
主
に
私
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う

だ

た
の
だ
け
れ
ど
ね

 
そ
し
て
二
人
が
相
談
を
し
て
決
め
た
案
件
は

こ
と
ご
と
く
会
社
に
利

を
も
た
ら
し
た
の

 
そ
う
し
て
一
年
く
ら
い

た

二
人
が
も
た
ら
し
た
利

の
合
計
は

 
投
資
し
た
分
の
金

を

は
る
か
に
超
え
る

に
な

て
い
た
わ

す

す
ご
い
で
す
ね

 
八
幡
は
そ
の
話
を

き

あ
の
二
人
な
ら
確
か
に
や
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
つ
つ

 
そ
ん
な
平

な
言
葉
を
発
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

私
か
ら
見
て
も

あ
の
二
人
は
す
ご
か

た
わ

特
に
陽
乃
ね

 
私
は
そ
れ
ま
で
陽
乃
の
事
を

確
か
に
優

だ
と
評
価
は
し
て
い
た
の

 
そ
し
て
そ
の
優

な
陽
乃
が

貴
方
を
失

た
事
で
つ
い
に
本
気
を
出
し
た



 第１４７話 理事⻑が語るのは

 
そ
う
思

て
い
た
の
だ
け
れ
ど

そ
れ
は
間
違
い
だ

た

間
違
い

で
す
か

そ
の
間
違
い
に
気
付
か
さ
れ
た
の
は
陽
乃
の
レ
ク
ト
入
り
を

々
認
め
て
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
ね

そ
の
話
は

き
ま
し
た

理
事
⻑
は
反
対
し
た
ん
で
す
よ
ね

ま
あ
当
然
だ
と
思
い
ま
す
け

ど
陽
乃
に
は

治
家
か
会
社
の
社
⻑
ど
ち
ら
か
を
継
い
で
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
か

た
か

ら 
私
の
立
場
だ
と
ど
う
し
て
も
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
か

た
の
だ
け
れ
ど

 
陽
乃
は

々
と

私
達
の
想
定
の
上
を
い

た
わ

 
陽
乃
は
眠
り
続
け
る
貴
方
の
体
の
バ

ク
ア

プ
を
し
つ
つ
先
ず

と
の
太
い
パ
イ
プ
を

し
た

 
そ
し
て
貴
方
が
目
覚
め
て
か
ら
は
貴
方
が
大
切
な
人
を
取
り

す

の
バ

ク
ア

プ
を
し

つ
つ

 
ま

た
く
違
う
職
種
で
あ
る

レ
ク
ト
と
う
ち
の
会
社
と
の
提

を
実
現
さ
せ
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被
害
者
の

援
を

レ
ク
ト
と
共
に
う
ち
の
会
社
に
全
面
的
に
協
力
さ
せ
る
事
で

 
会
社
の
名
声
を
不
動
の
も
の
と
し
そ
の
上
で
レ
ク
ト
の
社
員
と
し
て
の
本
分
も
き

ち
り
果

た
し

 

害

償
を
上
回
る
利

を
レ
ク
ト
に
も
た
ら
し
て
い
る

 
一
体
ど
う
や

た
ら
そ
ん
な
事
が
出
来
る
の
か

正
直
我
が
娘
な
が
ら
恐
ろ
し
い
わ
ね

そ
う
や

て

め
て
話
を

く
と

本
当
に
と
ん
で
も
な
い
で
す
ね

 
八
幡
は
そ
の
話
を

い
て
驚
く
と
共
に
陽
乃
へ
の
尊
敬
の
気
持
ち
を
更
に
確

た
る
も
の

に
し
た

話
が
⻑
く
な

て
し
ま

て
ご
め
ん
な
さ
い
ね

説
明
は
こ
こ
ま
で
だ
か
ら
安
心
し
て
ね

あ
い
え
大
丈
夫
で
す

そ
れ
よ
り
も
お

て
俺
は
ほ
と
ん
ど

て
た
だ
け
な
ん
で
す

が
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

貴
方
が
キ

カ
ケ
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
の
よ

 
と
い
う
か

貴
方
が
あ
の
二
人
の
中
心
な
の

利

々
は
正
直
ど
う
で
も
い
い

 
そ
れ
よ
り
も
私
は
⺟
と
し
て
あ
の
二
人
が
力
を
合
わ
せ
る

を
見
る
事
が
出
来
た
の
が
本
当

に
嬉
し
い
の
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そ
れ
に
ふ
ふ

私
に
逆
ら

て
そ
の
上
で
私
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
実

を
収
め

た
事
も
ね

 
あ
ら

だ

私

た
ら

結
局
利

の
事
を
言

て
し
ま

て
い
る
わ
ね

 
そ
ん
な
理
事
⻑
の

を
見
て
八
幡
は
や

ぱ
り
こ
の
人
も

者
の
前
に
⺟
親
な
ん
だ
な

と 
深
い
感

を

い
た

そ
の
上
で
八
幡
は
こ
う
返
事
を
し
た

そ
れ
で
娘
さ
ん
達
の
成
⻑
を
実
感
出
来
た
な
ら
利

の
事
を
言

た

て
い
い
ん
じ

な
い

で
す
か

 
確
か
に
物
差
し
の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
し
ね

 
あ

何
か
分
か

た
よ
う
な

生
意
気
な
事
を
言

ち

て
す
み
ま
せ
ん

 
謝

た
八
幡
に

理
事
⻑
は
微
笑
み
な
が
ら
言

た

そ
れ
も
こ
れ
も

貴
方
の
お
か
げ
ね

本
当
に
あ
り
が
と
う

い
え

俺
な
ん
か

二
人
と
比
べ
た
ら
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
し

貴
方
は
本
当
に
頑
張

て

大
切
な
人
を
取
り

し
た
ん
で
し

う

 
こ
の
前
会

た
時

二
人
が
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
わ
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そ
の
事
が
う
ち
に
と

て
も
か
な
り
プ
ラ
ス
に
働
い
た
事
も
ま
た

れ
も
な
い
事
実
な
の

よ
仲
間
達
の
力
が
あ

て
こ
そ
で
す
け
ど
ね

そ
れ
で
も
よ

さ

き
も
言

た
け
ど

中
心
は
あ
な
た
な
の
よ

は

は
い

 
理
事
⻑
は
八
幡
の
手
を
と
り

更
に
こ
う
言

た

さ

き
言

た
で
し

う

ハ
ル
姉
さ
ん

て

 
陽
乃
が
貴
方
と
明
日
奈
さ
ん
に
は
そ
の
呼
び
方
を
許
し
て
い
る

そ
れ
は
実
は
す
ご
く
大
事

な
事
な
の
よ

 
陽
乃
に
と

て
あ
な
た
達
は
も
う
完
全
に
身
内
な
の

最
近
の
あ
の
子
は
本
当
に
楽
し
そ
う

 
雪
乃
も
そ
う

あ
の
子
の
笑
顔
を
見
る
の
な
ん
て

何
年
ぶ
り
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い

 
あ
り
が
と
う
比
企
谷
君

あ
な
た
が
い
て
く
れ
て

本
当
に
良
か

た

こ
ち
ら
こ
そ

俺
の
体
を
守

て
く
れ
て

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す

 
八
幡
は
そ
う
言
い

理
事
⻑
の
手
を

た
ま
ま

深
く

を
下
げ
た

 
二
人
の
話
は
そ
れ
で
終
わ

た
の
だ
が
帰
り

に
理
事
⻑
は
八
幡
に
ウ

ン
ク
し
な
が
ら
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一
言
だ
け
言
葉
を
付
け
加
え
た

貴
方
に
は
本
当
は

陽
乃
か
雪
乃
の
ど
ち
ら
か
と
結
婚
し
て
も
ら

て

 
本
当
の
意
味
で
身
内
に
な

て
欲
し
か

た
ん
だ
け
ど
こ
れ
ば

か
り
は
仕
方
が
な
い
わ
ね

 
貴
方
の
事
を
息
子
と
呼
べ
な
く
て
本
当
に
残
念

ふ
ふ

明
日
奈
さ
ん
と
お
幸
せ
に
ね
比

企
谷
君

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

を
か
き
な
が
ら

少
し

を

ら
め
つ
つ
こ
う
返
し
た

ご
期
待
に
応
え
ら
れ
な
く
て
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
そ
の
代
わ
り

い
ず
れ
俺
は
ハ
ル
姉
さ
ん
の
下
で
働
く
つ
も
り
な
の
で

 
そ
の
時
は
俺
を
自
分
の
息
子
だ
と
思

て

山
こ
き
使

て
下
さ
い

 
そ
れ
を

い
た
理
事
⻑
は
嬉
し
そ
う
に
微
笑
み

八
幡
に
手
を

た

そ
れ
で
は
ま
た
ね

比
企
谷
君

は
い

い
ず
れ
ま
た

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
ま
ま
理
事
⻑
室
を
出
た

 
八
幡
は

理
事
⻑
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
柔
ら
か
い
人
だ

た
な
と
思
い
な
が
ら

 
自
分
に
可
能
な
限
り
の

返
し
は
し
よ
う
と

め
て
決
意
し
た
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心
地
よ
い
出
会
い
の
余

を
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の
教
室
へ
と
向
か

た
八
幡
で
あ

た
が

 
教
室
の
前
に
は
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
た

中
に
入
る
の
に
苦
労
す
る
と
思
わ
れ
た

 
だ
が
目
ざ
と
く
八
幡
の

を
見
つ
け
た
明
日
奈
が
八
幡
の
名
前
を
呼
び
手
を

た

間

 
そ
の
人
だ
か
り
は
真

二
つ
に

れ

道
が
出
来
た

 
八
幡
は
勘

し
て
く
れ
と
思
い
な
が
ら
も
そ
の
チ

ン
ス
を
逃
さ
ず
に
ス

と
中
へ
入

た 
教
室
に
入
る
と
そ
こ
は
ま
る
で
少
し
前
に
見
た
光
景
が
再
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

態
に

な

て
い
た

 
明
日
奈
を
中
心
に

そ
れ
を
遠

き
に

め
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
図
で
あ
る

 
要
す
る
に
教
室
は

入
学
式
直
前
の

と

ほ
ぼ
同
じ

態
と
な

て
い
た

す
ま
ん

待
た
せ
た

お
帰
り

理
事
⻑
は
ど
う
だ

た

 
明
日
奈
は
興
味
深
そ
う
に
八
幡
に
質
問
し
た

事
前
の
情
報
と
違

て

す
げ

い
い
人
だ

た

そ

か

う
ん

良
か

た
ね

八
幡
君



 第１４７話 理事⻑が語るのは

 
明
日
奈
は
安
心
し
た
よ
う
に

笑
顔
を
見
せ

八
幡
も
つ
ら
れ
て
笑
顔
を
見
せ
た

理
事
⻑
と
話
し
て
み
て

め
て
俺
が
受
け
た

は
返
さ
な
く
ち

い
け
な
い
な

て

感
し

た
よそ

か

私
も
ハ
ル
姉
さ
ん
に
は
か
な
り
お
世
話
に
な

た
し

 
二
人
で
頑
張

て

返
し
を
し
な
く
ち

だ
ね

そ
う
だ
な

で

こ
れ

て
ど
う
な

て
る
ん
だ

 
八
幡
は
と
り
あ
え
ず
座
り
た
い
と
思
い
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら
言

た

八
幡
の

は

窓

の
一
番
後
ろ
か
な

が
明
日
奈
で

前
が
俺

 
そ
の

が
里
香
で

俺
の
前
が
珪
子

て
感
じ
だ
な

何
だ
よ
そ
の
ご
都
合
主
義
的
な

は

 
キ
リ
ト
の
説
明
を

き

八
幡
は
少
し

れ
た
よ
う
に
言

た

い
や
そ
れ
が
さ
最
初
は
生
徒
の
間
で
好
き
な
場
所
に
名
前
を
書
き
込
む
よ
う
に
な

て
た

ん
だ
け
ど

 
皆
こ

ち
を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
る
ば

か
り
で

誰
も
選
ぼ
う
と
し
な
か

た
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
仕
方
な
く
俺
達
が

先
し
て

を
選
ん
だ
ん
だ
け
ど
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ま
あ
そ
の
つ
い
で
に
ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ

ン
を
確
保
さ
せ
て
も
ら

た

て
感
じ
か
な

そ
う
い
う
事
か

う

ん

あ
ん
ま
り
色
々
と
遠

さ
れ
て
も

逆
に
困
る
ん
だ
が

 
八
幡
は
そ
う
言
い

囲
を
見

し
た
が

 
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は

な
笑
顔
を
向
け
る
だ
け
で
決
し
て
近
付
い
て
来
よ
う
と
は
し
な

か

た
ち

と
他
の
ク
ラ
ス
も

い
て
み
た
ん
だ
け
ど

ど
う
や
ら
攻
略
組
の
連
中
は

 
少
人

ご
と
に

ク
ラ
ス
に
散

て
る
み
た
い
な
ん
だ
よ
な

だ
か
ら
ま
あ
何
て
い
う
か

 
俺
達
に
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く
る
よ
う
な
人
間
は
こ
こ
に
は
い
な
い

て
思

た
方
が
い

い
か
も
な

私
は
も

と

他
の
人
と
も
仲
良
く
し
た
い
ん
だ
け
ど
な

 
明
日
奈
が
少
し

し
そ
う
に

そ
う

い
た

ま
あ

時
間
が
解
決
し
て
く
れ
る
だ
ろ

と
り
あ
え
ず
学
校
生
活
を
皆
で
楽
し
も
う

そ
う
そ
う

先
ず
は
五
人
で
仲
良
く

せ

か
く
違
う
年
齢
な
の
に

同
じ
ク
ラ
ス
に
な
れ
た
ん
で
す
し
ね

 
里
香
が
八
幡
に
同
意
し

珪
子
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
付
け
加
え
た



 第１４７話 理事⻑が語るのは

 
こ
う
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
の
力
関
係
の
影

を
色

く
残
し
た
ま
ま
で
は
あ

た
が

 
五
人
の
学
校
生
活
が
ス
タ

ト
す
る
事
に
な

た
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第
１
４
８
話
 
こ
の
ラ
ブ
レ
タ

の
山
を
見
よ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
入
学
式
か
ら

日

た
あ
る
日
の
夜

里
香
と
珪
子
は

 
お

り
会
と
い
う
名
目
で
明
日
奈
の
部
屋
に
押
し
か
け
て
い
た

 
そ
こ
で
二
人
が
見
た
も
の
は
手

に

も
れ
な
が
ら
手

を
書
い
て
い
る
明
日
奈
の

だ

た

ち

と

何
こ
れ

え

と

ラ
ブ
レ
タ

こ
れ
が
全
部
で
す
か

う

う
ん

 
ラ
ブ
レ
タ

は

通
近
く
あ
る
よ
う
に
見
え

里
香
と
珪
子
は
絶

し
た

 
事
前
の
予
想
よ
り
か
な
り
多
か

た

に

ま

て
し
ま

た
が
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二
人
は
手

が
多
い
事
自
体
に
は
納
得
し
て
い
た

二
人
が
納
得
い
か
な
か

た
の
は

 
今
ま
さ
に

明
日
奈
が
行

て
い
る
作
業
に
つ
い
て
だ

た

あ
の

明
日
奈
さ
ん

も
し
か
し
て

全
員
に
返
事
を
書
い
て
る
ん
で
す
か

う
ん

 
珪
子
は

ま
さ
か
と
思
い
つ
つ
も
一
応
質
問
し
た
が

明
日
奈
は
あ

さ
り
と
そ
う
答
え
た

明
日
奈

あ
ん
た
ね

 
里
香
は

を

え
る
よ
う
な
仕

を
し
な
が
ら
明
日
奈
に
言

た

ま
さ
か

直
接

さ
れ
た
分
ま
で

儀
に
返
事
を
書
い
て
る
ん
じ

な
い
で
し

う
ね

そ

そ
う
だ
け
ど

 
里
香
は
や

ぱ
り
か
と
思
い
な
が
ら

強
い
口
調
で
明
日
奈
に
言

た

そ
ん
な
の
そ
の
場
で
直
ぐ
に
断
り
な
さ
い

で

で
も

失

じ

な
い

 
明
日
奈
は
お
ど
お
ど
し
な
が
ら
上
目
遣
い
で
里
香
を
見
た

 
里
香
は
深
い

息
を
付
き
な
が
ら

明
日
奈
に
言

た

え
ば
下

と
か
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
り

友
達

由
で

さ
れ
た
と
か
の
場
合
な
ら
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断
る

に
出
向
い
た
り

返
事
を
書
い
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 
で
も

直
接

さ
れ
た
場
合

も
し
そ
の
場
で
断
ら
な
い
と

 
相
手
の
立
場
か
ら
し
て
み
れ
ば

希
望
を

え
て
し
ま
う
事
に
も
な
り
か
ね
な
い

 
で
も
明
日
奈
は
絶
対
に
断
る
ん
で
し

そ
れ

て
逆
に
失

じ

な
い

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

明
日
奈
の
性
格
的
に

き
ち
ん
と
返
事
を
し
た
い

て
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
も
分
か
る
よ

 
で
も
そ
れ
が
逆
に
相
手
に
と

て
は

よ
り
残

な
結
果
に
な
る
事
だ

て
あ
る
の
よ

う
ん

ご
め
ん
な
さ
い

 
明
日
奈
は
ど
う
や
ら

か
な
り
反
省
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
里
香
は
こ
こ
で
更
に

目
押
し
を
す
る
事
に
し
た

珪
子

心
の
声
の
役
を
ア
ド
リ
ブ
で
お
願
い

い
い

ア
ス
ナ

よ
く
見
て
い
る
の
よ

こ

心
の
声
で
す
か

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
里
香
は

突
然
一
人
で
小

居
を
始
め
た

八
幡

明
日
奈

帰
り
に
ど
こ
か
に
寄

て
い
か
な
い
か

明
日
奈

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
ラ
ブ
レ
タ

の
返
事
を
書
か
な
い
と
い
け
な
い
の
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あ

も
ち
ろ
ん
断
り
の
返
事
だ
よ

八
幡

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
な

珪
子

心
の
声

は
は
い

八
幡
の
心
の
声
明
日
奈
は
最
近
そ
れ
ば

か
り
だ
な

少
し

し
い

 
明
日
奈
は
珪
子
の
台

を

き

た
よ
う
に
言

た

ご
ご
め
ん
な
さ
い
八
幡
君

し
が
ら
せ
る
つ
も
り
な
ん
か
無
か

た
の

本
当
だ
よ

 
明
日
奈
が
乗

て
き
た
の
を
見
て

里
香
は
し
め
し
め
と
思
い
つ
つ

小

居
を
続
け
た

八
幡

明
日
奈

今
日
は
ど
う
だ

明
日
奈
ご
め
ん
な
さ
い
頑
張

て
断

て
る
ん
だ
け
ど
ど
ん
ど
ん

え
ち

て

八
幡

そ

そ
う
か

明
日
奈
は
も
て
る
か
ら
仕
方
な
い
か

珪
子

 
珪
子
は
少
し
調
子
に
乗

た
の
か

ノ
リ
ノ
リ
で
心
の
声
を

じ
た

八
幡
の
心
の
声

明
日
奈
は
俺
だ
け
に
も
て
て
れ
ば
い
い
の
に

く
そ

な
ん
だ
か
面
白

く
な
い

 
明
日
奈
は
少
し
顔
を

く
し
な
が
ら

必
死
に
主
張
し
た

も

も
ち
ろ
ん
私
も
同
じ
気
持
ち
だ
よ

う
う

 
明
日
奈
の
様
子
を
見
て

里
香
は
こ
れ
が
ト
ド
メ
と
ば
か
り
に
最
後
の
小

居
を
始
め
た
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見
知
ら
ぬ
女
生
徒
あ
の
八
幡
君
良
か

た
ら
こ
の
後
ど
こ
か
に
寄

て
か
な
い

え

だ

誰

 
明
日
奈
は
突
然
の
展
開
に
驚
き
の
声
を
あ
げ
た
が

そ
の
顔
は
少
し

ざ
め
て
い
た

 
里
香
は
そ
ん
な
明
日
奈
は
気
に
せ
ず

技
を
続
行
し
た

八
幡
そ
う
だ
な

本
来
な
ら
今
日
も
明
日
奈
と
一

に
い
れ
る
は
ず
だ

た
ん
だ
が

 
ど
う
し
よ
う
か
な

珪
子

最
後
に
き
つ
い
や
つ

任
せ
て
下
さ
い

八
幡
の
心
の
声

明
日
奈
は
ず

と

返
事
を
書
く
の
に
忙
し
そ
う
だ

か
ら

 
今
日
も
特
に
予
定
も
無
い
し

暇
な
の
に
簡

に
断
る
の
も
失

か
も
し
れ
な
い
な

 
ま
あ
と
り
あ
え
ず
オ

ケ

し
と
く
か

ど
こ
か
に
寄
る
だ
け
な
ら

気
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
し
な

八
幡

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
ど
こ
か
に

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

目
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
明
日
奈
は
叫
び
な
が
ら
里
香
に
掴
み
か
か
り

そ
の
体
を
激
し
く

さ
ぶ

た

 
里
香
は
ち

と
や
り
す
ぎ
た
か
な
と
思
い
つ
つ

明
日
奈
を
な
だ
め
た
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明
日
奈

落
ち
着
い
て

ど

ど

里
香
さ
ん

馬
を
な
だ
め
て
る
み
た
い
に
な

て
ま
す
よ

 
明
日
奈
さ
ん

落
ち
着
い
て
下
さ
い

目
か

明
日
奈
さ
ん

ど

ど

 
珪
子
は
最
初

普
通
に
明
日
奈
を
な
だ
め
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
あ
ま
り

果
が
無
い
と
分
か
る
と

里
香
と
同
じ
よ
う
に

明
日
奈
を
な
だ
め
に
か
か

た

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か

や
が
て
明
日
奈
は
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り

し

 
里
香
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

て
手
を
パ
チ
ン
と
打
ち
合
わ
せ
た
後
に
言

た

は
い

こ
こ
ま
で

 
そ
の
音
と
言
葉
で
明
日
奈
は
我
に
返

た
の
か

ハ

と
二
人
を
見
つ
め
た

 
そ
ん
な
明
日
奈
に
里
香
が
言

た

ど
う

明
日
奈

今
の
が
も
し
か
し
た
ら
あ
る
か
も
し
れ
な
い
未
来
の
ワ
ン
シ

ン
よ

う

だ

ど
う
し
よ
う

ラ
ブ
レ
タ

が
ど
ん
ど
ん

え
続
け
て
る
こ
の

況
だ
と

 
そ
の
場
で
断
る

て
だ
け
じ

本
的
な
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
な

 
あ
ち
な
み
に
明
日
奈
ま
さ
か
メ
ア
ド
と
か
相
手
に
安
易
に
教
え
た
り
は
し
て
な
い
わ
よ
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ね
う
ん

そ
れ
は
大
丈
夫

番

も
メ
ア
ド
も

一
切
誰
に
も
教
え
て
な
い
よ

 
そ
の
明
日
奈
の
返
事
を

い
た
里
香
は

ホ

と
胸
を

で
下
ろ
し
た

と
り
あ
え
ず
今
あ
る
分
の
ラ
ブ
レ
タ

に
関
し
て
は
頑
張

て
断
り
を
入
れ
る
し
か
な
い
と

し
て

 
そ
の
後
は
ど
う
し
た
も
ん
か
な

珪
子

何
か
ア
イ
デ
ア
は
無
い

 
珪
子
は
う

ん
と
考
え
て
い
た
が

ど
う
や
ら
何
か
思
い
つ
い
た
ら
し
く

 
ポ
ン
と
手
を
叩
き

里
香
に
言

た

里
香
さ
ん

木
を

す
な
ら
森
の
中

に
入

て
は

に

え

 
こ
こ
は
一
つ

男
性
の
立
場
か
ら
の
意
見
を

和
人
さ
ん
に

話
で

い
て
み
ま
し

う

そ
の

え
は
ち

と
違
う
気
も
す
る
け
ど

そ
う
だ
ね

い
て
み
る

 
里
香
は

を
取
り
出
し

ス
ピ

カ

モ

ド
に
す
る
と

和
人
に

話
を

け
た

 
す
ぐ
に

話
に
出
た
和
人
に

里
香
は
い
き
な
り

ね
た

も
し
も
し

何
か
あ

た
の

あ

和
人

ち

と

き
た
い
ん
だ
け
ど

私
に
ラ
ブ
レ
タ

が

山
来
た
と
し
て
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そ
れ
を
来
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う

 
そ
の
里
香
の
質
問
の
仕
方
に

珪
子
は
内
心

そ
れ
は
誤
解
さ
れ
る
の
で
は
と

た

 
里
香
は
和
人
が
返
事
を
し
や
す
い
よ
う
に
と
余
計
な
事
を
考
え
自
分
を

と
し
て

げ
た

の
だ

た
が

 
里
香
の
予
想
に
反
し
て

和
人
は
し
ば
ら
く
何
も
言
わ
な
か

た

 
珪
子
は

話
の
向
こ
う
の
和
人
の
表
情
を
想
像
し
ま
あ
何
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
な

と
考
え

 
和
人
に
き
ち
ん
と
事
の

を
説
明
し
よ
う
と
し
た
が

 
先
に
里
香
が
口
を
開
い
た
た
め

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て
し
ま

た

も
し
も
し
和
人

い
て
る

あ

あ
あ

え

と

里
香
に
そ
ん
な
に

山
の
ラ
ブ
レ
タ

が
来
て
る
の
か

 
え
と

当
然

す
ぐ
に
断

て
く
れ
て
る
ん
だ
よ
な

え

私
は
別
に
断

た
り
は
し
て
な
い
ん
だ
け
ど

 
里
香
は

え
話
の
つ
も
り
で
言

た

当
然
そ
ん
な
事
実
は
無
い
の
で

 
安
易
に
そ
う
返
事
を
し
た
が
さ
す
が
に
そ
れ
を

い
た
珪
子
が

て
て
会
話
に
介
入
し
た

ス
ト

プ

ス
ト

プ
で
す
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珪
子

一
体
ど
う

 
里
香
は

突
然
珪
子
が
そ
う
叫
ん
だ
の
で

し
げ
に
珪
子
に

ね
よ
う
と
し
た
が

 
珪
子
は
里
香
を
手
で
制
し

話
の
向
こ
う
の
和
人
に
話
し

け
た

里
香
さ
ん
ス
ト

プ
で
す

和
人
さ
ん

今
か
ら
私
が
ち

ん
と
説
明
す
る
の
で

 
落
ち
着
い
て

い
て
下
さ
い

 
そ
し
て
珪
子
は
事
実
だ
け
を

々
と
和
人
に
説
明
し
今
の
里
香
の
台

が
誤
解
だ
と
指
摘

し
たそ

う
い
う
事
か

す
ご
い
び

く
り
し
た
ぞ

里
香

ご
め
ん

言
わ
れ
て
み
る
と

確
か
に
誤
解
さ
れ
る
よ
ね

ま

ま
あ

俺
は
も
ち
ろ
ん
信
じ
て
た
け
ど
な

和
人
さ
ん

余
計
な
事
は
言
わ
な
い
方
が
⻑
生
き
出
来
ま
す
よ

ご
め
ん
な
さ
い

 
和
人
の
言
葉
に
珪
子
が
即
ツ

コ
ミ
を
入
れ

和
人
は
す
ぐ
に
謝

た

で

ど
う
で
す
か

何
か
い
い
ア
イ
デ
ア
は
あ
り
ま
せ
ん
か

そ
う
だ
な
男
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
か
言
う
ま
で
も
な
く
そ
ん
な
の
簡

に
解
決
出
来
る
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と
思
う
ぞ

そ
う
な
の

 
里
香
が
意
外
そ
う
に

そ
う
和
人
に

き
返
し
た

そ
れ
に
対
し
て
和
人
は
こ
う
答
え
た

あ
あ

簡

な
事
さ

先
ず
は

ク
ラ
ス
の
攻
略
組
の
連
中
に
手
を
回
し
て

 
八
幡
と
明
日
奈
が

い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
と

伝
し
て
も
ら
う

 
あ
い
つ
ら
は
八
幡
に
心

し
て
る
奴
ば

か
り
だ
か
ら
問
題
無
く
協
力
し
て
く
れ
る
と
思
う

 
そ
の
上
で

明
日
奈
が
今
よ
り
も
余
計
に
八
幡
に
く

つ
い
て

 
二
人
が
カ

プ
ル
だ

て
所
を

り
に
見
せ
付
け
れ
ば
い
い

 
そ
う
す
れ
ば
明
日
奈
に
ラ
ブ
レ
タ

を
出
そ
う
と
考
え
る
奴
な
ん
て
す
ぐ
に
い
な
く
な
る
と

思
う
ぞ

 
そ
の
和
人
の
意
見
を

い
た
明
日
奈
は

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
言

た

え

で
も

そ
ん
な
の
恥
ず
か
し
い

人
前
で
い
ち

い
ち

す
る
な
ん
て

 
そ
の
明
日
奈
の
台

に
は

即
座
に
和
人
と
珪
子
か
ら
ツ

コ
ミ
が
入

た

お
い
明
日
奈

お
前
が
言
う
な

お
ま
ゆ
う
だ

お
ま
ゆ
う

明
日
奈
さ
ん

ど
う
考
え
て
も
そ
の
発
言
は
ダ
ウ
ト
で
す
よ

ダ
ウ
ト
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そ
し
て
里
香
に
至

て
は

物
理
的
に
ツ

コ
ミ
を
入
れ
て
い
た

明
日
奈

ど
の
口
が
そ
れ
を
言
う
の
か
な

か
な

 
里
香
は
明
日
奈
の
ほ

た
を
摘
ん
で

に
引

張
り
明
日
奈
は
涙
目
で
里
香
に
抗
議
し

た
り
ひ

ほ

ひ

を
つ
ね
る
の
は
ら
め

わ
ひ

た
わ
ひ

た
ひ

ら

 
明
日
奈
は
ほ

た
を
里
香
に
摘
ま
れ
た
ま
ま
作
戦
の
実
行
に
同
意
し

 
次
の
日
か
ら
作
戦
が
実
行
に
移
さ
れ
る
事
と
な

た

も
ち
ろ
ん
八
幡
に
は
何
も
知
ら
さ
れ
て

い
な
い

 
明
日
と
明
後
日
の
前
半
で
ゲ
ス
ト
が

場
し
ま
す
が
今
後
活
躍
の
機
会
は
ほ
と
ん
ど
無
い

と
思
い
ま
す



 第１４９話 彼女の事情

 
第
１
４
９
話
 
彼
女
の
事
情

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
結
局
そ
の
日
の
三
人
の
お

り
会
は
中
止
と
な

た

 
こ
れ
は

里
香
と
珪
子
が
明
日
奈
に
色
々
と

き
込
ん
だ
結
果

 
明
日
奈
が
ふ
ん
す

と

息
を
荒
く
し
て
朝
一
で
比
企
谷
家
に
向
か
う
と
宣
言
し
た
か

ら
で
あ

た

 
明
日
奈
は
小
町
に
連

を
入
れ
家
の
場
所
を
確
認
す
る
と
明
日
に
備
え
て

め
に
眠
り
に

つ
い
た

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝

く

明
日
奈
は
目
を
覚
ま
す
と

ご
そ
ご
そ
と
色
々
準
備
を
始
め
た

 
準
備
を
終
え
た
明
日
奈
は

物
を
確
認
し

制
服
に
着

え
る
と

 
寮
を
出
て

に
乗
り

比
企
谷
家
の
最
寄

に
降
り
立
ち

 

で
地
図
を
見
な
が
ら

目
的
地
を
目
指
し
て
歩
き
始
め
た
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こ
こ
が
八
幡
君
の

ん
で
い
る
町
か

 
明
日
奈
は
興
味
深
げ
に

り
を
見
な
が
ら
歩
き

つ
い
に
目
的
地
近
く
へ
と
た
ど
り
着
い
た

多
分
こ
の

り

八
幡
君
の
家
は

え

と

 
そ
の
明
日
奈
の

き
が

こ
え
た
の
か

直
前
に
す
れ
違

た
女
性
が

 
ピ
タ
リ
と
足
を
止
め
て
明
日
奈
に
話
し
か
け
て
き
た

ご
め
ん

ち

と
い
い
か
な

今

い
て
た
八
幡

て

も
し
か
し
た
ら
比
企
谷
八
幡
の

事
あ

う
ん

 
明
日
奈
は
八
幡
君
の
知
り
合
い
か
な
と
思
い
な
が
ら
そ
の
同
年
代
に
見
え
る
女
性
に
返

事
を
し
た

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

あ

私
は

本
か
お
り

比
企
谷
の
中
学
の
同
級
生
か
な

 
も
し
比
企
谷
の
家
を
探
し
て
る
ん
だ

た
ら

良
か

た
ら
私
が
案
内
し
よ
う
か

 
そ
の
変
わ
り

ち

と
お
願
い
が
あ
る
ん
だ
け
ど

あ

私
は
結
城
明
日
奈
で
す

 
明
日
奈
は

案
内
し
て
も
ら
え
る
の
は
助
か
る
な
と
思
い
つ
つ
も
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ど
ん
な
お
願
い
な
の
か

少
し

し
つ
つ

か
お
り
に
質
問
を
し
た

え

と

お
願
い
の
内
容
次
第

か
な

 
そ
れ
を

い
た
か
お
り
は

表
情
を
や
や
真
面
目
な
も
の
に
変
え

こ
う
言

た

も
し
貴
方
が

こ
れ
か
ら
比
企
谷
の
家
に
行

て

比
企
谷
に
会
う
の
な
ら

 
ち

と
だ
け
私
に
も
会
わ
せ
て
欲
し
い
の

絶
対
に
迷
惑
は
か
け
な
い

て
約
束
す
る
か

ら

お
願
い

 
か
お
り
は
そ
う
言

て

明
日
奈
に

を
下
げ
た

明
日
奈
は
と
ま
ど
い
つ
つ
も

 
か
お
り
の
事
は
八
幡
か
ら

い
た
事
が
無
か

た

し
く
説
明
し
て
く
れ
と
か
お
り
に
頼

ん
だえ

と
ね

私
と
比
企
谷
は

中
学
こ
そ
一

だ

た
け
ど
高
校
は
別
だ

た
し

 
特
に
親
し
い
わ
け
じ

な
か

た
の

で
も
二
年
前
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
キ

カ
ケ

に 
普
通
に
言
葉
を
交
わ
せ
る

度
に
は
仲
良
く
な
れ
た
と
私
は
思

て
た
の

 
と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
に
比
企
谷
は
そ
の

ゲ

ム
か
ら
出
ら
れ
な
く
な

ち

た
じ

な
い
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私
が
そ
の
事
を

い
た
の
は

少
し
後
だ

た
ん
だ
け
ど
ね

 
で

先
日

プ
レ
イ
ヤ

が
皆
解
放
さ
れ
た

て
ニ

ス
を
見
て

 
比
企
谷
が
無
事
だ

た
の
か
す
ご
く
気
に
な

て

 
た
ま
た
ま
番

を
知

て
い
た
一
色
さ
ん

て
人
に

話
を
し
て

 
安
否
を
知

て
い
る
か

ね
た
ら

無
事
だ

た

て
教
え
て
も
ら
え
て
ね

 
明
日
奈
は
い
ろ
は
の
名
前
が
出
て
き
た

知
り
合
い
と
い
う
の
は
本
当
だ
ろ
う
と
思

た

 
ち
な
み
に

も
し
か
し
た
ら
恋
の
ラ
イ
バ
ル

場

と
い
う

感
が
同
時
に
芽
生
え
た
の

は 
年

の
女
の
子
に
と

て
は

仕
方
が
無
い
事
だ
ろ
う

で
ね

そ
れ
を

い
て

す
ご
く
安
心
し
た
ん
だ
け
ど

 
そ
う
し
た
ら
次
は

せ
め
て
直
接
お
か
え
り

て
言
い
た
い
な

て
思

ち

て
ね

 
中
学
の
時
の
同
級
生
の
男
の
子
に
比
企
谷
の
家
の
場
所
を

い
て

 
何
度
か
家
の
前
ま
で
行

た
り
し
た
ん
だ
よ
ね

 
で
も

そ
ん
な
に
親
し
く
も
な
か

た
私
が

い
き
な
り
家
に
押
し
か
け
る
の
も
な

 
な
ん
て

回
思

ち

て

い
つ
も
呼
び

を
押
す
勇
気
が
出
な
か

た
の
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だ
か
ら
貴
方
と
一

な
ら

私
も
勇
気
が
出
る
か
も

て
思

て

な
る
ほ
ど

 
明
日
奈
は
事
情
を

い
て
納
得
し
た

同
時
に
か
お
り
の
表
情
を
観
察
し

 
ど
う
や
ら
恋
の
ラ
イ
バ
ル
で
は
無
さ
そ
う
だ
と
安
心
し
た

か
お
り
に
案
内
を
頼
む
事
に
し

た
分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

一

に
行
き
ま
し

う

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
案
内
す
る
ね

こ

ち
こ

ち

う
ん

 
二
人
は
会
話
を
し
な
が
ら

連
れ
立

て
八
幡
の
家
へ
と
向
か

た

私
の
事
は

か
お
り

て
呼
ん
で
ね

あ

そ
れ
じ

あ

私
の
事
も
明
日
奈
で

よ
ろ
し
く
ね

明
日
奈

う
ん

よ
ろ
し
く
ね

か
お
り

そ
れ
で
ね

ち

と

き
た
い
事
が
あ

た
ん
だ
よ
ね

う
ん

何
で
も

い
て
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え

と
ね

 
か
お
り
は

明
日
奈
に
い
く
つ
か
質
問
し
た
い
事
が
あ

た
よ
う
で

 
少
し
た
め
ら
い
な
が
ら
も

明
日
奈
に

ね
た

答
え
に
く
か

た
ら
別
に
答
え
な
く
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
さ

 
こ
ん
な
朝

く
に

比
企
谷
の
家
に
何
の
用
事
が
あ
る
の
か
な

て
思

て

あ

確
か
に
そ
う
思
う
よ
ね

え

と
ね
八
幡
君
と
一

に
学
校
に
行
こ
う
と
思

た
の

あ
 
か
お
り
は
何
か
に
気
付
い
た
の
か

ピ
タ

と
足
を
止
め

明
日
奈
に
言

た

そ
の
制
服

見
た
事
無
い
な

て
思

て
た
け
ど

比
企
谷
と
一

に

て
事
は

う
ん

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
帰
還
者
が
通
う
学
校
の
制
服
だ
よ

そ

か

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
も
あ
の
ゲ

ム
を

う
ん

ご
め
ん

私

明
日
奈
に
無
神

な
質
問
を

 
か
お
り
の
表
情
が

し

無
さ
そ
う
な
表
情
に
変
化
し
て
い
く
の
を
見
て

 
明
日
奈
は

て
て
か
お
り
に
言

た
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そ
ん
な
顔
し
な
い
で

確
か
に
つ
ら
い
事
も
多
か

た
け
ど

楽
し
い
事
だ

て
い

ぱ
い

あ

た
ん
だ

 
八
幡
君
に
出
会
え
た
の
も
そ
の
お
か
げ
だ
し
ね

だ
か
ら
普
通
に
接
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

な 
質
問
も
普
通
に
し
て
く
れ
た
方
が
嬉
し
い

 
か
お
り
は
そ
れ
を

き

自
分
の

を
両
手
で
パ
チ
ン
と
叩
く
と

明
日
奈
に
言

た

分
か

た

変
な
事
を
言

て
ご
め
ん
ね

明
日
奈

う
う
ん

気
に
し
な
い
で
何
で
も
質
問
し
て
ね

か
お
り

う
ん

 
か
お
り
が
や

と
笑
顔
を
見
せ
た

明
日
奈
も
つ
ら
れ
て
微
笑
ん
だ

 
そ
し
て
か
お
り
は

明
日
奈
に
質
問
を
続
け
る
事
に
し
た

校
の
お
誘
い

て
事
は

明
日
奈
は
も
し
か
し
て

比
企
谷
の
彼
女
な
の

 
そ
れ
は
か
な
り
ス
ト
レ

ト
な
質
問
だ

た
が

明
日
奈
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
即
答
し
た

う
ん

 
か
お
り
は

そ
ん
な
明
日
奈
を
眩
し
そ
う
に
見
つ
め
た
後

感

深
げ
に
言

た
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そ

か

あ
の
比
企
谷
に
も
つ
い
に
彼
女
が

う
ん

何
か
私
も
す
ご
く
嬉
し
い

 
ね

明
日
奈

今
の
比
企
谷

て
ど
ん
な
感
じ
な
の

と

て
も
頼
り
に
な

て

と

て
も
優
し
い
よ

私
も
何
度
も
助
け
て
も
ら

た
よ

 
ま
あ

普

は
基
本
的
に

と

て
も
ぶ

き
ら
ぼ
う
な
ん
だ
け
ど
ね

あ

そ
れ
あ
る

 
か
お
り
は

何
度
も
見
た

八
幡
の
ぶ

き
ら
ぼ
う
な
態
度
を
思
い
出
し

 
懐
か
し
さ
を
覚
え

そ
う
言

た

で
も

比
企
谷
と
明
日
奈
が
二
人
と
も
無
事
で

本
当
に
良
か

た

て
思
う

 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は

嬉
し
そ
う
に
か
お
り
に
言

た

八
幡
君
と

そ
の
友
達
の
和
人
君
と

そ
れ
と

山
の
仲
間
と
一

に
頑
張

た
か
ら

 
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
す
る
事
が
出
来
た
ん
だ
よ
ね

 
お
か
げ
で
今
日

こ
う
し
て
か
お
り
と
出
会
う
事
も
出
来
た
よ

 
そ
れ
を

い
た
か
お
り
は

で
流
れ
て
い
る
噂
を
思
い
出
し
た

あ

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
噂
で

い
た
ん
だ
け
ど
ゲ

ム
の
ク
リ
ア
に
最
も

し
た

て
い
う
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三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
一
人
が

比
企
谷
だ

た
り
す
る
の

え

そ
ん
な
話
が
噂
に
な

て
る
ん
だ

私
が
今
言

た
事
は

絶
対
内

で
お
願
い

 
明
日
奈
は
ま
さ
か

そ
ん
な
噂
が
流
れ
て
い
る
と
は
思

て
い
な
か

た

 

た
よ
う
に
か
お
り
に
言

た

う
ん
も
ち
ろ
ん
だ
よ

そ

か

比
企
谷
が

で
も
う
一
人
が
そ
の
和
人

て
人
で

 
後
一
人
は
も
し
か
し
て
明
日
奈
だ

た
り

う

う
ん

噂
が
三
人

て
な

て
る
な
ら

最
後
の
一
人
は
多
分
私
か
も

 
か
お
り
は
冗
談
の
つ
も
り
で
言

た
の
だ
が

明
日
奈
が

定
し
た

驚
愕
し
た

あ

明
日
奈

て
強
い
ん
だ

あ

う
ん

ま

ま
あ

 
明
日
奈
が

を

め
て
そ
う
答
え
た
の
を
見
て

か
お
り
は
嬉
し
く
な

た
の
か

 
い
き
な
り
明
日
奈
の
手
を

り

ぶ
ん
ぶ
ん
と
上
下
に

た

す
ご
い
す
ご
い

 
か
お
り
は

満
面
の
笑
み
を
見
せ

更
に
こ
う
言

た
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明
日
奈

私
と
友
達
に
な

て
よ

そ
れ
で
今
度

も
し
良
か

た
ら

 
楽
し
か

た
方
の
話
を

い

ぱ
い

か
せ
て

 
そ
の
か
お
り
の

し
出
に
明
日
奈
も
自
然
と
笑
顔
に
な
り
言
葉
が
自
然
と
口
を
つ
い
て
出

た
う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
つ
い
に
比
企
谷
家
の
前
に
到
着
し
明
日
奈
は
少
し

張
し
な
が
ら
呼
び

を

押
し
た

 
次
の

間

す
ぐ
に
ド
ア
が
開
き

中
か
ら
小
町
が
飛
び
出
し
て
き
た

お
姉
ち

ん

待

て
ま
し
た

 
小
町
は
明
日
奈
に

き
付
い
た
が

そ
の
小
町
の
顔
の
す
ぐ
目
の
前
に

 
明
日
奈
の
す
ぐ
後
ろ
に
立

て
い
た
か
お
り
の
顔
が
あ
り

二
人
の
目
が
合

た

あ

あ
れ

も
し
か
し
て

か
お
り
さ
ん
で
す
か

あ

あ
は

小
町
ち

ん

久
し
ぶ
り

 
そ
の
後
明
日
奈
と
か
お
り
は

小
町
に
事
の

を
説
明
し

 
小
町
も
以
前
八
幡
か
ら

か
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
時
の
話
を
思
い
出
し
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中
学
時
代
の
よ
う
に
か
お
り
が
八
幡
を

付
け
る
よ
う
な
事
は
も
う
し
な
い
だ
ろ
う
と
判
断

し
た

 
無
事
に
か
お
り
も

比
企
谷
家
に
入
る
事
が
許
さ
れ
た
の
だ

た
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第
１
５
０
話
 
さ
す
が
は
お
姉
ち

ん

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お

お

魔
し
ま
す

お

魔
し
ま

す

 
明
日
奈
と
か
お
り
は
家
に
入
る
と
や
や

張
し
な
が
ら
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ

に

け
た

 
そ
こ
に
は
他
に
誰
も
い
な
か

た

明
日
奈
は
小
町
に

ね
た

小
町
ち

ん

お

様
と
お
⺟
様
と
八
幡
君
は

ふ
ひ

小
町
ち

ん

 
小
町
が
変
な
声
を
あ
げ
た

明
日
奈
は
小
町
の
様
子
を
う
か
が

た

 
小
町
は

る

る
と

え
な
が
ら

を
取
り
出
し

何
か
操
作
し
た
か
と
思
う
と

 

の
画
面
を
明
日
奈
に
向
け
な
が
ら
こ
う
言

た
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お

お
姉
ち

ん

今
の
台

を
こ
の
画
面
に
向
か

て
も
う
一
回
お
願
い
し
ま
す

え

あ

う
ん

え

と

小
町
ち

ん

お

様
と
お
⺟
様
と
八
幡
君
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お

様
お
⺟
様

き
ま
し
た

 
小
町
が
興
奮
ぎ
み
に
そ
う
言
い

明
日
奈
は
目
が
点
に
な

た

 
か
お
り
も

況
が
分
か

て
い
な
か

た
が

今
の
や
り
取
り
を
面
白
い
と
思

た
の
か

 
笑
い
を
こ
ら
え
つ
つ

そ
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た

こ

小
町
ち

ん

一
体
ど
う
し
た
の

最
初
か
ら
説
明
し
ま
す

お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
は

明
日
奈
さ
ん
が
来
る
と
知

て

 
仕
事
に
行
き
た
く
な
い
今
日
は
休
む
と
二
人
揃

て
だ
だ
を
ご
ね
た
の
で
小
町
が
追
い
出

し
ま
し
た

 
そ
の
代
わ
り
に
お
姉
ち

ん
の
事
を
動
画
に

て
後
で
見
せ
て
あ
げ
る
と
約
束
し
た
の

で
すそ

そ
う
な
ん
だ

今
の
動
画
を
見
た

間

二
人
と
も
狂
喜
す
る
に
違
い
な
い
の
で
す

 
こ
れ
で
小
町
の
お
小
遣
い
も
ア

プ
す
る
事
間
違
い
な
し
の

ウ

ン
ウ

ン
な
の
で
す
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イ

イ

そ
れ
あ
る

イ

イ

 
小
町
に
つ
ら
れ
た
の
か

か
お
り
が
小
町
に
親
指
を
立
て

そ
う
言

た

 
小
町
も
親
指
を
立
て
な
が
ら

イ

イ
と
か
お
り
に
返
し
た

 
そ
の
直
後
に

声
を

き
つ
け
た
の
か

二

か
ら
八
幡
が
降
り
て
き
た

小
町

分
と
楽
し
そ
う
だ
け
ど

ど
う
し
た

お
兄
ち

ん

ま
だ
眠
い
ん
だ
が

 
八
幡
は
パ
ジ

マ
の
ま
ま
ポ
リ
ポ
リ
と

を
か
き
な
が
ら
リ
ビ
ン
グ
の
ド
ア
を
開
け
つ
つ

言

た

 
そ
し
て
中
の
様
子
を
見
た
八
幡
は

ん

と
い
う
風
に
首
を
か
し
げ
な
が
ら

再
び
小
町
に

言

た
小
町

お
兄
ち

ん
に
は
部
屋
に
明
日
奈
が
い
る
よ
う
に
見
え
て
る
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
お
兄
ち

ん

ま
だ
夢
を
見
て
る
み
た
い
だ
か
ら

ち

と
も
う
一
回

て
く

る 
そ
う
言

て
く
る
り
と
身
を

し
ド
ア
を

め
よ
う
と
し
た
八
幡
の
手
を
明
日
奈
が
掴
ん

だ
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八
幡
君
お
は
よ
う

ほ
ら

私
だ
よ
私

本
物
本
物

 
明
日
奈
は
八
幡
に
必
死
で
本
物
ア
ピ

ル
を
し
た
が
八
幡
は
ま
だ
ぼ

と
し
て
い
る
よ

う
だ

た

 
明
日
奈
は
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
た

今
は
人
目
も
あ
る

き
つ
い
た
り
す
る
の
は

で

あ
る

 
そ
れ
じ

あ
こ
こ
は

あ
の
手
で
い
こ
う
か
な

と
決
断
し
た
明
日
奈
は

 
八
幡
に
向
け
て

い
声
で
言

た

ハ
チ
マ
ン
君

ス
イ

チ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

八
幡
の
意
識
は
一
気
に
覚

し
た

 
八
幡
は
戦
闘
態
勢
を
と
り

敵
の

を
求
め
て

り
に

い

線
を
飛
ば
し
た
が

 
こ
こ
が
リ
ビ
ン
グ
で
あ
る
事
を
認
識
し
た
の
か
八
幡
は
す
ぐ
に
戦
闘
態
勢
を
解
き
明
日
奈

に
言

た

お
ど
か
す
な
よ
ア
ス
ナ

て

明
日
奈

お
は
よ
う

八
幡
君

お
う

お
は
よ
う
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そ
ん
な
二
人
を
見
て

小
町
が

い
た

さ
す
が
は
お
姉
ち

ん

あ
の

き
の
悪
い
お
兄
ち

ん
を
こ
ん
な
に
簡

に

こ
す
な

ん
て何

か
す
ご
か

た
ね

 
か
お
り
も
そ
う

き
そ
の
声
を

い
た
八
幡
は
ぐ
る
り
と
明
日
奈
を
見
て
小
町
を
見
て

 
そ
の

線
が

か
お
り
の
顔
を
見
て
静
止
し
た

ん

あ
れ

も
し
か
し
て

本
か

う
ん

比
企
谷

久
し
ぶ
り

お

お
う

久
し
ぶ
り

ん

今
の

況
が

ま

た
く
理
解
出
来
な
い
ん
だ
が

 
八
幡
は

何
と
か

況
を
理
解
し
よ
う
と
考
え
込
ん
だ
が

当
然
思
い
つ
く
は
ず
も
な
い

 
そ
ん
な
八
幡
に

本
が
嬉
し
そ
う
に
言

た

ご
め
ん

た
ま
た
ま
こ
の
家
を
探
し
て
た
明
日
奈
と
知
り
合

て

 
案
内
つ
い
で
に
私
が
勝
手
に
押
し
か
け
ち

た
ん
だ

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
以
来
だ
ね

本
当
に
無
事
で
良
か

た

お
帰
り

比
企
谷

 
か
お
り
の
笑
顔
が
心
か
ら
の
笑
顔
に
思
え
た
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八
幡
は
き

と
ん
と
し
つ
つ
も

き
ち
ん
と
か
お
り
に
お

を
言

た

あ
り
が
と
な

本

ま
だ
完
全
に
は

況
が
分
か

て
な
い
ん
だ
が

 
も
し
か
し
て

そ
れ
を
言
う

に
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
た
の
か

う
ん

家
の
前
に
は
何
回
か
来
た
ん
だ
け
ど

そ
ん
な
に
親
し
く
な
い
私
と
し
て
は

 
ど
う
し
て
も
呼
び

を
押
す
勇
気
が
出
な
く
て
ね

そ
う
か

な
ん
か
す
ま
ん

 
八
幡
は

穏
や
か
な
口
調
で
か
お
り
に
そ
う
言

た

 
過
去
の
い
き
さ
つ
は
ど
う
あ
れ

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
少
し
話
せ
る
よ
う
に
な
り

 
こ
う
し
て
今
ま
た
来
て
く
れ
た
事
が

八
幡
は
素
直
に
嬉
し
か

た

そ
れ
じ

あ
部
外
者
の
私
が
あ
ん
ま
り
⻑
居
す
る
の
も
あ
れ
だ
か
ら
私
は
そ
ろ
そ
ろ
行
く
ね

お
う

そ
う
か

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
な

本

う
ん

あ

そ
う
だ

明
日
奈

比
企
谷

良
か

た
ら
ア
ド
レ
ス
を
教
え
て
く
れ
な
い

 
今
度
も
し
機
会
が
あ

た
ら

ま
た
話
し
た
い
し
ね

 
そ
の
か
お
り
の

し
出
を
受
け
て

二
人
は
か
お
り
と
連

先
を
交
換
し
た

 
交
換
を
終
え
る
と

か
お
り
は
満
足
そ
う
な
笑
み
を

か
べ
な
が
ら

関
を
出
て
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く
る

と

り
返
る
と

三
人
に
手
を

た

そ
れ
じ

ま
た
ね

お
う

ま
た
な

か
お
り

ま
た
ね

か
お
り
さ
ん

お
気
を
つ
け
て

 
そ
し
て
後
に
残

た
三
人
は
リ
ビ
ン
グ
へ
と

り

ソ
フ

へ
と

け
た

本
は
相
変
わ
ら
ず
元
気
い

ぱ
い
だ

た
な

ち

と
も
変
わ

て
な
か

た
わ

 
そ
れ
に
し
て
も

気
が
つ
い
た
ら
明
日
奈
と

本
が
目
の
前
に
い
た
か
ら

 
ち

と
び

く
り
し
た
な

今
日
は
一
体
ど
う
し
た
ん
だ

明
日
奈

え

と
ね
八
幡
君
と
一

に
学
校
に
行
こ
う
と
思

て

き
し
て
こ
こ
ま
で
来
て
み
た

の 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

か
ん
と
し
な
が
ら
言

た

そ
れ
で
わ
ざ
わ
ざ
寮
か
ら
こ
こ
ま
で

嬉
し
い
ん
だ
が

 
そ
う
い
う
事
な
ら
今
度
は
俺
が
迎
え
に
い
く
か
ら

あ
ま
り
無
理
す
る
な
よ

明
日
奈

さ
す
が
に

日
だ
と
大
変
だ
け
ど

た
ま
に
な
ら
大
丈
夫
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い
い
運
動
に
も
な

た
し

八
幡
君
の

ん
で
い
る
町
も
見
れ
た
し
ね

ん

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
な
ら

わ
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
後
八
幡
は

小
さ
な
声
で
ボ
ソ

と
言

た

俺
も
嬉
し
い
し
な

 
そ
の
声
は
明
日
奈
に
は

か
ず

明
日
奈
は

ん

と
首
を

げ
た
だ
け
だ

た
が

 
し

か
り
と

い
て
い
た
小
町
が

即
座
に
明
日
奈
に
言

た

お
姉
ち

ん

お
兄
ち

ん
は
今
ボ
ソ

と

俺
も
嬉
し
い
し
な

て
言

て
ま
し
た

そ
う
な
ん
だ

う
ん

私
も
嬉
し
い
よ

 
明
日
奈
は
そ
う
答
え
恥
ず
か
し
く
な

た
八
幡
は
小
町
に

み
が
ま
し
い
目
を
向
け
な
が

ら
言

た

小
町
ち

ん
お
兄
ち

ん
恥
ず
か
し
い
か
ら
た
ま
に
は
気
を
遣

て
ス
ル

し
て
あ
げ
て

ね
え

だ

て
小
町

お
兄
ち

ん
よ
り
お
姉
ち

ん
の
方
が
好
き
だ
か
ら

 
お
姉
ち

ん
が
喜
ぶ
事
は
き
ち
ん
と
伝
え
な
い
と

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は
当
然
落
ち
込
ん
だ
が
小
町
は
そ
ん
な
八
幡
に
は
目
も
く
れ
な
か

た



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

そ
う
そ
う

そ
れ
で
ね
お
姉
ち

ん

ち

と
見
て
も
ら
い
た
い
部
屋
が
あ
る
の

 
小
町
は
明
日
奈
の
手
を
と
り

明
日
奈
を
二

に
あ
る

と
あ
る
部
屋
へ
と
案
内
し
た

小
町
ち

ん

こ
こ
は

じ

ん

こ
こ
は

お
姉
ち

ん
の
部
屋
に
な
る
予
定
の
部
屋
で
す

え

そ
う
な
の

う
ち
の
両
親
が

楽
し
そ
う
に
基
本
的
な
家

だ
け
揃
え
ま
し
た

 
な
の
で

い
つ

ま
り
に
来
て
く
れ
て
も
小
町
的
に
は
全
然
オ

ケ

で
す

こ
こ
が

私
の
部
屋

 
そ
の
部
屋
は

ま
だ
ベ

ド
と

服
ダ
ン
ス
と

台
が
あ
る
だ
け
の

 
本
当
に
シ
ン
プ
ル
な

態
だ

た
が
明
日
奈
は
と
て
も
嬉
し
く
な
り
興
奮
ぎ
み
に
言

た

う
わ

う
わ

あ
り
が
と
う

小
町
ち

ん

気
に
入

て
も
ら
え
る
と

小
町
も
嬉
し
い
で
す

お
姉
ち

ん

 
今
度
一

に

か
い
も
の
を
色
々
と

い
に
行
き
ま
し

う

う
ん

 
そ
し
て
二
人
が
リ
ビ
ン
グ
に

る
と
そ
こ
で
は
八
幡
が
簡

な
朝
食
を
三
人
分
料
理
し
て
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い
た時

間
的
に
ま
だ
二
人
と
も
何
も
食
べ
て
な
い
だ
ろ

今
朝
食
が
出
来
る
か
ら

待

て
て
く

れ 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は

ハ

と
し
な
が
ら
言

た

そ
う
だ

実
は
私
も
朝
食
を
作
ろ
う
と
思

て

材
料
を
持

て
き
た
ん
だ
よ
ね

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
れ
は

明
日
に
で
も
頼
む
わ

明
日

あ
 
八
幡
は
し
ま

た
と
思
い

て
て
明
日
奈
に
言
い

を
し
た

す
ま
ん

つ
い

一

に

ら
し
て
た
時
の
ノ
リ
で

つ
い
明
日
と
か
言

ち
ま

た

 
明
日
奈
は
そ
れ
を

く
と

即
座
に
決
断
し

八
幡
に
言

た

う
ん

そ
う
す
る

今
夜

ま
り
に
来
る
ね

えや

た

お
姉
ち

ん
が
初
め
て
の
お

り
だ

 
明
日
奈
が
い
き
な
り
そ
ん
な
事
を
言
い

八
幡
は
絶

し

小
町
は
と
て
も
喜
ん
だ
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い
や

し
か
し
だ
な

明
日
奈
の
ご
両
親
が
ど
う
思
う
か

大
丈
夫

八
幡
君
の
ご
両
親
も
一

だ
し

ち

ん
と
説
得
す
る
か
ら

で
も
な

大
丈
夫

ち

ん
と
説
得
す
る
か
ら

あ

は
い

 
八
幡
は

明
日
奈
の
迫
力
に
押
さ
れ

つ
い
に
引
き
下
が

た

 
そ
し
て
三
人
は
仲
良
く
会
話
を
し
な
が
ら
朝
食
を
終
え
学
校
へ
と
向
か
う
事
に
し
た
の
だ
た
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第
１
５
１
話
 
作
戦
開
始

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
バ
ス
に
乗
り

に
着
く
と

小
町
が
ま
ず
そ
こ
で
別
れ
る
事
に
な

た

そ
れ
じ

お
姉
ち

ん

今
夜
は
家
で
待

て
ま
す
ね

う
ん

 
家
を
出
て
か
ら
こ
こ
ま
で

会
話
を
し
て
い
た
の
は
主
に
明
日
奈
と
小
町
で
あ
り

 
八
幡
は
や
や

の
外

態
だ

た
た
め

 
八
幡
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
小
町
に
対
し
て
お
兄
ち

ん
ア
ピ

ル
を
し
た

小
町
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
な

も
し
何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
お
兄
ち

ん
に
連

す

る
ん
だ
ぞ

 
そ
れ
に
対
し
て
小
町
は

か
な
り

当
に
返
事
を
し
た

あ

は
い
は
い

う
ん

気
を
付
け
る
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次
に
小
町
は

少
し
真
面
目
な
顔
に
な
り

続
け
て
八
幡
に
言

た

お
兄
ち

ん
は
お
義
姉
ち

ん
が
万
が
一
に
も
危
険
な
目
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し

か
り
し

て
ね

 
も
し
お
義
姉
ち

ん
に
何
か
あ

て

今
夜
来
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
に
な

た
ら

 
最
後
に
小
町
が
と
ん
で
も
な
い
殺
気
を
放
ち
な
が
ら
そ
う
言
い

 
八
幡
は
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
み
な
が
ら

恐
る
恐
る
小
町
に

き
返
し
た

な

た
ら

小
町
の
知
る
限
り
の
お
兄
ち

ん
の
女
関
係
の
話
を
全
部
お
義
姉
ち

ん
に
バ
ラ
す
か
ら
ね

そ
ん
な
の
俺
に
あ
る
わ
け

 
小
町
が
ド
ス
の
き
い
た
声
で
そ
う
言
い

 
八
幡
は

心
当
た
り
が
無
い
と
抗
議
し
よ
う
と
し
た
が

明
日
奈
が
そ
れ
に
食
い
つ
い
た

え

え

何
そ
れ
小
町
ち

ん

お
義
姉
ち

ん
今
す
ぐ

き
た
い
な

 
小
町
は
そ
の
迫
力
に
や
や
気
圧
さ
れ
つ
つ
も

何
と
か
笑
顔
を
作

て
明
日
奈
に
言

た

大
丈
夫
で
す
お
義
姉
ち

ん

全
て
フ
ラ
れ
た
話
で
す
か
ら

 
明
日
奈
は
そ
れ
を

き

納
得
し
た
よ
う
に

き
な
が
ら

小
町
に
言

た
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あ

そ

か
そ

か

ま

た
く
男
を
見
る
目
が
無
い

愚
か
な
人
達
の
話
か

 
そ
れ
な
ら
ま
あ

く
価

も
特
に
無
い
ね

 
ま
あ
私
も
興
味
が
無
い
わ
け
じ

な
い
か
ら
八
幡
君
に
対
し
て
は

な
手

な
の
は
間
違

い
な
い
ね

 
ご
め
ん
ね
小
町
ち

ん

お
義
姉
ち

ん
ち

と
勘
違
い
し
て

 
思
わ
ず
相
手
を
潰
し
に
行
く
所
だ

た
よ

ふ
ふ

 
そ
の
と
て
も
黒
い
明
日
奈
の
発
言
を

い
た
比
企
谷
兄
妹
は

え
上
が

た

お
い
小
町

明
日
奈
の
変
な
ス
イ

チ
を
押
す
の
は
や
め
て
く
れ

う

う
ん

こ
ん
な
黒
い
お
義
姉
ち

ん
も
小
町
大
好
き
だ
け
ど

で
も
気
を
付
け
る

 
そ
し
て
小
町
は
二
人
に
手
を

り
な
が
ら
去

て
い
き

 
明
日
奈
と
八
幡
は
別
の

に
乗
り

学
校
の
最
寄
り

へ
と
到
着
し
た

よ
し

予
定
時
間
ピ

タ
リ

 
明
日
奈
が
そ
う
言
い

八
幡
は
何
だ
ろ
う
と
思
い

明
日
奈
に

ね
た

ん

時
間

て

何
か
用
事
で
も
あ

た
の
か

あ

え

と

学
校
に
着
く
の
に
丁
度
い
い
時
間

て
意
味
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あ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
八
幡
は
そ
の
答
え
に
納
得
し

特
に
深
く
追
求
し
た
り
は
し
な
か

た
が

 
実
は
明
日
奈
が
言

た
予
定
時
間
と
は

里
香
と
の
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
だ

た

 

か
ら
出
て
き
た
二
人
を

待
ち

え
て
い
た
里
香
が
ロ

ク
オ
ン
し
た

来
た
来
た
ほ
ら
和
人
明
日
奈
が
作
戦
通
り
に
ち

ん
と
出
来
る
か
じ

く
り
と
見

け
る

わ
よ何

か
ト
ラ
ブ
ル
が

こ

た
ら

即
介
入
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

う
ん

和
人

し

か
り

囲
を
監

し
て

何
で
俺
が
こ
ん
な
事
を

珪
子
じ

目
だ

た
の
か

珪
子
に
は
別
の
役
目
が
あ
る
の

 
そ
こ
に
は
里
香
の
他
に

里
香
に
無
理
や
り
つ
き
合
わ
さ
せ
ら
れ
た
ら
し
い

和
人
が
い
た

あ
の
二
人
の
平
穏
の

よ

我
慢
し
な
さ
い

ま
あ

別
に
い
い
け
ど
な

 
こ
う
し
て
八
幡
と
明
日
奈
を

里
香
と
和
人
が
尾
行
す
る

が
出
来
上
が
り

 

か
ら
学
校
ま
で
の

明
日
奈
に

え
ら
れ
た
最
初
の
ミ

シ

ン
が
開
始
さ
れ
た
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明
日
奈
は
ま
ず

歩
き
な
が
ら
八
幡
の

を
そ

と

き

 
そ
の
後
ぐ
い

と
自
分
の
胸
を

八
幡
の

に
押
し
付
け
た

お

お
い

ち

明
日
奈

 
八
幡
は
恥
ず
か
し
か

た
の
か

て
て
明
日
奈
に
声
を
か
け
た

え
へ
へ

お
い

明
日
奈

え
へ
へ

明
日

え
へ
へ

な

何
で
も
な
い

え
へ
へ

 
そ
ん
な
明
日
奈
の

裏
に
は

日
里
香
か
ら
作
戦
を

け
ら
れ
た
時
の
光
景
が

か
ん
で
い

た
明
日
奈
い
い

ま
ず
は
基
本
中
の
基
本
二
人
で

を
組
み
な
が
ら
学
校
に

校
よ

で
も
里
香

も
し
か
し
て
八
幡
君

恥
ず
か
し
が

て
離
れ
ち

た
り
し
な
い
か
な
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と
り
あ
え
ず
絶
対
に

を
放
し
ち

目

そ
の
上
で

八
幡
が
何
か
言

て
き
た
ら

 
明
日
奈
は

え
へ
へ

と
八
幡
に
笑
い
か
け
る
の
よ

何
を
言
わ
れ
て
も

そ
れ
で
通
し
な

さ
い

 
明
日
奈
は
そ
れ
で
い
い
の
か
と
疑
問
に
思

た
の
か

里
香
に

き
返
し
た

本
当
に
そ
れ
で
大
丈
夫
な
の

 
里
香
は
ニ
ヤ
リ
と
し

明
日
奈
に
言

た

八
幡
は

絶
対
に
最
初
は

自
分
か
ら
無
理
に
明
日
奈
を
引
き
離
そ
う
と
は
し
な
い

 
先
ず
は

お
ろ
お
ろ
し
な
が
ら
明
日
奈
に
何
か
話
し
か
け
よ
う
と
す
る
は
ず
よ

 
そ
の
上
で
八
幡
が
何
を
言
お
う
と
も
明
日
奈
が
嬉
し
そ
う
な
顔
を
ず

と
見
せ
続
け
た
ら

 
八
幡
は
そ
こ
で
必
ず
引
き
下
が
る
は
ず

更
に
言
う
と

八
幡
は
ム

ツ
リ
ス
ケ
ベ
だ
か
ら

 
密
か
に
明
日
奈
の
胸
の
感
触
を
喜
ん
で
い
る
は
ず
よ

う

う
ん

分
か

た

 
実

そ
の
通
り
の
展
開
に
な
り

八
幡
は
予
想
通
り
引
き
下
が

た

 
本
当
に
ム

ツ
リ
ス
ケ
ベ
な
の
か
ど
う
か
は
明
日
奈
に
は
判
別
す
る
事
が
出
来
な
か

た
が

 
少
な
く
と
も
自
分
が

に

き
付
く
事
で
喜
ん
で
く
れ
て
は
い
る
よ
う
だ
と
漠
然
と
感
じ
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て
い
た

 
そ
し
て
二
人
は

を
組
ん
だ
ま
ま
学
校
へ
と
向
か

た

 

の
近
く
で
は

ま
だ
同
じ
学
校
の
生
徒
の

は
ま
ば
ら
だ

た
が

 
学
校
が
近
付
く
に
連
れ
て
生
徒
の

が

え
て
い
き

そ
れ
と
同
時
に
二
人
の
注
目
度
も
上

が

て
い
た

ど
う
や
ら

調
だ
な

里
香

そ
う
だ
ね
和
人

あ

ま
た
一
人

カ
バ
ン
か
ら
手

を
取
り
出
そ
う
と
し
て
る
け
ど

 
八
幡
の

が
目
に
入

た

間
に

め
た
ね

お
い
お
い

ま
る
で
映
画
の
モ

ゼ
の
十

だ
な

 
和
人
は
面
白
そ
う
に
そ
う

い
た

寮

ま
い
の
明
日
奈
が

の
方
か
ら
通
学
し
て
く
る
と

は 
夢
に
も
思

て
い
な
か

た
の
で
あ
ろ
う

何
人
か
の
男
子
生
徒
が

 
明
日
奈
の

を
見
た

間
に

て
て
カ
バ
ン
か
ら
ラ
ブ
レ
タ

と
思
し
き
手

を
取
り
出
し

 

そ
う
と

み
る
の
は
い
い
の
だ
が

明
日
奈
し
か
見
え
て
い
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
直
後
に
明
日
奈
が
八
幡
の

に

き
付
い
て
い
る
事
に
気
が
付
き
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八
幡
の
放
つ
強
者
の
オ

ラ
と

明
日
奈
の
幸
せ
そ
う
な

に
打
ち
の
め
さ
れ

 
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
る
光
景
が

先
ほ
ど
か
ら
何
回
か
見
受
け
ら
れ
た

し
か
し
こ
の
ご
時
勢
に
ラ
ブ
レ
タ

と
か
う
ち
の
学
校
の
男
ど
も
は
ど
う
な

て
る
ん
だ

 
そ
の
和
人
の
当
然
の
疑
問
に

里
香
は
こ
う
答
え
た

だ

て
明
日
奈

絶
対
に
自
分
の
連

先
と
か
男
子
に
教
え
た
り
し
な
い
も
の

 
八
幡
が
参
加
し
な
い
遊
び
の
誘
い
も

絶
対
に
受
け
な
い
し
ね

 
後
廊
下
と
か
で
知
ら
な
い
人
に
話
し
か
け
ら
れ
て
も
基
本
サ
ラ

と
流
し
て
相
手
に
し
な

い
し
ね

そ
う
か

だ
か
ら
ラ
ブ
レ
タ

み
た
い
な
古
風
な
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
ん
だ
な

ち
な
み
に
ラ
ブ
レ
タ

を
書
い
て
る
の

て

始
ま
り
の
街
に
ず

と
い
た
よ
う
な
人
達

な
の
よ

 
中
層
以
上
で
戦

て
た
よ
う
な
人
達
は

や

ぱ
り
八
幡
と
明
日
奈
の
噂
く
ら
い

 

い
た
事
が
あ

た
と
思
う
し
ね

あ
あ

確
か
に
元
血
盟
騎
士
団
の
奴

と
か
は

む
し
ろ
影
で
二
人
を
ガ

ド
し
て
る
よ
な
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そ
れ
で
も

山
ラ
ブ
レ
タ

が

く

て
の
は

さ
す
が
に
驚
き
だ
け
ど
な

そ
の
影
の
ガ

ド
を

多
少
オ

プ
ン
に
す
る
の
も

今
回
の
作
戦
の
キ
モ
な
ん
だ
け
ど
ね

 
二
人
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
間
に
も

山
の
男
子
が
撃

し
て
い

た

 
撃

し
た
者
同
士
で

め
あ

た
り
し
て
い
る
光
景
も
見
ら
れ

 
二
人
の
歩
く
道
筋
は

と
て
も
カ
オ
ス
な

況
に
な

て
い
た

 
ち
な
み
に
八
幡
に
は

今
日
は
話
し
か
け
て
き
そ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
奴
が

に
多
い
が

 
結
局
誰
も
話
し
か
け
て
こ
な
い

お
か
し
な
日
だ
な

度
の
認
識
し
か
無
か

た

 
明
日
奈
は
何
も
考
え
ず
に

ひ
た
す
ら
八
幡
に

え
て
い
た

 
こ
う
し
て
最
初
の
作
戦
は
大
成
功
を
収
め

二
人
は
学
校
に
到
着
し
た

 
そ
ん
な
二
人
を
出
迎
え
た
の
は
珪
子
だ

た

 
珪
子
に

え
ら
れ
た
別
の
役

と
は

明
日
奈
の
下

を
ガ

ド
す
る
事
だ

た

 
そ
の
お
か
げ
で

そ
の
日
は
明
日
奈
の
下

に
は

 
一
通
の
ラ
ブ
レ
タ

も
入

て
は
お
ら
ず

明
日
奈
は
珪
子
に
感
謝
し
た

 
そ
の
後
教
室
へ
と
向
か
う

は
さ
す
が
に
校
内
で

を
組
ん
だ
ま
ま
で
い
る
の
は

わ

れ
た
ら
し
く
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明
日
奈
は
八
幡
と

手
を
繋
ぐ
だ
け
に
と
ど
め
て
い
た

 
八
幡
は
そ
れ
だ
け
で
も
か
な
り
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
て
い
た
が

 
明
日
奈
の
え
へ
へ
攻
撃
の
前
に
敗
北
し

そ
の
ま
ま
教
室
へ
向
か
う
と
い
う

 
あ
る
種
罰
ゲ

ム
の
よ
う
な

況
を

許
容
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

お
い

見
ろ
よ
あ
れ

ま
じ
か

さ
す
が
に

め
る
か

明
日
奈
様

そ
ん
な

明
日
奈
さ
ん

す
ご
く
嬉
し
そ
う

私
も
あ
ん
な
彼
氏
が
欲
し
い
な

お

つ
い
に
八
幡
さ
ん
と
明
日
奈
さ
ん
が
全
校
公
認
カ

プ
ル
へ
の
道
を
歩
き
始
め
た
の

か
さ
す
が
は
副
団
⻑
に
参
謀

他
を
寄
せ
付
け
な
い
圧
倒
的
な
オ

ラ

 
廊
下
の
あ
ち
こ
ち
か
ら

自
分
達
に
関
す
る

山
の
声
が

こ
え

 
八
幡
は
普

は
ま

た
く
意
識
し
て
い
な
か

た
そ
ん
な

囲
の
声
に
驚
き
を
覚
え
て
い

た 
そ
し
て

め
て

自
分
と
明
日
奈
は

名
人
な
ん
だ
と
自
覚
し
た
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明
日
奈
が
嬉
し
そ
う
な
ん
だ
か
ら

多
少
の
恥
ず
か
し
さ
は
問
題
で
は
な
い

 
八
幡
は
自
分
に
何
度
も
そ
う
言
い

か
せ

明
日
奈
と
共
に
教
室
へ
と
向
か

た

 
教
室
の
扉
を
開
け
る
と
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
一

驚
き
の

線
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
き
た
が

 
す
ぐ
に
興
味
を
失
い

二
人
か
ら

線
を

ら
し
た

 
教
室
で
は
明
日
奈
は

結

八
幡
に

え
ま
く

て
い
る

 
さ
す
が
に
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は

し

か
り
と
訓
練
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

 
そ
し
て

業
が
始
ま
り

昼
休
み
に
な

た

間

明
日
奈
は
作
戦
通
り

 
八
幡
に
次
の
爆

を
落
と
し
て
き
た

八
幡
君

今
日
は
私

八
幡
君
の
分
の
お

当
も
作

て
き
た
か
ら

屋
上
で
一

に
食
べ

よ
う
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第
１
５
２
話
 
ピ
ン
ク
な
屋
上

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
明
日
奈
が
そ
う
言

た

さ
す
が
の
訓
練
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
ス
メ

ト
達
も
ど
よ
め
い
た

 
明
日
奈
も
そ
れ
に
は
や
や
驚
い
た
よ
う
だ

た
が

あ
く
ま
で
基
本
に

実
に

 
さ
も
当
然
だ
と

わ
ん
ば
か
り
に
に
こ
に
こ
と
笑
顔
を
崩
さ
ず
八
幡
に
笑
顔
を
向
け
続
け

た 
八
幡
は

今
日
の
明
日
奈
は

分
ぐ
い
ぐ
い
と
押
し
て
く
る
な
と
思
い
つ
つ
も

 
断
る
理
由
な
ど
が
あ
る
は
ず
も
な
く

む
し
ろ
喜
ん
で
そ
れ
を

し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
和
人

今
日
は
屋
上
で
五
人

八
幡

今
日
は
俺
達
は
食

だ
か
ら

た
ま
に
は
二
人
で
行

て
こ
い
よ

 
和
人
は
里
香
に
前
も

て
言
い

め
ら
れ
て
い
た
通
り

 
そ
の
先
は
言
わ
せ
る
も
の
か
と
ば
か
り
に

口
で
そ
う
言

た
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そ
れ
な
ら

で
何
か

て
一

に

い
や

今
日
は
何
を
食
べ
よ
う
か
な

よ
し

速
行
こ
う

里
香

珪
子

そ
れ
じ

二
人
と
も

ま
た
後
で
ね

お
先
で
す

あ

お
い

 
和
人
が
再
び
被
せ
る
よ
う
に
そ
う
言
い

サ

と
教
室
を
出
て

二
人
も
そ
の
後
に
続
い
た

 
八
幡
は
三
人
の
背
中
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
が
三
人
の
行
動
は
そ
れ
よ
り
も
素

か

た

 
そ
し
て
八
幡
は
気
を
取
り
直
し

明
日
奈
に
言

た

あ
い
つ
ら

に
素

い
な

そ
れ
じ

俺
達
も
行
く
と
し
ま
す
か
ね

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
屋
上
へ
と
向
か

た

昼
休
み
開
始
か
ら
間
も
な
い
事
も
あ
り

 
屋
上
の
人
影
は
ま
だ
ま
ば
ら
だ

た

よ
り
目
立
た
な
い
場
所
に
座
ろ
う
か
と
考
え
た
八
幡

だ

た
が

 
明
日
奈
が
先
に
歩
き
出
し

屋
上
全
体
か
ら
よ
く
見
え
る
中
央
に
近
い
ベ
ン
チ
に
座
り

 
八
幡
に
手

き
し
た

八
幡
は
仕
方
な
く
そ
の
い
か
に
も
目
立
つ
で
あ
ろ
う
場
所
へ
と
足
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を
運
ん
だ

な

な
あ
明
日
奈

本
当
に
こ
こ
で
い
い
の
か

う
ん

ど
う
し
て

い

い
や

明
日
奈
が
い
い
な
ら
問
題
な
い

 

に
屋
上
全
体
か
ら
の

線
に

さ
れ
て
お
り

動

し
て
い
た
八
幡
は

 
ま
あ
こ
の

線
も
そ
の
う
ち

る
だ
ろ
う
と
半
ば

め
気
味
に
明
日
奈
の
隣
に

を
下
ろ
し

た 
ま
あ
明
日
奈
も
あ
ま
り
気
に
し
て
は
い
な
い
よ
う
だ
し
俺
さ
え
気
に
し
な
け
れ
ば
問
題
な

い 
そ
う
考
え
た
八
幡
は
素
直
に
こ
の

況
を
楽
し
も
う
と
考
え
明
日
奈
の
取
り
出
す

当
を

 
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
期
待
の
こ
も

た
目
で
見
つ
め
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
が
見
つ
め
る
中

明
日
奈
は
三
つ
の

当

を
取
り
出
し
た

お

当

が
三
つ

あ

え

と
ね

八
幡
君
の
お

当
は

特
別
製
で
ご

と
お
か
ず
を
分
け
て
あ
る
ん
だ

な
る
ほ
ど

特
別
製
な
の
か

速
開
け
て
み
て
も
い
い
か
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う
ん

よ
し

そ
れ
じ

あ
ご

を

う

う
お

 

囲
の
生
徒
達
は
八
幡
が
ど
ん
な
反
応
を

す
の
か
興
味

々
で
様
子
を

て
い
た
が

 
い
ざ

当

を
開
い
た

間

不
覚
に
も
八
幡
は

 
目
立
た
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思

て
い
た
事
な
ど
す

か
り
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
大
声
を
上

げ
て
し
ま
い

 
一

に
し
て

そ
の
場
に
い
た
生
徒
全
員
の
注
目
を
を
集
め
て
し
ま

た

 
そ
の

山
の
生
徒
の

線
に
は
気
付
か
な
い
ま
ま

八
幡
は
さ
ら
に
こ
う
言

た

ま

ま
さ
か
こ
れ

ラ
グ

ラ
ビ

ト
か

う
ん

 
そ
の
言
葉
が

い
た

間

囲
の
生
徒
は
驚
愕
し
た

ら

ラ
グ

ラ
ビ

ト

あ
の

級
食
材
の

え

ま
さ
か
実
在
す
ん
の

だ
ろ

見
せ
て
見
せ
て
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囲
の
生
徒
達
は
二
人
の
都
合
な
ど
は
お

い
な
し
に
そ
の

当
に
殺
到
し
中
を

き
込

ん
だ

 
八
幡
と
明
日
奈
は
さ
す
が
に
び

く
り
し
た
が

こ
れ
は
八
幡
が
い
け
な
い
だ
ろ
う

 
い
き
な
り
ラ
グ

ラ
ビ

ト
な
ど
と

今
こ
こ
に
い
る
者
達
の
間
で
は

知
で
あ
り

 
特
別
な
意
味
を
持
つ

名
な
食
材
の
名
前
を
叫
ん
で
し
ま

た
の
だ

 

囲
の
生
徒
達
が

て
て
集
ま
る
の
も
無
理
は
な
か

た

こ

こ
れ
は

こ
れ
が
ラ
グ

ラ
ビ

ト

誰
か
見
た
事
の
あ
る
人
は

ど
れ
ど
れ

や
ば

こ
れ
す
げ

な

 
も
ち
ろ
ん
ラ
グ

ラ
ビ

ト
料
理
が
現
実
に
存
在
す
る
は
ず
も
な
く

 
ど
ん
な
肉
料
理
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら

当

を

き
込
ん
だ
生
徒
達
の
期
待
は

 
当
然
の
ご
と
く
裏
切
ら
れ
た
の
だ

た
が
だ
が
し
か
し
確
か
に
八
幡
の
言
葉
は
真
実
だ

た 
そ
の

当
の
ご

の
部
分
に
は

ふ
り
か
け
の
よ
う
な
物
を
使

て
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か
わ
い
く
デ
フ

ル
メ
さ
れ
た
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
な

が

か
れ
て
い

た
の
だ

 
そ
れ
を
見
た
一
同
は
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
が
か
か

た
の
か
想
像
も
出
来
ず
た
だ
ひ
た
す
ら

感

し
た

俺

一
度
だ
け
遭
遇
し
た
事
が
あ
る

こ
れ
は
確
か
に
ラ
グ

ラ
ビ

ト
だ

こ

こ
れ
が
ラ
グ

ラ
ビ

ト

な
ん
か
か
わ
い
い

あ
と
す
ご
い
カ
ラ
フ
ル

す
げ
え
な
閃
光

感
動
す
ら
覚
え
る
ぞ

副
団
⻑

さ
す
が
で
す

 
二
人
は

ま

て
い
た
が
先
に
我
に
返

た
八
幡
が
生
徒
達
に

え
め
な
口
調
で
言

た

あ

す
ま
ん

気
持
ち
は
俺
も
同
じ
だ
か
ら
よ
く
分
か
る
ん
だ
が

 
そ
ろ
そ
ろ

に
し
た
い
ん
だ
が
い
い
か

 
そ
の
言
葉
を

い
た
一
同
も
我
に
返

た
の
か

こ

こ
と

を
下
げ
な
が
ら

 
そ
れ
ぞ
れ
の
定

置
に

り

屋
上
は
表
向
き

平
穏
を
取
り

し
た

な

な
ん
か
す
ご
い
注
目
を
集
め
ち

た
ね

八
幡
君

す
ま
ん

俺
が
思
わ
ず
叫
ん
じ
ま

た
せ
い
だ
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八
幡
が
そ
う
謝

た
が

明
日
奈
は
逆
に
嬉
し
そ
う
に
言

た

あ
は
八
幡
君
が
あ
そ
こ
ま
で
び

く
り
し
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
頑
張

て
作

た
甲
斐
が

あ

た
よ

確
か
に
あ
ま
り
の

の
上
手
さ
に
び

く
り
し
た
な

よ
し

次
は
お
か
ず
だ
な

 
今
度
は
変
な
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に

落
ち
着
い
て
開
け
る
よ
う
に
気
を
付
け
る

あん

ど
う
し
た

 
八
幡
が

お
か
ず
と
言

た

間
に

明
日
奈
は
顔
を
真

に
し

お
ず
お
ず
と
言

た

う
う
う
ん
そ

ち
は
他
の
人
に
見
ら
れ
た
ら
ち

と
恥
ず
か
し
い
な

て
思

た
だ

け
そ

そ
う
か

 
八
幡
は
一
体
中
は
ど
う
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
そ

と

を
開

け
た

 
中
に
入

て
い
た
の
は

ハ

ト
型
の
ハ
ン
バ

グ

ハ

ト
型
の

子
焼
き

ハ

ト
型

の
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と
に
か
く
全
て
が
ハ

ト
型
の
お
か
ず
だ

た

八
幡
は
そ
れ
を
見
た

間
真

に
な

た
あ

そ

そ
の

あ
り
が
と
う

ど

ど
う
い
た
し
ま
し
て

そ
れ
じ

あ

速
一

に
食
べ
る
か

う

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は

ん
で
お

当
を
食
べ
始
め
た

明
日
奈
の

当
は

普
通
な
ん
だ
な

ま
あ

さ
す
が
に
自
分
の
分
は
ね

ん

美
味
い

ふ
ふ

 
八
幡
が
本
当
に
美
味
し
そ
う
に
食
事
を
す
る

を
見
て
明
日
奈
は
幸
せ
に
包
ま
れ
て
い
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
次
の
作
戦
を
実
行
す
る
事
に
し
た

え

と

八
幡
君

ち

と
い
い

 
明
日
奈
は

離
を
詰
め
二
人
は
ピ

タ
リ
と
く

つ
く

と
な
り
再
び

囲
が
ざ
わ
つ
い
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た
お

お
う

い
き
な
り
ど
う
し
た

え

と
ね

 
そ
う
言
う
と
明
日
奈
は

八
幡
の
お

当
の
お
か
ず
を

自
分
の
箸
で
つ
ま
み
上
げ
た

 
そ
の
お
か
ず
の

だ
け
は

遠
く
か
ら
で
も
バ

チ
リ
確
認
出
来
た

 

囲
の
者
達
は
皆

ハ

ト
だ

ハ

ト
だ
な

ハ

ト
ね

と

き
合

て
い
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は

そ
の
お
か
ず
を
八
幡
の
口
の
近
く
に
持

て
い
き

い
き
な
り
言

た

は
い

あ

ん

あ

う

あ

ん

う

う
う

 
八
幡
は

い
き
な
り
の
事
に
お
ろ
お
ろ
し
て
い
た
が

明
日
奈
は
あ

ん
と
言
い
続
け
た

 
こ
れ
は
当
然
里
香
か
ら
の
指

で
あ

た

里
香
の
指

は
二
つ

 
あ

ん
を
す
る
時
は
必
ず
明
日
奈
の
使

た
箸
を
使
う
事
そ
し
て
八
幡
が
何
を
言

て
も

 
ど
ん
な
態
度
を
と

て
も

あ

ん
以
外
の
言
葉
は
絶
対
に
使
わ
な
い
事
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い
い
明
日
奈

こ
れ
が
必
殺
技

自
分
の
箸
で
あ

ん

よ

 
ち

ん
と
実
行
出
来
れ
ば
ム

ツ
リ
ス
ケ
ベ
の
八
幡
が
内
心
喜
ぶ
上

囲
へ
の
ア
ピ

ル

も
完

よ

 

日
の
夜

里
香
は
明
日
奈
に
そ
う
力
説
し
た
の
だ

た

 
そ
の
言
葉
通
り
に
八
幡
は

絶
対
に
回
避
出
来
な
い
明
日
奈
の
必
殺
技
に
対
抗
出
来
ず

 
あ

ん
と
口
を
大
き
く
開
け

明
日
奈
の
差
し
出
し
た
お
か
ず
を
食
べ
た

 
ち
な
み
に
ム

ツ
リ
ス
ケ
ベ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
八
幡
が
内
心
で
喜
ん
で
い
た
の
は

間
違
い
な
い

 
そ
し
て
そ
の

間

囲
に
い
た
女
子
生
徒
の
間
か
ら
き

と
い
う

色
い
声
が
上
が

り 
男
子
生
徒
か
ら
は

多
く
の
落
ち
込
ん
だ
声
と

少

の
祝
福
の
声
が
上
が

た

 
八
幡
が
す
ご
く

れ
な
が
ら
も

ど
こ
か
嬉
し
そ
う
に
お
か
ず
を

張
る

を
見
て

 
八
幡
君
が
す
ご
く
か
わ
い
い
と
思

た
明
日
奈
は

 
次
の
お
か
ず
を
箸
で
摘
ん
で
八
幡
の
口
元
に
持

て
い
き

再
び

あ

ん

と
言

た

 
そ
れ
を
見
た

囲
の
生
徒
か
ら
も
再
び

ハ

ト
だ

ま
た
ハ

ト
か

全
部
ハ

ト
な
ん
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じ

な
い
か

 
と
い
う
声
が
上
が
り

も
う
恥
ず
か
し
さ
に
慣
れ
た
の
か

そ
れ
と
も
開
き
直

た
の
か

 
八
幡
は
今
度
は
そ
れ
を
平
然
と
食
べ
再
び

囲
の
女
子
生
徒
の
間
か
ら

色
い
声
が
上
が

た 
ち
な
み
に
ほ
と
ん
ど
の
男
子
生
徒
は

も
は
や
お
通
夜

態
で
あ

た

 
そ
ん
な

囲
の

況
を
よ
そ
に

八
幡
は
明
日
奈
に
言

た

う
ん

ど
れ
も
美
味
い
な

や

ぱ
り
明
日
奈
は
料
理
が
上
手
だ
な

 
明
日
奈
は
そ
の
感
想
を
受
け

得
意
げ
に
胸
を
張

た

料
理
ス
キ
ル
は
カ
ン
ス
ト
だ
し
ね

は
は

 
八
幡
は
笑
い
な
が
ら
明
日
奈
に
言

た

さ
す
が
に
そ
れ
は

こ

ち
じ

関
係
な
い
け
ど
な

あ

や

ぱ
り

 
明
日
奈
は

い
た
ず
ら
が
見
つ
か

た
子

の
よ
う
に
そ
う
言

た

で
も
ま
あ

本
当
に
そ
れ
く
ら
い
美
味
い
と
思
う

あ
り
が
と
な

明
日
奈
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え
へ
へ

そ
う
言

て
も
ら
え
る
と

本
当
に
嬉
し
い

 
そ
の
後
も
二
人
の

り
に
は

ピ
ン
ク
色
の
空
間
が

成
さ
れ
続
け

 

囲
に
い
た
者
達
は

そ
の

さ
に
砂

を

き
そ
う
な
気
持
ち
に
な

た

 
こ
の
屋
上
で
の
出
来
事
は
そ
の
者
達
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に

た
後
ま
た
た
く
間
に

散
さ
れ
た

 
そ
し
て
放
課
後

五
人
は
下

の
前
に
い
た

今
日
は
明
日
奈
の
下

に
は

 
一
通
の
ラ
ブ
レ
タ

も
入

て
は
お
ら
ず
女
子
三
人
は
作
戦
は
成
功
だ
ね
と

き
合

て

い
たで

今
日
は
ど
う
す
る

ど
こ
か
寄

て
く
か

 
和
人
が
そ
う
言
い

里
香
と
珪
子
は

う

ん
と
考
え
込
ん
だ
の
だ
が

 
そ
の
時
明
日
奈
が
里
香
で
す
ら
ま

た
く
予
想
も
し
て
い
な
か

た
本
日
最
大
の
爆

を

落
と
し
た

あ

ご
め
ん

え

と
ね

今
日
は
八
幡
君
の
家
に

ま
る
事
に
な

て
る
か
ら

 
真

直
ぐ
帰

て

中
で

の

い
物
と
か
し
た
い
ん
だ
よ
ね
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第
１
５
３
話
 
比
企
谷
家
の
団
欒

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
何
の
前
置
き
も
無
く

い
き
な
り
明
日
奈
が
そ
う
言

た

 
八
幡
以
外
の
三
人
は
色
々
な
想
像
を
し

激
し
く
動

し
て
い
た

あ

あ
あ
あ
明
日
奈

ど
う
い
う
事

お
⺟
さ
ん
は
何
も

い
て
な
い
わ
よ

う
ん
言
い
た
い
事
は
何
と
な
く
分
か
る
け
ど
と
り
あ
え
ず
里
香
は
私
の
お
⺟
さ
ん
じ

な

い
よ
ね

 
ま
ず
最
初
に
発
せ
ら
れ
た
里
香
の
問
い
に

明
日
奈
は
そ
う
答
え
た

 
次
に
珪
子
が

顔
を
真

に
し
な
が
ら
言

た

も

も
し
か
し
て

つ
い
に
大
人
の

を

 
そ
れ
に
対
し
て
は
明
日
奈
は

何
か
言
お
う
と
し
た
よ
う
だ

た
が

何
か
を
妄
想
し
て
し

ま

た
の
か
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結
局
顔
を

く
し
た
ま
ま
何
も
答
え
ず
二
人
は
お

い

い
顔
の
ま
ま
見
つ
め
合

て
い
た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

息
を
つ
き
な
が
ら
明
日
奈
に
言

た

お
い
明
日
奈

誤
解
さ
れ
る
か
ら
と
り
あ
え
ず
深
呼

な

深
呼

 
そ
の
声
で
我
に
返

た
明
日
奈
は

言
わ
れ
た
通
り
に
深
呼

を
し
て
か
ら
珪
子
に
言

た

大
丈
夫

今
日
の
と
こ
ろ
は
た
だ

ま
る
だ
け
だ
よ

珪
子
ち

ん

今
日
の
と
こ
ろ
は

で
す
か

ご
ほ
ん

ん

ん

 
八
幡
は

い
を
し

再
び
明
日
奈
に
言

た

明
日
奈

後
は
俺
が
説
明
す
る
か
ら

う

う
ん

 
そ
し
て
最
後
に
和
人
が

た
よ
う
に
八
幡
に
詰
め
寄

た

お

お
い
八
幡

つ
い
に
か

つ
い
に
な
ん
だ
な

お
前
は
今
ま
で
何
を

い
て
い
た
ん
だ

 
八
幡
は
ま
ず
三
人
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
思
い
明
日
奈
の

に
ポ
ン
と
手
を
置
き
言

た

お
前
ら

落
ち
着
い
て
よ
く
考
え
ろ

こ
れ
は
ま

た
く
普

と
変
わ
り
な
い
明
日
奈
だ
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こ
こ
が
現
実
だ
と
思
う
か
ら
余
計
な
事
を
考
え
ち
ま
う
ん
だ

こ
こ
が
秘
密
基
地
だ
と
思

て 
も
う
一
度
明
日
奈
の
言
葉
や
態
度
を
よ
く
思
い
出
し
て
み
ろ

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
を

き

三
人
は
胸
に
手
を
当
て
て

静
に
考
え
て
み
た

 
そ
し
て
三
人
は

過
去
の
明
日
奈
の
行
動
や
言
動
に
思
い
当
た

た
の
か

同
時
に
言

た

あ

普
通
だ

た

ま

た
く
普
通
ね

普
通
で
す
ね

む

当
た
り
前
じ

な
い

私
は
い
つ
も

ま

た
く
普
通
の
常
識
的
な
女
の
子
だ
よ

 
明
日
奈
は
少
し

を

ら
ま
せ
な
が
ら

三
人
に
抗
議
し
た
が

 
三
人
は

明
日
奈
の

を
ポ
ン
と
叩
く
だ
け
で

そ
れ
以
上
何
も
言
お
う
と
は
し
な
か

た

 
明
日
奈
は
納
得
出
来
な
い
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た
が

そ
の
場
は
引
き
下
が
り

 
代
わ
り
に
八
幡
が

を
説
明
し
始
め
た

あ

実
は
な

今
朝
明
日
奈
が
俺
を
迎
え
に
わ
ざ
わ
ざ
俺
の
家
ま
で
来
て
く
れ
た
ん
だ
が

 
実
は
う
ち
に
は

う
ち
の
両
親
が
調
子
に
乗

て
用
意
し
た
明
日
奈
の
部
屋
が
あ

て
な
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今
日
小
町
が
明
日
奈
を
そ
こ
に
案
内
し
た
ん
だ
が

明
日
奈
が

に
そ
の
部
屋
を

一
目
見
て
気
に
入

て

す
ぐ
に
で
も
私
の
部
屋
に

ま

て
み
た
い
と
思

た
の

私
の

部
屋
に

わ
・
た
・
し
・
の
・
へ
・
や
・
に

 
明
日
奈
が
興
奮
し
な
が
ら
八
幡
の
説
明
を
引
き
継
ぎ
私
の
部
屋
と
い
う
部
分
を
ド
ヤ
顔
で

強
調
し
たと

い
う

だ

だ
か
ら
そ
の

明
日
奈
が
う
ち
に

ま
り
に
来
る
か
ら
と
い

て

 
俺
の
部
屋
に

ま
る
と
か

何
か
間
違
い
が

こ
る
と
か

そ
う
い
う
事
は
ま

た
く
無
い

 
そ
の
八
幡
の
説
明
で

事
情
は
正
確
に
三
人
に
伝
わ

た
よ
う
だ

 
三
人
は
そ
う
い
う
事
な
ら
と

く
二
人
を
送
り
出
し
た

 
ち
な
み
に
今
の
会
話
は

囲
に
い
た
か
な
り
の

の
生
徒
が

い
て
い
た

 
お
か
げ
で
八
幡
の
家
に

に
明
日
奈
の
部
屋
が
あ
る
事
は
次
の
日
に
は
学
校
中
に

散
す

る
の
だ
が

 
こ
れ
が
ト
ド
メ
と
な
り
そ
の
日
か
ら
明
日
奈
に
対
す
る
男
子
生
徒
か
ら
の
告
白
が
全
て
無
く

な

た

 
ち
な
み
に
こ
れ
は
後
に
分
か

た
事
だ

た
が
明
日
奈
に
対
す
る
あ
ま
り
の
告
白
の
多
さ
に
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イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
一
部
の
攻
略
組
の
メ
ン
バ

の
手
に
よ
り

 
よ
り
過
激
な
八
幡
と
明
日
奈
を
守
る
計
画
が
立
案
さ
れ
て
お
り

 

日
後
に
は
開
始
さ
れ
る
予
定
に
な

て
い
た
ら
し
い

 

て

今
回
完

に
ふ
ら
れ
た
連
中
は

結
果
的
に
命

い
を
し
た
よ
う
だ

 
と
も
あ
れ
八
幡
と
明
日
奈
は

学
校
全
体
の
公
認
の
カ

プ
ル
と
し
て

 
学
校
内
だ
け
で
な
く

校
の
間
で
も

名
な
存
在
と
な
る
の
だ
が
そ
れ
は
ま
た
別
の
話
で

あ
る八

幡
君

ご
め
ん

ち

と
待

て
て
も
ら

て
い
い
か
な

 
一
度
寮
に

て
色
々
と
準
備
し
た
い
の

そ
の

着

え
と
か

あ

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
こ
の

り
で
の
ん
び
り
待

て
る
わ

う
ん

す
ぐ

る
ね

 
明
日
奈
の

が
寮
の
中
へ
と
消
え
て
い

た
後
八
幡
は
自
分
も
準
備
を
進
め
て
お
こ
う
と
思

い 
小
町
に
連

を
入
れ
る
事
に
し
た

八
幡
が

話
を
か
け
る
と
小
町
は
す
ぐ
に

話
に
出
た

も
し
も
し
お
兄
ち

ん

ど
う
か
し
た

ま
さ
か
小
町
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ず



 第１５３話 比企谷家の団欒

 
お
姉
ち

ん
が
来
れ
な
く
な

た
と
か
だ

た
ら

わ
か

て
る
よ
ね

だ

大
丈
夫
だ

今
明
日
奈
が

寮
に
着

え
と
か
を
取
り
に
行

て
て
な

 
今
の
う
ち
に
俺
も
俺
な
り
に
色
々
と
出
来
る
事
を
や

て
お
こ
う
と
思

て
小
町
に
連

し
た
ん
だ
よ

出
来
る
事

何
か
あ
る
の

そ
う
だ
な

俺
が
思
い
付
い
た
の
は

と
り
あ
え
ず

い
物
関
係
だ
な

 
お
そ
ら
く
俺
達
が
そ

ち
の

に
着
く
の
は

一
時
間
後
く
ら
い
に
な
る
と
思
う

 
な
の
で
そ
れ
く
ら
い
の
時
間
に
小
町
に

で
待

て
て
も
ら
え
れ
ば
そ
の
ま
ま
明
日
奈
と

三
人
で

 

の

い
物
に
行
け
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
な

 
八
幡
が
そ
う
言
う
と
小
町
は

ち

と
待

て
ね
と
言
い
な
が
ら

 
す
ぐ
近
く
に
い
る
ら
し
い
誰
か
と
会
話
を
し
て
い
た

も
し
か
し
て
友
達
と
一

な
の
か
と

思

た
八
幡
は

 
そ
れ
な
ら
そ
れ
で

二
人
で

い
物
を
し
て
帰
れ
ば
い
い
か
と
考
え
て
い
た
の
だ
が

 
小
町
は

る
な
り

い
き
な
り
予
想
外
の
台

を
八
幡
に
言

た
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今
お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
か
ら
軍
資
金
を
も
ら

た
か
ら

の

い
物
の
前
に

 
お
姉
ち

ん
の
身
の
回
り
の
物
も
三
人
で

い
に
行
こ
う
よ
も
ち
ろ
ん
お
兄
ち

ん
は

物

持
ち
ね

え

何
で
二
人
が
そ
こ
に
い
る
の

小
町
ち

ん

一
体
ど
う
い
う
こ
と

 
そ
う
動

し
な
が
ら
お
か
し
な
言
葉
遣
い
で

ね
て
き
た
八
幡
に

 
小
町
は
さ
も
当
た
り
前
だ
と
い
う
風
に
こ
う
言

た

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い

二
人
と
も

お
姉
ち

ん
が
来
る
か
ら

て

 
頑
張

て
い
つ
も
よ
り
ず

と

く
に
帰

て
来
た
ん
だ
よ

と
い
う
か

実
は
二
人
と
も

 
職
場
で
お
姉
ち

ん
の
写
真
を
同

に
見
せ
ま
く

て
自
慢
し
ま
く

て
た
ら

 
う
ざ
い
か
ら
さ

さ
と
帰
れ

て
言
わ
れ
た
ら
し
い
よ

あ
は
は
は
は

 
小
町
は
そ
う
言

て
笑

た
の
だ
が

後
ろ
か
ら
両
親
の
笑
い
声
も

こ
え
た
の
で

 
八
幡
は

れ
な
が
ら

待
ち
合
わ
せ
の
場
所
と
時
間
を
確
認
し

話
を
切

た

 
ほ
ど
な
く
し
て
明
日
奈
が

て
来
た

八
幡
は
事
情
を
説
明
し
二
人
は

へ
と
向
か

た 
そ
し
て
一
時
間
後

二
人
は
小
町
と
合
流
し

楽
し
く
シ

ピ
ン
グ
を
し
た
後
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ま
あ
八
幡
は
ひ
た
す
ら
二
人
が

い
物
を
す
る

を
見
な
が
ら

物
を
持

て
い
た
だ
け
な

の
だ

た
が

 
ス

パ

へ
と
向
か
い

用
の
食
材
を

う
事
に
し
た

そ
う
い
え
ば

立
は
ど
う
し
よ

か

八
幡
君
は
何
が
食
べ
た
い

そ
う
だ
な

う

ん

肉
じ

が

お
兄
ち

ん

何
で
肉
じ

が

 
そ
の
八
幡
の
平

な
チ

イ
ス
に

小
町
は
な
ん
と
な
く
理
由
を

ね
た

 
そ
れ
に
対
す
る
八
幡
の
返
事
は
こ
う
だ

た

あ

せ

か
く
⺟
ち

⺟
さ
ん
が
い
る
ん
だ

た
ら

 
こ
の
機
会
に
う
ち
の
肉
じ

が
の
味
を
明
日
奈
に
覚
え
て
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

て 
何
と
な
く
思
い
つ
い
た
か
ら

と
り
あ
え
ず
言

て
み
た

 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
の
反
応
は

驚
く
ほ
ど
激
し
か

た

 
明
日
奈
は

息
を
荒
く
し
て

を
ガ

ツ
ポ

ズ
の

に
す
る
と
高
ら
か
に
こ
う
宣
言
し

た
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分
か

た

私

比
企
谷
家
の

と
し
て

バ

チ
リ
今
日
中
に

 
比
企
谷
家
伝
来
の
肉
じ

が
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
よ

 
小
町
は
そ
の
明
日
奈
の
宣
言
を

く
と

感
心
し
た
よ
う
に
八
幡
に
向
け
て
言

た

さ
す
が
帰

て
き
た
後
の
お
兄
ち

ん
は

と
は
一
味
も
二
味
も
違
う
ね

 
小
町
も
あ
の
ゴ
ミ
い
ち

ん
が
こ
ん
な
に
神
い
ち

ん
に
な

て
く
れ
て
す
ご
く
嬉
し
い

よ
ゴ
ミ
い
ち

ん

て
何
か
懐
か
し
い
な

神
い
ち

ん

て
の
は
始
め
て

い
た
が

 
八
幡
は
小
町
に
そ
う
返
事
を
し
た
の
だ
が
ノ
リ
ノ
リ
に
な

た
二
人
は
ま

た
く

い
て
お

ら
ず

 
ス

パ

に
入
る
と

小
町
の
指

で

必
要
な
も
の
を
熱
心
に

い
始
め
た

 
そ
し
て

い
物
が
終
わ
り

家
に
帰
る
と

小
町
が
⺟
親
に
事
情
を
説
明
し

 
三
人
は
楽
し
そ
う
に
料
理
を
始
め
た

中

仲
間
外
れ
に
さ
れ
た

親
が

 
俺
も
俺
も
と
台
所
に
向
か
い

何
度
も
追
い
返
さ
れ
る
と
い
う
出
来
事
が
あ

た
が

 
そ
れ
ほ
ど
待
た
さ
れ
る
事
も
な
く

ス
ム

ズ
に

の
準
備
が
終
わ
り

 
初
め
て
明
日
奈
を
交
え
て
の

比
企
谷
家
の
家
族
の
団
欒
が
開
始
さ
れ
た
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八
幡
君

ど
う
か
な

 
明
日
奈
が
恐
る
恐
る
八
幡
に
肉
じ

が
の
味
に
つ
い
て

ね
る
と
八
幡
は
笑
顔
で
明
日
奈

に
言

た

う
ん

い
つ
も
の
う
ち
の
味
だ
な

普
通
に
美
味
い

お
兄
ち

ん

も

と
上
手
い
褒
め
方
が
あ
る
で
し

 
そ
れ
を

い
た
小
町
が
即
座
に
八
幡
に
突

込
ん
だ
が

 
案
に
相
違
し
て

明
日
奈
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

や

た

八
幡
君
か
ら
の
お

付
き
が
出
た
よ

小
町
ち

ん

あ

そ

そ
う
だ
ね

や

た
ね
お
姉
ち

ん

ご
め
ん

お
兄
ち

ん

小
町
が

間
違

て
た

 
小
町
は
そ
ん
な
明
日
奈
の
様
子
を
見
て
自
分
の
考
え
違
い
に
気
付
き
素
直
に
八
幡
に
謝

た 
八
幡
は

き

五
人
は
そ
の
日

本
当
の
家
族
に
な

た

 
と
い
う
の
は

そ
の
後
両
親
が
熱
心
に
主
張
し
た
台

で
あ

た
が

 
と
に
か
く
そ
の
日
五
人
は
幸
せ
な
一
家
団
欒
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
事
が
出
来
た
の
だ

た
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第
１
５
４
話
 
こ
れ
か
ら
は
私
が
い
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

よ
し

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
風
呂
に
入

ち
ま
う
と
し
よ
う

 
三
人
が
料
理
し
て
た
間
に

風
呂
は
俺
が
い
れ
と
い
た
か
ら
な

 
食
事
を
終
え
た
後
八
幡
が
そ
う
提
案
し
た

間
に
明
日
奈
が
顔
を

く
し
て
ビ
シ

と

ま

た
明
日
奈
の
奴

ま
た
何
か
勘
違
い
し
て
る
な

 
八
幡
は
明
日
奈
の
態
度
か
ら
そ
う
察
し

正
し
よ
う
と
考
え
た
の
だ
が

 
そ
の
八
幡
よ
り
先
に
口
を
開
い
た
の
は
小
町
だ

た

お
兄
ち

ん

も
ち
ろ
ん
変
な
意
味
じ

な
い
よ
ね

当
た
り
前
だ

俺
が
お
か
し
な
事
を
考
え
る
わ
け
が
無
い
だ
ろ

そ
う
だ
よ
ね

お
兄
ち

ん
に
限

て

お
姉
ち

ん
に
一
人
で
お
風
呂
に
入
れ
な
ん
て



 第１５４話 これからは私がいる

 
そ
ん
な

た
い
事
を
絶
対
に
言
う

が
な
い
よ
ね

当
然
お
姉
ち

ん
を
一
人
に
は
し
な
い
よ

ね 
お
兄
ち

ん
を
疑

た
小
町
が
悪
い
子
で
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

お
う

分
か
れ
ば
い
い
ん
だ
分
か
れ
ば

あ

 
そ
の

間

し

ぼ
ん
と
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
小
町
が

変
し
た

は
い
言
質

き
ま
し
た

お
姉
ち

ん
今
日
の
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
だ
よ
頑
張

て

う

う
ん

頑
張
る
よ

八
幡
君

ふ
つ
つ
か
者
で
す
が

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は

れ
た
顔
で
両
親
を
見
た
が
両
親
は
つ
い
に
初

が
と
か
式
は
い
つ
に
す
る

と
か

 
そ
ん
な
事
を
言
う
ば
か
り
で
あ
り

八
幡
は
完
全
に

立
し
て
い
た

は

め
ん
ど
く
さ
い

め
ん
ど
く
さ
い
が

ま
あ
仕
方
な
い

お
兄
ち

ん

何
か
言

た

お
い
小
町

ち

と
さ

き
の
自
分
の
台

を
思
い
出
し
て
み
ろ

 
小
町
は
少
し
考
え
た
後

先
ほ
ど
の
自
分
の
台

を

出
来
る
だ
け
正
確
に
再
現
し
た

お
兄
ち

ん
に
限

て

お
姉
ち

ん
に
一
人
で
お
風
呂
に
入
れ
な
ん
て
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そ
ん
な

た
い
事
を
絶
対
に
言
う

が
な
い
よ
ね

当
然
お
姉
ち

ん
を
一
人
に
は
し
な
い
よ

ね
そ
う
だ
な
小
町
の
言
う
通
り
だ

分
か

た
ら
さ

さ
と
明
日
奈
と
一

に
風
呂
に
入

て

こ
いえ確

か
に
俺
は
明
日
奈
に
一
人
で
入
れ
な
ん
て
言
わ
な
い

当
然
明
日
奈
と
一

だ
小
町
が

な 
俺
は
明
日
奈
が
誰
と
一

に
入
る
か
に
つ
い
て
は

一
言
も
触
れ
て
は
い
な
い

 
小
町
は
自
分
の

に
手
を
当
て
て

ん
ん

と
考
え
込
み

 
明
日
奈
も

を

え
て

ノ

と
叫
ん
だ
の
だ
が

理

武
装
し
た
八
幡
に
敵
う
は
ず
も

な
か

た

 
小
町
は

る

る
と

え
な
が
ら

最
後
の

抗
と
ば
か
り
に
八
幡
に
抗
議
し
た

お
兄
ち

ん
ず
る
い

小
町
は
お
兄
ち

ん
の
そ
ん
な
大
人
ぶ

た
面
を
見
た
く
は
な
か

た
よあ

あ
ん

今
の
は
完
全
に
小
町
の
ミ
ス
だ
ろ

他
人
に
何
か

略
を
仕

け
る
時
は



 第１５４話 これからは私がいる

 
二
重
三
重
に
罠
を
し
か
け
て
お
か
な
い
と

敵
に
よ

て
は
そ
れ
を
逆
手
に
と

て

 
今
の
俺
み
た
い
に
逆
襲
し
て
く
る
事
が
あ
る
も
ん
だ

今
後
は
も
う
少
し
言
葉
の
使
い
方
に
気

を
付
け
ろ

ぐ
ぬ
ぬ

さ
す
が
は
元
血
盟
騎
士
団
参
謀

 
小
町
は
悔
し
が

た
が
自
分
の
ミ
ス
の
せ
い
も
あ
る
の
で
そ
れ
以
上
は
何
も
言
え
な
か

た 
明
日
奈
は
残
念
そ
う
で
は
あ

た
が

さ
す
が
に
恥
ず
か
し
か

た
の
だ
ろ
う

 
ど
こ
か
ほ

と
し
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

ま
あ
小
町
も

我
な
が
ら
無
茶
を
言

て
る

て
気
も
し
な
い
で
も
な
か

た
し

 
今
回
は
仕
方
な
い
か

そ
れ
じ

お
姉
ち

ん
今
日
は
小
町
と
二
人
で
お
風
呂
に
入
り
ま

し

う

 
そ
し
て
お
兄
ち

ん
が
後
悔
す
る
く
ら
い

二
人
で
い
ち

い
ち

し
ま
し

う

あ

う

う
ん

残
念
だ
け
ど

仕
方
な
い
ね

そ
れ
じ

あ
レ

ツ
ゴ

で
す

う
ん

レ

ツ
ゴ
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八
幡
は
明
日
奈
が
意
外
と
あ

さ
り
と
引
き
下
が

た

ホ

と
胸
を

で
下
ろ
し
て
い

た 
も
し
明
日
奈
に
ご
ね
ら
れ
て
い
た
ら
さ
す
が
の
八
幡
も
う

か
り
オ

ケ

し
た
か
も
し

れ
な
か

た

 
八
幡
が
明
日
奈
に
対
し
て

い
の
は

知
の
事
実
で
あ
る

ま
あ
も
し
そ
う
な

た
場
合
は

の
よ
う
に

水
着
を
着
て
入
る
だ
け
だ
け
ど
な

 
八
幡
は

明
日
奈
と
一

に
水
着
を
着
て
露
天
風
呂
に
入

た
時
の
事
を
思
い
出
し

 
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
と
共
に

今
度
一

に

に
行
く
の
も
悪
く
な
い
な
と
考
え
た

 
同
時
に

そ
の
時
一

だ

た

も
う
一
人
の
仲
間

キ
ズ
メ
ル
の
事
を
考
え
た

 
キ
ズ
メ
ル
を
復
活
さ
せ
る

に
は
何
が
必
要
か

今
度
ア
ル
ゴ
に
相
談
し
て
み
よ
う

 
と
ん
で
も
な
い
公
私
混
同
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
く
ら
い
は
勘

し
て
も
ら
お
う

 
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
八
幡
は
想
像
以
上
に
ガ

ク
リ
し
て
い
た
両
親
を
そ
の
ま
ま
放

置
し

 
自
分
の
部
屋
へ
と
向
か
い

書
を
し
な
が
ら
二
人
が
風
呂
か
ら
出
て
く
る
の
を
待
つ
事
に

し
た



 第１５４話 これからは私がいる

 
し
ば
ら
く
し
て
廊
下
か
ら
二
人
の
声
が

こ
え

部
屋
が
ノ

ク
さ
れ
た

明
日
奈
か

い
つ
で
も
開
け
て
い
い
ぞ

 
八
幡
が
返
事
を
す
る
と

パ
ジ

マ
を
着
た

風
呂
上
り
の
明
日
奈
が
入

て
き
た

 
八
幡
は
そ
ん
な
明
日
奈
に
色
気
を
感
じ

少
し
ド
キ

と
し
た
が

 
そ
の
前
に
明
日
奈
の
着
て
い
る
パ
ジ

マ
が
と
て
も
気
に
な
り

明
日
奈
に

ね
た

あ
れ

明
日
奈

そ
の
パ
ジ

マ

て
男
物
だ
よ
な

し
か
も
ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ

う
なあ

う
ん

こ
れ

八
幡
君
が
中
学
の
時
に
着
て
た
パ
ジ

マ
だ

て

 
明
日
奈
が
着
て
い
た
の
が

ど
う
見
て
も
男
物
の
パ
ジ

マ
だ

た
の
で

 
八
幡
は
疑
問
に
思

た
の
だ
が

ど
う
や
ら
そ
れ
は
八
幡
の
お
古
だ

た
よ
う
だ

そ
う
か

だ
か
ら
見
覚
え
が
あ

た
の
か

懐
か
し
い
な

で
も
何
で
そ
ん
な
物
を

方
に

い
物
を
し
た
時
に
ね
パ
ジ

マ
を
忘
れ
た
事
に
気
が
付
い
て

て
て

お
う
と

し
た
ら

 
小
町
ち

ん
が

お
兄
ち

ん
の
お
古
で
良
け
れ
ば
あ
り
ま
す
よ

て
言

て
く
れ
た
か
ら

 
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
に
そ
れ
が
い
い
て
す
ぐ
に
叫
ん
じ

て
ね
そ
れ
で
ね
そ
れ
で
ね
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明
日
奈
が
ま
た
変
な
モ

ド
に
入
り
そ
う
に
な

た

八
幡
は

て
て
そ
れ
を
制
し
た

 
そ
し
て
明
日
奈
に

当
に
本
で
も

ん
で
て
く
れ
と
言

た
後
八
幡
も
風
呂
へ
と
向
か
う
事

に
し
た

 
ち
な
み
に
こ
の
時
明
日
奈
が
選
ん
だ
作
品
は

 
後
日

Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
の
と
あ
る
出
来
事
に
関
係
し
て
く
る
事
に
な
る

 
八
幡
は
明
日
奈
が
選
ん
だ
作
品
を
見
て
そ
の
作
品
の
ア
ニ
メ
が
録
画
し
て
あ
る

Ｖ

の
場

所
を

 
一
応
明
日
奈
に
教
え
て
か
ら
風
呂
へ
と
向
か

た

八
幡
が
風
呂
か
ら
上
が
り
部
屋
に

て
く
る
と

 
明
日
奈
は
八
幡
の
ベ

ド
に

け
て

そ
の
作
品
を
熱
心
に

中
だ

た

何
だ
明
日
奈

分
熱
心
に
見
て
る
み
た
い
だ
け
ど

気
に
入

た
の
か

う
ん

特
に
こ
の
猫
ち

ん
が
か
わ
い
く
て
か
わ
い
く
て

特
に
目
が

あ
の
目
な

か
わ
い
い

か
わ
い
い
の
か

ま
あ
明
日
奈
が
気
に
入

た
な
ら
い
い

か
も
う
ち

と
見
て
て
い
い



 第１５４話 これからは私がいる

あ
あ

別
に

わ
な
い
ぞ

好
き
な
所
ま
で
見
れ
ば
い
い
さ

 
ま
あ
今
日
中
に
は
絶
対
に
見
終
わ
ら
な
い
と
思
う
か
ら
続
き
が
見
た
い
な
ら

Ｖ

も
貸
し

て
や
る
よ

う
ん

あ
り
が
と
う

 
明
日
奈
は
八
幡
に
お

を
言
う
と

ま
た
熱
心
に

を
続
行
し
始
め
た

 
八
幡
は
明
日
奈
の
後
ろ
に
ご
ろ
ん
と
横
に
な
り

何
と
な
く
一

に
画
面
を
見
て
い
た

 

中
で
小
町
も
合
流
し
明
日
奈
と
小
町
は
一

に
笑

た
り

い
た
り
会
話
を
し
た
り

し
な
が
ら

 
と
て
も
楽
し
そ
う
に
そ
の
ア
ニ
メ
を

し
て
い
た

 
そ
の
二
人
を
見
る
八
幡
の
表
情
に
は
い
つ
の
間
か
何
ら
か
の
感
情
が

か
ん
で
い
た
よ
う
だ

 
明
日
奈
は
八
幡
の
顔
を
見
て
そ
れ
に
気
付
い
た
の
か

何
気
な
く
八
幡
に
質
問
し
て
き
た

八
幡
君

何
か
説
明
し
難
い
表
情
を
し
て
る
け
ど

今
は
何
を
考
え
て
い
た
の

 
明
日
奈
に
そ
う

ね
ら
れ
て
八
幡
は
自
分
は
今
ど
ん
な
表
情
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思

い
な
が
ら

 
そ
の
時
考
え
て
い
た
事
を

素
直
に
明
日
奈
に
説
明
し
た
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ん

特
に
お
か
し
な
事
を
考
え
て
い
た
わ
け
じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

 
今
二
人
を
見
て
い
て

ち

と

ま
し
い

て
思

た

て
い
う
か

 
俺
も
初
見
の
時
に

そ
う
や

て
一

に
見
て
く
れ
る
友
達
が
い
た
ら

 
俺
の
中
学
生
活
も

少
し
は
違

た
も
の
に
な

た
の
か
な

て
思

て
な

 
そ
の
八
幡
の
説
明
を

い
た
明
日
奈
は
後
ろ
に
倒
れ
込
み

 

そ
べ

て
い
る
八
幡
の
お
腹
の
上
に

を
乗
せ
る
と
八
幡
の
顔
を
見
な
が
ら
笑
顔
で
こ
う

言

たに
は
も
う

れ
な
い
け
ど

こ
れ
か
ら
は
私
が
い
る
じ

な
い

ね

 
そ
う
い
う
機
会
は

こ
れ
か
ら

山
あ
る
よ
き

と

あ
あ

そ
う
だ
な

本
当
に
そ
う
だ

 
八
幡
は
嬉
し
く
な
り
そ
の
体
勢
の
ま
ま
再
び
画
面
に
向
か

た
明
日
奈
の

を
優
し
く
な

で
た

 
そ
し
て
時
間
が

ち

時
計
の
針
が
十
二
時
を
回
ろ
う
と
し
た
し
た

 
小
町
が
そ
ろ
そ
ろ

る
と
言
い
出
し

ま
ず
最
初
に
部
屋
を
出
た

 
明
日
奈
も
う
と
う
と
し
て
い
た
よ
う
だ

た
の
で
八
幡
は
明
日
奈
を

こ
さ
な
い
よ
う
に



 第１５４話 これからは私がいる

 
そ

と
明
日
奈
を

き
上
げ
て
部
屋
へ
と
向
か
い
明
日
奈
を
ベ

ド
に
横
た
え
て
布
団
を
か

け
る
と

 
そ
の
ま
ま
そ

と
部
屋
を
出
よ
う
と
し
た
が

そ
の
時
明
日
奈
が

こ
ん
な

言
を
言

た

八
幡
君

高
貴
な

で
あ
る
こ
の
私
が

ず

と
一

だ
か
ら
ね

 
八
幡
は

き
出
し
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
で

え

こ
う

い
た

影

を
受
け
す
ぎ
だ
ろ
ア
ス
に

ん
こ
先
生

そ
う
だ
な
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な
明

日
奈

 
そ
し
て
八
幡
も
自
分
の
部
屋
に

り

そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝
両
親
は
も
う
出
勤
し
て
い
た

明
日
奈
が
三
人
分
の
朝
食
を
作

て

い
た
の
だ
が

 
そ
こ
に
小
町
が

て
た
顔
を
し
な
が
ら
走
り
込
ん
で
き
た

あ
お
兄
ち

ん
お
姉
ち

ん
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア

プ
デ

ト
情
報
が
さ

き
更
新
さ
れ
た
み

た
い

 
こ
ん
な
時
間
な
の
に
ご
苦
労
様
だ
よ
ね

 
二
人
が
小
町
の
差
し
出
し
て
き
た
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
る
と
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そ
れ
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
次
の
ア

プ
デ

ト
情
報
だ

た

ど
れ
ど
れ

お

に
か

え
え

こ
れ

て
本
当
な
の

 
そ
の
画
面
に
は

シ
ン
プ
ル
に
一
言
だ
け

こ
う
書
か
れ
て
あ

た

次
の
ア

プ
デ

ト
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

あ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
降
臨

お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

て

何

そ
う
か
小
町
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

て
名
前
は
知

て
て
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

て
言
葉
は
知
ら
な

か

た
か

え

Ｓ
Ａ
Ｏ

み
の
用
語
な
の

そ
う
だ
よ

私
達
が
二
年
間
戦

て
き
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
舞
台
そ
れ
が

遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

な
の話

は

く

い
て
た
が

に
来
た
か

て
感
じ
だ
な

 
よ
し

今
日
の
夜

速
全
員
に
集
合
を
か
け
る
ぞ

 
こ
う
し
て
二
人
は

再
び
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
地
を

む
事
と
な

た
の
だ

た



 第１５５話 懐かしきアインクラッド

 
第
１
５
５
話
 
懐
か
し
き
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

今
日
は

急
の
議
題
が
あ

て
み
ん
な
に
集
ま

て
も
ら

た

い
き
な
り
で

し

な
く

思
う

 

急

集
は

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

か
ら
始
ま

た

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
か
ら

次
の
バ

ジ

ン
ア

プ
関
連
の
情
報
が
報
告
さ
れ
た

 
メ
ン
バ

の
反
応
は

驚
く
者
と

に
知

て
い
た
の
で
あ
ろ
う

て

い
た
者
が

半
々
だ

た

公
開
さ
れ
て
い
る
以
上
の
情
報
を

え
仲
間
だ
と
言

て
も

 
直
接
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
や
ア
ル
ゴ
に

く
の
は
フ

ア
じ

な
い
と
思
う
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
二
人
は
今
日
は
こ
こ
に
は
呼
ん
で
は
い
な
い

連

は
し
て
お
い
た
け
ど
な

 
で

そ
れ
と
は
別
に

幸
い
こ
こ
に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
つ
い
て

し
い
者
が
多
く
い
る
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な
の
で

ち

と
話
を
し
て
お
こ
う
と
思

て
集
ま

て
も
ら

た

て
感
じ
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
説
明
し

一
同
は

い
た

先
ず
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
か
ら

お
さ
ら
い
を
し
た
い
と
思
う

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

い
く
つ
か
の

目
を

書
き
で
あ
げ
た

 
一
つ

空
は
飛
べ
な
い
と
い
う
事

 
一
つ

基
本
的
に
マ

プ
は
変
わ

て
い
な
い
と
い
う
事

 
一
つ

ソ

ド
ス
キ
ル
は
存
在
し
な
い
と
い
う
事

 
一
つ

魔
法
は
そ
の
ま
ま
使
え
る
と
い
う
事

 
そ
し
て
最
後
に

こ
れ
は

だ
が
と
前
置
き
し
た
上
で
八
幡
は
言

た

層
の
ボ
ス
に
つ
い
て
の

を
述
べ
る
と

現

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
だ
と

 
ス
キ
ル
上
限
が

と
な

て
必
ず
し
も
上
の

に
上
が
る
度
に
ボ
ス
の
強
さ
が

す
と
は
限

ら
な
い

 
ス
キ
ル
が
カ
ン
ス
ト
し
て
い
る
と
味
方
の
強
さ
が
装
備
以
外
で
劇
的
に
上
が
る
事
は
無
い

か
ら
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
と
の
相
性
に
よ

て
と
ん
で
も
な
く
攻
略
が
楽
に
な
る
敵
も
い
る
と
思
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う 
特
に
魔
法
の

無
が
大
き
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
回
復
手

は
ア
イ
テ
ム
だ
け
だ

た
か
ら

 
基
本
ス
イ

チ
と
い

て
前
衛
後
衛
を
入
れ

え
て
交
代
で
回
復
ア
イ
テ
ム
を
使

て
い

た
ん
だ
が

 
回
復
魔
法
が
あ
れ
ば
そ
の
手
間
は
無
く
な
る

こ
れ
は
大
き
い

あ
 
そ
れ
を

い
た
コ
マ
チ
が

突
然
大
き
な
声
を
上
げ
た

ス
イ

チ

て
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ
ね

お
姉
ち

ん

 
一
同
は
そ
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
よ
う
な
の
で
コ
マ
チ
は
得
意
げ
に
説
明
を
始

め
たこ

の
前
お
姉
ち

ん
が

朝
お
兄
ち

ん
を
迎
え
に
家
ま
で
来
た
時

 
お
姉
ち

ん
が

ぼ
け
た
お
兄
ち

ん
を

こ
す
時
に
叫
ん
だ
言
葉
が
ス
イ

チ
だ

た

の
で
す

 
そ
れ
を

い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
組
の
面
々
は

じ
と
目
で
二
人
を
見
つ
め
た

 
二
人
は
そ
の

線
を
避
け
る
よ
う
に
顔
を

ら
し

線
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
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く

 
そ
の
時
ど
こ
か
か
ら

忍
び
笑
い
が

こ
え
た
が

そ
の
犯
人
は
キ
リ
ト
だ

た

ハ
チ
マ
ン
は

ま
だ
そ
の
言
葉
に
反
応
し
ち
ま
う
ん
だ
な

ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら

笑
い
を

え
る
キ
リ
ト
だ

た
が

 
そ
の
キ
リ
ト
に
対
し

リ
ズ
ベ

ト
が
突
然
大
き
な
声
で
叫
ん
だ

キ
リ
ト

ス
イ

チ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
キ
リ
ト
は
反
射
的
に
後
ろ
に
下
が
り
無
意
識
に
背
中
に
手
を
回

し
た

 
そ
の
動
作
は
お
そ
ら
く

背
負

て
い
た
剣
を

に
抜
こ
う
と
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
た

 
我
に
返
り
や
べ

と
い
う
顔
を
し
た
キ
リ
ト
に
向
か

て
リ
ズ
ベ

ト
が
ド
ヤ
顔
で
言

た
あ
ん
た
も
ハ
チ
マ
ン
と
同

よ

キ
リ
ト

く

い

い
き
な
り
は

だ
ぞ

リ
ズ

 
キ
リ
ト
は
必
死
に
リ
ズ
ベ

ト
に
抗
議
し
た
が
反
応
し
て
し
ま

た
事
実
は
も
う

ら
な
い

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
を
指
差
し
て

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
が
大
笑
い
し
て
い
た
が
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何
を

そ
う
こ
の
二
人
も
今
の
リ
ズ
ベ

ト
の
言
葉
に

に
反
応
し
そ
う
に
な

て
い

た 
呼
ば
れ
た
の
が
自
分
の
名
前
だ

た
な
ら

こ
の
二
人
も
必
ず
反
応
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

 
リ
ズ
ベ

ト
の
叫
び
が
ス
イ

チ
だ
け
で
は
無
か

た
事
に
二
人
は
感
謝
す
べ
き
な
の
だ
が

 
実

問
題
目
立

た
反
応
を
し
た
の
が
キ
リ
ト
だ
け
だ

た

 
二
人
は
何
と
か
こ
の
場
を
切
り
抜
け
る
事
が
出
来
た
の
だ

た

そ
れ
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
突
入
し
た
と
し
て

先
ず
何
を
目
標
に
す
る
の
か
し
ら

 
ユ
キ
ノ
が

静
に

そ
の
場
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
話
を
元
に

し
た

そ
う
だ
な

先
ず
は
情
報
収
集
と

点
の
確
保
だ
な

点
に
出
来
そ
う
な
場
所
に
心
当
た
り
は
あ
る
の
か
し
ら

そ
れ
は
任
せ
て
く
れ

俺
と
ア
ス
ナ
が
先
行
し
て

き

ち
り

え
て
お
く
さ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
の
そ
の
質
問
に

と
あ
る

を
思
い

か
べ
な
が
ら
そ
う
答
え
た

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
当
然
ど
の

の
事
か
理
解
し
て
い
た

二
人
は
懐
か
し
さ
に
目
を

め

た
と
り
あ
え
ず
他
の
分
担
を
決
め
よ
う

先
ず
情
報
収
集
だ
が
戦
闘
面
の
情
報
収
集
は
キ
リ
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ト

頼
む

お
う

メ
ン
バ

は

リ

フ

コ
マ
チ

イ
ロ
ハ

ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

レ
コ
ン

メ
ビ
ウ
ス

さ
ん
で

ど
う
い
う
意
図
の
メ
ン
バ

だ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
問
い
に

ハ
チ
マ
ン
は

き
な
が
ら
答
え
た

キ
リ
ト
が
リ

ダ

な
の
は
い
い
と
し
て

戦
闘
も
回
復
も
こ
な
せ
る
万
能
タ
イ
プ
の
リ

フ

に

 

候
の
コ
マ
チ
レ
コ
ン
は
コ
マ
チ
と
一

に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
雰
囲
気
を

候

点
で
掴

ん
で
く
れ

 
そ
し
て
魔
法
の

証
で
イ
ロ
ハ

タ
ン
ク
の

証
で
ユ
イ
ユ
イ

 
ユ
ミ

は
今
の
実
力
で

ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
を
無
理
の
無
い
よ
う
に
確
認
し
て
く
れ

 
最
後
に
回
復
役
と
し
て

専
属
で
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん

て
感
じ
だ
な

な
る
ほ
ど
な

証
し
た
い

目
も
大
体
分
か

た
よ

 
キ
リ
ト
は
納
得
し
次
に
ハ
チ
マ
ン
は
残
り
の
メ
ン
バ

を
街
の
探
索
チ

ム
に
指
名
し
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た 
ユ
キ
ノ

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ
の
五
人
に

を
確
保
し
た
二
人
が

合
流
す
る

 
質
問
し
て
き
た
の
は

ユ
キ
ノ
だ

た

他
の
人
達
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
る
の
だ
け
れ
ど

何
故
私
だ
け
街
担
当
な
の
か
し
ら

俺
達

験
者
だ
け
だ
と
気
付
か
な
い
事
も
あ
る
と
思
う
し
な

 
そ
の
場
合

ユ
キ
ペ
デ

ア
さ
ん
に
活
躍
し
て
も
ら
う
の
が
一
番
い
い
と
思

た
ん
で
な

人
を
お
か
し
な
呼
び
方
で
呼
ぶ
の
は
や
め
な
さ
い

ハ
チ
マ
ン
君

 
で
も
そ
の
呼
び
方

懐
か
し
い
わ
ね

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
で
考
え
て
み
た
ん
だ
が

何
か
意
見
が
あ

た
ら
ど
ん
ど
ん
言

て
く
れ

 
チ

ム
の
分
け
方
に
は
特
に

が
無
か

た

そ
の
話
は
そ
こ
で
終
わ
り
と
な

た

次
に
ギ
ル
ド
の
事
な
ん
だ
が

今
回
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

入

て
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
の

せ
い
で

 
ち

と
い
く
つ
か
思
い
つ
い
た
事
が
あ
る
の
で

い
て
ほ
し
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い

メ
ン
バ

全
員
に

自
分
の
考
え
を
説
明
し
始
め
た
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実
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
二
十
二
層
に

俺
達
が
か
つ
て

点
に
し
て
い
た
場
所
が
あ
る

 
俺
達
は
秘
密
基
地
と
呼
ん
で
い
た
ん
だ
が

そ
の
理
由
は
見
て
も
ら
え
ば
分
か
る
と
思
う

 
俺
は
そ
の

点
を

ギ
ル
ド
の
ホ

ム
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る

 
な
の
で

ギ
ル
ド
の
設
立
は

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
や
ろ
う
と
思
う
ん
だ
が

ど
う
だ
ろ
う

 
今
特
に
何
か
困

て
い
る
わ
け
で
も
な
か

た

皆
は
特
に
そ
の
意
見
に

も
無
く

 
ハ
チ
マ
ン
の
話
は
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
た

次
に
活
動
内
容
だ
が
最
終
的
に
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

層
を
今
度
こ
そ
ク
リ
ア
し
た
い

 
だ
が
当
面
は
二
十
二
層
に
到
達
し

ギ
ル
ド
を
設
立
し
た
後
は

 
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
方
面
の
事
も
き

ち
り
考
え
な
が
ら

バ
ラ
ン
ス
よ
く
攻
略
し
つ
つ

 
そ
の
時
参
加
出
来
る
メ
ン
バ

で
無
理
な
く
楽
し
く
遊
ん
で
い
け
れ
ば
い
い
と
そ
う
思

て

る
楽
し
く

て
の
が
一
番
大
事
だ
な

 
キ
リ
ト
が
そ
う
言
い

皆
口
々
に

そ
れ
に
同
意
し
た

リ
ア
ル
生
活
に

障
が
出
る
よ
う
な
事
が
無
い
よ
う
に
全
て
の
活
動
は
自
由
参
加

て
事
で

 
後
は
何
か
不
満
や
要
望
も
し
く
は
ギ
ル
ド
で
や
り
た
い
事
が
あ

た
ら
す
ぐ
に
言

て
ほ
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し
い

 
当
面
の
活
動
に
つ
い
て
は

そ
ん
な
方
針
で
い
き
た
い
と
思

て
る
ん
だ
が

ど
う
だ
ろ
う

成
問
題
な
し

 
メ
ン
バ

は
再
び
口
々
に

同
し

こ
の
日
の
話
し
合
い
は
終
わ
る
事
に
な

た
の
だ
が

 
そ
こ
に
と
あ
る
人
物
が

い
き
な
り
乱
入
し
て
き
た

じ

じ

ん

こ
こ
で
い
き
な
り
私
参
上

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん
だ

 
ど
う
や
ら
ソ
レ
イ
ユ
は

か
な
り
頑
張

て
仕
事
を
片
付
け
て
き
た
よ
う
で

 
ギ
リ
ギ
リ
話
し
合
い
の
解
散
の
時
間
に
間
に
合

た
の
だ

た

良
か

た

ギ
リ
ギ
リ
間
に
合

た
み
た
い
だ
ね

今
ま
さ
に

解
散
す
る
所
で
し
た
け
ど
ね

で

話
し
合
い
は
ど
う
な

た
の

 
そ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
質
問
に
対
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ざ

と
今
日
の
話
し
合
い
の
内
容
を
説
明
し
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た 
そ
れ
を

い
た
ソ
レ
イ
ユ
は

自
分
も
街
の
探
索
に
加
わ
る
と
言
い
出
し
た

私
も
今
回
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
中
身
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
ん
だ
よ
ね

 
ほ
と
ん
ど
ア
ル
ゴ
ち

ん
に
任
せ
ち

て
る
か
ら
ね

 
そ
れ
に

ハ
チ
マ
ン
君
や

み
ん
な
が

ら
し
て
い
た
世
界
を
一
度
見
て
み
た
い
し
ね

 
そ
う
語
る
ソ
レ
イ
ユ
の
表
情
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は

 
か
つ
て
病
室
で
ソ
レ
イ
ユ
が
語

た
台

を
思
い
出
し
て
い
た

私
ね

実
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
や

て
み
よ
う
か
な

て
ち

と
考
え
て
た
ん
だ
よ
ね

 
だ
か
ら
八
幡
君
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た

て

い
た
時

最
初
に
思

た
の

 
ど
う
し
て
私
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
や
ら
な
か

た
ん
だ
ろ
う

 
そ
う
す
れ
ば
何
の
し
が
ら
み
も
無
い
世
界
で
八
幡
君
と
二
人
で
冒
険
し
て

 
二
人
で
助
け
合

て
ゲ

ム
を
攻
略
し
て

そ
し
て
現
実
世
界
に
帰
還
し
た
ら

 
こ
う
し
て
ソ
レ
イ
ユ
も

街
の
探
索
チ

ム
へ
と
編
入
さ
れ
る
事
と
な

た
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第
１
５
６
話
 
ハ
チ
マ
ン
・
パ
レ

ド

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 

月

日

ハ
チ
マ
ン
と
仲
間
達
は

ア
ル
ン
の

外
に
集
結
し
て
い
た

 
そ
の

囲
に
は
か
な
り
の

の
プ
レ
イ
ヤ

が
ひ
し
め
き
あ

て
お
り

 
そ
こ
に
い
る
全
員
が

そ
の
時
を
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
て
い
た

 
今
日
は
待
ち
に
待

た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
開
放
さ
れ
る
日
な
の
で
あ

た

時
間
だ
な

よ
し

そ
ろ
そ
ろ
上
空
で
待
機
し
よ
う

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
い

一
同
は
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
に

ま

て
飛
び
上
が

た

 
そ
れ
を

切
り
に

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
も
飛
び
上
が
り
始
め
た

 
何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

は

楽
し
そ
う
に

囲
を
く
る
く
る
と
飛
び
回

た
り
し
て
い
た
が

 

外
な
く
全
て
の
プ
レ
イ
ヤ

が

期
待
の
こ
も

た
目
で
空
を

め
続
け
て
い
た

 
そ
れ
か
ら

分
後

ソ
レ
イ
ユ
が

し

な
さ
そ
う
に
仲
間
達
に
言

た
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待
た
せ
ち

て
ご
め
ん
ね

私
も
正
確
な
時
間
は

い
て
な
い
ん
だ
よ
ね

い
や
い
や

俺
達
だ
け
が
優
遇
さ
れ
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
し
ね

待
つ
の
も
楽
し
い
も
ん

ス
よ

 
混
雑
を
避
け
る

公
式
の
告
知
時
間
も
あ
い
ま
い
だ

た
せ
い
か

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
中
々
そ
の

を
現
さ
な
か

た

 
そ
し
て

囲
の
雰
囲
気
が
や
や

緩
し
始
め
た

突
然
ハ
チ
マ
ン
が
仲
間
を
集
め

こ
う

言

た
そ
ろ
そ
ろ
出
現
す
る
み
た
い
だ

俺
が
合
図
し
た
ら

全
員
全
力
で
俺
に
付
い
て
来
て
く
れ

 
仲
間
達
は
そ
の
言
葉
を

い
て
空
を
見
上
げ
た
が

ど
こ
に
も
そ
ん
な
気
配
は
無
か

た

 
そ
ん
な
中

ア
ス
ナ
が
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

あ

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
君

見
え
た
の

あ
あ

何
と
な
く
だ
け
ど
な

な
る
ほ
ど
ね

ア
ス
ナ

ど
う
い
う
事
だ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
当
然
の
問
い
に

ア
ス
ナ
は
こ
う
答
え
た
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キ
リ
ト
君
な
ら
分
か
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

前
に
も
こ
ん
な
事
が
あ

た
よ
ね

 
ほ
ら

ダ
ン
ジ

ン
の
中
で
ど
こ
に
罠
が
あ
る
か

と
か

あ
あ

あ

た
あ

た

そ
う
か

そ
う
い
う
事
か

 
キ
リ
ト
は
言
わ
れ
て
思
い
出
し
た
の
か

納
得
し
た
よ
う
に
そ
う
声
を
上
げ
た

ね

ね

ど
う
い
う
事

 
困
惑
す
る
仲
間
達
を
代
表
し
て

ソ
レ
イ
ユ
が
三
人
に
そ
う

ね
た

 
キ
リ
ト
は
ソ
レ
イ
ユ
に

き
事
情
を
知
ら
な
い
メ
ン
バ

全
員
に

あ

た
事
の
説
明
を

始
め
た

ダ
ン
ジ

ン
を
探
索
し
て
た
時
の
話
な
ん
だ
け
ど

 
ハ
チ
マ
ン
は

普
通
じ

見
つ
け
ら
れ
な
い

さ
れ
た
罠
を
見
付
け
る
名
人
だ

た
ん
だ
よ

 
そ
の
理
由
が

な
ん
だ
け
ど

普
通
の
壁
と

罠
の
仕

け
ら
れ
て
い
る
壁
の

 
わ
ず
か
な
デ

タ

の
差
が
感
じ
ら
れ
る
ん
じ

な
い
か

て
そ
う
い
う
話
が
あ

た
ん
だ

よ 
皆
は
そ
の
説
明
を

き

か
ん
と
し
た

最
初
に
口
を
開
い
た
の
は
コ
マ
チ
だ

た

じ

じ

あ
も
し
か
し
て

こ
の
空
の
ど
こ
か
に

そ
う
い
う
場
所
が
見
え
た

て
事
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ま
あ

感
覚
で
な
ん
と
な
く
だ
け
ど
な

ど
う
し
よ
う

お
兄
ち

ん
が
い
つ
の
間
に
か
人
間
じ

な
く
な

て
た

お
い
コ
マ
チ

お
兄
ち

ん

い
ち

う
か
ら

そ
の
く
ら
い
に
し
と
こ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

き
そ
う
な
顔
で
コ
マ
チ
に
そ
う
答
え
た

 
そ
こ
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
の
は

案
の
定
ユ
キ
ノ
だ

た

ユ
キ
ノ
は
笑
顔
で
コ
マ
チ
に

言

た
コ
マ
チ
さ
ん
ハ
チ
マ
ン
君
は

ち

と

く
れ
て
た
分
物
の
見
え
方
が
人
と
違
う
だ
け

な
の
よ

 
で
も
ち

と
変
わ

て
は
い
る
け
れ
ど
も
生
物
学
的
に
は
間
違
い
な
く
人
間
だ
か
ら
大
丈

夫
よは

は
い

ユ
キ
ノ
さ
ん

お
い

お
前
そ
れ
ま

た
く
フ

ロ

に
な

て
な
い
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
に
そ
う
言
い
な
が
ら

再
び
空
の
一
点
を
じ

と
見
つ
め
た

 
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
仲
間
達
も
そ
の
方
向
を
見
た
が

特
に
変
わ

た
部
分
は
無
か

た

ど
う
や
ら
時
間
が
無
さ
そ
う
だ

間
違
え
た
ら
す
ま
な
い

て
事
で
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全
員
と
り
あ
え
ず
全
力
で
飛
ぶ
準
備
を
頼
む

 
そ
の
言
葉
を

い
て

エ
ギ
ル
が
ニ
カ

と
笑
い
な
が
ら
言

た

い
い
ん
じ

な
い
か

仮
に
失
敗
し
て
も

少
し
進
入
時
の
混
雑
に

き
込
ま
れ
る
だ
け
だ

し
な

 
リ
ス
ク
は

点
の
確
保
だ
け
だ
ろ

で
も
も
し
成
功
し
た
ら

俺
達
が
一
番
乗
り
だ

 
ク
ラ
イ
ン
が
そ
の
言
葉
を
引
き
継
い
で
そ
う
言

た

 
一
同
は
そ
の
言
葉
に

き

ハ
チ
マ
ン
の

囲
に
集
ま
り

全
力
を
出
す
準
備
を
し
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
最
後
に

ユ
ミ

を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

ユ
ミ

は
ま
だ
飛
ぶ
の
に
慣
れ
て
な
い
部
分
も
あ
る
と
思
う
か
ら

 
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
と

そ
う
だ
な

キ
リ
ト
と
リ

フ

で
フ

ロ

を
頼
む

ユ
ミ

ち

ん
は
お
姉
さ
ん
が
引
き
受
け
た

あ
あ

了
解
だ

ハ
チ
マ
ン

飛
ぶ
の
は
得
意
よ

任
せ
て

 
ハ
チ
マ
ン
は
三
人
に

を
言
う
と

再
び
上
を
見
な
が
ら
カ
ウ
ン
ト
を
開
始
し
た



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

行
く
ぞ

三

二

一

行

け

 
ソ
レ
イ
ユ
が
そ
う
叫
び

仲
間
達
は

全
力
で
先

を
飛
ぶ
ハ
チ
マ
ン
の
後
を
追

た

 
そ
の
前
方
に
は
何
も
無
か

た

り
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

後
を
追
う
の
を

し
た

 
そ
し
て
先

を
行
く
ハ
チ
マ
ン
は
珍
し
く
茶
目

を
出
し
た
の
か
飛
び
な
が
ら
魔
法
の

を
始
め

 
次
の

間

エ
フ

ク
ト
と
共
に

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
の

に
変
化
し
た

 
そ
れ
を
見
た
仲
間
達
は
笑
い
な
が
ら

あ
る
者
は
花

の
よ
う
に
魔
法
を
放
ち

 
ま
た
あ
る
者
は

神
聖
系
の
魔
法
の
光
を

い
な
が
ら

ぐ
る
ぐ
る
と

旋

に
飛
び

 
ま
る
で
パ
レ

ド
の
よ
う
に

仲
間
達
の
飛
行
を

出
し
た

 
そ
の
幻
想
的
な
光
景
に

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
ど
よ
め
い
た

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
が
と
ど
め
と
ば
か
り
に
水
平
方
向
に

魔
法
を
放

た

間
つ
い
に
ソ

レ
が
現
れ
た

 
ご

ん

ご

ん
と
鐘
の
よ
う
な
音
が

り
に
鳴
り

き

 
ハ
チ
マ
ン
の
正
面
に

誰
も
が
一
度
は
写
真

で
見
た
事
が
あ
る
で
あ
ろ
う
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遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が

そ
の
巨
大
な

を
現
し
た
の
だ

た

 
そ
れ
を
見
て
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
も

て
て
ハ
チ
マ
ン
達
の
後
を
追

た
の
だ
が

 
そ
の

離
の
差
は
何
を
ど
う
し
よ
う
と
も

め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
パ
レ

ド

態
の
ま
ま
無
事
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
の
一
番
乗
り
を
果
た
し

た
の
だ

た

よ

し

俺
達
の
勝
利
だ

や

た

一
番
乗
り

い
え

い

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
最
下
部
に
は
広
い
通
路
が
口
を
開
け
て
お
り

 
一
同
が
そ
こ
に
入
る
と

通
路
の
壁
に
は

の
よ
う
な
装

が

さ
れ
て
い
た

う

ん

も
し
か
し
て

こ
れ
に
触
れ

て
事
か

 
い
つ
の
間
に
か
通
常
の

に

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
の

に
触
れ
た

間
 
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
の

が
消
え
た

ど
う
や
ら
中
に
転
送
さ
れ
た
よ
う
だ

 
そ
れ
を
見
た
仲
間
達
も
同
様
に

に
触
れ

次
々
と
中
へ
転
送
さ
れ
て
い

た
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そ
ん
な
一
同
が
転
送
さ
れ
た
の
は

と
あ
る
広
場
で
あ

た

 
そ
こ
が
ど
こ
な
の
か

す
ぐ
に
理
解
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
の
七
人
は

感

深
げ
だ

た

ま
あ

こ
こ
が

当
だ
よ
な

そ
う
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君

全
て
の
始
ま
り
の
場
所
だ
し
な

あ
の
時
は
び

く
り
し
た
よ
ね

お
お

何
か
懐
か
し
い
な

さ

す
が
ア
ル
ゴ
の
奴

よ
く
分
か

て
る
じ

ね
え
か

ま
さ
か
茅
場
さ
ん
が
出
て
き
た
り
し
ま
せ
ん
よ
ね

 
転
送
さ
れ
た
先
は

茅
場
が
最
初
に
全
員
を
集
め
た

あ
の
広
場
で
あ

た

 
確
か
に
こ
の
広
場
が

新
た
な
る
冒
険
の
始
ま
り
の
場
所
に
は
一
番
ふ
さ
わ
し
い

 
そ
う
思
い
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
他
の
者
達
に
説
明
を
始
め
た

こ
の
場
所
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

ビ
ス
開
始
か
ら
し
ば
ら
く
後
に

 
プ
レ
イ
ヤ

全
員
が
強
制
的
に
集
め
ら
れ
茅
場

が
デ
ス
ゲ

ム
の
開
始
を
宣
言
し
た
広

場
な
ん
だ
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要
す
る
に

こ
こ
か
ら
全
て
が
始

ち
な
み
に
ね

そ

ち
の
通
路
の
先
に

屋
台
が

ん
で
る
所
が
あ

た
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
が
私
と
ハ
チ
マ
ン
君
の

初
め
て
の
出
会
い
の
場
な
ん
だ
よ

 
ち
な
み
に
そ
の
時
私
は

男
の
子
の

を
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は

最
後
ま
で
説
明
す
る
事
が
出
来
な
か

た

 
や
や
興
奮
ぎ
み
の
ア
ス
ナ
が

そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

た
か
ら
だ

そ
う
い
え
ば

二
人
の
出
会
い
の

し
い
話
は

い
た
事
が
無
か

た
わ
ね

 
ユ
キ
ノ
も
ハ
チ
マ
ン
の
説
明
を
そ

ち
の
け
で
ア
ス
ナ
の
言
葉
に
乗

か
り

 
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
以
外
の
女
性

も

興
味
深
げ
に
ア
ス
ナ
の

り
に
集
ま

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

調
子
に
乗

て
説
明
を
始
め
よ
う
と
し
た
ア
ス
ナ
の
口
を

 
背
中
側
か
ら

き
し
め
る

で
塞
ぎ

た
め
息
を
つ
い
た
後
に

 
抗
議
す
る
よ
う
に
も
ご
も
ご
と
何
か
言
お
う
と
し
て
い
る
ア
ス
ナ
を

え
な
が
ら
言

た

あ

ガ

ル
ズ
ト

ク
は
ま
た
後
で
な

と
り
あ
え
ず
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
到
着
す
る
前
に

 
手
は
ず
通
り
に
予
定
を
こ
な
し
ち
ま
お
う

戦
闘

証
チ

ム
は
キ
リ
ト
の
後
に
続
い
て
く

れ
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街
の
探
索
チ

ム
は
と
り
あ
え
ず
俺
達
が
合
流
す
る
ま
で
は
エ
ギ
ル
が
リ

ダ

と
な

て 
街
中
を
探
索
し
つ
つ

第
一
層
の
攻
略
会
議
が
開
か
れ
た

あ
の
広
場
で
待

て
て
く
れ

 
俺
と
ア
ス
ナ
も

点
を
確
保
し
て
か
ら
す
ぐ
に
そ
こ
に
向
か
う

了
解

お
う

待

て
る
ぞ

二
人
と
も

 
キ
リ
ト
と
エ
ギ
ル
は
そ
う
返
事
を
す
る
と

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
方
向
へ
と
歩
き
出
し
た

 
残
り
の
メ
ン
バ

達
も
そ
の
後
に
続
き
そ
の
場
に
は
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
二
人
だ
け
が

残
さ
れ
た

よ
し

そ
れ
じ

俺
達
も
ダ

シ

で
あ
の

へ
と
向
か
う
か

ん

ん

お

と

ま
だ
口
を
塞
い
だ
ま
ま
だ

た
か

ア
ス
ナ

す
ま
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い

ア
ス
ナ
の
口
か
ら
手
を
離
そ
う
と
し
た
が

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

手
を

手
で

り
そ
の
手
を
離
さ
な
い
ま
ま
ク
ル

と
回

て
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ハ
チ
マ
ン
の

の
中
か
ら
飛
び
出
す
と

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
手
を
引
い
て
走
り
出
し
た

 
い
き
な
り
だ

た

ハ
チ
マ
ン
は
少
し

て
た
が
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
と
一

に
走
り
出
し

た
お

お
い
ア
ス
ナ

ふ
ふ

あ
の
時
と
逆
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
の
言
う
通
り
立
場
は
逆
で
あ

た
が
そ
れ
は
ま
さ
に
あ
の
時
の
再
現
で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
懐
か
し
く
思
い
な
が
ら

ア
ス
ナ
に
こ
う
言

た

そ
う
か

こ
れ
が
あ
の
時
ア
ス
ナ
の
見
て
い
た
光
景
な
ん
だ
な

 
そ
れ
に
対
し
て
ア
ス
ナ
は

笑
顔
で
こ
う
返
し
た

こ
れ
が
あ
の
時
ハ
チ
マ
ン
君
の
見
て
い
た
光
景
な
ん
だ
ね

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
い
合
い

し

か
り
と
手
を
繋
い
だ
ま
ま

 
懐
か
し
き
あ
の

へ
向
か

て
走
り
続
け
た
の
だ

た
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第
１
５
７
話
 
は
じ
ま
り
の
三
人

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

よ
し

無
事
確
保
完
了
だ

や

た
ね

 
頑
張

た
甲
斐
も
あ
り

二
人
は
無
事
に

点
の
確
保
に
成
功
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
懐
か
し
そ
う
に
目
を

め
な
が
ら

家
の
二

に
設
定
さ
れ
た
そ
の

を
見
て

い
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ア
ス
ナ
は

中
に
入

て
み
よ
う
と
提
案
し
た

中
の
設
備
に
つ
い
て
一
番

し
い
の

て
や

ぱ
り
私
達
だ
し
一
応

と
何
か
違
い
が
あ

る
の
か

 
チ

ク
し
て
お
い
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か
な

て
思

た
ん
だ
よ
ね

確
か
に
そ
れ
が
合
理
的
か
も
し
れ
な
い
な
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
提
案
に
は
一
理
あ
る
と
思
い
ア
ス
ナ
と
共
に
室
内
に
入
る
事
に
し
た
の

だ
が

 
中
に
入
る
と
ア
ス
ナ
の

線
が

室
か
ら
離
れ
な
い
事
に
気
付
い
た

お
い
ア
ス
ナ

ま
さ
か
と
は
思
う
が

中
に
入
り
た
が

た
理
由

て

 
風
呂
に
入
り
た
か

た
か
ら

な
ん
て
事
は
無
い
よ
な

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

ア
ス
ナ
は

が
逆
立

た
猫
の
よ
う
に
直
立
し

 
ギ
ギ
ギ

と
音
が

こ
え
る
か
の
よ
う
な
動
作
で

り
返

た

ま

ま
さ
か

こ
ん
な
時
に

そ
ん
な
不

な
事
を
考
え
る
わ
け
が
無
い
じ

な
い

 
わ

私
に
だ

て
そ
れ
く
ら
い
の
分
別
は
あ
る
よ

 
そ
の
言
葉
と
態
度
を
見
て

色
々
と
察
し
て
し
ま

た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ま
あ
一

で
湯
も

く
事
だ
し

体
や

を

く
手
間
も
無
い
か
ら
い
い
か
と
思
い
つ
つ

 
一
応
ク
ギ
を

し
て
お
く
事
に
し
た

そ
う
か

俺
は
分
別
と
か
無
い
か
ら

気
に
せ
ず
普
通
に
風
呂
に
入
る
事
に
す
る
わ

え

え

ア
ス
ナ
と
一

に
入
れ
な
い
の
は
残
念
だ
け
ど

ま
あ
一
人
で
も
十
分
だ
し
な
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そ
れ
じ

あ
残
り
の
部
屋
の
チ

ク
は
頼
む
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

て
風
呂
場
に
一
歩
足
を

み
出
し
た

間
ア
ス
ナ
が
い
き
な
り
叫
ん

だ
わ

私
も
ハ
チ
マ
ン
君
と
一

に
お
風
呂
に
入
る

 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
に

り
返
り

と
て
も
い
い
笑
顔
で
言

た

そ
う
か
ざ

と
設
備
に
違
い
が
無
い
か
見
る
だ
け
だ
か
ら
一
人
で
い
い
か
と
思

て
た
ん
だ

が 
ア
ス
ナ
が
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
別
に
一

で
も
い
い
か

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
や

ち
ま

お
うえ

え

 
ハ
チ
マ
ン
は
戸
惑
う
ア
ス
ナ
を

目
に
風
呂
の
中
に
入

て
設
備
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
る

か 
丁

に
チ

ク
を
開
始
し
た

ア
ス
ナ
は
そ
れ
を

然
と

め
て
い
た
の
だ
が

 
や
が
て
真

な
顔
で
下
を
向
き

る

る
と

え
だ
し
た
ア
ス
ナ
は

 
ハ
チ
マ
ン
に
近
付
く
と
両
手
を
グ

に
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
を

か

か
と
叩
き
始
め
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た
ハ
チ
マ
ン
君
の
意
地
悪

 
ハ
チ
マ
ン
は

し
ば
ら
く
ア
ス
ナ
に
叩
か
れ
る
ま
ま
に
し
て
い
た
が

 
や
が
て
調
査
を
終
え
る
と

く
る

と

り
返
り

そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
を

き
し
め
な
が
ら

言

た
仕
方
な
い
な

十
分
だ
け
だ
ぞ

え

え

風
呂
に
入
り
た
か

た
ん
だ
ろ

あ

え

と

う

う
ん

だ
か
ら
十
分
だ
け
な

 
や

と
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
ア
ス
ナ
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に

言

た
え

と

い

一

に

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
問
い
に

ハ
チ
マ
ン
は
即
答
し
た

そ
ん
な

な
い
だ
ろ
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え
え
え
え
え
え
え
え

そ
れ
じ

あ

俺
は
他
の
設
備
を
チ

ク
し
て
る
か
ら

ご
ゆ

く
り
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

風
呂
場
か
ら
出
て
い

た

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
手
の
上
で
コ
ロ
コ
ロ
と
転
が
さ
れ
た
事
に
気
付
き

 
し
ば
ら
く
の
間

ぐ
ぬ
ぬ

態
で
あ

た
が

時
間
も
あ
ま
り
無
い
と
気
を
取
り
直
し

 
ハ
チ
マ
ン
の
好
意
に

え
て
そ
の
ま
ま
風
呂
に
入
る
事
に
し
た

 
一
方
ハ
チ
マ
ン
は

室
内
が

と
ほ
と
ん
ど
変
わ

て
い
な
い
事
を
確
認
し
終
わ
り

 
懐
か
し
さ
を
覚
え
な
が
ら
ソ
フ

に

け
ア
ス
ナ
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
事
に
し
た

の
だ
が

 
そ
の
時

突
に

入
り
口
の
扉
が

コ
ン
コ
ン
コ
コ

ン
と
ノ

ク
さ
れ
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
叩
き
方
に
は
覚
え
が
あ

た

迷
う
事
な
く
扉
を
開
け
た

お
う

ア
ル
ゴ
か

や

と
ロ
グ
イ
ン
出
来
た
ん
だ
な

 
ア
ル
ゴ
は
返
事
も
無
し
に
い
き
な
り
扉
が
開
く
と
は
思

て
い
な
か

た
ら
し
く

 
し
ば
ら
く

直
し
た
後
に
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ

ハ
チ
マ
ン
に
言

た

さ
す
が
に
今
の
は
ち

と
無
用
心
じ

な
い
か

ハ
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ん
だ

て
今
の
は
ア
ル
ゴ
ノ

ク
じ

な
い
か

何
度
も

い
て
る
か
ら

が
覚
え
ち

ま

た
よ

何
だ
そ
の
呼
び
方
は
ま
あ
何
で
も
い
い
け
ど
な

と
こ
ろ
で
ア

ち

ん
は
一

じ

な
い

の
カ

 
ア
ル
ゴ
に
そ
う

ね
ら
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は

て

室
を
指
差
し
た

 
そ
れ
を
見
た
ア
ル
ゴ
が
ハ
チ
マ
ン
が
止
め
る
間
も
な
く
い
き
な
り
そ
ち
ら
に
突
撃
し
た
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
扉
に
背
中
を
向
け
た

 
そ
の
直
後
に

室
か
ら
ア
ス
ナ
の

鳴
と
ア
ル
ゴ
の
笑
い
声
が

こ
え
た
の
だ
が

 

と
違
い

今
回
は

見
え
て
は
い
け
な
い
も
の
が
見
え
る
事
も
な
く

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
か
ら
の
お
仕
置
き
を
間
一

で
回
避
す
る
事
に
成
功
し
た
の
だ

た

ふ
う

い
き
な
り
だ

た
か
ら

本
当
に
び

く
り
し
た
よ

 

分
後

三
人
は

め
て
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ

に

け

会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
ア
ス
ナ
が
た
め
息
を
つ
き
つ
つ
も

ど
こ
か
満
足
し
た
よ
う
な
声
で
そ
う
言
う
と

 
ア
ル
ゴ
が
懐
か
し
さ
に
目
を

め
な
が
ら

返
事
を
し
た

思
え
ば
オ
レ

ち
が
ア

ち

ん
と
初
め
て
会

た
の
は
こ
の
部
屋
の
あ
の

室
な
ん
だ
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よ
ナう

ん

本
当
に
懐
か
し
い
ね

で
も
あ
の
時
は

扉
を
開
け
ら
れ
た
だ
け
だ

た
け
ど

 
今
日
は
い
き
な
り
全

の
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
湯
船
に
飛
び
込
ん
で
き
た
か
ら

 
別
の
意
味
で
あ
の
時
よ
り
も
び

く
り
し
た
ん
だ
け
ど
ね

は
 
そ
の
ア
ス
ナ
の
説
明
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は
驚
き
の
あ
ま
り
ア
ス
ナ
と
ア
ル
ゴ
を
何
度
も
交

に
見
た

 
ア
ル
ゴ
は

れ
た
よ
う
な
口
調
で

ハ
チ
マ
ン
に
言

た

い
や

オ
レ

ち
と
し
た
事
が

ハ

に
サ

ビ
ス
し
す
ぎ
ち
ま

た
ナ

 
そ
の
ア
ル
ゴ
の
台

を

い
た

間

ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に
押
し
倒
さ
れ

 
ハ
チ
マ
ン
の
両
目
の
前
に
ア
ス
ナ
の
指
先
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
ハ
チ
マ
ン
は

て
て

解
し
た

お

お
い
ア
ル
ゴ

冗
談
で
も
そ
う
い
う
事
を
言
う
な

俺
の
目
が
本
当
に
や
ば
い
か
ら

 
い
い
か
ア
ス
ナ
俺
は
す
ぐ
背
中
を
向
け
た
か
ら
何
も
見
て
い
な
い

本
当
だ
信
じ
て
く

れ
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そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

解
を

い
た
ア
ス
ナ
は

本
当
に

と

う
よ
う
に

ア
ル
ゴ
を
見
た

 
ア
ル
ゴ
は
首
を

り
な
が
ら

ア
ス
ナ
に
こ
う
答
え
た

そ
の
時
は
オ
レ

ち
ハ

に
背
中
を
向
け
て
た
か
ら
本
当
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
ゼ

ア
ル
ゴ
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
の
ア
ル
ゴ
の
返
答
に
ハ
チ
マ
ン
は
絶
叫
し
た

ア
ス
ナ
は
目
を

め
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
を

見
た
が

 
や
が
て
す
ぐ
に
ハ
チ
マ
ン
を
解
放
し
た

そ
れ
が

に
あ

さ
り
し
た
解
放
の
仕
方
だ

た
の

で 
ハ
チ
マ
ン
は
ほ

と
す
る
と
同
時
に

も

と
き
つ
い
お
仕
置
き
が
く
る
の
で
は
な
い
か
と

 
少
し

す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ア
ス
ナ
は
い
た
ず
ら

い
笑
顔

を
見
せ
た

う
ん
ま
あ
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
装
備
を
解

し
た

間
に
ハ
チ
マ
ン
君
が
背
中
を
向
け
て
た
の
は

 
私
の

置
か
ら
は
し

か
り
見
え
て
た
か
ら
ハ
チ
マ
ン
君
が
無
実
な
の
は
知

て
た
ん
だ
け

ど
ねア

ス
ナ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

き

再
び
絶
叫
し
た

ふ
ふ

さ

き
の
お
返
し

だ
よ

 
ア
ス
ナ
は

手
の
人
差
し
指
を
立
て
て

に

り

片
目
を

り
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に

言

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

何
と
か
呼

を
整
え
る
と

少
し
悔
し
そ
う
に

こ
う
言

た

く

き

今
日
の
と
こ
ろ
は
引
き
分
け
に
し
と
く

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
ア
ル
ゴ
は
大
笑
い
し
ア
ス
ナ
も
仕
方
な
い
な
あ
と
言
い
な
が
ら

 

め
て
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
座
り
直
し
た

ハ
チ
マ
ン
は

ば
つ
が
悪
か

た
の
か

 
話
題
を
変
え
よ
う
と

平
静
を
装

て
ア
ル
ゴ
に
話
し
か
け
た

と
こ
ろ
で
ア
ル
ゴ
今
日
は
忙
し
い
ん
じ

な
い
か
と
思

て
た
け
ど
よ
く
ロ
グ
イ
ン
出
来

た
よ
な

オ
レ

ち
も
再
び
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
来
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
た
か
ら

 
無
理
を
言

て
ち

と
だ
け
抜
け
さ
せ
て
も
ら

た
ん
だ

な
る
ほ
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

き
な
が
ら

更
に
ア
ル
ゴ
に
質
問
し
た
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し
ば
ら
く
は

ず

と
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

層
の
更
新
で
忙
し
い
の
か

そ
ろ
そ
ろ
材
木

ち
や
下
の
連
中
が
育

て
き
た
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

か
ら
は

 
も
う
少
し
し
た
ら
手
を
引
け
る
ん
じ

な
い
か
と
思
う

材
木
座
か

そ
う
い
え
ば
ま
だ
あ
い
つ
に
お

を
言
え
て
な
い
な

あ

そ
う
だ
ね

ね

ハ
チ
マ
ン
君

今
度
二
人
で
お

を
言
わ
な
い
と
だ
ね

 
ア
ス
ナ
が
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

き
な
が
ら

そ
う
提
案
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
今
度
あ
い
つ
に
会
い
に
行
く
か

う
ん

 
そ
ん
な
二
人
に

ア
ル
ゴ
が
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
オ
レ

ち
が

落
ち
た
後
に
材
木

ち
に
話
だ
け
し
と
い
て
や
る
ヨ

す
ま
ん
ア
ル
ゴ

宜
し
く
頼
む

と
こ
ろ
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
ど
う
変
わ

た
か

説
明
し
た
方
が
い
い
カ

 
ア
ル
ゴ
の
そ
の
提
案
に

ハ
チ
マ
ン
は
首
を

り
な
が
ら
こ
う
答
え
た

さ
す
が
に
そ
れ
は
ち

と
ず
る
い
気
が
す
る
か
ら
い
い
わ

 
ま
あ
今
み
ん
な
で
情
報
収
集
を
し
て
い
る
所
だ
か
ら

そ
の

り
は
問
題
な
い
と
思
う
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う
ち
の
メ
ン
バ

は
皆
と
ん
で
も
な
く
優

だ
し

験
者
も
多
い
し
な

 
ア
ル
ゴ
は

確
か
に
ナ

と

き
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
に

い
た

ま
あ
そ
れ
な
ら
問
題
な
い
な

そ
れ
じ

あ
オ
レ

ち
は
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る

あ
あ

そ
れ
じ

あ
落
ち
着
い
た

に
ま
た

一

に
冒
険
し
よ
う

今
度
こ
そ

層
ク
リ
ア

だ
ね

だ
な

そ
れ
じ

ハ

ア

ち

ん

ま
た
な

 
ア
ル
ゴ
は
手
を

り
な
が
ら
二
人
に
そ
う

し

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
残
さ
れ
た
二
人
も

ア
ル
ゴ
の

が
消
え
る
の
を
見

け
た
後
に

確
保
し
た

を
出
て

 
そ
の
ま
ま
仲
間
達
の
待
つ
攻
略
会
議
が
開

さ
れ
た
あ
の
広
場
へ
と
向
か

た
の
だ

た
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第
１
５
８
話
 
ク
ラ
イ
ン
の
男
の
道

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

す
ま
ん
み
ん
な

待
た
せ
た
な

ご
め

ん

お
待
た
せ

 

分
後

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

か
つ
て
最
初
に
攻
略
会
議
が
開

さ
れ
た
あ
の
広
場
で

 
無
事
に
街
探
索
チ

ム
の
仲
間
達
と
合
流
し
て
い
た

 
二
人
が
合
流
し
た
直
後
に
リ
ズ
ベ

ト
が

冗
談
の
つ
も
り
で

笑
顔
で
ア
ス
ナ
に
言

た

ど
う
せ
ア
ス
ナ
の
事
だ
か
ら
お
風
呂
に
入
り
た
い

て
ハ
チ
マ
ン
に

々
を
こ
ね
て
た
ん
で

し 
ア
ス
ナ
は
リ
ズ
ベ

ト
に
向
か

て
笑
顔
で
駆
け
寄
ろ
う
と
し
て
い
た
最
中
だ

た
の
だ
が

 
そ
の
リ
ズ
ベ

ト
の
言
葉
を

い
た

間
ピ
タ

と

止
し
た
か
と
思
う
と
そ
の
ま
ま
顔

を
背
け
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の
後
ろ
に
両
手
を
回
し
て

鳴
ら
な
い
口

を

き
始
め
た

え

ち

と
ア
ス
ナ

 
そ
の
リ
ズ
ベ

ト
の
怪

そ
う
な
問
い
に

ア
ス
ナ
は
必
死
に
こ
う
返
事
を
し
た

ち

違
う
の
リ
ズ

ち

と
だ
け
使
い
心
地
を
確
認
し
よ
う
と
思

た
だ
け
な
の

 
こ
れ
は
あ
く
ま
で
公

性
を
優
先
し
よ
う
と
思

た
だ
け
で

私
は
全
然
悪
く
な
い
の

ア
ス
ナ

そ
の
言
い
回
し

ハ
チ
マ
ン
そ

く
り
よ

え

そ

そ
う
か
な

そ
ん
な

ハ
チ
マ
ン
君
と
一

だ
な
ん
て
恥
ず
か
し
い
け
ど

嬉
し
い

 
リ
ズ
ベ

ト
は
も
ち
ろ
ん

れ
て
そ
う
言

た
だ
け
だ

た
の
だ
が

 
ア
ス
ナ
は
何
を
勘
違
い
し
た
の
か
恥
ず
か
し
そ
う
に

を

ら
め
く
ね
く
ね
と
身
を
よ
じ

ら
せ
始
め
た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
愕
然
と
し

助
け
を
求
め
る
よ
う
に

囲
の
仲
間
達
を
見
た
が

 
全
員
す
ぐ
に
顔
を
背
け

決
し
て
リ
ズ
ベ

ト
と
目
を
合
わ
せ
よ
う
と
は
し
な
か

た

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

話
を
元
に

す

に

仕
方
な
く
助
け
船
を
出
す
事
に
し
た

あ

ア
ス
ナ

風
呂
の
調
子
は
問
題
無
か

た
の
か
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う
ん

そ
う
か
そ
れ
な
ら
今
日
の
探
索
が
終
わ

た
後
女
性

み
ん
な
で
観
光
気
分
で
一

に
入

れ
ば
い
い

そ
う
だ
ね

み
ん
な

そ
う
し
よ
う

 
リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

ユ
キ
ノ

ソ
レ
イ
ユ
は

う

う
ん

と
い

た
感
じ
で

に

き 
そ
こ
で
こ
の
話
は
と
り
あ
え
ず
終
わ
り
と
な

た

 
次
に
ハ
チ
マ
ン
は
表
情
を
引
き
締
め

街
の
探
索

況
を
仲
間
達
に

ね
た

 
ど
う
だ

街
の
様
子
に
何
か
大
き
な
違
い
は
あ

た
か

 
仲
間
達
は

思
い
思
い
に
気
が
付
い
た
事
を
述
べ
始
め
た

黒

宮
の
迷
宮
は
や

ぱ
り
ま
だ
解
放
さ
れ
て
な
い
み
た
い
で

存
在
も
未
確
認
か
な

監
獄
エ
リ
ア
は
無
く
な

て
た
な

ま
あ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
く
ら
い
に
し
か
使
い
道
が
無
い

し
な基

本
街
の

設
は
前
と
一

だ

た
と
思
う
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生
命
の
碑
だ
け
が

ど
う
変
化
し
て
る
の
か
わ
か
ら
な
か

た
で
す

生
命
の
碑

そ
れ
は
一
体
何
な
の
か
し
ら

 
雪
ノ
下
姉
妹
が
同
時
に
そ
う

ね
て
き
た
の
で

ハ
チ
マ
ン
は
生
命
の
碑
の
事
を
説
明
し
た

そ
う

墓
標

と
い
う

ね

 
ユ
キ
ノ
が
少
し

な
声
で
そ
う
言

た

同
じ
よ
う
に

な
表
情
を
見
せ
て
い
た
ソ
レ
イ

ユ
は

 
や
や
暗
く
な
り
か
け
た
雰
囲
気
を
明
る
く
し
よ
う
と
思

た
の
か

こ
う
提
案
し
て
き
た

と
り
あ
え
ず
一

そ
れ
は
置
い
て
お
い
て

後
で
全
員
揃

た
時
に
お
参
り
し
ま
し

う

 
一
同
は
そ
の
提
案
に
乗
る
事
に
し

と
り
あ
え
ず
情
報
交
換
を
続
け
る
事
に
し
た
の
だ
が

 
さ
す
が
に
始
ま
り
の
街
は

最
大
の
広
さ
を

る
街
だ
け
あ
り

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
も
か
つ
て
街
を
全
て
回

た
と
は
言
い
難
か

た

さ
し
た
る
情
報
は
得
ら
れ

な
か

た
が

 
お
お
よ
そ
知

て
い
る

囲
を
回

た
結
果
得
ら
れ
た
分
の
情
報
か
ら

 
以
前
と
ほ
ぼ
同
じ

態
だ
と

さ
れ
る

と
い
う
結

で
落
ち
着
い
た
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ま
あ
と
り
あ
え
ず
こ

ち
に
関
し
て
は
問
題
無
さ
そ
う
だ
な

さ
て
そ
れ
じ

あ
最
後
に
ク

ラ
イ
ン

ん

ど
う
し
た
ハ
チ
マ
ン

一
発
殴
ら
せ
ろ

何
で
だ
よ

 
そ
の
い
き
な
り
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

ク
ラ
イ
ン
は
即
そ
う
ツ

コ
ミ
を
し
た

ま
あ
待
て

別
に
ふ
ざ
け
て
言

て
い
る

じ

な
い
ん
だ

と
同
じ
か
ど
う
か

 
俺
達
に
は
も
う
一
つ
ど
う
し
て
も
確
認
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
だ
ろ
う

内
の
扱
い
に
つ
い
て
だ
な

 
エ
ギ
ル
が
重
々
し
い
声
で
そ
う
言
い

ク
ラ
イ
ン
は

あ
あ

と
い
う
風
に

い
た

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
は
確
か
に

証
が
必
要
だ
よ
な

 

て

そ
れ
は
分
か
る
け
ど
よ

何
で
俺
が
殴
ら
れ
る
役
な
ん
だ
よ

ん

何
と
な
く

何
と
な
く
か
よ

 
そ
の
ク
ラ
イ
ン
の
抗
議
を

い
た
ユ
キ
ノ
が
に

こ
り
と
笑
い
な
が
ら
こ
う
提
案
し
て
き
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た
そ
れ
な
ら

女
性

の
誰
か
が

拳
制

を
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
か
し
ら

 
い
ず
れ
あ
な
た
も
そ
の
洗

を

び
る
事
に
な
る
か
も
だ
し

えあ
あ

静
ち

ん
な
ら
や
り
そ
う
だ
ね

 
き

と
ん
と
し
た
ク
ラ
イ
ン
に
ソ
レ
イ
ユ
が
平

の
事
を
説
明
す
る
と
ク
ラ
イ
ン
は

し
始
め
た

確
か
に
そ
の
洗

を

び
る
事
に
な
る
か
と

か
れ
る
と
高
確

で
そ
う
な
る
か
も
し
れ
な

い
が否

定
は
し
な
い
ん
だ
ね

 
ソ
レ
イ
ユ
が
か
わ
い
そ
う
な
人
を
見
る
よ
う
な
目
で
ク
ラ
イ
ン
を
見
つ
め
な
が
ら
そ
う
言

た 
ク
ラ
イ
ン
は

そ
の

線
に
気
押
さ
れ
な
が
ら
も

然
と
し
た
態
度
で
言

た

自
分
で
も
気
付
か
な
い
う
ち
に
相
手
を

ら
せ
ち
ま
う
時

て
あ
る
か
ら
な

特
に
俺
は
な

 
そ
う
い
う
時
に
は

や

ぱ
り
男
と
し
て

し

か
り
罰
を
受
け
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
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ク
ラ
イ
ン
は
確
か
に
色
々
と
や
ら
か
し
そ
う
で
は
あ
る
な

だ
ろ

や

ぱ
り
男
だ

た
ら
反
省
の
意
味
も
こ
め
て

し

か
り
相
手
の
拳
を
受
け
止
め

な
い
と
な

 
エ
ギ
ル
の
感
想
に
対
し

ク
ラ
イ
ン
は
何
故
か
得
意
げ
に
そ
う
言

た

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
機
会
を
逃
さ
す

み

け
る
よ
う
に
ク
ラ
イ
ン
に
言

た

俺
も
か
つ
て

先
生
の

拳
制

は
何
度
も
く
ら

た
事
が
あ
る
が

 
最
初
の
時
は
心

え
が
無
か

た
分

や

ぱ
り
き
つ
か

た
か
ら
な

 
ク
ラ
イ
ン
も
そ
う
い
う
意
味
で
一
度

験
し
て
お
く
と
後
々
多
少
は
楽
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
よ
な

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
や

ぱ
り
こ
こ
は
俺
の
出
番
だ
よ
な

 
ク
ラ
イ
ン
は
当
初
か
ら

徐
々
に
自
分
が
攻
撃
さ
れ
る
事
を
許
容
し
始
め
て
い
た
が

 
こ
こ
に
至

て
そ
れ
は

さ
ら
に
前
向
き
な
も
の
と
な

た

よ
し
ク
ラ
イ
ン

未
来
の
幸
せ
の

に

男
を
見
せ
て
く
れ

い
や

せ
て
く
れ

お
う

任
せ
ろ
い

男
の
生
き
様

せ
て
や
る

 
ハ
チ
マ
ン
は

ク
ラ
イ
ン
の

を

ん

ん
と
叩
き
な
が
ら

女
性

に
向
き
直

た
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さ
て

先
生
の

拳
の

力
に
近
い
の
は
誰
か
な

な
あ

ユ
キ
ノ
は
ど
う
思
う

何
故
そ
れ
を
私
に

く
の
か
し
ら

ま
あ

俺
が
実

に
殴
ら
れ
て
い
る
所
を
一
番
多
く
見
て
い
る
の
は
ユ
キ
ノ
だ
ろ
う
か
ら
な

 
ユ
キ
ノ
は

納
得
し
た
と
い
う
風
な
反
応
を
見
せ

少
し
考
え
込
ん
だ

そ
う
ね

ゲ

ム
の
中
だ
と

強
さ
の
基
準
が
現
実
世
界
と
は
少
し
違
う
か
ら

 
中
々
断
定
し
難
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
か
し
ら
ね

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

正
確
を
期
す

に
は

複

の
サ
ン
プ
ル
が
必
要
か

そ
う
ね

何
通
り
か

し
て
み
れ
ば
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

と

い
う
事
な
ん
だ
が
ク
ラ
イ
ン

そ
れ
で
い
い
か

お
う

何
発
で
も
ど
ん
と
こ
い
だ

 
調
子
に
乗

た
ク
ラ
イ
ン
は

精
神
的
に
無
敵

態
だ

た

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

ま
ず
最
初
に
ユ
キ
ノ
を
指
名
し
た

や

ぱ
り
最
初
は

一
番
近
接
攻
撃
力
の

そ
う
な
ユ
キ
ノ
か
ら
だ
な

私
は
人
を
グ

で
殴

た
事
は
無
い
の
だ
け
れ
ど

ユ
キ
ノ
ち

ん

こ
う
い
う
機
会
は
今
後
一
生
無
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
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後
学
の

に
も

こ
の

一
度
や

て
み
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
ソ
レ
イ
ユ
が
ユ
キ
ノ
に
そ
う
言
い

ユ
キ
ノ
は

息
を
つ
き
な
が
ら
言

た

分
か

た
わ
姉
さ
ん

そ
れ
な
ら
ま
あ

や

て
み
る
わ

 
ユ
キ
ノ
は
覚
悟
を
決
め
た
の
か

恐
る
恐
る
と
い

た
感
じ
で
ク
ラ
イ
ン
の
前
に
出
て

 
慣
れ
な
い
の
は
確
か
な
の
だ
ろ
う
が

し
か
し
不
思
議
と
様
に
な
る

え
を
と

た

 
ク
ラ
イ
ン
は
そ
ん
な
ユ
キ
ノ
の

え
に
は
気
付
か
ず
に

余

そ
う
な
態
度
を
見
せ
な
が
ら

言

た
さ
あ

思
い

き
り
や

て
く
れ

え

え
え

そ
れ
じ

あ
い
く
わ

あ

や

べ

 
ユ
キ
ノ
の

え
に
気
付
い
た
ハ
チ
マ
ン
が
ボ
ソ

と
そ
う

い
た
の
を
ア
ス
ナ
は

き
逃
さ

な
か

た

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
し
た
の

あ
あ

実
は
な

 
ク
ラ
イ
ン
は
知
ら
な
か

た

ユ
キ
ノ
は
体
力
が
無
い
だ
け
で
運
動
神

は
抜

だ
と
い
う
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事
を

 

い

か
ら
姉
の
背
中
を
必
死
で
追

て
い
た
ユ
キ
ノ
で
あ
る

 
当
然
姉
に

い

武
道
も
一
通
り
か
じ

て
い
た

ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
の
立
ち

を
見
て

 
そ
の
事
を
思
い
出
し
た
と

ア
ス
ナ
に
説
明
し
た

 
実

ハ
チ
マ
ン
も

ゲ

ム
の
中
で
の
ユ
キ
ノ
の

象
が
強
か

た

 
す

か
り
そ
の
事
を
失
念
し
て
い
た
の
だ

た

ユ
キ
ノ

て
そ
ん
な
に
強
い
ん
だ

ま

ま
あ

死
に
は
し
な
い
だ
ろ
多
分

 
ユ
キ
ノ
は
普

は
ヒ

ラ

に
徹
し
て
お
り
基
本
的
に
攻
撃
も
魔
法
メ
イ
ン
で
行
う
の
だ
が

 
近
接
攻
撃
に
必
要
な
ス
テ

タ
ス
も
真
面
目
な
彼
女
ら
し
く
そ
こ
そ
こ
高
い

を

て
い
た

 
そ
ん
な
ユ
キ
ノ
が

拳
の
ダ
メ

ジ
も
気
に
す
る
必
要
が
な
い
ゲ

ム
の
中
で

 
思
い

き
り
拳
を

り
ぬ
く
と

果
た
し
て
ど
う
な
る
の
か

 
ち
な
み
に
力
で
は
な
く
技
の
部
分
で
ユ
キ
ノ
の
拳
の

力
は
き

ち
り
と

上
げ
さ
れ
て
い

た
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破
 
ユ
キ
ノ
は
気
合
の

た

け
声
と
共
に

ク
ラ
イ
ン
の
腹
に
攻
撃
を
し
た

 
一
同
が

そ
の
思

た
よ
り
も
し

か
り
と
し
た

け
声
を

い
て
驚
く
暇
も
無
く

 
ク
ラ
イ
ン
は

そ
の
攻
撃
に
よ

て

ぐ
ほ

と
い
う

鳴
を
上
げ

 
体
を
く
の

に
曲
げ
た

態
の
ま
ま

後
方
へ
と
ぶ

飛
ば
さ
れ

 
少
し

れ
て

攻
撃
不
可
と
の
メ

セ

ジ
が
そ
の
場
に
表

さ
れ
た

 
エ
ギ
ル

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ
の
三
人
は

ユ
キ
ノ
の
攻
撃
の

力
を
見
て

 
目
を
点
に
し
た
ま
ま
絶

し
て
い
た

直
前
に
話
を

い
て
い
た
ア
ス
ナ
も
そ
の

力
に
驚

い
た
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
は
ゲ

ム
内
で
も
決
し
て
ユ
キ
ノ
を

ら
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

 
目
と
目
で
合
図
を
交
わ
し
て
い
た

ち
な
み
に
ユ
キ
ノ
は
攻
撃
の
直
後
か
ら
ず

と
お
ろ
お

ろ
し
て
い
た
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し
ば
ら
く
そ
の
場
を

が

配
し
て
い
た
が
や
が
て
ハ
チ
マ
ン
が

い
を
し
な
が
ら

言

た
ど

ど
う
や
ら
街
の
仕
様
は

と
同
じ
み
た
い
だ
な

お
い
ク
ラ
イ
ン

生
き
て
る
か

 
そ
の
声
で
我
に
返

た
の
か

一
同
は

て
て
倒
れ
た
ま
ま
の
ク
ラ
イ
ン
に
駆
け
寄

た
が

 
予
想
に
反
し
て
ク
ラ
イ
ン
は

自
力
で
立
ち
上
が
り

拳
を

り
上
げ
な
が
ら
こ
う
言

た

静
さ
ん
の
拳
に

何
と
か

え
き

て
み
せ
た

 
一
同
は

そ
ん
な
ク
ラ
イ
ン
に

心
か
ら
の

し
み
な
い

手
を
送

た

 
そ
し
て
誰
も

次
は
誰
が
攻
撃
す
る
か
と
は
言
い
出
さ
な
か

た

 
そ
の
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
の
元
に

キ
リ
ト
か
ら
の
メ

セ

ジ
が
入

た

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

然
と
し
な
が
ら
皆
に
言

た

キ
リ
ト
の
奴

フ

ル
ド
ボ
ス
を
倒
し
や
が

た
み
た
い
だ
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第
１
５
９
話
 
リ

ダ

の
決
断

 
話
は
少
し
前
ま
で

る

キ
リ
ト
の
指

す
る
戦
闘

証
チ

ム
は

 
最
初
の

は
慎
重
す
ぎ
る
く
ら
い
慎
重
に
街
の

で
敵
の
強
さ
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か

 
全
員
で
一
匹
に
挑
ん
で
み
た
り
わ
ざ
と
敵
の
攻
撃
を
く
ら

て
み
た
り
攻
撃
魔
法
を

し

た
り

 
回
復
魔
法
の
存
在
が
過
去
と
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
に
な
る
の
か
を
調
べ

た
り
と

 

証
の
お
手
本
の
よ
う
な
地
味
な
作
業
を

り
返
し
て
い
た

 
当
初
か
ら

ど
う
も
敵
が

い
な
と
感
じ
て
い
た
一
行
だ

た
が

 
そ
れ
が
は

き
り
し
た
の
は

ユ
ミ

が
ソ
ロ
で
あ

さ
り
と
敵
を
圧
倒
し
た
時
で
あ

た

ね

あ

し
が
敵
を
こ
ん
な
に
簡

に
倒
せ
る

て
事
は
こ
の
層
の
難
易
度

て
か
な

り

い

 
ま
あ
最
初
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
け
ど
さ

う

ん
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キ
リ
ト
は

組
み
を
し
な
が
ら
こ
こ
ま
で
得
ら
れ
た
デ

タ
を
受
け

証
の
ま
と
め
を

始
め
た

俺
の
体
感
だ
と
敵
同
士
の
強
さ
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
か
比

は

と
変
わ

て
い
な
い
気

が
す
る

 
そ
の
言
葉
に

一
番
説
明
し
て

か
せ
る
の
が
難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
ユ
イ
ユ
イ
が

 
案
の
定
首
を
か
し
げ
な
が
ら
キ
リ
ト
に

ね
た

ん

そ
れ

て
ど
う
い
う
事

要
す
る
に
こ
れ
は
さ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

デ

タ
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
流
用
し
て
あ
る
だ
ろ

 
で
多
分
だ
け
ど
敵
の
強
さ
を
調
整
す
る

に
個
々
の
モ
ン
ス
タ

デ

タ
を
い
じ

て

た
ら

 
と
て
も
じ

な
い
が
手
間
が
か
か

て
仕
方
な
い
だ
ろ

う
ん

で

実

ど
う
や

て
調
整
し
て
る
か
の
仮
定
だ
け
ど

多
分
ボ
ス
の
強
さ
だ
け
を

 
上

の
プ
レ
イ
ヤ

が

パ

テ

で
倒
せ
る
よ
う
な
難
易
度
に
調
整
し
て

 
残
り
の
敵
は

え
ば
ボ
ス
の
強
さ
を
倍
に
し
た
と
し
た
ら

他
の
敵
も
倍
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半
分
に
し
た
な
ら
他
の
敵
も
半
分
み
た
い
に
そ
の
ま
ま

か
い
調
整
を
し
な
か

た
ん

だ
と
思
う

あ
あ

 
ユ
イ
ユ
イ
は

そ
の
説
明
で
ど
う
や
ら
理
解
出
来
た
よ
う
で

ポ
ン

と
手
を
叩
き
な
が
ら

言

た
つ
ま
り
一
層
は

始
ま
り
の
層
だ
け
あ

て

他
の
層
と
比
べ
る
と

 
敵
の
強
さ
の
上
下
の

が
か
な
り
広
い
か
ら
こ
う
な

て
る

て
事
だ
ね

 
そ
の
ユ
イ
ユ
イ
の
的
確
な
返
答
に

一
同
は
か
な
り
驚
い
た

 
特
に
一
番
驚
い
た
の
は

ユ
イ
ユ
イ
と
一
番
付
き
合
い
の
⻑
い

ユ
ミ

だ

た

ユ
イ
ユ
イ

本
当
に
中
の
人
も
ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

ど
し
た
の

当
た
り
前
だ
し

そ

そ
う

分
的
確
な
答
え
だ

た
か
ら

ち

と
驚
い
た

あ
た
し
も

そ
れ
な
り
に
⻑
く
ゲ

ム
し
て
る
し
ね

 
そ
ん
な
驚
き
の
出
来
事
も
あ

た
が

そ
の
後

全
員
で
意
見
を
出
し
合

た
結
果

 
特
に
キ
リ
ト
の
仮
説
を
否
定
す
る
材
料
も
見
当
た
ら
な
か

た
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と
り
あ
え
ず
も
う
少
し
強
め
の
敵
が
い
る
場
所
へ
と
向
か
う
べ
く

 
一
行
は

迷
宮
区
の
方
へ
と
向
か
う
事
に
し
た

そ
う
い
え
ば

こ
の

り
に
何
か
い
た
よ
う
な

 
キ
リ
ト
が
そ
う

い
た

間

候
と
し
て
か
な
り
先
に
進
ん
で
い
た
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
の
二

人
が

 
か
な
り

て
た
様
子
で
前
方
か
ら
走

て
き
た

ど
う
し
た
二
人
と
も

何
か
あ

た
の
か

キ
リ
ト
さ
ん

す
ご
く
大
き
い
人
型
の
モ
ン
ス
タ

が
前
方
に
い
ま
す

 
名
前
は

イ
ル
フ

ン
グ
・
コ
ボ
ル
ト
・
ゲ

ト
キ

パ

あ
 
キ
リ
ト
は

そ
の
報
告
を
受
け
て
始
め
て

フ

ル
ド
ボ
ス
の
事
を
思
い
出
し
た

 
キ
リ
ト
は
第
一
層
の
フ

ル
ド
ボ
ス
戦
に
は
参
加
し
て
い
な
か

た
か
ら
こ
れ
は
仕
方
な

い
だ
ろ
う

み
ん
な
す
ま
ん

フ

ル
ド
ボ
ス
の
事
を
す

か
り
忘
れ
て
た

 
俺
も
ハ
チ
マ
ン
も
ア
ス
ナ
も

こ
こ
の
フ

ル
ド
ボ
ス
と
は
戦

た
事
が
無
い
か
ら
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存
在
自
体
す

か
り
忘
れ
て
た

エ
ギ
ル
く
ら
い
か
な

戦

た
事
が
あ
る
の
は

で

ど
う
す
る

 
年
上
で
あ
り

比

的
落
ち
着
い
て
い
る
メ
ビ
ウ
ス
が

静
な
声
で
そ
う
言

た

 
そ
れ
を
受
け
て
キ
リ
ト
は

仲
間
達
の
顔
を
ぐ
る

と
見
回
し
た
後

こ
う
即
決
し
た

よ
し

俺
達
で
倒
し
ち
ま
お
う

や
り
ま
す
か

や
り
ま
し

う

 
ど
う
や
ら
コ
マ
チ
と
イ
ロ
ハ
の
後
輩
コ
ン
ビ
は

や
る
気
満
々
の
よ
う
だ

で
も

大
丈
夫
か
な

今
の
あ

し
の
ス
キ
ル
で
通
用
す
る
の
か
な

 
対
し
て

ユ
イ
ユ
イ
と
ユ
ミ

は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
慎
重

を

え
た

 
だ
が

そ
れ
に
対
し
て
キ
リ
ト
は

こ
う
即
答
し
た

大
丈
夫
だ

問
題
な
い

そ
う
即
答
す
る

て
事
は

何
か

が
あ
る
ん
で
す
よ
ね

キ
リ
ト
さ
ん

 
そ
の
コ
マ
チ
の
言
葉
を
受
け

キ
リ
ト
は
自
分
の
意
見
を
説
明
し
た
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俺
は
直
接
戦

た
事
は
無
い
け
ど

誰
が
そ
の
戦
闘
に
参
加
し
た
か
は
知

て
る
ん
だ
よ
な

 
そ
の
メ
ン
バ

か
ら

す
る
と

今
の
こ
の
メ
ン
バ

で
問
題
な
く
倒
せ
る
は
ず
だ

ボ
ス
戦
と
は
違
う
メ
ン
バ

だ

た
の

人

で
言
え
ば
半
分
く
ら
い

し
か
も

俺
と
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
い
な
か

た
上
に

 
仲
間
内
で
い
が
み
あ

て
い
た
け
ど
そ
れ
で
も
倒
せ
た

こ
う
言
え
ば
あ
る

度
は
想
像
出

来
る
だ
ろ

 
そ
の
説
明
を

い
た
一
同
は
納
得
し
た

そ
の
上
で
キ
リ
ト
の
自
信
満
々
な
態
度
に
皆
安
心

し 
慎
重
だ

た
メ
ン
バ

も

戦
う
方
へ
と
気
持
ち
が

い
て
い

た

 
更
に
キ
リ
ト
が

少
し
表
情
を

め

皆
に
こ
う
言

た

正
直
あ
の

は
さ

死
ん
だ
ら
も
う
そ
の
人
は

て
こ
な
か

た
か
ら

 
す
ぐ
立
て
直
す
と
か
は
一
切
出
来
な
か

た
ん
だ
よ

一
度
二
十
五
層
で
壊
滅
し
た
事
が
あ

て
さ

 
そ
の
時
は

立
て
直
す
ま
で
一

月
以
上
か
か

た
ん
だ
よ
な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

笑
顔
で
こ
う
続
け
た
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だ
け
ど
今
は
違
う

や
ば
か

た
ら
逃
げ
れ
ば
い
い
し

生
魔
法
も
あ
る

 
だ
か
ら

強
敵
と
の
戦
闘
を
楽
し
む
つ
も
り
で
気
楽
に
い
こ
う

ま
あ

な
ん
だ
か
ん
だ
一
番
楽
し
む
の
は
お
兄
ち

ん
だ
よ
ね

そ
う
だ
な
リ

フ

そ
れ
は
間
違
い
な
い

 
そ
の
二
人
の
遣
り
取
り
に
皆
笑
顔
を
見
せ
フ

ル
ド
ボ
ス
へ
の
挑
戦
が
全
員
一
致
で
決

定
さ
れ
た

 

で
戦

て
み
た
ん
だ
け
ど
こ
れ
が
な
ん
か
思

た
よ
り

く
て
さ

い
や
違
う

な 
ス
イ

チ
無
し
で

前
線
か
ら
動
か
ず
に
全
員
で
攻
撃
し
ま
く
れ
る

て
の
は

 
俺
の
想
像
以
上
に
凶
悪
だ

た
よ

 
連

を
受
け

戦
闘

証
チ

ム
に
合
流
し
た
街
探
索
チ

ム
に

キ
リ
ト
は
そ
う
語

た

つ
ま
り
こ
う
い
う
事
だ
ろ

ス
イ

チ
す
る
必
要
が
無
い
分

何
て
い
う
の
か
な

 
下
が

て
ア
イ
テ
ム
で
回
復
し
て
る
時
間
は

実
質
何
も
し
て
な
い
の
と
同
じ
だ
か
ら

 
そ
の
時
間
が
無
く
な

た
上
に
更
に
回
復
魔
法
の
力
も
あ

て
戦
闘

は
以
前
の
倍
以
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上
だ
と

そ
う
そ
う

そ
ん
な
感
じ
だ
よ

ハ
チ
マ
ン

ふ

む

 
ハ
チ
マ
ン
は

組
み
す
る
と

キ
リ
ト
に
質
問
を
続
け
た

な

キ
リ
ト

戦

た
感
じ

最

何
人
で
フ

ル
ド
ボ
ス
を
倒
せ
た
と
予
想
す
る

そ
う
だ
な

俺
と
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
う
ち
か
ら
二
人
そ
れ
に
ヒ

ラ

が
一
人
で
い

け
た
な

一
層
の
敵
の
強
さ
の
調
整
の
問
題
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
が

そ
の

度
か

 
次
に
ハ
チ
マ
ン
は

エ
ギ
ル
に
質
問
し
た

な

エ
ギ
ル

フ

ル
ド
ボ
ス
と

ボ
ス
の
取
り

き

ど

ち
の
方
が
強
か

た

そ
れ
な
ら
さ
す
が
に
フ

ル
ド
ボ
ス
だ
と
思
う

そ
う
か

 
考
え
込
む
ハ
チ
マ
ン
に

ユ
キ
ノ
と
キ
リ
ト
が
同
時
に

ね
た

ハ
チ
マ
ン
君

も
し
か
し
て

と
ん
で
も
な
い
事
を
考
え
て
い
な
い
か
し
ら

ハ
チ
マ
ン

も
し
か
し
て

と
ん
で
も
な
い
事
を
考
え
て
る
よ
な

考
え
て
る
だ
ろ
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慎
重
そ
う
な
ユ
キ
ノ
と
比
べ

キ
リ
ト
は
何
か
を
期
待
す
る
よ
う
に

 
わ
く
わ
く
し
た
様
子
で
そ
う
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

ち

と
キ
リ
ト

あ
ん
た
何
で
そ
ん
な
に
わ
く
わ
く
し
て
ん
の
よ

 
リ
ズ
ベ

ト
が

を
ひ
そ
め
な
が
ら
そ
う
言
う
と
キ
リ
ト
は
目
を

か
せ
な
が
ら
そ
れ
に
答

え
た何

言

て
る
ん
だ
よ
リ
ズ

普
通
分
か
る
だ
ろ

 
何
で
ハ
チ
マ
ン
が

わ
ざ
わ
ざ
ボ
ス
の
取
り

き
の
話
を
引
き
合
い
に
出
し
て

 
エ
ギ
ル
に
あ
ん
な
質
問
を
し
た
と
思

て
る
ん
だ
よ

そ
ん
な
の
答
え
は
一
つ
じ

な
い
か

何
で

て
そ
り

あ

戦
う
事
に
な

た
時
の

に

て

え

ま
さ
か

や

ぱ
り
そ
う
い
う
事
な
の
ね

 
と
ま
ど
う
リ
ズ
ベ

ト
の
言
葉
を

ユ
キ
ノ
が
引
き
継
い
だ

ハ
チ
マ
ン
君

あ
な
た

こ
の
ま
ま
ボ
ス
に
突
撃
し
よ
う
と
思

て
い
る
の
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
キ
ノ
に
に
や
り
と
笑
い
な
が
ら
言

た

敵
の
強
さ
は
予
想
よ
り

い
と
判
明
し

行
動
パ
タ

ン
も

し
て
い
る

 
ま
あ

敵
の
強
さ
に
関
し
て
は

俺
達
が
当
時
の
ボ
ス
攻
略
チ

ム
と
比
べ
て
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全
然
強
い

て
い
う
理
由
も
あ
る
と
思
う
け
ど
な

 
ユ
キ
ノ
は

き
な
が
ら

そ
れ
に
は
同
意
し
た

ま
あ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
な
の
よ
ね

 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

み

け
る
よ
う
に
言

た

そ
し
て
今
こ
こ
に
は

奇
跡
的
に
う
ち
の
チ

ム
の
メ
ン
バ

が

全
員
揃

て
い
る

 
こ
こ
ま
で
お

立
て
さ
れ
れ
ば

今
後
全
員
揃
う
事
が
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
か
ら

 
今
や
ら
な
く
て
い
つ
や
る
ん
だ

て
話
に
な
る
だ
ろ

 
ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん
す
み
ま
せ
ん
が
ア
ル
ゴ
に
も
う
一
度
ロ
グ
イ
ン
す
る
よ
う
に
伝
え
て
も
ら

え
ま
す
か

お

け

待

て
て

 
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
れ
を

い
て

ア
ル
ゴ
を
呼
ぶ

に
即
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

よ

し
お
前
ら
う
ち
の
チ

ム
の
記
念
す
べ
き
初
戦
は
雑

戦
は
ま
あ
カ
ウ
ン
ト
し
な
い

と
し
て

 
第
一
層
の
ボ
ス

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
・
ロ

ド

て
事
に
決
ま
り
だ

 
ユ
キ
ノ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
決
断
を
受
け
表
情
を

め
覚
悟
の
こ
も

た
表
情
で
言

た
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そ
う
ね

分
か

た
わ

さ
あ
皆

リ

ダ

の
決
断
が
下
さ
れ
た
わ

 
総
力
を
持

て

ボ
ス
を
血
祭
り
に
あ
げ
る
わ
よ

 
ユ
キ
ノ
の
言
葉
の
後
に

メ
ン
バ

の
大
歓
声
が
続
い
た

よ

し

あ
あ
あ
あ
あ
あ

り
上
が

て
き
た

や
る
ぞ
お
お
お
お
お

男
連
中
は
す
ご
く
嬉
し
そ
う
ね

で
も

何
か
こ
う
い
う
の

て
い
い
で
す
よ
ね

私
達
も
頑
張
ろ
う
ね

お
兄
ち

ん
強
気
だ
な

ヒ

ハ
チ
マ
ン

と
全
然
違
う
よ
ね

先
輩
変
わ
り
ま
し
た
ね

ま
あ

い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

こ
う
い
う
の
は
や

ぱ
り
楽
し
い
も
の
よ
ね

僕

こ
の
チ

ム
に
入
れ
て
本
当
に
良
か

た
よ

リ

フ

ち

ん

死
ぬ
気
で
頑
張
る
の
よ

レ
コ
ン
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あ

し
も
足
を
引

張
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
ら
な
く
ち

ユ
ミ

ち

ん

何
か
あ

て
も
私
が
頑
張

て
回
復
す
る
か
ら
一

に
頑
張
ろ
う

 
ア
ル
ゴ
も
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
の
呼
び
出
し
を
受
け
て
無
事
に
合
流
し

 
こ
う
し
て
一
同
は

ボ
ス
部
屋
へ
と
向
か

て
歩
き
始
め
た
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第
１
６
０
話
 
ア
ス
ナ
の
雄
叫
び

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

久
し
ぶ
り
だ
な

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
・
ロ

ド

 
ク
ラ
イ
ン
が
ボ
ス
を
指
差
し

勇
ま
し
く
言

た

 
だ
が
当
然
の
ご
と
く

そ
ん
な
ク
ラ
イ
ン
に

り
か
ら
総
ツ

コ
ミ
が
入

た

い
や
い
や

ク
ラ
イ
ン
は
あ
の
場
に
い
な
か

た
だ
ろ

う
ん

確
か
に
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
い
な
か

た
ね

こ
の
場
に
い
る
人
の
中
で
は

 
私
と
ハ
チ
マ
ン
君

キ
リ
ト
君
に

エ
ギ
ル
さ
ん
だ
け
じ

な
か

た
か
な

俺
の
記
憶
の
中
に
も
ク
ラ
イ
ン
は
い
な
い
な

実
は
俺
達
の
知
ら
な
い
所
で
こ

そ
り
と
参
加
し
て
た
と
か
か

 
あ
の
時

は
み
だ
し
者
は
全
員

俺
の
パ

テ

に
集
ま

て
い
た
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な

 
四
人
か
ら
総
攻
撃
を
受
け
た
ク
ラ
イ
ン
は

顔
を
真

に
し
な
が
ら
抗
議
し
た
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う
る
せ

気
分
だ
よ
気
分

確
か
に
あ
の
時
俺
は

 
仲
間
達
と
一

に

地

で

行

誤
し
て
た

だ

た
け
ど
よ

 
い
ず
れ
は
俺
達
も
最
前
線
に

て

し

か
り
と
前
を
向
い
て
進
ん
で
い
た
ん
だ

 
そ
ん
な
ク
ラ
イ
ン
に

キ
リ
ト
は
笑
顔
で
言

た

確
か
に
ク
ラ
イ
ン
は
最
終
的
に
は
し

か
り
と
攻
略
組
の
一

を

め
て
い
た
か
ら
す
ご
い

と
思
う

 
だ
が
し
か
し
あ
の
場
に
ク
ラ
イ
ン
が
い
な
か

た
の
は
厳
然
た
る
事
実
だ
か
ら
な

く

そ

い
い
笑
顔
で

な

お
前
ら
ノ
リ
が
悪
い
ぞ

確
か
に
ノ
リ
は
悪
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
を

目
に
ユ
キ
ノ
が

や
か
な
足
取
り
で
少
し
前
に
出

た 
一
同
は

一
体
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
ユ
キ
ノ
の

を

め
て
い
た
が

 
ユ
キ
ノ
は
突
然

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
・
ロ

ド

を
指
差
し
な
が
ら
言

た

初
め
ま
し
て
ね

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
・
ロ

ド

 
で
も
本
当
に

し

な
い
の
だ
け
れ
ど

ま
も
な
く
あ
な
た
と
は
お
別
れ
ね
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再
び
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
か
ら
ま
だ
ほ
と
ん
ど
時
間
が

て
い
な
い
と
思
う
の
だ
け
れ

ど 
せ
め
て
精
一

私
達
に

抗
す
る
事
で
そ
の

い
生
を
少
し
で
も

て
か
ら
死
に
な
さ

い 
ユ
キ
ノ
は
一
息
で
そ
う
言
い
終
え
る
と

少
し
紅
潮
し
た
顔
で
ハ
チ
マ
ン
を
見
つ
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ポ
カ
ン
と
し
て
い
た
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ソ
レ
イ
ユ
が
こ

そ
り

打
ち

し
て
き
た

ね

も
し
か
し
て
ユ
キ
ノ
ち

ん
実
は
か
な
り
テ
ン
シ

ン
上
が

て
る
ん
じ

な
い
の

 
多
分
こ
こ
で
乗

て
お
か
な
い
と

後
で

ね
る
ん
じ

な
い

ま
じ
す
か

分
か
り
ま
し
た

や

や
り
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
言
葉
を
受
け
や
や
引
き

り
な
が
ら
も
ユ
キ
ノ
に
笑
顔
を
返

し 
深
呼

を
し
て
覚
悟
を
決
め
る
と

ユ
キ
ノ
の
前
に
出
て

剣
を
高
く
か
か
げ
た

久
し
ぶ
り
だ
な

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
・
ロ

ド
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お
前
の
命

再
び
も
ら
い
受
け
に
来
た

あ
の

よ
り
更
に
強
化
さ
れ
た
我
が
軍
団
の
力
に

目
し

 
そ
の

い
生
を
こ
こ
で
終
え
る
が
い
い

皆

雄
叫
び
を
上
げ
ろ

お
お

 
結
局
全
員
乗
せ
ら
れ
た
の
か

一
同
は
ノ
リ
ノ
リ
で
雄
叫
び
を
上
げ
た

 
多
分
気
の
せ
い
だ
と
は
思
う
が

今
度
は
負
け
な
い
と

 

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
・
ロ

ド

の

光
が

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

ユ
イ
ユ
イ
と
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
は

俺
と
共
に
ボ
ス
の
担
当
を

次
に
取
り

き
三
体
の
担
当

だ 
一
匹
目
は
ア
ス
ナ
と
コ
マ
チ
そ
れ
に
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
二
匹
目
は
リ

フ

と
レ
コ
ン
そ

れ
に
イ
ロ
ハ

 
こ
こ
ま
で
は

え
る
だ
け
で
い
い

コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
は
け
ん
制
し
つ
つ
基
本
回
避

 
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
と
イ
ロ
ハ
は
離
れ
た
所
か
ら
魔
法
で
け
ん
制
を

 
ア
ス
ナ
と
リ

フ

は

う
ま
く
ヒ

ル
を
回
し
て
く
れ

 
残
り
の
メ
ン
バ

は
主
攻
を
担
う
キ
リ
ト
パ

テ

だ
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取
り

き
を

番
に

一
匹

つ
倒
し
て
い

て
く
れ

 
そ
の
指

を
受
け

パ

テ

は
そ
れ
ぞ
れ
集
ま
り

く
打
ち
合
わ
せ
を
始
め
た

キ
リ
ト
パ

テ

の
打
ち
合
わ
せ
が
終
わ

た
ら
ス
タ

ト
だ

終
わ

た
ら
教
え
て
く
れ

 
キ
リ
ト
パ

テ

以
外
の
三
組
は
人

も
少
な
い
事
も
あ
り

あ

さ
り
と
話
し
合
い
は
終

わ

て
い
た

 
ユ
イ
ユ
イ
は
ハ
チ
マ
ン
の
サ
ポ

ト
を
受
け
る
に
し
ろ
ボ
ス
の

え
と
い
う
大
役
を
任
さ

れ 
や
や
入
れ
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
が

張
は
し
て
い
な
い
よ
う
で

 
い
い
感
じ
に
モ
チ
ベ

シ

ン
を
保

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
レ
コ
ン
は
リ

フ

に
い
い
所
を
見
せ
よ
う
と
思
う
あ
ま
り

張
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
だ

た
が

 
そ
こ
は
イ
ロ
ハ
が
横
か
ら
ち

か
い
を
出
す
事
に
よ

て
う
ま
く

張
を
ほ
ぐ
し
て
い
た

 
さ
す
が
イ
ロ
ハ
は

レ
コ
ン
の
よ
う
な
タ
イ
プ
を
転
が
す
の
は
お
手
の
物
の
よ
う
だ

た

 
問
題
は

ア
ス
ナ

コ
マ
チ

ソ
レ
イ
ユ
の

比
企
谷
家
三
姉
妹

仮

で
あ

た

 
話
し
合
い
が
終
わ

た
後

コ
マ
チ
が
少
し

い
顔
で

ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
て
き
た
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ど
う
し
よ
う
お
兄
ち

ん

私

あ
の
二
人
を

え
る
自
信
が
無
い
よ

え
る
の
は
敵
だ
け
で
い
い
ん
だ
け
ど
な

何
か
あ

た
の
か

一
応
話
し
合
い
は
し
た
ん
だ
け
ど

そ
の
内
容
は
た

た
一
言

キ
リ
ト
君
達
よ
り
先
に
絶
対
取
り

き
を
倒
す

だ

た
の

 
ハ
チ
マ
ン
は
多
分
そ
う
な
る
だ
ろ
う
な
と
予
想
は
し
て
い
た
の
で
さ
ほ
ど
驚
か
な
か

た

が 
コ
マ
チ
が
不
安
そ
う
な
の
を
見
か
ね
て

一
つ
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
事
に
し
た

い
い
か
コ
マ
チ

二
人
に

コ
マ
チ

ち

ん
と
出
来
る
か
不
安
な
の
で

お
姉
ち

ん
達
に
コ
マ
チ
の
命
を

け
ま
す

 

て
言

て
み
ろ

多
分
そ
れ
で

多
少

え
ぎ
み
に
な
る
と
思
う
ぞ

ま
あ

実

本
当
に
多
少
だ
ろ
う
け
ど
な

 
コ
マ
チ
は
そ
れ
を

く
と

ア
ス
ナ
と
ソ
レ
イ
ユ
の
下
へ

り

何
事
か
話
し
て
い
た
が

 
ど
う
や
ら
上
手
く
い

た
よ
う
で

こ

そ
り
と
ハ
チ
マ
ン
に

成
功
の
合
図
を
し
て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
て
コ
マ
チ
に

く
と
キ
リ
ト
パ

テ

の
方
に
向
け
て
話
し
か
け
た

話
は
ま
と
ま

た
か

ど
ん
な
戦
法
で
い
く
ん
だ
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こ
こ
の
メ
ン
バ

は

俺

ア
ル
ゴ

リ
ズ

シ
リ
カ

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

ユ
ミ

ユ

キ
ノ

 
ユ
ミ

は
ど
う
や
ら
魔
法
に
興
味
が
あ
る
よ
う
だ
か
ら

遠
く
か
ら
魔
法
を
撃

て
も
ら
う

 
残
り
の
メ
ン
バ

は
と
に
か
く
殴
る

多
少
く
ら

て
も
ユ
キ
ノ
が
何
と
か
し
て
く
れ
る

以
上大

雑

だ
な

ま
あ

キ
リ
ト
が
言
う
な
ら
そ
れ
で
問
題
無
い
ん
だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

れ
つ
つ
も

戦
闘
に
関
し
て
は
キ
リ
ト
を
完

に
信
用
し
て
い
た
の
で

 
特
に
何
か
口
を

む
つ
も
り
は
無
か

た

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
キ
リ
ト
の
方
か
ら
話
し
か

け
て
き
た

な

取
り

き
の

が
い
じ
ら
れ
て
る

て
可
能
性
は
無
い
の
か

 
ア
ル
ゴ
に

く
の
は

だ
と
思
う
か
ら
あ
く
ま
で
ハ
チ
マ
ン
の

で
い
い
ん
だ
け
ど
さ

そ
う
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
を
チ
ラ

と
見
て

に
や
に
や
し
な
が
ら
言

た

ま
あ

そ
れ
は
無
い
だ
ろ

ア
ル
ゴ
の
ス
ケ
ジ

ル
は
チ
ラ

と

い
た
け
ど

 
今
日
ま
で
は
完

に
デ
ス
マ

チ
だ

た
か
ら
な
と
て
も
そ
ん
な
部
分
を
い
じ
る
余

は
無
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か

た
は
ず
だ

く
 
ア
ル
ゴ
は
そ
う
い

た
面
に
関
し
て
は
我
関
せ
ず
と
い
う
態
度
を
ず

と

い
て
い
た
が

 
こ
の
時
ば
か
り
は
図
星
を
突
か
れ
た
よ
う
で

悔
し
そ
う
な
声
を
出
し
た

 
そ
ん
な
ア
ル
ゴ
を
見
て
キ
リ
ト
も
納
得
し
た
よ
う
で
ア
ル
ゴ
の

を
ポ
ン
と
叩
い
て
引
き

下
が

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
準
備
も
整

た
よ
う
だ
し

そ
ろ
そ
ろ
い
く
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
前
に
出
る
と

武
器
を

え
た

 
他
の
メ
ン
バ

も
思
い
思
い
に

え
を
取
り

一
同
は
徐
々
に
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
い

た

 
そ
し
て
一
同
が
中
央
付
近
に
差
し

か

た
時

ボ
ス
の
目
が
光
り

 
つ
い
に

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
・
ロ

ド

が
動
き
出
し

そ
れ
と
同
時
に

 
取
り

き
が
三
体

を
現
し

こ
ち
ら
へ
と
走

て
く
る
の
が
見
え
た

行
く
ぞ

な
ぎ

え

 
一
同
は
接
敵
し

つ
い
に
初
め
て
の

ハ
チ
マ
ン
と
そ
の
仲
間
達
の

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
お
け
る
ボ
ス
戦
が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た
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当
然
の
事
な
の
だ
が

キ
リ
ト
チ

ム
の

り
が
一
番

か

た

 
多
少
被

も
し
て
い
る
よ
う
だ

た
が

そ
の
ダ
メ

ジ
は
即
座
に
ユ
キ
ノ
が

し
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
様
子
を

少
し
後
方
で

⻭

み
し
な
が
ら

め
て
い
た

 
い
く
ら
ソ
レ
イ
ユ
が
強
い
と
は
い
え
こ
う
い
う
戦
闘
だ
と

囲
魔
法
を
ぶ

ぱ
な
す
事
も

出
来
ず

 
敵
の
攻
撃
を
回
避
し
な
が
ら

体
攻
撃
魔
法
で
攻
撃
す
る

に
な
る

 
ど
う
し
て
も
人

の
多
い
チ

ム
に
比
べ
る
と

若

り
が

く
な
る
の
が
現

だ

た

回
復
と
攻
撃
の
両
立

コ
マ
チ
ち

ん
を
し

か
り
と
守
り
つ
つ

攻
撃
も
す
る

 
そ
の

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

 
ア
ス
ナ
は
考
え
抜
い
た
末
に

一
つ
の
結

に
達
し
た

速
度
を
調

し
て
常
に
回
復
魔
法
を
ス
タ
ン
バ
イ
し
な
が
ら
そ
の
ま
ま
攻
撃
す
る

 
そ
う
決
断
し
た
ア
ス
ナ
は

魔
法
の

を
し
た
ま
ま
敵
に
突

込
ん
で
い

た

お

お
姉
ち

ん

 
回
復
魔
法
の

を
続
け
て
い
る

戸
惑
う
コ
マ
チ
に
返
事
を
す
る
事
が
出
来
な
か

た
ア

ス
ナ
は
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変
わ
り
に
コ
マ
チ
に
大
丈
夫
だ
と
い
う
風
に
ウ

ン
ク
し
て
そ
の
ま
ま
敵
に

攻
撃
を
加

え
始
め
た

や
る
ね

さ
す
が
は
我
が
妹

こ
れ
は
私
も
負
け
て
ら
れ
な
い
ね

 
ア
ス
ナ
が
攻
撃
に
参
加
す
る
事
に
よ
り

ソ
レ
イ
ユ
に
対
す
る
敵
の
攻
撃
が

り

 
ソ
レ
イ
ユ
は

足
を
止
め
て
攻
撃
に
集
中
す
る
事
が
可
能
に
な

た

こ
れ
は
も
う
コ
マ
チ
も
や
る
し
か
な
い

 
突

込
む
ア
ス
ナ
に
気
を
取
ら
れ
て

コ
マ
チ
は
や
や
被

し
た
の
だ
が

 
次
の

間
ア
ス
ナ
か
ら
ヒ

ル
が
飛
び

コ
マ
チ
の
ダ
メ

ジ
は
す
ぐ

さ
れ
た

 
そ
の
間
も
ア
ス
ナ
は
ず

と
攻
撃
を
続
け
て
い
た

 
コ
マ
チ
は
う
ち
の
お
姉
ち

ん
は
す
ご
い
な
と
感
動
し
な
が
ら

攻
撃
に
集
中
し
始
め
た

 
キ
リ
ト
チ

ム
は
人

の
多
さ
に
多
少
油
断
が
あ

た

 
ア
ス
ナ
チ

ム
の

り
の

さ
が
爆
発
的
に
上
が

た
事
に
気
付
い
て
い
な
か

た

 
そ
の
機
に
乗
じ
ア
ス
ナ
チ

ム
は
キ
リ
ト
チ

ム
を
抜
き
先
に
敵
を

死
に
さ
せ
て
い
た

 
こ
こ
に
来
て

も
う
回
復
は
い
ら
な
い
と
判
断
し
た
ア
ス
ナ
は

魔
法
の

を
止
め

 
雄
叫
び
を
上
げ
な
が
ら

ト
ド
メ
と
ば
か
り
に
す
さ
ま
じ
い
攻
撃
を

り
出
し
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つ
い
に
ア
ス
ナ
チ

ム
は
キ
リ
ト
チ

ム
よ
り
先
に
取
り

き
の
一
体
を
打
倒
す
る
事
に
成

功
し
た

 
そ
れ
に
よ

て
他
の
者
達
は

初
め
て
ア
ス
ナ
の

態
に
気
付
き

口
々
に
言

た

お
い

ア
ス
ナ
が
叫
び
な
が
ら
攻
撃
し
て
る
ぞ

で
も

直
前
ま
で
は
し

か
り
ヒ

ル
も
し
て
た
み
た
い
よ

み
ん
な
被

し
て
な
い
も
の

ま
る
で
バ

サ

カ

で
も

ヒ

ラ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

新
し
い
な
お
い

バ

サ
ク
ヒ

ラ

だ

 
こ
れ
が
所

バ

サ
ク
ヒ

ラ

ア
ス
ナ
の
誕
生
の

間
で
あ

た
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第
１
６
１
話
 
い
つ
か
隣
に
立
と
う

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
ア
ス
ナ
の
雄
叫
び
と
共
に

取
り

き
の
一
匹
は
撃
破
さ
れ
た

 
直
後
に
キ
リ
ト
チ

ム
担
当
の
敵
も

光
の
エ
フ

ク
ト
と
共
に
消
滅
し

 
残
る
は
リ

フ

チ

ム
が
担
当
し
て
い
る
一
匹
だ
け
と
な

た

 
一
応
フ

ロ

し
て
お
く
と

リ

フ

達
は

終
始
優

に
戦

て
い
た

 

り
の
速
度
も
三
人
に
し
て
は

以
上
で
あ
り

調
に
い
け
ば
お
そ
ら
く
こ
の
ま
ま
倒

せ
た
は
ず
だ

 
今
回
の
場
合
は

ア
ス
ナ
チ

ム
が

常
だ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

 
そ
ん
な

で

戦
す
る
リ

フ

の
隣
に
ア
ス
ナ
が
駆
け
つ
け
た
時
リ

フ

は
驚
愕
し

た
リ

フ

ち

ん

お
待
た
せ
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え

え

担
当
の
敵
は

う
ん

倒
し
て
き
た
よ

え
え
え
え
え

 
リ

フ

が
チ
ラ
リ
と

囲
に
目
を
や
る
と

に
他
の
敵
の

は
な
く

 
後
方
か
ら
キ
リ
ト
達
が
走

て
く
る
の
が
見
え
た

レ
コ
ン

ち

と
だ
け
一
人
で

え
て
て

う

う
ん

分
か

た

 
リ

フ

は
レ
コ
ン
に
そ
う
頼
む
と

イ
ロ
ハ
を

い

少
し
涙
目
で
ア
ス
ナ
に

ね
た

わ

私
達

倒
す
速
度
が
か
な
り

い

も
し
か
し
て

私
達

て

い
で
す
か

二
人
と
も

そ
ん
な
事
無
い
よ

 
リ

フ

と
イ
ロ
ハ
の

り
を

ん
だ
問
い
を

ア
ス
ナ
は
即
座
に
否
定
し
た

 
そ
こ
に
合
流
し
た
キ
リ
ト
チ

ム
の
面
々
も

同
じ
よ
う
に
そ
の
言
葉
を
否
定
し
た

リ

フ

達
は
ま

た
く
普
通
だ
ろ

む
し
ろ

以
上
だ
と
思
う

そ
う
そ
う

こ
の
バ

サ
ク
ヒ

ラ

様
が

常
な
ん
だ

て
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ア
ス
ナ
の
バ

サ
ク

り
に
は

さ
す
が
の
私
も
ち

と
驚
い
た
か
な

ち

と

キ
リ
ト
君

リ
ズ

一
体
何
を
言

て
る
の

 
ア
ス
ナ
は

本
当
に

が
分
か
ら
な
い
と
い

た
感
じ
で
二
人
に

き
返
し
た
が

 
二
人
は

に

く
だ
け
で

直
接
そ
の
事
に
は
言

し
な
か

た

え

え

シ
リ
カ
ち

ん

あ

い
や

う
ん

ア
ス
ナ
さ
ん
す
ご
か

た
で
す

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

い
や

あ
は
は
は
は

さ
す
が

す

エ
ギ
ル
さ
ん

あ

確
か
に
ア
ス
ナ
と
比
べ
る
と

キ
リ
ト
が
大
人
し
く
見
え
た
か
も
な

あ

ア
ル
ゴ
さ
ん

オ
レ

ち
は
何
も
見
て
な
い

オ
レ

ち
は
何
も
見
て
な
い

 
ち
な
み
に
こ
の
間

レ
コ
ン
は
一
人
で
敵
相
手
に
激
し
い
戦
闘
を

り
広
げ
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
お
ろ
お
ろ
し
な
が
ら

最
後
の
頼
み
と
ば
か
り
に
ユ
キ
ノ
に

ね
た

ゆ

ユ
キ
ノ

私
何
か
お
か
し
か

た

ね

ど
う
だ

た
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ユ
キ
ノ
は
そ
の
問
い
に

少
し
困

た
よ
う
に
こ
う
答
え
た

私

あ
あ
い
う
の
は
普

の
姉
さ
ん
で
結

見
慣
れ
て
る
か
ら

大
丈
夫
よ

そ
れ
は
フ

ロ

に
な

て
な
い

 
ア
ス
ナ
は
絶
叫
し

助
け
を
求
め
て
一

に
戦

て
い
た
二
人
に

ね
た

コ
マ
チ
ち

ん

コ
マ
チ
は
お
姉
ち

ん
の
味
方
だ
か
ら

お
姉
ち

ん
が
何
を
し
て
も
大
丈
夫
で
す

そ
れ
も
フ

ロ

に
な

て
な
い

 
ア
ス
ナ
は
再
び
絶
叫
し

最
後
に
期
待
の
こ
も

た
目
で
ソ
レ
イ
ユ
を
見
た

 
ソ
レ
イ
ユ
は

う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら

ア
ス
ナ
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

ア
ス
ナ
ち

ん
が
あ
ん
な
に
激
し
い
な
ん
て

お
姉
さ
ん
予
想
外
だ

た
な

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ア
ス
ナ
は
再
び
絶
叫
し

そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

 
ち
な
み
に
レ
コ
ン
は
未
だ
に
一
人
で
敵
と
戦

て
い
た
が
さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
つ
ら
く
な

て
き
た
よ
う
だ

り

リ

フ

ち

ん

そ
ろ
そ
ろ
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ち

と
待

て
ね
レ
コ
ン

も
う
少
し

わ

分
か

た

 
一
人
で
戦
い
続
け
る
レ
コ
ン
を
放
置
し

一
同
は
ア
ス
ナ
を
交
代
で

め

 
一
応
仲
間
内
で
は

バ

サ
ク
ヒ

ラ

と
い
う
呼
び
名
は
自
主

制
さ
れ
る
事
と
な

た

 
だ
が
し
か
し
ア
ス
ナ
は
そ
の
後
ボ
ス
戦

に
参
加
す
る
度
に
同
じ
よ
う
な
戦
い
方
を
し
た

た
め

 
バ

サ
ク
ヒ

ラ

の
呼
び
名
を
知
ら
な
い
者
達
か
ら
も
バ

サ
ク
ヒ

ラ

と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り

 
ア
ス
ナ
自
身
も
次
第
に
そ
の
呼
び
名
に
慣
れ
て
し
ま
い
ま

た
く
気
に
し
な
い
よ
う
に
な
る

り

リ

フ

ち

ん

も
う
や
ば

あ

 
レ
コ
ン
は

未
だ
に
一
人
で
奮
闘
中
で
あ

た
が

徐
々
に

勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た

 
何
と
か

を
見
て

リ

フ

に
声
を
か
け
た
レ
コ
ン
で
あ

た
が

 
そ
の

間
に
敵
の
攻
撃
が

レ
コ
ン
目
が
け
て

り
下
ろ
さ
れ
た

あ

ま
ず
い

レ
コ
ン

 
レ
コ
ン
が
ま
さ
に
敵
の
攻
撃
を
く
ら
お
う
と
す
る

間
レ
コ
ン
の
体
が
回
復
魔
法
の
光
に
包
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ま
れ
た

大
丈
夫
よ

ち

ん
と
見
て
い
る
か
ら

 
そ
う
言

た
の
は
ユ
キ
ノ
だ

た

ユ
キ
ノ
は
こ
ん
な

態
で
も
レ
コ
ン
が
死
な
な
い
よ
う

に 
し

か
り
と
戦
闘
の
様
子
を
チ

ク
し
て
い
た
よ
う
だ

た

も

と
も
レ
コ
ン
君
に
は
こ
の
機
会
に

自
分
の
限
界
ま
で
頑
張

て
も
ら
お
う
と
思

て

 
少
し
ド
キ
リ
と
さ
せ
て
し
ま

た
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ご
め
ん
な
さ
い

う
う
ん

ユ
キ
ノ
さ
ん

あ
り
が
と
う

 
レ
コ
ン
は
ユ
キ
ノ
が
見
て
い
て
く
れ
た
事
に
素
直
に
感
謝
し
同
時
に
不
思
議
な
安
心
感
を
得

た
そ
う
か

ヒ

ラ

を
信
頼
す
る

て
こ
う
い
う
事
な
ん
だ
な

 
シ
グ
ル
ド
達
と
組
ん
で
い
た
時
に
は
ま

た
く
感
じ
た
事
の
無
か

た
そ
の
安
心
感
に

 
レ
コ
ン
は
新
た
な
仲
間
達
と
の
出
会
い
と
そ
こ
に
参
加
出
来
る
事
に
喜
び
を
感
じ
て
い

た 
同
時
に

こ
れ
だ
け
安
心
出
来
る

な
ら

も
う
少
し
思
い
切

て
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リ

フ

に
い
い
所
を
見
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
打
算
的
な
事
を
考
え
な
が
ら

 
レ
コ
ン
は
疲
労
し
た
体
に

打
ち

再
び
敵
へ
と
立
ち
向
か
お
う
と
し
た

 
だ
が
次
の

間

キ
リ
ト
を
先

に

ア
ス
ナ
が

リ

フ

が

ソ
レ
イ
ユ
が

 
戦
場
に
乱
入
し
敵
を
タ
コ
殴
り
に
し
始
め
た

張
の
糸
が
切
れ
た
レ
コ
ン
は
そ
の
場
に

座
り
こ
ん
だ

あ
は

僕
の
苦
労
は
一
体

 
そ
う

く
レ
コ
ン
の

を

誰
か
が
ポ
ン
と
叩
い
た

よ
く
頑
張

た
わ
ね

レ
コ
ン

リ

フ

ち

ん

 
レ
コ
ン
の

を
叩
い
た
の
は
リ

フ

だ

た

レ
コ
ン
は
内
心
と
て
も
嬉
し
か

た
が

 
自
分
の
実
力
が

仲
間
達
と
比

し
て

若

る
事
も
自
覚
し
て
い
た

 
必
要
以
上
に
虚
勢
を
張
り
な
が
ら

リ

フ

に
答
え
た

ま
だ
全
然
や
れ
た
け
ど
ね
ち

と
休
ん
だ
ら
僕
も
ま
た
す
ぐ
戦
闘
に
参
加
す
る
か
ら
ね

 
そ
ん
な
レ
コ
ン
の
隣
に
リ

フ

は

を
下
ろ
し

そ
の
ま
ま
レ
コ
ン
に
話
し
か
け
た



 第１６１話 いつか隣に立とう

ね

レ
コ
ン

あ
の
人
達
と
私
達
の
違
い

て

考
え
た
事
あ
る

 
レ
コ
ン
は
そ
の
問
い
が
想
定
外
だ

た

す
ぐ
に
は
何
も
答
え
ら
れ
な
か

た

観
察
し
て
る
と

技
は
私
の
方
が
上
だ

て
思
う
ん
だ
よ
ね

 
で
も

え
ば
ガ
チ
で
お
兄
ち

ん
と
や
り
合

た
と
し
て

最
後
に
立

て
い
る
の
は

 
や

ぱ
り
お
兄
ち

ん
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね

レ
コ
ン
は
ど
う
思
う

 
レ
コ
ン
は

い
な
が
ら
も

そ
の
問
い
に
対
し

正
直
に
答
え
た

う

う
ん

リ

フ

ち

ん
に
は
悪
い
け
ど

や

ぱ
り
僕
も
そ
う
思
う

だ
よ
ね

 
リ

フ

は
何
故
か
嬉
し
そ
う
に
言

た

や

ぱ
り
戦
闘

験
の
差
な
の
か
な

前
は
目
標
と
す
る
人

て

ユ

ジ

ン
く
ら
い

だ

た
け
ど

 
今
は

り
に
す
ご
い
人
が
多
い
せ
い
で
目
標
と
か
そ
う
い
う
意
識
が
す

か
り
飛
ん
じ

た
よリ

フ

ち

ん

ね

レ
コ
ン

あ
の
人
達
の
隣
に

本
当
の
意
味
で
立

て
み
た
い

て
思
わ
な
い
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思
う

 
レ
コ
ン
は

そ
の
リ

フ

の
問
い
に

身
を
乗
り
出
し
て
即
答
し
た

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
ね
よ
し

く
あ
の
人
達
に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
一

に
頑
張
ろ
う

 
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
ね

レ
コ
ン

う
ん
僕
も
誰
が
相
手
で
も
リ

フ

ち

ん
の
背
中
を
し

か
り
と
守
れ
る
よ
う
に
頑
張

る
よそ

の
意
気
そ
の
意
気

あ

見
て

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る
よ

 
リ

フ

の
言
葉
通
り

敵
の

は

今
ま
さ
に
無
く
な
ろ
う
と
し
て
い
た

 
そ
し
て
次
の

間

誰
の
攻
撃
が
ト
ド
メ
に
な

た
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
三
体
目
の
取
り

き
の

は

エ
フ

ク
ト
と
共
に
消
滅
し
た

よ
し

雑

の
殲
滅
は
こ
れ
で
完
了
だ

ダ
メ

ジ
を
負

て
い
る
者
は

今
の
う
ち
に
回

復
を

 
元
気
な
者
か
ら

次
ボ
ス
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
よ
う

 
キ
リ
ト
が
テ
キ
パ
キ
と
指

を
出
し

一
同
は
コ
ン
デ

シ

ン
を
整
え

 
ボ
ス
へ
と
向
か

て
突
撃
を
始
め
た
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だ
が

次
の

間

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｓ

の
文

が
空
に
表

さ
れ

 
一
同
は

遠
く
で
消
滅
し
て
い
く
ボ
ス
の

と

そ
の
前
に
立
ち
塞
が
る
ハ
チ
マ
ン
の

 
そ
し
て
そ
の
後
方
で
ガ

ツ
ポ

ズ
を
取

て
喜
ん
で
い
る
ユ
イ
ユ
イ
と
メ
ビ
ウ
ス
の

を
見
た

 

て
て
ハ
チ
マ
ン
ら
に
駆
け
寄

た
一
同
に
向
け
て

ハ
チ
マ
ン
は
ド
ヤ
顔
で
こ
う
言

た

別
に
倒
し
て
し
ま

て
も

わ
ん
の
だ
ろ
う

わ
ん
の
だ
ろ
う

わ
な
い

よ
ね

 
ユ
イ
ユ
イ
も
ド
ヤ
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
追

し
メ
ビ
ウ
ス
も
問
い
か
け
る
よ
う
に
そ
う
追

し
たそ

の
セ
リ
フ

一
度
言

て
み
た
か

た
だ
け
だ
ろ

く
そ
う

せ
め
て
俺
も
一
撃
く
ら

い
は

 
ど
う
や
ら
一
太
刀
で
も
あ
び
せ
た
か

た
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
は
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち

 
他
の
者
は
倒
す

さ
に
驚
い
た
よ
う
で

口
々
に
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

お
い
ハ
チ
マ
ン

さ
す
が
に

く
ね

か

一
体
ど
う
や

た
ん
だ
よ
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さ

す
が
私
の
ハ
チ
マ
ン
君

お
兄
ち

ん
は

本
当
に
お
兄
ち

ん
な
の

コ
マ
チ
ち

と
信
じ
ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど

そ
う
い
え
ば
ハ
チ
マ
ン
が
得
意
と
し
て
る
の

て
人
型
の
モ
ン
ス
タ

じ

な
か

た

あで
も
そ
れ
だ
け
じ

な
い
よ
う
な

リ

フ

ち

ん

僕
達
こ
の
人
達
に
追
い
つ
け
る
の
か
な

あ

あ
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
仲
間
達
に
向
け
て

を
か
き
な
が
ら
言

た

す
ま
ん
俺
も
ち

と
テ
ン
シ

ン
が
上
が
り
す
ぎ
て
た
み
た
い
で
つ
い
倒
し
ち
ま

た

 
今
度
ま
た

取
り

き
の
い
な
い
タ
イ
プ
の
ボ
ス
に
挑
ん
で

皆
で
一

に
倒
そ
う

約
束
だ
ぞ

約
束
だ
か
ら
な

ハ
チ
マ
ン

 
キ
リ
ト
は
立
ち
上
が
る
と

ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
詰
め
寄

た

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
に

お
う

と
か

も
ち
ろ
ん
だ

と
か
言

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
仲
間
達
を
見

し
な
が
ら

言

た

と
に
か
く
俺
達
は
勝
利
し
た

こ
の
ま
ま
二
層
の
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
し
て
凱
旋
だ



 第１６１話 いつか隣に立とう

う
お
お
お
お

や

た

や

た
ん
だ
ね

一
層
だ
け
あ

て

予
想
以
上
に
楽
勝
だ

た
な

こ
の
ま
ま
二
層
に
一
番
乗
り
だ

 
一
同
は

め
て
勝
利
を
自
覚
し
た
の
か

喜
び
を
爆
発
さ
せ
た

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
の
手
に
よ

て
実
装
初
日
に
新
生
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
一
層
は
ク

リ
ア
さ
れ
た
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第
１
６
２
話
 
ハ
チ
マ
ン
の

参
考
に
な
ら
な
い
対
ボ
ス
戦
法

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

よ
し

そ
れ
じ

あ
皆

こ

ち
だ

こ
の

を
上
る
と
第
二
層
に
到
達
す
る

 
そ
こ
に
あ
る
転
移
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
す
れ
ば
一
層
か
ら
二
層
へ
と
一

で
移
動
出
来
る

よ
う
に
な
る

こ
こ
を
上
る
の
は
二
度
目
だ
ね

懐
か
し
い
よ
な

 
誰
一
人

け
る
事
無
く

無
事
に
ボ
ス
を
撃
破
し
た
一
同
は

 
ハ
チ
マ
ン
の
案
内
で
二
層
へ
の

を
上

て
い
た

今
日
と
違

て
回
復
魔
法
も
無
い
死
ん
だ
ら
次
は
無
い

り
が
全
員
味
方
と
は
限
ら
な
い

 
そ
ん
な

態
で

こ
れ
を
七
十
四
回
ね

 
ソ
レ
イ
ユ
が

ボ
ソ

と
そ
う

い
た

そ
の
言
葉
が
キ

カ
ケ
に
な

た
の
か
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今
日
初
め
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
訪
れ
た
者
達
は
そ
の
困
難
さ
を

め
て
実
感
し
た
よ
う
だ

 
特
に

著
な
反
応
を

し
た
の
は

コ
マ
チ
だ

た

 
コ
マ
チ
は

先

を
歩
く
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
後
ろ
か
ら
い
き
な
り
二
人
に

き
つ
く
と

 
涙
ま
じ
り
の
声
で
二
人
に
向
か

て
言

た

お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん

本
当
に
よ
く
無
事
で
帰

て
き
て
く
れ
た
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
足
を
止
め
て

り
返
る
と

て
コ
マ
チ
の

を

で

 
ア
ス
ナ
は
コ
マ
チ
を
優
し
く

き
返
し

穏
や
か
な
声
で
コ
マ
チ
に
語
り
か
け
た

大
丈
夫

私
達
は
今
こ
こ
に
居
て

ど
こ
か
に
行

た
り
は
し
な
い
か
ら

 
コ
マ
チ
ち

ん
を

も
う
決
し
て
一
人
に
な
ん
か
し
な
い
か
ら
ね

 
一
同
は

そ
の
光
景
を

優
し
い
目
で
見
つ
め
て
い
た

 
一
方

も
う
一
人
の
妹
的
存
在
で
あ
る
リ

フ

で
あ

た
が

 
実
の
と
こ
ろ
リ

フ

も

コ
マ
チ
と
同
じ
よ
う
な
感
情
に
と
ら
わ
れ
て
い
た

 
だ
が
性
格
の
違
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う

リ

フ

は
キ
リ
ト
の
後

を
見
つ
め
な
が
ら

 
手
を

ば
し
か
け
て
は

し

ま
た
手
を

ば
す
と
い
う
動
作
を

り
返
し
て
い
た

 
皆
コ
マ
チ
の
方
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た

そ
の
リ

フ

の
仕

に
気
が
付
い
て
い
な
か
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た
の
だ
が

 
そ
の
事
に
気
付
い
た
者
が
二
人
い
た

そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
リ
ズ
ベ

ト
は

 
リ

フ

の
手
を
優
し
く

り

キ
リ
ト
の
方
へ
と
誘

た

 
そ
し
て
も
う
一
人

レ
コ
ン
が

リ

フ

の
背
中
を
優
し
く
そ

と
押
し
た

 
リ

フ

は
あ
た
ふ
た
し
な
が
ら
二
人
の
顔
を
交

に
見
た
が

 
や
が
て
覚
悟
が
決
ま

た
の
か

二
人
に

き

深
呼

を
し
た
後
に
キ
リ
ト
の
方
へ
と
向

か

た

 
そ
し
て
リ

フ

は
お
ず
お
ず
と
キ
リ
ト
の
服
の

に
手
を

ば
し

 
今
度
は

ば
し
た
手
を

さ
ず
に

ち

ん
ち

ん

と
キ
リ
ト
の

を
引

張

た

 
そ
れ
に
気
付
い
た
キ
リ
ト
は

ん

と
い
う
感
じ
で

り
向
い
た
が

 
リ

フ

の
顔
を
見
て
そ
の
意
図
に
気
が
付
き

努
め
て
明
る
い
顔
で
言

た

リ

フ

め
て
心
配
か
け
て
ご
め
ん
な

俺
も
も
う
大
丈
夫
だ
か
ら
安
心
し
て
く
れ
よ

な 
そ
う
言
い
な
が
ら

を

で
て
く
れ
た
キ
リ
ト
に
リ

フ

は
は
に
か
み
な
が
ら
微
笑
ん
だ

 
そ
ん
な
二
組
の
兄
妹
に

ク
ラ
イ
ン
が
場
を
和
ま
せ
よ
う
と
し
た
の
か
こ
う
言

た
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ハ
チ
マ
ン
に
キ
リ
ト
よ

そ
れ
で
も
い
つ
か
は
二
人
と
も

に
行

て

 
最
終
的
に
は
家
を
出
る
事
に
な
る
ん
だ

 
そ
ん
な
ク
ラ
イ
ン
に

二
人
は
光
の
速
さ
で
即
答
し
た

コ
マ
チ
は

に
は
行
か
ん

リ

フ

は

に
は
行
か
さ
な
い
ぞ

ハ
チ
マ
ン
君

さ
す
が
に
そ
れ
は
ど
う
か
と
思
う

キ
リ
ト

あ
ん
た
さ

実
は
ハ
チ
マ
ン

の
シ
ス
コ
ン

 
そ
う
突

込
ん
だ
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
の

た
い

線
を
受
け
二
人
は
再
び
同
時
に
言

た
わ
分
か

た

俺
に
タ
イ
マ
ン
で
勝

た
奴
が
相
手
な
ら
認
め
る
の
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な

い
なう

う

仕
方
な
い

俺
に
勝
て
た
奴
が
相
手
な
ら

認
め
て
や

て
も
い
い

 
そ
れ
を

い
た
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
は

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の

を
つ
ね
り

 
い
い
加

に
し
な
さ
い
と
説
教
を
始
め
た

ち
な
み
に
レ
コ
ン
は
明
ら
さ
ま
に

て
い
た

 
そ
れ
を
見
て
い
た
他
の
者
達
は

そ
の

件

て
無
理
ゲ

じ

な
い
か

と
思
い
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更
に
ハ

ド
ル
が
高
く
な

た
レ
コ
ン
に
対
し
て
深
く
同
情
し
て
い
た

 
二
人
の
妹
は
そ
の
光
景
を
見
て
同
時
に
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は

お
兄
ち

ん

コ
マ
チ
は

え
お
兄
ち

ん
よ
り

い
人
が
相
手
で
も

 
好
き
に
な

た
ら
お
兄
ち

ん
の
意
見
は
無

し
て
自
分
の
意
思
で
家
を
出
る
よ

ふ
ふ

心
配
し
な
く
て
も

私
は
そ
ん
な
事
考
え
た
事
も
無
い
で
す
よ

だ

 
そ
ん
な
二
人
に
釣
ら
れ
て
皆
笑
い
出
し
た

し
ば
ら
く
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
た
が

 
や

と
ア
ス
ナ
に
許
し
て
も
ら

た
の
だ
ろ
う

ハ
チ
マ
ン
の

令
に
よ

て

 
一
同
は
再
び
二
層
へ
の

を
上
が
り
始
め
た

と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン

ど
う
や

て
あ
ん
な
に

く
ボ
ス
を
倒
し
た
ん
だ

 
キ
リ
ト
が
興
味

々
と
い

た
感
じ
で
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

 
ど
う
や
ら
他
の
者
達
も
そ
の
話
を

き
た
が

て
い
る
よ
う
だ

た

確
か
に
ハ
チ
マ
ン
は
人
型
の
敵
を
相
手
に
す
る
の
が
得
意
の
は
ず
だ
け
ど
敵
が
あ
の
サ
イ
ズ

だ
と

 
通
常
サ
イ
ズ
の
敵
を
相
手
に
す
る
時
み
た
い
に
は
上
手
く
カ
ウ
ン
タ

も
取
れ
な
い
は
ず
だ
よ

な
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確
か
に
そ
う
だ
な

や
は
り
一
番
の
問
題
は

敵
の
大
き
さ
な
ん
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
に

き
な
が
ら

次
に
と
ん
で
も
な
い
事
を
言

た

だ

た
ら

同
じ
サ
イ
ズ
に
な
れ
ば
い
い

と

俺
は
考
え
た

同
じ

サ
イ
ズ

 
皆
が
驚
く
中

ハ
チ
マ
ン
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
魔
法
を

え
始
め
た

 
そ
し
て
次
の

間
ハ
チ
マ
ン
は
も
は
や
定
番
と
な

た
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
の

に
変
化
し
た

あ制
御
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
か

い
つ
の
間
に
魔
法
ス
キ
ル
を
上
げ
た
ん
だ
よ

え

何
こ
れ

あ

し
初
め
て
見
る
ん
だ
け
ど

こ
こ
に
来
る
時
に

ハ
チ
マ
ン
が
何
か
に
変
身
し
て
た
だ
ろ

そ
れ
が
こ
の

な
ん
だ
よ
な

あ

あ

し
は
後
ろ
に
い
た
か
ら
よ
く
見
え
て
な
か

た
ん
だ
よ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は

す
ぐ
に
元
の

に

り

ニ
カ

と
笑
い
な
が
ら
言

た

今
の

で
ユ
イ
ユ
イ
と
二
人
で
敵
を

ん
で
敵
が
背
中
を
向
け
て
い
る
時
は
と
こ
と
ん
急

所
狙
い
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敵
が
こ

ち
を
向
い
た
ら

こ

ち
の
サ
イ
ズ
を
生
か
し
て
通
常
攻
撃
も

め
て

 
全
て
の
攻
撃
に
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら
わ
す

よ
ろ
め
い
た
ら
三
人
が
か
り
で
攻
撃

 
多
少
の
ダ
メ

ジ
は
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
が

し
て
く
れ
た
か
ら

 
足
を
止
め
た
ま
ま

々
と
そ
れ
を

り
返
す

な

簡

な
仕
事
だ
ろ

簡

だ
ろ

て

通
常
攻
撃
を

め
て
全
て
の
攻
撃
に
カ
ウ
ン
タ

そ
れ

て
敵
は
何
も
出
来
な
い
ん
じ

そ
れ
が
出
来
る
の
は
ハ

だ
け
だ
と
思
う
け
ど
ナ

 
全
員
か
ら
突

込
み
を
く
ら
い
な
が
ら
も
ハ
チ
マ
ン
は

静
に
言
葉
を
続
け
た

も

と
も

サ
イ
ズ
は
大
き
く
な

て
も
強
さ
は
変
わ
ら
な
い
か
ら

 
こ
れ
が
出
来
る
の
は

精
々
五
層
く
ら
い
ま
で
じ

な
い
か

 
ま
あ
し
ば
ら
く
は

強
さ
の
調
整
的
に
ボ
ス
戦
で
も

だ
と
は
思
う
け
ど

 
こ
の
戦
法
が

で
な
く
な
る
の
も
時
間
の
問
題
だ
ろ
う
な

だ
か
ら
今
だ
け
だ

ま
あ

そ
れ
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

で
も

久
し
ぶ
り
に
攻
撃
し
ま
く
れ
て

あ
た
し
は
す
ご
い
楽
し
か

た
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ユ
イ
ユ
イ
は
先
ほ
ど
の
戦
闘
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
普

は
仲
間
内
で
唯
一
の
純
タ
ン
ク
と
し
て

地
味
な
役
回
り
が
多
い
ユ
イ
ユ
イ
は

 
今
回
ボ
ス
を
三
人
で
討
伐
す
る
と
い
う

を
成
し

げ
気
分
が
未
だ
に
高
揚
し
て
い
る
よ

う
だ

た

そ
う
だ
な

ま
あ

楽
し
い
の
が
一
番
だ

う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
が

麗
に

め

と
り
あ
え
ず
ボ
ス
の

期

当
の
か
ら
く
り
に
関
し
て
は

 
一
応
皆
が
納
得
し
た
よ
う
だ

た

そ
れ
に
し
て
も

チ
ラ

と

界
に
入

た
だ
け
だ
が

 
ア
ス
ナ
達
の
方
も
す
ご
か

た
ん
じ

な
い
か

見
え
た
の
は
ア
ス
ナ
が
前
に
出
た

り
だ

け
だ
が

あ

う
ん

あお
兄
ち

ん

ん
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そ
れ
を

い
た

間

ア
ス
ナ
の
目
か
ら
光
が
消
え
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
事
か
と
疑
問
に
思

た
が

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

コ
マ
チ
が
こ

そ
り
と

 
先
ほ
ど
の

に
つ
い
て

打
ち
し
た

あ

バ

お
ほ
ん

超
攻
撃
的
ヒ

ラ

う
ん

ま
あ
あ
れ
だ

 
新
機

で
い
い
ん
じ

な
い
か

俺
は
い
い
と
思
う
ぞ

そ

そ
う

か
な

 
ハ
チ
マ
ン
に
褒
め
ら
れ
て
少
し
気
分
を
良
く
し
た
の
か
ア
ス
ナ
は
や
や
明
る
い
声
で
言

た

 
ア
ス
ナ
か
ら
見
え
な
い
所
に
い
る
者
達
は

ハ
チ
マ
ン
に

 
あ
と
一
押
し
だ

何
と
か
し
ろ
と
い
う
ア
ピ

ル
を
行

て
い
た
が

 
そ
れ
を
見
て

空
気
を

ん
だ
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
に
対
し
て

続
け
て
こ
う
言

た

あ
あ

攻
防
一
体

俺
の
カ
ウ
ン
タ

に
通
じ
る
物
が
あ
る
よ
な

 
更
に

ト
ド
メ

ト
ド
メ

と
い
う
コ
マ
チ
の
ア
ピ

ル
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は
最
後
に
こ

う
言

た

あ

や

ぱ
り
い
つ
も
一

に
い
る
か
ら
ど
う
し
て
も
戦
闘
ス
タ
イ
ル
が
似
通

ち
ま

う
の
か
な
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さ
す
が
は

う
ち
の

お
姉
ち

ん
だ
よ
ね

や

ぱ
り

う
ん

そ
う
だ
よ
ね

や

ぱ
り
い
つ
も
一

だ
か
ら
そ
う
な
る
よ
ね

 
コ
マ
チ
が
間

入
れ
ず
に
そ
の
流
れ
に
乗

て

う
ち
の
お
姉
ち

ん
ア
ピ

ル
を
し

 
ア
ス
ナ
が
す

か
り
機

を
直
し
て
そ
れ
に
乗

か

た
の
を
見
て

皆
安

し
た

 
そ
し
て
そ
の
後

雑
談
を
し
な
が
ら

を
上
り
続
け
て
い
た
一
同
の
目
の
前
に

 
つ
い
に
二
層
の
主
街
区
が
そ
の

を
現
し
た

横
に
は
転
移
門
ら
し
き
物
も
見
え
る

お

あ
れ
が
次
の
街
か
な

隣
に
あ
る
の
が

転
移
門

て
奴

く
ぐ
る
時
ど
ん
な
感
覚
な
の
か

あ

し
興
味
あ
る
わ

 
そ
の
ユ
イ
ユ
イ
と
ユ
ミ

の
言
葉
を

い
て
ハ
チ
マ
ン
は
今
更
な
が
ら
あ
る
事
に
気
が
付

い
たそ

う
か

転
移
門
に
似
た
シ
ス
テ
ム
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
初
め
て
な
の
か

 
ユ
ミ

は
ま
だ
そ
こ
ま
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や
り
こ
ん
で
い
な
い
の
で

 
何
と
な
く
イ
メ

ジ
で
言

た
だ
け
だ

た
が

ユ
イ
ユ
イ
は

そ
の
通
り

と
い
う
感
じ

で

い
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず
だ

皆

二
層
へ
よ
う
こ
そ

こ
こ
が
二
層
の
主
街
区

ウ
ル
バ
ス

だ
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第
１
６
３
話
 
幸
運
な
二
人
と
不
運
な
一
人

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

話
や
雑
談
を
し
な
が
ら
歩
く
一
行
の
ま
え
に

 
重
々
し
い
レ
リ

フ
の

ら
れ
た
門
と

懐
か
し
い
街

み
が
見
え
て
き
た

 
目
の
前
に
広
が

て
い
る
の
は

第
二
層
の
主
街
区
ウ
ル
バ
ス

 
テ

ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
を

外

だ
け
残
し
て

り
抜
い
て
作
ら
れ
た
街
で
あ
る

懐
か
し
い
な

あ
の
時
と
同
じ
だ

う
ん

よ
し

ハ
チ
マ
ン

と
り
あ
え
ず
転
移
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
し
ち

お
う

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
に

さ
れ
て
扉
に
触
れ

門
を
開
い
た

 
ウ
ル
バ
ス
の
地

は
特

な

コ
マ
チ
が
興
味
深
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
言

た
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何
こ
の
街

何
か

口
の
中
に
い
る
み
た
い
だ
ね

お
兄
ち

ん

 
コ
マ
チ
の
そ
の
セ
リ
フ
は

か
つ
て
ア
ス
ナ
が
言

た
セ
リ
フ
と

内
容
的
に
は
そ

く
り

だ

た

 
そ
し
て
今
回
は
ア
ス
ナ
が

か
つ
て
ハ
チ
マ
ン
が
言

た
セ
リ
フ
を

代
わ
り
に
言

た

も
う
す
ぐ
鐘
が
鳴
る
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
の
言
葉
の
直
後
に
街
全
体
に
ま
る
で
プ
レ
イ
ヤ

達
の
再
訪
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に

 
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と

ん
だ
鐘
の
音
が

き

た

お
お

こ
れ
は

な

出
ね

よ

し

二
層
へ
の
一
番
乗
り

達
成
だ
ね

 
こ
う
し
て

新
生
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
一
層
の
攻
略
は

 
ハ
チ
マ
ン
一
行
の
手
に
よ

て

す
さ
ま
じ
い
速
度
で
完
了
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
少
し
だ
け

自
で
街
を
見
て
回

て
も
ら
う
と
し
て

 
一
時
間
後
に
こ
こ
に
集
合
の
後

全
員
で

一
層
の
生
命
の
碑
に
向
か
お
う

 
一
応
目
的
は

霊
の

り
を

げ
る
事
な
ん
だ
が

皆

そ
れ
で
い
い
か
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生
命
の
碑
に

霊
の

り
を

げ
よ
う
と
い
う
先
ほ
ど
の
ソ
レ
イ
ユ
の
提
案
を
知
ら
な
か

た
者
達
も

 
そ
れ
は
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
同
意
し
と
り
あ
え
ず
し
ば
ら
く
は
観
光
が
て
ら
の
自
由
時
間

と
な

た

 
女
性

は
ア
ス
ナ
の
案
内
に
よ

て
ト
レ
ン
ブ
ル
シ

ト
ケ

キ
を
食
べ
に
行
く
事
に

な

た

 
男
性

は
そ
れ
に
対
抗
し
て
か

肉
料
理
を
食
べ
に
行
く
事
に
し
た
よ
う
だ

 
も

と
も

い
物
に
目
が
無
い
ハ
チ
マ
ン
だ
け
は

 
ト
レ
ン
ブ
ル
シ

ト
ケ

キ
を
食
べ
た
そ
う
な
気
配
を

わ
せ
て
い
た
の
だ
が

 
さ
す
が
に
女
性

の
中
に
一
人
だ
け
男
が
混
じ
る
事
は

は
ば
か
ら
れ
た
よ
う
だ

た

 
何
こ
れ

す
ご
い

シ

ト
ケ

キ
な
の
に

す
ご
く
大
き
い
で
す
ね

 
女
性

は

ト
レ
ン
ブ
ル
シ

ト
ケ

キ
の
ボ
リ

ム
に
驚
い
て
い
た
よ
う
だ

た
が

 
そ
こ
は
年

の
女
の
子
で
あ
る

多
い
者
だ
と

ご
と
一
つ
少
な
い
者
で
も
半
分
は
平
ら
げ
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た
よ
う
だ

 
一
番
皆
が
驚
い
た
の
は
ユ
キ
ノ
が
そ
の
巨
大
な
ケ

キ
を
一
人
で

ご
と
平
ら
げ
た
事
だ

た 
ち
な
み
に
同
じ
く
魔
法
メ
イ
ン
で
戦
闘
を
し
て
い
た
イ
ロ
ハ
が
六

 
ソ
レ
イ
ユ
と
メ
ビ
ウ
ス
も
半
分
ほ
ど
し
か
食
べ
な
か

た
の
で
よ
り
ユ
キ
ノ
の
食
欲
が
強

調
さ
れ
て
い
た

 
ユ
キ
ノ
は
必
死
で

疲
れ
た

が

分
を
欲
し
て
い
た
だ
け
と
言
い

し
て
い
た
の
だ
が

 
他
の
者
達
は
皆

ユ
キ
ノ
を
生

か
い
目
で
見
詰
め
て
い
た

 
そ
し
て
一
時
間
後

再
び
集
合
し
た
一
行
は

一
層
へ
と
転
移
し
た

 
ち
な
み
に
こ
の

に
な
る
と

目

い
プ
レ
イ
ヤ

の
何
人
か
が

に
二
層
に
現
れ
て
お
り

 
一
層
と
は
ま

た
く
雰
囲
気
の
違
う
二
層
の
景
色
に
驚
き
つ
つ
も
探
索
を
進
め
て
い
る
よ
う

だ

た
よ
し
着
い
た
ぞ

あ
れ
が
か
つ
て
生
命
の
碑

て
言
わ
れ
て
た
物
だ

て
お
お

 
突
然
ハ
チ
マ
ン
が

心

驚
い
た
と
い
う
様
子
で

生
命
の
碑
を
二
度
見
し
た

 
釣
ら
れ
て
仲
間
達
も
生
命
の
碑
を
見
上
げ
た
の
だ
が
そ
の

上
の
空
白
だ

た
部
分
に
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新
た
な
文

が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
事
に

皆
気
が
付
い
た

え

と

お
お

あ
れ

て
俺
達
の
名
前
じ

ね

か

さ

き
ま
で
は

何
も
表

さ
れ
て
な
か

た
よ
ね

あ
あ

確
か
に
さ

き
来
た
時
は

何
も
書
か
れ
て
い
な
い

た
だ
の
石
碑
だ

た
な

全
員
の
名
前
じ

な
く
て

七
人
の
名
前

最
初
の
三
人
が

う
ち
の
パ

テ

し
か
も
誘

た

か

な
る
ほ
ど
な

 
そ
こ
に
は
確
か
に

Ｆ
ｌ
ｏ
ｏ
ｒ
１

の
文

と
共
に

七
人
の
名
前
が
書
き
込
ま
れ
て
い

た 
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

ユ
イ
ユ
イ

リ

フ

レ
コ
ン

キ
リ
ト

リ
ズ
ベ

ト

 
仲
間
達
の
総

十
七
人
中
の
七
人
の
名
前
で
あ
る

そ
し
て
皆
の
目
が
自
然
と
ア
ル
ゴ

に
向
い
た

 
全
員
か
ら

線
を
向
け
ら
れ
た
ア
ル
ゴ
は

を

め
な
が
ら

説
明
を
始
め
た

生
命
の
碑
は

今
は
剣
士
の
碑

て
名
前
に
な

て
る
ん
だ
よ

 
表

さ
れ
る
の
は

層
ご
と
に
ボ
ス
を
倒
し
た
パ

テ

の
中
か
ら
七
人
ま
で

 
パ

テ

リ

ダ

と

後
は
誘

た

番
に

人

て
感
じ
だ
な
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ま
あ
ハ

は
オ
レ

ち
が
言
う
ま
で
も
な
く
あ
る

度
の

況
が
分
か

た
よ
う
に
見

え
た
け
ど
ナ

ま
あ

何
と
な
く
だ
け
ど
な

こ
れ
は
し
か
し

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
碑
を
じ

と
見
つ
め
な
が
ら

何
事
か
考
え
て
い
た
よ
う
だ

た
が

 
と
り
あ
え
ず
先
に
皆
で

生
命
の
碑

今
は
剣
士
の
碑
と
言
う
と
の
事
だ
が

 
そ
の
碑
に

か
つ
て
の
死
者
達
を

ん
で

魂
の

り
を

げ
る
事
に
し
た

 
そ
し
て
そ
れ
が
終
わ

た
後

ハ
チ
マ
ン
が
皆
に
こ
う
提
案
し
た

ど
う
も
そ
う
い
う
事
ら
し
い

せ

か
く
だ
か
ら

三
層
ま
で
俺
達
で
速
攻
ク
リ
ア
し
て

 
記
念
に
全
員
の
名
前
を
碑
に
残
そ
う
と
思
う
ん
だ
が

皆
ど
う
思
う

成
そ
う
い
う
事
な
ら

や
る
し
か
な
い

し

同
じ
チ

ム
だ

て
分
か
る
よ
う
に

三
回
と
も
先

は
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
に
し
て
く
れ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
は
考
え
て
い
な
か

た
ら
し
く

少
し
き

と
ん
と
し
な
が
ら
言

た

そ
う
か

そ
う
じ

な
い
と
全
員
仲
間
だ

て
分
か
ら
な
い
の
か

 
そ
う
す
る
と

二
層
ま
で
で
名
前
を
載
せ
ら
れ
る
の
は
十
三
人

三
層
で
十
九
人
か
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二
人
分
余

が
あ
る
な

ど
う
す
る
か

誰
か
知
り
合
い
で
も
誘
う
か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

ユ
キ
ノ
が
先
ず
こ
う
答
え
た

今
ま
で
の
付
き
合
い
か
ら
考
え
る
と

当
な
所
だ
と
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ア
リ
シ

さ
ん
な
の
だ

け
れ
ど

そ
れ
だ
と
ユ

ジ

ン
が

て
い
な
い
だ
ろ
う
な

他
に
関
わ

た
プ
レ
イ
ヤ

て
い
う
と

シ
グ
ル
ド

無
い
ね

う
ん

下

候
補
は
三
人
か

で
も
ユ

ジ

ン
を
誘

た
と
し
て
も

残
り
一
人
は
サ
ク
ヤ
か
ア
リ
シ

だ
ろ

 
そ
う
す
る
と

更

が
立
つ
ん
じ

な
い
か

無
理
に
誘
う
と
し
た
ら

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

り
に
な
る
ん
だ
ろ
う
け
ど

こ
う
な

た
ら
ジ

ン
ケ
ン
で
も
し
て
も
ら
う
か

 
仲
間
達
の
様
々
な
意
見
を

き
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は

て
考
え
込
ん
で
い
た
が

 
さ
ぼ
ど
悩
む
事
も
無
く
決
断
し
た
の
か

ス

キ
リ
と
し
た
顔
で
言

た

よ
し

誰
か
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ア
リ
シ

さ
ん
に
連

を
取

て
く
れ

 
ユ

ジ

ン
は

ま
あ

自
前
の
戦
力
で
何
と
で
も
す
る
だ
ろ
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そ
れ
に
も
し
ユ

ジ

ン
に
文

を
言
わ
れ
て
も
キ
リ
ト
が
肉
体
言
語
で

ら
せ
れ
ば
い
い

は
は

了
解

そ
れ
じ

あ
決
ま
り
だ
ね

 
初
日
に
い
き
な
り
一
層
ボ
ス
が
倒
さ
れ
た
事
は
プ
レ
イ
ヤ

の
間
で
若

話
題
に
な

て
い

た
が

 
剣
士
の
碑
の
事
は
少

の
Ｓ
Ａ
Ｏ

験
者
の
間
以
外
で
は
ま

た
く
話
題
に
な

て
は
い

な
か

た

 
だ
が
次
の
日
の
内
に
二
層
が
ク
リ
ア
さ
れ
る
に
至

て
一
体
ど
ん
な
集
団
が
ク
リ
ア
し
て
る

ん
だ
と

 
さ
す
が
に
無

出
来
な
く
な

た
の
か

多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
情
報
を
集
め
始
め
た

 
そ
し
て
剣
士
の
碑
の
話
が
伝
わ
る
と

そ
の
話
題
は
一
気
に
広
が

た

 
そ
の
話
題
を
受
け
て

剣
士
の
碑
を
見
に
行

た
プ
レ
イ
ヤ

の
中
に
ユ

ジ

ン
が
い
た

 
ユ

ジ

ン
は

剣
士
の
碑
に
表

さ
れ
た
見
覚
え
の
あ
る
名
前
を
見
て

 

て
て
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
に

そ
の
事
に
つ
い
て

ね
る
メ

セ

ジ
を
送

た
の
だ
が

 
い
く
ら
待

て
も
返
事
が
来
る
気
配
は
ま

た
く
無
か

た
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る
ユ

ジ

ン
だ

た
が
し
ば
ら
く

て
か
ら
つ
い
に
待
ち
望
ん
だ
キ
リ
ト
か
ら
の

返
信
が
来
た

す
ま
ん

戦
闘
中
だ

た

剣
士
の
碑
な
ら

ボ
ス
を
倒
し
た
メ
ン
バ

の
中
か
ら

 
七
人
の
名
前
が
表

さ
れ
る
ら
し
い
ぞ

 
そ
の
メ

セ

ジ
を
見
て
愕
然
と
し
た
ユ

ジ

ン
の
横
で
剣
士
の
碑
の
文

が
変
化
し
始

め
たＦ

ｌ
ｏ
ｏ
ｒ
１
 
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

ユ
イ
ユ
イ

リ

フ

レ
コ
ン

キ
リ
ト

リ
ズ

ベ

ト
Ｆ
ｌ
ｏ
ｏ
ｒ
２
 
ハ
チ
マ
ン
ユ
キ
ノ
コ
マ
チ
イ
ロ
ハ
ソ
レ
イ
ユ
メ
ビ
ウ
ス
ユ
ミ

 
そ
の
下
に

新
た
な
文

が
加
わ
り
始
め
た
の
だ

お
い
見
ろ

剣
士
の
碑
に

新
し
い
名
前
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
く
ぞ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
声
を

き

て
て
剣
士
の
碑
を
見
た
ユ

ジ

ン
の
目
に

 
彼
の
知
る
ハ
チ
マ
ン
の
仲
間
達
の
他
に
二
つ

見
知

た
名
前
が
飛
び
込
ん
で
き
た

Ｆ
ｌ
ｏ
ｏ
ｒ
３
 
ハ
チ
マ
ン
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
シ
リ
カ
ア
ル
ゴ
サ
ク
ヤ
ア
リ
シ

何

だ
と
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そ
の
二
人
の
名
前
を
見
た
ユ

ジ

ン
は
再
び
愕
然
と
し

 
自
分
の
置
か
れ
て
い
る

況
を

あ
る

度
感
覚
で
理
解
し
た

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン
は

何
か
に
ハ

と
気
付
い
た
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
と

 

て
て
転
移
門
へ
向
か

て
走
り
出
し
た

そ
し
て
門
の
転
移
先
リ
ス
ト
に
四
層
が
出
現
し
た

間
 
ユ

ジ

ン
は
必
ず
そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
達
が
い
る
と

し

四
層
へ
と
転
移
し
た

 
よ
し

目
的
の
三
層
ク
リ
ア
は
こ
れ
で
達
成
だ

で
も
こ
れ

確
実
に
私
達
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ

て
バ
レ
ち

う
よ
ね

ハ
チ
マ
ン
君

ま
あ
俺
達
は
名
前
も
前
の
ま
ま
だ
し

見
る
人
が
見
れ
ば

 
直
ぐ
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
元
四
天
王
だ

て
分
か

ち
ま
う
か
ら
な

 
命
の
危
険
が
あ
る

で
も
無
い
し

別
に

わ
な
い
だ
ろ

ま
あ

そ
れ
も
そ
う
だ
ね

や

た
ね
サ
ク
ヤ
ち

ん

こ
れ
で
私
達
の
名
前
も
あ
そ
こ
に
表

さ
れ
た
ね

う
む

名

な
事
だ
な
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い
や

誘

て
く
れ
た
皆
に
は
感
謝
だ
よ

ユ

ジ

ン
君
に
は
悪
い
け
ど

本
当
に
あ

り
が
と
ね

 
そ
の
言
葉
通
り
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

は
ユ

ジ

ン
が
誘
わ
れ
な
か

た
事
は

に
知

て
い
た

 
そ
れ
は
さ
て
お
き

り
上
が
る
一
行
は

そ
の
ま
ま
四
層
に
向
か
い

 

の

転
移
門
の
ア
ク
テ

ベ

ト
を
行
う
事
に
し
た

 
ち
な
み
に
エ
ル
フ
の
戦
争
キ

ン
ペ

ン
シ
ナ
リ
オ
は
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
代
表
で
見
に

行

た

 
か
つ
て
キ
ズ
メ
ル
と
出
会

た
あ
の
場
所
で

二
人
は

れ
て
待
機
し
て
い
た
の
だ
が

 

張
す
る
二
人
の
目
の
前
に

場
し
て
き
た
の
は

 
事
前
に
あ
る

度
予
想
し
て
い
た
通
り
キ
ズ
メ
ル
で
は
無
か

た

 
そ
れ
だ
け
確
認
す
る
と
二
人
は
く
る
り
と
背
を
向
け
そ
の
場
か
ら

て
去

て
い

た

 
二
人
に
と

て
の
キ

ン
ペ

ン
シ
ナ
リ
オ
の

場
人
物
は

 
ハ
チ
マ
ン
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
で
未
だ
に
眠
り
続
け
る
キ
ズ
メ
ル
以
外
に
は
あ
り
え
な

い
の
だ
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さ
て

そ
れ
じ

あ
転
移
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
す
る
わ

 
四
層
に
到
着
し

ハ
チ
マ
ン
が
転
移
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
し
た

間
に

 
誰
か
が
転
移
門
か
ら
転
移
し
て
く
る
気
配
が
し
た

ハ
チ
マ
ン
は
反
射
的
に
身

え
て
し
ま

た
が

 
門
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
の
は
よ
く
知

て
い
る
そ
し
て
今
回
誘
え
な
か

た
人
物
だ

た 
そ
の
人
物

ユ

ジ

ン
は
い
き
な
り
絶
叫
し
た

お
前
ら

何
故
俺
を
誘
わ
な
い

ユ

ジ

ン
か

今
回
は

仲
間
の
人

の
関
係
で
ど
う
し
て
も
誘
え
な
か

た
ん
だ

 
ま
あ
ユ

ジ

ン
な
ら
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
仲
間
と
一

に
ボ
ス
く
ら
い
自
前
で
倒
せ
る

て
ハ
チ
マ
ン

や

ぱ
り
そ
う
い
う
事
な
の
か

よ

ユ

ジ

ン

戦
闘
中
だ

た
か
ら
返
信
出
来
な
か

た
け
ど

 
メ

セ

ジ
の
返
事
な
ら
つ
い
さ

き
し
た
ぞ

後
ハ
チ
マ
ン
の
言

た
通
り
誘
え
な

く
て
ス
マ
ン
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キ
リ
ト
お
お
お
お
お
お
お

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の

い
感
じ
の
謝
罪
の
後

 
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
ユ

ジ

ン
に
声
を

け
た

す
ま
ん
ユ

ジ

ン
お
前
を
差
し
置
い
て
私
達
が
先
に
歴

に
名
を
刻
ん
で
し
ま

た
よ

う
だご

め
ん
ね

抜
け
駆
け
み
た
い
に
な

ち

た
け
ど
今
回
は
ア
ン
ラ

キ

だ

た
と

思

て

 
自
分
の
チ

ム
で
頑
張

て
ね

ユ

ジ

ン
君

く
そ
お
お
お
お

貴
様
ら
だ
け
ず
る
い
ぞ
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
俺
だ

て
ハ
チ
マ
ン
達
と

ん
で
名
前
を
載
せ
た
か

た
の
に

 
ユ

ジ

ン
の
絶
叫
と
共
に

ハ
チ
マ
ン
達
の
ボ
ス
戦
ラ

シ

は

 
一

落
と
い
う
事
で

と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で
と
い
う
事
に
な

た

 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
事
で
奮

し
た
の
だ
が
攻
略
が
ハ
チ
マ
ン
達
の
よ
う
に
超
速
で
進
む

も
無
く

 
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
に
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
仲
間
達
と
共
に
四
層
の
ボ
ス
を
倒
す
事
に

く



 第１６３話 幸運な二人と不運な一人

も
成
功
し

 
ギ
リ
ギ
リ
ハ
チ
マ
ン
の
次
に
ボ
ス
を
倒
し
た
グ
ル

プ
の
リ

ダ

に
な
る
栄

を
確
保
し

た
の
だ

た
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第
１
６
４
話
 
紹
介
し
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日

材
木
座
義

は

朝
か
ら
企
業
見
学
の
案
内
を
す
る
役
目
を
言
い

さ
れ

 
こ
れ
は
明
ら
か
な
人
選
ミ
ス
で
は
な
か
ろ
う
か
と

を

く
し
な
が
ら
見
学
の
開
始
時
間
を

待

て
い
た

 
そ
の

を
た
ま
た
ま
見

け
様
子
が
お
か
し
い
事
に
気
が
付
い
た
の
か
義

に
声
を

け

る
者
が
い
た

義

君

大
丈
夫
か
い

合
が
悪
そ
う
だ
け
ど

⻄
田
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

す
み
ま
せ
ん
体
調
不
良
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
の

で
す
が

 
我
は
ど
う
も

企
業
見
学
の
案
内
の
よ
う
な

社
交
的
な
仕
事
に
は
向
い
て
い
な
い
の
で

 
ち

と

の
調
子
が
で
す
ね

う

社
の
内
部
の
人
が
相
手
な
ら
平
気
な
ん
で
す
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が 
義

も
社
会
で

ま
れ
る
う
ち
に
他
人
と
の
一

的
な
会
話
は
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

た

よ
う
だ

 
そ
の

り

成
⻑
の
跡
が

え
る
の
だ
が

自
分
を
我
と
呼
ぶ

と

 
ま

た
く
の
他
人
相
手
に
人
見
知
り
が
激
し
い
所
は

未
だ
に

の
余
地
が
あ
り
そ
う
だ

 
そ
ん
な
義

の
様
子
が
平
気
で
は
無
さ
そ
う
に
見
え
た
の
か

⻄
田
は
心
配
そ
う
に
義

に

言

た
も
し
あ
れ
な
ら

誰
か
他
の
人
に
代
わ

て
も
ら
う
と
か

い
や
そ
れ
が
で
す
ね

今
回
の
話
は
ボ
ス
か
ら
の
ト

プ
ダ
ウ
ン
の
指

ら
し
い
ん
で

す
よあ

あ

そ
う
い
う

は
い

 
最
初
に
こ
の
話
を

い
た
時
義

は
当
然
何
か
し
ら
理
由
を
付
け
て
断
ろ
う
と
し
た
の
だ

が 
メ

セ
ン
ジ

を

せ
つ
か

た
ら
し
い
薔
薇

ロ
ザ
リ
ア

が
義

に
こ
う
言

た
の
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だ

たし
い
理
由
は

い
て
い
な
い
け
ど

こ
の
件
は
ど
う
や
ら

 
あ
な
た
に
対
し
て
の

ボ
ス
か
ら
の
名
指
し
で
の

お
願
い

み
た
い
よ

お

お
願
い

で
す
か

わ
か
り
ま
し
た

 
ボ
ス

も
ち
ろ
ん
陽
乃
の
事
だ
が

の

お
願
い

は

 
こ
の
会
社
で
は

何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
事
に
な

て
い
た
た
め

 
そ
こ
で
義

は

こ
の
話
を
断
る
事
を

ス

パ
リ
と

め
た
の
だ

た

で
も

我
は
こ
う
い
う
の
は
本
当
に
無
理
な
ん
で
す
よ

今
回
に
限

て
何
故
我
が

ま
あ
ま
あ
待
ち
な
さ
い
義

君

陽
乃
さ
ん
だ

て
そ
ん
な
事
は

知
の
上
な
ん
じ

な
い

か
な

と

言
い
ま
す
と

陽
乃
さ
ん
は
私
達
の
事
を

い
つ
も
ち

ん
と
気
に

け
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
ん
だ
よ

 
だ
か
ら

今
回
の

お
願
い

に
も
何
か
意
味
が
あ
る
ん
じ

な
い
か

て
ね

 
義

は
そ
れ
を

き

確
か
に
ボ
ス
は
理
不
尽
の

の
よ
う
な
存
在
だ
が

 

こ
の
事
を
考
え
た
時
義

の
背
筋
が
一

寒
く
な

た
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
多
分
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い
じ
め
の
よ
う
に
無
理
難
題
を
押
し
付
け
て
く
る
よ
う
な
人
で
は
な
い
の
は
確
か
だ
な
と
思

い
直
し

 
今
回
の
役
目
が
自
分
に
回

て
き
た

裏
の
事
情
を
考
え
始
め
た

 
実

の
所
今
回
の
件
は
陽
乃
が
八
幡
と
義

の

に
時
間
を
作

て
く
れ
よ
う
と
し
た
だ

け
な
の
だ
が

 
そ
ん
な
事
実
は
ま

た
く
も

て
義

の
想
像
の

外
で
あ

た

 
そ
う

今
か
ら
こ
こ
に
見
学
に
来
る
の
は
八
幡
な
の
だ

正
確
に
は
八
幡

一
行

な
の
だ

 
ち
な
み
に
今
回
の
メ
ン
バ

は
八
幡
明
日
奈
雪
乃
結
衣
優
美
子
い
ろ
は
と
い
う

 
義

に
と

て
は
⻤
門
と
呼
べ
る
メ
ン
バ

で
あ

た

 
陽
乃
は
八
幡
が
明
日
奈
以
外
に
誰
を
連
れ
て
く
る
か
は
知
ら
な
か

た

こ
れ
が
結
果
的

に 
義

に
と

て
の
死

宣
告
に

し
い
指
令
に
な

て
し
ま

た
事
は
陽
乃
の
せ
い
で
は
決

し
て
な
い

も
し
か
し
て

見
学
に
来
る
の
が
君
の
知
り
合
い
と
か



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

は
は

も
し
そ
う
な
ら
八
幡
く
ら
い
で
す
が
そ
れ
な
ら
我
も
少
し
は
気
が
楽
に
な
り
ま
す

ね
そ
う
い
え
ば
義

君
は

高
校
の
時
八
幡
君
と
親
し
か

た
ん
だ
よ
ね

 
八
幡
君
は
ど
ん
な
子
だ

た
ん
だ
い

 
⻄
田
は
義

に

本
当
に
何
と
な
く
そ
う

ね
た
の
だ
が

そ
れ
に
対
し
て
義

は

 
苦

を

み
潰
し
た
よ
う
な
顔
で
こ
う
答
え
た

そ
う
で
す
ね

八
幡
の

り
に
は

何
故
か
常
に
美
人
の
女
子
生
徒
が
い
ま
し
た

 
正
直
当
時
は
我
と
八
幡
と
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
の
か
と
悩
ん
だ
事
も
あ
り
ま

し
た

そ
う
な
の
か
い

 
⻄
田
は
明
日
奈
と
共
に
い
る
八
幡
の

し
か
知
ら
な
か

た

少
し
意
外
に
思

た
が

 
同
時
に
職
場
で
は
真
面
目
な
堅
物
で
通

て
い
る
義

に
も

 
色
々
と

め
込
ん
で
い
る
物
が
あ
る
ん
だ
な
と
考
え
義

を
今
度
飲
み
に
で
も
誘
お
う
か

と
考
え
た

 
丁
度
そ
の
時
⻄
田
は

入
り
口
か
ら

予
想
通
り
八
幡
が
入

て
く
る
の
に
気
が
付
き
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そ
ち
ら
に
笑
顔
で
手
を

た
後

そ
の
事
を
義

に
教
え
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
義

は
そ
れ
に
は
気
付
か
ず
に

下
を
向
い
た
ま
ま

ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
事
か

い
て
い
た

そ
う

我
と
八
幡
と
の
間
に
は

そ
こ
ま
で
違
い
は
無
か

た
は
ず

あ
る
と
す
れ
ば

 
八
幡
の
方
が

我
よ
り
多
少
勉
強
が
出
来
て

多
少
ス
ポ

ツ
が
出
来
て

 
多
少
ル

ク
ス
が
良
く
て
多
少
社
交
的
で
多
少
ス
リ
ム
な
体
型
を
し
て
い
た
事
く
ら
い

 
そ
れ
な
の
に

八
幡
の

り
に
は

雪
ノ
下
嬢

由
比

嬢

一
色
嬢
と
い
う

 
そ
う
そ
う
た
る
美
少
女
軍
団
が
常
に
顔
を
揃
え
て
い
た

何
故
だ
い
つ
か
ら
そ
う
な

た

の
だあ

な
た
が
今
言

た
事
は

十
分
違
い
と
呼
べ
る
物
だ
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

ひ
い

 
⻄
田
は
小
声
で

義

君

後
ろ
後
ろ

と
必
死
で
呼
び
か
け
て
い
た
の
だ
が

結
局
そ
れ

は

か
ず

 
義

は

背
後
か
ら
の
雪
乃
の
急
襲
を
ま
と
も
に
受
け
る

と
な

た
の
だ

た

ゆ

雪
ノ
下
嬢

そ
ん
な
呼
び
方
で
呼
ば
れ
た
の
は

生
ま
れ
て
初
め
て
な
の
だ
け
れ
ど
も
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あ
な
た
が
何
故
女
性
に
対
し
て
そ
ん
な
呼
び
方
を
す
る
よ
う
に
な

た
の
か
少
し
興
味
が
あ

る
わ
ね

 
そ
の
当
然
の
問
い
に
対
し

義

は
困

た
顔
で
言

た

女
性
を
さ
ん

け
で
呼
ぶ
の
は
ち

と
気
が
ひ
け
て
で
す
ね

そ
の
な
ん
と
な
く

嬢

と
つ
け
る
事
の
方
が

ハ

ド
ル
が
高
そ
う
に

こ
え
る
の
は
気
の
せ
い
か
し
ら
ね

そ

そ
れ
は

 
こ
の
ま
ま
だ
と
話
が
変
な
方
向
に
進
む
と
思

た
の
か

結
衣
が
フ

ロ

に
入

た

ま
あ
ま
あ
ゆ
き
の
ん

さ

き
の
話
だ
と

私
達
の
事
を
褒
め
て
く
れ
て
た
み
た
い
だ
し

 
そ
こ
ら
へ
ん
は
ま
あ
い
い
ん
じ

な
い

 
そ
の
結
衣
の
言
葉
に

い
ろ
は
が
笑
顔
で
同
意
し
た

そ
う
で
す
よ

雪
乃
先
輩

美
少
女
軍
団
と
ま
で
言

て
く
れ
た
ん
で
す
か
ら

 
こ
こ
は
大
目
に
見
て
あ
げ
ま
し

う
よ

そ

そ
う
ね

ま
あ
こ
の
話
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
ま
し

う
か

 
美
少
女
軍
団
と
い
う

語
が
出
る
と

そ
の
言
葉
を
少
し
意
識
し
て
し
ま

た
の
か

 
雪
乃
は
少
し

を

ら
め
な
が
ら

義

に
話
し

け
る
の
を
一

終
わ
り
に
し
た
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ち
な
み
に
先
ほ
ど
の
義

の
言
葉
を

い
た

間
の
結
衣
と
い
ろ
は
は

 
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
に
や
に
や
し
て
い
た
の
で
ま
あ
こ
の
二
人
も
素
直
に
嬉
し
か

た
の

だ
ろ
う

 

な
ら
と
も
か
く

義

に
感
謝
の
気
持
ち
を

い
て
い
る
今
の

況
で
は

 
ど
う
や
ら
義

の
言
葉
を
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
だ

 
だ
が
こ
の
話
は
こ
こ
で
終
わ
り
で
は
無
か

た

終
わ
ら
せ
な
か

た
の
は
優
美
子
で
あ

た
さ

き

あ

し
の
名
前
が
出
な
か

た
ん
だ
け
ど

 
あ

し
は
そ
の
美
少
女
軍
団
と
や
ら
に
は
入

て
い
な
い

て
事

ひ

ひ

 
義

は

何
故
三

嬢
が
こ
こ
に

と
い
う
疑
問
を

く
間
も
な
く

 
そ
の
優
美
子
の
剣
幕
に
完
全
に

し
た

そ
れ
を
見
た
八
幡
は
さ
す
が
に
助
け

を
出

す
事
に
し
た

あ
の

優
美
子
は

俺
と
の
接
点
が

こ
の
三
人
ほ
ど
に
は
無
か

た
ん
だ
か
ら

 
ま
あ
そ
こ
ら
へ
ん
は
仕
方
な
い
ん
じ

な
い
か
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優
美
子
も
材
木
座
と
は

ま

た
く
接
点
は
無
か

た
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

ま
あ
今
日
は
お

を
言
い
に
来
た
ん
だ
し
あ
ん
ま
り
材
木
座
を
い
じ
め
な
い
で
や

て
く
れ

よ
八
幡
が
そ
う
言
う
な
ら

 
八
幡
は

優
美
子
が
素
直
に
納
得
し
て
く
れ
た
事
に
顔
を

ば
せ

義

に
向
き
直

た

材
木
座
に
は
確
か
説
明
し
て
い
な
か

た
か
な

実
は
優
美
子
も
今
は
俺
の
仲
間
な
ん
だ

よ 
久
し
ぶ
り
だ
な

に
来
る
の
が

れ
て
す
ま
ん

今
回
お
前
に
は
本
当
に
助
け
ら
れ
た
よ

 
本
当
に
あ
り
が
と
な

や

ぱ
り
お
前
は
俺
の
親
友
だ

あ
な
た
の
お
か
げ
で
私
達
が
勝
利
す
る
事
が
出
来
た
わ

本
当
に
あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
ね

材
木
座
君

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

材
木
座
先
輩

あ

し
は
直
接
関
わ

て
な
い
ん
だ
け
ど
今
の
あ

し
達
が
あ
る
の
は
あ
ん
た
の
お
か
げ
な

ん
だ
ね
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そ
の
事
に
つ
い
て
は
素
直
に
お

を
言

と
く

そ
の

あ

あ
り
が
と

あ

ど

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
義

は
い
き
な
り
四
人
の
美
少
女
に
お

を
言
わ
れ

口
を
ぱ
く
ぱ
く
さ
せ
な
が
ら
も

 
何
と
か
普
通
の
返
事
を
す
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
ん
な
中

後
ろ
に

え
て
い
た
五
人
目
の
少
女
が

八
幡
に

さ
れ

義

の
前
に
出
た

初
め
ま
し
て
結
城
明
日
奈
で
す

今
回
は
私
の
命
を
助
け
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と

う 
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
し
て
ね

材
木
座
君

は

は
い

こ
ち
ら
こ
そ

 

ま

て
い
た
義

は
明
日
奈
の
笑
顔
に
ど
ぎ
ま
ぎ
し
な
が
ら
も
し

か
り
と
返
事
を
し

た 
そ
ん
な
義

に
対
し

八
幡
が

明
日
奈
の
事
を
正
式
に
紹
介
し
た

あ

話
に
は

い
て
い
た
と
思
う
が

そ
ん
な

で

俺
の
彼
女
の
明
日
奈
だ

 
こ
れ
か
ら
⻑
い
付
き
合
い
に
な
る
と
思
う
が

俺
共
々
今
後
と
も
宜
し
く
な

材
木
座

宜
し
く
ね

材
木
座
君
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よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
材
木
座
は

こ
こ
ま
で
ず

と

張
し
た
様
子
で
返
事
を
し
て
い
た
が

 
明
日
奈
の
柔
ら
か
い
雰
囲
気
に

徐
々
に

張
が
ほ
ぐ
れ
て
き
た
の
か

 
⻄
田
も
交
え
て
皆
で
話
し
て
い
る
う
ち
に
い
つ
の
間
に
か
普
通
に
話
す
事
が
出
来
る
よ
う
に

な

て
い
た

 
義

は
五
人
の
美
少
女
か
ら
の
会
社
に
関
す
る
質
問
に
想
像
以
上
に
ハ
キ
ハ
キ
と
説
明
を

し
て
い
た

 
八
幡
は
そ
ん
な
義

を
見
て
こ
い
つ
も
す
ご
く
成
⻑
し
た
な

と
深
い
感

を

い
て
い

た 
そ
ん
な
中
一
歩
下
が

て
そ
の
会
話
に

を

け
て
い
た
八
幡
の

に
何
か
が
当
た

た

 

り
返

て
も
そ
こ
に
は
誰
も
い
な
い

い
ぶ
か
し
ん
で

囲
を
見
回
し
た
八
幡
は

 
足
元
に
消
し
ゴ
ム
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
つ
け
た

そ
の
消
し
ゴ
ム
は

で
繋
が
れ
て
お
り

 
そ
の
を
る
と
そ
の
先
に
は
物
陰
か
ら
手
き
を
し
て
い
る
薔
薇
の
が
あ
た
の
だ
た
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第
１
６
５
話
 
薔
薇
の
今

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

子

か

し

仕
方
な
い
じ

な
い

あ
な
た
だ
け
な
ら
と
も
か
く

閃
光
の
ア
ス
ナ
様
の
前
に

 
平
気
な
顔
を
し
て
出
て
い
け
る
ほ
ど

私
の
神

は
図
太
く
は
な
い
ん
だ
か
ら

 
薔
薇
は
八
幡
に

小
声
で
抗
議
を
し
た

 
八
幡
は
そ
の
抗
議
を
無

し
て

薔
薇
に
消
し
ゴ
ム
を
差
し
出
し
た

い
や

し
か
し
ど
う
考
え
て
も
こ
れ
は
な

何
だ
よ
こ
れ

ま
る
で

あ

 
八
幡
は

か
つ
て
の
薔
薇
が
ど
ん
な
武
器
を
持

て
い
た
の
か
を
思
い
出
し

 
ま
さ
か
な
と
思
い
つ
つ
も

薔
薇
に

ね
た

な

こ
れ

ま
さ
か

の
つ
も
り

な
の
か

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
薔
薇
は
顔
を
真

に
し
な
が
ら
小
声
で
一
気
に
ま
く
し
た
て
た
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し

仕
方
な
い
じ

な
い

普

か
ら

を
持
ち
歩
い
て
い
る
女
な
ん
て

 
現
実
世
界
じ

女
王
様
扱
い
か

い
い
と
こ
仕
事
人
扱
い
し
か
さ
れ
な
い
の
よ

 
だ
か
ら
こ
う
い
う
物
で
代
用
す
る
し
か
な
い
の

好
き
で
こ
ん
な
ま
が
い
物
を
持

て
い
る

じ

な
い
わ

お

お
う

と
り
あ
え
ず

を
持
ち
歩
く
事
に
は

疑
問
の
余
地
は
無
い
ん
だ
な

 
薔
薇
は

も
顔
を
真

に
し
た
ま
ま

言
い

を
続
け
た

こ
の
前
だ

て

偶
然
子

が
道
路
に
飛
び
出
そ
う
と
し
て
い
る
所
に
遭
遇
し
て

 

に
こ
れ
を
使

て
助
け
た
ら

そ
の
子

の

い
主
か
ら
は
変
な
顔
を
さ
れ
た
し

 
そ
れ
を
た
ま
た
ま
見
て
い
た
風

の
ス
カ
ウ
ト
マ
ン
か
ら

本
職
の
女
王
に
な

て

 
夜
の
世
界
で
ナ
ン
バ

ワ
ン
を
目
指
し
て
み
な
い
か

た
言
わ
れ
た
わ

 
別
に
こ
れ
は

そ
う
い
う
用

の

に
持

て
る
わ
け
じ

な
い
の
に

じ

あ
ど
ん
な
用

の

に
持

て
る
ん
だ
よ

 
八
幡
は

少
し

れ
た
よ
う
に
薔
薇
に

い
た

ふ

不
安
だ
か
ら

は
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い
ざ
と
い
う
時
に

自
分
の
身
を
守
れ
る
物
が
無
い
と
不
安
じ

な
い

 
別
に
今
の
生
活
に
ほ
と
ん
ど
危
険
が
無
い
事
は
分
か

て
る
わ
よ

で
も
と
に
か
く
不
安

な
のそ

の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
な
い
け
ど
な

ほ
れ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
ど
こ
か
ら
か

す
る
タ
イ
プ
の

棒
を
取
り
出
し
薔
薇
に
見
せ
た

多
少
い
き
す
ぎ
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

俺
も
一
応
こ
う
い
う
物
を
持

て
る
か
ら
な

 
確
か
に
こ
れ
が

俺
の
精
神
の
安
定
に

一
役
か

て
い
る
事
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 
自
分
の
身
を
守
る
事
に
神

を
使
う
の
は
ま
あ

悪
い
事
じ

な
い

 
で
も
さ
す
が
に
そ
れ
は

気
休
め
以
外
の
何
物
で
も
な
い
だ
ろ

 
何
か
法
に
触
れ
な
い

度
に
使
え
そ
う
な
物
が
あ
る
か
ど
う
か
今
度
探
し
て
お
い
て
や
る
よ

あ

あ
り

が
と

と

い
う

で

ほ
れ

え
 
八
幡
は
無

作
に
自
分
の

を
取
り
出
す
と

薔
薇
に

し
た

え

と

ど
う
い
う
事
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連

先
が
分
か
ら
な
い
と
何
か
と
不

だ
か
ら
な

そ
こ
に
お
前
の
連

先
を
入
れ
て
お
い

て
く
れ

わ
私
が
入
れ
る
ん
だ

そ
れ
に
し
て
も
よ
く
自
分
の

を
平
気
で
人
に

せ
る
わ

ね 
そ
の
薔
薇
の
セ
リ
フ
に

八
幡
は
懐
か
し
そ
う
に
目
を

め
な
が
ら

 
し
か
し
あ
の
時
と
は
ま

た
く
違
う
セ
リ
フ
を
返
し
た

見
ら
れ
た
ら
困
る
メ

ル
と
か
デ

タ
が

山
あ
る
か
ら

絶
対
に
見
る
な
よ

は
い
は
い
あ
ん
た
が
も
て
る
の
は
分
か

て
る
つ
も
り
だ
か
ら
も
ち
ろ
ん
気
を
付
け
る
わ

よ 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
の
ア
ド
レ
ス

を
見
た
薔
薇
は
あ
ま
り
の
女
性
の
名
前
の
多
さ
に

 
自
分
が
八
幡
の
女
性
関
係
を
本
当
に
分
か

て
い
た
つ
も
り
だ

た
事
を
理
解
さ
せ
ら

れ
た何

こ
れ

も
て
る
に
も
ほ
ど
が
あ
る
で
し

よ
く
見
ろ

男
の
名
前
も
ち

ん
と
あ
る
だ
ろ

そ
れ
に
そ
こ
に
名
前
の
あ
る
女
性
達
と

 
必
要
以
上
に
接
し
た
り
し
て
い
る
と
い
う
事
も
な
い
し

や
ま
し
い
所
は
何
も
無
い
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そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
ぱ

と
見
た
感
じ
女
性
の
名
前
が
ず
ら
り
と

ん
で
る
と
し
か
見
え

な
い
わ
よ

 
は
い

そ
れ
じ

あ
こ
れ

私
の
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て
お
い
た
わ

 
そ
れ
に
し
て
も

こ
ん
な

態
で
ア
ス
ナ
様
が
よ
く

ら
な
い
わ
ね

さ

き
も
言

た
が

や
ま
し
い
事
は
何
も
無
い
か
ら
な

 
そ
れ
に
し
て
も

や

ぱ
り
気
の
せ
い
じ

な
か

た
な

 
な
あ
お
前

何
で
明
日
奈
の
事
を
様
付
け
で
呼
ぶ
ん
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
は

確
か
明
日
奈
と
ほ
と
ん
ど
接
点
は
無
か

た
よ
な

 
先
ほ
ど
は
ス
ル

し
た
が
八
幡
は
薔
薇
が
明
日
奈
の
事
を
様
付
け
で
呼
ん
で
い
る
事
に

め

て
気
付
き

 
そ
れ
に
違
和
感
を
感
じ
た
の
か

そ
の
理
由
を

ね
た

 
そ
れ
に
対
す
る
薔
薇
の
答
え
は

め
上
に
ぶ

飛
ん
だ
物
だ

た

私
が
言

た

て
事
は
絶
対
に
秘
密
よ

ん

何
か
問
題
で
も
あ
る
の
か

え
え
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分
か

た

ど
う
し
て
も
必
要
に
な
ら
な
い
限
り

誰
に
も

ら
な
い
と
約
束
す
る

じ

あ

話
す
わ

あ
あ

 
薔
薇
は
少
し
た
め
ら
い
つ
つ
も

そ
の
理
由
を

つ

つ
と
八
幡
に
語
り
始
め
た

あ
な
た

私
の
役
職
は
知

て
い
る
わ
よ
ね

ハ
ル
姉
さ
ん
の

秘
書

い
事
を
や

て
い
る
ん
だ
ろ

実

に
は
使
い
走
り
だ
け
ど
ね

 
薔
薇
は
八
幡
に

き
つ
つ

そ
う
補
足
し
た

で

そ
れ
が
ど
う
関
係
し
て
く
る
ん
だ

え

と
ね

つ
ま
り
そ
の
せ
い
で

私
は
基
本

ボ
ス
と
一

に
行
動
す
る
事
が
多
い

よ

ま
あ

当
然
だ
な

で
ね

つ
い
こ
の
前

貴
方
達

新
生
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
三
層
ま
で

 
仲
間
だ
け
で
一
気
に
攻
略
し
た
で
し

う

知

て
た
の
か

尊
敬
し
て
も
い
い
ん
だ
ぞ

い
や

む
し
ろ
尊
敬
し
ろ

 
八
幡
は
ド
ヤ
顔
で
薔
薇
に
そ
う
言

た
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そ
う
ね

正
直
本
当
に
す
ご
い
と
思

た
わ

で

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
ね

そ
の
動
画
を

ね
ち

と
待
て

動
画

あ
の
時
の
動
画
な
ん
か

る
の
か

え
え

ボ
ス
の
個
人
的
な
コ
レ
ク
シ

ン
よ

ま
じ
か

ま

た
く
あ
の
人
は

で
そ
の
動
画
を
ボ
ス
は
常
に

に
い
る
私
に
強
制
的
に
何
度
も
見
せ
て
く
る
の
よ

お

お
う

そ
れ
は
ま
あ

あ
れ
だ

 
八
幡
は
何
度
も
何
度
も
同
じ
動
画
を
見
せ
な
が
ら
嬉
し
そ
う
に
動
画
の
解
説
を
す
る
陽
乃

と 
そ
れ
を
正
座
し
な
が
ら
見
て
い
る
薔
薇
の

を
想
像
し
さ
す
が
に
薔
薇
に
同
情
し
た
の
だ
が

 
直
後
に
薔
薇
が

何
故
か
う

と
り
と
し
な
が
ら

口
で
こ
う
ま
く
し
た
て
た

ボ
ス
は

バ

サ
ク
ヒ

ラ

と
呼
ば
れ
て
い
た
女
性
が
一
番
の
お
気
に
入
り
み
た
い
で
ね

 
彼
女
の
活
躍
す
る
シ

ン
を

と
に
か
く
何
度
も
リ
プ
レ
イ
で
見
せ
て
く
る
の
よ

 
私
は
最
初
の

は

機

的
に
す
ご
い
す
ご
い

て
言

て
い
た
ん
だ
け
ど

 
何
度
も
見
て
る
う
ち
に
何
て
い
う
か
他
の
人
の
戦
闘
シ

ン
と
自
然
と
比

す
る
よ
う
に
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な

て

 

々
そ
の
す
ご
さ
が
分
か
る
よ
う
に
な

て
き
て
ね

ま
あ
私
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
戦
闘
シ
ス
テ
ム
を

理
解
し
て

 
バ

サ
ク
ヒ

ラ

様
が
や

て
い
る
事
が
ど
れ
だ
け
す
ご
い
の
か
と
い
う
事
を

 
ち

ん
と
理
解
出
来
る
よ
う
に
な

た

て
の
も
大
き
か

た
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね

 
で

私
は
す

か
り
そ
の

バ

サ
ク
ヒ

ラ

様
の
フ

ン
に
な

ち

た
ん
だ
け
ど

 
後
で
彼
女
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
閃
光
の
ア
ス
ナ
と
呼
ば
れ
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

そ
の
人
だ

て

い
て

 
今
で
は
す

か
り
ア
ス
ナ
様
の

に
な

た

て
感
じ
か
し
ら
ね

 
そ
の
薔
薇
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に

八
幡
は

彼
女
に
同
情
す
る
の
を
一

で
や
め
た

 
そ
し
て
深
い

息
を
つ
く
と
お
も
む
ろ
に

を
操
作
し
ど
こ
か
へ

話
を

け
始
め
た

 
そ
れ
を
き

と
ん
と
見
つ
め
る
薔
薇
の
前
で

八
幡
は

話
の
相
手
に
こ
う
言
い
放

た

ハ
ル
姉
さ
ん

し
持

て
い
る
動
画
を
提
出
し
て
下
さ
い

 
あ
と
一
週
間
明
日
奈
に
近
付
く
の
を
禁
止
し
ま
す

 
そ
れ
を

い
た
薔
薇
は

一

ま

た
後

言
葉
の
意
味
を
理
解
し
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八
幡
に

み
の
こ
も

た

線
を
向
け
な
が
ら
叫
ん
だ

あ
ん
た

い
き
な
り
何
て
事
を
し
て
く
れ
ち

て
る
の
よ

こ
の
裏
切
り
者

う
る
さ
い

今
が
さ

き
言

た
必
要
な
時
だ

 
む
し
ろ
お
前
に
同
情
し
て

少
し
は
労

て
や
ろ
う
と
思

た
俺
の
純

な
気
持
ち
を
返
せ

に
な

て
し
ま

た
も
の
は
仕
方
が
な
い
じ

な
い

う
る
さ
い

お
前
と
ハ
ル
姉
さ
ん
は

し
ば
ら
く
明
日
奈
に
近
付
く
の
は
禁
止
だ

べ

別
に
私
は
ア
ス
ナ
様
の
知
り
合
い

て

じ

な
い
し

何
も
変
わ
ら
な
い
わ

 
あ
あ

で
も
ど
う
し
よ
う

ど
う
考
え
て
も
ボ
ス
に
殺
さ
れ
る
未
来
し
か
見
え
な
い

自
業
自
得
だ

め
ろ

そ

そ
ん
な

 
直
後
に
薔
薇
の

に

お
そ
ら
く
陽
乃
か
ら
で
あ
ろ
う
着
信
が
入
り

 
薔
薇
は

き
そ
う
な
目
で
八
幡
を
じ

と
見
つ
め
た

八
幡
は

り

り
と

を
か
き
な
が

ら 
薔
薇
の
方
に
手
を
差
し
出
し

を

す
よ
う
に
言

た

一
体
何
を
す
る
つ
も
り
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涙
目
で

ね
て
き
た
薔
薇
に
対
し

八
幡
は

を
す
く
め
な
が
ら
こ
う
答
え
た

こ
の
ま
ま
だ
と
ち

と

覚
め
が
悪
く
な
り
そ
う
だ
か
ら

 
俺
が

話
に
出
て

お
前
を
い
じ
め
な
い
よ
う
に
ハ
ル
姉
さ
ん
に
言

て
や
る

 
そ
の
代
わ
り
に

確
か
前
も
言

た
と
思
う
が

 
ラ
フ
コ
フ
の
残

ど
も
に
何
か
動
き
が
あ

た
ら

ち

ん
と
情
報
を
流
せ
よ

 
こ
れ
は
あ
く
ま
で
俺
と
明
日
奈
の
安
全
の

で
あ

て

断
じ
て
お
前
の

で
は
な
い
か
ら

 
絶
対
に
勘
違
い
す
る
な
よ

い
い
な

絶
対
に
勘
違
い
す
る
な
よ

あ

う
ん

あ
り
が
と

 
そ
し
て
八
幡
は
差
し
出
さ
れ
た
薔
薇
の

を
ぶ

き
ら
ぼ
う
に
受
け
取
り

話
に
出
た

あ

さ

き
は
言
い
忘
れ
ま
し
た
が

こ
い
つ
を
い
じ
め
る
の
も
禁
止
で
す

 
理
由
で
す
か

こ
い
つ
の
情
報
が

俺
と
明
日
奈
の
平
穏
に
繋
が

て
る
か
ら

て
事
で

 

話
の
向
こ
う
で
は

そ
れ
を

い
た
陽
乃
が
何
か
わ
め
い
て
い
た
が

 
八
幡
は
そ
れ
を
無

し

そ
の
ま
ま

話
を
切

た

あ
ん
た

す
ご
い
の
ね

あ
の
ボ
ス
に
対
し
て
そ
ん
な
態
度
を
と
れ
る
な
ん
て

ん

ま
あ

慣
れ
だ
慣
れ
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慣
れ
る

て
い
う

の
も
の
な
の
か
し
ら

ま
あ
い
い
だ
ろ
実

に
問
題
無
い
ん
だ
か
ら
な

と
言
う

で
何
か
情
報
が
あ

た
ら
頼

む
なそ

れ
よ
そ
れ

ん
 
薔
薇
が

何
か
を
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
そ
う
声
を
上
げ
た

 
八
幡
が
い
ぶ
か
し
げ
な
の
を
見
て

薔
薇
は
八
幡
に
説
明
を
始
め
た

あ
の
ね

そ
も
そ
も
私
が
あ
ん
た
に
合
図
を
送

た
の
は

 
仕
入
れ
た
情
報
を

く
伝
え
よ
う
と
思

た
か
ら
だ

た
の
よ
ね

お
い

そ
れ

て
す
ご
く
大
事
な
事
じ

な
い
か

何
故

く
言
わ
な
い

ご
め
ん
な
さ
い

私
も
そ
の

友
達
が
多
い
方
だ
と
は
と
て
も
言
え
な
い
か
ら

 
久
し
ぶ
り
に
他
人
と
気
安
く
話
せ
る
の
が
嬉
し
く
て

つ
い
言
い
そ
び
れ
て
し
ま

た
の

も
う
分
か

た

お
前
の

遇
は
よ
く
分
か

た
か
ら

話
を
続
け
て
く
れ

 
八
幡
は
薔
薇
の
お
ど
お
ど
す
る
態
度
を
見
て
い
ら
れ
な
く
な
り
薔
薇
に
話
の
続
き
を

し
た

こ
れ
が
大
事
な
情
報
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
正
直
ど
う
で
も
い
い
情
報
か
も
し
れ
な
い
け
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ど 
判
断
は
あ
ん
た
に
任
せ
て

私
は
報
告
だ
け
す
る
わ

 
私
は
ラ
フ
コ
フ
の
メ
ン
バ

と
は
今
は
も
う
ま

た
く
と
言

て
い
い
ほ
ど
繋
が
り
が
無
い

ん
だ
け
ど

 

日

そ

ち
と
微

に
ま
だ
付
き
合
い
が
あ
る

元
タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド
の
メ
ン
バ

と

 
久
し
ぶ
り
に

話
で
話
す
機
会
が
あ

た
の
ね

で
そ
の
時
に
雑
談
と
し
て
出
た
話
な
ん
だ

け
ど

 
あ

も
ち
ろ
ん
元
メ
ン
バ

達
と
一

に

何
か
悪
い
事
と
か
を
企
ん
だ
り
と
か

 
そ
う
い
う
事
は
も
う
絶
対
し
て
な
い
か
ら

そ
こ
は
信
用
し
て
ね

 
で
そ
の
人
に

い
た
話
な
ん
だ
け
ど
ど
う
や
ら
ラ
フ
コ
フ
の

部
が
誰
か
は
分
か
ら
な

い
け
ど

 
今
度
新
し
く

Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
ゲ

ム
を
始
め
る
事
に
し
た
ら
し
い
わ
よ

 
ロ
ザ
リ
ア
を
あ
え
て
再

場
さ
せ
た
の
は

こ
の
話
の
た
め
で
し
た



 第１６５話 薔薇の今

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
事
件
が

き
る
の
は

こ
の

月
後
な
の
で

も
う
少
し
今
の
章
が
続
き
ま
す
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第
１
６
６
話
 
も
た
ら
さ
れ
た
情
報

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

Ｇ
Ｇ
Ｏ

 
八
幡
は
そ
の
名
前
に
は
ま

た
く

き
覚
え
が
無
か

た

薔
薇
に

し
い
説
明
を
求
め

た

い
た
話
だ
と

今
度
新
し
く
リ
リ

ス
さ
れ
る

ザ
・
シ

ド

格
の
Ｆ
Ｐ
Ｓ
ら
し
い

わ
ねＦ

Ｐ
Ｓ
か

ま
あ
確
か
に

だ
と

本
人

点
の
ゲ

ム
に
な
る
よ
な

 
で

そ
の
ゲ

ム
に
つ
い
て

他
に
何
か
情
報
は
あ
る
か

 
八
幡
の
問
い
に

薔
薇
は
少
し
考
え
込
ん
で
か
ら
こ
う
答
え
た

ご
め
ん
な
さ
い

私
は
そ
の
手
の
情
報
に
は
あ
ま
り

し
く
な
い
の
よ
ね

 
あ

で
も
も
し
か
し
た
ら

材
木
座
さ
ん
な
ら
も

と

し
く
知

て
る
か
も
し
れ
な
い
わ
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そ

か
そ
れ
じ

あ
後
で
そ
れ
と
な
く
話
を

て
み
る
わ

そ
れ
に
し
て
も
材
木
座
さ

ん

か

 
実

の
所
ど
う
な
ん
だ

あ
い
つ
は
こ
の
職
場
で
上
手
く
や
れ
て
い
る
の
か

 
少
し
心
配
そ
う
に
そ
う

ね
て
き
た
八
幡
の
表
情
を
見
て
薔
薇
は
微
笑
み
な
が
ら
そ
れ
に
答

え
たそ

う
ね

少
な
く
と
も

材
木
座
さ
ん
の
事
を
悪
く
言
う
人
間
は
見
た
事
が
無
い
わ
よ

そ
う
か

 
そ
の
答
え
に

あ
か
ら
さ
ま
に
ホ

と
し
た
表
情
を
見
せ
た
八
幡
を
見
て

 
薔
薇
は
微
笑
み
を
絶
や
さ
な
い
ま
ま

逆
に
八
幡
に
問
い
か
け
た

そ
ん
な
に
材
木
座
さ
ん
の
事
が
心
配
だ

た
の

ば

何
言

て
ん
だ
お
前

俺
が
あ
い
つ
の
心
配
を
す
る

無
い
だ
ろ

 
た
だ
ち

と

は
人
付
き
合
い
に
問
題
が
あ
る
奴
だ

た
か
ら
そ
れ
が
心
配
だ

た
だ

け
だ何

動

し
て
る
の
よ
あ
ん
た

今
自
分
で

心
配
だ

た

て
言

た
わ
よ

気
の
せ
い
だ
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八
幡
は
一
言
だ
け
そ
う
言
う
と

薔
薇
か
ら
目
を
背
け

薔
薇
は
声
を
殺
し
な
が
ら
笑

た

材
木
座
さ
ん
は
ね

そ
の

年
齢
の

り
に
見
た
目
が
落
ち
着
い
て
る

て
い
う
か

 
自
分
か
ら
は
あ
ま
り

ら
な
い
け
ど
何
か
質
問
す
る
と
丁

に
答
え
て
く
れ
る
し
評
判
は

い
い
と
思
う

そ
う
か

年
の

り
に
落
ち
着
い
て
る

て
の
は

ふ
け
て
る

て
事
で

 
自
分
か
ら
は

ら
な
い
の
は

か
ら
だ
し

質
問
す
る
と
丁

に

て
の
は

 
て
ん
ぱ

て
必
要
以
上
に
く
ど
く
説
明
し
て
る
と
も
と
れ
る
が

社
会
人
補
正
だ
ろ
う
か

 
八
幡
は
表
面
上
は

き
な
が
ら
も

そ
ん
な
失

な
事
を
考
え
て
い
た

 
し
か
し
遠
目
に
見
て
も

天
敵
に
囲
ま
れ
て
い
る
は
ず
の
義

が

 
話
し
か
け
ら
れ
た
時
に
目
を
背
け
る
よ
う
な
事
も
無
く

か
れ
た
事
に
は
き

ち
り
答
え
て

い
る

に

 
八
幡
は
正
直
感
動
を
覚
え
て
い
た

あ
い
つ
も

と
比
べ
る
と

か
な
り
い
い
方
に
変
わ

た
み
た
い
だ
な

ま
あ

の
事
は
知
ら
な
い
け
ど
今
は
何
も
問
題
無
い
と
思
う
か
ら
安
心
し
て
い
い
わ
よ
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別
に
心
配
な
ん
か
し
て
な
か

た
け
ど
な

あ
ん
た
さ

き
か
ら

矛
盾
し
ま
く

て
る
わ
よ

 
そ
し
て
二
人
は
し
ば
ら
く
義

の
雄

を

め
て
い
た
が

し
ば
ら
く
し
て
八
幡
が
薔
薇
に

言

た
そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ

る
わ

貴
重
な
情
報
を
あ
り
が
と
な

 
薔
薇
は
八
幡
に

く
と
ど
う
や
ら
気
に
な

て
い
た
の
だ
ろ
う
最
後
に
一
つ
質
問
を
し

た
ね
え
あ
ん
た

も
し
か
し
て

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
み
よ
う
と
か
思

て
る

ど
う
だ
ろ
う
な

ま
あ

そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
が

多
分
危
険
は
無
い
と
思
う
け
ど
で
も
相
手
が
相
手
な
ん
だ
か
ら
一
応
気
を
付
け
な
さ

い
よ

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

え
切
れ
な
か

た
の
か

プ

と

き
出
し
た

な

何
よ

い
や
す
ま
ん

ま
さ
か
お
前
に
心
配
さ
れ
る
日
が
来
る
な
ん
て

て
思

た
ら

 
ち

と
お
か
し
く
な

ち
ま

て
な
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わ

私
だ

て

他
人
の
心
配
く
ら
い
す
る
わ
よ

そ
う
だ
な

す
ま
ん
す
ま
ん

そ
れ
じ

ま
た
な

薔
薇

え
え

ま
た
ね

八
幡

 
薔
薇
は
そ
う
言
う
と

を
返
し

去

て
い

た

 
八
幡
は
そ
の
薔
薇
の
背
中
に
頑
張
れ
よ
と

き
な
が
ら
義

達
の
方
へ
と
歩
い
て
い

た

 

り
上
が

て
る
み
た
い
だ
な

八
幡
君

八
幡

何
故
我
を
一
人
に
す
る

 
八
幡
の
名
を
呼
び

駆
け
寄
ろ
う
と
し
た
明
日
奈
だ

た
が

 
そ
の
機
先
を
制
し

義

が
真

先
に
八
幡
に
駆
け
寄

た

 
明
日
奈
は
そ
の
義

の
素

さ
に

き

と
ん
と
し
て
立
ち
止
ま

た
が

 
八
幡
と
義

の
仲
の
い
い

を
見
て
素
直
に
引
き
下
が
り
一
歩
下
が

て
手
を
後
ろ
で
組

み
な
が
ら

 
そ
の
光
景
を
微
笑
ま
し
そ
う
に
見
て
い
た
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材
木
座

お
前

女
子
と
普
通
に
話
せ
る
よ
う
に
な

た
ん
だ
な

そ
れ
に
し
て
も

 
八
幡
は
義

の

に
口
を
近
付
け

声
を

め
て
言

た

今
こ
こ
に
い
る
の

て

高
校
時
代
の
お
前
に
と

て
は
天
敵
と
呼
べ
る
奴
だ
ら
け
だ
ろ

 
正
直
お
前
が
こ
の
面
子
の
中
で
普
通
に
話
せ
る
と
は
思

て
い
な
か

た
わ

す
ご
い
な
お

前
我
も
成
⻑
し
た
の
だ
よ

八
幡

ま
あ
し
か
し

我
と
し
て
は

 
そ
ん
な
連
中
と
普
通
に
つ
る
ん
で
い
る
八
幡
の
方
が
驚
き
な
の
だ
が

特
に
あ
の
獄

の

あ

ま
あ

慣
れ
だ
慣
れ

慣
れ
か

や
は
り
逃
げ
て
い
る
だ
け
で
は

何
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
な

そ
れ
が
分
か

た
だ
け
で
も
い
い
ん
じ

な
い
か

そ

そ
う
か
な

あ
あ

 
そ
し
て
八
幡
と
義

は

顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
そ
の

を
見
て

二
人
の
話
が
一

落
し
た
と
思

た
の
か
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明
日
奈
を

に

他
の
者
た
ち
も
わ
ら
わ
ら
と
二
人
の

り
に
集
ま

て
き
た

 
そ
し
て
再
び
雑
談
が
始
ま

た
の
だ

た
が
八
幡
は
丁
度
い
い
チ

ン
ス
だ
と
思

た
の
か

 
先
ほ
ど
薔
薇
に
教
え
ら
れ
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
い
う
ゲ

ム
に
つ
い
て
の
話
を

義

に

ね
た

と
こ
ろ
で
こ
の
前

ザ
・
シ

ド

関
連
が
ど
う
な

て
る
か
と
思

て
ち

と
調
べ
た

ん
だ
が

 
最
近
ど
う
な
ん
だ

評
判
が
い
い
ゲ

ム
も
い
く
つ
か
出
て
き
て
る
み
た
い
だ
け
ど

 
そ
う
だ
な

え
ば
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
か
ど
ん
な
ゲ

ム
な
ん
だ

材
木
座

知

て
る
か

 
こ
の
八
幡
の
セ
リ
フ
を

い
た
明
日
奈
は
一

直
し
た
が

 
次
の

間
明
日
奈
は

何
で
も
な
い
よ
う
な
表
情
を
作
り

 
表
面
的
に
は
興
味
深
そ
う
に
義

の
返
事
を
待
つ
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

今

八
幡
君

自
然
さ
を
装
い
な
が
ら

確
信
犯
的
に
話
を

た

私
に
は
分
か
る

 
自
分
で
言
う
の
も
ア
レ
だ
け
ど

妻
の
勘

て
奴

 
で
も
や
ま
し
い
事
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い

こ
う
い
う
時
の
八
幡
君
は

 
多
分
何
か
し

か
り
と
し
た
目
的
を
持

て
行
動
し
て
い
る
は
ず

え
ば
私
を
守
る

と

か
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て
の
は
自
意
識
過

か
も
し
れ
な
い
け
ど
こ
こ
は
八
幡
君
の

魔
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ

う 
で
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か

ゲ

ム
の
名
前
ら
し
い
け
ど
そ
の
ゲ

ム
に
一
体
何
が
あ
る
ん
だ
ろ

う 
明
日
奈
は
そ
う
考
え

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
名
前
を
心
に

め
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
か

八
幡
は
ど
こ
ま
で
知

て
い
る
の
だ

い
や
ま

た
く
分
か
ら
ん

名
前
と
Ｆ
Ｐ
Ｓ

て
事
と
評
判
は
悪
く
な
い
ら
し
い

て
事

く
ら
い
だ

そ
う
か

Ｇ
Ｇ
Ｏ

正
式
名
称
は

ガ
ン
ゲ
イ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン

今
八
幡
が
言

た
通
り

Ｆ
Ｐ
Ｓ
だ

ね

ち

と

い
て
も
い
い

Ｆ
Ｐ
Ｓ

て
何

 
優
美
子
が

き

と
ん
と
し
な
が
ら
八
幡
に

ね
た

よ
く
見
る
と

他
の
者
た
ち
も

 
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
顔
を
し
て
い
た
の
で

八
幡
は

簡

に
説
明
し
た

一
言
で
言
う
と

銃
で
撃
ち
合
う
ゲ

ム
だ
な

あ
あ

そ
う
い
う
の

ゲ

セ
ン
に
も
あ

た
か
も
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サ
バ
イ
バ
ル
ゲ

ム
み
た
い
な
も
の
な
の
か
し
ら
ね

サ
バ
ゲ

で
す
ね

ま
あ

そ
う
だ
な

材
木
座

続
き
を
頼
む

 
八
幡
は

皆
が
理
解
し
た
の
を
見
て

材
木
座
に
説
明
を
続
け
る
よ
う
に
求
め
た

世
の
中
に
は
Ｆ
Ｐ
Ｓ
な
ん
て
も
の
は

山
あ
る
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
は
強
力
な

り
が
あ
る

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
プ
レ
イ
ヤ

が
ゲ

ム
内
で

い
だ
お
金
を
リ
ア
ル
マ
ネ

と
交
換
出
来
る

の
だあ

あ

あ

た
な

そ
う
い
う
ゲ

ム

何
と
か
ラ
イ
フ

て
奴

 
義

は

き
な
が
ら

も
う
一
言
付
け
加
え
た

大
会
な
ん
か
も
あ
る
ら
し
い
し

プ
レ
イ
ヤ

間
の
殺
し
合
い
も
Ａ
Ｌ
Ｏ

に
自
由
だ
か
ら

 
我
が
思
う
に

そ
う
い

た

な
ん
と
い
う
か
殺
伐
と
し
た
面
が

 
今
の
社
会

況
的
に
人
気
の
原
因
に
な

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
ゲ

ム
か

く
だ
け
じ

完
全
に
は
理
解
出
来
そ
う
に
も
な
い
が
確
か
に
あ
い
つ
ら
好
み
の
ゲ

ム
か
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も
し
れ
ん

 
と
り
あ
え
ず
一
応
キ

ラ
を
作

て

入
調
査
を
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
か

 
八
幡
は
義

の
説
明
を

き

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
る
事
を
決
意
し
た

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
八
幡
の

を
静
か
に
見
つ
め
て
い
た

何
を
す
る
つ
も
り
か
分
か
ら
な
い
け
ど

危
な
い
事
は
し
な
い
で
ね

八
幡
君

 
そ
の
後
全
員
で
サ
イ
ゼ
に
行

て
食
事
を
し
そ
の
日
の
見
学
は
そ
こ
で
終
わ
り
と
な

た

 
義

は

久
々
に
八
幡
と
会
え
た
上
に

過
去
に
自
分
が
苦
手
と
し
て
い
た
者
達
と
も

 
あ
る

度
普
通
に
会
話
を
す
る
事
が
出
来
た

そ
れ
が
自
信
に
も
な

た
の
だ
ろ
う

 
と
て
も
晴
れ
や
か
な
顔
を
し
な
が
ら

一
行
を
見
送

た

 
そ
し
て
帰
り
道

八
幡
は
明
日
奈
を
寮
ま
で

で
送

て
い
た
の
だ
が

 
寮
の
前
に
着
い
た
時

八
幡
は

自
分
か
ら
明
日
奈
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
話
を
持
ち
出
し
た

な

明
日
奈

さ

き
気
に
な

て
た
み
た
い
だ
け
ど

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
事
な
ん
だ
け
ど
な

あ

う
ん

ま
あ
そ
の

あ
れ
だ
心
配
し
な
い
で
く
れ

た
だ
の
取
り
越
し
苦
労
で
終
わ
る
か
も
し
れ

な
い
し
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今
は
ま
だ
何
と
も
言
え
な
い
ん
だ

も
し
問
題
が
あ
り
そ
う
だ

た
ら

し
い
事
は
そ
の
時

に
話
す
か
ら

う
ん
分
か

た

そ
れ
に
し
て
も

よ
く
あ
の
一

で
私
の
反
応
に
気
が
付
い
た
ね

 
明
日
奈
は
八
幡
の
顔
を

き
込
み
な
が
ら
そ
う
言

た

俺
は
明
日
奈
の

線
に
は

感
だ
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に
喜
び
な
が
ら
も

明
日
奈
は
少
し
心
配
そ
う
な
表
情
で
言

た

危
な
い
事
は
し
な
い
で
ね

あ
あ

約
束
す
る

 
八
幡
は
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に

し

か
り
と

い
た

そ
れ
じ

あ
今
日
の
所
は
ま
あ

そ
れ
で
い
い
か
な

 
も

と
も
何
も
言
わ
れ
な
け
れ
ば

そ
の
事
に
は
触
れ
な
い
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど

 
ち

ん
と
私
に
話
し
て
く
れ
た
の
は

ち

と
嬉
し
い
か
な

な
ん
か
す
ま
ん

 
そ
ん
な
謝
る
八
幡
の

に

明
日
奈
は
笑
顔
で

く
キ
ス
を
し
た

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

八
幡
君

送

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
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あ
あ

ま
た
な

明
日
奈

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て

手
を

り
な
が
ら

寮
の
中
へ
と
入

て
い

た

 
残

た
八
幡
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
せ
な
が
ら

帰

に
つ
い
た
の
だ

た
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第
１
６
７
話
 
や
じ
馬
達
の
絶
叫

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
待
た
せ

お
休
み
の
と
こ
ろ
わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん
ハ
ル
姉
さ
ん

そ
れ
に
し
て
も
す
ご
い

で
す

ね
大
丈
夫
よ
私
も
興
味
あ

た
し
ね

は
言
わ
れ
た
通
り
一
番
速
い
の
を
選
ん
で
来
た
よ

 
こ
の
日
八
幡
は

わ
ざ
わ
ざ
陽
乃
を
運
転
手
と
し
て
呼
び
出
し
て
い
た

 
先
日
の

陽
乃
に
対
す
る

禁
明
日
奈

を
解

す
る
と
い
う

件
で
で
あ
る

 
ち
な
み
に
本
日
の
メ
ン
バ

は

八
幡

明
日
奈

雪
乃
の
三
人
で
あ

た

 
そ
の

を
じ

と
見
つ
め
て
い
た
雪
乃
が

八
幡
と
明
日
奈
の
服
の

を
ち

ん
ち

ん
と

引

張

た
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ど
う
や
ら
雪
乃
は

二
人
に
何
か
話
が
あ
る
ら
し
い

雪
乃

ど
う
し
た
の

二
人
と
も

今
の
う
ち
に
覚
悟
を
決
め
て
お
き
な
さ
い

 
姉
さ
ん
が
こ
の

を
持
ち
出
す
な
ん
て

か
な
り
本
気
の
証

よ

そ
ん
な
に
や
ば
い
の
か

 
雪
乃
は
そ
の
問
い
に

少
し
顔
を

く
し
な
が
ら
答
え
た

こ
の

の
名
前
は
ト
ラ
ン
ザ
ム

気

は
実
に
六
リ

ト
ル
を

る
わ

 
そ
れ
を
姉
さ
ん
が
あ
の
平

先
生
に
対
抗
す
る

に
本
気
で
運
転
す
る
の
よ

想
像
出
来
る

で
し六

リ

ト
ル

ま
あ

ハ
ル
姉
さ
ん
の
運
転
な
ら
大
丈
夫
じ

な
い
か
な

う
ん
き

と
そ
う

事
故
と
か
の
心
配
は
い
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
問
題
は
加
速
時
と
カ

ブ
を
曲
が
る
時
の

ね
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

て
そ
ん
な
に
す
ご
い
の

え
え

だ
か
ら
ま
あ

覚
悟
だ
け
は
し
て
お
い
た
方
が
い
い
わ
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二
人
は
雪
乃
の
そ
の
言
葉
に
こ
く
こ
く
と
激
し
く

い
た

今
日
が
ど
う
い
う

況
か
と
い

う
と

 
実
は

日
前
つ
い
に
ク
ラ
イ
ン
こ
と

遼
太
郎
と
静
が
デ

ト
を
す
る
事
に
な

た
の

だ
が

 
心
配
で
こ

そ
り
後
を
つ
け
よ
う
と

で
尾
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
八
幡
達
は

 
見
事
に
静
に
ち
ぎ
ら
れ
て
し
ま

た
の
だ

た

そ
れ
は
も
う
ぶ

ち
ぎ
り
で
あ

た

 
八
幡
が
静
に
着
い
て
い
け
た
の
は
街
中
だ
け
で
あ
る

 
な
ん
だ
か
ん
だ
普
通
に
運
転
し
て
は
い
る
が

八
幡
は
ま
だ
初
心
者
な
の
だ

 
ち
な
み
に
そ
の
日
の
デ

ト
は
あ
る
意
味
失
敗
に
終
わ

て
い
た

 
最
初
の
顔
合
わ
せ
の
後

八
幡
達
の
尾
行
に
気
付
い
た
静
が

外
に
出
た

間
に
加
速
し

 
そ
の
ま
ま
調
子
に
乗

て

か
な
り
遠
く
ま
で
そ
の
ま
ま
ド
ラ
イ
ブ
し
て
し
ま

た
ら
し
い

 
も

と
も
そ
れ
で
も
遼
太
郎
は

と
て
も
楽
し
か

た
よ
う
だ

 

内
で
会
話
も
は
ず
ん
だ
ら
し
く
二
人
の

離
は
開
始
前
と
比
べ
て
確
実
に

ま

て
い

た 
そ
し
て
今
日
が

仕
切
り
な
お
し
の
二
度
目
の
デ

ト
と
い
う

な
の
だ
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う

ん

こ
れ
を
運
転
す
る
の
は
久
々
だ
な

ま
あ

静
ち

ん
に
対
抗
出
来
る

は

 
う
ち
に
は
こ
れ
し
か
無
い
ん
だ
け
ど
ね

確
か
に
そ
う
ね

 
雪
乃
は
陽
乃
に

き

更
に

と
ん
で
も
な
い
一
言
を
付
け
加
え
た

ち
な
み
に
二
人
と
も

こ
の

は
人

知
能

載
で

る
わ
よ

え
え

お
い
ま
じ
か
よ

も
し
か
し
て
こ
の

大

に
や

て
た
ア
メ
リ
カ
の
ド
ラ
マ
の
ア
レ

な
の
か

あ
な
た

そ
ん
な
事
よ
く
知

て
る
わ
ね

そ
う
よ

あ
の
ド
ラ
マ
に
影

を
受
け
て

 

さ
ん
が
趣
味
全
開
で
作
り
上
げ
た
の
が
こ
の

よ

見
た
目
も

し
て
同
じ
に
し
て
あ

る
わ

 
ち
な
み
に
名
称
は

Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
２
０
０
０

通
称
は

Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｔ

キ

ト
よ

 
当
然
分
か
る
と
思
う
け
ど

ク
イ

ン
は
⺟
さ
ん
の
事
ね

 
正
直
略
語
と
し
て
は
間
違

て
い
る
の
だ
け
れ
ど

こ
こ
は

さ
ん
の
顔
を
立
て
て

 
二
人
も
是
非
キ

ト

て
呼
ん
で
あ
げ
て
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雪
乃
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
と
明
日
奈
は

困

た
よ
う
に
顔
を
見
合
わ
せ
た

呼
ん
で
あ
げ
て

と
言
わ
れ
て
も
な

う
ん

私
の
事
は

ど
う
ぞ
お
気

に

キ

ト
と
お
呼
び
下
さ
い

きお

と

 
突
然

が
二
人
に
話
し
か
け

そ
れ
に
驚
い
た
明
日
奈
は
八
幡
に

き
つ
き

 
八
幡
は
そ
ん
な
明
日
奈
を

に
受
け
止
め
た

失

驚
か
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね

大
丈
夫
で
す
か

う

う
ん

大
丈
夫
だ
よ

お

お
お

本
当
に

て
る

し
か
も

儀
正
し
い

な
ん
か
す
ご
い
ね

 
二
人
は
目
を

か
せ
て
キ

ト
に
話
し

け
た

ま
ず
は
自

紹
介
だ
な

俺
は
八
幡

宜
し
く
な

キ

ト

私
は
明
日
奈
で
す

は
じ
め
ま
し
て

キ

ト
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二
人
は
と
て
も
興
味
深
そ
う
に

キ

ト
に
自

紹
介
を
し
た

は
い

八
幡
に
明
日
奈

お
二
人
と
も

本
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
キ

ト
は
あ
く
ま
で
八
幡
の
主
観
だ
が
久
し
ぶ
り
に
外
に
出
る
事
が
出
来
て
嬉
し
そ
う
に

見
え
た

 
明
日
奈
は
ま
る
で

い

を
な
で
る
よ
う
に

キ

ト
を
ず

と
な
で
て
い
た

 
そ
し
て

合
だ
と
思

た
の
か

陽
乃
が
や

て
き
て

キ

ト
に
話
し
か
け
た

さ
あ
キ

ト

そ
ろ
そ
ろ
出
発
す
る
わ
よ

コ
ン
デ

シ

ン
は
ど
う

は
い
陽
乃

オ

ル
グ
リ

ン
で
す

全
て
問
題
あ
り
ま
せ
ん

 
さ
あ
皆
さ
ん

ど
う
ぞ
私
に
乗

て
下
さ
い

 
キ

ト
が
そ
う
言
う
と

キ

ト
の
ド
ア
が

上
に

開
い
た

ま
さ
か
の
ガ
ル
ウ

ン
グ

で
あ
る

あ

あ
れ

こ
の

て
ガ
ル
ウ

ン
グ
だ

た
か

外
装
を
変
え
る
時
に

一

に

し
た
の
よ

パ

セ
ン
ト

さ
ん
の
趣
味
よ

ま
じ
か
よ

キ

ト

す
ご
く
格
好
い
い
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

明
日
奈

 
キ

ト
は
明
日
奈
に
褒
め
ら
れ
て

嬉
し
そ
う
に
お

を
言

た

 
そ
し
て
い
ざ

に
乗
り
込
む
事
に
な

た
時
助
手

に
乗
ろ
う
と
し
た
八
幡
を
見
て
陽
乃
が

言

た
あ

あ

全
員
後
ろ
に
乗

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

何
か
あ
る
ん
で
す
か

い
や
ね

助
手

だ
と
怖
い
ん
じ

な
い
か
と
思

て

 
そ
の
陽
乃
の
言
葉
を

八
幡
は
笑
い
飛
ば
し
た

は
は

何
度
も
死
ぬ
よ
う
な
目
に
あ

て
き
た
俺
で
す
よ

ま

た
く
問
題
な
い
で
す
よ

本
当
に

 
陽
乃
は

そ
ん
な
八
幡
を

じ
と

と
し
た

線
で
見
つ
め
た

 
八
幡
は
そ
ん
な
陽
乃
に
気
圧
さ
れ

こ
う
付
け
加
え
た

で

で
も
今
日
は
始
め
て
で
す
し

後
部
座

に
乗
ろ
う
か
な

そ
う

自
信
が
あ
り
そ
う
だ

た
か
ら
助
手

で
も
い
い
か
な

て
思

た
ん
だ
け
ど
な

は

は
は

も
ち
ろ
ん
何
の
問
題
も
無
い
で
す
よ

で
も
ま
あ
一
応
で
す
一
応
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八
幡
は
そ
う
言
う
と

こ
れ
以
上
突

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
だ
ろ
う
か

 
急
ぎ
足
で
後
部
座

へ
と
乗
り
込
ん
だ

雪
乃
は

八
幡
の
隣
に
明
日
奈
を
座
ら
せ
る
べ
く

 
少
し
後
ろ
で
待
機
し
て
い
た
の
だ
が

そ
ん
な
雪
乃
の
背
を

明
日
奈
が
押
し
た

雪
乃

八
幡
君
の
隣
に
座

て
座

て

え

で

で
も

い
い
か
ら
い
い
か
ら

私
は
反
対
の
隣
に
座
る
か
ら

ね

わ

分
か

た
わ

そ
の

あ
り
が
と
う

 
雪
乃
は
少
し

を

ら
め
な
が
ら

八
幡
の
隣
に
乗
り
込
ん
だ

そ
れ
を
見
た
陽
乃
は

ぼ

そ

と

い
た

正
妻
の
余

ね

 
そ
ん
な
余

を
見
せ
た
明
日
奈
は

反
対
側
の
ド
ア
か
ら

に
乗
り
込
み

 
四
人
は

い
ざ
遼
太
郎
と
静
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

 

を
走
ら
せ
る
事
十

分
前
方
に
見
覚
え
の
あ
る
ス
ポ

ツ
カ

が
見
え
た
所
で
陽
乃
は

を
止
め

 
四
人
は
前
方
の
様
子
を
こ

そ
り
と

た
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前
方
で
は

今
着
い
た
ば
か
り
な
の
で
あ
ろ
う
静
に

遼
太
郎
が
何
か
話
し
か
け
て
お
り

 
そ
の
言
葉
を

い
た
静
が
激
し
く
顔
を

く
し
つ
つ
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
る

が
見
え

た
平

先
生
の
あ
ん
な

は

初
め
て
見
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

俺
は
見
た
事
が
あ
る
が

し
か
し
何
と
い
う
か

ク
ラ
イ
ン
も
や
る
も
ん
だ
な

何
か
す
ご
く
お
似
合
い
だ
ね

 
そ
し
て
二
人
は
静
の

に
乗
り
込
ん
だ

ど
う
や
ら
出
発
す
る
よ
う
だ

よ
し
み
ん
な

行
く
よ

あ

安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
は
静
ち

ん
次
第
だ
ね

安
全
運
転
に
な
ら
な
い
の

確
定
じ

な
い

す
か

大
丈
夫

私
の
中
で
は
安
全
だ
か
ら

 
そ
の
陽
乃
の
言
葉
を

き

八
幡
は
何
と
も
言
え
な
い
表
情
を
し
た

大
丈
夫
で
す
よ
八
幡

私
が
決
し
て
事
故
ら
せ
ま
せ
ん
か
ら

お
お

ま
じ
で
頼
む

キ

ト

明
日
奈

怖
い
と
思

た
ら
す
ぐ
に
俺
に
捕
ま
る
ん
だ
ぞ
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う
ん

雪
乃
も
遠

な
く
八
幡
君
に
捕
ま

て
ね

 
突
然
明
日
奈
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

雪
乃
は
ど
ぎ
ま
ぎ
し
な
が
ら
言

た

わ

私
は
大
丈
夫
よ

安
易
に
他
人
に
頼

た
り
は
し
な
い
か
ら

そ
う

う

ん

で
も
な

 
明
日
奈
は
自
分
の

を

立
て
た
人
差
し
指
の
腹
で
ト
ン
ト
ン
と
叩
き
な
が
ら

言

た

え

と
ね
こ
れ
は
さ

き
陽
乃
さ
ん
が
言

た
よ
う
な
正
妻
の
余

と
か
の
つ
も
り
は

無
い
の

 
た
だ
何
と
な
く
ね

こ
の
ポ
ジ
シ

ニ
ン
グ
が
必
要
に
な
る
ん
じ

な
い
か

て

 
そ
ん
な
気
が
し
て
る
ん
だ
よ
ね

だ
か
ら
雪
乃
も
し
そ
の
時
が
来
た
ら

し
な
い
で
ね

明
日
奈
ち

ん

こ
え
て
た
ん
だ

言
者
か
よ

 
そ
の
明
日
奈
の
真
面
目
な
表
情
を
見
て

雪
乃
は

い
な
が
ら
も
言

た

わ

分
か

た
わ

も
し
そ
の
時
が
来
た
ら

し
な
い
と
約
束
す
る
わ

う
ん

 
そ
し
て

十
分
後

街
を
出
た

間
に

そ
の
予
言
は
現
実
の
も
の
と
な

た
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う
わ
あ
あ
あ

怖
い
怖
い
怖
い
怖
い
怖
い

姉
さ
ん

ち

と
姉
さ
ん

 
二
人
は

な
く

か
ら
八
幡
に

き
付
き

涙
目
で
そ
う
連
呼
し
て
い
た

 
対

的
に
陽
乃
は

歌
を
歌
い
な
が
ら
運
転
し
て
お
り
八
幡
も
平
気
そ
う
な
顔
に
見
え
た

 
し
か
し
実

の
所

八
幡
も

や
や
体
制
を

く
し

足
を
し

か
り
と
ふ
ん
ば
り
な
が
ら

 
二
人
を

の
手
で
し

か
り
と

き
し
め
て
お
り
そ
の
顔
色
は
や
や

ざ
め
て
い
た
の

で
あ

た

 
ネ
タ
が
古
い



 第１６８話 遼太郎と静

 
第
１
６
８
話
 
遼
太
郎
と
静

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
八
幡
達
の
絶
叫
か
ら
一
週
間
ほ
ど
前
の
と
あ
る
日

遼
太
郎
は

と
あ
る

前
で

 
そ
わ
そ
わ
し
な
が
ら

き

ろ
き

ろ
と

囲
を
見
回
し
て
い
た

 
そ
う

こ
の
日
は
待
ち
望
ん
だ

静
と
の
最
初
の
デ

ト
の
日
な
の
で
あ

た

や
べ

張
で

が

く
な

て
き
た

俺

上
手
く
や
れ
る
ん
か
な

 
こ
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
遼
太
郎
は
八
幡
か
ら
い
く
つ
か
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い

た 
一
つ

見
栄
を
張

て

普

絶
対
に
行
か
な
い
よ
う
な
場
所
に
は
行
か
な
い

 
一
つ

静
に
明
ら
か
な
お
世

は
言
わ
な
い

あ
り
の
ま
ま
の
彼
女
を
見
る

 
一
つ

年
の
話
題
と

静
の
お
や
じ

い
部
分
に
触
れ
る
の
は
厳
禁

 

々

八
幡
は

遼
太
郎
が
静
に
変
な
幻
想
を

か
な
い
よ
う
に
と
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口
を
す

ぱ
く
し
て
注
意
点
を
遼
太
郎
に
伝
え
て
い
た

 
遼
太
郎
は

そ
の
注
意
点
を
復

し
な
が
ら

今
日
は
ど
う
静
を
エ
ス
コ

ト
し
よ
う
か
と

 
必
死
に

の
中
で
考
え
て
い
た
の
だ

た
が

そ
ん
な
彼
に
近
付
く
人
影
が
あ

た

ご
め

ん

待

た
あ

 
そ
の

明
ら
か
な
裏
声
で
の
棒

み
の
声
を

い
た
遼
太
郎
は

 
か
な
り
引
い
た
顔
で

う
わ

と

口
に
出
し
て
言

た

何
だ
よ
そ
の

い
か
に
も
ド
ン
引
き
し
ま
し
た

て
反
応
は

 
せ

か
く
俺
が
お
前
の

に
平

先
生
が
来
た
時
の
練

を
さ
せ
て
や
ろ
う
と
思

た
の
に

 
二
人
の
初
め
て
の
顔
合
わ
せ
の
仲
介
の

に
や

て
き
た
八
幡
が
そ
う
不
満
げ
に
遼
太
郎
に

言

た
い
や
い
や

今
の
に
そ
う
い
う
意
図
が
あ

た
な
ん
て

普
通
は
わ
か
ん
ね

よ

 
そ
も
そ
も
八
幡
相
手
じ

ど
う
考
え
て
も
練

に
は
な
ん
ね

だ
ろ

 
そ
の
遼
太
郎
の
言
葉
を

き

八
幡
は

や
れ
や
れ
と

き
な
が
ら

 
後
方
に

え
て
い
た
明
日
奈
に

り
向
き

言

た

仕
方
な
い
今
日
は
特
別
だ
ぞ

明
日
奈
ち

と
今
の
俺
と
同
じ
感
じ
で
や

て
み
て
く
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れ
は

い

明
日
奈

行
き
ま

す

 
明
日
奈
は
片
手
を
上
げ
元
気
に
そ
う
言
う
と
少
し
離
れ
た
場
所
へ
と
歩
い
て
い
き

り

向
い
た

 
そ
し
て
満
面
の
笑
み
を

か
べ
る
と

手
を

り
な
が
ら
遼
太
郎
の
下
へ
と
駆
け
寄
り

 
先
ほ
ど
の
八
幡
と
同
じ
セ
リ
フ
を
言

た

ご
め

ん

待

た

ぐ
ふ

 
そ
ん
な
明
日
奈
の
仕

を
目
の
当
た
り
に
し
た
遼
太
郎
は

血
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ

 
そ
の
場
に
へ
な
へ
な
と
崩
れ
落
ち
た

そ
ん
な
遼
太
郎
を
見
て
明
日
奈
が

て
て
遼
太
郎
に

駆
け
寄

た

 
ち
な
み
に
八
幡
は

遼
太
郎
の
身
に
何
が

た
の
か

し
た
よ
う
で

し
ま

た

ク
ラ
イ
ン
相
手
だ
と

激
が
強
す
ぎ
た
か

 
と

ぶ
つ
ぶ
つ

い
て
い
た

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

大
丈
夫
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あ

明
日
奈
さ
ん
す
み
ま
せ
ん

え

と

も
う
少
し

え
め
な
感
じ
で
お
願
い
し
ま
す

え

あ

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
イ
メ

ジ
と
合
わ
な
か

た

 
明
日
奈
は
今
の
は
ち

と
静
の
イ
メ

ジ
に
合
わ
な
か

た
か
な
と
反
省
し
ク
ラ
イ
ン

に
謝

た

 
そ
れ
を
見
た
ク
ラ
イ
ン
は

て
て
明
日
奈
に
言

た

ち
違
う
ん
す
よ

ち

と
俺
み
た
い
に
女
性
に
縁
の
薄
い
男
に
は
今
の
は
衝
撃
的
す
ぎ

た
ん
で

 
そ
ん
な
俺
が

え
ら
れ
る
く
ら
い
の

も
う
少
し

え
目
な
感
じ
で

て
意
味

す

 
今
の
明
日
奈
さ
ん
は
最
高
だ

た
ん
で

誤
解
し
な
い
で
く
れ

す

あ

そ

か

今
の
は
い
つ
も
八
幡
君
相
手
に
や

て
る
感
じ
で
や

ち

た
か
ら

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を

い
た
遼
太
郎
は
驚
愕
の
表
情
を

か
べ
八
幡
の
方
に
バ

と

り
向
い
た

は

八
幡

お
前
ら

い
つ
も
あ
ん
な
感
じ
な
の
か

お

お
う

ま
あ
そ
う
だ
な

す
げ

す
げ

よ
八
幡
い
や
八
幡
さ
ん

も
う
さ
ん

け
で
呼
ぶ
し
か
ね

よ
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い
や

気
持
ち
悪
い
か
ら
そ
れ
は
絶
対
に
や
め
ろ

 
八
幡
は
心

そ
う
に
そ
う
言

た

そ
れ
じ

明
日
奈

も
う
一
回
だ

分
か

た

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て

再
び
少
し
離
れ
た

置
へ
と
走

て
い
き

り
向
い
た

 
そ
し
て

先
ほ
ど
よ
り
は

え
め
な
態
度
で
遼
太
郎
に
駆
け
寄
り

言

た

ご
め
ん

待

た

い

い
や

今
来
た
と
こ

す

全
然
待

て
な
い

す
よ

 
遼
太
郎
は

少
し
て
ん
ぱ
り
な
が
ら
も

何
と
か
そ
の
セ
リ
フ
を
言
い
切

た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

満
足
そ
う
に
う
ん
う
ん
と

き

遼
太
郎
に
言

た

よ
し
よ
し

い
い
感
じ
だ
な

少
し
は

張
も
ほ
ぐ
れ
た
か

 
遼
太
郎
は
そ
う
言
わ
れ

を
ぐ
る
ん
ぐ
る
ん
回
し
た
後

え
の

合
を
確
か
め
る
よ
う

に 
自
ら
の

や
脚
を
触
り

ニ
カ

と
笑

て
言

た

お

え
も
止
ま

て
る
な

あ
り
が
と
な

ち

と
リ
ラ

ク
ス
出
来
た
み
た
い
だ
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そ
れ
な
ら
ま
あ
良
か

た
わ

さ
て
時
間
だ

そ
ろ
そ
ろ
平

先
生
が
来
る

だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い

を
き

ろ
き

ろ
と
見

し
た

 
と

八
幡
の
目
に

遠
く
か
ら
見
覚
え
の
あ
る
ス
ポ

ツ
カ

が
走

て
く
る
の
が
見
え
た

お

あ
れ
だ
な

紹
介
し
た
後
は
任
せ
る
か
ら

後
は
頑
張
れ
よ

ク
ラ
イ
ン

お
う

任
せ
と
け
い

八
幡
君

ち

ん
と
私
の
事
も
紹
介
し
て
ね

あ
あ

分
か

て
る
よ
明
日
奈

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に

静
の
運
転
す
る
ス
ポ

ツ
カ

は
ど
ん
ど
ん
近
付
い
て
来
て

 
三
人
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に

し
た

そ
し
て

か
ら
降
り
て
き
た
静
は

 
落
ち
着
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

そ
の
場
で
深
呼

し
た
後

 
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
こ
ち
ら
に
小
走
り
で
向
か
い
つ
つ

明
ら
か
に
作

た
声
で

言

た
ご
め

ん

待

た

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

静
の
前
に
手
を
広
げ
て
立
ち
ふ
さ
が
り

た
い
声
で
言

た

チ

ン
ジ
で
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そ
う
言
わ
れ
た
静
は
自
分
で
も
自
覚
が
あ

た
の
か
し
ま

た
と
い
う
顔
で
八
幡
に

願

し
たま

待

て
く
れ

せ
め
て
リ
テ
イ
ク
に
し
て
く
れ

あ
げ
る
チ

ン
ス
は
一
度
き
り
で
す
か
ら
ね

わ

分
か

た

 
そ
し
て
静
は
す
ご
す
ご
と

へ
と

り

今
度
は

い
つ
も
学
校
で
見
せ
て
い
た

 

た

り
の

で
こ
ち
ら
へ
と
歩
い
て
き
た

す
ま
ん

待
た
せ
た
か
ね

 
そ
の
大
人
の

力
た

り
の
静
の

を
見
た
遼
太
郎
は
八
幡
を
押
し
の
け
て
前
に
出
る

と 
先
ほ
ど
練

し
た
セ
リ
フ
を
し

か
り
と
口
に
し
た

い
え
全
然
待

て
な
い

す

今
来
た
と
こ

す

は
じ
め
ま
し
て

遼
太
郎
で
す

 
今
日
は
俺
な
ん
か
の
誘
い
を
受
け
て

い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
や
い
や

こ
ち
ら
こ
そ

私
な
ん
か
を
誘

て
く
れ
て

そ
の

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
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私
は
平

で
す

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

さ
ん

 
静
は
少
し

れ
な
が
ら
遼
太
郎
に
笑
顔
で
答
え
た

遼
太
郎
は
静
に
出
会
え
た
事
に
喜
び

を

き

 
更
に
は
静
を
紹
介
し
て
く
れ
た
八
幡
と
出
会
え
た
事
を

心
か
ら
神
に
感
謝
し
た

し
か
し
ま
さ
か
比
企
谷
に

こ
う
し
て
男
性
を
紹
介
し
て
も
ら
う
日
が
来
る
と
は
な

え
え

俺
も
ま
さ
か

今
で
も
先
生
が
独
り
だ
な
ん
て

ぐ
ふ

 
八
幡
は
そ
の
セ
リ
フ
を
最
後
ま
で
言
う
事
が
出
来
な
か

た

 
静
の
神
速
の
ボ
デ

ブ
ロ

が

八
幡
の
腹
を
直
撃
し
た
か
ら
だ

 
八
幡
は
久
し
ぶ
り
に
味
わ
う
静
の

拳
を
懐
か
し
く
思
う
と
同
時
に

 
そ
の
攻
撃
の
速
さ
に
あ
る
意
味
驚
愕
し
て
い
た

一
応
備
え
と
い
た
の
に
こ
れ
か
よ

こ
の
攻
撃
は

キ
リ
ト
ク
ラ
ス
だ
な

 
一
方
無
防
備
に
攻
撃
を
食
ら

た
八
幡
の

を
見
て
明
日
奈
と
遼
太
郎
も
驚
愕
し
て
い
た

ま
さ
か

あ
の
八
幡
君
が
反
応
す
ら
出
来
な
い
な
ん
て

ま
じ
か
よ

ま
ば
た
き
し
て
る
間
に
攻
撃
が
終
わ

て
た
ぞ

 
明
日
奈
は

あ
り
え
な
い
光
景
に
目
を
疑

て
い
た

遼
太
郎
は
そ
れ
に
加
え
て
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い
ず
れ
我
が
身
も
同
じ
目
に
遭
う
で
あ
ろ
う
事
を

し

か
り
と
覚
悟
し
た

何
か
言
い

は
あ
る
か
ね

 
静
が
八
幡
に
そ
う
言
う
と

八
幡
は
涙
目
で

そ
れ
で
も
め
げ
ず
に
静
に
言

た

待

て
下
さ
い
最
後
ま
で
話
を

い
て
下
さ
い

決
し
て
悪
い
意
図
で
言
お
う
と
思

た

じ

な
く

 
俺
は
嬉
し
か

た
ん
で
す
よ

俺
が
い
な
い
間
に
尊
敬
す
る
先
生
が
ど
こ
の
馬
の
骨
と
も
分

か
ら
な
い

 
お
か
し
な
奴
と
付
き
合

た
り
し
て
な
く
て

ほ

と
し
た
ん
で
す

 
お
か
げ
で

自
信
を
持

て
先
生
に
こ
い
つ
を
紹
介
出
来
る
わ
け
で
す
か
ら
ね

 
先
ほ
ど
自

紹
介
し
て
い
ま
し
た
が

め
て
こ
い
つ
が
俺
の
大
切
な
友
人
の

遼
太

郎
で
す

 
生
死
を
共
に
し
た

俺
の
大
切
な
仲
間
で
す

 
そ
れ
を

い
た
静
は

遼
太
郎
の
手
を
取
り

真
面
目
な
表
情
で
言

た

さ
ん

私
の
大
切
な
教
え
子
を
助
け
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
え
い
え

俺
の
方
こ
そ

八
幡
に
は
す
ご
く
助
け
て
も
ら

て
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こ
う
し
て
生
き
て
静
さ
ん
に
会
え
た
の
も

こ
い
つ
の
お
か
げ
な
ん
で

 
俺
の
方
こ
そ

こ
い
つ
に
は
い
く
ら
感
謝
し
て
も
感
謝
し
足
り
な
い
く
ら
い
で
す
よ

 
あ

す
ん
ま
せ
ん

俺

勝
手
に
静
さ
ん
な
ん
て

名
前
で
呼
ん
じ

い
ま
し
た
ね

 
静
は
そ
れ
を

き

を

ら
め
な
が
ら
言

た

あ

で

出
来
れ
ば
そ
の
ま
ま
で

 
遼
太
郎
は
静
の
そ
の

に

か
な
り
ク
ラ

と
き
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
静
さ
ん

出
来
れ
ば
俺
の
事
も
遼
太
郎
で
お
願
い
し
ま
す

あ

は
い

り

遼
太
郎

さ
ん

 
遼
太
郎
は

自
分
の
名
前
を
静
に
呼
ば
れ

天
に
も
昇
る
心
地
だ

た

 
そ
し
て
遼
太
郎
は
八
幡
の
手
を

り

何
度
も
何
度
も
お

を
言

た

あ
り
が
と
な

本
当
に
あ
り
が
と
な

八
幡

お
う

後
は
お
前
次
第
だ

頑
張
れ
よ

頑
張

て

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

明
日
奈
さ
ん
も
あ
ざ

す

 
明
日
奈
の
名
前
が
出
た
と
こ
ろ
で

静
が
八
幡
に
お
ず
お
ず
と

ね
た



 第１６８話 遼太郎と静

あ

比
企
谷

そ
ち
ら
が
噂
の
君
の
彼
女
か
ね

出
来
れ
ば
紹
介
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

の
だ
が

あ

そ
う
で
す
ね

明
日
奈

ち

と
こ

ち
に

 
八
幡
が
手

き
す
る
と
明
日
奈
は
少
し

張
し
な
が
ら
静
の
前
に
歩
み
出
て
自

紹
介
を

し
た平

先
生
始
め
ま
し
て

八
幡
君
と
お
付
き
合
い
さ
せ
て

い
て
い
る
結
城
明
日
奈
で
す

 
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言

て
明
日
奈
は
静
に
に
こ
り
と
笑

た

静
は

を
返
す
と
嬉
し
そ
う
に
八
幡

に
言

た

何
と
い
う
か
ま
あ
君
に
彼
女
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
日
が
来
よ
う
と
は
感
無

と
は
こ
の

事
だ
な

そ
う
で
す
ね

そ
う
い
え
ば

ラ

メ
ン
を
一

に
食
べ
る
約
束
を
し
て
ま
し
た

け

 
今
度
四
人
で
ど
こ
か
に
食
べ
に
行
き
ま
す
か

い
い
な

是
非
そ
う
し
よ
う

 
そ
し
て
静
は

八
幡
の

に
口
を
寄
せ
た
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絶
対
に
彼
女
を
離
す
ん
じ

な
い
ぞ

と
て
も
い
い
子
じ

な
い
か

 
そ
し
て
と
て
も
お
似
合
い
だ

必
ず
幸
せ
に
な
り
た
ま
え

 
静
は
八
幡
に
そ
う
言

た
後
明
日
奈
の
方
に
向
き
直
る
と
あ
ら
た
ま

た
口
調
で
言

た

結
城
君

私
が
言
う
ま
で
も
な
い
と
思
う
が

こ
い
つ
は
と
て
も
め
ん
ど
く
さ
い
男
だ

 
だ
が

と
て
も
優
し
い
男
で
も
あ
る

ど
う
か
今
後
と
も

比
企
谷
の
事
を
宜
し
く
頼
む

は
い

引
き
受
け
ま
し
た

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
に

と
て
も
い
い
笑
顔
で
そ
う
答
え
た
の
だ

た
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第
１
６
９
話
 
最
後
の
教
え

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

さ
て

顔
合
わ
せ
も
済
ん
だ
よ
う
だ
し

後
は
二
人
に
お
任
せ
し
ま
す

 
そ
ろ
そ
ろ

合
い
だ
と
思

た
の
だ
ろ
う

八
幡
は
二
人
に
そ
う
言

た

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
す
ま
な
い
な

比
企
谷

本
当
に
あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
な

二
人
と
も

い
え

ど
う

て
事
な
い
で
す
よ

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

頑
張

て

明
日
奈
さ
ん

あ
ざ

す

そ
れ
じ

俺
達
は
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す
ね

先
生

ラ

メ
ン
の
件

ま
た
連

し
ま
す

あ
あ

比
企
谷

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

結
城
君
も
ま
た
な

は
い

ま
た
で
す
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こ
う
し
て
八
幡
と
明
日
奈
は
二
人
を
見
送
り
帰

に
つ
い
た

よ
う
に
見
え
た
の
だ
が

 
八
幡
は

自
ら
の
愛

の
所
に
着
く
と

突
に
明
日
奈
に
言

た

よ
し

こ
の
ま
ま

れ
て
二
人
の
後
を
追
う
ぞ

あ

や

ぱ
り

 
明
日
奈
は

そ
の
展
開
を

半
ば
予
想
し
て
い
た

そ
う
言

た

何
だ

予
想
し
て
た
の
か

う
ん

だ

て
八
幡
君

平

先
生
の
事
が
大
好
き
そ
う
だ

た
し

 
多
分
心
配
で

こ

そ
り
着
い
て
い
く
ん
じ

な
い
か
な

て

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

き

少
し

た
よ
う
に
言

た

だ

大
好
き
と
か
じ

な
く

あ
く
ま
で
尊
敬
だ

尊
敬

一
番
好
き
な
の
は

当
然
明
日
奈

だ 
明
日
奈
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

顔
を

く
し
つ
つ
も
表
情
を

ば
せ
て
言

た

も
う

分
か

て
る

て

私
も
大
好
き
よ

八
幡
君

お

お
う

 
明
日
奈
に
笑
顔
で
そ
う
返
さ
れ
た
八
幡
は
か
な
り

れ
な
が
ら
そ
の
ま
ま
明
日
奈
を
助
手
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に
乗
せ

 
遼
太
郎
と
静
の
い
る
方
へ
と

を
ス
タ

ト
さ
せ
た

 
そ
し
て

目
立
た
な
い
場
所
に

を
止
め

遠
く
か
ら
二
人
の
様
子
を

た

 
あ
の

静
さ
ん
は

の
運
転
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね

そ
う
で
す
ね

を
運
転
す
る
の
は
ま
あ

好
き
で
す
ね

そ
れ
じ

最
初
は
と
り
あ
え
ず

当
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
み
ま
せ
ん
か

 
事
前
に
色
々
考
え
て
は
い
た
ん
で
す
け
ど

正
直
俺

ま
だ
静
さ
ん
の
事
何
も
知
ら
な
い
し

 
最
初
は
静
さ
ん
の
好
き
な
事
を
一

に
楽
し
み
た
い

て
思
う
ん
で
す
よ

 
そ
れ
に
ド
ラ
イ
ブ
し
な
が
ら
色
々
話
す
の
も
楽
し
そ
う
で
す
し
ね

 
静
は
そ
の
提
案
に
対
し

こ
う
返
事
を
し
た

遼
太
郎
さ
ん
が
そ
れ
で
い
い
な
ら

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

正
直

静
さ
ん
と
一

に
い
る
だ
け
で
俺
は
嬉
し
い
で
す

あ

そ
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
静
は
そ
の
遼
太
郎
の
言
葉
に

目
に
見
え
て

く
な

た
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そ
し
て
二
人
は
静
の

に
乗
り
込
み
特
に
目
的
を
設
定
す
る
事
も
な
く

を
走
ら
せ
る
事

に
な

た

と
り
あ
え
ず

市
街
地
を
出
ま
し

う
か

は
い

そ
う
し
ま
し

う

 
遼
太
郎
は

楽
し
そ
う
に

歌
を
歌

て
い
た

 
静
は
そ
の

歌
が
気
に
な
り

何
の
歌
な
の
か

遼
太
郎
に

ね
た

あ

こ
れ
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
テ

マ
ソ
ン
グ
で
す
ね

ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
 
ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
ｓ

Ｓ
Ａ
Ｏ

で
す
か

 
静
は
ち
ら
り
ち
ら
り
と
遼
太
郎
の
方
を
見
な
が
ら

何
事
か
思
案
し
て
い
る
よ
う
だ

た
が

 
や
が
て
意
を
決
し
た
の
か

遼
太
郎
に

ね
た

あ
の

は
い

何
で
す
か

遼
太
郎
さ
ん

そ
の

Ｓ
Ａ
Ｏ

て

ど
ん
な
所
だ

た
ん
で
す
か

 
大
変
だ

た
と
は

い
て
い
ま
す
け
ど

正
直
実
感
が
わ
か
な
く
て

あ

ま
あ

実
感
は
わ
か
な
い
で
し

う
ね
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遼
太
郎
は

苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

ま
あ
現
実
世
界
に
人
を
殺
す
事
を
目
的
と
し
た
動
物
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い
て
一
歩
街
を
出

る
と

 
そ
い
つ
ら
が
全
て
襲

て
く
る
よ
う
な
も
ん
で
す
か
ね

自
衛
の
手

が
無
い
と
す
ぐ
死
に

ま
す
ね

ま
あ

無
理
を
し
な
け
れ
ば
大
体
大
丈
夫

す

頼
り
に
な
る
仲
間
も
い
ま
し
た
し

 
仲
間

と

い
て

静
の

裏
に

先
ほ
ど
別
れ
た
二
人
の
顔
が

か
ん
だ

比
企
谷
と
か

結
城
君

で
す
か

ま
あ
そ
う
で
す
ね

八
幡
と
明
日
奈
さ
ん
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
四
天
王

て
呼
ば
れ
て
ま
し
た
か
ら

ね 
一

の
時
は

本
当
に
頼
り
に
な
る
奴
ら
で
し
た
よ

そ
う
で
す
か

比
企
谷
だ
け
じ

な
く

結
城
君
も

あ
の
二
人
は

ゲ

ム
開
始
当
初
か
ら

偶
然
一

に
い
た
ら
し
い
で
す
よ

 
そ
れ
か
ら
基
本
的
に
ず

と
一

に
行
動
し
て
ま
し
た
ね

ま
あ
要
す
る
に
八
幡
は
明
日
奈
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さ
ん
を

 
最
初
か
ら
最
後
ま
で
守
り
通
し
た

て
事
に
な
る
ん
で
し

う
ね

あ
の
比
企
谷
が

 
静
は
感
無

と
い

た
感
じ
で
天
を

い
だ

そ
し
て
静
は
偶
然

き
込
ま
れ
た
危
険
な
世

界
で

 
立

に
一
人
の
女
の
子
を
守
り
通
し
た
自
分
の
教
え
子
を

と
て
も

り
に
思

た

ど
う
や
ら
今
度
の
ラ

メ
ン
は

お
ご

て
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね

は
は

は
問
題

だ

た
み
た
い
で
す
け
ど

今
は
褒
め
て
や

て
下
さ
い

え
え

そ
う
で
す
ね

で
も

 
静
は
そ
う
言
う
と

少
し
間
を
置
い
た
後
に

言

た

教
え
子
に

教
え
る
事
が
無
く
な
る
と
い
う
の
も

少
し

し
い
も
の
で
す
ね

 
静
の

裏
に

腐

た

の
よ
う
な
目
を
し
た

そ
れ
で
い
て
ど
こ
か

し
そ
う
な

 
高
校
時
代
の
八
幡
の

が

か
ん
だ

そ
し
て
今
の
八
幡
の
い
か
に
も
頼
り
甲
斐
の
あ
り
そ

う
な
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立

に
成
⻑
し
た

が
そ
こ
に
重
な
り
気
が
付
く
と
静
は
知
ら
な
い
う
ち
に
涙
を
流
し
て

い
た

 
そ
の
涙
に
気
付
い
た
遼
太
郎
は

て
て
静
に
言

た

す

す
ん
ま
せ
ん

ど
う
か

か
な
い
で
下
さ
い

八
幡
は
も
う
大
丈
夫

大
丈
夫
で
す
か

ら
い
え

そ
う
じ

な
い
ん
で
す

た
だ

と
て
も
嬉
し
く
て

嬉
し
い

で
す
か

は
い

あ
の
比
企
谷
が

危
険
を

み
ず

一
人
の
女
の
子
の

に

 
全
て
を

け
て
戦
い
抜
い
た
と
思

た
ら
つ
い
涙
が

す
み
ま
せ
ん
ご
心
配
を
お
か
け
し

て 
遼
太
郎
は
涙
を
流
し
な
が
ら
も

と
て
も
嬉
し
そ
う
な
静
の

を
見
て

 
こ
の
人
は

心
の

か
ら
本
物
の
教
師
な
ん
だ
な
と

静
に
尊
敬
の
念
を

く
と
共
に

 
静
を
ず

と
守
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
自
分
の
心
の
中
で

ら
ん
で
い
く
の
を
感
じ
て
い

た
俺
も
学
生
時
代

静
さ
ん
の
よ
う
な
先
生
に
教
わ
り
た
か

た
で
す
よ
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い
や

私
な
ん
か

 
静
は

し
た
が

遼
太
郎
は

首
を

に

り
な
が
ら
言

た

八
幡
は

最
初
か
ら
す
げ

真

直
ぐ
で

意
思
が
強
く
て

い
い
奴
で
し
た
よ

 
そ
れ
は
き

と
全
部
じ

な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
静
さ
ん
の
教
え
の
お
か
げ
で
す

 
静
さ
ん
の
教
え
は

き

と
今
も
あ
い
つ
の
中
に

立

に

い
て
ま
す
よ

そ
う
で
す
か

は
い

は
い

だ
と
い
い
ん
で
す
が

 
静
は
涙
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら

笑
顔
で
遼
太
郎
に
言

た

 
そ
れ
が
少
し

れ
く
さ
く
て
外
を
向
い
た
遼
太
郎
の

界
の

に
見
覚
え
の
あ
る

の

が
映

た

 
遼
太
郎
は

ん

と
思
い
な
が
ら

後
ろ
に

り
返
り

後
方
を
確
認
す
る
と

 
後
ろ
を
走

て
い
る

の
運
転

で

や
べ

と
い
う
顔
を
し
た
八
幡
と
目
が
合

た

 
ち
な
み
に
明
日
奈
は
平
気
な
顔
で

笑
顔
で
遼
太
郎
に
手
を

て
い
た

 
そ
れ
を
見
た
遼
太
郎
は

え
き
れ
な
い
よ
う
に
く

く

と
笑
い
な
が
ら

静
に
言

た

静
さ
ん

あ

は
い
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ど
う
や
ら
八
幡
も
静
さ
ん
の
事
が
心
配
み
た
い
で

で
こ

ち
の
後
を
つ
け
て
き
て
る
み

た
い

す

え
え

ま
あ

興
味
本

か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
ね

 
静
は

て
て
バ

ク
ミ
ラ

を
確
認
し
た

後
方
の

の
運
転

に
確
か
に
見
慣
れ
た
顔
が

見
え

 
静
は
そ
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た
後
何
か
に
ハ

と
気
付
い
た
よ
う
に
遼
太
郎
に
言

た

遼
太
郎
さ
ん

ま
だ
私
に
も

あ
い
つ
に
教
え
ら
れ
る
事
が
あ

た
み
た
い
で
す

 
遼
太
郎
は

そ
の
嬉
し
そ
う
な
静
の
声
を

き

こ
れ
ま
た
嬉
し
そ
う
に

問
い
か
け
た

そ
う

す
か

そ
れ
は
良
か

た

す
ね

で

何
を
教
え
る
ん
で
す
か

比
企
谷
に
世
の
中
に
は
決
し
て
越
え
ら
れ
な
い
壁
が
あ
る

て
事
を
教
え
て
や
ろ
う
と
思

う
ん
で
す

超
え
ら
れ
な
い
壁

で
す
か

体
的
に
は

初
心
者
マ

ク
ご
と
き
が

私
に
つ
い
て
こ
よ
う
な
ど
と
は

年

い
と
教
え
て
や
り
ま
す

え
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遼
太
郎
は

今
感
じ
た

な
予
感
に

や

を
流
し
な
が
ら

静
に

き
返
し
た

え

と

つ
ま
り
そ
れ
は

も
う
す
ぐ
こ
の

は
市
街
地
を
出
ま
す

そ
し
た
ら

一

で
あ
い
つ
の

界
に

 
こ
の

が
映
ら
な
い
よ
う
に
し
て
や
る
つ
も
り
で
す

そ
れ
が
比
企
谷
に
対
す
る
私
の
最
後

の

業
で
す

ま
じ

す
か

え
え

も
う
私
に
は

こ
れ
く
ら
い
し
か
や
れ
る
事
は
無
さ
そ
う
で
す
し
ね

 
不
敵
な
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
そ
う
言
い
放

た
静
を
見
て
遼
太
郎
は
覚
悟
を
決
め
た

わ

分
か

た

す

静
さ
ん
の
好
き
に
し
て
下
さ
い

オ

ケ

い
つ
で
も
い
い

す

よ 
そ
う
言
う
と
遼
太
郎
は
し

か
り
と
足
を

ん
張
り
シ

ト
ベ
ル
ト
を
ぎ

と

た

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
遼
太
郎
の

界
が
開
け
た

ど
う
や
ら
市
街
地
を
出
た
よ
う
だ

 
そ
の

間

静
は
笑
い
な
が
ら

ア
ク
セ
ル
を
ベ
タ

み
し
た

 
静
の
運
転
す
る

が
加
速
し

一

に
し
て

八
幡
達
の

界
か
ら
静
達
の

が
消
え
た

う

う
お
お
お
お
お
お
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あ
は
は
は
は
は
は

未

者
め

静
さ
ん

静
さ
ん

あ
は
は
は
は
は

は
は
は
は
は
は

 
遼
太
郎
は
必
死
に
静
に
呼
び
か
け
た
が

大
声
で
笑
う
静
は
そ
れ
に
気
付
か
な
い

 
や
が
て
怖
さ
を
通
り
越
し
た
の
か
遼
太
郎
も
い
つ
の
間
に
か
静
に
合
わ
せ
て
笑
い
始
め

て
い
た

あ
は
は
は
は
は
は
は

は
は

は
は

は
は
は
は
は

 
ひ
と
し
き
り
笑

た
後

遼
太
郎
は

と
て
も
楽
し
そ
う
に
笑
う
静
に
向
か

て
言

た

静
さ
ん

今
日
は
も
う
こ
の
ま
ま
と
こ
と
ん
突

走
り
ま
し

う

は
い

遼
太
郎
さ
ん

あ
は

は
は
は
は
は

俺
は
そ
ん
な
あ
な
た
と

ず

と
一

に
い
ま
す
か
ら

え

遼
太
郎
さ
ん

何
か
言
い
ま
し
た

何
で
も
な
い

す

 
こ
う
し
て
遼
太
郎
と
の
最
初
の
デ

ト
で

静
は
八
幡
に
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最
後
の
強

な
パ
ン
チ
を
お
見
舞
い
し
た
の
だ

た

 
交
通
ル

ル
は
守
り
ま
し

う



 第１７０話 明日奈の思惑

 
第
１
７
０
話
 
明
日
奈
の
思
惑

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
と

い
う

で

場
面
は
現
在
へ
と

る

八
幡
は
両
足
を

ん
張
り

の

に

え

て
い
た

 
陽
乃
は
後
部
座

の

況
に
気
を
配
る
事
も
出
来
ず

運
転
に
集
中
し
て
い
た

 
つ
ま
り
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

静
が
強
敵
だ
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
八
幡
は
こ
の

況
で

自
分
達
に
何
が
出
来
る
の
か

必
死
に
考
え
て
い
た

 
静
達
に
無
く
て

自
分
達
に
あ
る
も
の

一
つ
は
キ

ト
の
存
在

そ
し
て
も
う
一
つ

 
助
手

で

た
だ
ひ
た
す
ら

ん
張

て
い
る
で
あ
ろ
う

ク
ラ
イ
ン
と
は
違
い

 
自
分
達
に
は
三
人
だ
か
ら
こ
そ
や
れ
る
事
が
あ
る

そ
う
考
え
た
八
幡
は
明
日
奈
と
雪
乃

に
言

た

明
日
奈

雪
乃

絶
対
に
俺
を
離
す
ん
じ

な
い
ぞ
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こ
れ
か
ら
俺
は

況
を
見
て

に
体
重
移
動
を
す
る

 
二
人
が
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
俺
が
必
ず
守
る
か
ら
な
る
べ
く
俺
の
動
き
に
合
わ
せ
て
く

れ
分
か

た

任
せ
る

ほ
ら
雪
乃

も

と
し

か
り

き
付
い
て

 
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ

余

の
無
さ
そ
う
な
雪
乃
の
口
か
ら

 
雪
乃
自
身
も
意
図
し
な
い
言
葉
が

思
わ
ず
口
を
つ
い
て
出
た

ね

ね

明
日
奈

や

ぱ
り
そ
れ
は

ひ

せ

正
妻
の
余

な
の
で
は
な
い
か

し
ら

 
明
日
奈
は
そ
の

鳴
ま
じ
り
の
雪
乃
の
言
葉
に
一

き

と
ん
と
し
た
後
微
笑
み
な
が
ら

言

た
ふ
ふ

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね

 
そ
れ
に
し
て
も
雪
乃
初
め
て
私
の
事
呼
び

て
に
し
て
く
れ
た
ね

ふ
ふ

何
か
嬉
し

い 
そ
う
言
わ
れ
て

初
め
て
自
分
が
発
し
た
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
雪
乃
は

 
恥
じ
ら
い
の
表
情
を
見
せ
な
が
ら

明
日
奈
に
言

た
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く

私
と
し
た
事
が

そ
れ
だ
け
余

が
無
い
ん
だ
よ
な

 
八
幡
が

て
入
り

雪
乃
の

を
な
で
な
が
ら
そ
う
言

た

あ

ず
る
い

八
幡
君

私
に
も

 
そ
れ
を
見
な
が
ら
明
日
奈
が

ま
し
そ
う
に
言

た

八
幡
は

明
日
奈
の

も
な
で
た

こ

こ
れ
く
ら
い
別
に
余

よ

本
当
か

う

た

確
か
に
少
し
き
つ
い
の
は
否
定
出
来
な
い
わ
ね

少
し

ね

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も

ざ
め
た
表
情
で
必
死
に
足
を

ん
張

て
い
る
雪
乃
の

を

見
て

 
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う

い
た

更
に
八
幡
は

表
情
を

め
な
が
ら

こ
う
口
に
し
た

正
直
こ

ち
に

て
来
て
雪
乃
と
再
会
し
て
か
ら
少
し
物
足
り
な
い

て
思

て
た
ん

だ
よ
な

物
足
り
な
い

で
す

て
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あ
あ

の
お
前
と
違

て
今
の
お
前
は
ど
こ
か
俺
に
遠

し
た
よ
う
な
態
度
を
と
る
事
が

あ
る
だ
ろ

 

も
す

か
り

し
て
し
ま

て
い
る
み
た
い
じ

な
い
か

確
か
に
最
近
の
雪
乃
ち

ん
は

す
ご
く
大
人
し
い
ね

 
激
し
く
ス
テ
ア
リ
ン
グ
を
操
作
し
な
が
ら
も

会
話
を

い
て
い
た
の
だ
ろ
う
陽
乃
が

 
横
か
ら
そ
う
雪
乃
に
言

た

姉
さ
ん
は
し

か
り
運
転
に
集
中
し
な
さ
い

は

い

 
雪
乃
に
そ
う
言
わ
れ
た
陽
乃
は

を
ペ
ロ

と
出
し
な
が
ら
再
び
運
転
に
意
識
を
集
中
さ

せ
た

 
次
に
明
日
奈
が
雪
乃
に
話
し

け
た

私
も
ね
正
直
雪
乃
の
性
格
が
八
幡
君
か
ら

い
て
た
の
と
違
う
な

て
思

て
た
ん
だ

よ
ね

 
だ
か
ら
も
し
か
し
て
ま
だ
私
に
心
を
許
し
て
く
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
く
は
遠

し
て
る

の
か
な

て
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そ
う
思

て
た
ん
だ
よ
ね

雪
乃

そ
う
な
の
か

 
八
幡
は
そ
の

り
に
は
無

着
だ

た
の
で
そ
う
い

た
事
に
は
気
が
付
い
て
い
な
か

た

の
か

 
き

と
ん
と
し
な
が
ら
雪
乃
に

ね
た

べ
別
に
そ
う
い
う

じ

明
日
奈
さ
ん
の
事
は

そ
の

好
ま
し
い
と
思

て
い

る
わだ

て
よ

 
八
幡
が
明
日
奈
に
そ
う
言
う
と

明
日
奈
は
目
を

か
せ
な
が
ら
言

た

本
当

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
そ
の
他
人
行
儀
な
呼
び
方
は
や
め
て

私
の
事
は

 
こ
れ
か
ら
は
ち

ん
と
明
日
奈

て
呼
び

て
に
し
て
欲
し
い
な

わ

分
か

た
わ

私
も
や

と
覚
悟
を
決
め
た
わ

こ
れ
か
ら
は
そ
う
す
る

そ
の

明

日

奈

う
ん

あ
り
が
と
う

雪
乃

え

え
え



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

 
そ
れ
を
見
て
い
た
八
幡
が

面
白
そ
う
な
顔
を
し
て

更
に
言

た

俺
の
事
も

八
幡

て
呼
び

て
に
し
て
も
別
に

わ
な
い
ぞ

そ
れ
は
無
理
ね

 
雪
乃
は
八
幡
に

に

こ
り
と
笑
い
な
が
ら
即
答
し
た

即
答
か
よ

え
え

そ
こ
ま
で

れ

れ
し
く
す
る
の
は

今
の
私
に
は
無
理
ね

 
そ
の
会
話
を

い
た
明
日
奈
は

ハ

と
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
な
表
情
を

か
べ
る
と

 

突
に

こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

無
理
な
ん
だ

ふ

ん

い

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

明
日
奈

 
そ
の
明
日
奈
の
い
き
な
り
の
挑
発
め
い
た
言
い
方
に
雪
乃
は
困

た
よ
う
な
表
情
を
見
せ

た
正
妻
の
私
と
し
て
は

そ
れ
く
ら
い
別
に

わ
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
う
ん
正
妻
と
し
て
は
ね

ほ
ら
敵
は
手
ご
わ
い
方
が
倒
し
甲
斐
が
あ
る

て
言
う
じ

な

い
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お

お
い
明
日
奈

一
体
何
を

 
い
き
な
り
何
を
言
い
始
め
る
の
か
と

た
調
子
で
八
幡
が
明
日
奈
に

ね
た
の
だ
が

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
八
幡
を

じ
ろ
り
と

み
な
が
ら
言

た

八
幡
君
は
少
し

て
て

あ

は
い

 
八
幡
は

明
日
奈
の
迫
力
に
負
け

し
ば
ら
く
様
子
を
見
る
事
に
し
た

あ

明
日
奈

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

ほ
ら

女
は

い
合

て
こ
そ
華
だ

て
言
う
じ

な
い

 
私
も
今
の
ま
ま

た
だ
安
穏
と
八
幡
君
の
隣
に
い
る

て
の
も
ど
う
か
な

て

 
最
近
少
し
思
う
ん
だ
よ
ね

だ
か
ら

雪
乃
も
あ
ま
り
遠

せ
ず

 
も

と
強
気
な
態
度
で
い
て
欲
し
い
な

て

そ
う
思
う
ん
だ
よ
ね

あ
ら

明
日
奈
も
中
々
言
う
じ

な
い

 
雪
乃
は
負
け
ず

い
の
血
が

い
た
の
か

そ
の
明
日
奈
の
挑
発
に
乗

た

で
も
そ
れ
だ
と
私
は
今
よ
り
も
も

と
八
幡
君
と
親
し
く
な

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
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明
日
奈
は
そ
れ
で
い
い
の
か
し
ら

そ
う
な
る
と

ゆ
い
ゆ
い
や
優
美
子
や
い
ろ
は
さ
ん
も

 
多
分

て
い
な
い
と
思
う
わ
よ

大
丈
夫

八
幡
君
は
私
に
ベ
タ

れ
だ
か
ら

絶
対
に

気
と
か
は
し
な
い
か
ら

あ
ら

分
と
自
信
た

り
ね

そ
れ
は
ま
あ

外

も
も
う

ほ
と
ん
ど

ま

て
る
わ
け
だ
し
ね

お

お
い
お
前
ら

何
で
い
き
な
り
こ
ん
な
事
に
な

て
る
ん
だ
よ

 
さ
す
が
に
見
か
ね
た
八
幡
が

二
人
の
間
に
入
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
八
幡
に

雪
乃
は

た
く
言
い
放

た

少
し

て
い
な
さ
い

比
企
谷

お

お
う

久
々
に

い
た
な
そ
の
フ
レ

ズ

 
八
幡
は
そ
の
雪
乃
の
言
葉
を

い
て

再
び

し
た

何
そ
れ

あ
は
は
は
は
は

比
企
谷

て

 
そ
の
言
い
回
し
が
ツ
ボ
に
は
ま

た
の
だ
ろ
う

明
日
奈
が
い
き
な
り
笑
い
出
し
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は

八
幡
ご
し
に

ぎ

と
雪
乃
の
手
を

り

満
面
の
笑
顔
で
雪
乃
に

言

た
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う
ん

今
の
雪
乃
は

ま
さ
に

い
て
た
通
り
の
雪
乃
だ
ね

 
恋
愛
面
で

る
気
は
ま

た
く
無
い
け
ど

そ
う
い
う
所
は

も

と
普
通
に
し
て
欲
し
い

な

て
思
う
の

 
だ

て
私

雪
乃
や
ゆ
い
ゆ
い
や

他
の
皆
の
事
が

大
好
き
な
ん
だ
も
ん

 
私

素
の

態
の
皆
と
も

と
も

と
仲
良
く
な
り
た
い
の

明
日
奈

あ
な
た
ず
る
い
わ

 
雪
乃
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も
そ
の
表
情
は
と
ま
ど
い
つ
つ
も
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
見
え

た
そ
ん
な
顔
で
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
た
ら

断
る

に
は
い
か
な
い
じ

な
い

 
そ
れ
に

言
わ
れ
な
く
て
も
私
も
ゆ
い
ゆ
い
も

あ
な
た
の
事
が
大
好
き
な
の
よ

 
こ
ち
ら
か
ら
も
お
願
い
す
る
わ

明
日
奈

今
後
と
も

宜
し
く

う
ん

宜
し
く
ね

雪
乃

 
二
人
が
う

て
変
わ

て
笑
顔
に
な

た
所
で

や

と
八
幡
が
口
を

ん
だ

一
時
は
ど
う
な
る
事
か
と
思

た
が

う
ま
く
話
が
ま
と
ま

た
み
た
い
だ
な

 
そ
れ
を

い
た
雪
乃
は

少
し
考
え
込
み
な
が
ら
言

た
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こ
れ
は

ど
う
や
ら
明
日
奈
の

技
に

ま
ん
ま
と
乗
せ
ら
れ
て
し
ま

た
よ
う
ね

 
で
も
明
日
奈

ど
う
し
て
い
き
な
り
こ
ん
な
事
を

 
明
日
奈
は
そ
の
問
い
に
対
し

真
面
目
な
顔
で
説
明
を
始
め
た

最
近
漠
然
と
感
じ
て
い
た
ん
だ
け
ど

何
て
言
う
の
か
な

や

ぱ
り
ほ
ら

 
八
幡
君
の
古
く
か
ら
の
知
り
合
い
組
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
組

て
ま
だ
完
全
に
は
打
ち
解
け
て
い
な

い
じ

な
い

 
こ
の
ま
ま
だ
と

ま
あ
可
能
性
は

い
と
思
う
け
ど

八
幡
君
の
チ

ム
の
中
に

 
二
つ
の

が
出
来
る
可
能
性
も

無
く
は
な
い
と
思
う
の

で
ね

ほ
ら

 
明
日
奈
は

前
方
を
走
る

を
指
差
し
た

あ
の
二
人
は
ま
さ
に
そ
の
二
つ
の
集
ま
り
を
繋
ぐ
絆
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
る

じ

な
い

 
そ
れ
な
ら
こ
の
機
会
に

そ
ん
な
可
能
性
を
完
全
に
無
く
す

に

ま
ず
私
が

先
し
て

 
も

と
も

と
雪
乃
や
ゆ
い
ゆ
い
や

他
の
人
達
と

仲
良
く
し
な
き

て
思

た
ん
だ

 
で
さ

き
の
二
人
の
や
り
と
り
を

い
て

八
幡
君
が
雪
乃
の
負
け
ず

い
な
部
分
に

つ
い
て

 
熱

を
ふ
る

て
た
の
を
思
い
出
し
た
か
ら
こ
の
機
会
に
ち

と
煽

て
み
よ
う
か
な
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て 
き

雪
乃

を

か

か
叩
か
な
い
で

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

 
雪
乃
は
も
ち
ろ
ん

く
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
も
明
日
奈
の

を

か

か
と
叩

き 
そ
の
後

満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら

八
幡
を

の
呼
び
方
で
呼
ん
だ

比
企
谷
君

は

は
い

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

背
筋
を

ら
せ
な
が
ら

か
し
こ
ま

て
返
事
を
し
た

 
そ
の
直
後
に
雪
乃
は

笑
顔
を
崩
さ
な
い
ま
ま

八
幡
に
言

た

あ
な
た
の
ふ
る

た
と
い
う
熱

に
つ
い
て
ち

と
話
が
あ
る
わ

後
で
覚
悟
し
て
お
き

な
さ
い

あ

は
い

 
八
幡
は

き
そ
う
な
顔
で
そ
う
返
事
を
し

そ
れ
を
見
た
陽
乃
と
明
日
奈
は

 
八
幡
を
見
な
が
ら

楽
し
そ
う
に
笑

た

つ
ら
れ
て
雪
乃
も
笑
い
声
を
上
げ
た

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

内
に
は

三
人
の
笑
い
声
が

い
て
い
た
が
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八
幡
が

い
を
し
た

三
人
は
笑
う
の
を
や
め
た

お
ほ
ん

よ
し

そ
れ
じ

あ
さ

き
の
作
戦
を
実
行
す
る

雪
乃

い
け
る
よ
な

誰
に
向
か

て
物
を
言

て
い
る
の
か
し
ら

誰
に
向
か

て
物
を
言

て
い
る
の
か
ね

八
幡
君

す

す
み
ま
せ
ん

て
違
う

 
雪
乃
に
加
え
明
日
奈
に
も
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は
反
射
で
つ
い
謝

た
が
す
ぐ
さ
ま
立

ち
直

た

よ
し

次
は
キ

ト

こ
え
る
か

は
い

と
て
も
楽
し
そ
う
な
会
話
を

か
せ
て

き
ま
し
た

八
幡

お

お
う

そ
れ
は
何
よ
り
だ

ま
あ
そ
れ
は
さ
て
お
き
キ

ト

 
今
俺
達
は
前
の

に
つ
い
て
い
く
の
が
精
一

な

態
だ

そ
こ
で
こ
れ
か
ら
俺
が
中
心

に
な

て

 
少
し
で
も
曲
が
る
時
に

体
が
安
定
す
る
よ
う
に
三
人
が
か
り
で
重
心
を
上
手
く
移
動
さ
せ

る 
キ

ト
は
陽
乃
さ
ん
が
限
界
以
上
の
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に

子
的
な
サ
ポ

ト
を
頼
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む 
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

い
た
キ

ト
は

一

す
る
と

ま
る
で
人
間
の
よ
う
に

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
声
で
返
事
を
し
た

分
か
り
ま
し
た

私
も
そ
ろ
そ
ろ

あ
の
生
意
気
な

を
抜
き
た
い
と
思

て
い
た
所
で
す

 
そ
の
あ
な
た
の
提
案
に
乗
り
ま
す

よ
し

そ
れ
で
こ
そ
俺
達
の
キ

ト
だ

勝
負
に
勝

た
ら
ハ
イ
オ
ク
満
タ
ン
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡

 
そ
し
て
八
幡
は
満
足
そ
う
に

き
な
が
ら
三
人
に
言

た

よ
し
そ
れ
じ

あ
ミ

シ

ン
を
開
始
す
る

明
日
奈
雪
乃
し

か
り
俺
に
捕
ま

て

く
れ
よ

 
重
心
の
移
動
は
俺
が
す
る
か
ら

二
人
は
上
手
く
そ
れ
に
合
わ
せ
て
く
れ

了
解

任
さ
れ
た
わ

雪
乃
ち

ん

い
い
な

 
合
法
的
に
八
幡
に

き
付
く
雪
乃
を
じ
と

と

め
な
が
ら

陽
乃
が
そ
う
言

た
の
だ
が
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雪
乃
は
そ
れ
を
完
全
に
ス
ル

し

陽
乃
に
言

た

姉
さ
ん

い
つ
で
も
い
い
わ
よ

さ

き
か
ら
先
生
に
や
ら
れ

ぱ
な
し
じ

な
い

 
少
し
は
私
達
に
い
い
所
を
見
せ
な
さ
い

は

い

そ
れ
じ

あ
キ

ト

行
く
よ

い
つ
で
も
ど
う
ぞ

陽
乃

 
こ
う
し
て

一
体
と
な

た
四
人
に
よ
る

の
追
撃
が
始
ま

た
の
だ

た



 第１７１話 決着

 
第
１
７
１
話
 
決
着

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

遼
太
郎
さ

ん

し

静
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
静
は
こ
の
日
遼
太
郎
と
の
約
束
の
時
間
の
一
時
間
前
か
ら
待
ち
合
わ
せ
場
所
で
待
機
し
て
い

た 
そ
し
て
遼
太
郎
の

を
見
付
け
る
と

嬉
し
そ
う
に
手
を

り
な
が
ら

そ
ち
ら
へ
と
駆
け

寄

て
い

た

 
多
少
キ

ラ
を
作

て
い
た
事
は
否
め
な
い
が

そ
こ
は
大
目
に
見
て
あ
げ
て
欲
し
い

 
静
も
楽
し
か

た
と
は
い
え
前
回
は
や
は
り
ち

と
失
敗
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
思

て
い
た

 
彼
女
な
り
に
反
省
し

そ
の
失
点
を
取
り

そ
う
と
必
死
な
の
だ



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

 
幸
い
今
の
静
の

を
八
幡
が
見
て
も
ギ
リ
ギ
リ
本
当
に
ギ
リ
ギ
リ
セ

フ
な
レ
ベ
ル
だ

た
の
で

 
遼
太
郎
は
そ
の
静
の

に

何
ら
悪
い

象
を
持
た
な
か

た

 
も

と
も
遼
太
郎
が
そ
ん
な
事
は
気
に
し
な
い
心
の
広
い
男
だ
と
い
う
の
は
間
違
い
な
い
の

で 
本
来
は
ま

た
く
問
題
が
無
い
は
ず
な
の
だ
が

男
女
関
係
に
絶
対
は
無
い
の
で
あ
る

あ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

私

た
ら
つ
い

 
静
は
そ
の

験
か
ら
遼
太
郎
が
少
し
引
き
ぎ
み
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

に

道
を

正
し
た

 
静
の

裏
に

過
去
に
付
き
合

て
き
た
男
達
の

が
走
馬

の
よ
う
に

か
び

 
静
は
密
か
に
背
中
に

た
い

が
つ
た
う
の
を
感
じ
た

だ
が
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
静
の

憂

だ

た

 
遼
太
郎
は

そ
ん
な
静
に
い
き
な
り

を
下
げ
た
の
だ

た

め
に
出
て
き
た
つ
も
り
だ

た
ん
で
す
け
ど

待
た
せ
ち

た
み
た
い
で
す
ね

 
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

静
さ
ん
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静
は
い
き
な
り
遼
太
郎
に
謝
ら
れ
て

面
食
ら
う
と
同
時
に

罪
悪
感
を
覚
え
て
い
た

 
今
は
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
の
三
十
分
前
で
あ
る

遼
太
郎
に
一
切
非
は
無
い
の
だ

そ
そ
れ
は
違
い
ま
す
遼
太
郎
さ
ん

私
が

く
来
す
ぎ
た
だ
け
で
す

謝
ら
な
い
で
下
さ
い

え

あ

い
や

そ
れ
は
そ
う
か
も
で
す
け
ど
ね

う

ん

 
遼
太
郎
は

少
し
悩
む
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
後

ニ
カ

と
笑
い
な
が
ら
言

た

そ
れ
じ

あ

予
定
よ
り
も
三
十
分
⻑
く
一

に
い
ら
れ
る
か
ら

ラ

キ

て
事
で

 
こ
れ
か
ら
の
事
だ
け
考
え
ま
し

う

 
遼
太
郎
は

い
や

楽
し
み
だ
な

と
言
い
な
が
ら

そ
ん
な
事
を
言

た

 
静
は
そ
ん
な
前
向
き
な
遼
太
郎
に

め
て
好
意
を

い
た

八
幡
の

も
見
当
た
ら
な
い
し

今
日
は
あ
い
つ
ら

来
て
な
い
み
た
い

す
ね

 
そ
れ
じ

あ
静
さ
ん

と
り
あ
え
ず
出
発
し
ま
し

う
か

は
い

遼
太
郎
さ
ん

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

に
乗
り
込
み

二
度
目
の
デ

ト
が
開
始
さ
れ
た

 
遼
太
郎
は

に
乗

た
直
後
に

し

か
り
と
静
の
服
装
を
褒
め
て
お
り

 
そ
れ
に
気
を
良
く
し
た
静
も

楽
し
そ
う
に
遼
太
郎
に
話
し
か
け
て
い
た
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こ
う
し
て
し
ば
ら
く
の
間
は

二
人
の
間
で
楽
し
そ
う
な
会
話
が

り
広
げ
ら
れ
た

こ
こ
ら
へ
ん
に
来
る
の
は
初
め
て
で
す
け
ど

で
一
度
も
行

た
事
が
無
い
所
に
行
く
と

 

に
時
間
が
⻑
く
感
じ
ま
す
よ
ね

二
度
目
は

く
感
じ
る
の
に

 
無

気
に
そ
う
言

た
遼
太
郎
に

静
は
ク
ス

と
笑
い
な
が
ら
同
意
し
た

そ
う
で
す
ね

あ
れ
は
何
で
な
ん
で
す
か
ね

ふ
ふ

ほ
ん
と
不
思
議

す
よ
ね

 
遼
太
郎
は

興
味
深
げ
に
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら
言

た

 
そ
し
て
信

待
ち
の

た
ま
た
ま
後
ろ
の
景
色
を
見
よ
う
と

り
返

た
遼
太
郎
は

 
後
方
に
黒
光
り
す
る
一
台
の
ス
ポ

ツ
カ

が
止
ま

て
い
る
事
に
気
が
付
き

 
静
な
ら
き

と

し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
話
題
を
提

す
る
つ
も
り
で
何
と
な
く
静
に

ね
た静

さ
ん
す
ぐ
後
ろ
に

分
と
格
好
い
い

が
止
ま

て
ま
す
け
ど
あ
れ

て
何
て

で

す
か

 
日
本

じ

無
さ
そ
う
で
す
け
ど

え

え

と
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遼
太
郎
と
の
会
話
が
楽
し
く
て
そ
ち
ら
に
あ
ま
り
注
意
を
向
け
て
い
な
か

た
静
は
そ
う

か
れ

 
チ
ラ
リ
と
バ

ク
ミ
ラ

に
目
を
や

た
の
だ

た
が

直
後
に
突
然
ハ

と
し
て

 
何
か
を
確
認
す
る
か
の
よ
う
に

て
て

り
返
り

後
方
へ
と

い

線
を
向
け
た

 
そ
の
静
の
仕

に
も
し
か
し
て
レ
ア
な

な
ん
だ
ろ
う
か
と
思

た
遼
太
郎
は
無

気

に
言

た

も
し
か
し
て

珍
し
い

で
し
た

何
か
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
よ
ね

 
静
は
そ
の
問
い
に
す
ぐ
に
は
答
え
な
か

た

気
の
せ
い
か
ス
テ
ア
リ
ン
グ
を

る
静
の

手
が

 
わ
な
わ
な
と

る
え
て
い
る
よ
う
に
見
え

遼
太
郎
は

何
事
か
と
思
い
つ
つ
も

 
や

ぱ
り
珍
し
い

な
ん
だ
な
と
思
い

強
く

静
の
返
事
を
待
つ
事
に
し
た

 
静
は
そ
の
直
後

ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か
独
り
言
を
言
い
出
し
た

あ
れ
は
ま
さ
か

い
や
で
も
間
違
い
な
い
ま
さ
か
こ
ん
な
所
に
あ
れ
が
走

て
い
る
な

ん
て

 
し
か
も
よ
く
見
え
な
い
が

ま
さ
か
ガ
ル
ウ

ン
グ
な
の
か

す
ご
い
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欲
し
い

 
最
後
の
一
言
で

静
の
願
望
が
だ
だ

れ
に
な

て
い
た

遼
太
郎
は
苦
笑
し
な
が
ら

 
あ
れ
い
く
ら
す
ん
の
か
な
俺
の

料
何
か
月
分
か
な
と
と
り
と
め
も
な
い
事
を
考
え
て
い

た 
静
が

も
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
事
か

い
て
い
た
の
で
遼
太
郎
は
静
に
恐
る
恐
る
声
を

け
る

事
に
し
た

あ
の

静
さ
ん

 
そ
の
遼
太
郎
の
呼
び
か
け
に
静
は
ハ

と
意
識
を
取
り

し
興
奮
し
た
様
子
で
説
明
を
始

め
たご

ご
め
ん
な
さ
い
つ
い
興
奮
し
て
し
ま

て

あ
れ
は
ト
ラ
ン
ザ
ム

て
い
う

で
す
ね

 
本
当
は
あ
あ
い
う
見
た
目
じ

な
い
ん
で
す
け
ど
外
見
を
か
な
り
い
じ

て
あ
る
は
ず
で
す

 

や

て
た
古
い
ア
メ
リ
カ
ド
ラ
マ
の
仕
様
で
す
ね

が

る
ん
で
す
よ
ね

 
ド
ア
も
よ
く
見
え
な
い
け
ど
多
分

ガ
ル
ウ

ン
グ
に

し
て
る
み
た
い
で
す

の
ド
ラ
マ

る

あ

深
夜
テ
レ
ビ
で
再
放
送
し
て
る
の
を
見
た
事
が
あ
る
か

も
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確
か

ナ
イ
ト

あ

は
い

そ
れ
で
す
そ
れ
で
す

 
静
は
遼
太
郎
の
言
葉
に

い
た

確
か
ガ
ル
ウ

ン
グ

て

ド
ア
が
上
に
開
く
奴
で
す
よ
ね

 
い
や

マ
ニ
ア
の
こ
だ
わ
り

て
す
げ

な

 
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う

い
た
遼
太
郎
に

静
は
楽
し
そ
う
に
言

た

ふ
ふ

ド
ラ
マ
じ

ガ
ル
ウ

ン
グ
じ

無
か

た
で
す
け
ど
ね

 
遼
太
郎
は

記
憶
を
呼
び

こ
そ
う
と
一

考
え
た
後

思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
言

た

あ

確
か
に
違
い
ま
し
た
ね

し
か
し
あ
れ

す
ご
い
お
金
か
か

て
そ
う

す
ね

そ
う
で
す
ね
あ
ん
な
風
に
ト
ラ
ン
ザ
ム
を

出
来
る
の
は
そ
れ
こ
そ
雪
ノ
下
の
家
み
た

い
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
静
は

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
ハ

と
し
た
後

 
も
う
一
度

り
返
り
そ
の
ト
ラ
ン
ザ
ム
を
じ

と
見
つ
め
そ
こ
に
見
覚
え
の
あ
る
顔
を
複

発
見
し

 
一

ポ
カ
ン
と
し
た
後
に

ク

ク

と

楽
し
そ
う
に
笑

た
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ク

ク

そ
う
か

そ
う
い
う
事
か

し

静
さ
ん

ど
う
か
し
た

す
か

 
突
然
表
情
を
変
え

笑
い
出
し
た
静
に

遼
太
郎
は
気
押
さ
れ
な
が
ら
質
問
し
た

 
そ
ん
な
遼
太
郎
に

静
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
答
え
た

遼
太
郎
さ
ん

あ
の

は

ど
う
や
ら
比
企
谷
の
リ
ベ
ン
ジ
ら
し
い
で
す

え

は

八
幡

す
か

 

て
て

り
向
き
ト
ラ
ン
ザ
ム
の
中
を
じ

と
見
詰
め
た
遼
太
郎
は
運
転

に
陽
乃
の

を
発
見
し

 
更
に
後
部
座

か
ら

八
幡
ら
が
手
を

て
い
る
の
を
確
認
し

天
し
た

う
わ

本
当
だ

八
幡
と

明
日
奈

陽
乃
さ
ん

そ
れ
に
あ
れ
は

雪
乃

す
ね

比
企
谷
め

ど
う
や
ら
自
分
の

と

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
思

て

 
陽
乃
達
に
助

人
を
頼
ん
だ
み
た
い
で
す
ね

し
か
し
あ
の

 
何
で
も
一
人
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
き
た
比
企
谷
が
こ
う
し
て
す
ぐ
に
他
人
を
頼
る
と
は

 
静
は
感

深
げ
に
天
を

い
だ
後

遼
太
郎
に
言

た

遼
太
郎
さ
ん

比
企
谷
に
対
す
る
私
の
教
え
は

前
回
で
最
後
に
す
る
つ
も
り
で
し
た
け
ど
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ど
う
や
ら
も
う
一
度
相
手
を
し
な
い
と
い
け
な
い
み
た
い
で
す

ど
う
か
お
付
き
合
い
を
お

願
い
し
ま
す

あ

は
い

 
そ
ん
な
静
に

遼
太
郎
は
力
強
く

い
た

こ
う
し
て

リ
ベ
ン
ジ
マ

チ
が
開
始
さ
れ
た

 
最
初
こ
そ
静
の
方
が
優
勢
で
あ

た
の
だ
が
八
幡
達
が
一
体
と
な

た
後

勢
は
劇
的
に

変
わ

た

よ
し

だ

三

後
に

雪
乃
お
前
ス
タ
ミ
ナ
に
不
安
が
あ

た
だ
ろ
大
丈
夫
か

大
丈
夫
ま
だ
い
け
る
わ
虚
言
は

か
な
い
か
ら
安
心
し
て

あ
れ
か
ら
少
し
は
鍛
え
て
あ

る
の
よ

そ
う
い
え
ば

確
か
に

よ
り

少
し
足
が
太
く

 
そ
う
八
幡
が
言
い

け
た

間

雪
乃
は
八
幡
の

腹
を
つ
ね
り

八
幡
は

絶
し
た

雪
乃

い

い

て

明
日
奈
は
平
気
か

う
ん

朝
走

て
る
か
ら
ね

も
う
脚
力
も

以
上
だ
か
ら

問
題
無
い
よ

そ
う
か

確
か
に
明
日
奈
も
最
近
足
が
太
く

 
そ
う
八
幡
が
言
い

け
た

間
明
日
奈
も
八
幡
の

腹
を
つ
ね
り
八
幡
は
再
び

絶
し
た



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

明
日
奈
い

い

て

違
う
ん
だ
二
人
と
も
俺
は
健

的
で
い
い
な

て
言
い
た
か

た
ん
だ

へふ

ん

 
二
人
の
そ
の
反
応
に
い
た
た
ま
れ
な
く
な

た
の
か

八
幡
は
素
直
に
謝
罪
し
た

お

俺
が
悪
か

た

す
ま
ん

 
こ
ん
な
遣
り
取
り
も
あ

た
が
そ
の
間
も
ス
ム

ズ
な
体
重
移
動
と
陽
乃
の
本
気
に
加

え 
ブ
レ

キ
の
利
き

の

か
い
所
の
調
整
は

キ

ト
が
完

に
行
い

 
八
幡
達
は
ぐ
ん
ぐ
ん
と
追
い
上
げ
て
い
き

つ
い
に
静
の

の
隣
に

ん
だ

 
そ
し
て
次
の
カ

ブ
で

つ
い
に
八
幡
達
は

静
の

を
抜
き
去
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
の
直
後
静
は
降
参
だ
と
い
う
風
に
二
度
パ

シ
ン
グ
を
す
る
と

ウ

ン
カ

を
一

点

さ
せ

 
そ
れ
に

い
二
台
は

へ
と
進
路
を
変
え
そ
こ
に
あ

た
休

所
の
よ
う
な
所
に

を

さ
せ
た
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そ
し
て

か
ら
降
り
た
静
が
こ
ち
ら
へ
と
近
付
い
て
来
た

遼
太
郎
は
近
付
い
て
は
来
ず

 
そ
れ
を
後
ろ
で
見
て
い
る
だ
け
だ

た

 
そ
の
二
人
の
様
子
を
見
た
八
幡
は
全
員
を

か
ら
降
ろ
し
た
後
に
三
人
を
そ
こ
で
待
機
さ

せ 
一
人
で
静
の
方
へ
と
歩
い
て
い

た

そ
し
て
静
と
八
幡
は

二
人
き
り
で
対
峙
し
た

 
現
実
に
は

こ
ん
な
バ
ト
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

安
全
運
転
を
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第
１
７
２
話
 
勝
負
の
後
の
平
穏

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
八
幡
と
静
は

て
対
峙
し
て
い
た
が

最
初
に
口
を
開
い
た
の
は
静
だ

た

よ

比
企
谷

や
る
じ

な
い
か

よ
ほ
ど
前
回
の
負
け
が
悔
し
か

た
と
見
え
る
な

先
生
こ
そ

そ
ろ
そ
ろ
ヤ
ン
チ

は
や
め
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
よ

言
う
よ
う
に
な

た
じ

な
い
か

比
企
谷

 
ま
あ
そ
う
だ
な

そ
ろ
そ
ろ
こ

ち
も
潮
時
か
も
な

私
に
も
つ
い
に

 
静
は
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

天
を

ぎ
な
が
ら

い
た
が

 
静
の
そ
の
言
葉
は
し

か
り
と
八
幡
の

に

い
て
い
た

静
は
こ
う
言

た
の
だ

私
に
も
つ
い
に
ず

と
一

に
い
た
い
人
が
出
来
た
し
な
安
全
第
一
で
行
か
な
い
と
と

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

何
も
言
わ
ず

静
の
次
の
言
葉
を
待

て
い
た

 
そ
ん
な
八
幡
を
見
て

静
は
に

こ
り
と
微
笑
み
な
が
ら
言

た
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そ
れ
に
し
て
も
比
企
谷

や

と
君
も

素
直
に
他
人
を
頼
れ
る
よ
う
に
な

た
ん
だ
な

そ
う
で
す
ね

何
か
あ

た
時
は

と
り
あ
え
ず
最
初
は

 

力
自
分
の
力
で
何
と
か
し
よ
う
と
は
思
う
ん
で
す
が

 
そ
れ
を
す
る
に
は
あ
ま
り
に
相
手
が
強
す
ぎ
ま
し
た

さ
ん
そ
し
て
前
回
の
先
生
も

は
は

あ
の
茅
場

と
同

に
語
ら
れ
る
と
は

私
も
え
ら
く
な

た
も
ん
だ
な

 
静
は
面
白
そ
う
に
そ
う
言
う
と

表
情
を

め

真
顔
で
八
幡
に
言

た

比
企
谷

遼
太
郎
さ
ん
か
ら

話
は
少
し
だ
け

い
た
よ

 
君
は
明
日
奈
君
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
守
り
通
し
た
ん
だ

て
な
仲
が
い
い
の
も

け
る

よ
俺
は
明
日
奈
を

本
当
に
守
り
通
せ
た

ん
で
す
か
ね

 
そ
ん
な
八
幡
の

を

ん
と
叩
き

静
は
満
面
の
笑
顔
に
な

た

君
は
そ
の
後
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら

彼
女
を
し

か
り
と
救
い
出
し
た
じ

な
い
か

 
少
し
は
自
分
を

り
た
ま
え

ち
な
み
に
私
は
君
の
事
を

と
て
も

り
に
思

て
い
る

 
だ
が
ま
だ
終
わ
り
じ

な
い
ぞ

こ
れ
か
ら
も
彼
女
の
事
は
し

か
り
と
君
が
守
る
ん
だ

は
い
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八
幡
は

の
奥
が
ツ
ン
と
な
り

下
を
向
き
な
が
ら
言

た

比
企
谷

君
は
自
分
一
人
で
は
敵
わ
な
い
敵
の
存
在
を
知
り

 
そ
し
て
そ
れ
を
倒
す

に

信
頼
す
る
仲
間
の
力
を

り
る
事
を
覚
え
た

 
君
へ
の
レ

ス
ン
も
全
て
終
了
だ
な

も
う
私
が
君
に
教
え
ら
れ
る
事
は
何
も
無
い

卒
業

だ

比
企
谷

先
生

 

き
顔
を
見
ら
れ
る
の
も
気
に
せ
ず

八
幡
は
顔
を
上
げ

静
の
顔
を
見
た

 
そ
こ
で
八
幡
は

予
想
と
は
違
う
静
の
表
情
に
気
が
付
き

き
な
が
ら

き
出
し
た

ぐい

一
体
何
が
お
か
し
い
の
か
ね

感
動
的
な
場
面
な
の
に

だ

て
先
生

そ
の
表
情

ど
う
見
て
も

す
ご
い
悔
し
そ
う
に
し
か
見
え
な
い
で
す
よ

く

悔
し
い
に
決
ま

て
る
じ

な
い
か

あ
ん
な

反

だ
ろ
う

ず
る
い
ぞ
比

企
谷子

か
よ

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

と
て
も
お
か
し
そ
う
に

腹
を

え
な
が
ら
笑

た
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仲
間
達
も
そ
れ
を
見
て

嬉
し
そ
う
に
二
人
に
近
付
い
て
き
た

 
八
幡
は

自
分
は
今
と
て
も
幸
せ
な
ん
だ
な
と
思
い
な
が
ら

仲
間
達
の
顔
を
見
回
し
た
後

 
遼
太
郎
に
近
付
き
そ
の
首
に
が
し

と

を
回
す
と
遼
太
郎
の

に
口
を
近
付
け
て
小

声
で
言

た

ク
ラ
イ
ン

俺
は
今
日
で
先
生
か
ら
卒
業
だ

こ
れ
か
ら
は

先
生
の
事

頼
む
な

お

お
う

任
せ
と
け
い

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
決
着
を
つ
け
ろ
よ

出
来
れ
ば
今
日
中
に
な

も

も
ち
ろ
ん
そ
の
つ
も
り
だ

 
こ
う
し
て
無
事
に
卒
業
を
終
え

八
幡
ら
四
人
は
帰
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
遠
く
に
ラ

メ
ン
屋
を
見
付
け
た
静
が
せ
め
て
昼
だ
け
で
も
一

に
食
べ
て
い
こ
う
と
提
案

し
た

 
せ

か
く
の
機
会
な
の
で
六
人
は
そ
の
ま
ま
遠
く
に
見
え
る
ラ

メ
ン
屋
へ
と
向
か
う
事
に

し
た今

日
は
私
が
お
ご
ろ
う

好
き
な
物
を
好
き
な
だ
け
注
文
し
た
ま
え

 
静
は
胸
を
張

て
そ
う
宣
言
し
た

陽
乃
に
は
特
に
お
ご

て
も
ら
う
理
由
は
無
か

た
の
だ
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が 
静
の
面
子
を
潰
さ
な
い

に

ど
う
や
ら

て
お
ご

て
も
ら
う
よ
う
だ

 
遼
太
郎
は
そ
の
言
葉
に
一

迷

た
よ
う
だ

た
の
だ
が
同
じ
理
由
で
口
出
し
す
る
の
を
や

め
た

 
当
然
次
の
機
会
に
は

自
分
が
お
ご
る
気
ま
ん
ま
ん
で
あ

た
が

わ

私

ラ

メ
ン
屋
さ
ん
と
か
来
る
の
初
め
て
だ

 
ふ
い
に
明
日
奈
が
そ
ん
な
事
を
言

た

ど
う
や
ら
明
日
奈
は

 
今
ま
で
こ
う
い
う
機
会
が
無
か

た
ら
し
く
興
味

々
な
様
子
で
店
内
を
き

ろ
き

ろ
と

め
て
い
た

明
日
奈
ち

ん
は
初
め
て
な
ん
だ
ね

あ
れ

で
も
あ
の
ラ

メ
ン
が
大
好
き
な
八
幡
君
が

 
明
日
奈
ち

ん
を
連
れ
て
行

た
事
が
無
い
な
ん
て

ち

と
意
外
だ
な

 
そ
う
言
わ
れ

陽
乃
に

線
を
向
け
ら
れ
た
八
幡
の
返
事
は

至

真

当
な
も
の
だ

た

あ

そ
れ
は
で
す
ね

一
応
ま
だ
退
院
し
て
か
ら
そ
れ
ほ
ど

て
な
い
ん
で

 
食
事
関
係
に
は
ち

と
気
を
遣

て
る
ん
で
す
よ

ま
あ
今
日
は
そ
ん
な
野

は
言
い
ま
せ

ん
け
ど
ね
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あ

そ
う
い
う
事
な
る
ほ
ど
ね

私
は
静
ち

ん
に
色
々
な
店
に
連
れ
て
い
か
れ
た

な 
で
も
よ
く
考
え
る
と

静
ち

ん
以
外
の
人
と
一

に
入
る
の
は
初
め
て
か
も

 
家
族
で
ラ

メ
ン
を
食
べ
に
行

た
記
憶
も
無
い
し
な

 
あ

て
事
は

も
し
か
し
て
雪
乃
ち

ん
も
初
め
て
だ

た
り
す
る
の

い
い
え
姉
さ
ん

私
は
二
回
目
よ

一
度

八
幡
君
と
先
生
と
三
人
で
行

た
事
が
あ
る
わ

そ
う
な
ん
だ

 
陽
乃
は
意
外
そ
う
に
そ
う
言
う
と

続
け
て
雪
乃
に
こ
う

ね
た

や

ぱ
り
静
ち

ん
が

ん
で
る
ん
だ
ね

あ
れ
で
も
そ
れ

て
高
校
生
の
時
の
話
よ
ね

 
あ
の

に

静
ち

ん
と
三
人
で
お
出
か
け

そ
れ
と
も
二
人
一

の
所
に
静
ち

ん
が
合

流 
八
幡
君
と
雪
乃
ち

ん
が
ラ

メ
ン
屋
に
一

に
行
く
よ
う
な
関
係
だ

た
記
憶
は
無
い
ん

だ
け
ど

 
二
人
の
仲
が

し
た
の

て

ク
リ
ス
マ
ス
前
後
で
し

う
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そ
の
直
後
に
ア
レ
が
あ

た
し
う

ん
考
え
て
も
分
か
ら
な
い
や
そ
れ

て
い
つ
の
話

学
旅
行
の
夜
の
話
よ

学
旅
行
の

夜
 
遼
太
郎
と
明
日
奈
と
陽
乃
は

き

と
ん
と
し
な
が
ら

番
に
そ
う
言

た

 
静
は
三
人
に

線
を
向
け
ら
れ
る
と
何
も

こ
え
な
い
と
い
う
風
に
口

を

き
な
が
ら
顔

を
背
け
た

 
次
に

線
を
向
け
ら
れ
た
の
は
八
幡
だ

た
が

八
幡
は
懐
か
し
そ
う
に
目
を

め
な
が
ら

 
雪
乃
の
顔
を
見
つ
つ

こ
う
答
え
た

あ
あ

あ
の
時
か

懐
か
し
い
な

た
ま
た
ま
夜
に

ホ
テ
ル
の

店
の
前
で

 
パ
ン
さ
ん
グ

ズ
を
す
ご
く
真
剣
に

味
し
て
い
る
雪
乃
に
会

て
な

へ

雪
乃

て

パ
ン
さ
ん
が
大
好
き
な
ん
だ
ね

え

と
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明
日
奈
に
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
じ

と
見
つ
め
ら
れ
な
が
ら
そ
う
言
わ
れ
観
念
し
た
の
だ
ろ

う
か

 
雪
乃
は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に

だ
が
は

き
り
と
そ
れ
を

定
し
た

え
え

大
好
き
よ

そ
れ
じ

あ
今
度
ゆ
い
ゆ
い
達
も
誘

て
一

に
デ

ス
テ

ニ

ラ
ン
ド
に
行
こ
う
よ

そ
れ
は
と
て
も
楽
し
そ
う
ね

帰

た
ら

速
予
定
を
立
て
ま
し

う
か

う
ん

 
雪
乃
と
明
日
奈
が

調
に
仲
良
く
な

て
い
る
事
に
喜
び
を
感
じ
つ
つ
八
幡
は
説
明
を
続
け

た
で

た
ま
た
ま
そ
こ
に

他
の
先
生
達
に
は
内

で

 
こ

そ
り
と
ラ

メ
ン
を
食
べ
に
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
た
平

先
生
が
通
り
か
か

て
な

 
口
止
め

て
事
で
そ
の
ま
ま
三
人
で
一

に
ラ

メ
ン
を
食
べ
に
行
く
事
に
な

た

て

だ
な

 
そ
の
説
明
を

い
た
陽
乃
は

静
を
じ
と

と
見
な
が
ら
言

た
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静
ち

ん

あ
な
た

て
人
は

し

仕
方
な
い
じ

な
い
か

ど
う
し
て
も
食
べ
た
く
な

て
し
ま

た
ん
だ
か
ら

は

ま
あ

い
い
け
ど
ね

 
静
は
陽
乃
に
抗
議
し
つ
つ
も

遼
太
郎
の
反
応
が
気
に
な
る
の
か

 
ち
ら
り
と
そ
ち
ら
に

線
を
走
ら
せ
た

 
当
の
遼
太
郎
は

を
組
み
な
が
ら

う
ん
う
ん
と
一
人
で
何
か

い
て
い
た

あ
の

遼
太
郎
さ
ん

 
静
が
恐
る
恐
る
遼
太
郎
に
話
し
か
け
る
と

遼
太
郎
は

ニ
カ

と
笑
い
な
が
ら
言

た

そ
の
気
持
ち

よ
く
分
か
り
ま
す
よ

静
さ
ん

俺
も
ラ

メ
ン
は
大
好
き

す

あ

は

は
い

 
静
は
そ
の
遼
太
郎
の
言
葉
に
安

し

嬉
し
そ
う
に
返
事
を
し
た

 
そ
し
て
話
が
ひ
と

落
し
た
所
で
六
人
は
店
に
入

て

に
つ
き
注
文
を
す
る
事
に
な

た 
明
日
奈
は

本
当
に
い
い
の
か
と
何
度
も

か
れ
な
が
ら
も

八
幡
と
同
じ
物
を
頼
み

 
目
の
前
に

が
置
か
れ
た

間

戸
惑

た
よ
う
に
八
幡
の
顔
を
見
つ
め
た
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そ
の

の
中
身
は

ひ
た
す
ら
油

油

油
で
あ

た

 
八
幡
は
そ
ん
な
明
日
奈
に

く
と

て
雪
乃
の
前
に
あ
る

を
指
差
し
た

 
明
日
奈
が
つ
ら
れ
て
そ
ち
ら
を
見
る
と
雪
乃
の
目
の
前
の

も
同
じ
よ
う
な

態
で
あ

た 
明
日
奈
の

線
に
気
が
付
い
た
雪
乃
は

笑
顔
で
明
日
奈
に
言

た

大
丈
夫

最
初
は
び

く
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

で
も
と
て
も
お
い
し
い
わ
よ

 
自
分
よ
り
も
食
が

そ
う
に
見
え
る
雪
乃
に
そ
う
言
わ
れ
た
明
日
奈
は

 
他
の
人
の

を
見
た
が

ど
れ
も
見
た
目
は
大
差
無
い
物
だ

た
の
で

 
明
日
奈
は
箸
を
取
り

恐
る
恐
る

そ
の
ラ

メ
ン
を
口
に
し
た

あ

美
味
し
い

だ
ろ

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

嬉
し
そ
う
に
明
日
奈
に
言

た

 
雪
乃
も

ほ
ら
言

た
で
し

う

と

笑
顔
で
明
日
奈
に

い
て
い
た

 
こ
う
し
て

和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
食
事
を
終
え
た
一
行
は
店
を
出
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
一
行
に

話
し
か
け
る
者
が
い
た
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楽
し
い
食
事
だ

た
み
た
い
で
す
ね

良
か

た
で
す

八
幡

 
そ
の
声
の
主
の

が
ど
こ
に
も
見
え
な
か

た

 
遼
太
郎
と
静
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た
の
だ
が

囲
に
は
誰
も
い
な
い

お
前
に
も
食
べ
さ
せ
て
や
り
た
か

た
よ

キ

ト

 
約
束
通
り

後
で
ハ
イ
オ
ク
マ
ン
タ
ン
に
し
て
や
る
か
ら

そ
れ
で
勘

な

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ハ
イ
オ
ク
マ
ン
タ
ン

し

静
さ
ん

こ
れ

て
ま
さ
か

さ

き
話
し
て
た
ド
ラ
マ
の

 
そ
の
ど
う

い
て
も
人
間
相
手
で
は
あ
り
え
な
い
セ
リ
フ
を

い
た
二
人
は
ま
さ
か
と
思

い
な
が
ら

 
陽
乃
達
が
先
ほ
ど
ま
で
乗

て
い
た

そ
の
ト
ラ
ン
ザ
ム
を
じ

と
見
つ
め
た

 
そ
の

線
に
気
付
い
た
の
か

キ

ト
は
ド
ア
を
上
下
に
動
か
し
な
が
ら

を
し
た

初
め
ま
し
て

お
二
人
と
も

私
は
キ

ト
と
言
い
ま
す

 
そ
の
丁

な

に
き

と
ん
と
し
た
後
一

の
間
を
置
い
て
二
人
は
驚
き
と
共
に
叫
ん

だ
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ほ

本
物

マ
ジ
か

す

げ
え

 
二
人
に
と

て
は

そ
れ
が
こ
の
日
一
番
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
な

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
四
人
は
キ

ト
に
乗

て
帰

て
い
き
そ
の
場
に
は
遼
太
郎
と
静
だ
け
が
残
さ
れ

た
の
だ

た
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第
１
７
３
話
 
あ
り
の
ま
ま

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
こ
う
し
て
八
幡
達
は
去

て
い
き

そ
の
場
に
は

遼
太
郎
と
静
だ
け
が
残
さ
れ
た

 

め
て
二
人
き
り
に
な

た
事
を
自
覚
し
た
静
は

 
こ
こ
か
ら
は
絶
対
に
失
敗
出
来
な
い
と

か
な
り

張
し
て
お
り

 
そ
の

静
の
い
つ
も
の
悪
い
部
分
が
顔
を

か
せ
よ
う
と
し
て
い
た

 
自
分
を

り
相
手
に
出
来
る
だ
け
自
分
を
良
く
見
せ
よ
う
と
無
理
に
背

び
を
し
て
し
ま

う 
そ
の
せ
い
で
い
つ
も
静
が
失
敗
し
て
き
た

あ
の
部
分
で
あ
る

 
一
方
遼
太
郎
は

残
念
な
が
ら
そ
の
事
に
気
が
付
い
て
は
い
な
か

た

 
八
幡
達
と
レ

ス
ま
が
い
な
事
を
し
た
後
に
一

に
ラ

メ
ン
を
食
べ
る
と
い
う
一
連
の
流

れ
の
せ
い
で
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自
分
な
り
に
考
え
て
い
た
デ

ト
の
予
定
が
全
部
パ

に
な

て
し
ま
い

遼
太
郎
は

 
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

と
て
も
悩
ん
で
い
た
の
だ

た

 
静
は
そ
ん
な
悩
む
遼
太
郎
の
決
断
を

完
全
に
受
け
身
な

態
で
待

て
い
た

 
こ
う
い

た

験
の
少
な
い
遼
太
郎
は

俺
が
し

か
り
し
な
く
て
は
と

 
使
命
感
に
も
似
た
思
い
を

き
な
が
ら
一
人
で
考
え
込
ん
で
い
た
の
だ

た
が
結

は
出

な
い

 
そ
ん
な

る
遼
太
郎
の

裏
に

先
ほ
ど
の
静
の
言
葉
が

か
ん
で
き
た

比
企
谷

君
は
自
分
一
人
で
は
敵
わ
な
い
敵
の
存
在
を
知
り

 
そ
し
て
そ
れ
を
倒
す

に

信
頼
す
る
仲
間
の
力
を

り
る
事
を
覚
え
た

 
君
へ
の
レ

ス
ン
も
全
て
終
了
だ
な

も
う
私
が
君
に
教
え
ら
れ
る
事
は
何
も
無
い

卒
業

だ

比
企
谷

そ
う
か

あ
の
言
葉
は

八
幡
だ
け
じ

な
く

今
の
俺
に
も

 
そ
し
て
遼
太
郎
は
一
人
で
悩
む
の
を
や
め

静
と
相
談
し
よ
う
と
思
い

話
し

け
た

静
さ
ん

こ
れ
か
ら
の
事
な
ん
で
す
が

は

は
い

遼
太
郎
さ
ん
の
行
き
た
い
所
に
行
き
ま
し

う
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俺
一
人
だ
と
決
め
き
れ
な
い
の
で

て

静
さ
ん

は

は
い

遼
太
郎
さ
ん

次
は
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
で
す
か

ど
こ
に
で
も
着
い
て
い
き

ま
すえ

 
そ
こ
で
初
め
て
遼
太
郎
は

静
の
様
子
が
お
か
し
い
事
に
気
が
付
い
た

 
静
の
目
が

ま
る
で
死
ん
だ

の
よ
う
な
目
に
見
え
た
の
だ

し

静
さ
ん

何
で
す
か

遼
太
郎
さ
ん

 
静
は
遼
太
郎
の
方
を
向
い
て
返
事
を
し
た
も
の
の

そ
の
顔
の
動
き
は

 
ま
る
で

ギ
ギ
ギ
と
い
う
音
が

こ
え
て
き
そ
う
な
不
自
然
な
も
の
だ

た

 
遼
太
郎
は
静
を
正
気
に

す

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
た
が
い
い
ア
イ
デ
ア
は

か
ば
ず

 
結
局
八
幡
に

話
す
る
事
に
し
た

静
さ
ん
す
み
ま
せ
ん

八
幡
に

話
す
る
ん
で

ほ
ん
の
ち

と
だ
け
待

て
て
下
さ
い

は
い

待

て
ま
す
ね
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遼
太
郎
は

静
の
事
を
心
配
し
な
が
ら
も

急
い
で
八
幡
に

話
を

け
た

 
幸
い
八
幡
が
す
ぐ
に

話
に
出
て
く
れ
た

遼
太
郎
は
と
り
あ
え
ず
八
幡
に

況
を
説
明

し
た

な
る
ほ
ど

ど
う
や
ら
先
生
は

フ

ス
の
負
の
面
に
落
ち
た

い
な

 
多
分
お
前
と
二
人
き
り
に
な

て
こ
こ
か
ら
が
勝
負
だ
と
必
要
以
上
に
入
れ
込
ん
じ
ま

て
る
ん
だ
な

 
さ
て

そ
の

態
の
先
生
を
元
に

す
方
法
か

自
分
で
も
情
け
な
い
と
思
う
ん
だ
が
い
い
案
が
思
い

か
ば
ね
え

頼
む
八
幡
お
前
だ
け

が
頼
り
だ

ま
あ

ま
だ
お

い
の
事
を
良
く
知
ら
な
い
の
に

 
全
部
自
分
で
解
決
し
ろ

て
の
も

な
話
で
は
あ
る
か

分
か

た
ち

と
待

て
く
れ

 
八
幡
は

少
し
考
え
込
ん
だ
後

遼
太
郎
に
言

た

そ
う
だ
な
と
り
あ
え
ず
衝
撃
を

え
て
み
よ
う

ク
ラ
イ
ン
今
す
ぐ
先
生
の
胸
を

め 

て

て

お
い
馬

や
め
ろ

い
や
い
や
明
日
奈

今
の
は
ほ
ん
の
冗
談
だ

て
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お
い
雪
乃

そ
の
凶
器
は
ど
こ
か
ら
出
し
た
ん
だ
よ

お
前
の
凶
器
は
そ
の
言
葉
だ
ろ

 
そ
う
い

た
物
理
的
手

を

用
す
る
の
は
や
め
て
く
れ

は

八
幡

お
い
八
幡

生
き
て
る
か

 

話
の
向
こ
う
で
は

ド
タ
バ
タ
す
る
音
と
共
に

陽
乃
の
笑
い
声
と

 
明
日
奈
と
雪
乃
が
八
幡
に
説
教
し
て
い
る
よ
う
な
言
葉
が

こ
え
て
き
た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と

話
の
向
こ
う
が
静
か
に
な
り
八
幡
は
遼
太
郎
に
返
事
を
し

た
す
ま
ん
今
の
は
ほ
ん
の
冗
談
だ

俺
の
命
が
危
な
い
か
ら
絶
対
に
実
行
に
移
さ
な
い
で
く

れ 
八
幡
の

恐
怖
に
満
ち
た
そ
の
声
に

遼
太
郎
は
当
然
と
い

た
感
じ
で
答
え
た

あ

た
り
前
だ

そ
も
そ
も
俺
は

そ
ん
な
セ
ク
ハ
ラ
は
出
来
ね

よ

お

お
う

そ
う
か

そ
れ
は
何
て
い
う
か

ク
ラ
イ
ン
ら
し
か
ら
ぬ
真

当
な
返
事
だ
な

 
で

代
案
な
ん
だ
が

ち

と
先
生
と

話
を
代
わ

て
く
れ
な
い
か

わ

分
か

た

今
度
こ
そ
頼
む

お
い

大
丈
夫
だ

一
発
で
先
生
を
目
覚
め
さ
せ
て
や
る
か
ら
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一
発

て
お
前

ち
な
み
に
ど
ん
な
手

で

 
そ
の
自
信
満
々
な
八
幡
の
言
葉
に

遼
太
郎
は
恐
る
恐
る
と
言

た
感
じ
で
質
問
し
た

 
八
幡
は
そ
の
問
い
に

簡

に
こ
う
答
え
た

キ

ト
に
煽
ら
せ
る

 
遼
太
郎
は
そ
の

煽
る
と
い
う
言
葉
に

や
や
不
安
を
覚
え
た
が

 
だ
が
し
か
し

な
の
は
間
違
い
な
さ
そ
う
な
の
で
そ
の
案
を
実
行
し
て
も
ら
う
覚
悟
を

決
め
た

分
か

た
何
か
あ

て
も
そ
れ
く
ら
い
は
頑
張

て
何
と
か
す
る
か
ら
ガ
ツ
ン
と
や

て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

お
任
せ
下
さ
い

 
い
き
な
り
キ

ト
に
そ
う
言
わ
れ
た
遼
太
郎
は

反
射
的
に

敬
語
で
返
事
を
し
た

あ

キ

ト
さ
ん
で
す
か

お
手

を
お
か
け
し
ま
す
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
い

何
で
お
前

い
き
な
り
敬
語
な
ん
だ
よ

 
そ
の
遣
り
取
り
を

い
て
い
た
ら
し
い
八
幡
が

横
か
ら

れ
た
よ
う
に
遼
太
郎
に
言

た

だ

だ

て
よ

キ

ト
さ
ん

て
明
ら
か
に

俺
よ
り
格
上

い
じ

な
い
か
よ
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お

お
う

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と

一

に
は
否
定
出
来
な
い
が

と
に
か
く
頼
む

今
静
さ
ん
に
代
わ
る

了
解
し
ま
し
た

 
そ
し
て
遼
太
郎
は

静
に

話
を
差
し
出
し
た

キ

ト
さ
ん
が

静
さ
ん
と
話
し
た
い
そ
う
で
す

は
い

遼
太
郎
さ
ん

 
静
は

況
を
理
解
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
で

話
を
受
け

取

た

 
そ
し
て

話
に
出
て
し
ば
ら
く
し
た
後

急
に
静
の
目
に
光
が

た

 
そ
し
て
静
は

話
の
向
こ
う
の
キ

ト
に
向
か

て

と
て
も
悔
し
そ
う
に
言

た

こ

こ
れ
で
勝

た
と
思
う
な
よ
お
お
お
お
お

 
遼
太
郎
は
そ
の
少
し
子

い
静
の
叫
び
を

き

 
笑
い
を

え
な
が
ら
も
静
が
元
に

た
事
を
確
信
し
心
の
中
で
キ

ト
に
感
謝
し
た
の

だ
が

 
次
の

間
静
は
誰
か
に
何
か
言
わ
れ
た
の
か
顔
を
真

に
し
な
が
ら
遼
太
郎
の
方
を
見
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た 
直
後
に
静
が
遼
太
郎
に

話
を
差
し
出
し
て
き
た
の
で
遼
太
郎
は
何
事
か
と
思
い
な
が
ら
も

 
そ
の

話
を
受
け
取
り

話
に
向
か

て
話
し

け
た

も
し
も
し

お
う
ク
ラ
イ
ン

心
配
し
な
く
て
も

ク
ラ
イ
ン
は
先
生
に
ベ
タ

れ
で
す
よ

 

て

今
言

て
お
い
た
か
ら

後
は
お
前
に

投
げ
す
る
わ

ち

ん
と
結
果
を
出
せ
よ

お
い
い
い

そ
こ
ま
で
言

た
な
ら

せ
め
て
ち

と
だ
け
で
も

何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
れ
よ

 
そ
の
遼
太
郎
の

き
言
を

い
た
八
幡
は

話
の
向
こ
う
で
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
言

た

や
れ
や
れ
仕
方
な
い

そ
う
だ
な

そ
の
場
所
か
ら
な
ら

千
葉

あ

千
葉

前
に
で

も
出
て

 
後
は
好
き
な
所
を

当
に
回
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

当
だ
な
お
い

あ
な
が
ち

当

て

で
も
な
い
ん
だ
が
な

後
は
自
分
で
考
え
ろ

お
い

八
幡



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

そ
れ
じ

後
は
二
人
で
ご
ゆ

く
り

て
事
で

お

お
い

八
幡

八
幡

 
八
幡
は
そ
う
言
い
残
す
と
あ

さ
り
と

話
を
切

た

 
遼
太
郎
は
八
幡
の
残
し
た
言
葉
に
つ
い
て
必
死
で
考
え

 
そ
し
て
何
か
を
思
い
つ
い
た
よ
う
に
ハ

と
し
た
顔
を
し
た

 
静
は
ま
だ
も
じ
も
じ
し
て
い
た
の
だ
が

そ
ん
な
静
に
遼
太
郎
は
語
り
か
け
た

あ
の

静
さ
ん

一
つ
俺
か
ら
提
案
が
あ
る
ん
で
す
が

は

は
い

八
幡
達
の
乱
入
で

予
定
が
す

か
り
狂

ち

た
じ

な
い
で
す
か

 
本
当
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
静
さ
ん
と
相
談
し
て
決
め
た
い

て
思

て
た
ん
で
す
け

ど 
八
幡
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
て

一
つ
思
い
付
い
た
事
が
あ
る
ん
で
す

ア
ド
バ
イ
ス

で
す
か

簡

に
言
う
と

千
葉
に
出
て

当
に
回
れ

て
ア
ド
バ
イ
ス
で
す

千
葉

千
葉

前
で
す
か



 第１７３話 ありのまま

 
静
は
そ
れ
を

き

八
幡
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
始
め
た
が

 
静
が
何
か
を
思
い
付
く
前
に

遼
太
郎
は
静
に
言

た

と
り
あ
え
ず
今
か
ら
そ
こ
に

一

に
行
き
ま
し

う

 
で

興
味
が
あ
る
所
を
交

に
で
も
選
ん
で

そ
こ
に
入
り
ま
せ
ん
か

普
通
で
す
ね

あ

ご

ご
め
ん
な
さ
い
私

た
ら

い
や

い
い
ん
で
す

そ
の
通
り
で
す

普
通

す

 
静
は
そ
の
提
案
を

き

思

た
事
を
う

か
り
そ
の
ま
ま
口
に
出
し
て
言

た
が

 
そ
れ
を
遼
太
郎
は
笑
顔
で

定
し
た

多
分
そ
れ
が
静
さ
ん
の
事
を
も

と
良
く
知
る

に
は
一
番
い
い
方
法
だ
と
思
う
ん
で
す

 
余
所
行
き
の
場
所
に
行
く
の
は

少
な
く
と
も
今
じ

な
い

て
思
う
ん

す
よ
ね

確
か
に

そ
れ
な
ら
私
も

も

と
遼
太
郎
さ
ん
の
事
を
色
々
理
解
出
来
る
か
も

 
静
は

き
な
が
ら

遼
太
郎
に
同
意
し
た

あ
ざ

す

そ
れ
じ

あ
そ
う
と
決
ま

た
ら

速
行
き
ま
す
か

は
い

遼
太
郎
さ
ん

 
静
は

花
の
よ
う
に
微
笑
み
な
が
ら

遼
太
郎
に
言

た
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こ
う
し
て
二
人
は
ま

た
く
背

び
を
せ
ず
自
分
達
が
興
味
を
引
か
れ
た
店
に
次
々
と
入

り 
時
に
は
何
か

い
物
を
し

時
に
は
何
か
に
感
動
し

時
に
は
何
か
に

り
を
ぶ
つ
け
た

 
ち
な
み
に

食
は
サ
イ
ゼ
だ

た

遼
太
郎
は
サ
イ
ゼ
に
入
る
の
は
初
め
て
だ

た
よ
う
で

 
美
味
い
美
味
い
と
言
い
な
が
ら

と
て
も
楽
し
そ
う
に
食
事
を
し
て
い
た

 
静
は
そ
ん
な
遼
太
郎
の

を
好
ま
し
く
思
い
な
が
ら

 
ま

た
く

張
す
る
事
無
く
純

に
食
事
を
楽
し
む
事
が
出
来
た

さ
て

次
は
ど
こ
に
行
き
ま
し

う
か

 
食
事
を
終
え
店
を
出
た
後
満
足
そ
う
に
そ
う
言

た
遼
太
郎
に
静
が
遠

が
ち
に
切
り

出
し
た

あ

あ
の

遼
太
郎
さ
ん

は
い

静
さ
ん

ち

と
遼
太
郎
さ
ん
を
案
内
し
た
い
場
所
が
あ
る
ん
で
す
が

 
静
の
顔
が
真
剣
だ

た

遼
太
郎
は
二
つ
返
事
で
そ
の
提
案
を
オ

ケ

し
た

分
か
り
ま
し
た

ど
こ
へ
な
り
と

喜
ん
で
お

し
ま
す
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第
１
７
４
話
 
二
人
の
時

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
遼
太
郎
が

に
乗
り
込
む
と

静
は
静
か
に

を
ス
タ

ト
さ
せ
た

 
遼
太
郎
は

静
か
ら
何
か
説
明
が
あ
る
か
な
と
思
い

そ
の
言
葉
を
待

て
い
た

 
だ
が
案
に
相
違
し
て
静
は
機

は
悪
く
は
無
さ
そ
う
だ

た
が
特
に
話
し

け
て
は
こ
な

か

た
静
さ
ん
と
楽
し
く
お

り
す
る
の
は
当
然
楽
し
い
と
し
て

 
こ
う
い
う
静
さ
ん
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
問
題
な
く
楽
し
い
し
ま
あ
こ
う
い
う
時
間
も
必

要
か
な

 
そ
う
考
え
た
遼
太
郎
は

静
の
息
遣
い
を
感
じ
な
が
ら

心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

 
静
は

の
運
転
は
得
意
で
あ
り
と
い
う
事
は

の
事
を
良
く
知

て
い
る
と
い
う
事
で
も

あ
る
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ち
な
み
に
静
は

か
つ
て

マ
ン
ガ
に
影

を
受
け

 
満
タ
ン
に
し
た
コ

プ
の
水
を
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
運
転
を
す
る
訓
練
を
し
て
い
た
時
期
が
あ

る 
そ
ん
な
静
は
ま

た
く
の
自
然
体
で
運
転
を
続
け
て
い
る
だ
け
だ

た
の
だ
が
そ
の
訓
練

の
せ
い
か

 

は
と
て
も
滑
ら
か
な

動
で
走
り
続
け
て
お
り

い
つ
し
か
遼
太
郎
は

 
深
い
眠
り
の
世
界
へ
と
誘
わ
れ
て
し
ま

た
の
だ

た

  
ど
れ
く
ら
い
時
間
が

た
の
だ
ろ
う

遼
太
郎
は

に
何
か
が
触
れ
た
気
が
し
て

 
ぼ
ん
や
り
と
目
を
覚
ま
し
た

ど
う
や
ら
い
つ
の
間
に
か

は

し
て
い
る
よ
う
だ

 
遼
太
郎
は
重
い

を
頑
張

て
開
く
と

そ
こ
に
は
こ
ち
ら
を

き
込
ん
で
い
る
静
の
顔
が

あ

た

 
心
な
し
か

そ
の
顔
は
少
し
紅
潮
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

あ

す
み
ま
せ
ん

俺

ち
ま

て
ま
し
た

す
す
す
す
す
す
み
ま
せ
ん

ち

と
魔
が
さ
し
た
だ
け
な
ん
で
す
う
う
う
う
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へ
 
遼
太
郎
は

き

と
ん
と
し
な
が
ら
首
を
か
し
げ
た

 
そ
れ
を
見
た
静
は

て
な
が
ら

何
で
も
な
い
で
す

と
言
う
と

の
ド
ア
を
開
け

外

に
出
た

 
遼
太
郎
は
そ
れ
を
見
て

同
じ
く

の
ド
ア
を
開
け

外
に
出
た

 
遠
く
に
新
都
心
ら
し
き
明
か
り
が
見
え

囲
に
は
潮
の
香
り
が

て
い
た

 
遼
太
郎
は
興
味
深
げ
に

更
に

囲
を
注
意
深
く
観
察
し
た

こ
こ
は

橋
の
上

 
ど
う
や
ら
こ
こ
は

東
京

口
に
あ
る
橋
の
上
の
よ
う
だ

 
橋
の

は
カ

プ
ル
達
の
落
書
き
だ
ら
け
で
遼
太
郎
は
そ
れ
を
見
て
か
つ
て
の
八
幡

と
同
じ
く

 
け

と
思

た
が
直
ぐ
に
そ
う
い
え
ば
今
の
自
分
達
も
カ

プ
ル
な
ん
だ

た
と
思
い

直
し
た

 
遼
太
郎
が

り
向
く
と

そ
こ
に
は
静
の

は
無
か

た

 
ど
う
や
ら
少
し
離
れ
た
所
に
あ
る
自
動

機
で

何
か
を

て
い
る
ら
し
い
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そ
し
て

て
き
た
静
は

遼
太
郎
に
一
声

け
る
と

コ

ヒ

を
放

て
き
た

 
遼
太
郎
は
そ
れ
を
片
手
で
簡

に
キ

チ
す
る
と

静
の
方
へ
と
歩
み
寄

た

 
静
は
橋
の

に
も
た
れ
か
か
り

じ

と
海
の
方
を
見
つ
め
て
い
た

 
遼
太
郎
は
静
の
隣
に

び

同
じ
よ
う
に

に
も
た
れ
か
か
る
と

静
に
言

た

あ
ざ

す

静
さ
ん

こ
こ
が
目
的
の
場
所
で
す
か

は
い

遼
太
郎
さ
ん

 
静
は
そ
う
答
え
る
と

少
し
遠
い
目
を
し
た

 
遼
太
郎
は
そ
ん
な
静
を
見
て

こ
こ
で
何
か
が
あ

た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
も

 
そ
れ
が
悪
い
話
で
は
な
い
事
を

り
つ
つ

大
人
し
く
静
の
言
葉
を
待
つ
事
に
し
た

懐
か
し
い

懐
か
し
い

で
す
か

こ
こ
に
来
る
の
は
久
し
ぶ
り
な
ん
で
す
よ
前
は
一
番
の
お
気
に
入
り
の
場
所
だ

た
ん
で
す

け
ど
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

し
ば
ら
く
来
な
か

た
理
由
を

い
て
も
い
い
ん
で
す
か
ね

は
い

実
は
こ
こ
は

あ
の
事
件
が

こ
る
直
前
に
比
企
谷
と
二
人
で
話
し
た
場
所
な
ん
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で
す
よ

 
静
は
そ
う
言
う
と

遼
太
郎
の
方
を
向
い
た

生
徒
会
⻑
だ

た
一
色
に
他
校
と
の
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を
頼
ま
れ
た
比

企
谷
は

 
何
と
か
そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
よ
う
と

一
人
で
あ
が
い
て
い
ま
し
た

 
そ
の
時
は

雪
ノ
下
と
由
比

と
の
関
係
が
少
し
お
か
し
く
な

て
い
た
時
期
で
も
あ
り

 
私
の
目
に
は
比
企
谷
は

今
に
も
壊
れ
そ
う
な
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
見
え
て
い
ま
し
た

 
な
の
で
こ
こ
に
連
れ
て
き
て

少
し
話
を
し
ま
し
た

そ
の
甲
斐
が
あ

た
の
か

 
比
企
谷
は
雪
ノ
下
や
由
比

と
の
関
係
を

し
そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
立

に
や
り
と
げ
ま

し
た

 
そ
の
直
後
で
す

比
企
谷
が
い
な
く
な

た
の
は

そ
う

で
す
か

 
遼
太
郎
は

そ
の
時
の
静
の
気
持
ち
を
考
え

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
を
し
た

そ
れ
以
来

私
は
こ
こ
に
来
る
と
ど
う
し
て
も

し
み
と
同
時
に

 

り
を
お
ぼ
え
て
し
ま
う
よ
う
に
な

た
ん
で
す
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り

で
す
か

 
遼
太
郎
は

り
と

い
て
少
し
戸
惑

た
が

次
の
静
の
言
葉
を

い
て
納
得
し
た

は
い

神
は
何
故

幸
せ
に
な
ろ
う
と
す
る
比
企
谷
の

魔
を
す
る
の
か
と

 
一
体
比
企
谷
が

ど
ん
な
悪
い
事
を
し
た
の
か
と

こ
の
時
ば
か
り
は

 
い
る
は
ず
も
な
い

運
命
の
神
な
ど
と
い
う
も
の
に

心
か
ら

り
を
覚
え
ま
し
た

は
い

そ
れ
か
ら
何
度
か
は

一
人
で
こ
こ
を
訪
れ
て
み
た
ん
で
す
が

 
結
局
私
は

こ
こ
に
来
る
の
を
や
め
ま
し
た

 
私
に
と

て
は

一
番
心
が
落
ち
着
く
お
気
に
入
り
の
場
所
だ

た
ん
で
す
け
ど
ね

 
こ
こ
に
来
る
と
ど
う
し
て
も

私
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
後

帰
り
間

に

 
空
を
見
上
げ
な
が
ら

ど
こ
か
困
惑
し
た
よ
う
な

そ
れ
で
い
て
ど
こ
か
晴
れ
や
か
な

 
何
と
も
言
え
な
い
表
情
を
し
た
比
企
谷
の
顔
が

に

か
ん
で
き
て

 
ど
う
し
て
も

り
や

し
み
と
い

た
感
情
を

え
ら
れ
な
く
な

て
し
ま

て

 
静
は
話
を
一

そ
こ
で
切
る
と

遼
太
郎
の
目
を
ま

す
ぐ
見
つ
め
な
が
ら

話
を
続
け
た

私
は
結
局

こ
の
場
所
に
い
る
の
が
つ
ら
く
て

逃
げ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
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あ
れ
だ
け
熱
心
に
や

て
い
た
婚
活
も

ま

た
く
や
る
気
が

き
ま
せ
ん
で
し
た

静
さ
ん

そ
れ
は

 
静
は
首
を
横
に

る
と

そ
し
て
つ
い
に
比
企
谷
は

自
力
で
私
達
の
下
へ
と
帰

て
き
て
く
れ
ま
し
た

 
比
企
谷
は
過

な

の
中
に
い
な
が
ら
も
と
て
も
立

に
成
⻑
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た

 
そ
れ
を
今
日

き
ち
ん
と
確
認
出
来
た
私
は

ふ
と
思

た
ん
で
す

 
今
こ
こ
に
来
た
ら

私
は
何
を
感
じ
る
の
か
と

で
も
や

ぱ
り
ち

と
怖
く
て

 
遼
太
郎
さ
ん
に
一

に
来
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
す
る
事
で

や

と
勇
気
が
出
ま
し
た

な
る
ほ
ど

で

ど
う
で
し
た
か

 
静
は
そ
れ
ま
で
の
深
刻
そ
う
な
表
情
を

め

笑
顔
で
言

た

や

ぱ
り
神
様
に
文

を
言
い
た
く
な
り
ま
し
た

 
結
果
的
に
は
良
か

た
も
の
の
ち

と
厳
し
す
ぎ
る

練
じ

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か

ては
は

ま
あ
確
か
に

俺
達
に
と

て
は

す
げ

き
つ
い

練
で
し
た
ね

あ
と
比
企
谷
や
遼
太
郎
さ
ん
に
は
ち

と

し

な
い
で
す
け
ど
お

も
言
い
た
く
な
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り
ま
し
た

お

で
す
か

奇
遇

す
ね

俺
も

す
よ

 
そ
し
て

二
人
は
同
時
に
こ
う
言

た

静
さ
ん
に
出
会
う
事
が
出
来
た

す

遼
太
郎
さ
ん
に
出
会
う
事
が
出
来
ま
し
た

 
二
人
は
お

い
の
言
葉
を

き
顔
を
見
合
わ
せ
る
と
少
し

れ
な
が
ら
も
微
笑
み
あ

た

 
遼
太
郎
は

こ
こ
で
は

き
り
と
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
い
の
は
男
じ

ね
え

 
と
思
い
な
が
ら

意
を
決
し
て
静
に
言

た

静
さ
ん

さ

き

逃
げ
た

て
言

て
た
じ

な
い
で
す
か

は

は
い

俺
個
人
と
し
て
は

そ
う
い
う
時
も
あ
る
よ
な

て
思
い
ま
す
け
ど

 
静
さ
ん
が
そ
れ
を
許
せ
な
い

て
言
う
な
ら
次
か
ら
は
俺
が
静
さ
ん
が
逃
げ
な
い
よ
う
に

え
ま
す

 
一
人
な
ら

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
で
も

二
人
な
ら
き

と

え
ら
れ
ま
す

 
も

と
も
そ
こ
ま
で
つ
ら
い
事
な
ん
か

こ
ら
な
い
方
が
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
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と

す
み
ま
せ
ん

話
が
少
し
反
れ
ま
し
た

 
静
は
そ
の
前
置
き
で
遼
太
郎
の
言
い
た
い
事
を
察
し
た
の
か
か
な
り

張
し
て
い
る
様
子

で 
何
も
言
葉
を
発
す
る
事
が
出
来
ず
真

に
な
り
な
が
ら
も
静
か
に
遼
太
郎
の
顔
を
見
つ
め

て
い
た

俺
は
ま
だ
会
社
で
も
ペ

ペ

で
す
し

静
さ
ん
に
苦
労
を
か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
で
も
そ
の
代
わ
り

静
さ
ん
の
背
中
は
必
ず
俺
が
守
り
ま
す

 
今
日
一
日
あ
り
の
ま
ま
の
静
さ
ん
の

を
見
て
そ
れ
で
も
俺
の
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た

 
俺
に
は
あ
な
た
が
必
要
な
ん
で
す

あ
な
た
し
か
い
ま
せ
ん

 
静
さ
ん
あ
な
た
の
事
が
大
好
き
で
す

俺
と
結
婚
を
前
提
に
お
付
き
合
い
し
て

け
な
い

で
し

う
か

 
背
中
を
守
る

と
い
う
言
い
回
し
は

こ
の
場
に
は
微

に
不

切
な
気
も
す
る
が

 
そ
の
言
葉
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生
還
し
た
遼
太
郎
に
と

て
は
と
て
も
大
事
な
言
葉
で
あ

た

 
そ
れ
を
察
し
た
静
は

嬉
し
さ
の
あ
ま
り

し
ば
ら
く
口
が

け
な
か

た
が
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や
が
て
静
は
大

の
涙
を

ろ

ろ
と
流
し
始
め
た

そ
れ
を
見
た
遼
太
郎
は
か
な
り

て
たし

静
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い

俺

何
か
ま
ず
い
事
を
言

ち

い
ま
し
た
か

い
え

ご
め
ん
な
さ
い
遼
太
郎
さ
ん

こ
れ
は
違
う
ん
で
す

 
静
は
涙
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら

遼
太
郎
に
笑
顔
を
向
け
た

誰
か
に
必
要
と
さ
れ
る
事
が
こ
ん
な
に
嬉
し
い
な
ん
て
知
ら
な
か

た
の
で

 
少
し
び

く
り
し
て
し
ま

て

そ
れ
で
涙
が

そ

そ
れ
じ

あ

 
そ
し
て
静
は

こ
の
日
一
番
の
笑
顔
で
遼
太
郎
に
言

た

は
い

も
ち
ろ
ん
お
受
け
し
ま
す

遼
太
郎
さ
ん

私
も
あ
な
た
が
大
好
き
で
す

静
さ
ん

遼
太
郎
さ
ん

 
二
人
は

く

き
合
い

そ
の
ま
ま
見
つ
め
あ

た
二
人
は

そ

と
キ
ス
を
し
た

 
キ
ス
を
終
え
た
二
人
は

と
て
も
幸
せ
な
気
分
で

お

い
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
い
た

 
同
時
に
遼
太
郎
は

今
の
静
の

の
感
触
に

確
か
に
覚
え
が
あ
る
事
に
気
が
付
き
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か
ら
か
う
よ
う
に
静
に
言

た

静
さ
ん
と
は
二
度
目
の
キ
ス
に
な
り
ま
す
ね

あ

き

気
付
い
て
た
ん
で
す
か

こ
こ
に
着
い
た
時

に
何
か
が
触
れ
た
感
触
が
あ

た
ん
で
す
よ
ね

 
あ
の
時
は
良
く
分
か
ら
な
か

た
け
ど

今
の
キ
ス
で
分
か
り
ま
し
た

う

遼
太
郎
さ
ん
の

意
地
悪

 
そ
ん
な
じ

れ
あ
う
二
人
の

を

月
が
祝
福
す
る
よ
う
に
明
る
く

ら
し
て
い
た

 
こ
う
し
て
遼
太
郎
の
彼
女
い
な
い
歴
は
終
わ
り
を
告
げ

 
静
は
つ
い
に

婚
活
生
活
に
終
止

を
う
つ
事
と
な

た
の
だ

た
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第
１
７
５
話
 
な
る
ほ
ど

そ
れ
で

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日
明
日
奈
は

た
ま
た
ま
八
幡
の
家
に
遊
び
に
来
て
い
た

 
明
日
奈
は
八
幡
の
ベ

ド
の
上
で
ご
ろ
ご
ろ
し
な
が
ら
八
幡
お

め
の
ラ
ノ
ベ
を

ん
で
い

た 
そ
ん
な
明
日
奈
に

八
幡
は
立
ち
上
が
り
な
が
ら
声
を

け
た

明
日
奈
す
ま
ん

ち

と
ト
イ
レ
に
行

て
く
る

は

い

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

部
屋
の
ド
ア
を
開
け

を
下
り
て
い

た
の
だ
が

 
明
日
奈
は
ひ
き
続
き
ご
ろ
ご
ろ
し
な
が
ら

そ
の
ま
ま

書
を
続
け
て
い
た

 
そ
ん
な
時

い
き
な
り
八
幡
の

の
着
信
音
が
鳴

た

 
明
日
奈
は

慣
れ
た
様
子
で
八
幡
の

の
画
面
に
表

さ
れ
た
名
前
を
確
認
す
る
と
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慣
れ
た
手
付
き
で
通
話
ボ
タ
ン
を
押
し

話
の
向
こ
う
に
呼
び
か
け
た

も
し
も
し

あ

あ
れ

す
み
ま
せ
ん

間
違
え
ま
し
タ

え

間
違

て
な
い
よ

ア
ル
ゴ
さ
ん

も
し
か
し
て

ア

ち

ん
カ

う
ん

ア
ル
ゴ
さ
ん

ど
う
か
し
た
の

 
ア
ル
ゴ
が
明
日
奈
の
名
前
を
確
認
し
た

に
無
言
に
な

た

 
明
日
奈
は
何
事
か
と
思
い

ア
ル
ゴ
に
そ
う

ね
た
の
だ
が

 
ア
ル
ゴ
は
戸
惑

た
様
子
で

逆
に
明
日
奈
に

き
返
し
て
き
た

な

な
あ
ア

ち

ん

こ
の
番

ハ

の

の
番

で
間
違
い
な
い
よ
ナ

う
ん

あ

て
る
よ

そ
う
カ

あ
あ

八
幡
君
に

け
た
つ
も
り
が

話
に
出
た
の
が
私
だ

た
か
ら



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

 
も
し
か
し
て
番

を

け
間
違
え
た
の
か
と
思

た
の
か
な

 
明
日
奈
は

こ
れ
が
八
幡
の

だ
と
今
さ
ら
な
が
ら
思
い
出
し

 
い
か
に
も

点
だ

た
と
い
う
感
じ
で
そ
う
言

た

ま
あ

ち

と
ず
れ
て
る
け
ど
大
体
そ
れ
で
あ

て
る

 
ア
ル
ゴ
の
本
来
の
疑
問
は

何
故
八
幡
の

へ
の
着
信
に
対
し
て

 
普
通
に
明
日
奈
が
出
る
の
か
と
い
う
事
だ

た
の
だ
が
そ
れ
を
直
接
明
日
奈
に

く
事
は

わ
れ
た

 
ア
ル
ゴ
は
と
り
あ
え
ず

八
幡
が
今
何
を
し
て
い
る
の
か

明
日
奈
に

ね
る
事
に
し
た

で

ハ

は
そ
こ
に
い
る
の
カ

つ
い
さ

き
ト
イ
レ
に
行

た
ん
だ
よ
ね

ち
な
み
に
今
は
八
幡
君
の
部
屋
だ
よ

 
あ
今

て
き
た
み
た
い
ち

と
待

て
て
ね

八
幡
君
ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら

話

 

話
の
向
こ
う
か
ら

足
音
と
共
に
八
幡
の
返
事
が

こ
え

す
ぐ
に
八
幡
が

話
に
出
た

お
う

ア
ル
ゴ
か

何
か
あ

た
か

そ
の
前
に

き
た
い
ん
だ
け
ど

何
で
ハ

の

へ
の
着
信
を

 
ア

ち

ん
が
普
通
に
と

て
る
ん
だ

ま
あ
別
に
何
か
こ

ち
に
不
都
合
が
あ
る

じ
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な
い
け
ど
サ

お

あ
あ

す
ま
ん

そ
れ
は
疑
問
に
思
う
よ
な

 
八
幡
は

ア
ル
ゴ
の
疑
問
は
当
然
だ
と
思
い

そ
う
言

た

 
そ
し
て
八
幡
は
ア
ル
ゴ
に

の
説
明
を
始
め
た

簡

に
言
う
と
な
今
俺
の

に
入

て
る
ア
ド
レ
ス
は
全
員
明
日
奈
の
知
り
合
い
な
ん

だ
よふ

む
ふ
む

そ
う
な
る
と
俺
の

に
か
か

て
き
た

話
に
明
日
奈
が
出
て
も
何
も
問
題
は
な
い
だ

ろ 
だ
か
ら
俺
が
そ
の
場
に
い
な
い
時
は

明
日
奈
に
と

て
く
れ

て
言

て
あ
る
ん
だ
よ

 
ア
ル
ゴ
は
そ
の
八
幡
の
説
明
に
微

な
気
分
に
な
り
な
が
ら
も
口
に
出
し
て
は
こ
う
言

た
そ
れ
は
ま
あ

男
ら
し
い

の
カ

お
う

も

と
褒
め
て
く
れ

俺
は
あ
ま
り
他
人
に
褒
め
ら
れ
た
事
が
無
い
ん
で
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

ア
ル
ゴ
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
こ
う
答
え
た
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は

ま
あ

交
友
関
係
の

さ
に
は
触
れ
な
い
で
お
い
て
や
る
カ

お
い

お
前
そ
れ

バ

チ
リ
言

ち

て
る
か
ら
な

ま
あ

く
て
太
い
関
係
の
女
子
が
多
い

て
事
で

失

だ
な

男
も
い
る
ぞ

え

と

家
族
以
外
で
八
人
く
ら
い
は

う
お

予
想
よ
り
よ
り
は
る
か
に
多
い
ナ

 
ア
ル
ゴ
は
そ
う
言
う
と

キ
リ
ト

材
木
座

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン

レ
コ
ン
の
顔
を
思
い

か
べ
た

五
人
ま
で
は
分
か
る
け
ど
あ
と
三
人
が
わ
か
ら
な
い
な

八
人

て
見
栄
を
張

て
な
い

カ
失

な

本
当
だ
ぞ

残
り
の
三
人
は

戸

と

葉
山

そ
れ
に
戸
部
だ

 
ア
ル
ゴ
は
前
に
材
木
座
か
ら

戸

の
名
前
を

い
た
事
が
あ
る
の
を
思
い
出
し
た

あ
あ

戸

王
子
の
名
前
は

前
に
材
木

ち
か
ら

い
た
事
が
あ
る
な

 
残
り
の
二
人
の
名
前
は

い
た
事
が
無
い
け
ど
な

高
校
の
同
級
生
カ

王
子

て
お
前
な

ま
あ
い
い
や

 
病
院
で
須

に
襲
わ
れ
た
時
に

助
け
て
く
れ
た
の
が

そ
の
二
人
だ
な



 第１７５話 なるほど、それで

 
ア
ル
ゴ
は
そ
の
話
を

き
そ
の
二
人
の
事
を
以
前
八
幡
に

か
さ
れ
た
事
が
あ
る
の
を
思

い
出
し
た

あ
あ

そ
う
い
え
ば

い
た
事
が
あ

た
あ

た

ち
な
み
に

女
子
の
人

は
何
人
な

ん
ダ企

業
秘
密
だ

ふ

ん

家
族
の
小
町
ち

ん
を
抜
い
て

十
三
人

て
所
カ

 
ア
ル
ゴ
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
メ
ン
バ

の

を
素

く
計
算
し

そ
う
言

た

残
念

十
六
人
だ

そ
の
中
で
ア
ル
ゴ
が
知

て
そ
う
な
の
は

ア
ス
ナ

リ
ズ
ベ

ト

シ

リ
カ

 
リ

フ

ユ
キ
ノ

ユ
イ
ユ
イ

イ
ロ
ハ

ソ
レ
イ
ユ

メ
ビ
ウ
ス

ユ
ミ

 
後

こ
の
前
説
明
し
た

ク
ラ
イ
ン
の
彼
女
の
平

先
生
に

ア
ル
ゴ
を
足
す
と

あ
れ

十
二
人
だ
な

ハ

オ
レ

ち

薔
薇
ち

ん
と
は
同
じ
職
場
の
同

だ

 
八
幡
は

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な
と
思
い
つ
つ
も

 
知
り
合
い
だ
と
い
う
事
を
ア
ル
ゴ
に
言

た
事
は
無
い
と
思
い

そ
の
事
に
つ
い
て

ね
た
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正
解
な
ん
だ
が

何
で
俺
と
薔
薇
が
番

を
交
換
し
て
あ
る

て
知

て
る
ん
だ

あ
あ

そ
れ
は
先
日

珍
し
く
薔
薇
ち

ん
が

材
木

ち
に
キ
レ
て
て
な

 
そ
の
時

を
取
り
出
し
な
が
ら

八
幡
に
言
い
つ
け
る
わ
よ

て
言

て
た
の
を
見

た
ん
だ

何
や

て
ん
だ
あ
い
つ
ら

 
八
幡
は

そ
の
ア
ル
ゴ
の
説
明
に

を
覚
え
た
が

と
り
あ
え
ず
ス
ル

す
る
事
に
し
た

ま
あ
そ
れ
で
十
三
人
か

さ
す
が
に
計
算
が
速
い
な

ア
ル
ゴ

で

オ
レ

ち
の
知
ら
な
い
残
り
の
三
人
は

気
相
手
か
何
か
カ

ん
な

ね

だ
ろ

川
崎

海

名

本

て
い
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
の
知
り
合
い
だ
な

 
ち
な
み
に
全
員
明
日
奈
と
面
識
が
あ
る

 
明
日
奈
と
姫
菜
は

優
美
子
の
紹
介
で
一
度
一

に
遊
び
に
い

た
事
が
あ

た

 
ち
な
み
に
そ
の
時

姫
菜
が
強
引
に
誘

て
連
れ
て
き
た
の
が
沙
希
だ

た

ふ
む
ふ
む

な
る
ほ
ど

ハ

の
企
業
秘
密

し

か
り
と
メ
モ

て
お
い
た

あ
れ

お

お
い

ま
さ
か
ち

と
煽

た
く
ら
い
で
こ
ん
な
に
簡

に
全
員
の
名
前
を

て
く
れ
る
と
は



 第１７５話 なるほど、それで

ナ
な
ん

だ
と

 
八
幡
は
ア
ル
ゴ
の

な
煽
り
に
上
手
く
乗
せ
ら
れ

 
全
員
の
名
前
を
教
え
て
し
ま

た
事
に
気
が
付
き

愕
然
と
し
た

 
だ
が
そ
こ
は
八
幡
で
あ
る

転
ん
で
も
タ
ダ
で
は

き
な
い

ま
あ
知
ら
れ
ち
ま

た
な
ら
仕
方
が
な
い
な

よ
し

情
報
料
を
よ
こ
せ

 
八
幡
は
ア
ル
ゴ
か
ら
見
え
な
い
の
を
い
い
事
に

ド
ヤ
顔
で
そ
う
言

た
の
だ
が

 
そ
ん
な
八
幡
に
ア
ル
ゴ
は

同
じ
く
ド
ヤ
顔
で
言

た

な

ハ

情
報
料
を

て
も
い
い
ん
だ
が

そ
の
前
に

 
オ
レ

ち
の
情
報
屋
と
し
て
の
ル

ル

覚
え
て
る
カ

お
前
の
情
報
屋
と
し
て
の
ル

ル

確
か
あ
れ
は

あ

 
ア
ル
ゴ
の
言
葉
を
受
け

そ
の
内
容
を
思
い
出
し
た
八
幡
は

 
自
分
が

勢
に
立
た
さ
れ
て
い
る
事
を
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

ど
う
や
ら
気
が
付
い
た
よ
う
だ
な

オ
レ

ち
は

無
償
で
得
た
情
報
は
公
開
し
な
い

 
だ
が

対
価
を

て
得
た
情
報
は

遠

な
く
商

の
タ
ネ
に
す
る
ん
だ
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くつ
ま
り

こ
こ
で
ハ

が
オ
レ

ち
か
ら
情
報
料
を
受
け
取

た

間

 
さ

き
の
情
報
は

オ
レ

ち
の
商

の
タ
ネ
に
な
る
ん
だ

お

俺
の
情
報
な
ん
か

う
奴
は
い
な
い
だ
ろ

 
八
幡
は

最
後
の

抗
と
ば
か
り
に
そ
う
言

た
の
だ
が

 
少
し
の

の
後

話
の
向
こ
う
か
ら

ア
ル
ゴ
が
誰
か
と
会
話
す
る
声
が

こ
え
た

お

い
二
人
と
も

ち

と
い
い
か

 
今

ハ

の
ヒ
ミ
ツ
の
情
報
を
仕
入
れ
た
ん
だ
け
ど

良
か

た
ら

て
み
な
い
カ

ア
ル
ゴ

今
何
と

八
幡
の
ヒ
ミ
ツ
の
情
報

て
言
い
ま
し
た
か

 
こ
れ
は
八
幡
に
対
し
て
優

に
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
絶
好
の
チ

ン
ス

よ
し

言
い

で

た

え

え

本
当
に

う

う

絶
対

う
わ

も
ち
ろ
ん
私
も
言
い

で

 
ふ
ふ
ふ

私
だ

て
い
つ
ま
で
も
や
ら
れ

ぱ
な
し
じ

な
い
わ
よ

 
つ
い
に
あ
い
つ
に
一

ふ
か
せ
ら
れ
る
チ

ン
ス

す
ま
ん
俺
が
悪
か

た
そ
ん
な
大
し
た
情
報
だ
と
は
思
わ
な
い
が
そ
れ
で
も
勘

し
て
く



 第１７５話 なるほど、それで

れ 
八
幡
は

話
の
向
こ
う
の
義

と
薔
薇
の
声
を

き

す
ぐ
に

れ
た

 
こ
の
勝
負

八
幡
の
完
全
敗
北
で
あ
る

そ
ん
な
八
幡
に
ア
ル
ゴ
が
言

た

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
今
回
は

特
別
に
勘

し
て
や
る

お

お
う

頼
む
わ

 
そ
こ
で
こ
の
話
は
終
わ
り
か
と
思
わ
れ
た
が

そ
の
時
ア
ル
ゴ
が

突
に
言

た

ハ

二
人
が
ハ

に

何
か
言
い
た
い
み
た
い
な
ん
だ
ガ

お

何
か
あ

た
の
か

別
に

わ
な
い
ぞ

ん
じ

今
ス
ピ

カ

で
全
員
に

こ
え
る
よ
う
に
す
る

 
そ
の

間
に

話
か
ら
材
木
座
と
薔
薇
の
大
声
が

こ
え
て
き
た

八
幡

ち

と
あ
ん
た

お

お
う

ど
う
し
た

 

話
の
向
こ
う
の
二
人
は
す
ご
い
剣
幕
で
ど
う
や
ら
何
か
に

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

 
八
幡
は
動

し

純
に

き
返
す
事
し
か
出
来
な
か

た
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ア
ル
ゴ

と
の
会
話
が
少
し

こ
え
て
き
た
が

ふ
ざ
け
る
な
よ
八
幡

そ
う
よ
そ
う
よ

ふ
ざ
け
る
ん
じ

な
い
わ
よ

お
い

お
前
ら
一
体
ど
う
し
た
ん
だ
よ

何
か
俺

ら
せ
る
よ
う
な
事
を
し
ち
ま

た

か
二
十
四
人
も
ア
ド
レ
ス

に
入

て
る
と
か
リ
ア
充
に
成
り
下
が

た
か
こ
の
裏
切
り
者

二
十
四
人
も
ア
ド
レ
ス

に
入

て
る
と
か

一
体
私
の
何
倍
な
の
よ

ぶ

と
ば
す
わ
よ

す

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 

話
の
向
こ
う
か
ら
引
き
続
き

ぶ
つ
ぶ
つ

く
二
人
の
声
が

こ
え
て
き
た

 
八
幡
は
素
直
に
謝

た

そ
れ
で
も
二
人
の

の
声
は
止
ま
ら
な
か

た

 
八
幡
は

内
心
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら

二
人
に
言

た

わ
わ
か

た

今
度
何
か
あ

た
ら
ち

ん
と
二
人
も
誘
う
か
ら
本
当
に
勘

し
て
く

れ
本
当
だ
な

八
幡



 第１７５話 なるほど、それで

本
当
ね

約
束
よ

お

お
う

任
せ
ろ

 
八
幡
は
二
人
の
剣
幕
に
押
さ
れ

と
り
あ
え
ず
そ
ん
な
約
束
を
し
た

 
そ
れ
で
満
足
し
た
の
か

二
人
は
ど
う
や
ら

大
人
し
く
仕
事
に

た
よ
う
だ

 
八
幡
は
安

し
た
の
だ
が

そ
ん
な
八
幡
の

を

明
日
奈
が
ち

ん
ち

ん
と
つ
つ
い
た

ん

ど
う
か
し
た
か

ふ
ふ

八
幡
君

そ
ろ
そ
ろ
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
い
じ
ら
れ
終
わ

た

ぐ

ま
あ
そ
う
だ
な

 
明
日
奈
は
そ
れ
を

く
と

上
目
遣
い
で
八
幡
に
お
願
い
を
し
た

そ
れ
じ

あ
ち

と

私
の
声
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

こ
え
る
よ
う
に
し
て

分
か

た

 
八
幡
は
明
日
奈
の
事
を
あ
ざ
と
か
わ
い
い
と
思
い
な
が
ら

を
操
作
し
明
日
奈
の
言
う

通
り
に
し
た

ア
ル
ゴ
さ
ん

こ
え
る

お

ど
う
し
た
ア

ち

ん

何
か
用
事
カ
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そ
ろ
そ
ろ
今
日
の
本
題
に
つ
い
て

き
た
い
ん
だ
け
ど

 
多
分
進
展

あ

た
ん
だ
よ
ね

ユ
イ
ち

ん
と
キ
ズ
メ
ル
の
事

お
お
さ
す
が
ア

ち

ん
は
勘
が

い
な
そ
う
そ
う
今
日
は
そ
の
事
で
連

し
た
ん
だ

本
当
か
ア
ル
ゴ

も
う
ユ
イ
は
大
丈
夫
な
の
か

 
二
人
の
話
を

い
て
い
た
八
幡
は

食
い
ぎ
み
に
横
か
ら
会
話
に
参
加
し
た

 
か
な
り
脱
線
し
て
し
ま

た
が

今
日
ア
ル
ゴ
が
八
幡
に
連

を
と

た
の
は

 
最
近

が
見
え
な
い
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
に
関
し
て
話
が
あ

た
か
ら
だ

た

二
人
と
も

心
配
だ

た
ろ
う
に

⻑
く
待
た
せ
ち
ま

て
す
ま
な
か

た
な

 
や

と
ユ
イ
ち

ん
と
キ
ズ
メ
ル
復
活
の
目
処
が
立

た
ん
だ
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第
１
７
６
話
 
カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
こ
こ
で
話
は
少
し
前
へ
と

る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
の

入
が
決
ま

た
日
の
午
後

 
ア
ル
ゴ
は

ザ
・
シ

ド

格
の
カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
を
精
査
し
て
い
た

や

ぱ
す
げ

な
茅
場

こ
れ
を
一
か
ら
作
れ

て
言
わ
れ
て
も

 
オ
レ

ち
だ
と
何
年
か
か
る
か
想
像
も
つ
か
な
い
ナ

 
そ
う
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
な
が
ら

画
面
を

し
て
い
た
ア
ル
ゴ
は

 
と
あ
る
名
称
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
付
け
一

で
顔
を

く
す
る
と
ど
こ
か
へ
連

を
と

た  

時
間
後

ア
ル
ゴ
に
呼
び
出
さ
れ
た
八
幡
と
明
日
奈
は

ダ
イ
シ

カ
フ

に
い
た
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よ

二
人
と
も

よ
く
来
た
な

そ
れ
に
し
て
も
珍
し
い
な

こ
ん
な
時
間
に

エ
ギ
ル

ア
ル
ゴ
は
い
る
か

 
八
幡
は

も
そ
こ
そ
こ
に

い
き
な
り
そ
う
切
り
出
し
た

ア
ル
ゴ

い
や

来
て
な
い
な

待
ち
合
わ
せ
で
も
し
て
る
の
か

う
ん

何
か

急
の
用
事
み
た
い
で

呼
び
出
さ
れ
た
ん
だ
よ
ね

私
達

ふ
む

 
丁
度
そ
の
時

カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と
ド
ア
の
ベ
ル
が
鳴
り

き

ア
ル
ゴ
が

を
現
し
た

お
噂
を
す
れ
ば
だ
な
ア
ル
ゴ

や
け
に

て
た
み
た
い
だ

た
け
ど
何
か
あ

た
の

か
ハ

ア

ち

ん

す
ま
ん

想
定
外
の
問
題
が
発
生
し
た
ん
だ

想
定
外

と
り
あ
え
ず
話
を

か
せ
て
く
れ

 
三
人
は
カ
ウ
ン
タ

に
座
る
と

ま
ず
ア
ル
ゴ
が
話
を
切
り
出
し
た

次
の
バ

ジ

ン
ア

プ
の
ニ

ス
は
も
う
見
た
カ

お
う

見
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ
ろ

ま
さ
か
と
思

て
二
度
見
し
ち
ま

た

 
カ
ウ
ン
タ

の
中
で
グ
ラ
ス
を

い
て
い
た
エ
ギ
ル
が

興
奮
ぎ
み
に
言

た
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顔
に
疑
問

を

か
べ
て
い
る
八
幡
と
明
日
奈
に

ア
ル
ゴ
は
説
明
を
始
め
た

今
度
の
バ

ジ

ン
ア

プ
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が

場
す
る
予
定
な
ん

だ
あ
れ
な

見
た
見
た

で

あ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ

記
憶
か
ら
可
能
な
限
り
再
現
し
た
と

か
かい

や

実
物
だ

ち

ん
と

層
ま
で
あ
る
ん
だ

え
え
え
え

お
い

ま
じ
か
よ

ど
ん
な
裏
技
を
使

た
ん
だ

 
驚
愕
す
る
二
人
に
対
し

ア
ル
ゴ
は

々
と
言

た

別
に
何
も

レ
ク
ト
内
部
を
調
査
し
た
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
デ

タ
が
出
て
き
た

て
だ

け
だ
ナ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

す
げ

な
お
い

す
ご
い
す
ご
い

 
二
人
は
話
を

き
か
な
り
興
奮
し
て
い
た
が
次
の
ア
ル
ゴ
の
言
葉
を

き

が
真

白

に
な

た
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で
も
今
の
ま
ま
で
そ
れ
を
や
る
と

ユ
イ
ち

ん
が
消
滅
し
ち
ま
う
可
能
性
が
高
い
ん
だ

 
二
人
は
し
ば
ら
く

ま

て
い
た
が
や
が
て
再

動
し
た
二
人
は
ア
ル
ゴ
に
詰
め
寄

た

ど

ど
う
い
う
事
だ

何
で
こ
こ
で
ユ
イ
の
名
前
が
出
て
く
る
ん
だ

そ
う
だ
よ

う
ち
の
娘
を
ど
う
す
る
つ
も
り

 
ア
ル
ゴ
は

ま

ま

と
二
人
を

め
な
が
ら

こ
う
質
問
し
て
き
た

そ
も
そ
も
だ

ユ
イ
ち

ん

て

ど
う
い
う
存
在
ダ

俺
達
の
娘
だ
な

私
達
の
娘
だ
よ

い
や

そ
う
い
う
事
じ

な
く
て
だ
ナ

 
ア
ル
ゴ
は
少
し
困

た
顔
で

二
人
に
こ
う
言

た

メ
デ

カ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

・
Ｕ
ｔ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
・
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ

こ
の
言
葉
に

き
覚
え
が
あ
る
だ
ロ

そ
れ
は
確
か
に
ユ
イ
の
正
式
名
称
だ
が

ま
さ
か

そ
う
い
う
事
な
の
か

八
幡
君

ど
う
い
う
事

 
明
日
奈
も
当
然
そ
の
言
葉
は
知

て
い
た
の
だ
が

そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
は
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さ
す
が
に
す
ぐ
に
は
分
か
ら
な
か

た
よ
う
だ

 
八
幡
は

今
思
い
つ
い
た
最
悪
の

を

ア
ル
ゴ
に
ぶ
つ
け
た

ま
さ
か
と
は
思
う
が
お
前
の
見
付
け
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
中
に
も
ユ
イ
が
い
た
の
か

正
解
だ
ぞ

考
え
て
み
れ
ば
当
然
だ
よ
な
今
の
自
我
と
呼
べ
る
レ
ベ
ル
の
意
識
を
持
た
な

い 
素
の

態
の
ユ
イ
ち

ん
を

つ
い
さ

き
見
付
け
た
ん
だ

 
そ
し
て
も
し
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
正
式
に

入
さ
れ
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
カ

デ

ナ
ル
シ
ス

テ
ム
が

 
ザ
・
シ

ド

格
の
カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
に
置
き
換
わ

た
ら

ど
う
な
る
と
思
ウ

ま
さ
か

同
じ
存
在
だ
か
ら

上
書
き
さ
れ
ち
ま
う

の
か

 
八
幡
の
そ
の

き
に

ア
ル
ゴ
が

い
た

八
幡
は

や

ぱ
り
か
と

を
落
と
し
た

 
明
日
奈
も
そ
の
遣
り
取
り
を
見
て

き
そ
う
な
顔
で
う
つ
む
い
た

 
し
ば
ら
く
二
人
は
下
を
向
い
て
い
た
の
だ
が
ほ
ど
な
く
し
て
二
人
は
同
時
に
顔
を
上
げ
る
と

 
す
ご
い
剣
幕
で
ア
ル
ゴ
に
詰
め
寄

た

も
ち
ろ
ん
手
は
あ
る
ん
だ
ろ

何
と
か
な
る
よ
な
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ア
ル
ゴ
さ
ん

私

信
じ
て
る
か
ら
ね

絶
対
だ
よ

な

オ
レ

ち
が
死

宣
告
を
す
る

に
わ
ざ
わ
ざ
二
人
を
呼
び
出
し
た
と
で
も
思

た
の

か 
当
た
り
前
だ
ろ

二
人
と
も
落
ち
込
み
す
ぎ
だ

 
ア
ル
ゴ
が
少
し

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

二
人
は
安

の
た
め
息
を
つ
い
た

な

な
あ

ち

と
い
い
か

ユ
イ
ち

ん

て

何
か
特

な
存
在
だ

た
り
す
る
の

か 
そ
の
時
一
人

の
外
だ

た
エ
ギ
ル
が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

て
こ
う
質
問
し
て
き

た
あ

す
ま
ん

エ
ギ
ル
に
は
そ
こ
ま
で

し
く
説
明
し
て
な
か

た

け
か

あ
あ

高
性
能
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
ピ
ク
シ

と
し
か

そ
う
か

後
日
全
員
に
正
式
に
話
す
つ
も
り
だ
が

先
に
説
明
し
て
お
く

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

ユ
イ
の
出
自
に
つ
い
て

し
く
説
明
を
し
た

そ
う
い
う
事
だ

た
の
か

確
か
に
そ
れ
だ
と
上
書
き
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い

な
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と
い
う
か

間
違
い
な
く
そ
う
な
る
だ
ろ
う
な

す
ま
ん
当
面
は
何
の
問
題
も
無
い
か
ら
と
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
オ
レ

ち
の

任
だ

い
や
俺
も
問
題
意
識
が

け
て
た
わ

そ
も
そ
も
今
思
え
ば
何
故
ユ
イ
が
復
活
出
来
た
の

か
す
ら

 
ち

ん
と
は
理
解
出
来
て
な
か

た
か
ら
な

私
も
だ
よ

 
四
人
は

組
み
を
し
な
が
ら
た
め
息
を
つ
い
た

で

ユ
イ
は
ど
う
な
る
ん
だ

 
ア
ル
ゴ
に
大
丈
夫
だ
と
言
わ
れ
た
と
は
い
え

少
し
心
配
そ
う
な
口
調
で

八
幡
が
言

た

そ
う
だ
な
二
人
に
は

し

な
い
が
ユ
イ
ち

ん
は
し
ば
ら
く

て

を
と
ら
せ
て

も
ら
う

か

そ
れ
で
何
と
か
な
る
の
か

あ
あ

そ
れ
で

カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
一
切
の

を
ま
ず

す
る

 
そ
の
間
に
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と

め
て
プ
ラ
イ
ベ

ト
ピ
ク
シ

の
仕
様
を
大

に
変
更
し
て

 
ユ
イ
ち

ん
と
キ
ズ
メ
ル
を

そ
こ
に

付
け
る
つ
も
り
だ
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お

つ
い
に
か

え

キ
ズ
メ
ル
も

 
こ
こ
で
予
想
外
に
キ
ズ
メ
ル
の
名
前
が
出
て
き
た

明
日
奈
は
驚
き
な
が
ら
言

た

ほ
ら
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
は
ど
う
し
て
も
ソ
ロ
プ
レ
イ
が
メ
イ
ン
に
な
る
層

て
の
が
あ
る
だ
ろ

 
そ
の
層
へ
の
救
済

て

で
も
な
い
ん
だ
が
少
し
ソ
ロ
プ
レ
イ
ヤ

寄
り
の
追
加
要
素
が

欲
し
く
て
な

 
か
と
い

て

緩
和
し
す
ぎ
る
の
も
ど
う
か

て
事
に
な

て

 
で
家
を

た
プ
レ
イ
ヤ

が
対
象
で
自
分
よ
り
少
し

い
く
ら
い
の
ピ
ク
シ

を
最

大
二
体
ま
で

 
つ
き

わ
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
つ
も
り
な
ん
だ

お
お

大
盤

る
舞
い
だ
な

 
そ
の

予
想
外
に
ご
都
合
主
義
な
感
じ
の
設
定
を

き

八
幡
は
感
心
し
た
よ
う
に
言

た

ち
な
み
に

練
度
を
複

マ

ク
ス
に
す
る
事
で
二
体
目
が
解
放
さ
れ
る
仕
組
み
だ
ぞ

 
ハ

は
も
う

そ
の

件
は
ク
リ
ア
し
て
る
な

 
外
見
は
サ
イ
ズ
も

め
て
色
々
と
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
可
能
に
な
る
か
ら
ユ
イ
ち

ん
も
キ
ズ
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メ
ル
も

 
元
の

の
ま
ま
で
の
完
全
復
活
が
可
能
だ
ぞ

ち
な
み
に

中
変
更
も
可
能
だ
か
ら

 
ピ
ク
シ

の

に
い
つ
で
も
変
身
可
能
だ

な
ん
だ
ア
ル
ゴ

お
前
が
神
か

ア
ル
ゴ
さ
ん

好
き
な
物
を
注
文
し
て
い
い
よ

私
が
お
ご
る
か
ら
ね

 
エ
ギ
ル
さ
ん

メ
ニ

を
お
願
い

お
う

度
あ
り

 
ア
ル
ゴ
は
そ
れ
を

き
メ
ニ

を
開
く
と
た
め
ら
い
な
く
一
番
高
い
料
理
を
注
文
し
た

 
八
幡
と
明
日
奈
は

よ
ほ
ど
嬉
し
か

た
の
だ
ろ
う

ア
ル
ゴ
の

に

 
更
に
一
番
高
い
デ
ザ

ト
ま
で
注
文
す
る
歓
待

り
を
見
せ
た

ユ
イ
と
し
ば
ら
く
会
え
な
く
な
る
の
は

し
い
が

ま
あ
仕
方
な
い
か

 
問
題
は

ユ
イ
が

し
い
思
い
を
し
な
い
か

て
部
分
な
ん
だ
が

ど
う
な
ん
だ

そ
う
だ
な

目
を

じ
て

開
い
た
ら

も
う
新
し
い
自
分
に
な

て
る

て
感
じ
か
な

 
ユ
イ
ち

ん
の
体
感
だ
と

一

だ
と
お
も
う

そ
う
か

そ
れ
な
ら
反
対
す
る
理
由
は
何
も
無
い
か



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

 
帰

た
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て

ユ
イ
に
事
情
を
説
明
し
な
い
と
な

 
八
幡
と
明
日
奈
は

顔
を
見
合
わ
せ
て

い
た

 

し
い
が
仕
方
な
い

二
人
の
目
は

そ
う
言

て
い
る
よ
う
だ

た

今
回
の
件
に
関
し
て
は

ボ
ス
が
リ

ダ

シ

プ
を
と
る

て
言

て
た
ぞ

 
万
が
一
に
も
何
か
あ

た
ら
い
け
な
い

て
事
で
ナ

ハ
ル
姉
さ
ん
が

ハ
ル
姉
さ
ん

 
こ
こ
で

基
本
無
表
情
な
ア
ル
ゴ
は

珍
し
く
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら

二
人
に
言

た

二
人
の
幸
せ
の

に

全
力
を
尽
く
す
そ
う
だ

こ
れ
は
何
か
お

を
し
な
い
と
い
け
な
い
な

明
日
奈

う
ん

何
か
考
え
て
み
よ
う

二
人
の

な
ら

全
力
で
公
私
混
同
を
す
る
宣
言
ま
で
し
て
た
か
ら
ナ

そ
れ

て
い
い
の
か

 
八
幡
は

ど
う
反
応
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
感
じ
で
そ
う
言

た

 
ア
ル
ゴ
は

ニ

ハ
ハ

と
笑
い
な
が
ら
八
幡
に
言

た



 第１７６話 カーディナルシステム

ユ
イ
ち

ん
や
キ
ズ
メ
ル
の
問
題
が
片
付
い
た
ら
も
う
公
私
混
同
す
る
機
会
も
ほ
ぼ
無
い
だ

ろ
う
か
ら

 
別
に

わ
な
い
と
思
う

ま
あ

そ
れ
も
そ
う
か

 
八
幡
は
そ
の
答
え
に
納
得
し
た

残
る
問
題
は
一
つ
だ
ナ

何
だ

さ

き
言

た
だ
ろ

家
を
手
に
入
れ
る
事
だ

家
か

ま
あ

あ
そ
こ
だ
な

私
達
に
と

て
は

あ
そ
こ
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
ね

よ
し

今
度
み
ん
な
で
集
ま

て

計
画
だ
け
立
て
て
お
こ
う

 
こ
う
し
て
ア
ル
ゴ
か
ら
話
を

か
さ
れ
た
日
の
夜

二
人
は

ユ
イ
と
話
す

に
ロ
グ
イ
ン

し
た
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第
１
７
７
話
 
大
丈
夫

準
備
済
だ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ユ
イ

ユ
イ
ち

ん

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が

前
回
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

屋
の
一
室
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

間

 
そ
の
場
に
ユ
イ
が
現
れ
た

光
を

い
な
が
ら
く
る
り
ん
と
回
転
し
な
が
ら
現
れ
た
ユ
イ
に

 
二
人
は
矢
継
ぎ

に
声
を

け
た

ユ
イ

し
く
な
か

た
か

大
丈
夫
か

ユ
イ
ち

ん

い
つ
も
一
人
に
し
て
ご
め
ん
ね

パ
パ

マ
マ

私
は
パ
パ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に

付
け
さ
れ
て
い
る
か
ら

 
前
回
お
別
れ
し
て
か
ら

今
パ
パ
と
マ
マ
に
再
会
す
る
ま
で

一

で
し
た
よ

 
ユ
イ
は

い
つ
も
と
少
し
違
う
二
人
の
様
子
に

キ

ト
ン
と
し
な
が
ら
そ
う
言

た
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そ
れ
で
も
二
人
は

決
し
て
ユ
イ
の

を
離
れ
よ
う
と
は
せ
ず

 
交

に
ユ
イ
の

を
な
で
た
り
し
て
い
た
の
で

ユ
イ
は
疑
問
に
思
い
つ
つ
も

 
思
う
存
分
二
人
に

え
る
事
に
し
た

し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
た
三
人
だ

た
が

 
や
が
て
ユ
イ
は
満
足
し
た
の
か

お
ず
お
ず
と
二
人
に
話
し

け
た

そ
の

パ
パ

マ
マ

も
し
か
し
て

私
に
何
か
話
が
あ

た
ん
じ

な
い
ん
で
す
か

 
ユ
イ
は
ど
う
や
ら

二
人
の
様
子
か
ら

そ
う
判
断
し
た
よ
う
だ

 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

何
と
も
言
え
な
い
表
情
で

ユ
イ
に
話
し

け
た

ユ
イ

説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
事
が

い
く
つ
か
あ
る
ん
だ

今
日
の
本
題
で
す
ね

パ
パ

お
願
い
し
ま
す

 
ユ
イ
は

少
し

張
し
た
表
情
で
そ
う
言

た

 
そ
れ
を
受
け
て
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
イ
に
先
ほ
ど
ア
ル
ゴ
か
ら

い
た
話
の
説
明
を
始
め
た

ユ
イ
実
は
な

も
う
す
ぐ
こ
の
世
界
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
現
れ
る
事
に
な

た
ん
だ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
ユ
イ
も
そ
ん
な
事
は
ま

た
く
予
想
を
し
て
い
な
か

た
の
か
と
て
も
驚
い
た
顔
で
そ
う

言

た
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あ
あ
ど
う
や
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
デ

タ
が

々
レ
ク
ト
社
に
残

て
い
た
ら
し
い
ん

だ
よ

 
で
な

そ
れ
と
同
時
に

ザ
・
シ

ド

格
の
カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
を

 
新
た
に
こ
こ
に

入
す
る
事
に
な

た
ら
し
い
ん
だ
が

そ

ち
の
中
に

 
ユ
イ
と
同
じ
タ
イ
プ
の
Ｍ

Ｃ
Ｐ
が
あ

た
ら
し
い
ん
だ

あ

つ
ま
り

そ
れ
に
よ

て

私
が
消
滅
す
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

て

 
パ
パ
と
マ
マ
は
心
配
し
て
く
れ
た
ん
で
す
ね

 
ユ
イ
は
さ
す
が
理
解
が

く

す
ぐ
に
そ
の
事
に
気
が
付
い
た
よ
う
だ

さ
す
が
ユ
イ

話
が

い
な

で

実

の
所

ど
う
な
ん
だ

や
は
り
上
書
き
さ
れ
て
し

ま
う
の
か

そ
う
で
す
ね

今
の
私
の

態
は
と
て
も
不
安
定
な
の
で

多
分
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す

 
で
も
今
あ
る
索
敵
機
能
と
か
の
カ

デ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
由
来
の
能
力
を
全
て
切
り
離
せ
ば

 

体
で
自
立
し
続
け
る
事
は
可
能
で
す

パ
パ

マ
マ

そ

そ
う
な
の
か

は
い
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ユ
イ
は

多
分
ド
ヤ
顔
な
の
だ
ろ
う

得
意
げ
な
顔
で

そ
う
言

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
驚
き
の
表
情
の
ま
ま
顔
を
見
合
わ
せ
た
の
だ
が

 
と
り
あ
え
ず
ア
ル
ゴ
か
ら

い
た
説
明
を
続
け
る
事
に
し
た

次
に

良
い
知
ら
せ
の
方
な
ん
だ
が

実
は
ア
ル
ゴ
が
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
イ
に

ア
ル
ゴ
に
言
わ
れ
た
内
容
通
り
の
説
明
を
し
た

 
そ
れ
を

い
た
ユ
イ
は

目
を

か
せ
な
が
ら

満
面
の
笑
顔
で
二
人
に
言

た

す
ご
い
で
す

す
ご
い
で
す

私

絶
対
そ

ち
の
方
が
い
い
で
す

そ
う
か

で
も

⻑
期
間

さ
れ
る
事
に
な

て

し
く
な
い
か

そ
う
だ
よ

し
ば
ら
く
お
別
れ
に
な

ち

う
ん
だ
よ

パ
パ
マ
マ
ア
ル
ゴ
さ
ん
も
言

て
た
通
り
私
に
と

て
は
一

な
の
で
大
丈
夫
で
す

 
で
も
そ
ん
な
に
私
を
大
切
に
思

て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ユ
イ
は
そ
う
言
う
と

二
人
の
顔
に
飛
び
つ
き

交

に

ず
り
を
し
た

 
二
人
は
そ
ん
な
ユ
イ
を
愛
お
し
く
思
い
な
が
ら
も

し
さ
を
感
じ
て
い
た

俺
は

し
ば
ら
く
ユ
イ
に
会
え
な
く
な
る
か
と
思
う
と

や

ぱ
り

し
い
ぞ

私
も
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パ
パ

マ
マ

 
ユ
イ
は
そ
ん
な
二
人
の

を
見
て

よ
り
一
層

え
始
め
た

大
丈
夫
大
丈
夫
で
す
か
ら
二
人
は
存
分
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
楽
し
ん
で
来
て
下
さ
い

ね 
次
に
会
う
時
は
秘
密
基
地
の
中
で
笑
顔
で
再
会
で
す
よ

パ
パ
マ
マ
約
束
で
す
よ

お

お
う

任
せ
ろ

約
束
だ

待

て
て
ね

ユ
イ
ち

ん

マ
マ
が
最
速
で
手
に
入
れ
て
あ
げ
る
か
ら
ね

は
い

 
こ
う
し
て
ユ
イ
に

ま
さ
れ
た
二
人
は
笑
顔
で
ユ
イ
と
の
別
れ
を
済
ま
せ
そ
し
て
今
に

至
る

 
二
人
と
も

心
配
だ

た
ろ
う
に

⻑
く
待
た
せ
ち
ま

て
す
ま
な
か

た
な

 
や

と
ユ
イ
ち

ん
と
キ
ズ
メ
ル
復
活
の
目
処
が
立

た
ん
だ

お
お

ア
レ
が
つ
い
に
完
成
し
た
の
か

あ
あ

な
ん
と
か
二
十
二
層
の
実
装
に
間
に
合
わ
せ
た
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ア
ル
ゴ
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
明
日
奈
は
目
を

ま
せ
な
が
ら

話
の
向
こ
う
の
ア
ル
ゴ
に
お

を
言

た

気
に
す
ん
な
よ
ア

ち

ん

こ
れ
が
オ
レ

ち
の
仕
事
で
も
あ
る
し
な

 
そ
れ
よ
り
そ

ち
の
準
備
の
方
は
ど
う
な
ん
だ

最
速
で
二
十
二
層
に
到
達
出
来
る
の
カ

任
せ
ろ

事
前
に
二
十
一
層
の
攻
略
計
画
を
作
成
し
て

に
全
員
に
配
布
済
み
だ

 
そ
の
返
答
に
虚
を
突
か
れ
た
ア
ル
ゴ
は

れ
た
口
調
で
言

た

そ
ん
な
の
よ
く
覚
え
て
た
ナ

集
合
知

て
奴
だ
な

験
者
全
員
の
知
識
を
持
ち
寄

て
何
と
か

部
ま
で
詰
め
る
事
が

出
来
た

家
の

入
資
金
は
大
丈
夫
カ

 
八
幡
は

こ
の
日
の

に

思
い
付
く
限
り
の
準
備
を
整
え
て
お
り

 
そ
れ
は
当
然
資
金
面
に
も

ん
で
い
た

八
幡
は
ア
ル
ゴ
に

自
信
満
々
に
こ
う
答
え
た

あ
の
時
の

入
金

と

当
時
の
相
場
と
の
比

を
元
に

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
市
場
調
査
を
行
い

綿
密
な
計
算
を
し
て

そ
の
倍
の
金

を
集
め
て
あ
る
ぞ

リ
ズ

ち
が

相
当
頑
張

た
の
カ
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ア
ル
ゴ
は
仲
間
達
の
中
で

唯
一
金

が
可
能
な
ス
キ
ル
を
持
つ
リ
ズ
ベ

ト
が

 
お
そ
ら
く
フ
ル

働
し
た
の
だ
と

し

そ
の
苦
労
に
少
し
同
情
し
つ
つ

そ
う
言

た

 
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
対
す
る
八
幡
の
返
答
は

予
想
外
の
も
の
だ

た

い
や
実
は
そ
う
で
も
な
い
ん
だ
よ
な

よ
く
考
え
て
み
ろ

 
俺
と
キ
リ
ト
の
資
金
は

須

を
倒
す
時
に
ほ
と
ん
ど
使
い
切

ち
ま

た
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
豊

な
資
金
を
持
ち
そ
の
資
産
が
手
付
か
ず
だ

た
人
物
が
一
人
い
る
だ
ろ

 
そ
の
お
か
げ
で

ぎ
直
し
た
金

は

そ
こ
ま
で

大
な

じ

な
い
ん
だ
よ
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
金
持
ち
だ

た
プ
レ
イ
ヤ

商

を
し
て
た
エ
ギ
ル
の

那

 
い
や

で
も
エ
ギ
ル
の

那
は

そ
の
資
金
の
ほ
と
ん
ど
を

 
中
層
プ
レ
イ
ヤ

の
育
成
に
つ
ぎ
込
ん
で
い
た
は
ず
だ
し
ナ

え
へ
ん
お
ほ
ん

ん

ん

ん

ん

あ
あ

 
ア
ル
ゴ
は
少
し
悩
ん
だ
の
だ
が
明
日
奈
の
わ
ざ
と
ら
し
い

い
で
そ
れ
が
誰
の
事
か
理

解
し
た



 第１７７話 大丈夫、準備済だ

お

気
付
い
た
か

ま
あ

本
人
が
激
し
く
ア
ピ

ル
し
て
き
た
か
ら
な

 
当
時
は
そ
ん
な

し
て
る
よ
う
に
は
ま

た
く
見
え
な
か

た
か
ら

点
だ

た

は
い

実
は
お
金
持
ち
だ

た
の
は

私
で
し
た

 
明
日
奈
は

ア
ル
ゴ
か
ら
は
見
え
な
か

た
が

手
を
上
げ
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
う
か
そ
う
か

確
か
に
ア

ち

ん
な
ら

そ
の
く
ら
い

め
て
そ
う
だ
よ
ナ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
は

り
て
た
家
の
設
備
と
服
く
ら
い
に
し
か
使
い
道
が
無
か

た
け
ど

 
家
の
方
は

中
か
ら
秘
密
基
地
に
移

た
か
ら

た
ま
る
一
方
だ

た
し
ね

 
武
器
に
関
し
て
は
リ
ズ
が
い
た
し

防

は
ギ
ル
ド
か
ら
の

だ

た
し
ね

確
か
に
ナ

 
ア
ル
ゴ
は

と
り
あ
え
ず
そ

ち
に
つ
い
て
は
問
題
無
さ
そ
う
だ
と
思
い

 
次
の
問
題
点
を
八
幡
に
ぶ
つ
け
て
み
た

ち
な
み
に
二
十
一
層
の
ボ
ス
ク
ラ
ス
に
な
る
と

か
な
り
手
強
い
と
思
う
け
ど

 
戦
力
は
大
丈
夫
な
の
か

オ
レ

ち
と
ボ
ス
は

当
日
は
多
分
参
加
出
来
な
い

 
そ
の
問
い
に
対
し

八
幡
は
再
び
余

そ
う
な
口
調
で
こ
う
答
え
た
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大
丈
夫
だ

ま
ず

キ
リ
ト
と
戦
う

利
を
エ
サ
に

ユ

ジ

ン
を

た

 
そ
の
流
れ
で

カ
ゲ
ム
ネ
も
参
加
す
る
事
に
な

た

キ

を
生
贄
に
差
し
出
し
た
の
か

次
に

リ

フ

と
ユ
キ
ノ
に

き
落
と
し
を
さ
せ
て

 
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ア
リ
シ

さ
ん
に
手
伝
い
を
頼
ん
だ

あ
の
二
人

絶
対
に

か
な
さ
そ
う
だ
か
ら

果
抜

だ

た
ろ
う
ナ

最
後
に

パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
で
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
を

成

培
し
た

岡
の

那
も
災
難
な

い
や

岡
さ
ん
結

ノ
リ
ノ
リ
だ

た
よ

そ
う
な
の
か

仕
事

ス
ト
レ
ス
を

め
て
た
の
か
も
ナ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が

入
さ
れ
て
少
し
し
た

岡
が
情
報
収
集
の
一

と
し
て
と
言
い

な
が
ら

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
と
い
う
キ

ラ
で

ハ
チ
マ
ン
の
仲
間
に
な
り
た
い
と

し
出
て
来
た

 
仲
間
達
に
事
情
を
話
し
て
相
談
し
た
結
果

ク
リ
ス
ハ
イ
ト
の
加
入
は

さ
れ
た

 
今
で
は
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
も

す

か
り
チ

ム
・
ハ
チ
マ
ン
の
一
員
と
な

て
い
た
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と

い
う

で

全
て
問
題
な
い

こ

ち
の
準
備
は
バ

チ
リ
だ

オ

ケ

ハ

ア

ち

ん
こ

ち
の
事
は
任
せ
て
く
れ

そ

ち
の
事
は
頼
む
ぞ

 
オ
レ

ち
も

ユ
イ
ち

ん
の
事
は
大
好
き
だ
か
ら
ナ

お
う

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
連

あ
り
が
と
な

あ
り
が
と
う

全
力
で
頑
張
る
よ

 
こ
う
し
て
ア
ル
ゴ
か
ら
の
連

を
受
け
た
二
人
は

仲
間
達
に
連

を
回
し

 
全
て
の

回
し
を
終
え

そ
の
日
を
楽
し
み
に
待
つ
の
だ

た
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第
１
７
８
話
 
制
服
と
エ
ン
ブ
レ
ム

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
比
企
谷
家
に

ま

た
明
日
奈
は
次
の
日
の
朝
八
幡
と
二
人
き
り
で
朝
食
を
食
べ
て
い
た

 
八
幡
の
両
親
は

度
の
事
な
が
ら

に
仕
事
に
出

け
て
い
た

 
い
つ
も
は
二
人
と
一

に
朝
食
を
食
べ
て
い
る
小
町
も
今
日
は
生
徒
会
の
用
事
が
あ
る
と
の

事
で

 
つ
い
先
ほ
ど
家
を
出
て
お
り

今
は
久
し
ぶ
り
の

二
人
で
の
朝
食
な
の
だ

た

 
食
事
を
終
え
た
後

八
幡
は
明
日
奈
に
言

た

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
俺
は
ち

と
用
事
が
あ
る
か
ら
一

に
ロ
グ
イ
ン
は
出
来
な
い
ん
だ

が 
三
人
に

制
服
に
つ
い
て
の
意
見
を

い
て
お
い
て
く
れ
よ
な

う
ん

任
せ
て
お
い
て
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あ
ん
ま
り

手
じ

な
く
て
い
い
か
ら
な

シ
ン
プ
ル
な
の
が
い
い
な

 
明
日
奈
は
こ
の
日
た
ま
た
ま
都
合
の
つ
い
た
者
達
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い

た 
今
日
の
参
加
メ
ン
バ

は

奇
し
く
も
同
じ
学
年
の
女
子
で

め
ら
れ
て
い
た

 
ユ
キ
ノ

ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

リ
ズ
ベ

ト
に

ア
ス
ナ
を
加
え
た
五
人
で
あ
る

 
目
的
は
今
度
新
し
く
揃
え
る
事
に
し
た
ギ
ル
ド
の
制
服
の
デ
ザ
イ
ン
を
確
認
す
る

で
あ

る 
ユ
イ
ユ
イ
と
ユ
ミ

が
い
る

お
か
し
な
デ
ザ
イ
ン
の
場
合
は
ち

ん
と

下
さ
れ
る
は

ず
だ

 
役

の
面
か
ら
言

て
も

タ
ン
ク

重
装
ア
タ

カ

装
ア
タ

カ

魔
法
使
い

ヒ

ラ

の

 
五
種

の
ジ

ブ
が

麗
に
揃

て
お
り
デ
ザ
イ
ン
を
考

す
る
上
で
の
バ
ラ
ン
ス
的
に
も

理
想
的
だ

 
明
日
奈
は

仮

点
と
し
て
使
用
し
て
い
る

屋
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
機
能
を
使
い

 
外
部
に
ア
ク
セ
ス
し

八
幡
に
指

さ
れ
た
メ

ル
を
呼
び
出
し
た
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今
回
の
デ
ザ
イ
ン
は

海

名
さ
ん
に
頼
ん
だ
ら
し
い
よ

 
明
日
奈
が
何
と
な
し
に
そ
う
言
う
と

リ
ズ
ベ

ト
以
外
の
三
人
は

直
し
た

ち

ユ
ミ

大
丈
夫
か
な

さ
す
が
に
後
で
お
仕
置
き
さ
れ
る
の
が
分
か

て
て
と
ん
で
も
な
い
デ
ザ
イ
ン
に
は
し
て
な

い

て

 
あ

し
も
信
じ
た
い
け
ど

で
も
あ
の
姫
菜
だ
し
ね

ね

ア
ス
ナ

こ
の
デ
ザ
イ
ン

八
幡
君
は
チ

ク
し
た
の
か
し
ら

 
ユ
キ
ノ
の
そ
の
問
い
に

ア
ス
ナ
は
笑
顔
で
答
え
た

ど
う
せ
こ
の
メ

ル
を
見
て
も

俺
の
セ
ン
ス
じ

良
し
悪
し
の
判
断
は
出
来

こ
な
い
か

ら 
全
て
五
人
に
任
せ
る

て
開
く
前
に
言

て
た
か
ら
チ

ク
と
か
し
て
な
い
と
思
う

よ
そ
う

ま
あ
と
り
あ
え
ず

見
て
み
ま
し

う
か

 
ユ
キ
ノ
は
そ
れ
を

き

達
観
し
た
表
情
で
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

メ

ル
を
開
い
た

あ
れ

ユ
キ
ノ
と
ユ
イ
ユ
イ
と
ユ
ミ

の
名
前
が
つ
い
て
る
フ

イ
ル
が
あ
る
ね
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デ
ザ
イ
ン
案
ら
し
き

付
フ

イ
ル
を
ひ

い

と

き
込
ん
だ
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
う
言
い

 
三
人
は

何
と
も
い
え
な
い

な
予
感
に
包
ま
れ
た

 
ど
の
フ

イ
ル
か
ら
開
く
か

し
ば
ら
く
目
で

制
し
合

て
い
た
三
人
だ

た
が

 
ア
ス
ナ
が
横
か
ら

ひ

い

と
ユ
イ
ユ
イ
の
名
前
の
付
い
た
フ

イ
ル
を
開
い
た

 
そ
の
中
身
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
見
た
五
人
は

ビ
シ

と

ま

た

 
そ
こ
に
は

必
要
以
上
に
露
出
の
激
し
い

胸
の
部
分
が
強
調
さ
れ
た

 
ビ
キ
ニ
ア

マ

の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
服
が
表

さ
れ
て
い
た

ち
な
み
に
色
は
ピ
ン
ク

だ

た

 
ち
な
み
に
下
に
は

や

ぱ
ユ
イ
ユ
イ
は
こ
れ

し

と

姫
菜
の

ら
し
き
文
が
書

い
て
あ

た

え

え

と

 
一
番
最
初
に
我
に
返

た
ア
ス
ナ
は
困

た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

て
フ

イ
ル
を

じ
たはね

ユ
ミ

あ
た
し

て

姫
菜
か
ら
見
る
と
こ
ん
な
イ
メ

ジ
な
の
か
な
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大
丈
夫

ま
だ
ギ
リ
ギ
リ
成
⻑
期
だ
か
ら

う
ん

め
る
の
は
ま
だ

い

私
の
遺
伝
子
も

そ
ろ
そ
ろ
ま
と
も
に
仕
事
を
し
て
く
れ
な
い
か
し
ら
ね

 
ユ
ミ

は

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら

を

め

 
ユ
イ
ユ
イ
は

そ
ん
な
ユ
ミ

に

た
よ
う
に
問
い
か
け
て
い
た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
て
お
り
ユ
キ
ノ
は
自
分
の
遺
伝
子
に
文

を
言

て
い
た

い

今
の
は
さ
す
が
に
ち

と

ね

そ
う
ね
残
り
の
二

も
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
路
線
だ
と
思
う
か
ら
ネ
タ
と
し
て
見
て
み

ま
し

う

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に

四
人
は
う
ん
う
ん
と

い
た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
次
に

ユ
ミ

と
書
い
て
あ
る
フ

イ
ル
を
開
い
た

え

ツ
イ
ン
テ

ル

普
通
ね

そ
う
い
え
ば

姫
菜
に
ツ
イ
ン
テ

ル
で
変
な
コ
ス
プ
レ
を
さ
せ
ら
れ
そ
う
に
な

た
記
憶

が 
そ
れ
は

実
は

の
ボ

カ
ロ
イ
ド
に
限
り
な
く
似
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ

た
の
だ
が
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こ
の
中
に
は

そ
の
存
在
を
知
る
者
は
い
な
か

た

あ
ら

何
か
説
明
書
き
の
よ
う
な
物
が
書
い
て
あ
る
わ
ね

可
動
型
ツ
イ
ン
テ

ル
ア

マ 
ユ
キ
ノ
の
言
う
通
り
確
か
に
そ
こ
に
は
可
動
型
ツ
イ
ン
テ

ル
ア

マ

と
書
い
て
あ

た 
そ
し
て
そ
の
下
に
は

敵
の
遠

離
攻
撃
を
感
知
す
る
と

自
動
で

が
回
転
し
て
防
御
す

る 
と
書
い
て
あ
り

ユ
ミ

は

を
こ
ら
え
る
よ
う
に
こ
め
か
み
を
押
さ
え
た

姫
菜
の
思
考
が
あ

し
に
は
分
か
ら
な
い

ま
あ
ま
あ
ユ
ミ

で
も
デ
ザ
イ
ン
自
体
は
普
通
じ

な
い

あ
た
し
好
き
だ
な

こ
う
い

う
の半

ネ
ク
タ
イ
に

ミ
ニ
ス
カ

ト

て

何
か
か
わ
い
い
ね

コ
ン
セ
プ
ト
は
あ
り
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

う
ん

か
わ
い
い
か
も

 
可
動
型
ツ
イ
ン
テ

ル
ア

マ

の
是
非
は
と
も
か
く
デ
ザ
イ
ン
自
体
は
五
人
に
は
好
評
で
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あ
り

 
最
終
候
補
に
残
さ
れ
る
事
に
な

た
の
だ
が

後
日
八
幡
に

即

下
さ
れ
る
事
と
な
る

 
主
に

の
問
題
か
ら

こ
れ
は
や
め
た
方
が
い
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う

さ
て

最
後
は
ユ
キ
ノ
の
フ

イ
ル
だ
ね

ち

と
見
る
の
が
怖
い
わ

そ
れ
じ

開
い
て
み
る
ね

 
ア
ス
ナ
が
フ

イ
ル
を
開
き
ユ
キ
ノ
用
の
デ
ザ
イ
ン
が
公
開
さ
れ
た

間
ユ
キ
ノ
が
言

た
こ
れ
は

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
わ
ね

え
え
え
え
え
え
え
え
え

待

て
待

て
ユ
キ
ノ
ン

気
持
ち
は
分
か
る
け
ど
ス
ト

プ
ス
ト

プ

ユ
キ
ノ

て

こ
う
い
う
の
が
好
き
な
ん
だ

へ

ち

と
意
外

 
そ
れ
は

か
つ
て
雪
乃
が
メ
イ
ド

茶
で
着
せ
ら
れ
た
メ
イ
ド
服
に

似
し
て
い
た

 
た
だ
一
点
違
う
所
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の

に
は
ネ
コ
ミ
ミ
が

然
と

い
て
い
る
と
い
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う
事
だ

た

 
ち
な
み
に
雪
乃
が
メ
イ
ド
服
に

避
感
が
少
な
い
の
は
か
つ
て
こ
の

を
八
幡
の
前
で
披
露

し
た
時

 
彼
の
反
応
が
良
か

た
と
い
う
記
憶
が

の
片

に
残

て
い
た

で
あ
る

 
ネ
コ
ミ
ミ
に
関
し
て
は
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る

あ
な
た
達

一
体
何
を
言

て
い
る
の

最
高
の
デ
ザ
イ
ン
じ

な
い

誰
か

ユ
キ
ノ
を
止
め
て

ユ
キ
ノ

さ
す
が
の
あ

し
も
興
味
が
無
い
で
は
な
い
け
ど

う
ん

や

ぱ
無
理

目
よ

こ
れ
は
候
補
と
し
て
残
す
わ

一
度
こ
う
な

た
ユ
キ
ノ
ン
は

テ
コ
で
も
動
か
な
い
か
も

あ
は
は
は
は

ユ
キ
ノ
に
こ
ん
な
一
面
が
あ

た
な
ん
て

知
ら
な
か

た
な

リ
ズ

笑

て
な
い
で

ユ
キ
ノ
を
止
め
る
の
を
手
伝

て

 
こ
う
し
て
す

た
も
ん
だ
の
末
こ
の
デ
ザ
イ
ン
も
一
応
最
終
候
補
に
残
さ
れ
る
事
と
な

た 
後
日
こ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
一

手
を
止
め

す
る
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た
の
だ
が
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断

の
思
い
で
こ
れ
を

下
し
た

だ
が
や
は
り
少
し
未
練
が
あ

た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
時
隣
に
い
た
明
日
奈
に

し
に
一
度
こ
の
格
好
を
し
て
み
な
い
か
と

ね
て
み
た
の

だ
が

 
顔
を
真

に
し
た
明
日
奈
に
正
座
を
さ
せ
ら
れ

お
説
教
を
さ
れ
る
事
に
な
る

 
も

と
も
後
日
明
日
奈
は
ま

た
く
予
想
外
の

で
メ
イ
ド
服
を
着
る
事
に
な
る
の
で
あ

た 
そ
の
後

姫
菜
が
真
面
目
に
考
え
た

点
の
デ
ザ
イ
ン
画
が
公
開
さ
れ

 
そ
れ
を
元
に
五
人
が

を
悩
ま
せ
た
結
果
八
幡
の
シ
ン
プ
ル
に
と
い
う
意
見
も
考

さ
れ

 
装
甲
が
あ
し
ら
わ
れ
た
レ
ザ

タ
イ
プ
の
制
服
が

本
命
候
補
と
し
て
決
定
さ
れ
た

 
色
は
八
幡
の
指
定
で
黒
で
あ

た

こ
れ
は
キ
リ
ト
の
イ
メ

ジ
カ
ラ

を
考

に
入
れ
た
結

果
だ
ろ
う

 

の
部
分
は

人
で
ア
レ
ン
ジ
出
来
る
よ
う

特
に
何
も
付
け
な
い
事
と
さ
れ
た

で
も

さ
す
が
に
地
味
す
ぎ
る
気
も
す
る
の
だ
け
れ
ど

大
丈
夫
な
の
か
し
ら

 
ユ
キ
ノ
が
素
直
に

そ
ん
な
感
想
を
述
べ
た

あ

え

と
ね

胸
の
所
に
ギ
ル
ド
の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
入
れ
て

そ
の
下
に
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人
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
個
人
マ

ク
を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
み
た
い

え

と
ね

こ
ん
な

感
じ

 
ア
ス
ナ
が
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
す
る
と

立
体
化
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
画
の

胸
の
部
分
に

 
ギ
ル
ド
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が

か
び
上
が

た

そ
れ
は
先
日
八
幡
が
メ
ン
バ

に
先
行
公
開

し
た
物
で

 
刃
が
下
向
き
に
な

た

と
白
の
剣
が
二
本
交
差
し
た

の
エ
ン
ブ
レ
ム
で
あ
り

 
そ
の
上
に

お
そ
ら
く
明
日
奈
の
個
人
マ

ク
な
の
で
あ
ろ
う

 
レ
イ
ピ
ア
が
十

に
組
ま
れ
た
マ

ク
が
表

さ
れ
た

あ
ら

何
か
格
好
い
い

い
い
じ

ん

い
い
感
じ
だ
ね

ア
ス
ナ

て
感
じ

あ

ね

リ
ズ

あ
の
マ

ク

あ
た
し
の
盾
に
も
お
願
い

オ

ケ

ユ
イ
ユ
イ

任
せ
て

 
四
人
は

感
心
し
た
よ
う
に

口
々
に
そ
う
言

た
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先
ほ
ど
ま
で
は
と
て
も
地
味
に
見
え
た
服
が

今
は
ま
る
で
違
う
服
に
見
え
る
の
だ

な
る
ほ
ど

マ

ク
一
つ
で
こ
ん
な
に
変
わ
る
も
の
な
の
ね

 
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に
同
意
し

皆

う
ん
う
ん
と

い
た

と
い
う

で

一
週
間
を
目
安
に

自
分
の
マ

ク
を
考
え
て
お
い
て
ほ
し
い
ん
だ

て

分
か

た
わ

ま
あ
私
は
猫
の
シ
ル
エ

ト

て

も
う
決
め
て
い
る
の
だ
け
れ
ど

あ
た
し
は
ど
う
し
よ

か
な

あ

し
も
こ
う
い
う
の
決
め
る
時

す
ご
い
悩
む
タ
イ
プ
な
ん
だ
よ
ね

私
は
鍛

師
の
ハ
ン
マ

を

う
ま
い
事
ア
レ
ン
ジ
し
よ
う
か
な

と
こ
ろ
で

ギ
ル
ド
の
名
前
は
も
う
決
ま

た
の
か
し
ら

 
ユ
キ
ノ
の
そ
の
問
い
に

ア
ス
ナ
は
少
し
困

た
表
情
で
言

た

私
は
も
う
知

て
る
ん
だ
け
ど
多
分
八
幡
君
は
自
分
の
口
で
伝
え
た
い

て
思

て
る
と

思
う
か
ら

 
制
服
を
作
り
終
わ

て
そ
の
後
全
員
が
集
ま

た
時
に
発
表
す
る

て
感
じ
に
な
る
ん
じ

な
い
か
な

な
る
ほ
ど

了
解
し
た
わ

ち
な
み
に
お
か
し
な
名
前
だ

た
り
は
し
な
い

大
丈
夫
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う
ん

大
丈
夫

ア
ス
ナ
が
そ
う
言
う
な
ら
大
丈
夫
ね

安
心
し
た
わ

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
目
的
は

一
応
達
成
さ
れ

五
人
は
雑
談
に
入

た

 
し
ば
ら
く
和
気
あ
い
あ
い
と
雑
談
に
興
じ
た
後
リ
ズ
ベ

ト
が
突
然
思
い
出
し
た
よ
う
に

言

た
あ

そ
う
だ

ね

ね

み
ん
な

Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
ゲ

ム

知

て
る

確
か
ザ
・
シ

ド

格
の
Ｆ
Ｐ
Ｓ
じ

な
か

た
か
し
ら

少
し
前
に
広
告
を
見
た
気
が
す

る
わあ

し
の
記
憶
だ
と

Ｆ
Ｐ
Ｓ

て

自
分

点
で
銃
で
撃
ち
合
う
ゲ

ム

だ
よ
ね

あ
た
し

そ
の
ゲ

ム
の
広
告
な
ら
見
た
事
あ
る

で

リ
ズ

そ
れ
が
ど
う
し
た
の

確
か
今
そ
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
ゲ

ム
の
初
め
て
の
公
式
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
は
ず
な
ん
だ

よ
ね

 
こ
こ
で
も
見
れ
る
よ
ね

ち

と

し
に
見
て
み
な
い
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男
子
の
制
服
の
イ
メ

ジ
は
フ
ロ

ト
テ
ン
プ
ル
に
殴
り
こ
み
を
か
け
た
デ
コ

ス
君
の

服
の

か
ら
先
の
部
分
を
取
る
の
が
一
番
近
い
イ
メ

ジ
に
な
る
と
思
い
ま
す

 
女
子
の
制
服
の
イ
メ

ジ
は
血
盟
騎
士
団
の
ア
ス
ナ
の
制
服
の
黒
バ

ジ

ン
の
胸
の
部
分

に 
上
記
の
デ
コ

ス
君
の
装
備
の
胸
の
部
分
を
流
用
し
た
感
じ
の
服
装
が
一
番
近
い
イ
メ

ジ
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

 
最
後
の

行
の
部
分
迷
い
に
迷
い
ま
し
た
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
で
は
な
く
こ
ち
ら
に
持

て
く

る
事
に
し
ま
し
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
は
当
初

第
一
回
バ
レ

ト
オ
ブ
バ
レ

ツ
原
作
の

つ
前

の
大
会
か
ら
始
め
よ
う
か
と
漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
結
局
本
エ
ピ
ソ

ド
に
突

込
む

事
に
し
ま
し
た

そ
の

投
稿
が
や
や

め
に
な

て
し
ま
い
ま
し
た

し

あ
り
ま
せ
ん
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第
１
７
９
話
 
第
一
回
バ
レ

ト
オ
ブ
バ
レ

ツ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
リ
ズ
ベ

ト
の
そ
の
言
葉
に

四
人
は
興
味
を
引
か
れ
た
の
か

す
ぐ
に

い
た

 
ア
ス
ナ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

屋
の
機
能
を
使

て
外
部
に
接
続
し

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
関
連
の

そ
れ

い
サ
イ
ト
を
探
し
始
め
た
が

そ
れ
は
す
ぐ
に
見
つ
か

た

え

と

第
一
回
バ
レ

ト
オ
ブ
バ
レ

ツ
公
式
中
継

リ
ズ

こ
れ
か
な

そ
う

そ
れ
そ
れ

そ
れ
じ

あ
今

映
し
て
み
る
ね

 
ア
ス
ナ
が
再
び
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
す
る
と

五
人
の
目
の
前
の
モ
ニ
タ

に

 
大
会
の
舞
台
な
の
だ
ろ
う

荒

と
し
た
市
街
地
の
風
景
が
表

さ
れ
た

 
画
面
の
中
で
は

二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
対
峙
し
て
い
た

ね

こ
れ

銃
で
撃
ち
合
う
ゲ

ム
な
ん
だ
よ
ね

で
も
何
か
二
人
と
も

ナ
イ
フ
持

て
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な
い

 
そ
の
二
人
の
装
備
を
見
て

ユ
イ
ユ
イ
が
首
を
か
し
げ
な
が
ら
言

た

 
一
人
は
ナ
イ
フ
と
ハ
ン
ド
ガ
ン
を
装
備
し

も
う
一
人
は
両
手
に
ナ
イ
フ
を
装
備
し
て
い
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
背
後
に
は

⻑
い
銃
が
転
が

て
い
る

お
そ
ら
く
ス
ナ
イ
パ

の
所
に
も
う
一
人
が
接
近
し
て
近
接
戦
に
移

た
所
な
の
で
し

う

ね 
ど
う
や
ら
こ
の
ゲ

ム

銃
だ
け
じ

な
く

ナ
イ
フ
や
剣
を
使
う
事
も
あ
る
み
た
い

 

に
手
を
当
て

考
え
込
む
よ
う
な
格
好
で
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
ユ
キ
ノ
に

ユ
イ
ユ
イ
が
初
歩
的
な
質
問
を
し
た

ね

ユ
キ
ノ
ン

ス
ナ
イ
パ

て

遠
く
か
ら
攻
撃
す
る
職
だ

け

 
そ
ん
な
ユ
イ
ユ
イ
に
答
え
を
返
し
た
の
は
ア
ス
ナ
だ

た

確
か
そ
う

前
に
八
幡
君
と
一

に
見
た
映
画
に
出
て
き
た
の
を
見
た
事
あ
る
け
ど

 
す
ご
い
遠
く
か
ら
銃
で
狙
撃
す
る
役
目
の
人
だ
ね

そ
れ
じ

あ
銃
を
持

て
な
い
今

シ

ナ

て
人
の
方
が

や

ぱ
り
不
利
な
の
か
な

常
識
的
に
考
え
れ
ば

そ
う
な
ん
じ

ね

後
ろ
の
⻑
い
銃
を

て
る
暇
は
無
さ
そ
う
だ
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し
で
も
サ
ト
ラ
イ
ザ

て
人
は
動
か
な
い
ね

圧
倒
的
に

利
に
見
え
る
の
に
何
で
だ
ろ

 
画
面
を
よ
く
見
る
と

ナ
イ
フ
と
ハ
ン
ド
ガ
ン
を
持

た
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
は
サ
ト
ラ
イ

ザ 
そ
し
て
ナ
イ
フ
を
二
本
持

た
ス
ナ
イ
パ

の
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
は
シ

ナ
と
い
う
よ
う

だ 
と
画
面
の

に
二
人
に
近
付
く
プ
レ
イ
ヤ

の

が
表

さ
れ
た

名
前
は
ゼ
ク
シ

ド 
ど
う
や
ら

サ
ト
ラ
イ
ザ

と
シ

ナ
が

み
合

て
い
る
の
を
い
い
事
に

 
ゼ
ク
シ

ド
は

夫
の
利
を
狙

て

を
見
て
二
人
を
倒
そ
う
と
画

し
て
い
る
よ
う
だ

 
当
の
二
人
は
ゼ
ク
シ

ド
に
気
付
い
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
お

い
に
目
を
離
そ
う
と
は

し
な
い

 
ゼ
ク
シ

ド
は
銃
を

え
な
が
ら
自
ら
の
持
つ
銃
の
確
実
な
命
中

内
に
二
人
を
捕
ら
え
よ

う
と
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じ
わ
り
じ
わ
り
と
前
に
出
て
い

た

そ
ん
な
時

そ
れ
は

こ

た

 
ま
ず
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
シ

ナ
か
ら
目
を
離
さ
な
い
ま
ま
い
き
な
り
ゼ
ク
シ

ド
目

け

て
発
砲
し
た

 
そ
の
銃

は
し
か
し
な
が
ら
わ
ず
か
に
反
れ
ゼ
ク
シ

ド
は

に
銃
を

え
よ
う
と
し

た 
だ
が
驚
く
べ
き
は

そ
の
直
後
に

こ

た
出
来
事
だ

た

 
ゼ
ク
シ

ド
が

て
な
が
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
発
砲
し
よ
う
と
し
た

間

 
そ
の
銃
は

飛
び
込
ん
で
き
た
シ

ナ
に
よ

て

み
つ
け
ら
れ

 
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
更
に
飛
び
上
が
り

ゼ
ク
シ

ド
の
背
後
に
着
地
し
た

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

そ
の
ま
ま
シ

ナ
に

天
か
ら
真

二
つ
に
さ
れ
た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
ま
ま
そ
の
場
に
倒
れ
そ
の

の
上
に
は

Ｅ
Ａ

マ

ク
が
表

さ
れ

た
が

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
の
方
を
ま

た
く
見
る
事
な
く
シ

ナ
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

か
ら
目
を
離

さ
な
い

 
そ
ん
な
シ

ナ
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
何
か
話
し

け

シ

ナ
も
そ
れ
に
答
え
た
が
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そ
の
声
は
小
さ
く

何
と
言

た
の
か

き
取
る
事
は
出
来
な
か

た

 
そ
ん
な
時

ユ
キ
ノ
が
突
然
口
を
開
い
た

と
ん
だ

魔
が
入

ち
ま

た
な

あ
あ

ま

た
く
だ

ユ
キ
ノ
ン

今
の
会
話

き
取
れ
た
の

 
驚
く
ユ
イ
ユ
イ
に

ユ
キ
ノ
は
事
も
無
げ
に
言

た

い
い
え

の
動
き
を

ん
だ
の
よ

そ
れ

て
も
し
か
し
て

術

て
や
つ

あ
ん
た

相
変
わ
ら
ず
デ
タ
ラ
メ
に
す
ご
い
ね

 
ユ
キ
ノ
の
答
え
に
リ
ズ
ベ

ト
は
驚
き

ユ
ミ

は

れ
な
が
ら
も
ユ
キ
ノ
を
賞

し
た

 
な
お
も
二
人
の
会
話
は
続
き

ユ
キ
ノ
は
そ
れ
を
実
況
し
て
い
た

暇
つ
ぶ
し
で
参
加
し
た
大
会
だ

た
が

世
の
中
に
は
と
ん
で
も
な
い
化
け
物
が
い
る
も
ん

だ
そ
の
言
葉

そ

く
り
返
す
ぞ

あ
ん
た

ア
メ
リ
カ
か
ど

か
の
軍
人
上
が
り
だ
ろ

 
し
か
も
相
当
人
を
殺
し
て
る
は
ず
だ

ほ
う

分
か
る
の
か
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思
い
出
し
た
く
は
な
い
が

あ
ん
た
と
似
た
よ
う
な
目
を
し
た
奴
と
戦

た
事
が
あ
る
ん

で
ねお

前

軍
人
だ

た
の
か

そ
れ
と
も

兵
崩
れ
か
何
か
か

い
や

俺
は
た
だ
の

 
そ
こ
で
カ
メ
ラ
の

度
が
変
わ
り

二
人
の
口
元
が
見
え
な
く
な

た

 
ユ
キ
ノ
は
二
人
の
会
話
を
実
況
す
る
事
を
止
め
た

何
か
す
ご
か

た
ね

そ
う
ね

ど
う
や
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

て
人
は

本
物
の
軍
人
み
た
い
ね

 
シ

ナ

て
人
は

ど
う
や
ら
違
う
よ
う
ね

あ
の
動
き

一
体
何
者
な
の
か
し
ら
ね

 
ゼ
ク
シ

ド
と
い
う
人
は

何
と
い
う
か

無
様
ね

ま
あ
大
会
に
出
る
く
ら
い
だ
か
ら
あ
の
ゼ
ク
シ

ド

て
の
も
相
当

は
立
つ
ん
だ
ろ

う
け
ど

 
素
人
の
あ

し
が
見
て
も

本
的
に
レ
ベ
ル
が
違
う

て
気
が
し
た

鍛

師
の

点
だ
と
シ

ナ

て
人
の
武
器
は

産
品
に
見
え
た
か
ら
や

ぱ
り

な
の

か
な



 第１７９話 第一回バレットオブバレッツ

ま
だ
話
し
て
る
わ
ね

何
を
話
し
て
い
る
の
か
し
ら

気
に
な
る
よ
ね

 
ど
う
や
ら
ユ
キ
ノ
は
会
話
が
気
に
な

て
仕
方
が
な
い
よ
う
で
他
の
者
も
そ
れ
に
同
意
し
た

ね

ア
ス
ナ

中
継
カ
メ
ラ
の

置
を
こ
ち
ら
か
ら
変
え
る
事
は
出
来
な
い
の
か
し
ら
ね

 
ね

ア
ス
ナ

い
て
る

ね

ア
ス

ナ

 
ユ
キ
ノ
の
怪

そ
う
な
声
を

き

他
の
者
達
も
ア
ス
ナ
の
方
を
見
た

 
そ
の
ア
ス
ナ
は

何
事
か
ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
て
い
た

ま
さ
か
サ
ト
ラ
イ
ザ

て

あ
い
つ

う
う
ん

会
話
か
ら
す
る
と
お
そ
ら
く

 
似
た
よ
う
な
目
の
奴

て
の
が
あ
い
つ
の
事
だ

私
の

象
で
も

確
か
に
違
う
気
が
す

る
ア
ス
ナ

ち

と
ア
ス
ナ

何
か
あ

た
の

 
リ
ズ
ベ

ト
に

す
ら
れ
ア
ス
ナ
は
今
気
が
付
い
た
か
の
よ
う
に
ハ

と
四
人
の
顔
を
見

た 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は

首
を

り
な
が
ら
言

た

う
う
ん

ご
め
ん
ね

ど
う
や
ら
勘
違
い
だ

た
み
た
い
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そ
う
そ
れ
な
ら
い
い
の
だ
け
れ
ど
何
か
困

た
事
が
あ

た
な
ら
す
ぐ
に
言

て

そ
う
そ
う

あ
た
し
達

仲
間
な
ん
だ
し
ね

 
ま
ず
ユ
キ
ノ
が
そ
う
言
い

リ
ズ
ベ

ト
が
言
葉
を
繋
ぐ

 
そ
し
て
ユ
イ
ユ
イ
と
ユ
ミ

も

ア
ス
ナ
に
笑
顔
を
向
け
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
気
持
ち
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い

四
人
に
笑
顔
で
言

た

う
ん

ご
め
ん
ね

実
は
あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

て
人
が

も
し
か
し
た
ら

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
た
殺
人
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

な
ん
じ

な
い
か

て
思

た
の

 
で
も

ど
う
や
ら
勘
違
い
だ

た
み
た
い

え
え

そ
れ

て
Ｐ
ｏ

の
事

 
Ｐ
ｏ

の
事
を
よ
く
知
る
リ
ズ
ベ

ト
は

驚
き
な
が
ら
そ
う
言

た

 
残
り
の
三
人
は

Ｐ
ｏ

に
関
す
る
知
識
は
無
い

そ
の
や
り
取
り
を
見
守

て
い
た
が

 
三
人
と
も

殺
人
ギ
ル
ド
と
い
う
言
葉
を

き

少
し
不
安
そ
う
な
顔
を
見
せ
て
い
た

 
そ
ん
な
三
人
に

ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
は
Ｐ
ｏ

の
事
を
説
明
し
た

そ
う

そ
ん
な
人
が

ま
さ
に
狂
人
と
言
う
べ
き
ね

価

観
が
全
然
違
う
み
た
い
な
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あ

し
も
さ
す
が
に
気
持
ち
悪
い
と
思
う
け
ど
ま
あ
生
ま
れ
育

た

が
違
う
ん
だ
ろ
う

ね
で

何
で
ア
ス
ナ
は

あ
れ
が
Ｐ
ｏ

じ

な
い

て
分
か

た
の

 
そ
の
リ
ズ
ベ

ト
の
問
い
に

ア
ス
ナ
は

な
答
え
を
返
し
た

勘

か
な

勘
な
の

う
ん

何
と
な
く
と
し
か

ま
あ

ア
ス
ナ
が
そ
う
言
う
の
な
ら

多
分
正
し
い
の
だ
と
思
う
わ

ユ
キ
ノ

信
じ
て
く
れ
る
の

 
ア
ス
ナ
が
き

と
ん
と
し
な
が
ら
ユ
キ
ノ
に
そ
う

ね
た

そ
こ
に
ユ
ミ

が

て
入

た
へ

あ
ん
た
な
ら

そ
ん
な
非

学
的
な
事

信
じ
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
じ

な
い

 

を
理

的
に

し
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら

 
と
か
言
う
と
思

た

あ

し
の
記
憶
だ
と

は
そ
ん
な
感
じ
じ

な
か

た

 
そ
れ
を

い
た
ユ
キ
ノ
は

を
ふ
く
ら
ま
せ

少
し
す
ね
た
よ
う
に
言

た
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そ
れ
は
私
の
真
似
な
の
か
し
ら

そ
う
ね

 

の
私
な
ら

確
か
に
似
た
よ
う
な
事
を
口
に
し
た
か
も
し
れ
な
い
わ

 
で
も

今
は
そ
う
じ

な
い
事
を
知

て
い
る

 
ち

と
気
取

た
言
い
方
だ
け
ど

私
も
戦
い
に
身
を
置
く
よ
う
に
な

て
か
ら

 
似
た
よ
う
な

験
を
何
度
も
し
て
き
た
も
の

ご
な
し
に
否
定
す
る
事
は
も
う
出
来
な
い

わ 
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
非

学
的
な
事
で
あ

て
も
ね

な
る
ほ
ど
ね

特
に
ア
ス
ナ
は

私
な
ん
か
よ
り
も

も

と
き
つ
い

況
で
戦
い
続
け
て
き
た
ん
だ
も
の

 
そ
の
勘
は
お
そ
ら
く
非

学
的
な

じ

な
く

験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
な
の
で
は
な

い
か
し
ら

験

ね

確
か
に
そ
う
い
う
の
は

あ
る
か
も
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ユ
キ
ノ
の

評
に

深
く

い
た

そ
の
時
突
然
リ
ズ
ベ

ト
が
叫
ん
だ

見
て

戦
い
が
始
ま

た
よ
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残
り
の
四
人
は
そ
の
言
葉
を

い
て

て
て
モ
ニ
タ

を
見
た

 
モ
ニ
タ

の
中
で
は

サ
ト
ラ
イ
ザ

と
シ

ナ
の

絶
な
戦
い
が

り
広
げ
ら
れ
て
い
た

 
そ
の
二
人
の
戦
い
は

キ
リ
ト
や
ハ
チ
マ
ン
の
戦
い
を
見
慣
れ
た
五
人
の
目
か
ら
見
て
も

 
ま

た
く

色
の
無
い
も
の
だ

た

そ
れ
か
ら
何
分

た
だ
ろ
う
か
つ
い
に
決
着
の
時

が
来
た

 
ハ
ン
ド
ガ
ン
の

無
が

や
は
り
結
果
的
に
大
き
か

た
の
か

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
銃

が

つ
い
に
シ

ナ
を
捕
ら
え
た

シ

ナ
は
地
面
に
ど

と
倒
れ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

も
そ
の
場
に
座
り
込
ん
だ

そ
し
て

ユ
キ
ノ
の
実
況
が

再
び
始
ま

た

ふ
う

一
重
だ
な

あ
ん
た

本
当
に
強

な

こ
の

り
は
い
ず
れ
返
す

ハ

も
し
ま
た
こ
ん
な
機
会
が
あ

た
ら

ま
た
返
り
討
ち
に
し
て
や
る

そ
れ
じ

あ
あ
ば
よ

サ
ト
ラ
イ
ザ

あ
あ

あ
ば
よ

シ

ナ

 
そ
の
言
葉
と
共
に

シ

ナ
の

の
上
に

Ｅ
Ａ

マ

ク
が
点

し

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
次
の

物
を
求
め
て
消
え
て
い

た



 第三章 ＡＬＯ〜アフター〜編

 
そ
の
後
も
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
戦
闘
は

何
度
か
モ
ニ
タ

に
映

た
が

 
そ
れ
は
全
て

殺
と
言

て
い
い
ほ
ど
一
方
的
な
蹂
躙
劇
で
あ

た

 
五
人
の
目
か
ら
見
る
と

最
初
の
戦
い
が
実
質
決
勝
戦
の
よ
う
な
も
の
だ

た

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
優
勝
と
い
う
結
果
で

 
第
一
回
バ
レ

ト
オ
ブ
バ
レ

ツ
は
幕
を

じ
る
事
と
な
る

 
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が

残
り
十
話
以
内
で
次
の
章
に
突
入
し
ま
す

 
デ
ス
ガ
ン
が

場
す
る
の
は

第
三
回
バ
レ

ト
オ
ブ
バ
レ

ツ
に
な
り
ま
す
が

 
こ
の
作
品
は
第
二
回
の
大
会
前
か
ら
な
ん
と
な
く
時
系

に
進
ん
で
い
く
事
に
な
る
予
定

で
す

 
原
作
と
は
大
会
の

成
も
少
し
違
う
感
じ
に
な
り
ま
す

ち
な
み
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
も
う

出
ま
せ
ん

出
る
と
し
て
も
名
前
だ
け
に
な
り
ま
す
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第
１
８
０
話
 
な
の
か
ニ

ン

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
中
継
が
終
わ
る
と
同
時
に

五
人
は
深
い
た
め
息
を
つ
い
た

な
ん
か
す
ご
か

た
ね

え
え

そ
う
ね

あ

し

あ
あ
い
う
ガ
チ
な
の
は
苦
手
か
も

 
ユ
イ
ユ
イ

ユ
キ
ノ

ユ
ミ

の
三
人
は

や
や
表
情
を

く
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
れ
を
見
た
リ
ズ
ベ

ト
は

場
を
明
る
く
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か

こ
ん
な
事
を
言

た

よ
し

私

砲
鍛
治
に
な
る

 
ア
ス
ナ
も
空
気
を

み

そ
の
言
葉
に
乗

た

本
当
に

そ
れ
じ

あ
私

ガ
ン
ヒ

ラ

に
な
る
よ

こ
う

回
復
魔
法
を
銃
で
飛
ば
す

の
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そ

そ
れ
じ

あ
あ
た
し
は

ガ
ン
タ
ン
ク
に
な
る

じ

あ
あ

し
は

ね

ユ
キ
ノ

あ

し
は
何

あ
な
た
達
は

一
体
何
を
言

て
い
る
の
か
し
ら

 
そ
し
て
五
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

楽
し
そ
う
に
笑
い
出
し
た

 
先
ほ
ど
ま
で
の
張
り
詰
め
た
空
気
は

に
無
く

場
は
元
の
明
る
さ
を
取
り

し
て
い
た

そ
ろ
そ
ろ
い
い
時
間
だ
し

今
日
は
こ
の
く
ら
い
で
お
開
き
か
な

そ
う
ね

話
し
合
い
の
結
果
の
報
告
は

ア
ス
ナ
に
お
願
い
し
て
も
い
い
の
か
し
ら

う
ん

任
せ
て

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
集
ま
り
は

こ
こ
で
お
開
き
と
な
り

 
明
日
奈
は
比
企
谷
家
の
自
分
の
部
屋
の
ベ

ド
の
上
で
現
実
へ
と
帰
還
し
た

さ
て
と

八
幡
君
は

多
分
自
分
の
部
屋
か
な

 
ロ
グ
イ
ン
前

八
幡
は

今
日
は
用
事
が
あ
る
か
ら
と
言

て
い
た

 
そ
れ
は

決
し
て
八
幡
が
自
室
に
い
る
事
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が

 
明
日
奈
は
八
幡
が
部
屋
に
い
る
事
を
確
信
し
て
い
た

 
先
ほ
ど
の
集
ま
り
で

明
日
奈
が
仲
間
達
に
言
わ
な
か

た
事
が
一
つ
あ
る
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そ
れ
は

あ
の
シ

ナ
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

に
つ
い
て
だ

た

 
明
日
奈
は

シ

ナ
が
ゼ
ク
シ

ド
を
両
断
し
た
時
の
事
を
思
い
出
す

 
敵
の
武
器
を

み
台
に
し
て
背
後
に
回
り
こ
む

あ
の
動
き
を

明
日
奈
は
知

て
い
た

 
他
の
者
に
は
分
か
ら
な
い
で

明
日
奈
だ
け
が
知
る
事
実

 
そ
れ
は
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た

の
序
盤
二
人
が
雑

狩
り
を
し
て
い
た
時

の
事
だ

た

ね

ハ
チ
マ
ン
君

敵
に
囲
ま
れ
た
時

う
ま
い
事
抜
け
出
せ
る

い
い
方
法

て
無
い

無
く
も
無
い
が

俺
の
は
我
流
だ
か
ら
な

ち

と
難
し
い
ぞ

ど
う
や
る
の

そ
う
だ
な

次
に
敵
に
遭
遇
し
た
時

見
せ
て
や
る
よ

ア
ス
ナ

 
そ
う
言

て
八
幡
が
明
日
奈
に
披
露
し
た
の
が
あ
の
動
き
だ

た

八
幡
が
言
う
に
は

横
か
ら
回
り
込
む
と
敵
が
武
器
を
持

て
い
た
場
合
運
悪
く
攻
撃
を
く
ら
う
可
能
性
が
あ

る
が

 
武
器
を

み
つ
け
て
飛
べ
ば

敵
は
攻
撃
出
来
な
い
か
ら

絶
対
安
全
だ
ろ

 
と
い
う

と
て
も
乱
暴
な
理

に
基

く
も
の
だ

た
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そ
の
後

二
人
が
強
く
な
る
と

敵
に
囲
ま
れ
る
事
も
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り

 
八
幡
が
そ
の
技
を
披
露
す
る
機
会
は
ほ
ぼ
無
く
な

て
い
た

 
明
日
奈
以
外
は

八
幡
が
そ
ん
な
事
を
出
来
る
事
す
ら
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う

 
シ

ナ
の
動
き
は

そ
の
時
の
八
幡
の

と
ピ

タ
リ
重
な

た

 
明
日
奈
が
サ
ト
ラ
イ
ザ

か
ら
Ｐ
ｏ

の
事
を
連
想
し
た
と
い
う
の
も

 
実
は
そ
の
事
が
背
景
に
あ

た
か
ら
だ

た

 
明
日
奈
は
シ

ナ
の
正
体
が
八
幡
だ
と
確
信
し
つ
つ
も
も
し
八
幡
に
何
か
事
情
が
あ

た
場

合 
八
幡
に
迷
惑
が
か
か
る
事
を
恐
れ

そ
の
事
を
他
の
者
に
は
言
わ
な
か

た
の
だ

た

 
八
幡
が
素
直
に
事
情
を
話
し
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が

 
そ
れ
で
も
明
日
奈
は
八
幡
の
部
屋
へ
と
向
か
う
事
に
し
た
の
だ

た

八
幡
君

い
る

 
明
日
奈
は
ド
ア
を

く
ノ

ク
し
八
幡
に
呼
び
か
け
た

だ
が
少
し
待

て
も
返
事
は
無
い

 

し
に
ド
ア
ノ
ブ
を
ひ
ね
る
と

ド
ア
は
す
ん
な
り
と
開
い
た

 
明
日
奈
が
部
屋
の
中
を

き
込
む
と
案
の
定
そ
こ
に
は
ナ

ヴ
ギ
ア
を
か
ぶ

た
八
幡
の
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が
あ

た

 
明
日
奈
は

と
り
あ
え
ず
と
い

た
感
じ
で
八
幡
が
横
た
わ
る
ベ

ド
に

け

 
八
幡
が
目
覚
め
る
の
を
待
つ
事
に
し
た
が

八
幡
は
中
々
目
覚
め
な
い

 
明
日
奈
は

待

て
い
る
間
ど
う
し
よ
う
か
と
思
い

き

ろ
き

ろ
と

囲
を
見
回
し
た

 
と

の
上
に
見
た
事
が
な
い
ゲ

ム
ソ
フ
ト
の
よ
う
な
物
が
置
い
て
あ
る
事
に
気
が
付
い

た
こ
れ

て

あ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
だ

で
も

二
本

 
そ
れ
は

開

さ
れ
た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
と

未
開

の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
だ

た

ま
さ
か

未
開

の
分
は

私
が
使
う
用
と
か

な
ん
て
ね

 
明
日
奈
は
そ
う

く
と
ソ
フ
ト
と
一

に
置
い
て
あ

た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
マ
ニ

ア
ル
を
手
に
と

り 
再
び
八
幡
の
横
た
わ
る
ベ

ド
に

け
た

 
そ
の
ま
ま
マ
ニ

ア
ル
を

み
な
が
ら
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
明
日
奈
だ

た
が

 
明
日
奈
に
と

て

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
世
界
観
は
ま

た
く

み
の
な
い
も
の
だ

た

 
い
つ
し
か
明
日
奈
は
う
と
う
と
と
船
を

ぎ
始
め

そ
の
ま
ま
眠
り
へ
と
落
ち
て
い

た
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気
が
付
く
と
隣
に
八
幡
の

は
無
く

 
明
日
奈
は
自
分
の
体
に
タ
オ
ル
ケ

ト
が

け
て
あ
る
事
に
気
が
付
い
た

 
そ

と
室
内
を
見

す
と

八
幡
は
ゲ

ム
内
で
明
日
奈
達
が
作
成
し
た

 
制
服
の
最
終
候
補
の
一

を

め

何
事
か
考
え
て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
ん
な
時

マ
ウ
ス
を
操
作
し
て
い
た
八
幡
の
手
が
一

止
ま

た

こ
れ
は

正
直
見
て
み
た
い

見
て
み
た
い
が

ま

ま
あ

下
だ
な

う
ん

 
八
幡
が
そ
の
時
見
て
い
た
の
は

の
ネ
コ
ミ
ミ
メ
イ
ド
の
デ
ザ
イ
ン
画
だ

た

 
そ
れ
を
確
認
し
た
明
日
奈
は

声
を
出
さ
な
い
よ
う
に

く
く
と
笑
い
な
が
ら

 
忍
び
足
で
八
幡
の
背
後
へ
と
忍
び
寄

た

だ
が
次
の

間
八
幡
が

子
を
ぐ
る
ん
と
回

転
さ
せ

 
明
日
奈
の
方
を
向
い
た

明
日
奈
は
忍
び
足
の
ま
ま
の
少
し
間
抜
け
な
格
好
で

ま

た

当
然
気
が
付
い
て
る
か
ら
な

明
日
奈

 
明
日
奈
は
そ
う
言
わ
れ

悔
し
そ
う
に
ぐ
ぬ
ぬ
と
立
ち
上
が
る
と

 

組
み
を
し

真

直
ぐ
に
八
幡
の
目
を
見
な
が
ら
言

た
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か

勘
の
い
い
ガ
キ
は

い
だ
よ

お
前
そ
れ

ハ
ル
姉
さ
ん
の
真
似
か

あ
あ
ら
貴
方
よ
く
気
が
付
い
た
わ
ね

ミ
ジ
ン
コ

の
知
性
し
か
無
い
と
思

て
い
た
け

れ
ど

 
ど
う
や
ら
ギ
リ
ギ
リ
霊
⻑

の

に
は
入

て
い
る
よ
う
ね

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

組
み
し
な
が
ら
ニ

コ
リ
と
笑
顔
で
言

た

ね

明
日
奈

そ
れ
は
私
の
真
似
の
つ
も
り
か
し
ら

謝
罪
と

償
を
要
求
す
る
わ
よ

う
 
明
日
奈
の

身
の

陽
乃
か
ら
雪
乃
へ
の
姉
妹
コ
ン
ボ
も

 
八
幡
の
雪
乃
返
し
の
前
に
は

ま

た
く
通
用
し
な
か

た

ヒ

キ

ひ
ど
い

明
日
奈
に
そ
う
呼
ば
れ
る
の
は
何
か
新
鮮
だ
な

あ

あ

し
だ

て

た
ま
に
は

付
い
た
り
す
る
ん
だ
か
ら
ね

優
美
子
が
時
々
乙
女
に
な
る
の
を

よ
く
観
察
し
て
る
な

比
企
谷

貴
様
と
い
う
奴
は
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明
日
奈
は
つ
い
に
実
力
行
使
に
出
よ
う
と
八
幡
の
ボ
デ

に
へ
ろ
へ
ろ
の
パ
ン
チ
を
放

た 
八
幡
は
そ
の
パ
ン
チ
を
片
手
で
難
な
く
受
け
止
め
た

先
生

パ
ン
チ
に

が
入

て
ま
せ
ん
ね

そ
ん
な
ん
じ

も
う

俺
は
倒
せ
ま
せ
ん
よ

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

 
悔
し
が
る
明
日
奈
の

に

天

が
ひ
ら
め
い
た

こ
れ
な
ら
い
け
る

ソ

ス
は
い
ろ
は
ち

ん

 
一

で
プ
ラ
ン
を
決
め
た
明
日
奈
は

ま
ず
八
幡
に

い
言
葉
の
ジ

ブ
を
放

た

な

ハ

余

を
見
せ
て
い
る
が
こ
れ
で
本
当
に
明
日
奈
ち

ん
が
終
わ

た
と
思
う

の
カ語

尾
が
な
ん
と
な
く
カ
タ
カ
ナ
に

こ
え
る
気
が
す
る

そ
れ
に
し
て
も
お
前
明
日
奈
ち

ん
て

 
八
幡
が
苦
笑
し

一

気
を
抜
い
た

間

明
日
奈
は
正
面
か
ら
八
幡
の
上
に

け

 
両
手
を
開
い
て
自
分
の

の
上
に
持

て
い
き

ヒ
ラ
ヒ
ラ
さ
せ
な
が
ら
言

た

ご
主
人
様
は

ネ
コ
ミ
ミ
メ
イ
ド
が
お
気
に
入
り
な
の
か
ニ

ン

も
し
私
に
着
せ
た
い
の
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な
ら

 
更
に
明
日
奈
は

そ
の
ま
ま
ニ

ン

ニ

ン

と
言
い
な
が
ら

 
徐
々
に
八
幡
の
顔
に
自
分
の
顔
を
近
付
け

八
幡
の

元
で

く
よ
う
に
言

た

任

と

て

下
さ
い
ね

い
い

 
さ
す
が
の
八
幡
も

こ
れ
に
は
顔
を
真

に
し

う
ろ
た
え
な
が
ら
言

た

い
ろ
は
に

い
た
の
か

そ
れ
は
ず
る
い
ぞ
明
日
奈

あ
と
こ
の
体
制
は
ま
ず
い
か
ら
な

何
が
ま
ず
い
の
か
ニ

ン

さ

き
見
て
た
デ
ザ
イ
ン
画
の
事
か
ニ

ン

わ

分
か

た
分
か

た

俺
の
負
け
だ

分
か
れ
ば
い
い
の
ニ

ン

 
八
幡
が
負
け
を
認
め
明
日
奈
が
ご
満

で
そ
う
言

た

間
部
屋
の
ド
ア
が
ガ
チ

と

開
い
た

お
兄
ち

ん

制
服
の
デ
ザ
イ
ン
の
件
は
ど
う

あ

 
ど
う
や
ら
制
服
の
事
が
気
に
な
り

急
い
で
帰

て
き
た
よ
う
で

 
気
が
せ
い
た
あ
ま
り

う

か
り
ノ

ク
を
し
な
い
ま
ま
ド
ア
を
開
け
て
し
ま

た
小
町
は
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八
幡
と
明
日
奈
の
体
勢
を
見
る
と

一

ま

た
後

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
言

た

ご

ご
め
ん
お
兄
ち

ん
お
義
姉
ち

ん

小
町
つ
い
う

か
り

ご

ご
ゆ

く
り

 
小
町
は
ド
ア
を
バ
タ
ン
を

め

パ
タ
パ
タ
と
自
分
の
部
屋
に
駆
け
込
ん
で
い

た

 
そ
し
て
ド
ア
の
向
こ
う
か
ら
は

小
町
の
こ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

小
町
も
こ
の
年
で

つ
い
に
お
ば
さ
ん
か

嬉
し
い
よ
う
な

し
い
よ
う
な

 
小
町
に
い
ち

つ
い
て
い
る
所
を
見
ら
れ
し
ば
ら
く
顔
を

く
し
た
ま
ま

ま

て
い
た
二

人
は

 
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

自
分
達
が
今
ど
ん
な
体
勢
で
い
る
か
気
が
付
き

小
町
の
言
葉
か
ら

 
自
分
達
が
今

ど
ん
な
誤
解
を
さ
れ
た
の
か
理
解
し
た

 
二
人
は
顔
を

く
す
る
と

て
て
部
屋
の
外
に
出
て

小
町
の
部
屋
の
ド
ア
を
叩
い
た

ち

待
て
小
町

話
を

け

待

て
小
町
ち

ん

誤
解
よ
誤
解

お
義
姉
ち

ん
の
話
を

い
て

 
そ
の
後
二
人
か
ら
何
故
あ
あ
な

た
の
か
態
々
行
動
と
会
話
の
全
て
の
再
現
ま
で
さ
れ
な

が
ら

 

し
く
説
明
を
受
け
た
小
町
は

き
な
が
ら
明
日
奈
に
抗
議
し
た
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お
義
姉
ち

ん

ど
う
し
て
小
町
の
真
似
は
し
て
く
れ
な
か

た
の

え

そ

ち

お
い

そ

ち
か
よ

 
明
日
奈
は
小
町
の

を
優
し
く
な
で
な
が
ら
次
は
ち

ん
と
小
町
の
真
似
を
す
る
か
ら
と
約

束
し

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
場
は
収
ま

た

今
日
も
比
企
谷
家
は
平
和
な
の
で
あ

た
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第
１
８
１
話
 
チ

ム
・
比
企
谷

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

事
情
は
分
か

た
よ

つ
ま
り
お
兄
ち

ん
と
お
義
姉
ち

ん
が
バ
カ

プ
ル
だ

て
事

だ
よ
ね

俺
と
し
て
は

そ
の
言
い
方
は
あ
ま
り
認
め
た
く
は
な
い
ん
だ
が

こ
ん
な
に
お
似
合
い
な
二
人
な
の
に

ゴ
ミ
い
ち

ん

ひ
ど
い

 
ち
な
み
に
最
後
の
セ
リ
フ
は

明
日
奈
が
言

た
セ
リ
フ
で
あ
る

 
そ
れ
を

い
た
小
町
は

目
を
キ
ラ

ン
と
さ
せ
な
が
ら

明
日
奈
に
言

た

お
義
姉
ち

ん

速
小
町
の
真
似
を
し
て
く
れ
た
ん
だ
ね

小
町
ち

ん

い

い

お
義
姉
ち

ん

い

い

 

い
に
呼
び
合
い
な
が
ら

ハ
イ
タ

チ
を
す
る
二
人
を
見
て

八
幡
は

を

め
た
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い
や
い
や

俺
が
言

て
る
の
は

バ

の
部
分
に
つ
い
て
だ
か
ら
な

 
あ
と

さ
り
げ
な
く
お
兄
ち

ん
を

付
け
る
の
は
や
め
よ
う
な

そ
も
そ
も
お
兄
ち

ん
が
コ
ソ
コ
ソ
し
て
る
か
ら
い
け
な
い
ん
で
し

 
ほ
ら

や

ぱ
り
ゴ
ミ
い
ち

ん
で
合

て
る
じ

な
い

ま
あ

そ
れ
に
は
色
々
と
事
情
が
あ

て
だ
な

ま

ま

小
町
ち

ん

多
分
八
幡
君
に
も

色
々
と
そ
の

ね

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
小
町
を
な
だ
め
な
が
ら

く
説
明
し
な
い
と
と
い
う
メ

セ

ジ
を
込

め
て

 
八
幡
に
チ
ラ
リ
チ
ラ
リ
と
目
配
せ
し
た

お
義
姉
ち

ん
が
そ
う
言
う
な
ら

じ

あ
さ

さ
と
説
明
し
て

お
兄
ち

ん

お

お
う

 
八
幡
は

事
の
次
第
を
最
初
か
ら
き
ち
ん
と
二
人
に
説
明
す
る
事
に
し
た

 
二
人
は
仲
良
く
隣
り
合

て
ベ

ド
に

け

八
幡
の
言
葉
に

を

け
た

事
の
次
第
は

ラ
フ
コ
フ
の
元

部
ど
も
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
と
い
う
情
報
が

 
薔
薇
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
事
だ

た

俺
は
偵
察
を

ね
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
み
る
事
に
し
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た
薔
薇

誰

あ

小
町
は
知
ら
な
か

た
よ
な

え

と

 
八
幡
が
薔
薇

ロ
ザ
リ
ア
の
事
を
ス
ト
レ

ト
に
小
町
に
説
明
し
て
い
い
も
の
か
そ
れ

と
も

 
多
少
マ
イ
ル
ド
に
説
明
す
べ
き
か
迷

て
い
る
う
ち
に
明
日
奈
が
横
か
ら
小
町
に
説
明
を
始

め
たえ

と
ね

シ
リ
カ
ち

ん
を
殺
そ
う
と
し
た
り

実

に
人
を
殺
し
た
り

 
散
々
悪
い
事
ば

か
り
し
て

キ
リ
ト
君
と
八
幡
君
に
き
つ
い
お
仕
置
き
を
さ
れ
た
人
だ
よ

完
全
に
悪
人
じ

ん

お
兄
ち

ん

何
で
そ
ん
な
人
と
交
流
し
て
る
の

う
 
こ
う
し
て

め
て

く
と

確
か
に
薔
薇
に
つ
い
て
は

 
か
ば
う
余
地
が
ほ
と
ん
ど
無
い
悪
人
の
よ
う
に

こ
え
た

小
町
が

る
の
も
無
理
は
な
い

 
さ
す
が
の
八
幡
も
そ
う
考
え

薔
薇
の
事
を
ど
う
フ

ロ

し
よ
う
か
悩
ん
だ

 
だ
が
そ
ん
な
薔
薇
に
関
し
て

明
日
奈
は
更
に
説
明
を
続
け
た
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で
も

何
て
い
う
の
か
な

今
薔
薇
さ
ん
は

ハ
ル
姉
さ
ん
の
部
下
に
な

て
る
ん
だ
け
ど

 
ち

ん
と
人
の
心
を
取
り

し
た
よ
う
に
見
え
る

て
言
う
か
う
ん
ギ
リ
ギ
リ

て
き

た
み
た
い
な

 
そ
ん
な
感
じ
か
な

だ
か
ら
そ
ん
な
に
心
配
し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
よ

小
町
ち

ん

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を

き

八
幡
は
小
町
の
真
意
に
気
が
付
い
た

 
小
町
は
ど
う
や
ら

て
い
る
と
い
う
よ
り
八
幡
の
身
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
た
よ
う
だ

 
明
日
奈
の
言
葉
を

き

そ

か

と
安
心
し
た
よ
う
な
小
町
の

を
見
て

 
八
幡
は

や

ぱ
り
明
日
奈
に
は
か
な
わ
な
い
な
と
思

た

 
だ
が
明
日
奈
の
説
明
は

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
無
か

た

そ
れ
に
ね
小
町
ち

ん
薔
薇
さ
ん
は
八
幡
君
に
依
存
し
て
い
る
上
に
私
に
心

し
て
る

か
ら

 
絶
対
に
裏
切
る
事
は
無
い
か
ら

安
心
し
て
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
な
ら
安
心
で
す
ね

て

え

依
存

心

 
格
好
い
い
お
義
姉
ち

ん
に
心

す
る
の
は
分
か
る
け
ど

お
兄
ち

ん
に
依
存

し
か
も

リ
ア
ル
で
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依
存

し
て
る
か

 
小
町
の
そ
の
疑
問
に

八
幡
も
首
を
か
し
げ
た
が

明
日
奈
は
引
か
な
か

た

目
を
見
れ
ば
分
か
る
じ

な
い

ど
こ
か
八
幡
君
の
顔
色
を

う
よ
う
な

あ
の
目

 
そ
れ
で
い
て
八
幡
君
に
話
し
か
け
ら
れ
る
と
ど
こ
か
ほ

と
し
た
よ
う
な
感
じ
に
見
え
る

し 
最
初
は
恋
し
て
る
の
か
と
勘
違
い
し
た
け
ど

あ
れ
は
間
違
い
な
く
依
存
だ
ね

う
ん

 
さ
す
が
は
八
幡
君

他
人
の
精
神

配
は
お
手
の
も
の
だ
ね

あ

明
日
奈

そ
れ
は
さ
す
が
に
人

き
が
悪
い
と
思
う
ん
で
す
が

 
後
半
何
故
か
敬
語
に
な

て
し
ま

た
八
幡
は

え
め
に
明
日
奈
に
抗
議
し
た
が

 
明
日
奈
は
ガ
ン
と
し
て

き
入
れ
な
か

た

疑
問
に
思
う
な
ら

今
度

し
に

少
し
無
理
目
な
感
じ
で
強
引
に
誘

て
み
る
と
い
い
よ

 
あ

気
に
な
り
そ
う
な
誘
い
は

絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
か
ら
ね

 
そ
の
時
の
薔
薇
さ
ん
の
様
子
を

し

か
り
と
観
察
し
て
み
て
ね

八
幡
君

お

お
う

も
し
そ
ん
な
機
会
が
あ

た
ら
な

 
八
幡
の
そ
の
答
え
に

満
足
そ
う
に

い
た
明
日
奈
は

更
に
付
け
加
え
た
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そ
も
そ
も
八
幡
君
は

い
ず
れ
ハ
ル
姉
さ
ん
の
片

に
な
る
わ
け
じ

な
い

 
そ
し
た
ら
薔
薇
さ
ん
は

八
幡
君
の
部
下
に
な
る

で
し

う

 
そ
の
時
に
備
え
て

今
の
う
ち
に
絶
対
に
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
教
育
し
て
お
か
な
い
と
ね

あ

は
い

そ
う
で
す
ね

 
立
ち
上
が
り

う
ふ
ふ
ふ
ふ
と
笑
い
を

ら
し
な
が
ら
力
説
す
る
明
日
奈
を
よ
そ
に

 
小
町
は
八
幡
の
下
へ

と
と
と

と
駆
け
寄

た

ど
う
し
よ
う
お
兄
ち

ん

お
義
姉
ち

ん
が
と

て
も
黒
い
よ

ハ
ル
姉
さ
ん
の
影

か

ま
あ

か
ら
明
日
奈
は

俺
の
事
に
な
る
と
目
の
色
が
変
わ
る
事

が
あ
る
し

 
大
丈
夫

何
も
問
題
な
い

問
題
な
い
は
ず
だ

と
り
あ
え
ず
話
を

す
ぞ

う
ん

お
兄
ち

ん

お
願
い

 
そ
し
て
元
の

置
に

た
二
人
は

何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
会
話
を
続
け
た

で
お
兄
ち

ん
そ
ろ
そ
ろ
話
の
続
き
を
お
願
い

お
義
姉
ち

ん
も
ほ
ら
座

て
座

て
あ

う
ん

八
幡
君

お
願
い
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明
日
奈
が
落
ち
着
い
た
の
を
確
認
し

八
幡
は
説
明
を
続
け
る
事
に
し
た

で
な

薔
薇
か
ら
の
情
報
を
得
て

し
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
み
た
の
は
い
い
ん
だ
が

 
ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
が
本
当
に
い
る
の
か
ど
う
か
が

正
直
ま

た
く
分
か
ら
ん

 
そ
の
八
幡
の
言
い
方
に

二
人
は
ベ

ド
の
上
で
ず

こ
け
た

そ

そ
う
な
の

あ
あ

そ
も
そ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
み
た
い
な
ゲ

ム
な
ら
と
も
か
く
だ

 
武
器
を
直
接

る
う
の
と

銃
を
撃
つ
の
と
で
は

動
き
が
違
い
す
ぎ
て
な

 
さ
す
が
の
俺
も

銃
を
撃
つ

を
見
て

あ
い
つ
ら
だ
と
判
断
す
る
の
は
不
可
能
だ

た

あ
あ

な
る
ほ
ど

会
話
を
手
が
か
り
に
し
よ
う
と
し
て
も

何
と
い
う
か

 
は
な
か
ら
ロ

ル
プ
レ
イ
を
し
て
い
る
感
じ
の
奴
が
多
く
て
な

 
そ

ち
か
ら
も

ま

た
く
手
が
か
り
に
な
り
そ
う
な
情
報
は
得
ら
れ
な
か

た

 
そ
こ
ま
で
言
い
切

て

八
幡
は
押
し

た

確
か
の
八
幡
の
言
う
通
り

 
仮
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
が
剣
の
世
界
だ

た
ら

多
少
の
ヒ
ン
ト
は
得
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
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剣
と
銃
で
は

そ
も
そ
も
の
基
本
体
系
が
違
い
す
ぎ
る

 
明
日
奈
と
小
町
も
そ

か

と
言
い
な
が
ら
押
し

り
再
び
八
幡
が
話
し
出
す
の
を
待

た
そ
れ
で
ま
あ

性
で
プ
レ
イ
を
続
け
て
い
た

な
ん
だ
け
ど
な

 
そ
ん
な
時

た
ま
た
ま
い
い
狙
撃
銃
が
手
に
入

て
な

Ｍ
８
２
Ａ
１

て
奴
な
ん
だ
が

 
そ
れ
で

ス
ナ
イ
パ

に
転
向
す
る
事
に
し
た
ん
だ
よ

糸
で

め
と
る
の

小
町
ち

ん

そ
れ
は
ス
パ
イ
ダ

 
小
町
の
ボ
ケ
に

明
日
奈
が
素

く
突

込
ん
だ

ス
ナ
イ
パ

だ

ス
ナ
イ
パ

狙
撃
手
な

 
そ
れ
で
ま
あ
対
人
専
門
の
チ

ム
と
か
を
遠

離
か
ら
狩

て
遊
ん
で
い
た

な
ん
だ
が

あ

八
幡
君

そ
う
い
う
人
達
の
事

い
そ
う
だ
も
ん
ね

そ
も
そ
も
そ
う
い
う
ゲ

ム
な
ん
だ
か
ら

好
き

い
だ
け
の
問
題
な
ん
だ
け
ど
な

 
確
か
に
好
き
か

い
か
と
言
わ
れ
れ
ば

い
か
も
し
れ
ん

 
八
幡
は
明
日
奈
に

き
な
が
ら
言

た
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で
そ
ん
な
時
大
会
が
開
か
れ
る

て
話
を

い
て
な

し
に
参
加
し
て
み
る
事
に
し
た

バ
レ

ト
オ
ブ
バ
レ

ツ

お

明
日
奈

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
大
会
の
名
前
な
ん
か

よ
く
知

て
る
な

う
ん

ま
あ
さ

き
み
ん
な
で
見
て
た
か
ら
ね

シ

ナ

 
明
日
奈
が
そ
う
言
う
と

八
幡
は

あ
ち

と
い
う
風
に
顔
を

い
な
が
ら
言

た

シ

ナ

お
義
姉
ち

ん

シ

ナ

て

多
分

八
幡
君
の

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム

だ
よ
ね

は

正
解
だ

ち
な
み
に
八
幡
大

か
ら

源
氏
へ
と
連
想
し
て

 
そ
こ
か
ら
源
義

に
行

て

最
後
に
そ
の

名
の

那
王
か
ら
と

た
名
前
だ
な

 
で

シ

ナ
が
俺
だ

て

も
う
皆
知

て
る
の
か

う
う
ん

気
付
い
た
の
は
私
だ
け
の
は
ず
だ
し

他
の
人
に
も
言
わ
な
か

た
か
ら
ね

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

ホ

と
し
た
よ
う
に
見
え
た

別
に

す
よ
う
な
事
じ

な
い
ん
だ
が

や

ぱ
り
何
か
ち

と

な

八
幡
君

仲
間
の

に
偵
察
し
て
ま
す

み
た
い
な
の
が
バ
レ
る
の

い
だ
も
ん
ね

 
明
日
奈
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言
い
八
幡
は
少
し
顔
を

ら
め
な
が
ら
そ

を
向
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い
たし

か
し
リ
プ
レ
イ
で
自
分
が
映

て
る
所
は
見
た
が
よ
く
あ
れ
だ
け
で
俺
だ

て
分
か

た
なそ

れ
は
ま
あ
あ
の
動
き
に
は
覚
え
が
あ

た
か
ら
ね

そ
れ
に
ほ
ら
私
八
幡
君
の
妻
だ

か
ら

 
あ
れ
が
八
幡
君
だ

て

愛
の
力
で
す
ぐ
に
分
か

た
よ

お
お

 
小
町
は
そ
れ
を

き

明
日
奈
に

大
な

手
を
し
た

明
日
奈
は
ド
ヤ
顔
で
立

て
い
た

 
八
幡
は
そ
れ
を
華
麗
に
ス
ル

し

話
を
続
け
た

そ
う
か

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は

近
接
戦
闘
に
持
ち
込
ま
れ
た
事
は
今
ま
で
一
度
も
無
い
か
ら

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
技
術
だ

た
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
ま
ま

し
て
お
き
た
か

た
ん
だ
が
今
回
は
ち

と
相
手
が
ア
レ
で
熱
く
な

ち

ま

て
な

 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は

一

で
真
顔
に
な

た

で

や

ぱ
り
あ
れ

Ｐ
ｏ

と
は
別
人
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や

ぱ
り
明
日
奈
も
感
じ
た
か

そ
う
だ
な

多
分
違
う

 
上
手
く
説
明
は
出
来
な
い
が
あ
い
つ
と
は
何
か
違
う
も

と
プ
ロ
の
軍
人

て
感
じ
だ

た
そ

か

や

ぱ
負
け
て
悔
し
い

あ
あ

 
小
町
は
他
の
者
よ
り
も
二
人
と
話
す
機
会
が
多
か

た

 
Ｐ
ｏ

の
名
前
と

彼
が
ど
う
い
う
人
物
か
は
多
少
知

て
い
た

 
そ
の

小
町
は

少
し
心

そ
う
に
八
幡
に

ね
た

ね

お
兄
ち

ん

本
当
の
本
当
に

大
丈
夫

 
八
幡
は
そ
ん
な
小
町
の

を
な
で
な
が
ら

力
強
く
断
言
し
た

大
丈
夫
だ

安
心
し
ろ

リ
ア
ル

所
を
知
ら
れ
で
も
し
な
い
限
り

何
も
問
題
は
な
い

 
そ
し
て
そ
の
可
能
性
は

ゲ

ム
内
で
バ
ラ
さ
な
い
限
り
皆
無
だ

う
ん

 
そ
う
説
明
さ
れ
た
小
町
は

安
心
し
た
よ
う
に
八
幡
に
微
笑
ん
だ

 
明
日
奈
も
そ
ん
な
小
町
を
横
か
ら

き
締
め

小
町
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
し
た
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そ
し
て
小
町
が
落
ち
着
い
た

明
日
奈
が
八
幡
に
質
問
し
た

話
は
大
体
分
か

た
ん
だ
け
ど

八
幡
君

あ
の
ソ
フ
ト
は

 
そ
う
言

て
明
日
奈
は

の
上
の
二
本
の
ソ
フ
ト
を
指
差
し
た

あ
あ
あ
れ
な

実
は
な
し
ば
ら
く
プ
レ
イ
し
て
み
て
ち

と
も
手
が
か
り
が
得
ら
れ

な
い
か
ら

 
こ
れ
は
ラ
フ
コ
フ
の
メ
ン
バ

に
あ
る

度

し
く
て

更
に
俺
よ
り
も
遥
か
に
社
交
的
な

 
明
日
奈
に
協
力
を

ぐ
べ
き
か
と
考
え
て

ソ
フ
ト
を
も
う
一
本

た
ん
だ
が

だ
が

そ
の

明
日
奈
に
こ
う
い
う
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
し
て
も
ら
う
の
は

教
育
上
悪
い
か
な

て 
八
幡
が
お
ず
お
ず
と
そ
う
言
い

明
日
奈
と
小
町
は
思
わ
ず

き
出
し
た

あ

あ
は
は
は
は

八
幡
君
が
パ
パ
に
な

た

お
兄
ち

ん
お
義
姉
ち

ん
が
大
好
き
な
の
は
分
か
る
け
ど
い
く
ら
な
ん
で
も
過
保
護
す

ぎ
で
し

そ

そ
う
か
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八
幡
は

れ
な
が
ら

を
か
い
た

ち
な
み
に
助
け
を
求
め
る
の
は

キ
リ
ト
君
で
も
良
か

た
ん
じ

そ
れ
も
考
え
た
ん
だ
が

俺
と
キ
リ
ト
だ
け
で
こ
そ
こ
そ
プ
レ
イ
し
て
る
と

 
何
か

気
を
疑
わ
れ
そ
う
で
ち

と
な

あ
は
は
は

ま
た
考
え
す
ぎ

で
そ
れ
だ
と
今
度
は
次
は
明
日
奈
次
は
リ
ズ

て
な
し
崩
し
的
に
人
が

え
そ
う
だ

た
か
ら

 
さ
す
が
に
そ
れ
は
や
め
と
い
た

て
感
じ
だ
な

そ

か

 
明
日
奈
は
そ
の
八
幡
の
説
明
に

一
応
は
納
得
し
た

確
か
に
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
に

 
学
校
生
活
に
加
え
て
ゲ

ム
の

け
持
ち
を
頼
む
の
は

少
し
悪
い
気
が
し
た
か
ら
だ

 
だ
が
八
幡
を
一
人
に
す
る
の
も

わ
れ
る

そ
し
て
明
日
奈
は
一

で
決
断
し
た

よ
し
決
め
た

私
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
よ

 
明
日
奈
は
い
き
な
り
二
人
に
そ
う
宣
言
を
し
た

そ

そ
れ
は
助
か
る
が

本
当
に
い
い
の
か
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夫
の
背
中
を
守
る
の
は

妻
の
役
目
で
す

い
や

そ
れ
普
通
逆
だ
か
ら
な

 
八
幡
は

即
座
に
そ
う
突

込
ん
だ

そ
し
て

兄
夫

を
守
る
の
は

妹
の
役
目
で
す

小
町
そ
れ
も
逆

い
気
が
す
る
ぞ

て
い
う
か
お
前
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や
る
つ
も
り
か

当
然

こ
こ
は
比
企
谷
家
の

家
族
の
絆
を

す
時
だ
よ

だ
よ

三
人
の
力
で

サ
ト
ラ
イ
ザ

を
倒
せ

ぐ

そ
こ
に
は
触
れ
て
く
れ
る
な

本
当
に
悔
し
い
ん
だ
か
ら
な

 
そ
ん
な
二
人
の

り
上
が

て
い
る
様
子
を
見
て

八
幡
も
覚
悟
を
決
め
た
よ
う
だ

分
か

た
今
か
ら
ソ
フ
ト
を
も
う
一
本

て
く
る
か
ら
二
人
は
マ
ニ

ア
ル
で
も
見
て

て
く
れ

う
ん

当
然
お
金
は
お
兄
ち

ん
持
ち
で
お
願
い

当
た
り
前
だ
ろ

ち

ん
と
分
か

て
る

て

 
こ
う
し
て
明
日
奈
と
小
町
の

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
の
参
戦
が
決
定
し
た
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ち
な
み
に
三
人
は

回
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
い
る
か
ど
う
か
か
な
り
真
剣
に
探
し
た
の
だ
が

 
つ
い
に
彼
が
そ
の

を
現
す
事
は
一
度
も
無
か

た

 
こ
れ
は

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
接
続
を

運

が
シ

ト
ア
ウ
ト
し
た

だ

た
の
だ
が

 
そ
の
事
実
を
八
幡
が
知
る
の
は
少
し
先
の
事
だ

た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
に
入
る

の
準
備
エ
ピ
ソ

ド
が

こ
れ
で
一
通
り
終
わ

た

は
ず
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第
１
８
２
話
 
ギ
ル
ド
の
旗
揚
げ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
つ
い
に
こ
の
日
念
願
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
二
十
一
層
か
ら
二
十
五
層
ま
で
が
解
放
さ
れ

た 
過
去
の
多
く
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
か
ら
得
た
教
訓
に
よ
り
バ

ジ

ン
ア

プ
後
の
混
乱
を
避

け
る

 
通
常
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
終
了
か
ら
き

か
り
一
日
後
に
次
の
層
へ
と
転
送
が
可
能
に
な
る

 
そ
し
て
つ
い
先
ほ
ど

転
移
門
の
転
送
先
に

二
十
一
層
が
表

さ
れ
た

 
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
二
十
一
層
へ
と
殺
到
し
て
お
り
転
移
門
広
場
は
い
つ
も
以
上
に
混

雑
し
て
い
た

 
そ
れ
は

ほ
と
ん
ど
の
攻
略
ギ
ル
ド
が
集
結
し
て
い
る

だ

た

二
十
二
層
は

敵
が
出
現
し
な
い

森
と
水
の
フ
ロ
ア
だ

て
ま
じ
か
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そ
う
ら
し
い
な

ど
う
や
ら
ハ
ウ
ジ
ン
グ
狙
い
で
か
な
り
多
く
の
攻
略
ギ
ル
ド
が
動
い
て
る

み
た
い
だ

 
元
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
の
情
報
提

も
あ

た
の
だ
ろ
う

 

日
前
か
ら

二
十
二
層
に
関
す
る
噂
が

か
な
り
多
く
流
れ
て
お
り

 
ギ
ル
ド
間
で
の
情
報
交
換
も

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
ん
な
中

さ
す
が
に
混
雑
に

え
か
ね
た
の
か

広
場
の
中
央
で
声
が
上
が

た

お
い

た
だ
で
さ
え

い
ん
だ
か
ら

押
す
な

て

 
何
だ
よ
こ
れ

さ
す
が
に
ひ
ど
く
な
い
か

い
く
ら
な
ん
で
も
こ
の
混
み
方
は
無
い
だ
ろ

 

て
あ
そ
こ
の
ス
ペ

ス
が
開
い
て
る
じ

な
い
か
よ
な
あ
あ
そ
こ
に
移
動
し
よ
う

 
こ
の
日
の
混
雑
に
は

人
の
多
さ
以
外
に
も
別
の
理
由
が
あ

た

 
転
移
門
広
場
の
一

に

誰
も
近
寄
ろ
う
と
は
し
な
い

空
白
地

が
あ

た
か
ら
だ

 
そ
れ
に
気
付
い
た
者
が
そ
の
ス
ペ

ス
を
指
差
し
な
が
ら
仲
間
達
に
移
動
し
よ
う
と
提
案

し
た
の
だ
が

 
仲
間
達
は

て
て
首
を

り

そ
の
提
案
者
を
止
め
た

馬

お
前

あ
そ
こ
に
い
る
奴
ら
を
よ
く
見
ろ

て
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あ
ん

誰
が
い
る

て

て
ユ

ジ

ン
と
カ
ゲ
ム
ネ
に
サ
ク
ヤ
に
ア
リ
シ

 
あ
い
つ
ら
敵
対
し
て
る
ん
じ

な
い
の
か
よ

分
か
ん
ね

け
ど
触
ら
ぬ
神
に

り
無
し
だ
ろ
何
か
あ

た
時

き
込
ま
れ
る
の
は
勘

だ確
か
に
な

 
ほ
と
ん
ど
の
者
が
同
じ
事
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
そ
の
四
人
に
は
誰
も
近
寄
る
事
は

無
く

 
さ
り
と
て
そ
の
四
人
が
特
に

め
た
り
す
る
様
子
も
無
か

た

 
広
場
は

奇

な

張
感
に
包
ま
れ
て
い
た

 
そ
の

を
破

た
の
は

突

現
れ
た

黒
ず
く
め
の
集
団
だ

た

 
そ
の
集
団
は

囲
の
者
が
止
め
る
間
も
無
く

々
と
四
人
に
近
付
い
て
い

た

 
そ
の

総
勢
十
六
名

ハ
チ
マ
ン
を
先

に
両

を
ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
が

め
そ
の
後

ろ
に
は

 
無
骨
な
格
好
の
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
と
共
に
レ
コ
ン
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
の

装
チ

ム
が
続

き
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更
に
そ
の
後
方
に
は

リ

フ

ユ
イ
ユ
イ

イ
ロ
ハ

コ
マ
チ

ユ
ミ

メ
ビ
ウ
ス

 
シ
リ
カ

リ
ズ
ベ

ト
の
女
性

が

り
を

え

最
後
尾
で
は

 
巨
大
な
剣
を
背
中
に
さ
し
た

キ
リ
ト
が

を

め
て
い
た

 
ち
な
み
に

た
だ
で
さ
え
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
少
な
い
こ
の
ゲ

ム
に
お
い
て

 
こ
こ
ま
で
女
性
比

が
高
い
ギ
ル
ド
は

他
に
は
存
在
し
な
い

 
こ
こ
に
い
な
い
ソ
レ
イ
ユ
と
ア
ル
ゴ
を
加
え
れ
ば

実
に
三
分
の
二
が
女
性
で
あ
る

 

て

い
き
な
り
現
れ
た
こ
の
集
団
は

そ
う
い

た
意
味
で
も
注
目
を

び

 
広
場
に
い
た
ほ
と
ん
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

は

こ
こ
で
一
体
何
が
始
ま
る
の
か
と

 
事
の
成
り
行
き
を

を
飲
ん
で
見
守

て
い
た

 
そ
ん
な
中
先

を
歩
い
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
が
四
人
の
前
に
到
着
し
そ
の
目
の
前
で
足
を
止

め
た

 
四
人
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

と
同
様
に

然
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
だ
が

 
ま
ず
最
初
に
ユ

ジ

ン
が
我
に
返
り

ハ
チ
マ
ン
に
話
し

け
た

よ
う

分
と

手
な

場
だ
な

そ
の
格
好

ギ
ル
ド
の
制
服
か

つ
い
に
立
ち
上
げ
た

ん
だ
な
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す
ま
な
い
ギ
ル
ド
を
立
ち
上
げ
る
の
は
始
め
て
で
な
慣
れ
な
い
せ
い
で
少
し
手
間
取

ち
ま

た

気
に
す
る
な

俺
と
お
前
ら
の
仲
じ

な
い
か

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
と
親
し
げ
に

手
を
す
る
ユ

ジ

ン
の

に

囲
が
ど
よ
め
い
た

 
ユ

ジ

ン
の
イ
メ

ジ
と
い
え
ば

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

恐
怖
の
象
徴
だ

 
そ
の
ユ

ジ

ン
が
あ
れ
だ
け
気
安
い
態
度
で
接
す
る
こ
の
集
団
は
一
体
何
者
な
の
だ
ろ
う

 
プ
レ
イ
ヤ

達
は

め
て
そ
の
メ
ン
バ

に
注
目
し
た

お
い

あ
れ

よ
く
見
た
ら

絶
対

度
と
バ

サ
ク
ヒ

ラ

じ

な
い
か

シ
ル
フ
四
天
王
の
リ

フ

も
い
る
ぞ

そ
の
後
ろ
は
絶
対

度
の
パ

テ

メ
ン
バ

だ

ろ
あ
そ
こ
に
い
る
の
は
引
退
し
た

て
噂
に
な

て
た
ウ
ン
デ

ネ
領
主
の
メ
ビ
ウ
ス
さ

ん
か最

後
尾
に
い
る
あ
い
つ

す
ぐ
に
二
つ
名
が
付
く
ん
じ

な
い
か

て
噂
の

 
最
近

り
出
し
中
の
黒
の
剣
士
だ
ぞ

何
な
ん
だ
こ
の
強
力
な
メ
ン
バ

は
よ

 
そ
の
話
は

く
間
に
プ
レ
イ
ヤ

達
の
間
を
駆
け
巡
り
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囲
を

め
尽
く
す
プ
レ
イ
ヤ

達
の
ど
よ
め
き
は

一
向
に
静
ま
る
気
配
が
無
か

た

 
そ
ん
な
中
注
目
を

び
た
事
で
や

と
我
に
返

た
の
か
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

が
再

動

し
た

 
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
に
駆
け
寄
り

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
密
着
し
た

ハ
チ
マ
ン
君

も
し
か
し
て

つ
い
に
ギ
ル
ド
を
立
ち
上
げ
た
の

あ

は
い

よ
う
や
く

て
感
じ
で
す
け
ど
ね

 
あ
と
ア
リ
シ

さ
ん

ち

と

離
が
近
い
の
で
離
れ
て
下
さ
い

そ
う
か

つ
い
に
決
断
し
た
ん
だ
ね

お
揃
い
の
制
服
が

と
て
も
似
合

て
い
る
よ

 
私
は
そ
う
い
う
の
は
持

て
無
い
か
ら

少
し

ま
し
い
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
い
デ
ザ
イ
ン
の
制
服
を
選
ん
で
く
れ
た
仲
間
に
感
謝
で
す
ね

 
あ
と
サ
ク
ヤ
さ
ん

近
い
の
で
離
れ
て
下
さ
い

 
二
人
は
必
要
以
上
に
ハ
チ
マ
ン
に
近
付
き

至
近

離
か
ら
話
し

け
て
い
た

 
そ
れ
は

か
ら
見
る
と
ま
る
で
ア
リ
シ

と
サ
ク
ヤ
が
ハ
チ
マ
ン
を
取
り
合

て
い
る
よ
う

に
見
え
た

 
事
実
そ
う
だ

た
の
だ
が

そ
ん
な

態
は

当
然
⻑
く
は
続
か
な
か

た
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は
い

二
人
と
も

そ
こ
ま
で
よ

そ
の

離
は

に
私
達
の

張
り
の
中
だ
か
ら
ね

お
い
ア
ス
ナ

張
り

て

 
ユ
キ
ノ
が
二
人
と
ハ
チ
マ
ン
の
間
に
ス

と
入
り
ア
ス
ナ
は

息
も
荒
く

張
り
を
主
張
し

た 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ア
ス
ナ
の

張
り
と
い
う
表
現
に
苦
笑
し
た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
ア
リ
シ

と
サ
ク
ヤ
は

別
の

象
を
持

た
よ
う
だ

さ
す
が
は
ハ

レ
ム
王

い
ず
れ
私
達
も
落
と
さ
れ
ち

う
の
か
な

サ
ク
ヤ
ち

ん

私
は
別
に

わ
な
い
が
な

あ

抜
け
駆
け

私
も
別
に

わ
な
い
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
二
人
の
言
葉
に
ま
た
た
わ
い
も
な
い
冗
談
を
と

を
す
く
め
か
け
た
が

 
今
の
会
話
を

い
た

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

に
い
ら
ぬ
誤
解
を

え
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

直
し

 
急
い
で
二
人
を
制
止
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が

そ
れ
は
少
し

か

た
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ア
リ
シ

と
サ
ク
ヤ
が
微

に
本
気
で
言

て
い
た
の
も
こ
の
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
要
素
だ

た
お
い

い
た
か
よ

分
女
性
比

が
多
い
集
団
だ
と
思

て
た
け
ど

ま
さ
か
の
ハ

レ
ム
か

ハ

レ
ム
王
と
か

何
て

ま

ふ
ざ
け
た
野
郎
だ

い
や

ち

違

 
ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
の
風
評
被
害
に

て

ジ
ト
目
で
元
凶
の
二
人
を
見
た
が

 
二
人
は

々
と

線
を

ら
し

口

を

い
て
い
た

く

そ

絶
対
後
で
こ
き
使

て
や
る
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き

ど
う
し
た
も
の
か
と
考
え
始
め
た

 
こ
う
い
う
場
合
は
ネ

ム
バ
リ

の
あ
る
ユ

ジ

ン

り
に
間
に
入

て
も
ら
え
る
と

い
い
の
だ
が

 
ユ

ジ

ン
は
キ
リ
ト
と
さ
え
戦
え
れ
ば
い
い
よ
う
で
我
関
せ
ず
と
い
う
態
度
を

い
て
い

た
仕
方
な
い

よ
し

こ
の
ま
ま
こ
こ
で
旗
揚
げ
だ
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ハ
チ
マ
ン
の
決
断
は
至

て
シ
ン
プ
ル
だ

た

ハ
チ
マ
ン
は

点
を
手
に
入
れ
て
か
ら

 
う
ち
わ
だ
け
で
行
う
予
定
だ

た
旗
揚
げ
式
を
前
倒
し
て

こ
の
場
で
行
う
事
に
し
た

 
こ
う
な

た
ら

手
に
い
く
か

そ
う
考
え
た
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
に
声
を

け
た

キ
リ
ト

了
解

 
さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
の
一
番
の
相
棒
た
る
キ
リ
ト
で
あ
る

 
即
座
に
ハ
チ
マ
ン
の
意
思
を

み
取
り

行
動
を
開
始
し
た

 
キ
リ
ト
は
背
中
に
背
負
う
大
剣
を

り
回
し

ダ
ン

と
地
面
に
突
き

し
た

 
そ
の
迫
力
に

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
一

で

し
た

 

王
立
ち
す
る
キ
リ
ト
の
両

を

他
の
者
達
が

め
て
い
く

 
最
後
に

い
わ
ゆ
る
月
面

返
り
で

一
同
の
背
後
か
ら
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
飛
び

 
ヒ
ラ
リ
と
メ
ン
バ

の
前
に
着
地
し
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
一
歩
前
に
出
て

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

に
語
り
か
け
た

が
せ
て
し
ま

て
す
ま
な
い

俺
達
は
ギ
ル
ド
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

だ
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俺
は
リ

ダ

の
ハ
チ
マ
ン

そ
し
て
隣
に
い
る
の
が

副
団
⻑
の
ア
ス
ナ
だ

 
そ
の
紹
介
と
同
時
に

ア
ス
ナ
が
優

な
カ

テ
シ

を
見
せ

直
後
に
ハ
チ
マ
ン
に
寄
り

た
そ
し
て
同
じ
く
副
団
⻑
の

キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
だ

 
キ
リ
ト
は
再
び
大
剣
で

ダ
ン

と
地
面
を
叩
き

ユ
キ
ノ
は
静
か
に
微
笑
ん
で
い
た

残
り
の
メ
ン
バ

の
紹
介
は

す
ま
な
い
が

愛
さ
せ
て
も
ら
う

 
メ
ン
バ

は
思
い
思
い
に

に
手
を

た
り
ポ

ズ
を
付
け
た
り
し
て
ア
ピ

ル
し

た
俺
達
は
一
応

層
ク
リ
ア
を
目
的
と
し
て
い
る
が
基
本
的
に
は
エ
ン
ジ

イ
系
の
ギ
ル
ド

だ 
だ
が
今
回
は

と
あ
る
事
情
で

最
速
で
二
十
二
層
に
到
達
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る

 
そ
れ
が
面
白
く
な
い
奴
も

山
い
る
だ
ろ
う

そ
う
い

た
奴
ら
の
挑
戦
は
受
け
て
立
つ
つ

も
り
だ

 
だ
が
覚
悟
し
て
お
い
て
く
れ

俺
達
の
ギ
ル
ド
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
最
強
だ
と
自
負
し
て
い
る

 
そ
の
言
葉
に
プ
レ
イ
ヤ

達
は
ど
よ
め
い
た

殺
気
だ

た

線
を
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
る
者
も
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い
る

 
そ
の
時

を
守

て
い
た
ユ

ジ

ン
が

一
歩
前
に
進
み
出
た

ハ
チ
マ
ン
の
言

て
る
事
は
遺

な
が
ら
事
実
だ

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
は
こ
い
つ
ら
に
負

け
た

 

囲
の
ど
よ
め
き
が

驚
愕
め
い
た
も
の
に
変
わ
る

 
だ
が
そ
の
言
葉
を
素
直
に
信
じ
な
い
者
も
ま
だ

山
い
た

 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
気
配
を
感
じ
取
り

決
定
的
な
一
言
を
付
け
加
え
た

ち
な
み
に
今
は
い
な
い
が

絶
対
暴
君
も

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の
メ
ン
バ

だ
か

ら
な

 
あ
の
絶
対
暴
君
を
差
し
置
い
て

こ
の
ハ
チ
マ
ン
が
リ

ダ

を
や

て
い
る

 
お
前
ら

そ
の
意
味
が
分
か
る
か

こ
い
つ
ら
に
文

が
あ
る
な
ら

覚
悟
を
し
て
お
く
ん

だ
な

 
そ
の
セ
リ
フ
の
意
味
を
理
解
し
た

間

プ
レ
イ
ヤ

達
の
殺
気
は
一

で

散
し
た

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

と
い
う

で
ち

と
急
ぐ
ん
で
な
こ
こ
で
失

さ
せ
て
も
ら
う

 
い
ず
れ
ま
た

敵
な
り
味
方
な
り
に
な
る
事
も
あ
る
と
思
う
が

宜
し
く
頼
む
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そ
う
言
う
と

ハ
チ
マ
ン
は
ク
ル
リ
と
背
を
向
け

迷
宮
区
の
方
へ
と
歩
き
去

た

 
そ
の

に
ア
ス
ナ
が
す
が
り
つ
き
そ
の
後
を
談
笑
し
な
が
ら
残
り
の
メ
ン
バ

が
追
い
か

け
て
い
く

 
そ
の
後
を
ユ

ジ

ン
と
カ
ゲ
ム
ネ
ア
リ
シ

と
サ
ク
ヤ
の
四
人
が

て
て
追
い
か
け
て

い
く

 
こ
う
し
て
こ
の
日

ハ
チ
マ
ン
の
ギ
ル
ド

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

は
誕
生
し

 
し
ば
ら
く
の
間

プ
レ
イ
ヤ

達
の
話
題
を
独

す
る
事
と
な

た

 
ち
な
み
に
こ
の
後
ハ
チ
マ
ン
は

ザ
・
ル

ラ

配
者

と
呼
ば
れ
る
事
と
な
る
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第
１
８
３
話
 
送
れ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

こ
ち
ら
ハ
チ
マ
ン

感
度
は
ど
う
か

送
れ

こ
ち
ら
キ
リ
ト

問
題
な
し

送
れ

了
解

ア
ス
ナ
は
ど
う
か

送
れ

 
パ

テ

チ

ト
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
ア
ス
ナ
は

て
て
会
話
モ

ド
を
切
り

え

た
え

え

と

こ
ち
ら
ア
ス
ナ

大
丈
夫

こ
え
る
よ

お

送
れ

 
ア
ス
ナ
は

多
分
ち

ん
と

こ
え
る
か
ど
う
か

き
た
い
ん
だ
ろ
う
な
と
考
え

 
二
人
の
真
似
を
し
つ
つ
そ
う
答
え
た

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

く
と
す
ぐ
に
報
告
を
始
め

た
た

た
今

俺
が
担
当
の
フ

ル
ド
ボ
ス
フ
ラ
グ
を
全
て
ク
リ
ア
し
た

送
れ
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あ

こ

ち
も
全
部
ク
リ
ア
し
た
よ

送
れ

了
解

対
象
を
確
認
中

発
見

こ
れ
よ
り
戦
闘
に
入
る

送
れ

 
報
告
を
受
け
た
キ
リ
ト
が

遠
く
で
待
機
し
て
い
た
レ
コ
ン
に
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
を
送
る

 
そ
れ
を
見
た
レ
コ
ン
は
何
か
を
探
す
そ
ぶ
り
を
見
せ
発
見
し
た
の
か
す
ぐ
に
ハ
ン
ド
サ

イ
ン
を
返
す

 
ど
う
や
ら
問
題
な
く
フ

ル
ド
ボ
ス
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
確
認
し
た
よ
う
だ

 
そ
れ
を

い
て
い
た
ユ
キ
ノ
が

れ
た
よ
う
に
横
か
ら
会
話
に
参
加
し
た

あ
な
た
達
は
さ

き
か
ら

一
体
何
を
や

て
い
る
の
か
し
ら

ユ
キ
ノ
の
乱
入
を
確
認

言
い

は
任
せ
た

こ
れ
よ
り
帰
投
す

交
信
終
了

 
間

入
れ
ず

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

会
話
を
終
了
し
た

な

お

お
い

ハ
チ
マ
ン

ず
る
い
ぞ

ハ
チ
マ
ン

キ
リ
ト
君

任
せ
た
よ

こ

ち
も

る
ね

交
信
終
了

ア
ス
ナ
ま
で
ハ
チ
マ
ン
の
真
似
す
ん
な
よ

お
い

お
い

い
て
い
る
の
か
し
ら

キ
リ
ト
君

は

は
い
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キ
リ
ト
は

ギ
ギ
ギ
ギ

と
い
う
音
を
立
て
な
が
ら
ユ
キ
ノ
の
方
へ
と

り
返

た

ユ
キ
ノ

前
と
比
べ
て
ち

と
性
格
変
わ

て
な
い
か

そ
の
言
い
方
は
正
確
で
は
無
い
わ
ね

前
と
比
べ
て
と
言
う
な
ら

本
来
は
こ
ち
ら
が
素
よ

 
こ
の
前
あ
の
二
人
に

あ
り
の
ま
ま
で
い
る
よ
う
に

て
言

て
も
ら

た
の

う
ん

ユ
キ
ノ
ン
は

本
来
こ
ん
な
感
じ
だ
よ

そ

か

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
じ

そ
う
い
う
事
で

 
ユ
イ
ユ
イ
が
嬉
し
そ
う
に

ユ
キ
ノ
の
隣
に
駆
け
寄

て
そ
う
言
い

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
に
合
わ
せ

手
を
シ

ピ

と
上
げ
る
と

そ
の
ま
ま
立
ち
去
ろ
う
と
し
た

ユ
イ
ユ
イ

捕
ま
え
て

お

け

 
ユ
イ
ユ
イ
は
ユ
キ
ノ
に
そ
う
頼
ま
れ
キ
リ
ト
の

首
を
ぐ
い

と
掴
み
そ
の
ま
ま
持
ち
上

げ
た

 
キ
リ
ト
は
何
と
か
逃
れ
よ
う
と
し
た
が
こ
う
見
え
て
ユ
イ
ユ
イ
は
キ
リ
ト

の
パ
ワ

を

て
い
る

 
い
か
に
キ
リ
ト
と
は
い
え

そ
ん
な
体
制
で
ユ
イ
ユ
イ
か
ら
逃
れ
る
事
は
不
可
能
だ

た
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キ
リ
ト
は

り
て
き
た
猫
の
よ
う
に
ユ
イ
ユ
イ
に
首

こ
を
掴
ま
れ

 
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
り
な
が
ら

説
明
を
始
め
た

え

と

日
た
ま
た
ま

ハ
チ
マ
ン
と
レ
コ
ン
と
一

に
な

て
で
す
ね

 

屋
で
と
あ
る
ア
ニ
メ
の
一

放
送
を
一

に
見
た
ん
で
す
け
ど

 
そ
の
時
の
自
衛

の
方
々
の
無
線
で
の
遣
り
取
り
と
か
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
が
ツ
ボ
に
は
ま

て

 
そ
れ
で
つ
い
ノ
リ
で
練

し
て
み
た
と
い
う
か

そ
う
い
う
事
で
す

は
い

何
故
い
き
な
り
敬
語
な
の
か
し
ら

で
も

日
の
一

放
送

て
ま
さ
か
と
は
思
う
の
だ

け
れ
ど

 
遠
く
か
ら
魔
法
を
撃
た
せ
て

ち

く

今

と
か
や
ろ
う
と
は
し
て
い
な
い
わ
よ
ね

ユ
キ
ノ
も
見
た
の
か
よ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
予
想
外
の
言
葉
に

思
わ
ず
突

込
ん
だ

 
ユ
キ
ノ
は
虚
を
突
か
れ
た
の
か

一

か
ん
と
し

直
後
に
顔
を

ら
め
な
が
ら

 
も
じ
も
じ
と
言
い

が
ま
し
く
説
明
を
始
め
た

い
え

そ
の

ハ
チ
マ
ン
君
が
入
院
中
に

何
度
か
ア
ニ
メ
を
見
て
い
る
事
が
あ

て
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私
も
た
ま
に
一

に
見
て
い
た
の
だ
け
れ
ど

そ
の
中
に

そ
の
作
品
が
あ

た
の
よ

な
る
ほ
ど

 
ユ
キ
ノ
の
説
明
に

キ
リ
ト
は
納
得
し
た
よ
う
に

い
た

お

お
ほ
ん

そ
う
い
う

で

こ
の
話
は
こ
こ
で
終
わ
り
に
し
ま
し

う

 
さ

さ
と
フ

ル
ド
ボ
ス
を
倒
す
わ
よ

指

は
キ
リ
ト
君
に
任
せ
る
わ
ね

 
ユ
キ
ノ
は
露
骨
に
話
題
を
変
え

そ
う
提
案
し
た

そ
う
だ
な

よ
し

や
る
か

て
ユ
イ
ユ
イ

そ
ろ
そ
ろ
俺
を
降
ろ
し
て
く
れ

あ
 
ユ
イ
ユ
イ
は
突
然
そ
う
言
わ
れ

て
て
手
を
離
し
た

キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
地
面
に
激
突

し
たご

ご
め
ん

い
や

だ

大
丈
夫
だ

ふ
ふ

あ
な
た
達

何
を
や

て
い
る
の

 
倒
れ
た
キ
リ
ト
に

ユ
キ
ノ
が
そ
う
言
い
な
が
ら
手
を
差
し
出
し
た
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キ
リ
ト
は
そ
の
手
を
掴
み

立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
に

ユ
キ
ノ
は
こ
の
日
一
番
の
笑
顔
で
言

た

ち

く

今

は

私
に
言
わ
せ
て

一
度
言

て
み
た
か

た
の
よ
ね

 
突
然
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ

ユ
キ
ノ
の
笑
顔
を

か
ん
と
見
つ
め
る
キ
リ
ト
に

 
同
じ
く

か
ん
と
し
て
い
た
ユ
イ
ユ
イ
が

こ

そ
り

い
た

さ

き
は
あ
あ
言

た
け
ど

ユ
キ
ノ
ン

や

ぱ
り
ち

と
性
格
変
わ

た
か
も

実
は
ハ
チ
マ
ン
に

か
な
り
影

受
け
て
る
の
か

も
し
か
し
た
ら
そ
う
か
も

で
も
ま
あ
こ
ん
な
ユ
キ
ノ
ン
も
悪
く
な
い
よ
ね

違
い
な
い

ほ
ら
あ
な
た
達

さ

さ
と
行
く
わ
よ

 
ユ
キ
ノ
に
そ
う
声
を

け
ら
れ

二
人
は
気
を
取
り
直
し

す
ぐ
に
返
事
を
し
た

お

お
う

今
行
く

 
前
方
を
見
る
と

他
の
メ
ン
バ

は

に
集
結
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
見
る
と
背
中
の
大
剣
を
抜
き
真

直
ぐ
に
フ

ル
ド
ボ
ス
の
い
る
方
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向
を

し
た

よ
し

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

出
撃
だ

 
続
い
て
ユ
キ
ノ
が
指

を
出
す

ま
ず
敵
が
見
え
る
所
ま
で
移
動
し
ま
し

う

敵
に
感
知
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

 
そ
れ
に

お
う

と
返
事
を
し
た
一
同
は

そ
の
ま
ま
フ

ル
ド
ボ
ス
へ
と
向
か

て
歩

き
出
し
た

 
や
が
て
フ

ル
ド
ボ
ス
が

を
現
し

一
同
は
戦
闘
体
制
を
と

た

ま
ず
は
リ

フ

さ
ん
イ
ロ
ハ
さ
ん
ユ
ミ

ク
リ
ス
ハ
イ
ト
さ
ん
の
四
人
で
魔
法
攻
撃

を 
私
が

今

と
叫
ん
だ
ら

ユ
イ
ユ
イ
を
先

に

全
員
で
突
撃
よ

 
敵
の
ヘ
イ
ト
を
取
り
す
ぎ
た
と
思

た
ら

そ
の
人
は
一
時
的
に
下
が
る
の
を
徹

す
る
事

 
私
は

翼
を

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
は

翼
を
カ
バ

で
お
願
い

い
た
通
り
だ

行
く
ぞ

魔
法
攻
撃
用
意

 
ユ
キ
ノ
の
指

の
後

キ
リ
ト
が
そ
う
声
を

け

四
人
は
魔
法
の

を
開
始
し
た

 
四
人
は
他
の
者
の

に
合
わ
せ

う
ま
く
発
射
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
整
し
て
い
く
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そ
し
て

合
だ
と
見
た
の
か

キ
リ
ト
が
合
図
を
出
し
た

攻
撃
開
始

 
そ
れ
を

い
た
四
人
が

同
時
に
魔
法
を
発
動
さ
せ
る

 
リ

フ

の
風

イ
ロ
ハ
の

ユ
ミ

の

ク
リ
ス
ハ
イ
ト
の
光

 
四
属
性
の
攻
撃
魔
法
が

み
合
い
な
が
ら
ボ
ス
へ
と
向
か

て
い
く

ち

く

今

行

く
よ

お
お
お
お

 
ユ
キ
ノ
の
そ
の
言
葉
と
同
時
に

ユ
イ
ユ
イ
が
雄
た
け
び
を
あ
げ
な
が
ら
突
撃
し

 
他
の
者
も
そ
の
後
に
続
い
て
走
り
出
し

攻
撃
を
開
始
し
た

 
ゲ
ス
ト
と
し
て
呼
ば
れ
た
ユ

ジ

ン

カ
ゲ
ム
ネ

ア
リ
シ

サ
ク
ヤ
の
四
人
も

 
何
度
も
一

に
行
動
し
て
い
る

か

他
の
メ
ン
バ

と
し

か
り
呼

を
合
わ
せ

 
そ
の
実
力
を
い
か
ん
な
く
発

し
て
い
た

 
別
行
動
で
フ

ル
ド
ボ
ス
の
フ
ラ
グ
を
ク
リ
ア
し
た
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

 

中
で
合
流
し

仲
間
達
の
下
へ
向
か

て
全
力
で
走

て
い
た
の
だ
が

 
そ
の
二
人
が
到
着
す
る

に
は

に
フ

ル
ド
ボ
ス
は
爆
散
し
て
い
た
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く
そ

間
に
合
わ
な
か

た
か

み
ん
な

倒
す
の
が
す
ご
い

い
ね

 
そ
う
言
う
二
人
に
向
か

て
一
同
は
思
い
思
い
に
親
指
を
立
て
た
り
手
を

た
り
し
た

そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
少
し
休

し
て

そ
の
後
は
迷
宮
区
に
突
撃
だ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
指

に

い

一
同
は
休

に
入
り

 
ト
イ
レ
に
行

た
り
水
分
を
補

す
る

に

交
代
で
ロ

ル
ア
ウ
ト
す
る
事
に
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

内
に
迷
宮
区
の
マ

プ
を
思
い

か
べ
攻
略
ル

ト
を
チ

ク
し
て
い
た

の
だ
が

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ユ

ジ

ン
が
声
を

け
て
き
た

信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
ス
ム

ズ
だ
な

ハ
チ
マ
ン

お

ユ

ジ

ン
か

今
日
は
手
伝

て
も
ら

て

本
当
に
あ
り
が
と
な

い
や

お
前
達
と
一

に
行
動
す
る
の
は
楽
し
い
か
ら

何
も
問
題
は
無
い
さ

 
ユ

ジ

ン
は
機

良
さ
そ
う
に
そ
う
答
え
た

今
日
は
こ
の
ま
ま
二
十
二
層
を
目
指
す
の
か

あ
あ

そ
の
つ
も
り
だ

そ
の
先
に
行
く
予
定
は

今
の
所
無
い
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ま
あ

個
人

で
の
ボ
ス
攻
略
へ
の
参
加
は
自
由
だ

て

皆
に
は
言

て
あ
る
け
ど
な

そ
う
い
え
ば

し
く

い
て
な
か

た
な

二
十
二
層
に

何
か
あ
る
の
か

そ
れ
は
俺
も

い
て
お
き
た
い

そ
れ

私
も

き
た
い

差
し

え
な
け
れ
ば

私
に
も
説
明
を
頼
む

 
い
つ
の
間
に
来
た
の
か
カ
ゲ
ム
ネ
ア
リ
シ

サ
ク
ヤ
も
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

ね
て
き

た 
ハ
チ
マ
ン
は
丁
度
い
い
機
会
だ
と
思
い

四
人
に
今
回
の
行
動
に
つ
い
て
の
説
明
を
始
め
た

そ
う
い
え
ば

あ
の
ピ
ク
シ

の
娘
の

を

最
近
見
て
い
な
か

た
な

そ
う
か

そ
う
い
う
事
か

ね

ユ
イ
ち

ん

て

ハ
チ
マ
ン
君
に
と

て

ど
う
い
う
存
在
な
の
か
な

確
か

娘
と
言

て
い
た
よ
う
に
思
う
が

あ
あ

そ
れ
は
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

こ
の
四
人
な
ら

ペ
ラ
ペ
ラ
と
他
人
に

ら
し
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

 
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
あ

た
出
来
事
を

か
い
つ
ま
ん
で
説
明
し
た
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そ
れ
を

い
た
ユ

ジ

ン
は

目
を
う
る
う
る
さ
せ
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
の

を
叩
き

 
カ
ゲ
ム
ネ
は

て

い
た

ア
リ
シ

と
サ
ク
ヤ
は

少
し
離
れ
た
ア
ス
ナ
の
所
に
行
き

 
ア
ス
ナ
の
手
を

り
な
が
ら
何
事
か
話
し

け
始
め
ア
ス
ナ
は
笑
顔
で
そ
れ
に
答
え
て
い
た

し
か
し
お
前
達
が
か
つ
て
ホ

ム
に
し
て
い
た
そ
の

は
ど
う
や
ら
特

な

点
の
よ
う

だ
なあ

あ

多
分

し
ホ

ム
な
ん
だ
と
思
う

見
つ
け
た
の
は
偶
然
だ
け
ど
な

も
し
か
し
て

そ
う
い
う
場
所
が
他
に
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ん
な

ジ
ン
さ
ん

俺
達
も
探
し
て
み
ま
す
か

そ
う
だ
な

そ
れ
も
い
い
か
も
し
れ
ん

 
ユ

ジ

ン
は

笑
顔
で
カ
ゲ
ム
ネ
に
そ
う
答
え
た

し
か
し
お
前
ら
は

本
当
に
強
い
な

ま
あ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が
あ
る
か
ら
そ
う
見
え
る
ん
だ
ろ
う
な

多
分
そ
れ
だ
け
じ

な
い
さ

 
ユ

ジ

ン
は
そ
う
言
う
と

眩
し
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
仲
間
達
を

め
た

お
前
達
を
み
て
い
る
と
種
族
ご
と
に
い
が
み
あ

て
い
た

の
自
分
達
が
馬

み
た
い
に
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感
じ
る

ま
あ

そ
う
い
う
仕
様
だ

た
ん
だ
か
ら

仕
方
な
い
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
来
て
か
ら

ま
あ
ち

と

な

 
ユ

ジ

ン
は
空
を
見
上
げ
な
が
ら
そ
う
言

た

こ
こ
で
は
種
族
ご
と
の
争
い
な
ん
て

あ
ま
り
意
味
が
無
い
か
ら
な

こ
の
後
も
こ
う
や

て
一

に
遊
ぶ
事
も
あ
れ
ば
戦
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
時
も
あ
る
だ
ろ

う
さ

 
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な

ユ

ジ

ン

カ
ゲ
ム
ネ

あ
あ

今
度
は
負
け
な
い
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ

ジ

ン
は

手
を
交
わ
し

カ
ゲ
ム
ネ
も
そ
れ
に
混
じ

た

 
二
十
一
層
の
攻
略
は

も
続
く
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第
１
８
４
話
 
待
ち
望
ん
だ
時

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

よ
し

着
い
た
ぞ

こ
こ
が
ボ
ス
の
部
屋
だ

 
迷
宮
の
奥
に
あ

た
豪
華
な
扉
の
前
に
到
着
す
る
な
り
ハ
チ
マ
ン
は

り
向
き
仲
間
達
に

そ
う
告
げ
た

さ
あ
み
ん
な

さ
く

と
倒
し
て
二
十
二
層
に
行
く
よ

 
ハ
チ
マ
ン
の
隣
を
歩
い
て
い
た
ア
ス
ナ
も

り
向
き

間

入
れ
ず
に
そ
う
言

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
無
言
で
手
を
回
し
背
後
か
ら
ア
ス
ナ
の
口
を
塞
ぐ
と

め
て
仲
間
達
に
言

た
そ
ん
な

な
い
だ
ろ

と
り
あ
え
ず
休

て
事
で
宜
し
く
頼
む
わ

ん

ん

ん

 
ア
ス
ナ
は
ど
う
や
ら
抗
議
し
て
い
る
よ
う
だ
が

ハ
チ
マ
ン
は
ま

た
く
取
り
合
わ
ず
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他
の
者
も
笑
い
な
が
ら
二
人
を
見
る
と

そ
の
ま
ま
休

に
入

た

 
ア
ス
ナ
も
や
が
て
納
得
し
た
の
か
大
人
し
く
な
り
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の
口
か
ら
手
を
離

す
と

 
仲
間
達
の

の
中
心
に

を
下
ろ
し

ア
ス
ナ
も
そ
れ
に

た

気
持
ち
は
分
か
る
が

突

進
は
俺
の
主
義
じ

な
い

ま
あ
落
ち
着
い
て
な

う

う
ん

ご
め
ん

ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る
か
ら

気
に
す
る
な
よ

ア
ス
ナ

 
キ
リ
ト
が
ア
ス
ナ
を
フ

ロ

し

仲
間
達
も

い
た

 
ア
ス
ナ
は
気
を
と
り
な
お
し
つ
つ
も

生
来
の
生
真
面
目
さ
か
ら
か

 
手
伝
い
に
来
て
く
れ
て
い
る
四
人
の
下
へ

謝
り
に
行

た

み
ん
な

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と

り
す
ぎ
ま
し
た

 
そ
う

を
下
げ
る
ア
ス
ナ
に
対
し
四
人
と
も
ま

た
く
気
に
し
て
い
な
い
と
い
う
態
度
を

見
せ
た

ま
あ

ち

と
疲
れ
た
の
は
確
か
だ
け
ど
ね

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
実
装
直
後
に

 
誘

て
も
ら

た
時
よ
り
も

更
に

い
ペ

ス
で
の
進
軍
だ

た
か
ら
ね
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サ
ク
ヤ
ち

ん
も
か

私
も
こ
こ
ま
で
ハ
イ
ペ

ス
の
進
軍
は
始
め
て
だ

た
か
ら

 
少
し
休
み
た
い
と
は
思

て
た
ん
だ
よ
ね

 
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

が
そ
う
言
う
と

そ
れ
を

い
て
い
た
ユ

ジ

ン
が

 
横
か
ら
馬

に
し
た
よ
う
に
言

た

ふ
ん

鍛
え
方
が
足
り
ん
な

ユ

ジ

ン
君
や
キ
リ
ト
君
と
一

に
し
な
い
で
よ
ね

こ
の
戦
闘
狂

褒
め
ら
れ
た
と
思

て
お
こ
う

な

キ
リ
ト
よ

一

に
す
ん
な

 
キ
リ
ト
が
ユ

ジ

ン
に
そ
う
返
し
た

間

場
が
シ
ン
と
静
ま
り
か
え

た

 
キ
リ
ト
は

え

俺

て
そ
ん
な
感
じ

と

囲
の
者
に

い
て
回

た
が

 

か
れ
た
者
達
は

に
笑
い
返
し
た
り

あ
か
ら
さ
ま
に
目
を
背
け
た

 
キ
リ
ト
は
少
し
落
ち
込
ん
だ
様
子
で
リ
ズ
ベ

ト
の
隣
に

を
下
ろ
し
た

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
の

を

ん

ん
と
な
で
な
が
ら

リ
ズ
ベ

ト
は
言

た

は
い
は
い

あ
ん
た
は
そ
れ
だ
け
が
取
り

な
ん
だ
か
ら

元
気
出
し
な
さ
い
よ
ね

 
そ
ん
な
二
人
の
微
笑
ま
し
い
光
景
を
よ
そ
に

ユ

ジ

ン
が
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
た
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し
か
し
ハ
チ
マ
ン

本
気
を
出
し
た
お
前
達
は

や
は
り
す
さ
ま
じ
い
な

ま
あ
こ
の
層
限
定
だ
け
ど
な

他
の
層
で
は
こ
ん
な
ネ
タ
バ
レ
み
た
い
な
事
を
す
る
つ
も

り
は
な
い

 
ボ
ス
戦
に
関
し
て
も

あ
る
い
は
俺
達
が
ま
と
ま

て
参
加
し
な
く
ち

な
ら
な
い
の
は

 
多
分
二
十
五
層

五
十
層

七
十
五
層
く
ら
い
だ
ろ
う
し
な

そ
の
層
に
何
か
あ
る
の
か

あ
 
ハ
チ
マ
ン
は

あ
ま
り
ネ
タ
バ
レ
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
つ
つ
も

 
ま
あ
こ
れ
く
ら
い
は
と
思
い
ユ

ジ

ン
達
に
ク

タ

・
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
を
す
る

事
に
し
たと

い
う

で
ボ
ス
の
強
さ
が

違
い
で
多
く
の

者
が
出
た
の
が
そ
の
層
な
ん

だ
な
る
ほ
ど

俺
達
は
た
ま
に
攻
略
に
も
参
加
し
て
い
る
し

覚
え
て
お
こ
う

私
達
は
あ
ま
り
熱
心
に
攻
略
は
し
て
い
な
い
か
ら

平
気
か
な

サ
ク
ヤ
ち

ん

ま
あ
そ
う
だ
が

仲
間
の
誰
か
が
参
加
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
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少
な
い
戦
力
で
無

死
に
さ
せ
る
の
も
忍
び
な
い
か
ら
噂
を
流
す
く
ら
い
は
し
て
お
く
べ
き

だ
ろ
う
な

な
る
ほ
ど

そ
の
手
が
あ

た
か

さ

す
が
サ
ク
ヤ
ち

ん

議
あ
り

 

ね
て
い
た
は
ず
の
キ
リ
ト
が
突
然
大
声
を
出
し
た

皆
何
事
か
と
思
い
キ
リ
ト
に
注

目
し
た

 
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
の
下
へ
行
き

熱
く
主
張
し
始
め
た

キ
リ
ト

い
き
な
り
ど
う
し
た

ハ
チ
マ
ン

そ
の
三
つ
の
フ
ロ
ア
だ
け
じ

な
く

も
う
一
つ
大
事
な
層
が
あ
る
だ
ろ

大
事
な
層

ア
ス
ナ

そ
ん
な
の
あ

た
か

ど
こ
の
事
だ
ろ
う

 
ア
ス
ナ
は
困

た
よ
う
に

元
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
の
方
を
見
た
が

皆
首
を

げ
る
ば
か
り
だ

た

 
そ
の
時
ユ
キ
ノ
が

え
め
に
ハ
チ
マ
ン
に
声
を

け
た

ハ
チ
マ
ン
君

も
し
か
し
た
ら

前
話
し
て
も
ら

た

あ
の
層
の
事
で
は
な
い
の
か
し
ら

 
ほ
ら

実
質
キ
リ
ト
君
が
一
人
で
倒
し
た

て
い
う
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あ
あ

 
そ
の
場
に
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
の
六
人
は

同
時
に
そ
う
言

た

七
十
四
層
の
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
か

キ
リ
ト
は
ま
た
あ
い
つ
と
戦
い
た
い
の
か

だ

て
よ
ど
う
や
ら
あ
い
つ
は
俺
の
心
の
中
に
今
で
も
居
座

て
る
み
た
い
じ

な
い
か

よ 
だ

た
ら
ま
た
俺
が
倒
し
て
や
る
の
が
筋
だ
ろ

お

お
う

分
か
る
よ
う
な
分
か
ら
な
い
よ
う
な
理
屈
だ
が

一
応
理
解
し
た

 
そ
れ
じ

皆
す
ま
な
い
が

い
つ
か
実
装
さ
れ
る
七
十
四
層
の
攻
略
に
も
参
加
し
て
く
れ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
呼
び
か
け
に

一
同
は

お
う

と
返
事
を
し
た

ハ
チ
マ
ン
よ

七
十
四
層
と
い
う
の
は

何
か
特

な
層
な
の
か

い
や

何
と
言

た
ら
い
い
か

な

バ
カ
が
暴
走
し
て

 
少
人

で
ボ
ス
部
屋
に
突
撃
す
る

て
事
件
が
あ

て
な

な
る
ほ
ど

キ
リ
ト
が
暴
走
し
た
ん
だ
な

何
で
だ
よ

む

今

バ
カ
が
暴
走
し
た
と
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ユ

ジ

ン
に
真
顔
で
そ
う
言
わ
れ

キ
リ
ト
は
パ
ク
パ
ク
と
口
を
開

さ
せ
た
が

 
抗
議
の
言
葉
は
中
々
出
て
こ
な
か

た

そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
を
フ

ロ

す

る
事
に
し
た

確
か
に
キ
リ
ト
は
戦
闘
バ
カ
だ
け
ど
な

そ
れ
と
は
ま

た
く
違
う
種

の
バ
カ
の
話
だ
な

 

ま
あ
本
人
が
死
ん
で
る
か
ら

バ
カ

て
言
い
方
は
や
め
て
お
く
か

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

て
い
う
ギ
ル
ド
に

無
謀
な
指

が
い
て
な

 
少
人

で

下
調
べ
も
し
な
い
ま
ま
ボ
ス
部
屋
に
突
入
す
る

て
事
件
が
あ

た
ん
だ
よ

 
で

た
ま
た
ま
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た

俺
と
キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ク
ラ
イ
ン
と

 
他
に

名
の
仲
間
が
助
け
に
入

た
ん
だ
が
そ
の
ボ
ス
を
キ
リ
ト
が
一
人
で
倒
し
た

て

話
だ
な

さ
す
が
は
戦
闘
バ
カ

違
う

俺
が
一
人
で

り
き
れ
る
所
ま
で

ち

ん
と
皆
に

て
も
ら

た
上
で
の
撃
破

だ
か
ら
な

 
キ
リ
ト
は

て
て
そ
う
主
張
し

ハ
チ
マ
ン
も

い
た

ち
な
み
に
カ
ゲ
ム
ネ

お
前
は
七
十
四
層
の
ボ
ス
と
一
度
戦

て
る
ぞ
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え
 
ハ
チ
マ
ン
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
き

と
ん
と
し
た
が
そ
の
カ
ゲ
ム
ネ
の

界
に
気
ま
ず
そ
う
な
キ
リ
ト
の

が
映

た

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
ま
さ
か
と
思
い

え
た
口
調
で
キ
リ
ト
に

ね
た

キ

キ
リ
ト

ま
さ
か
そ
れ

て
ル
グ
ル

の

あ

あ
あ

そ
の
ま
さ
か
だ

あ
れ
が
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
な

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
い
き
な
り
絶
叫
し
た

ど
う
や
ら
キ
リ
ト
が
変
身
し
た
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
に

 

か
ら
ボ
リ
ボ
リ
と

さ
れ
た
時
の
記
憶
が

た
ら
し
い

ご
め
ん

て

あ
の
時
は
本
当
に
悪
か

た
よ

 
キ
リ
ト
は
カ
ゲ
ム
ネ
に
平
謝
り
し
事
情
を
知
ら
な
い
者
達
は
ハ
チ
マ
ン
に
事
情
を

か
さ

れ 
カ
ゲ
ム
ネ
に
心
か
ら
同
情
す
る
事
と
な

た

 
そ
し
て
そ
の
後

二
十
一
層
の
ボ
ス
戦
に
挑
む
事
と
な

た
の
だ
が
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名
返
上
と
ば
か
り
に
張
り
切

た
キ
リ
ト
の
活
躍
も
あ
り

二
十
一
層
の
ボ
ス
は

 
あ

さ
り
と
攻
略
さ
れ
る
事
と
な

た
の
だ

た

よ
し

俺
と
ア
ス
ナ
が
先
行
し

ホ

ム
を
確
保
す
る

 
残
り
の
皆
は
の
ん
び
り
と
二
十
二
層
へ
と
向
か
い
の
ん
び
り
と
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
し

て
く
れ

 
あ
る
意
味

今
の
ボ
ス
戦
以
上
の

今
日
の
最
大
の
山
場
だ

頼
む
ぞ

後
は
お
願
い
ね

任
せ
と
け

て

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
呼
び
か
け
に

キ
リ
ト
が
代
表
し
て
返
事
を
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

仲
間
達
に
し

か
り
と

く
と

全
速
力
で

を
上
り
始
め
た

 
そ
の
速
度
は
す
さ
ま
じ
く

二
人
の

は
一

で
見
え
な
く
な

た

う
わ

す
ご

あ
の
二
人
が
本
気
で
走
る
と

や

ぱ
半

ね

な

ま
あ
私
達
が
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
し
な
い
限
り
他
の
プ
レ
イ
ヤ

は
来
れ
な
い
の
だ
か

ら
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本
当
は
そ
ん
な
に
急
ぐ
必
要
も
無
い
の
だ
け
れ
ど
も

事
情
が
事
情
だ
か
ら
仕
方
が
無
い
わ

ね
だ
な

ホ

ム
の
事
も

ユ
イ
ち

ん
の
事

キ
ズ
メ
ル
の
事
も

 
全
て
あ
の
二
人
が
待
ち
望
ん
だ
事
だ
か
ら
な

そ
れ
じ

俺
達
も
行
こ
う

 
そ
し
て
キ
リ
ト
の

令
で

一
行
は
二
十
二
層
へ
の

を
上
り
始
め
た

 
そ
の

に
二
人
は
二
十
二
層
へ
と
到
達
し
て
い
た

す
さ
ま
じ
い
速
さ
で
あ
る

は

は

ア
ス
ナ

大
丈
夫
か

う
ん

だ

大
丈
夫

さ
す
が
に
一
息
い
れ
る
か

ア
ス
ナ
見
て
み
ろ
よ

ほ
ら

あ
そ
こ

 
ハ
チ
マ
ン
の
指
差
す
先
に
見
え
る
の
は
白
い

の
上
の
部
分
で
あ

た

そ
う
そ
れ
は

本
当
だ

あ
れ

秘
密
基
地
だ
よ
ね

囲
の
光
景
も

す
げ

懐
か
し
い
な

う
ん

全
然
変
わ

て
な
い
ね

つ
い
に
帰

て
き
た
ん
だ
な

俺
達

た
だ
い
ま

み
ん
な

た
だ
い
ま
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ア
ス
ナ
は
感

ま

た
の
か

町
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
そ
う
声
を

け
ま
く

て
い
た

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
当
然
定
型
文
し
か
返
さ
な
か

た
の
だ
が
そ
れ
で
も
ア
ス
ナ
は
満
足
そ
う
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
手
を
繋
ぎ
秘
密
基
地
の
方
へ
と
歩
き
出
し

た 
そ
し
て
秘
密
基
地
の

の

元
に
着
い
た
二
人
は

か
つ
て
入
り
口
が
あ

た
付
近
で

 

さ
れ
た

家
を

入
す
る

の
パ
ネ
ル
を
難
な
く
発
見
し

そ
の
ま
ま

し
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

き

二
人
で
家
の

入
の
決
定
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
す
る
と

は
無
か

た
と
あ
る
入
力

が
現
れ

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

家
の
名
前
を
決
め
て
下
さ
い

だ

て
よ

こ
ん
な
機
能
が
追
加
さ
れ
た
ん
だ
ね

正
式
に
名
称
を
付
け
ら
れ
る
と
は

い
て
な
か

た
が
ま
あ
ち

ん
と
事
前
に
決
め
て
あ

た
し

 
そ
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
入
れ
る
と
す
る
か

う
ん

私
達
の
ホ

ム

新
た
な
秘
密
基
地

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

だ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
が
家
の
名
前
の
入
力
を
終
え
る
と
チ
リ
ン
と
ベ
ル
の
よ
う
な

果
音
が
鳴

た
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ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
の
ス
ト
レ

ジ
に

家
の
鍵
が
入

た
音
の
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

の
人

分
複
製
し
つ
い
で
に
ゲ
ス
ト
用
の
鍵
を
四

つ
作
成
し
た

ア
ス
ナ

そ
れ
じ

あ
こ
れ

や

た

あ
り
が
と
う

最
初
は
ア
ス
ナ
が
開
け
る
か

い
い
の

そ
れ
じ

あ
開
け
る
ね

 
ア
ス
ナ
が
キ

を
か
ざ
す
と

の
壁
が
音
も
無
く
ス
ラ
イ
ド
し

さ
れ
た
入
り
口
が
現
れ

た 
二
人
は
中
に
入
る
と

旋

を
上
り

の
上
部
に
あ
る
白
い

物
へ
と
入

た

う
わ

何
も
変
わ

て
な
い
ね

あ
あ

の
ま
ま
だ
な

も

と
も
今
の
人

だ
と
手

だ
か
ら
こ
の
ま
ま
一
気
に

張
し

ち
ま
う
ぞ

う
ん

ど
う
な
る
の
か
な

楽
し
み
だ
ね

ア
ル
ゴ
の
話
だ
と

の
外
見
は
変
わ
ら
な
い
ま
ま

イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
扱
い
で
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室
内
の
フ
ロ
ア
が

え
る
ら
し
い
ぞ

そ
う
な
ん
だ

じ

あ

上
を
見
て
る
ね

分
か

た

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
や

て
み
る
か

う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は

家
に
備
え
付
き
の
コ
ン
ソ

ル
を
呼
び
出
し

操
作
を
始
め
た

個
室
は
全
部
で

あ
れ

ア
ス
ナ

今
何
人
だ

え

と

ハ
チ
マ
ン
君

私

キ
リ
ト
君

リ

フ

ち

ん

レ
コ
ン
君

リ
ズ

シ
リ

カ
ち

ん

 
ハ
ル
姉
さ
ん

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん

ユ
キ
ノ

ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

イ
ロ
ハ
ち

ん

コ
マ
チ

ち

ん

 
ア
ル
ゴ
さ
ん

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

エ
ギ
ル
さ
ん

ク
リ
ス
ハ
イ
ト
さ
ん
で

十
八
人

 
ア
ス
ナ
は
指
を

り
な
が
ら

メ
ン
バ

の
名
前
を
上
げ
て
い

た

ゲ
ス
ト
の
部
屋
も
考

し
て

三
十
部
屋
く
ら
い
に
し
と
く
か

そ
れ
く
ら
い
か
な

追
加
設
備
は

展
望
台

バ

設
の
大
広
間

大
型
の
外
部
モ
ニ
タ

く
ら
い
で
い
い
か
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ま
た
何
か
あ

た
ら

や
せ
ば
い
い
し
ね

庭
で
訓
練
が
出
来
る
よ
う
に

観
客

付
き
の
簡
易
闘
技
場
も
作
る
か

ビ

チ
チ

ア
も
忘
れ
ず
に
ね

そ
れ
は
こ
の
コ
ン
ソ

ル
じ

無
理
だ
な

今
度

て
く
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
操
作
す
る
度
に

目
の
前
で
室
内
が

張
さ
れ
て
い
く

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
度
に

う
わ

う
わ

と

楽
し
げ
な
声
を
上
げ
た

よ
し
完
了
だ

後
は

今
日
の
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
だ
な

ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
を
復
活
さ
せ

る
ぞう

ん

お
願
い

よ
し

こ
れ
だ
な
後
は
ス
ト
レ

ジ
内
の
ア
イ
テ
ム
を
関
連
付
け
て

こ
れ
で
い
け
る

は
ず
だ

ユ
イ
ち

ん

キ
ズ
メ
ル

 
ハ
チ
マ
ン
が

最
後
の
仕
上
げ
と
ば
か
り
に
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
す
る
と

 
ハ
チ
マ
ン
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
の
中
に
大
切
に
し
ま
わ
れ
て
い
た
関
連
ア
イ
テ
ム
が
消



 第１８４話 待ち望んだ時

え 
目
の
前
に
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
が
出
現
し

ア
ス
ナ
は
即
座
に
二
人
に

き
付
い
た

マ
マ

た
だ
い
ま

 
ユ
イ
は
か
つ
て
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
同
じ

で

嬉
し
そ
う
に
ア
ス
ナ
に

き
つ
い
た

 
キ
ズ
メ
ル
は
デ
フ

ル
ト
設
定
な
の
か

何
故
か
メ
イ
ド
服

だ

た

 
キ
ズ
メ
ル
は
最
初
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら
戸
惑

て
い
た
よ
う
に
見
え
た
が

 
や
が
て
ア
ス
ナ
を
じ

と
見
つ
め
る
と

何
か
に
気
が
付
い
た
の
か

驚
き
の
表
情
を
し
た

は
前
と
違
う
が

も
し
か
し
て

ア
ス
ナ

ア
ス
ナ

な
の
か

う
ん

私
だ
よ

キ
ズ
メ
ル

お
帰
り
な
さ
い

そ
う
か

私
は
ま
た

お
前
達
と
一

に
い
ら
れ
る
の
だ
な

待
た
せ
て
ご
め
ん
ね

こ
れ
か
ら
は
ず

と
一

だ
よ

キ
ズ
メ
ル

 
ア
ス
ナ
に
そ
う
言
わ
れ
た
キ
ズ
メ
ル
は

笑
顔
を
返
し
た

ま
た
会
え
て

本
当
に
嬉
し
い
よ

ア
ス
ナ

私
も

嬉
し
い
よ

キ
ズ
メ
ル

ユ
イ
ち

ん

マ
マ

マ
マ
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三
人
は

く

き
合
い

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
満
足
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た
の
だ

た
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第
１
８
５
話
 
家
族
の
絆

プ
レ
イ
ヤ

の
絆

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
帰
り

ユ
イ

久
し
ぶ
り
だ
な

キ
ズ
メ
ル

パ
パは

違
う
が

そ
の
気
配
は
ハ
チ
マ
ン
か

ま
た
会
え
て
嬉
し
く
思
う

 
ユ
イ
は
嬉
し
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に

き
付
い
た

一
方
キ
ズ
メ
ル
は
ハ
チ
マ
ン
の
下
に
駆
け

寄
り

 
そ
の
ま
ま

き
付
く
か
と
思
わ
れ
た
の
だ
が
チ
ラ

と
ア
ス
ナ
の
方
を
見
て
そ
の
手
を
止

め
た

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

ん

と
思
い

顔
を
見
合
わ
せ
た

 
キ
ズ
メ
ル
は
何
か
を

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ア
ス
ナ
は
こ

そ
り
と
ハ
チ
マ
ン
に

打

ち
し
た
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キ
ズ
メ
ル

て

前
は
も

と
開
け

ろ
げ
な
感
じ
じ

な
か

た

そ
う
だ
な
恥
じ
ら
い
と
か
は
特
に
何
も
感
じ
て
な
か

た
よ
う
に
見
え
た
の
は
確
か
だ
な

で
も
あ
れ

き
付
き
た
い
の
を
我
慢
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い

確
か
に
そ
ん
な
感
じ
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
の
そ
の
意
見
に
同
意
し
た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
少
し
心
配
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

ま
さ
か

バ
グ

も
し
く
は
何
か
制
限
が
か
か

て
る

そ
ん
な
事
は
無
い
と
思
う
が

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
係
の
問
題
か

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
ね

ち

と

い
て
み
よ
う
か

だ
な

 
ア
ス
ナ
は

力
何
で
も
な
い
風
を
装

て

キ
ズ
メ
ル
に
話
し

け
た

ね

キ
ズ
メ
ル

ど
う
し
た
の

何
を

て
い
る
の

自
分
で
も
こ
の
気
持
ち
が
良
く
分
か
ら
な
い
の
だ
が
ア
ス
ナ
と
ハ
チ
マ
ン
は
つ
が
い
な
の

だ
ろ
う

え

う

う
ん
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ア
ス
ナ
は

そ
の
い
き
な
り
の
質
問
に
面
食
ら

た
が

 
キ
ズ
メ
ル
に
と

て
は
大
事
な
質
問
な
の
だ
ろ
う
と
思
い

素
直
に
答
え
る
事
に
し
た

人
の
世
で
は
番
に
な

た
男
女
が
別
の

性
に
接
触
す
る
事
は
不

な
行

な
の
だ
ろ

う 
私
は
何
度
か

色
々
な
人
間
を
観
察
し
て

そ
う

し
て
い
た

 
な
の
で
今
私
が
ハ
チ
マ
ン
に

き
付
き
た
い
と
感
じ
て
い
る
事
は

 
ア
ス
ナ
に
と

て
は
不

な
行

な
の
で
は
な
い
か
と
思

て
な

え

ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ

て

あ
あ

間
違
い
な
い

が
進
化
し
て
い
る

 
二
人
は
驚
き
と
共
に

そ
う
結

付
け
た

ハ
チ
マ
ン
は

 
何
故
キ
ズ
メ
ル
に
だ
け
こ
ん
な
高
性
能
の

が

載
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
に
思

た
が

 
そ
の
答
え
は
い
く
ら
考
え
て
も

か
ば
か
な

た

さ
ん

貴
方
は

を

ど
ん
な
方
向
に

き
た
か

た
ん
で
す
か

 
そ
う
い
う
話
も

も

と
も

と
し
て
み
た
か

た

 
茅
場

が
目
指
し
た

が

ど
ん
な
物
だ

た
か
は
結
局
分
か
ら
ず
仕
舞
だ

た
が
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こ
の
キ
ズ
メ
ル
に

載
さ
れ
た

は

い
ず
れ
と
あ
る
事
件
を

て

 
と
あ
る
少
女
の
中
で
結
実
す
る
事
と
な
る

 
そ
ん
な
考
え
を
巡
ら
す
ハ
チ
マ
ン
を
よ
そ
に

ア
ス
ナ
は
キ
ズ
メ
ル
に
声
を

け
た

え

と
ね

キ
ズ
メ
ル

あ
あ

私
達
は
確
か
に
番
だ
け
ど

こ
う
し
て
ユ
イ
ち

ん
は
ハ
チ
マ
ン
君
に

き
付
い
て
い
る
で

し

う

 
そ
れ
は
家
族
だ
か
ら
な
ん
だ
よ

そ
し
て
キ
ズ
メ
ル
も
私
達
の
家
族
な
ん
だ
か
ら

 
同
じ
よ
う
に
し
て
も

何
も
問
題
は
無
い
ん
だ
よ

 
キ
ズ
メ
ル
は
そ
の
言
葉
を

い
て

言
わ
れ
て
み
れ
ば
と
思
い

ユ
イ
の
方
を
見
た

 
ユ
イ
は
キ
ズ
メ
ル
に

こ
く
こ
く
と

い
た

な
る
ほ
ど

家
族
か

そ
う
か

私
達
は
家
族
に
な
れ
た
の
だ
な

う
ん

あ

で
も

キ
ズ
メ
ル
の
家
族
は
私
達
だ
け
な
ん
だ
か
ら

 
他
の
人
に
そ
う
い
う
事
を
し
ち

だ
め
だ
か
ら
ね

あ
あ

分
か

た
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ア
ス
ナ
に

い
た
キ
ズ
メ
ル
は
お
ず
お
ず
と
ハ
チ
マ
ン
の
下
に
向
か
い
そ
の
背
中
に
両
手

を
回
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
ズ
メ
ル
に
正
面
か
ら

き
し
め
ら
れ
る

と
な
り

 
ま
ご
ま
ご
し
な
が
ら
ア
ス
ナ
の
方
を
見
た

ア
ス
ナ
は
に

こ
り
と
笑
い
な
が
ら

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
ズ
メ
ル
の
両
方
の
背
中
に
両
手
を
回
し

二
人
を
同
時
に

き
締
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
も
そ
れ
を
見
て

二
人
の
背
中
に
両
手
を
回
し
た

家
族
の
再
会
だ
よ

そ
う
だ
な

パ
パ

マ
マ

キ
ズ
メ
ル
お
姉
ち

ん

お
姉
ち

ん
か

う
ん

家
族
と
い
う
の
は

と
て
も
い
い
な

 
こ
の
中
で
は
キ
ズ
メ
ル
が
一
番
年
上
に
見
え
る
の
だ
が

こ
の
時
ば
か
り
は
キ
ズ
メ
ル
も

 
ま
る
で
二
人
の
娘
の
よ
う
に
見
え
た

血
の
繋
が
り
ど
こ
ろ
か

 
四
人
の
う
ち
二
人
は
バ

チ

ル
な
存
在
だ

た
が
そ
こ
に
は
確
か
に
家
族
の
絆
が
存
在
し

た 
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一
方
そ
の

残
り
の
メ
ン
バ

達
は

の
ん
び
り
と
二
十
二
層
に
到
達
し

 
今
ま
さ
に

門
の
ア
ク
テ

ベ

ト
を
終
え
た
所
だ

た

よ
し

ア
ク
テ

ベ

ト

完
了
だ

そ
れ
じ

あ
皆

こ

ち
だ
よ

分
か
り
に
く
い
か
ら
案
内
す
る
ね

 
キ
リ
ト
が
門
の
ア
ク
テ

ベ

ト
を
終
え
リ
ズ
ベ

ト
が
先

す
べ
く
そ
う
声
を

け
た

 
そ
の

間

誰
か
が
転
移
し
て
く
る
気
配
が
し
た

 
そ
し
て
次
の

間

門
か
ら

一
人
の
シ
ル
フ
の
少
女
が
飛
び
出
し
て
き
た

よ

と

噂
を

い
て
門
の
前
で
待
機
し
て
た
け
ど

 
ま
さ
か
こ
ん
な
に

く
二
十
二
層
が
解
放
さ
れ
る
な
ん
て
ね

 
お
か
げ
で
誰
も
い
な
か

た
し

私
大
勝
利

て
ね

 
そ
の
少
女
を
見
て

最
初
に
声
を

け
た
の
は
サ
ク
ヤ
だ

た

な
ん
だ

フ
カ
次
郎
じ

な
い
か

た

た
今
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
し
た
ば
か
り
な
の
に

目

い
な

サ
ク
ヤ
さ
ん

ど
も
ど
も

す

さ
す
が
で
す
ね

 
そ
の

フ
カ
次
郎
と
言
う
変
わ

た
名
前
の
少
女
は

元
気
よ
く
サ
ク
ヤ
に

し
た
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そ
ん
な
フ
カ
次
郎
に
次
に
声
を

け
た
の
は
顔
見
知
り
な
の
だ
ろ
う
リ

フ

と
レ
コ
ン

だ

た
フ
カ
ち

ん

久
し
ぶ
り

フ
カ
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

リ

フ

レ
コ
ン

ず
る
い
よ

何
で
い
き
な
り
こ
ん
な

 
そ
う
言
う
と

フ
カ
次
郎
は
ぐ
る
り
と

り
を
見
回
し
な
が
ら

言
葉
を
続
け
た

す
ご
い
人
達
の
仲
間
に
な

て
る
の

え

え

と

あ

あ
は

 
ど
う
説
明
し
た
も
の
か
と
困
る
リ

フ

と
レ
コ
ン
を
無

し
て
フ
カ
次
郎
は
更
に
続
け
た

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
だ

け

出
来
た
ば

か
り
な
の
に

に
最
強

て
噂
に
な

て
る
よ

 
あ
の
バ

サ
ク
ヒ

ラ

に
絶

ユ
キ
ノ
が
い
て
今
は
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど
リ

ダ

の
人
と

 
そ
う

こ
の
人

キ
リ
ト
君
だ

け

ユ

ジ

ン
将
軍
よ
り
強
い
ん
で
し
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そ
こ
に
更
に
絶

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
加
わ
る
な
ん
て
一
体
ど
ん
な
チ

ト
ギ
ル
ド
な
の

よ 
フ
カ
次
郎
は
キ
リ
ト
を
指
差
し
な
が
ら

そ
う
一
気
に
ま
く
し
た
て
た
が

 
さ
す
が
に
ユ
キ
ノ
の
前
で
そ
の
二
つ
名
を
呼
ぶ
事
を
避
け
る

度
の

静
さ
は
あ

た
ら
し

い 
キ
リ
ト
は
そ
の
勢
い
に
た
じ
た
じ
と
な
り
な
が
ら
も

リ

フ

に

ね
た

な

リ

フ

こ
の
人
は

あ

フ
カ
次
郎
ち

ん
は

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人
で
私
の
友
達
だ
よ

フ
カ
次
郎
で

す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ

宜
し
く

 
そ
の
後
も

を
し
て
回
る
フ
カ
次
郎
を
横
目
で
見
な
が
ら
キ
リ
ト
は
ユ

ジ

ン
に

ね

た
な

あ
い
つ
の
事

知

て
る
の
か

あ
あ

あ
い
つ
は
中
々
強
い
ぞ

ま
あ
俺
に
は

ば
な
い
が
な

へ
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一
通
り

を
終
え
た
フ
カ
次
郎
は

そ
の
ま
ま
リ

フ

達
と
会
話
を
続
け
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
達
を
待
た
せ
て
い
る
事
も
あ
り
と
り
あ
え
ず
キ
リ
ト
は
移
動
の
指

を
出
す
事

に
し
た

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ

新

点
に
向
か
う
と
し
よ
う

新

点

 
当
然
フ
カ
次
郎
は
そ
の
言
葉
に
食
い
つ
い
た

こ
の
ま
ま
だ
と
つ
い
て
き
そ
う
な
勢
い
だ

た
の
で

 
困

た
キ
リ
ト
は

ユ
キ
ノ
に
相
談
す
る
事
に
し
た

え

と

ど
う
し
よ
う

そ
う
ね

い
ず
れ
知
れ

る
事
だ
か
ら

別
に
ほ

と
け
ば
い
い
と
は
思
う
け
ど

 
幸
い
今
こ
こ
に
は
ま
だ
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
影
は
無
い
の
だ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
君
に
断

た

上
で

 

点
に
連
れ
て
い

て
そ
の
代
わ
り
と
い
う

件
で
口
止
め
を
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か

し
ら
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

そ
う
す
る
か
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そ
し
て
直
ぐ
に
通
信
で
ハ
チ
マ
ン
の
許
可
を
得
て

 
フ
カ
次
郎
は
運
よ
く
ゲ
ス
ト
扱
い
を
受
け
ら
れ
る
事
と
な

た

 
フ
カ
次
郎
は
興
味

々
で
リ

フ

の
隣
を
歩
い
て
い
た
が
興
味

々
な
の
は
他
の
者
も
同

じ
だ

た

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
組
で
さ
え

秘
密
基
地
が
ど
う
変
化
し
て
い
る
か
気
に
な

て
い
た

 
そ
し
て
リ
ズ
ベ

ト
の
案
内
で

一
同
は
つ
い
に
町
外
れ
の

の
前
に
到
着
し
た

え

と

本
当
に
こ
こ

何
も
無
い
よ
う
に
見
え
る
よ

入
り
口
の
無
い

み
た
い
な
オ
ブ
ジ

く
ら
い
に
し
か

あ

し
に
も
思
え
な
い
け
ど

 
ユ
イ
ユ
イ
は

囲
を
見
回
し
な
が
ら
そ
う
言
い

ユ
ミ

も
そ
れ
に
同
調
し
た

 
他
の
者
も
戸
惑
う
よ
う
に
キ
リ
ト
を
見
て
い
た

キ
リ
ト
は
気
に
せ
ず

の
前
に
向
か

た
な

確
か

こ
の

り
だ
よ
な

あ
あ

間
違
い
な
い

懐
か
し
い
な

ち

と
ク
ラ
イ
ン

余
計
な
事
言
わ
な
い
の

あ

と
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う

か
り
と

懐
か
し
い

と
い
う
言
葉
を
発
し
て
し
ま
い

 
し
ま

た

と
い
う
顔
で
フ
カ
次
郎
の
顔
を
見
た
ク
ラ
イ
ン
の
様
子
を
見
て

 
フ
カ
次
郎
は

何
で
も
な
い
か
の
よ
う
に
言

た

あ

も
う
こ
の
中
の
何
人
か
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
出
身
の
人
だ

て
噂
は

い
て
る
ん
で

 
そ
こ
ま
で
気
に
し
な
く
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
な

少
な
く
と
も
私
に
は

そ

そ
う
な
の
か

ク
ラ
イ
ン

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
も

り
込
み
済
み
だ
か
ら

気
に
す
る
な

て

 
む
し
ろ

気
付
か
れ
な
い
事
の
方
が
あ
り
え
な
い

て
言

て
た
ぞ

ま
じ
か
よ
キ
リ
ト

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

 
フ
カ
次
郎
が

そ
の
キ
リ
ト
の
意
見
に
同
意
し
た

今
一
番
ホ

ト
な
話
題
は
こ
の
中
に
何
人
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
四
天
王

て
呼
ば
れ
て
た
人
が
い

る

て

 
そ
ん
な

な
噂
な
ん
だ
よ
ね

で

そ
れ

て
本
当
な
の

 
フ
カ
次
郎
の
そ
の
物
怖
じ
し
な
い
質
問
に
キ
リ
ト
は
苦
笑
し
な
が
ら
リ

フ

と
サ
ク
ヤ
の
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方
を
見
た

フ
カ
次
郎

約
束
通
り

こ
こ
で
見
た
り

い
た
り
し
た
事
は

絶
対
に
秘
密
だ
ぞ

サ
ク
ヤ
さ
ん

も
ち
ろ
ん

私
は
仲
間
を

た
り
は
し
な
い
よ

ま
あ
そ
こ
ら
へ
ん
は
信
用
し
て
る
よ

⻑
い
付
き
合
い
だ
し
ね

リ

フ

あ
り
が
と
う

 
二
人
が
問
題
無
い
と
い
う
風
に

い
た

キ
リ
ト
は
フ
カ
次
郎
に
言

た

そ
れ
は
多
分

元
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
流
し
た
噂
だ
ろ
う
な

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
と
名
前
も
一

だ
し

噂
に
な
る
の
も
ま
あ
当
然
だ
な

え

と

そ
れ
じ

あ

こ
の
ギ
ル
ド
に
は

い
わ
ゆ
る
四
天
王
の
う
ち

三
人
が
所
属
し
て
い
る

一
人
は
俺
だ

 
三
人

と

い
た
時
の
フ
カ
次
郎
の
顔
は
見
も
の
だ

た

 
フ
カ
次
郎
は

ポ
カ
ン
と
し
た
顔
で

ま

て
い
た
が

し
ば
ら
く
し
て
我
に
返

た

噂
は
本
当
だ

た
ん
だ

し
か
も
三
人
も
い
る
ん
だ

 
そ
り

最
強
に
決
ま

て
る
わ

え

と

残
り
の
一
人
は

今
は
も
う

ど
こ
に
も
い
な
い
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あ

ご
め
ん
な
さ
い

い
や

い
い
ん
だ

 
フ
カ
次
郎
は

そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し

思
わ
ず
素
に

て
謝
罪
し
た
が

 
キ
リ
ト
は
何
で
も
な
い
と
い
う
風
に

い
た

で

そ
の
三
人
の

残
り
の
二
人
は

俺
と

私
だ
よ

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

 
ど
こ
か
ら
か
突
然
声
が

こ
え

一
同
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

 
い
つ
の
間
に
か

の

元
に
入
り
口
が
開
い
て
お
り
そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
い

た

か

た
な

黒
の
剣
士

 
ハ
チ
マ
ン
が

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
キ
リ
ト
に
そ
う
言

た

 
何
か
言
い
返
そ
う
と
し
た
キ
リ
ト
の
機
先
を
制
し
て
二
人
に
問
い
か
け
た
の
は

フ
カ
次
郎

だ

た
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タ
ン
ク
に
は
見
え
な
い
し

神
聖
剣
じ

な
い

も

も
し
か
し
て

銀
影
に

閃
光

 
そ
し
て
キ
リ
ト
君
が
黒
の
剣
士

本
当
だ

た
ん
だ

す
ご
い

あ
ん
た
が
フ
カ
次
郎
か

ど
こ
で
そ
の
名
前
を

 
ハ
チ
マ
ン
は
虚
を
突
か
れ
た
が

表
面
上
は

静
に
問
い
か
け
た

ネ

ト
の
噂

都
市
伝
説

て
や
つ

な
る
ほ
ど
な

や
は
り
人
の
口
に
戸
は
立
て
ら
れ
な
い

て
事
だ
な

で
も
で
も

キ

ラ
ネ

ム
ま
で
は
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
無
か

た
の

 
本
当
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
ゲ

ム
の
中
か
ら
助
け
て
く
れ
た
英
雄
で
命
の

人

だ
か
ら

 
名
前
は
絶
対
に
出
さ
な
い
ん
だ

て

い
い
話
だ
よ
ね

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

き
涙
腺
が
緩
む
の
を
感
じ
た
が
上
を
見
上
げ
必
死
に
我
慢
し
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
そ

と
寄
り

い
他
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
の
者
達
も
嬉
し
そ
う
に
し

て
い
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
気
を
取
り
直
し

そ
の
場
に
い
る
者
達
に
言

た
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メ
ン
バ

の
皆

そ
し
て
ゲ
ス
ト
の
五
人
も

よ
く
来
て
く
れ
た

 
こ
こ
が
俺
達
の
新
し
い

点
に
し
て

終
の

家

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

だ
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第
１
８
６
話
 
特
別
な
ギ
ル
ド

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

こ
ん
な
所
に
入
り
口
が

う
わ

先
輩

す
ご
い
で
す

と
い
う
か

よ
く
こ
ん
な
所
を
見
付
け
ま
し
た
ね

お
う

存
分
に
褒
め
て
く
れ

そ
し
て
中
に
入

た
ら
も

と
褒
め
て
く
れ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

に

始
め
て
足
を

み
入
れ
た
者
達
は

興
奮

態
で
あ

た

 
普
通
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
は
あ
り
得
な
い

さ
れ
た
扉
広
大
な
ス
ペ

ス
そ
し
て
秘
密
基

地
感

 

旋

を
上
る
間
に

そ
の
期
待
は

が
応
に
も
高
ま

て
い
く

 
と
こ
ろ
が

を
現
し
た
の
は

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た

平
屋
の
質
素
な

物
だ

た

お
お

懐
か
し
い
な

の
ま
ん
ま
じ

ね

か

だ
な
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で
も
こ
の
人

だ
と
少
し

い
の
で
は
な
い
か
し
ら

か
も

ま
あ
そ
れ
は

中
に
入

て
か
ら
の
お
楽
し
み
だ

 

純
に
懐
か
し
む
者

さ
を
危

す
る
者

そ
ん
な
感
想
を

き
な
が
ら
も

 
ハ
チ
マ
ン
は
平
気
な
顔
で

正
式
な
鍵
と
ゲ
ス
ト
用
の
鍵
を

番
に
配

て
い

た

 
鍵
を
受
け
取

た
者
達
は

番
に
中
へ
と
入

て
い
く

 
そ
し
て
全
員
が
中
に
入

た
後

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
も
中
に
入

た
の
だ
が

 
そ
ん
な
二
人
を
迎
え
た
の
は

興
奮
す
る
メ
ン
バ

の

で
あ

た

何
だ
こ
れ

す

げ

中
が
こ
ん
な
に
広
い
な
ん
て

ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
と
は

完
全
に
物
理
法

を
無

し
て
い
る
わ
ね

ユ
キ
ノ
ン

き

と
イ
ン
ス
タ
ン
ス
扱
い
な
ん
だ
よ

う

ま
し
い

ハ
チ
マ
ン

よ
く
や

た

 
そ
の
熱
狂
ぶ
り
を
平
然
と
受
け
止
め
た
ハ
チ
マ
ン
は
皆
を
静
か
に
さ
せ
る
と
厳
か
に
こ
う
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宣
言
し
た

全
員
分
個
室
も
用
意
し
て
あ
る
か
ら
後
で
部
屋

り
を
決
め
よ
う

室
内
の
設
備
は

自

で
調
整
で

 
そ
の
言
葉
を

い
た
メ
ン
バ

か
ら

大
歓
声
が
上
が

た

 
ゲ
ス
ト
の
五
人
は

そ
の

を
と
て
も

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

と
り
あ
え
ず

他
の
設
備
を
案
内
す
る
前
に

二
人
ほ
ど
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

 
と
い

て
も

当
然
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
な
ん
だ
が
な

ま
ず
ユ
イ

こ

ち
に
来
て
く
れ

は
い
パ
パ

 
そ
の
声
と
共
に

奥
の
キ

チ
ン
ス
ペ

ス
か
ら
ユ
イ
が
飛
び
出
し
て
き
た

 
フ

ア
リ

タ
イ
プ
で
は
な
く

の
ま
ま
の
ユ
イ
の

に

キ
リ
ト
以
外
の
者
達
は

 
事
前
に

い
て
は
い
た
も
の
の

い
ざ
そ
れ
を
目
に
し
て

と
て
も
驚
い
た
よ
う
だ

ユ
イ
ち

ん

か
わ
い
い

そ
れ
が
本
当
の

な
の
ね

あ

し

家
に
連
れ
て
帰
り
た
い

や

た
ね

お
め
で
と
う

ユ
イ
ち

ん
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そ
し
て
次
に
ハ
チ
マ
ン
は

キ
ズ
メ
ル
を
呼
ん
だ

そ
し
て
二
人
目

俺
と
ア
ス
ナ
の
大
切
な
友
人
だ

た

キ
ズ
メ
ル
だ

 
そ
の
言
葉
を
受
け

キ
ズ
メ
ル
が
奥
か
ら
出
て
き
て

自

紹
介
を
し
た

私
は
キ
ズ
メ
ル
だ

ハ
チ
マ
ン
の
大
切
な
仲
間
達
に
会
え
て

本
当
に
嬉
し
く
思
う

 
そ
う
微
笑
み
な
が
ら
自

紹
介
を
す
る
キ
ズ
メ
ル
を
見
て

一
同
は
衝
撃
を
受
け
た

ダ

ク
エ
ル
フ
の
メ
イ
ド
服

だ
と

う
わ

う
わ

す

ご
い

麗
な
人

先
輩

さ
す
が
と
い
う
か

そ
の
チ

イ
ス
は
破
壊
力
が
抜

で
す
ね

あ

一
応
言

て
お
く
が
こ
の
服
装
は
俺
の
趣
味
じ

な
い
か
ら
な
デ
フ

ル
ト
だ
か

ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

た
が

仲
間
達
の
疑
念
は
晴
れ
な
か

た

本
当
に

そ
れ
じ

あ
ユ
イ
ち

ん
は

ユ
イ
の
こ
の

は

の
服
装
が

用
さ
れ
て
る
だ
け
だ
な

 
ユ
イ

す
ま
な
い
が

ち

と
服
装
を
デ
フ

ル
ト
設
定
に
し
て
み
て
く
れ
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は
い

 
そ
う
言
う
と
ユ
イ
は

驚
い
た
事
に
何
か
コ
ン
ソ

ル
の
よ
う
な
物
を
呼
び
出
し

 
ぱ
ぱ

と
操
作
し
た
か
と
思
う
と

一

に
し
て
メ
イ
ド
服

に
な

た

お
お

か
わ
い
い

 
期
せ
ず
し
て

そ
の

を
見
た
一
同
か
ら

手
が

こ

た

 
ユ
イ
は
嬉
し
そ
う
に
そ
の

手
に
応
え
て
い
た

そ
れ
と
実
は
な
服
装
だ
け
じ

な
く
外
見
の
タ
イ
プ
も
自
由
に
変
え
ら
れ
る
ら
し
い
ん
だ

よ 
ユ
イ

キ
ズ
メ
ル

す
ま
な
い
が

ち

と
あ
の

に
な

て
み
て
く
れ
な
い
か

は
い
パ
パ

あ
の

に
は
ま
だ
慣
れ
な
い
が

徐
々
に
慣
れ
な
い
と
い
け
な
い
な

 
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
は

自
分
の
意
思
で
コ
ン
ソ

ル
を
呼
び
出
し

操
作
し
始
め
た

 
そ
の
光
景
に
一
同
は

め
て
驚
い
た
が
次
の

間
二
人
が
小
さ
な

精

態
に
な
る
と

 
場
の
熱
狂
は
最
高
潮
に
達
し
た
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お
お
お

更
に
破
壊
力
が

し
ま
し
た
ね

あ

し

絶
対
二
人
と
も
連
れ
て
帰
る

ユ
ミ

落
ち
着
い
て

 
熱
狂
す
る
一
同
に

ハ
チ
マ
ン
は

し
く
説
明
す
る
事
に
し
た

あ

前
ち

と
言

た
と
思
う
が

精

態
と
通
常

態
は
自
由
に
変
更
可
能

て

事
ら
し
い

 
本
来
は
マ
ス
タ

が
操
作
し
な
い
と
い
け
な
い
ら
し
い
ん
だ
が
こ
れ
は
言

て
い
い
の
か
ど

う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

一

ゲ
ス
ト
の
五
人
の
事
を
チ
ラ

と
見
つ
め
た

ま
あ
い
い
か
こ
れ
も
前
に
説
明
し
た
と
思
う
が
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
は
特
別
な
存
在

だ 
な
の
で

他
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
は
あ
り
え
な
い
行
動
が
可
能
に
な

て
い
る

 
要
す
る
に

自

行
動
を
す
る
事
が
出
来
る

こ
れ
は
ま
あ

用
さ
れ
て
い
る

の
差

だ
な
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そ
し
て
こ
の

は
ど
う
や
ら

成
⻑
す
る
み
た
い
な
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は
息
を

ん
だ

ゲ
ス
ト
の
五
人
も

そ
の
言
葉
に
驚
愕
し
た

 
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

そ
ん
な
高
度
な

を

ハ
ウ
ジ
ン
グ
ピ
ク
シ

に
一
々

載
し
て
い

て
は

 
と
て
も
じ

な
い
が
運

が
対
応
出
来
な
い

ち
な
み
に
ユ
イ
は
ド
ヤ
顔
を
し
て
い
た

ま
あ
こ
の
二
人
は

茅
場

の
遺
産
だ
と
で
も
思

て
く
れ
れ
ば
い
い

 
そ
の
言
葉
で
一
同
は
一
応
納
得
し
た

茅
場

の
仕
事
な
ら

ま
あ
あ
り
う
る
か

 
そ
の
名
前
に
は

そ
う
思
わ
せ
る
だ
け
の
何
か
が
あ

た

と
い
う

で

通
常
の
仕
様
だ
と

ピ
ク
シ

の
オ

ナ

が
指

を
し
た
上
で

 
あ
る

度
の
シ
ン
プ
ル
な
自

行
動
し
か
出
来
な
い
事
に
な

て
る
み
た
い
な
ん
だ
が

 
こ
の
二
人
は

自
分
で
コ
ン
ソ

ル
を
呼
び
出
し

操
作
す
る
事
が
可
能
に
な

て
い
る

 
ま
あ
紹
介
は
こ
の
く
ら
い
だ
な

皆

こ
れ
か
ら
も
二
人
の
事

宜
し
く
頼
む

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
呼
び
か
け
に

皆
は
歓
声
を
上
げ

二
人
を
歓
迎
し
た

 
初
対
面
の
者
は

キ
ズ
メ
ル
に
対
し
て
自

紹
介
を
行

た

 
唯
一

知
で
あ
る
キ
リ
ト
は

点
の
機
能
を
確
認
し
た
り
し
て
い
た
が
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そ
ん
な
中

ボ
ソ

と

い
た
者
が
い
た

 
こ
の
中
で
唯
一

ハ
チ
マ
ン
達
の
事
を
よ
く
知
ら
な
か

た
フ
カ
次
郎
で
あ
る

 
フ
カ
次
郎
は

あ
ま
り
の
展
開
に
放
心
ぎ
み
で
あ

た
が

 
ど
う
や
ら
や

と
再

動
を
果
た
し
た
ら
し
く
そ
の
最
初
の

き
は
た
だ
た
だ
感

に

れ
て
い
た

こ
れ

て
現
実

私
の
知
ら
な
い

こ
ん
な
す
ご
い
世
界
が
あ

た
ん
だ

フ
カ
次
郎

勘
違
い
す
る
な
よ

ハ
チ
マ
ン
達
は

本
当
に
特
別
だ
か
ら
な

 
何
し
ろ
ゲ

ム
の
中
だ
け
じ

な
く

リ
ア
ル
に
英
雄
な
の
だ
か
ら
な

英
雄

 
サ
ク
ヤ
に
そ
う
言
わ
れ
フ
カ
次
郎
は
内
か
ら

き
出
る
衝
動
を

え
ら
れ
な
く
な

た
の

か 
ハ
チ
マ
ン
に
駆
け
寄
る
と

そ
の
手
を
と
り

い
き
な
り

を
下
げ
た

最
初
か
ら
決
め
て
ま
し
た

私
を
こ
の
ギ
ル
ド
に
入
れ
て
下
さ
い

最
初
か
ら

て

あ

す
ま
ん
こ
の
ギ
ル
ド
は
実
は
リ
ア
ル
繋
が
り
の
集
ま
り
で
な

 
新

加
入
は
基
本

そ
れ
が

件
に
な

て
る
ん
だ
よ
な
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私
は

原
美
優

北
海
道
在

の

お
い
こ
ら
ち

と
待
て

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け

 
ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
自
分
の
リ
ア
ル
情
報
を

り
だ
し
た
フ
カ
次
郎
の
口
を

て
て
塞
い

だ 
一
同
は
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
の

を

か
ん
と
し
な
が
ら
見
つ
め
て
い
た

お
い
リ

フ

こ
い
つ
は
い
つ
も

こ
ん
な
に
勢
い
だ
け
で
突

走
る
タ
イ
プ
な
の
か

う
う
ん
そ
ん
な
は
ず
は
無
い
ん
だ
け
ど

確
か
に
熱
心
に
プ
レ
イ
し
て
い
る
と
は
思
う
け

ど 
こ
こ
ま
で
暴
走
し
た

を
見
る
の
は
始
め
て
か
も

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

フ
カ
次
郎
の
口
を
押
さ
え
な
が
ら
何
事
か
考
え
て
い
た
が

 
や
が
て
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

じ
た
ば
た
す
る
フ
カ
次
郎
に
こ
ん
な
提
案
を
し
た

実
は
つ
い
さ

き
こ
こ
の
庭
に
戦
闘
が
出
来
る
簡

な
闘
技
場
の
よ
う
な
物
を
作

た
ん

だ
が

 
そ
こ
で
特
別
に
入
団
テ
ス
ト
を
行
お
う

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
と
俺
と

番
に
戦

て
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誰
か
の

を
八

ま
で

る
事
が
出
来
た
ら
合
格
だ

そ
の
時
は
入
団
を
認
め
る

 
も
し
そ
れ
が

目
だ

た
ら
今
は

め
ろ

モ

ド
は
半

決
着
モ

ド
魔
法
は
無
し
と

す
るそ

そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

あ
り
が
と
う

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

い
た
一
同
は

こ
れ
は
入
団
さ
せ
る
つ
も
り
は
無
い
な
と
思
い

 
フ
カ
次
郎
に
同
情
し
た
が

ハ
チ
マ
ン
の
事
だ
か
ら

何
か
考
え
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
誰
も
ハ
チ
マ
ン
の
決
定
に

口
を

む
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

 
ア
ス
ナ
だ
け
は

思
わ
せ
ぶ
り
な

線
を
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
た
が

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
も

何
か
を
口
に
出
す
事
は
無
か

た

 
こ
う
し
て
デ

エ
ル
が
三

合
行
わ
れ
る
事
に
な

た
が
結
果
的
に
フ
カ
次
郎
は
敗
北
し

た 
初
戦
は
何
と
か
キ
リ
ト
に
攻
撃
を

発
当
て
る
事
は
出
来
た
が

全
て
か
す
る

度
で
あ
り

 
キ
リ
ト
の
圧
倒
的
な
攻
撃
力
の
前
に

あ

さ
り
と
敗
北
し
た

 
二
戦
目
は

ア
ス
ナ
の
あ
ま
り
の
攻
撃
の

さ
に

何
も
出
来
ず
に
敗
北
し
た

 
最
後
の
ハ
チ
マ
ン
戦
で
は
全
て
の
攻
撃
を
パ
リ

さ
れ
カ
ウ
ン
タ

を
入
れ
ら
れ
一
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で
敗
北
し
た

 
三
人
と
も

一
切
手
加

無
し
で
あ

た

フ
カ
次
郎
は
当
然
ど
ん
よ
り
と
落
ち
込
ん
だ
が

 
そ
ん
な
落
ち
込
む
フ
カ
次
郎
に
声
を

け
る
者
が
い
た

ア
ス
ナ
で
あ
る

ね

フ
カ
次
郎
さ
ん

私
が
言
う
の
も
何
だ
け
ど

元
気
を
出
し
て

う
ん

 
ア
ス
ナ
に
ど
ん
よ
り
と
し
た
目
を
向
け
る
フ
カ
次
郎
に
対
し

ア
ス
ナ
は
笑
顔
で
言

た

さ

き
ハ
チ
マ
ン
君
が
言

た
セ
リ
フ
を
よ
く
思
い
出
し
て
み
て

 
ハ
チ
マ
ン
君
は

今
は

め
ろ

て
言

た
ん
だ
よ

今
は

あ

ネ
タ
ば
ら
し
が

い
ぞ

ア
ス
ナ

だ

て

ね

 
ハ
チ
マ
ン
は

を

り

り
と

き
な
が
ら
言

た

な

フ
カ
次
郎

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
て
考
え
て
み
ろ

 
リ
ア
ル
情
報
を
教
え
ら
れ
て

顔
を
合
わ
せ
た
と
し
て
も

 
そ
れ
だ
け
で
入
団

て
の
は
さ
す
が
に
無
理
だ

だ
か
ら
先
ず
は
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俺
達
に
自
分
を
知

て
も
ら
う
事
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

そ
れ

て

何
か
あ

た
ら
ま
あ
誘
う
く
ら
い
の
事
は
す
る
か
ら
し
ば
ら
く
俺
達
と
一

に
行
動
し
て

み
ろ

 
そ
の
上
で
今
よ
り
も

と
仲
良
く
な
れ
た
ら
そ
の
時
に
ま
た
入
団
の
事
は
考
え
る

そ
れ
で

い
い
か

そ

そ
れ
で

是
非
そ
の
方
向
で
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
ま
あ

頑
張

て
俺
達
に
つ
い
て
き
て
く
れ

 
そ
れ
に
は
も
う
少
し
強
く
な
ら
な
い
と
か
も
だ
け
ど
な

分
か

た

本
気
で
頑
張
る

 
そ
ん
な
喜
ぶ
フ
カ
次
郎
に

リ

フ

が
歩
み
寄
り

ポ
ン

と
そ
の

を
叩
い
た

良
か

た
ね

フ
カ
ち

ん

う
ん

待

て
て
ね
リ

フ

私
絶
対
に
入
団
し
て
み
せ
る
よ

待

て
る
か
ら
ね

 
こ
う
し
て
フ
カ
次
郎
は
こ
の
時
か
ら

今
ま
で
以
上
に
強
く
な
る
事
に

欲
と
な
り
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後
に
見
事
に

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

へ
の
入
団
を
果
た
す
事
と
な
る
の
だ
が

 
こ
の
時
手
に
入
れ
た
強
さ
は
い
ず
れ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
彼
女
の
友
人
の
助
け
と
な
る
事
と
な

た

 
す
み
ま
せ
ん
こ
の
話
で
終
わ
り
と
書
き
ま
し
た
が
次
話
の
エ
ピ
ロ

グ
で
第
三
章
は
終
了

と
な
り
ま
す

気
が
つ
く
と
第
二
章
よ
り
⻑
く
な

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
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第
１
８
７
話
 
エ
ピ
ロ

グ

背
負
う
覚
悟

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
次
の
日
八
幡
は

無
事
に
ギ
ル
ド
の

設
と

点
の
確
保

び
に

 
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
の
復
活
に
成
功
し
た
事
を
陽
乃
に
報
告
す
る

彼
女
の
オ
フ

ス
を
訪
れ

て
い
た

 
薔
薇
の
案
内
で
陽
乃
の
部
屋
に
入
り
一
通
り
報
告
を
し
た
も
の
の
当
然
陽
乃
に
散
々
い
じ

ら
れ

 
疲
れ
た
顔
で
部
屋
を
出
て
き
た
八
幡
の
目
に

入

た
時
と
変
わ
ら
ず

 
何
故
か
そ
こ
で
待
ち
続
け
て
い
た
薔
薇
の

が
目
に
入

た

 
八
幡
は

何
か
用
事
で
も
あ
る
の
か
と
思
い

薔
薇
に
話
し

け
た

ん

俺
を
待

て
た
の
か

何
か
用
事
で
も
あ
る
の
か

ま
あ

き
た
い
事
は
無
く
も
無
い
け
ど

用
事
は
別
に
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そ
う
言
い
な
が
ら
も
薔
薇
は

チ
ラ
チ
ラ
と
八
幡
の
方
を
見
て
お
り

 
何
か
用
事
が
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
と
思
わ
れ
た

と
そ
の
時
お
昼
を
告
げ
る
チ

イ
ム
が

鳴

た

 
そ
の

薔
薇
の

動
が
怪
し
く
な

た

時
計
と
八
幡
を
交

に
を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
始

め
た
の
だ

 
八
幡
は
薔
薇
の
意
図
が
分
か
ら
ず

と
り
あ
え
ず
無
難
な
話
を
す
る
事
に
し
た

ち

う
ど
十
二
時
な
の
か

そ
う
い
や
昼

の
事
は
ま

た
く
考
え
て
な
か

た
な

そ

そ
う
ね

も
し
良
か

た
ら

こ
の

り
に

し
い
私
が

 
薔
薇
が
そ
う
言
い

け
た

間
八
幡
の
後
ろ
の
扉
が
ガ
チ

と
開
き
中
か
ら
陽
乃
が
顔

を
出
し
た

八
幡
君

丁
度
お
昼
み
た
い
だ
か
ら

良
か

た
ら
一

に

あ

あ
ら

 
薔
薇
は
陽
乃
の
顔
を
見
た

間

て
て

線
を

ら
し
た

 
そ
れ
を
見
た
陽
乃
は

目
を

め

み
す
る
よ
う
に
じ

と
薔
薇
を
見
つ
め
た

 
や
が
て
何
か
に
納
得
し
た
の
か
陽
乃
は
背
後
か
ら
八
幡
の

に
口
を
近
付
け
そ

と

い
た
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こ
の
機
会
に
完
全
に

し
て
お
き
な
さ
い

い
ず
れ
あ
な
た
の
部
下
に
な
る
ん
だ
か
ら

明
日
奈
も
同
じ
よ
う
な
事
を
言

て
ま
し
た
け
ど

依
存

て

い
い
ん
で
す
か

 
雪
乃
の
時
は

ハ
ル
姉
さ
ん

あ
れ
だ
け

が

て
た
じ

な
い
で
す
か

別
に
家
族
じ

な
い
し

そ
れ
に
雪
乃
ち

ん
の
時
と
は
違

て

そ
の
方
が
本
人
も
幸
せ

で
し

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

小
さ
く
た
め
息
を
つ
い
た

俺
に
こ
い
つ
を
背
負
え
と

そ
れ
く
ら
い
の
度

は
見
せ
て
欲
し
い
な

ま
あ
本
当
に
そ
う
な
の
か
自
分
の
目
で
判
断
し
て
か
ら
決
め
ま
す
よ

そ
れ
で
い
い
で
す
か

う
ん

そ
れ
で
い
い
よ

 
八
幡
は

ど
う
し
よ
う
か
と

を
悩
ま
せ
た
が

前
に
明
日
奈
に
言
わ
れ
た
通
り

 
少
し
強
引
な
手
法
で
い
く
事
に
決
め
た

す
み
ま
せ
ん
ハ
ル
姉
さ
ん

今
日
は
こ
い
つ
と
先
約
が
あ
る
ん
で
す
よ

 
お
い

お
前
の
言

て
た
お
奨
め
の
店
に

く
案
内
し
ろ
よ
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あ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
は
残
念

そ
れ
じ

ま
た
今
度
ね

は
い

す
み
ま
せ
ん

ほ
ら
薔
薇

さ

さ
と
行
く
ぞ

 
そ
れ
に
対
す
る
薔
薇
の
反
応
は

明
ら
か
に
恋
す
る
乙
女
の
も
の
で
は
無
か

た

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

口
を
パ
ク
パ
ク
と
さ
せ
た
薔
薇
は

 
先
ず
八
幡
の
顔
色
を

い

て
い
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
が
見
え
な
い
事
を
確
認
す
る
と

 
次
に
陽
乃
の
顔
色
を

い
陽
乃
が
笑
顔
を
崩
さ
な
い
の
を
確
認
す
る
と
ホ

と
し
つ
つ
も

 
少
し
お
ど
お
ど
と
し
た
様
子
で
言

た

そ

そ
う
ね

そ
れ
じ

こ

ち
よ

お
う

 
八
幡
は

り
返
り

薔
薇
に

こ
え
な
い
よ
う
に

陽
乃
に

い
た

な
る
ほ
ど
確
か
に
明
日
奈
と
ハ
ル
姉
さ
ん
の
言
う
通
り
こ
れ
は
恋
愛
感
情
と
か
じ

な
い

で
す
ね

も
し
恋
愛
感
情
だ

た
ら

か
わ
い
い
義
妹
の

に

私
が
速
攻
潰
し
て
る
に
決
ま

て
る

じ

な
い

は
い
は
い
そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

行

て
き
ま
す
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八
幡
は
薔
薇
の
後
を
追
い

け

陽
乃
は
そ
の
八
幡
の
背
に
声
を

け
た

上
手
く
や
り
な
さ
い

 
八
幡
は

り
返
ら
ず

顔
の
横
で
手
を
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と

た

え

と

確
か
こ

ち

お
い

し
い
ん
じ

な
か

た
の
か
よ

く

し
い
わ
よ

誰
か
と
一

に
食
事
に
行
く
シ
ミ

レ

シ

ン
は

何
度
も
し
て
た

わ
よ実

に
行

た
事
は
無
い
の
か
よ

 
八
幡
が

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

薔
薇
は
顔
を
真

に
し
て
反

し
た

し

仕
方
な
い
じ

な
い

私
は
ボ
ス
付
き
な
の
よ

い
つ
無
茶

り
を
さ
れ
る
か
分
か
ら

な
い
し

 
気

に
外
で
食
事
な
ん
て

出
来
な
い
わ
よ

お

お
う

俺
が
悪
か

た

確
か
に
そ
の
通
り
だ
わ

 
八
幡
は

確
か
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い

素
直
に
謝
罪
し
た

 
だ
が
薔
薇
の
気
は

そ
れ
で
は
収
ま
ら
な
か

た
よ
う
だ
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悪
い
と
思

て
ん
な
ら

私
を
さ

さ
と
あ
ん
た
の
直
属
に
し
な
さ
い
よ

 
今
の
学
校
を
卒
業
し
て
大
学
に
行

て
そ
れ
ま
で
六
年

⻑
い
わ
よ

あ

ご

ご
め
ん

 

て
い
る

中
で

八
幡
の
目
が
ス

と

く
な

た
の
を
見
た
薔
薇
は

 

に
ト

ン
ダ
ウ
ン
し

即
八
幡
に
謝
罪
し
た

お
前
ハ
ル
姉
さ
ん
に
言
わ
れ
た
か
ら
じ

な
く
自
分
の
意
思
で
俺
の
直
属
に
な
り
た
い

の
か

 
そ
う
言
わ
れ
た
薔
薇
は

ビ
ク

と
し
な
が
ら
も

ぼ
そ
ぼ
そ
と
返
事
を
し
た

別
に
あ
ん
た
の
事
は

い
じ

な
い
し
頼
り
甲
斐
も
あ
る
し
何
よ
り
命
の

人
だ
し

返
し
な
ら
別
に
い
ら
な
い
ぞ

俺
は
俺
自
身
と
俺
の
仲
間
達
の

に
戦

た
だ
け
だ
か

ら
な確

か
に
私
は
仲
間
じ

な
く

敵
だ

た
け
ど

な
ら

ど
う
し
て
だ

 
薔
薇
は

苦

に
満
ち
た
顔
で

絞
り
出
す
よ
う
に
言

た

よ
く
悪
夢
を
見
る
の
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悪
夢

ど
ん
な
内
容
の

ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
に

笑
わ
れ
な
が
ら
切
り
刻
ま
れ
る
夢
よ

そ
れ
が

部
下
に
な
り
た
い
の
と
ど
う
関
係
す
る
ん
だ

あ
ん
た
と
会

た
り

話
で
話
し
た
り
し
た
日
に
は
一
度
も
悪
夢
を
見
た
事
が
無
い
か

ら 
八
幡
は
そ
の
返
事
を

き
自
分
の
背
中
に
ず

し
り
と
重
い
物
が
圧
し

か

て
く
る
気

が
し
た

 
八
幡
は
何
と
言
う
べ
き
か
悩
ん
だ
が

と
り
あ
え
ず
一
番
大
事
な

 
そ
れ
で
い
て

と
て
も
残

な
言
葉
を
薔
薇
に
告
げ
た

俺
は
お
前
と
付
き
合

た
り
と
か
は
出
来
な
い
し

 
夜

お
前
が

し
い
時
と
か
に

一

に
い
て
や

た
り
と
か
も

絶
対
に
出
来
な
い
ぞ

 
俺
に
と

て
の
お
前
は

て
き
た
子

み
た
い
な
も
ん
だ

そ
ん
な
の
当
然
分
か

て
る
わ
よ

で
も
仕
方
な
い
じ

な
い

 
私
に
は

あ
ん
た
し
か
い
な
い
ん
だ
か
ら

た
子

な
ら

く
ら
い
や
り
な
さ
い
よ
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逆
ギ
レ
か
よ

そ
う
で
す
が

何
か

は
 
八
幡
は

俺
は
ど
こ
か
で
何
か
間
違
え
た
だ
ろ
う
か
と
自
省
し
な
が
ら

 
あ
の
時

ロ
ザ
リ
ア
を
ぶ
ち
の
め
す
以
外
の
選
択
肢
は
無
か

た
よ
な
と
思
い

 
自
分
の
や

た
事
に
対
し
て
出
た
結
果
に

任
を
と
る
覚
悟
を
決
め
た

分
か

た
よ
俺
が
お
前
に
一
生

を
や
り
続
け
て
や
る

だ
か
ら
お
前
は
俺
と
明
日
奈
の

役
に
た
て

 
そ
れ
を

い
た
薔
薇
は
プ
イ
と
顔
を
背
け
つ
つ
も
嬉
し
さ
を

し
き
れ
な
い
声
で
言

た

し

仕
方
な
い
わ
ね

あ
ん
た
の
言
う
通
り
に
し
て
あ
げ
る
わ

へ
い
へ
い

あ
り
が
と
う
よ

わ

分
か
れ
ば
い
い
の
よ

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と

に
し
よ
う

お
前

何
か
俺
に

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
ろ

 
こ
う
し
て
薔
薇
が
案
内
し
た
の
は

何
故
か
サ
イ
ゼ
だ

た

 
し
か
も
い
つ
予
約
を
と

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

個
室
の
予
約

だ

た
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何
で
サ
イ
ゼ

何
よ

好
き
な
ん
で
し

う

文

あ
る
の

リ
サ

チ
済
か
よ

し
か
し

サ
イ
ゼ
に
個
室
な
ん
て
あ

た
ん
だ
な

今
は
そ
う
い
う
ご
時
勢
み
た
い
で

験
的
に
作

た
み
た
い
よ

な
る
ほ
ど

 
二
人
は
個
室
に
案
内
さ
れ

薔
薇
は
メ
ニ

を
見
始
め
た
が

 
八
幡
は
ま

た
く
メ
ニ

を
見
よ
う
と
は
し
な
い

薔
薇
が
そ
の
事
を

ね
て
も

 
八
幡
は

必
要
無
い
の
一
点
張
り
だ

た

そ
し
て
い
ざ
注
文
を
す
る

に
な
る
と

 
八
幡
は
す
ら
す
ら
と
い
く
つ
か
の
メ
ニ

を
注
文
し

薔
薇
は

気
に
と
ら
れ
た

何
で
あ
ん
た

季

メ
ニ

ま
で
バ

チ
リ
記
憶
し
て
ん
の
よ

あ
ん

お
前

事
前
に
リ
サ

チ
し
た
ん
だ
ろ

俺
の
サ
イ
ゼ
愛
を
な
め
る
な
よ

そ
ん
な
重
い
サ
イ
ゼ
愛
の
情
報
は

さ
す
が
に
持

て
な
い
わ
よ

 
ほ
ど
な
く
し
て
注
文
の
品
も
運
ば
れ
て
き
た

二
人
は
食
事
を
し
な
が
ら
本
題
に
入
る
事
に

し
たで
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え

と

あ
ん
た

シ

ナ

よ
ね

 
八
幡
は

そ
の
質
問
は
ま

た
く
予
想
し
て
い
な
か

た
が

 
た

た

分
の
映
像
で
よ
く
見
破

た
な
と

少
し
薔
薇
を
見
直
し
た

よ
く
分
か

た
な

だ

て

あ
ん
な
事
が
出
来
る
人
間
を

私
は
あ
ん
た
以
外
に
知
ら
な
い
し

は
そ
れ
だ
け
か
よ

 
八
幡
は

再
び
薔
薇
の
評
価
を
下
方

正
し
た

以
前
情
報
を
伝
え
て
か
ら
か
な
り
た
つ
け
ど

結
局
あ
い
つ
ら
は

あ
そ
こ
に
い
た
の

い
や

そ
れ
ら
し
い
プ
レ
イ
ヤ

は

ま
だ
見
付
か

て
は
い
な
い

サ
ト
ラ
イ
ザ

は

あ
れ
は
ど
う
や
ら
別
物
だ

あ
く
ま
で
勘
だ
け
ど
な

そ
う

あ
ん
た
が
そ
う
言
う
な
ら

き

と
正
し
い
わ
ね

あ
あ

そ
う
か

 
八
幡
は
ふ
と

今
回
の
件
を
薔
薇
が
知

て
い
た
事
で

新
た
な
可
能
性
に
気
が
付
い
た

今
思
い
つ
い
た
ん
だ
が
あ
の

い
映
像
か
ら
お
前
が
分
か

た
く
ら
い
だ

あ
る
い
は
あ
い
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つ
ら
も

 
シ

ナ
が
俺
だ
と
い
う
可
能
性
に

り
着
く
か
も
し
れ
な
い
な

 
俺
は
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
思
い
が
け
ず
あ
ん
な
事
に
な

て
か
ら

力
表
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

が 
俺
の
い
な
い
所
で
お
か
し
な
噂
が
広
ま

た
り
変
な
動
き
を
す
る
奴
も
出
て
く
る
か
も
し

れ
な
い

ま
あ

そ
う
か
も
ね

そ
こ
で
だ

 
八
幡
は

真

直
ぐ
に
薔
薇
を
見
つ
め
な
が
ら
言

た

お
前
に

速
命
令
す
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
キ

ラ
を

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
し
ろ

 
そ
の
上
で

別
に
ま
と
も
に
プ
レ
イ
し
な
く
て
い
い
か
ら

情
報
収
集
を
し
て
く
れ

そ
れ
は

わ
な
い
け
ど

一
か
ら
始
め
な
く
て
い
い
の

明
ら
か
に
初
期

態
の
キ

ラ
が

き
こ
み
を
し
て
い
た
ら
変
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

か
ら
な

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
お
前
く
ら
い
の
強
さ
が

い
か
に
も
中
堅

て
感
じ
で

理
想
だ
な
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な
る
ほ
ど

分
か

た
わ

任
せ
て

 
薔
薇
は
命
令
さ
れ
た
事
に
は
何
の
疑
問
も

か
ず
む
し
ろ
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
胸
を

張

た

 
そ
の
胸
の
ボ
リ

ム
を
見
て
八
幡
は

何
で
こ
い
つ
が
モ
テ
な
い
ん
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に

思

た

 
そ
れ
と
同
時
に
八
幡
は

こ
う
な

た
以
上

こ
い
つ
は
俺
の
も
ん
だ

誰
に
も

さ
ん

 
言
い
方
は
悪
い
が

ど
う
や
ら
完
全
に

薔
薇
を

配
下
に
置
く
事
に
は
成
功
し
た
な

 
と
完
全
に
悪
役
チ

ク
な
事
を
考
え
て
い
た

明
日
奈
と
陽
乃
に
思
考
を
誘

さ
れ
た
と
は

い
え

 

か
ら
見
る
と
真

黒
で
あ
る

だ
が
所

八
幡
で
あ
る

結
局
情
が
移
り
い
ず
れ
は
薔
薇

の
事
を

 
大
切
な
仲
間
の
一
人
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
る
時
が
来
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
薔
薇
は
む
し
ろ
こ

ち
の

態
の
方
が
本
人
に
と

て
は
と
て
も
幸
せ
な

態
で
あ

る
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八
幡
の
薔
薇
に
対
す
る
態
度
は

内
心
は
と
も
か
く

表
面
上
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う

 
こ
れ
は
少
し
歪
ん
だ

の

ウ

ン
ウ

ン
な
関
係
で
あ

た

初
期
装
備
の
ま
ま
じ

ま
ず
い
だ
ろ
う
し
な

ゲ

ム
内
で
多
少
の
援
助
は
す
る

う
ん
お
願
い

今
夜
は
ボ
ス
に
頼
ま
れ
た
仕
事
が
あ
る
か
ら
明
日
か
ら

速
活
動
を
開
始

す
る
わ

連

は
密
に
な

え
え

 
こ
う
し
て
首
尾
よ
く
薔
薇
を
手

に
加
え
た
八
幡
は

明
日
奈
と
小
町
と
四
人
体
制
で

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
そ
し
て
そ
の
日
の
夜
久
し
ぶ
り
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
八
幡

シ

ナ
の
出
現
の

間

に 
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

目
に
喜
色
を

か
べ

い
た

や

た

つ
い
に
見
付
け
た

ん

何
か
見
付
け
た
の
か
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エ
ム

あ
そ
こ
を
見
て

間
違
い
な
い

シ

ナ
よ

 
こ
こ
で

薔
薇
の
事
を
少
し
書
い
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す

 
当
初
は
こ
こ
ま
で
出
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
に
行
く

に
八
幡
の
配

下
的
な
ポ
ジ
シ

ン
の
人
物
を
確
保
し
た
い
と
考
え
ま
し
た

 
と
こ
ろ
が

場
人
物
は
基
本
八
幡
と
は
対

な
人
ば
か
り
で
す

と
て
も
配
下
扱
い
は
出
来

ま
せ
ん

ギ
リ
で
可
能
な
の
が

後
輩
の
い
ろ
は
あ
た
り
で
し

う
か

 
だ
が
そ
れ
だ
と
話
的
に
普
通
す
ぎ
ま
し
た

そ
こ
で
白

の
矢
が
立

た
の
が
薔
薇
こ
と

ロ
ザ
リ
ア
で
し
た

 
ロ
ザ
リ
ア
で
あ
れ
ば
以
前
八
幡
に
ぶ

飛
ば
さ
れ
て
い
る

配
下
的
な
扱
い
を
さ
れ
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
そ
し
て
薔
薇
を

場
さ
せ
書
い
て
い
る
う
ち
に
何
か
楽
し
く
な

て
し
ま
い
色
々
な

属
性
を
付
け
て
し
ま
い
ま
し
た

中
々
面
白
い
キ

ラ
に
仕
上
が

た
気
が
し
ま
す

 
と
言
う

で

残
念

ヒ
ロ
イ
ン

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
の
活
躍
を

ご
期
待
下
さ
い
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と

言
う
ほ
ど
出
て
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

 
次
話
か
ら

第
四
章
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
に
入
り
ま
す

 
そ
の
う
ち
ス
ラ
ン
プ
で

が

く
な
る
時
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
頑
張

て
書
き
ま
す

の
で

 
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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第
四
章
 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編

 
第
１
８
８
話
 
シ

ナ
を
探
す
女

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
久
々
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
シ

ナ
は
そ
の

間
背
中
に

が
立
つ
の
を
感
じ
た

誰
か
に
見
ら
れ
て
い
る

こ
の

線
の
持
ち
主
は

何
か
ヤ
バ
イ
気
が
す
る

 
そ
う
感
じ
た
シ

ナ
は

力
自
然
な
態
度
を
装
い

近
く
に
あ

た

い
路
地
に
入

て

い

た

 
そ
の
ま
ま
迷
路
の
よ
う
な

の
フ

ル
ド
の
裏
路
地
を
ど
ん
ど
ん
奥
に
進
ん
で
い

た

シ

ナ
は

 
尾
行
の
気
配
が
無
く
な
ら
な
い

い
く
つ
目
か
の

を
曲
が

た

間
に
上
へ
と
飛
び
上
が

り
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ビ
ル
の
二

の
窓
に
手
を
か
け
る
と

強
引
に
体
を
引
き
上
げ

 
そ
の
窓
か
ら
中
に
入
り

そ
の
ま
ま
通
路
を
監

し
た

 
そ
し
て
通
路
を

す
る
シ

ナ
の
目
に
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ

と
顔
を

か
せ
る

が
映

た

 
一
人
は
か
な
り
背
が
高
く

茶
色
の

を
し
た
ご
つ
い
男

 
そ
し
て
も
う
一
人
は
全
身
筋
肉
で
出
来
て
い
る
よ
う
な
体
を
し
た
⻑

で

身
の
男
だ

た

暗
く
て
顔
が
よ
く
見
え
な
い
が

一
体
何
者
な
ん
だ

 
シ

ナ
は
息
を
殺
し

上
か
ら
二
人
の
監

を
続
け
た

 
二
人
は
シ

ナ
の

を
見
失

た
事
に
気
が
付
く
と

て
て

囲
の
探
索
を
始
め
た
が

 
や
が
て

め
た
の
だ
ろ
う

が

く
り
と

を
落
と
し
て
立
ち
止
ま

た

 
シ

ナ
は

こ
れ
で
会
話
で
も
し
て
く
れ
れ
ば
少
し
は
情
報
が
得
ら
れ
る
ん
だ
が
と

 

き

を
た
て
て
い
た
の
だ
が

そ
の
期
待
は
完
全
に
裏
切
ら
れ
た

 

身
の
男
が

い
き
な
り
ご
つ
い
男
を
殴

た
か
ら
だ

は
 
シ

ナ
は
戸
惑

た
が

そ
の
殴
打
は
し
ば
ら
く
続
き

こ
え
て
く
る
の
は
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声
ら
し
き
声
だ
け
だ

た

よ
く

く
と
そ
れ
は
お
前
の
せ
い
で
と
か
ト
ロ
い
ん
だ

よ 
と

こ
え
シ

ナ
は

身
の
男
が
ご
つ
い
男
に
八
つ
当
た
り
を
し
て
い
る
ん
だ
と

し
た

 
や
が
て
殴
る
の
に

き
た
の
か

身
の
男
が

り
だ
し
た

せ

か
く
確
認
す
る
チ

ン
ス
だ

た
の
に
な
ん
で
あ
ん
た
は
そ
ん
な
に
ト
ロ
い
の
よ

エ
ム

 
シ

ナ
は
そ
の
セ
リ
フ
を

き

身
の
男
が

実
は
女
だ

た
事
に
気
が
付
い
た

す
ま
ん

ピ
ト

 
ど
う
や
ら
女
の
方
が
ピ
ト

男
の
方
は
エ
ム
と
い
う
名
前
ら
し
い

ピ
ト

女
で
ピ
ト
な
ら
思
い
当
た
る
名
前
が
一
つ
あ
る
な

確
か
ピ
ト
フ

イ
と
言

た
か

 
ピ
ト
フ

イ
は

実
力
は
あ
る
が

性
格
に
問
題
が
あ
る
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て

 
古
参
プ
レ
イ
ヤ

の
間
で
は

名
な
存
在
だ

た

 
自
分
が
生
き
残
る

な
ら
平
気
で
仲
間
を

に
す
る

誰
か
ら
も

わ
れ
て
い
る

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
い
う
プ
レ
イ
ヤ

だ

た
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あ
の
ピ
ト
フ

イ
が

ま

た
く
関
わ

た
事
が
無
い
俺
を
探
し
て
い
た

 
理
由
は
大
会
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
見
た
せ
い
だ
と
し
か
思
え
な
い
が

 
あ
れ
に
映

て
い
た
物
を
見
た
と
し
た
ら

ど

ち
だ

ナ
イ
フ
か

そ
れ
と
も
Ｍ
８
２

か 
も
う
少
し
情
報
を
収
集
し
た
い
所
な
ん
だ
が
あ
の
エ
ム

て
の
も
か
な
り

は
た
ち
そ
う
だ

 
戦
た
と
し
て
も
さ
す
が
に
二
人
相
手
だ
と
負
け
な
い
に
し
ろ
万
が
一
が
あ
る
か
ら
な

 
シ

ナ
は
二
人
を
制
圧
し

情
報
を
直
接

き
出
そ
う
か
と
考
え
た
が

 
ピ
ト
フ

イ
が
噂
通
り
の
実
力
を

り
更
に
そ
こ
に
実
力
が
未
知

の
エ
ム
が
加
わ

た

と
し
た
ら

 
今
の
自
分
で
も

制
圧
に

ほ
ん
の
少
し

手
こ
ず
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

 
も
う
少
し
様
子
を
見
る
事
に
し
た

ど
う
や
ら
エ
ム
は
完
全
に
指

待
ち
ら
し
く
そ
の
場
に

座
り
込
み

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
前
を
何
か
考
え
て
い
る
の
か

組
み
し
な
が
ら
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た

 
や
が
て
考
え
が

ま

た
の
か
ピ
ト
フ

イ
は
シ

ナ
の

む
ビ
ル
を
指
差
し
な
が
ら
エ
ム

に
言

た
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よ
し
し
ば
ら
く
こ
の

で
張
り
込
ん
で
み
よ
う
か

と
り
あ
え
ず
今
日
は
そ
の
ビ
ル
の
中

に
入

て

 
目
立
た
な
い
所
で
そ
の
ま
ま
落
ち
よ
う

分
か

た

 
ど
う
や
ら
二
人
は
今
日
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
に
し
た
ら
し
く

 
シ

ナ
は

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
と
考
え

こ
の
ま
ま
二
人
を
や
り
す
ご
す
事
に
決
め
た

そ
れ
じ

あ
落
ち
る
と
す
る
か

え
え

 
二
人
は
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

同
時
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
か
と
思
わ
れ
た

 
そ
し
て

二
人
の
指
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
が

 
実

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
の
は
エ
ム
だ
け
だ

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
直
前
に
手
を
引

込
め
そ
の
ま
ま
後
ろ
で
手
を

組
み

 
ビ
ル
の
入
り
口
の
方
へ
と

り
返

て
た
め
息
を
つ
い
た

ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
ま
ま
ボ
ソ

と

い
た
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さ
す
が
に
一
筋

で
は
い
か
な
い
か

あ
の
ナ
イ
フ
の

 
も
し
か
し
た
ら
話
が

け
る
ん
じ

な
い
か

て
期
待
し
た
ん
だ
け
ど
な

何
の
話
が

き
た
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
ナ
イ
フ
の
方
だ

た
か

今
あ
い
つ
は
一
人

よ
し

 
そ
の
セ
リ
フ
を

い
た

間
シ

ナ
は
一
人
に
な

た
ピ
ト
フ

イ
を
制
圧
す
る
事
を
即
決

し
た

 
音
も
無
く
ピ
ト
フ

イ
の
正
面
に
降
り
立

た
シ

ナ
は

 

り
返

た
体
制
の
ま
ま
の
ピ
ト
フ

イ
が
再
び
こ
ち
ら
を
向
く
前
に
そ
の
ま
ま
正
面
か
ら

 
両

が
使
え
な
い
よ
う
に
ピ
ト
フ

イ
を

手
で

き
す
く
め

手
に
ナ
イ
フ
を
持
ち

 
ピ
ト
フ

イ
の
首
筋
に
そ
れ
を
押
し
当
て
た
の
だ
が

予
想
に
反
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

 
一

ビ
ク

と
は
し
た
も
の
の

一
切

抗
す
る
気
配
を
見
せ
な
か

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
ゆ

く
り
と
正
面
に
向
き
直
り
シ

ナ
の
顔
を
見
て
ニ

コ
リ
と
笑

た

こ
い
つ

今
ま
で
の
行
動
は

わ
ざ
と
か

 
シ

ナ
は

こ
れ
は
失
敗
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
つ
つ

 
安
易
に
主

を

さ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
言
葉
を
選
び
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
に
声
を

け
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た
す
ま
ん

少
し
待
た
せ
た
か

う
う
ん

来
て
く
れ
た
だ
け
で
嬉
し
い
わ

出
来
れ
ば
仲
良
く
お
話
し
し
た
い
か
ら

 
そ
の
ナ
イ
フ
は
引

込
め
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

俺
は
気
が

い
ん
で
お
前
が

て
る
ん
じ

な
い
か
と
思

た
ら
ち

と
怖
く
て
な

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

私
も
似
た
よ
う
な
事
を
思

て
い
た
か
ら

 
に

こ
り
と
微
笑
ん
だ
ピ
ト
フ

イ
は
両
手
を

束
さ
れ
た
ま
ま

手
の

か
ら
先
だ
け

を
動
か
し

 
笑
顔
の
ま
ま
ス

と

そ
の
手
の
先
を
シ

ナ
の

腹
へ
と
突
き
出
し
た

 
シ

ナ
は
そ
の

間
自
然
な
動
作
で
ピ
ト
フ

イ
の
体
か
ら
手
を
離
す
と

半
身
を
引
き

 
そ
の
ま
ま
空
い
た

手
で
ピ
ト
フ

イ
の

手
を
掴
ん
だ

 
シ

ナ
が
そ
の
手
を
強
く

る
と
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
音
を
立
て
ピ
ト
フ

イ
の

手
か
ら

 
い
つ
の
間
に

し
持

て
い
た
の
だ
ろ
う
か

ナ
イ
フ
が
落
ち
た

 
だ
が
同
時
に
ピ
ト
フ

イ
も
自
由
に
な

た

手
で
ナ
イ
フ
を
持
つ
シ

ナ
の

手
を
掴

ん
で
い
た
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も
う
少
し
色

い
展
開
に
な
る
と
思

て
い
た
ん
だ
が
な

あ
ら

十
分
色

く
て

激
的
な
展
開
じ

な
い

生

と

俺
に
は
そ
う
い
う
趣
味
は
全
く
無
い

あ
ら

残
念

 
二
人
は
そ
う
言
葉
を
交
わ
す
と

お

い
の
手
を
同
時
に
離
し
た

で

俺
を
探
し
て
い
た
み
た
い
だ
が

何
か
用
で
も
あ
る
の
か

 
ピ
ト
フ

イ
は
落
ち
て
い
た
ナ
イ
フ
を

い

シ

ナ
か
ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に

 
ナ
イ
フ
を
ス
ト
レ

ジ
に
仕
舞

て
か
ら
返
事
を
し
た

そ
う
ね

き
た
い
事
が
色
々
あ
る
の
は
確
か
だ
け
ど
と
に
か
く
会
い
た
か

た
と
い
う
の

が
本
音
ね

 
シ

ナ
は
そ
れ
を

き

自
ら
も
ナ
イ
フ
を
仕
舞
う
と

ゆ

く
り
と
首
を
横
に

た

俺
は

気
は
し
な
い
主
義
な
ん
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は

を
組
ん
で
人
差
し
指
を

に
当
て
ト
ン
ト
ン
と
叩
き
な
が
ら
ふ
む
と

い
た

シ

ナ
は
リ
ア
ル
で
結
婚
し
て
い
る

も
し
く
は
付
き
合

て
い
る
人
が
い
る

と



 第四章 ＧＧＯ編

お
う

俺
の
彼
女
は
世
界
一
か
わ
い
い
ぞ

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
わ
れ
た

間
ト
ン
ト
ン
し
て
い
た
指
を
ピ
タ

と
止
め
シ

ナ
を

見
つ
め
た

分
あ

さ
り
と
バ
ラ
す
の
ね

リ
ア
ル
を
変
に

そ
う
と
す
る
奴
ほ
ど

余
計
な
事
を
口
走

て
墓

を

る
も
ん
だ

な
る
ほ
ど
ね

あ
ら
か
じ
め
話
し
て
い
い
事
と
悪
い
事
の
線
引
き
は
き

ち
り
し
て
あ
る

の
ねそ

う
い
う
事
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は
目
に
面
白
そ
う
な
光
を

え
な
が
ら
確
認
す
る
よ
う
に
シ

ナ
に

ね
た

一
応
私
と
会
話
を
し
て
く
れ
る
気
は
あ
る
と
思

て
い
い
の

ど
う
や
ら
戦
意
は
無
さ
そ
う
だ
か
ら
な

さ

き
の
攻
撃
も
本
気
じ

無
か

た
だ
ろ

あ
ら

分
か
る
の

だ

て
お
前

俺
と
同
じ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
タ
イ
プ
だ
ろ

 
そ
れ
が
あ
ん
な
に
簡

に
ナ
イ
フ
を
落
と
し
た
り
す
る
か
よ

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
わ
れ

筋
肉
質
で

女
性
ら
し
い
所
の
一
切
無
い
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鍛
え
抜
か
れ
た
戦
士
の
よ
う
な
自
分
の
肉
体
を
ア
ピ

ル
し
な
が
ら
言

た

そ
の
判
断
は
ど
こ
か
ら

私
が
こ
ん
な
見
た
目
だ
か
ら

見
た
目
と
能
力
が
比

す
る
な
ん
て
考
え
る
奴
は

死
に
す
る
だ
け
だ
ろ
う
な

そ
れ
に
は
全
面
的
に
同
意
す
る
わ

種
を
明
か
す
と

口
か
ら
出
ま
か
せ
を
言

た
だ
け
だ

あ
ら

の
情
報
収
集
だ

た
の

そ
れ
と
も
私
に
個
人
的
な
興
味
が
あ
る
の

い
や

全
く

 
シ

ナ
は
首
を
横
に

り

続
け
て
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

そ
ろ
そ
ろ
本
題
に
入

た
ら
ど
う
だ

ひ
ど
い
男
ね

そ
れ
じ

あ

 
ピ
ト
フ

イ
は

深
呼

を
一
つ
す
る
と

シ

ナ
の
目
を
じ

と
見
つ
め
た

 
そ
の
目
は

絶
対
に

は
見
逃
さ
な
い
と
い
う

そ
れ
で
い
て
何
か
を
追
い
求
め
る
よ
う
な

 
不
思
議
な
光
を

え
た

差
し
を
し
て
い
た

貴
方
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

な
の
か
し
ら

 
シ

ナ
は
そ
の
問
い
に
虚
を
突
か
れ
た
が
内
心
の
驚
き
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
ぐ
質
問
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を
返
し
た

そ
れ
を

い
て
ど
う
す
る
ん
だ

教
え
て
欲
し
い
事
が
あ
る
の
よ

今
ま
で
何
人
か
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

を
自
称
す
る
男
ど
も

に 
ま

た
く
同
じ
質
問
を
し
た
ん
だ
け
ど

あ
る
意
味
全
員
外
れ
だ

た

 
確
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

は
何
人
か
存
在
し
た
け
ど

 
ど
れ
も
中
層
ま
で
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
だ
け
の

小
物
ば

か
り
だ

た
わ

自
称

そ
ん
な
事
を
し
て
何
の
意
味
が
あ
る

 
シ

ナ
が

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

ピ
ト
フ

イ
も
同
意
す
る
よ
う
に

を

め
た

ど
う
や
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ

て
事
を
ス
テ

タ
ス
か
何
か
だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
み

た
いス

テ

タ
ス
な

ま
あ

以
前
の
名
前
さ
え
バ
レ
な
け
れ
ば
特
に
リ
ス
ク
が
あ
る

で
は
な
い
し

 

が
つ
く
と
思

て
る
男
は

か
な
り
多
か

た
わ
よ

 
シ

ナ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

ま
あ
名
前
の
せ
い
が
大
き
い
の
だ
が
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一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

に
は

完
全
に
正
体
が
バ
レ
ち
ま

て
る
よ
な
と
思
い
な
が
ら

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は

力
慎
重
に
行
動
し
よ
う
と

め
て
心
の
中
で

た

だ
が

件
次
第
で

は 
自
分
か
ら
バ
ラ
さ
な
い
と
い
け
な
く
な
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
覚
悟
だ
け
は
し
て
お
く
事

に
し
た

し
か
し
そ
い
つ
ら
も

よ
く
馬

正
直
に
お
前
の
質
問
に
答
え
て
く
れ
た
も
ん
だ
な

問
し
た
か
ら
ね

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

シ

ナ
に
ウ

ン
ク
を
し
た

 
シ

ナ
は
絶
対
に
こ
い
つ
と
は
深
く
関
わ
り
た
く
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
ぐ

と
我
慢
し

 
自
分
の
目
的
と
の
整
合
性
を
考
え

今
後
を
見

え
て
情
報
交
換
が
出
来
な
い
か
考
え
た

 
何
故
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

を
探
し
て
い
る
と
い
う

こ
の
ピ
ト
フ

イ
な
ら

 
あ
る
い
は
今
後

自
分
の
求
め
る
情
報
を
持

て
く
る
可
能
性
が
あ
る

 
シ

ナ
は

こ
の
話
の
落
と
し
所
を
考
え
た
が

そ
れ
に
は
情
報
が
少
な
す
ぎ
た

 
シ

ナ
は
出
来
れ
ば
絶
対
に

魔
の
入
ら
な
い
所
で
話
し
た
い
と
思
い
ピ
ト
フ

イ
に
こ

う

ね
た
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⻑
話
を
し
て
い
る
間
に

お
前
が
い
つ
ま
で
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
い
事
で

 
不
信
感
を
覚
え
た
お
前
の
仲
間
が
こ
の
場
所
に

て
く
る
可
能
性
が
あ
る

 
そ
ん
な
ゴ
タ
ゴ
タ
は
避
け
た
い
所
だ
が

話
を
す
る
の
に
ど
こ
か
い
い
場
所
は
あ
る
か

教
え
て
く
れ
る
の

 
シ

ナ
は
そ
の
問
い
に

首
を
横
に

た

ま
ず
お
前
の
話
を

い
て
か
ら
判
断
す
る

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
街
に

て

 
二
人
の
同
意
が
無
い
と

他
人
が
絶
対
に
入
れ
な
い
部
屋
を

り
ま
し

う

あ
あ

そ
れ
で
い
い

 
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
の
提
案
を
受
け
つ
い
で
と
ば
か
り
に
ピ
ト
フ

イ
に

口
を
叩
い
た

し
か
し

さ

き
そ
こ
で
落
ち
た
仲
間
は

お
前
の
恋
人
か
何
か
な
ん
だ
な

 
お
前
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
い
事
が
す
ぐ
分
か
る

て
事
は

 
少
な
く
と
も
お
前
ら
は

同
じ
家
も
し
く
は
部
屋
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る

だ

 
ピ
ト
フ

イ
は

目
を
パ
チ
ク
リ
す
る
と

シ

ナ
に
流
し
目
を
送
り
な
が
ら
言

た

あ
ら

や

ぱ
り
私
に
個
人
的
に
興
味
が
あ
る
の
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話
の
内
容
次
第
で
は

リ
ア
ル
で
会

て
あ
げ
て
も
い
い
わ
よ

気
は
し
な
い
と
言

た
だ
ろ

た
だ
お

い
の
持
つ
相
手
の
情
報
を
イ

ブ
ン
に

し
た

だ
け
だ

あ
ら
残
念

そ
れ
じ

あ
エ
ム
が

て
来
な
い
間
に

さ

さ
と
行
き
ま
し

う

 
そ
う
言
う
と
ピ
ト
フ

イ
は

上
機

で

歌
を
歌
い
な
が
ら
街
へ
と
歩
き
出
し
た

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
の
事
が
気
に
入

た
ら
し
い

 
シ

ナ
は
気
に
入
ら
れ
た
ら
し
い
事
に
ゲ
ン
ナ
リ
と
し
な
が
ら
も
ピ
ト
フ

イ
と
共
に
歩

き
出
し
た

 
こ
の

の
ピ
ト
フ

イ
は

ま
だ
原
作
ほ
ど
強
く
は
あ
り
ま
せ
ん
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第
１
８
９
話
 
彼
女
が
望
む
物

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

こ
こ
で
い
い

問
題
な
い

 
主
に
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
集
ま
り
に
使
わ
れ
る
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ス
を
確
保
し
た
二
人
は

 
そ
の
ま
ま
中
へ
入

た

シ

ナ
は
ソ
フ

に

を
下
ろ
し
ピ
ト
フ

イ
が
話
し
始
め
る

の
を
待

た

 
ピ
ト
フ

イ
は

少
し
も
じ
も
じ
し
な
が
ら

シ

ナ
の
顔
を
熱

く
見
つ
め
て
い
た

何
だ
よ

今
度
こ
そ

当
た
り

か
と
思

て

期
待
し
て
い
る
の
よ

当
た
り

ね

何
を
も

て

当
た
り
と
外
れ
を
区
別
す
る
ん
だ

私
が
得
た
情
報
だ
と

最
後
の
戦
い
に
参
加
し
た
人

は
三
十
人
前
後
だ

た
は
ず
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つ
ま
り

生
き
残

た
六
千
人
中

ト

プ
と
呼
ば
れ
る
人
は

 
全
人
口
の
た

た

パ

セ
ン
ト
し
か
い
な
い

て
事
じ

な
い

 
そ
ん
な

少
な
い
当
た
り
に
遭
遇
出
来
る
確

は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に

し
い
と
思
わ
な
い

要
す
る
に
お
前
そ
の
ト

プ
連
中
に
接
触
し
た
い
わ
け
か

ま
あ
確

的
に
は
そ
う
だ
ろ

う
な

 
シ

ナ
は

そ
の
意
見
に
同
意
し
た

そ
し
て

更
に
そ
の
上

ト

プ
に
君
臨
し
た
四
人
の
プ
レ
イ
ヤ

 
二
つ
名
し
か
伝
わ

て
こ
な
い
け
ど
出
来
れ
ば
そ
の
う
ち
の
誰
か
に
話
を

け
た
ら
最
高
ね

 
も

と
も
そ
ん
な
確

は

ほ
ぼ
ど
こ
ろ
か

完
全
に
ゼ
ロ
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

そ
ん
な
偶
然
は

あ
り
え
な
い
な

実

は
こ
こ
に
い
る
ん
だ
け
ど
な

で

結
局
お
前
は
ど
ん
な
情
報
を
求
め
て
い
る
ん
だ

あ
そ
こ
で
一
体
何
が

こ

て
い
た
の
か
と
か

ま
あ
色
々
ね

何
が

て

要
す
る
に
デ
ス
ゲ

ム
だ
ろ

だ
か
ら
色
々
よ

え
ば

プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
争
い
と
か
ね
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こ
い
つ

俺
の
正
体
を
探
ろ
う
と

鎌
を
か
け
て
る

じ

な
い
よ
な

 
そ
も
そ
も
ラ
フ
コ
フ
に
女
の
メ
ン
バ

は
い
な
か

た
は
ず
だ

と
す
る
と
た
だ
の
興
味
本

か確
か
に
そ
う
い
う
噂
も
流
れ
て
い
た
な

真

は
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が

で

ど
う
な
の

知
ら
な
い
奴
同
士
が
集
ま
る
と
必
ず
争
い
が

き
る

て
の
は
人

の
歴

上
の
常
識
だ

ろ 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
れ
に
は
答
え
ず

じ

と
シ

ナ
を
見
つ
め
た

 
シ

ナ
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の

を
真

直
ぐ
見
つ
め
返
し
そ
の
場
に
は
し
ば
ら
く

が
流
れ
た

 
先
に
口
を
開
い
た
の
は
ピ
ト
フ

イ
だ

た

ピ
ト
フ

イ
は

が
あ
か
な
い
と
思

た
の

か 
は

き
り
と
し
た
声
で
シ

ナ
に
言

た

貴
方
に
一
つ

情
報
を
開

す
る
わ

何
の
情
報
だ
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私
が
何
故
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
の
か

そ
の
理
由
よ

ふ
む

 
シ

ナ
は
そ
の
理
由
に
は
余
り
興
味
が
無
か

た
が

 
ラ
フ
コ
フ
の
メ
ン
バ

が

ん
で
い
る
可
能
性
を
考
え

大
人
し
く
話
を

く
事
に
し
た

で私
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

テ
ス
タ

だ

た
の
よ

で
も

ど
う
し
て
も
外
せ
な
い
理
由
が
あ

て

 
サ

ビ
ス
開
始
当
日
に
製
品

に
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
が
出
来
な
か

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
ル

ザ

な
の
よ

ル

ザ

ね

失
敗
し
た
人
間

失
敗
者

て
事
か

 
で
も
お
か
げ
で
命

い
出
来
た
ん
だ
ろ

何
か
問
題
が
あ
る
か

私
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

魂
を

が
す
よ
う
な

命
の
や
り
取
り
が
し
た
か

た
の
よ

 
突
然
ピ
ト
フ

イ
が
叫
ん
だ

そ
の
叫
び
を

い
た
シ

ナ
は

 
ピ
ト
フ

イ
が
ど
れ
ほ
ど
無
念
だ

た
の
か
を
何
と
な
く
悟

た
が

 
至

真

当
な
価

観
を
持
つ
シ

ナ
は

そ
れ
に
ま

た
く
共
感
出
来
な
か

た

こ
い
つ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
な
く
て
本
当
に
良
か

た
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ラ
フ
コ
フ
に
入
団
し
て
い
た
可
能
性
が
高
か

た
か
ら
な

 
し
か
し
こ
う
な
る
と

と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
は

ラ
フ
コ
フ
と
は
無
関
係

か

だ
か
ら
私
は

と
に
か
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
話
を

し
く

き
た
い
と
思

て

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

と
思
わ
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

を

片

か
ら

問
し
ま
く

た

て

だ
が

仮
に

し
い
話
を

け
た
と
し
て
も

お
前
の
無
念
は
晴
れ
な
い
だ
ろ

 
む
し
ろ
更
に
無
念
さ
が

す
だ
け
じ

な
い
の
か

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

そ
れ
で
も
私
は

当
事
者
に
話
を

き
た
い

 
頑
な
に
そ
う
主
張
す
る
ピ
ト
フ

イ
に
対
し

シ

ナ
は

れ
た
よ
う
に
言

た

や

ぱ
り
お
前

破
滅
願
望
の

だ
な

正
直
壊
れ
て
る
よ
う
に
し
か
思
え
ん

失

ね

こ
れ
で
も
ち

ん
と

常
識
的
な
価

観
く
ら
い
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
よ

 
ゲ

ム
内
の
事
を

リ
ア
ル
に
持
ち
出
さ
な
い
く
ら
い
の
分
別
は
あ
る
の
よ

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
を

く
と

き

て
る
よ
う
に
言

た

そ
れ
な
の
に

魂
を

が
す
よ
う
な
命
の
や
り
取
り

 
お
前
は
結
局
合
法
的
に
殺
人
が
し
た
い
だ
け
な
の
か

違
う

私
は
別
に

人
を
殺
し
た
い
な
ん
て
思

て
い
な
い
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だ
が
プ
レ
イ
ヤ

相
手
に
命
の
や
り
取
り
を
す
る

て
の
は
他
人
を
殺
す
覚
悟
を
す
る

て
事
だ

そ
れ
は

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
矛
盾
に
対
し

何
も
答
え
る
事
は
出
来
な
か

た

 
シ

ナ
は
ソ
フ

か
ら

を

か
せ
な
が
ら

た
い
声
で
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

ど
ん
な
話
か
と
思

た
ら

た
だ
の
殺
人
願
望
を

か
さ
れ
る
だ
け
だ

た
と
は
な

 
本
当
に
つ
ま
ら
な
い
時
間
だ

た
わ

話
は
そ
れ
で
終
わ
り
か

そ
れ
な
ら
そ
ろ
そ
ろ
俺
は

帰
る
ぞ

待

て

待
た
な
い

 
そ
の
ま
ま
帰
ろ
う
と
す
る
シ

ナ
に

ピ
ト
フ

イ
は

り
付
き
な
が
ら

願
し
た

お
願
い

プ
レ
イ
ヤ

相
手
の
殺
し
合
い
は

ゲ

ム
の
中
だ
け
で
我
慢
す
る

て
約
束
す

る
か
ら

そ
も
そ
も
実

に
殺
し
合
い
が
出
来
る
よ
う
な
ゲ

ム
は

も
う
存
在
し
な
い

 
だ
か
ら
そ
ん
な
約
束
は

俺
に
と

て
は
何
の
意
味
も
無
い

当
た
り
前
の
事
だ
か
ら
な
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そ
の
上
で
一
つ
言

て
お
く

俺
も
噂
レ
ベ
ル
で

い
た
だ
け
だ
が

 
お
前
の
言
う

の
プ
レ
イ
ヤ

は

多
か
れ
少
な
か
れ

プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
争
い

を

験
し

 
そ
の
上
で
そ
ん
な
世
界
に

気
が
さ
し
て
頑
張

て
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
て
き
た
奴
ら
の
は

ず
だ

 
だ
か
ら
断
言
し
よ
う

お
前
の
そ
の
願
望
を

い
た
上
で

 
お
前
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
話
を
し
て
く
れ
る
よ
う
な
奴
は

誰
一
人
と
し
て
存
在
し
な
い

 
だ
か
ら
お
前
に
は
一
生
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
話
を
誰
か
か
ら
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
機
会
は
訪
れ
な
い

そ

そ
ん
な

え
お
前
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
と
し
て
も

 
魂
を

が
す
よ
う
な
暇
も
無
く

一

で
モ
ブ
に
倒
さ
れ
て
死
ん
で
い
た
だ
ろ
う
な

 
シ

ナ
は

あ
え
て
ピ
ト
フ

イ
に
厳
し
い
言
葉
を
投
げ
か
け
続
け
た

こ
い
つ
は
多
分

何
を
言

て
も

こ
で
は
考
え
を

め
な
い

危
な
い
奴
だ

 
な
ら
と
こ
と
ん
追
い
詰
め
て

誰
か
ら
も
話
が

け
な
い
と
思
わ
せ
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そ
の
上
で
小
出
し
に
話
を
し
て
や

て

俺
に
あ
る

度
依
存
さ
せ
る

 
そ
の

に
は

俺
の
正
体
を
明
か
す
事
も
必
要
に
な
る
と
思
う
が

 
そ
れ
は
こ
い
つ
の

み
を

る
か
何
か
し
て

絶
対
的
に
優

に
な

て
か
ら
だ
な

 
そ
う
な
れ
ば

こ
い
つ
か
ら
情
報
を
引
き
出
す
の
も
楽
に
な
る
だ
ろ
う

 
シ

ナ
は

と
て
も
正
義
と
は
思
え
な
い
黒
い
思
考
を
巡
ら
せ
て
い
た

 
当
然
で
あ
る

シ

ナ
は
正
義
の
味
方
で
は
な
く
自
分
と
ア
ス
ナ
と
家
族
と
仲
間
達
の
味

方
な
の
だ

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
考
え
は
つ
ゆ
知
ら
ず
ピ
ト
フ

イ
は

き
そ
う
な
顔
で
う
な

れ
て
い
た

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
に
対
し

シ

ナ
は
止
め
の
一
言
を
投
げ
か
け
た

そ
も
そ
も
お
前

本
気
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
話
を

き
た
い
の
か

興
味
本

じ

な
い
の
か

話
を

き
た
い
の
は
本
当
に
本
気
よ

そ
れ
だ
け
は
間
違
い
な
い
わ

で
 
ピ
ト
フ

イ
は

そ
う

さ
れ

一

で
自
分
を

て
る
覚
悟
を
決
め
た

私

貴
方
に

け
る
わ

け
る

何
を
だ
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私
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
を

け
る
わ

お
前
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
が

俺
に
と

て
何
の
価

が
あ
る
ん
だ

会
え
ば
分
か
る

は会
え
ば

分
か
る

 
ピ
ト
フ

イ
は

ど
う
や
ら
本
気
で
そ
う
思

て
い
る
よ
う
だ

 
そ
う
考
え
た
シ

ナ
は
こ
れ
で
こ
い
つ
に

を

め
ら
れ
る
と
心
の
中
で
ほ
く
そ
笑
み
な

が
ら

 
会

た
後
に
自
分
達
に
害
が

ば
な
い
よ
う
に
ど
ん
な

件
を
付
け
る
の
か
考
え
始
め
た
が

 
ふ
と
別
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
思
い
出
し

そ
の
事
に
つ
い
て
触
れ
た

お
前
さ

き

自
分
に
は
分
別
が
あ
る

て
言

て
た
よ
な

 
で
も
お
前
の
分
別
が
発

さ
れ
る
の
は

プ
ラ
イ
ベ

ト
以
外
で
な
ら

だ
ろ

い
き
な
り
何
よ

何
で
そ
う
思
う
の
よ

だ

て
お
前

さ

き
あ
の
エ
ム

て
奴
を
殴

て
た
じ

な
い
か
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も
し
か
す
る
と

名
前
の
通
り
の
性

を
持

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
あ
の
様
子
だ
と

お
前
は
家
で
日
常
的
に

あ
あ
い
う
事
を
し
て
る
だ
ろ

 
ピ
ト
フ

イ
は

少
し

ね
た
よ
う
に
シ

ナ
に
言

た

よ
く
見
て
る
の
ね

あ
れ
だ
け
私
を

め
た
上
に

お
説
教
で
も
し
た
い
の

い
や

正
直
そ
れ
は
ど
う
で
も
い
い

好
き
に
し
ろ

 
た
だ
し

俺
に

の

が
飛
ぶ
よ
う
な
事
は
絶
対
に
許
さ
ん

分
か

た
わ

約
束
す
る

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
答
え
た
が

シ

ナ
は
何
も
言
わ
な
い

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か

ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を
待

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

 
ピ
ト
フ

イ
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
る
と
次
の

間
シ

ナ
の
言
葉
の
意
味
に
気
が
付
い

た

の

を
飛
ば
す
な

て

も
し
か
し
て

会

て
話
し
て
く
れ
る
気
に
な

た
の

お
前
が
一
人
で
来
る
の
が
絶
対

件
だ

こ

ち
は
何
人
か
に
遠
く
か
ら
俺
達
の
様
子
を
監

さ
せ
る

 
何
か
あ

た
時
以
外
に

そ
い
つ
ら
が
お
前
に
近
付
く
事
は
決
し
て
無
い
と
約
束
す
る
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も

と
も
証
明
す
る
事
は
出
来
な
い
か
ら

俺
を
信
じ
て
も
ら
う
し
か
無
い
が
な

信
じ
る
わ

 
ピ
ト
フ

イ
は

何
の
疑
問
も

か
ず
に
即
答
し
た

 
シ

ナ
は
こ
れ
は
こ
れ
で
問
題
が
あ
り
そ
う
だ
と
思
い
な
が
ら
も
自
身
の
目
的
を
優
先
す

る
事
に
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ

速

今
か
ら
指
定
す
る
場
所
に
来
れ
る
か

時
間
は
二
時
間
後
で
ど

う
だ大

丈
夫
よ

行
け
る
わ

と
こ
ろ
で

お
前
に
と

て
エ
ム

て
ど
う
い
う
存
在
な
ん
だ

え

い
き
な
り
何

私
に
と

て
の
エ
ム
は

サ
ン
ド
バ

グ

そ
れ
と
も
下
僕

か

し
ら

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
を
自
分
な
り
に
理
解
す
る
と
最
後
に
ピ
ト
フ

イ
に
念
押
し
す
る
事

に
し
た

そ
う
い
う
奴
に
限

て

主
人
の

と
か
言

て

正
義
感
と
使
命
感
に
燃
え
て

 
余
計
な
事
を
し
た
が
る
も
ん
な
ん
だ
よ
な

き

ち
り
エ
ム
の
尾
行
は

い
て
お
け
よ
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ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
言
葉
を

く
と

プ

と

出
し

大
笑
い
を
始
め
た
の
だ

た

 
情
報
を
持
つ
シ

ナ
と
ど
う
し
て
も

き
た
い
ピ
ト
の
交

な
の
で
や
は
り
シ

ナ
の
優

は

る
ぎ
ま
せ
ん

そ
れ
に
し
て
も
シ

ナ
さ
ん

黒
い
で
す
ね
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第
１
９
０
話
 
二
つ
の
顔

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
ピ
ト
フ

イ
は
ず

と
笑
い
続
け
て
い
た

あ
は

あ
は
は
は
は
は
は

笑
い
す
ぎ
だ
ろ

だ

て

だ

て

あ
は
は
は
は

面
白
す
ぎ
る

何
が
そ
ん
な
に
面
白
い
ん
だ
よ

 
シ

ナ
が

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と
ピ
ト
フ

イ
は
腹
を
押
さ
え
た
ま
ま
苦
し
そ
う
に

言

た
だ

て

エ
ム
な
ら
本
当
に
や
り
そ
う
だ

て
思

た
ら
つ
い

そ
れ

て
そ
ん
な
に
笑
う
よ
う
な
事
か

だ

て
エ
ム
は

元
々
私
の
ス
ト

カ

だ

た
ん
だ
も
の
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は
あ
あ
あ
あ
あ

 
シ

ナ
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に
さ
す
が
に
驚
き
の
声
を

せ
な
か

た
私
を
落
と
し
た
手
管
と
い
い

何
で
そ
ん
な
に
色
々
分
か
る
の

あ
ん
た
神
な
の

神
な
ん

で
し俺

は
た
だ
の

良
な
人
間
だ

あ
と
お
前

い
き
な
り
あ
ん
た
呼
ば
わ
り
か
よ

あ
は
は
は
は
は
は
は

だ
か
ら
笑
い
す
ぎ
だ

て

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
笑
い
続
け
て
い
た
が

や
が
て
落
ち
着
い
た
の
か

 
と
て
も
ス

キ
リ
と
し
た
顔
で

突
然
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

う
ん
私
あ
ん
た
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
も
う
ど
う
で
も
い
い

 
私

絶
対
あ
ん
た
と
友
達
に
な
る

断
る

 
シ

ナ
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
宣
言
に
か
ぶ
せ
る
よ
う
に

マ

ハ
で
断
り
を
入
れ
た

え
え
え
え
え
え

い
く
ら
何
で
も
即
答
す
ぎ
な
い
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お
前
み
た
い
な
危
な
い
奴
と

友
達
に
な
る
の
は
御
免
だ

じ

あ

恋
人

と
か

世
界
一
の
彼
女
が
い
る
の
に
何
故
世
界
で
二
番
目
以
下
の
奴
と
新
た
に
恋
人
に
な
る
必
要
が

あ
る私

と
会

た
ら

私
が
一
番
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
わ
よ

絶
対
に
変
わ
ら
ん

断
言
す
る

は

そ
れ
じ

あ
愛
人
で
手
を
打
つ
わ

俺
は

気
は
し
な
い

も
う

だ

た
ら
ど
ん
な
関
係
だ

た
ら
認
め
て
く
れ
る
の
よ

そ
う
だ
な

い
い
と
こ
主
人
と
下
僕
じ

な
い
か

 
シ

ナ
は
冗
談
の
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
が
そ
れ
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は
目
を

か

せ
たじ

あ
そ
れ
で

は

お
前
馬

な
の

何
よ

あ
ん
た
か
ら
言
い
出
し
た
事
じ

な
い
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そ
れ
は
そ
う
だ
が

な
ら
決
ま
り
ね

男
な
ら

い
た

を
飲
み
込
む
ん
じ

な
い
わ
よ

い
つ
か
ら
俺
が
男
だ
と

覚
し
て
い
た

あ
ら

も
し
か
し
て
女
だ

た
の

な
ら
こ
う
し
て
も
問
題
な
い
わ
よ
ね

 
大
丈
夫
よ

私

男
も
女
も
い
け
る
口
だ
か
ら

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
う
や
い
な
や

い
き
な
り
シ

ナ
に

き
つ
い
た

お
い

は

な

れ

ろ

い

や

よ

 
シ

ナ
は

力
ず
く
で
ピ
ト
フ

イ
を
引
き
離
そ
う
と
し
た
が

 
ピ
ト
フ

イ
は
か
な
り
筋
力
が
あ

た

ど
う
し
て
も
引
き
離
す
事
は
出
来
な
か

た

こ
の
馬

力
め

は

な

れ

ろ

い

や

よ

会

て
や
ら
な

え

何
の
事

 
ピ
ト
フ

イ
は

シ

ナ
が
そ
う
言
い
終
え
る
前
に
素

く
シ

ナ
か
ら
離
れ
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何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に

す
ま
し
た
顔
で
言

た

さ
あ

さ

さ
と
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ま
し

う

時
間
が
も

た
い
な
い
わ

お
前

い
い
性
格
し
て
ん
な

い
き
な
り
褒
め
る
な
ん
て

も
し
か
し
て
私
の
事

好
き
に
な

た

い
や

褒
め
て
ね
え
し

好
き
に
な
ん
か
な
ん
ね
え
よ

そ
れ
じ

ま
た
後
で
ね

 
そ
う
言

て
シ

ナ
に
ウ

ン
ク
を
す
る
と

ピ
ト
フ

イ
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
残
さ
れ
た
シ

ナ
は

を

え
た

は

明
日
奈

も
し
か
し
た
ら
俺

色
々
ミ
ス

た
か
も
し
れ
ね
え
わ

 
シ

ナ
は
立
ち
上
が
る
と

再
び
は

と
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
こ
う
し
て
現
実
に
帰
還
し
た
八
幡
は

い
の
一
番
に
薔
薇
に

話
を

け
た

 
ピ
ト
フ

イ
と
会
う
の
に

し

八
幡
は

複

の
人
間
に
監

さ
せ
る
と
言
い
は
し
た
が

 
実

問
題
八
幡
が
自
由
に
動
か
す
事
が
出
来
仮
に
変
な
事
に

き
込
ま
れ
て
も
胸
が

ま

な
い
と

八
幡
が
自
分
に
言
い

か
せ
ら
れ
る

の
は

薔
薇
し
か
い
な
か

た

で
あ

た
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薔
薇
は
八
幡
か
ら
の
着
信
に

ノ

タ
イ
ム
で

話
に
出
た

も
し
も
し

う
わ

び

く
り
し
た

あ
れ

お
い
今

着
信
音
鳴

た
か

だ

て
す
ぐ
に

話
に
出
た
も
の

す
ぎ
だ
ろ

べ
別
に
あ
ん
た
か
ら
の
着
信
を
待

て
た

じ

な
い
わ
よ
た
ま
た
ま
よ
た
ま
た
ま

お

お
う

そ
う
か

で

い
き
な
り
で
悪
い
ん
だ
が

今
か
ら
ち

と
外
に
出
て
こ
れ

る
か準

備
は
出
来
て
る
わ

ど
こ
に
行
け
ば
い
い

だ
か
ら

い
ん
だ
よ

こ
い
つ
は
こ
い
つ
で
俺
を
必
要
と
し
す
ぎ
だ
ろ

や
は
り
将
来
が
心
配
だ

 
こ
い
つ
に
今
か
ら
女
と
会
う
な
ん
て
言

た
ら

お
か
し
な
誤
解
を
さ
れ
そ
う
だ
が

 
ま
あ
背
に
腹
は
変
え
ら
れ
ん

よ
し
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実
は
今
か
ら
よ
く
知
ら
な
い
女
と
二
人
き
り
で
会
う
の
で
ち

と
出
て
き
て
欲
し
い
ん
だ

よ 
八
幡
は

何
ら
や
ま
し
い
事
は
無
い
と

す
よ
う
に

々
と
薔
薇
に
用
件
を
語

た

な
る
ほ
ど

ど
う
や
ら
私
が
手
伝
う
ま
で
も
な
く

手
が
か
り
が
掴
め
た
の
ね

少
し
違
う
ん
だ
が

ラ
フ
コ
フ
へ
通
じ
る
可
能
性
が
あ
る
案
件
だ

 
し
か
し
今
の
言
い
方
で
よ
く
誤
解
し
な
か

た
な

当
た
り
前
よ
私
は
あ
ん
た
の
部
下
一

だ
も
の

そ
れ
に
あ
ん
た
に
は
明
日
奈
様
が
い
る

し
ね

 

話
の
向
こ
う
で

そ
の
大
き
な
胸
を
張

て
い
る
で
あ
ろ
う

 
薔
薇
の

を
想
像
し

八
幡
は
と
て
も
複
雑
な
気
分
に
な

た

自
分
で
一

と
か
言
う
な
よ

こ
い
つ
は
こ
い
つ
で

能
な
の
か
俺
へ
の
信
頼
が
す
ご
す
ぎ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
ん

じ

あ

お
前

何
か
変
な
物
で
も
食

た
の
か

え

も

も
し
か
し
て
私

あ
ん
た
の
一
人
目
の
部
下
じ

な
い
の
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い
や

ま
あ

俺
に
は
部
下
と
呼
べ
る
の
は

お
前
し
か
い
な
い
が

な
ら
い
い
わ

さ
あ

体
的
に
指

を
お
願
い

分
か

た

今
か
ら
説
明
す
る

 
そ
し
て
二
時
間
後
八
幡
は
薔
薇
と
共
に
陽
乃
の
オ
フ

ス
の
窓
か
ら
外
を
監

し
て
い
た

 
八
幡
が
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
指
定
し
た
の
は

そ
の
ビ
ル
の
前
だ

た

 
こ
こ
な
ら

あ
く
ま
で
も
仕
事
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
装

て
監

が
出
来
る

 
何
か
あ

て
も
す
ぐ
に
応
援
も
呼
べ
る
だ
ろ
う

そ
う
考
え
て
の
選
択
だ

た

 
そ
し
て
一
人
の
女
性
が
現
れ

八
幡
の
指
定
し
た
場
所
に

取
る
と

時
計
を
見
な
が
ら

 
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
始
め
た

八
幡
は
ど
う
や
ら
あ
れ
が
ピ
ト
フ

イ
だ
な
と

思
い
な
が
ら

 
薔
薇
に
行

て
く
る
と
声
を

け
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
薔
薇
は
そ
の
女
性
を
見
て

何
故
か
わ
な
わ
な
と

え
て
い
た

お
い

ど
う
か
し
た
か

ね
ね

あ
れ

て
変
装
は
し
て
る
み
た
い
だ
け
ど
も
し
か
し
て
神
崎
エ
ル
ザ
じ

な

い
の
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神
崎
エ
ル
ザ

ど
こ
か
で

い
た
名
前
だ
な

あ
ん
た
知
ら
な
い
の

す
ご
い
人
気
で

チ
ケ

ト
が
ほ
と
ん
ど
入
手
出
来
な
い

て
い
う

 
今
話
題
の
ア

テ

ス
ト
よ

 
ア

テ

ス
ト
と

い
て

八
幡
は

先
日
明
日
奈
に

か
せ
て
も
ら

た
曲
が

 
ま
さ
に
神
崎
エ
ル
ザ
の
新
曲
だ

た
事
を
思
い
出
し
た

 
八
幡
は

を
い
じ
り

そ
の
曲
を
薔
薇
に

か
せ
た

も
し
か
し
て

こ
れ
か

そ
う
そ
う

こ
れ
が
あ
そ
こ
に
い
る

神
崎
エ
ル
ザ
の
新
曲
よ

ま
じ
か
よ

 

然
と
す
る
八
幡
に

薔
薇
は

れ
た
よ
う
に
言

た

あ
ん
た

そ
ん
な

名
人
を

冗
談
の
つ
も
り
で
も
下
僕
扱
い
し
た
の

 
あ
ま
つ
さ
え

相
手
が
そ
れ
を

し
た

て

そ
う
い
う
事
に
な
る
よ
な

 
八
幡
は

ま
さ
か
こ
ん
な
展
開
に
な
る
と
は
思

て
も
い
な
か

た

狼

し
た
が

 
ま
だ
あ
れ
が
神
崎
エ
ル
ザ
本
人
だ
と
確
定
し
た

で
は
な
い
と
思
い
直
し

開
き
直

た
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ま
あ
い
い
か

と
り
あ
え
ず
他
に
誰
も
い
な
い
よ
う
だ
し

ち

と
行

て
く
る
わ

私
も
後
を
つ
け
て

囲
に
気
を
配

て
お
く
け
ど

く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て

お
う

頼
む
わ

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

ビ
ル
を
出
て

ピ
ト
フ

イ
に
近
付
い
て
い

た

 
心

そ
う
に
待

て
い
た
ピ
ト
フ

イ
は
八
幡
の

を
見
付
け
る
と
一

ビ
ク

と
し
た

後 
探
る
よ
う
な
目
付
き
で
こ
ち
ら
を
観
察
し
て
き
た
の
だ
が

八
幡
が

く
手
を

る
と

 
ど
う
や
ら
八
幡
が
シ

ナ
だ
と
当
た
り
を
つ
け
た
の
か

手
を

り
返
し
て
き
た

尾
行
は
ち

ん
と

い
た
ん
だ
ろ
う
な

う
ん

バ

チ
リ

本
当
に
尾
行
し
て
き
て
た
ん
だ
な

あ
は
は
は
は

シ

ナ
の
予
想
通
り
だ

た
ね

 
丁
度
そ
の
時

八
幡
の

が
着
信
を
告
げ
た

ど
う
や
ら
薔
薇
か
ら
の
よ
う
だ

 
八
幡
は
ピ
ト
フ

イ
に
断
り
を
入
れ

直
ぐ
に

話
に
出
た

何
か
あ

た
か
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さ

き
は
気
付
か
な
か

た
け
ど

尾
行
が
一
人
い
る
わ

 
あ
ん
た
の

を
見
て

ど
う
や
ら
う

か
り

を
見
せ
て
し
ま

た
み
た
い
ね

分
か

た

今
後
は
そ
い
つ
の
監

を
頼
む

了
解

 
八
幡
は

話
を
切
る
と

ピ
ト
フ

イ
の
手
を

り

移
動
を
開
始
し
た

そ
れ
じ

あ
こ

ち
だ

 
八
幡
は

そ
の
ま
ま
今
来
た
道
を
引
き
返
し

ビ
ル
の
中
へ
と
入

た

 
八
幡
は
顔
パ
ス
な
の
で

同
行
者
が
い
て
も
問
題
な
く
通
れ
る
が

 
お
そ
ら
く
尾
行
し
て
き
た
エ
ム
は

こ
こ
を
通
る
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
こ
の
入
り
口
は
盗

器
を
付
け
ら
れ
て
い
た
場
合
発
見
す
る
事
が
出
来
る
優
れ

も
の
だ

 
八
幡
は
盗

器
の

無
を
確
認
し

そ
の
ま
ま
最

ル

ト
で
裏
口
へ
と
向
か
う
と

 
す
ぐ
近
く
に
あ

た
地
下

の
入
り
口
へ
と
入
り

そ
の
ま
ま

に
乗

た

 
次
の

で
降
り
た
八
幡
は
そ
の
ま
ま
連

口
へ
と
向
か
い
別
の
路
線
へ
乗
り
換
え
次
の

で
降
り
た
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八
幡
は
一
応
薔
薇
に

話
を
入
れ
エ
ム
が
今
完
全
に
八
幡
達
を
見
失

て
い
る
事
を
確
認

し
たよ

し

も
う
大
丈
夫
だ

何
が
大
丈
夫
な
の

お
前

エ
ム
に
尾
行
さ
れ
て
た
ぞ

え

本
当
に

あ
い
つ

明
日
帰

た
ら
お
仕
置
き
だ
わ

あ

ま
あ

お
手
柔
ら
か
に
な

 
八
幡
は

お
仕
置
き
と
い
う

語
に
気
を
取
ら
れ

 
ピ
ト
フ

イ
が

明
日
帰
る
と
言

た
事
に
は
気
が
付
か
な
か

た

さ
て

密
談
す
る
な
ら
こ
こ
か

カ
ラ
オ
ケ
ボ

ク
ス

あ
あ

個
室
な
上
に

外
に
声
が

れ
る
心
配
も
な
い
か
ら
な

ま
あ

そ
れ
も
そ
う
だ
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
カ
ラ
オ
ケ
ボ

ク
ス
に
入
り

い
食
べ
物
と
飲
み
物
を
注
文
す
る
と

 
そ
の
ま
ま

子
に
座

て
一
息
つ
い
た
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ふ
う

ご
め
ん
ね
シ

ナ

尾
行
は
ち

ん
と

い
た
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど
な

ま
あ

エ
ム
が
プ
ロ
だ

て
事
だ
ろ

気
に
す
ん
な

て

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

リ
モ
コ
ン
を
操
作
し

と
あ
る
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た

あ
れ

話
す
前
に
一
曲
歌
う
の

い
や

ち

と
違
う

 
そ
し
て
曲
が
流
れ
出
す
と

ピ
ト
フ

イ
は

ハ

と
し
た
顔
で
言

た

こ
れ

て

そ
う
だ

お
前
の
曲
だ
ろ

神
崎
エ
ル
ザ

 
そ
う
告
げ
た
八
幡
の
顔
を

じ

と
見
つ
め
る
神
崎
エ
ル
ザ
の
後
ろ
で

 
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ
れ
た

ま

た
く
同
じ
顔
の
少
女
が

こ
ち
ら
を
笑
顔
で
見
つ
め
て

い
た

 
タ
イ
ト
ル
の
二
つ
の
顔
と
は

ピ
ト
フ

イ
と
神
崎
エ
ル
ザ
の
事
で
あ
り
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神
崎
エ
ル
ザ
と

モ
ニ
タ

の
中
の
神

エ
ル
ザ
の
事
で
も
あ
り
ま
す

 
し
か
し
ま

薔
薇
さ
ん
も
ピ
ト
さ
ん
も

い
い
性
格
を
し
て
い
ま
す
ね
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第
１
９
１
話
 
強
運
と
い
う
よ
り
豪
運

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ど
う
い
う
つ
も
り

た
だ
の
確
認
だ
よ

あ
ん
た
が
本
物
の
神
崎
エ
ル
ザ
だ

て
事
の
な

 
そ
れ
を

い
た
エ
ル
ザ
は

ほ
ん
の
少
し
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た

ほ
ら

会
え
ば
分
か
る

て
言

た
の
は
本
当
だ

た
で
し

ま
あ
リ
ス
ク
を
考
え
る
と

俺
よ
り
お
前
の
方
が
遥
か
に
上
な
の
は
認
め
る

良
か

た

認
め
て
も
ら
え
て

 
そ
う
言
う
と
エ
ル
ザ
は
マ
イ
ク
を
手
に
取
り

カ
ラ
オ
ケ
に
合
わ
せ
て
歌
を
歌
い
始
め
た

 
本
人
が
歌

て
い
る

当
然
と
て
も
上
手
か

た
の
は
言
う
ま
で
も
無
い

 
曲
が
終
わ
る
と

八
幡
は
エ
ル
ザ
に
心
か
ら
の

手
を
送

た
が

 
つ
い
で
に
八
幡
は

余
計
な
一
言
を
付
け
加
え
た
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こ
う
し
て
る
と

お
前
が
あ
の
ピ
ト
フ

イ
だ
な
ん
て

ま

た
く
信
じ
ら
れ
ん

何
言

て
ん
の

り
方
や
性
格
は
ま

た
く
一

だ
よ

こ
の
前
の
方
が
多
少
お
し
と
や
か
だ

た
気
が
す
る
が

さ
す
が
の
私
も

人
に
お
願
い
を
す
る
時
く
ら
い
は
多
少
丁

に

る
わ
よ

ま
あ

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
な
ん
だ
け
ど
な

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
ま
ま

子
に
座
り
バ

グ
を
ご
そ
ご
そ
と

る
と
一

の

を
八
幡
に
差

し
出
し
た

そ
れ
じ

あ

は
い

こ
れ

受
け
取

て

お
い
お
前

何
だ
よ
こ
れ

見
て
分
か
ら
な
い

免
許
証
の
コ
ピ

だ
け
ど

 
そ
れ
は

う
こ
と
な
き
神
崎
エ
ル
ザ
の
個
人
情
報
が
満
載
の

免
許
証
の
コ
ピ

だ

た

そ
れ
は
分
か
る
け
ど
な

一
体
何
の
つ
も
り
だ

こ
れ
で
私
は
あ
ん
た
を
裏
切
れ
な
い
で
し

私
な
り
の

意
よ

 
八
幡
は
少
し
考
え
た
後
に

そ
れ
を
素
直
に
受
け
取

た

分
か

た

こ
れ
は
絶
対
に
他
人
に

れ
な
い
よ
う
に

万
全
の
体
制
で
管
理
し
て
お
く
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あ
り
が
と

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
言
う
と

は
に
か
む
よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
た

 
八
幡
は
そ
の
笑
顔
を
見
て

こ
い
つ
も
薔
薇
と
一

で

 

て
れ
ば
見
た
目
は
い
い
の
に
な

と
失

な
事
を
考
え
て
い
た

で

私
は
あ
ん
た
に

期
待
し
て
も
い
い
の

そ
う
だ
な

さ
す
が
に
こ
こ
ま
で

意
を
見
せ
ら
れ
る
と
な

 
そ
れ
を

い
た
エ
ル
ザ
は

期
待
に
目
を

か
せ
た

じ

あ

で
も
言
え
な
い
事
も
あ
る
か
ら
な

そ
こ
ら
へ
ん
は
理
解
し
ろ
よ

 
あ
と

俺
が
言
う
事
を
信
じ
る
も
信
じ
な
い
も
お
前
の
勝
手
だ

証
明
は
出
来
な
い
ぞ

う
ん

そ
れ
じ

あ
ま
ず
は

お
め
で
と
う

え
 
八
幡
が
そ
う
言
い
い
き
な
り

手
を
始
め
た
の
で
エ
ル
ザ
は

が
分
か
ら
ず
き

と

ん
と
し
た
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え

と

あ
り
が
と
う

お
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て

え

と

ま
あ

普
通
は

が
分
か
ら
な
い
よ
な

う

う
ん

 
八
幡
は

覚
悟
を
決
め
る
よ
う
に

深
い
息
を

く
と

エ
ル
ザ
に
言

た

お
前
が
引
い
た
の
は

の
三
十
人
じ

な
い

あ

そ

か

そ
う
な
ん
だ

 
エ
ル
ザ
は
そ
れ
を

き
一

し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た
が
す
ぐ
に
明
る
い
笑
顔
に

た
で
も
さ

き
も
言

た
け
ど

私
は
こ
う
し
て
あ
ん
た
と
話
せ
る
だ
け
で

 

て

あ
れ

で
も
さ

き
あ
ん
た

確
か
に
お
め
で
と
う

て

あ
あ

お
前
が
引
い
た
の
は

三
十
人
じ

な
い

で
言
う
な
ら

四
な
ん
だ

え

え

四

四

て
ま
さ
か

 
驚
愕
と
共
に

エ
ル
ザ
の
顔
に
理
解
の
光
が
広
が

た
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エ
ル
ザ
は

今
度
こ
そ
期
待
に
満
ち
た
目
で
八
幡
の
言
葉
を
待

た

ど
う
や
ら
分
か

た
み
た
い
だ
な
俺
は
銀
影
だ

そ
の
二
つ
名
は
よ
く
知

て
る
ん
だ
ろ

そ
ん
な

そ
ん
な
事

て

神
聖
剣

黒
の
剣
士

閃
光

そ
し
て

銀
影

ま
あ
今
回
は

俺
が
運
悪
く
恐
ろ
し
い
強
敵
に
遭
遇
し
ち
ま

て

 
そ
の
戦
い
を
動
画
に

ら
れ
ち
ま

て
た
せ
い
な
の
が
大
き
い
と
は
思
う
が

 
そ
れ
に
し
て
も
俺
が
ロ
グ
イ
ン
し
た
の
は
あ
の
日
以
来
だ
か
ら
な

強
運
と
い
う
よ
り

豪

運 
そ
の
セ
リ
フ
を
言
い
終
え
る
間
も
な
く

エ
ル
ザ
は
い
き
な
り
八
幡
に

き
付
い
て
き
た

だ
か
ら
い
き
な
り

き
つ
く
な

つ

の

と
り
あ
え
ず

は

な

れ

ろ

い

や

よ

ま
あ
こ
こ
は
ゲ

ム
内
じ

な
い
か
ら

引
き
離
す
の
も
余

だ
け
ど
な

 
そ
う
言
う
と
八
幡
は

今
度
は
あ

さ
り
と

力
で
エ
ル
ザ
を
引
き
離
し
た

 
エ
ル
ザ
は
不
満
そ
う
に
口
を
す
ぼ
め
な
が
ら
も
こ
こ
は

ら
な
い
と
ば
か
り
に
八
幡
の
隣
に

座

た
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そ
ん
な
エ
ル
ザ
の
第
一
声
は

こ
う
だ

た

ど
う
し
て
教
え
て
く
れ
た
の

三
十
人
の
一
人
だ

て

誤
魔
化
す
事
も
出
来
た
よ
ね

ま
あ

あ
ん
ま
り
お
前
ば
か
り
に
リ
ス
ク
を
背
負
わ
せ
る
の
も
ち

と
な

そ

か

少
し
怖
か

た
け
ど

私
の
や

た
事
は
無

じ

無
か

た
ん
だ

も
う
二
度
と
こ
ん
な
事
は
す
る
な
よ

う
ん

も
う
シ

ナ
以
外
に
は
し
な
い
よ

俺
に
も
す
ん
な

う
 
エ
ル
ザ
は
不
満
そ
う
な
顔
を
見
せ
た
が
八
幡
に
逆
ら
う
気
は
も
う
ま

た
く
無
く
な

た
よ

う
で

 
結
局
八
幡
に

素
直
に

い
て
み
せ
た

さ
て

何
か
ら

き
た
い

え

と

プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
争
い
に
つ
い
て

て
言
い
た
い
所
な
ん
だ
け
ど

 
せ

か
く
銀
影
が
相
手
な
ん
だ
か
ら

ど
う
し
よ
う

何
か
ら

こ
う
か
な

 
こ
ん
な
の
想
定
し
て
な
か

た
か
ら

ち

と
迷

ち

う
よ
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そ
の
前
に
一
つ
言

て
お
く

こ
れ
か
ら
話
す
事
は

絶
対
に
他
人
に

ら
な
い
と

え

う
ん

う

よ
し

オ

ケ

だ

 
エ
ル
ザ
は
八
幡
に

く
と

最
初
の
質
問
を
切
り
出
し
た

そ
れ
じ

あ

く
ね

え

と

他
の
四
天
王
の
人
は
ど
う
な

た
の

一
人
は
も
う

こ
の
世
に
は
い
な
い

あ

そ
う
な
ん
だ

ち
な
み
に
残
り
の
二
人
は

今
で
も
一

に
い
る
ぞ

そ
う
な
ん
だ

ち
な
み
に

誰
な
の
か

い
て
も
い
い

黒
の
剣
士
と
閃
光
だ

そ

か

け
た
の
は
神
聖
剣
だ

た
か

あ
あ

 
エ
ル
ザ
は

何
か
想
像
し
て
い
る
ら
し
く

遠
い
目
を
し
な
が
ら
そ
う
言

た

や

ぱ
り

私
も
プ
レ
イ
し
て
み
た
か

た
な

Ｓ
Ａ
Ｏ

目
だ
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何
で
よ

そ
う
な

た
時

お
前
は
ラ
フ
コ
フ
に
入

た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
な

 
エ
ル
ザ
は
そ
れ
を

き

首
を

げ
な
が
ら
八
幡
に

き
返
し
た

ラ
フ
コ
フ

て

お
前
が
一
番

き
た
が

て
い
た
奴
ら
の
事
だ

え分
か
る
だ
ろ

殺
人
ギ
ル
ド
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
ラ
フ
コ
フ
に
関
す
る
情
報
の
ほ
ん
の
触
り

度
を
エ
ル
ザ
に
話
し
た
の
だ

が 
そ
の
事
を
一
番

き
た
が

て
い
た
は
ず
の
エ
ル
ザ
は

何
故
か
表
情
を
歪
め
た

そ
れ

違
う
わ

ん

何
が
だ

私
は
も

と
正
々

々
と
し
た
ギ
リ
ギ
リ
の
戦
い
の
末
に
そ
う
い
う
事
が

こ

た
ん
だ
と

 
勝
手
に
そ
う
思
い
込
ん
で
た

で
も
あ
ん
た
の
話
だ
と
そ
い
つ
ら
は
た
だ
の
犯
罪
者
じ

な

い
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そ
ん
な
の

私
が
体
験
し
た
か

た

魂
を

が
す
よ
う
な
戦
い
と
は

ん

ん
違
う

そ
う
か

俺
が
さ

き

お
前
に
イ
ラ
つ
い
て
い
た
理
由
が
分
か

た
か

う
ん

ご
め
ん

そ
こ
は
私
が
間
違

て
た

 
エ
ル
ザ
が
素
直
に
謝
罪
し
た

八
幡
は
エ
ル
ザ
の
評
価
を
少
し

め
た

 
だ
が
正
々

々
な
ら
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
今
後
も
彼
女
の

り
に
付
き

う
の
で
あ

ろ
うそ

こ
で

だ

俺
か
ら
も
お
前
に
頼
み
が
あ
る
ん
だ
が
な

頼
み

下
僕
な
ん
だ
し
命
令
で
も
い
い
よ

い
や

ま
だ
確
信
が
持
て
な
い
か
ら

頼
み
く
ら
い
が
丁
度
い
い

そ
う
な
の

ま
あ

ど

ち
で
も

わ
な
い
け
ど

 

が
得
ら
れ
た
事
で

八
幡
は
エ
ル
ザ
に

自
分
の
目
的
を
明
か
す
事
に
し
た

実
は
な
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
さ

き
説
明
し
た
ラ
フ
コ
フ
の
メ
ン
バ

が
お
そ
ら
く
参
加
し
て
い

る
そ
う
な
の

あ
あ

確
か
な
筋
の
情
報
だ
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そ
う
な
ん
だ

で

頼
み

て

 
ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
は
八
幡
に
全
面
的
に
協
力
す
る
つ
も
り
の
よ
う
で
話
の
続
き
を
八
幡
に

せ
が
ん
だ

今
ま
で
通
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

探
し
を
続
け
て
欲
し
い

男
限
定
で
強
そ
う
な
奴
を
中

心
に
だ

 
そ
し
て

も
し
お
前
の
目
か
ら
見
て
怪
し
い
奴
が
い
た
ら

俺
に
教
え
て
欲
し
い

い
い
け
ど

そ
の

件
は
何
で

ラ
フ
コ
フ
に
女
は
い
な
か

た

ま
あ
下
部
組

に
は
い
た
が
な

 
あ
と

俺
が
探
し
て
る
の
は
ラ
フ
コ
フ
の
元

部
ど
も
だ

当
然
強
い

 
放
置
し
て
お
い
て
も
い
い
ん
だ
が
万
が
一
に
も
俺
達
に
害
が

ぶ
よ
う
な
事
は
避
け
た
い
ん

で
な

 
ま
あ
情
報
収
集
の
一

だ
と
思

て
く
れ
れ
ば
い
い

 
エ
ル
ザ
は
そ
れ
を

い
て
納
得
し
た
の
か

力
強
く
宣
言
し
た

分
か

た

問
は
私
に
任
せ
て

そ
の
顔
で
そ
う
言
わ
れ
る
と

微

に
く
る
も
の
が
あ
る
な
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だ
か
ら
中
身
は
変
わ
ん
な
い
ん
だ

て
ば

そ
れ
と
も
私
に

れ
ち

て

 
そ
う
い
う
事
を
し
て
ほ
し
く
な
い
の
か
な

だ
か
ら
無
え
よ

そ
れ
に
お
前
に
は

エ
ム

て
い
う
立

な
彼
氏
が
い
る
だ
ろ

だ
か
ら
エ
ム
は
彼
氏
じ

な
く
て

下
僕
だ

て
ば

あ

は
い
は
い

と
り
あ
え
ず

れ

う
 
エ
ル
ザ
は

あ
ら
ば
と
い
う
感
じ
で

ぐ
い
ぐ
い
と
八
幡
に
迫

て
い
く
の
だ
が

 
八
幡
は
ま
と
も
に
相
手
を
し
よ
う
と
は
し
な
い

エ
ル
ザ
は
そ
れ
が
少
し
悔
し
そ
う
だ

た

さ
て

ま
だ
ま
だ
俺
に

き
た
い
事
は

山
あ
る
と
思
う
が

も
う
終

も
近
い

 
お
前
も
予
想
外
の
展
開
で

き
た
い
事
が
上
手
く

ま

て
は
い
な
い
だ
ろ

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
く
ら
い
で

今
日
は
お
開
き
に
し
て
お
こ
う

え

私
今
日
は
あ
ん
た
と
一

に

ま
る
つ
も
り
で
着

え
ま
で
持

て
き
た
ん
だ
け
ど

は
あ

何
で
そ
う
な
る
ん
だ
よ

だ

て
私

さ

き
言

た
よ
ね

エ
ム
に
お
仕
置
き
す
る
の
は
明
日
に
す
る

て

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
気
も
す
る
が
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ねだ
が
断
る

え

い
い
じ

な
い

断
る

い
い
じ

な
い

断
る

つ

て
ん
だ
ろ

 
こ
う
し
て
し
ば
ら
く
押
し
問
答
を
し
て
い
る
う
ち
に

 
い
つ
の
間
に
か
終

の
時
間
が
過
ぎ
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た
八
幡
は
エ
ル
ザ
を
じ
ろ

と

見
つ
め
た

お
前

わ
ざ
と
時
間

ぎ
し
や
が

た
な

え

何
の
事

はい
い
じ

な
い
こ
こ
は
一
つ
ハ
チ
に
で
も

さ
れ
た
と
思

て
さ

あ
あ
ん
た
は

す
方
か

そ
の
顔
で
お
や
じ
か
よ

ま
あ
い
い

ち

と
待

て
ろ
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ほ
え

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と
ど
こ
か
に

話
を

け
た

そ
し
て

分
後
一
台
の

が
二
人
の
前

に

し

 
八
幡
は
無
を
言
わ
さ
ず
そ
の
に
エ
ル
ザ
を
乗
せ
そ
の
隣
に
自
分
も
乗
り
込
ん
だ
の
だ
た



 第１９２話 ロザリアとピトフーイ、そして

 
第
１
９
２
話
 
ロ
ザ
リ
ア
と
ピ
ト
フ

イ

そ
し
て

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ち

と

私
を
ど
こ
へ
連
れ
て
い
く
つ
も
り

き

さ
ら

て
さ
ら

て

 
あ

運
転
手
さ
ん
そ
こ
を

に
曲
が

て

い
い
ホ
テ
ル
街
が
あ
る
か
ら

ロ
ザ
リ
ア

相
手
に
す
る
な
よ

へ

運
転
手
さ
ん
は
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

て
言
う
ん
だ

私
は
ピ
ト
フ

イ

宜
し

く
ね

 
八
幡
が
呼
び
出
し
た
の
は
薔
薇
だ

た

 
薔
薇
は
エ
ム
の
尾
行
を
終
え
た
後

近
く
で
待
機
し
て
い
た
よ
う
で

 
八
幡
か
ら
の
呼
び
出
し
を
受
け

オ
フ

ス
に

め
て
あ

た
八
幡
の

を
運
転
し

 
こ
う
し
て
二
人
の
回
収
に
来
た
の
だ

た

一
応
紹
介
し
て
お
く
が

こ
い
つ
は
ロ
ザ
リ
ア
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俺
が
い
な
い
時
に

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
情
報
収
集
を
担
当
し
て
も
ら
う
予
定
だ

そ
う
な
ん
だ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

あ

ち
で
も
宜
し
く
ね

あ

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
次
に
八
幡
は

エ
ル
ザ
の
事
を
正
式
に
薔
薇
に
紹
介
し
て
お
く
事
に
し
た

 
当
然

神
崎
エ
ル
ザ
と
し
て
紹
介
す
る
よ
う
な
事
は
し
な
い

ロ
ザ
リ
ア

こ
い
つ
は
ピ
ト
フ

イ

を
持

た

だ

を
持

た

 
エ
ル
ザ
は

八
幡
が
自
分
の
事
を
知

て
い
た
事
が
嬉
し
か

た
ら
し
く

 
楽
し
げ
な

ん
だ
声
で
言

た

シ

ナ
は
私
の
事

前
か
ら
知

て
た
ん
だ

あ
れ

そ
う
い
え
ば
私

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
自

紹

介
し
た

け

 
初
め
て
名
前
で
呼
ん
で
も
ら

た
気
が
す
る
ん
だ
け
ど
そ
こ
ま
で
気
に
し
て
な
か

た
な

お
前
が
ど
う
思

て
る
か
は
知
ら
な
い
が
お
前
は
俺
達
古
参
の
間
だ
と
結

な

名
人
だ

か
ら
な

 
当
然
名
前
も
知

て
る
し

そ
の
名
前
の
由
来
も

い
て
る
さ
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な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
ん
な
に

か
ら
私
の
事
が
好
き
だ

た
ん
だ

 
エ
ル
ザ
は
納
得
し
た
よ
う
に

う
ん
う
ん
と

い
た

言

て
お
く
が

お
前
の
評
判
は

全
部
悪
評
だ
か
ら
な

えお
前
な

自
分
の
ど
こ
に

い
い
評
判
が
流
れ
る
要
素
が
あ
る

て
思

た
ん
だ

こ
れ
で
も
女

て
だ
け
で
声
を
か
け
て
く
る
プ
レ
イ
ヤ

は
多
い
ん
だ
よ

 
正
直
ち

と
う
ざ
い
ん
だ
け
ど
ね

知
ら
な
い
奴
に
話
し

け
ら
れ
る
と
殺
し
た
く
な

ち

う
し

ほ
ら

や

ぱ
り
お
前

自
分
か
ら
悪
評
が
立
つ
よ
う
に
し
て
ん
じ

ね

か
よ

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

こ
う
し
て
話
し
て
る
と

そ
ん
な
悪
い
奴
に
は
見
え
な
い
ん
だ
が

実

に
問
題
な
の
は

 
こ
い
つ
の
中
に
見
え

れ
す
る
狂
気
な
ん
だ
よ
な

俺
が

え
て
い
る
う
ち
は
い
い
か
も

だ
が

 
俺
が
い
な
く
な

た
後
が
問
題
だ
よ
な

ま
あ

い
い
か

 
こ
の
時
危

し
た
よ
う
に
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
後
八
幡
が
あ
ま
り
ロ
グ
イ
ン
し
な
く
な

た
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せ
い
で

 
エ
ル
ザ
は
レ
ン
と
い
う
少
女
と
出
会
い

敗
北
す
る
ま
で
の
間

 
か
な
り
荒
れ
た
精
神

態
に
置
か
れ
る
事
と
な
る

 
リ
ア
ル
で
の
連

先
を
交
換
し
て
お
か
な
か

た
の
も

そ
の
一
因
と
な

た
の
で
あ
ろ
う

 
も

と
も
そ
の
後
仲
間

由
で
そ
れ
を
知

た
シ

ナ
が
後
に
ピ
ト
フ

イ
に
大
説
教
を

か
ま
し

 
エ
ル
ザ
の
精
神

態
は

再
び
安
定
を
見
る
事
に
な
る
の
だ
が

そ
れ
は
後
の
お
話
で
あ
る

大
体
お
前
は

俺
に
と

て
は
世
界
で
二
番
目
以
下
だ

て
言

た
ろ

え
え

こ
う
し
て
実

に
会

て
も

あ
あ

が

ん

 
エ
ル
ザ
は
少
し
落
ち
込
ん
だ
よ
う
で

々
し
く
薔
薇
に

ね
た

ね

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

シ

ナ
の
言

て
る
事
は

本
当

 
私
の
ア
プ
ロ

チ
を
断
る

の

エ
ア
彼
女
だ

た
り
し
な
い

い
え

実
在
し
て
ま
す
よ

世
界
一

て
の
も
本
当
で
す
よ
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ま
じ
で

は
い

が

ん

 
エ
ル
ザ
は

今
度
は
目
に
見
え
て
落
ち
込
ん
だ

も
し
か
し
て

シ

ナ
の
彼
女

て

ロ
ザ
リ
ア

ち

ん

い
え

違
い
ま
す
よ

私
が
世
界
一
だ
な
ん
て

さ
す
が
に
世
界
に
失

じ

な
い
で
す
か

そ

か

あ

あ

も

と

く
に
シ

ナ
と
出
会

て
た
ら
な

 
そ
れ
こ
そ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
出
会

て
た
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら

未
練
が
ま
し
く
チ
ラ
チ
ラ
と
こ
ち
ら
を
見
る
エ
ル
ザ
に
対
し

八
幡
は

言

た
い
や

そ
れ
も
無
理
だ
な

え
え

俺
が
あ
い
つ
と
出
会

た
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
直
後
だ
か
ら
な

え
え

 
エ
ル
ザ
は

更
に
深
く
落
ち
込
ん
だ
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と
い
う
か

プ
レ
イ
ヤ

仲
間
な
ん
だ

明
日
奈
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や
る
し
な

い
ず
れ
こ
い
つ
と
出
会
う
事
に
な

ち
ま
う
だ
ろ
う
し

 
こ
こ
で
多
少
な
り
と
も

象
を
良
く
し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
小
町
は
ま
あ

あ
の
性
格
だ
か
ら
問
題
無
い
だ
ろ
う

そ
う
だ
な

そ
の
う
ち
紹
介
し
て
や
る
よ

え

い
い
の

シ

ナ

い
い
ん
で
す
か

あ
い
つ
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
参
戦
す
る
予
定
だ
か
ら

そ
こ
で
紹
介
す
る
分
に
は
問
題
無
い
だ
ろ

 
そ
も
そ
も
ピ
ト
フ

イ

お
前
は
俺
の
彼
女
の
事
を

に
知

て
い
る
ぞ

ほ
え

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
言
葉
を

い
て

考
え
込
ん
だ

 
ピ
ト
フ

イ
が
知
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

と
言
え
ば

問
し
た
連
中
の
他
に
は
四
人
し

か
い
な
い

え
も
し
か
し
て
シ

ナ
の
彼
女

て
黒
の
剣
士
か
閃
光
な
の

て
い
う
か
女
性
な

の
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黒
の
剣
士
は
男
だ
ぞ

閃
光
だ

閃
光

て
女
の
子
だ

た
ん
だ

そ
の
子
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
来
る

や

た

殺
し
合
い
が
出

来
るお

前
な

い
く
ら
な
ん
で
も
そ
れ
は
無
理
だ

コ
ン
バ

ト
は
し
な
い
か
ら
基
本
能
力
の

差
が
な

 
そ
れ
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は

目
を
パ
チ
ク
リ
と
し
た
後

 

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
顔
で

首
を
か
し
げ
た

え

何
で
コ
ン
バ

ト
じ

な
い
の

そ
り

お
前
コ
ン
バ

ト
な
ん
か
し
た
ら
ラ
フ
コ
フ
の
残

に
名
前
で
バ
レ
る
か
も
し
れ

な
い
だ
ろ

あ

そ
れ
じ

あ
シ

ナ
も

あ
あ

こ
の
キ

ラ
は

月
前
に
新

で
作

た
キ

ラ
だ
な

そ
う
な
ん
だ

だ
か
ら

も
し
閃
光
と
戦
い
た
い
な
ら

そ
う
だ
な

 
シ

ナ
は

い
い
事
を
思
い
つ
い
た
と
い
う
風
に
ニ
ヤ
リ
と
笑

た



 第四章 ＧＧＯ編

閃
光
と
も
う
一
人
の
仲
間
が
後
日
参
戦
す
る
予
定
な
ん
だ
が
お
前
そ
の

験

ぎ
を
手

伝
えう

ん

喜
ん
で

 
ピ
ト
フ

イ
は
即
答
し

シ

ナ
は

こ
れ
で
多
少
は
楽
が
出
来
る
と
ほ
く
そ
え
ん
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は
性
格
破

者
だ
が

そ
の
実
力
は

か
な
り
高
い

じ

あ
そ
の
時
は

エ
ム
は
置
い
て
く
る
ね

俺
は
別
に

エ
ム
が
一

で
も

わ
な
い
が

だ

て

私
は
あ
な
た
に
プ
ラ
イ
ベ

ト
を

げ
た
け
ど

エ
ム
は
違
う
じ

な
い

 
秘
密
を
共

す
る
者
は

少
な
い
方
が
い
い

で
し

お

お
う

意
外
と
し

か
り
考
え
て
ん
の
な

う
ん

も

と
褒
め
て
褒
め
て

調
子
に
乗
る
な

は

い

本
当
は

シ

ナ
と
一

に
い
る
時
間
を

エ
ム
に

魔
さ
れ
た
く
な
い
か
ら
だ
け
ど
ね

と
こ
ろ
で
さ

シ

ナ
達
が
コ
ン
バ

ト
し
な
い
の
は
分
か

た
け
ど
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
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は
あ

私
は
コ
ン
バ

ト
組
で
す
よ

そ
れ
じ

あ
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
は

そ
の
ラ
フ
コ
フ
と
関
わ

て
な
い
ん
だ

あ

い
や

そ
れ
は

こ
い
つ
は
バ
リ
バ
リ
の
関
係
者
だ
ぞ

 
シ

ナ
は

言
い

ん
だ
ロ
ザ
リ
ア
の
代
わ
り
に

ハ

キ
リ
と
そ
う
宣
言
し
た

え

そ
う
な
の

ま
あ
こ
い
つ
が
今

俺
と
繋
が

て
る
な
ん
て
事
は

想
像
も
つ
か
な
い
だ
ろ
う
か
ら
な

 
接
触
し
て
き
て
く
れ
た
ら

そ
れ
は
そ
れ
で

け
物

て
感
じ
だ
し
な

え

え

ど
ゆ
こ
と

簡

に
言
う
と

こ
い
つ
は

ラ
フ
コ
フ
の

下
の
組

の
ト

プ
だ

た

 
そ
れ
を
俺
が
ボ
コ

た

今
は
俺
の
部
下
だ

以
上
だ
な

下
僕
で
す

の

 
ロ
ザ
リ
ア
が
い
き
な
り
口
を

み

そ
の
ひ
ど
い
内
容
に

シ

ナ
は

を

え
た

お
前

下
僕

て
何
だ
よ

の

部

下

だ
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な
る
ほ
ど
ね

で
も
私

そ
れ
に
は

が
あ
る
よ

 
ピ
ト
フ

イ
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
二
人
の

の
上
に
ハ
テ
ナ
マ

ク
が

か
ん

だ

何
が
だ

下
僕
の

は

私
だ
か
ら

お
前
も
か
よ

何
な
の
お
前
ら

何
で
そ
ん
な
事
で
張
り
合

て
る
の

馬

な
の

大
事
な
事
な
の

大
事
な
事
よ

そ

そ
う
か

 
シ

ナ
は

そ
の
二
人
の
勢
い
に
押
さ
れ

そ
う
言
う
事
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
薔
薇
は
人
気
の
無
い
道

に

を
止
め
表
に
出
た

エ
ル
ザ
も
好
戦
的
な
表
情
で

そ
れ
に
続
い
た

私
は
シ

ナ
に
自
分
の
免
許
証
の
コ
ピ

を

し
て
い
る
わ
よ
そ
の
意
味
は
分
か
る
よ
ね

 
も
う
私
の
生
殺

は
シ

ナ
の
思
い
の
ま
ま

こ
れ
は
も
う

辱
さ
れ
る
し
か
な
い
わ



 第１９２話 ロザリアとピトフーイ、そして

ピ
ト
フ

イ

お
前
は
今
す
ぐ
病
院
に
行
け

私
は
シ

ナ
に
こ
れ
を
も
ら

た
わ

こ
れ
は
も
う

私
を
叩
く
気
が
満
々
な
証

よ

ロ
ザ
リ
ア
そ
れ
は
そ
う
い
う
用

に
使
う
物
じ

な
い

た
だ
の
お
守
り
も
し
く
は
護
身
用

だ
か
ら
な

 
薔
薇
が
エ
ル
ザ
に
見
せ
た
の
は

以
前
八
幡
が

薔
薇
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
約
束
し

 
実

に
探
し
て
き
た

可
能
な

だ

た

本
人
が
言
う
よ
う
に
当
然
護
身
用
だ

た

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

や
る
ね

名
人
相
手
で
も

そ
う
簡

に
は
引
か
な
い
わ
よ

お
前
ら

変
態
自
慢
も
い
い
加

に
し
ろ

い

 
八
幡
が

少
し
本
気
で
二
人
の

天
に
拳
骨
を
落
と
す
と

二
人
は
そ
の
場
に

た

は

お
い
ピ
ト
フ

イ
お
前
の
家
は
こ
の
近
く
だ
ろ

さ

さ
と
帰

て
エ
ム
で
遊
ん

で
ろ

 
ロ
ザ
リ
ア
は

仕
方
な
い
か
ら
俺
が

で
家
ま
で
送

て
や
る
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え

家
ま
で
送

て
く
れ
な
い
の

こ
こ
か
ら
歩
い
て
一
分
く
ら
い
だ
ろ

所
で
分
か

て
る
ぞ

そ
れ
に
エ
ム
に
見
つ
か
る
と

面
倒

い

そ
ん
な

よ
し

ロ
ザ
リ
ア

さ

さ
と
帰
る
ぞ

あ

う
ん

 
八
幡
は
そ
う
言

て

さ

さ
と
運
転

に
乗
り
込
ん
だ

 
薔
薇
は
エ
ル
ザ
が
さ
す
が
に
か
わ
い
そ
う
だ
と
思

た
の
か
エ
ル
ザ
に
近
寄
り
そ
の

元
で

い
た

あ
あ
見
え
て
あ
の
人

私
達
み
た
い
な
の
を
絶
対
に
ほ

と
け
な
い
か
ら

 

離
感
を
間
違
え
な
け
れ
ば

き

と
一
生
私
達
の
相
手
を
し
て
く
れ
る
と
思
う
わ
よ

本
当
に

分
か

た

上
手
く
や
る
よ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

あ
ん
た
い
い
人
だ

た
ん
だ

ね
そ
れ
じ

あ

今
日
の
所
は
私
の
勝
ち

て
事
で
い
い
わ
よ
ね

ぐ
ぬ
ぬ

や

ぱ
り
全
然
い
い
人
じ

な
か

た



 第１９２話 ロザリアとピトフーイ、そして

そ
れ
じ

あ
ま
た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で

あ

う
ん

ま
た
ね

 
二
人
の
乗
る

が
見
え
な
く
な
る
ま
で

エ
ル
ザ
は
そ
ち
ら
に
手
を

り
続
け
た

今
日
は
人
生
で

一
番
く
ら
い
に
い
い
日
だ

た
な

こ
れ
か
ら
楽
し
く
な
り
そ
う

 
は

く
シ

ナ
に

も

と
色
々
な
話
を

き
た
い
な

凄
く
楽
し
み

 
エ
ル
ザ
は
そ
う

く
と

自
分
の
マ
ン
シ

ン
に
向
か

て
歩
き
出
し
た

  
薔
薇
を
家
に
送
り

け
た
八
幡
は

家
に
帰
る
と

再
び
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
そ
も
そ
も
今
日
ロ
グ
イ
ン
し
た
の
は
明
日
奈
と
小
町
の
ロ
グ
イ
ン
を

え
ブ
ラ
ン
ク
を
考

え 
そ
れ
ま
で
に
ス
ナ
イ
パ

と
し
て
の
勘
を
少
し
取
り

し
て
お
こ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り

 
せ

か
く
な
の
で

る
前
に
少
し
や

て
お
こ
う
と
思

た
か
ら
だ

た

狩
場
は
近
場
で
い
い
か

モ
ブ
で
も
い
い
ん
だ
が
プ
レ
イ
ヤ

狩
り
の
チ

ム
で
も
い
れ

ば 
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
的
に
な
る
ん
だ
が
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シ

ナ

う
お

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
背
中
に
声
を

け

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
飛
び
つ
く
者
が
い
た

 
満
面
の
笑
み
を

か
べ
た
ピ
ト
フ

イ
で
あ
る

お
前

何
で
い
る
ん
だ
よ

え

だ

て
あ
ん
な
話
を

い
た
せ
い
で
目
が

え
ち

て
さ

眠
れ
な
い
の

そ
う
か

俺
は
ち

と

狙
撃
の
勘
を
取
り

そ
う
と
思

て
な

 
お
前
ら
に
遭
遇
し
ち
ま

た
か
ら
あ
れ
だ
が
今
日
の
本
来
の
目
的
は
そ
れ
だ

た
ん
だ
よ
な

そ

か
シ

ナ
は
⻑

離
専
門
の
ス
ナ
イ
パ

で
も
あ

た
ん
だ

け
ま
だ
珍
し
い
よ
ね

大
会
の
動
画
で

俺
の
後
ろ
に
転
が

て
た
銃
を
見
た
の
か

う
ん

 
こ
の
時
期

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
⻑

離
ス
ナ
イ
パ

は

ま
だ
希
少
な
存
在
だ

た

 
中

離
で
狙
撃
を
す
る
者
は
か
な
り
存
在
し
た
が

⻑

離
を
専
門
と
す
る
者
は

 
知
ら
れ
て
い
る
限
り
皆
無
な
の
だ

た

そ
れ
は
主
に

銃
の

が
皆
無
な
の
が
理
由
で

あ

た
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そ
れ
じ

あ
ど
こ
に
行
く

も
ち
ろ
ん
私
も
行
く
よ

 
ピ
ト
フ

イ
は

当
然
と
い
う
顔
で
そ
う
言

た

別
に

わ
な
い
が

俺
は
プ
レ
イ
ヤ

狩
り
を
狩
る
の
が
専
門
だ
ぞ

ん

プ
レ
イ
ヤ

を
狩

て
い
い
気
に
な

て
る
奴
ら
を
更
に
こ
ち
ら
が
殲
滅
す
る

最
高

じ

な
い

 
あ

そ
う
い
え
ば
さ

き

そ
ん
な
奴
ら
を
見
か
け
た
か
も

お

ど
こ
に
行

た
か
分
か
る
か

案
内
し
て
く
れ

オ

ケ

速
行
き
ま
し

 
こ
う
し
て
二
人
は
連
れ
立

て

ピ
ト
フ

イ
の
案
内
で

狩
場
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
今
ま
さ
に
モ
ブ
狩
り
チ

ム
を
襲
お
う
と
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の
一
団
を
発
見

し
た
の
だ
が

 
そ
の
中
に
今
回
初
め
て
中

離
狙
撃
に
挑
戦
す
る
事
に
な

た
一
人
の
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

シ

ト
カ

ト
の
水
色
の

を
し
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
珍
し
い
女
性
プ
レ
イ
ヤ

だ

た
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第
１
９
３
話
 
や

ち
ま

た

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

い
た
わ

あ
そ
こ
よ

こ
の
方

了
解
だ

 
シ

ナ
は
地
面
に
伏
せ

Ｍ
８
２
の
ス
コ

プ
を

き
込
ん
だ

そ
こ
に
は

今
ま
さ
に

 
モ
ブ
狩
り
を
し
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

の
一
団
を
狙

て
い
る
集
団
の

が
映
し
出
さ
れ
た

 
ピ
ト
フ

イ
も
シ

ナ
の
横
へ
と

そ
べ
り

目
を

め
な
が
ら
そ
ち
ら
を
観
察
し
て
い
た

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
を
見
て
シ

ナ
は
何
か
の
ア
イ
テ
ム
を
実
体
化
さ
せ
ピ
ト
フ

イ
に

し
た

お
い
ピ
ト
フ

イ

ほ
れ

お

あ
り
が
と

 
シ

ナ
が
ピ
ト
フ

イ
に

し
た
の
は

離
計

機
能
の
付
い
た

だ

た
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ピ
ト
フ

イ
は
そ
れ
を

き
込
む
と

シ

ナ
に
言

た

う
ん

あ
の
六
人
組
が

私
が
見
た
集
団
で
間
違
い
な
い
ね

 
ほ
ら

に
水
色
の

の
女
の
子
が
い
る
で
し

珍
し
い
な

て
思

た
か
ら

覚
え

て
た
ん
だ

そ
れ
は
確
か
に
珍
し
い
な

で
も
あ
ん
た
の

り
に
は

も
う
す
ぐ
そ
の
レ
ア
な
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が

 
三
人
も
集
ま
る
事
に
な
る
ん
だ
よ
ね

私
と

閃
光
さ
ん
と

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

も
う
一
人
も

女
性
の
プ
レ
イ
ヤ

だ
ぞ

 
そ
れ
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は

れ
た
顔
で
シ

ナ
に
言

た

そ
う
な
の

あ
ん
た

ど
れ
だ
け
貴
重
な
資
源
を
独
り

め
す
る
つ
も
り

こ
の
ハ

レ
ム

野
郎

 
ハ

レ
ム
野
郎
と
言
わ
れ
多
少
自
覚
が
あ

た
の
か
シ

ナ
は
少
し
ム
キ
に
な

て
反

し
た

資
源

て
何
だ
よ

あ
と
ち

か
り
そ
の
ハ

レ
ム
と
や
ら
に
自
分
を
入
れ
る
ん
じ

ね

え
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ち
な
み
に
彼
女
と
身
内
と
下
僕
が
二
人
だ
か
ら

ハ

レ
ム
じ

ね
え

あ

も
う
一
人
は
身
内
な
ん
だ

手
を
出
し
た
ら
リ
ア
ル
に
殺
す
ぞ

あ
ん
た

さ

き
と
言

て
る
事
が
違
う
じ

な
い

 
シ

ナ
は
そ
う
言
わ
れ

を

め
な
が
ら
言

た

そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
だ

め
て
普
通
だ
ろ

普
通
じ

な
い
よ

で
も
そ
ん
な

の
わ
か
ら
な
い
シ

ナ
が
好
き

い
い
か
ら

て
見
て
ろ

は

い

 
そ
う
言
わ
れ

ピ
ト
フ

イ
は

自
分
の
持
つ

を

き
込
ん
だ

 
そ
し
て
何
か
に
気
付
い
た
の
か

シ

ナ
に
声
を

け
た

ね何
だ

ピ
ト
フ

イ

あ

私
の
事
は
ピ
ト
で
い
い
わ
よ

だ

て
ピ
ト
フ

イ

て
言
い
に
く
い
で
し

確
か
に
な

そ
れ
じ

遠

な
く

何
だ

ピ
ト
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ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
問
い
を
ス
ル

し

ガ

ツ
ポ

ズ
を
取
り
な
が
ら
言

た

わ

い

シ

ナ
に
ピ
ト

て
呼
ん
で
も
ら

た

お
前
な

い
い
か
ら
さ

さ
と
用
件
を
言
え

あ

そ
う
だ

た

ね

あ
の
水
色
の

の
女
の
子

素
人
か
な

ん

何
か
あ

た
か

あ
れ

て
多
分

狙
撃
の
レ
ク
チ

を
受
け
て
る
ん
じ

な
い

ふ
む

 
シ

ナ
は
ス
コ

プ
ご
し
に

そ
の
水
色
の

の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

を
観
察
し
た
が

 
確
か
に
そ
ん
な
感
じ
に
見
え
た

 
だ
が
そ
の
女
の
子
の
持

て
い
た
狙
撃
銃
が
そ
こ
そ
こ
筋
力

を
必
要
と
す
る
物
だ

た

 
お
そ
ら
く
ま

た
く
の
素
人
で
は
な
い
と
判
断
し
た

持

て
る
銃
の
ラ
ン
ク
か
ら
し
て

ズ
ブ
の
素
人
じ

な
い
だ
ろ
う
な

 
待

て
ろ

今
何
を
言

て
る
か
確
認
す
る

え

そ
ん
な
の
分
か
る
の
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ピ
ト
フ

イ
は

そ
れ
を

い
て
と
て
も
驚
い
た

あ
あ

術

て
奴
だ
な

そ
ん
な
の
ど
こ
で
勉
強
し
た
の

た

誰
に

義
理
の
姉
だ

お
兄
さ
ん
で
も
い
る
の

い
や

閃
光
さ
ん
の
お
姉
さ
ん

い
や

 
ピ
ト
フ

イ
は
義
理
の
姉
が
出
来
る
ケ

ス
に
は
他
に
ど
ん
な
物
が
あ

た
か

を
悩
ま

せ
た
が

 
い
く
ら
考
え
て
も
答
え
は
出
な
か

た

全
然
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

ど
う
い
う
事

姉
的
存
在

て
奴
だ
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あ

な
る
ほ
ど

義
理
の
姉

て
言
う
か
ら
に
は
よ

ど
親
し
い
ん
だ
ね

ど
ん
な
人

魔
王
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は
一

フ
リ

ズ
し
た
か
と
思
う
と

次
の

間

腹
を

え
て
笑
い
出
し
た

何
そ
れ

あ
は
は
は
は
は
は

シ

ナ

て
や

ぱ
り
面
白
い

限
り
な
く
正
確
に
答
え
た
つ
も
り
な
ん
だ
が
な

え
 
ピ
ト
フ

イ
は
ピ
タ

と
笑
う
の
を
や
め

ひ
そ
ひ
そ
と
シ

ナ
に

い
た

マ
ジ
で

マ
ジ
だ

私
と
比
べ
る
と

お
前
が
二

兵
だ
と
し
た
ら

あ

ち
は
大
元

だ
な

マ
ジ
で

大
マ
ジ
だ

う
ひ

 
ピ
ト
フ

イ
は

け
反
る
の
を
通
り
越
し

そ
の
ま
ま
後
ろ
に
引

く
り
返
る
と
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感

深
そ
う
に
シ

ナ
に
言

た

ね

シ

ナ

何
だ

世
界

て

ま
だ
ま
だ
私
の
知
ら
な
い
事
が
い

ぱ
い
あ
る
ん
だ
ね

そ
う
だ
な

シ

ナ
と
一

に
い
た
ら

少
し
は
そ
う
い
う
の

見
れ
る
か
な

さ

ど
う
か
な

そ

か

私

シ

ナ
に
会

て
か
ら

世
界
が
変
わ

た
気
が
す
る
よ

気
の
せ
い
だ

も
う

た
子

に
は

く
ら
い
や
り
な
さ
い
よ
ね

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を

い
た
シ

ナ
は

バ

と
顔
を
上
げ

 
ピ
ト
フ

イ
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
た
後

笑
い
出
し
た

は
は

何
だ
よ
そ
れ

お
前
ら
そ
う
い
う
所

実
は
似
て
る
の
な

何
そ
れ

ま

た
く
同
じ
事
を

こ
の
前
ロ
ザ
リ
ア
に
言
わ
れ
た
ん
だ
よ

た
子

に
は

を
や
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れ

て
な

ぐ
ぬ
ぬ

先
を
越
さ
れ
た

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

や
る
な

初
め
て
だ
か
ら
上
手
く
出
来
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど

頑
張

て
み
る

ん
ん

さ

き

何
を

て
る
か

む

て
言

た
ろ

あ
 
シ

ナ
に
そ
う
言
わ
れ
ピ
ト
フ

イ
は
自
分
達
が
今
何
を
し
て
い
た
の
か
を
思
い
出
し
た

 
ピ
ト
フ

イ
は

を

き
込
み

興
味
深
そ
う
に
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

を
見
た

へ

で
さ
え
レ
ア
な
女
性
プ
レ
イ
ヤ

な
の
に

そ
の
上
レ
ア
な
ス
ナ
イ
パ

ね

銃
さ
え

さ
れ
れ
ば

遠

離
の
ス
ナ
イ
パ

も

も

と

え
る
と
思
う
け
ど
な

そ
う
だ
よ
ね

私

シ

ナ
の
ラ
イ
フ
ル
を
見
る
ま
で
は

 
そ
の
ク
ラ
ス
の
遠

離
狙
撃
に
対
応
し
た
銃
な
ん
か

ま

た
く
見
た
事
無
か

た
も
ん

対
物
ラ
イ
フ
ル

て
奴
だ
な

ま
あ
そ
ん
な

で

あ
い
つ
は
狙
撃
対
象
か
ら
外
す
ぞ

え

も
し
か
し
て

女
の
子
だ
か
ら

そ
れ
も
あ
る
が
何
よ
り
ス
ナ
イ
パ

的
に
は
い
ず
れ
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
だ
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ろ 
そ
う
な

て
か
ら

め
て
戦
う
方
が

ず

と
面
白
い
と
思
わ
な
い
か

あ

そ
の
気
持
ち
は
ち

と
分
か
る
か
も

 
ピ
ト
フ

イ
は

そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に
理
解
を

し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
ピ
ト
は

そ
の
ま
ま
見
物
で
も
し
て
て
く
れ

観

手
を
し
な
く
て
い
い
の

ま
あ
私

そ
ん
な
事
出
来
な
い
け
ど
さ

確
か
に
狙
撃
に
は

観

手
が
付
い
て
て
く
れ
た
方
が
い
い
ん
だ
ろ
う
が

 
ま
あ
こ
れ
は
ゲ

ム
だ
か
ら
な

一
人
で
も
問
題
な
い

殺
す
事
は
気
に
な
ら
な
い
ん
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は

先
ほ
ど
の
お
返
し
と
ば
か
り
に
シ

ナ
を
か
ら
か

た

ゲ

ム
だ
と
ち

ん
と

り
切
れ
る
な
ら
問
題
な
い

 
お
前
が

目
な
理
由
は

言
わ
な
く
て
も
分
か
る
よ
な

だ

た

そ
れ
じ

あ
や
る
か

先

の
奴
か
ら

番
に
な

う
ん

そ
れ
じ

あ
私
は
見
物
し
て
る
ね
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シ

ナ
は
そ
う
言
う
と

何
気
な
い
動
作
で
あ

さ
り
と
引
き
金
を
引
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
は

て
て

を

き
込
ん
だ
が
そ
の

間
に
狙
撃
対
象
の

が

け
飛
ん

だ 
そ
し
て
立
て
続
け
に
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
撃
ち
抜
か
れ

 
ピ
ト
フ

イ
は

シ

ナ
の
動
き
の
滑
ら
か
さ
と
自
然
さ
に

背
筋
が

る
思
い
が
し
た

 
更
に
驚
い
た
の
は
お
そ
ら
く
相
手
に
は
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
一

し
か
見
え
て
い
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
事
だ

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
お
い
て
は
誰
か
に
銃
で
狙
わ
れ
た
場
合
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
と
い
う
線
が
表

さ

れ
る

 
そ
れ
に
よ

て
敵
の

道
を
予

す
る
事
が
可
能
な
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
誰
か
に
狙
わ
れ
た
場
合
初
撃
に
関
し
て
は
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
表

さ
れ
な
い

 
撃
つ
者
が

認
さ
れ
て
初
め
て

バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
表

さ
れ
る

 
だ
か
ら
こ
そ
ス
ナ
イ
パ

に
は

基
本

密
行
動
が
求
め
ら
れ
る
の
だ

 
ち
な
み
に
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
は
プ
レ
イ
ヤ

が
引
き
金
に
指
を
接
触
さ
せ
た
時
に
表

さ
れ

る
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そ
れ
と
同
時
に

撃
つ
側
の

界
に
は

バ
レ

ト
サ

ク
ル
と
い
う

が
表

さ
れ

 
そ
れ
は

心

の

動
に
連
動
し
て
大
き
く
な

た
り
小
さ
く
な

た
り
を

り
返
し

 
引
き
金
を
引
い
た

間

は
そ
の
時
表

さ
れ
て
い
た

の
ど
こ
か
に
ラ
ン
ダ
ム
で
命
中
す

る
の
だ

 
つ
ま
り

バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
表

さ
れ
な
い
と
言
う
事
は

敵
に

を
命
中
さ
せ
る
の
に

 

力
シ
ス
テ
ム
の
サ
ポ

ト
を

し
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

ね

何
で
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
の

反
射
神

の
問
題
だ
な

心

の

動
に
合
わ
せ
て
ト
リ
ガ

に
指
を
触
れ

 
そ
の

間
に
表

さ
れ
た
小
さ
い

を
中
心
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
一

で
微
調
整
し
引
き

金
を
引
く

 
ち
な
み
に
実

も
か
な
り
や
ら
さ
れ
た
ぞ

 
ピ
ト
フ

イ
は

実

と

い
て
目
を

き

 
や
ら
さ
れ
た
と

い
て

何
か
に
思
い
当
た

た
の
か

シ

ナ
に

ね
た

魔
王
に

あ
あ
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魔
王
す
げ
え
え
え
え
え

す
ご
い
だ
ろ

ま
さ
に
魔
王
だ
ろ

今
度
会
わ
せ
て

や
め
と
け

他
人
に
は
本
当
に
怖
い
人
だ
か
ら
な

そ
れ
で
も
い
い

ま
あ

機
会
が
あ

た
ら
な

お
願
い

 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と

銃
の
ス
コ

プ
に
目
を

し

 
次
の
タ

ゲ

ト
に
狙
い
を
付
け
る
と

一

で
射
殺
し
た

四
人
目

と

あ
と
一
人
か

 
シ

ナ
は

最
後
の
一
人
に
狙
い
を
定
め

何
気
な
く
引
き
金
を
引
こ
う
と
し
た
の
だ
が

 
次
の

間

ピ
ト
フ

イ
が
叫
ん
だ

あ

シ

ナ

あ
の
女
の
子
が
立

た

 
そ
し
て
ス
コ

プ
を
水
色
の
影
が
塞
ぎ

シ

ナ
は

に
指
を
止
め
よ
う
と
し
た
が

 
そ
れ
は
少
し
間
に
合
わ
ず

に

は
発
射
さ
れ
た
後
だ

た
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二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
の
一
発
の

で
連
続
し
て

を
撃
ち
抜
か
れ
そ
の
六
人
は
全
滅

し
たや

ち

た

や

ち
ま

た

ち

と
気
を
抜
い
ち

た

そ
れ
は
否
定
出
来
ん

俺
も
ま
だ
ま
だ
未

だ
な

あ

シ

ナ

見
て

あ
の
女
の
子
の
狙
撃
銃
が
ド
ロ

プ
し
ち

て
る

ま
じ
か

消
え
る
前
に
急
い
で
回
収
だ

ピ
ト

走
る
ぞ

分
か

た

 
そ
し
て
二
人
は
全
速
力
で
走
り
出
し
そ
の
銃
を
何
と
か
消
え
る
前
に
回
収
す
る
事
に
成
功

し
た

 
プ
レ
イ
ヤ

が
フ

ル
ド
で
倒
さ
れ
た
時

に
所
持
品
を
強
制
的
に
落
と
し
て
し
ま
う

事
が
あ
る

 
仲
間
が
回
収
し
て
く
れ
た
場
合
は
問
題
無
い
の
だ
が

今
の
ケ

ス
の
よ
う
に

 
遠

離
か
ら
襲
わ
れ
て
全
滅
し
た
場
合
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そ
の
武
器
は
基
本
消
滅
し
て
し
ま
う
事
に
な
る
の
だ

シ

ナ
は
ほ

と
胸
を

で
下
ろ
し

た
あ

危
な
か

た

ね

そ
れ

ど
う
す
る
の

持
ち
主
に
返
す

え
え
え
え
え
え
え

さ
す
が
に
今
の
は

覚
め
が
悪
い
か
ら
な

何
で
他
人
に
は

を
あ
げ
る
の
よ

私
に
も
プ
リ

ズ

う
る
さ
い

そ
れ
じ

急
い
で
街
に

る
ぞ

あ
ご
め
ん
私
は
街
に

た
ら
す
ぐ
に
落
ち
る
よ

実
は
明
日
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
あ
る
ん

だ
よ
ね

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
の
顔
を

か

ん
と
見
つ
め
な
が
ら
言

た

お
前

明
日
ラ
イ
ブ
が
あ
る
の
に

今
日
は

ま
る
と
か
言

て
や
が

た
の
か

え
へ

え
へ

じ

ね
え

俺
が
見
て
て
や
る
か
ら

こ
こ
で
さ

さ
と
落
ち
ろ
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ラ
ジ

 
そ
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
す
る
ピ
ト
フ

イ
に

 
ふ
と
何
か
を
思
い
つ
い
た
の
か

シ

ナ
が
最
後
に
声
を

け
た

あ
そ
れ
と
な
お
前
さ

き
男
に
声
を

け
ら
れ
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る

て
言

て
た
よ
な

あ

う
ん

そ
れ
じ

あ

顔
に

で
も
入
れ
て
み
た
ら
ど
う
だ

 
迫
力
満
点
に
な

て

多
分

声
を

け
ら
れ
る

度
は
か
な
り

る
と
思
う
ぞ

ん

い
い
ア
イ
デ
ア
か
も

シ

ナ
が
言
う
な
ら
そ
う
す
る

あ

そ
れ

て
も
し
か
し

て
ま
あ

て
事
に
し
と
け

や

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
う
と

笑
顔
で
シ

ナ
に
手
を

り
な
が
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

ピ
ト
フ

イ
の
ス
ト
レ
ス
に
な
る
よ
う
な
事
は

力

す
る
に
越
し
た
事
は
無
い
か
ら
な

 
さ
て

あ
の
水
色
の

の
子
を
探
さ
な
い
と
か

ま
だ
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
が

 
そ
う
言
う
と
シ

ナ
は

街
へ
と
全
力
で
走
り
出
し
た



 第１９４話 お前、スナイパーに向いてるよ

 
第
１
９
４
話
 
お
前

ス
ナ
イ
パ

に
向
い
て
る
よ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
シ
ノ
ン
こ
と

田
詩
乃
は

十
一

の
時

偶
然
に
偶
然
が
重
な

て

銃
で
人
を
殺
し
た

 

い

に

を

く
し

そ
の
せ
い
か
⺟
の
精
神

態
も
お
か
し
く
な

て
し
ま
い

 
詩
乃
は

い

か
ら
そ
ん
な
⺟
を

え
よ
う
と
必
死
に
生
き
て
き
た

 
そ
し
て
た
ま
た
ま
銀
行
強
盗
に
遭
遇
し

た
ま
た
ま
そ
の
銃
を

う
事
に
な
り

 
そ
し
て
た
ま
た
ま
そ
の
男
を
射
殺
し
た
の
だ
が

そ
れ
以
来
詩
乃
は

 
銃
に
対
し
て
ト
ラ
ウ
マ
を

く
よ
う
に
な

た

映
画

で
銃
を
見
る
度
に

い
て
し
ま
う
の

だ 
そ
ん
な
詩
乃
は

あ
る
日
街
で

偶
然
に
も
新
川
恭
二
と
い
う
男
と
遭
遇
し
た

 
恭
二
は
か
つ
て
の
詩
乃
の
同
級
生
だ

た

い
じ
め
が
原
因
で
学
校
を
退
学
し
た
恭
二
と

 
何
と
な
く
義

的
な
会
話
を
し
た
詩
乃
だ

た
が

そ
の
時
た
ま
た
ま
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
話
を

き
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も
し
か
し
た
ら
そ
こ
で
な
ら

銃
へ
の
ト
ラ
ウ
マ
を

服
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と

 
そ
う
考
え
た
詩
乃
は
恭
二
の

め
も
あ
り
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を

し
に
プ
レ
イ
し
て
み
る
事
に
し
た

 
詩
乃
の
目

見
通
り

そ
こ
で
は
銃
に
対
す
る
恐
怖
心
は
顔
を

か
せ
る
事
は
無
く

 
詩
乃
は
当
初
の
目
的
を
忘
れ
た

で
は
無
か

た
が
次
第
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と

し
て
い

た 
そ
し
て
八
幡
が
エ
ル
ザ
と
出
会

た
そ
の
日

詩
乃

シ
ノ
ン
は

 
恭
二

シ

ピ

ゲ
ル
に
誘
わ
れ

モ
ブ
狩
り
チ

ム
を
狩
る

に
フ

ル
ド
に
い
た

ね

シ

ピ

ゲ
ル

本
当
に
私
が
ス
ナ
イ
パ

を
や

て
も
い
い
の

 
確
か
に
や

て
み
た
か

た
し

難
い
ん
だ
け
ど

私

今
回
が
初
め
て
だ
し

 
他
の
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
か
な

大
丈
夫
だ

て

事
前
に
仲
間
に
話
は
し
て
あ
る
し
そ
も
そ
も
五
人
で
も
楽
勝
な
相
手
だ
か

ら
さ

 
練

の
つ
も
り
で

ま
あ
や

て
み
な
よ

そ

か

あ
り
が
と

ま
あ

気
楽
に
ね
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初
め
て
だ
か
ら

上
手
く
出
来
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど

頑
張

て
み
る

 
詩
乃
は
シ

ピ

ゲ
ル
と
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
た
後

 
事
前
に
チ

ト
リ
ア
ル
で
学
ん
だ
通
り
の
手

を

み

 
初
め
て
の
狙
撃
に
臨
も
う
と
ス
コ

プ
を

い
て
い
た

そ
ん
な
時
そ
れ
は
突
然

こ

た
よ
し

み
ん
な

突
撃
し
よ

 
パ

テ

の
リ

ダ

が
そ
う
声
を

け
よ
う
と
し
た

間

そ
の

間
に

 
被

し
た
事
を

す
エ
フ

ク
ト
が
表

さ
れ

リ

ダ

は
そ
の
ま
ま
死

し
た

え
 
詩
乃
は
最
初

何
が

こ

て
い
る
の
か
ま

た
く
分
か
ら
な
か

た
が

顔
を
上
げ
る
と

 
次
々
と

ど
こ
か
ら
か
放
た
れ
た
巨
大
な

が
仲
間
の

に
命
中
す
る
光
景
を
目
撃
し

 
今
何
が

こ

て
い
る
の
か

気
に

し
た

す
ご
い

 
詩
乃
は

仲
間
が
次
々
と
倒
さ
れ
て
い
く
光
景
を
見
て

恐
れ
よ
り
も

れ
を
感
じ
た

 
詩
乃
は

ま
だ
見
ぬ
狙
撃
手
が
ど
ん
な
人
間
な
の
か

出
来
れ
ば
見
て
み
た
い
と
思

た
が
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そ
の
間
に
ま
た
一
人

仲
間
が
倒
さ
れ
た

 
今
や
生
き
残

て
い
る
の
は

シ
ノ
ン
と
シ

ピ

ゲ
ル
の
た

た
二
人
だ
け
だ

た

シ
ノ
ン

超
⻑

離
か
ら
の
狙
撃
だ

こ
れ
は
多
分
シ

ナ
の
仕
業
だ

や
ば
い

シ

ナ

シ

ナ

て

現
在
唯
一
確
認
さ
れ
て
い
る
対
物
ラ
イ
フ
ル
持
ち
の

あ
の
シ

ナ 
先
日
行
わ
れ
た
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
映
像
が

突
然
シ
ノ
ン
の

裏
に
フ
ラ

シ

バ

ク
し
た

 
人
間
業
と
は
思
え
な
い
ナ
イ
フ
で
の
応

そ
し
て
そ
の
後
ろ
に
転
が

て
い
た
対
物
ラ
イ

フ
ル

 
そ
の
動
画
を
シ
ノ
ン
は
何
度
も
見
て
お
り
シ

ナ
の
事
は
会

た
事
は
無
い
が
よ
く
知

て
い
た

 
シ
ノ
ン
は
思
わ
ず
立
ち
上
が

た
が
次
の

間

に
衝
撃
を
受
け
シ
ノ
ン
の

界
は
暗

転
し
た

   
シ

ナ
が
相
手
な
ら
仕
方
が
無
い

今
回
は
運
が
悪
か

た
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街
に

り

他
の
メ
ン
バ

と

そ
ん
な
反
省
会
の
よ
う
な
を
し
た
後

 
シ
ノ
ン
は

自
分
が
頑
張

て

た
狙
撃
銃
が
無
い
事
に
気
が
付
い
た

 
シ

ピ

ゲ
ル
か
ら
は
こ
の
ま
ま
仲
間
と
共
に
他
の
狩
場
に
一

に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
た
の

だ
が

 
シ
ノ
ン
は
銃
を
失

た
事
を
ど
う
し
て
も
話
せ
な
か

た

そ
の
誘
い
を
断

た

 
意
気
消

し
ト
ボ
ト
ボ
と
街
を
歩
い
て
い
た
シ
ノ
ン
は
何
と
な
く
目
に
つ
い
た
酒
場
に
入

り 
何
と
な
く
飲
ん
だ
く
れ
な
が
ら
今
ま
さ
に
一
人
で
く
だ
を

い
て
い
る
真

最
中
だ

た

 
ち
な
み
に

と
は
い
え

飲
み
物
に
ア
ル
コ

ル
は
入

て
い
な
い

 
そ
ん
な
く
だ
を

く
シ
ノ
ン
に

一
人
の
男
が

ほ

と
し
た
様
子
で
声
を

け
た

良
か

た

い
て
く
れ
た
か

な

こ
こ

座

て
も
い
い
か

別
に
好
き
に
座

た
ら

私
は
今

超
ブ
ル

な
ん
だ
か
ら

 
も
う

何
で
よ
り
に
よ

て

た
ば
か
り
の
狙
撃
銃
を
ド
ロ

プ
し
ち

う
か
な

 
あ
れ
高
か
た
の
に

何
で
よ
り
に
よ
て
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
私
達
を
狙
う
か
な

 
馬

馬

シ

ナ
の
馬

私
の
銃
を
返
せ
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本
当
に
す
ま
ん

お
前
を
狙
う
つ
も
り
は
無
か

た
ん
だ
が

 
俺
も
ち

と
気
が
緩
ん
で
た
の
か
お
前
が
い
き
な
り
立
ち
上
が
る
の
を
察
知
出
来
な
か

た 
本
当
に
す
ま
な
か

た
な

こ
れ

と
い
た
か
ら
返
す
わ

狙
う
つ
も
り
が
無
か

た
な
ら

ち

ん
と
外
し
な
さ
い
よ
ね

 
ま
あ
銃
を
返
し
て
く
れ
る
な
ら

今
回
の
事
は
大
目
に

 
そ
う
言
い

け
た
シ
ノ
ン
は
一
体
自
分
は
何
を
言

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
そ

と
顔

を
上
げ
た

 
そ
こ
に
は

会
う
の
は
初
め
て
だ
が
顔
は
と
て
も
よ
く
知

て
い
る

一
人
の
男
が
い
た

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
男

シ

ナ
が
と
て
も
す
ま
な
そ
う
な
顔
で
自
分
の
前
に
座

て
い
る
事
に

気
が
付
い
た

 
シ
ノ
ン
は
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
な
が
ら
も

何
と
か
言
葉
を
絞
り
出
し
た

あ
ん
た

も
し
か
し
て
シ

ナ

え

本
物

ん

分
か

て
て
話
し

け
て
た
ん
じ

な
い
の
か

そ
ん
な

無
い
じ

な
い
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ま
さ
か
今
の
会
話
は
全
部
お
前
の
一
人
言
だ

た
の
か

 
図
星
を
突
か
れ
た
シ
ノ
ン
は

プ
イ

と
横
を
向
く
と

ど
も
り
な
が
ら
言

た

べ

別
に
そ
ん
な
ん
じ

た

た
だ
ち

と
愚
痴
と
い
う
か

 
そ
う
言

て
シ

ナ
の
方
を
ち
ら

と
見
た
シ
ノ
ン
の
目
に
映

た
の
は

 

て
銃
を
差
し
出
す
シ

ナ
の

だ

た

 
シ
ノ
ン
は
戸
惑
い
な
が
ら
も

そ
れ
を
素
直
に
受
け
取

た

あ

あ
り

が
と

た
物
を
持
ち
主
に
返
す
の
は

た
者
の

だ
か
ら
な

あ
は

何
そ
れ

た
だ
の
常
識
だ

じ

あ
な

確
か
に

し
た
ぞ

あ
 
そ
う
言

て

を
返
し
た
シ

ナ
の
背
中
に
シ
ノ
ン
は
無
意
識
に
手
を

ば
し
な
が
ら
言

た
ん

ど
う
か
し
た
か

あ

え
と



 第四章 ＧＧＯ編

 
シ
ノ
ン
は

そ
の
自
分
の
無
意
識
の
行
動
に
対
す
る
理
由
を

必
死
で
考
え
よ
う
と
し
た

 
そ
し
て
何
と
か
引

張
り
出
し
た
の
は

こ
ん
な
言
葉
だ

た

あ
ん
た
武
器
を
返
す
の
が

な
ら
私
個
人
に
対
す
る

り
は
ま
だ
返
し
て
い
な
い
で

し 
も
し
良
か

た
ら

ち

と
話
に
付
き
合
い
な
さ
い
よ

は

何
で
今
日
は
こ
う

気
の
強
い
女
と
ば
か
り
関
わ
る
ん
だ

へ
い
へ
い

せ
の
通
り
に

わ

分
か
れ
ば
い
い
の
よ

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に
シ

ナ
は
言

た

俺
に
何
か

き
た
い
事
で
も
あ
る
の
か

言

て
お
く
が

言
え
る
事
と
言
え
な
い
事
が
あ

る
か
ら
な

分
か

て
る
わ
よ

今
話
す
内
容
を
考
え
て
る
ん
だ
か
ら

ち

と
静
か
に
し
て
て
よ
ね

何
も
考
え
て
な
か

た
の
か
よ

 
シ

ナ
は
眠
気
を
我
慢
し
な
が
ら

強
く
シ
ノ
ン
が
話
し
出
す
の
を
待

て
い
た

 
そ
し
て
考
え
た
末
に
シ
ノ
ン
が
最
初
に
シ

ナ
に

ね
た
の
は
と
て
も
あ
り
き
た
り
な
質



 第１９４話 お前、スナイパーに向いてるよ

問
だ

た

ね

何
で
私
に
銃
を

け
て
く
れ
た
の

ん

た
物
を
持
ち
主
に

け
る
の
は

当
然
の
事
だ

て
さ

き
言

た
だ
ろ

 
そ
う
返
事
を
し
た
シ

ナ
を

シ
ノ
ン
は
何
も
言
わ
な
い
ま
ま
じ

と
見
つ
め
続
け
て
い
た

 
シ

ナ
は
居
心
地
が
悪
く
な
り
さ

き
ピ
ト
フ

イ
に
話
し
た
内
容
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る

事
に
し
た

俺
の
ミ
ス
で

撃
つ
気
が
無
か

た
奴
を
撃

ち
ま

た
の
に

 
そ
の
ま
ま
知
ら
ん

り

て
の
は
俺
的
に

覚
め
が
悪
い

以
上
だ

そ
れ
だ
け

そ
う
だ
な

あ
え
て
付
け
加
え
る
と
し
た
ら

で
さ
え
貴
重
な
ス
ナ
イ
パ

候
補
が

 
俺
の
せ
い
で
ス
ナ
イ
パ

を
目
指
す
の
を
や
め
ち
ま

た
ら
や

ぱ
り

覚
め
が
悪
い

て

感
じ
か

ま
あ
確
か
に
銃
が

て
来
な
か

た
ら
ス
ナ
イ
パ

を
や

て
み
る
の
は
も
う
や
め
た

か
も
ね

だ
ろ
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シ
ノ
ン
は
シ

ナ
に

き

次
の
質
問
を
考
え
始
め
た

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
の
シ

ナ
の

が
や
は
り
一
番

象
的
だ

た
シ
ノ
ン
は

次
の
質
問
を
決
め
た

ね

あ
の
ナ
イ
フ
の
業

て

や

ぱ
り
あ
れ

噂
と
か
に
な

て
ん
の
か

う

ん

ま
あ
で
も

こ
こ
に
い
る
人
達

て
基
本
銃
オ
タ
ク
じ

な
い

 
だ
か
ら
私
の

り
だ
と

ど

ち
か

て
い
う
と
あ
ん
た
の
対
物
ラ
イ
フ
ル
の
方
が
話
題
に

な

て
る
か
な

そ
う
か

 
少
し
ホ

と
し
た
よ
う
な
シ

ナ
の

に

シ
ノ
ン
は

 
も
し
か
し
て
ナ
イ
フ
の
事
は

し
た
い
の
か
な
と
考
え
た
が

や
は
り
興
味
が
あ

た

 
映
像
を
見
た
時
か
ら
気
に
な

て
い
た
事
を

ね
る
事
に
し
た

ね

あ
ん
た

て

や

ぱ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
か
の
フ

ン
タ
ジ

系
の
ゲ

ム
出
身
な
の

何
で
そ
う
思
う
ん
だ

私
の

り
に
も

ナ
イ
フ
を
サ
ブ
ウ

ポ
ン
と
し
て
持

て
い
る
人
が
何
人
か
い
る
け
ど

 
そ
う
い

た
人
達
の
ナ
イ
フ
の
使
い
方
と
あ
ん
た
の
使
い
方
は

本
的
に
違
う
気
が
す
る
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で
も
何
て
い
う
か

そ
れ
だ
け
じ

説
明
出
来
な
い
よ
う
な
気
も
す
る

ど
う
説
明
出
来
な
い
ん
だ

う

ん

う
ま
く
言
え
な
い
け
ど

ナ
イ
フ
で
戦
う
の
が
生
活
の
一
部
み
た
い
な

な
る
ほ
ど

面
白
い
な

お
前

 
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
の
観
察

と

そ
の
勘
の

さ
に
素
直
に
関
心
し
た

 
シ
ノ
ン
は
ま
だ
色
々
と
質
問
し
た
い
よ
う
だ

た
が
シ

ナ
が
眠
そ
う
な
の
を
見
て
遠

し

た
の
か

 
こ
の
話
の
続
き
は

後
日
偶
然
に
出
会

た
時
に
と
い
う
約
束
を
取
り
付
け
る
と

 
今
日
は
こ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
と
宣
言
し
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が
落
ち
る

前
に

シ

ナ
が
こ
う
声
を

け
た

お
前
多
分

ス
ナ
イ
パ

に
向
い
て
る
と
思
う
ぞ

本
当
に

あ
の
シ

ナ
に
そ
う
言

て
も
ら
え
る
な
ん
て

ち

と
嬉
し
い
か
な

言

て
お
く
が

お
世

じ

な
い
か
ら
な

う
ん

あ
り
が
と

 
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
に
そ
う
お

を
言

た
後
最
後
に
一
つ
だ
け
と
前
置
き
し
シ

ナ
に
質
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問
し
た

い
ざ
こ
れ
か
ら
狙
撃
す
る

て
時

シ

ナ
は
何
を
考
え
て
る
の

何
も

何
も

か

何
か
参
考
に
な

た
か

う
ん

と

て
も

そ
う
か

そ
れ
じ

ま
た
ね

シ

ナ

 
そ
う
言

て

手
を

り
な
が
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
し
た
シ
ノ
ン
に

 
シ

ナ
は
何
か
を
思
い
つ
い
た
の
か

て
て
声
を

け
た

あ

ち

と
待
て

え

ど
う
し
た
の

俺
と
し
た
事
が

ま
だ
お
前
の
名
前
を

い
て
な
い

あ
 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

ク
ス
ク
ス
と
笑

た
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私
は
シ
ノ
ン

宜
し
く
ね

シ

ナ

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
な

シ
ノ
ン

そ
れ
じ

あ

ま
た
ね

あ
あ

ま
た
な

 
そ
の
会
話
を
最
後
に
シ
ノ
ン
は
再
び
シ

ナ
に
手
を

り
今
度
こ
そ
本
当
に
ロ
グ
ア
ウ
ト

し
た

 
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
に

く
手
を

り
返
す
と

さ
す
が
に
疲
れ
た
の
だ
ろ
う

 
同
じ
く
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
ベ

ド
に

り
込
み
眠
り
に
つ
い
た
の
だ

た

 
こ
う
し
て
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
と
シ
ノ
ン
と
い
う
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

と
関
わ
る
事
と

な

た
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第
１
９
５
話
 
本
当
の
姉
妹
の
よ
う
に

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
八
幡
が
神
崎
エ
ル
ザ
と
会

た
日
の
朝

明
日
奈
と
小
町
は

 
雪
ノ
下
家
の
陽
乃
の
下
に
三
人
で
集
ま

て
い
た

人
呼
ん
で
比
企
谷
家
の
魔
王
女
子
会

で
あ
る

 
ち
な
み
に
他
称
で
は
な
く
陽
乃
の
自
称
で
あ
る

何
故
こ
ん
な
呼
び
方
を
し
て
い
る
か
と
い

う
と

 
事
あ
る
ご
と
に
八
幡
が

陽
乃
の
事
を
魔
王
呼
ば
わ
り
す
る

陽
乃
が
少
し

ね
て

 
八
幡
へ
の
当
て
つ
け
と
し
て
付
け
た
名
称
な
の
で
あ

た

で

私
を
訪
ね
て
く
る
な
ん
て

二
人
と
も
今
日
は
ど
う
し
た
の

あ

え

と

姉
さ
ん
に
ち

と

き
た
い
事
が
あ

て

で
す
で
す

陽
乃
姉
さ
ん
は

銃
で
の
戦
い
方
の
コ
ツ
と
か
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銃
を
持

て
戦
う
上
で
の
必
須
技
能
と
か

知

て
た
り
し
ま
せ
ん
か
ね

 
そ
れ
を

い
た
陽
乃
は

即
座
に
近
く
に

え
て
い
た
都

に
声
を

け
た

都

至
急
病
院
を
手
配
し
て

救
急
セ

ト

救
急
セ

ト
は
ど
こ

わ

待

て
下
さ
い

私
達
ど
こ
も
お
か
し
く
な
い
で
す
か
ら

都

さ
ん

待

て

何
で
も
な
い
で
す
か
ら

誰
か
姉
さ
ん
を
止
め
て

 

と
い
う
ド
タ
バ
タ
が
あ

た
の
だ
が

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
た
陽
乃
は

 

し
い
事
情
を
二
人
か
ら

く
事
に
し
た

と
い

て
も
八
幡
に
実

を
さ
せ
た
く
ら

い
な
の
で

 
陽
乃
が
薄
々
事
情
を
分
か

て
い
た
の
は
間
違
い
な
い

 
が
当
然
二
人
に
実

を
さ
せ
る
つ
も
り
は
無
く
様
式
美
と
し
て
都

に

た
だ
け

で
あ

た

 
し
か
し
ま
あ

八
幡
か
ら
二
人
の
事
を
相
談
さ
れ
た

で
は
無
か

た

 
陽
乃
は

と
り
あ
え
ず
二
人
か
ら
事
情

取
を
す
る
事
に
し
た

な
る
ほ
ど
ね

そ
れ
で
二
人
は

八
幡
君
の
足
を
出
来
る
だ
け
引

張
ら
な
い
よ
う
に

 
事
前
に
何
か
出
来
る
事
は
無
い
か
と
思

て

私
に
相
談
に
来
た

ね
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う
ん

姉
さ
ん

何
か
ア
ド
バ
イ
ス
と
か
無
い
か
な

こ
れ
は
出
来
た
方
が
い
い

と
か

一

人
で
も
出
来
る
レ
ベ
ル
で
何
か
無
い
で
す
か
ね

そ
う
ね

 
陽
乃
は
何
か
を
考
え
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
後

お
も
む
ろ
に
ス
マ
ホ
を
操
作
し
だ
し
た

銃
を
持

て
戦
場
を
駆
け
る
ゲ

ム
な
ん
だ
よ
ね

そ
れ
な
ら

え
ば
こ
う
い
う
の
と
か

 
そ
う
言

て
陽
乃
が
見
せ
た
の
は

降
下
の
動
画
で
あ

た

あ

こ
れ

知

て
る

ビ
ル
の
上
か
ら
ロ

プ
を
使

て

ト

ン
ト

ン

て

壁
を

て
降
り
る
奴
で
す
ね

あ
と

そ
れ
の
別
バ

ジ

ン
が
こ
れ

え

何
こ
れ

無
理
無
理
無
理

お
お
義
姉
ち

ん
こ
の
人
達
向
き
が
逆
だ
よ

地
面
に
向
か

て
壁
を
走

て
る
よ

別
に
現
実
で
こ
れ
を
や
れ
な
ん
て

さ
す
が
の
私
も
言
わ
な
い
わ
よ

 
陽
乃
は
二
人
の
テ
ン
パ
り
ぶ
り
を
見
て

笑
い
な
が
ら
そ
う
言

た

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
練

す
れ
ば
い
い
の
よ

あ
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な
る
ほ
ど

い
い

二
人
と
も

そ
も
そ
も

技
術

て
の
は

 
そ
う
い
う
方
面
で
活
用
す
る
の
が
本
来
の
あ
る
べ
き

な
の
よ

と
い
う

で
今
か
ら
特
訓

よ
おや

り
ま
す
か

 
こ
う
し
て
二
人
は

ナ

ブ
ギ
ア
と
ア
ミ

ス
フ

ア
を
取
り
に
一

家
に

り

 
そ
の
後
再
び
雪
ノ
下
家
に
向
か
う
と

三
人
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
最
初
は
壁
に
立
つ
事
か
ら
始
め
ま
し

う

 
ポ
イ
ン
ト
は
恐
怖
心
を
無
く
す
事
よ

落
ち
そ
う
に
な

た
ら
飛
べ
ば
い
い
ん
だ
し
ね

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

こ
れ

や

ぱ
り
最
初
は
ち

と
怖
い
ね

ち
な
み
に
こ
れ

ハ
チ
マ
ン
君
は
出
来
る
わ
よ

え

本
当
に

実
は
前
に

一
人
で
練

し
て
る
所
を
見
ち

た
ん
だ
よ
ね

 
そ
う
言

た
陽
乃
は

そ
の
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た
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ね

さ

き
か
ら
一
人
で
何
や

て
る
の

え

と

自
衛

に
入
ろ
う
と
思

て

な

に

を

や

て

る

の

え

と

降
下

て
奴
で
す
ね

ロ

プ
を
使

て

と
か
を
素

く
降
り
ま
す

そ
れ

何
か
の
役
に
た
つ
の

ま
あ

多
分

ふ

ん

 
そ
う
言

て

々
と
練

に

む
ハ
チ
マ
ン
を
ソ
レ
イ
ユ
は

き
も
せ
ず
見
つ
め
て
い
た

 
時
に
は
素
人
考
え
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
足
を
す
べ
ら
せ
た
ハ
チ
マ
ン
を
笑

た

り 
珍
し
く
二
人
き
り
の
そ
ん
な
貴
重
な
時
間
が
ソ
レ
イ
ユ
に
と

て
は
と
て
も
楽
し
か

た

 
そ
し
て
つ
い
に
ハ
チ
マ
ン
が

そ
の
技
術
を
完
全
に

得
し
た
時

 
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
の
事
が
我
が
事
の
よ
う
に
嬉
し
か

た

 
そ
し
て
今

二
人
の
妹
が
同
じ
事
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
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ソ
レ
イ
ユ
は

出
来
る
だ
け
二
人
の
力
に
な
ろ
う
と

 
ハ
チ
マ
ン
の
時
に

い
た
コ
ツ
や
力
加

を

し
み
な
く
二
人
に
教
え
て
い
た

姉
さ
ん

出
来
た

コ
マ
チ
も
出
来
ま
し
た

え

は

く
な
い

ハ
チ
マ
ン
君
は
半
日
く
ら
い
か
か

て
た
け
ど

 
二
人
は
そ
の
技
術
を

三
時
間
ほ
ど
で
会
得
し
て
い
た

 
考
え
て
み
れ
ば

ソ
レ
イ
ユ
が
ハ
チ
マ
ン
か
ら

い
た
情
報
を
伝
え
て
い
た

で

 
度
胸
さ
え
あ
れ
ば

そ
れ
だ
け

得
も

く
な
る
道
理
で
あ
る

姉
さ
ん

他
に
何
か

持

て
い
た
方
が
い
い

て
い
う
技
術

て
無
い
か
な

そ
う
ね

ち

と
都

に

い
て
み
る
わ

彼

軍
人
上
が
り
だ
か
ら

 
と
言

て
も

元

兵

て
だ
け
な
ん
だ
け
ど
ね

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

ま
じ
で
す
か

 
二
人
も
こ
れ
に
は

さ
す
が
に
驚
き
を

せ
な
か

た
よ
う
だ

 
ま
さ
か
身
近
に

そ
ん
な
過
去
を
持
つ
人
が
い
る
な
ど
と
は
普
通
思
わ
な
い
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こ
こ
は
平
和
な
日
本
な
の
だ

そ
の
時
陽
乃
が
い
き
な
り
何
か
を
思
い
出
し
た
の
か
あ

と
叫
ん
だ

そ
う
い
え
ば

先
日
都

と
ハ
チ
マ
ン
君
が

二
人
で
コ
ソ
コ
ソ
し
て
い
た
よ
う
な

も

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
君
も

都

さ
ん
の
教
え
を
受
け
た
可
能
性
が

お
兄
ち

ん

て

確
か
免
許
を
取
る
時

都

さ
ん
に
教
わ

て
ま
し
た
よ
ね

 
そ
の
時
に
都

さ
ん
か
ら

兵
を
や

て
た

て

い
た
の
か
も

あ
り
う
る
わ
ね

二
人
と
も

一

ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
わ
よ

う
ん

了
解
で
す

 
そ
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
三
人
は

都

に
話
を

く
事
に
な

た

 
は
い

確
か
に
八
幡
君
に
は

そ
の
よ
う
な
指

を
し
ま
し
た

や

ぱ
り

お
兄
ち

ん
め

都

さ
ん

是
非
私
達
に
も

同
じ
よ
う
な
指

を
お
願
い
し
ま
す

指

で
す
か

私
は
基
本
的
な
事
を
教
え
た
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
ね
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そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
一
体
八
幡
君
に
は
何
を

屋
内
へ
の
突
入
の
仕
方
と
か

降
下
の
や
り
方

後

様
々
な
乗
り
物
の
運
転
方
法

 
フ
リ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

そ
の
場
に
あ
る

当
な
物
を
使

て
の
防
御

地
の

 
後
は

常
に
正
し
い
射
撃
体
勢
を
と
る
事

で
し

う
か

 
都

に
そ
う
教
え
ら
れ
る
と

二
人
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
悩
み
始
め
た

 
ど
う
見
て
も

運
転
技
術
の

得

は
時
間
が
足
り
そ
う
に
な
く

 
フ
リ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
や
る
に
は

基
本
的
な
筋
力
が
足
り
そ
う
に
な
い

 
そ
の
事
を
伝
え
る
と

都

は
笑
い
な
が
ら
言

た

お
二
人
は

も

と
ゲ

ム
的
な
ア
プ
ロ

チ
を
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
よ

 

え
ば
運
転
こ
れ
は
交
通
ル

ル

は
覚
え
る
必
要
が
無
く
た
だ
動
か
せ
れ
ば
い
い
ん
で

す 
ゲ

ム
の
中
に

信

が
あ

た
り
歩
行
者
が
い
る

で
は
無
い
で
す
か
ら
ね

 
逆
に
敵
な
ら

や
バ
イ
ク
で

い
て
し
ま

て
も
何
の
問
題
も
無
い
は
ず
で
す

 
そ
れ
に
フ
リ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
高
さ
三
メ

ト
ル
く
ら
い
の
所
で
練

す
れ
ば
い
い
ん
で

す
よ
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ゲ

ム
内
で
は
疲
労
も
し
ま
せ
ん
し

力
だ

て

現
実
よ
り
は
よ
ほ
ど
あ
る
で
し

う

 
だ
か
ら

コ
ツ
さ
え
掴
め
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
よ

あそ

か

確
か
に
そ
う
で
す
ね

 
都

は

そ
れ
な
ら
自
分
達
に
も
出
来
そ
う
だ
と

り
上
が
る
二
人
を
見
て

 
穏
や
か
な

差
し
を
見
せ
る
と

笑
顔
で
言

た

後
は

常
に
正
し
い
射
撃

勢
を
と
れ
る
事
に
す
る
く
ら
い
で
し

う
か

 
そ
ん
な
感
じ
で
良
け
れ
ば

私
が
指

致
し
ま
す
が

は
い

お
願
い
し
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

あ

今
日
一
日
一

に
頑
張
り
ま
し

う

 
こ
う
し
て
二
人
は
様
々
な
技
術
の

得
を
目
指
し

都

の
指

を
受
け
た

 
モ
デ
ル
ガ
ン
を
持
ち

障
害
物
の
あ
る
コ

ス
を
走
る

走
る

走
る

 
都

が

を
鳴
ら
し
た
ら

即
座
に
射
撃
体
勢
を
と
る

 
そ
の
都
度
そ
の
ま
ま
の
体
制
で

止
し
正
し
い

勢
が
と
れ
て
い
る
か
チ

ク
し
て
も
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ら
う

 
雪
ノ
下
家
の
敷
地
内
で

や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る

こ
れ
な
ら
免
許
も
必
要
無
い

 
唯
一
問
題
だ

た
の
は

が
オ

ト
マ

し
か
無
か

た
事
な
の
だ
が

 
こ
れ
は
機
会
が
あ

た
ら
マ
ニ

ア
ル
操
作
を
学
ん
で
お
い
た
方
が
い
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ

た 
そ
し
て
二
人
は
調
子
に
乗

て

モ

タ

ボ

ト
の
操
作
方
法
ま
で
座
学
で
学
ん
だ

 
さ
す
が
に
雪
ノ
下
家
の
敷
地
と
は
い
え
ボ

ト
を
操

出
来
る
よ
う
な
水
場
は
存
在
し
な
い

 
離
れ
を
使
い

突
入
の
訓
練
を
す
る

そ
の
つ
い
で
に
二
人
は

 
八
幡
も
知

て
い
る
か
ら
と

き

ハ
ン
ド
サ
イ
ン
も
覚
え
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 
防
御

地
の
組
み
方
に
つ
い
て
は
さ
す
が
に
い
い
素
材
が
家
の
敷
地
内
に
転
が

て
い
る
は

ず
も
な
く

 
と
り
あ
え
ず
座
学
を
受
け
た
だ
け
だ

た

つ
い
で
に
基
本
的
な
銃
の
扱
い
方
も
一

に
教

わ

た

 
こ
う
し
て
二
人
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
お
け
る
ス
キ
ル
外
ス
キ
ル
を

着
実
に

得
し
て
い

た

 
も

と
も
本
来

若
い
女
の
子
が

得
す
る
必
要
の
あ
る
よ
う
な
技
術
で
は
無
い
の
だ
が
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二
人
は
八
幡
の
足
を
引

張
り
た
く
な
い
と
の
一
心
で

頑
張

て
メ
ニ

を
こ
な
し
た

 
そ
し
て
日
が

れ

つ
い
に
レ

ス
ン
の
終
わ
り
の
時
が
来
た

都

さ
ん

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
仲
良
く

を
下
げ
た
二
人
に

都

は
に
こ
や
か
に
言

た

お
二
人
と
も

ゲ

ム
な
ん
で
す
か
ら

楽
し
ん
で
き
て
下
さ
い
ね

は
い

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
二
人
は

め
て
都

に
お

を
言
い

見
学
し
て
い
た
陽
乃
の
は
か
ら
い
で

 
疲
れ
を

す

に
雪
ノ
下
家
の
お
風
呂
に
入
る
事
に
な

た

う
わ

大
き
い
お
風
呂

お
義
姉
ち

ん

運
動
し
た
後
に
入
る
お
風
呂

て
い
い
よ
ね

も
う
手
も
足
も
パ
ン
パ
ン
だ
よ

で
も

ち

と

せ
た
か
も

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
か
も

や

た
ね

 
大
き
い
お
風
呂
に
感
動
し
な
が
ら
喜
び
合
う
二
人
の
下
に

少
し

れ
て
陽
乃
も
合
流
し
た
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二
人
と
も

今
日
は
お
疲
れ
様

陽
乃
姉
さ
ん

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

そ
う
い
え
ば

姉
さ
ん
は

雪
乃
と
一

に
お
風
呂
に
入

た
り
は
し
な
い
の

う

ん
小
さ
い

は
よ
く
一

に
入

て
背
中
の
流
し

こ
を
し
た
り
し
て
た
ん
だ
け
ど

ね 
中
学
生
に
な

た

か
ら

あ
ん
ま
り
一

に
は
入
ら
な
く
な

ち

た
な

 
少
し
残
念
そ
う
に
そ
う
語
る
陽
乃
を
見
て

明
日
奈
は
言

た

そ
れ
じ

あ
今
日
は

私
が
姉
さ
ん
の
背
中
を
流
す
よ

じ

あ
私
が

お
義
姉
ち

ん
の
背
中
を
流
す
ね

そ
れ
じ

あ
三
人
で

び
ま
し

う
か

 
こ
う
し
て
三
人
は

ん
で
背
中
を
洗
い
始
め
た

 
明
日
奈
は
後
ろ
か
ら
陽
乃
の
胸
を
見
な
が
ら

少
し

ま
し
そ
う
に
言

た

や

ぱ
り
姉
さ
ん

胸
が
大
き
い
な

お
義
姉
ち

ん
だ

て

十
分
け
し
か
ら
ん
胸
を
し
て
い
る
と
思
う
け
ど

あ

ち

と
小
町
ち

ん

ど
こ
触

て
る
の
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ほ
ら
二
人
と
も

さ

さ
と
洗

て
湯
船
に
つ
か
る
わ
よ

は

い

 
小
町
の
背
中
は

陽
乃
と
明
日
奈
が
二
人
が
か
り
で
洗

た

 
そ
し
て
三
人
は

ん
で
湯
船
に
つ
か
り

ふ
う

と
満
足
そ
う
な
息
を

い
た

 
血
の
繋
が
り
こ
そ
無
い
三
人
だ
が
そ
の

ん
だ

は
ま
る
で
本
当
の
姉
妹
の
よ
う
に
見
え

た 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
後
も
楽
し
そ
う
に
会
話
を
続
け
の
ぼ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が

ら 
し

か
り
と
疲
れ
を

し
た
の
だ

た
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第
１
９
６
話
 
激
突

正
妻

自
称
愛
人

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ

ト
地
点

新

プ
レ
イ
ヤ

が
最
初
に
出
現
す
る
そ
の
ス
ポ

ト
に

 
深
く
フ

ド
を
被
り

顔
を

し
た
一
人
の
男
が

ん
で
い
た

も
ち
ろ
ん
シ

ナ
で
あ
る

そ
ろ
そ
ろ
時
間
か

 
シ

ナ
は

コ
ン
ソ

ル
の
現
実
時
間
を
確
認
し
な
が
ら
そ
う

い
た

 
そ
し
て
約
束
の
時
間
ピ

タ
リ
に

二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
の
場
に
出
現
し
た

 
一
人
は
⻑
身
⻑

で

目
元
が
キ
リ

と
し
た

少
し

た
い

象
を

え
る
美
人
で
あ
り

 
も
う
一
人
は
か
な
り
背
の
小
さ
い
そ
ば
か
す
が
特
徴
な
シ

ト
カ

ト
の
女
性
で
あ

た

 
シ

ナ
は

お
そ
ら
く
こ
の
二
人
が
明
日
奈
と
小
町
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
も

 
人
違
い
の
可
能
性
も
一
応
考

し

相
手
が
声
を

け
て
く
る
の
を
待

て
い
た

 
二
人
は
お

い
の
顔
を
見
る
と

き

き

ぎ
な
が
ら

こ
ん
な
会
話
を
始
め
た
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キ
リ

と
し
て
格
好
い
い
ね

シ
ズ
カ

ベ
ン
ケ
イ
は

名
前
と
違

て
小
さ
く
て
か
わ
い
い

シ
ズ
カ
に
ベ
ン
ケ
イ

二
人
と
も
俺
に
合
わ
せ
た
の
か

そ
れ
に
し
て
も
小
町
の
奴

 
ど
う
見
て
も
ベ
ン
ケ
イ

て
感
じ
じ

な
い
な

ま
あ
見
た
目
は
ラ
ン
ダ
ム
だ
か
ら
仕
方
な
い

が 
ち
な
み
に
二
人
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
は
誰
が
相
手
で
あ

て
も
名
前
を
呼
び

て
に
し
よ
う

 
仲
間
内
な
ら
な
る
べ
く

く
愛
称
で
呼
び
合
お
う

と
事
前
に
相
談
し
て
い
た

 
も

と
も
相
手
に
よ

て
は

結
局
い
つ
も
通
り
の
呼
び
方
に

て
し
ま
う
の
だ
が

 
そ
し
て
次
に
二
人
は

き

ろ
き

ろ
と
何
か
を
探
し
始
め
た

 
シ

ナ
は

多
分
俺
を
探
し
て
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い

そ
れ
と
な
く
フ

ド
を
上
げ

 
自
分
の
顔
が
二
人
に
見
え
る
よ
う
に
し
た

 
そ
れ
を
見
た
シ
ズ
カ
が
シ

ナ
の
方
を
指
差
し
二
人
は
小
走
り
に
シ

ナ
に
駆
け
寄

て
き

た 
シ

ナ
は
立
ち
上
が
り
こ
そ
し
た
も
の
の
自
分
か
ら
二
人
に
手
を

た
り
は
し
な
か

た

 
ど
う
や
ら
念
に
は
念
を
入
れ

声
を

け
ら
れ
る
の
を
待
つ
事
に
し
た
よ
う
だ

た
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当
然
そ
れ
は

憂
で
あ
り

二
人
は
当
然
の
よ
う
に
シ

ナ
に
声
を

け
よ
う
と
し
た

シシ

ナ

見

付
け
た

 
そ
の

間

い
き
な
り
後
方
か
ら
声
が
か
か
り

誰
か
が
シ

ナ
の
背
中
に

き
付
い
た

 
シ

ナ
は
完
全
に
油
断
し
て
い
た
の
か
前
方
に
つ
ん
の
め

て
倒
れ
そ
う
に
な

た
の
だ
が

 
そ
れ
に

て
た
後
方
の
人
物
が
す
ご
い
力
で
シ

ナ
を

え
た

結
果
倒
れ
ず
に
す
ん
だ

 
シ

ナ
は
そ
の
力
強
さ
に
後
方
に
い
る
人
物
が
誰
な
の
か
理
解
し
前
を
向
い
た
ま
ま
声
を

け
た

お
い
ピ
ト

さ

さ
と
離
せ

え

せ

か
く
偶
然
会
え
た
ん
だ
か
ら

こ
れ
く
ら
い
い
い
じ

な
い

い
い
か
ら
さ

さ
と
離
せ

で
な
い
と
お
前

も
し
か
し
た
ら
死
ぬ
ぞ

へ
 

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
風
に
首
を

げ
る
ピ
ト
を

強
引
に
引
き
離
し
た
シ

ナ
は

 
前
方
か
ら
近
付
い
て
く
る
シ
ズ
カ
に
説
明
を
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
先
に
声
を
発
し
た
の
は
シ
ズ
カ
だ

た

ち
な
み
に
ベ
ン
ケ
イ
は

き

え
を
恐
れ
た
の
か
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コ
ソ
コ
ソ
と
シ
ズ
カ
の
後
ろ
か
ら
こ
ち
ら
を

い
て
い
た

ね

シ

ナ

そ
ち
ら
の
方
は

ど
な
た
な
の
か
な

か
な

ん

や
べ
こ
れ
は

て
る
時
の

り
方
だ
ぞ

し
か
も
こ
れ
は
俺
に

て
る
ん
じ

な
く

 
ピ
ト
フ

イ
に

て
る
時
の
反
応
だ

 
シ

ナ
は
そ
う
思
い

シ
ズ
カ
に
ピ
ト
フ

イ
の
事
を
説
明
し
よ
う
と

み
た

こ

こ
い
つ
は
ピ
ト
フ

イ

本
当
は
後
で
呼
ぼ
う
と
思

て
た
ん
だ
が

 
レ
ベ
ル
上
げ
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る

た
だ
の
協
力
者
だ

 
シ

ナ
は

た
だ
の

の
部
分
を
強
調
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
二
人
の
会
話
を

き

シ
ズ
カ
の
正
体
に
気
が
付
い
た
の
だ
が

 
や
は
り
戦
闘
狂
の
血
が

い
だ
の
か
そ
の
ま
ま
シ
ズ
カ
に

を

る
よ
う
な
事
を
言

た

始
め
ま
し
て

私
は
ピ
ト
フ

イ

シ

ナ
の
下
僕
に
し
て
愛
人
候
補
だ
よ

へ
 
シ
ズ
カ
は
目
を

め
る
と

み
す
る
よ
う
に
じ

と
ピ
ト
フ

イ
を
見
つ
め
た

 
そ
の

な
外
見
と
あ
や
ま

て

そ
の

線
は

ま
る
で
抜
き
身
の
刀
の
よ
う
な

さ
を

て
お
り
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ピ
ト
フ

イ
は
そ
の

線
を
受
け

背
中
が
ぞ
く
ぞ
く
す
る
の
を
感
じ
た

 
当
然
恐
怖
を
感
じ
て
い
た

で
は
な
く

興
奮
し
て
い
た

で
あ

た

シ

ナ
は
優
し
い
か
ら

少
し
目
を
離
す
と

す
ぐ
に
こ
う
い
う
人
が
現
れ
る
ん
だ
よ
ね

 
誤
解
さ
れ
や
す
い

て
い
う
の
か
な

ま
あ
そ
こ
が

力
で
も
あ
る
ん
だ
け
ど

 
正
妻
と
し
て
は
時
々
相
手
の
扱
い
に
困
る
の
は
確
か
な
ん
だ
よ
ね

自
称
愛
人
さ
ん

へ

す
ご
く
自
信
た

り
な
ん
だ

当
た
り
前
じ

な
い
シ

ナ
は
私
に
ベ
タ

れ
な
ん
だ
か
ら

も

と
も
そ
れ
は
私
も
だ
け

ど
ね

 
ベ
ン
ケ
イ
は
い
つ
の
間
に
か

シ

ナ
の
後
ろ
に

れ
る

置
に
移
動
し
て
お
り

 
後
ろ
で
シ

ナ
に

う
わ

こ
れ
が

場
か

頑
張

て

と
声
を

け
て
い
た

 
そ
の
声
が

こ
え
た
の
か
シ
ズ
カ
は
ベ
ン
ケ
イ
の
方
に
向
き
直
る
と
ニ

コ
リ
と
笑
顔
で

言

た
ベ
ン
ケ
イ

こ
ん
な
の

場
じ

な
い
よ

た
だ
の
教
育
だ
よ

上
下
関
係
の
ね

あ
ら
言
う
じ

な
い

と
り
あ
え
ず
白
黒
つ
け
る

い
い
よ

誰
か
と
本
気
で
戦
う
の
は
久
し
ぶ
り
だ
け
ど

ま
あ
問
題
無
い
だ
ろ
う
し
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戦
う
前
か
ら
も
う
言
い

う
う
ん

手
加

の
仕
方
を
忘
れ
ち

た
か
な

て

 
そ
れ
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は
目
を

く
と

次
の

間
腹
を

え
て
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は
は
は

さ
す
が
と
い
う
か

本
当
に
す
ご
い
自
信
だ
ね

さ
す
が
に
銃
で
の
撃
ち
合
い
は
私
に
は
ま
だ
無
理
だ
か
ら

近
接
戦
闘
で
い
い
よ
ね

別
に

わ
な
い
わ

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
や
り
ま
し

う

シ

ナ
ナ
イ
フ
を
二
本
貸
し
て

そ
れ
で

件
は

対

だ
ねそ

れ
は
別
に

わ
な
い
が

お
前

初
期
能
力
の
ま
ま
だ
ろ

 
そ
れ
に
ナ
イ
フ
の
扱
い
も

得
意
と
い
う

じ

な
い
だ
ろ
う

う
ん

ま
あ

こ
の
ア
バ
タ

は
リ

チ
も
⻑
い
み
た
い
だ
し

 
い
つ
も
よ
り
少
し

み
込
む
感
じ
で
や
れ
ば
ま
あ
そ
こ
ら
へ
ん
は
問
題
無
い
ん
じ

な
い
か

な
そ

そ
う
か

 
こ
れ
以
上
何
を
言

て
も
無

だ
と
思

た
シ

ナ
は

て
ナ
イ
フ
を
二
本
取
り
出
し
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二
人
に
差
し
出
し
た

そ
れ
を
受
け
取

た
二
人
は
ピ
ト
フ

イ
の
案
内
で
訓
練
場
へ
と
移

動
し
た

ち

と
シ

ナ

大
丈
夫
な
の

ま
あ

シ
ズ
カ
が
あ
あ
言
う
な
ら
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ

本
当
に

い
い
か
ベ
ン
ケ
イ

今
か
ら
お
前
が
見
る
の
は

多
分
本
当
に
本
気
の
シ
ズ
カ
だ

 
何
度
も
死
線
を
超
え
る

て
事
が

ど
れ
ほ
ど
残

に
人
を
成
⻑
さ
せ
る
の
か

 
こ
の
機
会
に
よ
く
見
て
お
く
と
い
い

え

う

う
ん

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

ベ
ン
ケ
イ
は

く
事
し
か
出
来
な
か

た

 
逆
に
言
え
ば

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
ほ
ぼ
敵
無
し
だ

た
シ
ズ
カ
に
と

て
も
こ
の
戦
い
は

 
そ
の
能
力

の
違
い
に
よ

て
そ
れ
ほ
ど
の
激
戦
に
な
る
の
だ
と
ベ
ン
ケ
イ
は
漠
然
と
理

解
し
た

頑
張
れ
シ
ズ
カ

死
ぬ
な
よ

ピ
ト
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えん
 
二
人
は
そ
の
認
識
の
違
い
に

顔
を
見
合
わ
せ
た

え

え

だ

て
シ

ナ

そ
う
か
お
前
は
常
に
回
復
魔
法
を
備
え
な
が
ら
戦

て
い
る
シ
ズ
カ
の

し
か
知
ら
な
い
ん

だ

た
な

 
そ
の
集
中
力
が
全
て
武
器
に
よ
る
攻
撃
に
回
る
ん
だ
ぞ

ま
あ
見
て
る
と
い
い

う

う
ん

そ

か

お
兄
ち

ん
は

お
義
姉
ち

ん
が
苦
戦
す
る
と
す
ら
思

て
な
い
ん
だ

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
通
り
シ
ズ
カ
と
ピ
ト
の
女
の
意
地
を

け
た
戦
い
は
一
方
的
な
物
と

な

た
そ
れ
じ

あ
始
め
よ
う
か

う
ん

い
つ
で
も

わ
な
い
か
ら
か
か

て

 
ピ
ト
フ

イ
が
そ
う
言
い
終
え
る
間
も
無
く
ピ
ト
フ

イ
の
目
の
前
に
シ
ズ
カ
が
い
た

 
シ
ズ
カ
は

無

作
に
ピ
ト
フ

イ
の
心

に
ナ
イ
フ
を
突
き
立
て
よ
う
と
し
た
が
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ピ
ト
フ

イ
は

ほ
う
ほ
う
の
体
で
そ
の
初
撃
を
何
と
か
か
わ
す
事
が
出
来
た

何
こ
の
速
度

初
期
キ

ラ
の
く
せ
に
反

じ

な
い

危
な
か

た

 
こ
の
シ
ズ
カ
の
攻
撃
の
速
さ
は

に
反
射
神

の
問
題
で
あ

た

 
実

の
速
度
は
完
全
に
能
力
依
存
だ
が

発
力
に
関
し
て
は
個
々
の
反
射
神

に
よ
る
所

が
大
き
い

 
ち
な
み
に
そ
れ
を
一
番
体
現
し
て
い
る
の
が
キ
リ
ト
で
あ
る

 
キ
リ
ト
が
ほ
ぼ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
全

り
な
の
に
そ
の
攻
撃
の
速
さ
も
す
さ
ま
じ
い
の
は
そ
ん
な
理

由
で
あ
る

 
ピ
ト
フ

イ
が
危
な
か

た
と
認
識
し
た

間

に
シ
ズ
カ
の
次
の
攻
撃
が
ピ
ト
フ

イ
に

迫

て
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
は

て
て
ま
た
回
避
し
よ
う
と
し
た
が
回
避
し
よ
う
と
し
た

間
に
次
の
攻
撃

が
来
る

 
ピ
ト
フ

イ
は

避
け
な
が
ら
反
撃
し
よ
う
と
し
た
が

シ
ズ
カ
の
攻
撃
は

 
そ
れ
が
出
来
な
い
よ
う
な

置
に
的
確
に

り
出
さ
れ
る

結
局
ピ
ト
フ

イ
は
何
も
出
来

ず
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じ
り
じ
り
と

を

ら
し
て
い

た

こ
ん
な
の

絶
対
に

私
の
知

て
る

ナ
イ
フ
の

使
い
方
じ

な
い

 
ピ
ト
フ

イ
は

息
も
絶
え
だ
え
に
何
と
か
そ
う
言

た

 
ナ
イ
フ
を
両
手
で

ん

ん
と
交

に
持
ち

え
る
な
ど

二
流
の
や
る
事
だ

 
一
流
の
兵
士
は

え
も
せ
ず

抜
き
撃
ち
で
い
き
な
り
相
手
の

を
切
り

く

 
も
し
突
い
た
場
合
相
手
の
筋
肉
に

め
と
ら
れ
抜
け
な
く
な

た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る

だ
 
シ
ズ
カ
の
戦
い
方
は

そ
う
い

た
セ
オ
リ

に
当
て
は
ま
ら
な
い
た
だ
の
我
流
だ

 
だ
が
こ
れ
は
ゲ

ム
な
の
だ

ゲ

ム
に
は
ゲ

ム
の
戦
い
方
が
あ
る

 
突
き
が
体
に
捕
ら
え
ら
れ
る
事
も
無
け
れ
ば

骨
に
当
た

て
滑
る
事
も
無
い

 
事
実

エ
ム
に
実
戦
で
の
ナ
イ
フ
で
の
戦
い
方
を
教
わ

た
に
も
関
わ
ら
ず

 
ピ
ト
フ

イ
は
シ
ズ
カ
に
反
撃
す
る
事
す
ら
一
度
も
出
来
て
い
な
い

 
ピ
ト
フ

イ
は

現
実
が
全
て
正
し
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
過
去
の
自
分
を
恥
じ
た

 
シ

ナ
も
シ
ズ
カ
も

実

に
ゲ

ム
の
中
で

二
年
以
上
も
の
間

行

誤
し

 
す
さ
ま
じ
い
実

を
残
し
て
き
た
者
達
な
の
だ
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そ
ん
な
人
達
と
関
わ
れ
る
事
に
ピ
ト
フ

イ
は
狂
気
し

 
シ
ズ
カ
に
腹
を

か
れ
た

間
そ
の
ま
ま
自
分
か
ら

離
を
詰
め
シ
ズ
カ
に

き
付
い
た

 
ち
な
み
に
ピ
ト
フ

イ
は
下
手
に
避
け
よ
う
と
せ
ず
最
初
か
ら
相
打
ち
覚
悟
で
攻
撃
を
受

け 
そ
の
ま
ま
同
じ
だ
け
の
ダ
メ

ジ
を
シ
ズ
カ
に

え
て
い
れ
ば

実
は
楽
に
勝
て
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
能
力
頼
み
の
戦
闘
を
す
る
事
は
ピ
ト
フ

イ
の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
か

た
よ
う
だ

す
ご
い

完
全
に
や
ら
れ
た

私
の
負
け

と
り
あ
え
ず

ご
め
ん
な
さ
い
は

ご
め
ん
な
さ
い

う
ん

分
か
れ
ば
宜
し
い

 
そ
う
言
う
と
シ
ズ
カ
は

ピ
ト
フ

イ
の

が
継
続
ダ
メ

ジ
で
全

す
る
前
に
ナ
イ
フ
を

抜
き

 
そ
れ
を
受
け
て
ピ
ト
フ

イ
は

急
治
療
セ

ト
を
自
分
に
注
射
し

自
前
で

を
回
復
さ

せ
たへ

回
復

て
そ
う
や

て
や
る
ん
だ

こ
れ
か
ら
私
達
に
色
々
教
え
て
ね

ピ
ト
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い
き
な
り
愛
称
で
そ
う
呼
ば
れ
た
ピ
ト
フ

イ
は

意
外
そ
う
な
顔
で
シ
ズ
カ
を
見
る
と

 
そ
の
言
葉
に
満
面
の
笑
顔
で
答
え
た

ピ
ト
フ

イ
が
シ
ズ
カ
の
軍
門
に
下

た

間
で
あ

る
う
ん

私
に
任
せ
て
よ

正
妻
様

あ
と
こ
れ
か
ら
は

シ

ナ
に

き
付
く
時
は

必
ず
私
の
許
可
を
と
る
事

い
い

う
ん

正
妻
様

あ
私
の
事
は
シ
ズ
カ

て
呼
ん
で
ね

あ

ち
に
い
る
の
は
ベ
ン
ケ
イ
だ
よ
こ
れ
か
ら

宜
し
く
ね

シ

ナ

て

那
王
の

那
だ

た
ん
だ
だ
か
ら
鎌
倉
時
代
繋
が
り
の
名
前
に
し
た
ん
だ

ね 
ピ
ト
フ

イ
は

意
外
と
教

も
あ
る
よ
う
で

即
座
に
そ
う
言

た

ち
な
み
に
う
ち
の
猫
の
名
前
も
カ
マ
ク
ラ
だ

だ
か
ら
チ

ム
の
名
前
も
カ
マ
ク
ラ
に
す
る
か

な
え

そ
う
な
の

あ
あ

今
決
め
た
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あ
は
は
は
は

何
そ
れ

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
れ
を

き

楽
し
そ
う
に
笑

た

 
そ
の
後

く

を
し

自
の
呼
び
方
は

シ

ナ

シ
ズ

ケ
イ

ピ
ト

で

一
さ

れ
た

 
そ
し
て
次
に
四
人
は

ピ
ト
フ

イ
が
お

め
だ
と
言
う
シ

プ
に
向
か
い

 
シ

ナ
の
持
つ
資
金
を
使

て
二
人
の
装
備
を
揃
え
た

 
ち
な
み
に
全
員
ナ
イ
フ
を
持
ち

シ
ズ
カ
は
ピ
ト
フ

イ
の

め
で

 
Ｐ
９
０
と
い
う
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
と
サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン
の
中
間
の
よ
う
な
武
器
を
選
択
し

 
ベ
ン
ケ
イ
は

そ
の
名
前
と
は
対

的
に

候
系
の
仕
事
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
た

 
取
り
回
し
の
良
い

自
衛

が
使
用
し
て
い
る
９

機
関
け
ん
銃

を
選
択
し
た

 
更
に
シ

ナ
の
指

で
全
員
が
光
学
銃
を

入
し

他
に

急
回
復
キ

ト
や

 
食
べ
物

も
用
意
さ
れ

装
備
が
揃

た
所
で

い
き
な
り
シ

ナ
が
こ
う
宣
言
し
た

よ
し

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
一

的
な
セ
オ
リ

と
は
少
し
違
う
ん
だ
が

 
こ
れ
か
ら
四
人
で

冒
険
の
旅
に
出
か
け
る
事
と
す
る
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第
１
９
７
話
 
ピ
ト
フ

イ
は
ま
た
一
つ

真
実
を
知

た

 
作
中
で

の
運
転
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
が
設
定
上
少
し
近
未
来
の
話
と
な

て
い

る 
一

社
会
で
は

の
運
転
は

自
動
運
転
か
オ

ト
マ
が
主
流
と
な

て
お
り

 
マ
ニ

ア
ル
操
作
の

を
動
か
せ
る
者
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
設
定
と
な

て
お
り
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

冒
険

あ
あ

要
す
る
に
モ
ブ
狩
り
で
し

確
か
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
に
は
最

だ
と
思
う
け
ど

 
ピ
ト
フ

イ
の
平

な
感
想
に

シ

ナ
は

て
首
を

た

冒
険

て
言

た
ら

未
知
の
探
求
に
決
ま

て
る
だ
ろ

モ
ブ
狩
り
は
そ
の
つ
い
で
だ

ん
ん

良
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
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お
前
よ
く
そ
ん
な
ん
で

魂
を

が
す
よ
う
な

々

て
言
え
た
も
ん
だ
な

う
ぐ

 
ピ
ト
フ

イ
は
シ

ナ
の
矛
先
が
先
日
の
自
分
の
失
態
に
向
い
た

か
ぎ

ふ
ん
と
い
う

顔
を
し
た

こ
の
続
き
は

と
り
あ
え
ず
誰
も
い
な
い
街
の

外
で
話
そ
う

 
シ

ナ
の
そ
の
提
案
に
よ
り

四
人
は
場
所
を
移
動
し

街
か
ら
外
へ
出
た

 
そ
こ
で
シ

ナ
は

ピ
ト
フ

イ
に
い
き
な
り
質
問
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
お
前
さ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
何
だ
と
思

て
る
ん
だ

え

と

ス
ト
レ
ス
発
散
の
道

ど
う
や

て
発
散
す
る
ん
だ

気
に
入
ら
な
い
奴
を

圧
倒
的
な
力
で
片

か
ら
ぶ

殺
す

そ
の

に
お
前
メ
ジ

な

重

の
狩
場
へ
行

て
モ
ブ
狩
り
を
し
て
レ
ベ
ル
を
上

げ
た
よ
な

 
で

成
⻑
し
た
後
は

主
に
対
人
戦
ば

か
り
や

て
き
た
ん
だ
ろ

 
つ
い
で
に
お
前

ゲ

ム
内
コ
イ
ン
を
リ
ア
ル
マ
ネ

で

て
る
だ
ろ
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あ

う
ん

そ
の

や

ぱ
り
コ
イ
ン
を

う
の
は

シ

ナ
的
に

目
だ

た

 
ピ
ト
フ

イ
は

そ
の
事
を
シ

ナ
に

め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
思
い

 
少
し
う
な

れ
た
調
子
で

上
目
遣
い
で
シ

ナ
の
様
子
を

た

別
に

目
じ

な
い

現
実
で
金
銭
に
余

が
あ
る
奴
が

 
手

取
り

く
ゲ

ム
を
楽
し
む

に
リ
ア
ル
マ
ネ

を
つ
ぎ
込
む
事
は

 
ゲ

ム
内
の

済
を
上
手
く
回
す
た
め
に
も
必
要
な
事
だ

で

で
し

お
前
の
職
業

プ
レ
イ
が
と
こ
と
ん

重

に
な
る
の
も

け
る

 
モ
ブ
狩
り
プ
レ
イ
ヤ

も

そ
れ
を
狩
る
奴
ら
も

基
本
メ
ジ

な
狩
場
に
行
く
か
ら

 
お
前
も
基
本

街
と
そ
こ
と
の

復
ば
か
り
し
て
い
た
ん
だ
ろ

う
ん

大
体
そ
ん
な
感
じ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
を
じ

と
見
つ
め
る
と

た
い
目
で
こ
う
宣
言
し
た

断
言
し
よ
う

お
前
は
こ
の
ゲ

ム
を
一

も
遊
べ
て
い
な
い

 
ほ
ん
の
一
部
の
要
素
だ
け
を
触

て
み
て

遊
ん
だ
気
に
な

て
い
る
だ
け
だ

 
好
き
勝
手
な
事
を
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
を
し
た
つ
も
り
で
も
実
は
そ
ん
な
気
分
に
な

て
い
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る
だ
け
で

 
実

に
は
ほ
と
ん
ど
ス
ト
レ
ス
は
解
消
出
来
て
い
な
い

だ
か
ら
す
ぐ
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

り 
再
び
好
き
勝
手
な
プ
レ
イ
に
走
る
事
に
な
る
お
前
は
そ
ん
な
悪

を

り
返
し
て
い
る
だ

け
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は

そ
の
き
つ
い
言
葉
に
カ

と
な

た
の
か

シ

ナ
に
向
か

て
叫
ん
だ

じ
じ

あ
シ

ナ
な
ら
私
の
こ
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ス
ト
レ
ス
を

麗
に
消
し
て
く

れ
る
の

そ
ん
な
の
は
俺
に
も
無
理
だ

だ
が
お
前
の
望
み
を
少
し
だ
け
叶
え
て
や
る
事
は
出
来
る

ど
う
や

て

お
前

茅
場

の
事
は
当
然
知

て
る
よ
な

 
シ

ナ
が
い
き
な
り
そ
う
話
題
を
変
え
た

ピ
ト
フ

イ
は
戸
惑
い
な
が
ら
も

い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
作

た
人

そ
の
茅
場
が

死
ぬ
直
前
に
何
を
し
た
か
知

て
い
る
か

確
か

自
分
で

を
焼
き
切

て
自
殺
し
た
と
か
何
と
か
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報
道
だ
と
そ
う
だ
な

だ
が

そ
れ
は
少
し
違
う

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
で

シ

ナ
が
自
分
に

 
自
分
が
求
め
て
い
る
と
言

た
真
実
の
一
部
を
話
し
て
く
れ
よ
う
と
し
て
い
る
事
に
気
が
付
い

た 
何
と
言

て
も
実

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
た
人
物
な
の
だ

そ
の
言
葉
が
作
り
話
で
あ
る
は

ず
が
な
い

 
ピ
ト
フ

イ
は
一
言
も

き
逃
す
ま
い
と

シ

ナ
の
言
葉
に

て

を

け
た

茅
場
は
死
ぬ
間

に

自
分
の

を
大
出
力
で
ス
キ

ン
し
た

 
だ
か
ら
茅
場
の
精
神
は

多
分
今
も
ネ

ト
の
中
の
ど
こ
か
で
生
き
続
け
て
い
る

え
 
作
り
話
で
あ
る
は
ず
が
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か

た

 
だ
が
ピ
ト
フ

イ
が
本
当
に
衝
撃
を
受
け
た
の
は

次
の
言
葉
だ

た

そ
し
て
俺
は

そ
の
茅
場
の
残

た
精
神
か
ら

ザ
・
シ

ド

を
受
け
取

た

 
そ
れ
を
俺
は

仲
間
の
力
を

り
て

散
し
た

そ
し
て
生
ま
れ
た
の
が

新
生
Ａ
Ｌ
Ｏ
や
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こ
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ

ザ
・
シ

ド

に
つ
い
て
は

説
明
の
必
要
は
無
い
よ
な

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
す
さ
ま
じ
い
内
容
に
絶

し
そ
う

り
返
す
事
し
か
出
来
な
か

た

 
と
言
う
事
は
つ
ま
り

シ

ナ
の
言
い
た
い
事
は
も
し
か
し
て

そ

そ
れ
じ

あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ

て

そ
う

少
し
飛
躍
し
た
言
い
方
を
す
れ
ば

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

種
と
言
え
な
く
も
な
い

 
な
の
で
お
前
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
た
い
と
い
う
望
み
を

め
上
な
方
法
で

に
叶
え
て

い
るで

で
も

ゲ

ム
性
が
全
然
違
う
し

何
故
そ
う
決
め
付
け
る

 
シ

ナ
は
真
面
目
な
顔
で
そ
う
言

た

こ
の
ゲ

ム
の
設
定
を
よ
く
思
い
出
し
て
み
ろ

こ
の
世
界
は
最
終
戦
争
が

こ

た
後
に

 

に
脱
出
し
た
俺
達
が
こ
の
星
に

て
き
て

戦

て
い
る
み
た
い
な
設
定
だ
ろ

 
本
来
銃
は

設
定
の
メ
イ
ン
じ

な
い
ん
だ
よ

つ
ま
り
だ
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う
ん

こ
の
世
界
は
な

お
前
が
考
え
て
い
る
よ
り
も

ず

と
ず

と
広
い
ん
だ
よ

 
お
前
が
見
た
の
は

世
界
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
に
し
か
過
ぎ
な
い

だ
か
ら
こ
そ
の
冒
険
だ

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
未
知
の
世
界
を
冒
険
す
る
事
と

ま

た
く
変
わ
ら
な
い

 
お
前
の
知
ら
な
い
物
も

山
あ
る

ピ
ト
俺
達
と
一

に
こ
の
広
い
世
界
を
一

に
冒
険

し
よ
う

 
そ
う
言
い
な
が
ら

シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
に
手
を
差
し
出
し
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
顔
を
紅
潮
さ
せ
な
が
ら

そ
の
手
を
し

か
り
と
掴
ん
だ

事
情
は
分
か
ら
な
い
け
ど

話
が

ま

た
み
た
い
だ
ね

お

と

す
ま
ん
二
人
と
も

く
説
明
だ
け
し
て
お
く
わ

あ

シ

ナ

自
分
で
す
る
か
ら

そ
う
か

じ

あ
任
せ
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
う
と

か
つ
て
自
分
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
よ
う
と
し
て

 
果
た
せ
な
か

た

を
二
人
に
説
明
し
た

そ

か

そ
れ
じ

あ
ピ
ト
は

も
し
か
し
た
ら
攻
略
組
の



 第１９７話 ピトフーイはまた一つ、真実を知った

 
二
人
目
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
な

て
た
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
ね

攻
略
組

お
前
の
言
う

三
十
人
の
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

の
呼
び
方
だ

へ

攻
略
組

て
呼
ば
れ
て
た
ん
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
話
が
色
々

け
る
の
が
嬉
し
い
よ
う
で

ん
だ
声
で
そ
う
言

た
ま
あ
い
く
つ
か
の
ギ
ル
ド
の
集
ま
り
な
ん
だ
け
ど
ね

血
盟
騎
士
団
と
か
聖

連
合
と
か

ね
三
人
は

ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
に
入

て
た
の

最
終
的
に
は
血
盟
騎
士
団
だ
な

俺
が
参
謀
で

シ
ズ
カ
が
副
団
⻑
だ

 
リ

ダ

は
神
聖
剣
で

黒
の
剣
士
は
最
後
ま
で
無
所
属
だ

た

 
ち
な
み
に
ケ
イ
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
は
や

て
い
な
い

あ

そ
う
な
ん
だ

シ

ナ
と
シ
ズ
カ
が
無
事
で

本
当
に
良
か

た
ね

ケ
イ

う
ん

あ
り
が
と
う

ピ
ト

 
ピ
ト
フ

イ
は

意
外
に
も
そ
ん
な
気
を
遣
う
発
言
を
し

ケ
イ
は
素
直
に
ピ
ト
に
お

を
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言

た

 
そ
ん
な
一
連
の
会
話
に
対
し

シ
ズ
カ
が
当
然
の
疑
問
を
投
げ
か
け
た

と
こ
ろ
で
シ

ナ

色
々
話
し
ち

て
る
け
ど

い
い
の

 
シ

ナ
が
そ
う
し
て
い
る
の
だ
か
ら
平
気
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ

 
シ
ズ
カ
は
一
応
シ

ナ
に
そ
う
確
認
し
た

シ

ナ
は

く
と
ピ
ト
フ

イ
の
方
を
見
な
が

ら
言

た

こ
い
つ
は
俺
に
は
逆
ら
え
な
い
事
に
な

て
る
か
ら
な

絶
対
に
大
丈
夫
だ

本
当
に

あ
あ

リ
ア
ル
で
き

ち
り

み
を

て
あ
る
か
ら
な

う
ん

ら
れ
て
る
か
ら
信
用
し
て
ね

そ

か

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
の
ポ
ジ
シ

ン
か

 
そ
の
や
り
取
り
を

い
た
シ
ズ
カ
は

そ
う

い
た

さ
す
が
に
理
解
が

い

 
か
つ
て
は
純
真
だ

た
明
日
奈
も

々
八
幡
を
取
り

く
雰
囲
気
に

ま

て
き
て
い
る
よ

う
だそ

れ
じ

あ
出
発
す
る
と
す
る
か

の
用
意
を
し
て
く
る
か
ら
三
人
は
少
し
待

て
て
く
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れ
え

が
あ
る
の

あ
あ

今
時
マ
ニ

ア
ル

の
運
転
免
許
な
ん
て

持

て
る
奴
の
方
が
少
な
い
か
ら

 
そ
も
そ
も
動
か
せ
る
奴
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ん
だ
が

街
で
レ
ン
タ
ル
出
来
る
ぞ

 
ま
あ
そ
う
は
言

て
も
実
は
俺
も
こ
の
前
限
定
解

す
る
ま
で
オ

ト
マ
し
か
乗
れ
な
か

た
け
ど
な

 
ち
な
み
に
今
か
ら
用
意
す
る

は
俺
の
持
ち
物
だ

 
さ
す
が
に
歩
い
て
回
る
に
は

こ
の
世
界
は
広
す
ぎ
る
か
ら
な

 
そ
う
言
う
と
シ

ナ
は
一
人
で
街
へ
と

て
い
き

そ
の
場
に
は
女
性
三
人
が
残
さ
れ
た

 
三
人
は
意
気
投
合
し
た
の
か

楽
し
く
会
話
を
続
け
て
い
た
の
だ
が

 
偶
然
そ
こ
に

と
あ
る
一
人
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
通
り
か
か

た

 
モ
ブ
相
手
に
狙
撃
の
練

を
し
よ
う
と
し
て
い
た
シ
ノ
ン
で
あ
る

 
シ
ノ
ン
は
三
人
を
見
て
少
し

す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
特
に
ピ
ト
フ

イ
の
事
を
噂
で

い
て
い
た
の
か
あ
か
ら
さ
ま
に
ピ
ト
フ

イ
を

し
て

い
た
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し
か
し
三
人
は

ち
ら

と
こ
ち
ら
を
見
た
だ
け
で

 
シ
ノ
ン
に
攻
撃
を
し
よ
う
と
す
る
そ
ぶ
り
を
一
切
見
せ
ず

 
本
当
に
楽
し
そ
う
に
会
話
を
続
け
て
い
た

シ
ノ
ン
は
逆
に
気
に
な
り

 
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま

て
そ
の
三
人
を

め
て
い
た

 
よ
く
観
察
す
る
と

そ
の
三
人
全
て
が
女
性
プ
レ
イ
ヤ

な
事
に

シ
ノ
ン
は
驚
い
た

 
シ
ノ
ン
の
知
り
合
い
に
は

助
会
の
メ
ン
バ

以
外
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
一
人
も
い
な
い

か
ら
だ

 
ち
な
み
に
そ
ん
な
シ
ノ
ン
が
唯
一
野
良
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
知

て
い
た
の
が
ピ
ト

フ

イ
だ

た

 
そ
こ
に
街
の
方
か
ら
大
き
な

が
走

て
き
た

シ

ナ
の
駆
る
ハ
ン
ヴ

で
あ
る

え

あ
れ

て

街
の
レ
ン
タ
ル
屋
に

ん
で
る

じ

な
い

 
シ
ノ
ン
は

い
き
な
り
の
大
型
ジ

プ
の

場
に
少
し
驚
い
た

 
実

に
こ
の

が
走

て
い
る
所
な
ぞ

一
度
も
見
た
事
が
無
い
か
ら
だ

た

 
シ
ノ
ン
は
運
転
し
て
い
る
の
が
誰
な
の
か
気
に
な
り

も
観
察
を
続
け
た
の
だ
が

 

の
運
転

か
ら

を
現
し
た
の
が
シ

ナ
だ

た

シ
ノ
ン
は
驚
愕
し
た
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そ
ん
な
シ
ノ
ン
に
気
付
い
た
の
か

シ

ナ
は
シ
ノ
ン
を
じ

と
見
つ
め
た

 
だ
が
シ
ノ
ン
が
狩
り
に
行
く

中
だ
と
思

た
の
か
シ

ナ
は

く
手
を

た
だ
け
で

 
特
に
シ
ノ
ン
に
話
し

け
よ
う
と
は
し
な
か

た

あ
れ

て
シ

ナ
じ

な
い

し
か
も
女
性
プ
レ
イ
ヤ

を
三
人
も
連
れ
て
る

て

 
し
か
も
一
人
は
あ
の
ピ
ト
フ

イ
だ
し

 
シ
ノ
ン
は
ど
う
い
う
事
情
な
の
か
知
り
た
い
と
思

た
が
声
を

け
る
勇
気
は
出
な
か

た

 
逆
に
シ
ノ
ン
が

ず

と
こ

ち
を
見
つ
め
て
い
る
事
が
気
に
な

た
シ
ズ
カ
が

 
シ

ナ
と
何
か
話
し
た
か
と
思
う
と

い
き
な
り
シ
ノ
ン
の
方
へ
と
向
け
て
歩
き
出
し
た

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
場
を
去
る
事
も
出
来
ず

た
だ
近
付
い
て
く
る
シ
ズ
カ
を
見
つ
め
て
い
た

こ
ん
に
ち
は

あ

こ

こ
ん
に
ち
は

え

と

シ
ノ
ン
さ
ん

だ
よ
ね

先
日
シ

ナ
に

間
違

て
狙
撃
さ
れ
た

 
私
は
シ
ズ
カ

今
日
キ

ラ
を
作

た
ば
か
り
の
新
人
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

私
は
シ
ノ
ン

宜
し
く
ね

シ
ズ
カ

う
ん

宜
し
く
ね

で
ね

え

と

こ
れ
か
ら
私
達

あ
の

で
遠

に
出
る
ん
だ
け
ど
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も
し
迷
惑
じ

無
か

た
ら

貴
方
も
一

に
行
か
な
い

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
意
外
な

し
出
に

シ
ノ
ン
は
興
味
を
引
か
れ
た
の
か

に

い
た

え

と

う
ん

私
な
ん
か
で
良
け
れ
ば

や

た

そ
れ
じ

こ

ち
だ
よ

シ
ノ
ン

今
仲
間
を
紹
介
す
る
ね

 
こ
う
し
て
シ
ノ
ン
を
加
え
五
人
に
な

た
一
行
は
世
界
の
果
て
へ
と
向
け
冒
険
を
開
始

し
た

 
こ
う
し
て
作
者
も

め
上
の
展
開
へ
と
走
り
出
す
の
で
す



 第１９８話 私はあんたを信用出来ない

 
第
１
９
８
話
 
私
は
あ
ん
た
を
信
用
出
来
な
い

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ね

シ

ナ
勢
い
で
何
と
な
く
乗

ち

た
け
ど
こ
れ

て
ど
う
い
う
メ
ン
バ

な
の

 
何
で
こ
ん
な
に
女
の
子
が
多
い
の

ま
る
で
あ
ん
た
の
ハ

レ
ム
じ

な
い

そ
の
言
い
方
だ
と

お
前
も
そ
の
ハ

レ
ム
の
一
員
だ

て
事
に
な
る
か
ら
な

あ
ん
た
ね

勝
手
に
私
を
あ
ん
た
の
ハ

レ
ム
メ
ン
バ

扱
い
す
る
ん
じ

な
い
わ
よ

お
前
が
今

自
分
で
言

た
ん
だ
ろ
う
が

 
シ

ナ
は

話
に
な
ら
な
い
と
い
う
風
に

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
言

た

 
ち
な
み
に

は

運
転

に
に
シ

ナ

助
手

に
シ
ズ
カ

 
後
部
座

は

か
ら
ピ
ト
フ

イ

ベ
ン
ケ
イ

シ
ノ
ン
の

で
あ

た

 
ち
な
み
に
こ
の
ハ
ン
ヴ

は
こ
こ
が
日
本
サ

バ

と
い
う
事
も
あ
り

ハ
ン
ド
ル
で
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あ
ると

り
あ
え
ず

こ
れ
は
ど
う
い
う
関
係
の
集
ま
り
な
の
か
だ
け
教
え
て
く
れ
な
い

そ
う
だ
な
し
ば
ら
く
行
動
を
共
に
す
る
事
に
な

た

だ
し
自

紹
介
で
も
し
て
お
く
か

 
シ

ナ
に
そ
う

さ
れ
助
手

に
座

て
い
た
シ
ズ
カ
が
後
ろ
へ

り
返
り
シ
ノ
ン
に

し
た

私
は
シ
ズ
カ
シ
ズ

て
呼
ん
で
ね

さ

き
言

た
通
り
今
日
始
め
た
て
ほ
や
ほ
や
の
新

人
だ
よ

 
シ
ズ
カ
は
そ
の
き
つ
く
見
え
る
外
見
に
は
似
合
わ
ず

分
と
柔
ら
か
い
性
格
の
よ
う
だ

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も

シ
ズ
カ
に
シ

ナ
と
の
関
係
を

い
た

二
人
は
ど
う
い
う
関
係
な
の

え

と

そ
の

し

将
来
を

い
合

た
仲

 
さ
す
が
の
シ
ズ
カ
も

身
内
以
外
に
対
し
て
正
妻
宣
言
を
す
る
の
は
は
ば
か
ら
れ
た
ら
し
く

 
い
つ
も
よ
り

曲
な
表
現
で

そ
う
言

た

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
と

確
認
す
る
よ
う
に
シ
ズ
カ
に

ね
た

ふ

二
人
は
恋
人
同
士
な
ん
だ



 第１９８話 私はあんたを信用出来ない

 
ち
な
み
に
そ
の
自
分
の
声
に

少
し
残
念
そ
う
な

き
が
混
じ

て
い
た
事
に
は

 
シ
ノ
ン
自
身
は
ま

た
く
気
付
い
て
い
な
か

た

当
然
大
人
の
関
係
だ
よ

お

大
人

 
ピ
ト
フ

イ
が
そ
う
混

返
し
シ
ノ
ン
は
何
か
を
想
像
し
た
の
か
顔
を

く
し
て

い

た
お
い
ピ
ト

余
計
な
事
を
言
う
な

え

私

そ
う
い
う
の
を
当
て
る
の
に
は
自
信
が
あ
る
ん
だ
け
ど
な

い
い
か
ら

れ

は

い

 
そ
し
て
次
に
シ

ナ
は

シ
ノ
ン
と
同
じ
よ
う
に

 
実
は
さ

き
か
ら
顔
を

く
し
て

い
て
い
た
シ
ズ
カ
に
言

た

シ
ズ
カ
も
も

と
ポ

カ

フ

イ
ス
を
身
に
付
け
よ
う
な

そ
の
俺
も
恥
ず
か
し
い
か

ら 
そ
の
シ

ナ
の
声
が

と
て
も
優
し
い
声
だ

た
の
で
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シ
ノ
ン
は
や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
と
思
い
な
が
ら
も
少
し
面
白
く
な
い
と
い
う
表
情
を
し

た 
当
然
本
人
は
気
付
い
て
い
な
い

ピ
ト
フ

イ
は

自
分
に
対
し
て
と
は
ま

た
く
違
う

 
そ
の
シ

ナ
の
態
度
に

ね
た
の
か

プ
イ

と
横
を
向
い
た

次
は
私
の
番
だ
ね

私
は
ベ
ン
ケ
イ

ケ
イ

て
呼
ん
で
ね

同
じ
く
新
人
だ
よ

 
え

と

シ

ナ
と
の
関
係
は

い
も

ん

一

に

ら
し
て
る
仲

 
そ
れ
を

い
た
シ
ノ
ン
は

や

ぱ
り

と
い
う
顔
で

シ

ナ
の
顔
を

ん
だ

あ
ん
た
ね

違
う

ケ
イ
は
俺
の
妹
だ

え

妹

シ

ナ

言

ち

て
い
い
の

 
ベ
ン
ケ
イ
は

普

は
身
内
と
言
う
ば
か
り
で

 
シ

ナ
が
一
度
も
自
分
の
事
を
妹
だ
と
言

た
事
が
無
か

た

 
そ
の
表
現
は
使
わ
な
い
よ
う
に
気
を
遣

て
い
た
の
だ

た

 
も

と
も
一

に

ら
し
て
い
る
と
い
う
表
現
が

切
だ

た
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
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ま
あ

こ
の
二
人
が
相
手
な
ら

別
に
い
い
だ
ろ

 
そ
れ
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は
す
ぐ
に
機

を
直
し
シ
ノ
ン
も
信
用
さ
れ
た
事
を
嬉
し
く

感
じ
た

ま
あ
シ

ナ
が
そ
う
言
う
ん
な
ら

め
て

シ

ナ
の
妹
の
ベ
ン
ケ
イ
で
す

 
お
二
人
と
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

 
ベ
ン
ケ
イ
は

シ

ナ
の
お
許
し
が
出
た
と
思

た
の
か

慣
れ
な
い
口
調
か
ら

 
普

通
り
の
妹
感
に

れ
る
話
し
方
に

す
事
に
し
た
よ
う
だ

お
お

ケ
イ

我
が
妹

 
ピ
ト
フ

イ
は

ベ
ン
ケ
イ
が
シ

ナ
の
妹
だ
と
知
る
と

外

を

め
る
つ
も
り
な
の
か

 
ベ
ン
ケ
イ
に
笑
顔
を
向
け
な
が
ら

い
き
な
り

き
付
い
た

お
い
ケ
イ
は
確
か
に
俺
の
自
慢
の
妹
で
あ
り
も
は
や
世
界
の
妹
と
呼
べ
る
存
在
か
も
し
れ

な
い
が

 
そ
れ
で
も
ピ
ト
お
前
に
妹
と
呼
ば
れ
る
筋
合
い
は
ま

た
く
無
い

さ

さ
と
ケ
イ
か
ら
離

れ
ろお

兄
ち

ん

シ
ス
コ
ン

い

て
言
う
か

は

き
り
言

て
気
持
ち
悪
い
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う
 
思
わ
ず
素
に

て
放
た
れ
た
ベ
ン
ケ
イ
の
言
葉
に

シ

ナ
は
落
ち
込
ん
だ

そ
れ
に
ピ
ト
も

私
の
関
心
を

お
う
と
し
て
も
無

で
す

 
最
近
の
お
兄
ち

ん
は

何
故
か
グ
レ

ド
の
高
い
方
々
に
モ
テ
ま
く

て
い
る
か
ら

 
ピ
ト
が
そ
れ
を
望
む
な
ら
そ
れ
ら
の
ラ
イ
バ
ル
を
全
て
倒
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す

え

他
に
も
私
の
知
ら
な
い
強
敵
が

体
的
に
は

体
的

で
す
か

 
ベ
ン
ケ
イ
は

少
し
考
え
な
が
ら

い
く
つ
か
の
名
前
を

し
た

え

と

シ
ズ
は
言
う
ま
で
も
な
く

の
女
王
に
獄

の
女
王

 
ゆ

え

と
て

壁
の
胸
と

あ
ざ
と
会
⻑
と

あ
多
分
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
も

そ
う
か

お
前

壁
の
胸

て
何
だ
よ

 
シ

ナ
は

れ
た
顔
で
ベ
ン
ケ
イ
に
言

た

 
そ
れ
に
対
し
て
ベ
ン
ケ
イ
は

顔
を

く
し
て
反

し
た

だ

て

他
に
表
現
が



 第１９８話 私はあんたを信用出来ない

お

お
う

ま
あ

あ
い
つ
に
は
二
つ
名
が
つ
い
て
る

じ

な
い
か
ら
な

そ
ん
な
に
ラ
イ
バ
ル
が
い
る
の

他
に
も
多
分

何
人
か
い
ま
す
け
ど
ね

あ

心
な
人
を
忘
れ
て
た

 
ベ
ン
ケ
イ
は

り
に
誰
も
い
な
い
の
を
確
認
す
る
よ
う
に

 
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
て
か
ら

そ
の
名
前
を
言

た

魔
王

魔
王
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ピ
ト
フ

イ
は

興
奮
ぎ
み
に

そ
う
叫
ん
だ

魔
王
を
知

て
る
ん
で
す
か

あ

う
ん

存
在
は
ね

シ

ナ
に

い
た

 
ピ
ト
フ

イ
が
そ
う
答
え
る
と

シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
は

シ

ナ
を
ジ
ト
目
で
見
つ
め
た

こ
れ
は

魔
王
に
報
告
の
必
要
が
あ
る
か
な

で
す
ね

お

お
い
馬

や
め
ろ

ま
る
な

話
せ
ば
分
か
る

 

も
二
人
の
ジ
ト
目
が
止
ま
ら
な
か

た

シ

ナ
は

を
だ
ら
だ
ら
と
た
ら
し
な
が
ら
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二
人
の
顔
色
を

う
よ
う
に

自
分
か
ら
言

た

ケ

ケ

キ
食
べ
放
題
で
い
い

で
す

か

 
そ
れ
を

い
た
二
人
は

に
喜
色
満
面
な
顔
で
言

た

今

私
は
何
も

き
ま
せ
ん
で
し
た

う
ん

今
こ
こ
で
は

何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

あ

あ
り
が
と
な

あ
は
は
は
は
は
は

 
い
き
な
り
笑
い
声
が

こ
え

残
り
の
四
人
は

そ
の
笑
い
声
の
主
を
見
た

 
そ
の
主
は

今
ま
で
静
か
に
し
て
い
た
シ
ノ
ン
だ

た

 
シ
ノ
ン
は

ベ
ン
ケ
イ
が
何
人
も
の
名
前
を

し
て
い
た

り
で
は

 

れ
た
よ
う
な
目
で
シ

ナ
を
見
つ
め
て
い
た
の
だ
が

 
今
の
や
り
取
り
を

い
た

間

ど
う
や
ら
笑
い
を

え
き
れ
な
く
な

た
よ
う
だ

た

あ

あ
ん
た
達

い
つ
も
そ
ん
な

才
み
た
い
な
会
話
を
し
て
る
の

失

な

 
シ

ナ
は
真
顔
で
シ
ノ
ン
に
言

た
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た
ま
に
だ

あ
は
は
は
は
は
は

た
ま
に

て

十
分
多
い
わ
よ

後

あ
ん
た
モ
テ
す
ぎ

 
シ
ノ
ン
は
普

こ
う
い
う
風
に
笑
う
事
は
ほ
と
ん
ど
無
い

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
て
か
ら
も
そ
れ
は
同
じ
だ

た

 
シ
ノ
ン
は
本
当
に
久
し
ぶ
り
に
心
の

か
ら
笑
う
事
が
出
来
た
自
分
に
少
し
驚
い
て
い
た

 
そ
れ
と
同
時
に
シ
ノ
ン
は

成
り
行
き
と
は
い
え

 
も
う
少
し
こ
の
メ
ン
バ

に
付
き
合

て
み
る
の
も
悪
く
な
い
か
な

と
思

た

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を
見
て

ピ
ト
フ

イ
が
言

た

オ

ケ

オ

ケ

今
度
シ

ナ
の
お
ご
り
で
こ
こ
に
い
る
全
員
で
ケ

キ
屋
さ
ん
に
行

こ
う何

を
い
き
な
り

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

て
る
ん
だ
よ

ピ
ト

私
は
別
に

わ
な
い
け
ど

私
も
で
す

 
シ

ナ
が
ピ
ト
フ

イ
の
リ
ア
ル
を
知

て
い
る
よ
う
な
事
を
言

て
い
た
の
を

 
先
ほ
ど
の
会
話
で

い
て
い
た
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
は

即
座
に
そ
れ
に
同
意
し
た
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シ
ノ
ン
は

す
ぐ
に
は
そ
の
意
見
に
同
意
す
る
事
は
出
来
な
か

た

 
そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う
ゲ

ム
の
中
で
リ
ア
ル
を

す
よ
う
な
事
を
す
る
の
は
と
て
も
リ
ス

ク
が
高
い

 
ど
れ
だ
け
シ

ナ
を
信
頼
し
て
い
る
の
か
即
決
出
来
る
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
が
お
か
し
い
の

だ 
こ
の
メ
ン
バ

な
ら
リ
ア
ル
で
も
会

て
み
て
も
い
い
か
な
と
シ
ノ
ン
は
思
わ
な
い
で
も
無

か

た
が

 
そ
れ
に
は
一
つ

大
き
な
問
題
が
あ

た

ピ
ト
フ

イ
の
存
在
で
あ
る

ね

ピ
ト

あ
ん
た
さ

は

き
り
言

て

評
判
最
悪
よ
ね

い
き
な
り
何

ハ

キ
リ
言
う
な

シ
ノ
ノ
ン

 
い
き
な
り
そ
ん
な
愛
称
ま
が
い
の
呼
び
方
を
さ
れ
シ
ノ
ン
は
驚
き
ピ
ト
フ

イ
に

き
返

し
たシ

シ
ノ
ノ
ン

う
ん

シ
ノ
ノ
ン

か
わ
い
い
で
し

ま
あ

か
わ
い
く
無
く
は
無
い
け
ど
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シ
ノ
ン
は

と
こ
と
ん
フ
レ
ン
ド
リ

な

今
の
ピ
ト
フ

イ
に
戸
惑

て
い
た

 
あ
ま
り
に
も

い
た
噂
と
違
う
の
だ

ね

ピ
ト
あ
ん
た
以
前
知
ら
な
い
人
と
狩
り
に
出
か
け
て
や
ば
い
モ
ブ
が
出
て
き
た
時

 
そ
の
仲
間
を
盾
に
し
て
自
分
だ
け
逃
げ
た
り
し
た

う
ん

気
に
入
ら
な
い
事
を
言

た
プ
レ
イ
ヤ

を

笑
い
な
が
ら
銃
で
射
殺
し
た
り
し
た

う
ん

や

ぱ
り
ピ
ト
は

あ
の
ピ
ト
フ

イ
な
ん
だ

ピ
ト
フ

イ
な
ん
て
名
前
の
プ
レ
イ
ヤ

私
し
か
い
な
い
で
し

だ
よ

だ
よ
ね

 
シ
ノ
ン
は

や
は
り
と
い
う
思
い
で

そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を

い
た

ピ
ト

て

そ
ん
な
事
を
し
て
た
ん
だ

ま
さ
に
悪

て
感
じ
で
す
ね

み
ん
な
と
一

の
時
は

絶
対
に
し
な
い
け
ど
ね

 
シ
ノ
ン
は

二
人
に
そ
う
笑
顔
で
答
え
る
ピ
ト
フ

イ
の

を
見
て
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そ
の
ギ

プ
に
苦
し
み
つ
つ
も

は

き
り
と
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

い
付
き
合
い
だ
け
ど

あ
ん
た
達
と
一

に
い
る
の
も

正
直
悪
く
な
い
な

て
思

た

 
だ
か
ら
正
体
を
明
か
さ
な
い

て

件
で
ケ

キ
屋
に
行
く
の
も
ま
あ

り
か
な

て
思

う 
シ

ナ
以
外
は
全
員
女
の
子
だ
し
ね

だ
け
ど
や

ぱ
り
私
は
あ
ん
た
を
信
用
し
き
れ
な
い

よ

ピ
ト

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

で
も
シ

ナ
が
い
る
限
り
そ
れ
は
無
い
か
ら
安
心
し
て
い
い
よ
シ
ノ

ノ
ンシ

ナ
が
い
る
限
り

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
が
何
の
保
証
に
な
る
の
か
と
首
を

げ
た

 
影
で
ピ
ト
フ

イ
が
何
か
を
し
て
も

シ

ナ
に
は
分
か
ら
な
い

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に

ピ
ト
フ

イ
は
自

紹
介
を
始
め
た

ま
だ
自

紹
介
の

中
だ

た
ね

私
は
ピ
ト
フ

イ

ピ
ト

て
呼
ん
で
ね

 
趣
味
は
気
に
入
ら
な
い
奴
を
罠
に
は
め
る
事

特
技
は
気
に
入
ら
な
い
奴
を
殺
す
事

 
そ
ん
な
私
は
シ

ナ
の
下
僕
一

で
す
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ロ
ザ
リ
ア
が
い
た
ら

り
出
し
そ
う
な
事
を

ピ
ト
フ

イ
は
平
気
で
言

た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
今
は
い
な
い
の
だ
か
ら

言

た
物
勝
ち
だ
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

い
た
シ
ノ
ン
は

再
び
シ

ナ
を
ジ
ト
目
で
見
な
が
ら
言

た

下
僕

て

あ
ん
た

や

ぱ
り

あ

違
う
よ
シ
ノ
ノ
ン

そ
う
じ

な
い

シ

ナ
は
何
も
し
て
な
い

 
私
が
勝
手
に
シ

ナ
の
下
に
押
し

け
た
だ
け
だ
よ

え

そ
う
な
の

う
ん
シ

ナ
の
事
が
気
に
入

ち

た
の

こ
れ
は
も
う
好
き

て
言

て
も
い
い
よ

 
た
だ
し

シ
ズ
が
シ

ナ
の
一
番
で

私
は
あ
く
ま
で
下
僕
だ
け
ど
ね

何
そ
れ

 
シ
ノ
ン
は

れ
た
顔
で

シ

ナ
に
言

た

あ
ん
た

こ
れ

て
一
体
ど
う
な

て
る
の

仕
方
な
い
だ
ろ

い
た
通
り
俺
の
冗
談
を
真
に
受
け
て
一
方
的
に
押
し

け
て
き
た
ん

だ
よ

 
こ
い
つ
は
下
僕
の

に
そ
の
事
に
つ
い
て
は
俺
が
何
を
言

て
も
言
う
事
を

か
な
い
ん
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だ
よ押

し

け
ら
れ
た

ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
け
ど

 
で
も
そ
れ

て
別
に
リ
ア
ル
で
会

て
も
問
題
が
な
い
理
由
に
は
な
ら
な
い
ん
じ

な
い

あ

シ
ノ
ノ
ン

そ
れ
は
心
配
無
用
だ
よ

 
ピ
ト
フ

イ
は
シ
ノ
ン
に
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
か
け
る
と

次
に

々
と
宣
言
し
た

私

の
運
転
免
許
証
の
コ
ピ

を

自
発
的
に
シ

ナ
に

し
て
あ
る
の

 
だ
か
ら

私
を

る
も
焼
く
も
犯
す
も

あ

ご
め
ん
な
さ
い
シ
ズ

冗
談

 
冗
談
だ
か
ら

叩
か
な
い
で

え

と
つ
ま
り

私
の
リ
ア
ル
は
完
全
に
シ

ナ
に

配
さ

れ
て
る
の

 
だ
か
ら
シ

ナ
が
シ
ノ
ノ
ン
に
迷
惑
を
か
け
る
な

て
言

た
ら
私
は
そ
れ
を

実
に
守

る
よ

 
そ
れ
は
こ
の
日
一
番
の

ピ
ト
フ

イ
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
で
あ

た
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第
１
９
９
話
 
シ

ナ
の
処
方
箋

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

え
え

本
当
に

何
で
す
か
そ
れ
い
く
ら
ヘ
タ
レ
の
お
兄
ち

ん
相
手
と
は
い
え
さ
す
が
に
や
ば
く
な
い
で

す
かお

い
ケ
イ

さ
り
げ
な
く
お
兄
ち

ん
を
デ

ス
る
の
は
や
め
よ
う
な

 
シ
ズ
カ
も
そ
の
事
実
に
は

さ
す
が
に
驚
き
を

せ
な
い
よ
う
だ

た

 
ベ
ン
ケ
イ
も
完
全
に
素
に

て
い
た

シ
ノ
ン
も
目
を
見
張
り
な
が
ら

ピ
ト
フ

イ
に

言

た
あ
ん
た

完
全
に

が
イ
カ
レ
て
る
ん
じ

な
い

い
や

そ
ん
な
に
褒
め
ら
れ
て
も

私
困

ち

う

褒
め
て
な
い
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え

褒
め
て
る
よ

あ
ん
た
は
何
を
言

て

だ

て

が
イ
カ
レ
て
な
い
ん
だ

た
ら

え
ば
シ
ノ
ノ
ン
は
さ

 
正
気
の
ま
ま
で

人
を
銃
で
撃

て
る
の

 
そ
の
主
張
は
明
ら
か
に
強
引
な
理

だ

た
が
さ
り
と
て
無

出
来
な
い

き
を

て
い

た
正
気
の
ま
ま
人
を
銃
で
撃
つ
の

正
気
の
ま
ま
人
を
ナ
イ
フ
で
切
り

く
の

 
そ
ん
な
事
私
に
は
出
来
な
い
よ

だ

て
私
常
識
人
だ
も
ん

そ
れ
な
ら
イ
カ
レ
て
る
方

が
健
全
よ

そ
れ
は

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
問
い
に
対
し

明
確
な
答
え
を
返
す
事
が
出
来
な
か

た

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に
助
け
船
を
出
し
た
の
は

シ

ナ
で
あ

た

お
い
ピ
ト

意
図
的
に
話
を
ず
ら
す
ん
じ

な
い

そ
れ
は
あ
く
ま
で
現
実
世
界
で
の
話
だ

あ

バ
レ
た
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ピ
ト
フ

イ
は

ペ
ロ

と

を
出
し
た

お
い
シ
ノ
ン
こ
い
つ
に
惑
わ
さ
れ
る
な
よ

現
実
で
の
お
前
は
人
を
銃
で
殺
し
た
り
は
し

な
い
し

 
ナ
イ
フ
で
他
人
を

付
け
た
り
し
な
い

そ
れ
は
あ
く
ま
で
ゲ

ム
で
の
話
だ

 
だ
か
ら
お
前

自
分
が
お
か
し
い
ん
じ

な
い
か
と
か

余
計
な
事
を
考
え
る
な
よ

 
普
通
の
者
が
相
手
で
あ
れ
ば
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
は
一
定
の
説
得
力
を
持

た
か
も
し
れ
な

い 
だ
が
シ
ノ
ン
は
違
う

シ
ノ
ン
は
過
去
に
現
実
世
界
で
人
を
射
殺
し
た

験
を
持
つ
の
だ

 
そ
れ
が
シ

ナ
に
と

て
の
誤
算
と
な

た

私

私
は

 
シ

ナ
は

シ
ノ
ン
の
顔
が
一

で
顔
面

白
に
な
る
の
を
見
て

り
を
感
じ
た

 
目
も
虚
ろ
で
今
に
も
意
識
を
失
い
そ
う
に
見
え
る

シ
ノ
ン
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か
を

い
て

い
た私

私
は

人
を

 
そ
れ
を

い
た
シ

ナ
は

目
を
見
開
い
た
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し
ま

た

こ
い
つ
何
ら
か
の
事
情
で

過
去
に
人
を
殺
し
た
事
が
あ

た
の
か

 
ま
ず
い

ど
う
す
る

ど
う
す
る

シ

ナ

こ
れ

て

あ
あ
ア
ミ

ス
フ

ア
の
安
全
装
置
が
働
い
て
強
制
切
断
さ
れ
る
前

だ

心
神

失

態
だ
な

ど

ど
う
し
よ
う

 

る
シ
ズ
カ
に
対
し

シ

ナ
は
チ
ラ

と
ピ
ト
フ

イ
を
一

す
る
と

 
何
か
を
決
断
し
た
よ
う
な
表
情
で
言

た

声
を

け
て
呼
び

す

ど

ど
う
や

て

正
直
ピ
ト
フ

イ
に
は
ま
だ

か
せ
た
く
な
か

た
ん
だ
が
な

俺
の
罪
に
つ
い
て
話
す

シ

ナ
の
罪

て

ま
さ
か

そ
の
ま
さ
か
だ

お
い
シ
ノ
ン

こ
え
る
か

お
前
に
も
ハ

ド
な
過
去
が
あ
り
そ
う
だ

が 
そ
れ
は
俺
も
同
じ
だ

俺
は
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う
ゲ

ム
の
中
で
四
人
の
人
間
を
殺
し
て
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い
る

 
更
に
そ
の
後
も

直
接
じ

な
い
が

一
人
殺
し
て
い
る

 
そ
の
声
が

い
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

だ
が
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
た

直
後
に

 
薄
く
目
を
見
開
い
て
意
識
を
取
り

し
た

シ
ノ
ン
は
ハ

ハ

と
荒
い
息
を

き
な
が
ら

 
シ

ナ
の
目
を
ま

す
ぐ
見
つ
め
た

あ

あ
ん
た
は
一
体

何
者
な
の

俺
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ

あ
の
ゲ

ム
の
中
に
は

殺
人
を
楽
し
む
奴
ら
の
集
ま
り
が

あ

て
な

 
俺
達
は
あ
る
日

そ
い
つ
ら
の
討
伐
に
向
か

た

 
そ
こ
で
俺
は
名
も
知
ら
ぬ
プ
レ
イ
ヤ

を
四
人
殺
し
た

確
か
に
直
後
は
罪
の
意
識
に

ま

れ
た

 
だ
が
俺
は

罪
も
無
い
人
々
を
助
け
る

だ

た
と
自
分
に
言
い

す
る
事
で

 
心
の
平

を
保
つ
事
に
成
功
し
た

だ
が
罪
は
罪
だ

一
生
背
負
う

 
そ
し
て
俺
は

頼
れ
る
仲
間
達
と
共
に

更
に
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を
死
に
追
い
や
り
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そ
の
お
か
げ
で
現
実
へ
と
帰
還
し
た

こ
れ
が
俺
の
罪
で
あ
り

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
真
実
だ

そ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
真
実

報
道
だ
と

偶
然
七
十
五
層
で
ク
リ
ア
扱
い
に
な

た
と
か

い

た
け
ど

実

は
偶
然
じ

な
い

攻
略
の

中
に
俺
は

あ
る
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

に
目
を
付
け
た

 
そ
い
つ
が
実
は
茅
場

な
ん
じ

な
い
か
と
な

そ
し
て
そ
れ
を
実

に
証
明
し

 
仲
間
達
と
共
に
戦
い
を
挑
み

つ
い
に
そ
い
つ
を
打
ち
倒
し

 
六
千
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
す
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
の
時
俺
達
が
殺
し
た
の
が

四
天
王
の
最
後
の
一
人
だ

そ
れ

て
ま
さ
か
神
聖
剣

そ
ん
な

そ
ん
な
事

て

 
ピ
ト
フ

イ
は
シ

ナ
の
言
葉
を
受
け

然
と

い
た

ピ
ト

誰
に
も
言
う
な
よ

出
来
れ
ば
シ
ノ
ン
も

こ
の
事
は
誰
に
も
話
さ
な
い
で
く
れ

う
ん

も
ち
ろ
ん
言
わ
な
い
よ

え
エ
ム
に
で
も
ね

 
シ
ノ
ン
も

ど
こ
か
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
四
天
王
の
話
を
噂
で

い
た
事
が
あ
る
ら
し
く

 
そ
の
事
を
シ

ナ
に

ね
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
プ
レ
イ
ヤ

を
解
放
し
た

て
も
し
か
し
て
あ
ん
た

噂
の
四
天
王
の
誰
か



 第１９９話 シャナの処方箋

な
の

 
黒
の
剣
士

銀
影

そ
れ
と
も
閃
光

そ
う
だ

俺
は
銀
影
だ

あ
ん
た

本
当
の
英
雄
じ

な
い

す
ご
い
ね

私

私
は

 
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
に

線
を
向
け
ら
れ
る
と

目
を

ら
し
な
が
ら
言

た

私
子

の

銀
行
強
盗
に
遭
遇
し
て
そ
い
つ
の
持

て
い
た
銃
で
そ
の
男
を
射
殺
し
た

の
そ
う
か

私
も
い
つ
か

あ
ん
た
み
た
い
に
強
く
な
れ
る
か
な

多
分
い
つ
か
は

な

本
当
に

 
そ
う
問
い
か
け
ら
れ

シ

ナ
は
少
し
考
え
な
が
ら
言

た

そ
う
だ
な

い
つ
か
お
前
が

こ
れ
だ
と
思
う
プ
レ
イ
ヤ

と
出
会

た
ら

 
そ
の
時
そ
い
つ
に
そ
の
事
を
話
し
て
み
ろ

 
俺
達
じ

目
だ

俺
達
は
も
う
お
前
の
事
情
を
知

て
し
ま

て
い
る
か
ら
な
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そ
し
て
そ
の
出
会
い
に
よ

て
お
前
は
き

と
そ
の

か
ら
解
放
さ
れ
る
と
断
言
し
よ

う
断
言
す
る
ん
だ

あ
あ

英
雄
の

い
や

俺
の
言
葉
を
信
じ
ろ

う
ん

分
か

た

信
じ
る

 
そ
の
言
葉
で
シ
ノ
ン
は

自
分
の
背
負

て
い
た
物
が
少
し

く
な

た
気
が
し
た

そ
の

に
も
今
は
ゲ

ム
を
楽
し
む
ん
だ

次
に
冒
険
に
出
る
時
は
ま
た
俺
達
が
誘

て

や
る
か
ら

ま
だ
最
初
の
冒
険
も

始
ま

て
も
い
な
い
け
ど
ね

 
シ
ノ
ン
は
ク
ス
リ
と
笑
い

シ

ナ
に
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
の

を

シ
ズ
カ
が
し

か
り
と

き
し
め
た

 
シ
ノ
ン
は
目
を
つ
ぶ
る
と

晴
れ
や
か
な
顔
で
シ
ズ
カ
に
身
を
任
せ
て
い
た

 
二
人
は
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
の
体
制
の
ま
ま
動
か
な
か

た

 
ケ
イ
は
そ
れ
を
嬉
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

 
シ

ナ
は
そ
れ
を
見

け
る
と

に

て
運
転

に

を
下
し

目
を

る
と
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の
後
ろ
で

を
組
ん
だ

ど
う
や
ら
少
し
疲
れ
た
よ
う
だ

ふ

こ
れ
で
上
手
く
い
け
ば
い
い
ん
だ
が

シ

ナ

 
そ
う

く
シ

ナ
に

後
を
付
い
て
来
た
の
か

ピ
ト
フ

イ
が
声
を

け
た

ピ
ト
か

ど
う
し
た

シ

ナ
を
労
お
う
と
思

て

頑
張

た
ね

あ
れ

て
暗

で
し

よ
く
分
か

た
な

ピ
ト

お
前

意
外
に

が
い
い
の
な

意
外
は
余
計
だ
よ

 
シ

ナ
が
狙

て
い
た
の
は

シ
ノ
ン
に
暗

を
か
け
る
事
だ

た

 
真
実
を
話
す
事
で

自
分
が
英
雄
だ
と
シ
ノ
ン
に
認
め
さ
せ

そ
こ
で
救
済
方
法
を
提

し

 
そ
れ
が
達
成
さ
れ
た

間

シ
ノ
ン
に
自
分
の
罪
が
許
さ
れ
た
と
思
い
込
ま
せ
る

 
そ
れ
が
シ

ナ
が
考
え
た
シ
ノ
ン
に
対
す
る
心
理
学
的
な
心
の
治
療
と
い
え
る
物
だ

た

そ
し
て
ご
め
ん
な
さ
い

私
が
ふ
ざ
け
た
ば

か
り
に

 
ど
う
や
ら
心
か
ら
反
省
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ピ
ト
フ

イ
の

を
シ

ナ
は
ポ
ン
と
な

で
た
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あ
れ
は
仕
方
な
い
あ
ん
な
事
が

き
る
と
想
像
出
来
る
奴
が
い
た
ら
そ
い
つ
は
も
う
神
だ

ろ
う
ん

も
し
自
分
が
許
せ
な
い
な
ら
今
度
集
ま
る
時
の
シ
ノ
ン
の
分
の
ケ

キ
の
代
金
は
ピ
ト
が

え 
ま

そ
れ
く
ら
い
で
い
い
だ
ろ

う

う
ん

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
言
葉
に

い
た

も

と
も
シ

ナ
は
こ
の
事
を
忘
れ

 
自
分
が

て
し
ま
う
事
に
な
る
の
だ
が

そ
れ
は
い
つ
も
の
事
だ

本
当
に

そ
れ
じ

あ
一
番
高
い
の
を
お
願
い
ね

ピ
ト

 
そ
ん
な
二
人
に
突
然
声
を

け
て
来
る
者
が
い
た

シ
ノ
ン
で
あ
る

シ
ノ
ノ
ン

ご
め
ん

ご
め
ん
ね

別
に
い
い
よ

悪
気
が
あ

た

じ

な
い
ん
だ
ろ
う
し
さ

で
も

そ
の
代
わ
り

今
度
一
番
高
い
ケ

キ
を
お
ご

て
も
ら
う
か
ら

覚
悟
し
て
お
い
て
ね
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う
ん

分
か

た

 
こ
う
し
て
ケ

キ
食
べ
放
題
オ
フ
会
の
開

が
決
定
し
た

 
こ
の

の
ピ
ト
フ

イ
は
シ

ナ
の
存
在
が
大
き
か

た
の
か
少
し
子

い
所
を
見

せ
て
い
た

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
後
い
く
つ
か
の
ス
ク
ワ

ド
ジ

ム
と
呼
ば
れ
る
チ

ム
対
抗
戦
を

た
後

 
シ
ノ
ン
が
久
し
ぶ
り
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
ピ
ト
フ

イ
と
再
会
し
た
時

 
シ

ナ
を
失

た
ピ
ト
フ

イ
は

荒
れ
に
荒
れ
て
い
た

 
そ
の
言
葉
遣
い
の
荒
れ
方
や

態
度
の
乱
暴
さ

自
暴
自

さ
に
シ
ノ
ン
は
驚
き

 

て
て
ハ
チ
マ
ン
に
そ
の
事
を
告
げ
た

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

以
前
も
記
述
し
た
通
り

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
一
時
的
に
舞
い

り

ピ
ト
フ

イ
に
大
説
教
を
か
ま
す
事
と
な
る

 
そ
の
事
が
き

か
け
で
ピ
ト
フ

イ
は
後
日
エ
ム
に
も
内

で
密
か
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

入
し

 
そ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
一
員
と
な
る
の
だ
が
そ
の
話
は
後
日
語
ら
れ
る

事
に
な
る

よ
し

そ
れ
じ

あ
出
発
し
よ
う
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シ

ナ
の

令
で

再
び

に
乗
り
込
ん
だ
一
同
は

ま

す
ぐ
に
北
を
目
指
し
て
い
た

 
公
式
マ

プ
上
だ
と

そ
こ
に
あ
る
の
は

船
の
墓
場
と
呼
ば
れ
る
地

だ

た

 
出
て
く
る
敵
も
恐
ろ
し
く
強
く

も
多
い

 
間
違

て
も
新
人
ま
じ
り
の
パ

テ

が

安
易
に
来
て
い
い
場
所
で
は
無
い
の
だ
が

 
そ
の
事
を
指
摘
し
た
ピ
ト
フ

イ
に

シ

ナ
は
事
も
な
げ
に
言

た

こ
こ
は
俺
専
用
の
狩
り
場
だ
か
ら
な
ま

た
く
問
題
は
な
い

ま
あ
最
初
だ
し
気
楽
に

い
こ
う
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第
２
０
０
話
 
無
限
地
獄
の
秘
密

 
皆
様
の
お
陰
で

無
事
に

実
質

二

話
ま
で
到
達
す
る
事
が
出
来
ま
し
た

 
今
後
と
も
頑
張
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ち

と
シ

ナ

本
気
な
の

こ
こ

て

の
無
限
地
獄
じ

な
い
の

 
確
か
に
こ
の

船
の

橋
に

取
れ
ば
最
初
は
一
方
的
に
下
の
敵
を
攻
撃
す
る
事
が
可
能

だ
け
ど

 
一
度
攻
撃
を
仕

け
た
ら

そ
の
時
下
に
い
る
全
部
の
敵
が
上
に
上

て
き
て

 
更
に
は
部
屋
の
中
に
ま
で
敵
が
Ｐ
Ｏ
Ｐ
す
る
せ
い
で

 

え
パ

テ

で
狩
り
に
来
た
と
し
て
も
銃
で
の
乱
戦
に
な

ち

う
か
ら

 
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
だ
ら
け
に
な

て
結
局
全
滅
し
ち

う

て
い
う

 
い
わ
く
付
き
の
狩
場
じ

な
い
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壁
を
背
に
し
て
戦
お
う
と
し
た
チ

ム
も
あ
る
み
た
い
だ
け
ど
ま

た
く
敵
が

切
れ
な
い

か
ら

 
結
局

切
れ
で
全
滅
し
た

て

い
て
る
け
ど

お
お

テ
ン
プ
レ
の
説
明
的
セ
リ
フ
だ
な

ピ
ト

お
か
げ
で
手
間
が
省
け
た

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
⻑
い
セ
リ
フ
の
お
陰
で
残
り
の
三
人
も
こ
こ
が
ど
う
い
う
狩
場
か
理

解
し
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず
俺
に
付
い
て
き
て
く
れ

橋
部
分
に

取
る
ぞ

 
五
人
は
そ
の
ま
ま
シ

ナ
の
案
内
で

船
の
残

へ
と
進
入
し
た

 
船
の
中
に
は
敵
は
い
な
い

戦
闘
に
な
る
事
も
無
く
安
全
に

橋
へ
と

り
着
く
事
が
出

来
たで

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

当
然
下
の
敵
を
攻
撃
す
る

⻑
い
射

の
銃
も
必
要
無
い

ま
あ

練

だ

練

 
シ
ノ
ン
は
狙
撃
の
練

で
出
来
る
だ
け
遠
く
に
い
る
敵
を
狙
え
ば
い
い
し
ピ
ト
は
好
き
に

し
て
く
れ

 
シ
ズ
と
ケ
イ
は

と
に
か
く
動
い
て
い
る
敵
に

確
実
に

を
当
て
る
事
を
覚
え
れ
ば
い
い



 第２００話 無限地獄の秘密

た

た
そ
れ
だ
け

そ
れ
だ
と
結
局

の
力
に
押
し
潰
さ
れ
ち

う
だ
け
な
ん
じ

な
い

の 
シ
ノ
ン
が
そ
う

当
然
の
疑
問
を
シ

ナ
に
ぶ
つ
け
て
き
た

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
こ
で
一
つ

絶
対
に
守

て
欲
し
い
事
が
あ
る

 
俺
が
指

を
し
た
ら

そ
こ
か
ら
は
一
切

銃
を
撃
つ
の
を
や
め
て
く
れ

 
ち
な
み
に
そ
れ
と
は
関
係
な
く

フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
対

と
し
て

 
こ
の
部
屋
の
中
で
銃
を
使
う
の
は
禁
止
な

絶
対
だ
ぞ

 
四
人
は
そ
の
指

に

こ
く
こ
く
と

い
た

そ
し
て
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た

敵
は
人
型
の
ロ
ボ

ト
タ
イ
プ
だ

急
所
は
人
と
同
じ

首
筋

心

あ
た
り
だ
か
ら

 
落
ち
着
い
て
し

か
り
狙

て
な

了
解

 
四
人
は
と
り
あ
え
ず
セ
オ
リ

通
り
に
光
学
銃
を
使
い

窓
か
ら
顔
を
出
す
と

 
下
に
い
る
敵
に
攻
撃
を
開
始
し
た

敵
に
は
反
撃
の
手

も
無
い

安
心
し
て
撃
つ
事
が
出

来
る

 
そ
し
て
最
初
の
攻
撃
が
命
中
し
た

間
下
に
い
た
敵
が
一

に
船
へ
向
け
て
移
動
し
始
め
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た
来
た
よ
シ

ナ

そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
に
も
敵
が

く
か
も

ど
う
す
る

俺
が
全
て

り
倒
す

皆
は
銃
で
の
攻
撃
に
集
中
し
て
い
て
く
れ

わ

分
か

た

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
射
撃
に
集
中
し
た

下
で
倒
す
事
が
出
来
た
敵
は
問
題
無
い
の
だ
が

 
や
は
り
何
体
か
は
ダ
メ

ジ
を
負

た
ま
ま
で
は
あ
る
が
船
の
中
に
進
入
し
て
き
て
お
り

 
敵
が
こ
の
部
屋
に
突
入
し
て
く
る
の
も
時
間
の
問
題
と
思
わ
れ
た

今
の
所
は
ま
だ
敵
が

い
て
な
い
け
ど
こ
こ
も
危
険
に
な

て
き
た
か
な

ね

シ

ナ

 
そ
う
言

た
ピ
ト
フ

イ
の
背
後
で

シ

と
い
う
音
が

こ
え

 
ピ
ト
フ

イ
は
何
事
か
と
思
い

て
て
後
ろ
を
向
い
た

そ
の
す
ぐ
目
の
前
に
機

の
顔

が
あ

た

 
ピ
ト
フ

イ
は

て
て
そ
ち
ら
に
銃
を
向
け
よ
う
と
し
た
の
だ
が

そ
の

間

 
先
ほ
ど
の
シ

ナ
の
言
葉
が
ピ
ト
フ

イ
の

を
よ
ぎ
り
ピ
ト
フ

イ
は
銃
を
撃
つ
の
を

や
め
た

 
代
わ
り
に
ピ
ト
フ

イ
は

シ

ナ
に
向
け
て
叫
ん
だ
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シ

ナ

敵
が

 
そ
の
言
葉
と
共
に

目
の
前
の
敵
の
首
が

コ
ロ
ン
と
落
ち

 
そ
の
敵
の

が

ポ
リ
ゴ
ン
の
光
と
な

て
消
滅
し
た

 
そ
の
向
こ
う
に
は

ナ
イ
フ
を

え
た
シ

ナ
の

が
見
え
た

 
他
の
三
人
も
何
事
か
と
こ
ち
ら
を
見
た
の
だ
が
大
丈
夫
そ
う
だ
と
分
か
る
と
再
び
射
撃

を
開
始
し
た

お
う

ち

ん
と
見
て
る
か
ら
な

安
心
し
て
射
撃
に
集
中
し
て
く
れ
て
い
い

ぞ

と

 
そ
う
言
う
と
シ

ナ
は

り
向
き
様
に
ナ
イ
フ
を

る
い

 
後
方
に

い
た
ば
か
り
の
敵
の
首
を

ね
た

そ
の
直
後
に
部
屋
の
入
り
口
か
ら
敵
が

を

見
せ
始
め

 
そ
の

間
に
シ

ナ
か
ら

指

が
と
ん
だ

よ
し
み
ん
な

一
度
攻
撃
を
中
断
し
て
く
れ

え
敵
が
わ
い
て
も

 
下
手
に
部
屋
の
中
で
ナ
イ
フ
と
か
を

り
回
さ
な
い
で
く
れ
よ

俺
が
攻
撃
を
く
ら

ち
ま

う
か
ら
な

シ

ナ

手
伝
お

か
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人

み
に
ナ
イ
フ
を
使
え
る
ピ
ト
フ

イ
が

そ
う
シ

ナ
に
声
を

け
た

 
シ

ナ
は

入
り
口
か
ら
迫

て
く
る
敵
の
首
を

ね
な
が
ら

少
し
考
え
た
後
に
言

た

い
や

ピ
ト
と
は
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
に
不
安
が
あ
る
か
ら
な

そ
う
だ
な

シ
ズ

ち

と
頼
む

う
ん

分
か

た

シ
ズ
に
は
多
分

こ

ち
の
方
が
い
い
よ
な

こ
れ
を
使

て
く
れ

シ

ナ

レ
イ
ピ
ア
な
ん
て
持

て
た
ん
だ

 
シ

ナ
が
そ
う
言

て
シ
ズ
の
方
に
投
げ
て
き
た
の
は

一
本
の
レ
イ
ピ
ア
だ

た

急
ご
し
ら
え
だ
が

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
職
人
に
作

て
も
ら

た

シ
ズ
用
の
武
器
だ
な

 
ピ
ト
と
の
決
闘
の
前
に

し
て
も
良
か

た
ん
だ
が

そ
れ
だ
と
ハ
ン
デ
が
ち

と
な

ど
ゆ
こ
と

 
き

と
ん
と
す
る
ピ
ト
フ

イ
に

シ

ナ
が
言

た

シ
ズ
の
本
来
の
メ
イ
ン
ウ

ポ
ン
は
レ
イ
ピ
ア
だ
か
ら
な

 
も
し
決
闘
の
時

シ
ズ
が
そ
れ
を
使

て
た
ら

お
前
多
分

で

ん
で
た
ぞ

い
や
い
や

さ
す
が
に
そ
れ
は

え

本
当
に
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ま
あ

見
て
れ
ば
分
か
る

は

い

 
そ
し
て
シ

ナ
と
シ
ズ
は
背
中
合
わ
せ
の
体
制
に
な
り
残
り
の
三
人
は
部
屋
の

へ
と
避
難

し
たそ

れ
じ

久
々
に

や
る
か

う
ん

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
返
事
と
共
に

新
た
な
敵
が
三
体

部
屋
に
な
だ
れ
込
ん
で
き
た

 
シ

ナ
は
先

の
敵
を

み
台
に
し
て

奥
の
二
体
へ
向
か

て
飛
ん
だ

 
次
の

間

先

の
敵
は

シ
ズ
の
連
撃
に

か
れ
て
動
き
を
止
め
た

 
シ

ナ
は
着
地
と
共
に

の
手
を
横
に

り

同
時
に
二
体
の
首
を

ね
て
い
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
す
ぐ
に

り
返
る
と

シ
ズ
に
向
か

て
ナ
イ
フ
を
投
げ
た

ち
 
ピ
ト
フ

イ
は

て
て
そ
う
叫
ん
だ
が

ナ
イ
フ
は
シ
ズ
の
横
を

り
抜
け

 
い
つ
の
間
に

い
て
い
た
の
か

シ
ズ
の
背
後
に
立

て
い
た
敵
に
突
き

さ

た

 
ピ
ト
フ

イ
が
感
心
す
る
暇
も
無
く
シ
ズ
は
そ
の
ま
ま
前
方
に
突
撃
し
シ

ナ
の
横
を
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り
抜
け

 
今
ま
さ
に
入
り
口
か
ら
現
れ
よ
う
と
し
て
い
た
敵
の
首
を

い
た

 
シ

ナ
は
シ

ナ
で
シ
ズ
の
い
た
方
向
へ
と
突
進
し
先
ほ
ど
ナ
イ
フ
を
投
げ
た
敵
が
消
滅

し
た

間
に

 
空
中
に
残

た
ナ
イ
フ
を
掴
む
と

そ
の
ま
ま

に
向
け
て
大
き
く
手
を

る

た

 
そ
の

間
に

に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
し
た
ば
か
り
の
敵
の
首
が

を
舞

た

す

す
ご

 

然
と

く
ピ
ト
フ

イ
の
横
で

同
じ
く
シ
ノ
ン
が

然
と

い
た

何
こ
れ

シ

ナ
は
分
か
る
け
ど

シ
ズ

て
何
者

あ

知
ら
な
か

た
ん
だ

シ
ズ
は
閃
光
だ
よ

シ
ノ
ノ
ン

閃
光

閃
光

て

あ
の

て
い
う
か

閃
光

て
女
の
子
だ

た
の

で
す
で
す

 
ケ
イ
が
そ
う
答
え

シ
ノ
ン
は
激
し
く
戦
う
二
人
の

を
見
な
が
ら
言

た

そ
う
な
ん
だ

す
ご
い
ね

 
シ
ノ
ン
は

噂
の
中
で
し
か

い
た
事
の
無
い

知
る
人
ぞ
知
る

名
人
が
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立
て
続
け
に
自
分
の
前
に
現
れ
た
事
に

た
だ
ひ
た
す
ら
驚
愕
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
二
人
は
ま
る
で
舞
う
よ
う
に
絶

の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
を
見
せ
ど
ん
ど
ん
敵
を

て
い

く 
そ
れ
を

め
て
い
た
ピ
ト
フ

イ
と
シ
ノ
ン
は

放
心
ぎ
み
に

い
た

な
ん
か

す
ご
く

麗
だ
ね

息
が
ピ

タ
リ

二
人
と
も
お

い
を
ほ
と
ん
ど
見
て
な
い
ね

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

再
び
シ

ナ
と
シ
ズ
へ
と
目
を
向
け
た

よ
し
シ
ズ

と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で
だ

了
解

 
気
が
付
く
と
戦
闘
は
終
わ

て
お
り

二
人
は
無

で
こ
ち
ら
へ
と
歩
い
て
く
る
所
だ

た

 
無
限
に
敵
が
押
し
寄
せ
て
く
る
は
ず
の
場
所
な
の
に

一
向
に
敵
が
現
れ
る
気
配
が
無
い

 
疑
問
に
思

た
ピ
ト
フ

イ
が

シ

ナ
に

ね
た

あ
れ

シ

ナ

敵
は

と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
全
滅
だ
な

え

そ
ん
な
事
あ
る
の

こ
こ

て
無
限
地
獄
で
し
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そ
う
だ
な

説
明
が
必
要
だ
よ
な

 
そ
う
言
う
と
シ

ナ
は

ス
ト
レ

ジ
か
ら
飲
み
物
を
五
つ
取
り
出
し

配
り
始
め
た

 
四
人
は
そ
れ
を
飲
み

ほ

と
一
息
つ
く
と

シ

ナ
の
言
葉
に

を

け
た

実
は
こ
こ
の
敵
は
な

無
限
に

く

じ

な
い
ん
だ
よ

え

で
も

前
提
が
違
う
ん
だ
よ

ち

と
下
を
見
て
み
て
く
れ

 
そ
う
言
わ
れ

四
人
は
下
を
見
た

 
そ
こ
に
は
戦
闘
開
始
前
と
同
じ
よ
う
に

敵
が

歩
し
て
い
る

が
見
え
た

こ

ち
に
気
付
い
て
る
気
配
は
ま

た
く
無
い
け
ど

普
通
に
敵
が
歩
い
て
る

部
屋
の
中
に
も

ま

た
く
敵
が

く
気
配
が
無
い
ね

だ
ろ

要
す
る
に
だ

 
シ

ナ
は
少
し
間
を
置
く
と

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
始
め
た

あ

モ
ブ
は
ど
う
や

て
プ
レ
イ
ヤ

を
見
つ
け
る
と
思
う

そ
り

直
接
見
て

じ

あ

地
面
の
中
か
ら
い
き
な
り
攻
撃
を
仕

け
て
く
る
敵
は
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そ
れ
は

足
音

と
か

だ
な

要
す
る
に
モ
ブ
ご
と
に

敵
を
ど
う
判
別
し
て
い
る
か
の
基
準
が
違
う
ん
だ
よ

あ
 
こ
れ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
層
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
層
と
ほ
と
ん
ど
か
ぶ

て
い
な
い
が
故
の

点
で
あ

た

 
フ

ン
タ
ジ

系
の
ゲ

ム
だ
と
敵
が
こ
ち
ら
を
感
知
す
る
方
法
は

覚
や

覚
で
あ
る

事
が
多
い

 
も

と
も
ほ
と
ん
ど
の
敵
は

基
本

覚
に
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
こ
の
敵
は
な
光
学
銃
や
実

銃

の
音
に
反
応
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
銃
を
撃
つ
の
を
や
め
れ
ば

そ
れ
以
降
に

い
た
敵
は

こ

ち
に
は
反
応
し
な
い

 
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ

ブ
な
敵
を
全
滅
さ
せ
れ
ば
部
屋
に

く
事
も
無
く
な
る

て

法
だ

そ
ん
な
の
よ
く
分
か

た
ね

今
ま
で
誰
に
も
分
か
ら
な
か

た
の
に

そ
れ
は
ま
あ

俺
の
持

て
い
る

こ
の
ナ
イ
フ
の
せ
い
だ
ろ
う
な

 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と

手
に
持

て
い
る
ナ
イ
フ
を
強
調
す
る
よ
う
に

四
人
に
見
せ
た
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え

と

ど
う
い
う
事

あ

そ

か

 
そ
の
時
シ
ノ
ン
が

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
声
を
出
し
た

 
シ
ノ
ン
は

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
映
像
を
何
度
も
見
て
い
る

 
シ

ナ
と
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
ナ
イ
フ
を
使
う
技

が

絶
し
て
い
る
事
を
理
解
し
て
い
た

シ
ノ
ノ
ン

何
か
分
か

た
の

う
ん
ピ
ト

考
え
て
も
み
て
よ

普
通
の
プ
レ
イ
ヤ

は

敵
が
接
近
し
て
き
た
ら

 
銃
を
使

て
待
ち
伏
せ
よ
う
と
か

そ
う
い

た
事
を
考
え
る
で
し

 
も
ち
ろ
ん

切
れ
に
な

た
ら

あ
る
い
は
ナ
イ
フ
を
使
う
か
も
だ
け
ど

 
シ

ナ
や
シ
ズ
の
よ
う
に
敵
を

殺
す
る
技

を
持

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

は
ほ
ぼ
皆
無

 
だ
か
ら

え
近
接
戦
闘
を
挑
ん
で
も

迫
り
く
る
敵
を
全
滅
さ
せ
る
よ
う
な
事
は
出
来
な
い

 
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
に

き

し
い
説
明
を
始
め
た

正
解
だ

俺
が
こ
こ
で
ソ
ロ
狩
り
が
出
来
る
の
も

そ
う
い
う
理
由
だ
な

 
最
初
こ
こ
に
来
た
時

さ
す
が
の
俺
も
銃
だ
け
じ

対
処
出
来
な
く
な

て
な

 

中
か
ら
頑
張

て

ナ
イ
フ
で

々
と
敵
を
殲
滅
す
る
事
に
な

た
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そ
し
て
そ
ろ
そ
ろ
き
つ
い
か
な
と
思

た

突
然
敵
か
ら
の
攻
撃
が
や
ん
だ
ん
だ

 
そ
れ
で
も
し
か
し
た
ら
と
思

て
色
々

し
て
み
た
結
果
さ

き
言

た
結

に
た
ど
り
着

い
たそ

か

偶
然
と
は
い
え

や
る
な

お
兄
ち

ん

シ

ナ

す
ご
い
ね

そ
れ
は
確
か
に

あ
ん
た
に
し
か
出
来
な
い
わ

 
四
人
は
説
明
を

き

口
々
に
シ

ナ
を
賞

し
た

ち
な
み
に
普

は

光
学
マ
シ
ン
ガ
ン
を
使

て

切
れ
ま
で
全
部
撃

た
ら

 
そ
の
後
は
武
器
を
し
ま

て

こ
こ
で
待
ち
伏
せ
る
事
に
し
て
る

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

理
解
し
て
も
ら

た
所
で

次
の
セ

ト
に
い
く
か

 
一
定
時
間
で
攻
撃
を
や
め
る
事
を
考

し
て

込
め
の
時
間
を
省
く

に

 
い
く
つ
か
の
武
器
を
交

に
使

て
も
い
い
と
思
う

そ
こ
ら
へ
ん
は
ま
あ
個
人
で

夫
し

て
く
れ
よ
な
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こ
う
し
て
次
の
狩
り
が
開
始
さ
れ
五
人
は
ま
た
同
じ
よ
う
に
無

で
大

の
敵
を

た

 
そ
れ
を
何
セ

ト
か

り
返
し
て

こ
の
日
の
狩
り
は
終
了
し
た

す
ご
い

も
う
こ
ん
な
に
レ
ベ
ル
が
上
が

て
る

こ
れ
は
ち

と
反

だ
よ
ね

ま
あ
シ

ナ
や
シ
ズ
ク
ラ
ス
の
人
が
い
な
い
と

 
ま

た
く
成
り
立
た
な
い
戦
法
だ
け
ど
ね

Ｂ
ｏ
Ｂ
ま
で
一
度
も
シ

ナ
の
名
前
を

い
た
事
が
無
か

た
の
は
こ
う
い
う
事
だ

た
ん

だ

か
ら
シ

ナ
は

ソ
ロ
気
質
だ

た
か
ら
ね

 
そ
し
て
口
々
に
狩
り
の
感
想
を
述
べ
る
四
人
に

シ

ナ
は
言

た

と
こ
ろ
で
戦
利
品
に
つ
い
て
だ
が

今
回
は
パ

テ

で
来
て
る
か
ら

 
戦
利
品
を
プ

ル
し
て
い
る
ウ

ン
ド
ウ
が
実
は
す
ご
い
事
に
な

て
い
る

ま
あ
見
て
み

て
く
れ

 
そ
う
言
わ
れ

ウ

ン
ド
ウ
を
開
い
た
四
人
は

驚
き
の
声
を
上
げ
た

な

何
こ
れ

銃
が
い
く
つ
か
と

の
セ

ト
に

種
ア
イ
テ
ム
が
す
ご
い

あ
こ
れ
レ
ア
な
銃
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シ

ナ

こ
ん
な
事
を
ず

と
や

て
た

て
事
は

も
し
か
し
て
お
金
持
ち

自
慢
す
る

じ

な
い
が

か
な
り
持

て
る

 
リ
ア
ル
マ
ネ

換
算
で

ま
あ

万
く
ら
い
に
は
な
る
だ
ろ
う
な

ひち
 
こ
の

の
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

の
月
収
は

十
万

二
十
万
で
あ

た

 
シ

ナ
が
プ
レ
イ
を
始
め
て
か
ら

実
は
ま
だ
一

月

こ
れ
は

常
な

で
あ

た

と
い
う

で

ケ

キ
食
べ
放
題
の
金
は
心
配
し
な
く
て
も
い
い

 
も

と
も
金
目
当
て
で
や

て
る

じ

な
い
し

あ
ま
り
現
金
化
す
る
気
も
無
い
け
ど
な

余

ね

身
の
丈
に
合
わ
な
い

の
金
を
持
つ
と
自
分
が
ダ
メ
に
な
り
そ
う
だ
か
ら
ま
あ

め
だ

め 
そ
も
そ
も
ピ
ト
フ

イ
は
お
金
に
困

て
は
い
な
い
し

お
嬢
様
で
あ
る
シ
ズ
カ
も
そ
う
だ

 
ベ
ン
ケ
イ
は
常
識
的
な
観
点
か
ら

シ

ナ
と
同
じ
よ
う
な
意
見
を
持

て
い
た
し

 
シ
ノ
ン
も

げ
れ
ば
そ
れ
は
そ
れ
で
嬉
し
い
が
お
金
に
飲
ま
れ
る
よ
う
な
性
格
は
し
て
い
な
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か

た

 
と
り
あ
え
ず
五
人
は
そ
の
場
で
相
談
し

い
わ
ゆ
る
消

品
の

は
そ
の
ま
ま
山
分
け
し

 
残
り
の
銃

は

全
て

り

た
後
で
山
分
け
す
る
事
に
決
め
た

 
そ
れ
で
も
一
人
あ
た
り
の
取
り
分
は
三
万

度
に
な

た

大
金
と
い
う

で
は
無
い
が

 
さ
り
と
て
十
分
な

で
あ
る

そ
の

ベ
ン
ケ
イ
と
シ
ノ
ン
は
思
わ
ぬ
臨
時
収
入
に
喜
ぶ
事

と
な

た

い
や

今
日
は
撃
ち
ま
く

た
な

う
ん

か
な
り
成
⻑
出
来
た
し

楽
し
か

た

冒
険
バ
ン
ザ
イ
で
す
ね

み
ん
な

今
日
は
誘

て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

思

た
以
上
に
上
手
く
い

た
よ
う
で
何
よ
り
だ

次
も
何
日
か
後
に
冒
険
に
出
る
つ
も
り
だ

か
ら

 
ま
た
そ
の
時
は
召
集
を
か
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
の
時
暇
だ

た
ら
ま
た
宜
し
く
な

 
そ
し
て
五
人
は
お

い
フ
レ
ン
ド

録
を
済
ま
せ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
ち
な
み
に
ケ

キ
食
べ
放
題
は
予
定
が
決
ま
り
次
第
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
メ

セ

ジ
を
入
れ
る
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事
と
な

た
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第
２
０
１
話
 
全
て
は
勘
の
賜
物

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

と
い
う

で

一
応
調
査
を
頼
み
た
い

ふ
む

 
八
幡
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
と

ま
ず
ア
ル
ゴ
に
連

を
と

た

要
す
る
に

二
人
の
人
間
の
身

調
査
を
し
て
欲
し
い
ん
だ
ナ

 
ア
ル
ゴ
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は
微

な
声
で
返
事
を
し
た

本
人
達
に
つ
い
て
は
ま
あ

特
に
問
題
が
無
い
と
思

て
る

問
題
な
の
は
そ
の
交
友
関

係
だ
な

交
友
関
係
だ
け
で
い
い
の
か

ど
う
い
う
事
ダ

エ
ル
ザ
に
関
し
て
言
え
ば

芸
能
界
は
伏
魔

だ
か
ら
な

 
お
か
し
な
奴
が

り
に
い
て
巡
り
巡

て
こ

ち
に
何
か
害
が

ぶ
よ
う
だ
と
困
る

て
感
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じ
だ
な

 
シ
ノ
ン
に
つ
い
て
は
そ
ん
な
事
は
無
い
と
思
う
が

ま
あ
一
応
な

 
シ
ノ
ン
み
た
い
な

遇
だ
と
お
か
し
な

教
団
体
と
か
が
声
を

け
て
き
て
も
お
か
し
く
な

い
し
な

五

六
年
前
に

銀
行
強
盗
を
間
違

て
射
殺
し
て
し
ま

た
少
女
ね

 
ま
あ
調
べ
る
の
は
簡

だ
ろ
う
な

神
崎
エ
ル
ザ
に
関
し
て
は
言
う
ま
で
も
無
い
ナ

名
人
だ
か
ら
な

そ
れ
に
し
て
も

な

ハ

 
ア
ル
ゴ
は

れ
た
声
で
八
幡
に
言

た

ん何
で
い
き
な
り
芸
能
人
の
知
り
合
い
が
出
来
て
る
ん
だ

し
か
も
あ
の
神
崎
エ
ル
ザ

 
神
崎
エ
ル
ザ
は
今
一
番
注
目
さ
れ
て
る
シ
ン
ガ

じ

な
い
か

ち

と
信
じ
ら
れ
な
い

会
う
事
に
な

た
の
は
成
り
行
き
だ

正
体
を
明
か
す
つ
も
り
も
探
る
つ
も
り
も
無
か

た
ん

だ
が
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そ
こ
で
あ
い
つ

と
ん
で
も
な
い
行
動
に
出
や
が

た
か
ら
な

と
ん
で
も
な
い
行
動

 
八
幡
は

思
い
出
す
の
も
疲
れ
る
と
い

た
感
じ
で

深
い
た
め
息
を
一
つ
つ
い
た

い
き
な
り
免
許
証
の
コ
ピ

を

し
て
き
や
が

た
ん
だ
よ
あ
い
つ

は
あ

何
だ
そ
れ

が
い
か
れ
て
ん
の
カ

ま
あ
普
通
そ
う
思
う
よ
な

 
ア
ル
ゴ
の
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
深
く
同
意
し
た

ま
あ
関
わ

ち
ま

た
も
ん
は
仕
方
が
無
い
し

今
の
と
こ
ろ
俺
に
は
絶
対
服

 

て
事
は
ま

た
く
無
い
が
俺
の
不
利

に
な
る
事
は
絶
対
し
な
い
か
ら
ま
あ
問
題
な
い

絶
対
服

⻤
畜
か
ハ

ア

ち

ん
に
チ
ク
る

明
日
奈
も

に

事
情
は
知

て
る

そ
う
な
の
カ

ま
あ
そ
ん
な

で
調
査
の
方
宜
し
く
頼
む
わ

さ
す
が
に
受
け
取

た
免
許
証
の
情
報
を

 
お
前
に
伝
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら

そ
こ
は
す
ま
な
い
が

 
い
い

て
い
い

て

事

所
の

を
調
べ
る
だ
け
だ
か
ら
ナ
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す
ま
ん

に
き
る

今
度
何
か

い
物
で
も

て
く
れ
れ
ば
い
い

了
解
だ

 
ア
ル
ゴ
と
の
会
話
を
終
え
た
八
幡
は

次
に
薔
薇
に

話
を
し
た

 
八
幡
は
も
し
か
し
た
ら
薔
薇
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
思

た

が 
ど
う
や
ら
違

た
よ
う
で

薔
薇
は
直
ぐ
に

話
に
出
た

も
し
も
し

お
う

ど
う
だ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
出
来
た
か

え
え

問
題
無
い
わ

少
し
街
も
歩
い
て
み
た
け
ど

ナ
ン
パ
が
す
ご
く
て
困

た
わ

 
私
な
ん
か
に
声
を

け
る
な
ん
て

あ
そ
こ

て
本
当
に
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
少
な
い
の
ね

 
私
な
ん
か
と
言
い
つ
つ
も
少
し
自
慢
げ
な
そ
の
薔
薇
の
言
葉
に
八
幡
は
平
然
と
し
た
声
で
こ

う
答
え
た

あ
そ
こ
だ
と

性
別
だ
け
が
大
事
で

中
身
は
全
く
問
題
に
さ
れ
な
い
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
の
意
味
を
直
ぐ
に
理
解
し
た
薔
薇
は

八
幡
に
抗
議
を
し
た
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失

ね

私
だ

て

ま
だ
十
分
い
い
女
で
し

う
が

あ
あ

お
前
は
い
い
女
だ
と
思
う
ぞ

え

本
当
に

 
薔
薇
は
い
き
な
り
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

少
し

ん
だ
声
で
そ
う

き
返
し
た

 
八
幡
は

と
て
も
優
し
い
声
で
そ
れ
に
答
え
た

あ
あ

本
当
だ

俺
の
基
準
だ
と

い
い
女

て
の
は
絶
対
に
俺
と
敵
対
し
な
い
か

 
あ
る
い
は
俺
の
役
に
立
つ
女
の
事
だ
か
ら
な

そ
う
ね

え
え

分
か

て
た
わ
よ

わ
ざ
わ
ざ

き
返
し
た
私
が
馬

な
の
よ
ね

い
い
加

俺
の
事
を
分
か
れ

分
か

て
る
わ
よ

本
当
は

こ
ん
な
私
に
も

す
ご
く
優
し
い

て
事
と
か

ね

 
薔
薇
が
そ
の
言
葉
を
口
に
出
さ
ず

こ

そ
り

い
た
り
も
し
な
か

た
の
は

 
多
分
ど
ん
な
小
声
で
も
八
幡
は

き
取

て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
そ
う
考
え
た
か
ら
で
あ

た

 
こ
の

り
は
確
か
に
八
幡
の
事
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
部
分
で
あ
ろ
う

で

本
題
な
ん
だ
が

今
ち

と
時
間
と
れ
る
か



 第２０１話 全ては勘の賜物

大
丈
夫
よ

そ
れ
じ

あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で

資
金
提

を
済
ま
せ
て
し
ま
い
た
い
ん
だ
が

え
え

分
か

た
わ

ど
こ
で
待
ち
合
わ
せ
す
る

そ
う
だ
な

初
め
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
場
所
で
い
い
ん
じ

な
い
か

了
解

す
ぐ
に
行
く
わ

お
う

そ
れ
じ

あ
後
で
な

え
え

 
八
幡
は

話
を
切
る
と

速
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
再
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
へ
向
か
お
う
と
歩
き
出
し
た
が
即
座
に
ク
ル
リ
と
向

き
を
変
え
た

 
向
か
う
先
に
ピ
ト
フ

イ
の

を
発
見
し
た

だ

た

隣
に
は

エ
ム
の

も
見
え
る

 
ピ
ト
フ

イ
は
エ
ム
と
何
か
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
よ
う
だ

た

 
一

ピ
ト
フ

イ
の
目
が
チ
ラ
リ
と
こ
ち
ら
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
シ

ナ
は
反
射
的
に
身

え
た

 
と
こ
ろ
が
こ
ち
ら
に
は
気
が
付
か
な
か

た
の
か
特
に
何
か
し
て
く
る
と
い
う
事
も
無
か
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た
の
で

 
シ

ナ
は
安
心
し

そ
の
ま
ま
目
的
地
へ
と
向
か
お
う
と
し
て

 
少
し
回
り
道
に
は
な
る
が

ピ
ト
フ

イ
に
背
を
向
け
た
ま
ま
反
対
方
向
へ
と
歩
き
出
し
た

 
そ
し
て
次
の

を
曲
が

た
時
今
度
は
前
方
に
最
近
見
慣
れ
る
事
に
な

た
水
色
の

の

少
女
が

 
友
人
ら
し
き
プ
レ
イ
ヤ

と
何
か
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
の
が
見
え
た

今
度
は
シ
ノ
ン
か
よ

た
く

二
人
と
も
さ

さ
と

ろ

て
ん
だ
よ

 
同
じ
よ
う
に

き
て
い
る
シ

ナ
に
そ
ん
な
事
を
言
う
資
格
が
無
い
の
は
言
う
ま
で
も
無
い

が 
結
果
的
に
シ

ナ
は
二
人
に

ま
れ
る
格
好
に
な
り
ど
う
し
た
も
の
か
と

を
悩
ま
せ
た
が

 
フ

ド
を
被

て
い
る
事
も
あ
り
と
り
あ
え
ず
道
路
を

り
反
対
側
の
歩
道
を
歩
く
事
に

し
た

 
ち
な
み
に
何
故
ピ
ト
フ

イ
の
時
に
同
じ
事
を
し
な
か

た
の
か
と
い
う
と

 
ピ
ト
フ

イ
の
場
合
は

え
フ

ド
で
顔
を

し
て
い
て
も

 

い
勘
で
こ
ち
ら
の
存
在
を
見
破
り
す
ぐ
に
駆
け
寄

て
く
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
か
ら
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だ

た

 
ち
な
み
に
そ
の
考
え
は

困

た
事
に
大
正
解
で
あ

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
先
ほ
ど
の
一

で

当
た
り
前
の
よ
う
に
シ

ナ
の
事
に
気
が
付
い
て
お
り

 
今
は
エ
ム
に

い
物
を
指

し

シ

ナ
の
事
を
尾
行
し
て
い
る
真

最
中
だ

た

 
い
つ
も
は
そ
の
尾
行
に
気
付
く
シ

ナ
が
そ
の
事
に
気
が
付
か
な
か

た
の
は

 
シ
ノ
ン
達
の
横
を
通

た
時
に
そ
の
方

か
ら

こ
え
て
き
た
会
話
に
気
を
と
ら
れ
た
か
ら

だ

た

 
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
達
か
ら
ピ
ト
フ

イ
と
い
う
名
前
が

こ
え
て
き
た

 
そ
の
ま
ま
横
道
に
入
り

二
人
の
会
話
に

を

け
て
い
た

だ
か
ら

新
し
く
出
来
た
友
達
と
狩
り
に
行

て
き
た
だ
け
だ

て
言

て
る
で
し

で
も

あ
の
ピ
ト
フ

イ
と
一

だ

た
の
を
見
た

て
人
が
い
た
か
ら

心
配
で
さ

そ
れ
な
ら
大
丈
夫

思

た
よ
り
悪
く
な
い
奴
だ

た
わ

も

と
も

件
付
き
だ
け
ど
ね

件

そ
れ
じ

あ
そ
の

件
以
外
の
時
は

や

ぱ
り
危
な
い
ん
じ

そ
の

件
以
外
で
あ
い
つ
と
つ
る
む
事
は
無
い
か
ら

本
当
に
大
丈
夫
だ

て
ば

 
明
日
も
学
校
だ
し

私
も
眠
い
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
た
い
ん
だ
け
ど
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あ

ご
め
ん

そ
う
だ
よ
ね

ご
め
ん

心
配
し
て
く
れ
て
い
る
の
に

私
も
少
し
言
い
す
ぎ
た
か
も

 
と
に
か
く
大
丈
夫
だ
か
ら
安
心
し
て
ね

そ
れ
じ

ま
た
明
日
ね

う
ん

ま
た
明
日

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

そ
の
場
に
は

そ
の
少
年
だ
け
が
残
さ
れ
た

上
手
く
誤
魔
化
し
て
く
れ
た
か

痴
話

み
た
い
だ

た
が
ま
あ
特
に
問
題
は
無
さ
そ
う

だ
なそ

れ
は
ど
う
か
な

う
わ

 
い
つ
の
間
に
忍
び
寄

た
の
か

シ

ナ
の
背
中
に
い
き
な
り
誰
か
が
お
ぶ
さ

て
き
た

 
シ

ナ
は
そ
の
声
を

き

そ
れ
が
誰
な
の
か
即
座
に
理
解
し
た

お
前
な

エ
ム
は
ど
う
し
た
ん
だ
よ

ん

い
物
を
頼
む

て
口
実
で
追
い

た

あ
の
一

で

俺
に
気
付
い
た
の
か

う
ん

私
の
子
宮
に
ビ
ビ

と
き
た
か
ら
ね
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こ
の
変
態
め

 
シ

ナ
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
変
態
的
な
勘
に
脱

し

た
め
息
を
つ
い
た

そ
れ
よ
り
さ

あ
い
つ
の
事
な
ん
だ
け
ど

 
ピ
ト
フ

イ
は
シ

ナ
に
お
ぶ
さ

た
ま
ま

 
ま
だ
そ
の
場
に
残

て
い
た

シ
ノ
ン
の
友
達
ら
し
き
少
年
を
指
差
し
な
が
ら
言

た

そ
う
い
え
ば
さ

き
何
か
言

て
た
な

あ
い
つ
が
ど
う
か
し
た
の
か

あ
い
つ
の
名
前
は
確
か
シ

ピ

ゲ
ル
何
度
か
殺
し
た
か
ら
名
前
だ
け
は
覚
え
て
る
ん
だ

け
ど

な
覚
え
方
だ
な

 
シ

ナ
に
そ
う
言
わ
れ
な
が
ら
も

ピ
ト
フ

イ
は
気
に
せ
ず
会
話
を
続
け
た

シ
ノ
ノ
ン
と
つ
る
ん
で
る
の
は
知
ら
な
か

た
け
ど

大
し
て
強
い
奴
じ

な
い
か
ら

 
別
に
興
味
を
持

て
た

じ

な
い
ん
だ
け
ど
さ

あ
い
つ

多
分
エ
ム
と
同
じ
か
も

は

ど
う
い
う
事
だ

シ
ノ
ン
の
下
僕
と
で
も
言
い
た
い
の
か

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
シ

ナ
の

口
に
も
動
じ
ず

真
面
目
な
顔
で
シ

ナ
に
言

た

そ

ち
じ

な
い

ス
ト

カ

の
方
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あ目
付
き
が
ね

私
を
ス
ト

ク
し
て
た
時
の
エ
ム
に
そ

く
り

ゲ

ム
内
で
そ
こ
ま
で
分
か
る
も
ん
な
の
か

ま
あ

勘
と
言
え
ば
勘
か
な

お
前
の
勘
か

 
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
の
変
態
的
な
勘
の

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
ば

か
り
だ

た
の
で

 
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
は
本
当
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た

私
は
ほ
ら

こ
ん
な
性
格
だ
か
ら
さ

エ
ム
と
の
関
係
も
そ
れ
な
り
に
落
ち
着
い
て
る
け
ど

 
シ
ノ
ノ
ン
は
一

人
な

じ

な
い

も
し
か
し
た
ら
い
ず
れ

ひ
と

着
あ
る
か
も
よ

 
そ
れ
を

い
た
シ

ナ
は
意
外
に
思
い

ピ
ト
フ

イ
に
質
問
し
た

お
前
も
し
か
し
て

シ
ノ
ン
の
事
を
心
配
し
て
る
の
か

う
ん

は

何
か
お
前

噂
と
は
全
然
違
う
ん
だ
な

う
う
ん

シ

ナ
の
知
り
合
い
限
定
だ
よ

私
は
本
当
に
噂
通
り
の
奴
だ
よ

そ
う
か
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シ

ナ
は
そ
れ
を

き
ピ
ト
フ

イ
は
変
人
だ
が
悪
人
じ

な
い
ん
だ
よ
な
と

め
て
実

感
し
た

 
そ
し
て
二
人
の
目
の
前
で
シ

ピ

ゲ
ル
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
二
人
は
そ
れ
を
見
て
横
道
を
出

た
お
前
の
意
見
は
本
当
に
参
考
に
な

た
わ

あ
り
が
と
な

ピ
ト

シ

ナ
に
褒
め
ら
れ
た

や

た

調
子
に
乗
る
な

 
シ

ナ
は

背
中
に
お
ぶ
さ

て
い
た
ピ
ト
フ

イ
を
下
に
下
ろ
す
と

 
ピ
ト
フ

イ
の

を
つ
ね

て

に
引

張

た

ヒ

ナ

い
ひ

い

気
に
す
る
な

愛
の

だ

ひ

れ
な
ら
い
い

 
そ
れ
を

い
た
シ

ナ
は

て
て
ピ
ト
フ

イ
の

か
ら
手
を
離
し
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
解
放
さ
れ
た
後

し
て
や

た
り
と
い
う
風
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た

い
い
加

に
し
ろ

変
態

は

お
い
ピ
ト

エ
ム
は
ま
だ
来
な
い
の
か
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ん

わ
ざ
わ
ざ
遠
く
の
店
を
指
定
し
て
お
い
た
か
ら

し
ば
ら
く

ら
な
い
ん
じ

な
い

か
なそ

れ
じ

あ
少
し
付
き
合
え

こ
れ
か
ら
ロ
ザ
リ
ア
と
合
流
す
る
か
ら

顔
を
繋
い
で
お
け

ア
イ
ア
イ
サ

 
嬉
し
そ
う
に
そ
う
答
え
る
ピ
ト
フ

イ
を
見
て

シ

ナ
は
決
し
て
悪
い
気
は
し
な
か

た

 
ピ
ト
フ

イ
が

良
く
も
悪
く
も
と
て
も
真

直
ぐ
だ
と
感
じ
た
か
ら
だ

そ
れ
じ

行
く
か

う
ん

 
そ
し
て
目
的
地
へ
と
近
付
き

最
初
に
二
人
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

 
大
人
し
そ
う
な
女
性
プ
レ
イ
ヤ

と
そ
れ
に
話
し

け
る
ど
こ
か
で
見
た
プ
レ
イ
ヤ

の

だ

た

 
ち
な
み
に
最
後
に
出
て
き
た
の
は

エ
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
念
の
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第
２
０
２
話
 
さ
ん
を
付
け
ろ
よ
デ
コ
助
野
郎

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

友
達
と
待
ち
合
わ
せ
の
最
中
な
ん
で
す
よ

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

少
し
く
ら
い
い
い
じ

ん
よ

ど
う
せ
大
し
た
奴
じ

な
い
ん
だ
ろ

あ
ん
た
の
相
手
は

さ
い

い
え

そ
こ
そ
こ
強
い
ん
じ

な
い
か
と

そ
こ
そ
こ
ね

そ
ん
な
平

な
奴
は
ほ

と
け

て

 
俺
は
あ
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
に
も
出
た
く
ら
い
の
超

名
人
だ

 
俺
よ
り
強
い
奴
な
ん
か

こ
の
ゲ

ム
内
に
は

え
る
ほ
ど
し
か
い
な
い

て

 
き

と
あ
ん
た
の
友
達
も

俺
が
相
手
な
ら

て

喜
ん
で
身
を
引
く
に
違
い
な
い

あ
の

本
当
に
無
理
で
す

ご
め
ん
な
さ
い

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
二
人
を
指
差
し
な
が
ら
シ

ナ
に
話
し
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け
たね

シ

ナ
何
か
も
め
て
る
み
た
い
だ
け
ど
ま
さ
か
あ
れ
が
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
じ

な
い

よ
ね

 
何
か
話
し
方
も
全
然
違
う
ん
だ
け
ど
他
に
そ
れ

い
人
は
こ
の

り
に
は
い
な
い
よ
ね

ど
う
だ
か
な

俺
も
ま
だ
ロ
ザ
リ
ア
の
外
見
は
知
ら
な
い
ん
だ
よ
な

 
そ
の
言
い
寄
ら
れ
て
い
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は

つ
や
や
か
な
ス
ト
レ

ト
の
⻑

と

 
少
し
た
れ
目
の
優
し
げ
な
目
を
し
た

と
て
も
お

や
か
そ
う
に
見
え
る
女
性
だ

た

 
更
に
付
け
加
え
る
と

と
て
も
大
き
な
胸
を
し
て
い
た

確
か
に
胸
は
一
致
す
る
が

他
が
ま

た
く
違
う
な

正
直
何
と
も
言
え
ん

 
そ
の
女
性
を
観
察
し
そ
う
言

た

間
ピ
ト
フ

イ
か
ら
殺
気
が

た

シ

ナ
は

て
た

お
い

い
き
な
り
何
だ
よ

あ
の
女

胸
で
シ

ナ
の
気
を
引
く
な
ん
て
絶
対
に
許
せ
な
い

 
私
に
は
出
来
な
い
の
に

ち
く
し

う

絶
対
に
こ
こ
で
殺
す

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の

相
を
見
た
シ

ナ
は

て
て
ピ
ト
フ

イ
を
止
め
に
入

た
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待
て
待
て
待
て
相
手
を
間
違
え
る
な

そ
れ
に
俺
は
女
性
を
胸
の
大
き
さ
で
区
別
し
た
り
は

し
な
い

本
当
に

あ
あ

シ
ズ
だ

て
普
通
だ
ぞ

本
当
だ

だ
か
ら
落
ち
着
け

分
か

た

ご
め
ん
ね
び

く
り
さ
せ
て

お

お
う

 
ピ
ト
フ

イ
は
機

を
直
し
た
の
か

明
る
い
声
で
言

た

こ
い
つ
は
本
当
に

こ
ろ
こ
ろ
気
分
が
変
わ
る
よ
な

 
何
が
こ
い
つ
を

激
す
る
の
か

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
見

め
て
い
か
な
い
と
な

 
シ

ナ
は
そ
ん
な
ま
る
で
ピ
ト
フ

イ
の
保
護
者
に
な

た
か
の
よ
う
な
事
を
考
え
な
が
ら

 
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
た

女
性
を
助
け
る
の
は
間
違
い
な
い
と
し
て

 
も
し
人
違
い
だ

た
時
の
事
を
考
え
る
と
シ

ナ
と
し
て
は
あ
ま
り
矢
面
に
立
ち
た
く
は
な

か

た
も
う
こ
れ
以
上

知
ら
な
い
女
と
知
り
合
い
に
な
る
の
は
勘

だ
か
ら
な

 
そ
の
シ

ナ
の
考
え
を

感
に
察
知
し
た
の
か

先
し
て
ピ
ト
フ

イ
が
前
に
出
た
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シ

ナ

そ
れ
じ

あ
私
が
あ
の
子
を
助
け
て
く
る
ね

す
ま
ん

頼
め
る
か

う
ん

そ
れ
に

同
じ
女
の
子
同
士
の
方
が

も
立
た
な
い
だ
ろ
う
し
ね

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
頼
む
わ

任
せ
て

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
う
と
そ
の
二
人
の
方
へ
と
近
付
い
て
い
き
ス
ト
レ

ト
に
声
を

け
たも

し
か
し
て

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

え

は
い

そ
う
で
す

え

と
あ
な
た
は

 
ロ
ザ
リ
ア
が
そ
う

き
返
す
の
を

り

男
が

ロ
ザ
リ
ア
と
ピ
ト
フ

イ
の
間
に

て

入

た
あ

何
だ
て
め
え
は

今
こ
の
子
と
は

こ
の
ゼ
ク
シ

ド
様
が
話
し
て
い
る
最
中

 

て

お

お
前

ピ
ト
フ

イ
か

 
い
き
な
り
そ
う
名
前
で
呼
ば
れ
た
ピ
ト
フ

イ
は

 
自
分
の
名
前
を
知

て
い
た
そ
の
男
の
顔
を

じ

と
見
つ
め
な
が
ら
言

た
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あ
ん
た
誰

何
で
私
の
事
知

て
る
の

て

ゼ
ク
シ

ド

ど
こ
か
で

い
た
よ
う

な
お
前
み
た
い
な
悪
評
高
い
奴

知

て
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 
も

と
も
俺
は
お
前
に
や
ら
れ
た
事
は
一
度
も
無
い
け
ど
な

う
ん

確
か
に
私
も

あ
ん
た
み
た
い
な
奴
を
殺
し
た
記
憶
は
無
い
ね

 
で
も
ど
こ
か
で
見
た
事
あ
る
顔
な
ん
だ
よ
な

う

ん

 
ピ
ト
フ

イ
は

を
組
み
な
が
ら
首
を

げ
た

そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
に

ゼ
ク
シ

ド
は

言

た
当
た
り
前
だ

俺
は
あ
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
に
出
た
ほ
ど
の
男
だ
か
ら
な

あ
 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
れ
で
思
い
出
し
た
の
か

再
び
ゼ
ク
シ

ド
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
る
と

 
直
後
に
我
慢
出
来
な
い
と
い
う
風
に
プ

と

き
出
し

そ
の
ま
ま
大
笑
い
を
始
め
た

そ
う
だ
そ
う
だ

あ
は
は
は
は

夫
の
利
を
得
よ
う
と
し
て

 
シ

ナ
に
一

で
や
ら
れ
た

雑

が

確
か
そ
ん
な
名
前
だ

た

く

雑

だ
と
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あ
は
は
は
は
は

そ
う
そ
う

確
か
こ
の
顔

 
動
画
は
何
度
も
見
た
は
ず
な
の
に
ま

た
く

象
に
残

て
無
か

た
わ
本
当
に
ご
め
ん

ね
う
る
せ
え

お
前
こ
そ

な
だ
け
の
た
だ
の
雑

じ

な
い
か
よ

ピ
ト
フ

イ

あ
ら

な
だ
け
か
ど
う
か

し
て
み
て
も
い
い
の
よ

や

 
突
然
ピ
ト
フ

イ
が

な
仕

で
そ
ん
な
事
を
言
い

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
迫
力
に
押
さ
れ
た
の
か

押
し

た

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
を
見
て

で
笑

た
ピ
ト
フ

イ
は

く
る

と

り
向
く
と

 
後
方
に
向
か

て
手
を

り
な
が
ら
言

た

シ

ナ

や

ぱ
り
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
だ

た
よ

 
そ
れ
を

い
た
ゼ
ク
シ

ド
は

驚
い
た
よ
う
に
言

た

な

シ

ナ
だ
と

お
前

い
つ
か
ら
シ

ナ
と
つ
る
ん
で
る
ん
だ
よ

 
ゼ
ク
シ

ド
は

て
て
ピ
ト
フ

イ
の
向
い
た
方
を

め
た
が
そ
こ
に
は
誰
も
い
な
か

た

て

誰
も
い
な
い
じ

な
い
か
よ

た
だ
の
ハ

タ
リ
か
よ

あ
れ

シ

ナ
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俺
な
ら
こ
こ
だ

シ

ナ

い
つ
の
間
に

 
突
然
ゼ
ク
シ

ド
の
背
後
か
ら
声
が

こ
え

ピ
ト
フ

イ
は
嬉
し
そ
う
に

り
向
い
た

 
釣
ら
れ
て
ゼ
ク
シ

ド
も

て
て

り
向
い
た
の
だ
が
そ
の
顔
は
何
者
か
に
ガ

と
掴
ま
れ

た
て

て
め
え

シ

ナ

あ

さ
ん
を
付
け
ろ
よ
デ
コ
助
野
郎

お
前

俺
に
も
う
一
度
真

二
つ
に
さ
れ
た
い
の
か

 
シ

ナ
は
ゼ
ク
シ

ド
に

そ
ん
な
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
台

を
言

た

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
的
に
は

い
つ
か
機
会
が
あ

た
ら
言

て
み
た
い
台

だ

た
ら
し
い

 
ち
な
み
に
シ

ナ
も
二
人
の
会
話
を

い
て

や

と
ゼ
ク
シ

ド
の
事
を
思
い
出
し
た
所

だ

た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま

を
引
き

ロ
ザ
リ
ア
と
ピ
ト
フ

イ
か
ら
引
き
離
す
よ
う
に

 
ゼ
ク
シ

ド
を
後
方
へ
と
投
げ
飛
ば
す
と
そ
の
ま
ま

り
向
き
二
人
を
守
る
よ
う
に
立
ち

は
だ
か

た
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そ
の
シ

ナ
の

の

に

ピ
ト
フ

イ
と
ロ
ザ
リ
ア
が

き
付
い
た

 
こ
の

況
で
シ

ナ
が
二
人
を
引
き

が
す
事
は
ゼ
ク
シ

ド
に
対
抗
す
る
意
味
で
も
得

で
は
な
い

 
シ

ナ
な
ら
そ
う
判
断
す
る
と
思
い

二
人
は
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
に

 
思
う
存
分
シ

ナ
に
く

つ
く
事
に
し
た
の
だ

た

計
算
高
い
ピ
ト
フ

イ
は
と
も
か
く

 
ロ
ザ
リ
ア
も
普

は
あ
ん
な
に
自
分
を

く
見
て
い
る
の
に
こ
う
い

た
機
会
は
逃
さ
な

い
の
で
あ
る

 
や
る
時
は
や
る
ロ
ザ
リ
ア
で
あ

た

く

そ

こ
れ
見
よ
が
し
に
女
を

ら
せ
や
が

て

シ

ナ

お
前
は
い
つ
か
殺
す

は
い
は
い

お
前
の
そ
の
未

な

で
出
来
る
も
ん
な
ら

い
つ
で
も
か
か

て
こ
い
よ

 
シ

ナ
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
の
勝
負
を

魔
し
た
ゼ
ク
シ

ド
の
事
が
気
に
入
ら
な
か

た

 
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
ゼ
ク
シ

ド
を
煽

た

シ

ナ
は
時
々
こ
ん
な
子

い
所
を
見
せ

る 
そ
ん
な
部
分
に

か
れ
る
女
性
は
多
い
の
だ
が
本
人
は
別
に
意
図
し
て
や

て
い
る

で
は



 第２０２話 さんを付けろよデコ助野郎

な
い

 
だ
が
ま
さ
に
今
一

に
い
る
ピ
ト
フ

イ
と
ロ
ザ
リ
ア
に
は

果
は
て
き
め
ん
だ

た
よ

う
だ

 
ロ
ザ
リ
ア
は
ゼ
ク
シ

ド
に
見
せ
つ
け
る
よ
う
に

こ
れ
み
よ
が
し
に
胸
を
押
し
付
け

 
ピ
ト
フ

イ
は
シ

ナ
の
首
に

を
回
し
な
が
ら

笑
顔
で
言

た

負
け

は
さ

さ
と
消
え
な

て

そ
れ
と
も
今
度
は

私
が
殺
し
て
や
ろ
う
か

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
笑
顔
は

シ

ナ
に

め
ら
れ
て
入
れ
た

の

果
も
あ

た
の
か

 
と
て
も
凄
み
の
あ
る
笑
顔
で
あ
り

そ
れ
に
び
び

た
ゼ
ク
シ

ド
は

て
て
立
ち
上
が
り

 
お
決
ま
り
の

て
台

を

き
な
が
ら
走
り
去

た

く
そ

覚
え
て
ろ
よ

は
い
は
い

お
決
ま
り
の
台

を

ご
苦
労
様

も
う
二
度
と
私
に
話
し

け
な
い
で
下
さ
い

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
が
い
な
く
な
る
と

シ

ナ
は

に
態
度
を
ひ
る
が
え
し

 

と
首
に
ま
と
わ
り
つ
く
二
人
を

り

た

お
前
ら

い
い
加

に
離
れ
ろ
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ふ

能
し
た
わ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

シ

ナ

た
く

俺
が
お
前
ら
を

り
ほ
ど
け
な
い
と
思

て

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
く

つ
き
や

が

て

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

少
し

い
顔
を
し
て
い
た

 
そ
れ
を
見
た
二
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
て

み
笑
い
を
交
わ
し
た

 
そ
れ
を

感
に
察
知
し
た
シ

ナ
は

二
人
の

に
拳
骨
を
落
と
し
た

い

い

ち

と
あ
ん
た

い
じ

な
い

ピ
ト
は
自
業
自
得
だ
ろ

我
慢
し
ろ

そ
れ
に
し
て
も

や

と
普

の
調
子
に

た
か

ロ
ザ
リ
ア

 
話
し
方
を

い
て
本
当
に
お
前
な
の
か
全
然
確
信
が
持
て
な
か

た
ぞ

あ
れ
は
ど
う
い
う

事
だ

 
シ

ナ
に
そ
う

ね
ら
れ
た
ロ
ザ
リ
ア
は

完
全
に
素
に

り

あ

け
ら
か
ん
と
言

た

だ

て

私
が
あ
ん
た
に
頼
ま
れ
た
の
は
情
報
収
集
じ

な
い
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そ
ん
な
私
が
目
立
つ

に
は
い
か
な
い
で
し

 
出
来
る
だ
け
影
を
薄
く
そ
し
て

え
め
に
そ
こ
に
私
が
い
る
の
が
自
然
な
事
の
よ
う
に

舞
う

 
そ
う
臨
時
の
師
匠
に
教
わ

た
ん
だ
も
の

だ
か
ら
絶
対
に
キ

ラ
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し

て
た
の

臨
時
の
師
匠

ね

 
そ
う

い
た
シ

ナ
の

裏
に

ニ

ハ

と
笑
う
ア
ル
ゴ
の
顔
が

か
ん
だ

 
シ

ナ
は
そ
う
い
う
事
か
と
納
得
し
と
り
あ
え
ず
ピ
ト
フ

イ
と
ロ
ザ
リ
ア
を

い
に
紹
介

し
たそ

れ
じ

こ

ち
が
ピ
ト
フ

イ
で

こ

ち
が
ロ
ザ
リ
ア
だ

 
お
前
ら
ち

ん
と
仲
良
く
し
ろ
よ

あ
と
も
し
何
か
に
気
付
い
た
ら
し

か
り
連

を
密
に

頼
む
ぞ

え
え

は

い

 
二
人
の
返
事
を
確
認
し
た
シ

ナ
は
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
な
風
を
装
い
ピ
ト
フ

イ
に
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言

た
そ
れ
じ

ピ
ト
そ
ろ
そ
ろ
エ
ム
も

て
く
る

だ
ろ
そ
ろ
そ
ろ
お
前
も

た
方
が
い

い
ぞあ

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

ま
た
ね

シ

ナ
も
ま
た
ね

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は

手
を

り
な
が
ら
去

て
い

た

 
ピ
ト
フ

イ
が
い
な
く
な

た
の
を
確
認
す
る
と

い
つ
の
間
に

影
し
た
の
か

 
シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
に

二

の

の
デ

タ
を

し
な
が
ら
言

た

さ
て

魔
者
も
追
い

た
事
だ
し

本
題
に
入
る
ぞ

 
ロ
ザ
リ
ア

当
面
の
お
前
の
タ

ゲ

ト
は
二
人

一
人
は
シ

ピ

ゲ
ル
と
い
う
男

 
そ
し
て
も
う
一
人
は
エ
ム
と
い
う
男
だ

こ
の
写
真
の
こ
い
つ
が
シ

ピ

ゲ
ル
隣
は
シ
ノ

ン
と
言
う

 
そ
し
て
こ
の
ピ
ト
と
一

に
写

て
る
の
が
エ
ム
だ

こ
の
二
人
が

ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
と
関
係
が
あ
り
そ
う
な
の

い
や

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
始
め
て
知
り
合

た

こ
の
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
の
相
方

て
だ
け
だ
な

そ
う
な
ん
だ
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ロ
ザ
リ
ア
は
シ

ナ
に

く
と

話
の
続
き
を
目
で

し
た

二
人
の
リ
ア
ル
に
つ
い
て
は
ア
ル
ゴ
に
調
査
を
頼
ん
だ

 
な
の
で
ゲ

ム
内
の
二
人
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
は

お
前
に
頼
み
た
い

そ
れ
は
い
い
ん
だ
け
ど

何
か
気
に
な
る
事
で
も
あ
る
の

い
や

基
本
的
に
は
自
衛
の

だ
な

個
人
的
に
は

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
の
事
は
信
用
し
て
る

 
だ
が

り
の
奴
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
そ
う
は
言
い
き
れ
な
い

だ
か
ら
念
の

に
調
査
を

頼
む
の
さ

そ
う
い
う
事
ね

分
か

た

や

て
み
る

リ
ア
ル
を

ろ
う
と
か

そ
ん
な
事
は
考
え
な
く
て
も
い
い
か
ら
な

 
怪
し
い
奴
と
関
わ

て
は
い
な
い
か

俺
達
に
害
を

え
る
可
能
性
は
あ
る
か

 
そ
の

り
だ
け
を
調
べ
て
く
れ
れ
ば
い
い

う
ん

 
ロ
ザ
リ
ア
は
力
強
く

く
と

続
け
て
言

た

要
す
る
に
あ
ん
た
と

あ
ん
た
の
仲
間
の
安
全
の

て
事
で
い
い
の
よ
ね

あ
あ

そ
れ
で
間
違
い
な
い
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本
当
に
あ
ん
た

て
仲
間
思
い
な
の
ね

ち

と

ま
し
い

は
 
シ

ナ
が

れ
た
声
で
そ
う
言

た
の
で

ロ
ザ
リ
ア
は
ビ
ク

と
し
た

お
前
だ

て
と

く
に
そ
の
一
員
だ

て
の

あ
ん
ま
り
自
分
を
下
に
見
る
の
も
い
い
加

に

し
ろ

 
そ
の
言
葉
に
一

明
る
い
顔
を
見
せ
た
ロ
ザ
リ
ア
は
次
の

間
再
び
下
を
向
き
ポ
ツ
リ
と

言

た
で
も

私
は
ま
だ

ま
だ

何
だ
よ

シ
リ
カ
に
謝

て
な
い

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
意
表
を
突
か
れ
た

 
シ

ナ
と
し
た
事
が

そ
の
事
を
す

か
り
失
念
し
て
い
た
の
だ

そ
う
か

す
ま
ん

俺
も
そ
の
事
は
す

か
り
失
念
し
て
い
た

 
よ
し

今
度
セ

テ

ン
グ
し
て
や
る
か
ら

お
前
シ
リ
カ
に
直
接
会

て
謝

て
み
ろ

 
シ

ナ
に
そ
う
言
わ
れ

ロ
ザ
リ
ア
は
少
し
お
ど
お
ど
し
た
が
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直
後
に
キ

と
真
面
目
な
表
情
に
な
り

シ

ナ
に
言

た

う
ん

お
願
い

私
は
あ
ん
た
や
他
の
人
達
と
一

に
前
に
進
み
た
い

 
そ
の

に
も
直
接
シ
リ
カ
に
会

て

き
ち
ん
と

を
下
げ
て

自
分
の
口
で
謝
る
わ

 
そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
を
見
て

シ

ナ
は
優
し
い
目
を
し
な
が
ら
そ
の

に
手
を
乗
せ

 
恥
ず
か
し
が
る
ロ
ザ
リ
ア
を
よ
そ
に

そ
の

を
な
で
続
け
た
の
だ

た
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第
２
０
３
話
 
た
ま
に
は
い
い
ん
じ

な
い

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

と

言
う

な
ん
だ

な
る
ほ
ど

 
八
幡
は
珪
子
と
薔
薇
の
対
面
の
セ

テ

ン
グ
を
ど
う
す
る
か

明
日
奈
に
相
談
し
て
い
た

確
か
に
そ
れ
は
重
要
な
問
題
か
も

最
近
は
私
も
薔
薇
さ
ん
の
事
を
普
通
に
身
内
扱
い
し
て
た

け
ど

 
よ
く
考
え
る
と

ま
だ
珪
子
と
薔
薇
さ
ん

て

ん
だ
事
は
一
度
も
無
い
ん
だ
よ
ね

や

ぱ
り
自
分
を
殺
そ
う
と
し
た
相
手
に
い
き
な
り
会
わ
さ
れ
て

 
そ
れ
で
謝
ら
れ
た
か
ら
と
い

て

は
い
そ
う
で
す
か

と
は
な
ら
な
い
よ
な

ど
う
だ
ろ
う

実

問
題
珪
子
は

ま

た
く
気
に
し
て
な
い
気
も
す
る
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は
き

と
ん
と
し
た
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だ

て
あ
の
時

て

結
局
危
な
か

た
の
は
最
初
だ
け
で

 
そ
れ
だ

て
珪
子
が
自
分
か
ら
パ

テ

を
抜
け
た
せ
い
だ
と
言
え
な
く
も
な
い
じ

な
い

 
で
そ
の
後
は
ず

と
キ
リ
ト
君
が

に
い
た
せ
い
で
危
な
い
場
面
な
ん
か
一
度
も
無
か

た
よ
ね

そ
う
言
わ
れ
る
と

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

い
な
の
は
間
違
い
な
い
と
思
う
け
ど
そ
こ
ま
で
意
識
し
て
い
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
よ

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
の
明
日
奈
の
意
見
を

き

余
計
に
方
針
を
決
め
か
ね
て
い
た

 
二
人
は
い
い
ア
イ
デ
ア
も

か
ば
ず

う

ん
と

て
い
た

お
兄
ち

ん
お
義
姉
ち

ん
そ
ん
な
格
好
で

て
も
ち

と
も
深
刻
そ
う
に
見
え
な
い

ん
だ
け
ど

 
だ
ら
し
な
く
ソ
フ

に

転
び

お

子
を
食
べ
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
小
町
が

 
い
き
な
り
二
人
に
突

込
ん
だ

そ
う

こ
こ
は
実
は
比
企
谷
家
の
リ
ビ
ン
グ
で
あ
る

 
そ
し
て
当
の
二
人
が
ど
ん
な
格
好
か
と
言
う
と

明
日
奈
の

枕
で

転
ん
だ
八
幡
に

 
明
日
奈
が

か
き
を
し
て
い
る
真

最
中
な
の
で
あ

た
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そ
う
い
や
小
町

お
前
は
珪
子
と
大
の
仲
良
し
だ
ろ

今
の
話
を

い
て
ど
う
思

た

 
帰
還
者
学
校
で
同
じ
ク
ラ
ス
の

忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
が

実

の
年
齢
で
比

す
る
と

 
八
幡
と
明
日
奈
と
里
香
が
同
じ
年
齢
で
和
人
は
一
つ
下
そ
し
て
珪
子
は
更
に
そ
の
一
つ
下

で
あ
る

 
そ
う
小
町
と
珪
子
は
同
い
年
な
の
で
あ
る

そ
の

二
人
は
親
友
と
言
え
る
ほ
ど
仲
が
い
い

ん

珪
子
は
見
た
目
の
せ
い
で

く
見
ら
れ
が
ち
だ
け
ど

中
身
は
す
ご
い
大
人
だ
か
ら

 
気
に
せ
ず
ス
ト
レ

ト
に
事
情
を
話
し
て
そ
の
上
で
珪
子
を
遊
び
に
で
も
連
れ
て

て
あ
げ

れ
ばス

ト
レ

ト
に
事
情
を
話
す

か

も
う
そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い

考
え
す
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
と
思
う
し

 
明
日
奈
も
そ
の
小
町
の
意
見
に
同
意
し

こ
れ
で
八
幡
の
方
針
も
決
ま
る
事
と
な

た

よ
し

そ
れ
で
い
く
か

ま
あ
少
し
小

は
す
る
が
な

ど
ん
な
小

名
目
を
俺
が
ロ
ザ
リ
ア
に
教
育
す
る

て
事
に
し
て

そ
れ
に
珪
子
も
参
加
し
て
も
ら
う

 
要
す
る
に

俺
と
珪
子
の
二
人
で
ロ
ザ
リ
ア
に
色
々
い
い

め
る

て

式
に
な
る
か
な
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そ
の
報

と
し
て
遊
び
に
連
れ
て
い
く
と
い
う

に
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う

う
ん

い
い
ん
じ

な
い
か
な

珪
子
も
そ
れ
な
ら
遠

し
な
く
て
も
良
さ
そ
う
だ
ね

 
二
人
の
同
意
を
得
ら
れ
た

八
幡
は
そ
の
方
針
で
話
を
進
め
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
二
人
で
楽
し
ん
で
き
て
ね

明
日
奈

お
義
姉
ち

ん

 
八
幡
と
小
町
の
理
解
で
は

最
初
は
何
人
か
で
遊
び
に
い

た
後
に

 
八
幡
と
珪
子
が
二
人
で
薔
薇
の
下
へ
と
向
か
う
と
い
う
予
定
だ

た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
の
考
え
は
違

た
よ
う
だ

た

 
二
人
の
い
ぶ
か
し
げ
な

線
を
受
け

明
日
奈
は
自
分
の
考
え
を
披
露
し
た

学
校
で
五
人
で
い
る
時
私
と
八
幡
君
和
人
君
と
里
香
が
セ

ト
に
な
る
事
が
あ
る
じ

な

い 
そ
ん
な
時
ね

た
ま
に
珪
子
が
す
ご
く

ま
し
そ
う
に
こ

ち
を
見
て
い
る
事
が
あ
る
の

 

と
か
じ

な
く

何
か
に
憧
れ
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な

線
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だ
か
ら
こ
の
機
会
に

八
幡
君
に
珪
子
と
二
人
で
遊
び
に
い

て
も
ら
い
た
い
な

て

明
日
奈
が
そ
う
言
う
な
ら
ま
あ

そ
れ
で
も
い
い
け
ど
な

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
お
兄
ち

ん
は

ち

ん
と
珪
子
を
お
姫
様
に
し
て
あ
げ
て
ね

そ
れ
な
ら
俺
よ
り
和
人
の
方
が

役
な
気
も
す
る
が

 
そ
う
難
し
い
顔
を
す
る
八
幡
に

明
日
奈
は
諭
す
よ
う
に
言

た

そ
り

あ
珪
子
は

確
か
に
和
人
君
の
事
が
好
き
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
八
幡
君
に
憧
れ
て
た
と
思
う
ん
だ
よ
ね

俺
に
憧
れ
る
要
素
な
ん
か
あ

た
か

私
が
言
う
の
も
あ
れ
だ
け
ど

私
を

に
置
い
て

最
後
ま
で
守
り
通
し
な
が
ら

 
最
後
の
戦
い
の
参
加
者
全
員
を
生
還
さ
せ

多
く
の
人
達
を
解
放
し

 
今
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

多
く
の
個
性
的
な
メ
ン
バ

を
強
力
に
ま
と
め
あ
げ
て
い
る

 
そ
ん
な
人
に
憧
れ
な
い
で
誰
に
憧
れ
る
の

い
や

ま
あ

そ
れ
は
な

 

も
難
し
い
顔
を
や
め
な
い
八
幡
に

明
日
奈
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
言

た

こ
れ
は
あ
ん
ま
り
言
い
た
く
な
か

た
ん
だ
け
ど

八
幡
君
は
今
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う
ち
の
学
校
で
王
子
様
扱
い
さ
れ
て
る
ん
だ
か
ら
ね

はち
な
み
に
和
人
君
も
ね

実
力
も

た

学
園
の
ダ
ブ
ル
王
子
だ
よ

何
だ
そ
り

だ

て
当
た
り
前
じ

な
い
う
ち
の
学
校
の
人
達
は
み
ん
な
二
人
に
助
け
ら
れ
た

だ
し

あ
 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
ま

た
く
反

出
来
ず

を

え
た

ど
う
考
え
て
も
自
分
の

で
は

な
いま

あ
そ
ん
な

で
珪
子
に
は
私
か
ら
色
々
言
い

め
て
お
く
か
ら
明
日
学
校
で
誘

て
み

た
ら

は

分
か

た

そ
う
し
て
み
る

う
ん

 
そ
ん
な
二
人
の
や
り
と
り
を

い
て
い
た
小
町
は

た
だ
ひ
た
す
ら
驚
愕
し
て
い
た

あ
の
お
兄
ち

ん
が
王
子
と
か

時
代
は
変
わ

た
な

 
そ
れ
に
し
て
も
お
義
姉
ち

ん
の
正
妻
力
は

や
は
り
す
さ
ま
じ
い
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と
い
う
よ
り
こ
れ
は
む
し
ろ

学
園
の
影
の

配
者
な
の
で
は

 
そ
し
て
次
の
日
の
昼
休
み

八
幡
は
明
日
奈
に

さ
れ

珪
子
の
下
へ
と
向
か

た

 
珪
子
の

の
横
に
立

た
八
幡
は

囲
の

線
を
感
じ
て

絶
し
な
が
ら
も

 
勇
気
を

り
絞

て
珪
子
に
言

た

な

珪
子

ち

と
話
が
あ
る
ん
だ
が

一

に
屋
上
で
昼

で
も
食
わ
な
い
か

 
珪
子
は
や
は
り
明
日
奈
に
何
か
言
い

め
ら
れ
て
い
た
の
か

 
待

て
ま
し
た
と
い

た
感
じ
で
元
気
に
返
事
を
し
た

は
い

そ
れ
じ

あ

速
行
き
ま
し

う

 
そ
う
言
う
と
珪
子
は

い
き
な
り
八
幡
の

に
自
分
の

を

め
た

 
一
部
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
が
動

す
る
中

珪
子
は
嬉
し
そ
う
に

八
幡
は
戸
惑
い
な
が
ら

 
二
人
は

を
組
み
な
が
ら
屋
上
へ
と
向
か

た

事
情
を
知

て
い
た
里
香
は
明
日
奈
に

い
たち

と
明
日
奈

や
り
す
ぎ
じ

な
い

ま
あ

珪
子
が
嬉
し
そ
う
な
ん
だ
か
ら

た
ま
に
は
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
ど
う
や
ら
自
分
の
目
の

く

囲
で
自
分
の
彼
氏
が
も
て
る
の
は
明
日
奈
的
に
嬉
し
い
ら
し
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い 
自
分
の
目
が

く
と
い
う
事
は
つ
ま
り
自
分
が
制
御
出
来
る

囲
内
な
ら
と
い
う
事
で
あ

る 
こ
う
い
う
面
か
ら
見
て
も
や
は
り
八
幡
は
い
ず
れ
明
日
奈
の

に
敷
か
れ
る
運
命
で
あ
る

よ
う
だ

 
ち
な
み
に
動

し
た
の
は

シ
リ
カ
ち

ん
を
生

か
く
見
守
る
会

の
メ
ン
バ

達
で
あ

る 
他
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
達
は

ま
あ
王
子
の
や
る
事
だ
か
ら
で
済
ま
せ
て
し
ま

て
い
た

 
こ
れ
は

副
団
⻑
と
参
謀
命
の
会

や

銀
影
と
閃
光
を

え
る
会

の

 
急
進
的
な
グ
ル

プ
が
常
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る

 
基
本
八
幡
達
の
行
動
に
文

を
つ
け
よ
う
と
す
る
者
は
い
な
い
と
い
う
事
で
も
あ

た

 
ち
な
み
に
和
人
は

事
前
に
里
香
に
き
つ
く
言
わ
れ
て
い
た

不

を

い
て
い
た

 
そ
ん
な
教
室
の

態
は
つ
ゆ
知
ら
ず

屋
上
へ
と
向
か
う

で

八
幡
は
珪
子
に
言

た

な

明
日
奈
に
何
を
言
わ
れ
た
か
は
知
ら
な
い
が
無
理
に
こ
ん
な
事
を
し
な
く
て
も
い
い

ん
だ
ぞ
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え

確
か
に
許
可
は
も
ら
い
ま
し
た
け
ど

私
は
こ
れ

好
き
で
や

て
る
ん
で
す
け
ど

そ

そ
う
か

は
い

く

つ
い
て
も
い
い

て
言
わ
れ
た
の
で

好
き
に
し
て
み
ま
し
た

そ
れ
な
ら
ま
あ

い
い
け
ど
な

 
八
幡
は

め
た
よ
う
に
そ
う
言

た

明
日
奈
を
愛
す
る
が
故
の
八
幡
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ

た
で

話
と
い
う
の
は
な

 
屋
上
に
着
き

珪
子
と
二
人
で
ベ
ン
チ
に
座
る
と

八
幡
は

速
本
題
に
入

た

 
珪
子
は
八
幡
の
話
を

く
と

神

そ
う
な
顔
で

い
た

そ
う
で
す
か

あ
の
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
が

う
ん

い
い
で
す
よ

 
む
し
ろ
そ
ん
な

度
の
事
で
遊
び
に
連
れ
て

て
も
ら
え
る
な
ら

望
む
と
こ
ろ
で
す

あ
ん
ま
り
会
い
た
く
な
い
だ
ろ
う
に

何
か
す
ま
な
い
な

え
 
珪
子
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

私
は
別
に

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
に
会
い
た
く
な
い
な
ん
て
事
は
ま

た
く
無
い
で
す
よ
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そ
れ
に
私

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
を

め
る
つ
も
り
も
ま

た
く
無
い
で
す
よ

そ
う
な
の
か

は
い

実
は
私

ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
あ
の
人
の
事
は

い
て
い
た
ん
で
す
よ

 
今
は
も
う
別
人
の
よ
う
に

八
幡
さ
ん
の

に
色
々
働
い
て
る

て

 
そ
れ
で
思

た
ん
で
す

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
も
私
と
同
じ
よ
う
に
八
幡
さ
ん
の
事
が
好
き
な
ん

だ
な

て

 
そ
う
思

た
ら
何
か
親
近
感
が

い
ち

て

 
あ

違
い
ま
す
よ

恋
愛
と
か
そ
う
い
う
好
き
じ

な
く
て

と
に
か
く
好
き
な
ん
で
す

 
え

と

憧
れ
て
る
み
た
い
な

え
へ

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

小
町
や
明
日
奈
の
分

が
正
し
か

た
事
を
知

た

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
一

に
色
々
教
育
す
る

て
の
は
ま
あ

や
め
と
く
か

 
普
通
に
謝

て
も
ら

て

そ
の
後
三
人
で
何
か

い
物
で
も
食
べ
に
行
く
事
に
す
る
か

は
い

そ
れ
で
い
い
で
す

む
し
ろ
そ
れ
が
い
い
で
す

 
変
わ

た

て
い
う
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
を
見
て
み
た
い
し

話
も
し
て
み
た
い
で
す

 
珪
子
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に

心
か
ら
の
笑
顔
を
八
幡
に
向
け
た
の
だ

た
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そ
し
て
次
の
休
日
に
八
幡
は

珪
子
と
の
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
に

で
横
付
け
し
た

 
明
日
奈
の
許
可
が
出
た

珪
子
は
初
め
て
八
幡
の
隣
に
座
る
事
に
な

て
い
た

 
ち
な
み
に
珪
子
は
男
と
デ

ト
を
す
る
の
も
始
め
て
で
あ
り
当
然

で
の
出
迎
え
も
初
め
て

で
あ

た

 
珪
子
は
い
つ
も
と
は
違
い

少
し
大
人
び
た
服
装
で
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
現
れ
た

 
そ
の
笑
顔
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で

八
幡
は

た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
い
い
か
と
思
い

 
同
じ
く
笑
顔
で
珪
子
を
出
迎
え
た

当
然
服
装
を
褒
め
る
事
も
忘
れ
な
い

俺
も
変
わ

た
よ
な

こ
ん
な
俺
を

え
ば
戸
部
あ
た
り
が
見
た
ら
一
体
ど
う
思
う
ん

だ
ろ
う

 
八
幡
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
も
珪
子
の

に
助
手

の
扉
を
開
け
珪
子
を
迎
え
入
れ

た 
珪
子
は
そ
の
お
姫
様
の
よ
う
な
扱
い
に

を

ら
め
な
が
ら
助
手

に
乗
り
込
ん
だ

 
続
い
て
八
幡
も
運
転

に
乗
り
込
ん
だ

さ
て

一
応
色
々
考
え
て
は
あ
る
が

あ
く
ま
で
一
応
だ
か
ら
な

 
珪
子
が
ど
こ
か
行
き
た
い
所
が
あ
る
な
ら
そ
こ
に
行
く
け
ど

ど
う
す
る
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あ

え

と

 
珪
子
は
ど
う
や
ら
行
き
た
い
所
が
あ
る
よ
う
だ
が

言
い
出
せ
な
い
ら
し
い

 
そ
う
思

た
八
幡
は

遠

し
な
い
よ
う
に
と
珪
子
に
言

た

 
珪
子
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら

恥
ず
か
し
そ
う
に
言

た

え

と

子

い
と
思
わ
れ
る
か
も
で
す
け
ど

デ

ス
テ

ニ

ラ
ン
ド
に
行
き
た

い

で
す

別
に
子

く
は
な
い
だ
ろ

そ
れ
に
丁
度
こ
こ
に
入
場

が
二

あ
る
ぞ

本
当
で
す
か

八
幡
さ
ん

や

ぱ
り
何
で
も
分
か

ち

う
ん
で
す
ね

お
前
も
俺
を
過
大
評
価
し
す
ぎ
だ
ろ

た
ま
た
ま
だ

て

た
ま
た
ま
で
も
何
か
す
ご
い
で
す

は
い
は
い

そ
れ
じ

速
行
こ
う
か

は
い

 
二
人
は
こ
う
し
て
デ

ス
テ

ニ

ラ
ン
ド
へ
と

で
向
か

た
の
だ

た
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こ
こ
か
ら
は

シ
リ
カ
の
タ

ン

多
分
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第
２
０
４
話
 
珪
子
の
ハ

ト
ウ

ミ
ン
グ
な
一
日

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

八
幡
さ
ん

こ

ち
こ

ち

お
い

走
る
と
危
な
い
ぞ

だ

て

ど
こ
も
す
ご
く
楽
し
そ
う
な
ん
で
す
も
ん

せ
め
て
転
ば
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
ん
だ
ぞ

大
丈
夫
で
す

私
だ

て
い
つ
ま
で
も
と
ろ
い
ま
ま
じ

な
い
ん
で
す
よ

き

あ

 
案
の
定

珪
子
は
何
も
無
い
所
で

き

転
び
か
け
た

 
八
幡
は
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら
珪
子
を
助
け

こ
す

に
そ
ち
ら
に
一
歩
を

み
出
し

た
の
だ
が

 
珪
子
は
素
晴
ら
し
い
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
発

し

体
勢
を
完

に
立
て
直
し
た

 
八
幡
は
そ
れ
を
見
て
少
し
感
心
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
か
け
て
の
戦
い
の
日
々
で
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以
前
は
少
し
頼
り
な
い
所
が
あ

た
珪
子
も

か
な
り
成
⻑
し
て
い
る
ん
だ
な
と
実
感
し

 
八
幡
は
少
し
嬉
し
く
な

た

珪
子
は
転
ば
な
か

た
事
で
ふ
ふ
ん
と
ド
ヤ
顔
を
し
て
い
た

が 
そ
も
そ
も
つ
ま

い
て
い
る
時
点
で
珪
子
も
ま
だ
ま
だ
だ

 
し
か
し
八
幡
は

こ
こ
は
素
直
に
珪
子
の
成
⻑
を
褒
め
る
事
に
し
た

 
世
界
の
妹
候
補
に
こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
事
で
苦
言
を

す
る
事
は
八
幡
に
は
出
来
な
か

た
の
だ

よ
く
体
勢
を
立
て
直
し
た
な

や
る
じ

な
い
か

戦
い
の
時
に
転
ん
だ
り
し
た
ら
す
ぐ
に
敵
か
ら
大
ダ
メ

ジ
を
く
ら

ち

い
ま
す
か
ら
ね

 
よ
く
転
ぶ
私
と
し
て
は

そ
れ
に
対
す
る
対

も
バ

チ
リ
な
ん
で
す

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

そ
も
そ
も
転
ば
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
無
い
の
か
よ
と
思
い

 
や

ぱ
り
何
か
言

て
お
く
べ
き
か
と
考
え
た
が
珪
子
が
上
機

だ

た
の
で
何
も
言
わ
な

か

た
あ

八
幡
さ
ん
今
度
は
あ
れ
に
乗
り
た
い
で
す

パ
ン
さ
ん
の
バ
ン
ブ

フ

イ
ト

パ
ン
さ
ん
か
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は
い

私

パ
ン
さ
ん
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ

 
八
幡
は
そ
う
い
え
ば
雪
乃
も
パ
ン
さ
ん
が
大
好
き
だ

た
な
と
思
い
そ
の
事
を
珪
子
に
伝

え
て
み
た

そ
う
い
え
ば
雪
乃
も
パ
ン
さ
ん
が
大
好
き
だ
ぞ

そ
う
な
ん
で
す
か

今
度
雪
乃
さ
ん
と

パ
ン
さ
ん
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
す

あ
い
つ
は
や
ば
い
ぞ

覚
悟
だ
け
は
し
て
お
け
よ

 
珪
子
は
そ
れ
を

く
と

ん
ん

と
首
を

げ
た

 
ど
う
や
ら
パ
ン
さ
ん
の
何
が
や
ば
い
の
か

想
像
が
つ
か
な
か

た
よ
う
だ

あ
い
つ
の
パ
ン
さ
ん
愛
は

え
て
言
う
な
ら
そ
う
だ
な
ユ
キ
ペ
デ

ア
が
万
に
到
達
す

る

だ
な

 
珪
子
は
八
幡
が
よ
く
雪
乃
に
ユ
キ
ペ
デ

ア
と
言

て
い
る

そ
の
意
味
は
理
解
し
て
い

た 
そ
の
上
で
珪
子
は
一
万

く
ら
い
な
ら
そ
こ
ま
で
じ

な
い
よ
う
な
と
思
い
八
幡
に

ね

た
一
万

で
す
か

で
も
そ
れ
く
ら
い
な
ら

普
通
に
あ
り
え
る
気
も
す
る
ん
で
す
け
ど
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一
万

あ
あ

違
う
違
う

目
の

だ

こ

目
で
す
か

そ
れ
く
ら
い

あ
い
つ
の
パ
ン
さ
ん
へ
の
愛
は
重
い

も
は
や
地

を
救
え
る
レ
ベ
ル
だ
な

ち

地

を
救
い
ま
す
か

 
珪
子
は
さ
す
が
に
驚
い
た
の
か

然
と

い
た
が
逆
に
そ
れ
が
楽
し
み
だ
と
も
思

た
よ

う
で

 
今
度
絶
対
に
雪
乃
さ
ん
と
お
話
し
し
ま
す

と
息

い
て
い
た

 

ち
な
み
に
珪
子
は

限
実
行
と
ば
か
り
に
後
日
雪
乃
に
パ
ン
さ
ん
ネ
タ
で
話
し

け 
そ
の
ま
ま
六
時
間
ぶ

続
け
で
パ
ン
さ
ん
の
話
を

か
さ
れ

 
八
幡
の
話
が

張
で
も
何
で
も
な
く
真
実
だ

た
と
い
う
事
を

と
い
う

思
い
知
ら
さ
れ

た 
珪
子
は
更
に
後
日

た
ま
た
ま
八
幡
に
そ
の
事
を
話
す
機
会
が
あ

た
の
だ
が

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は
珪
子
に

俺
が
お
手
本
を
見
せ
て
や
る
か
ら
参
考
に
し
ろ
と
言
い

 
珪
子
が
見
守
る
中

果

に
も
雪
乃
に
近
付
き

パ
ン
さ
ん
ネ
タ
を

た
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こ
れ
は
そ
の
時
の
会
話
記
録
で
あ
る

な

雪
乃

ち

と
パ
ン
さ
ん
の
事
に
つ
い
て

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
が

あ
ら
貴
方
も
や

と
パ
ン
さ
ん
の

力
に
気
付
い
た
の
か
し
ら
別
に
い
い
わ
よ

何
か
し

ら
パ
ン
さ
ん
の

に
つ
い
て
な
ん
だ
が

そ
れ
は

ね

ち
な
み
に

そ
う
か

や

と
⻑
年
の
謎
が
解
け
た

さ
す
が
は
雪
乃
だ
な

 
も
う
世
界
一
パ
ン
さ
ん
の
事
に

し
い
と
言

て
も
過
言
じ

な
い
ん
じ

な
い
の
か

そ

そ
う
か
し
ら

そ
う
言
わ
れ
る
の
は
嬉
し
い
け
ど

私
な
ん
か
ま
だ
ま
だ
よ

で

パ
ン

さ
い
や
い
や

お
前
ほ
ど
の
パ
ン
さ
ニ
ス
ト
は

世
界
広
し
と
言
え
ど
も
お
前
だ
け
だ

 
そ
の
知
識
と
知
見
を
存
分
に
生
か
し
て
俺
を
こ
れ
か
ら
も
助
け
て
く
れ
よ
な

頼
り
に
し
て
る

え

え
え

も
ち
ろ
ん
よ

任
せ
て

本
当
に
あ
り
が
と
な

で

話
は
変
わ
る
が

現
在
の
世
界
情
勢
に
つ
い
て
ど
う
思
う
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そ
の
会
話
を
横
で

い
て
い
た
シ
リ
カ
は
心
の
中
で

手
を
し

 
ま
す
ま
す
八
幡
へ
の
尊
敬
を
深
め
る
事
に
な

た
の
だ
が

そ
れ
は
ま
た
別
の
お
話
で
あ
る

次
は
あ
れ
に
乗
り
た
い
で
す

絶
叫
マ
シ
ン
か

珪
子
は
あ
あ
い
う
の
は
平
気
な
の
か

は
い

す
ご
く
好
き
で
す

そ
れ
じ

あ
乗

て
み
る
か

は
い

 
次
は
ど
れ
に
し
よ
う
か
な

う

ん

あ

あ
れ

す
ご
く
楽
し
そ
う

ま
た
絶
叫
マ
シ
ン
か

ま

ま
あ
珪
子
が
い
い
な
ら
乗
る
か

さ
さ

行
き
ま
し

う
行
き
ま
し

う

 
八
幡
さ
ん

次
は
あ
れ
で
す
よ

あ
れ

お

お
う

ま
た
絶
叫
マ
シ
ン
か
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八
幡
さ
ん

今
度
は

な

な

珪
子

そ
ろ
そ
ろ
お
腹
が
す
い
た
ん
じ

な
い
か

何
か

く
食
べ
に
行
か
な
い

か
あ

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
ま
し

か

あ
れ
に
乗
る
の
は
後
で
い
い
で

す
そ

そ
う
だ
な

結
局
乗
る
事
に
な
る
の
か

食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と

く
か
も
し
れ
ん

 
そ
ん
な
流
れ
で
絶
叫
マ
シ
ン
の
ハ
シ
ゴ
を
さ
せ
ら
れ
た
八
幡
は

少
し
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
た

 
対

的
に
珪
子
は
と
て
も
元
気
い

ぱ
い
だ

た

八
幡
さ
ん

ち

と
お
疲
れ
み
た
い
で
す
ね

あ
そ
こ
の
ベ
ン
チ
に
座
り
ま
し

う

別
に
疲
れ
て
な
ん
か
い
な
い
が

こ
こ
は
珪
子
の
顔
を
立
て
て
座
る
事
に
す
る

ま

た
く

こ
こ
に
は
敵
や
仲
間
が
い
る

じ

な
い
ん
で
す
か
ら

 
別
に

音
を

い
て
も
い
い
ん
で
す
よ

そ
も
そ
も
八
幡
さ
ん
は
常
に
気
を
張
り
す
ぎ
で
す

 
八
幡
は

珪
子
に
そ
う
言
わ
れ
た
事
が
予
想
外
だ

た
ら
し
く
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ベ
ン
チ
に

を
下
ろ
す
と

隣
に
座

た
珪
子
に

ね
た

俺

そ
ん
な
風
に
見
え
る
か

そ
う
で
す
ね

た
ま
に
完

す
ぎ
て

ち

と
怖
い
事
が
あ
る
の
は
確
か
で
す

そ
う
か

別
に
そ
れ
が
悪
い

て
言

て
る
ん
じ

な
い
で
す
よ

 
た
だ
八
幡
さ
ん
は

み
ん
な
の
保
護
者
を
や
る
義

な
ん
か
無
い
ん
で
す
か
ら

 
も

と
気
楽
に

舞

て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
と
は
思
い
ま
す

 
八
幡
は
珪
子
に
そ
う
は

き
り
言
わ
れ

苦
笑
し
た

が

い
な

私
だ

て

八
幡
さ
ん
が
無
理
し
て
る
ん
じ

な
い
か

て

心
が

い
で
す
よ

大
丈
夫
無
理
は
し
て
い
な
い

だ
け
ど

の
俺
は
確
か
に
も

と
面
倒

が
り
だ

た
気

も
す
る

い
い
で
す
ね

も

と
色
々
他
人
に
任
せ
て

も

と
楽
を
し
ち

い
ま
し

う

 
皆
も
そ
の
方
が
安
心
す
る
ん
じ

な
い
か

て
思
い
ま
す
よ

そ
う
か
な
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え
え

少
な
く
と
も
私
は
そ
う
思
い
ま
す

そ

か

 
八
幡
は

そ
ん
な
に
こ
に
こ
し
て
い
る
珪
子
を
見
て

 
確
か
に
最
近
の
俺
は

み
た
い
に
何
で
も
一
人
で
や
ろ
う
と
し
す
ぎ
て
た
か
も
し
れ
な
い
と
反

省
し
た

 
自
分
で
は
色
々
他
人
に
相
談
し
て
き
た
り

仕
事
を
任
せ
て
き
た
つ
も
り
だ

た
が

 
珪
子
が
そ
う
言
う
の
な
ら
確
か
に
最
近
の
自
分
は
頑
張
り
す
ぎ
て
い
た
部
分
も
あ
る
の
だ
ろ

う
も
う
少
し
気
楽
に

色
々
と
楽
し
ん
で
や

て
み
る
か

 
八
幡
は
そ
う
思
い

珪
子
に
こ
う
提
案
し
た

あ
り
が
と
な
俺
も
も
う
少
し

の
力
を
抜
く
事
に
す
る
よ

丁
度
パ
レ

ド
が
始
ま
る
み
た

い
だ
し

 
今
日
は
珪
子
と
一

に
と
こ
と
ん
気
楽
に
楽
し
ん
で
み
る
さ

さ
て

そ
れ
じ

あ
行
く
か

は
い

 
こ
う
し
て
二
人
は

園
の
時
間
ま
で
遊
び
倒
し
た
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そ
し
て
薔
薇
と
の
約
束
の
時
間
が
近
付
き

八
幡
は
珪
子
を
連
れ

 

に

店
し
て
い
る
は
ず
の
ダ
イ
シ

カ
フ

へ
と
向
か

て
い
た

 
他
人
が
い
る
所
で
す
る
話
で
も
無
い
だ
ろ
う
と
思
い
八
幡
が
事
前
に
エ
ギ
ル
に
頼
ん
で
い
た

か
ら
だ

 
ダ
イ
シ

カ
フ

に
着
き
入
り
口
の
ド
ア
を
開
け
る
と
エ
ギ
ル
が
こ
ち
ら
に
声
を

け
て

き
たお

う

今
日
は
ど
う
だ

た

楽
し
か

た
か

お
う

は
い

と

て
も

そ
う
か

良
か

た
な

 
エ
ギ
ル
は
ニ
カ

と
笑
う
と

奥
の
テ

ブ
ル

を

で

し
た

 
そ
こ
に
は
薔
薇
が

張
し
た
面
持
ち
で
座

て
い
た

 
珪
子
は
笑
顔
で
八
幡
に

い
た
後

そ
ち
ら
の
方
へ
タ
タ

と
走

て
い

た

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
カ
ウ
ン
タ

に

け
エ
ギ
ル
と
共
に
遠
く
か
ら
二
人
の
様
子
を

め
て

い
た
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薔
薇
は
珪
子
に
声
を

け
ら
れ
る
と

そ
こ
で
初
め
て
珪
子
の
存
在
に
気
付
い
た
よ
う
で

 
ハ

と
珪
子
を
見
つ
め
る
と

い
き
な
り
立
ち
上
が
り

し
き
り
に

を
下
げ
て
い
た

 
珪
子
は
そ
れ
を

た
よ
う
に
な
だ
め
た
後

二
人
は
テ

ブ
ル
に
座
り

会
話
を
始
め
た

さ
て

話
が
上
手
く

ま

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が
な

あ
の
様
子
な
ら

問
題
な
い
だ
ろ

 
エ
ギ
ル
は
八
幡
の
隣
に
座
る
と

カ
ウ
ン
タ

に
片

を
つ
き
な
が
ら
そ
う
言

た

 

の
事
を
話
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
珪
子
が
薔
薇
に
何
か
を
言
い
そ
れ
を

い
た
薔
薇
が

恐

し

 
そ
れ
を

て
て
珪
子
が

め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

珪
子
は
ず

と
笑
顔
を
絶
や
さ
ず

 
薔
薇
も
そ
れ
に
釣
ら
れ

々
と
笑
顔
が

え
て
い

た

問
題
無
い
み
た
い
だ
な

こ
れ
で
ま
た
一
つ

の

が
お
り
た
な

お
い
八
幡

お
前
は
大
丈
夫
か

最
近
色
々
と

に
乗
せ
す
ぎ
じ

な
い
か

 
八
幡
は
そ
の
エ
ギ
ル
の
言
葉
に
や
は
り
最
近
の
俺
は
そ
ん
な
風
に
見
え
て
い
た
の
か
と
実
感

し
たお

前
も
俺
を

そ
ん
な
風
に
見
て
た
ん
だ
な
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お
前

も

他
の
誰
か
に
同
じ
よ
う
な
事
を
言
わ
れ
た
の
か

今
日
そ
の
事
で
珪
子
に

ら
れ
て
な
俺
も
こ
れ
か
ら
は
も
う
少
し

の
力
を
抜
こ
う
と
思

う 
お
前
に
も
心
配
を

け
ち
ま

た

す
ま
な
か

た

い
ち
い
ち
謝
る
な

て

こ

ち
こ
そ
色
々
任
せ

き
り
に
し
ち
ま

て
悪
か

た
よ

俺
と
し
て
も

任
せ

き
り
に
さ
れ
た
つ
も
り
は
無
か

た
ん
だ
が

 
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

気
負

ち
ま

て
た
の
か
も
な

ま
あ

義

じ

な
い
ん
だ
か
ら

楽
し
く
い
こ
う

 
実
は
な

俺
も
明
日
奈
に

い
て

初
め
て
そ
の
事
に
気
が
付
い
た
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
今
回
の
事
も

多
分
明
日
奈
は
そ
こ
ま
で
考
え
て

 
珪
子
と
の
デ

ト
を
セ

テ

ン
グ
し
た
ん
じ

な
い
の
か
な

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

ま

た
く
あ
い
つ
は
俺
に
は
も

た
い
な
い
く
ら
い
の
い
い

彼
女
だ
よ

あ

ち
も
案
外
そ
う
思

て
そ
う
だ
け
ど
な

 
二
人
が
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
間
に

珪
子
と
薔
薇
の
話
も
終
わ

た
よ
う
で
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珪
子
が
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
駆
け
寄

て
き
た

八
幡
さ
ん

私

や

と
ロ
ザ
リ
ア

薔
薇
さ
ん
と

お
友
達
に
な
れ
ま
し
た

 
こ
れ
か
ら
男
受
け
が
い
い
メ
イ
ク
の
仕
方
と
か

出
来
る
女
に
見
え
る
仕

と
か

 
声
を

け
て
く
る
う
ざ
い
男
の
あ
し
ら
い
方
と
か
を

教
え
て
も
ら
い
ま
す

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

ガ
タ

と

を
立
つ
と

薔
薇
に
向
か

て
呼
び
か
け
た

お
い
こ
ら
薔
薇

お
前
ち

と
こ

ち
に
来
い

 
薔
薇
は
八
幡
に
そ
う
呼
ば
れ

一

ビ
ク

と
し
た
が

そ
の
ま
ま
立
ち
上
が
る
と

 
精
一

虚
勢
を
張

た
表
情
を
作
り

八
幡
の
方
へ
と
歩
い
て
き
た

な

何
か
し
ら

何
か
し
ら

じ

ね
え

お
前
う
ち
の
珪
子
に
一
体
何
を
教
え
よ
う
と
し
て
や
が
る
ん
だ

お

女
の
子
に
は

い
つ
か
絶
対
に
必
要
に
な
る
事
な
の
よ

歩

て
そ
う
だ
と
し
て
も

い
つ
も
俺
の
前
だ
と
お
ど
お
ど
し
て
い
る
お
前
が

 
本
当
に
そ
ん
な
事
を
教
え
る
事
が
出
来
る
の
か

で

出
来
る
わ
よ

こ
う
見
え
て
も
私

職
場
で
は
出
来
る
女
で
通

て
る
の
よ

本
当
か
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ほ

本
当
よ

ち

と
待

て
ろ

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

ど
こ
か
へ

話
を

け
始
め
た

 
そ
ん
な
二
人
の
や
り
取
り
を
見
た
珪
子
は

そ

と
エ
ギ
ル
に
話
し

け
た

八
幡
さ
ん

て

本
当
に
薔
薇
さ
ん
の
事
を

完

に

え
て
る
ん
で
す
ね

 
八
幡
さ
ん
の
こ
う
い
う

は
ギ
ル
ド
で
は
ま

た
く
見
た
事
が
無
い
か
ら
少
し
び

く
り
で

す
お
う

俺
も
最
初
見
た
時

目
を
疑

た
か
ら
な

で
も
薔
薇
さ
ん
も

反

こ
そ
し
て
る
け
ど

顔
は
と

て
も
嬉
し
そ
う

そ
う
な
ん
だ
よ
だ
か
ら
あ
れ
は
あ
れ
で
上
手
く
い

て
る
ん
だ
ろ
う
な
明
日
奈
も
公
認
ら

し
い
し

な
ん
か

大
人
の
世
界

て
感
じ
で
す
ね

 
珪
子
が
そ
う

い
た
ち

う
ど
そ
の
時

八
幡
の

話
が
終
わ

た

今
材
木
座
に

お
前
の
評
判
を
確
認
し
た

信
じ
ら
れ
な
い
が
事
実
の
よ
う
だ
な

で
し

分
か
れ
ば
い
い
の
よ
分
か
れ
ば
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ち

ま
あ
い
い

教
え
る
か
ら
に
は
き
ち
ん
と
教
え
る
ん
だ
ぞ

言
わ
れ
な
く
て
も
分
か

て
る
わ
よ

も
う
二
度
と
珪
子
に

な
思
い
な
ん
か
さ
せ
な
い

わ
よ

 
そ
れ
を

い
た
珪
子
は
目
を
見
開
く
と

薔
薇
に
駆
け
寄
り

そ
の
ま
ま

き
つ
い
た

薔
薇
さ
ん

あ
り
が
と
う

あ

う

う
う
ん

こ
れ
く
ら
い
は
当
然
よ

で
も
で
も

や

ぱ
り
薔
薇
さ
ん
に
そ
う
言

て
も
ら
え
て

私
嬉
し
い
で
す

私
も
嬉
し
い
わ

 
そ
ん
な
二
人
は
仲
の
い
い
姉
妹
の
よ
う
に
見
え

八
幡
と
エ
ギ
ル
は
顔
を
見
合
わ
せ

き

あ

た

 
珪
子
は
顔
を
上
げ
る
と

今
度
は
八
幡
の
方
を
向
き

こ
ん
な
質
問
を
し
た

八
幡
さ
ん

こ
れ
か
ら
薔
薇
さ
ん
に
色
々
教
え
て
も
ら

た
ら

私
に
も
い
つ
か

 
八
幡
さ
ん
や
和
人
さ
ん
み
た
い
な

素
敵
な
彼
氏
が
出
来
ま
す
か
ね

出
来
る
だ
ろ

た
だ
し
俺
と
和
人
が
事
前
に
審
査
は
す
る
が
な

は
い

私
が
変
な
男
に
引

か
か
ら
な
い
よ
う
に

そ
の
時
は
お
願
い
し
ま
す
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お
う

任
せ
ろ

 
エ
ギ
ル
は

そ
の
審
査
と
や
ら
に
通
る
男
が
簡

に
い
る

が
無
い
と
思
い

 
珪
子
の
春
は
遠
そ
う
だ
と
思

た

そ
し
て
同
じ
く
会
話
を

い
た
薔
薇
も
お
ず
お
ず
と
八

幡
に

ね
た

わ

私
に
も

そ
の

あ
ん
た
み
た
い
な

無
理
だ

ち

と

人
の
話
は
最
後
ま
で

き
な
さ
い
よ

う
る
さ
い

そ
れ
以
上

る
な

横
暴

あ
は
は
は
は
は
は

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
ダ
イ
シ

カ
フ

は

四
人
の
明
る
い
笑
い
声
で
満
た
さ
れ
て
い
た

 
こ
う
し
て
珪
子
と
薔
薇
は

二
年
の
時
を

て

つ
い
に
和
解
す
る
事
と
な

た

 
ち
な
み
に
こ
の
後
八
幡
は

事
前
に
エ
ギ
ル
に
頼
み
込
み

 

て
お
い
て
も
ら

た
お
高
い
デ
ザ

ト
の
山
を

二
人
に

舞

た
の
だ

た

 
次
の
日
の
朝

珪
子
と
薔
薇
が
体
重
計
に
乗

て
顔
を

く
し
た
事
も
付
け
加
え
て
お
く
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ま
あ
実

の
所
八
幡
が
や
る
事
は
ま
だ
ま
だ
多
く
そ
れ
ほ
ど
楽
に
な

た
と
い
う
事
は
あ

り
ま
せ
ん
が

 
気
持
ち
の
上
で
は
楽
に
な

た
事
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
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第
２
０
５
話
 
懐
か
し
き
そ
の
名

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
い
ピ
ト

お
前

こ
ん
な
事
や

て
る
暇
が
あ
る
の
か

 
今
は

あ

仕
事
で
全
国
を
回

て
る
真

最
中
な
ん
だ
ろ

大
丈
夫
大
丈
夫

息
抜
き
は
必
要
で
し

そ
れ
に
私

シ

ナ
に
会
う
と
逆
に
元
気
が
出

る
か
ら

ま
あ
無
理
は
す
る
な
よ

シ

ナ
に
心
配
し
て
も
ら

た

嬉
し
い

 
ピ
ト
フ

イ
は

回
こ
ん
な
調
子
な
の
で

最
近
の
シ

ナ
は

 
そ
の

の
ピ
ト
フ

イ
の
発
言
に

一
々
突

込
む
事
は
し
な
く
な

て
い
た

 
シ

ナ
が
否
定
し
な
い

に
調
子
に
乗

た
の
か
ピ
ト
フ

イ
は
続
け
て
こ
ん
な
事
を
言
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た
ね

シ
ズ

ど
う
や
ら
シ

ナ
も

大
分
私
の
事
を
大
切
に
思

て
き
た
み
た
い
だ
し

 
今
度
三
人
で

く
ん
ず
ほ
ぐ
れ
つ
ホ
テ
ル
に
で
も

ホ

ホ
テ

 
シ
ズ
カ
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
と
ん
で
も
な
い
提
案
に

一

絶

し
た
後

 
両
手
を
前
に
出
し
て
ブ
ン
ブ
ン
と

に

り
な
が
ら

た
口
調
で
ピ
ト
フ

イ
に
言

た
じ

冗
談
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

そ
ん
な
の
絶
対
無
理
無
理
無
理

え

大
丈
夫
だ

て

私

男
も
女
も
イ
ケ
る
口
だ
か
ら

調
子
に
乗
る
な

た
あ

い

 
シ

ナ
が

れ
た
顔
で
ピ
ト
フ

イ
の

に
拳
骨
を
落
と
し
ピ
ト
フ

イ
は
涙
目
で

た

 
そ
れ
を
見
た
ベ
ン
ケ
イ
は
そ

と
シ
ノ
ン
に
近
寄
る
と
三
人
を
チ
ラ
見
し
な
が
ら
言

た

ね

シ
ノ
ノ
ン

大
人
に
な
る

て

あ
あ
い
う
事
な
の
か
な

わ

私
に

か
な
い
で
よ

そ
ん
な
の
知
ら
な
い
わ
よ
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シ
ノ
ン
は
そ
う
答
え
る
と

顔
を

く
し
な
が
ら
そ

を
向
い
た

 
今
日
は

五
人
は

ツ
ア

中
で
あ
る
ピ
ト
フ

イ
が

 
少
し
時
間
が
出
来
た
か
ら
と
言

て
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た

ク
エ
ス
ト
モ
ブ
を
狩
る

に
集

ま

て
い
た

 
ち
な
み
に
ケ

キ
食
べ
放
題
は
ピ
ト
フ

イ
が
東
京
に

て
き
た
後
に
行
く
事
に
な

て

い
たさ

て
そ
ろ
そ
ろ
目
的
地
に
着
く
な

ベ
ン
ケ
イ

囲
に
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の

は
あ
る
か

今
は
大
丈
夫
な
ん
だ
け
ど

そ
れ
と
は
別
に
ね

う

ん

 
ベ
ン
ケ
イ
は

何
か
気
に
な
る
事
が
あ
る
よ
う
だ

お
兄
ち

ん

街
で
さ

何
か

線
を
感
じ
な
か

た

そ
ん
な
の
最
近
は
ず

と
だ
な

そ

か
実
は
街
で
さ
ほ
ら
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
お
兄
ち

ん
に
真

二
つ
に
さ
れ
た
人
が
い
た
じ

な
いゼ

ク
シ

ド
か
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そ
う
そ
う
そ
の
人
が
ね
物
陰
か
ら
こ

ち
の
様
子
を

て
る
の
を
見
ち

た
ん
だ
よ

ね
あ
い
つ
が
か

 
シ

ナ
は

ふ
む

と
考
え
込
む
仕

を
し

そ
れ
を
受
け
て
シ
ノ
ン
が
言

た

ゼ
ク
シ

ド
な
ら
私
も
見
た
か
も

シ
ノ
ン
は
ゼ
ク
シ

ド
を
知

て
る
の
か

一

に
な

た
事
は
一
度
も
無
い
ん
だ
け
ど
私
も
ほ
ら
シ

ナ
の
動
画
は
よ
く
見
て
た
か

ら
ね

 
あ
い
つ
の
顔
は
も
う
す

か
り
覚
え
ち

た

負
け
た
動
画
な
ん
て
恥
ず
か
し
い
か
ら

あ
ま
り
何
度
も
見
な
い
で
く
れ

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
珍
し
い

に

四
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

む
ふ
ふ

と
笑

た

 
そ
の
笑
い
を
無

し

シ

ナ
は
シ
ノ
ン
に
話
の
続
き
を

し
た

そ
れ
で
シ
ノ
ン

ゼ
ク
シ

ド
の
奴
は
ど
ん
な
感
じ
だ

た

う

ん

ど
こ
か
と
連

を
と

て
い
た
よ
う
に
見
え
た
か
な

 
今
は

が
見
え
な
い

て
な
ら

後
日
ど
こ
か
で

こ

ち
を
襲
撃
し
て
く
る
か
も
ね
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そ
う
か

よ
し

ロ
ザ
リ
ア
に
監

さ
せ
る
か

ロ
ザ
リ
ア

 
こ
の
中
で
唯
一
ロ
ザ
リ
ア
の
事
を
知
ら
な
い
シ
ノ
ン
が

返
し
に
そ
う

き
返
し
て
き
た

 
ち
な
み
に
ベ
ン
ケ
イ
も

ど
う
い
う
人
物
か
は
知

て
い
る
が

会

た
事
は
無
い

 
シ
ノ
ン
の
問
い
に
答
え
た
の
は

シ

ナ
で
は
な
く
ピ
ト
フ

イ
だ

た

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
は

私
の
ラ
イ
バ
ル
だ
よ

ラ
イ
バ
ル

か
ら
い
る
人

強
い
の

う
う
ん

シ

ナ
の
下
僕
一

に
ど

ち
が
な
る
か

て
い
う

命
の
ラ
イ
バ
ル
だ
よ

は
 
シ
ノ
ン
は

た
い
目
で
シ

ナ
の
方
を
見
た

お
前
も
そ
ろ
そ
ろ
分
か

て
き
た
だ
ろ

こ
い
つ
ら
が
勝
手
に
言

て
い
る
だ
け
だ
ぞ

あ

ま
た
い
つ
も
の
パ
タ

ン
な
の
ね

 
シ
ノ
ン
は

に
手
を
当
て

を

え
る
よ
う
な
仕

を
し
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
気
に
せ
ず

も
シ
ノ
ン
に
言

た

シ

ナ
の

愛
は
二
人
と
も
受
け
ら
れ
て
る
か
ら
そ
こ
は
い
い
ん
だ
け
ど
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こ
こ
で
ど

ち
の
序

が
上
に
な
る
か
で

愛
さ
れ
る
時
間
が
変
わ
る
か
ら
ね

 
こ
れ
は
女
の
プ
ラ
イ
ド
を

け
た
戦
い
だ
か
ら

頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
よ

ね

ピ
ト

あ
ん
た
頑
張
る
と
こ
間
違
え
て
な
い

こ
こ
で
頑
張
ら
な
く
て
い
つ
頑
張
る

て
言
う
の

ふ
ざ
け
な
い
で

逆
ギ
レ

 
そ
ん
な
二
人
の
間
に

シ

ナ
が

て
入

た

や
め
ろ
シ
ノ
ン

分
か
る
だ
ろ

こ
い
つ
は
こ
う
い
う
奴
な
ん
だ
よ

 
当
然
俺
の

愛
な
ん
て
も
の
は
存
在
し
な
い
し

愛
さ
れ
る

々
も
妄
想
だ

 
む
し
ろ
俺
は

常
識
人
な
お
前
の
事
を
一
番
評
価
し
て
い
る

お
前
だ
け
が
頼
り
だ

 
だ
か
ら
ま
と
も
に
こ
い
つ
の
相
手
を
す
る
な

わ

私
を
一
番

そ

そ
う

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら

あ

ま
た
も
ラ
イ
バ
ル
出
現

仕
方
な
い
な

シ
ノ
ノ
ン
も
一

に
ホ
テ
ル
行
く

行
か
な
い
わ
よ

は
い

そ
こ
ま
で

 
そ
ろ
そ
ろ

合
い
だ
と
思

た
シ
ズ
カ
が

そ
こ
に

て
入

た
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二
人
と
も

も
う
す
ぐ
戦
闘
だ
よ

そ
ろ
そ
ろ
準
備
し
よ
う

は

い

了
解

 
シ
ズ
カ
の
言
葉
を

い
た

に

二
人
と
も
戦
士
の
顔
に
な

た

 
ど
う
や
ら
モ

ド
が
切
り

わ

た
ら
し
い

 
シ

ナ
の
見
た
感
じ

シ
ノ
ン
も
今
の
会
話
に
本
気
で
腹
を
立
て
て
い
る

で
は
な
く

 
案
外
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ

ピ
ト
フ

イ
は
言
わ
ず
も
が
な

ま
普

は
こ
れ
く
ら
い
ゆ
る
い
方
が
こ
の
関
係
も
⻑
続
き
し
そ
う
だ
か
ら
こ
れ
は
こ
れ

で
い
い
か

 
シ

ナ
は
そ
う
考
え

五
人
は
そ
の
ま
ま
ク
エ
ス
ト
用
に
用
意
さ
れ
た

 
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
へ
と
侵
入
し
て
い

た

う
わ

何
あ
れ

大
き
い

ガ

ラ

確
か
名
前
は

ア
ス
ピ
ド
ケ
ロ
ン
と
か
言

た
か

う
わ

定
番
す
ぎ
る
名
前
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ま
あ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
前
を
新
た
に
考
え
る
の
が
面
倒

か

た
ん
だ
ろ

さ
て
作
戦
だ

が 
ク
エ
ス
ト
モ
ブ
は

ま
で

い
甲

で

わ
れ
た

巨
大
な

だ

た

最
終
的
に
は
あ
の

を
破
壊
す
れ
ば
オ

ケ

だ

 
俺
は
遠

離
か
ら
あ
の

を
狙

て

出
来
る
だ
け
甲

を
破
壊
す
る

 
シ
ズ

ケ
イ

ピ
ト
の
三
人
は

ロ

テ

シ

ン
を
組
ん
で

 
あ
い
つ
の
前
足
を
一
本

つ
徹

的
に
狙

て
く
れ

前
足
を
両
方
破
壊
す
る
事
が
出
来
れ

ば 
あ
い
つ
は
そ
の
ま
ま
前
に
倒
れ
る
か
ら

そ
の
後
に

を
集
中
的
に
狙
え
ば
そ
れ
で
終
了
だ

 
シ
ノ
ン
は
中

離
か
ら
前
衛
の
三
人
の
フ

ロ

を
し
て
く
れ

 
や
ば
そ
う
な
時
は

前
足
の
付
け

を
攻
撃
す
れ
ば

一

足
の
動
き
が

る

 
も

と
も
敵
の
攻
撃
が
直
撃
し
て
も

一
発
で
死
ぬ
ほ
ど
の
攻
撃
力
は
無
い
か
ら

 
ま
あ
狙
撃
の
練

だ
と
思

て

気
楽
に
な

了
解

 
こ
う
し
て
戦
闘
が
始
ま

た

先
ず
は
シ

ナ
の
狙
撃
か
ら
開
始
さ
れ
た
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シ

ナ
は
地
面
に
伏
せ
Ｍ
８
２
を

え
る
と
あ

さ
り
と

の

に
攻
撃
を
命
中
さ
せ
た

 
巨
大
な

は
そ
の
攻
撃
を
受
け

の
そ
り
と
こ
ち
ら
の
方
を
向
い
た

 
そ
こ
に
横
合
い
か
ら

シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
が
突
撃
し

足
へ
の
集
中
攻
撃
を
開
始
し
た

 
ど
う
や
ら
最
初
は
ピ
ト
フ

イ
は
フ

ロ

に
回
る
よ
う
だ

 
シ
ノ
ン
は

の
前
足
の
動
き
を
注

し
落
ち
着
い
た
様
子
で
正
確
に
足
の
付
け

を
狙

て

い
たま

あ

動
き
も

い

楽
な
敵
を
選
ん
だ
か
ら
な

特
に
問
題
も
無
さ
そ
う
だ

 
そ
の
考
え
の
通
り

ほ
ど
な
く
し
て

の
前
足
の
一
本
が
破
壊
さ
れ
た

 
シ
ズ
カ
ら
三
人
は

そ
れ
を
見
て
一

下
が
る
と

今
度
は
反
対
方
向
か
ら

 
も
う
一
本
の
前
足
に
集
中
攻
撃
を
開
始
し
た

シ
ノ
ン
は
マ
イ
ペ

ス
で
狙
撃
を
続
け

 
も
う
一
本
の
足
が
破
壊
さ
れ
る
前
に
シ

ナ
も

の
甲

を
完
全
に
破
壊
す
る
事
に
成
功
し

た 
そ
し
て
つ
い
に
も
う
一
本
の
足
も
破
壊
さ
れ

ア
ス
ピ
ド
ケ
ロ
ン
は
ズ
ズ

と
前
方
に
倒
れ

 
そ
の
無
防
備
な

を
さ
ら
け
出
し
た

そ
こ
に
前
衛
三
人
が
集
中
砲

を
く
ら
わ
せ

 
そ
の
ま
ま

を
破
壊
さ
れ
た
ア
ス
ピ
ド
ケ
ロ
ン
は

あ

さ
り
と
消
滅
し
た
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や

た

レ
ベ
ル
ア

プ
で
す

思

た
よ
り
簡

だ

た
ね

う

ん

や

た
時
は

も

と
て
こ
ず

た
よ
う
な

 
シ
ズ
カ

ベ
ン
ケ
イ
は

ど
う
や
ら
レ
ベ
ル
ア

プ
し
た
よ
う
だ

 
シ
ノ
ン
も
思

た
よ
り
戦
闘
が
楽
だ

た
事
に

少
し

子
抜
け
し
た
よ
う
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は

シ

ナ
が
近
付
い
て
く
る
の
を
待

て
シ

ナ
に

ね
た

ね

シ

ナ
こ
い
つ
の
前
足

て
さ
二
本
破
壊
し
た
後
ま
た
再
生
し
な
か

た

け

あ
あ

そ
う
だ
な

に
一
定
ダ
メ

ジ
が
入
る
と
復
活
す
る

で
も
今
は
復
活
し
な
か

た
よ
ね

何
で

正
確
に
は

の
甲

に
一
定
ダ
メ

ジ
が
入
る
と

だ
な

 
だ
か
ら
普

は
こ
ん
な
に
簡

に
は
い
か
な
い
は
ず
だ

足
が
再
生
す
る
度
に

 

々
と
敵
の
攻
撃
も
激
し
く
な
る
し
な

あ

だ
か
ら
先
に

の
甲

を

た
ん
だ
ね

ま

そ
う
い
う
事
だ
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ピ
ト
フ

イ
は
そ
れ
を

い
て
納
得
し
た
が

次
の
疑
問
が
生
ま
れ
た
よ
う
だ

あ
れ

で
も
ど
う
し
て
他
の
人
達
は

そ
う
し
な
い
の

普
通
の
狙
撃
銃
だ
と

の
甲

を
破
壊
す
る
ま
で
に
相
当
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
ろ
う

な
あ
あ

つ
ま
り
こ
れ

て

そ
の
ハ
チ
ニ

ち

ん
の
お
か
げ
か

ハ
チ
ニ

ち

ん

こ
れ
の
事
か

う
ん

そ
れ

Ｍ
８
２
で
し

だ
か
ら
そ
の
ま
ん
ま
ハ
チ
ニ

ち

ん

ハ
チ
ニ

ち

ん

な

 

い

シ

ナ

八
幡
は
ベ
ン
ケ
イ

小
町
に
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
て
い

た 
小
町
は
か
つ
て

八
幡
の
事
を

八
兄
ち

ん
八
兄
ち

ん
と
呼
ん
で
い
た
の
だ

た

 
ベ
ン
ケ
イ
も
そ
の
事
を
思
い
出
し
た
の
か

顔
に
疑
問

を

か
べ
る
シ
ズ
カ
の

に

 
そ

と
そ
の
事
を
告
げ
た
よ
う
で
シ
ズ
カ
は
シ

ナ
を
見
な
が
ら
納
得
の
表
情
を

か
べ
た

ハ
チ
ニ

ち

ん
が

ど
う
か
し
た

 
同
じ
よ
う
に
顔
に
疑
問

を

か
べ
て
い
た
ピ
ト
フ

イ
が

シ

ナ
に
そ
う

ね
た
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シ

ナ
は

を

り

ピ
ト
フ

イ
に
返
事
を
し
た

何
で
も
な
い

後
な

ピ
ト

こ
の
銃
の
愛
称
は
も
う
別
に
あ
る
ん
だ
よ

え

何
々

い
て
も
い
い

こ
の
銃
は
た

た
今

ア
ハ
ト
と
名
付
け
た

今
な
ん
だ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
四
人
の
中
で

シ
ズ
カ
だ
け
が
ハ

と
し
た

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
は
シ

ナ
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
こ
の
銃
の
事
を
大
切
に
思

て
い
る
の
だ

と 
心
の

か
ら
理
解
し
た

か
つ
て
の
相
棒
の
名
前
を
つ
け
る
ほ
ど
に

 
こ
う
し
て
こ
の
日

シ

ナ
の
Ｍ
８
２
に
新
し
い
名
前
が
付
け
ら
れ
る
事
に
な

た

 
も

と
も
シ

ナ
は
誰
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
と
基
本
Ｍ
８
２
と
そ
の
ま
ま
呼
び
続
け

た 
そ
の
名
前
は
別
の
武
器
に

せ
ら
れ
る
事
と
な
る
の
だ
が

そ
れ
は
別
の
お
話
で
あ
る
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第
２
０
６
話
 
シ
ノ
ン
の
変
化

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
五
人
の
会
話
は
ま
だ
続
い
て
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
は

ア
ハ
ト
ア
ハ
ト
と

き
な
が
ら

シ

ナ
に
そ
の
由
来
を
質
問
し
た

ア
ハ
ト

ど
ん
な
意
味

ド
イ
ツ
語
の
八
だ
な

へ

グ

テ
ン
モ
ル
ゲ
ン

何
言

て
る
ん
だ
お
前

シ
ル
ブ
プ
レ

そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
だ
か
ら
な

そ
う
だ

け

 

れ
る
シ

ナ
を
無

し
て

ピ
ト
フ

イ
は

も
言

た
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と
こ
ろ
で
二
は

二
は
ど
こ

旅
に
で
も
出
た
ん
じ

な
い
か

へ

か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
ろ

て
奴
だ
ね

あ
あ

だ
か
ら
お
前
は

絶
対
に
旅
に
な
ん
か
出
な
く
て
い
い
か
ら
な

ム
キ

 
二
人
の

才
の
よ
う
な
会
話
を

き
な
が
ら

次
に
シ
ノ
ン
が
シ

ナ
に
質
問
し
た

ね

シ

ナ

あ
ん
た
今

も
う
別
に
あ
る

て
言

た
わ
よ
ね

 
そ
の
銃
の
名
前

今
付
け
た
ば

か
り
の
は
ず
な
の
に

別
に
何
か
由
来
が
あ
る
の

そ
う
だ
な

 
そ
の
質
問
に
対
し

シ

ナ
は
何
か
を
懐
か
し
む
よ
う
な
表
情
を
し
た

 
そ
の
表
情
を
見
た
シ
ノ
ン
は

不
覚
に
も
ド
キ

と
し
た

ア
ハ
ト
は

正
確
に
は
ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト
と
言
う

 
俺
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
使

て
い
た
お
そ
ら
く
サ

バ

に
た

た
一
つ
し
か
存
在
し
な
か

た 
盾
と
格
闘
武
器
の
中
間
み
た
い
な
存
在
の
装
備
だ
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そ
う
な
ん
だ

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
以
上

何
も
言
わ
な
か

た

 
シ

ナ
が
ど
れ
だ
け
そ
の
装
備
の
事
を
大
切
に
し
て
い
た
か
何
と
な
く
理
解
し
た

だ

た 
だ
が

ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
性
格
故
か

当
然

て
は
い
な
か

た

そ
う
な
ん
だ

う
ん

ア
ハ
ト

い
い
ね

そ
の
銃
に
ピ

タ
リ
の
素
敵
な
名
前
だ
ね

お
前
さ

き

二
は
ど
こ
だ
と
か

グ

テ
ン
モ
ル
ゲ
ン
と
か
言

て
た
よ
な

え

そ
ん
な
事
言

た

け

シ

ナ
の
気
の
せ
い
だ
よ

 
そ
れ
を

い
た
シ

ナ
は

て
ピ
ト
フ

イ
の

に
拳
骨
を
落
と
し

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の

さ
に

て
そ
の
場
に

た

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

シ
ノ
ン
が
別
の
質
問
を
し
た

ね

シ

ナ

話
は
変
わ
る
け
ど
さ

も
し
か
し
て
今
の
ア
ス
ピ
ド
ケ
ロ
ン

て

 
ア
ハ
ト
が
あ
れ
ば

シ

ナ
一
人
で
倒
せ
た
よ
ね

そ
う
だ
な

実

倒
し
た
か
ら
な

や

ぱ
り

本
当
に
反

だ
ね

そ
の
銃
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敵
の
感
知

囲
外
か
ら

つ
ま
り

離
さ
え
し

か
り
と

て
攻
撃
す
れ
ば

 
敵
に
襲
わ
れ
る
事
も
無
く

一
方
的
に
攻
撃
出
来
る
か
ら
な

 
シ
ノ
ン
は
ふ
む
ふ
む
と

き
な
が
ら

他
に
い
く
つ
か
狙
撃
に
つ
い
て
シ

ナ
に
質
問
し
た

こ
の
フ

ル
ド
だ
と

か
ら
な
ら
攻
撃
は
く
ら
わ
な
い
の

あ
あ

い
フ

ル
ド
だ
と

お
手
上
げ
だ
け
ど
な

こ
の
タ
イ
プ
の
敵

て

他
に
も
存
在
す
る
の

私
に
も
出
来
る
か
な

他
に
も
い
る
ぞ
今
度
案
内
し
て
や
ろ
う

ま
あ
敵
に
よ

て
は
お
前
の
今
持

て
る
銃
で

も 
そ
う
い
う
事
が
可
能
な
敵
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
少
し
で
も
勝

を
上
げ
る

に
い

そ
も
う
ち

と
射

の
⻑
い
銃
を

て
み
る
か

考
え
て
み
る

 
シ
ノ
ン
は
狙
撃
手
を
目
指
す
と
決
意
し
た
時
か
ら

す
ご
い
向
上
心
を
見
せ
て
い
た

 
も
は
や
シ
ノ
ン
は

シ

ナ
の
弟
子
と
い

て
も
い
い
レ
ベ
ル
で
あ
り

 
シ

ナ
も
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を

好
ま
し
く
思

て
い
た
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さ

き
冗
談
め
か
し
て
言

た
一
番
評
価
し
て
い
る
と
い
う
言
葉
も
あ
な
が
ち
冗
談
で
は

無
い

 
そ
こ
に

た
体
勢
の
ま
ま
の
ピ
ト
フ

イ
が
会
話
に
加
わ

た

ね

シ

ナ
対
物
ラ
イ
フ
ル
の
出
物
が
無
い
の

て
や

ぱ
り
そ
う
い
う
理
由
な
の
か
な

 
確
か
に
ピ

キ

な
武
器
だ
け
ど

は
ま
る
と
強
す
ぎ
る
か
ら

そ
れ
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
な

シ

ナ
は
そ
の
銃

ど
う
や

て
手
に
入
れ
た
の

ア
ハ
ト
か

こ
れ
は
な

 
シ

ナ
は

思
い
出
す
の
も
つ
ら
そ
う
に
話
を
始
め
た

お
い
ピ
ト

街
の
地
下
に

恐
ろ
し
く
強
い
敵
が
い
る
の
は
知

て
る
か

あ

そ
の
噂

い
た
事
が
あ
る
か
も

前
に
な
街
の
地
下
を
探
索
し
て
い
た
時
に
た
ま
た
ま
そ
の
中
の
一
体
に
遭
遇
し
て
な

え

一
人
で

あ
あ
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う
わ

よ
く
無
事
だ

た
ね

て
い
う
か
よ
く
倒
せ
た
ね
一
人
で

は
足
り
た
の

い
や

無
理
だ

た

 
シ

ナ
は
本
当
に
つ
ら
そ
う
に
そ
う
言

た

で
な

も
無
く
な
り

さ
す
が
に
こ
こ
で
死
ぬ
し
か
な
い
か
と
思

た
俺
に

 
最
後
に
残
さ
れ
た
の
が

こ
の
ナ
イ
フ
で
な

 
シ

ナ
は
ピ
ト
に

ナ
イ
フ
を
二
本

ひ
ら
ひ
ら
と

て
見
せ
た

こ
い
つ
を
持

て
特
攻
し
て

二
時
間
戦
い
続
け
て
や

と
倒
す
事
が
出
来
た

て

だ

 
そ
し
て
そ
の
敵
か
ら

こ
の
ア
ハ
ト
が
ド
ロ

プ
し
た

 
そ
れ
を

い
た
四
人
は

そ
ん
な
事
は
シ

ナ
に
し
か
出
来
な
い
と
思
い

 
ど
れ
ほ
ど
困
難
な
道
だ

た
の
か
を
想
像
し

絶

し
た

よ
く
死
な
な
か

た
ね

 
や

と
言
葉
を
発
し
た
シ
ズ
カ
に

シ

ナ
は
言

た

幸
い
そ
の
敵
は
人
型
だ

た
ん
で
な

一
度
で
も
く
ら

た
ら
死
ん
で
た
だ
ろ
う
が

 
ま
あ

何
と
か
な

た
わ

あ

人
型
だ

た
ん
だ
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銃
を
乱
射
し
て
く
る
た
ち
の
悪
い
敵
だ

た
け
ど
な

何
と
か
懐
に
入
れ
た
か
ら

 
後
は
い
つ
も
通
り
に
や
る
だ
け
だ

た
な

⻑
時
間
神

を
使
い
続
け
る
の
は
本
当
に
き
つ

か

た
そ

か

じ

あ
ま
あ

勝
つ
可
能
性
は
少
し
は
あ

た
ん
だ
ね

ま
あ

そ
う
い
う
事
だ

 
そ
の
会
話
を
理
解
し
て
い
た
の
は

シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
だ
け
だ

た
だ
ろ
う

 
シ
ノ
ン
は

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
風
に

り
込
み
こ
う
い
う
時
に
遠

し
な
い
ピ
ト
フ

イ
が

 
代
表
し
て
シ

ナ
に
質
問
を
し
た

人
型
だ
と

何
か
あ
る
の

ん

あ
あ

俺
は
人
型
相
手
は

か
ら
得
意
な
ん
で
な

得
意

て

そ
れ
だ
け
で
勝
て
る
も
の

そ
う
い
や
お
前
と
は

結
局
ま
と
も
に
は
戦

て
な
い
よ
な

 
そ
う
だ
な

し
に
や

て
み
る
か

お
い
ピ
ト

ナ
イ
フ
を
持

て
俺
に
攻
撃
し
て
こ
い

う
ん

分
か

た
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そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
ナ
イ
フ
を

え

シ

ナ
と
対
峙
し
た

 
そ
れ
を
シ
ノ
ン
は
興
味
深
そ
う
に
見
学
し
て
い
た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
が
攻
撃
目
標
を
決
め

動
き
出
そ
う
と
し
た

間

 
ピ
ト
フ

イ
の
ナ
イ
フ
が

か
れ

ピ
ト
フ

イ
の
首
に
ナ
イ
フ
が
突
き
つ
け
ら
れ
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
体
勢
を
立
て
直
す
事
も
出
来
ず

何
も
す
る
事
が
出
来
な
か

た

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
一
連
の
動
き
を
見
て

首
を

げ
た

ね

ピ
ト

あ
ん
た
何
で
今

無
防
備
に
シ

ナ
の
攻
撃
を
受
け
た
の

ち

違
う
よ
シ
ノ
ノ
ン

今
私

確
か
に
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
ん
だ
よ

え

そ
ん
な
風
に
は

ち

と
も
見
え
な
か

た
け
ど

と
に
か
く
違
う
の

 
ピ
ト
フ

イ
は
シ
ノ
ン
に
そ
う
抗
議
を
続
け
た
が

シ
ノ
ン
は
理
解
出
来
な
か

た

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に
シ

ナ
が
言

た

そ
れ
じ

あ
シ
ノ
ン

次
は
お
前
が
や

て
み
ろ

あ

う
ん

ナ
イ
フ
に
は
あ
ん
ま
り
慣
れ
て
な
い
け
ど

 
シ
ノ
ン
は

ピ
ト
フ

イ
か
ら
ナ
イ
フ
を

り
る
と

ぎ
こ
ち
な
く

え
を
取
り
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シ

ナ
に
攻
撃
を
し
よ
う
と
し
た

そ
う

し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に

攻
撃
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
ナ
イ
フ
が
い
き
な
り
後
方
に

か
れ

 
シ
ノ
ン
は
何
も
出
来
な
い
体
勢
の
ま
ま

シ

ナ
に
ナ
イ
フ
を
突
き
つ
け
ら
れ
た

 
シ
ノ
ン
は
今

自
分
の
身
に
何
が

こ

た
の
か
漠
然
と
理
解
し

ピ
ト
フ

イ
に
言

た

ピ
ト

ご
め
ん

あ
ん
た
の
言

た
通
り
だ

た

で
し

で
し

も
う

が
わ
か
ん
な
い
で
し

 
私
も
シ
ノ
ノ
ン
も
攻
撃
し
よ
う

て
筋
肉
に
力
を
入
れ
た

間
に
武
器
を

か
れ
た
み
た
い

な
う
ん

そ
ん
な
感
じ

ま
あ

大
体
そ
れ
で
合

て
る

 
シ

ナ
が
そ
う
言
い

二
人
は

然
と
し
て
シ

ナ
を
見
つ
め
た

こ
れ
が

シ

ナ
が
四
天
王

て
言
わ
れ
た
秘
密

別
に
秘
密
じ

な
い
が

大
体
そ
ん
な
感
じ
だ

人
相
手
だ
と

ほ
ぼ
無
敵

て

ね

俺
は
基
本
カ
ウ
ン
タ

使
い
だ
か
ら
な

も

と
も
そ
ん
な
俺
で
も
勝
て
な
い
奴
も
い
る
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神
聖
剣
と
か

黒
の
剣
士
と
か

閃
光
と
か
な

全
員
四
天
王
じ

な
い
の

あ
い
つ
ら
や
シ
ズ
カ
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
と
は

相
性
が
悪
い
ん
だ
よ

 
ま
あ

ほ
と
ん
ど
の
奴
に
は
負
け
な
い
け
ど
な

な
る
ほ
ど

す
ご
い
ね

シ
ズ
カ

シ
ズ
カ
の
突
き
は

俺
で
も
完
全
に
見
切
る
の
は
難
し
い
か
ら
な

 
た
ま
に
成
功
し
て
も

結
局
手

で
や
ら
れ
ち
ま
う

そ

か

そ

か

 
と
に
か
く
強
い
者
に
憧
れ
る

向
の
あ
る
ピ
ト
フ

イ
は

 

め
て
シ
ズ
カ
と
シ

ナ
を
尊
敬
の
目
で
見
つ
め
た

 
シ
ノ
ン
で
さ
え
も

似
た
よ
う
な
目
で
二
人
を
見
つ
め
て
い
た

ま
あ
そ
ん
な

で

俺
は

分
苦
労
は
し
た
が

こ
の
ア
ハ
ト
を
手
に
入
れ
た

て

だ

 
だ
か
ら
シ
ノ
ン
も

も
し
対
物
ラ
イ
フ
ル
が
欲
し
い
な
ら

ど
ん
な
時
も
決
し
て

め
る
な

 
最
後
ま
で
あ
が
い
て
あ
が
い
て
あ
が
き
続
け
ろ

多
分
そ
の
先
に
ま
だ
見
ぬ
お
前
の
武
器
が

あ
る



 第四章 ＧＧＯ編

う
ん

す
ご
く
参
考
に
な
る
話
だ

た

あ
り
が
と
う

シ

ナ

 
こ
の
時
の
シ

ナ
の
話
を

シ
ノ
ン
は
決
し
て
忘
れ
な
か

た

 
と
り
あ
え
ず
シ
ノ
ン
は
こ
の
日

銃
を
新
調
す
る
事
を
決
め

 
そ
の

に
し
ば
ら
く
は
シ

ナ
達
と
一

に
行
動
す
る
事
を
決
め
た

 
シ
ノ
ン
は
こ
の
後

シ

ピ

ゲ
ル
と
前
ほ
ど
一

に
行
動
し
な
く
な
り

 
そ
の
事
が
後
の
事
件
の
遠
因
と
な

て
い
く
の
だ
が
こ
の
時
は
誰
も
そ
ん
な
事
は
理
解
し
て

い
な
か

た

 
今
の
シ
ノ
ン
は
と
に
か
く
最
近
知
り
合

た
こ
の
四
人
と
一

に
行
動
す
る
の
が
と
て
も
楽

し
か

た

 
明
日
か
ら

Ｇ
Ｇ
Ｏ
世
界
を
一
時
離
れ

暴
走
ぎ
み
な
中
編
エ
ピ
ソ

ド
が
始
ま
り
ま
す
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第
２
０
７
話
 
同
窓
会

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ね

ヒ

キ

ゆ
き
の
ん

な
ん
か
ね

 
知
り
合
い
の
伝
手
で
集
め
た
同
窓
会

い
の
を
や
る
み
た
い
な
ん
だ
け
ど

来
る

 
久
し
ぶ
り
に
三
人
で
集
ま

た

で

突
に
結
衣
が
そ
う
言
い
出
し
た

い

て

学
年
全
体
か
ら

当
に
集
め
る
の
か

俺
は
行
か
な
い
ぞ

私
も
行
か
な
い
わ
よ

即
答

 
当
然
八
幡
と
雪
乃
が
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
興
味
が
あ
る

も
な
く

二
人
は
そ
う
即
答
し
た

え
え

た
ま
に
は
い
い
じ

ん

ヒ

キ

は
さ

 
も
う

人
君
や
戸
部

ち
と
も
仲
良
く
な

た
ん
で
し

あ

ち

ん
も
来
る

て
よ
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や

ぱ
り
行
く

や

た

 
八
幡
は
明
日
奈
を
救
い
出
し
た
時
の
あ
の
病
院
で
の
葉
山
や
戸
部
と
の
交
流
を
思
い
出
し

 
久
し
ぶ
り
に
話
も
し
た
い
な
と
思
い

行
く
事
に
決
め
た

 
も

と
も
実

は
戸

の
参
加
が
行
く
理
由
の
九
十
九

を

め
て
い
た
事
は
間
違
い
な
い

ゆ
き
の
ん

目

 
結
衣
の
そ
の

上
目
遣
い
で
の
お
願
い
を
受
け

雪
乃
も
し
ぶ
し
ぶ
と
参
加
を

し
た

は

仕
方
な
い
わ
ね

少
し
だ
け
よ

や

た

そ
れ
じ

あ
明
日
ね

優
美
子
も
来
る
か
ら

 
も
し
迷
惑
じ

無
か

た
ら

ヒ

キ

の

で
行
か
な
い

明
日
だ
と

そ
れ
を
最
初
に
言
え
よ

そ
れ
は
ま
た

突
な
話
ね

ご
め
ん
ね

あ
た
し
も

い
た
の
が
今
朝
だ

た
ん
だ

 
で

今
日
中
に
人

が
分
か
ら
な
い
と
予
約
が
と
れ
な
い

て
話
で
さ

 
え

と

も
し
か
し
て

用
事
と
か
あ

た
り
し
た
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結
衣
は
か
な
り
恐

し
た
様
子
で
二
人
に
問
い
か
け
た

私
は
別
に
問
題
な
い
わ

八
幡
君
は

俺
は

 
実
は
前
日

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で

こ
ん
な
会
話
が
あ

た

あ

い
た
い
た

シ

ナ

シ
ズ

ピ
ト
か

偶
然
だ
な

ピ
ト

ど
う
し
た
の

え

と

実
は
ね

今
日
は
仕
事
の
最
終
日
で
ね

さ

き
東
京
に
帰

て
き
た
ん
だ
け
ど

 
お
み
や
げ
を

て
き
た
か
ら
さ
も
し
良
か

た
ら
明
日
時
間
が
あ
る
な
ら
そ
こ
で

す

か
ら

 
是
非
二
人
に
食
べ
て
欲
し
い
な

て
思

て

 
二
人
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
心
遣
い
に
喜
び

難
く
受
け
取
る
事
に
し
た
の
だ
が

 
生

そ
の
日
は

明
日
奈
は
両
親
と
久
々
に
食
事
に
行
く
予
定
が
あ

た

 
八
幡
が
一
人
で
受
け
取
り
に
い
く
事
に
な

た
の
だ

た

ま
あ

お
み
や
げ
を
受
け
取

て
少
し
話
す
だ
け
な
ら

時
間
的
に
も
問
題
は
無
い
か
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そ
う
考
え
た
八
幡
は
結
衣
に

俺
も
問
題
な
い
と
答
え
た

良
か

た

そ
れ
じ

明
日
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
が
決
ま

た
ら
連

す
る
ね

お
う

え
え

分
か

た
わ

 
こ
う
し
て
八
幡
は

同
窓
会

い
集
ま
り
に
参
加
す
る
事
と
な

た
の
で
あ

た

 
そ
し
て
次
の
日
八
幡
は
ピ
ト
フ

イ
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
行
き
お
み
や
げ
を
受
け
取

て
い
た

わ
ざ
わ
ざ
す
ま
な
い
な

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

シ

ナ
は
こ
れ
か
ら
時
間
は
あ
る
の

い
や

実
は
な

 
八
幡
は
急

同
窓
会

い
集
ま
り
に
参
加
す
る
事
に
な

た
事
を
ピ
ト
フ

イ
に
告
げ
た

そ
う
な
ん
だ

い
い
な

私
も
行
き
た
い
な

お
前
は
別
に
同
窓
生
じ

な
い
だ
ろ

そ
う
だ
け
ど
ね

ま
あ
今
回
の
集
ま
り
は

当
に
横
の
繋
が
り
で
声
を

け
た
集
ま
り
み
た
い
だ
か
ら
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そ
ん
な
厳
密
に

同
窓
生
ば
か
り
じ

な
い
可
能
性
も
あ
る
け
ど
な

ふ

ん

 
八
幡
は

そ
う
い
う
理
由
で
急
い
で
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
ピ
ト
フ

イ
に
謝
り

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
れ
を
見
送

た

 
そ
の

に

ピ
ト
フ

イ
が
こ
う

い
た
事
に
は
八
幡
は
気
付
か
な
か

た

今
シ

ナ
は

来
ち

目

て
命
令
し
て
こ
な
か

た
な

こ
れ

て
前
フ
リ
か
な

 
そ
し
て
三
人
と
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
着
い
た
八
幡
は

困
り
果
て
て
い
た

 
前
日
に
明
日
奈
に

助
手

に
誰
か
を
乗
せ
る
許
可
は
得
た
の
だ
が

 
そ
の
助
手

に
誰
が
乗
る
か
で

三
人
が

花
を
散
ら
し
て
い
た
か
ら
だ

た

こ
こ
は
や
は
り

副
団
⻑
の
私
が
乗
る
べ
き
じ

な
い
か
し
ら

い
や
い
や

こ
こ
は
や

ぱ
り
誘

た
あ
た
し
が

二
人
は
八
幡
と
の
付
き
合
い
が
⻑
い
ん
だ
か
ら
今
日
は
あ

し
に

て
く
れ
て
も
い
い
ん

じ

お
前
ら

別
に
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
良
く
な
い
か

良
く
な
い
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お

お
う

す
ま
ん

 
困
り
果
て
た
八
幡
は
明
日
奈
に
連

し

意
見
を

く
事
に
し
た

 
明
日
奈
の
答
え
は

と
て
も
シ
ン
プ
ル
か
つ
公
平
な
も
の
だ

た

 
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

用
し

八
幡
は
三
人
に
こ
う
宣
言
し
た

よ
し
お
前
ら

明
日
奈
の
審
判
が
下

た

ジ

ン
ケ
ン
で
決
め
ろ

ジ

ン
ケ
ン

ま
あ

そ
れ
が
一
番
公
平
よ
ね

あ

し

こ
こ
ぞ
と
い
う
時
は
ジ

ン
ケ
ン
で
負
け
た
事
が
無
い
ん
だ
よ
ね

あ
ら

そ
れ
は
私
に
対
す
る
挑
戦
か
し
ら

こ
こ
は
あ
た
し
も
引
か
な
い
よ

最
初
は
ぐ

ジ

ン
ケ

ン

ポ
ン

 
そ
の
ジ

ン
ケ
ン
の
結
果

勝
者
が
誰
に
な

た
か
と
言
う
と

ふ
ふ
ん

さ
す
が
あ

し

勝
負
強
い

く

こ
の
私
と
し
た
事
が

優
美
子
が
こ
ん
な
に
ジ

ン
ケ
ン
が
強
い
な
ん
て
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よ
し
お
前
ら

決
ま

た
の
な
ら
さ

さ
と
行
く
ぞ

は

い

 
そ
の
ピ

タ
リ
合

た
返
事
を

き

八
幡
は

れ
た
よ
う
に
言

た

お
前
ら
本
当
に

仲
良
し
だ
よ
な

 
そ
し
て

が
発

し

優
美
子
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
話
し

け
た

こ
ん
な
機
会
は
も
う
二
度
と
訪
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら

勝
て
て
良
か

た
わ

ま
あ

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

で
も
あ
ん
た
が
同
窓
会
に
来
る
な
ん
て
な
ん
か
珍
し
い
よ
ね

こ
う
い
う
の

い
だ
よ
ね

ま
あ

話
し
た
い
と
思
え
る
奴
も
い
な
か

た
し
な

 
八
幡
は
そ
の
問
い
に

く
と
続
け
て
今
日
参
加
す
る
事
に
決
め
た
理
由
を
シ
ン
プ
ル
に
言

た
ま
あ
今
日
は

戸

が
来
る
か
ら
な

 
そ
れ
を

い
た
優
美
子
は

の
事
を
思
い
出
し

納
得
し
た

あ

す
ご
い
納
得
し
た
わ

あ
ん
た

か
ら

戸

の
事
大
好
き
だ
も
ん
ね
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ま
あ
正
直

今
は

ほ
ど

目
的
に
戸

戸

て
言

て
る

じ

な
い
が
な

 
戸

同
様
に

今
じ

葉
山
も
戸
部
も
大
事
な
友
達
だ

あ
ん
た

本
当
に
変
わ

た
よ
ね

 
優
美
子
は
感
心
し
た
よ
う
に
八
幡
に
言

た

ま
あ
あ

し
も
変
わ

た
け
ど
ね

ま
さ
か
あ

し
が
こ
う
し
て
あ
ん
た
の
隣
に
座

て

る
な
ん
て

 
高
校
の
時
は
思
い
も
し
な
か

た
し

確
か
に
あ
の

の
お
前
は

俺
の
事
大

い
だ

た
だ
ろ
う
し
な

最
初
は
確
か
に
ね

で
も

中
か
ら
は

い
な
り
に
ち

ん
と
あ
ん
た
の
事
は
認
め
て
た
け

ど
ねそ

う
か

ま
あ

お

い
変
わ

た

て
事
だ
な

い
い
方
に
ね

本
当
に
い
い
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
な

い
い
ん
だ

て

少
な
く
と
も
あ

し
は
今
の
方
が
い
い

 
そ
ん
な
二
人
の

む
会
話
と
は
対

的
に

雪
乃
と
結
衣
は
ひ
そ
ひ
そ
と
会
話
を
し
て
い
た
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ゆ
き
の
ん

な
ん
か
あ
の
二
人

い
い
感
じ
な
ん
で
す
け
ど

仕
方
な
い
わ

私
達
は
負
け

な
の
よ

 
こ
こ
は
大
人
し
く
二
人
の
会
話
を

魔
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

う

 
そ
ん
な
ひ
そ
ひ
そ
声
で
会
話
を
す
る
二
人
の
声
が

こ
え
た
の
か

れ
た
よ
う
に
八
幡
が

言

た
お
前
ら
馬

な
事
を
言

て
な
い
で
会
話
に
加
わ
れ
よ

大
体
雪
乃
は

か
ら

な
ん
だ

よ
え

い
い
の

優
美
子
は

別
に

以
外
で
勝
負
は
し
て
な
い

し

や

た

ゆ
き
の
ん

会
話
に
参
加
し
て
も
い
い

て

 
そ
れ
を

い
た
雪
乃
は

コ
ホ
ン

と
一
つ

い
を
す
る
と

優
美
子
に
言

た

そ
う

敵
に
塩
を
送
ろ
う
な
ん
て
ね

ま
あ
こ
こ
は

難
く
受
け
る
事
に
す
る
わ

あ
ん
た
の
そ
う
い
う
と
こ

す
ご
く
面
倒

い

は
は

 
突
然
八
幡
が
笑
い
出
し

釣
ら
れ
て
他
の
三
人
も
笑
い
始
め
た
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本
当
に
高
校
の
時
は

こ
ん
な
日
が
来
る
な
ん
て
思
い
も
し
な
か

た
よ

そ
う
ね

ま
あ
私
達
は
と
も
か
く

あ
の
優
美
子
が
ね

う
ん

多
分
こ
れ
が

今
日
の
一
番
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
る
ん
じ

な
い
か
な

あ

ま
あ

確
か
に
そ
う
か
も

 
こ
う
し
て
三
人
は

会
場
に
着
く
ま
で

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
の
だ

た

 
そ
し
て
会
場
に
着
く
と

そ
こ
で
は
葉
山
と
戸
部
が
待
ち

え
て
い
た

ヒ
キ
タ
ニ
君

比
企
谷

久
し
ぶ
り

お
お
二
人
と
も
元
気
そ
う
だ
な

あ

明
日
奈
の
時
は
そ
の

本
当
に
あ
り
が
と

な
い
い

て
い
い

て

あ
れ
は
俺
ら
に
と

て
も

け
る

春
の
一
ペ

ジ

し

は
は

ま
あ
そ
れ
に
は
同
意
だ
な

あ
の
時
の
事
は
本
当
に
い
い
思
い
出
だ
よ

 
こ
の
三
人
の
会
話
を

き

優
美
子
は
首
を

げ
な
が
ら
会
話
に
加
わ

た

何

ど
う
い
う
事

優
美
子

久
し
ぶ
り
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う
ん

人
も
元
気
そ
う
だ
ね

あ
れ

優
美
子
に
は
言

て
な
か

た

け

俺
と

人
君
と
ヒ
キ
タ
ニ
君
の
華
麗
な
活
躍

の
事そ

れ
は
知
ら
な
い
か
も

て
い
う
か

あ
ん
た
達
三
人
が
仲
良
く
な

た
理
由
も

 
今
思
え
ば

し
く

い
て
な
か

た
気
が
す
る

そ
う
い
え
ば
あ
た
し
も
知
ら
な
い
か
も

私
も

し
く
は

い
て
な
い
わ
ね

 
雪
乃
と
結
衣
も
そ
の
話
は
初

だ

た
よ
う
で

興
味
深
そ
う
に
会
話
に
参
加
し
て
き
た

そ
れ
な

ヒ
キ
タ
ニ
君

俺
が
説
明
し
て
も
い
い

 
八
幡
が

い
た

戸
部
が
代
表
し
て

三
人
に
当
時
の
事
を
説
明
し
た

て
な

で

最
後
に
俺
達
は
三
人
で

勝
ち
ど
き
を
上
げ
た

し

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ

そ
れ
で
今

こ
ん
な
に
三
人
は
仲
が
い
い
ん
だ
ね

す
ご
い
す
ご

い

そ
う

あ
の
須

を
ね

こ
こ
は
素
直
に
賞

し
て
お
く
わ

そ
れ
よ
り
も
俺
は

あ
の
優
美
子
が
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今
は
ヒ
キ
タ
ニ
君
に
ベ

タ
リ
な
事
が
信
じ
ら
れ
な
い
ん
で
す
け
ど

 
突
然
戸
部
が
優
美
子
に
そ
う
言

た

 
優
美
子
は
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
る
と

を

ら
め
な
が
ら

た
だ
下
を
向
い
て
い
た

 
そ
の
優
美
子
ら
し
く
な
い
仕

は
葉
山
と
戸
部
を
驚
か
せ
た
が

 
八
幡
は
平
然
と
優
美
子
に
近
寄
り

そ
の
ま
ま
優
し
い
言
葉
を

け
た

強
気
な
方
が
お
前
に
は
似
合

て
る
ぞ

今
日
は
せ

か
く
の
同
窓
会
な
ん
だ

 

み
た
い
に
格
好
い
い
お
前
の

を
皆
に
見
せ
て
や
ろ
う

う

う
ん

そ
う
だ
ね

あ
り
が
と

 
優
美
子
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
ぱ

と
顔
を
上
げ

嬉
し
そ
う
に
そ
う
お

を
言

た

 
そ
れ
を
見
た
葉
山
と
戸
部
は

更
な
る
衝
撃
を
受
け
た

う

わ

ヒ
キ
タ
ニ
君

マ
ジ
リ
ス
ペ
ク
ト
だ
わ

す
ご
い
な
比
企
谷

ま
さ
か
あ
の
優
美
子
が
こ
う
な
る
と
は
ね

べ

別
に
い
い
で
し

あ

し
だ

て

と
は
違
う
し

ま
あ
ま
あ

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
会
場
に
入
ろ
う

そ
の
前
に

海

名
さ
ん
は
今
日
は
い
な
い
の
か
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八
幡
は

着
い
た
時
か
ら
気
に
な

て
い
た
事
を
戸
部
に

ね
た

 
戸
部
は
気
ま
ず
そ
う
な
顔
で
そ
れ
に
答
え
た

い
や

姫
菜
の
奴

今
日
は
す
ご
く
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
ら
し
く

て
さ

 
何
か
の
即

会
と
か
何
と
か

オ

ケ

も
う
言
わ
な
く
て
い
い

そ
れ
で
分
か

た

そ
れ
な
ら
仕
方
な
い

 
戸
部
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を
受
け
ニ
カ

と
微
笑
む
と
気
を
取
り
直
し
て
奥
へ
と
案
内
し

始
め
た

こ

ち
こ

ち

今
日
は
貸
切
り

し

 
そ
し
て
戸
部
の
案
内
で
皆

会
場
へ
と
移
動
を
始
め
た

 
会
場
は
熱
気
で
ざ
わ
つ
い
て
い
た
が
一
行
が
中
に
入
る
と
そ
の

が
ピ
タ
リ
と
止
ま
た

 
嵐
の
前
の
静
け
さ
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第
２
０
８
話
 
変
わ
る
者

変
わ
ら
な
い
者

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

え

何
こ
の
静

ど
う
い
う
事

戸
部

当
た
り
前

し

あ

し
達
が
卒
業
し
た
時

八
幡
は
ま
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中

 
つ
ま
り
こ
こ
に
い
る
皆
は

て
き
た
八
幡
を
初
め
て
見
た

あ

そ
う
い
う
事
か
ま
あ
特
に
気
に
し
な
く
て
も
い
い

し

さ
と
り
あ
え
ず
座
る
べ

 
一
行
は
空
い
て
い
る
テ

ブ
ル
に

取
り

囲
を
気
に
す
る
事
な
く

 
和
気

々
と
会
話
を
始
め
た

そ
れ
に
釣
ら
れ

り
の
者
達
も
元
の

を
取
り

し

 
一
行
は
そ
こ
で
や

と
一
息
つ
く
事
が
出
来
た

と
こ
ろ
が
こ
こ
で

ま
た
一

着
あ

た

 
八
幡
の

の

は
当
然
二
つ

そ
し
て
そ
の
座
を
狙
う
者
が

三
人
い
る
の
で
あ
る

 
そ
の
三
人
が
再
び
バ
ト
ル
を
始
め

ヒ

ト
ア

プ
し
た
末
に

 

囲
の

気
に
と
ら
れ
た
よ
う
な

線
も
何
の
そ
の
の
激
し
い
ジ

ン
ケ
ン
勝
負
が

り
広
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げ
ら
れ
た

 
そ
し
て
そ
の
結
果
は
ど
う
な

た
か
と
い
う
と

う

し

あ

あ

し
最
強

ま
あ

当
な
結
果
ね

う

納
得
い
か
な
い
し

 
勝
者
と
な

た
の
は

優
美
子

雪
乃
の
二
人
で
あ

た

 
優
美
子
は
両
手
を
天
に

げ

雄
た
け
び
を
上
げ

 
雪
乃
は
勝

た

間
に
珍
し
く
ガ

ツ
ポ

ズ
を
見
せ

囲
を

天
さ
せ
た

 
結
衣
は
負
け
は
し
た
も
の
の
気
を
利
か
せ
た
戸
部
が
八
幡
の
正
面
の

を

て
く
れ
た

 
そ
れ
で
一
応
納
得
し
た
よ
う
だ

ち
な
み
に
八
幡
も
帰
り
は
助
手

に
乗

て
い
い
か
ら
と

フ

ロ

し

 
こ
う
し
て
と
り
あ
え
ず
の

が
決
ま

た

し
か
し
す
ご
い
光
景
だ
な

ヒ
キ
タ
ニ
君

両
手
と
正
面
に
花

し

 
そ
こ
に

場
し
た
の
が

れ
て
き
た
戸

で
あ

た



 第四章 ＧＧＯ編

 
戸

は
き

き

ろ
と

り
を
見
回
し
八
幡
の

を
見
付
け
る
と
嬉
し
そ
う
に
手
を

た
八
幡

久
し
ぶ
り

と

戸

久
し
ぶ
り
だ
な

 
戸

は

よ
り
も
大
人
び
た
雰
囲
気
を

わ
せ
な
が
ら
も

 

と
同
じ
よ
う
に
と
て
と
て

と
八
幡
に
駆
け
寄
り

そ
の
手
を

た

 
八
幡
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
だ

た
が

ほ
ど
妄
想
を
暴
走
さ
せ
る
事
も
な
く

 
大
切
な
友
人
の
一
人
と
し
て

戸

を
自
分
と
対

な
存
在
と
し
て
扱

て
い
た

 
そ
れ
が
嬉
し
か

た
の
か

戸

は
笑
顔
で
八
幡
に
言

た

八
幡

な
ん
か
大
人

く
な

た
ね

お

そ
う
か

う
ん

す
ご
く
い
い
感
じ

 
戸

に
褒
め
ら
れ
た
事
が
一
番
嬉
し
い
の
か

八
幡
は

れ
た
様
子
で
言

た

そ
う
か

あ
り
が
と
な

戸

僕
は
正
直
に
思

た
事
を
言

た
だ
け
だ
よ

そ
れ
に
何
か
格
好
良
く
な

た
ね
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そ
う
だ

あ
と
は

よ
り
も
社
交
的
に
な

た
気
が
す
る

あ

し
の
教
育
の
賜
物
だ
し

私
の
教
育
の
賜
物
ね

お
前
ら
は

何
も
し
て
な
い
だ
ろ

 
同
時
に
そ
う
言

た
二
人
に

八
幡
は
即
座
に
反

し
た

 
結
衣
は

置
的
に
出

れ
た

ぐ
ぬ
ぬ
と

て
い
た

 
そ
れ
を
見
た
戸

は

め
て
八
幡
の

囲
を
見
回
し
た

 
そ
し
て
そ
こ
に
い
る
顔
ぶ
れ
を
見
て

わ
ず
か
に
目
を
見
開
い
た

あ
れ

こ
の
メ
ン
バ

て

い
つ
の
間
に
仲
良
く
な

た
の

よ
く
ぞ

い
て
く
れ
ま
し
た

そ
こ
は
こ
の
俺

戸
部
が
説
明
す
る

し

 
戸

は
そ
の
説
明
を

き
感
動
し
た
の
か
少
し
目
を

ま
せ
な
が
ら
八
幡
の
手
を
と

た

頑
張

た
ね

八
幡

あ
あ

 
そ
の
八
幡
の
返
事
に
は
万
感
の
思
い
が
詰
ま

て
お
り

 
八
幡
は

自
分
の
頑
張
り
を
戸

に
褒
め
て
も
ら
え
た
事
が
と
て
も
嬉
し
か

た



 第四章 ＧＧＯ編

あ
れ
で
も
葉
山
君
と
戸
部
君
と
雪
ノ
下
さ
ん
と
由
比

さ
ん
に
つ
い
て
は
ま
あ
分
か

る
け
ど

 
三

さ
ん
が

八
幡
の
隣
な
ん
だ

そ
も
そ
も
八
幡
が
目
覚
め
た
時

あ

し
は
そ
の
場
に
い
た
か
ん
ね

そ
う
な
の

て

八
幡
の
事
を
呼
び

て
に
し
て
る
ん
だ

 
驚
い
た
戸

を
見
て

優
美
子
は
調
子
に
乗

た
の
か

 
八
幡
の

に
自
分
の

を
か
ら
ま
せ
る
と

更
な
る
爆

を
落
と
し
た

そ
し
て
今
の
あ

し
は
八
幡
の
愛
人
だ
し

え
え
え
え
え
え
え
え

お
い
優
美
子
冗
談
に
も
ほ
ど
が
あ
る
だ
ろ

囲
に
も
色
々
と
勘
違
い
さ
れ
る
か
ら
や
め
ろ

八
幡
も
優
美
子
呼
ば
わ
り

あ

い
や

そ
れ
は
そ
の

 
八
幡
は

自
ら

に
油
を
注
い
で
し
ま

た
気
が
し
て
い
た
が

 
さ
り
と
て
今
更
呼
び
方
を
変
え
る

に
も
い
か
ず

お
ろ
お
ろ
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
を
フ

ロ

す
る
つ
も
り
だ
ろ
う
か

雪
乃
と
結
衣
が
立
ち
上
が

た
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戸

君

優
美
子
の
言
う
事
を
信
じ
て
は
だ
め
よ

そ
う
だ
よ

ち

ん

真
に
受
け
ち

目
だ
し

あ

う
ん

も
ち
ろ
ん
冗
談
だ
よ
ね

 
そ
れ
に
し
て
も

雪
ノ
下
さ
ん
も

三

さ
ん
を
名
前
で
呼
ん
で
る
ん
だ
ね

呼
び
方
に
つ
い
て
は
私
達
も
今
は
親
友
と
言
え
る
関
係
な
の
だ
か
ら
ま
あ
そ
れ
も
当
然
か

し
ら
ね

そ
う
な
ん
だ

何
か
す
ご
く
い
い
ね

 
雪
乃
は
優
美
子
を
見
て
に

こ
り
と
微
笑
む
と

続
け
て
言

た

そ
し
て
さ

き
の
話
だ
け
ど

八
幡
君
の
本
当
の
愛
人
は

優
美
子
じ

な
く
こ
の
私
よ

え
え
え
え
え
え
え
え

違
う
違
う

ち

ん

ヒ

キ

の
愛
人
は
あ
た
し
だ
よ

え
え
え
え
え
え
え
え

戸

驚
き
す
ぎ
だ

当
然
全
部

だ
か
ら
な

 
八
幡
は

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

じ
ろ

と
三
人
を

ん
だ

 
三
人
は

さ
す
が
に
悪
ノ
リ
が
過
ぎ
た
と
思

た
の
か

大
人
し
く
元
の
場
所
へ
と
座
り
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戸

は
ポ
カ
ン
と
口
を
開
い
た
か
と
思
う
と

お
も
む
ろ
に
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は
は

す
ご
い
ね
八
幡

本
当
に
大
人
に
な

た
ん
だ
ね

お
い
戸

そ
の
言
い
方
は
色
々
と
誤
解
を
生
じ
る
か
ら
や
め
よ
う
な

あ
は

ご
め
ん
ご
め
ん

で
も
そ

か

今
の
八
幡
は

山
の
人
に
囲
ま
れ
て
る
ん
だ
ね

お
う

皆
俺
の
大
切
な

そ
の

友
達
だ

 
そ
れ
を

い
た
五
人
は

思
い
思
い
の
反
応
を
見
せ
た

 
葉
山
は
ニ
カ

と
笑
い

戸
部
は
親
指
を
立
て

結
衣
は
え
へ
へ
と
は
に
か
み

 
雪
乃
は
静
か
に
微
笑
み

優
美
子
は
顔
を

く
し
な
が
ら
下
を
向
い
た

 
戸

は
そ
れ
を
見
て

八
幡
が
幸
せ
そ
う
な
の
を
と
て
も
嬉
し
く
思

た
の
だ

た

 
そ
ん
な
和
気

々
の
雰
囲
気
の
中

ど
こ
か
ら
か
声
が

こ
え
た

 
そ
の
声
は

た
ま
た
ま
店
内
が
一

静
ま

た
時
に
発
せ
ら
れ
た

店
中
に
よ
く

い
た

学
校
一
の

わ
れ
者
が

ち

と
ゲ

ム
を
し
て
た

て
だ
け
で
被
害
者
ぶ

て

 
い
い
ご
身
分
だ
よ
ね

何
様
の
つ
も
り
な
の
か
な

り
も
ち
や
ほ
や
し
ち

て
馬

み
た
い

う
ち
の
学
校
の
元
ト

プ
も
落
ち
た
も
ん
だ

ね
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そ
の
声
の
せ
い
で

店
内
は
シ
ン
と
静
ま

た

あ
あ
ん

ね

二
人
と
も

今
何
か

こ
え
な
か

た

そ
う
ね

分
と

き

て
な
ら
な
い
台

が

こ
え
た
気
が
し
た
わ
ね

う
ん

あ
た
し
に
も
確
か
に

こ
え
た

お

お
い
三
人
と
も

俺
な
ら
別
に
気
に
し
な
い
か
ら

 
こ
こ
に
来
る
と
決
め
た
時
か
ら
そ
う
い
う
声
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
事
は
予
想
し
て
い
た
の

で 
八
幡
は

て
て
三
人
を
制
止
し
よ
う
と
し
た

だ
が
八
幡
を

辱
さ
れ
た
三
人
が
止
ま
る
は

ず
も
な
く

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
声
を
発
し
た
二
人
の
前
に
立

た

あ
ら

あ
な
た
達
は
確
か

ゆ

こ
と
か
遥
と
か
呼
ば
れ
て
た
人
達
だ

た
か
し
ら
ね

 
雪
乃
は
過
去
の
記
憶
を
探
り

そ
の
二
人
の
名
前
を
呼
ん
だ

他
に
も
取
り

き
が
何
人
か
い
る
み
た
い
だ
け
ど

あ

し
達
に
何
か
文

で
も

 
そ
れ
を

い
た
ゆ

こ
と
遥
と

人
の
女
子
の
グ
ル

プ
は
好
戦
的
な
態
度
で
立
ち
上
が

た
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私
達
は
も
う
高
校
生
じ

な
い
あ
ん
た
達
が
何
を
ど
う
し
よ
う
が
も
う
怖
く
な
ん
か
な
い
よ

そ
う
そ
う

私
達
は

思

た
事
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
言

た
だ
け

 
ど
う
や
ら
二
人
は
引
く
気
は
無
い
ら
し
く
取
り

き
の
者
達
も
そ
う
だ
そ
う
だ
と

し
立

て
た八

幡
の
苦
労
も
知
ら
な
い
で

よ
く
あ

だ
こ

だ
言
え
る
も
ん
だ
ね

あ
ん
た
達

 
優
美
子
が

気
を
強
め
な
が
ら
そ
う
言

た

苦
労

何
を
苦
労
し
た

て
言
う
の

た
だ
二
年
間
遊
ん
で
た
だ
け
で
し

う

 
そ
れ
で
国
と
か
か
ら

山
お
金
を
も
ら

て

今
は
学
生
や

て
る
ん
で
し

い
い
ご
身

分
じ

な
い

そ
う
だ
よ
運
良
く
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
て
く
れ
た
一
部
の
人
に
助
け
ら
れ
た
だ
け
じ

な

い
はえあ

な
た
達
は
一
体
何
を
言

て
い
る
の
か
し
ら

 
三
人
は
そ
れ
を

い
て

か
ん
と
し
た

そ
し
て
ど
う
や
ら
こ
の
二
人
は
事
情
を
何
も
知
ら
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な
い
で

 
憶

だ
け
で
文

を
言

て
い
る
ら
し
い
と
理
解
し
た

そ
こ
に
八
幡
か
ら
声
が

か

た

三
人
と
も

も
う
い
い
か
ら
こ

ち
に

て
こ
い

て

 
そ
れ
を

い
た
三
人
は

そ
の
女
子
の
集
団
を

み
な
が
ら
も

 
素
直
に
八
幡
の
言
う
事
を

き

自
分
の

へ
と
大
人
し
く

て
い

た

 
だ
が

三
人
と
も

決
し
て
納
得
は
い

て
い
な
い
と
い
う
顔
を
し
て
い
た

ふ

ん

逃
げ
る
ん
だ

私
達
に
反

出
来
な
い
か
ら

て

て
引
き
下
が
る
の

 
二
人
は

相
手
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

り
を
爆
発
さ
せ
た
の
か

 
つ
か
つ
か
と
こ
ち
ら
に
歩
み
寄
り

八
幡
の
前
に
立

た

ち

と

あ
ん
た
も

て
な
い
で
何
か
言

て
み
な
さ
い
よ

そ
う
よ
そ
う
よ

女
を
矢
面
に
立
た
せ
て
恥
ず
か
し
く
な
い
の

そ
う
言
わ
れ
て
も
な

だ

て
お
前
ら
ワ
イ
ド
シ

レ
ベ
ル
の
話
し
か
知
ら
な
い
だ
ろ

 
ま
あ

情
報

制
さ
れ
て
る
か
ら

当
た
り
前
な
ん
だ
け
ど
な
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あ
ん
た
だ

て

結
局
何
も
知
ら
な
い
く
せ
に

ど
う
せ
ゲ

ム
中
も

み
た
い
に

何
も
し
な
い
で
文

ば

か
り
言

て
た
ん
で
し

 
そ
れ
を

き
再
び
立
ち
上
が
り
か
け
た
女
性

を

え
次
に
前
に
出
た
の
は
葉
山
と
戸
部

だ

た

 
二
人
は

決
し
て

し
に
な
ら
い
よ
う
に

少
し

え
た
調
子
で
諭
す
よ
う
に
言

た

お
前
ら

何
か
勘
違
い
し
て
ん
べ

比
企
谷
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
た

言
わ
ば
英
雄
だ
ぞ

お
い
お
前
ら

そ
の
事
は

 
八
幡
は
面
倒

い
の
が

だ

た
の
か
そ
れ
以
上
は
言
う
な
と
い
う
風
に
二
人
に
言

た 
だ
が
二
人
は

自
分
達
の
思
い
出
を

さ
れ
た
と
思

た
の
か

八
幡
に
首
を

た

は

英
雄

何
そ
れ

誰
か
そ
れ
を
証
明
出
来
る
の

本
人
が
そ
う
言

て
る
だ
け
じ

な

い
の馬

じ

な
い
の

こ
ん
な
奴
が
英
雄
な
ら

私
達
だ

て
皆
英
雄
よ

あ

あ
の
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突
然
そ
こ
に

横
か
ら
誰
か
が
声
を

け
た

皆
の

線
が
そ
ち
ら
に
集
ま
る

 
そ
こ
に
立

て
い
た
の
は

つ
い
先
ほ
ど

め
始
め
た

に
到
着
し
た
ば
か
り
で

 
後
ろ
で

て
話
を

い
て
い
た
ら
し
い
相
模
南
だ

た

 
ま
た

め
上
の
話
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は

前
話
を

め

五

六
話
く
ら
い
の
⻑
さ
に
な
り
そ
う
で
す
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第
２
０
９
話
 
相
模
南
が
告
げ
た
名
は

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

な
ん
だ

南
じ

な
い

い
た
ん
だ

ひ

久
し
ぶ
り

 
二
人
は
南
に
対
し

た
い
口
調
で
そ
う
言

た

南
が

を
返
し
て
も
完
全
に
無

で
あ

る 
ど
う
や
ら
も
う

こ
の
二
人
と
南
と
の
縁
は

完
全
に
切
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

 
南
は
少
し

え
な
が
ら
も

決
し
て
下
が
る
事
は
せ
ず

八
幡
の
下
へ
と
歩
み
寄

た

 
そ
れ
を
見
た

囲
の
者
は

も
し
か
し
た
ら
南
も
八
幡
に
突

か
か
る
の
か

 
そ
れ
と
も
何
か
別
の
用
事
が
あ
る
の
か
判
断
出
来
ず

場
は
奇

な
静

に
包
ま
れ
て
い
た

 
そ
ん
な
中
八
幡
は

少
し

し
つ
つ
も
懐
か
し
く
思

た
の
か

普
通
に
南
に

し
た
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お

相
模
か

久
し
ぶ
り
だ
な

う

う
ん

久
し
ぶ
り

 
特
に
突

か
か

て
く
る
様
子
も
な
く

普
通
に
接
し
て
く
る
南
の

を
見
て

 
八
幡
は
疑
問
を
覚
え
た
が
そ
ん
な
八
幡
に
隣
に
座

て
い
た
優
美
子
が
そ

と

打
ち
し

た
八
幡

南
は
確
か

八
幡
が
い
な
く
な

た
時

そ
の
話
を

い
て
教
室
で

い
て
た
よ

え

そ
う
な
の

ま
じ
で

 
八
幡
は
あ
ま
り
の
驚
き
に

つ
い

の
よ
う
な
口
調
で
そ
う
言

た

ち
な
み
に
あ
の
後
南
は
ク
ラ
ス
で

立
ぎ
み
だ

た
よ

ま
あ
あ

し
は
そ
う
い
う
の

い
だ
か
ら

 
た
ま
に
う
ち
ら
の
グ
ル

プ
に
混

た
り
し
て
あ
げ
て
た
ん
だ
け
ど
ね

な
る
ほ
ど

で
も
決
し
て
グ
ル

プ
に
な
じ
む
事
は
無
か

た
ん
だ
よ
ね

 
ま
あ
そ
れ
は
何
か
家
族
が
入
院
し
て
る
と
か
で
よ
く
病
院
に
行

て
た
か
ら
な
ん
だ
け
ど

ね
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そ
う
な
の
か

 
八
幡
は
優
美
子
か
ら
事
情
を

き

め
て
南
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た

 
南
は
何
か
言
い
た
そ
う
に

八
幡
の
目
を
見
つ
め
て
い
た

ど
う
し
た

俺
に
何
か
用
事
か

の
文

な
ら

違
う
の

ち

と
あ
ん
た
に

き
た
い
事
が
あ
る
の

 
南
は
八
幡
の
言
葉
を

て
そ
う
言

た

 
そ
の
態
度
か
ら

ど
う
や
ら
何
か
真
面
目
な
話
が
あ
る
ら
し
い
と
思

た
八
幡
は

 
居

ま
い
を
た
だ
し
南
の
話
を

く
体
勢
に
な

た

だ
が
そ
れ
を

く
思
わ
な
い
者
も

い
たち

と
南

今
こ
い
つ
と
は

私
達
が
話
し
て
る
ん
だ
け
ど

そ
う
だ
よ

魔
し
な
い
で
く
れ
る

そ
の
話
に
関
係
が
あ
る
事
だ
か
ら

 
そ
の
南
の
言
葉
に
意
表
を
突
か
れ
た
の
か

ゆ

こ
と
遥
は

し
た

で

質
問

い
い

あ
あ

俺
に
答
え
ら
れ
る
事
な
ら
な
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あ
の
ね

う
ち
の
お

さ
ん

い
い
年
し
て
ゲ

ム
と
か
が
大
好
き
な
の

は

 
八
幡
は

そ
の
南
の

突
な
言
葉
に

こ
い
つ
は
い
き
な
り
何
を
言
い
出
す
の
か

 
一
体
何
が
し
た
い
の
か
と
疑
問
を

い
た

ご
め
ん

い
き
な
り
す
ぎ
る
よ
ね

で
も
お
願
い
だ
か
ら

う
ち
の
話
を

い
て
欲
し
い
の

 
あ
ん
た
に
し
か

け
な
い
事
だ
か
ら

そ
う
か

分
か

た

話
し
て
み
て
く
れ

 
八
幡
は
そ
の
南
の
言
葉
を

き

大
人
し
く
話
を

く
事
に
し
た

あ
り
が
と

で
ね
え

と
高
校
の
時
う
ち
の

親
が
ね
そ
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し

て
お
い

そ
れ

て
ま
さ
か

う
ん

そ
の
ま
さ
か

ま
じ
か
よ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し

愕
然
と
し
た

 

り
の
者
達
も

初
め
て

く
そ
の
話
に
驚
い
た
よ
う
だ
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で
あ
ん
た
の
話
を

い
て
つ
い

親
の
事
を
考
え
ち

て
教
室
で

い
た
り
も
し
た

ん
だ
け
ど

あ

あ
ん
た
が
あ
の
時

い
た
の

て

そ
の
せ
い
だ

た
ん
だ

あ

う
ん

 
優
美
子
が
横
か
ら
口
を
出
し

南
は
そ
う
答
え
た

相
模
が
俺
の

に

い
た
な
ん
て

お
か
し
い
と
思

た
よ

 
八
幡
は
そ
う
思
い

先
ほ
ど
優
美
子
か
ら

い
た
話
の
真
実
に

と
て
も
納
得
し
た

で
ね
う
ち
の
お

さ
ん
も
あ
ん
た
と
同
じ
時
期
に
無
事
に
帰

て
き
て
く
れ
た
ん
だ
け
ど

ね
そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た
な

う
ん

あ
り
が
と
う

で
ね

本
題
は
こ
こ
か
ら
な
ん
だ
け
ど
さ

 
ハ
チ
マ
ン

て
プ
レ
イ
ヤ

は

そ
の

あ
ん
た

だ

た
り
す
る
の

そ
れ
を

い
て

お
前
は
ど
う
し
た
い
ん
だ

 
八
幡
は

そ
の
南
の
言
葉
に
少
し

し
た

 
南
は
そ
の
八
幡
の
反
応
を
見
て

首
を

た
後
に
お
ず
お
ず
と
言

た



 第２０９話 相模南が告げた名は

あ

あ
の
ね

う
ち
の
お

さ
ん
が

そ
の
人
に
助
け
て
も
ら

た

て

 
す
ご
く
嬉
し
そ
う
に
う
ち
に
話
し
て
く
れ
た
か
ら
さ

何
だ
と

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

い
て

す
ご
い
偶
然
だ
な
と
驚
く
と
同
時
に

 
誰
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
同
級
生
の

親
を
助
け
る
事
が
出
来
て
本
当
に
良
か

た
と

思

た

 
そ
ん
な
八
幡
に

南
は
続
け
て
別
の
人
物
の
名
前
を
出
し
た

後
ね

ア
ス
ナ

て
人
の
事
は
知

て
る

 
そ
の
名
前
を

い
て

雪
乃
や
結
衣

優
美
子
は
も
と
よ
り

葉
山
と
戸
部
も
ハ

と
し
た

 
八
幡
は
も
う

す
る
事
は
や
め

普
通
に

き
返
し
た

そ
の
名
前
も

親

さ
ん
が
言

て
た
の
か

う
ん

う
ち
の
お

さ
ん
ね

そ
の
二
人
の
事
を

日
の
よ
う
に
褒
め
る
ん
だ
よ
ね

 
何
か
ね

う
ち
の
お

さ
ん

ゲ

ム
の
中
で

そ
の
二
人
の
部
下
だ

た
み
た
い
で
さ

は

 
八
幡
は
ま
さ
か
と
思
い

血
盟
騎
士
団
の
メ
ン
バ

の
顔
を

番
に
思
い

か
べ
た
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部
下
と
言
う
か
ら
に
は
あ
の
中
の
誰
か
に
違
い
な
い

そ
う
思

た
八
幡
は
意
を
決
し
て

 
南
に

親
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
を

ね
る
事
に
し
た

な
あ
相
模

親

さ
ん
か
ら

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム

て

い
て
る
か

う
ち
の
お

さ
ん
の

あ
あ

え

と
ね

確
か
ゴ
ド
フ
リ

ゴ
ド
フ
リ

え

う

う
ん

そ
う
だ
け
ど

や

ぱ
り
知

て
る
の

お

お
う

や

ぱ
り
知

て
た
ん
だ

あ
の
ね
う
ち
今
日
お

さ
ん
に

で
送

て
も
ら

た
ん
だ

け
ど

 
ま
だ
近
く
に
い
る
は
ず
だ
か
ら

そ
の

う
ち
の
お

さ
ん
に
会

て
み
る

分
か

た

親

さ
ん
に
会
お
う

今
こ
こ
に
呼
べ
る
か

 
八
幡
は
そ
の
問
い
に
即
答
し

そ
う

き
返
し
た

う
ん

大
丈
夫
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よ
し

こ

ち
も
す
ぐ
に
手
配
す
る

え

手
配

 
八
幡
は
い
き
な
り

を
取
り
出
す
と

ど
こ
か
へ

話
を

け
始
め
た

 
戸
惑
う
南
を
よ
そ
に

八
幡
は

話
の
相
手
に
言

た

明
日
奈

ゴ
ド
フ
リ

が
俺
達
に
会
い
た
い
そ
う
だ

食
事
会
は
終
わ

た
か

 
う
ん
う
ん
そ
う
か
タ
ク
シ

代
は
俺
が
出
す
か
ら
今
か
ら
言
う
場
所
に
す
ぐ
に
来
て
く

れ 
そ
ん
な
八
幡
を
見
て
す
ぐ
に

況
を
理
解
し
た
の
か
南
も
ど
こ
か
に

話
を

け
始
め
た

あ

お

さ
ん

ち

と
う
ち
の
所
ま
で
来
て
く
れ
る

ち

と
会
わ
せ
た
い
人
が
い

る
の

 
彼
氏

違
う
違
う

そ
う
い
う
ん
じ

な
い
か
ら

と
に
か
く
す
ぐ
に
来
て

 

囲
の
者
は
い
き
な
り
の
こ
の

況
に

な
ら
ぬ
気
配
を
感
じ
た
の
か
誰
も
何
も
言
わ
ず

 
た
だ
事
の
成
り
行
き
を
見
守

て
い
た

そ
ん
な
中

戸
部
が
八
幡
に
話
し

け
た

ヒ
キ
タ
ニ
君

今
か
ら
明
日
奈
さ
ん
が

こ
こ
に
来
る
ん

あ
あ
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そ

か

元
気
に
な

た
後
の
明
日
奈
さ
ん
に
は
ま
だ
会

た
事
が
無
い
か
ら

楽
し
み

し
そ
う
か

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
だ
な

 
葉
山
も
そ
う
相

を
う
ち

八
幡
も

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
な
と

い
た

戸
部
君
も
そ
の
人
と
知
り
合
い
な
の

 
き

と
ん
と
し
な
が
ら
南
が
そ
う

ね
て
き
た

戸
部
は
嬉
し
そ
う
に
南
に
返
事
を
し
た

明
日
奈
さ
ん
は

ヒ
キ
タ
ニ
君
の
大
切
な
彼
女

し

え

本
当
に

そ

そ
う
だ

た
ん
だ

 

囲
の
同
窓
生
達
も
皆

驚
き
の
表
情
で
八
幡
を
見
つ
め
た

 
や
は
り
何
か
と
ん
で
も
な
い
事
が

こ

て
い
る
皆
が
そ
う
思
う
中
つ
い
に
明
日
奈
が
到

着
し
た

八
幡
君

明
日
奈

何
だ
そ
の
格
好

え
へ

似
合
う

お
お

こ
の
ま
ま
連
れ
て
帰
り
た
い
く
ら
い
だ
な



 第２０９話 相模南が告げた名は

 
明
日
奈
は
何
故
か

ド
レ
ス

で
こ
の
場
に
現
れ
た

 
話
を

く
と

ど
う
や
ら
食
事
会
の
時
の
服
装
の
ま
ま

直
接
こ
こ
に
向
か

た
ら
し
い

 
明
日
奈
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に

き
付
き
八
幡
も
嬉
し
そ
う
に
そ
れ
を
受
け
止
め
た

 
い
き
な
り
の
ド
レ
ス

の
美
女
の

場
に
場
は

然
と
し
た

二
人
は
と
て
も
お
似
合
い
で

あ
り

 
そ
の
態
度
か
ら
も

い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
事
が
一
目

然
で
あ

た

明
日
奈
さ
ん

お
久
し
ぶ
り

明
日
奈
さ
ん

久
し
ぶ
り

し

葉
山
君

戸
部
君

久
し
ぶ
り

 
明
日
奈
は
二
人
の
事
を
ち

ん
と
覚
え
て
い
た
ら
し
く

笑
顔
で
二
人
に

を
返
し
た

今
日
は
い
き
な
り
押
し
か
け
て
ご
め
ん
な
さ
い
雪
乃
に
ゆ
い
ゆ
い
に
優
美
子
も
ほ
ん
と
ご

め
ん
ね

気
に
し
な
い
で

明
日
奈

あ
な
た
な
ら
い
つ
で
も
歓
迎
よ

 
結
衣
と
優
美
子
も
そ
れ
に

き

南
は
そ
れ
を
見
な
が
ら

然
と

い
た

他
の
皆
も

知
り
合
い
だ

た
ん
だ
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ま
あ
あ

し
達
は

明
日
奈
と
は
親
友
だ
か
ん
ね

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
直
後
に
店
の
扉
が
開
き

体
格
の
い
い
中
年
男
性
が
中
に
入

て
き
た

お

さ
ん

ど
う
し
た
南

何
か
あ

た
の
か

 
八
幡
と
明
日
奈
は

そ
の
懐
か
し
い
顔
を
見
て

そ
れ
が
ゴ
ド
フ
リ

だ
と
確
信
し
た

 
ゲ

ム
の
中
の

と
比
べ
る
と
少
し

せ
て
い
る
感
じ
が
し
た
が
そ
れ
は
仕
方
が
無
い
だ
ろ

う 
南
は
八
幡
を
指
差
し
な
が
ら

親
に
話
し

け
た

お

さ
ん

こ
の
人
の
事

分
か
る

ん
 
ゴ
ド
フ
リ

は

南
の
指
の

す
先
を
ゆ

く
り
と
見
た

 
そ
し
て
そ
れ
が
誰
か
理
解
し
た

間

大
き
な
声
を
上
げ
て
八
幡
の
方
へ
と
突
進
し
て
き
た

 

囲
の
女
子
か
ら

鳴
が
上
が
る
中

ゴ
ド
フ
リ

は
そ
の
ま
ま
八
幡
に

き
付
い
た

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

参
謀

ハ
チ
マ
ン
参
謀
じ

な
い
で
す
か
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久
し
ぶ
り
だ
な
ゴ
ド
フ
リ

あ
と

い
か
ら
離
せ

お

と
す
み
ま
せ
ん
そ
れ
に
し
て
も
会
い
た
か

た
本
当
に
会
い
た
か

た
で
す
ぞ

 
ゴ
ド
フ
リ

は

き
な
が
ら
八
幡
に
そ
う
言

た

は
は

す
ご
い
偶
然
だ
な
ま
さ
か
ゴ
ド
フ
リ

の
娘
さ
ん
が
俺
の
元
同
級
生
だ

た
な
ん

て
な

 
そ
れ
を

い
た
ゴ
ド
フ
リ

は

南
の
顔
を
見
る
と

確
認
す
る
よ
う
に
言

た

そ

そ
う
な
の
か

南

う
ん

本
当
だ
よ

お

さ
ん

そ
う
か

何
と
い
う
偶
然
か

俺
は
今

に
感
動
し
て
い
る

ち

と
お

さ
ん

恥
ず
か
し
い
よ

 
そ
ん
な
ゴ
ド
フ
リ

の
背
中
を

明
日
奈
が
ち

ん
ち

ん
と
つ
つ
い
た

ん

誰
だ

今
は
感
動
の
再
会
の
真

最
中

ふ

副
団
⻑

副
団
⻑
じ

な
い
で
す
か

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん

久
し
ぶ
り
だ
ね

お
お
お

参
謀
と
副
団
⻑
は
今
も
一

に
い
る
ん
で
す
か
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う
ん

恋
人
同
士
だ
よ

そ
う
で
す
か

本
当
に

本
当
に
良
か

た

 
ゴ
ド
フ
リ

は
人
目
も
は
ば
か
ら
ず

し
た

 
そ
ん
な
ゴ
ド
フ
リ

の

を

八
幡
と
明
日
奈
は

ん

ん
と
叩
き

 
ゴ
ド
フ
リ

は

き
な
が
ら

と
て
も
い
い
笑
顔
を
見
せ
た
の
だ

た

 
第
０
０
８
話
の
相
模
が

い
た
伏
線
を

や

と
回
収



 第２１０話 次から次へと

 
第
２
１
０
話
 
次
か
ら
次
へ
と

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
場
に
い
る
者
達
は

男

き
を
続
け
る
ゴ
ド
フ
リ

に
圧
倒
さ
れ
て
い
た

 
大
の
大
人
が

は
ば
か
る
事
も
な
く
元
同
級
生
に
す
が
り
つ
き

 
ま
る
で
子

の
よ
う
に

き
笑
い
を
続
け
て
い
る

は

 
確
か
に
普
通
に
生
活
し
て
い
る
分
に
は

お
目
に
か
か
れ
な
い
光
景
だ
ろ
う

 
だ
が
ゴ
ド
フ
リ

の
涙
は

と
て
も
純

な
感
情
の
発
露
で
あ
り

 
そ
の
光
景
を

気
持
ち
悪
い
と
か
み

と
も
な
い
と
思
う
者
は

 
こ
の
場
に
は

ゆ

こ
と
遥
の
一

以
外
に
は
誰
も
い
な
か

た

 
そ
の
一

の
者
達
は
こ
の
あ
る
種

様
な
光
景
を
見
て
葉
山
の
言

た
事
は
本
当
か
も
し

れ
な
い
と

 
少
し

り
に
似
た
感
情
を

き
始
め

す
が
る
よ
う
な
目
で
ゆ

こ
と
遥
を
見
つ
め
た
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二
人
は
今
更
後
に
は
引
け
な
い
と
思

た
の
か

 
引
き
続
き
八
幡
と

八
幡
に
ず

と

き
付
い
て
い
る
ゴ
ド
フ
リ

を
中

し
始
め
た

い
い
お

さ
ん
が

み

と
も
な
い
と
は
思
わ
な
い
の

あ
ん
た

こ
い
つ
と
誰
か
を
勘
違
い
し
て
な
い

 
こ
い
つ
は
ね

高
校
の
時

学
校
中
か
ら

わ
れ
て
た
や

か
い
者
だ
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ゴ
ド
フ
リ

は

ピ
タ

と

く
の
を
や
め
る
と

 
む
く
り
と
立
ち
上
が
り

二
人
と
正
面
か
ら
向
か
い
合

た

 
そ
し
て
ゴ
ド
フ
リ

は

と
て
も
静
か
な
口
調
で
二
人
に
言

た

そ
れ
が
ど
う
し
た

 
そ
の
言
葉
に
は
殺
気
の
よ
う
な
も
の
が

ま
れ
て
お
り

 
そ
の

間
に

ゴ
ド
フ
リ

の
存
在
感
が

ま
る
で
山
の
よ
う
に

れ
上
が

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

の
中
で
も

攻
略
組
の
者
達
は
特
別
な
存
在
で
あ
る

 
そ
の
者
達
は
皆

多
か
れ
少
な
か
れ

人
の
社
会
か
ら

脱
し
た
面
を
持
つ

 
普

は
そ
う
い

た
面
を
決
し
て
他
人
に
は
見
せ
な
い
事
で
何
と
か
社
会
に

合
し
て
い
る

 
現
実
世
界
に
復
帰
し
た
攻
略
組
の
面
々
は

基
本
そ
う
い

た
存
在
だ

た



 第２１０話 次から次へと

 
そ
の
ゴ
ド
フ
リ

が

自
ら
に
課
し
た

を
外
し

本
気
の

り
を
見
せ
た
の
だ

 

の
大
学
生

度
で
は

そ
の
迫
力
の
前
に
は
立

て
い
る
事
す
ら
出
来
な
い
で
あ
ろ
う

 
そ
れ
な
り
に

場
を
く
ぐ

て
い
る
は
ず
の
雪
乃
達
で
す
ら

え
る
の
が
精
一

で
あ
り

 
実
の
娘
で
あ
る
南
も

初
め
て
見
る
そ
ん
な

の

を
見
て

そ
の
場
に
へ
た
り
こ
ん
だ

 
中
に
は
失
禁
し
た
者
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
が

そ
の
事
に
は
触
れ
な
い
で
お
こ
う

 
そ
し
て
そ
ん
な

態
の
中

八
幡
と
明
日
奈
だ
け
が
平
然
と
し
て
い
た

 
八
幡
と
明
日
奈
は

ま
る
で
普

と
は
変
わ
ら
な
い
口
調
で
ゴ
ド
フ
リ

に
言

た

そ
の
く
ら
い
に
し
て
お
い
て
や
れ
よ

ゴ
ド
フ
リ

ま
あ
ま
あ

子

の
言

た
事
じ

な
い

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

 
二
人
が
発
し
た
言
葉
は

面
だ
け
見
る
と
本
当
に
何
気
な
い
物
だ

た
が

 
そ
ん
な
二
人
の
発
す
る
気
配
は

ゴ
ド
フ
リ

の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
強
大
で
あ
り

 
そ
の
何
で
も
な
い
よ
う
な
表
情
か
ら
は

王
の

厳
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
た

 
ゴ
ド
フ
リ

は
そ
の
言
葉
を
受
け

二
人
に
向
き
直
り

笑
顔
で

い
た

そ
れ
も
そ
う
で
す
な

参
謀

副
団
⻑

 
そ
の
場
に
い
た
者
達
は
こ
れ
で

で
も
理
解
し
た

先
ほ
ど
葉
山
の
言

た
事
は
本
当
な
の
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だ
と

 
そ
し
て
ゴ
ド
フ
リ

は
南
に
手
を
差
し

べ

優
し
く
立
ち
上
が
ら
せ
る
と

 
ま
る
で
子

に
諭
す
よ
う
に
素
の
口
調
で
南
に
言

た

い
い
か
南

よ
く

く
ん
だ

こ
の
人
達
は
な

俺
の
命
の

人
だ

 
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
て
く
れ
た
か
ら
と
か

そ
れ
も
間
違

て
は
い
な
い
が

 
文

通
り
俺
の
事
を

敵
の
手
か
ら
身
を

し
て
助
け
て
く
れ
た

本
当
の

人
だ

う

う
ん

も
し
こ
の
人
達
が
い
な
か

た
ら
な
俺
は
今
こ
う
や

て
南
と
話
す
事
は
出
来
な
か

た

 
俺
は
敵
の
仕

け
た
罠
に
は
ま
り

確
実
に
死
ん
で
い
た
と
断
言
出
来
る

う
ん

だ
か
ら
俺
も
お
前
も

こ
の
人
達
へ
の
感
謝
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い

 
そ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て
く
れ

う
ん

分
か

た

 
南
は
そ
の

親
の
言
葉
に

勝
な
態
度
で

い
た

 
そ
し
て
ゴ
ド
フ
リ

は

ゆ

こ
と
遥
の
方
に
向
き
直
り

話
を
続
け
た
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俺
は
お
前
ら
と
参
謀
達
と
の
間
に
何
が
あ

た
か
は
知
ら
ん

だ
が
一
つ
覚
え
て
お
く
と
い
い

 
俺
達
が

じ
込
め
ら
れ
た
世
界
は
な

え
て
言
う
な
ら
街
中
を
殺
人
⻤
が
武
器
を
持

て

し

 
街
の
外
に
は

や
ラ
イ
オ
ン
が

歩
す
る
よ
う
な

そ
ん
な
世
界
だ

 
少
し
で
も
気
を
抜
い
た
ら
確
実
に
死
ぬ

だ
が
こ
の
二
人
は

そ
ん
な
世
界
で

 
た
だ
自
分
達
が
生
き
残
る

だ
け
じ

な
く

他
人
を
助
け

多
く
の
仲
間
達
を
指

し

 
真
の
敵
の
正
体
を
暴
き
出
し

そ
し
て
つ
い
に
そ
の
敵
を
倒
す
事
に
成
功
し

 
六
千
人
も
の
人
々
の
命
を
救

た
ん
だ

そ
ん
な
事
が
出
来
る
一

人
が
他
に
い
る
か

 
こ
の
二
人
は
な
本
当
の
意
味
で
の
英
雄
な
ん
だ
よ

そ
れ
が
絶
対
的
な
真
実
だ

ソ

ス
は

俺 
八
幡
と
明
日
奈
は

ゴ
ド
フ
リ

の
言
葉
を

て

い
て
い
た
が

 
ソ

ス
は
俺
と
い
う
ゴ
ド
フ
リ

の
最
後
の
台

を

き

プ

と

き
出
し
た

 
そ
の

間
に

三
人
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た
雰
囲
気
が

散
し

 

り
を
囲
ん
で
い
た
者
達
は

や

と
一
息
つ
く
事
が
出
来
た

す
ご
い
迫
力
だ

た
わ
ね
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あ

し
も
マ
ジ
び
び

た

あ
た
し
も
一
歩
も
動
け
な
か

た
し

め
て
当
事
者
か
ら
話
を

く
と

ヒ
キ
タ
ニ
君
ま
じ
ぱ
ね

マ

ク
ス
リ
ス
ペ
ク
ト
だ

わ
比
企
谷
は
や

ぱ
り
す
ご
い
な

さ
す
が
は
八
幡
だ
ね

す
ご
い
す
ご
い

お
い
お
前
ら

さ
す
が
に
恥
ず
か
し
い
か
ら

あ
ま
り
持
ち
上
げ
な
い
で
く
れ

 
た
だ
友
達
と
話
し
た
い
だ
け
だ

た
八
幡
は

困

た
顔
で
そ
う
言

た

 
今
思
え
ば
ゴ
ド
フ
リ

と
は
店
の
外
で
会
え
ば
良
か

た
と
八
幡
は
少
し
反
省
し
て
い
た

 

り
の
者
達
も
今
の
話
を

き

八
幡
を

え
る
雰
囲
気
に
な

て
い
た
の
だ
が

 
そ
れ
に
逆
行
す
る
よ
う
に
ヒ
ス
テ
リ

ク
に
叫
ぶ
者
が
い
た

ゆ

こ
と
遥
で
あ
る

何
よ

何
よ
何
よ
何
よ

別
に
私
が
何
か
こ
い
つ
に
助
け
て
も
ら

た

じ

な
い

 
私
に
は
そ
ん
な
の
一
切
関
係
な
い

六
千
人
を
救

た
英
雄

そ
れ
が
私
に
何
の
関
係
が
あ

る
の

 
私
は
と
に
か
く
こ
い
つ
が

い
な
だ
け
よ

い
な
奴
を

い
と
言

て
何
が
悪
い
の
よ
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そ
も
そ
も
ゲ

ム
の
中
で
ち

と
活
躍
し
た
か
ら

て
そ
れ
が
現
実
で
何
の
意
味
が
あ
る

の
よ

 
私
達
は
大
学
生
だ
け
ど

こ
い
つ
は
ま
だ
の
ん
び
り
と
高
校
生
を
や

て
る
じ

な
い

 
結
局
こ
い
つ
は
負
け

な
の
よ

人
生
の
負
け

よ

 
八
幡
は
そ
の
二
人
の
台

を

き

あ
る
意
味
二
人
を
見
直
し
た

 
あ
の
ゴ
ド
フ
リ

を
見
た
後
で
の
こ
の
態
度

取
り

き
は
皆
戦
意
を

失
し
た
と
ば
か
り

に 
二
人
か
ら
は
も
う

離
を
と

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
そ
れ
を
ま

た
く
気
に
し
な
い

顔

無
恥
さ

 
お
そ
ら
く
自
暴
自

に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
が

そ
れ
で
も
こ
の

力
は
中
々
す
ご
い
と

 
八
幡
は
二
人
の
事
を

そ
う
評
価
し
た

 
だ
が

さ
す
が
に
そ
の
二
人
の
言
葉
は

過
出
来
な
か

た
の
か

 
葉
山
と
戸
部
が

同
時
に
ゆ

く
り
と
立
ち
上
が

た

 
雪
乃
や
結
衣
優
美
子
も
顔
に

筋
を
立
て

り
に
任
せ
て
ゆ

こ
の
方
へ
と
向
か
お
う

と
し
た
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戸

も
珍
し
く

て
い
る
よ
う
な
表
情
を

か
べ
て
い
た

 
ゴ
ド
フ
リ

は

さ
す
が
に
自
分
は
部
外
者
だ
と
自
覚
し
て
い
る

か

 
自
分
か
ら
は
動
こ
う
と
は
せ
ず

八
幡
と
明
日
奈
の
出
方
を

て
い
た

 
そ
ん
な
中

ス

と
前
に
進
み
出
た
者
が
い
た

明
日
奈
で
あ
る

 
そ
の
背
中
を
見
た

間

八
幡
は

て
て

り
返
る
と

親
し
い
者
達
を
手

き
し
て
集
め

 
小
声
だ
が

そ
れ
で
い
て
と
て
も

た
よ
う
な
声
で
仲
間
達
に
言

た

や
ば
い

明
日
奈
が
キ
レ
た

し
か
も
こ
れ
は

過
去
最
大
級
に
や
ば
い
や
つ
だ

え

ヒ
キ
タ
ニ
君

マ
ジ
で

本
当
に

見
た
所

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
前
に
出
た
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
の
だ
け
れ
ど

 
そ
の
明
日
奈
は

雪
乃
の
言
う
通
り
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
を

か
べ
て
い
た

 
ゆ

こ
と
遥
は

部
外
者
が
何
か
文

で
も
あ
る
の
か
と

明
日
奈
を
じ
ろ

と

ん
だ

何

あ
ん
た
は
部
外
者
で
し

口
出
し
し
な
い
で
よ

そ
う
よ
そ
う
よ

ち

と
美
人
だ
か
ら

て

い
い
気
に
な
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
そ
れ
に
対
し
て
の
明
日
奈
の
返
事
は
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普

の
明
日
奈
な
ら

絶
対
に
言
わ
な
い
台

の
オ
ン
パ
レ

ド
だ

た

そ
れ

て
自
分
達
が
美
人
じ

な
い

て

遠
ま
わ
し
に
自
爆
し
て
る
の

 
あ

も
し
か
し
て

男
の
子
に
ま

た
く
モ
テ
な
い
の
か
な

 
そ
れ
と
も
私
の
彼
氏
が
す
ご
く
格
好
良
く
て

将
来
性
も
あ
る
か
ら
悔
し
い
の

 
ま
あ
そ
れ
は

貴
方
達
の
心
が

い
せ
い
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
思
う
の

 
そ
の

り
を
自
覚
し
て
少
し
は
努
力
し
よ
う
ね

 
と
こ
ろ
で
何
で
私
が
部
外
者

へ

大
切
な
彼
氏
が

 
た
だ
の
モ
ブ
か
ら
ま

た
く
的
外
れ
な

辱
を
さ
れ
た
の
に

ふ

ん

 
そ
の
言
葉
を

い
た
仲
間
達
は

八
幡
の
判
断
が
正
し
か

た
事
を

で
も
理
解
し
た

う
わ

マ
ジ
で
や

べ
え

し

ど

ど
う
す
れ
ば
い
い

何
が
あ

て
も
絶
対
に
明
日
奈
に
逆
ら
う
な

も
し
暴
力
沙

に
な
り
そ
う
だ

た
ら

 
俺
が
何
と
か
す
る

と
り
あ
え
ず
そ
ん
な
感
じ
で
頼
む

う

う
ん

分
か

た
わ
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一
同
は
と
り
あ
え
ず

何
が
あ

て
も
即
応
出
来
る
体
勢
を
と

た

 
そ
し
て
明
日
奈
が
何
か
言
お
う
と
し
た

間

突
然
何
者
か
が
そ
の
場
に
乱
入
し
て
き
た

 
そ
し
て
も
う
一
人
が

そ
の
何
者
か
を

て
た
よ
う
に
追
い
か
け
て
き
た

 
更
に
も
う
一
人
が
き

ろ
き

ろ
と
興
味
深
げ
に

り
を
見
回
し
な
が
ら
店
に
入

て
き
た

ち

ち

と
あ
ん
た

ま
ず
い
よ

こ
れ
は
絶
対
ま
ず
い

て

え

さ
す
が
に
こ
こ
で
ダ
ン
マ
リ
は

私
達
の
立
場
的
に
無
く
な
い

そ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ
け
ど

こ
こ
に
い
る
事
が
バ
レ
た
ら
絶
対

ら
れ
る

て

も
う
バ
レ
て
る
ん
だ
か
ら

別
に
い
い
じ

ん

そ
れ
は
あ
ん
た
の
せ
い
で
し

も
う

部
⻑
も
こ
の
子
を
止
め
る
の
を
手
伝

て
下
さ
い

よ
オ
レ

ち
は

た
だ
の
興
味
本

で
着
い
て
き
た
だ
け
だ

あ

や

ほ

言
わ
れ
た
通
り
来
た
よ

あ

ち

違
う
の

こ
れ
は
そ
の

あ
の

 
二
人
は
八
幡
と
目
が
合
う
と
そ
う
言

た

も
う
一
人
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
れ
を

観

し
て
い
た
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八
幡
は

ど
う
し
て
こ
う
厄
介
事
と
い
う
の
は
重
な
る
ん
だ
と
思
い
な
が
ら

そ
の
三
人
に

言

た
言
わ
れ
た
通
り

て
何
だ
よ

つ

か
お
前
ら

何
で
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
は

先
ほ
ど
別
れ
た
ば
か
り
の
エ
ル
ザ
と

 
ど
う
や
ら
そ
れ
を
止
め
に
来
た
ら
し
い
薔
薇
と

 
滅
多
に
外
に
出
た
が
ら
な
い
ア
ル
ゴ
だ

た

 
本
来
は
た
だ
の
同
窓
会
の
は
ず
な
の
だ
が
事
態
は
加
速
的
に
そ
の
混
乱

合
を

し
つ
つ

あ

た
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第
２
１
１
話
 
情
報
源
は
あ
い
つ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

あ

ア
ル
ゴ
さ
ん

お

う
ア

ち

ん
何
か

て
る
み
た
い
だ
け
ど
ま
た
ハ

が
何
か
や
ら
か
し
た
の

か 

て
か

何
で
こ
こ
に
い
る
ん
ダ

ア
ル
ゴ
さ
ん
こ
そ
何
で
こ
こ
に

実
は
八
幡
君
の
同
窓
生

い
や

オ
レ

ち
は
た
だ
の
や
じ
馬
だ
ナ

そ
う
な
ん
だ

 
明
日
奈
は
三
人
の
中
に

顔
見
知
り
で
あ
る
ア
ル
ゴ
の

を
見
付
け

声
を

け
た

 
次
に
ア
ス
ナ
は
エ
ル
ザ
と
薔
薇
を
一

す
る
と
表
面
上
は
笑
顔
の
ま
ま
八
幡
の
方
を
向
い
た

ね

八
幡
君

そ
の
二
人
は
誰
な
の
か
な
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も
し
良
か

た
ら

大
切
な
彼
女

の
私
に

是
非
紹
介
し
て
く
れ
な
い
か
な

 
明
日
奈
は

大
切
な
彼
女

の
部
分
を
強
調
し
な
が
ら

八
幡
に
そ
う
言

た

 
八
幡
は
明
日
奈
が
ま
だ
お

り
モ

ド
の
ま
ま
だ
と
悟
り
何
と
か
事
態
の
収

を
は
か
ろ

う
と
し
た

 
八
幡
は
最
初
に

薔
薇
に
指

を
飛
ば
し
た

お
い
薔
薇

あ
そ
こ
の
空
い
た
テ

ブ
ル
に
そ
の
二
人
を
連
れ
て
い
け

そ
こ
で
待
機
だ

あ

う
ん

 
そ
の
八
幡
の
呼
び

け
を

い
た
明
日
奈
は
あ
れ
が
薔
薇
さ
ん
な
ん
だ
と
理
解
し

の
力

を
抜
い
た

 
八
幡
は
そ
の
明
日
奈
の

り
が
一

緩
し
た

を
突
き
明
日
奈
を
背
後
か
ら
そ

と

き
締
め
た

え

え

 
戸
惑
い
つ
つ
も

こ
ん
な
所
で
も
う

え
ん
ぼ
う
さ
ん
な
ん
だ
か
ら

と

 

を

め
る
明
日
奈
の

元
に
口
を
寄
せ

八
幡
は
そ

と

い
た

明
日
奈

あ
れ
が
ピ
ト
だ

何
故
あ
い
つ
が
こ
こ
に
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
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も
し
か
し
た
ら

さ

き
お
み
や
げ
を
受
け
取
る

に
会

た
時
に

 
俺
が
明
確
に
こ
こ
に
来
る
事
を
禁
止
し
な
か

た
せ
い
か
も
し
れ
ん

あ

あ
の
人
ピ
ト
だ

た
ん
だ

で
も
ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ
う
な

ま
あ
な

あ
い
つ
は
歌
手
の
神
崎
エ
ル
ザ
だ
か
ら
な

え
え

 
明
日
奈
は
思
わ
ず
大
き
な
声
を
出
し
て
し
ま
い

て
て
自
分
の
口
を
塞
い
だ

 

囲
の
者
達
は
何
事
か
と
思

た
が
二
人
の
会
話
で

こ
え
た
の
は
そ
の
明
日
奈
の
声
だ

け
だ

た

 
事
情
が
分
か
る
者
は
当
然
皆
無
だ

た

た
だ
二
人
の
表
情
か
ら
す
る
と

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
の

り
は

散
し
た
よ
う
だ
と

り
の
者
達
は
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し

た
と

い
う

で
明
日
奈

急
事
態
だ

お
前
は
あ
の
三
人
と
合
流
し

 
決
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
名
前
を
呼
ば
な
い
よ
う
に
ピ
ト
に
言
い

め
て
く
れ

あ
と
情
報
収
集

な 
俺
達
の
名
前
が
ピ
ト
に
バ
レ
る
の
は
も
う
仕
方
が
な
い

ま
あ
あ
い
つ
の
名
前
は
分
か

て
る
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ん
だ
し

 
あ
い
つ
は
俺
を
裏
切
ら
な
い
か
ら
特
に
問
題
は
無
い
は
ず
だ

と

い
う

で

頼
ん
だ

う
ん

任
せ
て

 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

三
人
が
待
つ
テ

ブ
ル
へ
と
歩
み
寄

て
い

た

 
そ
う
な
る
と

当
然
ゆ

こ
と
遥
の
矢
面
に

再
び
八
幡
が
立
つ
事
に
な
る

 
八
幡
は
穏
や
か
な
口
調
で

り
強
く
二
人
を
説
得
し
よ
う
と

み
た
が

 
先
ほ
ど
明
日
奈
に
言
わ
れ
た
事
が
よ
ほ
ど

に
き
た
の
だ
ろ
う
頑
と
し
て
話
を

こ
う
と
は

し
な
い

な

結
局
お
前
ら
は

俺
に
文

が
言
い
た
か

た
だ
け
な
ん
だ
ろ

 
別
に
そ
れ
で
い
い
か
ら

も
う
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
な
い
か

何
よ
あ
ん
た

や

ぱ
り
逃
げ
る
の

だ
か
ら

 
二
人
は
も
う

モ
ン
ス
タ

ク
レ

マ

と
で
も
言
う
べ
き
存
在
に
な

て
お
り

 
正
直
本
人
達
も
も
う

自
分
達
が
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か

て
い
な
い
と
思
わ
れ
た

 
先
ほ
ど
ま
で
二
人
に
同
調
し
て
い
た
者
達
も

二
人
か
ら
は

離
を
置
い
て
い
た
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そ
し
て
乱
入
し
て
き
た
三
人
の
下
に
向
か

た
明
日
奈
は
情
報
収
集
に

ん
で
い
る
か
と
思

い
き
や

 
楽
し
そ
う
に

自

紹
介
を
行

て
い
た

薔
薇
さ
ん
は
初
め
ま
し
て
で
す
ね

結
城
明
日
奈
で
す

は

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
明
日
奈
は
知
ら
な
い
事
だ
が
薔
薇
は
明
日
奈
の
大
フ

ン
だ

た
の
で
か
な
り

張
し
て

い
た

 
次
に
明
日
奈
は
エ
ル
ザ
の
方
を
向
き

じ
ろ
じ
ろ
と
エ
ル
ザ
の
顔
を
見
た

 
エ
ル
ザ
も
同
様
に

明
日
奈
の
顔
を
じ
ろ
じ
ろ
と
見
る
と

開
口
一
番
に
こ
う
言

た

シ
ズ
だ
よ
ね

す

ご
い
美
人

こ
れ
は
さ
す
が
に
勝
て
な
い
わ

も
う
無
理
無
理

て

感
じ

 
他
に
も
何
人
か

シ

ナ
の

り
に
は
美
人
さ
ん
が
い
る
み
た
い
だ
し

 
ね

薔
薇
ち

ん

や

ぱ
り
私
達
に
は
愛
人
く
ら
い
が
お
似
合
い
か
な

あ
ん
た
ね
当
た
り
前
じ

な
い
明
日
奈
様
に
敵
う
存
在
が
こ
の
世
に
い
る

な
い
で
し
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明
日
奈
は
薔
薇
に
い
き
な
り
様
付
け
で
呼
ば
れ
た

や
は
り
以
前
誰
か
か
ら

か
さ
れ
た

 
薔
薇
が
自
分
の
事
を

拝
し
て
い
る
と
い
う
話
は
真
実
だ

た
と
感
じ
た
が

 
さ
す
が
に
こ
の

況
で
は

直
接
は
何
も
言
わ
な
か

た

 
エ
ル
ザ
は
普
通
に
引
い
て
い
た

無
言
で
あ
り

ア
ル
ゴ
は
職
場
で

き
慣
れ
て
い
た

 
こ
の
場
に
は

薔
薇
に
突

込
む
者
は
誰
も
い
な
い
の
で
あ

た

 
明
日
奈
は
気
を
取
り
直
し

エ
ル
ザ
に
注
意
も

ね

話
し

け
た

私
の
事
は
明
日
奈

て
呼
ん
で
ね

あ
と
こ
こ
で
は
シ
ズ

て
呼
ぶ
の
は
禁
止
だ
よ
エ
ル
ザ

さ
ん

 
エ
ル
ザ
は

心
得
た
と
い
う
風
に
自
分
の
胸
を
叩
い
た

う
ん

分
か

た

じ

あ
シ

ナ
の
事
は
な
ん
て
呼
べ
ば
い
い
の

彼
の
名
前
は

比
企
谷
八
幡
だ
よ

八
幡

八
幡

そ

か

ふ
ふ

 
エ
ル
ザ
は

八
幡
の
名
前
を
教
え
て
も
ら

た
事
が
と
て
も
嬉
し
か

た
よ
う
だ

と
こ
ろ
で
明
日
奈
は

私
の
事
知

て
た
ん
だ

そ
り

あ
ま
あ

ね
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明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

自
分
の

を
と
り
だ
し

エ
ル
ザ
に
見
せ
た

 
そ
の
画
面
に
は
エ
ル
ザ
の
曲
が
表

さ
れ
て
お
り

エ
ル
ザ
は
と
て
も
喜
ん
だ

私
の
曲
だ

い
て
て
く
れ
た
ん
だ
ね

う
ん
何
か
こ
れ
を

い
て
る
と
何
故
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
戦

て
い
た
時
の
事
を
思
い
出
す
ん
だ

よ
ねそ

れ
は
そ
う
だ
よ

だ

て
そ
の
曲
そ
の
ま
ん
ま
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
イ
メ

ジ
し
て
作

た
曲
だ
か

ら
ねえ

え
マ
ジ
か
ヨ

そ
う
な
の

 
三
人
は
そ
れ
を

き

さ
す
が
に
驚
い
た

私
の
曲
の
半
分
く
ら
い
は

そ
ん
な
イ
メ

ジ
だ
よ

 
ち
な
み
に
今
度
の
新
曲
は

四
天
王
を
イ
メ

ジ
し
て
み
た
よ

そ

そ
う
な
ん
だ

 
明
日
奈
は

自
分
の
事
が
曲
に
な
る
と
知

て
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嬉
し
さ
と
気
恥
ず
か
し
さ
が
同
居
し
た
よ
う
な
気
分
に
な

た

頑
張

て
歌
う
か
ら

必
ず

い
て
ね

明
日
奈

う
ん

約
束
す
る

 
そ
れ
で
も
や
は
り
楽
し
み
な
の
か

明
日
奈
は
笑
顔
で
そ
う
約
束
し
た

 
次
に
明
日
奈
は

何
故
三
人
が
こ
こ
に
来
た
の
か
理
由
を

ね
る
事
に
し
た

で
も
三
人
と
も

よ
く
こ
の
場
所
が
分
か

た
ね

と
い
う
か

何
故
こ
こ
に

え

と
ね

ち

と
前
に
ね

八
幡
に
お
み
や
げ
を

し
た
ん
だ
け
ど

あ

そ
う
だ

本
当
に
あ
り
が
と
ね

エ
ル
ザ

う
ん

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
明
日
奈
は
お

を
言
う
事
を
忘
れ
て
い
た
事
に
気
が
付
き

エ
ル
ザ
に
お

を
言

た

で
ね

そ
の
時
に
同
窓
会
の
話
を

い
た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
に
八
幡
が
私
に
ね
来
る
な

て
言
わ
な
か

た
か
ら
行

て
も
い
い
の
か
な

て

思

て
ね

 

目
元
で

初
め
て
八
幡
に
会

た
場
所
に
行

て
み
た
の

ち
な
み
に
う
ち
の
会
社
で
す
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あ
あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

 
薔
薇
が
横
か
ら
口
を

み

明
日
奈
は
そ
れ
を

い
て

 
点
と
点
が

徐
々
に
線
に
な

て
い
く
の
を
感
じ
た

で

そ
し
た
ら

薔
薇
ち

ん
が
い
る
の
を
見
付
け
て
ね

ち
な
み
に
私
の
名
前
も

そ
の
時
に
バ
レ
ま
し
た

そ

そ
れ
は

ま
あ
全
て

た
ま
た
ま
一

に
い
た

材
木
座
さ
ん
の
せ
い
な
ん
で
す
け
ど
ね

 
そ
れ
は
も
う
ペ
ラ
ペ
ラ
と

止
め
る
間
も
な
く
バ
ラ
し
て
く
れ
ま
し
た

あ
 
明
日
奈
は

こ
れ
で
繋
が

た
と
思

た

 
材
木
座
な
ら

同
窓
会
が
開

さ
れ
て
い
る
場
所
を
知

て
い
る
は
ず
だ
か
ら
だ

ど
う
や
ら
材
木
座

ち
は
な

神
崎
エ
ル
ザ
の
大
フ

ン
み
た
い
で

 
エ
ル
ザ
の
全
て
の
質
問
に

喜
ん
で
答
え
て
た
ん
だ

あ

あ
は

ち
な
み
に
オ
レ

ち
も
た
ま
た
ま
そ
の
場
に
い
た
ん
だ
け
ど
な
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面
白
そ
う
だ
か
ら
着
い
て
き
た

て

だ
ナ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

 
明
日
奈
は

こ
れ
で
一
通
り
の
事
情
を
知
る
事
が
出
来
た
か
な
と
思
い
な
が
ら

 
チ
ラ

と
八
幡
の
方
を
見
た

八
幡
が
苦
労
し
て
い
る

を
見
た
明
日
奈
は

 
ま
た

り
の
感
情
が

き
あ
が

て
き
た
の
か

凄

な
笑
み
を
見
せ

 
そ
の
明
日
奈
の
表
情
を
見
た
エ
ル
ザ
は

す
ご
く
喜
び

明
日
奈
に
言

た

ね

明
日
奈

あ
い
つ
ら
を
殺
す
ん
で
し

そ
れ
な
ら
い
い
考
え
が
あ
る
よ

エ
ル
ザ

何
を
思
い
付
い
た
の

ア

ち

ん

せ
め
て
殺
す

て
言
葉
く
ら
い
は
否
定
し
ろ
ヨ

 
ア
ル
ゴ
は

常
識
的
な
対
応
と
し
て
明
日
奈
に
突

込
ん
だ

 
そ
れ
に
対
し

明
日
奈
は
あ

さ
り
と
こ
う
答
え
た

ま
あ

似
た
よ
う
な
も
の
だ
し

犯
罪
行

は
や
め
て
く
れ
よ
ナ

 
少
し
心
配
そ
う
に
そ
う
言
う
ア
ル
ゴ
に

エ
ル
ザ
は
言

た

大
丈
夫

私
の
提
案
は
も

と

め
上
な
感
じ
だ
か
ら
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そ
う
か

そ
れ
な
ら
ま
あ

い
い
け
ど
ナ

薔
薇
ち

ん
と
ア
ル
ゴ
ち

ん
も

手
伝

て
ね

 
エ
ル
ザ
は
突
然
二
人
に
そ
う
お
願
い
し
た

二
人
は
消

的
に
で
は
あ
る
が

 
こ
こ
で
断
る
と
明
日
奈
が
怖
そ
う
だ
と
思

た
の
か

一
応
了

し
た

さ
て

二
人
の
言
質
も
と

た
事
だ
し

ち

ち

と
待
ち
な
さ
い
よ

一
体
私
達
に
何
を
さ
せ
る
つ
も
り

そ
れ
じ

あ
説
明
す
る
ね

三
人
と
も
ち

と

を
貸
し
て
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第
２
１
２
話
 
ヒ
キ
タ
ニ
君
シ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

オ
レ

ち
に
そ
れ
を
や
れ
と

ま

た
ま
に
は
ス
ト
レ

ト
に
動
い
て
み
る
の
も
い
い

カ
そ
の
話

乗

た

 
ア
ル
ゴ
と
薔
薇
は
エ
ル
ザ
の
提
案
を

き

正
反
対
の
反
応
を

し
た

 
明
日
奈
は
話
の
内
容
を

味
す
る
よ
う
に

何
事
か
考
え
込
ん
で
い
た

も
ち
ろ
ん
明
日
奈
が

だ

た
ら

こ
の
提
案
は
無
し

 
で
も
暴
力
は

目
だ
し

人
の
話
を

か
な
い
人
達
み
た
い
だ
し

 
そ
ん
な
相
手
に
ダ
メ

ジ
を

え
る
に
は

ね

よ
し

や
ろ
う

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
言
葉
に
後
押
し
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
明
日
奈
は
キ

パ
リ
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と
言

た

私
の
彼
氏
が
今
は
ど
れ
ほ
ど
の
リ
ア
充
に
な

た
の
か

あ
の
二
人
に
思
い
知
ら
せ
よ
う

 
か
つ
て
の
同
級
生
達
が
そ
の
言
葉
を

い
た
ら

 
か
つ
て
の
八
幡
に
一
番
似
合
わ
な
い
言
葉
だ
と
答
え
る
の
は
間
違
い
な
い

 
も
し
本
人
に
同
じ
言
葉
を
ぶ
つ
け
た
と
し
て
も

八
幡
は
と
ま
ど
い
を
覚
え
る
だ
け
だ
ろ
う

 
八
幡
の
自

評
価
は
未
だ
に

い
ま
ま
な
の
だ

 
そ
れ
は
八
幡
の
美

の
一
つ
で
も
あ
る
の
だ
が
彼
女
と
し
て
は
た
ま
に
⻭

さ
も
覚
え
る

の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
明
日
奈
の

八
幡
の
彼
女
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が

 
ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
の
提
案
で
く
す
ぐ
ら
れ
た
ら
し
い

薔
薇
ち

ん
と
ア
ル
ゴ
ち

ん
は
さ

き
協
力
す
る

て
言

て
く
れ
た
か
ら
い
い
と
し
て

確
か
に
言

た
ガ

は
い

喜
ん
で

あ
そ
こ
に
い
る
人
達
に
も

協
力
し
て
欲
し
い
な

 
エ
ル
ザ
は

雪
乃
達
三
人
を
指
差
し
な
が
ら
言

た
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説
得
は
私
に
任
せ
て

と
い

て
も
ま
あ
あ
の
三
人
は
絶
対
に
断

た
り
は
し
な
い
は
ず
だ

け
ど
ね

 
明
日
奈
は

少
し
腹
黒
さ
が
見
え

れ
す
る
表
情
で
エ
ル
ザ
に
そ
う
言
う
と

 
三
人
の
下
へ
と
向
か
い

何
事
か
説
明
を
始
め
た

 
先
ほ
ど
の
言
葉
の
通
り

三
人
は
明
日
奈
の
提
案
に
う
ん
う
ん
と

い
て
お
り

 
ど
う
や
ら
話
を

し
た
の
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ

 
こ
う
し
て
明
日
奈
の
下
に

八
幡

と
目
さ
れ
る
者
達
が
全
員
集
め
ら
れ
た

 
そ
の
中
に
は

何
故
か
相
模

娘
ま
で
混
じ

て
い
た

え

う
ち
が
そ
れ
を
や
る
の

う
ち
の
南
が
参
謀
の
お

に

こ
れ
は
必
ず

影
し
て
お
か
ね
ば

何
か

返
し
と
微

に
ず
れ
て
る
気
も
す
る
け
ど

う
ん
ま
あ
い

か
や
る
よ
う
ち

 
そ
し
て
明
日
奈
か
ら
エ
ル
ザ
が
正
式
に
紹
介
さ
れ
る
と

仲
間
達
は
ど
よ
め
い
た

ど
こ
か
で
見
た
顔
だ
と
思

た
ら

八
幡
君
は
い
つ
の
間
に
エ
ル
ザ
さ
ん
と
お
知
り
合
い

に
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え

と

あ

え

と
ね

実
は
エ
ル
ザ
さ
ん

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

テ
ス
ト
に
参
加
し
て
た
ん
だ

て

あ

う
ん

そ
う
そ
う

そ
う
な
ん
だ
よ
ね

 
エ
ル
ザ
は
正
直
に
答
え
て
い
い
も
の
か
迷
い

明
日
奈
の
顔
を
見
た

 
そ
の

線
を
受
け

明
日
奈
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
事
を
こ
こ
で
バ
ラ
す
の
は
良
く
な
い
と
思
い

 

に
そ
う
言

た

確
か
に
そ
れ
は
事
実
だ

た
の
で

何
も

は
言

て
い
な
い

 
普

の
雪
乃
な
ら

明
日
奈
の
そ
の
態
度
に
引

か
か
り
を
覚
え
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
こ
の
時
の
雪
乃
は
驚
き
が
先
に
立
ち

そ
の
明
日
奈
の
態
度
に
は
気
が
付
か
な
か

た

 
明
日
奈
は

仲
間
達
に
勝
手
に
想
像
さ
せ
る
事
で

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
事
を

す
事
に
成
功
し
た
の

だ

た

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
や
リ
ズ
ベ

ト
が
こ
の
場
に
い
な
か

た
事
が

明
日
奈
に
は
幸
い
し
た

 
二
人
は

八
幡
が

テ
ス
ト
に
は
参
加
し
て
お
ら
ず

 
そ
の
前
の

の
テ
ス
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
な
事
を
知

て
い
た
か
ら
だ

た

 
も
し
二
人
が
こ
の
場
に
い
た
ら
そ
の
場
で
は
何
も
言
わ
ず
と
も
確
実
に
後
で
突

込
ん
で

き
た
だ
ろ
う
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え

ま
じ
で

ヒ
キ
タ
ニ
君
は
も
う
リ
ス
ペ
ク
ト
と
か
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
じ

な
い
わ

 
こ
れ
は
も
う
ゴ

ド
ヒ
キ
タ
ニ
君
だ
わ

あ

後
で
サ
イ
ン
し
て
下
さ
い

フ

ン
な
ん
で
す

結
衣

あ
ん
た

あ

し
の
分
の
色

も
ち

ん
と

て
く
る
し

 
ゆ

こ
と
遥
を
相
手
に

軍
奮
闘
し
て
い
た
八
幡
は

そ
の
仲
間
達
の
動
き
に
気
が
付
き

 
心
の
中
で
何
か
や
る
な
ら

く
し
て
く
れ
と
思
い
チ
ラ
チ
ラ
と
そ
ち
ら
の
様
子
を

て

い
た

 
や
が
て
明
日
奈
が
立
ち
上
が
り

何
か
合
図
を
出
し
た

八
幡
は
安
心
し
た
の
だ
が

 
そ
れ
は
彼
に
と

て
は

あ
る
意
味

問
の
よ
う
な
時
間
の
始
ま
り
だ

た

あ

テ
ス
テ
ス
う
し
オ

ケ

し

そ
れ
じ

ヒ
キ
タ
ニ
君
シ

の
最
初
の

お
二
人
は

は

何
だ
そ
れ

お
い
戸
部

一
体
何
を

 
八
幡
に
と

て
は

そ
れ
は
ま

た
く
の
想
定
外
で
あ
り

 
戸
部
に
ど
う
な

て
い
る
の
か

ね
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
戸
部
は
八
幡
に
ウ

ン
ク
を
一
つ
す
る
と

そ
の
ま
ま
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
継
続
し
た
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謎
の
美
少
女
ア
ル
ゴ
ち

ん
と

我

が
実
行

員
⻑

相
模
南

よ
し

や
る
か

さ
が
み
ン

う
ん

ア
ル
ゴ
さ
ん

だ

け

宜
し
く
ね

 
そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
共
に
一
歩
前
に
出
た
二
人
は
大

に
も
八
幡
の
両

に

き
付
い
た

え

相
模

て
比
企
谷
の
事

い
じ

な
か

た

け

あ
の
知
ら
な
い
子
も

な
ん
か
か
わ
い
く
な
い
か

 

囲
の
者
達
は

い
き
な
り
の
そ
の
展
開
に
ど
よ
め
い
た

お
前
ら

一
体
何
を

別
に
い
い
だ
ろ

せ

か
く
ア

ち

ん
か
ら
許
可
が
出
て
る
ん
だ
し

 
た
ま
に
は
オ
レ

ち
に
も
役
得
が
あ

て
も
ヨ

役
得

役
得

て
何
だ
よ

皆
ま
で
言
わ
せ
ん
な
よ

こ
の

念

メ

 
八
幡
は

そ
ん
な
ア
ル
ゴ
に
何
か
言
お
う
と
し
た
が

横
か
ら
南
が
八
幡
に
話
し

け
た

ね

比
企
谷

私
の
お

さ
ん
を
助
け
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
そ
の
心
か
ら
の
感
謝
の
こ
も

た

線
を
受
け

八
幡
は
優
し
げ
な

を
し

南
に
言

た
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良
か

た
な

相
模

う
ん

あ
ん
た
の
お
か
げ

あ
の

だ

だ
か
ら

こ
れ
は
感
謝
の

ね

 
南
は
そ
う
言
う
と

八
幡
の

に
口
付
け
を
し
た

 
そ
の

間

囲
は
更
に
ど
よ
め
き
ゴ
ド
フ
リ

は
嬉
し
そ
う
に
そ
の
写
真
を
と

て
い
た

や
る
な
さ
が
み
ん

そ
れ
じ

オ
レ

ち
も
遠

な
ク

 
そ
う
言

て
ア
ル
ゴ
も
八
幡
の

に
口
付
け
を
し

棒
立
ち
に
な

た
八
幡
を
残
し

 
二
人
は
後
ろ
へ
と
下
が

て
い

た

次
に
戸
部
が
再
び
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
た

そ
し
て
お
次
は
謎
の
美
女

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
と

由
比

結
衣
の
ツ
イ
ン
ピ

ク
ス

ツ
イ
ン

何

こ
う
い
う
事

 
き

と
ん
と
す
る
結
衣
に
対
し
て
薔
薇
は

お
手
本
と
ば
か
り
に
八
幡
の

を
取
り

 
そ
の

を

自
身
の
豊
満
な
胸
に

ん
だ

あ
あ

 
結
衣
は
そ
の
お
手
本
の
通
り

実
に
薔
薇
の
真
似
を
し
た

八
幡
は
下
手
に
動
く
事
も
出
来

ず
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さ
り
と
て
何
を
言

て
い
い
の
か
も
分
か
ら
ず

完
全
に
フ
リ

ズ
し
て
い
た

 
薔
薇
が
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
胸
を
押
し
付
け

結
衣
も
そ
れ
に
対
抗
し
て
い
た

 

囲
の
男
子
の
目
も
そ
こ
に

付
け
に
な

て
お
り
女
子
か
ら
ひ
ん
し

く
を

て
い
た

 
そ
し
て
雪
乃
が

も
う
い
い
で
し

と
い
う

た
い

線
で
戸
部
を

ん
で
き
た
の
で

 
戸
部
は

て
て
二
人
の
胸
か
ら

線
を
外
し

二
人
に
呼
び
か
け
た

は
い

と
て
も
い
い
物
を
お
持
ち
の
お
二
人
で
し
た

男
性

は

手

 
そ
の

間

囲
の
男
達
か
ら
万

の

手
が

き

こ

た

 
ち
な
み
に
こ
の

間
が

今
ま
で
の
薔
薇
の
人
生
の
最

期
で
あ

た

 
ま
あ
今
後
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
の
で

こ
こ
で
は
一
応

今
ま
で
の

と
し
て
お
く

 
一
方
結
衣
に
と

て
は
ど
う
か
と
い
う
と

後
ろ
に
下
が

た
結
衣
の

を

ん
と
叩
く

者
が
い
た

 
も
ち
ろ
ん
雪
乃
で
あ
る

結
衣
は
一

ビ
ク

と
し
た
が

雪
乃
の
表
情
が
普
通
だ

た

 
ほ

と
胸
を

で
下
ろ
し
た

そ
う

胸
を

で
下
ろ
し
た
の
で
あ
る

 
そ
の

間
に
雪
乃
の
こ
め
か
み
か
ら
ビ
キ

と
い
う
音
が

こ
え

雪
乃
は
結
衣
に
言

た

ゆ
い
ゆ
い

最
近
少
し
太

た
か
な

て
気
に
し
て
い
た
わ
よ
ね
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私

ダ
イ
エ

ト
に
最

な
方
法
を
知

て
い
る
の
だ
け
れ
ど

知
り
た
い
か
し
ら

え

本
当
に

教
え
て
教
え
て

 
結
衣
は
雪
乃
の
変
化
に
は
気
付
か
ず

無

気
に
雪
乃
に

ね
た

も
ぐ
の
よ

えを

ら
せ
ば
体
重
が

る
の
は
当
然
で
し

今
す
ぐ
も
ぐ
の
よ

え

と

何

を

そ
の
無

に
大
き
な

の

に
決
ま

て
る
じ

な
い

本
当
は
分
か

て
い
る
ん
で
し

う
ち

調
子
に
乗

て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
結
衣
は
一

で
雪
乃
に

を
下
げ

そ
れ
を
見
た
戸
部
は

雪
乃
の
背
後
か
ら

 
ド
ス
黒
い
オ

ラ
が
出
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

た
よ
う
に
次
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し

た
次
は
我
が
校
の

る
ツ
イ
ン
ク
イ

ン

の

え

明
日
奈
さ
ん
こ
れ
マ
ジ
で

む

の
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あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

の
女
王
と

獄

の
女
王
だ

 
戸
部
は
明
日
奈
に

ま
れ

ヤ
ケ
ク
ソ
に
な

て

さ
れ
た
メ
モ
を

み
上
げ
た

 
そ
の

間
雪
乃
と
優
美
子
は
ジ
ロ

と
戸
部
を

ん
だ
の
だ
が
そ
の

線
を
受
け
た
戸
部

は 
そ
の
場
か
ら
逃
げ
た
い
気
持
ち
を
何
と
か

え

二
人
に
そ

と

い
た

明
日
奈
さ
ん
が
怖
い
ん
だ
か
ら
し

な
い

し

そ
れ
に
こ
れ
ヒ
キ
タ
ニ
君
の

だ

べ 
二
人
と
も

し

す

し

す
し

す

 
二
人
は
未
だ
に
フ
リ

ズ
し
た
ま
ま
の
八
幡
の

を
チ
ラ

と
見
る
と
次
に

い
に

み

合

た
仕
方
な
い
わ
ね

言

て
お
く
け
ど
こ
こ
は
引
か
な
い
わ
よ

絶
対
に
負
け
な
い
わ

あ

し
も
全
力
で
い
く
か
ん
ね

 
二
人
は
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
む
き
出
し
に
し

八
幡
の
下
へ
と
歩
い
て
い

た

 
薔
薇
と
結
衣
の
パ
フ

マ
ン
ス
で

り
上
が

て
い
た
者
達
は
そ
れ
を
見
て
一

で

し
た
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先
手
を
取

た
の
は
優
美
子
だ

た

優
美
子
は
い
き
な
り
八
幡
の
足
に
自
分
の
足
を

ま

せ
る
と

 
全
身
を
使
い
八
幡
に
熱
い

を
し
た

そ
の
二
人
の

は
思

た
よ
り
も
似
合

て
お
り

 

囲
の
者
達
は

め
て

八
幡
の
見
た
目
が
実
は
整

て
い
た
事
に
気
付
か
さ
れ
た

な
ん
か
似
合

て
る
な

さ

き
か
ら
思

て
た
け
ど
三

さ
ん
い
つ
の
間
に
比
企
谷
君
と
仲
良
く
な

た
ん
だ
ろ

比
企
谷
君

さ

き
か
ら
モ
テ
モ
テ
じ

な
い

で
も
確
か
に
よ
く
見
る
と

格
好
良
い
か

も 
優
美
子
は
た
だ
自
分
の
欲
望
に

実
に

舞

た
だ
け
だ

た
の
だ
が

 
高
校
の
時
の
二
人
の
関
係
と
の
ギ

プ
も
あ
る
の
だ
ろ
う
八
幡
に
対
す
る

囲
の
評
価
を

 
本
人
も
意
図
し
な
い
ま
ま
劇
的
に

す
る
事
に
成
功
し
た

 
一
方
そ
の

囲
の
反
応
を

感
に
感
じ
取

た
雪
乃
は
自
分
も
何
か
パ
フ

マ
ン
ス
を
し

つ
つ

 
八
幡
の
フ
ロ
を
し
な
く
て
は
と
考
え
た

私
は
何
を
す
べ
き
だ
ろ
う

私
の
特
性
は

切
れ
味

い
発
言

そ
し
て

ぶ
者
が
無
い

猫
の
知
識
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実

に
は
た
だ
の

な
上

猫
好
き
は
趣
味
で
し
か
な
い
の
だ
が

 
雪
乃
は
そ
ん
な
事
は
露
と
も
考
え
ず

そ
の
思
考
に

実
に
行
動
し
た

に

に

 
雪
乃
は
恥
じ
ら
い
な
が
ら
も
必
死
に
に

に

言
い
な
が
ら
八
幡
の

に
す
が
り
つ
く

と 
い
き
な
り
八
幡
の

を
カ
リ

と
か
じ

た

そ
の

間
に
八
幡
の
意
識
が
覚

し

 
八
幡
は
ぎ

と
し
た
顔
で
雪
乃
の
方
を
向
き

そ
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
た

 
そ
の
顔
の
近
さ
に
驚
い
た
雪
乃
は

に
八
幡
の

に
自
分
の

を

り
付
け
な
が
ら
正
面

を
向
き

 
こ
の
展
開
に
付
い
て
い
け
ず
に
棒
立
ち

態
の

ゆ

こ
と
遥
に
向
け
て
言

た

ど

ど
う

私
達
の
中
心
に
い
る
彼
は

こ
ん
な
に
女
の
子
に
モ
テ
る
ん
だ

に

ん

 
そ
の

間

場
の
空
気
が
完
全
に

ま

た

八
幡
で
す
ら

ま

た

 
唯
一
明
日
奈
だ
け
が

よ
く
や

た
わ
ね
雪
乃

ま
た
一
つ
自
分
の

を
破

た
わ
ね

 
と
で
も
言
い
た
い
の
か
あ
く
ま
で
他
人
か
ら
見
た
感
想
で
あ
る
雪
乃
に
対
し
親
指
を
立

て
て
い
た
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り
の
者
達
は

気
に
取
ら
れ
つ
つ
も

口
々
に

き
だ
し
た

雪
ノ
下
さ
ん

て
あ
あ
い
う
キ

ラ
じ

な
い
よ
ね

あ
あ

絶
対
に
違
う

要
す
る
に
あ
の
変
化
は
全
て

比
企
谷
の
せ
い

て
事
か

す
げ

比
企
谷
君
は

比
企
谷
さ
ん
だ

た
の
か

お
前
は
ど
こ
の
戸
部
だ
よ

 
八
幡
は
内
心
で
そ
の
男
子
生
徒
に
そ
う
突

込
む
と

め
て

の
二
人
に
話
し

け
た

お
い
お
前
ら

一
体
何
が

こ

て
る
ん
だ

エ
ル
ザ
さ
ん
が

あ
な
た
の
凄
さ
を
あ
の
人
達
に
知
ら
し
め
よ
う

て
言
う
か
ら

そ
れ
が
何
で
こ
う
な
る

タ
イ
プ
の
違
う
色
々
な
女
性
に
モ
テ
る
男

て

す
ご
い

て
思
う
で
し

て
言

て

た
しエ

ル
ザ
め

 
八
幡
は

非
難
を
込
め
た

で
じ
ろ

と
エ
ル
ザ
を
見
た

 
エ
ル
ザ
は

そ
の

線
は
ご
褒
美
で
す
と
で
も
言
い
た
い
の
か

ク

ク
と
し
た
よ
う
な

 

な
表
情
を
見
せ
た
後
に
次
は
真
打
ち

場
だ
よ
と
宣
言
し
明
日
奈
と
二
人
で
前
に
出
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た 
そ
れ
を
見
た
雪
乃
と
優
美
子
は
後
ろ
に
下
が
り
代
わ
り
に
明
日
奈
と
エ
ル
ザ
が
八
幡
の
横
に

立

た
お
い
エ
ル
ザ

お
前
ド

じ

な
か

た
の
か
よ

何
だ
そ
の
表
情
は

え

と

八
幡
限
定

こ
の
変
態
が

で

明
日
奈

こ
れ
か
ら
何
を
す
る
つ
も
り
だ

即
興
の
パ
フ

マ
ン
ス
だ
よ

う
ん
と
ね
明
日
奈
が
よ
く
カ
ラ
オ
ケ
で
私
の
曲
を

り
付
き
で
歌

て
る

て

い
た
か

ら
さお

そ
う
な
の
か

今
度
見
せ
て
く
れ
よ

て
違
う

お
い

お
前
ら
ま
さ
か

せ

か
く
私
が
い
る
ん
だ
し

八
幡
が
芸
能
人
に
も
モ
テ
る

て
事
も

 
あ
の
二
人
に
教
え
込
ん
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
で
し

戸
部
君

ミ

ジ

ク

ス

タ

ト

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
合
図
で

戸
部
が
店
の
人
に
何
か
を
頼
み

 
次
の

間
店
内
に

大
音

で
神
崎
エ
ル
ザ
の
曲
が
流
れ
始
め
た
の
だ

た
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第
２
１
３
話
 
そ
し
て
新
た
な
局
面
の
扉
が
開
く
 

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
神
崎
エ
ル
ザ
は
基
本
的
に

テ
レ
ビ
出

の
仕
事
は
全
て
断

て
い
る

 
雑

の
取
材
を
受
け
る
場
合
も

基
本
的
に
ほ
と
ん
ど
顔
を
出
す
事
は
無
い

 
こ
れ
は

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
方
が

話
題
に
な
る
で
し

と
い
う

本
人
の
方
針
の
せ

い
で
も
あ
る

 
こ
の
方
針
の
せ
い
で

神
崎
エ
ル
ザ
の
顔
を
見
る
事
が
出
来
る
の
は

公
式

の
み
な
の
で

あ

た

 
そ
の

か

こ
の
場
に
い
る
者
達
の
中
で

神

エ
ル
ザ
の
顔
を

 
は

き
り
と
こ
の
顔
だ
と
認
識
し
て
い
る
者
は

ま

た
く
い
な
か

た

 
い
き
な
り
店
内
に
神
崎
エ
ル
ザ
の
曲
が
流
れ
出
し
た
時
も

ほ
と
ん
ど
の
者
の
イ
メ

ジ
は

あ

こ
の
曲

て

今
話
題
に
な

て
い
る
曲
だ

く
ら
い
の
認
識
で
あ

た
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こ
れ

て

神
崎
エ
ル
ザ
の
新
曲
だ
よ
ね

が
超
格
好
良
か

た
よ
ね

 
最
初
は
そ
ん
な
月

み
な
感
想
を

べ
て
い
た

達
は

 
明
日
奈
と
エ
ル
ザ
が
い
き
な
り
二
人
で
歌
い
な
が
ら

り
だ
し
た

そ
ち
ら
へ
と
注
目
し
た

あ
の
二
人

何
か
す
ご
く
な
い

あ
の
比
企
谷
の
彼
女
だ

て
い
う
明
日
奈

て
子

 
時
々

り
付
け
を
間
違
え
る
け
ど

動
き
の
キ
レ
が
す
げ
え

そ
れ
よ
り
も
あ
の
隣
の
子
が
す
げ

ん
だ

て

ほ
ら

こ
の

と

分
た
が
わ

え

あ
れお

い

ど
う
し
た

 
ス
マ
ホ
を
操
作
し

神
崎
エ
ル
ザ
の

の
画
面
を
呼
び
出
し

 
そ
れ
と
二
人
の

を
見
比
べ
て
い
た
者
が

突
然
疑
問
の
声
を
上
げ
た

 
隣
に
立

て
い
た
者
が

そ
の
ス
マ
ホ
の
画
面
を

き
込
み
な
が
ら

然
と

い
た

お
い

こ
れ

だ
よ
な

そ
れ
じ

あ
の
子
は
ま
さ
か
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ほ

本
物

 
そ
う
同
時
に
叫
ん
だ
二
人
に

当
然
注
目
が
集
ま

た

 

り
の
者
達
も
次
々
と
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

同
じ
よ
う
に

と
エ
ル
ザ
の

を
見
比
べ
始

め
たさ

き
か
ら
思

て
た
け
ど
あ
の
子
の
歌
声

て
完
全
に
曲
と
シ
ン
ク
ロ
し
て
る
よ
ね

む
し
ろ

同
じ
声
に
し
か

こ
え
な
く
ね

て
事
は
や

ぱ
り

本
物

本
物
の
神
崎
エ
ル
ザ
だ

ま
じ
か

う
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
場
は
熱
狂
し

そ
こ
は
さ
な
が
ら
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な

態
に
な

た

 
エ
ル
ザ
は
場
を

り
上
げ
つ
つ
も

明
日
奈
が
決
し
て

し
な
い
よ
う
に

 
上
手
に
明
日
奈
の

も
ク
ロ

ズ
ア

プ
し
て
い
た

 
明
日
奈
は
明
日
奈
で
エ
ル
ザ
に
負
け
な
い
パ
フ

マ
ン
ス
と

麗
な
歌
声
を
披
露
し
て

お
り
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観

は
二
人
の

に

せ
ら
れ
曲
が
終
わ

た
後
も
二
人
の

か
ら
目
が
離
せ
な
か

た

エ
ル
ザ
は
当
然
だ
が

明
日
奈
も
す
ご
い
な

 
曲
が
終
わ

た
後

八
幡
は

そ
ん
な
二
人
の

を
見
て

然
と

い
た

 
そ
ん
な
八
幡
に
駆
け
寄

た
明
日
奈
は

い
き
な
り
八
幡
の

を

た

 

囲
か
ら

色
い
声
が
上
が

た
が

明
日
奈
は
そ
ん
な
事
は
気
に
せ
ず

 
思
う
存
分
に
八
幡
の

を

て
お
り

八
幡
は
少
し
面
食
ら
い
つ
つ
も

 

て
そ
の
ま
ま
明
日
奈
の
行

を
受
け
入
れ
た

ふ
う

ご
ち
そ
う
さ
ま

お
い
明
日
奈

実
は
お
前

少
し
や
り
す
ぎ
た

て
後
悔
し
て
た
ん
じ

な
い
の
か

ま
あ
確
か
に

他
の
人
が
八
幡
君
に
く

つ
い
て
る

を
見
て
少
し

け
た
け
ど

 
そ
の
分
は
ち

ん
と
今
回
収
し
た
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

八
幡
君
の

は
私
だ
け
の
も
の
だ
し

ね
お
前

真
顔
で
あ
ん
ま
り
恥
ず
か
し
い
事
を
言
う
な
よ

 
八
幡
は
羞
恥
で
顔
を
真

に
し
た
が

そ
ん
な
二
人
の

を
見
た
エ
ル
ザ
は

 
と
て
も

ま
し
そ
う
に
明
日
奈
に

え
た
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明
日
奈

ご
褒
美

私
に
も
ご
褒
美
を
プ
リ

ズ

あ

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
え

と

ほ

に
ち

う

で
い
い

や

た

あ
り
が
と
う

 
そ
う
お

を
言
い

喜
び
勇
ん
で
八
幡
の

に
キ
ス
を
し
よ
う
と
し
た
エ
ル
ザ
を

 
明
日
奈
が

て
制
止
し
た

え

あ
れ

違
う
違
う

さ
あ
エ
ル
ザ

八
幡
君
に

を
向
け
て
み
て

あ
 
そ
の
意
図
を
一

で
理
解
し
た
エ
ル
ザ
は

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
八
幡
に

を
向
け
た

え

ま
じ
で
や
る
の

臣
下
に
褒
美
を
あ
げ
る
の
は

王
の

で
し

何
だ
そ
の
理

は

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は

明
日
奈
か
ら
の
プ
レ

シ

に

え
ら
れ
ず

 

て
エ
ル
ザ
の

に
キ
ス
を
し
た

そ
の

間
に
エ
ル
ザ
は

と
し
た
顔
で
引

く
り

返

た
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きお

お
い
エ
ル
ザ

ど
う
し
た

 
ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
は

興
奮
し
す
ぎ
る
と
こ
う
や

て
気
絶
し
て
し
ま
う
ら
し
い

 
そ
う
思

た
八
幡
は
エ
ル
ザ
を

え
上
げ

ソ
フ

に

か
せ
る
と

 
今
後
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
エ
ル
ザ
を
あ
ま
り
興
奮
さ
せ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な

い
な
と

 
心
の
メ
モ

に
記
載
し
た

余
談
で
は
あ
る
が

第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で

 
ピ
ト
フ

イ
が
レ
ン
と
の

み
で
気
絶
し
た
時
の
出
来
事
が

ま
さ
に
こ
れ
に
当
た
る

 
そ
ん
な
時

雪
乃

結
衣

優
美
子

ア
ル
ゴ

薔
薇
の
五
人
が

た
よ
う
に
明
日
奈
に

言

た
私
へ
の
ご
褒
美
は
そ
の

無
い
の
か
し
ら

あ

あ
た
し
に
も
そ
の

何
か

あ

し
も
せ

か
く
だ
か
ら

一
応

そ
れ
じ

あ
オ
レ

ち
も

乗
し
て
み
る
カ

こ
の
唯
一
の
機
会
を
逃
す

に
は
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あ

そ
れ
じ

八
幡
君

お
願
い

え

お
い

お
前
ら
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

五
人
か
ら
の
プ
レ

シ

に

え
ら
れ
ず

 

番
に
五
人
の

に
キ
ス
を
し
た

自
分
の
意
思
で
は
無
い
に
し
ろ
い
か
に
押
し
に

い
八

幡
と
は
言
え

 

囲
か
ら
見
る
と

こ
れ
は
さ
す
が
に
と
ん
で
も
な
い
ハ

レ
ム
野
郎
で
あ

た

 
だ
が

り
を
囲
む
者
達
は

た
だ
熱
狂
し
て
い
た
だ
け
で

 
八
幡
に
対
し

特
に
悪
い
感
情
を
ぶ
つ
け
よ
う
と
は
し
な
か

た

 
こ
れ
は
先
ほ
ど
八
幡
が
ゆ

こ
と
遥
に
対
し
悪
口
の
よ
う
な
事
や
感
情
的
な
反

を
一

切
せ
ず

 
話
し
合
い
を
し
よ
う
と

虚
に
努
力
し
て
い
た

を

皆
が
見
て
い
た

だ

た

 
さ
ら
に
言
え
ば
八
幡
は

俺

て
モ
テ
る
だ
ろ

と
い

た

の
事
は
一
言
た
り
と
も
言
わ

ず 
基
本
女
性
相
手
だ
と

と
変
わ
ら
ず
お
ど
お
ど
と
し
て
い
た
所
が
好
感
触
だ

た
の
も
間
違

い
な
い
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り
の
者
達
は
そ
ん
な
八
幡
の

に
業
を

や
し
た
女
性

が
暴
走
し
た

こ
う
な

た
の

だ
と

 
き
ち
ん
と
理
解
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ

た

さ
て

で

誰
が
負
け

だ

て

 
明
日
奈
は

て
き
た
八
幡
と

を
組
み
な
が
ら

ゆ

こ
と
遥
に
言

た

 

り
の
者
達
は
も
う

八
幡
を
馬

に
す
る
気
は
一
切
無
か

た

 
か
つ
て
は
八
幡

判
の
急
先

で
あ

た
相
模
で
す
ら

あ
の
体
た
ら
く
な
の
で
あ
る

 
た
だ
何
と
な
く
噂
を

い
た
だ
け
で

八
幡
へ
の
悪
い
イ
メ

ジ
を
持

て
い
た
だ
け
の

 
か
つ
て
の
同
窓
生
達
に
と

て
は
こ
う
や

て
目
に
見
え
る
結
果
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
だ
け

で 
判
断
材
料
と
し
て
は
も
う
十
分
な
の
だ

た

 
そ
も
そ
も
か
つ
て
の
ト

プ
カ

ス
ト
が

全
て
八
幡
サ
イ
ド
に

し
て
い
る
の
だ

 
も
は
や
八
幡
こ
そ
が

実
質
的
な
学
年
の
ト

プ
な
の
だ
と

皆
は
そ
う
思
い
始
め
て
い
た

 
一
方
の
ゆ

こ
と
遥
だ
が

二
人
は

名
な
歌
手
す
ら
臣
下
と
言
い
切
る
明
日
奈
を
前
に

 
最
初
は
何
も
言
え
な
か

た

二
人
の
顔
が

り
と
屈
辱
で
真

に

ま
る
の
を
見
て
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八
幡
は
相
手
に
は
ま
だ
引
く
気
は
無
さ
そ
う
だ
と
思
い
ど
う
し
た
も
の
か
と

を
悩
ま
せ

始
め
た

俺
は
別
に
仲
間
さ
え
い
れ
ば
何
も
問
題
は
無
い

だ
し
何
を
言
わ
れ
よ
う
が

わ
な
い
ん

だ
が

 
さ
す
が
に
そ
れ
を
こ
こ
で
言

て
も

何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
よ
な

 
先
に
口
を
開
い
た
の
は
遥
だ

た

女
に
モ
テ
る
だ
け
で

そ
れ
が
勝
ち
組
だ

て
ど
う
し
て
言
え
る
の

 
そ
れ
を
言

た
ら

ホ
ス
ト
は
全
員
勝
ち
組
な
の

お
か
し
い
で
し

 
私
も
ゆ

こ
も

も
う

に
一
流
企
業
に

職
が
内
定
し
て
い
る
わ

 
大
事
な
の
は
今
後
の
将
来
設
計
で
あ

て
今
モ
テ
る
か
ど
う
か
と
か
そ
う
い
う
事
じ

な

い
お

そ
う
な
の
か

そ
れ
は
お
め
で
と
う
だ
な

 
突
然
八
幡
に
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ

二
人
は
面
食
ら

た

 
そ
の
時
い
き
な
り
店
の
入
り
口
の
扉
が
開
き

乱
入
し
て
く
る
者
が
い
た

 
そ
の
女
性
は
こ

そ
り
と
話
を

い
て
い
た
の
だ
ろ
う

八
幡
の
前
に

王
立
ち
す
る
と
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り
を
こ
め
た
口
調
で
ゆ

こ
と
遥
に
言

た

い
い
加

に
自
分
達
が

の
モ
ブ
だ

て
自
覚
し
た
ら
ど
う
で
す
か
ね

 
今
の
先
輩
の
台

き
ま
し
た
か

あ
そ
こ
で
あ
の
台

が
出
る
理
由

分
か

て
ま
す

か 
先
輩
は
あ
な
た
方
に
何
を
言
わ
れ
よ
う
と

そ
ん
な
の
気
に
し
て
な
い
ん
で
す
よ

 
何
で
か

て

決
ま

て
る
じ

な
い
で
す
か

先
輩
の
人
生
に
と

て
あ
な
た
達
は

 
何
の
価

も
無
い
存
在
だ
か
ら
で
す
よ

だ
か
ら
普
通
に
あ
の
台

が
出
る
ん
で
す

 

口
で
そ
う
ま
く
し
立
て
た
の
は

何
を

そ
う
伝
説
の
生
徒
会
⻑

一
色
い
ろ
は
だ

た

 
い
ろ
は
は

言

て
や
り
ま
し
た
よ
先
輩
と
い
う
風
に

ド
ヤ
顔
で
八
幡
に

り
返

た

お
前

何
で
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

え

そ
ん
な
の

同
窓
会
の
噂
を

い
て

せ
め
て
終
わ

た
ら
ご
一

し
よ
う
か
と

 
ず

と
機
会
を

て
た
か
ら
に
決
ま

て
る
じ

な
い
で
す
か

 
本
当
は
最
後
ま
で
我
慢
し
て
い
よ
う
か
と
思

た
ん
で
す
け
ど

何
て
い
う
か

 
先
輩
の
大
ら
か
さ
に
付
け
込
む
こ
の
モ
ブ
達
に
さ
す
が
に
イ
ラ
イ
ラ
が
最
高
潮
に
達
し
た

て
い
う
か
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あ

も
し
か
し
て
そ
う
や

て
私
を

ら
す
だ
け

ら
し
て
限
界
に
な

た
私
を
店

内
に
入
れ
て

 
そ
こ
で

大
に
私
と
い
ち

い
ち

す
る
所
を
こ
の
二
人
に
見
せ
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
ん
で

す
か

 
そ
こ
ま
で
深

み
す
る
の
は
さ
す
が
に
無
理
だ

た
の
で
今
か
ら

め
て
で
い
い
で
す
の
で

 
是
非
そ
の
方
向
で
お
願
い
し
ま
す

是
非
お
願
い
し
ま
す

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
う
言

て

を
下
げ
る
い
ろ
は
の

に

れ
た
の
か

八
幡
は
い
ろ
は
に
言

た

お
前

よ
く

か
ら
同
じ
よ
う
な
事
を
何
度
も
言

て
た
け
ど

 

め
て
ち

ん
と

く
と

全
然
断

て
な
か

た
の
な

も
う

気
付
く
の
が

い
で
す
よ

本
当
に
先
輩

た
ら

 
そ
う
言

て

し

か
り
と
明
日
奈
の
許
可
を
得
た
上
で

 
八
幡
に
ほ

に
ち

う
を
し
て
も
ら
い
ご
満

な
い
ろ
は
の

を
見
て
場
は
更
に

混
乱
し
た

あ
れ

会
⻑

て
確
か

葉
山
君
狙
い
だ

た
ん
じ

今
の
話
だ
と

高
校
の
時
か
ら
比
企
谷
の
事
が
好
き
だ

た
よ
う
な
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ま
じ
か
よ

 
そ
ん
な

囲
の

を
よ
そ
に

八
幡
は
ア
ル
ゴ
と
薔
薇
に
質
問
を
し
た

お
前
ら
が
来
た
時
か
ら

も
う
こ
い
つ
は
外
に
い
た
の
か

え
え

確
か
に
い
た
わ
よ

そ
う
だ
な

確
か
に
そ
の
時
か
ら

中
の
様
子
を
仲
良
く
一

に

て
た
ぞ

そ
う
い
う
事
は

く
言
え
よ
な

 
そ
し
て
い
ろ
は
は
再
び
ゆ

こ
と
遥
に
目
を
や
る
と
八
幡
の
顔
を
見
な
が
ら
言

た

 

と
こ
ろ
で
先
輩

今
こ
の
人
達
が

職

々
の
話
を
し
て
ま
し
た
け
ど

 
そ
れ
を
言

た
ら
先
輩
だ

て

に

職
先
は
決
ま

て
ま
す
よ
ね

ん

あ
あ

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン

な

えあ
の
急
成
⻑
中
の

 
驚
く
ゆ

こ
と
遥
を
よ
そ
に

い
ろ
は
は

も
話
を
続
け
た

し
か
も
入
社
直
後
か
ら

も
う
部
⻑
待
遇
と
か

し
く
は
知
ら
な
い
が

そ
う
ら
し
い
な
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ど
う
で
す
か

今
の
言
葉

き
ま
し
た
か

 
い
ろ
は
は
ド
ヤ
顔
で
二
人
に
向
け
て
言

た

二
人
は
顔
を

く
し
な
が
ら
八
幡
に
反

し

た
そ
ん
な
事
あ
る

な
い
で
し

う

私
達
で
す
ら
落
ち
た
の
に

あ
そ
こ
に

用
さ
れ
る
の
は

本
当
に
一
部
の
優

な
人
だ
け
な
の
よ

 
あ
ん
た
み
た
い
な
高
校
も
卒
業
し
て
い
な
い
よ
う
な
奴
が
簡

に
入
れ
る
会
社
じ

な
い
の

あ

な
る
ほ
ど

受
け
た
け
ど
落
ち
た
ん
で
す
ね

 
い
ろ
は
は
そ
れ
を

き

た
い
口
調
で
そ
う
言

た

何
よ

そ
れ
く
ら
い

き
門
な
の
よ

そ
れ
と
も
そ
の
男
の
入
社
が
決
定
し
て
い
る
事
を

 
誰
か
が
証
明
出
来
る
の

あ
ん
た
は
そ
の
証

で
も
見
せ
て
も
ら

た
の

証

て
い
う
か
で
す
ね

 
い
ろ
は
は

陽
乃
の
話
を
出
し
て
い
い
も
の
か
迷
い

八
幡
の
顔
を
見
つ
め
た

 
八
幡
も
困

た
よ
う
に
い
ろ
は
の
顔
を
見
つ
め
返
し
た
が
そ
の
時
ア
ル
ゴ
と
薔
薇
が
前
に
進

み
出
た
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二
人
は
名

を
差
し
出
す
と

ゆ

こ
と
遥
に
自

紹
介
し
た

オ
レ

ち
は

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の
メ
デ

ア
対

部
⻑
の
ア
ル
ゴ
だ

私
は
彼
の
秘
書
の
薔
薇
と
言
い
ま
す

証

は
こ
こ
に

は

お
い
薔
薇

お
前
い
き
な
り
何
言

ち

て
る
の

そ
れ
は
こ
れ
を

 
薔
薇
は
も
う
一

名

を
取
り
出
す
と

八
幡
に

し
た

 
そ
の
名

に
は

事
業
部
部
⻑

比
企
谷
八
幡

と
書
い
て
あ
り

 
薔
薇
の
名

に
は

事
業
部
部
⻑
比
企
谷
八
幡
付
秘
書
の

書
き
が
書
い
て
あ

た

 
そ
れ
に
は
八
幡
だ
け
じ

な
く

他
の
者
も

天
し
た

何
だ
よ
こ
れ

そ
れ
く
ら
い
ボ
ス
は
あ
な
た
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
待

て
い
る

て
事
な
の
よ
分
か
る

で
しそ

れ
に
し
て
も
こ
れ
は

ま
あ
そ
れ

本
当
は
正
確
じ

な
い
み
た
い
だ
け
ど
ナ

は

ま
だ
何
か
あ
る
の
か
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そ
の
先
は

こ
の
私
が
説
明
し
ち

お

か
な

 
そ
の
時
入
り
口
の
方
か
ら

八
幡
が
今
も

と
も

き
た
く
な
か

た

 
と
あ
る
女
性
の
声
が

き

た

そ
の
声
の
主
が
誰
な
の
か
理
解
し
た
八
幡
は
愕
然
と
ア

ル
ゴ
を
見
た

だ
か
ら
さ

き

中
の
様
子
を
仲
良
く
一

に

て
た

て
言

た
だ
ロ

あ
れ

て
お
前
ら
と
一

に

て
事
じ

な
い
の
か
よ

説
明
は
も

と
正
確
に
し
ろ
よ

 
八
幡
の
そ
の
叫
び
を

き

ソ
フ

に
横
に
な

て
い
た
エ
ル
ザ
が
覚

し
た

え

何

 
エ
ル
ザ
は
よ
た
よ
た
と
こ
ち
ら
に
歩
み
寄
る
と

八
幡
に
言

た

ご
め
ん
八
幡
私
興
奮
の
あ
ま
り
意
識
が
飛
ん
じ

て
た

で
今
は
ど
ん
な

況

今
は
俺
の

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン

へ
の

職
の
話
を
し
て
た
ん
だ
が
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

持

て
い
た
二

の
名

を
エ
ル
ザ
に
見
せ
た

あ

こ
の
会
社
知

て
る

す
ご
い
ね

八
幡

て
こ
こ
の
部
⻑
な
ん
だ

い
や

俺
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
帰
還
者
用
学
校
に
通

て
る
だ
け
の

た
だ
の
高
校
生
だ
ぞ

ほ
え

じ

あ
こ
れ
は
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そ
れ
を
今
か
ら
あ
の
人
が
説
明
す
る
ら
し
い

 
そ
の
八
幡
の

線
の
先
に
い
る
女
性
を
見
た
エ
ル
ザ
は
背
筋
が
ぶ
る

と
寒
く
な
る
の
を
感

じ
ただ

誰

魔
王
だ

魔
王
来
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
エ
ル
ザ
は
大
歓
喜
し
八
幡
は
エ
ル
ザ
が
気
を
失
わ
な
い
よ
う
に

て
て
エ
ル
ザ
を
な
だ
め

た 
そ
の
女
性
は
エ
ル
ザ
の
前
に
来
る
と

自

紹
介
を
し
た

初
め
ま
し
て
神
崎
エ
ル
ザ
ち

ん

私
は
彼
の
義
理
の
姉
の
魔
王
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
り

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン

の
社
⻑

雪
ノ
下
陽
乃
だ
よ

 
陽
乃
が
魔
王
を
自
称
し
た
事
で

八
幡
も
顔
色
を
失

た
の
だ

た



 第２１４話 魔王降臨と八幡伝説

 
第
２
１
４
話
 
魔
王
降
臨
と
八
幡
伝
説

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
陽
乃
は
何
か
を
薔
薇
に

す
と

こ
ち
ら
に
向
か

て
真

直
ぐ
に
近
付
い
て
き
た

 
ゆ

こ
と
遥
は

新
た
に
乱
入
し
て
き
た
そ
の
人
物
の
顔
に
見
覚
え
が
あ

た

 
そ
の
人
物
は

先
日
二
人
の
面
接
を
行

た

当
の
本
人
だ

た
か
ら
で
あ
る

二
人
と
も

そ
の

は
ど
う
も

ま
あ
結
果
は
残
念
な
も
の
だ

た
け
ど
ね

あ

い
え

ど

ど
う
も

 
社
会
的
な
地

を

う
人
物
の

場
に

二
人
は
そ
れ
ま
で
と
は
打

て
変
わ

た
よ
う
に

 
大
人
し
め
の
態
度
で

を
返
し
た

だ
が
内
心
は

た
る
も
の
が
あ

た
の
だ
ろ
う

 
ゆ

こ
は
お
ず
お
ず
と

陽
乃
に
質
問
を
し
た

あ
の

先
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

で
も

あ
の
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私
達
の
何
が
い
け
な
か

た
の
か
差
し

え
が
無
か

た
ら
教
え
て

い
て
も
宜
し
い
で

す
かあ

ら

分
と

勝
な
の
ね

さ

き
ま
で
の
態
度
は
ど
う
し
た
の

そ

そ
れ
は

 
言
い
よ
ど
む
ゆ

こ
の

を
見
て
陽
乃
は

を

め
な
が
ら
し
か
り
ハ

キ
リ
と
言

た

全
部
よ

えだ
か
ら

全
部

で

で
も

書

選
考
の

で
は

結

い
い
感
触
だ

た
よ
う
な

 
ゆ

こ
は
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

陽
乃
に
食
い
下
が

た
が

陽
乃
は
あ

さ
り
と
こ
う

言

た
あ
あ

そ
れ
は
ね

あ
な
た
達
が

こ
こ
に
い
る
八
幡
君
と
同
窓
生
だ

た
か
ら
よ

 
あ
な
た
達
は
ね

自
分
達
の
ま

た
く

か
り
知
ら
ぬ
所
で

 
彼
と
い
う
コ
ネ
に
頼

て
い
た

て
事
な
の
よ

こ
の
意
味
が
分
か
る
か
し
ら

 
ゆ

こ
と
遥
は
そ
の
一
言
で
あ

さ
り
と
打
ち
の
め
さ
れ
た

さ
す
が
は
魔
王
で
あ
る
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更
に
あ
な
た
達
が
面
接
で
言

た
の
は

グ
ロ

バ
ル
だ
の
な
ん
だ
の

 
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
事
ば
か
り

そ
も
そ
も
グ
ロ

バ
ル

て
何
よ
う
ち
は
ソ
フ
ト
産

業
な
の
よ

 
あ
な
た
達
の
言

て
い
る
事
は

た
だ
の
受
け

り
で
し

う

 
複

の
国
に

る
仕
事
を
す
る

そ
れ
と
も
人
件

の
安
い
国
に

生
産

点
を
移
す

 
そ
う
い
う
事
が
必
要
な
企
業
も
あ
る
で
し

う

 
で
も
そ
ん
な
事

う
ち
の
会
社
に
は
ま

た
く
関
係
が
無
い

そ
れ
な
の
に
あ
な
た
達
は

 
そ
う
い

た
発
言
し
か
出
来
な
か

た

だ
か
ら
う
ち
は
あ
な
た
達
を
必
要
と
し
な
か

た

 
要
す
る
に
そ
う
い
う
事
よ

納
得
出
来
た
か
し
ら

は

は
い

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
相
手
は
ま
が
り
な
り
に
も

急
成
⻑
し
て
い
る
と
評
判
の
企
業
の
ト

プ
で
あ
る

 
ゆ

こ
と
遥
に
対
抗
出
来
る

が
な
い

だ
が
二
人
は
そ
の
点
に
つ
い
て
は
納
得
し
た
よ
う

だ
が

 
八
幡
の
事
に
つ
い
て
は
納
得
し
て
い
な
い
よ
う
だ

た
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そ

そ
れ
じ

あ
こ
の
人
は
ど
う
し
て

ん

う
ち
の
次
期
社
⻑
に
何
か
文

で
も

次
期

社
⻑

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
あ
ち
こ
ち
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
り

陽
乃
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら

囲
を

め
た

え

私
今

何
か
変
な
事
を
言

た

姉
さ
ん

さ
す
が
に
今
の
は

突
す
ぎ
る
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

え

そ
う

じ

あ
雪
乃
ち

ん
は
反
対
な
の

い
い
え

大

成
よ

 
雪
乃
も
キ

パ
リ
と
そ
う
言
い
切

た

ゆ

こ
と
遥
は
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
い
よ
う
で

 
少
し
で
も
落
ち
着
こ
う
と
深
呼

を
す
る
と

何
と
か
口
を
開
い
た

ど

ど
う
し
て
こ
ん
な
奴
が

そ
う
で
す
よ

何
で
よ
り
に
よ

て
こ
い
つ
な
ん
で
す
か

あ
ら

あ
な
た
達
は
さ

き
か
ら
一
体
何
を

い
て
い
た
の

そ
の

は

り
な
の
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そ
れ
と
も
そ
の

は

に
繋
が

て
い
な
い
の
か
し
ら

 
陽
乃
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た

あ
な
た
達
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
八
幡
君
は
リ
ス
ク
ヘ

ジ
に
す
ご
く
⻑
け
て
い

る 
そ
し
て
そ
の
発
想
は
常
に

め
上
を
い
く

ど
ん
な

況
で
も
決
し
て

め
ず
に
二
年
間

戦
い
続
け

 
そ
し
て
最
後
の
戦
い
で
は

ゴ
ド
フ
リ

説
明
し
な
さ
い

 
い
き
な
り
指
名
さ
れ
た
ゴ
ド
フ
リ

は
ま
る
で
そ
う
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
い
う
よ
う
に

 
直
立
不
動
の

勢
に
な
り

陽
乃
の
命
令
に
答
え

話
し
始
め
た

ハ

参
謀
は

人
材
を

材

所
に
配
置
し

敵
す
ら
も

の

と
し
て
使
い
こ
な
し

 
難
関
と
言
わ
れ
た
七
十
五
層
の
戦
い
を
誰
一
人

を
出
す
事
無
く
乗
り
切

た
の
で
あ
り

ま
す

 
そ
し
て
同
時
に

れ
た
敵
の
正
体
を

自
ら
の
危
険
を
省
み
る
事
も
な
く
暴
き
出
し

 
つ
い
に
我
ら
全
員
を

現
実
世
界
へ
と
帰
還
せ
し
め
た
功
労
者
な
の
で
あ
り
ま
す

 
ゴ
ド
フ
リ

は
敬

を
し
な
が
ら

一
息
に
そ
う
答
え
た
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ハ
ル
姉
さ
ん

何
で
ゴ
ド
フ
リ

の
名
前
を

ま
あ
八
幡
君

今
は
そ
れ
は
い
い
じ

な
い

ゴ
ド
フ
リ

ご
苦
労
様

ハ

光
栄
で
あ
り
ま
す

 
そ
の
ゴ
ド
フ
リ

の
説
明
を
満
足
そ
う
に

い
た
陽
乃
は

次
に
葉
山
を
近
く
に
呼
ん
だ

ね
え

人

分
八
幡
君
と
仲
良
く
な

た
み
た
い
じ

な
い

あ
あ

色
々
と
話
を

い
た
し

比
企
谷
の
戦
う

を
実

に
こ
の
目
で
見
た
か
ら
ね

 
そ
れ
に
俺
と
戸
部
も

比
企
谷
と
一

に
戦

た
仲
間
だ
か
ら
ね

こ
こ
に
い
る
人
達
が
相
手
な
ら

人
か
ら
説
明
さ
れ
た
方
が

 
私
が
話
す
よ
り
も
説
得
力
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
に
至
る

を
知
る
限
り
全
て
話
し
な

さ
い

 
八
幡
は
そ
の
事
ま
で
バ
ラ
す
つ
も
り
は
無
か

た
の
だ
が

 
陽
乃
が
何
も
考
え
無
し
に
こ
ん
な
事
を
言
い
出
す
は
ず
も
な
い
と
思
い

を
守
る
事
に
し

た

分
か

た

皆

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
が
終
結
し
た
と
思
わ
れ
た
直
後
に
発
生
し
た

 

人
の
未
帰
還
者
の
事
件
は
知

て
い
る
か
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知

て
る
よ

葉
山
君

あ
れ

て

解
決
ま
で
に
二

月
く
ら
い
か
か

た
よ
ね

そ
れ
が
ど
う
し
た
の

 

り
か
ら
口
々
に
そ
ん
な
声
が
上
が
り

葉
山
は
満
足
そ
う
に

い
た

世
間
に
は
一
切
発
表
さ
れ
て
い
な
い
が

そ
れ
を
解
決
し
た
の
が
こ
の
比
企
谷
だ

 

り
の
者
達
は

一

言
葉
の
意
味
が
理
解
出
来
ず

し
た
が

 
そ
の
意
味
が

々
と
理
解
出
来
る
に
連
れ

徐
々
に

り
か
ら
歓
声
が
上
が

て
い

た

す

す
げ
え

こ
れ

て
本
物
の
英
雄

て
奴
じ

ね

比
企
谷
君

高
校
の
時
は
変
な
噂
を
信
じ
た
り
し
て

本
当
に
ご
め
ん

参
謀
が
あ
の
事
件
で
残
さ
れ
た
者
達
を
救

た
の
で
す
か

さ
す
が
で
す
な

 
葉
山
は
そ
の

を
受
け

静
ま
る
よ
う
に
と
ゼ
ス
チ

を
す
る
と

話
を
続
け
た

比
企
谷
は
最
初

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
親
し
く
な
り

結
婚
ま
で
し
た
こ
の
明
日
奈
さ
ん
が

 
未
だ
に
目
覚
め
な
い
事
に

て
い
た

け

結
婚
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ア
ル
ゴ
部
⻑

あ
の
写
真
を
画
面
に
出
し
て

ほ
い
き
た
ボ
ス

す
ぐ
に
出
来
る

 
い
つ
の
間
に
用
意
し
た
の
か
店
内
の
モ
ニ
タ

に
八
幡
と
明
日
奈
の
結
婚
写
真
が
映
さ
れ

た 
そ
れ
を
初
め
て
見
る
者
も

に
見
た
事
が
あ
る
者
も
そ
の
二
人
の
幸
せ
そ
う
な

を
見
て

 
何
か
感
じ
る
物
が
あ

た
よ
う
だ

素
敵

比
企
谷

こ
の
幸
せ
者

い
い
な

す
ご
く
お
似
合
い

こ
れ
が
ゲ

ム
の
中
で

影
さ
れ

奇
跡
的
に
サ
ル
ベ

ジ
さ
れ
た

そ
の
時
の
写
真
だ

 
葉
山
は

く
説
明
を
加
え
る
と

更
に
話
を
続
け
た

犯
人
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

を
管
理
し
て
い
た
会
社
の
一
社
員
だ

た

 
比
企
谷
は
そ
の
事
を

わ
ず
か
な
手
が
か
り
か
ら
突
き
と
め
る
と

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
ゲ

ム
の
中
で
そ
の
悪
事
を
暴
く
手

を
見
つ
け

 
当
時
ゲ

ム
内
で
殺
し
合
い
ば
か
り
し
て
い
た
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ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

達
の
勢
力
を
結
集
し
て
戦
い
を
挑
み

 
そ
し
て
つ
い
に
こ
の
明
日
奈
さ
ん
の
下
へ
と
た
ど
り
着
き
彼
女
を
解
放
す
る
事
に
成
功
し

た 
そ
し
て
現
実
世
界
に
帰
還
す
る
と
彼
や
明
日
奈
さ
ん
の
命
を
直
接

お
う
と
し
て
き
た
そ
の

犯
人
を

 
俺
と
戸
部
と
三
人
で
力
を
合
わ
せ
て
ね
じ
伏
せ
つ
い
に
事
件
を
完
全
に
解
決
す
る
事
に
成
功

し
た

 
こ
れ
が
あ
の
事
件
の
真
実
で
あ
り
そ
の
証
人
が
俺
と
戸
部

て

だ

納
得
し
て
く
れ
た
か

な 
そ
の

間
に
大
歓
声
が

こ
り

皆
口
々
に

納
得
し
た

と
か

す
ご
い

の
声
が
飛

び
交

た

 
八
幡
は
羞
恥
か
ら
か

顔
を

く
し
て
下
を
向
い
て
お
り

 
そ
ん
な
八
幡
に

明
日
奈
は
そ

と
寄
り

て
い
た

さ
て

彼
ら
の
口
か
ら
真
実
が
語
ら
れ
た
所
で

続
き
は
私
が
説
明
す
る
わ

 
こ
の
二
つ
の
事
件
に
共
通
す
る
物
は
何
か
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一
つ

彼
は
ど
ん
な

況
に
な

て
も
決
し
て

め
な
い

 
一
つ
彼
は
普

は
だ
ら
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
実
は
目
的
意
識
を
持

た
彼
は
勤
勉

で
あ
る

 
一
つ
他
人
が
苦
手
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
は
ず
の
彼
に
は
意
外
な
ほ
ど
の
交

力
が
備
わ

て
い
る

 
一
つ
彼
の
下
に
多
く
の
仲
間
や
彼
を

う
者
が
集
ま

て
い
る
事
実
か
ら
分
か
る
カ
リ

ス
マ
性

 
ど
う

彼
以
外
に

誰
に
社
⻑
の
座
を

れ

て
言
う
の

ま
さ
に

格
者
だ
と
思
わ
な
い

 
そ
れ
を

い
た
ゆ

こ
と
遥
は

今
度
こ
そ
何
も
言
え
な
か

た

 
明
ら
か
に
自
分
達
よ
り
下
だ
と
思

て
い
た
存
在
が
実
は
自
分
達
よ
り
も
高
み
に
い
た
と
い

う
事
実
は

 
彼
女
達
の
小
さ
な
プ
ラ
イ
ド
を

々
に
へ
し

た
の
だ

た

 
も
ち
ろ
ん
そ
れ
で
終
わ
る
陽
乃
で
は
無
い

こ
の

度
で
魔
王
の
名
が

せ
ら
れ
る
事
は
無

い
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と
こ
ろ
で
さ
あ
な
た
達
が
内
定
を
も
ら

た
会
社
の
社
⻑
さ
ん
達

て
私
の
知
り
合
い
な

ん
だ
け
ど

 
そ
れ
を

い
た

間
に

二
人
の
顔
は
引
き

た

 
そ
の
目
に

え
の
光
が

た
の
を
見
て

陽
乃
は
満
足
そ
う
に
言
葉
を
続
け
た

ま
あ
今
回
の
事
は

特
に
何
も
言
わ
な
い
で
お
い
て
あ
げ
る
わ

 
あ
な
た
達
は
あ
な
た
達
に
相
応
し
い

小
さ
な
幸
せ
を
見
付
け
な
さ
い

 
そ
し
て
他
の
人
達
に
も
言

て
お
く
わ

薔
薇

あ
れ
を

は
い

ボ
ス

 
薔
薇
は
陽
乃
に

さ
れ

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
た

こ
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
は

今
の
一
部
始
終
が

影
さ
れ
て
い
る
わ

 
つ
ま
り

あ
な
た
達
の
顔
は

バ

チ
リ
こ
の
カ
メ
ラ
に
記
憶
さ
れ
て
い
る

 
そ
れ
が
ど
う
い
う
事
か
今
見
せ
て
あ
げ
ま
し

う

ア
ル
ゴ
部
⻑
そ
れ
じ

あ
こ
の
子
で

お
願
い

 
陽
乃
は
ゆ

こ
を
指
差
し

ア
ル
ゴ
は

心
得
た
と
い
う
風
に

を
操
作
し
出
し
た

 
そ
し
て
す
ぐ
に
ゆ

こ
の

元
で

ゆ

こ
の
個
人
情
報
を

き
始
め
た
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え

も
う
や
め
て

そ
れ
以
上
私
の
個
人
情
報
を
バ
ラ
さ
な
い

で 
そ
の
ゆ

こ
の
言
葉
を

き

こ
ん
な

い
時
間
で

初
め
て
会

た
者
の
個
人
情
報
を

 
簡

に
知
る
事
が
出
来
る

こ
の
少
女
は
何
者
な
の
か
と

り
の
者
達
は

然
と
し
た

と
い
う

で

う
ち
の
会
社
の
力
を
も

て
す
れ
ば

あ
な
た
達
全
員
の
個
人
情
報
を

 
一

で
全
世
界
に

散
す
る
事
が
可
能
よ

も

と
も
こ
こ
で
見
た
事
や

い
た
事
を

 
他
の
誰
に
も

ら
な
い
と

い
さ
え
す
れ
ば

も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
は
し
な
い
わ

 
だ
か
ら
安
心
し
て
く
れ
て
い
い
け
ど
仮
に
そ
の
情
報
が

名

だ
ろ
う
と
何
だ
ろ
う

と 
ど
こ
か
の

体
に
流
れ
た

間
に

こ
こ
に
い
る
全
員
の
個
人
情
報
が
世
界
中
に

散
さ
れ

 
必
ず
そ
の
犯
人
に
は
人
生
を
終
了
し
て
も
ら
う
用
意
が
あ
る
事
だ
け
は

忘
れ
な
い
で
ね

 
そ
の
場
に
い
る
全
員
が
顔
を

く
し

そ
の
陽
乃
の
言
葉
に
こ
く
こ
く
と

い
た

 
唯
一
違
う
反
応
を
見
せ
た
の
は
エ
ル
ザ
だ

た

 
エ
ル
ザ
は
び
く
ん
び
く
ん
と

し
な
が
ら

息
も
絶
え
絶
え
に
八
幡
に
話
し

け
た

は

八
幡

や

ぱ
り
魔
王

て

す
ご
い
エ
ク
ス
タ
シ

だ
ね
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エ
ク
ス
タ
シ

て
何
だ
よ

れ

こ
の
変
態
が

 
そ
の
八
幡
の

声
を

い
た

間
に

エ
ル
ザ
は

の
表
情
に
包
ま
れ

意
識
を
失

た

 
ゆ

こ
と
遥
は
目
に
恐
怖
の
色
を

か
べ
な
が
ら
す
ご
す
ご
と
逃
げ
出
す
よ
う
に
そ
の
場

を
後
に
し

 
そ
の

を
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
一

し
た
陽
乃
は

八
幡
と
明
日
奈
の
下
に
歩
み
寄
る
と

 
一
転
し
て
子

の
よ
う
な
表
情
を
見
せ

明
日
奈
に

願
し
た

明
日
奈
ち

ん

事
件
を
立

に
解
決
し
た
私
を
褒
め
て

さ
す
が
ハ
ル
姉
さ
ん

完

な
力
押
し
だ

た
ね

で
し

で
し

そ
れ
じ

あ
そ
の

私
に
も
ご
褒
美
を

ご
褒
美
を
一
つ

だ

て
よ

八
幡
君

あ
ん
た
も
そ
れ
が
目
的
だ

た
の
か
よ

 
陽
乃
を
あ
ん
た
呼
ば
わ
り
し
つ
つ
も

仕
方
な
く
陽
乃
の

に
キ
ス
を
し
た
八
幡
と

 
そ
れ
に
無

気
に
喜
ぶ
陽
乃
の

を
見
た
者
達
は
八
幡
の
凄
さ
を

と
い
う
ほ
ど
味
あ
わ
さ

れ 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
同
窓
会
は

参
加
し
た
者
達
の
間
で
伝
説
と
な

た
の
だ

た
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第
２
１
５
話
 
相
模
南
の
過
去
と
現
在

 
さ
が
み
ん
の
過
去
で
す

現
在
部
分
は
流
し
ぎ
み
で
す

 
彼
女

み
の
話
は

三
話
に

て
お
送
り
し
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
相
模
南
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
日
そ
の
様
子
を
物
陰
か
ら
こ

そ
り
と
見
つ
め
て
い
た

 
イ
ベ
ン
ト
の
進
行
は

目
に
見
て
い
て
も
と
て
も
し

か
り
と
し
た
物
で

 
新
し
い
生
徒
会
⻑
の
一
色
い
ろ
は
が

任
後
に
初
め
て
企
画
進
行
を
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

は 
と
て
も
上
手
く
い

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

ま
あ
う
ち
が
言
う
の
も
何
だ
け
ど
体
育
祭
の
時
と
比
べ
る
と
同
じ
く
ら
い
の
出
来
か
な

で
も

 
そ
う

き
な
が
ら
南
は
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ

た
後
と
あ
る
ス
タ

フ
の

を
じ

と
見
つ
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め
た

 
体
育
祭
に
無
く
て

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
あ
る
物

 
そ
れ
を
一
番

的
に
表
し
て
い
た
の
が

あ
の

み

い
ぼ

ち
男

比
企
谷
八
幡
の

 
い
か
に
も
や
り

げ
た
と
で
も
言
い
た
そ
う
な

満
足
げ
な
表
情
だ

た

あ
い
つ
の
事
は
今
で
も

い

大

い

で
も

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
南
は

い
つ
の
間
に
か
涙
を
流
し
て
い
た

も
し
文
化
祭
で
間
違
わ
な
け
れ
ば
あ
い
つ
は
う
ち
に
も
あ
ん
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
の

か
な

 
そ
し
て
う
ち
も

あ
ん
な
顔
で
笑
え
た
の
か
な

 
南
は

し
そ
う
に
そ
う

く
と

ご
し
ご
し
と
涙
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら

つ
り
と
言

た

帰
ろ

 
そ
し
て
南
は
た

た
一
人
で

と
ぼ
と
ぼ
と
家
路
に
つ
い
た
の
だ

た

 
そ
の
少
し
後
に
事
件
は

こ
る

い
物
に
出
か
け
て
い
た
南
の
元
に
⺟
か
ら

話
が
入

た
の
だ

 
南
は
帰
り
に
何
か

て
き
て
欲
し
い
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
の
ん
び
り
と

話
を
と

た
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話
の
向
こ
う
の
⺟
は
最
初
は
何
を
言

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い

乱
し
て
い
た

お

お
⺟
さ
ん

何
を
言

て
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
よ

と
に
か
く
落
ち
着
い
て

 
そ
の
南
の
声
に
多
少
落
ち
着
い
た
の
か

⺟
は
南
に

く
帰

て
く
る
よ
う
に
告
げ
た

 
そ
し
て
可
能
な
ら
ス
マ
ホ
で
ニ

ス
を
見
る
よ
う
に

そ
う
言

て
⺟
は

話
を
切

た

 
多
少
面
倒

い
な
と
思
い
な
が
ら

南
は
ニ

ス
サ
イ
ト
を
い
く
つ
か
見
て
み
た
の
だ
が

 
ど
の
ニ

ス
サ
イ
ト
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
文

一
色
だ

た

 

を

ん
で

南
は
顔
面

白
と
な

た

南
の

相
模
自
由
は

 
顔
に
似
合
わ
ず
無

の
ゲ

ム
好
き
で
あ
り

南
は

今
日
発

の
最
新
ゲ

ム
と
や
ら
を

 
今
朝
自
由
が
嬉
し
そ
う
に
開

し
て
い
た
光
景
を
思
い
出
し

 
ま
さ
か
と
思
い
な
が
ら

自
宅
に

る

に

に
飛
び
乗

た

 

の
中
で
も
乗
客
の
話
題
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
一
色
で
あ
り
南
は

の
速
度
が

く
感
じ

て
い
た

 
そ
し
て

を
降
り
た
南
は

走
り
に
走
り

や

と
自
宅
へ
と
た
ど
り
着
い
た
の
だ
が

 
そ
こ
で
待

て
い
た
の
は

家
の
前
に
止
ま
る
パ
ト
カ

の

で
あ

た

お
⺟
さ
ん
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南

お

さ
ん
が

お

さ
ん
が

 
そ
し
て

時
間
後
自
由
は
救
急

で
病
院
へ
と

送
さ
れ
南
は
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
す
事
と

な

た

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝
の
ホ

ム
ル

ム
で

南
は
八
幡
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
と
い
う
事
を

知

た
う
ち
の
お

さ
ん
と
同
じ
だ

 
南
は
そ
の
事
を
誰
に
も
言
い
出
す
事
が
出
来
ず

八
幡
の
話
に
自
由
の

を
重
ね
て
し
ま
い

 
他
の
者
と
は
違

た
理
由
で
涙
を
流
し
て
い
た

 
そ
し
て

月
後
南
は
ク
ラ
ス
で

立
し
て
い
た

自
由
の
見
舞
い
に
行
か
な
く
て
は
な
ら

な
か

た

 
友
達
と
遊
び
に
出

け
る
事
が
ま

た
く
無
く
な

た
せ
い
だ

た

お

さ
ん
の
馬

お

さ
ん
の
せ
い
で

う
ち
に
は
も
う

 
仲
良
く
し
て
く
れ
る
友
達
な
ん
か

一
人
も
い
な
く
な

ち

た
よ

 
そ
の
現
在
の

遇
に

南
は
つ
い
自
由
を

む
よ
う
な
事
を
考
え
て
し
ま

た
り
も
し
た

 
だ
が
結
局
南
は
自
身
の
行
動
を
変
え
る
事
を
せ
ず

々
と
自
由
の
見
舞
い
を
続
け
て
い
た



 第四章 ＧＧＯ編

 
自
分
が
見
舞
い
に
行
か
な
く
な

た
ら

自
由
が
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

 
南
は
何
と
な
く
そ
う
信
じ
込
み

立
へ
の
道
を
自
ら
進
ん
で
歩
ん
で
い

た

 
そ
ん
な
南
に
声
を

け
た
者
が
い
た

結
衣
で
あ
る

ね

さ
が
み
ん

も
し
か
し
て

何
か
悩
み
で
も
あ
る
の

 
あ
た
し
で
良
か

た
ら

話
く
ら
い

く
よ

 
そ
の
結
衣
の
気
持
ち
は
嬉
し
か

た
が

結
衣
と
は
八
幡
と
の
一
件
以
来

 
少
し
ぎ
く
し

く
し
た
関
係
に
な

て
い
た

南
は
後
ろ

を
引
か
れ
な
が
ら
も
そ
の
話
を

断

た
う
う
ん

そ
ん
な
ん
じ

な
い
の

あ
り
が
と
う

心
配
か
け
て
ご
め
ん
ね

 
そ
ん
な
南
を
相
手
に

だ
が
結
衣
は
一
歩
も
引
か
な
か

た

そ
れ
じ

あ

せ
め
て
一

に
さ

お
昼
ご

食
べ
よ

 
南
が

に
返
事
を
出
来
な
い
で
い
る
と

結
衣
は
そ
れ
を

と
受
け
取

た
の
か

 
南
の
手
を
引
い
て
歩
き
出
し

二
人
は
奉
仕
部
の
部
室
に
着
い
た

ゆ
き
の
ん

お
待
た
せ

え

と

お

魔
し
ま
す
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雪
乃
は

結
衣
が
連
れ
て
き
た
南
の

を
見
て
目
を

く
し
た
が

 
一
言
も
文

を
言
わ
ず
に
南
を
受
け
入
れ
た

南
は
少
し
居
心
地
の
悪
さ
を
覚
え
な
が
ら
も

 
何
と
な
く
一

に
昼
食
を
共
に
し

何
と
な
く
八
幡
の
事
を
二
人
に

い
て
み
た

あ

あ
の

最
近
比
企
谷
の
調
子
は
ど
う

そ
う
ね

ま
だ
ず

と
眠
り
続
け
て
い
る
わ
ね

ち

と
も

き
な
い
ん
だ
よ
ね

 
そ
う
答
え
た
二
人
の
顔
は
と
て
も
穏
や
か
で
あ
り

同
じ
よ
う
に

を
失

た
自
分
と
は

 

本
的
に
何
か
が
違
う
よ
う
な
気
が
し
た

南
は
そ
れ
を
疑
問
に
思
い

二
人
に

ね
た

ね

気
の
せ
い
だ

た
ら
ご
め
ん
ね

二
人
は
比
企
谷
の
事

心
配
じ

な
い
の

心
配
よ

心
配
だ
よ

あ

だ
よ
ね

ご
め
ん

変
な
事
を

い
て

 
恐

す
る
南
を
見
て

雪
乃
は
ポ
ケ

ト
か
ら
何
か
を
取
り
出
し

 
そ
れ
を
見
た
結
衣
も

同
じ
よ
う
に
バ

グ
の
中
か
ら
何
か
を
取
り
出
し
た

そ
れ
は

お
揃
い
の
シ

シ
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う
ん

あ
の
ね

ヒ

キ

か
ら
勝
手
に
も
ら

た
の

勝
手
に

ど
う
い
う
事

実
は
こ
れ

比
企
谷
君
が
ね

私
達
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

 
密
か
に
用
意
し
て
あ

た
物
ら
し
い
の
よ

そ
れ
を
発
見
し
た
妹
の
小
町
さ
ん
か
ら
先
日
受

け
取

た
の

 
南
は
あ
の
八
幡
が
そ
ん
な
事
を
と
少
し
驚
い
た

そ
し
て
同
時
に
別
の
疑
問
が

い
て
き
た

そ
う
な
ん
だ

で
も
そ
ん
な
大
事
な
物
を

ど
う
し
て
う
ち
に
見
せ
た
の

 
う
ち
は
自
分
で
言
う
の
も
何
だ
け
ど

三
人
に
は

山
迷
惑
を
か
け
ち

た
か
ら

 
て

き
り

わ
れ
て
る
と
思

て
た
し

 
そ
の
当
然
の
疑
問
に

雪
乃
は
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

そ
れ
は
あ
な
た
が

え
内
心
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と

 
最
初
に
比
企
谷
君
の
事
を
心
配
し
て

ね
て
く
れ
た
か
ら
よ

 
そ
し
て
あ
な
た
が
私
達
が
あ
ま
り

し
ん
で
い
な
い
事
を
疑
問
に
思

た
よ
う
な
顔
を
し
て

い
た
か
ら

 
そ
の
理
由
を
説
明
し
な
く
て
は
と
思

た
の
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あ

う
ち
や

ぱ
り

顔
に
出
て
た
ん
だ

 
南
は
そ
の
事
を
少
し
恥
ず
か
し
く
思

た
が

雪
乃
は
気
に
せ
ず

話
を
続
け
た

私
達
は

彼
が

て
く
る
ま
で
こ
の
場
所
を
皆
で
守
ろ
う

て
決
め
た
の

 
そ
の
キ

カ
ケ
の
一
つ
が

こ
の
シ

シ

な
の
よ

私
の
が

で
ゆ
き
の
ん
の
が
ピ
ン
ク

て
不
思
議
じ

な
い

さ
が
み
ん
は
ど
う
思
う

 
結
衣
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

南
は
見
て
感
じ
た

象
を

素
直
に
口
に
出
し
た

確
か
に
逆
な
気
も
す
る

だ
よ
ね

で
も
こ
れ
が
ヒ

キ

の
選
択
だ
か
ら
さ

だ
か
ら
ヒ

キ

が

て
き
た
ら

 
二
人
で

き
な
が
ら
こ
の
シ

シ

を
つ
け
た

を
ヒ

キ

に
見
て
も
ら
お
う

て
そ

う
決
め
た
の

だ
か
ら
そ
の
日
ま
で

く
の
は
や
め
に
し
た
の
よ

 
私
達
が

い
て
い
た
ら

彼
は
安
心
し
て
戦
え
な
い
と
思
う
か
ら

 
そ
れ
を

い
た
南
は

二
人
は
強
い
な
と
思
い
な
が
ら

 
自
分
も
こ
ん
な
強
さ
を
持
て
る
だ
ろ
う
か
と

自
分
自
身
に
問
い
か
け
た

 
だ
が
そ
の
答
え
は
す
ぐ
に
は
出
な
か

た

南
は
そ
れ
は

め
代
わ
り
に
二
人
に
言

た
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あ
の

も
し
良
か

た
ら

比
企
谷
の
事

も

と
教
え
て
欲
し
い

 
南
は

彼
と
彼
女
達
の
交
流
が
ど
ん
な
も
の
だ

た
か
を
知
る
事
で

 
も
し
か
し
た
ら
自
分
が
強
く
な
る

の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
そ
う
考
え
た

の
だ

た

 
二
人
は
そ
れ
を

し

そ
れ
か
ら
南
は

奉
仕
部
の
部
室
で
お
昼
を
食
べ
た
り

 
時
に
は
教
室
で
結
衣
に
連
れ
ら
れ
優
美
子
達
の
グ
ル

プ
と
一

に
お
昼
を
食
べ
る
事
と

な
り

 
南
の
完
全
な
る

立
は
避
け
ら
れ
た

優
美
子
や
結
衣
に
遊
び
に
誘
わ
れ
る
事
も
あ

た
が

 
南
は
病
院
行
き
を
理
由
に
そ
れ
を
全
て
断

た

意
外
に
も
優
美
子
は
そ
の
南
の
態
度
に
理

解
を

し

 
決
し
て
南
を
仲
間
外
れ
に
し
よ
う
と
は
し
な
か

た

南
は
優
美
子
の
事
が
少
し
好
き
に

な

た

 
そ
し
て
一
年
と
ち

と
が
過
ぎ
八
幡
も
自
由
も
解
放
さ
れ
な
い
ま
ま
南
は
卒
業
の
時
を

迎
え
た

結
局
比
企
谷
は

帰

て
こ
な
か

た
ね
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で
も
奉
仕
部
は
最
後
ま
で
守
れ
た
か
ら
こ
れ
で
胸
を
張

て
ヒ

キ

と
再
会
出
来
る
か
な

そ
う
ね

後
は
彼
の
帰
り
を
大
学
で
待
つ
だ
け
ね

全
員
合
格
出
来
て

本
当
に
良
か

た
ね

う
ん

 
南
も
何
と
か

望
校
に
合
格
す
る
事
が
出
来
て
い
た

 
お
昼
の
後

た
ま
に
雪
乃
に
勉
強
を
見
て
も
ら

て
い
た
の
が
幸
い
し
た
の
だ
ろ
う

 
南
は
雪
乃
の
事
も

普
通
に
接
し
続
け
て
く
れ
た
結
衣
の
事
も

少
し
好
き
に
な

て
い
た

 
二
人
と
一

に
い
る
事
の
メ
リ

ト
は
他
に
も
あ

た

 
ゲ

ム
の
進
行

況
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
る
事
が
出
来
た
か
ら
だ

 
と
い

て
も
そ
の
情
報
は

現
在
の
最
高
到
達
層
く
ら
い
な
の
だ
が

 
そ
れ
で
も
南
に
と

て
は

の
生
還
を
信
じ
る
材
料
と
し
て
と
て
も

用
な
情
報
で
あ

た 
そ
し
て

の
事
を
考
え
る
時
南
の

裏
に
は
自
然
と
八
幡
の

も

か
ぶ
よ
う
に
な

て

い
た

 
そ
の
せ
い
で
南
は

八
幡
の
事
も
少
し
好
き
に
な

て
い
た
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こ
う
し
て
南
は
ゆ

こ
と
遥
と
は

遠
に
な

た
が
代
わ
り
に
色
々
な
人
達
の
事
を
少
し

好
き
に
な
り

 
そ
ん
な

態
で
高
校
生
活
を
終
え
る
事
と
な

た

  
そ
し
て
大
学
生
活
が
始
ま
り
南
は
ま
た
一
人
に
な

た

だ
が
高
校
の
時

の

し
さ
は
無

か

た

 
高
校
の
時

厳
密
に
ク
ラ
ス
が
分
か
れ
て
い
る

で
も
無
く

 
一
人
で
い
る
事
に

何
の

障
も
不
自
然
さ
も
無
か

た

だ

 
雪
乃
や
結
衣
と
も
た
ま
に
連

を
取
り

一

に
八
幡
の
見
舞
い
に
行

た
り
も
し
た

 
た
ま
に
地
元
に

た
時
は

一
人
で
八
幡
の
見
舞
い
に
行
く
事
も
あ

た
が

 
そ
の
時
は
驚
く

の
確

で

優
美
子
と
遭
遇
す
る
事
と
な

た

あ

し
は
学
校
が
す
ぐ
近
く
に
あ

か
ら
ね

 
そ
う
言
い

す
る
優
美
子
の
顔
は

ど
こ
か
恥
ず
か
し
そ
う
だ

た

  
そ
し
て
更
に

月
の
時
が
過
ぎ
た

前
の
日
に
少
し
夜
更
か
し
を
し
た

南
は
少
し

不
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足
で

 

が
ま
だ
ぼ

と
し
て
い
た

日
は
結
衣
と
少
し
⻑

話
を
し
て
し
ま

た
の
だ

 
南
は

日

結
衣
と

話
で
話
し
た

今
の
到
達

層
が
七
十
五
層
ら
し
い
と
教
え
て
も

ら

て
お
り

 
ゲ

ム
の
ク
リ
ア
ま
で
は
あ
と
一
年
く
ら
い
か
な
と

漠
然
と
考
え
て
い
た

 
そ
ん
な
時
突
然
南
の

が
鳴

た

南
は
眠
い
目
を

り
な
が
ら

を
手
に
取

た

 
画
面
の
表

を
見
る
と

そ
こ
に
は
⺟
の
名
前
が
表

さ
れ
て
い
た

も
し
も
し
お
⺟
さ
ん

こ
ん
な
朝

く
か
ら
ど
う
し
た
の

南

お

さ
ん
が

お

さ
ん
が

 
そ
う

い
た
南
の
心

が
ド
ク
ン
と
音
を
立
て
た

ま
だ
ク
リ
ア
に
は

す
ぎ
る

 
ま
さ
か

ま
さ
か

そ
う
思

た
南
の

に

信
じ
ら
れ
な
い
言
葉
が
飛
び
込
ん
で
き
た

お

さ
ん
が

目
を
覚
ま
し
た
わ
よ

ほ

本
当
に

分
か

た

す
ぐ
行
く

 
意
識
が
一
気
に
覚

し

⺟
に
即
座
に
そ
う
答
え
た
南
は

病
院
へ
と
急
い
だ

 
病
室
へ
飛
び
込
む
と
⺟
の
言
葉
通
り
に
自
由
が
目
覚
め
て
お
り
嬉
し
そ
う
に
こ
ち
ら
を
見
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て
い
た

 
自
由
は

て
い
た
時
の

と
比
べ
て

か
な
り

せ
た
よ
う
に
見
え

 
南
は
少
し
心
配
に
な

た
が

そ
の
自
由
の
目
の
光
が
し

か
り
と
し
た
も
の
だ

た
の
で

 
南
は
安
心
し

久
し
ぶ
り
に
自
由
に
声
を

け
た

お
帰
り
な
さ
い

お

さ
ん

あ
あ
た
だ
い
ま
南

お

さ
ん
な
南
の
顔
が
も
う
一
度
見
た
く
て
頑
張

て
生
き
て
帰

た
ぞ

 
南
は
そ
れ
を

き

そ
の
ま
ま
自
由
の
胸
に
飛
び
込
む
と

 
恥
も
外

も

く

た
だ
ひ
た
す
ら

き
続
け
た

 
自
由
は
南
が

き
や
む
ま
で

た
だ
ひ
た
す
ら
南
の

を
な
で
続
け
て
い
た

 

き
や
ん
だ
南
は
自
由
に

何
故
七
十
五
層
で
解
放
さ
れ
た
の
か
と

ね
た

 
自
由
は
言
葉
を

し

し
い

況
に
つ
い
て
は
話
し
て
く
れ
な
か

た

 
ど
う
や
ら
中
で

何
か
大
変
な
出
来
事
が
あ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
南
は
そ
う
思
い
い
つ
か
自
由
が
そ
の
事
を
話
し
て
く
れ
る
時
を

強
く
待
つ
事
に
し
た

 
た
だ

す
ぐ
に
話
し
て
く
れ
た
事
も
い
く
つ
か
あ

た
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自
由
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
が
ゴ
ド
フ
リ

で
あ
る
事

命
を
助
け
て
く
れ
た
人
が
い
る
事

 
そ
の
人
の
部
下
と
し
て
戦
い
続
け

最
後
は
動
け
な
い

態
に
さ
れ
た
の
だ
が

 
そ
の
人
と
そ
の
仲
間
だ
け
が
罠
を
乗
り
越
え

最
後
の
ボ
ス
に
勝

て
く
れ
た
事

 
だ
か
ら
自
分
は
今
こ
こ
に
い
る
の
だ
と

自
由
は

つ

つ
と

南
に
話
し
て
く
れ
た

 
自
由
は
最
後
に

と
て
も
嬉
し
そ
う
に

そ
の

人
の
名
前
を
ポ
ツ
リ
と
言

た

そ
う

あ
の
人
達
が
い
た
か
ら
俺
は
こ
こ
に

て
こ
れ
た

 
銀
影
の
ハ
チ
マ
ン
参
謀
閃
光
の
ア
ス
ナ
副
団
⻑
そ
し
て
黒
の
剣
士
キ
リ
ト
と
投
刃
使
い

の
ネ
ズ
ハ

 
こ
の
四
人
の
お
か
げ
で

俺
は

俺
は

お

さ
ん

ち

と
待

て

 
そ
の
自
由
の
言
葉
を

い
た
南
の
心

が

ド
ク
ン
と
音
を
立
て
た

ん

ど
う
か
し
た
の
か

そ
の
ハ
チ
マ
ン

て
人
の
事
な
ん
だ
け
ど

ん

何
だ

参
謀
に
興
味
が
あ
る
の
か

ま
さ
か
お
前

参
謀
の
事
が
好
き
な
の
か

 
ま
あ
そ
れ
も
当
然
か
参
謀
は
と
て
も
格
好
い
い
か
ら
な

だ
け
ど

め
ろ
も
う
参
謀
に
は
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副
団
⻑
と
い
う
決
ま

た
相
手
が
い
る
か
ら
な
あ
の
二
人
は
本
当
に
お
似
合
い
だ
よ
は
は

は
は
は

ち

と
お

さ
ん

ま
だ
ゲ

ム
の
中
に
い
る
つ
も
り
な
の

 
南
に
そ
う
言
わ
れ

我
に
返

た
の
か

自
由
は

を
か
き
な
が
ら
言

た

そ
う
だ

た
な

す
ま
ん

で

参
謀
が
ど
う
か
し
た
の
か

あ

う
う
ん

気
の
せ
い
だ

た
か
も

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

は

ど
う
や
ら
と
て
も
格
好
い
い
ら
し
い

 
そ
う

い
た
南
は
人
違
い
な
の
か
な

と
思
い
そ
れ
以
上
自
由
に
質
問
す
る
の
を
や
め
た

 
実

の
所
誰
も
明
言
し
な
か

た
だ
け
で
八
幡
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
が
ハ
チ
マ
ン
だ
と

言
う
事
は

 
雪
乃
も
結
衣
も
知

て
い
た
の
だ
か
ら
こ
れ
は
完
全
に
運
命
の
い
た
ず
ら
と
い
う
べ
き
も
の

だ

た

 
そ
の
次
の
日
の
テ
レ
ビ
で

ま
だ

て
こ
な
い
人
が

人
ほ
ど
い
る
と
い
う
報
道
が
あ
り

 
そ
れ
を
見
た
自
由
は
と
て
も

て
い
た
よ
う
だ

 
茅
場
が

茅
場
が
と

自
由
は
何
度
も
製
作
者
の
名
前
を
連
呼
し
て
い
た
ら
し
い
の
だ
が
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そ
れ
が
最
後
の
ボ
ス
だ
と
知
ら
な
か

た
南
は
ま
あ
そ
れ
は
製
作
者
に
文

を
言
い
た
く
も

な
る
よ
ね
と

 
一

的
な
感
想
を

い
た
だ
け
だ

た

  
そ
し
て
二

月
後

事
件
は
つ
い
に
収
束
し
た

 
自
由
の
安
否
を
確
認
し
た
後
南
は
す
ぐ
に
結
衣
に

話
を

け
八
幡
の
安
否
も
確
認
し
て

い
た

 
そ
の

人
に
は
気
の

だ
が
自
分
に
と

て
は
ま
あ
関
係
な
い
か
と
南
は
思

て
い
た
の
だ

が 
完
全
に
事
件
が
収
束
し
た
と

き

南
は
や

と

本
当
の
意
味
で
安

す
る
事
が
出
来
た

 
そ
こ
で
会
い
に
行
け
ば
良
か

た
の
だ
が

南
は
自
由
の
リ
ハ
ビ
リ
の
手
伝
い
も
あ
り

 
八
幡
に
会
い
に
い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を

完
全
に
逃
し
て
し
ま

て
い
た

  
そ
し
て
ま
た
一
年
の
時
が
過
ぎ
た

 
今
で
は
自
由
も
す

か
り
元
気
を
取
り

し
前
の
職
場
に
復
帰
し
て
頑
張

て
働
い
て
い
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た 
全
て
の
心
配
が
無
く
な

た
南
は
学
校
で
も
そ
れ
な
り
に
友
達
を
作
る
事
に
成
功
し
て
お
り

 
い
つ
し
か
八
幡
の
事
を
あ
ま
り
思
い
出
さ
な
く
な

て
い
た

そ
ん
な
時
結
衣
か
ら
連

が
あ

た

 
そ
れ
は
今
度

横
の
友
達
繋
が
り
で
同
窓
会
も
ど
き
を
開

す
る
事
に
な

た

 
南
も
来
な
い
か
と
い
う
誘
い
だ

た

 
そ
れ
を

い
た
南
の

裏
に

閃
光
の
よ
う
に
八
幡
の

が

か
び
上
が

た

 
こ
れ
は
自
由
の
話
を
確
認
す
る
チ

ン
ス
か
も
し
れ
な
い

そ
う
思

た
南
は
少
し

れ

た
が

 
同
窓
会
が
開

さ
れ
て
い
る
店
の
扉
を
開
け

そ

と
中
に
入

た

は

英
雄

何
そ
れ

誰
か
そ
れ
を
証
明
出
来
る
の

本
人
が
そ
う
言

て
る
だ
け
じ

な

い
の馬

じ

な
い
の

こ
ん
な
奴
が
英
雄
な
ら

私
達
だ

て

皆
英
雄
よ

 
突
然
南
の

に

そ
ん
な

き
覚
え
の
あ
る
声
が

こ
え
た

ゆ

こ
と
遥
の
声
だ

 
そ
し
て
そ
の
内
容
を

い
た
南
は
ま
さ
に
今
自
分
が

き
た
か

た
事
が
話
題
に
さ
れ
て
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い
る
と
思
い

 
そ
の
言
い
争
い
の
中
に
思
い
切

て
飛
び
込
み

お
ず
お
ず
と
声
を

け
た

あ

あ
の

な
ん
だ

南
じ

な
い

い
た
ん
だ

ひ

久
し
ぶ
り

 
二
人
は
南
に
対
し

た
い
口
調
で
そ
う
言

た

南
が

を
返
し
て
も
完
全
に
無

で

あ
る

 
だ
が
そ
ん
な
二
人
と
は
違
い
予
想
外
に
も
八
幡
が
自
分
か
ら
南
に
声
を

け
て
き
て
く
れ

た
何
だ
相
模
か

久
し
ぶ
り
だ
な

う

う
ん

久
し
ぶ
り

 
南
は
そ
れ
を
嬉
し
く
思
い

八
幡
に

を
返
し
た

 
そ
の
後

自
分
の
知
る
限
り
の
事
を
話
し

自
由
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
を
告
げ
た

間

 
南
は
八
幡
の
顔
色
が
変
わ
る
の
を
見
た

そ
し
て
八
幡
の
口
か
ら
明
日
奈
と
い
う
名
前
が
出
た
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間
 
南
は

自
由
の
命
を
救

て
く
れ
た
の
が
八
幡
な
の
だ
と
確
信
し

 
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
に
我
慢
し
た

 
そ
し
て
す
ぐ
に
自
由
を
呼
び
出
し
た
南
は

明
日
奈
が
到
着
し
た
と

き

 

の
命
を
救

て
く
れ
た
お

を
言
お
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
の

を
見
た
南
は

明
日
奈
に
対
し
て
何
も
言
う
事
は
出
来
な
か

た

す
ご
い
美
人
じ

な
い

 
南
は
そ
う
思
い
八
幡
と
明
日
奈
の
仲
が
良
さ
そ
う
な

を
た
だ

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て

い
た

 
そ
し
て
自
由
が
到
着
す
る
と
自
由
は
い
き
な
り
八
幡
に

き
付
き
お
い
お
い
と

き
始
め

た
お

さ
ん

す
ご
く
嬉
し
そ
う

 
そ
の

を
見
て
他
の
者
達
か
ら
は
気
付
か
れ
な
い
ま
ま
ひ

そ
り
と
南
も
涙
を
流
し
て
い

た 
そ
の
後
南
は
エ
ル
ザ
の
提
案
で

何
故
か
八
幡
に

き
つ
く
事
に
な
り
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八
幡
に
お

を
言
う
と
同
時
に
八
幡
の

に
キ
ス
を
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
真
実
を
知

た

 
そ
し
て
今
目
の
前
で

ゆ

こ
と
遥
が
こ
そ
こ
そ
と
逃
げ
帰
ろ
う
と
し
て
い
る

 
か
つ
て
は
確
か
に
友
達
だ

た
は
ず
な
の
だ
が

南
は
そ
の

に

今
は
も
う
何
も
感
じ
な

か

た

 
そ
し
て
そ
の
後
陽
乃
か
ら
提
案
が
あ
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

同
士

も
る
話
も
あ
る
だ

ろ
う
と

 
八
幡

明
日
奈

自
由
の
三
人
が
別
の
店
に
移
動
す
る
事
に
な
り

 
南
と
エ
ル
ザ
と
陽
乃
が

何
故
か
そ
れ
に
付
き
合
う
事
に
な

た
の
だ

た
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第
２
１
６
話
 
常
識
を
超
え
る
男

 
エ
ピ
ロ

グ
が
一
話
だ
け
と
は
誰
も
言

て
い
な
い

 
す
み
ま
せ
ん
作
者
が
ア
レ
な
の
で
当
然
エ
ピ
ロ

グ
は
一
話
じ

終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

今
日
は
久
々
に
参
謀
ら
し
い

謀
術

の
限
り
を
尽
く
す

を
見
れ
て
と
て
も
良
い
日
で

し
たい

や

俺
は
何
も
し
て
な

は

は

は

虚
な
所
も
さ
す
が
で
す
な

い
や

だ
か
ら
俺
は
何
も

 
場
が
落
ち
着
い
た
後

ゴ
ド
フ
リ

は

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
を
ベ
タ
褒
め
し
て
い
た

 
ど
う
や
ら
八
幡
が
何
を
言
お
う
と

そ
れ
を
全
て

定
的
に
受
け
取

て
し
ま
う
よ
う
だ

お

さ
ん

比
企
谷
の
事
が
好
き
す
ぎ
で
し
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南
は
内
心
で
そ
う
思
い

の
そ
の
態
度
に
若

引
い
た

同
様

南
も
参
謀
の
事
が
大
好
き
み
た
い
で
す
か
ら
な

 
こ
れ
か
ら
も
う
ち
の
南
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

参
謀

ひ

え

ど
う
し
た
南

変
な
声
を
出
し
て

う

う
う
ん

何
で
も
無
い

私
を
お

さ
ん
と
同

に
扱
わ
な
い
で

で
も
ま
あ

今
は
確
か
に
ほ
ん
の
少
し
は
好
き
だ

け
ど
さ

 
南
は
そ
う
思
い

め
て
八
幡
の
方
を
向
く
と

ペ
コ
リ
と

を
下
げ
た

 
八
幡
は
そ
の
南
の
態
度
に
戸
惑
い
つ
つ

ゴ
ド
フ
リ

に
こ
う
答
え
た

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
て
も

俺
と
相
模
に
は
ま

た
く
接
点
が
無
い
か
ら
な

 
こ
う
い
う
場
で
し
か
会
う
事
も
無
い
と
思
う
が

ま
あ
そ
の
時
は
普
通
に
世
間
話
で
も
し

よ
うあ

う
ん

比
企
谷
が

じ

な
け
れ
ば

別
に

じ

な
い
さ

お
前
は
あ
の

ゆ

こ
と
か
遥
と
か
い
う
連
中
と
は
違
う
だ
ろ
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う
ん
さ
す
が
に
あ
れ
と
一

に
は
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
か
あ
あ
は
な
り
た
く
な
い
か
も

は
は

お
前
も
中
々
言
う
よ
な

で
も

の
う
ち
も

か
ら
見
る
と
あ
ん
な
感
じ
に
見
え
て
た
ん
だ
ろ
う
な

は

 
内
心
そ
ん
な
事
を
考
え
少
し
落
ち
込
む
南
を
よ
そ
に
八
幡
は

も
ゴ
ド
フ
リ

と
会
話

を
続
け
た

と
こ
ろ
で
ゴ
ド
フ
リ

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ

そ
う
で
す
な
特
に
用
事
は
無
い
ん
で
す
が

が
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い
る
の
も
場
違
い
で
す

し 
と
り
あ
え
ず
一
度
帰

て

南
か
ら
連

が
あ

た
ら
ま
た
迎
え
に
来
よ
う
か
と

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
相
模

せ

か
く
だ
か
ら
俺
達
と
世
間
話
で
も
す
る
か

あ

う

う
ん

 
少
し

ん
だ
顔
で

そ
れ
で
も
精
一

笑
顔
を
作
り

そ
う
答
え
た
南
を
見
て

 
い
き
な
り
陽
乃
が
ゴ
ド
フ
リ

に
声
を

け
た

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
は
す
ぐ
に
帰
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う

で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
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え
え

ま
あ
そ
う
で
す
な

な
る
ほ
ど

人

ち

と
い
い

 
陽
乃
は
葉
山
を
呼
び

い
き
な
り
こ
う
宣
言
し
た

陽
乃
さ
ん

何
か

人

八
幡
君
と
明
日
奈
ち

ん
と
南
ち

ん
を

し
ば
ら
く

り
る
わ
よ

理
由
を

い
て
も

も
る
話
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら

そ
の
三
人
と
私
と
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
と

 
後
は
こ
こ
に
置
い
て
お
く

に
も
い
か
な
い
か
ら
エ
ル
ザ
ち

ん
も
一

に
別
の
店
に
一

時
避
難
を
ね

な
る
ほ
ど

そ
う
だ
ね

そ
れ
が
い
い
か
も
し
れ
な
い

 
葉
山
は
そ
の
説
明
を

き

納
得
し
た
よ
う
に
そ
う
答
え
た

 
ゴ
ド
フ
リ

も
八
幡
や
明
日
奈
と
は
ま
だ
話
し
足
り
な
い
よ
う
で
嬉
し
そ
う
に
そ
れ
を

し
た

 
南
は

何
で
私
も
と
戸
惑
い
な
が
ら
も

特
に
反
対
の
意
思
を

そ
う
と
は
し
な
か

た

そ
れ
じ

八
幡
君
あ
な
た
が
こ
の
子
の
保
護
者
な
ん
だ
か
ら
エ
ル
ザ
ち

ん
を
運
ん
で



 第四章 ＧＧＯ編

今

も
の
す
ご
く

な
決
め
付
け
を
さ
れ
た
気
が

違
う
の

い
え

ま
あ
俺
に

任
が
あ
り
ま
す
よ
ね

し
か
し

な

明
日
奈
変
態

て

ら
な

い
よ
な

ど

ど
う
だ
ろ
う

 
明
日
奈
は
そ
う
言
い
な
が
ら

逃
げ
る
よ
う
に
一
歩
下
が
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
八
幡
は

絶
対
に
逃
が
さ
ん
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

素

く
明
日
奈
の
手
を
掴
ん
だ

ち

や
め
て

変
態
が

ち

う

大
丈
夫

自
分
の
彼
女
が
多
少
変
態
に
な

て
も

俺
は
気
に
し
な
い

比
企
谷

そ
の
発
言
は
ち

と
引
く
わ

は

は

は

参
謀
は
相
変
わ
ら
ず
懐
が
広
い
で
す
な

お

さ
ん
は

比
企
谷
の
事
が
好
き
す
ぎ
だ
か
ら

 
南
は

て
い
ら
れ
な
く
な

た
の
か

そ
う
絶
叫
し
た

 
そ
れ
に
苦
笑
し
た
八
幡
は

そ
の
ま
ま

て
そ
の
場
に

を
下
ろ
し
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明
日
奈
も
何
だ
か
ん
だ
言
い
な
が
ら
も

そ
の
八
幡
の
背
中
に
エ
ル
ザ
を
乗
せ
よ
う
と
し
た

も
手
伝
い
ま
す
ぞ

副
団
⻑

あ

う
ん

あ
り
が
と
う
ゴ
ド
フ
リ

 
こ
う
し
て
無
事
に
エ
ル
ザ
を
店
か
ら
連
れ
出
し
た
一
行
は

 
そ
の
ま
ま
店
を
出
て

八
幡
の

が

め
て
あ
る

場
へ
と
向
か

た

 
八
幡
と
明
日
奈
は
エ
ル
ザ
を
後
部
座

に

か
せ
る
と
陽
乃
に
ど
こ
へ
行
く
の
か
を
確
認

し
た場

所
は
了
解
し
ま
し
た

と
こ
ろ
で
ハ
ル
姉
さ
ん
達
は

何
で
移
動
す
る
ん
で
す
か

こ
れ

こ
れ
は

あ

こ
れ

う
ち
の
ギ
ル
ド
の
エ
ン
ブ
レ
ム
じ

な
い

 
陽
乃
が
八
幡
に
見
せ
た
の
は

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
エ
ン
ブ
レ
ム
の

を
し
た

 
小
型
の
マ
イ
ク
の
よ
う
な
物
だ

た

な
ん
か
通
信
機
み
た
い
な

そ
の
通
り
よ
そ
れ
は
あ
な
た
が
持

て
い
な
さ
い

ま
あ
い
つ
か
役
に
た
つ
時
も
あ
る
で
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し

う

 
あ

私
の
分
は
別
に
あ
る
か
ら

気
に
し
な
く
て
い
い
か
ら
ね

こ
れ
は
ど
う
使
え
ば

そ
れ
に
向
か

て
呼
び
か
け
る
と

キ

ト
が
来
て
く
れ
る
わ

お
お

 
八
幡
は

そ
う
い

た
未
来
的
な
シ
ス
テ
ム
が
大
好
き
だ

た
の
で

 
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

そ
の
通
信
機
に
向
か

て
呼
び
か
け
た

お
い
キ

ト

こ
え
る
か

今
俺
の
い
る
場
所
に

す
ぐ
に
来
て
く
れ

了
解
し
ま
し
た

八
幡

 
マ
イ
ク
を
通
し
て
キ

ト
の
声
が

こ
え

八
幡
は

ま
だ
か
な
ま
だ
か
な
と

 
ま
る
で
子

の
よ
う
に
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

ね
え
明
日
奈
さ
ん

比
企
谷
は
何
を
や

て
る
の

え

と
ね

も
う
す
ぐ
相
模
さ
ん
達
の
乗
る

が

こ
こ
に
来
て
く
れ
る
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

 
南
は
外
人
の
運
転
手
で
も

て
あ
る
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
同
じ
よ
う
に

り
を
見
回
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し
た

 
そ
し
て
遠
く
か
ら

黒
く
て

手
な
ス
ポ

ツ
カ

が
近
付
い
て
く
る
の
を
見
つ
け
た
南
は

 
あ
れ
か
な
と
思
い
な
が
ら

の
運
転

を
見
た

だ
が
そ
こ
に
は
誰
も
乗

て
い
な
い

ひど
う
し
た
相
模

あ

あ
の

勝
手
に
動
い
て
る

 
南
の
指
差
す
先
に

キ

ト
を
見
つ
け
た
八
幡
は

嬉
し
そ
う
に
キ

ト
に
手
を

た

お

い
キ

ト

こ
こ
だ
こ
こ
だ

久
し
ぶ
り
で
す
ね

八
幡

キ

ト

久
し
ぶ
り

久
し
ぶ
り
で
す

明
日
奈

く

が

た

 
も
し
か
し
て

の

霊

と

ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
た
南
は

そ
の
や
り
取
り
を
見
て
驚
愕

し
た

 
そ
し
て
ゴ
ド
フ
リ

は

キ

ト
を
見
る
と

わ
な
わ
な
と

え
だ
し
た
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こ

こ
れ
は
ま
さ
か

お

ゴ
ド
フ
リ

は

キ

ト
の
事
を
知

て
る
の
か

も
し
か
し
て

子

の

に
見
て

た
か当

然
で
す
ぞ

大
フ

ン
で
す

 
ゴ
ド
フ
リ

は

興
奮
ぎ
み
に
そ
う
叫
ん
だ

そ
う
か
そ
う
か

こ
れ
が
現
代
に

た

あ
の
キ

ト
だ

お
お
お
お
お

さ
す
が
は
参
謀

一
生
付
い
て
い
き
ま
す

 
南
は

然
と
し
な
が
ら

そ
の
光
景
を

め
て
い
た

 
今
日
初
め
て
知

た
今
の
八
幡
を
取
り

く

は
こ
と
ご
と
く
南
の
常
識
を
超
え
て
い

た 
そ
ん
な
南
の
残

た
わ
ず
か
な
常
識
が
作
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
南
は

つ
り
と
八
幡
に
言

た
ね

こ
れ

道
交
法
と
か
大
丈
夫
な
の

あ

い
や

あ
れ

確
か
最
近
大
丈
夫
に
な

た
ん
だ

た
か

そ
う
ね
自
動
運
転
に
対
応
す
る

最
近
道
交
法
が

正
さ
れ
た
か
ら
今
は
も
う
問
題
は
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無
い
わ

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
南
は
そ
の
説
明
に
と
り
あ
え
ず
納
得
し

八
幡
の

囲
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
だ
と

 

め
に
も
似
た
気
持
ち
で
現
実
を
受
け
入
れ
た

 
そ
し
て
陽
乃
と
相
模

娘
は
キ

ト
に
乗
り
込
み
八
幡
と
明
日
奈
も
八
幡
の

に
乗
り
込
み

 
二
台
の

は

陽
乃
が
予
約
を
入
れ
た

個
室
完
備
の
店
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
店
に
着
く
と
八
幡
は
エ
ル
ザ
の

を
ペ
チ
ペ
チ
と
叩
き
エ
ル
ザ
を

こ
そ
う
と
し

た
う
う

ん

シ

ナ

も

と

 
そ
れ
を

い
た

間

八
幡
は

と
て
も

そ
う
な
顔
を
し
て
明
日
奈
に
言

た

明
日
奈

頼
む

 
明
日
奈
は
そ
れ
を

い
た

間
ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を

た
の
だ
が
そ
の
と
き
エ
ル
ザ
が
こ

う

い
た

ほ
ら

シ
ズ
も
こ

ち
に
来
て

一

に
シ

ナ
に

声
を

び
せ
て
も
ら
お
う

い

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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明
日
奈
は
そ
れ
を

い
た

間
に

エ
ル
ザ
の

を
引

叩
い
た

 
そ
の
お
か
げ
で
エ
ル
ザ
は
覚

し

そ
ん
な
エ
ル
ザ
に
八
幡
が
事
情
を
話
し

 
一
行
は
や

と
店
内
へ
と
入
る
事
が
出
来
た

ふ
う

何
と
か
落
ち
着
け
た
か

参
謀

お
疲
れ
で
す
な

ま
あ

あ
ん
な
目
に
遭

た
後
だ
か
ら
な

 
八
幡
は

み
の
こ
も

た
目
で
エ
ル
ザ
を
ち
ら

と
見
た

 
エ
ル
ザ
が
そ
ん
な
八
幡
に
親
指
を
立
て
て
き
た

八
幡
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
エ
ル
ザ
に

言

た
俺
は
あ
あ
い
う
の
は

別
に
望
ん
で
な
い
ん
だ
が

え
え

だ

て
だ

て

八
幡
が
悪
く
言
わ
れ
る
の
は

だ
よ

 
エ
ル
ザ
が
そ
う
言
い
な
が
ら
涙
ぐ
ん
だ
の
を
見
て

八
幡
は

て
て
エ
ル
ザ
を
な
だ
め
た

す
す
ま
ん
俺
の

に
頑
張

て
く
れ
た
の
に
今
の
言
い
方
は
無
い
よ
な

あ
り
が
と
な

エ
ル
ザ

う

う
ん
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エ
ル
ザ
は
涙
ぐ
ん
だ
ま
ま
八
幡
に

き

下
を
向
い
た

 
だ
が
南
は
見
て
し
ま

た

下
を
向
い
た
エ
ル
ザ
が

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら

を
出
す
所
を

 
南
は
何
か
一
言
言
う
べ
き
か
と
一

考
え
た
の
だ
が

 
エ
ル
ザ
が
突
然
南
の
方
を
向
き

と
て
も

力
的
な
笑
顔
で
ウ

ン
ク
を
し
て
き
た

 
南
は
ク
ス
リ
と
笑
う
と

そ
の
ま
ま
何
も
言
わ
な
い
事
に
し
た

ま
あ
い
い
じ

あ
り
ま
せ
ん
か
参
謀

参
謀
が
モ
テ
る
の
は
ま

た
く
も

て
事
実
な
の
で

す
か
ら
な

い
や

ま
あ
そ
う
は
言
う
が
な

ゴ
ド

と

相
模
さ
ん

私
の
事
は
ゴ
ド
フ
リ

で
い
い
で
す
ぞ

参
謀

ま
あ
確
か
に

相
模
さ
ん
だ
と

相
模
と
か
ぶ
る
し
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

チ
ラ
リ
と
南
の
方
を
見
た
後

ゴ
ド
フ
リ

に
言

た

と
こ
ろ
で
ゴ
ド
フ
リ

の
本
名
は

何
て
言
う
ん
だ

そ
う
い
え
ば
自

紹
介
を
し
て
い
な
か

た
で
す
な

の
本
名
は
相
模
自
由
と
言
い
ま
す

 
こ
れ
か
ら
も
末

く

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

俺
は
比
企
谷
八
幡
だ

こ

ち
が

結
城
明
日
奈
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つ
い
で
に
こ
ち
ら
が
俺
の
上

に
な
る
予
定
の
雪
ノ
下
陽
乃
さ
ん
で
こ
れ
は
お
ま
け
の
神

崎
エ
ル
ザ
な

 

と

こ

ち
に
も
相
模
を
紹
介
し
な
い
と
か

こ
ち
ら
は
相
模
南

俺
の
元
同
級
生
だ

 
八
幡
は
そ
う
全
員
の
紹
介
を
し

五
人
は
そ
れ
ぞ
れ
会

を
し
た

と
こ
ろ
で
ゴ
ド
フ
リ

フ
リ

の
部
分
は
自
由

て
名
前
か
ら
来
て
る
ん
だ
ろ
う
な

て

 
何
と
な
く
分
か
る
け
ど

ゴ
ド
の
部
分
は
何
か
意
味
が
あ
る
の

相
模
の
ガ
ミ
の
部
分
が
神

い
な
と
思

て

ゴ

ド
・
フ
リ

か
ら

ゴ
ド
フ
リ

に

な

た
と

 
ま
あ

そ
ん
な
た
だ
の
語
呂
合
わ
せ
で
す
ぞ

副
団
⻑

な
る
ほ
ど
ま
あ
本
名
で
プ
レ
イ
し
て
た
俺
と
明
日
奈
に
比
べ
る
と

り
が
き
い
て
る
よ
な

い
や
い
や

そ
の
お
か
げ
で
良
い
事
も
あ

た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ん

何
か
あ

た
か

 
ゴ
ド
フ
リ

の
そ
の
言
葉
に

八
幡
と
明
日
奈
は
首
を

げ
た

う
ち
の
南
が
高
校
の
同
級
生
が
参
謀
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
の
は
ま
さ
に
そ
の
お
か
げ

で
す
ぞ
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あ

確
か
に
そ
う
だ
ね

そ
う
言
わ
れ
る
と

そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

 
三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

楽
し
そ
う
に
笑
い
合

た

 
だ
が
当
の
南
は

高
校
の
同
級
生
と
い
う
言
葉
が
出
た

体
を

く
し
た

ん

相
模

ど
う
か
し
た
の
か

何
か
悩
み
で
も
あ
る
な
ら

俺
で
良
け
れ
ば

く
ぞ

 
そ
ん
な
南
の
様
子
に
気
付
い
た
八
幡
が
そ
う
声
を

け
た

南
は
何
を
言
え
ば
い
い
の
か
分

か
ら
ず

 
無
意
識
に
救
い
を
求
め
て
か

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

 
そ
ん
な
南
に
対
し

陽
乃
が
優
し
く
話
し

け
た

頑
張
り
な
さ
い

そ
の

に

私
は
あ
な
た
を
こ
こ
に
連
れ
て
き
た
ん
だ
か
ら

 
そ
の
陽
乃
の
言
葉
が

南
の
背
中
を
押
し
た

ね

比
企
谷

う
ち
の
話
を

い
て
く
れ
る

あ
あ

あ
の
ね

う
ち

う
ち
ね

お
う
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の
事
を

今
こ
こ
で
あ
ん
た
に
謝
り
た
い
の

 
八
幡
は

そ
の
予
想
外
の
言
葉
に
面
食
ら

た

そ
れ
は
自
由
も
同
じ
だ

た
よ
う
だ

お

お
い
南

そ
れ
は
ど
う
い
う

お

さ
ん
に
も

せ

か
く
だ
か
ら

い
て
欲
し
い
の

 
う
ち
が
高
校
の
時

ど
れ
だ
け

目
な
子
だ

た
の
か
を

 
そ
の
言
葉
を

い
た
自
由
は

大
人
し
く
引
き
下
が
る
と

て

を
組
み

 
八
幡
は
南
の
表
情
か
ら
そ
の
覚
悟
を
見
て
と

た
の
か

静
か
な
口
調
で
言

た

分
か

た

そ
れ
で
お
前
の
気
が
済
む
な
ら
い
く
ら
で
も

く



 第２１７話 相模南は、星を掴んだ

 
第
２
１
７
話
 
相
模
南
は

星
を
掴
ん
だ

 
相
模
南
三
部
作

は

こ
こ
ま
で
で
す

エ
ピ
ロ

グ
自
体
は
も
う
ち

と
続
き
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お

さ
ん

う
ち

高
校
二
年
の
文
化
祭
が
終
わ

た
後
か
ら

 
ず

と
比
企
谷
の
悪
口
を

あ
る
事
な
い
事
学
校
中
に
広
め
て
た
の

 
そ
う
言

た
後
真

直
ぐ
に
自
分
の
目
を
見
つ
め
て
く
る
南
の
顔
を
見
て
自
由
は
言

た

そ
う
か

話
を
続
け
な
さ
い

南

う
ん

 
そ
し
て
南
は
深
呼

を
し
た
後

話
を
再
開
し
た

う
ち
は
高
校
一
年
の

ク
ラ
ス
の
中
心
に
い
た
せ
い
で

少
し
調
子
に
乗

て
た
の

 
で
も
二
年
に
な

て

ク
ラ
ス
の
中
心
に
な

た
の
は
他
の
人
だ

た

 
う
ち
は

て
文
化
祭
の
実
行

員
⻑
に
立
候
補
し
た
ん
だ
け
ど
ま
と
も
に
運

出
来
な
く
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て 
結
局
仕
事
を
全
部
他
の
人
に
押
し
付
け
て

最
後
の
最
後
に
は
逃
げ
出
し
ち

た
の

 
そ
ん
な
私
に
ハ

キ
リ
と
注
意
し
て
く
れ
た
の
は

比
企
谷
だ
け
だ

た

 
あ
の

の
比
企
谷
は

今
な
ら
良
く
分
か
る
ん
だ
け
ど

と
に
か
く
自
分
を
悪
者
に
し
て

 
他
の
人
を
助
け
よ
う
と
す
る
人
だ

た
か
ら
そ
の
時
の
言
い
方
は
確
か
に
ひ
ど
い
物
だ

た

け
ど

 
言

て
い
る
内
容
は
正

だ

た

で
も
う
ち
は
そ
の
言
葉
に

を
貸
す
事
も
な
く

 
一
方
的
に
比
企
谷
の
事
を

ん
で
自
分
を
被
害
者
に
し
て
そ
れ
で
自
分
の
立
場
を
守
ろ
う

と
し
た

 
本
当
に
最

で
最
悪
な
人
間
だ

た

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
南
は
そ
う
言

て
深
々
と

を
下
げ
た

そ
ん
な
南
に
八
幡
が
声
を

け
た

い
や
い
や

で
も
お
前

そ
の
後
の
体
育
祭
の
時
は

前
の
失
敗
を
反
省
し
て

 
頑
張

て
何
と
か
し
よ
う

何
と
か
し
よ
う

て
頑
張

て
た
じ

な
い
か
よ

で
も
あ
の
時
の
う
ち
は

結
局
あ
ん
た
に
は
一
切
謝

て
な
い

そ
れ
は
ま
あ
そ
う
か
も
だ
が
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南
は
そ
の
八
幡
の
態
度
か
ら

あ
の
出
来
事
は
八
幡
の
中
で
は

に
終
わ

た
話
で
あ
り

 
許
す
許
さ
な
い

と
い
う
問
題
で
は
な
い
の
だ
な
と
感
じ
た
の
だ
が

 
南
は
そ
れ
に

え
る
の
を
良
し
と
し
な
か

た

出
来
る
事
な
ら
ハ

キ
リ
と

て
欲
し

か

た
さ

き
の
ゆ

こ
と
遥
の

が

き

と

の
う
ち
の

な
ん
だ
と
思
う

 
だ
か
ら
や

ぱ
り
う
ち
は

あ
ん
た
に
ち

ん
と

ら
れ
た
い

な

な

に
し
た
く
な
い

 
そ
う
じ

な
い
と

こ
れ
か
ら
先

う
ち
は
ち

ん
と
前
に
進
め
な
い
気
が
す
る
の

い
や
い
や

そ
れ
で
も
お
前

俺
が
い
な
く
な

た
時
に

い
て
く
れ
た
ん
だ
ろ

あ
れ
は

あ
ん
た
の

が
お

さ
ん
の

と
重
な

た
か
ら

い
た
だ
け
で

ほ
ら

自
分
で
言

て
る
じ

な
い
か

重
な

た

て
な

 
そ
れ

て
つ
ま
り

俺
の

に
も

い
て
く
れ
た

て
事
だ
ろ

え
 
南
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
意
表
を
突
か
れ
た

当
時
の
自
分
が
何
を
ど
う
考
え
た
か
は

 
自
分
が
一
番
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
だ

た
が
思
え
ば
あ
の
時
自
分
は
こ
う
考
え
た
は
ず

だ
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あ
あ

比
企
谷

も

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
の
だ
と

そ
こ
ま
で
考
え
て
南
は

 
あ
の
時
の
自
分
が
八
幡
の
事
も
心
配
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に

今
更
な
が
ら
気
が
付
い
た

あ分
か

た
か
お
前
は

え

パ

セ
ン
ト
だ
と
し
て
も
も
う
俺
の

に

い
て
く
れ
て
る

ん
だ
よ

 
そ
れ

て
も
う
文
化
祭
の
時
に
俺
に
言
わ
れ
た
事
に
対
し
無
意
識
に
反
省
し
て
た

て
事

だ
ろ

 
そ
れ
に
あ
の
時
の
事
を
言
う
な
ら
俺
の
言
い
方
も

切
だ
と
は
言
え
な
か

た
本
当
に
ご

め
ん
な

で
も

う
ち

う
ち
は

 
中
々
次
の
言
葉
を
発
せ
ら
れ
な
い
南
の

を
見
て

横
か
ら
自
由
が
口
を

ん
だ

参
謀
う
ち
の
南
は
確
か
に
少
し
調
子
に
乗
る
所
が
あ
る
の
で
罰
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
ぞ

そ
う
は
言

て
も
な

罰
の
内
容
は
参
謀
に
任
せ
ま
す
が
な

投
げ
か
よ
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八
幡
は
困

た
よ
う
に
明
日
奈
の
顔
を
見
た

明
日
奈
は
た
だ

て
八
幡
に
微
笑
ん
で

い
た俺

は
別
に

お
前
に
何
か
罰
が
必
要
だ
と
は
思

て
な
い
ん
だ
が

そ
れ
じ

あ

々
巡
り
で
し

い
い
か
ら
さ

さ
と
一
思
い
に
や
り
な
さ
い
よ

逆
ギ
レ
か
よ

 
そ
の
時
八
幡
の

界
に
エ
ル
ザ
の

が
映

た

エ
ル
ザ
は
八
幡
の

線
を
感
じ

 
ん

と
首
を

げ
た
が

そ
れ
を
見
た
八
幡
の

裏
に

南
を
説
得
す
る

の
ア
イ
デ
ア
が

一
つ

か
ん
だ

な

自
分
か
ら
進
ん
で
罰
を
受
け
た
い
と
か

お
前
も
エ
ル
ザ
と
同
じ
変
態
な
の
か

 
そ
れ
を

い
た
南
は
ビ
シ

と

ま

た

南
は
ギ
ギ
ギ
と
い
う
音
が

こ
え
て
く
る
よ
う

な

動
で

 
ゆ

く
り
と
エ
ル
ザ
の
方
に
顔
を
向
け
る
と
次
の

間
に
顔
を
真

に
し
て
八
幡
に
抗

議
し
た

や

ぱ
り
あ
ん
た
な
ん
か

大

い

わ

い

仲
間
仲
間
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う

う
ち
は
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
か
ら

 
エ
ル
ザ
は
南
を
仲
間
扱
い
し

南
は
さ
す
が
に

名
人
相
手
に
お
か
し
な
事
は
言
え
ず

 
困

た
よ
う
に
手
を
わ
た
わ
た
さ
せ
た

八
幡
は
こ
れ
で
南
も
罰
を
受
け
た
い
と
は
言
わ
な

い
だ
ろ
う
と

 
た
か
を
く
く

て
い
た
の
だ
が

そ
ん
な
八
幡
に
南
は
言

た

今
の
が
罰

全
然
足
り
な
い
わ
よ

も

と
真
面
目
に
考
え
な
さ
い
よ

ま
だ
言
う
か

分
か

た

少
し
考
え
る
か
ら
待

て
ろ

変
態

ち

違
う
か
ら

 
抗
議
す
る
南
を
よ
そ
に

八
幡
は

を
組
み

し
ば
ら
く
の
間
う

ん
と

て
い
た
が

 
ど
う
や
ら
何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
で

不
意
に
真
顔
に
な
り

じ

と
南
の
顔
を
見
つ
め
た

な

何
よ

よ
し

決
め
た

俺
の
罰
は
か
な
り
き
つ
い
ぞ

覚
悟
は
い
い
か

い

言

て
お
く
け
ど

え

ち
な
の
は

目
だ
か
ら
ね

当
た
り
前
だ
ろ

何
を
言

て
る
ん
だ
お
前
は

ど

ど
う
し
て
当
た
り
前
な
の
よ

う
ち
だ

て
年

の
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
ね
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ど

ち
だ
よ

ま
あ
い
い

よ
し

言
う
ぞ

 
八
幡
は
そ
こ
で
一
呼

置
く
と

南
に
こ
う
宣
言
し
た

お
前
さ

き

俺
の
事
を
大

い

て
言

た
だ
ろ
う

お
前
は
こ
れ
か
ら

そ
ん
な
俺
と

友
達
に
な
れ

 
期
間
は
一
生
だ

お
前
は
大

い
な
俺
と
強
制
的
に
ず

と
友
達
で
居
続
け
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う

 
苦

に
満
ち
た
人
生
を
送
ら
な
く
て
は
い
け
な
く
な
る

こ
れ
が
俺
が
お
前
に

え
る
も

と

も
重
い
罰
だ

な

何
よ
そ
れ

ど
う
だ

き
つ
い
だ
ろ

全
て
お
前
が
言
い
出
し
た
事
だ

め
ろ

そ
れ
の
ど
こ
が
罰
な
の
よ

罰
の
内
容
は

絶
対
に
変
え
な
い
か
ら
な

そ

そ
ん
な
の

 
南
は
罰
じ

な
い
と
言
お
う
と
し
て

言
葉
に
詰
ま

た

 
八
幡
が
と
て
も
優
し
い
目
を
し
て
い
た
か
ら
だ

た
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南
が
自
由
を
見
る
と

自
由
は
に
こ
に
こ
と
南
に

い
て
お
り

 
明
日
奈
や
陽
乃

そ
し
て
エ
ル
ザ
で
さ
え
も

南
の
事
を
ニ
コ
ニ
コ
と
見
つ
め
て
い
た

 
南
は

き
そ
う
に
な
る
の
を
ぐ

と
我
慢
し

八
幡
に

を
下
げ
た

う
ち
は
喜
ん
で
そ
の
罰
を
受
け
入
れ
ま
す

こ
れ
か
ら
末

く
友
達
と
し
て
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
こ
う
し
て
南
は

そ
の
八
幡
の
罰
を
受
け
る
事
と
な
り

 
こ
う
し
て
高
校
の
時
か
ら
の
八
幡
と
南
の
間
の
わ
だ
か
ま
り
も
完
全
に
解
消
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
の
話
は
終
わ
り
だ

待

て

私
か
ら
も
少
し
だ
け

話

い
い

ん
 
南
は
そ
う
言
う
と

つ

つ
と

八
幡
が
い
な
く
な

た
後
の
事
を
話
し
始
め
た

あ
ん
た
が
い
な
く
な

て
か
ら

う
ち
は
お

さ
ん
の
お
見
舞
い
も
あ

て

 
誰
と
も
遊
び
に
行
く
事
が
無
く
な

て

ク
ラ
ス
内
で
完
全
に

立
し
て
た

 
で
も
そ
ん
な
う
ち
に

結
衣
ち

ん
が
最
初
に
声
を

け
て
く
れ
て
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雪
ノ
下
さ
ん
と
三
人
で
ご

を
食
べ
る
よ
う
に
な

た

 
そ
し
て
二
人
は
う
ち
に

色
々
と
あ
ん
た
の
と
の
思
い
出
を
話
し
て
く
れ
た

 
そ
し
て
そ
の
流
れ
で
う
ち
は
た
ま
に
三

さ
ん
達
の
グ
ル

プ
に
も
混

て
も
ら
え
る
事
に

な

た

 
う
ち
は

相
変
わ
ら
ず
放
課
後
の
遊
び
の
誘
い
と
か
を
ず

と
断
り
続
け
て
た
け
ど

 
三

さ
ん
は

決
し
て
う
ち
を
仲
間
外
れ
に
し
よ
う
と
は
し
な
か

た

 
だ
か
ら
う
ち

あ
の
三
人
の
事
は
ち

と
好
き

あ
ん
た
の
事
は

い
だ

た
け
ど

 
で
も
お

さ
ん
の
事
を
考
え
る
時

必
ず
セ

ト
で
あ
ん
た
の
事
が

に

か
ん
だ

 
だ
か
ら

今
で
は
あ
ん
た
の
事
も

ほ
ん
の
ち

と
だ
け
好
き

そ
う
か

あ
い
つ
ら
が
な

 
八
幡
は

感
じ
入

た
よ
う
に
そ
う

い
た

本
当
の
本
当
に

ち

と
だ
け
だ
か
ら
ね

 
南
は
顔
を

く
し
て

八
幡
に
そ
う
念
押
し
し
た

八
幡
は
平
然
と
し
た
顔
で

南
に
こ
う

言

た
ま
あ
三
人
と
も

俺
の
自
慢
の
仲
間
だ
か
ら
な
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そ
れ
は
ち

と

ま
し
い
か
も

 
八
幡
の
自
慢
げ
な
顔
を
見
て

南
は
ぼ
そ

と
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
南
の
様
子
を
じ

く
り
と
観
察
し
て
い
た
陽
乃
が

い
き
な
り
こ
う
言

た

う
ん

合
格

え

あ

あ
の

何
が
で
す
か

 
陽
乃
は
そ
の
南
の
問
い
に
は
答
え
ず
懐
か
ら
名

を
取
り
出
し
そ
こ
に
何
か
書
き
加
え
る

と 
そ
の
名

を

ス

と
南
に
差
し
出
し
た

は
い
こ
れ
私
の
名

こ
れ
を
見
た
ら
必
ず
私
に
連

を
繋
ぐ
よ
う
に
書
い
て
お
い
た
か

ら
え

え

確
か
に

の
あ
な
た
は

と
ん
で
も
な
く

持
ち
な
ら
な
い

 
色
々
と
勘
違
い
し
た
子
だ

た
の
を
覚
え
て
る
け
ど

文
化
祭
の
時
は

色
々
と
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
陽
乃
に
そ
う
言
わ
れ

南
は

の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
謝

た
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だ
が
次
に
陽
乃
が
言

た
の
は

ま

た
く
予
想
外
の
台

だ

た

で
も

生
ま
れ
変
わ

た
今
の
あ
な
た
は

必
ず
八
幡
君
の
役
に
た
つ

 
元
々
優

な
は
ず
だ
し
ね

な
ん
た

て
あ
そ
こ
は

私
の
⺟
校
で
も
あ
る
ん
だ
か
ら

 
で

話
は
こ
こ
か
ら
だ
け
ど

南
ち

ん

あ
な
た

大
学
を
卒
業
し
た
ら

 
う
ち
の
会
社
に
来
て

八
幡
君
の
下
で
働
き
な
さ
い

 
こ
の
名

を
持

て
会
社
に
来
れ
ば

即

用
す
る
よ
う
に
人
事
に
は
言

て
お
く
か
ら

え

え
え

別
に
強
制
は
し
な
い
わ

で
も
こ
れ
は
あ
な
た
に
と

て
多
分
人
生
の
タ

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
よ

 
普
通
に
他
の
会
社
に

職
し
て
平

な
人
生
を
送
る
か
そ
れ
と
も
彼
や
こ
こ
に
い
る
皆
と

共
に
歩
み

 

乱
に
満
ち
た
人
生
を
送
る
か

自
分
自
身
で
よ
く
考
え
な
さ
い

う

う
ち

う
ち
は

 
南
は
そ
う
言
い
な
が
ら

り
の
者
達
の
顔
を
ぐ
る

と
見

し
た

 
八
幡
と
明
日
奈
は
南
に

き

エ
ル
ザ
は

ま
し
そ
う
に
南
を
見
て
い
た
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自
由
は
声
を
出
さ
ず
に
涙
を
流
し
て
い
た

そ
れ
を
見
て
南
の
腹
は
決
ま

た

う
ち

こ
れ
か
ら
は

比
企
谷
の
部
下
に
な

た
時
に
役
に
立
て
る
よ
う
に

 
大
学
で
は
そ
う
い
う
事
を
考
え
な
が
ら
勉
強
を
し
ま
す

だ
か
ら
是
非
そ
の
話
受
け
さ
せ
て

下
さ
い

 
そ
の
言
葉
に

囲
は
わ

と

り
上
が
り

こ
う
し
て

突
で
は
あ
る
が

 
南
の

職
が
内
定
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
こ
う
し
て
相
模
南
は

あ
の
二
人
と
は
違
い

自
分
自
身
に

実
で
あ
る
事
で
星
を
掴
ん
だ

 
そ
し
て
明
日

何
か
が

こ
る



 第２１８話 お願い魔王様

 
第
２
１
８
話
 
お
願
い
魔
王
様

 

め
上
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ま

魔
王
様

私
の
働
き
に
も

何
か
褒
美
を
下
さ
い

 
エ
ル
ザ
が
突
然
そ
う
言
い
な
が
ら

陽
乃
の
足
に
す
が
り
つ
い
た

 
そ
の
目
は
陽
乃
へ
の
尊
敬
に
満
ち
て
お
り

キ
ラ
キ
ラ
と

い
て
い
た

 
陽
乃
は
何
も
言
わ
ず
ま
る
で

い

を
な
で
る
よ
う
に
エ
ル
ザ
の

を
な
で
な
が
ら
八
幡

に
言

た

そ
う
い
え
ば
八
幡
君
最
近
私
の
事
を
魔
王

て
呼
ぶ
人
が

え
て
い
る
気
が
す
る
ん
だ
け

ど 
一
体
誰
の
せ
い
な
の
か
し
ら
ね

そ

そ
れ
は
で
す
ね

親
愛
の
情
の
発
露
と
で
も
言
い
ま
す
か
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ア
レ
で
す
よ
陽
乃
さ
ん
を
称
え
る
俺
の
気
持
ち
が
言
葉
に
な

て

れ
た
結
果
と
い
う
か

で
す
ね

あ
ら

分
正
直
に
自
白
す
る
の
ね

ぐ
 
八
幡
は
一

言
い

ん
だ
が

も
反

を
続
け
た

そ
も
そ
も
最
近
の
日
本
で
は

魔
王
と
い
う
言
葉
は

 
必
ず
し
も
ネ
ガ
テ

ブ
な
意
味
だ
け
を

す
物
で
は
無
い
で
す
よ
ね

 
そ
れ
こ
そ
お
茶
の
間
に
魔
王
が
い
た
り

立

な

者
を
や

て
い
た
り

 
そ
の
ジ

ン
ル
は
多
岐
に

り

そ
れ
こ
そ
多
種
多
様
で
す

 
つ
ま
り
俺
が
言
い
た
い
の
は

魔
王
と
い
う
言
葉
は

田
信
⻑
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

 
た
だ
た
だ
人
の
偉
大
さ
を
表
す
言
葉
で
あ
り

だ
か
ら
こ
そ
陽
乃
さ
ん
も

 
自
ら
が
主

す
る
女
子
会
に
魔
王
女
子
会
と
名
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
そ
う

察
す
る

で

あ
り
ま
す

あ
れ
は
た
だ
の

あ
な
た
へ
の
当
て
付
け
な
ん
だ
け
ど

あ
と
日
本
語
が
変

ぐ
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八
幡
は
再
び
言
い

ん
だ
が

も
反

を
続
け

な
か

た

本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
八
幡
は
突
然
そ
う
言
う
と

深
々
と

を
下
げ
た

 
そ
れ
を
見
た
陽
乃
は

何
故
か
少
し
困

た
顔
で
八
幡
に
言

た

別
に
謝
ら
な
く
て
も
い
い
の
よ
私
だ

て
面
白
お
か
し
く
自
称
し
て
い
る
面
も
あ
る

だ
し

ね 
た
だ
私
は
何
と
な
く
思
う
の
よ

世
間
で
は
ほ
と
ん
ど

外
も
無
く
男
も
女
も
魔
王
扱
い

じ

な
い

 
で
も
そ
れ

て
ど
う
な
の

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
様
は

あ
く
ま
で
女
王
で
あ

て

国
王
と

は
言
わ
れ
な
い

 
そ
う
つ
ま
り
私
の
場
合
は
本
来
魔
女
王
と
呼
ば
れ
る
べ
き
存
在
な
の
で
は
な
い
か
し
ら

あ
ん
た
ず

と
俺
に
プ
レ

シ

を
か
け
る
が

く
思
わ
せ
ぶ
り
な
態
度
を
と

て
お

い
て

 
実

に
考
え
て
た
の
は
そ
れ
か
よ
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八
幡
は
そ
う
言

て

を

え

陽
乃
は
そ
れ
を
見
て
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑

た

 
ど
う
や
ら
陽
乃
は

八
幡

み
で
魔
王
と
呼
ば
れ
る
事
に
つ
い
て
は
ど
う
で
も
い
い
ら
し
く

 
た
だ
八
幡
を
い
じ
り
た
か

た
だ
け
の
よ
う
で
あ
る

そ
れ
で
八
幡
君

こ
の
子
の
事
だ
け
ど

ど
う
思
う

う

ん

頑
張

て
く
れ
た
の
は
事
実
で
す
し
何
か
し
ら
報
い
て
や
り
た
い
と
は
思
い
ま

す
がで

も
私

正
直
こ
の
子
の
事
は
よ
く
知
ら
な
い
か
ら
ね

 
八
幡
は
陽
乃
に

き

重
々
し
い
口
調
で
言

た

変
態
な
の
は
確
か
な
ん
で
す
が

も
う

そ
れ
は
褒
め
す
ぎ
だ
よ

こ
う
い
う
奴
で
す

な
る
ほ
ど

 
陽
乃
は
胸
の
下
で

を
組
ん
で
考
え
込
ん
だ

そ
の
魔
王
ク
ラ
ス
の
胸
を
見
た
エ
ル
ザ
は

 
勢
い
よ
く
陽
乃
に
言

た

魔
王
様

私
も
そ
の

魔
王
ク
ラ
ス
の
胸
が
欲
し
い
で
す
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飲
め

 
八
幡
は
そ
う
即
答
し

陽
乃
は
自
分
の
胸
を
見
な
が
ら
諭
す
よ
う
に
エ
ル
ザ
に
言

た

こ
れ
は
遺
伝
子
の
問
題
だ
か
ら

私
に
ど
う
こ
う
出
来
る
問
題
じ

な
い
わ
ね

 
エ
ル
ザ
は
身
⻑
も

く

身
の
体
つ
き
を
し
て
い
る

 
雪
乃
同
様

こ
こ
か
ら
爆
発
的
に
胸
が
大
き
く
な
る
可
能
性
は

い
と
思
わ
れ
た

そ

か

 
エ
ル
ザ
は
し

ぼ
ん
と
し
な
が
ら
そ
う

い
た

そ
ん
な
エ
ル
ザ
に
八
幡
は
言

た

他
に
何
か
無
い
の
か

 
す
る
と
エ
ル
ザ
は

パ

と
顔
を

か
せ

八
幡
に
言

た

八
幡
の
部
下
に
な
り
た
い

 
そ
ん
な
エ
ル
ザ
に

八
幡
は

れ
た
顔
で
言

た

名
な
歌
手
が
何
言

て
ん
だ
よ

そ
れ
に
お
前
は
も
う

俺
の
自
称
下
僕
じ

な
い
か
よ

あ

下
僕
か
ら
部
下
に
ラ
ン
ク
ダ
ウ
ン
し
ち

う
よ
ね

お
前
の
価

基
準
が
ま

た
く
分
か
ら
ん
の
だ
が

 
エ
ル
ザ
の
そ
の
考
え
方
は

確
か
に
一

人
に
は
理
解
不
能
で
あ
ろ
う
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そ
れ
じ

あ

歌
が
上
手
く
な
り
た
い

エ
ル
ザ
さ
ん

今
で
も
す
ご
く
上
手
だ
よ
ね

人
気
急
上
昇
中
な

だ
し

そ
う
だ
な

そ
れ
で
も
不
満
な
ら

も

と
練

し
ろ

うあ
 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
南
が

何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
に
そ
う
叫
ん
だ

あ
の

エ
ル
ザ
さ
ん

う
ち
と
そ
の

手
し
て
も
ら

て
も
い
い
で
す
か

う
ん

い
い
よ

 
南
は
嬉
し
そ
う
に
エ
ル
ザ
の
手
を

り

そ
れ
を
見
た

り
の
者
達
は
ほ

こ
り
し
た

 
八
幡
も
そ
れ
で
落
ち
着
い
た
の
か

エ
ル
ザ
に
こ
う
問
い
か
け
た

お
前
個
人
の
願
望
と
か
そ
う
い
う
の
は
置
い
と
い
て

 
何
か
こ
う
漠
然
と
で
い
い
か
ら
こ
う
な

た
ら
い
い
な
と
か
困

て
る
事
と
か
は
無
い

の
か

 
そ
れ
を

い
た
エ
ル
ザ
は

少
し
考
え
な
が
ら
言

た

う

ん

そ
う
い
う
話
な
ら

最
近
ち

と
事

所
と

め
て
て
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独
立
し
た
い
か
な

と
は
思
う
け
ど

そ
れ
は
さ
す
が
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
じ

な
い

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
何
気
な
い
一
言
を

い
た
八
幡
と
陽
乃
は

顔
を
見
合
わ
せ
た

お
前
の
事

所

て

ど
こ
だ

倉
エ

ジ

ン
シ

だ
よ

今
の
社
⻑
は
い
い
人
な
ん
だ
け
ど

 
後
継
ぎ
の
馬

が
何
か
私
に
ご

心
み
た
い
で
会
い
た
い
会
い
た
い

て
本
当
に
う
ざ
い

の
そ
う
な
の
か

姉
さ
ん

何
か

い
て
ま
す
か

 
八
幡
の
言
葉
を
受
け

陽
乃
は
少
し
考
え
な
が
ら
こ
う
口
に
し
た

確
か
に
中
堅
ク
ラ
ス
の
事

所
と
し
て
は

頑
張

て
い
い
仕
事
を
し
て
き
た
会
社
だ
け
ど

 
最
近
は
所
属
す
る
女
性
ア

テ

ス
ト
か
ら
の
評
判
が
悪
い
と
い
う
話
は
伝
わ

て
く
る
わ

ね
そ
れ
も
多
分
そ
い
つ
の
せ
い

私
の
友
達
も
言

て
た
も
ん

な
る
ほ
ど

今
の
社
⻑
に
は
特
に

む
所
は
無
い
ん
だ
な

う
ん

今
の
社
⻑
は
い
い
人
だ
よ

そ
う
か



 第四章 ＧＧＯ編

 
八
幡
は

そ
の

り
か
ら
ど
う
に
か
出
来
な
い
も
の
か
と
考
え
込
ん
だ
が

 
そ
ん
な
八
幡
に
明
日
奈
が
声
を

け
た

ね

八
幡
君

私

多
分
そ
の
社
⻑
さ
ん
と
会

た
事
が
あ
る
か
も

そ
う
な
の
か

う
ん
か
な
り
前
に
お

さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
行

た
パ

テ

で
紹
介
さ
れ
た
事
が
あ
る

よ 
す
ご
く

そ
う
な
人
だ

た

あ
れ

で
も
そ
う
い
え
ば

 
明
日
奈
は
記
憶
を
探
る
よ
う
に

少
し
考
え
込
む
と

ハ

と
し
た
顔
で
言

た

あ
そ
こ
の
息
子
さ
ん
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ

て

今
日
の
食
事
会
の
時
に

 
う
ち
の
お

さ
ん
が
言

て
た
か
も

そ
う
確
か
に
倉
さ
ん
の
息
子
さ
ん

て
言

て
た

 
最
初
は
誰
の
事
な
の
か
よ
く
思
い
出
せ
な
か

た
け
ど

 
そ
う
だ
そ
う
だ

倉
さ
ん

て

倉
エ

ジ

ン
シ

の
社
⻑
さ
ん
の
事
だ

 
あ
の
ね
八
幡
君

後
日
お

さ
ん
か
ら
話
が
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
そ
の
倉
さ
ん
が

私
達
の
事
を
知

て

一
度
是
非
お

が
言
い
た
い

て
言

て
た
よ

 
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
に

一
同
は
驚
い
た
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そ
れ
じ

あ

章
三
さ
ん
に
倉
さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら

て

直
接
お
願
い
す
れ
ば

 
も
し
か
し
た
ら
何
と
か
な
る
の
か

そ
れ
だ
け
だ
と
少
し

い
か
ら

別
の
手
土
産
も
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
八
幡
と
陽
乃
は

体
的
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
始
め
た

レ
ク
ト

も
し
く
は
う
ち
の
会
社
で

倉
エ

ジ

ン
シ

と
提

し
て

 
ゲ

ム
の
イ
メ

ジ
ソ
ン
グ
を
歌

て
も
ら
う
と
か

そ
の

り
が
無
難
な
選
択
よ
ね

エ
ル
ザ
ち

ん
を
失
う
リ
ス
ク
と
天

に
か
け
て
も

 
そ
れ
な
ら
十
分
あ
ち
ら
に
リ
タ

ン
が
あ
る
は
ず

問
題
は

そ
の
息
子
と
や
ら
で
す
ね

そ
う
い
う
性
格
な
ら
そ
い
つ
が
反
対
し
そ
う
で
す
が

そ
も
そ
も
八
幡
君

そ
の
息
子
さ
ん

て

私
達
の
知

て
る
人
な
の
か
な

 
も
し
攻
略
組
の
人
と
か
だ

た
ら

少
し
は
話
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
よ
ね

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を
受
け

八
幡
は
エ
ル
ザ
に

ね
た

エ
ル
ザ

そ
い
つ
が
写

て
る
写
真
か
何
か

持

て
な
い
か

え

あ
ん
な
馬

の
写
真

持

て
な
い

あ

も
し
か
し
て

 
エ
ル
ザ
は

何
か
思
い
出
し
た
よ
う
に

自
身
の
ス
マ
ホ
を
操
作
し
出
し
た
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そ
し
て
し
ば
ら
く
し
た
後

目
的
の
写
真
を
見
つ
け
た
の
か

八
幡
に
見
せ
て
き
た

こ
れ
こ
れ

こ
の
前
会
社
主

の
パ

テ

で

た
写
真
な
ん
だ
け
ど

 
後
ろ
に
小
さ
く
あ
い
つ
が
写

て
た

こ
い
つ
な
ん
だ
け
ど

見
覚
え
あ
る
か
な

 
八
幡
は

エ
ル
ザ
か
ら
ス
マ
ホ
を
受
け
取
り

そ
の
画
面
を

き
込
ん
だ

 
そ
の
男
の
顔
を
見
た

間
八
幡
は
一

ま

た
が
次
の

間
深
い
深
い
た
め
息
を
つ

い
た

 
そ
の
八
幡
の
顔
が
少
し
怖
く
感
じ
ら
れ
た
エ
ル
ザ
は

恐
る
恐
る
八
幡
に

ね
た

え

と

も
し
か
し
て

や

ぱ
り
知
り
合
い
だ

た

こ
い
つ
を
知
り
合
い
と
表
現
し
て
い
い
の
か
ど
う
か

お
い

明
日
奈

ゴ
ド
フ
リ

 
こ
い
つ
の
顔
を
よ
く
見
て
み
ろ

 
そ
う
言

て
八
幡
は

二
人
に
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
せ
た

 
そ
れ
を
見
た
明
日
奈
は

悪
感
で
顔
を
歪
め

ゴ
ド
フ
リ

は

り
の
表
情
を
見
せ
た

 
陽
乃
は
そ
ん
な
明
日
奈
の
顔
を
見
た
の
は
初
め
て
だ

た
の
で
驚
い
て
明
日
奈
に

ね
た

三
人
と
も

一
体
ど
う
し
た
の

そ
の
男
は
三
人
と
ど
う
い
う
関
係

 
三
人
は
直
ぐ
に
は
そ
れ
に
は
答
え
ず

場
は

に
包
ま
れ
た
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え

と

八

幡

 
写
真
を
見
せ
た
本
人
で
あ
る
エ
ル
ザ
が

八
幡
の
顔
を

う
よ
う
に

そ
う

ね
る
と

 
意
外
に
も
八
幡
は

笑
顔
で
エ
ル
ザ
に
言

た

お
い
エ
ル
ザ

絶
対
に
お
前
は
独
立
さ
せ
て
や
る
か
ら
な

 
こ
ん
な
奴
の
下
に

お
前
を
置
い
て
お
く

に
は
い
か
な
い

 
そ
し
て
即
座
に

明
日
奈
と
ゴ
ド
フ
リ

も
そ
れ
に
同
意
し
た

う
ん

ま

た
く
あ
り
え
な
い

こ
の
人
が
次
期
社
⻑

無
理
無
理

絶
対
に
潰
そ
う

 
確
か
優

な
弟
さ
ん
が
い
た
は
ず
だ
か
ら

そ
の
人
に
社
⻑
に
な

て
も
ら
お
う

久
し
ぶ
り
に
反

が
出
そ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
な

ま
さ
か
こ
い
つ
と
は

 
そ
の
言
葉
を

い
て

と
ま
ど
う
陽
乃
と
南
と
エ
ル
ザ
に

八
幡
は
説
明
を
始
め
た

こ
い
つ
は
元
攻
略
組
の
裏
切
り
者
で

俺
と
ゴ
ド
フ
リ

を
殺
そ
う
と
し
た
張
本
人
だ

 
明
日
奈
に

想
し
て
俺
を
殺
せ
ば
明
日
奈
が
自
分
の
物
に
な
る
と
信
じ
込
ん
で
い
た
勘
違

い
野
郎
だ
な

私
と
八
幡
君
が

こ
の
人
を
罠
に
は
め
て
監
獄
送
り
に
し
た
ん
だ
よ
ね

い
い
か
南
さ

き
言

た
お

さ
ん
が
殺
さ
れ
か
け
た

て
話
の
直
接
の
犯
人
が
こ
い
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つ
だ

 
参
謀
と
副
団
⻑
の
計
略
に
よ

て

ノ
コ
ノ
コ
と

り
出
さ
れ
た
馬

者
だ

そ
の
せ
い
で

ゴ
ド
フ
リ

も
危
険
な
目
に
合
わ
せ
ち
ま

た
け
ど
な

 
そ
れ
を

い
た
ゴ
ド
フ
リ

は

相
好
を
崩
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

何
の
何
の
参
謀
は
ち

ん
と

の
安
全
に
つ
い
て
も
配

し
て
く
れ
て
い
た
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か

 
あ
の
く
ら
い
の
リ
ス
ク
を
負
う
く
ら
い

何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
ぞ

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
南
が

つ
り
と
言

た

そ

か

こ
い
つ
が
お

さ
ん
を
殺
そ
う
と
し
た
奴
な
ん
だ

 
そ
の
南
の

を

八
幡
は
ポ
ン
と
叩
く
と

エ
ル
ザ
の
方
を
向
い
て
言

た

こ
い
つ
と
は
二
度
と
会
う
事
は
無
い
と
思

て
い
た
が

こ
う
な

た
ら
話
は
別
だ

 
ま
だ
そ
ん
な
事
を
や

て
い
る
ん
だ

た
ら

こ
い
つ
だ
け
は
絶
対
に
潰
す

 
姉
さ
ん

そ
う
い

た
ス
タ
ン
ス
で
話
を
進
め
た
い
ん
で
す
が

い
い
で
す
か

少
し

し
い
事
情
を

い
て
も
い
い
か
し
ら

え
え

⻑
く
な
る
と
思
う
の
で

ち

と
同
窓
会
に
は

れ
そ
う
も
な
い
か
ら
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葉
山
に
連

し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う

 
こ
う
し
て

八
幡
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

で
あ
る
三
人
は

当
時
の
事
を
話
し
始
め
た
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第
２
１
９
話
 
同
窓
会
を
終
え
て

雪
ノ
下
家
と
ヴ

ル
ハ
ラ

 
こ
の
ク
ラ
デ

ル
関
連
の
エ
ピ
ソ

ド
は

意
外
と
⻑
く
な
り
ま
す

 
少
し
だ
け
言
う
と
八
幡
は
二

所
遠
出
を
す
る
事
に
な
り
ま
す

後
は
秘
密
と
い
う
事
で

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

雪
ノ
下
さ
ん

結
衣

優
美
子

比
企
谷
か
ら

話
で

今
日
は
ち

と

れ
な
い
そ
う
だ

よ
あ
ら

そ
れ
は
残
念
ね

ま
あ
彼
に
は
高
校
時
代
の

も
る
話
な
ん
て

 
特
に
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

 
雪
乃
は
葉
山
か
ら
そ
う
連

を
受
け

ふ
ふ

と
笑
い
な
が
ら
言

た

ヒ

キ

に
と

て
は

よ
り
は
今

て
感
じ
だ
し
ね

あ

し
は

学
旅
行
の
時
と
か
の

き

ど

た
感
じ
の
態
度
と
か
を
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か
ら
か
い
た
い
気
分
は
あ

た
ん
だ
け
ど
な

 
結
衣
と
優
美
子
は
雪
乃
の
言
葉
を
受
け

残
念
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
そ
う
言

た

あ

で
も
帰
り
は
ど
う
し
よ
う

 
そ
う
言

た
結
衣
に

葉
山
は
続
け
て
言

た

そ
れ
に
つ
い
て
も

い
て
い
る
よ

雪
ノ
下
さ
ん

外
に

を
待
た
せ
て
あ
る
か
ら

 
帰
り
は
そ
れ
に
乗

て
帰

て
く
れ
と
の
事
だ
よ

都

で
も
呼
ん
だ
の
か
し
ら

か
も
し
れ
な
い
ね

 
そ
の
葉
山
の
言
葉
に

雪
乃
は
そ
う

し
た

 
そ
し
て
少
し
後
に
外
に
出
た
雪
乃
達
三
人
を
待

て
い
た
の
は
当
然
の
事
な
が
ら
キ

ト

で
あ

た

雪
乃

こ
ち
ら
で
す

キ

ト

そ
う

外
で
待

て
い
て
く
れ
た
の
は

あ
な
た
だ

た
の
ね

八
幡
に

そ
う
頼
ま
れ
ま
し
た
の
で

 
そ
れ
を

い
た
雪
乃
は

少
し
驚
い
た
よ
う
に
キ

ト
に

ね
た
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頼
ま
れ
た

て

ま
さ
か
あ
な
た
の
所

は

今
は
八
幡
君
に
移

て
い
る
の

今
の
私
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ

は
八
幡
に
な

て
い
ま
す

次
点
が
陽
乃
と
あ
な
た
で
す

 
雪
乃
は
そ
の
言
葉
に
意
表
を
突
か
れ
た

よ
く
あ
の

さ
ん
が

そ
れ
を
許
し
た
も
の
ね

陽
乃
の
話
だ
と

那
様
は
八
幡
が
私
を
気
に
入

た
と

い
て
喜
ん
で

る
と
言

た

よ
う
で

 
奥
様
も

的
に
そ
れ
に
同
意
し
た
よ
う
で
す

法

上
の
所

自
体
は
陽
乃
の
ま
ま
で
す

が 
マ
ス
タ

限
は
全
て
八
幡
に

り
そ
れ
に

い
保
険
関
係
の
問
題
も
調
整
し
た
よ
う
で
す

ま

た
く

さ
ん
も
⺟
さ
ん
も

八
幡
君
の
事
が
好
き
す
ぎ
で
し

う

 
奇
し
く
も
雪
乃
は
南
と
同
じ
よ
う
な
事
を

き
三
人
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ

 
運
転

に
は

式
だ
け
と
は
い
え
雪
乃
が
座

た

あ
れ

さ

き

て
た
運
転
手
さ
ん
は
ど
こ

ゆ
き
の
ん
が
運
転
す
る
の

あ
ん
た

い
つ
の
間
に
免
許
を
と

て
た
の

 
そ
う
疑
問
を

す
る
二
人
に
対
し

キ

ト
が
こ
う
答
え
た
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い
い
え

運
転
す
る
の
は
私
で
す

え
え

く

が

た

初
め
ま
し
て

私
は
キ

ト
と
言
い
ま
す

今
日
は
お
二
人
を
家
ま
で
お
送
り
す
る
よ
う
に

 
八
幡
に
命
令
さ
れ
た

参
上
し
ま
し
た

な

何
こ
れ

な
ん
か
す
ご
い

 
こ
う
し
て
驚
き
つ
つ
も

三
人
は
キ

ト
の
運
転
で
そ
れ
ぞ
れ
の
家
路
へ
と
つ
い
た

 
ち
な
み
に
い
ろ
は
は
久
し
ぶ
り
に
小
町
と
遊
び
に
行
く
ら
し
く

先
に
帰

た
よ
う
だ

 
そ
の
ま
ま
二
人
を
送

た
後

久
し
ぶ
り
に
自
宅
へ
と

た
雪
乃
は

親
に
言

た

さ
ん

よ
く
キ

ト
を
手
放
す
気
に
な

た
の
ね

ち

と
驚
い
た
わ

は
は

雪
乃
の
そ
ん
な
顔
を
見
る
の
も
久
し
ぶ
り
だ
ね

 
あ
の

を
八
幡
君
が
と
て
も
気
に
入

て
く
れ
た
と

い
た
か
ら

即
決
し
た
ん
だ
よ

さ
ん
は

八
幡
君
の
事
が
好
き
す
ぎ
よ

あ
ら

お

さ
ん
だ
け
じ

な
く
て

私
も
な
の
だ
け
ど

⺟
さ
ん

 
突
然
後
ろ
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

雪
乃
は

て
て

り
返

た
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彼
は
雪
ノ
下
家
の

人
な
の
だ
か
ら

こ
れ
く
ら
い
す
る
の
は
当
然
よ

 
あ
な
た
達
姉
妹
の
絆
を

前
向
き
に
し

か
り
と
結
ん
で
く
れ
た
の
だ
か
ら

と
い
う

前
で
ね

前
な
の

 
雪
乃
は
珍
し
く
そ
う
突

込
ん
だ

こ
ん
な
雪
乃
の

は
滅
多
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

確
か
に
そ

ち
も
感
謝
は
し
て
い
る
わ
よ

陽
乃
の
能
力
や
態
度
に
は
ま

た
く
不
満
は
無

か

た
し

 
あ
な
た
に
関
し
て
も

そ
の
能
力
に
関
し
て
は
特
に
心
配
す
る
よ
う
な
事
は
無
か

た
わ

 
彼
が
い
な
く
て
も

あ
な
た
達
な
ら
ば
立

に
雪
ノ
下
の
家
を
守

て
く
れ
た
と
思
う

 
で
も
そ
れ
は
多
分

た
だ
の

で
し
か
無
か

た
の
よ

⺟
さ
ん

私
達
は
間
違

て
い
た
ん
だ
よ

そ
れ
を
思
い
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
は
陽
乃
だ

た

 
お
前
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

陽
乃
は
こ
の
前
こ
ん
な
事
を
言

た
ん
だ

い
ず
れ
雪
ノ
下
の
家
も

私
の
ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の

下
に
収
め
る
わ
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そ
う
す
れ
ば

誰
が
社
⻑
に
な

て
も
立

に
家
を
守

た
事
に
は
な
る
で
し

う

 
そ
の
上
で
私
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に
八
幡
君
を

え
る

そ
う
す
れ
ば
私
達
は
自
由
に
動
け

る
わ

 

治
家
に
な
る
か
ど
う
か
は
そ
の
時
に
決
め
る

地
盤
さ
え
し

か
り
し
て
お
け
ば

 

治
家
に
私
達
の
息
の
か
か

た
人
間
を
送
り
込
ん
で
も
い
い
で
し

う

 
だ
か
ら
私
達
は
そ
れ
ま
で
自
由
に
動
き

と
に
か
く
力
を

え
る
の
よ

と
ね

姉
さ
ん
が
そ
ん
な
事
を

 
二
人
は
雪
乃
に

き

も
言

た

だ
か
ら
私
達
は
相
談
し
て
も
う
お
前
達
に
自
分
達
の
都
合
を
押
し
付
け
る
の
は
や
め
よ
う

と 
そ
う
決
め
た
ん
だ
よ

そ
し
て
今

そ
れ
は
こ
の
上
な
く
い
い
結
果
を
出
し
て
い
る

 
お
前
達
の
顔
も
明
る
く
な

た
し
何
よ
り
お
前
が
家
に
帰

て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な

た

か
ら
私
は

あ
な
た
達
の
進
路
を
私
が
管
理
す
る
事
こ
そ
が

 
二
人
の
幸
せ
に
繋
が
る
と
そ
う
考
え
て
し
ま

て
い
た
わ

で
も
そ
れ
は
間
違
い
だ

た

 
最
初
に
二
人
が
私
達
の
下
に
押
し
か
け
て
き
た
時
は

確
か
に
反
発
も
あ

た
け
ど
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で
も
あ
な
た
達
は
立

に
結
果
を
出
し

私
達
の
期
待
以
上
の
働
き
を
し
て
く
れ
た

 
そ
し
て
今

私
達
の
コ
ン
ト
ロ

ル
を
離
れ

あ
な
た
達
は

ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
わ

 
こ
れ
も
全
て
彼
の
お
か
げ
な
の
よ
ね

さ
ん

⺟
さ
ん

 
そ
う
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た
雪
乃
に
対
し

二
人
は
一
転
し
て
い
た
ず
ら
め
い
た
表
情
で
こ
う

言

た
で
も
実

問
題
キ

ト
を

た
の
は
私
達
が
彼
の
事
が
大
好
き
だ
か
ら
な
ん
だ
け
ど

ね
え
え
本
当
に
彼
は
人
た
ら
し
と
い
う
か
気
が
付
い
た
ら
も
う
好
き
に
な

て
い
た
わ
よ

ね
二
人
と
も

本
当
に
彼
の
事
が
好
き
す
ぎ
よ
ね

 
雪
乃
の
そ
の

き
に

二
人
は
し
か
し
こ
う
反
撃
し
た

ま
あ
そ
の
お
か
げ
で

お
前
達
の
婚
期
が

れ
そ
う
な
の
が
困

た
問
題
な
ん
だ
け
ど
ね

い

そ
法

が

正
さ
れ
て
二
人
と
も
八
幡
君
が
奥
さ
ん
に
も
ら

て
く
れ
な
い
か
し
ら

ね
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少
し
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
れ
を

き
流
し
た
雪
乃
は

口
に
出
し
て
は
こ
う
言

た

姉
さ
ん
の
最
終
目
標
は

も
し
か
し
た
ら
そ
こ
な
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
二
人
の
言
葉
を
受
け

冗
談
で
そ
う
言

た
雪
乃
だ

た
が

 
雪
乃
は
そ
の
自
分
の
言
葉
に

ま
り

二
人
も
同
時
に

ま

た

い
や

で
も

ま
さ
か

な

案
外
あ
り
え
る
の
か
し
ら

さ
す
が
に
そ
れ
は

で
も
姉
さ
ん
な
ら
あ
る
い
は

ま

ま
あ

こ
の
話
は
や
め
て
お
き
ま
し

う

そ

そ
う
だ
ね

 
三
人
は

そ
の
話
は
そ
こ
で
や
め
る
事
に
し
た

 
話
し
て
い
る
だ
け
で
そ
れ
が
現
実
に
な
る
よ
う
な

そ
ん
な
気
が
し
た
か
ら
だ

た

し
か
し

二
人
の
婚
期
が

く
な
る

も
し
く
は
結
婚
し
な
い
な
ん
て
事
に
な

た
ら

 
う
ち
と
し
て
は
ち

と
困

て
し
ま
う
わ
ね

も
う
一
人
か
二
人
子

を
作
る
べ
き
か

ち

と

討
し
よ
う
か

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
雪
乃

私
達
は
ち

と
用
事
が
出
来
た
か
ら
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あ
な
た
は
自
分
の
部
屋
で

ゆ

く
り
休
ん
で
な
さ
い
ね

ち

ち

と

さ
ん

⺟
さ
ん

い
き
な
り
何
を
言

て
い
る
の

 
そ
ん
な
雪
乃
の
言
葉
に
は

を
貸
さ
ず

二
人
は
去

て
い
き

 
雪
乃
は

二
人
も
変
わ

た
わ
と
思
い
な
が
ら
自
分
の
部
屋
に

た

  
ち
な
み
に
こ
の
話
は
そ
の
場
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
二
人
は
こ
の
後
も
何
か
と
そ
の
話
題
に
触

れ
た

 
そ
の
話
題
の
中
に

こ
ん
な
話
が
あ

た

 
も
し
双
子
の
姉
妹
が
生
ま
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
話
だ

た

一
人
は

り
の
あ
る
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に

乃
と

 
も
う
一
人
は

幸
せ
に
な
る
よ
う
に

幸
乃
と
名
付
け
よ
う

 
あ
や
の
と
さ
ち
の
二
人
の
イ
メ

ジ
カ
ラ

は
明
日
奈
と
八
幡
に
ち
な
ん
で
白
と
黒
に

し
よ
う

 
そ
ん
な
と
り
と
め
の
無
い
会
話
の
中
で

そ
の
二
人
は
い
つ
し
か

か
ら
一
文

と

 
イ
メ

ジ
カ
ラ

か
ら
の
連
想
で

白
雪
姫
と

黒
雪
姫
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た
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両
親
が
そ
う
楽
し
そ
う
に
妄
想
す
る

を
陽
乃
と
雪
乃
は

れ
な
が
ら

い
て
い
た
も
の

だ

た

 
そ
の
話
が
現
実
に
な
る
か
ど
う
か
は

今
は
ま
だ

誰
に
も
分
か
ら
な
い

  
部
屋
に

る
と
雪
乃
は
何
か
予
感
が
あ

た
の
だ
ろ
う
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
ダ
イ
ブ
し

た 
そ
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
着
い
た
雪
乃
を
出
迎
え
た
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
が
こ
う

言

た
ユ
キ
ノ
さ
ん

ユ
イ
ユ
イ
さ
ん
と
ユ
ミ

さ
ん
が

お
待
ち
か
ね
で
す
よ

誘

て
な
い
け
ど
多
分
ユ
キ
ノ
も
来
る
と
二
人
は
言

て
た
が
ま
さ
か
本
当
に
な
る
と
は

な
そ
う

わ
ざ
わ
ざ
の
出
迎
え

あ
り
が
と
う
ね
二
人
と
も

 
こ
う
し
て
誰
か
に
迎
え
て
も
ら
う
の
は

何
だ
か
と
て
も
嬉
し
い
わ

 
ユ
キ
ノ
は
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
に
そ
う
言
う
と

中
へ
と
入

て
い
き

 
ソ
フ

に

け
て
い
る
二
人
に
言

た
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二
人
と
も

こ
ん
な
所
で
ど
う
し
た
の

ユ
キ
ノ
ン

あ
た
し
は
何
と
な
く

る
に
は
少
し

い
な

て
思

て

 
で

こ
こ
な
ら
誰
か
い
る
か
も

て
思

て

何
と
な
く
ロ
グ
イ
ン
し
て
み
た
の

あ

し
も
何
と
な
く
か
な

ま
あ
確
か
に

誰
か
し
ら
い
る
だ
ろ
う
と
は
思

て
た
け
ど
ね

ま
あ
実

私
も

そ
ん
な
感
じ
な
の
だ
け
れ
ど

 
三
人
は
そ
う
言
う
と

キ
ズ
メ
ル
の

れ
て
く
れ
た
お
茶
を
飲
み

ふ

と
一
息
つ
い
た

 
ど
う
や
ら
キ
ズ
メ
ル
は

ユ
イ
に
色
々
と
教
わ

て
い
る
よ
う
で

 
メ
イ
ド
の
よ
う
な
事
も

あ
る

度
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

そ
う
だ

せ

か
く
知
り
合

た
ん
だ
し

ち

と
エ
ル
ザ
さ
ん
の

で
も
見
て
み
な
い

あ

し
見
た
事
な
い
か
ら

ち

と
興
味
あ
る
か
も

私
も
見
て
み
た
い
わ

そ
れ
じ

決
ま
り
ね

 
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

エ
ル
ザ
の
動
画
を
呼
び
出
し
た

う
わ
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歌

す
ご
く
上
手
い
ね

こ
れ
が
あ
の
人
と
同
一
人
物
だ
な
ん
て

ち

と
信
じ
ら
れ
な
い
の
だ
け
れ
ど

こ
れ
は

 
そ
の
時
キ
ズ
メ
ル
が

感
心
し
た
よ
う
に

い
た

 
キ
ズ
メ
ル
は
コ
ン
ソ

ル
を
自
ら
操
作
す
る
と
二
層
の
主
街
区
ウ
ル
バ
ス
の
風
景
を
映
し

出
し
た

 
そ
れ
を
見
た
一
同
は

そ
の
風
景
と
曲
の
マ

チ
ン
グ
に
感
心
し
た

こ
れ
は
多
分

こ
こ
の
事
を
歌

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

た
ん
だ
が

な
る
ほ
ど

も
し
か
し
て
エ
ル
ザ
さ
ん
は

テ
ス
ト
の
時
に
ウ
ル
バ
ス
を
訪
れ
て

 
そ
の
時
の
事
を
歌
に
し
た
の
か
し
ら
ね

確
か
に
こ
れ
を
同
時
に
見
る
と

納
得
出
来
る
か
も

 
そ
う
口
々
に
感
想
を
言
う
三
人
の

に

チ

イ
ム
の
よ
う
な
も
の
が

こ
え
た

 
ユ
イ
が
外
部
モ
ニ
タ

を
操
作
す
る
と

そ
こ
に
は

フ
カ
次
郎
の

が
あ

た

フ
カ
次
郎
さ
ん
み
た
い
で
す

ど
う
し
ま
す
か

入

て
も
ら

て
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら
ね

一
応
見

い
扱
い
な
の
だ
し
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分
か
り
ま
し
た

今
案
内
し
て
き
ま
す
ね

 
そ
し
て
ユ
イ
の
案
内
で
中
に
入

て
き
た
フ
カ
次
郎
は

い
調
子
で
こ
う

を
し
た

た
の
も

う

フ
カ
次
郎
ち

ん
が

ま
た
挑
戦
し
に
来
ま
し
た
よ

こ
ん
ば
ん
は
フ
カ
さ
ん
で
も
困

た
わ
ね
今
日
は
ハ
チ
マ
ン
君
も
ア
ス
ナ
も
キ
リ
ト
君
も

 
三
人
と
も
い
な
い
の
よ
ね

あ
り

そ
れ
は
残
念

と
り
あ
え
ず
フ
カ
次
郎
さ
ん

お
茶
を
ど
う
ぞ

や

ど
も
ど
も

ユ
イ
ち

ん
は
い
つ
も
か
わ
い
い
ね

 
そ
し
て
キ
ズ
メ
ル
さ
ん
は

う
ち
の

に
来
て
欲
し
い
く
ら
い
に
格
好
良
い
美
し
い
ね

 
そ
れ
を

い
た
キ
ズ
メ
ル
は

真
顔
で
こ
う
答
え
た

と
は

の
事
か

そ
れ
な
ら
も
う

私
は
お
そ
ら
く

ハ
チ
マ
ン
の
下
へ

い
で

い
る
と

 
そ
う
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

か

ま
し
い

あ
れ

て
事
は
つ
ま
り
世
間
で
は

 
私
も
リ

ダ

の
下
に

入
り
を
願

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
と
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フ
カ
次
郎
の
そ
の
言
葉
に

三
人
は
平
然
と
こ
う
答
え
た

そ
う
ね

私
達
も

実
は
そ
う
見
ら
れ
て
い
る
と
思
う
わ

間
違
い
な
い
ね

ま
あ
フ
カ
ち

ん

他
人
の
言
う
事
な
ん
か
気
に
し
な
く
て
も
い
い
と
思
う
よ

 
ま
あ
も

と
も

こ
こ
に
は
そ
れ
を

が
る
人
な
ん
か
一
人
も
い
な
い
ん
だ
け
ど

何
で
す
と

 
フ
カ
次
郎
は
驚
き

三
人
に
こ
う

ね
た

あ
の

そ
の

リ
ア
ル
の
リ

ダ

の
事
を

差
し

え
な
い

度
に
教
え
て

い
て
も

 
そ
の
言
葉
を

い
た
三
人
は
少
し
自
慢
す
る
か
の
よ
う
に
さ
り
と
て
差
し

え
な
い

囲

で 
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
フ
カ
次
郎
に
教
え
て
あ
げ
る
事
に
し
た

は
ち

と
目
が
腐

て
い
た
の
だ
け
れ
ど

今
は
そ
れ
も
解
消
さ
れ
て

 
い
わ
ゆ
る

イ
ケ
メ
ン

扱
い
さ
れ
る
事
が
多
い
わ
ね

ぶ

き
ら
ぼ
う
だ
け
ど

実
は
よ
く
他
人
の
事
を
見
て
て

す
ご
く
優
し
い
し

今
度

あ
る
大
き
な
会
社
の
社
⻑
に

任
す
る
ら
し
い
よ

本
人
ま
だ
学
生
な
ん
だ
け
ど
ね
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何
で
す
と

 
フ
カ
次
郎
は
先
ほ
ど
と
同
じ
言
葉
を

よ
り
強
い
調
子
で

り
返
し
た

若
く
て
イ
ケ
メ
ン
で
社
⻑
に

任
予
定
と
か
す
ご
い
優
良
物
件
じ

な
い
で
す
か

え

あ
あ

私
達
は
も
う
慣
れ
て
し
ま

て
い
る
け
れ
ど

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

こ
れ
以
上
な
い
超
優
良
物
件
か
も

是
非

是
非
私
を

そ
の
末

に
加
え
て
下
さ
い

 
フ
カ
次
郎
は
そ
う

願
し
た
の
だ
が
こ
こ
に
い
る
三
人
に
は
そ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

あ

し
が
思
う
に

ア
ス
ナ
が
い
る
限
り

そ
れ
は
無
理
だ
と
は
思
う
け
ど

で
も
末

て
い
う
か
ま
あ

関
わ
り
方
に
も
色
々
あ
る
し
ね

あ
な
た
は
何
よ
り
も
先
ず

ギ
ル
ド
入
り
を
達
成
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
し
ら

分
か
り
ま
し
た

今
よ
り
も

も

と
も

と
頑
張
り
ま

す

 
フ
カ
次
郎
は
最
後
の
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
を
受
け
全
身
に
や
る
気
が

て
く
る
の
を
感

じ
た
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こ
う
し
て
は
い
ら
れ
な
い
と

フ
カ
次
郎
は
そ
の
場
を
後
に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
ふ
と
そ
ん
な
時

流
れ
て
い
る
曲
と
映
像
に

と
目
が
い

た
フ
カ
次
郎
は

足
を
止
め
た

え

と

ち
な
み
に
今
流
れ
て
い
る
こ
の
曲
は

こ
れ
は
ね

神
崎
エ
ル
ザ
さ
ん
の
曲
だ
よ

ほ
う
ほ
う

何
と
言
え
ば
い
い
か

月

み
で
す
が

す
ご
く
い
い
曲
で
す
な

も
う
ち

と
ゆ

く
り
し
て

い
て
け
ば
い
い
ん
じ

ね

は
い

そ
う
し
ま
す
で
す

 
フ
カ
次
郎
は
即
答
し

ソ
フ

に

ん
で

を
下
ろ
し
た

 
そ
の
後
も
四
人
は

色
々
と
仲
良
く
ガ

ル
ズ
ト

ク
を

り
広
げ

 
し
ば
ら
く
し
て
そ
の
集
ま
り
は
お
開
き
と
な

た

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
や
い
な
や

東
京
に
い
る
友
達
に

話
を

け
た

あ

コ
ヒ

今
日
ね

す
ご
く
い
い
曲
を
見
つ
け
た
ん
だ

神
崎
エ
ル
ザ

て
人
の
曲

 
是
非

い
て
み
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど
う
ん
そ
う
そ
れ
そ
れ

後
ね
後
ね
最
近
す
ご
く
楽

し
い
ん
だ

 
す
ご
い
人
達
と
知
り
合
い
に
な

て
さ

今
は
そ
の
人
達
の
仲
間
に
入
れ
て
欲
し
く
て
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も

と
も

と
強
く
な
ろ
う

て
頑
張

て
る
ん
だ
よ
ね

本
当
に
リ

ダ

の
人
が
す
ご
く

て
さ

 
こ
う
し
て
三
人
娘
と
フ
カ
次
郎
は

そ
れ
ぞ
れ
の
一
日
を
終
え
た
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第
２
２
０
話
 
南
は
そ
の
作
戦
を

前
向
き
に
見
守
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

と
ま
あ

こ
れ
が
当
時
あ

た
事
件
の
全
容
だ
な

そ
ん
な
事
が

 
雪
乃
達
が

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

で
ガ

ル
ズ
ト

ク
を

り
広
げ
て
い
る

 
八
幡
達
の
説
明
も
終
わ
り
陽
乃
達
三
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
の
者
達
が
写
真
の
男
を

う
理
由

を
理
解
し
た

こ
れ
が
そ
の

ク
ラ
デ

ル

て

ね

そ
ん
な
奴
だ

た
ん
だ

こ
れ
は
も
う

ぶ
ち
の
め
し
て

配
下
に
置
く
し
か
な
い
ね

配
下

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
言
葉
に

南
は
目
を

く
し
た

 
八
幡
は
南
に
エ
ル
ザ
も
実
は
ス
ト

カ

被
害
に
あ

て
い
た
事
今
は
そ
の
男
を

に
置
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い
て
い
る
事

 

を

く
説
明
し
た

南
は
エ
ル
ザ
を
心
配
そ
う
に
見
つ
め
た
が

 
当
の
エ
ル
ザ
が
ま
る
で
問
題
の
無
さ
そ
う
な
態
度
を
と

て
い
る

南
は
そ
う
い
う
事
も
あ

る
の
か
と

 
何
と
な
く
納
得
し

そ
れ
以
上
何
か
言
う
の
を
や
め
た

ま
あ
あ
の
時
も
ケ

ス
も
エ
ル
ザ
の
ケ

ス
も

結
局
似
た
よ
う
な
も
の
な
ん
だ
よ
な

 
ス
ト

カ

さ
れ
る
方
が

す
る
方
よ
り
も
遥
か
に
強
い
場
合
は

油
断
さ
え
し
な
け
れ
ば

 
最
終
的
に
は
簡

に
解
決
出
来
る

て

ま
あ
そ
ん
な
理
屈
だ
け
ど
な

現
実
だ
と
中
々
そ
う
は
い
か
な
い
よ
ね

ま
あ
な

 
八
幡
は
そ
の
南
の
言
葉
に
重
々
し
く

い
た

次
に
八
幡
は
エ
ル
ザ
の
方
を
向
い
て
言

た

あ
い
つ
を

配
下
に
置
く
つ
も
り
は
な
い

え

何
で
何
で

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
疑
問
に

八
幡
は
子

く
こ
う
言

た

あ
い
つ
の

線
の
触
れ
る
所
に

明
日
奈
を
置
く
事
は
絶
対
に
許
さ
ん
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あ
の

の
よ
う
な

線
は
正
直
気
持
ち
悪
い

と
に
か
く
あ
い
つ
は

い
だ

ほへふ

ん

何
だ
よ
お
前
ら

 
エ
ル
ザ
は
感
心
し
た
よ
う
に
陽
乃
は
面
白
そ
う
に
そ
し
て
南
は
少
し

ね
た
よ
う
に
そ

う
言

た

 
明
日
奈
は
両
手
を

に
当
て

い
や
ん
い
や
ん
と
体
を

す

て
い
た

 
そ
ん
な
明
日
奈
を
見
て

三
人
は
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

た
か
と
思
う
と

 
突
然
立
ち
上
が
り

い
き
な
り
ジ

ン
ケ
ン
を
始
め
た

や

た

私
が
明
日
奈
ち

ん
だ

私
が
比
企
谷
だ
ね

う
わ

ん

ク
ラ
デ

ル
を
引
い
ち

た

は

は

 
何
が

こ

て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
い
八
幡
は
困

た
よ
う
に
ゴ
ド
フ
リ

の
顔
を
見
た
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ゴ
ド
フ
リ

は
大
人
ら
し
く
落
ち
着
い
た
態
度
で
首
を

た

そ
し
て

劇
が
始
ま

た

 
み

ど

ど
う
か

う
ち
の
ア
ス
ナ
に
だ
け
は
手
を
出
さ
な
い
で

何
で
も
す
る
か
ら

 
エ
は

は

あ
の
女
は
俺
が
好
き
に
し
て
や
る

ず

と
エ
ロ
い
事
を
や
り
ま
く
り

だ 
み

ド
カ

ン

 
エ

ぎ

お
前

何
で
動
け
る
ん
だ

 
み

そ
ん
な
の
お
前
が
俺
の
罠
に
は
ま

た
か
ら
に
決
ま

て
る
だ
ろ

こ
の
外
道
が

 
は

私
も
い
る
よ

ゴ
ド
フ
リ

大
丈
夫

 
ゴ

お

お
お

ふ

副
団
⻑

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
エ

副
団
⻑

何
故
こ
こ
に

 
は

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い

ハ
チ
マ
ン
君
の
い
る
所
に
は

常
に
こ
の
私

 
可

で
格
好
い
い

ア
ス
ナ
ち

ん
が
い
る
の
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
陽
乃
は

実

そ
の
指
に
は
何
も
は
ま

て
い
な
い
が

 

手
の

指
の
指

を
エ
ル
ザ
に
ア
ピ

ル
す
る
よ
う
な
仕

を
し
ド
ヤ
顔
で
八
幡
の
顔
を

見
た
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そ
の
陽
乃
の
ド
ヤ
顔
に
八
幡
の
顔
は
引
き
つ

た

明
日
奈
は
も
じ
も
じ
と
八
幡
の
後
ろ
に

れ
た

大
体
合

て
ま
す
な

 
ゴ
ド
フ
リ

が
重
々
し
く
そ
う
宣
言
し
た

八
幡
は
顔
を

く
し
て
四
人
に
抗
議
し
た

ゴ
ド
フ
リ

も

ち

か
り
小

居
に
参
加
し
て
る
ん
じ

ね
え

 
そ
れ
に
お
前
ら

わ
ざ
わ
ざ

技
し
て
ま
で

一
々
あ
の
場
面
を
再
現
す
ん
な

だ

て

ね

う
ん

だ
よ
ね

な

何
だ
よ
お
前
ら

 
三
人
の
ジ
ト
目
を
受
け

八
幡
は
先
ほ
ど
と
同
じ
台

を
言

た

あ
ん
な
話
を

か
さ
れ
た
後
で
独

ア
ピ

ル
と
か

ま
し
く

て
砂

を

き
そ
う
な
ん

で
す
け
ど

お

さ
ん
の
命
を
救

て
く
れ
た
事
に
は
感
謝
す
る
け
ど

 
で
も
比
企
谷
は

明
日
奈
さ
ん
へ
の
愛
を
ア
ピ

ル
し
す
ぎ
だ
か
ら
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私
決
め
た

生
ま
れ
変
わ

て
明
日
奈
に
な
る

お
前
ら
俺
に
ど
う
し
ろ
と

 
さ
す
が
に
自
覚
は
あ
る
よ
う
だ
が

そ
れ
で
も
納
得
が
い
か
な
い
八
幡
は

そ
う

い
た

 
助
け
船
を
出
し
た
の
は
ゴ
ド
フ
リ

だ

た

 
ゴ
ド
フ
リ

は
落
ち
着
い
た
様
子
で

諭
す
よ
う
に
八
幡
に
言

た

ま
あ
ま
あ
参
謀

こ
れ
も
モ
テ
る
男
の

命
だ
と
思

て

こ
こ
は
じ

と
我
慢
で
す
ぞ

 
か
く
言
う
私
も

若
い

は

お

さ
ん

は
や
め
て

す

す
ま
ん
南

見
栄

ぱ
り
な
お

さ
ん
を
許
し
て
く
れ

は

お
⺟
さ
ん
に
は
内

に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
ね

 
そ
の

娘
の
遣
り
取
り
で

場
は
一
応
落
ち
着
き

本
題
へ
と

る
事
と
な

た

で

問
題
は

こ
い
つ
を
ど
う
と

ち
め
て
や
る
か
だ
け
ど

少
な
く
と
も
犯
罪
に
は
問
え
ま
せ
ん
な
も
し
何
か
証

が
あ
れ
ば

が

捕
し
て
や
る
も

の
をは

ゴ
ド
フ
リ

の
職
業

て

も
し
か
し
て

察
関
係
か
何
か
な
の
か
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そ
う
い
え
ば
言

て
な
か

た
で
す
な

は
こ
う
い
う
者
で
す

 
ゴ
ド
フ
リ

は
そ
う
言
う
と

名

を
取
り
出
し

八
幡
に

し
た

正

相
模
自
由

て

こ
れ

て
か
な
り
え
ら
い
ん
じ

大
き
な

察

の

⻑
く
ら
い
の
役
職
で
す
な

あ
の
事
件
で
出
世
も

れ
る
事
に
な
り
ま
し

た
があ

ら

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん

て

キ

リ
ア
だ

た
の
ね

ま
あ

そ
う
い
う
事
で
す
な

な
の
で
何
か
事
件
性
が
あ
れ
ば

 

え
上
に

ま
れ
よ
う
と

が
何
と
か
し
ま
す

 
八
幡
は
そ
ん
な
自
由
を
見
て

然
と

い
た

だ
か
ら
お
前

あ
の

か
ら
あ
ん
な
に
お
堅
い
考
え
方
を
し
て
た
ん
だ
な

ゴ
ド
フ
リ

す
ご
い
す
ご
い

い
や

参
謀
と
副
団
⻑
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

少
し

れ
ま
す
な

俺
は
全
然
褒
め
て
な
い
け
ど
な

そ
れ
じ

あ

そ

ち
方
面
は
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
に
に
任
せ
る
事
に
し
ま
し

う

 
陽
乃
が
そ
う
話
を
締
め
く
く

た
が
ど
う
や
ら
八
幡
に
は
別
に
何
か
心
配
事
が
生
ま
れ
た
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よ
う
だ

し
か
し
ゴ
ド
フ
リ

こ
れ
か
ら
俺
達
が
や
ろ
う
と
し
て
る
事

て

迫
罪
か
何
か
に
な
ら

な
い
か

 
ゴ
ド
フ
リ

は
そ
の
問
い
に

少
し
考
え
な
が
ら
ハ

キ
リ
と
言

た

そ
う
で
す
な

直
接
本
人
を

し
た
ら
そ
う
な
り
ま
す
な

 
な
の
で
自
主
的
に
次
期
社
⻑
を
降

す
る
よ
う
に
仕
向
け
れ
ば
ギ
リ
ギ
リ
大
丈
夫
だ
と
思

い
ま
す

 
実

に
被
害
を
受
け
て
い
る
者
も
い
る

で
す
し

そ
の

り
は
許
容

囲
内
と
い
う
事
で

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
じ

あ
ま
ず

章
三
さ
ん

由
で
レ
ク
ト
に
も
一
応
話
を

て
み
て

 
提

の
話
を
進
め
て
も
ら

て

あ
る

度
し
て
か
ら

そ
う
い
え
ば

て
感
じ
で

 
俺
達
と
社
⻑
と
の
面
会
を
セ

テ

ン
グ
し
て
も
ら

て
そ
の

に
あ
い
つ
を
呼
べ
ば
い
い

の
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え
を

め
る
と

更
に
こ
う
言

た

あ
い
つ
の
他
に
倉
エ

ジ

ン
シ

の
後
を
継
げ
る
人
材
が
い
れ
ば
更
に
ベ
ス
ト
な
ん
だ
が

な
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あ

そ
れ
な
ら
さ

き
も
言

た
け
ど

あ
い
つ
の
弟
が
い
い
ん
じ

な
い

 
お

さ
ん
に
似
て
す
ご
く
ま
と
も
な
人
だ
よ

 
ち

と
上
昇

向
な
所
も
あ
る
み
た
い
だ
か
ら

そ
う
い
う
事
な
ら
最

じ

な
い

 
エ
ル
ザ
が
そ
う
言
い

八
幡
は

い
た

そ
う
か

そ
れ
は
最
高
の
人
材
だ
な

よ
し

そ
れ
で
い
こ
う

つ
い
で
に
そ
の
場
に
弟
も
呼
べ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

当
然
弟
へ
の

回
し
は
す
る
け

ど
ね

 
最
初
の
話
を
そ
の
弟
に
持
ち
込
む
つ
い
で
に

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
兄
の
行
動
に
つ
い
て

事
実
だ
け
を
教
え
て

あ
げ
れ
ば
い
い
わ
ね

く
れ
ぐ
れ
も

犯
罪
性
の
無
い
よ
う
に
頼
み
ま
す
ぞ

真
実
を
教
え
る
の
は

犯
罪
に
は
な
ら
な
い
わ
よ
ね

え
え

も
ち
ろ
ん
で
す
と
も

 
ゴ
ド
フ
リ

の
お

付
き
が
出
た
事
で

こ
う
し
て
方
針
は
決
ま
り

 
一
同
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
動
き
出
す
事
と
な

た

と
こ
ろ
で
最
悪
一
度
は
ク
ラ
デ

ル
の
前
に
明
日
奈
ち

ん
が
出
る
事
に
な
る

だ
け
ど
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八
幡
君
的
に
そ
れ
は
い
い
の

う
 
八
幡
は
目
に
見
え
て

し
て
い
た
が

そ
ん
な
八
幡
に
陽
乃
は
再
び
言

た

ハ
チ
マ
ン
君
の
い
る
所
に
は
常
に
こ
の
私
可

で
格
好
い
い
ア
ス
ナ
ち

ん
が
い
る
の

よ
分
か
り
ま
し
た

今
回
は
我
慢
し
ま
す
か
ら

も
う
そ
れ
は
や
め
て
下
さ
い

 
確
か
に
俺
と
明
日
奈
は
常
に
一

に
い
る
の
が
当
た
り
前
で
す
か
ら
当
然
今
回
も
同
行
し
て

も
ら
い
ま
す

私
も
行
く
よ

 
エ
ル
ザ
が
そ
う
言
い

八
幡
は

当
然
だ
と
い
う
風
に

い
た

ま
あ
お
前
は
当
事
者
だ
か
ら
な

一

に
行
か
な
い
方
が
不
自
然
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
社
⻑
に

今
ま
で
お
世
話
に
な

た
お

も
言
わ
な
い
と
な

う
ん

そ
れ
な
ら

も
行
き
ま
す
ぞ

ゴ
ド
フ
リ

も
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は
あ
い
つ
の
元
同

で
す
か
ら
な

同
行
す
る
口
実
と
し
て
は

問
題
な
い
で
し

う

 
そ
れ
に

が
行

て
身
分
を
明
か
せ
ば
国
家

力
が
そ
の
場
に
あ
る
事
に
な
る

で
す
か
ら

 
あ
い
つ
も
何
か
暴
力
的
な
手

に

え
た
り
も
出
来
な
く
な
る
で
し

う
し

見
た
目
的
に
も
怖
い
し
ね

 
明
日
奈
は

ゴ
ド
フ
リ

の
頼
も
し
い
見
た
目
に
対
し

そ
う
言

た

任
せ
て
下
さ
い
副
団
⻑

返
し
で
も
あ
り
ま
す
し
今
度
は
私
が
ち

ん
と
お
守
り
し
ま
す

ぞ
う
ん

 
そ
ん
な
五
人
を

南
は
眩
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

 
そ
ん
な
南
に
気
が
付
い
た
八
幡
は

優
し
い
声
で
南
に
言

た

お
い
相
模
今
回
は
お
前
の
出
番
は
無
い
が
い
ず
れ
ま
た
こ
う
い
う
事
が
あ
る
か
も
し
れ
ん

 
そ
の
時
は

俺
の
片

と
し
て
し

か
り
働
い
て
も
ら
う
か
ら

 
今
回
は
大
人
し
く

俺
達
の
勝
利
の
報
告
を
家
で
待

て
て
く
れ
よ
な

べ

別
に
う
ち

あ
ん
た
達
の
事
な
ん
か

全
然
心
配
し
て
な
い
し

 
で
も

う
ん

そ
う
な
れ
る
よ
う
に

し

か
り
勉
強
し
て
待

て
る
ね
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南
は
そ
う
宣
言
し

つ
い
で
に
八
幡
に
こ
ん
な
頼
み
事
を
し
た

い
い
つ
ま
で
も
う
ち
の
事
相
模

て
呼
ぶ
の
は
お

さ
ん
と
混
じ

て
混
乱
す
る
か
も

だ
か
ら

 
特
別
に
今
後
は
う
ち
の
事

南

て
呼
ん
で
も
い
い
ん
だ
か
ら
ね

 
八
幡
は

そ
の
言
葉
に
苦
笑
す
る
と

最
後
に
こ
う
言

た

あ
あ

今
後
と
も
宜
し
く
な

南

う
ん

 
南
は
そ
の
言
葉
に

嬉
し
そ
う
に
返
事
を
し
た
の
だ

た



 第２２１話 明日奈の真実

 
第
２
２
１
話
 
明
日
奈
の
真
実

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

な

八
幡

た
ま
に
は
一

に

で
も
ど
う
だ

 
学
校
で

そ
う
和
人
に
話
し

け
ら
れ
た
八
幡
は

 
と
て
も

し

な
さ
そ
う
な
顔
を
し
て

そ
の
誘
い
を
断

た

す
ま
ん
和
人
実
は
今
夜
は
ハ
ル
姉
さ
ん
と
一

に
明
日
奈
の
実
家
に
行
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
だ

お

つ
い
に
二
人
は
結
婚

み
か

お

さ
ん
お
⺟
さ
ん

明
日
奈
さ
ん
を
僕
に
下
さ
い

て
ち

ん
と
言
え
る
か

 
も
し
あ
れ
な
ら

こ
こ
で
練

し
て
も
い
い
ん
だ

 
そ
の
和
人
の
言
葉
に

教
室
中
は
色
め
き
た

た

 
当
の
明
日
奈
は

い
つ
の
間
に
か
八
幡
の
後
ろ
に
お
り

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
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八
幡
の

越
し
に
二
人
の
様
子
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た

い
や

今
日
は
そ
う
い
う
ん
じ

な
く
て
な

あ

和
人

ち

と

を
貸
せ

ん

ど
う
し
た

実
は
な

 
八
幡
は
そ

と
和
人
の

に
口
を
寄
せ

こ
う

い
た

実
は
な
こ
の
前
偶
然
に
も
ク
ラ
デ

ル
を
見
付
け
た

倉
エ

ジ

ン
シ

て
知

て

る
かま

じ
か
よ

知

て
る
知

て
る

芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
だ
ろ

そ
れ
じ

あ

神
崎
エ
ル
ザ

て
知

て
る
か

そ
れ
も
知

て
る

里
香
が
大
フ

ン
と
か
で
俺
も

い
て
み
た
け
ど
何
て
い
う
か
こ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
風
景
を
思
い
出
す
よ
う
な
曲
を
歌
う
人
だ
よ
な

俺
も
好
き
だ
よ

あ
の
人
の
曲

 
ど
う
や
ら
和
人
と
里
香
も

エ
ル
ザ
の
フ

ン
だ

た
よ
う
で

 
八
幡
は

現
物
を
見
た
ら
ど
う
思
う
の
か
な

と
思
い
つ
つ

話
を
続
け
た

で
な

そ
の
神
崎
エ
ル
ザ
と

ひ

ん
な
事
か
ら
知
り
合

て
な

ま
じ
か
よ

今
度
会
わ
せ
て
く
れ
よ
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お
う
相
手
も
多
分
お
前
に
会
い
た
が

て
る
と
思
う
か
ら
そ
の
う
ち
会
わ
せ
て
や
る
よ

 
そ
の
言
葉
に
和
人
は
戸
惑

た

和
人
は
ど
う
や
ら
冗
談
の
つ
も
り
で
会
い
た
い
と
言

た

ら
し
く

 
八
幡
か
ら
そ
ん
な
答
え
が
返

て
く
る
と
は
思

て
い
な
か

た
よ
う
だ

え

そ
ん
な
に
簡

に
言
え
ち

う
く
ら
い

親
し
い
の
か

ま
あ
そ
の

り
は
任
せ
て
く
れ

で
な

そ
の
神
崎
エ
ル
ザ
な
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
次
期
社
⻑
の
セ
ク
ハ
ラ
ま
が
い
の
誘
い
が

で
そ
の
事

所
か
ら
独
立
し
た
が

て
る
ん
だ
よ

ま
じ
か
よ

大
ス
ク

プ
じ

な
い
か
よ

そ
の
事

所

て
の
が

さ

き
言

た

倉
エ

ジ

ン
シ

で
な

あ

何
と
な
く
話
の
展
開
が

め
て
き
た
な

 
和
人
は
ど
う
や
ら

八
幡
の
話
の
趣
旨
が
分
か

て
き
た
ら
し
く

そ
う
言

た

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

そ
の
次
期
社
⻑
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら

た
ら

 
何
と
そ
れ
が
あ
の
ク
ラ
デ

ル
だ

た
ん
で
な
エ
ル
ザ
に
全
面
的
に
協
力
す
る
事
に
し

て
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こ
れ
か
ら
明
日
奈
の
親

さ
ん
を

き
込
ん
で
ク
ラ
デ

ル
潰
し
の
密
談
を
す
る

て

だ
な
る
ほ
ど

何
か
手
伝
え
る
事
は
あ
る
か

 
そ
の
和
人
の

し
出
を
受
け

八
幡
は
ニ
ヤ
リ
と
笑

た

そ
れ
は
ま
あ

大
丈
夫
だ

実
は
な

こ

ち
に
も
す
ご
い
援
軍
が
い
る
ん
だ
よ

誰
だ

陽
乃
さ
ん
か

ハ
ル
姉
さ
ん
が
い
る
の
は
ま
あ
当
然
と
し
て
な

お
前
に
と

て
も
懐
か
し
い
名
前
だ
ぞ

 
ゴ
ド
フ
リ

の
お

さ
ん
だ

お
お

あ
の
お

さ
ん

元
気
だ

た
か

あ
あ
す
ご
い
偶
然
な
ん
だ
が
実
は
俺
の
同
級
生
の
親

さ
ん
が
あ
の
ゴ
ド
フ
リ

で
な

 
先
日
会

た
ん
だ
が

実
は
ゴ
ド
フ
リ

な

察
の
お
偉
い
さ
ん
だ

た
ん
だ
よ

 
和
人
は
そ
の
言
葉
に
と
て
も
驚
い
た
よ
う
だ

た
が

 
ゴ
ド
フ
リ

の
人
相
を
思
い
出
し

な
る
ほ
ど
と
納
得
し
た

そ
れ
は
似
合
い
す
ぎ
な
職
業
だ
な

そ
う
か

ゴ
ド
フ
リ

に
も
今
度
会
え
る
か
な

あ
あ
今
度
セ

テ

ン
グ
す
る
わ

ま
あ
そ
ん
な

で
今
夜
は
ち

と
忙
し
い
ん
だ
よ
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な 
和
人
は
ま
た

の
よ
う
に
八
幡
が
裏
で
動
く
の
か
と
少
し
懐
か
し
い
気
分
に
捕
ら
わ
れ
た

 
そ
し
て
和
人
は

そ
れ
が
当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
に
こ
う
言

た

オ

ケ

オ

ケ

八
幡
の
敵
が
俺
の
敵
だ

 
何
か
協
力
出
来
る
事
が
あ

た
ら

い
つ
で
も
連

し
て
く
れ
よ
な

あ
あ

そ
の
時
は
頼
む

相
棒

お
う

そ
れ
じ

ま
た
な

明
日
奈
の
ご
両
親
に
も
宜
し
く
伝
え
て
お
い
て
く
れ

 
和
人
は
そ
う
言
う
と

教
室
か
ら
出
て
い
こ
う
と
し

そ
こ
で
ハ
タ
と
立
ち
止
ま
る
と

 
再
び
八
幡
の
下
へ
と

て
き
て

ひ
そ
ひ
そ
と
八
幡
に
言

た

あ

と
こ
ろ
で
八
幡

そ
の

里
香
が
喜
ぶ
と
思
う
か
ら

 
も
し
可
能
な
ら

神
崎
エ
ル
ザ
の
サ
イ
ン
が
欲
し
い
ん
だ
け
ど

あ

出
来
れ
ば
俺
の
分

も 
そ
の
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
な
和
人
の
顔
を
見
て

八
幡
は

く
オ

ケ

し

 
今
度
こ
そ
和
人
は
教
室
か
ら
出
て
い

た

 
そ
ん
な
八
幡
の
背
中
か
ら

明
日
奈
が
ひ

こ
り
と
顔
を
出
し

八
幡
の

に

を
乗
せ
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言

た
や

ぱ
り
エ
ル
ザ
さ
ん

て

す
ご
い
人
気
な
ん
だ
ね

あ
あ

そ
う
だ
な

と
こ
ろ
で
明
日
奈

皆
が
見
て
る
か
ら

ち

と
離
れ
よ
う
か

 
明
日
奈
は

そ
の
八
幡
の
言
葉
で

 
ク
ラ
ス
メ

ト
達
の

線
が
自
分
達
に
集
中
し
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
明
日
奈
は
八
幡
か
ら
離
れ
る
と

そ
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に
笑
顔
で
手
を

た

み
ん
な

残
念
な
が
ら
今
日
は
プ
ロ
ポ

ズ
さ
れ
る
日
じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
代
わ
り
に
今
日
八
幡
君
が
私
の
両
親
に

し
に
来
て
く
れ
る
か
ら
ち

と
行

て

く
る
ね

お

お
い

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に
教
室
は
大

り
上
が
り
と
な
り
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に
祝
福
さ
れ
な

が
ら

 
二
人
は
教
室
を
後
に
す
る
事
と
な

た

着
々
と
外

を

め
ら
れ
て
る
気
が
す
る
な

そ

そ
う

気
の
せ
い
じ

な
い
か
な
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ま
あ
い
い
か

今
日
は
キ

ト
を
呼
ん
で
あ
る

 

中
で
姉
さ
ん
を

て

そ
の
ま
ま
明
日
奈
の
実
家
へ
と
向
か
う
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は

校
門
の
前
で
キ

ト
を
待

た

 
八
幡
は
明
日
奈
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
る
と
何
と
な
く
最
近
思

て
い
た
事
を
明
日
奈
に

い
たな

明
日
奈

最
近
の
お
前

何
か

て
な
い
か

 

よ
り
も

り
の
女
子
達
に

俺
と
の
接
触
を

奨
し
て
い
る
気
が
す
る
ん
だ
が

え

と

あ
は

や

ぱ
り
そ
う
思
う

 
明
日
奈
は
気
ま
ず
そ
う
な
顔
を
す
る
と

つ

つ
と
八
幡
に
話
し
始
め
た

八
幡
君
の

り
に
は
素
敵
な
女
の
子
が

山
い
る
じ

な
い

私
ね
正
直
言
う
と
目
覚

め
て
か
ら

 
最
初
に
雪
乃
や
結
衣

そ
れ
に
優
美
子
に
会

た
時

衝
撃
を
受
け
た
の

 
こ
ん
な
の

い
て
な
い

私
の
ポ
ジ
シ

ン
は
決
し
て
安

な
ん
か
じ

な
い

て

 
だ
か
ら
最
初
は

頑
張

て
正
妻
ア
ピ

ル
を
し
て
た
ん
だ
け
ど
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最
近
は
ま
た

薔
薇
さ
ん
や
エ
ル
ザ
さ
ん
が
八
幡
君
の
隣
に
い
る
よ
う
に
な

て

 
そ
し
て
今
度
は
南
さ
ん
が
現
れ
て

そ
れ
で
私
思

た
の

 
ア
ピ

ル
だ
け
じ

足
り
な
い

度
に
ガ
ス
抜
き
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と

 
い
つ
か
皆
が
本
気
を
出
し
た
時
私
は
八
幡
君
を
失
う
か
も
し
れ
な
い

て

だ
か
ら
だ
か

ら 
そ
れ
以
上
言
葉
が
出
ず

今
に
も

き
そ
う
な
明
日
奈
を

 
八
幡
は
人
目
も
気
に
せ
ず

優
し
く

き
締
め
た

ご
め
ん
な
そ
り

あ
心
配
に
も
な
る
よ
な

確
か
に
何
か
最
近
急
に

り
に
女
子
が

え

た
よ
な

 
し
か
も
皆
俺
を
持
ち
上
げ
て
き
や
が
る
俺
は
そ
ん
な
大
層
な
人
間
じ

な
い
に
も
関
ら
ず

な 
で
も
大
丈
夫
だ

ほ
ら

こ
れ
か
ら
明
日
奈
の
家
に

一

に

に
行
く
ん
だ
ろ

 
そ
れ

て
も
う

結
婚
も
間
近
み
た
い
な
も
ん
じ

な
い
か

 
だ
か
ら
明
日
奈
は
何
も
心
配
せ
ず
に

二
人
の
将
来
の
事
を
考
え
て
く
れ
よ

 

え
ど
ん
な
障
害
が
あ

て
も

俺
は
必
ず
お
前
の
下
に
た
ど
り
着
く

て
約
束
す
る
か
ら
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だ
か
ら
も
う
そ
ん
な
顔
を
す
る
の
は
や
め
て
ず

と
俺
に
お
前
の
笑
顔
を
見
せ
続
け
て
く
れ

 
そ
の

に
な
ら
俺
は

ど
ん
な

い
手

で
も
使

て
や
る
さ

八
幡
君

最
後
の
方

魔
王
み
た
い
に
な

て
る
よ

 
明
日
奈
は
ク
ス

と
笑
う
と

そ
の
ま
ま

え
る
よ
う
に
八
幡
の
胸
に
顔
を

め
た

八
幡
君
は

私
の
事
が
本
当
に
大
好
き
だ
よ
ね

だ
か
ら
何
度
も
そ
う
言

て
る
だ
ろ

い
い
加

に
そ
れ
を
分
か
れ

で
も
女
の
子
は
ね

日
で
も
そ
れ
を
確
認
し
た
い
生
き
物
な
ん
だ
よ

じ

あ

日
察
し
て
く
れ

仕
方
な
い
な
あ

 
そ
う
言
う
と
明
日
奈
は

八
幡
の

に
自
分
の

を
重
ね
よ
う
と
し
た
が

 
八
幡
は
そ
の
明
日
奈
の
顔
に
手
を
当
て

そ
れ
を
止
め
た

も
う

せ

か
く
い
い
所
だ

た
の
に

何
で
止
め
る
の

八
幡
君

怖
い
人
が
見
て
る
か
ら
な

え
 
明
日
奈
が

て
て

り
返
る
と

そ
こ
に
は

ニ
コ
ニ
コ
と
笑
う

雪
ノ
下
理
事
⻑
の

が
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あ

た
あ
ら
あ
ら
若
い

て
い
い
わ
ね

や

ぱ
り
う
ち
も
も
う
何
人
か
子

を
作
ろ
う
か

し
ら
ね

理
事
⻑

そ
の
冗
談
は

さ
す
が
に
笑
え
ま
せ
ん

理
事
⻑

ま
だ
ま
だ
お
若
い
で
す
も
ん
ね

 
八
幡
と
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ

理
事
⻑
は
ま
る
で
少
女
の
よ
う
に
一

を

ら
め
る
と

 
す
ぐ
に
表
情
を

め

真
面
目
な
顔
で
二
人
に
言

た

二
人
と
も

さ
す
が
に
学
校
の
近
く
で
は

自
重
し
て
ね

 
も
し
あ
な
た
達
を
退
学
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

た
ら

 
私
が
陽
乃
と
雪
乃
に
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね

殺
す

て

で
も

あ
の
二
人
な
ら
本
当
に
や
り
か
ね
な
い
で
し

う

え

あ

い
や

は
は

 
八
幡
は

は

き
り
と

定
す
る

に
も
い
か
ず

な
返
事
で
お
茶
を

し
た

そ
れ
で
今
日
は

こ
れ
か
ら
二
人
で
ど
こ
か
へ
行
く
の
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あ

は
い

ハ
ル
姉
さ
ん
と
一

に

明
日
奈
の
実
家
に

色
々
と
仕
事
の
事
で

姉
さ
ん
と
一

に
う
ち
に
交

に
行
く
ん
で
す
よ

理
事
⻑

あ
な
た
達
が
陽
乃
の
事
を
姉
さ
ん
と
呼
ぶ
の
は

 
私
と
し
て
は

ど
う
し
て
も
ち

と
複
雑
な
気
分
に
な
る
わ
ね

 
理
事
⻑
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言

た

二
人
は
少
し
気
ま
ず
い
思
い
で
理
事
⻑
に

ね
た

あ

す

す
み
ま
せ
ん

図
々
し
か

た
で
す
よ
ね

え

何
を
言

て
る
の

八
幡
君

は

あ
れ

違
う
ん
で
す
か

て

き
り
俺
は

不

な
の
か
と

あ
ら

そ
ん
な

な
い
じ

な
い

 
理
事
⻑
は

き

と
ん
と
し
た
顔
で
そ
う
言

た

私
は
ね
二
人
と
も
う
ち
の
本
当
の
子

に
な

て
く
れ
な
い
か

て
そ
う
思

て
し
ま
う

か
ら

 
そ
の
欲
望
を

え
よ
う
と

複
雑
な
気
分
に
な

て
し
ま
う
の
よ

欲
望

て
何
だ
よ

あ
ん
た

と
キ

ラ
が
違
う
ん
じ

な
い
の
か

 
八
幡
が
我
慢
出
来
ず
に
そ
う
突

込
ん
だ

そ
れ
を

い
た
理
事
⻑
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
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こ
ろ
こ
ろ
と
笑

た

釣
ら
れ
て
明
日
奈
も

大
声
で
笑
い
出
し
た

ふ
ふ

私
に
そ
ん
な
口
の
き
き
か
た
を
す
る
人
は

今
ま
で
誰
も
い
な
か

た
か
ら

 
と
て
も
新
鮮
な
気
分
で

す
ご
く
面
白
い
わ

八
幡
君

あ
は
は

最
近
そ
う
い
う
突

込
み
が

え
た
よ
ね

あ
は
は
は

 
八
幡
は
恥
じ
入

た
よ
う
に

ぼ
そ
ぼ
そ
と
言

た

最
近

俺
が
突

込
ま
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
事
を
言
う
奴
が

り
に

山
い
る
ん
で

何
よ
そ
れ

あ
な
た
の

り
に
は

ど
れ
だ
け
お
か
し
な
人
が
多
い
の
よ

主
に
あ
な
た
の
お
嬢
さ
ん
と
か
な
ん
で
す
け
ど
ね

特
に
大
き
い
方
の

あ
ら

確
か
に
陽
乃
の
方
が

胸
も
態
度
も
大
き
い
わ
ね

胸
の
事
じ

無
え
よ

年
の
事
だ
よ

 
二
人
は
そ
れ
を

い
て
更
に
笑
い
出
し
た

そ
し
て
ひ
と
し
き
り
笑

た
後
理
事
⻑
が
言

た
二
人
と
も

気
を
付
け
て
行

て
ら

し

い
ね

も
し
何
か
困

た
事
が
あ

た
ら

 
い
つ
で
も
私
に
相
談
し
て
く
る
の
よ

私
も
ま
だ
ま
だ
そ
う
い
う
事
に
関
し
て
は
現
役
な
ん

で
す
か
ら
ね
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は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人
を

圧
し
な
く
て
は
い
け
な
い
事
態
に
な

た
ら

 
必
ず
相
談
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

あ
ら
あ
ら

あ
な
た
も
言
う
じ

な
い

そ
れ
で
こ
そ

う
ち
の
跡
取
り
だ
わ

跡
取
り

で
す
か

 
八
幡
は

そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

あ
の
ね
陽
乃
が
う
ち
を
ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の

下
に
す
る

て
言
い
出
し

て
ね

 
だ
か
ら
つ
ま
り

あ
な
た
が
う
ち
の
跡
取
り

て
事
に
な
る
で
し

う

マ
ジ

す
か

え
え

そ
れ
が
本
当
に
嬉
し
く
て
ね

す
ご
い
す
ご
い

八
幡
君

こ
れ
は
今
以
上
に
頑
張
ら
な
い
と
ね

 
理
事
⻑
と
明
日
奈
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
こ
う
言

た

は

働
き
た
く
な
い
主
夫
最
高

て
の
が
元
々
の
俺
の
ポ
リ
シ

だ

た
ん
で
す
け

ど
ね
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八
幡
は
更
に
こ
う
続
け
た

俺
の
代
で

雪
ノ
下
家
と
結
城
家
の
勢
力
が
最
大
に
な

た

て

 
将
来

俺
と
明
日
奈
の
子

に

そ
う
自
慢
出
来
る
よ
う
に
し
て
み
せ
ま
す
よ

 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は

感

ま

た
よ
う
に
八
幡
に

き
付
き

 
そ
れ
に
乗
じ
て
理
事
⻑
も
八
幡
に

き
付
い
た

ち

理
事
⻑

ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
に
何
や

て
ん
で
す
か

え

た
ま
に
は
い
い
わ
よ
ね

ね

明
日
奈
ち

ん

は
い

私
と
同
じ
く
ら
い

理
事
⻑
が
嬉
し
い
の
が
す
ご
く
分
か
る
ん
で

許
可
し
ま
す

だ

そ
う
よ

八
幡
君

お
い
明
日
奈
お
前
言

て
る
事
と
や

て
る
事
が
正
反
対
だ
ぞ

あ
あ
も
う
好
き
に
し

て
下
さ
い

 
そ
し
て
そ
の
三
人
の

は

キ

ト
が
到
着
す
る
ま
で
続
く
事
に
な

た
の
だ

た
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第
２
２
２
話
 
同
窓
会
を
終
え
て

し

か
り
者
と
お
花
畑
達

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
八
幡
と
明
日
奈
が
キ

ト
を
待

て
い
た

 
エ
ル
ザ
は
自
ら
の
下
僕
で
あ
る

エ
ム
こ
と

豪

に
こ
う
言

た

ね

豪

私
ね

今
度
事

所
か
ら
独
立
す
る
事
に
し
た
か
ら

は
 
豪

は

い
き
な
り
の
そ
の
エ
ル
ザ
の
宣
言
に

面
食
ら

た

確
か
に
そ
う
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
け
ど

な
れ
ば
い
い
じ

な
く
て

や
る
ん
だ
よ

ど
う
し
て
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
か
な

 
そ
う
言

て
エ
ル
ザ
は

豪

の
腹
に

り
を
入
れ
た

 
豪

は
エ
ル
ザ
に

ら
れ
た
事
に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
も

 
何
故
エ
ル
ザ
が
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た
の
か

慎
重
に
考
え
始
め
た
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た

確
か
に
そ
の
話
は
前
か
ら
出
て
ま
し
た
け
ど

結
局
無
理
そ
う
だ
と

 
結

が
出
た
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か

ま
あ

常
識
的
に
考
え
る
と
普
通
は
そ
う
思
う
よ
ね

で
も
ね
豪

こ
の
世
の
中
に
は
ね

 
そ
ん
な
常
識
な
ん
か

力

く
で
ひ

く
り
返
し
ち

う
よ
う
な
一

人
が
い
る
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
て

豪

は
最
近
エ
ル
ザ
の
様
子
が
お
か
し
か

た
事
を
思
い
出
し
た

 
エ
ル
ザ
が
フ
ラ

と

を
消
す
の
は
い
つ
も
の
事
だ

た
が

最
近
は
特
に
そ
れ
が
多
い

 
ま
る
で
誰
か
と
密
会
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

 
そ
こ
ま
で
考
え
て

豪

は
何
日
か
前
の
事
を
思
い
出
し
た

 
そ
れ
は
豪

が
最
初
に
エ
ル
ザ
の
行
動
に
疑
問
を
持
ち
そ
し
て
尾
行
を

か
れ
た
日
の
事

だ

た

 
最
初
に
エ
ル
ザ
の
様
子
が
お
か
し
い
と
思

た
の
は

免
許
証
を
持
ち
出
し
た
事
だ

た

 
エ
ル
ザ
は
免
許
こ
そ
持

て
は
い
る
が

普

滅
多
に

の
運
転
は
し
な
い

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
日
も

を
出
し
た
り
は
し
な
か

た

 
そ
し
て
普

の
エ
ル
ザ
は

尾
行
に
気
付
い
た
と
し
て
も

そ
ん
な
事
は
気
に
せ
ず

 
自
分
の
行
き
た
い
所
へ
と
気
分
に
合
わ
せ
て
好
き
な
よ
う
に
移
動
す
る
の
だ
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だ
が
あ
の
日
の
エ
ル
ザ
は
最
初
か
ら
尾
行
を

し
て
い
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
て
い
た

気
が
す
る

 
つ
ま
り
誰
か

尾
行
を

く
よ
う
に
エ
ル
ザ
に
指

し
た
人
物
が
い
る

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

お
そ
ら
く
エ
ル
ザ
の
ロ
グ
ア
ウ
ト
が

れ
た
あ
の
時
し
か
な
い

 
そ
し
て
そ
の
人
物
は

あ
の
エ
ル
ザ
に
言
う
事
を

か
せ
る
事
が
出
来
る
ほ
ど
の
実
力
者

 
そ
こ
ま
で
考
え
て

豪

は

そ
の
日
に
何
が
あ

た
か
を
思
い
出
し
た

シ

ナ

 
豪

が
そ
う

い
た

間
に

そ
れ
を

い
た
エ
ル
ザ
が
目
を

く
し
た
の
を
見
て

 
豪

は
や

ぱ
り
そ
う
だ

た
か
と
確
信
し
た

 
何
が
あ

た
か
は
分
か
ら
な
い
が

ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
は
シ

ナ
の
影

下
に
あ
る
ら
し
い

 
そ
こ
ま
で
考
え
た
豪

は
ま

た
く
シ

ナ
の
事
を
知
ら
な
い

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
判

断
出
来
ず

 
エ
ル
ザ
に
向
か
い

一
言
だ
け
口
に
し
た

分
か
り
ま
し
た

僕
は
あ
な
た
の

に

何
を
す
れ
ば
い
い
で
す
か

お
お
う

さ
す
が
は
シ

ナ
だ
ね

う
ん

豪

合
格
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豪

は
そ
の
エ
ル
ザ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
出
来
ず
そ
の
ま
ま
エ
ル
ザ
が
話
し
始
め
る
の
を

待

た

 
エ
ル
ザ
は
そ
ん
な
豪

を
満
足
そ
う
に
見
つ
め
る
と

し
く
説
明
を
始
め
た

も
う
察
し
て
い
る
よ
う
だ
け
ど

私
は
シ

ナ
と
接
触
を
持
つ
事
に
成
功
し
た
の
よ

は
い

そ
れ
は
何
と
な
く
分
か
り
ま
し
た

そ
こ
で
私
は
驚
く
べ
き
事
実
を
知

た

そ
の
事
は
後
で
話
す
わ

シ

ナ
の
許
可
も
出
た

事
だ
し

は
い

と
り
あ
え
ず
事
実
だ
け
言
う
と
あ
の
シ

ナ
が
私
の
独
立
に
協
力
し
て
く
れ
る
事
に
な

た
協
力

で
す
か

 
豪

は

そ
う
簡

に
独
立
出
来
た
ら
こ
ん
な
に
苦
労
は
し
な
い
と
思

た
が

 
そ
ん
な
考
え
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず

再
び
エ
ル
ザ
の
言
葉
を

強
く
待
つ
事
に
し
た

十
分
実
現
可
能
な
プ
ラ
ン
だ
か
ら
お
前
は
何
も
心
配
せ
ず
に
独
立
す
る

の
準
備
を
進
め

て
く
れ
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こ
れ
が

シ

ナ
か
ら
豪

へ
の
命
令
よ

あ
な
た
か
ら
の
命
令
で
は
な
く

シ

ナ
か
ら
の
命
令

で
い
い
ん
で
す
ね

 
エ
ル
ザ
の

ご
し
で
直
接
豪

に
命
令
を
し
た
と
い
う
事
で
い
い
の
か
と
豪

は
暗
に

ね
たう

ん

そ
れ
で
い
い
よ

 
こ
の
返
事
を

い
て

豪

は
い
く
つ
か
の
事
実
関
係
を

し
た

 
自
分
の
下
僕
で
あ
る
豪

を
自
由
に
さ
せ
る
ほ
ど
エ
ル
ザ
が
シ

ナ
の
言
い
な
り
で
あ
る
と

い
う
事

 
豪

の
仕
事
を
知

て
い
な
い
と
指

出
来
な
い
内
容
の

お
そ
ら
く
エ
ル
ザ
の
プ
ラ
イ

ベ

ト
は

 
ほ
と
ん
ど
シ

ナ
に
は

態
で
あ
ろ
う
と
い
う
事

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
が
そ
れ
を
望
ん
で
容
認
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
事
だ

 
今
ま
で
エ
ル
ザ
を
一
番
近
く
で
見
て
き
た
豪

は

エ
ル
ザ
が
自
ら
話
し
た
と
は
思
わ
ず

 
強
力
な
情
報
網
の
存
在
を
疑

た
が

も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
物
は
存
在
し
な
い

 
い
や

正
確
に
言
え
ば

ア
ル
ゴ

み
で
似
た
よ
う
な
物
は
存
在
し
て
い
る
の
だ
が
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今
回
の
件
に
つ
い
て
ア
ル
ゴ
が
関

た
の
は

エ
ル
ザ
や
シ
ノ
ン
が

 

教
や
ヤ
ク
ザ
や
ら
の

面
倒
な
バ

ク
を
持

て
い
な
い
と
い
う
事
だ
け
だ

た

 
そ
ん
な
微

に
納
得
し
て
い
な
い
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
豪

の
顔
を
見
て
エ
ル
ザ
は
言

た
シ

ナ
は
私
に
こ
う
言

た
の
よ

も
し
豪

が

私
が
独
立
す
る
と
言

た
後
に

 
た
だ
反

す
る
だ
け
で
シ

ナ
の
存
在
に
す
ら
気
が
付
か
な
い
よ
う
な
ら

 
お
前
の
存
在
は
無

し
て
自
分
達
で
全
て
の
話
を
進
め
る
事
に
す
る

て
ね

 
豪

が
私
の
バ

ク
に
つ
い
た
シ

ナ
の
存
在
に
た
ど
り
着
い
た
と
し
て
も

 
そ
の
上
で
そ
の
事
に
抗
議
し

自
分
の
事
だ
け
を
ア
ピ

ル
し
て
く
る
よ
う
な
ら

 
や

ぱ
り
豪

に
は
何
も
仕
事
は
任
せ
る
事
は
無
い
と
も
言

て
た
よ

だ
か
ら
豪

は
合
格

だ
よ

 
私
が
言
う
の
も
何
だ
け
ど

や
る
じ

な
い
豪

 
エ
ル
ザ
に
そ
う
言
わ
れ
豪

は
内
心
喜
ん
だ
の
だ
が
や
は
り
複
雑
な
気
持
ち
も
存
在
し
た

 
そ
ん
な
豪

に
エ
ル
ザ
は
こ
う
言

た

合
格
し
た
な
ら
全
て
を
話
し
て
も
い
い

て
さ

さ
て
豪

ま
ず
最
初
に
言

て
お
く
け
ど
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過
去
は
と
も
か
く
今
の
私
は
あ
ん
た
よ
り
も
シ

ナ
の
方
を
よ
り
大
事
に
思

て
る
か
ら

ね 
そ
の
言
葉
を

い
た
豪

は
衝
撃
を
受
け
た

さ
す
が
に
会

て

日
し
か

て
な
い
人
間

よ
り

 
自
分
の
方
が
下
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
納
得
が
い
か
な
い
か
ら
だ

 
だ
が
豪

は
そ
の
後
の
エ
ル
ザ
の
説
明
を

き

自
分
の
方
が
下
だ
と
納
得
し
た

つ
い
に
望
み
が
叶

た
ん
で
す
ね

本
当
に
す
ご
い
幸
運
で
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

う
ん

褒
め
て
褒
め
て

私

え
ら
い
で
し

本
当
に
凄
い
で
す
よ

シ

ナ
の

歴
に
も

驚
愕
し
か
あ
り
ま
せ
ん

 
エ
ル
ザ
の
話
に
よ
る
と

シ

ナ
は
ま
さ
に
英
雄
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
人
物
で
あ

た

 
シ

ナ
本
人
の
話
だ
け
で
は
な
く

ち

ん
と
客
観
的
に
証
明
す
る
人
が
い
る
と
い
う
の
も

 
そ
の
話
の
内
容
が

信
用
す
る
に
足
る
物
だ
と
い
う
事
を

し
て
い
る

 
豪

は
本
当
に
素
直
に
シ

ナ
の
事
を
尊
敬
し

 
そ
ん
な
人
が

エ
ル
ザ
の
バ

ク
に
つ
い
て
く
れ
た
事
を
と
て
も
喜
ん
だ

 
普
通
の
男
な
ら

の

に
焼
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
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豪

の
考
え
だ
と
エ
ル
ザ
の
幸
せ
こ
そ
が
第
一
で
あ
り

 
シ

ナ
の

場
は

確
実
に
エ
ル
ザ
の
幸
せ
に
寄

し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

 
更
に
今
回
の
件
に
関
し
て
は

伝
え

く
限
り

シ

ナ
の
性
格
や
行
動
を
分

す
る
と

 
自
分
が
エ
ル
ザ
を
失
う
恐
れ
は
ま

た
く
無
い
と
言

て
い
い
だ
ろ
う

 
そ
の

豪

は

安
心
し
て
シ

ナ
の
指

に

う
事
を
決
断
し
た

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
方
向
で
話
を
進
め
て
お
き
ま
す
ね

う
ん

あ
後
ね
い
ず
れ
豪

も
い
や
エ
ム
の
方
か
な
シ

ナ
の
仲
間
に
加
わ

て
欲

し
い

て

 
そ
の

に

無
理
な
ら
ま
あ
い
い
ら
し
い
け
ど

 

力
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
を
表

さ
せ
な
い
で
攻
撃
を
す
る
練

を
し
て
欲
し
い
ん
だ

て
さ

私
が
シ

ナ
の
パ

テ

に
で
す
か

い
い
ん
で
す
か

そ
れ
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す

心

か
ら胸

が
高
鳴
る
ね

豪

は
い

そ
れ
じ

あ
独
立
の
話
が
落
ち
着
い
た
ら

必
ず
そ
れ
は
練

し
て
お
き
ま
す
と

 
シ

ナ
に
お
伝
え
下
さ
い



 第２２２話 同窓会を終えて〜しっかり者とお花畑達

う
ん
分
か

た

そ
れ
じ

そ
う
い
う
事
で

こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う

は
い

 
豪

は
自
分
と
エ
ル
ザ
の
未
来
に
も
明
る
い
光
が
差
し
て
き
た
と
思
い
シ

ナ
に
感
謝
し

た 
更
に

シ

ナ
と
一

に
戦
え
る
事
を
楽
し
み
に
思
う
自
分
に
気
が
付
い
た
の
だ
が

 
豪

は

そ
ん
な

か
れ
た
自
分
の
気
を
引
き
締
め

 

々
と
自
分
の

え
ら
れ
た
役

を
果
た
す
事
に
し
た
の
だ

た

  
そ
し
て
同
じ

同
窓
会
で
打
ち
の
め
さ
れ
た
ゆ

こ
と
遥
は

 
大
学
の

業
を
終
え

と
ぼ
と
ぼ
と

へ
と
向
か

て
歩
い
て
い
た

ね

何
で
私
達

あ
ん
な
に
意
地
に
な

ち

た
ん
だ
ろ
う
ね

よ
く
考
え
る
と

私
達
に
は
ま

た
く
関
係
な
い
奴
な
ん
だ
よ
ね

職

大
丈
夫
か
な

ど
う
だ
ろ

は
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は
 
二
人
は
内
定
が
取
り
消
さ
れ
な
い
か
ど
う
か
と
て
も
心
配
に
な
り
深
い
深
い
た
め
息
を
つ
い

た 
二
人
は
そ
の
ま
ま
無
言
で
歩
き
続
け
て
い
た
の
だ
が

 

へ
と
向
か
う

中
の
ビ
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
る
街

ビ
ジ

ン
の
前
に
差
し
か
か

た
時

 
そ
こ
に
た
ま
た
ま
ア
ミ

ス
フ

ア
の

が
映
し
出
さ
れ
た

 
二
人
は
何
と
な
く
足
を
止
め

そ
の

を
何
と
な
く

め
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の

が
終
わ

た
後

ゆ

こ
が
遥
に
こ
ん
な
事
を
言

た

ね

遥

う
ん

も
し
か
し
て
あ
あ
い
う
ゲ

ム
の
中
で
な
ら
合
法
的
に
あ
い
つ
を
や

つ
け
ら
れ
る
ん
じ

な
いそ

れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど
で
も
あ
い
つ

て
英
雄

て
言
わ
れ
る
く
ら
い
強
い
ん
で
し

う

ん

で
も
さ
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ゆ

こ
は
真
顔
で
遥
に
向
き
直
り

こ
う
言

た

今
こ
こ
で
私
が
刀
を
持

て
た
と
し
て
目
の
前
に
同
じ
よ
う
に
刀
を
持

た

が
い
た
ら

 
私
は
絶
対
に
殺
さ
れ
る
よ
ね

ま
あ
そ
う
だ
ね

で
も
さ
私
が
銃
を
持

て
い
た
と
し
て
目
の
前
に
銃
を
持

た

名
な
格
闘
家
が
い
た
と

し
て
さ

 
私
が
必
ず
負
け
る
な
ん
て
事
は
無
い
よ
ね

あ

そ
れ
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い

要
す
る
に

ゲ

ム
の
種

に
よ

て
は
私
達
に
も
勝
ち
目
が
あ
る
よ
ね

 
遥
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後

そ
の
言
葉
に
同
意
し
た

う
ん

確
か
に
そ
う
だ
ね

私

何
か
や

て
み
よ
う
か
な

え
え

で
も
あ
れ

て

そ
こ
そ
こ
い
い
お

な
ん
じ

な
か

た

け

 
驚
く
遥
に

ゆ

こ
は
キ

パ
リ
と
言

た

確
か
大
学
の
友
達
が

ゲ

ム
の
中
で
何
万

か

い
だ
み
た
い
な
話
を
し
て
た
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だ
か
ら
そ
う
い
う
ゲ

ム
を
探
せ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

す
ぐ
取
り
返
せ
ば
い
い

て

ね

で
も
さ

そ
う
上
手
く
い
く
も
ん
な
の
か
な

馬

な
男
に

が
せ
て
も
い
い
ん
じ

な
い

そ
う
い
う
男
は

山
い
る
と
思
う
し

あ

そ

か

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
私
も
思
い
切

て
や
て
み
よ
う
か
な

 
二
人
は
こ
う
い
う
事
に
関
し
て
は
無
知
で
あ

た

安
易
に
そ
ん
な
事
を
考
え

 
そ
の
場
の
ノ
リ
で
ゲ

ム
シ

プ
に
向
か

た

 
そ
ん
な

件
に

当
す
る
ゲ

ム
は
当
然
Ｇ
Ｇ
Ｏ
し
か
存
在
せ
ず

 
二
人
は
特
に
何
も
考
え
ず

金
を
お
ろ
し

ア
ミ

ス
フ

ア
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を

入
し
た

で
も
よ
く
考
え
る
と

こ
の
ゲ

ム
を
あ
い
つ
が
や

て
る
と
は
限
ら
な
い
よ
ね

そ
の
時
は

似
た
よ
う
な
奴
を
腹
い
せ
に
撃
て
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
こ
の
ゲ

ム
は
そ
う
い
う
ゲ

ム
だ

て

店
員
さ
ん
も
言

て
た
じ

な
い

そ

か

そ
う
だ
ね

 
こ
う
し
て

が
お
花
畑
な
の
か
と
疑
わ
れ
る
よ
う
な

は
か
な
考
え
で

 
二
人
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
事
と
な

た

 
二
人
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
厳
し
さ
を
知
る
の
は
も
う
少
し
先
の
事
で
あ
る
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第
２
２
３
話
 
結
城
家
へ
の
訪
問

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
明
日
奈
と
理
事
⻑
の

束
か
ら
何
と
か
逃
れ
よ
う
と

 
八
幡
は
キ

ト
の
到
着
を

今
か
今
か
と
待
ち

え
て
い
た

 
そ
し
て
キ

ト
が
見
え
た

間

八
幡
は
こ
れ
で
や

と
解
放
さ
れ
る
と
安

し
た

お

い
キ

ト

こ
こ
だ
こ
こ
だ

さ
あ
二
人
と
も

キ

ト
も
来
た
事
で
す
し

 
そ
ろ
そ
ろ
離
れ
て
も
ら
い
ま
す
よ

あ
ら

残
念
ね

仕
方
な
い
な
あ

理
事
⻑

八
幡
君
成
分
の
補

は
完
了
し
ま
し
た
か

え
え

も
う
バ

チ
リ
よ

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

 
八
幡
は

そ
ん
な
会
話
を

り
広
げ
て
い
る
二
人
を
華
麗
に
ス
ル

し
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嬉
し
そ
う
に
キ

ト
の
運
転

に
乗
り
込
ん
だ

ち
な
み
に
そ
の
嬉
し
さ
の
元
と
な

て
い
る

の
は

 
羞
恥
プ
レ
イ
か
ら
解
放
さ
れ
た
嬉
し
さ
と
自
分
の
手
で
キ

ト
を
運
転
出
来
る
嬉
し
さ
の
両

方
で
あ
る

 
キ

ト
は
そ
の
見
た
目
か
ら

た
だ
で
さ
え
目
立
つ
上
に

ガ
ル
ウ

ン
グ
な
の
で

 
確
実
に
下
校

中
の
生
徒
達
の
注
目
を
集
め
て
い
た

 
女
子
生
徒
達
は

キ

ト
に
乗
り
込
む
八
幡
を
憧
れ
の
目
で
見
つ
め

 
男
子
生
徒
達
は

八
幡
が
乗
り
込
む
キ

ト
を
憧
れ
の
目
で
見
つ
め
た

 
対
象
は
微

に
違
え
ど

結
局
全
て
の
生
徒
達
に
憧
れ
の

線
を
向
け
ら
れ
な
が
ら

 
八
幡
は
明
日
奈
を
助
手

に
乗
せ

キ

ト
の
エ
ン
ジ
ン
を
ス
タ

ト
さ
せ
た

 
そ
し
て
そ
れ
を
見
送
る
理
事
⻑
は

キ

ト
に
こ
う
命
令
し
た

キ

ト

必
ず
二
人
を
無
事
に
送
り

け
る
ん
で
す
よ

は
い
奥
様

心
得
て
お
り
ま
す

 
そ
の
キ

ト
の
声
を

き
驚
い
た
生
徒
達
は
次
々
と
キ

ト
に

が
り
二
人
に
話
し

け
た
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ち
な
み
に
女
子
生
徒
の
会
話
は

大
体
こ
ん
な
感
じ
で
あ
る

八
幡
様

今
度
私
達
も

そ
の

る

に
乗
せ
て
下
さ
い

は

様

あ

い
や

こ
の

は
ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の
社
用

み
た
い
な

も
ん
で
な

 
一
応
仕
事
専
用
な
感
じ
だ
か
ら

そ
れ
は
ち

と
無
理
な
ん
だ
よ
な

す
ま
ん

仕
事
で
す
か

ま
だ
学
生
な
の
に
さ
す
が
で
す

八
幡
様

お

お
う

明
日
奈

い
い
な

す
ご
く

ま
し
い

あ
は

私
の
自
慢
の

那
様
の

自
慢
の

だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
男
子
生
徒
の
会
話
は

ね
こ
ん
な
感
じ
で
あ

た

参
謀

そ
の

る
ん
で
す
ね

す
ご
い
で
す

さ
す
が
で
す

お
う

お
前
ら
も

キ

ト
の
良
さ
を
分
か

て
く
れ
る
か

最
高
だ
ろ

は
い

副
団
⻑

今
日
こ
そ
参
謀
を

き
つ
け
て

婚
約
指

を

ち

て
下
さ
い

確
か
に
そ
れ
は
欲
し
い
け
ど

で
も
そ
の
前
に

普
通
の
指

も
欲
し
い
か
な
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そ
ん
な
生
徒
達
に
囲
ま
れ
る
二
人
の

を
見
た
理
事
⻑
は

 
八
幡
な
ら

き

と
雪
ノ
下
家
を
も

と
も

と
栄
え
さ
せ
て
く
れ
る
と
確
信
し
た

 
そ
し
て
そ
ん
な
八
幡
を

明
日
奈
が
し

か
り
と

え
る
だ
ろ
う
と
い
う
事
も

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
ろ
そ
ろ
出
発
す
る
と
言

て
生
徒
達
を
離
れ
さ
せ
る
と

 
キ

ト
を
発

さ
せ

そ
の
ま
ま
明
日
奈
の
家
へ
と
向
か

た

何
か
す
ご
い

ぎ
に
な

ち

た
ね

ま
あ

キ

ト
は
目
立
つ
か
ら
な

確
か
に
街
中
で
も

よ
く
見
ら
れ
ま
す
ね

そ
れ
は
ま
あ

運
転

に
誰
も
乗

て
な
い
か
ら
な
気
も
す
る
け
ど
な

そ
の
可
能
性
は
失
念
し
て
い
ま
し
た

 
二
人
と
一
台
は

楽
し
く
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら

中
で
陽
乃
を

た
後

 
あ

と
い
う
間
に
明
日
奈
の
家
に
到
着
し
た

明
日
奈
の

で
あ
る
結
城
章
三
と
⺟
で
あ
る

結
城
京
子
が

 
三
人
の
到
着
を
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
出
迎
え
た

お
久
し
ぶ
り
で
す

章
三
さ
ん

そ
れ
に
京
子
さ
ん
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お
久
し
ぶ
り
で
す

あ
ま
り
顔
を
出
せ
な
く
て
す
み
ま
せ
ん

お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

た
だ
い
ま

お
帰
り
明
日
奈

そ
し
て
二
人
と
も

よ
く
来
て
く
れ
た
ね

さ
あ

中
へ
入

て
く
れ

 
こ
う
し
て
五
人
は
結
城
家
の
居
間
へ
と
通
さ
れ
た

 
応
接
室
で
は
な
く
居
間
な
の
が

今
の
五
人
の
関
係
を

的
に
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う

ち
な
み
に
お
二
人
に
報
告
が
あ
り
ま
す

こ
の
度
こ
こ
に
い
る
八
幡
君
を

 
私
の
後
継
と
し
て

う
ち
の
社
の
社
⻑
に
す
る
事
を
決
断
し
ま
し
た

お
お

あ
ら
あ
ら

八
幡
君
は
ま
だ
学
生
な
の
に

陽
乃
さ
ん

思
い
切

た
わ
ね

ま
あ
彼
が
何
か
や
ら
か
し
て
も

私
が
バ

ク
に

え
て
れ
ば
何
も
問
題
無
い
で
す
し
ね

が

頑
張
り
ま
す

 
そ
の
陽
乃
の
報
告
に

章
三
と
京
子
は
顔
を

ば
せ

八
幡
は

張
し
た
顔
で
そ
う
答
え
た

我
が
社
と
し
て
は

君
を
失
う
の
は

し
か

た
が

 
あ
の

況
で
は

結
果
的
に
ベ
ス
ト
の
選
択
だ

た
よ
う
に
思
う

 
外
部
か
ら
別
会
社
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

を
引
き
受
け
て
く
れ
て
健
全

を
行

て
く
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れ
た
事
で

 
確
実
に
わ
が
社
の
評
判
は
救
わ
れ
た

あ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
自
体
の
サ

ビ
ス
提

を
終
わ
ら
せ

た
場
合

 
犯
罪
企
業
と
い
う
レ

テ
ル
を

以
後
も

ら
れ
続
け
る
可
能
性
が
あ

た
か
ら
ね

 
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
よ

陽
乃
君

ま
あ

全
て
彼
の

に
や

た
事
な
ん
で
す
け
ど
ね

 
陽
乃
は
八
幡
の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
れ
を

い
た
章
三
と
京
子
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

君
に
そ
こ
ま
で
さ
せ
る
八
幡
君
が
私
達
の
息
子
に
な

て
く
れ
る
な
ん
て
本
当
に
夢
み
た

い
だ
よ

私
も
も
う

明
日
奈
に
勉
強
勉
強

て
言
わ
な
く
て
も
い
い
の
ね

 
ね

八
幡
君

そ
ろ
そ
ろ
私
の
事
を

お
義
⺟
さ
ん

て
呼
ん
で
く
れ
て
も
い
い
の
よ

え

あ

そ
れ
は
そ
の

ほ
ら
お
⺟
さ
ん

い
き
な
り
す
ぎ

八
幡
君
が
困

て
る
じ

な
い

 
そ
れ
に
お
⺟
さ
ん

何
か
突
然
キ

ラ
が
違
い
す
ぎ
じ

な
い
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明
ら
か
に

日
ま
で
の

口
う
る
さ
い
教
育
マ
マ
じ

無
く
な

て
い
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の
明
日
奈
の
主
張
に

京
子
は
こ
う
反

し
た

今
の
陽
乃
さ
ん
の
言
葉
を

い
た
ら
当
然
で
し

あ
な
た
は
社
⻑
夫
人
に
な
る
の
よ

 
勉
強
を
し
な
く
て
い
い

で
は
無
い
け
れ
ど

あ
ま
り
口
う
る
さ
く
言
う
必
要
は
も
う
無
い

じ

な
い

 
あ
な
た
が
こ
ん
な
素
敵
で
し

か
り
し
た

那
様
を
捕
ま
え
て
き
て
く
れ
た
お
か
げ
で

 
私
は
あ
な
た
の
教
育
に
関
し
て

も
う
あ
れ
こ
れ
言
う
必
要
が
無
く
な

た
ん
だ
も
の

 
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
た

だ
し

少
し
は
性
格
も
変
わ
る
わ
よ

お
⺟
さ
ん

そ
ん
な
に
重
圧
を
感
じ
て
た
ん
だ

 
明
日
奈
は
京
子
の
そ
の
反

を

き

意
外
そ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

そ
り

あ
ね
え

私
の
実
家
は

東
北
で

業
を
や

て
い
た
よ
う
な
家

だ
か
ら

 
本
家
の
連
中
に
は

こ
れ
だ
か
ら
家

が

い

は
と
散
々

味
を
言
わ
れ
て
き
た

よ

 
だ
か
ら
私
に
は

明
日
奈
を
ど
こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い

 
誰
よ
り
も
優

な
娘
に
教
育
し
な
く
て
は
と
い
う
重
圧
が
あ

た

て

本
家

で
す
か
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八
幡
は

そ
の
京
子
の
話
は
初

だ

た
ら
し
く

そ
う

ね
た

ま
あ

そ
の
話
は
い
ず
れ

ね

あ

は
い

 
そ
こ
で
話
が
一

切
れ
た
の
を
見
て

次
に
章
三
が
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

京
子

ず
る
い
ぞ

八
幡
君

是
非
私
の
事
も

お
義

さ
ん
と
呼
ん
で
く
れ
た
ま
え

お

さ
ん
も
お
⺟
さ
ん
も
八
幡
君
の
事
が
好
き
す
ぎ
だ
よ

ま
あ
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

う
ち
の
両
親
も
こ
ん
な
感
じ
な
の
よ
ね

 
ま

た
く

こ
ん
な
人
た
ら
し
に
育
て
た
覚
え
は
無
い
ん
だ
け
ど
な

奇
遇
だ
な

俺
も
姉
さ
ん
に
育
て
ら
れ
た
覚
え
は

一
切
無
い

 
そ
の
や
り
取
り
を
受
け

五
人
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
そ
し
て
居
間
に
着
く
と

八
幡
は

今
日
の
本
題
に
つ
い
て

真
面
目
な
顔
で
話
し
始
め
た

実
は
で
す
ね

 
八
幡
は

ク
ラ
デ

ル
と
い
う
男
が
ど
う
い
う
人
間
か
を

主
観
を
交
え
ず

 
出
来
る
だ
け
客
観
的
に
二
人
に
説
明
し
た

そ
し
て
エ
ル
ザ
だ
け
で
は
な
く

 
他
の
ア

テ

ス
ト
達
の

に
も
ク
ラ
デ

ル
を

し
た
い
と
い
う
希
望
を
二
人
に
伝
え
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た 
も
ち
ろ
ん
倉
エ

ジ

ン
シ

と
の
提

の
話
も
忘
れ
て
は
い
な
い

何
だ
そ
い
つ
は

お
い
京
子

ち

と
そ
の
ク
ラ
デ

ル

て
奴
を
殺
し
に
行

て
く

る
ぞあ

ら
あ
な
た

私
も
行
く
わ
よ

そ
ん
な
気
持
ち
悪
い
ス
ト

カ

男
は

 
そ
の
時
の
明
日
奈
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
絶
対
に
こ
の
世
に
存
在
さ
せ
て
お
く

に
は
い
か

な
い
わ

お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

落
ち
着
い
て

一
応
も
う
あ
い
つ
に
は

八
幡
君
が
制

を
加
え

済
だ
か
ら

 
い
き
な
り
殺
害
予
告
を
し
た
両
親
の

を
見
て

明
日
奈
は

て
て
二
人
を
止
め
た

大
丈
夫
で
す

明
日
奈
に
は
指
一
本
触
れ
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら

 
お
ま
け
に
し

か
り
と
ぶ
ち
の
め
し
て
お
き
ま
し
た

お
お

さ
す
が
は
我
が
息
子
だ

さ
す
が
ね

八
幡
君

 
二
人
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

い
て
落
ち
着
い
た
の
か

ソ
フ

に
座
り
な
お
し
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そ
の
ま
ま
会
話
が
続
け
ら
れ
る
事
と
な

た

神
崎
エ
ル
ザ
か

今
一
番
の
注
目

ら
し
い
ね

ま
さ
か
彼
女
が
八
幡
君
の
友
人
だ
な
ん
て
ね

世
間
は

い
わ
ね

友
人
と
い
う
か

扱
い
と
し
て
は
部
下
み
た
い
な
も
の
で
す
け
ど
ね

 
さ
す
が
に
下
僕
と
は
言
え
ず

八
幡
は
無
難
に
そ
う
説
明
を
し
た

ほ
う
ほ
う
部
下
と
ま
で
言
う
の
か
ね

つ
ま
り
倉
エ

ジ

ン
シ

か
ら
独
立
す
る
と
は

言
え

 
君
の
力
が
あ
れ
ば

独
立
後
の
彼
女
と
も
契
約
を
結
ぶ
事
が
可
能
と
い
う

か
い

は
い
お
そ
ら
く
喜
ん
で
レ
ク
ト
の
ゲ

ム
の
イ
メ

ジ
ソ
ン
グ
を
歌

て
く
れ
る
と
思
い

ま
す

 
元
々
そ
う
い
う
の
に
は
ま

て
る
奴
な
ん
で

家

関
係
に
興
味
を

す
か
ど
う
か
は
不
明
で

す
け
ど
ね

な
る
ほ
ど

ど
う
や
ら
わ
が
社
に
と

て
も

そ
の
話
は
メ
リ

ト
し
か
無
い
よ
う
だ

 
神
崎
エ
ル
ザ
は
さ

き
も
言

た
が
今
一
番
注
目
さ
れ
て
い
る
ア

テ

ス
ト
だ
か
ら
ね

 
我
が
社
が
他
の
社
に
先
ん
じ
て
契
約
を
結
べ
れ
ば
当
然
大
き
な
利

を
わ
が
社
に
も
た
ら
す
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だ
ろ
う

実

は
た
だ
の
変
態
な
ん
だ
け
ど
な

 
八
幡
は
内
心
で
そ
う
思
い
つ
つ
も

そ
の
章
三
の
言
葉
に

い
た

し
か
し
一
つ
問
題
が
あ

て
ね

問
題

で
す
か

お
そ
ら
く
そ
の
話
は

結
城
本
家
が
許
さ
な
い
と
思
う

こ
こ
で
本
家
の
話
が
出
て
く
る
ん
で
す
ね

 
八
幡
は

先
ほ
ど
の
京
子
の
言
葉
を
思
い
出
し

そ
う
言

た

 
章
三
は

少
し

い
顔
を
し
な
が
ら

八
幡
に
こ
う
質
問
を
し
た

八
幡
君

私
の
名
前
は
も
ち
ろ
ん
知

て
い
る
よ
ね

 
そ
の
私
の
名
前
に
つ
い
て

何
か
思
う
事
は
無
い
か
い

 
八
幡
は

そ
の
質
問
に
意
表
を
突
か
れ
た
が

素
直
に
思
い
つ
い
た
事
を
言

た

前
か
ら
思

て
た
ん
で
す
け
ど

も
し
か
し
て
章
三
さ
ん
は

三
男
な
ん
で
す
か

そ
う

そ
の
通
り
な
ん
だ

要
す
る
に
問
題
は
そ
こ
な
ん
だ
よ

 
さ

き
京
子
が
言

て
い
た
だ
ろ
う

京
子
が
東
北
の

家
出
身
だ
と
ね
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実
は
私
に
は
兄
が
二
人
い
た
ん
だ

そ
の
せ
い
で
私
が
家
を
継
ぐ
可
能
性
は
ま

た
く
は

無
い
と
思
い

 
小
さ
い

か
ら
ほ
と
ん
ど
家
に

ら
れ
ず

好
き
に
生
き
て
き
た

 
そ
の

お
堅
い
本
家
の
連
中
か
ら
は
完
全
に
無

さ
れ
て
い
た
ん
だ
よ

 
私
は
結
城
本
家
に
と

て
は

い
な
い
も
同
然
の
人
間
だ

た
ん
だ

 
ま
あ
私
は
そ
ん
な
事
は

ま

た
く
気
に
し
て
い
な
か

た
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
し
て
兄
二
人
が
親
に
結
婚
相
手
を
決
め
ら
れ
名
家
の
令
嬢
と
お
見
合
い
で
結
婚
し
た
の

に
対
し

 
私
は
当
時
付
き
合

て
い
た
こ
の
京
子
と

大
恋
愛
の
末
に
結
婚
し
た

 
当
時
は
本
当
に
三
男
に
生
ま
れ
て
良
か

た
と
思

た
よ

親
が
勝
手
に
決
め
た
相
手
と
で

は
な
く

 
本
当
に
自
分
の
愛
す
る
人
と
結
ば
れ
る
事
が
出
来
た
ん
だ
か
ら
ね

も
う

あ
な
た

た
ら

 
そ
の
仲
が
良
い
二
人
の

を
見
て

八
幡
も
本
当
に
良
か

た
と
感
じ
た

と
こ
ろ
が
そ
の
兄
二
人
が

両
親
と
共
に
事
故
で
死
ん
で
し
ま

て
ね



 第２２３話 結城家への訪問

 
会
社
を
私
が
継
ぐ
し
か
な
か
く
な

て
し
ま

た
ん
だ
よ

 
本
家
の
人
間
は
今
ま
で

険
に
扱

て
き
た
私
が
い
き
な
り
会
社
を
継
ぐ
事
に
な

て
し
ま

い 
急
に
態
度
を
変
え
る
事
も
出
来
な
か

た
ん
だ
ろ
う
ね

 
そ
ん
な
悪
い
関
係
を
継
続
し
た

態
で
そ
の
ま
ま
今
に
至

て
い
る
と
ま
あ
そ
う
い
う

な
ん
だ

な
る
ほ
ど

そ
ん
な
事
情
が

 
章
三
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

く
と

続
け
て
こ
う
言

た

私
が
た
ま
た
ま
出
会

た
茅
場
君
と
意
気
投
合
し

彼
の
協
力
を
得
て

 
会
社
を
と
ん
で
も
な
く
大
き
く
す
る
事
に
成
功
し
て
結
城
本
家
以
上
の

済
力
を
持
つ
事
に

な

た

 
余
計
に
彼
ら
と
し
て
は

プ
ラ
イ
ド
を

付
け
ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
ね

 
彼
ら
は
事
あ
る
ご
と
に

う
ち
の
家
に

味
を
言

て
く
る
よ
う
に
な

た
ん
だ
よ

 

し
い
成
り
上
が
り
者
だ
と
か

家

が

い
く
せ
に

と
か
ね

 
会
社
の

模
か
ら
す
る
と

も
う
う
ち
が
本
家
み
た
い
な
も
の
だ
し
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こ
ち
ら
と
し
て
は

も
う
縁
を
切

て
し
ま

て
も
い
い
と
思
う
ん
だ
が

 
あ
ち
ら
も
そ
れ
な
り
に
ま
だ
力
の
あ
る
家
だ
か
ら
ね

中
々
ふ
ん
ぎ
り
が
つ
か
な
く
て
ね

な
る
ほ
ど

で
も

そ
の
事
と
倉
エ

ジ

ン
シ

の
事
と

ど
う
繋
が
る
ん
で
す
か

 
そ
の
八
幡
の
疑
問
に

章
三
は
こ
う
答
え
た

結
城
本
家
は
京
都
で
大
き
な
病
院
を

し
て
い
る
ん
だ

結
城
総
合
病
院
と
言
う
ん
だ
が

ね 
も
ち
ろ
ん
系

病
院
も

山
あ
る

で

そ
こ
の
病
院
が

か
ら

 
い
く
つ
か
の
大
手
の
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
に
出
資
し
て
い
て
ね

 
中
堅
で
特
に
バ

ク
を
持
た
な
い
倉
エ

ジ

ン
シ

と
う
ち
が
独
自
に
契
約
を
結
ぶ
と

な
る
と

 
お
そ
ら
く
そ
れ
に

反
対
し
て
く
る
と
思
う
ん
だ
よ

そ
う
い
う
事
で
す
か

 
八
幡
は
そ
の
説
明
を

き

し
が
ら
み
が
多
い
家
は
大
変
だ
な
と
思

た
が

 
八
幡
に
と

て
は

も
う
す
ぐ
他
人
事
で
は
無
く
な
る
話
で
も
あ
る

 
当
然
八
幡
の
考
え
は
絶
縁
一
択
で
あ
る
の
だ
が
そ
う
簡

に
い
く
問
題
で
も
無
い
の
だ
ろ
う
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八
幡
は
と
り
あ
え
ず
章
三
に

今
こ
の
場
に
い
な
い
者
の
考
え
を

く
事
に
し
た

一
郎
さ
ん
は
そ
の
事
に
つ
い
て

何
て
言

て
る
ん
で
す
か

 
明
日
奈
の
兄

結
城

一
郎
は

今
は
レ
ク
ト
の
社
員
と
し
て
働
い
て
い
た

 

一
郎
は

レ
ク
ト
の
次
の
社
⻑
の
予
定
の
は
ず
な
の
で

 
八
幡
は
先
ず

彼
の
考
え
を

し
て
お
き
た
い
と
考
え
た
の
だ

た

一
郎
も
私
同
様

本
家
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
と
思

て
い
る
よ

 
で
も
本
家
と
表
立

て

め
る
と

う
ち
の
会
社
に
も
ど
う
し
て
も
影

が
出
る
ん
だ
よ
ね

 
レ
ク
ト
は
た
だ
の
ゲ

ム
メ

カ

で
は
無
く

総
合
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る

 
そ
の
中
に
は

学
分
野
の
機
器
も

ま
れ
て
い
る

 
か
な
り
の
お
得
意
様
で
も
あ
る
結
城
本
家
と

安
易
に
敵
対
す
る
事
も
出
来
な
い

 
そ
の
事
を
理
解
し
た
八
幡
は

何
か
い
い
手
は
無
い
か
と
考
え
始
め
た
が

 
そ
ん
な
に
簡

に

い
い
解
決
方
法
を
思
い
つ
く

も
無
か

た

ち
な
み
に
八
幡
君
は

今
の
話
を

い
て
正
直
に
ど
う
思

た
ん
だ
い

そ
う
で
す
ね

 
八
幡
は

言
葉
を

る
事
も
無
く
ハ

キ
リ
と
こ
う
言

た
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理
想
を
言
え
ば

縁
を
切

た
上
で

潰
す
か

し
た
い
で
す
ね



 第２２４話 突破口は遠い記憶の中に

 
第
２
２
４
話
 
突
破
口
は
遠
い
記
憶
の
中
に

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
言
葉
を

い
た
章
三
は

一

ま

た
後

突
然
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は

さ
す
が
は
八
幡
君

理
由
を

い
て
も

理
由
も
何
も
無
い
で
す
よ

未
来
の
義

と
義
⺟
を

辱
さ
れ
て
い
る
の
に

 
そ
ん
な
奴
ら
を
の
さ
ば
ら
せ
て
お
く
な
ん
て

俺
に
は
出
来
な
い

て
だ
け
で
す
け
ど
ね

八
幡
君

い
や

我
が
息
子
よ

明
日
奈

す
ぐ
に
八
幡
君
と
結
婚
し
な
さ
い

い
い

す
ぐ
に
よ

お

さ
ん
お
⺟
さ
ん
落
ち
着
い
て

て
ば

せ
め
て
学
生
の
期
間
が
終
わ
る
ま
で
は
ね

 
明
日
奈
に
そ
う
諭
さ
れ
た
二
人
は
そ
れ
も
そ
う
だ
と
思

た
の
か
と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い

た
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し
か
し
八
幡
君
に
そ
ん
な
嬉
し
い
事
を
言

て
も
ら
え
る
な
ん
て
私
達
は
本
当
に
幸
せ
者
だ

な
え
え

本
当
に
ね

こ
う
な

た
ら

え
実
現
性
が

か
ろ
う
が
何
だ
ろ
う
が

 
少
し
で
も
八
幡
君
へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
情
報
を
伝
え
な
い
と
ね

と
言
う
と

本
家
に
関
し
て
の
情
報
が

何
か
あ
る
ん
で
す
か

ま
あ

少
し
と
い
う
か

か
な
り
ど
う
し
よ
う
も
な
い
話
で
は
あ
る
ん
だ
け
ど
ね

 
章
三
は

そ
う
前
置
き
を
す
る
と

そ
の
情
報
を
披
露
し
た

八
幡
君

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
い
う
物
を
知

て
い
る
か
い

ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
気
は
す
る
ん
で
す
が

ハ

キ
リ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん

終
末

療
の
一

ら
し
い
ん
だ
が
ね
要
す
る
に
重
病

者
を
常
時

に
接
続

態
に
し
て

 

み
や
ら
何
や
ら
を
ず

と
感
じ
さ
せ
な
い
で

治
療
を
行
う
技
術
ら
し
い
ん
だ

ら
し
い

で
す
か

そ
れ
な
ら

ザ
・
シ

ド

で
代
用
出
来
そ
う
に
も
思
え
ま
す
け
ど
ね

 
確
か
に
そ
れ
は
正

に
思
え
た
が
章
三
は
横
に
首
を

り
な
が
ら
八
幡
に
こ
う
言

た

お
そ
ら
く

ザ
・
シ

ド

で
も

そ
れ
は
無
理
だ
ろ
う
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ど
う
し
て
で
す
か

な

八
幡
君

ナ

ヴ
ギ
ア
と
ア
ミ

ス
フ

ア
の
違
い
は
何
だ
と
思
う

す
ぐ
に
思
い
つ
く
の
は

安
全
装
置
の

無

で
す
か
ね

 
八
幡
の
そ
の
答
え
に

章
三
は

い
た

ナ

ヴ
ギ
ア
は
プ
レ
イ
ヤ

が
現
実
世
界
で
失
神
し
た
ら
ゲ

ム
内
で
も
同
じ
よ
う
に
失

神
す
る
が

 
ア
ミ

ス
フ

ア
の
場
合
は
プ
レ
イ
ヤ

が
失
神
し
た
ら
即
座
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
せ
ら
れ
る

 
つ
ま
り
八
幡
君
が
言
い
た
い
の
は

そ
う
い
う
事
で
い
い
か
い

は
い

確
か
に
そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が
ね

実

の
事
情
は
少
し
違
う
ん
だ

と

言
い
ま
す
と

 
章
三
は

真
剣
な
目
を
す
る
と

八
幡
に
こ
う
答
え
た

ア
ミ

ス
フ

ア
は

ナ

ヴ
ギ
ア
に
安
全
装
置
を
付
け
た
物

要
す
る
に
発
展
型

 
世
間
で
は
そ
う
い
う
事
に
な

て
い
る

だ
が
本
当
は

化
ナ

ヴ
ギ
ア
な
ん
だ
よ

化

で
す
か
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要
す
る
に
実

は
ね

誰
も
あ
の
ナ

ヴ
ギ
ア
の

失
神
し
よ
う
が
何
を
し
よ
う
が

 
ず

と
ゲ

ム
に
接
続
し
続
け
る
機
能
を

再
現
す
る
事
が
出
来
な
か

た
ん
だ

 
プ
レ
イ
ヤ

の
意
識
が
ク
リ
ア
な
の
が
絶
対

件
な
ん
だ
よ

さ
す
が
は
天
才
茅
場

と
い

う
べ
き
だ
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

 
八
幡
は

始
め
て

か
さ
れ
た
そ
の
真
実
に
驚
愕
し
た

 
そ
し
て
章
三
が
何
を
言
い
た
い
か

何
と
な
く
理
解
し
た

要
す
る
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
作
る

に
は

ナ

ヴ
ギ
ア
の
中
身
に
つ
い
て
の
理
解
が

 
絶
対
に
必
要
と
な
る

て
事
な
ん
で
す
ね

前
の
ナ

ヴ
ギ
ア
の
生
産
ラ
イ
ン
を

純
に
利
用

し
て
も

 
そ
ん
な
恐
ろ
し
い
物
は
誰
も
利
用
し
た
が
る

は
無
い
そ
ん
な
事
を
し
た
ら
確
実
に
会
社
が

潰
れ
る

 
そ
し
て
治
療
中
の

者
は

当
然
の
事
な
が
ら

治
療
中
に
意
識
を
無
く
し
た
り

 
通
常
の
精
神

態
を

持
出
来
な
か

た
り
し
て
し
ま
う

だ
か
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
は
使
え

な
い
と
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そ
の
理
解
で
合

て
い
る
よ

要
す
る
に

問
題
は
ソ
フ
ト
で
は
な
く
ハ

ド
な
ん
だ

 
章
三
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

定
し

更
に
こ
う
続
け
た

つ
ま
り
ね

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
技
術
を
手
に
入
れ
る
事
は

 

学
界
を

れ
る

の

と
ん
で
も
な
い
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
事
と
同
義
な
ん
だ

つ
ま
り
結
城
総
合
病
院
か
ら
得
ら
れ
る
利

な
ん
か
そ
の
技
術
の
前
に
は
ゴ
ミ
み
た
い

な
物
だ
と

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

章
三
は
笑
い
な
が
ら
こ
う
答
え
た

は
は

ハ

キ
リ
言
う
ね

だ
が
実

そ
の
通
り
な
ん
だ

 
そ
し
て
ど
う
や
ら
本
家
の
⻑
結
城

の
お

さ
ん
が
か
な
り
の
難
病
に
か
か

た
ら

し
く

 
ど
う
し
て
も
そ
の
技
術
を
手
に
入
れ
よ
う
と

今
結
城
本
家
は

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
入
手
に
か
な
り
や

き
に
な

て
い
る
ら
し
い
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど

そ
の
技
術
の
使
用
許
可
を
エ
サ
に
ち
ら
つ
か
せ
れ
ば

 
結
城
本
家
に
不

を
要
求
す
る
事
が
出
来
ま
す
し

 
結
城
総
合
病
院
の
系

に
だ
け
そ
の
使
用
許
可
を

え
な
け
れ
ば
結
城
本
家
は
壊
滅
し
ま
す
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ね
ま
あ

そ
う
い
う
事
に
な
る
ね

 
八
幡
は

確
か
に
そ
れ
な
ら
必
ず
目
的
を
達
成
出
来
る
と
考
え

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
い
う
言
葉
を
ど
こ
で

に
し
た
の
か

必
死
で
思
い
出
そ
う
と
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
に

今
ま
で
無
言
だ

た
陽
乃
が
声
を

け
た

ね

八
幡
君

私
も

岡
さ
ん
か
ら
そ
の
話
を

い
た
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

岡
さ
ん
か
ら

 
驚
く
八
幡
に

陽
乃
は
更
に

こ
ん
な
話
を
し
た

八
幡
君
は

私
が
茅
場
と
お
見
合
い
を
し
た
の
は
知

て
る
で
し

う

あ

は
い

そ
の
噂
は
本
当
だ

た
の
か

も
し
成
立
し
て
い
れ
ば
す
ご
い
カ

プ
ル
が
誕
生
し
て
い
た

ん
だ
ね

ま
あ

私
が
ふ
ら
れ
た
ん
で
す
け
ど
ね

 
陽
乃
は

そ
の
事
に
は
特
に
興
味
が
無
い
よ
う
で

章
三
に
そ
う
言
う
と

続
け
て
八
幡
に

言

た
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岡
さ
ん
は
ど
う
や
ら
茅
場
に
一
番
近
い
人
物
と
さ
れ
る
そ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
研

究
者
を

 
必
死
に
な

て
探
し
て
い
る
よ
う
だ

た
わ

多
分
今
も
そ
の
人
を
探
し
続
け
て
い
る
と
思

う 
茅
場
が
死
ん
だ
の
は
お
そ
ら
く
確
実
だ
と
思
う
け
ど
そ
の
死
体
は
ま
だ
見
つ
か

て
い
な
い

 
そ
し
て
そ
の
行
方
を
知

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
唯
一
の
人
物
が
そ
の
人
み
た
い

 
そ
の
人
が
研
究
し
て
い
た
テ

マ
が
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
だ
と

岡
さ
ん
は
言

て
い
た
わ

 
要
す
る
に
ゲ

ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
間
茅
場
の
体
の
面
倒
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と

 
そ
う
思
わ
れ
る
人
物
だ

て
事
み
た
い

 

岡
さ
ん
は

私
と
茅
場
の
関
係
か
ら

も
し
か
し
た
ら
私
が
そ
の
女
性
の
事
を

 
茅
場
か
ら

か
さ
れ
て
は
い
な
い
か
と
思

て

私
に
そ
の
事
を

い
た
ら
し
い
わ

そ
の
人

女
性
な
ん
で
す
ね

俺
は

岡
さ
ん
か
ら
そ
ん
な
話
を
さ
れ
た
事
は
無
い
ん
で
す

が 

さ
ん
と
の
関
係
か
ら
言

た
ら

俺
に

い
て
も
い
い
よ
う
な
話
で
す
け
ど
ね
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そ
の
八
幡
の
疑
問
に

陽
乃
は
こ
う
答
え
た

八
幡
君
が
も
し
そ
の
人
と
知
り
合
い
で

そ
の
人
の
行
方
を
知

て
い
た
ら

 
何
を
置
い
て
も
そ
の
人
に
会
い
に
行
こ
う
と
し
た
ん
じ

な
い

 
多
分
八
幡
君
は

も
う
一
度
茅
場
に
会
い
た
い
と
思

て
い
る
だ
ろ
う
し
ね

 
だ
か
ら
ま

た
く
そ
ん
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
な
い
八
幡
君
の

を
見
て

 

岡
さ
ん
は

八
幡
君
は
何
も
知
ら
な
い
ん
だ
と

し
て
い
た
ん
だ
と
思
う

 
そ
れ
で
も

け
ば
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

多
分
あ
の
人

八
幡
君
に
気
を
遣

た
の
ね

 
こ
れ
以
上
茅
場
の

霊
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に

て
と
こ
か
し
ら
ね

な
る
ほ
ど

 
八
幡
は

そ
の
陽
乃
の

に
納
得
し
た

 
確
か
に
自
分
な
ら
そ
の
話
を

い
た
ら
必
死
で
そ
の
人
の
行
方
を
探
し
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
し

 
案
外
き
め

か
い
気
配
り
を
す
る

岡
な
ら

確
か
に
そ
う
考
え
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
考
え
た
八
幡
は

何
と
な
く
陽
乃
に

そ
の
人
の
名
前
を

ね
た

で

そ
の
人
は

な
ん
て
名
前
な
ん
で
す
か
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え

と
ね

確
か

何
と
か
凛
子

は
何
だ

け
な

え
 
そ
の
陽
乃
の
台

で
八
幡
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
い
う
言
葉
を
ど
こ
で

い
た
の
か
思
い

出
し
た

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
を
誰
か
ら

い
た
の
か
も

あ

神
代
凛
子

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

そ
う

確
か
そ
ん
な
名
前

て

八
幡
君

 
そ
の
八
幡
の
反
応
を

し
げ
に
見
て
い
た
陽
乃
は
あ
る
可
能
性
に
気
付
き
目
を
見
開
い
た

ま
さ
か
八
幡
君

そ
の
人
の
事
を
知

て
る
の

は
い

さ
ん
に
紹
介
さ
れ
て
一
度
会

た
事
が
あ
り
ま
す

 
そ
う
だ

そ
の
時
確
か
に

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

て
言
葉
を

い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す

 
実
は
そ
の
時
に

に
凛
子
さ
ん
に
気
に
入
ら
れ
ち

た
み
た
い
で
連

先
も
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た岡

さ
ん
は

会
社
に
問
い
合
わ
せ
て

神
代
凛
子
の

の
番

も
調
べ
た
け
ど

 

に
解
約
さ
れ
て
い
た
と
言

て
い
た
け
ど
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俺
が
教
え
て
も
ら

た
の
は

凛
子
さ
ん
の
個
人
的
な
研
究
所
の
番

ら
し
い
ん
で

 

岡
さ
ん
達
の
調
査
で
出
て
こ
な
か

た
な
ら
別
名
義
か
何
か
の
場
所
な
ん
じ

な
い
で
す

か
ね

 
ま
あ

今
で
も
こ
の
番

が
繋
が
る
か
ど
う
か
は

正
直
な
ん
と
も
で
す
が

 
八
幡
の
そ
の
告
白
を

い
た
陽
乃
は

困

た
よ
う
に
章
三
の
顔
を
見
た

章
三
さ
ん

こ
れ

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な

さ
す
が
に
私
の
手
に
も
余
る
ん
だ
け
ど

普
通
に
考
え
た
ら

察
に
通
報
と
か
に
な
る
ん
だ
ろ
う
が

事
が
事
だ
し
ね

 
と
り
あ
え
ず

岡
さ
ん
に
連

し
て
み
た
ら
い
い
ん
じ

な
い
か
い

そ

か

確
か
に

岡
さ
ん
な
ら

多
少
融
通
を
き
か
せ
て
く
れ
そ
う
だ
し
ね

 
八
幡
君
も
そ
れ
で
い
い

あ

は

は
い

 
八
幡
は

茅
場
の
そ
の
後
に
つ
い
て
何
か
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

 
自
分
の
心

が

鐘
の
よ
う
に
鳴
り

く
の
を
感
じ
て
い
た

 
そ
ん
な
八
幡
の
手
を
明
日
奈
は
そ

と

り

八
幡
は
明
日
奈
に
微
笑
み
か
け
た

八
幡
君

大
丈
夫
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あ
あ

ど
う
や
ら
か
な
り

張
は
し
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど

大
丈
夫

俺
は
大
丈
夫
だ

あ
ん
ま
り
気
を
張
り
詰
め
す
ぎ
な
い
で
ね

あ
あ

お
前
も
な

 
八
幡
は

明
日
奈
も
ど
う
や
ら

張
し
て
い
る
よ
う
だ
と
気
付
き

そ
う
声
を

け
た

 
明
日
奈
に
と

て
の
茅
場
は
敵
で
あ
り
な
が
ら
も
か
つ
て
の
リ

ダ

で
戦
友
で
あ

た

 

張
す
る
の
も
当
然
だ
ろ
う

二
人
は

岡
が
到
着
す
る
ま
で
ず

と
手
を

り
合

て
い

た 
陽
乃
の
連

を
受
け
た

岡
は

誰
に
も
相
談
す
る
事
無
く
一
人
で
結
城

を
訪
れ
た

 
ど
う
や
ら

岡
は

こ
の
件
に
つ
い
て

の
密
命
を
受
け
て
い
る
ら
し
く

 
出
来
れ
ば
凛
子
を
た
だ
罪
に
問
う
の
で
は
な
く

可
能
な
ら
取
引
を
し

 
そ
の
高
い
技
術
力
を
主
に

学
方
面
で

に
活
用
し
て
も
ら
う
方
向
で
話
を
進
め
た
い
ら

し
い

 

岡
は

オ
フ
レ
コ
で
ね

と
笑
い
な
が
ら

八
幡
達
に
そ
う
話
し
て
く
れ
た

 
そ
し
て
八
幡
は
他
の
者
達
が
見
守
る
中
指
先
が

え
る
の
を
必
死
で

え
よ
う
と
し
な
が

ら
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凛
子
に
教
え
ら
れ
た
番

を
選
ぶ
と

通
話
ボ
タ
ン
を
押
し
た

プ
ル
ル
ル
ル
ル
ル

 

話
が
普
通
に
発
信
音
を
鳴
ら
し
た

間

八
幡
の

張
は

点
に
達
し
た

 
ど
う
や
ら
ま
だ
こ
の
番

は
生
き
て
い
た
ら
し
い

 
そ
し
て

後
に
着
信
音
が
止
ま
り

誰
か
が

話
に
出
た

 
八
幡
は
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
む
と

話
の
向
こ
う
の
相
手
に
話
し

け
た

も
し
も
し

凛
子
さ
ん
で
す
か

お
久
し
ぶ
り
で
す

八
幡
で
す

 
相
手
は
し
ば
ら
く
無
言
だ

た
が

後
そ
の

話
の
相
手
神
代
凛
子
は
八
幡
に
こ
う

言

た分
こ
の
番

の
事
を
思
い
出
す
ま
で
に
時
間
が
か
か

た
わ
ね
八
幡
君
待
ち
く
た
び
れ

た
わ
よ
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第
２
２
５
話
 
凛
子
の
要
求

 
原
作
だ
と

神
代
凛
子
の

伏
先
は

ア
メ
リ
カ
だ

た
気
が
し
ま
す
が

 
本
作
で
は

都
合
に
よ
り
国
内
に
変
更
し
て
あ
り
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ま
さ
か
一
年
以
上
も
待
た
さ
れ
る
事
に
な
る
と
は
思
わ
な
か

た
わ

 
そ
ろ
そ
ろ
こ

ち
か
ら
あ
な
た
に
連

し
よ
う
か
と
思

て
い
た
く
ら
い
よ

 
八
幡
君

正
直
に
言
い
な
さ
い

実
は
私
の
事

忘
れ
て
た
で
し

あ

え

と

す
み
ま
せ
ん

忘
れ
て
ま
し
た

う
ん

正
直
で
よ
ろ
し
い

ま
あ
私
と
君
は
一
度
し
か
会

た
事
が
無
い

だ
し

 
そ
れ
は
仕
方
な
い
か
ら
気
に
し
な
い
で

 
凛
子
は

そ
の
事
は
特
に
問
題
無
い
と
い
う
風
に
そ
う
言

た

で

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
私
の
事
を
思
い
出
し
た
と
い
う
事
は
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何
か
契
機
に
な
る
よ
う
な
事
が
あ

た
と
い
う
事
よ
ね

ど

ち
か
し
ら

 
ね

八
幡
君

ち

と
そ
こ
に
い
る

察
の
人
に
代
わ

て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

 
八
幡
は
そ
の

ど

ち
か
し
ら
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
が

 
と
り
あ
え
ず

こ
こ
に
は

察
関
係
者
が
い
な
い
事
を
凛
子
に
告
げ
た

い
え

察
に
は
何
も
知
ら
せ
て
い
ま
せ
ん

た
だ

お
世
話
に
な

た

の
人
な
ら

 
一
人
だ
け
こ
こ
に
同

し
て
も
ら

て
い
ま
す

 
そ
れ
を

い
た
凛
子
は

意
外
そ
う
に
言

た

あ
ら

私
と
し
て
は

ず

と

れ
続
け
る
の
に
も

き
た
し

 
そ
ろ
そ
ろ

察
に
出

し
よ
う
か
と
思

て
い
た
の
だ
け
れ
ど
何
で

察
を
呼
ん
で
な
い
の

か
し
ら

さ
す
が
に
こ
れ
は

俺
の
手
に
余
る
問
題
だ
と
思

て

で
も
い
き
な
り

察
に

て
の
も

 
ち

と
乱
暴
す
ぎ
る
か
な
と
思

て
信
頼
出
来
る

の
人
に

秘
に
来
て
も
ら
い
ま

し
た

 
ち
な
み
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
を
担
当
し
て
い
た
人
で
す

そ
う
そ

ち
な
の
ね

分
か

た
わ
そ
の
人
に
代
わ

て

い
い
え
ス
ピ

カ

で
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全
員
に
会
話
が

こ
え
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
る
か
し
ら

あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

岡
さ
ん

お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は

言
わ
れ
た
通
り
ス
マ
ホ
を
ス
ピ

カ

モ

ド
に
切
り

え
る
と

岡
に
そ
う

言

た
は
じ
め
ま
し
て

神
代
凛
子
さ
ん

私
は

岡
と
言
い
ま
す

は
じ
め
ま
し
て

岡
さ
ん

も
し
か
し
て

私
の
事

探
し
て
ま
し
た

 
凛
子
の
そ
の
言
葉
に

岡
は
苦
笑
し
な
が
ら
言

た

こ
の
一
年
探
し
に
探
し
ま
し
た
け
ど
あ
な
た
の
足
取
り
は
ま

た
く
掴
め
ま
せ
ん
で
し
た

よ 
で
も
ま
さ
か
こ
ん
な
に
あ

さ
り
と
あ
な
た
と
コ
ン
タ
ク
ト
が
と
れ
る
機
会
を
得
ら
れ
る
と

は 
八
幡
君
の
事
は

自
分
な
り
に
最
大
限
評
価
し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
け
ど

 
ど
う
や
ら
ま

た
く
足
り
な
か

た
よ
う
で
す
ね

あ
ら

そ
の
言
い
方
だ
と

あ
な
た
は
八
幡
君
の
事
が
か
な
り
好
き
み
た
い
ね

え
え
そ
れ
は
ま
あ
僕
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
彼
の
作

た
ギ
ル
ド
に
所
属
し
て
い
る
く
ら
い
で
す
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か
ら
ね

 
そ
れ
を

い
た
凛
子
は

お
そ
ら
く
き

と
ん
と
し
た
の
だ
ろ
う

一

無
言
に
な
る
と

 
直
後
に
と
て
も
楽
し
そ
う
に
笑
い
始
め
た

あ
は
は
は
は

あ
な
た
は
ど
う
や
ら

本
当
に
話
が
分
か
る
人
み
た
い
ね

 
と
い
う
事
は
あ
な
た
の
口
か
ら

察
に
連

す
る
よ
う
な
事
は
本
当
に
し
て
い
な
い
の
ね

え
え

リ

ダ

が
私
に
寄
せ
て
く
れ
た
信
頼
を
裏
切
る

に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
ね

本
当
に
面
白
い
い
え

の
人
と
い
う
事
を
考
え
る
と
変
わ

た
人
と
い
う
べ
き
か
し

ら
ね

 
と
り
あ
え
ず
私
の
居
場
所
の
座
標
を
八
幡
君
の

に
送
る
か
ら

 
あ
な
た
と
八
幡
君
の
二
人
で

こ
こ
に
来
て
も
ら
え
る
か
し
ら

 
も
し
八
幡
君
が
必
要
だ
と
思
う
な
ら

何
人
か
追
加
し
て
も
い
い
わ
よ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
考
え
込
ん
だ

そ
し
て
八
幡
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
を

ア
ス
ナ
さ
ん
と
キ
リ
ト
君
の
事
は

か
ら

い
て
い
る
わ

問
題
無
い
わ
ね

 
八
幡
は

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
事
は
と
り
あ
え
ず
後
回
し
だ
と
思
い
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と
り
あ
え
ず
直
接
の
当
事
者
で
あ
る

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
の
名
前
を

げ
た

 
凛
子
も
そ
れ
を

し

こ
う
し
て
メ
ン
バ

が
決
ま

た
か
と
思
わ
れ
た

 
そ
の
と
き
陽
乃
が
横
か
ら
口
を

ん
だ

私
も
そ
こ
に
同

さ
せ
て
も
ら

て
も
い
い
か
し
ら

神
代
凛
子
さ
ん

 
凛
子
は
少
し

た
後
に

こ
う
問
い
か
け
て
き
た

あ
な
た
は

雪
ノ
下
陽
乃
よ

私
が
同

す
る
事
の

は

今
か
ら
説
明
す
る
わ

 
そ
の
名
前
に
ど
う
や
ら

き
覚
え
が
あ

た
の
か

凛
子
は
こ
う

い
た

そ
う

あ
な
た
が

話
を
続
け
て

 
凛
子
に
そ
う

さ
れ

陽
乃
は
続
け
て

り
出
し
た

あ
な
た
は
さ

き

察
に
出

す
る
つ
も
り
だ

た
と
言

た

 
そ
し
て
自
分
か
ら
八
幡
君
に
連

す
る
つ
も
り
だ

た
と
も
言

た

 
つ
ま
り
そ
れ
は

察
に
出

す
る
前
に

彼
に
用
事
が
あ

た
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 
で
も
そ
れ
な
ら
事
件
の
収
束
後

す
ぐ
に
連

を
と

て
も
良
か

た
は
ず

 
で
も
そ
う
は
な
ら
な
か

た
そ
れ
は
何
故
か

あ
な
た
は
さ

き
ど

ち
か
し
ら
と
言
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た 
そ
れ
は
多
分
茅
場
の
件
に
つ
い
て
か
も
し
く
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
事
か
ど
ち
ら
か

と
い
う
意
味

 
そ
う
あ
な
た
は
こ
の
空
白
の
期
間
を
使
い
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
研
究
を
あ
る

度
完
成

さ
せ
た

 
そ
の

に
ど
う
し
て
も
直
ぐ
に

察
に
出

す
る

に
は
い
か
な
か

た
こ
ん
な
所
か
し

ら
ね

少
し
違
う
け
ど

大
体
合

て
る
わ
ね

 
で
も
そ
れ
は

あ
な
た
が
同

す
る
事
の

に
は
な
ら
な
い
ん
じ

な
い

 
凛
子
の
そ
の
言
葉
に

陽
乃
は

も
説
明
を
続
け
た

あ
な
た
は
お
そ
ら
く

自
分
が

捕
さ
れ
た
後
の
事
を
考
え

 
信
頼
出
来
る
八
幡
君
に

研
究
結
果
を

か

て
も
ら
お
う
と
し
た

 

期
が
何
年
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

そ
れ
な
ら
出
所
後
に

研
究
を
継
続
出
来
る

 
資
金
も
何
も
無
い

態
か
ら
の
再
開
は

か
な
り
困
難
が
予
想
さ
れ
る
と
思
う
け
ど

 
で
も
全
て
失
う
よ
う
な
事
は
絶
対
に
避
け
た
か

た

そ
こ
で
私
の
出
番
よ
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私
な
ら

そ
の
あ
な
た
に

研
究
の
場
所
も
資
金
も
提

す
る
事
が
出
来
る

 
私
は
ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の
社
⻑
だ
か
ら

ソ
レ
イ
ユ

 
凛
子
の
声
に

少
し

す
る
よ
う
な

き
が
混
じ

た

 
そ
れ
を

い
た
陽
乃
は

安
心
さ
せ
る
よ
う
に
凛
子
に
言

た

大
丈
夫

あ
な
た
の
研
究
を
盗
む
よ
う
な
事
に
は
絶
対
に
な
ら
な
い
わ

 
な

な
ら
う
ち
の
次
の
社
⻑
は

も
う
こ
の
八
幡
君
に
内
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら

八
幡
君
が

そ
う

そ
う
い
う
事

分
か

た
わ

あ
な
た
の
同

を
認
め
ま
す

 
と
こ
ろ
で

と
お
見
合
い
を
し
た
の

て

あ
な
た
な
ん
で
し

う

 
陽
乃
は
そ
の
言
葉
に

一

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た

え
え

や

ぱ
り
ね

ど
こ
か
で

い
た
名
前
だ
と
思

て
た
の
よ

 

が
言

て
た
わ
と
て
も

力
的
で

明
な
そ
れ
で
い
て
何
か
を

め
て
い
る
よ
う
な

 
そ
ん
な
女
性
だ

た

て
ね

ど
う

彼
に

ら
れ
た
者
同
士

一

に
お
酒
で
も

み
交

わ
さ
な
い
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そ
の
凛
子
の
言
葉
に
対
し

陽
乃
は
こ
う
反

し
た

言

て
お
き
ま
す
け
ど

先
に
断
ら
れ
た
だ
け
で

実
質

た
の
は
私
の
方
で
す
か
ら
ね

そ
れ
で
も
い
い
わ
よ

ど
う

分
か

た
わ

楽
し
み
に
し
と
く

 
そ
れ
を

い
た
凛
子
は

楽
し
そ
う
に
こ
う
言

た

え
え
私
も
楽
し
み
に
し
て
お
く
わ

そ
れ
で
は
八
幡
君
そ
ん
な
感
じ
で
手
配
を
お
願
い
す

る
わ

 

の
遺
体
は

保
存
し
て
あ
る
か
ら

く
彼
に
会
い
に
き
て
あ
げ
て

そ
う
な
ん
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

ち

と
待

て
て
下
さ
い

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

と
り
急
ぎ

人
の
ス
ケ
ジ

ル
の
調
整
を
始
め
た

 
八
幡

明
日
奈

そ
れ
に
和
人
に
関
し
て
は

学
校
を
休
め
ば
い
い
だ
け
の
話
だ

 

岡
も
こ
の
件
が
最
優
先
な
の
で

問
題
な
い
と
の
事
だ

た

 
陽
乃
も
薔
薇
に
連

を
入
れ

ど
う
や
ら
ス
ケ
ジ

ル
を
空
け
た
よ
う
だ

凛
子
さ
ん

速
明
日

そ

ち
に
行
き
ま
す

決
断
が

い
の
ね

さ
す
が
だ
わ

そ
れ
じ

あ
明
日

待

て
る
わ
ね
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は
い

 
こ
こ
で
通
話
は
終
わ
り

明
日
八
幡
達
が

凛
子
の
下
を
訪
れ
る
事
が
決
定
し
た

で

場
所
は
ど
こ
な
ん
だ
い

こ
の
座
標
だ
と

⻑
野
の
山
奥
で
す
ね

な
る
ほ
ど

明
日
は
キ

ト
で
行
き
ま
し

う

人

準
備
を
お
願
い
し
ま
す

す
ま
ん
明
日
奈

 
ち

と
和
人
に
連

を
し
て
呼
び
出
し
て
く
れ
な
い
か

予
定
が
変
わ

た
か
ら

 
良
か

た
ら
一

に

で
も
食
お
う

て
事
で

里
香
も
一

で
も
別
に

わ
な
い
ぞ

分
か

た

直
ぐ
に
連

す
る
ね

 
八
幡
は
明
日
奈
に
そ
う
頼
む
と

章
三
と
京
子
に
向
き
直
り

こ
う
言

た

す
み
ま
せ
ん

何
か
バ
タ
バ
タ
し
ち

て

そ
う
い
う
事
な
ん
で

 
食
事
会
は
ま
た

め
て
と
い
う
事
に
し
て

い
て
も
宜
し
い
で
す
か

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ
と
も

報
を
期
待
し
て
い
る
よ

八
幡
君

く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
る
の
よ

は
い

後
日
ま
た
お

魔
し
ま
す
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章
三
と
京
子
は

そ
う
言

て
八
幡
達
を
送
り
出
し
た

 
食
事
に
は

ど
う
や
ら
明
日
奈
の
兄

一
郎
を
呼
ぶ
事
に
し
た
ら
し
い

 

岡
は
自
分
の

で
帰
り

八
幡
は
陽
乃
を
家
に
送
り

け
た
後

 
和
人
達
と
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
キ

ト
で
乗
り
付
け
た

 
和
人
は
キ

ト
を
見
る
と

目
を

く
て

興
奮
ぎ
み
に
言

た

お
い
八
幡

何
だ
よ
こ
れ

う
わ

す

げ

格
好
い
い

和
人

ち

と
恥
ず
か
し
い
か
ら

い
い
加

に
し
て
よ

い
や
い
や
里
香

で
も
見
ろ
よ
こ
れ

ガ
ル
ウ

ン
グ
だ
ぞ

す
げ
え
え
え
え
え
え

は

ま

た
く
い
つ
ま
で
た

て
も
子

な
ん
だ
か
ら

 
そ
ん
な
里
香
を
見
て

八
幡
は

何
か
を
思
い
つ
い
た
の
か

 
イ
タ
ズ
ラ
め
い
た
顔
を
し
て

キ

ト
に
こ
う
言

た

お
い
キ

ト

こ

ち
が
和
人

こ

ち
は
里
香
な

二
人
と
も
俺
の
親
友
だ

和
人

里
香

初
め
ま
し
て

私
は
キ

ト
で
す

以
後
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

が
た
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二
人
は
驚
愕
し
和
人
の
事
を
子

扱
い
し
て
い
た
里
香
も
先
ほ
ど
の
和
人
と
同
じ
よ
う
に

 
す
ご
い
す
ご
い
と
言
い
な
が
ら

キ

ト
を

た

た
と

で
回
し
始
め
た

 
そ
ん
な
里
香
に
八
幡
は
言

た

お
い
里
香

お
前
も
子

み
た
い
に
な

て
る
ぞ

和
人
の
事
を
あ
ま
り
言
え
な
い
な

う

う
る
さ
い
わ
ね

い
く
ら
な
ん
で
も
あ
そ
こ
ま
で
子

じ

な
い
わ
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
里
香
は
キ

ト
の
事
が
気
に
な
る
の
か
チ
ラ
リ
チ
ラ
リ
と
そ
ち
ら
を

見
つ
め
た

 
そ
ん
な
里
香
の

を

明
日
奈
は
ポ
ン
と
叩
く
と

笑
顔
で
言

た

里
香

ど
ん
ま
い

何
よ
明
日
奈
ま
で

私
は
別
に

う
う

大
丈
夫

和
人
君
は
き

と

そ
ん
な
里
香
の
事
も
大
好
き
だ
か
ら

本
当
に

 
そ
の
ま
ま
じ

と
和
人
を
見
つ
め
る
里
香
に
対
し

和
人
は
こ
う
答
え
た

当
た
り
前
だ
ろ
そ
も
そ
も
こ
れ
を
見
て
興
奮
し
な
い
よ
う
な
奴
は
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
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そ

そ
う
よ
ね

別
に
こ
れ
く
ら
い

普
通
よ
ね

 
そ
う
言
う
と
二
人
は

仲
良
く
キ

ト
を
ペ
タ
ペ
タ
と

で
始
め
た

 
そ
ん
な
二
人
に
八
幡
は
こ
う
言

た

お
前
ら
は
し

ぎ
す
ぎ
だ
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
う

今
日
は
ち

と
大
事
な
話
が
あ
る
ん
で

な 
そ
し
て
四
人
は
そ
の
ま
ま

に
乗
り
込
み

予
約
し
て
い
た
店
へ
と
向
か

た

 
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
サ
イ
ゼ
で
あ

た

学
生
に
は
ま
あ

こ
の
く
ら
い
が
丁
度
い
い
よ
な

私

サ
イ
ゼ
は
好
き
よ

私
も
私
も

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
座
る
か

 
四
人
は

に
着
く
と
ド
リ
ン
ク
バ

と
個
々
に
食
べ
た
い
物
を
注
文
し
料
理
が
来
る
の

を
待

た

 
そ
し
て
料
理
が
揃
う
と

八
幡
は
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ

事
の

を
説
明
す
る



 第２２５話 凛子の要求

今
日
は
明
日
奈
の
家
で
食
事
会
だ

た
は
ず
だ
よ
な

何
が
あ

た
ん
だ

実
は
な

い
い
か
絶
対
に
お
か
し
な
態
度
を
と

た
り
大
き
な
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に

 
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
く
れ
よ

 
和
人
と
里
香
は
少
し

張
し
な
が
ら

そ
の
言
葉
に

い
た

里
香

す
ま
な
い
が

明
日
一
日

も
し
か
し
た
ら
明
後
日
く
ら
い
ま
で
和
人
を

り
る
ぞ

 
和
人
明
日
俺
達
と
一

に
⻑
野
の
山
奥
ま
で
行

て
欲
し
い

さ
ん
に
会
い
に
行
く
ぞ

 
二
人
は
事
前
に
注
意
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず

驚
い
て
声
を
出
そ
う
と
し
た

 
そ
れ
を
事
前
に
待
ち

え
て
い
た
の
だ
ろ
う

そ
の

間
に
明
日
奈
が
二
人
の
口
を

え

 

う
じ
て
二
人
は

そ
の
ま
ま
声
を
出
さ
ず
に
済
ん
だ

ど

ど
う
い
う
事
だ

何
が
あ

た
ん
だ

あ
あ

そ
れ
を
こ
れ
か
ら
説
明
す
る

 
八
幡
は
二
人
に

今
日
あ

た
事
の
説
明
を
し

二
人
は
よ
う
や
く
事
情
を
理
解
し
た

私
は
こ
の
件
に
関
し
て
は
あ
ま
り
関
わ

て
な
い
か
ら

守
番
だ
ね

そ
う
だ
な
里
香

す
ま
な
い
が
今
回
は
そ
う
し
て
く
れ
る
と
助
か
る

 
ネ
ズ
ハ
に
連

を
と

て
も
ら

て
も
良
か

た
ん
だ
が
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ネ
ズ
ハ
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
そ
こ
ま
で
関
わ
り
は
無
い
か
ら
な

今
回
は
ス
ピ

ド
優
先
だ

そ
う
だ
な

当
だ
と
思
う

ま
あ
そ
ん
な
事
よ
り

く
食
べ
よ
う
よ

私

お
腹
す
い
ち

た
よ

そ
う
だ
な

そ
う
し
よ
う

 
こ
う
し
て
四
人
は

の
思
い
出
も
交
え
な
が
ら
久
々
に
四
人
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
の

だ

た
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第
２
２
６
話
 
天
才
は
や
は
り
天
才

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

明
日
奈
と
陽
乃
さ
ん
は
八
幡
の
隣
が
い
い
だ
ろ

仕
方
な
い
か
ら
俺
が
運
転

に
座
る
よ

 

日
の
朝
和
人
は
い
き
な
り
こ
う
言

た

そ
の
結
果
八
幡
は
後
部
座

の
中
央
に
座
り

 
そ
の

に
明
日
奈

に
陽
乃
が
座
る
事
に
な

た

当
然

岡
は

残
さ
れ
た
助
手

に

座

た

 
ち
な
み
に
他
の
者
達
は
本
当
は
和
人
が
運
転

に
座
り
た
い
だ
け
だ
と
い
う
事
を
理
解
し
て

お
り

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
和
人
を
生

か
い
目
で
見
守

て
い
た
の
だ
が

 
そ
こ
は
皆
大
人
だ

た
の
で

そ
の
事
に
つ
い
て
触
れ
る
者
は
誰
も
い
な
か

た

そ
れ
で
は
行
き
ま
し

う

 
そ
の
言
葉
を
受
け

人
が
シ

ト
ベ
ル
ト
を

め
た
の
を
確
認
す
る
と
キ

ト
は
動
き
出
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し
たさ

て

ど
う
な
る
事
や
ら

 
八
幡
の
そ
の

き
に

岡
が
こ
う
答
え
た

あ
の
後

凛
子
さ
ん
と
直
接
話
し
て

部
を
詰
め
て
お
い
た
か
ら

 
君
達
は
た
だ

茅
場
の
遺
体
と
対
面
し
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
う
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

あ

ち
の
事
情
を

今
か
ら
か
い
つ
ま
ん
で
説
明
す
る
よ

 

岡
は
そ
う
言
う
と

事
の
次
第
を
説
明
し
始
め
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
が

こ

た
時

彼
女
は
彼
が

伏
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た

 
ま
あ

今
か
ら
向
か

て
い
る
所
な
ん
だ
が

そ
こ
に
駆
け
つ
け
た
よ
う
だ
よ

 
彼
は
彼
女
を

て
受
け
入
れ
た
よ
う
な
ん
だ
が

し
ば
ら
く

た
後

 
彼
は
彼
女
に
こ
う
頼
ん
だ
よ
う
な
ん
だ

自
分
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
に
入
り
た
い
か
ら

 
そ
の
間

ど
う
か
彼
の
体
の
面
倒
を
彼
女
に
見
て
欲
し
い

と
ね

 
そ
の
代
わ
り
に
彼
の
体
を
彼
女
の
研
究
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
活
用
し
て
く
れ
て

わ
な
い

と
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つ
い
で
に
ナ

ヴ
ギ
ア
の
基

理

も
提

す
る
か
ら
と

そ
う
い
う

件
だ

た
ら
し
い

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
研
究
は

ど
う
や
ら
そ
れ
で
か
な
り
進
歩
し
た
よ
う
だ
ね

あ
あ

さ
ん
は
や

ぱ
り

中
参
加
だ

た
ん
で
す
ね

ま
あ
あ
れ
ほ
ど
の
実
力
者
だ

た
ら

 
第
一
層
の
攻
略
か
ら
参
加
し
て
て
も
不
思
議
は
無
か

た
し
な

 
八
幡
と
和
人
の
言
葉
に

岡
は

き

話
を
続
け
た

で
ね

日
の
陽
乃
さ
ん
の

だ
け
ど
ね

確
か
に
一
部
は
合

て
る
ん
だ
が

 
彼
女
の
言
う
通
り

微

に
違
う
ん
だ

と
い
う
よ
り

少
し
足
り
な
い
と
言
う
べ
き
か
な

 
確
か
に
彼
女
は
研
究
が
中
断
に
追
い
込
ま
れ
る
事
を
恐
れ
て
い
た

 
だ
か
ら
今
ま
で
連

し
て
こ
よ
う
と
は
し
な
か

た

そ
れ
は
正
し
い
ん
だ
が

そ
れ
だ
け

じ

な
く

 
彼
女
は
ど
う
や
ら
茅
場
に

さ
れ
て
い
た
ら
し
く
て
ね

 
そ
の
言
葉
に

八
幡
は

天
し
た

さ
ん
が

し

い
く
ら
な
ん
で
も
そ
れ
は

あ
り
え
な
い

だ
ろ
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は
い

あ
り
え
な
い
と
思
い
ま
す
ね

 

岡
は
そ
の
言
葉
に
再
び

き

八
幡
に
一
つ
ウ

ン
ク
を
し
た

ま
あ
そ
の
通
り

そ
う
い
う
名
目
で

彼
は
彼
女
に
首

を
は
め
た
ん
だ
よ

 

え
彼
女
が

察
に
追
求
さ
れ
た
と
し
て
も

彼
女
が
罪
に
問
わ
れ
な
い
よ
う
に
ね

そ
れ

て
ど
ん
な
首

な
ん
で
す
か

ナ

ヴ
ギ
ア
の
首

と
言
え
ば
分
か
る
か
な

あ
あ
そ
れ
は
確
か
に
他
な
ら
ぬ

さ
ん
が
そ
う
言

た
の
な
ら
信
じ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
ねだ

ろ

こ
れ
で

察
へ
の
言
い

も
バ

チ
リ

て
事
さ

 

岡
の
言
葉
に
一
同
は

い
た

ま
あ
実

に

そ
う
い
う
機
能
が
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
な
く
て
ね

 
茅
場
本
人
の
そ
の
言
葉
が
録
音
と
し
て
残

て
い
る
ら
し
く
そ
れ
を

い
た
ら
さ
す
が
の

察
も

 
確
か
に

さ
れ
て
い
た
と
納
得
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
そ
ん
な
配

が
成
さ
れ
て
い
た
よ

う
だ
ね
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な
る
ほ
ど

な
自
作
自

で
す
ね

で

そ
れ
を
解

す
る

に
は

八
幡
君
の
指

認
証
が
必
要
に
な
る
よ
う
な
ん
だ

は

つ
ま
り
ど
う
あ

て
も
俺
が
凛
子
さ
ん
に
会
え
る
よ
う
に

計
画
さ
れ
て
い
た

て
事

で
す
か

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
ね

 
ど
う
や
ら
凛
子
は
八
幡
の
連

先
を
消
去
し
た
ら
し
く

 
実

は

内
に
し

か
り
と
記
憶
し
て
あ

た
ら
し
い
の
だ
が
そ
れ
を
言
い

に
茅
場
が

死
ん
だ
後
も

 
首

の
発
動
を
恐
れ
て
そ
の
場
所
を
離
れ
ら
れ
な
か

た
と
言
い

す
る
つ
も
り
だ

た
そ
う

だ 
そ
し
て
研
究
が
ほ
ぼ

に
な

た

そ
ろ
そ
ろ
自
由
に
動
き
た
い
と
思

た
矢
先
に

 
今
回
八
幡
か
ら
連

を
も
ら

た
と
そ
う
い
う
事
ら
し
い

八
幡
は
そ
の
説
明
を

き
苦

笑
し
た

そ
ん
な
の

さ
ん
の
死
後
に
す
ぐ

察
に
来
て
も
ら
え
ば
良
か

た
だ
け
の
話
じ

な
い

で
す
か
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も
し
く
は

さ
ん
が
ゲ

ム
の
中
に
入

た
直
後
で
も
良
か

た

で

 
そ
れ
を

い
た

岡
は

面
白
そ
う
に
こ
う
言

た

そ
う
な
ん
だ
よ
ね

え
彼
女
が
ど
こ
か
に
連

を
し
た
と
し
て
も
ゲ

ム
の
中
に
い
た
彼

に
は

 
そ
の
事
を
知
る
手

は
無
い

だ
か
ら
本
来

助
け
を
呼
び
放
題
だ

た
は
ず
な
ん
だ
よ
ね

 
で
も
彼
女
は
ど
う
や
ら

そ
の

り
の

を
合
わ
せ
る
の
が
面
倒
に
な

た
ら
し
く
て
ね

 
本
当
に
研
究
者

て
い
う
の
は

そ
う
い
う
事
に
無

着
な
人
が
多
い
よ
ね

 
最
終
的
に
は

に

察
関
係
者
が
入

た

間
に
首

が
発
動
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

た
と

 

当
な
事
を
言
う
つ
も
り
だ

た
ら
し
い
よ

だ
か
ら
今
回
そ
の
手
間
が
省
け
て
助
か

た

と 
彼
女
は
嬉
し
そ
う
に
言

て
い
た
ね

あ
は
は
は
は
は
本
当
に

当
で
す
ね
自
分
の
研
究
以
外
に
は
基
本
的
に
興
味
が
無
い
ん
で

す
ねそ

う
か
も
し
れ
な
い
ね

ま
あ
と
に
か
く
だ

え
彼
女
の
言
う
事
が
ど
ん
な
言
い

で
あ
ろ



 第２２６話 天才はやはり天才

う
と

 
僕
が

当
に
話
の

を
合
わ
せ
て

上
が
一
応
納
得
出
来
る
よ
う
な
体

を
整
え
て

 
今
回
は
罪
を
問
わ
な
い
と

そ
う
い
う
方
向
で
話
は

め
て
お
い
た
よ

 
一
応

だ
け
の
事
情

取
は
し
な
い
と
い
け
な
い
け
ど

本
当
に

だ
け
に
な
る
よ
う
に

 

に
地
元
の

察
に
は
要

済
さ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

き

次
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
後
は

俺
が
そ
の
首

を
外
せ
ば
全
て
解
決
な
ん
で
す
ね

そ
う
だ
ね

彼
女
の
身
元
引
受
人
は
陽
乃
さ
ん
に
お
願
い
し
て
あ
る
か
ら

 
と

と
と
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
技
術
と
一

に
彼
女
を
保
護
し
て
あ
げ
て
く
れ
よ

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
つ
い
て
は

主

で
進
め
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
か

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に

岡
は
真
面
目
な
顔
で
こ
う
言

た

ソ
レ
イ
ユ
は
日
本
企
業
な
ん
だ
か
ら

国
と
し
て
は
ま

た
く
問
題
無
い
さ

 
む
し
ろ
国
主

で
進
め
る
と
そ
の
利

に

が
ろ
う
と

方
面
か
ら
色
々
と
圧
力
が
か
か

り
そ
う
だ
し

 
さ

さ
と
一
企
業
の
主

で
進
め
て
も
ら

た
方
が

国

に
な
る

て
も
ん
だ
ろ
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今
回
の
件
は

表
向
き
は
あ
く
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
事
後
処
理
の
一

で
あ

て

 
公
式
発
表
で
も
⻑
野
の
山
の
中
で
茅
場

の
死
体
が
発
見
さ
れ
た

て
事
で
全
て
終
わ
り

さ 

さ
れ
て
そ
の
体
を
世
話
し
て
い
た
人
の
事
な
ん
か

世
間
は
興
味
を
持

た
り
し
な
い

 
い
や

ま
あ
イ
ン
タ
ビ

く
ら
い
は

き
た
い
か
も
だ
け
ど
ね

 
一
応
国
と
し
て
も
犯
罪
者
扱
い
に
は
し
な
い

だ
し
あ
く
ま
で
被
害
者
と
し
て
の
立
場
か
ら

 
プ
ラ
イ
バ
シ

保
護
の

と
言
い
張

て

素
性
と
か
も
一
切
公
開
し
な
い
し
ね

 
精
々
証

と
し
て
そ
の
首

の
写
真
を
公
開
す
る
く
ら
い
だ
ね

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

感
心
し
た
よ
う
な
口
調
で
言

た

岡
さ
ん

て
本
当
に
変
わ

て
ま
す
よ
ね

ら
し
く
な
い

て
言
う
か

僕
み
た
い
な
の
が
何
人
か

に
い
な
い
と

息
が
詰
ま

ち

う
だ
ろ

確
か
に
そ
う
で
す
ね

 
八
幡
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
答
え

か
い
事
は
全
て

岡
に
任
せ
る
事
に
し
よ
う
と
考
え
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
到
着
か
な

神
代

士
が
首
を
⻑
く
し
て
待

て
い
る
だ
ろ
う
ね

 
そ
の

岡
の
言
葉
通
り

り
は

に

家
の
一
つ
も
見
え
な
い
ほ
ど
の
山
奥
で
あ
り
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道
路
も
当
然

装
は
さ
れ
て
お
ら
ず
そ
う
そ
う
人
が
立
ち
入
る
事
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
た

 
そ
し
て
キ

ト
が
と
あ
る

を
曲
が

た
時
前
方
が
行
き
止
ま
り
に
な

て
い
る
の
を
見
て

 
八
幡
は
キ

ト
に

止
す
る
よ
う
に
指

を
出
し
た

あ
れ

お
い
キ

ト

一

を
止
め
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

こ
の
先
は

ど
う
見
て
も
行
き
止
ま
り
じ

な
い
か

本
当
に
こ
の
道
で
合

て
る
の
か

 
そ
う
疑
問
を

し
た
八
幡
に
対
し

キ

ト
は
あ

さ
り
と
こ
う
言

た

八
幡

私
の
セ
ン
サ

に
よ
る
と

前
方
に
障
害
物
は
あ
り
ま
せ
ん

 
よ

て
あ
れ
は
立
体
映
像
だ
と

さ
れ
ま
す

実

あ
の
奥
に
確
実
に
道
は
続
い
て
い

ま
すま

じ
か

普
通
そ
こ
ま
で
す
る
か

す
ご
い
す
ご
い

 
八
幡
は

然
と
そ
う

き

和
人
は
驚
愕
し

明
日
奈
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

 
陽
乃
と

岡
は
言
葉
も
出
な
い
よ
う
で

ひ
た
す
ら
う
め
い
て
い
た
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そ
れ
じ

あ
キ

ト

こ
の
ま
ま
進
ん
で
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て

が
進
み
一
同
は
立
体
映
像
だ
と
思
い
つ
つ
も
そ
の
壁
に

が
触
れ
る

間
に

 
つ
い
身
を

く
し
て
衝
撃
に
備
え
た
の
だ
が

当
然
何
も

こ
ら
ず

 
キ

ト
は
そ
の
ま
ま
壁
の
向
こ
う
へ
と
突
き
抜
け
い
き
な
り
前
方
に
近
代
的
な

物
が

を

現
し
た

 
そ
し
て

物
の
前
で

一
人
の
女
性
が
こ
ち
ら
に
手
を

て
い
る

が
見
え
た

つ
い
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
再
会
だ
な

こ
こ
に
茅
場
さ
ん
が
眠

て
る
ん
だ
ね

あ
あ

こ
こ
が

さ
ん
の
墓
標
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な

や

と
あ
の
男
に
直
接
文

を
言
え
る
わ
ね

つ
い
に
あ
の
茅
場

と
の
対
面
で
す
か

こ
れ
で
僕
も

の

を
少
し
降
ろ
せ
る
な

 
そ
う
思
い
思
い
の
言
葉
を
発
し
た
五
人
は
そ
の
ま
ま

を
降
り
そ
こ
に
凛
子
が
近
付
い
て

き
た

分

手
な

で
乗
り
付
け
て
き
た
わ
ね

ち

と
格
好
い
い
じ

な
い
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お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す

私
の
名
は
キ

ト
と
言
い
ま
す

神
代

士

 
そ
の
キ

ト
の

を

い
た
凛
子
は

目
を

か
せ
な
が
ら
八
幡
に
言

た

が

た

ち

と
こ
れ

ど
う
な

て
る
の

八
幡
君

分
解
し
て
も
い
い

助
け
て
下
さ
い
八
幡

私
が
分
解
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

は
は

や
め
て
下
さ
い
よ
凛
子
さ
ん
と
り
あ
え
ず
そ
の
首

を
解

し
ち

い
ま
し

う

 
凛
子
は
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

大
人
し
く
首
を
差
し
出
し
た

 
八
幡
は

指

認
証
ら
し
き
セ
ン
サ

を
見
つ
け
る
と

そ
こ
に
指
を
押
し
当
て
た

 
そ
の

間

首

か
ら
懐
か
し
い
声
が

こ
え
て
き
た

つ
い
に
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
ね

八
幡
君

 
と
い
う
事
は

君
は
無
事
に
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
た
ん
だ
ね

本
当
に
お
め
で
と
う

 
そ
し
て
私
は
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
ん
だ
ね
君
に
二
度
と
会
え
な
い
事
を

し
く
思
う

 
あ
と
凛
子
の
事
な
ん
だ
が

彼
女
は
私
に

さ
れ
て
い
た
だ
け
だ
か
ら

も
し
可
能
な
ら

 
君
の
口
か
ら

護
し
て
あ
げ
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か

宜
し
く
頼
む
よ

八
幡
君

 
そ
し
て
凛
子

⻑
い
間
本
当
に
す
ま
な
か

た

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
そ
の

間
に
凛
子
の
首
に
は
ま

て
い
た
首

は
カ
チ
リ
と
音
を
た
て
て
外
れ
そ
の
ま
ま
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下
に
落
ち
た

 
そ
し
て
そ
の
万
感
の
思
い
の

た
メ

セ

ジ
を

い
た
凛
子
は

 
我
慢
が
限
界
を
超
え
た
の
か

そ
の
場
に

り

き
始
め
た

私
の
気
持
ち
は
知

て
た

に

何
が

を
ス
キ

ン
し
て
く
れ
よ

 
死
ん
で
し
ま

た
ら

も
う
ど
う
し
よ
う
も
無
い
じ

な
い

 

を
ス
キ

ン
し
た
事
に
ど
ん
な
意
味
が
あ

た

て
言
う
の
よ

 
本
当
に
あ
な
た

て
ひ
ど
い
男
ね

 
そ
う

く
凛
子
に
向
か
い

八
幡
は
こ
う
言

た

凛
子
さ
ん

さ
ん
が
死
ん
だ
の
は

ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
直
後
な
ん
で
す
よ
ね

 
凛
子
は
そ
の
問
い
に
対
し

涙
を

う
と

ハ

キ
リ
と
こ
う
答
え
た

え
え
そ
う
よ

彼
は
微
笑
み
な
が
ら

で
も
と
て
も
す
ま
な
そ
う
な
顔
を
し
て

 
私
に
あ
り
が
と
う
と
言

た
後
に
自
分
の

を
ス
キ

ン
し
そ
の
ま
ま
死
ん
で
い

た
わ

 
彼
の
遺
体
は
そ
の
ま
ま

保
存
し
て
あ
る
ん
だ
け
ど
ね

あ
の

俺

そ
の
二

月
後
に

さ
ん
と
話
し
た
ん
で
す
よ

 
そ
の
時

さ
ん
に

さ
れ
た
の
が

の

ザ
・
シ

ド

な
ん
で
す
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何
で
す

て

 
凛
子
は

然
と
そ
う

い
た

あ
れ
は
ま
だ
未
完
成
だ

た
は
ず

も
し
か
し
て

あ
な
た
が
あ
れ
を
完
成
さ
せ
た
の

 
私
は
て

き
り

あ
れ
を
受
け
取

た
誰
か
が
自
力
で
完
成
さ
せ
た
の
だ
と
思

て

 

の
他
に
も
天
才
は
い
る
ん
だ
な
と
感
心
し
て
い
た
の
だ
け
れ
ど

い
え

も
ら

た
時
に
は

に
完
成
さ
れ
た

態
で
し
た

 
そ
れ
を

い
た
凛
子
は

驚
き
の
表
情
を
見
せ
た

そ
れ
じ

あ

は

死
ん
だ
後
に
あ
れ
を
完
成
ま
で
こ
ぎ
つ
け

 
そ
の
ま
ま
八
幡
君
に

し
た
と
で
も
言
う
の

そ
う
い
う
事
に
な
り
ま
す
ね

 
初
め
て

く
そ
の
凛
子
の
言
葉
に

一
同
は
戦

し
た

 
天
才
茅
場

は

死
ん
だ
後
で
も
や
は
り
天
才
な
の
で
あ

た

 
凛
子
は

ら
し
い

と
一
言

く
と

八
幡
に
言

た

そ
れ
じ

あ

あ
の
人
の
意
識
は

ま
だ
ど
こ
か
に
存
在
す
る
の
ね

 

を
ス
キ

ン
し
た
事
は
無

で
は
無
か

た
の
ね
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は
い

い
つ
か
ま
た

し
れ

と
俺
達
の
前
に

を
現
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

そ
う

今
は
そ
れ
で
よ
し
と
し
よ

か

ね

八
幡
君

は
い

 
そ
の
八
幡
の
返
事
を
満
足
そ
う
に

い
た
凛
子
は

め
て
八
幡
達
に
こ
う

を
し
た

初
め
ま
し
て
私
が
神
代
凛
子
よ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら

の
所
に
皆
さ
ん
を
案
内
す

る
わ

 
そ
う
言

た
凛
子
の
表
情
は

の
死
に
完
全
に
は
納
得
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
が

 
だ
が
し
か
し

と
て
も
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
あ

た
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第
２
２
７
話
 
死
線
を
越
え
た
三
人

 
微

に
過
去
話
に
な
り
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

こ
こ
よ

 
凛
子
は
そ
う
言
う
と

と
あ
る
部
屋
の
前
で
足
を
止
め
た

 
凛
子
が
扉
に
設
置
さ
れ
た

子
キ

を
開
け
る
と
扉
の

間
か
ら

え
た
空
気
が
流
れ
て
き

た 
そ
し
て
凛
子
が
扉
を
開
け
る
と

確
か
に
そ
こ
に
は

ガ
ラ
ス
の
ケ

ス
に
入
れ
ら
れ

 
静
か
に
横
た
わ
る
茅
場

の

が
あ

た

八
幡
達
三
人
は
そ
の
ま
ま
中
に
入

た
が

 
陽
乃
と

岡
は

そ
の
遺
体
を
入
り
口
か
ら
見
つ
め
る
だ
け
だ

た

 
も
し
か
し
た
ら
気
を
利
か
せ
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
近
寄

て
み
る
と

の
遺
体
に
は
外

の

は
確
認
さ
れ
ず
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八
幡
達
は
ほ
ぼ
生
前
の

の
ま
ま
の
茅
場

の
遺
体
と
対
面
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

さ
ん

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
顔
と
は

や

ぱ
り
ま

た
く
似
て
な
い
よ
な

何
と
な
く
面
影
が
あ
る
気
は
す
る
け
ど
ね

 
三
人
は
そ
う
思
い
思
い
の
感
想
を
言

た
後
日
本
人
ら
し
く
茅
場
の
遺
体
に
手
を
合
わ
せ

た
な

八
幡

俺
達
は
と
も
か
く

お
前
は
色
々
と
話
し
た
い
事
が
あ
る
ん
じ

な
い
の
か

 
良
か

た
ら

を
外
そ
う
か

 
和
人
の
そ
の
心
遣
い
に
対
し

し
か
し
八
幡
は

ハ

キ
リ
と
首
を
横
に

た

い
や

こ
こ
に

さ
ん
は
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
だ

言
い
た
い
事
が
無
い

じ

な
い
が

 
そ
れ
は
直
接
会

た
時
に
で
も

言
う
事
に
す
る
さ

そ

か

ま
た
会
え
る
と
い
い
な

八
幡

あ
あ

き

と
ま
た
会
え
る
よ
ね

そ
う
だ
な

明
日
奈

さ
あ
行
こ
う

こ
こ
に
あ
る
の
は

た
だ
の

さ
ん
の
抜
け

だ
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本
体
は
き

と

今
も
ど
こ
か
で
俺
達
の
事
を

面
白
が

て
観
察
で
も
し
て
る
だ
ろ
う
さ

 
そ
し
て
三
人
は
き
び
す
を
返
し

そ
の
ま
ま
茅
場
の
墓
所
を
後
に
し
た

お
別
れ
は
済
ん
だ
の
か
し
ら

お
別
れ
も
何
も

俺
達
は
ゲ

ム
ク
リ
ア
後
に

さ
ん
と
話
し
て
ま
す
か
ら
ね

 
俺
は
ま
あ

そ
の
二

月
後
に
も
で
す
け
ど
ね

ず
る
い
わ
よ

 
そ
の
凛
子
の

き
を

し
か
し
八
幡
は

こ
え
な
い
フ
リ
を
し
た

 
今
の
彼
女
に
そ
の
事
で
何
か
自
分
が
声
を

け
て
も

決
し
て

め
に
は
な
ら
な
い

 
八
幡
は
そ
う
考
え
た
の
だ

た

さ
て

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け
る
所
で

今
後
の
事
を
話
し
ま
し

う
か

 

岡
が
努
め
て
明
る
く

舞
い

そ
う
言

た

 
そ
し
て
凛
子
に
応
接
室
に
案
内
さ
れ
た
五
人
は

ソ
フ

に

け

一
息
つ
い
た

そ
れ
じ

あ
何
か
飲
み
物
で
も
用
意
す
る
わ
ね

あ

私
が
や
り
ま
す

私
は
お
ま
け
み
た
い
な
も
の
だ
し

凛
子
さ
ん
は
こ
こ
で
話
し
て

て
下
さ
い
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あ
ら
そ
う

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
よ
う
か
し
ら

ア
ス
ナ
さ
ん

そ
う
い
え
ば
自

紹
介
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
結
城
明
日
奈
で
す
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を

き

和
人
も
一
応
自

紹
介
を
し
た

 
陽
乃
と

岡
は
先
日
名
乗

た

か

特
に
自

紹
介

は
し
な
か

た

よ
く
気
が
つ
く
い
い
子
ね

あ
れ
が
八
幡
君
の
彼
女
な
の
ね

 
八
幡
は

そ
の
い
き
な
り
の
言
葉
に
ビ
ク

と
し
た

あ
ら

何
を
驚
い
て
い
る
の

か
ら

い
た
に
決
ま

て
る
じ

な
い

で
す
よ
ね

は
ね

自
分
の

を
ス
キ

ン
す
る
前
に

 
あ
な
た
達
三
人
と
も
う
一
人
に
見
事
に
や
ら
れ
た
よ

て
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
わ
よ

 
八
幡
君
に
は
愛
す
る
彼
女
と
幸
せ
に
な

て
欲
し
い
な

と
も
ね

 
で
も
そ
の
時
の
事

し
く
は
話
し
て
も
ら

て
な
い
の
よ
ね
一
体
ど
う
や

て
彼
を
倒
し

た
の

 
し
か
も

層
じ

な
く
七
十
五
層
な
ん
で
し

あ
の
時
は
本
当
に
い
き
な
り
だ

た
か
ら
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驚
い
た
わ

 
凛
子
は
そ
う
一
気
に
ま
く
し
た
て
た

八
幡
と
和
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
苦
笑
す
る
と

 
明
日
奈
が

て
く
る
の
を
待

て
か
ら

そ
の
時
の
事
を
話
し
始
め
た

え

と

言
葉
の

々
か
ら

何
と
な
く
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

さ
ん
な
ん
じ

な
い
か
と

思

て

 
七
十
五
層
で
罠
を
張

て

襲
う
計
画
を
立
て
た
ん
で
す

分
大
雑

な
説
明
ね

ま
あ

そ
こ
は
お
ま
け
み
た
い
な
物
で
す
か
ら
ね

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

更
に
説
明
を
続
け
た

で

ボ
ス
戦
が
終
わ

た
時
点
で

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

が
半
分
く
ら
い
に
な
る
よ
う
に

 
わ
ざ
と
き
つ
い
役
目
を
押
し
付
け
た
上
で

戦
闘
後
に
キ
リ
ト
に
奇
襲
を
さ
せ
て

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
不
死
属
性
が
付
加
さ
れ
て
い
る
事
を
攻
略
組
全
員
の
前
で
証
明
し
ま
し
た

 

が
半
分
を
切
る
と

ダ
メ

ジ
が
通
ら
な
く
な
る
ん
じ

な
い
か
と
予
想
し
て
た
ん
で
す

が 
バ

チ
リ
正
解
で
し
た
ね

で

そ
の
後
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
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全
員
を
麻

さ
せ
た
上
で
代
表
者
と
一
対
一
で
戦
い
も
し
そ
の
代
表
者
が
自
分
に
勝
て
た

ら 
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
と
認
め
る
と
い
う

件
を
出
し
て
き
ま
し
た

あ
の
人
ら
し
い
わ
ね

 
凛
子
が
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
し
て
俺
達
は

キ
リ
ト
を
代
表
に
選
び
ま
し
た

ち
な
み
に
そ
の
時
俺
は

 
事
前
に
何
人
か
に

麻

ポ

シ

ン
を
手
に

て
お
く
よ
う
に
指

し
て
あ

た
ん
で

 
全
員
で
襲
い

か
る
つ
も
り
で

万
全
の
体
制
を
整
え
て
事
に
当
た
り
ま
し
た

そ
う
な
る

て

ん
で
た
の

さ

き
凛
子
さ
ん
も
言

た
じ

な
い
で
す
か
あ
の
人
ら
し
い

て

俺
も
そ
う
思

た
ん

で
す
よ

な
る
ほ
ど
ね

 
凛
子
は
と
り
あ
え
ず
そ
う

い
た
も
の
の

八
幡
の

察
力
に
感

し
て
い
た

あ
の

の
裏
を
か
く

て
事
が
ど
れ
ほ
ど
す
ご
い
の
か
こ
の
子
は
分
か

て
る
の
か
し
ら

ね
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や

ぱ
り
こ
の
子
に

私
の
今
後
の
人
生
を

け
る
の
が
正
解
だ
わ

 
う
ん

そ
ん
な
こ
の
子
を
気
に
入

て

事
前
に
連

先
を
教
え
て
お
い
た

私
大
正
解

 
そ
ん
な
凛
子
の
考
え
は
露
知
ら
ず

八
幡
は

も
説
明
を
続
け
た

と
こ
ろ
が
そ
こ
で
誤
算
が
あ
り
ま
し
て

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間

和
人
は
ビ
ク

と
し
た

キ
リ
ト
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
見
事
に
釣
ら
れ
て

大
技
を

り
出
し
ち
ま

た
ん
で
す
よ

 
そ
の
技
は
完
全
に

ま
れ
て
い
て

直
も
⻑
か

た
の
で

 

た
俺
と
明
日
奈
は

予
定
を

め
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
へ
と
突
撃
し
ま
し
た

本
当
に
す
ま
な
か

た

て

 
そ
の

間
に
和
人
が
そ
う
言

た

八
幡
は

穏
や
か
な
顔
で
和
人
に
言

た

お
前
以
外
だ

た
ら

も

と

く
に
倒
さ
れ
て
終
わ

て
た
さ

 
そ
れ
に
お
前
そ
の
後
シ
ス
テ
ム
を
越
え
る
よ
う
な

性
を
見
せ
た
じ

な
い
か
だ
か
ら
気

に
す
る
な

 
八
幡
は
そ
う
言

た
後
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
顔
を
し
て
い
る
凛
子
に
説
明
を
続
け
た

話
を

す
と
突

込
ん
だ
俺
に
い
き
な
り
ア
ス
ナ
が
言

た
ん
で
す
よ

伏
せ
て
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て 
俺
は
そ
れ
を

い
て
つ
い
地
面
に
伏
せ
ち
ま

た
ん
で
す
が
そ
の
上
を
ア
ス
ナ
が
飛
び
越

え
て

 
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
を

て
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
剣
に

か
れ

を
全

し
た
ん
で
す

え

で
も

明
日
奈
ち

ん
は
生
き
て

あ

ま
さ
か

そ
の
後
十

以
内
に
決
着

し
た
の

や

ぱ
り
凛
子
さ
ん
も

そ
の
事
は
知

て
た
ん
で
す
ね

俺
も
そ
う
確
信
し
て
た
ん
で

 

て
取
り
乱
し
ま
し
た
け
ど

と
に
か
く
必
ず
十

以
内
に
倒
そ
う

て
考
え
て
ま
し
た

で
も
何
故
十

ま
で
な
ら
安
全
だ
と
確
信
を

普
通
そ
ん
な
事

予
想
す
ら
出
来
な
い
わ
よ

ね 
凛
子
の
疑
問
は
も

と
も
だ
ろ
う

八
幡
は
凛
子
に

あ

さ
り
と
こ
う
言

た

生
ア
イ
テ
ム

て
の
が
あ

た
ん
で
す
け
ど

そ
の
説
明
文
に

 
死
ん
で
か
ら
十

以
内
の
使
用
で
の
み

果
を
発

て
書
い
て
あ

た
ん
で
そ
こ
は
確
信

し
て
ま
し
た

そ
ん
な
物
が

普
通
そ
れ
だ
け
で

そ
こ
ま
で
考
え
つ
か
な
い
わ
よ
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凛
子
は
再
び
八
幡
の

察
力
に
感
心
し
た

で

そ
の
後
は

俺
も
突

込
ん
で
わ
ざ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
剣
で
体
を

か
せ
て
そ
の
ま
ま
動
き
を

じ

ま
し
た

 
そ
こ
で
こ
の
キ
リ
ト
が

さ

き
言

た
よ
う
に

性
を
見
せ
て

 

直
時
間
内
に
も
関
わ
ら
ず

動
き
出
す
気
配
を
見
せ
た
ん
で
す
よ

 
で
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
方
が
一

上
手
で
剣
じ

な
く
盾
で
キ
リ
ト
に
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放

と
う
と
し
て

 
や
ば
い

こ
の
ま
ま
だ
と
キ
リ
ト
も
倒
さ
れ
る

て
思

た
そ
の
時
に

 
も
う
一
人
の
ネ
ズ
ハ

て
仲
間
が
遠

攻
撃
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

に
見
事
に
命
中
さ
せ
て

く
れ
て

 
そ
の

に
キ
リ
ト
が
俺
の
体
ご
と
最

離
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
止
め
を

し
て
く
れ
た
ん

で
す

 
こ
れ
が
最
後
の
戦
い

そ
の
全
て
で
す
ね

 
凛
子
は
そ
れ
を

い
て
絶

し
た

岡
は
少
し
涙
ぐ
ん
で
お
り
陽
乃
は
胸
を
押
さ
え
て
い
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た 
何
度
か

い
た
話
だ

た
が
何
度

い
て
も
陽
乃
に
と

て
は
胸
が

く
な
る
話
な
の
だ

ろ
うそ

れ
じ

あ
八
幡
君
と
明
日
奈
さ
ん
は
一
歩
間
違

た
ら
そ
の
時
に
死
ん
で
た
ん
じ

な
い

私

あ
の
ま
ま
目
の
前
で
八
幡
君
が
倒
さ
れ
た
ら

多
分
終
わ
り
だ

て
思

た
ん
で
す

 
で
も
私
が
先
に
死
ん
で
も
八
幡
君
な
ら
き
と
何
と
か
し
て
く
れ
る
て
思
て
つ
い

も
う
二
度
と
あ
ん
な
事
は
す
る
な
よ

明
日
奈

 
ま
あ
実

俺
も
明
日
奈
が
い
な
い
世
界
で
一
人
で
生
き
て
く
な
ん
て
気
は
ま

た
く
無
か

た
か
ら

 
覚
悟
の
上
で

そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
に
俺
ご
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
を
攻
撃
さ
せ
た
ん
で
す
け
ど
ね

私
は
直
接
は
見
て
な
い
ん
だ
け
ど

そ
の
後
に
キ
リ
ト
君
が
頑
張

て
く
れ
て

本
当
に
助

か

た
よ

そ
う
だ
な

え
ら
い
ぞ
キ
リ
ト

 
そ
う
二
人
に
言
わ
れ
た
和
人
は

少
し
涙
ぐ
み
な
が
ら
こ
う
言

た

確
か
に
俺
に
は

そ
れ
で
も
リ
ズ
が

に
残

て
く
れ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
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二
人
を
失

て
た
ら
俺
は
一
生
笑
う
事
が
出
来
な
か

た
よ

本
当
に
間
に
合

て
良
か

た 
そ
し
て
三
人
は
当
時
の
事
を
思
い
出
し
た
の
か

き
な
が
ら

き
合

た

 
そ
ん
な
死
線
を
越
え
た
三
人
の
絆
を
見
せ
付
け
ら
れ

凛
子
は
こ
う
思

た

そ
ん
な
も
の
を
見
せ
ら
れ
た
ん
じ

の
考
え
が
変
わ
る
の
も
当
然
よ
ね

 
人
の
意
思
が

シ
ス
テ
ム
を
超
え
る
か
も
し
れ
な
い
な
ん
て

妄
言
だ
と
思

て
た
け
ど

 

が
最
後
に
そ
う
言

た
の
も

そ
れ
な
ら

け
る
わ
ね

 
凛
子
が
無
言
な
の
を
見
て

八
幡
は
あ

と
思
い

て
て
凛
子
に
言

た

す
み
ま
せ
ん
凛
子
さ
ん

俺
達
が
そ
の

さ
ん
を
殺
し
た
事
を

良
か

た
だ
な
ん

て 
凛
子
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た
が

直
ぐ
に
そ
れ
を
否
定
し
た

え

そ
れ
は
違
う
わ
よ
八
幡
君

分
か

て
る
で
し

俺
達
が
倒
し
た
時
点
で

さ
ん
も
解
放
さ
れ
た

て
事
で
す
よ
ね

 
そ
れ
は
そ
れ
こ
れ
は
こ
れ
で
す
よ

俺
達
は
本
気
で

さ
ん
を
殺
す
つ
も
り
で
挑
み
ま
し

た
か
ら
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そ
れ
は
ま
あ

感
情
だ
と
そ
う
か
も
だ
け
ど

 
私
達

学
者
は

そ
う
い
う
ロ
ジ

ク
で
物
を
考
え
る
事
は
無
い
の
よ

 
あ
く
ま
で
結
果
が
全
て

分
か
る
で
し

は
い

で
も
ま
あ

私
の
気
持
ち
を
大
切
に
思

て
く
れ
た
の
よ
ね

 
そ
れ
は
そ
れ
で
と
て
も
嬉
し
い
わ

あ
り
が
と
う
八
幡
君

 
凛
子
は
そ
う
微
笑
み

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
話
は
こ
れ
で
終
わ
り
と
な

た

さ
て
凛
子
さ
ん

こ
の

ハ

キ
リ
と
さ
せ
て
お
き
た
い
ん
で
す
が

 
今
後
は
ソ
レ
イ
ユ
に
お
世
話
に
な
る

て
事
で

話
を
進
め
て
い
い
ん
で
す
よ
ね

 

岡
の
そ
の
問
い
に
対
し

凛
子
は
陽
乃
の
方
を
向
き
な
が
ら
言

た

そ
の
前
に

一
つ
再
確
認
さ
せ
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

ね

陽
乃

 
い
ず
れ
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に
八
幡
君
が

任
す
る

て
の
は

間
違
い
な
い
の
ね

 
い
き
な
り
下
の
名
前
で
呼
び

て
に
さ
れ
た
陽
乃
は

笑
顔
で
こ
う
返
し
た

そ
れ
で
間
違
い
な
い
わ
よ
凛
子

約
書
で
も
書
こ
う
か

い
え

そ
れ
な
ら
い
い
の
よ

岡
さ
ん

そ
の
方
向
で
是
非
話
を
進
め
て
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私
と
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は

今
後
八
幡
君
の
主

で
管
理
し
て
も
ら
う
事
に
す
る
わ

 
そ
の
代
わ
り
に
私
は
罪
に
は
問
わ
れ
な
い

そ
う
い
う
事
で
い
い
か
し
ら

日
本

の
名
の
下
に

そ
れ
は
保
証
し
ま
す

 
う
ち
と
し
て
も
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
技
術
を
海
外
に
で
も
持

て
い
か
れ
た
ら
困

て
し

ま
う
の
で
ね

オ

ケ

契
約
成
立
ね

こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

ボ
ス

そ
し
て
未
来
の
ボ
ス

 
凛
子
は
陽
乃
と
八
幡
に
そ
う

し

 
こ
う
し
て
あ

さ
り
と
八
幡
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
技
術
を
手
に
い
れ
る
事
に
成
功
し
た

 
八
幡
は
少
し

子
抜
け
し

凛
子
に
こ
う

ね
た

あ
の

な
ん
で
俺
の
事
を

そ
ん
な
に
評
価
し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
か

 
最
初
会

た
時
も
そ
う
で
し
た
け
ど

そ
こ
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が

そ
ん
な
の
簡

よ

あ
の
人

い
で
偏
屈
な

が

あ
な
た
を

に
置
い
て
い
た

 
だ
か
ら
私
も
置
く

本
当
に
そ
れ
だ
け
よ

 
そ
し
て
あ
な
た
な
ら

の
遺
産
と
も
言
え
る
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を

 
自
分
の
利

の

だ
け
に
使
お
う
と
し
た
り

私
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
り
も
し
な
い
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他
の
企
業
は
そ
こ
が
信
用
出
来
な
い
だ
か
ら
私
は
あ
な
た
の
下
に
身
を
寄
せ
る
オ

ケ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

少
し
ま
ご
ま
ご
し
な
が
ら

し
か
し
正
直
に
こ
う
答
え
た

え

い
や

あ
の

実
は
俺

自
分
の
目
的
の

に

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
利
用
す
る
気
ま
ん
ま
ん
で
こ
こ
に
来
た
ん
で
す
け
ど

そ

そ
う
な
の

 
驚
く
凛
子
に

八
幡
は
今
回
の

を
説
明
し
た

そ
う
い
う
事
あ
は
は
は
は
い
き
な
り
そ
ん
な
事
を
言
う
か
ら
ビ

ク
リ
し
ち

た
わ
よ

 
要
す
る
に
そ
の
馬

に

死
な
な
い

度
に
お

を

え
た
い

ね

 
オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
な
ら
ま

た
く
問
題
は
無
い
わ

そ
れ
に
八
幡
君
な
ん
だ
か
ん

だ
言

て

 
そ
の
お

さ
ん
の
事
が
心
配
な
ん
で
し

う

だ
か
ら
過

は
ど
う
で
あ
れ

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
そ
の
お

さ
ん
の

に
使
う

て

も
う
決
め
て
る
ん
で
し

い
や

え

と

あ
の

俺
は
あ
く
ま
で
自
分
の
目
的
の

に
で
す
ね

 
そ
う
顔
を

く
し
な
が
ら

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
答
え
る
八
幡
を
見
て
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ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
明
日
奈
が
言

た

凛
子
さ
ん

八
幡
君
は

こ
う
や

て
褒
め
ら
れ
る
事
に
慣
れ
て
な
い
か
ら

 
つ
い
こ
う
や

て
ツ
ン
ツ
ン
し
ち

う
ん
で
す
よ

お

お
い

明
日
奈

 
そ
し
て
和
人
も
続
け
て
こ
う
言

た

八
幡
を
デ
レ
さ
せ
る
の
は
大
変
で
す
か
ら

頑
張

て
下
さ
い

お
い
こ
ら

和
人
ま
で
そ
う
い
う
事
を
言
う
な

俺
は
常
に

静
だ

あ
は
は
は
は
は

そ
う
い
う
事

分
か

た
わ

頑
張

て
み
る

 
と
こ
ろ
で
色
仕

け
は
通
用
す
る
の
か
し
ら

い
や

そ
れ
は
多
分
中
々
難
し
い
か
と

私
の
教
育
が
い
い
ん
で

あ
は

そ
れ
は
残
念
ね

い

い
や

あ
の

凛
子
さ
ん

ま

た
く

と
ん
だ
ツ
ン
デ
レ
さ
ん
な
の
ね

 
そ
れ
じ

あ
八
幡
君
私
の
事
は
こ
れ
か
ら
は
凛
子
姉
さ
ん

て
呼
ん
で
く
れ
て
も
い
い
の
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よ 
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
何
か
言
お
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
れ
を

て
凛
子
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た
の
は

他
に
誰
が
い
よ
う

陽
乃
だ

た

凛
子

残
念
な
が
ら
そ
の
座
は
も
う
私
の
物
よ

あ
ら

い
つ
か
ら
姉
は
一
人
じ

な
い
と
い
け
な
い

て
事
に
な

た
の
か
し
ら
ね

 

岡
さ
ん

他
に
話
が
無
い
な
ら

そ
の
方
向
で
話
を
進
め
て
も
ら
え
る
か
し
ら

 
こ
れ
か
ら
私
は
ち

と
陽
乃
と
話
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
用
事
が
出
来
て
し
ま

た

の
あ

は
い

も
う
大
丈
夫
で
す

残
り
の
事

処
理
は
任
せ
て
下
さ
い

 

岡
の
言
葉
を

い
た
二
人
は
そ
の
ま
ま
ど

か
と
ソ
フ

に

を
下
ろ
し
お

い

み
あ

た

 
ち
な
み
に

は
し
ま
せ
ん
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第
２
２
８
話
 
友
達
の
い
な
い
二
人

 
凛
子
は

原
作
よ
り
も

少
し
姉
御

な
女
性
に
設
定
し
て
あ
り
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

ど
う
し
た
も
の
か
と

残
り
の
四
人
は
ま
ご
ま
ご
し
て
い
た
の
だ
が

 
凛
子
は
そ
れ
に
気
付
く
と

今
思
い
つ
い
た
と
い
う
風
に
四
人
に
言

た

今
日
は

ま

て
い
く
で
し

う

そ

ち
の
奥
に
個
室
が
あ
る
か
ら

 
そ
こ
で
先
に
ゆ

く
り
し
て
い
る
と
い
い
わ

部
屋
の
中
の
モ
ニ
タ

に
ナ
ビ
が
つ
い
て
る
か

ら 
そ
れ
で
調
べ
て
も
ら

て

お
風
呂
と
か
は
好
き
に
入

て
い
い
わ
よ

 
ち
な
み
に

な
ん
だ
け
ど

当
然
混

よ

で
も
湯

み
着
も
用
意
し
て
あ
る
か
ら

 
気
に
し
な
い
で
み
ん
な
で
入
る
と
い
い
わ

食
事
は
ど
う
し
よ
う
か
し
ら
ね

あ

そ
れ
な
ら
私
が
作
り
ま
す
よ

八
幡
君

和
人
君

手
伝

て
ね
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本
当
に

そ
れ
は
助
か
る
わ

そ
れ
じ

準
備
が
出
来
た
ら
呼
ん
で

ね

は
い

 
こ
う
し
て

無
事
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
入
手
す
る
事
が
出
来
た
八
幡
一
行
は

 
⻑
野
の
山
奥
で
一

す
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
そ
し
て
部
屋
に
向
か
う

中

岡
が
お
ど
け
た
調
子
で
八
幡
に
言

た

八
幡
君
に
ま
た
一
人
お
姉
さ
ん
が

え
る
の
か
な

 
し
か
し
あ
の
二
人

仲
が
い
い
ん
だ
か
悪
い
ん
だ
か

ま
あ
頑
張

て
く
れ
よ

八
幡
君

相
性
は
悪
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど

何
の
話
を
つ
け
る
ん
で
す
か
ね

 

岡
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

何
を
言

て
い
る
ん
だ
と
い
う
調
子
で
こ
う
言

た

そ
れ
は
あ
れ
だ

当
然
君
の
取
り
合
い
だ
ろ
う

 
そ
の

岡
の
言
葉
に

八
幡
は
首
を
横
に

た

多
分
そ
れ
は
口
実
で
す
ね

凛
子
さ
ん
の
方
が

 
ハ
ル
姉
さ
ん
と
二
人

き
り
で
何
か
話
を
し
た
か

た
よ
う
な
そ
ん
な
気
配
を
感
じ
ま
し
た

ね
あ

そ
れ

私
も
思

た
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そ
の
八
幡
の
言
葉
に

明
日
奈
も
同
意
し
た

明
日
奈
も
そ
う
思

た
か

う
ん

多
分
茅
場
さ
ん

み
の
事
な
ん
じ

な
い
か
な

 
凛
子
さ
ん
は
茅
場
さ
ん
の
恋
人
だ

た
み
た
い
だ
し

 
ハ
ル
姉
さ
ん
は
茅
場
さ
ん
と
お
見
合
い
し
た

で
し

 
だ
か
ら
凛
子
さ
ん
は

何
か
ハ
ル
姉
さ
ん
に
言
い
た
い
事
で
も
あ

た
ん
じ

な
い
か
な

ま
じ
か
よ

場

て
奴
か

俺

全
然
そ
ん
な
事
気
が
付
か
な
か

た
よ

 
和
人
が
少
し
落
ち
込
ん
だ
よ
う
に
そ
う
言

た

そ
ん
な
和
人
に
八
幡
は
言

た

そ
ん
な
の
分
か
ら
な
い
方
が
い
い
ん
だ
よ

お
前
は

場
な
ん
か

験
せ
ず
に

 
こ
の
ま
ま
自
分
の
恋
を
全
う
し
て
く
れ

う

う
る
さ
い
な

言
わ
れ
な
く
て
も
分
か

て
る
よ

 
和
人
は

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
い

岡
は
そ
ん
な
若
い
三
人
を
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
て
い

た
で
も
八
幡
も
明
日
奈
も

よ
く
そ
う
い
う
の
が
分
か
る
よ
な

 
実
は
二
人
と
も

場

て
ほ
ど
の

場
に
は
な

て
な
い
だ
ろ
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明
日
奈
が

場
に
な
る
前
に
全
部
叩
き
つ
ぶ
す

だ
し
さ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
で
も
そ
の
代
わ
り
八
幡
君
に
恋
す
る
人
の

線
に
は

感
に
な

た

か
ら

 
ま
あ
今
回
の
事
は
そ
の

⻑
だ
よ

な
る
ほ
ど

確
か
に
明
日
奈
も
大
変
だ
よ
な

 
ま
あ
仲
間
内
だ
と
完
全
に
手

を

て
る
み
た
い
だ
か
ら
そ
こ
は
問
題
無
い
だ
ろ
う
け

ど
な

 
そ
の
和
人
の
言
葉
に

明
日
奈
は

れ
た
よ
う
に
言

た

何
言

て
る
の
和
人
君

仲
間
内
だ
け
の
話
じ

な
く
て
ね

 
実
は
里
香
だ

て

す
ご
く
苦
労
し
て
る
ん
だ
よ

え

ま
じ
で

う
ん

だ

て
八
幡
君
も
和
人
君
も

う
ち
の
学
校
じ

王
子
様

て
呼
ば
れ
て
る
し

 
私
も
里
香
も

仲
間
内
な
ら
ま
あ
問
題
無
い
ん
だ
け
ど

 
次
か
ら
次
へ
と
押
し
寄
せ
る
外
部
の
女
の
子
達
を

制
す
る
の
が
す
ご
く
大
変
な
ん
だ
よ
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王
子
様

何
だ
よ
そ
れ

和
人

知
ら
な
か

た
の
か

実
は
な

 
八
幡
は
和
人
に

自
分
達
が
王
子
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
を
説
明
し
た

 
そ
れ
を

い
て
い
た

岡
は

思
わ
ず

き
出
し
た

ご
め
ん
ご
め
ん

何
か

分
と
す
ご
い
事
に
な

て
る
ん
だ
ね

岡
さ
ん

笑
い
事
じ

な
い
で
す

お
い

ど
う
い
う
事
だ
よ
明
日
奈

言
葉
通
り
だ
よ

学
園
の
ダ
ブ
ル
王
子

八
幡
君
と
和
人
君
だ
よ

 
だ
か
ら
何
と
か
二
人
と
お
近

き
に
な
ろ
う
と
す
る
子
が

山
い
て
私
達
も
苦
労
し
て
る

ん
だ
よ

 
二
人
は
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
に

然
と
し
た

俺
も
な
の
か

明
日
奈

な
ん
か
す
ま
ん

ま
じ
か
よ

今
度
里
香
に
何
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
も
し
て
や
ら
な
い
と

ま
あ
八
幡
君
に
関
し
て
は
大
丈
夫

さ
す
が
に
私
は
顔
が

れ
て
る
か
ら

 
ち

か
い
を
出
そ
う
と
い
う
子
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い
か
も

で
も
里
香
は
な

 
ね

和
人
君

今
度
里
香
に
指

で
も
送

て
あ
げ
れ
ば
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そ
れ
を
里
香
が
ア
ピ

ル
す
れ
ば

大
分
違
う
ん
じ

な
い
か
な

考
え
と
く

 
和
人
は
知
ら
な
か

た
と
は
い
え
里
香
に
そ
ん
な
苦
労
を
か
け
て
い
た
事
を
知
り
少
し
へ

こ
ん
だ

 
そ
ん
な
和
人
に

八
幡
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
言

た

せ

か
く
だ
か
ら

そ
の
指

を

手
の

指
に
は
め
て

里
香

結
婚
し
て
く
れ

 
と
か
言

て
み
た
ら
ど
う
だ

も
ち
ろ
ん
学
校
の
皆
の
前
で
な

そ
う
だ
よ
和
人
君

せ

か
く
だ
か
ら

お

さ
ん
お
⺟
さ
ん

里
香
を
僕
に
下
さ
い

 

て
練

す
れ
ば
い
い
と
思
う
よ

 
明
日
奈
も
そ
れ
に
乗

か
り

そ
れ
を

い
た
和
人
は

顔
を

く
し
て
こ
う
言

た

二
人
と
も

こ
の
前
俺
が
学
校
で
言

た
事
へ
の
仕
返
し
か
よ

何
の
事
だ

俺
は
た
だ

親
切
心
で
言

て
る
だ
け
だ
ぞ

そ
う
そ
う

二
人
の
幸
せ
を
願

て
の
言
葉
だ
よ

ぐ
 
そ
ん
な
二
人
に

岡
が

笑
い
な
が
ら
言

た
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部
屋
に
着
い
た
事
だ
し
二
人
と
も
和
人
君
を
い
じ
る
の
は
そ
の
く
ら
い
に
し
て
お
い
て
あ

げ
な
よ

で
す
ね

は

い

い
じ

て
た
事
は
否
定
し
な
い
の
か
よ

 
そ
う
和
人
に
突

込
ま
れ
た
八
幡
は

嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

お

和
人

い
い
突

込
み
だ
な

最
近
は
俺
が
突

込
み
担
当
に
な

て
た
か
ら

 
こ
う
や

て
他
人
か
ら
突

込
ま
れ
る
の
は

何
か
新
鮮
で
す
ご
く
い
い
ぞ

 
や

ぱ
り
俺
の
相
棒
は
和
人
だ
け
だ
な

そ
れ
は
別
に
嬉
し
く
無
い
か
ら

お
お

も
う
突

込
み
王
の
称

は

和
人
の
物
だ
な

は

じ

あ
も
う
そ
う
い
う
事
で
い
い
よ

で

部
屋

り
な
ん
だ
が

ど
う
す
る

い
や

そ
こ
は
突

込
め
よ
八
幡

 
明
日
奈
と

岡
は

そ
の
や
り
取
り
に
大
笑
い
し
た
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八
幡
と
和
人
も

顔
を
見
合
わ
て
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
そ
の
後
落
ち
着
い
た
四
人
は

め
て
部
屋
を
確
認
し

考
え
込
ん
だ

三
部
屋
か

ど
う
や

て
分
け
る

俺
と

岡
さ
ん
が
一
部
屋

陽
乃
さ
ん
が
一
部
屋

八
幡
と
明
日
奈
で
一
部
屋
だ
ろ

 
和
人
の
そ
の
言
葉
に

感
に
反
応
し
た
の
は

明
日
奈
だ

た

か

和
人
君

そ
う
い
う
え

ち
な
の
は

ま
だ

い
と
思
う
ん
だ

 
そ
ん
な
明
日
奈
の

を

ん
と
叩
き

八
幡
は
明
日
奈
に
諭
す
よ
う
に
言

た

明
日
奈
和
人
は
そ
こ
ま
で
言

て
な
い

た
だ

ま
る
だ
け
だ
と
思

て
言

て
る
だ
け
だ

ぞ 
と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け

な

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
で
我
に
返

た
の
か

真

な
顔
を
し
て

八
幡
の
後
ろ
に

れ
た

 
和
人
は
さ
す
が
に
か
ら
か
う
事
も
出
来
ず

何
と
言

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
よ
う
で

 
困

た
顔
で
八
幡
を
見
た

八
幡
は

し
い
顔
で
事
も
な
げ
に
言

た

俺
と
和
人
で
一
部
屋

ハ
ル
姉
さ
ん
と
明
日
奈
で
一
部
屋

 
俺
達
に

か
せ
ら
れ
な
い

治
的
な
話
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら

岡
さ
ん
が
一
部
屋
こ
れ
で
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い
い
だ
ろ

そ

そ
う
だ
ね

う
ん

そ
れ
が
い
い
と
思
う
な

そ
う
だ
な

そ
れ
が
ベ
ス
ト
だ
な

 
和
人
と
明
日
奈
は
気
ま
ず
さ
を

り

う
よ
う
に
そ
う

成
し

岡
も
そ
の
意
見
に

い

た
そ
れ
じ

物
を
置
い
た
ら
ご

の
準
備
ね

台
所
の
場
所
も
調
べ
な
き

だ
ね

だ
な

と
り
あ
え
ず

岡
さ
ん
は

部
屋
で
事

手
続
き
と
か
を
し
ち

て
て
下
さ
い

 

が
出
来
た
ら
呼
び
に
来
ま
す
ね

す
ま
な
い
ね

八
幡
君

お
言
葉
に

え
さ
せ
て
も
ら
う
よ

 
こ
う
し
て
四
人
が

部
屋
に
分
か
れ
た

陽
乃
と
凛
子
は
二
人
だ
け
で
話
を
し
て
い
た

あ

ち
は
楽
し
そ
う
ね

 
凛
子
の
そ
の

き
に

陽
乃
は
こ
う
答
え
た

あ
の
三
人
は

言
う
な
ら
ば
戦
友
な
ん
だ
し
ね

そ
り

仲
良
く
も
な
る
わ
よ

戦
友

か

本
当
な
ら

私
と

も
そ
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど
ね

で

話

て
何

も
ち
ろ
ん
姉

々
の
話
じ

な
い
ん
で
し
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そ
う
ね

 
凛
子
は
し
ば
ら
く

た
後

用
件
を
話
し
始
め
た

が
ね

あ
な
た
の
話
を
し
た
事
が
あ

た
の
よ

 
あ
の
人
か
ら
女
性
の
名
前
が
出
て
く
る
な
ん
て
す
ご
く
珍
し
い
事
で
ね
今
で
も
ハ

キ
リ

覚
え
て
る

へ

生
意
気
そ
う
な
奴
だ

た
と
か

気
が
強
そ
う
だ

た
と
か

そ
う
い
う
話

う
う
ん

あ
の
人
が
言
う
に
は
ね

あ
な
た
は

す
ご
く
つ
ま
ら
な
そ
う
な
人
だ

た

て

へ
 
陽
乃
は

目
を

め
る
と

攻
撃
的
な
口
調
で
こ
う
言

た

人
の
事
を
つ
ま
ら
な
い
女
だ
な
ん
て

分
好
き
勝
手
な
事
を
言

て
い
た
の
ね

あ
の
男

 
そ
の
言
葉
を
受
け

凛
子
は

て
て
こ
う
言
い
直
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

私
の
言
い
方
が
悪
か

た
わ

 
世
の
中
の
何
も
か
も
を
つ
ま
ら
な
く
感
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
彼
は
そ
う
言

て
い
た

の
全
然
意
味
が
違
う
じ

な
い

で
も
そ
う
ね

確
か
に
そ
う
だ

た
か
も
し
れ
な
い
わ
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で
も
今
の
あ
な
た
は
本
当
に
楽
し
そ
う

と
て
も

の
言

て
い
た
よ
う
な
人
に
は
見
え
な

い
わ

 
陽
乃
は
そ
の
言
葉
に
ぐ

と

を
詰
ま
ら
せ

凛
子
の
事
を

ん
で
い
た
が

 
や
が
て
フ

と
力
を
抜
い
た
か
と
思
う
と

凛
子
に
言

た

ま
あ

こ
ん
な
事
で
突

張

て
て
も
仕
方
が
無
い
わ
ね

そ
の
通
り
よ

 
今
の
私
は

日
が
と
て
も

激
的
で

楽
し
い
わ

何
が
あ
な
た
を
そ
う
変
え
た
の

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い

八
幡
君
の
存
在
よ

 
そ
う
言
い
切

た
陽
乃
の
顔
を

凛
子
は

て
じ

と
見
つ
め
て
い
た

 
そ
の

線
を
受
け
て
陽
乃
は

少
し
バ
ツ
が
悪
そ
う
に
こ
う
言

た

と
言
い
た
い
所
な
ん
だ
け
ど
そ
れ
は
多
分
副
次
的
な
物
な
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
私
は
妹
の
頼
み
で
彼
を
救
お
う
と
決
意
し
そ
の
過

で
私
は
彼
の

だ
と
自
分
に
言
い

し 
妹
と
和
解
し
て
生
ま
れ
て
初
め
て
親
に
逆
ら

た

要
す
る
に
親
の
敷
い
た
レ

ル
か
ら
外

れ
た
の
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そ
し
て
そ
れ
は
結
果
的
に
上
手
く
い

た

私
達
は

親
に
課
さ
れ
た

件
を
ク
リ
ア
し

 
そ
こ
で
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
自
由
に
な
り

彼
の

に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
を
や

た
わ

 
陽
乃
は
こ
こ
で
一
息
つ
き

凛
子
の
反
応
を
チ
ラ
リ
と
見
る
と

話
を
続
け
た

そ
し
て
私
は

モ
ニ
タ

越
し
に

彼
の
成
⻑
を
見
守
る
事
に
な

た

 
そ
れ
は
あ
く
ま
で

で
し
か
無
か

た
け
れ
ど

そ
の

の
成
⻑
を
見
な
が
ら

 
私
は
色
々
な
妄
想
を
し
た

彼
は
今

何
と
戦

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
も
し
私
が
そ
こ
に
い
た
ら

ど
う
な

て
い
た
だ
ろ
う

と
ね

 
そ
し
て
私
は
い
つ
し
か

彼
に
恋
を
し
て
し
ま

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た
わ

 
そ
し
て
つ
い
に
彼
が

て
き
た

彼
は

て
か
ら
も

自
分
の
大
切
な
人
を
救
お
う
と

戦

て
い
た

 
そ
ん
な
彼
を
見
て

私
は
再
び
恋
を
し
た

ず

と
我
慢
し
て
い
た
私
は

 
一
度
だ
け
我
慢
出
来
な
く
な

て

彼
に
自
分
の
妄
想
の
事
を
話
し
た
わ

 
そ
ん
な
私
を

彼
は
一
切

絶
せ
ず

と
て
も
素
敵
な
想
像
で
す
ね
と
言

て
く
れ
た

 
そ
の
上
で
彼
は

私
の
事
を

特
別
で
尊
敬
出
来
る
大
切
な
人
だ
と
言

て
く
れ
た
わ

 
そ
れ
を

い
た
時

私
の
恋
は
一
応
落
ち
着
き

私
は
新
た
に
大
切
な
弟
と
妹
を
得
た
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そ
し
て
今

私
は
親
の
希
望
を
も
飲
み
込
み

彼
と
共
に
更
に

ば
た
こ
う
と
し
て
い
る

 
だ
か
ら
今

と
て
も
楽
し
い
わ

日
が
薔
薇
色
に
見
え
る

ど
う

ま
し
い
で
し

 
あ
な
た
も
そ
ろ
そ
ろ

色
々
な
期
待
か
ら
解
放
さ
れ
た
私
を
見

て

 
茅
場
の

霊
か
ら
解
放
さ
れ
て
も
い
い
と
思
う
わ

や

ぱ
り

分
か

ち

う

 
凛
子
は

り
出
す
よ
う
な
声
で

そ
う
言

た

私
は
好
き
な
人
に
こ
ん
な

だ
け
ど
受
け
入
れ
て
も
ら

た

で
も
あ
な
た
は
違
う
も
の
ね

 
も
し
私
が
八
幡
君
に

絶
さ
れ
て
た
ら

て
想
像
し
た
ら

正
直
か
な
り
し
ん
ど
い
も
の

 
あ
な
た
の
場
合
は

受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
も
解
放
し
て
く
れ
る
人
も
い
な
い
か
ら

 
自
分
で
自
分
を
解
放
す
る
し
か
な
い

そ
れ
は
と
て
も
大
変
な
事
よ
ね

私
も
あ
な
た
み
た
い
に
自
由
に
な
れ
る
か
し
ら
ね

 
凛
子
の
そ
の
問
い
に

陽
乃
は
あ

け
ら
か
ん
と
こ
う
答
え
た

私
と
あ
な
た
は
違
う
か
ら
正
直
何
と
も
言
え
な
い

で
も
ま
あ
研
究
に

し
て
も
い
い
し

 
他
に
好
き
な
人
を
作

て
も
い
い
で
し

う

も
し
く
は
ま
た
ど
こ
か
で
彼
に
会
え
る
と
信

じ
て
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そ
の

に
頑
張

て
み
る
の
も
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら
ね

ま
た
会
え
る
と
信
じ
て

か

ま
あ
そ
の
確

を
一
番
高
く
す
る

に
は
八
幡
君
の

に
い
る
の
が
ベ
ス
ト
で
し

う
ね

 
何
た

て
彼

茅
場
の
唯
一
の
お
気
に
入
り
で
す
も
の
ね

ふ
ふ

確
か
に
そ
う
ね

は

何
か
ス

キ
リ
し
た
わ

 
内

の
話
を

か
せ
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
ね

陽
乃

 
そ
う
言
わ
れ
て

自
分
が
何
を
話
し
た
の
か
思
い
出
し
た
陽
乃
は

珍
し
く

を

く

め

 

く
抗
議
す
る
よ
う
に
凛
子
に
言

た

何
で
私

あ
ん
た
に
あ
ん
な
事
を
話
し
ち

た
ん
だ
ろ

本
当
に
謎
だ
わ

ふ
ふ

多
分
そ
れ
は
私
の
事
を
対

な
人
間
だ
と
認
め
て
く
れ
た
か
ら
じ

な
い
か
し
ら

 
あ
な
た

友
達
い
な
い
で
し

 
そ
う
言
わ
れ
た
陽
乃
は

ぐ

と
言
葉
に
詰
ま
る
と

こ
う
反

し
た

そ
れ
は
あ
な
た
だ

て
同
じ
で
し

え
え

そ
う
よ

 
凛
子
に
あ

さ
り
と
そ
う
返
さ
れ
た
陽
乃
は

そ
れ
以
上
何
も
言
え
ず
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気
を
抜
か
れ
た
よ
う
に
押
し

た

そ
ん
な
陽
乃
に

凛
子
は
笑
顔
で
言

た

ね

そ
れ
じ

あ
陽
乃

良
か

た
ら

私
の
友
達
に
な

て
く
れ
な
い

 
私
も
最
近

し
い
の
よ

色
々
と
愚
痴
を
言

た
り
出
来
る
相
手
も
い
な
い
し
ね

 
初
め
て
話
し
た
時

あ
な
た
と
な
ら
上
手
く
や

て
い
け
る
気
が
し
た
の
よ
ね

 
あ
な
た
も
私
と
な
ら
友
達
に
な
れ
る
ん
じ

な
い
か

て

本
能
で
感
じ
た
か
ら

 
こ
う
し
て
色
々
と
話
し
て
く
れ
た
ん
じ

な
い

そ
う

最
初
か
ら
そ
れ
が
目
的
だ

た
の
ね

な
の
か
し
ら

そ
れ
な
ら

め
る
け
ど

そ
う
ね

 
陽
乃
は

い
て
考
え
込
ん
だ
が

や
が
て
顔
を
上
げ

ど
こ
か
ス

キ
リ
し
た
表
情
で
こ
う

言

た
私
の
あ
だ
名

魔
王

て
言
う
の
よ

そ
れ
で
も
い
い
か
し
ら

 
そ
ん
な
陽
乃
に

凛
子
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

問
題
無
い
わ

こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

魔
王

 
そ
う
言

て
差
し
出
さ
れ
た
凛
子
の
手
を

陽
乃
は
し

か
り
と

り
返
し
た
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二
人
は
以
後

親
友
と
呼
べ
る
関
係
に
な
り

共
に
八
幡
を

え
て
い
く
事
に
な
る

 
そ
し
て
そ
の

岡
は
一
人
ベ

ド
に

け

こ
う

い
て
い
た

こ
れ
で

労
省
の
依
頼
も
ク
リ
ア

と

つ
い
で
に

産
省
に
頼
ま
れ
て
い
る

 
オ

グ
マ

と
や
ら
の
開
発
に

凛
子
さ
ん
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
な

 
ま
あ
そ
の
う
ち
八
幡
君
と
陽
乃
さ
ん
に
相
談
か
な

今
は
と
に
か
く
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
だ

し
ね

 
そ
れ
に
し
て
も
オ

グ
マ

か

何
か
あ
れ

う
さ
ん
く
さ
い
ん
だ
よ
な

 
一
応
何
か
あ

た
時
の

に

監

だ
け
は
し
て
お
い
た
方
が
い
い
よ
な

 
八
幡
の
知
ら
ぬ
所
で

他
に
も
色
々
と

事
態
は
動
き
続
け
て
い
る
の
で
あ

た

 
最
後
の
パ

ト
は

ま
あ
開
発
時
期
が
こ
れ
く
ら
い
か
な
と
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第
２
２
９
話
 
⻑
野
の
夜
は
終
わ
ら
な
い

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ど
う
だ
明
日
奈

何
が
作
れ
そ
う
だ

う

ん

こ
の
材
料
だ
と

カ
レ

い
い
ん
じ

な
い
か

キ

ン
プ
み
た
い
で
楽
し
そ
う
だ
し

ま
あ

他
の
選
択
肢
は

ほ
と
ん
ど
無
い
ん
だ
け
ど
ね

 
ど
う
や
ら
今
夜
の
メ
ニ

は
ス
ト

ク
し
て
あ
る
食
材
か
ら
考
え
る
と
カ
レ

に
な
る

よ
う
だ

 
そ
し
て
八
幡
と
和
人
は

明
日
奈
の
指

に

て
食
材
の
カ

ト
を
始
め
た

 
二
人
と
も

案
外
慣
れ
た
手
付
き
で
上
手
に
包
丁
を
使

て
い
る

 
こ
の

り
は

二
人
が
ソ
ロ

向
な
事
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
ま
あ
要
す
る
に

家
に
一
人
で
い
る
事
が
多
い
と
い
う
だ
け
の
話
で
あ
る
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さ
て

後
は

込
む
だ
け
だ
ね

と
り
あ
え
ず
ち

と
休

し
よ
う
か

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に

和
人
は
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
こ
こ
は
俺
が
見
て
る
か
ら
八
幡
と
明
日
奈
は
外
で
も
散
歩
し
て
き
た
ら
ど
う
だ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
明
日
奈

ち

と
外
に
出
て
み
る
か

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

和
人
君

少
し
の
間

こ
こ
を
お
願
い
ね

 
そ
し
て
二
人
は
和
人
の
言
葉
に

い

外
に
出
る
事
に
し
た

 
空
に
は
満
天
の
星
が
広
が

て
お
り

八
幡
と
明
日
奈
は
そ
の
光
景
に
感
動
し
た

麗
ま
あ
関
東
に

ん
で
る
と

こ
ん
な
星
空
は
見
え
な
い
よ
な

見
え
る
場
所
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
ね

 
そ
う
言

て
明
日
奈
は
ク
ス
リ
と
笑

た
後

く
し

み
を
し
た

ち

と
寒
い
か

昼
は

か
い
の
に

夜
は
思

た
よ
り

え
る
ん
だ
な

そ
う
い
え
ば
以
前

に
行

た
時
真
夏
だ

た
け
ど
夜
は
ひ
ん
や
り
し
て
た
気
が

す
る
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標
高
が
高
い
と
こ
う
な
の
か
も
な

ほ
ら

明
日
奈

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

ジ

ケ

ト
を
脱
ぎ

明
日
奈
を

き
寄
せ
る
と

 
二
人
の

に
ジ

ケ

ト
が
か
か
る
よ
う
に
し
た

少
し

い
け
ど
多
少
違
う
だ
ろ

大
丈
夫

八
幡
君
が

か
い
か
ら
平
気

 
明
日
奈
は
少
し
紅
潮
し
た
顔
で

八
幡
に
そ
う
言

た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ
と
星
空
は
見
え
な
い
ん
だ
よ
な

あ
れ
は
あ
れ
で

い
じ

な
い
が

 
や

ぱ
り
こ
う
し
て
星
空
を
見
る
と

現
実
に
帰

て
き
た

て
実
感
す
る
よ
な

さ

き
あ
ん
な
話
を
し
ち

た
後
だ
と

余
計
に
ね

そ
う
だ
な

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら

そ
の
ま
ま
星
空
を

め
続
け
た

 
と

そ
の
時

一
筋
の
流
れ
星
が
見
え

八
幡
と
明
日
奈
は

に
こ
う
言

た

ず

と
明
日
奈
と
一

に
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に

ず

と
八
幡
君
と
一

に
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に

 
二
人
は
そ
う
言
う
と

顔
を
見
合
わ
せ
て
く
す
り
と
笑

た
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三
回
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

け

二
人
で
二
回
は
言

た

だ
し

も
う
一
回
く
ら
い
は
お
ま
け
し
て
く
れ
る
だ
ろ

 
二
人
は
再
び
ク
ス
リ
と
笑
い

明
日
奈
は
幸
せ
そ
う
に
八
幡
に
寄
り

た

そ
う
い
え
ば

さ

き

に
行

た

て
言

た
じ

な
い

 
そ
の
時
は

丁
度
流
星

が
来
て
た
ん
だ
よ
ね

お
お

ど
う
だ

た

麗
だ

た
か

う
ん

後
か
ら
後
か
ら
こ
う

流
星
が
流
れ
て
き
て
ね

本
当
に
す
ご
か

た

 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

楽
し
そ
う
に
手
を

り

そ
の
せ
い
か

少
し
よ
ろ
け
た

きお

と

 
そ
ん
な
明
日
奈
を
八
幡
は

に

え

そ
の
せ
い
で
二
人
の
顔
が
急
接
近
し
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
そ

と
目
を

り

八
幡
は

そ
ん
な
明
日
奈
に
そ

と
キ
ス
を
し
た

 
二
人
は
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
で
い
た
が

や
が
て
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
離
れ
る
と

 
再
び
明
日
奈
は
八
幡
に
寄
り

た

八
幡
君

え

と

愛
し
て
る
よ
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あ
あ

俺
も
愛
し
て
る
よ

明
日
奈

 
二
人
は
そ
う
言
う
と

も
う
一
度

い
キ
ス
を
交
わ
し
た

そ
ろ
そ
ろ

ろ

か

和
人
君
も
待

て
る
だ
ろ
う
し
ね

そ
う
す
る
か

そ
う
だ
明
日
奈

今
度
二
人
き
り
で

流
星

が
い
つ
来
る
か
調
べ
て

 
ど
こ
か
に
見
に
行
か
な
い
か

い
い
の

や

た

も
あ
る
し

タ
イ
ミ
ン
グ
さ
え
合
え
ば
ど
こ
で
も
行
け
そ
う
だ
ね

 
あ

ね

八
幡
君

私

ユ
イ
ち

ん
と
キ
ズ
メ
ル
に
も
こ
の
星
空
を
見
せ
て
あ
げ
た
い

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は

点
を
突
か
れ
た
の
か

こ
う
言

た

そ
う
い
え
ば
あ
の
二
人
は

星
空
を
見
た
事
な
ん
か
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

だ
よ
ね

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
か
ら
は
星
空
は
見
え
な
い
し
ね

何
か
い
い
方
法
は
無
い
か

和
人
に
相
談
し
て
み
る
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は

台
所
で
待

て
い
る
和
人
の
所
へ
と
向
か

た

 
和
人
は
二
人
を
見
る
と

か
ら
か
う
よ
う
に
こ
う
言

た

お
い
八
幡

に
口
紅
が
付
い
て
る
ぞ
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そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は
ド
キ

と
し
た
が

八
幡
は
ま

た
く
動
じ
ず

平
然
と
言

た

残
念
だ

た
な
和
人

明
日
奈
は
口
紅
な
ん
か
使
わ
な
く
て
も
美
人
だ
か
ら

 
普

は
口
紅
は
使

て
な
い
ん
だ
よ

ま
あ
リ

プ
ク
リ

ム
は
付
け
て
る
け
ど
な

くま
だ
ま
だ

い
な

和
人

く
そ

せ

か
く
さ

き
の
仕
返
し
が
出
来
る
と
思

た
の
に

 
和
人
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た

そ
ん
な
和
人
に

八
幡
は
言

た

な

和
人

ち

と
相
談
が
あ
る
ん
だ
が

 
そ
し
て
八
幡
は

さ

き
明
日
奈
と
話
し
た
事
を
和
人
に
相
談
し
た

実

に

を
映
す
と
か
じ

な
け
れ
ば
カ
メ
ラ
と
マ
イ
ク
そ
れ
に
ス
ピ

カ

さ
え
あ
れ

ば 
難
し
く
は
な
い
気
も
す
る
な

要
は
ゲ

ム
の
中
と
直
接
会
話
出
来
る
何
か
が
あ
れ
ば
い
い

ん
だ
よ
な

そ
う
い
う
事
に
な
る
な

ち

と
考
え
て
み
る
よ
ア
ル
ゴ
と
か
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
え
ば
問
題
な
さ
そ
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う
だ
し

す
ま
ん
が
宜
し
く
頼
む

任
せ
と
け

て

し
か
し
そ
れ
は

点
だ

た
な

確
か
に
ユ
イ
ち

ん
や
キ
ズ
メ
ル
は

 
星
空

て
も
の
を

見
た
事
が
無
い
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
言

て
和
人
は

窓
か
ら
星
空
を

め
た

こ
の
景
色

あ
の
二
人
に
見
せ
て
あ
げ
た
い
よ
な

う
ん

き

と
感
動
す
る
ん
じ

な
い
か
な

て
思
う
の

二
人
は
本
当
に
優
し
い
よ
な

 
和
人
は
そ
う
言

て
二
人
に
微
笑
ん
だ

 
そ
し
て
カ
レ

も
い
い
感
じ
に
完
成
し

明
日
奈
に
配

を
任
せ

和
人
は

岡
を

 
八
幡
は
陽
乃
と
凛
子
を
呼
び
に
向
か

た

そ
の
八
幡
の

に
こ
ん
な
言
葉
が
飛
び
込
ん
で

き
たね

そ
れ
じ

あ
陽
乃

良
か

た
ら

私
の
友
達
に
な

て
く
れ
な
い

 
そ
の
後

出
る
に
出
ら
れ
ず

て
二
人
の
会
話
を

い
て
い
た
八
幡
は

 
ど
う
や
ら
二
人
が
友
達
に
な

た
の
だ
と
理
解
し

心
の
中
で
二
人
を
祝
福
し
た
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二
人
と
も
友
達
は
い
な
さ
そ
う
だ
し

ま
あ
良
か

た
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
八
幡
は

二
人
の
会
話
が
終
わ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い

 
何
気
な
い
態
度
で
二
人
を
呼
び

そ
し
て
五
人
は

雑
談
を
し
な
が
ら
楽
し
く
食
事
を
し
た

ふ
う

食
べ
た
食
べ
た

も
う
お
腹
い

ぱ
い

 
相
変
わ
ら
ず
明
日
奈
ち

ん
は

料
理
が
上
手
よ
ね

あ
り
が
と
う
姉
さ
ん

ち
な
み
に
こ
れ
が

比
企
谷
家
の
味
な
の
か
な

 
八
幡
は
陽
乃
に
そ
う
言
わ
れ

少
し
考
え
た
後

こ
う
言

た

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

い
つ
も
う
ち
で
食
べ
て
る
味
で
す

 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し

陽
乃
は
そ
れ
を
見
て
ク
ス
リ
と
笑

た

良
か

た
わ
ね
明
日
奈
ち

ん

八
幡
君
の
お

付
き
が
出
た
わ
よ

姉
さ
ん

私
や

た
よ

う
ん
う
ん

え
ら
い
え
ら
い

 
陽
乃
は
そ
う
言

て

明
日
奈
の

を
優
し
く
な
で
た

さ
て

後
は
お
風
呂
な
ん
だ
け
ど

男
女
で
分
け
る

そ
れ
と
も
一

に
入
る
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さ

き
も
言

た
け
ど

湯

み
着
が
あ
る
か
ら

一

で
も
ま

た
く
問
題
無
い
け
ど

 
凛
子
の
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
当
然
の
よ
う
に
言

た

別
に
俺
達
は
後
で
い
い
よ
な

女
性

か
ら
先
に
ど
う
ぞ

そ
う

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
ち

ん

凛
子

八
子
ち

ん

行
こ

か

は
 
そ
う
言
う
と
陽
乃
は

何
故
か
八
幡
の
手
を
引
き

お
風
呂
の
方
へ
と
歩
き
出
し
た

 
明
日
奈
も
心
得
た
も
の
で

反
対
の
手
を

る
と

同
じ
よ
う
に
歩
き
出
し
た

ち

ち

と
陽
乃
さ
ん

離
し
て
下
さ
い
よ

明
日
奈
も
何
や

て
ん
だ
よ

え

何

八
子
ち

ん

こ
え
な

い

こ
え
な

い

ち

待
て

お
い
和
人

見
て
な
い
で
何
と
か
し
ろ

く
助
け
ろ

 
そ
う
八
幡
に
言
わ
れ
た
和
人
は

自
分
が

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

す
ま
し
た
顔
で
こ
う

言

た
何
言

て
る
ん
だ
よ
八
子
ち

ん

女
性

が
先
だ

て
言

た
だ
ろ

さ

さ
と
行

て

こ
い

て
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う
 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
ま
ま
連
行
さ
れ

遠
く
か
ら
八
幡
の
声
だ
け
が

い
た

裏
切
り
者

 
そ
ん
な
八
幡
の
声
を
受
け

和
人
と

岡
は

顔
を
見
合
わ
せ
て
苦
笑
し
た

八
幡
君
は

本
当
に
モ
テ
る
よ
ね

ま
あ

こ

ち
が

き
込
ま
れ
な
け
れ
ば
問
題
な
い
で
す

湯

み
着
も
あ
る
ら
し
い
し

変
な
事
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら

 
僕
た
ち
は
お
も
ち

に
さ
れ
た
彼
を

後
で

め
て
あ
げ
る
事
に
し
よ
う
か

で
す
ね

 
そ
し
て
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
入
り

少
し
食
休
み
を
す
る
事
に
し
た

 
一
方
八
幡
は

脱
衣
所
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た

ほ
ら

八
幡
君
が
先
に
入
る
の
よ

一
分

た
ら
私
達
も
中
に
入

て
脱
ぎ
始
め
る
か
ら

 
急
い
だ
方
が
い
い
と
思
う
な

な
な
ん
て

な

凛
子
さ
ん

て
見
て
な
い
で
こ
の
二
人
を
止
め
て
下
さ
い
よ

ん

別
に
私
は

君
と
一

に
入
る
事
に
は
別
に

抗
は
無
い
し
ね
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ぐは
い

あ
と
四
十

ま
さ
か
四
十

で

度
し
な
を

リ
ア
ル
で
や
る
事
に
な
る
と
は

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

手

く
服
を
脱
ぎ

湯

み
着
を
着
て

急
い
で
中
に
入

た

 
八
幡
は

な
る
べ
く
女
性

を
避
け
る
よ
う
に

こ
そ
こ
そ
と
奥
へ
と

取

た

 
そ
し
て
八
幡
は
手

く
体
を
洗

て
し
ま
お
う
と
入
り
口
に
背
を
向
け
て
全
力
で
頑
張

た 
だ
が
当
然
間
に
合
う
は
ず
も
な
く

八
幡
の
背
に

誰
か
の
手
が
触
れ
た

う
お

八
幡
君

私
が
背
中
を
流
し
て
あ
げ
る
よ

お
お

良
か

た

明
日
奈
だ

た
か

 
八
幡
は
少
し
ホ

と
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
チ
ラ

と
見
る
と

陽
乃
と
凛
子
は

少
し
離
れ
た
所
で
自
分
の
体
を
洗

て
い
た

 
湯

み
着
は

着
て
い
な
か

た

八
幡
は

て
て
目
を

ら
し

明
日
奈
の
方
を
見
た

 
明
日
奈
は
湯

み
着
を

ち

ん
と
着
て
い
た

八
幡
は
心
か
ら
ホ

と
し
た
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お
い
明
日
奈

何
で
あ
の
二
人

な
ん
だ
よ

体
を
洗

て
る
か
ら
じ

な
い
か
な

大
丈
夫
お
湯
に
つ
か
る
時
は
ち

ん
と
つ
け
る
か

ら
頼
む
ぞ
ま
じ
で

そ
れ
じ

背
中
を
流
し
て
あ
げ
る
ね

お
う

そ
れ
じ

あ
お
願
い
す
る
わ

 
八
幡
は

陽
乃
と
凛
子
が
近
付
い
て
こ
な
い
事
に
安
心
し

明
日
奈
に
そ
う
頼
ん
だ

う
ん
し

う
ん
し

と

八
幡
君

て

意
外
と
背
中
が
広
い
よ
ね

 
そ
れ
に

思

た
よ
り
筋
肉
が
つ
い
て
る
ん
だ
ね

そ
う
か

ま
あ
さ
す
が
に
明
日
奈
と
比
べ
る
と
な

一
応
リ
ハ
ビ
リ
の
後
も

筋
ト
レ
は
続

け
て
る
し
な

あ

そ
う
な
ん
だ

ち

と
意
外

前
の
自
分
が
ど
う
だ

た
か

あ
ま
り
覚
え
て
な
い
ん
だ
よ
な

 
だ
か
ら
不
安
で

つ
い
つ
い
や

ち
ま
う
ん
だ
よ

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に
不
安
を
覚
え
た
の
か

明
日
奈
は
八
幡
に
こ
う
言

た
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私
も
ち

と

や

て
み
よ
う
か
な

八
幡
君
の
家
に
行

た
時
に
で
も

あ

ま
あ
少
し
は
や

て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
な

今
度
俺
が
見
て
や
る
よ

う
ん

お
願
い

 
そ
し
て
明
日
奈
が
八
幡
の
背
中
を
流
し
終
わ

た
後

突
に

陽
乃
と
凛
子
が
言

た

そ
れ
じ

八
幡
君

次
は
私
の
背
中
を
流
し
て
ね

そ
の
次
は
私
の
背
中
な

い
 
困
惑
す
る
八
幡
に

明
日
奈
が
こ
う
言

た

そ
の
間
に
私
も
前
の
方
を
洗

ち

う
か
ら
そ
の
次
は
私
の
背
中
も
お
願
い
ね
八
幡
君

え

と

ち
な
み
に

否

は

あ
る
わ
け
な
い
で
し

は
い

 
八
幡
は

め
の
気
持
ち
で

陽
乃
と
凛
子
の
背
中
を

に
流
し
て
い

た

 
ち
な
み
に

線
は

点
を
合
わ
せ
ず
ぼ
ん
や
り
と
さ
せ
て
お
い
た

 
う

か
り
目
の

点
を
合
わ
せ
る
と
凛
子
は
と
も
か
く
陽
乃
の
時
は
と
て
も
ま
ず
い
事
に
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な
る

 
八
幡
は
と
に
か
く
そ
れ
だ
け
は
困
る
と
思
い

神

を
す
り

ら
し
な
が
ら

 
つ
い
に
そ
の
ミ

シ

ン
を
完

し
た

 
そ
し
て
二
人
は
先
に
湯
に

か
り

最
後
の
明
日
奈
の
背
中
を
流
す
番
が
訪
れ
た

ふ
う

直

し
な
い
よ
う
に

か
な
り
神

を
使

た
わ

ご
め
ん
ね

私
も
ち

と
調
子
に
乗

ち

て
た
か
も

い
や

ま
あ

姉
さ
ん
に
逆
ら
え
る

が
な
い
か
ら

問
題
な
い

私
の
背
中
を
流
す
時
は

神

を
使
わ
な
く
て
い
い
か
ら
ね

あ
あ

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
の
二
人
の

年
夫

の
よ
う
な
会
話
に

陽
乃
と
凛
子
は
こ
う
言

た

ね

二
人
と
も

い
つ
結
婚
す
る
の

も
う
す

か
り
夫

み
た
い
な
ん
で
す
け
ど

お
う
お
う

け
る
ね

ま
あ

学
生
の
間
は
さ
す
が
に
ち

と

ね

八
幡
君

ち

ん
と
結
婚
式
に
は
呼
び
ま
す
か
ら

心
配
し
な
い
で
待

て
て
下
さ
い

か

だ

て
よ

陽
乃
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若
い

て
い
い
わ
よ
ね

 
そ
の
二
人
の
言
葉
に
違
和
感
を
覚
え
た
二
人
は

て
て
そ
ち
ら
を
見
た

 
二
人
の
目
の
前
に
は
酒

が
置
い
て
あ
り
二
人
は

に
出
来
上
が

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

げど

ど
う
し
よ
う

八
幡
君

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と

ま

て

あ
の
二
人
を
外
に
出
そ
う

う

う
ん

 
八
幡
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
慣
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
慣
れ
た
手
付
き
で
明
日
奈
の
背
中
を
流

し 
二
人
で
湯
に

か
る
と
二
人
が
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
な
ん
と
か
酒

を
取
り
上
げ
る
事

に
成
功
し
た

も
う

ま
だ
飲
み
足
り
な
い
の
に

八
幡
君

横
暴

湯
当
た
り
し
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
ほ
ら
も
う
十
分

ま

た
で
し

う

く
出
ま

す
よ
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ま
あ
い
い
わ
八
幡
君
と
露
天
風
呂
じ

な
い
け
ど
こ
う
し
て
一

に
お
風
呂
に
入
れ
た

だ
し

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ン
と
き
た
八
幡
は

明
日
奈
に
こ
う

ね
た

な

明
日
奈

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
一

に
露
天
風
呂
に
入

た
事

姉
さ
ん
に
話
し
た
か

あ

う
ん

話
し
た
か
も

そ
う
い
う
事
か

そ
う
そ
う

そ
の
話
を

い
た
時
か
ら

ち

と
憧
れ
て
た
ん
だ
よ
ね

姉
さ
ん

 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

じ

と
八
幡
の
顔
を
見
た

 
八
幡
は

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら

陽
乃
に
言

た

は

も
う
少
し
だ
け
で
す
か
ら
ね

あ
と
湯

み
着
は
絶
対
に
脱
が
な
い
で
下
さ
い
よ

え

そ
れ

て
フ
リ
よ
ね

仕
方
な
い
な
あ

お
い
馬

や
め
ろ

明
日
奈

姉
さ
ん
を
押
さ
え
ろ

う

う
ん

姉
さ
ん

正
気
に

て

 
そ
れ
を
見
た
凛
子
は

突
然
笑
い
出
し
た
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あ
は
は
は
は

三
人
と
も

本
当
に
仲
が
い
い
ん
だ
ね

何
よ
凛
子

ま
し
い
の

ま
し
い
に
決
ま

て
る
で
し

ま
あ
別
に
い
い
わ
よ

 
絶
対
に
私
も

い
つ
か
そ
の
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
う
ん
だ
か
ら

 
こ
う
し
て
女
性
三
人
に
囲
ま
れ
な
が
ら

八
幡
の
⻑
野
の
夜
は
更
け
て
い

た
の
だ

た

 
ち
な
み
に
こ
の
後
八
幡
は
二
人
を
運
び
出
し
部
屋
ま
で
送
り

け
る

に
と
て
も

を
か

き 
再
び
風
呂
に
入
り
直
す
事
に
な

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
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第
２
３
０
話
 
男
達
の
夜

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

こ
の
裏
切
り
者
ど
も
め

お

八
幡

ま
た
来
た
の
か

実
は
お
前

好
き
だ

た
ん
だ
な

裏
切
り
者
だ
な
ん
て
ひ
ど
い
な

そ
も
そ
も
僕
達
が

 
い
つ
か
ら
君
の
味
方
だ
と

覚
し
て
い
た
ん
だ
い

そ
う
そ
う

俺
達
が

陽
乃
さ
ん
に
逆
ら
え
る

が
無
い
じ

な
い
か
よ

ぐ

俺
も
そ
う
だ
か
ら

何
も
言
え
ん

 
再
び

に
現
れ
た
八
幡
に
和
人
と

岡
は
そ
う
言
い
八
幡
は

を
落
と
し
な
が
ら
そ
う

答
え
た

 
八
幡
は

て
シ

ワ

で

を
流
し

そ
の
ま
ま
湯
船
に
入
り

和
人
の
隣
に
座

た

ふ

し
ん
ど
か

た
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お
疲
れ
様

八
幡
君

何
だ
よ

本
当
に
疲
れ
て
る
み
た
い
だ
な

そ
ん
な
に
ひ
ど
か

た
の
か

い
や
ま
あ
姉
さ
ん
も

れ

し
で
わ
ざ
と
乱
暴
に

舞

て
る
部
分
も
あ

た
み
た
い
だ

か
ら

 
こ
れ
も
弟
の
努
め
だ

ま
あ
問
題
な
い

へ

あ
の
陽
乃
さ
ん
が
ね

 
和
人
が
意
外
そ
う
に
そ
う
言

た

そ
し
て
そ
の
事
で
何
か
思
い
つ
い
た
の
か
続
け
て
こ
う

言

た
そ
う
い
え
ば
八
幡
は

ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に
な
る
の
か

に
水
だ

た
か
ら
少
し
驚
い

た
よそ

う
だ
な

何
か
流
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
ん
だ
が

 
背
負
う

て
言

ち
ま

た
か
ら
な

 
八
幡
の

裏
に
は

あ
の
日
の
夜
の

薔
薇
の
言
葉
が

か
ん
で
い
た

た
子

な
ら

く
ら
い
や
り
な
さ
い
よ

 
そ
し
て
八
幡
は

自

ぎ
み
に
和
人
に
言

た
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た
子

に
は

を
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

何
だ
よ
そ
れ

意
味
が
分
か
ら
な
い
ぞ

こ
の
前
薔
薇
が
俺
に
そ
う
言

て
き
た
ん
だ
よ

そ
し
て
俺
は
背
負
う
覚
悟
を
決
め
た

だ 
し
か
し
ま
あ
あ
の
時
は
社
⻑
と
し
て
だ
な
ん
て
ま

た
く
考
え
て
は
い
な
か

た
ん
だ
け

ど
な薔

薇

て

あ
の
ロ
ザ
リ
ア
だ
よ
な

あ
い
つ
が
ね

変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
ん
だ
よ
な

 
そ
し
て
和
人
は

何
か
思
う
所
で
も
あ

た
の
か

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

と
こ
ろ
で
八
幡
は
さ

狼
に

は
や
ら
な
い
の
か

狼
か

 
八
幡
は
和
人
の
目
を
じ

と
見
つ
め
な
が
ら

こ
う
答
え
た

狼
は

れ
な
い
だ
ろ

ま
あ

も
ち
ろ
ん
向
こ
う
か
ら
懐
い
て
き
て
く
れ
る
な
ら

 
喜
ん
で

を
や
る
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど

な

な
る
ほ
ど

う
つ
も
り
は
あ
る
ん
だ
な

そ
う
な

た
ら
ま
あ

放
し

い
だ
け
ど
な
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そ
の
八
幡
の
言
葉
に

和
人
は
ニ
ヤ
リ
と
し
た

放
し

い
に
す
る
つ
も
り
な
の
か

狼
を

に
繋
い
で
も

狼
の
⻑
所
を
殺
す
だ
け
だ
ろ
う
さ

狼
は
別
に

に
繋
が
れ
て
も
い
い
と
思

て
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ

 
八
幡
は
そ
の
和
人
の
言
葉
を

く
と

ス

と
目
を

め
て

真
顔
で
こ
う
言

た

何

お
前
実
は
ド

な
の

お
い
い

せ

か
く
今

ハ

ド
ボ
イ
ル
ド
で
大
人
な
感
じ
の
雰
囲
気
だ

た
の
に

 
何
で
い
き
な
り
素
に

て
ん
だ
よ

今
は
俺
の

職
の
話
だ
ろ
う
が

落
ち
着
け
和
人

お
前
も
身
も

も
な
く

ス
ト
レ

ト
に
言

ち
ま

て
る
ぞ

 
そ
の
和
人
の
抗
議
に
そ
う
答
え
た
後

八
幡
は
ま

た
く
違
う
事
を
言

た

も
し
か
し
た
ら

猫
も
来
る
か
も
し
れ
な
い
な

う
わ
今
会
議
中
に
ふ
ん
ぞ
り
返
る
八
幡
の
横
で

を

る
う

猫
の

が
目
に

か

ん
だ
ぞ

 
大
丈
夫
か

お
前

あ
の
二
人
の

に
敷
か
れ
る
ん
じ

な
い
か

あ

明
日
奈
を
入
れ
れ

ば
三
人
か
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ま
あ

そ
こ
ら
へ
ん
は
上
手
く
仕
切

て
み
せ
る
さ

ま
あ

実
は
ま

た
く
心
配
無
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

一
応
頑
張
れ

て
言

て
お
く
か

 
本
当
に
困

て
た
ら
俺
が
助
け
て
や
る
か
ら

あ
あ

 
そ
う
言
う
と
和
人
は

手
の
拳
を
上
げ
八
幡
は
そ
の
拳
を
自
分
の
拳
で
コ
ツ
ン
と
叩
い
た

 
そ
の
二
人
の

を
見
て
い
た

岡
は

ま
し
そ
う
な
表
情
を
し
な
が
ら
も
お
ず
お
ず
と
八

幡
に
言

た

え

と

八
幡
君
さ

に
も

を

え
る
気
は
な
い
か
い

は
い
ら
な
い
で
す

と
化
か
し
合
い
で
も
し
て
て
下
さ
い

 
そ
の
方
が

う
ち
に
と

て
は
都
合
が
い
い
ん
で

ま
あ

そ
う
だ
よ
ね

う
ん

ち

と

い
て
み
た
だ
け
だ
か
ら

 

岡
は
そ
の
答
え
を
予
想
し
て
い
た
よ
う
だ

た
が
あ
か
ら
さ
ま
に
落
ち
込
ん
だ
様
子
で

言

た岡
さ
ん
は
役
職
的
に
は
か
な
り
上
の
は
ず
で
す
よ
ね

そ
れ
な
の
に
何
で
う
ち
に

方
面
か
ら
の
プ
レ

シ

が
き
つ
い
ん
だ
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今
回
も

労
省
か
ら

く
何
と
か
し
ろ
何
と
か
し
ろ

て
無
言
の
圧
力
が
凄
か

た
ん
だ
よ

 
幸
い
上
手
く
解
決
し
た
か
ら
良
か

た
け
ど
最
近
は
そ
の
せ
い
で
ち

と

が

く
て

ね
そ
の

に
は

い
つ
も

々
と
し
て
る
よ
う
に
見
え
ま
す
け
ど
ね

 
そ
の
和
人
の
言
葉
に

岡
は

を
押
さ
え
な
が
ら
言

た

表
面
上
は
そ
う
見
せ
て
な
い
と

ど
ん
ど
ん
要
求
が
激
し
く
な

て
き
ち

う
か
ら

 
そ
こ
ら
へ
ん
は
ま
あ

ね

岡
さ
ん
も

苦
労
し
て
る
ん
で
す
ね

 
和
人
は
気
の

そ
う
に

岡
に
そ
う
言

た

岡
は

を
か
き
な
が
ら

 
そ
ん
な
和
人
に
笑
顔
を
向
け
た
が

そ
ん
な
二
人
に

八
幡
は

々
と
こ
う
言

た

ま
あ
今
回
の
事
で

和
人
と

岡
さ
ん
が

 
姉
さ
ん
に
こ
き
使
わ
れ
た
い
ド

だ
と
い
う
事
は
と
て
も
良
く
理
解
し
ま
し
た

ちこ

ち
に
飛
び

し
た
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だ

て

そ
う
い
う
事
に
な
る
じ

な
い
で
す
か

 
八
幡
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら

岡
に
そ
う
言
い

岡
は

て
て
反

し
た

た

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
僕
は
あ
く
ま
で
君
と
の
関
係
を
大
切
に
し
て
る

ん
だそ

そ
う
だ
ぞ
八
幡

こ
れ
は
友
情
だ

友
情

や
だ
な

冗
談
で
す

て
ば

岡
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
ま
す
し

 
俺

岡
さ
ん
の
事

す
ご
く
好
き
で
す
よ

 
そ
れ
に
和
人
と
は

一
生
一

に
い
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
な

て
思

て
ま
す
よ

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
少
し
う
る

と
き
た
の
か

八
幡
の
手
を

て
こ
う
言

た

八
幡
君

僕
も
同
じ
よ
う
に
思

て
る
か
ら
ね

八
幡

俺
達

こ
れ
か
ら
も
ず

と
一

だ
ぞ

 
八
幡
は

そ
ん
な
二
人
に
笑
顔
で
言

た

 

だ
か
ら
ち

ん
と
二
人
の
性

の
事
は
秘
密
に
し
て
お
き
ま
す
か
ら
心
配
し
な
い
で
い
い

で
す
よ

違
う
か
ら
ね
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今
す
ご
く
い
い
場
面
だ

た
だ
ろ

ぶ
ち
壊
し
だ
よ

 
こ
う
し
て
二
人
と
の
友
情
を
深
め
つ
つ
八
幡
の
こ
の
日
の
夜
は
終
了
し
た

そ
し
て
次
の
日

の
朝八

幡
君
僕
は
他
の
人
達
が
来
る
の
を
待
た
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
こ
こ
で
一

お
別
れ
だ

ね
は
い

岡
さ
ん

後
は
お
任
せ
し
ま
す
ね

凛
子

と
り
あ
え
ず
あ
な
た
の

む
所
は
用
意
し
て
お
く
か
ら

 
面
倒

い
事
は
全
部

岡
さ
ん
に
押
し
付
け
て
さ

さ
と
合
流
す
る
の
よ

ち分
か

た
わ

お
世
話
に
な
る
わ
ね

陽
乃

 

岡
が
何
か
声
を
上
げ
か
け
た
が

二
人
は
そ
れ
を
無

し
て
会
話
を
続
け
た

 
八
幡
は

そ
ん
な
陽
乃
と
凛
子
の
様
子
に
少
し
驚
い
た

日
の
夜
は

み
合

て
た
の
に

二
人
は

分
仲
良
く
な

た
ん
で
す
ね

そ
れ
は
ま
あ

日
友
達
に
な

た
し
ね

な
る
ほ
ど
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そ
の
凛
子
の
言
葉
を
受
け

夜
の
二
人
の
様
子
を
思
い
出
し
た
八
幡
は

 

め
て
陽
乃
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
た

そ
の

線
を
受
け
陽
乃
は
あ

さ
り
と
こ
う

言

た
ほ
ら
お
姉
ち

ん

て
誰
と
で
も
す
ぐ
に
心
か
ら
本
当
の
友
達
に
な

ち

う
性
質
だ
か

ら
す
み
ま
せ
ん
今
ま
で
の
自
分
の
行
い
を
思
い
返
し
て
か
ら
も
う
一
度
発
言
し
て
も
ら
え
ま

す
か
ね

ん
 
陽
乃
は

に
人
差
し
指
を
当
て

何
度
か
ト
ン
ト
ン
と
し
た
後

再
び
笑
顔
で
言

た

ほ
ら
お
姉
ち

ん

て
誰
と
で
も
す
ぐ
に
心
か
ら
本
当
の
友
達
に
な

ち

う
性
質
だ
か

ら
友
達
い
な
い

に

見
栄
ば

か
張

て
ん
じ

ね
え

つ

て
ん
だ
よ

 
八
幡
は
即
座
に
突

込
み
そ
れ
を

い
た
陽
乃
は

を

く

と

ら
ま
せ
な
が
ら
反

し
たひ

ど

い

八
幡
君

お
姉
ち

ん
に
だ

て

友
達
く
ら
い
い
る
わ
よ
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そ
の
分

い
強
化
外
骨
格
に
頼
ら
な
く
て
い
い
友
達
は

何
人
い
る
ん
で
す
か

 
陽
乃
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
答
え
た

明
日
奈
ち

ん

そ
れ
は
カ
テ
ゴ
リ

と
し
て
は

妹
で
す
ね

雪
乃
ち

ん

そ
れ
は
正
真
正

の
妹
で
す

後

ギ
ル
ド
メ
ン
バ

以
外
で
お
願
い
し
ま
す

薔
薇

そ
れ
は
下
僕
以
外
の
何
者
で
も
な
い
で
す
ね

エ
ル
ザ
ち

ん

そ
れ
は
信
者
で
す
ね

友
達
で
は
無
い
で
す

向
こ
う
も
そ
う
は
思

て
い
な
い
は
ず
で
す

 
陽
乃
は
更
に

を

く

と

ら
ま
せ

八
幡
に
言

た

も
う

八
幡
君
は

心
が

い
な

陽
乃
さ
ん
の
友
人
関
係
よ
り
は
広
い
で
す
よ

 
陽
乃
は
悔
し
そ
う
に
八
幡
を
見
つ
め
て
い
た
の
だ
が
何
か
思
い
つ
い
た
の
か
真
顔
で
こ
う

言

た
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分
か

た
わ
よ

友
達
ね

そ
れ
じ

あ
え

と

や

ぱ
り
八
幡
君

だ
か
ら
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

以
外
だ
と
あ
れ
ほ
ど

八
幡
君

い
や

だ
か
ら
で
す
ね

八
幡
君

え

と

 
予
想
外
の
展
開
に
口
ご
も
る
八
幡
の

を

そ

と
両
手
で

み
込
み

 
八
幡
の
目
を
す
ぐ
近
く
で
見
つ
め
な
が
ら

陽
乃
は
言

た

八
幡
君
が

私
の
一
番
の
友
達
よ

え

と

は
い

よ

し

あ

私
の
勝
ち

 
八
幡
が
目
を
伏
せ

定
し
た

間

陽
乃
は
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た

姉
さ
ん

相
変
わ
ら
ず
の
魔
王
パ
ワ

プ
レ
イ
だ
ね

俺

八
幡
が
こ
ん
な
に
簡

に
負
け
る
と
こ

初
め
て
見
た
よ

見
事
な
逆
転
勝
利
で
し
た
ね
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二
人
は
思

た
以
上
に
仲
良
し
さ
ん
な
の
ね

凛
子
さ
ん

そ
れ
じ

あ
先
に
帰

て
待

て
ま
す
ね

岡
さ
ん

凛
子
さ
ん
の
事

お
願

い
し
ま
す

 
八
幡
は

れ

し
な
の
か

突
然
そ
う
言
い

キ

ト
の
運
転

に
乗
り
込
ん
だ

 
そ
ん
な
八
幡
の

を
見
た
五
人
は

み
笑
い
を
し
た

八
幡
君

れ
て
る
み
た
い

ど
う
凛
子

八
幡
君

て
か
わ
い
い
で
し

こ
れ
は
一
刻
も

く

合
流
し
て
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

お
お
い
八
幡
帰
り
も
俺
を
運
転

に
乗
せ
て
く
れ
よ
ジ

ン
ケ
ン
だ
ジ

ン
ケ
ン

そ
れ
じ

あ

こ
ち
ら
の
事
は
任
さ
れ
ま
し
た

 
ち
な
み
に
こ
の
後
の
ジ

ン
ケ
ン
で
は

見
事
に
和
人
が
勝
利
し
た

 
こ
う
し
て
帰
り
も
運
転

に
座
る
事
と
な

た
和
人
は
す

か
り
キ

ト
と
仲
良
し
に
な

た
和
人
も
ま
だ
ま
だ
子

だ
な

ほ
ら
ほ
ら
八
幡
君

姉
さ
ん
に
負
け
た
か
ら

て

す
ね
な
い
の
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明
日
奈

俺
は
負
け
て
な
い

ち

と
姉
さ
ん
に
華
を
持
た
せ
た
だ
け
だ

は
い
は
い

 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

そ

と
八
幡
の

に

を
乗
せ
た

 
八
幡
は
ま
だ
悔
し
い
の
か
明
日
奈
が

を
乗
せ
や
す
い
よ
う
に

の
高
さ
を
調

し
つ
つ

も 
少
し
す
ね
た
顔
で

じ

と
窓
の
外
を
見
つ
め
て
い
た

そ
ん
な
八
幡
に
明
日
奈
が

い
た

帰

た
ら

今
度
は
京
都
だ
ね

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を
受
け

明
日
奈
の
方
を
見
な
が
ら
言

た

材
料
は
一
応
確
保
出
来
た
し

章
三
さ
ん
達
の
予
定
が
空
き
次
第

 
結
城
本
家
に
し
が
ら
み
を
絶
ち
に
い
く
ぞ

明
日
奈

う
ん

あ
り
が
と
う

八
幡
君

 
こ
う
し
て
無
事
に

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
凛
子
と
セ

ト
で
入
手
し
た
八
幡
は

 
京
都
に
あ
る
結
城
本
家
へ
と

い
よ
い
よ
乗
り
込
む
事
と
な

た

  
そ
の
帰
り
道
の
事
で
あ
る

ト
イ
レ
休

の

に
寄

た
高
速
の
イ
ン
タ

で
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突
然
八
幡
の

が
鳴

た

ち
な
み
に
今

内
に
い
る
の
は
八
幡
だ
け
で
あ

た

 
そ
こ
に
表

さ
れ
て
い
る
名
前
は

た
子

と
な

て
お
り

八
幡
は

何
だ
ろ
う

と
思
い
つ
つ

 
ス
マ
ホ
の
通
話
ボ
タ
ン
を
押
し
た

ど
う
し
た
薔
薇

何
か
あ

た
の
か

一
応
連

し
て
お
こ
う
と
思

て

ゼ
ク
シ

ド
が

シ

ナ
の
首
に
賞
金
を

け
た
わ

 
酒
場
で
仲
間
を
集
め
て

シ

ナ
達
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

 
最
後
に
し
れ

と
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第
２
３
１
話
 
信
頼
の
証

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

そ
う
か

あ
の
馬

が
動
い
た
か

敵
は
何
人
く
ら
い
だ

二
十
人
く
ら
い
か
し
ら

で
も
ほ
と
ん
ど
が
新
人
ね

 
ほ
ら

あ
ん
た

て
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
の
動
画
が
中
継
さ
れ
る
ま
で
は

 
ま

た
く
の
無
名
だ

た
じ

な
い

だ
か
ら
今
も
あ
ん
た
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
流
れ
て
な

い
み
た
い
で

 
そ
れ
を

し
て
か

古
参
の
プ
レ
イ
ヤ

は
ま
だ
動
こ
う
と
は
し
て
い
な
い
感
じ
ね

な
る
ほ
ど

況
は
分
か

た

後
は
こ
ち
ら
で
対
処
す
る

 
ご
苦
労
だ

た
な
薔
薇

俺
達
も
後
で
合
流
す
る
か
ら

ひ
き
続
き
監

を
頼
む

分
か

た
わ

任
せ
て

 
そ
こ
で
薔
薇
と
の
通
話
は
終
了
し
た

丁
度
そ
の
時

明
日
奈
が

て
き
た
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八
幡
君

お
待
た
せ

ん

和
人
と
姉
さ
ん
は

二
人
は
飲
み
物
を

う
か
ら

て

店
に
行

た
よ

そ
う
か

な
あ
明
日
奈

家
に

た
ら

す
ぐ
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
入
れ
る
か

 
八
幡
が
少
し

張
し
た
様
子
で
そ
う
言

た

明
日
奈
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら
こ
う
答
え

た
大
丈
夫
だ
け
ど

何
か
あ

た
の

あ
あ

実
は

 
八
幡
の
説
明
を

い
た
明
日
奈
は

ど
ん
と
胸
を
叩
い
た

分
か

た

返
り
討
ち
に
い
く
ん
だ
ね

任
せ
て

い
や
今
回
は
あ
の
三
人
に
任
せ
る
つ
も
り
だ

俺
達
は
基
本
手
出
し
無
用
の
バ

ク
ア

プ

だ
なあ

そ
う
な
ん
だ

特
に
シ
ノ
ン
に
は

ス
ナ
イ
パ

と
し
て
成
功
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
な

 
つ
い
で
に
ピ
ト
に
も

今
の

を
あ
る

度
破

て
欲
し
い
と
思

て
る
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そ
の
た
め
に
保
険
を
一
つ

け
て
お
い
た
か
ら

今
回
は
そ
れ
を
使
お
う
と
思
う

へ

ど
ん
な

実
は
な

 
そ
の
八
幡
の
説
明
を

い
た
明
日
奈
は

少
し
驚
い
た

そ

か

八
幡
君
は

そ
こ
ま
で
あ
の
二
人
の
事
を

て
る
ん
だ
ね

俺
の
目
に
狂
い
が
無
け
れ
ば

あ
い
つ
ら
は
化
け
る
は
ず
だ

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
八
幡
君
二
人
が

て
く
る
前
に
小
町
ち

ん
に
連

だ
ね

あ
あ

 
そ
し
て
八
幡
は
小
町
に

話
を

け
る
と

何
事
か
指

を
出
し
始
め
た

 
一
方
そ
の

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は

丁
度
ピ
ト
フ

イ
が
シ
ノ
ン
の

を
見
付
け
た
所
だ

た

あ

シ
ノ
ノ
ン
じ

ん

や

ほ

 
ピ
ト
フ

イ
は
シ
ノ
ン
に

い
調
子
で
そ
う
呼
び
か
け
た

 
そ
れ
に
対
し
て
シ
ノ
ン
は

普
通
に
ピ
ト
フ

イ
に
手
を

り
返
し
た

 
こ
の
二
人

も
う
す

か
り
友
達
で
あ
る

ハ

イ

ピ
ト

今
日
は
シ

ナ
達
は
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今
日
は
ま
だ
見
か
け
て
な
い
な

そ
ろ
そ
ろ
シ

ナ
成
分
が
切
れ
ち

う
よ

ふ

ん

今
日
は
ど
う
す
る

集
ま

た
ら
皆
で
何
か
す
る

 
シ
ノ
ン
も
心
得
た
も
の
で

そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を
華
麗
に
ス
ル

し
た

シ
ノ
ノ
ン

ス
ル

し
な
い
で
よ

え

だ

て
あ
ん
た
が
シ

ナ
大
好
き
な
の
は

今
更
だ
し

シ
ノ
ノ
ン
だ

て

シ

ナ

ピ
ト
さ
ん

シ
ノ
ン
さ
ん

ケ
イ

待

て
た
わ

 
ま
さ
に
ち

う
ど
そ
の
時

遠
く
か
ら
ベ
ン
ケ
イ
が
走

て
く
る
の
が
見
え
た

 
シ
ノ
ン
は
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を

る
よ
う
に

ベ
ン
ケ
イ
に
そ
う
呼
び

け
た

ケ
イ

今
ち

う
ど

こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か

て
話
し
て
た
所
な
の

そ

そ
の
事
な
ん
で
す
が

つ
い
さ

き

お
兄
ち

ん
か
ら

急
連

が

シ

ナ
か
ら

急
連

 
二
人
は

に
疑
問

を

か
べ
な
が
ら
そ
う
言

た
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ベ
ン
ケ
イ
は
そ
ん
な
二
人
を

レ
ン
タ
ル
ル

ム
へ
と
誘

た

と
り
あ
え
ず
誰
か
に

か
れ
る
と
困
る
の
で

部
屋
を

り
て
そ
こ
で
説
明
し
ま
す

 
そ
の
ベ
ン
ケ
イ
の
言
葉
に
剣

な
雰
囲
気
を
感
じ
た
の
か

 
二
人
は

て
ベ
ン
ケ
イ
の
後
に
続
い
た

レ
ン
タ
ル
ル

ム
に
入
る
と
そ
こ
に
は
先
客
が

い
たロ

ザ
リ
ア
ち

ん

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ

初
め
ま
し
て

え

と

誰

 
ロ
ザ
リ
ア
と
は
初
対
面
の
シ
ノ
ン
に
対
し

ベ
ン
ケ
イ
が
こ
う
説
明
し
た

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
は

お
兄
ち

ん
の

え

と

専
属
情
報
屋
で
す

麗
に
言
い
変
え
た
ね
ケ
イ

シ
ノ
ノ
ン
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
は
ね
シ

ナ
の
次

の
下
僕

だ
よ初

め
ま
し
て
シ
ノ
ン
さ
ん

私
は
シ

ナ
の

下
僕
で
あ
る
ロ
ザ
リ
ア
で
す

は
私
だ
よ

私
で
す
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あ

は
い
は
い

分
か

た
か
ら

そ
れ
は
二
人
の
時
に
存
分
に
や
り
あ

て
ね

 
シ
ノ
ン
は
何
と
な
く
二
人
の
関
係
を
察
し
こ
れ
以
上
付
き
合
え
な
い
と
ば
か
り
に
そ
う
言

た 
そ
し
て
ベ
ン
ケ
イ
が

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
会
話
に

り
込
ん
だ

と
い
う

で
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
か
ら
説
明
し
て
も
ら
い
ま
す

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
ど
う
ぞ

そ
れ
で
は
説
明
し
ま
す

私
が
集
め
た
情
報
に
よ
る
と
ゼ
ク
シ

ド
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

が

 
シ

ナ
の
首
に
賞
金
を

け
ま
し
た

近
日
中
に
襲
撃
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
と
シ
ノ
ン
は
あ
ま
り
に
予
想
外
の
話
だ

た

か
ん

と
し
た

ゼ
ク
シ

ド

て

Ｂ
ｏ
Ｂ
で
シ

ナ
に
真

二
つ
に
さ
れ
た

あ
の

あ
は
は
は
は

シ
ノ
ノ
ン
の
認
識
も
や

ぱ
り
そ
れ
な
ん
だ
ね

う
ん

あ
の

雑

だ
よ

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
に
残

た
く
ら
い
だ
か
ら

そ
れ
な
り
に

は
立
つ
ん
だ
ろ
う
け
ど

 
や

ぱ
り
あ
の

を
何
度
も
見
ち

う
と
ね

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

て

を

め
た

で
も
い
く
ら
賞
金
を

け
た
と
言

て
も
あ
の
ゼ
ク
シ

ド
に
協
力
す
る
人
な
ん
て
い
る
の
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か
な

 
あ
い
つ

て

基
本

わ
れ
者
じ

な
い

は
い

古
参
の
プ
レ
イ
ヤ

は
誰
も
彼
の
呼
び
か
け
に
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
ね

 
集
ま

た
の
は
お
金
に
困

て
る
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

と
新
人
が
二
十
人
前
後
と
い

た
所
で

す
う
ん
う
ん
う
ん

や

ぱ
り
か

 
ピ
ト
フ

イ
は

そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
言
葉
に
激
し
く

い
た

 
そ
し
て
次
に

シ
ノ
ン
が
ロ
ザ
リ
ア
に
質
問
し
た

新
人

て

武
器
と
か
装
備

ま
と
も
に
持

て
な
い
ん
じ

な
い

は
い

ど
う
や
ら
ゼ
ク
シ

ド
が
自
腹
で

い

え
た
よ
う
で
す
ね

そ
う
な
ん
だ

あ
い
つ

案
外
お
金
持
ち
な
ん
だ
ね

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
事
実
に

少
し
驚
い
た
よ
う
に
言

た

彼
は
今
回

シ

ナ
を
倒
す

に

全

産
を
つ
ぎ
込
む
事
に
し
た
よ
う
で
す

あ
い
つ
も
し
か
し
て

想
像
以
上
に
馬

な
の

一
回
倒
す

だ
け
に
全

産

て
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ね

死
ん
で
も
街
に

て

そ
れ
で
終
わ
り
じ

ん
ね

つ
ま
り

そ
こ
ま
で
シ

ナ
に
対
し

み
を
持

て
い
る
と
い
う
事
で
す
ね

 
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
言
葉
に

他
の
三
人
は

組
み
を
し
な
が
ら
考
え
込
ん
だ

Ｂ
ｏ
Ｂ
は

一
応
最
高

の
大
会
な

じ

な
い

そ
こ
で
い
く
ら
真

二
つ
に
さ
れ
た
か

ら

て

 
そ
こ
ま
で

み
に
思
う
も
の
な
の
か
な

ど
う
で
す
か
ね

あ

も
し
か
し
て

こ
の
前
の
件
な
ん
じ

な
い

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

あ
い
つ

み
で
何
か
あ

た
の

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に

き

シ
ノ
ン
は
そ
れ
を
見
て
そ
う
質
問
し
た

以
前
シ

ナ
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
時
に

 
ゼ
ク
シ

ド
が
私
を

そ
れ
は
し
つ
こ
く
ナ
ン
パ
し
よ
う
と
し
て
き
た
ん
で
す

う
わ

あ
い
つ
や

ぱ
り
そ
う
い
う
奴
な
ん
だ

で
最
初
は
人
違
い
だ
と
困
る
か
ら
私
が
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
か
ど
う
か
確
か
め
た
ん
だ
け
ど

 
本
人
だ

て
確
認
が
出
来
た
か
ら

大
声
で
シ

ナ
に
そ
う
報
告
し
た
の
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ふ
む
ふ
む

そ
し
た
ら
シ

ナ
が
い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な

て
て
ね

 
そ
れ
で
あ
い
つ
が

シ

ナ
な
ん
か
い
な
い
じ

な
い
か

て
言

た

間
に
ね

 
魔
法
み
た
い
に
シ

ナ
が
あ
い
つ
の
後
ろ
に
現
れ
て
あ
い
つ
の
首
に
ナ
イ
フ
を
突
き
つ
け
た

の 
ピ
ト
フ

イ
は

少
し
う

と
り
し
な
が
ら
そ
う
言

た

で
ね

あ
い
つ
が

て

て
め
え

シ

ナ

て
言

た

間

シ

ナ
が
あ
い
つ
に

言

た
の

あ

さ
ん
を
付
け
ろ
よ
デ
コ
助
野
郎

お
前

俺
に
も
う
一
度
真

二
つ
に
さ
れ
た
い
の
か

て

う
わ

そ
れ

ち

と
見
て
み
た
か

た
な

 
シ
ノ
ン
の
そ
の
言
葉
に

ロ
ザ
リ
ア
は
ハ

と
し
た
顔
で
こ
う
言

た

あ

実
は
そ
の
時

情
報
収
集
に
役
立
て
よ
う
と

私

影
し
て
ま
し
た

本
当
に

見
せ
て
見
せ
て

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

私
に
も
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あ

そ
れ
じ

あ
私
に
も

分
か
り
ま
し
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
う
言

て

レ
ン
タ
ル
ル

ム
の
モ
ニ
タ

で
動
画
を
再
生
し
た

 
そ
れ
を
見
た
三
人
は

そ
れ
ぞ
れ
別
の
反
応
を
見
せ
た

う
わ

お
兄
ち

ん

完
全
に

て
る

本
当
に
消
え
た
み
た
い
に
見
え
る
ね

す
ご
い
な

は

や

ぱ
り
シ

ナ

格
好
い
い

こ
の
最
後
の
台

で
ゼ
ク
シ

ド
の
顔
が
真

に
な

て
る
ね
よ

ど
む
か
つ
い
た

の
か
な

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ロ
ザ
リ
ア
の
方
を
見
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の

線
を
受
け

真
顔
で
こ
う
言

た

ゼ
ク
シ

ド
は
ま
だ
若
い
と
思
わ
れ
ま
す
が

デ
コ
助
に
反
応
し
た
よ
う
に
見
え
ま
す
し

 
恐
ら
く
若
ハ
ゲ
な
の
で
し

う

 
三
人
は
そ
の
言
葉
を

い
て
笑
い
転
げ
た

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

面
白
い

座
布
団
一

持

て
き
て
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あ
は
は
は
は
は

確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

あ
は
は
は
は
は

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

ナ
イ
ス
ジ

ク
で
す

え

い
や

私
は
別
に
ジ

ク
の
つ
も
り
は

 
困
惑
す
る
ロ
ザ
リ
ア
を
よ
そ
に

三
人
は
し
ば
ら
く
笑
い
続
け
た

 
そ
れ
を
見
て
い
た
ロ
ザ
リ
ア
も

釣
ら
れ
て
笑
い
始
め

そ
の
場
に
は
し
ば
ら
く
の
間

 
四
人
の
笑
い
声
が

き
続
け
た

や
が
て
笑
い
疲
れ
た
の
か

ピ
ト
フ

イ
が
ベ
ン
ケ
イ
に

言

た
で

ケ
イ

シ

ナ
は
こ
の
事
に
つ
い
て
は
何
て

あ
 
ベ
ン
ケ
イ
は
そ
の
言
葉
で
我
に
返

た
の
か

て
て
他
の
三
人
に
言

た

三
人
と
も

ス
ト

プ
ス
ト

プ

そ
れ
に
関
し
て

シ

ナ
か
ら
伝
言
を

か

て
い
ま

す
えシ

ナ
か
ら
伝
言

な
ん
だ

て

 
ベ
ン
ケ
イ
は

少
し
間
を
置
く

に
深
呼

を
し

落
ち
着
い
た
声
で
言

た
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多
分
ゼ
ク
シ

ド
は
仲
間
を
集
め
た
後

必
ず
一
度
は
外
に
連
れ
出
し
て

 
最

限
戦
え
る
よ
う
に
教
育
し
よ
う
と
す
る
は
ず
だ
か
ら
私
と
ピ
ト
さ
ん
と
シ
ノ
ン
さ
ん
で

 
そ
こ
を
襲

て
全
滅
さ
せ
ろ
と

そ
う
お
兄
ち

ん
は
言

て
ま
し
た

う
わ
お

三
人
で

二
十
人
相
手
に
奇
襲
を
か
け
て

全
滅
さ
せ
ろ

て

新
人
が
混
じ

て
る
な
ら
そ
こ
ま
で
大
変
じ

な
さ
そ
う
だ
け
ど
事
故
は
あ
り
そ
う
だ
よ

ね
ま
あ
誰
か
が
死
ん
で
も

目
的
を
達
成
出
来
れ
ば
い
い
の
か
な

 
そ
う
言
葉
を
交
わ
す
二
人
に
対
し

ベ
ン
ケ
イ
が
言

た

そ
れ
に

い

お
二
人
に

す
物
が
あ
り
ま
す

えん
 
そ
う
言

て
ベ
ン
ケ
イ
が
取
り
出
し
た
の
は
二

り
の

剣
と
そ
し
て

Ｍ
８
２
だ

た
そ

そ
れ

て

シ

ナ
の
Ｍ
８
２
じ

な
い



 第四章 ＧＧＯ編

お
兄
ち

ん
の
愛
剣
と
愛
銃
で
す

こ
れ
を
お
二
人
に

し
ま
す

ほ

本
当
に

こ
れ
を
私
達
に

 
ご
く
り
と

を
飲
み
込
み
な
が
ら

そ
う
言
う
二
人
に

ベ
ン
ケ
イ
は
厳
か
な
声
で
言

た

む
か
つ
く
あ
の
馬

を
こ
れ
で

く

て
こ
い
お
兄
ち

ん
は
そ
う
言
い
ま
し
た

そ
ん
な

も
し
私
達
が
う

か
り
死
ん
だ
ら

 
そ
の
ア
イ
テ
ム
が
ド
ロ

プ
し
ち

て

消
滅
す
る
か
も
し
れ
な
い
じ

な
い

私
も
そ
う
言

た
ん
で
す
け
ど
お
兄
ち

ん
は
そ
の
心
配
は
絶
対
に
無
い

て
言

て
ま

し
た

 
そ
れ
は

シ

ナ
か
ら
の
最
大
級
の
信
頼
の
言
葉
だ

た

 
そ
の
言
葉
を
受
け
取

た
二
人
は

武
者

い
を
止
め
る
事
が
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
ベ
ン
ケ
イ
か
ら

剣
を
シ
ノ
ン
は
Ｍ
８
２
を

て
受
け
取

た 
そ
の
二
人
の
目
は
ギ
ラ
リ
と
光
を
放

て
お
り
二
人
は
絶
対
に
シ

ナ
の
信
頼
に
応
え
よ
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う
と

 

を
発
す
る
が

く

激
し
く
燃
え
て
い
た

  

狩
り
の
時
間
が
始
ま
る
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第
２
３
２
話
 
荒
野
の
蹂
躙
戦

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

私
ち

と

滅
多
に
人
が
来
な
い
近
場
で

こ
れ
を

射
し
て
く
る

 
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

誰
か
来
な
い
か
ど
う
か

見
張

て
て
も
ら
え
な
い

分
か
り
ま
し
た

ケ
イ

ち

と
近
接
戦
闘
の
練

に
付
き
合

て

い
い
で
す
よ

シ
ノ
ン
さ
ん

時
間
が
無
い
か
ら
一
時
間
後
に
ま
た
こ
こ
に
集
合
で

オ

ケ

よ

 
こ
う
し
て
四
人
は

し
く
動
き
出
し
た

実
は
八
幡
は

も
し
誰
か
が
死
ん
で
も

 
ロ
ザ
リ
ア
に
ド
ロ

プ
品
を
回
収
す
る
よ
う
に
指

を
出
し
て
い
た
の
だ
が

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
事
を
言
お
う
と
は
し
な
か

た

八
幡
に
口
止
め
さ
れ
て
い
た

で
あ
る

 
小
町
も
そ
の
事
に
は
薄
々
気
付
い
て
い
た
が

何
も
言
わ
な
か

た



 第２３２話 荒野の蹂躙戦

 
そ
し
て
一
時
間
後

四
人
は
再
集
結
し

ロ
ザ
リ
ア
一
人
が
情
報
収
集
の

に
外
に
出
た

シ
ノ
ノ
ン

ど
う
だ

た

筋
力
は
足
り
る
け
ど

か
な
り
重
い

移
動
す
る
の
に
問
題
は
無
い
け
ど

 
私
に
は
ま
だ

定
砲
台
と
し
て
し
か
運
用
出
来
な
い
か
も

十
分
で
す
よ

そ
れ
じ

あ
シ
ノ
ン
さ
ん
の
遠

離
狙
撃
で
戦
闘
開
始
で
す
ね

 
最
初
に
出
来
る
だ
け
倒
し
て
も
ら

て

混
乱
し
た
敵
を
片

か
ら
狩
り
ま
し

う

分
か

た
わ

最
初
に
ゼ
ク
シ

ド
さ
え
倒
せ
れ
ば

後
は
問
題
な
い
だ
ろ
う
し
ね

は
い

 
そ
の
ベ
ン
ケ
イ
の
提
案
に

二
人
は
す
ぐ
に
同
意
し
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
少
し
は
リ
ラ

ク
ス
出
来
た
の
か
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
に

言

た
ね

ピ
ト

も
し
間
違

て

あ
な
た
の

を
撃
ち
抜
い
ち

た
ら
ご
め
ん
ね

え

ま
あ
そ
れ
な
ら
そ
れ
で

ち

と
興
奮
す
る
か
も

 

て

目

目

シ

ナ
の
武
器
が
無
く
な

ち

た
ら

私
絶
対
に

ら
れ
る

 
で
も
そ
れ
も
か
な
り
興
奮
す
る
か
も
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そ
う

く
ピ
ト
フ

イ
か
ら

ベ
ン
ケ
イ
と
シ
ノ
ン
は
ズ
ザ

と

離
を
取

た

ち

と
ち

と

何
で
二
人
と
も

そ
ん
な
に
遠
く
に
移
動
す
る
の

へ

変
態
が

る
の
は
ち

と

私
最
近
あ
ん
た
の
事
全
然
普
通
じ

ん

て
思

て
た
け
ど
や

ぱ
り
勘
違
い
だ

た

わ
シ
ノ
ノ
ン
だ

て

シ

ナ

皆
さ
ん

今

り
ま
し
た

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

待

て
た
わ

 
ま
さ
に
ち

う
ど
そ
の
時

ロ
ザ
リ
ア
が
入
室
し
て
き
た

 
シ
ノ
ン
は
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を

る
よ
う
に

ロ
ザ
リ
ア
に
そ
う
呼
び

け
た

 
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
光
景
で
あ
る

今
大
雑

だ
け
ど

三
人
で
作
戦
を
決
め
て
た
所
な
の

後
ね
後
ね

シ
ノ
ノ
ン
が
実
は
シ

ナ

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

何
か
報
告
が
あ
る
ん
じ

な
い
の

 
さ
あ

ピ
ト
も
雑
談
は
そ
の
く
ら
い
に
し
て

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
の
話
を

き
ま
し

う
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む

中
々
手
ご
わ
い

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う

い
た
が
時
間
が
無
い
の
は
確
か
な
の
で
こ
こ
は
一

引
く
事
に
し

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
が

シ
ノ
ン
に

さ
れ
て
報
告
を
始
め
た

こ
ち
ら
に
も
動
き
が
あ
り
ま
し
た

つ
い
さ

き
ゼ
ク
シ

ド
が

 
集
め
た
仲
間
を
引
き
連
れ
て
モ
ブ
狩
り
に
出
か
け
ま
し
た

オ

ケ

み
ん
な

狩
り
の
準
備
を
始
め
ま
し

う

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
先
ほ
ど
か
ら
の
ロ
ザ
リ
ア
の
丁

な
物
言
い
に
疑
問
を

い
た
の
か

 
空
気
を

ま
ず
に
ロ
ザ
リ
ア
に
こ
う
言

た

ね

さ

き
か
ら
思

て
た
け
ど
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
は
何
で
い
つ
も
と
キ

ラ
が
違
う
の

 
確
か
に
普

は

え
め
な
態
度
で
い
る

て
話
は

い
た
け
ど

 
最
近
私
と
い
る
時
は

も

と
こ
う

婚
期
を
逃
し
そ
う
で

何
と
か
い
い
男
を
捕
ま
え
て

 
色
仕

け
で

成
事
実
を
作

て
し
ま
お
う
と

て
る

お
局
様
み
た
い
な
態
度
だ

た

じ

な
い
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も
し
か
し
て
シ
ノ
ノ
ン
が
い
る
か
ら
猫
を
被

て
る
の

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
よ

 
シ
ノ
ノ
ン
は

今
度
リ
ア
ル
で
ケ

キ
食
べ
放
題
に
一

に
行
こ
う
と
し
て
る
く
ら
い

 
私
と
一

で
も
う
す

か
り
シ

ナ
の

だ
か
ら
信
用
し
て
地
を
出
し
ち

て
も
い
い
ん

だ
よ

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に

シ
ノ
ン
は
反

し
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
れ
よ
り
先
に

る

る
と

を

わ
せ
た
ロ
ザ
リ
ア
が
こ
う
叫
ん
だ

誰
が
婚
期
を
逃
し
そ
う
で

何
と
か
シ

ナ
を
相
手
に

 
色
仕

け
で

成
事
実
を
作

て
し
ま
お
う
と
た
ま
に
思

て
し
ま
う
花
の
乙
女
な
の
よ

う
わ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

本
音
が
だ
だ

れ
だ
よ

 
あ
と
こ

そ
り
最
後
を

変
し
な
い
で

お
局
様
だ
よ

お
局
様

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

て

こ
う
い
う
人
だ

た
ん
だ

こ
れ
は
お
兄
ち

ん
に
報
告
せ
ね
ば

ち

ケ
イ
さ
ん

そ
れ
は
や
め
て

も
う
お
局
様
で
い
い
か
ら

 
ど
う
や
ら
ロ
ザ
リ
ア
に
と

て
は
お
局
様
認
定
よ
り
も
シ

ナ
へ
の
報
告
の
方
が

な
よ



 第２３２話 荒野の蹂躙戦

う
だ

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は
ベ
ン
ケ
イ
に

こ

こ

を
下
げ
た

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
調
子
に
乗
り
す
ぎ
た
わ

 
今
度
何
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
か
ら

シ

ナ
に
は
内

で

ね

や

た

タ
ナ
ボ
タ
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ

ト

 
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

今
度
お
兄
ち

ん

由
で

必
ず
連

す
る
ね

あ

う
ん

シ

ナ
を

由
し
て
と
か

ケ
イ
も
意
外
と
容

な
い
わ
ね

 
完
全
に
逃
げ
道
を
塞
い
で
る
じ

な
い

そ
り

あ

あ
の
シ

ナ
の
妹
だ
か
ら
ね

あ
あ

そ
の
言
葉

す
ご
く
し

く
り
く
る
わ

 
こ
う
し
て
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ

た
も
の
の

三
人
は

 
ロ
ザ
リ
ア
の
案
内
で

速
ゼ
ク
シ

ド
達
の
下
へ
と
向
か
う
事
に
し
た

よ

し

殺
す
と
書
い
て
殺
り
に
い
く
よ

野
郎
ど
も

今
日
は
女
子
会
だ

お
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そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
は

内
容
的
に
は
色
々
と
お
か
し
い
も
の
で
あ

た
が

 
ベ
ン
ケ
イ
と
シ
ノ
ン
は
そ
れ
に
同
調
し

気
勢
を
あ
げ
た

 
そ
し
て
四
人
は
出
撃
し

ロ
ザ
リ
ア
が
案
内
を

め
た

 
そ
ん
な
三
人
を
こ

そ
り
見
つ
め
る
者
達
が
い
た

シ

ナ
と
シ
ズ
カ
で
あ
る

何
と
か
間
に
合

た
な

そ
れ
じ

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
こ

そ
り
見
学
し
よ

か

ま
あ

多
分
あ

さ
り
と
終
わ
る
だ
ろ
う
け
ど
な

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

先
行
す
る
四
人
の
後
を
つ
け
て
い

た

 
ち
な
み
に
そ
の

は

が
見
え
な
く
な
る
ギ
リ
ギ
リ
の

離
か
ら

を
使

て
い
た

 
そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
当
然
の
事
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
の
あ
り
え
な
い
勘
に
対
す
る
対

で
あ
る

ゼ
ク
シ

ド
達
は
あ
そ
こ
か

こ
こ

て

か
な
り
見
通
し
の
い
い
荒
野
だ
よ
ね

ま
あ
新
人
を
連
れ
て
モ
ブ
狩
り
を
す
る
な
ら

 
プ
レ
イ
ヤ

狩
り
が
近
付
い
て
き
た
時
に
す
ぐ
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に



 第２３２話 荒野の蹂躙戦

 
こ
う
い

た
開
け
た
場
所
で
戦
う
の
は
セ
オ
リ

で
は
あ
る

た
だ
し
狙
撃
さ
れ
る
恐
れ
が

無
け
れ
ば
な

シ
ノ
ノ
ン
の
お
手

み
拝
見
だ
ね

だ
な

 
一
方
そ
の

先
行
し
て
い
た
四
人
は

少
し
離
れ
た
岩
場
で
最
後
の
確
認
を
行

て
い
た

そ
れ
じ

あ
私
は

る
け
ど

あ
ん
た
達

絶
対
に
死
ぬ
ん
じ

な
い
わ
よ

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

や

ぱ
り
普

は
そ
う
い
う
話
し
方
な
ん
だ

ロ
ザ
リ
ア
で
い
い
わ
よ

シ
ノ
ン

さ

き
ま
で
の

は

態
よ

態

 
情
報
収
集
の
基
本
な
ん
だ

て

も

と
も
師
匠
の
受
け

り
な
ん
だ
け
ど
ね

 
守

て
あ
げ
た
く
な
る
よ
う
な
大
人
し
い
女
性
を
前
に
す
る
と
男
は
口
が

く
な
る

て

ね
な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
私
は
街
へ

る
わ

勝
利
の
報
告

期
待
し
て
い
る
わ
よ

 
そ
う
言

て
ロ
ザ
リ
ア
は
去

て
い

た

も

と
も
実

は
シ

ナ
達
と
合
流
し
た
だ
け

で
あ
る
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ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

こ

ち
こ

ち

あ
い
つ
ら
の
様
子
は
ど
う
だ

張
し
た
り
し
て
な
い
か

大
丈
夫

や
る
気
満
々
よ

で
も
変
に
入
れ
込
ん
だ
り
は
し
て
い
な
い

理
想
的
な

態
だ
ね

え
え

 
そ
の
間
に

シ
ノ
ン
は
そ
の
場
に
あ
る
岩
山
へ
と
上
り

に
狙
撃
体
制
を
整
え
て
い
た

ケ
イ
ピ
ト
ど
う
や
ら
ゼ
ク
シ

ド
は
一
人
で
指

を
し
な
が
ら
監

を
し
て
い
る
み
た

い 
指

し
て
い
る
最
中
に
進
ん
で
監

態
に
な

た
ら

止
で
タ
イ
ミ
ン
グ
は
私
が
指

す
る
わ了

解

 
そ
し
て
ベ
ン
ケ
イ
と
ピ
ト
フ

イ
は
い
わ
ゆ
る
ほ
ふ
く
前
進
で
じ
り
じ
り
と
前
へ
と
進
ん

で
い

た

 
二
人
は
移
動
と

止
を

り
返
し
今
や
敵
か
ら

メ

ト
ル
く
ら
い
の

離
に
ま
で
近

付
い
て
い
た
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こ
れ
以
上
は
ま
ず
い
わ
ね

い
つ
見
つ
か

て
も
お
か
し
く
は
な
い

 
二
人
は
も
う
そ
の
ま
ま
進
ん
で

発
見
さ
れ
た

間
に
私
が
あ
い
つ
を
狙
撃
す
る
わ

頑
張
れ

シ
ノ
ノ
ン

シ
ノ
ン
さ
ん

気
楽
に
い
き
ま
し

う

任
せ
て

私
が
狙
撃
し
た
ら

二
人
は
そ
の
ま
ま
攻
撃
開
始
よ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
じ
り
じ
り
と
進
み

シ
ノ
ン
は
ス
コ

プ
ご
し
に

 
ゼ
ク
シ

ド
の
一

手
一
投
足
を

注
意
深
く
観
察
し
て
い
た

 
そ
し
て
つ
い
に
そ
の

間
が
訪
れ
た

ゼ
ク
シ

ド
の
表
情
が
驚
き
に
歪
ん
だ

間

 
シ
ノ
ン
は
銃
の
ト
リ
ガ

を

コ
ト
リ
と
落
と
す
よ
う
に
引
い
た

 
そ
の

間
に
ゼ
ク
シ

ド
の

が

飛
ん
だ

 

り
の
者
達
は

最
初
は
そ
の
事
に
気
が
付
か
な
か

た
が

 
少
し
後
に

て
た
顔
で
ゼ
ク
シ

ド
の
方
を
見
た

ど
う
や
ら

れ
て
い
た
銃
撃
音
が
今

い
た
の
だ
ろ
う

 
着

の
方
が

音
の
伝
わ
る
速
さ
よ
り
も

い
の
だ

命
中
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シ
ノ
ン
は

力
感
情
を

し
た
声
で
そ
う
言
う
と

次
の
狙
撃
を
開
始
し

 
ま
た
た
く
間
に
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を
死

さ
せ
た

 
そ
し
て
そ
の
声
を
合
図
に

ベ
ン
ケ
イ
と
ピ
ト
フ

イ
も

近

離
か
ら
銃
撃
を
始
め
た

 
そ
の
銃
撃
で

更
に
十
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
倒
れ

敵
の
残
り
は
六
人
と
な

た

 
そ
の
六
人
は

ど
う
や
ら
そ
こ
そ
こ
目

が
き
く
よ
う
で

何
と
か
安
全
を
確
保
し
よ
う
と

 
そ
の
場
に
伏
せ
必
死
で
退
路
を
探
し
て
い
た

だ
が
六
人
と
も
パ
ニ

ク

態
に
陥

て
い

た
よ
う
で

 
一
人
が
銃
を
撃
ち
始
め
る
と
そ
れ
に
釣
ら
れ
あ
ら
ぬ
方
向
へ
や
み
く
も
に
銃
を
撃
ち
始

め
たあ

の
人
達

ど
こ
に
向
か

て
銃
を
撃

て
る
ん
で
す
か
ね

切
れ
を
狙
う
よ
あ
い
つ
ら
は
銃
の
リ
ロ

ド
の
技
術
が

い

ケ
イ
せ

か
く
練

し

た
ん
だ
し

 
近
接
戦
で
決
着
を
つ
け
よ
う

了
解

狙
撃
で
援
護
す
る
わ

行

て
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あ
り
が
と
う
シ
ノ
ノ
ン

 
二
人
は

剣
を
抜
き

そ
の
ま
ま
生
き
残
り
の
敵
へ
と
突

込
ん
だ

 
シ
ノ
ン
は
敵
が
落
ち
着
い
て
銃
に

込
め
が
出
来
な
い
よ
う
に
敵
が

ん
で
い
そ
う
な

み
に

 
容

な
く
銃

を
撃
ち
込
ん
で
い

た

く
そ

く
そ

上
手
く

込
め
出
来
ね
え

こ
う
な

た
ら
こ

ち
も
接
近
戦
を

馬

お
前

近
接
武
器
な
ん
か
持

て
な
い
だ
ろ

逃
げ
る
ん
だ
よ

わ

分
か

た

 
そ
う
言

て

走

て
逃
げ
よ
う
と
し
た
男
二
人
は

そ
の
ま
ま
シ
ノ
ン
に
狙
撃
さ
れ
た

 
残

た
四
人
の
う
ち
の
二
人
は

に
ケ
イ
と
ピ
ト
フ

イ
の
手
に
よ
り
首
を

ね
ら
れ
て

い
た

 
そ
し
て
最
後
に
残

た
二
人
は
女
性
プ
レ
イ
ヤ

だ

た
の
だ
が

 

え
な
が
ら

き
合

て
お
り

も
は
や
戦
意
は
ま

た
く
無
い
よ
う
だ

た

あ
ん
た
達
で
最
後
ね
銃
で
撃
た
れ
る
の
と

剣
で
切
り

か
れ
る
の
ど

ち
が
い
い

 
ピ
ト
フ

イ
に
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は

き
な
が
ら
土
下
座
し

命

い
を
始
め
た
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ご
め
ん
な
さ
い
私
達
は
あ
の
男
の
口

に
乗

て
つ
い
付
い
て
き
ち

た
だ
け
な
ん
で

す
そ
う

悪
い
の
は
全
部
あ
の
ゼ
ク
シ

ド

て
男
な
ん
で
す

だ
か
ら
お
願
い
し
ま
す

 
殺
さ
な
い
で
下
さ
い
殺
さ
な
い
で
下
さ
い

 
ピ
ト
フ

イ
は

そ
の

め
な
二
人
の

を
見
て

一

手
を
下
ろ
し
た

 
ベ
ン
ケ
イ
も
困

た
よ
う
に

て
い
た

そ
こ
に
シ
ノ
ン
が
合
流
し

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

三
人
に
見
下
ろ
さ
れ
る
格
好
に
な

た

シ

ナ
の
オ

ダ

は
全
滅
さ
せ
ろ

だ

た
わ
よ
ね

ど
う
す
る

こ
う
な
る
と

ち

と

れ
で
す
よ
ね

普
通
な
ら
考
え
る
ま
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
ね

あ
な
た
達

名
前
は

ユ

コ
で
す

ハ
ル
カ
で
す

 
そ
れ
を

い
た

間
に
ピ
ト
フ

イ
が
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
速
さ
で
動
き
二
人
の
首
を

ね

た 
ベ
ン
ケ
イ
と
シ
ノ
ン
は

そ
の
い
き
な
り
の
ピ
ト
フ

イ
の
行

に
驚
い
た



 第２３２話 荒野の蹂躙戦

い

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

ピ
ト

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
問
い
に
は
す
ぐ
に
は
答
え
ず

ベ
ン
ケ
イ
に
こ
う
質
問
し
た

ケ
イ

あ
な
た
シ

ナ
か
ら

先
日
の
同
窓
会
の
話

い
て
な
い

特
に
何
も

う
ち
の
お
兄
ち

ん
そ
う
い
う
事
は
あ
ん
ま
り
話
し
て
く
れ
な
い
ん
で
す
よ
ね

し
く
は
今
度
オ
フ
で
会

た
時
に
で
も
話
し
て
あ
げ
る
け
ど
そ
の
時
シ

ナ
を

辱
し
た

 
馬

二
人
組
の
名
前
が

ゆ

こ
と
遥

て
二
人
組
だ

た
の

だ
か
ら
つ
い

ね

さ
す
が
に
本
人
だ

て
事
は
無
い
ん
じ

な
い

で
も
そ
う
い
う
事
情
な
ら
仕
方
が
な
い
か

ま
あ

ミ

シ

ン
コ
ン
プ
リ

ト
で
す

さ
あ

帰
り
ま
し

う

 
こ
う
し
て

シ

ナ
の
信
頼
に
応
え
る

の
三
人
の
聖
戦
は

問
題
な
く
完

さ
れ
た

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が

当
然
本
人
だ

た
事
は

言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

 
明
日
は
ゆ

こ
と
遥
サ
イ
ド
の
話
に
な
り
ま
す
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第
２
３
３
話
 
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
ゆ

こ
と
遥
は
こ
の
日
特
に
深
い
考
え
も
無
い
ま
ま
初
め
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
降
り
立

て
い
た

え

と

ユ

コ
で
い
い
ん
だ
よ
ね

う
ん

そ
う
だ
よ
ハ
ル
カ

と
り
あ
え
ず

色
々
教
え
て
く
れ
そ
う
で

 
つ
い
で
に
お
金
を

い
で
く
れ
そ
う
な

お
人
よ
し
の
男
を
探
そ
う

 
そ
し
て
二
人
は

初
め
て

験
す
る
フ
ル
ダ
イ
ブ

に

 
驚
き
と
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も

観
光
気
分
で
街
の
中
を
あ
ち
こ
ち
歩
き
回

た

何
か
こ
こ

て

分
荒

し
た
雰
囲
気
の
街
だ
よ
ね

こ
れ

て
一
本
横
の
道
に
入

た
ら
ア
ブ
ナ
イ
人
と
か
が
た
む
ろ

て
た
り
す
る
の
か
な

 
ど
う
す
る

し
に
入

て
み
る

え

で
も
怖
く
な
い
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大
丈
夫

こ
れ
は
あ
く
ま
で
ゲ

ム
な
ん
だ
か
ら

ま
あ

そ
れ
も
そ

か

 
そ
し
て
二
人
は
た
ま
た
ま
入

た
横
道
の
奥
で
た
ま
た
ま
ゼ
ク
シ

ド
に
声
を

け
ら
れ

 
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
る
よ
う
に
彼
に
つ
い
て
い
く
事
に
な

た

 
ち
な
み
に
ゼ
ク
シ

ド
は

に
二
人
が
女
性
だ

た
か
ら
声
を

け
た
だ
け
で
あ
る

 
当
然
戦
力
に
な
る
だ
ろ
う
と
は
思

て
は
い
な
い

 
実

の
所

シ

ナ
に
対
抗
し
て

取
り

き
の
女
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
だ
け
だ

た

ピ
ト
フ

イ
は

あ
れ
は
女
に
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
く
て
い
い
か
ら

 
こ
れ
で
こ

ち
は
女
が
二
人

あ

ち
は
あ
の

ロ
ザ
リ
ア
と
か
い
う
女
が
一
人

 
こ
れ
で
完
全
に
俺
の
勝
ち
だ
な

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
考
え

一
人
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
た

 
そ
し
て
二
人
も

い
い
ス
ポ
ン
サ

が
見
つ
か

た
と
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
た

ね

ユ

コ

こ
の
人
大
会
に
出
る
く
ら
い
強
い
人
み
た
い
ね

ち

と

が
悪
そ
う
だ
け
ど

そ
こ
が
ま
た
い
い
よ
ね

簡

に

い
で
く
れ
そ
う
だ
し

い
い
ス
ポ
ン
サ

が
見
つ
か

た
ね
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う
ん

 
二
人
が
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
と
は
露
知
ら
ず
そ
の
ま
ま
ゼ
ク
シ

ド
は
仲
間
を

り 
今
こ
う
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

荒
野
に
狩
り
に
来
て
い
た

シ

ナ
討
伐

て

そ
の
シ

ナ

て
奴

そ
ん
な
に
強
い
の
か
な

ま
あ
こ

ち
は
二
十
人
も
い
る
ん
だ
し
余

で
し

あ

ち
は
一
人
多
く
て
三
人
ら
し

い
し囲

ん
で
銃
を
撃
ち
ま
く
れ
ば
い
い
だ
け
だ
し
ね

さ
ハ
ル
カ
せ

か
く
装
備
も
一
式

て
も
ら

た
事
だ
し
私
達
も
少
し
は
楽
し
も
う

よ 
私

銃
を
撃
つ
の

て
初
め
て
な
ん
だ
よ
ね

当
た
り
前
じ

な
い

む
し
ろ
ユ

コ
が

験
者
だ

た
ら
ド
ン
引
き
だ
よ

あ
は
は
は
は

確
か
に
ね

 
そ
し
て
二
人
は
ゼ
ク
シ

ド
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
つ
つ
モ
ブ
に
対
し
て
の
攻
撃
に
参

加
し
た
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二
人
は
運
動
部
出
身
だ

た
せ
い
か

案
外
い
い
動
き
を
見
せ

 
ゼ
ク
シ

ド
は

こ
れ
は
い
い

い
物
だ

た
と
二
人
の
事
を
少
し
見
直
し
た

ユ

コ

私
達
イ
ケ
て
る
よ
ね

う
ん

他
の
新
人
の
人
達
よ
り
も

い
い
動
き
が
出
来
て
る
よ
ね

こ
れ
な
ら
お
金
も
す
ぐ
に
た
ま
り
そ
う
だ
よ
ね

だ
ね

 
そ
し
て
そ
の

間
に
そ
れ
は

こ

た

ゼ
ク
シ

ド
の

が
い
き
な
り

飛
ば
さ
れ
た
の

だ 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

何
が

こ

た
の
か
分
か
ら
ず
棒
立
ち
に
な

た
が

 

れ
て
銃
声
が

こ
え
て
き
た

そ
れ
で
二
人
は
今
何
が

こ

た
の
か
を
漠
然
と
理
解

し
た今

の

て

銃
声

え

え

敵
の

な
ん
か

ど
こ
に
も

音
が

れ
て

こ
え
た
か
ら

か
な
り
遠
く
か
ら
撃
た
れ
た
ん
じ

な
い

あ

花

と
一

か
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さ
す
が
は
腐

て
も
総
武
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る

そ
れ
く
ら
い
の
知
識
は
あ
る
よ
う
だ

ハ
ル
カ

危
な
い

 
突
然
ユ

コ
が
ハ
ル
カ
の

を
押
さ
え

二
人
は
同
時
に
地
面
へ
と
倒
れ
込
ん
だ

 
次
の

間
二
人
の

の
上
を
大

の
銃

が
通
過
し
更
に
十
人
ほ
ど
の
仲
間
が
死

し
た

ユ

コ

今
何
が
あ

た
の

敵

い
の
が
二
人
あ

ち
か
ら
走

て
く
る
の
が
見
え
た
か
ら
危
な
い

て
思

て

あ

あ
り
が
と
う

で
も
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

私
に
も
分
か
ら
な
い
よ

と
り
あ
え
ず
逃
げ
と
く

か
な

こ
の
ま
ま

い
体
勢
で

他
の
人
が
撃
た
れ
て
る
間
に
逃
げ
よ
う

 
だ
が

二
人
の
そ
の
決
断
は

実
行
さ
れ
る
事
は
無
か

た

も
う

す
ぎ
た
の
だ

 
二
人
の
目
の
前
で
更
に
二
人
が
銃
で
撃
た
れ
残
り
の
二
人
も
ナ
イ
フ
で
首
を

ね
ら
れ
た

ひ
い
い
い
い
い

や
ば
い
や
ば
い
や
ば
い

 
そ
れ
を
見
た
二
人
は
も
う
何
も
す
る
気
に
は
な
れ
ず

そ
の
場
で

き
合

て

え
て
い
た
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そ
ん
な
二
人
の
前
に
顔
に

を
し
た
い
か
に
も
恐
ろ
し
げ
な
風
貌
の
女
性
が
立
ち
は
だ

か
り

 
そ
の
女
性
は
二
人
に
向
か

て
こ
う
言

た

あ
ん
た
達
で
最
後
ね
銃
で
撃
た
れ
る
の
と

剣
で
切
り

か
れ
る
の
ど

ち
が
い
い

 
そ
れ
を

い
た
二
人
は

き
な
が
ら
顔
を
見
合
わ
せ
る
と
揃

て
土
下
座
し
命

い
を

始
め
た

ご
め
ん
な
さ
い
私
達
は
あ
の
男
の
口

に
乗

て
つ
い
付
い
て
き
ち

た
だ
け
な
ん

で
すそ

う

悪
い
の
は
全
部
あ
の
ゼ
ク
シ

ド

て
男
な
ん
で
す

だ
か
ら
お
願
い
し
ま
す

 
殺
さ
な
い
で
下
さ
い
殺
さ
な
い
で
下
さ
い
何
で
も
し
ま
す
か
ら

 
そ
の
二
人
の
言
葉
を

い
て

の
女
性
が
武
器
を
下
ろ
し
た
の
を
見
て

 
二
人
は
こ
れ
は
助
か

た
か
な
と
思
い

心
か
ら
安

し
た

 
同
じ
女
性
が
相
手
だ

た
の
も

二
人
に
と

て
は

安
心
出
来
る
要
素
の
一
つ
で
あ

た

 
も

と
も
そ
れ
は
ピ
ト
フ

イ
の
事
を
知
ら
な
い
無
知
ゆ
え
の
間
違

た
安
心
で
は
あ

た
が
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そ
し
て
そ
の
後
遠
く
か
ら
巨
大
な
銃
を
持

た
女
性
の
プ
レ
イ
ヤ

が
歩
い
て
く
る

が

見
え
た

 
そ
れ
を
見
た
ハ
ル
カ
は
疑
問
に
思
い

思
わ
ず

の
女
性
に
こ
う
問
い
か
け
た

あ
れ

女
性
が
三
人

あ
の

シ

ナ

て
男
の
人
は
い
な
い
ん
で
す
か

捕

は

て
な

殺
し
ち

う
よ

は

は
い

す
み
ま
せ
ん

 
そ
の

女
性
の
迫
力
に
び
び

た
ハ
ル
カ
は

て
て
謝
罪
し

そ
の
ま
ま
押
し

た

 
隣
の
ユ

コ
が
ハ
ル
カ
を
気
遣
う
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
が
そ
の
間
に
巨
大
な
銃
を
持

た
女
性

が
合
流
し

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
三
人
に
囲
ま
れ

見
下
ろ
さ
れ
る

と
な

た

シ

ナ
の
オ

ダ

は

全
滅
さ
せ
ろ

だ

た
わ
よ
ね

ど
う
す
る

 
二
人
は
そ
の

巨
大
な
銃
を
持

た
女
性
の
言
葉
に

え
上
が

た

こ
う
な
る
と

ち

と

れ
で
す
よ
ね

 
次
に
二
人
は

そ
の
小

な
女
性
の
言
葉
に
安

し
た

普
通
な
ら
考
え
る
ま
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
ね

あ
な
た
達

名
前
は
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あ

や

ぱ
り
こ
の
人
達

シ

ナ

て
人
の
仲
間
な
ん
だ

 
そ
う
思

た
二
人
は

そ
の
ま
ま
素
直
に

そ
の
問
い
を
受
け
て
自
分
の
名
前
を
名
乗

た

ユ

コ
で
す

ハ
ル
カ
で
す

 
そ
の

間
に

二
人
の
意
識
は

絶
え
た

 
二
人
が
最
後
に
見
た
光
景
は

何
故
か
い
き
な
り
上
下
が
逆
に
な

た
自
分
達
の

界
と

 
ナ
イ
フ
を

た

女
性
の

だ

た

そ
し
て
少
し
し
て
か
ら
二
人
の
意
識
は
再
び
覚

し
た

は

は

一
体
何
が

も
し
か
し
て
今
私
達

殺
さ
れ
た

あ

ハ
ル
カ

ユ

コ

 
二
人
は

隣
に
お

い
の

を
見
つ
け

ほ

と
し
た

 

り
を
見
回
す
と

そ
こ
は
ど
う
や
ら
二
人
が
最
初
に
降
り
立

た

ゲ

ム
の
開
始
地
点

だ

た



 第四章 ＧＧＯ編

ハ
ル
カ

ど
こ
ま
で
覚
え
て
る

え

と

上
下
が
逆
さ
ま
で

ナ
イ
フ
を

え
る
あ
の

の
女
の
人
が
見
え
た

あ

私
と
一

だ

て
事
は

 
二
人
は
話
を
総
合
し

女
性
に
首
を

ね
ら
れ
こ
こ
に

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
結

付

け
た

 
そ
ん
な
二
人
に
声
を

け
て
く
る
者
が
い
た

ゼ
ク
シ

ド
で
あ
る

よ

か

た
な

結

生
き

び
た
の
か

す
ご
い
な

二
人
と
も

あ

ど

ど
う
も

あ
の

他
の
人
達
は

 
そ
う
問
わ
れ
た
ゼ
ク
シ

ド
は

苦

を

み
潰
し
た
よ
う
な
顔
で
言

た

全
員
逃
げ
ち
ま

た

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
そ
し
て
二
人
は

ど
う
す
る

と
い

た
表
情
で
顔
を
見
合
わ
せ
た

 
そ
れ
を
見
た
ゼ
ク
シ

ド
は
即
座
に

を
下
げ

二
人
に
謝
罪
し
た

す
ま
ん

今
回
の
事
は

完
全
に
俺
の
ミ
ス
だ
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も

と
見
張
り
に
人

を

い
て
お
け
ば
良
か

た
の
に
つ
い
み
ん
な
の
成
⻑
を
優
先
し
て

し
ま

て

 
そ
こ
ら
へ
ん
が

か
に
な

て
し
ま

た

そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の
戦
う

に
見

れ
て

し
ま

て

 
一

意
識
が
反
れ
た

間
に
遠
く
か
ら
撃
た
れ
ち
ま

た

本
当
に
す
ま
ん

 
ゼ
ク
シ

ド
は
せ

か
く
確
保
し
た
女
性
プ
レ
イ
ヤ

二
人
を
手
放
す

に
は
い
か
な
い
と

 

象
を
悪
く
し
な
い
よ
う
に

お
世

を
混

な
が
ら
そ
う
ま
く
し
た
て
た

も
し
二
人
が
良
か

た
ら
こ
れ
か
ら
も
俺
と
行
動
を
共
に
し
て
欲
し
い

も
ち
ろ
ん
十
分
な

援
は
す
る

 
そ
れ
を

い
た
二
人
は

再
び
顔
を
見
合
わ
せ
た

ち

と
二
人
で
話
し
て
も
い
い
で
す
か

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

 
そ
う
言

て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
少
し
離
れ
た
所
に
移
動
し
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
小
声
で
相
談
を

始
め
た

ね

ど
う
す
る
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確
か
に
ひ
ど
い
目
に
あ

た
け
ど

別
に
あ
の
人
の
せ
い
じ

な
い
よ
ね

謝

て
く
れ
た
し

私
達
の
事

褒
め
て
く
れ
た
し
ね

も
し
か
し
て

れ
ら
れ
ち

た

私
達

て
実
は
魔
性
の
女

だ
ね

間
違
い
な
い
よ

戦
い
方
や
自
力
で
の
お
金
の

ぎ
方
と
か
そ
う
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
す
る

と
思

て

 
し
ば
ら
く
一

に
行
動
し
て
も
い
い
か
も
ね

そ
の
間
に
あ
い
つ
か
ら

出
来
る
だ
け
お
金
も
引
き
出
せ
ば
い
い
ね

だ
ね

う
ち
ら
魔
性
の
女
だ
し

 
そ
う

色
々
と
勘
違
い
し
た
自
分
本

な
会
話
を
交
わ
し
た
二
人
は

 
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
を
作
り

ゼ
ク
シ

ド
の
下
へ
と

た

や
ら
れ

ぱ
な
し
じ

悔
し
い
し

こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り
ま
す

一

に
頑
張
り
ま
し

う

あ

あ
り
が
と
う

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な

ユ

コ

ハ
ル
カ

 
良
か

た
ら
お

び
に

で
も

る
よ

で

を
食

た

験

て
あ
る
か

無
い
で
す

す
ご
く
興
味
が
あ
り
ま
す
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初
め
て
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

速
行
こ
う

こ

ち
だ

 
こ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を

え
な
が
ら
三
人
は
今
後
も
行
動
を
共
に
す
る
事
に
な

た 
一
方
そ
の

意
気
揚
々
と
凱
旋
し
た
ベ
ン
ケ
イ

ピ
ト
フ

イ

シ
ノ
ン
を

 
先
に

て
い
た
シ

ナ
達
一
行
が
出
迎
え
て
い
た

よ
お
そ
の
様
子
だ
と
見
事
に
や
り

げ
た
み
た
い
だ
な

さ
す
が
は
俺
の
見
込
ん
だ
仲
間
達

だ
なお

兄
ち

ん

も
う

て
た
ん
だ

シ

ナ

う
ん

蹂
躙
し
て
や

た
よ

褒
め
て
褒
め
て

シ

ナ
こ
ん
な
大
事
な
物
を

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

や

ぱ
り
こ
れ
す
ご
い
ね

 
ベ
ン
ケ
イ
は

ロ
ザ
リ
ア
が
一

な
の
を
見
て

実
は
と

く
に

て
た
ん
で
し

 
と
で
も
言
い
た
げ
な

疑
わ
し
そ
う
な
目
を
シ

ナ
に
向
け
た
ま
ま
そ
う
言
い

 
ピ
ト
フ

イ
は

見
た
目
は
ま
る
で

が

い
主
に

え
る
か
の
よ
う
だ

た
が

 
言
葉
と
し
て
は
と
て
も
子

い
事
を
言

た
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そ
し
て
最
後
に
シ
ノ
ン
が
大
切
そ
う
に
胸
に

え
て
い
た
Ｍ
８
２
を
そ

と
シ

ナ
に
差
し

出
し
な
が
ら

 
名
残

し
そ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た

 
と
り
あ
え
ず
ベ
ン
ケ
イ
の
表
情
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
ず
シ

ナ
は
笑
顔
で
三
人
に
言

た

そ
れ
じ

あ
ど
こ
か
の
店
で

で
も
食
い
な
が
ら
話
を

か
せ
て
も
ら
う
か

 
あ
あ

こ
の
時
間
だ
と

に
差
し

え
る
か

そ
れ
じ

あ

い
物
で
も
い
い
な

や

た

シ

ナ
の

り

当
然
お
兄
ち

ん
の

り
だ
ね

当
た
り
前
だ
ろ

労
も

ね
て

い
く
ら
で
も
好
き
な
物
を
頼
ん
で
く
れ

 
そ
の
言
葉
で

ベ
ン
ケ
イ
の
疑
い
の

線
も

散
し
た
よ
う
だ

現
金
な
も
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
喜
ぶ
ピ
ト
フ

イ
と
ベ
ン
ケ
イ
の
横
で
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
に
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら

言

た
私
も
今
日
は
遠

し
な
い
か
ら
ね

お
う
シ
ノ
ン
は
特
に
体
力
を
使

た
だ
ろ
う
か
ら
い
く
ら
で
も
好
き
な
物
を
注
文
し
て
く

れ



 第２３３話 それぞれの思惑

 
あ
れ

重
か

た
だ
ろ

そ
う
ね

も
う
少
し
筋
力
が
欲
し
い
と
感
じ
た
わ

そ
れ
じ

あ
ま
た

皆
で
狩
り
に
で
も
行
く
か

う
ん

そ
の
時
は
喜
ん
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
こ
う
し
て
シ

ナ
一
行
が
向
か

た
店
は

偶
然
に
も

ゼ
ク
シ

ド
達
が
入

た
店
と
は

 
道
を

ん
で
反
対
側
に
あ
る
高
級
店
だ

た

ち
な
み
に
ゼ
ク
シ

ド
達
が
入

た
店
は

 
そ
こ
ま
で
高
級
と
い
う
事
は
無
く
普
通
の
店
で
あ
る

お

い
の

は
見
え
な
い

置
だ

た
の
で

 
シ

ナ
も
ゼ
ク
シ

ド
も
相
手
が
す
ぐ
近
く
に
い
よ
う
と
は
ま

た
く
想
像
す
ら
し
て
い

な
か

た

 
い
や

本
当
に
偶
然
で
す
ね
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第
２
３
４
話
 
勘
違
い
と
的
外
れ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

そ
う
な
ん
で
す
か

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

す
ご
い
で
す
ね

い
や

そ
れ
ほ
ど
で
も

い
え
い
え

す
ご
い
で
す
よ

何
万
人
の
中
の

一

り
の
ト

プ
じ

な
い
で
す
か

二
人
に
そ
う
言

て
も
ら
え
る
と

何
か
自
信
が
つ
い
ち

う
な

 
店
に
入

て
か
ら

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

ひ
た
す
ら
ゼ
ク
シ

ド
を
持
ち
上
げ
よ
う
と

 
し
き
り
に
彼
の
事
を
褒
め
ま
く

て
い
た

そ
れ
は
あ
く
ま
で
ゼ
ク
シ

ド
か
ら

 
出
来
る
だ
け
多
く
の

恵
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
と

そ
う
考
え
た

で
あ

た
が

 
こ
こ
に
は
奇

な
逆
転
現
象
が
存
在
し
た

ゼ
ク
シ

ド
は

確
か
に
シ

ナ
か
ら
見
れ
ば

 
た
だ
の
路

の
小
石
の
よ
う
な
存
在
で
あ

た
が
他
の
大
多

の
プ
レ
イ
ヤ

に
と

て
は

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
て
決
勝
ま
で
残
る
よ
う
な
プ
レ
イ
ヤ

と
い
う
の
は
憧
れ
の
存
在
で
も
あ
る
よ
う



 第２３４話 勘違いと的外れ

で 
実

に
こ
の
店
で
も
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
自
分
達
に
向
け
ら
れ
る
憧
れ
の

線
を
感
じ
て

い
た

 
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
ゼ
ク
シ

ド
に
向
け
ら
れ
た

線
だ

た
の
だ
が

 
時

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
も
同
じ
よ
う
な

線
を
向
け
て
く
る
者
が
お
り

 
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

少

で
は
あ
る
が

し
か
し
確
か
に
存
在
し
て
い
る

 
他
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
の

線
だ

た

二
人
は
ゼ
ク
シ

ド
と
一

に
い
る
自
分
達

も 
他
の
者
か
ら
見
れ
ば
憧
れ
の
存
在
な
の
だ
と
勘
違
い
し

 
ゼ
ク
シ

ド
を
選
ん
だ
事
は
正
解
だ

た
と
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
た

 
一
方
そ
の

通
り
を

ん
だ
向
か
い
の
店
で
は
シ

ナ
達
が
会
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た

 
ち
な
み
に
高
級
店
だ
け
の
事
は
あ
り

最
上

に
あ
る
上
に
完
全
個
室
で
あ
り

 
他
の
者
か
ら
の

線
は
シ

ト
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
た

で

最
初
は
シ
ノ
ノ
ン
の
狙
撃
か
ら
開
始
す
る
事
に
し
た
の

確
か
に
最
初
に

を
潰
す
の
は
セ
オ
リ

だ
な

特
に
今
回
は
相
手
は
新
人
ば

か
り
な
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だ
し
な

で
し

で
し

ま
あ
仮
に
外
し
た
と
し
て
も

 
私
か
ケ
イ
が

確
実
に
あ
い
つ
を
仕

め
れ
ば
良
か

た

だ
し
ね

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
発
言
に
対
し

シ
ノ
ン
は

を

ら
ま
せ

抗
議
し
た

あ
ん
な
動
か
な
い
的
な
ん
か

さ
す
が
に
外
さ
な
い
わ
よ

シ
ノ
ノ
ン

分
か

て
る

て

え
ば
だ
よ

え
ば

で
す
で
す

シ
ノ
ン
さ
ん
は
こ
の
所

す
ご
く
狙
撃
の

を
上
げ
て
き
て
ま
す
し
ね

そ

そ
う
か
な

 
そ
う
言
う
と
シ
ノ
ン
は

ち
ら

と
シ

ナ
の
方
を
見
た

 
シ

ナ
は
そ
の

線
に
対
し

き
な
が
ら
言

た

俺
の
Ｍ
８
２
は
す
ご
い
か
ら
な

こ
の
結
果
は
当
然
だ

シ

ナ

 
シ
ズ
カ
は
そ
ん
な
シ

ナ
の

を

め

と
言
い
な
が
ら
叩
く
と

 
フ

ロ

す
る
よ
う
に

シ

ナ
の
真
似
を
し
な
が
ら
シ
ノ
ン
に
こ
う
言

た

ご
め
ん
ね
シ
ノ
ノ
ン

シ

ナ

て
ほ
ら

素
直
じ

な
い
か
ら

今
の
を

す
と
ね
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俺
の
Ｍ
８
２
を
使
わ
せ
る
く
ら
い
だ
ぞ

当
然

を
認
め
て
い
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 

て
意
味
に
な
る
ん
だ
か
ら
ね

 
シ

ナ
の
言
葉
に
一

し

ぼ
ん
と
し
た
よ
う
に
見
え
た
シ
ノ
ン
は

 
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し

す
ぐ
に
立
ち
直
り

シ
ズ
カ
に
笑
顔
を
見
せ
た
の
だ
が

 
直
後
に
ジ
ト
目
で
シ

ナ
の
方
を
見
な
が
ら
言

た

あ
ん
た
ね

た
ま
に
は
素
直
に
相
手
を
褒
め
て
も
い
い
ん
じ

な
い

じ

自
分
か
ら
褒
め
た
事
だ

て
何
度
も
あ
る
ぞ

シ

ナ
は
ね

今
の
シ
ノ
ノ
ン
み
た
い
に

感
想
を
求
め
ら
れ
ち

う
と

 
つ
い
つ
い

く
れ
た
事
を
言

ち

う
ん
だ
よ
ね

私
も
シ

ナ
と
は
も
う
そ
こ
そ
こ
⻑
く
付
き
合

て
る
し

そ
れ

何
と
な
く
分
か
る
わ

お
い
二
人
し
て
俺
に
レ

テ
ル
を

ろ
う
と
す
る
な
俺
は
い
つ
も
と
て
も
素
直
で
正
直

だ 
そ
の
シ

ナ
の
発
言
に
対
し

ベ
ン
ケ
イ
は

れ
た
顔
で
言

た

あ
の
ね
お
兄
ち

ん
自
分
で
も
信
じ
て
い
な
い
事
を
他
人
に
主
張
す
る
の
は
ど
う
か
と
思

う
よ



 第四章 ＧＧＯ編

 
そ
も
そ
も
そ
の

す
ぐ
恥
ず
か
し
が

て

く
れ
て
誤
魔
化
す
所
が

 
今
の
お
兄
ち

ん
の

り
の

愛
人

願
者
の
乱
立
を

い
て
い
る
ん
だ
か
ら
ね

お

お
い

ケ
イ
ま
で

は

本
当
に
苦
労
す
る
よ
ね

お
義
姉
ち

ん

う
ん

基
本
的
に
天
然
だ
か
ら
ね

天
然
ジ
ゴ
ロ
だ
よ

ま

た
く
も
う

 
シ
ズ
カ
は
そ
う
言

て
ち
ら
り
と
シ
ノ
ン
の
方
を
見
た

シ
ノ
ン
は
何
故
か
少
し

い
て

い
た
が

 
そ
の
シ
ズ
カ
の

線
に
気
付
く
と

急
に
笑
顔
を
作
り

そ
れ
に
同
意
し
た

本
当
に

ど
う
し
て
こ
ん
な
奴
が
モ
テ
る
ん
だ
か

ま

た
く
理
解
出
来

な
い
わ

 
シ
ノ
ン
の
そ
の
言
葉
は

す
ぼ
み
で
あ

た

そ
の
ま
ま
笑
顔
を
崩
さ
ず

 
し
か
し
シ
ノ
ン
は

内
心
何
か
に

す
る
よ
う
に

自
分
の
考
え
に

し
て
い
た

 
そ
れ
を
見
た
シ
ズ
カ
は

残
り
の
女
性

に
ひ
そ
ひ
そ
と
話
し

け
た

み
ん
な

ど
う
思
う

落
ち
て
る
ね

落
ち
て
る
わ
ね
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や

ぱ
り
陥
落
し
て
ま
し
た
か

 
ピ
ト
フ

イ
ロ
ザ
リ
ア
ベ
ン
ケ
イ
が

番
に
そ
う
言
い
シ
ズ
カ
は
た
め
息
を
つ
い
た

こ
れ
は
も
う
明
日
に
で
も

予
定
し
て
た
ケ

キ
食
べ
放
題
に
行

て

 
ハ

キ
リ
と
身
内
と
し
て
引
き
込
む
必
要
が
あ
る
ね

明
日
な
ら
空
い
て
ま
す

私
も
大
丈
夫

私
と
シ

ナ
は
私
の
両
親
と
一

に
京
都
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
用
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
ど
う
せ
う
ち
の
両
親
の
予
定
が
空
く
ま
で
に
も
う
少
し
か
か
る
し

こ

ち
も
問
題
無
い
よ

 
せ

か
く
だ
し

予
定
が
空
く
な
ら
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
も
参
加
し
た
ら

え

い
い
の

う
ん

も
ち
ろ
ん
だ
よ

皆
で
シ

ナ
に

て
も
ら
お
う

や

た

是
非
お
願
い

 
そ
の
四
人
の
ひ
そ
ひ
そ
話
に
居
心
地
が
悪
く
な

た
の
か

シ

ナ
が
四
人
に
声
を

け
た

お

お
い
お
前
ら

一
体
何
を

 
そ
の
言
葉
を
無

し

シ
ズ
カ
は
笑
顔
の
ま
ま
考
え
込
ん
で
い
る
シ
ノ
ン
に
声
を

け
た
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ね

シ
ノ
ノ
ン

明
日

て
何
か

予
定
と
か
入

て
る

 
そ
の
言
葉
に
我
に
返

た
の
か

シ
ノ
ン
は

て
て
こ
う
答
え
た

え

あ

ご
め
ん

え

と

明
日
は
特
に
何
も
予
定
は
無
い
わ

そ
れ
じ

あ
さ

も
し
良
か

た
ら

明
日
の
放
課
後

 
こ
の
前
予
定
し
た
ケ

キ
食
べ
放
題
に

皆
で
行
こ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ
ノ
ン
は

少
し
ま
ご
ま
ご
し
な
が
ら
シ
ズ
カ
に

き
返
し
た

そ
れ

て

シ

ナ
も
も
ち
ろ
ん
来
る
ん
だ
よ
ね

う
ん

お

布
だ
か
ら
ね

お

布
な

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
言
葉
に

シ

ナ
は
少
し
落
ち
込
ん
だ
様
子
を
見
せ
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
様
子
を
見
て

シ
ノ
ン
は
ま
る
で
自
分
を
納
得
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
こ
う

言

た
リ
ア
ル
で
知
ら
な
い
男
と
会
う
の

て

や

ぱ
り
色
々
問
題
が
あ
る
か
な

て

 
ち

こ

と
迷

た
部
分
も
あ
る
ん
だ
け
ど

 
う
ん

シ

ナ
は
男
じ

な
い

お

布

お

布

大
丈
夫

う
ん

参
加
す
る
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や

た

そ
れ
じ

決
ま
り
ね

え

と

待
ち
合
わ
せ
場
所
は

 
そ
の
後

待
ち
合
わ
せ
場
所
も
決
ま
り

会
話
は
再
び
今
日
の
戦
闘
の
話
へ
と

た

ユ

コ
と
ハ
ル
カ

う
ん

確
か
に
そ
う
名
乗

た
か
ら

イ
ラ

と
し
て
首
を

ね
ち

た

て
へ

て
へ

じ

ね
え
よ

さ
す
が
に
本
人
な

な
い
だ
ろ

で
も

そ
ん
な
偶
然

逆
に
あ
る
か
な

ユ

コ
と
ハ
ル
カ

て
組
み
合
わ
せ

て

 
そ
ん
な
に
あ
り
ふ
れ
た
名
前
じ

な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

そ
れ
は
ま
あ

確
か
に
な

ね

そ
の
二
人

て

ど
う
い
う
人
な
の

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
問
い
に

ピ
ト
フ

イ
は

名

を
上
手
に
ぼ
か
し
な
が
ら

 
以
前
あ

た
事
を
シ
ノ
ン
に
説
明
し
た

う
わ

な
奴
ら
ね

で
し

で
し

人
の
話
を

か
な
い
で

自
分
の
考
え
に

り

ま

て
る
の

て
最
悪

だ
よ
ね

ま
あ
事
情
は
了
解
し
た
わ
本
人
の

は
無
い
と
思
う
け
ど
顔
も
覚
え
て
る
し
一
応
気
に
し
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と
くう

ん
お
前
ら

あ
ん
ま
り

の
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
な
よ

 
新
人
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

を
い
び
る
趣
味
は

俺
に
は
無
い
か
ら
な

 
シ

ナ
の
そ
の
言
葉
に

二
人
は

い
た

ま
あ
確
か
に
あ
の
二
人

完
全
に
素
人

か

た
し
ね

で
も

ゼ
ク
シ

ド
に
関
し
て
は

こ
れ
で

め
る
と
も
思
え
な
い
し

今
後
も
注
意
ね

私
も
彼
の
動
向
に
つ
い
て
は

情
報
収
集
を
進
め
て
お
く
わ

ロ
ザ
リ
ア

頼
ん
だ

は
い

そ
れ
じ

あ
注
文
し
た
品
も
揃

た
事
だ
し

今
度
は
そ

ち
も
楽
し
も
う

 
シ
ズ
カ
の
そ
の
提
案
を
受
け

六
人
は
リ
ラ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
食
事
を
開
始
し
た

 
ガ

ツ
リ
食
べ
る
者

ス
イ

ツ
を
楽
し
む
者

そ
れ
ぞ
れ
だ

た
が

 
皆
に
共
通
し
て
い
た
の
は

そ
の
笑
顔
だ

た

 
隣
の
店
で

色
々
思
惑
を

き
な
が
ら

表
情
を
作

て
会
話
し
て
い
た
三
人
と
比
べ
る
と

 
こ
ち
ら
の
六
人
は
難
し
い
事
は
考
え
ず
た
だ
ひ
た
す
ら
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
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美
味
し
か

た

さ
す
が
は
高
級
店

す
ご
く
楽
し
か

た
わ
ね

う
ん

の

味

て

こ
う
い
う
部
分
も

確
か
に
あ
る
よ
ね

ど
ん
な
遠
く
の
人
と
で
も

す
ぐ
に
会
え
る
し
ね

 
食
事
が
終
わ
り

そ
う
楽
し
そ
う
に
話
す
一
同
に
シ

ナ
は
言

た

そ
れ
じ

あ
俺
は
ま
と
め
て

い
を
し
て
お
く
か
ら

先
に
外
で
待

て
て
く
れ

 
と
い

て
も

今
日
は
こ
の
ま
ま
解
散
す
る
だ
け
だ
け
ど
な

う
ん

分
か

た

あ

 
そ
の
時
シ
ズ
カ
が
何
か
に
気
付
い
た
の
か
店
の
入
り
口
の
横
の
大
き
な
窓
の
所
に
向
か

た
こ
こ
か
ら
見
る
景
色

て

何
か
す
ご
い
ね

ど
れ
ど
れ

私
も
見
た
い
で
す

 
シ
ノ
ン
と
ベ
ン
ケ
イ
も
興
味
を
持

た
の
か

同
じ
く
窓
の
方
へ
と
近
寄

た

そ
れ
じ

あ
私
は
外
で
待

て
ま
す
ね



 第四章 ＧＧＯ編

私
も
外
に
い
る
ね

 
ピ
ト
フ

イ
と
ロ
ザ
リ
ア
は

そ
う
言

て
先
に
外
に
出
た

 
他
の
三
人
は

窓
か
ら
見
え
る
街
の
あ
ち
こ
ち
を
指
差
し

色
々
と
話
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
こ
の
店
は

雰
囲
気
を
重

す
る

テ

ブ
ル
で
料
理
を
選
ん
だ

間
に

 
同
時
に

い
が
行
わ
れ
る
タ
イ
プ
の
店
で
は
無
く
普
通
に
現
実
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
に
な

て
い
た

 
い
わ
ゆ
る

わ
ざ
わ
ざ
手
間
を
か
け
さ
せ
る

高
級
店
な
ら
で
は
の
趣
向
で
あ
る

 
そ
し
て
先
に
外
に
出
た
ロ
ザ
リ
ア
は

正
面
に
も
飲
食
店
が
あ
る
事
に
気
が
付
い
た

あ
ら

あ

ち
に
も
お
店
が
あ
る
の
ね

う
ん
あ

ち
は

的
な
お
店
だ
よ
普
通
私
達
が
利
用
す
る
な
ら
ま
あ
あ

ち
だ
よ
ね

さ
す
が
は
お

布
付
き

ん

ん

今
の
は
シ

ナ
に
は
内

よ

う
ん

分
か

て
る

て

あ
れ

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
時

向
か
い
の
店
か
ら

 
見
覚
え
の
あ
る
三
人
の
男
女
が
出
て
き
た
の
に
気
が
付
い
た

 
そ
の
相
手
の
う
ち

二
人
の
女
性
が
こ
ち
ら
を
見
て
ギ

と
し
た
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残
る
一
人
の
男
性
も

ピ
ト
フ

イ
と
ロ
ザ
リ
ア
を
見
て
ギ

と
し
た

ピ
ト
フ

イ

そ
れ
に
確
か
ロ
ザ
リ
ア
だ

た
か

分

り
が
い
い
じ

ね
え
か

た

ま
の

か

 
そ
の
男
ゼ
ク
シ

ド
の
言
葉
は

を

み
な
が
ら
も
比

的
の
ん
び
り
と
し
た
物
だ

た 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
に

て
た
よ
う
な
口
調
で
隣
に
い
た
二
人
の
女
性
ユ

コ
と
ハ
ル

カ
が
言

た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ
の

女
が

さ

き
私
達
を
襲
撃
し
て
き
た
奴
で
す

は

シ

ナ
の
仕
業
じ

無
か

た
の
か

 
ど
う
や
ら
三
人
は

今
日
の
戦
闘
に
つ
い
て
は
思
い
出
し
た
く
も
無
か

た
の
か

 
そ
の
事
に
つ
い
て
は

ま

た
く
話
し
て
い
な
か

た
ら
し
く

 
そ
れ
を

い
た
ゼ
ク
シ

ド
は

挑
発
す
る
よ
う
に
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

お
前
が
首
謀
者
か
よ

今
日
は
や

て
く
れ
た
な
ピ
ト
フ

イ

必
ず
こ
の

り
は
返
す
ぞ

首
謀
者
は
俺
だ
ぞ

ま
あ
俺
は
戦
闘
に
は
参
加
し
て
な
か

た
け
ど
な

 
そ
れ
に
し
て
も
ピ
ト
を
倒
す

出
来
も
し
な
い
事
を
言
う
の
は
や
め
た
方
が
い
い
な

ゼ
ク
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シ

ド
シ

ナ

て
め
え

こ
こ
に
い
た
の
か

 
そ
の
時
後
ろ
の
扉
か
ら

シ

ナ
が
外
に
出
て
き
て

ゼ
ク
シ

ド
に
言

た

シ

ナ

ゼ
ク
シ

ド
達
は
あ

ち
の
店
で
食
事
し
て
た
み
た
い

あ
あ

確
か
に
そ
こ
は
安
く
て
い
い
店
だ
し
な

こ

ち
は
高
く
て
い
い
店
だ
が

お
い
シ

ナ

ち

と
金
が
あ
る
か
ら

て
い
い
気
に
な

て
る
ん
じ

ね
え
よ

 

に
い
た
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

そ
の
や
り
取
り
に
剣

な
雰
囲
気
を
感
じ

 
遠

き
に

そ
の
二
組
の
に
ら
み
合
い
を
見
物
し
て
い
た

俺
の
首
に
賞
金
を

け
た
ん
だ

て
な
ゼ
ク
シ

ド

自
分
一
人
じ

何
も
出
来
な
い
の
か

 
俺
は
い
つ
で
も
お
前
と
の
タ
イ
マ
ン
を
受
け
て
や
る
ぞ

ど
ん
な

離
で
も
な

は

今
は
確
か
に
お
前
の
方
が
上
だ
ろ
う
さ

だ
が
こ
の
ゲ

ム
は

基
本
チ

ム
戦
だ

 
い
ず
れ
こ
の
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
と
共
に

俺
が
お
前
を
倒
し
て
ナ
ン
バ

ワ
ン
と
な
る

ユ

コ
と
ハ
ル
カ

ね

 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と

二
人
を
じ

と
見
つ
め
た
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二
人
は
シ

ナ
の

線
を
受
け

背
筋
が

り
つ
く
の
を
感
じ
た
が

 
そ
れ
が
同
窓
会
の
時
に
ゴ
ド
フ
リ

か
ら
受
け
た
プ
レ

シ

と
同
種
の
物
だ
と
い
う
事

に 
未

な
二
人
は
ま

た
く
気
付
く
事
が
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
を
見
つ
め
る
シ

ナ
を
見
て

 
何
を
勘
違
い
し
た
の
か

シ

ナ
に
向
か

て
こ
う
言
い
放

た

ど
う
だ
シ

ナ
そ
の
色
気
の
無
い
男
み
た
い
な
女
は
別
と
し
て
お
前
の

に
は
女
は
ロ
ザ

リ
ア
一
人

 
こ

ち
は
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の
美
人
コ
ン
ビ
で
二
人
だ

そ

ち
方
面
で
は
俺
の
完
勝
だ
な

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
言
葉
に

多
少
自
覚
は
あ

た
の
か
少
し

し
そ
う
な
顔
を
し
た

 
そ
の

間

ゼ
ク
シ

ド
に
対
し

ど
う
で
も
い
い
と
い
う
反
応
を
し
て
い
た
シ

ナ
は

 
ピ
ト
フ

イ
の
そ
の
表
情
を
見
て

イ
ラ

と
し
た
表
情
を
見
せ
た

 
久
々
の
告
知
に
な
り
ま
す

明
日
の
投
稿
分
は

か
な
り
力
を
入
れ
て
書
き
ま
し
た
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六
千
文

オ

バ

に
な
り
ま
す

タ
イ
ト
ル
は

シ
ズ
カ

舞
う

で
す

 
基
本
い
つ
も
通
り
で
す
が

好
き
な
人
は
好
き
な
話
だ
と
思
い
ま
す

 
そ
こ
ま
で
衝
撃
的
な
話
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
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第
２
３
５
話
 
シ
ズ
カ

舞
う

 
十
一
月
は

日
更
新
す
る
事
が
出
来
ま
し
た

 
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

あ
 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
い
き
な
り
の
言
葉
に

シ

ナ
は
イ
ラ
つ
い
た
よ
う
に
そ
う
返
す
と

 
チ
ラ
リ
と
後
ろ
を
見
た

店
の
入
り
口
の
中
で
は
何
事
か
と
様
子
を

う
三
人
の

が
あ

た
が

 
ど
う
や
ら
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
れ
に
は
気
付
い
て
い
な
い
ら
し
い

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
ゼ
ク
シ

ド
の
女
扱
い
さ
れ
る
の
は

だ

た
が
そ
こ
は
空
気
を
呼

ん
で

 
そ
れ

い
態
度
を
と

て
い
た

こ
う
い
う
所
は
し
た
た
か
な
二
人
で
あ
る
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お
前

そ
れ
が
何
か
戦
闘
に
関
係
が
あ
る
の
か

 
シ

ナ
は
何
か
に
イ
ラ
つ
い
た
ま
ま
そ
う
言
い

そ
れ
を
負
け

し
み
と
思

た
の
か

 
ゼ
ク
シ

ド
は
更
に
シ

ナ
を
挑
発
し
た

ぎ

は
は
は
は

負
け

し
み
か
よ
シ

ナ

女
に
も
て
な
い

て
の
は

し
い
よ
な

シ

ナ
に
向
か

て

女
に
も
て
な
い

て

 
ピ
ト
フ

イ
と
ロ
ザ
リ
ア
は

あ
ま
り
に
も
シ

ナ
に
似
合
わ
な
い
そ
の
言
葉
に
絶

し

 
ゼ
ク
シ

ド
の
と

て
い
る
態
度
の
滑
稽
さ
に

れ
か
え

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
後
ろ
を

り
返
る
と
シ
ズ
カ
に
何
事
か
目
で
合
図
し
シ
ズ
カ
は
そ
れ
に

い
た

 
ど
う
や
ら
何
か
し
ら
の
意
思

通
が
行
わ
れ
た
ら
し
く
後
ろ
の
三
人
は
外
に
出
て
こ
よ
う
と

は
し
な
い

 
そ
ん
な
三
人
の
事
は
気
に
せ
ず

シ

ナ
は

め
た
目
で
ゼ
ク
シ

ド
を
見
つ
め
る
と

 
少
し

静
さ
を
取
り

し
た
口
調
で
ゼ
ク
シ

ド
に
言

た

女
の

と
か
は
ど
う
で
も
い
い

お
前
も
男
な
ら

実
力
を

せ
よ
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ま
た
負
け

し
み
か

シ

ナ

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
そ
の
二
人
の
や
り
取
り
に

自
分
達
が
優

だ
と
感
じ
て
い
た
の
だ
が

 
ふ
と
お
か
し
な
事
に
気
が
付
い
た

店
内
と
は
違
い

り
か
ら
の

線
を
一
切
感
じ
な
い
の

だ 
よ
く
見
る
と

り
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

達
は

男
女
を
問
わ
ず

 
全
員
が
シ

ナ
の
方
ば
か
り
見
つ
め
て
い
る
よ
う
で

誰
も
こ
ち
ら
を
見
て
は
い
な
か

た

ね
え
ユ

コ

誰
も
こ

ち
を
見
て
な
く
な
い

う
ん

私
も
そ
う
思

て
た

何
か

あ

ち
の
方
ば

か
り
見
て
る
よ
ね

何
で
だ
ろ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て
Ｂ
ｏ
Ｂ

て
い
う
大
会
で
決
勝
ま
で
残

た
ん
で
し

う
ん

そ
う
言

て
た
よ
ね

私

ち

と

り
の
人
に
話
を

い
て
く
る

あ

ち

と
ハ
ル
カ

 
ハ
ル
カ
は
そ
う
言
う
と

こ

そ
り
と
ゼ
ク
シ

ド
の
後
ろ
か
ら
離
れ

 
近
く
に
い
た

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
物
を
持

た
男
性
プ
レ
イ
ヤ

に
話
し

け
た
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あ
の

す
み
ま
せ
ん

は
い

ど
う
し
て
あ
の

シ

ナ

て
人
の
方
ば
か
り
見
て
い
る
ん
で
す
か

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

ゼ
ク
シ

ド
の
取
り

き
と
目
さ
れ
る
ハ
ル
カ
に
そ
う

か
れ

 
こ
い
つ
は
一
体
何
を
言

て
る
ん
だ
と
い
う
目
で
ハ
ル
カ
の
方
を
見
た
が

 
話
し
て
い
る
う
ち
に

ハ
ル
カ
が
新
人
だ
と
分
か
る
と

を
解
い
た
の
か

 
突
然
シ

ナ
に
つ
い
て
熱
く
語
り
だ
し
た

何
で
シ

ナ
ば

か
見
て
る
か

て

そ
り

前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
の
映
像
を
見
た
人

な
ら

 
誰
だ

て
見
ち

う
と
思
う
よ

知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

前
回
の
大
会
は
ね

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

て
い
う
恐
ろ
し
く
強
い
プ
レ
イ
ヤ

が
い
て
そ
い
つ
の
独

場
だ

た
ん

だ
よ

 
そ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

と

最
初
に
遭
遇
し
た
の
が
あ
の
シ

ナ
で
ね

シ

ナ
は
サ
ト
ラ
イ

ザ

相
手
に
ね

 
結
果
的
に
負
け
は
し
た
も
の
の

何
分
も

に
戦

た
唯
一
の
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
だ
よ
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し
か
も
相
手
は
銃
と

剣
で
戦

て
る
の
に

シ

ナ
は

剣
の
み
で
だ
よ

凄
く
な
い

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

は
皆

サ
ト
ラ
イ
ザ

相
手
に
十

と
持
た
な
か

た
か
ら

 
シ

ナ
の
強
さ
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
分
か
る
だ
ろ

で

そ
の
戦
い
で

二
人
の

魔
を

し
よ
う
と
し
て

 
シ

ナ
に
一

で
真

二
つ
に
さ
れ
た
の
が
あ
ん
た
が
一

に
い
る
あ
の
ゼ
ク
シ

ド

て
男
さ

 
そ
も
そ
も
シ

ナ
は

Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
て
く
る
ま
で
は

ま

た
く
存
在
を
知
ら
れ
て
い
な
い

 
本
当
に
無
名
の
プ
レ
イ
ヤ

で
ね
今
で
も
滅
多
に
人
前
に
は

を
現
さ
な
い

て
評
判
な
ん

だ
よ

 
分
か

て
る
の
は

Ｍ
８
２

て
い
う

一
キ
ロ
く
ら
い
遠
く
か
ら
狙
撃
出
来
る

 
す
ご
い
銃
を
持

て
る

て
事
と

剣
を
使

た
戦
闘
が
得
意

て
事

後
は
そ
う
だ
な

 
あ
の
顔
に

の
あ
る
女

あ
い
つ
は
ピ
ト
フ

イ

て
言
う
ん
だ
け
ど

 
実
力
は
あ
る
け
ど

ゲ

ム
内
一
番
の

わ
れ
者
だ

た
あ
の
ピ
ト
フ

イ
を

 
ど
う
や

た
の
か

い
つ
の
間
に
か
自
分
の
配
下
み
た
い
に
し
ち

て
さ

 
そ
れ
以
来
ピ
ト
フ

イ
は

ま

た
く
お
か
し
な
行
動
を
と
ら
な
く
な

た
し
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ピ
ト
フ

イ
本
人
は
自
分
は
シ

ナ
の
下
僕
だ

て
嬉
し
そ
う
に
言

て
る
ら
し
い
ん
だ
け

ど 
あ
の
ピ
ト
フ

イ
を
そ
こ
ま
で
心

さ
せ
る
な
ん
て
さ
す
が
は
シ

ナ
だ

て
す
ご
い
噂
に

な

て
る

 
ま
あ
あ
の

を
見
る
と
ど
う
や
ら
そ
れ
も
事
実
み
た
い
だ
け
ど
と
に
か
く
シ

ナ
が
い
る

ん
だ

た
ら

 
シ

ナ
だ
け
見
て
れ
ば
い
い
ん
だ
よ

こ
れ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
常
識
ね

あ

は

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
の
⻑
い
説
明
を

い
て

内
容
を
理
解
し
た
ハ
ル
カ
は

然
と
し
な
が
ら
も

 
次
に
近
く
に
い
た
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
話
し

け
た

 
予
想
は
し
て
い
た
が
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

も
前
半
は
先
ほ
ど
の
男
性
と
同
じ
話
を
始
め

た
す

す
み
ま
せ
ん

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
話
と

使

て
る
武
器
の
話

 
後

あ
の
ピ
ト
フ

イ

て
人
の
話
は

き
ま
し
た

他
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か

そ
う
ね

こ
の
ゲ

ム
内
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
少
な
さ
は

あ
ん
た
も
実
感
し
た
よ
ね
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ま
あ
銃
で
撃
ち
あ
う
ゲ

ム
な
ん
だ
か
ら

当
た
り
前
だ
よ
ね

 
で
ね

そ
の
少
な
い
女
性
の
間
に
も

コ
ミ

ニ
テ

て
物
が
あ
る
ん
だ
よ

 
そ
の
中
で
一
番
人
気
で

常
に
話
題
の
中
心
に
い
る
の
が
あ
の
シ

ナ
だ
ね

 
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
中
で
は
シ

ナ
は
ね
初
心
者
に
は
親
切
だ
し
ま
あ
あ
ん
ま
り
し
つ
こ

く
す
る
と

 
や
ん
わ
り
と
断
ら
れ
る

て
話
だ
け
ど
勇
気
を
出
し
て
質
問
し
た
ら
ち

ん
と
答
え
て
く
れ

た

と
か

 

手
を
求
め
た
ら
笑
顔
で
応
じ
て
く
れ
た
と
か
モ
ブ
狩
り
中
に
プ
レ
イ
ヤ

キ
ラ

集
団
に

襲
わ
れ
た
時

 
狙
撃
で
暴

か
ら
守

て
く
れ
た
と
か

そ
う
い
う
話
は
い
く
ら
で
も
あ
る
よ

 
そ
ん
な
中

あ
の
ピ
ト
フ

イ
が
シ

ナ
と
行
動
を
共
に
す
る
よ
う
に
な

て

 
更
に
コ
ミ

ニ
テ

の
一
員
で
あ
る

ま
あ
あ
ん
ま
り
参
加
は
し
て
な
か

た
け
ど

シ
ノ

ン

て
子
が

 
シ

ナ
の
チ

ム
に
入

た

て

い
て

コ
ミ

ニ
テ

全
体
が
色
め
き
た

た
の
よ

 

高
の
人
だ
と
思

て
い
た
シ

ナ
の
仲
間
に
な
る
チ

ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

て
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何
と
か
シ

ナ
の
目
に

ま
り
た
い

あ
の
人
の

に
い
た
い

 
そ
れ
が

目
な
ら

せ
め
て
そ
の
銃
で
私
の

を
撃
ち
ぬ
い
て

て
ね

 
ま
あ
最
後
の
は
冗
談
み
た
い
に

こ
え
る
だ
ろ
う
け
ど
コ
ミ

ニ
テ

の
ほ
と
ん
ど
全
員

が 
そ
う
思

て
い
る
の
は
事
実
な
の
よ
ね

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
ハ
ル
カ
は
シ

ク
を
受
け

よ
ろ
よ
ろ
と
ユ

コ
の
下
へ
と

た

 
そ
ん
な
ハ
ル
カ
を
見
て

心
配
そ
う
に
ユ

コ
が
言

た

ハ
ル
カ

大
丈
夫

一
体
ど
う
し
た
の

ユ

コ

や
ば
い

あ
の
シ

ナ

て
人

あ
ん
ま
り
認
め
た
く
は
な
い
ん
だ
け
ど

 
あ
い
つ
と
同
じ
種

の
プ
レ
イ
ヤ

だ

た

あ
い
つ

あ
い
つ

て

同
窓
会
の
さ

そ
れ

て
比

目
だ
よ
ユ

コ

実
名
を
出
す
の
は
さ
す
が
に
問
題
が
あ
る

や
め
て
お
こ
う
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そ

そ
う
だ
ね

そ
れ
は
さ
す
が
に
や

ち

い
け
な
い
よ
ね

 
ど
う
や
ら
こ
の
二
人
に
も

最

限
の
常
識
は
備
わ

て
い
た
よ
う
だ

で

ど
う
い
う
事

あ
の
シ

ナ

て
人

こ
こ
で
の
あ
い
つ
だ

た

つ
ま
り

英
雄

て
い
う
の

 
女
性
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
も
一
番
人
気
な
ん
だ

て

ま

ま
じ
で

う
ん

し
か
も
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ
の
人
に
一

で
真

二
つ
に
さ
れ
た

て

 
ち

と
後
で
さ
そ
の
映
像
を
探
し
て
見
て
み
よ
う
よ
話
を

い
た
だ
け
じ

分
か
ら
な

い
し
さ

う
ん

 
ま
あ
本
人
な
の
だ
か
ら
当
然
な
の
で
あ
る
が
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
は
気

付
か
な
い

 
二
人
は
そ
う
会
話
を
交
わ
し
た
後

み
合
う
シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
の

を
見
比
べ
た

で
も
さ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
も

何
か
普
通
に
親
切
な
人
だ

た
よ
ね

う
ん

そ
う
だ
よ
ね
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そ
れ
な
ら
ま
あ

こ
う
な

ち

た
以
上

頑
張

て
み
る
し
か
な
い
よ
ね

だ
ね
だ
ね

ポ
ジ
テ

ブ
シ
ン
キ
ン
グ

て
奴

お
金
さ
え

げ
れ
ば

そ
れ
で
サ
ヨ
ナ
ラ
で
い
い

だ
し
ね

そ
れ
だ

 
別
に
ゼ
ク
シ

ド
の
味
方
で
居
続
け
る
必
要
は
全
く
無
い
の
だ
が

 
二
人
は
そ
の
事
に
気
付
く
事
も
な
く

そ
の
ま
ま
今
の
こ
の

況
に
流
さ
れ
る
事
と
な

た

 
こ
の
時

み
合
う
二
人
の
様
子
に
も
ま
た

変
化
が
あ

た

何
も
言
い
返
せ
な
い
の
か
よ
シ

ナ

や

ぱ
り
お
前
に
は
そ
の
男
み
た
い
な
女
が
お
似
合

い
だ
わ

 
再
び
そ
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
た

間

シ

ナ
の
雰
囲
気
が

今
度
は
明
確
に
変
わ

た

 
そ
れ
を

感
に
察
知
し
た
シ
ズ
カ
は

小
さ
な
声
で
シ

ナ
に
言

た

シ

ナ

私
の
事
は
気
に
し
な
い
で

ピ
ト
を
お
願
い

 
そ
の
言
葉
を
受
け

シ

ナ
は
大
き
な
声
で
こ
う
叫
ん
だ

ピ
ト

お
許
し
が
出
た
ぞ

二
度
目
は
許
さ
ん

さ
す
が
に
む
か
つ
い
た
わ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
い
き
な
り

無
を
い
わ
さ
ず
ピ
ト
フ

イ
を

き
寄
せ
た
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え

え

シ

ナ

お
い
ゼ
ク
シ

ド

お
前

こ
い
つ
の

力
に
ま

た
く
気
付
か
な
い
の
か

 
こ
い
つ
は
確
か
に

こ
ん
な
女

く
な
い

を
し
て
は
い
る
が
な

 
実

は
す
ご
く

え
ん

で
そ
し
て
絶
対
に
俺
を
裏
切
ら
な
い
好
き
な
相
手
に
は
純

な

女
な
ん
だ
ぞ

 
お
前
が
こ
い
つ
の
事
を
悪
く
言
う
の
は

逆
に
言
え
ば

 
お
前
が
こ
い
つ
の
お

に

わ
な
か

た

て
事
だ

 
お
前
は
女
を
自
分
の
都
合
の
い
い
面
で
し
か
評
価
し
な
い
ん
だ
ろ
う
が
俺
は
お
前
と
は
違

う 
俺
は
こ
い
つ
を
全
力
で

定
す
る

そ
し
て
こ
い
つ
を

辱
し
た
以
上
俺
は
お
前
を
徹

的

に
潰
す

シ

シ

ナ

私

私

か
な
い
で
笑

て
ろ
よ

ピ
ト

い
い
女
が
台
無
し
だ
か
ら
な

う

う
ん

 
ピ
ト
フ

イ
は
感

ま

た
の
か

シ

ナ
に
し

か
り
と

き
付
き
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涙
を

え
る
よ
う
に

そ
の
胸
に
顔
を

め
た

 
そ
の

間
に

り
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
大
き
な

手
が

き

こ

た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
顔
を
真

に
し
た
が

そ
の
雰
囲
気
の
中
で
は

 
さ
す
が
に
何
も
言
い
返
す
事
は
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
今
度
は
ピ
ト
フ

イ
が
顔
を
上
げ

ゼ
ク
シ

ド
に
言

た

ね
え
ゼ
ク
シ

ド

あ
ん
た

思
い

き
り
勘
違
い
し
て
る
わ
よ

は

な

何
を
だ
よ

シ

ナ
が
も
て
な
い

馬

じ

な
い
の

さ
あ
シ
ズ
シ
ノ
ン
ベ
ン
ケ
イ
出
番
よ

 
そ
の
言
葉
を
受
け
シ
ズ
カ
を
先

に
シ
ノ
ン
と
ベ
ン
ケ
イ
が
ビ
ル
の
中
か
ら

を
現
し
た

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
⻑
身
⻑

で
切
れ
⻑
の
目
を
し
た
美
し
い

は
あ
る
種
の
風
格
を
感
じ
さ

せ 
シ
ノ
ン
と
ベ
ン
ケ
イ
が

を

め
て
い
る
そ
の

は
ま
る
で
お
と
ぎ
話
に
出
て
く
る
姫
の

よ
う
で
あ
り

 
そ
の

に
ゼ
ク
シ

ド
で
さ
え
も
一

見

れ
た

そ
し
て
シ
ズ
カ
は
シ

ナ
の
隣
に

ぶ

と
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そ

と
シ

ナ
の
顔
に
手
を

え

そ
の

に

く
キ
ス
を
し
た

 
シ

ナ
は
シ
ズ
カ
の

を
そ

と

き
寄
せ
た

両
手
に
花
で
あ
る

 
そ
の

間
に

囲
か
ら
今
日
一
番
の
ど
よ
め
き
が

こ

た

う
わ

何
だ
あ
の
格
好
い
い
美
人
は

誰
だ
よ
あ
れ

初
め
て
見
た
ぞ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
も
鳴

て
な
い
し

シ

ナ
の
恋
人
な
ん
じ

な
い
か

そ
う
い
え
ば

ピ
ト
フ

イ
の
時
も

鳴
ら
な
か

た
よ
な

ま
さ
か

あ
そ
こ
に
い
る
の

全
員
シ

ナ
の
女
な
の
か

 
そ
の
ど
よ
め
き
を
よ
そ
に

シ
ズ
カ
は
名
残

し
そ
う
に
シ

ナ
か
ら
離
れ
る
と

 
ゼ
ク
シ

ド
に
対
し

自

紹
介
を
始
め
た

初
め
ま
し
て

私
は
シ
ズ
カ

彼
の
半
身
に
し
て

彼
と

遠
に
運
命
を
共
に
す
る
者

 
ち
な
み
に
こ
こ
に
い
る
ピ
ト
フ

イ
ロ
ザ
リ
ア
そ
し
て
こ
ち
ら
の
シ
ノ
ン
と
ベ
ン
ケ
イ
も

 
同
様
に
彼
に
選
ば
れ

彼
と
共
に
歩
む
者
よ

わ

私
は

 
シ
ノ
ン
は
抗
議
を
し
よ
う
と
し
た
の
か

何
か
言
い
か
け
た
の
だ
が

す
ぐ
に
押
し

り
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何
か
を
決
意
し
た
表
情
で
シ

ナ
の
前
に
立
つ
と

ゼ
ク
シ

ド
に
向
か

て
言
い
放

た

今
シ
ズ
カ
が
言

た
通
り

私
も
彼
と
運
命
を
共
に
す
る
者

 
そ
し
て
さ

き
彼
の
銃
を

り
て

あ
な
た
の

を
撃
ち
ぬ
い
た
の
は

こ
の
私
よ

な

お
前
に
は
見
覚
え
が
あ
る
ぞ
そ
う
か
お
前
も
シ

ナ
と
つ
る
ん
で
や
が

た
の

か 
そ
し
て
次
に

ベ
ン
ケ
イ
と
ロ
ザ
リ
ア
が
前
に
出
た

そ
し
て
私

こ
の
ベ
ン
ケ
イ
と

私
の
事
は
知

て
る
わ
よ
ね

ロ
ザ
リ
ア
よ

者
コ
ン
ビ
で
す

 
ベ
ン
ケ
イ
は

そ
の
小
さ
な
体
で
シ

ナ
の

を
守
る
よ
う
に

王
立
ち
し

 
ロ
ザ
リ
ア
は

胸
を
強
調
す
る
仕

で
シ

ナ
の

を

め
た

 
実

は
胸
を
強
調
し
よ
う
と
し
た

で
は
な
く

た
だ

組
み
を
し
た
だ
け
な
の
だ

た
が

 
胸
の
上
で
手
を
組
む
の
は
つ
ら
か

た
の
だ
ろ
う

結
果
的
に
そ
う
し
た
仕

に
な
り

 
後
で
ピ
ト
フ

イ
に
散
々
文

を
言
わ
れ
る
事
と
な

た

そ
し
て
シ
ズ
カ
が
再
び
前
に
出

た
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シ
ズ
カ
は
舞
う
よ
う
な
仕

で

ま
る
で

を
広
げ
る
か
の

く
手
を

り

 
そ
し
て
魔
法
の
よ
う
に

そ
の
手
の
中
に
一

り
の
レ
イ
ピ
ア
が
現
れ
た

 
そ
れ
は
シ

ナ
の
自
作
の
品
で
あ
り

実
戦
で
役
に
た
つ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
と
り
あ
え
ず
護
身
用
と
し
て
は

慣
れ
た

の
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
で

 
先
日
シ
ズ
カ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

シ
ズ
カ
の
お
気
に
入
り
の
武
器
だ

た

と
り
あ
え
ず
こ
れ
は

私
か
ら
の

よ

 
シ
ズ
カ
は
そ
う
言
い

目
を
つ
ぶ

て
深
呼

し

剣
を
顔
の
正
面
に
立
て
て

げ
る
と

 
ギ
ラ
リ
と
目
を
開
き

そ
し
て

一

で
そ
の

を
消
し
た

そ
し
て
次
の

間

 
道
を

ん
で
正
面
に
い
た
ゼ
ク
シ

ド
の

に

剣
を
突
き
つ
け
る
シ
ズ
カ
の

が
あ

た

こ
れ
で
あ
な
た
は

一
度
死
ん
だ

な
 
ゼ
ク
シ

ド
は
絶

し

囲
の
者
達
は

そ
の
あ
り
え
な
い
速
度
に
驚

し
た

お
い

何
だ
よ
今
の
動
き

人
間
業
と
は
思
え
ね
え

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
シ

ナ
も
す
ご
か

た
け
ど

今
の
も
か
な
り

最
強
カ

プ
ル
だ
な
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そ
ん
な

囲
の
ど
よ
め
き
を
よ
そ
に
シ
ズ
カ
は

て
ゼ
ク
シ

ド
の

に
剣
を
突
き
付
け

続
け
た

 
だ
が
ゼ
ク
シ

ド
も
さ
る
者
で
あ
る

い
き
な
り
銃
を
抜
き

 
そ
の
ま
ま
シ
ズ
カ
の
顔
に

準
を
合
わ
せ
よ
う
と

み
た

 
だ
が

シ
ズ
カ
は
再
び
舞
い
を
舞
う
よ
う
に
く
る
り
と
回
転
し

 
ゼ
ク
シ

ド
の
真
横
に
つ
く
と

そ
の
こ
め
か
み
に

銃

を
突
き
つ
け
た

こ
れ
で
あ
な
た
は

二
度
死
ん
だ

て

て
め
え

い
つ
の
間
に
銃
を

く

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

シ
ズ
カ
か
ら
少
し
で
も
離
れ
よ
う
と

前
を
向
い
た
ま
ま
後
方
に

ジ

ン
プ
し
た

 
シ
ズ
カ
は
ゼ
ク
シ

ド
を
追
う
よ
う
に
ト

ン
と

ぶ
と

優

な
仕

で
そ
の

を
掴
み

 
そ
れ
を

み
台
に
し
て

返
り
す
る
と

ゼ
ク
シ

ド
の
後
方
に
ヒ
ラ
リ
と
舞
い
降
り

 
後
方
か
ら
ゼ
ク
シ

ド
の

元
に

剣
を
当
て
た

こ
れ
で
あ
な
た
は

三
度
死
ん
だ

 
今
度
こ
そ
ゼ
ク
シ

ド
は

ど
う
す
る
事
も
出
来
ず

そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し
た
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や
が
て

張
に

え
ら
れ
な
く
な

た
の
か
ゼ
ク
シ

ド
は
へ
な
へ
な
と
そ
の
場
に
崩
れ
落

ち 

が
抜
け
た
の
か

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

 
そ
れ
を
確
認
し
た
シ
ズ
カ
は

再
び
舞
う
よ
う
な
仕

で
手
を

り

剣
を
消
し
た

 
そ
の
隣
に
は

い
つ
の
間
に
か
シ

ナ
が
立

て
お
り

 

り
か
ら
は
ま
る
で

シ
ズ
カ
が
魔
法
で
シ

ナ
を
呼
び
寄
せ
た
よ
う
に
見
え
た

 
そ
の
幻
想
的
な
風
景
の
中

シ

ナ
は
ゼ
ク
シ

ド
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
言

た

次
会

た
時
は
容

し
な
い
ぞ
ゼ
ク
シ

ド

俺
は
お
前
を
見
つ
け
る
度
に
お
前
の

を

撃
ち
ぬ
く

 
俺
が
い
な
い
時
は

俺
の
仲
間
達
が
必
ず
お
前
を
叩
き
潰
す

 
そ
れ
が
俺
の
仲
間
を

辱
し
た
お
前
の
罪
に
対
す
る
俺
か
ら
の
罰
だ

覚
悟
し
て
お
く
ん
だ

な
今
あ
な
た
は

一

で
三
度
死
ん
だ

も

と
も
今
の
は
か
り
そ
め
の
死
だ

た
け
ど

 
四
度
目
は

今
度
こ
そ
覚
悟
を
し
て
お
き
な
さ
い

 
そ
う
言
う
と
二
人
は

を
返
し

そ
の
場
か
ら

々
と
去

て
い

た
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残
り
の
四
人
も

二
人
に
話
し

け
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
そ
の
場
を
去

て
い

た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
の
静

の
後

そ
の
場
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
た

う
お
お
お
お

何
だ
今
の

今
ま
で
の
人
生
で

一
番
す
ご
い
も
ん
を
見
た
わ

お
い

録
画
し
て
た
奴
ら

必
ず
ア

プ
し
ろ
よ

て
い
う
か
ア

プ
し
て
下
さ
い
お
願

い
し
ま
す

さ
す
が
は
俺
達
の
シ

ナ
だ

そ
こ
に

れ
る
憧
れ
る

シ
ズ
カ
姫

最
高

い
や

本
当
に
今
日
は

偶
然
こ
こ
に
来
て
良
か

た
わ

 
そ
し
て
徐
々
に

集
も
い
な
く
な
り
そ
こ
に
は
ゼ
ク
シ

ド
と
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
残
さ
れ

た
あ
の

え

と

ど

ど
ん
ま
い
で
す
よ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

 
二
人
は
ゼ
ク
シ

ド
に
そ
う
声
を

け
た

あ
ん
な
事
が
あ

た
後
な
の
に

 
ゼ
ク
シ

ド
の
事
を
気
遣
う
二
人
は

本
当
は
心
の
優
し
い
人
間
な
の
か
も
し
れ
な
い
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だ
が
実

は

そ
の
前
に
二
人
は
目
配
せ
を
交
わ
し
て
お
り

 
自
分
達
が
利

を
得
る
前
に

潰
れ
ら
れ
た
ら
困
る
と
い
う

た
だ
そ
の
一
点
で

 
二
人
は
ゼ
ク
シ

ド
に
声
を

け
た
だ
け
だ

た

だ
が
本
当
に
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か

 
そ
の
真
実
は

今
後
の
二
人
の
行
動
で

さ
れ
て
い
く
事
に
な
る
の
だ
ろ
う

ふ

ふ
ふ

ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

は
は

は
は
は
は
は
は
は

 
い
き
な
り
ゼ
ク
シ

ド
が
笑
い
出
し

二
人
は
つ
い
に
お
か
し
く
な

た
の
か
と

 

て
て
ゼ
ク
シ

ド
に
駆
け
寄

た

ゼ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

落
ち
着
い
て

大
丈
夫

大
丈
夫
で
す
か
ら

 
さ
す
が
の
二
人
も
こ
こ
は
真
剣
に
心
配
に
な
り

そ
う
声
を

け
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
二
人
に

ゼ
ク
シ

ド
は
笑
顔
を
見
せ
た

驚
か
せ
て
悪
い
な

俺
は
大
丈
夫
だ

今
が
ど
ん

だ
か
ら

 
後
は
こ
こ
か
ら
這
い
上
が
れ
ば
い
い
だ
け
だ

て
思

た
ら

急
に
笑
い
た
く
な

て
な

そ
う
で
す
よ
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

頑
張
り
ま
し

う
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お
う

俺
達
だ

て

そ
う
簡

に
あ
い
つ
ら
に
や
ら
れ
た
り
は
し
な
い

目
に
も
の
見
せ
て
や
り
ま
し

う

そ
う
だ
そ
う
だ

 
そ
の
三
人
の
言
葉
は

誰
も
い
な
い
通
り
に

き

た

 
ど
う
や
ら
こ
の
三
人
の
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
だ
け
は
本
物
の
よ
う
で
あ
る

 
シ

ナ
と
敵
対
し
続
け
る
事
で
ゼ
ク
シ

ド
は
結
果
的
に
シ

ナ
に
鍛
え
ら
れ
る
事
に
な
り

 
今
後
ど
ん
ど
ん
実
力
を

し
て
い
く
事
に
な
る

結
局
シ

ナ
に
は
一
度
も
勝
て
な
か

た

が 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
不
屈
の

性
は
シ

ナ
が
不
在
の
中
で
開

さ
れ
た
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に

お
い
て

 
あ
く
ま
で
結
果
的
に
だ
が

ゼ
ク
シ

ド
の
優
勝
と
い
う

で
報
わ
れ
る
事
に
な
る

 
だ
が
そ
れ
は
同
時
に

劇
の
始
ま
り
で
も
あ

た

 
一
応
書
い
て
お
く
と
ゆ

こ
と
遥
を
い
い
人
に
す
る
つ
も
り
は
別
に
あ
り
ま
せ
ん
し
仲
間



 第２３５話 シズカ、舞う

に
も
な
り
ま
せ
ん

 
ま
あ

身
大
の
人
間
ら
し
さ
が
書
け
た
ら
い
い
と
思

て
い
ま
す

 
そ
し
て
再
び
の
告
知
で
す

明
日
も
か
な
り
力
を
入
れ
て
書
い
た
エ
ピ
ソ

ド
に
な
り
ま
す

 
こ
の
ま
ま
ケ

キ
食
べ
放
題
に
突
入

い
え

そ
ん
な
事
は
当
然
あ
り
ま
せ
ん

 
タ
イ
ト
ル
は

そ
の
日
の
放
課
後

詩
乃
は

お
楽
し
み
に



 第四章 ＧＧＯ編

 
第
２
３
６
話
 
そ
の
日
の
放
課
後

詩
乃
は

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
シ
ノ
ン
こ
と
朝
田
詩
乃
は

い

の
事
件
の
影

で

 
中
学
を
卒
業
し
た
後
は

⺟
に
引
き
取
ら
れ
る
よ
う
な

に
な

て
い
た

 
詩
乃
は
中
学
を
卒
業
後

職
す
る
事
を
希
望
し
た
の
だ
が

⺟
の
強
い
願
い
に
よ
り

 
過
去
の
影

が
少
な
い
東
京
で
進
学
す
る
事
と
な
り
高
校
で
は
一
人

ら
し
を
し
て
い
た
の

だ
が

 
引

越
し
て
き
た
当
初
は
当
然
友
達
も
い
な
く

学
校
に
も
な
じ
め
な
か

た

 
そ
ん
な
詩
乃
に
声
を

け
た
女
子
の
三
人
グ
ル

プ
が
あ

た

リ

ダ

の
名
前
は
遠

と

い
う

 
詩
乃
は
そ
の
グ
ル

プ
に
入
り
し
ば
ら
く
は
普
通
の
女
子
高
生
ら
し
い
生
活
を
送

て
い
た

の
だ
が



 第２３６話 その日の放課後、詩乃は

 
あ
る
時
そ
の

況
は
一
変
し
た

遠

達
は

詩
乃
が
一
人

ら
し
だ
と
知
り

 
詩
乃
の
家
を
た
ま
り
場
と
し
て
利
用
す
る

に
近
付
い
た
だ
け
だ

た

 
そ
し
て
あ
る
日
自
分
の
家
の
中
か
ら
遠

達
以
外
に
知
ら
な
い
男
の
声
が

こ
え
た

間

 
詩
乃
は
自
分
の
家
に
知
ら
な
い
男
が
い
る
光
景
を
想
像
し
そ
の
事
で

え
難
い
気
持
ち
悪
さ

を
覚
え
た

 
そ
し
て
詩
乃
は

直
後
に
遠

達
と
手
を
切

た
の
だ
が

 
そ
れ
以
来
詩
乃
は

よ
く
遠

達
に
金
銭
を
せ
び
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
ど
う
や

て
調
べ
た
の
か
詩
乃
が

い

に
人
を
撃
ち
殺
し
た
事
が
あ
る
と
知

た
遠

は

 
詩
乃
の
ト
ラ
ウ
マ
の
元
と
な

て
い
る
銃
の
モ
デ
ル
ガ
ン
を
入
手
し

 
そ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
詩
乃
は

世
界

の

業
中
に
教
室
で

く
事
に
な

た

 
す
ぐ
に
そ
の
元
と
な
る
出
来
事
も
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に
伝
わ
り
詩
乃
は
教
室
で
完
全
に

立

し
た

 
そ
の
事
が
あ

て
か
ら

そ
の
モ
デ
ル
ガ
ン
が
詩
乃
の

点
に
な
る
と
確
信
し
た
遠

達
は

 
事
あ
る
ご
と
に
詩
乃
に
金
銭
を
せ
び
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
だ
が
詩
乃
は

ま
だ
一
度
も
遠

達
に
金
銭
を

す
よ
う
な
事
は
し
て
い
な
か

た
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こ
ん
な
奴
ら
に
は
絶
対
に
負
け
な
い

そ
し
て
お

ち

ん
お

ち

ん
の

に
も

 
絶
対
に
こ
の
学
校
を
や
め
た
り
は
し
な
い

 
詩
乃
は
そ
う
考
え

⻭
を
食
い
し
ば

て
学
校
に
通
い
続
け
た

 
そ
ん
な
詩
乃
は

そ
の
日
の

業
中

ず

と
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た

あ
あ

も
う
す
ぐ
放
課
後
だ
わ

ど
う
し
よ
う

 
シ

ナ
は
学
校
に
は
黒
い
ス
ポ

ツ
カ

で
迎
え
に
来
る

て
言

て
た
け
ど

 
そ
ん
な
所
を
見
ら
れ
た
ら

ま
た
あ
い
つ
ら
が
何
を
言

て
く
る
か

 
今
か
ら
待
ち
合
わ
せ
場
所
を
変
え
て
も
ら
う

で
も
連

手

が
無
い

 
あ
あ
も
う

何
で
私

こ
の
学
校
の
名
前
を
口
に
し
ち

た
ん
だ
ろ

 
前
日
の
別
れ

シ

ナ
は
シ
ノ
ン
に
こ
う
言

た

そ
う
だ
シ
ノ
ン

明
日
な
ん
だ
け
ど
な

明
日
は
お
前
の
学
校
ま
で

 
俺
が
一
人
で
黒
い
ス
ポ

ツ
カ

で
迎
え
に
行
く
か
ら
お
前
の
学
校
の
名
前
を
教
え
て
く
れ

な
い
か

 
先
ほ
ど
ま
で
の
熱
狂
の
せ
い
で
少
し

か
れ
て
い
た
詩
乃
は
そ
の
問
い
に
あ

さ
り
と
答

え
た



 第２３６話 その日の放課後、詩乃は

 
詩
乃
は
学
校
名
を
口
に
し
た
後
あ

と
思
い

て
て
自
分
の
口
を
塞
い
だ
が
後
の
祭
り

だ

た

 
シ

ナ
は
ニ
ヤ
リ
と
す
る
と
詩
乃
の
学
校
名
を
口
に
し
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た 
そ
し
て

業
終
了
の
チ

イ
ム
が
鳴
り

詩
乃
は
ガ
チ
ガ
チ
に

張
し
な
が
ら
教
室
を
出
た

 
昇
降
口
で
靴
を

き

え
た
詩
乃
は
重
い
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
そ
の
ま
ま
校
門
へ
と
向

か

た

 
校
門
前
に
は
多
く
の
生
徒
達
が
い
た
が
そ
の
一

に

に
女
子
生
徒
の
多
い
場
所
が
あ

た 
詩
乃
が
何
だ
ろ
う
と
思

て
近
付
く
と

そ
の
中
心
に
は
一
台
の
黒
い
ス
ポ

ツ
カ

が
止

ま

て
お
り

 
そ
こ
に
も
た
れ
か
か

た
一
人
の
男
性
に
ど
う
や
ら
女
子
生
徒
達
が

が

て
い
る
よ
う
で

あ

た
あ
れ

て
ガ
ル
ウ

ン
グ

て
言
う
ん
だ

け

す
ご
い
な

あ
の

い
く
ら
す
る
ん

だ
ろ
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ま
さ
か
あ
れ
が
シ

ナ

い
や
い
や

い
く
ら
シ

ナ
で
も
あ
そ
こ
ま
で
格
好
い
い

が
無

い
わ
よ
ね

 
詩
乃
が
そ
う
評
す
る
通
り
そ
の

年
は

い
か
に
も
高
そ
う
で

 
そ
れ
で
い
て
セ
ン
ス
の
い
い
小
奇
麗
な
ジ

ケ

ト
を
着
て

 
困

た
よ
う
な
顔
で
女
子
生
徒
達
の
相
手
を
し
て
い
た

 
ま
だ
大
人
に
な
り
き
れ
て
い
な
い
そ
の
風
貌
は

詩
乃
の
好
み
に
と
て
も
合

て
い
た

あ
れ
が
シ

ナ
だ

た
ら
な

い
や
い
や

そ
ん
な

な
い
じ

な
い

 
ど
う
見
て
も
あ
れ
は

す
ご
く
大
き
な
会
社
の
御
曹

と
か

そ
う
い

た
感
じ
の
人
よ
ね

 
私
が
想
像
す
る
シ

ナ
の
イ
メ

ジ
と
は

似
て
も
似
つ
か
な
い

の
か
な

 
私
が
想
像
し
て
た
シ

ナ
の
理
想
の

て

あ
あ
い
う
人
じ

な
か

た
か
な

 
い
や
い
や

う
ん

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い

 
さ
て

遠

達
に
気
付
か
れ
な
い
う
ち
に
さ

さ
と
シ

ナ
を
探
そ

と

 
そ
う
考
え
な
が
ら

そ
の

の
横
を

て
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
詩
乃
に

 
声
を

け
て
く
る
者
が
い
た

そ
れ
は
何
と

女
子
生
徒
達
に
囲
ま
れ
て
い
た
あ
の

年
で

あ

た



 第２３６話 その日の放課後、詩乃は

お
い
朝
田

ど
こ
に
行
く
ん
だ
よ

こ

ち
だ
こ

ち

え

 
詩
乃
が

て
て

り
向
く
と
そ
こ
に
は
女
子
生
徒
達
が
横
に
よ
け
た
せ
い
か
道
が
出
来
て

お
り

 
そ
の
中
心
に
い
る
あ
の

年
が

こ
ち
ら
に
向
か

て
手
を

て
い
る
の
が
見
え
た

 
詩
乃
は
少
し
そ
ち
ら
に
近
付
く
と

お
ず
お
ず
と
そ
の

年
に
言

た

あ

あ
の

人
違
い

じ

ん

別
に
違
わ
な
い
だ
ろ

俺
が
待

て
た
の
は

確
か
に
お
前

朝
田
詩
乃
だ

そ

そ
の

り
方

ま
さ
か

 
そ
の

年
の

り
方
は
詩
乃
に
と

て

と
て
も

み
の
あ
る

り
方
だ

た

 
詩
乃
は

シ

ナ

と
言
い

け
て

て
て
そ
れ
を
止
め
た

 
他
人
を
ハ
ン
ド
ル
ネ

ム
で
呼
ぶ
事
が

わ
れ
た
か
ら
だ

 
詩
乃
は
驚
き
の
あ
ま
り

を
抜
か
し
た
よ
う
に
そ
の
場
に

た

 
そ
の

年
は
そ
ん
な
詩
乃
に
近
付
く
と

詩
乃
の

元
で

を
疑
う
よ
う
な
事
を
言

た

お
い
朝
田

お
前
の
心
配
事
を
一
つ

ら
し
て
や
る

遠

て
の
は
ど
い
つ
だ
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詩
乃
は
そ
の
言
葉
に

が
真

白
に
な

た

そ
し
て
無
意
識
に
遠

の
事
を
指
差
し
て
い

た
分
か

た

す
ぐ

こ
し
て
や
る
か
ら

ち

と
そ
こ
で
待

て
て
く
れ
な

 
そ
う
言
う
と
そ
の

年
は
遠

に
話
し

け

そ
の

元
で
何
事
か
を

い
た

 
そ
れ
に
対
す
る
遠

の
反
応
は
激

だ

た

遠

は
最
初
は
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た
の
だ

が 
そ
の

年
に
何
か
を

か
れ
る
と

恐
怖
の
こ
も

た

線
で
詩
乃
を
一

し

 
そ
の
ま
ま
取
り

き
達
と
一

に
ど
こ
か
へ
と
走
り
去

て
い

た

 
そ
れ
を
見
た
そ
の

年
は
満
足
そ
う
に

く
と

再
び
詩
乃
の
下
へ
と
歩
み
寄
り

 
ま
だ
立
つ
事
が
出
来
な
い
詩
乃
を

お
姫
様

こ
の

で

き
上
げ
た

あ

あ
の

 
困
惑
し
つ
つ
も
恥
ず
か
し
く
な

た
詩
乃
は

そ
の

年
に
声
を

け
よ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
の

年
は

そ
れ
を

る
と

と
て
も
優
し
い
口
調
で
詩
乃
に

い
た

ま
だ
立
て
そ
う
に
な
い
だ
ろ

い
い
か
ら
俺
が

ま
で
運
ん
で
や
る
よ

朝
田

わ
あ
あ

い
い
な
あ



 第２３６話 その日の放課後、詩乃は

朝
田
さ
ん

ま
し
い

き

あ
あ
あ
あ

 

囲
か
ら
女
子
生
徒
達
の

色
い
声
が
上
が

た
が
そ
の

年
は
特
に
気
に
し
た
様
子
も
無

く 
詩
乃
を

き
上
げ
た
ま
ま
助
手

側
に
回
り
込
み

突
に

に
向
か

て
話
し

け
た

キ

ト

助
手

の
ド
ア
を
開
け
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

八
幡

八
幡

て
の
が

も
し
か
し
て
シ

ナ
の
名
前
な
の
か
な

て

あ
れ

今
誰
が
返
事

を
し
た
の

 
詩
乃
は
そ
う
考
え

の
中
を
見
た
の
だ
が

そ
こ
に
は
誰
も
い
な
い

 
そ
し
て

年
は
再
び

へ
と
話
し

け
た

キ

ト

少
し
乗
せ
に
く
い
な

助
手

を
も
う
少
し
倒
し
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

こ
の
く
ら
い
で
い
い
で
す
か

八
幡

ん

も
う
少
し
倒
し
て
く
れ

は
い

そ
れ
で
は
こ
の
く
ら
い
で
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そ
れ
で
い
い

 
そ
し
て
そ
の

年
八
幡
は
詩
乃
の
体
を
気
遣
う
よ
う
に
そ

と
詩
乃
を
助
手

に
下
ろ

し
た

 
そ
れ
と
同
時
に

囲
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が

た

い

今

が

て
な
か

た

す

す
げ
え

こ
れ

い
く
ら
す
る
ん
だ
ろ

俺
も
い
つ
か

こ
ん
な

が
欲
し
い

 
そ
し
て
困
惑
す
る
詩
乃
の
隣
に
座

た
八
幡
は

ド
ア
を

め

再
び

に
話
し

け
た

キ

ト

り
の
生
徒
達
に

危
な
い
か
ら
下
が
る
よ
う
に
言

て
く
れ

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
通
り

キ

ト
は
生
徒
達
に
注
意
を
し

 
生
徒
達
が
下
が

た
の
を
確
認
し
た
八
幡
は

を
ス
タ

ト
さ
せ
ど
こ
か
へ
向
か

て
走
り

出
し
た

驚
か
せ
ち
ま

て
す
ま
な
い
な

朝
田

俺
は
シ

ナ
こ
と
比
企
谷
八
幡
だ

宜
し
く
な

あ

う
ん

私
は
朝
田
詩
乃

で
す

初
め
ま
し
て

て
違
う

あ
あ
も
う

何
が
な

ん
だ
か



 第２３６話 その日の放課後、詩乃は

は
は

き
た
い
事
が

山
あ
る
ん
だ
ろ

全
部
ち

ん
と
答
え
て
や
る
よ

朝
田

私
の
事
は
詩
乃
で
い
い

で
す
よ

も
う
全
部
バ
レ
て
る
み
た
い
で
す
し
ね

 
そ
れ
じ

あ

番
に

き
ま
す
ね

ま
ず

ど
こ
で
私
の
顔
と
名
前
を
知

た
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
詩
乃
で

え

と
詩
乃

そ
れ
に
関
し
て
は
謝
ら
な
い
と
い
け
な
い
よ
な

 
勝
手
に
詩
乃
の
事
を
調
べ
た
り
し
て

本
当
に
す
ま
な
か

た

 
八
幡
は
詩
乃
に
そ
う
謝

た
後

今
回
の

に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た

お
前
も
知

て
の
通
り

俺
に
は
色
々
と
し
が
ら
み
が
多
い
ん
だ
よ

 
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
だ
が

俺
の
影

力
は
か
な
り
大
き
い

 

体
的
に
は
ま
あ

六
千
人
プ
ラ
ス

そ
の
家
族
の
分
だ
な

確
か
に
そ
れ
は
分
か
る

り
ま
す

 
詩
乃
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を
正
確
に
理
解
し
た

 
確
か
に
八
幡
が
何
か
発
言
し
た
ら
彼
に
助
け
ら
れ
た
六
千
人
の
プ
レ
イ
ヤ

と
そ
の
家
族
は

 
無

件
に
彼
の
言
う
事
に

成
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う

で
な

今
回
知
り
合

た
エ
ル

あ

と

ピ
ト
フ

イ
と
詩
乃
の

囲
に

 
変
な
勢
力
が
い
な
い
か
ど
う
か

一
応
調
べ
た
ん
だ
よ

詩
乃
の
顔
と
名
前
は
そ
の
過

で
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知

た

 

体
的
に
は

き
た
く
も
無
い
だ
ろ
う
が
過
去
に
詩
乃
が
遭
遇
し
た

て
い
う
事
件
か
ら
調

べ
た別

に
い
い

で
す
よ

そ

か

そ
う
い
う
事
ね

で
な

一
応
と
思

て

学
校
で
の
詩
乃
の
事
も
調
べ
さ
せ
た
ん
だ
が

 
そ
れ
で
詩
乃
に

わ
り
つ
く

ど
も
の
存
在
を
知

て
な

そ
れ

て

遠

達
の
事

で
す
か

そ
う
だ

そ
れ
で
な

お

介
か
な
と
も
思

た
が

 
大
切
な
仲
間
が
つ
ら
い
目
に
あ

て
る
の
を
見
て
見
ぬ
フ
リ
は
俺
に
は
出
来
な
か

た
ん
で

な 
あ
の
遠

て
奴
を

潰
す
事
に
し
た

 
詩
乃
は
そ
の
言
葉
を

き

た
よ
う
に
い
つ
も
の
ゲ

ム
内
で
の
口
調
で
八
幡
に
言

た
ち

ち

と

そ
れ

て
犯
罪
じ

な
い
で
し

う
ね

さ
あ

ど
う
か
な



 第２３６話 その日の放課後、詩乃は

そ
う
よ

そ
れ
よ

ね
え
あ
ん
た

遠

に
何
を
言

た
の

ん

そ
う
だ
な

俺
は

あ
の
遠

て
奴
に
こ
う
言

た
ん
だ

お
い
遠

お
前
最
近

俺
の
大
切
な
恋
人
の
詩
乃
に
ち

か
い
を
出
し
て
る
ら
し
い
な

 
と
こ
ろ
で
話
は
変
わ
る
が

お
前
の

親
の
勤
め
て
る
会
社
は

 
俺
が
社
⻑
に

任
す
る
予
定
の
会
社
と
関
係
が
あ

て
な

 
お
前

家
に
帰

た
ら

解

さ
れ
そ
う
に
な

て

る

親
に
思
い
切
り

ら
れ
る
か
ら

 
今
日
は
覚
悟
し
て

親
の
帰
り
を
待
て
よ

て
な

た

大
切
な
恋
人

 
八
幡
は
驚
く
詩
乃
に
素
直
に
謝

た

そ
れ
に
関
し
て
は
勘

し
て
く
れ
よ
今
回
は
話
に
信

性
を
持
た
せ
る

に
仕
方
な
く
だ

な
恋
人

恋
人
ね

ふ
ふ

そ
れ
は
ま
あ
勘

し
て
あ
げ
る
わ

と
こ
ろ
で
詩
乃

お
前
さ

き
か
ら

い
つ
も
の
口
調
に

て
き
た
み
た
い
だ
な

 
詩
乃
に
釣
ら
れ
て
八
幡
も
い
つ
し
か
詩
乃
の
事
を
普
通
に
お
前
呼
ば
わ
り
し
て
い
た
の
だ
が

 
詩
乃
は
そ
の
事
は
ま

た
く
気
に
な
ら
な
か

た
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そ
り

こ
れ
だ
け
と
ん
で
も
な
い
事
が
続
け
ば
ね

多
少
は

性
も
出
来
る
わ
よ

そ
う
か

ま
あ
お
前
の

象
は

ゲ

ム
の
中
よ
り
も
お

や
か
に
見
え
る
し

 
普

は
そ
う
い
う

り
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

 
本
当
の
お
前
は
い
つ
も
み
た
い
に

け
た
話
し
方
を
す
る
ん
じ

な
い
の
か

 
も
し
そ
う
な
ら

そ

ち
の
方
が
断
然
い
い
と
思
う
ぞ

何
よ
り
親
し
み
や
す
い
の
が
い
い

そ

そ
う

あ
あ

そ
う
だ

 
詩
乃
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
素
直
に
嬉
し
さ
を
感
じ
て
い
た

 
そ
し
て

め
て
八
幡
の
整

た
顔
を
見
た
詩
乃
は
先
ほ
ど
自
分
が
考
え
て
い
た
事
を
思
い
出

し
た私

が
想
像
し
て
た
シ

ナ
の
理
想
の

て

あ
あ
い
う
人
じ

な
か

た
か
な

 
そ
れ
を
思
い
出
し
た
詩
乃
は

が
熱
く
な
る
の
を
自
覚
し
た
が

 
そ
れ
を
誤
魔
化
す

に

詩
乃
は
次
の
質
問
を
し
た

え

と

さ

き
言

て
た
社
⻑

々

て

ギ

グ
か
何
か

あ

そ
れ
な

お
前

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン

て
会
社

知

て
る
か



 第２３６話 その日の放課後、詩乃は

あ
あ

え

と

ア
ル
ヴ
な
ん
と
か

て
ゲ

ム
を
運

し
て
る
会
社
よ
ね

そ
れ
だ

ま
あ

他
に
も
色
々
手
を
出
し
て
る
み
た
い
だ
け
ど
な

そ
う
ね

急
成
⻑
し
て
る
会
社
だ

て

い
て
る
わ

ま
あ
そ
こ
な
ん
だ
が

俺
は
そ
こ
の
次
期
社
⻑
に

ど
う
や
ら
内
定
し
て
る
ら
し
い

は
 
詩
乃
は
思
わ
ず

そ
の
八
幡
の
言
葉
に

思
い

き
り
疑
い
の

た
口
調
で
そ
う
言

た

 
し
か
し
八
幡
が
何
も
言
わ
な
い

詩
乃
は
ま
さ
か
と
思
い

恐
る
恐
る
八
幡
に

ね
た

え

と

本
当
に

お
前
に

を
言

て
ど
う
す
る
よ

全
部
本
当
の
話
だ

あ

そ
う
い
え
ば

日
ピ
ト
が

ゆ

こ
と
遥

て
人
の
話
を
し
た
時

 
そ
ん
な
事
を
言

て
た
気
が
す
る

そ
う

あ
れ
は
こ
の
事
だ

全
部
事
実
だ
な

そ

そ
う
な
ん
だ

じ

あ
遠

の

親
に
圧
力
を

け
た

て
い
う
の
も

あ
あ

全
部
本
当
の
事
だ
ぞ

実

に
俺
が
圧
力
を

け
た

う
わ
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詩
乃
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

き

た
だ
た
だ

れ
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
し
か
し
同
時
に
お
か
し
さ
も
こ
み
上
げ
て
き
た

ふ
ふ

ふ
ふ
ふ
ふ

あ
ん
た
や

ぱ

が
お
か
し
い
わ

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

少
し
嬉
し
そ
う
に
言

た

そ
う
か
俺
は
正
直
言
う
と
な
自
分
が
他
人
か
ら
褒
め
ら
れ
る
事
に
ま

た
く
慣
れ
て
な
い

ん
だ
が

 
最
近
は
皆
が
俺
を
褒
め
て
ば
か
り
だ

た
か
ら

内
心
で
は
か
な
り
参

て
た
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
そ
う
言

て
も
ら
え
る
と

何
か
安
心
す
る
わ

何
よ
そ
れ

や

ぱ
り
あ
ん
た
変

そ
ん
な
に
褒
め
る
な
よ

慣
れ
て
な
い

て
言

て
る
だ
ろ

あ
は

あ
は
は
は
は

ま

た
く
褒
め
て
な
い

て

 
詩
乃
は
久
し
ぶ
り
に

心
の

か
ら
笑

た

 
八
幡
達
と
出
会

て
か
ら

ゲ

ム
の
中
で
笑
う
事
は

え
た
が

 
リ
ア
ル
で
笑
う
の
は

詩
乃
に
と

て
は
本
当
に
久
し
ぶ
り
の
事
だ

た
の
だ

そ
れ
じ

あ
次
の
質
問
ね
さ

き
こ
の

に
話
し

け
て

が
そ
れ
に
答
え
て
た
気
が
し



 第２３６話 その日の放課後、詩乃は

た
け
ど

今
私
を
呼
び
ま
し
た
か

私
の
名
前
は
キ

ト
と
言
い
ま
す

初
め
ま
し
て

詩
乃

う
わ

び

く
り
し
た

す
み
ま
せ
ん

驚
か
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね

 
そ
の
キ

ト
の
言
葉
を

い
た
詩
乃
は

そ
の
人
間

さ
に

た
だ
ひ
た
す
ら
感

し
た

 
今
日
八
幡
に
会

て
か
ら
の
詩
乃
は
と
に
か
く
驚
い
た
り
感

し
た
り
と
と
て
も
忙
し
か

た
す
ご
い

本
当
に

が

る
ん
だ

ま
あ

キ

ト
は
特
別
製
だ
か
ら
な

お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す

す
ご
く
人
間

い
よ
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

詩
乃

と
こ
ろ
で
そ
ろ
そ
ろ
詩
乃
の
家
に
到
着
し
ま
す

え

う
ち
に

 

て
て
詩
乃
が

り
を
見
回
す
と

そ
こ
は
確
か
に
自
分
の
ア
パ

ト
の
す
ぐ
近
く
だ

た

私
服
に
着

え
た
い
だ
ろ
う
と
思

て
な

こ
こ
に
向
か

て
た
ん
だ
よ



 第四章 ＧＧＯ編

 
俺
は
こ
こ
で
い
く
ら
で
も
待

て
る
か
ら

気
に
し
な
い
で
ゆ

く
り
行

て
来
い
よ

 
女
性
が

度
に
時
間
が
か
か
る
の
は

当
然
の
事
な
ん
だ
か
ら
な

あ
ん
た

私
の
家
も
調
べ
て
た
ん
だ
ね

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
に

八
幡
は

て
た

す

す
ま
ん

そ
う
い
え
ば
何
も
考
え
ず
に
こ
こ
に
向
か

て
た
わ

 
そ
う
だ
よ
な
家
ま
で
知
ら
れ
て
る
と
か
さ
す
が
に
気
持
ち
悪
い
よ
な
本
当
に
す
ま
な
か

た
え

別
に
そ
ん
な
事

ま

た
く
思

て
な
い
わ
よ

 
せ

か
く
だ
か
ら

上
が

て
お
茶
で
も
飲
ん
で
い
き
な
さ
い
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
詩
乃
は

自
分
の
変
化
に
驚
い
て
い
た

あ
れ

私
は
確
か

知
ら
な
い
男
が
自
分
の
部
屋
に
い
る
の
が
気
持
ち
悪
く
て

 
遠

達
と
手
を
切

た
ん
じ

ま

い
い
か

 
八
幡
が
家
に
い
て
も

全
然
気
持
ち
悪
い
と
か
思
わ
な
い
し

 
詩
乃
は
そ
う
考
え
て
い
た
の
だ
が

八
幡
は

さ
す
が
に
ま
ず
い
と
そ
れ
を

し
た

い
や
そ
れ
は
あ
れ
だ
男
が
一
人

ら
し
の
女
の
子
の
家
に
上
が
り
込
む

て
の
は
な



 第２３６話 その日の放課後、詩乃は

い
い
か
ら
さ

さ
と
来
な
さ
い
よ

も
し
来
な
い
ん
だ

た
ら
今
す
ぐ

鳴
を
上
げ
る
わ
よ

マ
ジ
か
よ

は

そ
れ
じ

あ
上
が
ら
せ
て
も
ら
う
わ

う
ん

分
か
れ
ば
よ
ろ
し
い

 
そ
う
言

て
詩
乃
は

嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ
の
だ

た

  

足
で
は
あ
る
が

部
屋
の
中
で

こ

た
お
約
束
を
最
後
に
記
し
て
お
く

 
前
の
日
に
洗

物
を
し
ま
う
の
を
忘
れ
て
い
た
詩
乃
は

 
部
屋
に
八
幡
を
入
れ
た

間

八
幡
が

り
つ
く
の
を
目
に
し

 
何
か
あ

た
か
な
と
思
い

八
幡
の

線
の
先
を
目
で
追

た

 
そ
し
て
そ
こ
に
自
分
の
下
着
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
詩
乃
は

 
思
わ
ず

鳴
を
上
げ
そ
う
に
な

た
の
だ
が

神
反
応
を

し
た
八
幡
に
口
を

え
ら
れ

 

う
じ
て
八
幡
が

囲
の

人
に
通
報
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
と
い
う
事
案
が
発
生
し
た

 
こ
の
事
を

二
人
は
さ
す
が
に
明
日
奈
の
前
で

る
事
は
出
来
ず

 
こ
こ
に
二
人
の
共
犯
関
係
が
成
立
し
た
の
で
あ

た

 
こ
う
し
て
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ

た
も
の
の

無
事
に
着

え
終
わ

た
詩
乃
は
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じ
ろ

と
八
幡
を

み
な
が
ら
言

た

と
こ
ろ
で
八
幡

あ
ん
た
絶
対
に
見
た
わ
よ
ね

見
た
ん
で
し

あ

え

と

ゲ

ム
の
中
の
お
前
の

の
色
と
一

な
の
な

ち

あ
ん
た

殴
る
わ
よ

ち

ん
と

任
取
り
な
さ
い
よ
ね

て

て

よ

殴
る
わ
よ

て
そ
の
ま
ん
ま
の
意
味
か
よ

普
通
待
つ
だ
ろ

あ
ん
た
が
余
計
な
事
を
言
う
か
ら
よ

 
そ
ん
な
お
約
束
を

て

詩
乃
は
八
幡
と
共
に
予
約
し
て
い
た
店
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

 
そ
し
て
店
に
着
い
た
詩
乃
は

再
び
驚
愕
す
る
事
と
な
る



 第２３７話 私達、⻑い付き合いになりそうね

 
第
２
３
７
話
 
私
達

⻑
い
付
き
合
い
に
な
り
そ
う
ね

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

え

本
当
に
こ
こ

な
の

あ
あ

こ
こ
だ
ぞ

そ

そ
う

 
詩
乃
が
八
幡
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
の
は

都
内

所
の
一
流
ホ
テ
ル
だ

た

 
詩
乃
は
困
惑
し
本
当
に
こ
こ
で
い
い
の
か
八
幡
に

ね
た
の
だ
が
ど
う
や
ら
間
違
い
な
い

よ
う
だ

 
詩
乃
は
そ
の
格
調
の
高
さ
に

自
分
だ
け
が
場
違
い
な
気
が
し
て

ぼ
そ

と

い
た

私
な
ん
か
が
こ
ん
な
店
に
来
る
事
に
な
る
な
ん
て

し
か
も
こ
ん
な
格
好
で

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か

八
幡
は
少
し

た
声
で
言

た

あ

お
前

何
を
言

て
る
ん
だ
よ

お
前
が
入
れ
な
か

た
ら
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世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
入
れ
な
い

て
事
に
な
る
だ
ろ

お
前
は
十
分
か
わ
い
い
し

 
服
装
だ

て
ち

ん
と
し
て
る

私
な
ん
か
と
か
言
う
の
は

そ
ろ
そ
ろ
卒
業
し
よ
う

ご

ご
め
ん
な
さ
い

つ
い

ま
あ

つ
い
さ

き
ま
で

き
つ
い

で
生
活
し
て
た
ん
だ
ろ
う
か
ら

 
そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
な
い

だ
が
と
り
あ
え
ず
お
前
の
高
校
生
活
に
関
す
る
問
題

は 
俺
が
ハ

キ
リ
と
潰
し
た
は
ず
だ

残
る
は

ま
あ
そ
れ
は

ゆ

く
り
直
し
て
こ
う

 
俺
も
全
力
で
手
伝
う
か
ら

な

 
詩
乃
は

そ
の
八
幡
の
優
し
さ
に

再
び

が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
た

 
そ
し
て
詩
乃
は

そ
の
感
情
を

そ
う
と

わ
ざ
と
お
ど
け
な
が
ら
八
幡
に
言

た

そ

ち
は
あ
ん
た
の
予
言
し
た

そ
の
時
が
来
た
ら
解
決
す
る
ん
じ

な
い

そ
う
だ
な
そ
れ
で
お
前
を
取
り

く
問
題
は
ほ
と
ん
ど
が
解
決
さ
れ
る
事
に
な
る
だ
ろ
う

な
ふ
ふ

そ
う
だ
と
い
い
ん
だ
け
ど

い
い
ん
だ
け
ど
じ

な
い

や
る
ん
だ

詩
乃



 第２３７話 私達、⻑い付き合いになりそうね

あ

う

う
ん

や
る

そ
う
だ
ね

や
る
よ

 
詩
乃
は
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

決
意
を
新
た
に
し

力
強
く
八
幡
に
返
事
を
し
た

そ
う
だ

そ
の
意
気
だ

詩
乃

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

満
足
そ
う
に
詩
乃
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
二
人
は
エ
レ
ベ

タ

を
使
い

目
的
の
店
へ
と
向
か

た

 
店
に
着
く
と
八
幡
は

店
員
に
自
分
の
名
前
を
告
げ
た

す
み
ま
せ
ん

予
約
し
て
い
た
比
企
谷
で
す

は
い

お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
比
企
谷
様

お

ま
で
ご
案
内
し
ま
す
ね

 
そ
し
て
移
動
の
最
中

八
幡
は
詩
乃
に
そ

と

い
た

お
い
詩
乃
着
い
た
ら
多
分
す
ご
く
驚
く
と
思
う
け
ど
絶
対
に
大
き
な
声
は
出
さ
な
い
よ

う
に
な

え

あ
ん
た

ま
だ
何
か

し
て
る
の

別
に

し
て
る

じ

な
い

俺
だ

て
そ
の
時
は
驚
い
た
ん
だ
か
ら
な

そ

そ
う
な
ん
だ

ま
あ
う
ん

分
か

た

覚
悟
す
る

 
そ
し
て

に
着
い
た
詩
乃
は

当
然
の
よ
う
に
大
き
な
声
を
出
し
そ
う
に
な
り
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て
て
自
分
の
口
を

え

何
と
か
声
を
出
さ
な
い
事
に
成
功
し
た

か

神
崎
エ
ル
ザ

や

ほ

シ
ノ
ノ
ン

初
め
ま
し
て

私
が
ピ
ト
フ

イ
だ
よ

え

て

き
り
シ
ズ
あ
た
り
だ
と
思

た
の
に

よ
り
に
よ

て
ピ
ト
な
の

 
う
わ

私

人
生
観
変
わ

ち

い
そ
う

 
そ
ん
な
失

な
事
を
言
う
詩
乃
に
対
し

エ
ル
ザ
は
嬉
し
そ
う
な
顔
で
言

た

人
生
観

そ
ん
な
の
シ

ナ
に
会

た
時
か
ら

と

く
に
感

し
て
変
わ

て
る
ん
じ

な
いあ

そ
れ
は
確
か
に

私
も
も
う

と

く
に
感

し
て
た
み
た
い

お
い
お
前
ら

当
た
り
前
の
よ
う
に
俺
を
ば
い

扱
い
す
る
ん
じ

ね
え

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
詩
乃
は
謝
り
な
が
ら
も

笑
い
を

え
る
の
に
必
死
の
よ
う
だ

た

 
そ
れ
を
見
た
エ
ル
ザ
は
大
声
で
笑
い
始
め
た

あ
は
は
は
は
は

や

ぱ
り
シ

ナ
は
面
白
い
ね

シ
ノ
ノ
ン
も
期
待
通
り
だ
よ

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
大
き
な
声
に
危

を
覚
え
た
の
か

八
幡
は
エ
ル
ザ
に
注
意
し
た
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お
い
ピ
ト

あ
ま
り
大
き
な
声
で
笑
う
ん
じ

な
い

他
の
お
客
さ
ん
に
迷
惑
に
な
る
だ
ろ

え

だ

て

誰
も
い
な
い
よ

は
 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

て
て

囲
を
見
回
し
た
が

確
か
に
店
内
に
は
誰
も
い
な
か

た

お
い
シ
ズ

こ
れ

ど
う
な

て
る
ん
だ

え

と

日
姉
さ
ん
に
ね

今
日
の
話
を
し
た
ん
だ
け
ど

そ
し
た
ら

 
面
白
そ
う
だ
か
ら

店
を

ご
と
貸
し
切
る
わ

て

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

店
内
に
向
か

て
い
き
な
り
叫
び
始
め
た

お
い
こ
ら
姉

ど
こ
に

れ
て
い
や
が
る

い
く
ら
な
ん
で
も
非
常
識
す
ぎ
る
だ
ろ

 
そ
の
八
幡
の
台

に
思
わ
ず

き
出
し
た
の
か
近
く
の

え
込
み
の
後
ろ
の
テ

ブ
ル
か
ら

 

き
覚
え
の
あ
る
笑
い
声
が

こ
え

八
幡
は
迷
わ
ず
そ
ち
ら
へ
と
向
か

た

や

ぱ
り
い
た
か

こ
の
馬

姉

く
く

あ
は
は
は
は
は

さ

き
か
ら

何
よ
そ
れ

 
お
い
こ
ら
姉

こ
の
馬

姉

て

面
白
す
ぎ
る
で
し

誰
の
せ
い
だ
と
思

て
ん
だ
よ
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八
幡
は
ハ

ハ

と

で
息
を
し
な
が
ら
少
し
で
も
落
ち
着
こ
う
と
そ
の
ま
ま
深
呼

を
し

た
ま
あ
ま
あ
落
ち
着
い
て

八
幡
君

実
は
こ
こ
の
店
は
ね

私
も
よ
く
利
用
す
る
の
よ

 
で

今
回
の
話
を
し
た
ら

店
の
オ

ナ

が

是
非
貸
し
切
り
に
さ
せ
て
下
さ
い

て
ね

あ

え

そ
れ

て

先
方
か
ら

て
事
で
す
か

姉
さ
ん

え
え
そ
う
よ

せ

か
く
だ
か
ら

今
後
の

に
も
オ

ナ

を
紹
介
し
て
お
く
わ
ね

あ

は
い

 
こ
の
展
開
は

さ
す
が
の
八
幡
も
予
想
す
ら
し
て
い
な
か

た
よ
う
で

 
と
り
あ
え
ず
八
幡
は

に
着
い
て

オ

ナ

が
来
る
の
を
待
つ
事
に
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
に
詩
乃
が
話
し

け
た

ね

あ
の

麗
な
人
は

八
幡
の
お
姉
さ
ん
な
の

あ
あ
あ
の
人
は
ソ
レ
イ
ユ
の
現
社
⻑
で
俺
と
明

シ
ズ
カ
の
精
神
的
な
姉
み
た
い
な

も
ん
だ

あ

そ
う
そ
う

そ
の
事
で
提
案
が
あ

た
ん
だ

た
わ

 
ね
え

今
日
は
一
応

素
性
を

す

に
ゲ

ム
内
の
呼
び
名
で

て
話
だ

た
け
ど
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私
以
外
は
皆

お

い
の
本
当
の
名
前
と
か
を
知

て
る

じ

な
い

 
だ
か
ら
今
日
も

普
通
に
本
名
で
呼
び
合
う
事
に
し
な
い

お
前
が
良
け
れ
ば
別
に
問
題
は
無
い
が

で
も
い
い
の
か

だ

て

私
だ
け
が
皆
の
名
前
を
知
ら
な
い
な
ん
て

し
い
じ

な
い

 
私
は
こ
の
メ
ン
バ

な
ら

ま

た
く
問
題
は
な
い
わ

そ
う
か

じ

あ
そ
う
し
よ
う

 
そ
の
詩
乃
の
提
案
を

い
た
八
幡
は

す
ぐ
に

い
た

そ
れ
じ

あ

速
初
め
ま
し
て

私
は
シ
ノ
ン
こ
と

朝
田
詩
乃
よ

私
は
シ
ズ
カ
こ
と

結
城
明
日
奈
だ
よ

宜
し
く
ね

シ
ノ
の
ん

あ
よ
く
考
え
た
ら
私
は
結
局
シ
ノ
の
ん
な
ん
だ
ね

て
い
う
か
シ
ズ
か
わ
い
い

ふ
ふ

あ
り
が
と
う

シ
ノ
の
ん

 
そ
し
て
次
に

小
町
が
自

紹
介
を
し
た

ベ
ン
ケ
イ
こ
と

比
企
谷
小
町
で
す

お
兄
ち

ん
の
妹
で
す

あ

や

ぱ
り

八
幡
に
似
て
る
と
思

た
ん
だ

あ
あ

よ
く
言
わ
れ
ま
す



 第四章 ＧＧＯ編

ね
え
小
町
ち

ん

何
で
そ
こ
は
棒

み
な
の

お
兄
ち

ん
は

し
い
わ

え

だ

て

お
兄
ち

ん
に
似
て
る

て
言
わ
れ
て
も
な

え
 
詩
乃
は
そ
の
小
町
の
言
葉
が
意
外
だ

た
の
か

き

と
ん
と
し
た
顔
で
小
町
に
言

た

そ
う
な
の

だ

て
八
幡
は
こ
ん
な
に
格
好
い
い
じ

な
い

え
 
そ
の
言
葉
に
逆
に
小
町
が
き

と
ん
と
し
た

そ
し
て
八
幡
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
た

後 
小
町
は
あ

と
叫
び
な
が
ら

納
得
し
た
よ
う
に
言

た

お
義
姉
ち

ん

今
小
町
に

す
ご
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が

こ

た
よ

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

一
体
ど
う
し
た
の

小
町
ち

ん

え

と

え

と

今
の
お
兄
ち

ん

て

と
違

て
す
ご
く
格
好
い
い
か
ら

 
お
兄
ち

ん
に
似
て
る

て
言
葉
が

い
つ
の
間
に
か
褒
め
言
葉
に
変
わ

て
る
の

あお
い
小
町

多
分
褒
め
言
葉
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

ち

と
お
兄
ち

ん
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し
い
気
持
ち
に
な

て
き
ち

た
か
ら

そ
の
く
ら
い
で
や
め
よ
う
ね

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

一
同
は
笑

た

そ
し
て
次
に
エ
ル
ザ
が
自

紹
介
を
し
た

え

と

私
は

う
ん

エ
ル
ザ
の
事
は

誰
で
も
知

て
る
し

飛
ば
し
て
も
い
い
ね

ち

シ
ノ
の
ん

ひ
ど
い

え

だ

て
そ
う
だ
よ
ね

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
に

他
の
者
達
は

う
ん
う
ん
と

い
た

う

神
崎
エ
ル
ザ
で
す

以
上

あ

エ
ル
ザ

家
宝
に
す
る
か
ら

後
で
サ
イ
ン

ね

え

本
当
に

う
ん
う
ん

す
る
す
る

こ
れ
で
シ
ノ
の
ん
も

エ
ル
ゼ
ス
ト
の
仲
間
入

り
だ
ね

え

と

ん

何

エ
ル
ゼ
ス
ト

て

何

え
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エ
ル
ザ
は

い
か
に
も
不
本
意
で
す
と
い
う
顔
で
説
明
を
始
め
た

シ
ノ
の
ん

ピ
ア
ノ
を

く
人
は

ピ
ア
ニ
ス
ト

バ
イ
オ
リ
ン
は

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

エ
ル
ザ
を

く
人
は

く

て
何
よ

エ

エ
ル
ゼ
ス
ト

は
い

正
解

 
嬉
し
そ
う
に
エ
ル
ザ
に
そ
う
言
わ
れ

詩
乃
は
困

た
よ
う
に
八
幡
を
見
た

エ
ル
ザ
が
こ
う
い
う
奴
だ

て
の
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で

て
い
う

分
か

て
る
だ
ろ

 
も
う
色
々
と
手

れ
だ
か
ら

め
ろ

詩
乃

う

う
ん

八
幡

そ
れ
は
さ
す
が
に
ひ
ど
い
よ

そ
う
言
い
な
が
ら
お
前

何
で
そ
ん
な
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
る
ん
だ
よ

え

私

そ
ん
な
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
る
か
な

あ

本
当
だ

私
今

興
奮
し
て
る
か
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も
よ
し

次
に
い
こ
う

ロ
ザ
リ
ア

出
番
だ

や

ぱ
り
ひ
ど
い

で
も
そ
ん
な
あ
な
た
が
パ
ラ
ダ
イ
ス

 
八
幡
は
そ
ん
な
エ
ル
ザ
を
完
全
に
無

し

薔
薇
の
方
を
見
た

 
そ
の

線
を
受
け

薔
薇
が
自

紹
介
を
始
め
た

え

と

薔
薇
と
書
い
て
ソ
ウ
ビ
と

み
ま
す

宜
し
く
ね

 
そ
し
て
そ
の
場
を

が

配
し
た

え

とな
あ
薔
薇

な

何
よ

今
気
が
付
い
た
ん
だ
が

俺

お
前
の
フ
ル
ネ

ム
を
知
ら
な
い
ん
だ
が

ま

ま
あ
そ
れ
は
別
に
い
い
じ

な
い

い
や

良
く
な
い

よ
し

命
令
だ
薔
薇

さ

さ
と
本
名
を
言
え

え

と

ど
う
し
て
も

あ
あ
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薔
薇
は
そ
の
言
葉
に

か
な
り
の

を
見
せ
た
が

主
人
で
あ
る
八
幡
の
命
令
で
あ
り

 
他
の
四
人
も
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
薔
薇
の
事
を
見
つ
め
て
い
た
の
で

 
薔
薇
は
顔
を

く
し
な
が
ら
小
声
で
言

た

猫
よ

あ

さ
す
が
に
難

系
主
人
公
じ

な
い
俺
で
も

今
の
は

こ
え
な
か

た
ぞ

 
そ
し
て
薔
薇
は
や
け
に
な

た
の
か

八
幡
に
向
か

て
大
声
で
言

た

小
猫
よ
小
猫

小
さ
い
猫
で
小
猫

私
の
フ
ル
ネ

ム
は
薔
薇
小
猫
よ

何
か
文

あ
る

 
自
分
で
も
お
か
し
な
名
前
だ

て
分
か

て
る
わ
よ
で
も
名
前
は
自
分
じ

決
め
ら
れ
な
い

の
よそそ薔

薇

て

だ

た
の
か

て

き
り
名
前
だ
と
思

て
た
わ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

れ
た
顔
を
し
た
薔
薇
は

諭
す
よ
う
に
八
幡
に
言

た

あ
ん
た
が
最
初
に
私
の
名
前
を
知

た
の
は

私
の
ネ

ム
プ
レ

ト
か
ら
で
し

 
そ
も
そ
も
会
社
の
ネ

ム
プ
レ

ト
に
自
分
の
下
の
名
前
だ
け
を
書
く
社
会
人
が
ど
こ
に
い
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る
のお

お
う

正

す
ぎ
て
ぐ
う
の
音
も
出
な
い
わ

 
八
幡
が

そ
う
言
い
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
操
作
し
始
め
た
の
で

 
薔
薇
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
思
い

八
幡
に

ね
た

あ
ん
た

そ
れ

何
を
し
て
い
る
の

い

い
や
な

お
前
の

録
名

た
子

に
し
て
あ

た
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
な

た
小
猫
に
変
え
よ
う
と
思

て
だ
な

あ

あ

あ

あ
ん
た
ね

一
体
私
を
何
だ
と
思

て
る
の
よ

自
分
で
言

た
ん
だ
ろ

た
子

い
や

小
猫
だ

分
か

た
わ
よ

も
う
そ
れ
で
い
い
わ
よ

お

お
う

じ

あ
変
え
と
く
わ

 
そ
し
て
他
の
四
人
は

え
き
れ
な
い
よ
う
に
笑
い
出
し
た

う
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あ
は
は
は
は

皆

笑

ち

悪
い
よ

あ
は
は
は
は
は

や

や

ぱ
り
お
か
し
い
わ
よ
ね

小
猫
だ
な
ん
て

う

 
そ
ん
な
落
ち
込
む
薔
薇
の

を
見
た
明
日
奈
が

て
て
薔
薇
に
言

た

ち

違
う
の

面
白
か

た
の
は

今
の
二
人
の
や
り
取
り
に
だ
か
ら
ね

 
小
猫

て

と

て
も
か
わ
い
く
て
素
敵
な
名
前
だ
と
思
う
か
ら

 
だ
か
ら
薔
薇
さ
ん

何
も
気
に
し
な
く
て
い
い
ん
だ
よ

そ
う
だ
よ
薔
薇
ち

ん

む
し
ろ
私
な
ん
か

す
ご
く

ま
し
い
よ

本
当
に

 
小
町
と
詩
乃
も

そ
の
エ
ル
ザ
の
言
葉
に
同
意
し

薔
薇
は
涙
を

い
て
笑
顔
を
見
せ
た

 
こ
う
し
て
全
員
の
自

紹
介
が
終
わ

た

陽
乃
と
共
に

店
の
オ

ナ

が
現
れ
た

八
幡
君

明
日
奈
ち

ん

こ
の
店
の
オ

ナ

の

明
星
さ
ん
よ

明
星
で
す
あ
な
た
の
事
は
娘
か
ら
よ
く

い
て
ま
し
た

ど
う
し
て
も
直
接
お

が
言
い
た

く
て

 
是
非
お
会
い
し
た
か

た
ん
で
す
よ

本
当
に
あ
り
が
と
う

八
幡
さ
ん

明
日
奈
さ
ん

初
め
ま
し
て

比
企
谷
八
幡
で
す
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結
城
明
日
奈
で
す

あ
の
よ
く

い
て
た

て
事
は
お
嬢
さ
ん
は
も
し
か
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

は
い

あ
な
た
達
の
お
か
げ
で

ま
た
娘
に
会
う
事
が
出
来
ま
し
た

 
お
い

恥
ず
か
し
が

て
な
い
で

く
こ

ち
に
来
な
さ
い

う

う
ん

 

の
方
か
ら

女
性
の
返
事
が

こ
え

二
人
は
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

 
そ
の
女
性
の
顔
を
見
た
二
人
は

同
時
に
そ
の
女
性
の
名
前
を
呼
ん
だ

ヨ
ル
コ
さ
ん

ヨ
ル
コ
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

八
幡
さ
ん

明
日
奈
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

 
明
日
奈
と
ヨ
ル
コ
は
し

か
り

き
合
い
八
幡
も
再
会
を
喜
ぶ
よ
う
に
二
人
の
隣
に
立

た
お
二
人
に
は
二
度
も
命
を
救

て

き
ま
し
た

一
度
目
は
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
に
襲
わ
れ
た

時 
そ
し
て
二
度
目
は
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
た
時
で
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
て
く
れ
た
の
は
あ
な
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た
達
で
す
よ
ね

 
あ
の
時
は
い
き
な
り
で
本
当
に
び

く
り
し
ま
し
た
よ

で
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

 
あ
私
の
本
名
は
そ
の
ま
ま
明
星
夜
子
で
す

そ
れ
と
夫
を
紹
介
し
ま
す
ね

あ
な
た

く
待

て
く
れ

今
行
く
か
ら

 
そ
し
て
次
に

を
現
し
た
の
は

や
は
り
と
い
う
か

カ
イ
ン
ズ
だ

た

カ
イ
ン
ズ
さ
ん

お
二
人
は

結
婚
し
た
ん
で
す
ね

は
い

あ
の
時
は
夫

共
々
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

こ
ん
な
所
で
お
二
人
と
再
会
出
来
る
な
ん
て

思

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
よ

 
カ
イ
ン
ズ
さ
ん

ヨ
ル
コ
さ
ん

 
今
度
は
八
幡
が

し

か
り
と
カ
イ
ン
ズ
と

き
合

た

 
カ
イ
ン
ズ
の
本
名
は
明
星
優
と
い
う
ら
し
く
ど
う
や
ら
優
が
夜
子
の
家
に

入
り
し
た
よ
う

だ
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二
人
は

直
ぐ
に
ケ

キ
を
お
持
ち
し
ま
す
ね
と
言

て

へ
と

て
い

た

 
そ
し
て
二
人
の
手
に
よ
る
い
く
つ
も
の
ケ

キ
が

舞
わ
れ

八
幡
達
は

を
う

た

 
そ
し
て
満
足
そ
う
な
八
幡
に

詩
乃
が
こ
う
言

た

今
な
ら

さ

き
あ
ん
た
が
言

て
た
言
葉
の
意
味
が
よ
く
分
か
る
わ

 
本
当
に
あ
ち
こ
ち
に

あ
ん
た
達
に
命
を
救
わ
れ
た
人
が
い
る
ん
だ
ね

あ
あ

時
々
そ
の
重
さ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
る
け
ど
な

あ
ん
た
に
は
明
日
奈
が
い
る
じ

な
い

一
人
な
ら
無
理
で
も

二
人
な
ら
大
丈
夫
だ
よ

 
そ
の
会
話
に
明
日
奈
が
加
わ

て
き
た

二
人
で
も
無
理
な
時
も

い
つ
か
来
る
か
も
し
れ
な
い

 
で
も
私
達
の

に
は

シ
ノ
の
ん
や

他
の
皆
が
い
る

二
人
で

目
な
ら
三
人

 
三
人
で

目
な
ら
四
人

そ
う
す
れ
ば

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な

て
も
き

と
大
丈
夫

 
こ
れ
か
ら
も
ず

と
私
達
と
一

に
い
て

助
け
合

て
い
こ
う

シ
ノ
の
ん

そ
う
だ
ね

私
達
は
仲
間
だ
も
ん
ね

何
か
あ

た
ら
必
ず
仲
間
を
助
け
よ
う

ふ
ふ

宜
し
く
ね

シ
ノ
の
ん

 
そ
う
言
う
と
明
日
奈
は

詩
乃
の

元
で
こ
う

い
た
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彼
の
隣
は
絶
対
に

れ
な
い
け
ど

そ
れ
で
も

に
い
た
い
と
シ
ノ
の
ん
が
望
む
限
り

 
彼
は
一
生
シ
ノ
の
ん
の

に

居
続
け
て
く
れ
る
は
ず
だ
よ

 
そ
れ
を

い
た
詩
乃
は

不
敵
な
表
情
で
明
日
奈
に
言

た

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の

彼
の
隣
を
私
に

る
事
に
な

ち

う
か
も
よ

ふ
ふ

絶
対
に
負
け
な
い
わ
よ

私
達

こ
れ
か
ら
⻑
い
付
き
合
い
に
な
り
そ
う
ね

う
ん

 
詩
乃
に
ラ
イ
バ
ル
宣
言
を
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず

 
そ
う
返
事
を
し
た
明
日
奈
の
顔
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
だ

た
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第
２
３
８
話
 
雪
ノ
下
陽
乃
監
督
作
品

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ん
い
つ
の
間
に
か
新
着
動
画
が
来
て
た
の
か

て

に
す
ご
い

で
は
な
い
か

 

に
乗
り

れ
る
と
は

こ
の
義

一
生
の
不
覚

 
話
は
一

前
日
の
夜
ま
で

る

ほ
う
ほ
う

お
お

何
だ
こ
の
動
き
は

世
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
す
ご
い
人
が
い
る
ん

だ
な

 
し
か
し
女
性
で
こ
の
動
き
は

噂
に

く
明
日
奈
さ
ん
ク
ラ
ス
か

何
ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
る
の

材
木
座
君

お
わ

ボ

ボ
ス

何

ま
た
え

ち
な
動
画
で
も
見
て
る
の

そ

そ
ん
な
も
の

職
場
で
は
一
度
も
見
た
事
が
無
い
で
す
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職
場
で
は

ね

 
そ
の
言
葉
に
抗
議
し
よ
う
と
す
る
義

を
制
し

陽
乃
は
そ
の
動
画
を

き
込
ん
だ

ん

ん
ん
ん
ん
ん

ち

と
義

君

こ
の
動
画

最
初
か
ら
見
せ
て

あ

は
い

ボ
ス
は
こ
の
動
画
に
興
味
が

興
味
と
い
う
か

ち

と
気
に
な
る
事
が
あ
る
の
よ
ね

 
ち

と
待

て
て
ね
材
木
座
君

お

い
ア
ル
ゴ
ち

ん

ち

と
こ

ち
に
来
て

 
陽
乃
は
そ
の
動
画
の
再
生
を
一
時

止
さ
せ

ア
ル
ゴ
を
呼
ん
だ

何
だ

ボ
ス

ち

と
こ
の
動
画
を
見
て
み
て
欲
し
い
の

動
画

義

君

再
生
し
て

は

は
い

 
そ
し
て
動
画
が
終
わ
り

陽
乃
は
ア
ル
ゴ
に
感
想
を

い
た

ア
ル
ゴ
ち

ん

ど
う
思

た

ど
う
思

た
も
何
も

ア

ち

ん
は
や

ぱ
り
す
ご
い
な
と
し
カ
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あ

や

ぱ
り

な
な
な
何
で
す
と

本
人
だ

た
の
か

 
ア
ル
ゴ
は
あ

さ
り
と
そ
う
断
定
し
た

で

こ
れ
は
当
然
ハ

で

こ
れ
は
薔
薇
だ
ろ

 
で

こ

ち
の
小
さ
い
の
は

多
分
こ
ま

チ
で

残
り
の
二
人
は
知
ら
な
い
奴
だ
ナ

む
む
む
あ
い
つ
め
ま
た
新
し
い
取
り

き
の
女
性
を

や
し
た
の
か

何
と

ま
け
し

か
ら
ん

な
る
ほ
ど
ね

あ
り
が
と
う

義

君

こ
の
動
画

保
存
し
て
私
に

分
か
り
ま
し
た

で
も

一
体
何
に
使
う
ん
で
す
か

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い

く
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

 
そ
の
陽
乃
の
表
情
を
見
て

絶
対
に
良
か
ら
ぬ
事
を
考
え
て
い
る
な
と
思

た
義

は

 
心
の
中
で
八
幡
に
謝
罪
し
た

す
ま
ん
八
幡
悪
い
と
は
思
う
が
社
畜
は
上

に
は
逆
ら
え
な
い
の
だ

て
か
リ
ア
充

爆
発
し
ろ
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そ
し
て
話
は
再
び
現
在
へ
と

る

八
幡
達
六
人
が

ケ

キ
の
素
晴
ら
し
い
味
を

能
し

 
食
後
の
お
茶
で
一
息
つ
い
て
い
た
時

突
然
そ
れ
は

こ

た

 
店
内
の

明
が
暗
く
な
り
突
然
天

か
ら
プ
ロ
ジ

ク
タ

の
ス
ク
リ

ン
が
降
り
て
き

た
の
だ

な

何
だ

 
そ
し
て

突
に

ス
ク
リ

ン
に
映
像
が
映
し
出
さ
れ
た

 
最
初
の
画
面
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は

雪
ノ
下
陽
乃
 
監
督
作
品

の
文

だ

た

え

ハ
ル
姉
さ
ん

な
予
感
し
か
し
な
い
ん
だ
が

 
次
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
共
に

日
本
刀
を
持

て
い
る
八
幡
の

と

 
そ
れ
を
し
げ
し
げ
と
見
つ
め
て
い
る
明
日
奈
の

が
映
し
出
さ
れ
た

あ

こ
れ

前
ハ
ル
姉
さ
ん
の
家
に
行

た
時

 

て
あ

た
日
本
刀
を

ら
せ
て
も
ら

た
時
の
映
像
じ

な
い

こ

そ
り
録
画
し
て
や
が

た
の
か

 
そ
し
て

ナ
レ

シ

ン
が
始
ま

た
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愛
す
る
少
女
を
守
る

刀
を
手
に
取

た
少
年
は

ボ
ス
と
の
戦
い
に
勝
利
し

 
愛
す
る
少
女
と
共
に

そ
の
ま
ま
旅
に
出
た

 
そ
し
て
画
面
に
は

キ

ト
に
乗
り
込
む
八
幡
と
明
日
奈
の

が
映

た

て

た
だ

に
乗

て
る
だ
け
の
映
像
じ

ね

か

 

そ
し
て
二
人
は
⻑
い
放

の
末

と
あ
る
惑
星
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
そ
の
惑
星
は
刀
が
通
用
し
な
い

銃
の
世
界
だ

た

ど
こ
だ
馬

姉

ど
う
や

て

で
他
の
惑
星
に
た
ど
り
着
く
ん
だ
よ

八
幡
君

ま

ま
あ
落
ち
着
い
て

 

そ
の
惑
星
で

少
年
は

新
た
な
仲
間
を
得
た

俺
と
戸
部
も

比
企
谷
と
一

に
戦

た
仲
間
だ
か
ら
ね

あ

こ
れ

同
窓
会
の
映
像
だ

そ
う
い
え
ば

あ
の
時
録
画
し
て
る

て
言

て
た
な

 

だ
が
そ
の
二
人
は

こ
の
男
に
殺
さ
れ
た

 
そ
し
て
画
面
の
中
の
葉
山
と
戸
部
の
顔
に
×
が
付
け
ら
れ

ゼ
ク
シ

ド
の
顔
が
ア

プ
で

映

た
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あ
れ

何
で
ゼ
ク
シ

ド
の
映
像
が

 

し
か
し
少
年
は
め
げ
ず
に

再
び
新
た
な
仲
間
と
め
ぐ
り
合

た
の
だ

た

 
そ
し
て
画
面
に
は

日
の
夜

ゼ
ク
シ

ド
達
と
対
峙
し
た
時
の
映
像
が
映
し
出
さ
れ
た

え

お
い

何
で
こ
の
映
像
が
存
在
し
て
る
ん
だ

そ
う
い
え
ば
あ
の
時

何
人
か
が

影
し
て
た
よ
う
な
気
が
し
た
わ
ね

ま
じ
か
よ
小
猫

小
猫

て
言
う
な

お
前

そ
れ
が
何
か
戦
闘
に
関
係
が
あ
る
の
か

お
前
も
男
な
ら

実
力
を

せ
よ

ぎ

は
は
は
は

負
け

し
み
か
よ
シ

ナ

二
度
目
は
許
さ
ん

 

少
年
は

以
前
仲
間
を
殺
さ
れ
た
時
の
事
を
思
い
出
し

そ
う
言

た

 
だ
が

敵
ゼ
ク
シ

ド
は

余

の
態
度
で
シ

ナ
を
挑
発
し
た

シ

ナ

女
に
も
て
な
い

て
の
は

し
い
よ
な
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お
い
ゼ
ク
シ

ド

さ
す
が
に
イ
ラ
つ
い
た
わ

俺
は
お
前
を

徹

的
に
潰
す

 

こ
う
し
て
不
利
な

況
の
中

戦
い
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
そ
の
時

 
か
つ
て
の
仲
間
達
が

ん

ア
ル
ゴ
ち

ん
も
う
ち

と
こ
こ

れ
な
い
か
な

 
何
か
八
幡
君
が

も
て
な
い
ひ
が
み
を
言

て
る
よ
う
に
見
え
ち

う
わ
よ
ね

 

本
的
に

素
材
が
足
り
な
い
ぞ

ボ
ス

 

ん

ま
あ
い
い
や

め
ん
ど
く
さ
い
し

後
は
編
集
無
し
で
い

か

 

死
ね

リ
ア
充

え

と

ア
ル
ゴ
と
材
木
座
も

ん
で
や
が

た
か

 
そ
し
て
映
像
は
シ
ズ
カ
達
が
ビ
ル
か
ら
飛
び
出
し
て
来
た
所
か
ら
普
通
に
再
生
さ
れ
始
め

た
初
め
ま
し
て

私
は
シ
ズ
カ

彼
の
半
身
に
し
て

彼
と

遠
に
運
命
を
共
に
す
る
者

 
そ
の
自
分
の
恥
ず
か
し
い

を
目
の
当
た
り
に
し
た
明
日
奈
は

い
き
な
り
絶
叫
し
た

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
が
シ

ナ
の
顔
に
手
を

え
た

間
に

映
像
が

切
れ
た
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ん

編
集
無
し
じ

な
い
の
か

 

こ
の
場
面
は

教
育
上
問
題
が
あ
る
の
で
お
見
せ
出
来
ま
せ
ん

 

て
い
う
か

独
り
身
の
私
に

こ
ん
な

激
的
な
映
像
を
見
せ
る
な
ん
て

て
愚
痴
か
よ

ち

と
姉
さ
ん

こ
こ
が

心
な
所
じ

な
い

明
日
奈

気
持
ち
は
分
か
る
が
落
ち
着
け

そ
う
よ
明
日
奈

落
ち
着
き
な
さ
い

お
い
詩
乃

他
人
事
み
た
い
に
言

て
る
け
ど
な

次
は
確
か
お
前
の
出
番
だ
ぞ

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
通
り

次
に
シ
ノ
ン
の

が
映
し
出
さ
れ
た

今
シ
ズ
カ
が
言

た
通
り

私
も
彼
と
運
命
を
共
に
す
る
者

あ
あ
あ
あ
あ

ち

違
う
か
ら

こ
れ
は
そ
う
い
う
意
味
じ

な
い
か
ら

分
か

て
る

て

明
日
奈
に
合
わ
せ
た
ん
だ
ろ

別
に
誤
解
な
ん
か
し
な
い
か
ら

安
心

し
ろち

と
あ
ん
た

何
で
誤
解
し
な
い
の
よ

ふ
ざ
け
る
ん
じ

な
い
わ
よ

え

え
え

何
で
い
き
な
り
キ
レ
て
ん
だ
よ

意
味
が
分
か
ら
ん
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そ
し
て
次
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は

ベ
ン
ケ
イ
と
ロ
ザ
リ
ア
だ

た
が

 
当
然
二
人
は
平
然
と
し
て
い
た

私
達
は
平
気
で
す
よ
ね

薔
薇
さ
ん

え
え

こ
れ
も
日

の
行
い
か
し
ら
ね

 
そ
ん
な
の
ん
び
り
と
し
た
事
を
言

た
薔
薇
に

エ
ル
ザ
は

り
つ
く
よ
う
な

た
い
声
で

言

た
薔
薇
ち

ん

と
て
も
大
事
な
話
が
あ
り
ま
す

 
も
ぎ
ま
す
か

も
ぎ
ま
す

も
ぐ
時

も
げ
ば
も
ご
う

ち

エ
ル
ザ

一
体
何
を

ダ
イ
エ

ト
に
協
力
し
て
あ
げ
る
か
ら

そ
こ
を
絶
対
に
動
か
な
い
で

ち
違
う
の
あ
れ
は
わ
ざ
と
じ

な
く
て
胸
の
上
で
手
を
組
む
の
が
つ
ら
か

た
の

 
だ
が

そ
の
薔
薇
の
言
葉
は

当
然

に
油
を
注
い
だ
だ
け
だ

た

ち

絶
対
に
殺
す

ひ
 
胸
を
強
調
す
る
薔
薇
に

エ
ル
ザ
の

り
が

点
に
達
す
る
か
と
思
わ
れ
た
そ
の
時
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モ
ニ
タ

に

ピ
ト
フ

イ
を

き
寄
せ
る
シ

ナ
の

が
映

た

 
ピ
ト
フ

イ
は

て
て
自
分
の
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

 
シ

ナ
に

か
れ
る
ピ
ト
フ

イ
の

を

ア

プ
で

影
し
て
い
た

お
い
エ
ル
ザ

お
前
何
や

て

い
や

何
で
も
な
い

 
八
幡
は
エ
ル
ザ
が
は

は

荒
い
息
を

い
て
い
る
の
を
見
て
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
い

事
に
し
た

 
ど
う
や
ら
こ
の
ま
ま
自
分
の
胸
の
事
は
誤
魔
化
せ
そ
う
だ
と

薔
薇
は
心
か
ら
安

し
た

 
そ
し
て
映
像
の
中
で
は

い
よ
い
よ
シ
ズ
カ
が
剣
を
取
り
出
し
た

あ

お
義
姉
ち

ん
ど
う
や

て
や

た
の
か
と
思

て
た
け
ど
実
は
空
い
て
る

手

で 
こ

そ
り
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
て
た
ん
だ
ね

あ

バ
レ
た

こ
う
し
て
映
像
で
見
る
と

や

ぱ
り
分
か

ち

う
よ
ね

で
も
す
ご
い
よ
お
義
姉
ち

ん

私
に
は
絶
対
出
来
な
い
も
ん

明
日
奈
は
器
用
な
ん
だ
ね

動
く
わ
よ
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そ
う
薔
薇
が
言

た

間

シ
ズ
カ
の

が
画
面
か
ら
消
え
た

は
お
前
ら
落
ち
着
け

影
し
て
た
奴
が
目
で
追
い
き
れ
な
く
て
明
日
奈
が
画
面
の
外
に
出
た

だ
け
だ

い
や

そ
れ
に
し
て
も
だ
よ
お
兄
ち

ん

結

引
い
て

影
し
て
る
の
に
ね

一
体
ど
ん
な
ス
ピ

ド
よ

え
へ

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
に

れ
な
が
ら
そ
う
答
え
た

 
そ
し
て
次
の

間

映
像
が

き

り

ス
ロ

再
生
が
始
ま

た

親
切
だ
な
お
い

て
か
編
集
無
し
と
か
言

て
た
の
は
ど
う
な

た

多
分
ボ
ス
も

同
じ
よ
う
に
明
日
奈
の
事
が
見
え
な
か

た
ん
じ

な
い
か
し
ら

魔
王
で
も
見
え
な
い
と
か

さ
す
が
だ
ね

こ
こ
ね

来
る
わ
よ

 
六
人
は

そ
の
ま
ま
画
面
を
注

し
た

だ
が

や
は
り
明
日
奈
の

は
見
え
な
か

た
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あ
れ

見
え
ま
せ
ん
ね

見
え
な
い
ね

あ

ま
た
画
面
が

て

今
度
は
コ
マ
送
り
に

 
ほ
ん
の
少
し
だ
け
映
像
が

き

た
か
と
思
う
と
今
度
は
コ
マ
送
り
で
の
再
生
が
始
ま

た 
さ
す
が
に
コ
マ
送
り
な
の
で

そ
こ
に
は
明
日
奈
の

が
バ

チ
リ
と

え
ら
れ
て
い
た

 
た
だ
し
一
コ
マ
だ
け

え

と

一
コ
マ
だ
け
映

て
ま
す
ね

で
も
こ
れ

映
像
が
ブ
レ
て
る
ん
だ
け
ど

え
へ

 
再
び

れ
る
明
日
奈
に

詩
乃
は

れ
た
よ
う
に
言

た

ね

明
日
奈

あ
ん
た
化
け
物
だ

た
ん
だ
ね

も
う

シ
ノ
の
ん

そ
れ
は
褒
め
す
ぎ
だ
よ
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私

褒
め
て
な
い
わ
よ

 
そ
し
て
画
面
に

ゼ
ク
シ

ド
に
剣
を
突
き
つ
け
る
シ
ズ
カ
の

が
映
し
出
さ
れ
た

 

影
者
も
ど
う
や
ら
何
が

こ

た
の
か
や

と
理
解
し
そ
ち
ら
に
カ
メ
ラ
を
向
け
た
ら

し
い

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
が
二
度
三
度
と
ゼ
ク
シ

ド
を
追
い
詰
め
る
そ
の

に
四
人
は
興
奮
し
た

ま
さ
に
シ
ズ
カ
姫
ね

す
ご
い

麗
ね

や

ぱ
り
う
ち
の
お
義
姉
ち

ん
は
最
強

私
や

ぱ
り

明
日
奈
の
娘
に
な
る

お
い
ピ
ト

お
前
も
う
自
分
が
何
を
言

て
る
か
分
か

て
な
い
だ
ろ

 
そ
し
て
最
後
に

シ
ズ
カ
が

剣
を
し
ま

た

間

そ
こ
に
い
き
な
り
シ

ナ
が
現
れ
た

は

何
で
八
幡
君
ま
で
驚
い
て
る
の

い
や

映
像
だ
と
こ
う
見
え
る
の
か

て

ち

と
驚
い
た

ま
あ

確
か
に
ね

で
も
こ
れ
な
ら
多
分

す
ぐ
に
コ
マ
送
り
が
始
ま
る
ん
じ

な
い
か
な
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そ
の
明
日
奈
の
言
葉
通
り

す
ぐ
に
コ
マ
送
り
の
映
像
が
映
し
出
さ
れ
た

 
そ
こ
に
は
ち

ん
と

シ

ナ
の

が
映

て
い
た

一
コ
マ
だ
け

ま
た
一
コ
マ

八
幡

あ
ん
た
も
化
け
物
だ

た
ん
だ
ね

も
う

シ
ノ
の
ん

そ
れ
は
褒
め
す
ぎ
だ
よ

八
幡
君

真
似
し
な
い
で

あ
ん
た
に
シ
ノ
の
ん

て
呼
ば
れ
る
と

違
和
感
が
半

な
い
わ

 
そ
し
て
そ
こ
で
映
像
が
終
わ
り

次
に
ノ

カ

ト

が
流
れ
始
め
た

 
映
像
で
見
る
と
シ

ナ
が
ピ
ト
フ

イ
が

辱
さ
れ
た

間
に
完
全
に
キ
レ
て
い
る
の
が

よ
く
分
か
り

 
ピ
ト
フ

イ
を

き
寄
せ
る
所
で
は

全
員
が

手
を
し
た

八
幡
君

え
ら
い

お
兄
ち

ん

よ
く
や

た

や

ぱ
り
あ
ん
た

て

優
し
い
の
よ
ね

い
い
な

て

別
に

ま
し
が

て
な
ん
か
な
い
わ
よ
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仲
間
を
大
切
に
す
る
そ
の

へ
の
感
想
だ
か
ら
ね

詩
乃

言

て
る
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
ん

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け

 
そ
し
て
最
後
に

エ
ル
ザ
が
目
を
う
る
う
る
さ
せ
な
が
ら
八
幡
に
言

た

八
幡

私
の

に

て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

ま
あ

当
然
の
事
だ
か
ら
な

 
そ
し
て
映
像
が
終
わ
り

店
の

明
が
明
る
く
な

た

 
直
後
に
パ
チ
パ
チ
パ
チ
と

手
が

こ
え

夜
子
と
優
が
八
幡
達
の
方
へ
と
歩
い
て
き
た

い
や

何
て
い
う
か

さ
す
が
で
す
ね

八
幡
さ
ん

明
日
奈
さ
ん

見
て
た
ん
で
す
ね

 
そ
う
言
う
八
幡
の
横
で
明
日
奈
は
恥
ず
か
し
そ
う
に

を
押
さ
え
い
や
ん
い
や
ん
と

い
て
い
た

八
幡
さ
ん

陽
乃
さ
ん
が

あ
な
た
に
こ
れ
を

し
て
く
れ
と

 
優
が
そ
う
言

て
差
し
出
し
て
き
た
の
は

 
こ
の
映
像
が
録
画
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

ブ
ル

レ
イ
デ

ス
ク
だ

た

ち
な
み
に
陽
乃
さ
ん
は

そ
う
言

た
後

逃
げ
る
よ
う
に
去

て
い
き
ま
し
た
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く
そ

ど
う
も
気
配
が
無
い
と
思

て
た
ら

や
は
り
逃

し
た
後
だ

た
か

は
は

で
も

す
ご
く
い
い
物
を
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
よ

 
や

ぱ
り
八
幡
さ
ん
は

す
ご
く
仲
間
を
大
切
に
し
て
る
ん
で
す
ね

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

れ
た
表
情
を
見
せ

残
り
の
五
人
に
散
々
か
ら
か
わ
れ
る
事
と
な
り

 
そ
の

を

夜
子
と
優
が
嬉
し
そ
う
に

め
て
い
た

そ
れ
じ

あ
八
幡
さ
ん
明
日
奈
さ
ん
そ
し
て
皆
さ
ん
ま
た
い
つ
で
も
い
ら
し
て
下
さ
い

今
日
は
お
会
い
出
来
て

本
当
に
嬉
し
か

た
で
す

こ
ち
ら
こ
そ

お
会
い
出
来
て
嬉
し
か

た
で
す

お
二
人
と
も

お
幸
せ
に

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
こ
う
し
て
思
わ
ぬ
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ

た
が
六
人
は
ま
す
ま
す
交
流
を
深
め
る
事
と
な

た

 
そ
し
て

日
後

八
幡
と
明
日
奈

章
三

京
子

陽
乃

岡
の
六
人
は

 
結
城
本
家
へ
と
向
か
う

新

線
で
京
都
へ
と
旅
立

て
い

た

  
一
方
そ
の

ゆ

こ
と
遥
は

Ｂ
ｏ
Ｂ
決
勝
の
映
像
を
二
人
で

し
て
い
た
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見
事
に

真

二
つ
だ
ね

 
そ
し
て
二
人
は
初
め
て

シ

ナ
の
本
気
の
戦
い
を
そ
の
目
で
見
る
事
と
な

た

う
わ

や
ば
い
ね

こ
の
人
に

私
達
は
勝
た
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

ど
う
考
え
て
も

無
理
な
ん
じ

な
い

う

う
ん

で
も
や
る
し
か
な
い
よ
ね

だ
ね

 
へ

こ
二
人
組
の

無
謀
な
戦
い
は
続
く



 第四章 ＧＧＯ編

 
第
２
３
９
話
 
そ
う
だ

京
都
へ
行
こ
う

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

新

線
で
本
家
に
行
く
な
ん
て

久
し
ぶ
り
だ
な

俺
も

学
旅
行
以
来
だ
な

今
度
み
ん
な
で
ど
こ
か
に
行
き
た
い
よ
ね

そ
う
い
や

て
話
も
あ

た
よ
な

今
度
話
し
て
み
る
か

そ
う
だ

京
都
へ
行
こ
う

 
そ
う
言
う
と
明
日
奈
は
上
機

で
し
か
し
他
の
乗
客
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
小
さ
な

声
で

 
Ｍ

Ｆ
ａ
ｖ
ｏ
ｒ
ｉ
ｔ
ｅ
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
を

口
ず
さ
み
始
め
た

 
そ
ん
な
二
人
を

か
い
目
で
見
な
が
ら

章
三
は
八
幡
に
こ
う

ね
た

八
幡
君

勝
算
は
あ
る
の
か
い

う
ち
と
し
て
は
も
う

一
時
的
に

を
す
る
の
を
覚
悟
で
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完
全
に
本
家
と
縁
を
切

て
し
ま

て
も

わ
な
い
と
思

て
る
ん
だ
が

そ
う
な

た
ら

主
に

章
三
さ
ん
が
突
き
上
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
じ

な
い
で
す
か

 

力
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で
す

鍵
に
な
る
の
は
次
の
理
事
⻑
選

で
す
ね

結
城
総
合
病
院
の
理
事
⻑
選

だ
ね

の
⻑
男
で
親
の
言
い
な
り
の

さ
ん
が

 
完
全
に

を

め
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど

せ
め
て
次
男
の
知

が
当
選
し
て
く
れ
れ
ば

 
交

の
余
地
も
出
て
く
る
ん
だ
よ
ね

彼
と
は
子

の

よ
く
一

に
悪
さ
を
し
た

 
い
わ
ゆ
る
悪
友
だ

た
ん
だ
よ

で
も
彼
に
は
今
の
所
勝
ち
目
が
ま

た
く
無
い
ん
だ
よ
ね

と
り
あ
え
ず
そ
の

結
城

と
い
う
人
に
会

て
み
ま
し

う

 
最
初
は
普
通
に
話
を
切
り
出
し
て
み
て

ま
あ

否
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が

 
そ
し
た
ら
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
話
を
出
し
て
み
て
そ
れ
で
認
め
ら
れ
れ
ば
楽
な
ん
で
す
が

 
も
し

目
だ

た
ら
そ
の
場
は

て
引
き
下
が
り
ま
し

う

 
そ
し
て
そ
の
足
で

そ
の
ま
ま
知

さ
ん
の
下
へ
と
向
か
い
ま
し

う

 
実
は
八
幡
に
は
一
つ
の
勝
算
が
あ

た

そ
の
情
報
は

岡
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ

た

 

岡
は
今
回
の
話
を

き
話
の
中
で
知

の
名
前
が
出
た
時
八
幡
の
前
で
と
あ
る
独
り

言
を
言

た
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八
幡
は

岡
は

の
無
い
事
は
言
わ
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
内
容
に
関
し
て
は
考

せ
ず

 

岡
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

基
本
方
針
と
す
る
事
と
し
た

 
後
は
会
う
予
定
の
人
達
が
ど
う
い
う
人
物
な
の
か
を
自
ら
の
目
で
見

め
る
つ
も
り
だ

た 
そ
し
て
八
幡
は

も
う
一
つ
の

案
に
つ
い
て
陽
乃
に

ね
た

姉
さ
ん

倉
エ

ジ

ン
シ

へ
の

回
し
は
ど
う
な

て
ま
す

次
男
の
朝
景
さ
ん
は

こ
の
話
に
大
乗
り
気
よ

 
レ
ク
ト
と
の
提

が
可
能
に
な

た
ら

す
ぐ
に
で
も
親
を
説
得
す
る
み
た
い

 
ち
な
み
に
う
ち
も

得
意
分
野
で
協
力
す
る
と
言

て
あ
る
わ

 
そ
ろ
そ
ろ

関
連
で
も

本
格
的
な

載
の
ア
イ
ド
ル
と
か
が
出
て
き
て
も
い
い

だ
し

ね 
ち
な
み
に
そ
の
協
力
を
得
る

に

今
凛
子
が

師
の
重
村
教

に
会
い
に
行

て
る
わ

凛
子
さ
ん
の

師
で
す
か

茅
場
と
須

の

師
で
も
あ
る
そ
う
よ

う
げ

さ
ん
は
と
も
か
く

須

も
で
す
か
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ま
あ

も
う
あ
い
つ
と
関
わ
る
事
も
無
い
ん
だ
し

そ
ん
な
顔
し
な
い
の

は
 
そ
ん
な
八
幡
の
顔
を
見
て

章
三
が
い
き
な
り

を
下
げ
た

あ
の
時
は

私
に
見
る
目
が
無
か

た
ば
か
り
に

八
幡
君
に
は
本
当
に
迷
惑
を
か
け
た

 
で
も

凛
子
さ
ん
が
会
い
に
い

た
と
い
う
重
村
教

は

本
当
に
優

な
人
だ
か
ら

 
協
力
し
て
も
ら
え
た
ら

こ
れ
ほ
ど
心
強
い
事
は
無
い
と
思
う

本
当
に
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

て

そ
れ
じ

あ
姉
さ
ん
そ

ち
は
凛
子
さ
ん
に
任
せ
ま

す 
陽
乃
は

き

更
に
も
う
一
言
付
け
加
え
た

つ
い
で
に
朝
景
さ
ん
に
は

ち

と
し
た
爆

も

し
て
お
い
た
わ

爆

で
す
か

こ
れ
よ

 
そ
う
言

て
陽
乃
が
見
せ
て
き
た
の
は

八
幡
に
と

て
も

な
思
い
出
し
か
な
い
マ

ク

だ

た
そ
れ

ラ
フ
コ
フ
の
マ

ク
じ

な
い
で
す
か
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こ
れ
を
兄
で
あ
る
ク
ラ
デ

ル

本
名
は
景
時

て
言
う
ら
し
い
け
ど

 
彼
に
見
せ
れ
ば

絶
大
な

果
を
発

す
る

て
説
明
し
て
あ
る
わ

ま
あ

確
か
に

果
は
絶
大
で
し

う
ね

 
ラ
フ
コ
フ
と
の
関
係
は

あ
い
つ
に
と

て
は

消
し
た
い
事
実
の
一
つ
で
し

う
し

つ
い
で
に
最
後
は
監
獄
に
い
た

て
い
う
証

の
デ

タ
も

し
て
あ
る
わ

 
朝
景
さ
ん
は
お
兄
さ
ん
の
事
が
大

い
ら
し
い
か
ら

上
手
く
活
用
し
て
く
れ
る
と
思
う
わ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

き

き

て
る
よ
う
に
言

た

あ
い
つ
を
好
き
な
奴
な
ん
て

こ
の
世
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
よ

は
い
は
い

と
り
あ
え
ず
彼
に
は
こ
れ
で

芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
の
次
期
社
⻑
の
座
か
ら

自
主
的
に

転
が
り
落
ち
て
も
ら
い
ま
し

う

自
主
的
に

ね

ま
あ
俺
も
直
接
叩
き
に
い
く
つ
も
り
で
す
け
ど

 
そ
う
い
う

名
目

な
ら

倉
社
⻑
の
面
子
も
潰
さ
な
い
で
す
み
ま
す
し
ね

そ
う
い
う
事

 
そ
ん
な
八
幡
達
の
会
話
を

岡
は

て

い
て
い
た

 
ち
な
み
に

岡
が
同
行
し
た
の
は

一
応
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
技
術
が



 第２３９話 そうだ、京都へ行こう

 
八
幡
達
の
手
の
中
に
確
か
に
存
在
す
る
と
い
う
証
明
の

だ

た
が

 
そ
れ
は

か
ら
の
公
式
な
書

か
何
か
が
あ
れ
ば

実
は
そ
れ
で
ま

た
く
問
題
は
無
い

 
要
す
る
に

岡
は

伝
え
る
事
は
伝
え
た
以
上

後
は
自
分
に
や
れ
る
事
は
何
も
無
い
が

 
せ

か
く
の
機
会
だ
か
ら

た
ま
に
は
京
都
で

に
で
も
つ
か

て
の
ん
び
り
し
た
い
と

 
そ
う
考
え
た
だ
け
な
の
で
あ

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
京
都
に
着
き
ま
す
ね

い
よ
い
よ
か

こ
こ
に
来
て

な
思
い
を
す
る
の
は
本
当
に
こ
れ
で
最
後
に
し
た
い
よ

明
日
奈
の

に

も
ねお

さ
ん

私
な
ら
全
然
大
丈
夫
だ
よ

八
幡
君
が

に
い
て
く
れ
る
ん
だ
し

ね

 
そ
れ
よ
り
も
私
は
お
⺟
さ
ん
の
方
が
心
配
だ
よ

お
⺟
さ
ん
あ
ん
ま
り
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
よ
う
に
ね

大
丈
夫
よ
明
日
奈
い
く
ら

味
を
言
わ
れ
て
も
も
う
負
け

の
遠

え
に
し
か

こ
え
な

い
か
ら

 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は

愕
然
と
し
た
顔
で
八
幡
に
言

た

は

八
幡
君

ど
う
し
よ
う

お
⺟
さ
ん
が
武
闘

に
な

ち

た
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言

て
お
き
ま
す
け
ど

あ
な
た
に
も

私
と
同
じ
血
が
流
れ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
ね

え

え
え

は

八
幡
君

私
は
別
に
武
闘

じ

な
い
よ
ね

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に

八
幡
は
気
ま
ず
そ
う
に
顔
を
背
け
た

え

え

ち

ち

と
八
幡
君

何
で
こ

ち
を
見
て
く
れ
な
い
の

い

い
や

そ
う
だ
な

明
日
奈
は
た
ま
に
好
戦
的
に
な
る
だ
け
だ

う
ん

た
ま
に
な

そ
ん
な
事
は
無

よ
し

も
う
す
ぐ
着
く
み
た
い
だ

行
く
ぞ

明
日
奈

あ

待

て
八
幡
君

待

て

 
そ
し
て
新

線
は
京
都
に
到
着
し
八
幡
は
そ
の
会
話
を
う
や
む
や
に
す
る
事
に
成
功
し
た

さ
て

僕
と
陽
乃
さ
ん
は

と
り
あ
え
ず
ホ
テ
ル
で
待
機
で
す
か
ね

 

岡
の
そ
の
言
葉
に

陽
乃
も
同
意
し
た

そ
う
ね

私
達
の
出
番
は
ち

と
先
に
な
る
だ
ろ
う
し

 
と
り
あ
え
ず
先
に
チ

ク
イ
ン
し
て
お
き
ま
し

う
か

は
い

相
手
の
顔
を
拝
ん
だ
ら
す
ぐ
に
合
流
し
ま
す

 
そ
し
て
タ
ク
シ

を
呼
ぼ
う
と
し
た
章
三
を

陽
乃
が
制
し
た



 第２３９話 そうだ、京都へ行こう

章
三
さ
ん

実
は
も
う

は
用
意
し
て
あ
る
の
よ
ね

そ
う
な
の
か
い

陽
乃
君

え
え

そ
ろ
そ
ろ
到
着
す
る
と
思
う
わ

あ

来
た
来
た

 
そ
し
て
そ
の
陽
乃
の
言
葉
通
り

遠
く
か
ら

見
覚
え
の
あ
る

が
走

て
き
た

 
そ
の

を
見
た
八
幡
は

驚
き
な
が
ら
言

た

あ
れ

キ

ト

キ

ト
じ

な
い
で
す
か

一
体
ど
う
や

て

日
の
夜
か
ら

先
に

独
で
向
か

て
て
も
ら

た
の
よ

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

驚
き
ま
し
た
か

八
幡

お

お
う

キ

ト

こ
こ
に
は
一
人
で
来
た
の
か

私
に
そ
の
一
人
称
は

少
し
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
が

答
え
る
と
し
た
ら
そ
の
通
り
で
す

八
幡そ

う
か

何
に
し
ろ

自
由
に
動
け
る
の
は

難
い
な

キ

ト

速
乗
せ
て
く
れ

は
い

 
そ
し
て
八
幡
は
キ

ト
の
運
転

に
乗
り
込
み
明
日
奈
は
当
然
の
よ
う
に
そ
の
隣
に
乗

た



 第四章 ＧＧＯ編

 
後
部
座

に
は
章
三
と
京
子
が
乗
り
込
み

そ
の
ま
ま
四
人
は
結
城
本
家
へ
と
向
か
う
事
と

な

た

 
そ
し
て

を
走
ら
せ
る
事

十
分

四
人
は
つ
い
に

屋
敷
の
門
の
前
へ
と
到
着
し
た

 
章
三
が
イ
ン
タ

ホ
ン
を
使
い

事
に
連

を
と

て
い
る
間
残
り
の
三
人
は
こ
ん
な
会

話
を
し
て
い
た

こ
こ
か

さ
す
が
に
年
季
の
入

た
立

な

物
で
す
ね

京
子
さ
ん

ま
あ

由

だ
け
は
あ
る

物
み
た
い
だ
し
ね

な
ん
か

霊
屋
敷
み
た
い
だ
ね

う

ん

確
か
に
空
気
が

ん
で
い
る
気
は
し
な
い
で
も
な
い
が

確
か
に
う
ち
の
親

は
化
け
物
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
そ
の
感
想
は
正
し
い
か
も
し
れ
な
い

な 
京
子
ち

ん

明
日
奈
ち

ん

久
し
ぶ
り

あ

ち
に
い
る
の
は
章
三
か
な

 
突
然
横
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

三
人
は

て
て
そ
ち
ら
を
見
た

あ
ら

知

さ
ん
じ

な
い

お
久
し
ぶ
り
で
す

誰
か
と
思

て
驚
い
ち

た
わ

知

お
じ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す
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京
子
と
明
日
奈
が
そ
う
声
を

け
る
の
を

い
て
八
幡
は
こ
れ
が
次
男
の
知

さ
ん
か
と

思
い

 

く

を
下
げ

自
分
が
知

に
紹
介
さ
れ
る
の
を
待
つ
間

知

を
観
察
す
る
事
に
し
た

明
日
奈
ち

ん
が
無
事
で

本
当
に
良
か

た
よ

最
初
に
話
を

い
た
時
は

 
背
筋
が

る
思
い
だ

た
か
ら
ね

見
た
感
じ
も
う
す

か
り
元
通
り
の
美
人
に

た
み

た
い
だ
ね

 
元
気
そ
う
で
何
よ
り
だ
よ

明
日
奈
ち

ん

は
い

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
知

さ
ん

そ
れ
に
し
て
も

何
故
こ
こ
に

 
そ
う
言

た
後

知

は
声
を

め

ひ
そ
ひ
そ
と
京
子
に
言

た

京
子
さ
ん
が
自
分
か
ら
こ
こ
に
来
る
な
ん
て

ど
う
し
ち

た
の
よ

 
ま
た
く
だ
ら
な
い

味
を
言
わ
れ
て
ス
ト
レ
ス
た
ま

ち

う
ん
じ

な
い
の
大
丈
夫

ふ
ふ

大
丈
夫
よ

今
回
は
ね

本
家
と

し
に
来
た
か
ら

 
最
悪
知

さ
ん
以
外
の
結
城
本
家
の
人
と
は
縁
が
切
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
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も
し
そ
う
な

た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
ね

 
そ
の
京
子
の
言
葉
を

い
た
知

は

と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
出
し
た

え
え

本
当
に

う

ん

そ
れ
な
ら
い

そ

僕
も
そ

ち
の
仲
間
に
入
れ
て
く
れ
な

い 
正
直
親

が
ト

プ
の
う
ち
は
ま
だ
い
い
ん
だ
け
ど
さ

 
ほ
ら

次
の
理
事
⻑
選

で
さ

親

が
引
退
す
る
じ

な
い

 
そ
う
す
る
と
今
の
ま
ま
だ
と

兄
貴
が
ト

プ
に
な
る
の
が
ほ
ぼ
確
定
で
さ

 
今
の
う
ち
の
勢
力
図

て
ね

兄
貴

が
四

俺

が
三

 
親

に

実
な
中
立
と
い
う
名
の
兄
貴
を

援
す
る

が
三
み
た
い
な
感
じ
な
ん
だ
け
ど

 
京
子
さ
ん
も
知

て
の
通
り
兄
貴
は
ボ
ン
ク
ラ
だ
か
ら
優

な
僕
の
事
が

か
ら
大

い

じ

な
い

 
だ
か
ら
選

後
に
俺
の
味
方
は
全
員

さ
れ
そ
う
で
居
心
地
が
悪
い
事
こ
の
上
無
い

 
だ
か
ら
平

師
と
し
て
で
い
い
か
ら
さ
知
り
合
い
の
病
院
に
僕
を

し
て
く
れ
な
い
か
な

ご
め
ん

無
理
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に
べ
も
な
く
そ
う
答
え
た
京
子
に
そ
の
答
え
を
予
想
し
て
た
の
か
知

は
笑
顔
で
言

た

あ

や

ぱ
り

だ
よ
ね

い

そ
海
外
に
で
も
高
飛
び
す

か
な

 
そ
う

く
知

に

京
子
は

て
て
言

た

違
う
違
う

無
理

て
の
は
ね

そ
う
い
う
意
味
じ

な
く
て
ね

 
私
達
は

と
あ
る
要
求
を
し
に
こ
こ
に
来
た
ん
だ
け
ど

そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
か

た
ら

 
次

の

と
し
て

あ
な
た
に
理
事
⻑
に
な

て
も
ら
う
つ
も
り
な
の

そ
う
い
う
意
味
で

の

無
理

ね

え
え

そ
う
な
の

え
え

そ
の

の
秘
密
兵
器
と
し
て

今
日
は
う
ち
の

を
連
れ
て
き
た
わ

 

れ
ば
せ
な
が
ら
紹
介
す
る
わ
ね
将
来
う
ち
の
明
日
奈
と
結
婚
す
る
予
定
の
比
企
谷
八
幡

君
よ

 
八
幡
は

そ
う
紹
介
さ
れ

居

ま
い
を
正
し

知

に
自

紹
介
を
し
た

初
め
ま
し
て

比
企
谷
八
幡
で
す

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

知

さ
ん

お
お
う

こ
れ
は
こ
れ
は
ご
丁

に

初
め
ま
し
て

明
日
奈
ち

ん
の
彼
氏

婚
約
者

 
そ

か
そ

か

そ
れ
は
め
で
た
い

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
ね

八
幡
君
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そ
う
言
う
と
知

は

手
を
求
め
て
き
た

八
幡
も
そ
れ
に
応
え
て
手
を
差
し
出
し

 

手
を
し
よ
う
と
接
近
し
た
時

知

は
そ

と
八
幡
の

元
で

い
た

後
で
う
ち
に
来
て
く
れ
英
雄
八
幡
君

明
日
奈
ち

ん
を
守

て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ね

 
八
幡
は

い
き
な
り
の
そ
の
言
葉
に

と
り
あ
え
ず
と
ぼ
け
る
事
に
し
た

何
の
事
で
す
か

と
り
あ
え
ず
そ
の
話
も
後
で
ね

あ
の
京
子
さ
ん
が
秘
密
兵
器
だ
と
言
う
君
と
話
が
し
た
い

実
は
最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
し
た

オ

ケ

待

て
る
よ

 
八
幡
は
知

の
事
を

た
だ
の
面
白
い
人
だ
け
の
人
で
は
無
い
な
と
思
い

 
こ
の
人
が
次
の
理
事
⻑
に
な

た
ら
話
を
い
い
方
向
へ
と
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
た

 
そ
こ
に

事
と
話
を
つ
け
た
の
か

章
三
が

て
き
た

あ
れ

知

じ

な
い
か

い
つ
か
ら
い
た
ん
だ

あ
あ

た
ま
た
ま
通
り
か
か

て
ね

京
子
さ
ん
と
ち

と
立
ち
話
を
ね

そ
う
か

な

知

後
で
お

魔
し
た
い
ん
だ
が

今
日
は
予
定
は
ど
う
な

て
る
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大
丈
夫

全
部
キ

ン
セ
ル
す
る
か
ら

い
つ
で
も
来
て
く
れ

お

お
い

い
い
の
か

あ
あ

大
丈
夫
だ

 
知

は

八
幡
の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
答
え
た

そ
う
だ

紹
介
し
よ
う

こ
ち
ら
は

あ
あ

大
丈
夫

八
幡
君
の
事
は

紹
介
し
て
も
ら

た
か
ら

 
そ
れ
よ
り
親

に
会
い
に
来
た
ん
だ
ろ

ほ
ら

待
た
せ
る
と
ど
ん
ど
ん
不
機

に
な
る
ぞ

そ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
知

ま
た
後
で
な

あ
あ

ま
た
後
で

 
そ
う
言

て
知

は
去

て
い

た

そ
し
て
一
行
は

事
の
案
内
で

 
結
城
家
当
主

結
城

と

つ
い
に
対
面
す
る
事
と
な

た
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第
２
４
０
話
 
偏
屈
じ
じ
い

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

さ
ん

章
三
で
す

入
れ

 

事
に
連
れ
ら
れ
て
到
着
し
た

と
あ
る
和
室
の
前
で

章
三
が
そ
う
声
を

け
る
と

 
中
か
ら
重
々
し
い
返
事
が
返

て
き
た

章
三
は
少
し

張
し
た
様
子
で

を
開
け
た

久
し
い
な
章
三

ど
う
や
ら
会
社
の
危
機
は

上
手
く
乗
り
切

た
よ
う
だ
な

え
え

お
か
げ
さ
ま
で

ま

た
く
お
前
は
運
だ
け
は
い
い
よ
う
だ
な

で

今
日
は
何
の
用
だ

 
そ
の
男

結
城

は

京
子
や
明
日
奈
に
は
目
も
く
れ
ず

い
き
な
り
そ
う
切
り
出
し
た

 
当
然
八
幡
の
方
は
見
よ
う
と
も
し
な
い

今
日
は

報
告
が
あ

て
参
り
ま
し
た
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何
だ

は
い

こ
の
度
我
が
社
は

倉
エ

ジ

ン
シ

と
い
う
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
と

 
業

提

を
結
ぶ
予
定
で

 

は
章
三
の
そ
の
言
葉
を

最
後
ま
で

か
な
い
う
ち
に

た

許
さ
んい

る
ん
で
す
が

そ
う

る
と
思

て
ま
し
た
よ

結
果
が
分
か

て
い
る
の
に
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
こ
こ
に
来
た
の
か

ご
苦
労
な
事
だ
な

 
用
事
が
済
ん
だ
な
ら
帰
れ

一
応
こ
ち
ら
に
は

メ

ん

 
八
幡
は

そ
の
一
連
の
や
り
取
り
を
見
て

噂
通
り
の
偏
屈
じ
じ
い
だ
な
と
思

た
が

 
こ
の
ま
ま
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
存
在
だ
け
を
ア
ピ

ル
し
て
帰
る
の
も

だ
と
思
い

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
事
を
話
そ
う
と
し
た
章
三
の
足
を
ト
ン
ト
ン
と
叩
き
そ
れ
を
制
す
と

 

を

か
ら
真

二
つ
に
す
る
様
子
を
強
く
イ
メ

ジ
し

わ
ず
か
に

を

か
せ
た

 
そ
れ
に
対
す
る

の
反
応
は
激

だ

た

は

に
置
い
て
あ

た
日
本
刀
を
即
座

に
掴
み
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い
き
な
り
そ
れ
を
抜
く
と

八
幡
に
向
け
て

り
下
ろ
そ
う
と
し
た
の
だ

 
だ
が
八
幡
は
い
つ
の
間
に
取
り
出
し
た
の
か
護
身
用
に
持
ち
歩
い
て
い
る

式
の

棒

で 
カ
ウ
ン
タ

ぎ
み
に
そ
の
日
本
刀
の

を
は
じ
き

に
た
た
ら
を

ま
せ

 
次
の

間

の

に

く

棒
を
突
き
つ
け
た

 
章
三
と
京
子
は
何
が

こ

た
の
か
分
か
ら
ず

そ
の
場
で

直
し
て
い
た
が

 
さ
す
が
明
日
奈
は

八
幡
の
変
化
に
気
付
い
て
い
た
よ
う
で

 

が
動
い
た

間
に
そ
の
側
面
に
回
り
込
み

 
剣
が
無
い

代
わ
り
に
手
刀
を

の
首
に
突
き
つ
け
て
い
た

 

は

や

を
流
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

小

お
前

ど
こ
ぞ
の
組

の

客
か
何
か
か

 
章
三

お
前
は

を
殺
す
気
で
こ
こ
に
来
た
の
か

そ
ん
な

無
い
だ
ろ
じ
じ
い

あ
ん
た
が
俺
の
殺
気
に
勝
手
に
反
応
し
た
だ
け
だ

 
そ
し
て
二
人
は
武
器
を
下
ろ
し

立

た
ま
ま
向
か
い
合

た

 
明
日
奈
は
そ
れ
を
見
て

元
の
場
所
へ
と

た
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小

お
前
そ
の
年
で

分

場
を
く
ぐ

て
き
た
み
た
い
だ
な

名
は

比
企
谷
八
幡

そ
れ
に
そ

ち
の

結
城
明
日
奈
で
す

大

さ
ま

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
名
前
だ

た
な

ふ
む

 

は
武
器
を
し
ま
い

再
び
元
の
場
所
へ

て
あ
ぐ
ら
を
か
い
た

 
八
幡
は
そ
の
正
面
に

を
下
ろ
し

同
じ
く
あ
ぐ
ら
を
か
い
た

お
い
小

お
前

何
者
だ

あ
ん
た
の

に
な
る
予
定
の
男
で
す
よ

大

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て

は
章
三
に
言

た

お
い
章
三

お
前

分
と
い
い
後
継
者
を
見
付
け
て
き
た
よ
う
だ
な

え

 
そ
の
呼
び

け
に
章
三
は

も
う
ど
う
に
で
も
な
れ
と
い
う
気
持
ち
で
答
え
た

え
え
う
ち
も
い
い
加

い
つ
ま
で
も
本
家
の
顔
色
を

て
ば
か
り
じ

い
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
ね
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ふ

あ
の
遊
び
歩
い
て
い
た
子

が
い
つ
の
間
に
か
大
言
を

く
よ
う
に
な

た
も
ん
だ

な 

は
そ
う
言
う
と

再
び
八
幡
の
方
を
見
て

突
然
こ
う
言

た

な
る
ほ
ど

お
前
の
強
気
の
理
由
は

こ
の
英
雄
の
小

だ

た
か

英
雄

何
の
事
だ

 
八
幡
は

先
ほ
ど
の
知

と
の
会
話
に
続
き

こ
こ
で
も
と
ぼ
け
る
事
に
し
た

う
ち
の
病
院
に
も

あ
の
ゲ

ム
の
被
害
者
は

山
入
院
し
て
お

た
か
ら
な

 
そ
の
中
の
何
人
か
が
こ
う
言

て
お

た
そ
う
だ

 
英
雄
で
あ
る
閃
光
の
ア
ス
ナ
と
そ
の
仲
間
の
お
か
げ
で
生
き
て
帰

て
く
る
事
が
出
来
た
と

な 
そ
し
て
今
の
身
の
こ
な
し
を
見
れ
ば

馬

で
も
分
か
る
わ

 
そ
の
閃
光
の
ア
ス
ナ
と
い
う
の
が
お
前
だ
ろ

明
日
奈
よ

 
そ
し
て
そ
の
仲
間
が
お
前
だ
ろ

小

は
い

大

様

じ
じ
い
に
し
て
は

中
々
い
い

理
だ
な
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ふ
ん

達
に
年
は
と

て
お
ら
ん

 

は
そ
う
言

て
居

ま
い
を
正
し

明
日
奈
の
方
を
向
く
と

そ
の
ま
ま

を
下
げ
た

 
そ
の

の
意
外
な
行
動
に

一
同
は

気
に
と
ら
れ
た

明
日
奈
よ

さ

き
は
失

な
態
度
を
と

て
す
ま
な
か

た

 
よ
く
帰

て
き
た
な

そ
し
て

我
が

者
達
を
救

て
く
れ
た
事
に

心
か
ら
感
謝
す
る

あ

は

は
い

 
八
幡
は

そ
の
見
事
な
謝
罪
を
見
て
こ
う
思

た

こ
の
じ
じ
い
は

た
だ

慢
な
馬

じ

な
い

て
事
か

ち

と
や
り
に
く
い
が

 
ま

た
く
話
が
分
か
ら
な
い

て

で
も
無
さ
そ
う
だ
な

ど
う
す
る
か

 
八
幡
は
方
針
を
決
め
か
ね
て
い
た
が

そ
ん
な
八
幡
よ
り
先
に

口
を
開
い
た
の
は
明
日
奈

だ

た
で
も
そ
の
認
識
は

一
つ
間
違

て
い
ま
す

大

様

ほ
ほ
う

ど
う
間
違

て
い
る

彼
は
私
の
仲
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

私
が
彼
の
仲
間
な
ん
で
す

 
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
に

い
た
の
は

ほ
と
ん
ど
が
彼
の
力
で
す
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彼
は
あ
ま
り
表
に
出
た
が
ら
な
か

た
か
ら
私
ほ
ど
名
前
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

 
プ
レ
イ
ヤ

の
ト

プ
に
い
た
者
達
が
一
番
に
あ
げ
る
の
は

常
に
彼
の
名
前
で
す

そ
う
か

お
前
が
な

そ
ん
な
男
が
息
子
に
な
る
の
な
ら
章
三
が
強
気
に
な
る
の
も
分
か

る
わ

 
そ
う
言
う
と

は

再
び
八
幡
を

み
付
け
な
が
ら
言

た

そ
れ
で
小

を
説
得
す
る
材
料
は

も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

 

は
そ
の
言
葉
を

き

目
付
き
を

く
し
た

手
に
入
れ
た
の
か

え
え

開
発
者
ご
と

ふ
む

 

は
そ
う
言

て

少
し
考
え
込
ん
だ
後

首
を

り
な
が
ら
言

た

子
に
は
悪
い
が

そ
れ
で
も

は
首
を

に
は

ら
ん

 
そ
れ
く
ら
い

に
と

て
章
三
に

を
下
げ
る
事
は
面
白
く
な
い

一
族
の
者
も
皆
そ
う
だ

ろ
う
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そ
こ
ま
で
で
す
か

と
こ
ろ
で
そ
の

子
さ
ん
と
い
う
の
は

の
娘
だ

そ
し
て
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は

そ
の

子
の
娘
だ

な
る
ほ
ど

 
そ
の
八
幡
の

々
と
し
た
受
け
答
え
を
見
て

は
言

た

ま

た
く
表
情
を
変
え
な
い
ん
だ
な

小

ま
あ

そ
う
言
う
だ
ろ
う
と
思

て
た
ん
で

で

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
帰
り
ま
す

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

は
少
し
意
外
そ
う
な
口
調
で
言

た

に
素
直
だ
な

ま
あ
ま
だ
来
た
ば

か
り
で
す
し

に
も
入
り
た
い
で
す
し
ね

色
々
考
え
る
の
は
そ
の

後
に
し
ま
す

だ
と

え
え

で
す

そ
う
か
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は
そ
う
言
い

そ
れ
以
上
何
も
言
お
う
と
は
し
な
か

た

そ
れ
で
は
こ
れ
で

行
き
ま
し

う

章
三
さ
ん

京
子
さ
ん

明
日
奈

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
で
残
り
の
三
人
も
立
ち
上
が
り

を
し
て
部
屋
を
出
て
い

た

 
そ
し
て
最
後
に
部
屋
を
出
よ
う
と
し
た
八
幡
の
背
中
に
向
け

が
言

た

ま
た
来
い

小

 
八
幡
は

そ
の
呼
び
か
け
に
は
返
事
を
せ
ず

く

を
下
げ
て
部
屋
を
出
た

 
外
に
出
る
と
章
三
は

少
し
興
奮
し
た
様
子
で
八
幡
に
言

た

い
や

い
き
な
り

さ
ん
が
刀
を
抜
い
た
時
は
ど
う
な
る
事
か
と
思

た
が

 
八
幡
君
は
さ
す
が
と
い
う
か

そ
の
後
も
一
歩
も
引
か
な
か

た
ね

あ
の
時
は
俺
も
そ
れ
な
り
に
驚
い
て
ま
し
た
け
ど
ね

 
ま
さ
か
殺
気
に
気
付
く
だ
け
じ

な
く

反
撃
ま
で
し
て
く
る
と
は
予
想
外
で
し
た

明
日
奈
も
気
付
い
て
い
た
の
か
い

う
ん

ま
あ

こ
う
い
う
の
に
は
慣
れ
て
る
か
ら
ね

 
八
幡
君
の
雰
囲
気
が
変
わ

た
ら

私
に
は
す
ぐ
に
分
か
る
も
の

 
そ
の
二
人
の
言
葉
に

章
三
は
何
と
も
い
え
な
い
表
情
で
言

た
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正
直
明
日
奈
は

普
通
の
女
の
子
に
育

て
く
れ
れ
ば

そ
れ
で
良
か

た
ん
だ
け
ど
な

 
ま
あ
そ
の
お
か
げ
で
八
幡
君
と
出
会
え
た

だ
し

良
か

た
の
か
な

い
い
に
決
ま

て
る
で
し

あ
な
た

私
達
の
娘
夫

は
あ
の

様
相
手
に
一
歩
も
引
か

な
い

 
す
ご
い

力
の
持
ち
主
な
の
よ

素
晴
ら
し
い
じ

な
い

く

の
顔
が
見
た
い
わ

ね

八
幡
君

は

は

 
何
と
答
え
て
い
い
の
か
困
る
八
幡
を
見
て

明
日
奈
が
言

た

も
う

お
⺟
さ
ん

た
ら

ま
だ

い

て
こ
の
前
も
言

た
じ

な
い

 
八
幡
君
も
困

て
る
で
し

さ
あ

と
り
あ
え
ず

ホ
テ
ル
に

物
を
置
い
て
か
ら

 
知

さ
ん
の
所
に
行
こ
う

そ
う
だ
な

と
り
あ
え
ず
ホ
テ
ル
に
チ

ク
イ
ン
し
て

 
京
子
は
部
屋
で
ゆ

く
り
し
て
い
る
と
い
い
さ

後
の
事
は
私
達
に
任
せ
な
さ
い

そ
う
ね

ち

と
疲
れ
た
し

そ
う
さ
せ
て
も
ら
お
う
か
し
ら

は
い

後
は
任
せ
て
下
さ
い

京
子
さ
ん
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本
当
に
頼
り
に
し
て
る
わ
よ

八
幡
君

 
こ
う
し
て
四
人
は
陽
乃
と

岡
の
待
つ
ホ
テ
ル
へ
と
向
か
い
チ

ク
イ
ン
す
る
事
に
し

た 
そ
こ
で
八
幡
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は

と
ん
で
も
な
い
事
実
だ

た

俺
と
明
日
奈
が
同
じ
部
屋

し

し
か
も
ダ
ブ
ル
だ
と

そ
う
だ
け
ど

何
か
問
題
あ
る

む
し
ろ
問
題
だ
ら
け
だ
ろ

こ
の
馬

姉

 
そ
の
八
幡
の
抗
議
を
受
け

陽
乃
は
諭
す
よ
う
な
口
調
で
八
幡
に
言

た

だ

て
仕
方
な
い
じ

な
い

予
約
の
時
点
で

家
族
部
屋
は
空
い
て
な
か

た
ん
だ
も
の

そ
れ
が
何
だ
よ

岡
さ
ん
は

に
領
収
書
を
提
出
す
る
か
ら
シ
ン
グ
ル
一
部
屋

こ
れ
は
い
い

あ
あ

残
り
は
シ
ン
グ
ル
と
ツ
イ
ン
と
ダ
ブ
ル
の
部
屋
が

一
部
屋
ず
つ
し
か
空
い
て
い
な
か

た

 
章
三
さ
ん
達
は
レ
ク
ト
の
領
収
書
で
夫

で
一
部
屋
だ
か
ら
ツ
イ
ン
か
ダ
ブ
ル
な
ん
だ
け

ど
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章
三
さ
ん
だ
け
帰
り
が

く
な
る
と
か
が
あ
る
か
ら

ツ
イ
ン
で
し

 
で
私
は
ソ
レ
イ
ユ
の
領
収
書
で
落
と
す
か
ら
ダ
ブ
ル
は
選
択
出
来
な
く
て
シ
ン
グ
ル
に

な
る

 
そ
う
す
る
と
必
然
的
に

残
る
部
屋
は

ダ
ブ
ル
の
部
屋
が
一
部
屋
だ
け
に
な
る

 
メ
ン
バ

の
入
れ

え
は

下
よ

ま

た
人
が
別
人
だ
と

後
で
問
題
に
な
る
か
ら
ね

 
そ
の
説
明
を

い
た
八
幡
は

愕
然
と

い
た

く
そ

大
人
の
事
情
め

ま
あ
そ
う
い
う
事

明
日
に
な
れ
ば
も
う
一
部
屋
空
く
ら
し
い
か
ら
今

は
我
慢
し
な
さ
い

な

分
か
り
ま
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
の
後
ろ
で

明
日
奈
と
章
三
と
京
子
が

陽
乃
に

ナ
イ
ス

 
と
い
う
サ
イ
ン
を
送

て
い
た
事
に
は

八
幡
は
気
が
つ
か
な
か

た

 
実

問
題

八
幡
が
自
腹
で
部
屋
代
を
二
部
屋
分
出
す
か
ら
と
言

て

 
陽
乃
と
明
日
奈
を
同
じ
部
屋
に
叩
き
込
め
ば
全
て
解
決
し
た
の
だ
が

 
さ
す
が
の
八
幡
も

そ
こ
ま
で

が
回
ら
な
か

た
よ
う
だ
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つ
い
で
に

予
約
の

で
と
い
う
陽
乃
の
言
葉
に
も
疑
問
を

く
べ
き
だ

た

 
こ
れ
は
つ
ま
り

章
三
と
京
子
も
事
前
に
納
得
済
み
だ
と
い
う
事
に
な
る
か
ら
だ

 
八
幡
は

明
日
奈
の
満
面
の
笑
み
を
見
て

そ
れ
以
上
何
も
言
う
の
を
や
め

 
大
人
し
く
部
屋
に

物
を
置
き

そ
の
ま
ま
明
日
奈
と
共
に
部
屋
を
出
た

 
そ
し
て
京
子
と

岡
を
残
し

残
り
の
四
人
は
知

の
家
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

 
知

は
待
ち
わ
び
て
い
た
の
か

四
人
を
笑
顔
で
出
迎
え

こ
う
し
て
密
談
が
始
ま

た
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第
２
４
１
話
 
大
き
な
前
進

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

や

や

待
ち
わ
び
た
よ

速
そ
ち
ら
の
凄
い
美
人
さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら

て
も
い
い

か
な

 
知

の
そ
の
言
葉
に

陽
乃
は
笑
顔
で
自

紹
介
を
し
た

初
め
ま
し
て

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
社
⻑

雪
ノ
下
陽
乃
で
す

 
こ
こ
に
は

八
幡
君
と
明
日
奈
ち

ん
の

魂
の
姉
と
い
う
立
場
で
来
て
い
ま
す

 
そ
の
魂
の
姉
と
い
う

語
を

い
た
知

は

感

を
受
け
た
よ
う
に
言

た

こ
れ
は
ま
た
大
物
が

し
か
し

魂
の
姉
と
き
ま
し
た
か

 
ど
う
や
ら
二
人
と
は

と
て
も
い
い
関
係
の
よ
う
で
す
ね

え
え

彼
の
ハ

レ
ム
メ
ン
バ

と
し
て

明
日
奈
ち

ん
に
公
認
さ
れ
る
く
ら
い
に
は

お
い
こ
ら
姉

最
近
本
当
に
馬

に
な

て
な
い
か

さ
す
が
に
ち

と
心
配
に
な

て
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き
た
ぞ

 
八
幡
は
即
座
に
そ
う
突

込
ん
だ
が

陽
乃
は
あ

さ
り
と
受
け
流
し

こ
う
言

た

と

ま
あ
こ
の
よ
う
に

彼
は
常
に
私
の
事
を

と
て
も
気
に

け
て
く
れ
て
い
ま
す

 
再
び
突

込
も
う
と
し
た
八
幡
よ
り
先
に

知

が
笑
顔
で
言

た

美
人
で
ス
タ
イ
ル
も
い
い
上
に
実
に
個
性
的
な
方
で
す
ね
結
城
知

で
す
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
二
人
は

手
を
し

八
幡
は

と
り
あ
え
ず
そ
れ
以
上
突

込
む
の
を
や
め
る
事
に
し
た

で

八
幡
君

親

の

象
は
ど
う
だ

た

何
か
言
わ
れ
な
か

た
か
い

と
て
も
偏
屈
な
じ
じ
い
で
し
た
ね

だ
か
ら
面
と
向
か

て
じ
じ
い

て
呼
ん
で
や
り
ま
し

た
は
は

親

を
じ
じ
い
呼
ば
わ
り
か

す
ご
い
な
君
は

 
そ
の
知

の
言
葉
に

八
幡
は

少
し
ば
つ
が
悪
そ
う
に
言

た

す
み
ま
せ
ん

実
の
お

さ
ん
に
対
し
て

ち

と
失

な
呼
び
方
で
し
た
ね

 
そ
れ
を

い
た
知

は

楽
し
そ
う
に
言

た
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い
や

君
の

力
に
感
心
し
た
だ
け
さ

気
に
し
な
い
で
じ
じ
い
の
ま
ま
で
い
い
よ

分
か
り
ま
し
た

で

そ
の
後
で
す
が

い
き
な
り
日
本
刀
で

り
か
か
ら
れ
ま
し
た

え
え

い

一
体
何
が
あ

た
ん
だ
い

 
知

は

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
は
想
定
外
だ

た
よ
う
で

て
た
口
調
で
八
幡
に

ね
た

最
初
に
章
三
さ
ん
が

こ

ち
の
要
求
を
伝
え
た
ん
で
す
よ

 
ま
あ

レ
ク
ト
が
今
度

倉
エ

ジ

ン
シ

て
い
う
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
と

 
業

提

を
す
る

て
話
な
ん
で
す
け
ど
ね
で
も
ま

た
く

く

を
持
た
な
い

て
感
じ

で
し
た

 
そ
れ
を

い
た
知

は

合
点
が
い

た
と
い
う
風
に

息
し
な
が
ら
言

た

あ
あ

芸
能
関
係
だ

た
か

う
ち
は
ほ
ら

章
三
さ
ん
か
ら

い
た
か
も
だ
け
ど

 

え
ば
ア
イ
ド
ル
が

人
に
は
言
え
な
い
病
気
で
入
院
す
る
と
か

 
ス
キ

ン
ダ
ル
が
発
覚
し
た
時
に

急
入
院
す
る
と
か

か
ら
そ
う
い
う
方
面
で
関
係
が
深

い
か
ら
ね

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

丁
度
い
い
機
会
だ
と
思
い

知

に
こ
ん
な
質
問
を
し
た

知

さ
ん
は

提

に
つ
い
て
は
ど
う
思
い
ま
す
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ど
う
思
う
も
何
も
さ

た
か
が
提

一
つ
で
何
か
大
き
な
変
化
が
あ
る

で
も
な
い
し

 
う
ち
が
担

て
き
た
そ
う
い
う
部
分
の

要
が
無
く
な
る
事
も
無
い
ま

た
く
何
の
問
題
も

無
い
よ

な
る
ほ
ど

や

ぱ
り
知

さ
ん
に

理
事
⻑
に
な

て
も
ら
う
の
が
正
解
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い

話
を
続
け
た

話
が
反
れ
ま
し
た
ね

で
章
三
さ
ん
が
こ
ち
ら
か
ら
の

件
を
提

し
よ
う
と
し
た
ん
で

す
け
ど

 
ど
う
せ
言

て
も
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
し
ま
あ
実

そ
う
だ

た
ん
で
す

が 
た
だ

件
だ
け
提

し
て
帰
る
の
も

だ

た
ん
で

そ
れ
を
俺
が
止
め
て
で
す
ね

 

し
に
あ
の
じ
じ
い
を
真

二
つ
に
す
る
イ
メ

ジ
で
殺
気
を
飛
ば
し
て
み
た
ん
で
す
け
ど

殺
気

は
い

そ
し
た
ら
あ
の
じ
じ
い

こ

ち
の
殺
気
に
直
ぐ
に
反
応
し
て

 
い
き
な
り
日
本
刀
で

り
か
か

て
き
た
ん
で
す
よ
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う

う
ち
の
親

が
す
ま
な
い

八
幡
君

怪
我
は
無
か

た
か
い

問
題
無
い
で
す

護
身
用
の
こ
れ
で
迎
撃
し
た
ん
で

 
そ
う
言

て
八
幡
は

護
身
用
の

棒
を
知

に
見
せ
た

そ
れ

て

棒
か
い

ち
な
み
に
ど
う
や

て
迎
撃
し
た
ん
だ
い

そ
れ
は
で
す
ね

知

さ
ん

ち

と
そ
の
ボ

ル
ペ
ン
を
日
本
刀
に
見
立
て
て

 

し
に
こ

ち
に

り
か
か

て
き
て
下
さ
い

ん

分
か

た

 
知

は
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
ボ

ル
ペ
ン
を

り
か
ぶ
り
八
幡
に

り
か
か
ろ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
知

の
手
は

ね
上
げ
ら
れ

知

は
大
き
く
体
勢
を
崩
し
た

 
そ
の

間
に

知

の

に

棒
が
突
き
つ
け
ら
れ

 
つ
い
で
に
首
に
は
明
日
奈
の
手
刀
が

え
ら
れ
て
い
た

す
み
ま
せ
ん

く
な
か

た
で
す
か

 
八
幡
の
そ
の
心
配
を
よ
そ
に

知

は
興
奮
し
た
口
調
で
八
幡
に
言

た

う
わ

八
幡
君

今
何
や

た
の

い
き
な
り
体
勢
が
崩
れ
た
ん
だ
け
ど

合
気
道
か
何

か
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そ
れ
に
明
日
奈
ち

ん
も
い
つ
の
間
に

ま
さ
か
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
親

に
対
し
て
や

た
のは

い

ま
ん
ま
こ
ん
な
感
じ
で
し
た
ね

明
日
奈
も

め
て

 
ち
な
み
に
体
勢
が
崩
れ
た
の
は

た
だ
の
カ
ウ
ン
タ

ア
タ

ク
の
結
果
で
す

知

さ
ん
八
幡
君
は
人
相
手
だ
と
攻
撃
を
全
部

い
て
相
手
の
体
勢
を
崩
し
ま
く

て

 
何
も
さ
せ
な
い
ま
ま
倒
す
の
が
得
意
な
ん
で
す
よ

は

は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は

 
い
き
な
り
知

は
笑
い
出
し
た

知

は

悪
い
笑
顔
で
八
幡
に

ね
た

八
幡
君

親

は
び
び

て
た
か
い

う

ん

や

は
流
し
て
ま
し
た
け
ど

そ
の
後
は
案
外
普
通
で
し
た
ね

そ
れ

絶
対
内
心
で
は
び
び

て
た
と
思
う
よ

 
知

は

と
て
も

そ
う
に
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
知

に

八
幡
は
気
に
な

て
い
た
事
を
質
問
し
た

と
こ
ろ
で
知

さ
ん
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
俺
の
事
は
や

ぱ
り

者
さ
ん
か
ら

い
た
ん
で
す
か
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あ
の
じ
じ
い
も

閃
光
の
ア
ス
ナ
の
事
は
知

て
た
み
た
い
で
す
け
ど

 
知

は
そ
の
八
幡
か
ら
の
質
問
に

真
面
目
な
顔
に
な
り

こ
う
答
え
た

や

ぱ
り
君
は

あ
の
ハ
チ
マ
ン
君
だ

た
ん
だ
ね

 
そ
の
言
い
方
だ
と

親

は
閃
光
の
ア
ス
ナ
の
名
前
し
か
知
ら
な
か

た
の
か
な

 
僕
の
見
て
い
た

者
さ
ん
達
か
ら
出
て
き
た
名
前
も

閃
光
の
ア
ス
ナ
の
他
は

 
黒
の
剣
士
神
聖
剣
銀
影

て
呼
び
名
だ
け
で
ね
明
日
奈
ち

ん
の
事
は
知

て
た
か
ら

 
も
し
か
し
た
ら
と
思

て

他
の
病
院
の

者
さ
ん
に
も
色
々

い
て
回

た
ん
だ
よ
ね

 
そ
れ
で
出
て
き
た
名
前
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
キ
リ
ト
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
三
人
の
名
前

だ

た
ん
だ

 
そ
れ
じ

あ
や

ぱ
り

閃
光
の
ア
ス
ナ

て
の
は

明
日
奈
ち

ん
の
事
だ

た
ん
だ
ね

う

や

ぱ
り

さ
ん
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

 
他
人
に
言
わ
れ
た
時
と
比
べ
て
す
ご
く
恥
ず
か
し
い
で
す

 
そ
ん
な
明
日
奈
に
知

は

笑
い
な
が
ら
謝
罪
し
た

は
は

ご
め
ん
ご
め
ん

も
う
言
わ
な
い
よ

 
そ
れ
に
し
て
も
章
三

俺
に
く
ら
い
は
教
え
て
く
れ
て
も
い
い
じ

な
い
か
よ
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前

い
た
時
は

知
ら
な
い
の
一
点
張
り
だ

た
よ
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
章
三
は

何
か
に
思
い
当
た

た
の
か

こ
う
言

た

そ
う
か

知

に
は
こ
の
事
は
言

て
な
か

た
よ
な

 
実
は
あ
の
時
明
日
奈
は
な

ま
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
て
は
い
な
か

た
ん
だ
よ

 
明
日
奈
は
あ
の
最
後
の

人
の
う
ち
の
一
人
だ

た
ん
だ

 
だ
か
ら
前
に

か
れ
た
時
に
は

そ
の
事
を
話
す
精
神
的
余

が
無
く
て
な

え
え

そ
う
か

あ
の
時
⻭
切
れ
が
悪
か

た
の
は
そ
の
せ
い
か

 
無
神

な
事
を

い
て
し
ま

て
す
ま
な
か

た

そ
う
い
え
ば
犯
人
は
確
か
章
三
の
会
社

の
あ
あ

あ
れ
が
私
の
罪
だ

そ
の
せ
い
で

危
う
く
明
日
奈
を
失
う
所
だ

た

 
だ
が

こ
の
八
幡
君
の
お
か
げ
で

ま
た
こ
う
し
て
明
日
奈
を
こ
の

に

く
事
が
出
来
た

 
い
く
ら
感
謝
し
て
も
し
足
り
な
い
く
ら
い
だ
よ

 
し
か
も
そ
ん
な
彼
が

も
う
す
ぐ
私
の
息
子
に
な
る
ん
だ

こ
ん
な
に
嬉
し
い
事
は
無
い

 
ど
う
だ
知

ま
し
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

い
た
知

は

き

と
ん
と
し
た
後

驚
き
の
表
情
を

か
べ
た
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確
か
に

ま
し
い
け
ど

え
え

そ
れ
じ

ま
さ
か

あ
の
事
件
を
解
決
し
た
の
は

あ
あ

こ
こ
に
い
る
八
幡
君
だ

ど
う

知

さ
ん

私
の
彼
氏
は
す
ご
い
で
し

あ

あ
あ

そ
う
だ
ね

そ
う
か

そ
う
か

 
知

は
そ
う

く
と

少
し

ん
だ
目
で

し

か
り
と
八
幡
の
手
を

り
な
が
ら
言

た

八
幡
君

明
日
奈
ち

ん
を
助
け
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

知

さ
ん

明
日
奈
を
助
け
る
の
は

俺
に
は
当
然
の
事
な
ん
で

 
そ
こ
ま
で
特
別
な
事
を
し
た

じ

な
い
で
す

当
然

な

そ
れ
が
言
え
る
奴
は

そ
ん
な
に
多
く
な
い
と
思
う
け
ど
ね

 
と
に
か
く
あ
り
が
と
う
八
幡
君

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
知

は
何
度
も
何
度
も
八
幡
に
お

を
言
い
明
日
奈
は
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
寄
り

て

い
た話

が
大
分
反
れ
て
し
ま

た
ね

で

結
局
君
達
は

何
が
目
的
で

 
倉
エ

ジ

ン
シ

と
の
提

を
何
と
し
て
も
結
び
た
い
ん
だ
い

実
は
で
す
ね
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八
幡
は

今
回
の
事
の

を

し
く
知

に
説
明
し
た

 
そ
れ
を

い
た
知

は

顔
を

く
し
な
が
ら
こ
う
言

た

何
だ
そ
の
ゴ
ミ

は

出
来
る
事
な
ら
こ
の
手
で

殺
し
て
や
り
た
い
よ

そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
あ

同
感
で
す
け
ど
ね

し
か
し
ま
あ
君
の
持

て
る
力
を
考
え
た
時

純
に
叩
き
潰
し
た
方
が
簡

な
気
も
す
る

ん
だ
が

 
そ
れ
を
し
な
い
の
が
君
の

点
な
ん
だ
ろ
う
ね

僕
か
ら
見
て
も

君
は
優
し
す
ぎ
る

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

目
を
伏
せ
な
が
ら
答
え
た

自
覚
は
あ
り
ま
す

ま
あ
し
か
し

そ
れ
が
君
の
⻑
所
で
も
あ
る
ん
だ
ろ
う

 
知

は
笑
顔
で
そ
う
言

た

話
は
分
か

た

僕
が
理
事
⻑
に
な

た
ら
親

に
逆
ら

て
で
も
全
面
的
に
協
力
す
る
と

約
束
す
る
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

理
事
⻑
選

に
勝
つ

に

何
か
手
立
て
は
あ
り
ま
す
か

 
八
幡
の
そ
の
問
い
に

知

は
考
え
込
ん
だ
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う

ん

一
番
簡

な
の
は

子
姉
さ
ん
と

国
友
義

を
説
得
す
る
事
な
ん
だ
け
ど
ね

そ
の
二
人
が

の
中
立
組
の
キ

パ

ソ
ン
な
ん
で
す
か

あ
あ

そ
う
い
う
事
だ
ね

 
八
幡
は
そ
の
答
え
に
納
得
し

こ
う
言

た

子
さ
ん
に
つ
い
て
は

当
て
が
あ
り
ま
す

ん

子
姉
さ
ん
の
事
を
知

て
る
の
か
い

は
い

病
気
の
娘
さ
ん
が
い
る
ん
で
す
よ
ね

あ
あ

難
病
で
ね

正
直
あ
の
子
は

も
う
⻑
く
は
無
い
だ
ろ
う
ね

 
知

は

と
て
も
つ
ら
そ
う
に
そ
う
言

た

 
八
幡
も

な
表
情
を
し
な
が
ら

知

に
こ
う

ね
た

そ
ん
な
に
難
し
い
病
気
な
ん
で
す
か

あ
あ

正
直
手
の

し
よ
う
が
な
い

せ
め
て
あ
れ
が
手
に
入
れ
ば

 
せ
め
て
最
後
の
時
を

安
ら
か
に
迎
え
さ
せ
て
や
れ
る
ん
だ
が

 
八
幡
は

そ
ん
な
知

に
そ

と

い
た

え

と

そ
れ
が
当
て
で
す
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知

は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を
受
け

バ

と
顔
を
上
げ

八
幡
に

ね
た

ま
さ
か
君

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
知

て
い
る
の
か
い

知

て
い
る
と
い
う
か
で
す
ね

そ
の
技
術
は
今

う
ち
が
保

し
て
い
る
の
よ
知

さ
ん

 
ち
な
み
に
う
ち
の
次
期
社
⻑
は
こ
の
八
幡
君
だ
か
ら

 
彼
が
い
い
と
言
え
ば

私
は
直
ぐ
に
で
も

そ
の
技
術
を
結
城
系
の
病
院
に
提

出
来
る
わ

 
そ
の
陽
乃
の
言
葉
に
知

は
驚
愕
し
た

ま
さ
か
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
技
術
を
保

し
て
い
た
な
ん
て
ね

 
そ
し
て
八
幡
君
が
次
期
社
⻑

や

ぱ
り
君
は
す
ご
い
な

 
知

は
そ
う

い
た
後

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に

愕
然
と
し
た
顔
で
言

た

て

ま
さ
か

君
が
出
し
た

件

て
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
な
の
か
い

 
そ
し
て
親

は

そ
の

し
出
を
断

た
の
か
い

は
い

あ
の
ク
ソ
じ
じ
い

今
度
会

た
ら
絶
対
に
殴

て
や
る

 
知

は
そ
の
事
に
本
気
で
腹
を
た
て
て
い
る
よ
う
で

そ
う
言

た
後
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願
す
る
よ
う
に
八
幡
と
陽
乃
に
言

た

頼
む

今
か
ら

子
姉
さ
ん
に
会

て
く
れ

そ
し
て
可
能
な
ら

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を

 

子
姉
さ
ん
の
娘
の
楓
ち

ん
に

今
す
ぐ
に
使
わ
せ
て
や

て
く
れ

 
そ
の
言
葉
を
受
け

八
幡
は
陽
乃
に

ね
た

姉
さ
ん

機
材
の
手
配
は
ど
う
な

て
ま
す

も
ち
ろ
ん
手
配
済
み
よ

も
う
す
ぐ
こ

ち
に

く
と
思
う
わ

本
当
か
い

え
え

直
ぐ
に
で
も

そ
の
楓
ち

ん
に
使

て
も
ら
う
事
が
可
能
よ

 
そ
の
陽
乃
の
言
葉
を
受
け

知

は

子
に
連

を
と

た

 

子
が
直
ぐ
に
会
う
と
返
事
を
し
た

一
行
は

子
の
娘
が
収
容
さ
れ
て
い
る

 
そ
の
特

な

設
へ

急
い
で
向
か
う
事
と
な

た

 
ち
な
み
に
章
三
は
ど
う
や
ら
話
が
進
展
し
そ
う
だ
と
倉
エ

ジ

ン
シ

と
の
提

話
を

進
め
る

 
一

一
人
で
ホ
テ
ル
へ
と

る
事
と
な

た

 
そ
し
て
八
幡
達
は
キ

ト
に
乗
り
込
み

目
的
地
へ
と
急
い
だ
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そ
の
目
的
地
の

設
の
名
は

Ｓ
ｌ
ｅ
ｅ

ｉ
ｎ
ｇ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ

眠
り
の
森

と
言
う
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第
２
４
２
話
 
楓
の
願
い

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

そ
れ
じ

あ
目
的
地
へ
案
内
す
る
よ

目
的
地
は
何
て
所
な
ん
で
す
か

Ｓ
ｌ
ｅ
ｅ

ｉ
ｎ
ｇ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ

眠
り
の
森

て
い
う
特

な

設
だ
ね

 
そ
こ
に
は

楓
ち

ん
み
た
い
な
難
病
の

者
さ
ん
が

山
い
る
ん
だ

キ

ト

場
所
は
分
か
る
か

索
完
了
し
ま
し
た

最

ル

ト
で
到
着
出
来
ま
す

う
わ

く

が

た

 
知

は

い
き
な
り

が

た
事
に
と
て
も
驚
い
た

ま
あ
誰
も
が
通
る
道
で
あ
る

 
八
幡
は
道
中
で
知

に

キ

ト
の
事
を
説
明
し
た

あ
あ

ソ
レ
イ
ユ
の
技
術
力
の
ア
ピ

ル
も

ね
て
る

て
事
な
の
か
な
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そ
れ
に
し
て
も

本
当
に
君
達
は

格
外
だ
よ
ね

 
実

は
キ

ト
に
関
し
て

ソ
レ
イ
ユ
は
関
係
が
無
い
の
だ
が

 
実
は
今
の
キ

ト
は

ア
ル
ゴ
の
手
に
よ
り

 
茅
場

の
残
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
影

を
色

く
受
け
て
お
り

 
完
全
に
ソ
レ
イ
ユ
と
関
係
が
無
い
か
と
い
う
と

そ
う
で
も
な
い
の
だ

た

知姉
さ
ん

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は
ど
こ

ち

ん
と
手
配
し
て
あ
る
か
ら
と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
て

ほ
ら
お
客
さ
ん
の
前
だ
か
ら

ね 
知

の
姉

子
は

そ
う
言
わ
れ
て

め
て

り
を
見
回
す
と

 
こ
ほ
ん
と

い
を
し

優

な
所
作
で

一
行
に
自

紹
介
を
し
た

初
め
ま
し
て

知

の
姉
の

子
で
す

て

明
日
奈
ち

ん

明
日
奈
ち

ん
よ
ね

は
い

子
お
ば
さ
ま

お
久
し
ぶ
り
で
す
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明
日
奈
の
中
の

子
の
イ
メ

ジ
は

を
し
て
も
義

的
に
返
し
て
く
る
だ
け
の

 
お
人

の
よ
う
な
人
だ

た

そ
の

子
が
そ

と
明
日
奈
を

き
し
め
た

間

 
明
日
奈
は

が
分
か
ら
ず
混
乱
し
た

そ
ん
な
明
日
奈
に

子
は
言

た

ど
う
や
ら
健

態
も
ま

た
く
問
題
が
無
い
よ
う
ね

本
当
に
心
配
し
た
の
よ

 
よ
く
帰

て
き
て
く
れ
た
わ
ね

明
日
奈
ち

ん

あ

え

と

は

は
い

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た

ん

ど
う
か
し
た
の

 
戸
惑
い
な
が
ら

何
と
か
そ
う
返
事
を
し
た
明
日
奈
に

子
は
き

と
ん
と
し
て

ね
た

 
そ
ん
な

子
に
知

が
言

た

姉
さ
ん

明
日
奈
ち

ん
は

親

が
一

の
時
に
し
か
姉
さ
ん
に
会

た
事
が
無
い
か
ら

 
そ
の
ギ

プ
に
驚
い
て
い
る
ん
だ
と
思
う
よ

え

も
し
か
し
て
私

明
日
奈
ち

ん
に

わ
れ
て
た

多
分

え

や
だ

本
当
に

え

と
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明
日
奈
が
気
ま
ず
そ
う
に
目
を
背
け
る
の
を
見
て

 

子
は
あ
か
ら
さ
ま
に
シ

ク
を
受
け
た
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
明
日
奈
は

が
分
か
ら
ず
戸
惑

て
い
た
が

そ
ん
な
明
日
奈
に

知

が
説
明
を
始
め
た

僕
達
は
直
系
な
事
も
あ

て

お
客
様
の
相
手
を
す
る
時
は

と
に
か
く
無
難
に

 

々
と
受
け
答
え
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
ん
だ
よ

ま
あ
兄
貴
以
外
は
だ
け
ど
ね

 
あ
れ
は
た
だ
性
格
が
悪
い
だ
け
だ
か
ら

今
後
も

当
に
相
手
を
し
て
お
け
ば
い
い

 
お

と

話
が
反
れ
た
ね

で

下
手
に
分
家
の
人
間
に

い
態
度
を
と
る
と

 
後
で
親

の

が
落
ち
る
か
ら

姉
さ
ん
も

力
明
日
奈
ち

ん
に
は

 
落
ち
着
い
て
平
常
心
で

て
自
分
に
言
い

か
せ
な
が
ら
接
し
て
た
ん
だ
と
思
う
よ

 
だ

て
普

と
は
ま

た
く
態
度
が
違
う
ん
だ
も
の

普

の
姉
さ
ん
は
明
日
奈
ち

ん
の

事
を

 
か
わ
い
い
か
わ
い
い

て
す
ご
く
気
に
入

て
僕
に
同
意
を
求
め
て
く
る
よ
う
な
人
だ

た

か
ら
ね

 
そ
の
事
実
を

い
た
明
日
奈
は

と
て
も
驚
い
た

そ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か
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そ
う
よ

こ
ん
な
に
か
わ
い
い
子
を
い
じ
め
る
だ
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い

 
分
家
の
馬

ど
も
は

あ
な
た
達
家
族
に

た
く
当
た
る
事
が
多
い
み
た
い
だ
け
ど

 
そ
の
う
ち
全
員
潰
す
か
ら

安
心
し
て
ね

明
日
奈
ち

ん

あ

あ
は

 
明
日
奈
は
苦
笑
い
し
つ
つ
も

子
さ
ん
は
私
の
味
方
だ

た
ん
だ
と

 
少
し
心
が

か
く
な
る
の
を
感
じ
た

姉
さ
ん

自

紹
介
の

中
だ
け
ど

と
り
あ
え
ず
こ
ん
な
所
じ

ア
レ
だ
し

 
応
接
室
に
で
も
行

て
話
さ
な
い

そ
う
ね

お
客
様
を
立

た
ま
ま
に
さ
せ
て
お
く

に
は
い
か
な
い
も
の
ね

 
と
り
あ
え
ず
皆
さ
ん

ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ

 
そ
の
知

の
提
案
を
受
け

子
は
一
行
を
応
接
室
へ
と
案
内
し
た

 
そ
し
て

め
て
自

紹
介
が
始
ま

た

そ
れ
で
は

め
ま
し
て

こ
の

設
の
園
⻑
を
し
て
お
り
ま
す

結
城

子
で
す

 
本
日
は
私
の
娘
の

に
ご
足
労

き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

雪
ノ
下
陽
乃
で
す

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の
社
⻑
を
し
て
い
ま
す
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一
応
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は
我
が
社
の
専

事

と
な

て
い
る
の
で

私
が
参
り
ま
し
た

比
企
谷
八
幡
で
す

 
陽
乃
と
八
幡
は

簡

に
そ
う

を
し
た

 

子
は
陽
乃
の
立
場
に
つ
い
て
は
理
解
し
た
よ
う
だ

た
が

 
八
幡
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
か

た

き

と
ん
と
明
日
奈
の
方
を
見
つ
め
た

え

と

八
幡
君
は
私
の
一
番
大
切
な
人
で

い
ず
れ

子

⺟
様
の

に
な
る
人

か
な

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

子
の
顔
が

パ

と
明
る
く
な

た

あ
ら
ま
あ

そ
う
い
う
事
な
の
ね

あ
な
た
が
幸
せ
そ
う
で

私
も
本
当
に
嬉
し
い
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

⺟
様

 
今
度
こ
そ
明
日
奈
は

心
か
ら
嬉
し
そ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た

ち
な
み
に
う
ち
の
次
期
社
⻑
で
あ
り

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
の

 
決
定

を
持
つ
人
間
で
も
あ
り
ま
す

 
陽
乃
が
そ
う
付
け
加
え

子
は
驚
き
の
表
情
を
見
せ
た

そ
う
な
の
ね

明
日
奈
ち

ん

本
当
に
い
い
人
と
め
ぐ
り
合
え
た
の
ね

は
い

こ
う
言
う
の
は
ど
う
か
と
も
思
い
ま
す
け
ど

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
お
か
げ
で
す
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と

言
う
事
は

 

子
が
何
か
言
お
う
と
す
る
の
を
制
し

知

が
先
に

子
に
声
を

け
た

閃
光
は

や

ぱ
り
明
日
奈
ち

ん
だ

た
よ

姉
さ
ん

 
そ
し
て
八
幡
君
は

い
わ
ゆ
る
攻
略
の
中
心
人
物
だ

た
み
た
い
だ
よ

あ
ら
や

ぱ
り
そ
う
だ

た
の
ね

す
ご
い
わ
明
日
奈
ち

ん
そ
れ
で
こ
そ
結
城
の
女
よ

 

子
は
そ
う
嬉
し
そ
う
に

い
た

そ
し
て
八
幡
は
今
回
の

に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た

何
よ
そ
の
ゴ
ミ

は

出
来
る
事
な
ら
こ
の
手
で

殺
し
て
や
り
た
い
わ

え

え

今
私

何
か
変
な
事
を
言

た
か
し
ら

 
そ
の

子
の
台

に
明
日
奈
が

え
き
れ
ず
に

き
出
し
知

は

を
か
き
な
が
ら
言

た
姉
さ
ん

実
は
さ

き

僕
も
ま

た
く
同
じ
事
を
言

た
ん
だ
よ
ね

あ
ら
そ
う
な
の

ま
あ
姉
弟
だ
し

似
る
の
も
当
た
り
前

て
事
ね

 
そ
し
て

子
は
更
に
こ
う
付
け
加
え
た

要
す
る
に
知

の
下

上
を
手
伝
え

て
事
で
い
い
の
か
し
ら

報

は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
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と
ま
あ

そ
う
い
う
事
に
な
り
ま
す
ね

 
そ
し
て

子
は
少
し
考
え
た
後

八
幡
に
こ
う
言

た

分
か

た
わ

他
な
ら
ぬ
明
日
奈
ち

ん
の

で
も
あ
る
し

 
娘
の

で
も
あ
る

私
も
全
面
的
に
協
力
す
る

た
だ
し

そ
れ
に
は

件
が
あ
る
わ

は
い

何
で
し

う

国
友
義

を
何
と
か
説
得
し
て

私
と
し
て
も

こ
こ
で
下
手
に
敗
軍
の
将
と
な

て

 
こ
の

設
を
潰
さ
れ
た
り
す
る
の
は
困
る
の
よ
ね

は
い

当
然
そ
の
つ
も
り
で
す

 
八
幡
は

そ
の
要
求
は
想
定
し
て
い
た

問
題
な
く

い
た

勝
算
は
あ
る
の

ま
あ

無
い
事
は
な
い
で
す
ね

 
八
幡
は

岡
の
言
葉
だ
け
が
頼
り
だ
と
は
言
え
ず

そ
う
言
葉
を

し
た

ま
あ
結
果
が
分
か
た
ら
直
ぐ
に
連
し
て

そ
れ
で
メ
デ
キ
ボ
イ
ド
だ
け
ど

そ
れ
な
ら
ま
も
な
く
こ
こ
に
到
着
す
る
と
思
い
ま
す
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あ
ら
や
だ

さ
す
が
は
ソ
レ
イ
ユ
と
言

た
所
か
し
ら
ね

 

子
は
そ
の
行
動
の

さ
に

感
心
し
た
よ
う
に
言

た

 
だ
が
陽
乃
は

八
幡
の
方
を
チ
ラ

と
見
て

子
に
こ
う
言

た

ま
あ
交

が

ま
ろ
う
が
決

し
よ
う
が
最
初
か
ら
こ
こ
に
提

す
る
つ
も
り
で
し
た
か

ら
ねえ

そ
う
な
の

は
い

彼
は
そ
う
い
う
人
な
ん
で
す
よ

ち

ち

と
姉
さ
ん

そ
れ
は

 
八
幡
は

て
た
よ
う
に
陽
乃
に
声
を

け
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
の
手
を

子
は
ガ

チ
リ
と

り
締
め
た

そ
う
だ

た
ん
だ

君
は
と

て
も
優
し
い
子
な
ん
だ
ね

 
あ
な
た
み
た
い
な
人
な
ら

明
日
奈
ち

ん
の
夫
と
し
て

し
分
が
無
い
わ

 
こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

八
幡
君

あ

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
話
も

ま
り
も
う

い
時
間
だ
か
ら
と
国
友
家
に
行
く
の
は
明
日
と
い
う
事
に
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な

た

 
こ
こ
で
知

が

先
ほ
ど
八
幡
か
ら

い
た
刃

沙

の
話
を
披
露
し

 

子
は

し
い
話
を

き
た
が

た

八
幡
は
再
び
そ
の
時
の
事
を
話
し
始
め
た

 
先
ほ
ど
と
違

た
の
は
最
後
に
八
幡
が
何
と
な
く
思
い
出
し
て
付
け
加
え
た
一
言
だ

た

あ
な
た
す
ご
い
わ

あ
の
お

様
に
正
面
か
ら

を

て
き
た
の
ね

あ

で
も
結
局
最
後
に
は

ま
た
来
い

て
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね

 
こ
れ

て
ち

ん
と

を

れ
て
る
ん
で
す
か
ね

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

知

と

子
は

し
た

 
そ
し
て
二
人
は

直
後
に
驚
き
の
表
情
を

か
べ

八
幡
に
詰
め
寄

た

え

え

そ
れ
本
当
に

冗
談
と
か
じ

な
く
て

私

お

様
が
他
人
に
ま
た
来
い
な
ん
て
言
う
所

見
た
事
無
い
ん
だ
け
ど

え

そ
う
な
ん
で
す
か

 
き

と
ん
と
す
る
八
幡
の
顔
を
見
て

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

こ
れ
は
も
し
か
す
る
と

気
に
入
ら
れ
た
の
か
な
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ハ
ハ

ま
さ
か

 
こ
の
事
で
八
幡
に
対
す
る
興
味
が

し
た
二
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
話
を

き
た
が

た
の
だ

が 
そ
れ
に
対
し
て
八
幡
は

子
の
方
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

そ
れ
は
今
度
に
し
ま
し

う

明
る
く

舞

て
ま
す
け
ど

子
さ
ん

 
ず

と
娘
さ
ん
の
事
を
気
に
し
て
ら

し

い
ま
す
よ
ね

 
俺
達
も
お
見
舞
い
を
し
た
い
ん
で

も
し
良
か

た
ら

楓
さ
ん
に
お
会
い
出
来
た
ら
と

あ
 
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

い
た

間

笑
顔
だ

た

子
の
顔
が
く
し

り
と
歪
み

 

子
の

か
ら
涙
が

を
伝

て
落
ち
た

八
幡
は
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
し
そ
の

子
の

涙
を

い
た

 

子
の
涙
は
し
ば
ら
く
止
ま
ら
ず

八
幡
は
そ
れ
を

て

き
続
け
た

 
や
が
て
落
ち
着
い
た
の
か

子
は
再
び
元
の
笑
顔
を
取
り

し

八
幡
に
言

た

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
楓
の
所
に
案
内
す
る
わ
ね

こ

ち
よ

 
ど
う
や
ら
楓
の
病
気
は
感

す
る

の
も
の
で
は
無
い
ら
し
く



 第四章 ＧＧＯ編

 
一
行
は
楓
の
病
室
へ
と

そ
の
ま
ま
入
る
事
が
出
来
た

お
⺟
さ
ん

知

さ
ん

楓

合
は
ど
う

楓
ち

ん

久
し
ぶ
り

 
楓
は
嬉
し
そ
う
に
二
人
に
声
を

け
た
後

八
幡
達
の
方
を
見
て
き

と
ん
と
し
た

え

と

お
兄
ち

ん
達
は
誰

初
め
ま
し
て
楓
ち

ん

私
は
あ
な
た
の
い
と
こ
の

結
城
明
日
奈
だ
よ

俺
は
比
企
谷
八
幡

こ
の
明
日
奈
お
姉
ち

ん
と
も
う
す
ぐ
結
婚
す
る
予
定
だ
か
ら

 
俺
も
ま
あ

楓
の
い
と
こ
み
た
い
な
も
の
か
な

私
は
雪
ノ
下
陽
乃
よ

私
の
事
も

お
姉
ち

ん
だ
と
思

て
く
れ
て
い
い
か
ら
ね

 
そ
の
三
人
の

に

楓
は
目
を

か
せ
な
が
ら
言

た

う
わ

う
わ

お
⺟
さ
ん
私
に
お
姉
ち

ん
が
二
人
と
お
兄
ち

ん
が
出
来
た
の

え
え
そ
う
よ

楓

良
か

た
わ
ね

う
ん

他
の
い
と
こ
の
人
達
は
あ
ん
ま
り
好
き
じ

な
い
か
ら

楓

凄
く
嬉
し
い

 
そ
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は

表
情
を

く
し
て

子
に
そ

と

ね
た
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子
さ
ん

他
の
い
と
こ
の
連
中

て

そ
う
ね

何
度
か

察
に
来
る
親

連
中
に
付
き

て

来
た
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
の
態
度
は
想
像
に
お
任
せ
す
る
わ

そ
う
で
す
か

こ
こ
は
ど
う
し
て
も

場
所
的
に
そ
う
い

た
し
が
ら
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
か
ら
ね

 
も
う
私
と
娘
と
こ
こ
の

者
さ
ん
を
連
れ
て
い

そ
ど
こ
か
遠
く
に
行
き
た
い

て
思
う
事

も
あ
る
わ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

き

突
然
こ
ん
な
事
質
問
を
し
た

子
さ
ん

あ
の

那
さ
ん
は

五
年
ほ
ど
前
に

く
な

た
わ

そ

そ
う
で
し
た
か

す
み
ま
せ
ん

い
い
の
よ
八
幡
君

気
に
し
な
い
で

 
そ
の

子
に
八
幡
は

更
に
お
ず
お
ず
と
質
問
を
し
た

こ
こ
に
は
今

何
人
く
ら
い
の
子

が
い
る
ん
で
す
か

そ
う
ね

全
部
で
十
人
く
ら
い
か
し
ら
ね
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十
人
で
す
か

そ
れ
く
ら
い
な
ら

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

チ
ラ

と
陽
乃
の
顔
を
見
た

 
陽
乃
は
八
幡
の
意
図
を
察
し
た
の
か

そ
れ
に
対
し

て

い
た

あ
の

子
さ
ん

が
良
く
な
い

て
言
う
な
ら

も
し
良
か

た
ら

 
こ
こ
の
子

達
を
連
れ
て
一

に
東
京
に
来
ま
せ
ん
か

場
所
は
う
ち
で
用
意
し
ま
す

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
開
発
者
も
い
ま
す
し

し
が
ら
み
も
断
ち
切
れ
ま
す
し

 
悪
い
事
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
が

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

子
は
驚
い
た

そ
れ
は
願

て
も
な
い
話
だ
け
ど

い
い
の

は
い

ま

た
く
問
題
無
い
で
す

に

設
の

設
は
開
始
し
て
い
ま
す
し
ね

 
ソ
レ
イ
ユ
は

に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の

験
運
用
の

設
の

設
を
開
始
し
て
い
た

 
そ
れ
を

い
た

子
の
返
事
は
こ
う
だ

た

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
よ
う
か
し
ら

楓
の
最
期
を

取

た
後
に

ね

そ

そ
れ
は

 
八
幡
は

そ
の
言
葉
に
絶

し
た
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い
い
の
よ
八
幡
君

も
う
楓
は
⻑
く
な
い

 
だ
か
ら
お
願
い

最
後
に
楓
に
楽
し
い
夢
を
見
せ
て
あ
げ
て

分
か
り
ま
し
た

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

き
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
に

え
な
が
ら

 
明
日
奈
と
楽
し
そ
う
に
会
話
し
て
い
る
楓
の
下
に
向
か
い

笑
顔
で
こ
う
言

た

楓

お
兄
ち

ん
達
は

楓
に
素
敵
な
夢
を
見
て
も
ら
う

に
こ
こ
に
来
た
ん
だ
よ

 
近
い
う
ち
に
準
備
が
出
来
る
か
ら

そ
し
た
ら
一

に
思
い

き
り
遊
ぼ
う
な

そ
う
な
の

や

た

う
ん

私

お
兄
ち

ん
達
と
一

に
遊
び
た
い

 
そ
し
て
楓
は

最
後
に
こ
う
付
け
加
え
た

お
兄
ち

ん

私

お

ち

ん
も
一

が
い
い

お

ち

ん
も

他
の
子
達
と
一

じ

な
く
て
も
い
い
の
か
い

う
ん
こ
こ
の
人
達
は
ち

と
年
上
だ
し
い
つ
も
モ
ニ
タ

越
し
に
い

ぱ
い
お

り
し

て
る
か
ら

 
今
は
お
兄
ち

ん
や
お
姉
ち

ん
や

お

ち

ん
と
遊
ぶ
の

そ

か

う
ん

お
兄
ち

ん
が
力
ず
く
で

お

ち

ん
を
連
れ
て
き
て
あ
げ
る
か
ら
ね
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お
兄
ち

ん

お

ち

ん
よ
り
強
い
の

す
ご
い
す
ご
い

楓

楽
し
み
に
待

て
る
ね

あ
あ

期
待
し
て
待

て
て
く
れ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

楓
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ
の
だ

た
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第
２
４
３
話
 
病
室
の
二
人

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

そ
れ
じ

あ
楓

今
度
来
る
時
は
お
み
や
げ
を
持

て
く
る
か
ら

楽
し
み
に
待

て
て
な

う
ん

お
兄
ち

ん

あ
り
が
と
う

楓
ち

ん

ま
た
ね

お
姉
ち

ん

ま
た
ね

 
八
幡
と
明
日
奈
は
そ
う
楓
に

を
し

他
の
三
人
も
そ
れ
ぞ
れ

を
し
て
外
に
出
た

 
そ
の
時
陽
乃
の

に
着
信
が
あ

た

あ
凛
子

首
尾
は
ど
う

う
ん
う
ん
オ

ケ

そ
れ
じ

あ
す
ぐ
に
こ

ち
に
向
か

て 

話
の
相
手
は
ど
う
や
ら
凛
子
の
よ
う
だ

た

陽
乃
は
通
話
を
終
え
る
と
笑
顔
で

子
に

言

た
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子
さ
ん
明
日
の
午
前
中
に
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
機
材
と
そ
の
開
発
者
が
揃
い
ま
す

 

速
明
日
こ
こ
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
設
置
し
ま
し

う

ま
あ
簡
易

な
ん
で
す
け
ど

ね
そ
ん
な
に

く

陽
乃
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う

い
え
い
え

そ
れ
じ

あ

し
い
話
は
明
日
設
置
す
る
時
に
で
も

え
え

 
そ
し
て
応
接
室
に

た
後

明
日
奈
が
知

と

子
に

わ
れ

 
後
回
し
に
し
て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
の
八
幡
と
の
出
会
い
や

戦
い
の
事
を
話
し
始
め
た

 
八
幡
は

こ
れ
は
絶
対
に
か
ら
か
わ
れ
る
な
と
思
い

に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
俺
は

ち

と
ト
イ
レ
を
お

り
し
ま
す
ね

あ

八
幡
君

ト
イ
レ
の
場
所
は
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

ト
イ
レ
に
行
く
と
い
う
名
目
で

一
人
で
部
屋
を
出
た

 
と
り
あ
え
ず
と
い

た
感
じ
で

教
え
ら
れ
た
通
り
に
廊
下
を
進
む
八
幡
だ

た
が

 
そ
の

に

ど
こ
か
ら
と
も
な
く

け
声
の
よ
う
な
物
が

こ
え
て
き
た

 
八
幡
は
何
と
な
く

そ
の
声
が
す
る
方
へ
と
進
ん
で
い

た
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え
い

と
う

 
そ
の
勇
ま
し
い

け
声
の
後

パ
チ
パ
チ
パ
チ
と
い
う

手
が

こ
え
た

 
八
幡
が

何
だ
ろ
う
と
思
い

部
屋
を

く
と

そ
こ
に
は
二
人
の

良
く
似
た

 
と
い
う
よ
り

そ

く
り
な
少
女
達
が
お
り

 
片
方
の
少
女
が

麗
な
動
作
で
木
刀
の
素

り
を
し
て
い
た

 
そ
し
て
も
う
一
人
の
少
女
が
ベ

ド
に

け

手
を
し
て
い
た

ア
イ

体
の
方
は
大
丈
夫
そ
う

今
日
は
何
だ
か
調
子
が
い
い
か
ら
大
丈
夫
よ

ユ
ウ
は
ど
う

う
ん

ボ
ク
も
大
丈
夫
か
な

ち

と
で
も
体
を
動
か
し
て
体
力
を
つ
け
て
お
か
な
い
と

病
気
に
は
勝
て
な
い
か
ら
ね

そ
う
だ
ね

次
は
ボ
ク
に
や
ら
せ
て
よ

 
そ
の
会
話
と
見
た
目
か
ら
す
る
と

ど
う
や
ら
二
人
は
双
子
の
姉
妹
の
よ
う
だ

た

 
見
た
感
じ

中
学
生
か
高
校
生
に
な
り
た
て
に
く
ら
い
見
え
る
そ
の
二
人
は

 
見
た
目
は
そ
れ
ほ
ど

て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か

た
が

 
顔
色
は
あ
ま
り
良
く
な
く
こ
こ
に
い
る
か
ら
に
は
や
は
り
重
い
病
気
な
の
だ
ろ
う
と
思
わ
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れ
た

 
ユ
ウ
と
呼
ば
れ
た
少
女
が
素

り
を
始
め
ア
イ
と
呼
ば
れ
た
少
女
が
そ
れ
を
見
て
い
た
の
だ

が 
丁
度
そ
の
ア
イ
の
正
面
に
部
屋
の
入
り
口
が
あ

た

 
ど
う
や
ら
ア
イ
は

八
幡
の
存
在
に
気
付
い
た
ら
し
い

 
ア
イ
は
一

ビ
ク

と
し
た
か
と
思
う
と

ス

と
立
ち
上
が
り

 
ユ
ウ
に
素

り
を
や
め
さ
せ
る
と

ユ
ウ
を
か
ば
う
よ
う
に
前
に
出
な
が
ら
言

た

あ
な
た
誰

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を
受
け

を
か
き
な
が
ら
部
屋
の
中
に
入

た

す
ま
ん

驚
か
せ
ち
ま

た
か

ま
あ
少
し
ね

で

あ
な
た
誰

あ

お
前

楓

て
知

て
る
か

う
ん

知

て
る
け
ど

俺
は
そ
の
楓
の

親

に
な
る
予
定
の
男
だ

俺
の
事
は
八
幡
と
呼
ん
で
く
れ

楓
ち

ん
の

そ
う

分
か

た
わ

八
幡
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ア
イ
は
そ
う
言

た
も
の
の

中
々

を
解
こ
う
と
は
し
な
か

た

 
八
幡
は

お
そ
ら
く
分
家
の
馬

ど
も
の
せ
い
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い

 
と
り
あ
え
ず
二
人
の

を
解
こ
う
と

無
防
備
な
体
勢
に
な
る

に

 
直
接

に

を
下
ろ
し

あ
ぐ
ら
を
か
い
た

こ
の
体
勢
な
ら
す
ぐ
に
は

き
上
が
れ
な
い
か
ら

多
少
安
心
だ
ろ

 
少
し
は

を
解
い
て
く
れ
な
い
か

 
ア
イ
は
そ
の
言
葉
に

少
し
考
え
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
が

 
手
放
し
は
し
な
か

た
も
の
の

木
刀
を
下
ろ
し

ユ
ウ
と
一

に
ベ

ド
に

け
た

あ
り
が
と
な

で

何
で
俺
が
こ
こ
に
い
る
か

て
言
う
と
だ
な

 
実
は

俺
の
彼
女

あ

そ

ち
が
楓
の
い
と
こ
に
な
る
ん
だ
が
な

 
そ
の
彼
女
が

子
さ
ん
に

俺
と
の

れ
初
め
を
話
し
始
め
た
か
ら

 
か
ら
か
わ
れ
る
の
は
御
免
だ
と
思

て

ト
イ
レ
に
い
く

て
名
目
で
逃
げ
て
き
た
ん
だ
よ

 
で

ま
あ
何
と
な
く
ト
イ
レ
の
方
向
に
向
か
う

中
で

 

け
声
が

こ
え
た
か
ら

何
と
な
く
こ

ち
に
来
て
み
た

て

だ

な
る
ほ
ど
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も
し
か
し
て
八
幡

て

さ

き
あ
の

で
来
た

 
ユ
ウ
が
突
然
そ
う

ね
て
き
た

悪
い

ち

と
立
つ
ぞ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

窓
か
ら
外
の
景
色
を
見
た

 
そ
こ
に
は
確
か
に

少
し
遠
い
が

キ

ト
が

し
て
い
る
の
が
見
え
た

こ
こ
か
ら
だ
と
ち

と
遠
い
が

確
か
に
あ
れ
は
俺
の

だ
な

 
八
幡
が
そ
う

定
す
る
の
を

い
て

ユ
ウ
は
更
に
ア
イ
に
言

た

ア
イ

さ

き
こ
の
人

知

さ
ん
と
二
人
の
女
の
人
と
一

に
来
た
ん
だ
よ

 
だ
か
ら

し
な
く
て
も
い
い
と
思
う

ほ
う

こ
ん
な
に
遠
い
の
に

見
え
た
ん
だ
な

う
ん

ボ
ク

目
だ
け
は
い
い
ん
だ

な
る
ほ
ど
な

 
そ
し
て
ア
イ
は
知

さ
ん
が
連
れ
て
き
た
な
ら
と
納
得
し
今
度
こ
そ
本
当
に

を
解
い

た 
そ
ん
な
ア
イ
に

八
幡
は
こ
う
質
問
し
た
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な

そ
こ
ま
で

す
る
の

て
や

ぱ
り
前
に
結
城
の
家
の
馬

に
何
か
さ
れ
た
の

か 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

ア
イ
は

れ
た
よ
う
に
言

た

楓
ち

ん
の
親

に
な
る

て
事
は
あ
な
た
も
も
う
す
ぐ
結
城
家
の
人
に
な
る
ん
で
し

 
そ
ん
な
事
言

て
い
い
の

あ
あ

ま

た
く
問
題
無
い
な

何
故
な
ら
俺
の
方
が
強
い
か
ら
だ

 
そ
う
ド
ヤ
顔
で
言
う
八
幡
を
見
て

二
人
は
プ

と

き
出
し
た

何
そ
れ

八
幡

面
白
い

よ
く
言
わ
れ
る
な

え

と

前
に
ね

 
ア
イ
は
過
去
に

態
度
の
悪
い
少
年
達
に

ま
れ
た
事
が
あ
る
と
説
明
し
た

 
八
幡
は
や
は
り
な
と
思
い

二
人
に
こ
う
言

た

二
人
は
双
子
な
ん
だ
よ
な

当
然
二
人
と
も
美
人
だ
か
ら

 
ど
う
せ
そ
い
つ
ら

力
を

に
き
て

二
人
と
仲
良
く
な
ろ
う
と
で
も
し
た
ん
だ
ろ
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自
分
一
人
じ

何
も
出
来
な
い

に
な

不

な
思
い
を
さ
せ
て
本
当
に
す
ま
な
か

た

う
う
ん

別
に
あ
ん
た
は
悪
く
な
い
し

そ
う
だ
よ

気
に
し
な
い
で
よ

美
人
だ

て
の
は
否
定
し
な
い
の
か
よ

ま
あ
そ
れ
は
ね

同
じ
顔
だ
し

 
二
人
は
そ
う
言

て
楽
し
そ
う
に
笑

た

ち
な
み
に
ど

ち
が
姉
な
ん
だ

一
応
私
よ

ボ
ク
が
妹
だ
ね

一
応

 
ど
う
や
ら
ア
イ
が
姉
で
ユ
ウ
が
妹
ら
し
い

そ
し
て
そ
ん
な
二
人
に
八
幡
は
こ
う
切
り
出

し
たそ

れ
じ

あ
お

び
と
言

ち

何
だ
が

一
つ
芸
を
見
せ
て
や
ろ
う

芸あ
あ

あ
の

の
方
を
見
て
て
く
れ
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そ
う
言
う
と
八
幡
は
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

何
か
操
作
を
し
た
か
と
思
う
と

 
そ
の
ま
ま
ス
マ
ホ
に
話
し

け
た

キ

ト

そ
こ
か
ら
俺
が
見
え
る
か

あ
あ

そ
う
だ

そ
れ
じ

あ
ち

と
こ

ち
に

来
て
く
れ

あ
 
そ
の
言
葉
通
り

キ

ト
が
こ
ち
ら
に
走

て
き
た

 
二
人
は
誰
も
運
転

に
乗

て
い
な
い
の
が
見
え
た
の
か

と
て
も
驚
い
た
よ
う
だ

誰
も
乗

て
な
い
の
に
勝
手
に
動
い
た
ね

ど
ん
な
仕

け

企
業
秘
密
だ

 
そ
う
言
う
と
八
幡
は

ガ
ル
ウ

ン
グ
を
上
下
さ
せ
た
り

 
キ

ト
に
そ
の
場
で
一
回
転
さ
せ
た
り
し

そ
の
度
に
姉
妹
は
驚
き
の
声
を
上
げ
た

ど
う
だ

す
ご
い
す
ご
い

そ
の
ス
マ
ホ
に

た
事
を

全
部
実
行
し
て
る
ね

八
幡

て
魔
法
使
い
か
何
か
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ま
あ
そ
ん
な
も
ん
だ

よ
し
キ

ト

あ
り
が
と
な

元
の
場
所
に

て
く
れ

 
八
幡
が
そ
う
言
う
と

キ

ト
は
元
の
場
所
へ
と

て
い
き

 
二
人
は
そ
れ
を
見
て
パ
チ
パ
チ
と

手
を
し
た

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
か

う
ん

何
か
予
想
以
上
に
す
ご
い
芸
だ

た

そ
れ
な
ら
何
よ
り
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
再
び

け
る
と

ふ
と
思
い
つ
い
た
事
を
ア
イ
に

ね
た

な

ア
イ
は
剣
道
か
何
か
を
や

て
た
の
か

あ

う
ん

小
学
校
の
時
ち

と
だ
け
ね

で
も
何
で
分
か

た
の

あ
あ

実
は
俺
の
知
り
合
い
の
妹
が
な

ず

と
剣
道
を
や

て
る
ん
だ
が

 
さ

き
の

が

何
と
な
く
そ
の

に
ダ
ブ

た
ん
だ
よ
な

あ

そ
う
い
う
事
か

な
る
ほ
ど
ね

で

あ
ん
た
は
武
道
か
何
か
を
や

て
た
の

 
さ

き
自
分
の
事
を
強
い

て
言

て
た
け
ど

俺
の
は
我
流
だ
な
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へ

ち

と
見
せ
て
よ

別
に

わ
な
い
が

俺
は
基
本
カ
ウ
ン
タ

使
い
だ
か
ら
な

 
こ
ん
な

い
部
屋
で
相
手
を
し
て
も
ら
う

に
も
い
か
な
い
し

あ
あ

そ
う
だ

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

と
あ
る
動
画
を
呼
び
出
し
て
二
人
に
見
せ
た

 
そ
れ
は
第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
の

シ

ナ

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
戦
い
の
動
画
だ

た

こ
れ
が
俺
だ

ま
あ
こ
の
時
は
負
け
た
ん
だ
け
ど
な

 
く
そ

思
い
出
し
た
ら
む
か
つ
い
て
き
た

今
度
会

た
ら
絶
対
に
勝

て
や
る

こ
れ

て

ゲ

ム
か
何
か

あ
あ

こ
こ
で

魔
が
入
る
ん
だ
が

ま
あ
見
て
ろ

う
ん

う
わ

 
そ
の
言
葉
の
直
後
に
ゼ
ク
シ

ド
が
真

二
つ
に
な
り
そ
の
ま
ま
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
の
戦
い

が
始
ま

た

 
二
人
は
食
い
入
る
よ
う
に
画
面
に
集
中
し

シ

ナ
が
負
け
た

間
に
深
い
息
を

い
た

ふ
う



 第四章 ＧＧＯ編

息
を
す
る
の
も
忘
れ
て
見
入

ち

た
よ

ど
う
だ

負
け
は
し
た
も
の
の

俺
は
強
い
だ
ろ

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に

二
人
は
目
を

か
せ
な
が
ら
言

た

う
ん

本
当
に
す
ご
か

た

正
直
人
間
の
動
き
と
は
思
え
な
か

た

八
幡

す
ご
い
す
ご
い

い
い
な

ボ
ク
も
や

て
み
た
い
な

 
そ
の
ユ
ウ
の

き
を

い
た
八
幡
は
内

だ
ぞ
と
前
置
き
し
た
上
で
二
人
に
こ
ん
な
事
を

言

た
こ
の

設
な

も
う
す
ぐ
無
く
な
る
ん
だ
が

あ

待
て
待
て

そ
ん
な
驚
く
な

て

 
最
後
ま
で

い
て
く
れ

ほ
ら
お
前
ら
に
ち

か
い
を
出
し
て
き
た
馬

ど
も
が
い
た
だ

ろ 
あ
あ
い
う
の
を

す
る

に

今
度
こ
の

設
は
破

し
て

 
東
京
に
あ
る
俺
の
会
社
の

設
に

全
員
で
引

越
し
て
も
ら
う
事
に
な

た
ん
だ
よ

 
で

そ
こ
に
は
な

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

て
の
が
あ

て
な

療
用
の

マ
シ
ン
な
ん

だ
が

 
そ
れ
を
使
え
ば
二
人
と
も

治
療
の

に
あ
あ
い

た
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
出
来
る
ぞ
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そ
う
な
の

も
う
あ
い
つ
ら
み
た
い
な
の
が
来
な
く
な
る
の

あ
あ

本
当
に

や

た

 
二
人
は
引
越
し
に
つ
い
て
は
特
に
思
う
所
は
無
い
よ
う
で

純
に
喜
ん
で
い
る
よ
う
だ

と

い
う

で

俺
は
そ
ろ
そ
ろ

ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

 
二
人
は
こ

そ
り
引
越
し
の
準
備
を
進
め
て
お
い
て
く
れ
な

 
ま
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば

顔
く
ら
い
出
す
わ

う
ん
分
か

た
わ

色
々
と
あ
り
が
と
う

八
幡

八
幡

ま
た
ね

あ
あ

ま
た
な

ア
イ

ユ
ウ

 
こ
う
し
て
八
幡
は
応
接
室
に

り

丁
度
そ
の

に
は
明
日
奈
の
話
も
終
わ

て
い
た

 
八
幡
は

自
分
に
向
け
ら
れ
る
生

か
い

線
を
無

し

そ
の
日
は
そ
の
ま
ま
帰
る
事
と

な

た

 
そ
し
て

に
乗
り
込
む

間

八
幡
は

チ
ラ
リ
と
姉
妹
の
い
た
部
屋
の
窓
の
方
を
見
た

 
そ
の
窓
か
ら
あ
の
姉
妹
が
手
を

て
い
る
の
が
見
え

八
幡
は

く
手
を

り
返
し
た
後
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キ

ト
の
運
転

に
乗
り
込
み

を
発

さ
せ

三
人
は
そ
の
ま
ま
ホ
テ
ル
に

る
事
と

な

た

 
う
う
む

こ
の
二
人
は
一
体
誰
な
ん
で
す
か
ね

し
れ

と

 
ち
な
み
に
こ
の
二
人
の
病
名
は

Ｖ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

当
時
と
今
と
で
は

況
も
違

い
ま
す
し
ね

 
な
の
で

今
後
も
病
名
は

お
茶
を

す
感
じ
で
お
願
い
し
ま
す



 第２４４話 凶暴な旨みですね

 
第
２
４
４
話
 
凶
暴
な
旨
み
で
す
ね

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

そ
う
い
え
ば

食
は
ど
う
す
る

あ

章
三
さ
ん
達
は
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
な

明
日
奈

ち

と

い
て
み
て
く
れ

う
ん

分
か

た

 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

章
三
へ

話
を

け
始
め
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
通
話
を
終
え
る
と

八
幡
に
言

た

私
達
の
帰
り
が
何
時
に
な
る
か
分
か
ら
な
か

た
か
ら

岡
さ
ん
と
一

に
先
に
食
べ
た
ん

だ

て
そ
う
か

明
日
奈

姉
さ
ん

何
か
希
望
は
あ
り
ま
す
か

そ
う
ね

私
は
別
に
何
で
も

私
も
別
に

あ
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明
日
奈
が

何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た

何
か
食
べ
た
い
物
を
思
い
つ
い
た
の
か

う
ん

ラ

メ
ン

ラ

メ
ン

ほ
ら

雪
乃
と
静
さ
ん
と
一

に

前
に
食
べ
に
行

た
事
が
あ
る

て

あ
あ

 
八
幡
は
そ
の
時
の
事
を
思
い
出
し

自
分
の
腹
の
音
が

こ
え
た
よ
う
な
気
が
し
た

よ
し

そ
う
す
る
か

て

あ
の
時
は
確
か
タ
ク
シ

で
行

た
ん
だ
よ
な

 
場
所
が
い
ま
い
ち
思
い
出
せ
ん

え

残
念

静
ち

ん
に

い
て
み
る

そ
う
で
す
ね

八
幡

そ
の
店
な
ら
私
が
分
か
り
ま
す

 
突
然
キ

ト
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

え

キ

ト

ま
じ
で
か
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は
い
い
つ
か
も
う
一
度
行
け
れ
ば
い
い
な
と
雪
乃
が
私
に
場
所
を
イ
ン
プ

ト
し
て
お
い

た
の
で

ナ
イ
ス
だ
雪
乃

あ
の
子
ら
し
い
と
い
う
か
何
と
い
う
か

や
だ

雪
乃
が
す
ご
く
か
わ
い
い

 
三
人
は

雪
乃
が
真
面
目
な
顔
で

キ

ト
に
ラ

メ
ン
屋
の
情
報
を
伝
え
る

を
想
像
し

 
少
し
ほ

こ
り
と
し
た
気
分
に
な

た

 
そ
し
て
キ

ト
に
連
れ
ら
れ
て
三
人
は
無
事
に
目
的
の
ラ

メ
ン
屋
に
到
着
す
る
事
が
出
来

た
お
お

懐
か
し
い
な

凶
暴
な
旨
み
で
し
た
ね

明
日
奈

雪
乃
に

い
た
の
か

う
ん

ま
あ
そ
の
感
想
は
食
べ
て
か
ら
な

さ

入
り
ま
す
か

 
店
内
は

少
し

め
の
時
間
の
せ
い
か

若

に
余

が
あ
り
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三
人
は
無
事
に

ん
で
座
る
事
が
出
来
た

そ
し
て
注
文
し
た
ラ

メ
ン
を
一
口

た
明
日

奈
は

 
衝
撃
を
受
け
た
顔
で

つ
り
と

い
た

凶
暴
な
旨
み
だ
ね

 
八
幡
は

明
日
奈
の
横
顔
を
チ
ラ
リ
と
見
て

ど
う
や
ら
そ
れ
が
雪
乃
の
真
似
で
は
な
く

 
明
日
奈
の
本
心
か
ら
の
言
葉
だ
と
い
う
事
が
分
か
り

と
て
も
満
足
し
た

 
陽
乃
は
ラ

メ
ン
を
食
べ
る
の
は

年
ぶ
り
ら
し
く
満
足
そ
う
な
顔
で

々
と

を

て
い
た

 
そ
し
て
食
べ
終
わ

た
三
人
が
外
に
出
た
時
突
然
陽
乃
が
ど
こ
か
に

話
を

け
始
め
た

 
八
幡
は

陽
乃
が
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
薄
々
感
じ
て
い
た

 
そ
し
て
そ
れ
は
案
の
定

雪
乃
へ
の

話
だ

た

も
し
も
し

姉
さ
ん

ど
う
か
し
た
の

あ

雪
乃
ち

ん

ほ
ら
ほ
ら
明
日
奈
ち

ん

せ

の

凶
暴
な
旨
み
で
し
た
ね

 
雪
乃
は
そ
の
二
人
の
言
葉
を

き

し
ば
ら
く
無
言
だ

た
が
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や
が
て
顔
を

く
し
て

る

る
と

え
出
し
た
か
と
思
う
と

 

と
い
う
の
は
八
幡
の

だ

た
が
実
は
事
実
で
あ

た

陽
乃
に
向
か

て
こ
う

言

た
姉
さ
ん

そ
こ
に
八
幡
君
は
い
る
か
し
ら

え
え

い
る
わ
よ

ち

と
代
わ

て
く
れ
な
い
か
し
ら

う
ん

分
か

た

 
そ
し
て
陽
乃
は

自
身
の
ス
マ
ホ
を
ス
ピ

カ

モ

ド
に
し
て
八
幡
に

し
た

八
幡
君

雪
乃
ち

ん
が
話
し
た
い

て

俺
に
で
す
か

お
う
雪
乃

何
か
用
か

何
か
用
か

で
す

て

あ

や
べ

こ
れ
は
絶
対

て
る

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

雪
乃
さ
ん

 
八
幡
は

神
の
速
度
で
い
き
な
り
そ
う
謝

た

そ
れ
を

い
た
雪
乃
は

た
い
口
調
で

言

た
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あ
ら

い
き
な
り
謝
る
な
ん
て

何
か
悪
い
事
を
し
た
と
い
う
自
覚
が
あ
る
み
た
い
ね

し
ま

た

作
戦
を
ミ
ス

た

 
八
幡
は
少
し
顔
を

く
し
な
が
ら

て
て
言

た

い
え
決
し
て
そ
う
い
う

で
は
無
く
で
す
ね
先
ほ
ど
の
私
の

話
に
出
た
時
の
言
葉
遣
い

が 
女
性
に
対
す
る
も
の
で
は
無
か

た
と

反
省
の

を
述
べ
た
だ
け
の
事
で
す

雪
乃
さ
ん

誤
魔
化
す
の
は
や
め
な
さ
い

悪
い
事
を
し
た
と
い
う
自
覚
が
あ
る
の
ね

は
い

 
八
幡
は
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
い

⻑
い

の
末
に
そ
う
言

た

 
そ
れ
を

い
た
雪
乃
は

続
け
て
こ
う
言

た

よ
ろ
し
い

で
は
自
分
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
も
分
か

て
る
わ
ね

あ

は
い

え

と

お
土
産
に
猫
グ

ズ
を

て
い
け
ば
い
い
で
す
か

そ
れ
は
別
腹
よ

ご
ち
そ
う
さ
ま

 
雪
乃
は
間

入
れ
ず
に
そ
う
返
事
を
し
た

八
幡
は

方
に
く
れ
な
が
ら
こ
う

い
た

あ

は
い

も
ち
ろ
ん
別
腹
で
す
よ
ね
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え
え
そ
う
よ

と
り
あ
え
ず
あ
な
た
は
こ

ち
に

て
き
た
ら
明
日
奈
も
一

で
い
い

か
ら

 
私
を
あ
な
た
の
一
押
し
の
ラ

メ
ン
屋
に
連
れ
て
い
き
な
さ
い

い
い

絶
対
よ

は
い

そ
の
よ
う
に
手
配
致
し
ま
す

ち
な
み
に
こ
の

話
は

通
話
が
終
わ
る
と
爆
発
す
る
わ

い
や

し
ね

か
ら

ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
楽
し
み
に
し
て
い
る
わ

お
休
み
な
さ
い

八
幡
君

お
う

ま
た
な

雪
乃

 
そ
し
て
通
話
が
終
わ
る
と

明
日
奈
と
陽
乃
は
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は

八
幡
君

や

ぱ
り

た
雪
乃
ち

ん
の
事

ち

と
苦
手
な
ん
だ

ふ
ふ

ま
る
で
弟
が
お
姉
さ
ん
に

ら
れ
て
る
み
た
い
だ

た
ね

お

お
う

何
か
高
校
時
代
の
事
を
思
い
出
し
ち
ま

て
な

 
そ
し
て
一
行
は
雪
乃
用
の
猫
グ

ズ
を
三
人
で
選
ん
だ
後
や

と
ホ
テ
ル
へ
と

る
事
と

な

た
こ
れ
で
や

と
一
息
つ
け
る
な
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だ
が
八
幡
は
忘
れ
て
い
た

自
分
が
明
日
奈
と
二
人
部
屋
だ
と
い
う
事
を

 
そ
し
て
部
屋
に
入
り

明
日
奈
が
普
通
に
そ
の
後
に
続
い
て
部
屋
に
入

て
き
た

間
に

 
八
幡
は
そ
の
事
を
思
い
出
し
一

で
身
を

く
す
る
と
ギ
ギ
ギ
と
い
う
音
が

こ
え
る
よ

う
な
動
作
で

 
そ
の
ま
ま

に

を
下
ろ
し
た

そ
れ
に
対
し
て
明
日
奈
は
と
て
も
リ
ラ

ク
ス
し
て
い
た

八
幡
君

お
茶
で
も
入
れ
よ
う
か

そ

そ
う
で
す
ね

お
願
い
し
ま
す

も
う

何
で
敬
語

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
明
日
奈
は

手

よ
く
お
湯
を

か
し

二
人
分
の
お
茶
を
い
れ
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
テ

ブ
ル
に
お
茶
を
置
く
と

少
し
八
幡
か
ら
離
れ
た
場
所
に
座

た

は
い

お
待
た
せ

八
幡
君

お

お
う

あ
り
が
と
な

 
八
幡
は
そ
れ
を
疑
問
に
思
い
つ
つ
も
湯
飲
み
を
手
に
と

た

そ
し
て
二
人
は
ず
ず

と
お

茶
を

た

 
そ
れ
で
少
し
は
落
ち
着
い
た
の
か

八
幡
は
明
日
奈
に
こ
う

ね
た
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さ
て

今
日
は
も
う
予
定
は
無
い
し

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

普
通
に
考
え
れ
ば

だ
よ
ね

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

で
も
そ
の
前
に

⻭

き
が
し
た
い
か
な

⻭

き

ま
あ
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

に
行

た
後
で
も
い
い
ん
じ

な
い

か
そ
う
な
ん
だ
け
ど

そ
の

 
明
日
奈
は

奥
⻭
に
物
が

ま

た
よ
う
な
言
い
方
で

お
ず
お
ず
と
言

た

今
の
私

多
分
ニ
ン
ニ
ク

い
と
思
う
か
ら

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
で

明
日
奈
が
離
れ
た
場
所
に
座

た
理
由
に
思
い
当
た

た

だ
か
ら
そ
ん
な
に
遠
く
に
座

た
の
か

う

う
ん

 
明
日
奈
は
少
し
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
八
幡
は
明
日
奈
と
の

離
を
詰
め
明
日
奈
の

を

く
と
く
ん
く
ん
と

い
を

ぎ
始
め

た
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ち

八
幡
君

目

ん

い
つ
も
の
明
日
奈
の
い
い

い
し
か
し
な
い
け
ど
な

も
う

目
だ
よ

 
だ
が
八
幡
は
明
日
奈
を
離
そ
う
と
は
し
な
か

た
の
で
明
日
奈
は
困

た
よ
う
に
も
じ
も
じ

し
たう

ん

や

ぱ
り
分
か
ら
ん

ま

い
い
か

と
り
あ
え
ず
⻭

き
を
す
る
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は

室
の
隣
に
あ
る
洗
面
所
で

仲
良
く
⻭

き
を
始
め
た

 
⻭

き
の
最
中

明
日
奈
が
困

た
よ
う
に
も
ぞ
も
ぞ
し
て
い
る
の
を
見
て

 
八
幡
は
何
だ
ろ
う
と
思
い

明
日
奈
に

ね
た

明
日
奈

ど
う
か
し
た
の
か

う
ん

多
分
ネ
ギ
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

⻭
の
間
に

ま

て
取
れ
な
く
て

何
か
な
い
か
な

お

使
い

て
の
⻭
間
ブ
ラ
シ
ま
で
用
意
さ
れ
て
る
ん
だ
な

 
明
日
奈
ほ
ら

あ

ん
し
ろ

あ

ん

え
え

そ
ん
な
高

な
プ
レ
イ

私
に
は
ま
だ

い
よ
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プ
レ
イ

て
お
前
な

 
そ
し
て
明
日
奈
は
お
ず
お
ず
と
口
を
開
き
八
幡
は
明
日
奈
の
⻭
の
ネ
ギ
が

ま

て
い
る

所
に

 
こ
し

こ
し

と
⻭
間
ブ
ラ
シ
を
差
し
込
み

前
後
さ
せ
た

 
明
日
奈
は
そ
れ
が
気
持
ち
よ
か

た
の
か

目
を

て
だ
ら
し
な
い
表
情
を
し
て
い
た

よ
し

取
れ
た
ぞ

明
日
奈

 
明
日
奈
は
そ
れ
を

き

で
自
分
の
⻭
の
様
子
を
確
認
し
て
い
た
が

 
確
か
に
取
れ
た
の
を
確
認
出
来
た
の
か

を

ら
め
な
が
ら
言

た

あ

あ
り
が
と
う

お
う

八
幡
君
に

私
の
口
の
中
を

い
い
よ
う
に

ば
れ
ち

た

お
い
明
日
奈
姉
さ
ん
の
影

な
の
か
分
か
ら
な
い
が
さ

き
か
ら
微

に
言
動
が
お
か
し

い
ぞそ

そ
う
か
な

あ
あ

間
違
い
な
い

や
は
り
姉
は
選
ぶ
べ
き
だ
な
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八
幡
は

自
分
の
事
は

に
あ
げ

し
れ

と
そ
ん
な
事
を
言

た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
当
然
そ
れ
を
指
摘
し
た

て
事
は

八
幡
君
も
影

を
受
け
て
る
ん
じ

う

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

ま
あ
で
も

姉
さ
ん
の
事
は
す
ご
く
尊
敬
し
て
る
し

影

を
受
け
る
の
は
仕
方
な
い
か
な

違
い
な
い

 
そ
し
て
二
人
は
口
を
ゆ
す
ぎ

⻭

き
を
終
え
た

し
か
し
何
か
豪
華
な
部
屋
だ
よ
な

室
は
独
立
し
て
る
し

和
室
も
あ
る
し

そ
う
だ
よ
ね

そ
う
い
え
ば
確
認
し
て
な
か

た
け
ど

こ

ち
は
風
呂
な
の
か
な

か
な

 
二
人
は

室
の
ド
ア
ら
し
き
も
の
を
開
け

中
を
確
認
し
た

 
そ
し
て
二
人
は
中
を
見
て

と
て
も
驚
い
た

何
だ
こ
れ
は

結

広
い
ね

そ
れ
に
上
に
星
が
見
え
る
よ

こ
れ

て
露
天

い
家
族
風
呂
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あ

ダ
ブ
ル
ベ

ド
の
部
屋
だ
か
ら

カ

プ
ル
風
呂

こ
れ
偶
然
じ

な
い
よ
な
完
全
に
狙

て
予
約
し
て
る
よ
な

絶
対
に
章
三
さ
ん
達
も

グ
ル
だ
ろ

だ
よ
ね

ま
あ
こ
れ
な
ら

大

場
に
行
か
な
く
て
も
こ
こ
で
い
い
か

う
ん

そ
れ
じ

あ

番
に
入
る
か

 
八
幡
は
そ
う
提
案
し
た
の
だ
が
明
日
奈
は
返
事
を
し
な
い

八
幡
が
ち
ら
り
と
そ
ち
ら
を
見

る
と

 
明
日
奈
は
何
か
を
期
待
す
る
よ
う
な
目
で

じ

と
八
幡
の
目
を
見
つ
め
て
い
た

 
八
幡
は
そ
れ
で

明
日
奈
が
何
を
要
求
し
て
い
る
の
か
何
と
な
く
悟

た

そ
れ
じ

あ

一

に
入
る
か

う
ん

 
そ
し
て
準
備
が
整
い

二
人
は
一

に
風
呂
に
入
る
事
に
し
た

 
八
幡
は
服
を
脱
ぐ
明
日
奈
の
方
を
な
る
べ
く
見
な
い
よ
う
に
パ
パ

と
服
を
脱
ぎ
先
に
中
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に
入

た

 
明
日
奈
は
中
々
入

て
こ
ず

そ
の
間
に
八
幡
は
体
を
洗
い

先
に
広
い
湯
船
に
つ
か

た

 
そ
し
て
そ
の
時

明
日
奈
が
中
に
入

て
く
る
音
が
し
た

八
幡
は
明
日
奈
に
言

た

明
日
奈

か

た
な

何
か
あ

た
の
か

 
そ
う
言

て
明
日
奈
の
方
を
見
た
八
幡
の
目
に
一
糸

わ
ぬ
明
日
奈
の

が
飛
び
込
ん
で
き

た 
八
幡
は

て
て
顔
を
背
け
た

そ
ん
な
八
幡
に

明
日
奈
は
少
し
不
満
そ
う
に
言

た

八
幡
君

さ

き
か
ら
ず

と
こ

ち
を
見
な
い
よ
う
に
し
て
る
け
ど

今
更
じ

な
い

ま

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
な

ね

八
幡
君

良
か

た
ら

私
の
背
中
を
流
し
て
ほ
し
い
ん
だ
け
ど

お

お
う

 
そ
し
て
目
を
背
け
つ
つ
も
ち
ら
ち
ら
と
そ
ち
ら
を
見
な
が
ら
明
日
奈
の
背
中
を
流
す
八
幡
を

見
て

 
明
日
奈
は
ク
ス
リ
と
笑
い
な
が
ら
八
幡
に
言

た

八
幡
君
は

か
ら
ず

と
変
わ
ら
な
い
よ
ね
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ま
あ
さ
す
が
に
彼
女
と
は
い
え

あ
ん
ま
り
じ
ろ
じ
ろ
見
る
の
は
な

ふ
ふ

ま
あ
そ
れ
が
八
幡
君
だ
よ
ね

 
そ
し
て
二
人
は
仲
良
く
星
を
見
つ
め
な
が
ら

ん
で
湯
に
つ
か

た

し
か
し
本
当
に
広
い
湯
船
だ
よ
な

う
ん

こ
う
し
て
一

に
風
呂
に
入
る
の
は

何
度
目
か
な

何
度
目
だ

け

ま
あ

忘
れ
る
く
ら
い
の
回

は
入

て
る

て
事
に
な
る
な

ふ
ふ

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
二
人
は
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
手
を
繋
ぎ

お

い
の
存
在
を
し

か
り
と
確
か
め

あ

た
こ
れ
か
ら
も
ず

と
私
の

に
い
て
ね

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

 
二
人
は
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
た
の
だ
が

十
分

ま

た
の
か

風
呂
か
ら
出
る
と

 

ん
で
和
室
に
ご
ろ
ん
と
横
に
な

た



 第四章 ＧＧＯ編

ふ
う

い
い
お
風
呂
だ

た
ね

あ
あ

今
日
は
少
し
疲
れ
た
か
ら

か
な
り
眠
い

私
は

を

か
す
の
に
少
し
時
間
が
か
か
る
か
ら
八
幡
君
先
に
ベ

ド
の
方
に
行

て
て

い
い
よ

あ
あ

そ
れ
じ

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
し
て
明
日
奈
は

ゆ

く
り
と

を
か
わ
か
す
と

少
し
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

室
へ
向

か

た

 

室
の
ド
ア
を
そ

と
開
け
る
と

ス

ス

と

八
幡
の

息
が

こ
え
て
き
た

 
明
日
奈
は
少
し
残
念
に
思
い
な
が
ら
も

本
当
に
疲
れ
て
た
ん
だ
な
と
思
い

 
八
幡
を

こ
さ
な
い
よ
う
に
布
団
に
入
る
と

小
さ
な
声
で
八
幡
に
言

た

今
日
は
本
当
に
お
疲
れ
様

八
幡
君

 
そ
し
て
明
日
奈
は
そ
の
ま
ま
そ

と
八
幡
に

き
つ
き

幸
せ
な
気
分
で
眠
り
に
つ
い
た
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第
２
４
５
話
 
い

ぱ
い
遊
ぼ
う

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
次
の
日
の
朝

八
幡
が
目
を
覚
ま
す
と

目
の
前
に
は
明
日
奈
の
顔
が
あ

た

あ
あ

俺

い
つ
の
間
に
か

ち
ま

た
の
か

 
八
幡
は
そ
う

く
と

明
日
奈
を

こ
さ
な
い
よ
う
に
そ

と
体
を

こ
し
た

 
よ
く
見
る
と
明
日
奈
の
顔
は
だ
ら
し
な
く

緩
し
て
お
り
あ
ま
つ
さ
え
よ
だ
れ
ま
で
た
ら
し

て
い
た

ん

こ
れ
は
レ
ア
だ
な

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
の
は
も

た
い
な
さ
す
ぎ
る

 
八
幡
は
ベ

ド
の

に
置
い
て
あ

た
自
分
の
ス
マ
ホ
を
手
に
取
り
カ
メ
ラ
を

動
さ
せ

 
そ
の
明
日
奈
の
顔
を
パ
チ
リ
と
写
真
に

り

待
ち
受
け
画
面
に
設
定
し
た

よ
し

実
に
い
い
写
真
が

れ
た
な

 
八
幡
は
そ
う

く
と

満
足
そ
う
に

き

朝
風
呂
に
入
ろ
う
と
風
呂
を

か
し
始
め
た



 第四章 ＧＧＯ編

 
そ
し
て
そ
れ
を
待

て
い
る
間

と
り
あ
え
ず
明
日
奈
の
顔
で
も
見
て
い
よ
う
と
思
い

 
再
び
ベ

ド
に

り
込
ん
だ

そ
ん
な
八
幡
の
気
配
を

て
い
る
は
ず
の
明
日
奈
は

感
に

察
し
た
の
か

 
ぎ

と
八
幡
に

き
付
い
て
き
た

八
幡
は
そ
ん
な
明
日
奈
を
愛
お
し
く
思
い

 
明
日
奈
を
優
し
く

き
返
し

そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
明
日
奈
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
い
た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て

遠
く
か
ら
風
呂
の
お
湯
が
た
ま

た
音
が

こ
え
た

 
八
幡
は
そ
ろ
そ
ろ
明
日
奈
に
も

き
て
も
ら
お
う
か
と
考
え

優
し
く
明
日
奈
の
体
を

さ

ぶ

た
明
日
奈

そ
ろ
そ
ろ
朝
だ
ぞ

お

い
明
日
奈

ん

八
幡
君

お
は
よ
う

 
明
日
奈
は
今
日
は

ぼ
け
る
事
も
な
く

し

か
り
と
目
を
覚
ま
し
た
よ
う
だ

俺
は
朝
風
呂
に
入
る
つ
も
り
だ
け
ど

明
日
奈
は
ど
う
す
る

あ

う
ん

せ

か
く
だ
し

入
ろ
う
か
な

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
そ
し
て
二
人
は
再
び
湯
船
に
つ
か
る
と

同
時
に
深
い
た
め
息
を
つ
い
た
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は
 
二
人
は
リ
ラ

ク
ス
し

空
を

め
た

そ
こ
に
は

麗
な

空
が
広
が

て
い
た

今
日
も
い
い
天
気
に
な
り
そ
う
だ
ね

八
幡
君

だ
な

今
日
の
予
定
は
ど
う
な

て
る
ん
だ
ろ

と
り
あ
え
ず
凛
子
さ
ん
と
合
流
し
て

眠
り
の
森
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
設
置
し
た
ら

 
そ
の
足
で
国
友
さ
ん

て
人
の
家
に
行
く
事
に
な
る
ん
じ

な
い
か

大
丈
夫

説
得
出
来
る

ま
あ

多
分
大
丈
夫
だ

 

岡
の
予
言
め
い
た
言
葉
の
意
味
が

多
分
国
友
家
を
訪
問
し
た
時
か

 
そ
れ
に
付

す
る
何
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
分
か
る
の
だ
ろ
う
と

八
幡
は
予
感
し
て
い
た

 

岡
は
こ
ち
ら
に
来
る
前

八
幡
に
こ
う
言

た
の
だ

八
幡
君
が
い
れ
ば
特
に
何
か

を
考
え
な
く
て
も
問
題
な
く
事
が
達
成
出
来
る
ん
じ

な

い
か
な

 
そ
の
言
葉
は
や
は
り
正
し
か

た
よ
う
で
八
幡
は
こ
こ
ま
で

調
に
事
を
運
ぶ
事
が
出
来
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て
い
た

さ
て

い
く
つ
か
予
想
は
出
来
る
が

一
体
こ
こ
に
何
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
や
ら

 
そ
し
て
二
人
は
風
呂
か
ら
あ
が
る
と

そ
の
ま
ま
何
と
な
く
い
ち

い
ち

し
て
い
た

 
八
幡
と
て
聖
人
と
い
う

で
は
無
い
の
で
何
度
も
明
日
奈
の

を
見
て
何
も
思
わ
な
い
は
ず

は
無
い

 
た
だ
今
は
大
き
な
問
題
が
後
に

え
て
い
る

ど
う
し
て
も
そ
ち
ら
が
気
に
な

て
い
る

せ
い
で

 
二
人
の
ス
キ
ン
シ

プ
も
若

え
め
な
も
の
に
な

て
い
た

 
そ
れ
で
も
明
日
奈
は
八
幡
に

え
る
事
が
出
来
て

か
な
り
満
足
し
た
よ
う
だ

 
八
幡
は
そ
れ
を
感
じ

め
て

明
日
奈
が

に
い
て
く
れ
る
事
の
幸
せ
を
か
み
し
め
た

 
そ
し
て
そ
の
時
八
幡
の
ス
マ
ホ
に
着
信
が
入

た

表

さ
れ
て
い
る
名
前
は

馬

姉

 
と
な

て
い
た

八
幡
は

凛
子
が
着
い
た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら

 
何
気
な
く
ス
マ
ホ
を
手
に
取

た

そ
れ
を
見
た

間

明
日
奈
が
お
か
し
な
声
を
上
げ
た

ひ

れ

あ

や

べ
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陽
乃
か
ら
の
連

は

や
は
り
凛
子
の
到
着
を
告
げ
る
も
の
だ

た

 
ち
な
み
に
章
三
と
京
子
は

レ
ク
ト
の
関
⻄

社
に
行
く
用
事
が
あ
る
ら
し
く

 

に
そ
ち
ら
に
向
か

た
ら
し
い

 
そ
し
て
せ

か
く
な
の
で

凛
子
も
交
え
て
一

に
朝
食
を
と
ろ
う
と
い
う
話
に
な
り

 
通
話
を
終
え
た
八
幡
は

そ
れ
ら
の
事
を
明
日
奈
に
伝
え
た

あ

う
ん

分
か

た

と
こ
ろ
で
ち

と
変
な
事
を

く
け
ど

 
八
幡
君
の
ス
マ
ホ
の
待
ち
受
け
画
面

て

ん

こ
れ
か

あ
れ

当
然
俺
の
待
ち
受
け
画
面
は

明
日
奈
に
決
ま

て
る
だ
ろ

う

う
ん

そ
う
だ
よ
ね

 
そ
こ
に
は

満
面
の
笑
顔
を
し
た
明
日
奈
の

が
映
し
出
さ
れ
て
い
た

 
さ

き
は
確
か
に
自
分
の
お
か
し
な
顔
が
映

て
い
た
気
が
し
た
の
に
と

 
明
日
奈
は
首
を

げ
た

八
幡
は

明
日
奈
が
大
人
し
く
引
き
下
が

た
の
を
見
て

 
内
心
ほ

と
し
な
が
ら
素

く
待
ち
受
け
画
面
を
元
の
明
日
奈
の
だ
ら
し
な
い

顔
に
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し
た

 
そ
の

間

明
日
奈
の

け
声
と
共
に

部
屋
に
閃
光
が
走

た

リ
ニ
ア

 
八
幡
は
す

か
り
油
断
し
て
い
た
の
か

そ
の

け
声
と
共
に
手
を

か
れ

 
そ
の
勢
い
の
ま
ま

を
舞

た
八
幡
の
ス
マ
ホ
は

明
日
奈
の
手
に
す

り
と
収
ま

た

 
そ
し
て
明
日
奈
が
八
幡
の
ス
マ
ホ
に
タ

チ
し
た

間

そ
の
画
面
が
表

さ
れ

 
明
日
奈
は

然
と
目
を
見
開
き

わ
な
わ
な
と

え
だ
し
た

な

な

な

 
そ
ん
な
明
日
奈
に

八
幡
は
表
面
上
は

静
な
口
調
で
言

た

違
う
よ
く
考
え
る
ん
だ
明
日
奈
明
日
奈
は
普

こ
ん
な
無
防
備
か
つ
幸
せ
そ
う
な

は

 
俺
に
し
か
見
せ
る
事
は
な
い

つ
ま
り
こ
れ
は

明
日
奈
の
俺
に
対
す
る
愛
の
証
だ

 
だ
か
ら
俺
は

常
に
そ
の
画
面
を
見
て
幸
せ
に
な
る
事
が
出
来
る
ん
だ

分
か
る
よ
な

う

う
ん

そ
う
だ
よ
ね

こ
れ
は
愛
の
証

そ
う

こ
れ
は
愛
の
証
な
ん
だ
よ
ね

あ
あ

そ
の
通
り
だ

こ
れ
は
二
人
の
愛
の
証
な
ん
だ

て
事
で
と
り
あ
え
ず

こ
の
画
像
は
消
去
し
て
お
く
ね
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で
す
よ
ね

 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

容

な
く
画
像
を
消
去
し

八
幡
は
う
な

れ
た

 
な
ん
ち

て
リ
ニ
ア

ま
で
放

た
明
日
奈
の
勝
利
で
あ
る

と
明
日
奈
は
思

た
だ

ろ
う
が

 

に
八
幡
は

こ
の
画
像
を
自
宅
の

に
送

て
い
た

 
そ
し
て
後
日

八
幡
の
ス
マ
ホ
を
見
た
明
日
奈
は

再
び
わ
な
わ
な
す
る
事
に
な
る

 
そ
し
て
二
人
は
外
出
す
る

度
を
整
え

ホ
テ
ル
内
に
あ
る
カ
フ

に
向
か

た

凛
子
さ
ん

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の
八
幡
の
お

に
対
し

凛
子
は
首
を

り
な
が
ら
言

た

別
に
い
い
の
よ

ど
う
考
え
て
も
ほ

と
け
な
い
で
し

 
そ
し
て
そ
ん
な
凛
子
に

明
日
奈
が
笑
顔
で
言

た

優
し
い
ん
で
す
ね

凛
子
さ
ん

本
当
に
優
し
い
の
は
あ
な
た
の
八
幡
君
で
し

明
日
奈
ち

ん

は
い

と
こ
ろ
で

日
は

当
然
お
楽
し
み
だ

た
の
よ
ね
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そ
れ
が

八
幡
君
は
と

て
も
疲
れ
て
た
み
た
い
で

 
私
が

を

か
し
て
い
る
間
に

落
ち
ち

た
ん
で
す
よ
ね

は
 
そ
し
て
陽
乃
と
凛
子
と
明
日
奈
は

じ
と
目
で
八
幡
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

こ
の
甲
斐
性
無
し

何
で
明
日
奈
ま
で

 
そ
し
て
朝
食
を
と

た
一
行
は

そ
の
ま
ま

眠
り
の
森

へ
と
向
か

た

 
着
い
た

間
か
ら

ス
タ

フ
が
ど
ん
ど
ん
セ

テ

ン
グ
を
進
め
て
い
く

 
そ
し
て
あ

と
い
う
間
に
全
て
の
準
備
が
完
了
し

子
に
連
れ
ら
れ
て
楓
が
部
屋
に
入

て

き
た

 
楓
は
興
味
深
そ
う
に
き

ろ
き

ろ
し
て
い
た
が

八
幡
達
を
見
つ
け
る
と

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
声
を

け
て
き
た

あ

お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん

今
日
も
楓
に
会
い
に
き
て
く
れ
た
ん
だ

あ
あ

約
束
通
り

今
日
は
い

ぱ
い
遊
ぼ
う
な

う
ん
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楓
は
そ
う
元
気
よ
く

い
た

だ
が
て

き
り
外
に
で
も
行
く
と
思

て
い
た
の
か

 
続
け
て
ベ

ド
に

か
さ
れ
た
楓
は

不
安
そ
う
に
八
幡
に

ね
た

お
兄
ち

ん

こ
れ
は

大
丈
夫

合
図
し
た
ら

リ
ン
ク
ス
タ

ト

て
言

て
ご
ら
ん

 
そ
し
た
ら
遊
園
地
に
出
る
か
ら

そ
こ
で
お
兄
ち

ん
と
お
姉
ち

ん
が
待

て
る
か
ら
な

う

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
と
明
日
奈
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
備
え
付
け
ら
れ
た
ア
ミ

ス
フ

ア
を
装

着
し

 
一
足
先
に

専
用
に
作
ら
れ
た

遊
園
地
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
二
人
の
意
識
が
一

切
れ
す
ぐ
に
覚

す
る

そ
こ
に
は
他
の
客
の
存
在
を

出
す
る

に
 
多

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

歩
す
る

遊
園
地
の
風
景
が
広
が

て
い
た

分
リ
ア
ル
に
作
り
こ
ま
れ
て
い
る
な

さ
す
が
は
姉
さ
ん

て
所
か
な

こ
う
い
う
の
を
見
せ
ら
れ
る
と

ソ
レ
イ
ユ
の

力
が
よ
く
分
か
る
な
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そ
う
だ
ね

あ

楓
ち

ん

 
そ
し
て
二
人
の
目
の
前
に

楓
の

が
出
現
し
た

 
楓
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら

り
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
す
と

目
を

か
せ
た

う
わ

う
わ

本
当
に
遊
園
地
だ

そ
れ
に
何
だ
か
体
が
す
ご
く

い
よ

 
お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん

そ
う
か

良
か

た
な

楓

う
ん

さ
あ
楓
ち

ん

何
か
ら
乗
ろ
う
か

え

と

え

と
ね

ジ

ト
コ

ス
タ

 
そ
う
言

た

間
に
さ
り
げ
な
く
ジ

ト
コ

ス
タ

を
待
つ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

が
消
滅
し
た

本
当
に
よ
く
考
え
ら
れ
て
る
な

お
兄
ち

ん

何
か
言

た

い
や
何
で
も
な
い

ほ
ら
楓
丁
度
す
い
て
る
み
た
い
だ
か
ら
直
ぐ
に
乗
れ
る
ぞ
さ
あ
行

こ
うや

た

行
こ
う
行
こ
う
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楓
ち

ん
は

私
と
八
幡
君
の
真
ん
中
ね

う
ん

 
一
方
外
で
は

子
が
中
の
映
像
を
見
な
が
ら

様
々
な
デ

タ
を
確
認
し
て
い
た

特
に
何
も
問
題
無
い
よ
う
ね

本
当
に
あ
り
が
と
う

凛
子
さ
ん

 
あ
の
子
の
あ
ん
な
に
楽
し
そ
う
な

を
見
る
の
は

何
年
ぶ
り
か
し
ら
ね

 
そ
の

子
の
言
葉
通
り

モ
ニ
タ

の
中
で
は

 
八
幡
と
明
日
奈
に

ま
れ
た
楓
が
と
て
も
楽
し
そ
う
に
は
し

い
で
い
る

が
映

て
お
り

 

子
は
そ
れ
を
見
て

目

を
熱
く
し
て
い
た

 

囲
で
は

お
そ
ら
く
雪
ノ
下
系

の
病
院
か
ら
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

 

療
系
の
ソ
レ
イ
ユ
の
ス
タ

フ
達
が
眠
り
の
森
の
職
員
達
に
様
々
な
情
報
を
伝
え
て
い

た 
そ
し
て
一
通
り
使
い
方
を
伝
え
終
わ

た
の
を
見
て

陽
乃
が

子
に
言

た

そ
れ
じ

子
さ
ん
も

後
は
私
達
に
任
せ
て
中
へ
ど
う
ぞ

で
も

私
は

大
丈
夫

何
か
問
題
が

き
た
ら

容

な
く
ア
ミ

ス
フ

ア
を
シ

ト
ダ
ウ
ン
し
て
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て
き
て
も
ら
う
か
ら

 
陽
乃
は
そ
う
言

て

子
に
ウ

ン
ク
し
た

 

子
は
苦
笑
し
な
が
ら
も

そ
の

し
出
を

難
く
受
け
る
事
に
し
た

そ
う

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
て

ち

と
楓
の
所
に
行
か
せ
て
も
ら
う
わ

そ
れ
が
い
い
わ

や

ぱ
り
子

に
は
⺟
親
が
必
要
よ

ま
あ
私
達
が
ち

ん
と
⺟
親
を
得
た

の
は

 
つ
い
こ
の
間
の
事
な
ん
だ
け
ど
ね

こ
れ
も
八
幡
君
の
お
か
げ
か
な

 
そ
の
言
葉
の
後
半
は

子
に
は

こ
え
な
か

た

お
⺟
さ
ん

 
楓
は
遠
く
か
ら

子
が
近
付
い
て
く
る
の
を
見
付
け
嬉
し
そ
う
に
そ
ち
ら
に
駆
け
寄

た

ご
め
ん
ね
楓

ち

と

く
な

ち

た
わ

 

子
は

楓
に
目
線
の
高
さ
を
合
わ
せ
て
そ
う
言

た

お
兄
ち

ん
と
お
姉
ち

ん
が
一

だ

た
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

お
⺟
さ
ん

そ
う

楽
し
か

た

う
ん

本
当
に
夢
み
た
い
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そ
う

そ
れ
は
良
か

た
わ

 
そ
し
て

子
は

楓
に
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
思
い
き
り
遊
ん
だ

 
楓
は

い

か
ら

病
気
の

に
体
が

か

た
の
で

 

子
は
こ
う
し
て
楓
と
一

に
遊
ぶ
の
は

本
当
に
始
め
て
の

験
だ

た

お
⺟
さ
ん

そ
ろ
そ
ろ
お
昼
だ
よ

楓

色
々
食
べ
た
い
物
が
あ
る
の

 
本
来
の
楓
は

食
事
制
限
が
さ
れ
て
い
る

自
由
に
好
き
な
物
を
食
べ
る
事
は
出
来
な
い

 
そ
の

楓
は
園
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
サ
ン
プ
ル
の
前
で
目
を

か
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
し
て
楓
は

色
々
な
種

の
食
べ
物
を
少
し
ず
つ
食
べ

と
て
も
満
足
し
た

 
こ
ん
な
事
が
出
来
る
の
も

な
ら
で
は
の
事
だ
ろ
う

 
そ
し
て
楓
は
食
事
を
し
て
眠
く
な

た
の
か

ま
あ
実

に
食
事
を
し
た

で
は
な
い
の
だ

が 
う
と
う
と
し
な
が
ら

子
に
言

た

お
⺟
さ
ん

楓

な
ん
だ
か
ち

と
眠
く
な

ち

た

そ
う

今
日
は
楽
し
か

た

う
ん

と

て
も
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お
⺟
さ
ん
も
と
て
も
楽
し
か

た
わ

楓

お
⺟
さ
ん

私

今
度
は
お

ち

ん
と
一

に
遊
び
た
い

そ
し
た
ら
も
う
何
も
思
い
残

す
事
は
無
い
よ

え
 
薄
々
自
分
の
病
気
の
事
を
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

楓
は
そ
う
言
う
と

 

子
の

の
中
で

そ
の
ま
ま
眠
り
に
落
ち
た

 
そ
れ
と
同
時
に

り
の
風
景
が
事
前
に
リ
サ

チ
し
て
あ

た
の
か
楓
の
部
屋
の
風
景
に

変
わ

た

 

子
は
楓
を

き
上
げ

ベ

ド
に
運
び
な
が
ら

声
を
出
さ
ず
に

し
た

 
二
人
は
そ
ん
な

子
に
何
を
言

て
い
い
か
分
か
ら
ず

た
だ
立
ち
尽
く
し
て
い
た

 
そ
ん
な
二
人
に

子
は

き
な
が
ら
笑
顔
で
言

た

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

楓
の
あ
ん
な
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
た
の
は
始
め
て
よ

い
え

私
に
出
来
る
の
は

こ
の
く
ら
い
で
す
し

あ
の

子
さ
ん

楓
ち

ん
の
病
名

て

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に
対
し

子
が
告
げ
た
病
名
は
ま

た
く

い
た
事
の
無
い
も
の
だ
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た 
そ
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
八
幡
達
は
予
定
通
り
国
友
家
に
向
か
う
事
に
な

た
の
だ
が

 
八
幡
は
出
発
を
少
し
待

て
も
ら
う
と

ア
ル
ゴ
に
連

を
と
り

 
楓
の
か
か

て
い
る
病
気
に
つ
い
て

可
能
な
限
り
情
報
を
集
め
る
よ
う
に
頼
ん
だ

 
お
そ
ら
く
そ
れ
は
無

に
な
る
の
だ
ろ
う
が
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

る
事
は

 
ど
う
し
て
も
八
幡
に
は
出
来
な
か

た
の
だ

た

 
そ
し
て
一
行
は
移
動
を
開
始
し

国
友
家
の
門
を
叩
く
事
と
な

た
の
だ

た
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第
２
４
６
話
 
国
友
家
の
息
子

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

初
め
ま
し
て

国
友
義

で
す

初
め
ま
し
て

比
企
谷
八
幡
で
す

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
社
⻑
の

雪
ノ
下
陽
乃
で
す

以
前
パ

テ

で
お
会
い
し
ま
し
た
ね

お
久
し
ぶ
り
で
す

結
城
明
日
奈
で
す

 
義

は

陽
乃
で
は
な
く
八
幡
が
最
初
に
名
乗

た
事
で

一

意
外
そ
う
な
顔
を
し
た
が

 
す
ぐ
に
表
面
上
は
笑
顔
で
八
幡
と

手
を
し
た

だ
が
そ
の
目
は
笑

て
は
い
な
か

た

ど
う
ぞ
お

け
く
だ
さ
い

 
そ
う
言
わ
れ
三
人
は
国
友
義

の
正
面
に

ん
で
座

た

そ
し
て
義

が
話
を
切
り
出
し

た
章
三
さ
ん
か
ら
連

を
も
ら

た
時
は

何
故
私
に
と
思
い
ま
し
た
が
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さ
ん
に
会

た
後

直
ぐ
に
知

さ
ん
の
所
に
向
か

た
と

い
て

 
そ
れ
で
一
つ
思
い
当
た
る
事
が
あ
り
ま
し
た

あ
な
た
は

岡
さ
ん
と
い
う
方
を
ご
存
知
で
す

か 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

い
き
な
り
こ
こ
で
そ
の
名
前
が
出
て
く
る
の
か
と
驚
い
た
が

 
実

何
も

い
て
は
い
な
か

た
の
で

そ
の
事
を
正
直
に
義

に
告
げ
た

確
か
に
知

て
ま
す
し

今
度
の
旅
に
も
同
行
し
て
も
ら

て
ま
す
が

 
こ
ち
ら
へ
の
訪
問
に
関
し
て
は

何
も
話
し
て
も
ら

て
な
い
ん
で
す
よ
ね

 
と
い
う
か
こ
こ
に
来
た
の
は

知

さ
ん
の
所
で
話
を

い
た
か
ら
で
す
し
ね

 
義

は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

目
を

く
し
て
こ
う

ね
て
き
た

で
は

明
日
奈
さ
ん
が
一

な
の
も

特
に
意
味
は
無
い
と

 
八
幡
は

こ
こ
で
何
故
明
日
奈
の
名
前
が
出
て
く
る
の
か
考
え
た

 
義

の
知
る
明
日
奈
の
情
報
は
お
そ
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ
と
い
う
そ
の
一
点
だ
ろ

う 
八
幡
は
そ
う
考
え
こ
こ
で
対
応
を
間
違

て
は
い
け
な
い
と
慎
重
に
言
葉
を
選
び
な
が
ら

言

た
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ん

明
日
奈
が
ど
う
か
し
ま
し
た
か

明
日
奈
が
こ
こ
に
い
る
の
は

 
そ
も
そ
も
京
都
に
来
た
目
的
が

結
城

さ
ん
に
と
あ
る
お
願
い
を
す
る

で
し
た
の
で

 
そ
の
流
れ
で
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
こ
こ
に
一

に
来
た
の
は
実
は
そ
れ
は
関
係
無
く

て
で
す
ね

 
こ
ん
な
事
を
こ
こ
で
言
う
の
は
少
し
恥
ず
か
し
い
の
で
す
が

俺
の
恋
人
だ
か
ら
で
す

 
義

は
驚
い
た
顔
を
し
た
後

ス
ト
レ

ト
に
八
幡
に

ね
た

で
は
も
し
か
し
て

い
ず
れ
君
が
レ
ク
ト
の
後
継
者
と
な
る
の
か
い

 
そ
の
質
問
に
は

陽
乃
が
横
か
ら
答
え
た

彼
は
う
ち
の
後
継
者
で
す
よ

国
友
さ
ん

ソ
レ
イ
ユ
の

え
え

に
決
定
済
で
す

そ
う
で
す
か

 
レ
ク
ト
で
は
な
く
ソ
レ
イ
ユ
の
後
継
者
と
い
う
事
で
あ
れ
ば

 
結
城
病
院
系
と
は
何
の
し
が
ら
み
も
発
生
し
な
い
は
ず
だ

そ
う
考
え
た
義

は

 
自
分
が
思
い
違
い
を
し
て
い
た
事
を
悟
り
な
が
ら
も

確
認
す
る
よ
う
に
八
幡
に

ね
た
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あ
な
た
方
は
理
事
⻑
選

で
知

さ
ん
に
投

す
る
よ
う
に

 
私
に
頼
み
に
来
た
の
で
は
な
い
の
か
い

い
や

そ
れ
は
合

て
ま
す
よ

た
だ
説
得
す
る
材
料
が
無
い
の
で
ど
う
し
よ
う
か
な
と

材
料
が

無
い

え
え
こ
ち
ら
の
事
を

い
た
の
も

日
の
事
で
す
し

岡
さ
ん
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い

し 
な
の
で
今
日
は
と
り
あ
え
ず

あ
な
た
が
ど
う
い
う
人
な
の
か

 
生
意
気
な
言
い
方
を
し
ま
す
が

見
定
め
よ
う
と
思

て
こ
ち
ら
に
お

魔
し
ま
し
た

な
る
ほ
ど

 
考
え
込
ん
だ
義

を
見
て

八
幡
は

明
日
奈
の
存
在
を
気
に
す
る
く
ら
い
だ
か
ら

 
ど
う
や
ら
何
か
Ｓ
Ａ
Ｏ

み
で

さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
と
感
じ

 
や
は
り
身
内
の
中
に

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

で
も
い
た
の
か
な
と
思
い
つ
つ

 
そ
の
話
を
自
分
か
ら
切
り
出
す
の
も

象
が
悪
く
な
る
だ
け
だ
と
考
え

 
今
日
は
こ
こ
ま
で
か
と
思
い

義

に
こ
う
言

た

お
忙
し
い
中

時
間
を
作

て

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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ま
た
何
か
あ
な
た
を
説
得
出
来
る
よ
う
な
材
料
を
探
し
て
再
度
こ
ち
ら
に
お

い
し
ま
す

そ
う
で
す
か
い
や
ち

と
お
待
ち
下
さ
い
せ
め
て
お
茶
で
も
飲
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か

 
今
す
ぐ
に
用
意
さ
せ
ま
す
の
で

 
そ
の
突
然
の
言
葉
に
八
幡
は
い
ぶ
か
し
み
な
が
ら
も
そ
の
好
意
を
素
直
に
受
け
る
事
に
し

た 
そ
し
て
義

は

内
線
で
お
茶
を
持

て
く
る
よ
う
に
ど
こ
か
に
連

を
し
た
の
だ
が

 
最
後
に
こ
う
付
け
加
え
た

そ
れ
と

お
茶
は

央
に
持

て
こ
さ
せ
て
く
れ

央

 
義

は

央
と
言

た

間
に

何
か
を
確
認
す
る
よ
う
に
明
日
奈
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た

 
八
幡
で
は
な
く
明
日
奈
の
方
を
で
あ
る

そ
れ
で
八
幡
は

そ
の

央
と
い
う
の
が

 
多
分
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

な
ん
だ
ろ
う
な
と

し

 
同
時
に
自
分
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ
と
い
う
事
は
こ
の
人
は
知
ら
な
い
ん
だ
な
と
感
じ

た
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そ
し
て
明
日
奈
は

も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
は
露
と
も
思
わ
ず

 
ま

た
く
表
情
を
変
え
ず

に
こ
に
こ
と
笑
顔
を
保

て
い
た

失

し
ま
す

お
茶
を
お
持
ち
し
ま
し
た

 
そ
し
て
入
り
口
の
扉
が
開
き
一
人
の
少
年
が

張
し
た
様
子
で
お
茶
を
持

て
入

て
き

た 
わ
ざ
わ
ざ
自
分
を
指
名
す
る
と
は

ど
こ
か
の
お
偉
い
さ
ん
な
の
か
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
少
年
は

目
か
ら
見
て
も
ガ
チ
ガ
チ
に

張
し
て
お
り

ず

と
下
を
向
い
て
い
た

 
八
幡
が
チ
ラ
リ
と
義

の
方
を
見
る
と

義

は

じ

と
観
察
す
る
よ
う
に

 
明
日
奈
の
方
だ
け
を
見
つ
め
て
い
た

そ
し
て
そ
の
少
年
は
そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
無
事
に
お
茶

を
置
き

 
そ
れ
で
安
心
し
た
の
か
パ

と
顔
を
上
げ
た

そ
の
顔
を
見
た
明
日
奈
が
急
に
目
を
見
開
い

た
の
を
見
て

 
義

は
や
は
り
と
い
う
顔
を
し
た
の
だ
が
そ
の
横
を
別
の
者
が

り
抜
け
そ
の
少
年
に

き
付
い
た

 
義

は
一

何
が

こ

た
の
か
分
か
ら
ず

て
て
そ
ち
ら
の
方
を
見
た
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そ
こ
で
義

が
見
た
の
は

自
分
の
息
子
で
あ
る

央
と
八
幡
が

 
お

い

き
な
が
ら

く

き
合

て
い
る
光
景
だ

た
の
で

義

は

天
し
た

ネ
ズ
ハ

ネ
ズ
ハ
じ

な
い
か

会
い
た
か

た

本
当
に
会
い
た
か

た
ぞ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

や

ぱ
り
無
事
だ

た
ん
で
す
ね

 
信
じ
て
ま
し
た
け
ど

本
当
に

本
当
に
生
き
て
い
て
く
れ
た
ん
で
す
ね

も
ち
ろ
ん
だ
俺
が
そ
う
簡

に
や
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
だ
ろ

ほ
ら
ア
ス
ナ
も
そ
こ
に
い

る
ぞア

ス
ナ
さ
ん
も

ネ
ズ
ハ
君

も
ち
ろ
ん
私
も
無
事
だ
か
ら
ね

 
明
日
奈
が
そ
う
声
を

け

央
は
再
び

ろ

ろ
と

涙
を
流
し
始
め
た

ア
ス
ナ
さ
ん
が
最
初
に

け
散

た
時
は

本
当
に
目
の
前
が
真

暗
に
な

た
ん
で
す
よ

 

岡
さ
ん
か
ら
話
だ
け
は

い
て
い
た
ん
で
す
が

や

ぱ
り
無
事
だ

た
ん
で
す
ね

 
そ
し
て
今
も

こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
一

に
い
る
ん
で
す
ね

 
良
か

た

本
当
に
良
か

た
で
す

そ
れ
で
も
お
前
は

ち

ん
と
自
分
の
役

を
果
た
し
て
く
れ
た
じ

な
い
か
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そ
の
お
か
げ
で
俺
達
が
勝
利
し
た
ん
だ

そ
う

四
人
が
力
を
合
わ
せ
た
お
か
げ
で

 
今
俺
達
は
こ
う
し
て
再
び
出
会
え
た

て

だ
な

は
い

 
そ
し
て
二
人
は
再
び

く

き
合
い
明
日
奈
は
そ
ん
な
二
人
の

に
そ

と
手
を
回
し
た

 
そ
の
光
景
を

義

は

然
と
見
つ
め
て
い
た

そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て
落
ち
着
い
た
の
か

 
義

は

お
ず
お
ず
と

央
に

ね
た

央

ど
う
い
う
事
だ

比
企
谷
君
と
お
前
の
間
に

何
が
あ

た
ん
だ

比
企
谷

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
事
で
す
か

あ
あ

そ
こ
に
い
る
比
企
谷
八
幡
君
の
事
だ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

て
本
名
だ

た
ん
で
す
ね

僕
は
国
友

央
で
す

八
幡
さ
ん

俺
は
比
企
谷
八
幡
だ

私
は
結
城
明
日
奈
だ
よ

あ

や

ぱ
り
ア
ス
ナ
さ
ん
は

結
城
家
の
明
日
奈
さ
ん
だ

た
ん
で
す
ね

 
そ
し
て
五
人
は
ソ
フ

に
座
り
な
お
し

義

に
最
後
の
戦
い
の

を
説
明
し
た

そ
ん
な
事
が

央

お
前
そ
ん
な
事

今
ま
で
一
言
も
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ご
め
ん

さ
ん

岡
さ
ん
か
ら

二
人
は
無
事
だ

た

て

い
て
た
ん
だ
け
ど

 

況
が

況
だ

た
か
ら

自
分
の
目
で
見
な
い
と
安
心
出
来
な
く
て

 
あ
の
時
の

況
を
口
に
出
す
と

ど
う
し
て
も
心
が
不
安
で
い

ぱ
い
に
な

ち

う
か
ら

 

し
い
話
を
す
る
気
に
な
ら
な
か

た
ん
だ

 
義

は

れ
た
顔
で

央
に
言

た

ま

た
く
お
前
は
最
後
の
戦
闘
に
参
加
し
た
事
と
結
城
家
の
お
嬢
さ
ん
か
ど
う
か
は
分
か

ら
な
い
が

 
ア
ス
ナ
と
い
う
人
が
前
線
の
ア
イ
ド
ル
だ

た
と
い
う
事
し
か
言
わ
な
か

た
じ

な
い
か

 
ま
さ
か
こ
ん
な
に
親
し
い
間

だ

た
と
は
な

 
だ
か
ら
お
前
東
京
の

学
部
に
ど
う
し
て
も
進
学
し
た
い

て
絶
対
に

ら
な
か

た
ん

だ
なだ

て

う
ち
と
明
日
奈
さ
ん
の
家
は
仲
が
い
い
と
は
言
え
な
い
し

 
明
日
奈
さ
ん
の
写
真
も
無
か

た
か
ら

自
分
の
目
で
確
か
め
た
い

て
思

た
ん
だ
よ

 
そ
し
た
ら
き

と

八
幡
さ
ん
や
キ
リ
ト
さ
ん
と
も
会
え
る
ん
じ

な
い
か

て
思

て
た

し
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そ
う
だ

キ
リ
ト
さ
ん

キ
リ
ト
さ
ん
は
ど
う
な

た
ん
で
す
か

今
で
も
一

だ
ぞ

央

エ
ギ
ル
も
ク
ラ
イ
ン
も
リ
ズ
も
シ
リ
カ
も
ア
ル
ゴ
も
皆
一

だ
そ
う
で
す
か

今
で
も
皆
さ
ん
一

な
ん
で
す
ね

こ
れ
で
お
前
も
仲
間
入
り
だ
な

絶
対
に
こ

ち
に
進
学
し
て
こ
い
よ

は
い

 
そ
れ
を
見
た
義

は

を

め
な
が
ら
陽
乃
に
言

た

や
れ
や
れ

こ
れ
で
は

央
の
東
京
へ
の
進
学
を

認
め
な
い

に
は
い
き
ま
せ
ん
ね

大
丈
夫

彼
に
と

て
は
そ
れ
が
一
番
い
い
道
に
な
り
ま
す
よ

 
何
た

て

共
に
命
を

け
て
戦

た
仲
間
が

り
に
い
る
ん
で
す
か
ら
ね

 
特
に
八
幡
君
と
の
繋
が
り
は

そ
う
い

た
感
情
を
抜
き
に
し
て
も

 
必
ず
彼
や
あ
な
た
の
利

に
な
る
と
思
い
ま
す

そ
れ
は
ど
う
い
う

ま
あ

そ
の
話
は
追
々
に

 
義

は

そ
の
言
葉
と
今
の

況
を

ら
し
合
わ
せ

考
え
込
ん
だ
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最
初
は
ね

明
日
奈
さ
ん
の
存
在
を
盾
に

央
を

し
て

 
そ
れ
で
私
に
言
う
事
を

か
せ
る
つ
も
り
か
と
思

て
い
た
ん
だ
よ
ね

明
日
奈
の
方
を
よ
く
見
て
い
た
の
は

そ
う
い
う
事
で
し
た
か

は
は

さ
す
が
に
バ
レ
て
た
ん
だ
ね

ま
あ
そ
れ
は
間
違
い
だ

た
と
こ
う
し
て
分
か

た

だ
が

 
そ
し
て
そ
の
会
話
で
結

が
出
た
の
か

義

は
八
幡
に
こ
う
言

た

先
ず
比
企
谷
君

う
ち
の
息
子
の
事
だ
け
じ

な
く

 
う
ち
の
病
院
に
入
院
し
て
い
た
他
の

者
さ
ん
達
も
救

て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う

い
え
俺
は
大
し
た
事
は

そ
の
代
わ
り
と
言

て
は
何
だ
が
今
回
の
事
に
関
し
て
は
私
は
知

さ
ん
の
味
方
を

そ
れ
は
ち

と
待

て
下
さ
い

 
八
幡
は

そ
う
言
い

け
た
義

を
制
し
た

そ
の
ご
好
意
は
と
て
も

難
い
ん
で
す
が

そ
う
な
る
と
ど
う
し
て
も

 
他
の
病
院
の
方
々
を
説
得
す
る
に
は

理
由
と
し
て
は

い
ん
じ

な
い
で
す
か

そ
の

り
は
私
の
力
で
何
と
か
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で
も
そ
う
な
る
と
国
友
さ
ん
が

結
城
本
家
や
他
の
病
院
の
人
に

 
悪
く
思
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
で
す
よ
ね

そ
れ
は
ま
あ

そ
う
か
も
だ
が

そ
こ
で
一
つ
お
知
ら
せ
し
た
い
事
が
あ
り
ま
す

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
事
で
す

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

義

の
顔
付
き
が
変
わ

た

君
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
事
を
知

て
い
る
の
か
い

は
い

知

て
い
る
と
い
う
か
持

て
ま
す

そ
し
て

日

眠
り
の
森
と
い
う

設
で

 
実
験
的
に
そ
の
運
用
を
開
始
し
た
所
で
す

何
だ

て

 
義

は
そ
の
言
葉
に

天
し
た

今
ま
で
必
死
で
探
し
回

て
い
た
も
の
が

 
自
分
達
の
近
く
で

に
運
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
そ
の
事
実
は
彼
に
と

て
は
想
定
外
す
ぎ

た 
義

は
先
ほ
ど
の
陽
乃
の
言
葉
を
思
い
出
し

愕
然
と
陽
乃
を
見
た

 
陽
乃
は
そ
れ
に
対
し

笑
顔
で

い
た

実
は
今
回
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
持

て
き
た
の
は

外
中
の

外
な
ん
で
す
よ
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何
故
な
ら
あ
の
偏
屈
じ
じ
い

お

と

さ
ん
に

 
お
願
い
の
対
価
と
し
て
こ
の
話
を
持
ち
か
け
た
時

 

さ
ん
は

章
三
さ
ん
に

を
下
げ
る
の
は

だ

て
い
う
感
情

だ
け
で

こ
の
話
を

た
も
ん
で

何
だ

て

あ
の
人
は

何
て
事
を

 
義

は

初
め
て

か
さ
れ
た
そ
の
事
実
に

然
と
し
た

で
も
そ
の
後

あ
れ
を
必
要
と
し
て
い
た

子
さ
ん
の
娘
の
楓
ち

ん
と
会

て

 
あ
の
子
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は
絶
対
に
必
要
だ
と
思

た
ん
で

 
勝
手
に
機
材
を
持
ち
込
ん
で

勝
手
に
運
用
す
る
事
に
し
ま
し
た

 
当
然
結
城
本
家
に
は
何
も
話
し
て
ま
せ
ん

 
だ
か
ら
こ
の
事
が
バ
レ
た
ら

あ
そ
こ
の

設
は
か
な
り
ま
ず
い

況
に
な
る
と
思
い
ま
す

 
な
の
で
う
ち
は
眠
り
の
森
と
そ
の

者
さ
ん
ご
と
す
べ
て
う
ち
で
引
き
取
る
事
を
決
め
ま

し
た

 
そ
ん
な

で

今
の
ま
ま
だ
と
結
城
系

の
病
院
に
は

 
絶
対
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
が

入
さ
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
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そ

そ
れ
は

 
義

は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

い
て

難
し
い
顔
を
し
た

や
は
り
現
場
に
い
る
と

 
終
末

療
で
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
必
要
性
が

と
い
う

分
か
る
の
だ
ろ
う

そ
の
事
を
最
初
に
言
わ
れ
て
い
た
ら

私
や
他
の
病
院
の
院
⻑
達
は

 
君
の
言
う
事
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か

た
と
思
う
ん
だ
が

そ
れ

て

面

腹
背
で

で
す
よ
ね

ま
あ

そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
じ

困
る
ん
で
す
よ

こ
こ
で
結
城
家
の
悪
い
部
分
を
断
ち
切
ら
な
い
と

 
レ
ク
ト
と
結
城
系
の
病
院
と
は

完
全
に
縁
が
切
れ
る
事
に
な
り
ま
す

 
そ
れ
じ

あ

誰
も
幸
せ
に
な
ら
な
い
ん
で
す

 
章
三
さ
ん
や
京
子
さ
ん
は

々
と
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
そ
れ
は

本
的
な
解
決
に
は
な

り
ま
せ
ん

 
関
係
者
の
誰
も
が
幸
せ
に
な
る

に
あ
の
偏
屈
じ
じ
い
は
文

通
り
俺
が
力
ず
く
で
引
退

さ
せ
ま
す

ま
あ
関
係
者
の
誰
も
が
と
言

て
も

ク
ラ
デ

ル
以
外
は
だ
け
ど
な
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八
幡
は
そ
う
思

た
が

何
も
口
に
は
出
さ
な
か

た

力
ず
く
で

ね

 
義

は

日
本
刀
を

り
回
す

の

を

か
べ

心
配
そ
う
に
八
幡
に
言

た

で
も

さ
ん
の
剣
の

は

か
な
り
の
も
の
だ
と
思
う
け
ど

 
正
直
銃
を
持

て
て
も

私
は
あ
の

人
に
勝
て
る
気
が
し
な
い
ん
だ
が

大
丈
夫
で
す

実
は
先
日

い
き
な
り
日
本
刀
で
襲
わ
れ
た
ん
で
す
が

 
俺
と
明
日
奈
で
き

ち
り
取
り
押
さ
え
る
事
に
成
功
し
た
ん
で

な
 
そ
の
言
葉
は

央
も
意
外
だ

た
よ
う
で

驚
い
た
顔
で
八
幡
に
言

た

八
幡
さ
ん

リ
ア
ル
で
も
強
い
ん
で
す
ね

い
や

そ
ん
な
事
は
ま

た
く
無
い

ま
あ
と
り
あ
え
ず
カ
ウ
ン
タ

を
か
ま
し
て

 
そ
の

に
相
手
を
動
け
な
く
す
る
く
ら
い
な
ら
何
と
か
な
る

て
感
じ
だ
な

そ
ん
な
事

普
通
の
人
に
は
出
来
ま
せ
ん
よ

 

央
は
そ
う
言

て

楽
し
そ
う
に
笑

た

 
そ
れ
を
見
た
義

は
心
か
ら
納
得
し

八
幡
に
言

た



 第２４６話 国友家の息子

八
幡
君

私
は
知

さ
ん
に
で
は
な
く

そ
の
バ

ク
に
つ
い
た
君
に
乗
る
事
に
す
る
よ

 
そ
の
上
で

必
ず
他
の
者
達
は
私
が
説
得
す
る
と
約
束
す
る

 
も
ち
ろ
ん
面

腹
背
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し

か
り
と
配

す
る
事
も
約
束
す
る

知

さ
ん
だ

て

話
し
て
み
れ
ば
色
々
と
よ
く
分
か

て
る
人
だ
と
思
い
ま
す
よ

 
ど
う
か
ち

ん
と
正
面
か
ら

色

無
し
に

知

さ
ん
と
話
し
て
み
て
下
さ
い

分
か

た

君
が
そ
う
言
う
な
ら

近
い
う
ち
に
必
ず
機
会
を
設
け
る
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
う
し
て
八
幡
は

理
事
⻑
選

の

勢
を

こ
ち
ら
に
引
き
寄
せ
る
事
に
成
功
し
た

 

央
の
名
前
は
木

義
仲
の

名
の

王

か
ら
来
て
い
ま
す
が
特
に
深
い
意
味
は
あ

り
ま
せ
ん

に
は
ち

と
あ
り
ま
す
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第
２
４
７
話
 
大
丈
夫

僕
は
ち

ん
と
分
か

て
ま
す
か
ら

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
後
義

は

速
他
の
院
⻑
達
の
説
得
に

る
事
に
な
り

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
説
明
の

陽
乃
も
そ
れ
に
付
い
て
い
く
事
と
な

た

 
要
は
三
人
に
気
を
遣

た
の
で
あ
ろ
う

そ
し
て
そ
の
場
に
は

八
幡
達
三
人
が
残
さ
れ
た

で
も
本
当
に
久
し
ぶ
り
だ
な

央

い
や

こ
の
場
に
は
俺
達
し
か
い
な
い
ん
だ
し

 

の
名
前
で
呼
び
合
え
ば
い
い
か

他
の
皆
と
は

残
さ
れ
た

人
事
件
の
関
係
で

 
す
ぐ
に
連

が
と
れ
た
ん
だ
が

す
ま
ん
ネ
ズ
ハ

正
直
に
言
う
と

 
ネ
ズ
ハ
の

界
が
ア
ミ

ス
フ

ア
で
解
決
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
く
て

 
即
戦
力
に
な
る
か
ど
う
か
が
疑
問
だ

た
か
ら

連

す
る
の
を
後
回
し
に
し
て
た
ん
だ
よ

 
で
そ
の
ま
ま

岡
さ
ん
に
頼
み

ら
く
な

て
こ
こ
ま
で
引

張

ち
ま

た

本
当
に

す
ま
ん



 第２４７話 大丈夫、僕はちゃんと分かってますから

で
も
こ
う
し
て
会
え
た
じ

な
い
で
す
か

き

と
本
当
に
僕
の
力
が
必
要
だ

た
な
ら

 

岡
さ
ん
が
こ

そ
り
手
引
き
し
て
く
れ
て
た
と
思
い
ま
す
よ

 
ネ
ズ
ハ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
告
白
に

特
に
気
分
を
害
し
た
様
子
も
無
く
そ
う
言

た

 
そ
し
て
ネ
ズ
ハ
は

続
け
て
少
し

し
そ
う
な
顔
で
こ
う
続
け
た

で
も
実

僕
は

戦
力
に
は
な
ら
な
か

た
と
思
い
ま
す

 
ア
ミ

ス
フ

ア
で
も

や

ぱ
り
遠
近
感
に
問
題
が
出
ち

た
ん
で
す
よ

そ
う
な
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
苦
い
顔
で
そ
う
言

た

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

ネ
ズ
ハ
は
こ
う

ね
た

と
こ
ろ
で
そ
の

残
さ
れ
た

人
事
件

て

ア
レ
の
事
で
す
よ
ね

 
あ
の
時
何
か
あ

た
ん
で
す
か

あ
あ

実
は
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
救
出
に
関
す
る

を
ネ
ズ
ハ
に
説
明
し
た

 
ネ
ズ
ハ
は
シ

ク
を
受
け
た
よ
う
で

と
て
も
悔
し
そ
う
に
言

た

そ
ん
な
事
が

ま
さ
か
ナ

ヴ
ギ
ア
を
使
え
ば
能
力
が
そ
の
ま
ま
持
ち
越
せ
た
な
ん
て

 
そ
れ
な
ら
こ
ん
な
僕
で
も

何
か
し
ら
役
に
た
て
た
か
も
し
れ
な
い
の
に

僕
は
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お
前
は
何
も
知
ら
な
か

た
ん
だ
か
ら
気
に
す
る
な

て

 
あ
ん
な
雑

は
俺
が
ぱ
ぱ

と
片
付
け
て
お
い
た
か
ら
な
ど
う
だ
さ
す
が
は
俺
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は

場
を
明
る
く
し
よ
う
と
わ
ざ
と
そ
う
言
い

ネ
ズ
ハ
も
笑
顔
に

た

 
そ
し
て
ネ
ズ
ハ
は

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
を
見
比
べ
な
が
ら

明
る
い
声
で
言

た

で
も
本
当
に

こ

ち
で
も
お
二
人
の
仲
が
良
さ
そ
う
で

本
当
に
良
か

た
で
す
よ

 
最
後
に
キ
リ
ト
さ
ん
が
あ
い
つ
を
倒
し
た
時
ア
ス
ナ
さ
ん
は
も
う

け
散

て
た
じ

な
い

で
す
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
も

あ
い
つ
と
同
時
に

け
散

て

 
あ
の
時
は
も
う

て

て
ア
ス
ナ
さ
ん
が

け
散

た

間
に
武
器
を
投
げ
た
ん
で
す

け
ど

 
偶
然
す
ご
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
攻
撃
が
当
た

て

す
ぐ
に
ク
リ
ア
に
な

て

 

し
い

況
を
確
認
出
来
な
い
ま
ま
ベ

ド
の
上
で
目
覚
め
る
事
に
な

た
ん
で
す
よ
ね

 
だ
か
ら
そ
の
時
は

な

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た

 
で
そ
の
後
少
し
し
て
か
ら

岡
さ
ん
に
会

た
時
に
お
二
人
の
安
否
を

い
た
ん
で
す
け

ど
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無
事
だ

て
話
だ
け
で

し
い
事
は
教
え
て
も
ら
え
な
か

た
ん
で
す
よ

 
だ
か
ら
や

ぱ
り
ど
う
し
て
も
心
配
で

本
当
に
あ
の
時
は
神
が
か

た
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
ぞ

よ
く
や

た
な

ネ
ズ
ハ

 
お
前
が
い
な
か

た
ら
俺
達
は
皆
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
倒
さ
れ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
と
思

う
ぞは

い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

 
そ
う
言

て
涙
ぐ
む
ネ
ズ
ハ
の

を

ハ
チ
マ
ン
は

ん

ん
と
叩
い
た

俺
達
は
勝

た
ん
だ

そ
の
結
果
だ
け
が
重
要
で

そ
れ
以
外
は
ど
う
で
も
い
い

だ
ろ

は
い

 
ネ
ズ
ハ
は
明
る
い
声
で
そ
う
返
事
を
し

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
も
笑
顔
で
そ
れ
に
応
え
た

で
も

お
二
人
は
何
故
こ
こ
に

ま
さ
か
僕
の
事
を
知

て

 
会
い
に
来
て
く
れ
た
と
か
じ

な
い
で
す
よ
ね

さ

き
は
確
か

理
事
⻑
選

が
ど
う
と

か 
そ
の
ネ
ズ
ハ
の
疑
問
に
は

ハ
チ
マ
ン
が
答
え
た

あ
あ

今
回
俺
達
は

知

さ
ん
を
理
事
⻑
選

に
勝
た
せ
る

に
こ
こ
に
来
た
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そ
の
過

で
こ
う
し
て
ネ
ズ
ハ
に
会
え
た
事
は

幸
運
な
副
産
物
だ

た
な

そ
う
で
す
か

知

さ
ん
を

う
ん

何
と
な
く
分
か
り
ま
す

 
少
な
く
と
も

さ
ん
よ
り
は
頼
り
に
な
り
そ
う
で
す
し

 
何
よ
り
あ
の
人

す
ご
く

は
い
い
で
す
か
ら
ね

そ
う
な
の
か

は
い

前
に

者

望
の
結
城
関
係
者
の
若
手
を
集
め
て

 
手
術
し
て
い
る
所
を
公
開
し
た
事
が
あ

た
ん
で
す
け
ど
あ
れ
は
も
う

も
の
で
し
た
ね

 
と
い

て
も

ま
だ

学
の
道
を

す
事
に
決
め
た
だ
け
の

僕
ご
と
き
の
感
想
な
ん
で

 
⻑
男
の

さ
ん
と
比

し
て

違
い
に
凄
い

て
事
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど

そ
う
な
の
か

ち

と
ア
ル
ゴ
に

い
て
み
る
わ

 
せ

か
く
だ
し
ス
ピ

カ

モ

ド
に
し
て

皆
で
話
せ
る
よ
う
に
す
る
か

 
そ
う
言
う
と
ハ
チ
マ
ン
は

ネ
ズ
ミ
ネ
コ
と
い
う
名
前
を
選
択
し

話
を

け
始
め
た

よ

ア
ル
ゴ

ち

と

き
た
い
ん
だ
が

誰
が
ネ
ズ
ミ
ネ
コ
な
ん
だ

オ
レ

ち
は
た
だ
の
ネ
ズ
ミ
だ
ぞ

 
い
や

ま
あ
確
か
に

オ
レ

ち
は
キ
リ

と
し
た
美
人
さ
ん
だ
か
ら
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ネ
コ

く
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ナ

 
そ
の
ア
ル
ゴ
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
は
ド
キ
リ
と
し
た

キ
リ

と
し
た
美
人

て
い
う
そ
の
言
葉
は
と
も
か
く

何
の
事
だ

薔
薇
の
事
は

た
小
猫

ボ
ス
の
事
は
馬

姉

オ
レ

ち
の
事
は
ネ
ズ
ミ
ネ
コ

 

て
名
前
で

録
し
て
る
み
た
い
じ

な
い
か

も
う
調
査
済
だ

そ
れ

シ
リ

ズ
も
の
だ

た
ん
だ

 
ア
ス
ナ
の
そ
の

き
を

い
た
ア
ル
ゴ
は

ハ
チ
マ
ン
に
こ
う

ね
た

ん

他
に
そ
こ
に
誰
か
い
る
の
カ

ア
ス
ナ
と
そ
れ
以
外
に
も
う
一
人
い
る
が

身
内
だ
か
ら
問
題
な
い

 
そ
れ
よ
り
も
ま
じ
か
よ

お
前
の
情
報
網

は
ん
ぱ
な
い
な

ふ

ん

身
内
ね
エ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
感
想
を
述
べ
つ
つ
も

先
ほ
ど
の
ア
ル
ゴ
の
言
葉
に

 
確
か
に
心

の

動
が

く
な
る
の
を
感
じ
た

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
何
か
言
う
前
に

 
突
然
ア
ス
ナ
が
ア
ル
ゴ
に

ね
た

ね
え
ア
ル
ゴ
さ
ん

他
の
人
の

録
名
は
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う
 

る
ハ
チ
マ
ン
を
よ
そ
に

ア
ル
ゴ
は

々
と
ア
ス
ナ
に
こ
う
言

た

そ
の
情
報
は
一
人

だ
ナ

う
わ

お
手

サ

ビ
ス
価
格
だ
ね

と
り
あ
え
ず
ワ
ン
コ
イ
ン

当
に
五
人
分
お
願
い

あ
い
よ

度
あ
り
だ
ナ

お

お
い

お
前
ら

 
今
回
の
情
報
は

ア
ル
ゴ
が
暇
潰
し
に
一
人
で
調
べ
た
も
の
で
あ
る

 
情
報

に
関
す
る
ア
ル
ゴ
の
ル

ル
に
は

ど
う
や
ら

触
し
な
い
よ
う
だ

ク
ラ
イ
ン
は

先
生
を
幸
せ
に
し
な
か

た
ら
殺
す

ユ
キ
ノ
は

ら
せ
る
の
禁
止

 
こ
の

り
は
ど
う
や
ら

会
話
の

中
で
気
に
す
る
事
を
書
い
て
あ
る
み
た
い
だ
な

 
変
わ

た
と
こ
ろ
だ
と

神
崎
エ
ル
ザ
は

変
態

岡
さ
ん
は

腹
黒
メ
ガ
ネ

 
そ
し
て
ア

ち

ん
の

録
名
ハ

 
そ
の

間

ハ
チ
マ
ン
は
叫
ん
だ

待
て
ア
ル
ゴ

そ
の
情
報

言
い

で

お
う
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え
え
え
え
え
え
え

待

て

待

て
ア
ル
ゴ
さ
ん

そ
れ

私
が
言
い

で

う
か
ら

 
ア
ル
ゴ
が
返
事
を
す
る
前
に

二
人
は
そ
う
言

た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く

が
続
い
た
後

ア
ル
ゴ
は
重
々
し
く
こ
う
答
え
た

よ
し

ア

ち

ん
と
契
約
す
る

な
ん
で
だ
よ

俺
の
方
が

か

た
だ
ろ

ア

ち

ん
が

た
情
報
は
五
人
分
だ
ろ

オ
レ

ち
は
ま
だ
四
人
の
情
報
し
か
伝
え
て

な
い

 
そ
れ
に
ハ

は
将
来

間
違
い
な
く
ア

ち

ん
の

に
敷
か
れ
る
だ
ろ

 
オ
レ

ち
は

力
者
の
側
に
つ
く
ん
だ

ぐ
 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
顔
面

白
に
な
る
中

ア
ル
ゴ
の
口
か
ら
そ
の

録
名
が
告
げ
ら
れ
た

ア

ち

ん
の

録
名
は

明
日
奈
・

え

そ

そ
れ

て
私
が
エ

チ
だ

て
事

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
う
と

何
故
か
ほ
ん
の
り
と

を

め

ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
た

あ

あ
あ

そ

そ
う
だ
な
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ハ
チ
マ
ン
は

大
に
目
を

が
せ
な
が
ら

ア
ス
ナ
に
そ
う
答
え
た
の
で

 
ア
ス
ナ
は
ど
う
や
ら
違
う
よ
う
だ
と
理
解
し
た

で
は
ど
う
い
う
意
味
な
ん
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
疑
問
に

ア
ル
ゴ
が

々
と
答
え
た

違
う
違
う

ア

ち

ん

そ
の

は

比
企
谷
の

だ

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
れ
を

い
た

間
に

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
叫
び

を

え
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ネ
ズ
ハ
が
駆
け
寄
り

優
し
く
声
を

け
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

大
丈
夫

僕
は
ち

ん
と

お
二
人
の
絆
は
理
解
し
て
ま
す
か
ら

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
上
気
し
た
顔
で

ぶ
つ
ぶ
つ
と
そ
の
言
葉
を

い
て
い
た

明
日
奈
・

は
明
日
奈
・
比
企
谷

明
日
奈
・

は
明
日
奈
・
比
企
谷

 
そ
う

私
の
名
は

比
企
谷
明
日
奈

う
ん

こ
れ
か
ら
は
そ
う
名
乗
ろ
う

ア

ち

ん

嬉
し
い
の
は
分
か
る
が

暴
走
し
す
ぎ
だ

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
は
ハ

と
我
に
返
り

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
ア
ル
ゴ
に
言

た

う

う
ん

あ
り
が
と
う
ア
ル
ゴ
さ
ん

こ
う
い
う
の
は
や

ぱ
り

正
式
に
結
婚
し
て
か
ら

だ
よ
ね
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よ
し

ハ
チ
マ
ン
君

今
す
ぐ
婚

に
サ
イ
ン
し
て

ア

ち

ン

じ

冗
談
だ
か
ら

私
は
大
丈
夫
だ
か
ら

 
そ
ん
な
二
人
の

を
見
て

ネ
ズ
ハ
は
嬉
し
そ
う
に
言

た

あ
は

あ
の

に

た
よ
う
な
気
が
し
て

な
ん
だ
か
と
て
も
嬉
し
い
で
す

 
そ
の
声
を

い
た
ア
ル
ゴ
は

時
に
声
の
主
が
誰
か
分
か

た
の
か
ネ
ズ
ハ
に
話
し

け

た
お

う

誰
か
と
思

た
ら

そ
の
声
は
ネ
ズ

ち
か

そ
う
か

会
え
た
ん
だ
ナ

ア
ル
ゴ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

は
い

偶
然
な
ん
で
す
が

会
う
事
が
出
来
ま
し
た

良
か

た
な

ネ
ズ

ち

と
こ
ろ
で
ネ
ズ

ち

話
が

大
に
横
に
反
れ
ち
ま

た
か
ら

 
そ
ろ
そ
ろ
ハ

を
正
気
に

し
て
や

て
く
れ
な
い
カ

あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
ネ
ズ
ハ
は
そ
う
返
事
を
す
る
と
ハ
チ
マ
ン
の

を
ペ
チ
ペ
チ
と
叩
き
ア
ル
ゴ
の
意
思
を
伝

え
たハ

チ
マ
ン
さ
ん

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
そ
ろ
そ
ろ
本
題
に
入
り
た
い
と
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お

お
う

そ
う
だ
よ
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
上
が
り

い
を
一
つ
す
る
と

ア
ル
ゴ
に
言

た

え

と
な

結
城
知

さ
ん
の

者
と
し
て
の
評
判
が
知
り
た
い
ん
だ
が

 
ア
ル
ゴ
は
当
然
そ
の
情
報
は
持

て
る
よ
な

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ
ぞ

学
研
究
に
関
し
て
は
そ
れ
な
り

手
術
の

は
天
才
的
ら
し
い

 
た
だ
一
つ

点
が
あ

て
ナ

点
他
人
の
模

は
得
意
で

完

に
こ
な
す
が

前

の
無
い
手
術
は
苦
手
な
ん
だ
そ
う
ダ

な
る
ほ
ど

一
方

的
な
事
に
つ
い
て
は

逆
に

新
的

て
い
う

面
白
い
人
だ
ナ

 
ア
ル
ゴ
の
そ
の
的
確
な
説
明
を

き
ハ
チ
マ
ン
は
彼
の
事
を
大
体
理
解
す
る
事
が
出
来
た

あ
と
こ
の
前
頼
ま
れ
た
病
気
の
情
報
だ
け
ど
な
か
な
り
の
難
病
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い

よ
う
だ
ぞ

 
手
術
の
成
功

は
過
去
に
三

だ
け
ら
し
い

ち
な
み
に
⺟

は
万

だ
な

 
だ
が
ま
あ
逆
に
言
え
ば

三

は

手
術
の
成
功

が
あ
る

て
事
だ
ナ
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そ
こ
ま
で
か

そ
し
て

そ
の
最
後
の
一

は

ア

ガ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
サ
ポ

ト
の
元

 
動
画
も

め
て

な
デ

タ
が
と
ら
れ
た
ら
し
い
ぞ

 
そ
れ
で
そ
の
手
術
の
難
易
度
が
下
が
る
ん
じ

な
い
か
と
そ
の
時
は
話
題
に
な

た
ら
し
い

ナ 
そ
の
意
外
な
名
前
に

ハ
チ
マ
ン
は
驚
い
た

ア

ガ
ス
だ
と

じ

あ
そ
の
デ

タ
は

あ
あ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

ぎ
で
そ

ち
も
共
倒
れ
に
な

た
は
ず
だ
な

 
な
の
で

そ
の
時
の
デ

タ
が
残

て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
だ

至
急

方
面
に
当
た

て
み
て
く
れ

分
か

た

も
し
か
し
た
ら
レ
ク
ト
に
そ
の
デ

タ
が
残

て
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ナ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
と
の
通
話
を
終
え
再
び
ネ
ズ
ハ
と
の
会
話
を
続
け
る
事
に
し
た

し
か
し
ま
さ
か

ネ
ズ
ハ
が

者
の
家
系
だ

た
と
は
予
想
外
だ

た
な

 
ま
あ
そ
れ
を
言

た
ら

家
系
的
に
は
明
日
奈
も
な
ん
だ
が

ご
先

様
は
職
人
の
家
系
な
ん
で
ま
あ
そ
こ
ま
で
大
き
く
変
わ

た
と
も
言
え
な
い
ん
で
す
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け
ど
ね

職
人

何
の
だ

砲
鍛
治

で
す
か
ね

 

砲
鍛
治

そ
し
て
国
友
と

い
て

ハ
チ
マ
ン
に
は

一
つ
思
い
当
た
る
名
前
が
あ

た

そ
れ

て
も
し
か
し
て

戦
国
時
代
に

砲
鍛
治
で
名
を

せ
た

国
友
家
の
事
か

 
も
し
か
し
て
ネ
ズ
ハ
は

そ
の
子

な
の
か

は
い

ま
あ
う
ち
は
分
家
の
一
つ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が

 
そ
れ
も
あ

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
鍛
治
を
し
て
た
ん
で
す
よ
ね

 
元
々
何
か
物
を
作
る
の
は
大
好
き
な
ん
で
す
よ

ふ
む

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後

ネ
ズ
ハ
に
こ
う
言

た

実
は
今

俺
た
ち
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
る
ん
だ
が

 
そ
れ
と
は
別
に
ラ
フ
コ
フ

み
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
る
ん
だ
よ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
分
か
る
か

ラ
フ
コ
フ

み

そ
れ
は
穏
や
か
じ

な
い
で
す
ね

Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
名
前
だ
け
は
知

て
ま
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す
ね

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
事
に
な

た

を
ネ
ズ
ハ
に
説
明
し
た

そ
う
で
す
か

あ
い
つ
ら
ま
だ
活
動
し
て
る
ん
で
す
か
ね

さ
す
が
に
犯
罪
に
手
を

め
る
可
能
性
は

い
と
思
う
が

 
出
来
れ
ば
マ

ク
く
ら
い
は
し
て
お
き
た
い
か
ら
な

な
る
ほ
ど

で

僕
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
職
人
を
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ネ
ズ
ハ
の
言
葉
に
感
心
し
た

 
ネ
ズ
ハ
は
ハ
チ
マ
ン
の
意
図
を
正
確
に
理
解
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

さ
す
が
に
話
が

い
な

ネ
ズ
ハ

も
し
可
能
な
ら

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て

 
俺
達
の
チ

ム
専
属
の
鍛
治
師
に
な

て
く
れ
な
い
か

そ
の

に
可
能
な
限
り
の
サ
ポ

ト
は
す
る

 
お
前
の
体
に
流
れ
る
そ
の
血
を

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
開
花
さ
せ
て
み
な
い
か

そ
れ
な
ら

界
の
問
題
も
ク
リ
ア
出
来
そ
う
で
す
ね

 
分
か
り
ま
し
た
今
を
生
き
る
国
友
の
男
と
し
て
そ
の
頼
み
は
こ
の
国
友

央
が
引
き
受
け

ま
す
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ネ
ズ
ハ

い
や

央

あ
り
が
と
な

ま
あ
せ

か
く
プ
レ
イ
す
る
ん
だ
か
ら

楽
し
く
や

ろ
うネ

ズ
ハ
君

ま
た
宜
し
く
ね

は
い

お
二
人
と
も

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
ネ
ズ
ハ
の

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
の

撃
参
戦
が
決
定
し
た

と
こ
ろ
で
さ

き
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の

に
神
崎
エ
ル
ザ

て
名
前
が
あ

た
よ
う
な

 
ま
さ
か
本
人
じ

な
い
と
思
い
ま
す
け
ど

僕

フ

ン
な
ん
で
す
よ
ね

お
お
そ
う
か
そ
れ
な
ら
今
度
エ
ル
ザ
本
人
に
会
わ
せ
て
や
る
よ

サ
イ
ン
も
し
て
も
ら
う

か 
あ
い
つ
は
今
や

自
ら
す
す
ん
で
俺
の
下
僕
に
な

て
る
か
ら
な

げ

下
僕

え

え
え

い

一
体
何
が
あ

た
ん
で
す
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
と
の
再
開
や

々
の
話
以
上
に

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
は

ネ
ズ
ハ
に
こ
の
日
一
番
の
衝
撃
を

え
た
の
だ

た



 第２４８話 迎えにいこう

 
第
２
４
８
話
 
迎
え
に
い
こ
う

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ま
あ
あ
い
つ
と
は
色
々
あ

て
な

正
直

り
回
さ
れ
て
ば

か
り
だ
わ

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
い
つ
の
キ

ラ
の
名
前
は
ピ
ト
フ

イ
と
い
う

あ
と
シ
ノ
ン

て
い
う
ス
ナ
イ
パ

と

 
ベ
ン
ケ
イ

て
い
う
俺
の
妹
が
一

だ
か
ら

宜
し
く
な

妹
さ
ん
で
す
か

は
い

確
か
に
覚
え
ま
し
た

あ
と
情
報
担
当
で

ロ
ザ
リ
ア

て
奴
も
い
る
ん
だ
が

 
ネ
ズ
ハ
は
そ
の
名
前
に

き
覚
え
が
あ

た

何
気
な
く
こ
う
言

た

偶
然
で
す
ね

確
か

シ
リ
カ
さ
ん
を
殺
そ
う
と
し
た
人
が
そ
ん
な
名
前
で
し
た
よ
ね

 
監
獄
送
り
に
な

た
と
記
憶
し
て
ま
す
け
ど

解
放
さ
れ
た
後

ど
う
し
て
る
ん
で
す
か
ね

い
や

そ
い
つ
本
人
だ
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え

え
え

 
ネ
ズ
ハ
は
再
び
驚
愕
し
た

ち
な
み
に
ロ
ザ
リ
ア
も

ピ
ト
フ

イ
に
対
抗
し
て
俺
の
下
僕
を
名
乗

て
る

そ

そ
う
で
す
か

本
当
に
さ
す
が
で
す
ね

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ま
あ

褒
め
ら
れ
た
気
に
は
ま

た
く
な
ら
な
い
が
な

 
そ
ん
な
二
人
に

思
い
つ
い
た
よ
う
に
ア
ス
ナ
が
言

た

そ
う
い
え
ば

会
社
の
持
ち
物
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

ア
ミ

ス
フ

ア
が
あ

た
よ
ね

 
そ
れ
を
使
え
ば
私
達
も
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
は
可
能
じ

な
い

そ
う
だ
な

よ
し
ネ
ズ
ハ

せ

か
く
だ
し

一

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
み
る
か

あ

は
い

今
夜
か
ら
で
も
直
ぐ
に
プ
レ
イ
を
開
始
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
す
ね

さ
す
が
ネ
ズ
ハ

仕
事
が

い
な

と
り
あ
え
ず
ス
タ

ト
地
点
で
待
ち
合
わ
せ
す
る
か

 
と
こ
ろ
で
い
き
な
り
だ
か
ら
ま
だ
決
め
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
キ

ラ
ネ

ム
は
何
に
す

る
そ
う
で
す
ね

あ

そ
う
い
え
ば

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
ア
ス
ナ
さ
ん
の

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
名
前
は
何
て
言
う
ん
で
す
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
一

で
す
か
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そ
の
ネ
ズ
ハ
の
質
問
に

ハ
チ
マ
ン
は

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
と

を
か
い
た

そ
ん
な

心
な
事
を
忘
れ
る
な
ん
て
な
俺
の
名
前
は
シ

ナ
ア
ス
ナ
の
名
前
は
シ
ズ
カ
と

い
うえ

え
ど
う
し
た
ネ
ズ
ハ

ネ
ズ
ハ
君

何
か
あ

た

 
ネ
ズ
ハ
は
自
分
の
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
何
か
操
作
し
た
か
と
思
う
と
二
人
に
画
面
を
見
せ

て
き
た

 
そ
こ
に
は

先
日
雪
ノ
下
陽
乃
監
督
作
品
と
し
て
鑑
賞
す
る
事
に
な

た

 

の
動
画
の
元
の
動
画
が
流
れ
て
い
た

こ
れ
か

噂
に
な

て
た
ん
で

日
た
ま
た
ま
見
て
み
た
ん
で
す
け
ど
こ
れ

て
お
二
人
で
す
よ
ね

あ
あ

う
ん
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二
人
は
気
恥
ず
か
し
い
の
か

た
め
ら
い
が
ち
に
そ
う

定
し
た

 
だ
が

ネ
ズ
ハ
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら

次
の
動
画
を
見
せ
て
き
た

そ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
も
で
す
よ
ね

 
そ
れ
は
第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
映
像
だ

た

 
こ
ち
ら
は
ま
あ
恥
ず
か
し
く
は
な
い
の
で

ハ
チ
マ
ン
は
胸
を
張

て
そ
れ
に
答
え
た

そ
れ
は
俺
だ
な

ま
あ
こ
の
時
は
負
け
は
し
た
が

次
は
負
け
る
つ
も
り
は
な
い

や

ぱ
り
で
す
か

お
二
人
と
も
さ
す
が
で
す
ね

こ
れ
は
僕
も
負
け
て
ら
れ
ま
せ
ん
ね

 
必
ず
ゲ

ム
内
で
最
高
の
鍛
治
師
に
な

て
み
せ
ま
す
よ

 
ネ
ズ
ハ
は

全
身
に
や
る
気
を

ら
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
二
人
も
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に

的
に
今
後
の
方
針
を
相
談
し
出
し
た

基
本
ネ
ズ
ハ
の
能
力
は

鍛
治
の

に

力
と
器
用
さ
の
み
を
上
げ
る

に
な
る
だ
ろ
う
な

 
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｔ
Ｒ
と

Ｅ

だ
な

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

は
そ
こ
ま
で
思
い
切

た
ス
テ

タ
ス

り
は
出
来
な
い
は
ず
だ
か
ら

 
そ
の
時
点
で

ネ
ズ
ハ
が
ト

プ
に
な
る
事
は
ほ
ぼ
確
定
的
と
言
え
る

や

ぱ
り
筋
力
も

あ
る

度
必
要
に
な
る
ん
で
す
ね
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あ
あ

高
性
能
の
ハ
ン
マ

ほ
ど

要
求
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
高
い
ん
で
な

な
る
ほ
ど

 
ス
テ

タ
ス
の
成
⻑
方
針
も
決
ま
り

戦
闘
も
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
を
す
る
事
に
決
ま

た

 
素
材
に
関
し
て
は

今
あ
る
素
材
は
全
て
提

さ
れ
る
事
と
な
り

 
道

に
関
し
て
も
初
期
投
資
分
は
ハ
チ
マ
ン
の
豊

な

力
が
あ
る

ま

た
く
問
題

無
い
だ
ろ
う

こ
う
な

た
ら
ど
こ
か
に

点
を

り
る
か

秘
密
基
地
み
た
い
な
や
つ
で
す
ね

そ
う
だ
な

決
ま

た

点
を
持
と
う
と
す
る
奴
は
少
な
い
ん
だ
が

 

は
や
は
り
あ

た
方
が
い
い
か
ら
な

だ
ね

つ
い
で
に
そ
こ
を
集
合
場
所
に
す
れ
ば
い
い
ね

あ
あ

 
そ
し
て
三
人
は
待
ち
合
わ
せ
時
間
を
決
め
た

同
時
に
ネ
ズ
ハ
の
キ

ラ
ネ

ム
も
決
ま

た
で
は

イ
コ
マ
で
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イ
コ
マ

何
か
由
来
が
あ
る
の
か

で
書
く
と
一

に
な
る
ん
で
す
か
ね
実
は
ご
先

様
に
一

て
い
う
偉
人
が

い
て

 
二

年
前
く
ら
い
の
人
な
ん
で
す
け
ど
空
気
銃
や
反
射
望
遠

を
作

た
人
な
ん
で
す
よ

ね 
な
の
で
そ
れ
に
あ
や
か

て
一

に
し
よ
う
か
と
思

た
ん
で
す
け
ど
⻑
い
の
で

め

た
感
じ
で
す

ま
じ
か
よ

さ
す
が
に
歴

が
あ
る
家
は
違
う
な

 
こ
う
し
て
方
針
も
決
ま
り

二
人
は
と
り
あ
え
ず
ホ
テ
ル
に

る
事
と
な

た

 
そ
し
て
ホ
テ
ル
に

た
二
人
の
前
に

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら

岡
が

を
現
し
た

 
八
幡
は

岡
に

い
き
な
り
苦
情
を
言

た

お
い
腹
黒
メ
ガ
ネ

ち

と
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
過
ぎ
る
ん
じ

な
い
の
か

 
ま
あ
正
直
感
謝
は
し
て
る
け
ど
な

は

腹
黒
メ
ガ
ネ

い
や

当
た

て
る
だ
け
に
文

が
言
い

ら
い
け
ど
さ

 
で
も
そ
の
様
子
だ
と

無
事
に
ネ
ズ
ハ
君
に
は
会
え
た
み
た
い
だ
ね
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ま
あ

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
最
高
だ

た
か
ら

正
直
助
か

た

 
こ
れ
で
こ

ち
に
来
た
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
出
来
た
か
ら
後
は
あ
の
偏
屈
じ
じ
い
を
叩
き
の
め

す
だ
け
だ

あ
の
人
は
も
う
か
な
り
の
ご
高
齢
な
ん
だ
か
ら

お
手
柔
ら
か
に
ね

そ
ん
な
事
し
た
ら
こ

ち
が
や
ら
れ
ち
ま
う

あ
の
じ
じ
い

か
な
り
強
い
ぞ

 
八
幡
は
そ
う
答
え

更
に

岡
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た

で

そ
の
腹
黒
メ
ガ
ネ
は

こ

ち
に
来
て
か
ら
何
を
こ
そ
こ
そ
と
動
い
て
る
ん
だ

 
八
幡
は

自
分
達
に
一
度
も
同
行
し
よ
う
と
し
な
い

岡
を
い
ぶ
か
し
く
思

て
い
た

 
今
回
の
旅
に
付
い
て
き
た
理
由
が
よ
く
分
か
ら
な
か

た
か
ら
だ

た

 
そ
ん
な
八
幡
に

岡
は
あ

さ
り
と
こ
う
言

た

そ
れ
は

い
か
ぶ
り
だ
よ
八
幡
君

僕
は
こ

ち
に
来
て
か
ら

何
も
動
い
て
は
い
な
い

 
し
い
て
言
う
な
ら
観
光
か
な

観
光

そ
う
か

た
だ
の
サ
ボ
リ
だ

た
か

人

き
の
悪
い

た
だ
ち

と

自
主
的
に
休
暇
を
と

た
だ
け
だ
よ

帰

た
ら
仕
事
が
山

み
に
な

て
そ
う
だ
け
ど
な
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あ

き
た
く
な
い

き
た
く
な
い

 

岡
は
そ
う
言

て

を
塞
ぎ

そ
の
場
に

た

 
そ
ん
な

岡
を
放
置
し
て

八
幡
と
明
日
奈
は
自
分
達
の
部
屋
へ
と

た

さ
て

こ
こ
か
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
で
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
し
て

 
こ
う
な

ち
ま
う
と

今
か
ら
部
屋
を
分
け
て
も
ら
う
の
も
ち

と
な

そ
う
だ
ね

仕
方
な
い
よ
ね

う
ん

仕
方
な
い

 
明
日
奈
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
八
幡
も

別
に
あ
え
て
明
日
奈
を

し
ま
せ
る
よ
う
な
事
は
し
た
く
な
か

た
の
で

 
結
局
部
屋

り
は
こ
の
ま
ま
と
い
う
事
に
な

た

 
そ
し
て
約
束
の
時
間
が
来
た

二
人
は
ダ
ブ
ル
ベ

ド
に
仲
良
く
横
た
わ
り
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
ロ

グ
イ
ン
し
た

 
一

に
し
て

界
が
変
わ
り

二
人
の
目
の
前
に

何
故
か
ピ
ト
フ

イ
の

が
現
れ
た

えは

お
い

何
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

意
味
が
分
か
ら
な
い
ぞ

ふ

予
想
通
り

え

と

何
と
な
く
シ

ナ
が
入

て
く
る
気
配
が
し
た
か
ら
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前
回
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
地
点
ま
で
全
力
で
走

て
き
た
の

え

本
当
に

う
ん

こ
の
変
態
め

だ
か
ら
シ

ナ

度

度
私
の
事
を
褒
め
す
ぎ
だ
よ

 
シ

ナ
は

ま
た
そ
れ
か
と
思
い
な
が
ら

ピ
ト
フ

イ
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た

 
ピ
ト
フ

イ
が
突

込
ん
で
も
ら
い
た
く
て
う
ず
う
ず
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
シ

ナ
は

 
満
面
の
笑
み
で
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

あ
あ

お
前
の
事
は

い
く
ら
褒
め
て
も
褒
め
足
り
な
い
か
ら
な

 
だ
か
ら
つ
い
つ
い
何
度
も
何
度
も
褒
め
た
く
な

ち
ま
う
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

ピ
ト
フ

イ
は
愕
然
と
し
た
顔
で
シ
ズ
カ
に
駆
け
寄
り

 
そ
の
手
を

る
と

嬉
し
そ
う
に
上
下
さ
せ
な
が
ら
言

た

シ
ズ

い
た

つ
い
に
シ

ナ
が
落
ち
た
よ

こ
れ
は
も
う

私
の
大
勝
利
だ
よ
ね

目
か

 
シ

ナ
は

こ
の
返
し
も

果
な
し
か
と

を
落
と
し
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シ
ズ
カ
は
そ
の
二
人
の
や
り
取
り
を
見
て

苦
笑
し
な
が
ら
言

た

シ

ナ

ピ
ト
の
事
は
と
り
あ
え
ず
置
い
と
い
て

イ
コ
マ
を
迎
え
に
行
か
な
い
と

お

そ
う
だ
な

ち

と
急
ぐ
か

え

何

新
し
い
仲
間
が

え
た
の

ど
ん
な
人

 
ピ
ト
フ

イ
は
わ
く
わ
く
し
た
顔
で

そ
の
二
人
の
会
話
に
食
い
つ
い
た

そ
う
だ
な

く
説
明
し
て
お
く
か

う
ん

お
願
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ピ
ト
フ

イ
に
イ
コ
マ
の
素
性
を
告
げ
た

イ
コ
マ
は

ま
だ
お
前
が
知
ら
な
い

も
う
一
人
の

そ
し
て
最
後
の
英
雄
だ

も
う
一
人
の
英
雄

そ
う
だ

い
い
か
今
か
ら

的
に
最
後
の
戦
い
の
事
を
教
え
て
や
る

ち

ん
と
理
解
し

ろ
よう

ん

 
そ
う
言
う
と
シ

ナ
は

一
気
に
こ
う
ま
く
し
た
て
た

黒
の
剣
士

神
聖
剣

黒
の
剣
士

直

閃
光

か
ば

て
死
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時
間
制
限
は
十

銀
影

自
分
の
体
で
神
聖
剣
の
武
器
を

束

 
黒
の
剣
士
再

動

神
聖
剣
シ

ル
ド
バ

シ

に
遠

攻
撃
で

直

黒
の
剣
士

 
銀
影
ご
と
神
聖
剣
を

く

共
に
死

ク
リ
ア

以
上

 
ピ
ト
フ

イ
は
ど
う
や
ら
記
憶
力
は
い
い
ら
し
く

 
何
故
か
ラ

プ
調
で
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
何
度
も
な
ぞ
り

 

況
を

し
よ
う
と
し
て
い
た
が

し
ば
ら
く
し
て

め
た
よ
う
に
言

た

シ

ナ

私

今
の
説
明

理
解
出
来
な
い

何
で
い
き
な
り
ラ

プ
な
ん
だ
よ

そ
れ
に
し
て
も
お
前

器
用
な
の
な

歌
に
す
る
と
覚
え
や
す
い
ん
だ
よ
ね

私
の
場
合

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ
ズ
カ
は

感
心
し
た
様
子
で

ピ
ト
フ

イ
の
事
を
褒
め
た

さ

す
が
ピ
ト

ま
さ
に
音
楽
の
神
だ
ね

え
へ

と
り
あ
え
ず

後
で
落
ち
着
い
た
ら

し
く
説
明
し
て
や
る
が

 
そ
の
遠

攻
撃
を
放

た
の
が

今
俺
達
の
到
着
を
待

て
い
る
そ
い
つ
だ

 
ち
な
み
に
と
あ
る
事
情
で
そ
い
つ
は
基
本
戦
闘
は
し
な
い
が
う
ち
の
専
属
鍛

師
に
な
る
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予
定
だ

 
名
は
イ
コ
マ
と
い
う

お
前
の
武
器
も
強
化
し
て
も
ら
う
と
い
い
ぞ

と
い
う

で
宜
し
く

な
お
お

職
人
さ
ん

し
か
も
専
属

大
歓
迎
だ
よ

 
イ
コ
マ
の
事
を
褒
め
ら
れ
て
気
分
を
良
く
し
た
シ

ナ
は

高
々
に
こ
う
言

た

し
か
も
イ
コ
マ
は

戦
国
時
代
か
ら
続
く

砲
鍛

の
家
の
人
間
だ

 
つ
ま
り
イ
コ
マ
に
は

今
で
も
そ
の
職
人
魂
が

て
い
る
の
だ

お
お
お
お
お

さ
れ
し

手
に

る
職
人
魂

胸
が
高
鳴
る

つ
ま
り

あ
い
つ
が
加
入
す
る
事
で
の
シ
ナ
ジ

果
が
だ
な

ピ
ト
だ
け
じ

な
く

シ

ナ
ま
で
お
か
し
く

そ
ん
な
の
い
つ
も
で
し

き
 
三
人
は
い
き
な
り
そ
う
声
を

け
ら
れ

て
て

り
向
い
た

そ
の
声
の
主
は
シ
ノ
ン
だ

た
あ
ん
た
た
ち

道
の
真
ん
中
で

お
か
し
な
会
話
を
し
て
る
ん
じ

な
い
わ
よ
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し

シ
ノ
ノ
ン

い
つ
か
ら
そ
こ
に

ピ
ト
の
胸
が
高
鳴

た
く
ら
い
か
ら
か
し
ら
ね

あ

じ

あ
た

た
今
な
ん
だ

ま
あ
そ
う
ね

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

れ
た
顔
で
ピ
ト
フ

イ
を
見
な
が
ら
言

た

ま

た
く
も
う

ピ
ト
が
い
き
な
り

シ

ナ
の

い
が
す
る

と
か
言
い
な
が
ら

 
す
ご
い
ス
ピ

ド
で
走

て
い
く
か
ら

て
て
追
い
か
け
た
ん
だ
け
ど

 
ま
さ
か
本
当
に
シ

ナ
が
い
る
と
は
ね

い

て
何
だ
よ

 
シ

ナ
は

色
々
と

め
た
口
調
で
そ
う
言

た

い
は

い
だ
よ

シ
ノ
ノ
ン
は
分
か
ら
な
い
の

シ

ナ
の

い

分
か
る

な
い
で
し

え

愛
が
足
り
な
い
ん
じ

な
い

そ
ん
な
愛
は
足
り
な
く
て
い
い
わ
よ

じ

あ

ど
ん
な
愛
な
ら
い
い
の
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そ
う
ね

え
ば

 
シ
ノ
ン
は
何
か
言
い

け
た
の
だ
が

そ
こ
で
我
に
返

た
の
か

ハ

と
し
た
顔
を
し
た

 
よ
く
見
る
と
ピ
ト
フ

イ
と
シ
ズ
カ
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
た
顔
で
シ
ノ
ン
の
顔
を
見
つ
め
て
い

た 
シ
ノ
ン
は
一

で
顔
を

く
し

拳
を

て

る

る
と

え
出
し
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

い
き
な
り
シ

ナ
の
腹
に
パ
ン
チ
を
か
ま
し
た

ぐ
ほ

な

な
ん
で
俺
に

フ
ン

理
不
尽
だ

 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と

苦
し
そ
う
に
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

 
そ
し
て
そ
の
体
勢
の
ま
ま

シ

ナ
は
シ
ズ
カ
に
こ
う
言

た

悪
い
シ
ズ
カ

ち

と
待
た
せ
ち
ま

て
る
か
ら

先
に
イ
コ
マ
を
迎
え
に
い

て
て
く

れ 
今
す
ぐ
立
つ
の
は

今
の
俺
に
は
ち

と
無
理
だ

あ

シ
ノ
ノ
ン
も
Ｓ
Ｔ
Ｒ
タ
イ
プ
だ
も
ん
ね

う
ん
そ
れ
じ

あ
迎
え
に
行

て
く
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る
ね頼

む

 
そ
の
会
話
を

い
た
シ
ノ
ン
は

お
そ
る
お
そ
る
シ
ズ
カ
に

ね
た

あ

も

も
し
か
し
て

誰
か
と
待
ち
合
わ
せ
と
か
だ

た

そ
う
な
ん
だ
け
ど

向
こ
う
は
私
の
顔
も
知

て
る
か
ら

シ

ナ
が
い
な
く
て
も
大
丈
夫

 
一
応
シ
ノ
ノ
ン
は
シ

ナ
に
つ
い
て
て
あ
げ
て

ピ
ト

行
こ
う

う
ん

い
や

新
し
い
仲
間
か

楽
し
み
だ
な

え

ピ
ト

そ
れ
は
ど
う
い
う

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
ピ
ト
の
言
葉
を

き

事
情
を

こ
う
と
し
た
の
だ
が

 
二
人
は

に
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
へ
と
走
り
去

て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
場
に
は

シ

ナ
と
シ
ノ
ン
が
残
さ
れ
た
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第
２
４
９
話
 
二
人
は
仲
良
し

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ね

仲
間

て
ど
う
い
う
事

そ
の
前
に

ち

と

の
方
に
移
動
し
よ
う

さ
す
が
に
こ
こ
だ
と
ち

と
な

そ
れ
も
そ
う
ね

 
シ
ノ
ン
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
少
し
先
に
丁
度
い
い
ベ
ン
チ
が
あ
る
の
を
見
つ

け
たあ

そ
こ
が
い
い
ん
じ

な
い

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ

 
そ
う
言

て
何
と
か
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
シ

ナ
を
シ
ノ
ン
が
ひ

い

と
持
ち
上
げ

た 
い
わ
ゆ
る
お
姫
様

こ
で
あ
る

さ
す
が
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
タ
イ
プ
の
シ
ノ
ン
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
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う 
ま
あ
問
題
は
そ
こ
で
は
無
い
の
だ
が

う
お

お

お
い

大
丈
夫
だ

自
分
で
歩
け
る
か
ら

 
今
は
ま
だ

囲
に
誰
も
い
な
か

た
が

シ

ナ
は
い
つ
誰
が
来
る
か
分
か
ら
な
い
の
で

 

た
口
調
で
シ
ノ
ン
に
言

た

だ
が
シ
ノ
ン
は
そ
れ
に
は
取
り
合
わ
ず

 
そ
の
ま
ま
ベ
ン
チ
に

け

シ

ナ
に

枕
を
す
る
と

こ
う
言

た

フ
ン

こ
の
間
の
仕
返
し
よ

あ
れ
か
ら
私
が

学
校
で
ど
れ
ほ
ど
質
問
攻
め
に
あ

た
と

思

て
る
の

 
次
の
日
は
本
当
に
大
変
だ

た
ん
だ
か
ら
ね

す

す
ま
ん

ま

た
く
さ
す
が
に
あ
そ
こ
ま
で
や
ら
れ
る
と
さ
す
が
に
た
だ
の
友
達
で
す
と
は
言
え
な

い
し

 
仕
方
な
い
か
ら

そ
の

 
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
が
ど
う
い
う
言
い

を
し
た
の
か
何
と
な
く
察
し
安
心
さ
せ
る
よ
う
に

言

た
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大
丈
夫

俺
が
も
う
お
前
の
学
校
に
行
か
な
け
れ
ば

そ
れ
で
問
題
は
無
い

 
お
前
が
友
達
に
ど
ん
な
説
明
を
し
て
い
よ
う
が

ま

た
く
問
題
は
無
い

ええ
 
シ
ノ
ン
は
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
な
が
ら

怪
し
げ
な

動
を
し
て
い
た
が

 
や
が
て
言
う
べ
き
事
が
決
ま

た
の
か

何
と
か
言
葉
を
続
け
た

え

遠

達
は

あ
れ
か
ら
一
切
私
に
近
寄
ら
な
く
な

た
わ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

ま
あ
ま
た
近
付
い
て
き
た
ら

今
度
こ
そ
本
当
に

 
あ
い
つ
の
親
は
終
わ
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

で

で
も

か

彼
氏

て
事
の
信

性
に
疑
問
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
た
ま
に

む
か

迎
え
に
来
て
く
れ
れ
ば

そ
の

り
も
安
心
な
ん
じ

な
い
か
し
ら

ん

別
に
平
気
じ

な
い
か

圧
力
が
か
か

た
の
は
本
当
な
ん
だ
し
な

何
よ

な
の

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
を

い
た
シ
ノ
ン
は

じ
ろ

と
シ

ナ
を

ん
だ

 
そ
の

線
の
圧
力
に
抗
え
ず

シ

ナ
は
こ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
か

た
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わ

分
か

た

た
ま
に
な

う
ん

そ
れ
な
ら
よ
ろ
し
い

お

お
う

あ
り
が
と
な

 
シ

ナ
は

何
故
自
分
が
お

を
言

て
い
る
の
か

理
不
尽
さ
を
感
じ
て
い
た
が

 
シ
ノ
ン
は

も
う
こ
の
話
は
終
わ
り
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

て
て
話
題
を
変
え
た

で

仲
間

て
ど
う
い
う
事

お
う
実
は
な
今
俺
達
は
京
都
に
い
る
ん
だ
が
そ
こ
で
偶
然

の
仲
間
に
再
会
し
た
ん
だ

よ 
で

そ
い
つ
を
う
ち
の
チ

ム
の
専
属
職
人
と
し
て

迎
え
入
れ
る
事
に
し
た
ん
で
な

 
今
か
ら
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
向
か
お
う
と
し
て
た

て

だ

専
属
の
職
人
さ
ん
ね

う
ん

い
い
ん
じ

な
い

 
そ
の
話
を

い
て

シ
ノ
ン
が
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
た
の
で

 
シ

ナ
は

イ
コ
マ
の
加
入
は
問
題
無
く
受
け
入
れ
ら
れ
そ
う
だ
と
安
心
し
た

実
は
そ
い
つ
は

ア
ミ

ス
フ

ア
に

界
が
う
ま
く

合
し
な
く
て

 
遠
近
感
が
あ
い
ま
い
に
な

ち
ま
う
み
た
い
で
な
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な
の
で
今
回
は

専
属
職
人
と
し
て
オ
フ

を
出
し
た

な
ん
だ
が

 
や

ぱ
り
あ
る

度
レ
ベ
ル
を
上
げ
て

験
を

が
な
い
と
ス
テ

タ
ス
と
か
足
り
な
い
だ

ろ 
だ
か
ら
シ
ノ
ン
に
も
そ
の
レ
ベ
ル
上
げ
の
手
伝
い
を
た
ま
に
で
も
い
い
か
ら
頼
め
な
い
か

も
ち
ろ
ん

わ
な
い
わ
よ

そ
う
か

あ
り
が
と
な

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

わ
く
わ
く
し
た
口
調
で
こ
う
言

た

職
人
さ
ん
か

う
ん
頑
張

て
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
も
ら

て
い
ず
れ
私
の
武
器
も

そ
う
だ
な

射

を

ば
し
た
り
も
出
来
る
だ
ろ
う
し

 
今
よ
り
も
強
く
な
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
な

で
し

で
し

あ
は

夢
が
広
が
る
ね

シ

ナ

あ

あ
あ

 
シ
ノ
ン
が
無

気
に
そ
う
言
い
な
が
ら

シ

ナ
の
顔
を

き
込
ん
で
き
た
の
で

 
シ

ナ
は

そ
の
顔
の
近
さ
に
ど
ぎ
ま
ぎ
し
な
が
ら
そ
れ
に
同
意
し
た
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そ
の

に
は
普
通
に
立
ち
あ
が
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た

シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が

り 
シ
ノ
ン
は
残
念
そ
う
な
顔
を
し
つ
つ
も
一

に
立
ち
上
が

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
向
か
う
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
向
か
う
事
に
な

た
の
だ
が

 
そ
の
時
シ

ナ
が

思
い
つ
い
た
よ
う
に
シ
ノ
ン
に
言

た

そ
う
い
え
ば

京
都
の
お
土
産
は
何
が
い
い

何
か
希
望
は
あ
る
か

う

ん

京
都
か

私
あ
ん
ま
り

し
く
な
い
か
ら
な

 
で
も
そ
う
ね

何
か
身
に
付
け
ら
れ
る
物
が
い
い
か
な

え

お
前
は
絶
対
食
べ
物
を
頼
む
と
思

て
た
ん
だ
が

あ
ん
た
の
中
で

私
は
ど
れ
だ
け
食
い
し
ん

な
の
よ

 
シ
ノ
ン
は
即
座
に
そ
う
抗
議
し
た
の
だ
が
シ

ナ
は
首
を

り
な
が
ら
そ
の
意
図
を
説
明
し

た
違
う
違
う

お
前
は
一
人

ら
し
だ
ろ

だ

た
ら
お
か
ず
と
か
に
も
出
来
る
名
物
と
か
の
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方
が

 
喜
ぶ
ん
じ

な
い
か

て

そ
う
思

た
ん
だ
よ

あ

そ

か

そ
こ
ま
で
考
え
て
く
れ
て
た
ん
だ

気
付
か
な
く
て
ご
め
ん
ね

い
や

ま
あ
お
み
や
げ
な
ん
だ
し

や

ぱ
り
本
人
が
喜
ぶ
物
の
方
が
い
い
か
ら
な

 
何
で
も
好
き
な
物
を
頼
ん
で
く
れ

待

て

今

討
す
る
か
ら

お

お
う

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
真
剣
な
表
情
で

ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

き
始
め
た

食
べ
物
を
頼
ん
で

け
て
も
ら
う
と
い
う
名
目
で
ま
た
家
に
上
が

て
も
ら
う

う
ん
あ

り
ね

 
一

に
食
卓
を
囲
む
と
い
う
の
は

そ
れ
が
手
料
理
で
あ
れ
ば
破
壊
力
は
抜

の
は
ず

 
で
も
お
み
や
げ
だ
と

製
品
に
な

ち

う
か

う
う
ん
一
手
間
加
え
る
と
い
う
手
も
あ

る 
対
し
て
装

品
は

学
校
に
行
く
時
に
も
使
え
る

常
に
身
に

う
物
で
決
ま
り
ね

 
た
ま
に
し
か
つ
け
な
い
ス
ペ
シ

ル
感
も
重
要
だ
け
ど

常
に
一

に
い
る
と
い
う
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そ
の

似
的
な
感
覚
の
方
が
大
事
よ
ね

さ
て

ど

ち
に
す
る
か

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
悩
み
に
悩
ん
だ
末
に

つ
い
に
結

を
出
し
た

う
ん

装

品
で

そ
う
か

了
解
だ

そ
れ
じ

シ
ズ
と
相
談
し
て

相
談
し
て
も
い
い
け
ど

最
後
は
あ
ん
た
が
一
人
で
選
ん
で
よ
ね

俺
は
そ
う
い
う
セ
ン
ス
は
皆
無
な
ん
だ
が

死
ぬ
ほ
ど
悩
み
な
さ
い

分
か
り
ま
し
た

せ
の
通
り
に

 
シ

ナ
は

い
物
に
行

て
か
ら
死
ぬ
ほ
ど
考
え
よ
う
と
思
い

 
と
り
あ
え
ず
シ
ノ
ン
に

好
き
な
色
は
何
か

ね
た

な

お
前
の
好
き
な
色

て
何
色
だ

好
き
な
色

そ
う
ね

う

ん

こ
の

の
色

 
そ
れ
を

い
た
シ

ナ
は
ハ

と
し
た
顔
を
し
て
一

シ
ノ
ン
の
足
の
方
に
目
を
や
る
と

 

て
て
そ
ち
ら
か
ら
目
を
背
け
た

だ
が
そ
の

は
シ
ノ
ン
に
バ

チ
リ
見
ら
れ
て
い
た

 
シ
ノ
ン
は
立
ち
止
ま
り

る

る

え
な
が
ら
シ

ナ
に
言

た
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あ
ん
た
今

変
な
事
を
思
い
出
し
た
り
し
て
な
か

た

き

気
の
せ
い
だ

違
う

別
に
お
前
の
下
着
の
事
な
ん
か

あ

 
シ

ナ
は
そ
の

間

す
ご
い
速
度
で
バ

ク
ス
テ

プ
し
た

 
そ
の
シ

ナ
の
前

を

シ
ノ
ン
の
拳
が

め
て
い

た

お

お

お

お
前
な

今
の
は
明
ら
か
に

さ

き
の
ボ
デ

よ
り
も

力
が
あ

た
だ
ろ

チチ

じ

ね

よ

こ
れ
以
上
到
着
が

れ
た
ら
ど
う
す
る

う
る
さ
い
わ
ね

ち

と
記
憶
を
飛
ば
し
て
や
ろ
う
と
思

た
だ
け
よ

 
そ
れ
に
今
の
は
あ
ん
た
が
悪
い

す
み
ま
せ
ん
俺
が
悪
か

た
で
す

勘

し
て
下
さ
い

フ
ン

 
そ
し
て
二
人
は

何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
再
び
走
り
出
し
た

 
な
ん
だ
か
ん
だ

い
い
コ
ン
ビ
の
よ
う
で
あ
る

と
こ
ろ
で
お
前

バ
イ
ト
と
か
し
て
る
の
か
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シ

ナ
が

突
に
そ
う

い
て
き
た

シ
ノ
ン
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら
返
事
を
し
た

一
応
や

て
る
わ
よ

何
の
バ
イ
ト
を
や

て
る
ん
だ

フ

ス
ト
フ

ド

学
生
だ
か
ら
ね

お
前
が
接
客

似
合
わ
な
い
な

は
 
シ
ノ
ン
は
再
び
立
ち
止
ま
り

満
面
の
笑
顔
で
シ

ナ
に
言

た

い
ら

し

い
ま
せ

ご
注
文
を

り
ま
す

 
今
な
ら
こ
ち
ら
の
セ

ト
が
大
変
お
得
に
な

て
い
る
の
で
お

め
で
す

あ

じ

じ

あ
そ
れ
で

 
う

か
り
そ
う
言

た
後

シ

ナ
は
ハ

と
し
た
顔
で
シ
ノ
ン
を
見
つ
め
た

 
シ
ノ
ン
は

業
ス
マ
イ
ル
を
や
め
勝
ち

た
顔
で
シ

ナ
を
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
見
つ
め
て
い

た 
シ

ナ
は
何
か
言
わ
れ
る
前
に
と
思
い

サ
ラ

と
話
題
を
変
え
た

い

い
や
な

バ
イ
ト
の
事
を

い
た
の
は

色
々
誘

ち
ま

て
る
か
ら
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お
前
が
つ
ら
く
な
い
か
な

て
思

て
な

 
シ

ナ
の
そ
の
言
葉
に
対
し
シ
ノ
ン
は
気
を
遣
わ
せ
て
し
ま
う
か
な
と
少
し
悩
み
な
が
ら
も

 
正
直
に
こ
う
答
え
た

あ
あ

う
ん

確
か
に
収
入
は
ち

と

ち

う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
で
も
大
丈
夫

特
に
困

て
る

じ

な
い
か
ら

そ
う
か

し
か
し
な

本
当
に
大
丈
夫
だ

て

も
し
直
接
お
金
を

そ
う
な
ん
て
考
え
て
る
な
ら
ま
た
殴
る
わ
よ

さ
す
が
に
そ
ん
な
失

な
事
は
し
な
い

で
も
な

あ
そ
う
か
ち

と
待

て
て
く

れ 
シ

ナ
は
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

ど
こ
か
へ
メ

セ

ジ
を
送
り
始
め
た

 
ど
う
や
ら
直
ぐ
に
返
事
が
来
た
ら
し
く

シ

ナ
は
そ
れ
を
確
認
す
る
と

 
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら

囲
に
人
が
い
な
い
か
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

 
何
人
か
通
行
人
が
い
た

シ

ナ
は
シ
ノ
ン
の

を
掴
ん
で
こ
う
言

た

こ
こ
は
人
目
が
多
い

シ
ノ
ン

ち

と
こ

ち
に
来
て
く
れ

あ

ち

と
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そ
し
て
二
人
が
移
動
し
た
の
は

人
が
二
人
で

ん
で
歩
く
の
も
つ
ら
い
よ
う
な

い
路
地

だ

た

 
当
然
か
な
り
窮
屈
で
二
人
の

離
が
か
な
り
近
か

た

シ
ノ
ン
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た

ふ
う

こ
こ
な
ら
人
目
に
は
つ
か
な
い
な

お
い
シ
ノ
ン

今
い
い
か

え
 
シ
ノ
ン
の

の
中
で

そ
の

今
い
い
か

と
い
う
言
葉
が
ぐ
る
ぐ
る
回

て
い
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

顔
を
真

に
し
な
が
ら
こ
う
言

た

う

う
ん

い
い
よ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
の

に
そ

と
手
を
回
す
と
目
を
つ
ぶ
り
顔
を
少
し
上
げ
た

 
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
が
何
か
勘
違
い
を
し
て
い
る
事
を
悟
り

て
て
シ
ノ
ン
に
言

た

ち

違
う

落
ち
着
け

な

シ
ノ
ン

お
前

う
ち
で
バ
イ
ト
を
し
て
み
な
い
か

 
そ
れ
を

い
た
シ
ノ
ン
は
目
を
開
け

一

き

と
ん
と
し
た
顔
を
す
る
と

 
自
分
の
勘
違
い
を
悟

た
ら
し
く
顔
を
真

に
し
て
下
を
向
き
な
が
ら
シ

ナ
に

ね

た
う
ち

て

ま
さ
か
ソ
レ
イ
ユ



 第四章 ＧＧＯ編

あ
あ

し
か
も
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使
う
か
ら

自
宅
で
働
く
事
が
可
能
だ

 
通
信

は
全

う
ち
で
も
つ

時
間
は
大
体
一
日
二
時
間
く
ら
い
で
週
何
日
で
も
オ

ケ

だ 
そ
の
破
格
の

件
に

シ
ノ
ン
は
恥
ず
か
し
さ
も
忘
れ

驚
い
た
様
子
で
顔
を
上
げ
た

本
当
に

一
日
二
時
間

週
五
日
働
け
ば
月
に
四
万

そ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
何
と
か

ん

ど
ん
な
計
算
だ
よ

え

え

と

時

九

で
計
算
し
て
み
た
け
ど

も

と
安
か

た

は

ち

と

を
貸
せ

こ
の
仕
事
の
時

は
な

 
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
の

元
で

と
あ
る

を

い
た

ふ
む
ふ
む

え

さ

三
千

高
す
ぎ
な
い

そ
れ
な
ら
週
三
日
で
も

ま
あ
何
日
働
く
か
は

好
き
に
す
る
と
い
い

是
非
や
ら
せ
て
下
さ
い

お
願
い
し
ま
す

お
う

そ
れ
じ

あ
ロ
ザ
リ
ア
に
話
し
と
く
わ

 
そ
し
て
路
地
か
ら
出
た

間

目
の
前
に
シ
ズ
カ
達
三
人
が
い
た

 
ど
う
や
ら
無
事
に
イ
コ
マ
と
合
流
し

て
き
た
ら
し
い
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イ
コ
マ
は
困

た
よ
う
に
愛
想
笑
い
を
し
て
お
り

 
ピ
ト
フ

イ
は

ず
る
い
ず
る
い
と

ん

ん

ね
て
い
た

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
は

を
組
み

王
立
ち
し
た
ま
ま
シ

ナ
に
言

た

シ

ナ

そ
ん
な

い
路
地
で
二
人
き
り
で

一
体
何
を
し
て
い
た
の
か
な

か
な

ち

違
う

誤
解
だ
シ
ズ

俺
の
話
を

い
て
く
れ

シ
ノ
ノ
ン

一
体
何
が
あ

た
の

 
シ
ノ
ン
は

そ
の
質
問
に
対
し

お
ど
お
ど
し
た
そ
ぶ
り
で
シ
ズ
カ
に
言

た

そ
の

い
き
な
り
シ

ナ
に

連
れ
込
ま
れ
て

こ

こ
の
裏
切
り
者

フ
ン

私
に
お
か
し
な
期
待
を
さ
せ
た
罰
よ

そ
れ
は
お
前
が
勝
手
に

シ

ナ

と
り
あ
え
ず
正
座

う

わ

分
か

た

 
そ
し
て
誤
解
が
解
け
る
ま
で

シ

ナ
は
そ
の
場
に
正
座
を
し
続
け
た
の
で
あ

た
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第
２
５
０
話
 
イ
コ
マ
を
成
⻑
さ
せ
よ
う

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
無
事
に
誤
解
も
解
け

合
流
し
た
一
行
は

シ

ナ
の
案
内
で

 
レ
ン
タ
ル

を
手
に
入
れ
る

に

市
街
へ
と
向
か

て
い
た

 

市
街
は
そ
う
い

た

設
の
他
に

商
店
が
立
ち

ぶ
一

で
あ
り

 
当
然
人
も
多
く
活
気
に
満
ち
た
街
で
あ

た

 
そ
の
中
に

場
違
い
な

に
豪
華
な
ビ
ル
が
一
つ

て
い
た

 
そ
の
中
に
は
誰
も
入
れ
な
い
よ
う
で

た
ま
に
近
付
く
者
は
い
た
が

 
そ
の
扉
は
頑
と
し
て
侵
入
者
を

ん
で
い
る
よ
う
だ

た

 
一
体
何
の
ビ
ル
な
ん
だ
ろ
う
と
い
ぶ
か
し
げ
に
見
つ
め
る
一
行
を
前
に

 
シ

ナ
は
そ
ち
ら
に
平
気
な
顔
で
近
付
く
と

何
か
カ

ド
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し

 
平
然
と
そ
の
扉
を
開
け

入
り
口
か
ら
一
同
に
手

き
を
し
た
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シ

ナ

こ
こ
は

こ
こ
は

一
定
以
上
の
資
産
を
持
つ
者
し
か
入
れ
な
い

会
員
制
の
ビ
ル
だ
な

 
シ

プ
と
か
も
あ
る
ぞ

で
こ
の
中
に
部
屋
の
レ
ン
タ
ル
を
し
て
い
る
一

が
あ
る
ん
だ

よ
そ
ん
な
の
が
あ

た
ん
だ

だ
か
ら
言

た
ろ
ピ
ト

お
前
が
今
い
る
こ
の
世
界
は

 
ま
だ
ま
だ
お
前
の
知
ら
な
い
物
で

れ
て
い
る
ん
だ

て
な

う
ん

私

も

と
こ
の
世
界
の
事
を
知
り
た
い

 
そ
し
て
中
へ
入

た
後

シ

ナ
は
イ
コ
マ
に
様
々
な
部
屋
を
見
せ

 
イ
コ
マ
は
職
人
的
な
見
地
か
ら
意
見
を
述
べ
た

 
そ
し
て
と
あ
る
部
屋
を
イ
コ
マ
が
い
た
く
気
に
入

た

シ

ナ
は
そ
こ
を

り
る
事
に
し

 
他
の
メ
ン
バ

の
分
の
臨
時
パ
ス
を
発
行
し

 
こ
う
し
て
身
内
専
用
の

点
を
無
事
に
確
保
す
る
事
が
出
来
た

う
わ

こ
こ
が
私
達
の

点
に
な
る
ん
だ
ね

よ
く
映
画
と
か
で
あ
る

壁
や
壁
の
中
の
ス
ペ

ス
に
自
分
の
銃
を
仕
舞

て
お
い
て
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出
撃
の
時
に
そ
こ
か
ら
取
り
出
す
な
ん
て
事
も
可
能
だ
ぞ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

武
器

ら
し
き
部
屋
の
扉
を
開
け
た

 
す
る
と
そ
こ
に
は
シ

ナ
が
別
に

り
て
い
た
個
人
ス
ト
レ

ジ
か
ら
自
動
で
転
送
さ
れ
た

の
か

 
様
々
な
武
器

が

ず
ら
り
と

べ
ら
れ
て
い
た

な

何
こ
れ

さ
す
が
で
す
ね

シ

ナ
さ
ん

う
わ

す
ご
い
す
ご
い

ど
う
だ
イ
コ
マ

男
の
ロ
マ
ン
だ
ろ

分
か
り
ま
す

男
は
ど
う
し
て
も

こ
う
い
う
の
を
集
め
た
く
な
り
ま
す
よ
ね

だ
ろ

こ
れ
は
お
前
が
好
き
に

し
て
く
れ
て
い
い

お
お

こ
れ
は

が
鳴
り
ま
す
ね

 
そ
し
て

め
て
ソ
フ

に
座
り
落
ち
着
い
た
五
人
は
今
後
の
方
針
を
話
し
合
い
始
め
た

と
り
あ
え
ず
今
か
ら
無
限
地
獄
に
で
も
行

て
あ
る

度
イ
コ
マ
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
な
い

 
そ
う
し
た
ら

色
々
な
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
し
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ど
の
ス
キ
ル
を
取
る
か
と
か
の
選
択
肢
も
か
な
り

え
る
と
思
う

 
シ
ノ
ン
の
そ
の
提
案
に

一
同
は

い
た

そ
う
だ
な

あ
そ
こ
の
モ
ブ
相
手
な
ら

遠
近
感
も
関
係
無
い
だ
ろ
う
し
な

イ
コ
マ
君

今
夜
は
す
ご
く
悩
む
だ
ろ
う
か
ら

れ
な
い
ね

で
す
ね

と
り
あ
え
ず
得
た

験
を
ど
う
使
う
か

し

か
り
調
べ
な
い
と

 
イ
コ
マ
は
こ
う
い
う
の
は
久
々
な

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

イ
コ
マ
き

ん

私
の
武
器
も

そ
の
う
ち

良
し
て
凄
い
の
に
し
て
ね

あ

は
い

そ
う
だ

ピ

ピ
ト
さ
ん

そ
の

今
度
も
し
良
か

た
ら

 
サ
イ
ン
を
も
ら
え
ま
せ
ん
か

大
フ

ン
な
ん
で
す

 
そ
の
イ
コ
マ
の
言
葉
に

ピ
ト
フ

イ
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
答
え
た

私
の
歌

い
て
く
れ
て
る
ん
だ

あ
り
が
と
う

も
ち
ろ
ん
い
く
ら
で
も
サ
イ
ン
す
る
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ち
ら
こ
そ

英
雄
の
イ
コ
マ
き

ん
に
そ
う
言

て
も
ら
え
て

凄
く
嬉
し
い

い
や

僕
な
ん
か
が
英
雄
だ
な
ん
て
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何
言

て
る
ん
だ
よ

お
前
が
い
な
か

た
ら

俺
も
シ
ズ
も

 
今
こ
の
場
で
こ
う
し
て
笑

て
る
事
な
ん
か
出
来
な
か

た
ん
だ
ぞ

す
る
な

は

は
い

 
イ
コ
マ
は

れ
た
表
情
で

い
た

そ
し
て
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
に
一
本
の
銃
を
提

し
た

シ
ノ
ン

今
日
は
こ
れ
を
使

て
み
ろ

使
用
感
が
対
物
ラ
イ
フ
ル
に
近
い
か
ら
な

 
射

も
そ
の
分
少
し
⻑
め
に
な

て
い
る

分
か

た

私
専
用
の
銃
を
手
に
入
れ
た
時
の

の
練

だ
と
思

て
頑
張

て
み
る

お
う

そ
の
意
気
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
達
は

お
決
ま
り
の
無
限
地
獄
へ
と
出
発
し
た

 
別
の
場
所
で
素
材
を
狙

て
も
良
か

た
の
だ
が

イ
コ
マ
が
初
回
と
い
う
事
も
あ
り

 

験

の

得
を
優
先
さ
せ
た
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
シ

ナ
達
を
た
ま
た
ま
見

け
そ
の
後
を
追
い

け
る
者
達
が
い
た
ゼ
ク
シ

ド

一
行
で
あ
る

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ
れ

て

シ

ナ

ど
う
や
ら
こ

ち
に
は
気
付
い
て
な
い
み
た
い
だ
な
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リ
ベ
ン
ジ
の
チ

ン
ス

よ
し

追
う
ぞ

 
そ
し
て
シ

ナ
達
が

船
に
入

て
い
く
の
を
見
た
ゼ
ク
シ

ド
は
ほ
く
そ
え
ん
だ

あ
い
つ
ら
多
分
上
か
ら
モ
ブ
を
射
撃
し
て
さ
ば
き
き
れ
な
く
な

た
ら
逃
げ
る
つ
も
り
だ

な 
よ
し

そ
れ
を
狙

て
こ
こ
で
待
ち
伏
せ
だ

 
と
に
か
く
入
り
口
に
集
中
し
て

あ
い
つ
ら
が
出
て
き
た
ら
即
射
撃
だ

任
せ
て

す
ぐ
撃
て
ば
さ
す
が
に
当
た
る
よ
ね

 
そ
し
て
上
か
ら
の
銃
声
が

き

り
そ
れ
が
し
ば
ら
く
続
い
た
か
と
思
う
と

突
に
や
ん

だ
よ
し

銃
声
が
や
ん
だ
な

そ
ろ
そ
ろ
出
て
く
る
ぞ

と
に
か
く
入
り
口
に
集
中
だ

 
そ
ん
な
三
人
の
後
方
か
ら

ガ
チ

リ
ガ
チ

リ
と

何
か
足
音
の
よ
う
な
も
の
が

こ
え

 
そ
ち
ら
を
何
と
な
く
見
た
ハ
ル
カ
は

た
よ
う
に
叫
ん
だ

ゼ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

後
ろ
後
ろ
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ん

う
お
お
お
お
お

撃
て

撃
て

 
突
然
大

の
敵
が
三
人
の
後
方
か
ら
襲
い

か

て
き
た

 
ゼ
ク
シ

ド
達
は

て
て
そ
ち
ら
に
攻
撃
を
開
始
し
た

だ
が
ゼ
ク
シ

ド
達
は
知
ら
な
か

た 
銃
を
撃
ち
続
け
る
限
り

あ
ち
こ
ち
に
敵
が

く
と
い
う
事
を

 
そ
し
て
更
に
そ
の
背
後
か
ら
無

の
敵
に
襲
わ
れ
た
ゼ
ク
シ

ド
達
は
一

に
し
て
死

し

た 
こ
う
し
て
シ

ナ
の
知
ら
ぬ
間
に

ゼ
ク
シ

ド
の
最
初
の
リ
ベ
ン
ジ
は
失
敗
に
終
わ

た

 
一
つ
救
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
な
り
の

の
敵
を
倒
し
た

ロ
ス
ト
分
を
差
し
引
い
て

も 
そ
こ
そ
こ
の

験

が
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
入

た
事
だ
け
だ
ろ
う

 
も

と
も
全
て
手
負
い
だ

た

そ
の

験

は
当
然
シ

ナ
達
に
も
還
元
さ
れ
て
い
た
の

だ
が

 
ち
な
み
に
上
で
は
シ

ナ
が
思

た
よ
り
侵
入
し
て
く
る
敵
の

が
少
な
い
事
に
首
を

げ

て
い
た
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思

た
よ
り
少
な
い
な

み
違
え
た
か

ま

い
い
ん
じ

な
い
か
な

と
り
あ
え
ず
次
の
射
撃

い

と
く

そ
う
だ
な

よ
し

続
け
よ
う

 
シ

ナ
は
イ
コ
マ
に
マ
シ
ン
ガ
ン
を
持
た
せ

 
と
に
か
く
多
く
の
敵
に
攻
撃
を
当
て
る
事
を
優
先
さ
せ
て
い
た

 
さ
す
が
モ
ブ
戦
と
い
う
事
も
あ
り

武
器
が
銃
な
の
も
幸
い
し
て

 

念
さ
れ
た

界
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
影

が
無
く

イ
コ
マ
は

調
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
て

い

た

 
そ
し
て
狩
り
が
終
わ
り

点
に
帰
還
し
た
後
イ
コ
マ
は

速
鍛

関
係
の
必
須
ス
キ
ル
を

と

た

 
ま
だ
ま
だ

験

は
大

に
残

て
お
り

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
イ
コ
マ
は

 
そ
の

験

で
何
の
ス
キ
ル
を
と
る
か

を
悩
ま
せ
る
事
に
な
る
の
だ
ろ
う

イ
コ
マ

ど
う
だ

そ
う
で
す
ね

今
の

態
で
も
結

色
々
な
事
が
出
来
る
み
た
い
で
す

今
あ
る
素
材
で
何
か
出
来
る
か
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そ
う
で
す
ね

シ
ノ
ン
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ル
の
射

を

ば
す
の
は
可
能
み
た
い
で
す

 
後
は

あ

銃
だ
け
じ

な
く
近
接
武
器
も
作
れ
る
ん
で
す
ね

防

も
結

あ
る
な

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

た
み
た
い
で

何
か
懐
か
し
い
気
が
し
ま
す

ふ
む
ふ
む

シ
ノ
ン

と
り
あ
え
ず
や

て
も
ら
う
か

う

う
ん

皆
が
良
け
れ
ば

 
当
然
他
の
者
達
に

が
あ
る
は
ず
も
な
く

イ
コ
マ
の
最
初
の
仕
事
は

 
シ
ノ
ン
の
ラ
イ
フ
ル
の
射

⻑
と
な

た

そ
し
て
そ
れ
は
無
事
に
成
功
し

 
シ
ノ
ン
は
窓
か
ら
銃
を
外
に
向
け

ス
コ

プ
を

き
込
ん
だ

あ

確
か
に
前
よ
り
も

か
な
り
ス
コ

プ
の
目

り
の

が
大
き
く
な

て
る

 
さ

き

り
て
た
武
器
よ
り
も
遠
く
ま
で

く
よ

シ

ナ

 
シ
ノ
ン
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

イ
コ
マ
に
お

を
言

た

イ
コ
マ

本
当
に
あ
り
が
と
う

い
え

こ
れ
が
僕
の
仕
事
で
す
か
ら

さ

す
が
イ
コ
マ
き

ん

職
人
の
鑑

い
え
い
え

僕
も
こ
う
い
う
の
は
久
々
な
ん
で

凄
く
楽
し
い
で
す
か
ら
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し
ば
ら
く
は
イ
コ
マ
の

に

ぎ
ま
く
る
か

 
そ
し
て
次
に
イ
コ
マ
は

シ
ズ
カ
か
ら
シ

ナ
の
お
手
製
の
レ
イ
ピ
ア
モ
ド
キ
を
受
け
取
り

 
そ
れ
を
か
な
り
美
し
い
装

を
持
つ

立

な
レ
イ
ピ
ア
へ
と
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た

 
そ
れ
は
ど
こ
か

シ
ズ
カ
が
使

て
い
た
レ
イ
ピ
ア
に
も
似
て
い
た

う
わ

こ
ん
な
本
格
的
な
剣
も
存
在
し
た
ん
だ
ね

実

は

を
整
え
て

切
れ
味
を

く
す
る

て
作
業
を
し
て
る
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
ね

 
ど
う
や
ら
こ
の
ゲ

ム

か
な
り
こ
う
い

た
加

の
自
由
度
が
高
い
み
た
い
で
す

そ
れ
じ

あ
こ
の
装

は

指
定
さ
れ
て
る
中
か
ら
選
ん
で
る
と
か
じ

な
い
の
か

あ

そ
れ
は
僕
が

記
憶
を
頼
り
に
シ
ズ
カ
さ
ん
の

の
武
器
を
再
現
し
よ
う
と
思

て

う
ん

似
て
る
似
て
る

イ
コ
マ
君

凄
い

い
い
セ
ン
ス
だ
な

さ
す
が
イ
コ
マ
だ
な

そ
れ
じ

あ
後
は
と
り
あ
え
ず
今
日
皆
さ
ん
が
使

た
武
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
ち

い

ま
し

う

 
こ
う
し
て
イ
コ
マ
を
仲
間
に
加
え
た
一
行
は

し
ば
ら
く
は
イ
コ
マ
の
成
⻑
の

 
戦
闘
を
し
ま
く
る
事
と
な

た

一
方
あ

け
な
く
死

し
た
ゼ
ク
シ

ド
達
は
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シ

ナ
達
が
自
分
達
と
同
じ
よ
う
に
全
滅
し

て
く
る
だ
ろ
う
と
考
え

 
そ
の
シ

ナ
達
を
馬

に
し
よ
う
と
死

か
ら
の
復
帰
地
点
で
待
ち

え
て
い
た

俺
達
が
死

し
た
事
は
気
付
か
れ
て
い
な
い
は
ず
だ
し

 
せ
め
て
一
方
的
に
馬

に
し
て
や
ら
な
い
と
気
が
す
ま
ね
え

さ
す
が
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

小
物
界
の
大
物

よ
せ
よ

れ
る
じ

ね
え
か

 
ゼ
ク
シ

ド
も
そ
う
言

た
ユ

コ
も

そ
れ
を
褒
め
言
葉
だ
と
で
も
思

て
い
る
の
か

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

そ
ん
な
二
人
に
た
ま
た
ま
後
方
を
見
て
い
た
ハ
ル
カ
が
声

を

け
た

ふ

二
人
と
も

あ
れ

ん

う
お

何
で
あ
い
つ
ら
普
通
に

て
き
て
や
が
る

 
そ
の

線
の
先
に
は

意
気
揚
々
と
凱
旋
し
て
き
た
シ

ナ
達
の

が
あ

た

 
シ

ナ
達
は
ゼ
ク
シ

ド
達
に
は
気
が
付
か
ず

ど
ん
ど
ん
先
へ
と
進
ん
で
い
く

 
三
人
は
驚
愕
し

て
て
シ

ナ
達
の
後
を
追
い

 
シ

ナ
達
が
と
あ
る
ビ
ル
の
中
へ
と
入

て
い
く
の
を
確
認
し
た
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こ
こ
が
あ
い
つ
ら
の

点
か

よ
し

中
に
入

て
み
る
か

 
だ
が
ゼ
ク
シ

ド
に
は
そ
の
扉
は
開
け
る
事
が
出
来
ず

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
も
当
然
無
理

だ

た
何
だ
こ
の
ビ
ル
は

一
体
何
な
ん
で
す
か
ね

何
か

件
で
も
あ
る
の
か
な

く

そ

ふ
ざ
け
ん
な

ど
う
な

て
や
が
る

 
そ
し
て
三
人
は

を
落
と
し

と
ぼ
と
ぼ
と
去

て
い
く
事
と
な

た

 
ち
な
み
に
後
日

た
ま
た
ま
こ
の
ビ
ル
に
入

て
い
く
他
の
プ
レ
イ
ヤ

を
見

け
た
ゼ
ク

シ

ド
は

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
声
を

け
こ
の
ビ
ル
に
入
る

件
を
教
え
て
も
ら
い
再
び
絶
叫
す
る

事
と
な

た

 
ま
だ
書
い
て
は
い
な
い
の
で
す
が

明
日
も
大
事
な
話
に
な
る
予
感
が
し
ま
す
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タ
イ
ト
ル
は

一
人
じ

な
い

お
楽
し
み
に
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第
２
５
１
話
 
一
人
じ

な
い

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ね

シ

ナ

こ
の
新
し
い
狙
撃
銃
の

し
撃
ち
を
し
て
み
た
い
ん
だ
け
ど

 
ち

と
だ
け
付
き
合

て
く
れ
な
い

 
シ
ノ
ン
の
そ
の
頼
み
に
対
し

シ

ナ
は
ち
ら
り
と
シ
ズ
カ
の
方
を
見
た

 
シ
ズ
カ
が

い
た

シ

ナ
は
そ
の
頼
み
を

す
る
事
に
し
た

少
し
く
ら
い
な
ら
別
に

わ
な
い
ぞ

そ
れ
じ

あ
私
は

姉
さ
ん
達
と
ち

と
話
し
て
く
る
ね

お
う

 
シ
ズ
カ
は
そ
う
言

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
き

 
イ
コ
マ
も
色
々
と
製
作
関
連
の
情
報
収
集
を
し
た
い
ら
し
く
ピ
ト
フ

イ
は
レ

ス
ン
が
あ

る
と
か
で
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結
局
そ
の
場
に
は
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
だ
け
が
残
さ
れ
た

さ
て

ど
う
す
る
か
な

ち

こ

と

す
だ
け
だ
し

こ
こ
の
地
下
で
良
く
な
い

 
私
と
あ
な
た
な
ら

ま
あ
問
題
無
い
と
思
う
し

そ
う
だ
な

ま
あ
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
し
俺
も
お
前
と
共
通
の

が
使
え
る
武
器
に

し
て

 
予
備
の

も
多
め
に
持

て
く
か

そ
れ
な
ら
使
い
回
し
も
出
来
る
だ
ろ
う
し
な

そ
れ
じ

あ
ち

と
余

が
あ
る
し

私
が
持

て
お
く
わ

す
ま
ん

任
せ
た

 
こ
う
し
て
二
人
は

強
め
の
敵
が
多
く
出
る
と
い
う
街
の
地
下
へ
と

て
い

た

 
そ
し
て
二
人
は
か
な
り
広
い
地
下
空

を
見
つ
け

そ
の
広
場
を
一
望
出
来
る

 
少
し

い
が
狙
撃
に

し
た
場
所
を
見
つ
け
そ
こ
に

取
る
と

下
の
敵
の
観
察
を
始
め

た
や

ぱ
り
強
そ
う
な
敵
が
多
い
わ
ね

ま
あ

遠
く
か
ら
狙
撃
す
る
分
に
は
問
題
無
い
だ
ろ
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背
後
の
守
り
は
俺
に
任
せ
て

と
り
あ
え
ず
そ
う
だ
な

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て
銃
を
設
置
し

に

そ
べ

て
ス
コ

プ
を

い
た

 
シ
ノ
ン
も
そ
れ
に

い

二
人
は

ん
で
狙
撃
体
勢
を
と

た

あ
れ
だ
な

し
に
あ
の

い
ト
カ
ゲ

い
奴
を
撃

て
み
て
く
れ

え

ど
こ
ど
こ

遠
く
て
良
く
分
か
ら
な
い
わ

い
所
す
ま
な
い
が

ち

と
横
に
ず
れ
て
く
れ

今
ス
コ

プ
を
合
わ
せ
る

あ

う
ん

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
体
を
少
し
ず
ら
し

シ

ナ
は
シ
ノ
ン
の
ス
コ

プ
を

き
込
ん
だ

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
顔
の
近
さ
に

張
し

心

の

動
が

く
な
る
の
を
強
く
意
識
し
た

こ

こ
れ

て
あ
る
意
味
デ

ト
な
ん
じ

 
そ
う
考
え
た
シ
ノ
ン
は

自
分
が
ま
る
で
夢
の
中
に
い
る
よ
う
な
心
地
に
な

た

 
そ
し
て
そ
の

間
に
そ
れ
は

こ

た

お
い

シ
ノ
ン

し

か
り
し
ろ

 
そ
の
シ

ナ
の
い
き
な
り
の
言
葉
で
シ
ノ
ン
は
自
分
の
意
識
が
強
く
覚

す
る
の
を
感
じ
た

 
ど
う
や
ら
一

強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
か
け
て
い
た
ら
し
い
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ま
さ
か
シ

ナ
が
す
ぐ
近
く
に
い
る
だ
け
で
こ
う
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ
ず

 
シ
ノ
ン
は
ど
う
誤
魔
化
し
た
も
の
か
と

を
悩
ま
せ
た
が

 
特
に
い
い
言
い

も

か
ば
ず

た
だ
ひ
た
す
ら
大
丈
夫
を

り
返
す
事
と
な

た

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を
見
て
シ

ナ
は
何
か
勘
違
い
を
し
た
の
か
と
て
も
言
い

ら
そ
う
に
こ

う
言

た

あ

も
し
ト
イ
レ
と
か
な
ら

遠

な
く
言

て
く
れ

 
大
丈
夫

音
と
か
は
こ
こ
に
は
絶
対
に

こ
え
な
い
か
ら

と
に
か
く
気
楽
に
な

 
シ

ナ
は
シ

ナ
な
り
に
気
を
遣

た
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
一
言
多
い
と
い
う

奴
だ

た

 
シ
ノ
ン
は
⻤
の

相
で
シ

ナ
に
向
か

て
言

た

違
う
わ
よ

あ
ん
た
の
せ
い
な
ん
だ
か
ら
ね

な

何
で
俺

と
に
か
く
そ
う
な
の

分
か

た

ま

た
く
ど
う
し
て
あ
ん
た
は

普

は
あ
ん
な
に
格

好
い
い
の
に

 
こ
う
い
う
時
は
全
然

目
な
の
よ
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お

お
う

悪
か

た

 
シ

ナ
は

相
変
わ
ら
ず
理
不
尽
だ
と
思
い
な
が
ら
も

素
直
に
そ
う
謝

た

 
実

の
と
こ
ろ
不
用
意
に
顔
を
近
付
け
す
ぎ
た
シ

ナ
の
せ
い
で
も
あ
る
の
は
否
定
出
来
な

い
の
で

 
こ
の
件
に
関
し
て
は
ど

ち
も
ど

ち
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う

ま

た
く
も
う

ど
う
し
て
私
は
こ
ん
な
奴
を

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
思
い
な
が
ら

め
て
シ

ナ
の
方
を
見
た

 
シ

ナ
は
再
び
ス
コ

プ
を

き
対
象
の
敵
を
ロ

ク
オ
ン
し
よ
う
と

か
く
銃
を
動
か
し

て
い
た

さ

き
は
あ
ん
な
に
格
好
悪
か

た
の
に

ん

格
好
悪
い

あ
れ

 
シ
ノ
ン
の
記
憶
だ
と

学
校
に
迎
え
に
来
た
時
の
シ

ナ
は
完

に
好

年
を

じ
て
い
た

 
そ
の
立
ち

る
舞
い
は

技
も
入

て
い
た
の
だ
ろ
う
う
が

と
に
か
く

の
無
い
も
の

だ

た

 

と
は
違
い

ま

た
く
知
ら
な
い
他
人
の
中
で
⻑
期
間

ま
れ
た
事
に
よ
り

 
今
の
シ

ナ
は

調
に

験
を
重
ね
そ
う
い

た
事
も
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た
の
だ
が
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最
近
出
会

た
ば
か
り
の
シ
ノ
ン
の
目
か
ら
す
れ
ば

シ

ナ
は
最
初
か
ら
完

に
見
え
た

 
し
か
し
今
思
い
返
す
と

自
分
の
前
で
は
格
好
悪
い
所
も
多
々
見
せ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る

 
そ
こ
ま
で
考
え
て

シ
ノ
ン
は
初
め
て
ハ

キ
リ
と
自
覚
し
た

 
自
分
が
シ

ナ
の

に
い
る
事
を

シ

ナ
自
身
が
許
容
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
事
を

 
シ

ナ
は
お
そ
ら
く
興
味
の
無
い
者
の
前
で
は
決
し
て
そ
の
仮
面
を
外
す
事
は
無
い
の
だ
ろ

う 
だ
が
自
分
の
前
で
は
そ
ん
な
仮
面
は
つ
け
て
は
い
な
い

 
仲
間
と
し
て
認
め
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が

し
か
し
ハ

キ
リ
と

 
彼
は
自
分
の
意
思
を

し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と

シ
ノ
ン
は

突
に
理
解
し
た

 
そ
の

間

シ
ノ
ン
の
心
に
あ
る
変
化
が
訪
れ
た

 
今
ま
で
は
好
き
だ
か
ら
一

に
い
た
い
と

た
だ
そ
れ
だ
け
だ

た
シ

ナ
へ
の
思
い
が

 
い
て
当
然
と
い
う
気
持
ち
に
変
化
し
た
の
だ

そ
の

間
に
シ
ノ
ン
の
心

は
落
ち
着
き
を
取

り

し
た

 
そ
し
て
目
の
前
の
シ

ナ
が
ス
コ

プ
か
ら
目
を
離
し

シ
ノ
ン
の
方
を
向
い
て
言

た

よ
し
こ
こ
だ

い
て
み
て
く
れ

い
ト
カ
ゲ
み
た
い
な
奴
が
見
え
る
か
ら
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う
ん

分
か

た

 
シ
ノ
ン
は
平
然
と

自
ら
の
顔
を
シ

ナ
の
顔
の
す
ぐ

ま
で
近
付
け

 
ス
コ

プ
を

き
こ
み

直
ぐ
に
対
象
の
敵
を
見
付
け
た

い
た
い
た

こ
い
つ
を
撃

て
み
れ
ば
い
い
の
ね

あ
あ

ち

と

離
が
あ
る
か
ら

 
タ

ン

 
そ
の

間
に
銃
声
が
鳴
り

い
た

シ

ナ
は

て
て
自
分
の
銃
の
ス
コ

プ
を

き
込
ん
だ

の
だ
が

 
敵
は

に
爆
散
し

そ
の

を
消
し
て
い
た

分
あ

さ
り
と
撃

た
ん
だ
な

え
え

何
と
な
く
外
す
気
が
し
な
か

た
の

そ
う
か

よ
し

次
は
あ
れ
だ

 
シ

ナ
は
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を
見
て
何
か
を
察
し
た
よ
う
で

々
と
次
の
目
標
の
指

を
続
け

た 
そ
し
て
そ
の
敵
の
全
て
を
シ
ノ
ン
は
ほ
と
ん
ど
時
間
を

け
ず
あ

さ
り
と
撃
破
し
て
見
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せ
たど

う
や
ら
一
気
に
い
く
つ
か
の
壁
を
越
え
た
み
た
い
だ
な

う
ん

何
か
そ
ん
な
感
じ
が
す
る

ま
あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
よ
な

何
か
キ

カ
ケ
で
も
あ

た
の
か

そ
う
ね

あ
え
て
言
う
と
し
た
ら

あ
ん
た
が
格
好
悪
い

て
事
か
な

 
そ
う
イ
タ
ズ
ラ
め
い
た
顔
で
言
う
シ
ノ
ン
に
対
し

シ

ナ
は

真
顔
で
言

た

や

と
気
付
い
た
の
か

俺
は
お
前
が
思

て
い
る
よ
う
な
格
好
い
い
男
じ

な
い

 
だ
か
ら
お
前
も
そ
ろ
そ
ろ
目
を
覚
ま
し
て
だ
な

目
を
覚
ま
し
て
ど
う
す
る
の

 
そ
う
言

て
シ
ノ
ン
は

自
分
の
顔
を
シ

ナ
の
顔
の
至
近

離
ま
で
近
付
け
た

ね

ど
う
す
る
の

 
シ
ノ
ン
は
更
に
自
分
の

を
シ

ナ
の

と
今
に
も
触
れ
ん
が
ば
か
り
の

離
ま
で
近
付
け

た 
シ

ナ
は
ピ
ク
リ
と
も
動
く
事
が
出
来
ず

そ
れ
で
も
何
と
か
そ
の
問
い
に
答
え
た

ど
う
も
し
な
い

て
い
よ
う
が
目
が
覚
め
よ
う
が

俺
と
お
前
は

ん
で
銃
を
持
ち
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俺
達
の
敵
を
狙
撃
し
て
い
る
だ
ろ
う
な

 
そ
の
シ

ナ
の
答
え
に
対
し

シ
ノ
ン
は
シ

ナ
の
顔
か
ら
自
分
の
顔
を
離
し

 
上
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
な
感
じ
で
こ
う
言

た

フ
ン

い
く
じ
な
し

俺
は
こ
う
い
う
時
は

勇

さ
よ
り
も
い
く
じ
な
し
を
選
ぶ
事
に
し
て
る
か
ら
な

で
も
隣
で
狙
撃
は
し
て
る
ん
だ
ね

当
た
り
前
だ

仲
間
だ
か
ら
な

そ
う
い
う
と
こ

す
ご
く
あ
ん
た
ら
し
い

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
以
上
押
す
の
は
一

や
め

微
笑
み
な
が
ら
そ
う
言

た

本
当
に
あ
ん
た
は
仲
間
を
大
事
に
す
る
よ
ね

当
た
り
前
だ

た
子

の
面
倒
は
最
後
ま
で
見
る
も
ん
だ

ん

そ
れ

て

ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
話
ね

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
記
憶
を
探
り

そ
の
答
え
に
思
い
当
た

た

あ
あ

そ
れ

て
も
し
か
し
て

ロ
ザ
リ
ア
の

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に

き
な
が
ら
言

た
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あ
あ

あ
い
つ
な
ん
か
が
ま
さ
に
そ
う
だ

話
し
た
事
無
か

た
か

 
あ
い
つ
は

俺
の
仲
間
を
殺
そ
う
と
し
た
事
が
あ

て

 
俺
達
の
手
で
監
獄
送
り
に
し
て
や

た
後
更
に
情
報
を
と
る

に
俺
が
ぶ
ち
の
め
し
た
ん
だ

 
で
現
実
に
帰
還
し
て
か
ら
偶
然
再
会
し
た
ん
だ
が
そ
の
縁
で
俺
の
下
僕
に
な

た

て

だ
何
て
い
う
か

ロ
ザ
リ
ア
も

絶
な
人
生
を
送

て
る
ん
だ
ね

ま
あ

た
か
ら
に
は
あ
い
つ
は
俺
の
物
だ

だ
か
ら
誰
に
も

さ
ん

 

に
出
す
時
も
う
ち
か
ら
出
す

う
わ

ま
さ
に

た
子

じ

な
か

た

小
猫
ね

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

た
後

続
け
て
こ
う
言

た

も
し
か
し
て

私
も

わ
れ
た
事
に
な
る
の
か
な

ん

ピ
ト
は
そ
ん
な
感
じ
だ
が

シ
ノ
ン
は

も
し
か
し
て

私
も

わ
れ
た
事
に
な
る
の
か
な

だ
か
ら

も
し
か
し
て

私
も

わ
れ
た
事
に
な
る
の
か
な
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あ

も
う
何
か
面
倒

い
か
ら
そ
れ
で
い
い
わ

 
シ

ナ
は
本
当
に
面
倒

く
な

た
の
か

特
に
深
く
考
え
ず

に
も
そ
う
言

た

 
そ
れ
を

い
た
シ
ノ
ン
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
私
も
シ

ナ
の
物
だ
ね

う
 
言
葉
に
詰
ま

た
シ

ナ
に

シ
ノ
ン
は
ぐ
い
ぐ
い
と
追
い
討
ち
を
か
け
た

違
う
の

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
違

私
も

た
の
よ
ね

ロ
ザ
リ
ア
の
時
と
何
が
違
う
の

う
 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
決
め
手
と
な
る
一
言
を
放

た

そ
れ
じ

あ

私
が
望
む
所
に

ち

ん
と

に
出
し
て
く
れ
る
の
よ
ね

お

お
う

と

当
然
そ
う
な
る
の
か

 
シ

ナ
は

に
出
す
の
部
分
に
気
を
取
ら
れ

そ
れ
な
ら
い
い
の
か
と
思
い

 
つ
い
そ
う
返
事
を
し
て
し
ま

た

そ
の

間
に
シ
ノ
ン
が
我
が
意
を
得
た
り
と
い
う
顔
で
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言

た
は
い

言
質

き
ま
し
た

何
の
だ
よ

私
が
望
む
所
に

て
ち

ん
と
言

た
じ

な
い

あ

お

お
い

ま
さ
か
お
前

も
う
シ
ズ
に
は

宣
戦
布
告
は
し
て
あ
る
の
よ
ね

お
い
お
い

ま
じ
か
よ

ま
あ
あ
ん
ま
り
い
じ
め
て
も
仕
方
な
い
し

今
日
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
わ

ま
じ
で
勘

し
て
く
れ

ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
帰
り
ま
し

 
だ
が
こ
の
日
の
出
来
事
は

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
無
か

た

 
帰
り
道
で
シ
ノ
ン
が

扉
の
よ
う
な
物
を
見
付
け
た
の
だ

ね

シ

ナ

こ
の
扉
は

扉

そ
ん
な
物
は
ど
こ
に
も

あ

ま
さ
か
お
前

そ
れ

で
も
確
か
に
こ
こ
に
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目
だ
シ
ノ
ン

そ
れ
に
触
る
な

そ
れ
は
多
分
ク
エ
ス
ト
の

きシ
ノ
ン

 
シ

ナ
は

て
て
シ
ノ
ン
の
手
を
掴
も
う
と
し
た
が

そ
れ
は
一
歩

か

た

 
シ
ノ
ン
は

い
込
ま
れ
る
よ
う
に

シ

ナ
か
ら
見
る
と

壁
の
奥
に
消
え
て
い

た

し
ま

た

こ
れ
は
多
分

俺
が
受
け
て
い
な
い
ク
エ
ス
ト
の
入
り
口
か

 
そ
の
せ
い
で

俺
に
は
扉
が
見
え
な
か

た

て
事
か

 
シ

ナ
は
そ
う

く
と

静
に
通
信
機
を
取
り
出
し

顔
に
装
着
し
た

シ
ノ
ン

こ
え
る
か
シ
ノ
ン

こ
え
る
わ

シ

ナ

今
ど
こ
だ

分
か
ら
な
い

で
も
遠
く
に
巨
大
な
敵
が
見
え
る
わ

そ
れ
は
多
分

ク
エ
ス
ト
の
対
象
モ
ン
ス
タ

だ
な

俺
が
そ

ち
に
行
く
に
は

 
お
前
が
受
け
た
の
と
同
じ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
な
い
と

目
な
ん
だ

 
そ
の
ク
エ
ス
ト

ど
こ
で
受
け
た
か
覚
え
て
る
か
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ご
め
ん

さ

ぱ
り
思
い
出
せ
な
い

く

そ
う
か

 
シ

ナ
は
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
込
ん
だ
が

ま

た
く
答
え
は
出
な
い

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

シ
ノ
ン
が
こ
う

ね
て
き
た

ね

あ
の
敵
を
倒
し
た
ら
こ
こ
か
ら
出
ら
れ
る
の
か
な

そ
う
だ
な

ク
エ
ス
ト
で
あ
る
以
上

倒
せ
ば
問
題
な
く
出
ら
れ
る
は
ず
だ

 
も

と
も
ソ
ロ
だ
と
か
な
り
厳
し
い
と
思
う
が

こ
こ
に
い
て
も
ジ
リ

だ
し

前
に
あ
ん
た
が
言

て
た
通
り

 
銃
の
射

ギ
リ
ギ
リ
く
ら
い
の
遠

離
か
ら
狙
撃
す
れ
ば
ノ

ダ
メ

ジ
で
倒
せ
た
り
し
な

い
か
な

お
前
の
銃
だ
と
ど
う
か
な

待
て
よ
さ

き
イ
コ
マ
に
射

を

ば
し
て
も
ら

た
か
ら

 
可
能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ
ノ
ン
は
覚
悟
を
決
め

シ

ナ
に
言

た

ど
う
せ

れ
な
い
ん
だ
し

死
ぬ
の
を
覚
悟
で

し
て
み
て
も
い
い

そ
れ
し
か
な
い
か

く
そ
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そ
の
シ

ナ
の
仲
間
を
死
な
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
苦

に
満
ち
た
言
葉
を

い
た

シ
ノ
ン
は

 
少
し
で
も
シ

ナ
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
し
て
こ
ん
な
事
を
言

た

大
丈
夫

今
の
私
は
か
な
り
調
子
が
い
い
か
ら
ね

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
に

シ

ナ
は
先
ほ
ど
の
シ
ノ
ン
の

を
思
い

か
べ
た

確
か
に
そ
う
だ

た
な

よ
し

気
楽
に
ど

ん
と
撃

て
み
ろ

う
ん

そ
の
前
に

敵
は
ど
ん
な
奴
だ

う

ん

あ
れ
は
多
分

ム
カ
デ

あ
れ
か

フ

ル
ド
に
い
た
な

そ
れ
の
強
化

だ
ろ
う
な

 
よ
し
シ
ノ
ン

そ
い
つ
の

に
宝
石
の
よ
う
な
物
は
見
え
る
か

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
を
受
け

そ
の
大
ム
カ
デ
を
観
察
し

 
そ
の

に
確
か
に
宝
石
の
よ
う
な
物
が
あ
る
の
を
発
見
し
た

う
ん

あ
る
み
た
い

そ
れ
が

点
だ

全
て
の
攻
撃
を
そ
こ
に
集
中
す
る
ん
だ
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了
解

大
丈
夫

私
は
一
人
じ

な
い

離
れ
て
い
て
も

今
の
私
の
隣
に
は
シ

ナ
が
い
る

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

銃
の
射

ぎ
り
ぎ
り
に
銃
座
を
設
置
し

慎
重
に
狙
い
を
つ
け

 
そ
の
大
ム
カ
デ
の

の
宝
石
を
狙
撃
し
た

 
タ

ン

と
い
う
音
が

こ
え

シ

ナ
は
通
信
機
に
向
か

て
問
い
か
け
た

ど
う
だ
シ
ノ
ン

敵
に
動
き
は
あ

た
か

無
い
み
た
い

と
り
あ
え
ず
作
戦
は
成
功
よ

お
お

イ
コ
マ
様
々
だ
な

え
え

本
当
に
ね

こ
の
ま
ま
狙
撃
を
継
続
す
る
わ

幸
い

は
豊

に
あ
る
し
ね

そ
れ
も
ラ

キ

だ

た
な

し
か
し
そ
れ
で
も

り
が
足
り
る
か
不
安
だ
が
い
け
そ
う
か

そ
う
ね

発
外
す
と
足
り
な
い
か
も

ま
あ
そ
の
時
は
死
ぬ
気
で
近
接
戦
闘
を
挑
む

わ
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

頑
張
れ

う
ん
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タ

ン

 
タ

ン

 
タ

ン

 
無

作
と
も
い
え
る
よ
う
な
間

で
銃
声
が
続
く

 
シ

ナ
は
や
き
も
き
し
な
が
ら

て
そ
の
音
を

い
て
い
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
に
シ
ノ
ン
が
話
し
か
け
た

 
タ

ン

ね

シ

ナ

ど
う
か
し
た
か

 
タ

ン

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
よ
ね

あ
あ
そ
う
だ
な

て
か

話
し
て
て
平
気
か

 
タ

ン

大
丈
夫

む
し
ろ
こ
の
方
が
集
中
で
き
る
わ

な
ら
い
い
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タ

ン

私
ね
物
心
が
つ
い
て
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス

て
大

い
だ

た
の

ほ
ら
家
庭
の
事
情
で

さ
そ
う
か

 
タ

ン

で
も
今
の
私
に
は
あ
な
た
や
皆
が
い
る

ね

私
今
年
は
ち

と
は
期
待
し
て
も
い
い

の
か
な

そ
う
だ
な

期
待
し
て
い
い
ぞ

俺
が
好
き
な
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
や
る

 
タ

ン

じ

あ

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
あ
ん
た
で

お
い

で

出
来
れ
ば
そ
れ
以
外
で
頼
む
わ

 
タ

ン

冗
談
よ

内
容
は
任
せ
る
わ

そ
れ
が
一
番
困
る
ん
だ
が
な

 
タ

ン
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ねお
う

 
タ

ン

ハ
ミ
ン
グ
で
い
い
か
ら

ち

と
ク
リ
ス
マ
ス

い
曲
を
歌

て
て
く
れ
な
い

音

と
か

あ
ん
ま
り
期
待
す
る
な
よ

あ
り
が
と

シ

ナ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
を
ハ
ミ
ン
グ
で
歌
い
始
め
た

 
タ

ン

 
タ

ン

 
タ

ン

 
シ

ナ
の
口
ず
さ
む
リ
ズ
ム
に
乗
り

の
音
が

に
続
い
て
い
く

 
そ
し
て
何
度
目
か
の
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
が
終
わ
る

の
音
が
止
ん
だ

こ
こ
ま
で
全

命
中

よ
く
や

た
な

ハ
ミ
ン
グ

上
手
か

た
わ
よ
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ち

と
は
役
に
た
て
た
か

う
ん

と

て
も

あ
ん
た
と
一

の
初
め
て
の
ク
リ
ス
マ
ス

凄
く
期
待
し
て
る
わ

言

て
お
く
が

二
人
き
り
じ

な
い
か
ら
な

そ
れ
な
ら
最
高
だ

た
け
ど
ま
あ
分
か

て
る
わ
よ
皆
と
一

な
の
も
楽
し
そ
う
じ

な

い 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
深
呼

を
す
る
と

シ

ナ
に
こ
う
言

た

多
分
あ
と
一
撃
で
倒
せ
る
わ

そ
し
て
残
り
の

は
一
発
し
か
な
い

ク
ラ
イ
マ

ク
ス
だ
な

え
え

こ
れ
が
私
か
ら
私
へ
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
よ

 
タ

ン

 
そ
し
て
最
後
の
銃
声
が

き

り

り
に
静

が
訪
れ
た

命
中

お
前
な
ら
当
然
だ
な

え
え

当
然
ね

 
シ

ナ
は
平
然
と
そ
う
言
い

シ
ノ
ン
も
そ
れ
に
平
然
と
答
え
た
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扉
が
開
い
た
わ

多
分
そ
こ
の
近
く
の
地
上
に
出
れ
る
と
思
う

上
で
落
ち
合
い
ま
し

う

了
解
だ

 
そ
し
て
地
上
に
出
た
シ

ナ
の
前
に
見
慣
れ
ぬ
巨
大
な
銃
を
持

た
シ
ノ
ン
の

が
現
れ
た

つ
い
に
や

た
な

シ
ノ
ン

え
え

本
当
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な

た
わ

ま
あ
ち

と

い
け
ど
ね

名
前
は

ウ
ル
テ

マ
ラ
テ

オ
・
ヘ
カ

ト

そ
う
か

本
当
に
よ
く
や

た
な
シ
ノ
ン

最
高
だ

た
ぞ

シ

ナ

や

た

私
や

た
よ

 
そ
の

間
に
シ
ノ
ン
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ

シ

ナ
に

き
つ
い
た

 
さ
す
が
の
シ

ナ
も
こ
ん
な
時
に
野

な
事
は
言
わ
ず

て
シ
ノ
ン
を
受
け
止
め
る
と

 
そ
の
体
を
し

か
り
と

き
し
め

そ
の
ま
ま
シ
ノ
ン
の

を
な
で
た

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
ま
ま
シ

ナ
の

を

お
う
と
し
て
き
た
の
で

 
シ

ナ
は
そ
ん
な
シ
ノ
ン
の

を
コ
ツ
ン
と
叩
き
な
が
ら
言

た

調
子
に
乗
る
な
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残
念

も
う
少
し
だ

た
の
に

油
断
も

も
無
え
な

今
後
は
私
の

の
狙
撃
か
ら

頑
張

て
自
分
の

を
守
る
の
よ

へ
い
へ
い

  
こ
う
し
て
こ
の
日

シ
ノ
ン
は

本
当
の
意
味
で
ス
ナ
イ
パ

と
な

た



 第２５２話 手がかりを掴む

 
第
２
５
２
話
 
手
が
か
り
を
掴
む

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

シ

ナ

い
や

ほ
と
ん
ど
お
前
の
力
だ
ろ

う
う
ん

私
一
人
じ

絶
対
に
無
理
だ

た
と
思
う

そ
ん
な
事
は
無
い
と
思
う
が

ま
あ
少
し
で
も
役
に
た
て
た
な
ら
良
か

た
よ

今
度
ま
た
こ
う
い
う
事
が
あ

た
ら

そ
の
時
も
私
の

に
い
て
ね

努
力
は
す
る
が

お
前
は
も

と
慎
重
さ
を
身
に
付
け
ろ

は

い

 
シ
ノ
ン
は

を
ペ
ロ

と
出
し
て
そ
う
答
え
た

そ
し
て
シ
ノ
ン
は

ヘ
カ

ト

を
得
た

喜
び
も
相
ま

て

 
そ
の
ま
ま
幸
せ
な
気
分
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
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そ
し
て
シ

ナ
は

ロ
ザ
リ
ア
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
ろ
う
と
メ

セ

ジ
を
送

た

今
ど
こ
だ

と

よ
し

送
信

こ
こ
で
す

う
お

 
シ

ナ
が
メ

セ

ジ
を
送

た

間

後
ろ
か
ら
ロ
ザ
リ
ア
の
声
が
し
た

 
シ

ナ
は
驚
き

ロ
ザ
リ
ア
に
こ
う

ね
た

お
前

い
つ
か
ら
そ
こ
に
い
た
ん
だ
よ

シ
ノ
ン
が
シ

ナ
に
キ
ス
を
せ
が
ん
で
い
る
所
か
ら
で
す
ね

相
変
わ
ら
ず
お
前
こ
こ
で
は
そ
の
キ

ラ
な
ん
だ
な

言

て
お
く
け
ど
何
も
し
て
な

い
か
ら
な

も
ち
ろ
ん
見
て
た
か
ら
知

て
ま
す
よ

た
だ

し
た
だ
け
で
す
ね

 
シ

ナ
は
さ
す
が
に
誤
解
を
と
い
て
お
こ
う
と
思
い
ロ
ザ
リ
ア
に
理
由
を
説
明
す
る
事
に
し

た
お
い

あ
れ
は
だ
な

 
だ
が
シ

ナ
の
説
明
を

く
前
に

ロ
ザ
リ
ア
は
事
の
本
質
を
ズ
バ
リ
と
言
い
当
て
た
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大
丈
夫
シ
ノ
ン
の
持

て
い
た
あ
の
銃
つ
い
に
念
願
の
対
物
ラ
イ
フ
ル
を
手
に
入
れ
た
ん

で
す
ね

 
そ
し
て

は

シ
ノ
ン
が
喜
び
の
あ
ま
り

感

ま

て

き
つ
い
た
だ
け
で

 
シ

ナ
は
そ
れ
を
優
し
く
受
け
止
め
た
だ
け

 
逆
に
あ
の
場
面
で
シ
ノ
ン
を

ん
で
た
ら
私
は
シ

ナ
の

奴

を
ピ
ト
に

る
所
で
し

た
よ何

て
い
う
か
す
ご
く
判
断
に
困
る

微

な
デ

ス
り
方
だ
な

 
そ
れ
に
な
ん
か
お
前

こ
こ
で
は
す
ご
い

能
な
の
な

シ

ナ
の
密
偵
で
す
か
ら
ね

こ
れ
く
ら
い
は
当
然
で
す

そ

そ
う
か

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は

シ

ナ
の
次
の
言
葉
を
先
取
り
し
て
こ
う
言

た

で

用
事
は
シ
ノ
ン
の
バ
イ
ト
の
事
で
す
か

 
シ

ナ
は

気
に
取
ら
れ

思
わ
ず
ロ
ザ
リ
ア
に
文

を
言

た

お
前

何
で
こ
こ
で
だ
け
そ
ん
な
に

能
な
の

何
で
現
実
だ
と
あ
ん
な
に
ポ
ン
コ
ツ
な
の
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気
の
せ
い
で
す

明
ら
か
に
気
の
せ
い
じ

な
い
と
思
う
が

バ
イ
ト
の
件
に
つ
い
て
は
任
さ
れ
ま
し
た

 
後

多
分
シ
ズ
カ
が
待

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

少
し
急
い
だ
方
が

 
シ

ナ
は
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
言
い
方
に
違
和
感
を
感
じ
た
が
と
り
あ
え
ず
そ
の
言
葉
に

い

 
速
や
か
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
に
し
た

そ
う
い
や
か
な
り
時
間
が
か
か

ち
ま

た
な

そ
れ
じ

あ
そ

ち
は
お
前
に
任
せ
た
ぞ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
二
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

薔
薇
は
ア
ル
ゴ
に
詩
乃
の
連

先
を

い
た

 
ふ
う

 
詩
乃
は
現
実
へ
と
帰
還
す
る
と

ア
ミ

ス
フ

ア
を
外
し

 
ベ

ド
の
上
で
満
足
そ
う
に
た
め
息
を
つ
い
た

ふ
ふ

ふ
ふ
ふ

や

た

や

た
わ

 
全

命
中

て
凄
く
な
い

あ
な
た
も
そ
う
思
う
わ
よ
ね

シ

ナ

八
幡
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あ
あ

良
く
や

た
な
詩
乃

え
ら
い
ぞ

 
詩
乃
は

自
分
の
中
の
エ
ア
八
幡
に
向
け
て
そ
う
言

た

 
も
ち
ろ
ん
返
事
は
無
い
が
詩
乃
の
中
の
エ
ア
八
幡
は
し

か
り
と
詩
乃
の
事
を
褒
め
て
く

れ
たは

私

こ
ん
な
に
幸
せ
で
い
い
の
か
な

 
八
幡
と
出
会

て
か
ら

世
界
が
違

て
見
え
る
気
が
す
る

 
学
校
の
事
も
そ
う
だ
し
バ
イ
ト
の
事
も

そ
し
て
念
願
の
対
物
ラ
イ
フ
ル
ヘ
カ

ト

 
で
も
こ
う
い
う
時
ほ
ど

き

と
ど
こ
か
に
落
と
し

が
あ
る
は
ず

気
を
付
け
な
い
と
ね

 
詩
乃
が
あ
ら
た
め
て
そ
う
自
分
を

め
た

間

詩
乃
の

が
着
信
を
告
げ
た

 
そ
れ
は
見
た
事
の
無
い
番

だ

た

詩
乃
は
一

無

し
よ
う
か
と
思

た
の
だ
が

 
大
事
な
用
件
だ

た
ら
困
る
と
思
い
直
し

そ
の
ま
ま

話
に
出
る
事
に
し
た

も

も
し
も
し

朝
田
で
す
け
ど

あ

詩
乃

ご
め
ん
な
さ
い

い
き
な
り

話
し
て

私

薔
薇
だ
け
ど

 
詩
乃
は
薔
薇
に
番

を
教
え
た
記
憶
が
無
か

た

驚
き
つ
つ
も
返
事
を
し
た
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あ

薔
薇
さ
ん
で
す
か

こ
ん
ば
ん
は

よ
く
こ
の
番

が
分
か
り
ま
し
た
ね

悪
い
と
思

た
ん
だ
け
ど

急
ぎ
の
用
事
だ

た
か
ら

 
以
前
調
べ
た
情
報
を
使
わ
せ
て
も
ら

た
わ

ご
め
ん
な
さ
い
ね

そ
れ
は
別
に
い
い
ん
で
す
け
ど

何
か
あ
り
ま
し
た
か

八
幡
か
ら
言
わ
れ
て

バ
イ
ト
の
事
で

話
し
た
の
よ
ね

 
そ
う
い
え
ば
さ

き
そ
う
言

て
た
な
と
思
い
な
が
ら

詩
乃
は
薔
薇
に
お

を
言

た

速
連

し
て
く
れ
た
ん
で
す
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
あ

あ
の

あ
ん
な
に
恵
ま
れ
た

件
で

本
当
に
い
い
ん
で
す
か

実
は
う
ち
の
バ
イ
ト
は

一

か
ら
の

集
は
一
切
受
け
付
け
て
い
な
い
の
よ

 
だ
か
ら
そ
の

件
で
ま

た
く
問
題
無
い
の
よ

え
え

要
す
る
に
う
ち
の
ボ
ス
か
八
幡
が
直
接
選
ん
だ
人
し
か
働
い
て
な
い

て
事
な
ん
だ
け
ど
ね

 
あ

で
も
勘
違
い
し
な
い
で
ね

う
ち
は
完
全
な
能
力
至
上
主
義
よ

 
つ
ま
り
あ
な
た
は

そ
れ
ほ
ど
あ
の
人
に
信
頼
さ
れ
て
る

て
事

あ

そ

そ
う
な
ん
で
す
ね
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詩
乃
は

目

が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
な
が
ら

何
と
か
そ
う
答
え
た

 
そ
の
声
が
少
し
涙
声
だ

た

詩
乃
の

態
を
何
と
な
く
悟

た
薔
薇
は

 
優
し
い
口
調
で
詩
乃
に
言

た

分
か
る
わ

あ
の
人

基
本
そ
う
い
う
事
は
何
も
言
わ
な
い
も
の
ね

 
で
も
後
で
そ
の
事
が
分
か
る
と
凄
く
嬉
し
い
の
よ
ね

は

は
い

そ
れ
じ

あ

し
い

件
を
詰
め
ま
し

う
か

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

   
八
幡
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
な
り

 

張
が
解
け
た
の
か

ベ

ド
に
大
の

に
な

て
深
い
た
め
息
を
つ
い
た

ふ
う

一
時
は
ど
う
な
る
事
か
と
思

た
が

何
と
か
な

た
か

あ

八
幡
君

や

と

て
き
た

分

か

た
け
ど
何
か
あ

た
の

 
ど
う
や
ら
八
幡
が

た
気
配
を
察
し
た
の
か
明
日
奈
が
部
屋
に
入
る
な
り
そ
う
言

た
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お
う

実
は
な

 
そ
の
八
幡
の
説
明
を

き

明
日
奈
は
と
て
も
驚
い
た

う
わ

全

命
中
と
か
凄
い
ね

シ
ノ
の
ん
覚

そ
う
だ
な
何
が
あ

た
か
は
知
ら
な
い
が
多
分
何
か
大
き
な
心

の
変
化
で
も
あ

た
ん

だ
ろ
う
な

 
確
か
に
覚

し
た
と
し
か
言
い
よ
う
の
無
い

凄
い
狙
撃

り
だ

た
ぞ

心

の
変
化

ね

 
明
日
奈
は

多
分
八
幡
君

み
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
も

 
今
ま
で
そ
う
言

た

は
よ
く
見
て
き
た
の
で

特
に
疑
問
に
は
思
わ
ず

 
八
幡
の
隣
に

け
る
と

そ

と
そ
の

に
自
分
の

を
乗
せ
な
が
ら
言

た

八
幡
君
は

り
の
人
達
を
ど
ん
ど
ん
い
い
方
向
に
変
え
て
い
く
ん
だ
ね

今
回
俺
は

特
に
何
も
し
て
な
い
と
思
う
が

う
う
ん

八
幡
君
の
色
々
な
行
動
が
ど
ん
ど
ん

み
重
な

て

 
あ
る
時
そ
れ
が
他
人
の
中
で

ん

て
花
開
く
ん
だ
よ

 
こ
う
い
う
の
は
得
て
し
て
本
人
に
は
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
の
か



 第２５２話 手がかりを掴む

 
八
幡
は

そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に
ま

た
く
実
感
が
無
い
ら
し
く

首
を

げ
た

本
当
に
今
回
俺
が
や
た
の
は
狙
撃
中
に
歌
を
歌
わ
さ
せ
ら
れ
た
事
く
ら
い
な
ん
だ
が
な

歌あ
あ

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
な

何
で
そ
ん
な
事
に

頼
ま
れ
た
ん
だ
よ

ク
リ
ス
マ
ス

い
歌
を
何
か
ハ
ミ
ン
グ
し
て
く
れ

て

 
ま
あ
そ
れ
は

あ
い
つ
が
覚

し
た
後
の
話
な
ん
だ
け
ど
な

へも
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
だ
ろ

今
ま
で
は
ほ
ら

あ
い
つ
家
庭
の
事
情
か
ら
し
て

 
ク
リ
ス
マ
ス
の
事
が
大

い
だ

た
ら
し
い
ん
だ
が

 
今
年
は
俺
達
が
一

だ
か
ら

皆
で
集
ま
れ
る
か
も

て
思

た
ら
し
く
て
な

 
そ
の
事
が
ま
あ
物
心
つ
い
て
か
ら

て
意
味
で
生
ま
れ
て
初
め
て
楽
し
み
に
思
え
る
と
か

 
そ
う
嬉
し
そ
う
に
言

て
た
な

 
そ
れ
を

い
た

間

明
日
奈
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
で
八
幡
に
言

た

そ

か

う
ん

八
幡
君

そ
れ
じ

あ
頑
張

て
企
画
し
よ
う
ね
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あ
あ

そ
う
だ
な

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
集
ま
り
も
あ
る
か
ら
私
達
と
小
町
ち

ん
は
二
回
や
る
事
に
な

る
ねあ

あ
そ
う
か

さ
す
が
に
そ

ち
に
詩
乃
を
呼
ぶ
の
は
ま
だ
ち

と
な

い
ず
れ
シ
ノ
の
ん
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
た
時
の
お
楽
し
み
だ
ね

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
未
来
を
夢
見
な
が
ら

八
幡
に
一
つ
お
願
い
を
し
た

ね

八
幡
君

私
に
も
歌

て

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル

ん

あ
あ

別
に

わ
な
い
け
ど

上
手
く
は
な
い
か
ら
な

別
に
い
い
の

そ
う
か

 
そ
う
言

て
八
幡
は

今
日
何
度
目
か
の
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
を
口
ず
さ
み
は
じ
め
た

 
明
日
奈
は
そ
れ
を
幸
せ
そ
う
に

い
て
い
た
の
だ
が

 

中
か
ら
一

に
口
ず
さ
み
は
じ
め

二
人
の
ハ
ミ
ン
グ
は
し
ば
ら
く
続
い
た

あ
 
突
然
明
日
奈
が
そ
ん
な
声
を
上
げ

そ
こ
で
二
人
の
ハ
ミ
ン
グ
は
終
わ

た
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ど
う
か
し
た
の
か

う

う
ん

私

大
事
な
事
を
八
幡
君
に
伝
え
忘
れ
て
た

 
そ
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は

先
ほ
ど
薔
薇
が
言

て
い
た
事
を
思
い
出
し
た

あ
あ

薔
薇
が

明
日
奈
が
待

て
る
と
か
何
と
か
言

て
た
の
は
そ
の
事
か

う
ん
多
分
そ
う
だ
と
思
う

え

と
ね

の
ア

ガ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
デ

タ
が
見
つ
か

た
のお

お

ど
こ
に
あ

た
ん
だ

え

と
ね

茅
場
さ
ん
の

か
ら
だ

て

凛
子
さ
ん
が

さ
ん
の

 
八
幡
は

こ
れ
は
ま
た
意
外
に
あ

た
も
ん
だ
と
驚
き
を

せ
な
か

た

う
ん
調
べ
て
い

た
ら
ど
う
や
ら
茅
場
さ
ん
が
そ
の
企
画
に
全
面
的
に
協
力
し
て
た
み
た

い
で

 
も
し
か
し
た
ら

て
思

て
調
べ
た
ら
ビ
ン
ゴ
だ

た
ん
だ

て

 
し
か
も

な

で
の
記
録
も
残

て
た
ん
だ

て
よ

そ
う
い
う
事
か
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そ
の
事
で
明
日
の
朝

凛
子
さ
ん
が
八
幡
君
に
眠
り
の
森
ま
で
来
て
欲
し
い

て

そ
う
か

分
か

た

 
八
幡
は

楓
の
病
気
を
何
と
か
す
る

の
手
が
か
り
が
一
つ
得
ら
れ
た
と

 
心
か
ら
安

し
た

そ
の
せ
い
か

八
幡
は
急
に
眠
気
が
訪
れ
る
の
を
感
じ
て
い
た

急
に
眠
く
な

た
な

今
日
も
色
々
あ

て
疲
れ
た
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
お
風
呂
に
入

て

す
ぐ

よ

か

あ
あ

そ
う
し
よ
う

 
そ
し
て
脱
衣
所
で
服
を
脱
ぎ
始
め
た
明
日
奈
を
見
た
八
幡
は

 
何
か
に
気
付
い
た
の
か

突
然
こ
う
声
を

け
た

ん

明
日
奈

ち

と
い
い
か

ど
う
か
し
た
の

あ
あ

ち

と
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

そ

と
明
日
奈
を

き
し
め
た

え

え

や

ぱ
り
か

明
日
奈

最
近
ち

と
肉
付
き
が
良
く
な

た
か
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明
日
奈
は
そ
の
言
葉
を

き

愕
然
と
し
た
顔
で
八
幡
の
顔
を
見
た

え
え
え
え
え

ダ

ダ
イ
エ

ト
し
な
き

ん

別
に
い
ら
ん
だ
ろ

で

で
も

 
明
日
奈
の
困
り
顔
を
見
て

八
幡
は
明
日
奈
に
こ
ん
こ
ん
と
言
い

か
せ
た

い
い
か
明
日
奈

て
の
は
そ
う
い
う
も
ん
だ

 
あ
る

度

が

え
な
い
と
寒
さ
に

え
ら
れ
な
い
か
ら
な

 
そ
れ
に

の
露
出
は
少
な
い
し
こ
う
や

て
年
中
明
日
奈
の

を
見
る
機
会
の
あ
る
俺
以
外

に 
明
日
奈
の
そ
ん
な

な
違
い
に
気
が
付
く
奴
も
い
な
い

 
も
し
気
に
な
る
な
ら

そ
れ
は
夏
前
に
何
と
か
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
事
で
あ

て

 
む
し
ろ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
直
後
の
明
日
奈
の

せ

た

態
を
知

て
い
る
俺
と
し
て
は

 
今
く
ら
い
健

的
な
方
が
凄
く
安
心
す
る

だ
か
ら
何
の
問
題
も
無
い
ん
だ

う
う
ん

で
も
年
中
と
か
そ
ん
な
に
ス
ト
レ

ト
に
言
わ
れ
る
と
ち

と
恥
ず
か
し

い
ね
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そ
う
言

て
明
日
奈
は

そ
の
ま
ま
目
の
前
に
い
る
八
幡
に
そ

と
キ
ス
を
し
た

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
湯
船
に
つ
か
り
明
日
奈
も
安
心
し
た
の
か

を

か
し
た
直
後
に
眠
気

に
負
け

 
二
人
は
そ
し
て
今
日
も

日
と
同
じ
よ
う
に
く

つ
い
た
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た

 
こ
う
し
て
京
都
の
二
日
目
の
夜
は

穏
や
か
に
過
ぎ
て
い

た



 第２５３話 暴走魔王

 
第
２
５
３
話
 
暴
走
魔
王

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
次
の
日
八
幡
が
目
を
覚
ま
す
と

明
日
奈
は

に

き
た
ら
し
く

そ
の

は
無
か

た

 
八
幡
は
和
室
の
方
に
で
も
い
る
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
そ
ち
ら
へ
と
続
く
扉
に
近
付
い
た
の

だ
が

 
そ
の
時
八
幡
は

何
か

け
声
の
よ
う
な
も
の
が

こ
え
る
事
に
気
が
付
き

 
そ

と
扉
を
開
け

外
の
様
子
を
こ

そ
り
と

た

 
外
の
ソ
フ

で
は
明
日
奈
が
腹
筋
を
し
て
い
る

が
見
え
た

八
幡
は
こ

そ
り
と
風

呂
を
わ
か
し

 
タ
オ
ル
を
持
つ
と

そ
の
ま
ま
明
日
奈
を
生

か
い
目
で
見
守

た

ふ
う

ま
あ
こ
ん
な
も
ん
か
な

 
明
日
奈
は
ど
う
や
ら
満
足
し
た
ら
し
く

少
し

ば
ん
だ
顔
で
そ
う
言

た
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そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

八
幡
は
そ

と
明
日
奈
に
タ
オ
ル
を
差
し
出
し
た

ほ
れ

タ
オ
ル

あ

あ
り
が
と
う

八
幡
君

て

八
幡
君

い

い
つ
か
ら

き
て
た
の

そ
う
だ
な

ピ

丁
度
風
呂
が

く
く
ら
い
前
か
ら
だ
な

 
丁
度
そ
の
時

風
呂
が

い
た
音
が

こ
え
た

八
幡
は
そ
う
言

た

そ

そ
ん
な
に
前
か
ら

お
う

明
日
奈
の
胸
が
何
度
も

れ
る
光
景
は

見
て
て
中
々
楽
し
か

た
ぞ

お

お

お

おお
腹
じ

な
く
て

 
八
幡
は
え

ち
と
か
ス
ケ
ベ
と
か
そ
う
い

た
言
葉
が
返

て
く
る
も
の
だ
と
思

て
い

た 
そ
の
言
葉
に
虚
を
つ
か
れ
た

そ
し
て
自
分
の
言
葉
が
想
像
以
上
に
明
日
奈
に
は
衝
撃
だ

た

の
だ
と

 
あ
ら
た
め
て
反
省
し

安
心
さ
せ
よ
う
と
明
日
奈
の
お
腹
を
さ
す
り
な
が
ら
言

た
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い

今
は

目
だ

て
ば

こ
れ
の
ど
こ
が
太
い
ん
だ
よ

ま

た
く

が
わ
か
ら
ん

 
い
い
か
明
日
奈
俺
は

日
肉
付
き
が
い
い
と
言

た
だ
け
で
あ

て
太

て
い
る
と
は

言

て
な
い

 
そ
も
そ
も
明
日
奈
が
太

て
る
ん
だ

た
ら
姉
さ
ん
な
ん
か
デ
ブ
だ
デ
ブ
そ
り

も
う
超

デ
ブ
だ

あ

だ

目

そ
れ
以
上
は

誰
が
デ
ブ
だ

て

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た

間

八
幡
は

直
し
た

だ
か
ら

目
だ

て

そ

ち
の
意
味
だ

た
か

 
八
幡
は

今
日
が
俺
の
命
日
だ

た
か
と
思
い
な
が
ら

め
て
陽
乃
の
方
を
向
き

 

て
土
下
座
を
し
た

に

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

ど
う
し
て
謝

て
る
の

八
幡
君
は
思

た
事
を
素
直
に
言

た
だ
け
で
し

う
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に

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

と
り
あ
え
ず
八
幡
君

そ
の
ま
ま

て
前
に
手
を
出
し
な
さ
い

は

は
い

 
八
幡
は

て
そ
の
陽
乃
の
指

に

た

 
そ
ん
な
八
幡
の
手
に

す
べ
す
べ
し
た
手
触
り
の
物
が
当
た

た

 
八
幡
が
顔
を
上
げ
る
と

手
に
は
明
日
奈
の
お
腹
が

手
に
は
陽
乃
の
お
腹
が
当
て
ら
れ

て
い
た

なほ
ら

確
認
し
な
さ
い

あ

は
い

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

て
二
人
の
お
腹
を
さ
す
り
お
茶
の
先
生
の
よ
う
な
口
調
で
言

た
結

な
お
点
前
で

だ

て
よ
明
日
奈
ち

ん

良
か

た
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そ
れ
じ

あ
次
は
こ

ち
ね

 
そ
う
言
う
と
陽
乃
は
と
ん
で
も
な
い
暴

に
出
た

陽
乃
は
八
幡
の
両
手
を

る
と

 
そ
れ
を
ぐ
い

と
上
に
持
ち
上
げ

明
日
奈
と
自
分
の
胸
に
押
し
当
て
た
の
だ

た

お
わ

きほ
ら
ほ
ら

ち

ん
と
こ

ち
も
比
べ
る
の
よ

ち

ち

と
姉
さ
ん

ど
う
か
し
ら

八
幡
君

 
八
幡
は
何
も
か
も

め
た
よ
う
な
顔
で

々
と
二
人
の
胸
を

ん
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

正
直
に
そ
の
感
想
を
述
べ
た

さ
す
が
に
姉
さ
ん
の
方
が
大
き
い
で
す
ね

俺
は
明
日
奈
の
胸
の
方
が
好
き
で
す
が

 
そ
れ
は
八
幡
の
精
一

の

抗
だ

た
の
だ
が
陽
乃
は
そ
れ
を
意
に
介
さ
ず
逆
に
八
幡
に

質
問
を
し
た

で

八
幡
君
は

こ
の
違
い
が
ど
こ
か
ら
来
る
と
思
う

え

と

遺
伝

と
か
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そ
れ
じ

あ
雪
乃
ち

ん
は
ど
う
な
る
の
よ

か

可
能
性
は
あ
る
ん
じ

な
い
か
と

あ
ら

八
幡
君
は
雪
乃
ち

ん
に

い
の
ね

で
も
違
う
わ

 
女
の
胸
は

男
に

ま
れ
た
回

で
決
ま
る
の
よ

 
雪
乃
ち

ん
の
胸
が
成
⻑
し
な
い
の
は

あ
な
た
が

ま
な
か

た
か
ら
な
の
よ

雪
乃
に
そ
ん
な
恐
ろ
し
い
事
出
来
る

が
無
い
だ
ろ

こ
の
馬

姉
が

 
八
幡
は
た
ま
ら
ず
そ
う
突

込
ん
だ

陽
乃
は
そ
れ
を
無

し

明
日
奈
の
方
を
見
な
が
ら

言

た
明
日
奈
ち

ん

こ
の
二
日
間

一
度
で
も
八
幡
君
に
胸
を

ま
れ
た
か
し
ら

う

う
う
ん

一
度
も

ほ
ら
見
な
さ
い

私
と
明
日
奈
ち

ん
の
こ
の
差
は

全
て
あ
な
た
の
せ
い
な
の
よ

 
私
の
胸
を
こ
こ
ま
で
大
き
く
成
⻑
さ
せ
た
そ
の
手
で
明
日
奈
ち

ん
の
胸
も
し

か
り
成
⻑

さ
せ
な
さ
い

誤
解
を

く
よ
う
な
事
を
言
う
ん
じ

ね
え
よ
姉
さ
ん
の
胸
を

ん
だ
記
憶
な
ん
か
一
度
も

無
え
よ
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八
幡
は
再
び
激
し
く
そ
う
突

込
ん
だ

 
こ
の
時
点
で
八
幡
は

完
全
に
陽
乃
の
手
の
平
の
上
で

ら
さ
れ
て
い
た

本
当
に

本
当
に

い
や
絶
対
に
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
に
い
た
時
も

は

 
そ
の
陽
乃
の
言
葉
に

八
幡
は
き

と
ん
と
し
た

ベ

ド
に

て
い
た
あ
な
た
の
手
を
私
が
こ

そ
り
自
分
の
胸
に
当
て
て
い
な
か

た
と
で

も 
も
し
そ
ん
な
事
は
無
い
と
主
張
す
る
な
ら

そ
れ
を
証
明
し
て
み
せ
な
さ
い

な

な

な

う
わ

さ
す
が
姉
さ
ん

あ
の
八
幡
君
が
絶

し
て
る
よ

い
い

明
日
奈
ち

ん

八
幡
君
で
遊
ぶ
の
は
こ
う
や

て
や
る
の
よ

 
ち
な
み
に
胸
を

ま
せ
る
ま
で
が
全
て
計
算
ず
く
よ

さ

す
が
姉
さ
ん
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い

い
い
加

に

り
な
さ
い

こ
の
甲
斐
性
無
し

 
再
び
抗
議
し
よ
う
と
し
た
八
幡
に

陽
乃
は
ピ
シ

リ
と
言

た

ん
な

せ

か
く
私
が
二
人
を
同
じ
部
屋
に
し
て
あ
げ
た
の
に
あ
な
た
は
一
体
何
を
や

て
い
る
の

 
こ
れ
じ

あ
私
の

大
な
計
画
が
台
無
し
じ

な
い
の
よ

 
陽
乃
は
逆
ギ
レ
ぎ
み
に
八
幡
に
そ
う
言

た

八
幡
は
気
圧
さ
れ
つ
つ
も
陽
乃
に
質
問
を
返

し
たけ

計
画
だ
と

そ
う
よ

こ
こ
で
八
幡
君
と
明
日
奈
ち

ん
が
う

か
り

り
上
が

て
子

を
作

ち

て 
そ
の
ま
ま
結
婚
し
て
幸
せ
な
家
庭
を

く
じ

な
い

で

八
幡
君
と
結
婚
出
来
な
い
私
が

 
そ
の
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
男
の
子
と
十
八
年
後
に
結
婚
し
て

 
そ
の
男
の
子
の
面
影
に
八
幡
君
を
重
ね
て
や

と
思
い
を

げ
る

て
い
う

大
な
計
画
よ
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正
気
か
よ
馬

姉

下
だ

下

 
八
幡
は
と
り
つ
く

も
な
く
そ
う
言

た

だ
が
陽
乃
は
め
げ
ず

次
に
こ
う
言

た

な
ら
も
う
私
が

治
家
に
な

て

一
夫
多
妻
制
を

入
す
る
し
か
な
い
わ
ね

 
明
日
奈
ち

ん
は
そ
れ
で
も
い
い

そ
う
な

た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
ん
だ
け
ど
上
限
人

に
よ

て
は
凄
い
争
い
に
な
り
そ

う
だ
ね

そ
う
ね

十
人
は
確
保
し
な
い
と
血
を
見
る
事
に
な
る
わ
ね

 
そ
ん
な
二
人
の
や
り
取
り
を
見
て

八
幡
は
諭
す
よ
う
に
明
日
奈
に
言

た

お
い
明
日
奈

そ
の
馬

姉
の
相
手
を
真
面
目
に
し
な
く
て
も
い
い
か
ら
な

え

で
も

姉
さ
ん
な
ら
本
当
に
や
り
そ
う
だ
し

怖
い
事
を
言
う
な
よ

 
そ
れ
で
ど
う
や
ら
こ
の
話
も
や

と
終
わ

た
と
判
断
し
た
の
か

 
陽
乃
は
サ

と
立
ち
上
が
る
と

二
人
に
向
け
て
言

た

そ
れ
じ

あ
二
人
は

さ

さ
と
準
備
を
済
ま
せ
て
凛
子
の
所
に
行

て
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私
は
さ
す
が
に
会
社
の
仕
事
が

ま

て
る
か
ら

今
日
は
一
日
そ
れ
を
片
付
け
て
る
か
ら

と
い
う
か

結
局
姉
さ
ん
は
こ
こ
に
何
し
に
来
た
ん
だ
よ

そ
ん
な
の
八
幡
君
成
分
が
切
れ
た
か
ら
そ
の
補

を
し
に
来
た
に
決
ま

て
る
じ

な
い

八
幡
君
成
分

 
き

と
ん
と
す
る
八
幡
を
よ
そ
に

明
日
奈
が
心
配
そ
う
に
陽
乃
に
声
を

け
た

あ
あ

そ
れ
は
つ
ら
か

た
ね

姉
さ
ん

さ
す
が

明
日
奈
ち

ん
は
よ
く
分
か

て
る
ね

う
ん

私
も
時
々
禁
断

が
出
る
か
ら
ね

お
前
ら
何
の
話
を
し
て
る
ん
だ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

二
人
と
も

 
こ
う
し
て

朝
の
嵐
は
去

て
い

た

は

明
日
奈

と
り
あ
え
ず
風
呂
に
入
る
か

そ
う
だ
ね

ち

と
急
が
な
い
と
い
け
な
い
か
も
ね

 
そ
し
て
二
人
は

を
流
し

す
ば
や
く
着

え
を
済
ま
せ
る
と

凛
子
の
元
へ
と
向
か

た

 
朝
食
は

中
で
ど
こ
か
の
コ
ン
ビ
ニ
な
り
フ

ス
ト
フ

ド
に
で
も
寄
ろ
う
と
い
う
事
に
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な

た

 
そ
し
て
二
人
は
キ

ト
に
運
転
を
任
せ
コ
ン
ビ
ニ
で

た
お
に
ぎ
り
を
ほ
お
張
り
な
が
ら

 
眠
り
の
森
の
凛
子
の
下
へ
と
到
着
し
た

二
人
を
出
迎
え
た
凛
子
は

速
二
人
に
当
時
の
映

像
と

 
そ
れ
を

で
再
現
し
た
物
を
二
人
に
見
せ
た

こ
れ

本
当
に

で
す
か

現
実
に
し
か
見
え
な
い
ん
で
す
が

ま
あ

さ
す
が
は
天
才

茅
場

て
事
か
し
ら
ね

 
血
管
の
一
本
一
本
か
ら

部
の
様
子
ま
で

完

に
ト
レ

ス
さ
れ
て
る
わ

凄
い
ね

こ
れ
を
知

さ
ん
に
見
せ
た
ら
あ
る
い
は

ど
う
か
し
ら

そ
れ
は
難
し
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
こ
に

子
が
到
着
し

こ
れ
で
関
係
者
が
揃
う
事
と
な

た

子
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

二
人
と
も

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ね

 
そ
し
て

子
は

彼
女
な
り
の
所
感
を
述
べ
た
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多
分
こ
れ
だ
け
だ
と
足
り
な
い
と
思
う
わ

 
所

こ
れ
は

遠
く
か
ら
手
術
の
様
子
を
見
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

 
普

な
ら
そ
れ
で
も
い
け
る
と
思
う
け
ど
今
回
の
手
術
の
難
易
度
は
そ
れ
と
は
比
べ
物
に

な
ら
な
い
の

そ
う
で
す
か

 
そ
ん
な
落
ち
込
む
一
同
に
向
け

凛
子
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

子
さ
ん

私
と

の
技
術
力
を

め
て
も
ら

て
は
困
る
わ

実
は
ね

 
続
け
て
凛
子
が
言

た
言
葉
を

い
た

子
は

驚
き
の
あ
ま
り
目
を
見
開
い
た

 
八
幡
は
即
座
に
知

に
ア
ポ
を
と
り

そ
の
ま
ま
明
日
奈
と
共
に
知

の
下
を
訪
れ
た

 
そ
し
て
そ
の
日
か
ら
二
日
間

全
て
の
公
式
の
場
か
ら

知

は

を
消
す
事
と
な

た



 第２５４話 最期の時は

 
第
２
５
４
話
 
最
期
の
時
は

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

さ
て

こ
れ
で
打
て
る
手
は
全
て
打

た
か

そ
う
だ
ね

出
来
る
事
は
全
部
や
れ
た
ん
じ

な
い
か
な

後
は
知

さ
ん
次
第
だ
な

 
知

を
眠
り
の
森
に
送
り

け
た
後

二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

さ
て

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
な

そ
う
だ
ね
楓
ち

ん
と
遊
ぶ
つ
も
り
だ

た
け
ど
急
に

査
す
る
事
に
な

ち

た
し

ね 

子
は

況
の
変
化
に
対
応
す
る

に

急
ぎ
楓
の

査
を
す
る
事
を
決
め
て
い
た

 
そ
ん
な
時

明
日
奈
の

に
章
三
か
ら
着
信
が
入

た

も
し
も
し

お

さ
ん

ど
う
か
し
た
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そ
し
て
明
日
奈
は
し
ば
ら
く
章
三
と
会
話
を
し
て
い
た
の
だ
が

 

話
を
切
る
な
り
八
幡
に
こ
う
言

た

何
か
ね

今
兄
さ
ん
が
こ

ち
に
来
て
る
み
た
い
な
ん
だ
け
ど

 
レ
ク
ト
の
系

会
社
の
会
合
で

一

に
私
も
紹
介
し
た
い
か
ら

 
可
能
な
ら
ち

と
顔
を
出
し
て
く
れ
な
い
か

て

人
脈
作
り
に
も
な
る
だ
ろ
う
し

い
い
ん
じ

な
い
か

 
う
ち
に
も
い
ず
れ
関
係
し
て
く
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
し

明
日
奈
の
目
で

 
ど
の
人
が
ど
ん
な
性
格
か
と
か
を
見

め
て
き
て
く
れ
る
と
助
か
る
か
も
な

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
今
後
の

に
も
ち

と
行

て
く
る
ね

俺
は
行
か
な
く
て
も
い
い
ん
だ
ろ

そ
う
だ
ね
お

さ
ん
は
八
幡
君
を
連
れ
て

て
他
の
人
に
自
慢
し
た
か

た
ら
し
い
ん
だ

け
ど

 
八
幡
君
は
レ
ク
ト
の
関
係
者
と
い
う
よ
り
は
ソ
レ
イ
ユ
の
関
係
者
だ
か
ら
今
回
は

め
た
み

た
い

 
そ
れ
に
八
幡
君
が
行

ち

う
と

う
ち
の
兄
さ
ん
が
目
立
た
な
く
な

ち

う
か
ら
ね



 第２５４話 最期の時は

そ
れ
は
ま
ず
い
な

 
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

俺
は

当
に
観
光
で
も
し
て
お
く
か
ら

明
日
奈
は
と
り
あ
え
ず
行

て
く
る
と
い
い

う
ん

ご
め
ん
ね

 
そ
し
て
ほ
ど
な
く
迎
え
が
来
た

明
日
奈
は
去

て
い

た

 
八
幡
は
明
日
奈
を
見
送

た
後

ど
う
し
た
も
の
か
と
考
え

 
先
日
会

た
双
子
の
姉
妹
の
事
を
思
い
出
し

何
と
な
く
そ
ち
ら
の
方
へ
と
進
ん
で
い

た

 
二
人
は
病
室
で
暇
を
持
て
余
し
て
い
た
よ
う
で

 
八
幡
の

を
見
付
け
る
と

嬉
し
そ
う
に

ち
ら
に
駆
け
寄

て
き
た

よ

ア
イ

ユ
ウ

八
幡

ま
た
来
て
く
れ
た
ん
だ

朝

あ
の

が
来
た
の
は
見
て
た
ん
だ
け
ど

一
度
ど
こ
か
に
行

ち

た
か
ら

 
今
日
は
も
う
来
な
い
の
か

て
思

て
た
よ

そ
う
か

ユ
ウ
は
気
が
付
か
な
か

た
ん
だ
な

ほ
ら

あ
そ
こ
に

し
て
る
だ
ろ

あ

本
当
だ

お

い

お

い
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ユ
ウ
は
無

気
に
キ

ト
に
手
を

た

 
そ
し
て
何
と
キ

ト
は

ド
ア
を
上
下
に
開

さ
せ
て
ユ
ウ
に
答
え
た

 
八
幡
は
キ

ト
の
成
⻑
を
喜
び
つ
つ

慎
重
に
言
葉
を
選
ん
で
二
人
に
話
し

け
た

二
人
は
体
調
は
ど
う
な
ん
だ

も
う
す
ぐ
東
京
に
行
く
事
に
な
る
け
ど

 
⻑

離
を
移
動
す
る
の
は
平
気
な
の
か

う
ん
大
丈
夫
こ
の
前
教
え
て
も
ら

て
か
ら
も
う
楽
し
み
で
楽
し
み
で
元
気
い

ぱ
い

だ
よそ

う
ね

私
も
大
丈
夫
か
な

凄
く
楽
し
み

あ

ボ
ク
ち

と
ト
イ
レ
に
行

て
く
る
ね

廊
下
は
走
る
な
よ

八
幡
は
先
生
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も

八
幡
の
言
い
付
け
を
素
直
に
守
り

 
ユ
ウ
は
走
ら
ず
に
ト
イ
レ
へ
と
向
か

て
歩
い
て
い

た

あ
の
子
が
誰
か
に
懐
く
な
ん
て

初
め
て
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

お
前
は
懐
い
て
な
い
の
か

ア
イ



 第２５４話 最期の時は

 
八
幡
は
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言

た

ア
イ
は

を

ら
ま
せ
な
が
ら

八
幡
に
抗
議
し
た

も
う

初
め
て
会

た
時
の
事
を
言

て
る
の

 
私
の
立
場
だ
と
ユ
ウ
を
守
る

に
そ
う
簡

に
他
の
人
に
気
を
許
す

に
は
い
か
な
い
の

よ
い
い
お
姉
さ
ん
し
て
る
ん
だ
な

だ

て

多
分
私
の
方
が

ユ
ウ
よ
り
先
に
い
な
く
な
る
も
の

お
い

で
も
多
分
本
当
よ

私
の
方
が

の
進
み
が

い
気
が
す
る
の

 
八
幡
は

困

た
よ
う
な
顔
で
ア
イ
の
方
を
見
た

そ
ん
な
事
を
言
う
な

そ
れ
じ

あ
あ
な
た
が

私
達
を
救

て
く
れ
る

努
力
は
す
る

無

任
な
言
葉
ね

 
ア
イ
の
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
少
し
悔
し
そ
う
に
こ
う
言

た

こ
れ
で
も
一
応
楓
の
治
療
の
目
処
は
立
て
た
ん
だ

も
し
か
し
た
ら
楓
を
救
え
る
か
も
し
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れ
な
い

 
そ
れ
く
ら
い
は
俺
に
も
出
来
る

そ

そ
う
な
の

あ
あ

そ
う

楓
ち

ん

助
か
る
可
能
性
が
出
て
き
た
ん
だ

あ
く
ま
で
ま
だ
可
能
性
だ
け
ど
な

そ
れ
で
も
凄
い
わ

 
ア
イ
は
少
し
考
え
込
む
と

先
ほ
ど
よ
り
は
明
る
い
表
情
で
八
幡
に
言

た

そ
れ
じ

あ

ち

と
は
期
待
し
て
お
く
わ

そ
う
か

も
し
期
待
に
応
え
て
も
ら
え
た
ら
私
達
二
人
を
あ
な
た
の
お

さ
ん
に
し
て
あ
げ
て
も
い

い
わ
よ

生

は
間
に
合

て
る
ん
だ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
わ
ね

 
ア
イ
は
そ
う

く
と

次
に
こ
う
言

た



 第２５４話 最期の時は

そ
れ
じ

あ

愛
人

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

れ
た
よ
う
に
言

た

お
前

い
き
な
り
何
を

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

て
る
ん
だ
よ

だ

て
も
う

そ
れ
し
か
残

て
な
い
じ

な
い

友
人

て
い
う
選
択
肢
は
無
い
の
か

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

ア
イ
は
キ

パ
リ
と
そ
う
答
え
た

男
女
の
間
に

友
情
な
ん
か
存
在
し
な
い
わ

お
前

そ
う
い
う
と
こ
は
変
に
ド
ラ
イ
な
の
な

ふ
ふ

せ

か
く
繋
い
だ
縁
で
す
も
の
あ
な
た
い
い
人
そ
う
だ
し
将
来
性
も
あ
り
そ
う

だ
し

 
こ
の
縁
を
私
達
の
幸
せ
に
生
か
さ
な
い
と
ね

更
に
計
算
高
い
の
な

 
ア
イ
は
そ
れ
を

き

少
し

め
た
よ
う
な
口
調
で
言

た

だ

て
仕
方
な
い
じ

な
い

こ
の

ま
で
ず

と
病
気
で

 
ま
と
も
に
社
会
生
活
を
送

て
な
い
私
達
を
好
き
に
な

て
く
れ
る
人
が
ど
こ
に
い
る

て
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言
う
の
よ

そ
ん
な
奴

そ
こ
ら
中
に

山
い
る
だ
ろ

お
前
達
は
二
人
と
も
か
わ
い
い
か
ら
な

か

か
わ
い
い

 
ア
イ
は
初
め
て
そ
う
言
わ
れ
た
の
か

を

ら
め
た

そ
ん
な
ア
イ
に

八
幡
は
続
け
て

言

た
そ
れ
に
大
事
な
の
は
誰
に
好
き
に
な

て
も
ら
う
か
じ

な
い
お
前
達
が
誰
を
好
き
に
な

る
か
だ

 
そ
の
言
葉
に

ア
イ
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

そ
れ
な
ら

更
問
題
無
い
じ

な
い

私
達
は
二
人
と
も
あ
な
た
の
事
が
好
き
よ

 
こ
の
前
お
別
れ
し
た
後

二
人
で
あ
な
た
の
事
を
話
し
た
ん
だ
け
ど

 
二
人
の
意
見
は

あ
な
た
は
ま
る
で
王
子
様
み
た
い

て
事
で
完
全
に
一
致
し
た
も
の

こ
こ
で
も
王
子
様
扱
い
か
よ

え

本
当
に
そ
う
呼
ば
れ
た
り
し
て
る
の

ち

と
学
校
で
な

あ
は

そ
う
な
の
ね



 第２５４話 最期の時は

何

分
楽
し
そ
う
だ
け
ど
何
の
話

 
そ
こ
に
ユ
ウ
が
ト
イ
レ
か
ら

て
き
て

話
に
加
わ

た

八
幡

て

や

ぱ
り
学
校
で
王
子
様

て
呼
ば
れ
て
る
ら
し
い
わ
よ

そ
う
な
ん
だ

こ
の
前
話
し
て
た
通
り
だ

た
ん
だ
ね

だ
か
ら

て
お
前
ら
ま
で
俺
を
王
子
様
扱
い
す
る
な
よ

こ
れ
で
も
困

て
る
ん
だ
か
ら
な

困

て
る
ん
だ

ま
あ
見
れ
ば
分
か
る
だ
ろ

俺
は
王
子
様
な
ん
て

じ

な
い

えど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

王
子
様
に
見
え
る
ん
だ
け
ど

ねう
る
さ
い

と
に
か
く
王
子
は
無
し
だ

 
八
幡
は

同
じ
顔
の
二
人
に
交

に
そ
う
言
わ
れ
な
が
ら
も

頑
な
に
そ
れ
を
否
定
し
た

あ
と
将
来
お

に
も
ら

て
く
れ
な
い
か

て
言

た
け
ど

あ

さ
り
断
ら
れ
た
わ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

ユ
ウ
は
と
て
も

し
そ
う
な
顔
で
八
幡
に
言

た
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え
え

八
幡
は

ボ
ク
達
の
事
が

い
な
の

お
前
の
中
に
は

好
き
か

い
か
の
二
択
し
か
無
い
の
か
よ

じ

あ
好
き

 
八
幡
は
そ
の
問
い
に

々
と
こ
う
答
え
た

普
通
だ
普
通

お
前
も
そ
ろ
そ
ろ

友
人
と
い
う
選
択
肢
を
選
べ
る
女
に
な
れ
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
ユ
ウ
は

れ
た
顔
で
こ
う
答
え
た

え

男
と
女
の
間
に
友
情
な
ん
て
存
在
し
な
い
よ

 
そ
れ
を

い
た

間
に

八
幡
は
ア
イ
を
じ
ろ

と
見
な
が
ら
言

た

お
い
ア
イ

お
前

ユ
ウ
に
色
々

き
込
み
す
ぎ
だ
ぞ

あ

バ
レ
た

ユ
ウ
は
そ
う
い
う
タ
イ
プ
じ

な
さ
そ
う
だ
し
な

あ
ら

ユ
ウ
の
事
を
よ
く
分
か

て
る
じ

な
い

や

ぱ
り
好
き
な
ん
じ

な
い
の

普
通
だ

し

ぼ

ん

 
ユ
ウ
は

本
当
に
落
ち
込
ん
だ
よ
う
に
そ
う
声
に
出
し
て
言

た



 第２５４話 最期の時は

 
そ
の
様
子
が
本
当
に

し
そ
う
だ

た
の
で

八
幡
は

て
て
こ
う
言

た

す

好
き
か

い
の
二
択
な
ら

ま
あ
好
き
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
ら

 
そ
ん
な
に

し
そ
う
な
顔
を
す
る
な
よ
ユ
ウ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ユ
ウ
は
パ

と
顔
を
上
げ

明
る
い
顔
で
八
幡
に
言

た

や

ぱ
り
八
幡
は
優
し
い
ね

何
だ
か
お
兄
ち

ん

て
感
じ

お
う

俺
に
は
妹
が
い
る
か
ら
な

俺
の
お
兄
ち

ん
ス
キ
ル
は
中
々
の
も
ん
だ
ぞ

そ
う
な
ん
だ

じ

あ
遠

な
く
お
兄
ち

ん
扱
い
し
て
も
い
い
ね

 
そ
う
ニ
コ
ニ
コ
す
る
ユ
ウ
に

ア
イ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
言

た

あ
ら

お

さ
ん
に
な
る
の
は

め
る
の

だ

て
八
幡
に
は
彼
女
が
い
る
ん
で
し

覚
え
て
た
の
ね

そ
れ
じ

あ
愛
人
は

そ
れ
は

り

り
な
の
か
よ

だ

て
八
幡
な
ら

ボ
ク
の
最
期
を
優
し
く

取

て
く
れ
そ
う
だ
し

 
八
幡
と
ア
イ
は

そ
の
ユ
ウ
の
言
葉
に
直
ぐ
に
は
何
も
言
え
ず

顔
を
見
合
わ
せ
た
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そ
し
て
八
幡
は

真
面
目
な
顔
で
ユ
ウ
に
言

た

ユ
ウ
そ
ん
な
事
言
う
な
よ
俺
も
お
前
達
の

に
出
来
る
だ
け
の
努
力
は
す
る
か
ら
な

本
当
に

そ
れ
な
ら
期
待
し
な
い
で
待

て
る
ね

期
待
し
ろ
な
ん
て
無

任
な
事
は
言
え
な
い
が

全
力
で
努
力
す
る
事
は
約
束
す
る

う
ん

そ
れ
で
も

目
な
ら

最
期
の
時
は
ボ
ク
の

に
い
て
く
れ
る

 
八
幡
は
悔
し
い
気
持
ち
を
押
し
殺
し
な
が
ら

笑
顔
を
作
り

こ
う
答
え
た

分
か

た

お
前
も
ア
イ
も

最
期
の
時
は
俺
の
こ
の

の
中
で
迎
え
さ
せ
て
や
る

 
だ
が
こ
れ
だ
け
は
言

て
お
く
ぞ
俺
も

め
な
い
か
ら
お
前
ら
も
絶
対
に

め
る
な
約

束
だ

 
二
人
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

き
合
い
な
が
ら
こ
う
答
え
た

こ
れ
で
最
期
の
時
も

幸
せ
な
気
持
ち
で
死
ね
る
か
し
ら
ね

う
ん

何
か
凄
く
嬉
し
い
か
も

 
そ
し
て
二
人
は
同
時
に
八
幡
に
言

た

で
も

絶
対
に

め
な
い

て
約
束
す
る

あ
あ

東
京
に
行

た
ら

皆
で
頑
張
ろ
う
な



 第２５４話 最期の時は

う
ん

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
ね

八
幡

 
そ
ん
な
三
人
の
様
子
を

い
つ
の
間
に
来
て
い
た
の
か

そ

と

子
が
見
つ
め
て
い
た

 

子
は

私
も
絶
対
に

め
な
い
と

め
て

い

そ

と
そ
の
場
を
後
に
し
た
の
だ

た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
話
し
た
後

二
人
が
や
や
疲
れ
た
様
子
を
見
せ
た

 
八
幡
は

今
日
は
も
う
帰
る
と
二
人
に
告
げ
た

そ
し
て
八
幡
は
キ

ト
の
下
へ
と
向
か
い

 
二
人
は
そ
ん
な
八
幡
を

再
び
病
室
か
ら
見
送

た

 
帰
り

八
幡
が
二
人
に
手
を

る
と

二
人
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
手
を

り
返
し
た

 
八
幡
が

を
発

さ
せ
た
後
も

バ

ク
ミ
ラ

に
映
る
二
人
は

 
そ
の

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
ず

と
手
を

り
続
け
て
い
た

 
八
幡
は
決
意
を
新
た
に
し

と
り
あ
え
ず
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
思
い

 
詩
乃
に
頼
ま
れ
て
い
た
お
み
や
げ
の
事
を
思
い
出
し

華
街
へ
と
向
か

た

 
明
日
は
思

た
よ
り
ち

と
⻑
く
な
り
ま
し
た
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久
々
の
あ
の
人
と

初
め
て
の
あ
の
人
の
二
人
組
の

場
で
す



 第２５５話 旅先での再会

 
第
２
５
５
話
 
旅
先
で
の
再
会

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
八
幡
は

華
街
へ
と
や

て
き
た
の
は
い
い
も
の
の

 
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い
か
ま

た
く
分
か
ら
ず
困
り
果
て
て
い
た

そ
も
そ
も
女
性
用
の
身
に
付
け
る
物

て
の
が

俺
に
は
ハ

ド
ル
が
高
す
ぎ
る
ん
だ
よ

 
せ
め
て
こ
こ
が
千
葉
な
ら

ら
ら

と
に
で
も
行
け
ば
何
と
か
な
る
ん
だ
が

 
そ
う

き
な
が
ら
八
幡
は

う
ろ
う
ろ
と

り
を
歩
き
回

た

う

む

や

ぱ
り
分
か
ら
ん

当
な
店
に
入
る
か

 
そ
う
言

て
八
幡
は

今
来
た
方
へ
と

ろ
う
と
体
の
向
き
を
変
え
た

 
そ
し
て
そ
の

間

後
ろ
か
ら
歩
い
て
き
た
女
性
に
ぶ
つ
か

て
し
ま

た

きあ

す

す
み
ま
せ
ん

失

し
ま
し
た
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い
え
い
え
こ
ち
ら
こ
そ

連
れ
が
不
注
意
で
す
み
ま
せ
ん

ほ
ら
か
お
り

立
て
る

 
そ
の
倒
れ
た
女
性
の
連
れ
ら
し
き
女
性
が

丁

な
口
調
で
そ
う
言

た

 
そ
の
声
に
何
と
な
く

き
覚
え
が
あ

た
八
幡
は

 
倒
れ
た
女
性
を
助
け

こ
そ
う
と
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

 
そ
の

間
に
そ
の
女
性
と
バ

チ
リ
目
が
合

た
八
幡
は

 
驚
き
な
が
ら
も

そ
の
女
性
の
名
前
を
口
に
出
し
た

あ
れ

お
前
ま
さ
か

本
か

そ
れ
じ

あ
そ

ち
は

え

と
確
か

仲

仲

町
さ
ん
か

え

比
企
谷
じ

な
い

何
で
比
企
谷
が
こ
ん
な
所
に
い
る
の

そ
れ
は
こ

ち
の
台

だ

て
の

二
人
は
旅
行
か
何
か
か

う
ん
千
佳
と
一

に

の
京
都
を
楽
し
も
う
と
思

て
ほ
ら
千
佳
比
企
谷
の
事
は
覚
え

て
るえ

と

 
千
佳
は

に
は
八
幡
の
事
が
思
い
出
せ
な
か

た
よ
う
で
じ

と
八
幡
の
事
を
見
つ
め

た
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そ
し
て
そ
の
目
が
驚
愕
に
見
開
か
れ
た

え

比
企
谷
君

て
あ
の
時
の

と
全
然

象
が
違
う
ん
だ
け
ど

そ
れ
は
よ
く
言
わ
れ
る

あ

あ
の
時
は
不

な
思
い
を
さ
せ
て
本
当
に

し

な

か

た

 
八
幡
は

の
事
を
思
い
出
し

千
佳
に
そ
う

を
下
げ
た

 
千
佳
は
恐

し
た
様
子
で

逆
に
八
幡
に
謝

て
き
た

謝
る
の
は
こ

ち
の
方
だ
よ
今
考
え
る
と
あ
の
時
の
私
達
は
本
当
に
最

だ

た
と
思
う

 
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

比
企
谷
君

そ
れ
じ

あ
お

い
様

て
事
で

仲
直
り

て
事
で
い
い
か

う
ん

そ
れ
で
お
願
い

で
も
本
当
に
変
わ

た
よ
う
に
見
え
る
よ
ね

何
で
だ
ろ

他
の
奴
ら
が
言
う
に
は

現
実
に
帰
還
し
て
か
ら
俺
の
目
の
腐
り
が
取
れ
た
ら
し
い

現
実
に

あ

 
千
佳
は
そ
の
言
葉
を

い
て
何
か
に
気
付
い
た
の
か
ハ

と
し
た
様
子
で
八
幡
に
言

た

お
帰
り
な
さ
い
比
企
谷
君

本
当
に
無
事
で
良
か

た
ね

あ
れ

仲
町
さ
ん
は
学
校
が
違
う
の
に

俺
が
ど
う
な

て
た
か
知

て
た
の
か
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う
ん

か
お
り
が
す

ご
い

き
な
が
ら

私
に
教
え
て
く
れ
た
か
ら
ね

き
な
が
ら

ね

 
八
幡
は
チ
ラ

と
か
お
り
の
方
を
見
た
後
に
そ
う
言

た

 
か
お
り
は
顔
を
真

に
し
な
が
ら
千
佳
に
抗
議
し
た

も
う

そ
ん
な
恥
ず
か
し
い
事
言
わ
な
い
で
よ

千
佳

え

じ

あ

比
企
谷
君
が
無
事
だ

て

い
た
時

 
そ
の
時
以
上
に
大

き
し
て
た
事
も
言

ち

目

言

て
る
じ

な
い

も
う

悪
い

本

本
当
に
心
配
か
け
て
た
ん
だ
な

う
う
ん

別
に
い
い
よ

こ
う
し
て
無
事
に
帰

て
き
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
さ

 
か
お
り
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

千
佳
も
八
幡
に
微
笑
ん
だ

二
人
と
も

あ
り
が
と
な

お
帰
り

比
企
谷

お
帰
り
な
さ
い

あ
あ

た
だ
い
ま
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そ
し
て
八
幡
は

何
か
を
思
い
つ
い
た
の
か
二
人
に
こ
う

ね
た

そ
う
だ

も
し
時
間
が
あ
る
な
ら

ち

と
二
人
に
頼
み
が
あ
る
ん
だ
よ

 
女
性
が
身
に
付
け
る
よ
う
な
お
土
産
を

て
る
店
を
い
く
つ
か
案
内
し
て
く
れ
な
い
か

 
俺
は
ど
う
し
て
も
こ
う
い
う
の
は
苦
手
で

困

て
た
ん
だ
よ

女
性
へ
の
お
土
産

そ
れ

て
明
日
奈
用
の

い
や
別
の
奴
だ
な

明
日
奈
も
こ

ち
に
来
て
る
か
ら
今
日
は
会
え
な
く
て
残
念
だ

た

な

本

あ

そ
う
な
ん
だ

久
し
ぶ
り
に
明
日
奈
に
会
い
た
か

た
の
に
な

ま
あ
た
ま
に
は
遊
び
に
誘

て
や

て
く
れ
よ

き

と
明
日
奈
も
喜
ぶ
か
ら

う
ん

私
で
良
け
れ
ば

あ

千
佳
も
一

に
遊
ぼ
う

 
そ
の
か
お
り
の
言
葉
に

千
佳
は
興
味

々
だ

た
の
か

こ
う

き
返
し
て
き
た

ね

か
お
り

明
日
奈

て
誰

あ

明
日
奈
は

比
企
谷
の
彼
女
だ
よ

 
そ
の
言
葉
に
千
佳
は
と
て
も
驚
い
た
よ
う
だ

え

本
当
に
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う
ん

あ

比
企
谷

明
日
奈
の
写
真
が
あ
る
な
ら
千
佳
に
見
せ
て
あ
げ
て
く
れ
な
い

 
ほ
ら

い
ず
れ
待
ち
合
わ
せ
を
す
る
事
に
な
る
か
も
だ
し
さ

そ
う
だ
な

仲
町
さ
ん

こ
れ
が
明
日
奈
だ

あ

あ
り
が
と
う

え

と

う
わ

こ
の
美
人
さ
ん
が
比
企
谷
君
の
彼
女
さ
ん

あ
あ

や

た
ね
比
企
谷
君

か
お
り
よ
り
も
よ

ど
美
人
じ

な
い

 
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
何
と
返
し
て
い
い
か
と
て
も
困

て
し
ま

た

 
そ
し
て
か
お
り
は

を

ら
ま
せ
な
が
ら
千
佳
に
文

を
言

た

千
佳

確
か
に
事
実
だ
け
ど
一
言
多
い
よ

あ
は

ご
め
ん
ご
め
ん

か
お
り
も
か
わ
い
い
よ

う
ん

今
更
取

て
付
け
た
み
た
い
な
事
を
言

て
も

い
か
ら

ま

ま
あ
ま
あ
そ
の
く
ら
い
で

そ
う
だ
よ
か
お
り

と
り
あ
え
ず
比
企
谷
君
を

色
々
な
店
に
案
内
し
て
あ
げ
よ
う

ん

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

行
こ

か

お
世
話
に
な
り
ま
す
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そ
し
て
三
人
は
い
く
つ
か
の
店
を
回
り

色
々
な
物
を
見
て
回

た

 
そ
し
て
何

目
か
の
店
で

八
幡
は
と
あ
る
ブ
ロ

チ
に
目
が
い

た

ん

こ
れ
は

ど
れ
ど
れ

あ

こ
れ

つ
ま
み

て
奴
だ
ね

 
横
か
ら
か
お
り
が
顔
を

か
せ
て
そ
う
言

た

 
か
お
り
が
見
て
い
た
の
は
大
き
め
の

手
な
物
だ

た
が

 
八
幡
は
そ
の
横
に
あ
る
小
さ
な
物
を
手
に
取
り

か
お
り
に

ね
た

な

本

⻑
め
の
黒

を
こ
う

顔
の

で
白
い
リ
ボ
ン
で

て
た
と
す
る
だ
ろ

ふ
む
ふ
む

そ
の
リ
ボ
ン
に
こ
の
小
さ
め
の
奴
を
つ
け
る
と
し
た
ら

ど
う
見
え
る
と
思
う

ん

私
は
そ
れ

す
ご
く
か
わ
い
い
と
思
う
け
ど

千
佳
は
ど
う
思
う

 
千
佳
は
そ
の
言
葉
を
受
け

八
幡
に
こ
う

ね
た

そ
の
女
の
子

て

大
人
し
め
の
子
だ

た
り
す
る

も
し
か
し
て
雪
ノ
下
さ
ん

い
や

雪
乃
じ

な
い
が

ま
あ

見
た
目
は
大
人
し
め
だ
な

そ
れ
な
ら
確
か
に

こ
う
い
う
大
き
な
の
よ
り
も
そ

ち
の
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
ね
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う
ん

き

と
す
ご
く
か
わ
い
い
と
思
う

そ
う
か

よ
し

こ
れ
に
す
る
か

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

い
を
し
そ
の
つ
ま
み

の
ブ
ロ

チ
を

麗
に
包
装
し
て
も

ら
う
と

 
ホ

と
安
心
し
た
よ
う
な
顔
で
店
を
出
た

ね

一
つ
で
い
い
の

ん

あ
あ

そ
う
だ
な

最
終
的
に
は

い
く
つ
だ

 
雪
乃
結
衣
優
美
子
い
ろ
は
小
町
珪
子
エ
ル
ザ
小
猫
ア
ル
ゴ
南

り
に
は

 
こ
ん
な
感
じ
の
奴
が
必
要
か

他
の
男
ど
も
は
食
べ
物
で
い
い
か

里
香
と
直
葉
は
ど
う
す

る
か

 
ま
あ
残
り
は
明
日
奈
と
相
談
し
な
が
ら
決
め
る
か
ら
問
題
無
い

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

二
人
は

か
ん
と
し
た

ひ
比
企
谷
そ
れ

て
全
員
女
の
子
だ
よ
ね

分
女
の
子
の
友
達
が

え
た
ん
だ
ね

う
ん

ち

と
驚
い
た

ま
あ
な

そ
う
だ

そ
ろ
そ
ろ
昼
時
だ
し

お

も

ね
て

は
俺
が

る
わ
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二
人
は
何
か
食
べ
た
い
物
は
あ
る
か

え

い
い
の

や

た

比
企
谷
君

太

腹

 
そ
し
て
二
人
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら
何
が
い
い
か
な
と
楽
し
そ
う
に
相

談
し
始
め
た

京
都
と
い
え
ば

や

ぱ
り
あ
あ
い
う
懐
石
と
か
か

 
八
幡
が
ど
こ
か
の
店
を
指
差
し

二
人
は
そ
の
店
を
よ
く
確
認
も
せ
ず
に

同
意
し
た

懐
石
ラ
ン
チ

確
か
に
京
都
な
ら
あ
り
か
も
ね

う
ん
う
ん

い
い
か
も

で
も

 
ち

と

が
高
い
よ
ね
と
千
佳
が
言
い

け
た
の
だ
が

そ
れ
よ
り
先
に
八
幡
が
こ
う

言

た
よ
し

そ
れ
じ

あ
そ
こ
に
し
よ
う

速
行
こ
う

ち

と
腹
が

ち
ま

た

あ

そ
の

 
千
佳
は
困

た
顔
で
か
お
り
を
見
た

か
お
り
は
空
気
を

ん
で
千
佳
の
代
わ
り
に
八
幡
に

言

た
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で
も
比
企
谷

あ
そ
こ

て

凄
く

が
高
い
ん
だ
よ
ね

 
私
達
は
も

と
安
い
フ

ス
ト
フ

ド
と
か
で
全
然
オ

ケ

だ
か
ら

ん

ど
れ

お
お

ラ
ン
チ
で
こ
の

か

逆
に
興
味
が

く
な

 
大
丈
夫
だ
か
ら
気
に
せ
ず
入
ろ
う

い
の
事
な
ら
心
配
し
な
く
て
い
い
か
ら

そ

そ
う

あ
あ

遠

な
ん
か
し
な
く
て
い
い

て

お

な
ん
だ
か
ら
な

う

う
ん

 
そ
う
言

て
八
幡
は
店
の
中
に
入

て
い

た

 
か
お
り
と
千
佳
は

そ
ん
な
八
幡
を
見
て
ひ
そ
ひ
そ
と
会
話
を
交
わ
し
た

ね

か
お
り

比
企
谷
君
の
家

て
お
金
持
ち

う
う
ん

ま

た
く
普
通
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど

も
し
か
し
て
ち

ん
と

を
見
て
な
か

た
の
か
な

一
人
一
万
五
千

だ
よ

う
う
ん

こ
の

か

て
言

て
た
し

確
実
に
見
て
た
と
思
う

ま
あ

せ

か
く
あ
あ
言

て
く
れ
て
る
事
だ
し

と
り
あ
え
ず
私
達
も
入
る

う

う
ん

そ
う
だ
ね
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そ
し
て
二
人
は
お
ず
お
ず
と
八
幡
の
後
に
続
い
た

 

に
案
内
さ
れ
る
と
八
幡
は

笑
顔
で
二
人
に
何
を
頼
む
か

い
た

そ
れ
じ

遠

し
な
い
で
何
で
も
頼
ん
で
く
れ

う

う
ん

何
で
も

ね

 
そ
し
て
二
人
は
メ
ニ

を
開
き

そ
の

に
気
が
遠
く
な
り
そ
う
に
な

た

や

ぱ
り
高
い
ね

ま
あ
本
場
の
懐
石
ラ
ン
チ

て
な
ら

こ
ん
な
も
ん
じ

な
い
か

確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

 
そ
ん
な
二
人
の
ぎ
こ
ち
な
い
態
度
を
見
て

八
幡
は
首
を

げ
た

さ

き
か
ら
二
人
と
も

分

張
し
て
る
み
た
い
だ
が

何
か
あ

た
の
か

あ

い
や

張

て
い
う
か

や

ぱ
り

が
ち

と

ね

た
ま
に
は
い
い
だ
ろ
俺
が

う
ん
だ
し
二
人
は
気
に
し
な
い
で
好
き
な
物
を
だ
な

あ

あ
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八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

二
人
が
何
に
対
し
て

張
し
て
い
る
の
か
理
解
し
た

そ
う
か
い
き
な
り
こ
ん
な
所
で
好
き
な
物
を
頼
め
と
言
わ
れ
て
も
普
通
遠

し
ち
ま
う
よ

な 
最
近
ち

と
金
銭
感
覚
が
麻

し
ち
ま

て
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

す
ま
ん

 
そ
ん
な
八
幡
に

か
お
り
が
こ
う
質
問
し
て
き
た

え

と

も
し
か
し
て
比
企
谷

宝
ク
ジ
で
も
当
た

た
の

い
や

ち

と
仕
事
関
係
で
な

あ
れ

比
企
谷

て
帰
還
者
用
学
校
の
学
生
じ

な
か

た

け

ん

俺
は
ち

と
特

で
な

も
う

に
ソ
レ
イ
ユ
へ
の
内
定
が
決
ま

て
る
ん
だ
よ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

か
お
り
は
の
け
ぞ

た

 
少
し
驚
き
す
ぎ
だ
ろ
と
思

た
八
幡
は
次
の
か
お
り
の
言
葉
に
自
分
が
の
け
ぞ
る
事
に
な

た
そ
れ

私
と
同
じ
会
社

え

ま
じ
で

う

う
ん

比
企
谷
も
ソ
レ
イ
ユ
な
の
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お

お
う

ま
じ
か

ま
さ
か
お
前

社
⻑
秘
書
じ

な
い
だ
ろ
う
な

う
う
ん

私
は
受
付
か
な

そ
う
か

俺
の
直
属
じ

無
か

た
か

う
ん

 
そ
の
会
話
を

い
た
千
佳
は

目
を
見
開
い
て
八
幡
に

ね
た

ち

と
か
お
り
何
普
通
に
返
事
し
て
ん
の
よ
ね

八
幡
君
今
直
属

て
言
わ
な
か

た 
社
⻑
秘
書
が
直
属
の
部
下

て

え

え

あ

普
通
に
返
事
し
ち

た
け
ど

確
か
に
そ
う

こ
え
た
か
も

お

お
う

実
は
俺

何
故
か
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑

て
事
に
さ
れ
て
る
ん
だ
よ
な

 
そ
の
言
葉
に

さ
す
が
の
二
人
も
驚
き
を

せ
な
か

た
よ
う
だ

え
え

ど

ど
う
い
う
事

何
で
そ
ん
な
事
に

う

ん
何
て
言

た
ら
い
い
の
か

な

本

さ
葉
山
を
紹
介
す
る

て
言

て

 
実

に
紹
介
し
て
く
れ
た
女
性
が
い
た
だ
ろ

そ
の
人
の
顔

覚
え
て
る
か
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あ

う
ん
覚
え
て
る
覚
え
て
る

凄
い
美
人
だ

た
よ
ね

私
も
そ
の
人
な
ら
覚
え
て
る
か
も

あ
れ
が
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
だ

面
接
の
時
に
い
な
か

た
か

 
そ
う
言
わ
れ
た
か
お
り
は

き

と
ん
と
し
た
後

驚
い
て
八
幡
に

き
返
し
た

え
え

あ
の
人
が
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
な
の

う
う
ん

私
の
時
に
面
接
し
て
く
れ
た
の
は

 
顔
に
ヒ
ゲ
を
書
い
た
不
思
議
な
女
の
人
だ

た
か
な

 
他
の
人
は
皆
落
ち
た
ら
し
く
て

何
故
か
私
だ
け

用
さ
れ
た
ん
だ
よ
ね

 
て

き
り
落
ち
る
と
思

て

目
元
で
受
け
た
所
だ

た
か
ら
本
当
に
び

く
り
だ

た
よ

あ
の
時
は
私
も
本
当
に
驚
い
た
ん
だ
け
ど
今
回
の
旅
行
も
そ
の
お
祝
い
を

ね
て
る
ん
だ
よ

ね
そ
う
か

ア
ル
ゴ
の
差
し
金
か

ち

と

話
で

い
て
み
る
わ

う

う
ん

 
八
幡
は
二
人
に
そ
う
言
う
と

ア
ル
ゴ
に

話
を

け
た

ハ

今
度
は
ど
う
し
タ

お
い
ア
ル
ゴ

お
前

本
か
お
り

て
子
の
面
接
を
担
当
し
た
か
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あ
あ

あ
の
時
な

ボ
ス
が
オ
レ

ち
に
面
接
を
押
し
付
け
て
逃
げ
た
か
ら

 
た
ま
た
ま
参
加
し
て
た
ハ

と
中
学
で
同
じ
ク
ラ
ス
だ

た
そ
の
子
を

用
に
し
と
い
た

当
だ
な
お
い

分
か

た

忙
し
い
と
こ
す
ま
な
か

た
な

一
応
言

て
お
く
け
ど

そ
れ
は
あ
く
ま
で
最
後
の
決
め
手
だ
か
ら
ナ

そ
う
か

な
る
ほ
ど
よ
く
分
か

た

あ
り
が
と
な

あ
い
ヨ

 
八
幡
は

話
を
切
る
と

何
と
も
言
え
な
い
表
情
で
か
お
り
に
言

た

あ

ど
う
や
ら

本
が

用
さ
れ
た
の
は
最
後
の
部
分
で
俺
の
コ
ネ
が
き
い
て
た
ら
し

い
わあ

そ
う
だ

た
ん
だ

逆
に
凄
い
納
得
し
た

あ
り
が
と
う
比
企
谷

あ
く
ま
で
最
後
の
部
分
だ
か
ら
そ
れ
ま
で
の
過

で
は
い
い
感
触
だ

た
ん
だ
と
思
う
か
ら

 
そ
れ
は

て
い
い
と
思
う
ぞ

で
も
そ
ん
な
ん
で

本
当
に
良
か

た
の
か

 
八
幡
は
言
い

ら
そ
う
に

か
お
り
に
そ
う

ね
た

え

い
い
に
決
ま

て
る
じ

な
い

ね

千
佳
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う
ん
う
ん

比
企
谷
君

ソ
レ
イ
ユ

て
ね

学
生
の
中
じ

凄
く
人
気
で

争

が
激
高

な 
か
な
り
注
目
さ
れ
て
る
企
業
な
ん
だ
よ

そ

そ
う
な
の
か

う
ん
だ
か
ら
比
企
谷
に
は
も
う

が
上
が
ら
な
い
よ
あ
の
時
は
本
当
に
嬉
し
か

た
も
ん

お
祝
い
に
こ
う
し
て
旅
行
に
来
る
く
ら
い
ね

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

本

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

め
て
二
人
に
こ
う
言

た

ま
あ
そ
ん
な

で
資
金
的
に
は
ま

た
く
問
題
無
い
か
ら
遠

な
く
何
で
も
頼
ん
で
く
れ

ま
あ

そ
う
い
う
事
な
ら

ね

 
そ
し
て
二
人
は

張
が
解
け
た
よ
う
で

楽
し
そ
う
に
何
を
食
べ
る
か
相
談
し
始
め
た

 
そ
し
て
注
文
が
終
わ

た
後

八
幡
は
ト
イ
レ
に
行
く
と
言

て

を
立

た

 
八
幡
が
部
屋
を
出
た
後

千
佳
は
か
お
り
に
言

た
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ね

か
お
り

う
ん

あ
ん
た
分
か

て
る

確
か
に

職
で
少
し
取
り

し
た
け
ど

 
あ
ん
た
の
人
生

か
な
り
失
敗
し
て
る
よ
ね

 
そ
の
ス
ト
レ

ト
な
指
摘
に
か
お
り
は
苦
笑
し
た

あ

そ
れ
あ
る

あ
ん
た
ど
う
し
て
中
学
の
時

比
企
谷
君
と
素
直
に
付
き
合

て
お
か
な
か

た
の
よ

 
彼

と
は
全
然
別
人
じ

な
い

見
た
目
も
凄
く
格
好
良
く
な

た
し

 

力
も

力
も
あ
る

ま
さ
に
こ
れ
ぞ
勝
ち
組

て
感
じ

だ
よ
ね

別
に

い
な

じ

無
か

た
し
当
時
は
確
か
に
付
き
合
う
の
は
無
理
だ
な
と

思

た
け
ど

 
後
で
話
し
た
ら
友
達
と
し
て
は
あ
り
か
な

て
思

た
し

 
そ
う
考
え
る
と
も

と
よ
く
比
企
谷
の
事
を
見
て
い
た
ら
付
き
合
う
の
も
あ
り
か
な

て

思

た
か
も

ま
あ
今
更
言

て
も
仕
方
な
い
か

今
夜
は
私
が

め
て
あ
げ
る
よ
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う
ん

 
そ
し
て
食
事
が
終
わ

た
後

し
ば
ら
く
一

に
観
光
を
す
る
事
に
な
り

 
せ

か
く
だ
か
ら
八
幡
の

で
行
こ
う
と
い
う
話
に
な

た
の
で
三
人
は
キ

ト
の
下
へ
と

向
か

た

 
そ
こ
で
か
お
り
と
千
佳
は

お
約
束
の
よ
う
に
再
び
驚
愕
す
る
事
に
な

た

う
わ

凄
い
ね

こ
れ
は
今
夜

め
甲
斐
が
あ
り
そ
う

言
わ
な
い
で

 
そ
し
て
三
人
は
元
々
か
お
り
達
が
回
る
予
定
だ

た
場
所
を
回
り
更
に
時
間
に
余

が
出

来
た

 
キ

ト
の
案
内
で
他
に
も
色
々
な
場
所
を
回
る
事
が
出
来
た

 
そ
し
て

方
そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
と
い
う
事
に
な
り
八
幡
は
二
人
を

先
の
ホ
テ
ル
に
送

り

け
た

今
日
は
楽
し
か

た

本
当
に
あ
り
が
と
ね

比
企
谷

予
定
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
場
所
に
行
け
て

凄
く
楽
し
か

た

い
や

こ

ち
こ
そ
プ
レ
ゼ
ン
ト
選
び
で
助
け
て
も
ら

た
し

あ
り
が
と
な

二
人
と
も
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比
企
谷
は
い
つ
か
ら
働
き
始
め
る
の

そ
う
だ
な

多
分
進
学
す
る
事
に
な
る
か
ら

五

六
年
後
く
ら
い
か
な

そ

か

 
か
お
り
は
そ
う
言
う
と

勢
を
正
し

八
幡
に

を
下
げ
た

社
⻑
の
お
越
し
を

受
付
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
ね

お

お
う

な
ん
て
ね

か
お
り

比
企
谷
君
が
来
る
ま
で
ク
ビ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ね

う
ん

頑
張
る

あ

そ
う
い
え
ば
仲
町
さ
ん
も

も
し
か
し
て
う
ち
の
会
社
を
受
け
て
た
り
と
か

 
八
幡
は

も
し
そ
れ
で
落
ち
て
た
ら
気
ま
ず
い
な
と
思
い

恐
る
恐
る
千
佳
に

ね
た

あ

う
う
ん

う
ち
は
花
屋
だ
か
ら

卒
業
し
た
ら
そ
の
後
を
継
ぐ
事
に
な
る
か
な

 
も
し
良
か

た
ら

花
が
必
要
な
時
は
う
ち
に

い
に
来
て
ね

そ

か

そ
れ
じ

あ
機
会
が
あ

た
ら
必
ず

あ
は

宜
し
く
ね

比
企
谷
君
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そ
れ
じ

あ
ま
た
向
こ
う
で
ね

比
企
谷

比
企
谷
君

ま
た
ね

キ

ト
も
ま
た
ね

あ
あ

ま
た
向
こ
う
で

か
お
り

千
佳

い
ず
れ
ま
た
ど
こ
か
で

 
そ
し
て
八
幡
は
キ

ト
と
共
に
走
り
去
り
二
人
は
ず

と
そ
の
背
中
に
手
を

り
続
け
て
い

た
か
お
り

逃
し
た

は
大
き
い
よ

う
ん
ま
あ
仕
方
な
い
か
な

明
日
奈
は
凄
く
い
い
子
だ
し
二
人
は
と
て
も
お
似
合
い
だ
も

ん
本
心
は

う

比
企
谷
格
好
良
か

た
よ
ね

中
学
に

て
や
り
直
し
た
い
よ

あ
は

本
当
に
今
夜
は

め
甲
斐
が
あ
り
そ
う
ね

う
ん

ま
じ
で
お
願
い

 
そ
し
て
か
お
り
は

八
幡
が
去

て
い

た
方
向
を
何
と
な
く

め
た

ま
し
い
な

で
も
絶
対
幸
せ
に
な

て
ね

比
企
谷

明
日
奈
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そ
し
て
二
人
は
笑
い
な
が
ら
ホ
テ
ル
へ
と
入

て
い

た
の
だ

た
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第
２
５
６
話
 
か
お
り
の
助
言

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
ホ
テ
ル
の
部
屋
に

る
と

八
幡
は
ソ
フ

に
横
た
わ

た

後
は
知

さ
ん
次
第
だ
が

そ
れ
と
は
別
に

明
日
は
あ
の
じ
じ
い
と
対
決
す
る
事
に
な
る

か 
で
も
こ
れ
は
楓
の
望
み
だ
か
ら

絶
対
に
叶
え
て
や
ら
な
い
と
な

 
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ

八
幡
は
い
つ
し
か
眠
り
に
落
ち
て
い

た

  
む
に

と
し
た
手
触
り
を
感
じ

八
幡
は
目
を
覚
ま
し
た

 

に
外
は
暗
く
な

て
い
る
よ
う
で

窓
の
外
に
は
ネ
オ
ン
の
明
か
り
が

い
て
い
た

ん

ち
ま

た
の
か

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
は

 
ど
う
や
ら
部
屋
に
は
誰
か
が
い
る
ら
し
く
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そ
の
人
物
が
八
幡
の

を
持
ち
上
げ

何
か
し
て
い
る
ら
し
い

 
そ
う
理
解
し
た
八
幡
は

そ

と
目
を
開
け
た

や

ぱ
り
こ
う
い
う
の
は
ち

ん
と
朝

や

て
お
か
な
い
と

ん

こ
ん
な
感
じ
か

な
明
日
奈

 
そ
し
て
八
幡
が
目
に
し
た
の
は

自
分
の
胸
に
八
幡
の
手
を
押
し
当
て
て
い
る
明
日
奈
の

だ

た

 
明
日
奈
の
表
情
は
真
剣
で
あ
り

八
幡
は
ど
う
し
た
も
の
か
と
困
り
果
て
た

 
そ
し
て
そ
ん
な
八
幡
と
明
日
奈
の
目
が

お
約
束
の
よ
う
に
バ

チ
リ
交
差
し
た

 
明
日
奈
は
ビ
シ

と

ま
る
と

て
八
幡
の
手
を
下
ろ
し

身
だ
し
な
み
を
整
え
る
と

 
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
八
幡
に
笑
顔
を
向
け
た

あ

き
た
ん
だ

お
は
よ
う

八
幡
君

な

明
日
奈

何
か
な

八
幡
君

今
お
前
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何
か
な

八
幡
君

い
や

何
で
も
な
い

う
ん
そ
う
だ
ね

何
で
も
な
い
よ
ね

 
そ
し
て
ソ
フ

に

ん
で
座

た
二
人
は

今
日
あ

た
事
を
報
告
し
あ

た

こ

ち
は
特
に
何
も
無
か

た
か
な

な

線
で
じ
ろ
じ
ろ
見
て
く
る
人
は
結

い
た
け
ど

 
お

さ
ん
が
さ
り
げ
な
く
八
幡
君
の
事
を
説
明
し
て

ガ

ド
し
て
く
れ
て
た
し

の

な
奴
ら
か

ま

た
く

央
以
外
に
は
ろ
く
な
奴
が
い
な
い
ん
だ
な

そ
の

央
君
も
来
て
た
ん
だ
け
ど

こ

そ
り
シ
ノ
の
ん
の
ヘ
カ

ト

の
事
を
伝
え
て
お

い
た
よ

 
強
化
す
る
気
満
々
で

色
々
調
べ
て
み
る

て

そ
う
か

そ
れ
は
丁
度
良
か

た
な

八
幡
君
は
ど
う
だ

た

 
明
日
奈
の
そ
の
問
い
に

八
幡
は
か
お
り
達
と
偶
然
会

た
事
を
説
明
し
た

あ

そ
う
な
ん
だ

ち

と

話
し
て
み
よ
う
か
な

あ
あ

本
も
喜
ぶ
ん
じ

な
い
か
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そ
し
て
明
日
奈
は
か
お
り
に

話
を

け

し
ば
ら
く
楽
し
そ
う
に

て
い
た
の
だ
が

 
ち

と
待

て
ね
と
言

て

八
幡
に
い
き
な
り
こ
う

ね
た

ね

八
幡
君

お
昼
に
何
か
あ

た

ん

あ
の
二
人
に
懐
石
ラ
ン
チ
を

て
や

た
け
ど

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
か

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

ん

ど
う
か
し
た
の
か

あ
の
ね

八
幡
君
の

り
で

食
で
も
一

に
ど
う

て
言

た
ん
だ
け
ど

 
す
ご
く
遠

し
て
く
る
か
ら

ど
う
し
た
の
か
な

て
思

て

あ
あ

そ
れ
は
遠

す
る
よ
な

ま
あ
こ
ん
な
機
会
は
滅
多
に
無
い
だ
ろ
う
か
ら

 
今
日
は
気
に
せ
ず

て

ら
れ
ろ

て
伝
え
て
や

て
く
れ

 
明
日
奈
は
ど
う
や
ら
ス
ピ

カ

モ

ド
に
し
て
い
た
ら
し
く

 

話
の
向
こ
う
の
か
お
り
に
向
か

て
言

た

だ

て
さ

う
ん

や

た

そ
れ
じ

ホ
テ
ル
ま
で
迎
え
に
行
く
か
ら
待

て
て
ね

 
そ
し
て

話
を
切

た
明
日
奈
は

よ
そ
行
き
の
格
好
に
着

え
始
め
た

 
八
幡
も
そ
れ
に

い

度
を
始
め
た

と
い

て
も

布
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
く
ら
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い
だ

た
が

 
そ
し
て
か
お
り
達
の

す
る
ホ
テ
ル
に
着
く
と

二
人
が
外
で
待

て
い
て
く
れ
た

 
明
日
奈
は
手
を

り
な
が
ら

か
お
り
の
方
へ
と
走

て
い

た

明
日
奈

か
お
り

久
し
ぶ
り

あ

仲
町
さ
ん
初
め
ま
し
て

結
城
明
日
奈
で
す

 
私
の
事
は
明
日
奈

て
呼
ん
で
ね

初
め
ま
し
て

仲
町
千
佳
で
す

そ
れ
じ

あ
私
の
事
も
千
佳
で
お
願
い

 
三
人
は
す
ぐ
に
仲
良
く
な

た
よ
う
で

 
八
幡
は

明
日
奈
に
同
世
代
の
友
人
が

え
た
事
を
素
直
に
喜
ん
だ

よ
し

そ
れ
じ

あ
何
を
食
べ
に
行
く

何
で
も

わ
な
い
ぞ

お
昼
は
懐
石
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら

ち

た
か
ら

夜
は
多
少
重
め
の
物
が
い
い
か
な

そ
れ
あ
る

ん

私
も
そ
れ
で
問
題
無
い
か
な

実
は
お
昼
に
パ

テ

に
参
加
さ
せ
ら
れ
て
た
か
ら

 
あ
ま
り
食
べ
て
な
い
ん
だ
よ
ね

 
パ

テ

と
い
う
物
に
参
加
す
る
事
は

一

人
に
は
普
通
あ
り
え
な
い
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二
人
は
も
し
か
し
て
と
思
い
な
が
ら

明
日
奈
に

ね
た

え

と

実
は
明
日
奈

て

ど
こ
か
の
お
嬢
様

明
日
奈
は
レ
ク
ト
の
社
⻑
の
娘
だ
ぞ

う

う
ん

一
応

え
え

そ
う
だ

た
ん
だ

 
確
か
に
明
日
奈
は
上
品
な
雰
囲
気
を

わ
せ
て
い
る
の
で

二
人
は
や
は
り
と
思
い
つ
つ
も

 
そ
こ
ま
で
の
大
企
業
の
社
⻑
令
嬢
だ
と
ま
で
は
思

て
い
な
か

た
よ
う
で
ひ
た
す
ら
驚
い

て
い
た

う
ち
の
社
⻑
の
奥
さ
ん
が

レ
ク
ト
の
社
⻑
令
嬢
か

 
い
ず
れ
合

と
か
い
う
話
に
な

た
り
す
る
の
か
な

ど
う
だ
ろ
う
ね

て

う
ち
の

 
明
日
奈
は

そ
の
か
お
り
の
言
葉
の

の
部
分
に
引

か
か
り
を
覚
え
た

 
う
ち
の
と
い
う
事
は

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
だ
か
ら
だ

実
は
な

本
は
う
ち
の
会
社
の
面
接
に
受
か

て
受
付
を
や
る
事
に
内
定
し
た
ら
し
い
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あ

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

ま
あ

比
企
谷
の
コ
ネ
ら
し
い
ん
だ
け
ど
ね

 
か
お
り
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

コ
ネ

ら
し
い

 
ら
し
い
と
は
ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
か
と

明
日
奈
が
き

と
ん
と
し
た

 
八
幡
は
明
日
奈
に

事
の

を
説
明
し
た

あ
あ

そ
の
時
の
面
接

は

ど
う
や
ら
ア
ル
ゴ
だ

た
ら
し
い
ん
だ
け
ど
な

 
俺
と

本
が
中
学
で
ク
ラ
ス
が
一

だ

た
事
を

多
分
事
前
に
調
べ
て
た
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
れ
で
ア

サ
リ
と

本
だ
け

用
す
る
事
に
決
め
ち
ま

た
ら
し
い
ぞ

 
俺
も

本
も
知
ら
な
か

た
か
ら

だ
か
ら

ら
し
い

だ
な

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

ま
あ
さ
す
が
の
ア
ル
ゴ
も

当
に
選
ぶ
な
ん
て
事
は
し
な
い
は
ず
だ
か
ら

 
同
じ
く
ら
い
の

件
の
候
補
者
の
中
か
ら
誰
か
一
人
選
ぶ
の
に

 
最
後
の
決
め
手
に
な

た
と
か

そ
ん
な
理
由
だ
と
思
う
ぞ

ソ
レ
イ
ユ
は
実
力
主
義
だ
も
ん
ね
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そ
ん
な

で

か
お
り
の
内
定
祝
い
も

ね
て

ち

と
奮
発
す
る
事
に
な
り

 
四
人
は
か
な
り

の
高
い
焼
肉
屋
に
い
く
事
と
な

た

そ
う
い
え
ば
俺

焼
肉
屋
に
来
る
の
は
初
め
て
だ
な

あ

私
も
か
も

え

そ
う
な
の

こ
れ
は
か
お
り
が
肉
奉
行
を
す
る
し
か
な
い
ね

分
か

た

任
せ
て

 
か
お
り
は
そ
う
言
う
と

慣
れ
た
感
じ
で
注
文
し
始
め
た
の
だ
が

 
や
は
り
遠

し
た
の
か

そ
れ
ほ
ど
高
い
物
は
注
文
出
来
な
か

た

 
そ
れ
を
八
幡
が

全
て
特
上
に
変
更
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

た
の
だ
が

 
四
人
は
心
ゆ
く
ま
で
肉

肉

肉
三

な
時
間
を
過
ご
し
た

 
そ
し
て
食
後
の
雑
談
の

で

か
お
り
が
八
幡
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た

そ
う
い
え
ば
ち

ん
と

い
て
な
か

た
け
ど

二
人
は
何
で
京
都
に
い
る
の

え

と

ど
う
や

て
説
明
す
れ
ば
い
い
の
か
な

そ
う
だ
な
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一
言
で
説
明
す
る
に
は

事
情
は
複
雑
に
な
り
す
ぎ
て
い
た
の
だ
が

 
八
幡
は
何
と
か
要
点
を
二
つ
に
絞
り

二
人
に
説
明
し
た

簡

に
説
明
す
る
の
は
難
し
い
ん
だ
が

要
す
る
に
お
家

動
の
解
決
と
人
助
け
だ
な

人
助
け

誰
か
怪
我
か
病
気
で
も
し
た
の

あ
あ
そ
の
子
は
楓
と
い

て
明
日
奈
の
親

な
ん
だ
が
実
は
か
な
り
の
難
病
に
か
か

て
て
な

 
一
応
俺
も
手
は
打

た
ん
だ
が

果
た
し
て
手
術
が
成
功
す
る
か
ど
う
か

 
で

う
ち
の
特

な

技
術
を
提

し
て

先
日
楓
と

の
中
で
一

に
遊
ん
だ
ん

だ
よ

 
そ
し
た
ら
楓
が

お
じ
い
ち

ん
と
も
一

に
遊
び
た
い

て
言
う
か
ら

 
そ
の
偏
屈
じ
じ
い
を

力
ず
く
で
ゲ

ム
の
中
に
突

込
も
う
と

明
日
突
撃
す
る
予
定
だ

力
ず
く

て

そ
こ
で
さ

き
の
お
家

動
の
話
が
出
て
く
る
ん
だ
よ
な

 
実
は
明
日
奈
の
家
は
分
家
筋
で
な

そ
の
本
家
が
京
都
に
あ
る
ん
だ
が

 
そ
こ
の
当
主
の
偏
屈
じ
じ
い
が
今
度
引
退
す
る
か
ら
そ
の
後
継
者
を
こ

ち
寄
り
の
人
に
し
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ち
ま
お
う
と

 
今
色
々
と
手
を
回
し
て
る
所
な
ん
だ
よ

う
わ

本
物
の

力
争
い
だ

何
そ
れ

ウ
ケ
る
し

で
も
そ
の
じ
じ
い
い
き
な
り
日
本
刀
で

り
か
か

て
く
る
よ
う
な
危
な
い
じ
じ
い
な
ん
だ

よ
なう

わ

そ
れ
は
ウ
ケ
な
い
わ

だ

大
丈
夫
だ

た
の

 
千
佳
は
心
配
そ
う
に
八
幡
に
そ
う

ね
た

 
八
幡
は

千
佳
に
普

持
ち
歩
い
て
い
る
護
身
用
の

棒
を
見
せ
る
と

 
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
こ
う
言

た

大
丈
夫
だ

こ
れ
を
使

て
取
り
押
さ
え
た

ち
な
み
に
明
日
奈
と
二
人
で
な

え
え

二
人
と
も

そ
ん
な
事
が
出
来
る
ん
だ

ゲ

ム
の
中
だ
と
余

な
ん
だ
け
ど
な

現
実
だ
と

 
上
手
く
使
え
る
よ
う
に
練

す
る
の
が

確
か
に
ち

と
大
変
だ

た
な
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私
は
ま
だ
武
器
と
か
は
上
手
に
は
扱
え
な
い
か
ら
手
刀
だ

た
け
ど
ま
あ
足
運
び
く
ら
い
は

ね
う
わ

何
か
二
人
と
も
凄
い

だ

て
千
佳

こ
の
二
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

あ

ご
め
ん

な

な
ん
で
も
な
い

 
明
日
奈
は
か
お
り
が
何
を
言
い

け

何
に
気
を
遣

て
や
め
た
の
か
を
悟
り

 
八
幡
と
顔
を
見
合
わ
せ

八
幡
が

い
た

か
お
り
に
言

た

か
お
り

別
に
言

ち

て
も
い
い
よ

え

い
い
の

ま
あ
実

の
と
こ
ろ

う
ち
の
学
校
じ

公
然
の
事
実
だ
し

 
千
佳
に
教
え
る
の
は
ま

た
く
問
題
無
い
と
思
う

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を

い
て

本
当
は
千
佳
に
教
え
た
く
て
う
ず
う
ず
し
て
い
た
の
か

 
か
お
り
は
嬉
し
そ
う
に
千
佳
に
説
明
を
始
め
た

そ

か
え

と
ね
千
佳
こ
の
二
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
に
一
番

し
た
三
人
の
中
の

二
人
な
の

え
え

そ
れ

て

ネ

ト
で
英
雄
扱
い
さ
れ
て
る
あ
の
三
人
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う
ん

そ
れ
そ
れ

銀
影

閃
光

黒
の
剣
士
だ

け

そ
の
呼
び
方
は
や

ぱ
り
ち

と
恥
ず
か
し
い
ん
だ
よ
な

俺
は
銀
影
で
明
日
奈
は
閃

光
だ
な

う
わ

知
り
合
い
が
英
雄
と
か

 

名
人
が
友
達
だ

て
自
慢
す
る
人
の
気
持
ち
が
ち

と
分
か

ち

た
か
も

 
八
幡
は
そ
の
千
佳
の
言
葉
に
苦
笑
し
な
が
ら

つ
い
で
に
一
つ
補
足
し
た

ま
あ
実
は

し
た
の
は
三
人
じ

な
く
四
人
な
ん
だ
け
ど
な

そ
れ
は
初

か
も

残
り
の
一
人
は
二
つ
名
が
つ
い
て
な
か

た
か
ら

広
ま
ら
な
か

た
ん
だ
ろ
う
な

 
ち
な
み
に
そ
い
つ
と
は

京
都
で
先
日
再
会
し
た
ば

か
り
だ

お
お

そ
れ
は
嬉
し
い
出
来
事
だ
ね

会
え
た
の
は
偶
然
だ

た
ん
だ
が

や

ぱ
り
嬉
し
い
よ
な

そ
れ
あ
る
あ
る

で

何
の
話
だ

た

け
か
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そ
う
い
え
ば
と
思
い

四
人
は
一

考
え
込
ん
だ
の
だ
が

直
ぐ
に
か
お
り
が
こ
う
言

た

日
本
刀
を
持

た
じ
じ
い
を
叩
き
の
め
し
て
や

た

て
比
企
谷
が
言

た
所
か
ら
か

な
そ
う
だ

た
な
実
は
明
日
ま
た
そ
の
じ
じ
い
を
叩
き
の
め
さ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
な

 
も
う
一
回
本
物
の
日
本
刀
を
相
手
に
し
な
い
と
い
け
な
い
か
と
思
う
と
少
し
面
倒
だ
な

ね

そ
れ

て

ゲ

ム
の
中
じ

い
け
な
い
の

 
突
然
か
お
り
が
そ
ん
な
事
を
言

た

ゲ

ム
の

中

う
ん

現
実
で
や
り
あ
う
な
ん
て

や

ぱ
り
危
な
い
じ

な
い

 
だ
か
ら

挑
発
す
る
な
り

相
手
に
少
し

利
な

件
を
つ
け
る
な
り
し
て

 
上
手
く
ゲ

ム
の
中
で
戦
え
る
よ
う
に
相
手
を
誘

し
て
さ

 
そ
し
た
ら
比
企
谷
は

ゲ

ム
の
中
で
な
ら

多
少
不
利
な

件
で
も
無
敵
な
ん
だ
し

 
そ
し
た
ら
こ

ち
の
圧
勝
な
ん
じ

な
い

 
そ
の
発
想
に

二
人
は
意
表
を
突
か
れ
た

そ
れ
は
思
い
つ
か
な
か

た
よ
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は

は
は

は
は
は
は
は

そ
の
発
想
は
無
か

た
わ

 
さ
す
が
受
付
と
は
い
え

た

た
一
人
だ
け
う
ち
の
内
定
を
も
ら

た
だ
け
の
事
は
あ
る
な

本は

社
⻑

光
栄
で
あ
り
ま
す

 
か
お
り
は
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言
う
と

更
に
こ
う
付
け
加
え
た

そ
れ
に
ほ
ら

そ
う
い
う
口
実
で
ゲ

ム
に
接
続
さ
せ
ち

え
ば

 
も
し
万
が
一
比
企
谷
が
負
け
て
も

そ
の
楓
ち

ん
と
遊
ば
せ
る

て
い
う
目
的
は

 
問
題
な
く
達
成
さ
れ
る
ん
じ

な
い

本
お
前
天
才
か
よ

確
か
に
最
近
ち

と
力
に
頼
り
す
ぎ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

な 
こ
れ
は
反
省
し
な
い
と
い
け
な
い
部
分
だ
な

役
に
立
ち
ま
し
た
か

社
⻑

あ
あ

金
一

も
の
だ
ぞ

本
君

そ
れ
は
今
日
の
二
度
の
食
事
で
十
分
で
あ
り
ま
す

社
⻑

 
そ
し
て
四
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

楽
し
そ
う
に
笑

た
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よ
し

そ
う
と
決
ま

た
ら

明
日
は
散
々
煽

て
や
る
か

八
幡
君

煽
る
の
得
意
だ
も
ん
ね

お
う
任
せ
ろ

得
意
分
野
だ

比
企
谷

頑
張
れ

遠
く
か
ら
応
援
し
て
る
か
ら
ね

 
こ
う
し
て
か
お
り
に
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
事
が
出
来

こ
の
日
の

食
は

 
八
幡
に
と

て
は
リ
ス
ク
を
避
け
る
上
で

と
て
も

意
義
な
も
の
と
な

た
の
だ

た

 
次
回

八
幡
は
牙
を
む
き

そ
し
て
戦
い
の
鐘
が
鳴
る

 
戦
い
の
開
始
ま
で
の

が
語
ら
れ
ま
す

八
幡
の
本
気
を
お
楽
し
み
に
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第
２
５
７
話
 
八
幡
は
牙
を
む
き

そ
し
て
戦
い
の
鐘
が
鳴
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

二
人
と
も

今
日
は
凄
く
楽
し
か

た

ま
た
あ

ち
で
も
一

に
遊
ぼ
う
ね

う
ん

ま
た
遊
ぼ
う
ね

今
日
は
比
企
谷
君
と
仲
直
り
出
来
て
本
当
に
良
か

た
よ

今
後
と
も
宜
し
く
ね
二
人
と
も

本

仲
町
さ
ん

そ
れ
じ

あ
ま
た
千
葉
で

ま
た
ね

二
人
と
も

明
日
は
気
を
付
け
て
ね

 
こ
の
日
の
出
来
事
は

四
人
に
と

て
と
て
も
い
い
思
い
出
と
な
り

 
千
葉
に

た
後
も
た
ま
に
で
は
あ
る
が
四
人
の
関
係
は
し

か
り
と
続
い
て
い
く
事
と

な
る

 
そ
し
て
ホ
テ
ル
に

た
二
人
は

い
つ
も
の
よ
う
に
お
風
呂
に
入
り



 第四章 ＧＧＯ編

 
い
つ
も
の
よ
う
に

ん
で
ベ

ド
に
横
た
わ

た

今
日
は
楽
し
か

た
ね

八
幡
君

あ
あ

旅
先
で
の
出
会
い

て
何
か
い
い
よ
な

う
ん

で
も
さ
す
が
に
眠
い
ね

そ
う
だ
な

今
日
も
色
々
あ

た
か
ら
な

 
そ
し
て
満
腹
だ

た
事
も
あ
り

二
人
は

き
合
い
な
が
ら
深
い
眠
り
へ
と
落
ち
て
い

た

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝
八
幡
が
目
を
覚
ま
す
と
再
び
手
に
柔
ら
か
い
物
が
触
れ
る
気
配
が
し

た
ま
あ
こ
の
旅
行
の
間
だ
け
だ
ろ
う
し

好
き
に
さ
せ
る
か

 
八
幡
は
そ
う
思
い

て

て
い
る
フ
リ
を
続
け
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
満
足
そ
う
に
立
ち
上
が
る
と

部
屋
の
外
へ
出
て
い
き

 
今
度
は
ど
う
や
ら
腹
筋
を
始
め
た
よ
う
だ

ま
あ

さ
す
が
に

日
は
俺
も
ち

と
食
べ
過
ぎ
た
し
な

 
そ
う
思

た
八
幡
は

静
か
に

き
上
が
る
と

明
日
奈
の
背
後
か
ら
そ

と
近
付
き

 
明
日
奈
の
背
中
を
そ

と

く
と

そ
の

に

い
キ
ス
を
し
た
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え

え

お
は
よ
う

明
日
奈

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

て
明
日
奈
の
足
の
上
に
座

た

お
は
よ
う

八
幡
君

 
明
日
奈
は
そ
の
八
幡
の
気
遣
い
を
受
け
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と
再
び
腹
筋
を
開
始
し
た

さ
す
が
に

日
は
食
べ
す
ぎ
ち
ま

た
し

俺
も
ち

と
や

と
く
か

う
ん

じ

あ
今
度
は
私
が
上
に
な
る
ね

そ
の
前
に

風
呂
を

か
し
て
お
こ
う

あ

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
二
人
は
朝
の

い
運
動
を
終
え

仲
良
く
風
呂
に
入

た

今
日
は
眠
り
の
森
に
寄

て

況
を
確
認
し
た
ら

次
は
あ
の
じ
じ
い
の
所
か

か
お
り
の
助
言
通
り

上
手
く
い
く
か
な

ま
あ
大
丈
夫
だ
ろ
こ

ち
の
フ

ル
ド
に
引
き
ず
り
込
め
れ
ば
そ
の
時
点
で
こ

ち
の

勝
ち
だ

油
断
し
な
い
で
ね

八
幡
君
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あ
あ
タ
イ
プ
的
に
は
直
葉
を
強
く
し
た
よ
う
な
感
じ
だ
ろ
う
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
相
手
を

す
る
わ

 
そ
し
て
二
人
は
手

く
朝
食
を
と
る
と

眠
り
の
森
へ
と
向
か

た

二
人
と
も

お
は
よ
う

 
二
人
を
最
初
に
出
迎
え
た
の
は
知

だ

た

 
知

か
ら
は
疲
れ
た
よ
う
な
雰
囲
気
が
伝
わ

て
き
た
が
そ
の
表
情
は
と
て
も
明
る
か

た

知

さ
ん

日
は
こ

ち
に

ま

た
ん
で
す
か

移
動
の
手
間
も

し
い
か
ら
ね

今
は
と
に
か
く
集
中
し
な
い
と

 
知

は
八
幡
の
頼
み
に
応
え

と
あ
る
作
業
に
ひ
た
す
ら

し
て
い
た

調
子
は
ど
う
で
す
か

う
ん

さ
す
が
に
き
つ
い
け
ど

々
と
コ
ツ
は
分
か

て
き
た
か
な

 
今
日
い

ぱ
い
時
間
を

け
れ
ば

完
全
な
も
の
に
仕
上
が
る
と
思
う
よ

お
忙
し
い
中

苦
労
を
お
か
け
し
て
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

何

僕
に
と

て
も
と
て
も
大
事
な
事
だ
か
ら

こ
ん
な
の
苦
労
の
う
ち
に
は
入
ら
な
い
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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そ
し
て
八
幡
は

子
と
い
く
つ
か
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
後

 
一
度
ホ
テ
ル
に

り

陽
乃
を
捕
ま
え
る
と

そ
の

元
で
何
事
か

い
た

な
る
ほ
ど

そ
う
判
断
し
た
の
ね

分
か

た
わ

 
う
ち
の
ス
タ

フ
か
ら
ち

と
機
材
を

り
て
く
る

 
そ
し
て
陽
乃
は
ど
こ
か
へ
連

し

少
し
し
て
ソ
レ
イ
ユ
の
ス
タ

フ
ら
し
き
者
が
現
れ

 
陽
乃
に
何
か
を
手

し
た

そ
し
て
八
幡
は
陽
乃
を

い
明
日
奈
と
三
人
で
結
城
本
家
へ
と

乗
り
込
ん
だ

 
ア
ポ
は
事
前
に
章
三
に
頼
ん
で
い
た

三
人
は
す
ん
な
り
と

の
前
に
立
つ
事
が
出
来
た

今
日
は
何
用
だ
小

を
説
得
す
る

の
材
料
で
も
他
に
見
つ
か

た
の
か

い
や

今
日
は
そ
ん
な
事
の

に
来
た
ん
じ

ね
え
よ
ク
ソ
じ
じ
い

 
こ
の
前
俺
と
明
日
奈
に
簡

に

ら
れ
て

さ
ぞ
悔
し
か

た
だ
ろ

 
だ
か
ら
リ
ベ
ン
ジ
の
機
会
を

え
て
や
ろ
う
と
思

て
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
し
て
出
向
い
て
や

た
ん
だ
よ

ほ
う

 

は
そ
の
挑
発
を
受
け

目
を
光
ら
せ
る
と

常
に

ら
に
置
い
て
い
る
日
本
刀
を
手
に
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取

た
今
度
は
手
加

せ
ん
ぞ

や
れ
る
も
ん
な
ら
や

て
み
ろ

 
そ
し
て
八
幡
は

無
防
備
な
体
勢
の
ま
ま
前
に
進
み
出
た

 
八
幡
が

と

で
勝
負
出
来
る
よ
う
に
色
々
と
挑
発
す
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

明
日
奈
は

 
そ
の
八
幡
の
行
動
を
い
ぶ
か
し
く
思

た
が

陽
乃
が
ず

と
無
言
で
い
る
の
を
見
て

 
何
か
考
え
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

て
そ
の
成
り
行
き
を
見
守

た

小

何
の
つ
も
り
だ

見
て
の
通
り
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

無
防
備
な
ま
ま
ど
ん
ど
ん
前
へ
と
進
ん
で
い

た

が
お
前
を

ら
な
い
と
で
も
思

て
い
る
の
か

さ
あ

ど
う
だ
ろ
う
な

あ
く
ま
で
前
に
進
み
続
け
る
か

な
ら
ば

死
ね

 
そ
し
て

は

目
の
前
で
棒
立
ち

態
の
八
幡
の

に
向
け
て
日
本
刀
を

り
下
ろ
し
た



 第２５７話 八幡は牙をむき、そして戦いの鐘が鳴る

 
明
日
奈
は
ド
キ
リ
と
し

一

目
を

じ
て
し
ま

た
の
だ
が

 
目
を
開
く
と
明
日
奈
の

界
に
ま

た
く
表
情
を
変
え
ず
に
微
動
だ
に
し
て
い
な
い
八
幡

と 

止
め
し
た
の
だ
ろ
う
八
幡
の

ス
レ
ス
レ
に
日
本
刀
を
突
き
つ
け
た

の

が
映

た

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

普
通

れ
な
い
よ
な

何
故
そ
う
思
う

そ
れ
は
あ
ん
た
が

ま
だ
結
城
総
合
病
院
の
理
事
⻑
だ
か
ら
だ

 
引
退
し
て
元
理
事
⻑
に
な

た
な
ら
病
院
と
は
関
係
無
い
と
強

す
る
事
も
出
来
る
だ
ろ
う

が 
現
理
事
⻑
が
俺
を
殺
す
ど
こ
ろ
か
そ
の
刀
で
少
し
で
も
俺
を

つ
け
た
り
し
た
だ
け
で
も

 
そ
の
時
点
で
結
城
系

の
病
院
の
評
判
は
ガ
タ
落
ち
だ

最
悪
潰
れ
る
ま
で
あ
る
だ
ろ
う

フ
ン

 

は
刀
を

に
納
め
る
と

元
の
場
所
に

を
下
ろ
し

 
八
幡
も
前
回
と
同
じ
よ
う
に

の
前
で
あ
ぐ
ら
を
か
い
た

こ
ん
な
小
手
先
の
勝
負
で

に
勝

た
つ
も
り
に
な

て
い
る
の
か

小
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そ
ん
な

無
い
だ
ろ
俺
が
言
い
た
か

た
の
は
日
本
刀
を
こ
れ
み
よ
が
し
に

り
回
し
て

る
だ
け
じ

 
他
の
一
族
の
奴
ら
へ
の
こ
け
お
ど
し
に
は
な

て
も

 
俺
と
の
本
気
の
勝
負
な
ん
か
ま
と
も
に
出
来
な
い
だ
ろ

て
事
だ

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ん
が
そ
れ
で
は
小

お
前
は
ど
う
や

て

と
勝
負
す
る
つ
も
り

だ 
道
場
か
何
か
で

刀
か
木
刀
を
使

て

チ

ン
バ
ラ
ご

こ
で
も
し
ろ
と
言
う
の
か

今
の

え
た
あ
ん
た
じ

俺
に
は
絶
対
に
勝
て
ね
え
よ

勝
負
に
も
な
ら
ん

 
そ
こ
で
提
案
だ

て
こ
れ
を
か
ぶ
れ

ほ
う

 
そ
う
言

て
八
幡
が
差
し
出
し
た
ア
ミ

ス
フ

ア
を
見
て

は
つ
ま
ら
な
そ
う
に
言

た
そ
ん
な
お
も
ち

で
勝
負
だ
と

確
か
に
そ
れ
を
使
え
ば

日
本
刀
で

り
あ
う
事
も
可
能

だ
ろ
う
が

 
そ
ん
な
の
は
所

ま
や
か
し
よ

み
も

わ
な
い
勝
負
に
何
の
意
味
が
あ
る

笑
わ
せ
る
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な
よ
小

は

無
知

て
の
は
こ
れ
だ
か
ら
た
ち
が
悪
い
な

そ
ん
な
ん
だ
か
ら

 
く
だ
ら
な
い
感
情

で
し
か
他
人
を
評
価
出
来
な
い
あ
ん
た
み
た
い
な

害
が
出
来
上
が

ち
ま
う
ん
だ

 
い
い
か
じ
じ
い
こ
れ
の
利
点
は
そ
こ
じ

な
い
あ
ん
た
に
全

期
の
力
を
出
さ
せ
る
事
が

 
こ
れ
を
使
う
一
番
の
理
由
な
ん
だ
よ

全

期
の
力
だ
と

 

は
そ
の
言
葉
に
興
味
が

い
た
の
か

ピ
ク
リ
を

を
動
か
し

そ
う
言

た

そ
う
だ

こ
の
お
も
ち

は

あ
ん
た
が
思

た
通
り
の
動
き
を

 
あ
ん
た
が
思

た
通
り
の
力
で
再
現
し
て
く
れ
る

 
も
う
今
は

自
分
の
イ
メ

ジ
通
り
に
動
く
事
な
ん
か
出
来
や
し
な
い
ん
だ
ろ

 
そ
ん
な
雑

相
手
に
勝

た
と
し
て
も

あ
ん
た
も
俺
も
納
得
な
ん
か
し
や
し
な
い

 
お

い
全
力
で
ぶ
つ
か

て
こ
そ

白
黒
つ
け
ら
れ
る

て
も
ん
だ
ろ

ほ
う
さ
す
が
に
言
い
よ
る
わ
ど
う
や
ら
全

期
の

相
手
で
も
勝
つ
気
ま
ん
ま
ん
の
よ
う

じ

な
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当
た
り
前
だ
ろ
じ
じ
い

い
く
ら
じ
じ
い
が
若
返

て
も

所

じ
じ
い
は
じ
じ
い
だ

良
か
ろ
う

そ
の
勝
負

受
け
て
た
と
う

 

は

お
そ
ら
く
あ
え
て
だ
ろ
う

八
幡
の
挑
発
に
乗
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て

は
更
に
こ
う
言

た

も
し

が
勝

た
ら
小

お
前
は

の

子
に
な
れ

そ
し
て
一
生

に
は
逆
ら
わ
な
い
と

え
 
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
い
る
章
三
の
娘
と
の
結
婚
は
認
め
て
や

て
も
い
い

い
い
だ
ろ
う

そ
の

件
を
飲
も
う

そ
の
代
わ
り
こ

ち
も

件
を
出
す
ぞ

当
然
じ

な

で

は

先
日
の
お
前
達
の

し
出
を
素
直
に
認
め
れ
ば
い
い
の
か
の

い
や
も
し
俺
が
勝

た
ら
あ
ん
た
は
次
の
理
事
⻑
選

で
絶
対
に
引
退
す
る
と
約
束
し
ろ

何
じ

と

俺
は
あ
ん
た
の
言

た

件
を
無

件
で

し
た
ぞ
当
然
あ
ん
た
も
無

件
で

す
る

よ
な

 

は

い
目
付
き
で
八
幡
を
見
る
と

八
幡
に
こ
う

ね
た

小

最
初
か
ら
そ
れ
が
目
的
じ

た
な

い
つ
か
ら
気
付
い
て
お

た
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最
初
会

た
時
か
ら
こ
れ
ま
で
あ
ん
た
は
こ

ち
の

魔
を
一
切
し
て
こ
な
か

た
か
ら
な

 
も
し
何
か
仕

け
て
き
て
た
ら

俺
も
少
し
迷

た
か
も
し
れ
な
い
が

 
あ
ん
た
は
結
局
最
後
ま
で
何
も
仕

け
て
こ
な
か

た

そ
れ
な
ら
答
え
は
一
つ
だ
ろ

 
あ
ん
た
は
俺
達
が
何
を
し
よ
う
と
も

確
実
に
そ
れ
を
ひ

く
り
返
す
事
が
出
来
る
方
法
を

知

て
い
た

 
考
え
れ
ば
簡

な
事
だ
一
族
の
者
や
系

病
院
の
院
⻑
達
は
皆

度
に
あ
ん
た
を
恐
れ
て

い
る

 
だ
か
ら
俺
達
が
何
を
し
よ
う
と
も
あ
ん
た
が
ト

プ
で
い
る
限
り
そ
い
つ
ら
は
結
局
あ
ん

た
に

う

 
そ
の

に
は
理
事
⻑
選

を
と
り
や
め
て
あ
ん
た
が
ず

と
ト

プ
の
ま
ま
で
い
れ
ば
い
い

な
る
ほ
ど

確
か
に

は
切
れ
る
よ
う
じ

な

々
お
前
が
欲
し
く
な

た
わ

 
だ
が
小

た
と
え

が
勝
負
に
負
け
た
と
し
て
確
実
に
約
束
を
守
る
と
で
も
思
う
の
か

 
だ

た
ら
貴
様
は
と
ん
だ
あ
ま
ち

ん
じ

な

あ
ま
ち

ん
は
ど

ち
だ
ろ
う
な

姉
さ
ん

お
願
い
し
ま
す

オ

ケ

も
う
仕
込
み
は
バ

チ
リ
よ
ん
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そ
う
八
幡
に
声
を

け
ら
れ

こ
こ
で
初
め
て
陽
乃
が
動
い
た

 
陽
乃
の
手
に
は

い
つ
の
間
に
か
小
型
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
ら
し
き
物
が

ら
れ
て
お
り

 

は
そ
れ
を
見
て
初
め
て
狼

し
た

小

貴
様
何
を
し
た

明
日
奈
が
い
た
せ
い
で
姉
さ
ん
の
行
動
に
は
ま

た
く
注
意
を

い
て
い
な
か

た
み
た
い

だ
な

 
最
初
に
会

た
時
も
俺
達
に
は
最
初
目
も
く
れ
な
か

た
か
ら
絶
対
そ
う
な
る
と
思

て

た
わ

 
案
外
そ
れ
が
あ
ん
た
の
一
番
の

点
か
も
し
れ
な
い
な

 
当
事
者
以
外
に
は
目
も
く
れ
な
い

そ
の

慢
さ
が
な

 
種
を
明
か
す
と
今
の
俺
達
の
会
話
は

に
一
族
や
全
て
の
系

病
院
の
院
⻑
宅
に
配
信
中

だ 
も
ち
ろ
ん
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
俺
と
あ
ん
た
の
勝
負
も

同
じ
よ
う
に
配
信
さ
れ
る
予
定
だ

 
ち
な
み
に
公
の
動
画
サ
イ
ト
に
流
す
事
も
一

で
可
能
だ

う
ち
の
会
社
の
実
力
を

く
見
る

な
よ
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さ
あ
ど
う
す
る

尾
を

い
て
逃
げ
出
す
か

も

と
も
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

 
あ
ん
た
の
求
心
力
は

限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
付
く
事
に
な
る
だ
ろ
う
が
な

 
そ
う
な

た
ら
も
う

あ
ん
た
な
ん
か
怖
く
も
何
と
も
な
い

く

小

貴
様

こ
れ
で
も
う

あ
ん
た
が

力
を

持
す
る

に
は

俺
と
の
勝
負
に
勝
つ
し
か
な
い

 
も
ち
ろ
ん
勝
つ
自
信
が
あ
る
ん
だ
ろ

そ
れ
と
も
何
か

本
当
に

尾
を

い
て
逃
げ
出
す

つ
も
り
か

 

は

て
八
幡
を

み
付
け
て
い
た
が

や
が
て
腹
を
く
く

た
の
か

こ
う
言

た

よ
か
ろ
う

と
小

の
直
接
対
決
で
全
て
の
決
着
を
つ
け
る
と
し
よ
う

い
な

そ
の
あ
た
り
は
さ
す
が
だ
と
言

て
お
こ
う

後
で
ほ
え
面
か
く
な
よ

小

ど

ち
が
だ
よ

そ
れ
じ

姉
さ
ん

準
備
を
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
陽
乃
が
テ
キ
パ
キ
と
準
備
を
進
め

 
八
幡
と

そ
れ
に
明
日
奈
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
り

 
特
別
に
作
成
さ
れ
た

ア
ル
ゴ

製
の
闘
技
場
へ
と
ダ
イ
ブ
し
た
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ほ
う

こ
う
い
う
の
は
初
め
て
の

験
だ
が

中
々
悪
く
な
い
な

 

は
中
に
入
る
な
り

そ
う
言

た

一
応
あ
ん
た
の
若
い

の
写
真
を
元
に

外
見
も
若
い

と
同
じ
に
し
て
あ
る
か
ら
な

 

し
に

く
動
い
て
み
た
ら
ど
う
だ

武
器
は
そ
こ
に
日
本
刀
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら

 
自
分
に
一
番
し

く
り
く
る
バ
ラ
ン
ス
の
奴
を
使

て
く
れ

ふ
む

至
れ
り
尽
く
せ
り
じ

の

 

は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を
受
け

何
本
か
の
日
本
刀
を
手
に
と
る
と

に

り
始
め
た

 
そ
の
剣
速
は
か
な
り
の
も
の
で
八
幡
は
そ
れ
を
見
て
絶
対
に
油
断
し
な
い
よ
う
に
と
自
分

を

め
た

こ
れ
だ
な

こ
れ
が
一
番
俺
の
手
に
な
じ
む

 

は
そ
う
言

て
一
本
の
刀
を
選
ん
だ

 
心
な
し
か

そ
の
言
葉
遣
い
ま
で
も
が
若
返

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

じ

な
く
俺
な
ん
だ
な

そ
う
だ
な

本
当
に
若
返

た
よ
う
な
気
が
し
て

と
て
も
い
い
気
分
だ

 
一
人
の

が
そ
こ
に
い
た

そ
の

の
持
つ
迫
力
は
ユ

ジ

ン

り
と
は
比
べ
物
に
な
ら
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ず 
完
全
に
キ
リ
ト
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
を

と
さ
せ
る
も
の
だ

た

俺
の
武
器
は
決
ま

た
ぞ

お
前
は
何
を
選
ぶ
つ
も
り
だ

俺
の
武
器
は
こ
の

剣
と

も
う
一
つ
別
の
装
備
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
が

わ
な
い
か

好
き
に
し
ろ

お
前
に
と

て
一
番
戦
闘
力
が
高
ま
る
装
備
を
使
う
と
い
い

そ
れ
じ

あ
遠

な
く
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う

ア
ル
ゴ

こ
え
る
か

 
こ
い
つ
は
ど
う
や
ら
過
去
最
大
級
の
強
敵
み
た
い
な
ん
で
予
定
を
変
更
す
る

ア
レ

を
出

し
て
く
れ

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
と
共
に

八
幡
の

に
見
慣
れ
ぬ
装
備
が
装
着
さ
れ
た

 
そ
れ
を
間
近
で
見
て
い
た
明
日
奈
は
息
を

ん
だ

よ
う

久
し
ぶ
り
だ
な

相
棒

八
幡
君

そ
れ

て

あ
あ

今
回
の
勝
負
の

に

ア
ル
ゴ
に
頼
ん
で
再
生
し
て
も
ら

た
ん
だ

小

何
だ
そ
の
見
慣
れ
ぬ
武
器
は

い
や

防

か

こ
れ
は
な
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時
を
同
じ
く
し
て
国
友
家
の
リ
ビ
ン
グ
で
は
義

と

央
が
こ
の
勝
負
を
観
戦
し
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
の

に
そ
の
装
備
が
現
れ
た

間

央
が
い
き
な
り
こ
う

い
た

ま
さ
か

も
う
一
度
あ
れ
を
見
ら
れ
る
な
ん
て

 
そ
し
て

央
が

を
も
ら
し
た

義

は
何
事
か
と
思
い

央
に

ね
た

央

あ
の
見
慣
れ
ぬ
装
備
が
何
か
知

て
い
る
の
か

う
ん

さ
ん

あ
の
装
備
の
名
前
は
ね

 
そ
し
て
八
幡
と
明
日
奈
と

央
は

そ
の
装
備
の
名
前
を
同
時
に
口
に
出
し
た

ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト

 
こ
う
し
て
仮
初
め
で
は
あ
る
が

か
つ
て
共
に
戦
い

無
敵
を

た
八
幡
の
専
用
装
備
が

 
つ
い
に
再
び
八
幡
の

に
装
着
さ
れ
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
次
話

八
幡
は
影
と
な
り

銀
の
光
が
煌
く
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第
２
５
８
話
 
八
幡
は
影
と
な
り

銀
の
刃
が
煌
く

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

小

何
だ
そ
れ
は

に
付
け
る
タ
イ
プ
の
小
型
の
盾
か

そ
れ
で
も
う
準
備
は
出
来
た

の
かあ

あ

こ
れ
で
俺
の
準
備
も
完
了
だ

明
日
奈

開
始
の
合
図
を
頼
む

 
そ
し
て
明
日
奈
は

戦
闘
の
開
始
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た

は
じ
め

 
そ
の
明
日
奈
の
合
図
と
共
に

様
子
見
の
つ
も
り
な
の
か

は

 
無

作
と
も
見
え
る
動
作
で

八
幡
の

目

け
て
刀
を

り
下
ろ
し
た

 
八
幡
は
そ
れ
を
ア
ハ
ト
で
受
け
よ
う
と
し
た
の
だ
が
そ
の

間

の
持
つ
刀
の

が
ブ

レ
た

 
八
幡
は

に

足
を
引
き

の
攻
撃
を

自
身
の

が
あ

た

置
で
受
け
た
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面
白
い
事
を
し
て
く
れ
る
じ

ね

か

じ
じ
い

ほ
う

よ
く
見
切

た
な

小

 

は
そ
う
言
う
と

く
バ

ク
ス
テ

プ
を
し
た

 
そ
し
て
着
地
と
同
時
に
地
面
を

り

再
び
八
幡
の

目

け
て
刀
を

り
下
ろ
し
た

 
八
幡
は
カ
ウ
ン
タ

を
取
ろ
う
と
一
歩

み
込
み

刀
の

元
に
ア
ハ
ト
を
叩
き
つ
け
る
と

 

手
の

剣
を

の
心

目

け
て
突
き
出
し
た

い
や
正
確
に
は
突
き
出
そ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
八
幡
は

剣
を
離
し

に
し

が
み
こ
ん
だ

 
そ
の

の
上
を

の
刀
が
通
り
過
ぎ

手
応
え
が
無
い
と
分
か
る
や
否
や

 

は
す
ぐ
さ
ま
後
方
へ
と
バ

ク
ス
テ

プ
し
刀
を

に
か
つ
ぐ
と
感
心
し
た
よ
う
に

言

た
今
の
を
避
け
る
か

小

 
そ
し
て
八
幡
は

一
度
離
し
た

剣
を
空
中
で
掴
み
な
お
す
と

そ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
に

言

た
そ

ち
こ
そ

分
器
用
じ

な
い
か
じ
じ
い

て

き
り
カ
ウ
ン
タ

が
入

た
と
思

た

ん
だ
が
な
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そ
の
光
景
を
見
て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
者
が

何
が

こ

た
の
か
を
理
解
し
て
い
な
か

た

 
そ
の
時
突
然
そ
の
場
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

明
日
奈
ち

ん

説
明
し
て

 
そ
の
言
葉
と
共
に

明
日
奈
の
手
に
突
然
マ
イ
ク
が
現
れ
た

 
ど
う
や
ら
陽
乃
が
明
日
奈
を
解
説
役
に
任
命
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
明
日
奈
は

今
の
一
連
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
解
説
し
た

簡

に
言
う
と

八
幡
君
が
カ
ウ
ン
タ

を
取
ろ
う
と

み
込
み

 

の
装
備
で
刀
を

い
た

間

さ
ん
は
そ
の
力
を
利
用
し
て
回
転
し

 
横
な
ぎ
に
八
幡
君
の
首
を

ね
よ
う
と
し
ま
し
た
が

八
幡
君
が
そ
れ
に
気
が
付
き

 
武
器
を
離
し
て
そ
の
場
に
伏
せ
た

さ
ん
は
一
度
後
方
に
下
が
り

 
八
幡
君
は
離
し
た
武
器
を
そ
の
ま
ま
空
中
で
受
け
止
め
た
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す

 
そ
の
解
説
が
流
れ
た

間

こ
の
戦
闘
を
見
て
い
た
者
達
の
モ
ニ
タ

に

 
今
の
一
連
の
流
れ
が
ス
ロ

で
再
生
さ
れ
た

至
れ
り
尽
く
せ
り
で
あ
る

ち

と
知

若
い

の
力
を
取
り

し
た
お

様
に
対
抗
出
来
る
な
ん
て

 
八
幡
君

て
一
体
何
者
な
の



 第四章 ＧＧＯ編

な

に

た
だ
の
英
雄
だ
よ

姉
さ
ん

 
眠
り
の
森
で
こ
の
戦
い
を
観
戦
し
て
い
た

子
は
知

に
そ
う

ね

 
知

は
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言

た

 
そ
し
て
別
の
場
所
で
は

央
が
モ
ニ
タ

を
見
な
が
ら
興
奮
し
て
い
た

さ
す
が
は
八
幡
さ
ん

全
然

は

付
い
て
い
な
い
み
た
い
だ

 
義

は
今
の
一
連
の
や
り
取
り
に
驚
愕
し

央
に

ね
た

お

お
い

ま
さ
か
お
前
も
あ
ん
な
事
が
出
来
る
の
か

僕
に
は
無
理
だ
よ

さ
ん

あ
ん
な
事
が
出
来
る
の
は

あ
そ
こ
に
い
る
二
人
と

 
あ
と
も
う
一
人
く
ら
い
じ

な
い
か
な

章
三
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
も
あ
れ
く
ら
い
強
い
の
か

 
な
る
ほ
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
予
想
よ
り

く
ク
リ
ア
さ
れ
た
の
も
こ
れ
を
見
せ
ら
れ
れ
ば
納
得
だ

な 
そ
し
て
明
日
奈
の
解
説
も
終
わ

た
所
で

八
幡
と

は
再
び

え
を
と

た

さ
て

次
は
ど
う
す
る

思

た
ほ
ど
じ

な
い
な

次
で
決
め
る
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さ
て

そ
う
上
手
く
い
く
か
な

も
ち
ろ
ん
い
く
さ

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

無

作
に
前
へ
と
進
み
出
た

 

は
虚
を
突
か
れ
な
が
ら
も
八
幡
を
迎
え
撃
と
う
と
刀
を

り
上
げ
る

筋
肉
に
力

を
入
れ
た

 
そ
の

間
に
八
幡
は

の
下
へ
と
ダ

シ

し

剣
を
内
か
ら
外
へ
と

身
の
力
を
込
め

て

い

 
完

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
カ
ウ
ン
タ

を
入
れ
た

そ
う
何
度
も
く
ら
う
か

 

は
そ
う
叫
ぶ
と

刀
へ
の
衝
撃
を
無
理
や
り
力
で

え
込
み

を

り
た
た
む
と

 

足
を
一
歩

み
込
み

無
防
備
な
八
幡
の
顔
面
め
が
け
て
強

な
突
き
を
放

た

あ
 
明
日
奈
で
さ
え

そ
の
突
き
の

さ
に
心

の

動
が

ね
上
が

た

 
そ
し
て

の
刀
が
八
幡
の
顔
面
に
突
き

さ
さ

た
時
不
意
に
八
幡
の

が
影
と
な

て

消
え
た
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八
幡
は

み
込
ん
だ

の

足
を
自
身
の

足
で

り

 
強
引
に
体
を
反
ら
し
て
そ
の
突
き
を
か
わ
し
て
い
た

や
る
な

だ
が
そ
の
体
勢
で
は

ガ
ン

 
何
も
出
来
ま
い

そ
う
言
お
う
と
し
た

間
に
銀
の
閃
光
が
走
り

 

は
そ
の
音
と
共
に

刀
に
衝
撃
を
感
じ
た

 
見
る
と
ア
ハ
ト
が
前
へ
と
ス
ラ
イ
ド
し
て
お
り

の
刀
は
上
へ
と
押
し
上
げ
ら
れ
て
い

た
ぬ

 
そ
し
て
八
幡
は

足
で
着
地
し

体
を

こ
す
と

 
体
の
前
面
を
守
る
よ
う
に
ア
ハ
ト
を
前
に
押
し
出
し

を
曲
げ
た

 
だ
が
そ
の
体
勢
は
ま
だ
不
安
定
で
あ
り

 
そ
れ
を
見
て
取

た

は

し

か
り
と
刀
を

り
直
す
と

身
の
力
を
込
め

 
が
ら
空
き
に
な

た
八
幡
の

を
狙

て
刀
を

り
下
ろ
し
た

も
ら

た



 第２５８話 八幡は影となり、銀の刃が煌く

ガ
ン

 
そ
の

間
に

八
幡
は
ア
ハ
ト
を
後
ろ
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ

 
狙
い
す
ま
し
た
か
の
よ
う
に

の
刀
を
外
へ
と

き
飛
ば
し
た

何
だ

ガ
ン

 
そ
し
て
次
の

間
に

再
び
前
へ
と
ス
ラ
イ
ド
し
た
ア
ハ
ト
が

の

に
ヒ

ト
し

 

は

無
防
備
な
首
筋
を
八
幡
の
前
に
さ
ら
す
事
に
な

た

 
そ
し
て
八
幡
は

足
を
一
歩

み
込
む
と

手
に
持
つ

剣
を
無

作
に
横
に

た

い

今

何
が

こ

た

 
銀
の
影
が
閃
光
の
よ
う
に
走

た
と
し
か

に
は
認
識
出
来
な
か

た

 

が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
刀
だ
け
は
何
と
か
手
放
さ
な
い
よ
う
に
し

 
目
の
前
の
攻
撃
出
来
そ
う
な
所
に
必
死
に
刀
を

る

て
い
た

だ

た
が

 
そ
の
八
幡
の
最
後
の
一
撃
と
共
に

つ
い
に
刀
が
自
分
の
言
う
事
を
き
か
な
く
な

た

 
そ
し
て
そ
う

い
た
後

の

界
は
急
激
に

に
回
転
し

 
そ
こ
に
自
分
の
体
ら
し
き
物
や
八
幡
の
顔
が

映

て
は
消
え

映

て
は
消
え
て
い

た
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そ
し
て

に
衝
撃
を
感
じ
た
後

の

界
が
上
下
逆
で

定
さ
れ
た

 

が
最
後
に
見
た
物
は
自
分
の
顔
に
手
を

ば
し
上
へ
と
持
ち
上
げ
る
八
幡
の

だ

た
そ
う
か

俺
は
首
を

ね
ら
れ
た
の
か

 
そ
し
て

の
意
識
は

そ
こ
で
一

絶
え
た

う
お
お
お
お
お

や

ぱ
り
八
幡
さ
ん
と
ア
ハ
ト
の
コ
ン
ビ
は
最
強

 
国
友
家
で
は

の
首
が
八
幡
の
手
に
よ

て

ね
飛
ば
さ
れ
た

間

 

央
が
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し

雄
た
け
び
を
上
げ
て
い
た

 
義

は

そ
の
見
慣
れ
ぬ
自
分
の
息
子
の

に
驚
き
つ
つ
も

 
画
面
の
中
で
今

何
が

こ

た
の
か

出
来
ず
に

然
と
し
て
い
た

 
八
幡
と

の
今
の
戦
い
が

明
日
奈
の
解
説
と
共
に
ス
ロ
ウ
再
生
で
流
れ

 
全
て
を
理
解
し
た
義

は

こ
れ
で
一
つ
の
時
代
が
終
わ

た
と
天
を

い
だ

 
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
に

画
面
の
中
で
は
明
日
奈
が
最
後
に
こ
う
締
め
く
く

た

と
い
う

で
こ
の
勝
負
は

ま
あ
当
然
な
ん
で
す
が

 
こ
の
よ
う
に
あ

さ
り
と
私
達
の
勝
利
に
終
わ
り
ま
し
た
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一

残

な
映
像
が
流
れ
た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

 
こ
れ
は
あ
く
ま
で
ゲ

ム
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

ほ
ら

も
う
全
て
元
通
り
で
す
か
ら
ね

 
そ
し
て
こ
の
中
継
を
ご

の
皆
さ
ん
の
中
で

ま
だ
自
分
の
立
場
を
決
め
か
ね
て
い
た
方
は

 

く
国
友
さ
ん
に
連

し
な
い
と
大
変
な
事
に
な
り
ま
す
の
で
そ
の
事
は
忘
れ
な
い
で
下
さ

い
ね

 
そ
の
言
葉
通
り

確
か
に
そ
の
場
に
は

が

 
何
も
な
か

た
か
の
よ
う
に
五
体
満
足
で
横
た
わ

て
い
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
画
面
に
向
か

て
笑
顔
で
手
を

る
と

 
八
幡
の
下
へ
と
走

て
い
き

そ
こ
で
中
継
は
終
了
し
た

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間

義

の

は

 

々
と
着
信
を
告
げ
る
音
を
鳴
り

か
せ
続
け
る
事
と
な

た
の
だ

た

  

は

自
身
の
意
識
が
急
速
に
覚

す
る
の
を
感
じ
た

 
目
を
開
く
と

ど
う
や
ら
自
分
は
地
面
に
大
の

に

転
が

て
い
る
よ
う
で
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そ
れ
を

き
込
む
八
幡
と
明
日
奈
の

が
目
に
映

た

そ
う
か

は
負
け
た
の
か

当
た
り
前
だ
ろ

俺
を
誰
だ
と
思

て
る
ん
だ
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
差
し
出
さ
れ
た
八
幡
の
手
を

り

は
立
ち
上
が

た

 
見
る
と
自
分
の

は
現
在
の
年

い
た

に

て
お
り
刀
や
ら
何
や
ら
は
全
て
消
え
て

い
たく

は
ま
だ
負
け
て
お
ら
ん
ぞ

お
い
じ
じ
い

た

た
今

負
け
た
の
か

て
言

た
ば
か
り
じ

な
い
か
よ

そ
ん
な
事
を
言

た
か
の

ど
う
も

を
と
る
と

物
忘
れ
が
激
し
く
な

て
い
か
ん
の
う

こ
う
い
う
時
だ
け

人
面
す
ん
じ

ね
え
よ

と
こ
ろ
で
小

最
後
は
一
体
何
を
や

た
ん
じ

 

は

突
に
そ
う
話
題
を
変
え
た

一

の
出
来
事
だ

た

 
ど
う
や
ら
あ
の
時
正
確
に
何
が

こ

た
の
か

理
解
出
来
な
か

た
よ
う
だ

ま
あ
自
分
の
目
で
見
て
み
る
と
い
い

ア
ル
ゴ

こ
え
る
か

も
う
一
回
ス
ロ
ウ
再
生
を

頼
む
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そ
し
て

の
前
に
モ
ニ
タ

が
出
現
し
た
か
と
思
う
と
先
ほ
ど
の
戦
い
の
様
子
が
映
し
出

さ
れ
た

 
そ
れ
を
最
後
ま
で
見
た

は

ア
ハ
ト
を
見
な
が
ら
悔
し
そ
う
に
八
幡
に
言

た

何
じ

あ
れ
は

ず
る
い
ぞ
小

何
じ

と
言
わ
れ
て
も
な
俺
と
一

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
戦
い
ぬ
い
て
く
れ
た
大
切
な
相
棒
だ
よ

ぬ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
ま
あ
仕
方
な
い
の
う

 

は
そ
う
言
う
と

八
幡
の
目
を
じ

と
見
な
が
ら
言

た

め
て
こ
の
勝
負

わ
し
の
負
け
じ

る
な
り
焼
く
な
り
好
き
に
す
る
が
い
い

じ
じ
い
を

て
も
焼
い
て
も
食
え
た
も
ん
じ

な
い
が
ま
あ
そ
れ
な
ら
一
つ
遊
び
に
付
き

合
え遊

び
だ
と

楓

も
う
入

て
来
て
も
い
い
ぞ

う
ん

 
そ
の
声
に

は

て
て

り
向
い
た

い
つ
の
間
に
か

の
後
方
に
は
扉
が
出
現
し
て
お

り
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そ
の
中
か
ら
楓
が

を
現
し
た

楓
は

の

を
見
て

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
こ
ち
ら
に
駆
け
寄

て
く
る
と

そ
の
ま
ま

に

き
つ
い
た

お

ち

ん

か

楓

 

は

自
分
の
意
地
を
通
す

楓
の

に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
手
に
入
れ
る
事
を

 
つ
い
先
日

ん
だ
ば
か
り
だ

た
の
で
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
た
だ

然
と
立
ち

尽
く
し
た

お
い
じ
じ
い

い
い
か
ら
さ

さ
と
楓
を

い
て
や
れ
よ

し
か
し

は

は

ほ
ら

楓
が
困

て
る
じ

ね

か
よ

空
気

め

じ
じ
い

 
そ
の
言
葉
通
り

楓
は

の
顔
を
見
て
ま
ご
ま
ご
し
て
い
た

 
そ
ん
な
楓
の

を
見
て

は
涙
を
流
し
始
め
た

楓
は
驚
い
た
顔
を
し
て

て
て

に

ね
た

お

ち

ん

何
で

い
て
る
の

も
し
か
し
て
誰
か
に
い
じ
め
ら
れ
た
の

い
や

が

い
て
い
る
の
は
な

楓
に
会
え
て
嬉
し
い
か
ら
だ
よ
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そ
う
な
の

楓
も
お

ち

ん
と
会
え
て

と

て
も
嬉
し
い
よ

そ
う
か
そ
う
か

 
そ
し
て

は
涙
を

く
と

そ

と
楓
を

き
し
め

笑
顔
を
向
け
た

 
そ
の
笑
顔
を
見
て
楓
は
安
心
し
た
の
か

に
こ
う
言

た

ね
え
お
じ
い
ち

ん

こ
こ
が
ど
こ
か
覚
え
て
る

 
そ
の
言
葉
で

は

い
つ
の
間
に
か

囲
の
光
景
が
変
わ

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
そ
こ
が
ど
こ
な
の
か

は
す
ぐ
に
思
い
出
し
た
の
か
楓
の

を
な
で
な
が
ら
こ
う
言

た
も
ち
ろ
ん
覚
え
て
る
さ

こ
こ
で

よ
く
楓
と
一

に
遊
ん
だ
だ
ろ

そ

か

覚
え
て
て
く
れ
た
ん
だ

そ
れ
じ

あ

み
た
い
に

こ
こ
で
楓
と
一

に
遊
ん

で
く
れ
る

も
ち
ろ
ん
だ
と
も

 

は
そ
の
楓
の
お
願
い
を

く
了

し

八
幡
と
明
日
奈
も
交
え

 
楓
が
満
足
す
る
ま
で
ひ
た
す
ら
一

に
遊
ん
だ

 
そ
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
時
が
過
ぎ
た
だ
ろ
う
か

楓
は
満
足
し
た
ら
し
く

笑
顔
で

に
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言

た
お

ち

ん

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

楓

本
当
に
嬉
し
か

た

う
ん
う
ん

お

ち

ん
も
楽
し
か

た
よ

楓

こ
れ
で
も
う

何
も
思
い
残
す
事
は
無
い
よ

お

ち

ん

 
も
し
楓
が
い
な
く
な

て
も

お

ち

ん
は
こ
れ
か
ら
も
ず

と
笑

て
て
ね

 
そ
れ
が
楓
の

お

ち

ん
へ
の
最
後
の
お
願
い
だ
よ

じ
じ
い

く
な

笑
え

 
八
幡
が

に

の

元
で
そ
う

い
た

 

は
必
死
に
涙
を

え
な
が
ら

楓
に
笑
顔
を
向
け
な
が
ら
言

た

あ
あ

も
ち
ろ
ん
こ
れ
か
ら
も
ず

と
笑

て
い
る
と
も

う
ん

約
束
だ
よ

 
そ
こ
に

様
子
を
見
な
が
ら
新
た
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
の
か

子
が

を
現
し
た

楓

迎
え
に
来
た
わ
よ

お
⺟
さ
ん

 
楓
は
嬉
し
そ
う
に

子
の
下
へ
と
駆
け
寄
り

こ
ち
ら
に

り
向
く
と
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手
を

り
な
が
ら
別
れ
の

を
し
た

そ
れ
じ

お

ち

ん
お
兄
ち

ん
お
姉
ち

ん
楓
は
お
⺟
さ
ん
と
一

に
お
う
ち
に
帰

る
ねあ

あ

楓

気
を
付
け
て
な

楓
ち

ん

ま
た
遊
ぼ
う
ね

楓

お

ち

ん
な

今
日
は
と

て
も
楽
し
か

た
ぞ

う
ん

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

 
そ
し
て
楓
は

子
に
連
れ
ら
れ

仮
想
現
実
内
の
自
宅
へ
と
帰

て
い

た

よ
し
じ
じ
い

一
度

る
ぞ

あ
あ

じ
じ
い

く
な

て

こ
れ
は
た
だ
の

だ

は
い
は
い

分
か

た
分
か

た

 
そ
し
て

は
名
残

し
そ
う
に
楓
の
去

て
い

た
方
を

め
る
と
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア

ウ
ト
し
た
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そ
し
て
一

意
識
が

切
れ
た
後

は
ロ
グ
イ
ン
す
る
時
に
用
意
し
た
布
団
の
上
で
目

を
覚
ま
し
た

 
隣
で
誰
が
が
体
を

こ
す
気
配
が
し
た

は
そ
ち
ら
を
見
な
い
ま
ま
こ
う
言

た

小

楓
の
事

心
か
ら
感
謝
す
る

け
の
内
容
に
つ
い
て
も
ち

ん
と
守
れ
よ

じ
じ
い

も
ち
ろ
ん
だ

今
更
そ
の
事
に
つ
い
て

ぐ
だ
ぐ
だ
言
う
つ
も
り
は
な
い
わ
い

よ
し

そ
れ
じ

あ
そ
れ
と
は
別
に

俺
か
ら
頼
み
が
あ
る

こ
う

も
し
か
し
た
ら
楓
を
救
え
る
か
も
し
れ
な
い

そ
の

に
手
を
貸
せ

 

は
そ
の
言
葉
を

き

驚
い
た
顔
で
八
幡
の
顔
を
見
つ
め
た
の
で
あ

た
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第
２
５
９
話
 
逆
鱗
に
触
れ
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
い
小

お
主

一
体
何
を
す
る
つ
も
り
じ

 

は

い
ぶ
か
し
げ
な
表
情
で

八
幡
に
そ
う
問
い
か
け
た

明
日

楓
の
手
術
を
行
う

 

は

そ
の
言
葉
を

き

し
た
よ
う
に
八
幡
に
言

た

何
を
勝
手
な

そ
も
そ
も
一
体
誰
に

刀
さ
せ
る
つ
も
り
じ

知

さ
ん
だ

無
理
じ

な

 

は

取
り
付
く

も
無
く
そ
う
言

た

あ
や
つ
は
確
か
に

の
息
子
の
中
で
は
一
番
優

じ

が

 
所

他
人
の
コ
ピ

し
か
出
来
な
い
男
じ



 第四章 ＧＧＯ編

そ
う
ら
し
い
な

何
じ

お
主

そ
の
事
が
分
か

て
て

あ
や
つ
に

刀
さ
せ
る
つ
も
り
か
の

そ
の
通
り
だ

じ
じ
い

こ
れ
を
見
ろ

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

と
あ
る
映
像
を

に
見
せ
た

 
そ
の
映
像
を
じ

と
見
つ
め

何
の
映
像
な
の
か

し
た

は

天
し
た

こ
こ
れ
は
楓
と
同
じ
病
気
の

者
の
手
術
の
映
像
じ

な

小

ど
こ
で
こ
れ
を

や

ぱ
り
分
か
る
の
か

達
に
大
病
院
の
理
事
⻑
を
や

て
る

じ

な
い
ん
だ
な

 
こ
の

だ
か
ら
正
直
に
言
う
が

こ
れ
は
茅
場

の

か
ら
発
見
さ
れ
た
映
像
だ
よ

じ

じ
い何

と

 
驚
く

に

更
に
八
幡
は

こ
う
言

た

お
い
じ
じ
い

刀

の
顔
を
よ
く
見
て
み
ろ
よ

ぬ
 
そ
う
言
わ
れ
た

は

目
を
こ
ら
し

そ
の

刀

が
誰
な
の
か
確
認
し
よ
う
と
し
た

 
そ
し
て
次
の

間

驚
い
た
顔
で

八
幡
に
言

た
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こ

こ
れ
は
ま
さ
か
知

な
の
か

あ
や
つ
が
こ
の
手
術
の

刀

験
が
あ
る
な
ん
て

 

は
今
ま
で
ま

た
く
知
ら
な
か

た
ぞ

そ
の
答
え
は

じ
じ
い
自
身
が

さ

き
ま
で
体
験
し
て
た
ん
だ
け
ど
な

何

そ
う
か

そ
う
い
う
事
じ

た
か

し
か
し
こ
れ
は
ど
う
見
て
も

本
物
に
し

か
見
え
ん
ぞ

 
こ
れ
が
本
当
に

仮
想
現
実
の
映
像
だ
と
言
う
の
か

 

は

驚
く
べ
き
理
解
力
を

し

正
確
に
正
解
を
言
い
当
て
た

だ
よ
な
俺
も
そ
う
思
う

ま
あ
要
す
る
に
だ
あ
ん
た
も
十
分
化
け
物
じ
み
て
る
と
思
う
が

 
世
の
中
に
は
俺
達
な
ん
か
の
想
像
を
遥
か
に
超
え
る

方
も
な
い
化
け
物
が
い
る

て
事

だ
な確

か
に
の
う

 

は

感

深
げ
に
そ
う
言
う
と

続
け
て
八
幡
に
こ
う

ね
た

で

知

は

モ
ノ
に
な

た
の
か
の

あ
あ

最
初
は
オ

ト
で
勝
手
に
手
が
動
く

ト
レ

ス
モ

ド
か
ら
始
め
て

 
そ
れ
か
ら
徐
々
に

動
き
の
自
由
度
を

や
し
て
も
ら

て
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今
は
も
う

完
全
に
自
力
で
動
け
る
よ
う
に
な

た
ら
し
い
ぞ

 
ち
な
み
に

日
の
朝
か
ら
ず

と
こ
も
り

き
り
で

々
と
こ
れ
を
や

て
も
ら

て
る

そ
ん
な
事
を
し
て

知

の
体
力
は
も
つ
の
か

 
意
外
に
も

は

知

の
体
の
事
を
心
配
し
た
の
か

そ
う

ね
て
き
た

肉
体
的
な
疲
労
は
無
い
に

し
い
か
ら

そ
こ
は
大
丈
夫
だ

 
後
は
気
力
の
問
題
な
ん
だ
が
あ
ん
た
の
息
子
だ
け
あ

て
そ
こ
ら
へ
ん
は
問
題
無
い
そ
う

だ
子

の
こ
ろ
か
ら

厳
し
く
し
て
き
た
か
ら
の

 

は
八
幡
に

く
と

組
み
を
し
な
が
ら
言

た

そ
れ
で
小

お
主
は

に

な
に
を
さ
せ
る
つ
も
り
じ

あ
ん
た
の
命
を
俺
に
く
れ

ぬ
 

は

そ
の
八
幡
の
言
葉
に
虚
を
突
か
れ
た

ど
う
い
う
意
味
じ

あ
ん
た
も

い
た
だ
ろ

楓
が
自
分
の
事
を

ど
う
思

て
る
か
を
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あ
れ
か

 

の

の
中
を

先
ほ
ど
楓
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
言
葉
が
リ
フ
レ
イ
ン
し
た

こ
れ
で
も
う

何
も
思
い
残
す
事
は
無
い
よ

お

ち

ん

 
も
し
楓
が
い
な
く
な

て
も

お

ち

ん
は
こ
れ
か
ら
も

ず

と
笑

て
て
ね

 

は

当
の
楓
が
そ
う
思

て
い
る
限
り

技
術
的
に
は
問
題
が
無
く
て
も

 
手
術
は
成
功
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
と

り
に
も
似
た
気
持
ち
を
覚
え
た

 
そ
ん
な

に

八
幡
は
言

た

実
は
楓
は

日
か
ら
ず

と
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使

て
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
た
ま
ま
な
ん

だ
そ
う

だ

た
の
か

今
の
楓
に
は

現
実
と
仮
想
世
界
の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
は
ず
だ

 
そ
こ
で
じ
じ
い
の
出
番
だ

じ
じ
い
に
は
こ
れ
か
ら
楓
と
同
じ
よ
う
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
も

ら

て

 
楓
に

生
き
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い

 
期
限
は
明
日
の
手
術
が
終
わ
る
ま
で
ず

と
と
い
う
事
に
な
る
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じ
じ
い
の
年
で

そ
れ
だ
け
の
⻑
い
時
間

フ
ル
ダ
イ
ブ
し

ぱ
な
し
に
な
る
の
は

 
正
直
命
の
危
険
も

う
か
も
し
れ
な
い

過

か
も
し
れ
な
い

 
あ
ん
た
の
命
を
俺
に
く
れ
と
い
う
の
は

つ
ま
り
そ
う
い
う
意
味
だ

 

は
そ
の
言
葉
に
ギ
ラ
リ
を
目
を
光
ら
せ
る
と
少
し

た
顔
で
八
幡
に
言

た

が
そ
の

度
で
く
た
ば
る
も
の
か
よ

は
お
主
に
負
け
た
身
じ

 
そ
れ
が
お
主
の
願
い
で
あ
る
な
ら
ば

は
そ
れ
を

無

件
で
引
き
受
け
よ
う

ま
あ

じ
じ
い
の

で
も
あ
る
か
ら
当
然
だ
な

 
後

俺
と
明
日
奈
も
あ
ん
た
に
付
き
合

て

一

に
ダ
イ
ブ
す
る
か
ら

 
あ
ん
た
が
上
手
く

場
を
仕
切

て
く
れ
よ

お
主
ら
も
か

あ
あ

楓
を
救
い
た
い
気
持
ち
は

あ
ん
た
と
同
じ
だ
か
ら
な

そ
う
か

感

い
や

 

は

感
謝
す
る
と
言
い

け

そ
の
ま
ま
言
葉
を
飲
み
込
ん
だ

 
そ
の
言
葉
は

手
術
が
成
功
し
た
時
に
言
お
う

そ
う
思

た

は

 
助
け
ら
れ

ぱ
な
し
な
の
も

な
の
で

八
幡
に
一
つ

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
事
に
し
た
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と
こ
ろ
で
お
主

気
付
い
て
お
る
か
の

何
に
だ

首
を

ね
ら
れ
る
と
い
う
の
は
お
主
が
思
う
以
上
に
驚
き
で
心

に
負
担
が
か
か
る
も
ん

じ 
若
い
奴
な
ら
と
も
か
く

の
よ
う
な

人
に
は
特
に
な

 
い
や

若
者
で
も

人
に
よ

て
は
危
険
な

態
に
な
る
可
能
性
が

無
い

じ

な
い

 
そ
の
可
能
性
を

常
に
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ

 
特
に
お
主
は
こ
れ
か
ら
大
勢
の
社
員
の
人
生
を
背
負

て
立
つ
立
場
に
な
る
ん
じ

ろ

 
そ
う
い
う
人
間
は
な

ど
ん
な
に
機

が
完

だ
ろ
う
と
も

そ
う
い
う
リ
ス
ク
に
つ
い
て

 
常
に

の
片

に

入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
ぞ

 
八
幡
は

そ
の

の
言
葉
を
受
け

目
を
つ
ぶ
る
と

ぼ
そ

と

い
た

本
と
い
い
じ
じ
い
と
い
い

日
か
ら
忘
れ
か
け
て
い
た
事
を
思
い
出
さ
せ
て
も
ら

て
る
な

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
場
に
正
座
を
す
る
と

に

を
下
げ
な
が
ら
言

た

さ
ん
そ
の
ご

告
決
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

か
り
と
心
に
刻
み
付
け
ま
す
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う
む

こ
れ
か
ら
も
精
進
す
る
の
じ

ぞ

八
幡
よ

 
こ
の
時

八
幡
も

も

始
め
て
お

い
の
事
を

名
前
で
呼
ん
だ

 
明
日
奈
は
そ
の
光
景
を
微
笑
ま
し
そ
う
に
見
て
い
た
の
だ
が
次
の

の
言
葉
で
顔

色
を
変
え
た

と
こ
ろ
で
八
幡

お
主

楓
と
結
婚
し
て

正
式
に

の

に
な
ら
ん
か
の

大

様

い
き
な
り
何
を

 
そ
の
明
日
奈
の

え
す
る
声
に

は
気
圧
さ
れ
つ
つ
も

何
と
か
虚
勢
を
張

た

な
何
じ

明
日
奈
よ

い
先

い

人
の
頼
み
じ

ぞ
少
し
は
考
え
て
く
れ
て
も
良
か

ろ
う

い
先

い

大

様

ど
の
口
が
そ
れ
を
言
う
の
で
す
か

 
明
日
奈
は

に

ニ

コ
リ
と
そ
う
言

た

ど

ど
う
見
て
も

は

死
に
か
け
の

人
で
は
な
い
か

殺
し
て
も
後
二
十
年
は
死
な
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
話
な
ら

い
て
い
ま
す

大

様

な

何
と
言
わ
れ
よ
う
と
も

は
そ
う
簡

に
は

め
ん
ぞ

へ
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そ
れ
を

い
た
明
日
奈
の
目
が

く
な

た

一
歩
も
引
こ
う
と
は
し
な
い

に
対
し

 
明
日
奈
は

こ
う
宣
言
し
た

そ
れ
な
ら
ば

大

様
の
流
儀
に

い

戦
い
で
決
着
を
つ
け
ま
し

う

な

何
だ
と

明
日
奈
よ

あ
の
戦
い
を
見
て

に
勝
て
る
つ
も
り
か

 
明
日
奈
は
そ
の
問
い
に
は
答
え
ず

八
幡
の
方
を
向
い
て
言

た

八
幡
君

準
備

お

お
う

お
主
ら

一
体
何
を

せ

か
く
だ
か
ら
私
達
夫

の
恐
ろ
し
さ
を
関
係
者
全
員
に
知
ら
し
め
る

に
も
中
継
し

よ

か
夫

い

い
や

そ
う
だ
な

 
八
幡
は

や

を
か
き
な
が
ら
そ
う
答
え
る
と

に
足

い
を
し

 
布
団
に

を
つ
か
せ

容

な
く
そ
の

に

ア
ミ

ス
フ

ア
を
か
ぶ
せ
た

い
き
な
り
何
を
す
る

強
制
リ
ン
ク
開
始
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そ
し
て
八
幡
は

ア
ル
ゴ
に

話
を

け

こ
う
言

た

ア
ル
ゴ

中
継
再
開
だ

お

い
き
な
り
ど
う
し
タ

じ
じ
い
が
ち

と

明
日
奈
の
逆
鱗
に
触
れ
て
な

あ
あ

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
ナ

 
そ
し
て

一
族
や
関
係
者
の
下
に

中
継
が
再
開
さ
れ
る
事
が
告
知
さ
れ

 

可
能
な
者
達
は

今
度
は
何
が

こ
る
の
か
と
少
し

張
し
な
が
ら

 
再
び
モ
ニ
タ

の
ス
イ

チ
を
入
れ
た

中
継
が
始
ま

た

へ
の
着
信
が
無
く
な

り 
や

と
一
息
つ
く
事
が
出
来
た
義

は

画
面
に
見
入

て
い
る

央
に

ね
た

央

今
度
は
何
が
始
ま
る
ん
だ

さ
ん
が
出
現
し
た
か
ら

多
分

さ
ん
と
誰
か
が
戦
う
ん
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
多
分
明
日
奈
さ
ん
か
な

明
日
奈

章
三
さ
ん
の
娘
さ
ん
だ
な

見
た
目
は
大
人
し
そ
う
に
見
え
る
が

 
あ
の
子
は
本
当
に
強
い
の
か
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ま
あ
見
て
れ
ば
分
か
る
よ

さ
ん

 

央
は
そ
う
言
う
と

め
て
画
面
に
見
入

た

 
そ
し
て
明
日
奈
が

場
し
た

間

央
は
興
奮
の
あ
ま
り

そ
の
場
に
ぶ

倒
れ
た

う
お
お
お
お
お

ど

ど
う
し
た

央

 
義

は

ま
た
か
と
思
い
な
が
ら

央
に
そ
う
声
を

け
た

 

央
は

モ
ニ
タ

を
指
差
し
な
が
ら

興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
口
調
で

義

に
言

た

と

さ
ん

あ
れ
は
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

最
強
の
名
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
た
ギ
ル
ド

 
血
盟
騎
士
団
の
制
服
な
ん
だ
よ

明
日
奈
さ
ん
は
そ
こ
の
副
団
⻑
だ

た
か
ら
ね

 

て

ま
さ
か

ま
さ
か

う
お
お
お
お
お
お
お

 
再
び

央
が

興
奮
し
て
叫
び
出
し
た

さ
す
が
の
義

も

れ
返
り

 
仕
方
な
く
と
い

た
感
じ
で

央
に

ね
た

今
度
は
何
だ

あ
あ
の
八
幡
さ
ん
の
服
装
あ
れ
は
本
当
に
限
ら
れ
た
人
し
か
実

に
目
に
し
た
事
が
無

い
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血
盟
騎
士
団
の
参
謀
服
な
ん
だ
よ

攻
略
組
に
限
ら
ず
戦

て
た
人
達
ほ
ぼ
全
て
が
憧
れ
て

い
た

 
伝
説
の
制
服
な
ん
だ
よ

さ
ん

ほ
ほ
う

伝
説
か

 
義

も

実
は
そ
う
い
う
の
が
好
き
ら
し
く

そ
の
説
明
に
食
い
つ
い
た

と
白
が
合
わ
さ

て

最
強
に
見
え
る
な

央

で
し

さ
す
が

さ
ん

絶
対
に
分
か

て
く
れ
る
と
思

て
た

う
む

注
目
だ
な

 
一
方
八
幡
と
明
日
奈
は
ロ
グ
イ
ン
し
た

間
お

い
の
服
装
を
見
て
意
表
を
突
か
れ
た

ま
さ
か
こ
う
く
る
と
は

中
々
手
回
し
が
い
い
な

ア
ル
ゴ

ま
あ

デ

タ
は
残

て
る
か
ら

見
た
目
を
再
現
す
る
だ
け
な
ら
簡

だ

た

 
ア
ル
ゴ
は
そ
う
言
う
と

の
手
元
に

先
ほ
ど
と
同
じ
日
本
刀
を
出
現
さ
せ
た

じ
い
の
武
器
は

ま
た
そ
れ
で
い
い
カ

じ
い

の
事
か

れ

れ
し
い
奴
じ

の
お
主

あ
あ

こ
れ
で

わ
ん

ア

ち

ん
は
ど
う
す
ル
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そ
う
だ
ね

や

ぱ
り
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト

 
明
日
奈
が
そ
う
言

た

間

明
日
奈
が
ゲ

ム
ク
リ
ア
時
に
使

て
い
た

 
リ
ズ
ベ

ト
作
の
名
剣
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
が
空
中
に
出
現
し
明
日
奈
の
横
に
突
き
立

た
見
た
目
だ
け
と
は
い
え

久
し
ぶ
り
だ
ね

 
明
日
奈
は
そ
う
言
い
な
が
ら

ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
を

く

た

で
も
こ
れ
だ
と
慣
れ
す
ぎ
ち

て
る
し

愛
刀
を
使

て
る

じ

な
い
大

様
と
は

 
ハ
ン
デ
が
大
き
す
ぎ
る
か
な

八
幡
君

ど
う
思
う

そ
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

い
先

い

人
ら
し
い
か
ら
手
加

し
て
や
る
と
い
い

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

は

ぐ
ぬ
ぬ
と

た
が

 

え
方

と
は
言
え
自
分
で
言

た
事
な
の
で
そ
の
言
葉
に
反

す
る
事
は
出
来
な
か

た
そ

か

そ
れ
じ

あ
ア
ル
ゴ
さ
ん

シ
バ
ル
リ

ク
レ
イ
ピ
ア

て
可
能

ち

と
待

て
な

よ
し

い
い
ぞ

 
そ
し
て
そ
の
ア
ル
ゴ
の
言
葉
通
り

再
び
空
中
に

一
本
の
美
し
い
剣
が
出
現
し
た
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月
を
宝
石
に

か
し
た
よ
う
な
そ
の

き
は

見
て
い
た
者
達
を

了
し
た

シ
バ
ル
リ

ク
レ
イ
ピ
ア

来
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
れ
は
ど
ん
な
武
器
な
ん
だ

央

ダ

ク
エ
ル
フ
の
鍛
治
師
が
鍛
え
上
げ
た
序
盤
で
最
強
と
言
わ
れ
た
明
日
奈
さ
ん
の
武
器

だ
よそ

う
か

最
強
か

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
な

央

う
ん

こ
れ
で
道

は
揃

た
ね

こ
こ
か
ら
は
も
う
目
が
離
せ
な
い
よ

さ
ん

 
義

は

完
全
に

央
の
ペ

ス
に
乗
せ
ら
れ
て
し
ま

て
い
た

 
ま
あ
し
か
し

こ
れ
も
元
々
彼
に
備
わ

て
い
た
資
質
な
の
だ
ろ
う

 
伝
説
と
ま
で
言
わ
れ
た
武
器
や
防

を
目
に
す
る
と
興
奮
す
る
や
は
り
彼
も
国
友
の
男
な

の
で
あ
る

さ
て
皆
さ
ん
と
あ
る
事
情
で
こ
こ
に
い
る

さ
ん
と
う
ち
の
明
日
奈
が
戦
う
事
に
な

り
ま
し
た

 
今
回
は

難
し
い
事
は
何
も
考
え
ず

た
だ
二
人
の
楽
し
み
を
お
楽
し
み
下
さ
い

 
こ
う
し
て

八
幡
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
受
け

二
人
は

え
を
と

た
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よ
し

始
め

 
そ
の
言
葉
と
共
に

明
日
奈
は

へ
と
突
進
し
た

 

は
八
幡
と
は

分
戦
闘
ス
タ
イ
ル
が
違
う
な
と
思
い
な
が
ら
迎
え
撃
つ
体
制
を
と

た 

は

最
初
に
放
た
れ
た

明
日
奈
の
突
き
を

簡

に

り

う
と

 
や
は
り
こ
ん
な
も
の
か
と

す
ぐ
に
反
撃
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

の
目
の
前
に
明
日
奈
の
次
の
突
き
が
迫

て
お
り

は

て
て
刀
で
そ
れ
を

防
い
だ

う
お

 

る

を
よ
そ
に

明
日
奈
は
続
け
て
何
度
も
突
き
を
放

て
い
く

 
上
か
と
思
え
ば
下

か
と
思
え
ば
フ

イ
ン
ト

そ
の
変
幻
自
在
に
し
て

 
目
で
追
う
の
も
や

と
な
攻
撃
を

は
意
地
で
何
と
か

き
続
け
た

我
が
一
族
に
お
前
の
よ
う
な

の
者
が
い
た
と
は

だ
が

と
て
そ
う
簡

に
や
ら
れ

は
せ
ん

 
そ
う
言
う
と

は

何
と
か
明
日
奈
の
懐
に
入
ろ
う
と

強
引
に
明
日
奈
の
レ
イ
ピ
ア
を
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か
ら

に
強
め
に

た

そ
の

間
に
明
日
奈
は

流
れ
に
逆
ら
わ
ず

 

の
刀
の
背
を
転
が
る
よ
う
に
時
計
ま
わ
り
に
回
転
し

 

の

に

レ
イ
ピ
ア
の
切

先
を
突
き
つ
け
た

は
い

お
し
ま
い

ぐ
 

は
目
を

じ

天
を

ぐ
と

悔
し
そ
う
に
こ
う
言

た

仕
方
な
い

さ

き
の
件
は

め
た
わ

ま
あ
こ
の
明
日
奈
と
て

の
一
族
に
は
変
わ
り

が
な
い
か
ら

 
う
ち
の
一
族
に
お
主
の
血
が
入
る
事
は
確
定
だ
し
の

今
日
は
こ
の
く
ら
い
で
勘

し
て
お

い
て
や
る
わ

で
も
私
達
家
族
は

大

様
や
一
族
の
人
に
は

ま
れ
て
る
ん
で

 
私
と
し
て
は
こ
の
ま
ま
縁
を
切

た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

て
思
う
ん
で
す
よ
大

様

分
か

た
分
か

た

の
負
け
じ

完
敗
じ

 
八
幡
に
は

に
し
か

負
け
た
と
言
わ
な
か

た

は
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こ
こ
で
始
め
て

ハ

キ
リ
と
負
け
を
認
め
た

こ
れ
を
見
て
い
る
者
達
に
告
ぐ

今
後
章
三
の
家
族
の
事
を
悪
く
言
う
事
は

が
許
さ
ん

 
そ
の
旨

し
か
と
皆
に
伝
え
よ

更
に
こ
こ
に
い
る
こ
の
八
幡
が

で
は
あ
る
が

 
病
院
と
は
関
係
無
く
結
城
一
族
の
正
式
な
後
継
者
だ
と
い
う
事
も
こ
こ
に
宣
言
し
て
お
く

え

そ
れ

て
当
主
を
八
幡
君
に
す
る

て
事
で
す
か

大

様

お
い
じ
じ
い

何
を
勝
手
な
事
を

う
る
さ
い
わ

い
先

い
じ
じ
い
の
頼
み
を
断
る
で
な
い

 

は
今
後

ま
だ
ま
だ
何
十
年
か
は
死
な
ぬ
か
ら
の

 
そ
の

に
は
お
主
は
四
十
か
五
十
く
ら
い
に
は
な

て
る
じ

ろ

 
そ
れ
く
ら
い
の

ま
で
は

う
ち
の
事
は
気
に
せ
ん
で
い
い
か
ら

 

が
死
ん
だ
後
の
事
く
ら
い
は
引
き
受
け
よ

死
ぬ
の
か
死
な
な
い
の
か

一
体
ど

ち
な
ん
だ
よ
じ
じ
い

れ
小

そ
ん
な
の
は

の
気
分
一
つ
じ

 
二
人
の
口

は
し
ば
ら
く
続
き
関
係
者
は
全
員
二
人
の
仲
の
良
さ
を

と
い
う

見
せ

付
け
ら
れ
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定
的
に
で
は
あ
る
が

八
幡
が
後
継
者
で
あ
る
事
を

認
め
ざ
る
を
え
な
か

た

 
そ
し
て
こ
の
時
を

に
明
日
奈
と
そ
の
家
族
に
対
す
る

が
ら
せ

は
一
切
無
く
な
る
事

と
な

た

 
八
幡
に
負
け
た
だ
け
で
あ

た
の
な
ら

の
態
度
は
こ
こ
ま
で

化
す
る
事
は
無
か

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
は

あ
く
ま
で
八
幡
個
人
が
力
を

し
た
だ
け
で
あ
り

 
章
三
一
家
が

何
か
の
力
を

し
た
事
に
は
な
ら
な
い
か
ら
だ

 
そ
れ
を
明
日
奈
は

そ
こ
ま
で
計
算
し
て
い
た

で
は
当
然
無
い
の
だ
が

 
直
接
戦

て
力
を

す
事
に
よ
り

一
人
で
ひ

く
り
返
し
た

 
あ
く
ま
で
偶
然
で
は
あ
る
が
こ
れ
が
明
日
奈
の
こ
の
旅
で
の
最
大
の
戦
果
と
な

た
の
で

あ
る



 第２６０話 未来に向けて

 
第
２
６
０
話
 
未
来
に
向
け
て

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
い
ハ

楽
し
そ
う
な
と
こ
ろ
を
悪
い
ん
だ
が

 
そ
ろ
そ
ろ
眠
り
の
森
の
受
け
入
れ
準
備
が
整
う
み
た
い
だ
か
ら
そ
ち
ら
に
向
か

て
く
れ
ヨ

 
ア
ル
ゴ
が
八
幡
に
そ
う
声
を

け
そ
の
声
を
合
図
に
二
人
は
ピ
タ
リ
と
言
い
合
い
を
や
め

た
お
い
ア
ル
ゴ

俺
と
こ
の
じ
じ
い
は

ま

た
く
仲
良
く
は
な
い

そ
う
じ

そ
う
じ

言
う
な
ら
ば

の
仲
じ

な

そ
う
言
い
な
が
ら

息
は
ピ

タ
リ
じ

ね

カ

 
ア
ル
ゴ
は

れ
た
声
で

そ
う
言

た

 
そ
し
て
二
人
は
明
日
奈
と
共
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
相
談
を
始
め
た

じ
じ
い
今

い
た
通
り
楓
の
待
つ
世
界
に
ダ
イ
ブ
す
る
の
は
眠
り
の
森
か
ら
と
い
う
事
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に
な
る

ま
あ
当
然
じ

の

食
事
は
無
し
で

点

で
済
ま
せ
る
事
に
な
る
ん
だ
よ
ね

あ
あ

は
楓
と
一

に
中
で
と
り
た
い
し
な

そ
の
時
は

子
さ
ん
に
も
同

し
て
も
ら
う

と
し
よ
う

 
と
り
あ
え
ず
料
理
に
関
し
て
は
楓
が

子
さ
ん
と
明
日
奈
に
教
え
て
も
ら
う

が
い
い
か

な

和
食
以
外
は
苦
手
な
ん
じ

が

何
が
出
て
き
て
も

文

を
言
わ
ず
に
喜
ん
で
食
え
よ

じ
じ
い

 
そ
し
て
三
人
は

眠
り
の
森
へ
と
到
着
す
る
と

知

と

子
と
対
面
し
た

お

様

今
日
は
楓
の

に

本
当
に
あ
り
が
と
う

子

今
回

は

は

お

様
は
今

こ
こ
に
い
る

そ
れ
で
十
分
じ

な
い
で
す
か

す
ま
ん

 
そ
ん
な

勝
な

を
見
て

知

は
面
白
そ
う
に
言

た
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ま
さ
か
親

の
こ
ん
な

を
見
る
事
が
出
来
る
な
ん
て
な

知

も
し
手
術
に
失
敗
し
た
ら

が
お
前
の
首
を

ね
る
か
ら
の

 
知

は

そ
の

の

ま
が
い
の
言
葉
に
も
一
切
動
じ
ず

真
面
目
な
顔
で
言

た

最

は
尽
く
す
さ

そ
れ
よ
り
親

こ
そ

頼
む

 
一
番
大
事
な
の
は

本
人
の
生
き
る
意
思
な
ん
だ
か
ら
な

分
か

と
る
わ
い

と
こ
ろ
で
八
幡
君
を
後
継
者
に
指
名
す
る
と
か

分
思
い
切

た
事
を
し
た
な

親

 
兄
貴
は
そ
の
事
に

納
得
し
て
る
の
か

あ
や
つ
は
こ
こ
に
来
る

中

嬉
々
と
し
て
連

し
て
き
よ

た
わ

 
こ
れ
で
や

と

色
々
な
し
が
ら
み
か
ら
解
放
さ
れ
て

々
す
る
と
な

 
あ
や
つ
か
ら
お
ぬ
し
に
伝
言
じ

俺
は
ア
メ
リ
カ
に

て

研
究
に

す
る
か
ら

 
こ

ち
の
事
は
お
前
に
任
せ
る

悪
く
思
う
な

だ
と
よ

う
わ

ね

 
知

は

こ
ん
な
は
ず
で
は
と

を

え
て
落
ち
込
ん
だ

 
そ
ん
な
知

に

八
幡
が

追
い
討
ち
を
か
け
た
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あ

知

さ
ん

も
し
こ
の
く
そ
じ
じ
い
が
死
ん
だ
ら

 
俺
の

限
で

知

さ
ん
を

当
主
代
行
に
任
命
し
ま
す
ね

 
と
い
う

で

式
上
の
当
主
は
俺
で
も
い
い
ん
で

後
の
事
は
全
部
お
任
せ
し
ま
す

 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は

驚
い
た
顔
で
八
幡
に
言

た

八
幡
君

名
前
だ
け
と
は
い
え

あ
の
頼
み

受
け
る
つ
も
り
な
ん
だ

す
ご
く
意
外

い
や

そ
り

ま
あ

じ
じ
い
の
遺
言
く
ら
い
は

い
て
や
ら
な
い
と

 

日

み
が
ま
し
い
目
で
こ
の
じ
じ
い
に
枕
元
に
立
た
れ
た
ら
気
持
ち
悪
い
じ

な
い
か

よ
だ
か
ら

は
そ
う
簡

に
は
く
た
ば
ら
ん
と
言

て
お
る
じ

ろ

で
も

い
ざ
と
な

た
ら
そ
れ
を
遺
言
に
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ

う

そ
れ
は
ま
あ

だ

た
ら
い
き
な
り
言
わ
れ
る
よ
り
今
の
う
ち
に
手
を
う

て
お
い
た
方
が
全
然
ま
し
だ

ろ 
そ
う
じ

な
い
と

知

さ
ん
が

足
場
を

め
る
時
間
が
足
り
な
く
な

ち
ま
う
し
な

ま
あ
本
当
は

今
の
う
ち
か
ら
心

え
を
し
て
も
ら

て



 第２６０話 未来に向けて

 
も
し
本
当
に
そ
う
な

て
も

俺
が
逃
げ
や
す
く
す
る

な
ん
だ
け
ど
な

 
八
幡
の
そ
ん
な
考
え
は
露
知
ら
ず

は
ま
あ
受
け
て
く
れ
る
な
ら
と
大
人
し
く
引
き

下
が

た

 
八
幡
は
内
心
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
も

勝
そ
う
な
顔
で

て

い
た

よ
し

行
く
か

 
八
幡
が
そ
う
言
い

三
人
は

特
別
に
設
置
さ
れ
た
ベ

ド
に

そ
べ
り

 
楓
が
待
つ
世
界
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

楓
は
ま
だ
ベ

ド
の
中
に
お
り

 

は
そ
れ
を
見
て

一
人
涙
し
た

じ
じ
い

く
な

て

だ
か
ら
こ
れ
は

だ
と

こ
の
世
界
だ
と
な

く
の
を
我
慢
す
る
事
は
出
来
な
い
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
ま
あ

そ
う
主
張
す
る
の
は

わ
な
い
が

楓
の
前
で

か
な
い
よ
う
に

 
感
情
を
上
手
く
制
御
し
て
く
れ
よ

じ
じ
い

そ
う
な
の
か

分
か

た

そ
こ
は
気
を
付
け
る
わ
い

 
そ
し
て
三
人
は

楓
が

き
る
の
を
待
つ
間

茶
の
間
で
雑
談
を
す
る
事
に
し
た
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し
か
し
ま
さ
か
じ
じ
い
と
こ
う
や

て
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
話
を
す
る
事
に
な
る
と
は
な

ま
あ
そ
う
い
う
縁
だ

た
と
い
う
事
じ

ろ

と
り
あ
え
ず
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
話
で
も
し
て
く
れ
い

何
だ
よ
じ
じ
い

興
味
が
あ
る
の
か

ま
あ
な
ん
だ
か
ん
だ

そ
れ
な
り
に
心
配
は
し
て
お

た
か
ら
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら

は
チ
ラ
リ
と
明
日
奈
の
顔
を
見
た

 
明
日
奈
は
そ
の

線
を
受
け

ニ
コ
リ
と
笑

た

大

様
は

素
直
じ

な
い
だ
け
な
ん
で
す
よ
ね

う
む

そ
う
言
わ
れ
る
と
反
発
し
た
く
も
な
る
の
じ

が
さ
す
が
に
今
回
は

も
反

省
し
た

 
自
分
に
と

て
大
切
な
物
が
何
か
を

見
誤

て
は
い
か
ん
の

 
楓
と
一

に
遊
ぶ
事
が
出
来
て

そ
れ
を

感
し
た
わ

ま
あ
仕
方
な
い
だ
ろ

じ
じ
い
に
力
ず
く
で
言
う
事
を

か
せ
ら
れ
る
奴
な
ん
か

 
一
族
ど
こ
ろ
か
関
係
者
の
中
に
も

誰
も
い
な
か

た
だ
ろ
う
か
ら
な

始
め
て
そ
れ
を
成
し

げ
た
の
が

肉
に
も

何
の
力
も
無
い
た
だ
の
成
り
上
が
り
だ
と

思

て
い
た
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章
三
の
関
係
者
だ
と
は

肉
な
も
ん
じ

が
の

 

は
そ
う
言
い
な
が
ら
た
め
息
を
つ
い
た
後

八
幡
の
方
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

ま
あ
あ
奴
の
一
番
の
功

は
お
主
を
我
が
一
族
に
迎
え
入
れ
る
事
に
成
功
し
た
事
じ

な

俺
の
事
を

い
か
ぶ
り
す
ぎ
だ
ぞ

じ
じ
い

 
そ
も
そ
も
功

て
言
う
な
ら

そ
れ
は
全
て

明
日
奈
の
功

だ
ろ

確
か
に
な

で
二
人
は
一
体
ど
ん
な
出
会
い
方
を
し
て
ど
ん
な
戦
い
を

り
広
げ
て
き
た

の
か
の

そ
う
だ
な
じ
じ
い
に
は
色
々
話
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
か
何
せ
現
当
主
様
だ
か
ら

な
何
か

他
の
者
に
は
話
せ
な
い
事
も
あ
り
そ
う
な
言
い
方
じ

の

ま
あ

い
く
つ
か
は
な

あ

私

お
茶
の
用
意
を
し
て
く
る
ね

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て

を
立

た

よ
く
気
が
付
く
い
い
娘
じ

の

そ
れ
に
よ
く
笑
う

今
ま
で
そ
れ
に
気
が
付
か
な
か

た
あ
ん
た
の
方
に

俺
は
驚
い
て
い
る
ん
だ
が
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ま
あ

の
目
が

て
い
た
と
言
わ
れ
れ
ば

そ
れ
は
そ
う
な
ん
じ

が

 

の
前
に
立
つ
時
の
あ
の
一
家
は

常
に

屈
さ
を
感
じ
さ
せ
る

 

に
し
て
み
れ
ば

に
さ
わ
る
一
家
じ

た
か
ら
の

 
考
え
て
み
れ
ば
そ
れ
は
伝

と
格
式
を
重
ん
じ
過
ぎ
る
我
が
一
族
の
方
に
問
題
が
あ

た

の
じ

ろ
う

な
る
ほ
ど
な

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は

無

な
慣

は

し

色
々
な
可
能
性
を

し
な
い

 
風
通
し
の
良
い
一
族
の

を
模
索
す
る
つ
も
り
じ

本
当
に
頼
む

じ
じ
い

あ
あ

が
死
ぬ
ま
で
に

何
と
か
成
し

げ
て
み
せ
る
わ

 
八
幡
は

頑

じ
じ
い
の
く
せ
に

一
度
反
省
す
る
と

す
ご
く
柔

に
な
る
ん
だ
な
と

 

の
事
を

め
て
見
直
し
た

そ
の
上
で
八
幡
は

に

一
つ
の
要
望
を
出
し
た

な
あ
じ
じ
い

一
族
の
若
手
が
な

眠
り
の
森
に

察
に
来
て

 

者
の
子
達
に
あ
ま
り
良
く
な
い
態
度
で
接
す
る
事
が

か
な
り
あ
る
み
た
い
な
ん
だ
よ

 
な
の
で

す
る
に
し
て
も

締
め
る
と
こ
ろ
は
キ

チ
リ
と
締
め
て
く
れ
よ
な



 第２６０話 未来に向けて

ふ
む

も
し
か
し
た
ら
楓
の
あ
の
考
え
方
も
そ
う
い

た
奴
ら
に
影

を
受
け
た
可
能
性
も
あ
る
と

 
俺
は

ん
で
い
る

え
ば
偶
然
そ
ん
な
事
を
立
ち
話
で
言

て
い
た
の
を
楓
が

い
て

た
と
か
な

何
か
思
い
当
た
る
フ
シ
が
あ
る
の
か

い
や
な

他
の

者
と
も

偶
然
話
す
機
会
が
あ

た
ん
だ
が
な

 
そ
の
姉
妹
も
楓
と
同
じ
よ
う
に
自
分
達
が
死
ぬ
事
を
さ
も
当
然
の
よ
う
に
言

て
い
た

ん
だ
よ

 
だ
が

俺
が

子
さ
ん
や

ス
タ

フ
の
皆
か
ら
感
じ
た
の
は

 
何
と
し
て
も

者
を
救
い
た
い

て
い
う

熱
意
だ
け
で
な

 
そ
ん
な
ズ
レ
が
生
じ
る
理
由
が

俺
に
は
他
に
思
い
当
た
ら
な
く
て
な

 

は
そ
れ
を

き

少
し
考
え
込
む
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
が

 
や
が
て
考
え
が

ま

た
の
か

こ
う
言

た

な
る
ほ
ど

確
か
に
筋
は
通

て
お
る
な

す
ぐ
に
調
査
さ
せ
よ
う

 
そ
し
て
そ
の
結
果
次
第
で
は

が
じ
き
じ
き
に
そ
や
つ
ら
を

正
も
し
く
は

し
よ
う
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ま
あ
お
手
柔
ら
か
に
な

そ
れ
と
じ
じ
い
こ
れ
は
事
後

に
な

ち
ま

て
す
ま
な
い
ん

だ
が

 
こ
の
眠
り
の
森
な

東
京
に
持

て
い
く
ぞ

何
じ

と

理
由
は
二
つ
東
京
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を

験
運
用
す
る

の

設
が
も
う
す
ぐ
完
成

す
る
事

 
そ
し
て
も
う
一
つ
は

一
族
の
馬

ど
も
の
心
無
い
態
度
か
ら

者
達
を
守
る
事
だ

そ
う
か

が
態
度
を
変
え
な
か

た
時
の

に

に
手
は
打

て
あ

た
ん
じ

な

ま
あ

一
族
の
引
き
締
め
は

さ

き
言

て
た
通
り
で
頼
む

 
い
ず
れ
関
⻄
に
も

同
じ
よ
う
な

設
を
作
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

分
か

た

こ
の
じ
じ
い
に
任
せ
て
お
け
い

 
そ
し
て
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

明
日
奈
が
お
茶
を
持

て

て
き
た

 

は

そ
の
お
茶
を
一
口
す
す
る
と

驚
い
た
顔
で
明
日
奈
に

ね
た

美
味
い

こ
の
お
茶
は

一
体
ど
う
や

て

私
は
用
意
さ
れ
て
い
た
お
茶
の
葉
を
使

た
だ
け
だ
か
ら
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多
分

子
さ
ん

り
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
そ
う
い
う
味
の
設
定
に
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
大

様
そ
う
か

こ
れ
は

子
の
仕
業
じ

た
か

懐
か
し
い
味
じ

な

 

は

感

深
げ
に
そ
う

く
と

二
人
に
向
か

て
言

た

そ
れ
じ

あ

一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で

二
人
の
話
を

か
せ
て
も
ら
お
う
か
の

お
う

 
そ
し
て

は

八
幡
と
明
日
奈
の
話
を

時
に
は

き

時
に
は
驚
き
な
が
ら

 
し
か
し
楽
し
そ
う
に

い
て
い
た

 
そ
ん
な

も

さ
す
が
に
ラ
フ
コ
フ
の
話
に
な
る
と

表
情
を
引
き
締
め
た

そ
ん
な
奴
ら
が
お

た
の
か

あ
あ

そ
う
い

た

で

俺
は
確
か
に
こ
の
手
で

人
を
殺
し
た
ん
だ

お
主
の

の

わ
り
方
は

そ
う
い

た
背
景
も
あ

た
の
じ

な

私
は
結
果
的
に

人
を
殺
す
事
無
く
終
わ

た
け
ど

で
も

彼
の
背
負

た
物
は

 
私
が
一
生
を

け
て

一

に
背
負
い
ま
す

そ
う
か

さ
す
が
は
我
が
一
族
の
娘
じ

そ
れ
に
し
て
も
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そ
ん
な
お
主
の
本
質
に
気
が
付
か
な
い
と
は

の
目
は
本
当
に

だ

た
ん
じ

の
う

そ
れ
は
私
達
の
態
度
に
も
問
題
が
あ

た
と
思
う
の
で
ど
う
か
気
に
病
ま
な
い
で
下
さ
い

ね
そ
う
は
言
わ
れ
て
も
の

そ
の
分
は

こ
れ
か
ら
取
り
返
せ
ば
い
い
だ
ろ

じ
じ
い

そ
う
じ

な

何
か
困

た
ら

い
つ
で
も
頼

て
く
れ
て
い
い
か
ら
の

は
い

大

様

 
明
日
奈
は
嬉
し
そ
う
に

そ
う
微
笑
ん
だ

 
そ
し
て
話
は
つ
い
に

最
後
の
戦
い
の
場
面
へ
と
差
し

か

た

何
と

で
は

最
大
の
味
方
が
最
大
の
敵
じ

た
の
か

あ
あ

こ
の
事
は
誰
に
も
話
す
な
よ

じ
じ
い

国
か
ら
も
秘
密

て
言
わ
れ
て
る
か
ら
な

し
か
し

そ
の
敵
の
技
術
の
お
か
げ
で

今
こ
う
し
て

達
が

 
楓
を
救
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で

ぎ
着
け
ら
れ
た
の
か
と
思
う
と
複
雑
な
気
分
に

な
る
の
う

だ
か
ら
俺
は
あ
の
人
を

ど
う
し
て
も

め
な
い
ん
だ
よ
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こ
う
し
て
明
日
奈
に
会
え
た
の
も

あ
る
意
味
あ
の
人
の
お
か
げ
だ
か
ら
な

確
か
に
の
う

し
か
し
今
日
は

い
い
話
を

か
せ
て
も
ら

た

 
こ
れ
で
死
ん
だ
後

あ
の
世
で

さ
ん
に
し
て
や
れ
る

土
産
話
が
出
来
た
わ
い

 
八
幡
は

に
何
か
言
お
う
と
し
た
が

そ
の

間
に

楓
が
目
覚
め
た
事
を

す
音
が

鳴

た
ど
う
や
ら
楓
が
目
を
覚
ま
し
た
よ
う
だ
な

行
く
ぞ

じ
じ
い

う
む

最
後
に
一
つ

お
主
に
伝
え
て
お
く
事
が
あ
る

 
う
ち
の

さ
ん
も

実
は
楓
と
同
じ
病
気
で

く
な

と
る
ん
じ

よ

 
だ
か
ら
こ
れ
は

う
ち
の

さ
ん
の

い
合
戦
で
も
あ
る
ん
じ

そ
う
だ

た
の
か

 
八
幡
は
そ
の
事
実
に

目
を
伏
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
し
て
八
幡
は

顔
を
上
げ

の
目
を
真

直
ぐ
見
な
が
ら
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
じ
じ
い

さ
ん
に
褒
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に

絶
対
に
楓
を
助
け
な
い
と
な

そ
う
じ

な

こ
の
勝
負

絶
対
に
勝
つ
ぞ

小

 

は

そ
の
八
幡
の
言
葉
に

力
強
く

い
た
の
だ

た
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第
２
６
１
話
 
そ
こ
で
は
涙
は
我
慢
出
来
な
い

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

楓

よ
く
眠
れ
た
か

そ
ろ
そ
ろ

方
だ
ぞ

ん

ふ
あ

あ

あ
れ

お
兄
ち

ん

楓
ち

ん

お
は
よ
う

お
姉
ち

ん
も

 
八
幡
と
明
日
奈
は

目
を
覚
ま
し
た
楓
に

そ
う
声
を

け
た

 
楓
は

き
は
い
い
方
な
の
か
元
気
よ
く
ベ

ド
か
ら
飛
び
降
り
る
と
二
人
に

き
付

い
たお

兄
ち

ん

お
姉
ち

ん

お
う
ち
に
来
て
く
れ
た
ん
だ

楓

と

て
も
嬉
し
い

も
う
一
人
い
る
ぞ

楓

ほ
ら

こ

ち
だ

 
楓
は

き

と
ん
と
し
な
が
ら

と
て
と
て

と
二
人
の
後
を
追
い
か
け
た
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そ
し
て

居
間
で
に
こ
に
こ
と
笑

て
い
る

の

を
見
付
け
た
楓
は

 
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら

に

き
つ
い
た

お

ち

ん

来
て
た
ん
だ

あ
あ

今
日
は
久
し
ぶ
り
に

楓
と
一

に

を
食
べ
よ
う
と
思

て
な

本
当
に

や

た

 
楓
は
喜
び

ち

こ
ん
と

の

の
上
に

を
下
ろ
し
た

 
そ
し
て
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
す
と

に

ね
た

お

ち

ん

お
⺟
さ
ん
は

子
は
今

い
物
に
行

て
お
る
よ

多
分
も
う
す
ぐ
帰

て
く
る
ん
じ

な
い
か
の
う

そ

か

今
日
の
ご

は
何
か
な
何
か
な

 
楓
は

い
か
に
も
待
ち
き
れ
な
い
と
い

た
感
じ
で

の

の
上
で

 
楽
し
そ
う
に
体
を

に
ゆ
ら
ゆ
ら
と

ら
し
て
い
た

 
そ
こ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て

子
が

を
見
せ
た

あ
ら
あ
ら
楓

今
日
は
お

ち

ん
や

お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん
が
い
る
か
ら

 
と

て
も
楽
し
そ
う
ね
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う
ん

楓
ち

ん

今
日
は

私
と
お
⺟
さ
ん
と
一

に

お
料
理
す
る

す
る

 
楓
は
わ
く
わ
く
し
た
顔
で

そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に
直
ぐ
に

い
た

今
日
は
何
を
作
る
の

今
日
は

お

ち

ん
の
カ
レ

を
作
ろ
う
と
思
う
の

 
そ
ろ
そ
ろ
楓
に
も

お

ち

ん
の
カ
レ

を
作
れ
る
よ
う
に
な

て
欲
し
い
し
ね

う

ん

で
も
楓

も
う
す
ぐ
い
な
く
な

ち

う
し
な

 
そ
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は

即
座
に
楓
に
言

た

お
お

今
日
は
楓
が
作

て
く
れ
る
の
か

す
ご
く
楽
し
み
だ
な

お
兄
ち

ん
は

楓
に
カ
レ

を
作

て
欲
し
い
の

あ
あ

お
兄
ち

ん
は

楓
の
カ
レ

が
食
べ
た
い
ぞ

そ

か

そ
れ
じ

あ
楓

頑
張
る
ね

お
う

お

ち

ん
と
一

に
待

て
る
か
ら
な

う
ん



 第２６１話 そこでは涙は我慢出来ない

 
楓
は
そ
う
言
う
と

子
と
明
日
奈
と
共
に

台
所
へ
と
向
か

た

 
幸
い
楓
は

り
向
く
事
は
無
か

た
が

も
し

り
向
い
て
い
た
ら

 

い
て
い
る

の

を
発
見
し

多
少

ぎ
に
な

た
事
だ
ろ
う

す
ま
ん
な

小

今
の
不
意
打
ち
は
仕
方
な
い

て

気
に
す
ん
な
よ

じ
じ
い

 
俺
も
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
て
な
か

た
ら

危
な
い
と
こ
ろ
だ

た
し
な

 
そ
れ
に
し
て
も

何
で
楓
は

あ
ん
な
に
達
観
し
て
る
ん
だ
ろ
う
な

そ
う
じ

な

 
八
幡
は

に
そ
う
声
を

け

は

そ
う
言

た
後

り
込
ん
だ

 
そ
の

か
ら
は

い
つ
も
の
よ
う
な
迫
力
は
感
じ
ら
れ
ず

 
八
幡
は

が
と
て
も
小
さ
く
な

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

ま
あ

手
術
の
開
始
ま
で
に
は

何
と
か
原
因
を
見
付
け
な
い
と
な

最
悪
直
接

ね
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
ん
が
の
う

 
二
人
は
そ
う
言
う
と

い
つ
楓
が

て
き
て
も
い
い
よ
う
に

世
間
話
を
始
め
た

 
案
の
定

少
し
し
て
か
ら

楓
が

て
き
た
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楓
は
再
び

の

に
座
る
と

嬉
し
そ
う
に

に
言

た

お

ち

ん

楓

お
野
菜
を
切

て
き
た
よ

お
お

そ
う
か
そ
う
か

上
手
に
切
れ
た
か
の

う
ん
と

い
く
つ
か
は

ち

と
変
な

に
な

ち

た
か
も

い
い
ん
じ

よ

そ
う
い
う
の
が
美
味
い
ん
じ

よ

そ
う
な
の

あ
あ

食
べ
て
み
れ
ば
分
か
る

う
ん

 
そ
し
て

し
ば
ら
く
し
て

子
と
明
日
奈
が

完
成
し
た
カ
レ

を
手
に

て
き
た

 
楓
は
そ
れ
を
一
口
食
べ
る
な
り

目
を

か
せ
な
が
ら
言

た

本
当
だ

す
ご
く
美
味
し
い
お

ち

ん
の
カ
レ

だ

そ
う
じ

ろ
う
そ
う
じ

ろ
う

こ
の
カ
レ

に
は

カ
レ

を
美
味
し
く
し
よ
う
と
い
う

 
楓
の
優
し
さ
が

山
こ
も

て
い
る
か
ら
の

気
持
ち
で
味
が
変
わ
る
の

そ
う
じ

な

気
持
ち
は
と
て
も
大
事
じ

ぞ

楓
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そ

か

気
持
ち
が
大
事
な
の
か

 
楓
は

何
か
に
納
得
し
た
よ
う
に

う
ん
う
ん
と

い
た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

こ
れ
で
多
少
は
楓
が
前
向
き
に
な

て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思

た

 
そ
し
て
五
人
は

楽
し
く

食
を
終
え

し
ば
ら
く
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

 
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
た
の
だ
が

や
が
て
楓
は
眠
く
な

た
よ
う
で

 

の

の
上
で

う
と
う
と
と
船
を

ぎ
始
め
た

 

は
そ

と
楓
を

え
上
げ
る
と
ベ

ド
ま
で
運
び
そ
こ
に
楓
を
そ

と
横
た
え
た

 
こ
う
し
て
そ
の
日
は

穏
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま

終
了
す
る
事
と
な

た

と
り
あ
え
ず

明
日
が
勝
負
だ
な

あ
あ

頑
張
り
ま
し

う

大

様

 
そ
し
て
次
の
日

八
幡
と
明
日
奈
は

明
る
い
雰
囲
気
の
楓
に

こ
さ
れ
る
事
と
な

た

お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん

朝
だ
よ

お
お

も
う
朝
か

お
は
よ
う
楓

今
日
は

き
な
ん
だ
な

う
ん

で
も
い

ぱ
い

た
か
ら
全
然
眠
く
な
い
よ
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そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

楓
ち

ん

お
は
よ
う

お
姉
ち

ん

お
は
よ
う

 
そ
し
て
三
人
は

居
間
に
向
か

た

そ
こ
に
は

に

が
お
り

 

は

笑
顔
で
楓
に
微
笑
み

け
た

お
は
よ
う
楓

日
は
よ
く
眠
れ
た
か
の

う
ん

そ
う
か
そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

 
そ
し
て
朝
の
食
卓
を
囲
ん
だ
後

子
が
仕
事
と
称
し
て
手
術
に
備
え
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る

事
と
な
り

 
残
り
の
四
人
は

先
日
の
よ
う
に

公
園
に
出
か
け
る
事
と
な

た

ハ

も
う
す
ぐ
手
術
の
時
間
だ
ぞ

 
楓
以
外
に
し
か

こ
え
な
い
声
で

ア
ル
ゴ
が
そ
う
話
し
か
け
て
き
た

 
楓
は

と
て
も
楽
し
そ
う
に

明
日
奈
や

と
一

に
遊
ん
で
い
た

 
八
幡
は

り
を
感
じ
な
が
ら
も

決
し
て

め
ず

楓
の
気
持
ち
を
前
向
き
に
し
よ
う
と
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そ
ん
な
楓
の
一

手
一
投
足
に
集
中
し
た

そ
し
て
八
幡
は
楓
が
大
型
ト
ラ

ク
が
横
を

通
る
度
に

 
少
し

張
し
た
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
事
に
気
が
付
い
た

 
八
幡
は

何
気
な
い
風
を
装

て

楓
に
そ
の
事
を

い
て
み
た

ち

と

張
し
て
る
み
た
い
だ
け
ど

楓
は
大
型
ト
ラ

ク
が
苦
手
な
の
か

う

う
ん

お

さ
ん
が

大
型
ト
ラ

ク
に

か
れ
て
死
ん
だ
時
か
ら

 
楓

あ
れ
が
ち

と
怖
い
ん
だ

そ
う
だ

た
の
か

悪
い
事
を

い
ち
ま

た
な

す
ま
ん

楓

う
う
ん
大
丈
夫
だ
よ
お
兄
ち

ん

お
兄
ち

ん
は
楓
に
変
な
事
を
言
わ
な
い
も
ん
ね

変
な

事

う
ん
お

さ
ん
の
お

式
の
時
親

の
お
兄
ち

ん
達
が
話
し
て
た
の
を

い
ち

た

ん
だ

 
八
幡
は

ま
さ
か

通
り

そ
う
い
う
事
な
の
か
と
思
い

 
楓
の
気
持
ち
が

ま
な
い
よ
う
に

楓
の

を
な
で
な
が
ら

そ

と
楓
に

ね
た

そ
う
か

そ
い
つ
ら
は
何
て
言

て
た
ん
だ
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う
ん
と
ね
も
う
す
ぐ
楓
も
病
気
で
死
ぬ
か
ら
そ
し
た
ら
本
家
の
血
筋
も
終
わ
り
だ
な

て

 
だ
か
ら
楓
は
も
う
す
ぐ
死
ぬ
ん
だ
な

て

そ
の
時
に
分
か

た
の

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

く
と

に
目
配
せ
し
た

 

は
そ
の
合
図
に

り
の
表
情
を
見
せ
な
が
ら

い
た

楓

確
か
に
楓
の
病
気
は
珍
し
く
て

治
す
の
は
大
変
だ
け
ど
な

 
今
知

お
じ
ち

ん
が

楓
の
病
気
を
治
そ
う
と

必
死
に
頑
張

て
く
れ
て
る
ん
だ
ぞ

で
も

そ
の
人
達

眠
り
の
森
で
も
同
じ
事
を
言

て
た
よ

 
八
幡
は

キ
レ
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
に

え

諭
す
よ
う
に

楓
に
言

た

楓

そ
ん
な
人
達
の
言
う
事
な
ん
か

信
じ
な
く
て
い
い

 
お

ち

ん
の
カ
レ

を
作

た
時

お

ち

ん
が
言

て
た
だ
ろ

 
一
番
大
事
な
の
は

楓
の
気
持
ち
な
ん
だ
よ

分
か
る
か

楓
の
気
持
ち

ハ

知

さ
ん
が
言
う
に
は

バ
イ
タ
ル
が
安
定
し
な
く
て

 
こ
の
ま
ま
じ

手
術
を
始
め
ら
れ
な
い
そ
う
ダ

 
同
時
に
そ
う
ア
ル
ゴ
の
声
が

こ
え

八
幡
は

り
な
が
ら
も



 第２６１話 そこでは涙は我慢出来ない

 
こ
の
ま
ま
何
と
か
押
し
切
ろ
う
と

必
死
に
楓
に
話
し

け
た

そ
う
だ
お

ち

ん
も
お
姉
ち

ん
も
楓
の
病
気
が
必
ず
治
る
と
心
か
ら
信
じ
て
る
ん

だ 
も
ち
ろ
ん
俺
も
な

だ
か
ら
き

と
そ
の
気
持
ち
が
カ
レ

を
美
味
し
く
し
た
楓
の
気
持

ち
み
た
い
に

 
き

と
楓
の
病
気
も
治
し
て
く
れ
る
と
思
わ
な
い
か

あ

も
し
か
し
て

お
兄
ち

ん
が
言

て
た
の
と

同
じ
事
か
な

お
兄
ち

ん

央
の
事
か

う
ん

そ
の

お
兄
ち

ん

お
兄
ち

ん
は
ね

つ
い
こ
の
前
ま
で
ね

 
悪
い
人
に

じ
込
め
ら
れ
て
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど

必
ず
帰
れ
る

て
信
じ
て
た
か
ら

 
本
当
に
帰

て
来
れ
た
ん
だ
よ

て

ち

と
前
に

楓
に
話
し
て
く
れ
た
の

央

ナ
イ
ス
す
ぎ
ん
ぞ

お
前
が
神
か

 
八
幡
は
こ
の
チ

ン
ス
を
も
の
に
し
よ
う
と
明
日
奈
を
隣
に
呼
び
笑
顔
で
楓
に
話
し

け
た楓

実
は
お
兄
ち

ん
と
お
姉
ち

ん
も
な

お
兄
ち

ん
と
一

に
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悪
い
奴
に

じ
込
め
ら
れ
て
た
ん
だ
よ

そ

そ
う
な
の

 
楓
は

驚
い
た
顔
で
そ
う
言

た

う
ん

本
当
だ
よ

楓
ち

ん

そ
う
だ

た
ん
だ

で
も
ほ
ら

お
兄
ち

ん
も
お
姉
ち

ん
も

こ
う
し
て
今

楓
と
一

に
い
る
だ
ろ

 
必
ず
帰
れ
る

て
信
じ
て
た
か
ら
帰

て
こ
れ
た

て

お
兄
ち

ん
は
言

て
た
み
た
い

だ
け
ど
な

 
実
は
ち

と
違
う
ん
だ

楓

そ

そ
う
な
の

あ
あ

信
じ
る
だ
け
じ

な
く

戦

て
勝

た
か
ら

お
兄
ち

ん
達
は

こ
う
し
て
今
こ

こ
に
い
る

 
ち

と
そ
の

を

楓
に
だ
け
見
せ
て
や
る
よ

う

う
ん

 
八
幡
は
楓
に
そ
う
言
う
と
二
人
を

と
戦

た
時
の

に
す
る
よ
う
に
ア
ル
ゴ
に
要
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し
た

 
そ
し
て
楓
の
目
の
前
で
八
幡
と
明
日
奈
は
先
日
と
同
じ
よ
う
に
血
盟
騎
士
団
の
制
服

に
な

た

 
そ
れ
を
見
た
楓
は

目
を

く
し
た

う
わ

お
兄
ち

ん
と
お
姉
ち

ん
が

変
身
し
た
よ

そ
れ
だ
け
じ

な
い
ぞ

見
て
ろ
よ

楓

 
そ
う
言
う
と

八
幡
と
明
日
奈
は

武
器
を
手
に
と
り

何
合
か
剣
を
交
え
た

 
い
つ
の
間
に
か

が
楓
の
隣
に
移
動
し
て
お
り

は
楓
の

を
な
で
な
が
ら
こ
う

言

た
ど
う
じ

楓

あ
の
二
人
は
凄
く
強
い
じ

ろ

う
ん

何
か
凄
い
ね

お

ち

ん

信
じ
て
信
じ
て
頑
張

た
か
ら

二
人
は
あ
そ
こ
ま
で
強
く
な
れ
た
ん
じ

よ

お

ち

ん
よ
り
も

あ
あ

お

ち

ん
よ
り
も

あ
の
二
人
は
強
い
ん
じ

凄
い
凄
い
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楓
は

目
を

か
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
ん
な
楓
に

は
言

た

ど
う
だ
楓

そ
ろ
そ
ろ
本
当
の
気
持
ち
を
お

ち

ん
に

か
せ
て
く
れ
な
い
か

 
楓
は
自
分
の
病
気
を

ど
う
し
た
い
ん
じ

私

私
は

で
も

や

ぱ
り
も
う
す
ぐ
死
ん
じ

う
ん
じ

な
い
か
な

本
当
に
そ
う
思
う
な
ら

何
で
今

楓
は

い
と
る
ん
じ

え
 

に
そ
う
言
わ
れ

楓
は
自
分
が
今

い
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

あ
れ

あ
れ

ど
う
し
て
楓

い
て
る
ん
だ
ろ

 
そ
ん
な
楓
に

は

優
し
く
語
り
か
け
た

な

楓

実
は
こ
こ
で
は
な

涙
は
我
慢
出
来
な
い
ん
じ

よ

 
つ
ま
り
今
楓
は

本
当
は

し
い
と
思

て
る
か
ら

涙
が
出
て
る
ん
じ

よ

し
い

楓
は

し
ん
で
る
の

そ
う
だ

さ
あ

お

ち

ん
に

本
当
の
気
持
ち
を

か
せ
て
ご
ら
ん

お

ち

ん

楓

楓
は

 
そ
し
て
楓
は

の
胸
に
飛
び
込
む
と

わ
ん
わ
ん

き
な
が
ら

に

え
か
け
た
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楓
は
死
に
た
く
な
い

死
に
た
く
な
い
よ

こ
れ
か
ら
も
ず

と

お
⺟
さ
ん
や
お

ち

ん
や

 
お
兄
ち

ん
や
お
姉
ち

ん
達
と
ず

と
一

に
こ
う
や

て
遊
ん
だ
り
ご

を
食
べ
た

り
し
た
い

そ
う
か

大
丈
夫

大
丈
夫
じ

よ
楓

楓
に
は

こ
の
お

ち

ん
や

 
あ
ん
な
に
強
い

お
兄
ち

ん
や
お
姉
ち

ん
が
味
方
し
て
お
る
ん
じ

 
病
気
な
ん
か

簡

に
や

つ
け
て
や
る
さ

本
当
に

あ
あ

本
当
に
じ

そ

か

そ
れ
じ

あ
楓
も
一

に
戦
う

そ
れ
は
心
強
い
の
う
楓
が
一

に
戦

て
く
れ
る
な
ら
も
う
絶
対
に
負
け
る
事
は
無
い

な
う
ん

ハ

バ
イ
タ
ル
が
安
定
し
た
そ
う
だ

こ
れ
よ
り
手
術
を
開
始
す
る

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

楓
の
下
へ
と
歩
み
寄
り

笑
顔
で
楓
に
言

た
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え
ら
い
ぞ

楓

う
ん

楓

え
ら
い
で
し

と

て
も
え
ら
い
ね

楓
ち

ん

え
へ
へ

そ
れ
じ

あ
今
日
は
ご
褒
美
に

思
い

き
り
楓
と
遊
ん
で
や
ろ
う

ご
褒
美

あ
あ

ご
褒
美
だ

や

た

あ
り
が
と
う

 
そ
れ
か
ら
手
術
が
終
わ
る
ま
で

楓
は
決
し
て
笑
顔
を
絶
や
す
事
は
無
か

た

 
そ
し
て
手
術
が
終
わ

た

楓
は
さ
す
が
に
疲
れ
た
の
か

ベ
ン
チ
で

て
し
ま
い

 
丁
度
そ
の
時

再
び
ア
ル
ゴ
か
ら

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

手
術
は
無
事
成
功
し
た
そ
う
だ

三
人
と
も

よ
く
や

た

よ
し

や

た

そ
う
か

成
功
し
た
か

よ
く
や

た

よ
く
や

た
ぞ
知



 第２６１話 そこでは涙は我慢出来ない

 
そ
れ
を

い
た
三
人
は

喜
び
を
爆
発
さ
せ
た

 
そ
し
て
楓
も

め

四
人
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
後
楓
は
眠
り
の
森
の
ベ

ド
の
上
で
無
事
に
目
を
覚
ま
す
事
と
な

た
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第
２
６
２
話
 
い
つ
か
そ
の
場
所
で

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

あ
れ

こ
こ

て
も
し
か
し
て

眠
り
の
森

 
そ

か

私

ま
た
こ
こ
に

る
事
に
な

ち

た
ん
だ

 
楓
は

自
宅
で

て
い
た
と
思
い
込
ん
で
い
た

そ
う
勘
違
い
し

 
少
し
落
ち
込
ん
だ
よ
う
に

そ
う

い
た

せ

か
く
生
き
よ
う

て
決
め
た
の
に

あ
れ
は
夢
だ

た
の
か
な

 
楓
は
そ
う
考
え

き
そ
う
に
な

た
の
だ
が

気
丈
に
も

必
死
で
涙
を

え
た

で
も
楓
も
一

に
戦
う

て
決
め
た
ん
だ
か
ら

い
て
な
ん
か
い
ら
れ
な
い
よ
ね
う
ん

 
楓
が
決
意
も
新
た
に
そ
う
言

た

間

部
屋
の
扉
が
開
き

 

が

息
を
切
ら
せ
な
が
ら
中
に
入

て
き
た

楓



 第２６２話 いつかその場所で

お

ち

ん

 

は

入

て
く
る
な
り
楓
を

き
し
め

お
い
お
い
と

き
出
し
た

 
楓
は
驚
き
な
が
ら

に

ね
た

お

ち

ん

ど
う
し
て

い
て
る
の

 
楓

夢
の
中
で
約
束
し
た
通
り

ち

ん
と
病
気
と
戦
う
か
ら

だ
か
ら

か
な
い
で

違
う
ん
じ

違
う
ん
じ

よ
楓

楓
は
も
う

立

に
病
気
と
戦

て

 
そ
し
て
つ
い
に

そ
の
病
気
に
勝

た
ん
じ

よ

え
 
楓
は
最
初

何
を
言
わ
れ
た
の
か
分
か
ら
ず

首
を

げ
て
い
た
が

 
や
が
て

の
言
葉
の
意
味
を
理
解
す
る
と

目
を
大
き
く
見
開
き

 
そ
の
目
か
ら

大

の
涙
を
流
し
始
め
た

そ
し
て
自
分
の

態
に
気
が
付
い
た
楓
は

 

て
て

に

こ
う
言

た

あ

あ
れ

お

ち

ん
ご
め
ん
な
さ
い

楓

も
う

か
な
い

て
決
め
た
の
に

 
な
の
に

ど
う
し
て
だ
ろ
う

全
然
涙
が
止
ま
ら
な
い
よ

い
い
ん
じ

楓

そ
れ
は
嬉
し
い
時
に
流
れ
る
涙
じ

か
ら
の
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そ
う
い
う
時
は

い
く
ら
で
も

い
て
い
い
ん
じ

よ

 
だ
か
ら
楓
も

今
ま
で

し
か

た
分

こ
こ
で
思
い

き
り

く
と
い
い

お

ち

ん

 
そ
し
て
楓
は

の

の
中
で

わ
ん
わ
ん
と

き
始
め
た

 

況
は
一

だ
が

そ
れ
は
先
日

同
じ
よ
う
に

の

の
中
で

 
死
に
た
く
な
い
と
叫
び
な
が
ら

い
た
時
の
涙
と
は
正
反
対
の
喜
び
に
満
ち
た
涙
で
あ

た

 
そ
し
て
そ
の
光
景
を

子
と
知

が

微
笑
み
な
が
ら
見
守

て
い
た

 
一
方
八
幡
と
明
日
奈
は
最
初
は
家
族
だ
け
で
と
い
う
事
で
遠

し
ロ
ビ

で
待

て
い
た

 
二
人
は
特
に
何
か
会
話
を
し
て
い
る

で
は
無
か

た
が
そ
の
表
情
は
満
足
げ
で
あ

た

 
そ
し
て

が
二
人
を
呼
び
に
来
た

ど
う
や
ら
楓
が
二
人
を
呼
ん
で
い
る
ら
し
い

 
そ
し
て
す
れ
違
い
ざ
ま
に

は

八
幡
に
こ
う
言

た

の

楓
に
余
計
な
事
を

き
込
ん
だ
奴
ら
の
目
星
が
つ
い
た
ぞ
い

そ
う
か

ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ

じ
じ
い

こ
の
世
に
は

死
ぬ
よ
り
も
つ
ら
い
場
所
が
あ
る
と
い
う
事
を

教
え
て
や
る
わ
い

何
を
す
る
つ
も
り
だ
よ

じ
じ
い
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な

に

ち

と
一
年
ほ
ど

結
城

に
強
制
入

し
て
も
ら
う
だ
け
じ

よ

は

何
だ
そ
れ

 
八
幡
は

そ
の

き
慣
れ
な
い
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
に

明
日
奈
が
そ

と

打
ち
し
た

え

と

そ
う
い
う
色
々
な
問
題
を

え
た
人
達
を

正
す
る

の

設
み
た
い
だ
よ

 
噂
で
し
か

い
た
事
が
無
い
ん
だ
け
ど

そ
の

に
入

た
人
は

 
ど
ん
な
悪
い
人
で
も

一
年
後
に
は

り
て
き
た
猫
み
た
い
に
大
人
し
く
な
る
ん
だ

て

そ
ん
な
も
の
ま
で

し
て
ん
の
か
よ

ま
あ
正
直

は

自
ら
の
手
で
制

を
加
え
た
い
と
思

て
い
た
ん
じ

が
の

 
あ
そ
こ
の
し
ご
き
は
死
ぬ
よ
り
も
つ
ら
い
は
ず
じ

か
ら
ま
あ
こ
の

り
が
落
と
し
所
じ

ろ
ま
あ

正
直
俺
も

そ
い
つ
ら
に
会

た
ら
殺
意
を

え
る
自
信
が
無
か

た
か
ら

 
じ
じ
い
が
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら

任
せ
る
わ

あ
あ
任
せ
て
お
け
い

さ
あ
二
人
と
も
楓
が
待

て
お
る
か
ら

く
行

て
や
る
と
い

い
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後
で
今
後
の
相
談
を
し
に

じ
じ
い
の
家
に
行
く
か
ら
な

お
う

待

て
お
る
ぞ

 
そ
し
て
二
人
は
楓
の
病
室
へ
と
向
か
い
そ
こ
で
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
楓
に
迎
え
ら
れ
る
事
と

な

た
お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん

楓楓
ち

ん

 
明
日
奈
は
楓
の
手
を

て
共
に
喜
び

八
幡
は

楓
の

を
優
し
く
な
で
た

私

お
兄
ち

ん
と
お
姉
ち

ん
と
一

に

ち

ん
と
戦
え
た
の
か
な

あ
あ

楓
が
い
て
く
れ
た
か
ら

と
て
も
心
強
か

た
ぞ

楓
ち

ん
は
本
当
に
強
か

た
よ

よ
く
や

た
ね

え
ら
い
ね

そ

か

や

た
ね

お
兄
ち

ん
お
姉
ち

ん

や

た
な

楓

や

た
ね

楓
ち

ん

 
そ
し
て
楓
は

色
々
と

査
が
あ
る
よ
う
で

知

に
連
れ
ら
れ
て
い

た



 第２６２話 いつかその場所で

 
八
幡
は
そ
れ
を
見
送
る
と

少
し
困

た
顔
で

子
に
言

た

子
さ
ん

の
眠
り
の
森
の

東
京
移
転
の
話
な
ん
で
す
け
ど

 
こ
の
ま
ま
だ
と
楓
を

じ
じ
い
か
ら
引
き
離
す
事
に
な

ち

い
ま
す
よ
ね

 
出
来
れ
ば
そ
れ
は
ち

と
避
け
た
い
で
す
よ
ね

さ
て
ど
う
し
た
も
ん
か

あ
ら

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
よ

お

さ
ん

も
う
公
の
場
か
ら
完
全
に
引
退
し
て

 
東
京
で
楓
と
一

に
余
生
を
過
ご
す
事
に
し
た
み
た
い
よ

え
え

ま
じ

す
か

 
そ
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は

さ
す
が
に
驚
き
を

せ
な
か

た

あ
の
じ
じ
い

行
動
力
だ
け
は
あ
り
や
が
る
な

ま
あ

た
ま
に
顔
を
出
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

元
々
言
い
出
し
た
の
は
俺
だ
し

そ
れ
く
ら
い
は
仕
方
な
い
か

ふ
ふ

ご
め
ん
な
さ
い
ね

日
本
刀
は
ち

ん
と
取
り
上
げ
て
お
く
わ
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

子
と
今
後
の
事
に
つ
い
て
話
す

も
う
少
し
こ
こ
に
残
る
事
に
し
た

 
一
方
明
日
奈
は

も
う
す
ぐ
東
京
に
帰
る
事
に
な
る
の
で

陽
乃
と
一

に
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仲
間
達
用
の
お
み
や
げ
を
確
保
す
る

の
シ

ピ
ン
グ
に
向
か
う
事
と
な

た

明
日
奈
そ

ち
の
方
は
任
せ
た
ぞ
男
連
中
へ
の
土
産
は

当
な
食
い
物
で
い
い
か
ら
な

う
ん

任
せ
と
い
て

あ

そ
れ
か
ら

詩
乃
の
分
は
も
う

て
あ
る
か
ら

気
に
し
な
く
て
い
い
か
ら
な

え

そ
う
な
ん
だ

八
幡
君

シ
ノ
の
ん
に
だ
け

く
な
い

い
や
な

俺
自
身
が
選
べ

て

こ
の
前
念
を
押
さ
れ
ち
ま

た
か
ら

仕
方
な
く
な

む

や

ぱ
り
シ
ノ
の
ん
が

一
番

れ
な
い

そ
れ
じ

行

て
く
る
ね

宜
し
く
頼
む

 
そ
し
て
八
幡
は

子
か
ら

移
動
す
る
予
定
の

者
達
の
デ

タ
を
受
け
取
り

 
い
く
つ
か
の
注
意
点
を

き

そ
れ
を
し

か
り
メ
モ
し
た

 
向
こ
う
に
行

て
し
ば
ら
く
は

三
人
の

む
所
の
面
倒
を
見
る
事
や

 
専
門
的
な
ス
タ

フ
の
確
保
の
事

確
認
す
べ
き
事
を
し

か
り
と
確
認
し
た
八
幡
は

 
ふ
と
何
と
な
く
ど
こ
か
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
気
が
し
て
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

た
あ
ら

八
幡
君

ど
う
か
し
た
の
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い
や

ど
こ
か
か
ら
見
ら
れ
て
る
気
が
し
た
ん
で

あ
あ

そ
れ
な
ら
あ
れ
じ

な
い
か
し
ら

 

子
は
そ
う
言

て

窓
の
外
を
指
差
し
た

 
そ
の
指
先
に
は
一
つ
の
窓
が
あ
り

そ
こ
に
見
覚
え
の
あ
る
顔
が
二
つ

ん
で
い
た

あ
い
つ
ら
か

ふ
ふ

分
あ
の
二
人
に
懐
か
れ
た
み
た
い
ね

そ
う
な
ん
で
す
か
ね

ま
あ

わ
れ
る
よ
り
は
い
い
で
す
け
ど
ね

八
幡
君

あ
の
二
人
の
事
な
ん
だ
け
ど
ね

あ

は
い

今
は
元
気
そ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
実
は
病

が
あ
ま
り
思
わ
し
く
な
い
の
よ

ね 
ま
あ
そ
れ
は

他
の
子
も
一

な
ん
だ
け
ど

そ
う

で
す
か

 
八
幡
は

自
分
に
出
来
る
事
が
あ

た
ら
何
で
も
し
よ
う
と
思
い
な
が
ら

 
そ
の
言
葉
を

い
気
持
ち
で

い
て
い
た
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そ
こ
で
ね

東
京
に
移
転
し
て

準
備
が
出
来
次
第

 
こ
こ
の

者
全
員
を

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に

常
時
接
続

態
に
し
た
い
と
思
う
の
よ

常
時

で
す
か

そ
れ
で
確
実
に

皆
の
病
気
の
進
行
を

一
定

度

え
る
事
が
可
能
な
の

な
る
ほ
ど

な
の
で
仮
想
現
実
の
中
で
普
通
に
生
活
出
来
る
よ
う
な
そ
ん
な
場
を
作
れ
な
い
か
な

て

思

て
分
か
り
ま
し
た

ち

と
相
談
し
て
み
ま
す
ね

ご
め
ん
な
さ
い
ね

何
で
も
か
ん
で
も
頼

て
し
ま

て

 

子
は
と
て
も
す
ま
な
そ
う
に

八
幡
に
そ
う
言

た

 
八
幡
は
首
を

る
と

力
強
い
口
調
で
こ
う
言

た

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
が
こ
ち
ら
の
手
の
中
に
あ
る
以
上

言
い
方
は
悪
い
で
す
が

 
そ
ん
な
先
行
投
資
は

す
ぐ
に
取
り
返
せ
ま
す
し

い
つ
か
日
本
中
の
病
院
に

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な

た
時
の

に
も

 
そ
う
い

た

の
整
備
は
絶
対
に
必
要
に
な
る
事
な
ん
で

気
に
し
な
い
で
下
さ
い
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そ
の
八
幡
の
言
葉
を

い
た

子
は

微
笑
み
な
が
ら
言

た

ふ
ふ

さ
す
が
次
期
当
主
様
は
頼
り
に
な
る
わ
ね

か
ら
か
わ
な
い
で
下
さ
い
よ

子
さ
ん

 
俺
と
し
て
は

知

さ
ん
に
押
し
付
け
る
気
満
々
な
ん
で
す
か
ら

あ
な
た
に
会

て
か
ら

何
と
い
う
か

急
に
目
の
前
が
開
け
た
感
じ
が
す
る
の

 
未
来
に
希
望
が
見
え
て
き
た
と
い
う
か

そ
ん
な
感
じ
ね

 
八
幡
君

楓
の
事

本
当
に
あ
り
が
と
う

こ
の

は

い
つ
か
必
ず
返
す
わ

だ
な
ん
て

そ
ん
な
事
気
に
し
な
い
で
下
さ
い
よ

も
う
す
ぐ
親

に
な
る

で
す
し

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
わ
ね

結
婚
式
に
は

呼
ん
で

ね

じ
じ
い
以
外
は
必
ず

そ
ん
な
事
し
た
ら

お

さ
ん

絶
対
に
式
に
乱
入
す
る
わ
よ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

子
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

そ
し
て
八
幡
は

予
定
通
り

 

の
下
へ
と
向
か
う
事
に
し
た
の
だ
が

そ
ん
な
八
幡
に

子
は
言

た

帰
る
前
に

あ
の
二
人
の
所
に
顔
を
出
さ
な
い
と

多
分
あ
の
二
人

す
ご
く

ね
る
わ
よ

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
し
た

あ

子
さ
ん
そ
の
前
に
ち

と
あ
の
二
人
の
病
気
に
つ
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い
て

 

し
く
教
え
て
も
ら

て
も
い
い
で
す
か

え
え

も
ち
ろ
ん

わ
な
い
わ
よ

あ
の
二
人
の
病
気
は
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
二
人
の
病
気
に
つ
い
て

し
く

い
た
後
二
人
の
病
室
へ
と
向
か

た

よ
お

待
た
せ
た
か

い
わ
よ

八
幡

も
う

待
ち
く
た
び
れ
た
よ

す

す
ま
ん

 
八
幡
は
い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ
素
直
に
謝

た
の
だ
が
そ
ん
な
八
幡
に
二
人
は
微
笑

ん
だふ

ふ

冗
談
よ

冗
談
だ

て
ば

八
幡

と
こ
ろ
で
八
幡

楓
ち

ん
の
病
気
を
治
し
た

て

本
当

あ
あ

本
当
だ

ま
あ

俺
が
治
し
た

じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

う
わ

や

ぱ
り
八
幡
は
凄
い
な

や

ぱ
り
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
力
な
の
か
し
ら
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い
や

ま
あ

確
か
に
あ
れ
も
そ
の
一
つ
で
は
あ
る
ん
だ
が

ま
あ

色
々
だ

そ

か

と
に
か
く
良
か

た
良
か

た

え
え

本
当
に
良
か

た
わ
ね

 
二
人
は
笑
顔
で
そ
う
言

た

そ
ん
な
二
人
に
八
幡
は

真
面
目
な
顔
で
言

た

二
人
と
も

最
近

合
は
ど
う
な
ん
だ

あ
ま
り
良
く
な
い
と

い
た
が

う

ん

確
か
に
ち

と
体
が
重
い
か
も
ね

そ
う
ね

確
か
に
あ
ま
り
良
く
は
な
い
わ
ね

そ
う
か

出
来
る
だ
け

く
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
が
使
え
る
よ
う
に
手
配
を
急
が
せ
る

か
ら

 
も
う
少
し
だ
け
我
慢
し
て
く
れ
よ
な

そ
の
上
で

ち

と
言
い
に
く
い
ん
だ
が

 
そ
ん
な

え
切
ら
な
い
八
幡
を
見
て

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

ど
う
か
し
た
の

気
に
せ
ず
何
で
も
言

て
い
い
わ
よ

今
更
何
を
言
わ
れ
て
も

別
に
驚
か
な
い
わ

い
や
な

東
京
に
行

た
ら

二
人
の
病
気
の
進
行
を

え
る

に

 
多
分
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に

常
時
接
続
し
て
も
ら
う
事
に
な
る
と
思
う
ん
だ
よ
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ま
あ

に
過
ご
せ
る
よ
う
に

点
は
ち

ん
と
整
備
す
る
つ
も
り
だ
が

 
今
の
う
ち
に

心

え
だ
け
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

て
な

 
二
人
は
そ
の
言
葉
を

い
て

再
び
顔
を
見
合
わ
せ
た

な
る
ほ
ど

治
療
に
集
中
す
る

に
は

そ
の
方
が
い
い
と
い
う
事
な
の
ね

俺
に
は

し
い
事
は
分
か
ら
な
い
が

多
分
そ
う
い
う
事
な
ん
だ
と
思
う

 
そ
し
て
ユ
ウ
が

興
味
深
げ
に
八
幡
に

ね
て
き
た

ね

八
幡

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
中

て

ど
ん
な
感
じ

そ
れ

て

仮
想
現
実
の
中
の
事
か

そ
う
そ
う

そ
れ

ん

そ
う
だ
な

ま
あ
現
実
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
か
も
な

 
一
部
に
つ
い
て
は

現
実
よ
り
も

利
だ
し
な

そ
れ

て

⻑
期
間
入
り

ぱ
な
し
で
も

平
気
な
も
の
な
の

 
八
幡
は
そ
う
問
わ
れ
二
人
を
安
心
さ
せ
る

に
あ
え
て
自
分
の
素
性
の
一
部
を

す
事

に
し
た

ま
あ

俺
も
二
年
以
上
中
に
入
り

ぱ
な
し
だ

た
け
ど

平
気
だ

た
な
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二
年
以
上

も
し
か
し
て
八
幡

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

な
の

あ
あ

だ
か
ら

験
に
基

い
た
意
見
だ
か
ら

信
用
し
て
く
れ
て
い
い

そ
う
だ

た
ん
だ

そ
れ
じ

あ
八
幡
が
強
い
の
も

け
る
わ
ね

 
二
人
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

自
然
に
受
け
入
れ
た
よ
う
だ

た

 
以
前
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
の
戦
い
の
映
像
を
見
た
事
が
あ

た
の
も
そ
の
一
因
で
あ

た
だ

ろ
う

 
そ
し
て
ユ
ウ
は

ア
イ
に

こ
ん
な
事
を
言

た

そ

か

ね

ア
イ
そ
れ
じ

あ
ボ
ク
達
も
仲
間
と
一

に
色
々
な
ゲ

ム
を
し
て

み
るそ

う
ね

そ
れ
も
楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

い
い
ん
じ

な
い
か

お
勉
強
用
の
ソ
フ
ト
な
ん
か
や

て
も

楽
し
く
も
何
と
も
な
い
だ

ろ
う
し
な

そ
れ
は
あ
る
意
味

問
よ
ね

ま
あ

た
ま
に
な
ら
い
い
け
ど
ね

ご
く
ご
く
た
ま
に
は
ね
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で

八
幡
は

一
体
何
の
ゲ

ム
を
し
て
い
る
の

俺
は

 
八
幡
は

ラ
フ
コ
フ

み
の
事
も
あ
る

少
し
迷

た
が

結
局
正
直
に
話
す
事
に
し
た

主
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
い
う

二
つ
の
ゲ

ム
を
や

て
る
な

 
ま
あ
メ
イ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
な
ん
だ
け
ど
な

そ
う
な
の
ね

そ
れ
じ

あ
ユ
ウ

そ
の
二
つ
の
ゲ

ム
は
最
後
に
回
し
ま
し

う

え
え

ボ
ク

八
幡
と
一

に
遊
び
た
い
ん
だ
け
ど

あ
く
ま
で
も

そ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ

て
ゲ

ム
だ
け
の
話
よ

 
色
々
な
ゲ

ム
を
や

て
み
て

八
幡
と
一

に
戦
え
る
く
ら
い
強
く
な

た
と
思
え
た
ら

 
そ
の
時
に

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
に
い
る

八
幡
に
会
い
に
行
き
ま
し

う

そ

か

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
待

て
る
か
ら
な

え
え

楽
し
み
に
し
て
い
て

 
あ
で
も
た
ま
に
は
仮
想
現
実
で
の
私
達
の

点
に
遊
び
に
来
な
さ
い
よ
ね
ユ
ウ
が

し
が
る
か
ら
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そ
れ
は
ア
イ
で
し

わ

私
は
別
に

 
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言
う
ア
イ
を
見
て

八
幡
は

を

め
た

へ
い
へ
い

せ
の
通
り
に

何
よ
そ
の
言
い
方
は

レ
デ

に
対
す
る
教
育
が
な

て
な
い
わ
よ

ま
あ
ま
あ
ア
イ

そ
れ
じ

あ
色
々
調
べ
な
い
と
だ
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

の
所
に
向
か
う

そ
ろ
そ
ろ
二
人
の
病
室
か
ら
去
る
事
に
し
た

次
に
会
う
の
は

多
分
東
京
で
と
い
う
事
に
な
り
そ
う
だ

八
幡

も
う
東
京
に
帰

ち

う
ん
だ

ま
あ

正
確
に
は
千
葉
な
ん
だ
け
ど
な

う

向
こ
う
に
行

た
ら

ち

ん
と
ボ
ク
達
に
会
い
に
き
て
よ
ね

あ
あ

約
束
だ

そ
れ
じ

あ
約
束
の

ね

 
そ
う
言

て
ア
イ
は

八
幡
の

に

く
キ
ス
を
し
た

 
そ
れ
を
見
た
ユ
ウ
は

負
け
じ
と
八
幡
の
逆
の

に

く
キ
ス
を
し
た



 第四章 ＧＧＯ編

ふ
ふ

こ
れ
で
約
束
は
絶
対
に
な

た
わ
ね

う
ん

べ

別
に
俺
は

約
束
を
破

た
り
は
し
な
い
ぞ

 
八
幡
は

い
き
な
り
の
そ
の
行

に

り
な
が
ら
も

何
と
か
そ
う
言

た

 
そ
し
て
部
屋
を
出
て
い
こ
う
と
す
る
八
幡
に

二
人
は
こ
う
言

た

も
う
一
つ
の
約
束
も

絶
対
に
守
る
わ
よ

何
が
あ

て
も

ボ
ク
達

病
気
の
事

絶
対
に

め
な
い
か
ら
ね

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

く
と
二
人
の
下
へ
と
引
き
返
し
二
人
の

を

え
な
が
ら
言

た

あ
あ

約
束
通
り

俺
も
最

を
尽
く
す

絶
対
に
絶
対
だ

う
ん

絶
対
ね

え
え

絶
対
よ

 
そ
し
て
八
幡
は
二
人
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
病
室
を
去
り
今
度
こ
そ

の
下
へ
と
向
か
た
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第
２
６
３
話
 
さ
ら
ば
京
都
よ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
う

じ
じ
い

待
た
せ
た
な

ま
あ
お
主
に
も

色
々
と
や
る
事
が
あ
る
ん
じ

ろ
う
て

気
に
す
る
ん
じ

な
い
わ
い

最
初
の
時
と
比
べ
る
と

全
然
態
度
が
違
う
の
な

 
八
幡
は

少
し

れ
な
が
ら
そ
う
言

た

い
き
な
り

を
殺
そ
う
と
し
た

に

何
を
言
う

ち

と
殺
気
を
飛
ば
し
た
だ
け
だ
ろ
う
が
あ
れ
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
俺
の
正
当
防

衛
だぐ

ぬ
ぬ

確
か
に
事
情
を
知
ら
な
い
者
か
ら
見
る
と

そ
う
見
え
た
か
も
し
れ
ん
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら

は

八
幡
に

ポ
ン
と
メ
モ
の
よ
う
な
物
を
放

て
き
た

何
だ
こ
れ
は
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結
城

の
カ
リ
キ

ラ
ム
じ

よ

興
味
が
あ
る
じ

ろ

ほ
ほ
う

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
メ
モ
の
内
容
を
確
認
す
る
と

れ
た
顔
で
言

た

お
い
じ
じ
い

こ
れ

本
気
か

本
気
も
何
も

実

に
行
わ
れ
て
い
る
内
容
を

そ
の
ま
ま
書
い
た
だ
け
じ

ぞ

東
海
道
五
十
三
次
徒
歩
の
旅

そ
れ
は
卒
業
旅
行
じ

な

食
事
は
基
本
自

自
足

日
の

行
も

か
せ
ん
じ

ろ

確
か
に
こ
れ
を
一
年
も
や
る
と
か

き
つ
い
な
ん
て
も
ん
じ

な
い
な

日
へ
と
へ
と
に
さ
せ
る
と

人
は
お
か
し
な
事
は
考
え
な
く
な
る
も
ん
な
ん
じ

よ

ま
あ

こ
の
内
容
な
ら
罰
と
し
て
は
文

は
無
い
な

 
八
幡
は

自
業
自
得
だ
と
思
い

そ
う
切

て

て
た

さ
て

そ
れ
で
は
未
来
の
話
を
始
め
よ
う
か
の

未
来
ね

こ

ち
と
し
て
は
倉
エ

ジ

ン
シ

と
の
提

を
進
め
さ
せ
て
も
ら
え
れ
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ば 
そ
れ
だ
け
で
良
か

た
ん
だ
が

色
々
と
大
事
に
な

ち
ま

た
も
ん
だ
な

う
む

お
主
の
せ
い
じ

な

ど
う
考
え
て
も
じ
じ
い

お
前
の
せ
い
だ
ろ
う
が

ほ

ほ

最
近
物
覚
え
が
悪
く
な

て
の
う

 
八
幡
は

そ
ん
な

を

々
し
げ
に
見
つ
め
る
と

ぼ
そ

と

い
た

よ
し

じ
じ
い
の
家
だ
け

楓
達
と
別
に
す
る
か
ら
な

ま

待
て

人
質
な
ら
ぬ

家
質
を
と
る
と
は

だ
ぞ

お
主
そ
れ
で
も
結
城
の
男
か

俺
は
結
城
の
男
じ

ね
え
よ

ぐ
ぬ
ぬ

 

は

し
ば
ら
く

し
て
い
た
が

や
が
て

め
た
よ
う
に

 

を
下
げ
な
が
ら

八
幡
に
言

た

が

じ

た

勘

せ
い

 
そ
の

間
に

ガ
ラ

と

が
開
き

見
知
ら
ぬ
男
が
部
屋
に
入

て
き
た

 
八
幡
は

誰
か
が
近
付
い
て
き
て
い
る
事
に
は
気
付
い
て
い
た
が
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一
声

け
て
く
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た

少
し
面
食
ら

た

 
そ
の
人
物
は

を
下
げ
る

の

を
見
て

然
と
言

た

と

さ
ん
が
人
に

を
下
げ
て
る
所
を
始
め
て
見
た

何
じ

か

声
く
ら
い

け
ん
か
い

ご
め
ん

静
か
だ

た
か
ら

ま
さ
か
誰
か
い
る
な
ん
て
思
わ
な
く
て
さ

ふ
ん

 
八
幡
は

の
⻑
男
で
あ
る

に
会
う
の
は
こ
れ
が
初
め
て
だ

た
の
で

 
そ
ち
ら
に
向
き
直
り

丁

な

を
し
た

こ
ち
ら
か
ら

に
も
行
か
ず

本
当
に
す
み
ま
せ
ん

比
企
谷
八
幡
で
す

結
城

で
す

初
め
ま
し
て

期
待
の
次
期
当
主
君

 
八
幡
は

の
言
葉
か
ら
は

味
も
何
も
感
じ
ら
れ
ず

 
む
し
ろ
そ
の
言
葉
の

々
に

嬉
し
さ
が

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

 
や

ぱ
り
当
主
な
ん
て
名
目
上
だ
け
で
も
引
き
受
け
る
ん
じ

な
か

た
か
と
少
し
後
悔

し
た

よ

す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
に
旅
立
つ
の
か
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え
え

僕
な
ん
か
よ
り
も

よ

ど
頼
り
に
な
る
後
継
者
も
見
つ
か

た
事
で
す
し

 
理
事
⻑
も

知

が
上
手
く
や

て
く
れ
る
で
し

う

 
僕
は
僕
で
こ
れ
か
ら
は
製

会
社
と
も
連

し
て
少
し
で
も

学
の
進
歩
に

出
来
る

よ
う
に

 
あ

ち
で
頑
張
る
つ
も
り
で
す

そ
う
か

ま
あ

好
き
に
す
る
が
い
い

そ
れ
じ

あ

さ
ん
に

も
出
来
た
事
だ
し
僕
は
こ
れ
で

比
企
谷
君
ま
た
い
つ
か
ね

 
そ
う
言

て

は
去

て
い

た

 
八
幡
は

少
し
気
に
し
て
い
た
事
が
あ

た

に
一
言
断

て

そ
の
後
を
追

た

じ
じ
い
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
か

た
し
ち

と

さ
ん
を
見
送

て
く
る
わ

む

そ
う
か

そ
れ
じ

あ

は
茶
で
も
飲
ん
で
待

て
る
わ
い

 
そ
し
て
八
幡
は

歌
を
歌
い
な
が
ら
家
を
出
よ
う
と
し
た

に
追
い
つ
く
と
声
を

け

た

さ
ん

ん

比
企
谷
君

ど
う
か
し
た
の
か
い
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あ
の

今
回
の
事

結
果
的
に

さ
ん
を
追
い
出
す
よ
う
な

に
な

て
し
ま

て

 
本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

え
 

は
そ
れ
を

く
と

一

驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た
が

 
や
が
て
何
か
に
納
得
し
た
の
か

苦
笑
す
る
と

八
幡
に
言

た

別
に
追
い
出
さ
れ
た

て
意
識
は
無
い
か
ら

そ
ん
な
事
気
に
し
な
く
て
い
い
よ

 
僕
は
む
し
ろ

君
に
感
謝
し
て
る
ん
だ
よ

感
謝

で
す
か

あ
あ

僕
も
あ
の
戦
い
の
映
像
は
見
て
い
た
け
ど
ね

 
見
事
に

さ
ん
の

を
へ
し

て
く
れ
た
じ

な
い
か

 
さ
す
が
に

さ
ん
が
現
役
の
ま
ま
だ

た
ら
僕
も
こ
ん
な
事
決
断
出
来
な
か

た
か
ら
ね

 
八
幡
君
僕
は
ね

さ
ん
に
逆
ら
わ
な
い
よ
う
に
目
立
た
な
い
よ
う
に

て
生
き
て
き
た

か
ら

 
今
ま
で
は
自
分
の
や
り
た
い
事
を

何
も
出
来
な
か

た
ん
だ
よ

 
だ
け
ど
今
回
君
と
い
う
黒
船
が
現
れ
て

さ
ん
に
引
退
を
確
約
さ
せ
る
と
い
う
偉
業
を
成
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し

げ
た

 
だ
か
ら
僕
は
こ
れ
幸
い
と
知

に
全
て
を
押
し
付
け
て
逃
げ
出
す
事
に
し
た
そ
れ
だ

け
さ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
納
得
し
つ
つ
も
や
は
り
完
全
に
は
う
し
ろ
め
た
さ
を

え
な
か

た
そ
う

で
す
か

と
は
い
え

う
ち
の
家
と
関
係
を
絶
つ

じ

な
い
し

 
新
し
く
理
事
⻑
に
な
る
知

と
も
ち

ん
と
連

し
て
い
く
つ
も
り
だ
か
ら

 
僕
達
の
関
係
に
は

そ
こ
ま
で
大
き
な
変
化
は
無
い
か
ら
心
配
い
ら
な
い
よ

 
た
だ
特

意
識
を
持

て
い
た
一
部
の
一
族
の
者
は

さ
れ
る
事
に
な
る
と
思
う
け
ど

ね
あ

さ
ん
も

そ
の
事
は
知

て
る
ん
で
す
ね

あ
あ

さ
ん
に
言
わ
れ
て
楓
に
余
計
な
事
を

き
込
ん
だ
馬

を
特
定
し
た
の
は
僕
だ

か
ら
ね

そ
う
だ

た
ん
で
す
か
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調
べ
て
み
て
愕
然
と
し
た
よ

う
ち
の
一
族
は

こ
ん
な
に
腐

て
た
の
か
と
ね

 
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は

僕
が
外

知

が
中
か
ら

う
ち
の
家
を
変
え
て
い
く
ん
だ

 
そ
し
て
生
ま
れ
変
わ

た
結
城
の
家
を

君
に
引
き
継
い
で
も
ら
う

最
高
じ

な
い
か

 
八
幡
は

に
そ
う
言
わ
れ

お
ず
お
ず
と
こ
う
返
し
た

あ

あ
の

俺
は

知

さ
ん
に
全
部
押
し
付
け
る
気
満
々
だ

た
ん
で
す
が

 

は
そ
の
言
葉
に

一

ま

た
か
と
思
う
と

と
て
も
楽
し
そ
う
に
笑
い
始
め
た

あ
は
は
は
は
そ
う
な
ん
だ
そ
れ
じ

あ
知

に
死
ぬ
ほ
ど
苦
労
し
て
も
ら
う
事
に
し
よ

う
か

 
ま
あ

名
目
上
の
当
主
は
引
き
受
け
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う

 
だ

た
ら
ま
あ

知

に
何
か
相
談
さ
れ
た
時
に

ア
ド
バ
イ
ス
く
ら
い
は
し
て
あ
げ
て
よ

は
い

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
で
す

今
回
は

一
気
に
う
ち
の
家
の
風
通
し
を
良
く
し
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
君
が
い
て
く
れ
て
本
当
に
良
か

た
よ

明
日
奈
ち

ん
に
も
宜
し
く
伝
え
て
お
い
て
く
れ

あ

あ
の

さ
ん

ち

と
お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
が

ん



 第２６３話 さらば京都よ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
懐
か
ら

子
に

さ
れ
た
眠
り
の
森
の

者
の
病
気
に
関
し
て
の

メ
モ
を

 

に
差
し
出
し
な
が
ら
言

た

ち

と
こ
れ
を
見
て
も
ら
え
ま
す
か

こ
れ
は

そ
う
か

子
の

者
さ
ん
達
の

あ
の

も
し
良
か

た
ら

こ
こ
に
書
い
て
あ
る
リ
ス
ト
の
病
気
に
つ
い
て

 
何
か
あ

ち
で

学
的
に
進
展
が
あ

た
ら

俺
に
教
え
て
欲
し
い
ん
で
す

 
も
ち
ろ
ん
守
秘
義

も
あ
る
と
思
う
ん
で
話
せ
る
よ
う
に
な

た
ら
で

わ
な
い
ん
で
す
が

そ
う
か

君
は
楓
だ
け
じ

な
く

他
の
子
達
も

助
け
た
い
ん
だ
ね

は
い

全
員
を
救
え
る
な
ん
て

さ
す
が
に
思

て
は
い
ま
せ
ん
が

 
も
し
俺
の
手
が

く
な
ら

そ
こ
は
全
力
で
掴
み
た
い

て
思
う
ん
で
す

 

は

く
と

八
幡
の
手
を
し

か
り
と

り
な
が
ら
言

た

分
か

た

当
面
僕
も

こ
の
リ
ス
ト
に
あ
る
病
気
の
治
療
を
メ
イ
ン
に
考
え
て

 
こ
れ
か
ら
活
動
し
て
い
く
事
に
す
る
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

さ
ん
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何
か
分
か

た
ら
必
ず
連

す
る

そ
れ
じ

あ
八
幡
君

す
ま
な
い
が

 
こ

ち
で
の
眠
り
の
森
の

者
さ
ん
達
の
事
は

宜
し
く
頼
む
よ

は
い

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を

活
用
し
て

最
大
限
努
力
し
ま
す

 
そ
し
て

は
去

て
い
き

八
幡
は
そ
れ
を
見
送
る
と

の
下
へ
と

た

分
⻑
く
話
し
て
い
た
の

何
か

意
義
な
話
で
も
出
来
た
か
の

あ
あ

じ
じ
い
と
話
し
て
い
る
よ
り
は

よ

ど
な

ふ
む

な

小

は

の

重

に
な

て
い
た
の
か
の
う

じ
じ
い
は
一
族
の
重

だ
ろ

過
去
の
自
分
を
し

か
り
と
反
省
し
ろ

そ
れ
は
さ
す
が
に
言
い
過
ぎ
じ

ろ

ま
あ

頑

だ

た
の
は
事
実
だ
ろ

う
ぬ

 

は

少
し
落
ち
込
ん
だ
様
子
で

り
込
ん
だ

そ
ん
な

に

八
幡
は
言

た

じ
じ
い
は
も

と

の
力
を
抜
い
て

他
人
に
頼
る
事
を
覚
え
ろ
よ

 
俺
だ

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

一
人
じ

何
も
出
来
な
か

た
ん
だ
か
ら
な

 
こ
れ
か
ら
は
ま
あ

か
い
事
は
他
人
に
任
せ
て
じ
じ
い
は
楓
の

に
い
い
お

ち

ん
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に
な
れ
よ
な

言
わ
れ
ん
で
も
そ
う
す
る
わ
い

そ
れ
じ

俺
達
は
明
日
帰
る
か
ら

ま
た
向
こ
う
で
な

お
う

首
を
洗

て
待

と
れ
い

再
会
を
約
束
す
る
言
葉
と
し
て
は

ど
う
な
ん
だ
よ
そ
れ

 
そ
し
て
八
幡
は

明
日
奈
達
と
合
流
し

残
り
の
お
土
産
選
び
に
付
き
合
う
事
と
な

た

残
り
は
誰
の
分
な
ん
だ

明
日
奈

え

と
ね

キ
リ
ト
君

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

ピ
ト
か
な

キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン
は

八
ツ
橋
と
か
で
い
い
ん
じ

な
い
か

実
は
八
ツ
橋
は
ね

私
が
多
め
に
ま
と
め

い
し
て

小
町
ち

ん
へ
の
説
明
書
き
と
共
に

 

に
八
幡
君
の
家
に
送

て
あ
る
の
よ

 
そ
の
問
い
に

陽
乃
が
こ
う
答
え
た

だ
か
ら
今
は

個
人
用
に

ち

と
し
た
物
を
選
ん
で
た
ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど
な

よ
し

そ
れ
な
ら
任
せ
ろ

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と
近
く
の
土
産
物
屋
に
ス
タ
ス
タ
と
入
り
一
本
の
模

刀
を
手
に
と
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た
よ
し
キ
リ
ト
は
こ
れ
だ
な
あ
い
つ
は
こ
う
い
う
の
が
好
き
な
は
ず
だ
か
ら
こ
れ
で
い
い

ま

ま
あ

確
か
に
好
き
そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
次
に
八
幡
は

新

組
の

を
二
つ
手
に
取

た

ク
ラ
イ
ン
と
静
先
生
は

セ

ト
で
こ
れ
で
い
い

 
ク
ラ
イ
ン
が
ど
う
思
う
か
よ
り

静
先
生
が
ど
う
思
う
か
の
方
が
重
要
だ

 
多
分
先
生
は
学
生
の

こ
れ
が
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
か

た
は
ず
だ
が

 
友
達
の
手
前

さ
す
が
に

え
な
く
て
悔
し
い
思
い
を
し
た
は
ず
だ

そ

そ
う
な
の

あ
あ

間
違
い
な
い

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
二
つ
を
自
宅
に
送
る
手
配
を
し
た
後

 
一
本
の
か
ん
ざ
し
を

麗
に
包
ん
で
も
ら
い

バ

グ
に
入
れ

店
か
ら
出
て
き
た

そ
れ
が
ピ
ト
へ
の
お
み
や
げ

い
や
ピ
ト
に
は
俺
と
明
日
奈
が
じ
じ
い
と
戦

た
時
の
映
像
を

Ｖ

に
で
も
し
て

せ
ば
い
い
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あ

確
か
に
そ
れ
が
一
番
か
も
ね

そ
し
て
こ
れ
は

う
ち
の
学
校
の
理
事
⻑
の
た
め
の
物
だ
な

 
今
回
ち

と
⻑
く
学
校
を
休
む
事
に
な

ち
ま

た
か
ら

ま
あ
一
応
な

そ

か

八
幡
君

気
配
り
が
え
ら
い

こ
れ
を
も
ら

た
時

ど
ん
な
反
応
を
す
る
の
か
見
て
み
た
い
わ

 
陽
乃
は

多
分
狂
喜
乱
舞
す
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
も

そ
う
言

た

よ
し
そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
観
光
を
し
た
後
ホ
テ
ル
に

て
章
三
さ
ん
達
と
合
流
し
て

 
明
日
の
午
前
中
に
帰
る
と
す
る
か

理
事
⻑
選

の
結
果
は
見
な
く
て
い
い
の

ど
う
や
ら
そ
れ
は
無
投

で
知

さ
ん
に
決
ま
る
み
た
い
だ
か
ら
な
見
る
ま
で
も
な
い
だ

ろ
そ

か

そ
う
だ
ね

他
に
も
色
々
な
物
を
背
負

ち
ま

た
が
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
こ

ち
に
来
た
目
的
は
全

て
達
成
だ

後
は
向
こ
う
に

て
か
ら

最
後
の
仕
上
げ
だ
ね
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あ
あ

い
よ
い
よ

ク
ラ
デ

ル
と
ご
対
面

て
事
に
な
る

 
正
直
顔
も
見
た
く
な
い
ん
だ
が

多
分

会
う
の
も
次
が
最
後
に
な
る
か
ら

ま
あ
い
い
か

 
こ
う
し
て
次
の
日

一
行
は

山
の
出
会
い
が
あ

た
京
都
を
後
に
し
た
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第
２
６
４
話
 
八
幡

帰
京
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

い
や

こ
こ
に
来
る
前
に

さ
ん
の
所
に

に
い

た
ん
だ
が

 
思
わ
ず

誰
で
す
か

て
言

た
ら

や

ぱ
り

鳴
ら
れ
た
よ

お

さ
ん

そ
れ
は
当
た
り
前
だ
か
ら

 
冗
談
な
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

章
三
が
そ
う
言
い

 
明
日
奈
は

れ
た
よ
う
に

章
三
に
言

た

い
や

本
当
に

最
初
誰
だ
か
分
か
ら
な
か

た
ん
だ

て

 
い
や

ま
さ
か
あ
の

さ
ん
が
あ
ん
な
に

く
な
る
と
は
や

ぱ
り
八
幡
君
は
凄
い

ん
だ
ね

あ
れ
は
ま
あ
上
手
く
こ

ち
の
土

に
引

張
り
込
め
た
せ
い
な
ん
で
作
戦
勝
ち

て
奴

で
す
ね
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し
か
も

あ
の
難
し
い

楓
ち

ん
の
手
術
ま
で
成
功
さ
せ
る
な
ん
て

 

学
会
に
も

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
可
能
性
に

激

が
走

た
と
思
う
よ

ま
あ
確
か
に

師
の
手
術
の

は
平

的
に
ど
ん
ど
ん
上
が

て
い
く
気
が
し
ま
す

ね 

岡
が
そ
う
言
い

八
幡
は

肉

い
口
調
で

岡
に
言

た

ず

と
遊
ん
で
た
の
か
と
思

た
ら
情
報
収
集
は
し

か
り
し
て
た
ん
で
す
ね

岡
さ
ん

失

な

つ
い
で
だ
よ

つ
い
で

 
八
幡
は

遊
び
と
情
報
収
集
の

ど

ち
が
つ
い
で
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
も

 

岡
が

央
に
再
会
す
る
キ

カ
ケ
を
作

て
く
れ
た
の
は
確
か
な
の
で

 
そ
れ
以
上
い
じ
る
の
は
や
め
る
事
に
し
た

そ
の
代
わ
り
次
に
こ
う
い
う
機
会
が
あ

た
ら

 
と
こ
と
ん
利
用
し
つ
く
し
て
や
ろ
う
と

内
心
で
黒
い
笑
み
を

か
べ
た

と
こ
ろ
で
八
幡
君

さ
ん
が
や
ろ
う
と
し
て
る
事
に

補
助
金
を
出
せ
な
い
か

 
今

回
し
を
進
め
て
い
る
所
だ
か
ら

も
し

目
な
ら

君
の
方
か
ら

援
し
て
あ
げ
て
ね

 
八
幡
の
内
心
を

ん
だ
か
の
よ
う
に

い
き
な
り

岡
が
そ
う
言

た

 
八
幡
は

こ
れ
だ
か
ら
こ
の
人
は

れ
な
い
ん
だ
よ
な
と
思
い
つ
つ

そ
の
言
葉
に

い
た
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そ
し
て
会
話
も
一

落
し
た
と
思
わ
れ
た
そ
の
時

陽
乃
が
爆

を
投
下
し
た

で

二
人
の
間
に
は

本
当
に
何
も
無
か

た
の

そ
う
だ
明
日
奈

何
て
事
を
し
て
く
れ
た
ん
だ

お

さ
ん
は
本
当
に

し
い
よ

そ
う
よ
明
日
奈

私
は
あ
な
た
を
そ
ん
な
子
に
育
て
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

 
章
三
が
と
て
も
残
念
そ
う
に
そ
う
言
い
京
子
も
そ
れ
に
同
意
し
た

明
日
奈
は

て
て
そ

う
言

た

 
他
の
乗
客
か
ら
見
れ
ば
若
い
二
人
が
両
親
に

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な

い
が

 
も
ち
ろ
ん
事
実
は
逆
で
あ
る

章
三
も
京
子
も

く

の
顔
を
見
た
く
て
仕
方
が
な
い
よ
う

だ
章
三
さ
ん

ち

と
待

て
下
さ
い

そ
れ
は
違
い
ま
す

 
そ
こ
に
陽
乃
が

そ
う
口
を

ん
だ

明
日
奈
は

陽
乃
が
味
方
し
て
く
れ
る
の
か
と
思
い

 
パ

と
顔
を
明
る
く
さ
せ
た

そ
し
て
陽
乃
は

と
て
も
真
面
目
な
顔
で

こ
う
言

た

何
て
事
を
し
て
く
れ
た
ん
だ

と
い
う
の
は

ち

と
違
う
と
思
い
ま
す
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正
確
に
言
う
な
ら

何
で
何
も
し
て
く
れ
な
か

た
ん
だ

 
も
し
く
は

何
故
強
引
に
事
を
運
ば
な
か

た
ん
だ

が

正
し
い
と
思
い
ま
す

姉
さ
ん

 
明
日
奈
は

裏
切
ら
れ
た
と
い
う
表
情
で

愕
然
と
陽
乃
の
顔
を
見
た

 
そ
の
言
葉
に
章
三
は

確
か
に
そ
う
だ
と

き

岡
は
下
を
向
い
て
笑
い
を

え
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は
明
日
奈
を

う
よ
う
に

横
か
ら
そ

と
口
を

ん
だ

今
回
は

予
想
外
に
色
々
な
事
が
あ

て

さ
す
が
に
疲
れ
ち

て
無
理
で
し
た
け
ど

 
そ
の
う
ち
必
ず
お
二
人
に
か
わ
い
い

の

を
見
せ
ま
す
か
ら
の
ん
び
り
と
待

て
て
下

さ
いそ

そ
う
だ
ね

人
生
は
ま
だ
⻑
い
ん
だ

る
事
は
無
い
か

明
日
奈

そ
れ
ま
で
し

か
り
と

八
幡
君
と
愛
を
は
ぐ
く
む
の
よ

う

う
ん

お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

あ
り
が
と
う

チ
 
章
三
と
京
子
は
八
幡
の
そ
の
言
葉
に
落
ち
着
い
た
の
か
明
日
奈
に
笑
顔
で
話
し

け
た
の

だ
が
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八
幡
は

陽
乃
が
そ
う

打
ち
す
る
の
を

き
逃
さ
な
か

た

お
い
馬

姉

ま
さ
か
こ
の
前
の
ア
レ

本
気
だ

た
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

う
る
さ
い
わ
ね

乙
女
の
夢
を

魔
す
る
ん
じ

な
い
わ
よ

お
い

も
う
こ
う
な

た
ら

眠

で
眠
ら
せ
て
る
間
に
事
に
お
よ
ん
で

 
子

だ
け

か
る
と
い
う
手
も

も
し
あ
れ
な
ら
他
の
子
達
と
も
協
力
し
て

お
い
こ
ら

そ
れ
は
犯
罪
だ

あ
な
た
が

え
な
け
れ
ば
犯
罪
に
は
な
ら
な
い
わ

そ
し
て
あ
な
た
は

え
な
い

違
う

 
八
幡
は

う

と
言
葉
に
詰
ま

た
が

何
と
か
気
を
と
り
な
お
し

陽
乃
に
言

た

と

と
に
か
く
お
か
し
な
事
ば

か
り
考
え
る
ん
じ

ね
え

分
か

た
か

い
や
ね

冗
談
に
決
ま

て
る
じ

な
い

ま

た
く
信
用
出
来
ね
え

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に

新

線
は
東
京

に
着
き

章
三
と
陽
乃
は
そ
の
ま
ま
会
社
へ

 

岡
も
報
告
が
あ
る
と
か
で

関
に
向
か
う
事
と
な
り
京
子
も
自
宅
へ
と
帰
る
よ
う
で

 
八
幡
と
明
日
奈
は

と
り
あ
え
ず
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

相
談
を
始
め
た
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物

も
う

い
て
る
か
な

と
り
あ
え
ず
確
認
す
る

に
も

一

う
ち
に

る
か

そ
う
だ
ね

ど
う
や

て
行
く

ち

と
待

て
て
く
れ

キ

ト
の
現
在

置
を
確
認
す
る
わ

 
そ
し
て
八
幡
は
キ

ト
に
直
接
連

し
今
ど
こ
に
い
る
か
確
認
す
る
と
明
日
奈
に
言

た
今
は
ソ
レ
イ
ユ
の

に
い
る
ら
し
い
か
ら
こ
の
ま
ま
姉
さ
ん
の
タ
ク
シ

に

乗
し
て
い

く
かそ

う
だ
ね

そ
う
し
よ

か

つ
い
で
に
ア
ル
ゴ
か
ら

ピ
ト
へ
の
土
産
用
の

Ｖ

を
受
け
取

て
お
こ
う

 
そ
し
て
二
人
は

陽
乃
と
共
に

ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た

材
木
座

ア
ル
ゴ

小

薔
薇

今
帰

た
ぞ

八
幡

八
幡
で
は
な
い
か

久
し
ぶ
り
だ
な

お
う

お
帰
り

ハ

ア

ち

ン

あ
ん
た
今

い
や

何
で
も
な
い
わ

お
帰
り
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悪
い

三
人
と
も

お
土
産
は
家
に
送

て
あ
る
か
ら

明
日
持

て
く
る
わ

 
ア
ル
ゴ

頼
ん
で
た

Ｖ

出
来
て
る
か

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ
ぞ

ほ
ら

こ
れ
ダ

サ
ン
キ

そ
れ
じ

ま
た
明
日
来
る
わ

 
そ
し
て
八
幡
は

キ

ト
と
合
流
す
る
と

そ
の
ま
ま
八
幡
の
自
宅
へ
と
向
か

た

 
幸
い

物
は

に
宅
配
ボ

ク
ス
に
入

て
お
り

 

日
送

た

物
の
行
方
を
宅
配
会
社
の
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
と

 
そ
ち
ら
も
間
も
な
く
到
着
す
る
事
が
分
か

た
の
で

 
と
り
あ
え
ず
二
人
は

物
の
仕
分
け
を
す
る
事
に
し
た

ま
ず
八
ツ
橋
を
一
つ
ず
つ
分
け
て

名
前
の
タ
グ
を
付
け
て

さ
す
が
に
多
い
ね

私

現
実
に

て
き
て
か
ら

一
気
に
友
達
が

え
た
よ

確
か
に
そ
う
だ
よ
な

ど
う
だ
明
日
奈

友
達
が

え
て

楽
し
い
か

う
ん

と

て
も

な
ら
良
か

た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も

テ
キ
パ
キ
と

誰
に
何
を

す
か
が

分
け
ら
れ
て
い
く
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そ
し
て

関
の
チ

イ
ム
が
鳴
り

日
八
幡
が
送

た

の
他
に
も
う
一
つ
の

物
が

い
た

 
ど
う
や
ら
そ
れ
は
先
に
明
日
奈
と
陽
乃
が
送

た
他
の
者
へ
の
土
産
の

の
よ
う
だ

た

こ

ち
の
仕
分
け
は

明
日
奈
に
任
せ
れ
ば
い
い
か

う
ん

 
八
幡
は

明
日
奈
に
指

さ
れ
た
通
り
の
名
前
の
上
に

 

さ
れ
た
お
土
産
を

ど
ん
ど
ん
置
い
て
い

た

な

明
日
奈

ん

何

こ
の

だ
と

明
日
は

で
学
校
に
行
か
な
い
と

持
ち
き
れ
な
い
よ
な

そ
う
だ
ね

学
校
以
外
の
人
の
分
も

乗
せ
な
い
と
い
け
な
い
し
ね

せ
る
奴
の
分
は

今
日
の
う
ち
に

し
ち
ま

た
方
が
い
い
か

明
日
の
放
課
後

雪
乃
達
と
会
う
約
束
を
し
て
る
か
ら

 
雪
乃
と
結
衣
と
優
美
子
と
南
と
い
ろ
は
ち

ん
は

そ
の
時
が
い
い
か
な

そ
れ
じ

あ
帰
り
に

約
束
の
場
所
ま
で

で
送
る
か



 第２６４話 八幡、帰京す

そ
こ
か
ら
は
別
行
動
で

よ
く
配
れ
ば
い
い
ね

残
り
は
ど
う
す
る
か

 
そ
ん
な
八
幡
に

明
日
奈
は
言

た

と
り
あ
え
ず

今
日
は
こ
こ
に

ま
る
か
ら

私

の
材
料
を

い
に
い

て
く
る
よ

 
そ
の
間
に
八
幡
君
は

ダ
イ
シ

カ
フ

に
で
も
行

て

エ
ギ
ル
さ
ん
や

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
を
呼
び
出
す
か
何
か
し
て
お
土
産
を

し
ち

え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
八
幡
は
そ
の
提
案
に
納
得
し

遼
太
郎
に

話
を
し
た

 
遼
太
郎
は
す
ぐ
に

話
に
出
る
と

今
丁
度
外
回
り
の
最
中
だ
か
ら
と
い
う
事
で

 
後
で
ダ
イ
シ

カ
フ

で
落
ち
合
う
事
に
な

た

そ
う
だ
な

つ
い
で
に
詩
乃
と
理
事
⻑
の
所
に
も
顔
を
出
す
か

ピ
ト
は
ど
う
す
る

そ
う
だ
な

詩
乃
は
学
校
前
で
待

て
れ
ば
い
い
と
し
て
も

ピ
ト
は
な

 
な

明
日
奈

お
前

ピ
ト
の
連

先

知

て
る
か

う
う
ん

さ
す
が
に
芸
能
人
に

連

先
を

く
の
は
ち

と

て
思

て

 
そ
の
流
れ
で
シ
ノ
の
ん
の
連

先
も
知
ら
な
い
ん
だ
よ
ね
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ま
あ
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
よ
な

と
り
あ
え
ず
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

 
ピ
ト
が
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
み
る
わ

そ
れ
じ

あ
私

い
物
に
い

て
く
る
ね

送
ら
な
く
て
い
い
の
か

う
ん

す
ぐ
近
く
だ
か
ら
大
丈
夫

分
か

た

そ
れ
じ

あ
後
で
な

 
そ
し
て
八
幡
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
て
み
た

 
ま
さ
か
と
は
思

た
が

案
の
定

目
の
前
に
は

ピ
ト
フ

イ
が
い
た

 
八
幡
は

れ
た
顔
で
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

お
前
の
野
生
の
勘
は

一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ
よ

え

愛
の
力
な
ら
当
然
じ

な
い

お
前
の
愛
は
重
す
ぎ
ん
ぞ

い
や

そ
こ
ま
で
褒
め
ら
れ
る
と

愛
を
重
く
し
て
き
た
甲
斐
が
あ

た
よ

 
八
幡
は

そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を
ス
ル

し
た

 
ピ
ト
は
気
に
し
た
様
子
も
無
く

八
幡
に

ね
た
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で

今
日
は
シ
ズ
達
は

今
日
は
別
件
だ

つ
い
さ

き

こ

ち
に
帰

て
き
た
ん
で
な

 
お
前
に
お
土
産
を

そ
う
と
思

て

連

を
と
る

に
イ
ン
し
て
み
た
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

あ
り
が
と
う

シ

ナ

そ
れ
じ

あ
ど
こ
で
待
ち
合
わ
せ
に
す
る

お
前
の
都
合
の
い
い
場
所
で
い
い
ぞ

ん

じ

あ
ま
た

ソ
レ
イ
ユ
の
前
で
い
い
か
な

あ
そ
こ
で
い
い
の
か

う
ん

あ
そ
こ

て

実
は
う
ち
の
事

所
か
ら
近
く
て
都
合
が
い
い
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
の
か

 
そ
し
て
時
間
を
決
め
た
二
人
は

す
ぐ
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

そ
れ
じ

あ
予
定
を
変
更
し
て

つ
い
で
に
ソ
レ
イ
ユ
に
も
寄
る
か

 
八
幡
は
そ
う

く
と
必
要
な
お
土
産
を
キ

ト
に
乗
せ
最
初
に
ダ
イ
シ

カ
フ

へ
と
向

か

た

 
ダ
イ
シ

カ
フ

に
到
着
す
る
と

八
幡
は

入
り
口
の
ド
ア
を
開
け

 
暇
そ
う
に
し
て
い
た
エ
ギ
ル
に
声
を

け
た
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よお
う

八
幡
じ

ね

か

今
日
は
ど
う
し
た
ん
だ

何
か
暇
そ
う
だ
な

エ
ギ
ル

こ
ん
な
ん
で

は
大
丈
夫
な
の
か

ま
あ
こ
の
時
間
は
な
も
う
少
し

い
か

い
か
す
る
と
か
な
り
混
ん
で
る
か
ら
大
丈
夫

だ
そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が

 
そ
う
言

て
八
幡
は

エ
ギ
ル
に
土
産
を
手

し
た

こ
れ
明
日
奈
が
選
ん
だ
ん
だ
が
八
ツ
橋
と
ど
う
や
ら
京
都
の
特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
ら

し
いお

見
た
事
の
な
い
食
材
が

山
だ
な

こ
れ
は
料
理
の
し
甲
斐
が
あ
る

ク
ラ
イ
ン
も
そ
ろ
そ
ろ
来
る
は
ず
な
ん
だ
が

 
丁
度
そ
の
時

入
り
口
か
ら

遼
太
郎
が

を
現
し
た

す
ま
ん

待
た
せ
ち
ま

た
か

い
や

今
来
た
と
こ
ろ
だ

そ

か
そ

か

で

土
産
を
く
れ
る
ん
だ

け
か

何
か
気
を
遣
わ
せ
て
す
ま
な
い
な
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い
や

問
題
な
い

と
い
う
わ
け
で

こ
れ
だ

こ

こ
れ
は

 
遼
太
郎
は

八
幡
の
差
し
出
し
た
新

組
の

に

目
を

わ
れ
て
い
た

う
お
お

や

ぱ
り
格
好
い
い
な

新

組
の

色
の
だ
ん
だ
ら

お
前
な
ら

絶
対
気
に
入

て
く
れ
る
と
思

て
た
よ

あ
と
こ
れ

静
先
生
の
分
な

お
お

さ
す
が
は
良
く
分
か

て
る
じ

ね

か

静
さ
ん
も

絶
対
気
に
入
る
と
思
う

当
然
だ

お
前
よ
り
も

あ
の
人
と
の
付
き
合
い
は
⻑
い
か
ら
な

本
当
に
あ
り
が
と
な

八
幡

お
う

そ
れ
じ

あ

ま
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
な

二
人
と
も

 
エ
ギ
ル
す
ま
ん

注
文
は

今
度
時
間
の
あ
る
時
に

め
て
ゆ

く
り
と
さ
せ
て
も
ら
う

気
に
す
ん
な

て

土
産

あ
り
が
と
な

お
う

 
そ
し
て
八
幡
は

次
に
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た

 
ピ
ト
と
の
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
に
は

ま
だ
も
う
少
し
あ
る
の
で

 
八
幡
は
先
に

材
木
座
達
の
下
へ
と
向
か

た
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よあ
れ

八
幡

明
日
来
る
の
で
は
な
か

た
の
か

ち

と
予
定
が
変
わ

て
な

ほ
れ
材
木
座

八
ツ
橋
な

 
八
幡
は

実

の
と
こ
ろ

材
木
座
の
事
を
す

か
り
忘
れ
て
い
た
の
だ
が

 
明
日
奈
が
気
を
き
か
せ
て
多
め
に
八
ツ
橋
を

て
い
た

無
事
に
土
産
を

す
事
が
出

来
たア

ル
ゴ
に
は
こ
れ
ら
し
い

猫
と
鼠
の

り
物
だ
そ
う
だ

よ
く
あ

た
な

こ
ん
な
物

鼠
の
く
せ
に
猫

い

お
前
ら
し
い
だ
ろ

そ
う
だ
な

難
く

て
お
く

そ
し
て
薔
薇
に
は

も
ち
ろ
ん
小
猫
だ

え
え

そ
う
よ
ね

も
ち
ろ
ん
予
想
は
し
て
た
わ
よ

 
そ
れ
は

小
猫
を
か
た
ど

た

め
だ

た

京
都
の
伝

技
術
で
作
ら
れ
た
う
ん
ぬ
ん
の

小
猫
の

め
だ

 
お
前
は

が
⻑
い
か
ら

ま
あ

活
用
し
て
く
れ
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あ

あ
り
が
と
う

せ

か
く
だ
か
ら

ハ

に
つ
け
て
も
ら

た
ら
ど
う
ダ

え

で

で
も

そ
れ
く
ら
い
な
ら
別
に

わ
ん
が

ど
こ
に
付
け
る
か
と
か

俺
に
は
分
か
ら
な
い
ぞ

そ

そ
れ
じ

あ
こ
の

り
に

こ
こ
か

え

え
え

そ
こ
で
い
い
わ

 
薔
薇
は
す
ぐ
に

に
向
か
い

自
分
の

を
見
て

ニ
マ
ニ
マ
し
て
い
た

 
八
幡
は

ど
う
や
ら
気
に
入

て
く
れ
た
み
た
い
だ
な
と
安

し

 
行
く
所
が
あ
る
か
ら
と

ソ
レ
イ
ユ
を
後
に
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
場
で
少
し
待
つ
と
そ
こ
に
息
を
き
ら
せ
て
エ
ル
ザ
が
走

て
き
た

 
エ
ル
ザ
は
変
装
の
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

子
を
目
深
に
か
ぶ
り
サ
ン
グ
ラ
ス
を
し
て
い
た

八
幡

お
う

忙
し
い
と
こ
ろ
を
呼
び
出
し
て
す
ま
な
い
な

今
日
帰

て
き
た
ぞ

う
ん

お
帰
り
な
さ
い

で

お
土
産

て
何
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こ
れ
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

一

の

Ｖ

を
取
り
出
し
た

Ｖ
あ
あ

何
か
京
都

い
物
が
い
い
か
と
も
思

た
ん
だ
が

お
前
に
は
こ
れ
が
一
番

 
い
い
土
産
に
な
る
と
思

た
ん
で
な

あ

ち
で
の

俺
と
明
日
奈
の
戦
い
の
記
録
だ

お
お
お
お
お
お
お

 
エ
ル
ザ
は
興
奮
が

え
ら
れ
な
い
か
の
よ
う
に

そ
う
言

た

忙
し
い
ん
だ
ろ

し
い
話
は

今
度
そ
れ
を
見
た
後
に
で
も

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
な
り

現
実
な
り
で

話
し
て
や
る
よ

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

エ
ル
ザ
は
残
念
そ
う
に
言

た

う
ん
そ
う
な
ん
だ
よ
ね
独
立
に
備
え
て
色
々
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ

て
さ

そ
の
独
立
の
話
な
ん
だ
が
結
城
本
家
と
の
話
が
つ
い
た
か
ら
今
度
倉
エ

ジ

ン
シ

に

 
お
前
を
連
れ
て
乗
り
込
む
か
ら

そ
の
覚
悟
だ
け
は
し
て
お
い
て
く
れ

 
エ
ム
に
も

俺
か
ら
連

が
入
り
次
第

独
立
話
を
実
行
に
移
せ
と
伝
え
て
お
い
て
く
れ

わ

そ
う
な
ん
だ

さ

す
が
八
幡

私
の
愛
す
る
神
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愛
す
る
と
か
神
と
か
簡

に
言
う
ん
じ

ね
え
よ

ほ
ら

く
仕
事
に

れ

う
ん

ご
め
ん
ね
八
幡

ま
た
今
度
ね

お
う

ま
た
な

 
そ
し
て
八
幡
は

エ
ル
ザ
と
別
れ
た
後

次
に
学
校
に
向
か

た

 
当
然
ま
だ

業
中
で
あ
り
同
じ
ク
ラ
ス
の
仲
間
に
土
産
を

す
の
は
明
日
に
し
て
あ

た

 
八
幡
は

真

直
ぐ
理
事
⻑
室
に
向
か

た

失

し
ま
す

あ
ら

八
幡
君

帰

て
き
た
の
ね

今
日
は
そ
の
報
告
か
し
ら

い
え

そ
れ
も
あ
る
ん
で
す
が

こ
れ
を
お
土
産
に
と
思
い
ま
し
て

あ
ら

私
に

ま
あ
ま
あ

素
敵
な
か
ん
ざ
し
ね

は
い

理
事
⻑
は

和
服
で
い
る
事
が
多
い
の
で

こ
れ
が
い
い
ん
じ

な
い
か
と
思

て

 
ち

と
古
め
か
し
い
品
か
も
と
は
思
い
ま
し
た
け
ど

俺
が
自
分
で
選
び
ま
し
た

あ
な
た
が
自
分
で

そ
う

ど
う

似
合
う
か
し
ら

は
い

と
て
も

 
理
事
⻑
は

ま
る
で
少
女
の
よ
う
に
は
し

ぎ
な
が
ら
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の
前
で

ク
ル
ク
ル
と
回
る
と

感

ま

た
よ
う
に

八
幡
に

き
つ
い
た

ち

理
事
⻑

あ
り
が
と
う
八
幡
君
ま
さ
か
私
ま
で
お
土
産
を
も
ら
え
る
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た

わ
い

い
え

喜
ん
で

け
て
良
か

た
で
す

学
校
に
は

明
日
か
ら

校
し
ま
す
の
で

分
か

た
わ

そ
の
よ
う
に
伝
え
て
お
く
わ
ね

 
そ
し
て
最
後
に
八
幡
は

ま
た
注
目
を
集
め
て
し
ま
う
か
と
心
配
し
つ
つ
も

 
詩
乃
の
学
校
へ
と
向
か
い

場
に

を
止
め

詩
乃
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
事
に
し
た

 
一
応

り
返
し
ま
す
が

明
日
は
朝

時
の
投
稿
を
予
定
し
て
い
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

 
そ
し
て
最
後
の
展
開
か
ら
も
分
か
る
通
り

明
日
は
詩
乃
回
と
な
り
ま
す

 
タ
イ
ト
ル
は

こ
の
日
の
放
課
後

詩
乃
達
は

 
第
２
３
６
話
と
対
に
な
る
話
と
な
り
ま
す

文

は
過
去
最
⻑
の
８
５
０
０
文

と
な
り

ま
し
た



 第２６４話 八幡、帰京す

 
分
け
よ
う
か
と
思

た
の
で
す
が
年
末
で
す
し
ま
あ
い
か
な
と
思
い
そ
の
ま
ま
投
稿
し

ま
し
た
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第
２
６
５
話
 
こ
の
日
の
放
課
後

詩
乃
達
は

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

あ
 
突
然
前
の

に
座

て
い
た
友
達

名
前
は
美
衣
と
い
う

が
立
ち
上
が

た

 
詩
乃
は
何
事
か
と
思

た
が

美
衣
が
教
師
に
注
意
さ
れ

す
ぐ
に
座

た

 
詩
乃
は
再
び
黒

に
目
を
や
り

ノ

ト
を
と
る
事
に
集
中
し
た

 
前
回
八
幡
が

学
校
帰
り
の
詩
乃
の
下
を
訪
れ
て
か
ら

詩
乃
の
生
活
は
激
変
し
た

 
以
前
の
よ
う
に

他
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
事
も
無
く

 
む
し
ろ
平
謝
り
さ
れ
る
く
ら
い
で
あ
り

遠

達
は
あ
か
ら
さ
ま
に
詩
乃
を
避
け
て
い
た

 
ど
う
や
ら
家
で
か
な
り
厳
し
く

ら
れ
た
ら
し
い
と

後
に
詩
乃
は
風
の
噂
で

い
た

 
バ
イ
ト
も
家
で
出
来
る
も
の
へ
と
変
わ
り
時
間
も

さ
れ
生
活
に
余

が
出
来
た
事
で

 
放
課
後

そ
れ
ほ
ど
親
し
く
な
か

た
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に
遊
び
に
誘
わ
れ
た
時
も



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

 
詩
乃
は
お
ず
お
ず
と
だ
が

定
の
返
事
を
す
る
事
が
出
来
た

 
相
変
わ
ら
ず
八
幡
以
外
の
男
子
は
苦
手
だ

た
が
そ
の
事
を

い
た
時
そ
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は

 
詩
乃
に
は
八
幡
が
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
も
ま
あ
当
然
だ
な
と
勝
手
に
勘
違
い
し
て
く
れ
た
の

か 
詩
乃
を
誘

て
遊
び
に
行
く
時
は

常
に
女
子
だ
け
で
行
く
事
と
な

た

 
そ
し
て
そ
ん
な
事
を

り
返
す
う
ち
に
詩
乃
に
も
何
人
か
友
達
と
呼
べ
る
存
在
が
出
来
た

 
目
の
前
の

に
座

て
い
る
美
衣
は

そ
の
中
の
一
人
で
あ

た

 
そ
の
美
衣
が
ノ

ト
を
と

て
い
る
詩
乃
に
こ

そ
り
と
後
ろ
手
で
メ
モ
を
差
し
出
し
て

き
た

 
詩
乃
が
そ

と
メ
モ
を
受
け
取
り

中
を
開
く
と

 
そ
こ
に
は
大
変
外
を
見
て

と
だ
け
書
い
て
あ
り
詩
乃
は
何
気
な
く
そ
ち
ら
を
見
た

 
そ
こ
に
は
見
覚
え
の
あ
る

手
な

が
止
ま

て
お
り

中
で
八
幡
が

 
シ

ト
を
倒
し
て
の
ん
び
り
と
横
に
な

て
い
る

が
見
え
た

詩
乃
は
思
わ
ず
立
ち
上

が

た
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朝
田
君
ま
で

一
体
さ

き
か
ら

ど
う
し
た
の
か
ね

あ

す

す
み
ま
せ
ん

 
教
師
に
そ
う
注
意
さ
れ

詩
乃
は

て
そ
う
返
事
を
し

に
つ
い
た

 
そ
し
て

業
が
終
わ

た

間
に

美
衣
が
詩
乃
に
話
し

け
て
き
た

詩
乃

見
た

あ
れ

て
や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
ね

う
ん

間
違
い
な
い
み
た
い

 
他
に
も
何
人
か
が

の
存
在
に
気
付
い
て
い
た
ら
し
く

 
た
ち
ま
ち
詩
乃
の

り
に
人
だ
か
り
が
出
来
た

朝
田
さ
ん

も
し
か
し
て
今
日
も
迎
え
に
来
て
る

い
い
な

私
も
あ
ん
な
風
に
迎
え
に
来
て
く
れ
る
彼
氏
が
欲
し
い

あ

と
ご
め
ん

く
行
か
な
い
と

彼
を
待
た
せ
ち

う
よ
ね

う
ん

ご
め
ん
ね

 
詩
乃
は
そ
う
言
わ
れ
帰
り

度
を
し
て

を
立

た

八
幡
が
来
て
く
れ
た
事
は
嬉
し
い
の

だ
が

 
し
か
し
そ
れ
に
付

す
る

々
の
面
倒
を
考
え
る
と

詩
乃
は
複
雑
な
気
分
に
な

た



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

 
だ
が

そ
の
足
取
り
は

く

く
彼
の
顔
が
見
た
い
と
い
う
詩
乃
の
本
心
が

 
そ
こ
に
は

実
に
現
れ
て
い
た

そ
ん
な
詩
乃
を

美
衣
の
他
に

映
子

奈
と
い
う

 
三
人
の
友
達
が
取
り
囲
み
詩
乃
は
注
目
の
中
そ
の
三
人
に
守
ら
れ
る
よ
う
に
廊
下
を
進
ん

だ
詩
乃

ち

良
か

た
ね

憧
れ
の
王
子
様
が
ま
た
迎
え
に
来
て
く
れ
て

詩
乃

頑
張

て
彼
を
も
の
に
す
る
ん
だ
よ

 
映
子
と
美
衣
が
詩
乃
に
そ
う
言

た

で
も

ど
う
し
て
今
日
来
て
く
れ
た
の
か

ま

た
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
ね

 
詩
乃
は
戸
惑
い
な
が
ら
も

正
直
に
そ
う
説
明
し
た

 
そ
ん
な
詩
乃
に

奈
は
あ

け
ら
か
ん
と
し
た
口
調
で
こ
う
言

た

そ
う
な
ん
だ
じ

あ
本
来
会
え
る
予
定
じ

な
か

た
な
ら
逆
に
ラ

キ

じ

な
い

あ

確
か
に
そ
う

な
の
か
な

そ
う
だ
よ
そ
う
だ
よ

頑
張
り
な
よ

詩
乃

う

う
ん

 
そ
の
三
人
は

今
の
詩
乃
に
と

て
は
学
校
で
一
番
仲
の
良
い
友
達
で
あ
り
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詩
乃
は
三
人
に

八
幡
が
彼
氏
だ
と

を
つ
き
続
け
る
の
が

わ
れ
た

 
八
幡
が
本
当
は
彼
氏
な
ど
で
は
な
く

自
分
を
助
け
る

に
彼
氏
だ
と
言

て
く
れ
た
事

 
直
接
会

た
の
は
あ
の
日
が
初
め
て
だ

た
事
そ
し
て
自
分
は
そ
ん
な
彼
が
大
好
き
な
の
だ

と 
本
当
の
事
を
話
し
て
い
た

唯
一
の
友
達
で
も
あ

た

 
ち
な
み
に
八
幡
が
詩
乃
の
彼
氏
だ
と
い
う
話
は

や
け
に
な

た
遠

が
あ
ち
こ
ち
で
触
れ

回

た
ら
し
く

 

に
学
校
中
の
共
通
認
識
と
し
て
広
ま

て
い
た

 
そ
の
事
を
告
白
し
た
時

詩
乃
は
三
人
か
ら

声
を

び
る
事
も
覚
悟
し
て
い
た

 
だ
が
三
人
か
ら
返

て
き
た
の
は
自
分
達
の
態
度
を
反
省
す
る
言
葉
と
八
幡
を
賞

す
る

言
葉
だ

た

そ
う
だ

た
ん
だ

ご
め
ん
ね
詩
乃

ち

今
ま
で
ず

と

見
て
見
ぬ
ふ
り
な
ん
か
し

て
う
う
ん

今
は
こ
う
し
て
私
と
一

に
い
て
も

誰
も
何
も
言
わ
な
く
な

た
け
ど

 

の
ま
ま
だ

た
ら
私
が
映
子
の
立
場
で
も
同
じ
よ
う
に
仲
間
外
れ
に
さ
れ
る
の
が
怖
く



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

て 
何
も
出
来
な
か

た
と
思
う
か
ら

そ
ん
な
の
気
に
し
な
い
で

本
当
に
あ
の
日
か
ら

劇
的
に
変
わ

た
よ
ね

う
ち
の
ク
ラ
ス

あ
の
日
初
め
て
会

た

て

と
て
も
そ
ん
な
風
に
は
見
え
な
か

た
し
ね

て
い
う
か
会

た
事
も
無
い
人
の

に
あ
そ
こ
ま
で
出
来
る
人

て
本
当
に
い
る
ん
だ

ね 
い
い
な

詩
乃

凄
く

ま
し
い

う

う
ん

私
も
最
初

目
の
前
で

こ

て
る
事
が
全
く
信
じ
ら
れ
な
か

た

で
も
詩
乃

よ
く
話
し
て
く
れ
た
ね

私
は
そ
れ
が
凄
く
嬉
し
い
よ

美
衣

だ
ね

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
し
て
ね

詩
乃

あ
り
が
と
う

奈

 
そ
の
時
か
ら
詩
乃
に
と

て

こ
の
三
人
は
か
け
が
え
の
な
い
友
達
と
な

た

 
そ
ん
な
三
人
に
守
ら
れ
な
が
ら

詩
乃
は
昇
降
口
を
抜
け

八
幡
の
下
へ
と
走

た

 
だ
が
八
幡
は

前
回
の
よ
う
に

の
外
で
は
待

て
お
ら
ず
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た
だ
生
徒
達
が

興
味
深
そ
う
に
遠

き
に

を
囲
ん
で
い
る
だ
け
だ

た

ど
う
し
た
の
か
な

詩
乃
に
気
付
い
て
な
い

詩
乃

も

と
近
く
に
い

て
み
れ
ば

う

う
ん

 
そ
し
て
三
人
は

詩
乃
の

に
露

い
を
始
め
た

は
い

ち

と
通
り
ま
す
よ

ご
め
ん
ね

そ
の

の
人
は

こ
の
子
の
い
い
人
だ
か
ら

ほ
ら
詩
乃

こ

ち
こ

ち

み
ん
な

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
詩
乃
は

前
回
の
よ
う
に
注
目
を

び
な
が
ら
も

に
近
付
い
た

 
だ
が
八
幡
に
動
く
気
配
は
無
い

詩
乃
が
思
い
切

て
窓
か
ら
中
を

き
込
む
と

 
そ
こ
に
は

気
持
ち
良
さ
そ
う
に
眠

て
い
る
八
幡
の

が
あ

た

 
詩
乃
は
笑
い
を

え
な
が
ら

三
人
の
所
に

り

こ
う
言

た

て
た



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

えま
じ

見
せ
て
見
せ
て

う
ん

み
ん
な
も
見
て
み
て

 
そ
し
て
詩
乃
の
後
に
続
き

三
人
も
窓
か
ら
中
を

き
込
ん
だ

う
わ

本
当
に

て
る

ぐ

す
り
だ
ね

詩
乃

こ
の
チ

ン
ス
に

を

ち

え
ば

む

無
理
だ

て

ま
あ
そ
れ
は
冗
談
と
し
て

と
り
あ
え
ず

こ
せ
ば

う
ん

そ
う
す
る

 
詩
乃
は
そ
の
提
案
を
受
け

そ

と
キ

ト
の
ド
ア
に
手
を
か
け
た

 
が

鍵
が
か
か

て
い
る
よ
う
で

ド
ア
は
ま

た
く
開
か
な
か

た

 
そ
し
て
詩
乃
は

突
然
あ
る
事
を
思
い
出
し

口
に
出
し
て
こ
う
言

た

あ

そ
う
か

キ

ト

う
ん

キ

ト
だ
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何
の
事

鍵
が
か
か

て
る
み
た
い
だ
か
ら

キ

ト
に
開
け
て
も
ら
お
う
と
思

て

キ

ト

て
何

チ

コ
の
名
前

こ
の

の
名
前

あ

そ
う
な
ん
だ

で
も
ど
う
い
う
事

こ
う
い
う
事

 
詩
乃
は
三
人
に
ウ

ン
ク
す
る
と

そ

と
キ

ト
に
話
し

け
た

キ

ト

私

詩
乃
よ

覚
え
て
る

え
え

も
ち
ろ
ん
覚
え
て
い
ま
す
よ

わそ

か

こ
の

る
ん
だ

た
ね

 
そ
れ
と
同
時
に

囲
の
生
徒
か
ら
も

お
お

と
い
う
声
が
上
が

た

ご
め
ん

八
幡
を

こ
し
た
い
ん
だ
け
ど

ド
ア
を
開
け
て
も
ら

て
も
い
い

分
か
り
ま
し
た

今
開
け
ま
す
ね

 
そ
し
て

八
幡
の
側
の
ド
ア
が
す
る
す
る
と
上
に
開
い
た



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

 
そ
れ
を
見
た
詩
乃
は

自
分
の
失
敗
に
気
付
い
て
し
ま

た

あど
う
し
た
の

詩
乃

こ
の

の
ド
ア

上
に
開
け
る
の
を
忘
れ
て
て

横
に
開
け
よ
う
と
し
て
た
わ

は
い
確
か
に
鍵
は
か
か

て
い
な
か

た
の
で
詩
乃
に
お
教
え
し
よ
う
と
思

た
の
で
す

が 
何
と
声
を

け
れ
ば
い
い
か

正
直
少
し
迷

て
い
ま
し
た

ご

ご
め
ん
ね
キ

ト

気
を
遣
わ
せ
ち

て

い
え
い
え

 
そ
の
会
話
を

い
た
三
人
は

と
て
も
驚
い
た

う
わ

人
に
気
を
遣
え
る

て

何
か
凄
い
ね

高
性
能

本
当
に
こ
の

一
体
い
く
ら
す
る
ん
だ
ろ
う

 
そ
し
て
詩
乃
は

八
幡
を

こ
そ
う
と

の
中
を

き
込
ん
だ

 
そ
し
て
詩
乃
は
必
死
に
笑
い
を

え
て
い
る
八
幡
と
バ

チ
リ
目
が
合
い
顔
を

く
し
た
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い

い
つ
か
ら

き
て
た
の

そ
り

お
前

キ

ト
の
声
が
す
れ
ば

誰
だ

て

き
る
だ
ろ

そ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

い
や

俺
が

て
る
間
に

ま
さ
か
お
前
が
ド
ア
を
横
に
開
け
よ
う
と
し
て
い
た
と
は
な

ち

と
し
た
気
の
迷
い
よ

い
い
か
ら
さ

さ
と
忘
れ
な
さ
い

へ
い
へ
い

で

そ
の
後
ろ
の
三
人
は
友
達
か

 
八
幡
は

前
回
は
一
人
だ

た
詩
乃
の

囲
に

 
今
回
は
三
人

別
の
女
の
子
が
い
る
事
に
気
が
付
き

そ
う
質
問
し
て
き
た

 
詩
乃
は
そ
の
質
問
に

嬉
し
そ
う
に
答
え
た

う
ん

友
達
だ
よ

こ
れ
も
八
幡
の
お
か
げ
か
な

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
の
答
え
に
嬉
し
そ
う
に
そ
う

く
と

を
出
て
三
人
に

を
し
た

俺
は
比
企
谷
八
幡
だ

気

に
八
幡
と
呼
ん
で
く
れ

あ

私
は
昼
岡
映
子
で
す

美
衣
で
す



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

夜
野

奈
で
す

 
三
人
は
八
幡
に

さ
れ

そ
う
自

紹
介
を
し
た

 
そ
し
て
映
子
が

最
初
に
抜
け
駆
け
ぎ
み
に
こ
う
言

た

わ

私
も
詩
乃
と
同
じ
よ
う
に

映
子

て
呼
び

て
で

わ
な
い
の
で

ず
る
い
映
子

そ
れ
じ

あ
私
も
美
衣
で

私
も

奈
で
お
願
い
し
ま
す

お

お
う

映
子

美
衣

奈

宜
し
く
な

 
そ
の
三
人
の
迫
力
に

八
幡
は
少
し
押
さ
れ
な
が
ら
も
そ
う
答
え
た

 
そ
し
て
八
幡
は
詩
乃
に

今
日
こ
こ
に
来
た
理
由
を
説
明
し
た

実
は
今
日

京
都
か
ら
帰

て
き
て
な

詩
乃
に
お
土
産
を
持

て
き
た
ん
だ
が

 
そ
し
て
八
幡
は

囲
を
見
回
し
た
後

続
け
て
言

た

こ
こ
じ

注
目
を
集
め
す
ぎ
て
る
か
ら

ち

と
移
動
す
る
か

う
ん

 
詩
乃
は
お
土
産
と

い
て

身
を
乗
り
出
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た
の
だ
が

 
そ
の
直
後
に
詩
乃
が
こ
の
ま
ま
一
人
で
行

て
い
い
も
の
か
と
三
人
を
気
に
す
る
そ
ぶ
り
を
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見
せ
た

 
八
幡
は

せ

か
く
詩
乃
に
友
達
が
出
来
た
ん
だ
か
ら
と
思
い

詩
乃
に
こ
う
提
案
し
た

あ

詩
乃
さ
え
良
か

た
ら

三
人
も
一

に

く
ド
ラ
イ
ブ
で
も
す
る
か

え

い
い
の

ま
だ
時
間
も

い
し

お
前
が
い
い
な
ら

俺
に
断
る
理
由
な
ん
か
別
に
無
い
し
な

あ
り
が
と
う

八
幡

 
詩
乃
は
嬉
し
そ
う
に
三
人
の
下
に
駆
け
寄
る
と

八
幡
の
言
葉
を
三
人
に
伝
え
た

八
幡
が

三
人
も
一

に
ど
う
か

て

え

い
い
の

う
わ

八
幡
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
度
乗

て
み
た
か

た
ん
だ
よ
ね

 
そ
し
て
三
人
は
少
し

張
し
な
が
ら
も
後
部
座

に
乗
り
込
み
詩
乃
が
助
手

に
乗
る

と 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
を
ス
タ

ト
さ
せ
た

う
わ

ん

ん

れ
な
い
ね



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

私

い
つ
も
は

い
す
る
ん
だ
け
ど

今
日
は
全
然
平
気

そ
う
い
え
ば
確
か
に
な

キ

ト

ど
う
な

て
る
ん
だ

前
方
の
地
面
の

差
を
計

し

事
前
に
そ
れ
に
備
え

衝
撃
を

収
し
て
い
ま
す

八
幡

だ
そ
う
だ

凄
い
凄
い

や
ば
い

楽
し
い

 
後
部
座

の
三
人
が
喜
ん
で
い
る
の
を

詩
乃
が
嬉
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
る
の
を
見
て

 
八
幡
は

ど
う
や
ら
想
像
以
上
に
仲
が
良
さ
そ
う
だ
と
思
い

 
詩
乃
の
学
校
生
活
も
特
に
問
題
は
無
い
み
た
い
だ
な
と
安
心
し
た

詩
乃

学
校
は
楽
し
い
か

う

う
ん

正
直
も
う

め
か
け
て
た
ん
だ
け
ど

こ
う
し
て
友
達
も
出
来
た
し

今
は
凄
く

楽
し
い

 
何
か
ら
何
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う

八
幡

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

あ
の

ご
め
ん
な
さ
い

私

今
ま
で
ち

と
も
詩
乃

ち
の
力
に
な
れ
な
く
て



 第四章 ＧＧＯ編

い
や

ま
あ
学
校

て
の
は

そ
う
い
う
所
が
あ
る
か
ら
な

そ
れ
は
仕
方
な
い

 
で
も
今
は
詩
乃
と
仲
良
く
し
て
く
れ
て
る
ん
だ
ろ

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い

は
い

詩
乃
は
話
し
て
み
る
と
全
然
普
通
で

と
て
も
か
わ
い
か

た
で
す

ツ
ン
デ
レ
だ
し
ね

 
そ
の
最
後
の
言
葉
に

詩
乃
は
抗
議
し
た

ち

と

三
人
と
も

べ

別
に
私
は

ツ
ン
デ
レ
じ

な
い
ん
だ
か
ら
ね

や

ぱ
り
ツ
ン
デ
レ
じ

な
い

ツ
ン
デ
レ
だ
よ
ね

う
ん

ツ
ン
デ
レ

む
し
ろ
詩
乃
が
ツ
ン
デ
レ
じ

な
か

た
ら
こ
の
世
の
中
に
ツ
ン
デ
レ
は
存
在
し
な
い
ま
で

あ
るも

う

八
幡
ま
で

 
そ
し
て
四
人
は
明
る
く
笑
い

詩
乃
だ
け
が

を

ら
ま
せ
て
い
た

で
も
八
幡
さ
ん

私
達

八
幡
さ
ん
の
事

凄
く
尊
敬
し
て
る
ん
で
す
よ

尊
敬



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

だ

て
八
幡
さ
ん

会

た
事
も
無
い
詩
乃
の
彼
氏
の
フ
リ
ま
で
し
て

 
詩
乃
の
事
を
守
ろ
う
と
し
た
じ

な
い
で
す
か

う
ん
う
ん

八
幡
さ
ん
と
詩
乃

ち
が
初
対
面
だ

た
な
ん
て

全
然
分
か
ら
な
か

た
し

そ
う
か

ち

ん
と
話
し
た
ん
だ
な

詩
乃

う
ん

ど
う
し
て
も

を
つ
い
て
い
る
の
が

だ

た
か
ら

俺
は
い
い
と
思
う
ぞ

友
達

て
の
は
そ
う
い
う
も
ん
だ
ろ

そ

そ
う
だ
よ
ね

い
い
ん
だ
よ
ね

あ
あ

お
前
は
何
も
間
違

て
な
い

 
詩
乃
は
八
幡
に

定
さ
れ
た
事
で
想
像
以
上
に
自
分
が
喜
び
を
覚
え
て
い
る
事
に
気
が
付
い

た 
そ
ん
な
詩
乃
を

映
子
達
は
嬉
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

と
こ
ろ
で
八
幡
さ
ん

あ
の
遠

を
ど
う
や

て
大
人
し
く
さ
せ
た
ん
で
す
か

詩
乃
も

そ
れ
だ
け
は
教
え
て
く
れ
な
い
ん
で
す
よ

も
し
か
し
て

話
し
た
ら
や
ば
い
事
だ

た
り

ん

そ
う
な
の
か

詩
乃



 第四章 ＧＧＯ編

ま
あ

一
応
あ
ん
た
の
評
判
に
関
わ
る
事
だ
か
ら

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

れ
た
顔
で
言

た

お
前

気
に
し
す
ぎ
だ
ろ

あ
れ
は
な

ち

と

力
を
使

て

 
こ
れ
以
上
詩
乃
に
何
か
し
た
ら

お
前
の
親
が
職
を
失
う
ぞ

て
圧
力
を
か
け
た
ん
だ
よ

え

そ
ん
な
事
出
来
る
の

八
幡
さ
ん

て

学
生
だ

て

い
た
け
ど

実
は
何
者

黒
い

で
も
そ
こ
が
い
い

八
幡

本
当
に
言

ち

て
い
い
の

あ
ん
ま
り
ペ
ラ
ペ
ラ
と
言
う
事
じ

な
い
が
な
も
し
遠

が
や
け
に
な

て
何
か
し
て
き
た

と
し
て

 
こ
の
三
人
に
そ
の
事
実
が
伝
わ

て
れ
ば

そ
れ
が

止
力
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

 
そ
れ
を

い
た
三
人
は

力
強
く
言

た

任
せ
て

詩
乃

ち
は
私
達
が
必
ず
守
る
か
ら

と
違

て

今
は

り
は
味
方
だ
ら
け
だ
し
ね

だ
か
ら
詩
乃

安
心
し
て
ね



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

あ

あ
り
が
と
う

み
ん
な

 
八
幡
は
そ
の
三
人
の

を
見
て

し
く
説
明
を
し
て
お
く
事
に
し
た

と
り
あ
え
ず

ど
う
や

た
か

し
く
話
し
て
お
く
が

誰
に
も
言
わ
な
い
で
く
れ
よ

う
ん

先
ず
俺
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ

だ
か
ら
学
生
は
学
生
で
も
帰
還
者
用
学
校
の
学
生
だ
な

えそ

そ
う
だ

た
ん
だ

 
八
幡
は

い
き
な
り
爆

を
放
り
込
ん
だ
後

す
ぐ
に
次
の
爆

を
放

た

で

俺
は
実
は

ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に
気
に
入
ら
れ
て
い
て
な

 
一
応
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑

て
事
に
な

て
る
ん
だ
よ

こ
の

は
社
⻑
の
専
用

扱
い
に

な
るえ

え
こ
れ
は
予
想
外
だ

た

て

き
り
お

さ
ん
か
誰
か
が

ど
こ
か
の
会
社
の
え
ら
い
人
だ
と
ば
か
り

あ
の
遠

て
の
の

親
は

ソ
レ
イ
ユ
の
取
引
先
の
社
員
で
な
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そ
の
伝
手
で
圧
力
を
か
け
た
と

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

う
わ

マ
ジ
も
ん
の

力
者
だ

黒
い

で
も
そ
こ
が
い
い

奈

あ
ん
た
さ

き
か
ら
そ
れ
ば

か
り
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

最
後
の
爆

を
放

た

そ
し
て
俺
の
彼
女
は

レ
ク
ト
の
社
⻑
の
娘
だ

 
だ
か
ら
実
は

そ

ち
か
ら
も
圧
力
を
か
け
る
事
が
可
能
な
ん
だ

 
遠

て
奴
は

つ
ま
り
こ
の
業
界
に

親
が
い
る
限
り

完
全
に
詰
ん
で
る

て

だ
な

えレ
ク
ト

て
あ
の
レ
ク
ト

超
大
企
業
じ

な
い

い
ず
れ
二
つ
の
会
社
は

合
す
る

ま
さ
か
ね

 
こ
こ
ま
で
の
話
で
の

三
人
の
驚
き
は
想
像
以
上
の
も
の
で
あ
り

 
詩
乃
は
ま
さ
か
八
幡
が
そ
こ
ま
で
話
す
と
は
思

て
い
な
か

た

少
し
心
配
に
な

た

 
だ
が
八
幡
が
話
し
て
い
い
と
思

た
な
ら

き

と
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
そ
の
ま
ま
大
人
し
く
話
を

く
事
に
し
た



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

だ
か
ら

遠

に
限
ら
ず

も
し
学
校
で
何
か
あ

た
場
合

こ
う
言

て
く
れ

詩
乃
の
バ

ク
は

ソ
レ
イ
ユ
と
レ
ク
ト
と

帰
還
者
用
学
校
の
全
生
徒
だ

と
な

 
証

と
し
て
は
こ
の

の
事
を
出
せ
ば
い
い

る

な
ん
て
普
通
の
企
業
の
社
⻑
ク
ラ

ス
で
も

 
持

て
い
る

が
無
い
か
ら
な

ソ
レ
イ
ユ
と
レ
ク
ト
の
技
術
力
が
あ

て
こ
そ

 
成
り
立
つ

だ
ろ
う
と

そ
う
説
明
し
て
や
れ
ば

大

の
奴
は
納
得
す
る
だ
ろ

 
も
し
く
は
帰
還
者
用
学
校
の
誰
に
で
も
い
い
か
ら
俺
の
名
前
を
言

て
確
認
し
ろ
と
言
え

ば
い
い

 
そ
れ
が
誰
で
あ
ろ
う
と
そ
い
つ
は
俺
の
名
前
を

い
た

に
何
も
か
も
全
部

定
す
る

は
ず
だ

え

と

誰
で
あ
ろ
う
と

ど
の
生
徒
で
も

あ
あ

あ
の
学
校
で

俺
の
名
前
を
知
ら
な
い
奴
は
存
在
し
な
い
か
ら
な

え

本
当
に

あ
あ

 
そ
の
時

奈
が

突
然
叫
ん
だ
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私

ネ

ト
で
見
た
事
あ
る
よ

帰
還
者
用
学
校
の

ダ
ブ
ル
王
子

 
確
か
噂
だ
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
の
は
そ
の
人
達
の
お
か
げ
だ
か
ら

 
誰
も
か
も
が
そ
の
二
人
と
も
う
一
人
の
女
の
人
の
言
う
事
に
は
無

件
で

う

て

い
た

そ
ん
な
事
が
書
い
て
あ
る
の
か

人
の
口
に
戸
は
立
て
ら
れ
な
い

て
事
だ
な

 
八
幡
が
そ
う
言

た

三
人
は

然
と
し
た

や

ぱ
り
そ
の
噂

本
当
だ

た
ん
だ

あ
あ

そ
の
も
う
一
人
の
女
の
人

て
の
が

俺
の
彼
女
だ
し
な

う
わ

と
ん
で
も
な
い
事
実
を
知

て
し
ま

た

絶
対
に
秘
密
だ
か
ら
な

代
わ
り
に
そ
う
だ
な
詩
乃
の
事
を
ち

ん
と
守
り
通
し
て
く
れ

た
ら

 
も
し

職
す
る
時
は
う
ち
の
会
社
で
も
レ
ク
ト
で
も
俺
が
口

き
を
す
る
と
約
束
し
よ
う

任
せ
て

絶
対
に
約
束
す
る
か
ら

何
が
あ
ろ
う
と

私
達
で
詩
乃
を
守
り
ま
す



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

何
が
あ

て
も

こ
の
秘
密
は
守
り
通
す
よ

そ
う
か

頼
む
な

三
人
と
も

あ
ん
た
達
ね

お

こ
の

り
で
い
い
か

 
そ
し
て
八
幡
は
海
の
見
え
る
公
園
で

を
止
め
た

さ
す
が
に

な
の
で
人
は
あ
ま
り
い

な
いう

わ

海
だ

い
つ
の
間
に
こ
ん
な
所
ま
で

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
土
産
を

さ
な
い
と
な

詩
乃

ち

と
こ

ち
に
来
て
く
れ

う

う
ん

 
詩
乃
は

一
体
何
を
く
れ
る
の
だ
ろ
う
と

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
そ
の
時
を
待

た

ち

と
目
を
つ
ぶ

て
く
れ
よ
な

え

あ

は
い

 
詩
乃
は

ま
さ
か
友
達
の
前
で

い
き
な
り
キ
ス
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と

 
少
し
お
か
し
な
テ
ン
シ

ン
で

お
か
し
な
事
を
考
え
て
い
た
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そ
し
て
そ
ん
な
詩
乃
の

張
を
よ
そ
に

八
幡
が
自
分
の

に
優
し
く
触
れ
る
気
配
が
し
て

 
し
ば
ら
く
し
た
後
に

八
幡
が
こ
う
言

た

よ
し

目
を
開
け
て
い
い
ぞ

う
わ

詩
乃

凄
く
似
合

て
る

や
ば

地
味
だ

た
詩
乃
が
凄
く
懐
か
し
い

う
ん

い
い
ね

 
詩
乃
は
目
を
開
け

八
幡
は
一
体
何
を
し
た
の
だ
ろ
う
と

自
分
の

を
確
認
し
た

 
そ
ん
な
詩
乃
に

八
幡
が

を
差
し
出
し
て
き
た

ほ
ら

詩
乃

こ
れ

う

う
ん

 
詩
乃
は

を
見
る
と

自
分
の

が
ど
こ
か
い
つ
も
と
違
う
事
に
気
が
付
い
た

 
そ
し
て
詩
乃
は

自
分
が
い
つ
も

を

め
る
の
に
使

て
い
る
リ
ボ
ン
に

 

麗
な
水
色
の

花
の
よ
う
な
物
が
付
け
ら
れ
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

こ
れ

あ
あ

え
め
だ
け
ど
存
在
感
が
あ
る

お
前
み
た
い
な
感
じ
だ
ろ



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

 
ま
あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
の
お
前
は

え
め
で
も
何
で
も
無
い
け
ど
な

あ

あ
り
が
と
う

 
そ
の

古
い
日
本
の
伝

技
術
を
駆
使
し
て
作
ら
れ
た
と
見
え
る

二
つ
の
水
色
の
花
の
ブ

ロ

チ
は

 
白
地
の
リ
ボ
ン
に
よ
く
映
え

詩
乃
の
雰
囲
気
を

一
変
さ
せ
て
い
た

 
決
し
て
高
い
物
で
は
無
さ
そ
う
だ
が

え
ど
ん
な
に
高
い
宝
石
を
も
ら
う
よ
り
も

 
詩
乃
は

こ
の
方
が
自
分
に
相
応
し
い
と
胸
を
張

て
言
え
た

気
に
入

て
く
れ
て
良
か

た
よ
正
直
そ
う
い
う
の
を
選
ぶ
セ
ン
ス
は
俺
に
は
皆
無
だ
か

ら
な一

生
大
切
に
す
る
ね

八
幡

そ
こ
ま
で
の
物
じ

な
い
ん
だ
が
な

う
う
ん

絶
対
に
大
切
に
す
る

お

お
う

 
そ
ん
な
二
人
を

映
子
達
三
人
は

と
て
も

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

 
そ
し
て
四
人
は
八
幡
に
送

て
も
ら
い

学
校
近
く
の
公
園
で
下
ろ
し
て
も
ら

た



 第四章 ＧＧＯ編

 
そ
し
て
八
幡
が
去

た
後

四
人
は
こ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

詩
乃

良
か

た
ね

う
ん

あ
り
が
と
う

そ
れ
に
し
て
も
八
幡
さ
ん

凄
い
人
だ

た
よ
ね

 
も
し
詩
乃

ち
が
八
幡
さ
ん
を
射
止
め
た
ら

完
全
に

の

だ
よ

の

と
て
も
そ
う
は
見
え
な
い
の
に

学
校
一
つ
を
仕
切

て
る
し
ね

 
あ

違
う

そ
れ
だ
け
じ

な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生
還
し
た
人
は
六
千
人
い
る

で

 
そ
の

点
に
君
臨
し
て
る

て
事
で
し

影

力
が
凄
そ
う
だ
よ
ね

六
千
人
と

そ
の
家
族
に
感
謝
さ
れ
て
る

で

で
も
彼
女
が
強
敵
だ
よ
ね

レ
ク
ト
の
社
⻑
の
娘
で

八
幡
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
生
還
者
の

点
な

じ

な
い

詩
乃

こ
れ
は
や
ば
い
よ

 
詩
乃
は
そ
う
言
わ
れ

あ

さ
り
と
こ
う
言

た

う
ん

明
日
奈
は
友
達
だ
か
ら

そ
れ
は
知

て
る

友
達
な
の
か
よ

頑
張
れ
詩
乃

ち

私
達
が
味
方
だ



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

つ
い
で
に

職
ま
で
面
倒
を
見
て
も
ら
え
る

つ
い
に
私
達
の
時
代
が
き
た
わ

美
衣
が
打
算
ま
み
れ
に
な

て
る

 
美
衣
は
そ
う
言
わ
れ

開
き
直

た
よ
う
に
言

た

仕
方
な
い
じ

な
い

レ
ク
ト

ソ
レ
イ
ユ

も
し

職
出
来
た
ら

 
こ
れ
は
も
う

人
生
薔
薇
色
だ
し

も
し

て
い
う
か

ま
あ
八
幡
な
ら

本
当
に
実
行
し
て
く
れ
る
で
し

う
ね

こ
こ
ま
で
し
て
く
れ
る
と
か

愛
さ
れ
て
ま
す
ね

詩
乃

ち

違
う
わ
よ

あ
れ
は
多
分

仲
間
を
絶
対
に
守
ろ
う
と
い
う
彼
の
優
し
さ
な
の

 
彼
は
そ
う
い
う
人
だ

て

私

よ
く
知

て
る
も
の

で
も

そ
れ
だ
け
詩
乃
が
大
事
に
思
わ
れ
て
る

て
事

そ
れ
は
間
違
い
な
い

う
ん

だ
か
ら
私
も

ど
う
し
て
も
こ
の
恋
を

め
き
れ
な
い
ん
だ
よ
ね

だ

た
ら
前
に
進
む
し
か
な
い

し

そ
う
そ
う

防
御
は
私
達
に
任
せ
て

詩
乃
は
思
い

き
り
突
撃
あ
る
の
み

で
も
今
は

彼
と
一

に
行
動
し
て
る
だ
け
で
楽
し
く
て
仕
方
な
い
か
ら

 
恋
愛
関
係
は
も
う
少
し
後
で
も
い
い
か
な
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よ
し

今
日
は
詩
乃

ち
の
家
に
お

り
で

ず

と
語
り
明
か
す
よ

おえ

本
当
に

で
も
ま
あ

た
ま
に
は
い
い
か
も
ね

 
こ
う
し
て
三
人
は

一
度
家
に
帰

た
後

し

か
り
と
お

り
の
準
備
を
し

 
そ
の
ま
ま
詩
乃
の
家
に

る
事
に
な
る
の
だ
が

 
そ
こ
で
ア
ミ

ス
フ

ア
を
見
た
三
人
は
詩
乃
が
ど
ん
な
バ
イ
ト
を
や

て
い
る
の
か
を

か
さ
れ

 
そ
の
時

の
高
さ
に
再
び

天
す
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
余
談
で
は
あ
る
が

八
幡
は
彼
の
事
を
心
か
ら
尊
敬
す
る

 
三
人
の

実
な
部
下
を

い
ず
れ
手
に
入
れ
る
事
と
な
る

 
友
達
三
人
の
名
前
は

特
に
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん

 

は

朝

田
か
ら

昼

夜
と
続
き

 
名
前
は
映
子

え
い
こ

 
美
衣

み
い

 

奈

し
い
な

と
な

て



 第２６５話 この日の放課後、詩乃達は

お
り
ま
す
の
で

 
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
呼
ん
で

い
て
も

差
し

え
は
あ
り
ま
せ
ん

 
し
か
し
八
幡

と
ん
で
も
な
く
過
保
護
で
す
ね
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第
２
６
６
話
 
倉
エ

ジ

ン
シ

へ

 
今
年
最
後
の
投
稿
に
な
り
ま
す

今
月
も
何
と
か

日
投
稿
す
る
事
が
出
来
ま
し
た

 
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
楽
し
ん
で

け
る
よ
う
に

精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す

 
さ
て

Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
以
降
へ
向
け
て
の
仕
込
み
が
満
載
の

大

な
寄
り
道
と
な

た

 
こ
の
一
連
の
エ
ピ
ソ

ド
の
結
末
は

明
日
明
後
日
の
二
話

成
で
お
送
り
し
ま
す

 
と
い
う
か
こ
の
流
れ

２
１
８
話
か
ら
開
始
だ

た
ん
で
す
よ
ね

 
ま
あ
本
筋
の
話
も
ち

こ
ち

こ
あ

た
と
は
い
え

決
着
ま
で
に

話
近
く
使

て
ま
す

ね 
ま

た
く

め
上
な
展
開
に
な

た
も
の
で
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

た
だ
い
ま
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お
か
え
り

八
幡
君

お
兄
ち

ん

い
よ

で
も
お
帰
り

話
は

い
た
よ

頑
張

た
み
た
い
だ
ね

お
う
小
町

お
兄
ち

ん

京
都
で
か
な
り
頑
張

た
ぞ

い
く
ら
で
も
褒
め
て
く
れ

そ
う
言
わ
れ
る
と

何
か
褒
め
た
く
な
く
な
る
ん
だ
よ
ね

ひ
ど
い

で

何
で

く
な

た
の

と
い

て
も

そ
こ
ま
で

い

じ

な
い
け
ど
ね

 
小
町
が
そ
う
言

て
き
た
の
を

明
日
奈
は

く
フ

ロ

し
た

 
そ
ん
な
二
人
に

八
幡
は

詩
乃
に
友
達
が
出
来
た
事
を
説
明
し
た

と
い
う

で

せ

か
く
だ
か
ら

ち

と
遠
出
し
て
き
た
と

ま
あ
そ
ん
な

だ

シ
ノ
の
ん
に
友
達
が

そ

か

も
う
学
校
の
方
も

平
気
そ
う

あ
あ

狙
い
通
り

も
う
問
題
は
無
さ
そ
う
だ

た
な

お
兄
ち

ん

や

ぱ
り
え
ら
い

う
ん

え
ら
い

 
八
幡
は

そ
の
言
葉
に
少
し

れ
な
が
ら
も

こ
う
言

た
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そ

ち
は
ど
う
し
て
も
何
と
か
し
た
か

た
し

ま
あ
良
か

た
よ

あ
の
だ
ら
だ
ら
し
て
た
お
兄
ち

ん
が
ね

小
町
は
本
当
に
嬉
し
い
よ

ま
あ
俺
は

仲
間
の
安
全
の

に
動
い
て
る
だ
け
で

 
む
し
ろ
問
題
な
の
は

そ
の
仲
間
が
ど
ん
ど
ん

え
て
る

て
事
な
ん
だ
け
ど
な

あ
あ

確
か
に
す
ご
い

え
て
る
気
が
す
る

し
か
も
女
の
子
ば

か
り

て

一
体
何
で
な
の
よ

お
兄
ち

ん

お

お
う

な
ん
で
だ
ろ
う
な

俺
に
も
よ
く
分
か
ら
ん

 
そ
し
て
食
事
を
し
た
後

久
し
ぶ
り
に
明
日
奈
と
小
町
は
一

に

る
事
に
な
り

 
八
幡
も

疲
れ
が
た
ま

て
い
た
の
か

す
ぐ
に

る
事
に
し
た

 
そ
し
て
同
じ

遼
太
郎
の
家
で
は

と
あ
る
男
女
の
熱
狂
的
な
声
が

い
て
い
た

貴
様

許
せ

田

仕
方
な
か

た
ん
だ

局
⻑

や
め
て
下
さ
い

副
⻑

自
分
も

自
分
も
最
期
ま
で
お

し
ま
す

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
家
で
一
人
明
か
り
も
つ
け
ず
に
八
幡
か
ら

さ
れ
た

Ｖ

を
鑑
賞
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し
て
い
た

 
ち
な
み
に
以
前
は

ス
ト
レ
ス
解
消
の

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
期
間
で
は
あ

た
が

 
エ
ム
こ
と

豪

が

半
同

の
よ
う
な

で
同
じ
部
屋
に

ら
し
て
い
た
の
だ
が

 
今
は
そ
ん
な
事
も
無
く
エ
ル
ザ
の
部
屋
は

し

り
を
し
た
シ

ナ
の
写
真
で

め
尽
く

さ
れ
て
い
た

 
ち
な
み
に
そ
れ
も
ま
た
ご
褒
美
な
の
か
エ
ム
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
エ
ル
ザ
に

を
尽
く

し
て
い
た

は

は

こ
の
お
土
産
の

破
壊
力
は

ん
ん

最

高

よ
し

も
う
一

回 
エ
ル
ザ
は

に
こ
の

Ｖ

を

何
度
も
何
度
も

り
返
し

し
て
い
た
が

 

き
る
事
も
な
く

紅
潮
し
た
顔
で

再
び
再
生
ボ
タ
ン
を
押
し
た

こ
ん
な
に

山
の
シ

ナ
の
写
真
に
囲
ま
れ
な
が
ら
こ
ん
な
シ

ナ
の

を
見
ら
れ
る
な
ん

て 
ん
ん

攻
防
一
体

あ

シ

シ

ナ
あ

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は

び
く
ん
び
く
ん
と

し
な
が
ら
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こ
の
日
何
度
目
か
の

シ

ナ
の
名
前
を
呼
ん
だ

  
そ
し
て
次
の
日

大

の
土
産
を
キ

ト
に

み
込
ん
だ
後

 
そ
の
ま
ま
学
校
へ
と
向
か

た
八
幡
と
明
日
奈
は

 

場
で

和
人
達
に

す

の

物
を
下
ろ
し

久
し
ぶ
り
の

校
だ

た

 

中
で
何
度
も
声
を

け
ら
れ
な
が
ら

そ
の
ま
ま
二
人
で
教
室
へ
と
向
か

た

よ

久
し
ぶ
り
だ
な

た
だ
い
ま

八
幡

明
日
奈

二
人
と
も

や

と

て
来
た
か

お
帰
り
な
さ
い

二
人
と
も

 
そ
し
て
明
日
奈
は
里
香
と
珪
子
に
頑
張

て
選
ん
だ
明
日
奈
と
お
揃
い
の

り
を

し
たう

わ

ま
さ
に
京
都

て
感
じ

で
も
ち

と

手
す
ぎ
な
い

花

の
時
と
か
に

衣
に
合
わ
せ
る
と
良
さ
そ
う
で
す
よ
ね
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あ

確
か
に
そ
れ

い
い
か
も

 

り
上
が
る
三
人
の
横
で

八
幡
は
和
人
に

八
ツ
橋
を
二
つ

し
た

和
人
す
ま
ん
こ
れ
小
さ
い
方
は
レ
コ
ン
に

す
よ
う
に
直
葉
に
頼
ん
で
く
れ
な
い
か

 
大
き
い
方
は

そ

ち
の
家
族
の
分
な

あ
と
こ
れ

明
日
奈
が
選
ん
だ
直
葉
へ
の
土
産
だ

私
達
が
今
つ
け
て
る
の
と
お
揃
い
だ
か
ら
ね

 
明
日
奈
が
そ
う

横
か
ら
説
明
を
し

和
人
は

い
た

了
解
了
解

で

そ
の
あ
か
ら
さ
ま
に
怪
し
い
包
み
が

俺
用
の
土
産
か

お
う

こ
れ
だ

 
そ
う
言

て
八
幡
は

模

刀
を
ス
ラ
リ
と

か
ら
抜
い
た

こ
こ
れ
は

学
旅
行
の
定
番
だ
け
ど
友
達
の
前
で

う
の
は
ち

と
恥
ず
か
し
く

て 
そ
れ
を
気
に
し
な
い
勇
気
を
持
つ
一
部
の
者
し
か
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
あ
の

そ
う
だ

ま
あ
模

刀
な
ん
で

は
入

て
な
い
が

好
き
な
名
前
を
付
け
て
や

て
く
れ

そ

そ
う
か

よ
し

俺
に
と

て
一
番
大
事
な
名
前
を

お
前
に

え
る

 
今
か
ら
お
前
の
名
前
は

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

だ
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そ
の
言
葉
を

い
た

間
に

き
出
し
た
里
香
は

 
顔
を
真

に
し
て
和
人
に
駆
け
寄
る
と

そ
の
背
中
を
思
い

き
り
叩
い
た

い
き
な
り
何
す
る
ん
だ
よ

里
香

あ
ん
た
ね

一
番
大
事

て
言

て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
け
ど

 
い
き
な
り

の
分
か
ら
な
い
お
か
し
な
セ
リ
フ
を
人
前
で
簡

に
言
う
ん
じ

な
い
わ
よ

べ

別
に
い
い
じ

な
い
か
よ

俺
の
勝
手
だ
ろ

 
そ
う
言
い
争
い
を
続
け
る
二
人
の
横
で

明
日
奈
が
ク
ラ
ス
全
員
に
声
を

け
た

ち

と
し
た
物
だ
け
ど
皆
の
分
も
お
土
産
を

て
き
た
か
ら

番
に
も
ら

て
ね

 
そ
の
言
葉
に
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
大
喜
び
し
嬉
し
そ
う
に
明
日
奈
か
ら
そ
の
土
産
を
受

け
取

た

明
日
奈

何
を

て
き
た
ん
だ

ん

た
だ
の
キ

ホ
ル
ダ

だ
け
ど

 
そ
の
キ

ホ
ル
ダ

は

八
幡
達
と
同
じ
ク
ラ
ス
だ

た
事
の
証
と
し
て

 
後
に
八
幡
デ
ザ
イ
ン
の
加

が
加
え
ら
れ

多
く
の
者
達
に
と

て
は

家
宝
と
な
る
事
と



 第２６６話 倉エージェンシーへ

な

た

 
そ
し
て
放
課
後

八
幡
と
明
日
奈
に
加
え

里
香
と
珪
子
も
キ

ト
に
乗
り
込
み

 
五
人
は
そ
の
ま
ま

雪
乃
達
と
の
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
へ
と
向
か

て
い
た

 
こ
れ
は

話
を

い
た
里
香
と
珪
子
も

今
日
の
集
ま
り
に
参
加
す
る
事
に
し
た

だ

た

 
ち
な
み
に
和
人
は

バ
イ
ク
を
置
い
て
い
く

に
も
い
か
ず

 
嬉
し
そ
う
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
背
負

た
ま
ま

一
人
で
帰

て
い

た

 
そ
し
て
八
幡
は

明
日
奈
達
を
送
り

け
た
後

ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た

 
お
土
産
は

日
の
う
ち
に

し
て
し
ま

た
が
倉
エ

ジ

ン
シ

に
乗
り
込
ん
だ
時
に
ど

う
す
る
か

 
陽
乃
と
ア
ル
ゴ
を
交
え
ク
ラ
デ

ル
こ
と
倉
景
時
の
弟
の
朝
景
と
話
を
す
る

だ

た

 
朝
景
は

確
か
に
野
心
的
な
顔
付
き
を
し
て
い
た
が

信
義
は
守
る
男
の
よ
う
で

 
事
前
に
話
を

い
て
い
た
の
だ
ろ
う

八
幡
に

い
き
な
り

を
下
げ
た

比
企
谷
さ
ん

相
手
を
す
る
だ
け
で
も
気
持
ち
悪
か

た
で
し

う
に

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

う
ち
の
馬

が

本
当
に
お
手

を
お

け
し
ま
し
た

 
本
当
に

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
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そ
の
朝
景
の
言
葉
に

八
幡
は
我
慢
出
来
ず

と

き
出
し
た

 
そ
し
て
朝
景
も
そ
れ
に
つ
ら
れ
て

き
出
し
た

そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
笑
い
始
め
た

あ
は
は
は
は

分
ス
ト
レ

ト
に
言
い
ま
す
ね

倉
さ
ん

 
や

ぱ
り
ク
ラ
デ

ル

あ

と

お
兄
さ
ん
の
事
が

い
で
す
か

あ
い
つ
を
兄
と
呼
ぶ
事
は

私
に
と

て
は

苦

以
外
の
何
物
で
も
な
い
で
す
か
ら

 
あ
い
つ
の
事
は

こ
れ
か
ら
は
ク
ラ
デ

ル

て
呼
ぶ
事
に
し
ま
し

う

 
ク
ラ
デ

ル
の
思
考
回
路

て

本
当
に
気
持
ち
悪
い
ん
で
す
よ
ね

あ

や

ぱ
り
ご
家
族
で
も

そ
う
思
う
ん
で
す
ね

は
い

あ
の

大
し
た
自
尊
心
は

僕
に
は
ま

た
く
理
解
出
来
ま
せ
ん

 
う
ち
の
親
も

多
分
そ
う
思

て
い
る
と
は
思
う
ん
で
す
が

 
い
つ
か
は
ま
と
も
に
な
る
ん
じ

な
い
か

て
ど
こ
か
で
期
待
し
て
る
ん
で
す
か
ね

で
も
さ
す
が
に
そ
れ
を
待

て
い
る

に
は
い
か
な
い
し
そ
う
な
る
と
も
思
え
な
い
で
す

よ
ね

 
そ
の
言
葉
に

朝
景
は

と
て
も

し

な
さ
そ
う
な
顔
で
答
え
た

は
い

私
も
話
を

い
て

め
て
調
査
さ
せ
た
ん
で
す
が
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う
ち
に
所
属
し
て
い
る
女
性
達
か
ら
の

う
ち
へ
の
評
判
は

 
地
に
落
ち
て
い
る
と
言

て
も

過
言
で
は
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
悪
化
し
て
ま
し
た

 
僕
も
も
う
こ
れ
以
上

て
る

に
は
い
き
ま
せ
ん

そ
こ
ま
で
で
す
か

な
の
で

僕
が
こ
の
事
を
解
決
す
る
ま
で

し
ば
ら
く
ク
ラ
デ

ル
か
ら
の
連

に
は

 
一
切

を
貸
さ
な
い
で
無

す
る
よ
う
に
と

マ
ネ

ジ

達
に
言
い

め
て
あ
り
ま
す

分
か
り
ま
し
た

明
日
必
ず
決
着
を
つ
け
ま
し

う

は
い

必
ず

と
こ
ろ
で

あ
い
つ
に
ラ
フ
コ
フ
の
マ

ク
は
見
せ
て
み
ま
し
た
か

 
八
幡
は

ふ
と
そ
の
事
を
思
い
出
し

朝
景
に
そ
う

ね
た

は
い

こ

そ
り

の
上
に
置
い
て

反
応
を
見
て
み
た
ん
で
す
が

 
そ
れ
か
ら
ク
ラ
デ

ル
の
奴

に

囲
を

す
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね

で
す
か

て
事
は

直
接
連

を
取
り
合

て
る
と
か
じ

な
い
み
た
い
だ
な



 第四章 ＧＧＯ編

 
ま
あ
機
会
が
あ

た
ら

確
認
し
て
み
る
事
に
す
る
か

 
八
幡
は

そ
の
朝
景
の
説
明
か
ら

そ
う

理
し
た

 
そ
し
て
四
人
は

綿
密
に
計
画
を
立
て

明
日
ど
う
す
る
か
の
話
し
合
い
を
始
め
た

 
明
日
奈
は
結
局
同
行
さ
せ
な
い
事
と
な

た

や
は
り
あ
の
変
態
の

界
に
明
日
奈
を
入
れ
る

事
は

 
八
幡
に
は

ま

た
く
許
容
出
来
な
か

た
の
で
あ
ろ
う

 
そ
し
て
八
幡
は

事
前
に
用
意
し
て
あ

た

筒
を
取
り
出
し

朝
景
に
見
せ
た

明
日
俺
は

あ
い
つ
に
こ
れ
を

す
つ
も
り
で
す
が

朝
景
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か

こ
れ
は

海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ル
の
案
内
と

入
学

し
込
み

で
す
か

他
に
も

す

の
資
料
を
い
く
つ
か
入
れ
ま
す
け
ど
ね

 
ま
あ

そ
う
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
は
思
う
ん
で
す
が

 
あ
い
つ
が

て
こ
れ
を
持

て
立
ち
去
る
な
ら

そ
の
ま
ま
に
し
て
も
い
い
か
な
と

 
ま
あ

真
人
間
に

る

最
後
の
チ

ン
ス

て
奴
で
す
ね

そ
う
で
す
ね
あ
の
馬

に
も
そ
れ
く
ら
い
の
チ

ン
ス
は
や

て
も
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
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ま
あ
そ
れ
を
生
か
せ
る
か
ど
う
か
は

あ
い
つ
次
第

て
事
で

分
か
り
ま
し
た
ま
あ
僕
は
生
か
せ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
四
人
は
ど
う
い
う

番
で
当
日
の
話
を
進
め
る
か
を
何
度
も
シ
ミ

レ

シ

ン
し

 
そ
れ
に
関
し
て

い
く
つ
か
の
仕

け
を
準
備
す
る
事
に
し
た

出
来
れ
ば
こ
の
仕

け
が

無

に
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
ね

ま
あ

そ
れ
な
ら
そ
れ
で

さ
ん
に
は
悪
い
け
ど

仕
方
な
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

ま
あ
あ
い
つ
が

そ
こ
ま
で
愚
か
じ

な
い
事
を

り
ま
し

う

 
そ
し
て
次
の
日
八
幡
は

陽
乃
と
共
に

倉
エ

ジ

ン
シ

の
事

所
を
訪
れ
た

八
幡
君

正
直
ど
ん
な
結
末
に
な
る
と
思

て
る

ま
あ

あ
の
馬

が
ど
う
変
わ

て
る
か

見
て
み
な
い
事
に
は
何
と
も
で
す
か
ね

ま
あ

そ
れ
は
そ
う
よ
ね

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う

油
断
し
な
い
で
ね

は
い

 
そ
し
て
二
人
は

待

て
い
た
朝
景
と
合
流
し

社
⻑
室
へ
と
向
か

た
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そ
の

中

廊
下
で
何
か
作
業
を
し
て
い
た
ア
ル
ゴ
を
見
付
け

 
八
幡
は

ア
ル
ゴ
に
確
認
す
る
よ
う
に
声
を

け
た

ど
う
だ

こ

ち
は
完
了
だ

後
は
モ
ニ
タ

と
同
期
さ
れ
る
だ
け
だ

オ

ケ

だ

そ
れ
じ

あ
一

に
社
⻑
室
へ
向
か
う
か

了
解
ダ

 
そ
し
て
社
⻑
室
へ
と
着
い
た
四
人
は

そ
の
ド
ア
を
ノ

ク
し
た

 
本
年
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

そ
れ
で
は
良
い
お
年
を
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第
２
６
７
話
 
ク
ラ
デ

ル
の
華
麗
な
る
犯
罪
計
画

 
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
さ
て

ク
ラ
デ

ル
の
運
命
や
い
か
に

前
編
で
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

社
⻑

朝
景
で
す

お
客
様
を
お
連
れ
し
ま
し
た

お
お

ち

と
待

て
い
て
く
れ

 
そ
う
返
事
が
あ

た
か
と
思
う
と

ド
ア
が
開
き

 
中
か
ら
い
か
に
も
感
じ
の
い
い

士
が
顔
を

か
せ
た

 
ど
う
や
ら
一
行
を
出
迎
え
る

に
社
⻑
が
自
ら
の
手
で
わ
ざ
わ
ざ
ド
ア
を
開
け
て
く
れ
た

よ
う
だ

さ
さ

こ
ち
ら
へ
お

け
下
さ
い

今
飲
み
物
の
準
備
を
さ
せ
ま
す
の
で

 
そ
し
て
倉
エ

ジ

ン
シ

社
⻑

倉
景

は

内
線
を
使

て
ど
こ
か
に
連

し
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多
分
秘
書
な
の
だ
ろ
う
穏
や
か
そ
う
な
雰
囲
気
の
女
性
が
す
ぐ
に
お
茶
を
持

て
現
れ
た

 
そ
し
て
そ
の
女
性
を
下
が
ら
せ
た
後

景

は

満
面
の
笑
み
で
話
し
出
し
た

初
め
ま
し
て

倉
景

で
す

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
ご
足
労

き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
社
⻑

雪
ノ
下
陽
乃
で
す

 
お
目
に
か
か
れ
て
光
栄
で
す
わ

倉
社
⻑

比
企
谷
八
幡
で
す

私
は
レ
ク
ト
の
社
員
と
い
う

で
は
な
い
の
で
す
が

 
今
日
は
結
城
社
⻑
の
依
頼
で
レ
ク
ト
の
代
理
人
と
し
て
こ
ち
ら
に
参
り
ま
し
た
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン

事
業
部
部
⻑
の

雪
ノ
下
夢
乃
で
す

宜
し
く
お
願
い

し
ま
ス

 
八
幡
は

そ
の
明
ら
か
な

名
を

き

ひ

く
り
返
り
そ
う
に
な

た
が

 
何
か
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

動

を
表
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
た

 
そ
し
て
そ
ん
な
八
幡
の
手
を

景

は

感

ま

た
よ
う
に
し

か
り
と

り

 
八
幡
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
始
め
た

比
企
谷
君

是
非
お
会
い
し
て

直
接
お

を
言
い
た
い
と
思

て
い
た
ん
だ
が
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や

と
願
い
が
か
な

た
よ

息
子
の
命
を
救

て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
景
時
も
も
う
す
ぐ
や

て
来
る
は
ず
な
の
で

是
非
会

て
い

て
下
さ
い

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

き
何
と
も
い
え
な
い
気
分
に
な

た
が
表
情
に
は
出
さ
な
か

た 
そ
し
て

事
前
に
考
え
て
い
た
通
り

こ
う
答
え
た

私
は
自
分
に
や
れ
る
事
を
や

た
だ
け
で
す
の
で

 
そ
し
て

更
に
何
か
言
お
う
と
し
た
景

を

陽
乃
が
さ
り
げ
な
く
制
し
た

そ
れ
で
は
社
⻑

今
回
の
ご
提
案
に
つ
い
て

簡

に
説
明
し
ま
す
わ

 
そ
の
間
に

簡

な
準
備
を
し
た
い
の
で
す
が

 
ち

と
あ
ち
ら
の
モ
ニ
タ

を
使
わ
せ
て

い
て
も
宜
し
い
で
す
か

お
お

も
ち
ろ
ん
で
す

ど
う
ぞ
お
好
き
な
よ
う
に
な
さ

て
下
さ
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
で
は
夢
乃

お
願
い
ね

 
そ
し
て
陽
乃
は

景

と
差
し
向
か
い
で
話
し
出
し

 
八
幡
は

モ
ニ
タ

に
何
か
の
機

を
取
り
付
け
て
い
る
ア
ル
ゴ
に

そ

と
話
し

け
た

お
い

夢
乃

ど
う
い
う
事
だ
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ハ

に
そ
う
呼
ば
れ
る
と
気
持
ち
悪
い
な

ほ
ら
オ
レ

ち

て

に

持
つ
身
だ

ろ 
だ
か
ら
こ
う
い
う
場
で
は
ボ
ス
の
遠
縁

て
事
で
夢
乃

て
名
乗
る
事
に
し
て
る
ん
だ
よ

 
ち
な
み
に

岡
の

那
の
お

付
き
だ
か
ら
ナ

そ
う
い
う
事
か

納
得
し
た
よ

夢
乃

だ
か
ら
気
持
ち
悪
い

テ

 
そ
し
て
八
幡
は

さ
り
げ
な
く
陽
乃
の
隣
に

を
下
ろ
し

そ
の
ま
ま
会
話
に
参
加
し
た

と
い
う

で

私
共
は

以
前
か
ら
の
知
り
合
い
だ

た
朝
景
さ
ん
に

 
こ
の
話
を
持
ち
込
ん
だ
と

そ
う
い
う

で
す

な
る
ほ
ど

で
す
が
そ
の
お
話
だ
と

う
ち
を
選
ん
で

い
た
理
由
が

 
ま

た
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
所
な
の
で
す
が

 
特
に
レ
ク
ト
と
関
係
の
深
い
結
城
家
は
も

と
大
手
の
プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
と
提

し
て
い

る
は
ず
で
す

 
い
や

う
ち
と
し
て
は

願

て
も
無
い
話
な
の
で
す
が
ね

そ
れ
に
は
一
つ
理
由
が
あ
り
ま
し
て
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そ
し
て
陽
乃
の
目
配
せ
を
受
け

朝
景
が
ど
こ
か
に
連

を
し
た

 
そ
し
て
す
ぐ
に

入
り
口
の
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ

朝
景
が
ド
ア
を
開
け
る
と

 
そ
こ
に
は

神
崎
エ
ル
ザ
が
立

て
い
た

エ
ル
ザ
じ

な
い
か

今
日
は
ど
う
し
た
の
か
ね

彼
女
が
そ
の
理
由
で
す
わ

社
⻑

ふ
む

エ
ル
ザ
ち

ん

と
り
あ
え
ず
八
幡
君
の
隣
へ

は
い

 
エ
ル
ザ
は

そ
の
朝
景
の

め
に

い

八
幡
の
隣
に

を
下
ろ
し
た

 
エ
ル
ザ
は

こ
の
チ

ン
ス
を
逃
す
ま
い
と

必
要
以
上
に
八
幡
に
密
着
し
た

 
八
幡
は

後
で
お
仕
置
き
だ
な
と
思
い
つ
つ
も

そ
れ
が
逆

果
だ
と
い
う
事
に
気
が
付
き

 
仕
方
な
く

そ
の
ま
ま
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
る
事
に
し
た

で

彼
女
が
ど
う
関
係
し
て
く
る
の
で
す
か
な

 
そ
し
て
今
度
は
八
幡
が

そ
の
問
い
に
対
し

説
明
を
始
め
た

そ
こ
か
ら
は
私
が
話
し
ま
す

私
は
以
前
か
ら
こ
の
神
崎
エ
ル
ザ
さ
ん
と
は
知
り
合
い
な
の
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で
す
が

 
彼
女
か
ら
色
々
相
談
を
受
け
て
い
た
事
の
一
つ
に

こ
ん
な
も
の
が
あ

た
ん
で
す

 
そ
れ
は

も
し
可
能
な
ら

独
立
し
て

自
分
の
力
を

し
て
み
た
い
と
い
う
も
の
で
し
た

 
し
か
し
彼
女
は

大

あ
る
社
⻑
を
裏
切
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
と

 
そ
の
気
持
ち
を

決
し
て
私
以
外
の
者
の
前
で
は

口
に
出
そ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
こ
で
私
は
エ
ル
ザ
に
こ
う
提
案
し
ま
し
た

私
が

自
分
の
出
来
る

囲
で
協
力
し
て

 
エ
ル
ザ
が
独
立
す
る
以
上
の
利

を
社
⻑
に
提

出
来
る
よ
う
に
す
る
か
ら

 
そ
れ
を
背
景
に

社
⻑
に
相
談
す
る
だ
け
相
談
し
て
み
て
は
と

 
も
ち
ろ
ん

目
な
ら
素
直
に

め
る
と
い
う

件
で
で
す

 
そ
し
て
今
回
相
談
の
機
会
を
得
て
こ
ち
ら
に
や

て
来
た
と
そ
う
い
う
事
に
な
り
ま
す

な
る
ほ
ど

二
人
は
以
前
か
ら
お
知
り
合
い
だ

た
の
で
す
な

は
い

 
そ
し
て
景

は

考
え
込
み
な
が
ら
こ
う
言

た

う
う
む
私
と
し
て
は
残
念
な
気
持
ち
と
応
援
し
て
や
り
た
い
気
持
ち
が
半
々
な
の
で
す

が
ね
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エ
ル
ザ
私
の
事
は
気
に
し
な
く
て
い
い
か
ら
自
分
の
口
で
ど
う
し
た
い
か
言

て
ご
ら

ん
わ

私
は

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
ハ

キ
リ
と

景

に
言

た

私

社
⻑
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す

で
も
ど
う
し
て
も

誰
の
助
け
も
無
い

態
で

 
自
分
の
力
が
ど
こ
ま
で
通
用
す
る
か

し
て
み
た
い
ん
で
す

う
ん
う
ん

分
か

た

確
か
に
残
念
だ
が

そ
の
代
わ
り
に
こ
ち
ら
の
お
二
人
が

 
う
ち
の
会
社
に
も

と
大
き
な
利

を
も
た
ら
す
提
案
を
持

て
き
て
く
れ
た
か
ら
ね

 
こ
れ
も
エ
ル
ザ
の
力
と
言
え
な
い
事
も
無
い
だ
ろ
う

だ
か
ら
気
に
せ
ず
独
立
し
て
頑
張

て
み
な
さ
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
⻑

朝
景
も
そ
れ
で
い
い
な

は
い

後
は
景
時
だ
が

 
丁
度
そ
の
時

景
時
こ
と
ク
ラ
デ

ル
が
会
社
に
到
着
し
た
と

フ
ロ
ン
ト
か
ら
連

が
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入

た

 
そ
し
て
す
ぐ
に
扉
が
ノ

ク
さ
れ

ク
ラ
デ

ル
が

中
に
入

て
き
た

さ
ん

今
日
は
一
体
何
の
用
事
で
す
か

 
そ
し
て
ク
ラ
デ

ル
は

最
初
に
陽
乃
を
見
て

好
色
そ
う
な
表
情
を

か
べ
た

 
陽
乃
は
笑
顔
で
会

を
し
た
が
そ
の
陽
乃
は
八
幡
に
だ
け

こ
え
る
よ
う
に
ボ
ソ

と

い
た

気
持
ち
悪
い
男
ね

 
そ
し
て
次
に
ク
ラ
デ

ル
は
エ
ル
ザ
を
見
て
両
手
を
広
げ
な
が
ら
そ
ち
ら
に
近
付
い

た
エ
ル
ザ
じ

な
い
か
こ
こ
に
居
た
の
か

最
近
連

が
と
れ
な
か

た
か
ら
心
配
し
て
い

た
ん
だ
よ

 
エ
ル
ザ
は
ク
ラ
デ

ル
が
そ
う
言
い
な
が
ら
近
付
い
て
く
る
の
を
見
る
と

 
八
幡
の

に
す
が
り
つ
き

そ
の

元
で

そ

と

い
た

う

八
幡

気
持
ち
悪
い
よ

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
動
き
に
始
め
て
ク
ラ
デ

ル
は
陽
乃
と
エ
ル
ザ
の
間
に
い
る
男
に
目
を
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向
け
た

 
そ
し
て
そ
れ
が
誰
な
の
か
分
か

た

間

完
全
に

ま

た

ま

ま
さ
か

そ
ん
な

 
そ
の
言
葉
を
感
動
か
何
か
と
勘
違
い
し
た
の
か

景

は

笑
顔
で
ク
ラ
デ

ル
に
こ
う

言

た
景
時

こ
ち
ら
が

お
前
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
救
い
出
し
て
く
れ
た

比
企
谷
八
幡
さ
ん
だ

 
も
し
か
し
て

知
り
合
い
だ

た
の
か

あ

え
え
と

は
い
社
⻑

前
か
ら
の
知
り
合
い
で
す

な
あ

ク
ラ
デ

ル

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
社
⻑

速
エ
ル
ザ
の
事

彼
に
意
見
を

い
て
み
ま
し

う

 
八
幡
は

相
手
に
考
え
る
暇
を

え
な
い
よ
う
に
そ
う
言
い

 
景

は

そ
の
言
葉
に

い

ク
ラ
デ

ル
に
現

を
説
明
す
る
事
に
し
た

景
時

こ
ち
ら
は

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の
社
⻑
の
雪
ノ
下
陽
乃
さ
ん
と

 
そ
ち
ら
で
作
業
中
な
の
が
部
⻑
の
雪
ノ
下
夢
乃
さ
ん
そ
れ
に
お
前
も
よ
く
知
る
比
企
谷
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八
幡
さ
ん
だ

 
今
日
は
レ
ク
ト
の
代
理
人
と
し
て

こ
ち
ら
に
来
て

い
て
い
る

レ
ク
ト
の

そ

そ
う
で
し
た
か

で

今
日
の
議
題
な
ん
だ
が

レ
ク
ト

び
に
ソ
レ
イ
ユ
と

う
ち
と
の
業

提

と

 
そ
れ
に

う

こ
の
神
崎
エ
ル
ザ
の
独
立
に
つ
い
て
の
話
と
な

て
い
る

ど

独
立
で
す
か

そ
ん
な
の
は
絶
対
に
認
め

 
ク
ラ
デ

ル
は

一

り
の
表
情
を
見
せ

反
対
の
意
思
表
明
を
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に

八
幡
は

凄
ま
じ
い
殺
気
を
放

た

 
何
の
心
得
も
無
い
景

と
朝
景
は

そ
の
殺
気
に
は
ま

た
く
気
が
付
か
な
か

た
が

 
合
気
道
の
免
許
皆
伝
の

前
を
持
つ
陽
乃
は

わ
ず
か
に
身
を
引
い
た

 
ア
ル
ゴ
は
作
業
中
だ

た
の
だ
が
一

り
向
い
た
だ
け
で
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
作
業
に

た

 
エ
ル
ザ
は
一
人
興
奮
し
て
い
た
が
幸
い
そ
の
表
情
は
八
幡
の
陰
に

れ
誰
に
も
気
付
か

れ
な
か

た

 
そ
し
て
そ
の
殺
気
を
ま
と
も
に
受
け
た
ク
ラ
デ

ル
は

ビ
ク

と
し
た
が
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さ
す
が
に
過
去
に

場
を
く
ぐ

た

験
が
あ

た

多
少

性
が
あ
る
の
か
す
ぐ

に
立
ち
直
り

 
し
か
し
八
幡
に

ま
れ
て
い
る

態
で

反
対
意
見
を
述
べ
る
事
も
出
来
ず

お
ず
お
ず
と

言

た
い

い
い
と
思
い
ま
す

そ
う
か

そ
れ
な
ら
全
員

成
と
い
う
事
で

こ
の
話
は
そ
の
線
で
進
め
よ
う

 
頑
張
る
ん
だ
よ

エ
ル
ザ

私
も
陰
な
が
ら
応
援
し
て
い
る
か
ら
ね

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
⻑

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

間

入
れ
ず

朝
景
に
目
配
せ
し
た

 
朝
景
は
そ
れ
を
受
け

ク
ラ
デ

ル
に
言

た

そ
う
い
え
ば
兄
さ
ん

頼
ま
れ
て
い
た
資
料

比
企
谷
さ
ん
に
持

て
き
て
も
ら

た
よ

へ
 
突
然
そ
う
言
わ
れ

ク
ラ
デ

ル
は

ま
ぬ
け
な
声
を
上
げ
た

 
そ
し
て
八
幡
は
考
え
る
余

を

え
な
い
よ
う
に
ク
ラ
デ

ル
に

筒
を
差
し
出
し
た
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そ
れ
じ

こ
れ
頼
ま
れ
て
い
た

学
の

の
資
料
と
あ

ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ル
の
入

会
案
内

 
そ
う
か

た
だ
お
兄
さ
ん

て

い
て
た
け
ど

ク
ラ
デ

ル
の
事
だ

た
ん
だ
な

学
で
す
と

 
景

は

そ
の
八
幡
の
言
葉
に

驚
い
た
よ
う
に
言

た

 
そ
し
て
八
幡
は

満
面
の
笑
顔
で

景

に
言

た

あ
ま
だ
本
人
か
ら
何
も

い
て
な
か

た
ん
で
す
ね

実
は
彼
が
こ
の
ま
ま
社
⻑
を
継

い
で
も

 
や
は
り
二
年
以
上
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
せ
い
で

上
手
く
や

て
い
け
る
自
信
が
無
い
か
ら

 
社
⻑
の
座
は
朝
景
さ
ん
に
任
せ
て

自
分
は
海
外
で

一
か
ら

に
つ
い
て
学
び
直
し

 
そ
し
て
帰

て
き
た
ら
そ
の
ま
ま
朝
景
さ
ん
の
補

に
回
る
つ
も
り
だ
と
言
い
出
し
た
と

い
て

 
そ
れ
で
私
が
急
い
で
資
料
を
集
め
た
ん
で
す
よ

本
当
に

か
ら

立

な
男
で
す
よ
彼
は

う
ん

ご
め
ん
ね

さ
ん

事
後

み
た
い
に
な

ち

て

 
で
も
兄
さ
ん
の
決
意
が
い
み
た
い
だ
た
か
ら
僕
も
ば
さ
み
に
あ
て
し
ま
て
ね
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な

俺
は
そ
ん
な

こ
れ
が
そ
の
資
料
で
す

 
そ
の
ま
ま
反

し
よ
う
と
す
る
気
配
を
見
せ
た
ク
ラ
デ

ル
に
八
幡
は

筒
の
中
身
を

見
せ
た

 
そ
こ
に
は

案
内
の
書

と
は
別
に

ラ
フ
コ
フ
の
マ

ク
が
大
き
く

か
れ
た

と

 
ク
ラ
デ

ル
が
最
後

獄
に
い
た
事
を

す
ロ
グ
が
書
か
れ
た

が
入

て
お
り

 
そ
れ
を
見
た
ク
ラ
デ

ル
は

り
に

え
な
が
ら
も
何
も
言
う
事
が
出
来
ず

り
込

ん
だ景

時

そ
う
な
の
か

 
景

に
確
認
す
る
よ
う
に
そ
う
問
わ
れ
ク
ラ
デ

ル
は
苦

に
満
ち
た
顔
を
し
た
が

 
さ
す
が
に
こ
こ
で
反

し
て
自
分
の

悪
な
過
去
を
親
に
知
ら
れ
る
事
は
避
け
た
か

た

よ
う
だ

う

う
ん

そ
う
な
ん
だ

さ
ん

そ
う
か

立

に
な

た
な

景
時

あ

あ
り
が
と
う
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ク
ラ
デ

ル
は
そ
う
答
え
つ
つ
も

内
心
は

は
ら
わ
た
が

え
く
り
返
る
思
い
だ

た

 
そ
の
答
え
を
確
認
し
た
八
幡
は

元
の

に

た
の
だ
が

そ
の
八
幡
の

に

 
嬉
し
そ
う
に
す
が
り
つ
く
エ
ル
ザ
の
存
在
が
ク
ラ
デ

ル
の
感
情
を
更
に
逆
な
で
し
た

こ
の
ク
ソ
女

俺
の
事
が
好
き
だ

た

に

簡

に
別
の
男
に
な
び
き
や
が

て

 
俺
の
事
が
好
き
だ

た
く
せ
に

俺
を
裏
切

た

あ
の
ア
ス
ナ
と
一

だ
な

 
そ
れ
よ
り
も
ハ
チ
マ
ン

あ
い
つ
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
ま
ず
い

 
ク
ラ
デ

ル
は

彼
な
り
に

ど
う
す
れ
ば
こ
の

況
を
逆
転
出
来
る
か
考
え
始
め
た

 
実
は
こ
の
時
ク
ラ
デ

ル
は

懐
に
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
を
忍
ば
せ
て
い
た

 
ク
ラ
デ

ル
は

先
日
ラ
フ
コ
フ
の
マ

ク
が

の
上
に
置
か
れ
て
い
た
日
か
ら

 
護
身
用
に
と
そ
れ
を
持
ち
歩
い
て
い
た
の
だ

た

優

な
俺
が

こ
の

況
を
打
開
出
来
な
い
は
ず
が
な
い

考
え
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
と
朝
景
さ
え

出
来
れ
ば

こ
ん
な

況
は

簡

に
ひ

く
り
返
せ
る

 
そ
し
て
俺
の
手
の
中
に
は

こ
の
ナ
イ
フ
が
あ
る

 
こ
の
フ
ロ
ア
は

を
上

て
す
ぐ
の

り
場
と
そ
の
横
の
部
屋
が
監

カ
メ
ラ
の
死

に
な
る
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そ
こ
で
あ
い
つ
ら
を
殺
し
横
の
部
屋
に
運
び
込
み
夜
に
な

た
ら
運
び
出
し
て
ど
こ
か

に

て
る

 
こ
れ
だ
こ
の
計
画
し
か
な
い

こ
の
華
麗
な
計
画
で
あ
い
つ
ら
を

す
る

そ
の

に

は 
ク
ラ
デ

ル
は

そ
ん
な
彼
が
考
え
る

最
高
に
華
麗
な
計
画
を
実
行
に
移
す

 
精
一

の
笑
顔
を
作
り

八
幡
と
朝
景
に
言

た

比
企
谷
さ
ん

朝
景

今
後
の
事
を

下
の

の
会
議
室
で

三
人
で
相
談
し
よ
う
じ

な
い

か 
そ
ん
な

で

ち

と

を
外
す
ね

さ
ん

そ
う
か

分
か

た

存
分
に
話
し
て
く
る
と
い
い

そ
れ
じ

行
こ
う

二
人
と
も

あ
あ

分
か

た

 
そ
し
て
そ
ん
な
三
人
を
横
目
で
見
な
が
ら

ア
ル
ゴ
が
影
景
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
そ
の
間
に
こ
ち
ら
の
モ
ニ
タ

を
使

て

し
に
設
置
し
た
機
器
の
説
明
を
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し
ま
す
ネ

お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
ク
ラ
デ

ル
は

扉
に
向
か

て
歩
き
出
し
た

 
八
幡
と
朝
景
も
立
ち
上
が

て

そ
ん
な
ク
ラ
デ

ル
の
後
に
続
い
た

 
そ
し
て
ク
ラ
デ

ル
は
扉
を
開
け

二
人
が
外
に
出
る
の
を
待
つ
事
で

 
二
人
を
先
に
行
か
せ
る
事
に
成
功
し

そ
の
ま
ま
静
か
に
二
人
の
後
に
続
い
た

 
廊
下
で
は

誰
も
何
も

ら
ず

そ
の
場
に
は

な

張
感
が
流
れ
て
い
た

 
そ
し
て
問
題
の

り
場
に
差
し

か
る
と
ク
ラ
デ

ル
は
静
か
に
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
を

抜
き

 
先
ず
最
初
に
始
末
す
べ
き

八
幡
の

目

け
て

そ
の
ナ
イ
フ
を

り
下
ろ
し
た

 
そ
の

間
に

八
幡
の

が
消
え
た

な
 
そ
し
て

バ
チ

と
い
う
音
と
共
に

ク
ラ
デ

ル
の

手
に
激

が
走
り

 
ク
ラ
デ

ル
は

そ
の

み
に

え
ら
れ
ず

持

て
い
た
ナ
イ
フ
を
取
り
落
と
し
た

や

ぱ
り
こ
う
な

た
か

残
念
だ
よ

ク
ラ
デ

ル
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第
２
６
８
話
 
凄
く
好
き

大
好
き

 
さ
て

つ
い
に
決
着
で
す

 
皆
様
に
は

新
年

々

山
の
ご

と

ま
し
の
お
言
葉
を

き
ま
し
た

 
今
年
も
楽
し
ん
で

け
る
よ
う

め
上
や
真
上
に
頑
張
り
ま
す

 
今
話
も
意
外
と
⻑
く

７
５
０
０
文

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
は

前
で
体
制
を

く
し
て
攻
撃
を
回
避
し
た
よ
う
で

 
そ
し
て
自
分
は

あ
の
ハ
チ
マ
ン
が
手
に
持
つ

棒
で

手
を
打
ち

え
ら
れ
た
ら
し
い

 
そ
う
思

た
ク
ラ
デ

ル
は

し
み
の
こ
も

た
目
で
八
幡
を
見
つ
め
な
が
ら
言

た

わ

罠
だ

た
の
か

罠

罠
に
は
め
よ
う
と
し
た
の
は
お
前
だ
ろ

俺
は
た
だ

自
衛
し
た
だ
け
だ

で
す
よ
ね

朝
景
さ
ん
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は
い
そ
の
通
り
で
す

本
当
に
馬

だ
ね
兄
さ
ん
こ
の
ま
ま

て
日
本
を
去

て
い
れ

ば 
比
企
谷
さ
ん
は

兄
さ
ん
の
事
を
見
逃
し
て
く
れ
る
つ
も
り
だ

た
の
に

じ

じ

あ
何
故

棒
な
ん
か
持

て
い
る
ん
だ

こ
れ
は
た
だ
の
護
身
用
だ

正
直
俺
も
な

こ

ち
に

て
き
て
か
ら

 
武
器
を
何
も
持
た
な
い
で
い
る
の
が
ど
う
し
て
も
不
安
で
な

 
こ
う
い
う
の
を
い
つ
も
持

て
な
い
と

落
ち
着
か
な
い
ん
だ
よ

 
ま
あ
も

と
も
お
前
が
俺
達
を
襲

て
く
る
な
ら
こ
こ
で
だ
ろ
う
と
予
想
は
し
て
た
け
ど

な
八
幡

 
そ
し
て
次
の

間

凄
い
ス
ピ

ド
で
走

て
き
た
エ
ル
ザ
が

八
幡
に

き
付
い
た

お
お

か

た
な

バ

チ
リ
映

て
た
の
か

う
ん

直
ぐ
に
他
の
人
も
来
る
と
思
う

 
そ
の
言
葉
通
り

景

と
陽
乃
と
ア
ル
ゴ
が

す
ぐ
に
こ
ち
ら
に
現
れ
た

 
景

は

り
に

え
た
顔
で

い
き
な
り
ク
ラ
デ

ル
を

鳴
り
つ
け
た
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自
分
が
何
を
や
ろ
う
と
し
た
か

分
か

て
い
る
の
か

こ
の
馬

も
の
が

ひ比
企
谷
さ
ん
う
ち
の
馬

息
子
が
と
ん
で
も
な
い
事
を

す
ぐ
に

察
を
呼
び
ま
し

う 
そ
ん
な
景

に

八
幡
は

の
ん
び
り
と
し
た
口
調
で
言

た

ま
あ
ま
あ

社
⻑

証

も
揃

て
る
し

察
を
呼
ぶ
の
は
い
つ
で
も
出
来
ま
す
か
ら

 
そ
の
前
に

ち

と
話
を
し
ま
せ
ん
か

は

は

比
企
谷
さ
ん
が
そ
う
言
う
な
ら

 
そ
し
て
そ
の
場
に
い
た
者
達
は

社
⻑
室
へ
と

た

 
ク
ラ
デ

ル
は

念
の

と
い
う
事
で

手
足
を

り
あ
げ
ら
れ
て
い
た

お
前
の
行
動
は

全
部
こ
の
モ
ニ
タ

に
映

て
た
ん
だ
よ

 
社
⻑
室
に
着
く
な
り

八
幡
は

ク
ラ
デ

ル
に
そ
う
言

た

な

何
故
そ
ん
な
も
の
が

今
日
は
業

提

の
一

と
し
て

そ
の
説
明
に
来
た
ん
だ
よ

 
あ
そ
こ
は

こ
の
フ
ロ
ア

で
は
唯
一
監

カ
メ
ラ
の
死

に
な
る
か
ら
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あ
そ
こ
に

怪
し
い
人
物
が
来
な
い
か
ど
う
か

が
判
断
し
て
く
れ
る
タ
イ
プ
の

 
う
ち
が
開
発
中
の
新
型
監

カ
メ
ラ
を
無
料
お

し

て
事
で
設
置
し
て
み
ま
せ
ん
か

て

な 
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
に
は

芸
能
人
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
情
報
が
満
載
だ
か
ら
な

 
盗
難
や

お
か
し
な
記
者
が
入
り
込
む
の
を
防
ぐ
役
に
た
つ
だ
ろ
う
と

 
今
日
実

に
あ
そ
こ
に
設
置
し
て
み
て

社
⻑
に
今
ま
さ
に
確
認
し
て
も
ら

て
た
所
に

 
お
前
が
俺
達
を
襲
う

が
バ

チ
リ
映

た
と

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

そ

そ
ん
な

ま
あ
そ
れ
は

前
で
実

は
お
前
が
何
か
す
る
な
ら
あ
そ
こ
し
か
な
い
と
思

て
そ
う
し

た

だ
が

 
八
幡
は
そ
の
事
は
口
に
出
さ
ず

景

の
方
を
見
た

そ
の
通
り
だ

本
当
に
目
を
疑

た
ぞ

お
前
が
あ
そ
こ
ま
で
馬

な
男
だ

た
と
は
な

ぐ
 
ク
ラ
デ

ル
は
う
な

れ

地
面
に

を
ゴ
ン
ゴ
ン
と
打
ち
つ
け
始
め
た

う
る
さ
い

大
人
し
く
し
て
お
れ

こ
の
馬

た
れ
が
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景

は

ク
ラ
デ

ル
に
そ
う
一

す
る
と

八
幡
の
方
に
向
き
直

た

こ
う
な

て
み
る
と

さ
す
が
に
私
に
も

色
々
と
見
え
て
き
ま
し
た

 
も
し
か
し
て
比
企
谷
さ
ん
は

こ
う
な
る
事
を

最
初
か
ら
予
想
し
て
い
た
の
で
は

 
八
幡
は

景

を
出
来
る
だ
け

付
け
た
く
な
い
と
思
い

 
ど
う
や

て
返
事
を
し
た
も
の
か
と

少
し
悩
ん
だ

 
そ
ん
な
八
幡
に

景

は

真
面
目
な
顔
で
こ
う
言

た

私
は
真
実
を
知
り
た
い
ん
で
す

ど
う
か
比
企
谷
さ
ん

私
に
気
を
遣
わ
ず

 
今
回
の
事
だ
け
じ

な
く

過
去
の
事
も

私
に
教
え
て
は

け
な
い
で
し

う
か

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は

先
ず
最
初
に

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
何
が
あ

た
か
を

話
し
始
め
た

私
達

い
や

こ
こ
か
ら
は

普
通
に
話
し
言
葉
で
話
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
ね

 
俺
達
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
あ
の
日

俺
は
偶
然
に
も

ア
ス
ナ
と
一

に
い
た
ん
で
す

 
ア
ス
ナ
は
最
初

男
性
の
ア
バ
タ

を
使

て
い
て

俺
は
た
ま
た
ま

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
が
見
つ
か
ら
ず

ま
ご
ま
ご
し
て
い
た
ア
ス
ナ
と
目
が
合

ち
ま

て

 
で

多
分

急
メ
ン
テ
が
く
る
だ
ろ
う
な
と
思

て
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そ
れ
ま
で
ア
ス
ナ
に

戦
闘
の
手
解
き
を
し
て
い
ま
し
た

ア
ス
ナ
と
い
う
の
は

あ
の
明
日
奈
さ
ん
で
す
ね

は
い

そ
し
て
そ
の
最
中
に

全
員
が
広
場
に
強
制
的
に
転
移
さ
せ
ら
れ

 
そ
こ
で
茅
場

が

の
デ
ス
ゲ

ム
の
始
ま
り
の
宣
言
を
し
ま
し
た

 
そ
こ
で
俺
達
は

現
実
と
同
じ

に
強
制
的
に
変
え
ら
れ
た
ん
で
す
が

 
俺
は
そ
れ
で
か
な
り

ち

て
と
に
か
く
新
人
を
助
け
よ
う
と
ア
ス
ナ
の

を
確
認

し
な
い
ま
ま

 
そ
の
手
を
引
い
て

事
前
に
知

て
い
た

れ
家
な

屋
に
逃
げ
込
ん
だ
ん
で
す

 
そ
こ
で
俺
は
始
め
て

ア
ス
ナ
が
女
の
子
だ

た
事
に
気
が
付
き
ま
し
た

 
あ
の
時
は
本
当
に

り
ま
し
た
よ
新
人
の
男
を
助
け
た
つ
も
り
が
実
は
女
の
子
だ

た
ん

で
す
か
ら
ね

 
そ
こ
か
ら

俺
と
ア
ス
ナ
は

行
動
を
共
に
す
る
事
に
な
り
ま
し
た

 
そ
し
て

余
曲

を

て
ア
ス
ナ
は
血
盟
騎
士
団
と
い
う
ギ
ル
ド
に
入
団
す
る
事
に
な
り

ま
し
た

 
本
来
は

々
な
が
ら

俺
が
入
る
つ
も
り
だ

た
ん
で
す
が
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ア
ス
ナ
は
自
ら

そ
の
身
代
わ
り
を

て
出
た
ん
で
す

 
そ
し
て
俺
と
ア
ス
ナ
は

ず

と
一

に
は
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が

 
ま
め
に
連

を
取
り
合
い

時
に
は
一

に
戦
い

時
に
は
仲
間
達
と
一

に
楽
し
み

 
そ
う
や

て

々
自
然
に

を

べ
て
歩
ん
で
い
き
ま
し
た

 
そ
し
て
攻
略
が
か
な
り
進
ん
だ

こ
い
つ
が
俺
達
の
前
に

を
現
し
ま
し
た

 
そ
う
い

て
八
幡
は

ク
ラ
デ

ル
を
一

し
た

こ
い
つ
は
最
初

ア
ス
ナ
の
護
衛
を
し
て
い
ま
し
た

 
そ
し
て
俺
に

か
ら
ア
ス
ナ
様
に
つ
き
ま
と

て
い
る
奴

て
の
は
お
前
か

 
み
た
い
な
事
を
言

て
き
ま
し
た

そ
の
時
は
正
直
何
だ
こ
の
勘
違
い
馬

は
と
思
い
ま

し
た
ね

 
俺
と
明
日
奈
は
お

い
の
意
思
で
ゲ

ム
開
始
の
時
か
ら
ず

と
一

だ

た

で
す
か

ら 
で

そ
の
後
も
こ
い
つ
は

ア
ス
ナ
の
家
を

勝
手
に

朝
か
ら
見
張

た
り

 
休
日
に
ア
ス
ナ
の
後
を
つ
け
ま
わ
し
た
り
ス
ト

カ

ま
が
い
の
行

を

り
返
し
て
い
た

ん
で



 第四章 ＧＧＯ編

 
あ
る
時
俺
が

そ
の

ち

と
イ
ラ
イ
ラ
し
ち

て

一
対
一
の
戦
闘
で

 
こ
い
つ
を
叩
き
の
め
し
ち

た
ん
で
す
よ

八
幡
君
私
に
気
を
遣
わ
な
い
で
く
れ

私
が
君
の
立
場
で
も
同
じ
よ
う
に
し
た
だ
ろ
う
か

ら
ね

 
景

が
そ
う
八
幡
に
声
を

け

八
幡
は

苦
笑
し
な
が
ら
話
を
続
け
た

で

そ
の
後

再
び

余
曲

を

て

俺
も
血
盟
騎
士
団
に
入
る
事
に
な
り

 
俺
は
ク
ラ
デ

ル
と
も
う
一
人
ゴ
ド
フ
リ

て
奴
と
一

に
訓
練
を
す
る
事
に
な

り
ま
し
た

 
訓
練
と
い

て
も
ま
あ
俺
の
力
を
団
員
に
見
て
も
ら
う

の
儀
式
み
た
い
な
物
だ

た
ん

で
す
け
ど
ね

 
で

そ
の
時
あ

た
出
来
事
な
ん
で
す
が

そ
の
時
の
事
は

オ
レ

ち
が
説
明
す
る

 
ア
ル
ゴ
が
そ
う
口
を

ん
で
き
た

景

は

驚
い
た
顔
で
ア
ル
ゴ
を
見
た

夢
乃
さ
ん

ま
さ
か
君
も

あ
あ

オ
レ

ち

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

情
報
屋
を
し
て
た
か
ら
な



 第２６８話 凄く好き、大好き

 
そ
れ
を

い
た
ク
ラ
デ

ル
は

愕
然
と
し
た
顔
で
ア
ル
ゴ
の
方
を
見
た

 
ど
う
や
ら
今
ま
で
ア
ル
ゴ
の
存
在
に
気
付
い
て
い
な
か

た
よ
う
で

 
ク
ラ
デ

ル
は

ギ
リ
ギ
リ
と
⻭

り
し
な
が
ら

ア
ル
ゴ
に
向
か

て
言

た

お
前
は
鼠

そ
う
か

あ
の
時
俺
の
事
が
バ
レ
た
の
は

お
前
の
仕
業
だ

た
の
か

あ
あ
お
前
が
殺
人
ギ
ル
ド
の
元
メ
ン
バ

ら
し
き
野
郎
共
と
つ
る
ん
で
る
の
を
見
か
け
た
ん

で
な

 
し

か
り
ハ

に

報
告
さ
せ
て
も
ら

た

殺
人
ギ
ル
ド

だ

て

 
朝
景
が
驚
い
た
口
調
で
そ
う
言

た

景

は
顔
を

く
し
愕
然
と
ク
ラ
デ

ル
の

顔
を
見
た

 
ク
ラ
デ

ル
は

ば
つ
が
悪
そ
う
に

そ
の

線
か
ら
目
を
背
け
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
楽
し
ん
で
プ
レ
イ
ヤ

を
殺
そ
う
と
す
る
奴
ら
の
集
ま
り
が
い
く
つ
か
あ

た
ん
だ
ぞ

 
そ
の
中
で

一
番
最
悪
だ

た
の
が

殺
人
ギ
ル
ド

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
だ

 
そ
の
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
は
ハ

達
が
か
な
り
苦
労
し
た
上
で
壊
滅
さ
せ
た
ん
だ
が
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こ
い
つ
は
そ
の
残

と

つ
る
ん
で
や
が

た
の
サ

ぐ

こ

こ
の
馬

兄
貴

景
時

お
前
は

 
ク
ラ
デ

ル
は

ふ
て
腐
れ
た
顔
で

何
も
答
え
な
か

た

で

そ
の
訓
練
中
に

こ
い
つ
は
俺
と

そ
の
ゴ
ド
フ
リ

を
殺
そ
う
と
し
て
き
ま
し
た

 
幸
い
俺
は

事
前
に
そ
の
事
を
察
知
し

対

を
練

て
い
た
ん
で

ア
ス
ナ
と
協
力
し
て

 
こ
い
つ
を
返
り
討
ち
に
し
た
上
で

こ
い
つ
を

 
犯
罪
を
犯
し
た
プ
レ
イ
ヤ

の
た
め
の
監
獄
に

叩
き
込
み
ま
し
た

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
俺
は
仲
間
と
協
力
し
て
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
す
る
事
に
成
功
し
ま
し
た

そ
の
証

が

こ
の
デ

タ
で
す

社
⻑

 
そ
う
言

て
陽
乃
は

回
収
し
た

筒
の
中
か
ら
一

の

を
取
り
出
し

景

に

し
た

 
景

は
そ
れ
を
見
て

そ
れ
が
真
実
だ
と
確
認
す
る
と

わ
な
わ
な
と

を

わ
せ
な
が
ら

言

た
殺
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
よ
う
な
事
を
し
て
お
い
て

 
そ
れ
で
済
ま
せ
て
も
ら

た
の
に

お
前
と
い
う
奴
は
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そ
し
て
景

は

し
そ
う
な
目
で

ク
ラ
デ

ル
を
見
つ
め
た

 
だ
が
ク
ラ
デ

ル
は

反
省
し
た
様
子
も
無
く

反

を
始
め
た

違
う

俺
は
あ
の
時

確
か
に
副
団
⻑
の
ア
ス
ナ
様
と

心
が
通
じ
て
い
た

 
こ
い
つ
は
そ
れ
に

し
て

話
を
で

ち
上
げ
た
だ
け
だ

 
そ
も
そ
も
誰
に
で
も
愛
さ
れ
る
俺
が
ア
ス
ナ
様
に

わ
れ
る
理
由
な
ど
無
い
じ

な
い
か

心

気
持
ち
悪
い

 
エ
ル
ザ
が

き

て
る
よ
う
に
そ
う
言
い
ク
ラ
デ

ル
は
エ
ル
ザ
に
向
か

て
言

た
な

エ
ル
ザ

お
前
は
い
つ
も

歌
で
俺
に
愛
の
言
葉
を

い
て
く
れ
て
た
じ

な
い
か

 
お
前
は
混
乱
し
て
色
々
勘
違
い
し
て
る
ん
だ
よ
そ
の
男
に
騙
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
ん
だ

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
言
わ
れ

め
て
し

か
り
と
八
幡
に

き
付
き

 
ク
ラ
デ

ル
に
見
せ
付
け
る
よ
う
に

え
る
よ
う
な
仕

を
見
せ
た

な

何
を
し
て
い
る

俺
の
女
か
ら
直
ぐ
に
離
れ
ろ
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八
幡
は
そ
ん
な
エ
ル
ザ
の

を

で
な
が
ら

話
を
続
け
た

で

そ
の
後

俺
は
こ
の

神
崎
エ
ル
ザ
と
知
り
合
い
ま
し
た

 
出
会

た
の
は
ま
あ

偶
然
だ

た
ん
で
す
け
ど

 
そ
れ
で
エ
ル
ザ
と
仲
良
く
な

た
俺
は
あ
る
時
エ
ル
ザ
か
ら
悩
み
の
相
談
を
受
け
た
ん
で

す 
そ
れ
は

こ
の
ク
ラ
デ

ル
が
し
つ
こ
く
言
い
寄

て
く
る
か
ら

 
社
⻑
に
は

が
あ

て

し

な
い
け
ど

可
能
な
ら
独
立
し
た
い
と
い
う
も
の
で
し
た

 
八
幡
は

こ
う
な

て
は

も
う
話
を
取
り

て
も
仕
方
が
無
い
と
思

た
の
か

 
景

に
頼
ま
れ
た
通
り

真
実
を
伝
え
る
事
に
し
た

ち

違

俺
と
エ
ル
ザ
は

両
思
い
な
ん
だ

そ
れ
だ
け
な
ん
だ
よ

さ
ん

り
な
よ

こ
の

大
妄
想
狂

 
朝
景
は

た
く
ク
ラ
デ

ル
に
そ
う
言
い
放

た

何
だ
と

朝
景

貴
様

弟
の
く
せ
に

 
朝
景
は

そ
れ
を
無

し

景

に
話
し

け
た

さ
ん

他
の
人
達
か
ら
も

も
う
証
言
は
と
れ
て
る
ん
だ
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う
ち
に
所
属
し
て
い
る
女
性
達
の

う
ち
に
対
す
る

象
は

も
う
最
悪
な
ん
だ
よ

 
一
歩
間
違
え
れ
ば

全
員
が
移

を

し
出
て
き
て
も
お
か
し
く
な
い
く
ら
い
に
ね

何
だ
と

 
景

は

そ
の
言
葉
に

然
と
な

た

違
う

本
当
に
違
う
ん
だ

さ
ん

あ
い
つ
ら
は
皆

俺
の
事
が
好
き
だ

た
か
ら

 
あ
い
つ
ら
が
俺
と
エ
ル
ザ
の
仲
に

し
て
会
社
を
や
め
た
り
し
な
い
よ
う
に

 
俺
が
ま
め
に

愛
を

え
る
事
で

バ
ラ
ン
ス
を
と

て
い
た
だ
け
な
ん
だ
よ

 
こ
れ
は
全
部

会
社
の

な
ん
だ

さ
ん

 
そ
ん
な
ク
ラ
デ

ル
の
言
葉
は

も
う
景

の

に
入
る
事
は
無
か

た

 
景

は
そ
の
言
葉
を
完
全
に
無

し
朝
景
と
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
苦

に
満
ち
た
顔

で
言

た

私
が

私
が
こ
の
馬

息
子
が
更
正
す
る
の
を
期
待
し
て

 
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
い
た
せ
い
で

そ
ん
な
事
に

僕
も
同
罪
だ
よ

さ
ん

僕
も

こ
の
事
を
比
企
谷
さ
ん
達
に
教
え
て
も
ら
う
ま
で

 
こ
の
事
に
気
付
か
な
か

た
ん
だ
か
ら
ね



 第四章 ＧＧＯ編

 
そ
し
て
景

は

八
幡
に

き
付
い
た
ま
ま
の
エ
ル
ザ
に
向
か

て

を
下
げ
た

エ
ル
ザ

本
当
に
す
ま
な
か

た

山

な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

た
ね

社
⻑

私
に
は
八
幡
が
つ
い
て
て
く
れ
る
か
ら

今
は
も
う
大
丈
夫
だ
よ

 
だ
か
ら
も
う

色
々
と
気
に
病
む
の
は
や
め
て

そ
う
か

比
企
谷
さ
ん
が

今
の
エ
ル
ザ
の

え
な
ん
だ
な

う
ん

独
立
の
話
は

を
つ
い
ち

て

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
で
も

自
分
の
力
を

し
た
い

て
の
は
本
当
な
の

 
私
の
心
は

今
は
こ
の
八
幡
が

え
て
く
れ
る
か
ら

 
だ
か
ら
私

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
に

い
事
が
あ

て
も

頑
張
れ
る
と
思
う
の

う
ん
う
ん

エ
ル
ザ
は
比
企
谷
さ
ん
の
事
が
好
き
な
ん
だ
ね

 
で
も
比
企
谷
さ
ん
に
は
も
う
明
日
奈
さ
ん
と
い
う
素
敵
な
パ

ト
ナ

が
い
る
ん
だ
よ

 
エ
ル
ザ
は
そ
れ
で
も
平
気
な
の
か
い

 
そ
の
言
葉
を

き

ク
ラ
デ

ル
は
再
び
激
高
し
た

な

何
だ
と

貴
様

い
つ
か
ら
ア
ス
ナ
様
と

い
つ
か
ら

て
言
わ
れ
て
も

俺
と
明
日
奈
は
も
う
す
ぐ
結
婚
す
る
予
定
な
ん
だ
が
な
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ゆ

許
さ
ん

そ
ん
な
の
絶
対
に
許
さ
ん
ぞ

別
に
お
前
の
許
可
な
ん
か
求
め
て
な
い
け
ど
な

 
八
幡
は

た
く
そ
う
言
い
放
ち
エ
ル
ザ
は
そ
の
や
り
取
り
を
横
目
に
明
る
い
声
で
景

に
言

た

明
日
奈
は
友
達
だ
し

私
は
八
幡
の

に
い
ら
れ
る
だ
け
で
満
た
さ
れ
て
る
か
ら

 
平
気
だ
よ

社
⻑

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ

 
比
企
谷
さ
ん

エ
ル
ザ
の
事

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は

そ
の
言
葉
を
受
け

力
強
く

い
た

は
い

俺
と
し
て
は

一
度
仲
間
に
な

た
奴
は

絶
対
に
見

て
た
り
し
ま
せ
ん

 
全
力
で
守
り
ま
す
か
ら
安
心
し
て
下
さ
い

ま
あ
過
度
に

や
か
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
け

ど
ねあ

り
が
と
う

比
企
谷
さ
ん

社
⻑

業

提

の
話
は

ち

ん
と
こ
の
ま
ま
進
め
ま
す
か
ら

 
今
ま
で

い
思
い
を
さ
せ
た
分
所
属
し
て
い
る
女
性
の
方
々
に
報
い
て
あ
げ
て
下
さ
い
ね
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あ
り
が
と
う

雪
ノ
下
社
⻑

心
か
ら
感
謝
し
ま
す

さ
ん

こ
れ
か
ら
二
人
で

全
員
の
所
に

謝
り
に
行
こ
う
か

そ
う
だ
な

苦
労
を
か
け
て
す
ま
な
い
な

頼
む
ぞ
朝
景

お
前
が
次
の
社
⻑
だ
か
ら
な

 
こ
う
し
て
話
は
全
て

く
収
ま
り
問
題
は
ク
ラ
デ

ル
の
処
遇
だ
け
と
い
う
事
に
な

た
比
企
谷
さ
ん

私
と
し
て
は

こ
の
ま
ま

察
に
突
き
出
す
し
か
な
い
と
思
う
の
で
す
が

で
も
そ
れ
だ
と
ス
キ

ン
ダ
ル
に
な

て
倉
エ

ジ

ン
シ

も
危
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す

 
別
に
今
回

誰
も
怪
我
を
し
た
り
と
い
う
事
は
無
か

た

で
す
し

 

察
ま
で
は

呼
ば
な
く
て
も
い
い
ん
じ

な
い
で
し

う
か

し
か
し
さ
す
が
に
不
問
に
付
す

に
は

そ
こ
で
社
⻑

こ
ん
な
物
が
あ
る
ん
で
す
が

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

一

の
メ
モ
を

景

に
手

し
た

こ
れ
は

失

な
が
ら

正
気
と
は
思
え
な
い

目
が

ん
で
い
る
よ
う
で
す
が

そ
れ
は
結
城
家
が

す
る
と
あ
る

正

設
の
カ
リ
キ

ラ
ム
の
一

ら
し
い
で
す
よ



 第２６８話 凄く好き、大好き

そ
れ
は
ま
さ
か

結
城

で
す
か

ご
存
知
で
し
た
か

な

や
め
ろ

俺
は
た
だ

あ
い
つ
ら
の
愛
に
応
え
て
い
た
だ
け
だ

 

正
の
必
要
な
ん
か
ま

た
く
無
い

 
ク
ラ
デ

ル
が

再
び
何
か
言
い
出
し
た
が

そ
の
相
手
を
す
る
者
は

も
う
誰
も
い
な

か

た
え
え

噂

度
で
す
が

更
正

パ

セ
ン
ト
を

る
と
い
う

伝
説
の

で
す
な

そ
こ
に
こ
い
つ
を
叩
き
込
む
と
い
う
の
は
ど
う
で
し

う

う
う
む

 
考
え
込
む
景

に

八
幡
は
笑
顔
で
言

た

実
は
俺

先
日
あ
そ
こ
の
当
主
を
叩
き
の
め
し
た
せ
い
で

 
結
城
家
の
次
期
当
主
に
指
名
さ
れ
ち

た
ん
で
す
よ
ね

だ
か
ら

俺
が
頼
め
ば

 
多
分
普
通
よ
り
も
厳
し
い
カ
リ
キ

ラ
ム
を
組
ん
で
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ

ま
あ
死
な

な
い

度
に

 
そ
う
言

て
八
幡
は

そ
の
カ
リ
キ

ラ
ム
の
書
か
れ
た
メ
モ
を
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ク
ラ
デ

ル
か
ら
よ
く
見
え
る

置
に
置
き
そ
れ
を
見
た
ク
ラ
デ

ル
は
顔
面

白

に
な

た

な

何
だ
こ
れ
は

 
絶
望
を
顔
に

ま
せ
な
が
ら

そ
う

い
た
ク
ラ
デ

ル
に

八
幡
は

そ

と

ね
た

と
こ
ろ
で
お
前

ま
だ
ラ
フ
コ
フ
と
関
係
し
て
ん
の
か

あ

あ
ん
な
奴
ら
と
一

に
い
ら
れ
る

が
な
い
だ
ろ

あ
い
つ
ら
本
物
の
狂
人
だ
ぞ

あ
い
つ
ら
も

お
前
に
だ
け
は

そ
う
言
わ
れ
た
く
な
い
と
思
う
け
ど
な

 
そ
し
て
景

は

感
心
し
た
顔
で

八
幡
に
言

た

何
と

ま
さ
か
あ
の
結
城
家
の
当
主
と
は

 
比
企
谷
さ
ん
あ
な
た
と
い
う
人
は
普
通
で
は

し

れ
な
い
ス
ケ

ル
の
持
ち
主
で
す
な

い
や
ま
あ
名
前
だ
け
で
実

は
全
部
他
人
に

投
げ
す
る
気
満
々
な
ん
で
す
け
ど
ね

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
は
に
か
ん
だ

ち
な
み
に
社
⻑

彼
は
う
ち
の
次
期
社
⻑
に
内
定
し
て
い
ま
す
わ

 
そ
し
て
お
そ
ら
く

い
ず
れ
は

雪
ノ
下
家
全
て
が

彼
の

令
に

う
事
に
な
り
ま
す
わ

 
そ
の
時
は
多
分

あ
の
レ
ク
ト
で
さ
え
も
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何
と

そ
れ
は
凄
い

 
そ
し
て
景

と
朝
景
は
顔
を
見
合
わ
せ
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
何
か
の
合
意
に
至

た
の
か

 
朝
景
が
八
幡
に

こ
う
言

た

そ
の
時
が
来
た
ら

う
ち
も
是
非

そ
の

下
に
加
え
さ
せ
て
下
さ
い

え

あ

い
や

え

と

姉
さ
ん

こ
れ
は
ど
う
す
れ
ば

そ
う
い
う
時
は

笑
顔
で

分
か
り
ま
し
た
と
言
え
ば
い
い
の
よ

ま
じ
す
か

 
そ
し
て
八
幡
は

り
か
ら
の
期
待
の
こ
も

た

線
を
受
け

笑
顔
で
言

た

分
か
り
ま
し
た

も
し
そ
う
な

た
ら

そ
の
時
は
一

に
頑
張
り
ま
し

う

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
ん
な
八
幡
に

エ
ル
ザ
は

神
を
見
る
よ
う
な

線
を
向
け
て
い
た

 
ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
の
八
幡
に
対
す
る
信

度
が

更
に
上
昇
し
た
よ
う
だ

た

 
そ
れ
と
同
時
に
エ
ル
ザ
は
帰

た
ら
ま
た
あ
の
動
画
を
見
て
ハ

ハ

し
よ
う
と
心
に

決
め
て
い
た
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そ
れ
じ

あ
こ
い
つ
の
処
遇
は

全
て
お
任
せ
し
ま
す

 
全
て
話
が

ま

た
後

景

は

八
幡
に
言

た

は
い

任
を
持

て
結
城

に
叩
き
込
ん
で
お
き
ま
す
ね

姉
さ
ん
人
の
手
配
を
お
願

い
し
ま
す

も
う
し
て
あ
る
わ

ま
も
な
く
到
着
す
る
予
定

さ
す
が
魔
王
様

仕
事
が

い

そ
こ
に
し
び
れ
る
憧
れ
る

ふ
ふ

エ
ル
ザ
ち

ん
も

歌
で
魔
王
を
目
指
し
て
み
る

そ
の
手
が
あ

た

や

て
み
ま
す

魔
王
様

 
そ
の
あ
さ

て
の
方
向
に
突

走
ろ
う
と
す
る
エ
ル
ザ
の

に
八
幡
は

て
拳
骨
を
落

と
し
た

 
エ
ル
ザ
は

が
る
そ
ぶ
り
も
見
せ
ず
逆
に
興
奮
し
た
よ
う
に
八
幡
に
正
面
か
ら

き
付

き 
そ
の
胸
に
顔
を

め
な
が
ら

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

八
幡

本
当
に
あ
り
が
と
う

大
好
き

お
う

俺
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
け
ど

ま
あ
ど
う
い
た
し
ま
し
て
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ひ
ど
い
上
に
疑
問

で
も
そ
こ
が
大
好
き

は

本
当
に
お
前

俺
が
何
を
言

て
も
好
き
に
変
え
ち
ま
う
の
な

う
ん

凄
く
好
き

大
好
き

 
そ
し
て
ク
ラ
デ

ル
は

陽
乃
が
手
配
し
た

屈
強
な
男
達
に
ド
ナ
ド
ナ
さ
れ
て
い
き

 
八
幡
か
ら
連

を
受
け
た

は

そ
の
八
幡
の
頼
み
を

し
た

任
せ
ろ

が

⻑
と
相
談
し
て

直
々
に
特
別
待
遇
で
も
て
な
し
て
や
る
わ
い

お
い
お
い

間
違

て
殺
さ
な
い
よ
う
に
な

特
別
に

三
年
コ

ス
に
し
て
お
く
ぞ
い

 
こ
う
し
て

エ
ル
ザ
を
独
立
さ
せ

ク
ラ
デ

ル
を

す
る
と
い
う
当
初
の
計
画
は

 
完

に

行
さ
れ
残
念
な
が
ら
ラ
フ
コ
フ
の
残

に
繋
が
る
ヒ
ン
ト
こ
そ
得
ら
れ
な
か

た

が 
ク
ラ
デ

ル
以
外
の
全
て
の
者
が

以
前
よ
り
も

少
し
幸
せ
に
な

た

  
一
方
そ
の

ベ
ン
ケ
イ
に
護
衛
を
頼
み

今
日
も
ヘ
カ

ト

の
射
撃
訓
練
を
行
お
う
と

 
ロ
グ
イ
ン
し
た
シ
ノ
ン
は

広
場
に
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
る
の
を
見
付
け
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ベ
ン
ケ
イ
と
共
に

そ
ち
ら
に
向
か

て
歩
い
て
い

た

何
だ
ろ
ね

ケ
イ

何
で
す
か
ね

と
り
あ
え
ず
見
て
み
ま
し

う

 
そ
こ
で
二
人
が
見
た
も
の
は
一
月
後
に
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
が
開
さ
れ
る
と
い
う
告
知
だ
た

 
と
い
う

で

め
上
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

多
分

最
後
に
サ
ラ

と
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第
２
６
９
話
 
怪
し
い
噂

 
い
つ
も
誤

報
告
を
下
さ
る
方
々

本
当
に
助
か
り
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

八
幡
君

お
帰
り

お
う

た
だ
い
ま

明
日
奈

 
全
て
の
問
題
を
解
決
し
疲
れ
た
体
を
引
き
ず
り
な
が
ら
帰
宅
し
た
八
幡
を
明
日
奈
が
出
迎

え
た

 
明
日
奈
は

も
う
す

か
り
比
企
谷
家
に

ん
で
お
り

 

囲
の
家
の
者
達
か
ら

小
町
や
八
幡
の
⺟
は

よ
く
こ
う
言
わ
れ
て
い
た

小
町
ち

ん

素
敵
な
お
姉
さ
ん
が
出
来
て

本
当
に
良
か

た
わ
ね

比
企
谷
さ
ん

く

の
顔
が
見
た
く
て
仕
方
が
無
い
ん
じ

な
い

ま
し
い
わ

 
そ
し
て
明
日
奈
は

作
戦
の
成
功
を
確
信
し
つ
つ
も

八
幡
に
こ
う

ね
た
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お
帰
り

ど
う
だ

た

オ

ル
ク
リ
ア

も
う
何
も
心
配
は
無
い

そ

か

ま
あ
分
か

て
た
け
ど
ね

 
八
幡
は

明
日
奈
に
そ
う
答
え
る
と

疲
れ
た
顔
で
ソ
フ

に

を
下
ろ
し
た

 
同
窓
会
の
日
か
ら

エ
ル
ザ
の
独
立
を
勝
ち
取
る
だ
け
の
つ
も
り
だ

た
の
に

 
⻑
野
か
ら
京
都
を

て

こ
こ
ま
で
と
ん
で
も
な
く
色
々
な
事
が
あ
り

 
さ
す
が
の
八
幡
も

全
て
の

案
が
解
決
に
至

た
事
で
安
心
し
た
せ
い
か

 
一
気
に
疲
れ
が
押
し
寄
せ
て
き
た
よ
う
だ

た

 
そ
ん
な
八
幡
の
隣
に
当
然
と
い

た
感
じ
で
明
日
奈
が
密
着
し
て

を
下
ろ
し
た
の
だ
が

 
八
幡
は

そ
ん
な
明
日
奈
を
何
故
か
遠
ざ
け
た

明
日
奈
悪
い

も
う
二
歩
ほ
ど
隣
に
座

て
く
れ

え

あ

う
ん

 
明
日
奈
は
そ
の
予
想
外
の
言
葉
に

ま
さ
か

わ
れ
た

と

一

目
の
前
が
暗
く
な

た

が 
次
の

間
に
八
幡
は

明
日
奈
の
方
に
倒
れ
込
み

そ
の

の
上
に

を
乗
せ
る
と
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少
し

え
る
よ
う
に

を
ご
ろ
ご
ろ
さ
せ
た

 
明
日
奈
は
驚
い
た
が

直
ぐ
に
優
し
い
手
付
き
で

八
幡
の

を

で
始
め
た

そ
ん
な
に
疲
れ
ち

た

あ
あ

か
な
り
な

や

ぱ
り
ク
ラ
デ

ル
の
せ
い

ど
う
だ

た

前
と
同
じ
感
じ
だ

た

 
そ
の
問
い
に

八
幡
は

一

ビ
ク

と
し
た
後

 
明
日
奈
の

に
手
を
回
し

そ
の
ま
ま
明
日
奈
の
お
腹
に
顔
を

め
た

も
う

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

 
明
日
奈
は

そ
の
八
幡
の

え

り
に

愛
の
こ
も

た
口
調
で
そ
う
言

た

 
そ
れ
に
対
し
て
の
八
幡
の
答
え
は

こ
う
だ

た

気
持
ち
悪
か

た

えあ
い
つ

前
と
同
じ
か

そ
れ
以
上
に
気
持
ち
悪
か

た
わ

そ

そ
う
な
ん
だ

 
明
日
奈
は

あ
れ
以
上

と

当
時
の
事
を
思
い
出
そ
う
と
し
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気
持
ち
悪
さ
を
覚
え

直
ぐ
に
考
え
る
の
を
や
め
た

や

ぱ
り
明
日
奈
を
連
れ
て
い
か
な
く
て
正
解
だ

た
わ

う

う
ん

さ
す
が
に
そ
れ
だ
と

そ
の
方
が
私
も
助
か

た
か
も

 
さ
す
が
の
明
日
奈
も

八
幡
が
そ
こ
ま
で
言
う
か
ら
に
は

 
本
当
に
ひ
ど
か

た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い

そ
れ
に
同
意
し
た

で

結
局
海
外
に

学
で

穏

に
解
決

あ
あ

そ
れ
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て

一

立
ち
上
が
り
か
け
た
が

 
明
日
奈
と
離
れ
る
の
が

し
か

た
の
か

明
日
奈
の

に
回
し
た

手
は
そ
の
ま
ま
に

 

手
を
明
日
奈
の

の
下
に
回
す
と

明
日
奈
の
体
を

そ
の
ま
ま
持
ち
上
げ
た

よ

と

き
 
八
幡
は

そ
の
ま
ま
ソ
フ

に
座
り

明
日
奈
は

八
幡
に
横

き
に
さ
れ
た
ま
ま

 
八
幡
の

の
上
に
座
る
格
好
と
な

た

い

い
き
な
り
ど
う
し
た
の
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明
日
奈
は

珍
し
く

的
な
八
幡
に

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
そ
う

ね
た

実
は
今
日

ま
た
ク
ラ
デ

ル
の
馬

に
殺
さ
れ
か
け
て
な

え
え

 
そ
し
て
八
幡
は

何
故
そ
う
な

た
か
の

を

明
日
奈
に
説
明
し
た

あ
の
人
は

本
当
に
変
わ
ら
な
い
ん
だ
ね

あ
あ

小
猫
と
は
大
違
い
だ
よ
な

南
と
も
ね

お

確
か
に
そ
う
だ
な

 
八
幡
は

そ
う
い
え
ば

日

明
日
奈
が
南
に
会

て
た
な
と
思
い

 
ど
う
だ

た
の
か

ね
る
事
に
し
た

南
の
様
子
は
ど
う
だ

た

う
ん

ハ

キ
リ
と
し
た
目
標
が
出
来
た
せ
い
か

 

日
張
り
が
あ

て

す
ご
く
充
実
し
て
る
み
た
い
だ
よ

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
れ
を

い
て

満
足
そ
う
に

い
た
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あ
い
つ
も
本
当
に
変
わ

た
ん
だ
な

で
も
ま
あ
変
わ
ら
な
く
て
い
い
も
の
だ

て
あ
る
だ

ろ 
そ
う
言

て
八
幡
は

明
日
奈
を

き
寄
せ
た

あこ
れ
か
ら
何
年
た

て
も
俺
と
明
日
奈
は
こ
う
し
て
一

に
い
る
そ
れ
は
ず

と
変
わ
ら

な
いう

う
ん

そ
う
だ
ね

要
す
る
に
そ
れ
が
言
い
た
か

た
か
ら
今
日
は
た
ま
た
ま
こ
う
し
て
み
た

て
だ
け
な
ん

だ
け
ど
な

 
そ
の
八
幡
の
説
明
に

明
日
奈
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
言

た

べ
別
に

日
で
も
私
は
気
に
し
な
い
と
い
う
か
む
し
ろ
そ
の
方
が
い
い
と
言
う
か

 
そ
の
明
日
奈
の
か
わ
い
い
お
願
い
を

い
た
八
幡
は

顔
を

く
し

 
恥
ず
か
し
い
の
を
誤
魔
化
す
よ
う
に
言

た

ま

ま
あ
た
ま
に
な

う

う
ん

そ
う
だ
ね

た

た
ま
に
ね
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そ
し
て
二
人
は

く
キ
ス
を
交
わ
し
八
幡
は
真

に
な

た
顔
を
見
ら
れ
な
い
よ
う

に 
明
日
奈
の
顔
を

自
分
の
胸
に

き
な
が
ら

説
明
を
続
け
た

で
な

倉
社
⻑
は

察
に

え
る

て
言

た
ん
だ
が

 
俺
が
追
い
込
ん
だ
面
も
確
か
に
あ
る
か
ら

そ
れ
は
ち

と
気
が
引
け
て
な

 
結
局

被
害

と
か
は
出
さ
ず

じ
じ
い
に

投
げ
す
る
事
に
し
た
わ

え

じ
じ
い

て

も
し
か
し
て

大

様

て
事
は
ま
さ
か

結
城

お
お
そ
の
ま
さ
か
だ
な

あ
の
じ
じ
い
話
を
し
た
ら
特
別
コ

ス
に
す
る
と
か
言
い
出

し
て
な

 
ク
ラ
デ

ル
は
結
局

結
城

に
三
年
通
う
事
に
な
る
そ
う
だ

あ

あ
れ
を
三
年

 
明
日
奈
は
帰
り
の
新

線
の
中
で
見
せ
て
も
ら

た
結
城

の
カ
リ
キ

ラ
ム
を
思
い
出

し
な
が
ら

 
戦

し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

ま
あ

あ
い
つ
に
と

て
は

本
当
に
真
人
間
に
な
る
ラ
ス
ト
チ

ン
ス
だ
な



 第四章 ＧＧＯ編

さ
す
が
に
あ
の
人
も

こ
れ
で
変
わ
る
か
な

案
外
何
年
か
後
に
は

出
家
し
て
た
り
な

え
え

そ
ん
な
の
ま

た
く
想
像
出
来
な
い
よ

は
は

ま
あ

俺
も
だ

 
そ
し
て
二
人
が

再
び
キ
ス
を
し
よ
う
と
し
た

間

二

で
バ
タ
ン
と
ド
ア
の
音
が
し
て

 
小
町
が

て
た
様
子
で

を
ド
タ
ド
タ
と
駆
け
下
り
て
き
た

お

お
兄
ち

ん

帰

て
た
ん
だ
ね

大
変
な

の

あ

 
そ
こ
で
小
町
は

八
幡
の

の
向
こ
う
に

れ
て
見
え
な
か

た
明
日
奈
に
気
が
付
き

 

況
を
一

で

す
る
と

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
二
人
に
こ
う
言

た

あ
あ

と

こ
れ
は
こ
れ
は

失

し
ま
し
た

 
小
町
も
も
う
す
ぐ
お
ば
さ
ん
か

そ
れ
じ

あ
ご
ゆ

く
り

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
す
る
と

て
て
八
幡
の
上
か
ら
下
り

 
ソ
フ

か
ら
身
を
乗
り
出
す
と

小
町
に
向
か

て
手
を

ば
し
な
が
ら
言

た

ま

待

て
小
町
ち

ん

今
は
そ
こ
ま
で
は
し
て
な
い
か
ら

い
・
ま
・
は
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あ
 
小
町
は

し
て
や

た
り
と
い
う
顔
で
そ
う
言
い

明
日
奈
は
顔
を

く
し
た

 
そ
ん
な
二
人
に

八
幡
は

平
然
と
し
た
顔
で
言

た

お
義
姉
ち

ん
を
あ
ん
ま
り
か
ら
か
う
な
よ

小
町

で

何
か
あ

た
の
か

 
そ
ん
な
八
幡
に

小
町
は
悔
し
そ
う
に
言

た

う
う

お
兄
ち

ん
が
ま

た
く
動
じ
て
な
い
な
ん
て

何
か
悔
し
い

 
実
は
そ
れ
は

八
幡
が
最
近
装
備
を
完
了
し
た

強
化
外
骨
格
を
活
用
し
た
だ
け
で
あ

て

 
実

の
所
八
幡
は

か
な
り
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
て
い
た
の
だ
が

 
幸
い
そ
れ
は

小
町
に
は
気
付
か
れ
な
か

た

 
そ
し
て
小
町
は
八
幡
に

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
が

一

月
後
に
行
わ
れ
る
事
を
報
告
し
た

な
る
ほ
ど

つ
い
に
か

う
ん

つ
い
さ

き
発
表
さ
れ
た
み
た
い

 
そ
れ
じ

あ
小
町

シ
ノ
の
ん
を
待
た
せ
て
る
か
ら

一
度
あ

ち
に

る
ね

ん

そ
れ
じ

あ
俺
達
も

ち

と
イ
ン
し
て
み
る
か

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

か
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そ
し
て
三
人
は

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
向
か
い

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
さ
す
が
に
ピ
ト
フ

イ
の

は
無
く

シ

ナ
は
安

す
る
と

 
事
前
に
相
談
し
て
い
た
通
り

点
へ
と
向
か

た

シ

ナ

お
う
シ
ノ
ン

や

ぱ
り
お
前

Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
る
の
か

う
ん
目
標
に
し
て
た
し
ね

て
も
し
か
し
て
そ
の
言
い
方
だ
と
シ

ナ
は
出
な
い
の

そ
う
だ
な

実
は
ち

と

大
会
中
に
や

て
お
き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
よ
な

へ

何
を
す
る
の

実
は
ち

と

酒
場
の
モ
ニ
タ

で
監

を
な

監
 
シ

ナ
は

今
回
の
ク
ラ
デ

ル
の
一
件
で

ラ
フ
コ
フ
の
情
報
が
ま

た
く
得
ら
れ
な

か

た
事
に

 
内
心
少
し
落

し
て
い
た

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
開

中
は
怪
し
い
者
が
い
な
い
か
見

め
る

に

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
実
況
が
行
わ
れ
る
予
定
の

ゲ

ム
内
の
酒
場
で

 
そ
れ

い
者
が
い
な
い
か

監

を
行
う
事
に
し
た
の
だ

た
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そ

か

残
念
だ
け
ど

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
ね

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
出
る

て
な
ら

俺
も
出
る
気
に
な

た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

 
お
そ
ら
く
あ
い
つ
は
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
ら

本
来
の
目
的
に

ろ
う
か
と
思

て
な

 
ま
あ
見
つ
か
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

他
に
手
も
無
い
し
な

じ

あ

私
も
付
き
合
う
よ

他
に
ラ
フ
コ
フ
の
事
を
知

て
る
の
は

 
私
と

後
は
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
く
ら
い
だ
し
ね

 
シ
ズ
カ
の
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
そ
う
い
え
ば
と
思
い
ロ
ザ
リ
ア
を
呼
び
出
す
事
に
し

た 
幸
い
ロ
ザ
リ
ア
も
イ
ン
し
て
お
り
ロ
ザ
リ
ア
は
呼
び
出
し
を
受
け
す
ぐ
に

点
に
顔
を

出
し
た

 
そ
し
て
到
着
し
た
ロ
ザ
リ
ア
の
横
に
は

何
故
か
ピ
ト
フ

イ
が
い
た

何
だ

ピ
ト
も
来
た
の
か

う
ん
シ

ナ
の

い
が
し
た
か
ら
こ

ち
に
向
か

て
た
ら
偶
然
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
に

会

て
ね

相
変
わ
ら
ず
化
け
物
だ
な
お
前

だ
か
ら
褒
め
す
ぎ
だ

て
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だ
か
ら
褒
め

て

先
回
り
さ
れ
た

お
前
は
ワ
ン
パ
タ

ン
な
ん
だ
よ

も

と

夫
し
ろ

夫

う

何
か
悔
し
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ロ
ザ
リ
ア
に

監

の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た

分
か
り
ま
し
た

お
手
伝
い
し
ま
す

後

報
告
し
た
い
事
が

お
前

い
い
加

こ
の

点
に
い
る
時
は

普
通
に
話
し
て
い
い

て

分
か

た
わ

で

報
告
な
ん
だ
け
ど

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
開

が
発
表
さ
れ
て
か
ら

 
ゼ
ク
シ

ド
一

が

変
な
噂
を
流
し
て
る
の
よ

噂

ど
ん
な
だ

そ
れ
が
ね
Ａ
Ｇ

特
化
型
が
最
強

て
事
あ
る
ご
と
に
触
れ
回

て
る
み
た
い
な
の
よ

あ
ん

 
シ

ナ
は
そ
の
意
図
が
分
か
ら
ず
何
か
あ
る
の
か
と
考
え
た
が
に
わ
か
に
答
え
は
出
な
い

 
そ
ん
な
八
幡
に

ベ
ン
ケ
イ
が

ね
た

お
兄
ち

ん

実

の
所

そ
れ

て
ど
う
な
の

そ
う
だ
な
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シ

ナ
は

少
し
考
え
た
後

こ
う
答
え
た

え
ば
シ
ズ
や
ケ
イ
は

安
定
し
た
速
度
を

る

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｇ

型
だ
ろ

う
ん

対
し
て
俺
や
シ
ノ
ン
や
ピ
ト
は

完
全
な
Ｓ
Ｔ
Ｒ
型
だ

 
戦
闘
時
の
速
度
は

個
人
の

発
力
に
依
存
す
る
事
に
な
る

 
俺
も
シ
ズ
カ
も

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
ほ
ぼ
Ａ
Ｇ

全

り
だ

た
が

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は

ど
ち
ら
も
Ａ
Ｇ

特
化
に
は
し
て
い
な
い

そ
れ
は
何
故
か

何
故
か

そ
れ
は
当
然
ア
レ
の
せ
い

 
ピ
ト
フ

イ
が
そ
う
合
い
の
手
を
入
れ

シ

ナ
は

ピ
ト
フ

イ
に

き
な
が
ら
言

た

そ
う

ど
れ
く
ら
い

物
を
持
て
る
か
が

Ｓ
Ｔ
Ｒ
に
依
存
し
て
い
る
か
ら
だ

 
つ
い
で
に
性
能
の
い
い
銃
が
持
て
る
か
ど
う
か
も
な

 
こ
れ
は
こ
の
ゲ

ム
の

点
と
言
え
な
く
も
な
い

何
故
な
ら

全

り
す
る
場
合
に

 
Ｓ
Ｔ
Ｒ
以
外
の
選
択
肢
を
と
れ
な
い
か
ら
だ

も
し
Ａ
Ｇ

な
ん
ぞ
に
全

り
す
る
と
し
た

ら 
そ
の
場
合
は

必
ず
頼
り
に
な
る
仲
間
の
存
在
が

不
可

と
な
る
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ま
あ

戦
闘
に
そ
こ
ま
で

障
が
あ
る
か
と
い
え
ば

普

は
そ
う
で
も
な
い
が

 
こ
う
い

た
大
会
だ
と
相
手
の
装
備
に
押
さ
れ
る
可
能
性
や

切
れ
を

こ
す
危
険
性
は

否
め
な
い

な
る
ほ
ど

特
に
俺
と
シ
ノ
ン
は

Ｓ
Ｔ
Ｒ
に
全

り
し
な
い
と

 
Ｍ
８
２
や
ヘ
カ

ト

を
運
用
す
る
の
は
不
可
能
だ

ピ
ト
は
知
ら
ん

私
は
色
々
な
武
器
を
と

か
え
ひ

か
え
す
る
タ
イ
プ
だ
か
ら

な
る
ほ
ど
な

そ
う
い
う
事
だ

た
か

う
ん

そ
れ
な
ら
確
か
に

他
の
選
択
肢
は
と
れ
な
い
な

 
シ

ナ
は
納
得
し
た
よ
う
に

く
と

更
に
説
明
を
続
け
た

つ
ま
り

Ａ
Ｇ

に
全

り
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
い
う
事
は

あ
あ

そ
う
か

理
由
が
分
か

た

あ
あ
他
の
プ
レ
イ
ヤ

を
少
し
で
も

体
さ
せ
よ
う
と
す
る
あ
い
つ
の
涙
ぐ
ま
し
い
努

力
だ
な
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あ
あ

う
わ

小
物
感
が
凄
い
ね

さ

す
が
ゼ
ク
シ

ド

小
物
界
の
大
物

ま
あ
そ
ん
な

で

だ
ま
さ
れ
る
奴
も
い
る
だ
ろ
う
が

俺
達
に
は
関
係
な
い

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う

 
シ

ナ
は
そ
う
結

付
け

ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
説
明
に
納
得
し
た

そ
れ
じ

あ

と
り
あ
え
ず
そ
れ
に
つ
い
て
は

ほ

と
け
ば
い
い
の
ね

あ
あ

問
題
無
い

今
ま
で
通
り

な
ん
と
な
く
そ
の
動
向
に
注
意
す
る

度
で
い
い

了
解
よ

 
そ
し
て
次
に
ピ
ト
フ

イ
が

シ

ナ
に

ね
た

と
こ
ろ
で
シ

ナ
は

も
ち
ろ
ん
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
は
出
る
ん
で
し

あ
あ

ピ
ト
は
さ

き
い
な
か

た
か

俺
は
出
な
い
ぞ

え

何
で

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ピ
ト
フ

イ
に

先
ほ
ど
と
同
じ
説
明
を
し
た

な
る
ほ
ど
ね

じ

あ
シ
ズ
と
ケ
イ
は
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私
は
シ

ナ
と
一

に
監

か
な

 
私
と
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
し
か

直
接
あ
い
つ
ら
の
事
を
知

て
い
る
人
が
い
な
い
し
ね

私
は
パ
ス
で
す
か
ね

さ
す
が
に
そ
う
い
う
大
会
に
出
て

一
人
で
勝
ち
進
む
自
信
は
ま
だ

ち

と

と

い
う
事
は

 
ピ
ト
フ

イ
は

シ
ノ
ン
と
向
か
い
合
い

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

私
と
シ
ノ
ノ
ン
の
一
騎
打
ち

て
事
に
な
る
ね

そ
う
ね

一
撃
で
ピ
ト
の

を
撃
ち
抜
い
て
あ
げ
る
わ

ふ

ん

出
来
る
の
か
な

お
前
ら

ガ
チ
で
や
り
合
う
の
は
別
に
い
い
が

遺

は
残
す
な
よ

 
シ

ナ
が
そ
う
言
い
な
が
ら

二
人
の
間
に
入

た

 
そ
れ
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は
何
か
考
え
込
ん
で
い
た
が
や
が
て
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

 
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら

シ
ノ
ン
に
こ
う
提
案
し
た

そ
れ
じ

シ
ノ
ノ
ン

何
か

け
よ

か

何
を
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う

ん

シ
ズ

何
か
無
い

 
急
に
話
を

ら
れ
た
シ
ズ
カ
は
二
人
の
顔
を
見
て
少
し
考
え
た
か
と
思
う
と
こ
ん
な
提

案
を
し
た

そ
れ
じ

あ

勝

た
方
が

シ

ナ
と
デ

ト
し
て
も
ら
え
る

て
の
は

お

お
い

シ
ズ

えい

い
い
の

ま
あ

そ
れ
で
二
人
が
勝
ち
進
め
る
な
ら

い
い
ん
じ

な
い

お

お
い

俺
の
意
思
は

 
そ
ん
な
シ

ナ
を
無

し

ピ
ト
フ

イ
は

嬉
し
そ
う
に
言

た

さ

す
が
正
妻

太

腹

シ
ノ
ノ
ン
も
そ
れ
で
い
い

べ

別
に
私
は

デ

ト
な
ん
か

じ

あ

私
の
不
戦
勝
で
い
い
の

う

そ
れ
は

ど

ち
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ニ
ヤ
ニ
ヤ
顔
の
ピ
ト
フ

イ
に
そ
う
言
わ
れ
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
の
顔
を
ち
ら
り
と
見
た
後

 
何
か
を
決
断
し
た
顔
を
し

思
い
切

て
こ
う
言

た

分
か

た
わ

受
け
て
た
つ

さ

す
が
シ
ノ
ノ
ン

女
前

女
前

男
前
の
女

あ
あ

 
シ
ノ
ン
は

れ
た
顔
で
ピ
ト
フ

イ
を
見
た
後

組
み
を
し
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た
や
る
か
ら
に
は

絶
対
に
負
け
な
い
わ
よ

お

シ

ナ
と
の
デ

ト
は
自
分
の
物
宣
言

そ
う
と

て
も
ら

て

わ
な
い
わ

お
お

言
う
ね

で
も
シ

ナ
と
の
デ

ト
は

私
が
も
ら
う
よ

そ
う
上
手
く
い
く
か
し
ら
ね

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
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そ
し
て
二
人
は

顔
を
つ
き
合
わ
せ

に
ら
み
合

た

お
お

ま
た
し
て
も

お
兄
ち

ん
を
争
う
女
同
士
の

場

し
か
も
お
義
姉
ち

ん

公
認

シ
ズ
カ

い
い
の
か

う
ん

だ

て

こ
れ
か
ら
何
年
た

て
も

私
と
シ

ナ
は
ず

と
一

な
ん
で
し

ま
あ

そ
れ
も
そ
う
だ
な

う
ん

 
こ
う
し
て
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
向
け
て
の
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
の
戦
い
の
幕
は
切

て
落

と
さ
れ
た

 
一
方
そ
の

ゼ
ク
シ

ド
は

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
と
共
に

 
着
々
と
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
向
け
て
の
布
石
を
打

て
い
た

ユ

コ

ハ
ル
カ

ど
う
だ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ど
う
や
ら
私
達
の
流
し
た
噂
は

調
に
広
が

て
る
み
た
い
で
す

そ
う
か
そ
う
か

こ
の
調
子
で

ど
ん
ど
ん
噂
を
広
め
て
く
れ

は
い

こ
れ
で
大
会
は

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
も
の
で
す
ね
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自
分
を
鍛
え
る
前
に

こ
う
い
う
手

に
出
た
事
が

彼
の
運
命
を
ど
う

す
る
の
か

 
こ
の
噂
の
結
果
が
ど
う
な
る
か
は

神
の
み
ぞ
知
る

 
明
日
ま
で
は

に
投
稿
し
ま
す

 
明
後
日
か
ら

ま
た

投
稿
に

る
予
定
で
す



 第２７０話 クリスマスに向けて

 
第
２
７
０
話
 
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て

 
微

に
時
期
が
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

ク
リ
ス
マ
ス

み
の
話
に
な
り
ま
す

 
し
か
し
な
が
ら

こ
こ
か
ら
は

本
編

み
の
話
が
続
い
て
い
く
事
に
な
る
予
定
で
す

 
そ
し
て
三
が
日
も
過
ぎ
た

明
日
か
ら
投
稿
時
間
を
お
昼

に

そ
う
と
思
い
ま
す

 
連
続
投
稿
は

切
れ
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で

今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
れ
か
ら

日
後

八
幡
の
下
に

薔
薇
か
ら
連

が
入

た

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

ヴ

ル
ハ
ラ
の
イ
ベ
ン
ト
な
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で

二
十
四
日
の
夜

だ
よ
な

私
が
言

て
る
の
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
開

さ
れ
る

公
式
イ
ベ
ン
ト
の
事

 
ど
う
や
ら

二
十
三
日
の
午
後
か
ら

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
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機
甲

ト
ナ
カ
イ
ハ
ン
ト

な
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

さ
れ
る
ら
し
い
わ

何
だ
そ
の
セ
ン
ス
の
無
い
ネ

ミ
ン
グ
は

二
十
三
日
な
の
は
休
日
だ
か
ら
か

で
内

容
は走

り
回
る
巨
大
な
ト
ナ
カ
イ
に
六
人
一
組
で
挑
ん
で
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
を

う
も
の
ら

し
い
わ

 
今
参
考
動
画
を
送
る
か
ら

見
て
み
て

ほ
う

 
そ
し
て
八
幡
は

送
ら
れ
て
き
た
動
画
を
見
て

絶

し
た

何
だ
こ
の

ア
メ
コ
ミ
調
の

サ
ン
タ
の
顔
を
し
た
ト
ナ
カ
イ
は

ま
あ

日
本
人
向
け
の
外
見
じ

な
い
事
は
確
か
ね

も
う
少
し
デ
フ

ル
メ
す
る
と
か
し
ろ
よ
な

 
八
幡
は
た
め
息
を
つ
く
と

め
て
イ
ベ
ン
ト
の
ル

ル
を
確
認
し
た

総
合
タ
イ
ム
が
一
番

い
チ

ム
が
一

と
な

て
景
品

か
ら
一
人
一
つ
何
か
選
べ
る

の
か

 
上

十
チ

ム
ま
で
景
品
が
も
ら
え
て
一
度
選
ば
れ
た
商
品
は
次
の
奴
は
選
べ
な
く
な
る
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と 
後
は
敵
に
当
て
た

の

が
一
番
多
い
チ

ム
と
被
ダ
メ

ジ
が
一
番
少
な
い
チ

ム
に

 
追
加
で
選
択

が
も
ら
え
る
の
か

て
事
は

総
取
り
出
来
れ
ば

八
種

だ
な

 
お

参
加
賞
扱
い
で

倒
し
た
時
間
に
反
比

し
て
大

の

験

ま
で
も
ら
え
る
の
か

そ
う

だ
か
ら
私
よ
り

央
君
に
参
加
し
て
も
ら
う
の
が
い
い
わ
ね

そ
う
だ
な

悪
い
な

薔
薇

う
う
ん

私
は
密
偵
だ
か
ら

レ
ベ
ル
は
特
に
必
要
と
は
し
て
い
な
い
し
ね

 
そ
し
て
ル

ル
を
確
認
し
た
後

二
人
は

動
画
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
確
認
し
始
め
た

こ
の
動
画
を
見
る
と

敵
の
速
度
は
か
な
り
の
も
の
ね

動
画
で
攻
撃
に
使

て
る
銃
の
ラ
ン
ク
を
見
る
と

装
甲
も
か
な
り
頑
丈
に
見
え
る
な

ま
る
で
装
甲

を
相
手
に
し
て
る
み
た
い
よ
ね

武
器
は
特
に
制
限
無
し

た
だ
し
特

な

や

罠
の
使
用
は
禁
止
か

ふ
む

 
八
幡
は

少
し
考
え
込
ん
だ
後

ロ
ザ
リ
ア
に
言

た

よ
し

参
加
だ

悪
い
が
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
に

今
夜
集
ま
る
よ
う
に
連

を
頼
む

了
解
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そ
し
て
八
幡
は
そ
の
日
の
夜
集
ま

た
仲
間
達
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
事
を
説
明

し
た何

そ
れ

面
白
そ
う

や
る
か
ら
に
は

一

を
取
り
た
い
わ
よ
ね

景
品
は

と

目

は
こ
の
銃
な
の
か
な

シ

ナ
な
ら
ど
れ
を
選
ぶ

俺
は
こ
れ
か
こ
れ

も
し
く
は
こ
れ
だ
な

 
そ
う
言

て
シ

ナ
が
指
差
し
た
の
は

何
に
使
う
か
分
か
ら
な
い

 
用

不
明
な
怪
し
げ
な
ア
イ
テ
ム
だ

た

何
こ
れ

多
分
何
か
の
素
材
だ
な

イ
コ
マ
こ
れ
ら
の
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て

し
く
分
か
る
か

そ
の

り
の
ア
イ
テ
ム
は

全
部
武
器
や
防

の
素
材
で
す
ね

 
ま
だ
僕
の
実
力
だ
と
作
れ
な
い
物
の
方
が
多
い
で
す
が
い
く
つ
か
は
用

も
分
か
り
ま

す
だ

そ
う
だ

お
お

こ
れ
は
期
待
が
持
て
ま
す
ね
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こ
の

船
の
装
甲

て

何

そ
れ
は
か
な
り

度
の
高
い

万
能
素
材
で
す
ね

主
に
防

に
使
う
み
た
い
で
す
け
ど

 
防
御
力
が
半

な
く
凄
い
み
た
い
で
す

そ
れ

て
チ

ト

ま
あ

そ
ん
な
感
じ
で
す
ね

 
イ
コ
マ
は
苦
笑
し
な
が
ら

そ
う
答
え
た

そ
れ
な
ら
事
前
に
決
め
て
お
い
て
良
さ
そ
う
な
素
材
を
全
部

う
の
が
良
さ
そ
う
だ

な 
幸
い
金
に
は
困

て
な
い
し
銃
も
イ
コ
マ
が
い
ず
れ
も

と
い
い
物
を
作

て
く
れ
る

だ
ろ
う

そ
う
だ
ね

そ
れ
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
ね

頑
張
ろ
う

で

で
も

そ
れ
な
ら
僕
が
出
る
よ
り

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
が
出
た
方
が
い
い
よ
う
な

大
丈
夫

作
戦
は
考
え
て
あ
る

作
戦
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そ
し
て
シ

ナ
は

動
画
を
見
な
が
ら
考
え
た
作
戦
を

仲
間
達
に
説
明
し
た

こ
れ
な
ら
僕
で
も
大
丈
夫
そ
う
で
す
け
ど

で
も

え

本
当
に

シ

ナ
と
シ
ノ
ノ
ン
次
第

て
事
に
な
る
け
ど

シ
ノ
ノ
ン

大
丈
夫

そ
う
ね

 
シ
ノ
ン
は

そ
の
提

さ
れ
た
作
戦
案
を
前
に

組
み
を
し
な
が
ら

難
し
い
顔
を
し
た

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に

シ

ナ
は

自
信
た

り
に
言

た

お
前
な
ら
こ
ん
な
の
ち

ろ
い
だ
ろ

余

だ

余

シ

ナ
は
そ
う
思
う
の

あ
あ

そ
の
ヘ
カ

ト

を
手
に
入
れ
た
時
よ
り

ず

と
楽
じ

な
い
か

 
ど
う
だ

出
来
る
よ
な

シ
ノ
ン

 
シ
ノ
ン
は

そ
の
言
葉
を
受
け

あ
の
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

 
シ

ナ
の
歌
う
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
が

シ
ノ
ン
の

裏
に

り

 
シ
ノ
ン
は

力
強
い
声
で
シ

ナ
に
答
え
た
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誰
に
物
を
言

て
る
の

出
来
る
に
決
ま

て
る
じ

な
い

お
う

だ
よ
な

お
お

シ
ノ
ノ
ン
が
急
に
強
気
に

や
ば
い

格
好
い
い

私
は
最
初
か
ら

出
来
る

て
思

て
た
け
ど
ね

お
二
人
の
銃
は

僕
が
完

に
整
備
し
ま
す
ね

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
が

こ
ん
な
提
案
を
し
た

そ
れ
じ

あ
二
十
三
日
の
夜
祝
勝
会
も

ね
て

い
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

で
も
す
る

も
う
勝
つ
事
は
決
定
し
て
る
ん
だ

で
も
ま
あ

成

私
も

成
で
す

二
十
三
日

う
ん

大
丈
夫

エ
ム
に
言

て
絶
対
空
け
さ
せ
る
か
ら

私
も
そ
の
日
な
ら
大
丈
夫
よ

僕
は
ち

と

 
イ
コ
マ
の
そ
の
言
葉
に

シ
ズ
カ
は
ハ

と
し
た
顔
で
言

た
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あ

そ

か

そ
れ
だ
と
イ
コ
マ
君
が
無
理
か

あ

い
や

そ
の
日
の
夜
は
僕

ち

と
眠
り
の
森
に
お
呼
ば
れ
し
て
ま
し
て

あ

そ

か

う
ん

楓
ち

ん
に
宜
し
く
ね

そ
う
か

頼
む
ぞ
イ
コ
マ

は
い

も
ち
ろ
ん
で
す

 
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の

慣
れ
な
い
用
語
と
名
前
に
反
応
し
シ
ズ
カ
に
質
問
し
た

眠
り
の
森

て
何
の
事

楓
ち

ん

て

あ

え

と
ね

 
シ
ズ
カ
が
二
人
に
説
明
し
て
い
る
間

シ

ナ
は
イ
コ
マ
に

そ

と

打
ち
し
た

イ
コ
マ

眠
り
の
森
に
な

楓
用
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
送

て
あ
る
ん
だ
が

 
そ
の
中
に
別
の
包
み
が
一
つ
入

て
る
か
ら
そ
れ
を
ア
イ
と
ユ
ウ

て
双
子
に

し
て
く

れ
な
い
か

そ
う
な
ん
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

必
ず

け
ま
す
ね

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
か
ら
説
明
を

い
た
二
人
は

納
得
し
た
よ
う
で
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パ

テ

パ

テ

と

り
上
が

て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
の
二
人
が

た
ま
に
シ

ナ
に
注
ぐ

線
に
は

尊
敬
の
光
が
混
じ

て
い
た

 
シ

ナ
は
決
ま
り
が
悪
そ
う
に

目
を
合
わ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
か
は

ど
う
し
よ

か

う

ん

こ
の
前
お
土
産
を
も
ら

ち

た
ば

か
り
だ
し
な

そ
う
よ
ね

あ

そ
れ
じ

あ

私
が
景
品
を
用
意
し
ま
す
か
ら

何
か
ゲ

ム
で
も
し
ま
す
か

成

て

ケ
イ

景
品

て

そ
れ
は
当
て
が
あ
る
か
ら
心
配
し
な
い
で
下
さ
い

私
の
懐
は

み
ま
せ
ん

そ
れ
な
ら
い
い
け
ど

じ

あ
そ
う
す
る

そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い
か

じ

あ

準
備
は
お
任
せ
を

 
こ
う
し
て

今
後
の
予
定
も
決
ま

た
所
で

こ
の
日
は
解
散
す
る
事
に
な

た
の
だ
が

 
帰
り

シ

ナ
が

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
に
こ
う
言

た

二
人
と
も

大
会
じ

直
接
対
決
す
る
事
に
な
る
ん
だ
し
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気

に
野
良
パ

テ

に
も
参
加
し
て

お

い
手
の
内
を
見
せ
な
い
よ
う
に

 
色
々
と
鍛
え
て
お
い
た
方
が
い
い
ぞ

あ

う
ん

う
ん

た
ま
に
は
そ
れ
も
い
い
か
も
ね

で
も

私
と
組
ん
で
く
れ
る
人
な
ん
て

い
る
か

な
あそ

の
時
は
ま
あ

エ
ム
を
連
れ
て
い
け
ば
い
い

そ

か

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
俺
は

イ
コ
マ
と

で
ち

と
話
し
て
か
ら
落
ち
る
か
ら

ま
た
な

う
ん

ま
た
ね

シ

ナ

ま
た
ね

 
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
は

ど
う
や
ら
先
に
落
ち
た
よ
う
で

 
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
は

点
を
出
る
と

ん
で
歩
き
始
め
た

ね

シ
ノ
ノ
ン
さ

き
は
あ
あ
い
う
話
に
な

た
け
ど
シ

ナ
に
さ
何
か
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
るそ

う
ね

で
も

あ
あ
い
う
話
の
流
れ
に
な

た
の
に

受
け
取

て
く
れ
る
か
な
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で
も

あ
げ
ち

だ
め
と
も
言

て
な
か

た
よ
ね

あ

確
か
に

今
度
シ
ズ
に
会

た
時

許
可
が
と
れ
た
ら
オ

ケ

か
な

そ
う
だ
ね

話
は
通
し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
ね

そ
れ
じ

あ

ど

ち
か
が
話
せ
た
ら

お

い
連

す
る

て
事
で

オ

ケ

そ
う
し
ま
し

か

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
別
れ

ピ
ト
フ

イ
は

ど
こ
へ
と
も
な
く
去

て
い
き

 
シ
ノ
ン
は

以
前
た
ま
り
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
酒
場
に

久
し
ぶ
り
に
足
を
向
け
た

 
シ
ノ
ン
が
酒
場
の
ド
ア
を

る
と
そ
れ
を
目
ざ
と
く
見
付
け
た
シ

ピ

ゲ
ル
が
声
を

け
て
き
た

シ
ノ
ン

分
久
し
ぶ
り
だ
ね

色
々
忙
し
い
の

 
シ
ノ
ン
は

そ
う
い
え
ば
最
近
ま

た
く
シ

ピ

ゲ
ル
と
話
し
て
い
な
か

た
な
と
思
い

 
野
良
パ

テ

に
参
加
す
る
に
し
て
も
多
少
気
心
の
知
れ
た
相
手
が
い
た
方
が
い
い
か
な
と

 
大
会
ま
で
は

ち

こ
ち

こ
こ

ち
に
も
顔
を
出
す
事
に
し
よ
う
と
考
え
た

う
ん

ま
あ

色
々
と
ね

と
こ
ろ
で
シ

ピ

ゲ
ル
は

Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
る
の
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う
ん

一
応
そ
の
予
定

シ
ノ
ン
は

私
も
出
る
つ
も
り
よ

あ
れ
に
優
勝
す
る
事
が

目
標
だ

た
し
ね

そ

か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
一

に

ち

と
狩
り
に
で
も
行
く

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
の
言
葉
に
二
人
き
り
で
と
い
う
意
味
を
込
め
た
つ
も
り
だ

た
の

だ
が

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
に
対
し

あ

さ
り
と
こ
う
言

た

別
に
い
い
わ
よ

ど
こ
か

集
を
か
け
て
る
パ

テ

と
か
あ
る

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

そ
の
言
葉
を
残
念
に
思
い
な
が
ら
も

 
ま
あ
仕
方
な
い
か
と
思
い

こ
う
返
事
を
し
た

待

て
て

知
り
合
い
に
声
を

け
て
み
る

う
ん

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

知
り
合
い
な
の
だ
ろ
う

他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
声
を

け
始
め

 
そ
の
間
に
シ
ノ
ン
は

酒
場
か
ら
個
人
ロ

カ

に
ア
ク
セ
ス
し

そ
こ
に
ヘ
カ

ト

を

収
納
し
た

野
良
だ
し

知

て
い
る
人
が
一

な
ら
と
も
か
く
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ニ

ビ

と
一

に
な

て

何
か
事
故
が
あ

て

こ
れ
を
失
う
の
は

だ
し
ね

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

元
の
場
所
に

り

壁
に
寄
り
か
か
る
と

 
目
を

じ
て

シ

ピ

ゲ
ル
が

て
く
る
の
を
待

た

 
し
ば
ら
く
し
て

シ

ピ

ゲ
ル
が

一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を

て

て
き
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

シ
ノ
ン
を
見
て
驚
い
た
表
情
を
し
た
の
だ
が

 
直
ぐ
に
気
を
取
り
直
し

シ
ノ
ン
に
自

紹
介
を
し
た

俺
は
ダ
イ
ン
だ

宜
し
く
な

え

と

シ
ノ
ン

だ

た
か

あ
れ

ダ
イ
ン
さ
ん

シ
ノ
ン
の
事
知

て
る
の

 
そ
う
シ

ピ

ゲ
ル
に
問
わ
れ
た
ダ
イ
ン
は

一

変
な
顔
を
し
た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

何
だ
ろ
う
と
怪

な
表
情
を
し
た
が

 
ダ
イ
ン
は

何
か
納
得
し
た
よ
う
な
顔
で

こ
う
言

た

あ
あ

ま
あ
名
前
く
ら
い
は
な

そ

か

ま
あ
シ
ノ
ン
も
結

⻑
く
や

て
る
し

そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
な

 
実

の
所

ダ
イ
ン
は

シ
ノ
ン
が
シ

ナ
や
シ
ズ
カ
達
と
一

に

 
ゼ
ク
シ

ド
と

み
合

た
動
画
を
見
て

シ
ノ
ン
の
事
を
知

て
い
た
の
だ
が
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ま
あ
動
画
と
か
を
見
な
い
層
も
い
る
よ
な
と
思
い

そ
う
無
難
な
返
事
を
し
た
の
だ

た

 
ダ
イ
ン
は

わ
ざ
わ
ざ
動
画
の
事
を
説
明
す
る
の
も
シ
ノ
ン
に
失

だ
ろ
う
と
思
い

 
そ
の
ま
ま
特
に

説
明
を
加
え
た
り
は
し
な
か

た
が

 
シ
ノ
ン
は
ダ
イ
ン
が
自
分
の
事
を
知

て
い
た
理
由
を
何
と
な
く
悟
り

 
少
し
恥
ず
か
し
く
思
い
な
が
ら
も

相
手
が
何
も
言
お
う
と
し
な
い
事
に

感
謝
し
て
い
た

 
そ
し
て
ダ
イ
ン
達
と
共
に
久
し
ぶ
り
に
シ
ノ
ン
は
野
良
パ

テ

で
思
い

き
り
暴
れ
た

 
シ
ノ
ン
の
レ
ベ
ル
は

以
前
よ
り
も
格

に
上
が

て
お
り

 
そ
の
実
力
は

え
ヘ
カ

ト

が
無
く
と
も

を
抜
い
て
い
た

 
そ
の
事
を

一
番
実
感
し
て
い
た
の
は

シ

ピ

ゲ
ル
だ

た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

こ
の
シ
ノ
ン
の
変
化
に
戸
惑
い
つ
つ
も

 
自
分
の
実
力
が

明
ら
か
に
シ
ノ
ン
よ
り
下
な
事
を
悔
し
く
思
い

 
狩
り
が
終
わ
り

シ
ノ
ン
と
別
れ
た
後

ぼ
そ

と

い
た

く
そ

こ
の
ま
ま
じ

目
だ

ど
う
す
れ
ば
い
い

 
そ
う
だ
こ
の
前
噂
に
な

て
た

け
あ
れ
は
そ
う
Ａ
Ｇ

だ
も

と
Ａ
Ｇ

を
上
げ

な
い
と
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こ
う
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

Ａ
Ｇ

特
化
へ
の
道
を

突
き
進
む
事
と
な

た
の
だ

た

 
明
日
か
ら
投
稿
時
間
が
お
昼

に

り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

 
次
回

い
く
ら
光
が
大
き
く
と
も

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
話
で
す
が
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第
２
７
１
話
 
い
く
ら
光
が
大
き
く
と
も

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
し
て
迎
え
た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
日
シ

ピ

ゲ
ル
は
ダ
イ
ン
の
パ

テ

に
加

わ
り

 
自
分
達
の
出
番
を
今
か
今
か
と
待
ち

え
て
い
た

実
は
シ

ピ

ゲ
ル
は
何
日
か
前
に

シ
ノ
ン
に

 
一

の
チ

ム
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
い
か
と
誘
い
を
か
け
て
い
た
の
だ
が

 
ち

と
無
理
の
一
言
で
断
ら
れ

微

に
へ
こ
ん
で
い
た

ま
あ

最
近
ず

と

を
見
せ
て
な
か

た
し

忙
し
い
ん
だ
ろ
う
な

 
実

の
所

シ

ピ

ゲ
ル
の
ロ
グ
イ
ン
時
間
は

基
本
朝
か
ら

ま
で
で
あ
り

 
最
近
シ
ノ
ン
が
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
が
多
い

夜
十
時
く
ら
い
に
は

 
う
と
う
と
し
て
し
ま

て
い
る
事
が
多
か

た
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フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
に
表

さ
れ
て
い
た
シ
ノ
ン
の
名
前
を

見
逃
し
て
し
ま

た
の
だ
ろ
う

 
何
回
か
は
リ
ス
ト
を
見
れ
ば
ロ
グ
イ
ン
中
な
の
が
確
認
出
来
る
機
会
が
あ

た
は
ず
な
の

だ
が

 
シ
ノ
ン
の
リ
ア
ル
を
よ
く
知
る
シ

ピ

ゲ
ル
は

 
心
に

を
負
い

基
本
他
人
に
心
を
開
く
事
が
無
い
シ
ノ
ン
が

 
自
分
以
外
の
他
人
と
自
分
か
ら
一

に
行
動
す
る
可
能
性
な
ど
ま

た
く
考
え
て
も
い
な

か

た

 
ま
し
て
や
学
校
で
親
友
と
呼
べ
る
者
を
三
人
も
作

て
い
る
事
な
ど
想
像
す
ら
し
な
か

た 
ま
あ
こ
れ
は

わ
ざ
わ
ざ
彼
に

学
校
で
の
出
来
事
を

 
自
主
的
に
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
友
達
が
い
な
か

た

あ
る
意
味
仕
方
が
な
い
事
な
の
だ

ろ
う

 
そ
し
て

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
り

イ
ベ
ン
ト
の
開
始
が
告
げ
ら
れ

 

よ
く
イ
ベ
ン
ト
を
進
め
る

に
用
意
さ
れ
た
十
個
の
ス
テ

ジ
に

 
出
番
が
来
た
プ
レ
イ
ヤ

が

ど
ん
ど
ん
入

て
い

た
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シ

ピ

ゲ
ル

そ
ろ
そ
ろ
出
番
だ
ぞ

あ

は
い

今
行
き
ま
す

ダ
イ
ン
さ
ん

く
そ

別
の
ス
テ

ジ
で
は

同
じ
時
間
に
シ

ナ
が
出
る

て
話
な
ん
だ
よ
な

 
見
て
み
た
か

た

あ
い
つ
の
戦
闘
を

そ
う
な
ん
で
す
か

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
う
い
え
ば
前
シ
ノ
ン
と
一

の
時
シ

ナ
に
撃
た
れ
た

け
と
思

い
な
が
ら

 
自
分
の
出
番
に
備
え

準
備
を
開
始
し
た

そ
の
シ

ナ
の
隣
に

今
ま
さ
に

シ
ノ
ン
が

立

て
い
た

さ
て

観

の
度

を
抜
い
て
や
り
ま
し

う
か

お
前
の
ヘ
カ

ト

も

つ
い
に
お
披
露
目
だ
な

う
ん

あ
れ
か
ら
何
度
か
野
良
パ

テ

に
参
加
し
た
け
ど

 
そ
の
時
は
ま

た
く
使
わ
な
か

た
か
ら
ね

ま
あ

こ
れ
か
ら
は

そ
う
も
い
か
な
く
な
る
か
も
だ
け
ど
な

そ
う
ね

事
故
で
ロ
ス
ト
し
な
い
よ
う
に

心
の
注
意
を

う
わ
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そ
う
だ
な
そ
れ
だ
け
は
気
を
付
け
ろ

も
し
そ
れ
を
使
う
時
は
安
易
に
前
に
は
出
る
な
よ

 
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

リ

ダ

に

開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

ね
ら
れ
て
い
た

 
も

と
も
時
間
制
限
が
あ
り

ス
タ

ト
時
間
か
ら

二
分
以
内
に
戦
闘
を
開
始
し
な
い
と

失
格
と
な
る

 
ち
な
み
に
シ

ナ
達
が
中
に
入

て
か
ら

に
三
十

が

過
し
て
い
た

 
そ
の
間
に

シ
ズ
カ
達
四
人
は

敵
の
正
面
へ
と

ま

て
移
動
し
て
お
り

 
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
は
そ
ろ
そ
ろ
だ
な
と

き
合
う
と
そ
の
場
に

そ
べ
り
狙
撃
体
制
を

と

た

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
達
が

武
器
を
取
り
出
し
た

間

り
の
観

は
ざ
わ
つ
い
た

お
い

あ
れ

て

全
員
マ
シ
ン
ガ
ン
の
二
丁
装
備

確
か
に
あ
り
だ
と
は
思
う
が

で
も
あ
れ

て

装

が
多
い
だ
け
で

力
は
ほ
と
ん
ど
無
い
奴
だ
ろ

 
そ
も
そ
も
あ
れ
を
両
手
に
持

て

移
動
し
な
が
ら
狙
い
を
つ
け
る
の
は
厳
し
い
だ
ろ

で
も

あ
の
シ

ナ
が
い
る
ん
だ

正
面
の
四
人
は

で

 
そ
の
間
に
シ

ナ
が

横
か
ら
狙
撃
す
る
作
戦
じ

な
い
の
か
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ま
あ

そ
う
考
え
る
の
が

当
だ
ろ
う
が

あ
の
シ

ナ
だ
か
ら
な

 
そ
ん
な
観

を
横
目
に

次
に
出
番
を

え
た
ゼ
ク
シ

ド
が

あ
ざ
笑
う
よ
う
に
言

た

お
や
お
や

シ

ナ
さ
ん
は

ど
う
や
ら
最
初
か
ら

勝
負
を

て
ち
ま

た
ら
し
い
な

 
あ
れ
じ

あ
多
少
狙
撃
で
攻
撃
を
当
て
よ
う
と
も
正
面
の
奴
ら
が
敵
の
突
進
で

さ
れ

た

間
に

 
何
も
か
も
が
終
わ

ち
ま
う
じ

な
い
か
よ

あ
は
は
は
は
は
は

 
そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も

多
少
知
識
が
つ
い
た

か

況
を

し

 
ゼ
ク
シ

ド
の
隣
で

同
じ
よ
う
に
野
次
を
飛
ば
し
て
い
た

そ
う
よ
そ
う
よ

今
度
こ
そ
私
達
の
勝
利
よ

失
格
す
る
く
ら
い
な
ら

い

そ
リ
タ
イ
ア
す
れ
ば
あ

 
ゼ
ク
シ

ド
と
シ

ナ
の
確

は

名
で
あ
り

り
の
観

の
多
く
は
ま
た
ゼ
ク
シ

ド

一

か
と

 

れ
た
顔
で

そ
ち
ら
を
見
つ
め
た

ち
な
み
に
残
り
の
三
人
は

わ
れ
で
あ
り

 
自
分
達
に
悪
い
評
判
が
立
た
な
い
よ
う
に

力
目
立
た
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

 
一

的
に
は

ゼ
ク
シ

ド
が
一
方
的
に
シ

ナ
を
敵

し
て
い
る
だ
け
だ
と
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も

ぱ
ら
の
評
判
だ

た
の
だ
が

今
回
に
限
り

確
か
に
そ
の
言
葉
に
も

一
理
あ

た

 
こ
こ
ま
で
の
最

タ
イ
ム
は
十
五
分
で
あ
り

上

全
て
が

散
開
か
ら
の

 
い
わ
ゆ
る

逃
げ
な
が
ら
撃
つ

戦
法
を
と

て
い
た
か
ら
で
あ
り

 
い
わ
ゆ
る

を
組
ん
で
の
ガ
チ
ン
コ
勝
負
を
挑
ん
だ
チ

ム
は

 
こ
こ
ま
で
全
て
時
間
切
れ
で
失
格
と
な

て
い
た
か
ら
だ

ち
な
み
に
制
限
時
間
は
三
十

分
で
あ
る

 
そ
の

か
他
に
も
何
人
か
の
者
が
ゼ
ク
シ

ド
達
と
同
じ
よ
う
に
野
次
を
飛
ば
し
て
い

た 
も

と
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
プ
レ
イ
ヤ

を
四
人
も

す
る
シ

ナ
に

し
た
者

達
だ

た

 
ち
な
み
に
目

の
き
く

一
部
の
実
力
者
達
は

に
気
付
い
て
い
た

 
シ

ナ
の
隣
に
い
る
シ
ノ
ン
が

え
て
い
る
の
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
サ

ビ
ス
開
始
以
来

 
つ
い
に
現
れ
た

二
丁
目
と
な
る
対
物
ラ
イ
フ
ル
だ
と
い
う
事
を

 
そ
う
い

た
者
達
は

で
は
無
謀
だ
と
思

て
い
た
が

 
し
か
し
シ

ナ
な
ら
何
か
や
る
か
も
し
れ
な
い
と
事
の
成
り
行
き
を
興
味
深
く
見
守



 第四章 ＧＧＯ編

て
い
た

 
そ
し
て
開
始
間

に

ピ
ト
フ

イ
が
言

た

れ
よ

実
力
も
無
い
ひ
よ

こ
ど
も
が

こ
れ
か
ら
の
一
分
間

て
大
人
し
く

そ
こ

で
見
て
な

 
そ
の
顔
の

の
迫
力
と
相
ま

て
身
内
で
は
絶
対
に
言
わ
な
い
よ
う
な
ド
ス
の
利
い
た

そ
の
声
に

 

り
の
観

は

一
分
間
と
い
う
言
葉
に
疑
問
を
持
つ
事
も
な
く

シ
ン
と
静
ま
り
返

た

よ
し

い
く
ぞ

お
う

 
そ
の
開
始
の
合
図
と
共
に

シ

ナ
は

空
中
に

か
ん
だ
開
始
ボ
タ
ン
を
押
し

 
仲
間
達
は

勢
よ
く
そ
う
返
事
を
し
た

 
予
想
通
り

機

仕

け
の
サ
ン
タ
ト
ナ
カ
イ
が

四
人
の
方
に
爆
走
し
て
い
く

だ
ろ

お
い

本
気
か

 
観
客
か
ら

驚
き
の
声
が
あ
が
る

そ
れ
は

そ
の
四
人
が
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ト
ナ
カ
イ
の
方
へ
と

全
力
で

走
し
て
い

た
か
ら
だ

た

無
謀
だ
ろ

ど
う
す
る
ん
だ
よ
あ
れ

 
そ
ん
な
観
客
の

が
飛
び
交
う
中
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
は

静
に
そ
の
ト
リ
ガ

を
引
い

た 
そ
し
て

凄
ま
じ
い
銃
の
発
射
音
と
共
に

二
筋
の
光
が
煌
い
た
か
と
思
う
と

 
次
の

間
そ
の
光
は
空
中
に

い
て
い
た
ト
ナ
カ
イ
の

前
足
と

後
ろ
足
に
ヒ

ト

し 
そ
の
二
本
の
足
は

横
に

大
に

ね
飛
ば
さ
れ
た

 
そ
し
て
ま
と
も
に
着
地
す
る
事
が
不
可
能
に
な

た
ト
ナ
カ
イ
は
そ
の
ま
ま
ど

と
地
面

に
倒
れ
た

はえ
え

あ
の
速
さ
で
走
る
敵
の
足
を

正
確
に
撃
ち
ぬ
い
た
の
か

 
そ
し
て
次
の

間

倒
れ
た
ト
ナ
カ
イ
に
向
け

走
し
て
い
た
四
人
は
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両
手
に
持

た
マ
シ
ン
ガ
ン
の

一

射
撃
を
開
始
し
た

 
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ

と
い
う
音
が

々
と
続
き

そ
の

は
全
て

横
た
わ

た
ト
ナ
カ
イ
の

 

に
体
に

い
込
ま
れ
て
い

た

時

り
出
さ
れ
る
首

り
に
よ
る

で
の
攻
撃

も 
四
人
は
難
な
く
避
け
つ
つ

一
方
的
に
銃

を
叩
き
込
み
続
け
て
い
く

 
だ
が
さ
す
が
に

遠
に
そ
の

態
が
続
く
は
ず
も
な
く

 
ト
ナ
カ
イ
は
最
初
に
撃
た
れ
た
二
本
の
足
に
全
体
重
を

け
何
と
か
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
た

 
そ
の

間
に
再
び
二
筋
の
光
が
走
り
そ
の
二
本
の
足
の
先
ほ
ど
と
ま

た
く
同
じ
場
所

に
直
撃
し
た

 
さ
す
が
に
最
初
と
同
じ
場
所
に
二
発
連
続
で
強
力
な
対
物
ラ
イ
フ
ル
の
攻
撃
を
受
け
た

か
 
そ
の
ト
ナ
カ
イ
の
足
は

二
本
と
も
ポ

キ
リ
と

ら
れ

 
ト
ナ
カ
イ
は

再
び
地
面
へ
と

倒
れ
る
事
と
な

た

 
そ
の
間
に
容

な
く
マ
シ
ン
ガ
ン
八
丁
の
一

射
撃
は
続
き
つ
い
に
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
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ま
で
も
が

 
ト
ナ
カ
イ
の
体
め
が
け
て

連
続
し
て
狙
撃
を
開
始
し
た

 
客

の
あ
ち
こ
ち
か
ら

ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
む
音
が

こ
え

 
次
の

間

れ
な
ト
ナ
カ
イ
は

光
の

子
と
な
り

完
全
に
消
滅
し
た

 
そ
の

間

光

の
タ
イ
マ

が
ス
ト

プ
し
た

そ
の
時
間
は
実
に
開
始
か
ら
五

十
八

 
こ
の

間
に
シ

ナ
達
の
優
勝
と
当
て
た

の

賞

び
被
ダ
メ

ジ
の
少
な
さ
賞

の 
複

同
時

得
が

決
定
的
と
な

た

最
初
に
シ
ノ
ン
が
シ

ナ
に

き
付
き

 
シ
ズ
カ
と
ピ
ト
フ

イ
が

シ

ナ
に
駆
け
寄
り

き
付
い
た

間

 
客

か
ら

す
さ
ま
じ
い
大
歓
声
が
あ
が

た

う
お
お
お
お

ま
じ
か
よ

あ
れ

て
ま
さ
か

対
物
ラ
イ
フ
ル

そ
ん
な
話

い
て
ね
え
よ

あ
れ

て
確
か

シ

ナ
ゼ
ク
動
画
に
出
て
た
子
だ
よ
な
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さ
す
が
俺
達
の
シ

ナ

お
前
が
ナ
ン
バ

ワ
ン
だ

 
そ
ん
な
大
歓
声
の
中
イ
コ
マ
は
さ
す
が
に
男
の
自
分
が
シ

ナ
に

き
付
く
の
も
ど
う
か

と
思
い

 
ベ
ン
ケ
イ
と
一

に
そ
の
場
に

ま
り

ら
し
げ
な
気
分
で
観
客
に
手
を

て
い
た
が

 
三
人
が
シ

ナ
か
ら
離
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

て

シ

ナ
に
駆
け
寄
り

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
声
で
シ

ナ
に
報
告
を
し
た

シ

ナ
さ
ん

レ
ベ
ル
が
い

ぱ
い
上
が
り
ま
し
た

こ
れ
は
ち

と
凄
い
で
す
よ

そ
う
か

頑
張

た
甲
斐
が
あ

た
な

よ
く
や

た
ぞ
イ
コ
マ

シ

ナ

私

ち

ん
と
出
来
た
よ
ね

あ
あ

よ
く
や

た
ぞ

シ
ノ
ン

 
シ

ナ
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

シ
ノ
ン
は

自
分
は
や
り

げ
た
ん
だ
と
い
う

 
満
足
感
に
満
た
さ
れ
て
い
た

そ
し
て
六
人
は

イ
ベ
ン
ト
終
了
ま
で
時
間
を
潰
す
べ
く

 

点
へ
と

る
事
に
し
た
の
だ
が

六
人
が
い
な
く
な

た
後
も
し
ば
ら
く

 
観
客
達
は
熱
狂
し

雄
た
け
び
を
上
げ
て
い
た

 
そ
ん
な
中

羞
恥
に
ま
み
れ
な
が
ら

立
ち
尽
く
し
て
い
た
ゼ
ク
シ

ド
達
は
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自
分
達
の
番
が
来
る
と

こ
そ
こ
そ
と

れ
る
よ
う
に
戦
闘
を
開
始
し
た

 
ち
な
み
に
ゼ
ク
シ

ド
達
の

態
に
突

込
む
者
は

誰
も
い
な
か

た

 
観
客
が
皆

シ

ナ
達
に
し
か
興
味
が
無
か

た
事
が

ゼ
ク
シ

ド
達
に
は
幸
い
し
た

 
何
だ

 
遠
く
離
れ
た
ス
テ

ジ
か
ら

す
さ
ま
じ
い
歓
声
が

こ
え
て
き
た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

何
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら

銃
の
ト
リ
ガ

を
引
い
た

あ
の
方
向
は

シ

ナ
か

あ
い
つ

や

ぱ
り
何
か
し
で
か
し
や
が

た

 
ダ
イ
ン
の
そ
の
言
葉
に

シ

ピ

ゲ
ル
は

あ
あ

や

ぱ
り
あ
い
つ
は
凄
い
ん
だ
な
と

 
今
更
な
が
ら

思
い
知
ら
さ
れ
た

だ
が

今
は
と
り
あ
え
ず

目
の
前
の
敵
に
集
中
だ

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
う
自
分
に
言
い

か
せ
重
い
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
必
死
に
戦

た 
そ
し
て
十
五
分
後
敵
は
倒
れ
シ

ピ

ゲ
ル
は
ダ
イ
ン
達
と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合

た 
タ
イ
ム
は

十
六
分
二
十
五

と
表

さ
れ
て
い
た
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現
在
八

か

微

で
す
か
ね

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

こ
の
タ
イ
ム
な
ら
多
分
そ
の
く
ら
い
の

だ
ろ
う
と
考
え

 
最
初
か
ら

結
果
が
表

さ
れ
た
ボ

ド
の

下
の
部
分
し
か
見
て
い
な
か

た

 
不
安
と
期
待
を

ま
せ
た
声
で
ダ
イ
ン
に

ね
た

だ
が
い
つ
ま
で
た

て
も
答
え
は
無

い
ダ
イ
ン
さ
ん

 
シ

ピ

ゲ
ル
が
そ
ち
ら
を
見
る
と

ダ
イ
ン
は

わ
な
わ
な
と

え
な
が
ら

 
ボ

ド
の
一
番
上
を
指
差
し
て
い
た

シ

ピ

ゲ
ル
は
何
だ
ろ
う
と
思
い
そ
ち
ら
を
見

た
五
十
八

 
ボ

ド
の
一

の

を
見
た

間

シ

ピ

ゲ
ル
の

は

真

白
に
な

た

 
当
た
り
前
だ
ろ
う
二

で
さ
え
そ
の
タ
イ
ム
は
十
三
分
で
あ
り
二

を
切

て
い
な
い

の
だ

 
ち
な
み
に
そ
の
タ
イ
ム
は

た

た
今

ゼ
ク
シ

ド
達
が
出
し
た
も
の
で
あ
る

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も

思

た
よ
り
成
⻑
し
て
い
る
よ
う
だ
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だ
ろ

 
ダ
イ
ン
が

然
と

く
声
を

く
よ
う
で

い
て
い
な
か

た
シ

ピ

ゲ
ル
は

 
そ
の
後
自
分
達
の

が
ギ
リ
ギ
リ
十

に
確
定
し
た
と
ダ
イ
ン
に
声
を

け
ら
れ
る
ま

で 
自
分
が
ど
ん
な

態
だ

た
の
か

ま

た
く
覚
え
て
い
な
か

た

ま
あ
ギ
リ
ギ
リ
景
品
が
も
ら
え
る

だ

た
ん
だ

今
日
は
そ
れ
で
良
し
と
し
よ
う
や

で
す
ね

 
そ
し
て
ダ
イ
ン
や
他
の
仲
間
達
と
連
れ
立

て

十

入
賞
の
景
品
を
受
け
取
る

 
表

台
の
方
へ
と
向
か

た
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
こ
で
あ
り
え
な
い
光
景
を
目
に
す
る
事

に
な

た

え

シ
ノ
ン

お
う
お
前
が
あ
の
子
を
チ

ム
に
誘

た

て

い
た
時
は
そ
り

無
理
だ
ろ

て
思

た
が

 
ま
あ
当
た
り
前
だ
よ
な

あ
の
子
も

シ

ナ
の
女
だ
か
ら
な

 
い
や
ど

ち
か

て
い
う
と
あ
の
子
の
方
が
シ

ナ
に
ベ
タ

れ

て
感
じ
な
の
か
な
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えイ
マ
ナ
ン
ト
キ
コ
エ
タ

シ

ナ
ノ
オ
ン
ナ

ベ
タ
ボ
レ

何
だ

や

ぱ
り
知
ら
な
か

た
の
か

今
日
落
ち
た
ら

シ

ナ

ゼ
ク
シ

ド
で

索

し
て
み
ろ
よ

 
ま
あ

シ

ナ
ゼ
ク
動
画
で
も
い
い
け
ど
な

そ
こ
に
あ
の
子
も

バ

チ
リ
映

て
る

ウ
ツ

テ
ル

ナ
ニ
ガ

ま
あ
相
手
が
あ
の
シ

ナ
な
ら
仕
方
な
い
よ
な

今
回
の

だ

て
一
体
ど
う
や

た
の
か

 
ま

た
く
見
当
も
つ
か
ね
え
や

い
や

さ
す
が
だ
わ

ま
さ
に
最
強
だ
な

チ
ガ
ウ

シ
ノ
ン
ハ
オ
レ
ノ
オ
ン
ナ
ダ

オ
レ
ダ
ケ
ノ

お
い

シ

ピ

ゲ
ル

い
て
る
の
か

お
い

は

は
い

す
み
ま
せ
ん

大
丈
夫
か
お
い

そ
ろ
そ
ろ
俺
達
が
報

を
選
ぶ
番
だ
ぞ

あ

は
い

大
丈
夫
で
す

し
か
し
ま
さ
か
あ
の
子
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
二
番
目
の

対
物
ラ
イ
フ
ル
持
ち
だ

た
と
は
な
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俺
た
ち
と
一

の
時
に
使
わ
な
か

た
の
は

事
故
で
失
う
の
を
恐
れ
た
ん
だ
ろ
う
な

 
ま
あ

初
見
の
相
手
と
組
む
時
は

仕
方
な
い
わ
な

え

ま

ま
さ
か
そ
ん
な

ヘ
カ

ト

か

す
げ

よ
な

あ
の
子
も
こ
れ
で

一
躍

名
人
だ
な

 
友
達
と
し
て
ど
う
だ

が
高
い
か

あ

は
い

そ
う
で
す
ね

ま
あ
さ

き
も
言

た
が

今
日
落
ち
た
ら

シ

ナ

ゼ
ク
シ

ド
で

一
度

索
し
て
み

ろ

て

 
本
当
に
す
げ

か
ら
よ

さ

き
も

は

は
い

 
遠
く
で
は
シ

ナ
達
が
ま
だ
遠

き
に

集
に
囲
ま
れ
て
お
り
賞

を
受
け
て
い
る
最

中
だ

た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
で

シ

ナ
の

に

き
付
い
て
い
た

シ
ノ
ン
の
あ
ん
な
顔

始
め
て
見
た
な

 
そ
れ
に
ヘ
カ

ト

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
二
番
目

何
が
ど
う
な

て
る
ン
ダ
ヨ

意
味
ガ
分
カ
ン
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ナ
イ
ヨ

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後

 
ダ
イ
ン
に
言
わ
れ
た
通
り
に

索
を
か
け

つ
い
に
そ
の
動
画
を
見
付
け
た

 
そ
こ
に
映

て
い
た
シ
ノ
ン
は
自
分
の
知
る
時

暗
い
表
情
を
見
せ
る

独
な
シ
ノ
ン

で
は
な
く

 
ど
う
見
て
も

全
身
全
霊
で
恋
を
し
て
い
る

幸
せ
い

ぱ
い
の
シ
ノ
ン
で
あ

た

 
そ
れ
を
理
解
し
た

間

シ

ピ

ゲ
ル
の

の
中
に

狂
気
と
い
う
名
の
種
が

か
れ
た

 
ま
だ
発
芽
は
し
て
い
な
い
が

そ
の
種
は

シ
ノ
ン
と
い
う
太
陽
を
求
め
て

 
芽
を

ば
そ
う
と
も
が
き
続
け

後
に

発
芽
の
時
を
迎
え
る
事
に
な
る

 
い
く
ら
光
が
大
き
く
と
も

そ
こ
に
は
必
ず

影
が
出
来
る
の
だ

  
こ
う
し
て
こ
の
日
始
め
て
シ

ピ

ゲ
ル
こ
と
新
川
恭
二
は
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
の
関
係
を

知

た
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ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
話
な
が
ら
メ
イ
ン
ス
ト

リ

に
ぐ
ぐ

と
迫
る
話
と
な
り
ま
し

た 
明
日
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

最
初
で
最
高
の
ク
リ
ス
マ
ス

を

お

送
り
し
ま
す

 
ち
な
み
に
タ
イ
ト
ル
を
予
告
す
る
時
は
実
は
大
事
な
話
だ
と

の
片

に
で
も
入
れ
て
お

い
て

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
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第
２
７
２
話
 
最
初
で
最
高
の
ク
リ
ス
マ
ス

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

そ
れ
じ

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
は

事
前
に
決
め
た
待
ち
合
わ
せ
場
所
で
待

て
て
く
れ

は

い

寒
い
ん
だ
か
ら

く
迎
え
に
来
な
さ
い
よ
ね

へ
い
へ
い

お
兄
ち

ん

私

先
に
行

て

キ

ト
に
景
品
を

ん
ど
く
ね

あ

私
も
手
伝
う
よ

ケ
イ

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で

大

の
素
材
を
入
手
す
る
事
に
成
功
し
た
一
同
は

 
祝
勝
会
と
い
う
名
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

を
行
う

 
都
内
に

り
た

レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ス
へ
と
向
か
う
予
定
に
な

て
い
た

 
料
理
や
ケ

キ
は
事
前
に
準
備
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
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一
行
が
到
着
し
次
第

サ

ブ
さ
れ
る
事
に
な

て
い
た

そ
れ
じ

ま
た
後
で
な

う
ん

待

て
る
ね

ま
た
後
で

イ
コ
マ
も

楓
達
の
事

頼
む
な

は
い

 
そ
し
て
六
人
は

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
ち
な
み
に
ゼ
ク
シ

ド
達
も

ゲ

ム
内
で
だ
が
祝
勝
会
を
行

て
い
た

 
二

と
い
う
結
果
で
は
あ

た
が

シ

ナ
達
が
素
材
を
独
り

め
し
た
結
果

 
ゼ
ク
シ

ド
達
の
手
に
は
高
性
能
の
銃
と
多
く
の
資
金
が

る
事
と
な

て
い
た
の
だ

た 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
先
ほ
ど
ま
で
自
分
達
が
羞
恥
に
ま
み
れ
て
い
た
事
な
ど
す

か
り
忘
れ

 

純
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
る
時
に
使

た
資
金
を
あ

さ
り
と
回
収
出
来
た
事
を
喜
ん
で
い
た

ね

ハ
ル
カ

ま
さ
か
こ
ん
な
に

く
ノ
ル
マ
を
達
成
出
来
る
な
ん
て
思
わ
な
か

た
ね

う
ん

こ
こ
で
や
め
ち

う
の
も

一
つ
の
手
で
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
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二
人
は
そ
こ
で

ゼ
ク
シ

ド
の
方
を
チ
ラ

と
見
た

も
う
少
し

が
せ
て
も
ら
お

か

そ
う
だ
ね

ま
あ

も
う
ち

と
だ
け
ね

 
実
は
こ
の

間
が

ゼ
ク
シ

ド
チ

ム
に
と

て
は
一
番
の
解
散
の
危
機
だ

た
の
だ
が

 
実

の
と
こ
ろ
二
人
は
多
少
な
り
と
も
ゼ
ク
シ

ド
に
情
が
う
つ

て
し
ま

て
い
た

 
お
金
の
事
を
言
い

に

そ
の
ま
ま
チ

ム
に
所
属
し
続
け
る
事
と
な

た

 
ち
な
み
に
二
人
に

ゼ
ク
シ

ド
へ
の
恋
愛
感
情
は
一
切
無
い

 
悪
い

待
た
せ
た
か

う
う
ん

丁
度
今

物
を
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
終
わ

た
所
だ
よ

お
兄
ち

ん

そ
う
か

 
遠
く
か
ら
チ
ラ

と
見
た
限
り
だ
と

何
か
大
き
な
物
を

 
二
人
が
ト
ラ
ン
ク
に

ん
で
い
た
よ
う
に
見
え
た
八
幡
は
少
し
心
配
そ
う
に
小
町
に

ね
た

な

分
大
き
な
景
品
が
あ
る
の
が
見
え
け
ど
本
当
に
小
町
の
懐
は

ん
で
な
い
ん
だ
よ

な
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う
ん

全
部
陽
乃
お
姉
ち

ん
に
も
ら

た
物
だ
か
ら

姉
さ
ん
に

う
ん

だ
か
ら
大
丈
夫

ま
あ

そ
れ
な
ら
い
い
が

困

た
時
は
す
ぐ
に
お
兄
ち

ん
に
言
う
ん
だ
ぞ

う
ん

 
八
幡
は

陽
乃
か
ら
提

さ
れ
た
と
い
う
部
分
に
少
し
引

か
り
を
覚
え
た
が

 
ま
あ
あ
の
馬

姉
も
さ
す
が
に
常
識
く
ら
い
は

え
て
い
る
だ
ろ
う
と
そ
れ
は
そ
の
ま
ま

に
し

 
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
を

う

キ

ト
の
エ
ン
ジ
ン
を
ス
タ

ト
さ
せ
た

し
か
し
今
年
は
寒
い
な

う
ん

寒
い
ね

 
明
日
奈
が
そ
う
答
え
八
幡
は
小
町
が
何
も
言
わ
な
い
の
で
チ
ラ
リ
と
バ

ク
ミ
ラ

を
見

た 
小
町
は
見
慣
れ
ぬ
コ

ト
を
身
に

い

か
そ
う
に
し
て
い
た

小
町

そ
の
コ

ト

新
し
く

た
の
か
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ほ
え

あ

こ
れ
は

え

と

陽
乃
お
姉
ち

ん
に
も
ら

た
奴

姉
さ
ん
に

 
八
幡
は
そ
の
時
微

に

な
予
感
が
し
た
の
だ
が

は
何
も
無
い

そ
の
ま
ま
流
す

事
に
し
た

 
そ
し
て
一
行
は

中
で
詩
乃
と
エ
ル
ザ
を

い

無
事
に
目
的
地
に
到
着
し
た

 
案
内
さ
れ
た
部
屋
に
入
る
と
そ
こ
に
は

に

 

は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が

そ
の
分
し

か
り
と
手
の
込
ん
だ
料
理
が

ん
で
お
り

 

の
中
に
は

丁
度
六
人
で
食
べ
き
れ
る
く
ら
い
の

豪
華
な
ケ

キ
が
入

て
い
た

 
そ
し
て
ほ
ど
な
く
薔
薇
も
到
着
し

六
人
は
テ

ブ
ル
に
つ
い
た
の
だ
が

 
何
故
か
八
幡
の
座
る

子
だ
け
違
う
デ
ザ
イ
ン
の
物
が
用
意
さ
れ
て
い
た

 
八
幡
は
何
で
だ
ろ
う
と
思

た
が

ま
あ

が
足
り
な
か

た
ん
だ
ろ
う
と

 

か
い
事
を
気
に
す
る
の
は
や
め

そ
の
ま
ま
大
人
し
く

に
つ
い
た

 
そ
し
て
八
幡
が
音

を
と
り

の

を
す
る
事
に
な

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
今
日
の
勝
利
を
祝

て

メ
リ

ク
リ
ス
マ
ス

メ
リ

ク
リ
ス
マ
ス
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そ
し
て
六
人
は

今
日
の
戦
闘
に
つ
い
て

り
返
り
な
が
ら

料
理
と
会
話
を
楽
し
ん
だ

そ
れ
に
し
て
も
シ
ノ
の
ん

今
日
は
完

な
出
だ
し
だ

た
ね

当
た
り
前
じ

な
い

私
を
誰
だ
と
思

て
る
の
よ

お
お

シ
ノ
の
ん
が
ま
だ
強
気
だ

 
エ
ル
ザ
が
詩
乃
に
そ
う
話
し

け

詩
乃
は
胸
を
張
り
な
が
ら
そ
う
答
え
た

今
は

的
を
外
す
気
が
し
な
い
ん
だ
ろ

う
ん

そ
ん
な
感
じ

 
八
幡
の
言
葉
に

詩
乃
は
そ
う

い
た

そ
れ
じ

あ
後
は
実
戦
あ
る
の
み
だ
な

と
に
か
く
撃
ち
ま
く
れ

う
ん

最
近
野
良
パ

テ

に
も
混
じ
る
よ
う
に
な

た
け
ど

 
信
頼
で
き
そ
う
な

の
持
ち
主
が
多
そ
う
な
時
は

的
に
や

て
み
る

い
い
な

た
ま
に
は
私
も
混

て

あ

う
ん

ま
あ
可
能
な
時
は
ね

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
頼
み
に
言
葉
を

し
つ
つ
も

詩
乃
は
と
り
あ
え
ず
そ
う
答
え
た

 
そ
し
て
そ
う
い
え
ば
と
い
う
顔
で

薔
薇
が
エ
ル
ザ
に
話
し

け
た
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そ
う
い
え
ば
あ
ん
た

ク
リ
ス
マ
ス

て
本
業
の
方
が
忙
し
い
ん
じ

な
い
の

あ

う
ん

確
か
に
明
日
か
ら
し
ば
ら
く
忙
し
い
か
も

 
本
当
に

イ
ベ
ン
ト
が
明
日
と
か
じ

な
く
て
良
か

た
よ

や

ぱ
り
ク
リ
ス
マ
ス

て
ラ
イ
ブ
と
か
の
予
定
が
詰
ま

て
る
ん
だ

大
変
ね

う
ん

ま
あ
大
丈
夫

戦
う
の
と
同
じ
く
ら
い

歌
う
事
は
大
好
き
だ
か
ら
ね

 
そ
う
言
う
と

エ
ル
ザ
は
と
あ
る
歌
を
口
ず
さ
み
始
め
た

ま
い
ご
の
ま
い
ご
の
こ
ね
こ
ち

ん

あ
ん
た

何
で
そ
の
歌
を
チ

イ
ス
し
た
の
よ

 
即
座
に
突

込
ん
だ
薔
薇
に

八
幡
は
笑
顔
で
言

た

何
で
だ
よ

い
い
チ

イ
ス
じ

な
い
か
よ
小
猫

ま
た
あ
ん
た
は
そ
う
や

て

私
の
事
を

別
に
い
い
じ

な
い
か

俺
は
お
前
の
名
前
を
気
に
入

て
る
ん
だ
か
ら
な

 
そ
う
八
幡
に
言
わ
れ
た
薔
薇
は
嬉
し
さ
半
分
と
ま
ど
い
半
分
な
表
情
で
ぼ
そ
ぼ
そ
と
こ
う

い
た

そ

そ
れ
な
ら
ま
あ

別
に
文

は
無
い
ん
だ
け
ど
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お
前
本
当
に

と
比
べ
る
と
完
全
に
別
人
だ
よ
な

最
初
に
俺
が
お
前
を
見
た
時
の

象
は

 
と
に
か
く

な
表
情
を
す
る
ク
ソ
女
だ
な

て
感
じ
だ

た
ん
だ
が

 
今
の
お
前
は
何
て
い
う
か

な

 
そ
の
先
が
素
直
に
言
え
な
い
の
か
そ
う
話
を

て
き
た
八
幡
の
代
わ
り
に
四
人
は
こ
う

言

た
今
の
小
猫
さ
ん
は

凄
く
穏
や
か
で
か
わ
い
く
な

た
と
思
う

小
猫
さ
ん

マ

ベ
ラ
ス
で
す

デ
リ
シ

ス
で
す

小
猫
ち

ん
は
見
て
て
か
わ
い
い
か
ら

か
ら
か
い
甲
斐
が
あ
る
よ
ね

小
猫
さ
ん
の

の
話
は
私
に
は
分
か
ら
な
い
け
ど
で
も
今
の
小
猫
さ
ん
は
凄
く
素
敵
だ
と
思

う
ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

 
薔
薇
は

そ
の
仲
間
か
ら
の
言
葉
に
恥
じ
ら
い

き
な
が
ら
ぼ
そ

と
言

た

あ

あ
り
が
と

 
ち
な
み
に
そ
の
後

他
の
者
達
は

も
う
そ

ち
に
慣
れ
て
し
ま

て
い
た

 
薔
薇
と
い
う
呼
び
方
を
続
け
る
事
に
な

た
の
だ
が
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八
幡
だ
け
は

機

の
い
い
時
に
限
り

公
然
と
薔
薇
を
小
猫
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

 
そ
れ
が
一
つ
の

八
幡
の
感
情
を
知
る
上
で
の

バ
ロ
メ

タ

と
さ
れ
る
事
と
な

た

さ
て

こ
こ
で
本
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す

 
こ
れ
か
ら
豪
華
景
品
の
当
た
る
ゲ

ム
大
会
を
開

し
た
い
と
思
い
ま
す

 
ち
な
み
に
小
町
は
不
参
加
で
す
の
で

四
人
で
頑
張

て
下
さ
い
ね

不
参
加

四
人

 
そ
う
怪

そ
う
な
顔
を
す
る
八
幡
に

小
町
は
笑
顔
の
ま
ま
こ
う
言

た

そ
れ
は
こ
う
い
う
事
だ
よ

お
兄
ち

ん

 
そ
し
て
小
町
が
何
か
の
ス
イ

チ
を
取
り
出
し

そ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
そ
の

間
に
八
幡
の
座

て
い
る

子
か
ら
ベ
ル
ト
が
飛
び
出
し
八
幡
の
体
を
ガ

チ
リ

と

束
し
た

な
 
驚
き

何
か
言
お
う
と
す
る
八
幡
を
制
し

小
町
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
続
け
た

は
い

と
い
う

で

陽
乃
お
姉
ち

ん
提

に
よ
る

 
お
兄
ち

ん
グ

ズ
争

ビ
ン
ゴ
大
会
の
開

を

こ
こ
に
宣
言
し
ま

す
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待

て
ま
し
た

こ
こ
か
ら
が
本
番
ね

賞
品
は
何
な
の
か
な

わ
私
は
別
に
そ
ん
な
の
欲
し
く
な
い
け
ど
こ
こ
で
一
人
だ
け
和
を
乱
す

に
は
い
か
な
い

し
ね

 
そ
の
言
葉
と
同
時
に
四
人
が
そ
う
言

た

 
八
幡
は

自
分
以
外
は
こ
の
事
を
知

て
い
た
の
だ
と

今
更
な
が
ら
気
付
か
さ
れ
た

こ

小
町

一
体
こ
れ
は

ご
め
ん
ね
お
兄
ち

ん
で
も
仕
方
な
い
ん
だ
よ
小
町
は
も
う
今
回
の
企
画
の

会
を
や

る
報

を

 
陽
乃
お
姉
ち

ん
か
ら
も
ら

ち

て
る
か
ら

 
そ
の
言
葉
で
八
幡
は

小
町
が
着
て
い
た
コ

ト
の
事
を
思
い
出
し
た

ま

ま
さ
か
お
前

あ
の
コ

ト
は

う
ん

あ
れ

て
日
本
じ

入
手
し
に
く
い

海
外
の
人
気
ブ
ラ
ン
ド
の
や
つ
だ
か
ら

 
あ
ん
な
い
い
物
を
も
ら

ち

た
ら
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小
町
は
ど
う
し
て
も
お
兄
ち

ん
を
裏
切
る
し
か
な
か

た
の
で
す

ご
め
ん
な
さ
い

て

へ 
小
町
は

ち

と
も
悪
い
と
思

て
い
な
い
顔
で
八
幡
に
言

た

 
八
幡
は
こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
思
い
最
後
の
希
望
を
込
め
明
日
奈
に
声
を

け
た

な
あ
明
日
奈

助
け

 
明
日
奈
は

八
幡
に
話
し

け
ら
れ
る
の
を
予
想
し
て
い
た
の
か

 
そ
の
言
葉
を

中
で

り

苦
し
そ
う
に

口
で
こ
う
言

た

ご
め
ん
ね
八
幡
君
私
も
こ
う
い
う
の
は
ど
う
か
な

て
思
わ
な
い
で
も
な
か

た
ん
だ
け
ど

 
あ
ん
な
賞
品
を
見
せ
ら
れ
た
ら

私
に
も
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の

 
表
情
こ
そ
苦
し
そ
う
だ
が

よ
く

く
と
完
全
に
欲
望
に

れ
た
そ
の
言
葉
を

き

 
八
幡
は
何
も
か
も

め
た
顔
で

こ
う

い
た

つ
ま
り
明
日
奈
も

何
か
欲
し
い
物
が
あ

た
ん
だ
な

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
を

き

切
な
そ
う
な
顔
で
八
幡
に

え
か
け
た

仕
方
な
い
の

私
も
一

の
賞
品
が
欲
し
い
の

と
い
う
か

全
部
欲
し
い
の

お

お
う

そ
れ
な
ら
仕
方
な
い
な
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八
幡
は
明
日
奈
の
表
情
が
本
気
だ

た

そ
う
言
う
と
大
人
し
く
成
り
行
き
を
見
守
る

事
に
し

 
お
か
し
な
物
が
景
品
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
よ
う
に
と
天
に

た

 
そ
し
て
小
町
か
ら

今
日
の
賞
品
が
公
開
さ
れ
た

そ
れ
で
は
今
日
の
賞
品
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

第
四

は

 
陽
乃
姉
さ
ん
秘

の

お
兄
ち

ん
生
写
真

セ

ト

 
八
幡
は

ま
あ
そ
こ
ら
へ
ん
は
あ
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
の
で

 
案
外
平
然
と

そ
の
言
葉
を

い
て
い
た

こ
の
写
真

確
か
に
ど
れ
も
見
た
事
が
無
い

明
日
奈
が
そ
う
言
う
な
ら

ま
さ
に
お
宝
だ
ね

ほ
ほ
う

ふ

ん

 
詩
乃
だ
け
は

気
の
無
さ
そ
う
な
雰
囲
気
を

わ
せ
て
い
た
の
だ
が

 
そ
の

線
は

チ
ラ
チ
ラ
と
何
度
も
そ
の
写
真
に
向
け
ら
れ
て
い
た
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第
三

お
兄
ち

ん

き
枕

何
だ
そ
れ
は

そ
ん
な
物
欲
し
が
る
奴
が
い
る

無
い
だ
ろ

 
八
幡
は

れ
た
顔
で
そ
う
言
い
な
が
ら

四
人
の
方
を
見
た

 
四
人
は
八
幡
の

線
を
受
け
顔
を
背
け
た
が

線
だ
け
は
そ
の

き
枕
に

付
け
に
な

て
い
た

お

お
前
ら
な

は
い
は
い

お
兄
ち

ん
は
静
か
に
し
て
て
ね

第
二

お
兄
ち

ん
目
覚
ま
し
時
計

 
小
町
が
何
か
操
作
す
る
と

そ
の
時
計
は

八
幡
の
声
で
次
々
と
言

た

明
日
奈

朝
だ
ぞ

ほ
ら

き
ろ

詩
乃

朝
だ
ぞ

ほ
ら

き
ろ

エ
ル
ザ

朝
だ
ぞ

ほ
ら

き
ろ

小
猫

朝
だ
ぞ

ほ
ら

き
ろ

こ
の
よ
う
に

ス
イ

チ
一
つ
で

四
人
の
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
る
の
で
す

 
し
か
も
お

り
会
に
も
対
応
で
す

明
日
奈

詩
乃

朝
だ
ぞ

ほ
ら

き
ろ
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ス
イ

チ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
一
人
か
ら
四
人
ま
で
自
在
に
呼
ぶ
名
前
を
変
え
ら
れ
ま

す 
他
に
も
セ
リ
フ
が
あ
る
の
で

そ
れ
は
手
に
入
れ
た
人
の
お
楽
し
み

て
事
で

 
八
幡
は
も
う
色
々
と

め
た
の
か

無
言
で
そ
の
目
覚
ま
し
時
計
を
見
つ
め
て
い
た

そ
し
て
第
一

デ
フ

ル
メ
お
兄
ち

ん
ぬ
い
ぐ
る
み

通
称
は
ち
ま
ん
く
ん

お

二

よ
り
平

い
な

 
八
幡
は
そ
の
平

さ
が
意
外
だ

た
の
か

思
わ
ず
そ
う
声
を
出
し
た

う
う
ん

そ
れ
が
こ
れ
ね

 
明
日
奈
が
そ
う
言
い

ぬ
い
ぐ
る
み
の
背
後
に
つ
い
て
い
た
ス
イ

チ
を
操
作
し
た

 
す
る
と
そ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は

び
を
し
た
り

ち

こ
ち

こ
歩
い
た
り

 
い
く
つ
か
の
動
作
を

自
由
に
行
い
始
め
た

う
わ

か
わ
い
い

会
話
も
あ
る

度
出
来
る
よ

こ
ん
に
ち
は
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お
う

こ
ん
に
ち
は

 
そ
の
言
葉
に
反
応
し

は
ち
ま
ん
く
ん
は
手
を
ピ

と
上
げ

そ
う

し
た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

そ
の
無

な
技
術
力
に

か
ん
と
し
た

 
だ
が

他
の
者
の
反
応
は
ま

た
く
違

た

何
こ
れ
え
え
え
え
え
え

か

か
わ
い
い
い
い
い

欲
し
い

こ
れ

絶
対
に
欲
し
い

 
三
人
は
そ
の
愛
ら
し
さ
に
絶
叫
し
た

あ
の
詩
乃
で
さ
え
欲
し
い
欲
し
い
と
我
を
忘
れ
て
い

た
は
ち
ま
ん
く
ん

お
は
よ
う

お
う

よ
く
眠
れ
た
か

は
ち
ま
ん
く
ん

頑
張
ろ
う
ね

や
れ
や
れ

面
倒

い
が
仕
方
が
無
い
な

は
ち
ま
ん
く
ん
の
好
き
な
人
は

そ
ん
な
の

を
見
れ
ば
分
か
る
だ
ろ
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は
ち
ま
ん
く
ん

お
前
ら

そ
こ
ま
で
だ

い
い
か
ら
さ

さ
と
ビ
ン
ゴ
を
始
め
ろ

 
さ
す
が
に
そ
の
羞
恥
プ
レ
イ
に

え
ら
れ
な
く
な

た
の
か

八
幡
は
そ
う
絶
叫
し
た

 
そ
の
言
葉
を
合
図
に

小
町
が
ゲ

ム
の
開
始
を
宣
言
し
た

は
い

そ
れ
で
は
平

で
す
が

ビ
ン
ゴ
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す

 
最
初
に
皆
さ
ん

中
央
の

を
開
け
て
下
さ
い
ね

 
そ
し
て
小
町
が

番
に
出
た
目
を

み
上
げ
て
い

た

 
四
人
は
番

を

く
度
に
一
喜
一
憂
し

八
幡
は
そ
れ
を
見
て

 
ま
あ
楽
し
そ
う
だ
か
ら

た
ま
に
は
こ
ん
な
の
も
い
い
か
と
思
い

 
馬

姉
へ
の
制

の
時
は
少
し
手
加

し
て
や
る
か
と
考
え
た

 
当
然

制

自
体
を
や
め
よ
う
な
ど
と
は

微

も
思

て
も
い
な
い

 
そ
し
て
つ
い
に
決
着
の
時
が
訪
れ
た

四
人
に
リ

チ
が
か
か
る
混
戦
の
中

 
つ
い
に
そ
の
栄

を
手
に
し
た
の
は

詩
乃
だ

た

き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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う
う
う
う
う

今
ま
で
の
人
生
で
一
番
悔
し
い

く

す
さ
ま
じ
い
強
運
ね

マ
ス
タ

録
は

朝
田
詩
乃

と

 
結
局

は

二

・
明
日
奈

三

・
エ
ル
ザ

四

・
小
猫
と
決
ま

た

 
明
日
奈
は

何
と
か
二

を
確
保
す
る
事
が
出
来
て
ほ

と
し

 
エ
ル
ザ
は

目
覚
ま
し
よ
り
は

き
枕
が
欲
し
か

た
の
で
満
足
し
た

 
小
猫
は

ま
あ
私
の
立
ち

置
な
ら

こ
れ
く
ら
い
が

当
か
な
と

 
そ
の
さ
さ
や
か
な
成
果
に

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は
解
放
さ
れ
た
後

五
人
に
何
か
言
お
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
八
幡
に

五
人
は
そ

と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
出
し
た

あ

わ

悪
い

俺
は
今
日
は
何
も
用
意
し
て
な
い
ん
だ
が

 
ち
な
み
に
後
日

八
幡
は
ち

ん
と
五
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
た
事
だ
け
は
報
告
し
て
お
く

い
い
の
い
い
の

五
人
で
話
し
合

て
決
め
た
ん
だ
よ

お
兄
ち

ん

う
ん

だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
受
け
取

て



 第２７２話 最初で最高のクリスマス

 
そ
し
て
八
幡
は
先
ず
明
日
奈
か
ら

手
編
み
の
マ
フ
ラ

を
受
け
取

た

ま
あ

手
編
み
は
正
妻
の
特

か
な

 
次
に
八
幡
は
小
町
か
ら
ハ
ン
カ
チ
を

薔
薇
か
ら
ネ
ク
タ
イ
を
受
け
取

た

小
町
は
ま
あ

平

で
い
い
か
な

て

私
は

あ
ん
た
の
背
広

を
よ
く
見
て
る
か
ら

そ
れ
に
合
う
奴
を
選
ん
だ
つ
も
り

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は

八
幡
の

に
歌

た
と
い
う

新
曲
の
入

た
メ
モ
リ
を

し
た

私
作

作
曲

い
曲
だ
け
ど

一

に
は

し
な
い
唯
一
の
曲
か
な

ま
じ
か

ほ
ん
ま
も
ん
の
お
宝
じ

ね

か

う
わ

神
崎
エ
ル
ザ
の

遠
の
未
発
表
曲

そ
れ
は
す
ご
い

が
付
き
そ
う
ね

 
そ
し
て
最
後
に
詩
乃
は

八
幡
に
銀
色
の
懐
中
時
計
を
差
し
出
し
た

懐
中
時
計
か

う

う
ん

い
物
に
行

て
見
か
け
た

間

こ
れ
だ

て
思

て

う
ん

い
い
な

こ
れ

 
八
幡
が
気
に
入

た
よ
う
で

詩
乃
は
ほ

と
安

し
た

み
ん
な
あ
り
が
と
な

そ
の

大
切
に
す
る
わ
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五
人
は
そ
れ
を

き

満
面
の
笑
顔
に
な

た

 
そ
の
後
一
同
は
存
分
に

い
ケ

キ
に

を
打
ち
そ
の
日
の
会
は

況
の
う
ち
に
幕
を

じ
た

 
そ
し
て
家
に
帰

た
後

エ
ル
ザ
は

速

き
枕
を
使
い

存
分
に
ハ

ハ

し
た

 
詩
乃
は
当
然

熱
心
に
は
ち
ま
ん
く
ん
に
話
し

け
て
い
た

は
ち
ま
ん
く
ん

今
日
は
楽
し
か

た
ね

ま
あ

楽
し
く
な
く
は
な
か

た
な

こ

ち
の
は
ち
ま
ん
く
ん
も
素
直
じ

な
い
の
ね

 
は
ち
ま
ん
く
ん

私

ち

と
お
風
呂
に
入

て
く
る
ね

べ

別
に
断
ら
な
く
て
も

い
た
り
は
し
ね

よ

 
そ
し
て
お
風
呂
か
ら
出
た
詩
乃
は

は
ち
ま
ん
く
ん
を

い
て

る
事
に
し
た

は
ち
ま
ん
く
ん

お
や
す
み

お
う

い
い
夢
見
ろ
よ

 
物
心
つ
い
て
か
ら

初
め
て
自
分
の
意
思
で

待
ち
望
ん
で
迎
え
た
詩
乃
の
ク
リ
ス
マ
ス
は

 
こ
う
し
て
幸
せ
に
包
ま
れ
た
ま
ま
幕
を

じ
る
事
と
な

た
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ス
ト

リ

の
都
合
上

詩
乃
寄
り
の
話
に
な

て
お
り
ま
す

 
ま
あ

タ
イ
ト
ル
で

分
か

て
た
方
も
い
そ
う
で
す
ね

 
ち
な
み
に
は
ち
ま
ん
く
ん
は

こ
の
後
も
何
度
か
話
に

場
し
て
き
ま
す
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第
２
７
３
話
 
東
⻄
で
宴
は
続
く

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
詩
乃
が

は
ち
ま
ん
く
ん
を
て
に
い
れ
た
ぞ

と
雄
た
け
び
を
上
げ
て
い
た

 

央
は

眠
り
の
森
へ
と

か
れ
て
い
た

 
実
は

と
知

も
一

だ

た

央
は
か
な
り

張
し
て
い
た
の
だ
が

 

は

央
が
八
幡
の
か
つ
て
の
仲
間
だ

た
と
い
う
事
を
知
り

 

央
の
事
を
気
に
入

て
い
た

と
て
も
好
意
的
に

央
に
接
し
て
い
た

 
知

は
そ
の
後
の
理
事
⻑
選

で
満
場
一
致
で
新
理
事
⻑
に
選
出
さ
れ
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
た
の
で

 
今
日
は
久
々
に
の
ん
び
り
出
来
る
と

喜
ん
で
い
た

楓

ほ
ら

お

ち

ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
じ

ぞ

わ

お

ち

ん

あ
り
が
と
う
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楓
は
嬉
し
そ
う
に

巨
大
な
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
受
け
取

た

 
そ
し
て

央
は

子
か
ら

さ
れ
た
事
前
に
送
ら
れ
て
い
た
八
幡
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

 
自
分
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

楓
に
手

し
た

は
い

楓
ち

ん

こ
の

子
は
八
幡
お
兄
ち

ん
か
ら

こ
の
手
袋
は

僕
か
ら
だ
よ

 
楓
ち

ん
が
元
気
に
な

て
お
外
で
遊
べ
る
よ
う
に
な

た
時
寒
く
な
い
よ
う
に
使

て

ね
あ
り
が
と
う

お
兄
ち

ん

楓

く
こ
れ
を
着
け
て

お
外
で
遊
べ
る
よ
う
に

 
い

ぱ
い
い

ぱ
い
頑
張
る
ね

う
ん

そ
う
な

た
ら

僕
と
も
一

に
遊
ん
で
ね

う
ん

八
幡
お
兄
ち

ん
も
一

な
ら
良
か

た
ん
だ
け
ど
な

八
幡
お
兄
ち

ん

元

気
か
な
あ

大
丈
夫

八
幡
お
兄
ち

ん
は

と

て
も
元
気
だ
よ

そ

か

ま
た
会
え
る
と
い
い
な

う
ん

ま
た
き

と
会
え
る
よ

楓
ち

ん

 

央
が

楓
と
目
線
の
高
さ
を
合
わ
せ
て
話
を
し
て
い
る
の
を
見
て
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は

々

央
の
事
を
気
に
入

た

要
す
る
に
楓
の

候
補
の
一
人
に
ロ

ク
オ
ン

し
た
の
だ

 
そ
し
て
家
庭
的
で
は
あ
る
が

幸
せ
い

ぱ
い
な
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
終
わ

た
後

 

央
は
八
幡
か
ら
送
ら
れ
た
ト
ナ
カ
イ
の

子
を
被
り
ア
イ
と
ユ
ウ
の
部
屋
へ
と
向
か

た
え

と

ご
め
ん
下
さ
い

あ
ら

あ
な
た
は
確
か

 
ア
イ
は
一

す
る
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た
が
相
手
が

央
だ
と
分
か
り

を
解

い
た

 
ア
イ
は
以
前

央
が
こ
こ
に
来
た
時
の
事
を
覚
え
て
お
り

 

央
の
事
を

の
中
の

し
な
い
で
い
い
人
リ
ス
ト
に
記
載
し
て
い
た
の
だ

た

ユ
ウ

こ
の
人
は
大
丈
夫
よ

あ

そ
う
な
ん
だ

え
え

こ
の
人
は

八
幡
み
た
い
な
タ
イ
プ
の
人
だ
か
ら
ね

そ

か

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
ね
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央
は

そ
の
ア
イ
の
言
葉
に

さ
す
が
は
八
幡
さ
ん
だ
と

嬉
し
さ
を
覚
え
た

 
そ
し
て

央
は

二
人
に
言

た

僕
は
国
友

央
だ
よ

今
日
は

そ
の
八
幡
さ
ん
の
使
い
で
来
た
ん
だ

 
よ
ろ
し
く
ね

え

と

ア
イ
さ
ん

ユ
ウ
さ
ん

あ
ら

私
達
の
事
を
知

て
る
の
ね

八
幡
の
使
い

そ
う

宜
し
く
ね

央
さ
ん

 
私
は
八
幡
の
愛
人
候
補
の
一
人

野
藍
子
よ

ア

ア
イ

え

と

え

と

 
ユ
ウ
は
驚
き

ア
イ
の
事
を
二
度
見
す
る
と

負
け
じ
と

央
に
言

た

ボ
ク
も
八
幡
の
愛
人
候
補
の
一
人

野
木
綿
季
だ
よ

宜
し
く

あ

そ

そ
う

あ
は
は

 
そ
の
二
人
の
言
葉
を

い
た

央
は

や

ぱ
り
さ
す
が
で
す

八
幡
さ
ん
と

 

め
て
八
幡
の

別
の
意
味
で
の
凄
さ
を
実
感
し
た

で

今
日
は
何
の
用
事
な
の
か
し
ら

そ
の
ト
ナ
カ
イ
の

子
は
何

あ

う
ん

今
日
は
ね

八
幡
さ
ん
に
頼
ま
れ
て

 
二
人
に
八
幡
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持

て
き
た
ん
だ
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僕
が
ト
ナ
カ
イ
の

子
を
被

て
き
た
の
は
八
幡
さ
ん
が
サ
ン
タ
で
僕
は
そ
の
お
使
い
だ

か
ら
か
な

そ
う
い
う
事
ね

わ

八
幡
か
ら

や

た

 
二
人
は
今
日

園
内
の

他
の

者
達
と
一

に
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝

た
の
だ
が

 
そ
の
時
は
何
も

か
な
か

た

子
が
こ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
た
め
に

て
い
た
の
だ
な

と 

め
て
気
が
付
い
た

そ
し
て
二
人
が
見
守
る
中

央
は
タ
ブ
レ

ト
型
の

末
を
取
り

出
し

 
そ
れ
を

動
さ
せ
る
と

二
人
に
手

し
た

は
い

こ
れ

二
人
に
だ

て

こ
れ
は
何

何
だ
ろ

 
そ
こ
に
は

家
の
よ
う
な
も
の
が
表

さ
れ
て
い
た

二
人
が
い
ず
れ

む
事
に
な
る

の
家
だ

て
さ
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あそ

か

こ
れ

て

さ
あ
画
面
を
タ

プ
す
れ
ば
そ

ち
に
移
動
出
来
る
か
ら
好
き
な
方
向
に
行

て
み
て

 
そ
し
て
二
人
は
興
味
深
そ
う
に

画
面
を
タ

プ
し

あ
ち
こ
ち
を
探
索
し
た

 
時
々
表

さ
れ
る

マ

ク
を
タ

プ
す
る
と

そ
の
設
備
の
説
明
が
表

さ
れ
る
よ

う
だ

 
二
人
は

そ
こ
に
自
分
達
が

ん
で
い
る
光
景
を
想
像
し

胸
を
躍
ら
せ
た

で

僕
か
ら
は

そ
れ
を
立
体
に
し
た
模
型
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
よ

 
そ
う
言

て

央
が
差
し
出
し
た
の
は
ま
さ
に
そ
の
画
面
に
映

て
い
る
の
と
そ

く
り
な

 
素
敵
な
家
の
模
型
だ

た

こ
れ

こ
こ
と
こ
こ
で

分
か
れ
る
よ
う
に
な

て
る
か
ら
ね

 
そ
の
模
型
は
一

と
二

の
間
取
り
が
上
か
ら
見
れ
る
よ
う
に
分
解
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
さ
す
が
は
国
友
家
の
息
子
と
い
う
事
で
あ
ろ
う

あ
り
が
と
う

央
さ
ん
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こ
ん
な
凄
い
模
型

ボ
ク
初
め
て
見
た
よ

あ
り
が
と
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て

そ
れ
じ

最
後
に

八
幡
さ
ん
か
ら
の
メ

セ

ジ
を
再
生
す
る
ね

 
次
の

間
に

末
か
ら

八
幡
の
声
が
流
れ
て
き
た

ア
イ

ユ
ウ

元
気
か

こ

ち
の
受
け
入
れ
準
備
は

調
に
進
ん
で
い
る

 

く
こ

ち
で
会
え
る
と
い
い
な

後
そ
の

末
の

下
に
保
存

て
場
所
が
あ
る
だ
ろ

 
出
来
る
だ
け
二
人
の
希
望
に

え
る
よ
う
に
そ
の

末
は
色
々
い
じ
れ
る
よ
う
に
な

て

る
か
ら

 
二
人
で
話
し
合

て

よ
り
い
い
家
に
な
る
よ
う
に

色
々
変
え
て
く
れ

 
そ
し
て
保
存
を
押
せ
ば
そ
の
結
果
は
こ
ち
ら
に
送
ら
れ
す
ぐ
に
実

の
家
に
反
映
さ
れ
る

 
二
人
で
楽
し
み
な
が
ら

色
々
や

て
み
て
く
れ

 
そ
れ
じ

あ
再
会
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

メ
リ

ク
リ
ス
マ
ス

 
そ
し
て

央
は

眠
り
の
森
を
後
に
し

ア
イ
と
ユ
ウ
は

消

時
間
ま
で

 

き
も
せ
ず

そ
の

末
を

と
て
も
楽
し
そ
う
に

二
人
で
い
じ

て
い
た
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そ
れ
で
は
こ
れ
よ
り
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

を
開

す
る

 
次
の
日
の
夜
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

が
行
わ
れ
て
い
た

 
こ
の
パ

テ

は

忘
年
会
も

ね
て
と
い
う
事
に
な

て
い
た

 
薔
薇
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
内
に
は
キ

ラ
を
作

て
い
な
か

た

今
日
こ
の
場
に
は
い
な
い

 
代
わ
り
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
即

で
作

た
静
の
キ

ラ
で
あ
る
サ
イ
レ
ン
ト
が
参
加
し
て

い
た

 
他
に
も
ユ

ジ

ン
と

サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

と

フ
カ
次
郎
が

か
れ
て
い
た

 
ち
な
み
に
こ
こ
に
い
な
い
唯
一
の
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

の

ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は

 
先
日
の
京
都
へ
の
旅
行
の
せ
い
で

詰

態
に
な

て
い
る

不
参
加
だ

た

自
業
自

得
で
あ
る

 
南
は
い
て
も
お
か
し
く
は
な
か

た
が

ど
う
や
ら
薔
薇
が
一
人
な
の
を
知

た
ら
し
く

 
二
人
で
ど
こ
か
へ
一

に
行

て
い
る
よ
う
で

こ
の
場
に
は
い
な
い

 
ゴ
ド
フ
リ

こ
と
相
模
自
由
は
年
末
は
職

が
忙
し
く
今
は
相
模
不
自
由
に
な

て
い

た 
い
ず
れ
機
会
が
あ

た
ら
顔
見
知
り
の
キ
リ
ト
と
会
わ
せ
よ
う
と
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
て
い
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た
こ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
の

そ
し
て

ク
ラ
イ
ン
の
仲
間
達
と
い
う

だ
な

 
慣
れ
な
い
呼
び
方
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

サ
イ
レ
ン
ト
は

 
事
前
に
ク
ラ
イ
ン
に
言
わ
れ
た
通
り
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
で
の
呼
び

て
に
何
と
か
対
応

し
て
い
た

ま
さ
か
先
生
と

ゲ

ム
の
中
で
こ
う
し
て
会
話
す
る
事
に
な
ろ
う
と
は

 
思

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
ね

あ
あ

そ
し
て
こ
ち
ら
が

君
と
ア
ス
ナ
君
の
娘
と
い
う

ユ
イ
で
す

初
め
ま
し
て

先
生

あ
あ
宜
し
く
な
ユ
イ
君

く

か
わ
い
い

こ
の
ま
ま
家
に
連
れ
て
帰
り
た
い

や
め
て
下
さ
い
よ
先
生

う
ち
の
娘
を
誘
拐
し
な
い
で
下
さ
い

も

も
ち
ろ
ん
だ
と
も

し
か
し

く

我
慢
だ
我
慢

 
サ
イ
レ
ン
ト
は
ユ
イ
の

を

で
な
が
ら
何
と
か

を

服
し
話
題
を
変
え
こ
う

言

た
し
か
し
何
と
い
う
か
体
が

い
気
が
す
る
な

分
と
若
返

た
よ
う
な
そ
ん
な
気
が
す
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る
そ
り

あ

先
生
も
も
う

三

お

と

 
そ
の

間
に

恐
る
べ
き
ス
ピ

ド
で
放
た
れ
た
サ
イ
レ
ン
ト
の
拳
を

 
し
か
し
ハ
チ
マ
ン
は

あ

さ
り
と
受
け
止
め
た

く

ま
さ
か
受
け
止
め
ら
れ
る
と
は

ま
あ
こ
こ
は

俺
の
ホ

ム
み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
ね

 
さ
す
が
に
こ

ち
じ

攻
撃
は
く
ら
い
ま
せ
ん

パ
パ

さ
す
が
で
す

 
そ
し
て
サ
イ
レ
ン
ト
は

悔
し
さ
を

ま
せ
な
が
ら
も

感
心
し
た
よ
う
に

ハ
チ
マ
ン
に

言

た
く

君
は
本
当
に
強
く
な

た
な

初
め
て
先
生
の
パ
ン
チ
を
止
め
ら
れ
ま
し
た
ね

ま

た
く

君
の
成
⻑
に
は
驚
か
さ
れ
る
よ

私
も
こ

ち
で
鍛
え
直
し
た
い
く
ら
い
だ
が

 
仕
事
の
方
が
忙
し
く
て
な

ほ
ら
私

結
婚

み
で

仕
事
も
デ
キ
る
女
だ
か
ら

あ

は
い

そ
う
で
す
ね

本
当
に
残
念
で
す
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そ
の
残
念
で
す
を
当
然
サ
イ
レ
ン
ト
は
一

に
遊
べ
な
く
て
残
念
で
す
と
と
ら
え
た
の
だ

が 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
別
の
意
味
を
込
め
て
い
た

そ
し
て
そ
ん
な
二
人
を
見
つ
め
る
者

が
い
た

な

ユ
キ
ノ

あ
の
二
人

か
ら
い
つ
も
あ
あ
だ

た
の
か

そ
う
ね
い
つ
も
は
ハ
チ
マ
ン
君
が
あ
の

拳
制

を
く
ら

て

絶
し
て
い
た
の
だ
け

れ
ど

 
今
日
初
め
て

あ
の
パ
ン
チ
を
止
め
る
事
に
成
功
み
た
い
ね

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

俺

あ
の
パ
ン
チ
を
止
め
ら
れ
る
自
信
が
ね

わ

ふ
ふ

ま
あ

先
生
を

ら
せ
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
る
事
ね

 
他
に
も
あ
ち
こ
ち
で

様
々
な
会
話
が

り
広
げ
ら
れ
て
い
た

ね

リ

フ

ち

ん
妹
的
な
キ

ラ

て
や

ぱ
り
色
々
恋
愛
に
は
不
利
な
の
か
な

私
も
最
近

た
ま
に
そ
う
思
う
時
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

ね

イ
ロ
ハ

実

ど
う
な
の

先
輩
に
は
確
か
に
妹
属
性
は

か
も

で
も
そ
れ
は
恋
愛
感
情
に
は
結
び
つ
か
な
い

て
い
う
か
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ま
あ
私
が
そ
れ
で

し
て
る
か
ら
な
ん
だ
け
ど
世
間
一

だ
と
ん

や

ぱ
り
不

利
か
も
ね

あ

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
で
す
ね

シ
リ
カ

こ
う
な

た
ら
私
達
も

大
人
の
女
を
目
指
す
し
か
な
い
ね

ね

メ
ビ
ウ
ス

い
つ
こ

ち
に
帰

て
く
る
の

も
う
す
ぐ
そ

ち
に

る
予
定
で
す
よ

ソ
レ
イ
ユ
先
輩

あ

そ
う
な
の

そ
れ
じ

そ
の
ま
ま

う
ち
に

職
す
る

う

ん
で
も
私
が
専
攻
し
て
る

学
関
係

て
あ
そ
こ
の
業

と
関
係
無
く
な
い
で
す

か
そ
れ
が
そ
う
で
も
無
い
の
よ
ね

ア
ル
ゴ
ち

ん

説
明
宜
し
く

あ
い
よ

ボ
ス

そ
れ
じ

オ
レ

ち
か
ら
説
明
す
る

キ
リ
ト

今
度
は
い
つ
勝
負
す
る

お
前
は
会
う
と

い
つ
も
そ
れ
ば

か
り
だ
な

ユ

ジ

ン

サ
ラ
マ
ン
ダ

ス
ト
ラ
イ
ク
と
い
う

必
殺
技
を
考
え
つ
い
た
の
で
な

一
度

し
た
い

実
験
台
か
よ

ま
あ
い
い

い
つ
に
す
る
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サ
ク
ヤ
ち

ん

私
達

も
う
す

か
り
ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
員
み
た
い
に
な

て
る
ね

そ
う
だ
な
ア
リ
シ

ま
あ
こ
こ
の
連
中
は
楽
し
い
か
ら

そ
れ
も
ま
た
良
し
だ

い

そ

後
任
に
領
主
の
座
を

ち

う

そ
う
だ
な

ま
あ

い
ず
れ
な

エ
ギ
ル
さ
ん

僕
に
是
非

恋
の
成

の
さ
せ
方
を
教
え
て
下
さ
い

お
い

何
で
俺
に

く
ん
だ
よ

レ
コ
ン

だ

て
エ
ギ
ル
さ
ん

妻

者
じ

な
い
で
す
か

確
か
に
そ
う
だ
が
な
う

ん
ハ
チ
マ
ン
み
た
い
に
な
れ
ば
ど
ん
な
恋
も
楽
勝
な
ん
じ

な
い
か

そ
れ
は
ハ

ド
ル
が
高
す
ぎ
で
す

ユ
イ
ユ
イ
あ

し
思

た
ん
だ
け
ど
今
年
の
お
正
月
た
ま
に
は

の
三
人
で
集
ま

て

み
る
し

あ

そ
う
だ
ね

た
ま
に
は
三
人
で
集
ま
ろ

か

そ
う
い
え
ば
姫
菜
の
あ
の
病
気

よ
り
悪
化
し
て
る
け
ど

ユ
イ
ユ
イ
は
平
気

う
ん

あ
た
し
も
そ
う
い
う
の

か
な
り
分
か
る
よ
う
に
な

た
か
ら
大
丈
夫
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ま
あ
分
か
る
だ
け
で

そ
の
道
に
足
を

み
込
む
気
は
無
い
け
ど
ね

ア
ス
ナ
さ
ん

私

こ
ん
な
所
に
い
て

場
違
い
じ

な
い
で
す
か
ね

フ
カ
ち

ん

大
丈
夫
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
君
に
呼
ば
れ
た
ん
で
し

 
だ

た
ら

も

と
自
信
を
持

て
い
い
と
思
う
な

確
か
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
声
を

け
ら
れ
た
時
は

天
に
も
昇
る
心
地
で

 
そ
の
せ
い
で
ア
ミ

ス
フ

ア
の
セ

フ
テ

が
働
い
て

落
と
さ
れ
ま
し
た
け
ど

あ
は
は
は
は

フ
カ
ち

ん

最
近
ど
ん
ど
ん
強
く
な

て
る
じ

な
い

 
だ
か
ら
今
は
気
に
せ
ず
後
の
加
入
に
備
え
て
こ
の
雰
囲
気
を
楽
し
め
ば
い
い
ん
じ

な
い

か
なリ

ズ

ち

と
頼
み
が
あ
る
の
だ
が

い
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か

ん

キ
ズ
メ
ル

ど
う
し
た
の

私
に
何
か
用

実
は

私
も
そ
ろ
そ
ろ

自
分
に
合

た
武
器
が
欲
し
い
と
思

て
な

あ

そ
う
い
う
事

そ
れ
な
ら
こ
の
私
に
任
せ
な
さ
い

 
そ
し
て

皆
が
会
話
と
料
理
と
ケ

キ
を
楽
し
ん
だ
後

 
こ
の
パ

テ

も

り
な
く
終
わ
り

八
幡
の
締
め
の
言
葉
に
よ

て
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こ
の
年
の
ギ
ル
ド
の
活
動
は

少
し

い
が

一
応
終
わ
り
と
い
う
事
に
な

た
の
だ

た

  
そ
の
日
の
夜
は
詩
乃
達
も
詩
乃
の
家
に
集
ま
り
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

を
行

て
い

た 
要
す
る
に
そ
れ
は

今
日
集
ま

た

詩
乃

映
子

美
衣

奈
の
誰
に
も

 
特
定
の
相
手
が
い
な
い
事
を
意
味
す
る
の
だ
が

 
今
は
四
人
で
遊
ぶ
の
が
楽
し
か

た

そ
の
話
題
に
つ
い
て
は
一
言
も
出
る
事
は
無
か

た 
そ
の
代
わ
り
に
話
題
と
さ
れ
た
の
は

や
は
り
八
幡
と
詩
乃
の
事
で
あ

た

詩
乃

ち

王
子
と
は

最
近
ど
う
な
の

あ

う
ん

ま
あ

ぼ
ち
ぼ
ち
か
な

何
そ
の

え
切
ら
な
い
言
葉

何
か
い
い
事
と
か
無
か

た
の

い
い
事

 
詩
乃
は
そ
う
言
わ
れ

つ
い

は
ち
ま
ん
く
ん
の
方
を
見
て
し
ま

た

 
そ
れ
に
目

く
気
付
い
た

奈
が
枕
の
隣
に
何
気
な
く
置
か
れ
て
い
た
は
ち
ま
ん
く
ん
に
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気
が
付
い
た

ね

詩
乃

こ
れ

て
も
し
か
し
て

王
子

あ

う

う
う
ん

こ
の
間
た
ま
た
ま
見
つ
け
て

似
て
る
な

て
思

て

 
何
と
な
く

て
み
た
の

お
う
お
う

乙
女
し
て
る
ね

て

こ
の
ス
イ

チ
は
何

あ

目

 
そ
の
詩
乃
の
制
止
も
間
に
合
わ
ず

奈
は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
ス
イ

チ
を
入
れ
た

 
そ
の

間
に

は
ち
ま
ん
く
ん
が
動
き
出
し

こ

こ
と
歩
き
始
め
た

え

何
こ
れ

動
く
の

う
わ

凄
い

で
も
こ
れ

高
か

た
ん
じ

な
い

う
ん

見
る
か
ら
に
高
そ
う

あ

え
と

 
言
い

む
詩
乃
を
見
て

怪
し
い
と
思

た
の
か

三
人
は

詩
乃
に
詰
め
寄

た

何

何
か
秘
密
で
も
あ
る
の

う
り
う
り

私
達
に
白

し
て
ご
ら
ん
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も
し
か
し
て

い
つ
も
こ
の
人

の
事
を

王
子
の
名
前
で
呼
ん
で
た
り

 
幸
い

そ
の
三
人
の
言
葉
は

は
ち
ま
ん
く
ん
に
対
す
る
呼
び
か
け
で
は
な
か

た

 
自
分
が
話
し

け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は

何
も

る
事
は
無

か

た

 
詩
乃
は
ほ

と
し
つ
つ
も
三
人
に
詰
め
寄
ら
れ
う

か
り
そ
の
名
前
を
口
に
し
て
し
ま

た
べ

別
に
私
は

は
ち
ま
ん
く
ん
に
話
し

け
て
な
ん
か

あ

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
を

き

三
人
は

ニ
ヤ
リ
と
笑

た

今

は
ち
ま
ん
く
ん

て
言

た

こ
の
子
の
名
前
は
は
ち
ま
ん
く
ん
か

そ

か

は
ち
ま
ん
く
ん

宜
し
く
ね

お
う

宜
し
く
な

 
突
然
部
屋
に

八
幡
の
声
が

き

り

場
は
シ
ン
と
静
ま

た

 
三
人
が

驚
い
た
顔
で
は
ち
ま
ん
く
ん
の
方
を
見
る
と

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

奈
の
方
に

ふ
り
ふ
り
と
手
を

て
い
た
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三
人
は

ぎ
ぎ
ぎ
ぎ
ぎ
と
音
を
立
て
な
が
ら

ゆ

く
り
詩
乃
の
方
に

り
向
い
た

 
詩
乃
は

や

を
だ
ら
だ
ら
と
た
ら
し
な
が
ら
ど
う
言
い

し
よ
う
か
必
死
に
考
え
て
い

た
そ

そ
の

こ
れ
は
そ
う

腹
話
術

腹
話
術
な
の

上
手
だ

た
で
し

詩
乃

ち

そ
れ
は
無
い
わ

う
ん

そ
の
言
い

は

さ
す
が
に
ど
う
か
と

ま
あ

し
て
み
れ
ば
い
い
よ
ね

は
ち
ま
ん
く
ん

元
気

お
う

ま
あ

元
気
と
言
え
な
い
事
も
な
い
な

や

ぱ
り

あ

う

 
そ
し
て
詩
乃
は

羞
恥
に
も
だ
え
な
が
ら
も

三
人
と
は
ち
ま
ん
く
ん
と
の
や
り
取
り
を

 
た
だ

い
て
い
る
事
し
か
出
来
な
か

た

は
ち
ま
ん
く
ん

私
達
の
中
で

誰
が
一
番
好
き

そ
ん
な
の
詩
乃
に
決
ま

て
る
だ
ろ

は
ち
ま
ん
く
ん

詩
乃
の
事

ど
う
思

て
る
の
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も
ち
ろ
ん
大
切
に
決
ま

て
る

は
ち
ま
ん
く
ん

も
し
か
し
て

詩
乃
と
一

に

て
る
の

あ
あ

こ
こ
に
来
た
の
は

日
だ
が

日
は
確
か
に
一

に

た
ぞ

 
そ
の
次
々
と

り
出
さ
れ
る
恥
ず
か
し
い
質
問
と

そ
の
答
え
の

々
を
受
け

 
詩
乃
は

る

る
と

え
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
ん
な
詩
乃
を
見
て
さ
す
が
に
や
り
す
ぎ
た
と
思

た
の
か
三
人
は
詩
乃
に
謝
り
始
め

た
ご
め
ん
詩
乃

ち

楽
し
す
ぎ
て

ち

と
や
り
す
ぎ
た
か
も

ご
め
ん
詩
乃

明
日
ス
イ

ツ

る
か
ら
さ

ご
め
ん
ね

ね

こ
の
事
は

も
ち
ろ
ん
誰
に
も
言
わ
な
い
か
ら

ご
め
ん

 
詩
乃
は
ま
だ

顔
を
真

に
し
て

る

る
と

え
て
い
た
が

そ
の
詩
乃
の

態
を

 

態

常
だ
と
判
断
し
た
の
か
は
ち
ま
ん
く
ん
が
と
こ
と
こ
と
詩
乃
の
方
へ
と
歩
き
出

し
た

 
詩
乃
は

そ
ん
な
は
ち
ま
ん
く
ん
を
見
る
の
は
初
め
て
だ

た
の
で

 
少
し
驚
き
な
が
ら

は
ち
ま
ん
く
ん
の
方
を
見
た
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は
ち
ま
ん
く
ん
は

そ
ん
な
詩
乃
の

を

ん

ん
と
叩
い
た
後

こ
う
言

た

俺
は
高
校
の
時
同
性
の
友
達

て
ほ
と
ん
ど
い
な
か

た
か
ら
お
前
が

ま
し
い
よ
詩

乃 
い
い
友
達
を
持

た
な

友
達
は
大
切
に
し
ろ
よ

 
詩
乃
だ
け
で
は
な
く

他
の
三
人
も

そ
の
言
葉
に

か
ん
と
し
た

ち

ち

と
こ
の
子

が
良
す
ぎ
じ

な
い

噂
に

く

高
性
能

て
奴

し
か
も
動
く
し

詩
乃

本
当
に
こ
れ

ど
う
し
た
の

う

う
ん

実
は

日

内

で
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

を
や

た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
に

ビ
ン
ゴ
の
景
品
だ

て
言

て

ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
さ
ん
が
く
れ
た
物
み
た
い

社
⻑
自
ら

ま
さ
か
こ
れ

マ
ジ
も
ん
の
ハ
イ
テ
ク
の

て
奴

本
当
に
い
く
ら
す
る
の
よ
こ
れ

こ
れ
を

も
ら

た
と
か

あ
ん
た
の

り
は
一
体
ど
う
な

て
ん
の
よ

う

う
ん

私
も
今

め
て
そ
う
思

た

 
そ
し
て
三
人
は

詩
乃
が
困
る
よ
う
な
事
を

く
の
は
や
め
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は
ち
ま
ん
く
ん
と
色
々
な
会
話
を
楽
し
み
始
め
た

詩
乃
も
そ
れ
で
調
子
を
取
り

し
た
の

か 
一

に
な

て

は
ち
ま
ん
く
ん
に

色
々
な
質
問
を
し
た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
恐
ろ
し
く

学
で
あ
り
四
人
の
知
ら
な
い
事
を
た
く
さ
ん
知

て
い

た 
そ
し
て
四
人
は

き
る
事
無
く
は
ち
ま
ん
く
ん
と
一

に
朝
ま
で
遊
ん
で
し
ま
い

 
次
の
日
は

昼
ま
で
爆

す
る
事
に
な

て
し
ま

た
の
だ

た

 
雑

す
る
四
人
の
真
ん
中
に

は
ち
ま
ん
く
ん
が
い
た
事
は

言
う
ま
で
も
な
い
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第
２
７
４
話
 
ニ
ア
ミ
ス

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
太
陽
が
真
上
に
来
た

詩
乃
以
外
の
三
人
は

偶
然
一

に
目
を
覚
ま
し

 
顔
を
見
合
わ
せ
た
後

同
時
に
時
計
を
見
て

今
が
も
う
お
昼
だ
と
い
う
事
に
気
が
付
い
た

や
ば
い

過
ぎ
た

は
ち
ま
ん
く
ん
と
の
会
話
が
楽
し
す
ぎ
た
ね

 
何
て
言
う
か

絶
対
間
違
い
の
お
き
な
い

男
の
子
と
の
お

り
会
み
た
い
で

確
か
に
そ
う
だ
よ
ね

て
い
う
か
そ
れ
よ
り
も
も
う
お
昼
じ

な
い
今
日
は
学
校
だ
よ

ち

と
詩
乃

ち

き
て

 
先
に
目
覚
め
た
三
人
は

て
た
様
子
で
ま
だ
幸
せ
そ
う
に

て
い
る
詩
乃
を

こ
そ
う
と

し
た
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ち
な
み
に
今
日

十
二
月
二
十
五
日
は
金
曜
日
で
あ
る

う

ん

お
は
よ
う

み
ん
な

お
は
よ
う
じ

な
い
よ
詩
乃

ち

時
計
見
て

時
計

 
詩
乃
は
そ
う
言
わ
れ

け

で
時
計
を
見
て

一

驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た
が

 
眠
気
が
勝

た
の
だ
ろ
う

再
び
横
に
な
る
と

面
倒

そ
う
に
言

た

も
う
無
理

今
日
は
学
校
サ
ボ
る

詩
乃
姫
が
ご
乱
心
で
ご
ざ
る

確
か
に
も
う
こ
ん
な
時
間
だ
け
ど

ど
う
し
よ
う

あ

そ
う
だ

詩
乃

ち

安
易
に
学
校
を
サ
ボ
る
と

八
幡
さ
ん
に

わ

れ
る
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

ビ
ク

と
し
た
詩
乃
は

て
て

き
上
が

た

 
そ
れ
を
見
て
三
人
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
詩
乃
に
言

た

お
や

さ
す
が
は

果
て
き
め
ん
で
す
な

恋
す
る
乙
女

て
や
つ

い
や

ん

詩
乃
か
わ
い
い
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あ
・
ん
・
た
・
ら
・
ね
・
え

 
詩
乃
は
三
人
に
か
ら
か
わ
れ

に

筋
を

か
べ
な
が
ら
も

 
確
か
に
八
幡
な
ら
ち

ん
と
学
校
に
は
行
け
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ど
う
す
る
べ

き
か
悩
ん
だ

 
そ
ん
な
詩
乃
の
目
に

充

さ
れ

待
機

態
の
は
ち
ま
ん
く
ん
の

が
映

た

そ
う
だ

本
人
に

い
て
み
れ
ば
い
い
わ

 
そ
う
言

て
詩
乃
は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
ス
イ

チ
を
入
れ
た

よ
 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
ス
イ

チ
が
入

た

間

こ

と
手
を
上
げ
詩
乃
に

を
し

た
は
ち
ま
ん
く
ん
実
は
今
日
学
校
な
ん
だ
け
ど
ち

と

過
ご
し
ち

て
も
う
お
昼

な
の

 
こ
う
い
う
時

て

や

ぱ
り
午
後
か
ら
で
も
学
校
に
行

た
方
が
い
い

あ

が
足
り
て
て

業
の

れ
を
し

か
り
と
取
り

せ
る
な
ら

 
わ
ざ
わ
ざ
行
く
必
要
は
無
い
だ
ろ

好
き
に
し
ろ
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そ
の
言
葉
に

我
が
意
を
得
た
り
と
思

た
詩
乃
は

ド
ヤ
顔
で
首
を
く
る

と
回
し

 
三
人
の
方
へ
と

り
返

た

だ
が
三
人
は

だ
ら
だ
ら
と

そ
べ

た
ま
ま

 
本
を

ん
だ
り
ス
マ
ホ
を
い
じ

た
り

を
い
じ

た
り
し
て
お
り

 
そ
の

か
ら
は

学
校
に
行
こ
う
と
す
る
よ
う
な
気
配
は

微

も
感
じ
ら
れ
な
か

た

 
詩
乃
は

再
び

に

筋
を

か
べ
な
が
ら
言

た

あ
・
ん
・
た
・
ら
・
ね
・
え

え

は
ち
ま
ん
く
ん
に

こ
う
と
思

た
時
点
で

も
う
サ
ボ
る
の
は
決
定
的
で
し

そ
う
そ
う

日
話
し
た
感
じ

基
本
面
倒

が
り
な
は
ち
ま
ん
く
ん
が

 
わ
ざ
わ
ざ
今
か
ら
学
校
に
行
け
な
ん
て
言
う

な
い
じ

な
い

詩
乃

は
ち
ま
ん
く
ん
に
対
す
る
理
解
が
足
り
な
い
ん
じ

な
い
の

要
す
る
に
さ

 
そ
し
て
三
人
は

声
を
合
わ
せ
て
言

た

愛
が
足
り
な
い

 
三
人
は

る
か
恥
ら
う
か

は
た
ま
た

ね
る
か

 
詩
乃
か
ら
何
ら
か
の
リ
ア
ク
シ

ン
が
あ
る
と
予
想
し
て
い
た
の
だ
が

 
そ
の
予
想
を
裏
切
り

詩
乃
は
三
人
に
背
を
向
け
た
ま
ま
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何
も
し
よ
う
と
は
せ
ず

そ
の
場
か
ら
動
か
な
か

た

 
三
人
は
怪

に
思

た
の
だ
が

そ
の

に
詩
乃
の

き
が

こ
え
て
き
た

こ
れ
は
も
う

殺
す
し
か
な
い

ど
う
す
る

包
丁

そ
れ
と
も
い

そ

き

詩
乃
姫
ご
乱
心

中
で
ご
ざ
る

中
で
ご
ざ
る
ぞ

は
ち
ま
ん
く
ん
助
け
て

お
う

任
せ
ろ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
う
言
わ
れ

サ

と
立
ち
上
が
る
と

 
三
人
を

う
よ
う
に

詩
乃
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

詩
乃
に
と
て
と
て

と
駆
け
寄
り

日
と
同
じ
よ
う
に

 
詩
乃
の

を

ん

ん
と

で
よ
う
と
し
た

よ
う
に
見
え
た

 
だ
が
困

た
事
に

今
の
詩
乃
は
後
ろ
向
き
な
の
で
あ
る

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

仕
方
な
く
詩
乃
の
正
面
へ
と
回
り
込
も
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
れ
だ
と

置
関
係
的
に

三
人
を
詩
乃
か
ら
守
れ
な
く
な
る
と
で
も
思

た
の
だ
ろ
う

 
そ
ち
ら
に
移
動
し
か
け
て
ピ
タ

と
止
ま
り

何
か
考
え
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
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そ
し
て
次
の

間
は
ち
ま
ん
く
ん
は

何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
に

ん

と
手
を
叩
き

 
そ
の
ま
ま
詩
乃
の
真
後
ろ
に
と
こ
と
こ
と
歩
み
寄
る
と

の
代
わ
り
に
詩
乃
の
お

を

で

始
め
た

 
詩
乃
は
そ
の
不
意
打
ち
を
受
け

思
わ
ず
声
を
上
げ
た

きお
ほ

そ
う
き
ま
す
か

い
や

ん

は
ち
ま
ん
く
ん

大

こ
れ

て
や

ぱ
り
本
物
も

同
じ
事
を
す
る
の
か
な

 
三
人
は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
意
外
な
行
動
に

そ
れ
ぞ
れ
そ
う
感
想
を
述
べ
た

な

な

な

ど
う
だ
詩
乃

落
ち
着
い
た
か

ま
あ
い
き
な
り
で
悪
か

た
と
は
思
う
が

 
非
常
事
態
だ

勘

し
て
く
れ

い

い
い
か
ら
そ
の
手
を
離
し
な
さ
い
よ

す
ま
ん
す
ま
ん

い
い
触
り
心
地
だ

た
か
ら

つ
い
な

触

心
地

て
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本
物
の
八
幡
な
ら

そ
ん
な
事
は
言
わ
な
い
は
ず
な
の
だ
が

 
こ
の
は
ち
ま
ん
く
ん
は

詩
乃
が
マ
ス
タ

だ
と

録
さ
れ
た
せ
い
で

 
明
ら
か
に
お
か
し
い
時
以
外
は

基
本
詩
乃
を
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る

 
ど
う
い
う
思
考
回
路
に
よ

て
は
ち
ま
ん
く
ん
が
こ
ん
な
行
動
を
と

た
の
か
は
分
か
ら
な

い
が

 
詩
乃
の

態
を

声
の
高
さ
や
顔
色
や
発

態
か
ら
し

か
り
と
見

め
て
い
る

 
案
外
本
物
よ
り
も
詩
乃
の
望
み
に

た
行
動
を
と

て
い
る
可
能
性
は
無
き
に
し
も
あ

ら
ず
な
の
だ

 
ち
な
み
に
詩
乃
は

さ

き

奈
が

い
て
い
た
言
葉
を
し

か
り
と

い
て
い
た

 
ま
さ
か
本
物
も

こ
う
い
う
時
に
こ
う
い
う
事
を
し

こ
う
い
う
事
を
言
う
の
だ
ろ
う
か
と

 
顔
を
真

に
し

パ
ニ

ク

態
に
陥

た
の
だ
が

 
は
ち
ま
ん
く
ん
が
ど
う
や
ら
本
気
で
詩
乃
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
の
だ
と
気

が
付
き

 
そ
ん
な
は
ち
ま
ん
く
ん
に

八
幡
の

を
重
ね

愛
お
し
そ
う
に
そ
の

を
な
で
た

詩
乃

ち
が
懐
柔
さ
れ
た
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こ
れ
が
愛
の
力
な
の
ね

ど
こ
ま
で
本
物
に
近
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

さ
す
が
は
八
幡
さ
ん

 
詩
乃
は
落
ち
着
い
た
せ
い
か

そ
の
言
葉
に
も
ま

た
く
動
じ
ず

 
上
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
に

三
人
に
言

た

少
な
く
と
も
私
は

こ
う
や

て
彼
に
大
切
に
思
わ
れ
て
い
る
わ

 
悔
し
か

た
ら

自
分
の
事
を
大
切
に
思

て
く
れ
る
人
を

く
見
つ
け
れ
ば

う
わ

詩
乃

ち
が

急
に
強
気
に
な

た

敵
の
戦
闘
力
は
強
大
だ

り
返
す

敵
の
戦
闘
力
は
強
大
だ

全
力
で
離
脱
だ

退
避

退
避

ほ
ら
馬

な
事
を
言

て
な
い
で
お
昼
を
食
べ
に
い
く
わ
よ
も
ち
ろ
ん
三
人
の
お
ご
り
ね

 
一

一

の
義
理
は
果
た
し
な
さ
い

は

い

 
三
人
は
そ
の
言
葉
に

最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
だ

た
の
か

素
直
に
返
事
を
し
た

 
な
ん
だ
か
ん
だ
仲
の
い
い
四
人
で
あ
る

そ
れ
じ

は
ち
ま
ん
く
ん

守
を
お
願
い
ね
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任
せ
ろ

賊
が
侵
入
し
て
き
た
と
し
て
も

俺
が
必
ず
お
前
の
下
着
を
守

て
や
る

 

て
の
は
ま
あ
冗
談
だ
が

守
は
任
さ
れ
た

楽
し
ん
で
こ
い
よ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
う
言
い
な
が
ら

こ

こ
と
手
を

た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
冗
談
も
言
え
る
の
か
と
四
人
は
そ
の
高
性
能

り
に

め
て
驚
い
た

の
だ
が

 
詩
乃
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
前
回
八
幡
に
下
着
を
見
ら
れ
た
時
の
事
を
思
い
出
し
こ
う

言

た
ち

と

こ
の
前
の
事
が
あ
る
ん
だ
か
ら

冗
談
で
も
そ
う
い
う
事
は

 
詩
乃
は

本
人
相
手
で
も
な
い
の
に
う

か
り
そ
う
言
い

け

 
次
の

間

し
ま

た
と
い
う
風
に
自
分
の
口
を
塞
い
だ

 
詩
乃
が
恐
る
恐
る
三
人
の
方
を
見
る
と

三
人
は

い
い
事
を

い
た
と
い
う
風
に

 
ニ
タ

と
笑
い
な
が
ら
詩
乃
に
向
か

て
言

た

こ
の
前
の
事

き

気
の
せ
い
よ

何
も
あ
る

が
無
い
じ

な
い

つ
ま
り

詩
乃
の
下
着

み
で
八
幡
さ
ん
と
何
か
あ

た

て
事
だ
よ
ね
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だ

だ
か
ら
違
う

て

う
ん

そ
の
話
は
ま
あ

歩
き
な
が
ら
じ

く
り

こ
う
か

ち

ち

と

離
し
て
よ

別
に
逃
げ
た
り
し
な
い
か
ら

 
そ
し
て
詩
乃
は
三
人
に
取
り
囲
ま
れ

ま
る
で

人
の
よ
う
に

連
行
さ
れ
て
い

た

  
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
夜

恭
二
は

一
人
で
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
て
い
た

 
本
当
は

勇
気
を
出
し
て

詩
乃
を
ど
こ
か
へ
誘

て
み
よ
う
か
と
も
考
え
た
の
だ
が

 
恭
二
は
そ
も
そ
も
詩
乃
の
リ
ア
ル
の

所
も
連

先
も
知
ら
な
い

か
な
わ
な
か

た

 
実
は
恭
二
は
一
度
詩
乃
に
連

先
を
教
え
て
く
れ
と
冗
談
め
か
せ
て
言

た
事
が
あ
る
の

だ
が

 
以
前
の
遠

の
件

み
で

男
性
全
体
に
対
し

苦
手
意
識
を
持

て
い
た
詩
乃
は

 
そ
れ
な
り
の
信
頼
関
係
を

い
て
い
た
恭
二
相
手
で
も
ゲ

ム
の
中
で
連

を
と
れ
ば
い
い

と 
決
し
て
自
分
の
連

先
を

教
え
よ
う
と
は
し
な
か

た
の
だ

あ
の
男

い
の
朝
田
さ
ん
に
限

て

そ
ん
な
事
は
無
い
と
思
う
け
ど

で
も
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恭
二
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も

日
の
夜
に
見
た
動
画
の
事
を
思
い
出
し

 
今
ま
さ
に

シ

ナ
の

の
中
に

詩
乃
が
い
る
の
で
は
と
い
う
疑
い
を
消
す
事
が
出
来
ず

 
朝
ま
で
一

も
す
る
事
が
出
来
な
か

た

そ
ん
な
恭
二
も
い
つ
の
間
に
か
眠

て
し
ま

た
ら
し
く

 
目
を
覚
ま
す
と

に
時
刻
は
昼
に
な

て
い
た

い
つ
の
間
に
か

ち

た
の
か

う
う

が

い

 
変
な

か
た
を
し
て
し
ま

た

か

に
襲
わ
れ
た
恭
二
は

 
と
り
あ
え
ず
何
か
食
べ
る
物
を

い
に
行
こ
う
か
と

コ
ン
ビ
ニ
へ
行
く
事
に
し
た

そ
う
い
え
ば

朝
田
さ
ん
と
最
初
に
会

た
の
も

こ
の

り
だ

た

け

 
恭
二
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
歩
い
て
い
た
の
だ
が

そ
ん
な
恭
二
の

に

 
い
き
な
り
詩
乃
の
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た

恭
二
は
驚
き

に
近
く
の

の
陰
に

れ
た今

の
声
は
確
か
に

あ

や

ぱ
り
朝
田
さ
ん
だ

 
恭
二
は
前
方
の
交
差
点
を
横
切
ろ
う
と
す
る
詩
乃
を
見
付
け
声
を

け
よ
う
と
し
た
の
だ

が
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直
後
に
そ
の
後
ろ
か
ら

詩
乃
の
友
達
ら
し
き
三
人
組
が
現
れ
た

そ
の
足
を
止
め
た

あ
の
三
人
は

学
校
で
見
た
事
が
あ
る
よ
う
な

 
映
子
達
三
人
も

当
然
恭
二
と
同
じ
ク
ラ
ス
だ

た
の
だ
が

 
恭
二
に
は
仲
の
良
い
女
子
な
ど
は
ま

た
く
お
ら
ず
話
し

け
て
く
る
者
も
い
な
か

た

 
恭
二
は

そ
の
三
人
の
名
前
を
思
い
出
す
事
が
出
来
な
か

た

 
ど
う
や
ら
詩
乃
は

そ
の
三
人
に
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

 
恭
二
の
目
に
は

恥
ず
か
し
が

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
そ
の
顔
は
不

そ
う
で
は
な
く

と
て
も
楽
し
そ
う
な
も
の
で
あ

た

友
達
な
の
か
な

あ
の
感
じ
だ
と

ま
さ
か

ま
れ
て
い
る
よ
う
な
事
は
無
い
と
思
う
け

ど 
そ
う
思

た
恭
二
は

詩
乃
達
の

が
交
差
点
か
ら
消
え
た
直
後
に

 
詩
乃
達
を
追
う
よ
う
に

曲
が
り

の
手
前
ま
で
走
り

そ
こ
で
足
を
止
め
た

 
そ
し
て
恭
二
の

に

切
れ

切
れ
な
が
ら

詩
乃
達
の
話
し
声
が

こ
え
て
き
た

い
や

日
の
夜
の
お

り
会
は
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う
ん
う
ん

楽
し
か

た

さ
て

ま
し

う
か

て
だ
け
の
話
だ

て
ば

え

そ
れ
だ
け

だ
け
だ
と

て
い
う
か

詩
乃

ん
だ

た

確
か
に

無
か

た
か
ら

な
る
ほ
ど

下
着
を

 
そ
の

下
着
と
い
う
言
葉
が

こ
え
た

間

た
恭
二
は

 
さ
す
が
に
こ
れ
以
上

四
人
の
会
話
を
盗
み

き
す
る
の
は

わ
れ
た

 

て
そ
の
場
に

ま
り

詩
乃
達
の

が
完
全
に
見
え
な
く
な

た
後

 
詩
乃
達
が
向
か

た
方
向
と
は
別
の
方
向
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
へ
向
け

再
び
歩
き
始
め
た

町
中
で
下
着
の
話
を
す
る
と
か

心

に
悪
い
か
ら
や
め
て
欲
し
い
よ

 
で
も
そ
ん
な
話
を
す
る

て
事
は

や

ぱ
り
あ
の
三
人
は

 
朝
田
さ
ん
に
と

て

か
な
り
親
し
い
友
達
み
た
い
だ
な

し
か
し
朝
田
さ
ん

 
い
つ
の
間
に
あ
ん
な
親
し
げ
な
友
達
を
三
人
も
作

た
ん
だ
ろ

し
か
も
多
分
同
じ
ク
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ラ
ス
だ
よ
な

 
朝
田
さ
ん

ク
ラ
ス
で
は

僕
と
同
じ
で
ず

と
一
人
だ

た
は
ず
な
の
に

 
恭
二
は

詩
乃
が
同
じ
ク
ラ
ス
の
者
達
か
ら
良
く
思
わ
れ
て
お
ら
ず

 
全
員
か
ら

敬
遠
さ
れ
る
か
無

さ
れ
る
か
し
て
い
た
の
を
知

て
い
た

 
も
し
か
し
て
シ

ナ
の
正
体
は
大
き
な
影

力
を
持
つ
同
じ
学
校
の
ト

プ
カ

ス
ト
の

誰
か
で

 
そ
の
せ
い
で
遠

達
も
手
が
出
せ
な
い
よ
う
に
な
り
そ
の
副
産
物
と
し
て
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

達
の

 
詩
乃
に
対
す
る
態
度
も

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

至

ま

と
う
な
事
を
考
え
た

 
さ
す
が
の
恭
二
に
も

外
部
の
人
間
で
あ
る
八
幡
が

い
き
な
り
学
校
に
乗
り
込
ん
で
き
て

 
何
も
か
も
一

に
し
て
解
決
し
ま

た
な
ど
と
は

想
像
だ
に
し
な
か

た
よ
う
だ

も
し
か
し
た
ら

そ
の
線
か
ら

シ

ナ
の
正
体
が
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
後
で
誰
か
に

話
で

そ
れ
と
な
く

い
て
み
る
か
な

 
そ
し
て
恭
二
は

も
う
一
度

四
人
の
会
話
に
出
て
き
た

語
を
思
い
出
し
た

と
り
あ
え
ず

日
は

朝
田
さ
ん
の
家
で
お

り
会
だ

た
み
た
い
だ
な
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良
か

た

シ

ナ
と
一

じ

な
く
て

 
恭
二
は

詩
乃
の
連
れ
が

シ

ナ
ら
し
き
男
じ

な
く
て
良
か

た
と

ほ

と
し
た

ま
あ
さ
す
が
に
朝
田
さ
ん
も

え
ゲ

ム
の
中
で
は
シ

ナ
に
好
意
を

い
て
い
た
と
し
て

も 
よ
く
知
ら
な
い
男
を
い
き
な
り
自
分
の
家
に
上
げ
た
り
は
し
な
い
か

 
恭
二
は
更
に
そ
う
考
え
た
の
だ
が

四
人
の
会
話
を
全
て

い
て
い
た
な
ら
ば

 
こ
こ
ま
で
落
ち
着
い
て
は
い
ら
れ
な
か

た
だ
ろ
う

 
恭
二
が
一
部
の

語
し
か

き
取
れ
な
か

た
四
人
の
会
話
は

実
は
こ
ん
な
も
の
だ

た

い
や

日
の
夜
の
お

り
会
は

サ
プ
ラ
イ
ズ
満
載
だ

た
ね

う
ん
う
ん

楽
し
か

た
ね

は
ち
ま
ん
く
ん
と
話
す
の

さ
て

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ

詩
乃

ち
に
色
々
と
白

し
て
も
ら
い
ま
し

う
か

誤
解
だ

て
最
初
に
八
幡
に
迎
え
に
来
て
も
ら

た
時
う
ち
に
上
が

て
も
ら

た
ん
だ

け
ど

 
そ
の
時
に
う

か
り

洗

物
を
取
り
込
ん
だ
ま
ま
放
置
し
ち

て
て

 
で

し
ま
い
忘
れ
て
た
下
着
を
見
ら
れ
ち

た

て
だ
け
の
話
だ

て
ば
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え

そ
れ
だ
け

部
屋
に

つ
ん
と
置
か
れ
て
い
た
詩
乃
の
下
着
を

八
幡
さ
ん
に
見
ら
れ

た
だ
け
だ
と

て
い
う
か
詩
乃

ち

八
幡
さ
ん
を

い
き
な
り
家
に
上
げ
た
ん
だ

大

た
確
か
に

だ

た
か
も
だ
け
ど
で
も
そ
の
時
は
八
幡
と
は
何
も
無
か

た
か
ら

な
る
ほ
ど

わ
ざ
と
下
着
を
見
せ
た
に
も
関
わ
ら
ず

何
も
無
か

た
と

違
う
わ
よ

何
を
ど
う

い
た
ら
そ
う
な
る
の
よ

で
も

何
も
無
く
て

ち

と
残
念
だ

た
ん
で
し

ま
あ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

て
違
う
か
ら

そ
ん
な
事
無
い
か
ら

詩
乃

ち

て
ば

誘

問
に
引

か
か
り
す
ぎ

う
 
も
し
こ
ん
な
会
話
を

か
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
恭
二
は
一

で
闇
堕
ち
し
て
い
た
で
あ
ろ

う 
だ
が

幸
か
不
幸
か
恭
二
は

こ
の
時
は

こ
の
会
話
を

に
し
な
か

た

 
そ
し
て
恭
二
は

無
事
コ
ン
ビ
ニ
で
食
料
を
手
に
入
れ
た
後

家
に
帰
り

 

を
片
手
に

か
つ
て
通

て
い
た
学
校
の

業
が
終
わ
る
時
間
を

じ

と
待
つ
事
に
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し
たそ

し
て
恭
二
は

い
く
つ
か
の
真
実
を
知
る
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第
２
７
５
話
 
そ
し
て
恭
二
は

い
く
つ
か
の
真
実
を
知
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
待

て
い
る
間

恭
二
は

学
校
で
詩
乃
に
何
が
あ

た
の
か

色
々
と
想
像
し
て
い
た

 
そ
し
て

業
が
終
わ

た

を
見
計
ら

て

以
前

交
流
の
あ

た
元
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に

 
無
事
連

を
と
る
事
に
成
功
し
た
恭
二
は
慎
重
に
言
葉
を
選
び
な
が
ら
詩
乃
の
事
を

ね

た
お
う

恭
二
か

久
し
ぶ
り

元
気

う
ん
ま
あ
ぼ
ち
ぼ
ち
か
な
そ
の
う
ち
大

を
受
け
ろ

て
親
に
せ

つ
か
れ
て
は
い
る

け
ど
ね

恭
二
の
家

て

者
の
家
系
だ

け

大
変
だ
よ
な

大

か
ら

学
部

て

 
恭
二
の

親
は

都
内
の
総
合
病
院
の
院
⻑
を
し
て
お
り

 
恭
二
は

学
校
を
や
め
る

件
と
し
て

親
に

必
ず
大

を
受
け
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ど
こ
か
の

学
部
に
入
る
よ
う
に
と

厳
命
さ
れ
て
い
た
の
だ

た

で

今
日
は
い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
だ

う
ん

実
は
ち

と

き
た
い
事
が
あ

て

き
た
い
事

俺
に
分
か
る
事
な
ら
別
に

わ
な
い
け
ど

何

実
は

朝
田
さ
ん
の
事
な
ん
だ
け
ど

最
近
学
校
で

朝
田
さ
ん
に
何
か
あ

た

姫

あ

と

朝
田
さ
ん
の
事

恭
二

朝
田
さ
ん
と
仲
良
か

た

け

 
恭
二
は

相
手
が
姫
と
言
い

け
た
事
で

や
は
り
学
校
で

 
何
か
特
別
な
事
が
あ

た
の
だ
と
確
信
し
た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
姫
と
呼
ぶ
な
ど
普
通
あ
り

え
な
い

う

う
ん

ほ
ら

僕
と
朝
田
さ
ん

て

学
校
で

よ
く
似
た

遇
だ

た
じ

な
い

 

立
し
て
る

て
い
う
か
ま
あ
そ
ん
な
感
じ

僕
の
方
が
先
に
学
校
を
や
め
ち

た
け

ど 
ま
あ
そ
の
せ
い
で

僕
と
朝
田
さ
ん
は

今
で
も
交
流
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

 
で

最
近
ち

と

朝
田
さ
ん
の
様
子
が
お
か
し
い
事
に
気
が
付
い
て

 
で
も
さ
す
が
に

本
人
に
直
接

く
の
は

わ
れ
て
さ
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あ

そ

か
ご
め
ん
な
恭
二
が
学
校
を
や
め
た
時
何
も
力
に
な
れ
な
く
て
さ

う

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

僕
は
僕
で
楽
し
く
や

て
る
か
ら
さ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

し
か
し
な
る
ほ
ど
な

そ
う
い
う
関
係
か

 
ま
あ
俺
も
そ
こ
ま
で

し
い

じ

な
い
け
ど

別
に
秘
密

て

じ

な
い
し

 
学
校
の
ほ
と
ん
ど
の
奴
が
知

て
る
事
だ
か
ら

教
え
る
の
は
別
に

わ
な
い

そ
う
な
ん
だ

一
個
人
の
話
が

そ
ん
な
に
広
ま

て
る

て

何
か
凄
い
ね

い
や
あ
れ
は
ま
あ
そ
の
後
の
展
開
も

め
て
か
な
り
衝
撃
的
な
出
来
事
だ

た
か
ら
な

衝
撃
的

 
恭
二
は
そ
の
言
葉
に

何
か
よ
ほ
ど
の
事
が
あ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
一
言
も

き
逃
す
ま
い
と

話
を

く
事
に
集
中
し
た

ち

と
前
に

校
門
の
所
に

え
ら
い
格
好
良
く
て
高
そ
う
な

が
止
ま

て
て
よ

 
あ

ち
な
み
に
そ
の

の
く
せ
に

る
ん
だ

あ
れ
に
は
す
げ

驚
い
た
わ

 
で

そ
の
持
ち
主
が

俺
達
よ
り
少
し
年
上
に
見
え
た
ん
だ
け
ど

 
誰
か
を
待

て
る
よ
う
な
様
子
で

の
横
に
立

て
て
な

 
女
子
連
中
が

き

き

言
い
な
が
ら

そ
の
人
を
囲
ん
で
た
ん
だ
よ
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恭
二
は

そ
の

の
分
か
ら
な
い
出
だ
し
に

少
し
混
乱
し
な
が
ら
も

 
特
に
質
問
と
か
は
せ
ず

て
続
き
を

く
事
に
し
た

で

そ
の
人
が

突
然
姫

朝
田

あ
あ
も
う

実
は
学
校
の
か
な
り
の
生
徒
が

男
女

を
問
わ
ず

 
朝
田
さ
ん
の
事
を
こ

そ
り
姫

て
呼
ん
で
る
か
ら
こ
れ
か
ら
は
そ
う
呼
ば
せ
て
も
ら
う

わ 
ま
あ
あ
い
つ
と
親
し
い

昼
岡
さ
ん
や

さ
ん

夜
野
さ
ん
は

 
面
と
向
か

て
姫

て
呼
ぶ
事
も
あ
る
み
た
い
だ
け
ど
な

 
俺
達
は
本
人
が

が
る
か
ら

ま
あ
こ

そ
り
だ

こ

そ
り

う

う
ん

分
か

た

多
分

あ
の
三
人
の
事
だ
な

 
恭
二
は

先
ほ
ど
の
出
来
事
を
思
い
出
し

そ
う
断
定
し
た

で

そ
の
人
が

突
然
姫
に
声
を

け
た
ん
だ
よ

実
は
俺
も
そ
の
場
に
い
た
ん
だ
け
ど

 
姫
は
最
初

相
手
の
事
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
か

た
み
た
い
で

き

と
ん
と
し
て
て
な

 
恐
る
恐
る

て
感
じ
で
そ
の
人
に
近
付
い
て

言
葉
を
交
わ
し
た
直
後
に
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ま
さ
か

て
言
い
な
が
ら

そ
の
場
に
座
り
込
ん
じ

た
ん
だ
よ

 
あ
れ
は
絶
対
初
対
面
だ

た
な

多
分
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
何
か
で
知
り
合

た
ん
だ
ろ
う

ま
さ
か

い
や

間
違
い
な
い

シ

ナ
だ

 
恭
二
は

ま
さ
か
と
思
い
つ
つ
も

そ
れ
が
シ

ナ
だ
と
確
信
し
た

問
題
は
そ
の
後
だ

そ
の
人
が

姫
の

元
で
何
か
を
言

た
直
後
に

 
姫
は

ぼ

と
し
た
顔
で

遠

の
事
を
指
差
し
た
ん
だ
よ

 
そ
れ
で
そ
の
人
が

遠

の
所
に
い

て

あ
い
つ
の

元
で

何
か

い
た
ん
だ
が

 
次
の

間
遠

は
真

な
顔
に
な

て
取
り

き
と
一

に
逃
げ
ち
ま

た
ん
だ
よ

 
後
で

い
た
噂
だ
と
ど
う
や
ら
そ
の
人
は
姫
に
ち

か
い
を
出
し
続
け
て
い
た
遠

の

事
を
知

て

 
そ
れ
を
や
め
さ
せ
る

に

あ
い
つ
に
か
な
り
強

な

し
を
か
け
た
ら
し
い

 
実

遠

は

そ
れ
以
来

姫
を
避
け
続
け
て
い
る
か
ら

そ
れ
は
事
実
な
ん
だ
ろ
う
な

 
で

そ
の
後
そ
の
人
が

ま
だ
座
り
込
ん
だ
ま
ま
だ

た
姫
を

 
優
し
く
お
姫
様

こ
し
て

に
乗
せ
て
な
二
人
は
そ
の
ま
ま
ど
こ
か
に
行

ち
ま

た
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姫
の
顔
が

凄
く
嬉
し
そ
う
だ

た
の
が

象
的
だ

た
わ

そ

そ
う
な
ん
だ

 
恭
二
は

そ
の
あ
り
え
な
い
話
を

き

そ
う
言
う
事
し
か
出
来
な
か

た

で

遠

が
な

説
明
を
求
め
ら
れ
る
度
に
こ
う
言
う
ん
だ
よ

 
あ
の
人
が
姫
の
彼
氏
だ

自
分
は
も
う
関
係
無
い
か
ら

ほ

と
い
て
く
れ

て
な

 
つ
ま
り
姫
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合

た
会

た
事
も
無
い
男
と
付
き
合

て
た

て
事
に
な

る 
ま
あ
お

い
の
写
真
は
や
り
取
り
し
て
た
だ
ろ
う
し
こ
ん
な
時
代
だ
そ
う
い
う
事
も
あ

る
よ
な

 
そ
し
て

そ
の
姫
の
お
相
手
は

と
て
つ
も
な
い
大
当
た
り
だ

た

 
凄
い
よ
な
会

た
事
も
無
い
自
分
の
彼
女
を
守
る

に
わ
ざ
わ
ざ
学
校
に
乗
り
込
ん
で
き

て 
一

で
全
て
解
決
し
ち
ま
う
そ
の
行
動
力

力
そ
れ
を

に
か
け
な
い
親
し
み
や
す
さ

 
だ
か
ら
俺
達
は
あ
の
人
を

敬
意
を
込
め
て

ブ
ラ

ク
プ
リ
ン
ス

て
呼
ん
で
る
ん
だ

ブ
ラ

ク

プ
リ
ン
ス
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そ
ん
な

で

う
ち
の
学
校
じ

今

す
ご
い
人
気
な
ん
だ
よ

ブ
ラ

ク
プ
リ
ン
ス

 
で

次
の
日
か
ら

俺
達
に
と

て
も
姫
に
と

て
も

世
界
が
変
わ

た

世
界

が

変
わ

た

 
恭
二
は
二
人
の
関
係
が
ゲ

ム
の
中
だ
け
だ
と
い
う
可
能
性
を

て
き
れ
て
い
な
か

た

 
リ
ア
ル
に
ま
で

ん
で
い
た
事
に
シ

ク
を
受
け
て
い
た
が
何
と
か
そ
う

ね
る
事
が
出

来
た遠

達
に
何
か
言
わ
れ
る
心
配
が
無
く
な

た
せ
い
も
あ
る
と
思
う
け
ど

 

山
の
人
が
姫
の
所
に
行
き

ブ
ラ

ク
プ
リ
ン
ス
の
話
を

き
た
が

た

 
も
ち
ろ
ん
俺
も
そ
の
一
人
だ

ま
あ
俺
が

き
た
か

た
の
は
主
に

の
話
な
ん
だ
け
ど

な 
姫
は
最
初
戸
惑

て
い
た
け
ど
相
手
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
に
触
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が

ら 
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
も
色
々
な
事
を
丁

に
教
え
て
く
れ
て
ま

た
く

に
か
け
る
事

も
無
か

た
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そ
れ
で
俺
達
は

自
分
達
が
間
違

て
た

て
思
い
知
ら
さ
れ
て

 
そ
れ
か
ら
は
も
う

謝
罪
ラ

シ

て
い
う
か

一
時
は
行

が
出
来
る

だ

た
な

 
そ
ん
な

で

そ
れ
か
ら
俺
達
は

朝
田
さ
ん
の
事
を

 
ブ
ラ

ク
プ
リ
ン
ス
に
ち
な
ん
で

姫

て
呼
ぶ
よ
う
に
な

て

 
姫
に
も

特
に
仲
が
い
い
友
達
が
三
人
も
出
来
て

ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
も

す
げ

明
る
く

な

た
ん
だ
よ

そ

そ

か

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ
ね

姫
は
確
か
に
人
を
殺
し
た
か
も
し
れ
な
い
で
も
そ
れ
は
事
故
だ

俺
達
は
そ
の
事
か
ら
目

を
背
け

 
遠

の
口

に
乗

て

た
だ
イ
メ

ジ
だ
け
で

姫
を
仲
間
外
れ
に
し
て
き
た

 
だ
け
ど
姫
は

今
は
も
う

自
分
は
い
じ
め
ら
れ
な
い
立
場
に
な

た
の
に

 
俺
達
に

絶
対
に
遠

を
仲
間
外
れ
に
し
な
い
よ
う
に

て
言

て
き
た
ん
だ

 
も
う
マ
ジ
で

の
自
分
が
情
け
な
い
よ

ち

ん
と
話
し
て
み
れ
ば

 
姫
は
話
も
面
白
く
て

そ
の
上
凄
く
優
し
い

こ
ん
な
に
も
い
い
奴
だ

た
の
に
さ

 
だ
か
ら
俺
達
は

二
度
と
こ
ん
な
事
は
し
な
い

て

た
ん
だ
よ
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そ
れ
か
ら
は

他
の
ク
ラ
ス
で
も

い
じ
め
と
か
は
無
く
な

て

 
う
ち
の
学
校
全
体
が
今

凄
く
い
い
雰
囲
気
だ
と
思
う

そ
れ
は

凄
い
ね

 
恭
二
は

そ
の
偉
業
と
も
呼
べ
る
話
を

き

完
全
に
打
ち
の
め
さ
れ
た

 
二
人
と
も

自
分
と
比
べ
る
と

人
間
と
し
て
の
器
が
違
い
過
ぎ
る

 

え
立
場
が
同
じ
で
も

二
人
の
よ
う
な
行
動
は

自
分
に
は
絶
対
に
出
来
な
い
と

 
恭
二
は

め
て

自
分
の

小
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

そ
れ
か
ら
は
先
生
達
も

ブ
ラ

ク
プ
リ
ン
ス
が
学
校
に
来
る
事
は

認

態
で
さ

 
む
し
ろ
逆
に
感
謝
し
て
る
み
た
い
だ

た
な

も

と
も
そ
の
後
は
一
度
し
か
来
て
な
い
ん

だ
け
ど
な

あ

も
う
一
回
来
た
ん
だ

そ
の
時
は

姫
だ
け
じ

な
く

の
三
人
も
一

に

に
乗
せ
て
も
ら

て
さ

 
く
そ

マ
ジ

ま
し
い

俺
も
一
度
で
い
い
か
ら

あ
の

に
乗

て
み
た
い

あ

あ
は

ま
あ
俺
の
話
は
こ
ん
な
所
だ

ど
う
だ

安
心
し
た
か
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安
心

ん

お
前

姫
の
事
が
心
配
で

俺
に
連

し
て
き
た
ん
だ
ろ

あ

う

う
ん

話
を

い
て

凄
く
安
心
し
た

 
恭
二
は

自
分
が
最
初
に
説
明
し
た
事
を
思
い
出
し

て
て
そ
う
言

た

 
も
ち
ろ
ん
内
心
で
は

安
心
な
ど
は
し
て
い
な
い

今
日
は

し
く
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ね

お
う

そ
れ
じ

ま
た
な

恭
二

う
ん

ま
た
ね

 

話
を
切

た
後

恭
二
は

ぼ
そ

と

い
た

ゲ

ム
の
中
で
は
英
雄
で

リ
ア
ル
じ

優
し
く
て
格
好
良
く
て
金
持
ち
で

 
何
な
ん
だ
よ

何
な
ん
だ
よ
そ
れ

 
恭
二
は

今
ま
で
は
何
と
な
く

虚

の
存
在
だ
と
思

て
い
た
シ

ナ
が

 
急
に
現
実
の
存
在
と
し
て
自
分
の
近
く
に
迫

て
き
た
よ
う
に
感
じ
そ
の
圧
迫
感
に
身

を

く
し
た

 
恭
二
と
て

決
し
て
見
た
目
が
悪
い

で
は
な
く

家
は

力
も
あ
る
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い
ず
れ

学
部
に
進
む
予
定
で
い
る
だ
け
に

の
出
来
も
良
い
方
で

 
シ

ナ
さ
え
い
な
け
れ
ば
い
ず
れ
詩
乃
と
付
き
合
う
事
も
不
可
能
で
は
な
か

た
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
の
場
合

詩
乃
が
こ
う
し
て
救
わ
れ
る
事
も
無
か

た
は
ず
で

 
恭
二
に
出
来
た
の
は

詩
乃
と
共
に
じ

と

え
る
事
だ
け
で

銃
に
関
す
る
ト
ラ
ウ
マ
も

 
そ
こ
か
ら
逃
げ
る
事
で

解
決
し
よ
う
と
し
た
だ
ろ
う

 
遠

の
よ
う
な
者
が
い
な
い
限
り
日
常
生
活
に
銃
が
関
わ
る
事
な
ど
日
本
で
は
普
通
あ
り

え
な
い
の
だ

 
恭
二
の
不
幸
は

相
手
が
シ

ナ
だ

た
事
で
あ
り

こ
れ
は
彼
の

任
で
は
な
い

 
た
ま
た
ま
出
合

た
シ

ナ
に
差
し
出
さ
れ
た
手
を

詩
乃
が
全
力
で
掴
ん
だ
結
果
で
あ
り

 
恭
二
の
差
し
出
し
た
手
は

し
く
と
て
も
詩
乃
の
体
を

え
ら
れ
る
よ
う
な
代
物
で
は
無

か

た
と

 
本
当
に

た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
な
の
で
あ
る

確
か
に
僕
に
は
何
も
出
来
な
か

た

で
も
そ
れ
が
何
な
ん
だ
よ

 
朝
田
さ
ん
の
隣
に
僕
が
い
て

何
が
悪
い

て
い
う
ん
だ
よ

 
確
か
に
悪
く
は
な
い

で
も

そ
れ
が
詩
乃
に
と

て

良
い

で
も
な
い
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恭
二
は
そ
の
事
を
理
解
せ
ず

さ
り
と
て

詩
乃
を

む
気
に
も
な
れ
ず

 
シ

ナ
に
対
抗
出
来
る
気
も
ま

た
く
し
な
か

た

 
た
だ
ひ
た
す
ら
他
力
本
願
で
詩
乃
の
目
が
再
び
自
分
に
向
く
よ
う
に

る
事
し
か
出
来

な
か

た

  
そ
れ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が

た
の
だ
ろ
う
気
が
付
く
と

り
は
も
う
暗
く
な

て
い
た

 
恭
二
は
⺟
親
に

だ
と
告
げ
ら
れ
重
い
体
を
引
き
ず
り
な
が
ら
食

へ
と
向
か

た

恭
二

そ
れ
じ

あ
先
に
こ
れ

昌
一
の
所
に
持

て
い

て

う
ん

 
恭
二
の
兄

昌
一
は

実
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

で
あ

た

 
昌
一
と
恭
二
は

そ
こ
ま
で
仲
が
い
い

で
は
な
か

た
が

 
そ
れ
で
も
恭
二
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ

兄
が
目
覚
め
た
時
は

嬉
し
さ
を
覚
え
た

 
恭
二
に
と

て

昌
一
は

た

た
一
人
の
兄
弟
な
の
で
あ
る

 
そ
の
昌
一
は

目
覚
め
た
後

何
を
す
る
で
も
な
く

自
由
気
ま
ま
に
過
ご
し
て
い
た
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部
屋
に
こ
も
り
き
り
と
い
う
事
も
無
く

普
通
に
外
出
も
す
る

 
だ
が
昌
一
は
生
産
的
な
事
は
何
も
し
て
お
ら
ず
厳
格
な

も
何
故
か
そ
れ
を

認
し
て

い
た

 
自
分
に
は

学
部
へ
と
進
む
事
を
強
制
し
何
を
言

て
も
ま

た
く

か
な
か

た
あ

の

が
だ

最
初
は

さ
ん
も

兄
さ
ん
に
は
普
通
に
接
し
て
い
た
ん
だ
よ
な

 
で
も
そ
れ
が
変
わ

た
の
は

多
分

あ
の

岡

て
人
と
話
を
し
て
か
ら
だ
な

 
あ
る
日
新
川
家
に

岡
と
い
う

の
人
間
が

ね
て
き
た

 

岡
と

は

⻑
時
間
二
人
き
り
で
話
を
し
て
い
た

中

激
高
す
る

の
声
も

こ
え

 
恭
二
は
何
事
か
と
思
い
つ
つ
も

自
分
に
は
関
係
な
い
と

部
屋
に

て
い
た

 
そ
し
て

を
上
る
複

の
足
音
が

こ
え

と
お
そ
ら
く

岡
が
昌
一
の
部
屋
に

入

て
い
き

 
そ
こ
で
何
か
を
話
し
始
め
た

再
び
激
高
す
る

の
声
が

こ
え
た
が

 
昌
一
は
そ
れ
に

を
塞
ぎ

あ
く
ま
で
他
人
事
の
よ
う
に

知
ら
ん

り
を
し
て
い
た

 

の
様
子
が
変
わ

た
の
は

そ
れ
か
ら
だ

た
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は

に
昌
一
に
気
を
遣
う
よ
う
に
な
り
基
本
お
金
だ
け

え
て
好
き
に
さ
せ
る
よ
う
に

な

た

 
昌
一
も
そ
れ
を
唯
々

々
と
受
け
入
れ
昌
一
は
同
じ
家
で
生
活
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず 
一
人

ら
し
を
し
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な

態
と
な

た

 
昌
一
は
基
本
他
人
に
ま

た
く
迷
惑
を
か
け
な
か

た
が
唯
一
の

外
は
恭
二
だ

た

 
昌
一
が
部
屋
で
一
人
で

食
を
と
る
事
に
な

た

そ
の
部
屋
に

食
を
運
ぶ
の
が

 
恭
二
の
仕
事
と
な
り
恭
二
は
そ
れ
を
面
倒

い
と
思
い
な
が
ら
も
唯
一
の
兄
と
の
接
点

と
し
て

 

日
昌
一
の
部
屋
に

食
を
運
び
続
け
た

ち
な
み
に
食
器
を
片
付
け
る
の
は
⺟
の
仕
事
で

あ
る

 
そ
の
事
が

⺟
と
兄
と
の
唯
一
の
接
点
な
の
だ
と

恭
二
は
理
解
し
て
い
た

 
そ
し
て
こ
の
日
も
恭
二
は

日
課
と
し
て

昌
一
の
部
屋
へ
と

食
を
運
ん
だ

兄
さ
ん

こ
こ
に
置
い
て
お
く
か
ら
ね

あ
あ
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こ
こ

年
代
わ
り
映
え
の
し
な
い
そ
ん
な
兄
と
の
や
り
取
り
が
今
日
も

り
返
さ
れ
る
は

ず
だ

た

 
だ
が
こ
の
日
は
違

た

久
し
ぶ
り
に
恭
二
は

あ
あ

以
外
の

昌
一
の
声
を

く
事
と

な

た
の
だ

待
て

恭
二

 
そ
う
言
わ
れ
た
恭
二
は

何
だ
ろ
う
と
思
い

足
を
止
め
た

珍
し
い
ね

ど
う
か
し
た
の

兄
さ
ん

お
前

い
か
れ
て
や
が
る
な

日
は
ま
だ
普
通
だ

た
の
に

 
今
日
は

日
と
は
ま

た
く
違

て

俺
に
と

て
は
懐
か
し
い
雰
囲
気
に
な

て
や
が
る

い
か
れ
て

そ
ん
な

無
い
で
し

兄
さ
ん

僕
は
ま

た
く
普
通
だ
よ

い
か
れ
て
る
奴
は

皆
そ
う
言
う
も
ん
だ

お
前

誰
か
を
殺
し
た
い
と
思

て
る
な

は
 
恭
二
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

心

が
ド
ク
ン
と

ね
上
が
る
の
を
感
じ
た

 
自
分
は
確
か
に
今
日

色
々
と
打
ち
の
め
さ
れ
た

 
そ
の
過

で
確
か
に

シ

ナ
を
殺
し
て
詩
乃
の
横
に
立
つ
自
分
の

を

想
像
し
た
事
は
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あ

た

 
だ
が
想
像
は
や
は
り
想
像
で
あ
り
実

に
人
を
殺
す
事
な
ど
自
分
に
出
来
る
は
ず
も
な

い 
そ
う
考
え
た
恭
二
は

そ
の
兄
の
言
葉
を

当
然
の
よ
う
に
否
定
し
た

そ
ん
な
事
一

人
の
僕
に
出
来
る

無
い
で
し

そ
り

考
え
た
事
く
ら
い
は
あ
る
け

ど
さ

じ

あ
お
前

人
殺
し
が

俺
に
出
来
る
と
思
う
か

 
恭
二
は
一

言
葉
に
詰
ま

た
が

当
然
の
よ
う
に

そ
の
兄
の
言
葉
に
こ
う
答
え
た

そ
ん
な
の

思
わ
な
い
に
決
ま

て
る
よ

当
た
り
前
で
し

当
た
り
前

か

 
そ
し
て
昌
一
は

恭
二
の
顔
を
見
て

ニ
タ
リ
と
笑

た

 
ニ
ヤ
リ
で
は
な
く

ニ
タ
リ
と
い
う
表
現
が
似
つ
か
わ
し
い

 
そ
の
表
情
は

ど
こ
か
歪
ん
だ
よ
う
に
見
え

恭
二
は

ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
だ

お
前
に
は
話
し
た
事
が
無
か

た
な
俺
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
は
ザ
ザ
と
い

う
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通
称

目
の
ザ
ザ
だ

も
し
興
味
が
あ
る
な
ら

そ
の
名
前
で

索
し
て
み
る
と
い
い

 
多
分
ど
こ
か
に
俺
の
事
が
書
い
て
あ
る
だ
ろ
う

も
し
そ
れ
だ
け
じ

索
出
来
な
か

た

ら 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン

あ
る
い
は
ジ

ニ

ブ
ラ

ク

Ｐ
ｏ

り
で

索
し
て
み
ろ

 
い
つ
も
口

が
少
な
い
昌
一
は

珍
し
く
⻑
く

た
後

再
び
恭
二
に
背
を
向
け
た

 
恭
二
は

う
す
ら
寒
い
も
の
を
感
じ
な
が
ら
も

て
昌
一
の
部
屋
を
後
に
し

 
普
通
に

食
を
食
べ

自
分
の
部
屋
に

る
と

の
ス
イ

チ
を
入
れ

 
先
ほ
ど
言
わ
れ
た
複

の

語
を
入
力
し

そ
れ
が
何
な
の
か

調
べ
始
め
た

 
そ
し
て
恭
二
は

時
間
後

兄
の
真
実
の

を
知

た

 
こ
う
し
て

狂
気
の
舞
台
の
幕
が
開
く
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第
２
７
６
話
 
狂
気
の
舞
台
の
幕
が
開
く

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ま
さ
か
そ
ん
な

こ
ん
な
事

て

 
恭
二
は

索
の
結
果

り
着
い
た
真
実
を
前
に

然
と
し
て
い
た

殺
人
ギ
ル
ド
の

部

プ
レ
イ
ヤ

全
て
の
敵

あ
の
兄
さ
ん
が

そ
ん
な

 
だ
が
何
度

索
し
て
も

ど
こ
を

索
し
て
も

結
果
は
変
わ
ら
な
か

た

そ
れ
じ

あ

さ
ん
が
兄
さ
ん
を
放
置
す
る
よ
う
に
な

た
の
は

 
恭
二
は

に
そ
の
事
を
伝
え
た
の
は
あ
の

岡
と
い
う

の
人
間
だ
と
直
感
的
に
そ

う
思

た

 
あ
の
日

は

下
で
激
高
し

更
に
昌
一
の
部
屋
で
再
び
激
高
し
た

 
そ
れ
か
ら

の
態
度
が
変
わ

た
事
を
考
え
る
と

答
え
は
見
え
て
く
る

 
要
す
る
に

は
真
実
を
知
ら
さ
れ
て
激
高
し

そ
れ
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
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昌
一
本
人
に

ね
た
所
そ
こ
で
も

定
さ
れ
再
び
激
高
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
だ

あ
あ
そ
う
か

朝
田
さ
ん
の
お
⺟
さ
ん
は

こ
ん
な
気
分
だ

た
ん
だ
な

 
こ
れ
は
確
か
に
き
つ
い

 
恭
二
は
そ
う
思
い

自
分
の
身
内
が
大

殺
人
者
だ
と
い
う
事
実
に
押
し
潰
さ
れ
な
い
よ
う

 
必
死
で
そ
の
重
圧
に
抗

た

昌
一
が

捕
さ
れ
て
い
な
い
以
上
そ
れ
は
罪
に
は
問
わ
れ
な

い
の
だ
ろ
う

 
だ
が
大

の
人
間
を
死
に
追
い
や

た
事
は
間
違
い
な
い

兄
さ
ん
は
僕
が
人
を
殺
し
た
が

て
い
る
と
言

た

 
か
つ
て
殺
人
ギ
ル
ド
に
い
た
時
そ
う
い

た
人
達
と
か
な
り
交
流
が
あ

た
兄
さ
ん
が
そ
う

言
う
ん
だ

 
も
し
か
し
た
ら
そ
う
見
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
が

僕
に
そ
ん
な
気
は
ま

た
く
な
い

 
ど
う
す
れ
ば
違
う
と
証
明
出
来
る
ん
だ
ろ
う

ど
う
す
れ
ば

 
そ
し
て
恭
二
は
昼
に

て
お
い
た
ペ

ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
を
飲
み
ベ

ド
に
横
た
わ

た
考
え
を
変
え
よ
う
確
か
に
兄
さ
ん
が
そ
う
言
う
な
ら
僕
は
そ
ん
な
目
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
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う 
で
も
そ
ん
な
の

誰
だ

て
多
か
れ
少
な
か
れ

思

た
事
く
ら
い
あ
る
ん
じ

な
い
か

 
そ
も
そ
も
僕
に
人
が
殺
せ
る
の
か

ど
う
や

て

僕
は
決
し
て
力
が
強
い
方
で
は
な
い
し

 
凶
器
に
な
る
よ
う
な
物
も
持
ち
歩
い
て
は
い
な
い

ゲ

ム
の
中
な
ら
別
だ
け
ど

ん
ゲ

ム 
そ
こ
ま
で
考
え
て

恭
二
は
あ
る
事
に
気
が
付
い
た

そ
う
だ
よ

Ｓ
Ａ
Ｏ
な
ら
と
も
か
く

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
い
く
ら
敵
を
殺
し
て
も

 
そ
れ
で
プ
レ
イ
ヤ

が
死
ぬ
事
な
ん
か
あ
り
え
な
い

あ
れ
は
本
当
に
特
別
な
ケ

ス
な
ん

だ 
だ
か
ら
僕
が

兄
さ
ん
と
一

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
敵
を
殺
し
ま
く

て

 
そ
れ
で
も
誰
も
死
な
な
い

て
兄
さ
ん
が
理
解
し
て
く
れ
れ
ば

き

と
兄
さ
ん
の
心
も

 

み
た
い
に
普
通
に

る
ん
じ

な
い
か

そ
う
だ
よ

兄
さ
ん
は
殺
人
ギ
ル
ド
と
は
い
え

 

部
ま
で
上
り
つ
め
た

の
人
な
ん
だ
き

と
戦
闘
の
テ
ク
ニ

ク
も

山
知

て
い
る
は

ず 
そ
ん
な
兄
さ
ん
に
戦
闘
を
教
わ
れ
ば
僕
だ

て
も
し
か
し
た
ら
シ

ナ
に
勝
て
る
か
も
し
れ
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な
い

 
う
ん
そ
う
だ

め
る
の
は
ま
だ

い

全
て
を
解
決
す
る
方
法
が
あ
る
じ

な
い
か

 
そ
し
て
恭
二
は

そ
の
方
法
を
口
に
出
し
て
言

た

兄
さ
ん
に
鍛
え
て
も
ら

て

あ
の
シ

ナ
を
僕
が
こ
の
手
で
倒
す

そ
し
て
兄
さ
ん
に
は

 
も
う
ゲ

ム
の
中
で
人
が
死
ぬ
事
は
無
い
と
ハ

キ
リ
理
解
し
て
も
ら
う

そ
う
す
れ
ば
全
て

解
決
だ

 
恭
二
は
自
分
の
考
え
を
伝
え
よ
う
と

再
び
昌
一
の
部
屋
へ
と
向
か

た

 
こ
の
時
点
で
は
恭
二
は

ま
だ
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
健
全
な
精
神
を
保

て
お
り

 
理
想

で
は
あ
る
が

そ
の
考
え
も

詩
乃
の
事
以
外
は
比

的
ま
と
も
だ
と
言
え
よ
う

 
そ
う

詩
乃
の
事
以
外
は

な
の
だ

先
ほ
ど
の
恭
二
の
言
葉
が
全
て
表
し
て
い
る

 
恭
二
は
詩
乃
を
手
に
入
れ
る

に

シ

ナ
以
上
の
強
さ
を
欲
し
て
お
り

 
そ
の

に
兄
の
力
を
欲
し
た
だ
け
な
の
で
あ

て

一
番
大
事
な
の
は
自
分
な
の
で
あ
る

 
だ
か
ら
最
初
に
こ
う
言

た
の
だ

あ
の
シ

ナ
を

僕
が
こ
の
手
で
倒
す
と

 
だ
が
世
の
中
は
そ
れ
ほ
ど

く
は
な
い

物
事
が
全
て
計
画
通
り
に
進
む
事
な
ど
あ
る
の
だ
ろ

う
か
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い
く
ら
鍛
え
て
も

シ

ナ
に
勝
て
な
か

た
ら

そ
の
時
恭
二
は
ど
う
す
る
の
か

 
昌
一
が

ゲ

ム
の
中
で
敵
を
殺
す
だ
け
で
は
満
足
し
な
か

た
ら

 
恭
二
は
そ
ん
な
事
は
ま

た
く
考
え
ず

こ
れ
が
正
し
い
と

自
分
の
考
え
に

て
い
た

兄
さ
ん

ち

と
い
い

恭
二
か

入
れ

 
昌
一
の
部
屋
の
ド
ア
を
ノ

ク
し
た
恭
二
は
そ
う
言
わ
れ

中
に
入

た

調
べ
た
か

う
ん

で兄
さ
ん
に
現
実
を
分
か

て
も
ら
う

 
そ
の
答
え
に

さ
す
が
の
昌
一
も
意
表
を
突
か
れ
た

お
前
が
何
を
言
い
た
い
の
か

さ

ぱ
り
分
か
ら
ん

兄
さ
ん

僕
は
今

Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
い
う
ゲ

ム
を
や

て
る
ん
だ
け
ど

人
の
話
を

け
よ

そ
れ
は
知

て
る

で

そ
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ
け
ど

一

に
や

て
み
な
い
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あ
あ

僕
は
思
う
ん
だ
け
ど

兄
さ
ん
は
確
か
に
ゲ

ム
の
中
で
人
を
殺
し
た
よ
ね

 
そ
の
せ
い
で

結
果
的
に
現
実
世
界
で
プ
レ
イ
ヤ

が
死
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い

 
で
も
結
果
は
ど
う
あ
れ

兄
さ
ん
は
ゲ

ム
の
中
で
人
を
殺
し
た
だ
け
じ

な
い

や
は
り
さ

ぱ
り
分
か
ら
ん

だ
か
ら
ね
兄
さ
ん
に
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
人
を
殺
し
て
殺
し
て
殺
し
ま
く

て
も
ら
い
た
い

ん
だ
よ

は
 
昌
一
は
恭
二
の
意
図
が
ま

た
く
分
か
ら
ず

少
し
イ
ラ
つ
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た

そ
う
す
れ
ば
兄
さ
ん
も

結
局
ゲ

ム
の
中
で
い
く
ら
人
を
殺
し
て
も

 
も
う
今
は
誰
も
死
ぬ
事
が
無
い

て

分
か

て
く
れ
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
さ

 
も
ち
ろ
ん
僕
も
も

と
強
く
な
る

に
兄
さ
ん
に
人
と
の
戦
い
方
を
教
え
て
も
ら
お
う

て 

の
い
い
事
を
考
え
て
た
り
も
す
る
ん
だ
け
ど

要
す
る
に
お
前
は

俺
が
現
実
で
人
を
殺
さ
な
い
よ
う
に
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ゲ

ム
で
満
足
出
来
る
よ
う
に
な
れ
と

そ
う
言
い
た
い
の
か

 
そ
の
言
葉
を
受
け
て
恭
二
は

困

た
よ
う
に
こ
う
言

た

あ

う
ん

身
も

も
無
い
言
い
方
だ
と

そ
う
な
る
の
か
な

本
当
に
そ
れ
が
目
的
か

本
当
は

い
や

何
で
も
な
い

 
昌
一
が
明
ら
か
に
落

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

恭
二
は
さ
す
が
に

が
良
す
ぎ
た
か
と

思
い

 
何
か
別
の
提
案
を
考
え
よ
う
と

昌
一
に
謝
り

自
分
の
部
屋
に

て
い

た

ご
め
ん

が
良
す
ぎ
た
ね

そ
れ
じ

僕
は
部
屋
に

る
よ
お
や
す
み
な
さ
い
兄
さ

ん
い
や

そ
う
じ

な
く

ま
あ
い
い

お
や
す
み

 
そ
し
て
恭
二
が
出
て
い

た
後

昌
一
は
一
人

い
た

 
ど
う
や
ら
独
り
言
の
時
は

昌
一
も
ま
と
も
に

る
ら
し
い

ま

た
く

せ

か
く
い
い
感
じ
に
恭
二
が
狂

て
き
た
と
思

た
ら

結
局
こ
れ
か
よ

 
や

ぱ
り
リ

ダ

み
た
い
に

自
分
の
狂
気
を
理
解
し
て

 
シ

タ
イ
ム
に
し
ち
ま
え
る
よ
う
な
奴
は
そ
う
そ
う
い
な
い

て
事
だ
な
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ま
あ
で
も
あ
い
つ
が
化
け
る
可
能
性
は
ま
だ
あ
る

 
女
へ
の

着
は

成
⻑
す
る

の
最
高
の
ス
パ
イ
ス
だ
か
ら
な

 
こ
こ
で
昌
一
が
言
う
成
⻑
と
は

も
ち
ろ
ん
悪
い
方
へ
の
成
⻑
と
い
う
意
味
で
あ
る

 
昌
一
に
と

て
は

そ
れ
は
い
い
方
向
で
間
違
い
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
一

的
に
は

や
は
り
悪
い
方
へ
の
成
⻑
と
言
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う

 
昌
一
は
恭
二
の
中
に

確
実
に
狂
気
の
芽
が
育

て
い
る
事
を
確
信
し
て
い
た

さ

き
の
あ
い
つ
の
目
は

あ
れ
は
間
違
い
な
く

欲
望
に
ま
み
れ
た

の
目
だ

 
お
そ
ら
く
女

み
だ
と
思
う
が
正
直
に
俺
に
女
を
手
に
入
れ
る

に
協
力
し
ろ
と
言
え
た

な
ら

 
俺
は
喜
ん
で
あ
い
つ
の
事
を
手
伝

て
や

た
ん
だ
が
な

あ
い
つ
は
話
し
て
い
る
間
中

ず

と

 
自
分
が
心
か
ら
俺
の
事
を
心
配
し
て
い
て
そ
れ
で
提
案
し
て
い
る
と
完
全
に
思
い
込
ん
で

い
や
が

た

 
そ
ん
な
自
分
の
事
も
分
か
ら
な
い
よ
う
な
馬

と
一

じ

楽
し
い
遊
び
は
出
来
ね
え
よ

 
昌
一
は
恭
二
の
事
を
そ
う
分

し
た

な
言
葉
に

こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
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昌
一
の
目
に
は
恭
二
が
そ
う
映

て
お
り
そ
の
分

は
正
解
な
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
だ

ろ
うし

か
し
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ね

確
か
に
一
時

換
金
目
当
て
で
や

て
み
よ
う
か
と
思

て

 
何
人
か
に
連

は
し
て
み
た
も
の
の

結
局
や
ら
な
か

た
ん
だ
よ
な

 
調
べ
れ
ば
調
べ
る

子

の
遊
び
と
し
か
思
え
な
か

た
し
な

 
ま
あ
結
局
他
の
ゲ
ム
も
全
部
子
の
遊
び
な
ん
だ
が
ま
あ
そ
の
中
で
は
ま
し
な
方
か

 
ど
う
や
ら
当
初

薔
薇
に
伝
わ

た

ラ
フ
コ
フ
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
そ
う
だ
と
い
う
情
報
は

 
こ
の
事
が
伝
わ

た
も
の
で
あ
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
そ
う
言

た
後
昌
一
は
何
と
な
く
Ｇ
Ｇ
Ｏ
関
連
の
動
画
を
ネ

ト
で

り
始
め
た

 
そ
し
て
昌
一
は

つ
い
に
そ
の
動
画
に

り
着
い
た

Ｂ
ｏ
Ｂ

こ
れ
が
最
高

の
プ
レ
イ
ヤ

達
の
戦
い
だ
と

は

や

ぱ
り
遊
び
じ

ね

え
か

 
動
画
の
紹
介
を
見
て

笑
う
か
の
よ
う
に
そ
う

い
た
昌
一
で
あ

た
が

 
シ

ナ
が
ゼ
ク
シ

ド
を
真

二
つ
に
し
た

間

昌
一
の
目
付
き
が
変
わ

た

お
い
お
い

か
ら
真

二
つ
か
よ

ど
こ
に
で
も
強
い
奴
は
い
る

て
事
か
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そ
し
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
シ

ナ
の
戦
い
を
見
た
昌
一
は

今
度
は
顔
色
を
変
え
た

ま
さ
か

こ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

て
奴

ヘ

ド
か

 
で
も
ど
こ
か
違
う
気
が
す
る
な

ヘ

ド
と
違

て
こ
い
つ
か
ら
は
あ
ま
り
狂
気
を
感

じ
ね
え

 
そ
し
て
こ
の
シ

ナ

こ
い
つ
を
見
て
い
る
と

ど
う
し
よ
う
も
な
く
イ
ラ
つ
く
な

 
ま
さ
か
ハ
チ
マ
ン
か

う

ん

俺
の
相
手
は
キ
リ
ト
の

野
郎
だ

た
か
ら

あ
ま
り

自
信
が
ね
え
な

 
そ
し
て
昌
一
は

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
名
前
で
再

索
を
か
け
た
が

 
他
に

当
す
る
動
画
は
出
て
こ
な
か

た

 
そ
の
代
わ
り

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
出
て
こ
な
く
な

た
理
由
と
し
て

 
北

サ

バ

か
ら
日
本
サ

バ

に
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
く
な

た
と
い
う
書
き
込
み
を
見
付

け
たな

る
ほ
ど

こ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

て
奴
に
直
接
会
う
の
は

も
う
無
理

て
事
か

 
次
に
昌
一
は

シ

ナ
の
名
前
で
再

索
を
か
け
た

こ
ち
ら
は
た
く
さ
ん
見
つ
か

た
が

 
多
く
は

し

り
の
よ
う
な
動
画
で

昌
一
に
と

て
は

無
価

な
物
ば
か
り
だ

た
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だ
が
そ
の
中
に

昌
一
に
と

て

と
て
も
価

の
あ
る
動
画
が
一
つ

れ
込
ん
で
い
た

こ
い
つ
は
間
違
い
無
い

閃
光
の
ア
ス
ナ
だ

て
事
は

や

ぱ
り
シ

ナ

て
奴
は

 
ハ
チ
マ
ン
だ
と
見
て
間
違
い
な
い
よ
う
だ
な

こ
れ
は
面
白
く
な

て
き
や
が

た

 
よ
し

方
針
変
更
だ

恭
二
の
提
案
に
乗
る
と
す
る
か

 
恭
二
の
成
⻑
を
待
つ
ん
じ

な
く

す
事
に
す
る

そ
う
だ
つ
い
で
に
あ
い
つ
も
誘

て

み
る
か

 
そ
し
て
昌
一
は

を
手
に
と
り

ど
こ
か
に

話
を

け
よ
う
と
し
た

 
だ
が
昌
一
は

ふ
と
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に

話
を

け
る
の
を
思
い
と
ど
ま

た

待
て
待
て
つ
い
最
近

の
奴
ら
か
ら
の
俺
へ
の
監

が
無
く
な

た
の
は
確
認
し
た

が 
俺
の

か
ら
あ
い
つ
の

へ
の
通
話
記
録
が
残
る
の
は

や
は
り
ま
ず
い
気
が
す
る
な

 
仕
方
な
い

ど
こ
か
の
公

話
か
ら

け
る
か

 
そ
し
て
昌
一
は
何
と
か
公

話
を
探
し
出
し
唯
一
友
人
と
呼
べ
る
か
つ
て
の
仲
間
に
連

し
た

誰
だ
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俺
だ

昌
一
だ

お
う

久
し
ぶ
り
だ
な

し
か
し
お
前
が
わ
ざ
わ
ざ
連

し
て
き
た

て
事
は

 
お
前
も
監

の
目
が
無
く
な

た
事
に
気
が
付
い
た
の
か

あ
あ

相
変
わ
ら
ず
お
前

一
人
の
時
以
外
は
口

が
少
な
い
の
な

す
ま
ん

 
そ
の

話
の
相
手
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク
こ
と
金
本

は
相
変
わ
ら
ず
の
昌
一
の
様
子
に

苦
笑
し
た

い
や
お
前
が

に
な

て
た
ら
そ
の
方
が
び

く
り
す
る

て

で
今
日
は
ど
う
し
た

ん
だ見

て
も
ら
い
た
い
物
が
あ
る

 
そ
し
て
昌
一
は

先
ほ
ど
見
た
動
画
を
見
る
よ
う
に

に
頼
ん
だ

 
そ
し
て
動
画
を
見
た

は
興
奮
し
た
様
子
で
言

た

お
い
こ
れ

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
じ

ね
え
か
よ

や

ぱ
り
か

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
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あ

あ
あ

お
前
も
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
ヘ

ド
な
ん
じ

な
い
か

て

そ
う
思

た
ん

だ
な

 
だ
が
こ
い
つ
は
ヘ

ド
じ

な
い

が
違
う

そ
し
て
多
分
こ
い
つ
ヘ

ド
よ
り
強
い
な

そ
う
か

で

こ
の
動
画
が
ど
う
し
た
ん
だ

一

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
み
な
い
か

て
か

そ
う
だ

う

ん
し
か
し
な

確
か
に
こ
い
つ
ら
は
イ
ラ
つ
く
野
郎
ど
も
だ
が

 
実

問
題

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
こ
い
つ
ら
を
殺
し
て
も

も
う
意
味
が
無
い
だ
ろ

あ
い
つ
ら
は
た
だ
の
ス
パ
イ
ス
だ
確
か
に
キ

カ
ケ
に
は
な

た
が
実

の
目
的
は
違
う

 
そ
し
て
ザ
ザ
は

不
器
用
な
口
調
で

自
分
に
弟
が
い
る
事

 
そ
し
て
そ
の
弟
の
狂
気
を
目
覚
め
さ
せ
て
み
た
い
事
を

に
伝
え
た

実
の
弟
に
そ
の
仕
打
ち
か
よ

よ
し

気
に
入

た

手
伝
う

助
か
る

 
こ
う
し
て
あ

さ
り
と
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
終
わ
り
ま
で
続
く
狂
気
の
舞
台
の
幕
が
開
い
た

 
そ
し
て
家
に
帰

た
昌
一
は
恭
二
の
部
屋
を
訪
れ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
る
事
に
し
た
と
言

た
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恭
二
は

純
に
喜
び

昌
一
は
恭
二
に

も
う
一
人
友
人
を
誘
う
事
を
告
げ

 
街
で
自
分
達
と
接
触
す
る
時
は

新
し
い
キ

ラ
を
作

て

そ
の
キ

ラ
で
接
触
す
る
事

 
そ
し
て
今
使

て
い
る
キ

ラ
で
は
絶
対
に
自
分
達
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
指

を
し
た

え

と

何
で
そ
ん
な
事
を

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
は
俺
の
事
を
知

て
い
る
奴
が
い
る

そ
の
た
め
の
保
険
だ

そ

か

う
ん

分
か

た

 
昌
一
は
こ
れ
く
ら
い
し
な
い
と
ハ
チ
マ
ン

シ

ナ
相
手
に
は
ま
と
も
に
戦
え
な
い
と
考

え
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
考
え
は
正
し
か

た

何
故
な
ら

に
シ

ピ

ゲ
ル
は

 
シ

ナ
の
指

に
よ
り

ロ
ザ
リ
ア
に
監

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

 
こ
の
昌
一
の
指

に
よ
り

ザ
ザ
達
の
存
在
自
体
に
は
直
ぐ
気
が
付
い
た
シ

ナ
も

 
誰
が
ザ
ザ
な
の
か
を
特
定
す
る
事
と

シ

ピ

ゲ
ル
と
の
関
係
を
突
き
止
め
る
の
に
は

 
少
し
時
間
が
か
か
る
事
と
な

て
し
ま

た
の
だ

た



 第２７６話 狂気の舞台の幕が開く

 
次
回

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
侵
攻
開
始

そ
の
日
運
命
は
悪
に
微
笑
ん
だ
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第
２
７
７
話
 
そ
の
日
運
命
は
悪
に
微
笑
ん
だ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
し
て
次
の
日

昌
一
は

新
た
に
作
成
し
た
キ

ラ

ス
テ
ル
ベ
ン

で

 
初
め
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
世
界
へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
同
じ

も

ノ
ワ

ル

と
い
う
キ

ラ
で
ロ
グ
イ
ン
し

 
ゲ

ム
内
で
は
あ
る
が

二
人
は
久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
事
と
な

た

久
し
ぶ
り
だ
な

え

と

ス
テ
ル
ベ
ン
だ

ち
な
み
に
ど
う
い
う
意
味
だ

ド
イ
ツ
語
の

学
用
語
で

死
を
意
味
す
る

な
る
ほ
ど

俺
は
ノ
ワ

ル
だ

ち
な
み
に
こ
の
キ

ラ
は
育
成
し
な
い
つ
も
り
だ
け
ど
な

 
突
然
ノ
ワ

ル
か
ら
投
げ

け
ら
れ
た
そ
の
言
葉
に

ス
テ
ル
ベ
ン
は
首
を

げ
た
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ど
う
い
う
事
だ

あ
れ
か
ら
ち

と
考
え
た
ん
だ
け
ど
よ

お
前
も
見
た
だ
ろ

シ

ナ
の
戦
闘
を
よ

あ
あ

で
こ
れ
か
ら
俺
達
が
個
別
に
キ

ラ
を
育
て
た
と
し
て
あ
い
つ
に
追
い
つ
く
と
思
う
か

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
の
困
難
さ
に
思
い
至
り

り
込
ん
だ

ま
あ
そ
う
だ
よ
な
多
分
無
理
だ

ま
あ
俺
達
の
目
的
は
別
に
あ
い
つ
を
倒
す
事
じ

な
い

か
ら

 
勝
て
な
い
な
ら
勝
て
な
い
で
別
に

わ
な
い
ん
だ
が
最
初
か
ら

め
る

て
の
は
無
い
だ
ろ

ま
あ
な

だ
か
ら
俺
は
こ
う
考
え
た

だ

た
ら
俺
と
お
前
で
交
代
で
そ
の
キ

ラ
を
動
か
し
て

 
倍
の
ス
ピ

ド
で
育
成
し
ち
ま
え
ば
い
い

て
な

な
る
ほ
ど
な

で
も
お
前
の
意
図
は
そ
れ
だ
け
じ

な
い
ん
だ
ろ

 
そ
の
ス
テ
ル
ベ
ン
の
言
葉
に
ノ
ワ

ル
は

我
が
意
を
得
た
り
と
い
う
顔
を
し
た
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さ
す
が
相
棒
だ
な

よ
く
分
か

て
る

俺
達
は
別
に
こ
こ
に
遊
び
に
来
た

じ

ね
え

 
殺
し
に
来
た
ん
だ

だ
が
ゲ

ム
内
に
い
る
間
は
そ
れ
は
不
可
能
だ

外
で
殺
す
の
か

俺
は
た
だ
の
殺
人
⻤
に
な
る
つ
も
り
は
な
い
ぞ

当
然
だ

俺
達
は
生

の
レ

ド
プ
レ
イ
ヤ

で
あ

て

決
し
て
殺
人
⻤
じ

ね
え

 
だ
か
ら

そ
れ
を
両
立
さ
せ
る
方

を
考
え
る
の
が

俺
達
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
る

 
そ
の
方
法
さ
え
確
立
し
ち
ま
え
ば

お
前
の
弟
に
そ
れ
を
実
行
さ
せ
る
事
も
可
能
だ

何
か
思
い
つ
い
た
の
か

い
や
ま
だ
全
然
だ
が
結
局
誰
か
が
外
で
活
動
す
る
事
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
違
う
か

違
わ
な
い
な

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
の
説
明
に
納
得
し
た
の
か

素
直
に

い
た

そ
う
な
る
と

や
は
り
複

の
キ

ラ
を
育
て
る
の
は
無

だ
と
思
わ
な
い
か

確
か
に
そ
う
だ
な

な
の
で

こ
の
キ

ラ
は
情
報
収
集
に
の
み
活
用
す
る
事
に
し
て

 
二
人
で
そ

ち
の
キ

ラ
を
育
て
る

て
事
で
ど
う
だ
ろ
う
か
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議
は
無
い
な

そ
れ
じ

決
ま
り
だ
な

お
前
の
弟
と
顔
合
わ
せ
し
た
ら

俺
は
情
報
収
集
に
入
る

 
お
前
は
と
り
あ
え
ず
育
成
の
方
を
頼
む

分
か

た

 
こ
う
し
て
全
て
の
リ
ソ

ス
が

ス
テ
ル
ベ
ン
に
つ
ぎ
込
ま
れ
る
事
が
決
定
し
た

し
か
し
ゲ

ム
の
中
と
外
で
の
殺
人
の
両
立

て
い
う
と

 
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
同
時
に
殺
す
く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
な
い
よ
な

そ
れ
以
外
に
無
い
だ
ろ
う
な

タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
事
自
体
は
可
能
か

中
の
様
子
の
生
配
信
は
出
来
る
ら
し
い

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
鍵
付
き
で
配
信
す
れ
ば
い
け
る
な

あ
あ

 
こ
う
し
て
二
人
の
話
は
流
れ
る
よ
う
に
進
ん
で
い

た

さ
す
が
に
息
は
ピ

タ
リ
の
よ
う

だ
そ
う
す
る
と
必
要
に
な
る
の
は

殺
す
奴
の

所
と
殺
す
手

て
事
に
な
る
な
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所
が
や

か
い
だ
な

殺
す
手

は
何
で
も
い
い
だ
ろ
う

い
や

居
侵
入
が
セ

ト

て
事
に
な
る
と
さ
す
が
に

手
な

跡
が
残
る
の
は
ま
ず
い

 
理
想
と
し
て
は

察
が

し
く

跡
を
調
べ
な
い
よ
う
に
明
ら
か
な
病
死
に
見
せ
か
け
る

事
な
ん
だ
が

不
可
能
犯
罪
は
難
易
度
が
高
い
ぞ

 
ノ
ワ

ル
は
そ
の
言
葉
に

確
か
に
不
可
能
犯
罪
を
目
指
す
事
に
な
る
な
と

を

え
た

だ
な

と
り
あ
え
ず
狙
う
の
は
死
体
が
発
見
さ
れ
に
く
い
一
人

ら
し
の
プ
レ
イ
ヤ

に

し
よ
う

 
実
行
は
死
体
が
腐
敗
し
や
す
い
夏
が
い
い
だ
ろ
う

そ
れ
な
ら
殺
す
手

に
よ

て
は
か
な
り

誤
魔
化
せ
る

成
だ

そ
こ
で
殺
す
手

だ
が

 
二
人
は

い
て
考
え
込
み

ス
テ
ル
ベ
ン
が
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

先
に
顔
を
上
げ
た

物
理
手

は

外
か

そ
う
だ
な

跡
が
で
か
い
か
ら

誰
か
に
殺
さ
れ
た

て
簡

に
バ
レ
ち
ま
う
だ
ろ
う
な
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ス
テ
ル
ベ
ン
は

や
は
り
そ
う
か
と
い
う
風
に

い
た
後

ノ
ワ

ル
に
こ
う
言

た

な
ら
ば

だ

物
を

う
の

て
足
が
つ
き
や
す
い
ん
じ

な
か

た
か

う
ち
の
親
は
病
院
の
院
⻑
だ

物
に
よ

て
は

秘
に
入
手
可
能
だ

お

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
ど
の

が
良
さ
そ
う
か

後
で
調
べ
と
く
わ

頼
む

 
こ
う
し
て
二
人
の
殺
人
計
画
は
ど
ん
ど
ん

に
な

て
い

た

大
分
い
い
感
じ
に
話
が

ま

て
き
た
な

問
題
は

所
の
入
手
だ

そ
れ
な

 
そ
の
時
遠
く
か
ら

見
知
ら
ぬ
プ
レ
イ
ヤ

が
二
人
に
近
付
い
て
き
た

 
二
人
は
そ
こ
で
話
す
の
を
や
め
た

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
ス
テ
ル
ベ
ン
に
こ
う
話
し

け
て
き

た
こ
ん
に
ち
は

こ
う
寒
い
と
も
う
笑
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね

 
そ
れ
が
事
前
に
決
め
ら
れ
て
い
た
合
言
葉
だ

た
ら
し
く
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ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に

く
と

ノ
ワ

ル
に
向
か

て
言

た

弟
だ

お

初
め
ま
し
て
だ
な

俺
は
ノ
ワ

ル
だ

ス
テ
ル
ベ
ン
だ

初
め
ま
し
て

メ

セ
ン
ジ

で
す

ど
う
し
ま
す

最
初
に
少
し
街
の
中
を
案
内
し
ま

す
かそ

う
だ
な

頼
む

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
三
人
は
雑
談
し
な
が
ら
酒
場
へ
と
向
か

た

ゲ

ム
で
の
情
報
収
集
の
基
本
で
あ

る 
ち
な
み
に
雑
談
と
い

て
も

て
い
た
の
は
主
に
ノ
ワ

ル
と
メ

セ
ン
ジ

で
あ
り

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
基
本
無
言
を

い
て
い
た

し
か
し
メ

セ
ン
ジ

と
は

ら
し
い
名
前
だ
な

あ
は
は

僕
キ

ラ
ク
タ

に
名
前
を
付
け
る
の

て
苦
手
な
ん
で
す
よ

奇
遇
だ
な

俺
も
だ
よ
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そ
し
て
ほ
ど
な
く
三
人
は

酒
場
へ
と
到
着
し
た

パ

テ

集
と
か
も
基
本
こ
こ
で
行
わ
れ
ま
す
ね

ま
あ
定
番
だ
し
な

と
り
あ
え
ず
中
の

設
の
説
明
を
し
ま
す
ね

 
そ
し
て
一
通
り
の
説
明
が
終
わ
る
と

次
に
メ

セ
ン
ジ

は

総
督

へ
と
向
か

た

こ
こ
が
総
督

で
す
ね
主
に
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
手
続
き
と
か
を

あ

シ
ノ
ン

 
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
は
そ
の
言
葉
を

い
て
メ

セ
ン
ジ

の

線
の
先
を
追

た

知
り
合
い
か

は

は
あ

 
メ

セ
ン
ジ

は
そ
の
質
問
に
生
返
事
を
し
た

 
ど
う
や
ら
あ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
事
が
気
に
な

て
仕
方
が
な
い
よ
う
だ

 
そ
の
顔
に
見
覚
え
の
あ

た
ノ
ワ

ル
は

ひ
そ
ひ
そ
と
ス
テ
ル
ベ
ン
に
話
し

け
た

お
い

あ
れ

て

の
動
画
に
出
て
た

シ
ノ
ン
と
か
い
う
シ

ナ
の
女
じ

な
い
か

そ
う
だ
な

て
事
は

お
前
の
弟
の
ラ
イ
バ
ル
は

よ
り
に
よ

て
あ
の
シ

ナ
か
よ
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そ
の
よ
う
だ

ま
あ
閃
光
が
い
る
か
ら

あ
の
女
が
一
方
的
に
シ

ナ
に
好
意
を
持

て
る
ん
だ
ろ
う
が

 
そ
う
な
る
と
も
う

お
前
の
弟
に
勝
ち
目
な
ん
か
無
い
ん
じ

な
い
の
か

シ

ナ
は
仲
間
を
大
事
に
す
る
か
ら
一
方
的
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
う
ち
の
弟
を
煽
る
材
料
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
い
い

う
わ

や

ぱ
り
お
前

実
の
弟
相
手
に
容

な
い
な

 
二
人
が
そ
う
話
し
な
が
ら

メ

セ
ン
ジ

の
方
を
見
た

間

 
メ

セ
ン
ジ

は
と
て
も
苦
し
そ
う
な
声
で
こ
う

い
た

シ

ナ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
二
人
は

て
て
そ
ち
ら
の
方
を
向
い
た

 
ノ
ワ

ル
は
無
意
識
に
殺
気
を
放

て
し
ま

た
の
だ
が

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が
そ
れ
を
制
し

二
人
は
そ
の
ま
ま
シ

ナ
を
観
察
し
た

 
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
が
こ
こ
か
ら
は
見
え
な
い

置
に
い
た
シ

ナ
を
手

き
で
呼
び
寄
せ

た
よ
う
だ

 
二
人
は

ど
う
見
て
も
恋
人
同
士
に
し
か
見
え
な
い

離
感
で
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シ
ノ
ン
が
操
作
し
て
い
た
ら
し
い
コ
ン
ソ

ル
の
よ
う
な
物
を

一

に

き
込
ん
で
い
た

 
そ
れ
を
見
た
メ

セ
ン
ジ

は

何
か
に
必
死
で

え
る
よ
う
に

を

ん
で
い
た

見
た
目
は

と
ま

た
く
違
う
が

動
き
は
確
か
に
あ
い
つ
と
一

だ
な

手
強
そ
う
だ

お
前
は
直
接
や
り
あ

た
仲
だ
し
な

あ
あ

い
ず
れ
あ
い
つ
も
俺
の
手
で
殺
し
て
や
る
さ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ノ
ワ

ル
が
今
度
は
意
識
し
て
殺
気
を
放

た

間
に
そ
れ
は

こ

た

 
シ

ナ
が
い
き
な
り
シ
ノ
ン
を

う
よ
う
に
動
き

囲
を

し
始
め
た
の
だ

ま
ず
い

あ
い
つ
俺
の
殺
気
に
気
が
付
き
や
が

た

お
い
メ

セ
ン
ジ

こ

ち
を

見
ろ

 
絶
対
に
あ
の
シ
ノ
ン

て
女
の
方
を
見
る
な

え

え

 
メ

セ
ン
ジ

は
そ
う
言
わ
れ

て
て
二
人
の
方
に
向
き
直

た

こ
の
ま
ま
会
話
し
て
る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
移
動
だ

あ
く
ま
で
自
然
に
な

 
そ
し
て
三
人
は
移
動
を
開
始
し

何
と
か
シ

ナ
の

線
の

か
な
い
場
所
へ
と
移
動
し
た

 
幸
い
シ

ナ
は

三
人
を
追

て
く
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
な
か

た
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な

何
が
あ

た
ん
で
す
か

い
や
な

あ
の
シ

ナ

て
野
郎

俺
の
殺
気
に
気
が
付
き
や
が

た
ん
だ
よ

え
え

ま
あ
そ
ん
な

で

ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る

に
逃
げ
出
し
た

て

さ

そ

そ
ん
な
事

普
通
の
人
間
に
出
来
る
も
ん
な
ん
で
す
か

あ
い
つ
に
は
出
来
る
ん
だ
ろ
う
よ

さ
す
が
は
英
雄
様

て
所
か

 
ノ
ワ

ル
の
そ
の
言
葉
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
事
を
指
し
て
言

た
物
だ

た
の
だ
が

 
メ

セ
ン
ジ

は
そ
れ
を

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
動
画
を
指
し
て
い
る
も
の
だ
と
解

し
た
よ
う
だ

あ

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
動
画
を
見
た
ん
で
す
か

あ
あ

そ

か

や

ぱ
り
あ
の
人

て

名
で
す
よ
ね

ま
あ
な

と
こ
ろ
で
お
前
の
知
り
合
い
の
シ
ノ
ン

て
子
は

あ
そ
こ
で
何
を
し
て
た
ん
だ

 
ノ
ワ

ル
は

総
督

で
の
説
明
が
中

半

に
な

て
し
ま

た

 
と
り
あ
え
ず
疑
問
に
思

た
事
を
メ

セ
ン
ジ

に

ね
た
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あ
れ
は
Ｂ
ｏ
Ｂ
へ
の
参
加

し
込
み
を
し
て
た
ん
で
す
よ

参
加

し
込
み

て

ど
う
や
る
ん
だ

自
分
の
名
前
を
入
力
し
て
参
加
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
す
よ

 
あ

で
も
入
賞
し
た
時
の
景
品
を
自
宅
に
送

て
も
ら
う
場
合
に
は

 
自
分
の
本
名
と

所
を
入
力
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
ね

本
名
と

所

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
の
表
情
が
険
し
く
な

た
事
に

 
メ

セ
ン
ジ

は
ま

た
く
気
が
付
か
な
か

た

は
い
そ
う
で
す

あ
れ

そ
う
い
え
ば
シ
ノ
ン
が
こ
の
前

 
景
品
を
希
望
す
る

て
言

て
た
よ
う
な

だ
が
あ
の
シ
ノ
ン

て
子
は
自
分
の
入
力
画
面
を
シ

ナ

て
奴
に
平
気
で
見
せ
て
た
よ
な

あ

は
い

そ
う
で
す
ね

 
シ
ノ
ン
は
あ
の
時

確
か
に
シ

ナ
に
手

き
を
し
て
い
た

 
そ
れ
は
要
す
る
に

シ
ノ
ン
が
シ

ナ
に
個
人
情
報
を
見
ら
れ
て
も

わ
な
い
と
思

た
か
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も
し
く
は
画
面
を
見
せ
て
も
何
も
困
ら
な
い
事
を
意
味
す
る

そ
れ
は
つ
ま
り

つ
ま
り
シ

ナ
は

あ
の
子
の

所
を

に
知

て
い
る
ん
だ
な

 
お
そ
ら
く
家
に
行

た
事
も
あ
る
ん
だ
ろ
う

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が
空
気
を

ま
ず
に
そ
う
発
言
し
た

い
や

こ
の
場
合
は
わ
ざ
と
だ
ろ
う

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は

実
の
弟
の
狂
気
を
育
て
る

に

あ
え
て
こ
う
発
言
し
た
の
だ

 
そ
の
意
図
通
り

メ

セ
ン
ジ

は
暗
い
目
を
し
な
が
ら

を

ん
だ

 
ノ
ワ

ル
は
何
も
言
わ
ず

ス
テ
ル
ベ
ン
は
内
心
で
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
た

 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
後

い
く
つ
か
の

設
を

り

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
外
で
シ

ピ

ゲ
ル
と
合
流
し

キ

ラ
を
育
て
る
事
と
な

た

ノ
ワ

ル
さ
ん
は
行
か
な
い
ん
で
す
か

そ
れ
な
ん
だ
が
な

 
そ
し
て
ノ
ワ

ル
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ト

プ
と
言
わ
れ
て
い
る
シ

ナ
に
対
抗
出
来
る
よ
う
に

 
二
人
が
か
り
で
ス
テ
ル
ベ
ン
を
育
成
す
る
事
に
し
た
と

メ

セ
ン
ジ

に
説
明
し
た

あ
あ

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

そ
の
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

だ
ろ

あ
い
つ
は
化
け
物
み
た
い
だ
か
ら

普
通
の
や
り
方
じ

絶
対
に
追
い
つ
か
な
い
し
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な
な
る
ほ
ど

目
標
は
高
く
で
す
ね

 
そ
し
て
メ

セ
ン
ジ

は

シ

ピ

ゲ
ル
に
な
る

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
残
さ
れ
た
二
人
は

先
ほ
ど
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

や

ぱ
り
あ
い
つ
は
や
ば
い
な

あ
あ

強
い
の
は
キ
リ
ト
か
も
し
れ
な
い
が

怖
い
の
は
あ
い
つ
だ
よ
な

そ
う
だ
な

ま
さ
か
あ
の

離
で
お
前
の
殺
気
に
気
付
く
な
ん
て
な

悪
い

俺
が

だ

た
わ

い
き
な
り
全
て
ぶ
ち
壊
し
に
な
る
と
こ
ろ
だ

た

こ
れ
か
ら
は
お

い
気
を
付
け
よ
う

 
こ
う
し
て
二
人
は

安
易
に
シ

ナ
に
近
付
く
の
は
や
め
よ
う
と
決
め
た

し
か
し
収

も
あ

た
な

本
名
と

所
の
事
か

あ
あ

後
は
ど
う
や

て
あ
れ
を
盗
み
見
る
か
な
ん
だ
が

ま
あ
そ
れ
は
追
々
考
え
れ
ば
い
い
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そ
れ
じ

俺
は

予
定
通
り
情
報
収
集
に
出
る
わ

あ
あ

ま
た
な

 
そ
し
て
ノ
ワ

ル
は
ど
こ
へ
と
も
な
く
去

て
い
き
ス
テ
ル
ベ
ン
は
一
人
で
街
の
外
へ
出
た

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
と
合
流
す
る
と

二
人
は
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
に
移
動
し

 
そ
こ
で
最

限
の
装
備
の
受
け

し
が
行
わ
れ
た

と
り
あ
え
ず
一
通
り
こ
こ
に
出
す
ね

気
に
行

た
物
が
あ

た
ら
そ
れ
を
使

て
ね

銃
の
事
は
分
か
ら
ん

じ

あ
い
ず
れ
も

と
い
い
銃
を
手
に
入
れ
る
前
提
で
一
番
基
本
的
な
銃
を
使
え
ば
い
い

よ
任
せ
る

あ
と
頼
ん
で
い
た
武
器
は
あ

た
か

エ
ス
ト

ク

に
似
た
武
器
だ
よ
ね

一
応
あ

た
よ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ザ
ザ
の
得
意
武
器
は
エ
ス
ト

ク
で
あ

た

 
エ
ス
ト

ク
と
は

の

間
を
通
す
事
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た

突
剣
で
あ
る

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は

そ
の
差
し
出
さ
れ
た
武
器
を
受
け
取
る
と

の
事
を
思
い
出
し
た
の
か

目
を

め
た



 第２７７話 その日運命は悪に微笑んだ

悪
く
な
い

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は

そ
の
剣
を
何
回
か

た
後
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
防

も
一
通
り
選
び
終
わ

た
後
シ

ピ

ゲ
ル
は
出
し
た
装
備
を
し
ま
い
始
め
た

 
そ
の
中
に
あ

た
マ
ン
ト
に

ふ
と
目
が
い

た
ス
テ
ル
ベ
ン
は

何
気
な
く
こ
う

ね
た

そ
の
マ
ン
ト
は

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
街
で
素
性
を

す
の
に
使
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

て

ね
た
だ
け
だ

た
の
だ
が

 
シ

ピ

ゲ
ル
の
返
事
は
ス
テ
ル
ベ
ン
に
と

て
は
と
て
つ
も
な
い
幸
運
を
も
た
ら
す
も
の

だ

た
あ

こ
れ

こ
れ
は
一
定
時
間

を
消
す
事
が
出
来
る
マ
ン
ト
だ
よ

 
か
な
り
レ
ア
で
は
あ
る
ん
だ
け
ど

使
い
ど
こ
ろ
が
難
し
い
ん
だ
よ
ね

 
敵
に
捕

さ
れ
た
後
に
使

て
も

銃

を
バ
ラ

か
れ
た
ら
あ
ま
り
意
味
が
無
い
し

 
待
ち
伏
せ
に
使
う
に
は

果
時
間
が

す
ぎ
る
ん
だ
よ
ね

そ
れ
は
街
の
中
で
も
使
え
る
の
か

え

ど
う
だ
ろ

街
の
中
で
使

て
も
意
味
が
無
い
か
ら

し
た
事
無
い
な
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果
時
間
と
ク

ル
タ
イ
ム
は
ど
の
く
ら
い
だ

果
時
間
は
一
分

ク

ル
タ
イ
ム
は
五
分
か
な

そ
う
か

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は

シ

ピ

ゲ
ル
に
言

た

そ
の
マ
ン
ト

俺
が
も
ら

て
も
い
い
か

ん

別
に
い
い
よ

確
か
に
初
心
者
が
外
で
身
を
守
る
に
は
い
い
装
備
だ
し
ね

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
内
心
で
狂
喜
し
て
い
た

こ
れ
で
全
て
の

が
揃

た
の
だ

 
さ
す
が
の
ス
テ
ル
ベ
ン
も
ま
さ
か
計
画
が
こ
こ
ま
で
ス
ム

ズ
に
進
む
と
は
思

て
も
い
な

か

た

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
の
レ
ベ
ル
上
げ
も

調
に
進
み

何
回
か
の
戦
闘
が
終
わ

た
後

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
し
き
り
に
ス
テ
ル
ベ
ン
の
事
を
褒
め
称
え
た

さ
す
が
は
兄
さ
ん
戦
闘
勘
が
凄
い
ね
ま
さ
か
初
め
て
で
あ
ん
な
に
動
け
る
な
ん
て
思
わ
な

か

た
よ

そ
う
か

 
そ
し
て
街
に

た
後

シ

ピ

ゲ
ル
は
少
し
休
む
と
言

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た



 第２７７話 その日運命は悪に微笑んだ

 
ど
う
や
ら
こ
の
後

シ
ノ
ン
と
合
流
し
て
ま
た
狩
り
に
い
く
ら
し
い

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は

ノ
ワ

ル
に
連

を
と
り

手
に
入
れ
た
マ
ン
ト
を

し
た

こ
れ
は

一
分
間

を

す
事
が
出
来
る
マ
ン
ト
ら
し
い

メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
光
歪
曲
迷

マ
ン
ト
と
い

う
そ
う
だ

ク

ル
タ
イ
ム
は

五
分
だ

 
ノ
ワ

ル
は
そ
れ
を

き

少
し

す
る
よ
う
な
顔
で
こ
う
言

た

す
げ

な
お
い
こ
こ
ま
で

調
だ
と
さ
す
が
に
ち

と
罠
じ

な
い
か
と
疑
い
た
く
な

る
ん
だ
が

だ
が

ま
だ
使
え
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

そ
う
だ
な
さ
す
が
に
す
ぐ
背
後
に
立

て
画
面
を

き
見
た
ら
相
手
に
気
付
か
れ
そ
う
だ

し
なま

あ
色
々

し
て
く
れ

あ
あ

任
せ
ろ
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こ
の
後
ノ
ワ

ル
は

何
日
も
か
け
て
色
々
な
ア
イ
テ
ム
を

し

 
つ
い
に
狙
撃
用
の
ス
コ

プ
を
使

て
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
本
名
と

所
を

き
見
る
方
法

を
確
立
し
た

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
参
加

し
込
み
受
付
終
了
ま
で
あ
と
一
週
間

 
そ
の
間
ノ
ワ

ル
は

せ

せ
と
情
報
の
収
集
に

む
事
と
な

た

 
シ

ピ

ゲ
ル
が
何
も
気
付
か
な
い
そ
の
裏
で

殺
人
計
画
の
設
計
図
は
着
々
と
完
成
し
て

い

た

 
重
い
話
が
続
き
す
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
と
思
う
の
で
明
日
は
ガ
ラ

と
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま

す 
い
や

こ
こ
ま
で
い
い
よ
う
に
や
ら
れ
ち

て
ま
す
ね

 
次
回

そ
れ
は
過
小
評
価



 第２７８話 それは過小評価

 
第
２
７
８
話
 
そ
れ
は
過
小
評
価

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

よ何
だ
よ
い
き
な
り

 
学
校
が
終
わ

た
後
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
の

点
に
顔
を
出
し
た
シ

ナ
の

を

い
た
シ
ノ
ン
は

 
シ

ナ
の

が
は
ち
ま
ん
く
ん
と
そ

く
り
だ

た

我
慢
出
来
ず
に

と

き
出
し

た
う
う
ん

何
で
も
な
い

 
詩
乃
は
自
分
の
体
の
横
で
大
人
し
く

守
番
し
て
い
る
は
ず
の

 
は
ち
ま
ん
く
ん
の
の
事
を
想
像
し

嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

最
近
熱
心
に
野
良
パ

テ

に
参
加
し
て
る
ん
だ
ろ

調
子
は
ど
う
だ
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ま
あ
悪
く
な
い
か
な

一

に
ス
コ

ド
ロ
ン
を
組
も
う

て
話
も
あ

た
ん
だ
け
ど

 
そ
う
す
る
と
気

に
こ

ち
に
来
れ
な
く
な
る
か
ら
断

た
わ

あ

や

ぱ
り
俺
た
ち
も
ス
コ

ド
ロ
ン
を
正
式
に
組
む
べ
き
か

 
ス
コ

ド
ロ
ン
と
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
言
う
ギ
ル
ド
の
よ
う
な
物
で
あ
る

 
ス
コ

ド
ロ
ン
を
組
む
事
に
よ

て
受
け
ら
れ
る

恵
も

山
あ
る
の
だ
が

 
シ

ナ
は
こ
こ
ま
で

正
式
に
ス
コ

ド
ロ
ン
を
組
む
事
は
し
て
い
な
か

た

別
に
い
い
ん
じ

な
い

こ
の
ま
ま
幻
の
ス
コ

ド
ロ
ン

て
感
じ
で
い
き
ま
し

う
よ

 
そ
の
方
が
何
か
伝
説

く
て
格
好
い
い
し
ね

そ
う
か

 
こ
の
日
は
ど
う
や
ら
他
の
者
は
来
な
い
よ
う
だ

ピ
ト
フ

イ
は
ラ
イ
ブ
で
不
在
で
あ
り

 
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
は

久
し
ぶ
り
に
友
達
と
出

け
て
い
る
よ
う
だ

 
イ
コ
マ
は
大

に
ゲ

ト
し
た
素
材
の
使
い
道
を
探
る

リ
ア
ル
で
情
報
収
集
を
し
て
い
る

よ
う
だ

 
ロ
ザ
リ
ア
は
ど
こ
か
で

報
活
動
を
行

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
の

は
こ
こ
に
は

無
い



 第２７８話 それは過小評価

 
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
と
何
か
進
展
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

 
内
心
で
色
々
と
期
待
し
な
が
ら
シ

ナ
の
方
を
見
つ
め
て
い
た

 
だ
が

当
然
シ

ナ
か
ら
シ
ノ
ン
に
何
か
す
る
は
ず
も
な
く

 
シ

ナ
は
リ
ラ

ク
ス
し
た
感
じ
で

ソ
フ

で
だ
ら
だ
ら
し
て
い
た

 
実
は
シ

ナ
は
相
性
が
い
い
の
か
シ
ノ
ン
と
二
人
の
時
は
謎
の
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
て

お
り

 
そ
れ
も
あ

て

こ
う
し
て
何
を
す
る
で
も
な
く
だ
ら
だ
ら
し
て
い
た
の
だ
が

 
さ
す
が
の
シ
ノ
ン
も

そ
の
目
に
見
え
な
い
シ

ナ
の
好
意
に
は
気
が
付
か
な
か

た

 
そ
れ
は
実
は
シ

ナ
が
普

ユ
キ
ノ
や
ユ
イ
ユ
イ
に

い
て
い
る
好
意
に
比

す
る
レ
ベ
ル

な
の
だ
が

 
当
然
そ
ん
な
事
は

ま
だ
恋
愛

験
が
皆
無
な
シ
ノ
ン
に
は
分
か
ら
な
か

た

 
こ
こ
に
も
し
シ
ズ
カ
が
い
た
ら

シ
ノ
ノ
ン

り
が
た
し

と

い
た
だ
ろ
う

ね

何
も
し
な
い
の

 
そ
ん
な
シ

ナ
の

を
見
た
詩
乃
は
思
わ
ず
そ
う
言
い
直
後
に

て
て
自
分
の
口
を
塞
い

だ
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や
だ

私

た
ら

シ

ナ
に
え

ち
な
女
だ
と
思
わ
れ
た
か
も

 
詩
乃
は

つ
い
自
分
に
対
し
て
何
も
し
な
い
の
か
と
い
う
意
味
で
そ
う
言

て
し
ま
い

 
恥
じ
ら
い
つ
つ
も
シ

ナ
の
様
子
を

た

そ
れ
に
対
す
る
シ

ナ
の
返
事
は
こ
う
だ

た
今
日
は
別
に
戦
う
予
定
も
無
い
し

の
ん
び
り
し
と
く
わ

えん

今
お
前

俺
に
何
も
し
な
い
の
か

て

い
た
だ
ろ

あ
 
詩
乃
は
自
分
の
発
言
を

り
返
り

確
か
に
シ

ナ
な
ら
そ
う
と
る
か
も
と
思

た

 
だ
が

理
屈
と
感
情
は
や
は
り
別
物
で
あ
る

そ
う
だ

た

シ

ナ

て
そ
う
い
う
人
だ
よ
ね

あ

そ
う
い
う
人

て
ど
う
い
う
人
だ
よ

何
で
も
な
い
わ
よ

そ

そ
う
か

す
ま
ん

 
シ

ナ
は
一
体
何
な
ん
だ
と
思
い

元
の
体
勢
に

て
目
を

た
の
だ
が
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直
後
に
シ
ノ
ン
が
シ

ナ
の

を
掴
み

強
引
に
自
分
の
方
へ
と
押
し
倒
し
た

お
わ

 
そ
の
直
後
に
シ

ナ
の

は

何
か
柔
ら
か
い
物
の
上
に
着
地
さ
せ
ら
れ
る
事
に
な

た

 

て
て
目
を
開
い
た
シ

ナ
の
顔
を
真

な
顔
を
し
た
シ
ノ
ン
が
上
か
ら
見
下
ろ
し
て
い

た

い

い
き
な
り
何
だ
よ

こ
こ
う
し
た
方
が
も

と
あ
ん
た
が
リ
ラ

ク
ス
出
来
る
ん
じ

な
い
か
と
思

た
だ
け

よ
そ

そ
う
か

何
か
気
を
遣
わ
せ
ち
ま

て
す
ま
な
い
な

 
シ

ナ
が
困

た
顔
で
そ
う
言

た
の
を
見
て
シ
ノ
ン
は
テ
ン
パ
り
つ
い

た
感
じ
で
こ

う
言

た

そ
う
思
う
な
ら

ち

ん
と
リ
ラ

ク
ス
し
な
さ
い
よ
ね

い
や

そ
れ
な
ん
だ
が
な

な

何
よ

何
か
文

で
も
あ
る
の

別
に
文

は
無
い

無
い
ん
だ
が

そ
の

お
前
の
太
も
も

て
さ
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そ
う
言
わ
れ
た
シ
ノ
ン
は

め
て
自
分
の
太
も
も
を

め
た

自
分
で
言
う
の
も
ア
レ
だ
が

 
こ
の
ア
バ
タ

の
太
も
も
は
肉
付
き
も
ほ
ど
良
く
と
て
も

心
地
が
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
た

 
だ
が
こ
の
場
合

問
題
な
の
は
シ
ノ
ン
の
主
観
で
は
な
く

シ

ナ
が
ど
う
思
う
か
だ
ろ
う

 
そ
う
思

た
シ
ノ
ン
は

お
ず
お
ず
と
シ

ナ
に

ね
た

そ

そ
の

も
し
か
し
て

心
地
が
悪
か

た
り
す
る

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に

た
よ
う
に
こ
う
返
事
を
し
た

ち

違
う

そ

ち
は
特
に

い
や

ま

た
く
問
題
は
な
い

 
問
題
は
そ
の

感
触
と
い
う
か
露
出
と
い
う
か
だ
な

露
出

 
そ
う
言
わ
れ

シ
ノ
ン
は
再
び
自
分
の
太
も
も
を
じ

と

め

あ
る
事
に
気
が
付
い
た

 
シ

ナ
の

が
自
分
の
太
も
も
の
上
に
乗

て
い
る

そ
う

直
接
素

の
上
に

 
そ
こ
で
シ
ノ
ン
は

め
て

自
分
の
普

の
服
装
が
ど
う
い
う
物
か
を
思
い
出
し
た

 
シ
ノ
ン
は
い
つ
も
こ
こ
で
は
絶
対
に
リ
ア
ル
で
は
着
れ
な
い
よ
う
な
露
出
の
多
い
服
装
を
し

て
お
り

 
当
然
そ
の
太
も
も
も

シ

ナ
に
見
せ
つ
け
る
よ
う
に
露
出
さ
れ
て
い
る
の
だ

た



 第２７８話 それは過小評価

あ

あ

あ

や

と
気
付
い
た
か

だ
か
ら

難
い

本
当
に

難
い
ん
だ
が

 
そ
れ
以
上
に
恥
ず
か
し
い
と
い
う
か

そ
の

な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
シ

ナ
は

を
上
げ
よ
う
と
し
た

 
そ
れ
を
見
た
シ
ノ
ン
は

に
そ
れ
を
防
ご
う
と
シ

ナ
の

を
自
分
の
太
も
も
に
押
し

付
け
た

う
お

わ

私
の
こ
の
太
も
も
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
よ

 
私
は
全
然
ま

た
く

片
も

ほ
ど
も
一
切
さ

ぱ
り
そ
う
は
思
わ
な
い
わ

何
だ
そ
の
お
か
し
な
日
本
語
は

う
る
さ
い

ほ
ら

直
接
触

て
確
認
し
な
さ
い

で
た
り
も
ん
だ
り
し
て
み
な
さ
い
よ

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

シ

ナ
の
手
を
掴
ん
で
自
分
の
太
も
も
に
押
し
付
け
た

ち

お
ま

そ
れ
は
ま
ず
い

て

正
気
に

れ
シ
ノ
ン

い
い
か
ら
さ

さ
と
感
触
を
楽
し
み
な
さ
い
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シ
ノ
ン
は
も
う
自
分
が
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か

て
い
な
い
よ
う
で

 
目
を
ぐ
る
ぐ
る
さ
せ
な
が
ら
ひ
た
す
ら
シ

ナ
の
手
の
平
を
自
分
の
太
も
も
に
押
し
付
け
て

い
た

 
そ
ん
な
二
人
に
声
を

け
る
者
が
い
た

あ
ん
た
達

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
バ
カ

プ
ル
み
た
い
よ

 
そ
の

れ
た
よ
う
な
言
葉
が

こ
え
た

間

シ

ナ
は
ピ
タ

と
動
き
を
止
め

 
シ
ノ
ン
も
正
気
に
返

た
よ
う
に
動
き
を
止
め
た

 
そ
し
て
二
人
は

恐
る
恐
る
声
の

こ
え
た
方
に

り
向
い
た

 
そ
こ
に
は

を
組
み
な
が
ら

れ
た
顔
で
立

て
い
る
ロ
ザ
リ
ア
の

が
あ

た

お
う

小
猫

ち

と
あ
ん
た

ゲ

ム
の
中
で
本
名
を
呼
ぶ
ん
じ

な
い
わ
よ

あ

あ
の

そ
の

あ
あ
あ
ん
た
が
最
近
ず

と
そ
ん
な
感
じ
な
の
は
分
か

て
る
か
ら
気
に
し
な
く
て
い
い

わ
よわ

私

て
他
か
ら
は
そ
う
見
え
て
る
の
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シ
ノ
ン
は
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
言
葉
に
シ

ク
を
受
け
た
よ
う
だ

た
が

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
ん
な
シ
ノ
ン
の
手
を
ぎ

と

り

真
面
目
な
顔
で
こ
う
言

た

あ
の
シ
ズ
が
要
注
意
だ
と
言
う
あ
ん
た
の
行
動
に
今
後
の
私
達
の
未
来
が
か
か

て
い
る
の

よ 
こ
れ
か
ら
も
気
に
せ
ず
押
し
て
押
し
て
押
し
ま
く
り
な
さ
い

み

未
来

そ
う
よ
こ
こ
で
彼
に
い
や

一
夫
多
妻
制

て
い
い
も
ん
だ
よ
な
よ
し
実
現
し
よ
う

 

て
思
わ
せ
る
事
が
出
来
れ
ば

私
達
の
未
来
に
光
が
見
え
る
の
よ

 
そ
し
て
私
は
ち

か
り
そ
の
末

に

ぐ
ふ
ふ

ロ

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

シ
ノ
ン

ス
ル

だ
ス
ル

こ
い
つ
は
元
々
こ
う
い
う
残
念
な
奴
な
ん
だ
よ

 
さ
あ

そ
ろ
そ
ろ

き
た
い
か
ら
そ
の
手
を
離
し
て
く
れ

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
を

い
て
き

と
ん
と
し
た

何
で
私
が
あ
ん
た
の
命
令
を

か
な
い
と
い
け
な
い
の

な
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そ
し
て
シ
ノ
ン
は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
シ

ナ
に
言

た

こ
ん
な
機
会
は
滅
多
に
無
い
ん
だ
か
ら

今
日
は
ず

と
こ
の
調
子
で
い
か
せ
て
も
ら
う
わ

 
こ
こ
か
ら
は
全
て
私
の
タ

ン
よ

は

も
う
好
き
に
し
て
く
れ

 
そ
ん
な
二
人
を
少
し

ま
し
そ
う
に
見
て
い
た
ロ
ザ
リ
ア
が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て
声
を

け
て
き
た

二
人
と
も
こ
れ
今
日
ま
で
に
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
参
加
を

し
込
ん
だ
プ
レ
イ
ヤ

の
リ
ス
ト

よ
お
う

大
変
だ

た
ろ

い
つ
も
す
ま
な
い
な

 
ロ
ザ
リ
ア
は
シ

ナ
に
そ
う
労
わ
れ

顔
を

く
し
て
横
を
向
き
な
が
ら
言

た

べ

別
に
あ
ん
た
の
た
め
だ
し

そ
う
か

ま
あ
下
僕
だ
か
ら
当
然
か

な
 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と

そ
べ

た
ま
ま
受
け
取

た
デ

タ
の

を
始
め
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

ロ
ザ
リ
ア
は

抗
議
し
た
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ち

と

シ
ノ
ン
と
私
の
扱
い
が
違
い
過
ぎ
る
ん
じ

な
い

シ
ノ
ン
は
俺
の
下
僕
で
は
な
い

ピ
ト
は
お
前
と
同
じ
扱
い
だ

ほ
れ

破

う
 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は

ね
た
感
じ
で
シ

ナ
の
足
元
に

を
下
ろ
し
シ

ナ
の
足
を
叩
き

始
め
た

 
シ

ナ
は
気
に
し
た
様
子
も
無
く
ロ
ザ
リ
ア
の
好
き
な
よ
う
に
さ
せ

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

シ
ノ
ン
は
楽
し
そ
う
に
笑

て
い
た

 
そ
し
て
参
加
プ
レ
イ
ヤ

の
リ
ス
ト
を
見
て
い
た
シ

ナ
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
言

た
そ
う
い
え
ば

ピ
ト
の
名
前
は
あ
る
が
シ
ノ
ン
の
名
前
が
無
い
な

う
ん

今
日

し
込
み
に
行
こ
う
か
な

て
思

て
た
の

 
分
か
ら
な
い
事
が
あ

た
ら

き
た
い
し
良
か

た
ら
シ

ナ
も
付
き
合

て
く
れ
な
い

お
う

そ
れ
じ

あ
行
く
か

い
い
の
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別
に
用
事
も
無
い
し
な

 
そ
の
言
葉
を
受
け
て
二
人
は
シ

ナ
を
解
放
し

三
人
は
立
ち
上
が

た

そ
れ
じ

あ
ロ
ザ
リ
ア

引
き
続
き
情
報
収
集
を
頼
む

了
解
よ

よ
し

総
督

に
向
か
う
か

う
ん

あ
り
が
と
う

 
ロ
ザ
リ
ア
は
一
人
で
ど
こ
へ
と
も
な
く
去

て
行
き
二
人
は
そ
の
ま
ま
総
督

へ
と
向
か

た
そ
う
い
え
ば

二
人
き
り
で
歩
く
の

て
初
め
て

最
初
会

た
時
は
二
人
だ

た
け
ど
歩
い
て
な
い
し
な
こ
う
し
て
一

に
街
を
歩
く
の
は
初

め
て
だ
な

そ

か

じ

あ
初
め
て
つ
い
で
に

 
そ
う
言

て
シ
ノ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
シ

ナ
の

に

き
付
き
二
人
は

を
組
む

と
な

た
お
い
こ
ら
離
せ
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目
よ

世
間
で
は
私
は
あ
ん
た
の
女

て
事
に
な

て
る
の
よ

 
こ
こ
で
離
れ
て
歩
く
方
が
不
自
然
じ

な
い

別
に
俺
が
望
ん
だ

じ

な
い
ん
だ
が

あ
ん
た
は
王
な
ん
だ
か
ら

も

と
ど

ん
と

え
な
さ
い

王

て
お
前
な

 
シ

ナ
は
た
め
息
を
つ
く
と

そ
の
ま
ま
シ
ノ
ン
の
好
き
に
さ
せ
る
事
に
し
た

 
そ
し
て
総
督

に
着
く
と
シ

ナ
は
近
く
の

に
寄
り
か
か
り
シ
ノ
ン
の
入
力
が
終
わ
る

の
を
待

た

 
そ
ん
な
シ

ナ
に
シ
ノ
ン
が
手

き
を
し
た

シ

ナ
は
何
だ
ろ
う
と
思
い
そ
ち
ら
に
近
付

い
た何

か
分
か
ら
な
い
事
で
も
あ

た
か

こ
こ
な
ん
だ
け
ど

本
名
と
か

所
を
入
力
す
る
の

て
本
当
に
平
気
な
の
か
な

ん

あ
あ

景
品
の

し
込
み
か

何
か
欲
し
い
物
で
も
あ
る
の
か

う
ん

装
備
と
か
ア
イ
テ
ム
よ
り
も
欲
し
い
物
が
あ
る
の

 
実
は
欲
し
い
と
い
う
よ
り

持

て
お
き
た
い

て
感
じ
な
ん
だ
け
ど
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こ
の
景
品

て
モ
デ
ル
ガ
ン
だ
よ
な

そ
う
か

そ
れ
で
ト
ラ
ウ
マ
を

服
す
る
つ
も
り
か

こ
ん
な
事
で

服
出
来
る
な
ん
て
思

て
は
い
な
い
ん
だ
け
ど

少
し
は
慣
れ
る
か
も
だ
し

 
そ
う
い
う
努
力
を
放

す
る
の
は

目
だ
と
思

て

そ
う
か

う
ん

い
い
と
思
う
ぞ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
の

を

で
た

そ
の

間
に
シ

ナ
は
凄
ま
じ
い
殺
気
を
感

じ 
武
器
を

え
か
け
た
の
だ
が
こ
こ
が
街
の
中
だ
と
い
う
事
を
思
い
出
し
そ
の
手
を
止
め
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
様
子
を
見
て

シ
ノ
ン
は
首
を

げ
な
が
ら
シ

ナ
に

ね
た

ど
う
し
た
の

ど
こ
か
か
ら

覚
え
の
あ
る
殺
気
を
感
じ
る

え

私
に
は
分
か
ら
な
い
け
ど

本
当
に

あ
あ

多
分
あ
い
つ
ら
の
う
ち
の
誰
か
だ

あ
い
つ
ら

て

ま
さ
か

俺
の
顔
か
ら
目
を
離
す
な

相
手
に
気
付
か
れ
る
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シ

ナ
は
シ
ノ
ン
に
そ
う
言
い

く
入
力
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
指

を
し
た

さ

き
の
質
問
だ
が

正
直
リ
ア
ル
情
報
を
ゲ

ム
の
中
で
入
力
さ
せ
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

 
俺
も
あ
ま
り
好
き
じ

な
い

で
も
何
か
あ

て
も
必
ず
俺
が
何
と
か
し
て
や
る
か
ら

 
安
心
し
て
入
力
し
て
く
れ

い
ざ
と
な

た
ら
う
ち
の
近
く
に
引

越
し
て
く
れ
ば
い
い
し

な
シ

ナ
の
家
の
近
く
に

分
か

た

今
す
ぐ
引

越
す

今
す
ぐ

て
お
前
な

そ
し
た
ら
景
品
が
も
ら
え
な
く
な

ち
ま
う
ぞ

あ

そ
う
か

ま
あ
引
越
し
す
る
よ
う
な
事
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ

ほ
れ

さ

さ
と
入
力
し
ち
ま
え

う
ん

 
そ
し
て
次
に
シ

ナ
は

ロ
ザ
リ
ア
に
連

を
と

た

今
ど
こ
だ

総
督

に
来
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
か
か
る

近
く
だ
か
ら
直
ぐ
に
行
け
る
け
ど

何
か
あ

た
の

近
く
に
多
分
あ
い
つ
ら
が
い
る

こ
の
殺
気
に
は
覚
え
が
あ
る

本
当
に

分
か

た
わ

直
ぐ
に
行
く
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こ

ち
に
着
い
た
ら
俺
達
の
事
は
無

し
て

り
の
奴
ら
を
片

か
ら

影
し
て
く
れ

 
一
応
お
前
も
俺
の
一

て
事
で
顔
が
知
ら
れ
て
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
顔
を

す
の
を
忘

れ
る
な

了
解

 
丁
度
そ
の
時

入
力
を
終
え
た
シ
ノ
ン
が
シ

ナ
に
言

た

終
わ

た
わ

ど
う
す
る

も
う
す
ぐ
ロ
ザ
リ
ア
が
こ
こ
に
来
て

り
の
奴
ら
を
片

か
ら

影
す
る

 
そ
れ
ま
で
俺
達
が
あ
い
つ
ら
に
気
付
い
て
い
る
と
バ
レ
な
い
よ
う
に

 
こ
の
ま
ま
談
笑
し
て
い
る
フ
リ
を
す
る
ん
だ

分
か

た

 
そ
し
て
二
人
は

張
を

し
つ
つ

仲
の
良
い
カ

プ
ル
の
よ
う
に

る
舞

た

 

中
で
殺
気
以
外
の
暗
い
感
情
も
感
じ
た
が

そ
う
い
う
感
情
は
向
け
ら
れ
慣
れ
て
い
た

 
シ

ナ
は
そ
れ
を
と
る
に
足
ら
ぬ
物
だ
と
無

し
た

そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
連

が
来
た

お
待
た
せ

全
員
の

影
が
終
わ

た
わ

 
そ
れ
を

い
た
シ

ナ
は

再
び
強
い
殺
気
を
感
じ
た

間
に



 第２７８話 それは過小評価

 
シ
ノ
ン
を

う
よ
う
な

置
に
移
動
し

囲
に

い

線
を
走
ら
せ
た

 
直
後
に
そ
の
殺
気
は

散
し
シ

ナ
は
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
た
が
や
が
て

張
を
解
い

た
さ
す
が
に
こ
の
人

だ
と

簡

に
は
特
定
出
来
な
い
か

ど
ん
ま
い

シ

ナ

ま
あ
正
直
言
う
と

放
置
し
て
お
い
て
も
別
に
誰
か
が
死
ぬ

じ

な
い
し

 
可
能
な
ら
動
向
を

し
て
お
き
た
い

て
い
う
俺
の
自

満
足
み
た
い
な
も
の
な
ん
だ
け

ど
な何

も
分
か
ら
な
い
よ
り
は
分
か

て
た
方
が
い
い
に
決
ま

て
る
ん
だ
し

 
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
注
意
し
て
い
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

あ
あ

 
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
は
殺
気
に
気
付
い
た
シ

ナ
の
事
を
や
ば
い
と
表
現
し
て
い
た
が

 
実
は
そ
れ
は
過
小
評
価
だ

た

二
人
は
シ

ナ
を

す
る
あ
ま
り
ロ
ザ
リ
ア
の
存
在
に

気
付
か
ず

 
特
定
に
こ
そ
至
ら
な
か

た
が
二
人
の
写
真
は
他
の

象
無
象
の
プ
レ
イ
ヤ

の
写
真
と
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共
に

 
候
補
の
一
人
と
し
て

シ

ナ
の
手
に

る
事
と
な

た

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は

影
し
た
者
の
特
定
作
業
に
入
る

先
に

点
へ
と

り

 
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
も

点
に

る

来
た
時
に
通

た
道
を

り
始
め
た

 
シ

ナ
は
ど
う
や
ら
何
か
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
ち

と
危
な

か
し
い
な
と
思

た
シ

ノ
ン
は

 
そ

と
シ

ナ
の

を
と
り

来
た
時
と
同
じ
よ
う
に

を
組
む
と

 
何
か
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
と
そ

と
シ

ナ
を
誘

し
た

 
シ

ナ
は
そ
れ
に
気
付
か
ず

シ
ノ
ン
に
誘

さ
れ
る
ま
ま
に
歩
き
続
け
た

ず

と
気
配
す
ら
感
じ
な
か

た
か
ら
あ
い
つ
ら
は
人
を
殺
せ
な
い
ゲ

ム
に
は
興
味
が
無

い
の
か
と

 
半
分

め
か
け
て
い
た
ん
だ
が
な
ま
さ
か
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
現
れ
る
と
は
予
想
外
だ

た

 
可
能
な
ら
動
向
を

し
て
お
く
と
し
て

今
後
は
あ
い
つ
ら
も

 
純

に
ゲ

ム
を
楽
し
む
よ
う
に
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
時
突
然
シ
ノ
ン
が
立
ち
止
ま

た

シ

ナ
も
一

に
足
を
止
め
た
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ど
う
し
た

う
ん

あ
れ

 
シ

ナ
が
シ
ノ
ン
の

線
の
先
を
見
る
と

そ
こ
に
は
ゼ
ク
シ

ド
達
三
人
が
立

て
い
た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
珍
し
く
何
も
言
わ
ず

じ

と
シ

ナ
の
事
を
見
つ
め
て
い
た

何
で
あ
い
つ

あ
ん
な
顔
で
こ

ち
を
見
て
る
ん
だ

何
か
用
事
で
も
あ
る
の
か

 
そ
こ
で
初
め
て
シ

ナ
は

自
分
の

に
シ
ノ
ン
が

き
付
い
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
ど
う
見
て
も
恋
人
同
士
に
し
か
見
え
な
い
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
を
じ

と
見
つ

め
た
後

 
何
か
言
い
た
げ
に

に
立
つ
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の
方
を
見
た
の
だ
が

 
二
人
は
そ
の
意
図
を
知

て
か
知
ら
ず
か

少
し

そ
う
に
後
ろ
に
下
が

た

 
そ
の

間
に
ゼ
ク
シ

ド
は
明
ら
か
に
落

し
た
様
子
を
見
せ
と
て
も
悔
し
そ
う
に
シ

ナ
に
言

た

こ
れ
で
勝

た
と
思
う
な
よ

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

ま
し
そ
う
に
何
度
も
シ

ナ
達
の
方
を

り
返
り
な
が
ら
去

て

い

た
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何
だ
あ
れ

ふ
ふ

何
だ
ろ
う
ね

 
シ

ナ
が
そ
れ
か
ら
も
自
分
の
考
え
に

し
た

シ
ノ
ン
は
離
れ
ろ
と
言
わ
れ
る
事
も
な

く 
二
人
は
再
び
歩
き
出
し

仲
良
く

点
へ
と
帰
還
し
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
約
束
が
あ

た
事
を
思
い
出
し
期
待
の
こ
も

た
目
で
シ

ナ
に
言

た

ね

今
夜
狩
り
に
い
く
約
束
が
あ
る
ん
だ
け
ど

シ

ナ
も
一

に
行
か
な
い

 
は
い

オ
チ
担
当
は
い
つ
も
の
あ
の
人
で
し
た

 
い
き
な
り
ア
ク
セ
ル
を

ん
だ
所
で
次
話
か
ら
し
ば
ら
く
は
落
ち
着
い
た
話
に
な
る
と
思

い
ま
す

多
分



 第２７９話 初参戦に関するアレコレ

 
第
２
７
９
話
 
初
参
戦
に
関
す
る
ア
レ
コ
レ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

狩
り

誰
か
と
の
約
束
な
ん
だ
ろ

俺
が
出
し

ば
る
の
は
ち

と
な

大
丈
夫

今
日
の
狙
い
は

ス
コ

ド
ロ
ン
で

ち

と
人
手
が
不
安
だ

た
み
た
い
だ

か
ら

 
シ

ナ
な
ら
大
歓
迎
な
ん
じ

な
い
か
な

そ
れ
で
も
な

何
よ

私
と
一

に
い
る
の
が

だ

て
言
う
の

い
や

そ
う
い
う
事
じ

な
く
て
だ
な

む

手
強
い

夫

も
マ
ン
ネ
リ
化
す
る
と

期
に
な

ち

う

て
言
う
し

 
こ
こ
は
い
つ
も
と
は
違
う
イ
メ

ジ
で

私
は
シ

ナ
と
一

が
い
い
の

目

か
な
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シ
ノ
ン
は

上
目
遣
い
で
と
て
も
切
な
そ
う
に
そ
う
言

た

 
そ
れ
を
見
た
シ

ナ
は
急
に
お
ろ
お
ろ
し

た
よ
う
な
顔
で
言

た

い

い
や

目
じ

な
い

じ

あ

一

に
行

て
く
れ
る

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

あ
り
が
と
う

シ

ナ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
ソ
フ

に
座
り
幸
せ
そ
う
に
微
笑
ん
だ

し
か
し
内
心
で
は
こ
う
思

て
い
た

思

た
よ
り
ち

ろ
か

た

で
も
何
か
シ

ナ
の
優
し
さ
に
つ
け
こ
ん
で
る
み
た
い
で

だ
か
ら

 
こ
れ
は

か
な

ま
あ
珍
し
い
シ

ナ
の

が
見
れ
た
だ
け
で
良
し
と
し
よ

と

 
そ
の

を
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
い
た
ロ
ザ
リ
ア
は

 
シ
ノ
ン
の
急
成
⻑
ぶ
り
に
と
て
も
驚
い
て
い
た

シ
ノ
ン

恐
ろ
し
い
子

 
こ
れ
は

シ
ノ
ン
に
急
に
女
友
達
が

え
た
事
に
よ
る
副
産
物
だ

た
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シ
ノ
ン
は

学
校
の
友
達
や

シ

ナ
の

り
の
女
性
達
と
多
く
接
す
る
事
に
よ
り

 
そ
の
女
性
達
の
使
う

様
々
な
手
管
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
学
び

 
そ
れ
を
あ
る

度
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

て
い
た
の
だ

た

 
ち
な
み
に
こ
れ
は

シ

ナ
が
相
手
の
時
に
だ
け
発
動
す
る
も
の
で
あ
り

 
他
の
男
が
相
手
の
時
の
シ
ノ
ン
は

あ
い
か
わ
ら
ず
難
攻
不
落
の
堅

さ
を

て
い
た

 
そ
れ
は
シ

ピ

ゲ
ル
が
相
手
の
時
も

外
で
は
な
く
他
の
者
よ
り
多
少
壁
が

い
だ
け
で

 
シ
ノ
ン
は
き

ち
り
と
シ

ナ
相
手
と
他
の
者
相
手
の
時
の
自

の
態
度
に
明
確
な
差
を

設
け
て
い
た

で

何
時
く
ら
い
か
ら
の
予
定
な
ん
だ

夜
八
時
か
な

分
か

た

そ
れ
ま
で
ち

と
仮
眠
し
て
く
る
か
ら

時
間
に
な

た
ら

こ
し
て
く
れ

オ

ケ

て

私
が

こ
す
の

冗
談
だ

て

そ
れ
じ

後
で
な

 
だ
が
シ
ノ
ン
は

そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

大
に
食
い
つ
い
た

 
何
故
な
ら
シ
ノ
ン
は
ま
だ

シ

ナ
の
連

先
を
知
ら
な
い
か
ら
だ

た
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意
外
な
よ
う
だ
が

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
と
連

先
を
交
換
し
て
い
る
者
は

 
現
時
点
で
は
ロ
ザ
リ
ア
だ
け
な
の
で
あ
る

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
来
れ
ば
問
題
な
く
連

が
と
れ

現

は
そ
れ
で
ま

た
く
不

が
無
い

 
つ
い
つ
い
連

先
を
交
換
す
る
の
を
忘
れ
る
と
い
う
事
態
に
な

て
し
ま

て
い
た
の
だ

 
そ
の
事
に
気
が
付
い
た
シ
ノ
ン
は

あ
ま
り
ガ
ツ
ガ
ツ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
も

だ

た

 
あ
く
ま
で
も
自
然
さ
を
心
が
け
な
が
ら
言

た

う
う
ん

頼
ん
だ
の
は
こ

ち
だ
し

当
然
そ
れ
く
ら
い
は
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
で
も
よ
く
考
え
た
ら

私
は
ま
だ
あ
ん
た
に
連

先
を
教
え
て
も
ら

て
な
い
の
よ
ね

 
な
の
で
こ
の
機
会
に
教
え
て
も
ら

て
も
い
い

あ
れ

そ
う
だ

た
か

そ
れ
じ

あ
せ

か
く
だ
か
ら
お
言
葉
に

え
る
と
し
て

 
そ
し
て
シ

ナ
は

自
分
の
連

先
を
あ

さ
り
と
シ
ノ
ン
に
教
え
た

オ

ケ

ち

ん
と

こ
す
か
ら

安
心
し
て
ぐ

す
り

て
き
て
ね

そ
れ
じ

宜
し
く
頼
む

 
そ
し
て
シ

ナ
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
事
を
確
認
し
た
後
シ
ノ
ン
は
両
手
で
ガ

ツ
ポ

ズ
を
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し
つ
い
に
は
ち
ま
ん
の
れ
ん
ら
く
さ
き
を
て
に
い
れ
た
ぞ

と

声
に
な
ら
な
い
叫
び
を
上

げ
た

 
そ
の

を
見
て
い
た
ロ
ザ
リ
ア
は
何
か
い
け
な
い
物
を
見
て
し
ま

た
か
の
よ
う
に
目
を
背

け 

影
し
た
者
達
の
名
前
の
特
定
作
業
を
再
開
し
た
の
だ

た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
が
参
加
し
て
も
い
い
か
ど
う
か
確
認
す
る

ダ
イ
ン
の
下
へ
と

向
か

た

 
約
束
の
時
間
に
シ

ナ
を
直
接
連
れ
て
い

て
も
断
ら
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た
が

 
や
は
り
事
前
に
連

は
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
だ

た

ダ
イ
ン
さ
ん

ち

と
い
い

お

シ
ノ
ン
じ

ね

か

 
シ
ノ
ン
は
い
つ
も
の
酒
場
で
ダ
イ
ン
を
見
付
け
て
声
を

け
た

 
ダ
イ
ン
は
シ
ノ
ン
に
手
を

る
と

直
後
に

組
み
を
し
な
が
ら
言

た

て
い
う
か
よ

俺
よ
り
遥
か
に

名
人
の
お
前
に
ダ
イ
ン
さ
ん
な
ん
て
呼
ば
れ
る
と
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む
ず

く
て
仕
方
な
い
か
ら

こ
れ
か
ら
は
俺
の
事
は
ダ
イ
ン

て
呼
ん
で
く
れ
な
い
か

そ
う

分
か

た
わ

ダ
イ
ン

 
ダ
イ
ン
は

や
は
り
そ
の
方
が
し

く
り
く
る
な
と
思
い

う
ん
う
ん
と

い
た

で

約
束
の
時
間
に
は
ま
だ

い
と
思
う
が
ど
う
か
し
た
の
か

 
も
し
か
し
て

シ

ナ
と
の
デ

ト
が
忙
し
く
て
今
日
来
れ
な
い
と
か
か

 
ダ
イ
ン
は
そ
う
シ
ノ
ン
を
か
ら
か

た
が

シ
ノ
ン
は
平
然
と
こ
う
答
え
た

デ

ト
な
ら
さ

き
済
ま
せ
た
わ

ち
な
み
に
用
件
は

そ
の
シ

ナ
の
事
よ

シ

ナ
の
事

恋
愛
相
談
な
ん
か
さ
れ
て
も
俺
は
気
の
利
い
た
事
な
ん
か
言
え
な
い
ぞ

 
そ
れ
と
も
シ

ナ
が

今
日
の
戦
闘
に
参
加
し
て
く
れ
る
と
で
も
言
う
の
か

あ
ら

そ
の
言
い
方
だ
と
シ

ナ
が
参
加
す
る
事
は
問
題
無
い
の
ね

当
た
り
前
だ
ろ

シ

ナ
以
上
に
頼
り
に
な
る
奴
が
他
に
い
る
か
よ

な
ら
そ
う
い
う
事
で
よ
ろ
し
く

そ
う
い
う
事

お
い

ま
さ
か

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
ダ
イ
ン
に
言

た

そ
の
ま
さ
か
よ

シ

ナ
が
来
る
わ
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ま
じ
か

そ
れ
な
ら
も
う
戦
力
的
に
は
問
題
無
く
な
る
な

用
件
は
そ
れ
だ
け
よ

そ
れ
じ

後
で
ね

お
う

そ
れ
に
し
て
も
お
前

本
当
に
変
わ

た
よ
な

えお
前
は
覚
え
て
い
な
か

た
よ
う
だ
が
先
日
シ

ピ

ゲ
ル
が
お
前
を
連
れ
て
く
る
よ
り
前

に 
俺
と
お
前
は
一
度
同
じ
パ

テ

に
な

た
事
が
あ
る
ん
だ
よ

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
を
受
け

ダ
イ
ン
の
顔
を

め
て
じ

と
見
な
が
ら
考
え
た
の
だ
が

 
そ
の
事
は
ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
な
か

た

ご
め
ん
な
さ
い

覚
え
て
な
い
わ

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な
俺
は
そ
の
時
別
働

と
し
て
後
か
ら
お
前
の
い
た
本

に
合
流
し
た

か
ら
な

そ
う
い
え
ば

そ
ん
な
事
が

あ

た
気
も
す
る
わ
ね

そ
の
時
の
お
前
の

象
は
感
情
を
ほ
と
ん
ど
出
さ
な
い
無
口
で
暗
い
女

て
感
じ
だ

た
が

 
今
の
お
前
か
ら
は

そ
ん
な
要
素
は

片
も
感
じ
な
い
わ
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確
か
に

は
そ
う
だ

た
わ
ね

 
初
め
て
シ

ナ
と
会

た
時
の
シ
ノ
ン
は

大

を
は
た
い
て

た
武
器
を
失

た
直
後

だ

た

 
た
ま
た
ま
感
情
的
に
な

て
い
た
の
だ
が

普

の
シ
ノ
ン
は
確
か
に
そ
ん
な
感
じ
だ

た

ま
あ

本
当
は
そ

ち
が
地
な
ん
だ
ろ

良
か

た
な

シ

ナ
に
出
会
え
て

 
そ
の
ダ
イ
ン
の
言
葉
に

シ
ノ
ン
は
目

が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
た

 
こ
こ
で
は
涙
は
我
慢
出
来
な
い
の
で
実

に
少
し
涙
が
こ
ぼ
れ
た
の
だ
が

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
涙
を

き

笑
顔
で
ダ
イ
ン
に
言

た

え
え

今
は
本
当
に

日
が
楽
し
い
わ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

点
に

る
と
そ
こ
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

時
間
が
来
る
ま
で
少
し
仮
眠
を

と

た

 
そ
し
て

時
間
後
は
ち
ま
ん
く
ん
に

こ
さ
れ
た
詩
乃
は
教
え
ら
れ
た
番

に
連

を
入

れ
たは

い

比
企
谷
で
す

 
そ
の
少
し

け
た
よ
う
な
声
を

い
た

間

詩
乃
の
心

が
ド
ク
ン
と
音
を
た
て
た
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初
め
て
と
は
い
え

た
だ

話
に
出
て
も
ら

た
と
い
う
た

た
そ
れ
だ
け
の
事
な
の
に

 
詩
乃
の
心

は

本
人
の
意
思
と
は
関
係
な
く
喜
び
の
音
を

で
た
よ
う
だ

た

や
だ

私

た
ら
い
つ
か
ら
こ
ん
な
恋
愛

に
な

た
の
か
し
ら

 
詩
乃
は
そ
う
思
い
つ
つ
も
少
し

張
し
つ
つ
記
念
す
べ
き
八
幡
と
の

話
の
第
一
声
を
発
し

た
八
幡

私

詩
乃

お
う

詩
乃
か

こ
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

す
ぐ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
わ

う
ん

待

て
る
ね

 
た

た
そ
れ
だ
け
の
や
り
取
り
だ

た
の
だ
が
詩
乃
は
今
ま
で
よ
り
八
幡
を
近
く
に
感
じ

た 
そ
し
て
詩
乃
は
は
ち
ま
ん
く
ん
に
行

て
く
る
ね
と
声
を

け
再
び
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン

し
た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
詩
乃
の
体
を
守
る
よ
う
に

詩
乃
の
枕
下
に
ち

こ
ん
と
座

た

お
帰
り
シ
ノ
ン

こ
れ
か
ら
狩
り

 
ロ
ザ
リ
ア
が
シ
ノ
ン
に
そ
う
声
を

け
て
き
た
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ロ
ザ
リ
ア
は
シ
ノ
ン
が
落
ち
た
時
と
同
じ
格
好
の
ま
ま
ま
だ
デ

タ
の
整
理
を
続
け
て
い

た
よ
う
だ

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

あ
れ
か
ら
ず

と
や

て
る
の

え
え

こ
れ
が
私
の
仕
事
だ
し
ね

そ
し
て
あ
な
た
の
仕
事
は
シ

ナ
と
一

に
戦
う
事

 
ま
あ
シ

ナ
が
一

な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
け
ど

く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
ね

う
ん

あ
り
が
と
う

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

 
そ
し
て
す
ぐ
に
シ

ナ
も
ロ
グ
イ
ン
し
二
人
は
ロ
ザ
リ
ア
に
声
を

け
酒
場
へ
と
向
か

た
ダ
イ
ン

シ

ナ
を
連
れ
て
き
た
わ
よ

い
き
な
り
押
し
か
け
て
す
ま
ん

俺
は
シ

ナ
だ

今
日
は
宜
し
く
な

シ

ナ
さ
ん

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ダ
イ
ン
は
い
き
な
り
シ

ナ
に
そ
う

を
し

シ

ナ
は
困

た
顔
で
ダ
イ
ン
に
言

た

い
や

別
に
同
じ
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
だ
し

そ
ん
な

ま
る
必
要
は
無
い
だ
ろ

そ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
シ

ナ

今
日
は
宜
し
く
な

お
う

宜
し
く
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そ
し
て
シ

ナ
は

の
方
に
あ
る

子
に
座
り
シ
ノ
ン
は
ち

か
り
と
そ
の
隣
に
座

た

 
酒
場
に
は
続
々
と
仲
間
が
集
結
し
て
お
り
そ
の
中
の
一
人
が
シ
ノ
ン
に
気
が
付
き
声
を

け

て
き
た

シ
ノ
ン
ち

ん

久
し
ぶ
り

ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん

 
ギ
ン
ロ
ウ
は
古
参
の
プ
レ
イ
ヤ

の
一
人
で
あ
り
シ
ノ
ン
も
過
去
に
何
度
か
一

に
戦

た

事
が
あ
る

 
ギ
ン
ロ
ウ
は
女
性
プ
レ
イ
ヤ

を
見
る
と
見

な
く
リ
ア
ル
で
会
お
う
と
声
を

け
る

が

あ
り

 
シ
ノ
ン
は
ギ
ン
ロ
ウ
を
少
し
苦
手
に
思

て
い
た

と
こ
ろ
で
シ
ノ
ン
ち

ん
今
日
の
狩
り
が
終
わ

た
後
さ

二
人
き
り
で
ど
こ
か
に

 
シ
ノ
ン
は
ほ
ら
来
た
と
思
い

い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に

々
と
断
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
シ
ノ
ン
が
口
を
開
こ
う
と
し
た

間
に

横
か
ら
シ

ナ
が
こ
う
言

た

な

お
前

剣
で
真

二
つ
に
さ
れ
る
の

て

ど
ん
な
気
分
だ
と
思
う

あ
あ
ん

横
か
ら
口
を
出
す
ん
じ

ね

あ

シ

ナ
さ
ん
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ど
う
や
ら
ギ
ン
ロ
ウ
は

シ

ナ
の
存
在
に
気
付
い
て
い
な
か

た
よ
う
で

 
シ

ナ
に
気
付
い
た

間

顔
を
真

に
し

あ
と
ず
さ

た

二
度
目
は
無
い
ぞ

一
応
言

て
お
く
が
俺
が
い
な
い
時
で
も
一
回
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
か
ら

な
は

は
ひ

失

し
ま
し
た

 
そ
う
言

て
ギ
ン
ロ
ウ
は

逃
げ
る
よ
う
に
仲
間
の
下
へ
と
走
り
去
り

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
正
座
を
さ
せ
ら
れ

ダ
イ
ン
達
に
説
教
さ
れ
た

ギ
ン
ロ
ウ

お
前
馬

な
の
か

今
の
シ
ノ
ン
に
あ
ん
な
事
を
言
う
と
か

 
自
分
で
自
分
の
死

行
書
に
サ
イ
ン
す
る
つ
も
り
な
の
か

こ
れ
で
も
し
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
が
帰

ち
ま

た
ら
お
前
ど
う

任
を
と
る
つ
も
り
な
ん
だ

よ
そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
俺
達
ま
で
シ

ナ
の
敵
認
定
さ
れ
た
ら
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
よ

死
ね

今
す
ぐ
死
ね

あ

そ
の

す
ま
ん
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そ
の
様
子
を
遠
目
に
見
な
が
ら

シ
ノ
ン
は
ち
ら
り
と
シ

ナ
の
方
を
見
た

 
シ

ナ
は
そ
知
ら
ぬ
顔
で

の
後
ろ
で

を
組
み
目
を

て
い
た

 
シ
ノ
ン
は
く
す
く
す
笑
う
と

シ

ナ
に
そ

と
寄
り
か
か

た

あ
り
が
と

お
う

こ
れ
で
も
う
二
度
と
声
を

け
て
く
る
事
は
無
い
だ
ろ

て
い
う
か
離
れ
ろ

い
・
や
・
よ

ほ
ら

友
達
が
来
た
み
た
い
だ
ぞ

い
い
か
ら
離
れ
ろ

て

友
達

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言
わ
れ
て
酒
場
全
体
を
見
回
し

ど
う
や
ら
自
分
を
探
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
入
り
口
で
き

ろ
き

ろ
し
て
い
る
シ

ピ

ゲ
ル
を
見
付
け
た

 
シ
ノ
ン
は
立
ち
上
が
り

シ

ピ

ゲ
ル
に
手
を

り
な
が
ら
言

た

シ

ピ

ゲ
ル

こ

ち
こ

ち

シ
ノ
ン

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
シ
ノ
ン
に
駆
け
寄
り

す
ぐ
近
く
ま
で
来
た
の
だ
が

 
シ

ナ
の
存
在
に
気
付
い
た

間
に

止
し
た
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え

シ

ナ

さ
ん

う
ん
今
日
は
シ

ナ
に
来
て
も
ら

た
か
ら
戦
闘
に
つ
い
て
は
安
心
し
て
く
れ
て
い
い
わ

よ
あ

そ

そ
う
だ
ね

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

落
ち
込
ん
だ
声
で
そ
う
言

た

ど
う
し
た
の

 
シ
ノ
ン
に
そ
う
声
を

け
ら
れ

シ

ピ

ゲ
ル
は

て
て
表
情
を
引
き
締
め
た

何
で
も
無
い
よ
シ
ノ
ン

シ

ピ

ゲ
ル
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

シ

ナ
さ
ん

い
き
な
り
押
し
か
け
て
す
ま
な
い

宜
し
く
な

シ

ピ

ゲ
ル

 
そ
し
て
ど
う
や
ら
メ
ン
バ

が
揃

た
ら
し
く

ダ
イ
ン
が
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

シ

ナ
と
シ
ノ
ン
と
シ

ピ

ゲ
ル
で
チ

ム
を
組
ん
で
く
れ

 
最
初
は
二
人
の
狙
撃
か
ら
開
始
で

シ

ピ

ゲ
ル
は
狙
撃
中
の
二
人
の
護
衛
を
頼
む

 
そ
の
後
シ
ノ
ン
は
狙
撃
を
続
行
シ

ナ
と
シ

ピ

ゲ
ル
は

況
を
見
て
こ
ち
ら
に
来
て

く
れえ
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何
だ
シ

ピ

ゲ
ル

ど
う
か
し
た
の
か

い

い
え

分
か
り
ま
し
た
ダ
イ
ン
さ
ん

 
こ
う
し
て
三
人
は
チ

ム
を
組
む
事
に
な
り
い
よ
い
よ
一
行
は
戦
場
へ
と
出
発
す
る
事
に

な

た

 
う
ん

落
ち
着
き
ま
し
た
ね
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第
２
８
０
話
 
シ

ナ
の
説
教

物
理

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

す

す
み
ま
せ
ん

 
一
行
が
戦
場
へ
と
向
か
お
う
と
し
た
そ
の
時
ガ

チ
リ
と
し
た
体
格
を
し
た
強
面
の
プ
レ
イ

ヤ

が

 
か
な
り

張
し
た
様
子
で
シ

ナ
に
そ
う
声
を

け
て
き
た

ん

俺
か

 
シ

ナ
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
の
知
り
合
い
は
決
し
て
多
く
は
な
い

 
本
当
に
自
分
を
呼
ん
だ
の
か
確
認
す
る
つ
も
り
で
そ
う
返
事
を
し
た

は
い

あ

あ
の

も
し
か
し
て
シ

ナ
さ
ん
で
す
か

確
か
に
俺
は
シ

ナ
だ
が

よ
し

あ

あ
の

も
し
ご
迷
惑
で
な
か

た
ら
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今
か
ら
行
く
戦
場
に

俺
達
も
連
れ
て

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

飛
び
入
り
参
加
希
望
か

は

は
い

お
前

何
で
一
人
称
が
俺
な
ん
だ

え

え
え
と

 
シ

ナ
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に

い
き
な
り
そ
う
言

た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
目
を
見
開
き

困

た
よ
う
な
仕

を
見
せ
た

 
そ
の

の
分
か
ら
な
い
や
り
取
り
に
シ
ノ
ン
は

一
体
何
な
ん
だ
ろ
う
と
首
を

げ
た

 
シ

ナ
は

ま
あ
よ
く
あ
る
事
か
と

く
と

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
言

た

す
ま
ん
何
で
も
な
い

し

な
い
が
俺
は
今
回
ゲ
ス
ト
と
し
て
こ
こ
に
来
て
い
る
ん
で
な

 
リ

ダ

の
所
に
案
内
し
て
や
る
か
ら

そ

ち
と
交

し
て
く
れ

そ
う
な
ん
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

お
願
い
し
ま
す

お
い
お
前
ら

こ

ち
に
来
い

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
一
声
で

酒
場
の
入
り
口
か
ら
五
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
し
た

 
そ
の
五
人
は
精

で

し
そ
う
な
面

え
を
し
て
お
り
中
々

も
た
つ
の
で
は
と
思
わ
れ

た
が
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そ
の
態
度
は
ふ
て
ぶ
て
し
く

お

い
の
顔
を
ま

た
く
見
よ
う
と
も
し
な
い

 
そ
の
五
人
を
見
た
シ

ナ
は

今
度
は
こ
う

い
た

同
じ
よ
う
な
の
が
五
人
追
加
か

珍
し
い
な

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
の
意
味
は
よ
く
分
か
ら
な
か

た
が

 
そ
の
五
人
に
対
す
る
シ
ノ
ン
の
感
想
は
こ
う
だ

た

六
人
と
も
そ
こ
そ
こ
や
り
そ
う
に
見
え
る
け
ど

見
た
事
が
無
い
プ
レ
イ
ヤ

ば

か
り
ね

 
そ
れ
に
し
て
も
チ

ム
を
組
ん
で
る
く
せ
に
凄
く
仲
が
悪
そ
う

 
ど
う
や
ら
シ

ピ

ゲ
ル
も
同
じ
事
を
思

た
ら
し
く

シ
ノ
ン
に
こ
う

ね
て
き
た

ね

シ
ノ
ン

あ
の
仲
の
悪
そ
う
な
人
達
の
事

ど
こ
か
で
見
た
事
あ
る

う
う
ん

初
め
て
見
る
顔
よ

シ

ナ
は

俺
も
見
た
事
は
無
い
が

そ
れ
も
当
然
だ
ろ

あ
い
つ
ら
全
員
新
人
だ
か
ら
な

え

そ
れ
な
り
に
強
そ
う
に
見
え
る
の
に

あ
の
凄
く
ご
つ
い
リ

ダ

の
人
も

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

俺
の
見
立
て
だ
と
実
戦

験
も
ほ
と
ん
ど
無
い
は
ず
だ

歩
き
方
で
分
か
る

そ

そ
う
な
ん
だ
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シ

ナ
さ
ん
さ
す
が
で
す
ね

 
シ

ナ
の
事
は

い
だ
が

こ
う
い
う
所
は
さ
す
が
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い

 
そ
う
思

た
シ

ピ

ゲ
ル
は

自
分
が
も

と
強
く
な
る

に

 
変
に
敵
対
心
を
見
せ
る
の
は
や
め
今
日
は
出
来
る
だ
け
シ

ナ
の
行
動
を
観
察
し
よ
う
と
考

え
た

 
そ
し
て
六
人
は

シ

ナ
に
連
れ
ら
れ
ダ
イ
ン
の
下
へ
と
向
か

た

 
ダ
イ
ン
は
参
加
希
望
者
と

い
て

少
し
迷
う
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
そ
ん
な
ダ
イ
ン
に

シ

ナ
は
言

た

一
応
言

て
お
く
が

こ
い
つ
ら
全
員
初
心
者
だ
か
ら
な

そ

そ
う
な
の
か

あ
あ

間
違
い
な
い

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
を

い
た
六
人
は

天
し
た

そ
し
て
最
初
に
シ

ナ
に
声
を

け
て
き

た 
リ

ダ

ら
し
き
プ
レ
イ
ヤ

が

お
ず
お
ず
と
シ

ナ
に

ね
た

シ

ナ
さ
ん

あ
の

ど
う
し
て
分
か

た
ん
で
す
か
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そ
ん
な
の
見
れ
ば
分
か
る
だ
ろ

見
れ
ば

で
す
か

 
六
人
は
そ
の
言
葉
を

い
て

自
分
達
が
仲
が
悪
い
事
も
忘
れ

 
お

い
の
顔
を
見
合
わ
せ

困

た
よ
う
な
顔
を
し
た

 
ど
う
や
ら
自
分
達
の
事
な
が
ら

と
て
も
そ
う
は
見
え
な
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
他
な
ら
ぬ
ダ
イ
ン
や
シ
ノ
ン
や
シ

ピ

ゲ
ル
も
そ
の
六
人
と
同
様
の
感
想
を

い
て
い
た

 
そ
し
て
リ

ダ

が

そ
の
雰
囲
気
に

え
か
ね
る
よ
う
に

ダ
イ
ン
に

を
下
げ
た

俺
達
は
確
か
に
新
人
で
す

最
初
に
言
わ
な
く
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

い
や

そ
れ
は
置
い
と
い
て
だ
な

新
人
か

今
日
の
相
手
は
新
人
だ
と
な

ね

今
日
の
相
手

て
ど
ん
な
相
手

 
シ
ノ
ン
は

そ
う
い
え
ば
確
認
し
て
い
な
か

た
と
思
い

そ
う

ね
た

薄
塩
た
ら
こ
の
所
の

担
当
チ

ム
だ
な

今
日
は
珍
し
く
モ
ブ
狩
り
に
行

て
い
る
ら
し

い
な

 
シ

ナ
は
そ
れ
を

い
て
目
を

め

シ
ノ
ン
と
シ

ピ

ゲ
ル
は

天
し
た
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ち

と
ダ
イ
ン

薄
塩
た
ら
こ
の
所

て

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
最
大
の
ス
コ

ド
ロ
ン
じ

な
い

 
そ
ん
な
所
に
手
を
出
し
て
大
丈
夫
な
の

大
丈
夫
だ
今
回
の
相
手
は

担
当
の
奴
ら
の
み
で
ス
コ

ド
ロ
ン
全
体
の
半
分
だ
か
ら
な

 
そ
れ
に
ち

ん
と
ル

ト
も
分
か

て
る
し

シ

ナ
も
い
る

勝
算
は
か
な
り
高
い

で
も

後
で
報
復
さ
れ
た
り
と
か

 
心
配
そ
う
な
顔
で
そ
う
言
う
シ
ノ
ン
の

を

シ

ナ
が

ん
と
叩
き
な
が
ら
言

た

大
丈
夫
だ
少
な
く
と
も
モ
ブ
狩
り
担
当
の
奴
ら
は
絶
対
に
報
復
は
し
て
こ
な
い
そ
う
だ
ろ

ダ
イ
ン

お

お
う

さ
す
が
シ

ナ

全
部
お
見
通
し
か

い
や
自
分
の
持

て
る
情
報
と
さ

き
お
前
が
言

た
事
か
ら

き
出
し
た
た
だ
の

理
だ
な

ど
う
い
う
事

ル

ト
が
分
か

て
る

て
言

た
ろ

あ
そ
こ
の

チ

ム
と
モ
ブ
狩
り
チ

ム
は

 
実
は
す
ご
く
仲
が
悪
い
ん
だ
よ

だ
か
ら
ダ
イ
ン
に
ル

ト
を
教
え
た
の
は

 
他
な
ら
ぬ
同
じ
ス
コ

ド
ロ
ン
の
モ
ブ
狩
り
チ

ム
の
奴

て
事
だ

だ
か
ら
報
復
さ
れ
る
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事
も
無
い

そ

そ
う
な
ん
だ

僕
も
そ
れ
は
ま

た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

 
シ
ノ
ン
だ
け
で
な
く
シ

ピ

ゲ
ル
も

感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

だ
が
さ
す
が
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
最
大
を

る
ス
コ

ド
ロ
ン
の
メ
ン
バ

だ

か
ら
な

 
新
人
を
連
れ
て
い

て
も

無

死
に
さ
せ
る
だ
け
に
な
る
だ
ろ
う
な

 
そ
の
ダ
イ
ン
の
言
葉
を

い
た
六
人
は

揃

て
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
様
子
を
見
せ
た

 
ど
う
や
ら
仲
が
悪
く
と
も

参
加
し
た
か

た
気
持
ち
は
一

の
よ
う
だ

 
そ
し
て
リ

ダ

は

食
い
下
が
る
よ
う
に
ダ
イ
ン
に
言

た

お
願
い
し
ま
す

肉
盾
扱
い
で
危
険
な

置
に
配
置
さ
れ
て
も
文

は
言
い
ま
せ
ん

肉
盾

う

ん

で
も
な

大
丈
夫

覚
悟
は
出
来
て
ま
す

 
そ
の
自
殺

願
と
も
思
え
る
言
葉
に

ダ
イ
ン
は
首
を

げ
な
が
ら
言

た

そ
も
そ
も
お
前
ら
何
で
そ
ん
な
に

な
役
目
を
引
き
受
け
て
ま
で
参
加
し
た
が
る
ん
だ
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や

ぱ
り
シ

ナ
の
フ

ン
だ
か
ら
か

は
 
シ

ナ
は
何
で
そ
う
な
る
ん
だ
と
思
い

そ
う
言

た

は

は
い

ハ

キ
リ
言

て
し
ま
う
と
そ
の
通
り
で
す

 
そ
の
リ

ダ

の
言
葉
を
受
け

シ
ノ
ン
と
シ

ピ

ゲ
ル
も
こ
う
言

た

あ

や

ぱ
り
ね

そ
う
じ

な
い
か

て
私
も
思

て
た

僕
も
思

て
ま
し
た

ま
じ
か
よ

 
観
察

に
優
れ
る
シ

ナ
も

時
々
こ
う
い
う
ミ
ス
を
犯
す

 
そ
れ
は
あ
る
特
定
の

況
の
時
に
限
ら
れ
る
の
だ
が

今
回
も
そ
れ
に
当
て
は
ま
る

よ
し

そ
う
い
う
事
な
ら
仕
方
な
い

肉
盾
に
な

て
も
い
い

て
な
ら

目
だ参

加
を
認
め

て
お
い

シ

ナ

は
 
シ

ナ
は
そ
の
ダ
イ
ン
の
言
葉
を

り

深
い
た
め
息
を
つ
い
た
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六
人
は
そ
の
言
葉
に
落

し

シ
ノ
ン
と
シ

ピ

ゲ
ル
は

と
り
な
す
よ
う
に
シ

ナ
に

言

た
ね

シ

ナ
せ

か
く
あ
な
た
の
フ

ン
が
こ
う
言

て
る
ん
だ
し
参
加
さ
せ
て
あ
げ
れ

ば
そ
う
で
す
よ

本
人
達
の
希
望
が
そ
う
な
ん
だ

た
ら

別
に
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か

 
そ
ん
な
二
人
に

シ

ナ
は
首
を

り
な
が
ら
言

た

違
う

そ
う
い
う
事
じ

な
い

俺
は
女
を
肉
盾
に
使
う
の
は

目
だ

て
言

た
ん
だ

 
お
い
ダ
イ
ン

仕
方
が
な
い
か
ら
こ
い
つ
ら
は
俺
の
下
に
付
け
て
く
れ

 

定
砲
台
を
や

て
も
ら
う
つ
も
り
だ

全

任
は
俺
が
持
つ

お

お
う

そ
れ
な
ら
こ

ち
も
助
か
る

て

え
え

お

女
の
子

本
当
で
す
か

 
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
だ

た

シ

ナ
の
観
察

が

る
特
定
の

況
と
い
う
の
は

 
相
手
が
自
分
に
好
意
を

い
て
い
る
女
性
が
相
手
の
時
な
の
だ

た

 
そ
の
場
合
シ

ナ
は

相
手
が
自
分
に
好
意
を

い
て
い
る
と
は
絶
対
に
思
わ
な
い
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こ
う
い
う
事
が
た
ま
に

き
る
の
だ

た

 
そ
し
て
そ
ん
な
三
人
に

シ

ナ
は

れ
た
顔
で
こ
う
言

た

何
だ

三
人
と
も
気
付
い
て
な
か

た
の
か

お

お
う

分
か
る
方
が
お
か
し
い
わ
よ

そ
う
で
す
よ

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
に

他
な
ら
ぬ
六
人
も
同
調
し
た

最
初
の
言
葉
で

も
し
か
し
た
ら
気
付
か
れ
た
か
な
と
は
思

て
い
た
が

 
さ
す
が
に
い
き
な
り
女
だ
と
当
て
ら
れ
た
の
は
初
め
て
だ

私
は
リ

ダ

の
エ
ヴ

だ
宜

し
く
頼
む

ソ
フ

と
呼
ん
で
下
さ
い

ひ

ふ

ま
さ
か
そ
う
来
る
と
は
ね

私
は
タ

ニ

だ
よ

さ
す
が
は
シ

ナ
さ
ん
で
す
ね

私
は
ア
ン
ナ
と

し
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ロ

ザ
で
す

初
め
ま
し
て

ト

マ
で
す

宜
し
く
で
す
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六
人
は
そ
う
シ

ナ
に
自

紹
介
を
し
た
の
だ
が
直
後
に

い
の
顔
を
見
て
フ
ン
と
顔
を

背
け
た

 
本
当
に
仲
の
悪
い
六
人
で
あ
る

そ

そ
れ
じ

あ
話
も
ま
と
ま

た
み
た
い
だ
し

行
く
と
す
る
か

 
そ
の
ダ
イ
ン
の
言
葉
で

一
行
は
移
動
を
開
始
し
た

さ
て

明
ら
か
に
シ
ノ
ン
に

れ
て
い
る
シ

ピ

ゲ
ル
と
い
い

 
飛
び
入
り
の
こ
い
つ
ら
と
い
い

ど
う
し
た
も
ん
か

 
シ

ナ
は

あ
の
ピ
ト
フ

イ
が
ス
ト

カ

気
質
だ
と
断
言
し
た
事
も
あ
り

 
こ
の
機
会
に
シ

ピ

ゲ
ル
の
事
を
よ
く
観
察
し
て
お
こ
う
と
考
え
て
い
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
た
だ
で
さ
え
珍
し
い
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
知
り
合
い
が
一
気
に
六
人
も

え
た
事
で

 
少
し
で
も
交
流
を
深
め
よ
う
と

六
人
に

的
に
話
し

け
て
い
た

 
と
こ
ろ
が
一
対
一
な
ら
普
通
に
会
話
が
成
立
す
る
の
だ
が

 
複

が
相
手
だ
と

ま

た
く
会
話
に
な
ら
な
い

シ
ノ
ン
は
内
心
で

を

え
た

 
シ

ピ

ゲ
ル
も
そ
れ
を
見
て

困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
お
り
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シ

ナ
は
少
し
で
も

況
を

し
よ
う
と
思
い

そ
の
場
に
立
ち
止
ま
る
と

 
シ
ノ
ン
と
シ

ピ

ゲ
ル
に
そ

と

い
た

よ
し
二
人
と
も
こ
れ
か
ら
あ
い
つ
ら
を
教
育
す
る
ぞ

今
か
ら
俺
が
あ
い
つ
ら
全
員
と
戦
い

 
そ
の

を
切
り
落
と
す

二
人
は
流
れ

に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く
れ

 
そ
し
て
最
後
に

俺
が
エ
ヴ

の

に

剣
を

り
下
ろ
す
か
ら

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

こ
れ
を
使

て
俺
の

を
切
り
落
と
せ

 

道
は
分
か

て
る
ん
だ
か
ら

思
い
切

て
武
器
を

り
抜
け
ば
い
い

 
シ
ノ
ン
は
そ
の

間
に
俺
に
銃
口
を
向
け
て
く
れ

そ
う
し
た
ら
俺
が
あ
い
つ
ら
に
説
教
を

す
る

 
二
人
は
そ
の
指

に
絶

し

さ
す
が
に

議
を

え
た

な

何
で
そ
ん
な
事
を

そ
う
で
す
よ

い
く
ら
何
で
も
無
茶
苦
茶
す
ぎ
ま
す

言
い
た
い
事
は
分
か
る
が

は
時
間
が

て
ば
再
生
す
る

 
だ
が
あ
い
つ
ら
を
教
育
す
る
機
会
は

こ
こ
を
逃
す
と
次
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い

 
あ
い
つ
ら
が
本
当
に
俺
の
フ

ン
だ
と
い
う
な
ら
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あ
い
つ
ら
に
言
う
事
を
き
か
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
一
番
高
い
の
は
俺
と
い
う
事
に
な
る

 
ま
あ

名

み
た
い
な
も
ん
だ

そ
れ
に
あ
い
つ
ら
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

 
シ
ノ
ン
が
ス
ト
レ
ス
で
ハ
ゲ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

ハ
ゲ
な
い
わ
よ

あ
と
シ

ピ

ゲ
ル
も
笑
う
ん
じ

な
い
わ
よ

ご
め
ん
ご
め
ん

分
か
り
ま
し
た
シ

ナ
さ
ん

そ
の
役
目

頑
張

て
や

て
み
ま
す

 
ど
う
や
ら
シ

ピ

ゲ
ル
は

シ

ナ
の
冗
談
で
笑

た
事
で
少
し
落
ち
着
い
た
よ
う
で

 
大
人
し
く
シ

ナ
の
指

に

う
事
に
し
た
よ
う
だ

シ
ノ
ン

シ

ピ

ゲ
ル
は
や

て
く
れ
る
そ
う
だ
ぞ

お
前
は
ど
う
す
る
ん
だ

分
か

た

分
か

た
わ
よ

や
れ
ば
い
い
ん
で
し

そ
れ
に
私
も
ハ
ゲ
る
の
は

だ
か

ら
ねす

ま
ん

頼
む
わ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

シ

ピ

ゲ
ル
に
予
備
の
剣
を

し

 
六
人
の
方
に
向
き
直
る
と

剣
を
見
せ
な
が
ら
大
き
な
声
で
こ
う
言

た

よ
し
お
前
ら

ち

と
実
力
を
見
て
や
る
か
ら

遠

な
く
俺
に
か
か

て
こ
い
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お
前
ら
は
好
き
に
銃
を
撃
ち
ま
く
れ
ば
い
い

俺
は
こ
れ
し
か
使
わ
な
い

 
お
い
ダ
イ
ン

す
ぐ
に
追
い
つ
く
か
ら
先
に
行

て
て
く
れ

 
ダ
イ
ン
は
そ
の
言
葉
を

き

こ
ち
ら
を
チ
ラ

と
見
る
と

 
何
と
な
く

況
を

し
た
の
か

を

め

ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
こ
ち
ら
に
手
を

た

シ

ナ
さ
ん

い
き
な
り
何
を

ど
う
や
ら
お
前
ら
は

色
々
と
勘
違
い
し
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
な

 
い
い
か
ら
全
員
ま
と
め
て
さ

さ
と
か
か

て
こ
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は

然
と
六
人
の
方
に
走
り
出
し
た

 
六
人
は

ど
う
し
よ
う
か
迷

て
い
た
よ
う
だ

た
が

て
て
銃
を

え

 
シ

ナ
め
が
け
て
銃

の

を
降
ら
せ
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
シ

ナ
は
急
に
方
向
を
変
え
す
れ
違
い
ざ
ま
に
ト

マ
の
銃
を
持
つ

を
切

り
落
と
し
た

あ
 
五
人
は

て
て

準
を
合
わ
せ
直
し

直
ぐ
に
シ

ナ
を
撃
と
う
と
し
た
の
だ
が

 
ト

マ
の
体
が

魔
で

上
手
く
シ

ナ
を
狙
う
事
が
出
来
な
か

た
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そ
の

間
に

ト

マ
の
体
を

み
台
に
し
て
シ

ナ
が
飛
び
上
が
り

 
五
人
の
中
央
に
着
地
す
る
と

正
面
に
い
た
ソ
フ

と
ロ

ザ
の

を
切
り
落
と
し
た

 
そ
し
て
そ
の
三
人
は

然
と
そ
の
場
に
へ
た
り
こ
ん
だ

く
く
そ

接
近
戦
は
不
利
だ

お
い
お
前
ら
い
つ
も
の
部
活
の
練

の
事
を
思
い
出
せ

 
と
に
か
く
動
き
回

て

攻
撃
を
避
け
つ
つ
手
の
空
い
て
い
る
者
が
攻
撃
だ

部
活

な

つ
ま
り
こ
い
つ
ら

中
学
生
か
高
校
生
か

 
シ

ナ
は
そ
う
考
え

ア
ン
ナ
の
方
へ
と
走

た

 
ア
ン
ナ
は

お

と
り
し
た

り
方
に
似
合
わ
ず
機

な
動
き
を
見
せ

 

を
狙
わ
れ
た

間
に

に
銃
を
放
り
投
げ
て
地
面
を
転
が
る
と

 
美
し
い
動
作
で
投
げ
た
銃
を
キ

チ
し
よ
う
と
し
た

今
の
動
き
は

そ
う
か

新
体
操
か

 
シ

ナ
は
そ
う
判
断
し
つ
つ

脚
力
に
任
せ
て
ア
ン
ナ
の
下
へ
飛
び
込
み

 
銃
を
キ

チ
し
よ
う
と
上
に

ば
さ
れ
た
ア
ン
ナ
の
手
を
切
断
す
る
と
す
ぐ
に
そ
の
場
に

伏
せ
た
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そ
の

の
上
を

タ

ニ

の
放

た
銃

が
通
過
し
て
い
く

く
 
タ

ニ

は

攻
撃
を
簡

に
避
け
ら
れ
た
事
に

り

 
地
面
近
く
に
這
い
つ
く
ば

て
い
る
シ

ナ
に

準
を
合
わ
せ
る

少
し
銃
口
を
下
げ
た

 
そ
の

間
に
シ

ナ
は
飛
び
上
が
り

凄
ま
じ
い

さ
で
タ

ニ

の
横
に
着
地
す
る
と

 

剣
を
横
に

る
い

タ

ニ

の

を
切
断
し
た

 
そ
し
て
仲
間
を
全
員
失

た
エ
ヴ

は
雄
た
け
び
を
上
げ
銃
を
乱
射
し
な
が
ら
シ

ナ
に

特
攻
し
た

う

う
お
お
お
お

 
シ

ナ
は
筋
力
に
任
せ
て

に
ス
テ

プ
を
し

間
的
に
Ａ
Ｇ

特
化
型

み
の
速
度

を
出
す
と

 
そ
の
ま
ま
エ
ヴ

の
懐
に
入

て
そ
の

を
切
り
落
と
す
と

 

界
の

に
映
る
シ

ピ

ゲ
ル
と
シ
ノ
ン
の

置
を

し
て
わ
ざ
と
バ

ク
ス
テ

プ
を

し 
そ
の
ま
ま
二
人
の
到
着
を
待

た

そ
し
て
シ

ナ
は

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
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エ
ヴ

の

目

け
て

剣
を

り
下
ろ
し
た

き
 
エ
ヴ

が

そ
の
顔
と
体
に
似
合
わ
ぬ
そ
ん
な

鳴
を
上
げ
た

間

 
シ

ピ

ゲ
ル
が
二
人
の
間
に
入
り

事
前
の
指

通
り
に
シ

ナ
の

を
切
断
し
た

 
そ
の

間
シ

ナ
は
確
か
に

シ

ピ

ゲ
ル
の
目
が
ほ
ん
の
一

で
は
あ
る
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
見
た
事
の
あ
る
光
を
放
つ
の
を
見
た

こ
い
つ
今

ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
と
同
じ
目
を
し
た
な

 
シ

ナ
は
そ
う
思
い

ピ
ト
フ

イ
の
勘
の
凄
さ
を

め
て
実
感
し
た

と
り
あ
え
ず

こ
い
つ
の
動
向
に
は
気
を
配

て
お
く
か

 
シ

ナ
は
そ
の
出
来
事
を

ま
え

そ
う
決
意
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
の

が
切
り
落
と
さ
れ
た
の
を
見
た
シ
ノ
ン
は

 
シ

ナ
に
恋
す
る
者
と
し
て
の
自
然
の
感
覚
と
し
て

そ
れ
を
不

に
思

た
の
だ
が

 
こ
れ
は
他
な
ら
ぬ
シ

ナ
の
指

で
あ
る

あ
く
ま
で

技
だ
と
自
分
に
言
い

か
せ
な
が

ら 
自
ら
も
仕
方
な
く

シ

ナ
の

に
銃
口
を
突
き
つ
け
た
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そ
の

間
に

エ
ヴ

は
そ
の
場
に
へ
た
り
こ
ん
だ

よ
し

こ
こ
ま
で
だ
な

 
そ
の
言
葉
で
二
人
は
武
器
を
下
ろ
し

シ

ナ
は
残

た
手
を
エ
ヴ

に
差
し
出
し
た

ど
う
だ

立
て
る
か

あ

え
と

ち

と
無
理
か
も
で
す

そ
う
か

な
ら
座

た
ま
ま
で
い
い
か

 
そ
し
て
シ

ナ
は
エ
ヴ

の
隣
に

け

残
り
の
五
人
に
声
を

け
た

よ
し

お
前
ら
も
こ

ち
に
来
て
座
れ

の
事
は
す
ま
な
か

た
が

 
も
う
す
ぐ
再
生
す
る
と
思
う
か
ら

ま
あ
そ
れ
ま
で
我
慢
し
て
く
れ

 
そ
し
て
五
人
が
お
ず
お
ず
と
シ

ナ
の
前
に
座
る
と
シ

ナ
は
エ
ヴ

達
六
人
に
語
り
か
け

た
と
い
う

で
お
前
ら
は
こ
の
シ

ピ

ゲ
ル
と
シ
ノ
ン
の
お
か
げ
で
ギ
リ
ギ
リ
全
滅
を
回
避

し
た

 
ま
あ
俺
達
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
か
ら

予
定
通
り

て
事
に
な
る
が
な

な

何
で
こ
ん
な
事
を
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こ
ん
な
事

お
前
ら
遠
足
に
で
も
来
た
つ
も
り
か

さ

き
ま
で
味
方
だ

た
奴
が

 
次
の

間
に
は
敵
に
な

た
り
す
る
こ
こ
は
そ
う
い
う
所
だ

だ
が
同
じ
学
校
の
同
じ
部
活

仲
間
と
い
う

 
絶
対
に
裏
切
ら
な
い
仲
間
が
い
る

て
い
う
恵
ま
れ
た

況
に
あ
る

て
の
に

 
さ

き
の
お
前
ら
の
体
た
ら
く
は
何
だ

 
い
き
な
り
棒
立
ち
で
チ

ム
の
半
分
も
失
う
と
か

ま

た
く
な

ち

い
な
い

 
危
機
に
陥

た
時
の

に

事
前
に
一
言
二
言
で
も
話
し
て
お
け
ば

 
あ
そ
こ
ま
で
簡

に
や
ら
れ
る
事
は
無
か

た
は
ず
だ

 
ご

こ
遊
び
が
し
た
い
だ
け
な
ら

わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
ゲ

ム
な
ん
か
や
る
事
は
無
い

 
さ

さ
と
や
め
て

も

と
ぬ
る
い
ゲ

ム
で
も
始
め
る
ん
だ
な

 
そ
の
言
葉
に
六
人
は
目
に
見
え
て
落
ち
込
ん
だ

シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
の
き
つ
さ
に
少
し
驚

い
た
が

 
シ

ナ
が
エ
ヴ

達
の
事
を
心
配
し
簡

に
死
な
な
い
よ
う
に
荒
療
治
を
し
て
い
る
の
だ
と

思
い

 
何
か
口
を

む
よ
う
な
事
は
し
な
か

た
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そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
こ
の
時

ま

た
く
別
の
事
を
考
え
て
い
た

ゲ

ム
と
は
い
え
初
め
て
銃
以
外
の
手

で
人
を

付
け
た
の
に

悪
感
と
か
が
何
も
無

い 
む
し
ろ
一

高
揚
し
た
気
が
す
る

も
し
か
し
て
僕
に
は
近
接
戦
闘
が
向
い
て
る
の
か
も

 
そ
の
高
揚
の
意
味
を

シ

ピ

ゲ
ル
は
完
全
に
取
り
違
え
て
い
た

 
今
回
の

験
は

結
果
的
に
シ

ピ

ゲ
ル
に
と

て
は

 
ほ
ん
の

か
で
は
あ
る
が

そ
の
狂
気
の
芽
を
育
て
る

料
と
な

た

お
前
ら
も
こ
ん
な
ゲ

ム
を
選
ん
だ
か
ら
に
は
何
か
し
ら
理
由
か
目
的
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

 
そ
の
上
で
俺
の
フ

ン
を
自
称
す
る
か
ら
に
は

仲
が
悪
い
奴
と
も

 
ゲ

ム
を
本
当
に
楽
し
む

に
腹
を

て
話
し
合
い

真

に
向
き
合
え

 
俺
が
言
い
た
い
の
は
そ
れ
だ
け
だ

後
は
勝
手
に
す
る
と
い
い

行
く
ぞ

シ
ノ
ン

シ

ピ

ゲ
ル

う
ん

あ

は
い

 
そ
し
て
シ

ナ
達
は
去

て
い
き

そ
の
場
に
は
エ
ヴ

達
六
人
だ
け
が
残
さ
れ
た
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第
２
８
１
話
 
初
め
て
気
楽
に
話
せ
る
相
手

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
残
さ
れ
た
六
人
は

う
な

れ
た
ま
ま

ぼ
そ
ぼ
そ
と
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た

ら
れ
ち

た
ね

う
ん

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

め
る

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
し
ば
し
の

の
後
メ
ン
バ

の
中
で
は
一
番
大
人
し
い
ア
ン
ナ
が

然
と
言

た
私
は
シ

ナ
さ
ん
の
言
う
通
り
好
き
に
す
る

 
だ
か
ら
私
は
私
の
意
思
で

今
か
ら
シ

ナ
さ
ん
を
追
い
か
け
て
謝
る
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ア
ン
ナ

わ

私
も
謝
り
た
い

私
も

 
口
々
に

同
の
声
が
上
が
り

エ
ヴ

は
素
の
口
調
で
仲
間
達
に
言

た

部
⻑
の
私
の
せ
い
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど

確
か
に
私
達
は
リ
ア
ル
で
は
仲
が
悪
い
よ
ね

 
そ
れ
を
見
か
ね
た
先
生
に
チ

ム
ワ

ク
を

う

に

て

め
ら
れ
て
始
め
た
こ
の
ゲ

ム
だ
け
ど

 
正
直
そ
ん
な
事
は
も
う
ど
う
で
も
い
い

私
は
そ
れ
よ
り
も

 
あ
の
シ

ナ
さ
ん
に

さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
の
方
が

え
ら
れ
な
い
よ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
事
を
調
べ
て
る
時
に
見
た
あ
の
動
画

凄
か

た
も
ん
ね

私
達
も

こ
ん
な
風
に
強
く
な
り
た
い

て
思

た
よ
ね

う
ん
う
ん

あ
れ
に
は
本
当
に
憧
れ
た
よ
ね

だ
か
ら
も
し

成
し
て
も
ら
え
る
な
ら

こ
れ
か
ら
シ

ナ
さ
ん
達
を
追
い
か
け
て

 
し

か
り
謝

た
後
に

私
達
こ
こ
か
ら
も
う
一
度
や
り
な
お
さ
な
い

 
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
事
を
生
か
し
て

仲
間
の
苦
手
な
部
分
を
補
い
合
い
な
が
ら
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一
致
団
結
し
て
戦
え
る

強
い
チ

ム
作
り
を
目
指
し
て
み
よ
う
よ

 
そ
の
エ
ヴ

の
提
案
に

五
人
は
直
ぐ
に

成
し
た

 
そ
し
て
六
人
は

シ

ナ
達
を
追
い
か
け
て
走
り
出
し
た

 
一
方
そ
の

シ

ナ
達
も

エ
ヴ

達
の
事
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

シ

ナ
さ
ん

あ
の
子
達
追
い
か
け
て
き
ま
す
か
ね

ど
う
だ
ろ
う
な

ま
あ
あ
の
ま
ま
だ
と
確
実
に
ろ
く
な
事
に
な
ら
な
か

た
だ
ろ
う
か
ら
な

 
ち

と
力
技
だ

た
が

や
れ
る
事
は
や

た
し

後
は
あ
い
つ
ら
次
第
だ
な

シ

ナ
の
気
持
ち
が
ち

ん
と
伝
わ

て
る
と
い
い
ん
だ
け
ど
ね

俺
の
気
持
ち

初
心
者
の
お
も
り
か
ら
解
放
さ
れ
て

々
し
て
る
さ

ふ

ん

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
ん
な
二
人
の

を
見
て

や
や

し
て
い
た

 
シ

ナ
の
事
は
確
か
に

い
な
の
だ
が

シ
ノ
ン
が
シ

ナ
に

か
れ
る
理
由
も

 

い
ほ
ど
分
か

て
し
ま

た
か
ら
だ

自
分
に
は
絶
対
に
あ
ん
な
事
は
出
来
な
い

 
も
し
仮
に
思
い
つ
い
た
と
し
て
も

そ
れ
を
実
行
す
る
度
胸
も
実
力
も
無
い

 
で
も
こ
の
人
は
た
め
ら
い
な
く
そ
れ
を
実
行
す
る
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お
そ
ら
く
学
校
で
も
シ
ノ
ン
を
助
け
る
事
に
ま

た
く
た
め
ら
い
な
ど
無
か

た
の
だ
ろ
う

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

そ
ん
な
ど
う
し
よ
う
も
な
い
差
を
見
せ
付
け
ら
れ

 
敗
北
感
に
う
ち
ひ
し
が
れ
な
が
ら
も

そ
ん
な
シ

ナ
に
大
役
を
任
さ
れ
た
事
を

 
嬉
し
く
思

て
い
る
自
分
が
い
る
事
に
気
が
付
い
た

く
そ

く
そ

何
で
嬉
し
い
な
ん
て
感
じ
て
る
ん
だ
よ
僕
は

 
シ

ナ
は
敵
だ

そ
う

敵
な
ん
だ

こ
の
差
を
少
し
で
も

め
る

に

 
絶
対
に
シ
ノ
ン
に
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
な
い
と

 
一
方
シ

ナ
は

シ

ピ

ゲ
ル
か
ら
感
じ
る
暗
い
感
情
が

 
先
日
総
督

で
感
じ
た
も
の
と
同
じ
だ
と
い
う
事
に
気
が
付
い
た

そ
う
か

あ
の
時
こ
い
つ
も
あ
そ
こ
に
い
た
の
か

 
シ

ナ
は

楽
し
そ
う
に
話
し

け
て
く
る
シ
ノ
ン
に
や
め
ろ
と
は
言
え
ず

 
か
と
い

て
そ
う
い
う

を
シ

ピ

ゲ
ル
に
見
せ
付
け
る
よ
う
な
事
も
し
た
く
は
な
く

 
精
神
的
に

み

態
に
な

て
い
た

く
そ

失
敗
し
た

あ
い
つ
ら
に
勝
手
に
し
ろ
な
ん
て
言
う
ん
じ

な
か

た

シ

ナ
さ

ん
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そ
の

間
に
後
方
か
ら

き
覚
え
の
あ
る
声
が

こ
え

 
シ

ナ
は

ナ
イ
ス
タ
イ
ミ
ン
グ
と
心
の
中
で

し
つ
つ

 
足
を
止
め
て
そ
の
声
の
持
ち
主
達
を
待
つ
事
に
し
た

そ
し
て
直
ぐ
に
後
方
か
ら
エ
ヴ

達
が

現
れ
た

 
六
人
は
神

な
顔
付
き
で
シ

ナ
の
前
に

び

一

に

を
下
げ
た

シ

ナ
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い

あ
ん
な
所
に
置
い
て

ち
ま

て
す
ま
な
い
な
俺
も
ち

と
言
い
過
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い

と 
正
直
反
省
し
て
い
た
所
だ

た
ん
だ

も
す

か
り
再
生
し
た
よ
う
だ
し

 
話
し
合

て
メ
ン
バ

の
仲
も

し
た

て
な
ら

も
う
何
も
問
題
は
無
い
な

 
良
か

た
良
か

た

さ
あ

皆
で
は
り
き

て
敵
を
倒
し
に
行
こ
う
じ

な
い
か

 
そ
の
謝
罪
と
同
時
に
シ

ナ
は

口
で
そ
う
言
い
六
人
の
背
中
を
押
す
よ
う
に
前
へ
と
進
み

始
め
た

え

あ

あ
の

シ

ナ
さ
ん

俺
に
も
色
々
と
事
情
が
あ
る
ん
だ
よ
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本
来
な
ら
先
輩
と
し
て
え
ら
そ
う
な
事
の
一
つ
で
も
言

て
お
く
べ
き
な
ん
だ
ろ
う
が

 
今
の
俺
は
一
刻
も

く
こ
の

況
か
ら
逃
げ
出
し
た
い

そ
ん
な

で
さ

さ
と
行
く
ぞ
お

前
ら

こ
の

況

 
六
人
は
そ
う
ひ
そ
ひ
そ
と

か
れ
た
シ

ナ
の
言
葉
を

い
て

口
同
音
に
そ
う
言
う
と

 
ち
ら

と
シ
ノ
ン
と
シ

ピ

ゲ
ル
の
方
を
見
た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

こ
の
チ

ン
ス
を
逃
す
ま
い
と
必
死
に
シ
ノ
ン
に
話
し

け
て
お
り

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
に
表
情
一
つ
変
え
ず
普
通
に
受
け
答
え
し
て
い
た

あ
あ

 
最
初
に
そ
う
声
を
上
げ
た
の
は
ソ
フ

だ

た

ソ
フ

分
か

た
の

ズ
バ
リ
三

関
係
で
す
ね

シ

ナ
さ
ん

や

ぱ
り
こ
れ
も
三

関
係

な
の
か

え
 
ソ
フ

は
そ
う
言
わ
れ

め
て
後
ろ
を
歩
く
二
人
の

を
チ
ラ

と
見
た
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そ
し
て
ソ
フ

は

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に

ん
と
手
を
叩
い
た

ね

皆

後
ろ
の
あ
の
二
人

ど
う
思
う

ど
う

て

 
五
人
は
再
び
後
ろ
を
見
る
と

口
々
に
言

た

普
通
に
仲
が
良
さ
そ
う

シ

ピ

ゲ
ル
さ
ん
は

ど
う
見
て
も
シ
ノ
ン
さ
ん
に
気
が
あ
る
よ
ね

で
も
シ
ノ
ン
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と

た
ま
に
チ
ラ
チ
ラ
と
こ

ち
を
見
て
る
よ
ね

私
が
思
う
に

あ
れ
は
相
手
の
男
に
ま

た
く
気
が
な
い
女
性
の
態
度
で
す
ね

そ
う

つ
ま
り
こ
う
い
う
事

 
そ
し
て
ソ
フ

は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
シ

ナ
に
言

た

自
分
の
恋
人
が
横
恋

さ
れ
て
困

て
い
る
ん
で
す
ね

シ

ナ
さ
ん

別
に
シ
ノ
ン
は
恋
人
じ

な
い
が

え
え

 
六
人
は
過
去
の
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
達
の
動
画
を
見
て
い
た

驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た
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だ

て
あ
の
時
の
シ
ノ
ン
さ
ん
私
も
彼
と
運
命
を
共
に
す
る
者

て
言

て
ま
せ
ん
で
し

た
だ
か
ら
私
達

シ

ナ
さ
ん
は
と
ん
だ
五

野
郎
だ
け
ど

強
い
人

て
そ
う
い
う
物
だ
よ

ね

て

 
タ

ニ

が
そ
う
言

た

間

シ

ナ
は
そ
の

に
拳
骨
を
落
と
し
た

い

い

す
み
ま
せ
ん
も
う
言
い
ま
せ
ん

言

て
お
く
が

あ
の
中
の
一
人
は
妹
だ
し

二
人
は
下
僕
だ
か
ら
な

げ

下
僕

う
わ

大
人
の
世
界

で
で
も
ど
う
見
て
も
あ
の
五
人
の
う
ち
確
実
に
三
人
は
シ

ナ
さ
ん
の
事
が
好
き
で
す
よ

ね

四
人
か
も
な

妹
さ
ん
以
外
全
員
じ

な
い
で
す
か

も
し
か
し
て
一
人
に
決
め
ら
れ
な
い
ん
で
す
か

い
や
俺
は
最
初
か
ら
常
に
一
人
に
決
め
て
る
ん
だ
が

ほ
と
ん
ど
の
奴
が

め
よ
う
と
し

な
く
て
な



 第四章 ＧＧＯ編

 
俺
は
俺
で

め
ろ
と
言

て
い
る
つ
も
り
な
ん
だ
が

ど
う
も
な

 
表
面
上
は
一
歩
引
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
雪
乃
達
で
さ
え

 
内
心
で
は
ま
だ
あ
わ
よ
く
ば
と
思

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

 
新
参
の
詩
乃
や
エ
ル
ザ
は
言
わ
ず
も
が
な

で
あ
る

 
八
幡
を
信
じ
つ
つ
も
常
に
多
く
の
ラ
イ
バ
ル
に
囲
ま
れ
て
い
る
明
日
奈
が

 

と

を
使
い
分
け
な
が
ら

度
に
ガ
ス
抜
き
を
す
る
事
に
よ

て
優

を
保

て
い
る
の

が
現

だ

 
八
幡
自
身
は

め
る
よ
う
に
言

て
い
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
が

 
好
意
を
寄
せ
て
く
る
女
性
達
を
キ

パ
リ
と
遠
ざ
け
る
事
が
出
来
ず

 
仲
間
と
し
て

に
い
る
事
を
許
し
て
し
ま

て
い
る
限
り
こ
の
問
題
は
解
決
す
る
事
は
無
い

 
つ
ま
り
こ
の
問
題
は

一
生
解
決
す
る
事
は
無
い
の
で
あ
る

め
な
い

て

普
通
断

た
ら
そ
れ
で
縁
が
切
れ
る
も
の
じ

な
い
ん
で
す
か

そ
の
ほ
と
ん
ど
が

仲
間
と
し
て
俺
の

に
い
る
か
ら
ど
う
し
て
も
な

う
わ

正
式
な
彼
女
さ
ん
は

そ
れ
で
何
も
言
わ
な
い
ん
で
す
か

普
通
に
仲
良
く
し
て
る
な

逆
に
何
か
と
俺
と
接
触
さ
せ
よ
う
と
し
て
る
ま
で
あ
る
な
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そ
れ

て

 
そ
し
て
六
人
は

ひ
そ
ひ
そ
と

き
あ

た

そ
れ

て
ハ

レ
ム

ハ

レ
ム
だ
ね

ハ

レ
ム
王
が
こ
こ
に
い
た

彼
女
さ
ん
が
ハ

レ
ム
を
し

か
り
管
理
し
て
る
よ
う
に

こ
え
る
よ
ね

そ
の
方
が
上
手
く
い
く

て
判
断
し
た
ん
だ
ろ
う
ね

あ
の
シ
ノ
ン
さ
ん
も
そ
の
一
員
な
ん
だ
ね

 
そ
し
て
ア
ン
ナ
が

ぼ
そ

と
言

た

で
も
そ
れ

て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
だ
け
の
話
な
ん
で
す
か
ね

え

も
ち
ろ
ん
そ
う
で
し

ま
さ
か
リ
ア
ル
ハ

レ
ム

何
か
確
認
出
来
る
方
法

て
あ
る

さ
り
げ
な
く

い
て
み
れ
ば
案
外

ろ

と

ら
し
ち

う
か
も

そ
れ
じ

あ
上
手
く
ぼ
か
し
て
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さ
す
が
は
現
役
女
子
高
生
で
あ
り

こ
う
い
う
話
は
ど
う
や
ら
大
好
物
の
よ
う
だ

 
詩
乃
が
映
子
達
と
話
す
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
エ
ヴ

が

代
表
し
て
シ

ナ
に
こ
う

ね
た

そ
れ
は
大
変
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
プ
ラ
イ
ベ

ト
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
無
い
ん
じ

な
い
で

す
かん

あ
あ

ま
あ
そ
れ
な
り
に
時
間
は
と
れ
て
る
ぞ

 
あ
い
つ
ら
も
気
を
遣

て
く
れ
て
る
み
た
い
で
な

日

わ
り
で
誰
か
が
何
て
事
は
無
い
し

 
ま
あ
最
近
は
シ
ノ
ン
と
一

に
出

け
る
事
が
多
い
の
は
確
か
だ
が

 
俺
が
不

に
思
う
よ
う
な
事
は
一
度
も
さ
れ
た
事
は
無
い
な

そ
う
な
ん
で
す
か
そ
れ
は
良
か

た
で
す
ね

で
も
そ
の
人
達
に
不
満
は
無
い
ん
で
す
か
ね

 
ち
な
み
に
そ
う
い
う
女
性
は
何
人
く
ら
い
い
る
ん
で
す
か

不
満
は
無
い
と
思
い
た
い
が

え
て
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い
か
ら

 
そ
の
う
ち
何
か
考
え
な
い
と
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
で
も
そ
う
す
る
と

一
日
一
人
だ
と
し
て
何
日
か
か
る
ん
だ
ろ
う
か
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そ
う
言

て
シ

ナ
は

指
を

て

え
始
め
た

 
そ
の

が
進
む
に
つ
れ

六
人
の
口
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
開
か
れ
て
い

た

十
人
く
ら
い
か

さ
す
が
に
大
変
だ
が
ま
あ
仕
方
な
い
か

 
シ

ナ
は

六
人
の
お
か
げ
で
気
ま
ず
い

況
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
事
で
ほ

と
し
て
し
ま
い

 
心
の
ガ

ド
が
一
時
的
に
緩
く
な

て
し
ま

て
い
た

 
そ
の

普

は
決
し
て
言
わ
な
い
よ
う
な
事
を

ん

ん
と
話
し
て
し
ま

て
い
る

 
シ

ナ
に
と

て
こ
の
六
人
は
お
そ
ら
く
女
子
高
生
だ
ろ
う
と
い
う
事
が
分
か

て
お
り

 
な
お
か
つ
自
分
に
明
確
な
好
意
を
向
け
て
く
る
で
も
な
く
一
フ

ン
と
し
て
接
し
て
く
れ
て

い
る

 
こ
う
い
う
事
を
話
す
の
に
う

て
つ
け
な
初
め
て
気
楽
に
話
せ
る
相
手
だ
と
い
え
る
存
在
の

よ
う
だ

 
そ
し
て
六
人
は

再
び
ひ
そ
ひ
そ
と
話
し
始
め
た

や
ば
い

想
像
以
上
だ

た

リ
ア
ル
ハ

レ
ム
王
が
こ
こ
に
い
た

で
も
シ

ナ
さ
ん
の
あ
の
優
し
さ
に
触
れ
た
ら
か
な
り
の
人
が
こ
ろ

と
い
き
そ
う
じ
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な
いシ

ナ
さ
ん

て
一
体
ど
ん
な
人
な
ん
で
す
か
ね

私

す
ご
く
興
味
が

い
て
き
ま
し
た

今
何
か
い
い
感
じ
だ
し

何
と
か
会
え
る
よ
う
に
話
を
持

て
い
け
な
い
か
な

エ
ヴ

さ

き
み
た
い
に
何
か
考
え
て

 
そ
し
て
エ
ヴ

は

組
み
を
し

何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
に
言

た

よ
し

や

て
み
る
か

ち

と
シ

ナ
さ
ん
と
二
人
で
話
し
て
く
る

お
願
い
リ

ダ

さ

す
が
リ

ダ

頼
り
に
な
る

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
と
会
話
す
る
事
に
よ

て
六
人
の
仲
は
劇
的
に

し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ

 
こ
れ
は
六
人
に
と

て
も

思
わ
ぬ
副
産
物
で
あ

た

シ

ナ
さ
ん

あ
い
つ
ら
に
は
内
密
で

ち

と
相
談
が
あ
る
ん
で
す
が

ん

ど
う
か
し
た
の
か

え

と
で
す
ね
シ

ナ
さ
ん
の
お
か
げ
で
私
達
の
仲
も
か
な
り

さ
れ
た
と
思
う
ん
で

す
よ

 
で

仕
上
げ
と
言

て
は
何
で
す
が

六
人
で
一

に

い
物
で
も
食
べ
に
い
け
れ
ば
い
い
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な

て
そ
う
だ
な

そ
れ
は
確
か
に

な
手
か
も
し
れ
な
い
な

 
一

に
幸
せ
な
体
験
を
す
る

て
の
は

結
束
を

め
る
事
に
な
る
か
ら
な

で

も
し
良
か

た
ら

シ

ナ
さ
ん
に
引

を
お
願
い
出
来
な
い
か
な
と

 
私
が
提
案
し
て
も
何
だ
か
ん
だ
理
由
を
つ
け
ら
れ
て
断
る
奴
が
一
人
く
ら
い
は
い
る
か
も
で

す
し

 
そ
う
な
る
と
私
達
の
関
係
が

ま
た
元
に

ち

う
か
も
し
れ
な
い
ん
で

 
出
来
れ
ば
シ

ナ
さ
ん
か
ら
行
こ
う

て
言

て
も
ら
え
れ
ば
全
員
ち

ん
と
来
る
と
思
う

ん
で
す

な
る
ほ
ど
な

め
役

て
の
は
そ
う
い
う
の

ど
う
し
て
も
気
に
し
ち
ま
う
よ
な

 
シ

ナ
は
エ
ヴ

と
自
分
の
事
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
か

同
情
す
る
よ
う
に
そ
う
言

た

ま
あ
い
い
ぞ

と
は
い
え
俺
の

に
は
六
人
も
乗
れ
な
い
ん
だ
よ
な

さ
て
ど
う
す
る
か

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

し
か
も

で
迎
え
に
来
て
も
ら
え
る
ん
で
す
か

そ
の
方
が
何
か
と
楽
だ
ろ
う
か
ら
な

ま
あ

の
事
は
何
と
か
す
る
か
ら

 
行
く
日
が
決
ま

た
ら

メ

セ

ジ
で
も
入
れ
て
お
い
て
く
れ
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あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
度
相
談
し
て
お
き
ま
す

お
う

そ
ろ
そ
ろ
戦
場
に
着
く
か
ら

仲
間
の
気
を
引
き
締
め
て
お
い
て
く
れ

 
俺
は
シ
ノ
ン
達
と

戦
闘
に
つ
い
て
も
う
一
度
確
認
し
て
く
る

そ
う
で
す
ね

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
エ
ヴ

は

仲
間
達
の
下
に

る
と

作
戦
が
成
功
し
た
事
を
報
告
し
た

喜
べ
お
前
ら

今
度

で
ど
こ
か
に

い
物
を
食
べ
に
連
れ
て
い

て
く
れ
る
そ
う
だ

本
当
に

リ

ダ

や
る

う
わ

や
ば
い

凄
く
楽
し
み
に
な

て
き
た

と
り
あ
え
ず
も
う
す
ぐ
戦
闘
に
な
る

シ

ナ
さ
ん
に
恥
ず
か
し
い

を
見
せ
な
い
よ
う
に

 
気
持
ち
を
切
り

え
て

大
会
に
臨
む
よ
う
な
つ
も
り
で
気
合
を
入
れ
て
い
こ
う

了
解

 
こ
う
し
て
上
手
く
話
を
運
ぶ
事
に
成
功
し
た
六
人
は

そ
の
喜
び
も
あ

た
せ
い
か

 
戦
闘
に
臨
む
に
あ
た

て
と
て
も
い
い
精
神

態
を
保

て
い
た

 
そ
し
て
一
行
は

先
行
し
て
い
た
ダ
イ
ン
達
と
戦
闘
予
定
地
で
合
流
を
果
た
し
た

よ

ど
う
や
ら
上
手
く
い

た
み
た
い
だ
な
あ
い
つ
ら
見
違
え
た
よ
う
に
仲
良
く
話
し
て
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や
が
る

あ
あ

何
と
か
な

た

そ
ろ
そ
ろ
敵
の

が
見
え
る

だ

所
定
の

置
に
移
動
し
て

待
ち
伏
せ
と
い
こ
う

了
解
だ

 
そ
し
て
二
人
は
戦
闘
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
事
を
話
し
合
い
予
定
通
り
二
手
に
分
か
れ
る
事

と
な

た

こ
こ
だ
な

 
現
地
に
着
く
と
シ

ナ
が
見
張
り
を
始
め

残
り
の
者
は
武
器
の
確
認
作
業
に
入

た

お

ど
う
や
ら
敵
の
お
出
ま
し
だ

 
そ
し
て
つ
い
に
敵
が

を
現
し
た
ら
し
く
シ

ナ
が
そ
う
言
う
と

一
同
に

張
が
走

た

んど
う
し
た
の

い
や
ち

と
な

お
い
シ
ノ
ン
シ

ピ

ゲ
ル
ち

と
敵
の
様
子
を
見
て
み
て

く
れ

 
そ
う
言
わ
れ
た
シ
ノ
ン
と
シ

ピ

ゲ
ル
は

シ

ナ
と
同
じ
よ
う
に

を
使
い
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の
ん
び
り
と
こ
ち
ら
に
向
か

て
歩
い
て
く
る
敵
の
一
行
の

を
観
察
し
た

の
ん
び
り
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
わ
ね
い
か
に
も
モ
ブ
狩
り
を
終
え
て
き
ま
し
た

て
感

じ
特
に
変
わ

た
所
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
が

表
面
上
は
な
で
も
そ
れ
じ

あ
な
ん
で
あ
い
つ
ら
は
全
員
実

銃
を
持

て
い
る
ん
だ

 
確
か
に

チ

ム
の
方
な
ん
だ
ろ
う
が

プ
レ
イ
ヤ

を
相
手
に
し
て
き
た

で
も
な
い
の

に 
モ
ブ
と
遭
遇
す
る
確

の
高
い
移
動
中
に
そ
れ
は

さ
す
が
に
不
自
然
だ
ろ

あほ

本
当
だ

 
シ

ナ
の
指
摘
を
受
け

二
人
は
そ
の
目
で
そ
の
事
実
を
確
認
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

全
員
に
向
か

て
こ
う
言

た

知

て
の
通
り
プ
レ
イ
ヤ

の
ほ
と
ん
ど
が
光
学
銃
に
対
す
る

性
装
備
を
持

て
い
る
事

も
あ

て

 
モ
ブ
狩
り
に
は
光
学
銃
を

に
は
実

銃
を
遣
う
の
が
常
識
だ
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こ
れ
は
ダ
イ
ン
の
奴

ま
ん
ま
と
は
め
ら
れ
た
み
た
い
だ
な

 
と
い
う
事
は
恐
ら
く
こ
ち
ら
の
背
後
か
ら
敵
の
モ
ブ
狩
り
チ

ム
が
襲

て
く
る
可
能
性
が

高
い

 
シ

ピ

ゲ
ル

す
ぐ
に
ダ
イ
ン
に
連

を
入
れ
て
く
れ

 
繋
が

た
ら
直
ぐ
に

況
を
説
明
し
て

そ
の
後
通
信
機
を
俺
に
貸
し
て
く
れ

わ

分
か
り
ま
し
た

 
こ
う
し
て
楽
な
予
定
だ

た
今
日
の
戦
闘
は

思
わ
ぬ
方
向
へ
と
進
む
事
に
な

た

 
次
回

つ
い
に
戦
闘
開
始

愚
か
さ
の
代
償

お
楽
し
み
に
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第
２
８
２
話
 
愚
か
さ
の
代
償

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

シ

ナ
か

俺
だ

今
シ

ピ

ゲ
ル
か
ら
話
を

い
て
こ
ち
ら
で
も
確
認
し
た

 
ど
う
や
ら
ま
じ
で
あ
い
つ
ら
に
は
め
ら
れ
ち
ま

た
み
た
い
だ
な

本
当
に
す
ま
ん

何

こ
の

で
気
が
付
け
た
ん
だ

ま
だ
い
く
ら
で
も
や
り
よ
う
は
あ
る
さ

 
問
題
は
情
報
の
流
れ
が
ど
う
な

て
い
る
か
な
ん
だ
が

 
敵
は
こ

ち
の
戦
力
を

し
て
い
る
の
か

ど
う
な
ん
だ

そ
う
い
え
ば

日

あ

ち
か
ら

遣
さ
れ
て
き
た

て
い
う
連

員
に

こ

ち
は
十
五
人

最
大
で
も
二
十
人
で
す
が
戦
力
は
足
り
て
ま
す
か

 

て

か
れ
て

大
丈
夫
だ
と
説
明
す
る

に

主
だ

た
メ
ン
バ

は
誰
か

て
事
と

 
全
部
で
二
十
人
く
ら
い
参
加
す
る

て
事

後

こ

ち
の
作
戦
計
画
ま
で
教
え
ち
ま

た

 
く
そ

悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
ね
え
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ダ
イ
ン
は
と
て
も
悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
だ
が

そ
れ
を

い
た
シ

ナ
の
反
応
は
ま

た
く
違

た

そ
れ
が

日
の
出
来
事
か

で
か
し
た
ぞ
ダ
イ
ン

そ
れ
な
ら
何
と
か
な
り
そ
う
だ

そ

そ
う
な
の
か

で
も
よ

ち
な
み
に
今
日

あ
い
つ
ら
の
仲
間
だ
と
思
わ
れ
る
奴
を

誰
か
見

け
た
か

い
や

そ
れ
は
見

け
て
な
い
な

な
ら
何
も
問
題
は
無
い
奴
ら
は
俺
と
エ
ヴ

達
の
存
在
を
知
ら
な
い

て
事
に
な
る
じ

な

い
か

そ

そ
う
か

確
か
に
そ
う
だ
な

更
に
作
戦
計
画
ま
で
教
え
た
の
な
ら
相
手
の
裏
も
か
き
や
す
く
な
る

 
あ
い
つ
ら
に
自
分
達
の
愚
か
な
行
い
に
対
す
る
代
償
を
存
分
に

て
も
ら
う
と
し
よ
う

お
う

こ
う
な
り

と
こ
と
ん
戦
争
だ
な

 
そ
し
て
二
人
は
簡

に
作
戦
を
立
て
直
す
と

一
時
通
信
を
切

た

よ
し

シ
ノ
ン
と
シ

ピ

ゲ
ル
は
あ
そ
こ
の
岩
山
に
移
動
し
て
く
れ

 
現
地
に
着
い
た
ら
狙
撃
の
準
備
を
し
つ
つ

の
下
に
向
け
て
ロ

プ
を
二
本

ら
す
ん
だ
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あ
そ
こ
は
そ
れ
な
り
に
高
さ
は
あ
る
が
素
人
で
も
ロ

プ
を
使
え
ば
簡

に
お
り
ら
れ
る
は

ず
だ

 
先
ず
ダ
イ
ン
達
が

敵
に
だ
ま
さ
れ
た

り
を
し
て
こ
ち
ら
に
逃
げ
て
く
る

 
エ
ヴ

達
は
そ
れ
を
追
い
か
け
て
く
る
奴
ら
に
向
け
て

こ
の
ポ
イ
ン
ト
で
全
力
射
撃

 
シ
ノ
ン
は

て
て
逃
げ
る
奴
ら
を
片

か
ら
狙
撃
だ

相
手
は
背
を
向
け
て
い
る
だ
ろ
う
か

ら 

道
予

線
を
察
知
さ
れ
る
心
配
も
無
い
だ
ろ
う

そ
れ
で
モ
ブ
狩
り
チ

ム
は
も
う
放
置

だ 
そ
の
後
エ
ヴ

達
は
ダ
イ
ン
達
と
合
流
し
て

チ

ム
を
迎
え
撃
つ
の
に
最

な
ポ
イ
ン

ト
を
探
し

 
そ
こ
で
待
ち
伏
せ
し
て
く
れ

シ
ノ
ン
と
シ

ピ

ゲ
ル
は
敵
が
来
な
い
よ
う
な
ら
そ
の
ま

ま
で

 
敵
が
来
た
ら
ロ

プ
を
使

て
一
時
離
脱

下
で
ロ

プ
を
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま
え
ば

 
そ
の
ま
ま
ロ

プ
は
消
滅
す
る
か
ら

敵
が
下
り
て
く
る
ま
で
時
間
を

げ
る
は
ず
だ

 
そ
の
後
は

そ
の
ま
ま
ダ
イ
ン
達
の

置
を
見
な
が
ら
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敵
を
狙
撃
出
来
る
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
て
移
動
し
て
く
れ

分
か

た
わ

は
い

頑
張
り
ま
す

そ
れ
で

シ

ナ
は
ど
う
す
る
の

 
シ
ノ
ン
は

シ

ナ
の
名
前
が
出
な
か

た

何
と
な
く
そ
う

ね
た

俺
か

俺
は
ダ
イ
ン
達
の
背
後
を
奇
襲
し
よ
う
と
し
て
く
る
奴
ら
の
足
を
止
め
る

に

戦
闘
を
行
う

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ
ノ
ン
は
顔
色
を
変
え
た

ひ

一
人
で
大
丈
夫
な
の

相
手
は
二
十
人
く
ら
い
い
る
ん
じ

な
い
の

幸
い
あ
そ
こ
は
深
い
密

だ
か
ら
な
ゲ
リ
ラ
戦
を
行
え
ば
ま
あ
簡

に
や
ら
れ
る
事
は
無

い
だ
ろ

で

で
も
危
な
い
じ

な
い

私

私

心
配
す
る
な

あ
く
ま
で
足
止
め
だ

決
し
て
無
理
は
し
な
い
か
ら
後
で
合
流
し
よ
う

う

う
ん

必
ず
私
の
所
に
帰

て
き
て
ね
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あ
あ

約
束
だ

 
エ
ヴ

達
は
そ
ん
な
二
人
の

を
見
て
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
こ

そ
り
会
話
を
交
わ
し
て
い

た
う
わ

映
画
の
一
シ

ン
み
た
い
な
ん
で
す
け
ど

ク
ラ
イ
マ

ク
ス
直
前

て
感
じ

ヒ
ロ
イ
ン
し
て
る
な

あ
れ
で
あ
の
二
人
が
付
き
合
て
な
い
な
ん
て
言
わ
れ
て
も
ま
た
く
信
じ
ら
れ
な
い
よ

シ
ノ
ン
さ
ん
も
シ

ナ
さ
ん
も

絶
対
私
達
よ
り
年
上
だ
よ
ね

 
二
十
台
後
半
く
ら
い

ま
さ
に
大
人
の
恋
愛

て
感
じ

シ

ピ

ゲ
ル
さ
ん

ど
ん
ま
い
で
す
よ

 

 
当
の
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
ん
な
二
人
の

を
ま
と
も
に
見
る
事
が
出
来
ず
目
を
伏
せ
て
い
た

 
そ
ん
な
シ

ピ

ゲ
ル
の

を
叩
き

シ

ナ
は
こ
う
言

た

も
し
シ
ノ
ン
が
や
ら
れ
る
と

そ
の
後
の

勢
が
不
利
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

 
と
い
う

で
シ

ピ

ゲ
ル

シ
ノ
ン
の
背
後
の
守
り
は
お
前
に
か
か

て
い
る
ん
だ

 
決
し
て
ど
ん
な

候
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
集
中
し
て
く
れ
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は

は
い

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
の
言
葉
に
さ
す
が
に
覚

し
た
の
か

ハ

キ
リ
と
そ
う
返
事
を
し
た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
確
か
に
シ
ノ
ン
を
守
ろ
う
と
思

て
は
い
た
の
だ
が

 
そ
れ
が
メ
イ
ン
の
目
的
で
は
無
く

最
悪
の
場
合

え
シ
ノ
ン
が
や
ら
れ
よ
う
と
も

 
そ
れ
ま
で
に
は
必
ず
シ
ノ
ン
に
自
分
の
い
い
所
を
見
せ
よ
う
と
そ
の
事
だ
け
を
考
え
て
い
た

 
そ
れ
も
出
来
る
だ
け
格
好
良
く

シ
ノ
ン
の
心
に
感

を

え
る
よ
う
に

 
そ
れ
が
今
の
彼
の
一
番
の
目
的
と
な

て
い
る
事
に

こ
の
場
の
誰
も
気
が
付
か
な
か

た

 
そ
の
事
が
後
に

シ
ノ
ン
の
大
き
な
ピ
ン
チ
を

く
事
と
な
る

さ
て

そ
れ
じ

あ

自
配
置
に
つ
い
て
く
れ

も
う
時
間
の

予
が
無
い

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

い

メ
ン
バ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
点
へ
と
向
か

た

 
シ

ナ
は
一
人
で
密

の
間
に
伏
せ
ダ
イ
ン
と
の
回
線
を

持
し
つ
つ
敵
の
到
着
を
待

て

い
た

 
そ
し
て
予
想
通
り

ダ
イ
ン
達
の
背
後
か
ら
敵
が

を
現
し
た

ダ
イ
ン

や

ぱ
り
背
後
か
ら
敵
が
来
た
ぞ

こ
れ
か
ら
か
く
乱
に
入
る

 
打
ち
合
わ
せ
通
り
お
前
達
は
奇
襲
を
受
け
た

技
を
し
エ
ヴ

達
の
方
へ
逃
げ
る

り
を
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し
て
く
れ

了
解

シ

ナ

健
闘
を

る

後
で

で
も
お
ご
れ
よ

お
う

好
き
な
だ
け
た
ら
ふ
く
食

て
く
れ
よ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
別
に
用
意
し
て
い
た
拳
銃
を
あ
ら
ぬ
方
へ
と
撃
ち
直
ぐ
に
敵
の
反
応
を

見
た

 
そ
の
銃
声
と
共
に
ダ
イ
ン
達
は
行
動
を
開
始
し

敵
は
直
ぐ
に

す
る
態
勢
を
と

た

ど
う
や
ら
あ
い
つ
が
指

だ
な
薄
塩
た
ら
こ
は

い
な
い
か

少
し

す
る
必
要
が

あ
る
な

 
シ

ナ
は
こ
れ
だ
け
の
作
戦
に

リ

ダ

の
薄
塩
た
ら
こ
が
不
在
な
は
ず
は
な
い
と
思
い

 
シ
ノ
ン
に

す
る
よ
う
に
伝
え
た
後

Ｍ
８
２
の
狙
撃
体
制
を
と

た

さ
て

と
り
あ
え
ず
敵
の
指

系

を
潰
す
か

 
そ
し
て
シ

ナ
は
い
と
も
簡

に
引
き
金
を
引
き
次
の

間
に
敵
の
指

の

が

飛

ん
だ

 
そ
の
後
も
敵
が

を

す
ま
で
何
人
か
に
ヘ

ド
シ

ト
を
立
て
続
け
に
か
ま
し
た
シ
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ナ
は

 

合
い
を
見
て
Ｍ
８
２
を
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま
い
ほ
ふ
く
前
進
で
じ
り
じ
り
と
移
動
を
始
め

た
と
り
あ
え
ず
五
人
か

バ
ラ
バ
ラ
で

れ
て
い
る
敵
を
あ
と

人
倒
せ
ば

 
敵
は
安
全
な
場
所
で
戦
力
を
再
編
し
よ
う
と
思
い

一
時
後
方
に
下
が
る
だ
ろ
う

 
そ
う
考
え
た
シ

ナ
は

い
目
で

物
を
探
し
始
め
た

 
同
じ

敵
の
モ
ブ
狩
り
チ

ム
の
指

は
ま
ん
ま
と
作
戦
通
り
に
事
が
運
ん
だ
と
思
い

 
目
の
前
を
必
死
で
逃
げ
て
い
る
ダ
イ
ン
達
の
追
撃
に
入

て
い
た

事
前
に

い
て
い
た
通
り
シ
ノ
ン
と
か
い
う
あ
の
ス
ナ
イ
パ

の
他
に
こ
の
場
に
い
な
い
の

は 
あ
と
一
人
か
二
人
く
ら
い
だ
な

そ

ち
も
今

リ

ダ

達
に
襲
わ
れ
て
い
る
は
ず
だ
か

ら 
俺
達
は
こ
の
ま
ま
あ
い
つ
ら
を
追
撃
し
て
殲
滅
だ

 
シ

ナ
が
最
初
に
別
働

の
指

を
倒
し
た

 
ま
だ
こ
ち
ら
に
は

逆
に
奇
襲
を
受
け
た
と
の
連

は
入

て
い
な
か

た
よ
う
だ
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丁
度
そ
の
時
通
信
機
の
音
が
鳴
り

そ
の
男
の

に
あ
り
え
な
い
言
葉
が
飛
び
込
ん
で
き
た

す
み
ま
せ
ん

こ

ち
の
奇
襲
は

ま
れ
て
ま
し
た

 
し
か
も
敵
の
使

て
る
武
器
か
ら
し
て

相
手
は
あ
の
シ

ナ
だ
と
思
わ
れ
ま
す

な

奇
襲
が
失
敗

し
か
も
敵
に
シ

ナ
が
い
る
だ
と

そ
ん
な
は
ず
が
な
い
だ
ろ

 
だ

て
あ
い
つ
ら
作
戦
通
り
お
前
達
に
追
い
立
て
ら
れ
て
俺
達
の
目
の
前
を
逃
げ
て
い
る

ん
だ
ぞ

そ
の
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん

分
か
り
ま
せ
ん
が

と
に
か
く
事
実
で
す

く

お
前
ら
一
時

止
だ

ど
う
や
ら
こ

ち
が
罠
に
は
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る

 
だ
が
そ
の
指

の
言
葉
は

彼
ら
に
と

て
致
命

に
な

た

 
彼
ら
が
足
を
止
め
た
そ
の
場
所
は

エ
ヴ

達
の
キ
ル

ン
の
真

中
で
あ

た

何
で
あ
い
つ
ら
足
を
止
め
た
ん
だ

ま
あ
ラ

キ

だ
な

今
だ

撃
ち
ま
く
れ

 
そ
の
エ
ヴ

の
指

と
共
に

五
人
は
敵
の
集
団
に
向
け
て
銃

の

を
降
ら
せ
た

 
シ

ナ
が
待
ち
伏
せ
に
選
ん
だ
場
所
だ
け
の
事
は
あ
り

囲
に
逃
げ
場
は
無
く

 
正
面
か
ら
ダ
イ
ン
達
も
反
転
攻
勢
を
開
始
し
た
事
も
あ
り

直
ぐ
に
そ
の
集
団
は
全
滅
し
た

よ
し

完
勝
だ
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お
い
ダ
イ
ン

ま
だ
敵
は
半
分
残

て
る
ん
だ

あ
ま
り

か
れ
る
な
よ

す
ま
ん

確
か
に
そ
う
だ
な

よ
し
直
ぐ
に
移
動
だ

 
そ
し
て
ダ
イ
ン
達
は
エ
ヴ

達
と
共
に
駆
け
出
し

 
敵
が
街
に

る
時
に
必
ず
通
る
と
思
わ
れ
る
道
の

囲
に

み
敵
を
待
ち
伏
せ
る
事
に
し
た

  
一
方
そ
の

シ
ノ
ン
達
も
敵
の
攻
撃
を
受
け
て
い
た

 
エ
ヴ

達
が
攻
撃
を
開
始
し
た
の
を
見
て
シ
ノ
ン
も
狙
撃
で
何
人
か
を
倒
し
て
い
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に

囲
を

し
て
い
た
シ

ピ

ゲ
ル
が
声
を

け
た

シ
ノ
ン

後
方
か
ら
敵

了
解

 
シ
ノ
ン
は
直
ぐ
に
射
撃
を
や
め

ヘ
カ

ト

を
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま
う
と

 
何
も
持
た
な
い
ま
ま

ロ

プ
を
掴
ん
で

下
に
身
を
躍
ら
せ
た

 
シ
ノ
ン
は

下
降
の
ス
キ
ル
を
特
に
持

て
い
る

で
は
な
か

た
が

 
下
を
見
な
が
ら
恐
々
と
下
り
る
事
で

無
事

下
へ
と
た
ど
り
着
く
事
が
出
来
た

こ
れ
は
ち

と
練

し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
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そ
う
思

た
シ
ノ
ン
は
こ
こ
で
始
め
て
自
分
の
後
に
続
い
て
い
る
は
ず
の
シ

ピ

ゲ
ル
の

方
を
見
た

 
だ
が

シ

ピ

ゲ
ル
の

は
ど
こ
に
も
見
え
な
か

た

シ

ピ

ゲ
ル

ど
う
し
た
の

シ

ピ

ゲ
ル

 
シ
ノ
ン
は

自
分
の
使

た
ロ

プ
を
ス
ト
レ

ジ
に
収
納
す
る
事
で
消
し

 
そ
う
シ

ピ

ゲ
ル
に
声
を

け
た

そ
し
て
そ
の
呼
び

け
に
答
え
る
よ
う
に

 
シ

ピ

ゲ
ル
が

上
か
ら
顔
を

か
せ
た

何
や

て
る
の

く
こ

ち
へ

大
丈
夫

僕
が
こ
こ
で
少
し
敵
を
防
ぐ
か
ら

シ
ノ
ン
は
先
に
逃
げ
て

目
よ

い
い
か
ら

く
こ

ち
に
下
り
て
き
て

 
シ
ノ
ン
は
必
死
に
シ

ピ

ゲ
ル
に
そ
う
呼
び

け
た
の
だ
が
シ

ピ

ゲ
ル
は

を
貸
さ

な
か

た

 
こ
の
時
シ

ピ

ゲ
ル
は

シ
ノ
ン
を
守

て
敵
を
退
け
る
自
分
の

を
想
像
し

 
そ
の
英
雄
的
な

に

て
い
た

そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
の
場
に
伏
せ
な
が
ら

 
敵
に
向
か

て
射
撃
を
開
始
し
た
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僕
だ

て

僕
だ

て
機
会
さ
え
あ
れ
ば

シ

ナ
と
同
じ
事
が
出
来
る
ん
だ

 
僕
は
こ
こ
で
の
活
躍
で

シ
ノ
ン
に
も
う
一
度
僕
の
事
を
見
て
も
ら
う
ん
だ

 
そ
う
思

た

間

シ

ピ

ゲ
ル
の
目
の
前
に
手

が
投
げ
込
ま
れ

 
ま

た
く
逃
げ
場
の
無
か

た
シ

ピ

ゲ
ル
は

に
銃
を
持
つ

で
顔
を
か
ば

た

 
そ
し
て
そ
の
行
い
の
せ
い
で
シ

ピ

ゲ
ル
の

手
は
持

て
い
た
銃
ご
と

き
飛
ば
さ
れ

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

然
と

失
わ
れ
た
自
分
の

手
を
見
つ
め
た

 
そ
し
て
そ
の
前
に

の
あ
る

を
し
た
一
人
の
男
を
先

に
敵
の
集
団
が

を
現
し
た

薄
塩
た
ら
こ

 
シ

ピ

ゲ
ル
が
そ
う

い
た
の
を

い
て

そ
の
男

薄
塩
た
ら
こ
が
言

た

ど
う
や
ら
俺
の
事
を
知

て
い
る
み
た
い
だ
が
シ

ナ
の
仲
間
に
し
て
は

分
お

末
だ
な

 
い
や

シ

ナ
の
仲
間
は
あ
の
シ
ノ
ン

て
奴
だ
け
で

お
前
は
ダ
イ
ン
の
チ

ム
の
奴
か

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
の
言
葉
を
受
け

二
重
に

り
を
覚
え
た

 
お

末
だ
と
言
わ
れ
た
事

そ
し
て
シ
ノ
ン
と
は
仲
間
で
は
な
い
と
言
わ
れ
た
事
が

 
彼
の

い
と
こ
ろ
を
突
き

薄
塩
た
ら
こ
に
対
す
る

り
を

⻑
さ
せ
た

 
だ
が
武
器
と

を
失

た
今
の
彼
に
は

る
以
外
に
は
何
も
出
来
な
か

た
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そ
し
て
敵
の
仲
間
が

下
を

き
こ
み

シ
ノ
ン
の

と
ロ

プ
の
存
在
に
気
が
付
い
た

 
シ
ノ
ン
は
下
で

我
慢
強
く
シ

ピ

ゲ
ル
を
待

て
い
た
の
だ
が

 
敵
が

を
現
し
た

ロ

プ
の
回
収
を

め

そ
の
ま
ま
逃
走
に
入

た

ま
ず
い

ロ

プ
が
残

ち

た

ど
う
し
よ
う

直
ぐ
に
追
撃
さ
れ
る

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も

こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
必
死
に
考
え
た

 
そ
の
シ
ノ
ン
の

の
中
に
は

シ

ピ

ゲ
ル
の
事
を
心
配
す
る
気
持
ち
は
一
切
無
か

た

 
敵
が

を
現
し
た
以
上

も
う
倒
さ
れ
た
に
決
ま

て
い
る
し

 
そ
れ
に
今
シ

ピ

ゲ
ル
の
事
を
考
え
る
と

 
作
戦
を
無

し
た
彼
に
対
す
る

り
が

き

こ

て
し
ま
い

 
今
後
の
友
人
関
係
に

障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
り

出
来
れ
ば
そ
れ
は
避
け
た
い

 
そ
れ
を
防
ぐ

シ
ノ
ン
は
一
切
シ

ピ

ゲ
ル
の
事
を
考
え
な
い
事
に
し
た
の
だ

た

リ

ダ

下
に
あ
の
シ
ノ
ン

て
奴
が
い
ま
す

そ
れ
と
こ
こ
に
ロ

プ
が

あ
ん

あ
い
つ
は
ち

と
い
い
銃
を
手
に
入
れ
た
だ
け
の
素
人
か

 
ロ

プ
を
残
し
て
逃
げ
る
と
か

追
い
か
け
て
こ
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
じ

な
い
か

 
ま
さ
か
こ
れ
は
罠
か

い
や

違
う
な
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そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

シ

ピ

ゲ
ル
を
見
な
が
ら

き

て
る
よ
う
に
言

た

そ
う
か

こ
い
つ
が
馬

な
事
を
し
た
せ
い
で

ロ

プ
を
回
収
出
来
な
か

た
ん
だ
な

 
あ
い
つ
も
こ
ん
な
馬

に
足
を
引

張
ら
れ
て

か
わ
い
そ
う
な
こ

た

 
よ
し

こ
い
つ
を
さ

さ
と
始
末
し
て
後
を
追
う
ぞ

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

顔
を
真

に
し
て
い
る
シ

ピ

ゲ
ル
の

に
銃
口
を
向
け

 
容

な
く
そ
の
引
き
金
を
引
き

に

を
開
け
ら
れ
た
シ

ピ

ゲ
ル
の
意
識
は
一

で
暗

転
し
た

 
そ
の

の
中
に
は

自
分
の
愚
か
な
行
い
に
対
す
る
反
省
は
一
切
無
く

 
自
分
の
せ
い
で
窮
地
に
陥

た
シ
ノ
ン
の
事
を
心
配
し
謝
罪
す
る
気
持
ち
も
一
切
無
か

た

 
そ
の

の
中
に
は

シ
ノ
ン
に
い
い
所
を
見
せ
る
事
を

魔
し
た
上
に
自
分
を

倒
し
た

 
薄
塩
た
ら
こ
に
対
す
る

り
だ
け
が
充
満
し
て
い
た

あ
の
女
を
倒
し
た
後
で

生
き
残
り
の
味
方
と
合
流
し
て
敵
の
本

に
攻
撃
だ

 
シ

ナ
が
来
る
と
少
し
ま
ず
い
事
に
な
る

急
げ

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
達
は
シ

ピ

ゲ
ル
が
使
う
は
ず
だ

た
ロ

プ
を
使

て
下
に
下
り

る
と
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シ
ノ
ン
の
追
撃
を
開
始
し
た

こ
う
し
て
シ
ノ
ン
は
絶
対
絶
命
の
ピ
ン
チ
に
陥
る
事
に
な
た

 
次
回
決
着
で
す

薄
塩
た
ら
こ
は
か
く
語
り
き

 
た
ら
こ
が
何
を
語

た
の
か
は

め
上
す
ぎ
て
と
て
も
予
告
出
来
ま
せ
ん
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第
２
８
３
話
 
薄
塩
た
ら
こ
は
か
く
語
り
き

 
い
よ
い
よ
決
着
で
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
シ
ノ
ン
が
走
り
去

た
後

そ
れ
を
追
う
者
は

薄
塩
た
ら
こ
を
入
れ
て
五
人
で
あ

た

 
い
ず
れ
も
精

で
あ
り
そ
れ
だ
け
薄
塩
た
ら
こ
が
シ
ノ
ン
の
事
を

し
て
い
た
証
明
で
も

あ
るこ

れ
は
下
手
に
武
器
を
取
り
出
そ
う
と
し
て

足
を
止
め
る

に
は
い
か
な
い
わ
ね

 
で
も
こ

ち
は
ダ
イ
ン
達
が
向
か

た
方
向
と
は
真
逆
だ
し

こ
の
ま
ま
だ
と
ま
ず
い

 
ず

と
私
を
追
い
か
け
て
く
れ
る
な
ら

そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
ん
だ
け
ど

 
こ
こ
ま
ま
だ
と
近
い
う
ち
に
確
実
に
追
い
つ
か
れ
る

 
何
と
か
シ

ナ
に
合
流
出
来
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
考
え
つ
つ
も
時

飛
ん
で
く
る
銃

を
避
け
る

ジ
グ
ザ
ク
に
走
り
続
け
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た 
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
敵
中
で

立
し
て
い
る
シ

ナ
の
事
を
考
え

 
も
し
シ

ナ
が
ゲ
リ
ラ
戦
を
続
け
て
い
る
場
合

こ
ち
ら
か
ら
連

す
る
と

 

れ
て
い
る
シ

ナ
の
居
場
所
が
敵
に
バ
レ
る
恐
れ
が
あ
る
と
思
い

 
ひ
た
す
ら
シ

ナ
か
ら
の
連

を
待
つ
事
に
し
た

 
だ
が
真

直
ぐ
走

て
逃
げ
る
事
は
出
来
な
い

敵
と
の
差
は
ど
ん
ど
ん
詰
ま

て
い

た 
こ
の
ま
ま
で
は

⻑
く
は
持
た
な
い
だ
ろ
う

  
そ
の
シ

ナ
は

あ
れ
か
ら
更
に
五
人
ほ
ど
を
ゲ
リ
ラ
戦
に
よ
る
奇
襲
で

り

 

に

囲
に
は

敵
の

は
ま

た
く
見
え
な
い

態
に
な

て
い
た

さ
て

落
ち
着
い
た
所
で
シ
ノ
ン
達
と
合
流
す
る
か

 
そ
う
考
え
た
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
が
狙
撃
中
な
可
能
性
を
考
え
て
シ

ピ

ゲ
ル
に
連

を

入
れ
た

 
そ
の
シ

ピ

ゲ
ル
は

街
に

さ
れ
た
後

然
自
失

態
だ

た
の
だ
が



 第２８３話 薄塩たらこはかく語りき

 
シ

ナ
か
ら
連

を
受
け
た
事
で
我
に
返
り

て
て
通
信
機
の
ス
イ

チ
を
入
れ
た

シ

ピ

ゲ
ル
か

今
ど
ん
な

態
だ

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
う

か
れ

シ
ノ
ン
の
窮
地
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
の

に
は
自
分
の
ミ
ス
に
つ
い
て
も
話
さ
な
く
て
は
い
け
な
い

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
薄
塩
た
ら
こ
に
言
わ
れ
た
よ
う
な
事
を
シ

ナ
に
も
言
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
い

 
ど
う
や

て
誤
魔
化
そ
う
か
と
考
え
た
の
だ
が

当
の
シ
ノ
ン
が
事
情
を
知

て
い
る
以
上

 
ど
う
取
り

て
も
そ
の

は
後
で
バ
レ
て
し
ま
う

 
そ
の

シ

ピ

ゲ
ル
は
仕
方
な
く
シ

ナ
に
何
が
あ

た
の
か
を
正
直
に
話
す
事
に
し
た

 
だ
が
予
想
に
反
し
て
シ

ナ
は

シ

ピ

ゲ
ル
を

め
る
よ
う
な
事
は
一
切
言
わ
ず

 
逆
に

め
る
よ
う
な
事
を
言

て
き
た

そ
う
か
そ
れ
は
ミ
ス

た
な

ま
あ
で
も
い
い

験
に
な

た
だ
ろ
次
は
気
を
付
け
れ
ば

い
い
さ

え

あ

は
い

本
当
に
す
み
ま
せ
ん

終
わ

た
事
は
仕
方
な
い
さ

そ
れ
で
今
シ
ノ
ン
は

ど
の
あ
た
り
に
い
る
と
思
う
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は
い
最
後
に

こ
え
た
の
は
シ
ノ
ン
が
と
に
か
く
奴
ら
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
逃
げ
出
し

た
と
い
う

 
そ
ん
な
や
り
取
り
で
し
た

だ
か
ら

か
ら
下
り
た
後
と
に
か
く
真

直
ぐ
進
ん
だ
ん
じ

な
い
か
と

そ
う
か
よ
し
俺
は
こ
れ
か
ら
シ
ノ
ン
を
救
出
に
い
く

お
前
は
そ
こ
で
の
ん
び
り
待

て

て
く
れ

 
後
で
シ
ノ
ン
に
は
謝

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
そ
の
後
は
ダ
イ
ン
の
お
ご
り
で
宴
会

だ 
必
ず
勝

て
帰
る
か
ら

俺
達
の
勝
利
を

て
て
く
れ

は

は
い

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

通
信
が
切
れ
た
後

ぼ
そ

と

い
た

く
そ

ど
う
し
て
あ
の
人
は

ま
せ
て
く
れ
な
い
ん
だ
よ

 
あ
の
人
の
事
は

い
な
の
に

ど
う
し
て
も

め
な
い

 
そ
う

い
た
シ

ピ

ゲ
ル
は

シ

ナ
と
戦
う
薄
塩
た
ら
こ
の

を
想
像
し

 
先
ほ
ど
投
げ
か
け
ら
れ
た

声
の

々
を
思
い
出
し
た
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そ
れ
は

内
で
シ

ナ
の
優
し
さ
と
比

さ
れ

実

よ
り
も
き
つ
い

象
と
な

て
い
た

く
そ

好
き
放
題
言
い
や
が

て

あ
い
つ
は
い
つ
か
必
ず

僕
の
手
で
殺
す

 
こ
の
時
は
も
ち
ろ
ん

ゲ

ム
内
で
そ
う
す
る
つ
も
り
だ

た
の
は
間
違
い
な
い

 
本
来
は
シ

ナ
に
向
け
ら
れ
る
は
ず
だ

た
シ

ピ

ゲ
ル
の

悪
は

 
行
き
場
を
無
く
し

全
て
薄
塩
た
ら
こ
に
向
け
ら
れ
る
事
と
な

た

 
だ
が
シ

ピ

ゲ
ル
は

何
故
仲
間
を
大
切
に
す
る
は
ず
の
シ

ナ
が

ら
な
か

た
の
か

 
こ
の
時
気
付
く
べ
き
だ

た
の
だ

シ

ナ
が
シ

ピ

ゲ
ル
を

ら
な
か

た
の
は

 
シ
ノ
ン
の
救
出
を
余

を
持

て
達
成
出
来
る
自
信
が
あ

た
の
が
一
つ

 
そ
し
て
も
う
一
つ
は

シ

ピ

ゲ
ル
に

る
価

を
見
出
せ
な
か

た

だ

た

 

え
こ
こ
で

た
と
し
て
も

こ
い
つ
は
ま
た
同
じ
事
を
す
る

 
だ

た
ら
予
め
そ
れ
を
作
戦
に

り
込
め
ば
い
い

 
シ

ナ
は
そ
う
考
え

シ

ピ

ゲ
ル
が
万
が
一
お
か
し
な
行
動
に
出
な
い
よ
う
に
と

 
今
回
は

め
る
だ
け
に

め
る
事
に
し
た
の
だ

た

  
一
方
そ
の
シ

ナ
は
シ

ピ

ゲ
ル
の
言
葉
か
ら
シ
ノ
ン
の
逃
走
ル

ト
を
あ
る

度
想
定
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し 
そ
ち
ら
に
向
け
て
全
力
で
走

て
い
た

そ
し
て
つ
い
に
シ

ナ
は
遠
目
に
シ
ノ
ン
の

を

見
付
け

 
更
に
そ
れ
を
追
い

け
る
五
人
の

を
見
付
け
た

さ
て
と
こ
の
ま
ま
殲
滅
し
て
も
い
い
ん
だ
が
薄
塩
た
ら
こ
の
持
つ
通
信
機
に
は
用
が
あ
る

し
な

 
ま
あ
あ
い
つ
は
タ
フ
だ

て
噂
だ
し

多
少

を
当
て
て
も
生
き
残
る
だ
ろ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

シ
ノ
ン
に
通
信
を
入
れ
た

シ

ナ

無
事

 
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
は

走
る
速
度
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
通
信
し
て
い
る
よ
う
で

 
少
し

き
取
り
に
く
か

た
が

シ

ナ
は
気
に
せ
ず
シ
ノ
ン
に
こ
う
言

た

シ
ノ
ン

だ

俺
は

に
い
る
か
ら

そ
の
ま
ま

の
中
に
突

込
め

分
か

た
わ

直
ぐ
そ

ち
に
行
く

 
シ
ノ
ン
は
素
直
に
そ
の
言
葉
に

い

進
路
を
い
き
な
り

に
変
え
た

 
そ
し
て
前
方
に
人
の

が
見
え
た

シ
ノ
ン
は
そ
れ
を
シ

ナ
だ
と
思
い
嬉
し
そ
う
に
声
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を

け
た

シ

ナ

 
だ
が
そ
の
人
影
は
何
も
答
え
ず

近
付
い
た
シ
ノ
ン
は

 
そ
こ
に
シ

ナ
の
服
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し

然
と
し
た

シ

ナ

シ

ナ

ま
さ
か

ま
さ
か
シ

ナ
が

こ
こ
で
倒
さ
れ
た
と
言
う
の

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

た
が

ど
こ
か
ら
も
返
事
は
無
い

 
シ
ノ
ン
は
地
面
に
へ
た
り
込
み

そ
の
シ

ナ
の
服
を
胸
に

い
た

 
シ

ナ
の
服
は

に
重
く

そ
の
中
に
あ
る
物
が
何
か
を
理
解
し
た
シ
ノ
ン
は

 
少
し
考
え
た
後
天
を

い
だ

そ
し
て
シ
ノ
ン
は
何
か
を
理
解
し
た
よ
う
な
表
情
で
目
を

見
開
い
た

そ

か

任
せ
て

シ

ナ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

そ
の
場
で
う
な

れ
た
よ
う
に
力
を
抜
い
た

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
の
下
に

直
ぐ
に
薄
塩
た
ら
こ
達
が
追
い
つ
い
た

い
き
な
り

に
曲
が

た
か
と
思

た
ら

も
う

め
た
の
か

 
ん

そ
の
服
は
見
覚
え
が
あ
る
な

確
か
シ

ナ
の
服
か
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そ
う
か

ど
こ
か
ら
も
連

は
無
い
が

誰
か
が
こ
こ
で
シ

ナ
を
倒
し
た
ん
だ
な

 
そ
し
て
お
前
は
そ
の
服
が
見
え
た
か
ら

シ

ナ
が
い
る
と
思

て

に
曲
が
り

 
そ
し
て
そ
れ
を
見
付
け
て
こ
こ
で
う
な

れ
て
い
た

て

か

 
大
好
き
な
シ

ナ
が

に
倒
さ
れ
ち
ま

て
て

本
当
に
残
念
だ

た
な

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は
更
に
こ
う
言

た

さ
て

い
つ
ま
で
も
お
前
に
ば
か
り

て
い
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
な

 
さ

さ
と
こ
こ
で
死
ん
で
も
ら

て

残
る
戦
力
を
殲
滅
し
に
行
く
か

 
結
局
シ

ナ
と
は
や
り
あ
え
な
か

た
が
い
ず
れ
そ
の
機
会
も
あ
る
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ

さ
よ
な
ら
だ

そ
う
だ
な

複

で
女
を
囲
む
よ
う
な
奴
ら
に
は

さ

さ
と
退
場
し
て
も
ら
わ
な
い
と
な

な
 
突
然
上
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

五
人
は

て
て
上
を
向
い
た

 
そ
の

間
に

シ

ナ
の
服
か
ら
手
を
出
し
た
シ
ノ
ン
は

 
い
つ
の
間
に
か
そ
の
手
に

ら
れ
て
い
た
サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン
を
乱
射
し
た

あ
ん
た
馬

な
の

シ

ナ
が
負
け
る

な
い
で
し
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な

お
前
い
つ
の
間
に
そ
ん
な
物
を

そ
ん
な
余

は
ま

た
く
無
か

た
は
ず
だ

 
そ
の
乱
射
で
二
人
が
倒
さ
れ

て
て
木
の
陰
に

れ
な
が
ら
そ
う
言

た
薄
塩
た
ら
こ
は

 
何
か
が
落
ち
て
く
る
音
と
共
に

後
方
か
ら
仲
間
の

鳴
が
上
が
る
の
を

い
た

く
そ

罠
か

 
シ
ノ
ン
の
動
向
に
注
意
を

い
つ
つ

そ
ち
ら
を

り
向
い
た
薄
塩
た
ら
こ
の
目
に

 
あ

さ
り
と
首
を

ね
ら
れ
る
仲
間
の

が
映

た

シ

ナ

よ

シ
ノ
ン
を

分
と
い
じ
め
て
く
れ
た
み
た
い
だ
な
と
り
あ
え
ず
無
力
化
さ
せ
て
も
ら

う
ぞ

 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と

薄
塩
た
ら
こ
の
両

を
切
り
落
と
し

 
そ
の
懐
を
探
る
と

通
信
機
を
取
り
出
し
た

ぐ

何
を
す
る
つ
も
り
だ

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
だ
ろ

お
い
シ
ノ
ン

こ
い
つ
の
口
を

え
て
お
い
て
く
れ

う
ん

分
か

た

そ
れ
に
し
て
も
服
し
か
無
か

た
か
ら
び

く
り
し
た
わ
よ
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中
に
サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン
が
入

て
い
た
事
に
は
も

と
驚
い
た
け
ど

ま
あ
そ
れ
で
俺
が
近
く
に
い
る
の
が
分
か

た
だ
ろ

し
か
し
よ
く
上
だ

て
気
付
い
た
な

う
ん

何
と
な
く
シ

ナ
が
上
に
い
る
気
が
し
た
の

お
前

ち

と
ピ
ト
に
似
て
き
た
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

薄
塩
た
ら
こ
の
通
信
機
を
使

て
敵
の
生
き
残
り
に
連

を
し
た

大
変
だ

リ

ダ

が
や
ら
れ
た

何

本
当
か

あ
あ
今
は
リ

ダ

の
通
信
機
を

り
て
連

し
て
い
る

こ

ち
の
生
き
残
り
は
俺
一
人

だ
か
ら

 
そ

ち
は
集
結
後
に
街
へ
と

退
し
て
く
れ

こ

ち
は
可
能
な
ら
そ
ち
ら
の
後
を
追
う

ル

ト
は

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ダ
イ
ン
達
が
待
ち
受
け
る
ル

ト
を
指

し

通
信
を
切

た

 
薄
塩
た
ら
こ
は
最
初
は
激
し
く

抗
し
て
い
た
が

中
か
ら
は
何
も
か
も

め
た
よ
う
に

 

て
そ
の

を
見
つ
め
て
い
た

そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

シ

ナ
に
言

た

完
敗
だ
完
敗

し
か
し
お
前

本
当
に
容

な
い
な
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俺
と
敵
対
す
る
奴
が
悪
い

俺
は
悪
く
な
い

別
に
こ

ち
は
好
き
で
敵
対
し
た

じ

い
や
今
更
そ
ん
な
事
を
言

て
も
仕
方
が
な

い
か

 
敵
対
し
た
の
は
事
実
だ
し
な

は

こ
れ
で
残

た
あ
い
つ
ら
が
や
ら
れ
た
ら
こ

ち
は

全
滅
か

 
そ
う
暗
い
口
調
で
言
う
薄
塩
た
ら
こ
に

シ
ノ
ン
は
言

た

最
初
か
ら
ま
と
も
に
ぶ
つ
か

て
た
ら

こ

ち
が
負
け
て
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

お
前
と
シ

ナ
が
い
る
の
に
か

さ
す
が
に
対
物
ラ
イ
フ
ル
二
本
相
手
じ

分
が
悪
い
と

思
う
が
な

ま
あ
そ
れ
で
も

今
回
み
た
い
に
こ

ち
の

者
が
一
人

て
事
は
無
い
と
思
う
わ
よ

今
回
は
な

完

な
作
戦
だ
と
思

た
ん
だ
が

完

な
作
戦
な
ん
か
存
在
し
な
い

敵
を
ハ
メ
た
と
思

て
も
そ
れ
が
見
破
ら
れ
た
時
に
ど

う
す
る
か

 
事
前
に
必
ず

討
し
て
お
か
な
い
と
な

も
し
次
の
機
会
が
あ

た
ら
そ
う
す
る
よ
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そ
し
て
シ

ナ
は

気
に
な

て
い
た
事
を
一
つ

ね
た

と
こ
ろ
で
何
で
お
前

シ
ノ
ン
の
所
に
い
た
ん
だ

お
前
が
他
の
部

を
指

し
て
い
た
ら

 
こ
う
も
簡

に
や
ら
れ
る
事
は
無
か

た
ん
じ

な
い
か

そ
り

あ
今
回
の
目
的
が

こ
の
お
嬢
ち

ん
を
叩
く
事
だ

た
か
ら
な

私あ
あ

あ
ん
た
は
こ
の
ま
ま
だ
と

か
な
り
の

に
な
る
可
能
性
が
高
い

 
だ
か
ら
今
の
う
ち
に
叩
い
て
お
こ
う
と
思

た

 
そ
し
て
倒
せ
な
い
ま
で
も

ど
う
い
う
奴
な
の
か
は
知

て
お
き
た
か

た

だ
そ
う
だ

良
か

た
な
シ
ノ
ン

分
高
く
評
価
さ
れ
て
る
み
た
い
だ
ぞ

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
に
複
雑
な
顔
を
し
た

別
に
そ
れ
は
私
だ
け
の
力
じ

シ

ナ
と
一

に
い
る

て
い
う
部
分
も
あ
る
と
思
う

し
ま
あ
確
か
に
そ
れ
も
あ
る

俺
達
に
と

て

シ

ナ
は
と
に
か
く
謎
な
存
在
だ
か
ら
な

 
そ
れ
ま
で
無
名
だ

た
の
に
い
き
な
り
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
ま
で
進
ん
だ
事
と
あ
の
戦
い
方
か

ら
し
て
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一
時
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

が
コ
ン
バ

ト
し
て
き
た
の
か
と
も
噂
さ
れ
て
た
な

 
ま
あ
そ
れ
に

当
す
る
プ
レ
イ
ヤ

は

お
そ
ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
最
強
ギ
ル
ド

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の

ハ
チ
マ
ン
か
キ
リ
ト
し
か
い
な
い

て
話
だ

た
が

 
二
人
と
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
キ

ラ
が
残

て
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら

多
分
違
う
し
な

ハ
チ
マ
ン

ね

で

そ
の

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

て
ど
ん
な
ギ
ル
ド

 
シ
ノ
ン
は

そ
の
限
り
な
く

き
覚
え
の
あ
る
名
前
を

き

 
シ

ナ
の
事
を
ジ
ト
目
で
見
な
が
ら
そ
う

ね
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
は
知

て
る
か

あ
る
意
味
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
後
継
と
も
言
わ
れ
る
ゲ

ム
な
ん
だ
が

 
そ
こ
に
あ
る
文

通
り
最
強
の
ギ
ル
ド
の
名
前
だ
よ

リ

ダ

は
さ

き
言

た
ハ
チ
マ

ン

て
奴
で

ザ
・
ル

ラ

配
者

て
二
つ
名
で
呼
ば
れ
て
い
る

そ
の
強
さ
は
別
格
で

 
お
そ
ら
く
十
倍
の
プ
レ
イ
ヤ

が
相
手
で
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
方
が
圧
勝
す
る
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
る
な

十
倍

あ
あ

そ
こ
に
は
三
人
の
強
力
な
副
⻑
が
い
て
な
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黒
の
剣
士

の
キ
リ
ト

絶
対

度

の
ユ
キ
ノ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

の
ア
ス
ナ

 
更
に
絶
対
暴
君
の
ソ
レ
イ
ユ

て
い
う
戦
略

兵
器
み
た
い
な
人
が
後
ろ
に

え
て
い

る
そ
う
だ

ア
ス
ナ
に
ソ
レ
イ
ユ

ね

シ

ナ

ど
う
思
う

ど

ど
ど
ど
う
思
う
と
言
わ
れ
て
も
な

分

し
い
な

と
し
か

 
シ

ナ
は

大
に
目
を

が
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

更
に
そ
の
ギ
ル
ド
の
特
徴
は

と
に
か
く
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
多
い

て
事
だ
な

 
ほ
と
ん
ど
の
奴
が

ハ
チ
マ
ン
に

れ
て
る

て
も

ぱ
ら
の

お
い
た
ら
こ

そ
の
話
は
そ
れ
く
ら
い
で

な

ん

何
か
都
合
が
悪
い
の
か

ま
さ
か
お
前

本
当
に

い
い
か
た
ら
こ

こ
れ
か
ら
言
う
事
は
絶
対
に
秘
密
だ

も
し
噂
が
広
ま

た
ら

 
俺
は
お
前
を
と
こ
と
ん
追
い
詰
め
て

こ
の
ゲ

ム
に
い
ら
れ
な
く
す
る

 
シ

ナ
は

下
手
に
勘
ぐ
ら
れ
て
お
か
し
な
噂
が
広
ま
る
よ
り
は

 
予
め
口
止
め
を
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
い

自
分
か
ら
そ
う
言
い
出
し
た

じ

あ

噂
は
本
当
だ

た
の
か
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そ
う
だ

俺
は

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の
ハ
チ
マ
ン
本
人
だ

 
こ
の
キ

ラ
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
サ

ビ
ス
開
始
当
初
に
一
か
ら
作

た
キ

ラ
だ
な

ま
じ
か

そ
れ
じ

あ
ま
さ
か

シ
ズ
カ

て
の
は

や

ぱ
り
バ

サ
ク
ヒ

ラ

な

の
かあ

あ
そ
れ
で
合

て
る

た
だ
俺
は
と
あ
る
目
的
が
あ

て
こ

そ
り
こ
こ
に
来
て
る
か

ら 
出
来
れ
ば
お
前
は
そ
の
噂
を
打
ち
消
す
方
向
で
話
を
広
め
て
く
れ
る
と
助
か
る

そ
う
だ

た
の
か

ま
じ
か
よ

俺

あ
ん
た
の
大
フ

ン
な
ん
だ
よ

 
分
か

た

絶
対
に
秘
密
に
す
る
と
約
束
す
る

頼
む
ぞ
ま
じ
で

シ
ノ
ン
も

今
後
は
他
人
の
前
で
お
か
し
な
反
応
を
す
る
な
よ

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
に
無
言
だ

た
が
や
が
て
顔
を
上
げ
る
と
凄
み
の
あ
る
笑
顔
で
言

た
分
か

た
わ

そ
れ
に
し
て
も
私
の
ラ
イ
バ
ル
は
シ
ズ
カ
や
ピ
ト
だ
け
じ

無
か

た
ん
だ

ね 
シ

ナ

今
度
私
に
も

そ
の
人
達
を
ち

ん
と
紹
介
し
て
ね
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あ

は
い

 
そ
ん
な
二
人
の

を
見
た
薄
塩
た
ら
こ
は

豪

に
笑

た

あ
は
は
は
は

な

シ
ノ
ン

あ
ん
た

実
に

が

わ

て
る
な

 
さ
す
が
は
シ

ナ
が

に
置
い
て
い
る
だ
け
の
事
は
あ
る
な

 
恋
の
ラ
イ
バ
ル
は
き

と
手
ご
わ
い
だ
ろ
う
け
ど

俺
は
あ
ん
た
を
応
援
す
る

あ
り
が
と
う

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
る
わ

お

お
い

シ

ナ
は

て
私
達
の
勝
負
を
見
て
な
さ
い

い
い

俺
の
意
思
は
無

か
よ

 
そ
し
て
そ
の
時
シ

ナ
の
持
つ
通
信
機
が
鳴
り

 
薄
塩
た
ら
こ
の
最
後
の
仲
間
達
が
全
滅
し
た
事
が
ダ
イ
ン
か
ら
告
げ
ら
れ
た

 
そ
れ
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
は

天
を

ぎ
な
が
ら
言

た

今
日
は
と
て
も
い
い
話
を

け
た

あ
ん
た
達
に
負
け
た
な
ら
満
足
だ

 
必
ず
約
束
は
守
る
か
ら

俺
の
事
も

こ
こ
で
ひ
と
思
い
に
や

て
く
れ

い
い
の
か

別
に
見
逃
し
て
も
い
い
ん
だ
が
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い
や

そ
れ
じ

あ
散

て
い

た
仲
間
達
に

し

が
た
た
ね
え

 
俺
の
首
は
あ
ん
た
自
ら
の
手
で
討
ち
取

て
く
れ

た
ら
こ

あ
ん
た
シ

ナ

じ

な
い
け
ど

い
い
男
ね

お
う

最
高
の
褒
め
言
葉
だ
な

 
シ
ノ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
薄
塩
た
ら
こ
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
ニ

コ
リ
と
微
笑
ん
だ

そ
れ
じ

あ
機
会
が
あ

た
ら

今
度
は
そ

ち
に
誘

て
く
れ

い
い
の
か

そ
の
時
は
二
人
と
も
宜
し
く
頼
む

お
う

ま
た
な

た
ら
こ

ま
た
ね

お
う

ま
た
な

二
人
と
も

 
そ
し
て
シ

ナ
は
薄
塩
た
ら
こ
の
首
を

ね
そ
の
体
は
エ
フ

ク
ト
と
共
に
消
え
て
い

た

中
々
面
白
い
奴
だ

た
な

え
え

さ
す
が
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
最
大
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

だ
け
の
事
は
あ
る
わ
ね

そ
れ
じ

あ
俺
達
も

街
へ
凱
旋
と
い
く
か

う
ん
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そ
し
て
シ
ノ
ン
は

当
然
の
よ
う
に
シ

ナ
の

に
自
分
の

を
か
ら
め
た

お
い
こ
ら
離
せ

よ

あ
ん
な
話
を

い
た
ら

何
も
し
な
い

に
は
い
か
な
い
じ

な
い

言

て
お
く
が

俺
の
パ

ト
ナ

は
シ
ズ
カ
だ
け
だ
か
ら
な

そ
う
言
い
な
が
ら

ち

ん
と
私
達
の
相
手
も
し
て
く
れ
る
わ
よ
ね

そ
れ
が
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

ふ
ふ

言

て
も
誰
も

か
な
い
ん
で
し

 
そ
れ
な
ら
あ
る

度
好
き
に
さ
せ
た
方
が

精
神
衛
生
的
に
は
い
い
ん
じ

な
い

そ
う
な
ん
だ
よ
な

ま
あ

シ
ズ
カ
を
本
気
で

ら
せ
な
い
よ
う
に
な

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
街
に

り

仲
間
達
と
共
に
勝
利
を
喜
び
あ

た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

し

な
さ
そ
う
に
シ
ノ
ン
に
謝

て
き
た
の
だ
が

 
シ
ノ
ン
は
そ
ん
な
シ

ピ

ゲ
ル
の

を

ん

ん
と
叩
き

笑
顔
で
そ
れ
を
許
し
た

 
実
は
シ
ノ
ン
も

シ

ナ
と
同
じ
よ
う
に
ど
う
で
も
い
い
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
当
然
そ
の
事
に
も
気
が
付
か
ず

純
に
許
さ
れ
た
の
だ
と
勘
違
い
し
て
い
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た 
そ
し
て
一
同
は

酒
場
の
二

を
貸
し
き

て

大
に
祝
勝
会
を
行

た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
と
て
も
そ
ん
な
気
分
に
は
な
れ
な
か

た
の
か

い

で
ロ
グ
ア
ウ

ト
し
た

 
そ
の
後
何
故
か
薄
塩
た
ら
こ
軍
団
も
合
流
し
罠
に
は
め
よ
う
と
し
た
事
へ
の
謝
罪
も
あ

た 
今
回
の
事
は
水
に
流
し

ま
た
か
ち
合

た
ら
正
々

々
と
戦
お
う
と
い
う
事
に
な

た

 
こ
う
し
て
今
回
の
事
件
は

何
も
遺

を
残
す
事
な
く
無
事
に
終
結
し
た
が

 
先
に
落
ち
た
シ

ピ

ゲ
ル
だ
け
が

遺

を
残
す
結
果
と
な

た
の
だ

た

 
明
日
は
本
当
の
本
当
に
の
ん
び
り
し
た
話
に
す
る
つ
も
り
で
す
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第
２
８
４
話
 
心
の
広
い
彼
女
に
感
謝
を

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
し
て
祝
勝
会
と
い
う
名
の
宴
会
も
終
わ
り
そ
の
帰
り

に
シ

ナ
は
エ
ヴ

に
呼
び
止
め

ら
れ
た

シ

ナ
さ
ん

約
束
の
話
な
ん
で
す
け
ど

明
日

て
お
暇
で
す
か

約
束

は
い

い
物
を
食
べ
に
連
れ
て

て
く
れ
る
と

あ

あ
あ

 
シ

ナ
は
こ
の
時
初
め
て
自
分
の

さ
に
気
が
付
い
た

 
あ
の

況
か
ら
解
放
さ
れ
た
喜
び
と
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
発
動
し
た
お
兄
ち

ん
ス
キ

ル
の
せ
い
で

 
と
ん
で
も
な
い
約
束
を
し
て
し
ま

た
と
シ

ナ
は
後
悔
し
た
の
だ
が
も
う
後
の
祭
り
で
あ



 第２８４話 心の広い彼女に感謝を

る 
シ

ナ
は
ど
よ
ん
と
落
ち
込
ん
だ
気
分
で
し
か
し
そ
れ
を
表
情
に
出
さ
な
い
よ
う
に
言

た
大
丈
夫
だ

そ
れ
で

ど
こ
へ
迎
え
に
行
け
ば
い
い

明
日
は
大
学
で
練

が
あ
る
ん
で

出
来
れ
ば
そ
こ
の
入
り
口
の
前
だ
と
助
か
り
ま
す

分
か

た

門
を
出
た
所
で
待

て
る
わ

は
い

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日

 
エ
ヴ

は
宴
会
中
は
豪

な
話
し
方
を
し
て
お
り
他
の
者
も
個
性
的
な
話
し
方
を
し
て
い
た

の
だ
が

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
が
相
手
で
他
人
が
い
な
い
時
は

素
の
話
し
方
を
す
る
事
に
し
た
ら
し
い

 
六
人
は
そ
れ
ぞ
れ
外
見
に
ま

た
く
合
わ
な
い
普
通
の

を
し
て

に
落
ち
て
い

た

シ

ナ

今
の
連
中
は

 
そ
う
話
し

け
て
き
た
の
は
薄
塩
た
ら
こ
だ

た

そ
う
か

お
前
は
あ
い
つ
ら
の
事
を
知
ら
な
い
ん
だ

た
な

 
今
日
飛
び
込
み
で
参
加
し
て
き
た

ア
マ

ネ
ス
軍
団
だ
よ
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そ
ん
な
連
中
ま
で
い
た
の
か

道
理
で
人

の
計
算
が
ま

た
く
合
わ
な
い
と
思

た

女
だ
け
の
六
人
の
チ

ム
な
ん
て

珍
し
い
よ
な

ま

た
く
見
覚
え
が
無
か

た
が

最
近
始
め
た
連
中
か

多
分
な

で
も
あ
い
つ
ら
は
中
々
い
い
動
き
を
す
る

多
分
リ
ア
ル
で
も
何
か
や

て
る
ん
だ

ろ
う
な

そ
う
い
う
連
中
は

手
ご
わ
い
よ
な

あ
い
つ
ら
は

び
る
だ
ろ
う
な

 
シ

ナ
は
新
体
操
の
部
分
を
ぼ
か
し
て
そ
う
言

た

か
な
り
の
高
評
価
で
あ
る

さ
て

俺
も
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
よ

ま
た
な

シ

ナ

と

シ
ノ
ン
も
な

お
う

ま
た
な

ま
た
ね

 
い
つ
の
間
に
か
シ
ノ
ン
が

に
来
て
い
た
ら
し
く
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う
二
人
に

を
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

り
向
き

シ
ノ
ン
に
言

た

さ
て

俺
達
も
帰
る
か

そ
う
ね

今
日
は
ち

と
疲
れ
た
し
ね



 第２８４話 心の広い彼女に感謝を

 
二
人
は
そ
う
言
葉
を
交
わ
す
と

点
へ
と
向
か

て
歩
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
シ

ナ

明
日
の
事
な
ん
だ
け
ど

当
然
私
も
連
れ
て
い

て
く
れ
る
の
よ
ね

な
 
シ

ナ
は
何
故
シ
ノ
ン
が
そ
の
事
を
知

て
い
る
の
か
と

激
し
く
動

し
た

お

お
前

い
て
た
の
か

当
然
じ

な
い
ま
あ
今
の
あ
の
子
達
は
あ
な
た
へ
の
恋
愛
感
情
は
一
切
無
い
み
た
い
だ
け

ど 
今
後
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
し
お
目
付
け
役
と
し
て
し

か
り
と
私
が
付
い
て
い
か
な

い
と
ね

ま
あ
別
に

わ
な
い
が

多
分
お
前
と
同
世
代
だ
ろ
う
し

そ
う
な
の

あ
あ

あ
い
つ
ら
の
あ
の
動
き
は
も
ろ
に
新
体
操
の
動
き
だ

た
か
ら
な

 
大
学
生
に
し
て
は

い
感
じ
が
す
る
し
中
学
で
新
体
操
部
が
あ
る
所
な
ん
ざ
ほ
と
ん
ど
無
い

し 
そ
も
そ
も
中
学
生
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や
る

て
の
は
考
え
に
く
い
し
な
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そ

か

同
世
代
な
ん
だ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

こ
う

い
た

私
の
ア
バ
タ

が
か
わ
い
く
て
良
か

た

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か

と

き
出
し
た

確
か
に
あ
い
つ
ら
の
ア
バ
タ

は

分
と

あ

偏

て
た
よ
な

う
ん

さ
す
が
に
六
人
全
員
が
あ
あ
な
る

て
の
は
珍
し
い
よ
ね

ま
あ

ト

マ
と
ア
ン
ナ
は
そ
う
で
も
な
か

た
け
ど
な

 
一
応
記
し
て
お
く
と

エ
ヴ

は
身
⻑
が
か
な
り
高
く

茶

の
三
つ
編
み
を
し
た

 
全
て
に
お
い
て
ご
つ
い

女
子
プ
ロ
レ
ス
ラ

の
よ
う
な
外
見
を
し
て
い
る

 
ソ
フ

は
⻑
い
茶

を
後
ろ
で
束
ね
た
ず
ん
ぐ
り
む

く
り
と
し
た
外
見
で
あ
り

 
ト

マ
は

身
で
シ

ト
カ

ト
の
黒

を
し
た
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
女
性
的
な
外
見
を

し
て
い
る

 
ロ

ザ
は

い

の
そ
ば
か
す
顔
で

 
お
か
ん
と
い
う
あ
だ
名
が
つ
い
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
外
見
を
し
て
お
り

 
ア
ン
ナ
は
見
事
な
金

を
し
た
美

キ

ラ
で
あ
り



 第２８４話 心の広い彼女に感謝を

 
ニ

ト

と
サ
ン
グ
ラ
ス
の
せ
い
で
白
人
男
性
に
も
見
え
る
が

 
そ
の
二
つ
を
取
る
と
ま
る
で
ハ
リ
ウ

ド
女
優
の
よ
う
に
見
え
る

要
す
る
に
顔
だ
ち
が
き

つ
い

 
そ
し
て
タ

ニ

は
銀
色
の
ベ
リ

シ

ト
で

い
目
付
き
を
し
た

の
よ
う
な
外
見

だ

た

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
六
人
の
顔
を

め
て
思
い
出
し

も
う
一
度
同
じ
よ
う
な
事
を
言

た

私
の
ア
バ
タ

が

シ

ナ
好
み
の
か
わ
い
い
外
見
で

本
当
に
良
か

た

俺
は
お
前
の
外
見
に
つ
い
て

何
か
言

た
覚
え
は
無
い
ん
だ
が

何
よ

何
か
私
の
ア
バ
タ

に
文

で
も
あ
る
の

い
や

ま
あ
好
み
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が

別
に

い
で
は
な
い
け
ど
な

知
ら
な
い

て

自
分
の
事
で
し

う
に

も
う

相
変
わ
ら
ず
素
直
じ

な
い
わ
ね

と
り
あ
え
ず
明
日
は
大
型
の
ミ
ニ
バ
ン
を

り
て
い
く
が

定
員
は
八
人
ま
で
だ
か
ら
な

 
今
回
は
映
子
や
美
衣
や

奈
は
連
れ
て
い
け
な
い
か
ら
な

ち

と
誤
魔
化
さ
な
い
で
よ

ま
あ
い
い
わ
と
り
あ
え
ず
私
で
丁
度
定
員
い

ぱ
い

て
事
ね
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三
人
と
も
残
念
が
る
と
思
う
け
ど

今
回
は

め
る
よ
う
に
言

て
お
く
わ

そ
う
い
え
ば
あ
い
つ
ら

あ
れ
か
ら
ち

ん
と
お
前
の
事
を
ガ

ド
し
て
く
れ
て
る
か

う
ん
私
は
必
要
無
い

て
言

て
る
ん
だ
け
ど
い
つ
も
誰
か
し
ら

に
い
て
く
れ
て
る
わ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い

 
そ
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
八
幡
は
今
日
あ

た
事
を

め
そ
の
事
を
正
直
に
明
日
奈
に

話
し
た

え
え

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ

あ
あ

一
歩
間
違
え
れ
ば
全
滅
す
る
可
能
性
も
あ

た
な

そ
れ

て
実
は

八
幡
君
と
シ
ノ
の
ん
以
外
は

で
し

ま
あ
正
直
二
人
揃

て
れ
ば
ど
う
と
で
も
な
る
か
ら

そ
う
か
も
だ
け
ど
な

 
八
幡
は
あ

さ
り
と
そ
う
認
め
た

明
日
奈
は
明
日
は
何
か
用
事
が
あ
る
の
か

私
は
雪
乃
と
出

け
る
約
束
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

 
結
衣
と
優
美
子
は

た
ま
に
は

て
事
で
海

名
さ
ん
と
三
人
で
集
ま
る
み
た
い
で

 
珍
し
く
雪
乃
に

二
人
で
出

け
よ
う

て
誘
わ
れ
た
の



 第２８４話 心の広い彼女に感謝を

 
あ

あ

私
も
そ
の
子
達
を
見
て
み
た
か

た
な

悪
い
な

の
定
員
が
い

ぱ
い
な
ん
だ
よ

そ
う
じ

な
か

た
ら

 
こ

ち
と
合
流
し
て
も
ら

て
も
良
か

た
ん
だ
け
ど
な

 

て

雪
乃
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
事
が
バ
レ
る
の
は
ま
ず
い
か

 
い
や

あ
え
て
バ
ラ
し
て
小
猫
が
今
頑
張

て
く
れ
て
い
る

 
あ
そ
こ
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

の
情
報
の
整
理
を
手
伝

て
も
ら
う
手
も
あ
る
が

 
迷
う
八
幡
を
見
て

明
日
奈
は
少
し
考
え
た
後
に
言

た

ま
あ

も
う
少
し
様
子
見
で
い
い
ん
じ

な
い

薔
薇
さ
ん
や
る
気
ま
ん
ま
ん
だ
し

そ
う
だ
な

下
手
に
雪
乃
を
呼
ぶ
と

私
が
信
用
出
来
な
い
ん
で
す
か

と
か
小
猫
が

ね
る
か
も
だ
し
な

と
こ
ろ
で
明
日
は
ど
こ
に
行
く
つ
も
り
な
の

あ
あ

俺
は
そ
う
い
う
の
に
は

い
か
ら

 
こ
の
前
雪
乃
と
話
し
て
い
た
時
に

た
ま
た
ま
話
題
に
な

た
店
に
し
よ
う
か
と
思

て
る

結
衣
や
優
美
子
な
ら
分
か
る
け
ど
雪
乃
が
そ
う
い
う
店
の
事
を
話
題
に
出
す
な
ん
て
珍
し
く

な
い
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ど
う
や
ら
猫
の
イ
メ

ジ
の
ス
イ

ツ
が
あ
る
ら
し
く

て
な

あ
あ

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
を

い
て

直
ぐ
に
納
得
し
た
よ
う
だ

ま
あ
と
り
あ
え
ず

今
度
私
も
そ
の
子
達
に
会
わ
せ
て
ね

あ
あ

ゲ

ム
の
中
で
も
た
ま
に
は
一

に
行
動
す
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
が

 
あ
い
つ
ら
を
見
た
ら

多
分
明
日
奈
も
凄
く
驚
く
と
思
う
ぞ

そ
れ
じ

あ
そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
と
く
ね

あ
と

 
そ
し
て
明
日
奈
は

八
幡
に

く
キ
ス
を
し
た

シ
ノ
の
ん
と

こ
う
い
う
事
を
し
ち

目
な
ん
だ
か
ら
ね

す
る
わ
け
な
い
だ
ろ

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
を

き

明
日
奈
は
に

こ
り
微
笑
ん
だ
の
だ
が

 
内
心
明
日
奈
は
こ
う
も
思

て
い
た

で
も
他
の
女
の
子
を
キ

パ
リ
と

絶
す
る
八
幡
君

て
何
か
八
幡
君
ら
し
く
な
い
ん
だ
よ

な 
姉
さ
ん
や
シ
ノ
の
ん
に

き
つ
か
れ
て
と
ま
ど
う
八
幡
君
は
か
わ
い
い
と
思
う
し



 第２８４話 心の広い彼女に感謝を

 
一
線
を
越
え
な
け
れ
ば

私
も
そ
の

度
は
最
近
何
と
も
思
わ
な
く
な

て
き
た
し

 
明
日
奈
は

八
幡
の

り
を
自
分
を

め
た
多

の
女
性
が
囲
ん
で
い
る
事
に

 
自
分
が

々
慣
れ
て
き
て
し
ま

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

も
し
私
が

も

と
も

と
八
幡
君
を
独

す
る
よ
う
に
し
て
い
た
ら

 
そ
れ
で
も
他
の
皆
は
私
達
の

に
い
て
く
れ
る
と
思
う
け
ど
今
ほ
ど
幸
せ
だ
と
は
思
え
な
い

気
が
す
る

 
八
幡
君
は
私
の
事
を
絶
対
に
裏
切
ら
な
い

だ
か
ら

え
他
の
人
が
八
幡
君
に

き
付
い
て
い

よ
う
と

 
私
は
安
心
し
て
い
ら
れ
る

む
し
ろ
そ
の
子
の
笑
顔
を
見
る
と

 
八
幡
君
の
お
か
げ
だ
と
思

て
私
ま
で
嬉
し
く
な
る

同
じ
よ
う
に
他
の
皆
も

 
私
と
八
幡
君
を
見
て
笑
顔
に
な

て
く
れ
る

そ

か

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

 
明
日
奈
は
そ
う
考
え

じ

と
八
幡
の
顔
を
見
つ
め
た

ん

ど
う
か
し
た
の
か

八
幡
君
が
他
の
子
に

き
付
か
れ
た
り
し
た
時
に
無
理
に

り
ほ
ど
い
た
り
し
な
い
の

て
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そ
の
子
の

し
む
顔
を
見
た
く
な
い
か
ら
だ
よ
ね

う

い
き
な
り
何
だ
よ

ま
あ
確
か
に
そ
う
思

て
し
ま
う
事
は
否
定
出
来
な
い
が

八
幡
君

て

女
性
関
係
は
基
本
凄
く
受
身
だ
よ
ね

お

お
う

 
八
幡
は

困

た
顔
で
そ
う
言

た

八
幡
君
は

絶
対
に

気
を
し
な
い
よ
ね

当
た
り
前
だ
ろ

俺
は
明
日
奈
と
結
婚
す
る
つ
も
り
だ

 
こ
の
質
問
に
対
し
て
は

八
幡
は
キ

パ
リ
と
そ
う
言
い
切

た

う
ん
八
幡
君
は
や

ぱ
り
今
の
ま
ま
の
八
幡
君
が
い
い

私
も
今
が
一
番
幸
せ
だ
と
思
う

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
だ
よ

う
う
ん

皆
が
幸
せ
な
今
が

や

ぱ
り
一
番
幸
せ
な
ん
だ
な

て

め
て
思

た
の

 
八
幡
は
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ

戸
惑

た
よ
う
に
言

た

ま
あ

明
日
奈
が
い
い
な
ら
そ
れ
で
い
い

 
八
幡
は

も
し
か
し
て
明
日
奈
は
か
な
り
陽
乃
の
影

を
受
け
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思

た
が
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や
は
り
自
分
の
性
格
的
に

た
く
相
手
を

絶
す
る
事
は
難
し
か

た

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に

え
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 
八
幡
は

そ
の
分
も

と
明
日
奈
に
優
し
く
し
よ
う
と
考
え

 
明
日
奈
の

に
手
を
回
し

自
ら
の
方
へ
そ

と

き
寄
せ
た

も
う

急
に
ど
う
し
た
の

い
や

俺
は
明
日
奈
に

え
て
ば

か
り
だ
と
思

て
な

そ
う
思
う
な
ら

心
の
広
い
彼
女
に
も

と
感
謝
し
な
さ
い

お
う

そ
れ
じ

あ
今
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

全
身
マ

サ

ジ
で
も
す
る
か

え

う

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
二

の
八
幡
の
部
屋
へ
と
向
か

た

丁
度
そ
の
時
部
屋
か
ら
出
て
き
た
小

町
が

 
こ
れ
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
で
も
ロ
グ
イ
ン
す
る
の
か
と
思

た
の
か

何
気
な
く
二
人
に

ね
た

お
兄
ち

ん

何
か
す
る
の

い
や
な

明
日
奈
に
日

の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

に

 
こ
れ
か
ら
全
身
を
マ

サ

ジ
し
て
や
る
事
に
し
た
か
ら
ベ

ド
の
所
に
行
こ
う
と
思

て
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な
そ
う
な
ん
だ

そ
れ

小
町
も
見
学
し
て
も
い
い

別
に

わ
な
い
ぞ

つ
い
で
に
小
町
も
全
身
マ

サ

ジ
す
る
か

う

ん

お
義
姉
ち

ん
が
や

て
も
ら
う
の
を
見
て
か
ら
考
え
る
よ

そ
う
か

 
そ
し
て
一
時
間
後

明
日
奈
は
顔
を
紅
潮
さ
せ
て
ぐ

た
り
し
て
い
た

い
や

ま
さ
か
お
義
姉
ち

ん
の
あ
ん
な
声
や
こ
ん
な
顔
が
見
ら
れ
る
な
ん
て

福

福

 
小
町

大
人
の

を
一
歩
上

ち

た
か
も

そ
れ
で
小
町
は
ど
う
す
る
ん
だ

さ
す
が
に
兄
妹
で
あ
れ
は

理
的
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
か
ら

だ
け

ん
で

お
う

 
そ
し
て
更
に
十
分
後

小
町
は
満
足
し
た
の
か

を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
な
が
ら
言

た

う
ん

す

ご
く

が
楽
に
な

た

あ
り
が
と
ね
お
兄
ち

ん

お
う

ま
た
い
つ
で
も

ん
で
や
る

そ
れ
じ

あ
小
町
は
部
屋
に

る
か
ら
今
度
は
お
姉
ち

ん
に
も

と
凄
い
の
を
や

て



 第２８４話 心の広い彼女に感謝を

あ
げ
て

え
え

ん

そ
う
か

ま
あ
た
ま
に
は
い
い
か

ち

ち

と
八
幡
君

い
い
か
ら
い
い
か
ら

ほ
ら

 
そ
し
て
小
町
が
出
て
い

た
後

部
屋
に
は
明
日
奈
の

声
が

き

り

 
次
の
日
の
朝
八
幡
は
両
親
か
ら
つ
い
に

の
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
気
に
な

た
の
か
と
言

わ
れ

 
誤
解
を
解
く

に
必
死
に

解
す
る
事
に
な

た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
朝

き
た

間

自
分
の
体
が
と
て
も

い
の
に
驚
き
つ
つ
も

 

日
の
事
を
思
い
出
し

面
し
な
が
ら

い
た

確
か
に
体
は
凄
く
楽
に
な

た
ん
だ
け
ど

小
町
ち

ん
が
い
な
く
な

た
後

 
ま
さ
か
あ
ん
な
格
好
や
こ
ん
な
格
好
で

あ
ん
な
事
や
こ
ん
な
事
を
さ
れ
る
な
ん
て

 
つ
い
で
に
秘
密
だ

た
は
ず
の

あ
の
旅
行
中
の
ア
レ
ま
で

 
も
う
一
刻
も

く
八
幡
君
に
お

に
も
ら

て
も
ら
わ
な
き
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比
企
谷
家
は

今
日
も
平
和
の
よ
う
で
あ
る

 

  
そ
し
て
そ
の
日
の
午
後
八
幡
は
陽
乃
に

を

り
て
最
初
に
詩
乃
の
学
校
へ
と
向
か

た

 
今
日
は
キ

ト
で
来
た

で
も
な
い
の
に

目
ざ
と
い
生
徒
達
が
押
し
か
け
て
き
た

 
結
局
八
幡
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
事
と
な

た

 
だ
が
生
徒
達
も
心
得
た
も
の
で

詩
乃
達
が

を
現
し
た

間
に

 

り
を
囲
ん
で
い
た
生
徒
達
は

が
引
く
よ
う
に
散

て
い
き

 
遠
く
か
ら
好
意
的
な

線
を
向
け
る
だ
け
と
な

て
い
た

 
八
幡
は

詩
乃
達
が
煙
た
が
ら
れ
た
り
は
し
て
い
な
い
よ
う
だ
と
安

し
た

 
そ
ん
な
八
幡
の
目
に

昇
降
口
を
出
た
ば
か
り
の
遠

達
の

が
映

た

ん

あ
れ
は
遠

か

な

詩
乃

お
前

今
は
あ
い
つ
の
事
を
ど
う
思

て
る
ん
だ

う

ん

的
に
関
わ
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
け
ど

ま
あ
普
通
か
な

 
も
う
過
ぎ
た
事
だ
し

十
分
反
省
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ
し

 
だ
か
ら
誰
か
に
い
じ
め
ら
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に

一
応

り
の
子
に
は
言

て
る
か
な

そ
う
か

お
前
は
優
し
い
な
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そ
う
思
う
な
ら
も

と
私
に
優
し
く
し
な
さ
い
よ
ね

十
分
優
し
く
し
て
る
方
だ
と
思
う
が

べ

別
に
も

と
優
し
く
て
も
い
い
じ

な
い

え
ば
今
日
う
ち
に
来
る
と
か

詩
乃

ち

の
ろ
け
す
ぎ

つ
い
で
に
調
子
に
乗
り
す
ぎ

あ
と
微

に
言

て
る
事
が
エ
ロ
い

う

ご

ご
め
ん

 
三
人
に
そ
う
言
わ
れ

少
し
自
覚
は
あ

た
の
か

詩
乃
は
直
ぐ
に
謝

た

 
丁
度
そ
の
時
遠

達
が

一
同
の
真
横
に
差
し

か

た

 
遠

達
は

い
じ
め
ら
れ
た
り
は
し
て
い
な
い
よ
う
だ

た
が

 
他
の
生
徒
に

的
に
相
手
に
さ
れ
て
い
る
様
子
も
無
く
目
を
伏
せ
た
ま
ま
通
り
過
ぎ
よ
う

と
し
た

お
い
遠

 
そ
の

う

を
見
た
八
幡
は

何
を
思

た
か

い
き
な
り
遠

に
声
を

け
た

 
遠

は
ビ
ク

と
し
な
が
ら
も

無

す
る
事
は
出
来
な
か

た
よ
う
で
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お
ず
お
ず
と
八
幡
の
方
へ
と
近
付
い
て
い

た

な

何
か
私
に
用
で
す
か

 
遠

は

完
全
に

え
た
様
子
で
そ
う
話
し

け
て
き
た

 
八
幡
は

ち

と
や
り
す
ぎ
た
か
と
思
い

安
心
さ
せ
る
よ
う
に
遠

に
言

た

な

お
前

影
で
こ

そ
り
い
じ
め
ら
れ
た
り
と
か
し
て
な
い
よ
な

大
丈
夫
か

 
遠

は
そ
の
言
葉
に
意
外
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た
が

直
ぐ
に
目
を
伏
せ

八
幡
に
言

た

そ

そ
う
い
う
の
は
大
丈
夫

で
す

そ
う
か

そ

ち
の
二
人
も
大
丈
夫
か

は

は
い

平
気
で
す

私
も
大
丈
夫
で
す

そ
う
か

 
そ
し
て
八
幡
は

囲
に

こ
え
る
よ
う
に
こ
う
言

た

俺
は
そ
う
い
う
の
が

い
だ
か
ら
な

お
前
達
も

 

り
で
何
か
そ
う
い
う
事
が
あ
る
よ
う
だ

た
ら
直
ぐ
に
俺
に
教
え
て
く
れ

 
そ
し
て

り
の
生
徒
達
か
ら
次
々
と
賞

の
声
が
上
が
り

八
幡
は
満
足
そ
う
に

い
た



 第２８４話 心の広い彼女に感謝を

 
そ
し
て
遠

達
は

八
幡
に

こ

こ
と
お

儀
を
し
な
が
ら
去

て
い

た

い
き
な
り
何
を
い
い
出
す
の
か
と
思

た
ら

心
配
性
な
ん
だ
ね

 
シ
ノ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は
こ
う
返
事
を
し
た

そ
う
は
言
う
が
な

裏
で
何
か

こ

て
た
ら
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
か
ら
な

 
ま
あ
保
険
だ
保
険

と
に
か
く
そ
う
い
う
の
は

俺
の
目
が

く

囲
で
は
絶
対
に
許
さ
ん

ふ
ふ

八
幡
ら
し
い
ね

ま
あ
逆
に
言
う
と

目
の

く

囲
に
し
か
俺
の
手
は

か
な
い
ん
だ
け
ど
な

そ
れ
で
も
う
ち
の
学
校
は

凄
く
い
い
雰
囲
気
に
な

た
と
思
い
ま
す

全
部
八
幡
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
ね

詩
乃

ち
も
幸
せ
そ
う
だ
し
ね

 
映
子
達
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は

を
か
い
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は

エ
ヴ

達
と
の
約
束
の
場
所
へ
と
向
か
う
事
に
し
た
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こ
う
い
う
話
を

ま
な
い
と

心
が
荒
ん
で
し
ま
い
ま
す
ね



 第２８５話 大混乱の午後

 
第
２
８
５
話
 
大
混
乱
の
午
後

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
目
的
の
場
所
に
着
く
と

約
束
の
時
間
に
は
少
し

か

た
せ
い
か

 
そ
れ
ら
し
き
集
団
は
ま
だ
来
て
い
な
か

た

そ
し
て
大
学
の
様
子
を
見
な
が
ら
ふ
と
詩
乃

が
言

た

そ
う
い
え
ば
八
幡

て

受
験
は
来
年

そ
う
だ
な

お
前
と
同
じ
年
に
受
験
す
る
事
に
な
る
な

そ
う
な
ん
だ

ち
な
み
に
ど
こ
を
受
け
る
の

そ
れ
は
ま
だ
決
め
て
な
い
が

そ

そ
う

も
し
決
ま

た
ら

直
ぐ
に
教
え
な
さ
い
よ
ね

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
が

て

お
前
ま
さ
か

 
同
じ
所
を
受
け
る
つ
も
り
か

と
言
い

け
た
八
幡
の
言
葉
を

り

詩
乃
は

て
て
言
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た
な

何
を
言

て
る
の

ち

と
自
意
識
過

な
ん
じ

な
い
の

俺
は
ま
だ
何
も
言

て
な
い
ん
だ
が

 
ま
あ
進
路
が
一

だ

た
ら
大
学
生
活
も
楽
し
そ
う
だ
な
と
は
思

た
が

た

楽
し
そ
う

ん

知
り
合
い
が
多
い

て
の
は
普
通
に
楽
し
み
だ
ろ

し

仕
方
な
い
わ
ね

そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
同
じ
所
を
目
指
し
て
あ
げ
て
も
い
い
わ
よ

 
こ
れ
で
も
私

か
な
り
成

は
い
い
方
な
の
よ

そ
う
か

 
詩
乃
が
胸
を
張
り
な
が
ら
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
の
を

い
て

 
八
幡
は
顔
を

ば
せ
な
が
ら

そ
う
一
言
だ
け
言

た

あ
 
突
然
詩
乃
が
そ
ん
な
声
を
上
げ

八
幡
は
何
事
か
と
思

た
の
だ
が

 
詩
乃
の

線
の
先
を
見
る
と

道

に

布
が
落
ち
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
ど
う
や
ら
少
し
先
を
歩
い
て
い
る
⻑
身
の
女
性
が
落
と
し
た
よ
う
で
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八
幡
は
詩
乃
に
一
言
断

て
か
ら

の
外
に
出
て

布
を

う
と
そ
の
女
性
に
声
を

け

た 
八
幡
が

布
を
差
し
出
す
と

そ
の
女
性
は

こ

こ
と
お
じ
ぎ
を
し
て
い
た
が

 
直
後
に
八
幡
が
少
し
考
え
込
ん
だ
後

メ
モ
の
よ
う
な
物
を
差
し
出
し

そ
の
女
性
に
何
か

言

た

 

に
そ
の
女
性
は
顔
を

ら
め

と
て
も
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た
後

 
逃
げ
る
よ
う
に
そ
の
場
を
立
ち
去

た

詩
乃
は
何
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
と
思
い

 

て
き
た
八
幡
に

そ
の
事
を

ね
た

い
や
な
一
応
何
か
無
く
な

て
た
ら
困
る
か
ら
俺
の
連

先
を
書
い
た
メ
モ
を

し
た
つ

い
で
に

 
あ
の
人

分
自
分
の
身
⻑
の
事
を
気
に
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ

た
か
ら

 
余
計
な
お
世
話
か
と
思

た
ん
だ
が

つ
い
こ
う
言

ち
ま

た
ん
だ
よ

あ
の

背
が
高
く
て
凄
く
素
敵
で
す
よ
ね

て
な

 
そ
し
た
ら
あ
の
人
急
に
顔
を

く
し
た
と
思

た
ら
そ
の
ま
ま
走

て
逃
げ
ち
ま

た
ん

だ
よ
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詩
乃
は
ど
う
し
て
こ
の
男
は
こ
う
あ
ち
こ
ち
で
無
自
覚
に
フ
ラ
グ
を
立
て
る
の
だ
ろ
う
と

れ
た
が

 
丁
度
そ
の
時
い
か
に
も
女
子
高
生
ら
し
い
六
人
組
が
き

ろ
き

ろ
し
な
が
ら
入
り
口
か
ら

出
て
き
た

 
詩
乃
は
そ
ち
ら
を
指
差
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

ね

あ
れ
が
エ
ヴ

達
な
ん
じ

な
い

ん

あ
あ

そ
れ

い
な

し
か
し
あ
れ
が
そ
う
な
ら

ゲ

ム
と
の
ギ

プ
が
凄

え
なう

ん

 
そ
の
六
人
は
い
か
に
も
女
子
高
生
と
い

た
感
じ
で
あ
り
一
人
は
ハ

フ
な
の
か
自
然
な
金

だ

た

 
八
幡
は
何
と
声
を

け
る
べ
き
か
迷

た
が

結
局
ス
ト
レ

ト
に
声
を

け
る
事
に
し
た

ね

い
つ
も
の
あ
の
背
の
高
い
格
好
い
い
お
姉
さ
ん
今
日
は
何
だ
か
顔
が
真

だ

た

ね
そ
れ
に
気
の
せ
い
か

凄
く
嬉
し
そ
う
だ

た
よ
ね
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そ
れ
よ
り
も
ほ
ら

シ

ナ
さ
ん
を
探
さ
な
い
と

さ
て

誰
が
そ
う
な
の
か
な

 
八
幡
は
そ
ん
な
六
人
の
会
話
を

き
つ
つ
こ
こ
だ
こ
こ
と
思
い
な
が
ら
少
女
達
の
前
に
立

た
の
だ
が

 
六
人
は

に
年
上
に
見
え
る
者
の
方
に
ば
か
り
注
意
を
向
け

 
あ
れ
じ

な
い

い
や
あ

ち
の
方
が
と
話
し
合

て
お
り

 
八
幡
の
方
を
見
て
も
何
の
反
応
も

さ
な
か

た

 
八
幡
は

ゲ

ム
の
中
の
自
分
は
そ
ん
な
に
年
上
の
お

さ
ん

い
だ
ろ
う
か
と

 
少
し
悩
み
な
が
ら

六
人
に
声
を

け
た

な

ち

と
い
い
か

さ

き
か
ら
何
よ
あ
ん
た

ナ
ン
パ
な
ら
お
断
り
よ

そ
う
そ
う

私
達
は
そ
ん
な
に

い
女
じ

な
い
ん
だ
か
ら
ね

す
み
ま
せ
ん

今
は
人
を
待

て
い
る
の
で

で

で
も
こ
の
人
す
ご
く
格
好
い
い
ん
だ
け
ど

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

今
は
シ

ナ
さ
ん
を
探
さ
な
い
と
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そ
う
そ
う

あ

年
齢
的
に
も
あ
の
人
が
そ
う
な
ん
じ

な
い

さ

き
か
ら
お
前
ら
な

そ
も
そ
も
何
で
俺
が
そ
ん
な
年
上
だ

て
思

た
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
に
六
人
は
き

と
ん
と
す
る
と

ま
じ
ま
じ
と
八
幡
の
顔
を
見
た

 
そ
し
て
六
人
は

ま
る
で

を
組
む
か
の
よ
う
に
集
ま
る
と

ひ
そ
ひ
そ
と
話
し
始
め
た

ね

こ
れ

て
も
し
か
し
て
も
し
か
す
る

い
や
い
や

さ
す
が
に
若
す
ぎ
で
し

う

で
も
今
の

り
方

す
ご
く
シ

ナ
さ
ん

く
な
か

た

シ

ナ
さ
ん
も
シ
ノ
ン
さ
ん
も

二
十
台
後
半
く
ら
い

て
言

て
ま
せ
ん
で
し
た
か

あ
れ

で
も
そ
れ
を
言

た
の

て

あ

そ
れ
私
だ
わ

 
そ
の
時

八
幡
達
が
何
か

め
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
か

 
詩
乃
が

を
下
り
て

こ
ち
ら
へ
向
か

て
歩
い
て
き
た

 
六
人
は
詩
乃
が
来
る
と
は

い
て
い
な
か

た

や
は
り
こ
れ
は
シ

ナ
で
は
な
い
と
判
断

し
た
よ
う
だ

ほ
ら

い
か
に
も
彼
女

い
美
人
さ
ん
が

か
ら
下
り
て
き
た
よ
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シ

ナ
さ
ん
な
ら
一
人
の
は
ず
だ
し
ね

あ
れ

こ
れ

て
も
し
か
し
て

場
の
予
感

わ

私

場
を
見
る
の
は
初
め
て
で
す

で
も
あ
の
女
の
人

私
達
と
同
い
年
く
ら
い
に
見
え
な
い

本
当
だ

お
金
持
ち
の
大
学
生
と
の
恋
愛
と
か

ま
し
い

す
な

ち

と
あ
ん
た

何
を
手
間
取

て
る
の

さ

き
か
ら
一
体
何
を
や

て
い
る
の

ひ

 
い
か
に
も

場

い
そ
の
言
葉
を

い
た

間

六
人
は
小
さ
く

鳴
を
上
げ
た

ひ

て
何
よ

ね

シ

ナ

こ
の
子
達
一
体
ど
う
し
た
の

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

六
人
は
声
を
揃
え
て
言

た

シ

ナ

お
い
シ
ノ
ン

俺

て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
だ
と

ア
ラ
サ

く
ら
い
に
見
え
た
り
す
る
の
か

シ
ノ
ン

あ
ん
た
ね

質
問
に
質
問
を
返
す
ん
じ

な
い
わ
よ

 
で
も
そ
う
ね
確
か
に
大
人
び
て
見
え
る
け
ど
さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
年
上
だ
と
は
思
わ
な
い
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か
なだ

だ
よ
な

何
で
ほ

と
し
て
る
の

ま
あ
い
い
わ

ね

あ
な
た
達
は
エ
ヴ

達

な
の
よ

ね 
詩
乃
に
そ
う
言
わ
れ
た

間

六
人
は
再
び

を
組
ん
だ

シ

ナ

て
何
だ

け

シ
ノ
ン

て
何
だ

け

ち

と
リ

ダ

現
実
逃
避
し
な
い
で
よ

ち

と
誰
よ

二
人
が
二
十
台
後
半
だ

て

情
報
を
流
し
た
の
は

あ

そ
れ
私
だ
わ

ど

ど
ど
ど
ど
う
し
ま
し

う

今
の
完
全
に

か
れ
て
ま
し
た
よ
ね

こ
れ
は
も
う
素
直
に
謝
る
し
か

 
そ
し
て
六
人
は

八
幡
と
詩
乃
を
取
り
囲
む
と

一

に

を
下
げ
た

本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

い
や

ま
あ
俺
は
気
に
し
て
な
い
か
ら
そ

ち
も
気
に
す
る
な

 
初
め
ま
し
て
だ
な

俺
が
シ

ナ

二
十
一

だ
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め

ち

気
に
し
て
る
じ

ん

さ

き
の
言
い
方
だ
と
も
し
か
し
て
シ

ナ
の
事
ア
ラ
サ

く
ら
い
だ
と
思

て
た
の

言

て
お
く
が

お
前
も
そ
れ
く
ら
い
だ
と
思
わ
れ
て
た
ん
だ
か
ら
な

わ

私
も

 
詩
乃
は
六
人
を
じ
ろ

と

む
と

満
面
の
笑
顔
で
自

紹
介
を
し
た

初
め
ま
し
て

私
が
シ
ノ
ン

十
七

よ

本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
六
人
は
再
び
二
人
に

を
下
げ

そ
の
せ
い
か

何
事
か
と

囲
が
ざ
わ
つ
き
始
め
た

 
八
幡
は
ま
ず
い
な
と
思
い

り
て
き
た

を
親
指
で

し
な
が
ら

六
人
に
命
令
口
調
で

言

た
と
り
あ
え
ず
話
は
後
で
な

お
前
ら

あ
れ
に
さ

さ
と
乗
れ

は
い

 
そ
し
て
六
人
は

き
び
き
び
と
し
た
動
き
で

に
乗
り
込
み

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
と
詩
乃
は

を

ま
せ
な
が
ら
運
転

と
助
手

に
乗
り
込
ん
だ

で

何
で
お
前
ら

俺
と
シ
ノ
ン
の
事
を

お

さ
ん
お
ば
さ
ん
だ
と
思

た
ん
だ
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ち

と

変
な
言
い
方
を
し
な
い
で
よ

は

日
の
二
人
の
雰
囲
気
が
あ
ま
り
に
も
大
人
の
恋
愛
風
だ

た
の
で

 
こ
れ
は
絶
対
に
三
十

近
い
の
で
は
な
い
か
と
思

た
の
で
あ
り
ま
す

少
な
く
と
も
シ
ノ
ン
さ
ん
と
同
い
年
で
あ
る
は
ず
の
私
達
に
は

 
あ
の
よ
う
な
芸
当
は
ど
う
逆
立
ち
し
て
も
無
理
だ
と
愚
考
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

あ
の
雰
囲
気
を
出
す

に
は

戦

の
恋
愛

験
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す

あ
れ
で
も
シ

ナ
さ
ん
は
か
な
り
も
て
そ
う
で
す
し
二
十
一

で
も

験
豊

な
の
で
は

あ

確
か
に
そ
ん
な
感
じ

て
事
は
お
か
し
い
の
は

 
そ
し
て
六
人
は

じ

と
詩
乃
の
顔
を
見
つ
め
た

な

何

シ
ノ
ン
さ
ん

い
く
つ
か
質
問
い
い
で
す
か

突
然
何

ま
あ
別
に

わ
な
い
け
ど

え
ば
シ
ノ
ン
さ
ん
の
家
に
ぬ
い
ぐ
る
み
が
あ

て
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そ
の
子
に
シ

ナ
さ
ん
の
名
前
を
付
け
て
た
り
し
て
ま
せ
ん
か

 
詩
乃
は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
事
を
考
え
ド
キ

と
し
た

日
家
で

そ
の
子
に
ま
め
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
し
て
ま
せ
ん
か

 
詩
乃
は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
事
を
考
え

を
緩
ま
せ
た

そ
の
子
を
シ

ナ
さ
ん
だ
と
思

て

よ
く
会
話
し
た
り
し
て
ま
せ
ん
か

 
詩
乃
は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
事
を
考
え

面
し
た

そ
の
子
を
シ

ナ
さ
ん
に
見
立
て
て
た
ま
に
人
に
言
え
な
い
妄
想
を
し
ち

た
り
し
て
ま

せ
ん
か

 
詩
乃
は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
事
を
考
え
た
後

シ

ナ
の
顔
を
見
て
手
で
顔
を

た

シ
ノ
ン
さ
ん

ア
ウ
ト

ア
ウ
ト
で
す

シ
ノ
ン
さ
ん
は

見

け
に
よ
ら
ず
む

つ
り
ス
ケ
ベ
で
す
ね

ち

違
う
の

そ
れ
は
た
ま
た
ま
こ
の
子
を
ク
リ
ス
マ
ス
の
時

 
ゲ

ム
の
景
品
と
し
て
も
ら

た
か
ら
で
あ

て

 
そ
し
て
詩
乃
は
何
と

バ

グ
の
中
か
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
を
取
り
出
し
た

え

シ

ナ
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み



 第四章 ＧＧＯ編

お

お
前

何
で
そ
い
つ
を
連
れ
て
き
て
る
ん
だ
よ

 
八
幡
は

大
に

を
ひ
く
つ
か
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

だ

だ

て

今
日
は
帰
り
が

く
な
り
そ
う
だ

た
か
ら

 
家
で
一
人
だ
と

し
い
ん
じ

な
い
か

て
思

て

て
お
前

学
校
に
そ
い
つ
を
持

て

た
の
か
よ

俺
が
そ
ん
な
事
で

し
が
る

が
無
い
だ
ろ

詩
乃
は
心
配
性
だ
な

た

 
ど
う
や
ら
詩
乃
は
は
ち
ま
ん
く
ん
の
ス
イ

チ
を
入
れ

ぱ
な
し
に
し
た
ま
ま
だ

た
よ
う

で 
突
然
は
ち
ま
ん
く
ん
が
立
ち
上
が
り

そ
う
言

た

よ

オ
リ
ジ
ナ
ル

久
し
ぶ
り
だ
な

会
い
た
か

た

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

こ

と
手
を
上
げ

八
幡
に

こ

こ
と
手
を

た

俺
は
別
に
会
い
た
く
は
な
い
ん
だ
が

つ
れ
な
い
事
を
言
う
な

本
当
は
詩
乃
の
所
に
い
る
俺
が

ま
し
い
く
せ
に

お
前

絶
対
俺
の
コ
ピ

じ

な
い
よ
な

明
ら
か
に
思
考
が
詩
乃
寄
り
に
偏

て
る
し
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マ
ス
タ

録
が
詩
乃
な
ん
だ
か
ら

当
た
り
前
だ
ろ

く

そ

あ
の
馬

姉

何
て
物
を
作
り
や
が

た

 
そ
ん
な
八
幡
と
は
ち
ま
ん
く
ん
を
見
て
い
た
エ
ヴ

達
は

我
に
返

た
の
か

 
機
関
銃
の
よ
う
に
八
幡
に
質
問
し
て
き
た

シ

ナ
さ
ん

こ
の
子
は
一
体
何
で
す
か

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

こ
れ

て
シ

ナ
さ
ん
だ
よ
ね

明
ら
か
に
自
分
の
意
思
で

て
な
い

う
わ

こ
れ
ど
ち
ら
に

て
る
ん
で
し

う

凄
く
欲
し
い
の
で
す
け
ど

で
も
相
当
お
高
い
ん
じ

な
い

ね

君

名
前
は

俺
は
は
ち
ま
ん
く
ん
だ

宜
し
く
な

咲

カ
ナ

詩

萌

リ
サ

ミ
ラ
ナ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

エ
ヴ

ソ
フ

ロ

ザ

ア
ン
ナ

タ

ニ

ト

マ
を

に

指
差
し

 
そ
の
名
前
を
す
ら
す
ら
と
呼
ん
だ

六
人
は
い
き
な
り
名
前
を
呼
ば
れ
た
事
に

か
ん
と
し

た



 第四章 ＧＧＯ編

お
い
お
前

何
で
エ
ヴ

達
の
名
前
を
知

て
る
ん
だ

ま
あ
誰
が
誰
な
の
か
は
俺
に
は
分

か
ら
な
い
が

ま
だ
ま
だ
だ
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

こ
い
つ
ら
こ
の
前
リ

フ

が
出
て
た
イ
ン
タ

ハ
イ
に
出

て
た
ぞ

 
ま
あ
個
人
戦
は
中
々
だ

た
が
団
体
戦
が
か
ら
き
し

て
い
う
お
か
し
な
奴
ら
だ

た
な

そ
う
い
う
事
か

お
い
お
前
ら

そ
う
い
う
事
ら
し
い
ぞ

 
あ

も
う
何
が
な
ん
だ
か
滅
茶
苦
茶
だ
な

と
り
あ
え
ず

況
を
整
理
す
る
か

 
八
幡
は

完
全
な
カ
オ
ス

態
に
陥

た
こ
の
場
を
と
り
あ
え
ず
何
と
か
し
よ
う
と

 
エ
ヴ

達
に
色
々
と
説
明
す
る
事
に
し
た

本
名
を
名
乗
る
つ
も
り
は
無
か

た
が
仕
方
な
い
俺
の
名
前
は
比
企
谷
八
幡
こ
い
つ
は
朝

田
詩
乃

 
そ
し
て
こ
い
つ
は

は

は
ち
ま
ん
く
ん

だ

ま
あ
こ
い
つ
に
関
し
て
は

 
と
り
あ
え
ず
俺
み
た
い
な
物
だ
と
思

て
く
れ
れ
ば
い
い

で

さ

き
名
前
の
出
た
リ

フ

て
の
は

 
俺
の
仲
間
で
な

と
あ
る

技
で
イ
ン
タ

ハ
イ
に
出
て
た
か
ら
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そ
の
情
報
が
イ
ン
プ

ト
さ
れ
た
過

で
ど
う
や
ら
お
前
達
の
顔
と
名
前
も
イ
ン
プ

ト
さ

れ
た
よ
う
だ

 
こ
い
つ
は
先
日
俺
達
が
内

で
行

た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
景
品
で
今
は
詩
乃
の
家
に

い
る

 
こ
ん
な
説
明
で

大
体
の
所
は
理
解
し
た
か

 
六
人
は
そ
の
説
明
に

こ
く
こ
く
と

い
た

そ
し
て
エ
ヴ

達
も
自

紹
介
を
し

 
詩
乃
も

め
て
自

紹
介
を
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
落
ち
着
い
た
所
で
詩
乃

そ
い
つ
は
ス
イ

チ
を
切

て
バ

グ
に
し

ま

と
け

ま
あ
こ
の
場
は
そ
の
方
が
良
さ
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
詩
乃

ま
た
後
で
な

う
ん

ま
た
後
で
ね

は
ち
ま
ん
く
ん

 
そ
し
て
詩
乃
が
は
ち
ま
ん
く
ん
を
バ

グ
に
し
ま
う
と

八
幡
は
詩
乃
に
言

た

お
い
詩
乃

お
前
後
で
お
仕
置
き
な

ご

ご
め
ん

 
さ
す
が
に
自
分
が
や
ら
か
し
た
と
い
う
自
覚
が
あ
る
の
か

詩
乃
は
素
直
に
謝

た
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そ
ん
な
詩
乃
に

咲
達
は
言

た

詩
乃
さ
ん

セ

フ
で
す
よ
セ

フ

あ
ん
な
子
が
家
に
い
る
ん
じ

そ
り

も
す
る
よ
ね

話
し

け
た
り
も
ね

ま
あ
実

に
目
の
前
で
色
々
反
応
し
て
く
れ
る
ん
だ
か
ら
妄
想
が

ら
ん
で
も
仕
方
な
い
よ

ね
私
達
も
同
い
年
な

で
す
し

気
持
ち
は
分
か
る
と
い
い
ま
す
か

そ
れ
に
し
て
も
色
々
と

ま
し
い

私
達
と
の
こ
の
差
は

 
ま
た
変
な
方
向
に
話
が
い
き
そ
う
だ
と
思

た
八
幡
は

六
人
に
向
か

て
言

た

ま
あ
と
り
あ
え
ず
今
日
は
祝
勝
会
み
た
い
な
も
ん
だ
し
そ
ろ
そ
ろ
本
来
の
目
的
に

る
と
し

よ
う

 
そ
ろ
そ
ろ
予
約
し
て
い
る
店
に
向
か
う
ぞ

今
日
は
存
分
に
好
き
な
物
を
頼
む
と
い
い

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
う
し
て
何
と
か
話
が

ま

た
所
で
八
幡
は

本
来
の
目
的
地
へ
と
向
か
う
事
に
し
た

 
そ
し
て
店
に
着
い
た
後
八
幡
達
は
店
で
一
番
大
き
い
十
二
人

け
の
テ

ブ
ル
へ
と
案
内
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さ
れ
た

 
八
幡
は

テ

ブ
ル
が
予
想
以
上
に
広
か

た

店
内
を
見
回
し
な
が
ら
言

た

八
人
用
の
テ

ブ
ル
も
い
く
つ
か
あ
る
が

大
体
そ
う
い
う
テ

ブ
ル
は

 
六
人
く
ら
い
の
人

の
グ
ル

プ
が
使

て
る
ん
だ
な

当
た
り
前
だ
が

ま
あ

ゆ

た
り
し
て
て
い
い
ん
じ

な
い

そ
う
だ
な

よ
し

当
に
座
る
か

 
そ
う
言

て
八
幡
は
自
分
達
の
テ

ブ
ル
に
目
を

し
た
の
だ
が

 
そ
こ
に
は

に

片
側
に

麗
に

ん
で
座

て
い
る
咲
達
の

が
あ

た

別
に
八
人
な
ん
だ
し

四
人
ず
つ
座
れ
ば
い
い
と
思
う
が

目
で
す

そ
れ
だ
と
八
幡
さ
ん
の
隣
に
誰
が
座
る
か
で

に
な
り
ま
す

そ

そ
う
か

え
え

仲
良
く
な
る
の
が
目
的
な
の
で

お
前
ら
も
う
十
分
仲
が
良
さ
そ
う
に
見
え
る
け
ど
な

は
い

今
日
コ

チ
に
も

驚
い
た
顔
で
そ
う
言
わ
れ
ま
し
た

そ
う
か

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か
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八
幡
は
満
足
そ
う
に
そ
う
言

た

そ
し
て
注
文
を
す
る
事
に
な
り
八
幡
は
特
に
迷
う
事
も

無
く

 
雪
乃
が
言

て
い
た
猫
の

を
し
た
メ
ニ

を
注
文
す
る
事
に
し
た

 
他
の
七
人
は

仲
良
く
あ
れ
が
い
い
こ
れ
が
い
い
と

楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た

 
八
幡
は

こ
れ
は
⻑
く
な
り
そ
う
だ
と
思
い

何
気
な
く
外
の
景
色
を

め
た

 
そ
し
て
八
幡
は
通
り
の
向
こ
う
に
見
覚
え
の
あ
る
二
人
組
を
見
付
け
顔
面

白
に
な

た

ま
ず
い

明
日
奈
は
い
い
と
し
て

何
で
雪
乃
が
こ
こ
に

明
日
奈

雪
乃

 
そ
の

き
が

こ
え
た
の
か

詩
乃
も
窓
の
外
を
見
た

あ

本
当
だ

明
日
奈
だ

で
も
何
か

め
て
る
よ
う
な

 
う
う
ん

あ
れ
は
一

に
い
る
人
を

必
死
に
止
め
よ
う
と
し
て
る

そ
れ
に
八
幡
は
今

雪
乃

て
言

た

雪
乃

て
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な

 
詩
乃
は
雪
乃
の
名
前
を

い
て
そ
う
思

た
が

に
は
思
い
出
せ
な
か

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
そ
の
詩
乃
の
言
葉
通
り

明
日
奈
は
こ
ち
ら
に
向
か

て
歩
い
て
く
る
雪
乃
を

 
必
死
に
止
め
よ
う
と
し
て
い
た

そ
し
て
八
幡
は

日
明
日
奈
が
言

た
事
を
思
い
出
し
た
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珍
し
く
雪
乃
に

二
人
で
出

け
よ
う

て
誘
わ
れ
た
の

 
そ
し
て
こ
の
店
の
事
を
八
幡
は

雪
乃
か
ら

い
た

そ
う
い
う
事
か

 
八
幡
は

お
そ
ら
く
ど
こ
に
行
く
か
知
ら
な
い
ま
ま
雪
乃
に
呼
び
出
さ
れ
た
明
日
奈
が

 
雪
乃
が
八
幡
が
い
る
こ
の
店
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
事
に
気
付
い
て

 
必
死
に
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と

し
た

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
事
実
で
あ
る

ま
ず
い
ま
ず
い
よ
何
で
よ
り
に
よ

て
今
日

事
前
に
確
認
し
て
お
け
ば
良
か

た

 
あ

や

ぱ
り
八
幡
君
が
い
る

し
か
も
こ

ち
に
気
付
い
た
か
な

 
で
も
そ
れ
は
ま
ず
い
の

こ
の
ま
ま
じ

雪
乃
に
気
付
か
れ
ち

う

 
明
日
奈
は
そ
う
思
い
な
が
ら

雪
乃
に
声
を

け
た

ね
ね

私
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
お
腹
が

て
な
い
か
ら
先
に
ど
こ
か
で

い
物
で
も
し
な

い
そ
う

で
も
さ

き
明
日
奈
は

お
腹
が
す
い
た

て
言

て
な
か

た
か
し
ら

そ

そ
う
だ

け

い
や

う
ん

ど
う
や
ら
勘
違
い
だ

た
み
た
い

 
ま
だ
ま
だ
全
然
大
丈
夫
だ
か
ら

ね
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そ
れ
な
ら
ま
あ

も
う
少
し
後
で
も
い
い
の
だ
け
れ
ど

 
そ
し
て
雪
乃
は

名
残

し
そ
う
に
八
幡
達
が
い
る
店
の
方
に

り
返

た

 
そ
の

間

雪
乃
は
八
幡
と

バ

チ
リ
目
が
合

た

合

て
し
ま

た

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
明
日
奈
は
内
心
で

鳴
を
上
げ
た

し
ま

た

 
八
幡
は
店
内
で
そ
う

い
た

そ
し
て
雪
乃
は

無
言
で
明
日
奈
の
手
を
引
き

 
店
へ
と
突
撃
を
開
始
し
た

そ
の
力
は
凄
ま
じ
く
明
日
奈
は
ま

た
く

抗
す
る
事
が
出
来

ず 
そ
の
ま
ま
店
内
へ
と
連
れ
込
ま
れ
た

い
ら

し

い
ま
せ

お
二
人
で
す
か

は
い

二
人
な
ん
で
す
が

す
み
ま
せ
ん

あ
ち
ら
に
知
り
合
い
が
い
た
も
の
で

 
そ
ち
ら
に
合
流
し
て
も
い
い
で
す
か

丁
度

も
空
い
て
る
み
た
い
で
す
し

あ
ち
ら
と
い
う
と

比
企
谷
様
の
テ

ブ
ル
で
す
か

は
い

大
丈
夫
で
す
よ

大
丈
夫
み
た
い
よ

良
か

た
わ
ね

明
日
奈
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あ

あ
は

 
そ
し
て
雪
乃
は

八
幡
達
の
テ

ブ
ル
の
方
へ
と
ず
ん
ず
ん
と
歩
い
て
い
き

 
そ
の
後
ろ
で
明
日
奈
は

し
き
り
に
八
幡
に
謝
る
よ
う
に
手
を
合
わ
せ
て
い
た

 
八
幡
は
大
丈
夫
事
情
は
分
か

て
い
る
と
目
で
合
図
を
送
り
明
日
奈
も
そ
れ
を
受
け
て

い
た

ち

と
見
な
い
と
思

た
ら

分
楽
し
そ
う
ね

八
幡
君

お

お
う

二
人
と
も

ま
あ
座

て
く
れ

下
さ
い

さ
て
ど
う
い
う
言
い

を
し
て
く
れ
る
の
か
し
ら

に

た
み
た
い
で
と
て
も
楽
し
み

だ
わそ

そ
う

す
ね

 
一
時
収
ま

た
か
の
よ
う
に
見
え
た
カ
オ
ス
な

況
は

ま
だ
終
わ
ら
な
い
よ
う
だ

た
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第
２
８
６
話
 
求
め
ら
れ
る
覚
悟

 
そ
う
い
え
ば
忘
れ
て
い
た
の
で
す
が
こ
の
作
品
も
五
日
前
に
満
一

年
を
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た

 
何
か
と

判
も

く
事
の
多
い
こ
の
作
品
で
す
が
デ

タ
を
見
る
と

日
４
０
０
０
人

度

の
方
に

 
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
最
新
話
を
当
日
に

ん
で

い
て
い
る
よ
う
で
す

 
最
終
的
に
は
６
０
０
０
人

度
だ
と
思
い
ま
す
が
と
て
も
多
く
の
方
に

ん
で

け
て
お
り

ま
す

 
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で

け
る
よ
う
に
努
力
致
し
ま
す
の
で
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す 
ち
な
み
に
突
然
話
が

め
上
の
方
向
に
い
く
の
は
作
者
の
病
気
で
す
の
で

め
て

け
た
ら

と
思
い

 
ま
す
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２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ご
め
ん
ね
シ
ノ
の
ん

ま
さ
か
今
日
の
目
的
地
が
こ
こ
だ
な
ん
て
思
わ
な
く
て

う
う
ん

今
日
は
私
も
お
目
付
け
役
の
つ
も
り
だ

た
し

気
に
し
な
い
で

で

こ
の
子
達
が
噂
の
ア
マ

ネ
ス
軍
団

う
ん

と
て
も
そ
う
は
見
え
な
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
は
ま
あ
あ

ち
で
の

を
見
て
の
お
楽
し
み

て
事
で

 
明
日
奈
と
詩
乃
は

こ
そ
こ
そ
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
た

 
詩
乃
は
ま
だ
少
し
人
見
知
り
な
所
が
あ

た

こ
の
場
は
一
歩
引
い
た

と
な
り

 
八
幡
の
隣
を
明
日
奈
に

て
い
た

 
ち
な
み
に

は

詩
乃

明
日
奈

八
幡

雪
乃
の

番
と
な

て
い
た

で

あ
の

麗
な
女
の
人
は
誰

あ
れ
は
雪
乃

雪
ノ
下
雪
乃
だ
よ

ハ
ル
姉
さ
ん
の
妹
さ
ん
で

私
の
親
友
か
な
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あ
あ

そ
う
言
わ
れ
る
と
何
と
な
く
面
影
が
あ
る
気
が
す
る

で

も
う
シ
ノ
の
ん
も

い
た
と
思
う
け
ど

私
と
同
じ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の
副

団
⻑
だ
よ

あ
 
詩
乃
は
そ
の
明
日
奈
の
説
明
で

雪
乃
の
名
前
を
ど
こ
で

い
た
の
か
思
い
出
し
た

も
し
か
し
て

絶
対

度

目

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
を
言
い

け
た
詩
乃
の
口
を

て
て
塞
い
だ

明
日
奈

こ
え
て
る
わ
よ

あ

あ
は

 
だ
が
明
日
奈
の
予
想
に
反
し
て

雪
乃
は
特
に
目
く
じ
ら
を
立
て
る
事
も
な
く

 
落
ち
着
い
た
様
子
で
注
文
し
た
紅
茶
を
飲
ん
で
い
た

え

と

ら
な
い
の

か
な

さ
す
が
に
も
う
慣
れ
た
わ
よ

も
う
今
と
な

て
は
そ
の
二
つ
名
は

 
私
達
の
ギ
ル
ド
の
象
徴
の
一
つ
と
な

て
い
る
の
だ
か
ら
今
更
私
が
何
か
言

て
も
仕
方
な
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い
じ

な
い

 
だ
か
ら
明
日
奈
も

そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
二
つ
名
を
好
き
に
な
る
努
力
を
し
な
い
と
ね

う

う
ん

ま
あ
そ
う
だ
ね

 
明
日
奈
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
の
雪
乃
の
言
葉
に
同
意
し
た

さ
て
八
幡
君

そ
ろ
そ
ろ
皆
さ
ん
に
私
達
の
事
を
紹
介
し
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら

そ

そ
う
で
す
ね

あ
な
た
は

配
者
な
の
だ
か
ら

も

と

々
と
し
て
い
な
さ
い

お

お
う

ち

ち

と
待

て
下
さ
い

 
そ
の
会
話
を

い
て

突
然
萌
が
驚
い
た
顔
で
言

た

 
他
の
五
人
も
何
事
か

き
あ
い
な
が
ら

一
様
に
驚
い
た
顔
を
し
て
い
た

ん

ど
う
か
し
た
か

萌

あ

あ
の

さ

き

絶
対

度

て

て
ま
せ
ん
で
し
た
か

お
う

も
し
か
し
て
お
前
ら

そ
れ
が
何
か
知

て
い
る
の
か

 
そ
の
八
幡
の
質
問
に

リ

ダ

で
あ
る
咲
が
答
え
よ
う
と
し
た
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は
い

実
は
私
達
が
ゲ

ム
を
始
め
た
の
は

待

て
く
れ
咲
話
を

て
お
い
て
な
ん
だ
が
と
り
あ
え
ず
先
に
自

紹
介
を
す
ま
せ
ち

ま
お
う

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は

最
初
に
明
日
奈
と
雪
乃
を
紹
介
し
た

あ

こ

ち
が
結
城
明
日
奈

こ

ち
が
雪
ノ
下
雪
乃
だ

初
め
ま
し
て

結
城
明
日
奈
で
す

雪
ノ
下
雪
乃
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
し
て
こ

ち
が

朝
田
詩
乃

よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

最
後
に
こ

ち
の
六
人
は

に
新

戸
咲

カ
ナ
野
口
詩

安
中
萌

木
リ
サ

 
そ
し
て
ミ
ラ
ナ
・
シ
ド
ロ
ワ
だ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は

簡

に
全
員
の
名
前
だ
け
を

し
た

分
シ
ン
プ
ル
な
紹
介
だ

た
わ
ね

事
情
の
説
明
は
無
い
の
か
し
ら
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う

ん

明
日
奈

ど
う
す
る

日
話
し
て
た
通
り
も
う
こ
う
な

た
ら
雪
乃
に
協
力
し
て
も
ら

ち

え
ば
い
い
ん
じ

な
いそ

う
か

ま
あ
リ
ア
ル
で
命
の
危
険
が
あ
る

じ

な
い
し

そ
う
す
る
か

 
そ
の
言
葉
に

雪
乃
は
心
配
そ
う
な
顔
を
し
て

そ

と
八
幡
の
顔
を

き
こ
ん
だ

最
近
こ
そ
こ
そ
と
何
か
を
し
て
い
る
な
と
は
思

て
い
た
け
ど

 
ま
さ
か
危
険
な
事
に
首
を
突

込
ん
で
は
い
な
い
で
し

う
ね

大
丈
夫
な
の

 
そ
の
様
子
を
見
た
詩
乃
は
や
は
り
雪
乃
も
八
幡
の
事
が
好
き
な
の
だ
と
い
う
事
が

い
ほ
ど

分
か
り

 

め
て

自
分
の
ラ
イ
バ
ル
が
想
像
以
上
に
多
い
事
を
実
感
し
た

大
丈
夫
だ

と
り
あ
え
ず
咲

代
表
し
て
さ

き
言
い

け
た
事
の
続
き
を
話
し
て
く
れ

は
い

実
は
私
達
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
た
の
は

仲
良
く
な
る

な
ん
で
す

そ
の
仲
良
く

て
の
は

お
前
ら
が

て
事
だ
よ
な

 
ど
う
見
て
も

仲
が
悪
い
よ
う
に
は
見
え
な
い
ん
だ
が

そ
れ
は
八
幡
さ
ん
に

ら
れ
た
か
ら
で
す
よ
私
達

日
ま
で
本
当
に
仲
が
悪
か

た
ん
で
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す
よ

 
他
の
五
人
も

そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

い
た

で

ゲ

ム
を
始
め
る
事
に
な

た
の
は

コ

チ
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ

た
ん
で
す
が

 
最
初
に
二
つ
候
補
に
あ
が

た
ゲ

ム
が
あ

た
ん
で
す

そ
れ
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
し

た 
私
達
は
参
考
に
し
よ
う
と
思

て
二
つ
の
ゲ

ム
の

名
な
動
画
を
色
々
と
見
た
ん
で
す
が

 
そ
こ
で
見
付
け
た
の
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
シ

ナ
さ
ん
の
動
画
と

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の
動
画
だ

た
ん
で
す

 
で

私
達
が
最
終
的
に
選
ん
だ
の
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ

た
ん
で
す
よ

 
正
直
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
方
は

魔
法
を
覚
え
る
の
が
大
変
そ
う
で

 
私
達
に
は
無
理
か
も

て
思

ち

い
ま
し
て

そ
う
だ
な

本
当
に
よ
く
動
き
な
が
ら
あ
ん
な
の
を
ス
ラ
ス
ラ
と
言
え
る
よ
な

 
そ
う
言

て
明
日
奈
と
雪
乃
の
顔
を
チ
ラ

と
見
た
八
幡
に
二
人
は

静
に
突

込
ん
だ

あ
ん
な
の
た
だ
の
慣
れ
だ
よ
慣
れ

そ
も
そ
も
あ
な
た
は
覚
え
る
の
を
面
倒

が

て
い
る
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
し
ら
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お

お
う

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
の
通
り
な
ん
だ
が

 
八
幡
は

切
な
反

を
何
も
思
い
つ
け
ず
た
だ
そ
う
言

て

を
か
く
事
し
か
出
来
な
か

た
で

話
が
さ

き
の
所
に

る
ん
で
す
け
ど

そ
ん
な

で
私
達
は

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

名
プ
レ
イ
ヤ

の
事
に
も
か
な
り

し
く
な

た
と
ま
あ
そ
う
い
う

事
な
ん
で
す

で

絶
対

度
と
い
う
言
葉
に
反
応
し
た
と

は
い

あ
の

そ
の

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
ん
で
す
か
ね

雪
乃

そ
う
い
う
事
な
の
か

 
八
幡
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
ま
で
は
話
す
つ
も
り
が
無
か

た

 
全
て
を
雪
乃
に

投
げ
す
る
つ
も
り
で
そ
う
言

た

 
雪
乃
も
そ
の
事
を
悟

た
の
か

じ
ろ

と
八
幡
の
顔
を
見
つ
め
る
と

 
何
か
を
考
え
込
む
よ
う
に

組
み
を
し

し
た

 
そ
し
て
そ
の

は
し
ば
ら
く
続
き
そ
の

張
感
に
雪
乃
以
外
の
者
が

え
ら
れ
な
く
な

た
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ど
う
や
ら
考
え
が

ま

た
の
か

雪
乃
が
口
を
開
い
た

あ
な
た
達

そ
れ
を
私
達
に

ね
る
と
い
う
事
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
の
か
し
ら

は

は
い

も
ち
ろ
ん
こ
の
事
は
誰
に
も
言
い
ま
せ
ん

ね

み
ん
な

は
い

で
も
い
つ
か
必
ず
秘
密
は

れ
る
も
の
な
の
よ

そ
し
て
そ
の
時
に
真

先
に
疑
わ
れ
る
の

は 
あ
な
た
達
と
い
う
事
に
な
る
わ

こ
こ
ま
で
は
い
い
か
し
ら

そ
れ
は

そ
う
で
す
ね

そ
の
場
合
彼
は
あ
な
た
達
が
怪
し
い
と
思

て
も
決
し
て
何
も
し
な
い
わ

で
も
私
達
は

す
る

 
私
達
が
現
実
世
界
で
持
つ
力
は

ま
あ
ほ
と
ん
ど
が
彼
の
功

に
よ
る
の
だ
け
れ
ど
も

 
あ
な
た
達
が
思

て
る
以
上
に
巨
大
な
物
な
の
よ

特
に
私
の
姉
は
決
し
て
容

は
し
な
い

 
あ
ら
ゆ
る
手

を
使

て

徹

的
に
敵
対
す
る
者
を
潰
す
わ

 
そ
の
言
葉
に

場
は
シ
ン
と
静
ま
り
返

た

八
幡
と
明
日
奈
は

 
あ
の
姉
な
ら
ば
止
め
よ
う
が
何
を
し
よ
う
が
や
る
だ
ろ
う
と
思
い
何
も
口
を

も
う
と
は
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し
な
か

た

 
多
少
事
情
を
知

て
い
る
詩
乃
で
さ
え
映
子
達
に
も
う
一
度
念
押
し
を
し
な
け
れ
ば
と
考
え

た 
咲
達
は
ま

た
く
事
情
を
知
ら
な
い

半
信
半
疑
で
あ

た
が
そ
ん
な
咲
達
に
八
幡
は

い
た

 
つ
ま
り
そ
れ
は
そ
の
言
葉
が
事
実
だ
と
い
う
事
を
意
味
す
る

 
雪
乃
の
事
は
知
ら
な
い
が

八
幡
の
事
は
シ

ナ
と
し
て
よ
く
知
る
彼
女
ら
は

 
雪
乃
の
言

て
い
る
事
が
事
実
な
の
だ
と

そ
の
八
幡
の
態
度
で
や

と
実
感
し
た

そ
の
事
を
理
解
し
て
も
ら

た
上
で
あ
な
た
達
は
ま
だ
真
実
を
知
り
た
い
と
望
む
の
か
し
ら

え

と

 
六
人
は

そ
の
質
問
に
誰
も
答
え
る
事
が
出
来
な
か

た

い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ
て
も
困
る
わ
よ
ね

好
き
な
だ
け
六
人
で
相
談
す
る
と
い
い
わ

は

は
い

す
み
ま
せ
ん

 
そ
し
て
六
人
は

ぼ
そ
ぼ
そ
と
小
さ
な
声
で
相
談
を
始
め
た
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意
外
な
事
に
一
番
大
人
し
い
よ
う
に
見
え
る
萌
が
強
行
に
知
り
た
い
と
主
張
し
て
い
る
よ

う
だ

た

 
逆
に
慎
重
な
の
は

部
⻑
と
い
う

任
の
あ
る
立
場
に
い
る
咲
だ

た

 
そ
し
て
つ
い
に
萌
が

れ
た
よ
う
で

話
し
合
い
の
結
果

答
え
は
ノ

と
決
ま

た

す
み
ま
せ
ん

ま
だ
私
達
に
は
そ
の
覚
悟
が
出
来
ま
せ
ん

そ
う
ね

そ
れ
が
当
然
だ
と
思
う
わ

 
雪
乃
は
真
面
目
な
顔
で
そ
う
言
う
と

直
後
に
笑
顔
で
言

た

そ
ん
な
あ
な
た
達
に

私
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
あ
げ
る
わ

 
あ
な
た
達
は

も

と
よ
く
彼
の
事
を
知
り
な
さ
い

 
そ
の
上
で

え
リ
ス
ク
を
負

て
も
彼
の
近
く
に
い
た
い
彼
の
仲
間
に
加
わ
り
た
い
と
思

う
の
な
ら

 
そ
の
時
は
彼
に
そ
の
事
を
伝
え

一
度
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
し
な
さ
い

 
そ
う
し
た
ら
お
そ
ら
く
偶
然
彼
が
そ
こ
に
い
て

そ
の
上
で
儀
式
を
済
ま
せ
た
ら

 
晴
れ
て
あ
な
た
達
も

彼
の
庭
に
連
れ
て
い

て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

彼
の
庭

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
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先
ほ
ど
一
番
意
欲
を
見
せ
て
い
た
萌
が

そ
う

い
た

 

に
そ
の
言
葉
が
出
て
く
る
所
を
見
る
と
こ
の
中
で
は
萌
が
一
番
の
フ

ン
な
の
だ
ろ
う

 
他
の
者
も
そ
の
庭
の
存
在
は
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
残
り
の
五
人
の
目
に
も
力
が

た
よ

う
に
見
え
た

私
は
彼
の
庭
と
し
か
言

て
な
い
わ
よ

は
い

分
か

て
ま
す

そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
わ

あ
な
た
は
安
中
さ
ん
だ

た
か
し
ら

 
あ
な
た
は
何
故
そ
ん
な
に
も

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の
事
が
気
に
な
る
の
か
し
ら

え

と

そ
れ
は

 
萌
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も
じ
も
じ
し
だ
し

そ
れ
を
見
た
カ
ナ
が
横
か
ら
口
を

ん
だ

萌
は

絶
対

度
の
ユ
キ
ノ
の
熱
狂
的
な
フ

ン
な
ん
で
す
よ

 
ほ
ら

見
た
目
も
少
し
似
て
る
じ

な
い
で
す
か

 
前
は
仲
が
悪
か

た
か
ら

当
に

き
流
し
て
ま
し
た
け
ど

 
自
分
も
あ
あ
な
り
た
い

て

日

か
ら
よ
く
言

て
た
ん
で
す

そ

そ
う
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雪
乃
は

少
し
恥
ず
か
し
そ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

こ
れ
は
も
う

萌
の

に
も
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
ね

ま
だ
ち

と
覚
悟
が
出
来
な
い
け
ど

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
も

と
も

と
強
く
な
れ
れ
ば

 
そ
の
覚
悟
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
ね

私
は
今
す
ぐ
で
も
別
に

わ
な
い
け
ど
ね

ほ
ら
カ
ナ

そ
こ
は
足

み
を
揃
え
て
く
れ
な
い
と

儀
式

て
の
が
何
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

強
く
な
い
と

目
な
奴
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
と
に
か
く
当
面
は
そ
の
事
だ
け
を
考
え
よ
う

 
残
り
の
五
人
が
口
々
に
そ
う
言
い

そ
の

を

雪
乃
は
微
笑
ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

 
ち
な
み
に
儀
式
と
い
う
の
は
当
然
フ
カ
次
郎
が
現
在
受
け
て
い
る
真

最
中
の
ア
レ
の
事
で

あ
る

 
そ
し
て
八
幡
が

萌
に
一

の
メ
モ
を
差
し
出
し
た

萌

そ
ん
な
お
前
に
こ
れ

俺
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

こ
れ
は

 
そ
こ
に
は
ど
こ
か
の
ホ

ム
ペ

ジ
の
ア
ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ

ド
の
よ
う
な
物
が
書
か
れ
て
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い
たそ

れ
は

ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

専
用
の

仲
間
内
の
様
子
を

影
し
た

 
動
画
の

ペ

ジ
の
ア
ド
レ
ス
だ

て
噂
だ
ぞ

あ
く
ま
で
噂
な

噂

 
も
し
か
し
た
ら
そ
こ
に
偶
然

お
前
の
好
き
な
絶
対

度
が
映

て
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
帰

て
か
ら
お
前
ら
六
人
だ
け
で
見
て
み
る
と
い
い

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
う

ま
あ
頑
張
れ

は
い

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

萌
だ
け
で
は
な
く
六
人
全
員
が
そ
う
返
事
を
し
た

 
そ
こ
で
こ
の
話
は
一
時
終
わ
り
と
な
り

一
同
は

和
や
か
な
雰
囲
気
で
雑
談
を
楽
し
ん
だ

そ
う

咲
ち

ん
達
は

全
員
新
体
操
部
な
ん
だ
ね

は
い

私
が
部
⻑
を
さ
せ
て
も
ら

て
い
ま
す

 

そ

か

私
も
や

て
み
よ
う
か
な

 
何
と
な
く
そ
う
言

た
明
日
奈
に

即
座
に
八
幡
が

目
出
し
を
し
た

目
だ

絶
対
に
許
さ
ん
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そ
ん
な
八
幡
に

明
日
奈
は

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
言

た

も
う

分
か

て
る
よ
八
幡
君

や
る
と
し
た
ら

八
幡
君
の
前
で
だ
け
ね

な
ら
許
す

 
そ
ん
な
二
人
の
仲

ま
じ
い
様
子
を
見
た
咲
は

顔
を

く
し
な
が
ら
ま
ご
ま
ご
し
た

え

え

と

咲
さ
ん

こ
の
二
人
は
基
本
こ
う
だ
か
ら

気
に
し
な
く
て
い
い
わ
よ

 
雪
乃
が
そ
れ
を
見
て

々
と
そ
う
言

た

そ
れ
で
咲
も
気
が
楽
に
な

た
の
か

 
咲
は
思
い
切

て
明
日
奈
に
こ
う

ね
た

あ
は
い

と
こ
ろ
で
あ
の
も
し
か
し
て
明
日
奈
さ
ん
が
八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
な
ん

で
す
か

う
ん

そ
う
だ
よ

や

ぱ
り
で
す
か

よ
く

場
に
な
り
ま
せ
ん
ね

 
明
日
奈
は
そ
の
質
問
に

顔
色
一
つ
変
え
ず
に
こ
う
答
え
た

う

ん

で
も
常
に
私
の
ポ
ジ
シ

ン
を

十
人
く
ら
い
の
人
が
狙

て
る
よ

十
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と
か
に
な
ら
な
い
ん
で
す
か

 
詩

の
そ
の
問
い
に

明
日
奈
は
首
を

げ
な
が
ら
雪
乃
に

ね
た

そ
う
い
え
ば
な
ら
な
い
よ
ね

雪
乃

何
で

あ
ら
あ
な
た
の
知
ら
な
い
所
で
血
み
ど
ろ
の
争
い
が

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
な

い
の

 
雪
乃
が
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
そ
う
言

た

明
日
奈
は
驚
愕
し
た

え
え

そ

そ
う
な
の

冗
談
よ
冗
談

今
の
と
こ
ろ
は
ね

ひ
い

 
そ
の
付
け
た
さ
れ
た
言
葉
が
あ
ま
り
に
も
現
実
味
を

び
て
い
た

咲
達
は
た
ま
ら
ず

鳴

を
あ
げ
た

 
雪
乃
は
そ
れ
以
上
は
何
も
付
け
加
え
ず
気
に
な

て
い
た
の
だ
ろ
う
ミ
ラ
ナ
に
話
し

け

た
ミ
ラ
ナ
さ
ん
は

名
前
か
ら
し
て
ロ
シ
ア
の
方
な
の
か
し
ら

は
い

う
ち
の
両
親
は

易
商
な
ん
で
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私
も
小
さ
い

か
ら
日
本
と
ロ
シ
ア
を
行

た
り
き
た
り
し
て
る
ん
で
す

 
で
高
校
に
入

た
の
を
契
機
に
卒
業
ま
で
は
日
本
に
い
さ
せ
て
も
ら
え
る
事
に
な

た
ん

で
す卒

業
し
た
ら
ロ
シ
ア
に
帰
る
事
に
な
る
の
か
し
ら

ま
だ
何
と
も
で
す
ね
も
し
か
し
た
ら
ず

と
こ

ち
に
い
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

な
る
ほ
ど

 
丁
度
そ
の
時

少
し

れ
て
い
た

八
幡
と
雪
乃
が
頼
ん
だ
猫
の
デ
ザ

ト
が
到
着
し
た

お

確
か
に
猫
猫
し
い
デ
ザ

ト
だ
な

八
幡
君

猫
猫
し
い

て

 
明
日
奈
が
そ
う
突

込
ん
だ
横
で

雪
乃
は

に
感
動
し
て
い
た

こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
わ
ね

 
そ
れ

き
り
雪
乃
は
静
か
に
な
り

そ
の
横
で
は

リ
サ
が
詩
乃
に
こ
う
話
し

け
て
い
た

し
か
し
詩
乃
さ
ん
が

ま
さ
か
同
い
年
だ

た
と
は

え
え

て
い
う
か
同
い
年
な
ん
だ
か
ら
別
に
呼
び

て
に
し
て
く
れ
て

わ
な
い
わ
よ

目
で
す

う
ち
は
一
応
体
育
会
系
な
ん
で

え
ゲ

ム
の
中
と
い
え
ど
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先
輩
を
呼
び

て
に
な
ん
か
出
来
ま
せ
ん

う
ち
は
そ
う
い
う
の
厳
し
い
ん
で
す
よ

そ
う
い
う

な
ん
で

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

詩
乃
さ
ん

そ

そ
う

 
そ
し
て
一

の
静

が
訪
れ

直
後
に
そ
の
声
は

こ
え
た

に

に

 
そ
し
て
一
同
は
驚
い
た
顔
で
そ
の
声
を
発
し
た
雪
乃
の
方
を
見
た

 
誰
も
何
も
言
え
な
か

た
が

よ
う
や
く
明
日
奈
が
雪
乃
に
こ
う
声
を

け
た

ゆ

雪
乃

確
か
に
そ
の
猫
の
デ
ザ

ト
は
か
わ
い
い
け
ど

 
そ
れ
で
我
に
返

た
八
幡
が

に
こ
う
言

た

い

い
い
か
お
前
ら

今

こ
え
た
猫
の
鳴
き
声
に
関
し
て
は
突

込
み
禁
止
だ

 
こ
れ
は
こ
う
い
う
物
だ
と
思

て

か
い
目
で
見
守
る
だ
け
に
し
て
お
け

は

は
い

に

に

明
日
奈

今
何
か
言

た
か
し
ら

ご
め
ん
な
さ
い

き
逃
し
て

し
ま

た
わ
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う

う
う
ん

何
で
も
な
い
よ
雪
乃

そ

そ
う

そ
れ
に

ら
い
い
の
だ
け
れ
ど

す

す
ご
く
突

込
み
た
い
け
ど

突

込
ん
だ
ら
負
け
な
気
が
す
る
よ
八
幡
君

あ
あ

こ
こ
は

か
く
見
守

て
や
れ

 
そ
し
て
楽
し
い
時
間
は
あ

と
い
う
間
に
終
わ
り

 
咲
達
は
ど
う
や
ら
こ
こ
か
ら
な
ら
歩
い
た
方
が

い
と
の
事
で

 

で
送

て
も
ら
う
の
を
遠

し
て

そ
の
ま
ま
仲
良
く
帰

て
い

た

さ
て

俺
達
も
帰
る
か

あ
な
た
は
何
を

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

て
い
る
の
か
し
ら
本
題
は
こ
れ
か
ら
で
し

う

本
題

 
そ
し
て
雪
乃
は
今
日
一
度
も
言
葉
を
交
わ
し
て
い
な
い
そ
の
少
女
に
こ
こ
で
初
め
て
声
を

け
た

そ
う
よ
ね

朝
田
詩
乃
さ
ん
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場
は
あ
る
と
思
え
ば
無
く
無
い
と
言
え
ば
あ
る
よ
う
で
す
ね
さ
て
い
つ

場
が

訪
れ
る
事
か

 
明
日
は
皆
さ
ん
も
び

く
り
の
展
開
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

い
つ
も
の
事
で
す
ね

 
第
２
８
７
話

そ
の
名
の
重
み

お
楽
し
み
に
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第
２
８
７
話
 
そ
の
名
の
重
み

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お

お
い
雪
乃

そ
も
そ
も
ど
う
し
て
こ
こ
で
話
が
終
わ
り
だ
と
思

た
の
か
し
ら

 
私
に
事
情
を
説
明
し
て
何
か
に
協
力
さ
せ
る
と
か
言

て
い
た
の
は
他
な
ら
ぬ
あ
な
た
な
の

よ
あ

 
八
幡
は
そ
の
指
摘
に

完
全
に
忘
れ
て
い
た
と

を

え
た

 
そ
し
て
詩
乃
は
詩
乃
で

雪
乃
に
い
き
な
り
名
前
を
呼
ば
れ

当
惑
し
て
い
た

え

と

あ
ら

何
故
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
の
か
よ
く
分
か

て
い
な
い
よ
う
ね

 
な
ら
私
か
ら
ハ

キ
リ
と
言
う
わ

あ
の
時
あ
そ
こ
に
い
た
中
で
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あ
な
た
だ
け
が
八
幡
君
に
恋
を
し
て
い
た
か
ら
よ

そ
う

そ
う
い
う
事

 
詩
乃
は
そ
う

く
と

不
敵
に
微
笑
ん
だ

で

ラ
イ
バ
ル
を
今
の
う
ち
に
潰
し
て
お
こ
う

て

そ
う
い
う
事
で
い
い
の
か
し
ら

あ
な
た
は
何
を
言

て
い
る
の

え
 
詩
乃
は

自
分
な
り
に
決
意
を
込
め
て
言

た
台

を
あ

さ
り
と
否
定
さ
れ

 
思
わ
ず
そ
ん
な
声
を
出
し
て
し
ま
い

直
後
に
恥
ず
か
し
さ
で
顔
を

く
し
た

あ
な
た
は
も
う

彼
に
想
い
を
告
げ
た
の
で
し

う

 
そ
ん
な
詩
乃
を
更
に

面
さ
せ
え
る
よ
う
な
事
を

い
き
な
り
雪
乃
が
言

た

 
だ
が
詩
乃
は

こ
こ
で
否
定
し
た
ら
負
け
だ
と
思

て

み
と
ど
ま
り

雪
乃
に

い
た

ま

た
く
こ
の
男
は

ど
う
し
て
こ
う
次
か
ら
次
へ
と

 
そ
の
言
葉
は
詩
乃
に
し
か

こ
え
な
か

た
が

そ
の
時
初
め
て
詩
乃
は

 
常
に

静
に
見
え
る
雪
乃
も

自
分
と
同
じ
よ
う
に
感
情
豊
か
で
焼
き
も
ち
も
や
く

 
普
通
の
少
女
な
ん
だ
と
思
い

雪
乃
に
親
近
感
を
覚
え
た
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い
い

彼
に
想
い
を
告
げ
た
上
で

彼
が

に
い
る
事
を
許
し
て
い
る

 
そ
れ
だ
け
で
あ
な
た
は
も
う

私
達
と
対

な
の
よ

 
あ
な
た
は
さ

き
私
が
あ
の
子
達
に
発
し
た
の
と
同
じ
問
い
を
ぶ
つ
け
ら
れ
た
ら

 
即
座
に
コ
ン
バ

ト
し
て
く
る
で
し

う

え
え

当
然
よ

そ
う
よ
ね

 
雪
乃
は
そ
の
答
え
に

満
足
そ
う
に

い
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
私
の
家
に
帰
り
ま
し

う
か

結
局
帰
る
の
か
よ

 
八
幡
は

思
わ
ず
そ
う
突

込
ん
だ

だ

て
あ
そ
こ
な
ら

四
人
同
時
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
出
来
る
じ

な
い

お

お
前
ま
さ
か

え
え

こ
れ
か
ら
詩
乃
さ
ん
を

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
連
れ
て
い
く
わ

え

い
い
の

儀
式

て
の
を
受
け
な
く
て
い
い
の

あ
あ

あ
れ
は
飛
び
込
み
で
加
入
を

し
込
ん
で
く
る
人
用
の
方

み
た
い
な
も
の
よ
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ち
な
み
に

件
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
元
四
天
王
と
戦

て

を
二

る
事
よ

 
場
合
に
よ

て
は
一
撃
当
て
る
事
に
な
る
場
合
も
あ
る
わ
ね

 
要
す
る
に

ど
こ
ま
で
本
気
な
の
か

す

て
だ
け
の
事
な
の
よ

 
ち
な
み
に
今
そ
の

験
を

前
者
の

件
で
受
け
て
い
る
子
が
一
人
だ
け
い
る
わ

 
も
う
何

月
に
な
る
か
し
ら
ね

々
と
挑
み
続
け
て
く
る

性
の
あ
る
子
よ

 
そ
ろ
そ
ろ
正
式
に
加
入
す
る
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か
し
ら
ね

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
移
動
し
ま
し

う
か

 
そ
し
て
四
人
は
そ
の
ま
ま
雪
ノ
下
家
に
向
か
う
事
と
な

た

 

の
中
で

雪
乃
は
三
人
に
い
き
な
り
こ
う
言

た

と
こ
ろ
で
シ

ナ

シ
ズ
カ

シ
ノ
ン

Ｇ
Ｇ
Ｏ
じ

分

手
に
や

て
い
る
み
た
い
ね

え
え

わ

私
の
事
ま
で

お

お
前

何
で
そ
の
事
を

あ
な
た
が
シ

ナ
だ

て
分
か
れ
ば

も
う
後
は
簡

に
分
か
る
じ

な
い
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私
は
姉
さ
ん
の
動
向
も

一
応
気
に
し
て
は
い
る
か
ら

 
姉
さ
ん
が
熱
心
に
見
て
い
た
動
画
は
全
て

済
な
の
よ

お
前

あ
れ
を
見
た
の
か

ま
あ
初
め
て
見
た
時
か
ら

も
し
か
し
た
ら
と
思

て
い
た
の
は
確
か
よ

 
い
ず
れ
他
の
人
に
も
バ
レ
る
で
し

う
け
ど
今
の
所
あ
の
動
画
の
事
を
知

て
い
る
の
は
多

分
私
だ
け
よ

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
れ
を

い
て

ほ

と
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

で

ベ
ン
ケ
イ

て
の
は
誰
な
の
か
し
ら

小
町
だ
な

な
る
ほ
ど

で
は
ピ
ト
フ

イ
と
い
う
の
は

ピ
ト
は

俺
の
下
僕
だ

下
僕

 
そ
の
言
葉
に
雪
乃
は
一

を
ひ
そ
め
た
が
す
ぐ
に
普
通
の
表
情
に

る
と
こ
う
言

た

な
る
ほ
ど

薔
薇
さ
ん
み
た
い
な
ポ
ジ
シ

ン
の
人
と
い
う
事
ね



 第２８７話 その名の重み

ど
う
し
て
お
前
は
今
の
言
葉
だ
け
で
そ
こ
ま
で
分
か

ち

う
の

 
お
前
本
当
は
キ

ト
の
中
の
人
か
何
か
な
の

そ
ん
な

な
い
で
し

う

い
く
ら
私
で
も

キ

ト
に
は
と
て
も
敵
わ
な
い
わ
よ

 
薔
薇
さ
ん
が
こ
の
前
ア
ル
ゴ
さ
ん
と
そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
た
の
を

い
て
い
た
だ
け
よ

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

思
わ
ず
雪
乃
の
前
で

薔
薇
の
事
を
下
の
名
前
で
呼
ん
だ

小
猫
が
ア
ル
ゴ
と

小
猫

あ
な
た
は
何
故
こ
の

況
で

私
を
懐
柔
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
し
ら
ね

 
雪
乃
が
ス

と
目
を

く
し
な
が
ら
そ
う
言

た
の
を
見
て

八
幡
は

て
て

解
し
た

ち

違
う

誤
解
だ

小
猫

て
の
は

薔
薇
の
下
の
名
前
だ

 
何
と
な
く
か
わ
い
い
か
ら

俺
が
普

そ

ち
の
呼
び
方
で
呼
ん
で
る

て
だ
け
だ

 
そ
の
言
葉
に
雪
乃
は
き

と
ん
と
し
た
が

 
ど
う
や
ら
変
な
ス
イ

チ
が
入

て
し
ま

た
よ
う
で
少
し
高
揚
し
た
様
子
で
雪
乃
は
言

た
薔
薇
さ
ん
の
下
の
名
前
が
小
猫

そ
う

そ
れ
は
初

だ
わ

で
も
と
て
も
素
敵
な
名
前

ね
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私
も
将
来
生
ま
れ
て
く
る
私
と
あ
な
た
の
娘
に

猫
乃

て
名
付
け
よ
う
か
し
ら

俺
と
お
前
と
の
間
に
子

が
生
ま
れ
る
予
定
な
ん
か
無
い
が

ま
あ
好
き
に
し
て
く
れ

ほ
ら
詩
乃

今
の
を

い
た

こ
の
男

い
つ
も
ぼ

と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て

 
こ
ん
な
風
に

心
な
所
で
は
と
て
も
ガ

ド
が

い
の
よ

あ

確
か
に
ち

と

き
付
く
と
か
は
案
外
ガ

ド
が
緩
い
け
ど

 
確
か
に
そ
う
い
う
事
に
つ
い
て
は
そ
う
か
も

で
す
ね

雪
乃
さ
ん

あ
ら

私
と
あ
な
た
は
対

な
の
だ
か
ら

私
の
事
も
雪
乃
で
い
い
わ
よ

そ
う

な
ら
普
通
に
雪
乃

て
呼
ば
せ
て
も
ら
う
わ

ふ
ふ

四
つ
も
年
下
な
の
に

い
い
度
胸
を
し
て
い
る
わ
ね

気
に
い

た
わ

 
雪
乃
と
詩
乃
が
ど
う
や
ら
う
ま
く
や

て
い
け
そ
う
な
雰
囲
気
に
見
え
八
幡
は
一
応
安

し
たで

小
猫
さ
ん
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
こ
う
言

た
の
よ

下
僕
と
し
て
き
ち
ん
と
仕
事
を
果
た
し
た
い
の
で
情
報
収
集
の
コ
ツ
を
教
え
て
下
さ
い
と

ね
あ
あ

そ
の
話
は

い
た
覚
え
が
あ
る
な

な
る
ほ
ど

そ
の
時
か
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え
え

だ
か
ら
私
の
中
で
は

下
僕
イ
コ

ル
小
猫
さ
ん
と
い
う
イ
メ

ジ
が
強
い
の
よ

な
る
ほ
ど

納
得
し
た

で

ピ
ト
フ

イ
と
い
う
の
は
結
局
誰
な
の

私
の
知

て
い
る
人
な
の
か
し
ら

お
前
前
に
会

た
だ
ろ

神
崎
エ
ル
ザ
に
な

 
そ
の
言
葉
だ
け
で
全
て
理
解
し
た
の
か

雪
乃
は
驚
愕
に
目
を
見
開
い
た

あ
な
た

あ
の
人
を
下
僕
扱
い
し
て
い
る
の

フ

ン
に
殺
さ
れ
る
わ
よ

仕
方
な
い
だ
ろ

本
人
の
希
望
な
ん
だ
よ

 
そ
の
八
幡
の
説
明
を

い
た
雪
乃
は

い
ぶ
か
し
げ
な
様
子
で
明
日
奈
と
詩
乃
に

ね
た

明
日
奈

詩
乃

本
当
な
の

う
ん

本
当
だ
よ

確
か
に
事
実
ね

む
し
ろ
嬉
々
と
し
て
下
僕
を
名
乗

て
る
わ
よ

そ
う

ま

た
く
こ
の
男
は

こ
の
件
に
関
し
て
は

俺
も
さ
す
が
に
言
い

出
来
な
い
わ

ま
あ
本
人
の
望
み
な
ら
仕
方
が
な
い
わ
ね
い
ず
れ
ギ
ル
ド
に
連
れ
て
く
る
事
に
し
ま
し

う

あ
い
つ
も
か

ま
あ
仕
方
な
い
よ
な
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で

そ
も
そ
も
あ
な
た
は
ど
う
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
事
に
し
た
の
か
し
ら

そ
れ
は
な

 
そ
し
て
八
幡
は

こ
こ
に
至
る
ま
で
の

を

し
く
雪
乃
に
説
明
し
た

そ
う

噂
の
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
が

つ
い
に
動
き
出
し
た
の
ね

 
確
か
に
そ
れ
な
ら
特
に
危
険
は
無
い
か
も
だ
け
ど
リ
ア
ル

れ
だ
け
は
し
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
る
の
よ

あ
あ

そ
れ
だ
け
は
本
当
に
注
意
し
な
い
と
だ
な

明
日
奈
も
詩
乃
も

絶
対
に
ゲ

ム
の
中
で

本
名
や

所
を

た
り
し
て
は

目
よ

う
ん

あ

私
こ
の
前

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
受
付
の
時

 
個
人
情
報
を
思
い

き
り
ゲ

ム
の
中
で
記
入
し
ち

た
ん
だ
け
ど

ど
う
い
う
事
か
し
ら

実
は
な

 
八
幡
は

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
景
品
が
も
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
の
事
を

雪
乃
に
説
明
し
た

そ
う

そ
れ
は
か
な
り
問
題
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
ね

後
ろ
か
ら

い
た
り
出
来
る
の
か
し
ら
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確
か
に
近
く
か
ら

い
た
ら

見
え
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
ま
あ
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

誰
か
に
通
報
さ
れ
ち
ま
う
と
思
う
が

 
普
通
な
ら
そ
れ
で
安
心
す
る
所
だ
が

雪
乃
の
考
え
は
少
し
違

た
よ
う
だ

と
い
う
事
は

シ
ス
テ
ム
的
に
不
可

と
い
う

で
は
な
い
の
ね

あ
あ

ま
あ
こ
の
前
の
ケ

ス
だ
と
確
か
に
近
く
に
ラ
フ
コ
フ
の
誰
か
が
い
た
の
は
確
か
だ

が 
俺
が
後
ろ
で

界
を
塞
い
で
い
た
か
ら
な
詩
乃
の
個
人
情
報
は
絶
対
に
誰
に
も

れ
て
は
い

な
いそ

う

そ
れ
な
ら
い
い
の
だ
け
れ
ど

次
回
か
ら
は
慎
む
べ
き
だ
と
思
う
わ

 
相
手
は
シ
ス
テ
ム
の
裏
を
突
く
事
に
⻑
け
て
い
る
人
達
な
ん
で
し

う

確
か
に
そ
う
だ
な
こ
こ
は
雪
乃
の

告
に

て
そ
う
す
る
か

詩
乃
も
そ
れ
で
い
い
か

う
ん

皆
に
心
配
か
け
て
ご
め
ん
ね

別
に
あ
な
た
の
せ
い
じ

な
い
わ

 
そ
し
て
雪
乃
は

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
事
を
テ
キ
パ
キ
と
決
め
て
い

た
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と
り
あ
え
ず
私
も
新
し
く
キ

ラ
を
作
る
わ

 
名
前
は
あ
な
た
達
と
の
関
係
性
を
疑
わ
れ
な
い
名
前
が
い
い
わ
ね

 
に

ん
こ
先
生
と
で
も
名
付
け
ま
し

う
か

お
い
馬

確
か
に
あ
れ
は
と
て
も
い
い

い
い
ん
だ
が

さ
す
が
に
そ
れ
は
や
め
て
お
け

じ

あ
に

ん
こ
テ

チ

で
い
い
わ

た
だ
し
先
生
と
呼
ん
で

先
生
な

ま
あ
別
に
い
い
け
ど
な

後
は
小
猫
さ
ん
に
は
こ

ち
で
連

し
て
お
く
と
し
て
多
少
の
強
さ
は
必
要
か
し
ら
ね

そ
れ
な
ら
俺
達
の
狩
り
に
つ
い
て
く
れ
ば
い
い

初
期
レ
ベ
ル
で
も
銃
さ
え
撃
て
れ
ば
問
題
な

い
か

い
私
を
し

か
り
と
守
る
の
よ

へ
い
へ
い

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に

一
行
は
雪
ノ
下
家
へ
と
到
着
し

 
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
と
な

た

さ
て
詩
乃

あ
な
た
は
ど
の
種
族
に
コ
ン
バ

ト
す
る
つ
も
り
な
の
か
し
ら

あ

前
に
調
べ
た
事
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

え

と

ケ

ト
シ

に
し
よ
う
か
と
思

て
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何
で
す

て

 
雪
乃
が
い
き
な
り
声
を
荒
げ
た

詩
乃
は
ま
ず
か

た
か
と
思
い
他
の
種
族
に
変
え
よ
う

と
し
た

ご

ご
め
ん

私
何
も
知
ら
な
く
て

え

と
そ
れ
じ

あ

他
の
種
族
に

何
を
言

て
い
る
の

 
雪
乃
は
先
ほ
ど
よ
り
も
更
に
大
き
な
声
で
そ
う
言

た

えケ

ト
シ

素
晴
ら
し
い
じ

な
い

さ
あ

直
ぐ
に
始
め
ま
し

う

 
八
幡
君

迎
え
の
方
は
確
か
大
丈
夫
よ
ね

あ
あ

こ
の
前
の
ア

プ
デ

ト
で

ア
ル
ン
と

種
族
の
都
が

 
一

で
行
き
来
出
来
る
よ
う
に
な

た
は
ず
だ

と
り
あ
え
ず
直
ぐ
に
合
流
す
る
事
が
可
能

だ
オ

ケ

よ

そ
れ
じ

あ
詩
乃

い
え

シ
ノ
ン

あ

ち
で
待

て
い
る
わ
ね

う
ん

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

自
分
の
持
つ
全
て
の
ア
イ
テ
ム
を

点
に
収
納
す
る
と
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張
し
な
が
ら
キ

ラ
を
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
コ
ン
バ

ト
し

 
初
め
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
世
界
へ
と
降
り
立

た

そ
こ
に
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
は
ま

た
く
違
う
雰
囲
気

の 
広
大
な
フ

ン
タ
ジ

の
世
界
が
広
が

て
い
た

こ
こ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ

何
て
い
う
か

や

ぱ
り
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
は
全
然
違
う

お
い
シ
ノ
ン

 
突
然
そ
ん
な
声
が

こ
え
シ
ノ
ン
は

て
て

囲
を
見
回
し
た
が
近
く
に
は
誰
も
い
な
い

上
だ
上

 
そ
の
言
葉
で
シ
ノ
ン
は
こ
の
世
界
で
は
空
が
飛
べ
る
と
い
う
事
を
思
い
出
し
上
を
向
い
た

 
上
に
は
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

に

い
て
お
り
シ
ノ
ン
は
自
分
も

く
飛
ん
で
み
た
い

と
思

た

こ
こ
で
は
初
め
ま
し
て
だ
ね

私
が
ア
ス
ナ
だ
よ

 
ま
あ
こ
こ
で
は
バ

サ
ク
ヒ

ラ

な
ん
て
呼
ば
れ
て
る
ん
だ
け
ど
ね

ユ
キ
ノ
よ

絶
対

度
と
呼
ば
れ
て
い
る
わ

そ
し
て
俺
が
ハ
チ
マ
ン
だ

こ
こ
で
は
ザ
・
ル

ラ

て
呼
ば
れ
て
る
な
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そ
の
言
葉
で
三
人
に
気
付
い
た
の
か

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
ど
よ
め
い
た

お
い

あ
の
格
好

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

じ

な
い
か

間
違
い
な
い

あ
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
エ
ン
ブ
レ
ム
だ

凄
え

ア
ス
ナ
様
と
ユ
キ
ノ
様
だ

と
い
う
か

あ
の
二
人
を

え
て
る

て
事
は

あ
れ
が
滅
多
に

を
現
さ
な
い

て
噂
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
リ

ダ

ザ
・
ル

ラ

じ

な

い
かう

お
お
お
お
お

俺
初
め
て
見
た

 
そ
の

囲
の

に

シ
ノ
ン
は
と
て
も
驚
い
た

 
そ
し
て
目
の
前
の
三
人
が

こ
の
世
界
で
は
伝
説
級
の
存
在
で
あ
る
事
を
実
感
し
た

そ
の
服
装
だ
け
で
も
知
名
度
が
凄
い
ん
だ
ね
一
発
で
ほ
と
ん
ど
の
人
に
分
か

ち

う
く
ら

い
ま
あ
こ
れ
く
ら
い
は
普
通
の
事
だ

お
前
も
い
ず
れ
こ
う
な
る
ん
だ
ぞ
ど
う
だ
怖
く
な

た
かプ

レ

シ

に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
だ
け
ど

で
も
凄
く
わ
く
わ
く
し
て
る
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そ
う
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ス
ト
レ

ジ
か
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
の
制
服
を
取
り
出
し
シ
ノ
ン
に

え

た
こ
れ
は

予
備
の
制
服
だ
け
ど
な
自
動
サ
イ
ズ
調
整
が
つ
い
て
る
か
ら
体
に
合
わ
な
い
事
は
無
い
と

思
う
ぞ

私
が
着
て
も
い
い
も
の
な
の

わ
く
わ
く
し
た
ん
だ
ろ

い
い
か
ら
着
て
み
ろ
よ

う
ん

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が
そ
の
服
を
身
に
付
け
た

間

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
大
歓
声
を
上
げ

た
お
い

ま
さ
か
あ
れ

新
メ
ン
バ

か

そ
う
み
た
い
だ
な

個
人
識
別
用
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
ま
だ
付
い
て
無
い
か
ら
な

ま
じ
か
よ

ま
た
女
か
よ

や
べ

こ
ん
な
場
面
に
遭
遇
す
る
事
な
ん
て

天
文
学
的
な
確

じ

ね
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あ
そ
こ
は
滅
多
に
メ
ン
バ

を

や
さ
な
い
か
ら
な

大
変
だ
ろ
う
が
頑
張
れ
よ

新
人

 
シ
ノ
ン
は
そ
ん
な
声
を

き

信
じ
ら
れ
な
い
思
い
だ

た

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

て
こ
こ
ま
で
の
ギ
ル
ド
な
ん
だ

 
ち

と
前
ま
で
自
分
が
学
校
で

立
し
て
い
た
な
ん
て

遠
い

の
事
に
感
じ
る

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に

ハ
チ
マ
ン
が
手
を
差
し
出
し
た

シ
ノ
ン
無
理
に
飛
ぼ
う
と
し
な
く
て
い
い
か
ら
と
り
あ
え
ず

い
て
み
よ
う

て
思

て

み
ろう

う
ん

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

心
の
中
で
こ
う
考
え
た

彼
の
所
ま
で
こ
の
体
を

か
せ
た
い

 
そ
の

間

シ
ノ
ン
の
体
は
ゆ

く
り
と

き
上
が
り

 
ハ
チ
マ
ン
の
方
へ
と
向
か

て
ゆ

く
り
進
ん
で
い

た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
の

ば
し
た
手
を

ハ
チ
マ
ン
が
し

か
り
と
掴
ん
だ

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
よ
う
こ
そ
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こ

こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
し

と
り
あ
え
ず
ア
ル
ン
へ
飛
ぶ
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
シ
ノ
ン
の
両
手
を

り
転
移
装
置
の
所
ま
で
凄
い
ス
ピ

ド
で
飛
ん

で
い

た

う
わ

凄
い
凄
い

ど
う

生
ま
れ
て
初
め
て
空
を
飛
ん
だ
気
分
は

最
高

そ
う
か

く
自
由
自
在
に
飛
べ
る
よ
う
に
な
れ
る
と
い
い
な

で
も
私
に
は
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
優
勝
す
る

て
目
的
が
あ
る
し
本
格
的
に
始
め
る
の
は
そ
の
後
か
な

そ
う
だ
な

今
日
は
と
り
あ
え
ず
お

し
だ
か
ら
な

よ
し
着
い
た

ア
ル
ン
へ
飛
ぶ
ぞ

 
そ
し
て
四
人
は
ア
ル
ン
へ
と
転
移
し

そ
の
ま
ま
ぐ
ん
ぐ
ん
と
空
に
上
が

て
い

た

ど
こ
ま
で
上
が
る
の

あ
そ
こ
だ

上
を
見
て
み
ろ

あ
れ
は

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
の
目
の
前
に

光
り

く

の
城
が

を
現
し
た
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あ
れ
が
目
的
地
だ
よ

シ
ノ
ン

あ
れ
が

あ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
二
年
以
上
も
戦

て
き
た
場
所
な
ん
だ
ね

あ
あ

よ
う
こ
そ
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ

 
こ
う
し
て
シ
ノ
ン
は

ま

た
く
予
想
外
の
展
開
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
地
を

む
事
と

な

た

 
さ
す
が
に
こ
れ
は
予
告
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
ね
明
日
は
あ
る
意
味
ギ

グ
回
に
な

て
い
ま

す 
第
２
８
８
話

尊
敬
と
恐
怖
の
象
徴

お
楽
し
み
に
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第
２
８
８
話
 
尊
敬
と
恐
怖
の
象
徴

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

こ
こ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

あ
あ

俺
達
の
デ
ス
ゲ

ム
は
こ
こ
か
ら
始
ま

た

 
詩
乃
は
そ
の
言
葉
を
受
け

も
し
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
が
命
を
散
ら
し
て
い
た
ら

 
今
の
自
分
は
一
体
ど
う
な

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
自
然
と
言
葉
が
口
を
つ
い
て
出
た

そ
う

て
き
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う

あ

ま
あ

パ

セ
ン
ト
自
分
の

だ

た
け
ど
な

自
分
と
ア
ス
ナ
と
仲
間
の

で
し

さ
あ

ど
う
だ

た

け
な

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
て

ユ
キ
ノ
は
ア
ス
ナ
に
こ
う
提
案
し
た

ね

ア
ス
ナ

こ
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
素
直
じ

な
い
男
は
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と
り
あ
え
ず
殴

て
お
い
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

そ
れ
で
素
直
じ

な
い
所
が
治
る
な
ら
苦
労
は
し
な
い
ん
だ
け
ど
ね

確
か
に
そ
れ
も
そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
も
ぎ
ま
し

う
か

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
は
少
し

え
た
声
で
言

た

そ
の
と
り
あ
え
ず
言

て
お
こ
う
的
な
セ
ク
ハ
ラ
は
や
め
ろ

あ
ら

私
は
ど
こ
を
も
ぐ
と
は
明
言
し
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど

男
の
体
に
も
ぐ
所
な
ん
か
そ
ん
な
に
あ
る

な
い
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン
君

そ
れ
は
セ
ク
ハ
ラ
よ

く
そ

口
じ

絶
対
に
敵
わ
ね
え

ま

た
く

こ
れ
だ
か
ら
存
在
自
体
が
セ
ク
ハ
ラ
な
男
は
困
る
わ

ね

ア
ス
ナ

 
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
は
ア
ス
ナ
の
方
を
向
い
て
言

た

 
だ
が
ア
ス
ナ
は

え
た
目
で
自
分
の
胸
を

し
な
が
ら

ユ
キ
ノ
に
背
を
向
け
て
い
た

ね

ア
ス
ナ

そ
れ
は
一
体
何
の
ま
ね
か
し
ら

だ

目

も

も
が
な
い
で

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の

た
い
声
を

き

ア
ス
ナ
は

鳴
を
あ
げ
た
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そ
う

あ
な
た
も
や
は
り
そ

ち
側
な
の
ね

ち

違
う
よ

私
だ

て

も

と
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
色
々
頑
張

て
研
究
し
て
る
仲

間
だ
よ

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
に

ユ
キ
ノ
は
ピ
ク

と
反
応
し
た

研
究

な
ら
こ
こ
は

そ
の
研
究
の
成
果
を
一
つ
教
え
て
も
ら
え
れ
ば

 
私
と
し
て
も
こ
れ
以
上
の
追
求
は
や
め
て
あ
げ
て
も
い
い
の
だ
け
れ
ど

 
そ
の
言
葉
に
ア
ス
ナ
は
飛
び
つ
き

動

し
た
ま
ま
こ
ん
な
事
を
口
走
り
始
め
た

せ

成
果

成
果
ね

え

と

ハ
チ
マ
ン
君
に
も
ん
で
も
ら
え
ば

ば

お
前
何
て
事
を

あ

あ
あ

違
う
の

こ
の
前
マ

サ

ジ
を
し
て
も
ら

た
流
れ
で

 
ち

と

し
に

て
思

て
や

て
も
ら

た
だ
け
な
の

 
確
か
に

果
は
あ

た
気
も
す
る
け
ど

サ
ン
プ
ル

が
全
然
足
り
て
な
い
研
究
な
の

 
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
キ
ノ
が
そ
の
言
葉
を
真
剣
に

討
し
始
め
た
の
を
見
て

を

え
た

 
ち
な
み
に
シ
ノ
ン
は

顔
を
真

に
し
て
フ
リ

ズ
し
て
い
た

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は

つ
い
に
結

が
出
た
の
か

真
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た
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ハ
チ
マ
ン
君

ち

と
お
願
い
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
い
い
か
し
ら

す
げ

き
た
く
な
い
ん
だ
が

ま
あ

く
だ
け
な
ら

も
し
明
日
暇
な
ら

一

私
の
胸
を
も
ん
で
み
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら

お

お

お
前
本
気
で
言

て
ん
の
か

と
キ

ラ
が
違
い
す
ぎ
る
ぞ

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
予
想
は
し
て
い
た
と
は
い
え
さ
す
が
に
こ
れ
は
ギ

グ
だ
ろ
う
と

思
い

 
そ
う
ユ
キ
ノ
に
言

た

そ
ん
な
の
本
気
に
決
ま

て
る
じ

な
い

も
ち
ろ
ん
ア
ス
ナ
も
認
め
て
く
れ
る
わ
よ
ね

あ

う

う
ん

い
い
ん
じ

な
い
か
な

ユ
キ
ノ
も
本
当
に
本
気
み
た
い
だ
し

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

ユ
キ
ノ
は
驚
い
た
顔
で
ア
ス
ナ
の
方
を
見
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
の

線
を
受
け
て
首
を

げ
た
が

そ
の
顔
が
と
て
も
穏
や
か
だ

た

 
ユ
キ
ノ
は
険
し
い
顔
を
す
る
と

ア
ス
ナ
に
こ
う

ね
た

ア
ス
ナ

そ
れ
は
本
気
で
言

て
い
る
の

う

う
ん

ユ
キ
ノ
が
そ
れ
で
満
足
し
て
く
れ
る
な
ら

そ
れ
で
も
い
い
か
な

て

そ
う



 第四章 ＧＧＯ編

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は

ハ
チ
マ
ン
の
方
に

り
返
り
こ
う
言

た

や

ぱ
り
さ

き
の
お
願
い
は
無
し
よ

私
は
シ
ノ
ン
に
話
が
あ
る
か
ら

 
あ
な
た
達
は
先
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
行

て
シ
ノ
ン
を
迎
え
入
れ
る
準
備
を
し
て

あ

う

う
ん

そ
そ
う
か
お
い
ユ
キ
ノ
シ
ノ
ン
に
お
か
し
な
事
を
し
た
り
言

た
り
す
る
ん
じ

な
い

ぞ
大
丈
夫

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
だ
け
よ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
ま
あ
い
い
が

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
転
移
門
の
向
こ
う
に
消
え
た
後

 
ユ
キ
ノ
は
少
し
怖
い
顔
で
シ
ノ
ン
に

ね
た

シ
ノ
ン

今
の
ア
ス
ナ
を
見
て

ど
う
思

た

ア
ス
ナ
を

え

え

と

私
も
や

て
も
ら
え
な
い
か
な

て
事
と

 
相
変
わ
ら
ず
ラ
イ
バ
ル
に

い
な
と
し
か

何
で
す

て
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ど

ど
う
か
し
た
の

あ
な
た
に
と

て

あ
れ
は
普
通
の
ア
ス
ナ
な
の

う
う
ん
ず

と
あ
ん
な
感
じ
だ
け
ど

基
本
他
の
女
の
子
に

容
と
い
う
か
ま
あ
そ

ん
な
感
じ

 
さ

き
み
た
い
に
そ
の

え

ち
な
の
は
珍
し
い
と
思
う
け
ど

そ
う

以
前
か
ら
そ
の

候
は
見
え
て
い
た
け
ど

ま
さ
か
そ
こ
ま
で
と
は
ね

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は

真
顔
で
シ
ノ
ン
に
こ
う
問
い
か
け
た

も
し
あ
な
た
が
ア
ス
ナ
の
立
場
だ

た
ら

さ

き
み
た
い
な
時

ど
う
す
る
の
か
し
ら
ね

私

そ
う
ね

多
分
普
通
に

目

て
言

て
ハ
チ
マ
ン
を
捕
ま
え
て
お
く
と
思
う
け
ど

そ
の
後

他
の
子
達
を
完
全
に

す
る

そ
れ
は

 
シ
ノ
ン
は
そ
こ
で
言
い

ん
だ

確
か
に
ハ
チ
マ
ン
を
独

し
た
い
気
持
ち
は
あ
る

 
だ
が
そ
の

に
ア
ス
ナ
や
ピ
ト
フ

イ
や
こ
う
し
て
知
り
合

た
ユ
キ
ノ
を
彼
の
前
か
ら

す
る

そ
れ
は
私
に
は
無
理
か
も

恋
愛
も
友
情
も
大
切
に
し
た
い
も
の
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彼
の

り
の
子
達
も

多
分
そ
う
思

て
る
わ

 
ア
ス
ナ
の
あ
れ
も

そ
れ
を
こ
じ
ら
せ
た
も
の
で
し

う
ね

あ

確
か
に
そ
ん
な
感
じ
か
も

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
ユ
キ
ノ
の
説
明
に
同
意
し
た

私
は
確
か
に
彼
の
事
が
好
き
で
同
時
に
ア
ス
ナ
の
事
も
好
き
よ

そ
れ
は
あ
な
た
も
そ
う
で

し

う
う

う
ん

で
も
私
達
は

別
に
彼
の

に
い
さ
せ
て
も
ら

て
い
る

で
は
な
い

あ
 
そ
の
言
葉
で

シ
ノ
ン
は
ユ
キ
ノ
の
言
い
た
い
事
を

何
と
な
く
理
解
し
た

そ
う
ア
ス
ナ
は
自
分
の
許
可
が
無
い
と
私
達
が
彼
の

で
の
び
の
び
出
来
な
い
と
勘
違
い

し
て
い
る

 
も
し
く
は
そ
う
思
い
込
ん
で
い
る

私
は
そ
う
感
じ
る
の

 
つ
ま
り
ア
ス
ナ
は
自
分
で
も
気
付
か
な
い
う
ち
に

私
達
を
下
に
見
て
し
ま

て
い
る
の
よ

 
あ
の
二
人
の
場
合

優
し
す
ぎ
る
と
い
う
の
が

点
ね
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そ
れ
は
私
に
も
何
と
な
く
分
か
る

だ
か
ら
私
は
そ
の
勘
違
い
を
正
す
つ
も
り
よ

出
来
れ
ば
あ
な
た
に
も
協
力
し
て
ほ
し
い
の

だ
け
れ
ど

う
ん

私
に
出
来
る
事
な
ら

 
ユ
キ
ノ
は
そ
の
シ
ノ
ン
の
返
事
に
顔
を

ば
す
と

そ
の

元
で
何
か
を

い
た

え

え
え

い
い
の

本
当
に

問
題
無
い
わ

ど
う

分
か

た

私
も
大
丈
夫

そ
れ
じ

あ
あ
の
二
人
に
追
い
つ
き
ま
し

う
か

さ
あ

こ

ち
よ

う
ん

 
転
移
門
に
向
か
う

中
で
は

り
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
ユ
キ
ノ
の
顔
を
見
て
道
を
開
け
た

そ
こ
ま
で
気
を
遣

て
も
ら
う
の
は

し

な
い
の
だ
け
れ
ど

で
も
あ
り
が
と
う

 
ユ
キ
ノ
は
そ
ん
な
プ
レ
イ
ヤ

達
に

に
こ
や
か
な
笑
顔
で
言

た

一
層
に
来
る
事
は
滅
多
に
無
い
の
だ
け
れ
ど
こ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
来
る
の
は
疲
れ
る
の

よ
ね
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あ

あ
は

 
そ
し
て
転
移
門
が
見
え
る

離
ま
で
近
付
い
た

 
い
き
な
り
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
二
人
に
声
を

け
て
き
た

そ
こ
の
強
そ
う
で
可

な
お
姉
さ
ん
達

良
か

た
ら
俺
と
一

に
遊
ば
な
い

 
こ
う
い
う
事
は
珍
し
い
の
か

り
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
ギ

と
し
て
一
歩
後
ろ
に
下
が

た 
ユ
キ
ノ
自
身
も
最
近
こ
う
い
う
事
は
ま

た
く
無
か

た
の
だ
ろ
う
驚
い
た
顔
を
し
て
い
た

お
い

あ
の
馬

は
誰
だ

そ
こ
そ
こ
レ
ベ
ル
は
あ
り
そ
う
だ
が
見
た
事
の
無
い
奴
だ
な

ユ
キ
ノ
さ
ん
の
顔
を
知
ら
な
い

て
事
は

コ
ン
バ

ト
組
じ

な
い
の
か

あ
い
つ
死
ん
だ
な

 

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
う

く
中

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
ユ
キ
ノ
に
言

た

俺
の
名
は
ゼ
ク
シ

ド

い
つ
も
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
い
う
ゲ

ム
を
や

て
い
る
ん
だ
が

 
今
日
は
気
分
転
換
に
ち

と
こ

ち
に
コ
ン
バ

ト
し
て
み
た
ん
だ

 
そ
こ
で
い
き
な
り
お
姉
さ
ん
達
み
た
い
な
素
敵
な
女
性
に
出
会
え
る
な
ん
て
凄
い
ラ

キ



 第２８８話 尊敬と恐怖の象徴

だ
よ

こ
れ

て
あ
の
ゼ
ク
シ

ド

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
自

紹
介
に
驚
愕
し

と
り
あ
え
ず
自
分
の
素
性
が
バ
レ
な
い

に

 
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
考
え
始
め
た

だ
が
そ
の
シ
ノ
ン
を
制
す
る
よ
う
に
ユ
キ
ノ
が
一
歩

前
に
出
た

な
る
ほ
ど
だ
か
ら
私
に
平
気
で
声
を

け
ら
れ
た

ね
ま
あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
わ
よ
ね

 
私
は
ユ
キ
ノ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
副
⻑
を
し
て
い
る
わ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

そ
れ

て
ギ
ル
ド

て
奴

 
へ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
み
た
い
な
も
の
か

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

探
し
ま
し
た
よ

お
う

ユ

コ

ハ
ル
カ

 
そ
こ
に
ゼ
ク
シ

ド
の
仲
間
ら
し
き
二
人
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
遠
く
か
ら
駆
け
寄

て
き

た 
そ
の
二
人
の
名
前
を

い
た
ユ
キ
ノ
は

ピ
ク

と

を
動
か
し
た
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も
う
何
や

て
る
ん
で
す
か
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
は
何
も
下
調
べ
は
し
て
な
い
ん
で
す
か
ら

 
一
応
色
々
と
調
べ
て
き
た
私
達
か
ら
離
れ
な
い
で
下
さ
い
よ

そ
う
で
す
よ
間
違

て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

に

む
と
か
絶
対
に
勘

で
す
よ

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
下
調
べ
の

で

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と

し
て
お
り

 
そ
の
名
前
か
ら
し
て

そ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
達
以
外
に
あ
り
え
な
い
と
結

付
け
て
い
た

 
そ
の

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
一
時
的
に
コ
ン
バ

ト
し
た
後
は

 
絶
対
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

と
は
関
わ
ら
な
い
と

く
心
に

て
い
た
の

だ
が

 
二
人
は
ど
う
や
ら
そ
の
事
を

ゼ
ク
シ

ド
に
は
伝
え
て
い
な
か

た
よ
う
だ

ん

そ
の
ギ
ル
ド
の
人
な
ら

今
丁
度
一

に
遊
ば
な
い
か
と
声
を

け
た
所
だ

た
ん
だ

が
えち
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ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
そ
う
言
わ
れ

恐
る
恐
る
ユ
キ
ノ
の
顔
を
見
た

 
二
人
は
自
分
達
の
事
を
知
ら
な
い
メ
ン
バ

で
あ
る
よ
う
に
と
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら

 

る
よ
う
に
ユ
キ
ノ
の
名
前
を

ね
た

え

と

こ
ち
ら
の
方
の
お
名
前
は

あ
あ

こ
の
人
は

 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
言
葉
を

る
よ
う
に

ユ
キ
ノ
が
言

た

私
は
ユ
キ
ノ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
副
団
⻑
を
し
て
い
る
わ

 
ま
さ
か
こ
ん
な
所
で
再
会
す
る
な
ん
て
予
想
も
し
な
か

た
わ
ユ

コ
さ
ん
ハ
ル
カ
さ
ん

あ

あ

ま
さ
か
よ
り
に
よ

て

お

お
お
お
お
久
し
ぶ
り
で
す

 
ユ
キ
ノ
は
二
人
に
と

て
は
最
悪
の
相
手
だ

た

 
ま
だ
ユ
イ
ユ
イ

り
な
ら

多
少
は
ま
し
だ

た
は
ず
な
の
で
あ
る

あ
ら

も
し
か
し
た
ら
と
思

て
鎌
を
か
け
て
み
た
の
だ
け
れ
ど

本
当
に
そ
う
な
の
ね

あや
ら
か
し
た
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そ
の
言
葉
に
二
人
は
自
分
達
の
失
敗
を
悟

た

こ
こ
は
あ
く
ま
で
も
知
ら
な
い
フ
リ
を
通

し 
そ
の
ま
ま
ゼ
ク
シ

ド
を
連
れ
て
い
け
ば

実

の
所
何
と
か
な

た
の
だ

何
だ
お
前
ら
知
り
合
い
か

だ

た
ら
問
題
無
い
な

こ
れ
か
ら
一

に

ご

ご
め
ん
な
さ
い

私
達
は
用
事
が
あ
る
か
ら
こ
れ
で
失

し
ま
す

本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

先
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に

り
ま
す
ね

お

お
い
お
前
ら

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
だ
よ

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
走
り
去
り

少
し
先
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
こ
の
日
以
来
二
人
は

も
う
絶
対
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
行
か
な
い
と
心
に

い

 
ユ
キ
ノ
達
の
事
に
つ
い
て
も

ゼ
ク
シ

ド
に
何
も
説
明
す
る
事
は
無
か

た

何
だ
よ
あ
い
つ
ら

 
そ
う

然
と
す
る
ゼ
ク
シ

ド
の
横
で

ユ
キ
ノ
が
そ

と
シ
ノ
ン
に
話
し

け
た

ね

シ
ノ
ン

こ
の
人
の
事
は
知

て
い
る
の

そ
い
つ
は
ハ
チ
マ
ン
の
敵
だ
よ

ユ
キ
ノ

敵

そ
う

彼
の
敵
な
の
ね
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う
ん
こ
の
前
彼
を
散
々

倒
し
て
く
れ
た
か
ら
ね

し
く
は
動
画
を
見
れ
ば
分
か
る
と
思

う
分
か

た
わ

シ
ノ
ン
は
少
し
離
れ
て
て

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
が
ス
ト
レ

ジ
か
ら
自
分
の
身
⻑
よ
り
も
⻑
い

広
の
剣
を
取
り
出
し
た

 

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
ぎ

と
し
て

シ
ノ
ン
と
同
じ
よ
う
に
後
ろ
に
下
が

た

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
ゼ
ク
シ

ド
に
声
を

け
た

と
い
う

で
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

私
達
は
ち

と
人
を
待
た
せ
て
い
る
の
で

 
本
当
に
遺

で
は
あ
る
の
だ
け
れ
ど
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
あ
な
た
を

す
る
事
に
す
る
わ

あ
い
つ
ら
も
い
な
く
な

ち
ま

た
し

そ
ん
な
の
断

て
俺
と
一

に
遊
ば
な
い

 
俺

て
こ
れ
で
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
じ

ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

の

て
そ
の
巨
大
な
剣
は

 
ゼ
ク
シ

ド
は
こ
こ
で
初
め
て
ユ
キ
ノ
が
持
つ
剣
に
気
付
い
た
よ
う
で

 
ぎ

と
し
た
顔
で
そ
う
言

た

あ
な
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

内
戦
闘

て
言
葉
を
知

て
い
る
か
し
ら

い
や

し

知
ら
な
い
け
ど
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こ
こ
で
は
ね

街
の
中
で
は
絶
対
に
相
手
に
ダ
メ

ジ
を

え
る
事
は
出
来
な
い
の
よ

 
で
も
そ
の
衝
撃
は
相
手
に
伝
わ
る
の

言

て
い
る
事
は
分
か
る
か
し
ら

あ

あ
あ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
街
中
で
の
戦
闘
と
同
じ
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
と
は
理
解
し
た

で

実
は
私
は

武
器
を
使

た
戦
闘
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の

 
そ
ん
な
私
が

内
で
あ
な
た
み
た
い
な
人
に

ま
れ
た
時
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

 
う
ち
の
リ

ダ

に
相
談
し
た
時
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
が
こ
れ
よ

そ
れ
が

セ
ン
ス
の
無
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
な

俺
な
ら
も

と
こ
う

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の

間

自
分
が
地

を

ん
だ
事
に
気
が
付
い
て
い
な
か

た

彼
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
セ
ン
ス
が
無
い
で
す

て

そ
う

手
加

は
い
ら
な
い
と

い
う
事
ね

なや
ば
い
ぞ

皆
も

と
下
が
れ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に
ユ
キ
ノ
は
そ
う

き

 
シ
ノ
ン
と
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
そ
の
迫
力
に

き

更
に
後
ろ
へ
と
下
が

た

だ

て
そ
う
だ
ろ

あ
ん
た
み
た
い
な
お

や
か
に
見
え
る
女
性
に

す
プ
レ
ゼ
ン
ト
じ
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な
い
だ
ろ

お

や
か

あ
な
た
は
何
を

の
わ
か
ら
な
い
事
を
言

て
い
る
の

 
私
は
剣
を

る
う
技
術
は
無
い
け
ど

力
だ
け
は
あ
な
た
よ
り
も
ず

と
あ
る
の
よ

 
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
が

片
手
で

々
と
そ
の
剣
を
持
ち
上
げ
た

 
ゼ
ク
シ

ド
だ
け
で
は
な
く

シ
ノ
ン
や
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
も
ぎ

と
し
た

な

何
だ
よ
そ
れ

い
い
事

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
名
前
を
決
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
な
さ
い

 
こ
の
名
前
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で
は

尊
敬
を
集
め
る
と
同
時
に

恐
怖
の
象
徴
で
も
あ
る
の
よ

 
も
う
会
う
事
は
無
い
で
し

う
か
ら

本
当
に
さ
よ
う
な
ら
ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は

身
の
力
を
込
め
て
ゼ
ク
シ

ド
に
剣
を
叩
き
つ
け

 
ゼ
ク
シ

ド
は
あ
り
え
な
い
く
ら
い
遠
く
ま
で
飛
ば
さ
れ

 
そ
の
ま
ま
破
壊
不
可
能
属
性
で
あ
る

物
に
激
突
し
そ
の
ま
ま
何
度
も
地
面
に
バ
ウ
ン
ド
し

た 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
意
識
を
失

た
の
か
ア
ミ

ス
フ

ア
の
安
全
装
置
が
働
き

を
消
し

た
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お
お

す

凄
え

俺

ユ
キ
ノ
さ
ん
が
剣
を
持
つ
所
を
初
め
て
見
た
け
ど

凄
い
力
だ
な

ヴ

ル
ハ
ラ
最
強

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が

お
ず
お
ず
と
ユ
キ
ノ
の
所
に

て
き
た

ユ

ユ
キ
ノ

て
力
も
凄
い
の
ね

ま
あ
ス
テ

タ
ス
だ
け
は
ね

一
応
鍛
え
た
か
ら

ま
だ
先
の
話
だ
ろ
う
け
ど
私
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

と
し
て
ち

ん
と
や

て
い
け
る
の

か
なあ

な
た
な
ら
大
丈
夫
よ

さ
あ

行
き
ま
し

う

 
そ
し
て
二
人
は
大
歓
声
の
中
転
移
門
を
く
ぐ
り
二
十
二
層
の
コ
ラ
ル
の
村
へ
と
転
移
し
た

ほ
ら

あ
そ
こ
に

が
見
え
る
で
し

あ
そ
こ
が
私
達
の
本

地
よ

庭

て
話
じ

な
か

た

け

ふ
ふ

そ
れ
は
後
の
お
楽
し
み
ね

 

囲
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
を
一
目
見
よ
う
と
訪
れ
た
ら
し
い

山
の
プ
レ
イ
ヤ
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が
い
た

 
こ
こ
は

に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
観
光
名
所
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

あ
の
制
服

ま
た
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

だ

凄
い
な
今
日
は

さ

き
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
ア
ス
ナ
さ
ん
が
通

た
し

あ

あ
れ

て
も
し
か
し
て

絶
対

度
じ

な
い
か

本
当
だ

ユ
キ
ノ
様
だ

一

に
い
る
の
は

誰
だ

胸
に
も
背
中
に
も
エ
ン
ブ
レ
ム
が
つ
い
て
な
い
わ
よ

ま
さ
か

新
し
い
メ
ン
バ

か

く
そ

何
て

ま
し
い

 
平
然
と
し
た
顔
で

へ
の
道
を
歩
い
て
ゆ
く
ユ
キ
ノ
の
隣
で

 
シ
ノ
ン
は
気
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
も

何
と
か
胸
を
張

て
歩
い
て
い
た

 

が
近
付
く
に
つ
れ
人
影
は
ま
ば
ら
に
な

て
い
き

に
着
く
と
も
う
そ
こ
に
は
誰
も
い

な
か

た

さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
近
付
い
て
く
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
よ

 
ま
あ
こ
こ
に
来
て
も
中
に
入
れ
る

じ

な
い
し
私
達
に

ら
れ
る
と
で
も
思

て
い
る
の
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か
し
ら
ね

 
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
は

シ
ノ
ン
を
入
り
口
の
前
へ
と
案
内
し
た

 
と
言

て
も

そ
こ
は
何
も
無
い
た
だ
の
壁
に
見
え
た

こ
こ

え
え
そ
う
よ

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
が
壁
に
触
る
と

パ
ネ
ル
の
よ
う
な
物
が
現
れ
た

さ
あ

こ
こ
に
タ

チ
し
て

分
か

た

 
そ
の

間
に

囲
に

子
音
声
が

き

た

こ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

仮
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
ま
す
か

イ
エ
ス
よ

プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム

シ
ノ
ン

を

仮
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
ま
し
た

 
そ
し
て
壁
が
音
も
な
く
ス
ラ
イ
ド
し

そ
こ
に
入
り
口
が
現
れ
た

ど
う

張
す
る

う

う
ん
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ま
あ
他
に
も
誰
か
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

お
か
し
な
人
は
い
な
い
か
ら
安
心
し
て
ね

 
そ
し
て

旋

を
上
り
上
の

に
到
着
し
た
二
人
の
前
に
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
家
が

を
現
し
た

さ
あ

中
へ
ど
う
ぞ

思

た
よ
り
小
さ
い
の
ね

ふ
ふ

確
か
に
そ
う
思
う
わ
よ
ね

私
も
最
初
は
そ
う
思

た
わ

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
が
ド
ア
を
開
け

中
に
入
ろ
う
と
し
た

間

 
シ
ノ
ン
は
転
移
門
を
く
ぐ

た
時
の
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
た

今
の
は

 
そ
し
て
中
に
入

た
シ
ノ
ン
の
目
の
前
に

広
大
な
空
間
が
広
が

て
い
た

 
ど
う
や
ら
バ

が

設
さ
れ
た
大
広
間
の
よ
う
だ

 
見
上
げ
る
と

に

り
ま
る
で

の
マ
ン
シ

ン
の
よ
う
に
部
屋
が
配
置
さ
れ
て
お

り 
窓
か
ら
外
を
見
る
と

さ

き
通

て
き
た
道
は
見
え
ず

こ
れ
ま
た
と
て
も
広
い
庭
が
広

が

て
お
り
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少
し
離
れ
た
所
に
は

観
客

の
つ
い
た
訓
練
場
の
よ
う
な
物
が
見
え
た

シ
ノ
ン

こ

ち
こ

ち

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に

ア
ス
ナ
が
お
茶
ら
し
き
物
を
六
つ
運
び
な
が
ら
声
を

け
て
き
た

 
隣
に
は
と
て
も
美

な

の

た
女
性
と
か
わ
い
ら
し
い
子

の
よ
う
な
少
女
が
立

て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
が
ソ
フ

に
座

た
ま
ま
こ
ち
ら
を
向
き

く
手
を
上
げ
た

 
さ
す
が
は
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
ギ

グ
担
当
の
ゼ
ク
シ

ド
で
す

今
回
も
や

て
く
れ
ま

し
た
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第
２
８
９
話
 
認
め
ら
れ
る
嬉
し
さ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

初
め
ま
し
て

私
は
ユ
イ
で
す

パ
パ
と
マ
マ
の
娘
で
す

私
は
キ
ズ
メ
ル
だ
二
人
の
古
い
戦
友
で
ハ
チ
マ
ン
の

の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
む

娘

こ
の
二
人
は
高
度
な

が

載
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
の
よ

シ
ノ
ン

も

と
も
誰
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
は
思

て
い
な
い
け
ど
な

二
人
は
立

な
俺
達
の
仲
間
だ

全
然
そ
ん
な
風
に
は
見
え
な
い

本
当
で
す
よ

ほ
ら

 
そ
し
て
二
人
は

き
合
う
と

精

態
へ
と

を
変
え
た

 
そ
れ
を
見
た
シ
ノ
ン
は

や

と
二
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
実
感
し
た
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そ
し
て
ユ
イ
は
そ
の
ま
ま
シ
ノ
ン
の

に

キ
ズ
メ
ル
は
ハ
チ
マ
ン
の

に
座

た

Ａ
Ｌ
Ｏ

て
こ
ん
な
に
凄
い
ん
だ

 
シ
ノ
ン
は
指
一
本
で
ユ
イ
と
遊
び
な
が
ら
そ
う
言

た

い
や
こ
の
二
人
は
ち

と
特

で
な
他
の
ギ
ル
ド
に
は
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
い
る

が 
こ
う
い

た
自
立
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
存
在
し
な
い

そ
う
な
の

あ
あ

実
は
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

シ
ノ
ン
に
二
人
の
出
自
を
説
明
し
た

そ
ん
な
事
が

あ
あ

だ
か
ら
も
し
誰
も
い
な
い
時
で
も

必
ず
こ
こ
に
は
こ
の
二
人
が
い
て

 
お
前
を
出
迎
え
て
く
れ
る
は
ず
だ

そ

か

そ
れ

て
凄
く
嬉
し
い
事
だ
ね

シ
ノ
ン
さ
ん

こ
こ
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
ね

分
か
ら
な
い
事
が
あ

た
ら
何
で
も

い
て
く
れ
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あ
り
が
と
う
二
人
と
も

 
シ
ノ
ン
は
二
人
に
そ
う
微
笑
ん
だ
後

こ
う
言

た

で
も
私
が
正
式
に
こ
こ
に
お
世
話
に
な
る
の
は

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
た
ま
に
開

さ
れ
る

Ｂ
ｏ
Ｂ

て
大
会
で
優
勝
し
た
後
に
な
る
ん
だ
け
ど
ね

あ

パ
パ
が
他
の
人
に
内

で
コ

ソ
リ
プ
レ
イ
し
て
い
る
ゲ

ム
で
す
ね

コ

ソ
リ

な

ユ
イ

他
の
奴
ら
に
は
ま
だ
バ
レ
て
い
な
い
よ
な

は
い

大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す

そ
う
か

今
は
ま
だ
そ
れ
で
い
い

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

た
後

ユ
イ
は

め
て
シ
ノ
ン
に
こ
う
言

た

そ
れ
で
は
言
い
直
し
ま
す
ね
い
つ
ま
で
も
こ
こ
で
シ
ノ
ン
さ
ん
が
来
る
の
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
ね

そ
う
だ
な

い
つ
ま
で
も
こ
こ
で
待

て
い
る
よ

シ
ノ
ン

う
う
ん
必
ず
ま
た
こ
こ
に

て
く
る
か
ら
待

て
て
ね
ユ
イ
ち

ん
キ
ズ
メ
ル

 
そ
の
二
人
の
言
葉
に

シ
ノ
ン
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

と
こ
ろ
で
シ
ノ
ノ
ン
は

や

ぱ
り
こ

ち
で
も
遠

攻
撃
主
体
に
な
る
の
か
な
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そ
う
ね

正
直
剣
の
扱
い
は
自
信
が
無
い
か
ら

そ
の
方
が
良
さ
そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
君
誰
も
使

て
な
い
ア
レ
を
あ
げ
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

武
器
を

し
て
あ
る
部
屋
に
シ
ノ
ン
を
連
れ
て
い
き

 
豪
華
な
意
匠
の

さ
れ
た

を
手
に
取
り

シ
ノ
ン
に

し
た

た
感
じ
は
ど
う
だ

を
持
つ
の
は
初
め
て
だ
け
ど

特
に
違
和
感
は
無
い
か
な

そ
う
か

よ
し

外
の
闘
技
場
に
行
く
ぞ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

闘
技
場
で

の
説
明
を
始
め
た

こ
の

は
無
矢
の

と
い
う
魔
法
の

で
な
矢
は
お
前
の
魔
力
に
よ

て
無
限
に

さ

れ
る

 
そ
の
分

力
は
普
通
の
矢
を
放
つ
も
の
よ
り
も
若

落
ち
る
が

 
そ
の
代
わ
り
に

特

な
機
能
を
持
つ
矢
を
放
つ
事
が
可
能
だ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
何
か

文
を

い
た
後

を

え
た

 
そ
の
矢
は
三
本
に

え
て
お
り

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
矢
を
射
た
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こ
の
よ
う
に

矢
を
三
本
に

や
す
事
が
可
能
だ

な
る
ほ
ど

 
次
に
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
を
前
に
立
た
せ
る
と
再
び

文
を

え
ア
ス
ナ
に
向
か

て
矢

を
放

た

 
そ
の
矢
は
ア
ス
ナ
の

に
命
中
し

そ
の
ま
ま
一
本
の
ロ

プ
の
よ
う
に
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
ロ

プ
が
繋
が

た
ま
ま
の

を
引

張
る
と
ア
ス
ナ
の

も
引

張
ら

れ
たこ

ん
な
感
じ
で
相
手
の
体
に
く

付
け
て

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
り
す
る
事
が
可
能
だ

 
最
後
に
ハ
チ
マ
ン
は

再
び
別
の

文
を

え

を

え
た

 
そ
の
目
の
前
に
現
れ
た
光
の
矢
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

て
い
く

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
巨
大
な
矢
を
発
射
し
た

ま
あ

力
が
大
き
さ
で
変
わ
る

じ

な
い
ん
だ
が
命
中

を
上
げ
る

な
ん
だ
ろ
う
か
な

 
一

所
で
も
当
た
れ
ば

そ
の
ダ
メ

ジ
は
全
て
敵
に
い
く
よ
う
だ

面
白
い
武
器
ね

大
き
さ
と
か

力
は

使

た
魔
力
に
依
存

俺
が

証
し
た
感
じ
だ
と

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な
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な
る
ほ
ど

最
終
装
備
に
は
な
り
え
な
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

面
白
い
武
器
ね

ど
う
だ

ま
あ
直
ぐ
じ

な
く
て
も
い
い
ん
だ
が

使
い
こ
な
せ
そ
う
か

ち

と
練

し
て
も
い
い

お
う

好
き
な
だ
け
練

し
て
く
れ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

行

誤
し
な
が
ら
無
矢
の

を
使
い
こ
な
す
練

を
始
め
た

 
そ
し
て
少
し
後

入
り
口
か
ら
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
入

て
き
て

 
シ
ノ
ン
の
練

を
見
学
し
て
い
た
一
同
に
声
を

け
た

頼
も

う

か
わ
い
い
フ
カ
次
郎
ち

ん
が

ま
た
勇
ま
し
く
挑
戦
に
来
ま
し
た
よ

あ

フ
カ
ち

ん
だ

お
お
う
ア
ス
ナ
の
姉
御

何
か
久
し
ぶ
り

頑
張

て
る
み
た
い
だ
な
フ
カ

あ
れ
か
ら
か
な
り

を
上
げ
た
み
た
い
だ
な

ハ
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

は
い
フ
カ
ち

ん
は
い
つ
も
あ
な
た
の
お

に
仕
え
る

に
頑
張

て
ま
す
よ

 
そ
ん
な
私
の
頑
張
り
に

そ
ろ
そ
ろ

れ
ち

て
も
い
い
ん
で
す
よ

む
し
ろ
お
願
い
し

ま
す
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相
変
わ
ら
ず
だ
な
お
前

そ
ん
な
変
わ
ら
な
い
君
が
大
好
き
だ
と

愛
人
で
も
い
い
ん
で
是
非
私
を
そ
の
末

に

お
前
本
当
に
自
分
の
欲
望
に

実
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し

他
の
者
も
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
同
じ
よ
う
に
苦
笑
し
た

 
だ
が
フ
カ
次
郎
の
明
る
さ
は

皆
好
ま
し
く
思

て
い
た

あ
れ

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

の
練

を
し
て
い
る
シ
ノ
ン
に
気
が
付
き

そ
ん
な
声
を
上
げ
た

え

と

あ
の
見
覚
え
の
無
い
方
は
ど
ち
ら
様
で

あ
あ

あ
い
つ
は
今
度
う
ち
に
加
入
し
た
シ
ノ
ン
だ

な

な
な
な
何
で
す
と

私
を
差
し
置
い
て
入
団
テ
ス
ト
を
乗
り
越
え
た
強
者
が

い
や

あ
い
つ
は
お
前
と
違

て
入
団
テ
ス
ト
は
受
け
て
い
な
い

と
い
う
か
必
要
な
い

何
と

そ

そ
れ
は
一
体
ど
う
い
う

ま
あ

リ
ア
ル
で
の
知
り
合
い
だ

て
事
だ

あ
 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

何
事
か
ブ
ツ
ブ
ツ
と

き
出
し
た
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リ
ア
ル
知
り
合
い
の
優

性

学
校
を
サ
ボ

て
明
日
の
朝
一
で
コ
ヒ

の
家
に
向
か

て

 
そ
の
流
れ
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
何
と
か
会
え
る
よ
う
に
お
願
い
し
て

 
そ
の
ま
ま
無
理
や
り

成
事
実
を

う
ん
私
の

力
を
持

て
す
れ
ば
い
け
る
気
が
す
る

コ
ヒ

て
の
が
何
の
事
か
は
知
ら
な
い
が

ど
う
考
え
て
も
い
け
な
い
か
ら
な

や

ぱ
り
無
理
デ
ス
ヨ
ネ

あ

ち
な
み
に
コ
ヒ

は
私
の
友
達
で

す

 
ス
ラ

と
し
た
モ
デ
ル
み
た
い
な
⻑
身
の
美
人
な
の
に
コ
ン
プ
レ

ク
ス
が
凄
い
ん
で
す

ん

大
学
で
遭
遇
し
た
人
に
似
て
る
な

お

お

そ

そ
れ
は
一
体
ど
こ
で

え

と
確
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
昼
に
訪
れ
た
大
学
の
名
前
を
告
げ
そ
の
女
性
の
特
徴
を
フ
カ
次
郎
に

告
げ
た

そ

そ
れ
は
正
し
く
我
が
友
コ
ヒ

じ

な
い
で
す
か

そ
う
な
の
か

世
間
は

い

て
本
当
な
ん
だ
な

そ
れ
じ

あ
お
前
か
ら
も

 
気
に
し
す
ぎ
で
す

て
伝
え
て
や

て
く
れ

何
な
ら
本
当
に
美
人
で
す
よ

て
言

て
く
れ
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て
も
い
い

ハ
チ
マ
ン
君

あ
な
た
ね

コ
ヒ

よ
り
も
私
に

私
に
そ
の
言
葉
を

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
か
ら
総
攻
撃
が
加
え
ら
れ
た

 
フ
カ
次
郎
だ
け
は
若

違
う
趣
旨
の
言
葉
を
言

て
い
た
が
ま
あ
そ
れ
は
い
つ
も
の
事
だ

た
い
や

ま
あ

当
に
意

し
て

褒
め
て
た

て
だ
け
で
い
い
ぞ

 
何
か
本
当
に
身
⻑
に
コ
ン
プ
レ

ク
ス
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
ん
で
心
が
少
し

ん

で
な心

が

ね

そ
れ
な
ら
ま
あ
仕
方
な
い
か
な

そ
う
ね

人
助
け
は
こ
の
男
の
ラ
イ
フ
ワ

ク
で
す
か
ら
ね

そ
ん
な
の
を
ラ
イ
フ
ワ

ク
に
し
た
覚
え
は
ね
え
よ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

フ
カ
次
郎
に
向
き
直

た

話
が
反
れ
ち
ま

た
が

お
前
は
そ
ん
な
楽
な
方
に
逃
げ
る
奴
じ

な
い
だ
ろ
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実
力
を
俺
達
に
認
め
ら
れ
て
入
団
し
た
い

て
思

て
る

性
の
あ
る
奴
だ

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

や

ぱ
り
私
の
事
を

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

フ
カ
次
郎
は
感
動
し
た
様
子
で
そ
う
言

た

私
の
事
を
と
い
う
の
が

ど
う
い
う
意
味
で
言

て
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
お
前
の
頑
張
り
は
ち

ん
と
評
価
し
て
い
る
ぞ

正
直
今
直
ぐ
に
入
団
を
許
可
し
て
も
い
い
ん

だ
が

 
そ
れ
だ
と
お
前
の
気
が
済
ま
な
い
だ
ろ

え

私
は
別
に
そ
れ
で
も
ま

た
く

わ
な
い
け
ど

そ
れ
だ
と
お
前
の
気
が
済
ま
な
い
だ
ろ

あ

い
や

く
そ

こ
う
な

た
ら
も
う
ヤ
ケ
だ

で
す
で
す

気
が
済
ま
な
い
で
す

当
然
そ
う
だ
よ
な

よ
し
た
ま
に
は
俺
が
相
手
を
し
て
や
ろ
う
お
い
シ
ノ
ン
選
手
交
代

だ
ど
う
か
し
た
の

あ
れ

そ
ち
ら
の
方
は

 
シ
ノ
ン
は
こ
ち
ら
に

て
く
る
と

フ
カ
次
郎
の
顔
を
見
な
が
ら
言

た

こ
の
子
が

今
入
団
テ
ス
ト
を
受
け
て
い
る
フ
カ
次
郎
さ
ん
よ
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あ
あ

ど
も
ど
も
フ
カ
次
郎
だ
よ

い
や

そ
れ
に
し
て
も
お
姉
さ
ん
可
愛
い
ね

じ

る

なそ
の
可
愛
ら
し
い
猫

ち

と
触
ら
せ
て

目
よ

こ
の
猫

は
私
の
物
よ

 
ユ
キ
ノ
が
突
然
横
か
ら
そ
う
言
い

つ
か
つ
か
と
シ
ノ
ン
に
近
付
く
と

 
楽
し
そ
う
に
そ
の
猫

を

で
始
め
た

フ
カ
次
郎
も
対
抗
す
る
よ
う
に

 
反
対
側
か
ら
シ
ノ
ン
の
猫

を
も
ふ
も
ふ
し
始
め
た

お
前
ら
な

し

仕
方
な
い
じ

な
い

こ
の
猫

が
私
を
誘
う
の
よ

い
や

最
高

す
な

も
ふ
も
ふ

す
な

え

え

と

お
い
フ
カ

お
前
は
さ

さ
と
こ

ち
に
来
い

あ

ち

ま

も

と
も
ふ
も
ふ
を

私
に
も

と
も
ふ
も
ふ
を

 
そ
の
ま
ま
フ
カ
次
郎
は
ハ
チ
マ
ン
に
連
行
さ
れ
ユ
キ
ノ
は
シ
ノ
ン
の
猫

を
独

す
る

と
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な

た
他
の
ケ

ト
シ

の
人
達
も

い
つ
も
こ
ん
な
目
に
あ

て
る
の

う
う
ん

皆
上
手
く
逃
げ
て
る
か
ら

多
分
猫

に

え
て
た
ん
じ

な
い
か
な

そ

そ
う

ま
あ

を

で
ら
れ
て
る
の
と
変
わ
ら
な
い
か
ら
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

 
シ
ノ
ン
は
ア
ス
ナ
に
そ
う
言
う
と

興
味
深
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
と
フ
カ
次
郎
に
目
を
や

た

さ
て

い
つ
で
も
い
い
ぞ

か
か

て
こ
い

よ

し

フ
カ
次
郎

行
き
ま

す

 
ハ
チ
マ
ン
は

手
に
だ
け

剣
を
持
ち

フ
カ
次
郎
に
言

た

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

フ

イ
ン
ト
を

り
交

つ
つ
ハ
チ
マ
ン
に
突
撃
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

静
に
そ
れ
を
見
切
り
な
が
ら
逆
に
先
回
り
し
て
フ
カ
次
郎
の
武
器
を

い
た

なお
前
の
フ

イ
ン
ト
は
素
直
す
ぎ
る

み
込
む
足
の

度
や

目
線
に
も
気
を
遣
え

了
解

 
そ
し
て
何
合
か

り
合

た
後
ハ
チ
マ
ン
は
カ
ウ
ン
タ

で
フ
カ
次
郎
の

を

り
飛
ば
し

た
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武
器
は

ど
ち
ら
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
け
よ

片

を

ら
れ
た
時
に
対
応
出
来
る

か
ら
な

う
わ

ん

片

を

た
後
に
言
わ
れ
た

馬

野
郎

基
本
だ
基
本

う
ち
の
メ
ン
バ

は
全
員
出
来
る
ぞ

う
う

努
力
は
し
て
る
よ

 
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
は
ハ
チ
マ
ン
の
不
意
を
つ
く
よ
う
に
残

た
手
で
い
き
な
り
攻
撃

し
た

 
だ
が
そ
の
攻
撃
も

ハ
チ
マ
ン
に
あ

さ
り
と

か
れ
た

お

使
え
な
い

り
を
し
て
い
た
の
か

中
々
い
い
ぞ

と
か
言

て
あ

さ
り
カ
ウ
ン
タ

を
決
め
る
と
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
⻤

ま
あ
攻
撃
可
能
な
体
の
動
き
を
し
て
い
た
か
ら
な

普
通
そ
ん
な
の
分
か
ん
な
い
で
し

 
そ
し
て

ら
れ
た

が
復
活
し
た
後

フ
カ
次
郎
は
キ

と
ハ
チ
マ
ン
を

み
つ
け

 
雄
た
け
び
を
上
げ
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
突
撃
し
た

お
お
お
お
お
お
お
お
お
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お
 
ハ
チ
マ
ン
は
目
を
見
開
く
と
迎
撃
体
制
を
と
り
フ
カ
次
郎
の
剣
を
持

て
い
た

を

り

飛
ば
し
た

 
そ
の

間
に
フ
カ
次
郎
は
残

た

手
で

剣
を
掴
ん
だ
ま
ま
の

を
持
ち

 
そ
の
ま
ま

身
の
力
を
込
め
て
ハ
チ
マ
ン
に
叩
き
つ
け
た

 
次
の

間

ガ

と
い
う
音
と
共
に

い
つ
の
間
に
取
り
出
し
た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
の

手
に

ら
れ
て
い
た

剣
が

そ
の
攻
撃
を
受
け
止
め
た

く
そ

か
な
か

た

 
そ
れ
で
力
尽
き
た
の
か

フ
カ
次
郎
は
地
面
に
大
の

に
倒
れ
込
み

ハ
チ
マ
ン
に
言

た

も
う
ど
う
と
で
も
し
や
が
れ

で
も
出
来
れ
ば

い
の
じ

な
く

え

ち
な
の
で
お
願
い

し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
フ
カ
次
郎
の
言
葉
を
当
然
無

し

ア
ス
ナ
達
の
方
に
歩
み
寄

た

最
後
の
は

け
な
か

た
の
か
し
ら

か
な
か

た
の
か
し
ら

け
な
か

た
な

い
い
攻
撃
だ

た

ど
う
だ

そ
ろ
そ
ろ
い
い
か

そ
う
だ
ね

そ
ろ
そ
ろ
い
い
ん
じ

な
い
か
な

ユ
キ
ノ
は
ど
う
思
う
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は
無
い
わ

分
か

た

お
い
フ
カ
次
郎

は
い
は

い

く
止
め
を

し
ち

て

子
作
り
な
ら

更
大
歓
迎

お
前

合
格

は
い

だ
か
ら

合
格

ま
じ
で

ま
じ
だ

ま
じ
ま
じ
で

し
つ
こ
い
な

や

ぱ
り
や
め

 
そ
の

間
に
フ
カ
次
郎
は
立
ち
上
が
り
凄
い
勢
い
で
ハ
チ
マ
ン
に

き
付
く
と
本
気
で

き
出
し
た

う
わ

ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

愛
し
て
ま
す

俺
は
ま

た
く
愛
し
て
な
い
が

ま
あ
良
か

た
な

フ
カ

そ
ん
な

た
い
所
も
愛
し
て
ま
す
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お
前

他
の
奴
が
相
手
だ

た
と
し
て
も

多
分
同
じ
事
を
言

て
る
よ
な

完
全
に
バ
レ
バ
レ
だ
け
ど

で
も
愛
し
て
ま
す

う

え

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
も
駆
け
寄

て
く
る
と

口
々
に
フ
カ
次
郎
を
祝
福
し
た

お
め
で
と
う
フ
カ
さ
ん

つ
い
に
正
式
メ
ン
バ

ね

あ

あ
り
が
と
う

お
祝
い
を
し
な
く
ち

ね

フ
カ

せ

大
に
お
願
い

 
そ
ん
な

り
上
が
る
メ
ン
バ

の

を
見
て

ど
う
や
ら
我
慢
出
来
な
く
な

た
の
か

 
突
然
シ
ノ
ン
が
こ
う
言
い
出
し
た

わ

私
も
や
る

や
る

て

何
を
だ

入
団
テ
ス
ト

お

お
う

別
に

わ
な
い
が

件
は
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俺
か
ア
ス
ナ
に
一
発
当
て
る
事
だ
な

分
か

た

任
せ
て

そ
れ
じ

ハ
チ
マ
ン
が
相
手
で

 
シ
ノ
ン
は

息
も
荒
く
そ
う
言

た

そ
し
て
一
同
が
見
守
る
中
シ
ノ
ン
は

を

え
る
と

 
全
魔
力
を
一
気
に

に
込
め

巨
大
な
矢
を
生
み
出
し
た

な行
く
わ
よ

ち

ち

と
待
て

そ
れ
は
反

だ
ろ

男
が
ぐ
だ
ぐ
だ
と
つ
ま
ら
な
い
言
い

を
す
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
そ
の
巨
大
な
矢
を
発
射
し

大
き
さ
に
全
て
の
魔
力
を
つ
ぎ
込
ん
だ

か

 
ダ
メ

ジ
こ
そ
そ
れ
ほ
ど
く
ら
わ
な
か

た
が

 
当
然
避
け
切
れ
な
か

た
ハ
チ
マ
ン
は

確
実
に
そ
の
体
に
一
撃
を
く
ら

た

命
中

確
か
に
命
中
し
た
な

や

た

な

何
で
す
と
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
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フ
カ
次
郎
は
そ
の
結
末
に
絶
叫
し
た

完
全
に
作
戦
勝
ち
ね

ま
あ
そ
も
そ
も
あ
れ

ハ
チ
マ
ン
君
が
あ
げ
た

な
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
い
う
意
味
じ

彼
は
自
分
に
負
け
た

ね

う
 
少
し
落
ち
込
ん
だ
様
子
を
見
せ
る
フ
カ
次
郎
に

シ
ノ
ン
が
駆
け
寄

て

き
付
い
た

お
ほ

ご
め
ん
ね
フ
カ

思
い

き
り
反

だ
と
思
う
け
ど

 
で
も
ど
う
し
て
も

私
だ
け
が
無

験
で
入
団
す
る
の
が

だ

た
の

 
私
の
正
式
入
団
は
当
分
先
に
な
る
ん
だ
け
ど
そ
の
時
が
来
た
ら
仲
間
と
し
て
宜
し
く
ね

そ

そ
う
な
の

で
も
そ
の
気
持
ち
は
と
て
も
嬉
し
い
よ

 
そ
の
時
ま
で
こ
こ
で
ず

と

シ
ノ
ン
が
来
る
の
を
待

て
る
よ

フ
カ

シ
ノ
ン
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そ
し
て
二
人
は

く

き
合
い

再
会
を
約
束
し
合

た

 
ち
な
み
に
フ
カ
次
郎
は
さ
り
げ
な
く
シ
ノ
ン
の

を
も
ふ
も
ふ
し
て
い
た

そ
ん
な
二
人
の

再
会
は

 
丁
度
シ
ノ
ン
と
入
れ

わ
る

で
フ
カ
次
郎
が
一
時
的
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
し
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
と
い
う
事
に
な
る
の
だ
が

そ
れ
は
遥
か
未
来
の
話
で
あ
る
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第
２
９
０
話
 
不
意
打
ち

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
シ
ノ
ン
と
フ
カ
次
郎
が

を
終
え

立
ち
上
が

た
の
を
見
て

 
ハ
チ
マ
ン
が
二
人
に
声
を

け
た

よ
し

と
り
あ
え
ず
二
人
に
は
個
室
を
用
意
し
な
い
と
な

あ
と
こ
れ
を

こ
れ
は

正
式
メ
ン
バ

に

え
ら
れ
る
鍵
だ

二
人
と
も
そ
れ
を
使

て
み
ろ

 
そ
し
て
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
の
指

通
り

そ
の
鍵
を
使
用
し
た

 
そ
の

間
に
鍵
は
光
の

子
に
な
り

二
人
の
体
の
上
に
降
り
注
い
だ

 
そ
し
て
そ
の

間
に

機

音
声
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

プ
レ
イ
ヤ

シ
ノ
ン

を

正
式
メ
ン
バ

に

録
し
ま
し
た

プ
レ
イ
ヤ

フ
カ
次
郎

を

正
式
メ
ン
バ

に

録
し
ま
し
た
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二
人
は
そ
の

間
に
手
を
取
り
合

て
喜
び

そ
し
て
二
人
に
個
室
が

え
ら
れ
た

そ
れ
と
フ
カ
次
郎

お
前
に
は
こ
れ
も
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

フ
カ
次
郎
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
制
服
を
差
し
出
し
た

う
お
お
お
お

夢
に
ま
で
見
た
ヴ

ル
ハ
ラ
の
制
服
が
こ
こ
に

そ
う
い
え
ば
シ
ノ
ン
に
も
説
明
を
忘
れ
て
た
な

こ
の
制
服
は
背
中
と
胸
に

 
個
人
ご
と
に
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
マ

ク
を
表

す
る
事
が
出
来
る

 
ま
あ

中
で
変
更
も
出
来
る
が

そ
の
マ

ク
が

名
に
な
れ
ば
な
る

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

は
そ
の
マ

ク
と
エ
ン
ブ
レ
ム
で
お
前
達
が
誰
か
を
認
識
す
る
よ
う
に
な

る 
頑
張

て
自
分
に
合

た
マ

ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
く
れ

マ

ク

私
の
マ

ク

 
考
え
込
む
シ
ノ
ン
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
が

い
感
じ
で
言

た

ま
あ
最
終
的
に
は
自
分
の
好
き
に
す
れ
ば
い
い
か
ら
な

私
は
も
う
決
め
て
る
け
ど
ね

フ
カ

ど
ん
な
の
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中
央
に
ハ

ト
を
書
い
て

に
天
使
の

を
こ
う

パ

と
ね

 
あ
と
ハ

ト
の
上
に
天
使
の

が
欲
し
い

 
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
は

手
の
平
を
シ
ノ
ン
に
見
せ

そ
の
上
を

に
開
い
た

ユ
イ

マ

ク
作
成
用
ソ
フ
ト
を
立
ち
上
げ
て
く
れ

は
い
パ
パ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
フ
カ
次
郎
の
説
明
通
り
の
マ

ク
を
作
成
し

た
こ
ん
な
感
じ
か

ま
さ
に
イ
メ

ジ
通
り

私
の
マ

ク
は
そ
れ
で

ち
な
み
に
名
前
は

愛
天
使
で

オ

ケ

だ

さ

き
の
制
服
を
貸
し
て
く
れ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
マ

ク
を
フ
カ
次
郎
の
制
服
に
刻
み
つ
け
た

よ
し

完
成
だ

お
お
お
お
お

こ
れ
が
私
の
制
服
ち

ん

是
非
記
念

影
を
お
願
い
し
た
い
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そ
の
前
に
シ
ノ
ン

何
か
思
い
つ
い
た
か

や

ぱ
り

は
外
せ
な
い
と
思
う
か
ら

横
向
き
に
矢
を
つ
が
え
た

と

 
そ
の
矢
の
先

に

フ
カ
に
合
わ
せ
て
ハ

ト
マ

ク
で
も
つ
け
よ
う
か
し
ら

や

た

お
揃
い
だ
ね

そ
う
す
る
と

こ
ん
な
感
じ
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
指

通
り
に
画
像
を
表

し
そ
れ
を
見
た
シ
ノ
ン
は
ニ

コ
リ
と
微
笑

ん
だう

ん

イ
メ

ジ
通
り

名
前
は
ど
う
す
る

キ

ピ

ド
ア
ロ

と
か

オ

ケ

だ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
も
そ
の
マ

ク
を
制
服
に
刻
ん
で
も
ら
い

 
二
人
は
ご
満

で
お

い
の
制
服
を
見
せ
合

た

よ
し
ユ
イ

移
動
式
の
カ
メ
ラ
の
用
意
を

も
う

に
こ
こ
に
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そ
れ
じ

あ
皆

カ
メ
ラ
の
前
に
集
合
だ

 
そ
し
て
五
人
は
ハ
チ
マ
ン
を
囲
む
よ
う
に

ん
で
写
真
を

た

 
そ
の
写
真
は

コ
ン
ソ

ル
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

へ
と
送
信
さ
れ
た

ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
達
の
マ

ク
に
も
名
前
が
付
い
て
る
の

俺
の
マ

ク
は
シ
ン
プ
ル
に

だ
が

山
の

上
の
イ
メ

ジ
と
一
番
の
意
味
で

 
そ
の
ま
ま
ト

プ

と
名
付
け
て
あ
る
な

私
は
基
本
は
ヒ

ラ

だ
か
ら
十

型
に
レ
イ
ピ
ア
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
ク
ロ
ス
レ
イ
ピ

ア
だ
よ

 
そ
の
ま
ん
ま
だ
け
ど
ね

え
へ

私
も
ヒ

ラ

だ
か
ら
十

だ
け
ど

そ
れ
を

の
結

で
表
現
し
た
わ

 
正
式
名
称
は
ア
イ
ス
ク
リ
ス
タ
ル
ク
ロ
ス
だ
け
ど
通
常
は
略
し
て
ア
イ
ス
ク
ロ
ス
と
呼
ば
れ

て
い
る
わ
ね

な
る
ほ
ど

や

ぱ
り
シ
ン
プ
ル
な
の
が
い
い
よ
ね

他
に
は
ど
ん
な
の
が
あ
る
の

そ
う
だ
な

純
に

を

型
に
配
置
し
た
ユ
ミ

の
ヘ
ル
フ

イ
ア
と
か

 
鍛

師
の
使
う
ハ
ン
マ

の

上
に
星
を
散
り
ば
め
た
リ
ズ
の
ス
タ

ハ
ン
マ

と
か
が
あ
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る
なへ

く
他
の
人
に
も
会

て
み
た
い
な

 
シ
ノ
ン
は
自
分
が
他
の
仲
間
達
と
一

に
戦
場
に
立
ち

を
放
つ
光
景
を
想
像
し

 
つ
い
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
し
ま

た
が
他
の
者
達
は
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
て

い
たそ

れ
じ

あ
私
は
コ
ヒ

に
今

た
写
真
を
送

て
自
慢
し
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
言
葉
を
伝
え
て
き
ま

す

お
う

ま
た
な

フ
カ

フ
カ

ま
た
必
ず
会
お
う
ね

う
ん

 
そ
し
て
他
の
者
も
フ
カ
次
郎
に
別
れ
の

を
し
ハ
チ
マ
ン
達
も
と
り
あ
え
ず
落
ち
る
事
に

し
た今

日
は
凄
く
色
々
な
事
で
び

く
り
さ
せ
ら
れ
た
わ

お

と

そ
の
前
に
装
備
を
自
分
の
部
屋
の
ス
ト
レ

ジ
に
収
納
し
て
お
く
と
い
い

 
お
前
は
直
ぐ
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
し
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な
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あ

そ
う
だ
ね

い
ず
れ
自
分
の
部
屋
の
内
装
も
好
き
に
い
じ
る
と
い
い

う
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
に
別
れ
を
告
げ

四
人
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

さ
て

今
日
は
明
日
奈
は
八
幡
君
の
家
に
帰
る
の
か
し
ら

ど
う
だ
ろ
う

た
ま
に
は
自
宅
に
帰
ろ
う
か
な

て
思

て
た
け
ど

も
う
ど

ち
が
自
宅
か
分
か
ら
な
く
な

て
る
わ
ね
失

ち

と
ト
イ
レ
に
行

て
く

る
わ

 
雪
乃
は
そ
う
言

て

を
外
し
た

そ
の
直
後
に
明
日
奈
の

に
小
町
か
ら
連

が
入

た
小
町
ち

ん

ど
う
し
た
の

お
義
姉
ち

ん

今
日
は
う
ち
に
帰

て
き
て
く
れ
る
ん
だ
よ
ね

何
か
あ

た
の

何
も
無
い
け
ど

小
町
は
お
義
姉
ち

ん
と
一

に
い
た
い
の
で
す

今
日
は
別
に
ど

ち
に
帰

て
も
良
か

た
か
ら

別
に
い
い
よ
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や

た

そ
れ
じ

あ
待

て
る
か
ら
ね

う
ん

 
そ
ん
な
明
日
奈
の
様
子
を
見
た
八
幡
が

話
の
事
を

ね
て
き
た

小
町

何
だ

て

今
日
は
う
ち
に
帰

て
き
て

て

ふ

ん

 
丁
度
そ
の
時
雪
乃
が

て
き
て

二
人
に
言

た

私
と
詩
乃
は
こ
れ
か
ら
予
定
が
あ
る
か
ら
二
人
は
先
に
帰

て
も
ら

て
全
然

わ
な
い
わ

ん

そ
う
か

そ
れ
な
ら
俺
達
は
先
に
帰
る
か

明
日
奈

う
ん

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

雪
乃

詩
乃

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

え
え

ま
た

ま
た
ね

 
そ
し
て
八
幡
と
明
日
奈
は
キ

ト
に
乗

て
自
宅
へ
と

た

そ
ん
な
二
人
を
小
町
が
出
迎

え
た
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良
か

た

帰

て
き
て
く
れ
た

何
か
用
事
で
も
あ

た
の
か

う

う
う
ん

何
に
も
無
い
け
ど

お
義
姉
ち

ん
の
顔
が
見
た
い
な

て
思

て

ふ

ん

 
こ
の
時
点
で
八
幡
は
何
か
見
え
ざ
る
手
の
存
在
を
感
じ
て
い
た
が
そ
れ
が
何
か
は
分
か
ら

な
か

た

 
そ
し
て
二
人
は
と
り
あ
え
ず
自
分
の
部
屋
に

り

楽
な
格
好
に
着

え
る
事
に
し
た

何
か
こ
う
背
筋
の
あ
た
り
が
チ
リ
チ
リ
す
る
ん
だ
よ
な

危
険
が
迫

て
い
る
気
が
す
る

 
八
幡
は
そ
う

く
と

ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な

た

部
屋
を
出
た

 
そ
し
て
小
町
の
部
屋
の
前
を
通

た
時

小
町
が
誰
か
と

話
を
し
て
い
る
声
が

こ
え
た

は
い

バ

チ
リ
で
す

待

て
ま
す
ね

ん

誰
か
小
町
の
友
達
で
も
来
る
の
か

そ
れ
に
し
ち

小
町
の
言
葉
遣
い
が
ち

と

変
だ
が

 
そ
し
て
八
幡
は
ト
イ
レ
に
行

た
後
部
屋
に
は

ら
ず
そ
の
ま
ま
居
間
の
ソ
フ

に

け
た
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少
し
し
て
か
ら
明
日
奈
も
下
に
下
り
て
き
た
が

小
町
は
上
で
何
か
し
て
い
る
ら
し
く

 
ド
タ
バ
タ
と
い
う
音
だ
け
が

こ
え
て
き
た

小
町
は
何
か
し
て
る
の
か

さ
あ

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
た
後

上
の
音
が
静
か
に
な
り

小
町
が
二

か
ら
下
り
て
き
た

ふ
う

準
備
完
了

と

 
そ
し
て
小
町
は
ソ
フ

に
座
る
と
そ
わ
そ
わ
し
な
が
ら
し
き
り
に
外
の
様
子
を
気
に
し
だ

し
た小

町

誰
か
来
る
の
か

あ

う
ん

ち

と
友
達
が
ね

そ
れ
な
ら
俺
達
は

魔
し
な
い
よ
う
に
ど
こ
か
に
出

け
て
お
く
か

う

う
う
ん

大
丈
夫

本
当
に
大
丈
夫
だ
か
ら

そ
う
か

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に

関
の
チ

イ
ム
が
鳴

た

ん

誰
か
な
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小
町
行

て
く
る
ね

 
小
町
が
直
ぐ
に
そ
ち
ら
に
向
か
い
そ
し
て
少
し
し
た
後
小
町
に
連
れ
ら
れ
二
人
の
女
性

が
現
れ
た

なえ

あ

あ
れ

こ
ん
ば
ん
わ

お

お

魔
し
ま
す

 
そ
れ
は

つ
い
先
ほ
ど
別
れ
た
ば
か
り
の
雪
乃
と
詩
乃
だ

た

 
二
人
は
何
か
大

物
を
持
参
し
て
お
り

ど
う
見
て
も
た
だ
遊
び
に
来
た
よ
う
に
は
見
え
な

か

た

  
こ
こ
で
話
は
少
し

る

八
幡
と
明
日
奈
が
帰

た
後

二
人
は
計
画
通
り
の
行
動
に
出
た

と
り
あ
え
ず
私
は
準
備
を
し
て
く
る
か
ら

少
し
待

て
て

大
丈
夫
か
な

明
日
奈
は
自
宅
に
帰

た
り
し
な
い
か
な

大
丈
夫
よ

小
町
さ
ん
に
念
を
押
し
て
お
い
た
か
ら

必
ず
足
止
め
し
て
く
れ
る
は
ず
よ
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そ

か

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
ね

そ
れ
じ

あ
ち

と
待

て
て
ね

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
た
後

雪
乃
が
大
き
な
バ

グ
を
持

て

て
き
た

準
備
が
出
来
た
わ

そ
れ
じ

あ
詩
乃
の
家
へ
と
向
か
い
ま
し

う

う
ん

で
も
ど
う
や

て
行
く
の

大
丈
夫

う
ち
の

事
の
都

に

を
用
意
さ
せ
て
い
る
わ

事

や

ぱ
り
そ
う
い
う
の
が
い
る
ん
だ

 
詩
乃
は
こ
こ
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
時
に

そ
の
家
の
大
き
さ
を
見
て

 
雪
乃
が
お
金
持
ち
の
お
嬢
様
だ
と
理
解
し
て
い
た
が

事
と
い
う
存
在
を

い
た
事
は
あ

て
も

 
見
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
だ

た
の
で

感

深
げ
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
二
人
は
都

の
運
転
す
る

に
乗
り

詩
乃
の
家
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
到
着
し
た
後

詩
乃
は
急
い
で
部
屋
に

り

五
分
後

 
こ
れ
ま
た
大
き
な
バ

グ
を
持

て
再
び

を
現
し
た

大
丈
夫

忘
れ
物
は
無
い
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う
ん

大
丈
夫

 
こ
う
し
て
詩
乃
は

は
ち
ま
ん
く
ん
に

守
番
を
頼
み

 
雪
乃
と
共
に

比
企
谷
家
へ
と
初
め
て
足
を

み
入
れ
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
お
前
ら

そ
の

物
は

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い

お

り
セ

ト
よ

お

お

ま
り

そ
う
な
の

二
人
の
分
の
布
団
は

小
町
が
お
義
姉
ち

ん
の
部
屋
に
運
ん
で
お
き
ま
し
た

あ
り
が
と
う
小
町
さ
ん

事
前
に
連

し
て
お
い
た
甲
斐
が
あ

た
わ
ね

お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
に
も
ち

ん
と
連

し
て
あ
り
ま
す
の
で
大
丈
夫
で
す
よ

 
そ
れ
じ

あ
無
事
に
役
目
を
果
た
し
た
小
町
は

友
達
の
家
に
行

て
き
ま
す
ね

 
そ
し
て
小
町
は

逃
げ
る
よ
う
に
家
か
ら
飛
び
出
し
て
行

た

く
逃
げ
な
い
と

場
に

き
込
ま
れ
る

別
に
家
に
い
て
も
ら

て

わ
な
い
の
に
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そ
う
言
い
な
が
ら
雪
乃
は

二
人
に
向
き
直

た

さ
て

今
日
は
二
人
に
お
説
教
を
し
に
来
た
の
よ

覚
悟
は
い
い
か
し
ら

わ

私
も

な

何
の
説
教
だ

あ
ら

説
明
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
か
し
ら

お

お
う

う

う
ん

そ
う

 
そ
し
て
雪
乃
と
詩
乃
は
目
配
せ
を
す
る
と

八
幡
の
両
隣
に
座
り

 
そ
の
ま
ま
八
幡
の
首
に
手
を
回
し
た

な

何
の
つ
も
り
だ

見
て
の
通
り

あ
な
た
を
誘
惑
し
て
い
る
の
よ

そ

そ
う

今
日
は
そ
の

に
来
た
の

お

お
い

冗
談
に
も
ほ
ど
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は
ま

た
く
動
く
事
が
出
来
ず
明
日
奈
も
ま
ご
ま
ご
し
な
が
ら
も
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何
も
出
来
ず
に
そ
の
場
か
ら
一
歩
も
動
け
な
か

た

何
故
明
日
奈
は
動
か
な
い
の
か
し
ら
ね
こ
れ
は
あ
る
意
味
彼
の

操
の
危
機
か
も
し
れ

な
い
わ
よ

そ

そ
れ
は

八
幡
君
が
動
け
な
い
の
は

ま
あ
私
達
が

束
し
て
い
る
か
ら
だ
け
ど

 
で
も
少
し
前
な
ら

り
ほ
ど
こ
う
と
す
る
く
ら
い
は
し
た
ん
じ

な
い
の
か
し
ら
ね

う

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が

詩
乃

そ
ろ
そ
ろ
い
い
か
し
ら
ね

う
ん

い
い
と
思
う

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
か
ら
離
れ
る
と

普
通
に
ソ
フ

に
座
り

 
八
幡
と
明
日
奈
は
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

と
り
あ
え
ず
二
人
と
も

そ
の
場
に
正
座
し
ま
し

う
か

うは

八
幡
君

て
は
い
な
い
よ
う
だ
が

と
り
あ
え
ず
正
座
だ

明
日
奈
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わ

分
か

た

 
そ
し
て
雪
乃
は

二
人
を
諭
し
始
め
た

 
明
日
は

場
と
い
う
よ
り

友
情
確
認
の
パ

ト
に
な
る
の
で
し

う
か
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第
２
９
１
話
 
そ
し
て
雪
乃
は
二
人
を
諭
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

さ
て
明
日
奈

あ
な
た
は
何
故
八
幡
君
の

り
の
女
性
達
を
野
放
し
に
し
て
い
る
の
か
し
ら

べ

別
に
野
放
し
に
な
ん
か

ち

ん
と
相
手
は
選
ん
で
る
し

要
す
る
に

そ
の
選
ん
だ
相
手
は
野
放
し
だ
と
い
う
事
ね

う

う

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

明
日
奈
に
も
言
い
分
が
あ
る
で
し

う
か
ら
と
り
あ
え
ず
そ
れ
を

か
せ
て
も
ら
え
る
か
し

ら 
そ
し
て
明
日
奈
は

先
日
思

た
事
を
雪
乃
に
話
し
始
め
た

え

と

最
近
シ
ノ
の
ん
や
エ
ル
ザ
の

に

八
幡
君
が
凄
く
頑
張

て
て

 
そ
の
せ
い
で
二
人
が
八
幡
君
の
事
を
ど
ん
ど
ん
好
き
に
な

て
い
く
の
が
分
か

て

 
で
も
そ
れ
が
不

じ

な
く
て

四
人
で
一

に
い
る
の
が
楽
し
く
て
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そ
ん
な

を
壊
し
た
く
な
く
て
八
幡
君
は
絶
対
に

気
は
し
な
い

て
分
か

て
る
か
ら

 
最
後
の
一
線
さ
え
越
え
な
け
れ
ば
多
少
の
接
触
と
か
は
む
し
ろ
歓
迎

み
た
い
な

 
明
日
奈
は
完
全
に
は
考
え
が

ま

て
い
な
さ
そ
う
で
は
あ

た
が

 
思

て
い
た
事
を

そ
う
正
直
に
雪
乃
に
告
げ
た

な
る
ほ
ど

ヴ

ル
ハ
ラ
と
違

て
コ
ミ

ニ
テ

が

い
分

 
別
の
種

の
居
心
地
の
良
さ
が
あ
る
と
い
う

か
し
ら
ね

ふ
む

 
そ
ん
な
雪
乃
に
八
幡
が
言

た

す
ま
ん
雪
乃
同
窓
会
の
直
後
に
も
同
じ
よ
う
な
や
り
取
り
が
俺
と
明
日
奈
の
間
で
あ

た

ん
だ
が

 
今
こ
う
な

て
い
る
の
は
そ
の

⻑
か
も
し
れ
ん

 
俺
が
も

と

目
な
事
は

目
と
ハ

キ
リ
さ
せ
て
い
れ
ば

多
少
は
違

た
か
も
し
れ
ん

そ
れ
は
無
理
ね

 
雪
乃
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を
即
座
に
否
定
し
た

い
や

そ
れ
く
ら
い
は

あ
な
た
は

か
ら

姉
さ
ん
や
ゆ
い
ゆ
い
に
た
ま
に

き
つ
か
れ
た
り
し
て
い
た
け
ど
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そ
う
い
う
時
は

る
だ
け
で

り
ほ
ど
く
事
は
出
来
な
か

た
じ

な
い

 
あ
な
た
は
女
の
子
に
は

基
本
そ
う
い

た
事
は
出
来
な
い
人
な
の
よ

 
出
来
る
と
す
れ
ば

無

だ
と
分
か

て
い
て
も

離
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
ね

と
か
言
う

く
ら
い
ね

い
や

ま
あ
返
す
言
葉
も
無
い
が

確
か
に
そ
の
時
は

あ
な
た
に
は
決
ま

た
恋
人
は
い
な
か

た
か
ら

 
今
の

態
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
事
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
そ
れ
で
も
あ
の
時
あ
な
た
に
は

好
き
な
人
な
ら
い
た
じ

な
い

そ
う

私
よ

お
前
ど
さ
く
さ

れ
に
俺
の
過
去
を

す
ん
な

い
や
ね

ち

と
し
た
冗
談
じ

な
い

お
前
の
冗
談
は

か
ら
冗
談
に

こ
え
な
い
ん
だ
よ

 
そ
の
冗
談
で
少
し
場
が
和
ん
だ
所
で

雪
乃
は
明
日
奈
に
言

た

勢
い
で
正
座
を
さ
せ
て
し
ま

た
け
ど

ご
め
ん
な
さ
い

二
人
と
も
も
う
い
い
わ

 
明
日
奈
が
そ
う
思

て
い
る
な
ら

私
は
出
来
る
だ
け
そ
の
気
持
ち
を
尊
重
し
た
い
と
思
う

 
で
も
私
に
も

れ
な
い
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
物
が
あ
る
の
よ
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そ
し
て
二
人
が
ソ
フ

に
座
り
な
お
し
た
の
を
見
て

雪
乃
は
再
び
話
し
始
め
た

え
ば
明
日
奈
と
私
の
立
場
が
逆
だ
と
し
て

明
日
奈
が
八
幡
君
に
関
係
を
迫

た
時

 
私
が
に
こ
や
か
に
好
き
に
す
る
と
い
い
わ
ど
う
せ
彼
は
私
の
物
だ
か
ら

て
言

た
ら

 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は
ど
う
思
う
の
か
し
ら

あそ
し
て
そ
れ
を

い
た
八
幡
君
は

多
分
ラ

キ

と
思

て

 
そ
の
ま
ま

ろ
り
と
明
日
奈
を
食
べ
て
し
ま
う
の
で
し

う
け
ど

 
そ
れ
で
明
日
奈
は
満
足
す
る
の
か
し
ら

俺
へ
の
風
当
た
り
が
厳
し
い
気
が
す
る
の
は
気
の
せ
い
で
す
か
ね

冗
談
に
決
ま

て
い
る
で
し

う

あ
な
た
は
も

と
ド
ン
と

え
て
い
な
さ
い

 
そ
れ
で
ど
う
な
の

明
日
奈

え

と

そ
れ
は
ち

と

か
も

私
が
言
い
た
い
事
が
分
か

た
か
し
ら

う

う
ん

何
と
な
く

 
そ
う
言

た
明
日
奈
が
少
し
涙
目
に
な

て
い
た
の
で

雪
乃
は
詩
乃
に
目
配
せ
を
し
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そ
れ
を
受
け
た
詩
乃
は

明
日
奈
を
そ

と

い
て
そ
の

を
な
で
始
め
た

私
が
言
い
た
か

た
の
は

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
よ

 
ご
め
ん
な
さ
い

か
せ
る
つ
も
り
は
無
か

た
の
だ
け
れ
ど

要
す
る
に
私
達
は

 
あ
な
た
と
対

で
い
た
い
の
よ

だ
か
ら
あ
な
た
に
は
何
で
も
は
い
は
い
と
認
め
る
の
で
は

な
く

 
私
達
に
と

て

彼
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
高
い
壁
で
い
て
欲
し
い
の

う
ん

う
ん

で
も
私
達
と
彼
が
仲
良
く
し
て
い
る
の
を
見
る
と
嬉
し
い
と
い
う
気
持
ち
は

 
正
直
に
嬉
し
く
思
う
わ

だ

て
私
自
身
あ
な
た
と
八
幡
君
が
仲
良
く
し
て
い
る
の
を
見
る

と 
も
ち
ろ
ん
少
し

け
る
け
ど
で
も
と
て
も
嬉
し
い
と
思
う
も
の

詩
乃
も
そ
う
で
し

う

そ
う
ね

確
か
に
そ
ん
な
感
じ
か
も

雪
乃

詩
乃

 
明
日
奈
は
目
を

ま
せ
な
が
ら

二
人
の
名
前
を
呼
ん
だ
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そ
れ
は
先
ほ
ど
ま
で
の

し
み
の
涙
と
は
違
い

嬉
し
さ
を

ん
だ
涙
の
よ
う
に
見
え
た

だ
か
ら
私
か
ら
提
案
よ

明
日
奈
が
ど
う
し
て
も
迷

て
し
ま
う
と
い
う
な
ら
基
準
を
作
り

ま
し

う

 
明
日
奈

こ
れ
か
ら
私
と
八
幡
君
が
す
る
事
を
よ
く
見
て
い
て

う

う
ん

 
そ
し
て
雪
乃
は

八
幡
の
隣
に
座
る
と

そ
の

を
そ

と
自
分
の

で

い
た

八
幡
君

く
手
を

て
み
て

そ
れ
く
ら
い
な
ら
あ
な
た
も
気

ね
な
く
出
来
る
で

し

う
お

お
う

 
そ
し
て
八
幡
が
手
を

り

う
と

あ

さ
り
と
雪
乃
の

は

八
幡
の

か
ら
離
れ
た

ど
う

案
外
簡

だ

た
で
し

そ
う
だ
な

こ
う
い
う
時
は

た
だ
じ

れ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
か
ら

 
別
に

り
ほ
ど
か
れ
て
も
残
念
と
思
う
だ
け
で

私
達
も
何
と
も
思
わ
な
い
も
の
よ

勉
強
に
な
り
ま
す

そ
れ
に
し
て
も
お
前
が
恋
愛
を
語
る
よ
う
に
な
る
と
は
な
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私
だ

て

あ
な
た
の
せ
い
で
色
々
と
勉
強
し
た
の
よ

俺
の
せ
い
か
よ

あ
な
た
の
せ
い
よ

 

に
そ
う
言

た
直
後
に
雪
乃
に
即
答
さ
れ
た
八
幡
は
ば
つ
が
悪
そ
う
に
そ
れ
に
同
意
し

た
そ

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
次
よ

 
そ
し
て
雪
乃
は

今
度
は
ガ

チ
リ
と
八
幡
の

を

い
た

 
八
幡
は
先
ほ
ど
と
同
じ
く
ら
い
の
力
で
手
を

た
が
今
度
は
雪
乃
の

は
離
れ
る
事
は
な

か

た
ま
あ
当
然
こ
う
な
る
わ
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

こ
う
い
う
時
は

あ
な
た
は
素
直
に

め
な
さ
い

正
面
か
ら

き
つ
か
れ
た
場
合
も
そ
う

 
そ
う
な
る
に
は
そ
う
な
る
だ
け
の
理
由
が
あ
る
の
だ
か
ら

こ
こ
で
明
日
奈
あ
な
た
の
出

番
よ
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う

う
ん

ま
あ
大
体
こ
う
い
う
時

に
は
あ
な
た
が
い
る
は
ず
よ

 
こ
の

態
が
正
当
だ
と
思

た
ら

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
認
め
て
あ
げ
て
欲
し
い

 
そ
の
時
は
多
分

こ
の
男
が
何
か
相
手
を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
事
を
し
た
時
だ
と
思
う
か
ら

あ

そ
れ
は
何
か
凄
く
分
か
る

 
こ
こ
で
詩
乃
が
そ
う
言

た

最
近
そ
の

態
に
一
番
当
て
は
ま

た
の
が
詩
乃
だ

た
か
ら

だ
ろ
う

で
も
そ
の

態
に
正
当
性
が
無
い
と
思

た
ら

無
理
や
り
引
き
離
さ
な
い
と

目
よ

 
こ
の
情
け
な
い
男
に
は
そ
れ
は
出
来
な
い
し

そ
も
そ
も
こ
れ
は
あ
な
た
の
仕
事
よ

私
に
出
来
る
か
な

出
来
な
か

た
ら

私
と
詩
乃
が

彼
を
襲

て

成
事
実
を
作
る
わ
よ

なそ

そ
れ
は

目

で
は
や
り
な
さ
い

そ
れ
が
彼
に
唯
一
選
ば
れ
た

あ
な
た
の

命
よ

分
か

た

頑
張
る
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そ
れ
で
こ
そ
明
日
奈
よ

 
雪
乃
は
そ
う
言
う
と

八
幡
の

を
離
し
た

さ
て
明
日
奈
が
い
な
い
場
合
だ
け
ど
姉
さ
ん
に
教
わ

た
技
を
一
つ
あ
な
た
に
伝

す
る

わ
姉
さ
ん
に

や
は
り
う
ち
の
姉
さ
ん
の
事
を
あ
な
た
が
私
と
同
じ
よ
う
に
姉
さ
ん
と
呼
ぶ
の
は
慣
れ

な
い
わ
ね

ま
あ
そ
の
う
ち
慣
れ
る
だ
ろ

違
う
の
よ

私
の
姉
さ
ん
が
あ
な
た
の
姉
さ
ん
と
い
う
事
は

そ
の

ね

 
そ
う
言

て
雪
乃
は

を

ら
め
た

八
幡
は
そ
ん
な
雪
乃
に

た
い
口
調
で
言

た

さ

さ
と
慣
れ
ろ

詩
乃
こ
う
い
う
顔
と
口
調
で
こ
の
男
が
こ
う
い
う
事
を
言
う
時
は
内
心
か
な
り

て

い
る
の
よ

そ
う
な
ん
だ

う
ん

覚
え
と
く

ぐ
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八
幡
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

誤
魔
化
す
よ
う
に
雪
乃
に
言

た

い
い
か
ら

く
姉
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

た
技
を
伝

し
て
く
れ

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
八
幡
君
私
に
正
面
か
ら

き
つ
い
て

と
言
い
た
い
所
だ
け

ど 
そ
れ
だ
と
私
の
理
性
が
も
つ
か
ど
う
か
怪
し
い
か
ら
明
日
奈
私
を
八
幡
君
だ
と
思

て

き

付
い
て

う
ん

お
前

や

ぱ
り

と
比
べ
て
か
な
り
変
わ

た
よ
な

全
部
あ
な
た
の
せ
い
よ

ま
た
俺
か
よ

 
そ
し
て
明
日
奈
が
雪
乃
に

き
付
き

そ
の
直
後
に
雪
乃
は

 
明
日
奈
の
お
で
こ
に

く
デ
コ
ピ
ン
を
し
な
が
ら
言

た

こ
ら

離
せ

て

え
へ

ご
め
ん
ね

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て
は
に
か
み
な
が
ら
離
れ
そ
の
直
後
に
驚
い
た
顔
で
雪
乃
の
顔
を
見
た
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あ

本
当
に
離
し
ち

た

次
は
離
さ
な
い
パ
タ

ン
よ

 
そ
し
て
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
な
光
景
が

り
広
げ
ら
れ
次
に
雪
乃
は
明
日
奈
の
こ
め
か
み

を 
両
手
で
ぐ
り
ぐ
り
し
な
が
ら
言

た

ほ
ら

は

な

せ

て

い

い

も
う

意
地
悪
な
ん
だ
か
ら

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て
す
ね
な
が
ら
離
れ

そ
の
直
後
に
驚
い
た
顔
で
雪
乃
の
顔
を
見
た

ち

と
力
技

か

た
け
ど

普
通
に
離
し
ち

た

こ
れ
が
姉
さ
ん
か
ら
教
わ

た
技
よ

お
お

 
そ
し
て
三
人
は

雪
乃
に

手
を
し
た

と
こ
ろ
で
お
前
が
ど
う
い
う

況
で
姉
さ
ん
に
こ
の
技
を

た
の
か
凄
く
気
に
な
る
ん
だ

が

実
は
姉
さ
ん
が
中
学
の
時

劇
で
男
役
を
や

た
時
の
真
似
を
し
て
み
た
の
だ
け
れ
ど
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な
る
ほ
ど

で
も
あ
の
美
人
さ
ん
が
男
役
な
ん
て
想
像
出
来
な
い
ん
だ
け
ど

確
か
に
姉
さ
ん
は

き
付
く
方
が
似
合

て
そ
う

姉
さ
ん
は
中
学
の
時

合
気
道
に

て
た
か
ら

か
な
り
男

か

た
の
よ

え

姉
さ
ん

て
合
気
道
を
や

て
た
の

 
そ
ん
な
明
日
奈
に

八
幡
が
言

た

何
だ
知
ら
な
か

た
の
か

あ
の
人
は
合
気
道
の
免
許
皆
伝
だ
ぞ

え
え

あ
の
人
な
ら
素
手
で
敵
に
突

込
ん
で
バ

タ
バ

タ
と
片

か
ら
投
げ
飛
ば
す
と
思

う
ぞ

 
し
か
も
最

限
の
力
で
な

そ
う
だ

た
ん
だ

ま
あ
そ
れ
は
さ
て
お
き
ど
う
か
し
ら

こ
れ
な
ら
あ
な
た
に
も
出
来
る
の
で
は
な
く
て

も

と
強
く
出
る
事
も
相
手
に
よ

て
は
可
能
だ
と
思
う
が

我
な
が
ら
少
し
情
け
な
い
な

 
自

ぎ
み
に
そ
う
言
う
八
幡
に

三
人
は
言

た
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言
葉
な
ら
と
も
か
く

仲
間
の
女
性
に
対
し
て
力
で
対
抗
し
よ
う
と
す
る
あ
な
た
な
ん
て

 
正
直
想
像
も
つ
か
な
い
わ

八
幡
君
は
そ
の
ま
ま
で
い
て
ほ
し
い

ま
あ

そ
れ
が
八
幡
の

力
な
ん
じ

な
い
の

ゲ

ム
の
中
な
ら
平
気
な
ん
だ
け
ど
な

実

小
猫
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
ぶ

飛
ば
し
た
し
な

あ
る
意
味
小
猫
さ
ん
は

貴
重
な
体
験
を
し
た
の
ね

 
と
り
あ
え
ず
ほ
と
ん
ど
の
相
手
は
そ
れ
で
平
気
で
し

う

 
仲
間
以
外
の
相
手
に
は

八
幡
君
も
遠

な
く
強
く
出
れ
る
で
し

う
し
ね

ま
あ

外
も
い
る
け
ど
ね

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に

雪
乃
は
首
を

げ
た

そ
ん
な
人

仲
間
に
い
た
か
し
ら

目
の
前
に
い
る
ん
だ
け
ど

私
の
事

 
明
日
奈
の
目
の
前
に
い
た
詩
乃
が
そ
う
言

た

う
ん

シ
ノ
の
ん
は
一
番

が
必
要
な
相
手
だ
か
ら
ね
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そ
う
な
の

う
ん

ま
あ
確
か
に
あ
れ
は
私
に
は

か
な
い
の
は
確
か
だ
け
ど

ど
う
す
る
の
か
し
ら

少
し
興
味
が
あ
る
わ
ね

今
や

て
み
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら

私
に
は
役
得
だ
し
別
に
い
い
け
ど

 
そ
し
て
詩
乃
は

嬉
し
そ
う
に
八
幡
に

き
付
い
た

ほ
ら

離
せ
よ

い
・
や
・
よ

ほ
ら

は

な

せ

て

い
・
や
・
よ

頼
む
か
ら
離
し
て
く
れ

い
・
や
・
よ

 
八
幡
は

明
日
奈
と
雪
乃
を
見
て

お
手
上
げ
と
い
う
よ
う
に
両
手
を
上
げ
た

強
い
わ
ね

で
し

シ
ノ
の
ん
は
本
当
に
要
注
意
な
の
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な
る
ほ
ど

分
か

た
わ

こ
う
い
う
時
は
明
日
奈

あ
な
た
も
同
じ
よ
う
に
し
な
さ
い

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
す
る
と

嬉
し
そ
う
に
八
幡
に

き
付
い
た

八
幡
君

う
お

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
見
て
い
る
だ
け
で
は
我
慢
出
来
な
く
な

た
の
か
雪
乃
も
八
幡
に

き
付
い
た

お
前
も
か
よ

ふ
ふ

た
ま
に
は
い
い
で
し

う

何
か
ま

た
く
解
決
に
な

て
な
い
気
が
す
る
ん
だ
が

こ
れ
は
特

な
ケ

ス
よ
詩
乃
だ

て
い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
な
は
ず
は
な
い
で
し

う

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
か

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

少
し
力
を
込
め
て

三
人
の
お
で
こ
に
デ
コ
ピ
ン
を
し
た

お
ら

お
前
ら
さ

さ
と
離
せ

い



 第２９１話 そして雪乃は二人を諭す

 
さ
す
が
に
本
気
で

か

た
の
か

三
人
は
直
ぐ
に
八
幡
か
ら
離
れ
た

そ
う
か

力
を
上
手
く
加

す
る
手
も
あ
る
か

 
そ
ん
な
八
幡
を

三
人
は

め
し
そ
う
に
見
つ
め
た

さ
て

と
り
あ
え
ず
こ
の
く
ら
い
か
し
ら
ね

 
雪
乃
が
そ
う
言

て
ソ
フ

に
座
り

他
の
三
人
も
同
じ
よ
う
に
ソ
フ

に

け
た

す
ま
ん
雪
乃

心
配
か
け
た
な

雪
乃

ご
め
ん
ね

 

け
た
後

八
幡
と
明
日
奈
は
雪
乃
に
そ
う
謝

た

ま

た
く

あ
な
た
達
は
本
当
に
世
話
が
や
け
る
わ
ね

 
も

と
も
私
達
の
せ
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
ら

あ
ま
り
文

も
言
え
な
い
の
だ
け
れ
ど
も

で
も
あ
の
ま
ま
だ

た
ら

こ
う
い
う
い
い
関
係
も

い
つ
か
終
わ

て
た
気
が
す
る

そ
う
ね

男
と
女
の
関
係
は

何
か
の
キ

カ
ケ
で
簡

に
崩
れ
て
し
ま
う
も
の
ね

世
間
一

か
ら
見
れ
ば

こ
ん
な
私
達
の
関
係
は
歪
な
も
の
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
そ
も
そ
も
八
幡
君
が
普
通
じ

な
い
時
点
で
仕
方
が
な
い
わ
ね

俺
は
普
通
で
い
た
い
ん
だ
が
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そ
れ
は
も
う
無
理
だ

て
分
か

て
い
る
で
し

う

そ
も
そ
も
あ
な
た

今
の

態
が
不

満
だ
な
ん
て

 
世
の
中
の
他
の
男
の
子
達
に
殺
さ
れ
る
わ
よ

そ

そ
う
だ
な

確
か
に
俺
は
今

確
実
に
幸
せ
な
ん
だ
ろ
う
な

 
こ
う
し
て
穏
や
か
な

態
の
ま
ま
話
は
終
わ
り

彼
ら
の
結
束
は
よ
り
強
く
な

た

 
そ
し
て
雪
乃
が

気
に
な

て
い
た
事
を
八
幡
に

ね
た

で

詩
乃
と
エ
ル
ザ
さ
ん
の

に

八
幡
君
は
一
体
何
を
し
た
の
か
し
ら

私
の
場
合
は

ず

と
私
に
た
か

て
き
た
人
達
を
撃
退
し
て
も
ら

た
か
な

と
い
う
と

 
そ
し
て
詩
乃
は
自
分
の
過
去
と

そ
の
時
の
事
を
語

た

そ
れ
で
最
近
私
に
も

学
校
の
友
達
が
三
人
も
出
来
た
の

だ
か
ら
私

今
と
て
も
幸
せ
よ

そ
う

そ
ん
な
事
が
あ

た
の
ね

良
か

た
わ
ね

詩
乃

う
ん

 
雪
乃
は
微

に

を
ピ
ク
ピ
ク
さ
せ
な
が
ら
も
詩
乃
が
嬉
し
そ
う
な
の
を
見
て
そ
う
言

た

そ
れ
で
エ
ル
ザ
さ
ん
の
方
は
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え

と

エ
ル
ザ
さ
ん
が
事

所
で
セ
ク
ハ
ラ
被
害
に
あ

て
て
独
立
し
た
が

て
た
か
ら

 
事
情
を

い
た
ん
だ
け
ど
そ
の
相
手
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
因
縁
の
相
手
だ
と
い
う
事
が
分
か

て

 
そ
の
人
を
潰
す

に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
手
に
入
れ
て

 
次
に
私
の
実
家
に
行

て
結
城
家
の
次
期
当
主
に
な

て
私
の
い
と
こ
の
難
病
の
治
療
に
成

功
し
た
後

 
同
じ
よ
う
な
難
病
の
子

達
を
集
め
た

設
を
引
き
取

て

 
こ

ち
に

て
き
た
後
に
無
事
そ
の
因
縁
の
相
手
を
潰
し
た
後

 
そ
の
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
を
実
質

下
に
収
め
た

え
え
と
よ
く
分
か
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど

し
く
説
明
し
て
く
れ

る
か
し
ら

う
ん

あ
の
ね

 
そ
し
て
八
幡
と
明
日
奈
が

先
日
あ

た
事
を
雪
乃
に
説
明
し
た

 
詩
乃
も
初

だ

た
事
が
多
か

た
ら
し
く

驚
い
た
顔
を
し
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
話
を

い
た
雪
乃
は

無
言
で
ス

と
立
ち
上
が
り

八
幡
を
見
下
ろ
す
と

 
人
差
し
指
を
下
に
向
け

ち

ん
ち

ん
と
下
の
方
を
指
し

し
な
が
ら
言

た
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八
幡
君

正
座

い
い

ま
た
か
よ

い
い
か
ら
正
座
な
さ
い

お

お
う

 
八
幡
は

そ
の
雪
乃
の
迫
力
に
押
さ
れ
て
正
座
し
た

そ
し
て
直
後
に

雪
乃
の
説
教
が
始

ま

た



 第２９２話 夜のアレコレ

 
第
２
９
２
話
 
夜
の
ア
レ
コ
レ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ど
う
し
て
あ
な
た
は
加

と
い
う
物
を
知
ら
な
い
の
か
し
ら

 
学
校
に
い
き
な
り
キ

ト
で
乗
り
込
ん
で
い
じ
め
を
解
消
し
た
後

 
詩
乃
を
お
姫
様

こ
し
て

そ
の
ま
ま

で
走
り
去

た
で
す

て

 
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
あ

詩
乃
が
と
て
も
喜
ん
で
い
る
か
ら
い
い
と
し
て
も

 
あ
な
た
学
校
で
王
子
扱
い
さ
れ
る
だ
け
じ

き
足
ら
ず
本
気
で
王
子
に
で
も
な
る
つ
も

り
な
の

 
そ
も
そ
も
私
に
は
一
度
も
お
姫
様

こ
な
ん
か

お
ほ
ん

話
が
反
れ
た
わ
ね

 
そ
れ
よ
り
も
問
題
は
そ
の
後
よ

独
立
を
手
伝
う
の
は
別
に
い
い
と
思
う
け
ど

 
そ
れ
が
ど
う
し
て
ソ
レ
イ
ユ
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
も
た
ら
す
事
に
発
展
す
る
の
か
し
ら

ね
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あ
れ
の
事
は
私
も
少
し
は
知

て
い
る
け
ど

あ
れ
は
本
当
に
凄
い
物
な
の
よ

 
そ
れ
を
あ
思
い
出
し
ま
し
た
の
一
言
で
手
に
入
れ
る
な
ん
て
ど
う
な

て
い
る
の
か
し

ら
ね

 
更
に
結
城
家
に
乗
り
込
ん
で
当
主
を
叩
き
の
め
し
た
上
で

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
存
分
に
活
用
し
て

難
病
の
治
療
に
成
功
し
た
後

 
そ
の

設
を
一
つ

ご
と
引
き
取

た
と
か
今
度
は
足
⻑
お
じ
さ
ん
に
で
も
な
る
つ
も
り
な

の 
更
に
結
城
家
の
次
期
当
主
の
座
を
手
に
入
れ
た
後
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
を
実
質

下
に
収

め
る
と
か

 
た
だ
で
さ
え
あ
な
た
は
今
後
雪
ノ
下
の
全
て
と
レ
ク
ト
す
ら
手
中
に
収
め
る
か
も
し
れ
な

い
の
に

 

設

学

化
製
品
芸
能
と
一
体
い
く
つ
の
分
野
に
手
を
出
す
つ
も
り
な
の

 
も
し
か
し
て
総
理
大
臣
に
で
も
な
る
つ
も
り
な
の
か
し
ら

 
確
か
に
姉
さ
ん
が

治
家
に
な
れ
ば

そ
の
流
れ
で
そ
れ
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
い
ち
い
ち
や
る
事
が

手
す
ぎ
な
い
か
し
ら

も
は
や
都
市
伝
説
レ
ベ
ル
を

く
超
え
て
い
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る
わ
よ

 
そ
も
そ
も
因
縁
の
相
手
を
潰
し
た
い
だ
け
だ

た
ら

 
直
接
乗
り
込
ん
で
動
か
ぬ
証

を
突
き
つ
け
た
後

そ
の
男
を
追
放
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話

じ

な
く
て

 
社
⻑
を

つ
け
た
く
な
い
と
か
優
し
い
の
に
も

が
あ
る
わ
よ

 
と
に
か
く
色
々
と
や
り
す
ぎ
る
の
も
い
い
加

に
し
な
さ
い

 
あ
な
た
の
場
合
は
凄
い
の

が
違
い
す
ぎ
る
の
よ

う

す

す
み
ま
せ
ん

 
八
幡
は

成
り
行
き
と
は
い
え
確
か
に
や
り
す
ぎ
た
自
覚
は
あ

た

素
直
に
謝

た

 
だ
が
雪
乃
は
そ
れ
で
は
納
ま
ら
ず

そ
の
ま
ま
八
幡
に
説
教
を
続
け
た

 
八
幡
は
そ
の
凄
い
剣
幕
に
何
も
言
え
ず
明
日
奈
と
詩
乃
は
そ
の

を
生

か
く
見
つ
め

て
い
た

 
確
か
に

め
て

く
と

八
幡
は
と
ん
で
も
な
い
事
を
成
し

げ
て
お
り

 
雪
乃
が
説
教
し
た
く
な
る
の
も
無
理
は
な
い
と
思
え
た
か
ら
だ

た

と
こ
ろ
で
ま
さ
か
と
は
思
う
の
だ
け
れ
ど
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京
都
で
別
の
女
の
子
に
気
に
入
ら
れ
た
り
と
か
は
し
て
い
な
い
わ
よ
ね

い
や

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

あ

 
そ
の
八
幡
の
態
度
を
見
て

雪
乃
は
ス

と
目
を

め
た

明
日
奈

詩
乃

う
ん

分
か

て
る

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
が
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に

八
幡
の
両

を
ガ

チ
リ
と
押
さ
え
た

さ
あ

こ
れ
で
逃
げ
ら
れ
な
い
わ
よ

い
や

逃
げ
る
つ
も
り
は
無
い
が

で

ど
こ
で
別
の
女
の
子
を
引

け
て
き
た
の
か
し
ら

い
や

あ
れ
は
別
に
引

け
た
と
か
じ

い
い
か
ら
さ

さ
と
話
し
な
さ
い

実
は
眠
り
の
森
で

双
子
の
女
の
子
と
た
ま
た
ま
知
り
合

た
ん
だ
が

 
そ
の
二
人
は

分
と
俺
に
懐
い
て
い
る
気
が
す
る

そ
の
子
達
の
名
前
は
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本
名
は
知
ら
な
い
け
ど

ア
イ
と
ユ
ウ
だ
な

そ
れ
は

者
さ
ん
な
の
か
し
ら

そ
れ
と
も
外
部
の
方

か

者
だ

も
し
か
し
て
そ
の
二
人
は

重
い
病
気
に
か
か

て
い
る
の
か
し
ら

あ
あ

一
応
手
は
打

た
が

正
直
助
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
ん

そ
う

 
そ
し
て
三
人
は

ひ
そ
ひ
そ
と
相
談
を
始
め
た

 
そ
し
て
結

が
出
た
の
か

雪
乃
が
八
幡
に
こ
う
言

た

他
に
は
い
な
い
の
ね

明
日
奈
の
い
と
こ
の
楓
は

に
入
れ
な
く
て
い
い
よ
な

ま
だ
小
学
生
だ
し

そ
う
ね

そ
れ
は
良
し
と
し
ま
し

う

他
に
は

特
に
は
い
な
い

で
す

そ
う

な
ら
そ
の
話
は
そ
こ
で
終
わ
り
ね

 
そ
し
て
雪
乃
は
こ
こ
で
や

と
笑
顔
を
見
せ
た

同
じ
く
明
日
奈
と
詩
乃
も
笑
顔
を
見
せ
た

さ
す
が
に
女
性

み
と
は
い
え

そ
う
い
う
事
情
な
ら
仕
方
が
な
い
わ
ね
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私
達
も

そ
の
事
で
特
に
何
か
言

た
り
す
る
つ
も
り
は
無
い
わ

何
か
手
伝
え
る
事
が
あ

た
ら
い
つ
で
も
言

て
ね

八
幡
君

私
達
も
何
か
あ

た
ら
出
来
る
だ
け
の
事
は
す
る
わ

頑
張

て

お
う

正
直
俺
に
も
畑
違
い
の
分
野
だ
か
ら

 
出
来
そ
う
な
人
達
に
頼

て

何
か
俺
に
出
来
る
事
が
あ
り
そ
う
な
ら
最
大
限
努
力
は
す
る

 
八
幡
は
そ
う
力
強
く
宣
言
し

そ
れ
を
も

て
雪
乃
の
説
教
も
終
わ
る
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
話
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て

食
の

度
で
も
し
ま
し

う
か

 
材
料
な
ら

中
で

て
き
た
か
ら

三
人
で
料
理
し
ま
し

う
か

俺
も
何
か
手
伝
お
う
か

八
幡
君
は

の
ん
び
り
し
て
て
い
い
わ
よ

そ
う
か

 
八
幡
は

三
人
が
少
し
優
し
く
な

た
の
を
感
じ

や
や
困
惑
し
た
が

 
ど
う
や
ら
許
し
て
も
ら

た
の
だ
ろ
う
と
思
い

胸
を
な
で
お
ろ
し
た

 
同
時
に
確
か
に
や
り
す
ぎ
た
の
は
確
か
だ
が
間
違

て
は
い
な
か

た
と
認
め
て
も
ら
え
た

の
だ
と
思
い
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八
幡
は
少
し
嬉
し
さ
を
感
じ
て
い
た

  
そ
し
て
食
事
が
終
わ

た
後

明
日
奈
達
三
人
は

明
日
奈
の
部
屋
に
移
動
し
た

噂
で
は

い
て
い
た
け
ど

本
当
に
存
在
し
た
の
ね

明
日
奈
の
部
屋

え

も
ち
ろ
ん
本
当
だ
よ

ま
さ
か
八
幡
の
家
に

明
日
奈
の
部
屋
が
あ
る
な
ん
て

実
は
気
付
い
た
ら
用
意
さ
れ
て
た
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
時
部
屋
の
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ

八
幡
が
ひ

こ

と
顔
を
出
し
た

風
呂
が

い
た
ん
だ
が

番
は
ど
う
す
る

ど
う
し
よ

か

と
り
あ
え
ず
八
幡
君
に
先
に
入

て
も
ら

て

 
そ
の
間
に

当
に

番
を
決
め
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

か

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
先
に
入
ら
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
し
て
八
幡
は

を
下
り
て
い
き

し
ば
ら
く
し
た
後
に

詩
乃
が
こ
う
言

た
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そ
う
い
え
ば

あ
あ
い
う
八
幡
の

を
見
る
の
は
初
め
て
だ
か
ら

ち

と
新
鮮
か
も

 
ゆ
る
い
感
じ

て
い
う
か

外
だ
と
い
つ
も

が
無
い
感
じ
だ
し

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

家
で
は
い
つ
も
あ
ん
な
感
じ
だ
け
ど
ね

ふ
む

つ
ま
り
今
は

だ
ら
け
だ
と
い
う
事
ね

そ

そ
う
か
も
だ
け
ど

ま
さ
か

そ
う
ね

よ
し

二
人
と
も
行
く
わ
よ

え
え

そ

そ
れ
は
ち

と

 
二
人
は
雪
乃
が
風
呂
に
突
撃
す
る
つ
も
り
だ
と
思
い

さ
す
が
に
雪
乃
を
止
め
よ
う
と
し
た

 
し
か
し
明
日
奈
は
と
も
か
く
詩
乃
は
内
心
で
は
興
味

々
だ

た

そ
う
い
う
お
年

な
の

で
あ
る

せ

か
く
彼
が
油
断
し
て
い
る
の
だ
し
こ
の
チ

ン
ス
を
逃
す

に
は
い
か
な
い
で
し

う

で

で
も
い
き
な
り
お
風
呂
に
乱
入
す
る
の
は
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お
風
呂

あ
な
た
は
一
体
何
を
言

て
い
る
の

 
雪
乃
は
き

と
ん
と
し
て
そ
う

き
返
し
た

え

ち

違
う
の

詩
乃
ま
で

い
く
ら
な
ん
で
も
そ
ん
な
事

あ
る

無
い
で
し

う

そ

そ
う
だ
よ
ね

う
ん
知

て
た
知

て
た

私
は
そ
れ
で
も
良
か

た
け
ど

 
詩
乃
が
ぼ
そ

と
そ
う
言
い

即
座
に
雪
乃
が
突

込
ん
だ

詩
乃

あ
な
た

て

意
外
と
む

つ
り
な
の
ね

ち

違

ち

と
女
子
会

い
ノ
リ
で
言

て
み
た
だ
け
だ
か
ら

ま
あ
突

込
む
の
は
よ
し
て
お
く
と
し
て

私
が
行
く
と
言

た
の
は

彼
の
部
屋
よ

八
幡
の
部
屋

そ

ち
も
確
か
に
興
味
は
あ
る
け
ど

全
然
普
通
の
部
屋
だ
と
思
う
け
ど
な

 
そ
ん
な
二
人
に
雪
乃
は
首
を

り

拳
を

り
締
め
て
こ
う
答
え
た

私
の
目
的
は
一
つ

彼
が

し
て
い
る
い
か
が
わ
し
い
本
を
発
見
す
る
事
よ

そ
れ
だ
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そ
し
て
三
人
は

き
合
う
と

そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
八
幡
の
部
屋
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
八
幡
の
部
屋
の
前
に
到
達
し
た

間
に

ト
ン
ト
ン
と

を
上
が
る
音
が

こ
え

 
三
人
は

そ
の
足
音
の
主
で
あ
る
八
幡
と
目
が
合

た

お
前
ら

そ
こ
で
何
を
し
て
る
ん
だ

な

は

す
ぎ
な
い

そ
う
い
え
ば
八
幡
君
は

一
人
の
時
の
お
風
呂
は
い
つ
も
パ
パ

と
済
ま
せ
ち

う
タ
イ
プ

だ

た
何
で
す

て

仕
方
な
い
わ

強
行
突
入
よ

明
日
奈

入

た
ら
扉
を
押
さ
え
て
お
い
て

分
か

た

お

お
い

お
前
ら
一
体
何
を

 
そ
の
八
幡
の
声
を
無

し

三
人
は
八
幡
の
部
屋
に
素

く
入
り

ド
ア
を

め
た

お
い
こ
ら

何
が
し
た
い
ん
だ
よ
お
前
ら

 
ド
ン
ド
ン
と
ド
ア
を
叩
く
音
と
共
に

そ
ん
な
八
幡
の
声
が

こ
え

 
ド
ア
を
押
さ
え
て
い
た
明
日
奈
は

八
幡
に
謝
り
な
が
ら
こ
う
言

た
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ご
め
ん
八
幡
君

私
達
は
ど
う
し
て
も

 
八
幡
君
の
部
屋
の
ど
こ
か
に

し
て
あ
る
え

ち
な
本
を
探
さ
な
い
と
い
け
な
い
の

ん

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
じ

あ
探
し
終
わ

た
ら
教
え
て
く
れ

え
 
そ
う
言

て
八
幡
は

再
び
下
へ
と

て
い

た

  
そ
し
て
十
分
後

明
日
奈
が
八
幡
を
呼
び
に
行

た

ど
う
だ

何
か
見
つ
か

た
か

何
も
無
か

た

ま
さ
か

本
当
に
何
も
無
い
と
言
う
の

思
春
期
の
男
性
の
ベ

ド
の
下
に
は

 
必
ず
い
か
が
わ
し
い
本
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
伝
説
な
の

お
前
な

今
ど
き
そ
ん
な
本
を

う
よ
う
な
男
が
い
る

な
い
だ
ろ

く今
な
ら
何
か

す
と
し
た
ら

の
中
だ
ろ
う
な

ま
あ
俺
の

に
は
何
も
入

て
な
い
が

 
そ
う
言

て
八
幡
は

雪
乃
に
自
分
の

を
差
し
出
し
た
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雪
乃
は
こ
れ
は
本
当
に
何
も
無
さ
そ
う
だ
と

め
に
も
似
た
気
持
ち
で

を
調
べ
始
め
た

 
そ
し
て
一
つ
の

し
フ

イ
ル
を
見
付
け
た

あ
ら

こ
れ
は

し
フ

イ
ル

ん

何
だ
そ
れ

そ
ん
な
物
あ

た
か

あ

明
日
奈

八
幡
君
を
押
さ
え
て

う

う
ん

ま

待
て
明
日
奈

ア
レ
を
見
た
ら
き

と
後
悔
す
る
ぞ

離
し
て
く
れ

 
そ
し
て
詩
乃
も
八
幡
を
け
ん
制
し
な
が
ら
雪
乃
に
言

た

雪
乃

く

今
開
く
わ

こ

こ
れ
は

ど
う
し
た
の

こ

こ
れ

ふ

二
人
と
も

何
が
入

て
た
の

 
そ
し
て
明
日
奈
は
八
幡
を
離
す
と

の
方
へ
と
近
付
い
た

 
雪
乃
と
詩
乃
が

気
ま
ず
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
の
が
気
に
な

た
が

 
明
日
奈
は
し
か
し

好
奇
心
を

え
る
事
が
出
来
ず

画
面
を

き
込
ん
だ
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え

と

そ
の

あ

あ
は

 
そ
し
て
そ
れ
を
見
た
明
日
奈
は

愕
然
と
八
幡
の
顔
を
見
た

あ

い
や

出
来
心
と
い
う
か

明
日
奈
の
部
屋
が
出
来
た
直
後
の
一

月
く
ら
い
の
間
に

 
明
日
奈
を

こ
し
に
行
く
度
に

影
し
て
そ
の
ま
ま
忘
れ
て
い
た
と
い
う
か

そ
の
す

ま
ん確

か
に
今
よ
り
も
か
な
り

せ
て
い
る
わ
ね

 
雪
乃
が

静
な
口
調
で
そ
う
言

た

明
日
奈
は
顔
を

く
し
て
フ
リ

ズ
し
て
い
た

い
や

し
か
し
懐
か
し
い
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

そ
の
フ

イ
ル
の
中
に
収
め
ら
れ
た
写
真
を

き
込
ん
だ

 
そ
こ
に
は
明
日
奈
が
だ
ら
し
な
い
顔
で

て
い
る
写
真
や
変
な
格
好
で

て
い
る
写
真
が

 
山
の
よ
う
に
収
め
ら
れ
て
い
た

何
故
こ
ん
な
物
を

明
日
奈
の
部
屋
が
う
ち
に
出
来
て

俺
も

か
れ
て
た
ん
だ
ろ
う
な

 
ほ
ら

こ
の
顔

何
か
か
わ
い
い
だ
ろ

そ
れ
で
つ
い

な
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そ
う
ね

確
か
に
と
て
も
幸
せ
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
わ
ね

う
ん

 
雪
乃
が
そ
う
言
い

詩
乃
も
そ
れ
に
同
意
し
た

ま
あ
目
的
の
物
は
見
付
け
ら
れ
な
か

た
け
ど
代
わ
り
に
い
い
物
を
見
せ
て
も
ら

た
わ

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
の
部
屋
に

て

ガ

ル
ズ
ト

ク
か
な

実
は
私

そ
う
い

た

験
が
ほ
と
ん
ど
無
い
の
よ

だ
か
ら
少
し
楽
し
み
ね

あ

私
も
つ
い
最
近
何
度
か
そ
う
い
う
話
を
し
た
く
ら
い
で

実
は
あ
ん
ま
り

そ
れ
は
楽
し
み
ね

ほ
ら
明
日
奈

部
屋
に

る
わ
よ

 
そ
う
言

て
雪
乃
と
詩
乃
は
八
幡
の
部
屋
を
出
て
い
き

明
日
奈
の
部
屋
に
向
か

た

 
明
日
奈
が
ま
だ
フ
リ

ズ
し
て
い
た

八
幡
は
明
日
奈
の

を

ち

ち
と
叩
き
な
が
ら

言

た
お

い
明
日
奈

て
こ
い

ほ
ら

あ

は

八
幡
君

 
そ
し
て
明
日
奈
は
気
が
付
く
と

八
幡
を

か

か
叩
き
な
が
ら
言

た

も
う

も
う
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悪
か

た

て

俺
も
す

か
り
忘
れ
て
た
ん
だ
よ

うほ
ら

雪
乃
と
詩
乃
が
待

て
る
ぞ

く
い

て
や
ら
な
い
と

う

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は

く
キ
ス
を
交
わ
し

明
日
奈
は
自
分
の
部
屋
へ
と

て
い

た

 
そ
し
て
八
幡
は

を
懐
か
し
む
よ
う
に

そ
の
明
日
奈
の
よ
だ
れ
写
真
を
見
始
め
た

  
そ
し
て
次
の
日
の
朝

八
幡
が

き
て
下
に
行
く
と

三
人
は

に

き
て
い
た
の
だ
が

 
三
人
は
八
幡
の
顔
を
見
る
と

恥
ず
か
し
そ
う
に
八
幡
か
ら
顔
を
背
け
た

明
日
奈

ち

違
う
の

日
は
あ
の
後
ち

と

り
上
が

ち

て

そ
れ
で
つ
い

つ
い

色
々
と

そ
の

ね

ま

ま
さ
か

 
そ
の
八
幡
の

線
を
受
け

三
人
と
も
顔
を

く
し
て
下
を
向
い
て
し
ま

た
の
で



 第四章 ＧＧＯ編

 
八
幡
は
そ
れ
以
上
何
か

く
の
を
や
め
た

 
そ
し
て
朝
食
を
と

た
後

雪
乃
と
詩
乃
を
送
る

八
幡
が

を
出
す
事
と
な

た

 
明
日
奈
は
色
々
と
片
付
け
が
あ
る
ら
し
い

そ
れ
じ

雪
乃

詩
乃

ま
た
来
て
ね

ま
た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
ね

明
日
奈

と
り
あ
え
ず
私
も
後
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
キ

ラ
を
作
る
か
ら

ま
た
そ
の
時
に
連

す
る
わ

う
ん

待

て
る

 
こ
う
し
て
二
人
を
送
り

け
た
後

少
し
し
て
か
ら
雪
乃
か
ら
連

が
あ

た

 
八
幡
と
明
日
奈
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た
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第
２
９
３
話
 
高
貴
な
る
存
在

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
は

ユ
キ
ノ
か
ら
の
連

を
受
け

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の

点
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
同
時
に
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
メ

セ

ジ
が
入

て
い
る
の
に
気
が
付
い
た
シ

ナ
は

 
何
だ
ろ
う
と
思
い

そ
の
メ

セ

ジ
を
確
認
し
た

そ
れ
じ

あ
ユ
キ
ノ
を
迎
え
に
行
こ
う
か

あ
先
生

て
呼
ば
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

け

そ
れ
が
な

今
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
の
メ

セ

ジ
を
確
認
し
た
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら

に
先
生
か
ら
連

を
受
け
た
ロ
ザ
リ
ア
が
迎
え
に
出
て
い
る
よ
う
だ

 
さ
す
が
の
手
回
し
の

さ
だ
な

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
シ
ノ
ン
と

何
故
か
ピ
ト
フ

イ
が
現
れ
た

ハ
イ

て
ピ
ト

久
し
ぶ
り
ね
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三
人
と
も
久
し
ぶ
り

ち

と
仕
事
の
方
が
忙
し
く
て

 
大
会
前
だ

て
の
に
ち

と
も
来
れ
な
か

た
ん
だ
け
ど
た
ま
た
ま
今
日
は
予
定
が
少
な
く

て 
そ
し
た
ら
シ

ナ
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
い
る
気
が
し
た
か
ら

ロ
グ
イ
ン
し
て
み
た
の

お
前
の
そ
れ
は

も
う
勘
と
か
い
う
レ
ベ
ル
じ

な
い
よ
な

 
シ

ナ
が
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
そ
う
言

た

で

今
日
は
こ
れ
か
ら
何
か
す
る
の

い
や

実
は
こ
れ
か
ら
こ
こ
に

ピ
ト
も
前
同
窓
会
で
会

た
事
が
あ
る
だ
ろ

 
あ
の
時
あ
そ
こ
に
い
た

⻑
い
黒

の

ユ
キ
ノ

て
の
を
覚
え
て
る
か

あ

う
ん

覚
え
て
る
よ

実
は
俺
が
こ
こ
に
い
る
事
が
あ
い
つ
に
バ
レ
ち
ま

て
な

 
そ
れ
で
仕
方
な
い
か
ら

こ

ち
で
色
々
と
手
伝

て
も
ら
う
事
に
し
た
ん
だ
よ

 
で

今
は
ロ
ザ
リ
ア
が
ユ
キ
ノ
を
迎
え
に
い

て
い
る
か
ら

そ
れ
を
待

て
い
る
所
だ
な

 
ち
な
み
に
あ
い
つ
の
事
は

先
生
と
呼
ん
で
や

て
く
れ

分
か

た

先
生
ね
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あ

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
が
先
生
を
迎
え
に
い

て
る
の
ね

あ
あ

だ
か
ら
シ
ノ
ン
も

し
ば
ら
く
の
ん
び
り
し
て
て
く
れ

分
か

た

 
丁
度
そ
の
時
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
連

が
入
り

シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
に
こ
う

ね
た

お
う

先
生
と
合
流
出
来
た
か

そ
れ
ど
こ
ろ
じ

な
い
の

下

下
を
見
て

下
 
そ
の
言
葉
に

シ

ナ
だ
け
で
は
な
く
他
の
者
も
窓
か
ら
下
を

き
込
ん
だ

 
そ
こ
に
は
人
だ
か
り
が
出
来
て
お
り

何
か
の
事
件
の
存
在
を
予
感
さ
せ
た

と
り
あ
え
ず
下
に
行

て
み
る
か

う
ん

 
そ
し
て
四
人
は
ビ
ル
の
入
り
口
か
ら
外
に
出
て

そ
の
人
だ
か
り
の
中
心
を

き
込
ん
だ

 
そ
こ
に
は
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
一
人
の
男
が
正
座
さ
せ
ら
れ
て
お
り
い
か
に
も
ギ

ル

い
 
茶

で
小

色
に
日
焼
け
し
た

を
し
た
女
性
が

そ
の
男
に
説
教
を
し
て
い
た
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シ

ナ

来
て
く
れ
た
の
ね

お
う
ロ
ザ
リ
ア

何
で
あ
い
つ
は
正
座
さ
せ
ら
れ
て
る
ん
だ

ユ
キ

じ

な
い

先
生

は
ど
こ
だ

あ
れ
が
先
生
よ

 
そ
う
言

て
ロ
ザ
リ
ア
は

絶

説
教
中
の
そ
の
ギ

ル
を
指
差
し
た

は

あ
れ
が

先
生

声
も
少
し

い
し

い
か
に
も
ギ

ル

い
と
い
う
か

私
も
う
ろ
覚
え
だ
け
ど

あ
れ
と
正
反
対
な
イ
メ

ジ
な
ん
だ
け
ど

私
も
向
こ
う
か
ら
声
を

け
ら
れ
た
か
ら
良
か

た
も
の
の

 
そ
う
じ

な
か

た
ら
絶
対
違
う
と
思

て
対
象
か
ら
外
し
て
い
た
わ
ね

で

ど
う
い
う

況
な
ん
だ

そ
れ
が

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は

そ
の
時
の

況
を
話
し
始
め
た
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さ
て

ユ
キ
ノ
さ
ん

い
え

先
生
は
ど
こ
か
し
ら
ね

 
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
一
人
し
か
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど

 
あ
れ
は
さ
す
が
に
な

先
生
と
は
全
て
が
対

な
女
性
だ
し

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
う
考
え

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見

し
た
が

 
そ
れ

い

の
プ
レ
イ
ヤ

は
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
か

た

 
も
う
約
束
の
時
間
か
ら

分
が

過
し
て
い
る

う

ん
場
所
を
間
違
え
た
の
か
し
ら

こ
こ
に
い
る
の
は
未
だ
に
あ
の
ギ

ル
だ
け

 
そ
う
考
え
て
い
る
間
に
も
そ
の
ギ

ル
は
次
々
と
通
り
が
か
る
男
に
声
を

け
ら
れ
て
い
た

あ
の
子
も
待
ち
合
わ
せ
み
た
い
だ
け
ど
く

何
故
あ
の
子
ば
か
り
が
声
を

け
ら
れ
て

 
同
じ
女
で
あ
る
私
に
は
誰
も
声
を

け
て
こ
な
い

い
や
い
い
ん
だ
け
ど
全
然
気
に
し

な
い
け
ど

 
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

今
の
ロ
ザ
リ
ア
は

い
つ
も
の
よ
う
に
気
配
を
消
し

 
そ
の
場
の
風
景
に

け
込
む
よ
う
に

ん
で
い
る
の
だ
か
ら

 
ア
ル
ゴ
の
教
え
が
良
か

た
の
か

本
人
の
努
力
の
せ
い
な
の
か

 
ロ
ザ
リ
ア
の
密
偵
と
し
て
の
技
術
は

も
は
や

練
の

に
あ
る
よ
う
だ

た
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だ
が
ロ
ザ
リ
ア
は
気
付
く
べ
き
だ

た

こ
う
い
う
約
束
の
時

 
ユ
キ
ノ
が
そ
の
場
に

れ
る
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
事
を

 
そ
し
て
お
そ
ら
く
違
う
だ
ろ
う
と
見
た
目
で
判
断
し
た
そ
の
ギ

ル
が

 
ま
る
で
計

た
よ
う
に
正
確
に
約
束
の
時
間
の
五
分
前
に

を
現
し
た
事
を

 
も
し
こ
こ
に
い
た
の
が
ア
ル
ゴ
な
ら
迷
う
事
な
く
そ
の
ギ

ル
に
声
を

け
た
の
だ
ろ
う
が

 
ま
だ
そ
の

り
が

験
不
足
な
ロ
ザ
リ
ア
は

先
入
観
の

か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か

た

そ
こ
の
お
前

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
が

 
そ
し
て
そ
の
ギ

ル
が

ロ
ザ
リ
ア
に
そ
う
声
を

け
て
き
た

 
ど
う
や
ら
男
か
ら
の
誘
い
が
ひ
と

落
し
た
ら
し
い

は
い

私
に
何
か
御
用
で
す
か

 
ロ
ザ
リ
ア
は

余
所
行
き
モ

ド
で
そ
う
答
え
た

 
そ
し
て
そ
の
ギ

ル
は

ロ
ザ
リ
ア
の

元
で
こ
う

い
た

も
し
か
し
て
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

え

あ

は
い

あ
れ

ま
さ
か
あ
な
た

先
生
で
す
か

え
え
そ
う
よ

来
た

間
か
ら
声
を

け
ら
れ
続
け
た
か
ら
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ま
だ
自
分
の
外
見
す
ら
確
認
し
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど

 
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
が
今
ま
で
私
に
声
を

け
よ
う
と
す
ら
し
な
か

た
事
か
ら
考
え
る
と

 
今
の
私
の
見
た
目
は

そ
ん
な
に
普

の
私
と
違
う
の
か
し
ら
ね

う
わ

こ
の
分

力

完
全
に
ユ
キ
ノ
さ
ん
だ

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
う
思
い
ユ
キ
ノ
の
手
を
引
き
自
分
の

が
確
認
出
来
る
窓
が
あ
る
ビ
ル
へ

と
誘

た

 
そ
し
て
そ
こ
で
初
め
て
自
分
の

を
見
た
ユ
キ
ノ
は

直
し
た

こ

こ

こ
れ
は

ま
あ
こ
こ
で
の
容

が
現
実
と
か
け
離
れ
て
い
る
の
は
よ
く
あ
る
事
で
す

 
ロ
ザ
リ
ア
は

ユ
キ
ノ
が

純
に
驚
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

そ
う
フ

ロ

し
た

 
だ
が
予
想
に
反
し
て
ユ
キ
ノ
は
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
な
が
ら
こ
う
言

た

イ
エ
ス

え
ゲ

ム
の
中
と
は
い
え

こ
の
胸
は
イ
エ
ス

 
そ
う
言
わ
れ
た
ロ
ザ
リ
ア
は

虚
を
衝
か
れ
な
が
ら
も
ユ
キ
ノ
の
胸
を
見
た

 
そ
こ
に
は
陽
乃
ク
ラ
ス
の
立

な
も
の
が
つ
い
て
お
り

ロ
ザ
リ
ア
は
思
わ
ず
こ
う
言

た

あ
の

本
当
に
先
生
で
す
よ
ね

実
は
中
身
は
ボ
ス
で

私
を
か
ら
か

て
い
る
と
か
無
い
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で
す
よ
ね

 
そ
の

間
に

ユ
キ
ノ
か
ら

り
の
オ

ラ
が
発
せ
ら
れ

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
迫
力
に
び
び
り

一
歩
後
ろ
へ
と
下
が

た

こ
の
胸
を
持
つ
事
は

私
で
は
力
不
足
だ
と
言
い
た
い
の
か
し
ら

い

い
え

む
し
ろ
足
り
な
い
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す

そ
う

つ
ま
り
こ
の
胸

度
で
は

私
に
は
役
不
足
だ
と
言
い
た
い

ね

え

あ
あ

は

は
い

う
わ

こ
の
役
不
足
の
使
い
方

や

ぱ
り
ユ
キ
ノ
さ
ん
だ

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は

当
初
の
予
定
通
り

ユ
キ
ノ
を

点
ま
で
連
れ
て
行
く
事
に
し
た

そ
れ
じ

先
生

行
き
ま
し

う

む

そ
う
か

よ
し

行
く
ぞ
ロ
ザ
リ
ア

な
り
き

て
る

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も

何
か
話
そ
う
か
と
思
い

何
気
な
く
こ
う

ね
た

と
こ
ろ
で
先
生
の
名
前
は

予
定
通
り
ニ

ン
コ
テ

チ

に
し
た
ん
で
す
か

そ
れ
な
の
だ
が
な
や
は
り
少
し
⻑
い
と
思

た
の
で
ニ

ン
ゴ
ロ

に
し
て
お
い
た
の
だ
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ど
う
だ

通

い
だ
ろ

 
そ
う
得
意
げ
に
言
う
ニ

ン
ゴ
ロ

に

言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
ロ
ザ
リ
ア
は

 
と
り
あ
え
ず
愛
想
笑
い
を
返
し
た

え

え
え

さ
す
が
で
す
ね
先
生

て
誰
よ

マ
ニ
ア

ク
す
ぎ
る
で
し

う

 
そ
う
思
い
な
が
ら
も
さ
す
が
社
交
力
が
あ
る
ロ
ザ
リ
ア
は

 
無
難
に
ニ

ン
ゴ
ロ

と
の
会
話
を
こ
な
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
シ

ナ
の
持
つ
友
人

に
は
ど
の
く
ら
い
名
前
が
書
い
て
あ
る
の
だ

こ
れ
は
予

し
た
中
に
あ

た
け
ど

こ
の
場
合
は

 
お
そ
ら
く
こ
こ
で
の
友
人
か
知
り
合
い
の
人

を

い
て
い
る
の
ね

た

多
分
そ
ん
な
に
い
な
い
と
思
い
ま
す

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

の

ど
も
の
動
き
は
ど
う
な
の
だ

こ
れ
は
ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
の
事
ね

ま
だ
誰
か
は
特
定
出
来
て
い
ま
せ
ん
が

今
の
所

特
に
そ
れ
ら
し
き
動
き
は
あ
り
ま
せ
ん

う
む

い
ず
れ
高
貴
な
る

た
る
こ
の
私
の
力
を
見
せ
て
く
れ
よ
う
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あ

は
い

つ

疲
れ
る

ど
う
か
こ
の
ま
ま
あ
い
つ
に
押
し
付
け
る
ま
で
何
も

き
ま
せ
ん
よ
う
に

 
だ
が
運
命
の
神
は

ロ
ザ
リ
ア
に
は
味
方
し
な
か

た

 
ロ
ザ
リ
ア
は

目
的
地
が
見
え
て
き
た

点
の
ビ
ル
を
指
差
し
た
の
だ
が

 
そ
の
指
の
先
に

見
慣
れ
た
敵
の

を
見
付
け
た

げ

ゼ
ク
シ

ド

ま
ず
い
ま
ず
い

 
多
分
無
理
だ
ろ
う
け
ど

何
と
か
上
手
く
や
り
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に

 
だ
が
し
か
し

そ
れ
は
無
理
な
相
談
だ

た

 
せ
め
て
ロ
ザ
リ
ア
が
ニ

ン
ゴ
ロ

に
フ

ド
で
も
被
せ
て
い
れ
ば
ま
た
違

た
の
だ
ろ
う

が 
今
の
ニ

ン
ゴ
ロ

は

々
と
素
顔
を

し
て
い
る
上
に
何
故
か
必
要
以
上
に
胸
を
ア
ピ

ル
し
て
い
る

 
そ
れ
で
も
顔
の
イ
メ

ジ
が

本
来
の
ユ
キ
ノ
に
近
い
感
じ
だ

た
ら

 
あ
る
い
は
ゼ
ク
シ

ド
の

の
中
に

先
日
の
苦
い

験
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な

て

り

 
声
を

け
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ

た
か
も
し
れ
な
い
が
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今
の
ニ

ン
ゴ
ロ

の
容

は

ゼ
ク
シ

ド
の
好
み
に
完

に
マ

チ
し
て
い
る
の
だ

そ
こ
の
お
姉
さ
ん

今
ち

と
お
時
間
い
い

こ
の
馬

や

ぱ
り
話
し

け
て
き
や
が

た
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
案
の
定
ゼ
ク
シ

ド
は

ニ

ン
ゴ
ロ

に
話
し

け
て
き
た

 
ロ
ザ
リ
ア
の
事
は
見
え
て
い
る
よ
う
で
見
え
て
い
な
い
の
か
ま

た
く
見
よ
う
と
も
し
な
い

ど
う
や
ら
私
に
は
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
ね
ど
う
し
よ
う
私
の
存
在
を
ア
ピ

ル
す
る
し

か 
確
か
に
ロ
ザ
リ
ア
の
存
在
に
気
付
け
ば

ニ

ン
ゴ
ロ

が
シ

ナ
の
関
係
者
だ
と
分
か
り

 
ゼ
ク
シ

ド
が
大
人
し
く
引
き
下
が
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
た

 
だ
が
ロ
ザ
リ
ア
の
心
配
を
よ
そ
に
ニ

ン
ゴ
ロ

は
ゼ
ク
シ

ド
に
は
何
の
反
応
も

さ
ず

 
そ
の
ま
ま
ゼ
ク
シ

ド
の
前
を
素
通
り
し
た

さ
す
が
ユ
キ
ノ
さ
ん

こ
ん
な
馬

い
チ

ラ
い
男
は
相
手
に
し
な
い

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
う
思
い

ホ

と
し
た
の
だ
が

 
ゼ
ク
シ

ド
は

め
ず
ニ

ン
ゴ
ロ

の
前
に
何
度
も
回
り
こ
み
そ
の
度
に
話
し

け
て

き
た
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ち

ち

と
ち

と

そ
こ
の
ギ

ル

い
お
姉
さ
ん

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は

そ
の
横
を
素
通
り
し
た

待

て
く
れ

て

そ
こ
の
美
人
の
お
姉
さ
ん

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は

そ
の
横
を
素
通
り
し
た

頼
む
か
ら
さ

そ
こ
の
ス
タ
イ
ル
の
い
い
巨

の
お
姉
さ
ん

私
に
何
か
用
か

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
と
少
し
だ

た
の
に

 
ニ

ン
ゴ
ロ

が

そ
の
言
葉
を

い
た

間
に

り
返

て
返
事
を
し
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
内
心
で
そ
う
絶
叫
し
た

ギ

ル
だ
と
か
美
人
だ
と
か
は
ど
う
で
も
い
い
が
巨

と
言
わ
れ
る
と
返
事
を
せ
ざ
る
を

得
ん
な

お
願
い
だ
か
ら
そ
こ
も
ス
ル

し
て
え
え
え
え
え
え
え
え
え

お
姉
さ
ん
面
白
い
ね

名
前
を

い
て
も
い
い

ニ

ン
ゴ
ロ

だ

ニ

ン
ゴ
ロ

あ
は
は
は
は

ま
る
で
猫
の
名
前
み
た
い
だ
ね
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そ
ん
な
変
な
名
前
じ

な
く

も

と

麗
な
名
前
に
す
れ
ば
良
か

た
の
に

あ

こ
の
馬

い
き
な
り
地

を

さ
す
が
は
ゼ
ク
シ

ド

何
だ
と

あ

い
や

ご
め
ん

別
に
猫
と
同
じ
よ
う
に
扱

た
つ
も
り
は
無
い
ん
だ
け
ど

更
に
地

き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

お
い
お
前

名
前
は

俺
は
ゼ
ク
シ

ド

こ
う
見
え
て
も
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

の

ゼ
ク
シ

ド
だ
と

お

俺
の
事
知

て
る
の

俺

て

名
人
だ
か
ら

ま
あ
当
然
な
ん
だ
け
ど

先
日
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
わ
た

い
や
ユ
キ
ノ
に
ぶ

飛
ば
さ
れ
た
あ
の
ゼ
ク
シ

ド
か

う

あ
れ
は
そ
う

女
に
手
を
出
す

に
は
い
か
な
い
し

 
わ
ざ
と
だ
よ

そ
う

わ
ざ
と
無

抗
で
攻
撃
を
受
け
た
ん
だ
よ

 
実

は
足
が

ん
で
ま

た
く
動
け
な
か

た
だ
け
な
の
だ
が

 
そ
の
時
の
動
画
は

と
あ
る
動
画
サ
イ
ト
に
ア

プ
ロ

ド
さ
れ
て
い
る
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ゼ
ク
シ

ド
は
多
分
そ
れ
を
見
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い

何
も
考
え
ず
に
そ
う

を
言

た

 
そ
の
時
の
相
手
が
今
ま
さ
に
目
の
前
に
い
る
事
な
ど
想
像
出
来
な
く
て
当
た
り
前
な
の
だ
か

ら 
こ
れ
は
ま
あ
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う

正
座

え正
座
を
し
ろ
と
言

て
い
る
の
だ

な

何
で

も
う
い
い

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

は

い
き
な
り
ゼ
ク
シ

ド
の

の
裏
を
素

く

り

 
相
手
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
と

そ
の
ま
ま
強
制
的
に
ゼ
ク
シ

ド
に
正
座
を
さ
せ
た

 
ユ
キ
ノ
は
ス
タ
ミ
ナ
こ
そ
無
い
が
運
動
能
力
は
高
い

そ
う
い
う
芸
当
は
お
手
の
も
の
な

の
だう

お

何
で
俺

正
座
し
て
る
ん
だ

こ
の
も
や
し
め

猫
を
馬

に
し
た
だ
け
で
は

き
足
ら
ず
平
気
で

ま
で
つ
く
と
は
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も

も
や
し

れ
も
や
し

大
体
お
前
と
き
た
ら

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

は

ゼ
ク
シ

ド
に

の
説
教
を
始
め
た

 

囲
に
は
ど
ん
ど
ん
野
次
馬
が
集
ま

て
き
て
お
り

 
そ
れ
を
見
た
ロ
ザ
リ
ア
は

て
て
シ

ナ
に
連

を
入
れ
た

そ
れ
が
今
の

況
な
の
で

あ

た

 
よ
く
見
た
ら
確
か
に
ゼ
ク
シ

ド
だ
な

そ
う
い
う
事
か
よ

え
え

こ
こ
で
あ
ま
り
目
立
つ
の
も
ま
ず
い
と
思

た
か
ら

て
て
連

し
た
の

く
そ
よ
り
に
よ

て
猫

み
か
よ

ゼ
ク
シ

ド
の
馬

は
本
当
に

な
地

を

み

や
が
る

と
に
か
く
後
は
任
せ
た
わ
よ

分
か

た

ま
あ
何
と
か
す
る

 
そ
し
て
シ

ナ
が
前
に
出
る
と

囲
の
野
次
馬
達
は
口
々
に
叫
ん
だ

お

シ

ナ
だ
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こ
こ
で
シ

ナ
の

場
だ
と

ま
さ
か
あ
の
ギ

ル

ま
た
シ

ナ
の
女
な
の
か

シ

ナ
対
ゼ
ク
シ

ド
の

三
度
目
の
対
決
来
る
か

 
そ
の
声
を

き

ど
う
や
ら
シ

ナ
に
気
付
い
た
よ
う
で

 
ゼ
ク
シ

ド
は
虚
勢
を
張
り
な
が
ら
シ

ナ
に
声
を

け
た

な

何
だ
よ
シ

ナ
人
が
せ

か
く
こ
の
子
を
口
説
い
て
る
ん
だ
か
ら

魔
す
る
な

お
前
そ
れ

ど
う
見
て
も
説
教
さ
れ
て
る
よ
な

ち

違
う

こ
れ
は
新
し
い
口
説
き
の
ス
タ
イ
ル
だ

プ
ロ
デ

ス
バ
イ
俺
だ

メ
イ
ド

イ
ン
俺
だ

あ
あ

い
い
か
ら
い
い
か
ら

お
前
は
ち

と

と
け

く
 
そ
し
て
シ

ナ
は

ニ

ン
ゴ
ロ

に
声
を

け
た

先
生

お
迎
え
に
あ
が
り
ま
し
た

む

お
前
は
シ

ナ
か

は
い

先
生

高
貴
な
存
在
で
あ
る
あ
な
た
が

 
こ
ん
な
下
級
の
存
在
に
関
わ
ら
な
く
て
も
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か
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む
む

確
か
に
そ
れ
も
そ
う
だ
な

褒
め
て
や
ろ
う

は

光
栄
で
あ
り
ま
す

そ
れ
で
は
先
生

こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

う
む

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

は
シ

ナ
に
手
を
引
か
れ
て
そ
の
ま
ま

点
の
ビ
ル
の
中
に
入

た

 
そ
れ
は
一

の
出
来
事
だ

た

ゼ
ク
シ

ド
は

然
と
し

 
皆
も

気
に
と
ら
れ
た
の
か

誰
も
何
も
反
応
出
来
な
か

た
の
だ
が

 
シ

ナ
達
の

が
見
え
な
く
な

た

間

集
は
歓
声
を
上
げ
た

何
だ
よ
今
の

戦
い
に
す
ら
な
ら
な
い
と
か

さ
す
が
は
俺
達
の
シ

ナ
だ

ゼ
ク
シ

ド
も

は
い
い
ん
だ
け
ど
な

相
手
が
悪
す
ぎ
る

て
い
う
か

畜
生

や

ぱ
り
あ
の
子
も
シ

ナ
の
女
か
よ

と
り
あ
え
ず
い
つ
も
通
り
シ

ナ
の
圧
勝
だ

た
な

さ
あ
解
散
解
散

と

お
前
ら
お
疲
れ

 
そ
し
て
あ

と
言
う
間
に
人
影
が
消
え

そ
の
場
に
は

フ

ド
を
被

た
一
人
の
プ
レ
イ

ヤ

と

 

然
と
し
た
ゼ
ク
シ

ド
だ
け
が
残
さ
れ
た
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そ
し
て
し
ば
ら
く
し
た
後
ゼ
ク
シ

ド
は

や

と
我
に
返

た
の
か

 
シ

ナ
達
が

点
に
し
て
い
る
ビ
ル
に
向
か

て
叫
ん
だ

畜
生

別
に
悔
し
く
な
ん
か
な
い
か
ら
な

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

涙
を

く
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
な
が
ら

 
ど
こ
へ
と
も
な
く
走
り
去

て
い

た

そ
し
て
残

て
い
た
も
う
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

は

 
フ

ド
を
上
げ

シ

ナ
達
の

点
の
ビ
ル
の
方
を
見
上
げ
な
が
ら
言

た

は

や

ぱ
り
シ

ナ
様
は
い
い

 
で
も

影
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ
て

や

ぱ
り
今
日
も
話
し

け
ら
れ
な
か

た

 
そ
し
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

持

て
い
た
カ
メ
ラ
を
止
め

ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
と

 
そ
の
動
画
を
サ
イ
ト
に
ア

プ
ロ

ド
し
た

そ
の
投
稿
者
の
名
前
は

銃
士

と
な

て

い
た

 
銃
士

ち
な
み
に
そ
の

み
方
は

マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス
と
い
う

 
彼
女
は
シ

ナ
の
熱
狂
的
な
フ

ン
で
あ
り
今
ま
で
も
何
度
か
シ

ナ
に
話
し

け
よ
う
と

し
た
の
だ
が

 
そ
の
度
に
す
れ
違
い

今
後
も
当
分
話
し

け
る
事
す
ら
出
来
な
い
不
運
な
女
性
で
あ
る
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年
後
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
名

に
銃
士

の
名
前
が
あ
る
の
は
確
か
で
す

 
ち
な
み
に
将
来

八
幡
の
秘
書
は
三
人
お
り

小
猫

南

そ
し
て
あ
と
一
人
が

と
い

う
設
定
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第
２
９
４
話
 
思
わ
ぬ
援
軍

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

え

と

先
生

だ
よ
ね

何
を
言

て
い
る
の
だ

当
た
り
前
で
は
な
い
か

シ
ズ
カ

な
り
き

て
る
ね

い
い
ね
い
い
ね

先
生
久
し
ぶ
り

私
エ
ル
ザ
だ
よ
覚
え
て
る

も
ち
ろ
ん
だ

音
楽
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

よ

何
も
か
も
本
物
と
は
正
反
対
ね

ど
う
や
ら
私
は
こ
の
世
界
だ
と
こ
の
依
代
に

さ
れ
て
い
る
ら
し
い
か
ら
仕
方
な
か
ろ
う

 
ち
な
み
に
ロ
ザ
リ
ア
は
情
報
収
集
に
出
か
け
る
と
い
う
口
実
で

に
こ
の
場
か
ら
脱
出
し
て

い
た

 
そ
し
て
最
後
に
シ

ナ
が
ニ

ン
ゴ
ロ

に
言

た

い
や
し
か
し
お
前
の
声
で
そ
の
見
た
目
だ
と
さ
す
が
に
違
和
感
が
半

無
い
ん
だ
が
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ち

と
八
幡
君
ど
こ
を
見
て
言

て
い
る
の
か
し
ら
ね
そ
れ
は
セ
ク
ハ
ラ
よ

え
る

わ
よお

前
そ
こ
で
い
き
な
り
素
に

る
な
よ

う
る
さ
い

こ
れ
は
神
が
私
に

え
て
く
れ
た
ご
褒
美
な
の
だ

私
は
一
生
こ
こ
で
生
き
て

い
く
の
だ

ち

と
ニ

ン
ゴ
ロ

そ
れ
は
い
く
ら
何
で
も

冗
談
だ
シ
ズ
カ
だ
が
夢
で
あ
る
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
存
分
に
楽
し
ん
で
も
い
い
で
は
な
い
か

お
前
の
冗
談
は
冗
談
に

こ
え
ね

ん
だ
よ

う
る
さ
い
わ
ね
私
の
こ
の
つ
る
ふ
か
な
胸
に
文

が
あ
る
と
い
う
の

え
る
わ
よ

は
 
丁
度
そ
の
時
部
屋
に
ベ
ン
ケ
イ
が
入

て
き
た

ベ
ン
ケ
イ
は
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
シ

ナ

に
言

た

お
兄
ち

ん
帰
り
に
ス
マ
ホ
で
動
画
を
見
て
い
た
ら
新
し
い
の
が
ア

プ
さ
れ
て
た
よ

 

て

噂
の
動
画
の
人
が
い
た
あ
あ
あ
あ
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ん

動
画

ま
さ
か
さ

き
の
か

い
ね

こ
こ
で
見
て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

が

感
心
し
た
様
子
で
言

た

ほ
う
ほ
う

こ
こ
で
も
見
れ
る
の
か

よ
し

ベ
ン
ケ
イ

頼
む

あ
い
あ
い
さ

動
画
の
人

で

ど
ち
ら
様
で
す
か

 
ベ
ン
ケ
イ
は
何
故
こ
の
人
は
私
の
名
前
を
知

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
つ
つ
そ
う
質

問
し
た

私
が
分
か
ら
な
い
の
か

い
や

す
み
ま
せ
ん

そ
ん
な

り
方
を
す
る
知
り
合
い
は

私
に
は
い
な
い
の
で

実

に
こ
こ
に
い
る
で
は
な
い
か

小
町
さ
ん

わ

私
に
さ
ん
付
け
を
す
る
人
は
一
人
し
か

ま
さ
か
ユ
キ
ノ
さ
ん

う
む

だ
が
今
の
私
は
ニ

ン
ゴ
ロ

だ

先
生
と
呼
ぶ
が
よ
い

ユ
キ
ニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん
先
生

ま
あ
正
直

自
分
で
も
こ
の

に
は
違
和
感
が
あ
る
の
は
確
か
な
ん
だ
が
な
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確
か
に
何
も
か
も
正
反
対
で
す

先
生

 
ベ
ン
ケ
イ
は

め
て
ニ

ン
ゴ
ロ

の

を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

で

動
画
は
ど
う
な

た
の
だ

お

と

そ
う
で
し
た
そ
う
で
し
た

こ
れ
で
す

 
そ
し
て
壁
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ

に

先
ほ
ど
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た

や

ぱ
り
か

し
か
し

分

い
な

あ

こ
の
人

こ
の
前
も
動
画
を
ア

プ
し
て
た
よ

こ
の
前
と
い
う
の
は

の
シ
ノ
ン
が
一
生
お

に
宣
言
を
し
た
奴
だ
な

ニ

ニ

ン
ゴ
ロ

恥
ず
か
し
い
か
ら
そ
こ
だ
け
強
調
し
な
い
で

 
シ
ノ
ン
は
顔
を

く
し
な
が
ら
ニ

ン
ゴ
ロ

に
抗
議
し
た

ア

プ
ロ

ド
し
た
の
は

銃
士

こ
れ
何
て

む
ん
だ

さ
あ

あ
で
も
そ
の
人
な
ら
女
性
プ
レ
イ
ヤ

だ
け
の
集
ま
り
で
名
前
は
見
た
事
が
あ

る
か
も

 
ま
あ
私
は
ほ
と
ん
ど
行

て
な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
シ
ノ
ン
が
そ
う
言
い

シ

ナ
は
少
し
驚
い
た
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こ
の
名
前
で
女
性
プ
レ
イ
ヤ

な
の
か

強
い
の
か

う

ん

ど
う
だ
ろ

あ

で
も

前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
決
勝
に
出
て
た
か
も

シ

ナ

覚
え

て
な
い

俺
は
最
初
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
や

た
か
ら
な

他
の
奴
の
事
は
分
か
ら
ん

そ
う
い
え
ば
そ
う
よ
ね

ま
あ
で
も

と
に
か
く
強
い
人
み
た
い
ね

な
る
ほ
ど

ピ
ト
は
知

て
る
か

お
前
は
今
ま
で
に
食
べ
た
パ
ン
の
種

を
い
ち
い
ち
覚
え
て
い
る
の
か

要
す
る
に
覚
え
て
な
い
ん
だ
な

う
ん

ま
あ
い
い
か

た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
ん
だ
ろ
う
し
な

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
と
は
裏
腹
に

銃
士

は
今
後
も

 
何
故
か

回
シ

ナ
の
動
画
を
最
速
ア

プ
ロ

ド
す
る
者
と
し
て
名
前
が
あ
が
る
事
と
な

る
さ
て
後
は
イ
コ
マ
な
ん
だ
が
俺
以
外
に
男
が
こ
こ
に
い
た
ら
そ
れ
が
イ
コ
マ
だ
と
思

て
く
れ
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イ
コ
マ
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
男
な
の
だ

か
つ
て
の
仲
間
だ

今
は
こ
こ
の
専
属
鍛

師
を
し
て
い
る

な
る
ほ
ど
な
の
だ

や

ぱ
り
慣
れ
ね

な
お
い

 
シ

ナ
は
ど
う
し
て
も

そ
の

り
方
が
気
に
な
る
ら
し
く

ぼ
そ

と
そ
う

い
た

ま
あ
見
た
目
が
あ
れ
な
ん
だ

声
は
他
人
の
空
似
だ
と
思
え
ば
い
い

 
あ
れ
は
知
ら
な
い
た
だ
の
ギ

ル
だ

あ
れ
は
知
ら
な
い
た
だ
の
ギ

ル
だ

ど
う
し
た
の
だ

い
や

何
で
も
無
い

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
仕
事
に
か
か
る
と
す
る
の
だ

お

お
う

頼
む
わ

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は
自
分
が
こ
こ
に
来
た
目
的
を
忘
れ
た

で
は
な
い
よ
う
で

 

突
に
そ
う
言
う
と

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
に
こ
う

ね
た

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
開

は
い
つ
な
の
だ

三
日
後
よ
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な
る
ほ
ど

仲
間
か
ら
は
誰
が
出
る
の
だ

私
と
シ
ノ
ン
か
な

そ
れ
じ

あ
そ
の
二
人
以
外
が
使
え
る
コ
マ
と
い
う

だ
な

 
次
に
ニ

ン
ゴ
ロ

は
シ

ナ
に
ゲ

ム
内
で
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
中
継
が
見
ら
れ
る
場
所
を

ね
た

そ
れ
な
ら
街
の
中
心
に
あ
る
大
き
な
酒
場
と

東
⻄
南
北
の
四
つ
の
酒
場
で
中
継
が
あ
る
な

五

所
か

ふ
む

ゲ

ム
内
で
動
画
の

影
は
出
来
る
の
だ
ろ
う

あ
あ
た
だ
し
さ

き
み
た
い
な
ケ

ス
で
も
な
い
限
り
そ
う
い
う
所
で
カ
メ
ラ
を
回
す
の

は 
か
な
り
不
自
然
に
見
え
る
だ
ろ
う
な

ふ
む

確
か
に
そ
う
だ
な

写
真
で
我
慢
す
る
か

 
と

そ
の
時

ロ
ザ
リ
ア
か
ら
シ

ナ
に
通
信
が
入

た

お
う

ど
う
し
た
ロ
ザ
リ
ア

そ
れ
が

シ

ナ
に
取
材
の

し
込
み
で
す

ど
う
や
ら
私
の
事
を
動
画
で
見
た
よ
う
で

 
私
が
シ

ナ
の
仲
間
だ
と
思

て
声
を

け
て
き
た
よ
う
で
す

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ

ナ
は

き

と
ん
と
し
た
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取
材

俺
に

え
え

何
で
も
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
直
前
ス
ペ
シ

ル
特
集
と
か

 
ど
う
や
ら
前
回
大
会
の
決
勝
進
出
者
に
話
が

き
た
い
そ
う
で
す
よ

な
る
ほ
ど
な

で

誰
か
ら
の
取
材
だ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
で
す

男
性
と
女
性
の
二
人
組
で

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ

ナ
は
ハ

と
し

ロ
ザ
リ
ア
に
こ
う

ね
た

待
て

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
だ
と

は
い

二
人
組
で

シ
ン
カ

さ
ん
と
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
と
い
う
方
が

今
す
ぐ
こ
こ
に
連
れ
て
き
て
く
れ

そ
こ
に
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ん
だ
声
で

シ
ズ
カ
に
向
か

て
言

た

お
い
シ
ズ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
か
ら
俺
に
取
材
の

し
込
み
と
か
で

 
今
か
ら
こ
こ
に

シ
ン
カ

さ
ん
と
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
が
来
る
ら
し
い
ぞ

え

本
当
に

う
わ

懐
か
し
い
な

あ
の
二
人
に
な
ら

俺
達
の
正
体
を
バ
ラ
し
て
も
問
題
無
い
よ
な



 第四章 ＧＧＯ編

う
ん

別
に
い
い
ん
じ

な
い
か
な

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ

て

何

あ

私
も
そ
れ

き
た
か

た

 
ピ
ト
フ

イ
と
シ
ノ
ン
が

そ
う
同
時
に
言

た

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
と
い
う
の
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
攻
略

を
載
せ
て
い
る
日
本
で
一
番
大
手
の
サ

イ
ト
だ
な

 
ち
な
み
に
シ
ン
カ

さ
ん
と
い
う
の
は

そ
こ
の
管
理
人
だ

ほ
え

そ
ん
な
の
が
あ

た
ん
だ

で

そ
の
二
人
と
は
知
り
合
い
な
の
ね

あ
あ

二
人
と
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
知
り
合

た
ん
だ
よ
な

そ

か

そ
れ
じ

感
動
の
再
会
だ
ね

そ
う
だ
な

と
て
も
楽
し
み
だ

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
に
案
内
さ
れ
シ
ン
カ

と
ユ
リ
エ

ル
が
お
ず
お
ず
と

点
に
入

て

き
た二

人
を
お
連
れ
し
ま
し
た

シ

ナ
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初
め
ま
し
て

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
管
理
人
を
し
て
い
ま
す

シ
ン
カ

と
言
い
ま
す

 
こ
ち
ら
は
そ
の
手
伝
い
を
し
て
も
ら

て
い
る
ユ
リ
エ

ル
で
す

 
今
日
は
突
然
の

し
込
み
に
も
関
わ
ら
ず
わ
ざ
わ
ざ

点
ま
で
お

き

き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

い
え
い
え

こ
ち
ら
こ
そ
お
久
し
ぶ
り
で
す

シ
ン
カ

さ
ん

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

 
そ
の
シ

ナ
の
セ
リ
フ
に

二
人
は
き

と
ん
と
し
た

あ
の

失

で
す
が

以
前
別
の
ゲ

ム
か
何
か
で
お
会
い
し
ま
し
た

け

 
い
や

で
も
ユ
リ
エ

ル
ま
で
知

て
い
る
と
い
う
事
は

 
彼
女
が
取
材
に
同
行
す
る
の
は
こ
こ
が
初
め
て
だ
し

は
は

以
前
お
二
人
は

同
じ
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
じ

な
い
で
す
か

同
じ
ゲ

ム

ま
さ
か
あ
な
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
メ
ン
バ

の
誰
か
で
す

か
え

あ
あ
そ
う
か

確
か
に
そ
う
思
う
の
が
自
然
で
す
よ
ね

そ
れ
じ

あ

め
て
自

紹
介
し
よ

か

シ

ナ

え

あ
な
た
も
で
す
か

え

と

シ
ズ
カ
さ
ん

で
す
よ
ね
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は
い

 
そ
し
て
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
は
目
配
せ
を
し

 
シ
ン
カ

と
ユ
リ
エ

ル
に
茶
目

た

り
に
自

紹
介
を
し
た

そ
れ
じ

あ

め
て

血
盟
騎
士
団
参
謀
の

ハ
チ
マ
ン
で
す

同
じ
く
血
盟
騎
士
団
副
団
⻑

ア
ス
ナ
で
す

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
ア
ス
ナ
さ
ん
だ

た
ん
で
す
か

え
え

ま
あ
そ
う
い
う
事
で
す

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

久
し
ぶ
り

ア

ア
ス
ナ
さ
ん

 
突
然
ユ
リ
エ

ル
が

目
に
涙
を

か
べ
な
が
ら
ア
ス
ナ
に

き
付
い
た

良
か

た

や

ぱ
り
無
事
だ

た
ん
で
す
ね

も
ち
ろ
ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
て
く
れ
た
の
は

や

ぱ
り
あ
な
た
達
だ

た
ん
で

し

う
え
え

ま
あ
そ
う
で
す
ね

一
重
で
し
た
け
ど
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良
か

た

無
事
だ
ろ
う
と
確
信
は
し
て
い
ま
し
た
け
ど

 
や

と
直
接
会

て
お

を
言
う
事
が
出
来
ま
す

 
私
達
を
助
け
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
言

て
シ
ン
カ

は

ハ
チ
マ
ン
に
深
々
と

を
下
げ
た

 
丁
度
そ
の
時

ピ
ト
フ

イ
に
エ
ム
か
ら
連

が
入

た

ち

と
エ
ム

今
い
い
所
な
ん
だ
け
ど

て
や
ば

も
う
そ
ん
な
時
間

 
分
か

た

直
ぐ
に
行
く
か
ら
外
で
待

て
い
な
さ
い

ピ
ト

仕
事
か

う
ん

今
日
は
少
な
い
と
は
い
え

や

ぱ
り
い
く
つ
か
外
せ
な
い
仕
事
が
あ

て
ね

そ
う
か

頑
張
れ
よ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

ピ
ト
フ

イ
の

を
な
で
た

う
ん

そ
れ
じ

行

て
く
る
ね

あ

ち

と
待
て
ピ
ト

ん今
度
エ
ム
を
こ
こ
へ
連
れ
て
来
い

そ
ろ
そ
ろ
い
い
だ
ろ
う
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オ

ケ

今
度
連
れ
て
く
る
ね

話
は
そ
れ
だ
け
だ

行

て
こ
い

う
ん

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

ま
た
ね

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
そ
れ
を
見
て
い
た
シ
ン
カ

が
感

深
そ
う

に
言

た

い
や
は
や

や

ぱ
り
噂
な
ん
て
当
て
に
な
り
ま
せ
ん
ね

噂は
い
あ
の
ピ
ト
フ

イ
と
い
う
方
は
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
問
題

だ
と

い
て
ま
し
た
か

ら
ねい

や

そ
れ
は
合

て
ま
す

噂
通
り
で
す

 
シ

ナ
は
シ
ン
カ

に

キ

パ
リ
と
言

た

え

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

い
や

シ

ナ
さ
ん
の
懐
の
深
さ
は
凄
い
ん
で
す
ね

ま
あ
今
は
あ
い
つ
も
俺
の
大
切
な
仲
間
で
す
か
ら
ね

仲
間
で
す
か

あ

そ
う
い
え
ば



 第２９４話 思わぬ援軍

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
は
シ

ナ
さ
ん
の
ギ
ル
ド
で
す
よ
ね

 
シ
ン
カ

は

思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

あ

は
い

そ
う
で
す
ね

や

ぱ
り

実
は

く
調
査
を
し
た

で

明
ら
か
に
そ
う
か
な
と
は
思

て

 
無
事
だ

た
ん
だ
と
そ
れ
で
確
信
し

安
心
し
た
ん
で
す
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
開
放
さ
れ
て
か
ら
ず

と

サ
イ
ト
を
立
て
直
す
の
に
い

ぱ
い
い

ぱ
い
で

 
な
お
か
つ
深
刻
な
人
手
不
足
で
し
て

ほ
ら

ザ
・
シ

ド
の
せ
い
で

 
一
気
に
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が

え
た
じ

な
い
で
す
か

 
な
の
で
ど
の
ゲ

ム
も
通
り
一
編
の
紹
介
し
か
ま
だ
出
来
て
な
く
て
で
す
ね

 
で

丁
度
大
会
が
開
か
れ
る

て
事
で

今
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
後
回
し
に
し
て

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
取
材
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

そ
う
い
う

な
ん
で
す
よ

 
直
ぐ
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
お

を
言
い
に
行
け
な
く
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

あ

い
や

こ
ち
ら
こ
そ
何
か
す
み
ま
せ
ん

え

シ

ナ
さ
ん
が
何
か
謝
る
よ
う
な
事
で
は

そ

そ
う
で
す
ね
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シ
ン
カ

さ
ん
が
忙
し
く
な

た
の
は
思
い

き
り
俺
の
せ
い
な
ん
で
す
す
み
ま
せ
ん

 
シ

ナ
は
内
心
そ
う
思
い
つ
つ
も

さ
す
が
に
そ
の
事
を
明
言
す
る
の
は
避
け
て
お
い
た

 
そ
の
時
シ
ン
カ

が
来
る
と

い
て
か
ら
ず

と
無
言
だ

た
ニ

ン
ゴ
ロ

が

 
突
然
シ
ン
カ

に
話
し

け
た

あ
の

シ
ン
カ

さ
ん

ち

と
い
い
か
し
ら

は
い

あ
な
た
は
え

と

私
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
副
⻑
を
し
て
お
り
ま
す
ユ
キ
ノ
で
す
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す

 
こ
こ
で
の
名
前
は
ニ

ン
ゴ
ロ

と
言
い
ま
す

あ

あ
な
た
が
ユ
キ
ノ
さ
ん
で
し
た
か

お
噂
は
か
ね
が
ね

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は
そ
う
言
わ
れ

シ
ン
カ

に
会

し
た
後

こ
う
切
り
出
し
た

ど
う
も

そ
れ
で
い
く
つ
か
お

き
し
た
い
事
が
あ
る
の
で
す
が

宜
し
い
か
し
ら

は
い

何
で
も

い
て
下
さ
い

大
会
当
日

ゲ

ム
内
で
大
会
の
中
継
を
観
戦
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の
様
子
を

 

影
な
い
し
録
画
す
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
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え

あ
あ

そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

そ
れ
で
は
仮
定
の
話
に
な
り
ま
す
が
ゲ

ム
内
だ
と
五

所
で
中
継
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す

が 
仮
に
そ
う
い

た
事
を
企
画
す
る
と
し
て
五

所
全
部
に
同
時
に
人
員
を

遣
す
る
事
は
可

能
で
す
か

あ

は
い

そ
れ
は
可
能
で
す
ね

な
る
ほ
ど

 
そ
の
答
え
を

い
た
ニ

ン
ゴ
ロ

は
シ
ン
カ

と
ユ
リ
エ

ル
の
目
を
じ

と
見
な
が
ら

言

た刀
直
入
に
お

き
し
ま
す

あ
な
た
達
お
二
人
は
彼
に
大
き
な

義
を
感
じ
て
い
る
よ
う

で
す
が

 
そ
れ
で
は
彼
の

に
死
ね
ま
す
か

えな

何
で
す

て

お
い
先
生
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あ
な
た
は
少
し

て
て

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は
二
人
か
ら
ま

た
く

線
を

ら
さ
ず
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

こ
う
言

た

そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん

ユ
キ
ノ
さ
ん

も
し
僕
達
が
簡

に
死
ん
で
し
ま

た
ら

 
助
け
て
く
れ
た
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
の
気
持
ち
を
裏
切
る
事
に
な
り
ま
す

な
の
で
代
わ
り
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
困

て
い
る
時
は
死
ぬ
気
で
お
手
伝
い
さ
せ
て

き

ま
すそ

う
で
す
か

突
然
失

な
事
を

い
て
し
ま

て
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
あ
な
た
達
が
ハ
チ
マ
ン
君
達
の
事
を
と
て
も
大
切
に
思

て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た

 
そ
の
上
で
お
願
い
し
ま
す
ど
う
か
先
ほ
ど
私
が
言

た
通
り
に
五

所
全
部
に
人
員
を
配

置
し
て

 
大
会
の
観
客
の
様
子
を
動
画
で

影
し
て
欲
し
い
の
で
す

お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
ニ

ン
ゴ
ロ

の
お
願
い
を

い
た
二
人
は
再
び
顔
を
見
合
わ
せ
た
後
シ

ナ
に

ね
たも

し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

本
当
に
何
か
お
困
り
な
ん
で
す
か
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そ
う
か

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
な
先
生

シ
ン
カ

さ
ん

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

実
は

 
そ
し
て
シ

ナ
は

二
人
に
ラ
フ
コ
フ
の
事
を
説
明
し
た

何
で
す

て

あ
の
ラ
フ
コ
フ
の
メ
ン
バ

が
こ
こ
に

し
か
も

部
ク
ラ
ス
で
す
か

今
は
も
う
何
も
出
来
な
い
で
し

う
が
そ
れ
な
ら
確
か
に
動
向
は

し
て
お
き
た
い
で
す

よ
ねそ

う
な
ん
で
す
よ

ま
あ
気
休
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

分
か
り
ま
し
た

う
ち
の
ス
タ

フ
に
観
戦
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

達
を

影
さ
せ
て

 
そ
の
デ

タ
を
こ
ち
ら
に
提

し
ま
す
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
で
ダ
ブ
ル
チ

ク
が
出
来
ま
す

 
シ

ナ
あ
な
た
は
五

所
全
部
の
中
継
所
を
回

て
そ
れ

い
プ
レ
イ
ヤ

を
チ

ク
し
て

 
そ
の
後
に
後
日
全
員
で
動
画
を
見
な
が
ら
怪
し
い

動
を
し
て
る
人
が
い
な
い
か
チ

ク

し
ま
し

う

 
こ
う
し
て
シ
ン
カ

と
ユ
リ
エ

ル
の
協
力
を
得
て

大
会
当
日
の
監

体
制
が
整
う
事
と

な

た
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第
２
９
５
話
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

銃
士

と
ギ
ン
ロ
ウ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
し
て
つ
い
に
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
予
選
の
日
が
訪
れ
た

 
シ

ナ
は
仲
間
達
と
共
に
会
場
入
り
し

そ
こ
で
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
は

 
今
回
は
敵
同
士
な

別
々
に
分
か
れ

シ

ナ
達
は
モ
ニ
タ

の
見
え
る
場
所
に

け
た

さ
て

あ
い
つ
ら
が
予
選
で
当
た
ら
な
い
事
を

る
ば
か
り
だ
な

こ
れ
ば

か
り
は
仕
方
が
な
い
よ
ね

ま
あ
我
ら
の
役
目
は
本
戦
か
ら
だ
し

予
選
中
も
注
意
は
し
て
お
く
と
し
て
も

 
こ
こ
は
素
直
に
二
人
の
戦
い
を
楽
し
も
う
で
は
な
い
か

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は

何
も
か
も
初
め
て
の

験
で
あ
る

わ
く
わ
く
し
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
他
の
者
も
そ
れ
に
同
意
し

モ
ニ
タ

に
集
中
し
た

 
丁
度
そ
の
時

た
ま
た
ま
通
り
か
か

た
薄
塩
た
ら
こ
が
声
を

け
て
き
た
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よ

シ

ナ

今
回
は
出
場
し
な
い
ん
だ

て
な

た
ら
こ
か

あ
ん
た
の
事
だ
か
ら

ま
さ
か
逃
げ
た
と
か
は
無
い
と
思
う
が

用
事
で
も
あ
る
の
か

あ
あ

残
念
な
が
ら
な

次
の
大
会
に
は
ち

ん
と
出
場
す
る
つ
も
り
だ
け
ど
な

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
じ

あ
こ
の
大
会
が

俺
が
優
勝
す
る
最
大
の
チ

ン
ス

て
事
か

 
ど
う
や
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

の

も
見
え
な
い
し
な

あ
い
つ
が
い
た
ら

俺
も
無
理
に
で
も
出
場
し
た
ん
だ
け
ど
な

は
は

今
度
こ
そ
決
着
を

て
か

あ
あ

り

ぱ
な
し

て
の
は
気
分
が
悪
い
か
ら
な

お

そ
ろ
そ
ろ
俺
の
出
番
だ

そ
れ
じ

あ
ま
た
一

に
遊
ぼ
う

シ

ナ

お
う

頑
張
れ
よ

た
ら
こ

 
丁
度
そ
の
時
シ
ノ
ン
の
第
一

合
が
始
ま
り

シ

ナ
は
モ
ニ
タ

を
注

し
た

ど
う
や
ら
落
ち
着
い
て
い
る
み
た
い
だ
な
し

か
り
と
自
分
に
優

な
ポ
ジ
シ

ン
を
確
保

し
て

 
な
お
か
つ
油
断
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
な
い
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そ
う
だ
ね

そ
れ
に
何
か

々
と
し
て
る

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

シ
ズ
カ
も
同
意
し
た

ほ
え

シ
ノ
ン
も

む
の
が
上
手
く
な

た
ね

ケ
イ

や

ぱ
り
お
前
も
そ
う
思
う
か

う
ん

最
初
の

と
は
大
違
い
だ
ね

 
そ
の
ベ
ン
ケ
イ
の
言
葉
通
り

敵
は
ま

た
く
シ
ノ
ン
の
気
配
を
感
じ
る
事
が
出
来
ず

 
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
迷

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

こ
こ
で
先
に
動
い
た
方
が
負
け
る
な

そ
う
だ
な

先
生
は
ど

ち
が
勝
つ
と
思
う

そ
ん
な
の
シ
ノ
ン
に
決
ま

て
い
る
の
だ

何
か

は
あ
る
の
か

お
そ
ら
く
相
手
は

て
一
か
八
か
の

け
に
出
る
の
だ

ス
ナ
イ
パ

を
相
手
に
す
る
時
は

 
常
に
い
つ
ど
こ
か
ら
撃
た
れ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
が
付
き

う

 
そ
れ
は
と
て
も
精
神
に
負
担
が
か
か
る
も
の
な
の
だ
よ

分
か

た
か

シ

ナ

先
生
の

る
通
り
で
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そ
の
言
葉
通
り

シ
ノ
ン
は
我
慢
出
来
な
く
な

て
飛
び
出
し
た
敵
を
一
撃
で

り
去

た

 
こ
こ
ま
で
か
な
り
の
時
間
が
か
か

た
が

動
き
出
す
と
勝
負
は
一

だ

た

こ
れ
な
ら
決
勝
ま
で
は
特
に
何
も
問
題
は
無
さ
そ
う
だ
な

あ

見
て
シ

ナ

ピ
ト
が

 
シ
ズ
カ
の
言
葉
で
別
の
モ
ニ
タ

を
見
る
と
そ
こ
で
は

に
ピ
ト
フ

イ
の

合
が
始
ま

て
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
敵
の

を
発
見
し
た

間

両
手
に
持

た
銃
で
急
所
だ
け
を
守
り

 
そ
の
ま
ま

に
体
を

り
な
が
ら
い
き
な
り
前
に
突

込
ん
だ

う
わ

無
茶
し
や
が
る

で
も
当
た

て
な
い
ね

ど
う
や
ら
相
手
が
び
び

ち
ま

た
み
た
い
だ
な
も

と
も
当
た

て
て
も
あ
い
つ
は
タ
フ

だ
か
ら

 
や
ら
れ
る
前
に
相
手
を
倒
せ
る
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

そ
の
ま
ま
相
手
を
押
し
倒
し
て
そ
の
上
に
馬
乗
り
に
な
る
と

 
相
手
の

に
銃
口
を
押
し
当
て

笑
し
な
が
ら
そ
の
引
き
金
を
何
度
も
引
い
た
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そ
し
て
相
手
が
消
え
た
後

ピ
ト
フ

イ
は
上
を
向
い
て
そ
の
ま
ま

笑
し
続
け
た

ピ
ト

て
あ
ん
な
だ

け

ま
あ
あ
い
つ
は
俺
達
の
前
と
そ
れ
以
外
と
で
言
葉
遣
い
や
態
度
が
ま

た
く
違
う
ら
し
い
か

ら
なま

あ
い

か

そ
れ
じ

あ
二
人
に
お
祝
い
を
言
い
に
入

て
こ
よ
う
か
な

お
う

俺
は
こ
こ
に
残

て
一
応
ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
が
い
な
い
か
注
意
し
て
お
く
わ

う
ん

 
そ
し
て
そ
の
場
に
シ

ナ
だ
け
を
残
し

他
の
者
達
は
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
の
下
へ
と
向

か

た

 
シ

ナ
は

囲
の
気
配
を
探
る
よ
う
に
集
中
し
た
が

 
複

の
好
意
的
な

線
し
か

感
じ
る
事
は
出
来
な
か

た

ど
う
や
ら
い
な
い

か

も
し
く
は
完
全
に
気
配
を
消
し
て
い
る
か

 
そ
し
て
そ
の
好
意
的
な

線
を
向
け
る
者
の
中
に

銃
士

が
い
た

 
銃
士

は
シ

ナ
が
一
人
に
な

た
の
を
見
て

こ
の
機
会
を
逃
す
ま
じ
と
深
呼

し

 
シ

ナ
と
知
り
合
う

の
作
戦
を
考
え
始
め
た
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こ
れ
は
千
載
一
遇
の
チ

ン
ス

こ
の
機
会
を
最
大
限
活
用
す
べ
き

 
や
は
り
大
事
な
の
は
第
一

象

こ
こ
で
シ

ナ
様
の
前
で
転
べ
ば

 
お
そ
ら
く
シ

ナ
様
は
私
に
声
を

け
て
下
さ
り
あ
わ
よ
く
ば
手
を

て

こ
し
て
も
ら

え
る

 
銃
士

は
そ
ん
な
作
戦
を
立
て

そ
れ
を
実
行
に
移
す
べ
く

 

内
で
綿
密
に
倒
れ
る

度
や
方
向
を
シ
ミ

レ

ト
し
な
が
ら
シ

ナ
へ
と
向
か

て
歩

き
出
し
た

 
そ
の

間
に
何
故
か
シ

ナ
が
銃
士

の
方
を
見
て

く
手
を
上
げ
た

よこ
れ
は
予
想
外
ま
さ
か
シ

ナ
様
が
私
ご
と
き
を
認
識
し
て
下
さ

て
い
た
と
は
望
外
の
喜

び 
し
か
し
何
か
が
お
か
し
い

私
に
は
そ
ん
な
覚
え
は
ま

た
く
無
い

 
こ
こ
は
ど
ち
ら
の
ケ

ス
で
も
対
応
出
来
る
よ
う
に

備
え
て
お
く
べ
き

 
銃
士

は
そ
う
考
え

歩
く
速
度
を
少
し
緩
め
た

 
そ
の

間
に
後
方
か
ら
シ

ナ
を
呼
ぶ
複

の
女
性
の
声
が
し
シ

ナ
も
そ
ち
ら
に
答
え
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た 
銃
士

は
や
は
り
と
思
い

さ
り
げ
な
く
横
の

に
寄
り
か
か
り

様
子
を
見
る
事
に
し
た

シ

ナ
さ
ん

お
う

エ
ヴ

達
も
こ
こ
で
観
戦
か

は
い

一

に
見
て
も
い
い
で
す
か

あ

出
来
れ
ば
そ
の

解
説
な
ん
か
も
お
願
い
し
た

く
上
手
い
プ
レ
イ
ヤ

の
戦
闘
を
見
る
事
は
大
事
だ
か
ら
な

 
俺
に
分
か
る

囲
で
い
い
な
ら
別
に

わ
な
い
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の
ま
ま
シ

ナ
が

六
人
に

合
の
解
説
を
は
じ
め
た

 
銃
士

は

こ
れ
は
も
う
チ

ン
ス
は
訪
れ
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し

さ
り
げ
な
く
そ
の
場

を
離
れ
た

く

ま
た
シ

ナ
様
に
話
し

け
ら
れ
な
か

た

 
あ
る
い
は
余
計
な
事
を
考
え
ず
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
フ

ン
を
装

て
シ

ナ
に
話
し

け
れ

ば
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銃
士

は

今
ご
ろ
シ

ナ
の
隣
で
六
人
の
代
わ
り
に
解
説
を

く
事
が
出
来
た
か
も
し
れ

な
い

 
シ

ナ
が
女
性
プ
レ
イ
ヤ

を

に
追
い

う
事
な
ど
出
来
は
し
な
い
か
ら
だ

 
も

と
も
先
日
シ

ナ
は
お
説
教
を
く
ら

て
い
る
の
で
親
し
く
な
れ
た
か
ど
う
か
は
微

で
あ
ろ
う

お

銃
士

じ

ね

か

久
し
ぶ
り
だ
な

ギ
ン
ロ
ウ

 
そ
ん
な
銃
士

に
話
し

け
る
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た

ギ
ン
ロ
ウ
で
あ
る

予
選
の
調
子
は
ど
う
だ

私
の
出
番
は
こ
れ
か
ら

そ
う
か

お

い
頑
張
ろ
う

そ
れ
で
も
し
良
か

た
ら

予
選
が
終
わ

た
後
に
で
も

 
二
人
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
ど
こ
か
で
祝

で
も

 
そ
ん
な
ギ
ン
ロ
ウ
に

銃
士

は

た
い
目
を
向
け
な
が
ら
言

た

ま
た
狙
わ
れ
た
い
の

じ

冗
談
だ

て

も
う
二
度
と
言
わ
な
い
か
ら
勘

し
て
く
れ
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大
会
の
空
気
の
せ
い
で
ち

と
気
が
大
き
く
な

ち
ま

て
た
み
た
い
だ
本
当
に
す
ま

ん 
実
は
ギ
ン
ロ
ウ
は

か
つ
て
銃
士

を
一
度
口
説
い
た
事
が
あ
る
の
だ
が

 
そ
の
後
遭
遇
す
る
度
に
何
度
も
集
中
的
に
狙
わ
れ

び
を
入
れ
て
許
し
て
も
ら

た

が

あ

た

 
そ
れ
か
ら
ギ
ン
ロ
ウ
は

銃
士

と
一

に
な
る
度
に
一
切
口
説
く
よ
う
な
事
を
せ
ず

 
真
面
目
に

舞

て
い
た

こ
う
し
て
普
通
の
会
話
を
す
る
事
く
ら
い
は
出
来
る
よ
う
に

な

て
い
た

し
か
し
今
回
は
混
戦
だ
な

シ

ナ
様
が
出
な
い
せ
い

 
そ
の
セ
リ
フ
を

い
た
ギ
ン
ロ
ウ
は

何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
銃
士

に
言

た

そ
う
か

そ
う
い
や
お
前

シ

ナ
さ
ん
を

拝
し
て
る
ん
だ

け
か

 

て
あ
そ
こ
に
い
る
の
は
そ
の
シ

ナ
さ
ん
と
新
人
の
ア
マ

ネ
ス
軍
団
じ

ね

か 
実
は
こ
の
前
よ

シ

ナ
さ
ん
の
前
で
う

か
り

仲
間
の
シ
ノ
ン

て
奴
を
口
説
い
ち
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ま

て

 
そ
の
時
シ

ナ
さ
ん
に
こ
う
言
わ
れ
た
ん
だ
よ

な

お
前

剣
で
真

二
つ
に
さ
れ
る
の

て

ど
ん
な
気
分
だ
と
思
う

二
度
目
は
無
い
ぞ

一
応
言

て
お
く
が
俺
が
い
な
い
時
で
も
一
回
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
か
ら

な 

て
な

そ
れ
以
来
ど
う
し
て
も
シ

ナ
さ
ん
の
前
に
出

ら
い
ん
だ
よ
な

さ
す
が
シ

ナ
様

格
好
い
い

他
に
も

山
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が

同
じ
事
を
思

て
る
だ
ろ
う
さ

 
あ
の
人
は

男
の
俺
か
ら
見
て
も
格
好
い
い
か
ら
な

 
そ
ん
な
ギ
ン
ロ
ウ
を

銃
士

は
じ
ろ

と

み
な
が
ら
言

た

ラ
イ
バ
ル
宣
言

俺
に
は
そ
ん
な
趣
味
は
無

よ

 

て
て
そ
う
い
う
ギ
ン
ロ
ウ
に

銃
士

は
諭
す
よ
う
に
言

た

シ

ナ
様
は
過
去
の
事
を

し
返
し
た
り
は
し
な
い

 
あ
な
た
が
話
し

け
て
も
普
通
に
答
え
て
く
れ
る
は
ず

ま
し
い

死
ね
ば
い
い
の
に
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う

い

お
前
は
そ
う
い
う
事
本
気
で
や
り
そ
う
だ
か
ら
怖
え
よ

 
し
か
し
お
前
本
当
に
シ

ナ
さ
ん
の
事
を

拝
し
て
る
よ
な

や

ぱ
あ
の
人
の
事
が
好

き
な
の
か

あ
な
た
に
神
が
い
た
と
し
て

あ
な
た
は
そ
の
神
と
恋
愛
を
望
む
の

何
で
そ
こ
ま
で
シ

ナ
さ
ん
の
事
を

 
そ
の
問
い
に
銃
士

は

体
を

く
よ
う
な

を
見
せ
た
だ
け
で

何
も
答
え
な
か

た

あ
あ

言
い
た
く
な
い
な
ら
別
に
言
わ
な
く
て
い
い
ぞ

す
ま
な
か

た
な

違
う

ん

ど
う
い
う
事
だ

 
そ
し
て
銃
士

は

つ

つ
と
話
し
始
め
た

あ
な
た
は
私
が

前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
ま
で
進
ん
だ
事
は
知

て
い
る
で
し

う

あ
あ

あ
の

の
私
は
戦
い
を
な
め
て
い
た

こ
ん
な
物
全
て
計
算
の
上
に
成
り
立

て
い
る
だ
け

で
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実

ど
ん
な
戦
い
も

況
を
分

し
て
色
々
と

内
で
計
算
し
て
攻
撃
す
る
だ
け
で
勝
て
る

と
思

て
た

 
そ
し
て
実

私
は
そ
う
や

て
勝
ち
続
け
て
き
た

で
も
あ
の
男
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
違

た

 
私
が
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
前
に
立

て
い
ら
れ
た
時
間

ど
れ
く
ら
い
か
分
か
る

 
ギ
ン
ロ
ウ
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
答
え
た

さ
あ
な

か
な
り

い
ん
だ
ろ
う
と
は
思
う
が

一

よ

い

一

ま
じ
か
よ

そ
う

私
は
遭
遇
し
た

間
に
彼
に
肉
薄
さ
れ

そ
の
ま
ま
首
を

ね
ら
れ
た

 
あ
れ
は
人
間
じ

な
い

死
そ
の
も
の
よ

そ
ん
な
に
か

そ
し
て
私
は
外
に
出
た
後

シ

ナ
様
と
あ
い
つ
の
戦
い
を
動
画
で
見
た

 
そ
れ
で
私
は

死
と
す
ら
戦
え
る

の
上
の
存
在
を
知

た

そ
れ
が
シ

ナ
様

私
の
神

な
る
ほ
ど
な

も
し
良
か

た
ら
ダ
イ
ン
に
頼
ん
で
シ

ナ
さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
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俺
か
ら
頼
ん
で
み
て
も
い
い
ぞ

そ
れ
は

目

神
と
の
フ

ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
は
自
力
で
成
す
べ
き

変
な
と
こ
真
面
目
な
の
な

 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
は

チ
ラ

と
シ

ナ
達
の
方
を
見
て

何
げ
な
く
言

た

あ
れ
は

ア
マ

ネ
ス
軍
団
が

シ

ナ
さ
ん
に
戦
闘
の
解
説
を
し
て
も
ら

て
る
の
か

あん

ど
う
し
た

 
突
然
銃
士

が
そ
う
声
を
上
げ

ギ
ン
ロ
ウ
は
何
事
か
と
思
い

そ
う

ね
た

さ

き
の
事
を
許
す
代
わ
り
に
頼
み
が
あ
る

さ

き
の
事

て

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
ら
う
ん
ぬ
ん
の
あ
れ
か

ま
あ
と
り
あ
え
ず
言

て

み
ろ
よ

私
が
出
場
す
る
番
に
な

た
ら

あ
な
た
は
さ
り
げ
な
く
シ

ナ
様
の
後
ろ
に
移
動
し
て

 
私
に
つ
い
て
シ

ナ
様
が
ど
ん
な
意
見
を
言

て
い
た
か

い
て
教
え
て
欲
し
い

俺
は
今
シ

ナ
さ
ん
の
近
く
に
行
き

ら
い

て
さ

き
言

た
だ
ろ
う
が

大
丈
夫

シ

ナ
様
を
信
じ
な
さ
い
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ま
あ
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
い
い
だ
け
だ
か
ら

別
に
い
い
け
ど
よ

 
そ
し
て
銃
士

の
出
番
が
来
る
と

ギ
ン
ロ
ウ
は
さ
り
げ
な
く
シ

ナ
の
後
ろ
か
ら
近
付
き

 
そ
の
い
く
つ
か
後
ろ
の

に

け
た

 
そ
の
時
突
然
シ

ナ
が
後
ろ
へ
と

り
向
き

ギ
ン
ロ
ウ
に
声
を

け
た

そ
の
歩
き
方
は
ギ
ン
ロ
ウ
か
久
し
ぶ
り
だ
な
せ

か
く
だ
か
ら
お
前
も
こ

ち
に
来
た
ら

ど
う
だ

う
げ

さ
す
が
シ

ナ
さ
ん
だ

お

ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん

ち

す

 
エ
ヴ

達
も
ギ
ン
ロ
ウ
を
見
付
け

次
々
と

を
し
た

 
ギ
ン
ロ
ウ
は
シ

ナ
に
そ
う
言
わ
れ
た
の
を
嬉
し
く
思
い
な
が
ら
も
さ
す
が
に
遠

す
る
事

に
し
た

あ

い
や

俺
は
先
日
シ

ナ
さ
ん
や
シ
ノ
ン
に
迷
惑
を
か
け
た
ん
で

何
だ
お
前

そ
ん
な
事
を
ま
だ
気
に
し
て
た
の
か

 
祝
勝
会
の
時
は

ち

ん
と
シ
ノ
ン
に
丁

な
対
応
を
し
て
た
じ

な
い
か
よ
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そ
れ
は
あ
の
後
ち

ん
と
反
省
し
た

て
事
だ
ろ

変
な
事
を
気
に
し
て
な
い
で

 
お
前
も
遠

な
く
こ

ち
に
来
い

て

お
い

何
で
い
き
な
り

い
て
る
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
通
り

ギ
ン
ロ
ウ
は
い
つ
の
間
に
か
涙
を
流
し
て
い
た

あ
れ

こ
れ
は
そ
の

さ
す
が
シ

ナ
さ
ん

男

か
せ
で
す
ね

え

ま
じ
で

俺
の
せ
い

 
ア
ン
ナ
は
も
ち
ろ
ん
い
い
意
味
で
そ
う
言

た
の
だ
が

 
シ

ナ
は
少
し
お
ろ
お
ろ
し
な
が
ら
ギ
ン
ロ
ウ
に
声
を

け
た

ギ
ギ
ン
ロ
ウ
俺
が
何
か
お
前
を

し
ま
せ
る
事
を
し
ち
ま

た
み
た
い
だ
な
本
当
に
す

ま
んあ

い
え

違
う
ん
で
す

俺

シ

ナ
さ
ん
に
一
生
つ
い
て
い
き
ま
す

あ

え

な

何
が
ど
う
な

て
る
ん
だ

 
そ
ん
な
シ

ナ
を
見
て

エ
ヴ

達
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
は

シ

ナ
か
ら
少
し
離
れ
て
は
い
る
が

 
確
実
に
一

に
い
る
と
思
わ
れ
る

離
に
座
り

シ

ナ
の
予
選
に
関
す
る
解
説
を

い
た
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あ

ち
の
画
面
あ
れ
は
シ

ピ

ゲ
ル
だ
な

あ
い
つ
は
多
分
Ａ
Ｇ

型
な
ん
だ
ろ
う
が

 
ち

と
勘
違
い
し
て
い
る
所
が
あ
る
ん
だ
よ
な

勘
違
い

あ
あ
あ
い
つ
は
多
分
Ａ
Ｇ

の
事
を
ち

と
他
人
よ
り

く
動
け
る

度
に
し
か
思

て
い
な
い

 
そ
れ
は
確
か
に
他
の
ゲ

ム
な
ら
正
し
い
考
え
方
な
ん
だ
ろ
う
が
こ
の
ゲ

ム
だ
と
ち

と
違
う

 
高
速
で
動
く
的
に

を
当
て
る
の
は

銃
の
プ
ロ
で
も
難
し
い

て
言
う
だ
ろ

 
要
す
る
に
こ
の
ゲ

ム
で
Ａ
Ｇ

型
が

に
な
る
の
は
あ
あ
丁
度
い
い
お
手
本
が
い
た

な 
そ
し
て
シ

ナ
は

別
の
モ
ニ
タ

を
指
差
し
な
が
ら
言

た

あ
れ
は
闇
風
と
い

て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
最
強
の
Ａ
Ｇ

型
プ
レ
イ
ヤ

だ
な
あ
れ
が
完
成

だ

う
わ

確
か
に
動
き
が
全
然
違
い
ま
す
ね

ラ
ン
ガ
ン

て
や
つ
だ

と
に
か
く
動
き
回

て
敵
を
攻
撃
す
る

 
あ
の
速
さ
で
動
か
れ
る
と

そ
う
簡

に

を
当
て
る
事
は
出
来
な
い
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も
解
説
は
続
き

つ
い
に
銃
士

が
モ
ニ
タ

に

場
し
た

ん

あ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

あ
れ
は

お

つ
い
に
銃
士

か

ち

ん
と

い
て
お
か
な
い
と
な

 
ギ
ン
ロ
ウ
は
そ
う
考
え
シ

ナ
が
何
を
言
う
か
一
言
一

き

ら
さ
な
い
よ
う
に
集
中
し

た
さ

き
お
前
ら
の
横
を
歩
い
て
い
た
人
だ
な

あ

そ
う
い
え
ば
さ

き
そ
こ
に
い
ま
し
た
ね

そ
う
考
え
る
と
応
援
し
た
く
な
り
ま
す
ね

じ

う
し

え

く
す

さ
ん

て

む
の
か
な

あ
れ
は

マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス

て

む
ら
し
い
ぞ

 
ギ
ン
ロ
ウ
は

こ
れ
く
ら
い
は
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

そ
う

正
を
入
れ
た

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
は
知
ら
な
か

た
な

ギ
ン
ロ
ウ

知
り
合
い
か

や
べ

こ
こ
で
知
り
合
い
と
か
言

て
紹
介
と
か
何
と
か
な

た
ら

 
あ
い
つ
の
意
思
が
台
無
し
に
な
る
か
も
し
れ
ん
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そ
う
考
え
た
ギ
ン
ロ
ウ
は

無
難
な
返
事
を
す
る
事
に
し
た

何
度
か
こ
の
前
み
た
い
な
集
ま
り
に
参
加
し
て
き
た
の
を
見
た
事
が
あ
り
ま
す

な
る
ほ
ど
な

良
か

た
な
銃
士

お
前
シ

ナ
さ
ん
に
覚
え
て
も
ら
え
た
み
た
い
だ
ぞ

後
は
自
力
で

頑
張
れ

彼
女
は

手
さ
は
無
い
が
堅
実
だ
な
必
ず

利
な

置
ど
り
を
し
て
い
る
し
射
撃
も
正
確

だ 
実
は
あ
あ
い
う
タ
イ
プ
が
一
番
や

か
い
だ
な
常
に

静
さ
を
失
わ
ず
や
る
べ
き
事
を
確

実
に
こ
な
す

お
お

高
評
価
だ
な

シ

ナ
さ
ん
な
ら

あ
の
人
と
ど
う
戦
い
ま
す

俺
か

俺
な
ら
最
初
に
遠
く
か
ら
狙
撃
し
て

そ
れ
で
倒
せ
れ
ば
良
し

 

目
な
ら
考
え
る
暇
も

え
ず

一
気
に
肉
薄
し
て

る

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
や

た
の
と
同
じ

て
事
か

さ
す
が
と
い
う
か

お
前
ら
も

銃
以
外
の
武
器
も
ち

ん
と
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
け
よ
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あ
と
ど
ち
ら
の
手
で
も

同
じ
よ
う
に
銃
を
扱
え
る
よ
う
に
し
て
お
け

 
利
き

が
使
え
な
く
な

た
ら
攻
撃
出
来
な
く
な
る
と
か

外
だ
か
ら
な

は
い

な
る
ほ
ど

俺
も
参
考
に
し
よ
う

 
そ
し
て
出
番
が
近
付
い
て
来
た

ギ
ン
ロ
ウ
は
そ
の
場
を
離
れ
る
事
を
シ

ナ
に
告
げ
た

そ
ろ
そ
ろ
俺
の
番
な
ん
で

行

て
き
ま
す
ね

シ

ナ
さ
ん

お

そ
う
か

さ
す
が
に
シ
ノ
ン
や
ピ
ト
と
当
た

た
ら
応
援
出
来
な
い
が

 
そ
れ
以
外
の
時
は
応
援
し
て
る
か
ら
な

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

行

て
き
ま
す

ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん

頑
張

て

お
う

頑
張
る

 
そ
し
て
参
加
者
用
の
ス
ペ

ス
へ
向
か
う

中
で
銃
士

と
出
会

た

 
ギ
ン
ロ
ウ
は
先
ほ
ど
の
や
り
と
り
を

に
銃
士

に
語

た

な
る
ほ
ど

正
確
な

評

ま
あ
名
前
を
覚
え
て
も
ら
え
て
良
か

た
じ

ね

か
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今
は
ま
だ

治
家
や
タ
レ
ン
ト
の
名
前
を
知

て
い
る
の
と
変
わ
ら
な
い
レ
ベ
ル

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
な

し
か
し
や
は
り
シ

ナ
様
は
神

あ
な
た
も
そ
れ
を
実
感
し
た
は
ず

お
う

不
覚
に
も

い
ち
ま

た

そ
う
い
や
忘
れ
て
た

勝
利
お
め
で
と
な

あ
り
が
と
う

ギ
ン
ロ
ウ
も
頑
張

て

 
だ
が
残
念
な
が
ら

ギ
ン
ロ
ウ
は
一
回
戦
で
敗
れ
る
事
と
な
る

 
そ
の
対
戦
相
手
は
不
運
に
も
ゼ
ク
シ

ド
だ

た

こ
う
し
て
勝
者
と
敗
者
を
選
別
し
つ
つ

 
ま
だ
ま
だ
予
選
は
続
く

誰
が
本
戦
の
十
六
人
に
残
る
事
に
な
る
の
か
は
ま
だ
誰
に
も
分
か

ら
な
い
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第
２
９
６
話
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

集
う
強
者
と
暗
躍
す
る
者

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
を
見
送

た
シ

ナ
達
の
下
に

シ
ズ
カ
達
三
人
が

て
き
た

あ
れ

や
か
に
な

て
る

お

宴
会
か

シ

ナ

酒
持

て
こ

い

お
い
先
生

少
し
は
ネ
タ
に
走
る
の
を
自
重
し
ろ

れ
も
や
し
め

あ
あ
は
い
は
い

ど
う
せ
口
だ
け
な
ん
だ
か
ら

も
う
好
き
に
し
て
下
さ
い

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
が

こ

そ
り
と
エ
ヴ

に
話
し

け
た

咲
ち

ん

こ
の
前
言
わ
な
か

た
よ
ね

私

明
日
奈
だ
よ

え

あ
な
た
は
確
か

あ

そ
う
か

よ
く
考
え
た
ら
当
然
で
す
よ
ね

 
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

シ
ズ
カ
さ
ん
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私
は
シ

ナ
の
妹
の
ベ
ン
ケ
イ
で
す

皆
さ
ん
の
お
話
は

い
て
ま
す

シ

ナ
の
友
人
の
ニ

ン
ゴ
ロ

だ

宜
し
く
頼
む

 
こ
う
し
て
自

紹
介
も
済
ん
だ
所
で

丁
度
ギ
ン
ロ
ウ
の

合
が
始
ま

た

お

ギ
ン
ロ
ウ
か

相
手
は

あ

こ
れ
は

目
だ

ゼ
ク
シ

ド
か

ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん
と
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て

そ
ん
な
に
差
が
あ
る
ん
で
す
か

 
何
か
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て
シ

ナ
さ
ん
に
や
ら
れ
て
る
イ
メ

ジ
し
か
無
い
ん
で
す
け
ど

あ
い
つ
は
強
い
ぞ

ま
あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
ト

プ
テ
ン
に
入
る
く
ら
い
に
は
な

そ
う
な
ん
で
す
か

 
そ
し
て
目
に
見
え
て
ギ
ン
ロ
ウ
が
押
さ
れ
始
め

シ

ナ
が
こ
う
解
説
し
た

ほ
ら
な

ゼ
ク
シ

ド
の

点
は
攻
撃
の
命
中

の

さ
だ

た
ん
だ
が

 
そ
れ
も
あ
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
入
手
し
た
武
器
で

か
な
り

さ
れ
て
い
る

 
元
々
立
ち
回
り
だ
け
は
抜

に
上
手
い
か
ら
今
の
ギ
ン
ロ
ウ
じ

ど
う
あ
が
い
て
も
勝
て

な
い
な

で
も
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て
Ａ
Ｇ

型
で
す
よ
ね

何
で
あ
の
武
器
が
装
備
出
来
る
ん
で
す

か
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ん

ゼ
ク
シ

ド
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
型
だ
ぞ

え
え

で
も
確
か
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て
Ａ
Ｇ

型
最
強

て
方
々
で
ふ
れ
回

て
ま
せ
ん
で
し
た

か
あ
ん
な
の

に
決
ま

て
る
だ
ろ

多
分
少
し
で
も
相
手
に
い
い
武
器
を
使
わ
せ
な
い

の

方

だ
え
え
え
え
え
え

 
六
人
は
そ
の
言
葉
に

か
な
り
驚
い
た
よ
う
だ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

さ
す
が

い

結

騙
さ
れ
ち

て
る
人

て
い
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

ま
あ
最
終
的
に
は
自

任

て
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

確
か
に
そ
う
で
し

う
け
ど

納
得
出
来
な
い
人
も
い
る
で
し

う
ね

ま
あ

叩
か
れ
て
も
仕
方
が
な
い
事
を
や

て
い
る
の
は
事
実
だ
が

 
あ
い
つ
は
叩
か
れ
慣
れ
て
る
か
ら

そ
ん
な
事
は
ま

た
く
気
に
し
な
い
だ
ろ
う
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
間
に
も

ど
ん
ど
ん

合
は
消
化
さ
れ
て
い
き
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ブ
ロ

ク
の
本
戦
出
場
者
も
出
揃

て
き
た

た
ら
こ
と
闇
風
は
安

さ

き
の
銃
士

も
決
勝
進
出
か

 
お

ダ
イ
ン
も
い
け
た
か

や
る
じ

な
い
か
あ
い
つ

子
王
リ

チ

て

何
か
強
そ
う
な
名
前
だ
ね

あ
い
つ
は
ま
あ
そ
こ
そ
こ
だ
な

基
本
重
機
関
銃
で
待
ち
伏
せ
す
る
タ
イ
プ
だ
が

 
一
定
以
上
の
成

は
収
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
な

何
で切

れ
だ

さ
す
が
に
い
く
ら
Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
上
げ
て
も

装
備
自
体
が
重
過
ぎ
て
な

あ
あ

 
シ
ズ
カ
は

店
で
見
た
事
の
あ
る
重
機
関
銃
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
う
し
て
い
る
間
に
も

ど
ん
ど
ん
決
勝
進
出
者
は
決
ま

て
い

た

お

シ

ピ

ゲ
ル
の
奴

ま
だ
残

て
た
の
か

相
手
は

シ
シ
ガ
ネ
か

 
こ
い
つ
は
Ｖ

Ｔ
一

り
で

と
に
か
く
タ
フ
な
ん
だ
よ
な

知
り
合
い
な
の

シ

ピ

ゲ
ル
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

シ
ノ
ン
の
知
り
合
い
だ
な



 第四章 ＧＧＯ編

 
シ
シ
ガ
ネ
は

何
度
か
見
た
事
が
あ
る

度
だ

そ
う
な
ん
だ

シ
ノ
ノ
ン
の
知
り
合
い
の
彼

勝
て
そ
う

い
や

無
理
だ
な

 
シ

ナ
は
に
べ
も
な
く
そ
う
言

た

シ
シ
ガ
ネ
は
多
少
の
被

は
も
の
と
も
し
な
い
で
突

込
ん
で
く
る
か
ら
な

 
ほ
ら

シ

ピ

ゲ
ル
の
奴

足
を
止
め
て
迎
え
撃
つ
体
制
に
な

ち
ま

て
る
だ
ろ

 
あ
あ
な
る
と
も
う
あ
い
つ
の
持
ち
味
は
ま

た
く
生
か
せ
な
い
か
ら
な

 
敵
の
攻
撃
を

発
避
け
る
く
ら
い
は
出
来
る
だ
ろ
う
が

そ
こ
で
終
わ
り
だ
な

あ
 
丁
度
そ
の
時
シ

ピ

ゲ
ル
が
被

し
た
の
が
見
え
そ
の
速
度
は
目
に
見
え
て

く
な

た
あ
い
つ
は
闇
風
あ
た
り
の
戦
闘
を
も

と
よ
く
見
て
意
識
を

出
来
れ
ば

 
も

と
強
く
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な

今
回
は
ま
あ

準
備
不
足
だ

た
ん
だ
ろ
う

 
Ａ
Ｇ

型
の
戦
闘
に
慣
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
か
ら
な

案
外
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
に
乗
せ
ら
れ
て
急

Ａ
Ｇ

型
に
転
向
し
た
と
か
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い
や
い
や
ま
さ
か

さ
す
が
に
シ
ノ
ン
と
同
じ
く
ら
い
⻑
く
や

て
る
な
ら

 
当
然
自
分
の
ス
タ
イ
ル
く
ら
い
は
自
分
で
決
め
る
だ
ろ
う

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
の
ま
ま
敗
北
し

 
グ
ル

プ
の
上

二
名
に

え
ら
れ
る
本
戦
へ
の
切

を
手
に
入
れ
る
事
は
出
来
な
か

た

さ
て

後
は
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
だ
が

あ
の
二
人

同
じ
ブ
ロ

ク
だ

た
ん
だ
ね

ま
あ
も
う
二
人
と
も
本
戦
進
出
は
決
定
し
て
る
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
通
り

二
人
は

に

本
戦
へ
の
出
場
を
決
め
て
い
た

 
次
は
い
よ
い
よ

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
の

グ
ル

プ
一

を
決
め
る
戦
い
で
あ
る

 
も

と
も
特
に
一

で
あ
る
事
に
意
味
は
無
い
の
で

こ
の
戦
い
の
意
味
は
あ
ま
り
無
い

 
実

グ
ル

プ
の
決
勝
で
は

あ
か
ら
さ
ま
に
手
を
抜
く
者
も
多
い
の
だ

 
そ
し
て
戦
い
の

が
切

て
落
と
さ
れ

二
人
は
向
か
い
合
う
と

何
事
か
話
し
始
め
た

 
そ
れ
を
見
た
シ

ナ
と
ニ

ン
ゴ
ロ

は

い
き
な
り
立
ち
上
が

た

お
二
人
と
も

ど
う
か
し
ま
し
た
か



 第四章 ＧＧＯ編

 
そ
の
エ
ヴ

の
問
い
に

シ

ナ
は
あ

さ
り
と
こ
う
言

た

こ
の
戦
い
は
ド
ロ

だ

な

先
生

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

術
で
見
た
限
り
は
そ
の
よ
う
だ
な

よ
し
二
人
を
労
い
に
行
く
と
し
よ
う
で
は

な
い
か

先
生
に

術
を

た
甲
斐
が
あ

た

て
も
ん
だ
な

 
と
い
う

で
お
前
ら

今
日
は
こ
こ
で
解
散
だ

ま
た
明
日
な

あ

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
通
り

二
人
の

合
は
ド
ロ

と
な
り

 
エ
ヴ

達
は

自
分
達
も

術
を
学
ん
で
み
よ
う
か
と

本
気
で
考
え
た
の
だ

た

 
ピ
ト

私
は
決
勝
進
出
を
決
め
た
わ
よ

あ
な
た
は

う
ん

今
か
ら
速
攻
で
決
め
て
く
る
か
ら
待

て
て

オ

ケ

頑
張

て

う
ん
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二
人
が
決
勝
で
向
か
い
合
う
少
し
前

え
室
で
二
人
は
そ
ん
な
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
が
実
質
最
後
の

合
に
向
か
い

 
そ
れ
と
入
れ

わ
る
よ
う
に

シ

ピ

ゲ
ル
が

て
き
た

ど
う
だ

た

い
け
た

目
だ

た

そ

か

ま
あ
次
が
あ
る
わ
よ

元
気
出
し
て
ね

う
ん

シ
ノ
ン
は
ど
う
だ

た
の

私
は
つ
い
さ

き

本
戦
出
場
を
決
め
た
わ

そ

か

シ
ノ
ン
は
凄
い
ね

今
回
は
意
気
込
み
が
違
う
か
ら
ね

本
戦
で
も
死
ぬ
気
で
頑
張
る
わ

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を
見
て

シ

ピ

ゲ
ル
は
つ
い
こ
ん
な
事
を
言

た

シ

ナ
さ
ん
が
見
て
る
か
ら

え

あ

あ
は

ま
あ
そ
れ
も
あ
る
ん
だ
け
ど

実
は
さ

き
ま
で
こ
こ
に
い
た
友
達
と

 
シ

ナ
と
の
デ

ト
を

け
て
勝
負
し
て
る
の
よ
ね

そ

そ
う
な
ん
だ
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勝

た
方
が
シ

ナ
と
デ

ト
出
来
る
か
ら
相
手
よ
り
一
つ
で
も

を
上
に
し
な
い
と

 
ま
あ
直
接
対
決
で
ケ
リ
を
つ
け
る
の
が
一
番

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

う

う
ん

そ
う
だ
ね

ま
あ
優
勝
し
ち

え
ば
何
も
問
題
は
無
い
ん
だ
け
ど
ね
と
に
か
く
頑
張
る
か
ら
応
援
し
て

ね
う

う
ん

も
ち
ろ
ん

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

複
雑
な
胸
の
内
を

し
て
何
と
か
そ
う
言

た
後

 
シ
ノ
ン
に
別
れ
を
告
げ

と
ぼ
と
ぼ
と
そ
の
場
を
後
に
し
た

 
そ
し
て
そ
の
少
し
後
に

ピ
ト
フ

イ
が

て
き
て

シ
ノ
ン
に

サ
イ
ン
を
出
し
た

勝

た
よ

お
め
で
と
う
ピ
ト

こ
れ
で
二
人
揃

て
本
戦
出
場
が
決
定
し
た
わ
ね

う
ん

あ
り
が
と
う

さ
て

次
は
決
勝
だ
ね

と
り
あ
え
ず
さ
く

と
行
こ

か

そ
う
ね

 
そ
し
て
二
人
は

そ
の
ま
ま
決
勝
の
場
で
対
峙
し
た

さ
て

ど
う
す
る
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う

ん

こ
れ

て
正
直
本
気
で
や
る
意
味
無
い
よ
ね

そ
う
な
の
よ
ね

い

そ
の
事

ジ

ン
ケ
ン
で
決
め
る

そ
れ
で
も
い
い
け
ど
宣
戦
布
告
の
意
味
も
込
め
て
お

い
の

を
撃
ち
抜
く

て
い
う
の

は
ど
う

お

シ
ノ
ノ
ン
い
い
ノ
リ
だ
ね

そ
れ
じ

そ
れ
で
い
こ

か

 
ま
さ
に
こ
の

間
が

シ

ナ
と
ニ

ン
ゴ
ロ

が
立
ち
上
が

た

間
だ

た

 
そ
し
て
エ
ヴ

達
が
観
戦
す
る
中

二
人
は
お

い
の

に
銃
口
を
向
け

 
声
を
揃
え
て
カ
ウ
ン
ト
を
開
始
し
た

さ

ん

に

い

ち

ゼ
ロ

 
そ
の

間
に
二
人
は
発
砲
し

二
人
は
大
き
な
声
で
笑
い
な
が
ら
同
時
に
倒
れ
た

  
一
方
そ
の

み
じ
め
な
気
持
ち
で
通
路
を
歩
く
シ

ピ

ゲ
ル
の

に

 
こ
ん
な
会
話
が

こ
え
て
き
た

ゼ
ク
シ

ド
の
野
郎

本
当
に
い
い
武
器
と
防

を
持

て
や
が
る
よ
な
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こ
の
前
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
せ
い
だ
な

シ

ナ
さ
ん
が
素
材
を
独

し
た
か
ら

 
そ
の
分
い
い
武
器
と
資
金
が
あ
い
つ
に
流
れ
た
か
ら
な
防

も
そ
れ
で
揃
え
た
ん
だ
ろ
う
さ

あ
あ

そ
う
い
え
ば
二

は
あ
い
つ
ら
だ

た

け

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

そ
れ
に
し
て
も
あ
い
つ
の
あ
の
武
器

要
求
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
か
な
り
高
い
ん
じ

な
い
か

 
あ
い
つ

て
事
あ
る
ご
と
に

Ａ
Ｇ

型
最
強

を

し
て
回

て
る
じ

な
い
か
よ

 

て
事
は
本
人
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
な
ん
だ
ろ

そ
れ
で
よ
く
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
足
り
た
よ
な

あ
あ
ん

お
前
知
ら
な
か

た
の
か

あ
い
つ
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
型
だ
ぞ

 
Ａ
Ｇ

型
は

く
は
な
い
が

戦
法
が
ほ
ぼ
ラ
ン
ガ
ン
に
限
定
さ
れ
る
上
に

 
強
い
武
器
や
防

を
使
え
な
い

て

点
が
あ
る
か
ら
な

え

ま
じ
か
よ

じ

あ
あ
い
つ
は
何
で
あ
ん
な
事
を

そ
れ
が
よ
あ
の
野
郎
自
分
が
Ｂ
ｏ
Ｂ
で

利
に
戦
え
る
よ
う
に
普

は
Ａ
Ｇ

型
の
フ

リ
を
し
て

 
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

の
集
ま
る
所
で
わ
ざ
と
そ
れ
を
ア
ピ

ル
し
て

 
他
人
を
出
来
る
だ
け
Ａ
Ｇ

型
に
転
向
さ
せ
よ
う
と
し
て
る
ら
し
い
ん
だ
よ
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そ
う
い
う
事
か
よ

相
変
わ
ら
ず
あ
い
つ
は

息
だ
な

ま
あ
実

は
あ
る
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
会
話
を

い
た
シ

ピ

ゲ
ル
は

自
分
の

界
が
真

に
な
る
の
を
感
じ
た

ま
さ
か
そ
ん
な

そ
れ
じ

あ
僕
の
こ
の
キ

ラ
は

 
シ

ピ

ゲ
ル
が
そ
う

い
た
の
と
同
時
に
再
び
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
声
が

こ
え
て
き
た

で
も
騙
さ
れ
た
奴
は
本
当
に
か
わ
い
そ
う
だ
よ
な

 
こ
の
ゲ

ム

て

ス
テ

タ
ス
の

り
な
お
し
は
出
来
な
い
だ
ろ

そ
う
な
ん
だ
よ
な
確
か
に
か
わ
い
そ
う
だ
が
噂
を
安
易
に
信
じ
ち

い
け
な
い

て
事
だ

よ
なそ

う

も
う
育
て
直
す
事
は
出
来
な
い

こ
の
ま
ま
い
く
し
か
な
い

 
畜
生

ゼ
ク
シ

ド
の
奴

殺
し
て
や
り
た
い

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

り
に
顔
を

く
し
た
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

で
も
お
前

よ
く
そ
ん
な
話
知

て
た
な

あ
あ

こ
の
前
二
人
組
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
う
話
し
て
る
の
を

い
た
ん
だ
よ

 
一
人
は
何
か
不
気
味
な
感
じ
で

マ
ス
ク
と
マ
ン
ト
を
付
け
て
た
な
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最
初
は
ガ
セ
だ
ろ
う
と
思

て
た
ん
だ
が
あ
の
武
器
と
防

の
必
要
Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
計
算
し
た
ら

 
や

ぱ
り
そ
れ

て
事
実
な
ん
だ
よ
な

噂
を
安
易
に
信
じ
ち

い
け
な
い
が

今
回
の
話
に
は

が
あ
る

て
事
だ
な

実

ゼ
ク
シ

ド
が
そ
れ

い
事
を
言

て
る
の
を

い
た

て
奴
も
い
る
み
た
い
だ
か
ら

な  
そ
の
日
の
夜

昌
一
は

恭
二
が
部
屋
で

い
で
い
る
事
に
気
が
付
き

 
恭
二
の
部
屋
の
ド
ア
を
少
し
開
け

そ

と
中
の
様
子
を

た

く
そ

ゼ
ク
シ

ド
の
奴

絶
対
に
許
さ
な
い
ぞ

く
そ

く
そ
お
お
お

 
そ
の
声
を

い
た
昌
一
は
ド
ア
を

め

満
足
そ
う
に

い
た

よ
し
無
事
に
恭
二
の

に
入

た
よ
う
だ
し
噂
を
広
め
る
の
は
こ
の
く
ら
い
で
い
い
だ
ろ

う 
ま
あ
ノ
ワ

ル
が
実

ゼ
ク
シ

ド

て
奴
ら
か
ら
盗
み

き
し
た
話
だ
か
ら
事
実
な
ん
だ

け
ど
な

 
恭
二
は
自
分
が
深
い

の
中
に

一
歩

ま
た
一
歩
と
足
を

み
入
れ
て
い
る
事
に
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ま
だ
気
が
付
い
て
は
い
な
か

た
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第
２
９
７
話
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

本
戦
に
向
け
て

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

よ

本
戦
進
出
お
め
で
と
さ
ん

シ

ナ

皆
も

ち
ら

と
見
た
が

最
後
は
ま
さ
か
お

い
の

を
撃
ち
抜
く
と
は
な

あ
れ
は
お

い
に
宣
戦
布
告
の
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど

目
だ

た
か
な

い
や

別
に
い
い
だ
ろ

あ
の
決
勝
に
意
味
な
ん
か
無
い
し
な

良
か

た

 
そ
こ
に
ロ
ザ
リ
ア
も
合
流
し

七
人
は
祝
勝
会
と
い
う
名
目
で

 
以
前
訪
れ
た
事
の
あ
る
高
級
店
へ
と
足
を
運
ん
だ

 
そ
こ
に
は
珍
し
く
ゼ
ク
シ

ド
達
が
お
り

そ
の

り
の
良
さ
を
感
じ
さ
せ
た

お
う

こ
れ
は
こ
れ
は
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
場
し
て
い
な
い
シ

ナ
さ
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん
か
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ど
う
だ

つ
い
に
俺
も
こ
の
店
を
普
通
に
利
用
出
来
る
ま
で
成
り
上
が

た

 
い
き
な
り
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た
ゼ
ク
シ

ド
の
後
ろ
で
は

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
ペ
コ
ペ
コ
と
一
行
に

を
下
げ
て
い
た

 
さ
す
が
の
二
人
も
わ
ざ
わ
ざ
シ

ナ
達
に
突

か
か
る
意
味
を
ま

た
く
見
出
せ
な
か

た

よ
う
で

 
以
前
と
は
違

て
二
人
か
ら
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
の
力
関
係
へ
の
慣
れ
が
感
じ
ら
れ
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

意
外
に
も
穏
や
か
な
笑
顔
で
ゼ
ク
シ

ド
に
言

た

お
う
ゼ
ク
シ

ド
か
さ
す
が

練
の
い
い
戦
い

り
だ

た
な
そ
の
調
子
で
明
日
も

頑
張
れ
よ

え

あ

お

お
う

 
ゼ
ク
シ

ド
も
さ
す
が
に
そ
の
場
の
雰
囲
気
を

ん
だ
の
か
そ
う
言

て
素
直
に
引
き
下

が

た

 
ち
な
み
に
そ
の
ま
ま
挑
発
を
続
け
て
い
た
ら

店
員
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

 
店
に
相
応
し
く
な
い
か
ら
と
つ
ま
み
出
さ
れ
て

久
出
入
り
禁
止
に
さ
れ
て
い
た
所
で
あ
る

 

囲
に
い
た
他
の
客
達
は

実
は
そ
う
な
る
の
を
期
待
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
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と
て
も
残
念
そ
う
な
顔
を
す
る
と
自
分
達
の
会
話
に

り
そ
の
場
は
再
び
穏
や
か
な
空
気

に
包
ま
れ
た

そ
れ
で

二
人
の
調
子
は
ど
う
な
ん
だ

 

に
着
き

注
文
を
終
え
た
後

シ

ナ
が
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
に
そ
う

ね
た

最
高

絶
好
調

そ
う
か

そ
れ
な
ら
優
勝
も
狙
え
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
ま
あ
ど
ん
な
に
強
い
奴
で
も

一

の

を
突
か
れ
て
あ

さ
り
負
け
る
事
も
あ
る
か
ら

 
と
に
か
く
二
人
と
も
油
断
し
な
い
よ
う
に
な

特
に
ピ
ト
な

え

私
だ
け

お
前
の
戦
闘
を
見
た
が

言
葉
遣
い
も
態
度
も
別
人
じ

ね

か
よ

 
お
前

明
ら
か
に
俺
が
い
な
い
時
は

テ
ン
シ

ン
が
お
か
し
い
だ
ろ

 
そ
れ
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は

と
顔
を

ら
め
な
が
ら
言

た

や
だ

シ

ナ
に
私
の
か
わ
い
い
所
を

山
見
ら
れ
ち

た

ま

た
く
か
わ
い
い
と
は
思
わ
な
か

た
ん
だ
が
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シ

ナ
は

れ
た
よ
う
に
そ
う
言

た
が
ピ
ト
フ

イ
は
や
ん
や
ん
と
顔
を

し
も
じ
も

じ
し
た

 
そ
の
時
ゼ
ク
シ

ド
達
が

食
事
を
終
え
た
の
か

店
か
ら
出
て
い
こ
う
と
し
た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
シ

ナ
達
の
テ

ブ
ル
の
横
を
通
る
時
ち
ら
り
と
ニ

ン
ゴ
ロ

の
方
を
見

た 
そ
の
後
も
ゼ
ク
シ

ド
は

未
練
が
ま
し
そ
う
に

 
店
を
出
る
ま
で
何
度
も
ニ

ン
ゴ
ロ

の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
見
な
が
ら
去

て
い

た

 
ち
な
み
に
そ
の

線
が
ニ

ン
ゴ
ロ

の
胸
の
あ
た
り
に
集
中
し
て
い
た
の
は
多
分
気
の
せ

い
で
あ
る

先
生

分
ゼ
ク
シ

ド
に
気
に
入
ら
れ
た
み
た
い
だ
な

何
だ
シ

ナ

い
て
い
る
の
か

今
の
俺
の
言
葉
の
ど
こ
に
そ
ん
な
要
素
が
あ

た
ん
で
す
か
ね

ま
あ
気
に
入
ら
れ
た
の
は

主
に
私
の
胸
だ
ろ
う
が
な

先
生

自
分
で
言

て
て
空
し
く
な
ら
な
い
ん
で
す
か

う

う
る
さ
い

こ
こ
は
私
に
と

て
は
夢
の
世
界
な
の
だ
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夢
の
中
で
く
ら
い
い
い
気
に
な

て
も
良
い
で
は
な
い
か

ま
あ
先
生
が
そ
れ
で
い
い
な
ら
何
も
文

は
無
い
で
す

 
そ
し
て
場
が
落
ち
着
い
た
所
で

ベ
ン
ケ
イ
が
シ

ナ
に

ね
た

と
こ
ろ
で
お
兄
ち

ん

今
回
の
本
線
進
出
者
の
中
で

誰
が
要
注
意
だ
と
思
う

そ
う
だ
な

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
以
外
だ
と

さ

き
の
馬

と

闇
風
と
銃
士

だ
な

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
と
闇
風
さ
ん
は
分
か
る
け
ど

銃
士

さ
ん
も

そ
の
心
は

あ
い
つ
ら
は

第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
本
戦
出
場
者
だ
か
ら
な

そ
れ
だ
け

何
か
当
た
り
前
す
ぎ
て
お
兄
ち

ん
ら
し
く
な
い

ま
あ
こ
れ
は

出
場
し
た
奴
に
し
か
分
か
ら
な
い
事
だ
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に

ニ

ン
ゴ
ロ

と
ロ
ザ
リ
ア
以
外
の
四
人
は
き

と
ん
と
し
た

 
唯
一
そ
の
二
人
だ
け
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
実
戦

験
が
皆
無
な
せ
い
で

 
物
事
を
客
観
的
に
見
れ
る
せ
い
か

そ
の
言
葉
の
意
味
に
気
付
い
た
よ
う
だ

も
ち
ろ
ん
私
に
は
分
か
る
ぞ

私
も
そ
れ

分
か
る
か
も

お
う

さ
す
が
先
生
だ
な

あ
と
ロ
ザ
リ
ア
も
か

そ
の
心
は
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あ
い
つ
ら
は
全
員

サ
ト
ラ
イ
ザ

て
奴
を
自
分
の
目
で
見
て
い
る
の
だ
ろ
う

つ
ま
り
そ
の
三
人
は

サ
ト
ラ
イ
ザ

と
対
峙
し
て
も
心
が

れ
な
か

た

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

心
が
強
い
ん
だ
ろ
う
な

そ
う
い
う
奴
は
強
い
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
残
り
の
四
人
も

完
全
に
理
解
し
た
と
は
言
い
難
い
が

何
と
な
く
納
得
し
た

な
る
ほ
ど

あ
れ

て
事
は
お
兄
ち

ん
と
も
対
峙
し
た
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て

正
直
あ
い
つ
の
心
の
強
さ
は

次
元
の
領

だ
か
ら
な

人
外
と
言

て
も
過
言
じ

な
い

そ
れ

絶
対
褒
め
て
な
い
よ
ね

ま
あ
俺
は
別
に
あ
い
つ
の
事
が

い
じ

な
い
か
ら
な

う
ざ
く
て
面
倒

い
だ
け
だ

そ
れ

確
実
に

て
る
よ
ね

気
の
せ
い
だ

い
や
い
や

絶
対

て
る
よ
ね

ち

と
な

 
シ

ナ
は

⻑
い

の
末
に

そ
う
ぼ
そ

と
言

た

 
そ
し
て
明
日
に
備
え

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
の
二
人
は

め
に
落
ち
る
事
と
な
り

 
そ
の
日
の
集
ま
り
は
そ
こ
で
解
散
と
な

た
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そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

明
日
は
ち

ん
と
見
て
る
か
ら

頑
張
れ
よ

う
ん

銃
士

の
方
ば
か
り
見
て
る
ん
じ

な
い
わ
よ

何
故
そ
こ
で
そ
の
名
前
が
出
る

知
り
合
い
ど
こ
ろ
か
会
話
す
ら
交
わ
し
た
事
も
無
え
よ

だ

て
あ
の
子

さ

き

室
で
見

け
た
け
ど

か
わ
い
い
じ

な
い

そ
う
か

何
と
な
く
し
か
見
て
な
い
が

第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
て
た

て
覚
え
て
た
じ

な
い

そ
れ
を
言

た
の
は
お
前
な
ん
だ
が

そ
も
そ
も
そ
れ
を

い
て
な
か

た
ら

 

名
人
で
あ
る
闇
風
な
ら
と
も
か
く

銃
士

の
名
前
を
俺
が
出
す
事
は
無
か

た
だ
ろ
う

な
ふ
ふ

冗
談
よ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

ま

た
ね

お
う

二
人
と
も

ま
た
な

 
そ
し
て
他
の
者
も

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

そ
の
場
に
は
誰
も
い
な
く
な

た
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自
分
の
ベ

ド
の
上
に
全

で
横
た
わ

て
い
た
エ
ル
ザ
は

ロ
グ
ア
ウ
ト
と
同
時
に

 
目
の
前
に
あ

た
八
幡
の

き
枕
を
ぎ

と

き
し
め

こ
う

い
た

む
ふ
ふ
ふ
ふ

こ
の
チ

ン
ス
は
絶
対
に
モ
ノ
に
し
な
い
と

 
何
と
し
て
も
シ
ノ
の
ん
よ
り
も
上
の

に
な

て

八
幡
と
デ

ト
し
て

そ
れ
で

エ
ル
ザ

今
日
は
お
前
の
全
て
を
見
せ
て
も
ら
う
ぞ

そ
ん
な

ま
だ
心
の
準
備
が

そ
ん
な
事
を
言

て

も
う
体
の
方
は
準
備
出
来
て
る
じ

な
い
か

あ

Ｍ
８
２
は

Ｍ
８
２
は

目
え
え
え
え

今
日
は
こ
れ
で

お
前
を
狙
撃
し
て
や
る

あ
あ

マ

マ
ズ
ル
フ
ラ

シ

 
お

と
ま
ず
い

ま
た
う
ち
の
八
幡
が

れ
ち

う

じ

る

 
そ
ん
な
欲
望
全
開
の
妄
想
に
ひ
た

て
い
た
エ
ル
ザ
は

て
て
自
分
の
よ
だ
れ
を

い
た

 
ま
た

と
言
う

り

こ
れ
は
ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
の
日
常
で
あ
る
よ
う
だ

あ

そ
う
い
え
ば

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
思
い
出
し
た
よ
う
に
自
分
の

を
取
り
出
し
ど
こ
か
へ

話
を

け
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始
め
た

ボ
ン
ジ

ル

調
子
は
ど
う

え

と

こ
こ
は
フ
ラ
ン
ス
じ

な
く
て
ア
メ
リ
カ
な
ん
で
す
が

か
い
事
は
気
に
し
な
い
の
エ
ム

で
ど
う

ち

ん
と
的
に
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
そ
う
で
す
ね

初
日
の
成
果
は
中
々
で
し
た

こ

ち
は
ま
だ

朝
な
ん
で

 
も
う
少
し
し
た
ら
ま
た
練

に
行

て
き
ま
す
よ

 
エ
ル
ザ
の

話
の
相
手
は
エ
ム
だ

た

 
エ
ム
は

エ
ル
ザ
が
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
場
す
る
二
日
間
の
ス
ケ
ジ

ル
の
空
き
を
生
か
し
て

 
八
幡
に
指

さ
れ
た
通
り

実

に
銃
を
撃
つ

に
ア
メ
リ
カ
に

て
い
た
の
だ

た

 
ど
う
や
ら
そ
の
口
ぶ
り
だ
と
バ
レ

ト
サ

ク
ル
無
し
で
の
射
撃
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る

よ
う
だ

そ
ん
な
あ
な
た
に
い
い
知
ら
せ
よ

つ
い
に
シ

ナ
の
許
可
が
お
り
た
わ

 
帰

て
き
た
ら

シ

ナ
の

点
に
顔
を
出
し
な
さ
い

う
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うう
お
お
お
お

す
ご
く
嬉
し
い
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ

そ
う

 
エ
ル
ザ
は

そ
の
エ
ム
の
食
い
つ
き
に
少
し
気
圧
さ
れ
た

 
エ
ル
ザ
の
独
立
話
の
せ
い
で

少
し
前
ま
で
仕
事
が
忙
し
か

た

 
中
々
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
顔
を
出
せ
な
か

た
エ
ム
は

 
ど
う
や
ら
空
き
時
間
に
シ

ナ
の
動
画
を
色
々
見
て
い
た
ら
し
く

 
今
で
は
す

か
り
シ

ナ
信
者
に
な

て
い
た
の
だ

た

 
も

と
も
彼
に
と

て
一
番
大
事
な
存
在
は

エ
ル
ザ
だ
と
い
う
の
は
不
動
な
の
だ

た
が

そ
れ
じ

あ
張
り
切

て
練

に
行

て
き
ま
す
ね

そ
う
い
え
ば
私

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
本
戦
に
残

た
わ
よ

お
お

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と

そ
れ
じ

ま
た
ね

エ
ム

は
い
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一
方
詩
乃
は

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
す
ぐ
に
シ

ワ

ル

ム
へ
と
向
か

た

ふ
う

今
日
は
か
な
り

張
し
た
な

で
も
い
い
結
果
が
残
せ
て
良
か

た

 
詩
乃
は
そ
う

き
な
が
ら

健

的
に

を
流
し
た

 
同
じ
全

で
も

ど
こ
ぞ
の
変
態
と
は
大
違
い
で
あ
る

 
そ
し
て
シ

ワ

を

び
終
え
た
詩
乃
は
部
屋
に

る
な
り
は
ち
ま
ん
く
ん
に
話
し

け
た

は
ち
ま
ん
く
ん

何
だ

て
お
前
な

先
に
服
を
着
ろ

あ

ご

ご
め
ん

 
は
ち
ま
ん
く
ん
が

て
て
顔
を
背
け
な
が
ら
そ
う
言
う
の
を
見
て

 
詩
乃
は
少
し
恥
ず
か
し
く
な

た
の
か

は
ち
ま
ん
く
ん
に
そ
う
謝

た

ま
あ
こ
こ
は
お
前
の
家
だ
か
ら
別
に
い
い
ん
だ
け
ど
な
で
何
か
話
が
あ
る
ん
じ

な
か

た
の
か

あ

う
ん

は
ち
ま
ん
く
ん
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
知

て
る

も
ち
ろ
ん
知

て
る
ぞ

じ

あ

Ｂ
ｏ
Ｂ

て
大
会
の
事
は
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俺
が
活
躍
し
た
大
会
の
事
だ
な

ち

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
奴

次
は
絶
対
に
倒
し
て
や
る

何
だ
よ

 
詩
乃
が
い
き
な
り

き
出
し
た

は
ち
ま
ん
く
ん
は
じ
ろ
り
と
詩
乃
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た
う
う
ん

何
か
本
物
も
同
じ
よ
う
な
事
を
言

て
た
な

て
思

て

ま
あ
俺
は
知
識
と
し
て
知

て
い
る
だ
け
だ
が
な

で
今
日
そ
の
第
二
回
大
会
の
予
選
が
あ

た
ん
だ
け
ど
私
無
事
に
本
戦
へ
の
出
場
を
決

め
た
の

お

そ
う
か

そ
れ
は
お
め
で
と
う

あ
り
が
と
う

は
ち
ま
ん
く
ん

 
詩
乃
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

と
こ
ろ
で
俺
は
出
場
し
た
の
か

俺

あ
あ

八
幡
は
今
回
は
出
な
か

た
の

そ
う
な
の
か

て
事
は

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
結
局

を
見
せ
な
か

た
ん
だ
な
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ま
あ
そ
う
い
う
事

明
日
が
本
番
だ
か
ら

頑
張
る
ね

は
ち
ま
ん
く
ん

あ
あ

直
接
回
線
を
繋
い
で
見
な
が
ら
応
援
し
て
や
る
か
ら

頑
張
れ
よ

そ
ん
な
事
が
出
来
る
ん
だ

う
ん

応
援
し
て
て
ね

お
う

 
こ
う
し
て
詩
乃
と
エ
ル
ザ

二
人
の
夜
は
更
け
て
い

た

 
明
日
は
つ
い
に

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
本
戦
で
あ
る

 
本
戦
は

さ
ら

と
い
く
予
定
で
す

あ
く
ま
で
第
三
回
へ
の
ス
テ

プ
で
す
の
で
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第
２
９
８
話
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

最
後
の
五
人

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
し
て
つ
い
に
決
戦
の
日
が
訪
れ
た

シ
ノ
ン
や
ピ
ト
フ

イ
だ
け
で
は
な
く

 
シ

ナ
に
と

て
も
ラ
フ
コ
フ
の
メ
ン
バ

に
関
す
る
手

か
り
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
と
い
う

 
い
わ
ゆ
る
勝
負
の
日
で
あ

た

よ
し

行
く
ぞ

負
け
な
い
わ
よ

ピ
ト

む
ふ
ふ
ふ
ふ

マ
ズ
ル
フ
ラ

シ

何
よ
そ
れ

あ

ご
め
ん

何
で
も
な
い

そ
の
顔
を
見
れ
ば
何
と
な
く
想
像
出
来
る
け
ど
と
り
あ
え
ず
そ
の
よ
だ
れ
は

い
た
方
が
い
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い
わ
よ

お

と

つ
い

れ
出
る
リ
ビ
ド

が

私
の
口
か
ら

り
落
ち
て
た
か
あ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ
ノ
ン
は

る

る

え
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

あ
ん
た
ね
こ
れ
か
ら
本
戦
だ

て
の
に
エ
ロ
い
事
ば

か
り
考
え
て
る
ん
じ

な
い
わ
よ

別
に

け
に
勝

た
後
に
私
が
シ

ナ
に
何
を
ど
う
さ
れ
よ
う
と
シ

ナ
の
勝
手
じ

な
い

お
前
ら

そ
う
い
う

の
分
か
ら
な
い
話
に
俺
を

き
込
む
な

 
シ

ナ
は

い
顔
で

二
人
に
そ
う
言

た

 
そ
れ
に
影

を
受
け
た
の
か

突
然
シ
ズ
カ
が
シ

ナ
に
こ
う
言

て
き
た

シ

ナ

ピ
ト
に
一
体
ど
ん
な
え

ち
な
事
を
す
る
つ
も
り

 
そ
う
い
う
事
は
私
に

う

う
う
ん

何
で
も
な
い

 
シ
ズ
カ
が
最
後
の
方
で
口
ご
も
り
顔
を

く
し
た

シ

ナ
は
苦
笑
し
な
が
ら
こ
う
言

た
シ
ズ
ま
で
悪
乗
り
す
る
な

当
然
俺
は
何
も
す
る
つ
も
り
は
無
い
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て
い
う
か

恥
ず
か
し
い
な
ら
ネ
タ
に
乗
る
の
は
や
め
て
お
こ
う
な

お
兄
ち

ん

私
を
も
う
お
ば
さ
ん
に
す
る
つ
も
り

あ

ケ
イ

去
年
結
婚
し
た
い
と
こ
夫

に
こ
の
前
子

が
生
ま
れ
た
か
ら

 
お
前
は
も
う
と

く
に
お
ば
さ
ん
だ
か
ら
な

あ
あ

そ
う
言
え
ば
お
⺟
さ
ん
が
こ
の
前
言

て
た

ま
あ
う
ち
は
親

関
係
と
は

遠
だ
か
ら

会
う
事
も
無
い
だ
ろ
う
が
な

 
ロ
ザ
リ
ア
は
特
に
突

込
む
気
は
無
い
よ
う
で
そ
ん
な
一
同
の

を
生

か
く
見
つ
め
て
い

た 
ち
な
み
に
イ
コ
マ
は

先
ほ
ど
ニ

ン
ゴ
ロ

と
の
顔
合
わ
せ
を
済
ま
せ
た
後

 
そ
の
ま
ま
い
つ
も
の
通
り

に

て
い
た

 
ど
う
や
ら
何
か
を
一
生

命
作

て
い
る
ら
し
く

合
は
そ
の
ま
ま

点
で
見
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
最
後
に
ニ

ン
ゴ
ロ

が

満
を
持
し
て
シ

ナ
の
前
に
出
て
こ
う
言

た

そ
ん
な
欲
望
に

れ
た
目
で

私
の
胸
を
見
る
の
は
や
め
ろ

先
生
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん

て
い
う
か
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
来
て
か
ら
確
実
に
性
格
変
わ

て
ま

す
よ
ね
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シ

ナ
は
そ
う
言

て
た
め
息
を
つ
い
た
後
に

全
員
に

令
を
か
け
た

あ
あ

も
う
い
い
か
ら
お
前
ら
さ

さ
と
行
く
ぞ

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
に

い
一
行
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
ス
タ

フ
と
の
集
合
予
定
地
点
へ
と

向
か

た

 

中
で
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
が
本
戦
出
場
者
の
集
合
場
所
へ
と
向
か
う

に
分
か
れ

 
残
り
の
者
は

シ
ン
カ

が
確
保
し
た
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ス
へ
と
向
か

た

シ

ナ
さ
ん

お
待
ち
し
て
ま
し
た

今
日
は
お
世
話
に
な
り
ま
す

シ
ン
カ

さ
ん

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
と
共
に

一
同
は
二
人
に

を
下
げ
た

 
そ
し
て
ユ
リ
エ

ル
が

ハ

と
し
た
顔
で
シ

ナ
に
言

た

あ

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
報
告
す
る
の
を
忘
れ
て
ま
し
た
が

私
達

結
婚
し
た
ん
で
す

お
お

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
二
人
と
も

お
め
で
と
う

こ
れ
も
お
二
人
の
お
か
げ
で
す

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
お
二
人
が
い
な
か

た
ら

私
は
間
違
い
な
く
黒

宮
で
死
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
ね
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あ
の
時
は
間
に
合

て
本
当
に
良
か

た
で
す
よ

 
そ
の
時
ス
タ

フ
の
一
人
が
シ
ン
カ

に
駆
け
寄

て
こ
う
言

た

シ
ン
カ

さ
ん

開
始
十
分
前
で
す

あ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
ね

皆
さ
ん
は
こ
れ
を

こ
れ
は

今
後
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
う
ち
の
ス
タ

フ
が
使
う
制
服
で
す

 
今
後
は
取
材
の
時
は
こ
れ
を
着
て
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思

て
ま
す

 
そ
う
す
れ
ば
戦
場
で
中
立
の
存
在
と
し
て
取
材

も
出
来
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
は

く
認
知
度
を
上
げ
た
い
所
で
す
ね

は
い

今
回
の
事
が
い
い
キ

カ
ケ
に
な
り
ま
し
た

 
そ
し
て
一
同
は
そ
の
制
服
に
着

え
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
す
る
場
所
へ
と
向
か
う
事
と
な

た 
事
前
の
取
り
決
め
で
は

シ

ナ
が
中
央

シ
ズ
カ
が
北

ベ
ン
ケ
イ
が
南
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ニ

ン
ゴ
ロ

が
⻄

ロ
ザ
リ
ア
が
東
と
決
め
ら
れ
て
い
た

 
シ

ナ
以
外
の
者
は
あ
く
ま
で
も
一

人
の
目
か
ら
見
て
怪
し
い
人
物
か
ど
う
か
く
ら
い
し

か 
判
断
す
る
事
が
出
来
な
か

た
が

そ
れ
で
も
後
日
映
像
と

ら
し
合
わ
せ
る
事
に
よ

て

 
シ

ナ
が
白
黒
を
判
断
す
る
材
料
く
ら
い
に
は
な
る
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
皆

何
か
お
か
し
い
な
と
思

た
ら
し

か
り
覚
え
て
お
い
て
く
れ

 

自
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
の
応
援
も
宜
し
く
な

う
ん

あ
の
二
人

ど

ち
が
勝
ち
ま
す
か
ね

引
き
分
け
だ
と
俺
が
助
か
る
ん
だ
が
な

戦
々
恐
々
と
し
て
お
る
な

シ

ナ

ま
あ
い
い
か

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
な

 
そ
し
て
一
同
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
へ
と
散

て
い
き
つ
い
に
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
本
戦
が
開

始
さ
れ
た

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
は

一
定
時
間
ご
と
に
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
キ

ン
と
い
う
物
が
行
わ
れ
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そ
れ
に
よ

て
誰
が
ど
こ
に
い
る
か
表

さ
れ
る
事
に
な

て
い
た

 
通
常
だ
と
最
初
の
ス
キ

ン
ま
で
は
身
を

め
て
待
機
し
て
お
く
の
が
セ
オ
リ

な
の
だ
が

 
そ
ん
な
セ
オ
リ

は
ま

た
く
気
に
し
な
い
者
も

た
ま
に
存
在
す
る

 
果
た
し
て
今
回
も

い
き
な
り
そ
の

乱
は

こ

た

い
き
な
り
ゼ
ク
シ

ド
と
闇
風
が
激
突
し
た
ぞ

ゼ
ク
シ

ド
の
野
郎

つ
い
て
や
が
る
な

闇
風
に
見
事
に
奇
襲
を
決
め
や
が

た

 
そ
ん
な
観
客
の
声
が

こ
え

シ

ナ
は
チ
ラ
リ
と
モ
ニ
タ

を
見
た

そ
う
い
え
ば
前
回
も

い
き
な
り
動
き
出
し
た
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
同
じ
よ
う
に

 
あ
い
つ
も
最
初
の
ス
キ

ン
前
に
俺
の
前
に

を
現
し
た
ん
だ

た
な

 
今
思
え
ば
あ
の
時
も

あ
い
つ
は
い
き
な
り
行
動
し
て
た
ん
だ
ろ
う
な

 
前
回
は
そ
れ
が
裏
目
に
出
て

最
初
の
退
場
者
と
な

た
ゼ
ク
シ

ド
だ

た
が

 
今
回
は
そ
の
行
動
が
良
い
方
向
に
働
い
た
よ
う
だ

 
さ
す
が
は
闇
風

き

ち
り
致
命

は
避
け
た
よ
う
だ

た
が

 
先
手
を
と
ら
れ

足
に
被

し
た
の
か

そ
の
動
き
は
や
や
精

を

い
て
お
り

 
戦
い
は
終
始
一

し
て
ゼ
ク
シ

ド
に

利
に
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

た
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手

は
闇
風
の
方
が
多
い
が
ゼ
ク
シ

ド
は
装
備
で
か
な
り
攻
撃
を
防
い
で
い
る
み
た
い
だ

な
攻
撃
の
命
中

も
ゼ
ク
シ

ド
が
圧
倒
し
て
る
な

武
器
の
性
能
の
せ
い
も
あ
る
ん
だ
ろ

う
がと

い
う
か
あ
い
つ
は
射
撃
自
体
は
そ
こ
ま
で
上
手
く
な
い
か
ら
ほ
と
ん
ど
全
て
武
器
の
お
か

げ
だ
な

ち

こ
れ
は
ど
う
や
ら
ゼ
ク
シ

ド
の
勝
ち
だ
な

 
そ
の
言
葉
通
り
終
始
闇
風
は
い
い
所
を
見
せ
ら
れ
ず

中
か
ら
逃
げ
の
一
手
に
徹
し
た

 

う
じ
て
死

は
し
な
か

た
も
の
の

大
ダ
メ

ジ
を
負
い

 
あ
る

度
回
復
す
る
ま
で

し
ば
ら
く
身
を

さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

た

 
ゼ
ク
シ

ド
も
少
な
く
な
い
ダ
メ

ジ
を
負

た
の
か
さ
す
が
に
一

行
動
を
や
め
る
事
に

し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に

最
初
の
ス
キ

ン
が
行
わ
れ
た

こ
こ
か
ら

合
が
ガ
ン
ガ
ン
動
き
そ
う
だ
な

 
誰
か
が
そ
う
言
い

そ
の
言
葉
通
り

他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
も
一

に
動
き
出
し
た
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ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
は
離
れ
た
場
所
か
ら
ス
タ

ト
し
た
ら
し
く

 
た
ま
に
写
る
二
人
の

の
後
ろ
に
見
え
る
風
景
は
ま

た
く
違

た
地

が
表

さ
れ
て
い

た 
ピ
ト
フ

イ
は
ど
う
や
ら
近
く
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の
所
に
素
直
に
向
か

た
ら
し
く

 
シ
ノ
ン
は
近
く
に
あ

た
狙
撃
に

利
な
高
台
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
し
て
カ
メ
ラ
が
切
り

わ
り

銃
士

が
中

離
か
ら
の
狙
撃
で
誰
か
を
倒
し
た
場
面
が

映
し
出
さ
れ
た

あ
れ
が
銃
士

か

こ
の
前
シ
ノ
ン
が
言

て
い
た
通
り

 
確
か
に
勇

て
感
じ
の
見
た
目
じ

な
い
な
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
シ
ノ
ン
に
雰
囲
気
が
近

い
か

 
シ

ナ
は
初
め
て
ま
と
も
に
見
た
銃
士

の
見
た
目
を
そ
う
評
し
た

戦
闘
の
進
め
方
は
セ
オ
リ

通
り

相
手
よ
り
い
い
場
所
を
キ

プ
し
て

 
確
実
に
ダ
メ

ジ
を

み
重
ね
て
い
る
だ
け
だ
が

さ
す
が
に
落
ち
着
い
て
る
な

 
銃
士

は

そ
の
後
も
堅
実
に
敵
を

り
去

て
い
た

 
さ
す
が
は
前
回
の
本
戦
出
場
者
と
い

た
所
な
の
だ
ろ
う
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お
い
見
ろ

子
王
リ

チ

が

あ

切
れ
か
よ

あ
い
つ
本
当
に
そ
う
い
う
計
算
が
出
来
な
い
よ
な

相
手
は
あ
の
ピ
ト
フ

イ
か

そ
れ
じ

あ
ま
あ
仕
方
な
い
か

お

ピ
ト
の
奴

う
ま
く
や

た
み
た
い
だ
な

だ
が
あ
れ
は

 
あ
い
つ
め

実
は
二
重
人
格
な
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

 
こ
の
戦
い
は
ピ
ト
フ

イ
の
完
勝
だ

た

移
動
し
な
が
ら
最
小
限
の
攻
撃
を
行

た
ピ
ト

フ

イ
に

 

子
王
リ

チ

は
何
倍
も
の
攻
撃
を
返
し
た
の
だ
が

そ
の
攻
撃
は
雑
で
あ
り

 

囲
が
見
晴
ら
し
の
悪
い
森

だ

た
事
も
あ
り
よ
り
過

に
当
て
ず

う
で
攻
撃
を
し

た
せ
い
か

 

子
王
リ

チ

は
直
ぐ
に

切
れ
を

こ
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
そ
の
事
を
確
認
し
た
ピ
ト
フ

イ
は

一
気
に

子
王
リ

チ

に
肉
薄
す
る
と

 
高
笑
い
し
な
が
ら

め
た
よ
う
な
顔
で

抗
を
や
め
た

子
王
リ

チ

の

に
向
け
て
銃

を
発
射
し
た

う
ん

ま
あ
い
つ
も
の
あ
い
つ
だ
よ
な
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あ
あ

ピ
ト
フ

イ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
な

あ
い
つ
や

ぱ
り
他
の
奴
か
ら
は
そ
う
思
わ
れ
て
る
の
か

ま
あ
あ
ん
な
態
度
じ

無
理

も
無
い
な

 
シ

ナ
は
苦
笑
し

一

ぐ
る
り
と
酒
場
の
中
を
回
る
事
に
し
た

 
こ
の
中
央
酒
場
は
か
な
り
の

模
を

て
お
り

一

所
に

ま

て
い
る
だ
け
で
は

 
全
体
を

す
る
事
は
困
難
な

り
に
な

て
い
た

 
シ

ナ
は
こ
こ
を
担
当
し
て
い
る
シ
ン
カ

に
声
を

け
一

に
酒
場
内
を
回

て
も
ら
う

事
に
し
た

 
シ
ン
カ

が
持
つ
カ
メ
ラ
を
見
て

何
を
し
て
い
る
の
か
と

 
た
ま
に
疑
問
に
思

て
話
し

け
て
く
る
プ
レ
イ
ヤ

も
い
た
が

 
シ
ン
カ

が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
名
前
を
出
す
と
そ
う
い

た
プ
レ
イ
ヤ

は
納
得
し
て
引

き
下
が

た

さ
す
が
に
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
知
名
度
は
凄
い
で
す
ね

シ
ン
カ

さ
ん

い
や

二
年
以
上
も
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

た
の
に

嬉
し
い
限
り
で
す
よ

 
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

酒
場
内
を
チ

ク
し
た
が
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特
に
怪
し
い

動
を
見
せ
る
者
も

お
か
し
な
気
配
を
し
た
者
も
発
見
出
来
な
か

た

 
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
あ
る

現
時
点
で
は
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
ま

た
く
興
味
の
無
か

た
昌
一
と

は

こ
の
日

 

物
を
入
手
す
る

昌
一
と
恭
二
の

が
院
⻑
を

め
る
病
院
へ
と
足
を
運
ん
で
い
た
の
だ

 
そ
し
て
二
人
は

首
尾
よ
く
目
的
を
達
成
す
る
事
に
成
功
し
て
い
た

案
外
ち

ろ
か

た
な

こ
れ
で
ま
た
計
画
が
一
歩
進
ん
だ

そ
う
い
え
ば
今
日
は

の
大
会
の
日
じ

な
か

た
か

録
画
で
も
見
れ
ば
い
い

所
を
入
手
出
来
た
奴
は
結
局
全
員
殺
す
か
ら
な

楽
し
く
な

て
き
た
な

相
棒

あ
あ

 
現
時
点
で
本
戦
の
生
き
残
り
は
十
一
人
ま
で

て
い
た

 
ダ
イ
ン
は
薄
塩
た
ら
こ
に
倒
さ
れ
そ
の
薄
塩
た
ら
こ
は
シ
ノ
ン
に
よ

て
狙
撃
さ
れ
て
い
た

ダ
イ
ン
は
さ
す
が
に
た
ら
こ
に
は
勝
て
な
か

た
か

 
ま
あ
あ
の
二
人
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
個
人
戦
よ
り
集
団
戦
の
方
が
得
意
だ
か
ら
な
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そ
し
て
時
間
の

過
と
共
に

ど
ん
ど
ん
プ
レ
イ
ヤ

は

て
い
き

 
つ
い
に
残
る
の
は
ゼ
ク
シ

ド
闇
風
ピ
ト
フ

イ
シ
ノ
ン
銃
士

の
五
人
と
な

て
い
た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
一
応
他
の
プ
レ
イ
ヤ

を
狙

て
動
き
回

て
い
た
が

 
運
が
味
方
し
て
い
る
の
か
逆
に
不
運
な
の
か
狙

て
い
た
者
が
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
倒
さ

れ
た
り

 

に
移
動
し
て
い
た
り
し
て

あ
れ
か
ら
誰
と
も
接
触
し
て
は
い
な
か

た

 
闇
風
は

完
全
に
逃
げ
に
徹
し
て
い
た
の
が
幸
い
し
た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
何
度
目
か
の
ス
キ

ン
が
行
わ
れ
残
り
が
五
人
だ
と
い
う
事
が
分
か

た
シ
ノ
ン
は

 
さ
す
が
に
こ
こ
で
待
つ
の
も
限
界
だ
ろ
う
と
思
い

移
動
を
開
始
し
た

そ
ろ
そ
ろ
ピ
ト
フ

イ
と
決
着
を
つ
け
る
べ
き
か
し
ら
ね

 
そ
う

い
た
シ
ノ
ン
は

慎
重
に

囲
を

し
な
が
ら

ピ
ト
フ

イ
の
い
る
方
へ
と
向

か

た

 
一
方
ピ
ト
フ

イ
も

シ
ノ
ン
の
い
る
方
へ
と
向
か

て
い
た

さ
す
が
に
こ
こ
ま
で

ち

う
と

も
う
行
く

き

な
い
よ
ね
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そ
し
て
銃
士

も

当
然
神
で
あ
る
シ

ナ
の
仲
間
と
し
て

 
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
の
名
前
は
知

て
い
た
の
で
興
味
を
引
か
れ
た
の
か
そ
ち
ら
に
向

か

て
い
た

 
そ
し
て
次
の
ス
キ

ン
の
時
間
が
訪
れ
た

三
人
は
近
く
に
あ

た

み
に
身
を

し

 
次
の
ス
キ

ン
に
備
え
る
事
に
し
た

そ
し
て
時
間
に
な
り
ス
キ

ン
結
果
を
見
た
三
人
は

驚
愕
し
た

ス
キ

ン
結
果
が
二
人
し
か
表

さ
れ
て
な
い

い
や

ま
さ
か
こ
れ

 
三
人
は
同
じ
よ
う
な
事
を
考
え

画
面
を

大
し
た

違
う

す
ぐ
近
く
に
四
人
が
集
ま

て
い
る
ん
だ

 
少
し
離
れ
た
所
に
い
た
の
は
闇
風
だ

た

と
い
う
事
は
つ
ま
り

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
と
銃
士

の
三
人
は
同
じ
よ
う
に
近
く
に
あ
る
広
場
を
そ

と

き
込
み

 
同
じ
よ
う
に
広
場
を

き
込
ん
だ

他
の

三
人

の
プ
レ
イ
ヤ

と
目
が
合

た

く

て
め
え
ら

ピ
ト
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シ
ノ
ノ
ン

神
に
見
て
も
ら
う

に
も

全
員
こ
こ
で
倒
す

 
こ
う
し
て

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
と
銃
士

と
ゼ
ク
シ

ド
の

 
四
つ

の
戦
い
の

が
切

て
落
と
さ
れ
た
の
だ

た
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第
２
９
９
話
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

急
展
開

そ
し
て
大
会
の
終
わ
り

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
四
人
の

置
関
係
は

北
に
ピ
ト
フ

イ

東
に
シ
ノ
ン

⻄
に
銃
士

 
そ
し
て
南
に
ゼ
ク
シ

ド
と
な

て
い
た

ち
な
み
に
闇
風
は

遥
か
⻄
の
彼
方
に
い
た

 
こ
の
遭
遇
戦
に
一
番

た
の
は
シ
ノ
ン
だ

た

ヘ
カ

ト

は

一
対
一
の
近
接
戦
な

ら
と
も
か
く

 
こ
う
し
た
複

で
の
遭
遇
戦
に
は
向
い
て
い
な
い

 

⻑
に
次
の

を
込
め
て
い
る
時
間

ま

た
く
無
い
か
ら
だ

 
幸
い

に
は
サ
ブ
ウ

ポ
ン
と
し
て
グ
ロ

ク
を
装
備
し
て
い
た

戦
闘
自
体
に
は
不
安
は

無
い

 
そ
し
て
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
は

え
武
器
を
落
と
そ
う
が
何
を
し
よ
う
が
装
備
を
ロ
ス
ト
す
る
心
配
は

無
い
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シ
ノ
ン
は
即
座
に
ヘ
カ

ト

を

誰
か
一
人
を
落
と
す

に
使
い

て
に
す
る
事
を
決
め

 
誰
に
使
う
か
慎
重
に
そ
の
機
会
待
と
う
と
決
め
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

ヘ
カ

ト

を

え
た
ま
ま
で
待
ち
の
体
制
に
入

た

 
当
然
そ
の
事
は
他
の
三
人
に
も
分
か

て
い
た

自
明
の
理
だ
か
ら
だ

 
だ
か
ら
と
い

て

最
初
に
シ
ノ
ン
を
攻
撃
す
る
の
は
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る

 
近

離
だ
と
ほ
ぼ
攻
撃
が
必
中
に
な
る
の
は

バ
レ

ト
サ

ク
ル
の
仕
様
上

 
誰
に
と

て
も
同
じ
な
の
だ

た
が

問
題
は
そ
の

力
だ

た

 
ヘ
カ

ト

ク
ラ
ス
の
攻
撃
を
く
ら

た
ら

そ
の
時
点
で
ほ
ぼ
死

が
確
定
し
て
し
ま
う

 
つ
ま
り
シ
ノ
ン
に
攻
撃
し
よ
う
と
そ
ち
ら
に
向
か
う
と
死

確

は

ね
上
が
り

 

つ
シ
ノ
ン
以
外
の
三
人
で
や
り
あ

た
と
し
て
も
最
初
に
シ
ノ
ン
に

を
見
せ
た
者
が

 
一
番
に
死

す
る
事
に
な
る
の
は
ほ
ぼ
確
定
な
の
だ

 
こ
れ
が
闇
風
ク
ラ
ス
の
速
度
を

る
者
だ

た
ら
回
避
に
活
路
を
見
出
す
事
も
出
来
た
か
も

し
れ
な
い
が

 
こ
こ
に
い
る
四
人
は
全
員
Ｓ
Ｔ
Ｒ
タ
イ
プ
な
の
で
あ
る

 
そ
の
事
が

四
人
の
間
に
不
気
味
な

直

態
を

出
す
る
事
と
な

た
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そ
の

態
に
真

先
に
我
慢
出
来
な
く
な

た
の
は

当
然
ピ
ト
フ

イ
だ

た

 
だ
が
ピ
ト
フ

イ
も
馬

で
は
無
い

真

先
に
動
く
事
の
リ
ス
ク
を
理
解
し
て
お
り

 
と
り
あ
え
ず

戦
を
選
択
す
る
事
に
し
た
よ
う
だ

当
然
対
象
は
ゼ
ク
シ

ド
で
あ
る

ゼ
ク
シ

ド

あ
ん
た
こ
の
中
じ

唯
一
の
男
の
く
せ
に

分
チ
キ
ン
な
ん
だ
ね

ふ
ざ
け
ん
な
よ

こ
ん
な
の
最
初
に
動
い
た
奴
の
死

が
ほ
ぼ
確
定
じ

ね
え
か
よ

所

あ
ん
た
は
口
だ
け

て
事
ね

も
し
こ
こ
に
シ

ナ
が
い
た
ら

 
嬉
々
と
し
て
一
人
ず
つ

剣
で
倒
し
て
い

た
で
し

う
ね
あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

み
た
い
に

 
同
じ
男
と
し
て
情
け
な
い
と
は
思
わ
な
い
の

 
丁
度
そ
の
時
ピ
ト
フ

イ
の

が
中
継
さ
れ
て
い
た

 
口
の
動
き
で
何
を
言

て
い
る
か

ん
だ
シ

ナ
は

つ
り
と

い
た

お
う
お
う
煽
る
ね

ま
あ
し
か
し

さ
す
が
の
ゼ
ク
シ

ド
も
今
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
な

 
そ
の
シ

ナ
の

通
り
ゼ
ク
シ

ド
は
ま
る
で
別
人
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
忍

力
を
発

し
 
ピ
ト
フ

イ
の
挑
発
に
ま

た
く
反
応
し
よ
う
と
は
し
な
か

た

け

そ
の
手
に
乗
る
か
よ
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だ
が
ピ
ト
フ

イ
は
や
は
り
ピ
ト
フ

イ
で
あ
る

相
手
の

が
る
事
が
よ
く
分
か

て
い
る

よ
う
だ

馬

の
ゼ
ク
シ

ド
が

い
フ
リ
を
し
て
も

馬

は
馬

だ
と
思
う
け
ど
な

 
あ
ん
た
シ

ナ
に
何
回
負
け
て
る
の

何
と
で
も
言
え

俺
の

に
頑
張

て
く
れ
た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の

に
も

 
俺
は
そ
ん
な
挑
発
に
安
易
に
乗
る

に
は
い
か
ん

 
ゼ
ク
シ

ド
は

意
外
な
男
気
を
発

し

内
心
は

え
く
り
返

て
き
た
の
だ
が

 
表
面
上
は
平
静
を
保
つ
事
に
何
と
か
成
功
し
て
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
は

ど
う
や
ら
こ
れ
は
無
理
そ
う
だ
と
考
え

次
の
標
的
を
銃
士

に
変
え
た

目
だ

ど
ん
な
人
か
分
か
ら
な
い
か
ら
何
も
思
い
つ
か
な
い

 
そ
れ
で
も
ピ
ト
フ

イ
は

何
か
言
う
事
は
無
い
か
と
考
え
た
あ
げ
く

 
銃
士

が

第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
本
戦
に
出
場
し
て
い
た
事
を
思
い
出
し
た

あ
ん
た
そ
こ
の
ゼ
ク
シ

ド
と
同
じ
く
前
回
の
大
会
で
も
本
戦
に
出
場
し
た
ん
だ
よ
ね

 
ゼ
ク
シ

ド
は
シ

ナ
に
真

二
つ
に
さ
れ
た
け
ど
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あ
ん
た
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

に

ど
う
や

て
倒
さ
れ
た
の

一

で
首
を

ね
ら
れ
た
け
ど

そ
れ
が
何
か

え

そ
う
な
の

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
こ
ま
で
と
は
思

て
い
な
か

た

思
わ
ず
そ
う

き
返
し
た

 
他
の
二
人
も
そ
の
思
わ
ぬ
言
葉
に
一

集
中
を

い
た

 
そ
の

間
に
銃
士

は

タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
い
す
ま
し
た
か
の
よ
う
に
突
然
伏
せ

 
一
番
危
険
度
が
高
い
シ
ノ
ン
に
そ
の
銃
口
を
向
け
た

や
ば

 
シ
ノ
ン
は

て
て
銃
士

に
狙
い
を
定
め
よ
う
と
し
た
が

 
集
中
を
乱
し
た
の
が
災
い
し
て
か

一

対
応
が

れ
た

 
同
じ
く

れ
ば
せ
な
が
ら

銃
士

の
目
標
か
ら
外
れ
た
事
に
気
付
い
た
ピ
ト
フ

イ
と
ゼ

ク
シ

ド
は

 

に
残
る
相
手

ゼ
ク
シ

ド
は
ピ
ト
フ

イ
を
ピ
ト
フ

イ
は
ゼ
ク
シ

ド
を
狙

た 
次
の

間
突
然
⻄
か
ら
爆
発
音
の
よ
う
な
音
が

こ
え
二
人
は
何
事
か
と
そ
ち
ら
を
見
た
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方
向
か
ら
見
て

お
そ
ら
く
銃
士

が
ト
ラ

プ
か
何
か
を
仕

け
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
銃
士

は
ハ

と
し
た
顔
を
す
る
と

シ
ノ
ン
を
狙
う
の
を
や
め

横
に
転
が

て

向
け

に
な
る
と

 
先
ほ
ど
ま
で
自
分
が
背
を
向
け
て
い
た
方
向

足
元
の
方
に
銃
を
向
け
い
き
な
り
発
砲
し

 
直
後
に
シ
ノ
ン
も
銃
士

に
向
け

ヘ
カ

ト

の
ト
リ
ガ

を
引
い
た

な

何
だ

ま
さ
か

闇
風

 
ゼ
ク
シ

ド
が
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言
い

ピ
ト
フ

イ
が
そ
う

い
た

闇
風
は
か
な
り
遠
く
に
い
た
は
ず

 
と
い
う
事
は

ス
キ

ン
直
後
か
ら
ず

と
こ

ち
に
全
力
で
走

て
た
の

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
通
り
闇
風
は

残
り
の
四
人
が

ま

て
い
る
事
が
分
か

た

間

 
ま
だ
体
力
は
六

ほ
ど
ま
で
し
か
回
復
し
て
い
な
か

た
が

 
こ
の
チ

ン
ス
を
逃
す

に
は
い
か
な
い
と
そ
ち
ら
に
向
け
て
全
力
で
走
り
出
し
た
の
だ

た 
だ
が
闇
風
は
道
を
急
ぐ
あ
ま
り

ト
ラ

プ
が
存
在
す
る
可
能
性
を
失
念
し
て
い
た
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事
実
銃
士

は
ブ

ビ

ト
ラ

プ
を
仕

け
て
お
り

闇
風
は
そ
の
一
つ
に
引

か
か

た
の
だ
が

 
幸
い
全
速
力
で
走

て
い
た
せ
い
か
爆
発
は
遥
か
後
方
で

こ
り
闇
風
は
命

い
す
る
事

が
出
来
た

 
そ
し
て
直
後
に
正
面
に

こ
ち
ら
に
銃
口
を
向
け
て
い
る
銃
士

を
発
見
し
た
闇
風
は

 

に

に
飛
び

そ
の
ま
ま
銃
士

へ
向
け
て
発
砲
し
た

 
直
後
に
発
砲
音
が

こ
え

闇
風
の

を
銃

が
通
過
し
て
い

た

 
そ
れ
と
同
時
に

闇
風
の
放

た
銃

が
銃
士

の
体
に

い
込
ま
れ

 
銃
士

は
そ
の
ま
ま
死
体
と
な

た

 
銃
士

に
と

て
は

動
き

ら
い
体
制
を
と

て
い
た
の
が
災
い
し
た
よ
う
だ

 
だ
が
不
運
な
の
は
闇
風
も
一

だ

た

直
後
に
ボ

と
い
う
音
と
共
に
闇
風
の
胸
に
大

が
開
い
た

な
 
闇
風
は
そ
う

き

同
じ
く
そ
の
場
で
死
体
と
な

た

闇
風
の
胸
を

い
た
の
は

 
シ
ノ
ン
の
放

た
銃

だ

た

シ
ノ
ン
は
銃
士

に
発
砲
こ
そ
し
た
も
の
の

少
し
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て
い
た
せ
い
か

 
バ
レ

ト
サ

ク
ル
が
や
や
大
き
い

を

い
て
い
た

間
に
ト
リ
ガ

を
引
い
て
し
ま
い

 
そ
の
銃

は
わ
ず
か
に

に
反
れ
て
お
り
丁
度
そ
ち
ら
に
回
避
し
て
い
た
闇
風
に
直
撃
し
た

の
だ

た

 
そ
し
て
残
り
の
二
人
ピ
ト
フ

イ
と
ゼ
ク
シ

ド
は
あ
ま
り
の
展
開
の

さ
に

然
と
し

て
い
た
が

 
先
に
立
ち
直

た
の
は
ピ
ト
フ

イ
だ

た

 
ピ
ト
フ

イ
は

シ
ノ
ン
が
ヘ
カ

ト

を
使

た
の
を
確
認
す
る
と

 
サ
ブ
ウ

ポ
ン
を
使
う
の
に
は
若

タ
イ
ム
ラ
グ
が
出
る
と
考
え

 
予
定
通
り
そ
の
ま
ま
ゼ
ク
シ

ド
目

け
て
発
砲
し
た

く
そ

れ
た

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
銃
撃
は

微

に

に

れ

ゼ
ク
シ

ド
の

を

い
た

 
致
命

に
こ
そ
な
ら
な
か

た
が

ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
衝
撃
で

手
の
銃
を
取
り
落
と
し

 

た
ゼ
ク
シ

ド
は
残
る

手
で

に
付
け
て
い
た
バ

グ
の
中
を
ま
さ
ぐ
り
は
じ
め
た

 
そ
の

間
に
シ
ノ
ン
の
放

た
銃

が

今
度
は
ゼ
ク
シ

ド
の

に
命
中
し
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ゼ
ク
シ

ド
の

手
か
ら

の
よ
う
な
物
が
こ
ぼ
れ
出
て

む
ら
に
転
が
り
落
ち

 
後
方
の
地

が
た
ま
た
ま
少
し

し
て
い
た
せ
い
で

 
ゼ
ク
シ

ド
は

道
を
転
げ
落
ち
る
よ
う
に

そ
の
ま
ま

メ

ト
ル
後
方
へ
と
転
が

た

 
シ
ノ
ン
は
ピ
ト
フ

イ
と
ゼ
ク
シ

ド
の
ど
ち
ら
を
狙
う
べ
き
か
迷

た
の
だ
が

 
ヘ
カ

ト

を
使
え
な
い
不
利
な

態
だ
と
し
て
も

 
こ
こ
ま
で
き
た
ら
ピ
ト
フ

イ
と
サ
シ
で
決
着
を
つ
け
る
べ
き
だ
ろ
う
と
考
え

 
優
先
的
に
ゼ
ク
シ

ド
を
狙
う
事
に
し
た
の
だ

た

く

こ

ち
の
練

も
し
て
お
く
べ
き
だ

た
か
な

 
け
ど
ま
あ
外
し
た
け
ど
と
り
あ
え
ず
結
果
オ

ラ
イ
ね
さ
て
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
よ
ピ
ト

 
シ
ノ
ン
は
最
近
ヘ
カ

ト

の

訓
練
ば
か
り
し
て
い
た

 
サ
ブ
ウ

ポ
ン
で
あ
る
グ
ロ

ク
を
使
う
の
は
久
し
ぶ
り
だ

た

 
そ
の

狙
い
が
再
び

れ

ゼ
ク
シ

ド
の
心

を
狙

た

は

に
命
中
す
る
事
と

な

た
の
だ

 
こ
う
し
て
そ
の
場
に
残

た
プ
レ
イ
ヤ

は
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
だ
け
に
な
り

 
二
人
は
お

い
の
武
器
を

え
た
ま
ま
向
か
い
合

た
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そ
れ
を
画
面
で
見
た
シ

ナ
は

顔
色
を
変
え
て
こ
う

い
た

あ
い
つ
ら
ゼ
ク
シ

ド
の
死

も
確
認
し
な
い
ま
ま
何
や

て
ん
だ
よ

 
そ
れ
に
ゼ
ク
シ

ド
が
何
を
落
と
し
た
か

気
付
い
て
な
い
の
か

 
そ
ん
な
シ

ナ
の

り
も
二
人
に
は

か
ず
二
人
は
こ
れ
で
終
わ
る
と
い
う
高
揚
感
に
包
ま

れ
な
が
ら

 
お

い
に
銃
を
突
き
つ
け
た
ま
ま
会
話
し
て
い
た

こ
れ
で
勝

た
方
が

優
勝
と
シ

ナ
と
の
デ

ト
の

利
を
総
取
り
だ
ね

分
か
り
や
す
く
て
い
い
わ
ね

ピ

ピ

ピ

と
こ
ろ
で
シ
ノ
ノ
ン

さ

き
か
ら
何
か
変
な
音
が
し
な
い

あ

そ
れ
私
も
思

て
た

で
も

ど
こ
か
で

い
た
事
が
あ
る
音
よ
ね

ピ

ピ

ピ

そ
こ
の

む
ら
か
ら
音
が
し
な
い

そ

ち

て
ゼ
ク
シ

ド
が
い
た
方

て
い
う
か
ゼ
ク
シ

ド
が
消
え
た
所
見
た

ピ

ピ

ピ
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あ

見
て
な
い
か
も

ま
さ
か

ま
だ
生
き
て
る

じ

あ
こ
の
音
は

 
も
し
ゼ
ク
シ

ド
が
死
ん
で
い
た
ら

こ
ん
な
音
は
し
て
い
な
か

た
だ
ろ
う

 
何
故
な
ら
そ
の

間
に

そ
の
ア
イ
テ
ム
は
持
ち
主
と
共
に
消
滅
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
だ

 
そ
し
て
直
後
に

そ
の
ア
イ
テ
ム
は
発
動
し
た

ピ
 
そ
の
音
と
共
に

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
は
閃
光
に
包
ま
れ
た

 
そ
し
て
光
が
収
ま

た
後

二
人
の

は
そ
の
場
か
ら
消
滅
し
て
お
り

 
二
人
が
い
た

置
に

Ｅ
Ａ

の
文

が
二
つ
あ
る
ば
か
り
だ

た

 
ど
う
や
ら
ゼ
ク
シ

ド
が
落
と
し
た
の
は

プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
だ

た
ら
し
い

 
運
の
悪
い
事
に
ゼ
ク
シ

ド
は

き
飛
ば
さ
れ
る
直
後
に
そ
の
ス
イ

チ
を
押
し
て
い
た
ら

し
く

 
そ
れ
が
今
発
動
し

二
人
を
跡

も
無
く

き
飛
ば
し
た
の
だ

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

運
良
く
背
後
の
地

が

し
て
い
た

に

 
そ
の
爆
発
に
は

き
込
ま
れ
ず

う
じ
て
命
を

う
事
と
な

た
の
だ

た
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そ
れ
は
一

の
出
来
事
で
あ
り

観
客
は
何
が

こ

た
の
か
完
全
に
は
理
解
出
来
ず

 
そ
の
ま
ま
中
継
画
面
に
見
入

て
い
た

 
そ
し
て
倒
れ
た
ま
ま
の
ゼ
ク
シ

ド
の

が
映
し
出
さ
れ
直
後
に
こ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

た
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
者
は

ゼ
ク
シ

ド
選
手
に
決
定
致
し
ま
し
た

 
そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

い
た

間
観
客
達
は
何
が

こ

た
の
か
を
理
解
し
口
々
に
こ

う
言

た
あ
そ
こ
か
ら
逆
転

あ
れ

て
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
だ
ろ

お
土
産
グ
レ
ネ

ド
と
か

第
一
回
北

大
会
と
一

か
よ

い
や

あ
れ
は

ボ
タ
グ
レ
ネ

ド
だ
ろ

ゼ
ク
シ

ド
の
奴

運
だ
け
で
優
勝
し
や
が

た

こ
れ
で
ま
た
あ
い
つ
が
調
子
に
乗
る
の
か

シ

ナ

次
の
大
会
で
は
頼
む

ま
じ
で

 
そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

こ
の
結
果
に
微

さ
を
感
じ
な
が
ら
も

 

て
き
た
ゼ
ク
シ

ド
を
出
迎
え

三
人
は
一
応
喜
び
合

て
い
た
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ユ

コ

ハ
ル
カ

正
直
俺
も
微

な
気
分
な
ん
だ
が

と
り
あ
え
ず
優
勝
し
た
わ

え

と

ま

ま
あ
結
果
オ

ラ
イ
で
す
よ

そ
う
そ
う

何
て
言

た
ら
い
い
か
私
も
分
か
ら
な
い
け
ど

 
結
果
的
に
優
勝
し
た
ん
だ
か
ら
何
も
問
題
な
い
で
す
よ

そ
そ
う
だ
よ
な
別
に
ル

ル
違
反
と
か
じ

な
い
ん
だ
し
俺
の
優
勝
は
間
違
い
な
い
ん

だ
し
な

 
よ
し

こ
こ
は
素
直
に
喜
ぼ
う

で
す
ね

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
最
初
は
ゼ
ク
シ

ド
も
こ
ん
な
感
じ
だ

た
が

時
間
が

つ
に
つ
れ

 
彼
は
ど
ん
ど
ん
調
子
に
乗

て
い
く
事
と
な
る

さ
す
が
は
ゼ
ク
シ

ド
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

う 
そ
し
て
そ
し
て

や
ら
か
し
て
し
ま

た
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
は

 

室
に
駆
け
つ
け
た
仲
間
達
に
正
座
さ
せ
ら
れ

大
説
教
を
受
け
て
い
る
最
中
で
あ

た

お
前
ら
は
馬

か

中
ま
で
は
良
か

た
の
に

何
で
あ
そ
こ
で
油
断
し
た
の
だ
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先
生
の
言
う
通
り
だ

俺
か
ら
特
に
何
も
言
う
事
は
無
い

 
ま
あ
同

二

は
立

だ
が

ど

ち
が
勝

た

で
も
無
い
し

 
内
容
も
微

だ
か
ら

デ

ト
の
件
は
も
ち
ろ
ん
無
し
だ

さ
す
が
の
私
も
あ
れ
は

え
な
い
よ

ご
め
ん
ね
二
人
と
も

ま

ま
あ
お
疲
れ
様
で
し
た

お
二
人
と
も

無
様
ね

ご
め
ん
な
さ
い

 
こ
う
し
て
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
は

誰
も
が
納
得
し
な
い
結
果
で
幕
を

じ
る
事
と
な

た
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第
３
０
０
話
 
戦
い
の
足
音

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

と
こ
ろ
で
シ

ナ
最
近
お
前
に
関
し
て
の
お
か
し
な
噂
が
流
れ
て
い
る
の
を
知

て
い
る

か
ん

ど
ん
な
噂
だ

先
生

 
衝
撃
の
結
果
に
終
わ

た
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
か
ら

日
後

 
お
そ
ら
く
空

り
だ
ろ
う
と
は
い
え

一
応
不
審
な
行
動
を
と

て
い
た
者
と

 
以
前
総
督

で
集
め
た
画
像
の

合
作
業
を
し
て
い
た
ニ

ン
ゴ
ロ

が
突
然
シ

ナ
に
そ

う
言

た
シ

ナ
の
取
り

き
の
中
の
誰
か
は

シ

ナ
に

み
を

ら
れ
て

わ
さ
れ
て
い
る

 
だ
そ
う
だ

ま
あ
お
前
は
確
か
に
他
人
に

さ
れ
る
よ
う
な

に
い
る
か
ら
な

 
そ
う
い
う
声
が
上
が
る
の
も
仕
方
あ
る
ま
い
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相
手
を
特
定
せ
ず

誰
か

て
ぼ
か
し
て
い
る
所
が

ら
し
い
な

そ
う
だ
な

確
か
に
そ
の
表
現
だ
と

こ
う
や

て
今
私
が
作
業
を
し
て
い
る
風
景
も

 
見
方
に
よ

て
は
そ
う
と
ら
れ
て
し
ま
う
や
も
し
れ
ん
し
な

最
初
か
ら
そ
う
い
う
目
で
見
て
い
る
奴
に
と

て
は
何
で
も
疑
わ
し
く
見
え
ち
ま
う

て
か

そ
う
い
う
事
だ
な

相
手
の
狙
い
も
そ
れ
だ
ろ
う

ふ

ん
ま
あ
別
に
ど
う
で
も
い
い
な
俺
は
自
分
の
目
的
さ
え
達
成
出
来
れ
ば
そ
れ
で
い
い

し
な

 
シ

ナ
は

こ
の
事
態
を
大
し
た
も
の
だ
と
は
考
え
て
い
な
か

た

 
こ
の

の
噂
が
立
つ
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
日
常
茶

事
だ

た
か
ら
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
そ
の

の
噂
は
主
に
男
専
用
ボ
ス
攻
略
ギ
ル
ド
連
合
通
称
・
男
気
連
か
ら
流

さ
れ
て
い
た

 
男
気
連
は

独
身
貴
族

男
組

リ
バ

ロ

ズ

と
い
う

 
三
つ
の
ギ
ル
ド
が
連
合
し
て
出
来
た
巨
大
な
組

で
あ
り

そ
の

成
員
は

名
を
超
え
る

 
ち
な
み
に
リ
バ

ロ

ズ
と
は

川
の
薔
薇
で
は
な
く

バ

ロ

ズ
が
正
式
な
名
前

ら
し
く
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ど
う
や
ら

画
の
主
人
公
の
口

に
由
来
す
る
名
前
だ
そ
う
で

見
た
目
は
大
人

中
身
は
子

と
い
う
意
味
な
の
だ
そ
う
だ

 
そ
れ
は
さ
て
お
き

徐
々
に
集
ま
り
つ
つ
あ

た
他
の
仲
間
達
も

 

点
に
入

て
く
る
な
り
同
じ
よ
う
な
事
を
言

た

私
達
の
中
に

シ

ナ
に

み
を

ら
れ
て
い
る
人
が
い
る
ん
だ

て
よ

シ

ナ

何
か
お
か
し
な
噂
が
立

て
る
み
た
い
よ

お
兄
ち

ん

変
な
噂
が

ど
う
や
ら
変
な
噂
を
流
し
て
い
る
者
が
い
る
み
た
い
で
す
ね

シ

ナ
さ
ん

さ

き
小

に

ん
だ
ん
で
す
け
ど

 
シ
ズ
カ

シ
ノ
ン

ベ
ン
ケ
イ

ロ
ザ
リ
ア

更
に
イ
コ
マ
ま
で
も
が
そ
う
言
い
出
し

 
シ

ナ
は
ど
こ
か
ら
流
れ
出
し
た
噂
な
の
か
一
応
調
べ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
始
め

た 
そ
し
て
最
後
に
ピ
ト
フ

イ
が
現
れ

シ

ナ
に
何
か
言
お
う
と
し
た

シ

ナ

あ
の
ね

お
か
し
な
噂
の
話
な
ら
も
う

い
た
ぞ
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シ

ナ
は
先
回
り
し
て
そ
う
言

た
の
だ
が
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

噂

何
そ
れ

お

と
す
ま
ん

お
前
の
口
ぶ
り
か
ら

俺
に
何
か
言
い
た
い
事
が
あ
る
よ
う
だ

た
か
ら

 
て

き
り
そ
の
話
か
と
思

て
な

へ

噂

て
ど
ん
な

こ
の
中
に
俺
に

み
を

ら
れ
て
無
理
や
り
言
う
事
を

か
さ
れ
て
い
る
奴
が
い
る
そ
う
だ

 
そ
れ
を

い
た

間
に
ピ
ト
フ

イ
は

少
し
呼

を
荒
く
し
な
が
ら
こ
う
言

た

ち

と
何
よ
そ
れ

凄
く

ま
し
い

お
前
は
相
変
わ
ら
ず
だ
よ
な

 
シ

ナ
は
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

ま
あ
で
も

そ
れ

て
あ
る
意
味
私
の
事
じ

な
い

お
前
の

だ

て
ほ
ら
シ

ナ
は
私
の
免
許
証
の
コ
ピ

を
持

て
い
る

で
そ
れ

て
私
の

み

だ
よ
ね

確
か
に
そ
う
か
も
だ
が
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シ

ナ
は
真
面
目
に
そ
の
事
に
つ
い
て
考
え
た
の
だ
が
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
結

に

達
し
た

い
や
噂
は
ま
た
別
物
だ
ろ
う
な
そ
も
そ
も
そ
の
事
を
知

て
い
る
奴
は
他
に
は
い
な
い

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
だ
よ
ね

 
ピ
ト
フ

イ
は
ど
う
や
ら
何
と
な
く
言

て
み
た
だ
け
の
よ
う
で
あ

さ
り
と
そ
う
言

た 
そ
し
て
シ

ナ
の

を

ん
と
叩
く
者
が
い
た

ニ

ン
ゴ
ロ

で
あ
る

シ

ナ

そ
の
免
許
証
の
話
は

ま
た
後
で
じ

く
り
と

か
せ
て
も
ら
お
う
か
し
ら

え

あ

は
い

 
ニ

ン
ゴ
ロ

が

技
を
す
る
事
な
く

素
の
口
調
で
そ
う
言

た

 
シ

ナ
は

を
だ
ら
だ
ら
た
ら
し
な
が
ら

そ
う
答
え
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 

で

ピ
ト

シ

ナ
へ
の
用
件
は
一
体
何
だ

た
の

あ

そ
う
そ
う

シ

ナ

エ
ム
を
連
れ
て
き
た
よ

お

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
こ
こ
に
来
る
よ
う
に
伝
え
て
く
れ

う
ん

分
か

た
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そ
し
て
少
し
し
て

部
屋
の
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ

 
お
ず
お
ず
と

と
て
も
い
い
ガ
タ
イ
を
し
た
男
性
プ
レ
イ
ヤ

が
中
に
入

て
き
た

は

初
め
ま
し
て

エ
ム
で
す

お
う

ち

ん
と
会
う
の
は
こ
れ
が
初
め
て
だ
な

俺
が
シ

ナ
だ

宜
し
く
な

エ
ム
さ
ん

宜
し
く
ね

 
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
が
そ
う
言
い

他
の
者
も
口
々
に
自

紹
介
し
た

 
そ
し
て
エ
ム
は

顔
を
紅
潮
さ
せ
な
が
ら
こ
う
言

た

僕

こ
う
い
う
の
は
初
め
て
な
ん
で

凄
く
嬉
し
い
で
す

初
め
て

何
が
だ

え

と

こ
う
や

て
何
か
の
集
ま
り
に
迎
え
入
れ
て
も
ら
う
の
が

で
す

ふ
む

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て

ピ
ト
フ

イ
と
エ
ム
の
顔
を
交

に
見
て

と
あ
る
事
に
思
い
当

た

た
あ
あ
ピ
ト
が
一

だ

た
か
ら
ど
こ
に
行

て
も
厄
介
者
扱
い
さ
れ
て
ば
か
り
だ

た
の

か



 第四章 ＧＧＯ編

ち

と
シ

ナ

ひ
ど
い
よ

ま
あ
事
実
だ
け
ど

事
実
な
ん
じ

ね

か
よ

え
へ

 
こ
う
し
て
場
も
和
ん
だ
所
で

エ
ム
が
シ

ナ
に

報
告
が
あ
る
と
言
い
出
し
た

実
は
僕
は

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
次
の
日
に
は

も
う
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に

て

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
た
ん
で
す
が

今
日
ま
で
こ
こ
に
顔
を
出
せ
な
か

た
の
は

 
ち

と
調
べ
る
事
が
あ

た
か
ら
な
ん
で
す
よ

こ
こ
最
近
流
れ
て
い
る
噂
の
事
は
ご
存
知

で
す
か

こ
の
中
に
俺
に

み
を

ら
れ
て
無
理
や
り
言
う
事
を

か
さ
れ
て
い
る
奴
が
い
る

て
噂

だ
なは

い

僕
は
そ
の
噂
を
そ
の
日
に

い
て

こ
こ
に
誘

て

い
た
御

と
言
う
か

 
手
土
産
の
代
わ
り
に
と
思

て

そ
の
噂
の
元
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
ん
で
す

そ
ん
な
に

く
か
ら
噂
が
流
れ
て
い
た
の
か

で

ど
う
だ

た
ん
だ

そ
れ
が

 
エ
ム
は
苦

に
満
ち
た
顔
で

続
け
て
言

た
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い
な
い
ん
で
す

何

ど
れ
だ
け
情
報
を

て
も
そ
れ
を
流
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の

が
見
え
て
こ
な
い
ん
で

す 

て
い
く
と

噂
が
ル

プ
し
て
い
る
ケ

ス
す
ら
あ
り
ま
し
た

ル

プ

は
い

と
い
う
人
物
か
ら
噂
を

て
い
く
と

 
最
終
的
に
再
び

と
い
う
人
物
に
い
き
つ
く
み
た
い
な

そ
ん
な
感
じ
で
す

 
そ
れ
を

い
た
ニ

ン
ゴ
ロ

が

シ

ナ
に
言

た

シ

ナ

こ
れ
は
陰
謀
の

い
が

ん

ん
す
る
ぞ

 
あ
る
い
は
ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
が
情
報
戦
を
仕

け
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

も
し
そ
う
だ
と
し
て
も

そ
れ
で
奴
ら
に
何
か
利

が
あ
る
ん
で
す
か

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
を

い
た
ニ

ン
ゴ
ロ

は

シ

ナ
を

た

そ
れ
が
お
前
の
悪
い

だ
な

こ
の
も
や
し
め

人
は

得
だ
け
で
動
く

で
は
な
い

 
人
間
と
は

感
情
の
生
き
物
な
の
だ
ぞ
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つ
ま
り

に
お
前
の
事
が

い
で

が
ら
せ
を
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ん
ぞ

 
シ

ナ
は
そ
う

い
て

こ
う

つ
り
と

い
た

小
学
生
か
よ

あ
あ

確
か
に
ガ
キ
か
も
し
れ
ん

だ
が
お
前
が
語

た
奴
ら
の

は

 
ま
さ
に
ガ
キ
そ
の
も
の
だ

た
で
は
な
い
か

確
か
に

更
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が

そ
の

が
ら
せ
は

 
何
か
か
ら
お
前
の
目
を
反
ら
せ
る

の
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
を
考
え
て
お
か
ね
ば

な
ら
ん

な
る
ほ
ど

さ
す
が
は
先
生
で
す
ね

お
う

そ
う
思
う
な
ら
さ

さ
と
私
に
酒
を

が
ん
か

そ
の
ネ
タ
は
も
う
い
い
で
す
か
ら

 
そ
し
て
シ

ナ
は
エ
ム
に
向
き
直
り

そ
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

よ
く
調
べ
て
く
れ
た
な
エ
ム

あ
り
が
と
な
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い

い
え

仲
間
と
し
て
の

で
す
か
ら

良
か

た
ね
エ
ム

は
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は

仲
間
達
に
こ
う
言

た

だ
が

こ
の

の
陰
謀
に
は

こ
れ
と
い

た
対
応

が
存
在
し
な
い

 
当
分
は
様
子
見
に
な
る
と
思
う
が

情
報
収
集
は

か
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

 
噂
の
た
ち
の
悪
い
部
分
が
こ
こ
で
あ
る

一
度
広
が

た
噂
は

 
い
く
ら
打
ち
消
し
て
も
一
定

は
信
じ
る
者
が
残

て
し
ま
う

そ
れ
は
仕
方
が
な
い
事
な
の

で
あ
る

 
だ
が
そ
れ
は
実

そ
こ
ま
で
問
題
で
は
な
い

元
々
シ

ナ
の
事
が

い
な
者
は

 
噂
を

き
込
ま
れ
な
く
と
も

似
た
よ
う
な
事
を
常
に
考
え
て
い
る
も
の
だ
か
ら
だ

今
分
か

て
い
る
の
は
噂
の
部
分
だ
け
だ
が

そ
れ
だ
け
な
ら
正
直
大
し
て
問
題
は
無
い

 
問
題
は

他
に
何
か
の
陰
謀
が
進
行
し
て
い
る
場
合
だ
な

 
何
が

こ

て
も
対
応
出
来
る
よ
う
に

一
度
俺
達
の
役

を
確
認
し
て
お
く
か

そ
う
す
る
と

こ
の
偉
大
な
る
私
は
参
謀
だ
な
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は
い
は
い

先
生
は
大
参
謀
で
す
よ

私
は
情
報
部
員
ね

 
続
け
て
ロ
ザ
リ
ア
が
そ
う
言

た

私
は
特
攻

⻑
か
な

シ
ズ
は
ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
ろ
う
な

私
は

巡

ミ
サ
イ
ル

そ
の
表
現
は
ど
う
か
と
思
う
が

ま
あ
シ
ノ
ン
は
そ
う
だ
な

私
は
偵
察
機
で
す
ね

ケ
イ
も
い
い
加

軍

か
ら
離
れ
ろ
よ

僕
は
マ

ド
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト
で
す
か

イ
コ
マ

お
前
は
そ

ち
に

ま
ら
な
い
で
く
れ

私
は
宴
会
担
当

お
前
は
変
態
担
当
だ

 
そ
し
て
残
る
エ
ム
に
仲
間
達
の

線
が
集
中
し
た

エ
ム
は
少
し
考
え
な
が
ら
シ

ナ
に
こ
う

言

た
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そ
う
す
る
と
僕
は
後
方

援
担
当
で
し

う
ね
任
せ
て
下
さ
い
そ
う
い
う
の
は
得
意
で
す

頼
む
ぞ
エ
ム

 
こ
う
し
て
こ
こ
に

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
お
け
る
シ

ナ

の

容
は
整

た

 
ち
な
み
に
親
衛

は

最
近
チ

ム
名
を

Ｓ

Ｎ
Ｃ

に
決
め
た
エ
ヴ

達
で
あ
ろ
う

 
な

何
で
あ
ん
な
噂
を
流
し
た
ん
だ

相
手
は
あ
い
つ
だ

 
そ
の
言
葉
に

は

を

め
な
が
ら
言

た

お
前
が
無
口
な
の
に
は
も
う
慣
れ
て
る
け
ど
よ

も
う
ち

と
頑
張

て
説
明
し
ろ
よ

俺
達
の
計
画
は

調
だ

あ
あ

あ
い
つ
が
そ
れ
に
気
付
い
た
ら

必
ず

魔
し
よ
う
と
す
る

だ
ろ
う
な

そ
う
さ
せ
な
い

に

あ
い
つ
を
戦
い
に

き
込
む
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ほ
ほ
う

こ
の
噂
は
そ
の
第
一
歩
だ

な
る
ほ
ど

納
得
し
た

で

次
は
ど
う
す
る

そ
う
だ
な

  

日
後
か
な
り
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
街
中
の

ビ
ル
に
入

て
い
く
の
を
ロ
ザ
リ
ア
が

発
見
し
た

あ
れ
は

何
か
し
ら

一
応
探

て
お
い
た
方
が
い
い
か
し
ら
ね

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
う
考
え

そ
の

ビ
ル
へ
と
侵
入
し

上
の

へ
と
慎
重
に
上

て
い

た

 
先
ほ
ど
の
者
達
は

と
あ
る
部
屋
に
集
ま
り

何
事
か
話
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
中
の
様
子
を
探
ろ
う
と

そ

と
中
を

き
込
ん
だ

あ
れ
は

ゼ
ク
シ

ド

そ
れ
に
薄
塩
た
ら
こ

子
王
リ

チ

ま
で

 
後
は
ギ

レ

ト
に

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

他
に
も

名
な
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

が

多 
闇
風
は
い
な
い
よ
う
だ
け
ど

一
体
何
の
集
ま
り
な
の
か
し
ら
ね
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そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
の

に

彼
女
の
大
切
な
主
の
名
前
が
飛
び
込
ん
で
き
た

今
日
集
ま

て
も
ら

た
の
は
他
で
も
な
い

シ

ナ
の

シ

ナ

今
確
か
に
シ

ナ
の
名
前
が

 
ロ
ザ
リ
ア
は
シ

ナ
の
名
前
が
出
た
事
で

何
と
か
話
を

き
取
ろ
う
と
そ
ち
ら
に
集
中
し

 

囲
へ
の

を

て
し
ま

て
い
た

 
そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
の
口
を

背
後
か
ら
近
付
い
て
き
た
誰
か
が
い
き
な
り
塞
い
だ

し
ま

た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら

 
何
と
か
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

り
ほ
ど
こ
う
と
し
た

 
そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
の

に

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
そ

と

い
た

あ
ん
た
シ

ナ
の
仲
間
だ
ろ

大
丈
夫

俺
は
敵
じ

な
い

俺
は
闇
風
だ

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
言
葉
を

き

体
の
力
を
抜
い
た

い
き
な
り
驚
か
せ
て
す
ま
ん

俺
も
こ
の
集
ま
り
に
誘
わ
れ
た
ん
だ
が

 
ど
う
も
キ
ナ

い
か
ら

と
り
あ
え
ず

れ
る
と
伝
え
て
い
て

 

れ
て
話
を
盗
み

き
し
て
か
ら
考
え
よ
う
と
思

て
来
た
ん
だ
よ

あ
ん
た
は
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そ
う
言

て
闇
風
は

ロ
ザ
リ
ア
の
口
か
ら
手
を
離
し
た

私
も
似
た
よ
う
な
も
の
よ
た
ま
た
ま
こ
こ
に

山
の
プ
レ
イ
ヤ

が
入

て
い
く
の
を
見

け
た
か
ら

 
一
応
偵
察
し
て
お
こ
う
と
思

て

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
二
人
で
し
ば
ら
く
こ
の
ま
ま
様
子
を
見
る
と
し
よ
う

分
か

た
わ

 
ロ
ザ
リ
ア
は

闇
風
を
信
用
す
る
事
に
し

そ
の
ま
ま
二
人
は
中
の
様
子
を

た

 
そ
ん
な
二
人
の

に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

薄
塩
た
ら
こ
の

た
よ
う
な
声
だ

た

協
力
し
て
シ

ナ
を
叩
く
だ

て

お
前
ら
正
気
か

 
つ
ま
ら
な
い
事
で
俺
を
呼
び
出
す
ん
じ

ね
え
よ
こ
こ
で

い
た
事
は
シ

ナ
に
は

て

て
や
る
か
ら

 
も
う
二
度
と
こ
ん
な
事
で
俺
を
呼
び
出
し
た
り
し
な
い
で
く
れ
よ

 
他
の
者
達
は

こ
こ
で
薄
塩
た
ら
こ
を
帰
す
の
は
ま
ず
い
と
思

た
よ
う
だ

た
が

 
さ
す
が
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
最
大
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

で
あ
る
薄
塩
た
ら
こ
に

 
正
面
か
ら
文

を
言
え
る
者
は
い
な
か

た
よ
う
だ
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そ
れ
で
い
て
シ

ナ
と
敵
対
し
よ
う
と
言
う
の
だ
か
ら
こ
の

り
は
ち
ぐ
は
ぐ
さ
を
感
じ
さ

せ
る

 
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は

ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
の

作
の
結
果
だ

た

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は
部
屋
を
出
て

闇
風
と
ロ
ザ
リ
ア
と
バ

タ
リ
遭
遇
し
た

な
 
そ
ん
な
薄
塩
た
ら
こ
の
口
を

闇
風
が
す
ば
や
く
塞
い
だ

 
薄
塩
た
ら
こ
は
相
手
が
闇
風
だ
と
気
付
く
と
先
ほ
ど
の
ロ
ザ
リ
ア
と
同
じ
よ
う
に
力
を
抜
き

 
口
を
押
さ
え
て
い
る
闇
風
の

を

タ

プ
す
る
よ
う
に
ト
ン
ト
ン
と
叩
い
た

 
そ
れ
を
受
け

闇
風
は
薄
塩
た
ら
こ
か
ら
手
を
離
し
た

闇
風
に

あ
ん
た
は

ロ
ザ
リ
ア
だ

た
か

シ

ナ
の
仲
間
の

え
え

あ
ん
た
は

れ
て
く
る
と

い
て
い
た
ん
だ
が

ど
う
も
な
う
さ
ん
く
さ
い
も
の
を
感
じ
た
か
ら
先
に
話
を

れ
て

い
て
お
こ
う
と
思

て
なな

る
ほ
ど
俺
も
そ
う
す
れ
ば
良
か

た

そ
れ
に
し
て
も
あ
い
つ
ら
シ

ナ
に

を
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る
と
か

 
一
体
ど
う
し
ち
ま

た
ん
だ
ろ
う
な

あ
る
い
は
誰
か
に

き
つ
け
ら
れ
た
の
か
も
な

お
か
し
な
噂
を
流
し
て
い
る
奴
と
同
一
人
物
か
も
ね

あ
の
噂
か

り
う
る
な

 
そ
し
て
中
の
者
達
が
話
し
合
い
を
終
え
そ
う
な
雰
囲
気
を
見
せ
た

三
人
は
素

く
外
に
出

た
と
り
あ
え
ず
俺
は
中
立
だ

だ
が

い
ざ
と
な

た
ら
俺
は
シ

ナ
に
付
く
と
伝
え
て
く
れ

 
闇
風
が
い
ち

く
そ
う
言

た

ロ
ザ
リ
ア
は
そ
ん
な
闇
風
に

い
た

俺
は
ど
う
す
る
か
は

仲
間
と
相
談
し
て
決
め
る
事
に
す
る

 
こ
の
前
シ

ナ
と
は
敵
対
し
た
ば
か
り
だ
か
ら
あ
る
い
は
シ

ナ
と
戦
い
た
が
る
奴
も
出
る

か
も
し
れ
ん

 
そ
の
場
合
は
出
来
る
だ
け
中
立
で
い
る
よ
う
に
説
得
す
る
つ
も
り
だ

 
だ
が
も
し
参
戦
が
回
避
出
来
な
い
よ
う
な
ら

ギ
ル
ド
と
し
て
行
動
す
る
事
は
せ
ず

 
ど

ち
の
味
方
に
付
く
か
は
個
人
の
意
思
に
任
せ
て

俺
自
身
は
シ

ナ
に
付
く
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薄
塩
た
ら
こ
も
そ
う
言
い
ロ
ザ
リ
ア
は
二
人
に

を
下
げ

点
へ
と
急
ぎ
向
か
う
事
に
し

た
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
二
人
と
も

何

俺
も
一
度
く
ら
い
シ

ナ
と

ん
で
戦

て
み
た
か

た
と
思

て
い
た
所
だ

お

奇
遇
だ
な

俺
も
だ
よ

 
こ
う
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
達
の
思
惑
通
り
に
事
は
進
み

 
シ

ナ
達
は

否
応
な
し
に
戦
い
へ
と

き
込
ま
れ
る
事
と
な

た
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第
３
０
１
話
 
光
の
矛
と
絶
対
の
盾

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
話
は
そ
の
前
日
に

る

つ
い
に
完
成
し
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
シ

ナ
達
の

点
内
の

で

イ
コ
マ
が
そ
う

い
た

く

く
く

は
は

あ

は
は
は
は
は

 
イ
コ
マ
に
似
合
わ
な
い
そ
の
笑
い
声
は

点
内
に
し
ば
ら
く

き
続
け
た

ど
う
し
た
ん
だ
イ
コ
マ

お
前
が
そ
ん
な
に
笑
う
な
ん
て
珍
し
い
な

 
そ
の
声
を

き
つ
け
た
の
か
珍
し
く
一
人
で

点
に
い
た
シ

ナ
が

に
顔
を
出
し
た

シ

ナ
さ
ん

こ
れ
を
見
て
下
さ
い

 
イ
コ
マ
が
シ

ナ
に
見
せ
た
の
は

一
本
の
筒
だ

た

こ
れ
は

光
剣
か



 第３０１話 光の矛と絶対の盾

そ
う
と
い
え
ば
そ
う
で
す
し

違
う
と
い
え
ば
違
い
ま
す
け
ど

ま
あ
そ
う
で
す
ね

こ
れ

て
ア
レ
だ
ろ

ネ
タ
武
器
と
し
て
街
に

て
る
奴
だ
ろ

 
見
た
目
は
格
好
い
い
が
攻
撃
力
は
無
い
に

し
く
て
光
学
系
バ
リ
ア
で
完
全
に
防
が
れ
て

し
ま
い

 
バ
リ
ア
が
無
く
て
も
ま

た
く

れ
な
い

て
い
う

で
も
こ
れ
高
い
ん
だ
よ
な

 
ま
さ
に
こ
の
言
葉
通
り

そ
ん
な
武
器
が
街
に

て
い
た
ら

 
男
性
プ
レ
イ
ヤ

な
ら
と
り
あ
え
ず
欲
し
い
と
思
う
は
ず
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
の

と
性
能
が
ネ

ク
に
な

て
い
る

こ
の
武
器
の
普

は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に

近
いと

り
あ
え
ず
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
み
て
下
さ
い

お
う

 
シ

ナ
が
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と

案
の
定

そ
の
筒
か
ら
光
の
刃
が
現
れ
た

ネ
タ
武
器
だ
と
思

て
放
置
し
て
た
が

や

ぱ
り
格
好
い
い
な
こ
れ

そ
れ
じ

あ
シ

ナ
さ
ん

こ
れ
を

ん

何
だ
そ
れ
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こ
の

骨
に
は
光
学
系
バ
リ
ア
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す

こ
れ
を

し
に

て
み
て
下
さ
い

分
か

た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
そ
の
剣
を

め
に

え

身
の
力
を
こ
め
て
武
器
を
横
な
ぎ
に

ろ

う
と
し
た

あ

待

て
下
さ
い

く

て
く
れ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
か
ら

お

そ
う
か

そ
れ
じ

あ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

そ
の
指

通
り
剣
を

く
横
に

た

 
そ
の
武
器
は
と
て
も

く
そ
の
せ
い
か
シ

ナ
の
太
刀
筋
は
す
さ
ま
じ
く
速
く

く
な

た
ん

刃
が

骨
を

り
抜
け
た
ぞ

 
も
し
か
し
て

れ
る
の
か
と
思

て
い
た
シ

ナ
の
期
待
を
裏
切
る
よ
う
に

 
刃
に
は
何
も

抗
は
感
じ
ら
れ
ず

骨
に
も
何
の
変
化
も
無
か

た

シ

ナ
さ
ん
の
太
刀
筋
が

す
ぎ
る
ん
で
す
よ

 
イ
コ
マ
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言
い

骨
の
上
の
部
分
を
チ

ン
と
つ
つ
い
た

 
そ
の

間
に

骨
は
見
事
な
切
り
口
を
見
せ
て
二
つ
に
分
か
れ
上
の
部
分
が
ゴ
ト
リ
と
下
に
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落
ち
た

お
お

ま
じ
か
よ

何
の
手
応
え
も
感
じ
な
か

た
ぞ

し
か
も

い

は
い
そ
れ
が
真
の
光
剣
の
性
能
で
す

街
に

て
い
る
の
は
あ
れ
は
模

品
と
い
う
扱

い
で
す
ね

そ
う
だ

た
の
か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は

か
つ
て

空
間
で
の
接
近
戦
に
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
設
定
の
古
の
光
剣

 
正
式
に
は

光
剣
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
で
す

な
る
ほ
ど

そ
う
い
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
得
た
素
材
に

 

光
ユ
ニ

ト
と
か
い
う
の
が
あ

た
は
ず
だ
が

あ
れ
か

は
い

あ
れ
を
素
材
と
し
て

々
の

を

て
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た

く
く
く
く
く

イ
コ
マ
は
先
日
マ

ド
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト
と
か
言

て
た
け
ど

 
確
か
に
そ
の
気
は
あ
る
み
た
い
だ
な

こ
れ
が
国
友
の
血
か

こ
れ
に
名
前
は
あ
る
の
か

は
い

カ
ゲ
ミ
ツ
Ｇ
１
ｖ
ｅ
ｒ
１

で
す
ね

ほ
う
ほ
う
日
本
刀
が
ベ

ス
の
名
前
に
な

て
る
ん
だ
な
後
ろ
の
部
分
に
は
意
味
が
あ
る
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の
か僕

の
趣
味
で
す

お

お
う

 
イ
コ
マ
の
ド
ヤ
顔
を
見
て

シ

ナ
は
困

た
よ
う
に
そ
う
答
え
た

で

こ
れ
は
あ
と
何
本
作
れ
る
ん
だ

ユ
ニ

ト
は
あ
と
五
つ
あ
り
ま
す

ふ
む

俺

シ
ズ
カ

ベ
ン
ケ
イ

ピ
ト

ロ
ザ
リ
ア

ニ

ン
ゴ
ロ

は
剣
は
苦
手

だ
し

 
シ
ノ
ン
も
エ
ム
も

剣
は
使
え
な
い
だ
ろ
う
な

僕
も
剣
は
苦
手
で
す
ね

エ
ム
さ
ん
は
使
え
る
よ
う
に
な
り
そ
う
で
す
け
ど

 
基
本

援
が
メ
イ
ン
な
の
で

そ
の
お
二
人
に
は
こ

ち
の
装
備
の
方
が
い
い
と
思
い
ま
す

 
そ
う
言

て
イ
コ
マ
は

大
小
二
つ
の
盾
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
た

こ
れ
は船

の
外
壁
に
使
わ
れ
て
い
た
未
知
の
金
属

と
い
う
扱
い
に
な
る
よ
う
で
す
ね

ほ
う
ほ
う
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そ
し
て
イ
コ
マ
は

こ
う
説
明
を
続
け
た

ど
ん
な
銃
に
よ
る
攻
撃
も

は
ね
返
し
ま
す

ま
じ
か
よ

俺
の
Ｍ
８
２
や
シ
ノ
ン
の
ヘ
カ

ト

の
攻
撃
も
か

は
い

そ
れ
は
凄
い
な

た
だ
し
衝
撃
は
受
け
て
し
ま
う
の
で

正
面
か
ら
受
け
る
の
は
お
奨
め
し
ま
せ
ん

 

め
に
受
け
て

く
よ
う
に
す
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す

 
そ
し
て
シ

ナ
は

イ
コ
マ
が
今
言

た
セ
リ
フ
を

め
て
思
い
出
し

 
手
の
中
の
カ
ゲ
ミ
ツ
を
見
せ
な
が
ら
イ
コ
マ
に

ね
た

さ

き

銃
に
よ
る
攻
撃
は

て
言

た
よ
な

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は
ど
う
な
ん
だ

れ
る
事
は

れ
ま
す
が

刃
が
本
当
に
ゆ

く
り
と
進
む
感
じ
に
な
り
ま
す

な
る
ほ
ど

ほ
ぼ

れ
な
い
と
思

た
方
が
い
い
ん
だ
な

こ
の
大
き
い
盾
は
エ
ム
さ
ん
に
小
さ
い
方
は
狙
撃
の

に

囲
を
守
る
簡
易
の
盾
と
し
て

 
シ
ノ
ン
さ
ん
に
使

て
も
ら
う
の
を
想
定
し
て
い
ま
す

 
そ
れ
を
じ

と
見
て
い
た
シ

ナ
は

イ
コ
マ
に
こ
う
言

た
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小
さ
い
方
は
俺
用
に
も
う
一
つ
作

て
く
れ

大
き
い
方
は
パ

ツ
式
に

出
来
る

か
と
い
う
と

に
応
用
が
き
く
よ
う
に
な

⻑
に
設
置
し
て
立

た
ま
ま
狙
撃
出
来
る
よ
う
に
す
る
と
か

 
伏
せ
れ
ば
そ
ん
な
大
き
さ
は
必
要
無
い
か
ら

少
し
離
し
て
三
つ
く
ら
い
設
置
し
て

 
三
人
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
と
か

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

な
る
ほ
ど
分
か
り
ま
し
た

そ
ん
な
感
じ
に

し
て
み
ま
す
ね

重
さ
に
関
し
て
は

エ
ム
と
相
談
し
て
く
れ

は
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は

少
し
考
え
な
が
ら
イ
コ
マ
に
言

た

あ
と
は
こ
れ

人
の
胸
と

の
部
分
の
装
備
に
仕
込
む
事
は
可
能
か

は
い

実
は
も
う

に

防

の
方
も
製
作
し
て
お
き
ま
し
た

お
う

さ
す
が
仕
事
が

い
な

イ
コ
マ

と
り
あ
え
ず
即
死
は
問
題
な
く
防
げ
る
と
思
い
ま
す

か
な
り
反

い
が
ま
あ
使
い
ど
こ
ろ
は
あ
る
だ
ろ

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
時
は
使
用
禁
止
に
す
る



 第３０１話 光の矛と絶対の盾

が
なそ

れ
が
い
い
と
思
い
ま
す

さ
て

話
が
反
れ
た
が

 
そ
し
て
シ

ナ
は

再
び
手
元
の
カ
ゲ
ミ
ツ
を
見
な
が
ら
言

た

こ
れ
を
一
本
作
る
の
に

ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か
か
る

基
本
的
な
パ

ツ
は
も
う
作

て
あ
る
の
で

今
は
一
時
間
も
あ
れ
ば
い
け
ま
す

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
を
あ
と
三
本
作

て
く
れ

つ
い
で
に

を
頼
む

ど
ん
な

で
す
か

刃
の
⻑
さ
を
変
え
る
ス
イ

チ
一
つ
で
逆
向
き

の
部
分
か
ら
刃
を

ば
し
て
元
の
刃

を
消
す

 
そ
ん
な
リ
バ

シ
ブ
ル
な
感
じ
に
し
て
み
て
く
れ

そ
し
て
最
後
に

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ぼ
そ
ぼ
そ
と
イ
コ
マ
に
何
か
を

い
た

そ
れ
な
ら
簡

で
す

直
ぐ
に
出
来
ま
す

そ
の
分

働
時
間
は

り
ま
す
け
ど
ね

 
実

に
は
別
に
簡

な
作
業
で
は
な
い
の
だ
が
イ
コ
マ
に
と

て
は
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い

 
さ
す
が
は
イ
コ
マ
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
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そ
れ
で

残
り
の
二
つ
の
ユ
ニ

ト
は
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は
イ
コ
マ
に
何
か

打
ち
を
し

イ
コ
マ
は
そ
の
言
葉
に
目
を

か
せ
た

さ

さ
す
が
シ

ナ
さ
ん
で
す

そ
の
発
想
は
無
か

た
で
す

ど
う
だ

男
の
ロ
マ
ン
だ
ろ

は
い

 
そ
し
て
イ
コ
マ
は
再
び

に

り

と
て
も
楽
し
そ
う
に
作
業
を
始
め
た

 
シ

ナ
も
そ
れ
に
付
き
合
い
そ
し
て
二
人
は
そ
の
日
の
う
ち
に
六
本
の
剣
を
完
成
さ
せ
た

 
そ
の
剣
は

カ
ゲ
ミ
ツ

ち
な
み
に
バ

ジ

ン
は

に
な

て
い
た

 
そ
し
て
カ
ゲ
ミ
ツ

と
名
付
け
ら
れ

専
用
の
ロ

カ

に
収
納
さ
れ
た

  
そ
し
て
次
の
日
の
夜

仲
間
達
は
ロ
ザ
リ
ア
に
よ

て
呼
び
出
さ
れ
た

と
い
う

で
す

ほ
う

そ
ん
な
事
が
あ

た
の
か

反
シ

ナ
連
合

て
か

 
シ

ナ
は
平
然
と
そ
う
言
い

ニ

ン
ゴ
ロ

が
そ
う
茶
化
し
た
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こ
こ
最
近
の
こ
の
動
き
は
何
な
ん
だ
ろ
う
ね

何
か
意
図
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

な
る

が
ら
せ
に
し
ち

確
か
に
手
が
込
み
す
ぎ
て
る
気
も
し
ま
す
ね

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
疑
問
に

ベ
ン
ケ
イ
と
エ
ム
が
そ
う
感
想
を
述
べ
た

外
に
出
た

間
に
襲

て
く
る
の
か
な

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が

最
後
に
そ
う
疑
問
を

し
た

そ
れ
に
関
し
て
は

し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
な

敵
の
総

が
何
人
く
ら
い
か
は
分
か
ら
な

い
が

 
急
に
連

を
回
し
て
人
を
集
め
て
も

そ
こ
そ
こ
の

は
揃
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
な

ま
あ
そ
う
な

た
ら

散
ら
せ
ば
い
い
だ
け
だ
け
ど
ね

 
考
え
込
む
一
同
に
ピ
ト
フ

イ
が
そ
う
明
る
い
声
で
言
い
他
の
者
も
や

と
笑
顔
を
見
せ

た
シ

ナ
さ
ん

速
あ
の
装
備
を
使
い
ま
す
か

そ
う
だ
な

あ
れ
は
使
い
ど
こ
ろ
を
選
ぶ
の
は
確
か
だ
が

 
こ
う
な

た
ら
出
し

し
み
を
し
て
る
余

は
無
い
な
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そ
の
二
人
の
言
葉
に

他
の
者
が
食
い
つ
い
た

え

何

何
か

し
て
た
の

い
や

日
完
成
し
た
ば

か
り
の
武
器
と
防

が
あ

て
な

シ

ナ
さ
ん
と
僕
の
二
人
で
頑
張
り
ま
し
た

ま
あ
俺
は
物
を
運
ん
だ
り

部
品
を
押
さ
え
て
た
り
し
て
た
だ
け
だ
け
ど
な

へ

見
せ
て
見
せ
て

 
ピ
ト
フ

イ
が
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
そ
う
言
い

シ

ナ
は
こ
う
答
え
た

あ
あ

今
出
す

お
前
ら
は
射
撃
訓
練
場
で
待

て
て
く
れ

 
そ
し
て
シ

ナ
と
イ
コ
マ
は
武
器

に
向
か
い
い
く
つ
か
の
筒
と

の
よ
う
な
物
を
持

て
き
た

先
ず
こ
れ
は

エ
ム
と
シ
ノ
ン
に
な

こ
れ
は

あ
る
特

な
素
材
で
作
ら
れ
た

盾
の
よ
う
な
物
だ
な

 
ス
キ
ル
で
加

は
出
来
る
が

俺
や
シ
ノ
ン
の
攻
撃
で
も
こ
れ
を

通
す
る
事
は
出
来
な
い

私
と
シ

ナ

そ
れ

て
つ
ま
り

対
物
ラ
イ
フ
ル
の
攻
撃
も
防
ぐ

て
事
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あ
あ

さ
す
が
に
衝
撃
に
は
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
み
た
い
だ
け
ど
な

 
後
は
微
調
整
だ
な

し
に
シ
ノ
ン

そ
こ
で
射
撃
体
勢
を
と

て
み
て
く
れ

う
ん

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
地
面
に

そ
べ

て
ヘ
カ

ト

を

え
た

う
わ

シ
ノ
ノ
ン

そ
の
格
好
は
何
か
エ
ロ
い
ね

き
 
ピ
ト
フ

イ
が
そ
う
言
い
な
が
ら
シ
ノ
ン
の
太
も
も
を
つ
つ

と
触
り
シ
ノ
ン
は

鳴
を
上

げ
たち

と
ピ
ト

何
す
る
の
よ

え

だ

て
ほ
ら

こ
の
太
も
も
と
か
エ
ロ
い
よ
ね

シ

ナ
も
そ
う
思
う
で
し

俺
に
話
を

る
な

別
に
エ
ロ
く
は

な
い

 

中
で
少
し
間
が
空
い
た
が

シ

ナ
は
そ
う
言

た

 
だ
が
シ

ナ
は
顔
を
横
に
背
け
て
お
り

そ
ん
な
シ

ナ
に

ニ

ン
ゴ
ロ

が
言

た

お
前
は
先
日
ピ
ト
の
事
で
私
に
説
教
を
さ
れ
か
か

た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
ま
だ

り
な

い
の
か
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あ
れ
は
俺
は
悪
く
な
い

 
先
日
免
許
証
の
事
を
ニ

ン
ゴ
ロ

に

ね
ら
れ
た
シ

ナ
は

 
ピ
ト
フ

イ
が
あ

け
ら
か
ん
と
自
分
か
ら

し
た
と
言

た

ギ
リ
ギ
リ
で
無
罪
放
免
さ

れ
て
い
た

ま
あ
免
許
証
の
事
は
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
は
お
前
は
今
何
故
目
を
背
け

て
お
る

い
や
ほ
ら

儀
と
し
て
あ
ん
ま
り
じ
ろ
じ
ろ
見
る
の
も
ア
レ
だ
ろ

 
そ
ん
な
ニ

ン
ゴ
ロ

を
シ
ノ
ン
が

め
た

ま
あ
ま
あ
先
生
シ

ナ
は
普

別
に
変
な
目
で
私
の
足
と
か
を
見
て
く
る
事
は
無
い
か
ら

シ
ノ
ン
が
そ
う
言
う
な
ら
こ
こ
は
勘

し
て
お
い
て
や
る
か
ま
あ
今
日
も
ギ
リ
ギ
リ
だ

け
ど
な

だ
か
ら

れ
衣
だ

て

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

機

良
さ
そ
う
に
再
び
射
撃
体
勢
を
と

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
再
び
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に
近
付
き
今
度
は
い
き
な
り
シ
ノ
ン
の
お

を
触
り
な

が
ら
言

た
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む

シ
ノ
ノ
ン
の
お

が
機

良
さ
そ
う

き

ピ
ト

も
う
い
い
加

に
し
て

そ
う
だ
ぞ

お
前
も
い
い
加

に
し
ろ

は

い

 
名
残

し
そ
う
に
そ
う
言

た
ピ
ト
フ

イ
を
見
て

一
同
は
苦
笑
し
た

そ
れ
じ

あ
設
置
し
ま
す
ね

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
の

に

イ
コ
マ
が
盾
を
設
置
し
た

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
の
意
見
で

良
し
た
ら
し
く
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は

日
と
は
少
し
変
わ

て

い
たな

る
ほ
ど
簡
易

地
み
た
い
な
も
の
ね

こ
れ
な
ら

か
ら
の
攻
撃
も
ま

た
く
怖
く
な

い
ど
う
で
す
か

ど
こ
か

良
し
た
方
が
い
い
所
は
あ
り
ま
す
か

う
う
ん

こ
の
ま
ま
で
問
題
無
い
わ

こ
の
二
つ
の
パ

ツ
は
リ
ン
ク
で
繋
が

て
ま
す
か
ら

し
ま
う
時
は
一

で
し
ま
え
ま
す

や

て
み
る
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そ
し
て
シ
ノ
ン
は

片
方
の
パ

ツ
に
触
り
な
が
ら
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

 
一

で
そ
の
二
つ
を
自
分
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま

た

う
ん

凄
く
ス
ム

ズ

こ
れ
な
ら
急
に

収
す
る
事
に
な

て
も
平
気
ね

よ
し

次
は
エ
ム
だ

こ
れ
の
重
さ
は
ど
う
だ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

エ
ム
に
バ

ク
パ

ク
を
手

し
た

少
し
重
い
で
す
ね
で
も
問
題
な
く
扱
え
る
と
思
い
ま
す

移
動
速
度
は
少
し

く
な
り
ま
す

け
ど
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
実

に
や

て
み
る
ぞ

こ
れ
は
こ
う
使
う

 
そ
し
て
シ

ナ
は
テ
キ
パ
キ
と
中
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の

を
組
み
合
わ
せ
立

な

地
を

し
た

お
お

凄
い
凄
い

組
み
立
て
る
と
こ
こ
ま
で
の
大
き
さ
に
な
る
ん
だ

そ
し
て
こ
れ
は

色
々
と
応
用
す
る
事
が
可
能
だ

 
シ

ナ
は
そ
の

地
を
様
々
な

に

し
直
し
て
エ
ム
に
見
せ
た

 
エ
ム
は
シ

ナ
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
自
分
で
も
色
々
と
そ
の
パ

ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
み
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た
ど
う
だ

凄
い
で
す
ね

自
由
度
が
半

な
い
で
す

色
々
と
研
究
し
て
み
ま
す
ね

お
う

頼
む
ぞ

お
前
が
俺
達
の
生
命
線
に
な
る
事
も
あ
る
は
ず
だ

 
そ
の
言
葉
に
エ
ム
は
ハ

と
顔
を
上
げ

シ

ナ
の
方
を
見
つ
め
る
と

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
シ

ナ
に
返
事
を
し
た

は

は
い

さ
て

こ
こ
か
ら
が
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ん
だ
が

正
直
こ
れ

近
接
兵
器
な
ん
だ
よ
な

そ
の
筒
が

ど
こ
か
で
見
た
気
も
す
る
け
ど

あ
 
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
は
ど
こ
か
で

製
品
を
見
た
事
が
あ

た
の
だ
ろ
う

そ
う
言
い

 
ピ
ト
フ

イ
が
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
声
を
上
げ
た

ピ
ト

ど
し
た
の

そ
れ

私
持

て
る

え
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そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は

ま

た
く
同
じ
よ
う
に
見
え
る
筒
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し

 
そ
こ
に
付
い
て
い
る
ス
イ

チ
を
押
し
た

そ
し
て
ブ
ン

と
い
う
音
と
共
に

 
そ
の
筒
か
ら
光
の
刃
が
飛
び
出
し
た

あ
あ

そ
れ
だ
そ
れ

う
わ

こ
ん
な
の
が
あ

た
ん
だ

ネ
タ
装
備
だ
け
ど
ね

そ
う
な
の

 
シ
ノ
ン
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
言
い

驚
い
た
シ
ズ
カ
に
ピ
ト
フ

イ
が
そ
う
言

た

ま
あ
そ
れ
だ
な

し
か
し
お
前

よ
く
そ
ん
な
ネ
タ
装
備
を
持

て
た
な

う
ん

だ

て
格
好
い
い
じ

な
い

 
ピ
ト
フ

イ
は
う

と
り
と
そ
の
光
の
刃
を
見
つ
め
な
が
ら

 
そ
の
刃
を
い
き
な
り
エ
ム
に
向
け
て

り
下
ろ
し
た

き
 

に
シ
ズ
カ
は
そ
う
言

た
が

エ
ム
は
微
動
だ
に
せ
ず
立

て
お
り

 
そ
の
光
の
刃
は

エ
ム
の
体
に
押
し
当
て
ら
れ
た
ま
ま
止
ま

て
い
た



 第３０１話 光の矛と絶対の盾

あ
れ

こ
れ

れ
な
い
の

光
学
系
防
御
に
完
全
に
防
が
れ
ち

う
ん
だ
よ
ね

こ
れ

そ
う
な
ん
だ

ち
な
み
に
あ
の
射
撃
用
の
的
で
す
ら

る
の
は
無
理
な
の

 
こ
れ
は
た
だ
の
光
る
棒
と
言

て
も
過
言
じ

な
い
ん
だ
よ
ね

ま
さ
に
ネ
タ
装
備
な
の
だ
な

し
か
も
こ
れ
高
い
ん
だ
よ
ね
だ
か
ら
持

て
る
の
は
私
み
た
い
な
物
好
き
だ
け
な
ん
だ
よ

ね
な
る
ほ
ど
ね

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
の
目
の
前
で

シ

ナ
が
自
ら
が
持

て
い
た
筒
を
操
作
し

 
同
じ
よ
う
な
光
の
刃
を
出
現
さ
せ
た

ほ
ら

や

ぱ
り
同
じ

そ
れ
が
新
兵
器

あ
あ

ま
あ
見
て
ろ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

事
前
に
イ
コ
マ
に
準
備
し
て
も
ら

た

骨
に
向
け
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凄
ま
じ
い
速
さ
で
そ
の
刃
を

り
下
ろ
し
た

お

刃
が
止
ま
ら
な
い
ね

ま
さ
か

通
し
て
る
の

そ
ん
な

が
無
い
だ
ろ

お
い
ピ
ト

そ
の

骨
を
つ
つ
い
て
み
ろ

う

う
ん

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

そ
の

骨
を
ち

ん
ち

ん
と
つ
つ
い
た

 
そ
の

間
に

骨
に
一
本
の
線
が
走
り

骨
の
上
の
部
分
が
滑
り
な
が
ら
下
に
落
ち
た

えう
わ

何
そ
れ

ピ
ト
が
持

て
い
た
の
は
た
だ
の
光
剣

こ
れ
は

光
剣
と
い
う

そ
う
だ

も
し
か
し
て
別
物
な
の

あ
あ
こ
れ
は
プ
レ
イ
ヤ

メ
イ
ド
オ
ン
リ

で
し
か
も
相
当
高
い
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
る

ら
し
い

 
現

こ
れ
を
作
れ
る
の
は
イ
コ
マ
だ
け
だ
ろ
う
な

凄
い
凄
い
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さ

す
が
イ
コ
マ
き

ん

神
職
人

 
イ
コ
マ
は
そ
う
言
わ
れ

れ
た
表
情
で

を
か
い
た

ち
な
み
に
エ
ム
の
持
つ
そ
の
盾
は

れ
る
事
は

れ
る
が
相
当
時
間
が
か
か
る

う
わ

凄
い
ね
そ
の
盾

だ
が

そ
れ
以
外
の
素
材
は
こ
ん
な
感
じ
で
あ

さ
り
と

る
事
が
可
能
だ

お
お

 
シ

ナ
と
イ
コ
マ
以
外
の
七
人
は

興
奮
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

ち
な
み
に
こ
れ
は
全
部
で
四
本

他
に
俺
専
用
の
奴
が
二
本
あ
る

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
四
本
は
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
と
ロ
ザ
リ
ア
と
そ
れ
に
ピ
ト
お
前
に

す
つ
も
り
だ

え

私
も
い
い
の

だ

て
お
前

実
は
剣
も
使
え
る
だ
ろ

う

う
ん

一
応

く
が

シ
ノ
ン
と
エ
ム
と
ニ

ン
ゴ
ロ

は
厳
し
い
よ
な

私
は
無
理
ね



 第四章 ＧＧＯ編

僕
も
剣
は
ち

と

で
も
ナ
イ
フ
の
練

は
し
な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
は
思

て
い
ま

す
私
も
剣
は
無
理
だ

で
た
ら
め
に

り
回
す
事
し
か
出
来
な
い
ぞ

だ
よ
な

 
シ

ナ
は
そ
う

き

シ
ズ
カ
に
カ
ゲ
ミ
ツ

を

ベ
ン
ケ
イ
に

を

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
に

を

し
た

 
だ
が

ロ
ザ
リ
ア
は
差
し
出
さ
れ
た
そ
の
剣
を
受
け
取
ら
な
か

た

ロ
ザ
リ
ア

ど
う
し
た

す

す
み
ま
せ
ん
シ

ナ

私
は
剣
は
ち

と

あ
れ

あ

お
前
ま
さ
か

し
か
使
え
な
い
の
か

え

と

は
い

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
う
言
う
と

気
ま
ず
そ
う
に
顔
を
背
け
た

確
認
し
な
か

た
俺
が
悪
か

た

す
ま
ん
ロ
ザ
リ
ア

 
ま
あ
気
に
す
る
な

て

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は

俺
が
保
管
し
て
お
く
わ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
そ
の
剣
を
自
分
の
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま

た

そ
の
剣
カ
ゲ
ミ
ツ

は
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い
ず
れ
キ
リ
ト
の
手
に

る
事
と
な
る
の
だ
が

そ
れ
は
ま
だ
少
し
先
の
話
で
あ
る

 
光
剣
の
ネ

ミ
ン
グ
ル

ル
は
こ
の

無

す
る
事
に
し
ま
し
た
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第
３
０
２
話
 
そ
れ
は
最
高
の
褒
め
言
葉
で
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

そ
の
剣
は

シ
ズ
カ
の
が
カ
ゲ
ミ
ツ

ベ
ン
ケ
イ
の
が

ピ
ト
フ

イ
の
が

と

 
一
応

名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
ん
だ
が

プ
レ
イ
ヤ

メ
イ
ド
な

 
そ
れ
と
は
別
に
名
前
を
付
け
る
事
が
可
能
ら
し
い

も
し
そ
う
し
た
い
な
ら

自
で
考
え
て

お
い
て
く
れ

 
ち
な
み
に
そ
の
名
前
は
後
に

シ
ズ
カ
の

は
夜

ベ
ン
ケ
イ
の

は
白
銀

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
の

は
⻤

と
名
付
け
ら
れ
た

さ
て

次
に
そ
の
剣
の
機
能
に
つ
い
て
説
明
す
る

 

に
あ
た
る
部
分
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
所
が
あ
り
そ
の
中
に
ス
イ

チ
が
い
く
つ
か
つ
い
て
い

る
は
ず
だ

 
ピ
ト

絶
対
に
ま
だ
触
る
な
よ

お
前
が
一
番
危
な
い
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も
う

分
か

て
る
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
一
同
は

そ
の
部
分
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
た

そ
れ
じ

あ
武
器
を
こ
う
前
に
出
し
て

一
番
上
の
ス
イ

チ
を
押
し
て
み
て
く
れ

 
分
か
り
や
す
く
言
う
と

拳
を
前
に
突
き
出
す
感
じ
だ
な

 
三
人
が
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

間

方
向
に
光
の
刃
が
現
れ
た

そ
の
刃
の
色
は
変
え
ら
れ
る
そ
う
だ
変
え
た
か

た
ら
後
で

自
イ
コ
マ
に
頼
む
よ
う
に

 
そ
の
言
葉
で
三
人
は

ど
ん
な
色
に
し
よ
う
か
と
楽
し
そ
う
に
考
え
始
め
た

 
後
日
決
ま

た
そ
の
色
は
シ
ズ
カ
が
ピ
ン
ク
ベ
ン
ケ
イ
が
銀
色
ピ
ト
フ

イ
は

だ

た
よ
し

そ
の
体
制
の
ま
ま
次
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
れ

 
そ
し
て
三
人
が
次
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

間
刃
は
消
え
剣
の

の
部
分
か
ら
別
の
刃
が
飛

び
出
し
た

わび

び

く
り
し
た

凄
い
凄
い

で
も
こ
れ

両
方
か
ら
同
時
に
刃
を
出
す
事
は
出
来
な
い
の
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残
念
な
が
ら

そ
う
す
る
と
出
力
が
ガ
タ
落
ち
に
な

て
し
ま
う
よ
う
で
な

 
ピ
ト
フ

イ
の
疑
問
に

シ

ナ
は
そ
う
答
え
た

て
事
は

二
本
あ
れ
ば
可
能
な
ん
だ
ね

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

シ

ナ
の
持
つ
二
本
の
武
器
を

ま
し
そ
う
に
見
た

 
シ

ナ
は
そ
の

線
を
受
け

ピ
ト
フ

イ
に
こ
う

ね
た

お
前

も
し
そ
れ
が
出
来
た
と
し
て

そ
れ
を
使
い
こ
な
せ
る
の
か

う
う
ん

無
理

格
好
い
い
か
も
と
思

て
言

て
み
た
だ
け

そ
う
か

ま
あ
確
か
に
あ
れ
は
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

次
の
説
明
に
入

た

次
の
ボ
タ
ン
は
刃
の
⻑
さ
の
調

だ

自
気
に
入

た
⻑
さ
に
し
て
く
れ

 
⻑
さ
に
関
し
て
は

シ
ズ
カ
と
ピ
ト
フ

イ
は
と
り
あ
え
ず
そ
の
ま
ま

 
そ
し
て
ベ
ン
ケ
イ
は

自
分
の
得
意
武
器
に
合
う
よ
う
に
刃
を

く
し
た

次
が
最
後
だ

刃
を
あ
の
的
に
向
け
て

一
番
下
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
み
て
く
れ

 
三
人
が
そ
の
言
葉
通
り
に
操
作
を
す
る
と
刃
が
的
に
向
か

て
ま
る
で
レ

ザ

の
よ
う
に

発
射
さ
れ
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的
は

々
に
破
壊
さ
れ
た

う
わ

何
こ
れ

反

す
ぎ
な
い

そ
う
思
う
よ
な

そ
れ
じ

あ
も
う
一
回
撃

て
み
て
く
れ

 
シ

ナ
は
新
し
い
的
を
用
意
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
し
て
三
人
は
再
び
レ

ザ

を
発
射
し
た
が

今
度
は
的
に
当
た

た

間
に

散
し
た

こ
の
よ
う
に
光
学
系
攻
撃
に
対
す
る
バ
リ
ア
を
張
ら
れ
る
と
こ
ち
ら
の
攻
撃
は
通
ら
な
い

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
シ

ナ
は
続
け
て
言

た

力
は
通
常
の
光
学
系
武
器
と
同
じ
く
ら
い
だ
か
ら
射
撃
は
け
ん
制
に
し
か
使
え
な
い
だ
ろ

う 
あ
と
エ
ネ
ル
ギ

の
消

が
激
し
い
か
ら

撃
て
る
の
は
五
発
ま
で
だ

 
そ
れ
を
使
い
切

た
ら
も
う
剣
は
使
え
な
い

そ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て
く
れ

大
体
五
分
の
一
く
ら
い
の
エ
ネ
ル
ギ

を
消

す
る

て
事
ね

そ
う
い
う
事
だ

ま
あ
五
分
の
一
に
な

た
と
し
て
も
剣
と
し
て
一
時
間
く
ら
い
は
使
え
る
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け
ど
な

 
ち
な
み
に
言
い
忘
れ
た
が

剣
に
よ
る
直
接
攻
撃
は

バ
リ
ア
の
影

は
受
け
な
い
か
ら
な

了
解

ま
さ
に
最
強
だ
ね

あ
と

予
備
の
エ
ネ
ル
ギ

パ

ク
は

 
そ
し
て
シ

ナ
は

イ
コ
マ
の
方
を
チ
ラ

と
見
た

今
開
発
中
で
す

だ

そ
う
だ

剣
の
エ
ネ
ル
ギ

チ

ジ
は

武
器

に
専
用
の
機
材
が
あ
る
か
ら

 
後
で
場
所
を
教
え
る

自
で
出
撃
前
に

必
ず
エ
ネ
ル
ギ

残

を
確
認
し
て
く
れ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

最
後
に
こ
う
言

た

ち
な
み
に
こ
れ
は

基
本
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
は
使
用
禁
止
と
す
る

不
公
平
だ
か
ら
な

 
ま
あ
銃
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
で
こ
れ
だ
け
で
戦
う
な
ら

許
可
し
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
な

ま

そ
れ
は
仕
方
な
い
よ
ね

こ
れ

て
強
す
ぎ
だ
し

 
銃
を
も
ら

た
三
人
の
中
で

唯
一
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
た
事
が
あ
る
ピ
ト
フ

イ
は

 
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言

た
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で
も

基
本

な
ん
だ

そ
れ
は
ど
う
し
て

俺
が
サ
ト
ラ
イ
ザ

相
手
に
使
う
か
ら
だ

う
わ

シ

ナ
ず
る
い

も
ち
ろ
ん
最
初
は
普
通
の
武
器
で
戦
う
が
な

そ
し
て
あ
い
つ
を
倒
し
た
後
に

 
再
び
こ
の
武
器
で
戦

て
圧
倒
す
る

二
度
お
い
し
い
作
戦
だ

 
そ
れ
を

い
た
一
同
は
そ
の
シ

ナ
の
子

さ
に
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
苦
笑
し
た

そ
れ
じ

あ

自

練

を
開
始
し
て
く
れ

ち

と
待

て

ん

シ
ノ
ン

ど
う
か
し
た
か

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

シ

ナ
の
持
つ
二
本
の
筒
を
指
差
し
な
が
ら
言

た

シ

ナ
の
武
器
を
ま
だ
見
せ
て
も
ら

て
な
い

う
 
こ
の
ま
ま
誤
魔
化
そ
う
と
し
て
い
た
シ

ナ
は

そ
う
言
葉
に
詰
ま

た

あ

そ
う
い
え
ば

お
兄
ち

ん

い
か
に
も
特
別

い
よ
ね

そ
の
二
本
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そ
う
だ
よ

見
せ
て
見
せ
て

こ
れ
は
ま
だ

作
品
な
ん
だ
が
な

生

が
悪
い
ぞ
シ

ナ

さ

さ
と
見
せ
ん
か

わ

分
か

た
よ
先
生

こ
の
武
器
の
名
前
は

カ
ゲ
ム
ネ

と

通
称

と

だ

何
の
略

ア
ハ
ト
・
ラ
イ
ト
と
ア
ハ
ト
・
レ
フ
ト
だ

こ
の
機
に
Ｍ
８
２
は
そ
の
ま
ま
Ｍ
８
２
に

す

 
ま
あ
何
だ
か
ん
だ

Ｍ
８
２

て
そ
の
ま
ま
呼
ん
じ
ま

て
た
か
ら
今
更
だ
け
ど
な

 
そ
れ
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は

目
を

か
せ
な
が
ら
言

た

あ

ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト

俺
は
二
本
合
わ
せ
て
ア
ハ
ト

と
呼
ん
で
る
が
な

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い

そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
シ
ノ
ン
は

 
き

と
ん
と
し
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
に

ね
た

ね

ピ
ト

ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト

て

も
し
か
し
て
一
時
Ｍ
８
２
を
そ
う
呼
ん
で
い
た

あ
のシ

ナ
専
用
の
武
器
だ
よ

こ
こ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
か
ら

後
で
見
せ
て
あ
げ
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る
よそ

う
な
ん
だ

う
ん

お
願
い

あ

私
も
見
て
み
た
い
で
す

本
物
は
噂
し
か
知
ら
な
く
て

私
も
噂
し
か

い
て
な
い
か
ら
見
せ
て
く
れ

あ

じ

あ
せ

か
く
だ
か
ら
俺
も

 
ベ
ン
ケ
イ
と
ニ

ン
ゴ
ロ

そ
し
て
エ
ム
が
そ
う
言

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
話
を

す
ぞ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
二
本
の
武
器
の
ス
イ

チ
を
入
れ

動
さ
せ
た

黒
い
刃

遠
く
か
ら
だ
と
見
え
な
さ
そ
う
だ
よ
ね

こ
れ

近
く
で
見
て
て
も

暗
い
所
だ
と
見
え
な
さ
そ
う

ま
あ
そ
う
意
図
し
た
か
ら
な

も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
じ

な
い
よ
ね

あ
あ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

二
本
の
剣
の

の

同
士
を
合
体
さ
せ
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ま
さ
に
先
ほ
ど
ピ
ト
フ

イ
が
言

て
い
た

態
に
し
た

に
言
う
ビ

ム
ナ
ギ
ナ
タ

態
で
あ
る

お
お

さ

き
私
が
言

て
た
奴
じ

な
い

シ

ナ

ず
る
い

お
前
は
使
い
こ
な
せ
な
い
ん
だ
ろ

う

じ

あ
シ

ナ
は

俺
か

ま
あ
そ
こ
そ
こ
だ
な

お
い
ピ
ト

し
に
俺
に
攻
撃
し
て
こ
い

分
か

た

行

く
よ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
シ

ナ
に

り
か
か

た

 
シ

ナ
は
自
ら
の
持
つ
武
器
を
器
用
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
の
攻
撃
を
し

か
り

防
い
で
い
く

 
そ
し
て
攻
撃
に
転
じ
た
シ

ナ
は

あ

さ
り
と
ピ
ト
フ

イ
の
武
器
を

ね
飛
ば
し

 
ピ
ト
フ

イ
の
正
面
に
剣
を
突
き
つ
け
た

や

や
ら
れ
た

凄
く
ト
リ

キ

な
武
器
だ
ね
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ま
あ
な

音
が
格
好
い
い
で
す
ね

ま
さ
に
ロ
マ
ン
武
器

だ
ろ

お
前
な
ら
分
か

て
く
れ
る
と
思

た
よ

エ
ム

く
る
く
る
と
ま
あ

よ
く
器
用
に
そ
ん
な
武
器
を
扱
え
る
な

シ

ナ

 
そ
の
ニ

ン
ゴ
ロ

の
問
い
に

シ

ナ
は

を
懐
か
し
む
よ
う
な
目
を
し
て
こ
う
答
え
た

実
は
な
先
生

同
じ
よ
う
な
武
器
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

入
を

討
さ
れ
て
て
な

 
そ
れ
で

さ
ん
に
練

さ
せ
ら
れ
た
事
が
あ
る
ん
だ
よ

結
局
ボ
ツ
に
な

た
け
ど
な

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
ピ
ト
も
剣
を
使
う
の
は
久
し
ぶ
り
だ

た
ん
だ
ろ

動
き
が
ぎ
こ
ち
な
か

た
し
な

う
ん

ち

と
練

し
な
い
と

目
か
も

 
そ
し
て
シ

ナ
は
剣
を
分
離
さ
せ

刃
を
し
ま
う
と

 
今
度
は
そ
の
ま
ま
平
行
に

べ
る
よ
う
に
接
続
し
た

ま

ま
さ
か
巨
大
な
剣
に
な
る
ん
じ

い
や

体
で
ほ
ぼ
何
で
も

れ
る
か
ら

そ
れ
に
は
あ
ま
り
意
味
は
無
い
ん
だ

 
⻑
さ
も
自
由
に
調

出
来
る
し
な
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あ
あ

確
か
に
そ
う
か
も

こ
れ
は
む
し
ろ
め
く
ら
ま
し
の

だ
な

出
力
を
倍
に
し
た
事
に
よ
り
こ
う
い
う
事
が
可
能

に
な

た

 
ま
あ
そ
の
分

刃
を
出
し
た
ま
ま
だ
と
使
え
な
い
よ
う
に
な

ち
ま

た
が
な

 

体
で
レ

ザ

を
撃
つ
事
も
も
ち
ろ
ん
可
能
だ
が

こ
う
し
て
こ
う
す
る
と

 
そ
し
て
シ

ナ
が
ス
イ

チ
を
押
す
と

光
の
散

が
前
方
に
向
け
て
発
射
さ
れ
た

散あ
あ

こ
れ
を
地
面
に
向
か

て
撃
つ
と

色
々

き
上
げ
て
凄
い
事
に
な
る
ん
だ
よ
な

 
ま
あ

急
時
の
離
脱
用
に
は

利
な
機
能
だ
よ

そ

ち
が
目
的
か
あ

こ
れ
も
普
通
の
光
学
銃
扱
い
だ
か
ら

出
力
を
上
げ
て
も

力
は
ほ
と
ん
ど
期
待
出
来
な
い

 
だ
が
別
に
光
学
散

銃
を
持
ち
歩
く
よ
り
は
よ
ほ
ど

が
い
い

 
そ
し
て
何
よ
り

相
手
の
意
表
を
突
く
事
が
出
来
る
の
が
い
い

 
そ
し
て
シ

ナ
に

さ
れ

イ
コ
マ
は
全
員
に
ゴ

グ
ル
の
よ
う
な
物
を
手

し
た

こ
れ
は
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そ
う
い

た

界
の
悪
い

況
で
も

囲
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
す
る
機
能
を
持
つ
ゴ

グ

ル
だ
な

 
た
だ
し
こ
れ
自
体
に
防
御
力
は
一
切
無
い

だ
が
そ
れ
ゆ
え
に

く
て

物
の

魔
に
は
な

ら
な
い

な
る
ほ
ど
ね

 
そ
し
て
最
後
に
イ
コ
マ
は

人
に
ヘ

ド
ギ
ア
と
プ
ロ
テ
ク
タ

を
配

た

こ
れ
が

俺
達
の
チ

ム
専
用
の
プ
ロ
テ
ク
タ

だ

 
イ
コ
マ
に
よ

て
計

化
さ
れ
て
は
い
る
が

ポ
イ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
で

 
さ

き
シ
ノ
ン
と
エ
ム
に

し
た
素
材
を
使

て
あ
る
か
ら

防
御
力
は

り

付
き
だ

 
そ
れ
に
通
信
機
能
と
仲
間
の

置
を
確
認
す
る
機
能
も
つ
い
て
い
る

サ
イ
ズ
調
整
機
能
も
つ
い
て
ま
す
か
ら
ね

最
初
は
大
き
め
に
な

て
ま
す
か
ら

 
着
た
ら
首
の
所
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
下
さ
い

お
お
武
器
と
い
い
防

と
い
い
さ
す
が
は
マ

ド
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト
凄
い
ね
イ
コ
マ

き

ん
ち

と
ピ
ト

イ
コ
マ
に
失

で
し



 第四章 ＧＧＯ編

い
や

そ
れ
は
最
高
の
褒
め
言
葉
で
す

 
そ
う
言

て
イ
コ
マ
は

ピ
ト
フ

イ
に
親
指
を
立
て

ピ
ト
フ

イ
も
そ
れ
に
応
え
た

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
外
で
着

え
る
か
ら

女
性

は
中
で
着

え
て
み
て
く
れ

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
を
受
け

シ

ナ
と
共
に
イ
コ
マ
と
エ
ム
も
外
に
出
て
い

た

何
か

一
気
に
装
備
が
充
実
し
た
よ
ね

 
シ
ズ
カ
が
服
を
脱
ぎ
な
が
ら
そ
う
言

た

う
ん

 
シ
ノ
ン
も
そ
れ
に
答
え
な
が
ら

同
じ
く
服
を
脱
い
だ

で
も
い
い
な

私
も
そ
う
い
う
お
揃
い
の
武
器

い
の
が
欲
し
い
な

シ
ノ
ノ
ン
が
使
う
と
し
た
ら
何
だ
ろ
う
ね

ピ
ト

何
か
思
い
つ
く

ち

と
ま

へ
て

こ
れ
が
抜
へ
な
く
て

 
ピ
ト
フ

イ
は
服
が
首
の
所
か
ら
抜
け
な
い
ら
し
く

 
口
を
も
ご
も
ご
さ
せ
な
が
ら
お
か
し
な
日
本
語
で
そ
う
言

た

 
そ
れ
を
見
た
ロ
ザ
リ
ア
が

て
脱
ぐ
の
を
手
伝
い

ピ
ト
フ

イ
は
ロ
ザ
リ
ア
に
お

を

言

た
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あ
り
が
と
う
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

少
し
考
え
な
が
ら
シ
ノ
ン
に
言

た

シ
ノ
ノ
ン
の
近
接
武
器

銃
剣
と
か

あ
あ

ヘ
カ

ト

に
付
け
る
の
は
ち

と
無

理
かサ

ブ
武
器
に
そ
う
い
う
機
能
を
付
け
る
の
は
あ
り
じ

な
い
か
な

 
そ
れ
な
ら
難
し
い
技
術
は
い
ら
な
い
だ
ろ
う
し

こ
れ
を

り
回
す
の

そ
れ
な
ら
ま
だ
平
気
か
も

ま
あ

新
し
く
そ
れ
用
の
素
材
を
手
に
入
れ
た
ら
だ
ね

 
そ
し
て
横
で
は

ロ
ザ
リ
ア
と
ニ

ン
ゴ
ロ

が
会
話
し
て
い
た

ま
あ
私
達
が
戦
う
な
ん
て
よ

ど
の
事
だ
ろ
う
け
ど

 
こ
ん
な

況
だ
も
の

し

か
り
と
準
備
は
し
て
お
い
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね

先
生

 
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
言
葉
を
受
け

ニ

ン
ゴ
ロ

も

い
た

総
力
戦
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
な

そ
の
通
り
だ
ろ
う

 
し
か
し
今
の
ま
ま
だ
と

私
が
足
を
引

張

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ん
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そ
の
会
話
を
横
で

い
て
い
た
シ
ズ
カ
が

こ
う
提
案
し
た

あ

そ
れ
じ

あ
今
夜

皆
で
無
限
地
獄
に
で
も
行
く

無
限
地
獄

何
だ
そ
れ
は

ほ
と
ん
ど
私
達
専
用
の

験

を
一
気
に

ぐ

の
狩
場
か
な

ふ
む

そ
れ
は
い
い
な

出
来
れ
ば
そ
う
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
る

そ
れ
じ

あ
後
で
シ

ナ
に
提
案
し
て
み
ま
し

か

 
シ
ノ
ン
が
そ
う
話
を
締
め
く
く
り
女
性

は

め
て
も
ら

た
装
備
の

合
を
確
認
し
た

う
わ

い
ね

非
力
な
私
は
助
か
り
ま
す
ね

こ
れ
な
ら
他
の

物
も
余
分
に
持
て
そ
う

そ
れ
じ

あ
シ

ナ
達
を
呼
ん
で
く
る
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
達
が
再
び
入
室
し
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
に
今
夜
狩
り
に
い
か
な
い
か
と
提
案

し
たそ

う
だ
な

今
な
ら
ま
だ

魔
は
入
ら
な
い
と
思
う
し

全
員
で
ち

と

ぎ
に
行
く
か

成
私

銃
を
撃
つ
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
わ
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私
も
そ
う
だ
ぞ

 
ロ
ザ
リ
ア
と
ニ

ン
ゴ
ロ

は
そ
う
言
い

 
シ

ナ
が
比

的
操
作
が
簡

な
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
を
選
ん
で
二
人
に
手

し
た

と
り
あ
え
ず
こ
の

り
を
使

て
く
れ

エ
ム
は
大
丈
夫
か

は
い
俺
は
自
前
の
武
器
で
い
け
ま
す

あ
あ
と
シ

ナ
さ
ん
以
前
ピ
ト
を
通
し
て
言
わ

れ
た
通
り

 
バ
レ

ト
サ

ク
ル
に
頼
ら
な
い
射
撃
を

ア
メ
リ
カ
で
練

し
て
き
ま
し
た

お

よ
く
や

た

さ
す
が
は
エ
ム
だ

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
夜
も

山
練

出
来
る
と
思
う
か
ら

そ
こ
は
存
分
に
な

そ
う
な
ん
で
す
か

頑
張
り
ま
す

そ
う
い
え
ば
さ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が

何
か
を
思
い
つ
い
た
の
か

シ

ナ
に
声
を

け
た

ん

ど
う
し
た
シ
ノ
ン

自
分
に
向
け
て
発
射
さ
れ
た
銃

を

そ
の
武
器
で

り
落
と
す
事

て
可
能
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い
や

さ
す
が
に
そ
れ
は
人
間
技
じ

あ

い
や

そ
う
か

 
シ

ナ
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後

シ
ノ
ン
に
こ
う
答
え
た

現
実
世
界
だ
と
難
し
い
だ
ろ
う
が
こ
の
ゲ

ム
な
ら
も
し
か
し
た
ら
可
能
か
も
し
れ
な
い

な
そ
う
な
ん
だ

何
で

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
は

道
予

線
が
あ
る
か
ら
な

あ

そ

か

あ
れ
に
剣
筋
を
合
わ
せ
れ
ば
多
分
い
け
る
と
思
う

後
は
発
射
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

む
だ
け

だ
か
ら
な

ね

今
こ
こ
で

し
に
や

て
み
て

い
き
な
り
無
茶

り
す
ん
な

ま
あ
別
に

わ
な
い
が

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
サ
ブ
武
器
を
取
り
出
し

離
れ
た
所
に
立
つ
シ

ナ
に
銃
を
向
け

 
無

作
に
ト
リ
ガ

を
引
い
た

次
の

間

シ

ナ
は
見
事
に
銃

を

り
飛
ば
し
た

お
お

思

た
よ
り
は
簡

だ

た
な

連
発
さ
れ
て
も
あ
る

度
な
ら
い
け
そ
う
だ
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そ
う
感
想
を
言

た
シ

ナ
に

当
然
横
か
ら
突

込
み
が
入

た

そ
ん
な

無
い
で
し

私
に
は
無
理
な
気
が
す
る

私
に
も
無
理
無
理

ど
う
か
な

多
分
俺
以
外
で
も

 
そ
し
て
シ

ナ
は
誰
に
も

こ
え
な
い
小
さ
な
声
で
キ
リ
ト
な
ら
も

と
上
手
く
と

い
た

 
そ
の

の
動
き
を

ん
だ
ニ

ン
ゴ
ロ

は
一
人

き

そ
れ
を
見
た
シ
ズ
カ
は

 
そ

と
ニ

ン
ゴ
ロ

に

ね
た

先
生

シ

ナ
は
何
だ

て

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

は

素
の
口
調
で
シ
ズ
カ
に

き
返
し
た

キ
リ
ト
な
ら
も

と
上
手
く

で
す

て

あ
あ

キ
リ
ト
君
な
ら
簡

に
や
り
そ
う

そ
う
ね

逆
に
あ
の
二
人
に
し
か
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
そ
し
て
一
同
は

食
事
を
し
た
り
色
々
準
備
を
整
え
る

に
一

解
散
し
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再
び
夜
に
集
合
し
直
す
と

そ
の
ま
ま
無
限
地
獄
へ
と
向
か
う
事
に
し
た

 
イ
コ
マ

ド
・
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト
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第
３
０
３
話
 
新
装
備
の
力

あ
あ

し
ま

た

う

か
り
し
て
た

 
無
限
地
獄
へ
向
か
う

ハ
ン
ヴ

を

め
て
あ
る
レ
ン
タ
ル

へ
と
向
か
う
道
中
で

 
シ

ナ
が
突
然
そ
う
言

た

ど
う
か
し
た
の

い
や
な

よ
く
考
え
た
ら

ハ
ン
ヴ

の
定
員
は
六
人
ま
で
だ

た
わ

あ

そ
う
だ
ね

誰
か
こ
の
中
で

マ
ニ

ア
ル

の
運
転
が
出
来
る
奴
は
い
る
か

マ
ニ

ア
ル

て

も
は
や
骨

品
だ
よ
ね

す
み
ま
せ
ん

僕
も
オ

ト
マ
し
か

 
こ
の
時
代
は

首
都

に
は
も
は
や
マ
ニ

ア
ル

は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
か

た

 
技
術
の
進
歩
に

て

オ

ト
マ

と
マ
ニ

ア
ル

の
パ
ワ

の
差
が
無
く
な
り

 
そ
の

ほ
ぼ
全
て
の

の
メ

カ

も

マ
ニ

ア
ル

の
生
産
を
終
了
し
て
い
た
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一
番
可
能
性
が
高
そ
う
な
エ
ム
が

目
だ

た
事
で

 
シ

ナ
は
も

と
大
き
な

を

お
う
か
と
考
え
た
が

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

ニ

ン
ゴ
ロ

が
こ
う
言

た

そ
れ
な
ら
私
が
運
転
出
来
る
ぞ

先
生

い
つ
の
間
に

ふ
ふ
ん

都

が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や
る
と
伝
え
た
時
に
お
奨
め
し
て
き
た
の
で
な

 
オ

ト
マ
の
免
許
は
持

て
た
か
ら

先
日
限
定
解

し
て
き
た
の
だ

お
お

都

さ
ん
が

 
シ

ナ
は
心
の
中
で

師
匠
で
あ
る
都

に
感
謝
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
あ

さ
り
と

も
う
一
台
ハ
ン
ヴ

を

入
す
る
事
を
決
め
た

そ
れ
じ

あ
こ

ち
だ

 
シ

ナ
は

の
近
く
に
あ
る

屋
に
立
ち
寄
り

そ
の
場
で
ハ
ン
ヴ

を

入
す
る
と

 
そ
の
運
転
を
ニ

ン
ゴ
ロ

に
任
せ

女
性

を
全
員
そ
の

に
乗
せ
た

ま
で
歩
か
せ
る
の
は

し

な
い
か
ら
な
女
性

は

で
先
に
移
動
し
て
外
で
待

て
て
く
れ
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分
か

た

外
で
待

て
い
る
ぞ

 
そ
し
て
シ

ナ
と
イ
コ
マ
と
エ
ム
の
三
人
は

ま
で
歩
き

 

め
て
あ

た
ハ
ン
ヴ

に
乗
り
込
む
と

そ
の
ま
ま
待
ち
合
わ
せ
地
点
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

待

て
い
た
ハ
ン
ヴ

の
横
に

を

め

 
窓
を
開
け
て
ニ

ン
ゴ
ロ

に
話
し

け
た

す
ま
ん

待
た
せ
た
な

問
題
な
い

つ
い
で
に

囲
に
敵
影
も
無
し
だ

偵
察
も
し
て
た
の
か

さ
す
が
だ
な
先
生

さ
て

こ

ち
に
誰
か
一
人
く
ら
い
乗
る
か

乗
り
換
え
る
の
も
面
倒
だ
し

行
き
は
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
で
は
な
い
か

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
か

よ
し

そ
れ
じ

あ
先
生

俺
に
付
い
て
き
て
く
れ

 
そ
し
て
一
行
は

二
台
の
ハ
ン
ヴ

で

の
無
限
地
獄
ツ
ア

へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
前
方
に

見
慣
れ
た

船
の

が
見
え
て
き
た

お
お

凄
く

い
で
す
ね

そ
う
い
え
ば
エ
ム
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
を

で
移
動
す
る
の
は
初
め
て
な
の
か

は
い
い
つ
も
は
常
に
歩
い
て
移
動
で
し
た
か
ら
ね
突
然
襲
わ
れ
る
事
も
多
か

た
で
す
し
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本
当
に
大
変
で
し
た

ま
あ

で
も

事
前
に
察
知
さ
れ
て
た
ら
襲
わ
れ
る
事
も
あ
る
が

 
普
通
は
い
き
な
り
遭
遇
し
て
も

追
い
つ
か
れ
る
事
は
無
い
か
ら
ほ
ぼ
安
全
な
ん
だ
よ
な

で
す
ね

そ
う
い
え
ば
こ
の

武
装
は
つ
い
て
い
な
い
ん
で
す
ね

ま
あ
前
は
俺
達
を
襲
お
う
と
す
る
奴
な
ん
か
い
な
か

た
か
ら
な

 
だ
が
こ
の

況
だ
と
武
装
だ
け
じ

な
く
総
合
的
に
色
々
強
化
し
て
お
い
た
方
が
安
全
か
も

し
れ
な
い
な

あ
そ
れ
じ

あ
僕
が
今
あ
る
素
材
の

況
を
見
な
が
ら
可
能
な
限
り
強
化
し
て
お
き
ま
す

ね
す
ま
ん
イ
コ
マ

大
変
だ
ろ
う
と
思
う
け
ど
頼
む
わ

 
今
日
の
戦
闘
で
も
色
々
と
手
に
入
る
と
思
う
か
ら

そ
れ
も
存
分
に
活
用
し
て
く
れ

 
そ
し
て
現
地
に
着
い
た
一
行
は

一
応

囲
に
誰
か
い
な
い
か

し
な
が
ら

 
い
つ
も

点
に
し
て
い
る
場
所
へ
と
向
か

た

こ
こ
が
狩
場
な
の
か

あ
あ

今
か
ら
説
明
す
る
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そ
し
て
シ

ナ
は

こ
こ
に
来
る
の
が
初
め
て
の

ニ

ン
ゴ
ロ

と
エ
ム
と
ロ
ザ
リ
ア
に

 
こ
の
場
所
で
の
戦
い
方
を
説
明
し
た

な
る
ほ
ど
な

よ
し
エ
ム

バ

ク
パ

ク
を
下
ろ
し
て
く
れ

は
い

先
生

 
説
明
を

い
た
ニ

ン
ゴ
ロ

は

エ
ム
に
そ
う
指

を
出
し
た

先
生

ど
う
す
る
ん
だ

何

射
撃
組
が

あ
る

度
自
分
達
で
防
衛
出
来
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思

て
な

ふ
む

近
接
組
は

シ

ナ

シ
ズ

ケ
イ

ピ
ト
の
四
人
と
し
て

銃
担
当
は
残
り
の
五
人
で
あ
ろ

う 
シ
ノ
ン
は
自
分
の
盾
で
背
中
を

て
も
ら
う
と
し
て
お
い
シ

ナ
お
前
の
盾
も
よ
こ
せ

お

お
う

俺
が
同
じ
物
を
持

て
る

て
よ
く
分
か

た
な

お
前
も
ス
ナ
イ
パ

だ
ろ
う
が

当
た
り
前
の

だ

 
そ
し
て
シ

ナ
か
ら
盾
を
受
け
取

た
ニ

ン
ゴ
ロ

は
自
分
の
背
中
の
部
分
に
そ
れ
を
配

置
し
た
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よ
し

エ
ム
は
今
下
ろ
し
た
パ

ツ
を

 
ロ
ザ
リ
ア
と
イ
コ
マ
と
自
分
の
背
後
を
守
る
よ
う
に
配
置
し
て
く
れ

は
い

な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら

え
襲
わ
れ
て
も

身
の
安
全
を
確
保
出
来
る
な

更
に

だ
が

シ

ナ
予
備
の

を
マ
ガ
ジ
ン
ご
と
そ
の

り
に
ば
ら
ま
い
て
お
く

の
だ

 
そ
の
ニ

ン
ゴ
ロ

の
指

に

シ

ナ
は
意
表
を
突
か
れ
た

そ
れ
に
何
か
意
味
が
あ
る
の
か

先
生

確
証
は
無
い
の
だ
が

敵
は
何
か
に
重
な

て

く
事
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
な
ら
も
し
か
し
た
ら

何
か
を
満

な
く
配
置
し
て
お
け
ば

 
敵
が

く

置
も
コ
ン
ト
ロ

ル
出
来
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

確
か
に

す
価

は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

と
い
う

で

部
屋
の
中
央
に

に
ス
ペ

ス
を
作

て
お
く
と
し
よ
う

そ
う
だ
な

よ
し

と
り
あ
え
ず
こ
の
部
屋
に
続
く
通
路
は
俺
と
シ
ズ
が
担
当
す
る
か
ら

 
部
屋
の
内
部
を
ピ
ト
と
ケ
イ
で
観
察
し
て
み
て
く
れ
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了
解

そ
れ
じ

あ
開
始
だ
な

俺
が
止
め
る
ま
で

撃

て
撃

て
う
ち
ま
く
れ

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
戦
闘
が
始
ま

た

武
器

に
あ

た
銃
は

 
密
か
に
イ
コ
マ
の
手
に
よ

て
命
中
精
度
や

力
が
強
化
さ
れ
て
い
た

 
外
の
敵
は
ほ
と
ん
ど
撃
ち

ら
さ
れ
る
事
も
無
く

ど
ん
ど
ん
殲
滅
さ
れ
て
い

た

最
近

知

た
の
だ
が

 
事
前
に

録
を
し
て
お
け
ば
戦

て
い
な
い
者
に
も
し

か
り
と

験

が
入
る
ら
し
い
の

で 
今
回
か
ら
は
そ
れ
も
し

か
り
と
行

て
あ

た

 
そ
し
て
敵
の

き
だ
が

通
路
に
は
い
つ
も
通
り
し

か
り
と
敵
が

い
て
い
る
の
だ
が

 
室
内
に
は

先
ほ
ど
設
定
し
た
場
所
に
し
か
ま
だ
敵
が

い
て
い
な
い

う

ん

暇
だ
ね

ケ
イ

し
か
も
武
器
が
こ
れ
に
な

た
せ
い
で

全
部
一
撃
で
真

二
つ
に
出
来
る
し
ね

 

光
剣
の
性
能
は

こ
の
狩
場
に
は
反

す
ぎ
た

 
こ
こ
の
敵
は
動
き
が

い

敵
の
急
所
に
簡

に
的
確
な

撃
を

え
る
事
が
出
来
る
の
で
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ほ
ぼ
全
て
の
敵
が
一
撃
で

ん
で
し
ま
う
の
だ

 
そ
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た
ニ

ン
ゴ
ロ

が

こ
う
叫
ん
だ

こ
れ
は
一
度
止
め
た
方
が
い
い
な

き
も
そ
こ
だ
け
で
確
定

い
し
な

 
ケ
イ

ち

と
シ

ナ
達
を
呼
ん
で
き
て
く
れ

他
の
皆
も
一
時
射
撃
ス
ト

プ
だ

 
そ
の
指

に

い
戦
闘
が

止
さ
れ
た

そ
し
て
ケ
イ
が
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
を

て

て
き
た

ど
ん
な
感
じ
だ

た

こ

ち
は
普
通
だ

た
が

ど
う
や
ら
仮
説
は
正
し
か

た
よ
う
だ
な

お
そ
ら
く
部
屋
中
に
物
を
ば
ら
ま
い
て
お
け
ば

 
こ
の
部
屋
の
中
に
敵
が

く
事
は
無
い

お
お

そ
う
か

あ
と
お
兄
ち

ん
も
気
付
い
た
と
思
う
け
ど

近
接
担
当
も
こ
の
人

は
必
要
無
い
と
思
う

 
全
部
一
撃
で

ん
で
た
で
し

し
か
も
力
も
使
わ
な
い
し

あ
あ

正
直
こ
れ
に
慣
れ
ち
ま

た
ら
や
ば
い
な
と
は
思

た
な

 
シ

ナ
は
ベ
ン
ケ
イ
の
言
葉
に
そ
う

い
た

射
撃
組
も

以
前
よ
り
楽
に
な

た
気
が
す
る
ん
だ
け
ど
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あ

そ
れ
な
ら
僕
の
せ
い
か
も
で
す

武
器
は
一
通
り
強
化
し
て
お
い
た
ん
で

あ

そ
う
な
ん
だ

さ
す
が
は
マ

ド
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト

 
イ
コ
マ
は
再
び
の
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に

親
指
を
立
て
て
応
え
た

よ
し

そ
う
い
う
事
な
ら
ノ
ン
ス
ト

プ
で
交
代
で
攻
撃
す
る
事
と
し
よ
う

 
射
撃
組
と
近
接
組
で

ロ

テ

シ

ン
を
組
ん
で
く
れ

ピ
ト

ど
う
だ

一
人
で
い
け

る
かう

ん

余

余

よ
し

そ
れ
な
ら
シ
ズ
と
ケ
イ
も
射
撃
組
に
合
流
で

 
四
人
と
三
人
で
セ

ト
に
な

て
二
交
代
で
攻
撃
を
頼
む

攻
撃
対
象
が
被
ら
な
い
よ
う
に
相

談
し
て
な

 
俺
と
ピ
ト
は
交
代
で
入
り
口
の
見
張
り
だ

盾
や
装
甲
パ

ツ
は

き
を
防
ぐ

に

に

べ

よ
うそ

う
す
れ
ば

置
い
た

も
全
部
回
収
出
来
る
な

足
り
な
い
ス
ペ

ス
に
は

俺
の
Ｍ
８
２
と
そ
の

を
置
い
て
お
こ
う

 
こ
う
し
て
体
制
を
整
え

一
行
は
再
び
狩
り
を
開
始
し
た
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い
つ
も
は

中
で
ど
う
し
て
も
休

や
射
撃
を
や
め
る
時
間
が
発
生
す
る
の
だ
が

 
今
日
は
全
て
を

行
し
て
行

て
い
る

そ
の

は
恐
る
べ
き
も
の
と
な

て
い
た

お
い
ピ
ト
力
は
い
ら
な
い
ん
だ
か
ら
ま
ず
は
基
本
の
型
を
し

か
り
と
身
に
付
け
る
よ
う

に 
意
識
し
て
武
器
を

る
よ
う
に
な

体
に
流
れ
を

み
込
ま
せ
る
ん
だ

う
ん

動
き
が
ス
ム

ズ
じ

な
い
な
と
思

た
ら

横
か
ら
指
摘
し
て
ね

 
一
方
エ
ム
と
シ
ノ
ン
も

他
の
者
達
に
銃
の
指

を
し
て
い
た

先
生
少
し

を
引
い
て
み
て

そ
う
そ
う
そ
の
方
が
楽
だ
し
狙
い
も
つ
け
や
す
い
で
し

う
イ
コ
マ
さ
ん

ト
リ
ガ

は
引
こ
う
と
す
る
ん
じ

な
く

コ
ト
リ
と
落
と
す
感
じ
で
す

 
こ
の
よ
う
に
こ
の
場
は

人
の
絶
好
の
練

の
場
と
な

て
い
た

 
そ
れ
で
い
て

験

と
ア
イ
テ
ム
が
恐
ろ
し
い
速
度
で
た
ま

て
い
く

 
ア
イ
テ
ム
が
た
ま
る
度
に

少
し
も

た
い
な
い
が

 
い
る
ア
イ
テ
ム
と
い
ら
な
い
ア
イ
テ
ム
を
休

に
入

た
イ
コ
マ
が

い

い
選
別
し
て
い

き
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残
し
て
あ
る
ア
イ
テ
ム
の
質
も

そ
の
せ
い
で
ど
ん
ど
ん
向
上
し
て
い

た

 

に
ア
イ
テ
ム
が
置
か
れ
る
度
に

エ
ム
は
装
甲
パ

ツ
を
回
収
し

 
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
も
そ
れ
に

た

は
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
で
い

ぱ
い
に
な

て

い

た
よ
し

こ
こ
で
一
度
ス
ト

プ
だ

ち

と
面
倒
だ
が

一
度
こ
こ
に
あ
る
ア
イ
テ
ム
を

 
自
分
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
限
界
ま
で
詰
め
込
ん
で
み
て
く
れ

 
そ
の
シ

ナ
の
指

通
り

一
同
は
ス
ト
レ

ジ
に
ア
イ
テ
ム
を
詰
め
込
み

 
あ
と
ど
れ
く
ら
い
持
て
る
か

自
で

告
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
次
は

そ
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
を
ハ
ン
ヴ

に

み
込
む
ぞ

 
そ
の
シ

ナ
の
指

で

一
同
は
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
を
ハ
ン
ヴ

に
詰
め
込
み

 
再
び
元
の
場
所
に

て
狩
り
を
続
行
し
た

シ

ナ
は

内
で

 
あ
と
ど
れ
く
ら
い
の
ア
イ
テ
ム
を
持
ち
か
え
れ
る
か
必
死
に
計
算
し
て
い
た

 
そ
し
て

時
間
後

シ

ナ
が
狩
り
の
終
了
を
宣
言
し
た

よ
し

こ
れ
く
ら
い
が
限
界
だ
な

今
日
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う

ふ
う

何
か
ア
イ
テ
ム
が
凄
い
事
に
な

て
る
ね
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と
い
う
か

私
の

験

が
凄
い
事
に
な

て
る
ん
だ
が

 
こ
の
中
で
唯
一
初
期
ス
テ

タ
ス
の
ま
ま
だ

た
ニ

ン
ゴ
ロ

が
そ
う
言

た

 
そ
こ
そ
こ
ス
テ

タ
ス
が
上
が

て
い
る
他
の
者
と
違
い

 
上
が
り

が
大
き
い

よ
り
そ
の
凄
さ
を
実
感
す
る
の
だ
ろ
う

い
く
つ
に
な

た
ん
だ

こ
れ
く
ら
い
だ

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は
そ
う
言

て

ス
テ

タ
ス
画
面
を
シ

ナ
に
見
せ
て
き
た

ギ
リ
ギ
リ
上
級
者
の
一
番
下
あ
た
り
に
引

か
か
る
く
ら
い
だ
な

色
々
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま

て
い
る
よ
う
だ
が

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ

そ
う
だ
な
先
生
の
場
合
は
シ
ズ
や
ケ
イ
と
同
じ
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
で
い
い
気
が
す

る
なな

る
ほ
ど

ま
あ
色
々
と
話
を

い
て
研
究
し
て
み
る
か

よ
し

そ
れ
じ

あ

収
だ

戦
利
品
に
つ
い
て
は

分
配
出
来
る
物
は

点
で
分
配
だ
な

 
そ
し
て
一
行
は

意
気
揚
々
と

点
へ
と
帰
還
し
た

 
ハ
ン
ヴ

か
ら

点
に
ア
イ
テ
ム
を
移
す
の
に
三

復
し
な
く
て
は
い
け
な
か

た
の
は
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ご
愛

だ

 
そ
し
て
戦
利
品
の
中
に

シ

ナ
も
見
た
事
の
無
い
珍
し
い
物
が
混
じ

て
い
た

イ
コ
マ

こ
れ
は
何
だ

あ
あ
そ
れ
は
か
な
り
重

の
重
い
銃
を
店

で
受
け
取
れ
る
引
換

み
た
い
な
物
ら
し
い

で
す
よ

そ
ん
な
物
が
あ

た
の
か

は
い

Ｓ
Ｔ
Ｒ
が

い
プ
レ
イ
ヤ

に
そ
う
い
う
武
器
が
ド
ロ

プ
し
た
場
合

 
当
然
運
ぶ
ど
こ
ろ
か
持
つ
事
も
出
来
な
い
じ

な
い
で
す
か
そ
の
救
済

と
し
て

入
さ
れ

た
そ
う
で
す

あ
あ

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

そ
の
引
換

を
し
げ
し
げ
と
見
つ
め
た

ミ
ニ
ガ
ン
か

あ
ん
な
物
を
持
ち
運
び
し
た
ら

不

だ
よ
な

 
ミ
ニ
ガ
ン
と
は

名
前
か
ら
小
さ
く
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が

実

は
重
機
関
銃
で
あ
り

 
そ
の
総
重

は

キ
ロ
近
く
に
な
る

大
型
の
銃
で
あ
る

こ
れ

ど
う
し
ま
す
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て
も
い
い
ん
だ
が
こ
れ
も
し
か
し
て
ハ
ン
ヴ

に

載
出
来
る
ん
じ

な
い
か

あ
あ

そ
う
で
す
ね

そ
れ
は
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

他
の
皆
も
そ
れ
で
い
い
か

 
特
に
反
対
も
出
な
か

た

ミ
ニ
ガ
ン
は
そ
の
ま
ま
ハ
ン
ヴ

に

載
す
る
事
が
決
定
し

た 
そ
し
て
ラ

キ

な
事
に

素
材
の
中
に
一
つ
だ
け

光
ユ
ニ

ト
が

ま
れ
て
い
た

 
通
常
の
狩
り
で
こ
れ
が
ド
ロ

プ
し
た
の
は

初
め
て
の
事
で
あ
る

こ
れ
は
ど
う
す
る
か
な

お
い
ピ
ト
俺
み
た
い
に
二
刀
流
で
接
続
出
来
る
よ
う
に
す
る
か

う
う
ん

そ
れ
な
ら
シ
ノ
ノ
ン
に
作

て
欲
し
い
武
器
が
あ
る
の

 
さ

き
女
の
子
だ
け
で
着

え
て
る
時
に

ち

と
話
し
て
た
ん
だ
け
ど
ね

ほ
ほ
う

ピ
ト

私
は
嬉
し
い
け
ど

で
も
本
当
に
い
い
の

も
ち
ろ
ん
だ
よ

そ
う

あ
り
が
と
う

ピ
ト
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う
ん

 
そ
ん
な
二
人
の
や
り
取
り
を
見
た
シ

ナ
は

興
味
深
げ
に
シ
ノ
ン
に

ね
た

ど
ん
な
武
器
だ

え

と
ね

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
の
説
明
を

い
た
イ
コ
マ
は

を

ん
と
叩
い
て
言

た

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
凄
く
面
白
そ
う
で
す
ね

実
戦
で
も
か
な
り
役
に
た
ち
そ
う
で
す

 
そ
し
て
シ

ナ
も
そ
れ
に
同
意
し
た

そ
う
だ
な

こ
の
世
界
の
プ
レ
イ
ヤ

は
銃
に

し
い
奴
が
多
い
か
ら
な

 
サ
ブ
武
器
の

が
切
れ
た
と
思
わ
せ
て
向
か

て
き
た
所
を
一
刀
両
断

て
の
は
ア
リ
だ
な

で
す
で
す
そ
れ
じ

あ
シ
ノ
ン
さ
ん
そ
の
グ
ロ

ク
を
一
日
お

か
り
し
て
も
い
い
で
す

か
う
ん

お
願
い
し
ま
す

名
前
は
そ
う
だ
な

や

ぱ
り

作
ナ
ン
バ

の

カ
ゲ
ム
ネ

て
事
に
な
る
か

 
そ
う

い
た
イ
コ
マ
の
言
葉
に

シ
ノ
ン
は
内
心
で
と
て
も
喜
ん
だ

シ

ナ
と
同
じ
名
前
だ
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そ
ん
な
シ
ノ
ン
の
気
持
ち
を
知

て
か
知
ら
ず
か

シ

ナ
も
あ

さ
り
と
こ
う
言

た

そ
う
だ
な
そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い
か

完
成
し
た
ら
俺
に
も
見
せ
て
く
れ
よ
な
シ
ノ
ン

 
そ
の
言
葉
に

シ
ノ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ
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第
３
０
４
話
 
頑
張
れ
小
猫
ち

ん

ソ
レ
イ
ユ
編

 
こ
の
ま
ま

迫
度
が

し
て
い
く
と
誰
が
言

た

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
し
て
残
り
の
戦
利
品
に
関
し
て
も

装
備
の
強
化
に
使
え
る
素
材
を

き

 
残
り
の
ア
イ
テ
ム
は
全
て
処
分
さ
れ

一
人
あ
た
り
の
分
配
は
実
に
五
万

を
超
え
た

 
こ
の
メ
ン
バ

の
中
で
そ
れ
を
一
番
喜
ん
だ
の
は
シ
ノ
ン
と
ベ
ン
ケ
イ
で
あ
る

 
シ

ナ
は
言
う
に

ば
ず

シ
ズ
カ
と
ニ

ン
ゴ
ロ

は
言
わ
ず
も
が
な

 
そ
し
て
イ
コ
マ
も

者
の
家
系
で
あ
り

お
金
に
不
自
由
し
た
事
は
無
い

 
ピ
ト
フ

イ
は

名
人
で
あ
り

エ
ム
も
そ
れ
な
り
に
高
い

料
を
も
ら

て
い
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
ソ
レ
イ
ユ
で
高

を
も
ら

て
お
り

 
シ
ノ
ン
と
ベ
ン
ケ
イ
と
の

済
力
の
差
は

現
時
点
で
は
歴
然
と
し
て
い
る
の
だ

 
二
人
は
楽
し
そ
う
に

こ
の
臨
時
収
入
を
ど
う
し
よ
う
か
考
え
始
め
た
の
だ
が
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二
人
の
い
い
所
は

こ
う
い

た
臨
時
収
入
に

れ
る
事
な
く

 
普

や

て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
手
を
抜
い
た
り
し
な
い
所
で
あ
る

 
そ
し
て
ア
イ
テ
ム
の
処
理
が
終
わ

た
所
で

も
う
夜
の
十
時
近
か

た

 
今
日
は
解
散
と
い
う
事
に
な

た
が

一
部
の
者
は

点
に
残
る
事
が
決
定
し
て
い
た

 

体
的
に
は
ピ
ト
フ

イ

エ
ム

シ
ノ
ン

ニ

ン
ゴ
ロ

ベ
ン
ケ
イ
で
あ
る

 
五
人
は
そ
の
ま
ま
居
間
に
移
動
し
イ
コ
マ
は
ハ
ン
ヴ

を

す
る

に

へ
と
向
か

い 
シ
ズ
カ
は
今
日
は
自
宅
に
い
る
よ
う
で
久
々
に
両
親
と
一

に
の
ん
び
り
と
過
ご
す
ら
し
く

 

々
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は
こ
れ
か
ら
会
社
か
ら
家
に
帰
る
ら
し

い 
そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
に

シ

ナ
が
い
き
な
り
こ
う

ね
た

お
い
小
猫

こ
ん
な
時
間
に
会
社
か
ら
帰
る

て

今
日
は

か
何
か
で
出
勤
し
た
の
か

う
う
ん

今
日
は

だ
け
ど

お
前
の
家

て

ソ
レ
イ
ユ
か
ら
近
い
の
か

え

と

で
三
十
分

歩
い
て
三
十
分
く
ら
い
は
か
か
る
け
ど
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ロ
ザ
リ
ア
は

シ

ナ
が
何
を
言
い
た
い
の
か
分
か
ら
ず

し
げ
な
表
情
で
言

た

ふ

ん

実
は
今

俺
は
眠
り
の
森
に
い
る
ん
だ
よ
な

 
こ

ち
の
作
業
も
そ
ろ
そ
ろ
大
詰
め
で

最
近
は

く
ま
で
色
々
や

て
た
ん
だ
が

 
今
日
は
回
線
の
調
子
を
確
認
す
る

に
こ
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
た
ん
だ
よ

 
で

そ
ろ
そ
ろ
こ

ち
も
解
散
す
る
予
定
の
時
間
だ
か
ら

俺
が
そ
の
ま
ま
自
宅
ま
で

で

送

て
や
る
よ

 
お
前
を
こ
ん
な
夜

く
に
一
人
で
家
に
帰
す
の
は

ち

と
心
配
だ
か
ら
な

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

ロ
ザ
リ
ア
は
心

の

動
が
速
く
な
る
の
を
感
じ
た

ボ
タ
ラ

キ

イ
ベ
ン
ト
来
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

神
様
あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
シ

ナ
の

し
出
を
受
け
会
社
で
シ

ナ
の
到
着
を
待
つ
事
に

し
た

  
そ
し
て
十
分
後

ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
前
に
は
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
薔
薇
の

が
あ

た

 
も
ち
ろ
ん
化

も
バ

チ
リ
直
し
て
お
り
時
計
を
気
に
し
な
が
ら
き

ろ
き

ろ
す
る
そ
の

は
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ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

男
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す

と
い
う

に
し
か
見
え
な

か

た

 
薔
薇
は

社
内
で
は
見
た
目
に
反
し
て
身
持
ち
が

い
事
で

名
で
あ
り

 

い
た
話
の
一
つ
も
無
か

た

こ
う
い

た

を
見
せ
る
の
は
初
め
て
の
事
で
あ

た

 
そ
の
せ
い
か

た
ま
た
ま
こ
の
時
間
ま
で
残

て
い
た
一
人
の
社
員
が

 
た
ま
た
ま
窓
の
外
を

め
て
薔
薇
の

を
見
付
け
そ
の
珍
し
い
様
子
を
同

に
伝
え
た

間

 
そ
の
話
は
驚
く
べ
き
速
度
を
も

て
他
の
居
残

て
い
た
者
達
に
伝
わ

て
い

た

 
そ
し
て
薔
薇
の

が
見
え
る
窓
と
い
う
窓
に

ど
ん
ど
ん
人
が
集
ま

て
い

た

お

本
当
だ

薔
薇
さ
ん
が
い
る
ぞ

あ
の
感
じ
は

ま
さ
か
男
と
待
ち
合
わ
せ
か

ち

と

薔
薇
お
姉
さ
ま
に
限

て
そ
ん
な
事
が
あ
る

無
い
で
し

う

い
や
い
や
だ

て
さ

き
か
ら
何
度
も

を
見
た
り
ま
め
に
化

を
直
し
た
り
し
て
る
ぞ

ま
さ
か
本
当
に

ん

何
か
背
後
か
ら

線
が

 
そ
う
思

た
薔
薇
は

何
だ
ろ
う
と
思

て

り
向
い
た
が

そ
こ
に
は
誰
も
い
な
い
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ん
ん

気
の
せ
い
だ

た
か
し
ら

 
そ
し
て
薔
薇
は
時
計
を
見
て

離
的
に
多
分
そ
ろ
そ
ろ
ね
と
考
え
な
が
ら

 
八
幡
の
隣
に
座
る
自
分
の

を
想
像
し

顔
を

く
し
て

に
手
を
当
て

 
き

き

と

き
な
が
ら

も
じ
も
じ
と
体
を

す
り
始
め
た

お
お

 
そ
れ
を
見
た
ギ

ラ
リ

が

一

に
ど
よ
め
い
た

 
丁
度
そ
の
時

た
ま
た
ま
部
屋
の
外
を
歩
い
て
い
た
義

が
そ
の
声
を

き
つ
け

 
何
事
か
と
思

て
部
屋
の
中
を

き
込
ん
だ

 
部
屋
の
中
で
は

山
の
同

達
が
窓
の
外
を
指
差
し
な
が
ら
わ
い
わ
い

り
上
が

て
い
た

 
義

は
窓
の
方
に
向
か
い

ひ

い

と
そ
の
窓
を

き
込
ん
だ

 
そ
し
て
義

は

も
じ
も
じ
し
て
い
る
薔
薇
の

を
目
撃
し
た

う
お

何
と
珍
し
い

 
薔
薇
と
接
す
る
事
の
多
い
義

で
も

こ
ん
な
薔
薇
の

を
見
る
の
は
初
め
て
だ

た

 
だ
が
義

に
は

薔
薇
を
あ
ん
な

態
に
さ
せ
る
存
在
に
一
人
心
当
た
り
が
あ

た
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ま
さ
か
八
幡
と
待
ち
合
わ
せ
か

 
そ
う
思

た
義

は

こ
の

態
は
ち

と
ま
ず
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

 
そ

と
部
屋
の
外
に
出
る
と

薔
薇
に

話
を
入
れ
た

あ
れ

材
木
座
さ
ん
か
ら
だ

も
し
も
し

材
木
座
さ
ん

何
か
あ
り
ま
し
た
か

あ

た
も
何
も

今
こ

ち
は
凄
い
事
に
な

て
い
る
の
だ

窓
だ

窓
を
見
て
く
れ

窓
 
そ
し
て
薔
薇
は

義

が
言
う
通
り
に
窓
を
見
よ
う
と
し
て

線
を
上
に
向
け
た

な
 
そ
こ
に
は
び

し
り
と
窓
を

め
尽
く
す
大

の
人
影
が
あ
り

薔
薇
は
絶

し
た

 
そ
の
中
の
何
人
か
は

薔
薇
に
向
け
て
手
を

て
い
た

や

と
気
付
い
た
か

な

何
で
す
か
こ
れ

そ

ち
で
今

何
が

こ

て
る
ん
で
す
か

ど
う
や
ら
皆
が
さ

き
か
ら

今
の
珍
し
い
薔
薇

の

を
観
察
し
て
い
る
よ
う
だ
な

私と
り
あ
え
ず
そ
う
い
う
事
だ
か
ら

ボ
ス
に
気
付
か
れ
る
前
に

く
逃
げ
る
の
だ
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わ

分
か

た
わ

あ
り
が
と
う

材
木
座
さ
ん

 
そ
し
て

話
を
切

た
薔
薇
は
し
か
し
直
ぐ
に
逃
げ
る
事
も
出
来
ず
ど
う
し
よ
う
か
と
困

り
果
て
た

ど
ど
ど
ど
ど
う
し
よ
う
八
幡
が
迎
え
に
来
る
の
に
そ
れ
を
置
い
て
逃
げ
る

に
も
い
か

な
い
し

 
で
も
こ
の
ま
ま
だ
と
完
全
に

し
者
だ
し

う

 
そ
の
時
薔
薇
の

を

誰
か
が
ち

ん
ち

ん
と
つ
つ
い
た

 
薔
薇
は
い
き
な
り
だ

た
の
で
驚
き

相
手
が
誰
か
を
確
認
し
な
い
ま
ま
こ
う
言

た

誰

今
ち

と
立
て
込
ん
で
る
か
ら

用
事
な
ら
後
に
し
て
く
れ
な
い

ん

何
か
急
な
仕
事
で
も
入

た
の
か

小
猫

は

八
幡

 
そ
こ
に
立

て
い
た
の
は
両
手
に
コ
ン
ビ
ニ
の
袋
ら
し
き
物
を
大

に

え
た
八
幡
だ

た

 
そ
の

を
見
た
社
員
達
は

わ

と

り
上
が

た

あ
あ

薔
薇
さ
ん
の
待
ち
合
わ
せ
の
相
手
は
次
期
社
⻑
か

そ
れ
な
ら
あ
あ
な
る
の
も
仕
方
な
い
な
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私
も
次
期
社
⻑
と
お
話
し
し
た

い

 
ソ
レ
イ
ユ
内
部
で
は

実
は
も
う
内

が
出
て
お
り

 
全
社
員
に

次
期
社
⻑
に
は
八
幡
が

く
と
い
う
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
の
功

と
し
て

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の

得
が
伝
え
ら
れ

 
同
時
に
全
社
員
に
か
な
り
の

の
ボ

ナ
ス
が

さ
れ
た

 
八
幡
の
人
気
は
ソ
レ
イ
ユ
の
内
部
で
は

に
絶
大
な
も
の
と
な

て
い
た

 
八
幡
が
ち

こ
ち

こ
と
ソ
レ
イ
ユ
を
訪
れ
社
内
の
様
子
を

し
よ
う
と
色
々
な
部

に

顔
を
出
し

 
時
に
は
苦
楽
を
共
に
し
て
い
る
の
も

そ
の
人
気
の
理
由
の
一
つ
だ

た

 
そ
し
て
そ
ん
な
窓
の
向
こ
う
の
光
景
に
気
付
い
た
八
幡
は
首
を

げ
な
が
ら
薔
薇
に

ね
た

お
い
小
猫

あ
い
つ
ら
は
一
体
何
を
し
て
る
ん
だ

え

え

と

ん

何
か
言
い

ら
い
事
な
の
か

う

う
う
ん

え

と

八
幡
を
待

て
る
私
見
物

か
な

は

お
前
見
物
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そ
し
て
八
幡
は

と

き
出
す
と

大
声
で
笑
い
始
め
た

 
そ
ん
な
八
幡
の
背
中
を

薔
薇
が
少
し

ね
た
顔
で
叩
い
た

八
幡

笑
い
す
ぎ

お
う

悪
い
悪
い

と
り
あ
え
ず
ち

と
待

て
て
な

 
そ
し
て
八
幡
は

手
に
持

て
い
た
ビ
ニ

ル
袋
を
下
に
置
き

 
二

の
窓
か
ら
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
者
達
に
手

き
を
し
た

お

次
期
社
⻑
が
俺
達
を
呼
ん
で
る
ぞ

や

た

私
達
を
ご
指
名
よ

お
前
ら
急
げ

次
期
社
⻑
が
お
待
ち
だ
ぞ

 
そ
し
て
そ
の
部
屋
の
者
達
は
外
に
向
か

て
走
り
出
し
た

だ
が
他
の
者
達
も

て
は
お

ら
ず

 

乗
す
る
よ
う
に

我
も
我
も
と
ビ
ル
の
外
に
向
か

て
走
り
出
し
た

 
そ
し
て

分
後
に

今
ビ
ル
に
残

て
い
る
全
社
員
が

八
幡
の
前
に
集
結
し
た

 
ち
な
み
に
ビ
ル
に
残

て
い
る
の
は
材
木
座
と
ア
ル
ゴ
と
陽
乃
の
三
人
だ
け
で
あ
る

何
で
お
前
ら

こ
ん
な
大
人

で
こ
こ
に
来
て
る
ん
だ
よ
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そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は

持

て
い
た
ビ
ニ

ル
袋
を
前
に
差
し
出
し
な
が
ら
言

た

差
し
入
れ
を
持

て
き
た
か
ら
す
ま
な
い
が

部

ご
と
に
何
人
か
こ

ち
に
来
て
く
れ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
受
け
取
り
に
来
た
者
達
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
次
々
と
八
幡
に
声
を

け
て
い

た

 
気
を
利
か
せ
て
一
歩
後
ろ
に
下
が

た
薔
薇
は

そ
の
会
話
に

を

け
て
い
た

次
期
社
⻑

今
日
は
こ
れ
か
ら
薔
薇
さ
ん
と
お
出
か
け
で
す
か

絶
対
言
わ
な
い
と
思
う
け
ど

デ

ト

て
言

て
み
て
も
い
い
の
よ

 
ほ
ら

勇
気
を
出
し
て

プ
リ

ズ

ん

あ
あ

薔
薇
に
は
今

俺
が
頼
ん
だ
仕
事
を
頑
張

て
や

て
も
ら

て
い
て
な

 
ち

と

み
た
い
に
な

ち
ま

て

皆
に
は
悪
い
ん
だ
が

 
今
日
は
こ
ん
な
時
間
ま
で
か
か

ち
ま

た
か
ら

さ
す
が
に

し

な
い
と
思

て

 
丁
度
近
く
に
い
た
俺
が

家
ま
で
送

て
や
る
事
に
し
た
ん
だ
よ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
で
す
ね

く

事
実
だ
け
ど

確
か
に
事
実
だ
け
ど

私
だ

て
少
し
は
見
栄
を
張
り
た
い
時
も

あ
る
の
よ
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次
期
社
⻑

臨
時
ボ

ナ
ス
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お

そ
ん
な
の
が
出
た
の
か

良
か

た
じ

な
い
か

 
で
も
俺
は
そ
れ
に
は
関
わ

て
な
い
か
ら

お

を
言
わ
れ
て
も
困

ち
ま
う
ん
だ
が

何
を
言

て
る
ん
で
す
か

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
お
か
げ
で
す
よ

そ
う
そ
う

そ
れ
は
八
幡
の
お
か
げ
で
間
違
い
な
い

 
皆
ち

ん
と
そ
う
い
う
所
が
分
か

て
い
る
の
ね

え
ら
い
え
ら
い

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
役
に
た
て
て
良
か

た
よ

ま
あ
ボ

ナ
ス
の
総

な
ん
か
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
う
ち
は

か
る
予
定
な
ん
だ
け

ど
ね

 
そ
し
て
一
人
の
女
子
社
員
が

突
に
こ
う
言
い
出
し
た

次
期
社
⻑

結
婚
し
て
下
さ
い

あ

そ
れ
じ

あ
私
も

私
も
私
も

 
そ
ん
な
女
子
社
員
達
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
薔
薇
は
驚
愕
し
た

な

何
で
す

て

え
冗
談
で
も

私
に
は
絶
対
に
言
え
な
い
事
を
平
気
で
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こ
れ
が
若
さ
な
の
ね

 
そ
し
て
薔
薇
は
無
意
識
に
少
し
座

た
感
じ
の
目
を
す
る
と
そ
の
女
子
社
員
達
を
見
つ
め

た
お
い
お
い

怖
い
お
姉
さ
ん
が
見
て
る
か
ら

冗
談
は
そ
の
く
ら
い
で
な

怖
い
お
姉
さ
ん

ま
さ
か
ボ
ス

は
い
な
い
わ
ね

て
八
幡

何
で
こ

ち
見
て
る
の

す

す
み
ま
せ
ん
薔
薇
さ
ん

冗
談

冗
談
で
す
か
ら

え

え

薔
薇
さ
ん
が
お

り
だ

退
避

退
避

 
誰
か
が
そ
う
言
い

社
員
達
は
ズ
ザ

と
一
歩
後
ろ
に
下
が

た

 
ど
う
や
ら
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
達
の
ノ
リ
と
チ

ム
ワ

ク
は
か
な
り
良
い
よ
う
だ

わ

私
今

そ
ん
な
に
怖
い
顔
を
し
て
た

ま
あ
ち

と
な

あ

八
幡
の
手
が
こ

ち
に

ま
さ
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

薔
薇
の

を

で
た
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や

ぱ
り
八
幡
の
必
殺
技

こ
れ
に
は
逆
ら
え
な
い

逆
ら
え
な
い
の
よ
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
薔
薇
は
嬉
し
い
や
ら
恥
ず
か
し
い
や
ら
で
顔
か
ら
湯
気
を
出
し
な
が
ら
フ
リ

ズ

し
た

お
お

恥
ら
う
薔
薇
さ
ん

イ
イ

さ
す
が
次
期
社
⻑

使
い

俺

薔
薇
さ
ん

て
も

と
怖
い
人
か
と
思

て
た

あ
あ

薔
薇
お
姉
さ
ま
が
ま
る
で
小
猫
の
よ
う
に

 
そ
の
最
後
の
セ
リ
フ
を

い
た
八
幡
は

思
わ
ず

き
出
し
た

 
そ
れ
で
我
に
返

た
薔
薇
は
八
幡
の
胸
を

か

か
と
叩
き
そ
の

に
社
員
達
は
ど

と

笑

た

  
社
員
達
が
外
に
飛
び
出
し
て
か
ら

そ
の
光
景
を
ず

と
窓
か
ら
一
人
で
見
て
い
た
義

は

 
思
わ
ぬ
八
幡
の
人
気

り
を
目
の
当
た
り
に
し

を
組
ん
で
う
ん
う
ん
と

い
て
い
た

さ
す
が
は
我
が
友

我
ご
と
き
が
心
配
す
る
よ
う
な
事
は
何
も
無
か

た
な
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だ
が

女
子
社
員
が
八
幡
に

が

た

間

義

は

変
し
た

な

何
故
い
つ
も
八
幡
ば
か
り
が
モ
テ
る

 
あ
や
つ
の
あ
の
女
子
社
員
か
ら
の
人
気

り
は
何
な
の
だ

リ
ア
充
爆
発
し
ろ

 
そ
の
時
少
し
離
れ
た
所
に
あ
る
社
⻑
室
の
方
か
ら
ド
ア
の
音
が
し
て
義

は
そ
ち
ら
の
方

を
見
た

 
ど
う
や
ら
誰
か
が
中
に
入

て
い

た
ら
し
く

ド
ア
は
開
け
放
た
れ
て
い
た

 
そ
し
て
次
の

間

す
さ
ま
じ
い
速
度
で
陽
乃
と
ア
ル
ゴ
が
部
屋
か
ら
飛
び
出
し

 
エ
レ
ベ

タ

の
方
へ
と
向
か

て
走
り
出
し
た

う

出

れ
た

ど
う
だ
ろ
う
な
ボ
ス

オ
レ

ち
も
気
付
い
た
の
は
つ
い
さ

き
だ
か
ら

 
あ
の

態
に
な

て
ど
れ
く
ら
い

て
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
ナ

ま
あ
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と

と
り
あ
え
ず
間
に
合

た
ら

 
二
人
で
八
幡
君
と
薔
薇
を
散
々
お
ち

く

て
や
り
ま
し

う

 
走
る
二
人
か
ら
そ
ん
な
言
葉
が

こ
え
て
き
た

義

は

て
て
薔
薇
に

話
を
し
た

あ
れ

ま
た
材
木
座
さ
ん
か
ら

話
が
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ま
た

う
ん

さ

き
も
私
が
皆
に
見
ら
れ
て
る

て
教
え
て
く
れ
た
の

そ
う
か

何
か

な
予
感
が
す
る
な

と
り
あ
え
ず
出
て
み
ろ
よ

う
ん

 
そ
し
て
薔
薇
は

義

か
ら
の

話
で

陽
乃
と
ア
ル
ゴ
の
接
近
を
知

た

なひ
い

ま
ず
い
ま
ず
い

つ
い
に
ボ
ス
に
バ
レ
た

く
逃
げ
な
い
と

 
そ
し
て
薔
薇
は

そ
の
事
で

が
い

ぱ
い
に
な
り

一

他
の
社
員
達
の
存
在
を
忘
れ

 
い
き
な
り
八
幡
の
手
を
ぎ

と

た

お
お

 
そ
し
て
こ
の
日
三
度
目
の

お
お

が

こ

た

お

お
い
小
猫

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
だ

材
木
座
は
何
と
言

て
き
た
ん
だ

 
八
幡
は

薔
薇
の

元
で
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う

ね
た

大
変
な
の

ボ
ス
と
部
⻑
が

今
こ

ち
に
全
力
で
向
か

て
る

て

ボ
ス
と
部
⻑

て

ハ
ル
姉
さ
ん
と
ア
ル
ゴ
か

ま
じ
か
よ

よ
し

キ

ト
の
所
ま
で
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走
る
ぞ

え
え

き

危
な
い

 
そ
の
時
い
き
な
り
薔
薇
が
転
び
そ
う
に
な
り

八
幡
は

て
て
薔
薇
を

え
た

大
丈
夫
か

ご
め
ん

て
た
せ
い
で

ち

と
足
首
を

た
み
た
い

よ
し
分
か

た

俺
に
任
せ
ろ

えま

ま
さ
か
こ
こ
で
憧
れ
の
お
姫
様

こ
が

 
あ
あ
神
様

足
を
く
じ
い
て
ご
め
ん
な
さ
い

で
も
本
当
に
あ
り
が
と
う

 
八
幡
の
言
葉
を

い
た
薔
薇
は

心
の
中
で
そ
ん
な
事
を
考
え
た

 
そ
し
て
八
幡
は

集
ま

て
い
た
社
員
達
に
別
れ
の
言
葉
を
告
げ
た

よ
し

も
う
す
ぐ
怖
い
人
が
来
る
み
た
い
だ
か
ら

俺
は
逃
げ
る
ぞ

 
お
前
ら
も
あ
ま
り
無
理
せ
ず

そ
ろ
そ
ろ
帰
る
ん
だ
ぞ

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

は
い

無
理
は
し
ま
せ
ん
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明
日
明
後
日
は
休
み

て
言
わ
れ
て
る
ん
で

大
丈
夫
で
す

次
期
社
⻑

ま
た
来
て
下
さ
い
ね

薔
薇
さ
ん

足
の
怪
我
は
し

か
り
治
し
て
下
さ
い
ね

次
期
社
⻑

薔
薇
さ
ん
の
事

お
願
い
し
ま
す
ね

お
う

 
そ
し
て
八
幡
は

い
き
な
り
正
面
か
ら
薔
薇
の

に
手
を
回
し
た

あ
あ
れ

八
幡
お
姫
様

こ
の

く

置
は
そ
こ
じ

な
い
そ
こ
じ

な
い
わ
よ

ふ
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

薔
薇
を
持
ち
上
げ
て

に
担
ぎ

そ
の
ま
ま

に
向
か

て
歩
き
出
し
た

 
い
わ
ゆ
る
お

様

こ
で
あ
る

ち

が

う

だ

ろ

 
社
員
達
は

そ
ん
な
薔
薇
の

に
同
情
の

線
を
向
け
た

こ
こ
は
絶
対
に
お
姫
様

こ
だ
と
思

た
の
に
な

ま
さ
か
の
お

様

こ

き
た
あ
あ
あ
あ
あ

薔
薇
さ
ん

ど
ん
ま
い

す
よ
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あ
れ

で
も
薔
薇
さ
ん
は
今
日
は

め
の
ス
カ

ト
だ

た
気
が

 
そ
の
言
葉
通
り
薔
薇
は
自
身
の
ス
カ

ト
が
め
く
れ
そ
う
な
事
に
気
が
付
き

て
て
八
幡

に
言

た

ち

八
幡

ス
カ

ト

私
の
ス
カ

ト
が

あ
あ

も
う
す
ぐ
キ

ト
の
所
に
着
く
か
ら
そ
れ
ま
で
少
し
我
慢
し
ろ

い
や

正
面
か
ら
見
た
ら
見
え
ち

う

絶
対
に
見
え
ち

う
か
ら

大
丈
夫
だ
そ

ち
に
は
誰
も
い
な
い

そ
し
て
俺
が
横
を
向
か
な
け
れ
ば
何
も
問
題
は
な
い

ど
う
し
て
こ
う
な
る
の
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
薔
薇
は

そ
の
恥
ず
か
し
い
格
好
の
ま
ま
キ

ト
に
放
り
込
ま
れ

 
陽
乃
達
が

を
現
す
ギ
リ
ギ
リ
直
前
に
何
と
か
二
人
は
そ
の
場
か
ら
脱
出
す
る
事
が
出
来
た

の
だ

た

 
ま
あ

こ
う
い
う
話
は
ガ
チ
で

迫
し
ち

た
ら
書
け
ま
せ
ん
ヨ
ネ
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第
３
０
５
話
 
頑
張

た
ね
小
猫
ち

ん

自
宅
編

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
陽
乃
と
ア
ル
ゴ
の
魔
の
手
か
ら
逃
れ
る
事
に
成
功
し
た
二
人
は
一
路
薔
薇
の
家
へ
と
向
か

て
い
た

 
薔
薇
は
自
宅
の

所
を
キ

ト
に
伝
え
八
幡
も
さ
す
が
に
疲
れ
た
の
か
運
転
は
キ

ト
に

任
せ

 
二
人
は
流
れ
る
景
色
を
見
な
が
ら
ぼ

と
し
て
い
た

 
そ
ん
な
八
幡
の
横
顔
を
見
な
が
ら

薔
薇
は
先
ほ
ど
の
出
来
事
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

く

ま
さ
か
あ
ん
な

出
し

態
で

に
担
が
れ
る
事
に
な
る
な
ん
て

 
幸
い
他
の
社
員
達
か
ら
は
見
え
な
い

置
だ

た
か
ら
良
か

た
も
の
の

 
何
故
お
姫
様

こ
を
選
択
し
な
か

た
の
か
と

八
幡
を
正
座
さ
せ
て
問
い
詰
め
た
い

 
で
も
悔
し
い
事
に
あ
れ
は
あ
れ
で
悪
く
は
な
か

た
そ
う
困

た
事
に
悪
く
は
な
か
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た
の
よ

 
何
で
か

て

は
ど
う
あ
れ

私
が
初
め
て
八
幡
に

き
締
め
ら
れ
た
か
ら
よ

 
そ
う

私
は
あ
れ
だ
け
多
く
の
社
員
の
前
で

八
幡
に

か
れ
た
の
よ

 
で
も
き

と

あ
の
中
の
誰
も
勘
違
い
と
か
し
て
く
れ
な
い
わ
よ
ね

 
乙
女
と
し
て
は
複
雑
な
気
分
だ
わ

し
か
し
そ
れ
よ
り
も

そ
れ
よ
り
も

 
そ
し
て
薔
薇
は

八
幡
の
方
を

み
が
ま
し
い
目
で
見
つ
め
た

こ
の
男

自
分
の
顔
の
す
ぐ
横
で

完
全
に
私
の
ス
カ

ト
が
め
く
れ
て
い
た
と
い
う
の
に

 
ま

た
く

線
を
感
じ
な
か

た

ど
う
い
う
事
な
の

 
あ
ん
た
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

ラ

キ

ス
ケ
ベ
の

し
子
で
し

う
が

 
英
雄
は
色
好
む
も
の
な
の
よ

あ
あ
い
う
時
く
ら
い
ち

ん
と
こ

ち
を
見
な
さ
い
よ

 
薔
薇
は
心
の
中
で
八
幡
に

そ
ん
な
理
不
尽
な
八
つ
当
た
り
を
し
た

 
そ
の
時
八
幡
が

薔
薇
に
声
を

け
て
き
た

足
は

く
な
い
か

大
丈
夫
か

え

あ

う

う
ん

大
丈
夫

う

私
が
こ
ん
な
欲
望
ま
み
れ
の
事
を
考
え
て
い
た
と
い
う
の
に
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薔
薇
は
内
心
で

自
分
の
心
が

れ
て
い
る
と
感
じ

少
し
落
ち
込
ん
だ

ん

れ
て
い
る

 
そ
し
て
薔
薇
は

突
然
自
分
に
危
機
が
迫

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

あ
あ
あ
あ
あ
あ

私
の
部
屋

今
の
私
の
部
屋
は

 
そ
う

最
近
忙
し
か

た

薔
薇
の
部
屋
は
今
と
て
も
散
ら
か

て
い
る

 
台
所
に
は
洗

て
い
な
い
食
器
が
山

み
で
あ
り
洗

物
は
洗

機
が

ま
る

た
ま

て

お
り

 
普

過
ご
し
て
い
る
居
間
の

だ
け
は
問
題
は
無
い
が
そ
こ
か
ら
は
キ

チ
ン
が

見
え

で
あ
り

 
基
本
的
に
は
と
て
も
八
幡
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な

態
で
は
な
い

ま

ま
あ

八
幡
が
部
屋
ま
で
来
る

じ

な
い
し

大
丈
夫

こ
こ
さ
え
乗
り
切
れ
ば
大
丈

夫
の
は
ず

そ
ろ
そ
ろ
目
的
地
に
到
着
し
ま
す

 
丁
度
そ
の
時
キ

ト
が
そ
う
言
い

薔
薇
は
ハ

と
し
た
顔
で
窓
の
外
を
見
た

 
目
の
前
に
は
見
慣
れ
た
自
宅
の
マ
ン
シ

ン
の

が
あ
り



 第四章 ＧＧＯ編

 
薔
薇
は
も
う
そ
ん
な
に
時
間
が

た
の
か
と
八
幡
と
あ
ま
り
会
話
を
出
来
な
か

た
事
を

少
し
悔
い
た

 
そ
し
て
近
く
に
あ
る

場
に
キ

ト
を

め
た
八
幡
は

 
助
手

の
ド
ア
を
開
け

薔
薇
に
手
を
差
し
出
し
た

ほ
ら

部
屋
ま
で
連
れ
て

て
や
る
か
ら

そ

と
立
ち
上
が

て
み
ろ

薔
薇

 
あ
く
ま
で
足
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
そ

と

そ

と
な

う

や

ぱ
り
優
し
い

 
薔
薇
は

を

め
な
が
ら

ま
た
お

様

こ
さ
れ
ち

う
の
か
し
ら
と

 
先
ほ
ど
ま
で

て
い
た
こ
と
も
忘
れ

そ
れ
を
期
待
す
る
よ
う
な
事
を
考
え
た

 
と
こ
ろ
が
八
幡
は

そ
の
ま
ま
優
し
く
薔
薇
に

を
貸
し

大
切
な
も
の
を
扱
う
よ
う
に

 
ゆ

く
り
ゆ

く
り
と
薔
薇
と

ん
で
入
り
口
の
方
へ
と
進
ん
で
い

た

さ
す
が
に
こ
こ
だ
と
他
人
の
目
も
あ
る
し

き
上
げ
る
の
は
ち

と
ま
ず
い
よ
な

お
お
お
お
お

こ
れ
は
想
定
外
だ

た
わ

で
も
こ
れ
も
い
い

 
そ
し
て
薔
薇
は

ビ
ル
の
入
り
口
の
セ
キ

リ
テ

ン
を
抜
け

 
八
幡
に
連
れ
ら
れ

エ
レ
ベ

タ

の
前
へ
と
到
着
し
た
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ち

ん
と
セ
キ

リ
テ

の
し

か
り
し
て
る
所
に

ん
で
る
み
た
い
だ
な

 
も
し
安
ア
パ

ト
に

ん
で
た
ら

無
理
に
で
も
引
越
し
さ
せ
る
所
だ

た
が

え

え
え

お
か
げ
さ
ま
で
そ
れ
な
り
に
い
い

料
を
も
ら

て
る
か
ら
ね

 
そ
し
て
薔
薇
は

め
た
足
の

合
を
確
認
し
何
と
か
歩
け
そ
う
だ
と
い
う
事
を
確
認
し
た
上

で
言

た

こ
こ
ま
で
連
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
こ
こ
で

あ

何
を
遠

し
て
る
ん
だ
よ

ち

ん
と
部
屋
ま
で
連
れ
て

て
や
る

て

え

あ

え

と

ど

ど
ど
ど
ど
う
し
よ
う

確
か
に
も
う
少
し
こ
う
し
て
い
た
い
け
ど

で
も

で
も

 
う
う
ん

部
屋
の
入
り
口
ま
で
は
セ

フ

セ

フ
だ
わ

 
つ
い
で
に
八
幡
に
部
屋
を
覚
え
て
も
ら
え
ば
い
つ
か
は
う
ち
に
八
幡
が
来
て
く
れ
る
か
も
し

れ
な
い

 
そ
う
考
え
た
薔
薇
は

お
ず
お
ず
と
八
幡
に
言

た

う

う
ん

そ
れ
じ

あ
お
願
い

お
う
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薔
薇
は
自
ら
の
欲
望
に
負
け
八
幡
に
自
分
の
部
屋
の
前
ま
で
連
れ
て

て
も
ら
う
事
を
選
択

し
た
が

 
そ
の
時
点
で
は

し

か
り
と
線
引
き
を
す
る
つ
も
り
で
い
た

 
だ
が
薔
薇
の
部
屋
の
あ
る

に
着
い
た

間
に
八
幡
の
と

た
行
動
の
せ
い
で

 
薔
薇
は
完
全
に

静
さ
を
失
い

部
屋
へ
の
八
幡
の
立
ち
入
り
を
許
す
事
と
な

た

さ
て

こ
こ
ま
で
来
れ
ば
も
う
人
の
目
も
無
い
だ
ろ
う
し

そ
ろ
そ
ろ
い
い
か

え

え

よ

と

 
そ
し
て
八
幡
は

薔
薇
を
お
姫
様

こ
し

薔
薇
の
部
屋
へ
向
か

て
歩
き
始
め
た

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

私
は
今

最
高
に

い
て
い
る

こ
こ
は
愛
し
い
彼
の

の
中

 
そ
し
て
私
は
今

プ
リ
ン
セ
ス

逆
の
足
に
あ
ま
り
負
担
を
か
け
る
の
も
あ
れ
だ
し
な

怪
我
を
し
た
時
く
ら
い
は
ま
あ

 
お
前
に
こ
う
し
て
や

て
も

ら
れ
る
事
は
無
い
だ
ろ

そ

そ
う
よ
ね

何
も
問
題
は
無
い
と
思
う
わ

お

お
う
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八
幡
は

そ
の
薔
薇
の
剣
幕
に
少
し
押
さ
れ
つ
つ

足
を
ぶ
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
に

 
慎
重
に
薔
薇
を
部
屋
の
前
ま
で
連
れ
て
い

た

薔
薇
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
八
幡
に

き
付

い
た
が

 
八
幡
は
そ
ん
な
薔
薇
の

を
落
ち
な
い
よ
う
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
ん
だ
な
と
好
意
的
に
と

ら
え
て
い
た

こ
こ
か

よ
し
小
猫

今
下
ろ
す
か
ら
な

だ
大
丈
夫
こ
の
ま
ま
ド
ア
を
開
け
ら
れ
る
か
ら
こ
の
ま
ま
で
こ
の
ま
ま
で
い
い
わ

え

そ

そ
う
か

え
え

何
も
問
題
は
無
い
わ

せ

か
く
の
こ
の

態
を

そ
う
簡

に
手
放
す

に
は
い
か
な
い
わ

 
そ
し
て
薔
薇
は

器
用
に
お
姫
様

こ
さ
れ
た
ま
ま
で
ド
ア
の
鍵
を
開
け

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
居
間
へ
と
進
み

そ
こ
で
そ

と
薔
薇
を
下
ろ
し
た

 
そ
の

間
に

薔
薇
は
我
に
返
り

自
分
の
失
態
に
気
が
付
い
た

し
ま

た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
欲
望
に
負
け
て
八
幡
を
家
に
入
れ
て
し
ま

た
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ



 第四章 ＧＧＯ編

 
八
幡
は
ま
だ
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
だ

た
が

 
居
間
に

設
さ
れ
て
い
る
キ

チ
ン
は
か
な
り
ひ
ど
い

態
で
あ
り

 
薔
薇
は
一
刻
も

く
こ
の

態
を
脱
し
な
い
と
い
け
な
い
と

た

と
り
あ
え
ず
楽
な
格
好
に
着

え
て
き
た
ら
ど
う
だ

何
な
ら

室
ま
で
連
れ
て

て
や
ろ

う
か

室

室
に
は
確
か

日
脱
ぎ
散
ら
か
し
た
下
着
と
か
が
そ
の
ま
ま

だ

だ
だ
だ
大
丈
夫

一
人
で
大
丈
夫
よ

そ
う
か

と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
座

て
て

あ
ま
り
あ
ち
こ
ち
じ
ろ
じ
ろ
見
な
い
で
ね

も
ち
ろ
ん
だ
さ
す
が
に
一
人

ら
し
の
女
性
の
部
屋
を
じ
ろ
じ
ろ
見
回
す
の
は
失

だ
し
な

 
そ
し
て
薔
薇
は

室
に
向
か
う
と

何
を
着
れ
ば
い
い
か
真
剣
に

討
し
始
め
た

い
つ
も
は
ジ

ジ
だ
け
ど

さ
す
が
に
今
の

況
で
そ
れ
は
選
べ
な
い

 
私
に
も
女
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
の
よ

こ
こ
は
多
少
無
理
を
し
て
で
も

 
八
幡
が
ハ

と
す
る
よ
う
な

か
わ
い
い
服
を
選
ば
な
く
て
は

 
も
ち
ろ
ん
ス
カ

ト
は

ラ

キ

ス
ケ
ベ
御
用
達
の

い
奴
で
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そ
し
て
薔
薇
は
多
少
時
間
を
か
け

し

か
り
と
身

く
ろ
い
を
し
て
居
間
へ
と

た

 
そ
ん
な
薔
薇
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
キ

チ
ン
に
立
ち
洗
い
物
を
し
て
い
る
八
幡

の

だ

た

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
お
や

と
着

え
終
わ

た
か

て
何
で
そ
ん
な
よ
そ
い
き
の
格
好
を
し
て
る
ん
だ

よ 
あ
と
ス
カ

ト
も

す
ぎ
だ

ジ

ジ
か
何
か
は
持

て
な
い
の
か

あ

あ
る
け
ど

ま
あ
そ
の
格
好
も
か
わ
い
い
と
思
う
が
自
宅
で
く
ら
い
気
を
遣
わ
ず
楽
な
格
好
を
し
ろ
よ

あ

は
い

か
か
わ
い
い

今
か
わ
い
い

て
言

た

で
も
答
え
ち

た
以
上
着

え
な
い
と

 
あ
あ

キ

チ
ン
の
事
に
突

込
む
タ
イ
ミ
ン
グ
が

 
そ
う
考
え
な
が
ら
も
薔
薇
は

室
に

り

服
を

麗
に
ハ
ン
ガ

に

け

 
上
だ
け
ジ

ジ
に
着

え
た
が

下
は
ミ
ニ
ス
カ

ト
を
死
守
す
る
事
に
し
た
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だ

て

実

こ
の
方
が
楽
な
ん
だ
も
の

仕
方
な
い
わ
よ
ね

う
ん
仕
方
な
い

 
薔
薇
は
そ
う
理

武
装
し

少
し
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
そ
の
格
好
で
押
し
通
す
事
に
し
た

 
そ
し
て
居
間
に

ろ
う
と
し
た
薔
薇
は

ハ

と
何
か
に
気
付
い
た
顔
を
し

 

の
上
を
コ
ロ
コ
ロ
転
が
し
て

を
す
る
道

を
取
り
出
す
と
お
も
む
ろ
に

い

を
始
め
た

八
幡
が
こ
こ
に
入

て
そ
の
ま
ま
一

に

る
可
能
性
が

ゼ
ロ
と
い
う

じ

な
い
ん
だ

し 
こ
れ
く
ら
い
は

ね

そ
う

え
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
確

で
も

そ
れ
は
ゼ
ロ
で

は
無
い
の
よ

 
そ
れ
は
実
は

居
間
に

て
キ

チ
ン
の
事
を
話
す
事
を
無
意
識
に
恐
れ
た

 
薔
薇
の
逃
避
行
動
で
あ

た
が
薔
薇
は
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
自
分
の
心
の
動
き
に
は
気
が
付
か

な
か

た

ふ
う

こ
れ
で
準
備
は
オ

ケ

と

 
つ
い
で
に
自
然
な
態
度
で
こ
の
洗

物
を
洗

機
に
突

込
ま
な
い
と

 
そ
し
て
薔
薇
は
そ

と
居
間
を

き
八
幡
が
ま
だ
キ

チ
ン
に
立

て
い
る
事
を
確
認
す
る
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と 
忍
び
足
で

室
を
抜
け
出
し

室
に

設
さ
れ
て
い
る
洗

機
の
方
へ
と
向
か

た

 
そ
の

間
に

後
ろ
を
向
い
て
い
た
八
幡
が

向
こ
う
を
向
い
た
ま
ま
薔
薇
に
声
を

け
た

小
猫

着

え
終
わ

た
の
か

も
し
か
し
て

室
に
洗

物
が
た
ま

て
た
の
か

 
こ
の
ク
ラ
ス
の
部
屋
だ
と
こ
の
時
間
に
大
き
な
音
を
立
て
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
し

 
つ
い
で
に
そ
の
ま
ま
洗

機
を
回
し
て
く
る
と
い
い

な

何
で
分
か
る
の
お
お
お
お
お
お

う

う
ん

 
そ
し
て
薔
薇
は

言
わ
れ
た
通
り
洗

機
を
回
し
て
か
ら
居
間
に

た

 
キ

チ
ン
は
八
幡
の
手
に
よ

て

麗
に
さ
れ
て
お
り
テ

ブ
ル
の
上
に
は
お
茶
が
用
意
さ

れ
て
い
た

お
い

何
で
下
は

い
ス
カ

ト
の
ま
ま
な
ん
だ
よ

え

え

と

足
を
く
じ
い
た
か
ら
こ
の
方
が
楽
な
の
よ

ジ

ジ
だ
と
ち

と
大
変

じ

な
い

あ
あ

そ
う
言
わ
れ
る
と

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な
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よ

し

あ

に
考
え
た
こ
の
言
い

は

我
な
が
ら
完

ね

 
そ
し
て
薔
薇
は
八
幡
の
隣
に
座
り

そ
の
お
茶
を
飲
ん
だ

あ

何
か
美
味
し
い

そ
う
か

あ

た
お
茶

葉
を
使

た
だ
け
だ
し

い
つ
も
と
一

だ
ろ

そ

そ
う
か
な

ま
あ
気
の
せ
い
だ
ろ

こ
れ
が
も
し
か
し
て

愛
情
補
正

て
奴
な
の
か
し
ら

 
薔
薇
は
そ
う
思
い
な
が
ら

八
幡
に
言

た

あ
の

キ

チ
ン

れ
て
た
で
し

あ

あ
り
が
と

い
や

俺
こ
そ
勝
手
に
キ

チ
ン
に
入

ち
ま

て
悪
か

た
な

 
最
近
俺
が
お
前
に
色
々
頼
み
す
ぎ
て
た
か
ら

片
付
け
て
る
暇
が
無
か

た
ん
だ
ろ

 
だ
か
ら
も
し
か
し
て
洗

物
も
た
ま

て
た
ん
じ

な
い
か
と
思

た
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
そ
の
通
り
だ

た
み
た
い
だ
な

す
み
ま
せ
ん

私
が
サ
ボ

て
た
だ
け
な
ん
で
す
う
う
う
う
う
う
う

 
だ
が
薔
薇
は
正
直
に
そ
う
言
う
事
も
出
来
ず

そ
の
言
葉
に

に

い
た
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あ

う
ん

し
か
し
お
前
の
ジ

ジ

は
初
め
て
見
た
が

微

に
似
合
わ
な
い
よ
な

 
顔
立
ち
が

手
な
せ
い
か
な
も
し
か
し
て
化

を
落
と
し
た
ら
似
合
う
の
か
も
し
れ
な
い

が
こ

こ
れ
は
ま
さ
か

す

ん
を
ご
所
望
な
の
か
し
ら

で
も
さ
す
が
に
そ
れ
は

 
で
も
八
幡
が
私
の
す

ん
を
見
て
変
な
事
を
言
う
は
ず
が
無
い
し
見
て
も
ら
い
た
い
気
も

す
る

 
ど

ど
ど
ど
ど
う
し
よ
う

こ
こ
が
勝
負
ど
こ
ろ
な
気
も
す
る

 
丁
度
そ
の
時

室
の
方
か
ら
音
が

こ
え
た

ど
う
や
ら
洗

が
終
わ

た
よ
う
だ

こ
こ
に
は

機
は
あ
る
の
か

う

う
ん

本
当
は
外
に

し
た
方
が
い
い
と
思
う
が
と
り
あ
え
ず
今
日
は

機
で

か
し
た
方
が
い

い
か
も
な

 
俺
の
事
は
気
に
せ
ず

遠

な
く
行

て
こ
い

て

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る
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そ
し
て
薔
薇
は

洗

物
を

機
に
か
け
た
後

を
見
な
が
ら
少
し
迷

た
後

 

て
自
分
の
化

を
落
と
し
始
め
た

そ
し
て
薔
薇
は
深
呼

を
し
た
後

 

室
を
出
て

八
幡
の
隣
に
再
び

け
た

そ
し
て
八
幡
は
薔
薇
の
顔
を
見
て

 
一

驚
い
た
顔
を
し
た
後

柔
ら
か
い
笑
顔
を
見
せ
た

そ
う
か

化

を
落
と
し
た
の
か

こ
う
し
て
お
前
の
素
顔
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
よ
な

そ

そ
う
よ
ね

ど
う

思
う

さ
あ

八
幡
は
ど
う
思

た
の

さ
あ
さ
あ

思
い
切

て
プ
リ

ズ

そ
う
だ
な

象
が
柔
ら
か
く
な

た
か
な

い
い
ん
じ

な
い
か

よ

し

あ
あ
あ
あ
あ
あ

か
わ
い
い
と
か
言
わ
れ
た

じ

な
い
け
ど

こ
れ
は
好
感

触
さ
て
あ
ん
ま
り

い
時
間
ま
で
い
る
の
は
ま
ず
い
と
思
う
し
そ
ろ
そ
ろ
俺
は
帰
る
事
に
す

る
わ

 
お
前
も
明
日
明
後
日
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
な
い
で
い
い
か
ら

 
他
の
社
員
同
様
に

ゆ

く
り
休
ん
で
て
く
れ
よ
な

や

ぱ
り

室
に
連
れ
込
む
と
か
は
無
理
だ

た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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で
も
ま
あ
当
た
り
前
よ
ね
う
ん
仕
方
な
い
仕
方
な
い
今
日
は
幸
せ
だ

た
し
ま
あ
良

か

た
か
な

 
そ
し
て
八
幡
は
立
ち
上
が
り

薔
薇
は
八
幡
を
見
送
ろ
う
と

て
て
立
ち
上
が

た

 
だ
が
薔
薇
は
足
を

め
た
事
を
忘
れ
て
い
た
せ
い
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
八
幡
の
方
に
倒
れ
込

ん
だきお

と

 
八
幡
は
薔
薇
を
正
面
か
ら
し

か
り
と

き
締
め

薔
薇
が
倒
れ
る
の
を
防
い
だ

 
薔
薇
は
八
幡
に
正
面
か
ら

き
締
め
ら
れ

天
に
も
の
ぼ
る
心
地
だ

た
が

 
し

か
り
と
胸
を
押
し
付
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

 
八
幡
が
少
し

い
顔
を
し
て
い
る
だ
け
で

案
外
平
気
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た

 
薔
薇
は
そ
の
事
だ
け
は
少
し
残
念
に
思

た

ち
な
み
に
そ
れ
は
薔
薇
が
ジ

ジ
を
着
て

い
た

 
胸
の
谷
間
が
ま

た
く
見
え
な
か

た

で
あ
る

ち
な
み
に
感
触
も
セ

ブ
さ
れ
て
い
た

 
そ
ん
な
薔
薇
を
ソ
フ

に
座
ら
せ
八
幡
は
心
配
そ
う
に
薔
薇
の

め
た
足
を
さ
す
り
だ
し
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た 
そ
し
て
八
幡
は
顔
を
上
げ

薔
薇
に
向
か

て
こ
う
言

た

う
わ

い

い
や

足
は
大
丈
夫
か

や

ぱ
り

い
よ
な

 
薔
薇
は

八
幡
が
一

驚
い
た
顔
を
し
た
の
を

し
く
思

た
が

そ
の
ま
ま
こ
う
答
え
た

う

う
う
ん

大
丈
夫

 
そ
し
て
八
幡
は
何
故
か
目
を

て
足
に

線
を

す
と
下
を
向
い
た
ま
ま
薔
薇
に
言

た
そ
う
か

も
し
や
ば
そ
う
だ

た
ら
必
ず
病
院
に
行
く
ん
だ
ぞ

 
も
し
移
動
が
無
理
そ
う
だ

た
ら
明
日
俺
に
連

し
て
く
れ
病
院
ま
で
送
り
迎
え
し
て
や
る

か
ら
な

あ

あ
り
が
と
う

神
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
日
一
日
で
私
は
一
生
分
の
幸
せ
を
も
ら
い
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は
く
る

と
後
ろ
を
向
き
薔
薇
に
ひ
ら
ひ
ら
と
手
を

り
な
が
ら
こ
う
言

た

こ
こ

て
オ

ト
ロ

ク
だ
よ
な

俺
は
こ
の
ま
ま
帰
る
が

見
送
り
は
い
い
か
ら
な

あ
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ん何
か
こ
の
日
の
記
念
を

そ

そ
う
だ

あ

あ
の

絶
対
に
誰
に
も
見
せ
な
い
か
ら

初
め
て
こ
こ
に
来
た
記
念
に

一

に
写
真

を
写
真

写
真
か

そ
れ
く
ら
い
な
ら
ま
あ
い
い
が

待

て
て

デ
ジ
カ
メ
で

麗
に

る
か
ら

お

お
う

 
そ
し
て
薔
薇
は
居
間
に
丁
度
置
い
て
あ

た
デ
ジ
カ
メ
を

に
セ

ト
し
八
幡
の
前
に

ん
だ

 
そ
し
て
薔
薇
は

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
そ

と
八
幡
の
両
手
を

自
分
の
前
に
回
し
た

横
に

ぶ
も
ん
だ
と
ば
か
り
思

て
た
ん
だ
が

べ

別
に
い
い
じ

な
い

カ
メ
ラ
も
立
て
て
あ
る
ん
だ
し

ま
あ
い
つ
も
お
前
に
は
お
世
話
に
な

て
る
し
こ
の
く
ら
い
は
別
に

わ
な
い
け
ど

な 
他
の
奴
ら
も
お
前
と
だ

た
ら
許
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
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そ

そ
う

ち

と
複
雑
な
ん
で
す
け
ど
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
写
真
を

り
終
わ
る
と

八
幡
は
去

て
い

た

 
去
り

に

一

だ
け
八
幡
が

薔
薇
の
ス
カ

ト
の
方
を
見
た
気
が
し
た
が

 
薔
薇
は
そ
の
事
は
特
に
気
に
し
な
か

た

じ

あ
ま
た
な

小
猫

う
ん

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

ま
た
ね

 
そ
し
て
薔
薇
は

一
人
で
先
ほ
ど

た
写
真
を

め
た

え
 
そ
こ
に
は
と
て
も
真

な
顔
を
し
た
八
幡
が
写

て
お
り

薔
薇
は
驚
い
た

正
面
か
ら

き
締
め
ら
れ
た
時
は

こ
ん
な
顔
は
し
て
い
な
か

た
わ
よ
ね

 
そ
れ
が
後
ろ
か
ら

い
た
く
ら
い
で
こ
う
な
る
と
は
思
え
な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
し
て
薔
薇
は

そ
の
間
に
何
が
あ

た
の
か
を
思
い
出
し
た

う
わ

い

い
や

足
は
大
丈
夫
か

や

ぱ
り

い
よ
な

思
い
つ
く
の
は
あ
の
時

八
幡
は
何
か
に
驚
い
て
い
た



 第３０５話 頑張ったね小猫ちゃん〜自宅編

 
そ
し
て
帰
り

に

八
幡
は
一

私
の
ス
カ

ト
の
方
を
見
た

 
薔
薇
は
そ
う

く
と

線
を
下
に
落
と
し
自
分
の
は
い
て
い
る
ス
カ

ト
に
目
を
や

た

ま
ま
さ
か
あ
の
時
八
幡
は
私
の
ス
カ

ト
の
中
を
見
て
そ
れ
で
こ
ん
な
に
真

に
な

た 
そ
し
て
薔
薇
は
再
び
写
真
の
八
幡
の
真

な
顔
を

め
近
所
迷
惑
も
気
に
せ
ず
絶
叫
し

た
う
お
お
お
お
お

神
様

私
は
つ
い
に

私
の
色
気
で
八
幡
を

面
さ
せ
て
や
り
ま
し
た

 
こ
の
写
真
は
一
生
宝
物
に
し
ま
す

 
こ
う
し
て
こ
の
日
は

彼
女
に
と

て
は
と
て
も
幸
せ
な

態
で
終
わ
る
事
と
な

た

 
だ
が
三
日
後
彼
女
は
陽
乃
と
ア
ル
ゴ
に
ず

と
い
じ
ら
れ
る
事
を
分
か

て
は
い
な
か

た
の
だ

た

 
や

ぱ
り
頑
張
れ
小
猫
ち

ん
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第
３
０
６
話
 
上
映
会

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
八
幡
が

薔
薇
を
迎
え
に
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か

て
い
る

 
ピ
ト
フ

イ

シ
ノ
ン

ニ

ン
ゴ
ロ

ベ
ン
ケ
イ

エ
ム
の
五
人
は

 

点
内
の
モ
ニ
タ

前
に
集
合
し
て
い
た

シ
ノ
ノ
ン
と
エ
ム
は

ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
い
ん
だ
よ
ね

 
ケ
イ
と
先
生
は
ど
の
く
ら
い
知

て
る
の

私
は

話
で
こ
ん
な
武
器
を
使

て
た

て
お
お
ま
か
な
説
明
を
受
け
た
く
ら
い
で
す
か

ね 
で
も
話
を

い
て
も
い
ま
い
ち
イ
メ

ジ
が

か
な
く
て
実

に
見
て
み
た
か

た
ん
で
す

よ
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私
は
あ
や
つ
の
当
時
の
友
人
達
か
ら
話
を

い
た
だ
け
だ
が

 
同
じ
く
ど
ん
な
武
器
な
の
か
理
屈
は
分
か
る
が

ど
う
運
用
す
る
の
か
が
今
一
つ
分
か
ら
な

か

た
の
だ

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
じ

く
り
と

 
ど
う
い
う
武
器
な
の
か
見
て
み
る
と
い
い
よ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
が

コ
ン
ソ

ル
に
仮
想
キ

ボ

ド
と
マ
ウ
ス
を
出
現
さ
せ

 
何
事
か
操
作
を
し
た
か
と
思
う
と
モ
ニ
タ

に
八
幡
の

と
見
知
ら
ぬ
若
者
の

が
映
し

出
さ
れ
た

一
応
あ
ん
た
の
若
い

の
写
真
を
元
に

外
見
も
若
い

と
同
じ
に
し
て
あ
る
か
ら
な

ん

今
の
は
ど
う
い
う
意
味
だ

こ
の
相
手
は
何
者
だ

あ
あ

先
生
そ
れ
は
ね

え

と

ち

と
待

て
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
映
像
を
一
度
止
め
る
と

代
わ
り
に
モ
ニ
タ

に

 
何
か
の
会
合
の
よ
う
な
物
の
映
像
を
映
し
出
し
た

え

と
ね

あ

こ
の
人
こ
の
人

何

こ
れ
が
さ

き
の
若
者
か
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う
ん

明
日
奈
の
親

え

と

明
日
奈
の
お

さ
ん
の
お
兄
さ
ん

だ

た
か
な

こ
れ
は

確
か
に
強
そ
う
で
は
あ
る
が

中
身
は

人
で
は
な
い
か

 
そ
も
そ
も
何
で
そ
の

人
と
あ
の
も
や
し
が
戦
う
と
い
う
事
に
な

て
い
る
の
だ

実
は
私
の
独
立
に

ん
で

色
々
あ

た
ん
だ
よ
ね

ふ
む

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ニ

ン
ゴ
ロ

は

を
組
み
な
が
ら
こ
う
言

た

ま
あ
そ
こ
ら
へ
ん
の

し
い
事
情
は
別
に
い
い
か

と
に
か
く
明
日
奈
の
親
族
な
の
だ
な

 
そ
し
て
そ
の
若
者
は

一
本
の
日
本
刀
を
選
び

ビ

と

た

こ
れ
だ
な

こ
れ
が
一
番

俺
の
手
に
な
じ
む

あ
ら

分
と
様
に
な

て
い
る
わ
ね

調
べ
て
み
た
け
ど

若
い

は
色
々
な
大
会
で
優
勝
し
た
事
も
あ
る
ら
し
い
よ

そ
う
な
ん
だ

正
当
な
剣
士
相
手
だ
と

さ
す
が
の
お
兄
ち

ん
も
苦
戦
す
る
の
か
な

ま
あ
見
て
れ
ば
分
か
る
よ
ん

 
そ
し
て
八
幡
が

虚
空
に
向
け
て
こ
う
言

た

ア
レ

を
出
し
て
く
れ
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お

来
る
よ
来
る
よ

よ
う

久
し
ぶ
り
だ
な

相
棒

 
そ
し
て
八
幡
の

に

ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト
が
装
着
さ
れ
た

あ
れ
は
何
だ

小
型
の
盾

え

へ
ん

あ
れ
が
ね

あ
れ
が
ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト
で
す
よ

 
突
然
後
ろ
か
ら
そ
う
声
が

か
り

五
人
は

り
向
い
た

 
そ
こ
に
は
顔
を
紅
潮
さ
せ
た
イ
コ
マ
が
立

て
お
り
イ
コ
マ
は
興
奮
ぎ
み
に
言
葉
を
続
け
た

や

ぱ
り
気
に
な

て

一
度

て
き
ち

い
ま
し
た

あ
あ
そ
う
い
え
ば
イ
コ
マ
き

ん
は
こ
の
武
器
の
事
を
実

に
知

て
い
る
ん
だ
よ
ね

は
い

あ
れ
は
八
幡
さ
ん
の
メ
イ
ン
装
備
で
す
か
ら

 
そ
し
て
戦
い
が
始
ま
り
そ
の
若
者

が
無

作
に
八
幡
の

に
刀
を

り
下
ろ
し

た
あ

あ
れ
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シ
ノ
ン
が
そ
う
言
い

ピ
ト
フ

イ
は
一
時
動
画
を
止
め
た

シ
ノ
ノ
ン

ど
し
た
の

今

八
幡
が
自
分
か
ら
敵
の
刀
に
当
た
り
に
い

た
よ
う
な
気
が
し
て

あ

の
あ
た
り
ね

で
も
終
わ

て
み
た
ら

だ

た
か
ら

ち

と
び

く
り
し
た
の

は
い

そ
れ
で
は
ス

パ

ス
ロ
ウ
で
も
う
一
度

 
そ
し
て
動
画
が

き

さ
れ

ゆ

く
り
と
再
生
さ
れ
た

 
画
面
の
中
で
は

か
ら

り
下
ろ
さ
れ
た
攻
撃
が

い
き
な
り

に
変
化
し
た
の
を
見
て

と

た
八
幡
が

 

に
そ
の
攻
撃
を
回
避
す
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た

あ

こ
う
い
う
事
だ

た
の
ね

攻
め
も
攻
め
た
り

防
ぐ
も
防
い
だ
り

て
所
だ
な

ま
あ

こ
れ
は
前
座
で
す
け
ど
ね

こ
れ
が
前
座
な
ん
だ

う
ち
の
お
兄
ち

ん

て

 
そ
し
て
戦
い
が
継
続
さ
れ

六
人
は
次
の
攻
防
を
目
に
し

手
に

を

た
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今
何
が
あ

た
の

い
や

前
回
見
て
る
僕
で
も

や

ぱ
り
ハ

キ
リ
と
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
ね

大
丈
夫

こ
れ
か
ら
明
日
奈
が
解
説
し
て
く
れ
る
か
ら

 
そ
し
て
明
日
奈
の
解
説
を

い
た
六
人
は

そ
の
言
葉
を
し

か
り
と

に
入
れ
な
が
ら

 
も
う
一
度
ス
ロ

で
今
の
攻
防
を
見
て
み
た

ね
え
ケ
イ

八
幡
は
何
で
こ
ん
な
事
が
出
来
る
の

本
当
に
人
間
な
の

そ
れ
は
言
外
に

妹
の
私
も
人
間
じ

な
い
と
言

て
い
る
よ
う
な
も
の
な
ん
だ
け
ど

 
ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る
よ

う
ん

他
な
ら
ぬ
私
自
身
も
そ
う
思
う
も
ん

や
は
り
あ
い
つ
は
化
け
物
だ
な

は
そ
う
で
も
な
か

た
ん
だ
が

こ
れ
が
本
物
の
英
雄
の
力
な
ん
で
す
ね

で
も
相
手
も
凄
く
な
い

あ

相
手
の
人
も
僕
の
知
る
限
り

十
分
化
け
物
で
す
か
ら
ね

 
そ
う
わ
い
わ
い
言
い
合
う
五
人
を
見
な
が
ら

ピ
ト
フ

イ
が
こ
う
言

た

さ
て

ク
ラ
イ
マ

ク
ス
だ
よ

え

も
う
決
着
な
の
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ま
あ
こ
う
い
う
戦
闘
は

得
て
し
て
一

で
決
着
が
つ
く
も
の
で
す
か
ら
ね

ま
だ
ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト
を

た
だ
の
盾
と
し
て
使

て
る
所
し
か
見
て
な
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
だ
よ

お
お

何
か
興
奮
し
て
き
ま
し
た

エ
ム
が
戦
い
を
見
て
そ
ん
な
事
を
言
う
な
ん
て
珍
し
い
わ
ね

 
そ
し
て
最
後
の
戦
い
が
始
ま
り

六
人
は
そ
れ
を

を
飲
ん
で
見
守

た

ガ
ン

と
い
う
音
が
何
度
か
し
て

そ
の
度
に

の
体
の
ど
こ
か
や
武
器
が

け
と
ん

だ
が

 
ピ
ト
フ

イ
と
イ
コ
マ
は
と
も
か
く
他
の
四
人
は
何
が

こ

て
い
る
の
か
ま

た
く
分
か

ら
な
か

た

 
そ
し
て
次
の

間

の
首
が

ね
ら
れ
た

う
わ

や

ぱ
り
私
は
お
兄
ち

ん
の
妹
じ

な
い
ん
じ

意
味
が
わ
か
ら
ん

何
だ
今
の
は

の

が

え
る
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う
は

や

ぱ
り
八
幡
は
最
高
だ
ね

イ
コ
マ
き

ん

で
す
ね

や
は
り
八
幡
さ
ん
と
ア
ハ
ト
の
コ
ン
ビ
は
最
強
で
す

 
そ
し
て
四
人
の
求
め
に
応
じ

再
び
そ
の
場
面
が
ス

パ

ス
ロ
ウ
で
再
生
さ
れ
た

 
八
幡
が
い
き
な
り
前
に
出
て

完

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
カ
ウ
ン
タ

を
入
れ
る

こ
れ

そ
も
そ
も
何
で
カ
ウ
ン
タ

に
な

て
る
の

そ
う
だ
ぞ

ま
だ
相
手
は
何
の
モ

シ

ン
を

こ
し
て
な
い
で
は
な
い
か

私
も
そ
う
思

て
何
度
も
何
度
も
見
て
み
た
ん
だ
け
ど

ち

と
こ
こ
を
よ
く
見
て
て
ね

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を
受
け

五
人
は

の

を
じ

と
見
つ
め
た

は
い
こ
こ

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

あ

で
も
何
か
力
が
入

た
よ
う
に
も
見
え
ま
せ
ん

う
む

言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
見
え
な
く
も
な
い
な

言
わ
れ
れ
ば
な

 
そ
し
て
四
人
が
説
明
を
求
め
る
よ
う
に
イ
コ
マ
と
ピ
ト
フ

イ
の
顔
を
見
た

 
イ
コ
マ
が
ピ
ト
フ

イ
に
代
わ

て
説
明
を
始
め
た

八
幡
さ
ん
は
相
手
の
攻
撃
の
気
配
を
感
じ
て
カ
ウ
ン
タ

を
仕

け
る
の
が
得
意
な
ん
で
す
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よ
ね

は
ち

ケ
イ
さ
ん
ま
で

だ

だ

て
お
兄
ち

ん
の
本
気
の
戦
い
を
見
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
だ
し

あ
あ

そ
う
な
ん
で
す
か

ま
あ
そ
う
い
う
事
で
す

 
そ
し
て
次
に

が
八
幡
の
顔
に
突
き
を
放

た

こ
れ

完
全
に
顔
に
刀
が

さ

た
よ
う
に
見
え
た
ん
だ
け
ど

こ
う
し
て
見
る
と

避
け
て
ま
す
ね

こ
こ
は
足
元
に
注
目
ね

 
そ
の
言
葉
通
り

八
幡
は

足
で

の

足
を

て
体
を
反
ら
し
て
い
た

足
は
見
て
な
か

た

な
る
ほ
ど
な

 
そ
し
て
同
時
に

の
刀
が
上
に

ね
上
げ
ら
れ
た

あ

手
の
武
器
が
一

び
て
る

そ
れ
が
ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト
の
能
力
で
す

シ
ン
プ
ル
で
し
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な
る
ほ
ど

こ
う
や

て
敵
の
攻
撃
に
カ
ウ
ン
タ

を
入
れ
る

の
武
器
な
の
か

 
そ
し
て
八
幡
が
ア
ハ
ト
を
正
面
に

え
て
真

直
ぐ
敵
に
突

込
ん
だ

こ
こ
は
あ
れ
よ
ね

何
も
考
え
ず
に
真

直
ぐ
突

込
ん
だ
よ
う
に
見
え
た
け
ど

 
何
故
か
相
手
の
刀
が
外
に

か
れ
た
の
よ
ね

あ

見
て

 
シ
ノ
ン
が
そ
う
言

た

間

ア
ハ
ト
が
逆
に

び
て
い
る
の
が
見
え

四
人
は
驚
愕
し
た

なな
る
ほ
ど

あ
れ
は
前
後
に

び
る
の
か

は
い

そ
れ
が
ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト
で
す

全
方
向
で
カ
ウ
ン
タ

を
取
る

の
武
器
で
す
か

で
も
よ
く
見
え
ま
す
ね

あ
の
男
は

か
ら
観
察
力
に
優
れ
て
い
た
か
ら
な

 
そ
の
会
話
の
間
に
ア
ハ
ト
が
再
び
前
に

び

の

に
ヒ

ト
し
た

あ

こ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

ま
さ
に
自
由
自
在
だ
な

こ
れ
で
首
が
が
ら
空
き
で
す
ね



 第四章 ＧＧＯ編

あ

こ
こ

よ
く
見
る
と

お
兄
ち

ん
が
笑

て
る
よ

あ
ま
り
見
る
事
の
無
い

凄

な
笑
顔
で
す
ね

本
当
だ

う

ぞ
く
ぞ
く
す
る

 
そ
し
て
画
面
の
中
で
は

一

で

の
首
が

ね
ら
れ
た

ふ

 
戦
闘
は
そ
こ
で
終
わ
り

六
人
は
そ
う
た
め
息
を
つ
い
た

あ
れ
が
ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト

八
幡
は
よ
く
あ
ん
な
装
備
を
自
由
自
在
に
使
え
る
わ
ね

で
し

で
し

あ
れ

て
事
は
も
し
か
し
て

 
エ
ム
が
そ
う

き

五
人
は
何
だ
ろ
う
か
と
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

エ
ム

ど
う
し
た
の

い
や
思

た
ん
で
す
け
ど
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
シ

ナ
さ
ん

て
ま
さ
か
全
力
を
出
せ
て
な
い
ん

で
す
か

い
や
い
や

だ

て
あ
ん
な
に
強
い
じ

な
い

で
も
ア
ハ
ト
が
あ

た
ら
シ

ナ
さ
ん
は
絶
対
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

何
か
に
は
負
け
て
な
い
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で
す
よ

あ

イ
コ
マ
き

ん
は
そ
う
思
う
ん
だ

は
い
僕
も
あ
の
戦
闘
は
見
ま
し
た
け
ど
ア
ハ
ト
が
あ
れ
ば

て
何
度
も
思
い
ま
し
た
か
ら

 
八
幡
さ
ん
は
僕
達
の
ヒ

ロ

な
ん
で

そ
れ
が
と
に
か
く
悔
し
か

た
で
す
ね

 
そ
ん
な
イ
コ
マ
を

他
の
五
人
が
じ

と
見
つ
め
た

ど

ど
う
し
た
ん
で
す
か

ね

イ
コ
マ
き

ん

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト

て
作
れ
な
い
の

い
や

そ
れ
は
さ
す
が
に

本
当
に真

面
目
に
考
え
た
事
は
無
か

た
で
す
ね

完
全
な
再
現
は
無
理
で
す
け
ど

 
似
た
よ
う
な
機

を
使
え
ば

あ
る
い
は

よ
し

研
究
だ
け
は
し
て
み
ま
す

ま
あ

銃
の
世
界
で
ど
れ
だ
け
役
に
た
つ
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
少
な
く
と
も
あ
の
素
材

船
の
装
甲

と
や
ら
を
使
え
ば

 
敵
の

を

く
事
は
出
来
る
の
だ
ろ
う
し

そ
れ
で
接
近
戦
に
持
ち
込
め
れ
ば

 
あ
や
つ
は
ほ
ぼ
無
敵
の
存
在
に
な
る
か
も
し
れ
ん
な
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六
人
は
そ
ん
な
光
景
を
夢
想
し

気
分
が
高
揚
す
る
の
を
感
じ
た

イ
コ
マ
き

ん

必
要
な
素
材
が
あ

た
ら
何
で
も
言

て
ね

こ
の
事
は

シ

ナ
に
は
内

に
し
て
お
く
の
だ
ぞ

は
い

実
現
出
来
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

全
力
を
尽
く
し
ま
す

 
こ
う
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
お
け
る
ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト
復
活
作
戦
が
密
か
に
始
ま

た
の
だ

た 
だ
が
そ
れ
は
結
局

ラ
フ
コ
フ
残

と
の
決
着
に
は
間
に
合
わ
な
か

た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

次
の
明
日
奈
の
戦
い
の
動
画
を
流
し
始
め

 
イ
コ
マ
は
そ
の
間
に

シ
ノ
ン
用
の
グ
ロ

ク
の

を
始
め
た

お

こ
の
服
装
は
見
た
事
あ
り
ま
す
ね

血
盟
騎
士
団
と
や
ら
の
制
服
だ
な

ね

そ
れ

て
何

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
二
人
が
最
後
に
所
属
し
て
い
た

最
強
ギ
ル
ド
の
名
前
だ
ぞ

あ
あ

こ
の
二
人
が
所
属
し
て
た
な
ら

そ
れ
は
強
い
わ

 
そ
し
て
明
日
奈
の
戦
い
は

一

で
決
着
が
つ
い
た
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う
わ

さ
す
が
は
お
義
姉
ち

ん

八
幡
と
タ
イ
プ
は
違
う
け
ど

本
当
に
強
い
ね

や

ぱ
り
こ
の
前
の
動
き
は

達
じ

な

か

た
ん
だ

明
日
奈
さ
ん
の
二
つ
名
の
通
り

て
事
で
す
ね
閃
光
の
ア
ス
ナ
全
プ
レ
イ
ヤ

の
憧
れ
で

す 
そ
う
言
い
な
が
ら

イ
コ
マ
が
こ
ち
ら
に
歩
い
て
く
る
の
が
見
え
た

イ
コ
マ
君

ま
さ
か
も
う
出
来
た
の

で
す
で
す

シ
ノ
ン
さ
ん

こ
れ
を

 
そ
し
て
イ
コ
マ
は

シ
ノ
ン
に
グ
ロ

ク
を
差
し
出
し
た

 
グ
ロ

ク
は
多
少
銃
口
が
太
く
な

て
い
る
が
見
た
目
に
そ
う
変
わ
り
は
無
い
よ
う
に
見
え

た
今
回
は

し
武
器
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら

秘

性
を
重

し
ま
し
た

 
グ
リ

プ
の
上
側
に
ス
イ

チ
が
つ
い
て
ま
す

先
ず
は
そ
れ
を
動
か
し
て
下
さ
い

う
ん

そ
れ
で
ト
リ
ガ

を
引
く
だ
け
で
刃
が
出
ま
す
よ
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そ
し
て
シ
ノ
ン
が
グ
リ

プ
を
引
い
た

間
い
き
な
り
銃
口
の
少
し
下
か
ら
光
の
刃
が
出
現

し
たお

お
こ
れ
ぞ
ま
さ
に

し
武
器

い
い
ぞ
い
い
ぞ

シ
ノ
ン

ち

と
ケ
イ
に
教
え
て
も
ら

て
練

し
て
み
る
と
い
い

そ
う
で
す
ね

剣
の
事
な
ら
お
任
せ
下
さ
い

 
ま
あ
ベ
ス
ト
な
の
は

お
兄
ち

ん
に
教
え
て
も
ら
う
事
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

あ

あ
れ
は
ち

と
私
に
は
無
理
じ

な
い
か
な

い
や
い
や

お
兄
ち

ん
は
基
本
的
な
動
き
を
人
に
教
え
る
の
も
上
手
い
で
す
よ

そ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
今
度
頼
ん
で
み
よ
う
か
な

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
活
動
は
終
わ
り

イ
コ
マ
は

る
前
に

を
い
じ
る
か
ら
と

 

の
方
へ
と
向
か

て
歩
い
て
い

た

そ
の
イ
コ
マ
の
手
に
よ

て

 
二
台
の
ハ
ン
ヴ

が
魔

さ
れ
て
し
ま
う
事
を
こ
の
時
は
誰
も
想
像
し
て
い
な
か

た
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第
３
０
７
話
 
ま
た
後
で

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日

藍
子
と
木
綿
季
は

生
ま
れ
て
初
め
て
東
京
の
土
を

ん
だ

 
そ
し
て
二
人
は

新
し
く
整
備
さ
れ
た
眠
り
の
森
へ
と
足
を

み
入
れ
た

へ

こ
れ
が
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
か

し
ば
ら
く
は

ず

と
こ
こ
か
ら

の
世
界
に
居
続
け
る
事
に
な
る
の
ね

ど
ん
な
感
じ
な
の
か
な

凄
く
楽
し
み
だ
ね

そ
う
ね

私
達
に
は

設
以
外
で
は
友
達
は
い
な
い
し

し
い

て
事
は
特
に
無
い
し
ね

え

友
達
な
ら
八
幡
が
い
る
じ

な
い

違
う
で
し

私
達
は
八
幡
の
愛
人
な
の
よ

友
達
で
は
無
い
わ

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね

 
藍
子
は
木
綿
季
に
そ
う
言
い
木
綿
季
は
微
笑
ん
だ

そ
ん
な
二
人
の
所
に

子
が
駆
け
寄
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て
き
た

二
人
と
も
大
丈
夫

⻑
い

離
を
移
動
し
て
疲
れ
て
な
い

園
⻑
先
生

大
丈
夫

は
凄
く
乗
り
心
地
が
良
か

た
し

 
ソ
レ
イ
ユ
の
人
達
が
凄
く
良
く
し
て
く
れ
た
か
ら

な
旅
だ

た
よ

こ
れ
で
八
幡
が
い
て
く
れ
た
ら
最
高
だ

た
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
の
言
葉
を

い
た

子
は

微
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
二
人
に
こ
う
言

た

あ
ら
あ
ら
二
人
と
も

彼
に
凄
く
懐
い
ち

た
の
ね

少
し

け
る
わ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
二
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
る
と

キ

パ
リ
と
こ
う
言

た

だ

て
先
生

ボ
ク
達
二
人
と
も

八
幡
の
愛
人
に
な
る
予
定
だ
か
ら
ね

え
え

そ
の

に
も
絶
対
に
病
気
を
治
さ
な
い
と
ね

 

子
は
そ
ん
な
二
人
を
見
て

プ

と

き
出
し
た

で
も
そ
う
言

た
時
の
彼

凄
く
困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
な
か

た

 

子
は
そ
の
時
の
三
人
の

を
見
て
い
た

当
時
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た

う
ん

え
え
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で
も
否
定
は
し
な
か

た
の
よ
ね

彼
は
優
し
い
か
ら

う
ん

は
間
に
合

て
る
ら
し
い
か
ら

愛
人

て
事
に
し
た
の

八
幡
は
私
達
を
絶
対
に
突
き
放
す
よ
う
な
事
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
ら
実
現
性
は
か
な
り
高

い
は
ず

 
そ
の
藍
子
の
言
葉
に

子
は
再
び
プ

と

き
出
し
た

た

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

あ
は

計
算
高
い
と
い
う
か
何
と
い
う
か

ふ
ふ

で
も
そ
の
お
か
げ
で

私
達
に
も
生
き
る
希
望
が

い
た
の
は
確
か
ね

八
幡
と
会
え
て

本
当
に
良
か

た

そ
う
ね

私
も
彼
と
出
会
え
て
本
当
に
良
か

た
と
思
う
わ

 
丁
度
そ
こ
に

二
人
の

を
見
つ
け
た
楓
が
嬉
し
そ
う
に
走

て
く
る
の
が
見
え
た

ア
イ
ち

ん

ユ
ウ
ち

ん

あ

楓
ち

ん

楓
ち

ん

も
う
す

か
り
走
れ
る
よ
う
に
な

た
の
ね

う
ん

そ
う

私
達
も
頑
張

て
病
気
を
治
す
か
ら

そ
う
な

た
ら
一

に
遊
び
ま
し

う
ね
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そ
れ
ま
で
も
う
ち

と
待

て
て
ね

楓
ち

ん

 
そ
の
言
葉
を

い
た
楓
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
で
こ
う
言

た

う
ん

絶
対
だ
よ

私

ず

と
待

て
る
ね

だ
か
ら
ア
イ
ち

ん
も
ユ
ウ
ち

ん
も
頑

張

て

 
今
回
京
都
の

眠
り
の
森
か
ら
東
京
に
来
た
の
は

今
の
と
こ
ろ
こ
の
二
人
だ
け
だ

た

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は
一
つ

ま
た
一
つ
と

番
に
整
備
さ
れ
て
い

て
お
り

 
現
在
二
つ
が
完
成
し
た

ち

う
ど
双
子
で
あ
る
二
人
が
最
初
に
選
ば
れ

 
今
日
こ
う
し
て
移
動
し
て
く
る
事
に
な

た
と
い
う

だ

た

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
入
る
の
は
明
日
か
ら
の
予
定
と
な

て
お
り

 
今
日
は
二
人
に
と

て

現
実
世
界
で
生
活
す
る
最
後
の
日
の
予
定
と
な

て
い
た

 
も

と
も

何
か
あ

た
ら
二
人
は
い
つ
で
も
現
実
に
帰
還
す
る
事
が
出
来
る
の
で

 
あ
く
ま
で

宜
上

そ
う
い
う
事
に
な

て
い
る
と
い
う
だ
け
だ

た
の
だ
が

そ
れ
じ

あ
二
人
が
今
日
一
日
を
過
ご
す
事
に
な
る
部
屋
に
案
内
す
る
わ
ね

こ

ち
よ

う
ん

は
い
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そ
し
て
二
人
は

子
の
後
に
続
き
少
し
歩
い
た
後

子
は
と
あ
る
部
屋
の
前
で
足
を
止
め

た
さ
あ
こ
こ
よ

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

存
分
に
ね

存
分
に

て

何

先
生

こ
の
中
に
何
が

さ
あ

何
か
し
ら
ね

ま
あ
そ
れ
は
自
分
達
の
目
で
確
か
め
る
と
い
い
わ

 
そ
し
て

子
は
笑
顔
で
去

て
い
き

二
人
は
少
し

張
し
な
が
ら
部
屋
の
扉
を
開
け
た

よ

ア
イ

ユ
ウ

二
人
と
も
よ
く
来
た
な

八
幡

あ

八
幡

 
そ
の
部
屋
の
調
度
品
は
か
な
り
豪
華
に
し
つ
ら
え
ら
れ
て
お
り
ベ

ド
が
二
つ

ん
で
い
た

 
そ
し
て
そ
の
片
方
の
ベ

ド
に

け
た
八
幡
が

こ
ち
ら
に
手
を

て
い
る
の
が
見
え

 
二
人
は
そ
ち
ら
に
駆
け
出
す
と

思
い
切
り
八
幡
に

き
つ
い
た

 
八
幡
は
二
人
に
ベ

ド
に
押
し
倒
さ
れ
る

に
な

た
の
だ
が

 
二
人
を
し

か
り
と

き
止
め
た
ま
ま
簡

に

き
上
が
る
と
二
人
に
向
か

て
こ
う
言
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た
お
い
お
い

無
理
す
る
な

て

八
幡

来
て
た
ん
だ

が
見
え
な
か

た
か
ら

来
て
な
い
の
か
と
思

て

少
し

し
く
思

て
い
た
の
よ

す
ま
ん
す
ま
ん

お
前
ら
を
驚
か
せ
よ
う
と
思

て
な

 
ま
あ
俺
が
お
前
ら
を
こ
こ
に
呼
ん
だ
わ
け
だ
し

当
然
俺
は
こ
こ
に
い
な
い
と
な

ま
あ
い
い
わ

広
い
心
で
許
し
ま
す

ボ
ク
は
普
通
に
許
す
け
ど
ね

お
う

あ
り
が
と
な

二
人
と
も

 
そ
し
て
二
人
は

物
を
下
ろ
し

と
い

て
も
ほ
と
ん
ど
無
い
の
だ

た
が

 
服
を
着

え
る
事
に
し
た
よ
う
だ

八
幡
は
外
に
出
て
い
る
と
言

た
の
だ
が

 
二
人
に
こ
こ
に
い
て
と
言
わ
れ
た

目
を
つ
ぶ

て
二
人
が
着

え
終
わ
る
の
を
待
つ
事
に

し
たも

う
い
い
わ
よ

八
幡

う
ん

も
う
い
い
よ
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お
う

 
そ
し
て
八
幡
が
目
を
開
け
る
と

そ
こ
に
は
下
着

に
な

た
二
人
の

が
あ

た

な

こ
ら
ア
イ

お
前
い
い
加

に
し
ろ

 
八
幡
は

て
て
目
を
つ
ぶ
る
と

藍
子
に
そ
う
言

た

あ
ら

ど
う
し
て
私
が
立
て
た
計
画
だ
と
思
う
の
か
し
ら

そ
の
言
い
方
が

も
う
お
前
が
立
て
た
計
画
だ

て
事
を
証
明
し
て
る
よ
な

く

ま
あ
そ
の
通
り
よ

ど
う

嬉
し
か

た

い
や

別
に
嬉
し
く
は
な
い
が

そ

そ
う

嬉
し
く
な
か

た
ん
だ

 
そ
の
二
人
の
声
が
想
像
以
上
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
だ

た

八
幡
は

て
て
こ
う
言
い
直
し

た
い

い
や

嬉
し
く
な
か

た
な
ん
て
事
は
な
い

嬉
し
か

た

嬉
し
か

た
ん
だ
が

 
そ
れ
よ
り
も

え

と
そ
う

恥
ず
か
し
か

た
ん
だ

だ
か
ら

く
服
を
着
て
く
れ

な
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そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
わ

ユ
ウ

く
服
を
着
る
と
し
ま
し

う

そ
う
だ
ね

あ
ん
ま
り
八
幡
を
恥
ず
か
し
が
ら
せ
る
の
は
ち

と
ね

お

お
う

あ
り
が
と
な

ど
う
も
ア
イ
の
ペ

ス
に

き
込
ま
れ
ち
ま
う
な
こ
の
影

力
ア
イ
は
リ

ダ

向
き
か

も
し
れ
ん

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

二
人
が
着

え
終
わ
る
の
を
待

た

今
度
は
本
当
に
い
い
わ
よ

う
ん

オ

ケ

お

お
う

 
そ
し
て
八
幡
は

お
ず
お
ず
と
目
を
開
い
た

二
人
は
セ

タ

に
ス
カ

ト

と
い
う

 
至

真

当
な
格
好
を
し
て
お
り

八
幡
は
そ
れ
を
確
認
し
て
安

し
た

そ
う
い
え
ば
私
服

を
見
る
の
は
初
め
て
だ
な

そ
う
ね

確
か
に
こ
れ
は
私
服
で
は
あ
る
の
だ
け
れ
ど

 
正
直
も

と
女
の
子
ら
し
い
か
わ
い
い
格
好
を
し
て
み
た
い
と
も
思
う
の
よ
ね

う
ん

ボ
ク
達

て
一
度
も
自
分
で
服
を

い
に
い

た
事
は
無
い
ん
だ
よ
ね
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そ
う
な
の
か

よ
し

 
そ
し
て
八
幡
は

横
に
置
い
て
あ

た
自
分
の
バ

グ
か
ら
ノ

ト

を
取
り
出
し

 
そ
こ
か
ら
服
の
通

を
し
て
い
る
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
を
し
た

八
幡

こ
れ
は

い
や
な

な
る
思
い
つ
き
な
ん
だ
が

お
前
ら
が
元
気
に
な

て
目
覚
め
た
時
に

 
自
分
で
選
ん
だ
服
を
着
れ
れ
ば
い
い
な

て
思

た
か
ら
こ
こ
で
選
ん
で
も
ら
え
ば
ど
う
か

な

て
な

あ
あ

そ
う
い
う
事

八
幡
が

て
く
れ
る
の

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

と
り
あ
え
ず
選
ん
で
も
ら

た
服
は
俺
が
用
意
し
て
お
く
か
ら

 
他
の
服
を
実

に

い
に
行
く
時
に
は
と
り
あ
え
ず
そ
の
服
を
着
て
も
ら

て

 
店
ま
で
キ

ト
で
一

に
行
こ
う
な

 
そ
の
言
葉
を

い
た
藍
子
と
木
綿
季
は

ハ

と
し
た
顔
で
言

た

そ
う
い
え
ば
今
日
は
キ

ト
は

う
ん

キ

ト

キ

ト
は
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あ
そ
こ
だ

ほ
ら

 
八
幡
は
そ
う
言

て
窓
の
外
を
指
差
し
た

二
人
が
窓
か
ら
外
を

め
る
と

 
そ
こ
に
は
確
か
に
キ

ト
が

ま

て
お
り
二
人
の

を
見
つ
け
た
の
か
キ

ト
が
ド
ア

を
上
下
し
た

キ

ト

こ

ち
に
気
付
い
た
の
ね

相
変
わ
ら
ず
キ

ト
は
優
し
い
わ
ね

 
そ
し
て
二
人
は
キ

ト
に
手
を

り
返
し

嬉
し
そ
う
に
八
幡
に

き
つ
い
た

お
い
お
い

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
だ
よ

 
事
前
に

ア
イ
と
ユ
ウ
が
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
中
に
入
る
の
を
見

け
る
か
ら
会
い
に
行

く

と

 
明
日
奈
に
伝
え
て
い
た
八
幡
は

そ
の

に
明
日
奈
に

 
絶
対
に
二
人
を

絶
す
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
よ
う
に
と
厳
命
さ
れ
て
い
た
の
で

 
そ
の

を

否
す
る
事
も
無
く

か
い
目
で
そ
ん
な
二
人
を
受
け
止
め
た

う
う
ん

何
か
凄
く
嬉
し
く
て

八
幡

大
好
き
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よ
し
よ
し

と
り
あ
え
ず
服
を
選
ん
じ
ま
え
よ

そ
の
服
は
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て

 
二
人
が
目
覚
め
る
時
に

ベ

ド
の

に
置
い
て
お
く
か
ら
な

分
か

た
わ

う
ん

 
そ
し
て
二
人
が
選
ん
だ
服
を
し

か
り
と
記
憶
し
た
八
幡
は

 
サ
イ
ズ
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
少
し
迷

た
の
だ
が

 
そ
れ
は

子
に

け
ば
い
い
と
思
い
当
た
り

笑
顔
で
二
人
に
言

た

よ
し

サ
イ
ズ
の
事
は

子
さ
ん
に

け
ば
い
い
だ
ろ
う
し

問
題
無
い
だ
ろ
う

凄
く
楽
し
み
ね

そ
う
だ
ね

店
に
行

た

じ

な
い
け
ど

自
分
で
選
ぶ
の

て
や

ぱ
り
楽
し
い
ね

 
そ
ん
な
二
人
の

を
見
て

八
幡
は
突
然
あ
る
事
に
気
が
付
い
た

 
前
は
病
院
着

し
か
見
た
事
が
無
か

た
の
で
気
付
か
な
か

た
が

 

め
て
こ
う
し
て
二
人
の
セ

タ

を
見
て
そ
し
て
先
ほ
ど

き
つ
か
れ
た
時
の
感
触
か

ら
し
て

ア
イ
が
想
像
以
上
に
胸
が
あ
る
事
と
ユ
ウ
も
そ
れ
な
り
に
あ
る
事
に
気
付
い
て
し
ま
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た
の
だ

 
そ
ん
な
八
幡
の

線
を

感
に
察
知
し
た
の
か

藍
子
が
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
な
が
ら
言

た

ね

八
幡
実
は
私
も
ユ
ウ
も
胸
は
意
外
と
大
き
い
の
よ

し
に
私
の
胸
に
触

て
み
る

なえ

ま
あ
ボ
ク
も
別
に
い
い
け
ど
ね

八
幡

触

て
み
る

こ

こ
い
つ
ら

 
八
幡
は

再
び
藍
子
の
ペ

ス
に

き
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
な
が
ら
も

 
こ
の

況
を
打
開
す
る
手
を
思
い
つ
き

そ
れ
を
実
行
に
移
す
事
に
し
た

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
遠

な
く
ア
イ
の
胸
か
ら

ん
で
み
る
か

など
う
し
た

ほ
ら

遠

し
な
い
で
こ

ち
に
来
い

て

え

と

そ

そ
れ
は

あ
れ

ア
イ
の
顔
が
そ
ん
な
真

な
の

ボ
ク
初
め
て
見
た
よ

 
木
綿
季
が
そ
う
言
い

藍
子
は
更
に
顔
を

く
し
た

よ
し

作
戦
成
功
だ
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そ
し
て
藍
子
は
八
幡
の
意
図
に
気
付
い
た
の
か

み
が
ま
し
い
目
で
八
幡
を
じ
ろ

と
見

た 
八
幡
は
そ
ん
な
藍
子
に
笑
い
か
け

藍
子
も
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
つ
い
笑

て
し
ま
い

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
楽
し
そ
う
に
笑

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ

に
し
よ
う

八
幡
も
一

に
食
べ
て
く
れ
る
の

あ
あ

子
さ
ん
と
も
よ
く
相
談
し
て

病
院
食
に
は
と
て
も
見
え
な
い
よ
う
な

 
豪
華
な
食
事
を
用
意
し
て
も
ら

た
か
ら
な

わ

本
当
に

あ
あ

バ

チ
リ
だ

 
そ
し
て
三
人
は
楽
し
く
食
事
を
し
そ
の
日
は
二
人
の
希
望
で
八
幡
も
病
室
に

ま
る
事
に
な

り 
簡
易
ベ

ド
が
部
屋
に
持
ち
込
ま
れ

八
幡
は
そ
こ
で

る
事
と
な

た

 
消

時
間
が
過
ぎ
て
も
三
人
は
色
々
な
話
を
し

 
や
が
て
疲
れ
た
の
か
藍
子
と
木
綿
季
が
静
か
に
な

た
の
を
確
認
し
八
幡
も
そ
の
ま
ま
眠
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り
に
つ
い
た

 
こ
れ
か
ら
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
中
で
生
活
し
て
い
く
事
に
な
る
二
人
に
と

て

 
今
日
の
思
い
出
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
と
な

た

  
そ
し
て
次
の
日
の
朝

二
人
が
目
覚
め
る
と

八
幡
は
ま
だ
ぐ

す
り
と
眠

て
い
た

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

何
事
か
相
談
し

 
八
幡
を

こ
さ
な
い
よ
う
に
そ

と

子
の
所
へ
と
向
か

た

あ
ら

二
人
と
も
お
は
よ
う

日
は
楽
し
か

た

は
い

園
⻑
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と

て
も
楽
し
か

た

あ
り
が
と
う

園
⻑
先
生

そ
う

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

彼
は
ま
だ

て
い
る
の

そ
の
事
で
先
生
に
頼
み
が

あ
ら

何
か
し
ら

実
は

 
そ
し
て
二
人
の
頼
み
を

い
た

子
は

そ
れ
を

し
た
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お
安
い
御
用
よ

直
ぐ
に
部
屋
に

り
ま
し

う

 
そ
し
て
部
屋
に

た
三
人
は

ま
だ
八
幡
が

て
い
る
事
を
確
認
す
る
と

 
両
側
か
ら
そ

と

て
い
る
八
幡
の

に
キ
ス
を
し

子
は
そ
れ
を
写
真
に

た

明
日
奈
さ
ん
に
は
ち

と
悪
い
け
ど

こ
れ
く
ら
い
は
許
し
て
く
れ
る
わ
よ
ね

 
そ
の
写
真
は

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
接
続
し
た
二
人
が

点
に
す
る
家
の
壁
に

ら
れ

 
今
後
ず

と

二
人
の
生
き
る
力
と
な
る

 
そ
し
て
直
ぐ
に
八
幡
も
目
覚
め
自
分
を
見
下
ろ
し
て
い
る
三
人
の
顔
を
見
て
き

と
ん
と

し
たお

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

何
か
あ
り
ま
し
た
か

う
う
ん

八
幡
君
の

顔
が
か
わ
い
か

た
か
ら

三
人
で
見
て
い
た
だ
け
よ

う
ん
う
ん

本
当
に
子

み
た
い
な

顔
だ

た
わ
よ

え

ま
じ
で

う
ん

ま
じ
ま
じ

そ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
こ
れ
で
ど
う
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

精
一

キ
リ

と
し
た
顔
を
し

三
人
は
た
ま
ら
ず

き
出
し
た
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そ
し
て
簡

な
朝
食
を
と

た
後
つ
い
に
二
人
が
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
中
に
入
る
時
が
訪

れ
た八

幡
八
幡

お
う

二
人
と
も

落
ち
着
い
た
ら
必
ず
会
い
に
行
く
か
ら

待

て
て
く
れ
よ
な

約
束
よ

あ
あ

約
束
だ

絶
対
だ
よ

あ
あ

絶
対
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
手
を
大
き
く
開
き
二
人
は
そ
の
胸
に
飛
び
込
む
と
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔

で
言

た

そ
れ
じ

八
幡

ま
た
後
で
ね

八
幡

ま
た
後
で

あ
あ

ま
た
後
で
な

 
こ
う
し
て
二
人
は
ま

た
く
不
安
を
感
じ
る
事
な
く

八
幡
の
存
在
を
希
望
と
し
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の
世
界
へ
と
旅
立

て
い

た

そ
し
て
直
後
に
ス
タ

フ
の
一
人
が
八
幡
に
声
を

け

た
比
企
谷

い
い
え

次
期
社
⻑

は
い

え

め
ぐ
り
先
輩

め
ぐ
り
先
輩
じ

な
い
で
す
か

 
そ
こ
に
い
た
の
は

海
外
に
い
る
は
ず
の
め
ぐ
り
だ

た

 
八
幡
は
驚
き
つ
つ
も

嬉
し
そ
う
に
め
ぐ
り
の
手
を

り

再
会
を
喜
ん
だ

先
輩

ど
う
し
て
こ
こ
に

突
然
だ

た
か
ら
び

く
り
し
ま
し
た
よ

 
そ
ん
な
八
幡
に
笑
顔
を
向
け
な
が
ら

め
ぐ
り
は
突
然
真
面
目
な
顔
を
作

て
こ
う
言

た

本
日
付
け
で
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社
し

即
こ
こ
に
配
属
さ
れ
ま
し
た

城

め
ぐ
り
で
す

 
次
期
社
⻑

今
後
と
も
末

く
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
め
ぐ
り
は

ろ

と

を
出
し
な
が
ら
言

た

な
ん
て
ね

え
へ

ゲ

ム
の
中
で
は
会

て
た
け
ど

こ
う
し
て
実

に
会
う
と

 
や

ぱ
り

や
さ
れ
る
レ
ベ
ル
が
違
う
よ
な

は

メ
グ
リ

シ

さ
れ
る
わ

 
そ
う
思
い
つ
つ
も
八
幡
は

疑
問
に
思

た
事
を
め
ぐ
り
に

ね
た
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あ

え
え
と

今
の
は
ど
こ
ま
で
が
本
当
な
ん
で
す
か

全
部
だ
よ

私
が
勉
強
し
て
た
の
は

学
関
係
な
ん
だ
よ
ね

 
そ
れ
で
陽
乃
さ
ん
に
声
を

け
ら
れ
て

そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社
し
た
感
じ
か
な

あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

二
人
と
の
別
れ
を

魔
す
る
の
は

だ

た
か
ら
こ
う
し
て
声
を

け
る
機
会
を

て
た

ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど

先
輩

二
人
の
事
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

う
ん

任
さ
れ
た
よ

 
こ
う
し
て
め
ぐ
り
は

ソ
レ
イ
ユ
の
ス
タ

フ
の
一
人
と
し
て

 
ア
メ
リ
カ
に

た

と
の
連

役
も
こ
な
し
つ
つ
今
後
二
人
の

に

走
す
る
事
と
な

る
の
だ

た



 第３０８話 操られる愚者達

 
第
３
０
８
話
 
操
ら
れ
る
愚
者
達

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
街
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に
あ
る

ビ
ル
に
そ
の
日

人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
集
ま

て
い
た

 
そ
し
て
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
と
あ
る
発
言
を
し

集
ま

て
い
た
者
達
は
ど
よ
め
い
た

そ
れ
が
お
前
が
考
え
た

シ

ナ
を
誘
い
出
す
作
戦
か

 
確
か
に
そ
れ
な
ら
シ

ナ
を
お
び
き
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
が

け
ど
よ

ま
あ
内
容
は
と
も
か
く
確
か
に
た
だ
待
つ
よ
り
誘
い
出
し
た
方
が

利
に
戦
え
る
と
思
う

が
実
は
俺
が
考
え
た

じ

な
く
て
街
で
誰
か
が
話
し
て
る
の
が
た
ま
た
ま

こ
え
た
ん
だ
よ

 
確
か
に
内
容
は
ど
う
か
と
思

た
が

な
の
は
確
か
だ
か
ら
一
応
報
告
を
と
思

て
な

 
こ
れ
は
当
然
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
の
仕
込
み
だ

た

 
実
現
性
が
高
い
よ
う
に

こ
え
る
話
を
噂
と
し
て
流
し
他
人
が
実
行
す
る
の
を

強
く
待
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つ 
そ
の

に

女
性

み
で
の
シ

ナ
の
悪
い
噂
を
流
し
続
け
る

 
人
は
自
分
に
と

て
都
合
の
い
い
話
を
信
じ
た
が
る
も
の
だ

 
こ
の
日
こ
こ
に
集
ま

た
者
達
は
シ

ナ
が
女
性
を

し
て

わ
せ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る

の
で
は
な
い

 
信
じ
た
が

て
い
た
の
だ

た

そ
れ
ほ
ど
シ

ナ
の
恵
ま
れ
た
女
性
関
係
は

 
彼
ら
に
と

て
は
信
じ
が
た
い
も
の
だ

た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

お
い
お
前
ら

そ
ん
な
作
戦
を
本
気
で
実
行
す
る
つ
も
り
か

 
そ
の
提
案
は

や
は
り
多
く
の
者
に
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
だ

た
ら
し
く

 
参
加
者
の
一
人
が

白
ん
で
そ
う
言

た

否
は
と
も
か
く

な
の
は
確
か
だ
ろ

で
も
よ

シ

ナ
の
取
り

き
の
中
の
一
人
を
さ
ら

て
人
質
に
す
る
な
ん
て
よ

結
果
的
に
そ
れ
が
そ
の
女
性
を
助
け
る
事
に
な
る

い
ず
れ
真
実
が
分
か
れ
ば
感
謝
さ
れ
る
だ

ろ
う

 
こ
の
セ
リ
フ
を
言

た
の
は
ノ
ワ

ル
で
あ
る
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ノ
ワ

ル
は

こ
の
集
ま
り
に
密
か
に
参
加
し

フ

ド
を
被

て
顔
を

し

 
ど
の
勢
力
に
所
属
す
る
者
な
の
か
が

に
判
断
さ
れ
る

置
に
座

て
い
た

 
そ
の

そ
の
場
に
い
た
者
達
は
ノ
ワ

ル
は
ど
こ
か
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
一
員
な
の
だ
ろ
う

と 
漠
然
と
そ
う
考
え
て
し
ま

て
い
た

ま
あ
そ
う
か
も
だ
け
ど
よ

お
前
は

げ
ら
れ
て
い
る
女
性
を
助
け
る
気
が
無
い
の
か

 
だ

た
ら
お
前
は
こ
こ
に
い
る
資
格
は
無
い

 
さ

さ
と
街
に
帰

て
他
の
女
性
が
シ

ナ
の

牙
に
か
か
る
の
を
指
を

え
て
見
て
い
れ

ば
い
い

そ

そ
ん
な

無
い
だ
ろ

俺
だ

て
助
け
ら
れ
る
奴
は
助
け
た
い
さ

他
の
奴
ら
は
ど
う
だ

 
そ
の
ノ
ワ

ル
の
言
葉
に

さ
す
が
に
見

て
る
と
は
言
え
ず

 
参
加
し
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

か
ら

つ

つ
と

同
の
声
が
上
が

た

 
も
ち
ろ
ん
中
に
は
反
対
の
者
も
い
た
と
思
う
が
そ
の
な
ん
と
な
く
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
て
し
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ま
い

 
結
局
誰
も
反
対
の
声
を
上
げ
る
事
は
出
来
な
か

た

そ
れ
な
ら
こ
こ
は

人
助
け
だ
と
思

て
ぐ

と
我
慢
し
て

 
シ

ナ
の
手
か
ら
女
性
達
を
解
放
し
て
や
ろ
う

そ

そ
う
だ
な

大
義
は
我
ら
に
あ
り

だ
な

ま
あ
お
前
ら
に
大
義
な
ん
か
無
い
し
シ

ナ
に

げ
ら
れ
て
る
女
な
ん
か
い
や
し
な
い
が
な

 
あ
あ

簡

す
ぎ
て
本
当
に
つ
ま
ら
ね
え

 
こ
う
し
て
作
戦
の

要
が
決
め
ら
れ
て
い

た

時
間
を
決
め
て
全
員
が
街
を
監

す
る
事

 
シ

ナ
の
仲
間
が

独
で
動
き
次
第

連

を
取
り
合

て
そ
の
女
性
を
さ
ら
う
事

 
そ
の
噂
を
街
に
流
す
事
で

シ

ナ
達
を
そ
の
場
所
に
呼
び
寄
せ
る
事
な
ど
が
決
ま

た

 
ノ
ワ

ル
の
手
に
よ

て

誰
が
首
謀
者
な
の
か
本
人
達
に
も
分
か
ら
な
い

 

な
意
識
の
誘

が
行
わ
れ
た
の
だ

た

 
ど
う
だ

あ
あ

ち

ろ
い
ち

ろ
い

あ
い
つ
ら
は
馬

の
集
ま
り
だ
な
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そ
う
か

も

と
シ

ナ
を

ら
せ
る

に
当
日
は
俺
達
も
ち

と
だ
け
参
加
し
な
い
と

目
だ
ろ

う
が

 
あ
い
つ
が
来
る
前
に
さ

さ
と
ず
ら
か
る
事
に
し
よ
う

そ
れ
ま
で
に
多
少
お
前
の
ス
テ

タ
ス
を
上
げ
て
お
く
か

あ
あ

そ
う
だ
な

こ
の
キ

ラ
を
育
て
る
気
は
ま

た
く
無
か

た
が

 
こ
う
な

て
み
る
と
ほ
ん
の
少
し
で
も
Ａ
Ｇ

に
ス
テ

り
し
て
移
動
速
度
を
上
げ
る
の

は
ア
リ
だ
な

よ
し

弟
に
連

を
と
る

お
う

頼
む

  
そ
し
て
三
日
後
ロ
ザ
リ
ア
は
二
日
間
の
ん
び
り
し
た
事
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ

シ

し

 
久
し
ぶ
り
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
そ
の

を
た
ま
た
ま
見

け
た
者
が
い
た

薄
塩
た
ら
こ
で
あ
る

あ
れ
は
こ
の
前
の

あ
れ
か
ら
何
か
新
し
い
情
報
が
無
い
か
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こ
こ
で
情
報
交
換
を
し
て
お
く
の
も
悪
く
な
い
か

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
に
声
を

け
よ
う
と
し
た
薄
塩
た
ら
こ
は

 
自
分
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
下

メ
ン
バ

が

人
で

 
人
目
を
忍
ぶ
よ
う
に
ロ
ザ
リ
ア
を
観
察
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た

何
だ
あ
い
つ
ら

何
を
こ
そ
こ
そ
し
て
や
が
る

 
そ
う
思

た
の
も
束
の
間

い
き
な
り
そ
の
者
達
が
ロ
ザ
リ
ア
に
襲
い

か

た

な
 
ロ
ザ
リ
ア
も

抗
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が
よ
ほ
ど
し

か
り
と
準
備
を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

 
男
達
は
素

く

束

を
取
り
出
し
ロ
ザ
リ
ア
の
手
足
に
は
め
る
と
口
に

ぐ
つ
わ
を

ま
せ

 
そ
の
ま
ま
ロ
ザ
リ
ア
を
か
つ
い
で
い
き
な
り
走
り
出
し
た

 
ロ
ザ
リ
ア
に
と

て
は

望
ま
ぬ
お

様

こ
で
あ
る

 
あ
の
薄
塩
た
ら
こ
が
介
入
す
る
暇
も
無
い

そ
れ
は
一

の
出
来
事
だ

た

あ
の
馬

ど
も

何
て
事
を
し
や
が
る

 
ち
な
み
に
今
回
の
人
選
を
し
た
の
も
ノ
ワ

ル
で
あ

た
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ノ
ワ

ル
は

シ

ピ

ゲ
ル
が
薄
塩
た
ら
こ
へ
の
不
満
を
述
べ
た
の
を

に
し

 
そ
の
不
満
の
元
と
な

た
戦
い
の
話
を
シ

ピ

ゲ
ル
か
ら

き
出
し
て
お
り

 

え
一
時
的
に
で
も
シ

ナ
と
薄
塩
た
ら
こ
が
敵
対
し
た
事
を
利
用
し
て

 
薄
塩
た
ら
こ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
下

を

き
つ
け
る
事
で

 
シ

ナ
と
薄
塩
た
ら
こ
の
抗
争
の

大
を
狙

た
の
だ

た

 
だ
が
さ
す
が
の
ノ
ワ

ル
も

そ
の
場
に
薄
塩
た
ら
こ
本
人
が
偶
然
居
合
わ
せ
る
な
ど
と
は

 
ま

た
く
想
像
し
て
は
い
な
か

た

つ
い
で
に
言
う
と
戦
闘
後
の
祝
勝
会
で
二
人
が
和
解

し
た
事
や

 
先
日
シ

ナ
討
伐
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
直
後
に

 
薄
塩
た
ら
こ
が
ロ
ザ
リ
ア
に
シ

ナ
の
味
方
を
す
る
宣
言
を
し
た
事
も
知
ら
な
か

た

 
後
者
は
と
も
か
く

前
者
は
シ

ピ

ゲ
ル
が
祝
勝
会
に
参
加
し
な
か

た
せ
い
で
あ
る

く
そ

す
ぐ
に
後
を
追

て
や
め
さ
せ
な
い
と

 
そ
う

い
て

薄
塩
た
ら
こ
は
そ
の
男
達
を
追
い
か
け
た

だ
が
そ
の
行
動
は

 
微

に

き
に
失
し
た
よ
う
だ

男
達
は

に
他
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
者
達
と
合
流
し
て
お

り
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薄
塩
た
ら
こ
一
人
で
は

手
出
し
が
出
来
な
い
人

に
ま
で

れ
上
が

て
い
た

 
そ
の

は
実
に
二
十
人
に
達
し
さ
す
が
の
薄
塩
た
ら
こ
で
も
も
う
ど
う
す
る
事
も
出
来
な

か

た
ま
ず
い
な
こ
の
ま
ま
だ
と
う
ち
と
シ

ナ
達
が
完
全
に
敵
対
す
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
ん

 
と
り
あ
え
ず
シ

ナ
に
直
接
話
す
と
し
て

せ
め
て
行
き
先
だ
け
で
も
掴
ま
な
い
と

 
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う
考
え

と
り
あ
え
ず
そ
の
一
団
を
尾
行
す
る
事
に
し
た

 
そ
し
て
そ
の
一
団
が

街
を
出
て
少
し
行

た
所
に
あ
る

 

ビ
ル

の
中
の
一
つ
に
入

た
事
を
確
認
す
る
と

 
薄
塩
た
ら
こ
は
急
い
で
シ

ナ
が

点
に
し
て
い
る
ビ
ル
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
ビ
ル
の
入
り
口
で

誰
か
シ

ナ
の
仲
間
が
来
る
の
を
待

て
い
た
薄
塩
た
ら
こ
は

 
遠
く
か
ら
シ

ナ
本
人
が
一
人
で
歩
い
て
く
る
の
を
見
付
け

て
て
そ
ち
ら
に
駆
け
寄

た

シ

ナ

お
う

た
ら
こ
か

久
し
ぶ
り
だ
な

シ

ナ

す
ま
ん

ん

い
き
な
り
ど
う
し
た

何
か
あ

た
の
か
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そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

は
や
る
気
持
ち
を

え
な
が
ら

一
応
シ

ナ
に
確
認
を
し
た

俺
は
先
日
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
と
い
う
人
に
会

た
ん
だ
が
彼
女
は
シ

ナ
の
仲
間
で
間
違
い
な

い
よ
な

 
確
か
動
画
に
も
出
て
た
は
ず
だ
し

あ
あ
そ
の
話
な
ら
ロ
ザ
リ
ア
か
ら

い
て
る
ぞ
結
局
そ

ち
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
中
か
ら

 
俺
に
敵
対
す
る
奴
が
出
た
と
か
そ
う
い
う
話
か

そ
の
通
り
だ

俺
の
教
育
が
足
り
な
か

た
せ
い
だ

本
当
に
す
ま
ん

 
だ
が
今
は
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
場
合
じ

な
い
ん
だ

 
つ
い
さ

き

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
が
そ
の
馬

共
に
さ
ら
わ
れ
た

ほ
う

 
シ

ナ
は
少
し
ぼ

と
し
た
感
じ
で
そ
う
答
え
た
の
だ
が

 
薄
塩
た
ら
こ
は

囲
の
気

が
急
激
に
下
が

た
よ
う
な

覚
を
覚
え
た

 
シ

ナ
の
見
た
目
は
特
に
何
も
変
わ

て
い
な
い
の
に
で
あ
る

と
り
あ
え
ず
何
が
あ

た

 
シ

ナ
に
そ
う
言
わ
れ
た
薄
塩
た
ら
こ
は

背
中
に
び

し

り
と

を
か
き
な
が
ら
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そ
の
時
の

況
を

し
く
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

敵
は
二
十
人
以
上
か

す
ま
ん
二
十
人
は
確
実
な
ん
だ
が
目
的
の

ビ
ル
の
中
に
何
人
敵
が
い
る
か
は
分
か
ら
な

か

た
い
や

情
報
は
助
か
る

 
丁
度
そ
の
時

イ
コ
マ
か
ら
シ

ナ
に
通
信
が
入

た

イ
コ
マ

ど
う
し
た

シ

ナ
さ
ん

今
ど
こ
で
す
か

点
の
前
だ

あ

見
え
ま
し
た

ち

と
待

て
て
下
さ
い

 
そ
の
言
葉
通
り
遠
く
か
ら
走

て
き
た
イ
コ
マ
は
シ

ナ
と
目
が
合
う
な
り
ピ
タ

と
足

を
止
め
た

 
そ
し
て
イ
コ
マ
は

恐
る
恐
る
と
い

た
感
じ
で
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

 
シ

ナ
は
そ
れ
を
疑
問
に
思
い
つ
つ
も
と
り
あ
え
ず
薄
塩
た
ら
こ
を
イ
コ
マ
に
紹
介
す
る
事

に
し
た
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こ
れ
は
イ
コ
マ

俺
の
仲
間
だ

そ
し
て
イ
コ
マ

こ
れ
は
薄
塩
た
ら
こ
だ

あ

あ
な
た
が
薄
塩
た
ら
こ
さ
ん
で
し
た
か

お
噂
は
か
ね
が
ね

薄
塩
た
ら
こ
じ

言
い
に
く
い
だ
ろ

た
ら
こ
で
い
い

え

と
イ
コ
マ
さ
ん
だ

た

か 
シ

ナ
に
男
の
仲
間
が
い
る
な
ん
て
話

初
め
て

い
た

は
い
僕
は
職
人
な
の
で
基
本
戦
闘
と
か
は
し
な
い
ん
で
す
よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
た

ら
こ
さ
ん

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
な
ら
表
に
出
て
こ
な
い
の
も
当
た
り
前
か

そ
れ
よ
り
で
す
ね

あ
の
た
ら
こ
さ
ん
に
ち

と
お

き
し
た
い
事
が
あ
る
ん
で
す
が

お
う

別
に

わ
な
い
が

何
だ

 
そ
し
て
イ
コ
マ
は

薄
塩
た
ら
こ
の

元
で
そ

と
こ
う

ね
た

あ
の

た
ら
こ
さ
ん

シ

ナ
さ
ん
を

ら
せ
た
り
し
ま
し
た

や

や

ぱ
り
シ

ナ
は

て
る
の
か

は
い

シ

ナ
さ
ん
の
あ
の
眠
そ
う
な
目
と

ぶ

き
ら
ぼ
う
な
態
度
は

 
本
当
の
本
当
に
ガ
チ
で

て
い
る
時
の
反
応
で
す
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た
ら
こ
さ
ん
は
シ

ナ
さ
ん
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
だ

て
事
は
知

て
る
ん
で
す
よ

ね 
と
い
う
事
は

薄
々
彼
の
過
去
も
ご
存
知
で

 
そ
う

ね
ら
れ
た
薄
塩
た
ら
こ
は

イ
コ
マ
に
探
る
よ
う
な
目
を
向
け

 
少
し
考
え
た
後
に

ぼ
そ

と
こ
う
言

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
四
天
王

銀
影
の
ハ
チ
マ
ン
だ
ろ

 
俺
の
ダ
チ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
や

て
た
か
ら
な

そ
れ
で
話
は

い
て
た

 
で
も
そ
の
事
は
絶
対
に
誰
に
も
言
う
つ
も
り
は
な
い

ダ
チ
の
命
の

人
だ
か
ら
な

 
そ
の
ダ
チ
は
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

だ

た
ら
し
い
ん
だ
が

今
で
も
た
ま
に
言
う
ん
だ
よ

 
悪
い
奴
ら
に
襲
わ
れ
て
死
に
そ
う
に
な

た
時
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
ア
ス
ナ
さ
ん
に
命
を
助
け

て
も
ら

た

 
そ
の
お
か
げ
で
今
俺
は
生
き
て
い
る

て
な

 
そ
ん
な
薄
塩
た
ら
こ
に

イ
コ
マ
は
言

た

そ
う
で
す
か

実
は
僕
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
や

て
た
ん
で
す
よ

そ
う
な
の
か
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は
い

で

そ
の
時
に
一
度
だ
け

あ
あ
な

た
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
を
見
た
事
が
あ
る
ん
で
す

 
そ
れ
は
そ
の
ア
ス
ナ
さ
ん
が
と
あ
る
プ
レ
イ
ヤ

に
ス
ト

カ

ま
が
い
の
事
を
さ
れ
た
時

で 
人
の
多
い
広
場
で
言
い
争
い
を
し
て
た
ん
で

僕
も
た
ま
た
ま
そ
れ
を
目
に
し
た
ん
で
す
よ

 
で
そ
の
相
手
も
か
な
り
強
い
人
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
言
う
と
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
る
ク
ラ
ス
の
人
だ

た

ん
で
す
が

 
そ
の
相
手
を
三

で
叩
き
の
め
し
ま
し
た

正
直
動
き
が
ま

た
く
見
え
な
か

た
で
す

ま
じ
か
よ

だ
か
ら
た
ら
こ
さ
ん
が

ら
せ
た
の
か
ど
う
か
確
認
し
た
か

た

て
だ
け
な
ん
で
す
す

み
ま
せ
ん

お

お
う

大
丈
夫
だ

そ
れ
な
ら
多
分
俺
じ

な
い

そ
れ
な
ら
本
当
に
良
か

た
で
す

 
こ
う
し
て
二
人
の
会
話
が
終
わ

た
後

イ
コ
マ
は
シ

ナ
に
こ
ん
な
報
告
を
し
た

シ

ナ
さ
ん
に
連

し
た
の
は
他
で
も
あ
り
ま
せ
ん
ち

と
お
か
し
な
噂
が
流
れ
て
ま
し

て



 第四章 ＧＧＯ編

噂は
い
シ

ナ
さ
ん
に
敵
対
す
る
グ
ル

プ
が
う
ち
の
メ
ン
バ

の
誰
か
を
さ
ら

た
と
か

何
と
か

そ
ん
な
噂
が

そ
う
か

噂
を
流
し
て
俺
を
お
び
き
寄
せ
よ
う
と
し
て
る
ん
だ
な

あ
く
ま
で
噂
な
ん
で

本
当
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
よ

い
や

本
当
だ

今
た
ら
こ
か
ら

い
た

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
直
ぐ
に
皆
に
連

し
な
い
と

 
そ
う
言

た
イ
コ
マ
に

シ

ナ
は
あ

さ
り
と
こ
う
言

た

今
は
誰
も
イ
ン
し
て
な
い
み
た
い
だ
し

と
り
あ
え
ず
連

は
必
要
無
い

えと
い
う
か
そ
れ
じ

あ
間
に
合
わ
な
い

そ
の
間
に
ロ
ザ
リ
ア
が
奴
ら
に
何
か
さ
れ
る
か
も

し
れ
ん

 
と
い
う
か
今
ま
さ
に
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ん

ま
あ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

は
不
可
能
だ
か

ら 
そ
の
あ
た
り
の
心
配
は
無
い
と
し
て
現
在
進
行

で

つ
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
出
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来
ん確

か
に
そ
う
で
す
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は

イ
コ
マ
に
こ
う

ね
た

イ
コ
マ

ハ
ン
ヴ

の

は
ど
う
な

て
る

一
台
は
完
全
に
仕
上
が

て
ま
す

徹

的
に
や
り
ま
し
た

そ
う
か

よ
し

俺
は
今
か
ら
敵
の

点
に
一
人
で
殴
り
こ
み
を
か
け
る

え

何
を
言

て
る
ん
で
す
か

当
然
僕
も
行
き
ま
す
よ

目
だ

危
険
だ

大
丈
夫
で
す
よ
基
本
ハ
ン
ヴ

で
待
機
し
つ
つ
そ
の
武
装
を
使

て
攻
撃
し
ま
す
か
ら

そ
う
か

あ
り
が
と
な

イ
コ
マ

い
え

仲
間
の

で
す
か
ら

 
そ
の
会
話
を
横
で

い
て
い
た
薄
塩
た
ら
こ
が

驚
い
た
よ
う
に
二
人
に
言

た

お
い

ま
さ
か
二
人
だ
け
で
殴
り
込
む
つ
も
り
か

最
初
は
俺
一
人
で
行
く
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど

な

 
そ
の
返
事
を
受
け

薄
塩
た
ら
こ
は
一

で
決
断
し

こ
う
言

た
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三
人
だ

三
人

ま
さ
か
お
前
も
来
る
つ
も
り
か

あ
あ
本
当
な
ら
う
ち
の
奴
ら
も
呼
び
た
い
所
だ
が
誰
が
裏
切

て
い
る
か
見
当
も
つ
か
な

い
か
ら
な

 
あ
と
俺
の
知
り
合
い
で
直
ぐ
動
け
て
信
用
出
来
る
奴
が
い
た
ら
声
を

け
る
時
間
は
と
ら

せ
な
い

仲
間

れ
に
な
る
ん
じ

な
い
の
か

大
丈
夫
か

あ
あ
あ
る
意
味
俺
の

任
で
も
あ
る
か
ら
な

え
こ
れ
で
ス
コ

ド
ロ
ン
が
無
く
な
ろ
う

と
も

 
俺
は
あ
ん
た
の
味
方
を
す
る
事
に
す
る

 
そ
の
薄
塩
た
ら
こ
の
言
葉
に
あ
る
種
の
決
意
を
感
じ
た
シ

ナ
は
薄
塩
た
ら
こ
の
参
加
を
認

め
た

 
薄
塩
た
ら
こ
は

こ
れ
で
少
し
は
ダ
チ
の
事
で

返
し
が
出
来
る
と
内
心
喜
ん
で
い
た

 
ち
な
み
に

感
な
ど
は

片
も
感
じ
て
い
な
い

 
自
分
達
が
負
け
る
な
ど
と
は
ま

た
く
思

て
い
な
か

た
か
ら
だ
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こ
ん
な
事
に

き
込
ん
で
本
当
に
す
ま
な
い
な

気
に
す
る
な

て
そ
れ
じ

あ
ち

と
知
人
に
連

を
入
れ
る

ど
こ
に
向
か
わ
せ
れ
ば

い
いそ

れ
じ

あ
レ
ン
タ
ル

の
前
ま
で
来
て
も
ら

て
く
れ

分
か

た

急
が
せ
る

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を

め
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
た

銃
士

は
い
な
い
か

あ
い
つ
な
ら
信
用
出
来
る
と
思

た
ん
だ
が

お

闇
風
は
い

る
な

 
他
は

く
そ

目
だ

誰
も
い
や
し
ね
え

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は
闇
風
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
闇
風
は
即
座
に
そ
の
頼
み
を

し
た

 
銃
士

に
と

て
は
ア
ン
ラ

キ

だ
と
言
う
他
は
無
い

 
も
し
今
回
の
戦
い
に
参
加
出
来
て
い
れ
ば

シ

ナ
か
ら
の
好
意
と

 
今
後
は
親
し
い
友
人
扱
い
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
特

が
も
ら
え
た
か
ら
だ

 
だ
が
今
回
も

銃
士

は
シ

ナ
と
知
り
合
う
事
は
出
来
な
か

た

 
そ
し
て

分
後

レ
ン
タ
ル

で
待
つ
三
人
の
前
に

闇
風
が
現
れ
た
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お

た
ら
こ
の
知
り
合
い
は
闇
風
だ

た
か

久
し
ぶ
り
だ
な

お
う

あ
ん
た
と
会
う
の
は
二
度
目
だ
な

 
一
度
目
は
確
か

あ
ん
た
が
ナ
イ
フ
一
本
で
モ
ブ
を
倒
し
ま
く

て
い
る
所
に

 
偶
然
俺
が
通
り
か
か

て
少
し
見
物
さ
せ
て
も
ら

た
ん
だ

た
か

懐
か
し
い
な

お
う

 
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し

ニ
ヤ
リ
と
し
た

二
人
と
も

今
日
は

き
込
ん
じ
ま

て
本
当
に
す
ま
な
い

感
謝
す
る

何

あ
ん
た
と
は
一
度

を

べ
て
戦

て
み
た
い
と
思

て
た
ん
だ

 
そ
れ
に
大
雑

に
話
は

い
た
が
女
を
人
質
に
と
る
よ
う
な
奴
は
俺
は
大

い
な
ん
だ
よ

奇
遇
だ
な

俺
も
だ

ま
あ
そ
れ
は
俺
も
だ
な

僕
も
で
す

 
そ
し
て
四
人
は
笑
い
合
う
と

ハ
ン
ヴ

に
乗

て

目
的
の

ビ
ル
へ
と
向
か

た
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第
３
０
９
話
 
捕
ら
わ
れ
の
小
猫

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
目
的
地
へ
と
向
か
う

中
闇
風
が

内
の
様
子
を
観
察
し
な
が
ら
突
然
こ
ん
な
事
を

ね

て
き
た

そ
う
い
え
ば
こ
の
ハ
ン
ヴ

ど
こ
か
普
通
と
違
う
よ
な

ど
こ
で

り
ら
れ
る
ん
だ

あ

そ
れ
俺
も
思

て
た

ど
う
な
ん
だ

シ

ナ

い
や

こ
れ
は
俺
個
人
の
持
ち
物
だ

え

こ
う
い
う
の

て

え
る
の
か

あ
あ

足
が
あ
る
と

利
だ
ぞ

ま
あ
か
な
り

は
張
る
が
な

時
は
金
な
り
て
言
う
も
ん
な
確
か
に
移
動
の
時
間
の

は
課
題
だ
た
ん
だ
よ
な

ま
あ
普
通
に
レ
ン
タ
ル
で
も
い
い
と
思
う
ぞ
所
持
し
て
い
れ
ば
色
々

利
な
の
は
確
か
だ

け
ど
な



 第四章 ＧＧＯ編

 
こ
の
ハ
ン
ヴ

も

イ
コ
マ
が
か
な
り
手
を
入
れ
て
る
し
な

 
そ
し
て
イ
コ
マ
は

得
意
げ
に
説
明
を
始
め
た

装
甲
は
バ

チ
リ
強
化
し
て
あ
る
ん
で

通
常
の
銃
器
に
よ
る
攻
撃
は
全
部
は
ね
返
し
ま
す

 
今
は
収
納
し
て
あ
り
ま
す
が
後
部
に
ミ
ニ
ガ
ン
が

載
し
て
あ

て
ス
イ

チ
一
つ
で
展

開
で
き
ま
す

 
ミ
ニ
ガ
ン
を
使
う
場
合
は

ほ
ら

こ
の
真
上
に
あ
る
ハ

チ
か
ら
上
に
出
れ
ま
す

ま
じ
か
よ

ち

と
し
た
要
塞
だ
な

前
面
に
は
多
目
的
ラ
ン
チ

を
二
門

載
し
た
の
で

 

え
ば
ワ
イ
ヤ

を
射
出
し
て
ど
こ
か
に
撃
ち
こ
ん
だ
り
グ
レ
ネ

ド
を
射
出
し
た
り
も
出

来
ま
す

 
色
々
と
物
理
法

を
無

し
て
る
部
分
も
あ
る
ん
で
す
が
ま
あ
こ
う
い
う
の
は
ゲ

ム
な
ら

で
は
で
す
ね

 
ち
な
み
に
水

両
用
で
す

こ
れ
も
本
物
な
ら
確
実
に

水
す
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど

 
ゲ

ム
だ
か
ら
ち

と
ユ
ニ

ト
を
追
加
し
た
だ
け
で

水
し
な
い
ん
で
す
よ
ね

凄
え
な
お
い

ま
さ
か
そ
ん
な
事
が
出
来
る
な
ん
て

思

て
も
い
な
か

た
よ
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ま
あ
こ
の
ゲ

ム
だ
と
自
分
の
銃
を

理
す
る

に
そ
う
い
う
ス
キ
ル
を
上
げ
る
人
は
い

ま
す
け
ど

 
確
か
に
物
作
り
メ
イ
ン
で
や

て
る
人

て
ま

た
く
い
な
さ
そ
う
で
す
よ
ね

 
そ
の
イ
コ
マ
の
言
葉
に

薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は

い
た

確
か
に
な

う
ち
の
ス
コ

ド
ロ
ン
で
も
職
人
の
育
成
を
考
え
て
み
る
か
な

大
手
は
い
い
よ
な

う
ち
は

小
だ
か
ら
な

そ
れ
を
言

た
ら
う
ち
は
ス
コ

ド
ロ
ン
で
す
ら
な
い
ん
だ
が

要
は
や
る
気
と
素
材
を
調
達
出
来
る
か
ど
う
か
で
す
よ

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
の
指

通
り

し
ば
ら
く

を
走
ら
せ
た

 
遠
く
に
ど
う
見
て
も

に
し
か
見
え
な
い
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
街

み
が
見
え
て
き
た

お

見
え
て
き
た

シ

ナ

あ
そ
こ
だ

大
体
ど

ち
側
だ

こ
こ
か
ら
だ
と

だ
な

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
一
応

し
て

よ
り
に
進
路
を
と
る

 
そ
し
て
丁
度
ど
こ
か
ら
見
て
も
死

に
な
る

ス
ペ

ス
を
見
つ
け
た
シ

ナ
は
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そ
こ
に
ハ
ン
ヴ

を

さ
せ
た

よ
し
入
り
口
の
様
子
を
探
り
に
い
く
か

イ
コ
マ
は
こ
こ
で
何
が
動
き
が
無
い
か

の

を
頼
む

は
い

何
か
あ

た
ら
と
に
か
く
逃
げ
ろ

可
能
な
ら
ハ
ン
ヴ

を
動
か
し
て
も
い
い

 
こ
こ
じ

あ
免
許
と
か
は
必
要
無
い
し
な

実
は
こ
の
前
ち

と
だ
け
練

し
て
み
た
ん
で
す
よ

な
の
で
動
か
す
だ
け
な
ら
何
と
か

そ
う
か

ま
あ

況
次
第
で
ど
う
す
る
か
考
え
て
く
れ

 
そ
し
て
シ

ナ
達
三
人
は

目
的
の
ビ
ル
が
見
え
る

置
ま
で
移
動
し
た

 

シ

ナ

あ
の
ビ
ル
だ

よ
し
た
ら
こ
は
俺
と
一

に
来
て
く
れ
闇
風
は
ぐ
る

と
ビ
ル
の

り
を
回

て
み
て
く

れ
お
う

任
せ
ろ

偵
察
は
得
意
だ

 
そ
し
て
闇
風
は
移
動
を
開
始
し
シ

ナ
と
た
ら
こ
は
ビ
ル
の
入
り
口
を
そ

と

き
込
ん
だ
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見
張
り
は

ど
う
や
ら
二
人

い
な

ま
あ
普
通
と
言
え
ば
普
通
だ
が

ち

と
う
さ
ん
く
さ
い
な

 
仮
に
も
お
前
を
相
手
に
し
よ
う

て
言
う
ん
だ
か
ら

 
見
張
り
に
も
う
少
し
人

を

い
て
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
ん
だ
が

お
そ
ら
く
中
で
罠
を
張

て
待
ち

え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
こ
に
ビ
ル
を
一

し
て
き
た
闇
風
が
合
流
し
た

闇
風

ど
う
だ

何
か
分
か

た
か

入
り
口
は
ど
う
や
ら
こ
こ
だ
け
の
よ
う
だ
な

他
に
見
張
り
は
い
な
い

そ
う
か

つ
ま
り
罠
だ
と
分
か

て
い
て
も

こ
こ
か
ら
入
る
し
か
無
い

て
事
か

そ
う
だ
な

ロ
ザ
リ
ア
が
捕
ま

て
い
る
の
は
最
上

の
可
能
性
が
高
い

て
事
に
な
る

か
最
上

か

な
あ
シ

ナ

幸
い
こ
こ
に
は
同
じ
く
ら
い
の
高
さ
の
ビ
ル
が

山
あ
る

 
こ
こ
は
一
つ
三
人
で
三
方
向
に
分
か
れ
て
隣
の
ビ
ル
か
ら
中
の
様
子
が
見
え
る
か
確
か
め
て

み
な
い
か

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か
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そ
し
て
シ

ナ
は
⻄

薄
塩
た
ら
こ
は
北

闇
風
は
東
の
ビ
ル
へ
と
向
か

た

 
ち
な
み
に
こ
の
ビ
ル
の
唯
一
の
入
り
口
は
南
で
あ
る

  
こ
こ
で
場
面
は
少
し
だ
け
時
間
を

る

敵
に
捕
ら
わ
れ
た
ロ
ザ
リ
ア
は

中
か
ら

に
乗

せ
ら
れ

 
ど
こ
か
に
運
ば
れ
て
い
る
真

最
中
だ

た

目
に
は
目

し
を
さ
れ
て
お
り
両
手
は

束

さ
れ

 
口
に

を
か
ま
さ
れ
た
ロ
ザ
リ
ア
は

自
分
に
唯
一
出
来
る
事
を
実
行
し
て
い
た

 
す
な
わ
ち

ひ
た
す
ら
今
の

況
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

ま
ず

た
わ
油
断
し
た

こ
れ
か
ら
は
閃
光
手

で
も
持
ち
歩
く
よ
う
に
し
よ
う
か
し

ら 
も
し
く
は
苦
手
な
の
を
覚
悟
で
私
に
も

光
剣
を
作

て
も
ら
お
う
か
し
ら
ね

 
そ
れ
に
し
て
も

私
に
襲
い

か

て
き
た
連
中

確
か
に
見
覚
え
が
あ
る
わ

 
あ
れ
は
確
か

た
ら
こ
さ
ん
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
メ
ン
バ

の
は
ず

 
ま
さ
か
た
ら
こ
さ
ん
が
こ
ん
な
指

を
出
す

な
い
か
ら
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ス
コ

ド
ロ
ン
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に
動
い
て
る
と
い
う
事
か
し
ら
ね

 
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
ロ
ザ
リ
ア
の

に

こ
ん
な
会
話
が

こ
え
て
き
た

な

シ

ナ
は
本
当
に
こ
い
つ
を
取
り
返
し
に
来
る
の
か
な

 
だ

て
こ
い
つ

無
理
や
り
シ

ナ
に

わ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
奴
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
ろ

 
そ
れ
な
ら
見
殺
し
に
し
て
も
お
か
し
く
な
い
ん
じ

な
い
か

無
理
や
り
な
ん
て

そ
ん
な
事
あ
る

無
い
で
し

う

 
こ
ん
な
馬

ど
も
に
簡

に
捕
ま
る
な
ん
て

本
当
に
一
生
の
不
覚
だ
わ

ま
あ

来
る
ん
じ

ね
え
の

そ
う
い
う
悪
い
奴

て

自
分
の
評
判
を
結

気
に
す
る

じ

な
い
か

 
だ
か
ら
多
分

こ
い
つ
の

じ

な
く

自
分
の
評
判
の

に
取
り
返
し
に
来
る
と
思
う

あ
ん
た
が
そ
う
思
い
た
い
だ
け
で
し

う
が

そ
ん
な
の
た
だ
の
個
人
差
よ

 
そ
し
て
シ

ナ
な
ら
自
分
の
評
判
と
か
は
関
係
な
く
必
ず
私
を
助
け
に
来
る
わ
よ

来
ち

う
わ
よ

 
そ
う
な
の

来
ち

う
の
よ

で
も
私
は
私
な
ん
か
の

に
シ

ナ
の
手
を

わ
せ
た
く
な

い
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シ

ナ
は

し
む
と
思
う
け
ど

こ
う
な

た
ら

を
見
て
自
殺
す
る
し
か
な
い
わ
ね

 
可
能
な
限
り

く
し
な
い
と
シ

ナ
が
こ
こ
に
来
ち

う
あ
の
人
な
ら
必
ず
そ
う
す
る

 
こ
の
ゲ

ム
に
お
い
て

人
質
が
基
本
意
味
を
成
さ
な
い
理
由
が
こ
れ
だ

た

 
死
ん
で
し
ま
え
ば
捕

の
身
か
ら
簡

に
逃
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る

 
自
分
で

を

む
に
し
て
も

特
に

み
は
無
い

 
ま
あ
そ
れ
ゆ
え
に

相
手
も

を
使

た
の
で
あ
ろ
う

 
故
に
こ
う
い
う
場
合
人
質
を
と

た
方
に
と

て
一
番
つ
ら
い
の
は
完
全
に
無

さ
れ
る

事
で
あ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
の
一
番
大
き
な
違
い
は
こ
こ
で
あ
ろ
う

こ
こ
で
は
人
の
命
は

い
の
だ

 
だ
が
シ

ナ
は
必
ず
来
る

そ
れ
は
ロ
ザ
リ
ア
に
と

て
は
自
明
の
理
で
あ

た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
知
ら
な
い
事
だ
が
シ

ナ
と
同
行
し
て
い
る
三
人
は
そ
の
点
に
関
し
て
は
同

意
見
で
あ
る

 
そ
の

イ
コ
マ
も
薄
塩
た
ら
こ
も
闇
風
も
無

す
れ
ば
い
い
と
い
う
意
見
を
誰
も
口
に
出
さ

な
か

た

 
そ
し
て

は

止
し

ロ
ザ
リ
ア
は
再
び
自
分
の
体
が
誰
か
に
担
が
れ
る
の
を
感
じ
た
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あ
あ

せ

か
く
シ

ナ
に
お

様

こ
を
し
て
も
ら

た
嬉
し
い
記
憶
が

 
何
度
も
何
度
も
こ
ん
な
馬

共
に
上
書
き
さ
れ
ち

た

 
そ
う
考
え
た
ロ
ザ
リ
ア
は

き
そ
う
に
な

た

 
そ
し
て

お
そ
ら
く
だ
が

を
上

て
い
る
よ
う
な
気
配
が
し
て

 
し
ば
ら
く
し
た
後

ロ
ザ
リ
ア
は

い
コ
ン
ク
リ

ト
の
上
に
下
ろ
さ
れ
た

ど
う
や
ら
か
な
り
上
の
フ
ロ
ア
ま
で
運
ば
れ
た
み
た
い
ね

 
と
い
う
事
は

こ
こ
は
ど
こ
か
の

ビ
ル
の
最
上

近
く
な
の
か
し
ら

さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
こ
こ
で
引
き
続
き
こ
い
つ
の
監

か

 
そ
の
言
葉
か
ら
す
る
と

ど
う
や
ら
ロ
ザ
リ
ア
を
運
ん
で
き
た
者
達
は

 
そ
の
ま
ま
こ
こ
の
見
張
り
に
つ
く
よ
う
だ

そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
の

に
別
の
者
の
足
音
が

こ
え
て
き
た

ん

ど
う
し
た

何
か
あ

た
の
か

は

本
気
か
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い
や

そ
れ
は
そ
う
だ
が
よ

分
か

た

分
か

た
か
ら

何

声
が
小
さ
く
て

き
取
れ
な
い

 
そ
し
て
誰
か
が
近
付
い
て
来
た
気
配
が
し
て

 
ロ
ザ
リ
ア
は
い
き
な
り
ア
キ
レ
ス

の

り
に
激
し
い
衝
撃
を
感
じ
た

足
に
力
が
入
ら
な
い

ま
さ
か
足
の

を
切
ら
れ
た

 
逃

防
止
の

な
ん
だ
ろ
う
け
ど

分
念
入
り
ね

 
次
に
ロ
ザ
リ
ア
は

手
首
に
同
じ
よ
う
な
衝
撃
を
感
じ
た

 

次
は
手
の

か

も
う

何
な
の
こ
い
つ

女
を
い
た
ぶ
る
趣
味
で
も
あ
る
の
か
し
ら

 
ま
あ
別
に

く
な
い
か
ら
い
い
け
ど
手
足
が
自
由
に
動
か
な
い

て
の
は
意
外
と
ス
ト
レ

ス
ね

 
そ
し
て
最
後
に
ロ
ザ
リ
ア
は

を
ガ

と
捕
ま
れ
次
の

間
目
が
横
一
線
に

ら
れ
る
感

触
が
し
た

ま

ま
さ
か
目
を
潰
さ
れ
た

普
通
そ
こ
ま
で
す
る
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そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
の
目

し
が
交
換
さ
れ

そ
の
男
が
去

て
い
く
気
配
が
し
た

こ
う
な

た
ら
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い

が

め
な
い
以
上
死
ぬ
事
も
出
来
な
い

 
あ
あ
シ

ナ
お
願
い
だ
か
ら
せ
め
て
私
が
出
血
ダ
メ

ジ
で
死
ぬ
ま
で
こ
こ
に
は
来
な

い
で

 
だ
が
そ
の
願
い
も
空
し
く

出
血
は
大
し
た
事
が
無
い
よ
う
で

 
ロ
ザ
リ
ア
が
死
ぬ
ま
で
に
は
か
な
り
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
無

だ
と
知
り
な
が
ら
も
ひ
た
す
ら
シ

ナ
が
来
な
い
よ
う
に
と

り
続
け

た 
ど
う
だ
ジ

や
は
り
あ
の
ロ
ザ
リ
ア
か

う

ん

や

ぱ
り
見
た
だ
け
じ

分
か
ら
ね
え
わ

全
然
外
見
が
違
う
し
な

ま
あ

よ
く
あ
る
名
前
だ
ろ
う
し
な

と
り
あ
え
ず
手
足
の

を
切

て
目
を
見
え
な
く
し
て
お
い
た
か
ら

 
あ
い
つ
が
見
た
ら
多
分
発
狂
し
そ
う
な
く
ら
い

る
と
思
う

あ
い
つ
は
元
々
狂

て
る

俺
達
と
は
別
の
ベ
ク
ト
ル
で
な
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は

違
い
ね
え

そ
れ
じ

あ

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
街
に

ろ
う

あ
あ

 
シ

ナ

北
の
最
上

に
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
が
い
た

ど
う
や
ら
怪
我
を
し
て
い
る
よ
う
で

 
遠
く
か
ら
で
も
ハ

キ
リ
と
血
を
流
し
て
い
る
の
が
分
か
る

 
く
そ

あ
い
つ
ら

絶
対
に
ス
コ

ド
ロ
ン
を
や
め
さ
せ
る
く
ら
い
じ

許
さ
ね
え
ぞ

こ
れ
か
ら

て
ほ
ど
思
い
知
る
だ
ろ
話
は
分
か

た
一

ハ
ン
ヴ

の
所
に

ろ
う

了
解

闇
風
に
も
伝
え
て
お
く

す
ま
ん

頼
む

 
薄
塩
た
ら
こ
か
ら
そ
の
通
信
を
受
け
た
後

 
シ

ナ
は
先
日
ロ
ザ
リ
ア
の
家
を
訪
れ
た
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

 
そ
の

裏
に
は

ロ
ザ
リ
ア
が
言

た
セ
リ
フ
が
色
々
と

て
い
た

こ
こ
ま
で
連
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
こ
こ
で

お
前
は
い
つ
も

そ
う
や

て
遠

す
る
よ
な
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そ

そ
う
よ
ね

何
も
問
題
は
無
い
と
思
う
わ

そ
れ
で
い
て
俺
が
た
ま
に
あ
あ
い
う
事
を
す
る
と
そ
の

態
を
保
と
う
と
必
死
に
な

た

り
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
座

て
て

あ
ま
り
あ
ち
こ
ち
じ
ろ
じ
ろ
見
な
い
で
ね

気
が
強
い
よ
う
で
い
て

何
で
も
な
い
事
を
恥
ず
か
し
が

た
り
も
し
て

え

え

と

足
を
く
じ
い
た
か
ら
こ
の
方
が
楽
な
の
よ

ジ

ジ
だ
と
ち

と
大
変

じ

な
い

自
分
で
は
さ
り
げ
な
く
誤
魔
化
し
た
つ
も
り
で

見
え
見
え
の
ア
ピ

ル
を
し
て
き
た
り

あ

何
か
美
味
し
い

そ
ん
な
優
し
い
笑
顔
も
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
ん
だ
な

あ
の

キ

チ
ン

れ
て
た
で
し

あ

あ
り
が
と

多
分
さ
ぼ

て
た
だ
け
な
ん
だ
ろ
う
が

山
仕
事
を
押
し
付
け
ち
ま

て
る
の
は
事
実
な
ん

だ
よ
な

そ

そ
う
よ
ね

ど
う

思
う

び
く
び
く
し
な
が
ら
そ
ん
な
事
を

い
て
く
る
ん
じ

ね
え
よ

も

と
自
分
に
自
信
を
持
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て

て
あ

あ
の

絶
対
に
誰
に
も
見
せ
な
い
か
ら

初
め
て
こ
こ
に
来
た
記
念
に

一

に
写
真

を
そ
の

度
お
か
し
な
事
を
し
て
こ
な
け
れ
ば
い
つ
で
も
頼
ん
で
く
れ
て
い
い
ん
だ
け
ど
な

う
ん

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

ま
た
ね

ま
た
ね

て
言

た
の
に
な

俺
は
あ
い
つ
を
守
れ
な
か

た

シ

ナ

 
そ
し
て
最
後
に
シ

ナ
は

自
分
を
呼
ぶ
ロ
ザ
リ
ア
の
声
が

こ
え
た
よ
う
な
気
が
し
た

お
前
は
凄
く
変
わ

た
よ
な

も
う
お
前
が
い
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い

 
お
前
は
本
当
に
俺
に
は
も

た
い
な
い
最
高
の
部
下
だ
よ

 
ま
あ
お
前
は
自

評
価
が

い
か
ら

こ
ん
な

況
で
あ

て
も

 
私
の
事
は
い
い
か
ら
こ
こ
に
は
来
な
い
で
と
か
思

て
る
ん
だ
ろ
う
け
ど

な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ビ
ル
の
方
へ
と
手
の
平
を
差
し
出
し

ぐ

と

た

待

て
ろ
小
猫

お
前
は
必
ず
俺
が
こ
の
手
で
取
り

す
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第
３
１
０
話
 
涙

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

シ

ナ
さ
ん

こ

ち
は
特
に

常
は
あ
り
ま
せ
ん

そ

ち
は
ど
う
で
し
た
か

あ
い
つ
の
居
場
所
は
特
定
す
る
事
が
出
来
た

後
は
作
戦
を
ど
う
す
る
か
だ
が

 
そ
し
て
シ

ナ
は

一
つ
の
作
戦
を
仲
間
に
提

し
た

お
い
お
い

本
気
か

そ
れ
は

ど
う
な
ん
だ

な

シ

ナ

本
当
に
や
れ
る
の
か

や
れ
る
か
や
れ
な
い
か
で
言
え
ば

や
れ
る

分
か

た

よ
し

俺
は
や
る
ぞ

 
薄
塩
た
ら
こ
は
シ

ナ
の
言
葉
を
受
け

そ
う
即
答
し
た

お
い
た
ら
こ

お
前
は
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で

 
闇
風
の
そ
の
疑
問
に

薄
塩
た
ら
こ
は
こ
う
答
え
た
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シ

ナ
に
は

り
が
あ
る
か
ら
だ

あ
あ

俺
か
ら
お
前
に
貸
し
な
ん
か
あ

た
か

俺
に
は
無
い
あ
る
の
は
俺
じ

な
く
俺
の
ダ
チ
だ

俺
の
ダ
チ
は
あ
ん
た
に
命
を
助
け
ら
れ

た 
そ
し
て
ダ
チ
の

り
は
俺
の

り
だ
と

そ
う
思

て
く
れ
て

わ
な
い

 
薄
塩
た
ら
こ
は
キ

パ
リ
と
そ
う
言

た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
俺
が

ん
だ
男

て
い
う
と

ゼ
ク
シ

ド
く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
な
い
ん
だ
が

 
後
は
ダ
イ
ン
と
か
ギ
ン
ロ
ウ

り
か

い
や

そ
い
つ
ら
は
関
係
無
い

し
く
は
言
え
な
い
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
話
じ

な
い

ん

ま
さ
か
現
実
世
界
で
の
話
か

そ
う
だ
と
も
言
え
る
し

そ
う
で
は
な
い
と
も
言
え
る

 
そ
の
薄
塩
た
ら
こ
の
謎

け
の
よ
う
な
言
い
方
に
シ

ナ
は
何
か
思
い
当
た

た
の
だ
ろ
う

 
逆
に
薄
塩
た
ら
こ
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た

も
し
か
し
て
そ
れ
は

二
年
く
ら
い
前
の
話
か

あ
あ
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お
そ
ら
く
そ
い
つ
の
名
前
を

い
て
も
俺
は
覚
え
て
な
い
と
思
う
が
そ
う
い
う
事
な
ら
納
得

だ
あ
あ

あ
ん
た
が
納
得
し
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
さ

 
事
情
を
知

て
い
る
イ
コ
マ
は
う
ん
う
ん
と

い
た

そ
し
て
闇
風
も
こ
う
言

た

よ

し

俺
も
そ
の
シ

ナ
の
作
戦
に
乗
る

闇
風
は
特
に
俺
に

り
と
か
は
無
い
よ
な

そ
れ
で
い
い
の
か

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

闇
風
は
ニ

コ
リ
と
笑
い
な
が
ら
言

た

今
の
シ

ナ
と
た
ら
こ
の
会
話
の
意
味
は
俺
に
は
サ

パ
リ
分
か
ら
な
か

た
だ
が

は
出
来
る

 
事
実
と
し
て
シ

ナ
は
過
去
に
誰
か
の
命
を
救

た
そ
し
て
そ
い
つ
の
名
前
す
ら
覚
え
て
い

な
いそ

う
言
わ
れ
る
と

俺
が
凄
く

目
な
奴
み
た
い
に

こ
え
る
な

は
は

こ
こ
ま
で
は
な

 
シ

ナ
は
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言

た

闇
風
も
同
じ
く
笑
い
な
が
ら
説
明
を
続
け
た

そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
普
通
は
人
の
命
を
救

た
ら
名
前
く
ら
い
は
覚
え
て
い
る
の
が
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当
然
だ

 
だ
が
シ

ナ
は
今
た
ら
こ
に
そ
の
ダ
チ
の
名
前
を

く
前
に
そ
い
つ
の
事
を
覚
え
て
い
な

い
と
言

た

 
そ
れ
は
ど
う
い
う
事
か

シ

ナ
が
日
常
的
に
他
人
の
命
を
救

て
い
る

そ
れ
は
ま
あ
無

い
だ
ろ
う

 
そ
し
て
残
る
可
能
性
は
一
つ

シ

ナ
が
過
去
に
不
特
定
多

の
人
の
命
を
救

た
こ
れ
し

か
な
い

 
こ
れ
な
ら
そ
の
ダ
チ
の
名
前
を
覚
え
て
い
な
い
の
も
納
得
だ

ほ
ほ
う

 
シ

ナ
は

そ
う
感
心
し
た
よ
う
な
声
で
言

た

二
年
く
ら
い
前
に
何
が
あ

た
か
な
ん
て

誰
で
も
知

て
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ
六
千
人
の
命
が
救
わ
れ
た
年
だ

そ
し
て
ク
リ
ア
を
成
し

げ
た
と

し
て

 
俺
達
の
間
に
伝
わ

て
い
る
名
前
は
三
人

閃
光

黒
の
剣
士

銀
影
だ

 
シ

ナ
が
そ
の
内
の
誰
か
は

か
な
い

だ
が
そ
の
事
実
だ
け
で
俺
に
は
十
分
だ
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俺
は
あ
ん
た
を
尊
敬
す
る
よ

シ

ナ

闇
風

お
前
凄
い
な

 
薄
塩
た
ら
こ
が
驚
愕
し
た
顔
で
闇
風
に
言

た

お
い
た
ら
こ

そ
の
言
い
方
だ
と

今
の

理
を

定
し
た
事
に
な

ち
ま
う
ぞ

あ

す

す
ま
ん

闇
風
の

理
に
感
心
し
ち
ま

て

つ
い

ま
あ
今
回
は
二
人
に
助
け
て
も
ら
う
ん
だ
そ
れ
に
比
べ
た
ら
俺
の
正
体
な
ん
か

な
問
題

だ 
だ
か
ら
気
に
す
る
事
は
な
い

俺
は
ハ
チ
マ
ン

銀
影
の
ハ
チ
マ
ン
だ

 
闇
風
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

俺
の
正
体
を
伝
え
て
お
く
事
に
す
る

 
闇
風
は
そ
の
言
葉
に
感
激
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

は
は

や

ぱ
り
か

俺

て
凄
く
ね

あ
あ
あ
ん
な
少
な
い
材
料
か
ら
俺
に
た
ど
り
着
く
な
ん
て
正
直
凄
い
と
思

た
の
は
確
か

だ
ま
あ
微

に
ズ
レ
て
る
所
も
あ

た
け
ど
な

ん

た
ら
こ

そ
う
な
の
か
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あ
あ

実
は
俺
の
ダ
チ
が
命
を
助
け
ら
れ
た

て
の
は

ク
リ
ア
の
事
じ

な
く

 
そ
の
ち

と
前
中
層
で
暴

に
襲
わ
れ
た
所
を
あ
ん
た
と
ア
ス
ナ

て
人
に
助
け
ら
れ

た
ら
し
い

そ
う
い
う
事
か

だ
か
ら
俺
の
ダ
チ
は

二
度
命
を
救
わ
れ
た
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な

実
は
そ
の
う
ち
一
度
は

イ
コ
マ
の
お
か
げ
で
も
あ
る
ん
だ
ぞ

 
シ

ナ
は
イ
コ
マ
の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

そ

そ
う
な
の
か

あ
あ
俺
は
か
ね
て
か
ら
イ
コ
マ
の
名
前
が
ま

た
く
噂
に
な
ら
な
い
事
を
不
満
に
思

て

い
た

 
な
の
で
言
わ
せ
て
も
ら
う
が

こ
の
イ
コ
マ
は

 
最
後
の
戦
い
で
俺
達
と
共
に
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
に

い
た
英
雄
の
一
人
だ

お
お

そ
う
な
の
か

シ

ナ
さ
ん

僕
な
ん
か
は
そ
ん
な
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も
い
い
加

に
し
ろ

て

は

は

 
そ
う
言
い
な
が
ら

イ
コ
マ
は

り

り
と
自
分
の

を
か
い
た

ど
う
だ

英
雄
が
二
人
も
い
る
ん
だ

ど
ん
な
無
茶
な
作
戦
で
も
負
け
る
気
が
し
な
い
だ
ろ

お

お
お

そ
う
だ
な

こ
れ
は
勝
て
る

絶
対
に
勝
て
る

む
し
ろ
負
け
る
要
素
が
何
も
無
い

と
い
う

で

と
り
あ
え
ず
時
間
を
決
め
て
お
く
か

お
う

時
計
の
時
間
を
合
わ
せ
る
の
は

こ
う
い
う
時
の
様
式
美
だ
よ
な

 
そ
し
て
四
人
は

く
打
ち
合
わ
せ
を
し

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
場
所
へ
と
移
動
を
開
始
し
た

  
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
音
を

い
た

ド
ン

と
い
う
音
と
共
に
ビ
ル
全
体
が

れ
た
の

だ
今
の
は

手

か
何
か
の
爆
発
音

で
も

同
時
に
別
の
音
が

こ
え
た
気
も
す
る
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ロ
ザ
リ
ア
の

覚
は

覚
が

じ
ら
れ
た
事
で
や
や

感
に
な

て
い
た

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
が
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
部
屋
に
何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

が
入

て
く
る
足

音
が
し
た

シ

ナ
が
攻
め
て
き
た
ぞ

シ

ナ

や

ぱ
り
来
ち

た
ん
だ

お

つ
い
に
来
た
の
か

で

今
の
音
は

ど
う
や
ら
入
り
口
に
手

が
投
げ
込
ま
れ
た
ら
し
く

見
張
り
の
二
人
が
や
ら
れ
た

 
そ
れ
に
乗
じ
て
二
人
の
敵
に
侵
入
さ
れ
た
ら
し
く

今
二

の

で
交
戦
中
だ

二
人

誰
と
誰
か
し
ら

そ
う
か

俺
達
も
行

た
方
が
い
い
か

ど
う
か
な

お

と
通
信
だ

ち

と
待

て
く
れ

ま
じ
か
よ

分
か

た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

た
よ
う
な
口
調
で
そ
う
言

た

何
か
あ

た
の
か

二

が
突
破
さ
れ
た
ら
し
い

ど
う
や
ら
相
手
の
防

の
性
能
が
か
な
り
高
く
て

 
こ
ち
ら
の
攻
撃
が
あ
ま
り

い
て
い
な
い
ら
し
い
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や

ぱ
り
あ
の
防

て
凄
い
ん
だ

そ
れ
は
ま
ず
い
じ

な
い
か
よ

ま
あ
し
か
し

今
の
と
こ
ろ
三

で
足
止
め
は
出
来
て
い
る
ら
し
い

だ
か
ら

ひ

 
ブ
ン

と
い
う
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
音
と
共
に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が

鳴
を
上
げ
た

ど

ど
う
し

ぎ

う
わ

何
だ
お
前

い
つ
か
ら

う
わ

え

何

一
体
何
が

こ

た
の

 
そ
し
て

ブ
ン

と
い
う
音
が
二
度

こ
え
た
後

そ
の
場
に
は
静

が
訪
れ
た

誰
も
い
な
く
な

た

い
や

ま
だ
一
人
い
る

ま
さ
か
敵
の
内

も
め

 

て
事
は
味
方

い
や
い
や
敵
の
敵
が
味
方
と
は
限
ら
な
い
わ
よ
ね
ど
ど
う
し
よ
う

 
そ
し
て

コ
ツ

コ
ツ
と
い
う
足
音
と
共
に

誰
か
が
ロ
ザ
リ
ア
に
近
付
い
て
き
た

だ

誰
な
の

本
当
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

シ

ナ

 
ロ
ザ
リ
ア
は
微

に
恐
怖
を
感
じ

い
パ
ニ

ク

態
に
陥

て
い
た

 
そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
の

に

誰
か
の
手
が
優
し
く
触
れ
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
感
触
に
一

ビ
ク

と
し
た
が
次
の

間
そ
の
手
に
よ

て

が
外
さ



 第四章 ＧＧＯ編

れ
た

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は

恐
る
恐
る
そ
の
手
の
主
に

ね
た

だ

誰

俺
だ

 
そ
の
声
は

今
一
番
ロ
ザ
リ
ア
が

き
た
く
て

そ
れ
で
い
て
一
番

き
た
く
な
か

た
声

だ

た
や

ぱ
り
来
ち

た
ん
だ

あ

や

ぱ
り
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ

お
前
や

ぱ
り
俺
が
来
な
い
事
を
望
ん
で
た
ん

だ
な

 
こ
ん
な
時
に
そ
ん
な
く
だ
ら
な
い
事
を
考
え
て
な
い
で

大
人
し
く
助
け
ら
れ
ろ

つ

の

 
そ
し
て
シ

ナ
は

出
血

態
が
続
い
て
い
る
ロ
ザ
リ
ア
の
手
足
の

態
を
調
べ
た

何
だ
こ
の
手
足
の

は

動
け
な
い
よ
う
に

が
切
ら
れ
て
い
る
の
か

 
ふ
ざ
け
る
な

ふ
ざ
け
る
な
よ

束
だ
け
で
十
分
だ
ろ
う
に

 
こ
い
つ
ら
は
絶
対
に
許
さ
ん

待

て
ろ
小
猫

今
目

し
も
外
し
て
や
る
か
ら
な

あ

ま

待

て



 第３１０話 涙

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
の
目

し
を
外
し

そ
の
下
の
横
一
文

の
大
き
な

を
見
た

 
そ
の

間
に

囲
の

度
が
急
激
に

え
込
ん
だ
気
が
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は
何
も
言
う
事
が
出

来
な
か

た

 
シ

ナ
も
何
も
言
わ
ず

て
ロ
ザ
リ
ア
の

を
胸
に

い
た

 
そ
の

間
に

ロ
ザ
リ
ア
の

に
水

の
よ
う
な
物
が
落
ち
て
き
た

え

ま
さ
か
シ

ナ
が

い
て
る
の

も
し
私
の

に

い
て
く
れ
て
る
の
な
ら
ち

と
嬉
し
い

 
そ
し
て
そ
の
体
制
の
ま
ま

シ

ナ
が
ぼ
そ

と
ロ
ザ
リ
ア
に

ね
た

こ
れ
は
い
つ
や
ら
れ
た
ん
だ

え

と

一
時
間
く
ら
い
前
か
な

そ
う
か

そ
れ
な
ら
そ
ろ
そ
ろ
治
る
な

手
足
と
目
が
回
復
す
る
の
を
少
し
待
と
う

 
そ
し
て
シ

ナ
は
押
し

た

そ
の
間
も
下
か
ら
は
戦
闘
音
が

こ
え
て
き
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
誰
が
戦

て
い
る
の
か
シ

ナ
に

ね
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
丁
度
そ
の
時
ロ
ザ
リ
ア
の

力
が
い
き
な
り

た

ど
う
や
ら

が
再
生
さ
れ
た
ら
し
い

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は
恐
る
恐
る
シ

ナ
の
顔
を
見
た

シ

ナ
は

や
は
り

い
て
い
た
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シ

ナ

や

ぱ
り

い
て

ど
う
し
よ
う

嬉
し
い
ん
だ
け
ど

 
で
も
こ
う
し
て
実

目
に
す
る
と

シ

ナ
を

か
せ
て
し
ま

た
事
が
凄
く

し
い

 
そ
し
て
そ
う
さ
せ
て
し
ま

た
自
分
に

り
す
ら
覚
え
る

小
猫

目
が
見
え
る
よ
う
に
な

た
の
か

う

う
ん

ど
う
や
ら
手
足
も
も
う
大
丈
夫
み
た
い
だ
な

よ
し

ち

と
立

て
み
ろ

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が

た

ど
う
や
ら
そ
ち
ら
も
完
全
に
再
生
し
た
ら
し

い
ど
う
だ

動
け
る
か

う
ん

大
丈
夫

そ
う
か

あ
 
そ
し
て
シ

ナ
は
い
き
な
り
ロ
ザ
リ
ア
を

く

き
締
め
た

 
だ
が
ロ
ザ
リ
ア
は
嬉
し
い
反
面
つ
い
さ

き
シ

ナ
が

い
て
い
る
の
を
見
て
し
ま

て

い
た
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ど
う
し
て
も
素
直
に
喜
ぶ
事
が
出
来
な
か

た

そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
に
シ

ナ
が
言

た

す
ま
ん

う

う
う
ん

捕
ま

た
の
は
私
の
ミ
ス
だ
か
ら

そ
ん
な
の
関
係
な
い

お
前
は
被
害
者
だ

で

で
も

い
い
ん
だ

お
前
は
何
も
悪
く
な
い

は

は
い

 
そ
の
シ

ナ
の
迫
力
に

ロ
ザ
リ
ア
は
そ
う
答
え
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
離
れ

じ

と
ロ
ザ
リ
ア
の
顔
を
見
つ
め
た

 
そ
の

か
ら
は

も
う
涙
は
こ
ぼ
れ
て
い
な
か

た

な

何

い
や

現
実
の
お
前
と
同
じ

麗
な

を
し
て
い
る
な
と
思

て
な

 
こ
う
い
う
時
に
言
う
の
も
な
ん
だ
が

の
お
前
の
目
は
そ
れ
は
ひ
ど
い
目
だ

た
か
ら
な

 
も
う
お
前
は

の
お
前
と
は
別
人
だ
な

今
の
方
が
何
万
倍
も
い
い
目
を
し
て
い
る

あ
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ど

ど
う
し
よ
う

や

ぱ
り
凄
く
嬉
し
い

 
嬉
し
く
な

た
り

し
く
な

た
り
と
忙
し
い
ロ
ザ
リ
ア
だ

た
が

 
こ
れ
に
は
明
確
に
嬉
し
さ
を
感
じ
た

さ
て

下
で
た
ら
こ
と
闇
風
が
戦

て
く
れ
て
い
る
か
ら

こ
の
ま
ま
下
に
向
か
う
ぞ

そ

か

た
ら
こ
さ
ん
と
闇
風
さ
ん
が

約
束
を
守

て
く
れ
た
ん
だ

 
あ
れ

で
も
そ
れ
な
ら
シ

ナ
は
ど
う
や

て
こ
こ
に

あ
あ

そ
れ
な
ん
だ
が
な

外
を
見
て
み
ろ

う
ん

 
ロ
ザ
リ
ア
が
外
を
見
る
と

そ
こ
に
は
壁
に
め
り
込
ん
だ
矢

の
よ
う
な
物
と

 
そ
こ
か
ら
下
ま
で
伝
わ
る
ワ
イ
ヤ

ロ

プ
の
よ
う
な
物
が
あ

た

ま

ま
さ
か
こ
れ
を
伝

て
こ
こ
ま
で
上

て
来
た
の

あ
あ

イ
コ
マ
が
ハ
ン
ヴ

に

多
目
的
ラ
ン
チ

を
実
装
し
て
く
れ
て
て
な

 
ワ
イ
ヤ

ラ
ン
チ

を
撃
ち
込
ん
で
切
り
離
し
て

ロ

プ
の
代
わ
り
に
し
た
ん
だ
よ

 
着

の
衝
撃
を
誤
魔
化
す

に

同
時
に
下
で
手

を
使

て
も
ら

て
な

あ

じ

あ
あ
の
二
度
の
衝
撃
は
そ
の
時
の
音
だ

た
の
ね
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こ
え
て
た
の
か

う
ん

目
が
見
え
な
か

た
分

音
に
集
中
し
て
た
か
ら
ね

 
あ

で
も

そ
れ
な
ら
こ
れ
を
伝

て
そ
の
ま
ま
降
り
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
の

そ
れ
じ

あ
俺
の
気
が
す
ま
な
い

こ
い
つ
ら
は
こ
こ
で
必
ず
全
滅
さ
せ
る

 
そ
う
言
い
放
つ
シ

ナ
の

は
深
い

り
を
感
じ
さ
せ

ロ
ザ
リ
ア
は
何
も
言
え
な
か

た

よ
し

行
く
ぞ
小
猫

分
か

た
わ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

か
ら
二
刀
を
抜
い
た

と

で
あ
る

あ

さ

き
の
音
は
そ
れ
だ

た
ん
だ

ま
さ
か
い
き
な
り
使
う
事
に
な
る
と
は
な

よ
し

ち

ん
と
俺
に
着
い
て
こ
い
よ

小
猫

う
ん

一
生

 
そ
の
言
葉
に

シ

ナ
は
一

れ
た
よ
う
に
見
え
た
が

 
シ

ナ
は
直
ぐ
に
気
を
引
き
締
め

下
へ
の

を
下
り
て
い

た

 
そ
し
て
最
初
の
部
屋
の
前
で

シ

ナ
が
ロ
ザ
リ
ア
に
言

た

中
に
何
人
か
い
る
な

ち

と
離
れ
て
ろ

ロ
ザ
リ
ア
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あ

呼
び
方
が
ロ
ザ
リ
ア
に

た

そ
う
い
う
所
は

か
く
気
を
遣

て
る
の
ね

 
そ
う
思
い
な
が
ら
も
ロ
ザ
リ
ア
は

シ

ナ
の
指

通
り
少
し
後
ろ
に
下
が

た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

壁
に

の
切

先
を
向
け
た

え

そ
こ

 
そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
の
疑
問
を
よ
そ
に

シ

ナ
は
そ
の
切

先
を

壁
に
突
き
入
れ
た

ぎシ

ナ
は
壁
の
向
こ
う
の
敵
の

置
が
分
か
る
ん
だ

 
シ

ナ
が
そ
の
行

を

り
返
す
度
に

鳴
が

こ
え
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
容

な
く
壁
を

切
り
刻
み

 
そ
こ
に

か
り
と
大

が
開
い
た

一

壁
の
向
こ
う
に

切
れ
に
さ
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

の

を
想
像
し

 
ロ
ザ
リ
ア
は
身
を

く
し
た
の
だ
が

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

に
死
ん
で
消
滅
し
て
い
た

え
げ
つ
な
格
好
い
い

 
そ
の
後
も
シ

ナ
は
壁
越
し
の
攻
撃
を
駆
使
し
立
ち
は
だ
か
る
敵
を
皆
殺
し
に
し
て
い

た
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敵
が
壁
に
い
な
い
場
合
は

い
き
な
り
部
屋
に
突
入
し

 
そ
の
ま
ま
目
に
見
え
る
プ
レ
イ
ヤ

を
全
て

り

い
た

 
背
後
か
ら
の
奇
襲
は
ま

た
く
考
え
て
い
な
か

た
敵
集
団
は
こ
う
し
て
簡

に
駆

さ
れ

て
い

た

こ
れ
が

光
剣
の
力

本
当
に
何
で
も

れ
る
の
ね
正
直
シ

ナ
と
の
相
性
が
良
す
ぎ
る

武
器
ね

 
特
に
こ
う
い
う

い
戦
場
だ
と
奇
襲
を
さ
れ
た
ら
も
う
対
抗
出
来
る
手

は
ほ
と
ん
ど
な
い

わ
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は

い
と
も
簡

に
た
ら
こ
と
闇
風
が
い
る

へ
と
到
達
し
た

 
そ
の
直
後
に
ロ
ザ
リ
ア
が
少
し
よ
ろ
め
い
た

そ
の
事
を
シ

ナ
が

ね
る
と

 
ロ
ザ
リ
ア
は

ば
つ
が
悪
そ
う
に
こ
う
言

た

ご
め
ん
な
さ
い

ど
う
や
ら
ま
だ
足
が
本
調
子
じ

な
い
み
た
い
で

 
た
ま
に
力
が
入
ら
な
い
時
が
あ
る
の

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ち

と
こ
こ
で
待

て
て
く
れ

 
中
の
敵
を
全
滅
さ
せ
た
ら

直
ぐ
に
俺
が
運
ん
で
や
る
か
ら
な
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そ
し
て
シ

ナ
は

壁
に
向
か

て
再
び

を
突
き
入
れ
た
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第
３
１
１
話
 
頼
れ
る
奴
ら

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

さ
て

そ
れ
じ

あ
行
く
か

闇
風

お
う

殴
り
こ
み
だ

 
シ

ナ
の
作
戦
に
乗
る
事
を
決
め
た
二
人
は
ビ
ル
の
入
り
口
前
に
移
動
し
狙
撃
の
体
制
を

と

た
見
張
り
は
二
人

俺
達
も
二
人

と
り
あ
え
ず
初
手
は
こ
れ
だ
よ
な

あ
ん
な
動
か
な
い
的
な
ん
か

外
す
気
が
し
な
い
な

よ
し
い
く
ぞ

三

二

一

撃
て

 
そ
し
て
二
つ
の
銃
声
が
一
つ
に
重
な
り

見
張
り
は
そ
の
場
に
ド

と
倒
れ
た

よ
し
闇
風

頼
ん
だ

俺
も
直
ぐ
に
後
を
追
う

任
せ
ろ

手
な
花

を
上
げ
て
く
る



 第四章 ＧＧＯ編

 
そ
し
て
闇
風
は

そ
の
ス
テ

タ
ス
を
生
か
し
て
全
力
で
ビ
ル
へ
と
走
り
出
し

 
入
り
口
か
ら
中
を

う
と
一

チ
ラ

と
時
計
を
見
た
後
中
に
手

を
い
く
つ
も
投
げ

込
ん
だ

 
同
時
に
ビ
ル
の
反
対
側
で
は
イ
コ
マ
が
同
じ
く
時
計
を
見
た
後
に
ラ
ン
チ

を
射
出
し
て

い
た

 
そ
し
て
手

の
爆
発
音
と
共
に
ビ
ル
に
ワ
イ
ヤ

ラ
ン
チ

の
先

が
突
き

さ

た

の
だ
が

 
そ
の
事
に
は
敵
の
誰
も
気
付
か
な
か

た

よ
し
イ
コ
マ

俺
も
行

て
く
る

シ

ナ
さ
ん

お
気
を
つ
け
て

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
の
事

お
願
い
し
ま
す

任
せ
ろ

お
前
は
入
り
口
側
に
移
動
し
て

俺
達
の

退
を
サ
ポ

ト
し
て
く
れ

了
解

 
そ
し
て
イ
コ
マ
は
恐
る
恐
る
ハ
ン
ヴ

を
運
転
し
始
め
た

 
慣
れ
な
い

に
時
間
は
か
か

た
が
イ
コ
マ
は
無
事
に
ハ
ン
ヴ

を
入
り
口
側
に
移
動
さ

せ
た
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さ
て

二
人
の
様
子
は

 
イ
コ
マ
は
ビ
ル
の
入
り
口
が

う
じ
て
見
え
る

置
に
ハ
ン
ヴ

を
止
め

 
そ
ち
ら
の
様
子
を

た
の
だ
が

二
人
は
中
で
戦

て
い
る
ら
し
く

誰
の

も
見
え
な

か

た

 
よ

し

ど
う
や
ら
陽
動
は
成
功
み
た
い
だ
な

す
ま
ん
闇
風

待
た
せ
た
な

お
う

そ
れ
じ

あ

手
に
い
く
と
す
る
か

 
そ
し
て
二
人
は
二

へ
と
駆
け
上
が
り

闇
風
は
果

に
も
敵
目

け
て
突

込
ん
だ

 
敵
も
そ
ん
な
闇
風
に
銃
を
向
け
撃
つ
撃
つ
撃
つ

だ
が
闇
風
は
避
け
る
避
け
て
避
け

ま
く
る

 
そ
の
間
に
た
ら
こ
は
的
確
な
射
撃
で
顔
を
出
し
た
敵
を

て
い
き
一

は
簡

に
制
圧
さ

れ
たな

た
ら
こ

今
の
奴
ら
の
中
に

 
も
し
か
し
て
お
前
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
メ
ン
バ

が
い
た
ん
じ

な
い
の
か
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ん

も
ち
ろ
ん
い
た
ぞ

い
い
の
か

シ

ナ
に
敵
対
し
た
ら

俺
が
敵
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
は
言

て
あ
る
か
ら
な

 
も
し
か
し
た
ら
冗
談
だ
と
思

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
は
あ
い
つ
ら
の
勝
手
だ
か
ら
な

お
う
お
う

ド
ラ
イ
だ
ね

俺
は
女
を
さ
ら
う
よ
う
な
奴
を
か
ば
う
気
は
ま

た
く
無
い
か
ら
な

そ
れ
に
は
俺
も
同
感
だ

 
そ
し
て
二
人
は
三

へ
の

を
上

た

こ
れ
は

分
で
か
い
扉
だ
な

こ
の
部
屋
が
上
へ
と
通
じ
て
そ
う
だ
が

安
易
に
開
け
た
ら

の

に
さ
れ
そ
う
だ
な

ど
う
す
る

 
そ
の
言
葉
を
受
け

薄
塩
た
ら
こ
は

囲
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た

よ
し

あ
の

子
を
扉
に
ぶ
つ
け
て
み
よ
う

オ

ケ

オ

ケ

そ
う
い
う
大
雑

な
の
は

い
じ

な
い
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そ
し
て
二
人
は
そ
の

子
を
扉
に
ぶ
つ
け

強
引
に
扉
を
こ
じ
開
け
た

 
そ
の

間
に
中
か
ら
銃

の
嵐
が
降
り
注
い
だ

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

今
の
感
じ
だ
と

七

八
人

て
と
こ
ろ
か

だ
な

ど
う
す
る

大
雑

の
次
は

か
い
芸
を
見
せ
る
と
す
る
か

お
お

頼
む

相
棒

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

ス
ト
レ

ジ
か
ら
服
を
一

取
り
出
し
て

別
の

子
に
被
せ
た

俺
が
こ
の

子
を
室
内
の

の
方
に
投
げ
入
れ
る

 
そ
し
た
ら
あ
い
つ
ら
の
射
線
は
全
て
そ

ち
に
向
く
は
ず
だ

 
そ
の

間
に
闇
風
は

こ
れ
を
中
に
投
げ
入
れ
て
く
れ

閃
光
手

か

あ
あ

ス
コ

プ
ご
し
に
こ
れ
の
光
を
見
た
ら
ど
う
な
る
か

分
か
る
な

デ
ク
ノ
ボ
ウ
が
カ
カ
シ
に

変
わ
り

て
か

胸
が
高
鳴
る
だ
ろ

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
が
そ
の

子
を
投
げ
入
れ
た

間
目

見
通
り
そ
こ
に
射
線
が
集
中
し
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闇
風
が
投
げ
た
閃
光
手

が

見
事
に
そ
の
射
手
達
の

界
を
ブ
ラ

ク
ア
ウ
ト
さ
せ
た

 
そ
し
て
次
の

間
に
二
人
が
中
に
飛
び
込
み

無
防
備
な
プ
レ
イ
ヤ

達
を
蹂
躙
し
た

イ
エ
ス

胸
が
高
鳴
る

 
だ
が
喜
ぶ
の
は
少
し

か

た
よ
う
だ

反
対
側
の
入
り
口
に
一
人

難
を
逃
れ
た
プ
レ
イ

ヤ

が
お
り

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
い
き
な
り
闇
風
に
向
け

大
口

の
銃
を
発
砲
し
た

 
そ
の
銃

は

運
が
悪
い
事
に
闇
風
の
心

に
命
中
し

闇
風
は
ど

と
そ
の
場
に
倒
れ
た

 
そ
れ
を
見
た
薄
塩
た
ら
こ
は

て
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
射
殺
し
闇
風
の
下
に
駆
け
寄

た
お

お
い

闇
風

大
丈
夫
か

く

調
子
に
乗

て
撃
た
れ
ち
ま
う
と
か
ざ
ま

ね
え
な

 
こ
れ
で
も
う
俺
は
飛
べ
ね
え

飛
べ
な
い
俺
は
た
だ
の
俺
だ

ま

た
く
意
味
が
分
か
ら
ね
え
よ

お
い
し

か
り
し
ろ

闇
風

な

た
ら
こ

も
し
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
が
無
事
だ

た
ら
こ
う
伝
え
て
く
れ
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闇
風
は
あ
ん
た
の

に
必
死
で
戦

た

そ
し
て
出
来
る
事
な
ら

 
一
度
で
い
い
か
ら
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
お

ぱ
い
を

ん
で
み
た
か

た

て
な

え

や
だ
よ
そ
ん
な
の

俺
が
シ

ナ
に
殺
さ
れ
る
じ

な
い
か
よ

て

闇
風

闇
風

 
そ
の

間
に

闇
風
の
心

の

り
か
ら

何
か
が

ろ

と
落
ち
た

 
そ
れ
は
ど
う
や
ら

先
ほ
ど
射
殺
し
た
プ
レ
イ
ヤ

の
放

た
銃

だ
と
思
わ
れ
た

あ
れ

ど
う
し
た

俺
は
も
う
死
ぬ

だ
か
ら
さ

き
の
言
葉
を
必
ず
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
に

い
や

お
い
闇
風

お
前
撃
た
れ
て
な
い

く
ね

は

心

に
直
撃
だ
ぞ

俺
の
胸
に
は
間
違
い
な
く
大

が
空
い
て

な
い

お
い
こ
れ
は
あ
れ
じ

な
い
か
イ
コ
マ
特
製
防

ベ
ス
ト
の
お
か
げ
な
ん
じ

な
い
の
か

あ
れ
か

あ
の
イ
コ
マ
の
説
明
は
マ
ジ
だ

た
の
か

  
作
戦
が
開
始
さ
れ
る
直
前
イ
コ
マ
が
ハ

と
し
た
顔
で
二
人
に
服
の
よ
う
な
物
を
差
し
出



 第四章 ＧＧＯ編

し
て
き
た

こ
れ
は

先
日
作

た
僕
達
の
専
用
防

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
す

防

ベ
ス
ト
み
た
い
な
物
で
す
よ

 
絶
対
に
急
所
に

が
通
る
事
は
無
い
ん
で

使

て
み
て
下
さ
い

は
は

そ
れ
は
い
い
な

お
守
り
代
わ
り
に

難
く
着
さ
せ
て
も
ら
う

 
凄
い
な

本
当
に

を
防
ぎ
や
が

た

防

チ

キ
で
も

普
通
に
あ
の
口

の
銃
の

を
防
ぐ
の
は
無
理
だ
か
ら
な

さ
す
が
は
イ
コ
マ

の
防

ベ
ス
ト

て
所
か

イ
コ
マ
様
々
だ
な

ま
あ
お
前
が
生
き
て
て
本
当
に
良
か

た
よ

お
う

あ
り
が
と
な

た
ら
こ

と
こ
ろ
で
ち

と
相
談
が
あ
る
ん
だ
が

ん

何
だ

さ

き
言

た
事
は

ほ
ん
の

い
冗
談
だ

妄
想
だ

世
迷
言
だ

 
絶
対
に
シ

ナ
の

に
入
ら
な
い
よ
う
に

こ
こ
は
一
つ
宜
し
く
頼
む
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そ
の
闇
風
の
言
葉
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
は

ニ
ヒ
ル
に
笑

た

分
か

て
る

て

俺
も
前

同
じ
事
を
考
え
た
事
が
あ
る
か
ら
な

お
お

同
士
た
ら
こ
よ

お
前
も
か

そ
ん
な

で

俺
は
何
も

い
て
な
い

さ
あ

上
の

へ
進
も
う

お
う

 
そ
し
て
次
の

に
上
が

た
二
人
は

人
が
集
ま

て
い
る
気
配
を
感
じ

 
そ

と
そ
の
部
屋
の
様
子
を

た

そ
こ
に
集
ま

て
い
た
者
達
は

 
と
て
も

て
た
様
子
で

し
て
い
た

そ
の

線
は

奥
の
扉
に
向
か

て
い
た

お
い

こ
れ
は
ま
さ
か

あ
あ

シ

ナ
が
こ
こ
ま
で
下
り
て
き
た
ん
だ
と
思
う

ど
う
す
る

奇
襲
し
て
全
員
殺
す

シ
ン
プ
ル
だ
な

そ
う
い
う
の
も

い
じ

な
い

ま
あ
楽
勝
だ
ろ

行
く
ぞ

 
そ
し
て
二
人
が
突
撃
し
よ
う
と
し
た

間

中
か
ら

鳴
の
よ
う
な
声
が

こ
え
た
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二
人
は
足
を
止
め

再
び
中
の
様
子
を

た

ぎお
わ

 
そ
し
て
二
人
の
見
守
る
中

部
屋
の
中
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

達
の
心

や

か
ら

 
次
々
と
黒
い
棒
の
よ
う
な
物
が
生
え

そ
の
度
に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
消
滅
し
て
い

た

あ
の
黒
い
棒
み
た
い
な
物

何
だ
と
思
う

ま

た
く
分
か
ら
ん

多
分
シ

ナ
が
何
か
し
て
い
る
ん
だ
と
思
う
が

あ

ま
た
一
人
倒
れ
た

そ
し
て
誰
も
い
な
く
な

た

て
か

お
い

誰
か
来
る
ぞ

 
そ
し
て
静
ま
り
か
え

た
部
屋
の
奥
の
扉
の
方
か
ら

コ
ツ
コ
ツ
と
い
う
足
音
が

こ
え

 
そ
の
ド
ア
が
ギ
ギ

と
音
を
立
て
て
開
い
た

 
そ
し
て
そ
の
中
か
ら

ロ
ザ
リ
ア
を
お
姫
様

こ
し
た
シ

ナ
の

が
現
れ
た

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

だ

大
丈
夫
か

ど
こ
か
怪
我
で
も
し
た
の
か
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た
ら
こ
さ
ん

闇
風
さ
ん

す
み
ま
せ
ん

お
手

を
お
か
け
し
ま
し
た

い
や
い
や

気
に
し
な
く
て
い
い
か
ら

そ
う
だ

そ
れ
よ
り
も
体
の
方
は
大
丈
夫
か

こ
い
つ

手
足
の

を

ら
れ
た
上
に

目
を
横
一
文

に
潰
さ
れ
て
や
が

た
ん
だ
よ

 
で

再
生
す
る
事
は
し
た
ん
だ
が

足
が
ど
う
や
ら
ま
だ
本
調
子
じ

な
い
み
た
い
で

 
こ
う
し
て
俺
が
運
ん
で
る
と

ま
あ
そ
う
い
う

だ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
二
人
の

は
一

フ
リ

ズ
し
た

そ
し
て
再

動
し
た
二
人
は

り
に

え
た

 
そ
れ
は
も
う

天
を
衝
く
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
だ

た

ふ
ざ
け
ん
な
よ
ク
ソ
野
郎
ど
も

や

て
い
い
事
と
悪
い
事
の
区
別
も
つ
か
な
い
の
か

畜
生
も
し
あ
い
つ
ら
が
ス
コ

ド
ロ
ン
に
顔
を
出
し
た
ら
も
う
一
度
皆
殺
し
に
し
て
や
る

待

て

 
そ
ん
な
二
人
を
ロ
ザ
リ
ア
が
止
め
た

い
や

待
た
な
い
ね

い
く
ら
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
頼
み
で
も

そ
れ
は

け
な
い
な
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違
う
の

私
の
話
を

い
て

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
と
い
う
組

の
事
と
今
回
の
拉
致
事
件
そ
の
も

の
が

 
そ
の
メ
ン
バ

の
陰
謀
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
を
二
人
に
説
明
し
た

 
そ
の
言
葉
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
の
反
応
は
激

だ

た

何
だ
と

お
い
シ

ナ
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
ク
ソ
野
郎
共
は
今
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
い
る
の
か

あ
あ

か
な
り
の
確

で
な

そ
う
か

く
そ

も
し
見
つ
け
た
ら

生
ま
れ
て
き
た
事
を
絶
対
に
後
悔
さ
せ
て
や
る

 
そ
ん
な

り
を
露
に
す
る

を
見
た
ロ
ザ
リ
ア
は

薄
塩
た
ら
こ
に
こ
う

ね
た

た
ら
こ
さ
ん
は
も
し
か
し
て

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
事
を
知

て
る
の

あ
あ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で

俺
の
ダ
チ
が
殺
さ
れ
そ
う
に
な

た
ら
し
い

 
そ
の
組

の
名
が
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
だ

た

 
幸
い
そ
の
ダ
チ
は

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ

て
二
人
組
に
助
け
ら
れ
た
ら
し
い
け
ど
な

と
い
う
事
ら
し
い

ロ
ザ
リ
ア

こ
の
二
人
の
前
で
は
制
限
無
し
で
話
し
て
い
い
ぞ
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も
う
こ
の
二
人
は
俺
の

大
事
な
友
達
だ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は

ハ
イ
タ

チ
を
し
な
が
ら
言

た

イ
エ

イ

友
達
認
定
き
た

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

あ
 
そ
ん
な
二
人
の
嬉
し
そ
う
な

を
見
た
ロ
ザ
リ
ア
は
目
を
伏
せ
な
が
ら
薄
塩
た
ら
こ
に
言

た
あ
あ
の

た
ら
こ
さ
ん
実
は
私
も

そ
の
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
下
部
組

に
い
た

の 
だ
か
ら
一
歩
間
違
え
た
ら

私
が
そ
の

た
ら
こ
さ
ん
の
お
友
達
を
こ
の
手
に

 
そ
の
言
葉
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
は
き

と
ん
と
し
た
後

ロ
ザ
リ
ア
に
笑
い
か
け
た

そ
う
だ

た
の
か

で
も
今
は
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
は

シ

ナ
の
大
切
な
仲
間
な
ん
だ
ろ

 
だ

た
ら
そ
ん
な
事
を
い
つ
ま
で
も
気
に
し
て
な
い
で
こ
れ
か
ら
真

直
ぐ
進
ん
で
行
け
ば

い
い
さ

そ
う
そ
う

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
は

は
間
違
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
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今
は
何
も
間
違
え
て
い
な
い

そ
れ
は
凄
く
立

だ
と
思
う

た
ら
こ
さ
ん

闇
風
さ
ん

あ

あ
り
が
と
う

 
そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
を

三
人
は

か
い
目
で
見
つ
め
て
い
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
イ
コ
マ
の
所
に

る
と
す
る
か

あ

そ
の
前
に
よ

な

シ

ナ

あ
の
黒
い
棒
み
た
い
な
の
は
何
な
ん
だ

そ
う
そ
う

い
き
な
り
敵
の
胸
や

か
ら
黒
い
棒
が
生
え
た
か
と
思
う
と

 
そ
い
つ
ら
の

が
一

で
ゼ
ロ
に
な

て
た
か
ら

何
だ
ろ
う

て
二
人
で
話
し
て
た
ん
だ

よ
なあ

あ

ち

と
待

て
ろ

ロ
ザ
リ
ア

し

か
り
捕
ま

て
ろ
よ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

手
一
本
で
ロ
ザ
リ
ア
を

え

手
で

に
差
し
て
い
た

を
抜
い

た
何
だ
そ
れ

光
剣
に
見
え
る
が

い
や
い
や

光
剣

て
あ
れ
だ
ろ

ご

こ
遊
び
の

の

攻
撃
力
が
一
切
無
い
ネ
タ
武
器

だ
ろ
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ま
あ
そ
う
だ
な

 
シ

ナ
は
二
人
に

き

の
刃
を
出
し
た

く

黒
い
刃

何
か

々
し
い
な

あ
あ

こ
れ
こ
れ

さ

き
見
た
奴
だ

そ
れ
じ

あ
ち

と
実

し
て
み
る
か

 
な

た
ら
こ

ち

と
お
前
の

を

ら
せ
て
く
れ
な
い
か

お
う

対
光
学
銃
バ
リ
ア

は
き

ち
り
装
備
し
て
る
か
ら
問
題
無
い

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
何
も
問
題
無
い
よ
な

お

お
う

ど
ん
と
こ
い

そ
れ
じ

あ

を
横
に
出
し
て
く
れ

分
か

た

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

そ

と

を
真
横
に
出
し
た

 
シ

ナ
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

を
薄
塩
た
ら
こ
の

目

け
て

り
下
ろ
し
た

 
そ
の

間
に
薄
塩
た
ら
こ
は

鳴
を
上
げ
て

を
引
い
た

う

あ

あ
う
わ
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あ
は
は
は
は

相
棒

凄
い

鳴
だ
な
お
い

ば

馬

野
郎

何
か
本
当
に
怖
か

た
ん
だ
よ

そ
れ
な
ら
お
前
が
や

て
み
ろ

お
う

見
事
に

の
バ
リ
ア
で
受
け
止
め
て
や
る

 
で
も
そ
の
前
に

一
応

シ

ナ

こ
の

パ
イ
プ
で
安
全
を
確
認
さ
せ

 
そ
う
言

て
闇
風
が

下
に
落
ち
て
い
た

パ
イ
プ
を
横
に
出
し
た

間

 
ブ
ン

と
い
う
音
と
共
に

シ

ナ
は

を
神
速
で

り
ぬ
い
た

う

う
わ

び

く
り
さ
せ
る
な
よ

シ

ナ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

て

を

に

し

ロ
ザ
リ
ア
を
両
手
で

き
な
お
し
た

な

何
も

こ
ら
な
い
な

一

黒
い
刃
が
見
え
た
気
が
し
た
が

確
か
光
剣

て
こ
の

度
の
物
で
も

れ
な
い
よ
な

お

お
う

俺
も

し
た
事
が
あ
る
け
ど
無
理
だ

た

シ

ナ

何
か
し
た
の

 
そ
の

間
に

パ
イ
プ
に
一
筋
の
線
が
入
り
そ
の
先
が

に
落
ち
カ
ラ
ン
と
音
を
立
て
た

か

て

あ
れ

え
え
え
え
え
え
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シ

シ

ナ

も
う
一
回
プ
リ

ズ

仕
方
な
い
な
今
日
は
大
サ

ビ
ス
だ
ぞ

お
い
ロ
ザ
リ
ア
ち

と
あ
の

子
に
座

て

て
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ロ
ザ
リ
ア
を
そ

と

子
に
座
ら
せ
る
と

 

か
ら

を

か
ら

を
抜
い
た

も
う
一
本
あ

た
の
か

あ
あ

よ
く
見
て
ろ
よ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

と

か
ら
刃
を
出
し
た

お
お

や
ば
い

格
好
い
い

闇
風

そ
の

パ
イ
プ
を

く
投
げ
て
く
れ

お
う

 
そ
し
て

く
投
げ
ら
れ
た
そ
の

パ
イ
プ
が
目
の
前
に
来
た

間
ブ
ブ
ン

と
い
う
音
と
共

に 
シ

ナ
が
そ
の
二
刀
を
舞
う
よ
う
に

り

次
の

間

パ
イ
プ
は

切
れ
に
さ
れ
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い
く
つ
も
の
破
片
が
下
に
落
ち

手
な
音
を
立
て
た

な何
で
す
と

ち
な
み
に
こ
れ
は
光
剣
じ

な
い

光
剣
と
い
う

 
プ
レ
イ
ヤ

メ
イ
ド
オ
ン
リ

の

実
用
的
な
武
器
だ

そ

そ
ん
な
物
が
存
在
し
て
た
の
か
よ

全
然
知
ら
な
か

た
ぞ

ま
あ
こ
の
ゲ

ム
に
は

確
か
に
ま
と
も
な
職
人
は
い
な
い
か
ら
な

お
前
達
が
見
た
の
は
こ
れ
だ
ろ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

近
く
に
あ

た
扉
の
中
に
入
る
と

 
中
か
ら
外
に
向
か

て

そ
の
扉
に

の
刃
を
突
き

し
た

そ
う

そ
れ
そ
れ

そ
う
い
う
事
だ

た
か

 
扉
の
向
こ
う
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

サ

ビ
ス
精
神
を
発

し
た
シ

ナ
は

 

と

の

の

同
士
を
合
体
さ
せ

く
る
く
る
回
し
な
が
ら
そ
の
扉
を
一

で
何
度
も
切

り

い
た
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そ
し
て
そ
れ
を
扉
の
向
こ
う
で
見
て
い
た
二
人
は

扉
が

切
れ
に
さ
れ

 
中
か
ら
二
本
の
刀
を
組
み
合
わ
せ
ま
る
で

映
画
の
よ
う
に

り
回
し
て
い
る
シ

ナ
の

を
見
た

凄

ま
る
で

映
画
み
た
い
だ

ビ

ビ

テ

フ
ル

シ

ナ
は
ジ

ダ

ス
ト

プ
だ
相
棒
そ
れ
以
上

る
と
ハ
リ
ウ

ド
か
ら
と
ん
で
も
な
い

の

求
書
が

く

ぞ 
そ
ん
な
二
人
に
シ

ナ
は
こ
う
言

た

ま
あ
こ
れ
は
こ
う
い
う
武
器
だ

も
し

光
ユ
ニ

ト

て
名
前
の
ア
イ
テ
ム
が
手
に
入

た
ら

 
イ
コ
マ
に
そ
れ
を

し
て
作

て
も
ら
う
と
い
い

も

と
も
俺
の
は
特
別
製
だ
か
ら

 
普
通
に
光
剣
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
奴
に
な
る
だ
ろ
う
け
ど
な

い
い
の
か

あ
あ

だ
が
あ
ま
り

手
に
対
人
戦
闘
で
使
う
な
よ

お
前
達
も
見
て
分
か

た
よ
う
に
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こ
の
武
器
は
あ
る
意
味
バ
ラ
ン
ス
ブ
レ
イ
カ

す
ぎ
る

 
今
日
の
事
が
無
か

た
ら

俺
も
使
う
気
は
無
か

た
し
な

 
こ
う
し
て
二
人
は

光
剣
を
製
作
し
て
も
ら
う

利
を
手
に
入
れ
た

 
も

と
も
二
人
が

光
ユ
ニ

ト
を
手
に
入
れ
た
の
は

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
後
に
な
る

 
何
故
シ

ナ
が
二
人
の

を

ろ
う
と
し
た
か
の
理
由
は
明
日
明
か
さ
れ
ま
す

 
ち
な
み
に
た
ら
こ
と
闇
風
の
コ
ン
ビ
は
Ｆ
Ｆ
７
の
レ
ノ
と
ル

ド

い
イ
メ

ジ
で
す
ね



 第３１２話 小猫のボレロ

 
第
３
１
２
話
 
小
猫
の
ボ
レ
ロ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

と
こ
ろ
で
シ

ナ

さ

き
そ
ん
な
恐
ろ
し
い
武
器
で

 
さ
り
げ
な
く
俺
達
の

を

り
落
と
そ
う
と
し
て
な
か

た
か

そ

そ
う
だ
そ
う
だ

あ
れ
は
絶
対
に
本
気
だ

た

 
そ
う
抗
議
し
て
く
る
二
人
を
見
て

シ

ナ
は
ス

と
目
を

め
な
が
ら
言

た

い
や
な
ど
う
や
ら
お
前
ら
は
二
人
揃

て
ロ
ザ
リ
ア
の
胸
を

み
た
が

て
い
た
よ
う
だ

か
ら

 

が
無
か

た
ら
そ
ん
な
事
は
思
わ
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
思

た
だ
け
だ

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
を

い
た
二
人
は

ま
り
ロ
ザ
リ
ア
は
困

た
顔
で
自
ら
の
胸
を

し

た
も

も
し
か
し
て

い
て
ら

し

た
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あ
あ

通
信
機
か
ら
声
が

こ
え
て
な

ガ

デ
ム

死
ね

通
信
機

ま
あ
そ
ん
な

だ
か
ら

こ
こ
は
大
人
し
く

を
一
本
ず
つ
よ
こ
せ

い

い
や

さ
す
が
に
そ
れ
は

大
丈
夫
だ

一
時
間
で
生
え
る

た

確
か
に
そ
う
だ
け
ど
よ

人
の

を
ま
る
で
ト
カ
ゲ
の

尾
み
た
い
に
言
う
な
よ

 
そ
ん
な
二
人
の
ピ
ン
チ
に
ロ
ザ
リ
ア
が

て
入
り

真
面
目
な
顔
で
こ
う
言

た

シ

ナ

冗
談
は
そ
の
く
ら
い
で

ご
め
ん
な
さ
い
二
人
と
も

 
助
け
て
く
れ
た
事
に
は
感
謝
し
て
る
し
お

に
胸
く
ら
い
な
ら
と
思
わ
な
い
で
も
な
い
ん
で

す
が

 
残
念
な
が
ら
こ
の
胸
は
シ

ナ
の
物
な
の
で

そ
の
希
望
に
は
お
応
え
出
来
ま
せ
ん

今
の
セ
リ
フ
が

俺
達
に
と

て
は
今
日
一
番
で
か
い
ダ
メ

ジ
だ

た

む

胸
が
苦
し
い

シ

ナ

爆
発
し
ろ
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そ
し
て
二
人
は
胸
を
押
さ
え
て
そ
の
場
に
バ
タ

と
倒
れ
た

 
そ
ん
な
二
人
に
シ

ナ
は
容

な
く

り
を
入
れ
た

お
ら
帰
る
ぞ

さ

さ
と
立
て

お

お
い
シ

ナ

俺
達
友
達
じ

な
か

た
の
か
よ

そ
う
だ
そ
う
だ

確
か
に
さ

き
友
達
認
定
証
を
も
ら

た
ぞ

だ
か
ら
そ
の
認
定
証
に

今
足
の
裏
で
愛
の
ハ
ン
コ
を
押
し
て
や

て
る
ん
じ

な
い
か
よ

シ

シ

ナ
の
愛
が
重
い

 
直
後
に
二
人
は
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
ヒ
ラ
リ
と
飛
び

き
外
へ
と
向
か

て
歩
き

出
し
た

お
い
シ

ナ

さ

さ
と

ろ
う

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
を

き
上
げ
る
時
は
優
し
く
な

お
前
ら
も
い
い
性
格
し
て
る
よ
な

ふ
ふ

 
そ
し
て
四
人
は

と
て
も
仲
が
良
さ
そ
う
に
笑
い
合
い
な
が
ら

 
イ
コ
マ
が
待
つ
ハ
ン
ヴ

の
所
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た
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次
の

間

シ

ナ
が
い
き
な
り
二
人
に
全
力
の

り
を
放
ち

 
二
人
は
す
ぐ
横
の
ビ
ル
の
中
ま
で
ぶ

飛
ば
さ
れ
た

お
わ

シ

ナ

に
持
ち
す
ぎ
だ
ろ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
胸
の
事
は
も
う
忘
れ
て
く
れ

 
そ
し
て
二
人
は
自
分
達
を

た
勢
い
で
ロ
ザ
リ
ア
を

い
た
ま
ま
後
方
に
飛
ぶ
シ

ナ

と 
そ
の
目
の
前
を
通
過
す
る
複

の

を
目
撃
し
た

な新
手
か

 
そ
し
て
シ

ナ
は

二
人
に
叫
ん
だ

閃
光
手

を
投
げ
る
ぞ

目
を

じ
ろ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
二
人
が
目
を

じ
る
の
を
確
認
も
せ
ず
い
き
な
り
閃
光
手

を
投
げ

た 
そ
し
て
閃
光
の
中

一

銃
撃
が
止
ま

た

間
に

シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
を

い
て

 
二
人
の
い
る
方
の
ビ
ル
へ
と
合
流
を
果
た
し
た
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お
前
ら

目
は
大
丈
夫
か

あ
た
ぼ
う
よ

も
ち
ろ
ん
問
題
無
い

し
か
し
シ

ナ

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

こ
の
ま
ま
裏
口
か
ら
脱
出
だ

ハ
ン
ヴ

ま
で
走
る
ぞ

 
ま
と
も
に
戦

て
も
負
け
る
気
は
し
な
い
が
イ
コ
マ
を
一
人
に
し
て
お
く

に
も
い
か
な
い

か
ら
な

シ

ナ

私
の
足
も
も
う
大
丈
夫
よ

自
分
の
足
で
走
れ
る
わ

お

そ
う
か

よ
し

四
人
で
走
る
ぞ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

走
り
な
が
ら
イ
コ
マ
に
連

を
と

た

 
イ
コ
マ
は
銃
撃
音
が

こ
え
た
の
か

少
し

て
て
い
る
よ
う
だ

た

イ
コ
マ

こ
え
る
か

は
い
こ

ち
は
大
丈
夫
で
す

今
銃
声
が
複

こ
え
ま
し
た
が
そ

ち
は
大
丈
夫
で
す
か

敵
に
予
備
兵
力
が
い
た

ま
あ
こ

ち
に
ダ
メ

ジ
は
無
い
か
ら
大
丈
夫
だ
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迎
え
撃

て
も
い
ん
だ
が

そ

ち
が
心
配
だ
か
ら
先
に
合
流
し
よ
う

 
一
度
街
か
ら
出
て

南
⻄
方
向
で
待

て
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

ど
う
か
ご
無
事
で

 
そ
し
て
通
信
を
終
え
た
シ

ナ
は
最
後
尾
に
立
ち

走
り
な
が
ら
Ｍ
８
２
を
取
り
出
し
た

ロ
ザ
リ
ア
は
先

だ

た
ら
こ
と
闇
風
で

俺
の

を

め
て
く
れ

お
う

任
せ
ろ
い

ハ
ン
ヴ

を
見
つ
け
た
ら
そ

ち
に
方
向
転
換
だ

ロ
ザ
リ
ア

指

は
任
せ
る
ぞ

了
解
よ

シ

ナ

 
そ
し
て
三
人
は

背
後
を

し
な
が
ら
ひ
た
す
ら
前
へ
と
突
き
進
ん
だ

 
そ
し
て
そ
の
甲
斐
あ

て
か

敵
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
事
な
く
進
む
事
が
出
来

 
つ
い
に
ロ
ザ
リ
ア
が

ハ
ン
ヴ

を
発
見
し
た

シ

ナ

に
ハ
ン
ヴ

よ
し

だ

 
そ
し
て
四
人
は

ハ
ン
ヴ

の
下
へ
と
た
ど
り
着
き

中
に
乗
り
込
ん
だ
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イ
コ
マ
は
運
転

か
ら
降
り
て
そ
の
ま
ま
後
部
座

へ
と
回
り
ロ
ザ
リ
ア
が
助
手

に
座

た
ふ
う

ど
う
や
ら
敵
を
ま
い
た
か

い
や

さ
す
が
に
こ
れ
は
お
か
し
い

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
後
方
を
見
た

そ
こ
に
は
敵
の

は
一
切
見
え
ず

 
銃

の
一
発
も
飛
ん
で
く
る
事
は
無
か

た

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
な

何
か
不
自
然
だ
よ
な

こ

ち
も
一
切
敵
の

は
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
ね

私
達
を
見
付
け
て

て
て
攻
撃
し
て
き
た
け
ど

 
実
は
想
定
外
だ

た
み
た
い
な
感
じ
じ

な
か

た
か
し
ら
ね

案
外
大
き
め
の
ト
ラ

ク
か
何
か
で

こ

ち
に
向
か

て
る
最
中
だ

た
り
し
て
な

お
い
相
棒

何
て
事
を
言
い
や
が
る
ん
だ
よ

そ
れ
は
フ
ラ
グ
だ
ぞ

 
そ
の

間
に

少
し
離
れ
た
場
所
か
ら
ト
ラ

ク
が
三
台
飛
び
出
し
て
き
た

ほ
ら
見
ろ

相
棒
の
せ
い
だ
か
ら
な

闇
風
の
せ
い
だ
な
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闇
風
さ
ん
の
せ
い
か
も

闇
風
さ
ん

わ

悪
か

た
よ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
直
ぐ
に

を
発

さ
せ

突
然
闇
風
に
こ
ん
な
事
を
言

た

そ
れ
じ

あ
闇
風
は
ミ
ニ
ガ
ン
係
な

上
で
撃
ち
ま
く

て
く
れ

え

ま
じ
で

心
配
す
る
な

銃
座
の

り
の
防
御
は
万
全
だ

敵
の
銃

な
ん
か
全
部

ね
返
す
ぞ

 
つ
い
で
に
言
う
と

こ

ち
の
方
が

の
速
度
が

い
か
ら
な

 
接
近
さ
れ
る
事
な
く
安
全
に
撃
ち
ま
く
れ
る
ぞ

お

そ
う
な
の
か

あ
あ

こ
れ
は
罰
ゲ

ム
じ

な
い

お
前
に
対
す
る
サ

ビ
ス
だ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
闇
風
は

き

と
ん
と
し
な
が
ら
シ

ナ
に

き
返
し
た

サ

ビ
ス
サ

ビ
ス

お
前
も
知

て
の
通
り
ミ
ニ
ガ
ン
は
か
な
り
重
い
か
ら
な
少
な
く
と
も
こ
ん
な
機
会
で
も

な
い
と
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お
前
の
ス
テ

タ
ス

成
じ

ミ
ニ
ガ
ン
を
撃
つ
機
会
は
無
い
だ
ろ

 
だ
か
ら
こ
の
機
会
に

存
分
に
ミ
ニ
ガ
ン
で
の
射
撃
を
楽
し
ん
で
こ
い
よ

そ

そ
う
か

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に

そ
れ
じ

あ
俺
達
の
命
は
お
前
に
任
せ
た
ぞ

頼
む
ぞ
闇
風

お
う

俺
様
に
全
て
お
任
せ
あ
れ
だ

 
そ
し
て
イ
コ
マ
が
ス
イ

チ
を
押
す
と
ハ
ン
ヴ

の
上
部
に
ミ
ニ
ガ
ン
が
せ
り
あ
が

て

き
た

 
闇
風
は
天

の
ハ

チ
を
開
け

上
に
上
が
る
と

楽
し
そ
う
に
ミ
ニ
ガ
ン
を
撃
ち
始
め
た

 
そ
の
攻
撃
に
恐
れ
を
な
し
た
の
か
想
定
外
だ

た
の
か
後
続
の
ト
ラ

ク
が

て
て

行

し
始
め
た

 
相
手
の
射
撃
は
も
う
こ
ち
ら
に
は
ま
と
も
に
飛
ん
で
く
る
事
も
無
く

 
こ
の

上
で
の
銃
の
撃
ち
合
い
は
一
方
的
な
展
開
と
な

た

 
そ
し
て
つ
い
に
ト
ラ

ク
の
う
ち
一
台
が
運
転
手
を
失
い

横
転
し
た

お
お

闇
風
の
野
郎

の

て
ん
な

ま
あ
サ

ビ
ス

て
の
は
本
当
だ
し
な

実

ミ
ニ
ガ
ン
な
ん
て
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撃
て
る
機
会
が
あ
る
奴
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
し
な

そ
う
言
わ
れ
る
と

確
か
に
俺
も
ミ
ニ
ガ
ン
を
撃

た
事
は
無
い
な

そ
う
い
え
ば
ベ
ヒ
モ
ス

て
人
が
持
ち
歩
い
て
る
の
よ
ね

あ
あ

そ
の
代
わ
り
に
あ
い
つ
は
移
動
速
度
が

い

て
い
う

点
を
背
負

て
る
が
な

 
ま
あ
骨
が
あ
る
と
い
え
ば
そ
う
な
ん
だ
ろ
う

そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

 
そ
の
時
闇
風
が
ひ

こ
り
と
上
か
ら
顔
を
出
し
て
そ
う
言

た

闇
風

ど
う
し
た
ん
だ

切
れ
だ

を
く
れ

そ
う
い
う
事
か

イ
コ
マ

頼
む

は
い

 
そ
し
て
闇
風
に

薄
塩
た
ら
こ
が
質
問
し
た

お
い
相
棒

楽
し
い
か

お
う

人
生
観
変
わ

ち

い
そ
う
だ

そ
ん
な
に
か
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薄
塩
た
ら
こ
が
う
ず
う
ず
し
た
感
じ
で
そ
う
言

た
の
を
見
て

闇
風
は
言

た

次

切
れ
に
な

た
ら
変
わ

て
や
る
よ

ま
じ
か
よ
相
棒

頼
む
わ

お
う

 
そ
し
て
そ
の
後

四
度
の

切
れ
を

て

残
り
の
二
台
の
ト
ラ

ク
も
無
事

さ
れ
た

よ

し

ミ

シ

ン
コ
ン
プ
リ

ト

ま
じ
で
楽
し
か

た

あ
り
が
と
な

シ

ナ

お
う

お
疲
れ
さ
ん

し
か
し
い
く
ら
何
で
も
手
応
え
が
無
さ
す
ぎ
た
よ
な

ま
あ

銃
で
の
戦
い
な
ん
て
こ
う
い
う
も
ん
じ

な
い
か

 
兵
力
の
運
用
を
間
違
え
れ
ば

こ
ん
な
風
に
一
方
的
に
な

た
り
も
す
る
か
ら
な

し
か
し
ち

と
お

末
す
ぎ
な
い
か

そ
も
そ
も
あ
い
つ
ら
は
ど
こ
か
ら
来
た
援
軍
だ

普
通
に
考
え
れ
ば
街
か
ら
だ
と
思
う
が

で
も
普
通
あ
ん
な
運
用
は
し
な
い
だ
ろ

も
し
あ
の
人

で
最
初
か
ら
囲
ま
れ
て
た
ら

 
さ
す
が
の
俺
達
も
結

や
ば
い
事
に
な

た
と
思
う
が
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う

ん

 
こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
る

本
来
の
作
戦
だ
と
ビ
ル
の
中
層
で
シ

ナ
達
を
足
止
め

し 
街
か
ら
の
援
軍
が
入
り
口
か
ら
上
へ
進
み

み
撃
ち
に
す
る
予
定
に
な

て
い
た
か
ら
だ

 
要
す
る
に
シ

ナ
達
の
行
動
が

格
外
す
ぎ
た

な
の
だ
が

 
さ
す
が
に
誰
も
そ
の
事
に
は
気
付
か
な
か

た

こ
の
事
が
判
明
し
た
の
は
街
に

た
後

 
薄
塩
た
ら
こ
が
ス
コ

ド
ロ
ン
の
メ
ン
バ

を
締
め
上
げ
て
作
戦
内
容
を

き
だ
し
た
後
だ

た
ま
あ
い
い
さ

多
分
何
か
理
由
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

そ
う
だ
な
次
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
が
今
回
は
こ

ち
が
勝

た
ま
あ
そ
う
い
う

事
だは

は

案
外
最
初
に
倒
し
た
奴
ら
が

街
の
前
で
待
ち
伏
せ
し
て
た
り
し
て
な

 
そ
の
闇
風
の
言
葉
に

残
り
の
四
人
は
ピ
タ

と
動
き
を
止
め
た

闇
風

お
前
な

も
し
か
し
て
ま
た
フ
ラ
グ
で
す
か
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完
全
に
フ
ラ
グ
ね

お
い
相
棒

フ
ラ
グ
を
立
て
る
の
は
エ
ロ
ゲ
だ
け
に
し
と
け
よ

エ

エ

エ
ロ
ゲ
な
ん
か
や

て
な
い
わ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

小
高
い

の
中
腹
で
ハ
ン
ヴ

を
止
め
た

 
街
ま
で
の

離
は
一
キ
ロ
半
と
い
う
所
で
あ
り
こ
こ
な
ら
ハ
ン
ヴ

の

は
街
か
ら
見
え

な
いイ

コ
マ
は
こ
こ
で
待
機
し
て
て
く
れ
残
り
の
四
人
で
街
の
方
向
に
何
か
無
い
か
チ

ク
し

よ
う

 
そ
し
て
四
人
は

の
上
ま
で
近
付
き

一
応
そ
こ
か
ら
ほ
ふ
く
前
進
し

 

や
双

を
使
い

街
の
方
を
見
始
め
た

い
た

こ
の
方
向
よ

 
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
指
差
す
方
向
を
見
た
残
り
の
三
人
は

 
今
ま
さ
に
待
ち
伏
せ
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
達
の

を
発
見
し
た

本
当
に
い
や
が

た
よ

め
が
悪
い
奴
ら
だ
な

何
が
あ
い
つ
ら
を
そ
こ
ま
で
駆
り
立
て
る
の
か

さ

ぱ
り
分
か
ら
ん
な
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い
く
ら
何
で
も

シ

ナ
を
悪
者
に
仕
立
て
上
げ
る
の
も
限
度
が
あ
る
だ
ろ
う
に

ま
あ
煽

て
る
奴
が
上
手
い
ん
だ
ろ
う
さ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

シ

ナ
は
先
ほ
ど
は
出
番
が
無
か

た
Ｍ
８
２
を

再
び
取
り
出
し
た

おシ

ナ
と
い
え
ば

剣
と
Ｍ
８
２
だ
け
ど
シ

ナ
が
そ
れ
を
撃
つ
所
を
見
る
の
は
初
め
て
だ

わ
あ

俺
も
俺
も

あ
あ

ま
あ
確
か
に
中
々
使
い
ど
こ
ろ
が
な

運
用
が
難
し
い
武
器
で
は
あ
る
よ
な

ま
あ
な

さ
て

や
る
か

お
い
ロ
ザ
リ
ア

何
か
歌
え

ち

い

い
き
な
り
何
て
無
茶

り
を
し
て
く
る
の
よ

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
で
も
い
い
ぞ

な
る
べ
く
シ
ン
プ
ル
な
奴
な

あ何
故
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル

 
ロ
ザ
リ
ア
は
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
だ
が

薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は
同
時
に
そ
う
言

た
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ん

お
前
ら
う
ち
の
シ
ノ
ン
が
ヘ
カ

ト

を
持

て
い
る
事
は
知

て
る
だ
ろ

 
そ
し
て
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
を

ロ
ザ
リ
ア
が
引
き
継
い
だ

確
か
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
時
に

シ

ナ
が
ず

と
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
を
歌

て
た
の
よ
ね

そ
う
な
の
か

あ
あ
い
い
感
じ
に
集
中
出
来
た
み
た
い
で
な
あ
い
つ
そ
の
時
一
発
も
外
さ
な
か

た
ぞ

ま
じ
か
よ

凄
え
な
シ
ノ
ン
ち

ん

そ
ん
な

で

俺
も
何
か
歌

て
も
ら
え
れ
ば
外
さ
な
い

気
が
す
る

 
ま
あ
別
に
外
し
て
も
い
い
ん
だ
が
な

 
そ
し
て
三
人
は

何
か
を
期
待
す
る
よ
う
な
目
で
ロ
ザ
リ
ア
を
見
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
顔
を

く
し
な
が
ら
も

何
を
歌
え
ば
い
い
か
必
死
で
考
え
て
い
た

 
こ
の

り

さ
す
が
ロ
ザ
リ
ア
は
真
面
目
で
あ
る

え

と

ハ
ミ
ン
グ
で
も
い
い
の
よ
ね

あ
あ

俺
の
時
も
そ
う
だ

た
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
や

て
み
る



 第四章 ＧＧＯ編

お

俺
録
画
し
と
く
わ

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
が
口
ず
さ
み
始
め
た
の
は

ラ
ヴ

ル
の
ボ
レ
ロ
だ

た

 
薄
塩
た
ら
こ
は
ピ

ウ

と
口

を

き

闇
風
は
パ
チ
ン
と
指
を
鳴
ら
し
た

 
二
人
が
静
か
に
見
守
る
中

シ

ナ
は
満
足
そ
う
に
Ｍ
８
２
を

え

狙
撃
を
始
め
た

 
そ
し
て
タ

ン

タ

ン
と
い
う
音
が
何
度
も
そ
の
場
に
木
霊
し

 
そ
の
度
に
敵
の
プ
レ
イ
ヤ

が
一
人

ま
た
一
人
と
倒
れ
て
い

た

 
敵
は
迷

の
マ
ン
ト
を

て
い
た
の
だ
が

 
待
ち
伏
せ
に
選
ん
だ
の
が

物
の
無
い
場
所
だ

た

 

す
る
事
し
か
出
来
ず

敵
は
ど
ん
ど
ん
と
そ
の

を

ら
し
て
い

た

 
タ

ン

 
そ
し
て
最
後
に

一

⻑
い
射
撃
音
が

き

り

シ

ナ
の
狙
撃
は
そ
こ
で
終
わ

た

 
そ
れ
を
感
じ
た
ロ
ザ
リ
ア
は
ハ
ミ
ン
グ
を
や
め

シ

ナ
に

ね
た

終
わ

た

あ
あ

敵
は
全
滅
だ

お
お
お
お
お

凄
い
も
ん
見
せ
て
も
ら

た
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シ

ナ

や

ぱ
あ
ん
た
凄
え
な

ロ
ザ
リ
ア

い
い
歌
声
だ

た
ぞ

あ

あ
り
が
と

 
ロ
ザ
リ
ア
は

歌
に
つ
い
て
褒
め
ら
れ
た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
だ

た

 
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
お

を
言

た

 
そ
し
て
ハ
ン
ヴ

の
所
に

た
後
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は
興
奮
気
味
に
そ
の
事
を
イ
コ

マ
に
話
し
た

う
わ

僕
も
見
た
か

た
な

大
丈
夫
だ

俺
が
録
画
し
て
お
い
た

本
当
で
す
か

た
ら
こ
さ
ん

後
で
見
せ
て
下
さ
い

お

そ
れ
じ

あ
お
前
ら
も
う
ち
の

点
に
来
な
い
か

つ
い
で
に
そ
こ
で
祝
勝
会
と
い

こ
うい

い
の
か

や

た

俺
一
度
あ
の
ビ
ル
に
入
り
た
か

た
ん
だ
よ

 
そ
し
て
五
人
は

も
は
や
誰
も
敵
が
い
な
く
な

た
荒
野
を

々
と
ハ
ン
ヴ

で
走
り
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街
へ
と
着
く
と

シ

ナ
達
が

点
と
し
て
い
る
ビ
ル
へ
と
向
か

た
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第
３
１
３
話
 
覚
悟
し
て
お
い
て
く
れ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
五
人
は
絶
対
安
全

で
あ
る

点
に
入
る
と
や

と
心
か
ら
落
ち
着
く
事
が
出
来
た
よ
う
で

 
リ
ラ

ク
ス
し
た
表
情
で
談
笑
し
て
い
た

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

体
は
も
う
大
丈
夫

は
い

今
回
は
お
手

を
お
か
け
し
て
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

い
や
い
や

悪
い
の
は
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
じ

な
い
か
ら

そ
う
そ
う
確
か
に
仕
様
上
は
可
能
と
は
い
え
悪
い
の
は

な
手
を
使

た
あ
い
つ
ら
だ

か
ら

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
事
を
念

に
お
き
な
が
ら
こ
う
言

た

可
能
だ
か
ら
と
い

て
何
で
も
し
て
い
い
な
ん
て
奴
ら
に
は
ご
退
場
願
わ
な
い
と
な
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別
に
正
義
を

り
か
ざ
し
た
い

じ

な
く

に
俺
が
そ
う
い
う
奴
ら
が

い

て
だ
け
だ

け
ど
な

相
手
も
好
き
で
や

て
る
ん
だ
か
ら
こ

ち
も
好
き
で
そ
う
す
る
そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い

か 
今
回
み
た
い
な
事
は
絶
対
に
無
く
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
か
と
い

て
放
置
す
る

に
は
絶
対
に
い
か
な
い
か
ら
な

結
局
は
強
い
方
の
意
見
が
通
る

こ
れ
は
ゲ

ム
な
ん
だ
か
ら

そ
れ
で
い
い
と
思
う

 
こ
の
場
の
誰
も

自
分
達
が
正
義
だ
な
ど
と
は
思

て
い
な
か

た

 

な
も
の
は

だ

た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
だ

と
こ
ろ
で
シ

ナ

さ

き
録
画
し
た
動
画
を
イ
コ
マ
に
見
せ
た
い
ん
だ
が

お
う

今
準
備
す
る
わ

も

と
も
見
て
て
面
白
い
か
ど
う
か
は
保
証
し
な
い
け
ど
な

私
は
ち

と
恥
ず
か
し
い
ん
だ
け
ど

最
悪
敵
を
潰
す

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
か
も
し
れ
な
い

我
慢
し
ろ

う

う
ん

う
わ
お

敵
に
は
容

ね
え
な
シ

ナ

そ
う
い
う
の

い
じ

な
い
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そ
し
て
動
画
の
再
生
が
始
ま

た

ど
う
や
ら
そ
の
動
画
は

 
薄
塩
た
ら
こ
の

覚
に
同
調
さ
せ
て
い
る
よ
う
で

 
ス
コ

プ
越
し
に
敵
が
撃
ち
ぬ
か
れ
て
い
く

が
し

か
り
と
映

て
い
た

 
時
々
歌
う
ロ
ザ
リ
ア
や

シ

ナ
の

が
映
る

出
が
心

い

お
お

見
事
で
す
ね

ど
う
だ
イ
コ
マ

俺
も
中
々
の
も
の
だ
ろ
う

あ

い
え

シ

ナ
さ
ん
の
評
価
は

に
僕
の
中
じ

レ
ジ

ン
ド
な
ん
で

 
今
言

た
の
は
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
の
ハ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
な
ん
で
す
が

お
前
は
お
前
で
俺
の
行
動
に
対
す
る
ハ

ド
ル
を
上
げ
過
ぎ
る
ん
じ

ね
え

あ
は

す
み
ま
せ
ん

 
そ
し
て
イ
コ
マ
は

続
け
て
こ
う
言

た

僕
は
ク
ラ
シ

ク
が
好
き
で

自
分
で
も
よ
く

く
方
だ
と
思
う
ん
で
す
が

 
音

も
し

か
り
と
れ
て
ま
す
し

い
て
て
心
地
よ
い
で
す
し

 
意
外

て
言

た
ら
失

に
な

ち

う
か
も
で
す
が

凄
く
い
い
と
思
い
ま
す
よ

 
や

て
み
る
と
分
か
り
ま
す
け
ど

こ
れ
結

難
し
い
で
す
よ
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ふ
む

ど
れ

 
そ
し
て
闇
風
が

し
に
動
画
の
ロ
ザ
リ
ア
の
ハ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
ボ
レ
ロ
を
口
ず
さ
ん
で

み
た

 
も

と
も
ハ
ミ
ン
グ
で
は
な
く

普
通
に
ラ
ラ
ラ

と
歌
う
感
じ
で
あ

た
が

ら

ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら

ら
ら
ら

ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら

げ
ほ

げ
ほ

 
確
か
に
難
し
い
な

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

お
手
本
を
見
せ
て
く
れ
よ

え

い
や

そ
れ
は
ち

と

俺
も

き
た
い
な

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

ち

と
だ
け
で
も

目

い
や

恥
ず
か
し
い
で
す
し

俺
も
も
う
一
回

き
た
い
な

ロ
ザ
リ
ア

ら

ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら

ら
ら
ら

ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら

シ

ナ
が
言

た
だ
け
で
ノ

タ
イ
ム
で
歌
い
だ
す
と
か

そ
り

な
い

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

だ
が
そ
れ
が
い
い

 
そ
し
て
下
手
な
が
ら
も

そ
の
場
に
い
る
全
員
が
動
画
に
合
わ
せ
て
歌
い
だ
し
た

 
必
ず
し
も
音

が
合

て
い
な
い
部
分
も
あ

た
が
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自
分
の
歌
に
合
わ
せ
て
動
画
の
中
の
シ

ナ
が
敵
を
撃
ち
ぬ
い
て
い
く
の
を
見
る
の
が
楽
し
い

よ
う
で

 
多
少
お
か
し
く
て
も
誰
も
そ
ん
な
事
は
気
に
し
な
か

た

そ
こ
に
突
然
六
人
目
の
声
が

こ
え
た

 
そ
の
声
は
声

や
声
の
美
し
さ
が

を
抜
い
て
お
り
一
同
は
歌
う
の
を
や
め
こ
そ
し
な
か

た
も
の
の

 
一
体
誰
だ
ろ
う
と
思

て
入
り
口
の
方
を
見
た

そ
こ
に
は
楽
し
そ
う
に
歌
う
ピ
ト
フ

イ
の

が
あ

た

 
そ
し
て
動
画
が
終
わ
り

全
員
が
ピ
ト
フ

イ
に

手

し
た

う
わ

歌
が
上
手
い
な
お
い

上
手
い

て
い
う
か

何
か
プ
ロ

か

た
な

 
そ
う
感
想
を
述
べ
る
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
に

ピ
ト
フ

イ
が
言

た

よ
く
見
た
ら

た
ら
お
と
ヤ
ミ
ヤ
ミ
じ

な
い

何
で
こ
こ
に
い
る
の

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に

薄
塩
た
ら
こ
は
即
座
に
突

込
ん
だ

俺
の

は
フ
グ
タ
じ

ね
え
よ
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俺
は
ま
だ
普
通
で
良
か

た

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
に
シ

ナ
が
言

た

俺
が

い
た
ん
だ

お
前
ら
知
り
合
い
だ

た
の
か

あ

そ
う
な
ん
だ

う
ん

二
人
と
も
古
参
だ
し

何
度
か
そ
の

ね

何
だ
よ
そ
の

お
茶
を

す
よ
う
な
言
い
方
は

あ

い
や

ち

と
裏
切

て
殺
し
た
り

盾
に
し
た
り

そ
の

分
か
る
で
し

お
い
ピ
ト

ち

と
俺
の
隣
に
座
れ

 
シ

ナ
が
い
き
な
り
そ
う
言

た
の
を

い
て

ピ
ト
フ

イ
は
驚
い
た
顔
で
言

た

シ

ナ
が
デ
レ
た

ど
う
し
よ
う

シ

ワ

を

び
て
こ
な
い
と

そ
う
い
う
の
は
い
い
か
ら

は

い

 
そ
し
て
嬉
し
そ
う
に
ピ
ト
フ

イ
が
隣
に
座

た

間
シ

ナ
は
そ
の

に
拳
骨
を
落
と
し

た
い
き
な
り
人
前
で
そ
ん
な
プ
レ
イ
は

目
だ
よ
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平
然
と
そ
ん
な
事
を
言
う
ピ
ト
フ

イ
に

シ

ナ
は
二
度
三
度
と
拳
骨
を
落
と
し
な
が
ら

言

た
と
り
あ
え
ず
お
前
は
こ
の
二
人
に
謝
れ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

何
の
疑
問
も
差
し
は
さ
む
事
も
な
く

素
直
に
二
人
に
謝

た

た
ら
お

ヤ
ミ
ヤ
ミ

は
ご
め
ん
な
さ
い
で
し
た

あ

あ
の
ピ
ト
フ

イ
が
素
直
に
謝

た
だ
と

ま
じ
か

噂
に
は

い
て
た
が

こ
う
し
て
目
の
当
た
り
に
す
る
と
や

ぱ
驚
く
よ
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
に

を
下
げ
た

す
ま
ん
二
人
と
も

こ
い
つ
が
迷
惑
を
か
け
た
な

い
や

別
に
い
い

て

も
う
過
ぎ
た
事
だ
し
よ

ピ
ト
フ

イ
が
シ

ナ
と
一

に
い
る

て

く
よ
う
に
な

て
か
ら
は

 
こ
い
つ
の
悪
い
噂
は
パ

タ
リ
と
無
く
な

た
し

俺
も
別
に
気
に
し
な
い

 
そ
れ
よ
り
ピ
ト
フ

イ

お
前

歌
う
の
が
上
手
い
ん
だ
な

驚
い
た

う
ん

歌
は
好
き

で
も
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
も
歌
上
手
な
ん
だ
ね

驚
い
た
よ

歌
と
呼
べ
る
物
じ

な
い
し

ピ
ト
と
比
べ
ら
れ
る
の
は
ち

と
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そ
う
困

た
顔
で
言
う
ロ
ザ
リ
ア
に

ピ
ト
フ

イ
は
言

た

え

声
が
音

に
乗

て
れ
ば

そ
れ
は
全
部
歌
だ
し

 
そ
れ
に
い
い
と
か
悪
い
と
か
何
も
無
い
よ

要
は
楽
し
け
れ
ば
い
い
ん
だ
よ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

再
び
動
画
に
合
わ
せ
て
歌
い
だ
し
た

シ

シ

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
シ

ナ
ナ
ナ

ボ
レ
ロ
の
歌

を
俺
の
名
前
に
す
る
ん
じ

ね
え

 
あ
と

当
な

に
め
ち

め
ち

上
手
い
の
が
む
か
つ
く

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

再
び
ピ
ト
フ

イ
に
拳
骨
を
落
と
そ
う
と
し
て

 
こ
れ
で
は
喜
ば
す
だ
け
だ
と
思
い

前
で
手
を
止
め
た

 

へ
の
衝
撃
を
期
待
し
て
い
た
ピ
ト
フ

イ
は

そ
の

間
に

と
し
た
表
情
に
な

た

は

シ

ナ
に
放
置
さ
れ
て
る

い
つ
も
通
り

ど

ち
に
し
ろ
結
果
は
同
じ
か

 
そ
し
て
シ

ナ
は

め
た
顔
で
そ
れ
以
上
突

込
む
の
を
や
め
た

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は
同
時
に
言

た

お
前
ら
仲
い
い
な
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あ

こ
い
つ
は
た
だ
の
俺
の
下
僕
だ

そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い

そ
う
だ
よ

私
は
た
だ
の
シ

ナ
の
下
僕
だ
よ

下
僕
オ
ブ
下
僕
だ
よ

の
ろ
け
ら
れ
た

お
前
ら
も
大

仲
良
し
だ
よ
な

 
シ

ナ
は
二
人
の
息
ピ

タ
リ
な
様
子
を
見
て

れ
た
顔
で
言

た

で

今
の
動
画
は
何

シ

ニ
ア
の
私
で
も
見
た
事
が
無
い
動
画
だ

た
け
ど

シ

ニ
ア

て
何
だ

シ

ナ
・
マ
ニ
ア
の
略
だ
よ

あ
あ

は
い
は
い

実
は
今
日

ロ
ザ
リ
ア
が
ち

と
拉
致
さ
れ
て
な

え
え
え
え
え

 
そ
し
て
シ

ナ
は

今
日
の
出
来
事
を
ピ
ト
フ

イ
に
説
明
し
た

 
ピ
ト
フ

イ
は

て
話
を

い
て
い
た
が
話
が
終
わ

た
後
ド
ス
の
き
い
た
声
で
こ
う

言

た
ク
ソ
野
郎
ど
も

皆
殺
し
に
し
て
や
る

お

お
う
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そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
ロ
ザ
リ
ア
に
駆
け
寄
る
と
い
き
な
り
そ
の

を
胸
に

き
な
が
ら

言

た
ご
め
ん
ね
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

私
が
そ
の
場
に
い
た
ら

絶
対
に
守

て
あ
げ
た
の
に

う
う
ん

悪
い
の
は
油
断
を
し
た
私
だ
か
ら

あ
ま
つ
さ
え

手
足
の

を
切

た
上
に

目
ま
で
潰
す
な
ん
て

 
そ
ん
な
の
シ

ナ
に
し
か
さ
れ
た
く
な
い
よ
ね

か

た
ね

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

え

あ

え

と

そ

そ
う
ね

 
ロ
ザ
リ
ア
は
困

た
顔
で

と
り
あ
え
ず
そ
れ
に
同
意
し
た

で

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

シ

ナ

今
後
も

ん
で
く
る
よ
う
な
ら

戦
争
だ

と
こ
と
ん
や
る

お
ほ

そ
ん
な
好
戦
的
な
シ

ナ
も
好
き

あ
く
ま
で
今
後
も

ん
で
く
る
よ
う
な
ら

だ
ぞ

無
差
別
に
や
り
あ
う
つ
も
り
は
ね
え
よ

ま
あ
そ
れ
じ

あ
終
わ
り
が
見
え
な
く
な

ち

う
し
ね

だ
が

向
こ
う
か
ら
仕

け
て
く
る
な
ら
徹

抗
戦
だ

 
相
手
の
心
を

る
ま
で
や
る
ぞ

覚
悟
だ
け
は
し
て
お
け
よ

ピ
ト
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了
解

 
そ
し
て
シ

ナ
は

続
け
て
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

あ
と
な

ピ
ト

今
日

し
に
こ
れ
を
使

て
み
た
ん
だ
が
な

と

だ
ね

ど
う
だ

た

ビ
ル
の
壁
越
し
に

相
手
を

切
れ
に
し
て
や

た

エ

エ
ク
ス
タ
シ

何
言
て
る
ん
だ
お
前

で
さ
す
が
に
こ
れ
は
反
す
ぎ
る
と
め
て
思
た
ん
だ
が

 
そ
の
シ

ナ
の
言
い
方
に

ピ
ト
フ

イ
は
期
待
に
目
を

か
せ
な
が
ら
言

た

思

た
ん
だ
が

今
回
の
戦
争
が
終
わ
る
ま
で

無
制
限
で
そ
れ
の
使
用
を
許
可
す
る

存
分
に
や
れ

や

た

⻤

ち

ん

つ
い
に
出
番
だ
よ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

カ
ゲ
ミ
ツ

を
取
り
出
し
て
刃
を
出
し
た

 
そ
の
真

な
刃
は
ま
る
で
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
血
を
求
め
る
か
の
よ
う
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と

れ
て
い
た

ピ
ト
フ

イ
も
そ
れ
を
持

て
た
の
か
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い
刃

や
ば
い

格
好
い
い

俺
も
欲
し
い

ふ
ふ
ん

こ
れ
が
私
の
⻤

ち

ん
だ
よ

さ
て

お
前
ら
は
今
後
ど
う
す
る
ん
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
が

薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
に
そ
う

ね
た

俺
は
ス
コ

ド
ロ
ン
の
し
が
ら
み
も
ほ
と
ん
ど
無
い
か
ら

 
助
け
が
い
る
時
は
い
つ
で
も
呼
ん
で
く
れ

あ
や

ぱ
り
助
け
が
い
ら
な
く
て
も
呼
ん
で
く

れ
ず
る
い
ぞ
闇
風

お
前
は
ど
う
す
る
ん
だ

相
棒

 
そ
の
闇
風
の
問
い
に

薄
塩
た
ら
こ
は
苦
い
表
情
で
こ
う
答
え
た

俺
は
今
ま
で

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
最
大
の
ス
コ

ド
ロ
ン
を
目
指
す
事
ば
か
り
考
え
て

 
メ
ン
バ

の
質
に
は
ま

た
く
気
を
遣

て
こ
な
か

た

 
今
回
の
事
で

そ
れ
が
ど
れ
だ
け
間
違

て
い
た
の
か
思
い
知
ら
さ
れ
た

 
だ
か
ら
う
ち
の
ス
コ

ド
ロ
ン
は
一

解
散
し
て
俺
の
意
思
に

同
す
る
奴
ら
だ
け
を
集
め

直
し
て
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ま
た
一
か
ら
や
り
な
お
す
事
に
す
る

そ
し
て
そ
い
つ
ら
を

い
て

 
シ

ナ
と
共
に
こ
の
戦
争
を
戦
い
抜
く
事
に
す
る

い
い
の
か

 
そ
う

ね
て
き
た
シ

ナ
に

薄
塩
た
ら
こ
は
笑
顔
で
答
え
た

俺
達
友
達
だ
ろ

そ
う
か

そ
う
だ
な

 
そ
し
て
二
人
は

い

手
を
交
わ
し

闇
風
も
そ
れ
に
参
加
し
た

 
丁
度
そ
の
時

残
り
の
メ
ン
バ

が
全
員

点
に
入

て
き
た

あ

Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
て
た
人
だ

確
か
薄
塩
た
ら
こ
さ
ん
と
闇
風
さ
ん

あ
れ

た
ら
こ
さ
ん
は
と
も
か
く

闇
風
さ
ん
と
シ

ナ

て
知
り
合
い
だ

た
の

ふ
む

何
か
あ

た
の
か

シ

ナ

こ

こ
ん
に
ち
は

 
ベ
ン
ケ
イ
シ
ノ
ン
ニ

ン
ゴ
ロ

エ
ム
が
そ
う
言
い
最
後
に
シ
ズ
カ
が
こ
う
言

た

シ

ナ

一
応

く
け
ど
こ
ち
ら
の
お
客
様
は

お
う

知

て
る
と
思
う
が

こ

ち
は
薄
塩
た
ら
こ

こ

ち
が
闇
風
だ
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あ

ど

ど
も

薄
塩
た
ら
こ
で
す

た
ら
こ
と
呼
ん
で
下
さ
い

初
め
ま
し
て

闇
風
で
す

 
二
人
は
シ
ズ
カ
の
そ
の
女
王
然
と
し
た
雰
囲
気
に

張
し

そ
う

を
返
し
た

私
は
シ

ナ
の
パ

ト
ナ

の
シ
ズ
カ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

シ

ナ
の
妹
の
ベ
ン
ケ
イ
で
す

私
の
自

紹
介
は
別
に
い
ら
な
い
わ
よ
ね

ニ

ン
ゴ
ロ

だ

先
生
と
呼
ぶ
が
よ
い

エ
ム
で
す

初
め
ま
し
て

で

何
か
あ

た
の

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
疑
問
に
答
え
る

で

シ

ナ
は
今
日
の
出
来
事
を
全
員
に
説
明
し
た

そ
う

そ
ん
な
事
が

そ
れ
は
許
せ
な
い
で
す
ね

何
よ
そ
れ

片

か
ら
ヘ
カ

ト
で
撃
ち
ぬ
い
て
や
る
わ

い
ざ
と
な

た
ら
私
も
参
戦
す
る
ぞ

シ

ナ

そ
ん
な
事
が

分
か
り
ま
し
た

し
ま
す
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そ
し
て
五
人
は
ロ
ザ
リ
ア
に
駆
け
寄
り

口
々
に
ロ
ザ
リ
ア
を

め
始
め
た

 
そ
の

を
見
て
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は

め
て
シ

ナ
軍
団
の
結
束
の

さ
を
感
じ
る
と

同
時
に

 

ま
し
さ
も
感
じ
て
い
た

お
い
闇
風

こ
こ
は
シ

ナ
の
ハ

レ
ム
か

め
て
見
る
と

レ
ベ
ル
高
い
な
お
い

こ
え
て
る
ぞ

 
そ
う
ひ
そ
ひ
そ
と
言
葉
を
交
わ
す
二
人
に

シ

ナ
が
そ
う
言

た

一
応
言

て
お
く
が

別
に
ハ

レ
ム
と
か
じ

な
い
か
ら
な

で

で
も

妹
の
ベ
ン
ケ
イ
ち

ん
以
外
は
全
員
シ

ナ
の
事
が
好
き
な
ん
じ

ね

の

 
そ
の
言
葉
を
受
け

シ
ズ
カ
と
シ
ノ
ン

そ
れ
に
ロ
ザ
リ
ア
と
ニ

ン
ゴ
ロ

と

 
ピ
ト
フ

イ
ま
で
も
が
も
じ
も
じ
し
だ
し

二
人
は
そ
の
五
人
の
態
度
に
打
ち
の
め
さ
れ
た

本
日
二
度
目
の

俺
達
に
と

て
は
で
か
い
ダ
メ

ジ
が
来
た

 
シ

ナ
は
困

た
顔
で
そ
れ
を
見
て
い
た
が

と
り
あ
え
ず
優
先
す
べ
き
話
が
あ

た
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気
を
引
き
締
め

話
を
続
け
た

そ
ん
な

で

今
日
か
ら
戦
争
に
な
る
可
能
性
が
高
い
か
ら

覚
悟
し
て
お
い
て
く
れ

 
こ
の
二
人
は
味
方
だ
が

正
直
誰
が
敵
で
誰
が
味
方
か
は
分
か
ら
な
い
か
ら

 
基
本
全
員
ロ
グ
ア
ウ
ト
は
こ
こ
で
す
る
事
に
し
て

ま
だ
ダ
イ
ン
達
に
も
気
を
許
す
な
よ

 
エ
ヴ

達
は

ま
あ
平
気
だ
ろ
う

外
出
す
る
時
は

基
本
一
人
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な

お
そ
れ
だ

た
ら
俺
達
が
さ
り
げ
な
く
色
々
な
奴
ら
の
所
に
出
向
い
て
情
報
収
集
し
て
き

て
や
る
よ

そ
う
だ
な

俺
達
を
人
質
に
と
る
意
味
も
無
い
だ
ろ
う
し
な

そ
う
か

す
ま
ん

今
回
は
そ
の
言
葉
に

え
る
事
に
す
る

こ
の

り
は
必
ず
返
す

い
い

て

俺
達
も
う
友
達
だ
ろ

そ
う
だ
な

友
達
認
定
証
も
も
ら

た
し
な

 
シ

ナ
は
二
人
に

を
下
げ
二
人
は
笑
顔
で
そ
う
返
す
と
情
報
収
集
の

に
こ
の
場
を
後

に
し
た
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第
３
１
４
話
 
噂
の
虚
実

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

な

相
棒

真

直
ぐ
自
分
の
ス
コ

ド
ロ
ン
に

て

話
し
合
い
で
も
す
る
の
か

い
や

や
は
り
先
に
情
勢
を
見

め
て
お
き
た
い

 
案
外
敵
対
す
る
奴
ら
が
少
な
く
て

俺
達
の
出
る
幕
が
無
い
可
能
性
も
あ
る
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
お

い
知
り
合
い
の
所
を
回

て

後
で
答
え
合
わ
せ
と
い
こ
う

あ
あ

く
れ
ぐ
れ
も

な
行
動
は
と
ら
な
い
よ
う
に

お

い
気
を
付
け
よ
う

お
う

 
最
初
に
薄
塩
た
ら
こ
が
向
か

た
の
は
ダ
イ
ン
の
所
だ

た

よ

ダ
イ
ン

久
し
ぶ
り
だ
な

あ
あ
ん

て

手
前

よ
く
こ
こ
に
顔
を
出
せ
た
も
ん
だ
な
お
い

ど
う
し
た
ん
だ
よ

分
な
剣
幕
じ

な
い
か
よ
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う
る
せ
え

と

と
と
失
せ
や
が
れ

女
を
人
質
に
と
る
よ
う
な
奴
と
つ
る
め
る
か

ほ
ほ
う

不

に
さ
せ
た
な
ら
悪
か

た
よ

と
り
あ
え
ず
今
日
は
こ
の
ま
ま
退
散
す
る
わ

 
こ
れ
は

び
の

だ

受
け
取

て
く
れ

 
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う
言

て
大

に

を

め
な
が
ら

 
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
い
た
メ

セ

ジ
キ

ブ
を
ダ
イ
ン
に
こ

そ
り
と

し

 
酒
場
を
出
た
後
に
ど
こ
か
に
メ

セ

ジ
を
送
る
と

 
よ
く
自
分
が

れ
家
的
に
使

て
い
る
小
さ
な
酒
場
に
向
か
い

個
室
に

取

た

 
そ
し
て
ほ
ど
な
く
し
て

ダ
イ
ン
が
ギ
ン
ロ
ウ
を

て
現
れ
た

お

悪
い
な

こ
ん
な
所
に
呼
び
出
し
た
り
し
て
よ

ギ
ン
ロ
ウ
も
一

か

一
人
で
の
こ
の
こ
来
て

お
前
に
闇
討
ち
さ
れ
た
ら
か
な
わ
な
い
か
ら
な

そ
ん
な
気
は
ま

た
く
な
い
が

問
題
無
い

ギ
ン
ロ
ウ
も
一

に
俺
の
話
を

い
て
く
れ

ふ
ん

と
り
あ
え
ず
こ
ん
な
所
に
俺
を
呼
び
出
し
た
理
由
を
さ

さ
と
説
明
し
て
く
れ

も
ち
ろ
ん
だ

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

ダ
イ
ン
に
語
り
か
け
た
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そ
も
そ
も
何
で
お
前
は
そ
ん
な
に
俺
を

て
る
ん
だ

 
今
日
の
事
は

お
前
に
は
ど
う
い
う
風
に
伝
わ

て
る
ん
だ

今
日

お
前
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
連
中
を
中
心
と
す
る
奴
ら
が

 
シ

ナ
の
仲
間
の
ロ
ザ
リ
ア
を
拉
致
し
た
よ
な

 
そ
し
て
シ

ナ
に

公
開
さ
れ
た

上
で
女
性
プ
レ
イ
ヤ

全
員
に
謝
罪
し
な
い
と

 
ロ
ザ
リ
ア
の
手
足
の

を
切
り

目
を
潰
す
と

し
を
か
け
た

 
と
こ
ろ
が
シ

ナ
が
人
質
を
見

て
る
よ
う
に

無
を
言
わ
さ
ず
攻
め
て
き
た
か
ら

 
大
義
の

と
か
言

て

実

に
ロ
ザ
リ
ア
を

付
け
た
ら
し
い
じ

ね
え
か

 
そ
し
て
シ

ナ
の
報
復
を
受
け
て
全
滅
さ
せ
ら
れ
た
そ
う
だ
な

裏
は
と
れ
て
ん
の
か

当
た
り
前
だ

 
そ
し
て
ダ
イ
ン
は

り
を
込
め
た
目
で
薄
塩
た
ら
こ
に
言

た

そ
の
話
を

い
て
直
ぐ
に
俺
達
は
お
前
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
メ
ン
バ

を
何
人
か
締
め
上
げ

た 
そ
し
た
ら
そ
の
う
ち
の
一
人
が

ロ
ザ
リ
ア
を
人
質
に
と

て
シ

ナ
に
皆
殺
し
に
さ
れ
た
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で
も
あ
れ
は
最
終
的
に
彼
女
を
助
け
る

て
い
う
大
義
の

で
仕
方
な
か

た
ん
だ

 
と
か
確
か
に
言

て
や
が

た
よ

な

ギ
ン
ロ
ウ

え
え

そ
れ
は
確
か

す

俺
も
そ
の
場
に
い
ま
し
た
か
ら

要
す
る
に
人
質
に
と

た
の
は
間
違
い
な
い

て
事
だ
ろ
う
が

ど
う
言
い

す
る
つ
も
り

だ
う
ち
の
メ
ン
バ

の
し
た
事
だ

そ
の
事
で
言
い

す
る
つ
も
り
は
な
い

 
そ
の
セ
リ
フ
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う
言

た
後

逆
に
ダ
イ
ン
に
質
問
し
た

そ
い
つ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
手
足
や
目
の
事
に
つ
い
て
は
何
か
言

て
た
の
か

あ
あ
ん

そ
ん
な
の
否
定
し
や
が

た
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 
ど
う
せ
自
分
の
悪
行
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
認
め
る
の
が
怖
く
な

た
ん
だ
ろ
う
よ

ふ
む

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

キ

パ
リ
と
ダ
イ
ン
に
こ
う
言

た

実
は
今
日
俺
は
シ

ナ
と
闇
風
と
一

に
そ
い
つ
ら
と
戦

た

自
分
の
仲
間
す
ら
皆
殺
し

に
し
て
な

は
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た
ら
こ
さ
ん

そ
れ

マ
ジ

す
か

今
証
人
が
こ
こ
に
来
る

ど
う
も
お
前
を
一
人
で
説
得
す
る
自
信
が
無
か

た
ん
で
な

 
こ
こ
に
来
て
も
ら
う
事
に
し
た

証
人

シ

ナ
本
人
で
も
連
れ
て
く
る
つ
も
り
か

そ
の
通
り
だ
ダ
イ
ン

そ
れ
に
ギ
ン
ロ
ウ

久
し
ぶ
り
だ
な

 
突
然
個
室
の
入
り
口
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

ダ
イ
ン
は

て
て
そ
ち
ら
に

り
向
い
た

 
そ
こ
に
い
た
人
物
は
フ

ド
を
外
し

ダ
イ
ン
に

く
手
を
上
げ
た

よシ

シ

ナ

そ
れ
に
ロ
ザ
リ
ア
も

シ

ナ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

こ

こ
ん
に
ち
は

 
横
に
い
た
ロ
ザ
リ
ア
も
そ
う

し

た
ら
こ
の
横
に
座

た
二
人
は

 
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
に
説
明
を
始
め
た

そ
う
い
う
事
か

く
そ

イ
ン
チ
キ
な
噂
に

ら
さ
れ
る
馬

ど
も
が

あ
あ

今
回
は
心
配
か
け
ち
ま

た
な

本
当
に
す
ま
ん
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い
や
い
や

シ

ナ
が
謝
る
事
じ

ね
え
よ

 
そ
れ
よ
り
も
俺
が
た
ら
こ
に
謝
ら
ね
え
と

話
も

か
ず
に
お
前
を
疑

て
本
当
に
す
ま
な

か

た
い
や
そ
れ
だ
け
敵
の
情
報
操
作
が
虚
実

り
交

た

ら
し
い
物
だ

た

て
事
な
ん
だ
ろ

う 
確
か
に
俺
が
首
謀
者
に

こ
え
る
の
も
事
実
だ
か
ら

気
に
し
な
い
で
く
れ
よ

 
俺
達
は
今
回
の
事
に

り
を
覚
え
た
同
士
だ
ろ

な

ダ
イ
ン

お

お
う

そ
う
だ
な

俺
達
は
同
士
だ

 
シ

ナ
は
そ
ん
な
二
人
を
見
て

安
心
し
た
よ
う
に
言

た

し
か
し
ど
う
や
ら
ダ
イ
ン
達
が
味
方
み
た
い
で
ほ

と
し
た

 
も
し
敵
対
し
て
た
ら
お
前
や
ギ
ン
ロ
ウ
の

を
撃
ち
ぬ
く
時
ほ
ん
の
少
し
胸
が

ん
だ
だ

ろ
う
か
ら
な

撃
ち
抜
く
の
は
確
定
か
よ

た
め
ら
う
と
か
い
う
選
択
肢
は
無
い
ん
だ
な

シ

ナ
さ
ん

さ
す
が

す

ま
あ
そ
ん
な
事
に
な
ら
な
く
て

お

い
良
か

た
な
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当
た
り
前
よ

他
の
奴
ら
と
違

て

少
な
く
と
も
俺
達
は
あ
ん
た
と
一

に
戦

て

 
実

に
シ
ノ
ン
の
あ
ん
た
に
対
す
る
態
度
と
か
を
見
て
る
か
ら
な

 
こ
ん
な
く
だ
ら
な
い
噂
に
惑
わ
さ
れ
た
り
は
し
ね
え

そ
う
か

あ
り
が
と
な

ダ
イ
ン

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

ダ
イ
ン
が
言

た

も

と
も
俺
も
最
初
は
中
立
で
い
よ
う
か
と
ち

と
迷

ち
ま

た
部
分
も
あ
る
ん
だ
よ

 
さ
す
が
に
あ
ん
た
を
否
定
す
る
声
が
大
き
す
ぎ
て

び
び

ち
ま

て
な

そ
う
い
う
声
は

そ
ん
な
に
大
き
い
の
か

あ
あ
確
実
に
あ
ん
た
の
味
方
と
呼
べ
る
ス
コ

ド
ロ
ン
は
う
ち
の
所
以
外
に
は

え
る

し
か
ね
え

な
る
ほ
ど
な

だ
が
う
ち
は
話
し
合
い
の
最
中
に

こ
の
ギ
ン
ロ
ウ
が
大

説
を
か
ま
し
や
が

た

お
前
ら
先
日
シ

ナ
が
俺
達
の

に

独
で
奮
戦
し
て
く
れ
た
の
を
忘
れ
ち
ま

た
の
か

 
こ
の

知
ら
ず
ど
も
が

他
人
の

に
自
分
を

に
出
来
る
人
が

そ
ん
な
悪

な

無

い
だ
ろ
う
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て
な

そ
れ
で
う
ち
の
ス
コ

ド
ロ
ン
は

中
立
で
い
る
事
を
や
め

 
あ
ん
た
の
味
方
を
す
る
事
に
し
た
ん
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ギ
ン
ロ
ウ
を

か
ん
と
見
つ
め
な
が
ら
こ
う
言

た

ギ
ン
ロ
ウ

お
前
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で

 
そ
の
問
い
に
ギ
ン
ロ
ウ
は

胸
を
張
り
な
が
ら
言

た

男
が
男
に

れ
る
の
に

理
由
な
ん
か
い
ら
な
い

す

 
そ
ん
な
ギ
ン
ロ
ウ
の
背
中
を

ダ
イ
ン
と
薄
塩
た
ら
こ
が
嬉
し
そ
う
に
バ
シ
バ
シ
と
叩
い
た

 
シ

ナ
は
そ
ん
な
ギ
ン
ロ
ウ
に

を
下
げ
た

す
ま
ん

俺
に
そ
ん
な
趣
味
は

や

違

そ
う
い
う
意
味
じ

悪
い

冗
談
だ

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て
ギ
ン
ロ
ウ
に
片
目
を

り

ギ
ン
ロ
ウ
は
き

と
ん
と
し
た

 
そ
ん
な
ギ
ン
ロ
ウ
の
背
中
を
シ

ナ
が
バ
シ
ン
と
叩
い
た

ち

と
感
動
し
ち
ま

た
か
ら
ま
あ

れ

し
だ
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な
ギ
ン
ロ
ウ

は

は
い
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ギ
ン
ロ
ウ
は
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

と
て
も
い
い
笑
顔
で
そ
う
言

た

と
こ
ろ
で
シ

ナ
気
に
な
る
事
が
あ
る
ん
だ
よ
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
受
け
た

の
事
で
な

ん

た
ら
こ

ど
う
か
し
た
の
か

な

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

説
明
を

い
た
時
か
ら
思

て
た
ん
だ
が

 
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
が
手
足
と
目
を

付
け
ら
れ
た
事
を
知

て
い
る
奴

て

 
実
は
相
当

が
少
な
い
ん
じ

な
い
の
か

 
そ
う

ね
ら
れ
た
ロ
ザ
リ
ア
は

少
し
考
え
た
後
に

い
た

確
か
に
あ
の
時
は

見
張
り
の
人
の

た
様
子
か
ら
し
て

 
事
前
に
計
画
さ
れ
て
い
た
事
じ

な
か

た
と
思
い
ま
す
ね

 
つ
ま
り
そ
の
事
を
知

て
い
る
の
は
見
張
り
の
二
人
と

 
実

に
私
を

付
け
た
そ
の
犯
人
だ
け
と
い
う
事
に
な
り
ま
す

 
そ
の
後
上
に
来
た
人
も
い
な
か

た
で
す
し
ね

だ
ろ

で
も
よ

ダ
イ
ン
が

い
た
噂
だ
と

そ
の
事
も
ハ

キ
リ
と
伝
わ

て
る
ら
し
い

ん
だ
よ

 
だ
よ
な

ダ
イ
ン

ギ
ン
ロ
ウ
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そ
の
薄
塩
た
ら
こ
の
問
い
に

二
人
は

い
た

俺
は
こ
の

で
ハ

キ
リ
と
ロ
ザ
リ
ア
が
手
足
の

を
切
ら
れ
て
目
を
潰
さ
れ
た

て

い

た
俺
も
で
す
よ

街
で
流
れ
て
る
噂
は
そ
れ
で
間
違
い
な
い
で
す

て
事
は

噂
を
広
め
た
の
は
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
を

付
け
た
奴

て
事
に
な
る
よ
な

確
か
に
そ
れ
し
か
な
い
な

ロ
ザ
リ
ア

そ
い
つ
の
顔
は
見
た
の
か

ご
め
ん
な
さ
い

目

し
を
さ
れ
て
い
た
上
に

声
も
小
さ
く
て

き
取
れ
な
か

た
の

そ
う
か
残
念
だ
が
仕
方
な
い
な
二
人
と
も
す
ま
な
い
が
噂
に
つ
い
て

し
く

か
せ
て

く
れ

 
シ

ナ
は
二
人
に
そ
う
言
い
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
は
な
る
べ
く

し
く
噂
に
つ
い
て
説
明

し
たな

る
ほ
ど

俺
が
ロ
ザ
リ
ア
を
見

て
た
事
に
な

て
ん
の
か

俺
達
は
そ
こ
は
信
じ
な
か

た
が

中
に
は
信
じ
る
奴
も
い
そ
う
な
話
な
ん
だ
よ
な

人
質
が
い
る
の
に
対
話
を

否
し
て
い
き
な
り
攻
め
て
き
た

て
口
を
揃
え
て
言

て
ま
し

た
し
ね
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そ
う
そ
う

そ
こ
は
一
致
し
て
た
な

人
に
よ

て

知

て
る
部
分
と
知
ら
な
い
部
分
の
差
が
激
し
い
ん
で
す
よ
ね

 
で
も
話
を
ま
と
め
る
と

大
体
そ
ん
な
感
じ
で

が
合
う
ん

す
よ

確
か
に

の
事
を

定
す
る
奴
は
い
な
か

た
が
明
確
に
否
定
出
来
る
奴
も
い
な
か

た
ん

だ
よ

 
自
分
の
い
な
い
所
で
は

そ
う
い
う
事
も
あ

た
か
も
し
れ
な
い

て
な

公
開
さ
れ
た

上
で
謝
罪
を
求
め
た

て
の
も

 
直
接
対
峙
し
た
奴
が
い
た
な
ら
多
分
そ
ん
な
要
求
を
す
る
奴
も
い
た
と
思
う
み
た
い
な
感

じ
でな

る
ほ
ど

誰
も
事
件
の
全
体
像
を
知
ら
な
い
か
ら

 
噂
が
こ
こ
ま
で
広
ま

ち
ま
う
と

安
易
に
否
定
出
来
な
い
ん
だ
な

く
そ

ら
し
い
や
り
方
だ
な

は
が
ゆ
い

 
噂
に
つ
い
て
は
そ
う
結

付
け
ら
れ
た

こ
う
な
る
と
も
う
い
く
ら
シ

ナ
が
否
定
し
よ
う

と
も

 
そ
れ
を
安
易
に
信
じ
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
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別
に
悪
役
扱
い
さ
れ
る
の
は

わ
な
い
ん
だ
が
仲
間
に
手
を
出
し
て
く
る
奴
が
い
る
の
が
う

ざ
い
な

 
や
は
り
片

か
ら
潰
し
て
ま
わ

て

相
手
の
心
を

る
し
か
な
い
か

そ
の
過

で
シ

ナ
さ
ん
達
の
絆
を
見
せ
ら
れ
た
ら

考
え
直
す
奴
も
い
る
と
思
い
ま
す

地
道
に
や

て
い
く
し
か
な
い
か

多
分
そ
の
う
ち
大
き
な
戦
い
も

き
る
だ
ろ
う
が

当
面
は
そ
れ
し
か
な
い
な

私
は
し
ば
ら
く
情
報
収
集
は

顔
を
知
ら
れ
て
い
な
い
エ
ム
さ
ん
と
一

に
行
い
ま
す
ね

 
そ
し
て
そ
の
後

何
か
あ

た
ら
連

を
取
り
合
い

お

い
に
助
け
合
う
事
が
確
認
さ
れ

 
と
り
あ
え
ず
そ
の
場
は
お
開
き
に
な

た

一
方
そ
の

闇
風
は

地
道
に
酒
場
を

き

 

て
色
々
な
噂
や

そ
れ
に

う
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
反
応
を
観
察
し
て
い
た

う

ん

俺
の
名
前
が
ま

た
く
出
な
い
な

た
ら
こ
も
直
接
戦
闘
に
参
加
し
て
い
た
事
は

 
ま

た
く
知
ら
れ
て
な
い
み
た
い
だ
な
確
か
に
俺
達
の

を
ハ

キ
リ
見
た
奴

て
い
な
い

か
ら
な

 
た
ら
こ
は
ス
コ

ド
ロ
ン
を
解
散
し
た
ら
噂
に
な
る
だ
ろ
う
が

 
俺
は
し
ば
ら
く
は
自
由
に
情
報
収
集
が
出
来
そ
う
だ
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そ
し
て
闇
風
は

い
く
つ
か
の
酒
場
を
訪
れ
た
後

街
の
噂
も

て
回

た

ギ

レ

ト
も
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

も
敵

子
王
リ

チ

も
か
ベ
ヒ
モ
ス
は
興
味
無
さ
そ

う
だ
な

 
デ
ヴ

ド
は

よ
く
分
か
ら
ん

で
も
あ
い
つ
は
ピ
ト
フ

イ
と
仲
が
悪
い
か
ら
な

 
デ
ヴ

ド
と
は
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
と
い
う
少
人

の
チ

ム
で
活
動
し
て
い
る

の
い
い
プ
レ
イ

ヤ

で

 
ピ
ト
フ

イ
と

め
た
事
で

古
参
の
間
で
は

名
な
プ
レ
イ
ヤ

だ

た

対
人
ス
コ

ド
ロ
ン
は
ほ
ぼ
敵
に
回
る
か

基
本
あ
い
つ
ら
は
シ

ナ
に

い
目
に
あ

て
る

か
ら
な

 
噂
は
関
係
な
く
私

で
動
い
て
も
お
か
し
く
な
い
な

ダ
イ
ン
の
所
だ
け
が

外
か

 
そ
ん
な
分

を
し
な
が
ら

闇
風
は
気
ま
ま
に
街
を
歩
い
て
い
た

く
そ

況
に
流
さ
れ
ち
ま

た
あ
ん
な
女
の
子
の
手
足
と
目
を
潰
す
と
か

き
気
が
す

る 
そ
し
て
街
を
歩
い
て
い
た
最
中
に

突
然
そ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

 
闇
風
は

て
て
声
の

こ
え
て
き
た
方
を
見
た
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そ
こ
に
は
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ビ
ル
の
壁
を
叩
き
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

い
て
い
る

が
あ

た

今
の
言
葉

あ
い
つ
は
ま
さ
か

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
監

役
だ

た
奴
か

一
応
録
画
は
し
て
お
い
た
が
客
観
モ

ド
だ
か
ら
バ

チ
リ
俺
の
顔
が
映

ち
ま

て
る
ん

だ
よ
な

 
さ
す
が
に
こ
ん
な
の
を
公
開
し
た
ら

え
シ

ナ
の
悪
事
が
暴
か
れ
よ
う
と
俺
の
身
の
破

滅
だ

 
ど
う
見
て
も

女
の
子
を

問
す
る
の
に
参
加
し
て
る
よ
う
に
見
え
ち
ま
う

 
し
か
も
そ
の
後
シ

ナ
に
一

で
殺
さ
れ
る
お
ま
け
付
き
だ
し
そ
の
事
で
も
馬

に
さ
れ
る

に
違
い
ね
え

 
あ
あ
も
う
何
も
か
も
面
倒

え
ほ
と
ぼ
り
が
さ
め
る
ま
で
し
ば
ら
く
ロ
グ
イ
ン
す
る
の

は

え
る
か

録
画
だ
と

ま
ず
い

呼
び
止
め
な
い
と

い
や

そ
の
前
に
あ
い
つ
の
顔
を

 
そ
し
て
闇
風
は

て
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
写
真
に

影
し

 
声
を

け
よ
う
と
し
た

間
に

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
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く
そ

か

た
か

し
か
し
顔
は
ハ

キ
リ
と

影
出
来
た
し
今
日
は
こ
れ
で
良
し
と

し
よ
う

 
そ
し
て
闇
風
は

薄
塩
た
ら
こ
と
連

を
取
り

合
流
し
た

ど
う
だ

た

相
棒

ダ
イ
ン
達
は

的
に
シ

ナ
の
味
方
を
し
て
く
れ
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
俺
は
た

た
今

ス
コ

ド
ロ
ン
を
解
散
し
て
き
た

 
後
は
仲
間
の
反
応
を
見
て

信
頼
出
来
る
奴
を
見

め
て
再
編
成
だ

そ
う
か

こ

ち
は
主
だ

た
奴
ら
の
反
応
を
見
て
み
た

お
う

ど
う
だ

た

名
ど
こ
ろ
だ
と

ギ

レ

ト

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

子
王
リ

チ

は
敵

 
味
方
確
定
な
奴
は
ま
だ
い
ね
え
な

全
体
の
反
応
は

 
中
立
が
五

で

敵
が
四

味
方
は
一

て
と
こ
ろ
だ
ろ
う
な

厳
し
い

だ
な

 
薄
塩
た
ら
こ
は

重
々
し
く

き
な
が
ら
そ
う
言

た

ま
あ

逆
転
の
一
手
に
な
り
そ
う
な
手
が
か
り
は
見
付
け
た
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ま
じ
か
よ
相
棒

ど
ん
な
だ

あ
い
に
く
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
ち
ま

た
が
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
監

役
を
し
て
い
た
奴
を
見

付
け
た

 
ど
う
や
ら
そ
の
時
の
様
子
も
録
画
し
て
い
た
ら
し
い

ま
じ
か
よ

写
真
は
と

て
お
い
た
か
ら
そ
い
つ
を
見
付
け
る
事
が
出
来
れ
ば

勢
を
変
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
ん

 
で
も
そ
い
つ
ほ
と
ぼ
り
が
さ
め
る
ま
で
し
ば
ら
く
ロ
グ
イ
ン
し
な
い

て
言

て
た
ん
だ

よ
ない

や
い
や
上
出
来
だ
ろ
と
り
あ
え
ず
そ
い
つ
が
誰
か
写
真
か
ら
特
定
出
来
る
だ
ろ
う
し
な

よ

し

シ

ナ
に
報
告
だ
な

 
そ
し
て
二
人
は
シ

ナ
に
連

を
と
り

意
気
揚
々
と
シ

ナ
達
の

点
へ
と
向
か

た



 第３１５話 そして彼女はたどり着く

 
第
３
１
５
話
 
そ
し
て
彼
女
は
た
ど
り
着
く

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

あ
の
方
の

場
で
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
ま
も
な
く
目
的
地
の
シ

ナ
達
の

点
に

り
着
こ
う
と
い
う

 
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は

突
然
横
合
い
か
ら
何
者
か
に
襲
い
か
か
ら
れ
た

う
わ

何
だ

 
そ
し
て
二
人
は
前
の
め
り
に
倒
さ
れ

に
銃
を
突
き
つ
け
ら
れ
た

 
そ
の

線
の
先
に
ブ

ツ
と
白
い
足
首
が
見
え
二
人
は
襲

て
き
た
の
が
誰
な
の
か
理
解

し
たこ

の
足
首
は

銃
士
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そ
し
て
顔
を
上
げ
よ
う
と
し
た
薄
塩
た
ら
こ
の

に
衝
撃
が
走

た

 
ど
う
や
ら
銃
士

が

銃

で

を
殴

た
ら
し
い

う
ご

い
き
な
り
何
し
や
が
る

そ
れ
以
上
顔
を
上
げ
る
と
私
の
パ
ン
ツ
が
見
え
る

不
許
可

ま
じ
か
よ

 
そ
う
言

て

て
て
顔
を
上
げ
よ
う
と
し
た
闇
風
の

に
も
衝
撃
が
走

た

く
そ

 
そ
し
て
銃
士

が
離
れ
る
気
配
が
し
て

二
人
は
や

と
顔
を
上
げ
る
事
が
出
来
た

 
そ
の

に
は

銃
士

は
⻑
目
の
コ

ト
を

て
前
を
キ

チ
リ

じ
て
お
り

 
上
か
ら
下
ま
で
ほ
と
ん
ど
露
出
の
無
い

と
な

て
い
た

そ
の

を
見
て
二
人
は

を
落
と

し
たこ

れ
で
い
い

私
の

を
見
て
い
い
の
は
シ

ナ
様
だ
け

 
今
後
は

力
シ

ナ
様
の
前
で
だ
け

あ
の
格
好
を
す
る
事
に
す
る

 
そ
の
言
葉
で

二
人
は
銃
士

が
シ

ナ
の
味
方
だ
と
い
う
事
を
知

た

お
前
も
し
か
し
て

シ

ナ
の
フ

ン
だ

た
の
か

い
つ
も
無
口
だ
か
ら
全
然
分
か
ら
な
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か

た
ぞ

シ

ナ
の
フ

ン
が
ど
う
し
て
俺
達
を
襲
う
ん
だ
よ

闇
風
は
お
ま
け

今
日
の
標
的
は
た
ら
こ

俺あ

お
い
相
棒

噂

噂

あ
定

噂
は

い
た

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

て
て
銃
士

に

解
し
た

ま

待
て

あ
の
噂
は
間
違
い
だ

俺
達
は
シ

ナ
の
味
方
だ

そ
う
そ
う

今
だ

て
シ

ナ
の
所
に
収
集
し
た
情
報
を
伝
え
に
い
く

中
な
ん
だ
よ

証

は

証証

か

 
そ
の
銃
士

の
言
葉
に
二
人
は
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た

 
手
元
に
そ
れ
を
証
明
出
来
る
証

な
ど

も
ち
ろ
ん
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
か
ら
だ
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な

無
い

そ
う

な
ら
死
に
な
さ
い

ま

待
て
待
て

今
シ

ナ
を
呼
ぶ
か
ら
待

て
ろ

て

い
な
い

 
生

シ

ナ
は
今

一
時
的
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
た

や
ば
い

他
に
誰
か
い
な
い
か

お

た
ら
こ
さ
ん
さ

き
は
ど
う
も

て
銃
士

じ

ね
え
か
何
し
て
る
ん
だ

 
丁
度
そ
こ
に
ギ
ン
ロ
ウ
が
通
り
が
か

た

ギ
ン
ロ
ウ
は

今
は
エ
ム
が
い
な
い

 
情
報
収
集
に
出
る
ロ
ザ
リ
ア
の
護
衛
を
す
る

に

 
連

を
受
け
て
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
ま
出
向
い
て
来
た
の
だ

た

普

は
お
ち

ら
け
て
い
る

が 
ギ
ン
ロ
ウ
は
シ

ナ
が

む
と

に
義
理

さ
を
発

す
る
中
々
い
い
男
で
あ
る
よ
う
だ

ギ
ン
ロ
ウ
ど
い
て

そ
い
つ
殺
せ
な
い

ま
あ
街
中
な
ん
だ
か
ら

そ
れ
は
そ
も
そ
も
無
理
だ
ろ

て

は

 
い
や
待
て

て

何
が
ど
う
な

て
る
ん
だ
よ

 
驚
く
ギ
ン
ロ
ウ
に

銃
士

は
キ

パ
リ
と
言

た



 第３１５話 そして彼女はたどり着く

た
ら
こ
は
シ

ナ
様
の
仲
間
を

付
け
る
事
で
仲
間
を
大
切
に
す
る
シ

ナ
様
の
心
を

付

け
ただ

か
ら
殺
す

て
か

そ
う
い
う
の
は
シ

ナ
さ
ん
は
喜
ば
な
い
と
思
う
け
ど
な

う

定

私
は

静
さ
を
失

て
い
た

確
か
に
そ
の
通
り

そ
れ
に
た
ら
こ
さ
ん
は
シ

ナ
の
味
方
だ
ぞ

闇
風
さ
ん
も
な

真
実

あ
あ

さ

き
ま
で
シ

ナ
さ
ん
を
交
え
て
話
し
て
た
か
ら
間
違
い
な
い

納
得

 
そ
し
て
銃
士

は

三
つ
指
を
つ
い
て
二
人
に
丁

に
謝
罪
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

あ

い
や

悪
い
の
は

の
噂
を
広
め
て
る
奴
ら
だ
か
ら
よ

そ
う
そ
う

銃
士

ち

ん
は
何
も
悪
く
な
い

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
俺
も
急
ぐ
ん
で
な

た
ら
こ
さ
ん
闇
風
さ
ん

ま
た
で
す

 
銃
士

も
噂
の
裏
く
ら
い
ち

ん
と
と
れ
よ
な
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分
か

た

反
省

 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
は
去

て
い
き

銃
士

は
二
人
に
説
明
を
求
め
た

求
む

況

説
明

あ
あ

簡

に

を
説
明
す
る
と
な

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

お
か
し
な
集
ま
り
に
呼
び
出
さ
れ
た
事

 
今
日
ロ
ザ
リ
ア
が
さ
ら
わ
れ
た
現
場
に
居
合
わ
せ
た
事

 
闇
風
と
シ

ナ
と
イ
コ
マ
と
共
に

ロ
ザ
リ
ア
の

回
に
向
か

た
事
を
説
明
し
た

 
そ
し
て
そ
の
過

で

自
分
に
も
声
を

け
よ
う
と
し
た
事
を

い
た
銃
士

は

 
い
き
な
り
両
手
を
地
面
に
つ
い
て
う
な
だ
れ
た

お

お
い

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
だ
よ

ま
た
神
と
知
り
合
え
る
機
会
を
失

た

神

神

て
シ

ナ
の
事
か

当
た
り
前

シ

ナ
様
は
唯
一
神

他
に
神
は
い
な
い

 
そ
ん
な
銃
士

の
様
子
を
見
た
二
人
は

ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

お
い
相
棒

銃
士

て
こ
ん
な
奴
だ

た
か



 第３１５話 そして彼女はたどり着く

全
然
話
さ
な
い
か
ら
気
付
か
な
か

た
が

実
は

か
ら
こ
う
だ

た
ん
だ
ろ

 
多
分
第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
後
か
ら
だ
と
は
思
う
が

完
全
に
信
者

て
感
じ
だ
よ
な

 
そ
し
て
闇
風
は

突
然
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

も
し
シ

ナ
に
体
を
求
め
ら
れ
た
ら

銃
士

ち

ん
は
ど
う
す
る
ん
だ
ろ
う
な

 
ま
あ
シ

ナ
は
そ
ん
な
事
は

絶
対
に
し
な
い
だ
ろ
う
け
ど
な

お
前
い
き
な
り
何
を
言
い
出
し
ち

て
る
ん
だ
よ

で
も
興
味
が
あ
る
な

い
て
み
る

か
そ
う
だ
な

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
が

恐
る
恐
る
銃
士

に

ね
た

な

ち

と
質
問
し
て
い
い
か

定

質
問
を
ど
う
ぞ

お
前
も
し
か
し
て

シ

ナ
と
付
き
合
い
た
い
の
か

 
多
少

曲
し
て

そ
ん
な
質
問
か
ら
入

た
薄
塩
た
ら
こ
だ

た
が

 
そ
れ
に
対
す
る
銃
士

の
返
事
は

い
つ
も
通
り
こ
う
だ

た



 第四章 ＧＧＯ編

あ
な
た
に
も
し
信
じ
る
神
が
い
た
と
し
て

あ
な
た
は
そ
の
神
と
の
恋
愛
を
望
む
の

お

お
う

つ
ま
り
望
ま
な
い
と

そ
う

私
は
そ
ん
な
事
は
望
ま
な
い

 
そ
の
言
い
方
に
少
し
引

か
か
る
も
の
を
覚
え
た
闇
風
が

次
に
こ
う

ね
た

そ
れ
じ

あ

シ

ナ
に
そ
れ
を
望
ま
れ
た
ら

当
然
神
の
望
む
ま
ま
に
お

に
仕
え
る
に
決
ま

て
る

お

お
う

そ
う
い
う
事
な

そ
れ
じ

あ

シ

ナ
に
体
だ
け
望
ま
れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ

お

お
い
闇
風

そ
れ
は
ス
ト
レ

ト
す
ぎ
る
だ
ろ
う

私
の
こ
の
体
だ
け
を

 
そ
う
言

て
銃
士

は
コ

ト
の
前
を
開
い
た

相
変
わ
ら
ず
露
出
の
多
い
格
好
だ

 
銃
士

は
ス
ラ

と
し
た
体
型
を
し
て
お
り

そ
の
白
い

は
二
人
に
は
と
て
も
眩
し
く
見

え
た

 
タ
イ
プ
で
言
う
と

シ
ノ
ン
に
近
い
の
だ
ろ
う

こ
の
体
は
作
り
物

で
も
シ

ナ
様
の
目
に
と
ま
る
と
し
た
ら

こ
の
体
し
か
な
い
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あ

お
お
う

確
か
に
そ
う
だ
な
現
実
世
界
と
見
た
目
も
体
型
も
ま

た
く
違
う
か

も
だ
し
な

 
そ
う
言

た
闇
風
に
対
し

銃
士

は
あ

さ
り
と
こ
う
言

た

だ
け
ど

こ
の
顔
も
体
も

胸
以
外
は
幸
い
現
実
世
界
で
の
私
の
見
た
目
に

似
し
て
い
る

 
だ
か
ら
シ

ナ
様
が
こ
の
体
を
気
に
入

て

け
る
な
ら
現
実
世
界
の
私
も
十
分
対
応
可
能

胸
以
外

お
い
お
い

ま
さ
か
そ
れ

て
巨

お
い
闇
風

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
が
出
ち
ま
う
か
ら

 
今
の
銃
士

の
胸
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
か
な
り
小
さ
い

 
と
い
う
事
は
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
だ
と
二
人
は
驚
愕
し
た

代
わ
り
に
闇
風
は
次
に

こ
う

ね
た

な

対
応
可
能

て

そ
れ

て
つ
ま
り

当
然
望
ま
れ
た
ら

現
実
世
界
で
の
私
の
全
て
を

げ
る
と
い
う
事

 
そ
の
言
葉
に

二
人
は
先
ほ
ど
の
銃
士

と
同
じ
格
好
で
う
な

れ
た

い
き
な
り
何

頼
む

何
も
突

込
ま
な
い
で
く
れ
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ち

と
く
る
も
の
が
あ

た
だ
け
だ
か
ら
よ

そ
う

 
そ
し
て
銃
士

は

話
の
続
き
を
二
人
に

し
た

話
の
続
き
を

お

と
そ
う
だ

た

そ
れ
で
な

 
そ
し
て
シ

ナ
が
最
上

に

独
で
乗
り
込
ん
だ
事

 
そ
の
過

で

光
剣
を
使

た
事
を

い
た
銃
士

は

驚
愕
し
た
顔
で
こ
う
言

た

何
と

ま
さ
に
神
の
武
器

お
う

あ
れ
は
凄
か

た
な

と

正
式
名
称
は

カ
ゲ
ミ
ツ

ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
と

ア
ハ
ト
レ
フ
ト
だ

た
か

本
当

こ
ん
な
事
で

を
つ
い
て
ど
う
す
る
ん
だ

て
ば
よ

本
当
に
ア
ハ
ト

お
う

間
違
い
な
い

そ
う
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そ
し
て
銃
士

が

い
き
な
り
二
人
に
騎
士
の

を
と

た

二
人
は
驚
い
た

な

何
だ
よ
い
き
な
り

二
人
に
感
謝
を

感
謝

何
へ
の
感
謝
だ

私
は
今

シ

ナ
様
の
正
体
を
知

た

ア
ハ
ト

お
そ
ら
く
ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
英
雄
の
武
器
の
名
前

つ
ま
り
そ
う
い
う
事

 
そ
の
言
葉
を

い
た
二
人
は

銃
士

の
本
気
を
見
誤

て
い
た
事
を
知

た

お

お
い

そ
れ
だ
け
で
確
定
さ
せ
る
の
は
さ
す
が
に

彼
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
動
画
は
見
た
事
が
あ
る

シ

ナ
様
と

剣
を

え
る
ス
タ
ン
ス
が

似
し

て
い
た

 
そ
し
て
シ

ナ
様
の

に
立
つ
女
神
の
剣
技
あ
れ
は
バ

サ
ク
ヒ

ラ

の
剣
技
で
間
違
い

な
い

 
二
つ
だ
け
な
ら
確
信
す
る
事
は
無
か

た

で
も
三
つ
に
な
る
と
こ
れ
は
も
は
や
偶
然
と
は

呼
べ
な
い

 
そ
の
銃
士

の
説
明
を

い
た
二
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
た



 第四章 ＧＧＯ編

相
棒

俺
達
や

ち
ま

た

か
も
し
れ
ん

シ

ナ
に
謝
る
か

必
要
な
い

シ

ナ
様
は
そ
ん
な
事
で

る
よ
う
な
方
で
は
な
い

確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど
よ

そ
れ
に
私
の
名
前
は
シ

ナ
様
の
前
で
は
出
さ
な
い
で

 
私
は
あ
く
ま
で
自
力
で
神
の
前
に
立
ち

最
終
的
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
到
る

 
そ
う
キ

パ
リ
と
言
い
放
つ
銃
士

の
事
を

二
人
は
眩
し
い
目
で
見
つ
め
た

 
た
だ
の
色
ボ
ケ
で
は
な
い

一
人
の
戦
士
の

が
そ
こ
に
は
あ

た

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
が

そ
の
名
を

い
た

ヴ

ル
ハ
ラ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
か

そ
う

神
々
の
楽
園

い
つ
か
私
は
必
ず
そ
こ
に
到
る

 
そ
し
て
現
実
世
界
で
も

シ

ナ
様
の
お

に
お
仕
え
す
る

そ
こ
ま
で
決
意
し
て
る
な
ら

何
も
言
う
事
は
無
え
な

く
そ

け
る

な
あ
シ

ナ
の
見
た
目
が
現
実
で
あ
ん
た
の
好
み
に
合
わ
な
く
て
も

 
そ
れ
で
も
や

ぱ
り
求
め
ら
れ
た
ら
そ
れ
に
応
じ
る
の
か
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最
後
に
悔
し

れ
に
闇
風
が
そ
う
言

た

 
銃
士

は

何
故
か
突
然
顔
を

ら
め

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
言

た

え

シ

ナ
様
の
見
た
目
は
私
の
好
み
に
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
だ
か
ら

 
そ
ん
な
事
あ
る
は
ず
な
い
し

と
い
う
か
凄
く
格
好
良
か

た
し
む
し
ろ
望
む
と
こ
ろ
と

い
う
か

 
候
補
の
中
で
は
最
上
級
の
結
果
が
出
て

凄
く
嬉
し
い

お

お
前
そ
の

り
方

普
通
に
話
せ
た
の
か
よ

 
そ
れ
は
先
ほ
ど
の
凛
と
し
た

と
は
違

て

完
全
に
色
ボ
ケ
し
た

で
あ

た

 
二
人
は
そ
う
突

込
ん
だ

直
後
に
銃
士

は
ハ

と
し
た
顔
で
口
調
を
元
に

し
た

意
味
不
明

理
解
不
能

多
分
幻

そ

そ
う
か

 
そ
し
て
闇
風
が

思
い
出
し
た
よ
う
に
銃
士

に

ね
た

て
い
う
か

お
前
シ

ナ
の
顔
を
知

て
る
の
か

定

常
識
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ど
こ
で
見
た
ん
だ
よ

と
い
う
か
さ

き
正
体
が
分
か

た
ば

か
り
だ
ろ

以
前
か
ら
候
補
に
は
入
れ
て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

が
集
ま
る

設
と
い
え
ば
帰
還
者
用

学
校

 
そ
こ
で
私
は

神
候
補
と
同
じ
名
前
の
人
物
を

に
発
見
し
て
リ
サ

チ
済

そ
こ
ま
で
す
る
か

悪
意
が
無
い
だ
け
に
始
末
に
終
え
な
い
な

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に

れ
た
が

そ
ん
な
二
人
に
銃
士

は
言

た

当
然
シ

ナ
様
の
素
性
も

済
私
は
い
つ
か
必
ず
シ

ナ
様
の
秘
書
に
な
る

に
そ
の

勉
強
も
始
め
た

秘
書

秘
書

て
何
だ
よ

学
生
な
ん
だ
ろ

そ
れ
は
言
え
な
い

で
も
シ

ナ
様
は
学
生
の
身
で
あ
り
な
が
ら

 
と
あ
る
大
企
業
の
次
期
社
⻑
に

に
内
定
し
て
い
る

ま
さ
に
現
代
に
生
き
る
神

えま

ま
じ
か
よ

超
セ
レ
ブ
じ

ね
え
か

否
定

シ

ナ
様
の
家
は
そ
う
い
う
家
で
は
無
い

た
だ
の
一

家
庭
だ
と
リ
サ

チ
済
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ど
う
い
う
事
だ
よ

全
て
シ

ナ
様
の
実
力
と
い
う
事

あ
な
た
達
も
精
進
が
必
要

 
そ
し
て
そ
の
後
の
狙
撃
の
シ

ン
で
再
び
興
奮
し
た

を
見
せ
た
後
銃
士

は
去

て
い

た 
そ
ん
な
銃
士

の
後

を
見
な
が
ら

闇
風
が
言

た

ま
さ
か
あ
い
つ
が
あ
ん
な
奴
だ

た
な
ん
て
知
ら
な
か

た
な

信

と
か
言

て
る
け
ど

普
通
に
シ

ナ
に

れ
て
る
よ
な

愛
が
重
い

ピ
ト
フ

イ
も
そ
う
だ
し

シ
ノ
ン
も
ベ
タ

れ
だ

た
ん
だ
ろ

 
凄
え
な
シ

ナ

俺
に
は
と
て
も
受
け
止
め
き
れ
ね
え
わ

ま
あ
俺
達
は

分
相
応
の
相
手
を
頑
張

て
見
付
け
よ
う

だ
な

 
こ
う
し
て
二
人
の
心
に
鮮

な

象
を
残
し
た
銃
士

は

 
シ

ナ
と
知
り
合
え
る
機
会
を

今
後
も

々
と
狙
い
続
け
る
の
だ

た

 
だ
が
そ
の
日
は
ま
だ
ま
だ
先

こ
の
戦
争
の
後
の
事
と
な
る

 
ち
な
み
に
驚
く
べ
き
事
に
そ
の
出
会
い
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
は
な
く
現
実
世
界
で
の
事
で
あ
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た 
更
に
ち
な
み
に

薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
も
八
幡
と
知
り
合
う
事
に
な
る
の
だ
が

 
そ
れ
も
こ
の
戦
争
が
終
わ

た
後
の
事
で
あ
る
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第
３
１
６
話
 
戦
士
の
墓
場

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ど
う
や
ら
上
手
く
い

た
か

い
や

ど
う
だ
ろ
う
な

欲
張
り
す
ぎ
て
少
し
ミ
ス

た
か
も
し
れ
ん

 
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
は
街
の
外
で
合
流
し

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
た

と

い
う
と

俺
が
想
定
し
て
い
た
の
は

ロ
ザ
リ
ア
を

付
け
た
後

 
あ
の
馬

ど
も
が
シ

ナ
の
野
郎
に
最
上

ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て

 
そ
こ
で
シ

ナ
が

付
い
た
ロ
ザ
リ
ア
を
見
て

そ
の
後
も

大
に
も
め
る

て
シ
ナ
リ
オ

だ

た
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
あ
の
野
郎

い
き
な
り
ロ
ザ
リ
ア
の
い
る
最
上

に
現
れ
た
ら
し
い

相
変
わ
ら
ず
無
茶
苦
茶
な
野
郎
だ



 第四章 ＧＧＯ編

だ
な

 
ノ
ワ

ル
は
ス
テ
ル
ベ
ン
に

き

組
み
し
な
が
ら
言

た

ま
あ
問
題
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
何
が
出
来
て
何
が
出
来
な
い
か

し
き
れ
て
い
な
い

て
の

が 
俺
達
と
あ
い
つ
と
の
一
番
大
き
な
差
な
ん
だ
と
思
う

確
か
に
な

そ
の
結
果

ロ
ザ
リ
ア
が

問
ま
が
い
の
行

を
受
け
た

て
事
を
知

て
る
奴
が

 
見
張
り
の
二
人
組
と
俺
だ
け
だ

た
の
に
気
付
か
な
い
ま
ま

俺
は
街
で
そ
の
噂
を
流
し
ち

ま

た
ん
だ
よ

そ
れ
は

ま
ず
い
な

あ
あ

お
そ
ら
く
完
全
に
俺
達
の

作
だ
と
疑
わ
れ
て
い
る
と
思
う

こ
こ
が
引
き
時
か

あ
あ

こ
こ
ま
で

種
が
広
が
れ
ば

勝
手
に

焼
し
て
い
く
だ
ろ
う
し

 
後
は
俺
達
の

が
あ
い
つ
に
バ
レ
な
い
よ
う
に

な
り
を

め
て
お
く
だ
け
で
い
い
だ
ろ

調
べ
な
い
と
い
け
な
い
事
も
あ
る
し
な
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そ
し
て
こ
の
時
を

に

二
人
は
活
動
方
針
を
一
部
変
更
す
る
事
に
し
た

 
ノ
ワ

ル
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
ど
ん
な
事
が
出
来
る
の
か

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え

 
結
果
と
し
て

あ
る

度
の
職
人
系
ス
キ
ル
を
上
げ
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 
実

に
作
れ
な
く
と
も

ど
の
よ
う
な
ア
イ
テ
ム
が
存
在
す
る
か
知
る
事
で

 
確
実
に
ゲ

ム
に
対
す
る
理
解
は
広
が
る
と
考
え
た
か
ら
だ

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は
キ

ラ
を
育
て
つ
つ
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
時
に
収
集
し
た
デ

タ
を

元
に

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
リ
ア
ル
情
報
を
ま
と
め

足
を
運
べ
る

囲
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

が

 
ど
ん
な
家
に
何
人
で

ん
で
い
て
入
り
口
の
鍵
を
ピ

キ
ン
グ
出
来
る
か
ど
う
か
の
調
査
に

入

た

 
そ
の
せ
い
で
シ

ナ
達
は

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
開

前
後
ま
で

 
彼
ら
の
動
向
を
ま

た
く
掴
む
事
が
出
来
な
か

た

 
シ

ナ
が

に

 
次
の
日

点
に
集
ま

た
シ

ナ
チ

ム
の
フ
ル
メ
ン
バ

は
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今
後
の
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
い
た

そ
ん
な
中

シ

ナ
が
そ
う
提
案
を
し
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

シ
ズ
カ
が
質
問
し
た

体
的
に
は
ど
う
す
る
の

俺
が
一
人
だ
と
ア
ピ

ル
し
な
が
ら

独
で
外
に
出
る

 
そ
し
て
追
い
か
け
て
く
る
奴
ら
を

チ

ム
で
待
ち
伏
せ
て
殲
滅
す
る

シ
ン
プ
ル
だ
ね

 
シ
ズ
カ
が
そ
う
感
想
を
述
べ
た
が

そ
こ
に
ニ

ン
ゴ
ロ

が
待

た
を
か
け
た

い
や

シ

ナ
の
事
だ

他
に
何
か
目
的
が
あ
る
に
違
い
な
い

ま
あ
一
応
考
え
て
い
る
事
は
あ
る

 
シ

ナ
は
そ
れ
を

定
し

先
生
は
更
に
こ
う

ね
た

で

ど
ん
な
戦
略
目
標
を
立
て
て
い
る
の
だ

そ
う
い

た
殲
滅
を
何
度
か

り
返
す
う
ち
に

心
が

れ
る
奴
も
い
る
だ
ろ
う
が

 
大

の
奴
は

に
血
を
上
ら
せ
て

何
回
か
は
挑
ん
で
く
る
は
ず
だ

 
そ
し
て
何
度
目
か
で

こ
の
ま
ま
じ

い
け
な
い
と
考
え
る

 
そ
う
す
る
と
ど
う
な
る
か

ま
あ
俺
の
想
像
で
し
か
な
い
が

誰
か
分
か
る
か
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そ
の
シ

ナ
の
言
葉
を
受
け

ピ
ト
フ

イ
と
イ
コ
マ
と
エ
ム
が
手
を
上
げ
た

そ
れ
じ

あ

ピ
ト

 
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
が
何
を
言
う
か
興
味
が

い
た

し
に
指
名
し
て
み
る
事
に
し

た
え

と

た
だ
倒
さ
れ
る
だ
け
じ

目
だ
か
ら

そ
れ
を

感
に
変
え
よ
う
と

よ
し
分
か

た

お
前
に

い
た
俺
が
馬

だ

た

そ
れ
じ

あ
イ
コ
マ

装
備
を
強
化
す
る
事
で
対
応
し
ま
す

あ
あ

ま
あ
実
に
お
前
ら
し
い
意
見
だ
な

だ
が
こ
の
ゲ

ム
に
は

 
そ
こ
ま
で
出
来
る
よ
う
な
職
人
は

お
前
以
外
に
は
ま
だ
い
な
い

で
す
ね

 
イ
コ
マ
は
そ
の
言
葉
に
苦
笑
し

大
人
し
く
引
き
下
が

た

そ
れ
じ

あ
エ
ム

は
い

い
生
き
物
は

れ
を
作
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す

正
解
だ

れ
か

確
か
に
そ
う
か
も
ね
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ま
あ
多
分

同
じ
よ
う
な
考
え
の
奴
を
集
め
て

こ

ち
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
な

で

そ
れ
に
対
し
て
う
ち
は
ど
う
す
る
の

戦
力
を
補
充
し
つ
つ
普
通
に
対
抗
す
る

ダ
イ
ン
や
た
ら
こ
闇
風
や
エ
ヴ

達
に
助
け
て

も
ら
お
う

 
シ

ナ
は
あ

さ
り
と

助
け
て
も
ら
う
と
口
に
し
た

シ

ナ
は

は
何
で
も
自
分
で
や
ろ
う
と
し
て
い
た
の
に
な

変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
ん
だ
な

 
ニ

ン
ゴ
ロ

が

感

深
げ
に
そ
う
言

た

先
生
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い
け
ど
な

 
シ

ナ
は
出
会

た

の
雪
乃
の
事
を
思
い
出
し

苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

で

そ
の
後
は

煽
る

えそ
こ
で
煽
る
ん
だ

別
に
た
だ
ム
カ
ツ
ク
か
ら
と
か
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
ぞ
あ
く
ま
で
敵
を
一
つ
に
ま
と
め

る

だ
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敵
を

一
つ
に

そ
う
な
る
と

 
他
の
メ
ン
バ

達
は

そ
の
事
に
よ

て
ど
う
な
る
の
か
考
え
始
め
た

あ
あ

そ
こ
ま
で
い

た
ら
お
そ
ら
く
敵
は

大
々
的
に
キ

ン
ペ

ン
を
張
る
な
り
し
て

 
可
能
な
限
り

山
の
人

を
集
め
よ
う
と
す
る
は
ず
だ

そ
う
な
る
よ
う
に
こ

ち
も
煽
る
し

な 
そ
し
て
そ
い
つ
ら
が
集
ま

た
所
に

俺
が
直
接
乗
り
込
む

え
え

さ

す
が
シ

ナ

私
の
ご
主
人
様

そ
し
て
俺
は
あ
る
提
案
を
す
る

総
力
戦
の
提
案
だ

そ
し
て
そ
の
舞
台
は
あ
そ
こ
だ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は
遠
く
南
に
う

す
ら
と
見
え
る
巨
大
な

の
よ
う
な
物
を
指
差

し
たあ

れ
は

あ
れ
は
運

が
完
全
に
趣
味
で
作

た
と
思
わ
れ
る

首
都
の

だ

 
か
な
り
広
い
が
敵
は
一
切

か
な
い

い
わ
ゆ
る
観
光
ス
ポ

ト
だ
な
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マ
ニ
ア
の
間
で
は
結

名
ら
し
い

そ
ん
な
場
所
が
あ

た
ん
だ

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
言
葉
に

シ
ノ
ン
が
こ
う
答
え
た

敵
も
出
な
い
何
か
を
得
ら
れ
る

で
も
な
い
そ
ん
な
場
所
だ
か
ら
普
通
は
誰
も
行
か
な
い

の
よ
ね

な
る
ほ
ど

戦
い
の
舞
台
と
し
て
は
う

て
つ
け
な
ん
だ
ね

 
シ

ナ
は

き

更
に
こ
う
言

た

そ
ん
な

で

最
終
的
に
俺
達
は

あ
そ
こ
で
多
く
の
敵
を
待
ち
受
け
る
事
と
な
る

 
ち
な
み
に
シ
ン
カ

さ
ん
に
頼
ん
で
中
継
も
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ

え

そ
う
な
ん
だ

あ
あ

イ
ベ
ン
ト

式
で
ス
ポ

ツ
感
覚
で
参
加
さ
せ
る
事
に
よ

て

 
く
だ
ら
な
い
噂
な
ん
か
忘
れ
る
く
ら
い

り
上
げ
て
や
る
さ

な
る
ほ
ど

そ
の
発
想
は
無
か

た
な

私
達
は
誰
の
挑
戦
も
受
け
る

て
感
じ
だ
ね

そ
れ
で
も
ま
あ
う
だ
う
だ
と
色
々
言

て
く
る
奴
は
必
ず
い
る
だ
ろ
う

な
の
で
平
行
し
て
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日
闇
風
か
ら
報
告
の
あ

た
ロ
ザ
リ
ア
を
見
張

て
い
た
奴
を
見
つ
け
出
し
動
画
を
入

手
し
て

 
そ
い
つ
の
顔
を
消
し
た
上
で
公
開
す
る
事
も

討
す
る

ま
あ
基
本
方
針
は
そ
ん
な
感
じ
だ

 
ま
あ
そ
の
結
果

俺
達
は
十
倍
以
上
の
敵
を
相
手
に
す
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

 
そ
の
言
葉
を

い
た
一
同
は

や
る
気
に
満
ち
た
様
子
で

い
た

 
誰
も
反
対
す
る
者
は
お
ら
ず

こ
う
し
て
基
本
方
針
は
決
定
さ
れ
た

で

今
日
は
ど
こ
で
敵
を
待
ち
伏
せ
る
の

そ
う
だ
な

戦
士
の
墓
場

に
し
よ
う

何
だ
そ
れ
は

 
ニ

ン
ゴ
ロ

が

き

と
ん
と
し
な
が
ら
そ
う
言

た

先
生
は
も
ち
ろ
ん
知
ら
な
い
よ
な

知

て
る
の
は
俺
と

私
は
知

て
る
わ
よ

私
も
私
も

僕
も
知

て
ま
す

シ
ノ
ン
と
ピ
ト
と
エ
ム
か

ま
あ
そ
う
だ
よ
な
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ど
ん
な
場
所
な
の

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
が

得
意
げ
に
説
明
を
始
め
た

あ
そ
こ
は
ね

戦
争
で
死
ん
だ

て
い
う
兵
士
の
お
墓
が

山

ん
で
る
だ
け
の
場
所
だ

よ
モ
ブ
は

か
な
い
の

街
か
ら
す
ぐ
近
く
だ
か
ら

か
な
い
ん
だ
よ
ね

ち
な
み
に
面
白
い
事
に

 
あ
そ
こ
は
あ
る
特
定
の

件
を
満
た
す
と

プ
レ
イ
ヤ

の
お
墓
が

え
る
み
た
い
だ
よ

 
そ
の
意
外
な
言
葉
に

シ
ズ
カ
は
興
味
を
引
か
れ
た
よ
う
だ

そ
う
な
ん
だ

ど
ん
な

件
か
分
か

て
る
の

噂
だ
と

あ
る

度
⻑
く
プ
レ
イ
し
て
て

一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
ま
で
キ

ラ
を
育
て
た
後

 
引
退
す
る
と
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
お
墓
が
出
来
る
み
た
い

へ

確
か
に
面
白
い
ね

で

シ

ナ

何
で
そ
こ
に

あ
そ
こ
は
ハ
ン
ヴ

を

め
て
お
い
て
も
ま

た
く
目
立
た
な
い
か
ら
だ
な

 
五

メ

ト
ル
く
ら
い
離
れ
て
て
も
ら
う
予
定
だ
が

そ
れ
く
ら
い
離
れ
る
と

 
も
う
ハ
ン
ヴ

な
の
か
墓
な
の
か
の
区
別
は
つ
か
な
い
だ
ろ
う
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な
る
ほ
ど
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は

今
日
の
布

を
発
表
し
た

実
は
ハ
ン
ヴ

の
う
ち
一
台
は

さ
れ
て
乗
員
が
最
大
五
人
し
か
乗
れ
な
く
な

て
い

る 
だ
か
ら
今
回
は

詰
め
れ
ば
八
人
ま
で
何
と
か
乗
れ
る
も
う
一
台
の
方
を
使
お
う

二
台
あ
る
と

の
時
に
ど

ち
の
事
を
言

て
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
か
も
ね

 
ベ
ン
ケ
イ
が
何
と
な
く
そ
ん
な
事
を
言
い

シ

ナ
は
少
し
考
え
た
後

こ
う
言

た

よ
し

二
台
に
名
前
を
付
け
る
か

つ
い
で
に
こ
の

点
に
も
な

お

面
白
そ
う

そ
れ
じ

あ
先
ず
は

点
か
ら
な

 
そ
し
て
一
同
は

う
ん
う
ん
と

り
な
が
ら
名
前
を
考
え
始
め
た

ヴ

ル
下
だ

 
シ

ナ
は
さ
す
が
に
そ
れ
は
と
思
い

そ
の
シ
ズ
カ
の
言
葉
を

中
で

た

愛
の
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お
い
ピ
ト

お
前
は
後
で

お
仕

い
や

何
で
も
な
い

え

せ

か
く
狙
い
通
り
に
お
仕
置
き
し
て
も
ら
え
る
と
思

た
の
に

う
る
さ
い

れ

お
い
エ
ム

ピ
ト
を
押
さ
え
と
け

は
い

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

が

静
さ
を
装
い
つ
つ
さ
ら
り
と
言

た

ニ

ン
コ
ハ
ウ
ス
だ
な

先
生

や

ぱ
り
最
近
キ

ラ
が
崩
壊
し
て
ま
す
よ
ね

う

う
る
さ
い

こ
こ
は
私
の
夢
の
世
界
な
の
だ

 
そ
し
て
イ
コ
マ
が

ぼ
そ

と
こ
う

い
た

馬
そ
れ
だ

ね

馬

て

源
義

が
シ

ナ
と
名
乗

て
い
た

に

ら
し
て
い
た
の
が

馬
な
ん
で

何
と
な
く

お
お馬

の
後
に

点

い

を
付
け
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な
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馬

天

そ
れ
は

点
の
名
前
と
し
て
は
ど
う
な
の

普
通
に

馬
山
で
い
い
気
も
す
る
け
ど

あ
あ

い
い
ん
じ

な
い

山
に
集
合

と
か

も
出
来
る
し

 
こ
う
し
て

点
の
名
前
は

馬
山
に
決
定
さ
れ
た

さ
て

次
は
ハ
ン
ヴ

の
名
前
だ
が

ね

同
じ
感
じ
で
義

の
愛
馬
と
か
の
名
前
に
す
れ
ば

義

の
愛
馬

イ
コ
マ

知

て
る
か

そ
れ
な
ら
太
夫
黒
で
す
ね

 
サ
ラ
リ
と
答
え
た
イ
コ
マ
を

ピ
ト
フ

イ
が
賞

し
た

さ

す
が
イ
コ
マ
き

ん

ふ
む

ち

と
⻑
い
か

無
理
に
難
し
い
名
前
を
付
け
な
く
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
黒
の
部
分
だ
け
も
ら

て

ブ
ラ

ク
と
ホ
ワ
イ
ト
と
か

そ
れ
な
ら
ま
あ
言
い
易
い
の
は
間
違
い
な
い
な
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そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る

考
え
る
の
も
結

大
変
だ
し
ね

よ
し

そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
重
武
装
の
ハ
ン
ヴ

が
ブ
ラ

ク

も
う
一
台
が

ホ
ワ
イ
ト
と
名
付
け
ら
れ
た

そ
れ
じ

あ
話
を
元
に

す
か
今
日
の
作
戦
だ
が
今
回
は
さ

き
言

た
通
り
ホ
ワ
イ
ト

を
使
う

 
そ
し
て
話
は

作
戦
に

り

シ

ナ
は
テ
キ
パ
キ
と
指

を
始
め
た

ロ
ザ
リ
ア
と
ケ
イ
が
街
中
で
俺
を
尾
行
し

誰
が
後
を
追

て
く
る
か
調
べ
て
お
い
て
く
れ

 
ホ
ワ
イ
ト
の
運
転
は

練

を

ね
て
イ
コ
マ
が
頼
む

助
手

は
先
生
で
お
願
い
し
ま
す

 
イ
コ
マ
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
上
手
く
ハ
ン
ヴ

を
運
転
出
来
な
い
ん
で
色
々
教
え
て
や

て

下
さ
い

先
生

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

う
む

任
せ
て
お
く
が
よ
い

残
り
の
四
人
は
後
部
座

な

シ
ノ
ン
に
は
ヘ
カ

ト

で
狙
撃
を
し
て
も
ら
う
か
ら

 
上
部
ハ

チ
か
ら
近
い
所
に

取

て
く
れ

了
解



 第３１６話 戦士の墓場

最
初
に
俺
が

歩
い
て
戦
士
の
墓
へ
と
向
か
う

 
ロ
ザ
リ
ア
は

追

手
が
何
人
か
を
俺
と
シ
ノ
ン
に
連

し
て
く
れ

 
そ
し
て
人

次
第
だ
が

シ
ノ
ン
が

合
い
を
見
て
そ
い
つ
ら
を
狙
撃

 
同
時
に
イ
コ
マ
は
ハ
ン
ヴ

を
こ
ち
ら
に
向
か
わ
せ
て
く
れ

 
俺
は
上
手
く
敵
を
引
き
付
け
る
か
ら

到
着
し
次
第
背
後
か
ら
急
襲
だ

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
作
戦
が
始
ま
り

シ

ナ
は

々
と
顔
を

し
て
街
中
を
歩
き

 
そ
の
ま
ま
街
の
外
へ
と
一
人
で
歩
い
て
い

た

 
こ
の
日
の
戦
い
が
後
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
源
平
合
戦
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
戦
い
の
最
初
の
幕
開
け
と

な

た
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第
３
１
７
話
 
走
れ

太
夫
黒

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
い

シ

ナ
だ

あ
の
野
郎

平
気
な
顔
で
一
人
で
歩
い
て
や
が
る

一
人
だ
と

千
載
一
遇
の
チ

ン
ス
だ

人
を
集
め
ろ

わ

分
か

た

 
シ

ナ
は
街
の
ざ
わ
つ
く
様
子
か
ら

敵
が
罠
に
か
か

た
事
を
知

た

さ
て
戦
士
の
墓
場
ま
で
散
歩
と
し

れ
こ
む
か

イ
コ
マ
に
ア
レ
も
用
意
し
て
も
ら

た
し

な 
そ
し
て
シ

ナ
は

敵
の

候
が
ち

ん
と
着
い
て
き
て
い
る
事
を
確
認
す
る
と

 
の
ん
び
り
と
街
の

外
に
向
け
て
歩
き
だ
し
た

そ
う
い
や

Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
他
の
ゲ

ム
に
コ
ン
バ

ト
し
て
る
間
は
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戦
士
の
墓
場
に
そ
い
つ
の
墓
碑
が
生
成
さ
れ
た
り
し
て
る
ん
だ
ろ
う
か

 
シ

ナ
は
そ
ん
な
と
り
と
め
の
な
い
事
を
考
え
な
が
ら

後
方
へ
と
意
識
を
向
け
た

ふ
む

ど
う
や
ら
敵
も
徐
々
に
集
ま

て
き
て
い
る
み
た
い
だ
な
ロ
ザ
リ
ア
に
確
認
す
る

か 
シ

ナ
は
そ
う
考
え

直
ぐ
に
ロ
ザ
リ
ア
に
連

を
と

た

ど
う
だ
ロ
ザ
リ
ア

そ

ち
は
今
ど
う
な

て
る

し
く
プ
レ
イ
ヤ

が
そ

ち
の
方
に
向
か

て
る
わ

 
ど
う
や
ら
最
初
に
シ

ナ
を
見
付
け
た
の
は

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
一

み
た
い
ね

 
さ

き
ご
本
人
様
が
意
気
揚
々
と
そ

ち
に
向
け
て
出
発
し
た
わ

ほ
ほ
う

い
き
な
り
の
大
物
だ
な

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
容

を
思
い
出
そ
う
と
し
た
の
だ
が

 
ど
う
し
て
も
思
い
出
す
事
が
出
来
な
か

た

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

な

あ
い
つ

は
い
い

い
ん
だ
が

 
華
が
無
い
か
ら
ま

た
く
記
憶
に
残
ら
な
い
ん
だ
よ
な

も
し
か
し
て
顔
を
覚
え
て
な
い
の
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あ
あ

ま
あ
見
れ
ば
思
い
出
す
だ
ろ

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
言
葉
を
受
け

敵
の
デ

タ
ベ

ス
化
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え

 
シ

ナ
に
こ
う
言

た

と
り
あ
え
ず

片

か
ら

影
し
て
リ
ス
ト
に

録
す
る
わ
ね

結

面
倒
だ
よ
な

す
ま
な
い
な

事

仕
事
を

や
し
ち
ま

て

大
丈
夫
よ

今
は
先
生
が
い
る
か
ら

 
シ

ナ
は
そ
う
言
わ
れ

ニ

ン
ゴ
ロ

を
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
呼
ん
だ
理
由
を
思
い
出
し
た

そ
う
い
え
ば

先
生
は
そ
う
い
う
の
の

に
参
加
し
て
く
れ
た
ん
だ

た
な

 
す

か
り
色
物

な
つ
も
り
で
い
た
わ

ど
う
だ

や

ぱ
り
先
生
が
い
る
と
楽
か

え
え

と

て
も

そ
う
か

そ
れ
な
ら
来
て
も
ら

た
甲
斐
が
あ

た
な

そ
う
い

た
仕
事
は
大
分
楽
に
な

た
わ

の
総
督

の
デ

タ
の
解

は
難

し
て
る
ん

だ
け
ど
ね

ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
相
当
上
手
く

伏
し
て
や
が
る
ん
だ
な

あ
の
先
生
の
目
を
か
い
く
ぐ

る
と
は
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そ
う
ね

正
体
不
明
の
人
物
の
う
ち

十
人
く
ら
い
が
ど
う
し
て
も
絞
り
込
め
な
い
の
よ
ね

 
あ
る
い
は
新
人
で

に
引
退
し
て
い
る
の
か

ほ
と
ん
ど
街
に
寄
り
付
か
な
い
の
か

 
も
し
く
は
誰
か
の
セ
カ
ン
ド
キ

ラ
が
混
じ

て
い
る
の
か

と
に
か
く
分
か
ら
な
い
の

ま
あ
と
り
あ
え
ず
そ

ち
は
置
い
て
お
こ
う

 
で

ど
う
だ

ま
だ
こ

ち
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

は
い
る
の
か

今
の
と
こ
ろ
は
い
な
い
わ

敵
は
合
計
十
六
人
ね

了
解
だ

そ
れ
じ

あ
何
か
他
の
動
き
が
あ

た
ら
教
え
て
く
れ

分
か

た
わ

 
そ
し
て
二
人
は
通
信
を
終
え

シ

ナ
は
大
き
く

び
を
し
た

さ
て
と

そ
ろ
そ
ろ
動
く
か

 
そ
し
て
シ

ナ
は

の

型
を
し
て
い
る

を
取
り
出
し

 
後
方
か
ら
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
そ
れ
を

き
こ
ん
だ

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

と

え

と
確
か
あ
い
つ
だ
な
多
分
間
違
い

な
い

 
シ

ナ
が
そ
う
決
め
付
け
た
プ
レ
イ
ヤ

は

実
は
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

で
は
無
か

た
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シ

ナ
的
に
は
ど
う
で
も
い
い
の
か

こ
の

り
は
ぞ
ん
ざ
い
で
あ
る

 
も

と
も
ど
う
せ
全
滅
さ
せ
る
の
だ
か
ら

こ
の
場
合
は
問
題
が
無
い
だ
ろ
う

こ
の

り
な
ら

地

的
に
ア

プ
ダ
ウ
ン
が
激
し
い
か
ら
逃
げ
る
の
に
は
も

て
こ
い
か

 
よ
し
こ
こ
ら
で
と

て
お
き
を
出
す
か
少
し
ア
ナ
ロ
グ
だ
け
ど
な

い
で
よ
我
が
愛
馬

よ 
そ
し
て
シ

ナ
は
ス
ト
レ

ジ
か
ら
何
か
を
取
り
出
し

そ
れ
に

た

 
そ
れ
は
何
と
自
転

だ

た

実
に
ア
ナ
ロ
グ
で
あ
る
が

移
動
が
楽
な
の
は
確
か
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

と
て
も
わ
ざ
と
ら
し
く
後
ろ
を
向
く
と

 
た

た
今
追

手
に
気
付
い
た
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
全
力
で
戦
士
の
墓
場
へ
向
け
て
走
り

出
し
た

行
く
ぞ

太
夫
黒

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
は
自
転

の
名
前
を
先
ほ
ど

い
た
義

の
愛
馬
の
名
前
に
し
た
ら
し

い 
当
然
太
夫
黒
は
返
事
な
ど
は
し
や
し
な
い
の
だ
が

わ
ざ
わ
ざ
何
度
も
声
を

け
る

り

 
こ
の
男

案
外
ノ
リ
ノ
リ
で
あ

た
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な

自
転

だ
と

気
付
か
れ
た
ぞ

追
え

追
え

 
そ
ん
な
声
が

こ
え
後
方
か
ら
何
発
か
銃

が
飛
ん
で
き
た
が
シ

ナ
に
命
中
す
る
気
配

は
無
い

 
地

が
上
下
し
て
い
る

追

手
達
は
中
々
シ

ナ
に

準
を
合
わ
せ
る
事
は
出
来
な
い
の

だ

た
ペ
イ
ル
さ
ん

ど
う
し
ま
す

く
そ

と
に
か
く
逃
が
す
な

全
力

走
だ

は

は
い

 
追

手
の
中
に
は

Ａ
Ｇ

特
化
型
の
プ
レ
イ
ヤ

も
当
然
お
り

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
か
な
り
の
速
度
を

て
い
た
が

シ

ナ
も
そ
の
Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
生
か
し

 
全
力
で
太
夫
黒
を

い
で
い
た

そ
の

離
は
ま

た
く

ま
ら
な
か

た

 
だ
が
シ

ナ
の
狙
い
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か

た

 
何
と
か
シ

ナ
に
付
い
て
き
て
い
た
の
は

敵
の
十
六
人
中

半

の
八
人
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残
り
の
八
人
は
方
向
こ
そ
先
行
す
る
八
人
か
ら
連

を
受
け
て
い
た

付
い
て
来
れ
て
い

た
が

 
前
方
集
団
か
ら
の

離
は

大
き
く
開
い
て
し
ま

て
い
た

 
要
す
る
に

敵
は
二
手
に
分
断
さ
れ
て
し
ま

て
い
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
戦
士
の
墓
場
を
通
過
し
た

ホ
ワ
イ
ト
で
待
機
す
る
仲
間
達
に
連

を

と

た
こ
ち
ら
シ

ナ

ホ
ワ
イ
ト

こ
え
る
か

こ
ち
ら
ホ
ワ
イ
ト

感
度
良
好

感
度
良
好

て

女
の
子
が
言
う
と
ち

と
エ

チ
じ

な
い

れ
ピ
ト

ど
う
だ

そ

ち
か
ら
俺
が
見
え
る
か

は
い

今
太
夫
黒
が
通
過
し
た
の
が
見
え
ま
し
た

後
ろ
の
敵
も
見
え
る
か

え

と

あ

今
ひ

ふ

み

八
人
通
過
し
ま
し
た

追
撃
し
ま
す
か

い
や
そ
の
後
方
か
ら
別
に
八
人
の
集
団
が
追

て
く
る

先
ず
は
そ
の
集
団
を
殲
滅
し
て
く

れ
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了
解
で
す

 
そ
し
て
シ

ナ
は

シ
ノ
ン
に
声
を

け
た

シ
ノ
ン

こ
え
る
か

う
ん

感

き

こ
え
る
わ

 
シ
ノ
ン
は
ピ
ト
フ

イ
が
突

込
も
う
と
す
る
気
配
を
感
じ
感
度
良
好
と
言
う
の
を
や
め
た

敵
の
中
に

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

が
い
る
ら
し
い

 
も
し
後
方
集
団
に
い
た
ら

一
番
に
あ
い
つ
を
狙
撃
し
て
く
れ

頼
ん
だ
ぞ

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

が
い
る
の

オ

ケ

任
せ
て

 
イ
コ
マ
君

ホ
ワ
イ
ト
を
敵
が
来
る
ル

ト
か
ら
見
て

正
面
に
移
動
さ
せ
て
ね

は
い

 
イ
コ
マ
は
も
う
か
な
り
運
転
に
慣
れ
た
の
か

ホ
ワ
イ
ト
を
ス
ム

ズ
に
移
動
さ
せ

 
一
行
は

墓
石
の

ぶ
一

で

街
道
が
正
面
に
見
え
る

置
に

取

た

 
街
道
が
ア
ル
フ

ベ

ト
の
小
文

の

の
下
の
部
分
だ
と
し
た
ら

 
ホ
ワ
イ
ト
の

置
は
上
の
点
の

置
に
あ
た
る

ち
な
み
に
街
道
は

 

の
一
番
上
の
部
分
で

に
曲
が

て
い
る

敵
を
正
面
に
捕
ら
え
ら
れ
る
時
間
は
案
外
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い
 
シ
ノ
ン
は
ホ
ワ
イ
ト
の
屋

か
ら
上
半
身
を
出
し

狙
撃
体
制
を
と

た

イ
コ
マ
君

私
が
狙
撃
し
た
ら
ホ
ワ
イ
ト
で
突
撃
よ

 
敵
の
前
に
出
た
ら

ホ
ワ
イ
ト
の
ド
ア
を
盾
に
し
て
全
員
で
攻
撃
ね

 
到
着
す
る
ま
で
に
も
う
一
人
く
ら
い
は
撃
ち
た
い
か
ら
ピ
ト
は
私
の
足
が
安
定
す
る
よ
う
に

定
し
て

分
か
り
ま
し
た

オ

ケ

私
が
シ
ノ
ノ
ン
の
足
を
押
さ
え
て
れ
ば
い
い
の
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
は
目
の
前
に
あ
る
シ
ノ
ン
の
太
も
も
を
じ

と
見
つ
め
な
が
ら
シ
ズ
カ
に
話

し
か
け
たね

シ
ズ

何

ピ
ト

こ
の
太
も
も
は
ち

と
け
し
か
ら
ん
と
思
わ
な
い

 
太
も
も
か
ら
お
し
り
に
か
け
て
の
ラ
イ
ン
が
エ

チ
と
い
う
か
何
と
い
う
か

な
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シ
ノ
ン
は
そ
の
ピ
ト
の
言
葉
に

自
分
の
顔
が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
た
が

 
前
方
か
ら
目
を
離
す

に
も
い
か
ず

動
く
事
は
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
は

ピ
ト
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
シ
ノ
ン
の
太
も
も
を
観
察
し

 
シ
ノ
ン
は
シ
ズ
カ
か
ら
の

線
を
太
も
も
に
感
じ
ど
こ
か
く
す
ぐ

た
い
よ
う
な
感
覚
を
覚

え
た確

か
に
男
の
子
は
こ
う
い
う
の
が
好
き
な
ん
だ
ろ
う
と
は
思
う
け
ど
ね

 
し
か
し
こ
の
太
も
も
は

う
ん

け
し
か
ら
ん
ね

や

ぱ
り
シ

ナ
も
こ
ん
な
感
じ
の
太
も
も
と
お
し
り
が
好
き
な
の
か
な

う

ん

多
分
好
き
な
ん
じ

な
い

ま
あ
男
の
子
は
誰
だ

て
そ
う
か
も
だ
け
ど
ね

お
い
お
前
ら

人
の
性

を
勝
手
に

す
ん
な

ひシ

シ

ナ

こ
え
て
た
の

当
た
り
前
だ
ろ

お
い
ピ
ト

多
分
シ
ノ
ン
が

く
な

て
る
だ
ろ
う
か
ら

 
狙
撃
に
集
中
し
て
も
ら
う

に

て
言
わ
れ
た
通
り
に
し
て
ろ

あ

あ

く
な
ん
か
な

て
な
い
わ
よ
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シ
ノ
ン
は
顔
を
真

に
し
な
が
ら
そ
う
シ

ナ
に
抗
議
し
た

 
シ
ノ
ン
は
上
半
身
を
上
に
出
し
て
い
た

下
に
い
る
者
達
か
ら
は

 
そ
の
自
分
の
顔
の

さ
を
見
る
事
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
シ
ノ
ン
は
安

し
た
の
だ
が

 
実
は
そ
の
言
い
方
で

シ
ノ
ン
が
顔
を
真

に
し
て
い
る
の
は
下
の
者
達
に
は
バ
レ
バ
レ

だ

た

 
来
ま
し
た

後
続
の
八
人
で
す

 
そ
の
時
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
前
方
を
監

し
て
い
た
エ
ム
が
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に
突

込
む
気
は
ま

た
く
無
い
ら
し
い
さ
す
が
大
人
で
あ

る 
イ
コ
マ
は
何
か
に

え
る
よ
う
に

て
前
方
を
見
つ
め
て
お
り

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は
そ
の
横
で

て
自
分
の
足
を
見
つ
め
な
が
ら
何
事
か
考
え
込
ん
で
い
た

の
だ
が

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

全
員
気
を
引
き
締
め
た
よ
う
だ

 
シ
ズ
カ
は
銃
を

え
ピ
ト
フ

イ
は
し

か
り
と
シ
ノ
ン
の
足
が
動
か
な
い
よ
う
に

定
し
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た
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
発
見

撃
つ
わ

 
さ
す
が
シ
ノ
ン
は

先
日
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
見
て
い
た

 
そ
の
容

を
し

か
り
と
覚
え
て
い
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の

を
ス
コ

プ
の
中
心
に

え

 
あ

さ
り
と
ヘ
カ

ト

の
引
き
金
を
引
い
た

次
の

間
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の

は

飛
び

 
こ
う
し
て
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は

あ

さ
り
と
退
場
す
る
事
と
な

た

 
ど
ん
な
に
強
い
者
で
も

況
に
よ

て
は
あ

さ
り
と
倒
さ
れ
る

 
こ
れ
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
い
う
ゲ

ム
の
怖
い
所
で
あ
る

そ
れ
は
シ

ナ
で
さ
え
も

外
で
は
無
い

の
だ
か
ら

命
中

行
き
ま
す

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
を
受
け

イ
コ
マ
が
ホ
ワ
イ
ト
を
発

さ
せ

 
ホ
ワ
イ
ト
は
エ
ン
ジ
ン
を

ら
せ
て
全
力
で
走
り
出
し
た
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命
中

 
再
び
シ
ノ
ン
が
そ
う
言
い
も
う
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
倒
さ
れ
シ
ノ
ン
は
そ
こ
で

内
に

り
 
サ
ブ
武
器
の
グ
ロ

ク
を
取
り
出
し
た

そ
し
て
敵
の
前
に
飛
び
出
し
た
ホ
ワ
イ
ト
は
そ
こ
で

し
た

ペ
イ
ル
さ
ん
が
撃
た
れ
た

な敵
の
奇
襲
だ

応
戦
し
ろ

も
う
撃

て
る

で
も

何
だ
よ
あ
の
ハ
ン
ヴ

攻
撃
が
通
ら
な
い
ぞ

 
そ
し
て
六
人
は
外
に
飛
び
出
す
と
ハ
ン
ヴ

の
ド
ア
を
盾
に
敵
に
銃

の
嵐
を
降
ら
せ

た 
敵
も
更
に
何
発
か
反
撃
し
て
き
た
の
だ
が
そ
の
攻
撃
は
全
て
ハ
ン
ヴ

の

い
装
甲
に

ま
れ

 
こ
ち
ら
に
命
中
す
る
事
は
ま

た
く
無
か

た

 
そ
し
て
六
人
が
倒
さ
れ
る
の
と
同
時
に

い
き
な
り
シ

ナ
か
ら
通
信
が
入

た
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ま
だ
遠
い
が
前
方
に
誰
か
見
え
る

あ
れ
は

ゼ
ク
シ

ド
と
そ
の
取
り

き
だ

え

本
当
に

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
だ

け

あ
あ
そ
う
だ

間
違
い
な
い

と
り
あ
え
ず
こ

ち
は
何
と
か
す
る
か
ら

 
そ

ち
は
殲
滅
が
終
わ

た
ら
直
ぐ
に
こ

ち
に
向
か

て
く
れ

こ
ち
ら
は
殲
滅
完
了

直
ぐ
に
向
か
い
ま
す

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
を

い
た
六
人
は
直
ぐ
に

内
に

り
イ
コ
マ
は

て
て
ホ
ワ
イ
ト
を
発

さ
せ
た

 
残
り
の
敵
は
八
人
だ
が
シ

ナ
の
言
葉
通
り
だ
と
前
方
に
は
ゼ
ク
シ

ド
達
三
人
が
い
る

よ
う
だ

 
果
た
し
て
ゼ
ク
シ

ド
達
が
ど
う
動
く
の
か
は

ま
だ
誰
に
も
分
か
ら
な
か

た
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第
３
１
８
話
 
二
人
の
成
⻑

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日
ゼ
ク
シ

ド
は

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
と
一

に
無
限
地
獄
に
い
た

 
キ

カ
ケ
は
と
あ
る
酒
場
で
ゼ
ク
シ

ド
の

に
こ
ん
な
会
話
が

こ
え
て
き
た
せ
い
だ

た
な

そ
う
い
え
ば
こ
の
前

た
ま
た
ま
無
限
地
獄
の
前
を
通
り
が
か

た
時
に
よ

 
と
ん
で
も
な
い

の
敵
が

船
の
中
に
入

て
く
の
を
見
た
ん
だ
よ

何
で
こ
い
つ
ら
そ
ん
な
当
た
り
前
の
事
を
今
更
話
題
に
し
て
や
が
る
ん
だ

 
よ
く
見
る
光
景
じ

な
い
か
よ

素
人
か

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
思
い
つ
つ
も

何
と
な
く
そ
の
会
話
に

を

け
た

そ
れ

て
あ
そ
こ
の
怖
さ
を
知
ら
な
か

た
誰
か
が

 
初
め
て
そ
の
洗

を
受
け
た

て
だ
け
な
ん
じ

ね
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そ
う
そ
う

そ
れ
し
か
な
い
だ
ろ

考
え
る
ま
で
も
ね
え
よ

い
や
そ
れ
が
よ

俺
も
そ
う
思

て

誰
か
が
逃
げ
て
き
た
ら
そ
の
ま
ま
倒
し
ち
ま
お
う
か

な

て

 
物
陰
に

れ
て

況
を
観
察
し
て
た
ん
だ
よ

ほ
ん
の
一
時
間
く
ら
い
な

暇
人
も
い
た
も
ん
だ
な

ま
あ
俺
で
も
ち

と
く
ら
い
は
様
子
見
す
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
う
ん

本
当
に
ち

と

ほ
ん
の
ち

と
な

で
も
い
つ
ま
で
た

て
も
誰
も
出
て
き
や
し
ね
え

で
さ
す
が
に
普
通
じ

ね
え
と
思

て

 
古
参
の
友
達
に

そ
ん
な

況
を
見
た
事
が
あ
る
か

い
た
ん
だ
が

 
気
付
い
た
ら
敵
が
ノ
ン
ア
ク
テ

ブ

態
に

て
や
が

て
よ

何

俺
も
何
度
か
あ
そ
こ
に
挑
ん
だ
事
が
あ
る
が

 
何
を
し
よ
う
と
そ
ん
な

態
に
は
な
ら
な
か

た
は
ず
だ
が

で

そ
の
直
後
に

船
の
中
か
ら
シ

ナ
軍
団
が
出
て
き
た
ん
だ
よ

 
ほ
く
ほ
く
し
た
顔
を
し
て
や
が

た
か
ら

相
当

い
だ
ん
だ
と
思
う
が

 
あ
そ
こ
か
ら
生
還
出
来
る
な
ん
て

や

ぱ
り
あ
い
つ
は
と
ん
で
も
な
い
よ
な

シ

シ

ナ
だ
と

あ
の
野
郎

あ
そ
こ
で

い
で
や
が

た
の
か
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し
か
し
あ
い
つ
は

一
体
ど
う
や

て
あ
そ
こ
か
ら
生
還
し
た
ん
だ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
考
え
込
ん
だ
が

そ
の
間
に
も
会
話
は
続
い
て
い
た

ま
じ
か
よ

あ
そ
こ

て
敵
が
無
限
に

く
か
ら
こ
そ
の
無
限
地
獄
だ
ろ

そ
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な

殲
滅
力
が
高
い
と
生
還
出
来
た
り
す
る
の
か
ね

確
か

大
手
の
ス
コ

ド
ロ
ン
が
キ

チ
リ
準
備
を
整
え
て
挑
ん
だ
け
ど

目
だ

た
よ

な

て
事
は
シ

ナ
軍
団
の
強
さ
は

や

ぱ
り
た
ま
た
ま
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
な
か

た
だ
け
で

最
強
は
ゼ
ク
シ

ド
じ

な
く
シ

ナ
お

お
い

あ
 
そ
の
時
ゼ
ク
シ

ド
の
存
在
に
気
付
い
た
二
人
は

て
て
口
を
つ
ぐ
ん
だ

 
幸
い
ゼ
ク
シ

ド
は
自
分
の
考
え
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
で

二
人
に

ん
で
く
る
事
は
無

か

た

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
逃
げ
る
よ
う
に
酒
場
を
後
に
し
た
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そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
も

と

し
い
話
を
二
人
に

こ
う
と
そ
の
二
人
に
声
を

け
よ
う

と
し
た

な

そ
の
話

も
う
ち

と

し

て

い
ね
え

 
こ
う
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
無
限
地
獄
に
興
味
を
持
ち

そ
れ
か
ら
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
を

い

 
何
度
か
無
限
地
獄
に
挑
戦
し
て
い
た
の
だ
が

 
ま

た
く
狩
り
に
な
ら
ず

回
開
始

分
で
逃
げ
出
す
事
に
な

て
い
た

く
そ

相
変
わ
ら
ず
こ
こ
の
敵
は
う

え
な

何
で
す
か
こ
れ

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か

ま

た
く
糸
口
が
掴
め
ま
せ
ん
ね

シ

ナ
の
野
郎
は
ど
う
や

て
こ
ん
な
場
所
で
普
通
に
狩
り
を
成
立
さ
せ
て
る
ん
だ

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
を
見
て

二
人
は
ひ
そ
ひ
そ
と

き
あ

て
い
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

悩
ん
で
る
ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
持
ち
味
は

こ
う
い
う
時
に
悩
ま
ず
に

 
何
故
か

も
無
い
の
に
自
信
た

り
に
行
動
し
て
結
果
何
と
か
な

ち

う
所
な
ん
だ

け
ど
ね
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シ

ナ
さ
ん
が

ま
な
い
時
は
ね

う
ん
う
ん
シ

ナ
さ
ん

み
の
案
件
だ
と

に
結
果
が
出
な
く
な
る
の
は
何
で
な
ん
だ

ろ
う
ね

 
実

あ
の
ゼ
ク
シ

ド
が
強
気
を
失
い

二
人
が
シ

ナ
の
影

を
意
識
し
て
し
ま
う

 
こ
こ
最
近
の
戦
闘
内
容
は
ひ
ど
か

た

と
い
う
か

戦
い
が
成
立
す
ら
し
て
い
な
い

 
い
く
ら

夫
し
よ
う
が
何
を
し
よ
う
が

ど
う
に
も
な
ら
な
い
そ
の
無
限
地
獄
の
過

さ
は

 
ゼ
ク
シ

ド
の
前
に

大
き
な
壁
と
な

て
立
ち
は
だ
か

て
い
た

 
ち
な
み
に
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

最
近
め
き
め
き
と
そ
の
力
を
上
げ
て
い
た
の
だ
が

 
そ
れ
に
連
れ

シ

ナ
の
凄
さ
を
実
感
出
来
る
よ
う
に
な

て
き
た
の
か

 
い
つ
の
間
に
か
シ

ナ
を
さ
ん
付
け
で
呼
ぶ
よ
う
に
な

て
い
た

 
ゼ
ク
シ

ド
も
そ
の
事
に
関
し
て
は
気
付
い
て
い
た
が

特
に
何
も
言
う
事
は
無
か

た

 
こ
ん
な

況
で

と
ぼ
と
ぼ
と
街
へ
と
向
か

て
歩
い
て
い
た
三
人
だ

た
が

 
そ
ん
な
時

で

囲
を

し
て
い
た
ユ

コ
が
こ
ち
ら
に
向
か

て
く
る
人
影
に

気
が
付
い
た

あ
れ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

前
か
ら
誰
か
が
来
ま
す
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何

本
当
か

ほ
ら

あ
れ

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
も

を
取
り
出
し

そ
ち
ら
の
方
を
見
た

あ
れ
は

自
転

か

乗

て
い
る
の
は

ま
さ
か
シ

ナ
か

て
い
う
か

こ
の
世
界
に
も
自
転

て
あ
る
ん
だ

 
そ
う
話
し
て
い
る
間
に
も

シ

ナ
は
ぐ
ん
ぐ
ん
と
近
付
い
て
き
た

 
そ
の
後
方
に

シ

ナ
を
追
う
何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

の

が
見
え

 
流
れ

も
何
発
か
飛
ん
で
き
た

ゼ
ク
シ

ド
は
そ
れ
を
見
て
あ
る
事
に
思
い
当
た

た

シ

ナ
の
野
郎

追
わ
れ
て
る
み
た
い
だ
な

そ
う
か

こ
の
前
の
集
会

み
の
案
件
か

集
会

何
で
す
か

そ
れ

あ
あ

実
は
こ
の
前
な

ほ
ら

シ

ナ
の

り
に
は
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
多
い
だ
ろ

 

え
ば
ニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん
と
か
ニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん
と
か
よ

 
で

そ
の
シ

ナ
が

ニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん
の

み
を

て
無
理
に

わ
せ
て
る
か
ら

 
そ
う
い
う
の
は
許
せ
な
い

あ
い
つ
を
ぶ
ち
の
め
そ
う

て
奴
ら
の
集
ま
り
が
あ

て
な

 
だ
か
ら
多
分
シ

ナ
は
今

そ
い
つ
ら
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る
ん
じ

な
い
か
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そ
の
話
を

い
た
ハ
ル
カ
は

目
を
点
に
し
た

何
故
あ
の
ニ

ン
ゴ
ロ

て
人
前
提
で
話
し
て
る
の
か
は
さ
て
お
き

 
何
で
す
か
そ
れ

意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど

ハ
ル
カ

私
も
思
う
所
は
あ
る
け
ど

と
り
あ
え
ず
そ
の
話
は
後
に
し
よ
う

 
今
は
シ

ナ
さ
ん
に
対
応
し
な
い
と

そ
う
だ
ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ど
う
し
ま
す

も
ち
ろ
ん
シ

ナ
を
攻
撃
だ

あ

や

ぱ
り
そ
う
な
る
ん
だ

 
そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

再
び
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

ユ

コ

ど
う
す
る

ど
う
し
て
も
仕
方
な
い
時
以
外
は

正
直
シ

ナ
さ
ん
に
無

に
関
わ
り
た
く
な
い

今
ま
で
も
ろ
く
な
事
が
無
か

た
も
ん
ね

そ
れ
に
今
の
話
を

い
た
後
だ
と

同
じ
女
と
し
て
は
ち

と
ね

う
ん

何
か
言

て
る
事
が
お
か
し
い
よ
ね

 
二
人
は
別
に
シ

ナ
の

を
持
つ
気
は
な
か

た
の
だ
が
こ
の
件
に
関
し
て
は
ど
う
や
ら
別
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の
よ
う
だ

 
だ
が
強

に
反
対
す
る
事
も
出
来
ず

結
果
二
人
が
選
ん
だ
の
は

 
こ
の
戦
い
を
ボ
イ
コ

ト
す
る
事
だ

た

せ

か
く
ゼ
ク
シ

ド
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
で

 
資
金
的
に
も
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
と
い
う
の
に
こ
こ
で
余
計
な

種
を

え
込
む
の
は

だ

た
の
だ
ろ
う

 
つ
い
で
に
言
う
と

先
ほ
ど

き
合

て
い
た
よ
う
に

こ
の
件
に
関
し
て
は

 
二
人
は
感
情
的
に
ま

た
く
納
得
出
来
な
か

た

そ
も
そ
も
何
で

み
を

て

わ
せ
て
る
の
が
当
然
み
た
い
に
な

て
る
の

モ
テ
な
い
男
共
の
ひ
が
み
に
し
か

こ
え
な
い
ん
だ
け
ど

ど
う
見
て
も
あ
の
子
達
は
シ

ナ
さ
ん
の
事
が
大
好
き
な
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
で
し

う

に
ね

一
目

然
だ
よ
ね

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
同
じ
女
と
し
て

そ
の
事
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
た

 
そ
し
て
二
人
は
ゼ
ク
シ

ド
に
こ
う
言

た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

う
ち
ら

残

が
こ
こ
ろ
も
と
な
い
ん
で

攻
撃
は
ち

と
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あ

ち
に

れ
て
る
の
で

私
達
は
い
ざ
と
い
う
時
の

援
に
ま
わ
り
ま
す
ね

え

そ

そ
う
か

わ

分
か

た

 
ゼ
ク
シ

ド
は

二
人
が
微

に
不
機

な
の
に
気
が
付
き

 
そ
う

に
答
え
る
事
し
か
出
来
な
か

た

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
そ
の
ま
ま
近
く
の

み
に

れ
 
そ
し
て
直
後
に
シ

ナ
が
そ
の

を
現
し

ゼ
ク
シ

ド
は
そ
ち
ら
に
向
け
て
銃
を

え
た

シ

ナ

覚
悟

 
シ

ナ
は
そ
れ
に
対
し
て
こ
う
言

た

お
い
ゼ
ク
シ

ド

も
う
す
ぐ
こ
こ
に
ニ

ン
ゴ
ロ

が
来
る
ぞ

え

ニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん
が

 
そ
の
セ
リ
フ
で
一

銃
を
撃
つ
の
を

し
た
ゼ
ク
シ

ド
の
横
を
シ

ナ
が
そ
の
ま
ま
す

り
抜
け
た

 
そ
の

間
に

ゼ
ク
シ

ド
の
体
に
複

の
銃

が
突
き

さ

た

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
を
狙

た
銃

が

い
く
つ
か
ゼ
ク
シ

ド
に
命
中
し
た
ら
し
い

な
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あゼ
ク
シ

ド
さ
ん

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

て
て
立
ち
上
が
り

ゼ
ク
シ

ド
に
駆
け
寄
ろ
う
と
し
た
が

 
そ
の
目
の
前
で

あ

さ
り
と
ゼ
ク
シ

ド
は
消
滅
し
た

 
そ
し
て
二
人
の

に
気
付
い
た
シ

ナ
は

自
転

を

タ

ン
さ
せ

 
そ
の
ま
ま
自
転

か
ら
飛
び
降
り
る
と

二
人
を
両

に

え

そ
の
場
に
押
し
倒
し
た

きな

何
を

 
そ
の

間
に
三
人
の

上
を
複

の
銃

が
通
過
し
二
人
は
シ

ナ
の
意
図
に
気
付
い
た

 
だ
が
シ

ナ
は
そ
ん
な
二
人
を
放
置
し
そ
の
ま
ま
銃
を
取
り
出
す
と
後
方
の
敵
に
向
け
発

砲
し
た

な

何
で
助
け
て
く
れ
た
の

そ
う
だ
よ

私
達
は
シ

ナ
さ
ん
の
敵
な
の
に

い
い
か
ら
お
前
ら
も

銃
を
持

て
る
な
ら
さ

さ
と
撃
て

あ

は
い
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援
護
し
ま
す

 
そ
し
て
二
人
は
射
撃
を
開
始
し

シ

ナ
は
そ
の

に

前
方
に
太
夫
黒
を
放
り
投
げ
た

 
こ
れ
で
多
少
な
り
と
も
敵
の
銃

が
防
げ
そ
う
だ

乱
暴
に
扱

ち
ま

て
す
ま
な
い

太
夫
黒

 
シ

ナ
は
内
心
で
太
夫
黒
に

び
な
が
ら

自
ら
も
射
撃
を
再
開
し
た

 
敵
も
思
わ
ぬ
反
撃
に
足
を
止
め
こ
う
し
て
成
り
行
き
で

越
同

の
銃
撃
戦
が
開
始
さ
れ

た
さ

き
の
返
事
だ
が
な

お
前
ら
は
俺
に
攻
撃
す
る
気
が
ま

た
く
無
か

た
だ
ろ

 
意
図
的
に
そ
う
し
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
か

た
が

遠
く
か
ら
見
え
て
た
ぞ

 
だ
か
ら
今
す
ぐ
そ
の

り
を
返
そ
う
と
し
た
だ
け
だ

ま
あ

に
体
が
動
い
た

て
の
も
あ

る
け
ど
な

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
返
事
を
す
る
余

も
な
く

た
だ

て
そ
の
言
葉
を

い
て
い
た

 
そ
し
て
ほ
ど
な
く
し
て
ホ
ワ
イ
ト
が
背
後
か
ら
敵
を
急
襲
し
敵
は
あ

さ
り
と
全
滅
し
た

シ

ナ

ゼ
ク
シ

ド
は
ど
う
し
た
の
だ

何
か
流
れ

に
当
た

て
死
ん
じ
ま

た
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な
る
ほ
ど

で

そ
の
二
人
は

あ
あ

何
か
成
り
行
き
で
助
け
ち
ま

た

ま
あ
こ
の
二
人
は

 
最
初
俺
を
見
逃
そ
う
と
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ
か
ら

り
を
返
し
た

て
事
に
な
る
ん
だ
ろ

う
なシ

ナ
ら
し
い
ね

で

お
前
ら
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

ち

と

い
が
一

に
こ
れ
に
乗

て
く
か

 
シ

ナ
に
そ
う

ね
ら
れ
た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

そ
れ
を

し
た

い
え

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
し
て
も
ら
う
の
は

 
そ
ち
ら
に
も
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
に
も
何
か
悪
い
ん
で

こ
の
ま
ま
街
ま
で
歩
き
ま
す

こ
れ
で
貸
し

り
は
無
し
で
す
か
ら
ね

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ま
た
敵
同
士
だ
な

二
人
と
も

い
ず
れ
戦
場
で
な

 
そ
し
て
シ

ナ
達
は
去

て
い
き

残
さ
れ
た
二
人
は

街
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た

ねう
ん

凄
く
複
雑
な
気
分
じ

な
い
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う
ん

思
え
ば
あ
い
つ
み
た
い
な
人
を
倒
し
た
い

て
思

て
始
め
た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ
け
ど
さ

 
こ
こ
だ
と
そ
の
ポ
ジ
シ

ン
に
い
る
の
は
シ

ナ
さ
ん
じ

な
い

絶
対
に
勝
て
な
い
よ
ね

厳
し
い
よ
ね

ま
あ
も
う
そ
の
事
は
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
け
ど
さ

今
は
そ
れ
な
り
に
楽
し
い
し

投
資
し
た
分
は
回
収
出
来
た
し
ね

 
そ
し
て
二
人
は

こ
こ
で
や

と
笑
顔
を
見
せ
た

ね

さ

き
の
判
断
さ

間
違

て
な
い
よ
ね

う
ん

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
に
は
悪
い
と
思
う
け
ど

で
も
や

ぱ
り
納
得
い
か
な
い
も
ん
ね

 
さ

き
見
た
シ

ナ
さ
ん
達
は

と
て
も
仲
が
良
さ
そ
う
に
見
え
た
も
ん

同
窓
会
の
時
み
た
い
な
失
敗
は

も
う
二
度
と
し
た
く
な
い
し
ね

だ
よ
ね

私
達
も
少
し
は
成
⻑
出
来
た
の
か
な

今
な
ら
あ
い
つ
に
謝

て
も
い
い
気
も
す

る 
ま
あ
ま
だ

気
も
す
る

て
だ
け
だ
け
ど
ね

今
な
ら
ち

と
は
分
か
る
よ
ね

あ
い
つ

て
シ

ナ
さ
ん
に
ち

と
似
て
る
し
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ほ
ん
の
ち

と
ね

 
ど
う
や
ら
二
人
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
厳
し
さ
に
も
ま
れ
て
多
少
成
⻑
す
る
事
が
出
来
て
い
る
よ
う
だ

 
二
人
は
シ

ナ
の

に

八
幡
の

を
重
ね
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
あ
い
つ
も

シ

ナ
さ
ん
み
た
い
な
感
じ
だ

た
の
か
な

多
分
ね

今
な
ら
ち

と
だ
け
分
か
る
よ
ね

ほ
ん
の
ち

と
ね

ま
あ
あ
れ
な
ら

モ
テ
る
よ
う
に
な
る
の
も
仕
方
な
い
か

そ
り

ま
あ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
と
比
べ
る
と

ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
を
恋
愛
対
象
に
は
見
れ
な
い
よ
ね

そ
れ
は
間
違
い
な
い

で
も
私
達
の
リ

ダ

な
ん
だ
か
ら

多
少
は

ね

シ

ナ
さ
ん
ほ
ど
じ

な
く
て
い
い
か
ら

も
う
少
し
カ
リ
ス
マ
性
が
欲
し
い
気
は
す
る

ま
あ
そ
れ
を
言

て
も
仕
方
な
い
よ
ね

だ

て
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
だ
し

ま
あ
し

か
り
と
利

を
確
保
出
来
て
る
ん
だ
し

そ
こ
ら
へ
ん
は
目
を

ろ
う

だ
ね
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同
窓
会
の
時
に

い
目
に
あ

て
い
た
せ
い
か

二
人
は
こ
の
時
は
間
違
え
な
か

た

 
こ
の
時
か
ら
二
人
は

こ
の
戦
争
に
関
し
て
だ
け
は

 
ゼ
ク
シ

ド
の
指

に

い
つ
つ
も

え
め
に
ゼ
ク
シ

ド
に
意
見
す
る
よ
う
に
な
り

 
そ
の
事
が
戦
争
終
盤
の
ゼ
ク
シ

ド
の
動
き
に
影

を

ぼ
す
事
に
な

た

 
ど
う
や
ら
二
人
も
成
⻑
し
た
よ
う
で
す

ほ
ん
の
ち

と
だ
け
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第
３
１
９
話
 
大
平
原
の
機
動
戦

を
運
転
し
た
い

免
許
で
も
取
り
た
い
の
か

う
う
ん

ブ
ラ

ク
と
ホ
ワ
イ
ト
を
運
転
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
の

 
オ

ト
マ
な
ら
動
か
す
だ
け
な
ら
ま
あ
い
け
る
ん
だ
け
ど
マ
ニ

ア
ル
は
ま
だ
ち

と
ね

あ
あ

そ
う
い
う

 
始
ま
り
は

こ
ん
な
シ
ズ
カ
の
一
言
だ

た

せ

か
く
だ
か
ら

全
員
運
転
出
来
る
よ
う
に
な

と
く
か

 
別
に
マ
ニ

ア
ル

の
免
許
を
と
る
必
要
は
無
い
が

今
後
別
の
ゲ

ム
の
中
で

 

を
運
転
す
る
機
会
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
な

成
で
も
ま
あ
先
生
や
イ
コ
マ
は
も
う
運
転
出
来
る
よ
な

結
局
誰
が
参
加
す
る
ん
だ

え

と

私
と
ケ
イ
と

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
は
他
の
者
を
チ
ラ

と
見
た

 
ニ

ン
ゴ
ロ

と
ロ
ザ
リ
ア
は

デ

タ
ベ

ス
を
作
成
す
る

居
残
り
と
な

た
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イ
コ
マ
は
今
の
う
ち
に

を
ま
と
め
て
合
成
す
る
つ
も
り
ら
し
い

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
が

エ
ム
に

ね
た

エ
ム

今
日
は
私
が
手
伝
わ
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
仕
事
は
あ
る
の

ピ
ト
も
そ

ち
に
参
加
し
た
い
ん
で
す
ね

大
丈
夫
で
す
よ

 
僕
は
色
々
と
ス
ケ
ジ

ル
と
か
を
調
整
し
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
の
で

 
今
回
は
参
加
は
見
送
り
で

自
前
で
練

し
て
お
き
ま
す

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が

お
ず
お
ず
と
言

た

私
も
行
こ
う
か
な
ま
あ
関
係
無
い
だ
ろ
う
け
ど
ま
だ
免
許
を
と
れ
る
齢
に
は
な

て
な
い

け
ど
ね

そ
れ
じ

あ
後
は

ピ
ト
と
シ
ノ
ノ
ン
だ
ね

な
ら
俺
を
入
れ
て
全
部
で
五
人
か

よ
し

そ
れ
じ

あ
今
日
は
ブ
ラ

ク
を
出
そ
う

 
そ
し
て
シ

ナ
が

ふ
と
思
い
つ
い
た
よ
う
に
こ
う
言

た

つ
い
で
に
ブ
ラ

ク
ま
で
皆
で
歩
い
て
い
け
ば

物
が
網
に
か
か
り
そ
う
だ
な

そ
れ
な
ら
私
達
も
一

に
行

て
お
く
か

な

ロ
ザ
リ
ア

そ
う
で
す
ね
シ

ナ
を
女
性
六
人
で
囲
め
ば

物
も
引

か
か
り
や
す
く
な
る
で
し

う
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自
分
で
言

て
お
い
て
ア
レ
だ
が

そ
れ
だ
と
俺
が
凄
い

な
奴
み
た
い
だ
な

あ
は
は
は
は

で
も
悪
役
上

て
言

て
な
か

た

お

お
う

ま
あ
今
更
か

う
ん

 
そ
し
て
七
人
は

へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た

お
い

シ

ナ
だ

く

見
せ
付
け
や
が

て

 
ち
な
み
に
六
人
中
四
人
は
元
か
ら
の
仲
間
で
あ
る

実

シ

ナ
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
知
り
合
い

 
連
れ
ま
わ
し
て
い
る
の
は
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
の
み
で
あ
る

 
他
の
メ
ン
バ

は
と
い
う
と

エ
ム
と
イ
コ
マ
が
新

組
で
あ
り

 
友
好
関
係
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風

そ
れ
に
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
の
事
を
考
え
る
と

 
実
は
男
性
プ
レ
イ
ヤ

の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の
だ
が

 
事
情
を
知
ら
な
い
者
に
と

て
は
や
は
り
シ

ナ
の
女
性
関
係
は

手
に
見
え
る
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て

囲
が

し
く
な
り

シ

ナ
は
こ
の
後
に
襲
撃
が
あ
る
事
を
確
信
し
た

こ
の

況
で
襲
う
気
満
々

て
事
は

あ
れ
だ
な
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狙
い
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
俺

て
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
が

案
外
私
達
を
救
い
出
す

と
か
い

て

手
足
を
撃

て
動
け
な
く
し
た
後

 
ど
こ
か
に
連
れ
て
い
こ
う
と
す
る
可
能
性
は
あ
る
よ
ね

そ
れ
じ

あ
こ
の
前
の
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
時
と
同
じ
じ

な
い
ク
ソ
野
郎
共

殺
す

進
歩
の
無
い
奴
ら
だ
よ
な

い
つ
に
な

た
ら
自
分
達
の
矛
盾
に
気
付
く
ん
だ
ろ
う
ね

も
う
完
全
に

に
血
が
上

ち

て
る
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら

に
着
い
た
七
人
は

そ
の
場
で

く
打
ち
合
わ
せ
を
し
た

そ
れ
じ

あ
先
生
と
ロ
ザ
リ
ア
は

裏
口
か
ら
フ

ド
を
被

て
離
脱
の
後

 
敵
の
動
き
を
監

し
て
て
く
れ

分
か

た
ぞ

と
こ
ろ
で
今
日
の
目
的
地
は
ど
こ
な
の
だ

こ
の
木
な
ん
の
木

だ
な

何
だ
そ
の
懐
か
し
い

き
の
あ
る
地
名
は

大
平
原
の
真
ん
中
に

巨
大
な
木
が
一
本
だ
け
生
え
て
い
る
場
所
が
あ
る
ん
だ
よ
な
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そ
れ
が
い
か
に
も
そ
れ

い
か
ら

そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
ん
だ
よ

今
度
お
お
ま
か
な
地
図
で
も
作
成
し
て
お
く
か

 
今
度
私
も
そ
こ
へ
連
れ
て
い
く
の
だ
ぞ

一
度
く
ら
い
見
て
お
き
た
い
か
ら
な

お
う

 
そ
し
て
五
人
は
ブ
ラ

ク
に
乗
り
込
ん
だ

最
初
に
運
転

に
座

た
の
は
ピ
ト
フ

イ
で
あ

る
こ
の
中
で
一
応
正
式
に
免
許
を
持

て
い
る
の
は
私
だ
け
だ
し
ね

最
初
は
エ
ン
ス
ト
す
る
か
も
し
れ
な
い
が

ま
あ
問
題
な
い
だ
ろ

 
そ
も
そ
も
追
い
つ
い
て
く
る
奴
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
も
疑
わ
し
い
し
な

む
し
ろ
逆
に

そ
こ
で
迎
え
撃
て
ば
い
い
か
も
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

や
や

張
し
な
が
ら
ブ
ラ

ク
の
エ
ン
ジ
ン
を
ス
タ

ト
さ
せ
た

ま
あ
直
ぐ
に
慣
れ
る
と
思
う
か
ら

最
初
は
慎
重
に
な

う
ん

 
シ

ナ
は
丁

に
ピ
ト
フ

イ
に
説
明
し

さ
す
が
免
許
を
持

て
い
る
だ
け
の
事
は
あ
り

 
ピ
ト
フ

イ
は
直
ぐ
に
操
作
に

し
た
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ま
あ
問
題
は
半
ク
ラ

チ
と

道
発
進
だ
け
だ
が
そ
れ
も
別
に
こ
こ
で
は
大
し
て

要
も

無
い
し
な

大
丈
夫

余

余

お
前
意
外
と
器
用
だ
よ
な

 
そ
し
て

こ
の
木
な
ん
の
木

方
面
に
し
ば
ら
く
ブ
ラ

ク
を
走
ら
せ
た
後

 
シ

ナ
は
一

ま
る
よ
う
に
ピ
ト
フ

イ
に
指

し
ロ
ザ
リ
ア
と
ニ

ン
ゴ
ロ

に
連

を
と

た

ど
う
だ

お
前
達
が

を
出
す
の
を
見
て

足
を
ど
う
す
る
か
で

め
て
い
た
ぞ

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

結
局
運
転
出
来
る
者
が
一
人
し
か
確
保
出
来
な
か

た
ら
し
く

 

ス
コ

ド
ロ
ン
か
ら
何
人
か
ず
つ
参
加
さ
せ
て

大
型
バ
ス
を
一
台
チ

タ

し

 
メ
ン
バ

も
厳
選
し
て
そ
ち
ら
を
追
撃
す
る
よ
う
だ
な

こ

ち
の

置
は
分
か

て
い
る
の
か

そ
れ
が
驚
い
た
事
に

馬
に
乗
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

が
一
人
だ
け
い
て
ね
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独
で
そ

ち
を
追
い
か
け
て
い

た
わ

あ
あ

馬
な
ら
俺
も
乗
れ
る
ぞ

え

 
そ
の
言
葉
に

ピ
ト
フ

イ
以
外
の
者
達
は
驚
い
た

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
技
術
を

い
や

実
は
街
中
に

が
あ

て
な

金
さ
え

え
ば
乗
れ
る
か
ら

 
興
味
を
引
か
れ
て
乗
馬
の
練

を
し
た
奴
は
多
分
そ
こ
そ
こ
い
る
と
思
う
ぞ
俺
も
そ
の
口
だ

し
な私

も
馬
な
ら
乗
れ
る
よ

お

ピ
ト
も
知

て
た
の
か

う
ん

面
白
そ
う
だ

た
か
ら

一
時
は
ま

て
練

し
て
た
よ

 
近
く
に
オ

ト
バ
イ
も

ん
で
た
け
ど

さ
す
が
に
あ

ち
は
練

し
て
な
い
け
ど
ね

あ
れ
は
俺
も
な

今
度
練

し
て
み
る
か

ま
あ
と
り
あ
え
ず
そ
の
話
は
置
い
て
お
い
て

 
そ
の
馬
に
乗

た
プ
レ
イ
ヤ

と
や
ら
を
探
し
て
み
る
か

 
そ
し
て
五
人
は
ブ
ラ

ク
の
窓
を
開
け

で

囲
を
見

し
始
め
た
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い
た
わ
よ

こ
の
方
向

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が

小
さ
な
木
の
陰
に

れ
る
よ
う
に
立

て
い
る
馬
の

を
発
見
し
た

敵
の

が
見
え
な
い
わ
ね

下
だ
な

ど
う
や
ら

み
の
中
に

ん
で
い
る
み
た
い
だ
な

ど
れ
ど
れ

あ

い
た

あ
れ

ね

シ

ナ

あ
れ

て
ギ

レ

ト
じ

な
い

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
ん
な
気
も
す
る
な

何
と
な
く
し
か
覚
え
て
い
な
い
が

ギ

レ

ト

て

こ
の
前
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
て
た
人
か
な

そ
う
だ
な

こ
れ
は
ま
た
大
物
が
自
ら
偵
察
し
て
き
た
ん
だ
ね

ま
あ
い
い
さ
問
題
は
大
型
バ
ス
と
や
ら
だ
が

お
い
ロ
ザ
リ
ア
バ
ス
は
も
う
出
た
の
か

え
え

五
分
前
く
ら
い
に
ね

そ
れ
な
ら
そ
ろ
そ
ろ
こ

ち
に
着
く
な

 
一
同
は

ギ

レ

ト
の
後
方
か
ら
バ
ス
が
や

て
く
る
と
予
想
し

 
そ
ち
ら
の
方
を
注

し
て
い
た
が

一
向
に
バ
ス
が
や

て
く
る
気
配
は
無
い
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来
な
い
な

時
間
的
に
は
も
う
着
い
て
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

あ
あ

と

く
に
な

う

ん

 
そ
の
時
ギ

レ

ト
に
動
き
が
あ

た

 
ギ

レ

ト
は
こ
ち
ら
に
見
付
か
る
事
も

わ
ず

何
故
か
馬
に
騎
乗
し
た

ん

ギ

レ

ト
が
動
い
た
な

と
い
う
事
は

襲
撃
が
近
い

ま
さ
か
な

お
い
皆

全

を

し
て
く
れ

こ
こ
は
ま
だ
大
平
原
の
入
り
口
で

 

物
も
か
な
り
あ
る

も
し
か
し
た
ら

こ

ち
が
動
こ
う
と
し
な
い
の
を
見
て

 
敵
は
横
な
い
し
背
後
に
回
り
こ
ん
だ
の
か
も
し
れ
ん

ケ
イ
だ
け
は
ギ

レ

ト
を
注

し

て
て
く
れ了

解

 
そ
し
て
ギ

レ

ト
の
反
対
側

ブ
ラ

ク
の
正
面
を
見
て
い
た
ピ
ト
フ

イ
が

 
あ

と
叫
ん
だ
か
と
思
う
と

い
き
な
り
ブ
ラ

ク
を
発

さ
せ
た
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きわ
わ

ど
う
し
た
ピ
ト

何
か
あ

た
の
か

正
面

グ
レ
ネ

ド

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
通
り

正
面
方
向
に
回
り
込
ん
だ
の
だ
ろ
う

 
木
陰
か
ら
バ
ス
が
飛
び
出
し
そ
の
窓
か
ら
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

が
顔
を

か
せ
て
い
た

 
そ
し
て
ラ
ン
チ

が
発

さ
れ
今
ま
さ
に
ブ
ラ

ク
が

ま

て
い
た

置
に
着

し
た

あ
い
つ
ら
無
茶
し
や
が
る

そ
れ
く
ら
い
こ

ち
を

だ
と
思

て
る
ん
だ
ろ
う
ね

あ

シ

ナ

あ
れ

 
そ
の
時
シ
ノ
ン
が

何
か
を
発
見
し
た
よ
う
に
そ
う
叫
ん
だ

 
シ

ナ
が
そ
ち
ら
を
見
る
と

バ
ス
の
窓
か
ら
機
関
銃
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
た

あ
れ
は

子
王
リ

チ

の
ヴ

カ

ス
重
機
関
銃
か
あ
い
つ
ま
で
乗
り
込
ん
で
や

が
る
の
か

ど
う
す
る
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さ
す
が
の
あ
れ
も

バ
ス
の
正
面
か
ら
は
撃
て
な
い
だ
ろ
う
な

 
よ
し
ピ
ト

こ
の
ま
ま
全
速
力
で
突

走

て

当
な
所
で

タ

ン
だ

 
そ
の
ま
ま
正
面
か
ら
バ
ス
に
突

込
め

シ
ノ
ン

狙
撃
の
用
意
を

狙
い
は
運
転
手
だ

あ
い
よ

了
解

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
ま
ま
ブ
ラ

ク
の
速
度
を
上
げ

バ
ス
も

て
て
追
撃
体
勢
に
入

た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
と
シ

ナ
が

そ
れ
ぞ
れ
ヘ
カ

ト

と
Ｍ
８
２
を
取
り
出
し

 

の
上
に
身
を
乗
り
出
す
と

ん
で
狙
撃
体
勢
を
と

た

 
そ
の
足
を
シ
ズ
カ
と
ケ
イ
が
押
さ
え

そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

 
敵
と
の

離
が
あ
る

度
離
れ
た
所
で
ブ
ラ

ク
を

タ

ン
さ
せ
た

 
よ
し

撃
て

 
そ
し
て
銃
声
が
二
つ
重
な
り

バ
ス
の
運
転

に
銃

が
二
つ
空
き

 
そ
れ
ぞ
れ
の

が

運
転
手
の

と
心

に
命
中
し
た

ビ
ン
ゴ
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こ
れ
で
敵
に
あ
る

度
運
転
を
出
来
る
者
が
い
た
と
し
て
も

 
バ
ス
は
し
ば
ら
く
直
進
し
か
出
来
な
い
は
ず
だ

リ

チ

は

か

 
ピ
ト

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
正
面
で

バ
ス
の
直
前
で
進
路
を

に
と
れ

シ
ズ
は
上
に
上
が

て 
す
れ
違
い
ざ
ま
に
ミ
ニ
ガ
ン
の

を
バ
ス
の
タ
イ
ヤ
に
叩
き
こ
め

 
ケ
イ
は
ギ

レ

ト
か
ら
目
を
離
す
な

撃
て
る
体
勢
に
な

た
ら
い
つ
で
も
撃

て
よ
し

 
シ
ノ
ン
は
次

の
準
備
を
し
て
お
い
て
く
れ

 
ピ
ト
フ

イ
は
言
わ
れ
た
通
り

バ
ス
の
正
面
か
ら
突

込
み

 
あ
る

度
の

離
の
所
で
進
路
を

に
と

た

 
そ
し
て
シ
ズ
が

の
急
制
動
を
予
想
し
て
上
手
く
体
重
移
動
し

 
安
定
し
た

勢
で
ミ
ニ
ガ
ン
を
下
に
向
け
て
銃

の

を
降
ら
せ

前

と

後

を
撃
ち

ぬ
い
た

 
そ
の

間
に
バ
ス
は
体
勢
を
崩
し

に

い
た

倒
れ
る
ぞ

ピ
ト

バ
ス
の
後
方
で

旋

バ
ス
の
腹
が
見
え
る

置
で

止
だ

 
そ
の
言
葉
通
り

バ
ス
は

に
横
転
し

ピ
ト
フ

イ
は
ブ
ラ

ク
を

旋
回
さ
せ
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バ
ス
の
腹
が
見
え
る

置
で

止
し
た

ケ
イ

ギ

レ

ト
は

中
ま
で
後
方
か
ら
付
い
て
き
て
た
け
ど

バ
ス
の
陰
に
入

た
後
は
出
て
こ
な
い
み
た
い

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

仲
間
を
救
出
で
も
し
て
る
の
か
も
な

 
こ
の
体
勢
に
な
る
と

バ
ス
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を

る
か
上
に
よ
じ

る
か
し
か

 
バ
ス
か
ら
脱
出
す
る
方
法
は
無
い

そ
こ
で
シ

ナ
が
と

た
選
択
は

よ
し
ピ
ト

ブ
ラ

ク
の
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

の
準
備
だ

は
プ
ラ
ズ
マ
を
選
択

う
わ

そ
の
シ

ナ
の
⻤
畜
さ
が
エ
ク
ス
タ
シ

あ
ん
た

本
当
に
敵
に
は
容

な
い
わ
ね

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い

私
も

く
ブ
ラ

ク
の
運
転
の
練

を
し
た
い
し

殲
滅
は
つ
い
で
の
予
定
で
し
た
し
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

ブ
ラ

ク
を
バ
ス
の
正
面
に
向
け
て
や
や

離
を
と
り

 
武
装
用
の
パ
ネ
ル
を
操
作
し
ボ
ン
ネ

ト
の

に
つ
い
て
い
る
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

の
う
ち
の

 

側
だ
け
選
択
し
て

プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
を
装

し
た
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準
よ
し

撃
つ
よ

撃

た
後
は

一
応
全
員

シ

ク

勢
な

プ
ラ
ズ
マ
ち

ん

行

け

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
が
ボ
タ
ン
を
押
し
た

間
に

プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
が
発
射
さ
れ

 
見
事
に
バ
ス
に
着

し

大
爆
発
し
た

す
さ
ま
じ
い
砂
ぼ
こ
り
が
舞
い

 
衝
撃
で
ブ
ラ

ク
が
か
な
り

動
し
た

う
わ

さ
す
が
は
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド

す
ご
い

力
ね

そ
の
分

も
お
高
い
け
ど
な

 
そ
し
て
砂
ぼ
こ
り
が
消
え
た
後
そ
こ
に
は
バ
ス
の
残

以
外
に
は
何
も
残

て
い
な
か

た
よ
し

殲
滅
完
了
だ

前
よ
り
は
ハ

ド
な
戦
闘
だ

た
ね

相
手
は
何
も
し
て
な
い
気
も
す
る
け
ど
ね

最
初
の
突
撃
の
時
バ
ス
の
ボ
ン
ネ

ト
を

て
リ

チ

が
機
関
銃
を
撃

て
き
て
れ
ば
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な
で
も
ブ
ラ

ク
ち

ん
に
は
通
用
し
な
い
ん
で
し

う

当
然
だ

そ
れ
じ

あ
予
定
通
り

こ
の
木
な
ん
の
木

の
方
に
向
か
う
ぞ

楽
し
み
だ
な

想
像
以
上
に
で
か
い
か
ら

見
た
ら
驚
く
か
も
な

記
念

影
も
し
よ
う
ね

お
う

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
を
発

さ
せ
た
後

ニ

ン
ゴ
ロ

か
ら
通
信
が
入

た

先
生

ど
う
し
た

お
前
は
一
体
何
を
や
ら
か
し
た
ん
だ

 
そ
ち
ら
を
追
い
か
け
て
い

た
プ
レ
イ
ヤ

が

今
一
気
に
全
員

て
き
た
ぞ

お
う
バ
ス
を
横
転
さ
せ
て
脱
出
出
来
な
く
し
た
後
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
を
叩
き
こ
ん
だ

か
ら
な

 
そ
れ
を

い
た
ニ

ン
ゴ
ロ

は

一

間
を
開
け
た
後

こ
う
言

た

や
る
で
は
な
い
か

こ
の
⻤
畜
メ
ガ
ネ
め
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メ
ガ
ネ

て
何
だ
よ

メ
ガ
ネ
の
前
に
は
⻤
畜
を
つ
け
ろ
と

以
前
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
さ
ん
に
教
わ

た
の
だ

先
生

そ
の
呼
び
名
を
ど
こ
で

私
も
日
々
成
⻑
し
て
い
る
の
だ

私
も
い
ま
や

純

な
だ
け
で
は
な
い
の
だ
ぞ

と
か
言

て
先
生

絶
対
に
そ
の
言
葉
の
意
味
を
分
か

て
な
い
で
す
よ
ね

う

う
る
さ
い

と
に
か
く
姫
な
の
だ
ろ

お
い
先
生

と
に
か
く
そ
の
用
語
は

他
人
の
前
で
は
絶
対
に
使
う
な
よ

 
後
日
ニ

ン
ゴ
ロ

は
そ
の
言
葉
の
意
味
を
知
り

そ
れ
を
使

た
自
分
に

絶
す
る
事
に

な

た

 
そ
し
て
一
行
は

予
定
通
り

こ
の
木
な
ん
の
木

に
向
か
う
事
と
な

た
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第
３
２
０
話
 
気
に
な
る
理
由

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

見
え
た
ぞ

あ
れ
が

こ
の
木
な
ん
の
木

だ

あ
れ
が

う
わ

す
ご
く
大
き
い

本
当
に

り
に
は
何
も
無
い
の
ね

運
転
の
練

に
は
も

て
こ
い
だ
ろ

 
ブ
ラ

ク
を
走
ら
せ
る
事
十

分

つ
い
に

こ
の
木
な
ん
の
木

が

そ
の

を
現
し
た

こ
こ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の

そ
う
だ
な

あ
と
五
分
く
ら
い
だ
と
思
う
が

五
分
も
か
か
る
ん
だ

時
速

キ
ロ
近
く
出
て
た
よ
ね

大
体
そ
の
く
ら
い
だ

た
な
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こ
こ
は
大
平
原
で
あ
り

物
は
何
も
無
い

 
ピ
ト
フ

イ
の
運
転
で
も
そ
れ
く
ら
い
の
速
度
が
出
て
い
た
よ
う
だ

 
そ
れ
で
約
二
十
分
の
ド
ラ
イ
ブ
で
あ
る

戦
闘
地
点
か
ら
は
実
に
三
十
キ
ロ

 
街
か
ら
換
算
す
る
と
四
十
キ
ロ
は
離
れ
て
い
る
場
所
に
そ
の
木
は
あ

た

よ
し

と
り
あ
え
ず
こ
の
木
の
下
で
少
し
休

し
よ
う

成
特
に
ピ
ト
は

神

を
使

て
疲
れ
た
だ
ろ

ほ
ら

こ
れ
を
使
え

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

ス
ト
レ

ジ
か
ら

手
の
マ

ト
の
よ
う
な
も
の
を
取
り
出
し

 
ピ
ト
フ

イ
に
差
し
出
し
た

あ
り
が
と
う
シ

ナ

正
直
戦
闘
よ
り
も

こ

ち
の
方
が
疲
れ
た
か
も

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

と
り
あ
え
ず
ゆ

く
り
と
横
に
で
も
な

て
お
け

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て

そ
の
場
に
ご
ろ
り
と
横
に
な

た

あ
れ

こ
れ
一

し
か
な
い
の

何
か
他
の
人
に
悪
い

番
に
運
転
の
練

を
し
た
奴
が
休

に
使
え
ば
い
い
だ
ろ

そ
う
そ
う

気
に
し
な
い
で
ピ
ト
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で
す
で
す

う
ん

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

さ
あ
シ

ナ

さ

さ
と
私
の
隣
に

て

 
子

の
教
育
に
悪
い
事
を
し
よ
う

あ
と
は
交
代
で
水
分
補

も
し
た
方
が
い
い
と
思
う
か
ら

当
に
行

て
く
る
と
い
い

 
シ

ナ
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を
完
全
に
無

し
て
そ
う
言

た

ちい
い
か
ら
さ

さ
と
横
に
な

て
休
め

は

い

 
そ
し
て
一
行
は
交
代
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

十
分
に
コ
ン
デ

シ

ン
を
整
え
た

さ
て

次
の

番
だ
が

ね

シ

ナ

シ
ノ
ノ
ン
に
先
に
教
え
て
あ
げ
て

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
提
案
に

シ

ナ
は
首
を

げ
な
が
ら
言

た

ん

何
か
理
由
が
あ
る
の
か

え

と
ね

実
は
私
と
ケ
イ
は

以
前
都

さ
ん
に
教
え
て
も
ら

て

 
オ

ト
マ

の
運
転
な
ら
問
題
な
く
こ
な
せ
る
の
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マ
ニ

ア
ル

も
理
屈
だ
け
は
ち

ん
と
理
解
し
て
る
か
ら

 
慣
れ
る
ま
で
に
そ
こ
ま
で
時
間
は
か
か
ら
な
い
と
思
う
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は

目
を
見
開
き
な
が
ら
言

た

二
人
と
も
師
匠
に
教
わ

て
た
の
か

い
つ
の
間
に

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
る
前
に

色
々
と
教
え
て
も
ら

た
ん
だ
よ
ね

 
運
転
の
他
に
屋
内
へ
の
突
入
の
仕
方
と
か
防
御

地
の

と
か
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
の
使

い
方
と
か

 
フ
リ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
や
り
方
と
か
を
ね

ま
じ
か
よ

俺
が
教
え
て
も
ら

た
の
と
同
じ
コ

ス
か

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
は

興
味
深
そ
う
に
シ

ナ
に

ね
た

ね

そ
の
都

て
人
が
シ

ナ
の
師
匠
な
の

そ
ん
な
事
を
知

て
る
な
ん
て
普
通
じ

な
い
よ
ね

一
体
ど
ん
な
人
な
の

師
匠
は
元

兵
で

魔
王
の
実
家
の

事
さ
ん
だ

 
そ
の

間
に

ピ
ト
フ

イ
が
興
奮
し
た
よ
う
に
シ

ナ
に
言

た

う
お
お
お
お

セ
バ
ス
チ

ン

セ
バ
ス
チ

ン
だ
よ
ね
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お
前
の
気
持
ち
は
俺
も
良
く
分
か
る
が

都

さ
ん
の
名
前
は
セ
バ
ス
チ

ン
じ

ね
え
よ

 
ち
な
み
に
シ
ノ
ン
は
先
日
雪
ノ
下
家
を
訪
れ
た
時
に
は
都

は
不
在
だ

た

面
識
は
無

い
そ

か

私
も
基
本
は
学
ん
で
お
き
た
い
か
ら

そ
の
人
に
色
々
と
教
え
て
欲
し
い
な

そ
う
か

こ
れ
か
ら
激
し
い
戦
い
が
続
く
だ
ろ
う
し

 
師
匠
に
頼
ん
で
こ
こ
に
来
て
も
ら

て

皆
で
色
々
教
え
て
も
ら
う
の
も
い
い
な

え

本
当
に

ま
あ
期
待
は
す
る
な
よ

色
々
と
忙
し
い
人
だ
か
ら
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は
シ
ノ
ン
と
共
に
ブ
ラ

ク
に
乗
り
込
み
一
か
ら
シ
ノ
ン
に
運
転
技
術
を
教

え
始
め
た

 
そ
の
間
残
り
の
三
人
は

一
応

囲
に
気
を
配
り
つ
つ

木
の

り
を
散
歩
す
る
事
に
し
た

う
わ

こ
れ

一

す
る
の
に
結

か
か
る
ね

本
家
を
何
倍
か
太
く
し
た
感
じ
か
な

こ
う
い
う
の
は
ゲ

ム
な
ら
で
は
で
す
ね

 
三
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ

の
ん
び
り
と
木
の

り
を
ま
わ

て
い
た
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シ
ズ
カ
は
コ
ン

コ
ン
と
木
を

く
叩
き
な
が
ら
歩
い
て
い
た
の
だ
が

 
あ
る
地
点
に
差
し
か
か

た
時

急
に
そ
の
足
を
止
め
た

ん
ん

ど
う
し
た
の

シ
ズ

何
か

気
に
な
る
ん
だ
よ
ね

そ
り

気
に
な
る
気
に
な
る
木
だ
か
ら
ね

ピ
ト
何
で
二
回
言

た
の

て
そ
う
い
う
事
じ

な
く
て
ほ
ら
こ
こ
二
人
も
叩
い

て
み
て

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
言
葉
通
り

二
人
は
言
わ
れ
た
通
り
に
そ
の
場
所
を
コ
ン
コ
ン
と
叩
い
た

あ
れ

本
当
に
何
か
気
に
な
る

本
当
だ

気
に
な
る
気
に
な
る

ね

微

に
音
が
違
う
で
し

シ
ノ
ノ
ン
の
練

が
終
わ

た
ら

シ

ナ
に
報
告
し
て
み
よ

か

う
ん

で
す
ね
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そ
し
て
三
人
は
元
の
場
所
に

り
ピ
ト
フ

イ
が
使

て
い
た
マ

ト
に
三
人
で

を
下
ろ

し 
シ
ノ
ン
の
練

風
景
を

め
よ
う
と
し
た
の
だ
が

あ
れ

い
な
い

あ

ほ
ら
あ
そ
こ

あ
ん
な
遠
く
に

あ
れ

で
も
何
か
急
激
に
大
き
く

 
そ
う
言

て
る
間
に
も

ブ
ラ

ク
の

は
ど
ん
ど
ん
近
付
い
て
く
る

お

お
い

あ
は
は
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
は
木
の
横
を
す
り
抜
け

す
さ
ま
じ
い
速
度
で
再
び
走
り
去

て
い

た

う
わ

何
今
の

今
シ

ナ
が

助
手

で
凄
く

て
な
か

た

シ
ノ
ノ
ン

て

も
し
か
し
て
ス
ピ

ド
狂

今

シ
ノ
ノ
ン
の
高
笑
い
が

こ
え
た
よ
う
な
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実
は
そ
う
と
も
言
え
な
い
理
由
が
あ
る

あ
る

度
現
実
世
界
で
の
運
転
を

験
し
て
い
る
三

人
と
違
い

 
シ
ノ
ン
は

の
運
転
は
こ
れ
が
始
め
て
で
あ
る

な
の
で
そ
も
そ
も
の
ス
ピ

ド
の
感
覚
が

違
う

 
更
に
こ
こ
は
何
も
な
い
平
原
で
あ
る

え
時
速

キ
ロ
で
走
行
し
て
い
て
も

 
ま

た
く
怖
く
な
い
上
に

そ
れ
が
ど
の
く
ら
い
の
速
さ
な
の
か
が
体
感
し

ら
い
の
だ

 
な
の
で
シ
ノ
ン
は

高
笑
い
し
な
が
ら
自
由
気

に
ブ
ラ

ク
を
走
ら
せ

 
シ

ナ
は
何
と
か
セ

ブ
さ
せ
よ
う
と

四
苦
八
苦
し
て
い
る
所
な
の
で
あ

た

 
そ
し
て
三
人
の
見
守
る
中

突
然
ブ
ラ

ク
の
ス
ピ

ド
が
落
ち

普
通
の

態
に

た

 
そ
し
て

て
き
た
ブ
ラ

ク
か
ら

シ
ノ
ン
が

を

え
な
が
ら
下
り
て
き
た

も
う

い
じ

な
い
の
よ

シ

ナ

お
前
が
ち

と
慣
れ
た
か
ら

て
調
子
に
乗
る
か
ら
だ

ち

ん
と

任
取
り
な
さ
い
よ
ね

俺
に
は
何
の

任
も
無
え

私
の

を
叩
い
た
じ

な
い
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そ
れ
は
全
て
お
前
が
悪
い

俺
の

任
じ

な
い

 
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
は

シ

ナ
に
物
理
的
に
説
教
を
く
ら

た
よ
う
で

 

を

え
な
が
ら

を

ら
ま
せ
て
い
た

次
は
障
害
物
の
多
い
所
で
練

す
る
か
ら
な

今
度
は
ち

ん
と
加

し
ろ
よ

は

い

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
三
人
の
所
に
駆
け
寄
り

と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
で
言

た

凄
く
楽
し
か

た

あ

あ
は

う

う
ん

ま
あ
楽
し
か

た
な
ら
良
か

た
ね

と
ん
で
も
な
い
ス
ピ

ド
狂
が
こ
ん
な
身
近
に

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
の
番
に
な

た
が

二
人
は
基
本
が
出
来
て
い
た

 
そ
れ
は
あ

さ
り
と
終
わ

た

そ
し
て
三
人
は
休

中
に
先
ほ
ど
の
出
来
事
を
シ

ナ
に

伝
え
た

そ
ん
な
に
気
に
な
る
の
か

う
ん

何
て
い
う
か

音
が
違
う
ん
だ
よ
ね



 第四章 ＧＧＯ編

気
に
な
る
気
に
な
る

名
前
も
知
ら
な
い
木
で
す
か
ら

ピ
ト

う
る
さ
い

そ
れ
じ

あ
行

て
み
る
か

 
そ
し
て
五
人
は

先
ほ
ど
三
人
が
木
を
叩
い
て
い
た
場
所
へ
と
向
か

た

こ
こ
か

う
ん

ち

と
叩
い
て
み
て

確
か
に
音
が
違
う
な

中
に
空

で
も
あ
る
の
か

ち

と

囲
に
何
か
な
い
か
調

べ
て
み
る
か

 
五
人
は

囲
に
何
か
ス
イ

チ
な
り
何
な
り
が
無
い
か
調
べ
た
が
特
に
そ
ん
な
物
は
無
か

た
何
も
無
い
ね

あ

シ

ナ
見
て

あ
そ
こ

 
そ
の
時
突
然
シ
ノ
ン
が

上
を
指
差
し
な
が
ら
そ
う
言

た

ん

ど
う
し
た
シ
ノ
ン

ほ
ら
あ
そ
こ

何
か

が
開
い
て
な
い

下
か
ら
は
見
に
く
い
が

確
か
に
開
い
て
る
な
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あ
そ
こ
か
ら
中
に
入
れ
た
り
し
な
い
か
な

中
に
か

 
そ
の
言
葉
を
受
け

シ

ナ
は
少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

ち

と
こ
こ
で
待

て
て
く
れ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ブ
ラ

ク
を
こ
ち
ら
に
回
し

ワ
イ
ヤ

ラ
ン
チ

の
準
備
を
し
た

こ
れ
で
あ
の

の
上
に
ワ
イ
ヤ

を
撃
ち
込
ん
で
み
る

あ

そ
う
す
れ
ば
あ
そ
こ
ま
で
上
れ
る
か
も
ね

そ
れ
じ

あ
レ

ツ
ゴ

 
そ
し
て
上
手
く
ワ
イ
ヤ

を
撃
ち
込
む
事
に
成
功
し
た
シ

ナ
は

 
と
り
あ
え
ず
四
人
を
下
に
残
し

一
人
で
上
に
上
が

て
い

た

 
す
る
す
る
と
ロ

プ
を
上
る
シ

ナ
を
見
て

ピ
ト
フ

イ
が
感

し
た
よ
う
に
言

た

う
わ

器
用
に
上
る
も
ん
だ
ね

う
ん

凄
く

い
わ
ね

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に

シ
ノ
ン
が
そ
う
同
意
し
た

シ
ノ
ノ
ン

さ
り
げ
な
く
さ

き
の
仕
返
し



 第四章 ＧＧＯ編

べ

別
に
そ
う
で
す
が
何
か

シ
ノ
ノ
ン
か
わ
い
い

ピ

ピ
ト

苦
し
い

 
ピ
ト
フ

イ
の
強
い
力
の
ハ
グ
の
せ
い
で
シ
ノ
ン
は

絶
し
ピ
ト
フ

イ
は

て
て
シ
ノ
ン

を
離
し
た

 
そ
し
て
四
人
が
見
守
る
中

シ

ナ
は
そ
の

の

へ
と
到
達
し
た

ど
う
や
ら
こ
の

は
奥
に
続
い
て
い
る
よ
う
だ

ち

と
待

て
て
く
れ
よ
な

 
一
応
背
後
か
ら
敵
が
来
な
い
か

囲
の

を
頼
む

了
解

 
そ
し
て
シ

ナ
は

の
中
へ
と
入

て
い

た

こ
い
つ
は

 
そ
の

を
進
む
と

突
然
シ

ナ
の
目
の
前
に
広
い
空
間
が
現
れ
た

ま
さ
か
こ
の
木
の
中
に

こ
ん
な
広
い
空
間
が
あ
る
と
は
な

 
そ
し
て
少
し
進
む
と

木
の
内

に

て
設
置
さ
れ
た

旋

が
現
れ
た

 
シ

ナ
は
と
り
あ
え
ず
そ
の

を
下
り

地
面
に
到
達
し
た
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そ
こ
に
は
何
か
コ
ン
ソ

ル
の
よ
う
な
物
が
あ
り

シ

ナ
が
近
付
く
と

 
そ
の
コ
ン
ソ

ル
は
突
然
光
り
だ
し

そ
こ
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
の

が
出
現
し
た

ぬ初
め
ま
し
て
ゲ
ス
ト
の
方

こ
こ
に
来
る
プ
レ
イ
ヤ

は
あ
な
た
が
初
め
て
で
す

 
あ
な
た
を
こ
の
世
界
樹
要
塞
の
マ
ス
タ

と
し
て

録
し
て
も
宜
し
い
で
す
か

マ
ス
タ

よ
く
分
か
ら
な
い
が
そ
れ
で
い
い

俺
は
シ

ナ
だ

あ
ん
た
は

プ
レ
イ
ヤ

シ

ナ

を

マ
ス
タ

と
し
て

録
し
ま
し
た

 
私
は
こ
の
世
界
樹
要
塞
の
管
理
者

で
す

て
ワ

ル
ド
ツ
リ

の
略
な
の
か
な

あ
ん
た
に
名
前
は
無
い
の
か

私
に
は

以
外
の
名
前
は

録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

そ
う
か

じ

少
し
呼
び
に
く
い
ん
だ
け
ど
な

と
い
う
名
前
は
マ
ス
タ

の
意
思
で
変
更
す
る
事
が
可
能
で
す

変
更
し
ま
す
か

そ
ん
な
事
が
可
能
な
の
か

そ
れ
じ

あ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

そ
の
少
女
の
外
見
を
じ

と

め
た

 
少
女
は
ひ
ら
ひ
ら
と
し
た
花
の
よ
う
な
衣
装
を

て
お
り
シ

ナ
は
そ
れ
を
見
な
が
ら
こ
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う
言

た

月

み
だ
が

そ
の
外
見
か
ら

お
前
の
名
前
は

フ
ロ

リ
ア

と
名
付
け
る

そ
れ
で
い

い
かフ

ロ

リ
ア
は
い
こ
れ
か
ら
私
の
名
前
は
フ
ロ

リ
ア
で
す
ね
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

 
フ
ロ

リ
ア
は
感
情
が
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
に
見
え
た
が
そ
の
時
は
ほ
ん
の
少
し
嬉
し
そ

う
だ

た

そ
う
か

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

フ
ロ

リ
ア

は
い

マ
ス
タ

 
そ
し
て
次
に
シ

ナ
は

フ
ロ

リ
ア
に
こ
う
言

た

俺
の
仲
間
が
外
に
い
る
ん
だ
が

中
に
入
れ
る
事
は
可
能
か

は
い

ゲ

ト
を
開
き
ま
す
か

お
う

頼
む

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
の
目
の
前
で
大
き
く
ゲ

ト
が
開
い
て
い
き

 
シ

ナ
は
外
に
出
る
と

き

ろ
き

ろ
と

り
を

そ
し
て
上
を
見
回
し
た
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な
る
ほ
ど

こ
こ
が
気
に
な

た
理
由
は
こ
れ
か

 
そ
の
場
所
に
は

ま
だ
上
か
ら
ワ
イ
ヤ

が
吊
り
下
が

て
お
り

 
シ

ナ
は
そ
の
場
所
に
仲
間
達
を
集
合
さ
せ
る
事
に
し
た

俺
だ

皆

さ

き
俺
が
上

た
場
所
に
集
ま

て
く
れ

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
を
受
け
て
集
結
し
た
仲
間
達
は
そ
こ
に
大
き
く
口
を
開
け
て
い
る

を
見

て
驚
い
た

何
こ
れ

お
お

ど
う
や
ら
こ
こ
は

世
界
樹
要
塞

て
い
う

設
ら
し
く
て
な

 
俺
が
マ
ス
タ

に

録
さ
れ
た
み
た
い
な
ん
だ
よ
な

 
も

と
も
そ
れ
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
は
ま
だ
俺
も
よ
く
分
か

て
な
い
ん
だ
け
ど
な

そ
う
だ

た
ん
だ

と
り
あ
え
ず
中
に
入

て
く
れ

紹
介
し
た
い
奴
が
い
る

 
そ
し
て
シ

ナ
は

フ
ロ

リ
ア
を
皆
に
紹
介
し
た

こ
の

設
の
管
理
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
フ
ロ

リ
ア
だ

初
め
ま
し
て

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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宜
し
く
ね

う
わ

か
わ
い
い

凄
い

こ
ん
な

設
が
あ

た
ん
だ

Ｇ
Ｇ
Ｏ

れ
ま
せ
ん
ね

 
そ
し
て
フ
ロ

リ
ア
は
シ

ナ
に
こ
う
切
り
出
し
た

こ
ち
ら
の
皆
さ
ん
を

こ
の

設
の
サ
ブ
マ
ス
タ

と
し
て

録
し
ま
す
か

 
そ
の
言
葉
に

シ

ナ
は
少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

サ
ブ
マ
ス
タ

て
の
は
何
人
ま
で

録
出
来
る
ん
だ

十
人
ま
で
で
す

マ
ス
タ

そ
う
か

な
ら
全
員
の

録
を
頼
む

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
フ
ロ

リ
ア
に
こ
う

ね
た

と
こ
ろ
で
こ
の
フ
ロ
ア
は
か
な
り
の
広
さ
が
あ
る
が

場
と
し
て
活
用
す
る
事
は
可
能
か

は
い

元
々

場
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
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そ
う
か

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
ブ
ラ

ク
を
こ
こ
に
持

て
く
る
か

 
そ
し
て
シ

ナ
は
仲
間
達
の
顔
を
見
回
し
た
後

シ
ノ
ン
で
目
を
止
め

 
ブ
ラ

ク
の
キ

を
シ
ノ
ン
に

し
た

よ
し
シ
ノ
ン

さ

き
の

名
返
上
だ

上
手
く
こ
こ
に
ブ
ラ

ク
を

し
て
み
ろ

 
こ
こ
だ
ぞ
こ
こ

こ
の
⻑
方

の
部
分
に
な

ふ
ふ
ん

任
せ
な
さ
い

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
ブ
ラ

ク
を
中
に
入
れ

上
手
に

さ
せ
よ
う
と
奮
闘
し
出
し
た
が

 
ど
う
し
て
も
上
手
く
い
か
な
か

た

ほ
れ
ほ
れ

ぶ
つ
け
て
も
い
い
か
ら
自
力
で
頑
張

て
み
ろ

く

屈
辱
だ
わ

ま
さ
か
私
に
こ
ん
な

点
が
あ
る
な
ん
て

お
前
の
そ
の

の
無
い
自
信
は
一
度
叩
い
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

あ
と
俺
は

じ

ね
え

く

し

か
り

か
れ
て
た

何
よ

絶
対
に

任
を
と
ら
せ
て
や
る
ん
だ
か
ら
ね

あ
あ
は
い
は
い

さ

さ
と
ブ
ラ

ク
を

め
て
く
れ

そ
の
ピ
ト
を
相
手
に
す
る
時
み
た
い
な
ぞ
ん
ざ
い
な
扱
い

く

殺
せ



 第四章 ＧＧＯ編

何
言

て
る
ん
だ
お
前

意
味
が
分
か
ん
ね

ぞ

 
そ
し
て

行

誤
の
上
に

シ
ノ
ン
は

の
感
覚
に
や

と
慣
れ
た
の
か

 
な
ん
と
か
ブ
ラ

ク
を
上
手
く

さ
せ
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
の
正
面
で
胸
を
張
り

ド
ヤ
顔
で
シ

ナ
に
言

た

ふ
ふ
ん

ど
う
よ

お
前
な

何
分
か
か

た
と
思

て
る
ん
だ
よ

う

う
る
さ
い
わ
ね

 
シ
ノ
ン
は

ね
た
よ
う
に
シ

ナ
の
胸
を
ポ
カ
ポ
カ
と
叩
い
た

 
そ
れ
を
気
に
せ
ず
シ

ナ
は

フ
ロ

リ
ア
に
入
り
口
の
扉
を

じ
る
よ
う
に
頼
ん
だ

フ
ロ

リ
ア

こ
の
扉
を
と
り
あ
え
ず

じ
て
お
い
て
お
く
れ

 
い
つ
敵
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
な

分
か
り
ま
し
た

こ
れ
で
安
心
だ
な

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
様
子
を
見
な
が
ら

シ
ノ
ン
は
悔
し
そ
う
に
言

た

ち

と

少
し
は

が

た
り
し
な
さ
い
よ
ね
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そ
も
そ
も
別
に

く
は
な
い
か
ら
な

多
少
の
衝
撃
は
感
じ
る
が

く

殺
せ

い
や
だ
か
ら
意
味
が
分
か
ん
ね

よ

 
こ
う
し
て
世
界
樹
要
塞
は
シ

ナ
の

配
下
に
入
り
戦
争
時
に
一
定
の
役

を
果
た
す
事
と

な

た

 
そ
し
て
戦
後
は
広
く
一

へ
と
開
放
さ
れ
遠

の

の

点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
事
と
な
る

 
は
い

久
々
の
作
者
の
暴
走
が
始
ま
り
ま
し
た

 
ち
な
み
に
最
近
予
告
が
出
来
な
い
の
は

ス
ト

ク
が
無
い
か
ら
で
す

 
今
小
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト

去
の
仕
事
を
手
伝

て
ま
し
て

落
ち
し
ま
く

ち

う
ん
で

す
よ
ね

 
今
日
は
休
み
な
の
で

多
少
ス
ト

ク
が
出
来
れ
ば
い
い
ん
で
す
が

 
あ

体
は
大
丈
夫
な
の
で
ご
心
配
な
く
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第
３
２
１
話
 
フ
ロ

リ
ア
が
語
る
事

 
更
に
暴
走
は
続
き
ま
す

寄
り
道
と
も
言
い
ま
す

フ
ロ

リ
ア

こ
の

設
の
事
を

し
く
教
え
て
く
れ
な
い
か

は
い
マ
ス
タ

そ
れ
で
は
こ
の
部
屋
か
ら
ご
説
明
致
し
ま
す

 
そ
し
て
フ
ロ

リ
ア
は

五
人
に
説
明
を
始
め
た

こ
の
最
下
層
は

先
ほ
ど
ご
説
明
し
た
通
り

ス
ペ

ス
に
な

て
お
り
ま
す

 
皆
様
も
ご
存
知
の
よ
う
に

街
か
ら
こ
こ
ま
で
歩
い
て
く
る
の
は
か
な
り
大
変
で
す
の
で

こ
こ
は
街
か
ら
ど
の
く
ら
い
離
れ
て
い
る
ん
だ

五
十
キ
ロ
ほ
ど
で
す

マ
ラ
ソ
ン
の

離
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
ね

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
も
開

す
る
つ
も
り
だ

た
の
か

 
シ

ナ
は
そ
う
冗
談
を
言
い

歩
い
て
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
を
考
え
た

世
界
記
録
が
二
時
間
ち

い
と
し
て
そ
の
四
倍
の
時
間
を
か
け
る
と
し
て
も
八
時
間
と
か
か
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確
か
に
こ
の
世
界
で
は
い
く
ら
走

て
も
疲
れ
は
し
な
い
が

 
そ
れ
だ
け
の
時
間
歩
き
続
け
る
の
は
大
変
な
ん
て
も
ん
じ

な
い
よ
な

を
飛
ば
せ
ば
三
十
分
だ
ね

ス
ピ

ド
が
出
せ
な
い
よ
う
な
場
所
で
も
一
時
間
く
ら
い
だ
ろ
う
し
な

 
そ
の
言
葉
を
受
け

フ
ロ

リ
ア
が
言

た

は
い

実
は
も

と

関
係
の
利
用
を
見
込
ん
で
ま
し
て

 
実

海
外
サ

バ

で
は
か
な
り
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
こ
の

サ

バ

で
は

 
ち
な
み
に
こ
う
い

た
要
塞
の
場
所
は

サ

バ

で
違

て
ま
し
て

 
海
外
サ

バ

の
情
報
を
見
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
こ
こ
で
は
ま

た
く
役
に
た
ち
ま

せ
んな

る
ほ
ど
な
首
都

に

ん
で
い
れ
ば
免
許
が
無
く
て
も
生
活
に
は
あ
ま
り
困
ら
な
い
上
に

 
近
場
で
基
本
的
な
ゲ

ム
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
大
体
揃

て
る
し
な

 
あ
え
て
ゲ

ム
内
で

に
乗

て
み
よ
う
と
は
思
わ
な
い
か

国

性
の
違
い
も
あ
る
ん
だ

ろ
う
か
な
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海
外
で
は

こ
う
い

た
ゲ

ム
専
門
の
冒
険
家
の
方
も
い
る
よ
う
で
す
ね

が

い
な
こ
う
い
う
ゲ

ム
で
も
そ
う
い

た
部
分
も
も

と
楽
し
ま
な
い
と
い
け
な

い
よ
な

は
い

な
の
で
先
ほ
ど
マ
ス
タ

に
お
会
い
し
た
時
は

少
し
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た

そ
う
か

そ
れ
は
俺
も
嬉
し
く
思
う
よ

 
そ
の
言
葉
に
フ
ロ

リ
ア
は
首
を

げ
た

ど
う
い
う
意
味
で
し

う
か

俺
の

り
に
も

茅
場

製
の

が
い
く
つ
か
あ
る
ん
で
な

 
感
情
が
豊
か
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
見
る
と

ち

と
嬉
し
く
思

て
な

残
念
な
が
ら

私
に
使
用
さ
れ
て
い
る

は
そ
れ
に
は

り
ま
す
が

 
そ
う
思

て

け
る
事
を
私
も
嬉
し
く
思
い
ま
す

マ
ス
タ

 
そ
し
て
五
人
は

旋

を
上

て
次
の

層
へ
と
向
か

た

こ
こ
は
基
本

到
着
し
た
ば
か
り
の
プ
レ
イ
ヤ

の
方
々
が
休

し
た
り
準
備
を
す
る

 
共
用
ス
ペ

ス
に
な

て
お
り
ま
す

店
な
ど
も
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す

ほ
う
ほ
う

な
る
ほ
ど
な
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そ
れ
で
は
次
に
参
り
ま
す

 
次
の
フ
ロ
ア
は
ま
る
で
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
部
屋
が
設
置
さ
れ
た
ス
ペ

ス
だ

た
こ
の
フ
ロ
ア
に
は
プ
レ
イ
ヤ

の
方
々
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る

の
小
部
屋
が
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
す

 
個
人
用
の
部
屋
と

団
体
用
の
部
屋
が
あ
り
ま
す

よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
な

確
か
に
こ
こ
ま
で
来
る
の
は
大
変
だ
か
ら

こ
う
い

た

設
は
必
要
だ
よ
ね

は
い

こ
こ
か
ら
三
フ
ロ
ア
は
そ
ん
な
感
じ
の
フ
ロ
ア
に
な

て
お
り
ま
す

 
そ
し
て
二
つ
の
フ
ロ
ア
を
超
え
次
の
フ
ロ
ア
は
入
り
口
に
認
証
が
必
要
な
フ
ロ
ア
と
な

て

い
たこ

こ
は
マ
ス
タ

と

サ
ブ
マ
ス
タ

専
用
の
フ
ロ
ア
と
な

て
お
り
ま
す

何
に
使
う
部
屋
な
ん
だ

令
室
と
考
え
て

け
れ
ば

ほ
ほ
う

そ
う
い
え
ば
こ
こ
は
要
塞

て
言

て
た
よ
な
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は
い

こ
こ
は
敵
の
目
標
の
一
つ
と
な

て
い
ま
す
の
で

 
一
定

件
ご
と
に

敵
の
集
団
が
押
し
寄
せ
て
く
る
ん
で
す

 
そ
の
言
葉
に
五
人
は
驚
い
た

そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

た
の
か

う

ん

い
た
事
無
い
よ
ね

フ
ロ

リ
ア
さ
ん

そ
の
発
生

件

て
何
で
す
か

初
回
は
こ
の
要
塞
を
訪
れ
た

の
べ
人

と
な

て
お
り
ま
す

最
初
に
そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る

件
は
何
人
な
ん
だ

最
初
は
二
十
人
で
す
ね

現
在
五
名
で
す
の
で

残
り
は
の
べ
十
五
名
に
な
り
ま
す

 
そ
の
次
は

名

次
か
ら
は
千
名

で
の
発
生
と
な
り
ま
す

 
そ
し
て
五
人
は

フ
ロ

リ
ア
に
色
々
質
問
を
し
た

物
内
か
ら
出
て
直
ぐ
に
入

て
も

の
べ
人

に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
の

い
い
え

一
度
街
に

る
事
が

件
に
な
り
ま
す

敵
の

模
は

初
回
は
三

体
ほ
ど
に
な
り
ま
す
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次
回
か
ら
は

こ
こ
か
ら
半

一
キ
ロ
以
内
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の

を
計

し

 
そ
の
二
十
倍
の
敵
と
な
り
ま
す

上
限
は
千
体
で
す

十
人
だ
と
二

体
か

プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
と
か
は
使

て
も
い
い
ん
だ
ろ
う
か

グ
レ
ネ

ド
系
は
完
全
に
無

化
さ
れ
ま
す

手

も
で
す

 
あ
く
ま
で
銃
も
し
く
は
近
接
武
器
に
よ
る
戦
闘
が

奨
さ
れ
て
い
ま
す

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は

広

攻
撃
用
武
器
は
使
え
な
い
と
い
う
事
か
と
納
得
し
た

敵
の
強
さ
は

通
常
の
フ

ル
ド
モ
ブ
と
同
じ
に
な

て
お
り
ま
す

勝
利

件
と
敗
北

件
は

勝
利

件
は
敵
の
全
滅
敗
北

件
は
開
始
時
に

点
内
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

の
半

と

な
り
ま
す

点
防
衛
戦
な
ん
だ
よ
な

入
り
口
の
扉
は
開
放
さ
れ
た

態
に
な
る
の
か

い
い
え

最
初
は

ま

た

態
に
な
り
ま
す

敵
の
中
に

作
専
門
の
敵
が
い
ま
し
て

 
そ
の
敵
が
扉
に
到
達
す
る
ご
と
に
扉
の

久
度
が

て
い
き

 
目
安
と
し
て
は
十
体
の
敵
が
五
分
間

作
を
行
う
と
扉
が
破
壊
さ
れ

物
の
中
で
の
戦
闘
に
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移
行
し
ま
す

な
る
ほ
ど
な

上
の
フ
ロ
ア
か
ら
も

力
は
落
ち
ま
す
が
安
全
に
攻
撃
出
来
ま
す
し

 
こ
れ
は
ボ

ナ
ス
ゲ

ム
と
い
う
扱
い
な
の
で
あ
く
ま
で
遊
び

度
に
考
え
て

け
れ
ば
と

思
い
ま
す

 
そ
の
フ
ロ

リ
ア
の
最
後
の
言
葉
に
五
人
は
驚
い
た

ボ

ナ
ス
ゲ

ム
な
ん
だ

は
い

さ
す
が
に
惑
星
の
存

が
か
か

て
い
る
と
か

そ
う
い

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

 
も
し
敗
北
し
て
も

一
定
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
中
立

点
に

り
ま
す
の
で

 
そ
の
時
に
次
の
プ
レ
イ
ヤ

が
中
に
入
れ
ば
そ
の
方
が
新
し
い
マ
ス
タ

に
な
る
だ
け
で
す

 
た
だ
し
マ
ス
タ

不
在
の
時
に
こ
こ
が
落
ち
た
場
合
に
は

マ
ス
タ

は
移
行
し
ま
せ
ん

マ
ス
タ

に
は
ど
ん
な

限
が
あ
る
ん
だ

入
場
料
の
一

を
自
分
の
も
の
に
出
来
ま
す

も

と
も
入
場
料
も
微
々
た
る
金

で
す
が

 
そ
の
他
に
は
こ
の
フ
ロ
ア
に
あ
る
マ
ス
タ

専
用

設
の
使
用

と

 
一
日
の
上
限
付
き
で
の
希
望
す
る

の

で
す
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残
り
の
入
場
料
は
ど
う
な
る
ん
だ

設
の
充
実
に
使
わ
れ
ま
す

体
的
に
は
訪
れ
る
方
が

え
れ
ば

え
る

 
シ

プ
が

え
た
り
商
品
が
充
実
し
て
い
き
ま
す

う
わ

そ
れ
は
つ
い
友
達
を
誘

て
通
い
た
く
な
る
ね

二
十
人
か

何
人
か
誘

て

し
に
発
生
さ
せ
て
み
る
か

い
い
ね
そ
れ

 
そ
し
て
フ
ロ

リ
ア
が

ニ
コ
リ
と
笑
顔
で
言

た

初
回
は
ボ

ナ
ス
の
度
合
い
が
高
い
の
で

貴
重
な
ア
イ
テ
ム
も
ド
ロ

プ
し
ま
す
よ

 
こ
れ
は
要
塞
を
最
初
に
発
見
し
た
方
と
そ
の
知
り
合
い
の
方
々
へ
の
ボ

ナ
ス
と
な
り
ま
す

の
で

 
出
来
る
だ
け
親
し
い
方
々
を
誘
う
事
を
お

め
し
ま
す

 
そ
の
言
葉
を

い
て

一
行
は

然
や
る
気
に
な

た

誰
を
誘
う

ま
あ
そ
ん
な
に
親
し
い
知
り
合
い
が
多
い

じ

な
い
か
ら

 
メ
ン
バ

は
本
当
に
厳
選
す
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
が
な
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ま
あ
と
り
あ
え
ず

残
り
の

設
の
説
明
を

い
ち

お
う
よ

そ
う
だ
な

フ
ロ

リ
ア

次
の
フ
ロ
ア
に
案
内
し
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

と
い

て
も
次
が
最
後
の
フ
ロ
ア
に
な
り
ま
す

お

そ
う
な
の
か

は
い

こ
ち
ら
で
す

 
そ
し
て
五
人
が
案
内
さ
れ
た
の
は

屋
上
と
言

て
い
い
の
だ
ろ
う
か

 

囲
の
景
色
が
一
望
出
来
る
展
望
台
の
よ
う
な
広
場
だ

た

う
わ

凄
い
凄
い

麗
ね

こ
こ
か
ら
下
に
向
け
て
攻
撃
す
る
ん
で
す
か
ね

は
い

こ
こ
か
ら
の
攻
撃
も
当
然
可
能
と
な

て
お
り
ま
す

こ
ん
な

設
が

世
界
に
い
く
つ
も
あ
る
の

は
い
こ
こ
は
世
界
樹
要
塞
で
す
が
他
に
も
場
所
は
お
教
え
出
来
な
い
事
に
な

て
い
ま
す

が 
⻯
谷
門
や
光
の
空
中
都
市
な
ど
が
あ
り
ま
す
ね
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何
そ
れ

す
ご
く
気
に
な
る

そ
う
だ
な

い
つ
か
見
て
み
た
い
よ
な

マ
ス
タ

達
な
ら
き

と
い
つ
か
見
付
け
ら
れ
ま
す
よ

 
フ
ロ

リ
ア
は
そ
う
言
い
な
が
ら
五
人
に
微
笑
ん
だ

さ
て

と
り
あ
え
ず
今
日
は
帰
る
と
す
る
か

先
生
達
に
も
報
告
し
な
い
と
い
け
な
い
し
な

予
定
を
調
整
し
て

直
ぐ
に
こ
こ
に

て
来
よ
う
ね

フ
ロ

リ
ア

近
い
う
ち
に
ま
た
こ
こ
に

て
く
る
か
ら

 
そ
れ
ま
で

し
い
だ
ろ
う
が
待

て
て
く
れ
よ
な

そ
う
言

て

け
る
だ
け
で

マ
ス
タ

を
マ
ス
タ

に
出
来
た
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す

 
フ
ロ

リ
ア
は
そ
う
言

て

シ

ナ
に
満
面
の
笑
顔
を
見
せ
た

で
す
が
そ
の
心
配
は
不
要
で
す

 
そ
し
て
フ
ロ

リ
ア
は

シ

ナ
に
と
あ
る
ア
イ
テ
ム
を
差
し
出
し
た

こ
れ
は

こ
こ
の
マ
ス
タ

の
証
で

世
界
樹
の
窓
と
呼
ば
れ
る
ア
イ
テ
ム
で
す

こ
れ
は
ど
う
使
う
ん
だ
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は
い

横
の
ス
イ

チ
を
押
し
て
下
さ
い

こ
う
か

 
そ
の

間
に

シ

ナ
の
隣
に
も
う
一
人
の
フ
ロ

リ
ア
が
現
れ
た

う
お

彼
女
は
も
う
一
人
の
私
で
す

も
ち
ろ
ん
会
話
も
出
来
ま
す

記
憶
も
共

し
て
い
ま
す
の
で
こ
こ
の
管
理
と
同
時
に
お

に
お
仕
え
す
る
事
が
可
能
と
な

り
ま
す

何
か
質
問
が
あ
る
時
は

い
つ
で
も
お
呼
び
出
し
下
さ
い

 
二
人
は
交

に
そ
う

り

最
初
か
ら
こ
こ
に
い
た
フ
ロ

リ
ア
は
五
人
を
見
送

た

そ
れ
で
は
私
は
こ
こ
で
ノ
ン
ア
ク
テ

ブ

態
に

て
こ
こ
を
管
理
し
ま
す

 
以
後
は
そ
ち
ら
の
フ
ロ

リ
ア
を
お
連
れ
下
さ
い

お
う

色
々
あ
り
が
と
な

フ
ロ

リ
ア

は
い

 
フ
ロ

リ
ア
は
ニ

コ
リ
と
微
笑
ん
で

を
消
し
た

 
そ
し
て
も
う
一
人
の
フ
ロ

リ
ア
が
シ

ナ
に
言

た
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さ
て

そ
れ
で
は
私
も
窓
の
中
に

り
ま
す

い
や

待
て
待
て
フ
ロ

リ
ア

ど
う
か
し
ま
し
た
か

マ
ス
タ

せ

か
く
だ
か
ら
お
前
も
一

に
ブ
ラ

ク
に
乗

て
景
色
を

め
な
が
ら
の
ん
び
り
帰

ろ
う

 
そ
の
言
葉
に
フ
ロ

リ
ア
は

き

と
ん
と
し
な
が
ら
言

た

そ
ん
な
事
を

る
マ
ス
タ

は
海
外
サ

バ

を

め
て
も
マ
ス
タ

が
初
め
て
で
す

フ
ロ

リ
ア
の

は
学

型
な
の
か

は
い

そ
の
通
り
で
す
マ
ス
タ

な
ら
広
い
世
界
を
見
て

色
々
勉
強
し
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か

 
そ
の
方
が
き

と
フ
ロ

リ
ア
の
た
め
に
も
な
る
さ

な

う
ん

誰
も
い
な
い
時
は

点
か
ら
外
を

め
て
て
も
い
い
し
ね

フ
ロ

リ
ア
ち

ん
の
服
も
色
々
選
ん
で
み
た
い
な

私

妹
が
出
来
た
み
た
い
で
嬉
し
い
で
す

あ
の

は

は
い
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そ
し
て
シ

ナ
は

フ
ロ

リ
ア
に
手
を
差
し
出
し
た

ほ
ら

フ
ロ

リ
ア

こ

ち
だ

は

は
い

 
フ
ロ

リ
ア
は
シ

ナ
に
手
を
引
か
れ

 
戸
惑
い
つ
つ
も
嬉
し
そ
う
に
そ
の
隣
を
歩
き

一

に

を
下

て
い

た

 
そ
れ
を
見
て

残
り
の
四
人
は
微
笑
ま
し
さ
を
覚
え
た

と
こ
ろ
で
マ
ス
タ

そ
の
ブ
ラ

ク
と
い
う
の
は
何
で
す
か

お

と
す
ま
ん

俺
の
所

し
て
い
る
ハ
ン
ヴ

の
名
前
だ
な

 
も
う
一
台
あ

て

そ

ち
は
ホ
ワ
イ
ト

て
名
前
に
な
る

分
か
り
ま
し
た

ブ
ラ

ク
と
ホ
ワ
イ
ト
で
す
ね

お
う

ほ
ら

あ
れ
だ

 
そ
し
て
最
下
層
に

た
一
行
は
そ
の
ま
ま
ブ
ラ

ク
に
乗
り
込
み
街
へ
と

り
始
め
た

 
運
転
し
て
い
る
の
は
シ
ノ
ン
で
あ
り

フ
ロ

リ
ア
は
助
手

に
座
ら
せ
て
も
ら

た

お
い
シ
ノ
ン
フ
ロ

リ
ア
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う
に
お
か
し
な
運
転
は
す
る
ん
じ

な
い
ぞ

 
俺
も
後
ろ
か
ら
ち

ん
と
見
て
る
か
ら
な
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わ

分
か

て
る
わ
よ

し

か
り
と
安
全
運
転
す
る
わ
よ

街
の
近
く
に
着
い
た
ら
ブ
ラ

ク
を

に
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
俺
が
運
転
を
代
わ

る
か
ら
な

 
そ
し
て
流
れ
る
景
色
を
見
な
が
ら
フ
ロ

リ
ア
が
言

た

マ
ス
タ

ど
う
し
た

フ
ロ

リ
ア

私

こ
の

り
の
地

の
事
も

デ

タ
と
し
て
は
知

て
ま
し
た

そ
う
か

で
も

地
図
の
デ

タ
を
見
る
の
と
実

の
景
色
を
見
る
の
は
全
然
違
う
ん
で
す
ね

あ
あ

そ
う
だ
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は
フ
ロ

リ
ア
の

を

で
フ
ロ

リ
ア
は
嬉
し
そ
う
に
窓
の
外
を
見
つ
め

て
い
た

 
そ
し
て
街
の
近
く
ま
で

た
一
行
は

シ

ナ
を
残
し
て

馬
山
へ
と
向
か

た

 
フ
ロ

リ
ア
は

街
の
様
子
を
興
味
深
そ
う
に

め
て
い
た

フ
ロ

リ
ア
ち

ん

こ

ち
だ
よ
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は
い

シ
ズ
さ
ん

 
そ
ん
な
一
行
を
た
ま
た
ま
見
か
け
た
の
か
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
の
コ
ン
ビ
が
声
を

け
て
き

た
よ

今
日
は
シ

ナ
は
い
な
い
の
か

う
う
ん

今

に
ブ
ラ

ク
を
入
れ
に
い

て
い
る
所
だ
よ

ブ
ラ

ク

何
だ
そ
れ

あ

重
装
備
の
方
の
ハ
ン
ヴ

の
事
か
な

も
う
一
台
は
ホ
ワ
イ
ト

て
名
付
け
た
の

お
う

シ
ン
プ
ル
で
い
い
な

そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

で

こ
ち
ら
の
女
の
子
は

え

と

 
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
迷
う
シ
ズ
カ
に

ピ
ト
フ

イ
が
言

た

ど
う
せ
参
加
し
て
も
ら
う
事
に
な
る
ん
だ
し

馬
山
ま
で
来
て
も
ら
え
ば

馬
山

も
し
か
し
て
お
前
達
の

点
の
事
か

凄
い

よ
く
分
か

た
ね
ヤ
ミ
ヤ
ミ

お
う

シ

ナ
か
ら
の
連
想
な
ん
だ
ろ

俺
の
教

も
中
々
の
も
ん
だ
ろ
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う
ん

素
直
に
賞

す
る
よ

や

ぱ
り
た
ら
お
と
は
違
う
ね

お
う
こ
の
闇
風
さ
ん
は
イ
ン
テ
リ
だ
か
ら
な

た
ら
お
と
は
違
う
の
だ
よ
た
ら
お
と
は

お
前
ら
た
ら
お
た
ら
お
と
い
い
加

に
し
ろ
俺
の
⺟
親
の
名
前
は
サ
ザ
エ
じ

ね

つ

の
ま
あ
と
り
あ
え
ず
そ
こ
で
全
部
説
明
す
る
か
ら

た
ら
お
と
ヤ
ミ
ヤ
ミ
も
一

に
来
て
よ

 
そ
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
た
後
二
人
は

て
一
行
の
後
に
続
き
一

に

馬
山
へ
と
向

か

た

 
そ
し
て
到
着
後
に

ブ
ラ

ク
の

入
れ
を
終
え
た
シ

ナ
が
合
流
し
た

よ

二
人
と
も
来
て
た
の
か

あ
あ
さ

き
た
ま
た
ま
外
で
一

に
な

て
な
何
か
に
参
加
し
て
も
ら
う

て
言
わ
れ
て

 
の
こ
の
こ
と
こ
う
し
て
付
い
て
き
た

て

だ

お
お

二
人
は
誘
お
う
と
思

て
た
か
ら
丁
度
良
か

た
な

 
少
し
待

て
て
く
れ

先
生
達
に
も
集
合
を
か
け
た
か
ら
な

 
お
い
ピ
ト

一
度
落
ち
て

可
能
な
ら
エ
ム
を
呼
ん
で
き
て
く
れ

了
解
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そ
し
て
シ

ナ
は

指
を

り
な
が
ら
人

を

え
始
め
た

残
り
十
五
人

俺
達
が
九
人
の

た
ら
こ
と
闇
風
で
十
一
人
か

あ
と
四
人
足
り
な
い
な

エ
ヴ

達
で
い
い
ん
じ

な
い

そ
う
だ
な

ダ
イ
ン
達
で
も
い
い
ん
だ
が

あ
そ
こ
は
人

が
そ
こ
そ
こ
多
い
し
な

ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
だ
け
で
も
い
い
ん
じ

な
い
か

先
日
話
し
た
ば
か
り
だ
し
な

よ
し

そ
う
し
よ
う

た
ら
こ

闇
風

も
う
少
し
待

て
て
く
れ
よ
な

お
う

ス
コ

ド
ロ
ン
が
解
散
に
な

て
暇
だ
か
ら

ま

た
く
問
題
な
い
ぞ

 
ま
だ
新
し
い
ス
コ

ド
ロ
ン
も
発
足
さ
せ
て
な
い
し
な

く

引

張
る
ね

ま
あ
そ
う
い
う
の
も

い
じ

な
い

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

と
ロ
ザ
リ
ア

イ
コ
マ
が

点
に

り

 
エ
ム
を
連
れ
て
ピ
ト
フ

イ
も

点
に
帰
還
し
た

 
残
念
な
が
ら

ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
は
ロ
グ
イ
ン
し
て
お
ら
ず

今
回
は
見
送
り
と
な

た

 
シ

ピ

ゲ
ル
を
誘

て
い
い
か

ね
よ
う
と
し
た
シ
ノ
ン
も
本
人
が
い
な
い

こ
れ
を
見

送

た

 
そ
し
て
少
し
後
に

エ
ヴ

達
が

張
し
な
が
ら

点
に
入

て
き
た
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ど

ど
も

本
日
は
お

き

き
ま
し
て

 
そ
ん
な
エ
ヴ

達
に
シ

ナ
が
声
を

け
た

よ
く
来
た
な

お
前
ら

は
い

シ

ナ
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す

 
そ
し
て
面
識
の
あ
る
薄
塩
た
ら
こ
も
エ
ヴ

達
に
声
を

け
た

お
う

久
し
ぶ
り
だ
な
お
前
ら

た
ら
こ
さ
ん

今
は
シ

ナ
さ
ん
達
と
一

な
ん
で
す
ね

ま
あ
色
々
あ

て
な

日
の
敵
は
今
日
の
友

て
奴
だ

 
そ
し
て
闇
風
も

エ
ヴ

達
に
声
を

け
た

あ
ん
た
ら
が
今
話
題
の
ア
マ

ネ
ス
軍
団
か

俺
は
闇
風

宜
し
く
な

あ

は
い

お
噂
は
か
ね
が
ね

 
こ
う
し
て
自

紹
介
も
済
ん
だ
所
で

シ

ナ
が
一
同
に
向
け
て
説
明
を
開
始
し
た

実
は
な
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第
３
２
２
話
 
そ
し
て
世
界
樹
要
塞
へ

そ
れ
じ

あ
最
初
に

皆
が
一
番
気
に
な

て
い
る
で
あ
ろ
う

こ
の
子
の
紹
介
を
す
る

 
一
同
に
対
す
る
シ

ナ
の
言
葉
は

最
初
に
そ
こ
か
ら
始
ま

た

こ
の
子
の
名
前
は
フ
ロ

リ
ア

ち
な
み
に
俺
が
名
付
け
た

 
彼
女
は

載
型
の
世
界
樹
要
塞
の
管
理
Ｎ
Ｐ
Ｃ

正
式
名
称
は

だ

 
そ
の

き
慣
れ
な
い
言
葉
に

そ
の
場
に
い
な
か

た
者
達
は
首
を

げ
た

世
界
樹
要
塞

何
だ
そ
り

て
い
う
か
そ
の
子

載
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

た
の
か
よ
全
然
分
か
ら
な
か

た
わ

 
そ
ん
な
一
同
に

フ
ロ

リ
ア
は
自

紹
介
を
し
た

初
め
ま
し
て

今
マ
ス
タ

に
ご
紹
介

き
ま
し
た
フ
ロ

リ
ア
で
す

 
世
界
樹
要
塞
の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
ま
す

そ
の
世
界
樹
要
塞

て
の
は
何
な
ん
だ

俺
が
マ
ス
タ

に

任
し
た
要
塞
だ
な

体
的
に
は
こ
の
木
な
ん
の
木

て
言
え
ば
分

か
る
か
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ま
じ
か
よ

あ
れ

て
要
塞
だ

た
の
か

俺
は
て

き
り
あ
の
木
の
下
で
好
き
な
人
に
告
白
す
る

の
場
所
だ
と
ば
か
り

お
前
は
先
ず
相
手
を
探
せ

 
そ
ん
な
闇
風
の
ボ
ケ
に
サ
ラ

と
突

込
ん
で
闇
風
を
落
ち
込
ま
せ
つ
つ
シ

ナ
は
説
明
を

続
け
た

俺
達
は
今
日
あ
そ
こ
に
行

た
ん
だ
が

そ
こ
で
偶
然
中
に
入
れ
る
場
所
を
見
付
け
て
な

 
最
初
に
中
に
入

た
俺
が
マ
ス
タ

に

録
さ
れ
る
事
に
な

た
と

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

 
そ
し
て
あ

さ
り
立
ち
直

て
い
た
闇
風
が

面
白
そ
う
に
こ
う
言

た

そ
う
い
え
ば
シ

ナ

今
日
は
バ
ス
で
追
い
か
け
て
き
た
奴
ら
を
バ
ス
ご
と
転
倒
さ
せ
て

 
そ
の
ま
ま
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
で
全
員
焼
き
尽
く
し
た
ら
し
い
じ

な
い
か
よ
街
で
噂
に

な

て
た
ぞ

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
事
も
あ

た
な

時
間
前
の
事
を
遠
い
過
去
の
事
み
た
い
に

ま
あ
そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

あ
の

そ
れ

て
も
し
か
し
て

の
噂

み
で
す
か

 
エ
ヴ

が
六
人
の
気
持
ち
を
代

し
て
そ
う
言

た
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ど
う
や
ら
六
人
の
間
で
も

そ
の
事
は
心
配
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

あ
あ

今
は
不
特
定
多

の
プ
レ
イ
ヤ

と
戦
争
中
と
呼
べ
る

態
で
な

 

ん
で
く
る
奴
を
片

か
ら
殲
滅
し
て
い
る

態
だ
な

シ

ナ
さ
ん
達
の
事
だ
か
ら
多
分
大
丈
夫
だ
と
は
思
い
ま
す
が

で
も
心
配
で
す

お
う

あ
り
が
と
な

ま
あ
今
の

態
な
ら
ま

た
く
問
題
は
無
い
ん
だ
が

 
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

が

え
て
い
く
と

私
達
も
一

に
戦
い
ま
す

大
変
だ
か
ら

て

私
達
も
一

に
戦
い
ま
す

そ

そ
う
か

そ
の
時
は
宜
し
く
頼
む

は
い

 
ど
う
や
ら
六
人
は
や
る
気
ま
ん
ま
ん
の
よ
う
だ

そ
れ
だ
け
噂
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
本
当
は
こ

ち
か
ら
エ
ヴ

達
に
も
助
け
を
求
め
よ
う
と
思

て
た
所
だ
か
ら
な
本
当
に
助

か
る
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シ

ナ
さ
ん
が
私
達
に
助
け
を

あ
あ

信
頼
し
て
る
か
ら
な

や

や

や野
郎
ど
も

皆
殺
し
だ

シ

ナ
さ
ん
の
敵
を
全
て
殲
滅
す
る
ぞ

お
う

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
に
助
け
を
求
め
ら
れ
た
事
で

た
だ
で
さ
え
や
る
気
満
々
だ

た
六
人
は

 
殺
る
気
満
々
へ
と
ク
ラ
ス
チ

ン
ジ
し
た
よ
う
だ

俺
の
ス
コ

ド
ロ
ン
も
シ

ナ
に
味
方
す
る
事
を
決
定
し
た

何
か
あ

た
ら
呼
ん
で
く

れ
あ
り
が
と
な
闇
風

に
き
る

俺
も
新
し
く
立
ち
上
げ
る
ス
コ

ド
ロ
ン
は

 
そ
れ
に

成
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ

だ
け
を
集
め
る
つ
も
り
だ

た
ら
こ
も
あ
り
が
と
う
な

に
き
る

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
が
二
人
に
言

た
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先
日
お
二
人
に

い
た
情
報
を
元
に

私
を
見
張

て
い
た
者
を
探
し
て
い
る
ん
で
す
が

 
ど
う
や
ら
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

ず

と
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね

や

ぱ
り
か

そ
う
言

て
た
か
ら
な

と
り
あ
え
ず

め
ず
に
探
し
続
け
る
つ
も
り
で
す

お
う

俺
も
見

け
た
ら
必
ず
連

す
る
よ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

俺
達
に
任
せ
て
く
れ
よ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
ん
な
二
人
に
ピ
ト
フ

イ
が
言

た

何

た
ら
お
と
ヤ
ミ
ヤ
ミ
の
姫
は
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
な
の

お
う

苦
労
し
て
敵
の
手
か
ら
助
け
出
し
た
姫
だ
し
な

シ

ナ
命
で
絶
対
に
こ

ち
に
は
な
び
か
な
い
所
が
最
高
だ
ろ

だ

て
よ
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

 
そ
う
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
言

て
き
た
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を
受
け

 
ロ
ザ
リ
ア
は
二
人
の
顔
を
見
て
こ
う
言

た

お
二
人
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す

シ

ナ
の
次
く
ら
い
に
は
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い
や

ほ

い
た
か
相
棒

中
々
の
高
評
価
だ
な

 
二
人
は
喜
び

ロ
ザ
リ
ア
は
そ
れ
を
見
て
困

た
よ
う
な
顔
を
し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
話
を
続
け
る
ぞ

 
そ
ん
な
三
人
の

を
見
て
い
た
シ

ナ
は

合
い
だ
と
見
て

話
を
続
け
る
事
に
し
た

で
な

俺
が
マ
ス
タ

に
な

た
事
で

フ
ラ
グ
が
立

ち
ま

た
み
た
い
な
ん
だ
よ

 
い
わ
ゆ
る

点
防
衛
イ
ベ
ン
ト

て
奴
だ

あ

俺
そ
れ
何
か
で

ん
だ
事
あ
る
わ

確
か
海
外
の
記
事
に
載

て
て

 
こ
こ
で

証
し
よ
う
と
し
た
ら

そ
も
そ
も
そ
れ

い

設
自
体
無
か

た

て
い
う

 
い
わ
く
つ
き
の
情
報
だ
な

本
当
に
存
在
し
て
た
の
か

マ
ス
タ

に
も
説
明
し
ま
し
た
が

サ

バ

ご
と
に
場
所
が
違
う
ん
で
す
よ

 
お
そ
ら
く
イ
ベ
ン
ト
発
生
場
所
が
他
に
存
在
す
る
と
は
思
わ
な
か

た
ん
で
し

う
ね

そ
う
い
う
事
か

で

そ
れ
を
シ

ナ
が
見
付
け
た
と

 
シ

ナ
は

き

イ
ベ
ン
ト
の
初
回
ボ

ナ
ス
に
つ
い
て
話
を
し
た

お
お
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ボ

ナ
ス
ス
テ

ジ
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

そ
れ
は
凄
い
な

で
か
し
た
ぞ

シ

ナ

そ
の

設

職
人
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
見
て
み
た
い
で
す
ね

よ
し

速
全
員
が
集
ま
れ
る
日
を
決
め
よ
う

 
他
の
者
達
も
興
奮
ぎ
み
に
話
し
出
し

シ

ナ
は
こ
う
宣
言
し
た

そ
れ
じ

あ

番
に
確
認
し
て
い
こ
う

俺
が
明
日
か
ら

に
日
付
を
言

て
い
く
か
ら

 
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い
奴
は
手
を
上
げ
て
く
れ

行
く
ぞ

明
日

 
誰
も
手
を
上
げ
ず

シ

ナ
は

息
し
た

お
前
ら
本
当
に
行
け
る
の
か

誰
も
無
理
と
か
し
て
な
い
か

こ
こ
で
無
理
を
し
な
い
で
い
つ
す
る
ん
だ
よ

そ
う
で
す
ね

予
定
を
キ

ン
セ
ル
し
て
で
も
行
き
た
い
で
す

一
日
く
ら
い
練

を
サ
ボ

て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん

む
し
ろ
こ

ち
を
練

の
一

だ
と
主
張
し
ま
す

 
他
に
も
同
じ
よ
う
な
声
が
上
が
り

シ

ナ
は
仕
方
な
く
こ
う
言

た

よ
し
そ
れ
じ

あ
明
日
に
決
行
だ

全
部
で
十
七
人
だ
か
ら
ハ
ン
ヴ

を
も
う
一
台
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り
る
か

 
そ
し
て
次
の
日
ブ
ラ

ク
に
は
シ

ナ
と
イ
コ
マ
と
シ
ノ
ン
と
薄
塩
た
ら
こ
と
フ
ロ

リ
ア

が 
ホ
ワ
イ
ト
に
は
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
と
ピ
ト
と
エ
ム
と
闇
風
が

 
そ
し
て
臨
時
で
レ
ン
タ
ル
し
た
ニ

ン
ゴ
ロ

に
よ

て
ニ

ン

と
名
付
け
ら
れ
た
ハ
ン

ヴ

に
は

 
そ
の
ニ

ン
ゴ
ロ

と
エ
ヴ

達
六
人
が
乗
り
込
む
事
と
な

た

て
い
う
か

ニ

ン

て
何
だ
よ

 
そ
う

れ
た
顔
で
言

て
き
た
シ

ナ
に

ニ

ン
ゴ
ロ

は
や
や
興
奮
ぎ
み
に
抗
議
し
た

う
る
さ
い

私
が
運
転
す
る
の
だ
か
ら
文

を
言
う
な

へ
い
へ
い

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
す
か
ね

 
ち
な
み
に
こ
の
乗
員
の
分
け
方
は

純
に
戦
闘
の
事
を
考
え
て
決
め
ら
れ
た

 
先
日
の
よ
う
に
追
撃
し
て
く
る
敵
に

す
る

 
ブ
ラ

ク
に
は
遠

離
狙
撃
を
可
能
と
す
る
者
を
配
置
し

 
ホ
ワ
イ
ト
に
は
残
り
の
者
を

そ
し
て
ニ

ン

に
は
エ
ヴ

達
を

め
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シ

ナ
以
外
の
者
の
中
で
一
番
運
転
に
安
定
感
の
あ
る
ニ

ン
ゴ
ロ

が
配
置
さ
れ
た

 
そ
し
て
街
か
ら
五
分
ほ
ど
走

た
場
所
で

三
台
は
一
度

止
し
た

こ
こ
で
一

止
し
て

敵
の
様
子
を
観
察
す
る

 
ホ
ワ
イ
ト
と
ニ

ン

に
そ
ん
な
通
信
が
入
り
し
ば
ら
く
し
た

フ
ロ

リ
ア
が
シ

ナ
に

言

た
マ
ス
タ

後
方
か
ら
バ
ス
が
二
台
追
い
か
け
て
き
ま
す

フ
ロ

リ
ア

そ
う
い
う
の
が
分
か
る
の
か

は
い

本
当
は
あ
ま
り

奨
は
さ
れ
な
い
の
で
す
が

 
今
回
は
当
要
塞
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
か
う
最
中
で
す
の
で
セ

フ
と
判
断
し
ま
し
た

そ
う
か

よ
し

シ
ズ
カ
と
先
生
は
や
や
後
方
へ

最
初
に
ブ
ラ

ク
で
迎
え
撃
つ

 
後
は

況
を
見
て
攻
撃
の
指

を
出
す

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
は
前
に
出
て

そ
の
上
で
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
が
狙
撃
体
勢
を
と

た

俺
は

の
バ
ス
の
タ
イ
ヤ
を
狙
う

シ
ノ
ン
は

の
バ
ス
を
頼
む

了
解
よ

つ
い
で
に
可
能
な
ら

運
転
手
も
撃
ち
抜
い
ち
ま
お
う
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そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う

 
そ
し
て
二
人
は
フ
ロ

リ
ア
の
指

に

い
バ
ス
が
来
る
方
向
を
注

し
た

 
そ
し
て
バ
ス
が
見
え
た

間

二
人
は
発
砲
し
た

命
中
だ

こ
ち
ら
も
命
中
よ

 
そ
し
て
二
人
は
す
ば
や
く
次
の

を
込
め

即
座
に
運
転
手
目

け
て
発
砲
し
た

命
中

当
然
命
中
ね

 
そ
ん
な
二
人
の

を
見
て

り
の
者
達
は

手

し
た

 
そ
の
二
人
の
攻
撃
で

二
台
の
バ
ス
は

し
た

よ
し

こ
の
ま
ま
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
を
撃
ち
込
ん
で
終
わ
り
に
す
る
か

 
一
応
前
回
の
反
省
を
元
に

即
時
脱
出
す
る
奴
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
ホ
ワ
イ
ト
と
ニ

ン

は
そ
ち
ら
を
見

め
て

内
か
ら
殲
滅
し
て
く
れ

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
は
敵
に
接
近
し

 
前
回
と
同
じ
よ
う
に
二
門
の
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

か
ら
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
を
発
射
し
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た 
敵
か
ら
何
発
か
反
撃
も
あ

た
が

そ
れ
ら
は
全
て
ブ
ラ

ク
の
装
甲
が

ね
返
し

 
放
物
線
を

い
て
バ
ス
に
向
か

た
二
発
の
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
は

 
前
回
同
様
バ
ス
を
二
台
と
も
焼
き
尽
く
し
た

 
正
直
ブ
ラ

ク
一
台
で
も
問
題
な
い

に
ブ
ラ

ク
の
戦
闘
力
は
飛
び
抜
け
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
予
想
通
り
何
人
か
脱
出
し
た
者
が
い
た
が
ホ
ワ
イ
ト
と
ニ

ン

か
ら
の
狙
撃
で
全

滅
さ
せ
ら
れ

 
三
台
は
そ
の
ま
ま
意
気
揚
々
と
世
界
樹
へ
と
向
か

た

 
襲
撃
者
達
も

さ
す
が
に
次
か
ら
は
何
ら
か
の
対

を
と

て
く
る
事
だ
ろ
う

 
も

と
も
一
キ
ロ
以
上
先
か
ら
狙
撃
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

そ
れ
は
中
々
難
し
い
だ
ろ
う
が

さ
て

こ
こ
か
ら
が
本
番
だ
な

頑
張
り
ま
し

う

こ
の
前

い
た
話
以
上
に
容

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
け
ど

今
日
は
仕
方
な
い
よ
な

だ
な

相
棒

敵
は
世
界
樹
に
あ
り

だ

 
そ
し
て
三
台
が
現
地
に
到
着
す
る
と
世
界
樹
の
中
か
ら
も
う
一
人
の
フ
ロ

リ
ア
が

を
現
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し
たえ

え
あ
れ

フ
ロ

リ
ア
ち

ん

こ

ち
に
も
フ
ロ

リ
ア
ち

ん

お
い
シ

ナ

ど
う
な

て
い
る
の
だ

あ

そ
う
か

す
ま
ん
す
ま
ん

説
明
し
て
な
か

た
な

 
二
人
は
同
一
人
物
で

あ

ち
が
本
体

こ

ち
は
自
由
に
移
動
出
来
る

て
感
じ
だ
な

 
当
然
記
憶
と
か
も
全
部
共

し
て
い
る
ら
し
い
ぞ

は
い

ど
ち
ら
の
私
も
同
じ
私
で
す
の
で

お
気

に
同
じ
よ
う
に
接
し
て
下
さ
い
ね

 
ち
な
み
に
初
回
は

点
の
中
の
人

が
カ
ウ
ン
ト
対
象
で
す
が

 
次
回
か
ら
は
一
定

囲
が
対
称
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い

も

と
も
こ
こ
だ
と
混
乱
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
私
は
こ
の
ま
ま
ス
リ

プ
モ

ド
に
入

り
ま
す

 
シ

ナ
の
そ
の
説
明
を
フ
ロ

リ
ア
が
補
足
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
世
界
樹
の
中
に
ブ
ラ

ク
を

さ
せ
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そ
れ
に
続
い
て
シ
ズ
カ
と
ニ

ン
ゴ
ロ

も
世
界
樹
の
中
に
入

た

 
そ
の

間
に

フ
ロ

リ
ア
の
雰
囲
気
が
変
わ

た

告

世
界
樹
要
塞
に
敵
の
集
団
が
迫

て
い
ま
す

 
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
開
始

敵
は
三
千
六

後
に
到
達
予
定

 
そ
れ
を

い
た
シ

ナ
は
一
時
間
後
か
と

く
と
メ
ン
バ

全
員
に
こ
ん
な
指

を
出
し

た
最
初
に
速
攻
で

設
の
説
明
を
す
る

俺
に
付
い
て
き
て
く
れ

 
そ
の
後
の
戦
闘
の
敵
は
三

体
の
モ
ブ
だ

ハ
ン
ヴ

に

ん
だ
武
器
と

も
全
部
出
し

て 
最
初
は

自

く

離
か
ら
ラ
イ
フ
ル
で
狙
撃

後
に
中

離
か
ら
近
接
戦
闘
に
入
る
ぞ

了
解

い
や

ま
さ
か
こ
の
木
の
中
に
こ
ん
な

設
が
あ
る
と
は
な

凄
い
も
ん
だ
な

内
部
も
色
々
気
に
な
り
ま
す
ね

ま
あ
そ
れ
は
戦
闘
後
に
じ

く
り
と
な

イ
コ
マ
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は
い

 
そ
し
て
準
備
を
終
え
て
少
し
休

し
た
後

敵
を
待
ち

え
て
い
た
一
行
だ

た
が

 
到
達
予
定
時
刻
の
十
分
前
に

シ

ナ
の
目
が
最
初
に
敵
の

を

え
た

 
当
然
攻
撃
の
先

は

シ

ナ
と
シ
ノ
ン
で
あ
る

シ
ノ
ン

敵
へ
の
攻
撃
は

え
倒
せ
な
く
て
も
一
匹
に
つ
き
一
発
だ

 
一
匹
に
手
間
を

け
る
よ
り
も

出
来
る
だ
け
多
く
の
敵
に
手

を
負
わ
せ

 
他
の
仲
間
が
簡

に
敵
を
倒
せ
る
よ
う
な

態
に
す
る
事
を
優
先
す
る
ぞ

了
解

 
そ
し
て
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
の
超
遠

離
狙
撃
を
合
図
に

点
防
衛
戦
が
つ
い
に
開
始
さ
れ
た

 
さ
す
が
に
二
度
も
同
じ
手
口
で
や
ら
れ
る
と
襲
撃
者
達
も
対

を
と

て
く
る
と
思
い
ま
す

が 
は
て
さ
て
ど
う
な
る
事
や
ら
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第
３
２
３
話
 
敵
を
全
滅
さ
せ
よ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
は
敵
が
出
来
る
だ
け
遠
く
に
い
る
間
に
な
る
べ
く
ダ
メ

ジ
を

え
て
お

こ
う
と

 
ひ
た
す
ら
遠

離
狙
撃
を
続
け
て
い
た

 
幸
い
敵
の

も
事
前
に
分
か

て
お
り

は
あ
り

た
け
持

て
き
て
い
た

 
Ｍ
８
２
と
ヘ
カ

ト

で
な
け
れ
ば

か
な
い

離
に
敵
が
い
る
間
は

が
切
れ
る
事
は

無
か

た

し
か
し
色
々
な
敵
が
混
在
し
て
い
る
み
た
い
だ
な

足
が
特
に
速
い
と
か
の
敵
が
い
な
い
の
は
ラ

キ

よ
ね

し
か
し
シ
ノ
ン
も

狙
撃
の

を
上
げ
た
も
ん
だ
な

努
力
し
て
る
も
の
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そ
う
だ
な

え
ら
い
ぞ

 
会
話
中
も

二
人
は
狙
撃
は
ず

と
狙
撃
を
続
け
て
い
た

 
さ
す
が
に

発

中
と
は
い
か
な
か

た
が

そ
れ
で
も
二
人
と
も

 
九
十
五
パ

セ
ン
ト
以
上
の
命
中

を

て
い
た

そ
ろ
そ
ろ
他
の
銃
で
も

く
く
ら
い
の

離
に
な

た
か

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
通
り

他
の
仲
間
達
も
攻
撃
を
開
始
し
て
い
た

 
今
の
と
こ
ろ
は
外
壁
ま
で

い
た
敵
は
い
な
い
が
そ
ろ
そ
ろ
何
匹
か
は
到
達
す
る
と
思
わ
れ

た
さ
す
が
に
俺
の
Ｍ
８
２
は
セ
ミ
オ

ト
だ
か
ら
多
少

の
装

は
楽
だ
が

 
ヘ
カ

ト

は
ボ
ル
ト
ア
ク
シ

ン
だ
か
ら
き
つ
い
よ
な

そ
こ
は

ま
し
い
わ
ね

ヘ
カ

ト

も
イ
コ
マ
君
に

し
て
も
ら
え
な
い
か
な

ま
あ

く
だ
け

い
て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 
も

と
も
そ
う
い

た
銃
の

に
関
わ
る

が
出
来
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

な
ま
あ
期
待
し
な
い
で

い
て
み
る
わ
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そ
う
だ
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

下
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
言

た

俺
は
十
二
体
ほ
ど
倒
し
た
が

シ
ノ
ン
は
い
く
つ
だ

私
は
八
体
ね
手

を
負
わ
せ
た
の
は
も

と
多
い
ん
だ
け
ど
あ
の
モ
ブ
共
意
外
と
タ
フ

よ
ねマ

シ
ン
ガ
ン
と
か
だ
と

か
な
り
当
て
な
い
と
死
な
な
い
み
た
い
だ
な

思

た
よ
り
手
応
え
が
あ
る
わ
よ
ね

点
が
分
か
り
易
い
生
物
系
の
敵
は
い
い
ん
だ
け
ど

 
機

系
の
敵
は
中
々
一
発
で
即
破
壊
と
は
い
か
な
い
わ
ね

残
り
の

は
何
発
だ

十
発
よ

そ
ろ
そ
ろ
他
の
銃
に
切
り

え
か
し
ら
ね

そ
れ
な
ら

が
切
れ
た
ら
こ
れ
を
使
う
と
い
い

こ

ち
の

は
ま
だ
二
十
発
は
あ
る
か
ら
な

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

Ｍ
８
２
を
シ
ノ
ン
に
差
し
出
し
た

い
い
の

助
か
る
け
ど

シ

ナ
は
ど
う
す
る
の

俺
は
様
子
を
見
な
が
ら
地
上
で
近
接
戦
闘
だ
な

な
る
ほ
ど

と

を
使
う
の
ね
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あ
あ

そ
ろ
そ
ろ
闇
風
が
外
に
出
る
み
た
い
だ
か
ら

そ
の
付
き
合
い
だ
な

 
ど
う
や
ら
敵
は
ま
だ
半
分
く
ら
い
は
残

て
い
る
よ
う
だ

 
基
本
全
員
が
屋
上
な
い
し
個
室
フ
ロ
ア
か
ら
攻
撃
し
て
い
た

若

力
が
落
ち
て
い
る
の

だ
ろ
う

 
明
ら
か
に

通
常
の
戦
闘
時
よ
り
も
殲
滅
速
度
が

く
な

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

あ
ん
た
の
事
だ
か
ら
何
も
心
配
は
し
て
な
い
け
ど

ま
あ
気
を
付
け
て

お
う

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ス
ト
レ

ジ
か
ら
ロ

プ
を
取
り
出
し

近
く
の
木
の

に
結
び
つ
け
た

ち

と

こ
こ
か
ら
そ
の
ま
ま
下
り
る
つ
も
り

お
う
お
前
も
こ
れ
く
ら
い
出
来
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
ず
れ
苦
労
す
る
事
に
な
る
か
も

な 
そ
し
て
シ

ナ
は

降
下
で
そ
の
ま
ま
二

く
ら
い
の
高
さ
ま
で
下
り
た
後

 
壁
を

て
大
き
く
ジ

ン
プ
し
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
外
に
出
て
き
た
闇
風
の
目
の
前
に
降

り
立

た
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う
わ

 

て
て
銃
を

え
た
闇
風
は

す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
銃
を
発
砲
す
る
の
を
止
め
た

お
い
お
い
ど
ん
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
よ

危
な
く
銃
を
撃

ち
ま
う
所
だ

た
ぞ

大
丈
夫
だ

そ
の
時
は
お
前
の

を

り
お
と
し
て
防
い
で
い
た
か
ら
な

は

は

は

ナ
イ
ス
ジ

ク

そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

そ
う
だ
な

ジ

ク
だ

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
様
子
を
見
て

闇
風
は

し
げ
な
顔
を
し
て
シ

ナ
に

ね
た

シ

ナ

お

お
う

何
故
こ

ち
を
見
な
い

ホ
ワ
イ

気
の
せ
い
だ

オ

ケ

オ

ケ

と
こ
ろ
で
シ

ナ

そ
の
手
の

は
い
つ
抜
い
た

気
の
せ
い
だ

日
本
語
お
か
し
く
な
い

明
ら
か
に
今
手
に
持

て
る
よ
ね

俺
の
記
憶
だ
と

俺
が
飛
び

出
た

間
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シ

ナ
の
着
地
直
後
に
そ
れ
を
抜
い
た
の
を
見
た
気
が
す
る
ん
だ
が

気
の
せ
い
だ

ふ

ん

 
そ
し
て
闇
風
は

手
に
持

て
い
た
銃
を
そ

と
シ

ナ
に
向
け
た

 
そ
の

間
に
シ

ナ
は

反
射
的
に

を
闇
風
の
手
首
に

り
下
ろ
し

そ
の

前
で
止
め

た
こ
れ
は

ホ
ワ

ツ

た
だ
の
反
射
だ

ほ
ら

針
と
か
が
チ
ク

と
し
た
時

 
思
わ
ず
手
を
引

込
め
ち
ま
う
だ
ろ

あ
れ
と
一

だ

あ
あ

オ

ケ

オ

ケ

確
か
に
あ
れ
は
勝
手
に
手
が
動
く
よ
な

な
ん
て
言
う

か
あ
あ
あ

 
お
前
や

ぱ
り
俺
の
手
首
を

り
落
と
す
気
満
々
だ

た
ん
じ

ね
え
え
え
え
か

 
顔
を

く
し
て
そ
う
言
う
闇
風
に
向
け
て

シ

ナ
が
言

た

ほ
ら

敵
が
来
る
ぞ

さ

さ
と
行
く
ぞ
ヤ
ミ
ヤ
ミ

話
を

ら
す
ん
じ

ね
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
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ロ
ザ
リ
ア
が
見
て
る
ぞ

お
ら
さ

さ
と
行
く
ぞ
シ

ナ
よ

し

闇
風
様
の
華
麗
な
戦
い
を
見
せ
て
や
る

 
そ
し
て
闇
風
は

要
塞
の
扉
に
向
け
て
接
近
し
て
き
た
敵
に
突

込
ん
で
い

た

や
れ
や
れ
扱
い
易
い
な

さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
も
行
く
か

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て

動
き
回
り
な
が
ら
銃
を
撃
ち
ま
く
る
闇
風
の
背
後
を
守
る
よ
う
に

 
闇
風
の
動
き
に
合
わ
せ
て

を

る
い
始
め
た

お
お
や

ぱ
凄
え

力
だ
な

そ
れ
な
ら
俺
の
手
首
も
簡

に

り
落
と
せ
そ
う
だ
な
お
い

い
つ
ま
で
も

に
持

て
る
ん
じ

ね
え

お
ら

攻
撃
攻
撃

お
う
よ

お

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
が
こ

ち
を
見
て
る
な

こ
れ
は
頑
張
ら
ね
ば

 
ち
な
み
に
も
ち
ろ
ん
ロ
ザ
リ
ア
が
見
て
い
た
の
は

シ

ナ
の
雄

で
あ

た

 
そ
の
後
も
処
理
し
き
れ
な
い

の
敵
が
来
る
事
も
な
く

 
二
人
は
協
力
し
て
扉
の
前
を
守
り

つ
い
に
敵
は
全
滅
し
た

ふ
う

ま
あ
初
回
な
ら
こ
ん
な
も
ん
か

意
外
と
楽
勝
だ

た
な

で
も
フ
ロ

リ
ア
の
ク
リ
ア
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
ま
だ
無
い
な
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ど
こ
か
見
落
と
し
で
も
あ
る
の
か
な

ま
あ
と
り
あ
え
ず
一
度
要
塞
内
に

る
か

 
そ
う
会
話
し
な
が
ら
中
に

た
二
人
に
フ
ロ

リ
ア
が
少
し

た
よ
う
に
声
を

け
た

す
み
ま
せ
ん
マ
ス
タ

想
定
外
の
事
態
が

こ
り
ま
し
た

ん

ど
う
し
た
フ
ロ

リ
ア

ほ
ぼ
ゼ
ロ
に

し
い
確

だ

た
の
で

今
回
は
説
明
し
て
い
な
か

た
の
で
す
が

 
ど
う
や
ら
そ
の
イ
ベ
ン
ト
が

こ

て
し
ま
た
よ
う
で
す

お
そ
ら
く
ボ
ス
が
出
現
し
ま
し

た
ま
じ
か

う
わ
お

 
そ
し
て
二
人
は
フ
ロ

リ
ア
と
共
に
最
上

に
上
が
り

そ
こ
か
ら
遠
く
を
見
回
し
た

 
他
の
仲
間
達
も
集
合
し

一
同
は
敵
の

を
探
し
た

ど
こ
だ

フ
ロ

リ
ア

敵
の

置
は
分
か
る
か

し

あ
り
ま
せ
ん

イ
ベ
ン
ト
用
の
敵
な
の
で

私
に
も
正
確
な

置
ま
で
は

そ
う
か
と
に
か
く
探
す
し
か
な
い
な

ま
あ
障
害
物
も
何
も
無
い
平
原
だ
直
ぐ
に
見
付
か
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る
だ
ろ

 
そ
の
言
葉
通
り

直
ぐ
に
敵
は
見
付
か

た

シ

ナ

あ
そ
こ

見
付
け
た
か

ど
れ

何
だ
あ
れ
は

 
そ
こ
に
い
た
の
は

か
ら
二
門
の
銃
が
生
え
た
巨
大
な

子
だ

た

う
わ

強
そ
う

お
い
お
い

何
か
大
き
く
な
い
か

機
動
力
も
あ
り
そ
う
だ
な

上
か
ら
銃
で
狙
う
だ
け
じ

ち

と
厳
し
い
か

 
そ
れ
と
も

幕
を
張
れ
ば
い
け
る
か

 
そ
う
言

て
仲
間
達
に

り
返

た
シ

ナ
に

薄
塩
た
ら
こ
が
言

た

シ

ナ

ま
ず
い
ぞ

の
残
り
が
少
な
い

ち

と
調
子
に
乗

て
撃
ち
ま
く
り
す
ぎ
た

こ
こ
で

を

え
れ
ば
良
か

た
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ

ナ
は

少
し
考
え
た
後
に
フ
ロ

リ
ア
に
言

た

フ
ロ

リ
ア

シ

プ
の
完
成
は

定
の
金

が

ま
れ
ば
直
ぐ
に
い
け
る
の
か
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は
い

そ
れ
は
一

で
す

よ
し

そ
の
分
は
俺
が
投
資
す
る

フ
ロ

リ
ア

シ

プ
開
設
を
急
い
で
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
直
後
に
フ
ロ

リ
ア
が

一
同
に
言

た

シ

プ
を
開
設
し
ま
し
た

ま
じ
か
よ

フ
ロ

リ
ア
ち

ん

能
す
ぎ
だ
ろ

よ
し

急
い
で

の
補
充
だ

 
一
同
は
二

ま
で
走
り

そ
こ
で
シ

プ
を

き
こ
ん
だ

さ
す
が
に
種

に
は
限
り
が
あ
る
よ
な

が
揃
う
武
器
と
揃
わ
な
い
武
器
が
出
る
の
は
仕
方
な
い
よ
ね

シ

プ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

録
す
れ
ば
そ
の

が
ラ
イ
ン
ナ

プ
に

び
ま
す

ま
じ
か
よ
で
も
さ
す
が
に
あ
の
速
度
だ
と
そ
ん
な
事
を
の
ん
び
り
や

て
る
時
間
は
無
い

な
と
り
あ
え
ず
俺
と
シ
ズ
と
ケ
イ
と
ピ
ト
は
後
回
し
だ

三
人
は
近
接
戦
闘
準
備

 
そ
の
間
に
他
の
者
は
装
備
を
融
通
し
あ

て

急
い
で

を
補
充
し
て
く
れ
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同
時
に
フ
ロ

リ
ア

マ
ス
タ

限
を
こ
こ
で
使
う

ヘ
カ

ト

の

を
可
能
な
限
り

出
し
て
く
れ

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
し
て
フ
ロ

リ
ア
は
一

で
ヘ
カ

ト

の

を
出
し

シ

ナ
に
手

し
た

よ
し
シ
ノ
ン

お
前
は
直
ぐ
に
上
で
攻
撃
を
開
始
し
て
く
れ

了
解
よ

最
初
は
俺
と
シ
ズ
で
敵
を
け
ん
制
す
る

ピ
ト
と
ケ
イ
は
最
初
は
中
で
待
機

 

況
を
見
て
射
撃
か
近
接
か
を
選
択
し
て

戦
闘
に
介
入
し
て
く
れ

分
か

た

二
人
と
も
気
を
付
け
て

お
兄
ち

ん
と
お
義
姉
ち

ん
な
ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
け
ど
や
ば
そ
う
な
ら
直
ぐ
に
行
く
か

ら 
そ
し
て
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
の
二
人
は
入
り
口
か
ら
外
に
出
て

敵
を
待
ち
受
け
た

こ
う
し
て
二
人
で
戦
う
の
は
久
し
ぶ
り
だ
ね

そ
う
だ
な

お

シ
ノ
ン
の
狙
撃
が
始
ま

た
ぞ

 
二
人
が
屋
上
を
見
上
げ
る
と

音
と
共
に
シ
ノ
ン
の
い
る
方
か
ら

が
飛
ん
で
い
く
の
が
見



 第３２３話 敵を全滅させよ

え
たこ

う
い
う
ア
ン
グ
ル
か
ら
狙
撃
し
て
る
所
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
な

ま
る
で
大
砲
を
撃

て
る
み
た
い
だ
ね

だ
な

 
そ
し
て
そ
の

の
飛
ん
で
い
く
方
向
に

つ
い
に
敵
が

を
現
し
た

ま
だ
小
さ
く
見
え
る
が

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

て
る
な

か
な
り

い
ね

そ
ろ
そ
ろ
準
備
す
る
か

う
ん

 
そ
し
て
武
器
を
取
り
出
し
待
ち
受
け
る
二
人
に

シ
ノ
ン
か
ら
通
信
が
入

た

ご
め
ん

何
発
か
当
て
た
け
ど

敵
の
動
き
が
素

く
て

の
銃
を
破
壊
す
る
事
は
出
来
な

か

た
わ

の
銃
は
可
動
式
か

定
か

多
分

定
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

ま
だ
撃

て
こ
な
い
か
ら
何
と
も

あ

避
け
て

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に
二
人
は
素

く

に
動
き
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少
し
前
ま
で
二
人
が
い
た

置
を
巨
大
な
銃

が
通
過
し
地
面
に
着

し
て
大
き
な
砂
ぼ
こ

り
を
上
げ
た

ふ
う

危
な
い
危
な
い

か
な
り
の

力
だ
ね

今
の
で
確
認
出
来
た
わ

銃
は

定
式

で
も

置
が
高
い
か
ら

 
上
か
ら
攻
撃
し
な
い
と
下
か
ら
の
破
壊
は
難
し
そ
う
ね

そ
う
か

俺
が
上
か
ら
飛
び
か
か

て

の
銃
を
破
壊
す
べ
き
か

大
丈
夫
だ
よ
シ

ナ

ケ
イ
は

降
下
が
出
来
る
か
ら

そ
う
い
え
ば
師
匠
に
教
わ

た
ん
だ

た
な

ピ
ト
は
出
来
る
の
か

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
の
か

三

の
窓
か
ら
ピ
ト
が
言

た

大
丈
夫

私
も
い
け
る
よ
シ

ナ

オ

ケ

だ

お
前
と
ケ
イ
は
上
で
待
機
し
て

 
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
飛
び
降
り
て

の
銃
を
破
壊
し
て
く
れ

了
解

シ

ナ

避
け
て
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お

と

 
そ
の

間
に
シ
ノ
ン
が
そ
う
叫
び

再
び
シ

ナ
の
い
た

置
を
銃

が
通
過
し
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
か

う
ん

 
そ
し
て
シ

ナ
は

と

の
黒
い
刃
を
出
し

シ
ズ
カ
も

光
剣
の
刃
を
出
し
た

 
そ
の
刀
身
は
ピ
ン
ク
色
に
光

て
お
り

シ

ナ
は
シ
ズ
カ
に
こ
う

ね
た

お

そ
の
色
に
し
た
の
か

名
前
は
決
め
た
の
か

う
ん

夜

に
し
た

そ
う
か

何
か
シ
ズ
ら
し
い
な

の
お
前
の
服
は

と
白

混
ざ
れ
ば
ピ
ン
ク
だ
し
な

あ
は

確
か
に
そ
う
だ
ね

よ
し

来
た
ぞ

 
そ
し
て
つ
い
に
巨
大
な

子
が
二
人
の

前
へ
と
迫
り
二
人
は
剣
を

え
て
敵
と
対
峙
し
た
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第
３
２
４
話
 
持
て
余
す
戦
利
品

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

先
ず
は

く
一
当
て
し
て
み
る
か

う
ん

 
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
は
そ
う

き
合
う
と

子
の
両
前
足
を
目
標
に
攻
撃
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に

子
は
後
ろ
足
だ
け
で
立
ち
上
が
り

銃
を

め
上
に
乱
射
し
つ
つ

え
た

う
お

と

高
い
な

こ
う
な
る
と

か
な
い
ね

シ
ノ
ン

大
丈
夫
か

 
バ

ク
ス
テ

プ
で
下
が

た
後
シ

ナ
は
銃

が
シ
ノ
ン
の
い
た
方
に
飛
ん
で
行

た
の

を
見
て

 
心
配
そ
う
に
シ
ノ
ン
に
そ
う
声
を

け
た
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こ

ち
は
大
丈
夫

ど
う
や
ら
上
の
壁
を

通
す
る

の

力
は
無
い
み
た
い

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

ま
あ
そ
こ
ま
で

力
が
あ

た
ら

 
も
う
遠

離
か
ら
の
射
撃
で
こ
の
要
塞
も
陥
落

前
に
な

て
る
だ
ろ
う
し
な

 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と

再
び

子
に
目
を
向
け
た

 
そ
の

間
に

子
は
シ

ナ
に
銃
口
を
向
け

そ
の
ま
ま
即
発
砲
し
た

 
シ

ナ
は

い
体
勢
で
そ
れ
を
避
け

そ
の
ま
ま
前
に
進
も
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
の
意
図
は

前
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た

子
の
前
足
に
よ

て

ま
れ
た

の
銃
は

定
式
だ
か
ら

避
け
る
の
は
簡

な
ん
だ
が
な

う
ん

前
足
で
の
攻
撃
が
ち

と
う
ざ
い
よ
ね

少
し
で
も
離
れ
る
と
銃
口
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
く
る
な
リ
ス
ク
を
覚
悟
で
接
近
戦
を
挑
む
し

か
な
い
か

あ
の
足
で

ま
れ
た
ら
た
だ
で
は
す
ま
な
そ
う
だ
け
ど

ま
あ
避
け
な
が
ら

れ
ば
問
題
な
い
な

そ
う
だ
ね

 
二
人
は
サ
ラ

と
そ
う
言

た
が

普
通
の
者
が
そ
れ
を
や
ろ
う
と
す
る
と
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子
の
前
足
に
あ

さ
り
と

み
潰
さ
れ
て
即
死
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う

 
そ
し
て
二
人
は

か
ら
敵
に
突
撃
し

交

に
敵
の
両
前
足
を
攻
撃
し
た

 

前
足
で
攻
撃
し
て
い
る
時
は

前
足
が
無
防
備
に

前
足
で
攻
撃
し
て
い
る
時
は

前
足

が
無
防
備
に

 
相
手
が
二
足
歩
行
動
物
で
な
い
以
上

そ
れ
は
必
然
で
あ

た

 
だ
が
二
人
と
も
回
避
ぎ
み
に
攻
撃
し
て
い
る

足
の
切
断
ま
で
は
い
か
な
い
所
が
⻭
が
ゆ
い

部
分
だ

た

 
そ
し
て

の
補

を
終
え
た
仲
間
達
が

屋
上
に

を
現
し
た

あ
の
二
人

何
で
あ
ん
な
事
が
出
来
る
ん
だ

戦
場
で
の
ナ
イ
フ
術
と
は
や
は
り

本
的
に
違
い
ま
す
ね

ま
あ
あ
の
二
人
は
最
強
コ
ン
ビ
だ
も
の
ね

二
年
以
上

日

を

べ
て
戦

て
き
た
ん
だ
し
ね

シ

ナ

シ
ズ

上
か
ら
の
攻
撃
を
開
始
す
る
ぞ

お
う

先
生
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了
解

 
そ
し
て
仲
間
に
よ
る
上
か
ら
の
一

射
撃
が
始
ま

た

 
二
人
は
一
時
後
退
し

そ
こ
で
や

と
一
息
つ
く
事
が
出
来
た

の
銃
は
避
け
る
の
は
簡

だ
と
思

て
た
け
ど

ど
う
し
て
も
意
識
し
ち

う
よ
ね

そ
う
だ
な

あ
れ

て
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
出
な
い
み
た
い
だ
か
ら

 
ど
う
し
て
も

道
が
分
か
り
に
く
く
て
常
に

界
の
一
部
に
収
め
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
か

ら
な射

撃
に
任
せ
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
そ
う
す
る
と
要
塞
に
攻
撃
が
集
中
し
そ
う
だ
し
ね
ほ
ら

あ
れ

 
そ
う
言

て
シ
ズ
カ
は
今
ま
た
敵
の
銃
撃
が
要
塞
の
扉
に
命
中
し
た
の
を
見
て
そ
ち
ら
を
指

差
し
た

あ
れ
が
続
く
と
ち

と
ま
ず
い
よ
ね

屋
内
に
誘
い
込
む
手
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
が
一
応
ボ
ス
ら
し
い
し
何
が

こ
る
か
分
か
ら
な

い
か
ら
な

あ

あ
れ
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突
然
シ
ズ
カ
が

子
の
方
を
指
差
し
た

子
の
た
て
が
み
が

金
に

い
て
お
り

 
そ
の

間
に
味
方
の
銃

に
よ
る
攻
撃
が
全
て

き
飛
ば
さ
れ
た

お
い
お
い

こ
の
ゲ

ム
で
銃
が
通
用
し
な
い
防
御
と
か
反

だ
ね

し
か
し
常
時
あ
の

態
に
な
れ
る

じ

な
い
と
思
う
が

シ

ナ

尾
だ

 
突
然
上
か
ら
ニ

ン
ゴ
ロ

の
声
が

こ
え

シ

ナ
と
シ
ズ
カ
は

て
て
そ
ち
ら
を
見
た

 
そ
こ
で
は

子
の

尾
が
避

針
の
よ
う
に
光

て
お
り

 
何
か
エ
ネ
ル
ギ

の
よ
う
な
物
を
集
め
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

そ
う
い
う
事
か

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
あ
の

の
銃
を
切
断
し
よ
う
次
は

尾
だ
な
そ
れ
で
あ
い
つ
も
詰
み
だ
ろ
う

い
よ
い
よ
あ
の
二
人
の
出
番
だ
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
と
ベ
ン
ケ
イ
に
そ
の
事
を
伝
え
二
人
は
即
座
に

降
下
に

は
い

た
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よ
し

あ
の
二
人
を
撃
た
せ
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
な

俺
達
も
再
突
撃
だ

銃
が
撃
た
れ
る
前
に
二
人
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
と
こ
と
ん
だ
ね

避
け
に
く
く
な
る
か
ら
や
め
て
お
い
た
が

剣
も
⻑
く
す
る
か

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

 
二
人
は
今
度
は
引
か
ず
に
と
こ
と
ん
足
を

る
事
に
集
中
し
出
し
た

 
味
方
か
ら
の
攻
撃
が
不
可
能
な
の
を
逆
に
生
か
し
て

 
シ
ノ
ン
か
ら
の
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
を
避
け
る

に
し
て
い
な
か

た
側
面
攻
撃
も
駆
使

し 
徐
々
に

子
の
両
前
足
を

て
い
く

そ
し
て
つ
い
に
そ
の
時
が
訪
れ
た

シ

ナ

お
義
姉
ち

ん

 
そ
の
声
が

こ
え
た

間

シ

ナ
と
シ
ズ
カ
は
大
き
く
横
に

ん
だ

 
そ
し
て
次
の

間

要
塞
の
二

く
ら
い
の
高
さ
ま
で
達
し
て
い
た
二
人
が

 
ロ

プ
の
し
な
り
を
利
用
し
つ
つ

大
き
く
壁
を

て

子
の

口
に
飛
び
か
か

た

う
お
お
お
お
お
お
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行

け
え
え
え
え
え

 
事
前
に
最
大
の
⻑
さ
ま
で
刀
身
を
⻑
く
し
て
お
い
た
二
人
は

躍
し
な
が
ら
刀
身
を
出
し

 
見
事
に

子
の

口
の
銃
を

り
お
と
す
と

着
地
し
た

間
に
刀
身
を
仕
舞
い

 
衝
撃
を
逃
が
す
よ
う
に
ご
ろ
ご
ろ
と
転
が

た

 

の
銃
を
失

た

子
は

苦

す
る
よ
う
に
上
を
向
き

大
き
な
咆
哮
を
上
げ
た

 
そ
の

を
見
逃
さ
ず

直
後
に
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
が
敵
に
大
き
く

み
込
み

 
そ
の
両
前
足
を
完
全
に
切
断
し

子
は

鳴
の
よ
う
な
声
を
上
げ
な
が
ら

か
ら
地
面
に

倒
れ
込
ん
だ

シ
ノ
ン

今
だ

こ
う
な

た
ら
も
う
外
さ
な
い
わ
よ

 
そ
れ
ま
で
何
度
と
な
く

尾
を
狙

て
外
し
て
い
た
シ
ノ
ン
が

 
今
度
こ
そ
確
実
に

尾
を

準
に
捕
ら
え

ヘ
カ

ト

の
ト
リ
ガ

を
引
い
た

 
そ
し
て
次
の

間
に

尾
は

け
飛
び

子
の
た
て
が
み
は
そ
の
光
を
失

た

よ
し

に
一

射
撃

 
そ
し
て
上
の
仲
間
達
は
動
か
な
く
な

た
敵
の

に
攻
撃
を
集
中
し
撃

て
撃

て
撃
ち
ま
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く

た

 

子
は
最
後
の

抗
と
ば
か
り
に
後
ろ
足
を
前
後
さ
せ

何
と
か
前
へ
と
進
も
う
と
し
た
が

 
ズ
ル
ズ
ル
と
前
に
進
む
事
し
か
出
来
ず

ま

た
く
攻
撃
を
回
避
す
る
事
は
出
来
な
か

た

 

子
は
そ
の
ま
ま

抗
す
る
事
も
出
来
ず

光
の

子
と
な
り

消
滅
し
た

よ

し

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

や

た
ね

勝

た

勝

た
ぞ
お
お
お

や

と
終
わ

た

 
仲
間
達
は
勝
ど
き
を
上
げ
嬉
し
そ
う
に
地
上
へ
と
駆
け
下
り
て
き
た

そ
し
て
シ

ナ
と
シ

ズ
カ
は

 
大
の

に
な

て

転
が

た
ま
ま
の
ピ
ト
フ

イ
と
ベ
ン
ケ
イ
の
下
へ
と
向
か

た

お
い

大
丈
夫
か
ピ
ト

う
ん

思

た
よ
り
衝
撃
が
凄
く
て
も
う
足
が
ガ
ク
ガ
ク

ケ
イ

大
丈
夫

お
義
姉
ち

ん

ケ
イ
は
頑
張

た
よ
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え
ら
い
え
ら
い

 
そ
し
て
二
人
を

き
上
げ
た
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
は

そ
の
ま
ま
仲
間
達
の
下
へ
と
向
か

た

皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た

こ
こ
に
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
を
宣
言
致
し
ま
す

 
今
回
は
我
々
の
勝
利
に
終
わ
り
ま
し
た

 
そ
の
フ
ロ

リ
ア
の
言
葉
で
再
び
勝
利
を
実
感
し
た
の
か
一
同
は
わ

と
大
き
な
声
を
上
げ

た
い
や

し
か
し

ま
さ
か
あ
ん
な
ボ
ス
が
出
て
く
る
と
は
な

フ
ロ

リ
ア

あ
の
ボ
ス

て
本
当
に
レ
ア
な
の
か

は
い

過
去
に
出
現
の
事

は
全
て
の
サ

バ

で
未
だ
皆
無
で
す

ど
れ
だ
け
引
き
が
強
い
ん
だ

え

そ
ん
な
の
普
通
じ

な
い

私

宝
ク
ジ
の
一

と
か
当
て
た
事
が
あ
る
し

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を

い
た
一
同
は
ギ

と
し
た
よ
う
に
ピ
ト
フ

イ
を
見
つ
め

た
私

か
ら
こ
ん
な
の
引
け
る
か

て
い
う

確

の

い
方
を
バ
ン
バ
ン
引
き
当
て
る
か
ら

 
多
分
そ
う
い
う
体
質
な
ん
だ
よ
ね

あ
れ

シ

ナ

何
で
私
を
そ
ん
な
目
で

ん
で
る
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の 
や
め
て
よ
も
う

性
的
な
意
味
で
興
奮
し
ち

う
じ

な
い

 
そ
の

間
に
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
を
離
し
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
ま
ま
地
面
に
叩
き
つ
け
ら

れ
たふ

ぎ

い
き
な
り
の
ご
褒
美
来
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

全
部
お
前
の
せ
い
か
よ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
の
上
半
身
だ
け
を
立
た
せ

か
ら
こ
め
か
み
を
グ
リ
グ

リ
し
た

あ
あ

こ
こ
だ
と

く
な
い
の
が
悔
や
ま
れ
る

圧
迫
さ
れ
て
る
感
触
し
か
な
い

は

本
当
に
お
前
は

 
そ
し
て
シ

ナ
は
面
倒

そ
う
に
ピ
ト
フ

イ
を
立
た
せ

 
ピ
ト
フ

イ
は
て
へ

と
笑
い

そ
れ
に
釣
ら
れ
て
一
同
も
笑
い
出
し
た

 
こ
う
し
て
ボ
ス
戦
を

む

点
防
衛
戦
は
終
了
し
た

マ
ス
タ

ボ
ス
か
ら
戦
利
品
が
ド
ロ

プ
し
て
お
り
ま
す

お

何
だ

い
い
物
か
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デ
グ
チ

レ
フ
Ｐ
Ｔ
Ｒ

１
９
４
１

対
戦

ラ
イ
フ
ル
で
す
ね

ま
じ
か
よ

し
に
実
体
化
し
て
み
て
く
れ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
一
同
の
前
に

デ
グ
チ

レ
フ
が
そ
の

を
現
し
た

対
物
じ

な
く
対
戦

ラ
イ
フ
ル
か

う
わ

ご
つ
い

重こ
れ
は
運
用
出
来
る
奴
が
限
ら
れ
そ
う
だ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
シ

ナ
は

仲
間
達
の
顔
を
ぐ
る
り
と
見
回
し
た

俺
は
パ
ス

俺
も
だ
な

こ
れ
は
無
理
だ

私
も

外

い
や
い
や

そ
も
そ
も
持
て
ま
せ
ん

て

こ
の
中
で
狙
撃
が
出
来
そ
う
な
の
は

ピ
ト
と
ト

マ
と
エ
ム
あ
た
り
か

い
や
い
や

私
も
こ
れ
は
さ
す
が
に
無
理

他
の
銃
が
持
て
な
く
な

ち

う
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僕
も
さ
す
が
に
盾
と
こ
れ
の

用
は

と
な
る
と

 
そ
し
て
全
員
の

線
が
ト

マ
に
集
中
し
た

い
や
無
理
で
す
か
ら

本
当
に

ふ
む

 
そ
し
て
シ

ナ
は

エ
ヴ

に
言

た

な

エ
ヴ

お
前
達
は
チ

ム
な
ん
だ
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｒ
の
一
番
高
い
奴
が
こ
れ
を
運

し
て

 
ト

マ
が
狙
撃
を
し
て
み
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か

そ
れ
は
そ
う
か
も
で
す
が

そ
う
な
る
と

お
い
ソ
フ

し
に
持

て
み
ろ

え
え

 
そ
し
て
ソ
フ

は
デ
グ
チ

レ
フ
に
近
寄
り

そ
れ
を
持
ち
上
げ
よ
う
と

み
た
の
だ
が

 
さ
す
が
に
少
し
持
ち
上
げ
る
の
が
や

と
だ

た
よ
う
だ

お

重
い

ま
あ
持
ち
上
げ
る
事
は
出
来
た
ん
だ

今
後
精
進
し
て
も
ら
う
と
し
て

 
そ
ろ
そ
ろ
持
て
そ
う
だ
と
思

た
ら
受
け
取
り
に
来
い
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そ
れ
ま
で
は

馬
山
の
ロ

カ

に
し
ま

て
お
い
て
や
る
よ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
シ

ナ
さ
ん

 
こ
う
し
て
デ
グ
チ

レ
フ
の
行
き
先
も
半
ば
押
し
付
け
る
よ
う
に
決
ま
り

 
多
く
の
ギ
ル
と
素
材
を
得
た
一
同
は

意
気
揚
々
と
街
へ
と
帰
還
す
る
事
と
な

た

あ

面
白
か

た

ど
う
し
よ
う
リ

ダ

私
達
い
き
な
り
お
金
持
ち

ち

と
換
金
し
て
も
い
い

そ
う
だ
な

今
夜
は
パ

と
い
く
か

で
も
大
会
も
近
い
し

食
べ
過
ぎ
る
と
や
ば
い
よ
ね

そ
の
分
動
け
ば
い
い
じ

ん

そ
う
そ
う

た
ま
に
は
い
い

し

 
エ
ヴ

達
六
人
が
楽
し
そ
う
に
そ
う
会
話
す
る
の
を

い
て
い
た
ニ

ン
ゴ
ロ

が
六
人
に

ね
た

大
会
と
は
何
の
大
会
だ

新
体
操
で
す
ね

先
生

ほ
ほ
う

機
会
が
あ

た
ら
見
に
い
く
か



 第３２４話 持て余す戦利品

は
い

是
非

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
の

内
で
は

シ
ノ
ン
が
イ
コ
マ
に
質
問
し
て
い
た

ね

イ
コ
マ
君

ヘ
カ

ト

を
セ
ミ
オ

ト
に
す
る
事

て
出
来
る
の
か
な

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
理
で
す
ね

す
み
ま
せ
ん

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

現
時
点
で
は
ヘ
カ

ト

は

ほ
ぼ
最
大
限
強
化
さ
れ
て
ま
す
か
ら
ね

そ

か

後
は
私
の

次
第

て
事
だ
ね

は
い

 
最
後
に
ホ
ワ
イ
ト
の

内
で
は

闇
風
が
ピ
ト
フ

イ
に
質
問
し
て
い
た

な

ピ
ト
フ

イ

お
前
宝
ク
ジ
の
一

を
当
て
た

て
ま
じ

う
ん

本
当
だ
よ

ヤ
ミ
ヤ
ミ

凄

な

何
に
使

た
ん
だ

え

と

気
が
付
い
た
ら
無
く
な

て
た

さ
す
が
と
い
う
か

そ
れ
か
ら
は

て
な
い
の
か

う
ん

そ
う
い
う
あ
ぶ
く
銭
に
頼

ち

い
け
な
い
と
思
う
し
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お
前
凄

な

ゲ

ム
内
じ

め
ち

く
ち

だ
が

リ
ア
ル
だ
と
真
面
目
な
の
な

 
そ
し
て
特
に
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
襲
わ
れ
る
事
も
無
く

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
す
ん
な
り
と
街
に

る
事
が
出
来
た

よ
し

俺
は
ブ
ラ

ク
と
ホ
ワ
イ
ト
を
し
ま

た
後

も
う
一
台
を
返
し
て
く
る
わ

 
お
前
ら
は
先
に

馬
山
に

て
て
く
れ

あ

シ

ナ

私
も
ち

と

入
れ
を
練

し
て
お
き
た
い
ん
だ
け
ど

 
運
転
出
来
る
中
で
出
来
な
い
の

私
だ
け

い
し

 
シ
ノ
ン
が
シ

ナ
に
そ
う
言
い

シ

ナ
は
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
に
こ
う

ね
た

ふ
む

シ
ズ
と
ケ
イ
は
ど
う
な
ん
だ

私
は
師
匠
に
練

さ
せ
ら
れ
た
よ

私
も
で
す

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
シ
ノ
ン

ち

と
練

す
る
か

疲
れ
て
る
の
に
ご
め
ん
ね

い
や

問
題
無
い

 
そ
し
て
二
人
を
残
し

一
同
は

馬
山
へ
と
帰
還
し
た
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さ
て
や
る
か

う
ん

お
願
い

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
の
教
え
を
受
け

何
と
か
ス
ム

ズ
に

入
れ
出
来
る
よ
う
に

な

た
こ
ん
な
も
ん
か
な

そ
う
だ
な

こ
れ
く
ら
い
で
十
分
だ
ろ
う

よ
し

 
シ
ノ
ン
は
達
成
感
を
感
じ
た
の
か

そ
の
場
で

く
ガ

ツ
ポ

ズ
し
た

し
か
し
お
前
は
真
面
目
だ
よ
な

と
い
う
か

私
だ
け
出
来
な
い
と
悔
し
い
じ

な
い

負
け
ず

い
の
方
だ

た
か

そ
れ
じ

あ
俺
達
も

馬
山
に

る
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は

ん
で
街
を
歩
き
始
め
た

線
を
感
じ
る
わ
ね

今
に
も
襲

て
き
そ
う
な

線
だ
よ
な

ま
あ
街
中
な
ら
平
気
だ
ろ
う
が
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こ
の
前
の

も
あ
る
か
ら
油
断
は
出
来
な
い
で
し

う
け
ど
ね

ロ
ザ
リ
ア
の
時
な

 
シ

ナ
達
は
知
ら
な
か

た
が

そ
の
時
の
事
は
敵
の
内
部
で
も

大
に
叩
か
れ
て
い
た

 
な
の
で
ス
テ
ル
ベ
ン
や
ノ
ワ

ル
の
裏

作
が
無
く
な

た
今

 
そ
う
い

た
事
は
し
な
い
と
い
う
空
気
が

成
さ
れ
て
お
り

 
実

は
そ
の
心
配
は
無
か

た
の
だ
が

油
断
を
し
な
い
と
い
う
の
は
悪
い
事
で
は
無
い

そ
う
い
え
ば

映
子
と
美
衣
と

奈
が
シ

ナ
に
会
い
た
が

て
た
わ
よ

ん

そ
う
か

ま
あ
今
度
暇
が
あ

た
ら
ど
こ
か
に
連
れ
て
い

て
や

て
も
い
い
が

私
だ
け
を
誘

て
く
れ
て
も

わ
な
い
ん
だ
け
ど

五
人
で
な

は

い

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
で
も
満
足
だ

た
の
か

ニ
コ
ニ
コ
と
シ

ナ
に
微
笑
み
か
け
た

 
そ
し
て
二
人
が

馬
山
に
着
く
と

中
は

に
宴
会

態
だ

た

お
お

手
に
や

て
る
な

打
ち
上
げ
打
ち
上
げ
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シ

ナ

一
度

し
た
け
ど

も
う
一
回
お
願
い

お
う

 
そ
し
て
シ

ナ
は

飲
み
物
を

げ
な
が
ら
言

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
今
日
の
勝
利
に

  
そ
の
後
も
大

り
上
が
り
し
た
後

一
同
は
徐
々
に
解
散
し
て
い

た

 
そ
し
て
最
後
に

点
を
出
た
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
に
再
び
襲
い
か
か
る
者
が
い
た
銃
士

で

あ
る



 第四章 ＧＧＯ編

 
第
３
２
５
話
 
そ
こ
が
分
か
れ
目

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
わ

な

何
だ

 
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は
前
の
め
り
に
倒
さ
れ

に
銃
を
突
き
つ
け
ら
れ
た

 
そ
の

線
の
先
に
ブ

ツ
と
白
い
足
首
が
見
え
二
人
は
そ
れ
を
ど
こ
か
で
見
た
光
景
だ
な

と
思

た

も
し
か
し
て
ま
た
銃
士

か

て
事
は
つ
ま
り
今

俺
の

の
上
に
は
お
宝
が

 
闇
風
は
そ
う
叫
び

り
ず
に
必
死
に
顔
を
上
げ
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
闇
風
は
前
と
同
じ
よ
う
に
銃

で
殴
ら
れ
顔
面
か
ら
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た

ぶ
お
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学

し
な
い
男
は
モ
テ
な
い

く

そ
の
言
葉
の
方
が
俺
的
に

い

 
そ
し
て
銃
士

は
二
人
か
ら
離
れ

薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は
よ
ろ
よ
ろ
と

き
上
が

た

今
日
は
何
だ
よ

今
回
俺
達
は

お
前
に
襲
わ
れ
る
よ
う
な
事
は
何
も
し
て
な
い
ぞ

そ
う
だ
そ
う
だ

そ
れ
に
お
前

何
で
い
つ
も
通
り
の
格
好
な
ん
だ
よ

 

着
を
す
る
事
に
し
た
ん
じ

な
か

た
の
か

考
の
結
果

や
は
り
あ
れ
は

下
す
る
事
に
し
た

 
も
し
万
が
一

遠
く
か
ら
シ

ナ
様
に
あ
の
格
好
の
私
を
見
ら
れ
た
ら

 
私
の
イ
メ

ジ
が

か
わ
い
く
な
い

で

ま

て
し
ま
う

 
相
変
わ
ら
ず
シ

ナ
第
一
の
そ
の
発
言
を
受
け

二
人
は
精
一

抗
議
す
る
事
に
し
た

く

も
し
万
が
一

俺
達
に
色
々
見
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ

そ
う
だ
そ
う
だ

そ
の
場
合
は
目
を
潰
す

一

で
潰
す

徹

的
に
潰
す

 
そ
の
後
記
憶
を
飛
ば
す

に
徹

的
に

を
殴
る

 
も

と
も
貴
方
達
が

そ
う
い
う
の
が
見
え
る
よ
う
な

置
ど
り
を
し
て
い
る
時
点
で
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相
手
の
女
性
も
そ
れ
に
当
然
気
付
い
て
い
る
と
思

た
方
が
い
い

 
そ
の
事
に
気
付
か
な
い
時
点
で
貴
方
達
が
女
性
に
モ
テ
な
い
の
は
確
定
的

 
二
人
は
思
い
当
た
る
フ
シ
が
あ
る
の
か
無
言
に
な

た

 
そ
ん
な
二
人
を
無
感
情
な
目
で
見
つ
つ

銃
士

は
更
に
続
け
た

時
間
前

貴
方
達
が
楽
し
そ
う
に
シ

ナ
様
達
と
一

に
移
動
し
て
い
る
の
を
見
た

 
そ
れ
だ
け
で
も
私
的
に
は

ぐ
ぬ
ぬ
案
件

そ
れ
が
貴
方
達
の
一
つ
目
の
罪

り

理
不
尽
だ

悔
し
か

た
ら
お
前
も

く
シ

ナ
と
知
り
合
い
に
な
れ
よ

 
そ
の
二
人
の
言
葉
を
無

し
て

銃
士

は
更
に
話
を
続
け
た

そ
の
後

シ

ナ
様
を
バ
ス
で
追
い
か
け
よ
う
と
す
る
愚
か
者
共
の
集
団
を
見
付
け

 
私
は
そ
れ
を
走

て
追
い
か
け
た

私
に
と

て
は

と

場
す
る
最
大
の
チ

ン
ス
だ

た 
で
も
現
地
に
着
い
た
時

そ
こ
に
残

て
い
た
の
は
バ
ス
の
残

だ
け
だ

た
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私
が
到
着
す
る
ま
で
場
を
持
た
せ
ら
れ
な
か

た

そ
れ
が
貴
方
達
の
二
つ
目
の
罪

仕
方
な
い
だ
ろ

シ

ナ
と
シ
ノ
ン
と
ブ
ラ

ク
が
強
す
ぎ
る
ん
だ
よ

俺
も
一

に
乗

て
た
け
ど

何
も
す
る
必
要
が
無
か

た
く
ら
い
な

 
そ
の
言
葉
に

シ

ナ
の
仲
間
の
リ
ス
ト
を

内
で

索
し

 

当
す
る
人
物
を
発
見
出
来
な
か

た
銃
士

は

首
を

げ
な
が
ら
二
人
に

ね
た

疑
問

ブ
ラ

ク

誰

あ
あ

プ
レ
イ
ヤ

じ

ね
え
よ

お
前
も
見
た
だ
ろ

あ
の
重
装
備
の
ハ
ン
ヴ

の
名

前
だ
よ

あ
れ
一
台
あ
れ
ば

平
原
な
ら

人
く
ら
い
相
手
に
し
て
も
余

だ
よ
な

 
そ
う
言
わ
れ
て
銃
士

は
理
解
し
た
の
か

こ
く
こ
く
と

い
た

納
得

私
も
あ
れ
の
運
転
の
練

必
要

そ
う
だ
な

運
転
出
来
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

日
も
皆
で
練

し
て
た
ら
し
い

し
なむ

し
ろ
絶
対

件
だ
な

了

特
訓
に
は
い
る
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お

お
う

頑
張

て
な

も
う
二
度
と
俺
達
を
襲

た
り
す
ん
な
よ

 
そ
し
て
き
び
す
を
返
し

の
レ
ン
タ
ル
屋
の
あ
る
方
に
向
か
い
か
け
た
銃
士

は

 
ハ

と
足
を
止
め

再
び
こ
ち
ら
に

て
き
た

誤
魔
化
さ
れ
る
所
だ

た

ま
だ

判
の

中

ま
だ
あ
ん
の
か
よ

い

今
の
情
報
は
情

に

す
ん
だ
ろ

被
告

護
人
の
言
葉
を
認
め
る
の
も

や
ぶ
さ
か
で
は
な
い

お
う

頼
む

 
そ
し
て
銃
士

は
二
人
に
こ
う
言

た

そ
の
後
私
は

愚
か
者
共
の
監

を
続
け

そ
の
会
話
を
盗
み

き
す
る
事
に
し
た

 
あ
の
愚
か
者
共
は
相
当
手
ひ
ど
く
や
ら
れ
た
よ
う
で
こ
の
ま
ま
じ

目
だ
と
議

し
て
い

た 
で
も
議

に
答
え
が
出
な
い
ま
ま
解
散
と
な
り

今
日
は
襲
撃
を

め
た
よ
う
だ

た
の
で

 
私
は
そ
の
ま
ま
シ

ナ
様
の
帰
り
を
待
つ
事
に
し
た
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お

お
う

待

て
て
く
れ
た
の
か

あ

あ
り
が
と
な

 
銃
士

は
そ
の
言
葉
に
首
を

り
な
が
ら
言

た

私
が
待

て
い
た
の
は
シ

ナ
様
で
あ

て

貴
方
達
で
は
な
い

で
す
よ
ね

お

同
じ
事
じ

な
い
か
よ

理
不
尽
だ

 
そ
の
言
葉
も
当
然
ス
ル

し
た
銃
士

は

そ
の
ま
ま

々
と
話
を
続
け
た

そ
し
て
貴
方
達
が

て
き
た
が

そ
の
中
に
シ

ナ
様
の
お

は
無
か

た

 
乗

て
い
た
ハ
ン
ヴ

と

シ
ノ
ン
と
い
う
ス
ナ
イ
パ

の

も
無
か

た
か
ら

 
お
そ
ら
く
ハ
ン
ヴ

を

に
入
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
私
は
シ

ナ
様
の

点
近
く
で
そ
の
帰
り
を
待
つ
事
に
し
た

あ

そ
の

点
だ
け
ど
よ

馬
山

て
名
付
け
た
ら
し
い

馬
山

理
解

情

の
余
地

大

や

た

 
銃
士

は
そ
の
情
報
に
も
一
定
の
価

を
認
め

そ
う
言

た
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そ
し
て
シ

ナ
様
が

て
き
た

直
前
に

馬
山
に
は

 
デ
リ
バ
リ

の
料
理
や
ス
イ

ツ
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
宅
配
人
に
よ

て
運
び
込
ま
れ
て
い
た
か
ら

 
お
そ
ら
く
打
ち
上
げ
で
も
す
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
私
も
い
つ
か
そ
こ
に
参
加
出
来
る
よ
う
に

 
一
刻
も

く
シ

ナ
様
に
認
め
て

か
ね
ば
と
考
え
た

も
う
さ

さ
と
直
接
シ

ナ
に
声
を

け
ち
ま
え
よ

俺
達
が
紹
介
し
て
も
い
い
ん
だ
し
よ

り
な
さ
い

殺
す
わ
よ

 
銃
士

は
イ
ラ

と
し
た
感
じ
で
そ
れ
を

み

た
い
声
で
そ
う
言
い
放

た

あ

は
い

す
み
ま
せ
ん

 
そ
し
て
銃
士

は

そ
の
ま
ま

た
い
声
で
二
人
に
質
問
を
し
た

最
大
の
問
題
は
そ
こ

ん

ど
こ
だ

打
ち
上
げ
か

貴
方
達
は

打
ち
上
げ
の
時
に
持
ち
込
ま
れ
た
ス
イ

ツ
を
口
に
し
た
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そ

ち
か
よ

ス
イ

ツ

あ
あ

何
か
女
性

が
喜
ん
で
た
あ
れ
か

余

て
た
み
た
い
だ
か
ら
い
く
つ
か
食
べ
た
け
ど

あ
れ
は
確
か
に
美
味
か

た
な

そ
う
だ
な

料
理
も
そ
う
だ
し

分
質
の
い
い
ス
イ

ツ
だ

た
よ
な

 
そ
の

間
に
銃
士

の
目
が
ス

と

ま
り

銃
士

は
二
人
に
銃
を
付
き
つ
け

銃
の
撃

を
引
い
た

罪

情

の
余
地
無
し

何
で
だ
よ

ス
イ

ツ
か

ス
イ

ツ
の
せ
い
な
の
か

定
ま
じ
か
よ

 
そ
し
て
銃
士

は

り
を
声
に

ま
せ
な
が
ら
二
人
に
言

た

貴
方
達
は
知
ら
な
い
で
し

う

あ
れ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
も
ト

プ
ク
ラ
ス
の
高
級
品

 
そ
の

は
リ
ア
ル
マ
ネ

で

く
五

に

く

えそ

そ
ん
な
に
高
い
奴
だ

た
の
か
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他
の
料
理
も

私
の
見
た
限
り
最
高
級
品
が
揃
え
ら
れ
て
い
た

ま
じ
か
よ

確
か
に
美
味
い
と
は
思

た
が

知
ら
な
か

た

普
通
に
食

て
た
わ

そ
の
シ

ナ
様
か
ら
の

貴
方
達
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に
も
気
付
か
ず

 
何
も
考
え
ず
に
た
だ
飲
み
食
い
し
て
い
た
事
が
あ
な
た
達
の
第
三
の
罪

 
そ
し
て
最
大
の
罪
は
私
で
も
食
べ
た
事
の
な
い
ス
イ

ツ
を
の
う
の
う
と
食
べ
て
い
や
が

た
事
よ

 
私
も
食
べ
た
か

た
の
に

い
つ
も
食
べ
た
い

て
思

て

 
店
の
前
で
迷

て
う
ろ
う
ろ
し
ち

た
り
し
て
る
の
に

 
そ
の
銃
士

の
変
わ
り
よ
う
に

二
人
は
戦

し
た

う
わ

食
い
も
ん
の

み
だ

た

や
べ
え
ぞ
相
棒

こ
い
つ
が
素
の
口
調
に
な
る

の
食
い
も
ん
の

み
だ
ぞ

と
り
あ
え
ず
土
下
座
だ

そ
れ
し
か
ね
え

だ
な

 
そ
し
て
二
人
は

そ
の
場
で
神

に
土
下
座
を
し
た
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シ

ナ
が
そ
こ
ま
で
俺
達
の
事
を
思

て
く
れ
て
る
な
ん
て
気
付
か
ず
に
す
ん
ま
せ
ん
で
し
た

ス
イ

ツ
の
価

に
も
気
付
か
ず

無
神

に
食
べ
ち
ま

て
す
ん
ま
せ
ん
で
し
た

た
ら
お

ヤ
ミ
ヤ
ミ

何
し
て
ん
の

へあ
れ

ピ
ト

 
二
人
が
顔
を
上
げ
る
と

そ
こ
に
は
銃
士

の

は
無
く

 
代
わ
り
に
ピ
ト
フ

イ
が

二
人
の
事
を
上
か
ら

き
こ
ん
で
い
る

が
あ

た

二
人
と
も
何
で
誰
も
い
な
い
と
こ
で
土
下
座
し
て
ん
の

エ
ア
ご
主
人
様
で
も
い
ん
の

あ
れ

え

え

 
二
人
は
驚
き

き

ろ
き

ろ
と

囲
を
見

し
た

 
そ
し
て
少
し
先
の
ビ
ル
の
所
で
銃
士

の

を
見
付
け
た
二
人
は

 
ど
う
や
ら

馬
山
か
ら
誰
か
が
出
て
く
る
気
配
を
察
知
し
て

 
そ
の
前
に
銃
士

が
そ
の
場
を
離
れ
た
の
だ
と

し
た
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素

い

ん

何
が

い
や

こ

ち
の
事
だ

て
お
い
ピ
ト

そ
の
手
に
持

て
い
る
の
は

あ
こ
れ

余

た
か
ら
お
土
産
に

て

二
つ
あ
る
し
も
し
良
か

た
ら
一
つ
い
る

 
そ
れ
は
先
ほ
ど
話
題
に
な

て
い
た
ス
イ

ツ
だ

た

い

い
る

お
願
い
し
ま
す
一
つ
分
け
て
下
さ
い
ピ
ト
フ

イ
様

何
そ
の
気
持
ち
悪
い
呼
び
方

ま
あ
そ
れ
だ
け
欲
し
か

た

て
事
な
ん
だ
ろ
う
か
ら

 
そ
の
意
気
に
免
じ
て

て
分
け
て
あ
げ
る

す
ま
ん

に
き
る

 
そ
の
二
人
の
態
度
を
見
て

ピ
ト
フ

イ
は
何
か
を
察
し
た
よ
う
に
言

た

あ

も
し
か
し
て
今
日
の
料
理
と
ス
イ

ツ
の
価

に
や

と
気
付
い
ち

た

お

お
う

今
更
だ
が

や

と
気
付
い
た
ん
だ
よ

私
も
二
人
が
全
然
驚
か
な
い
な

て

気
に
な

て
た
ん
だ
よ
ね

 
シ

ナ
が

か
ら
宅
配
の
手
配
を
し
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど
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ま
さ
か
あ
の
ク
ラ
ス
の
料
理
が

く
な
ん
て
思

て
な
か

た
か
ら
さ
す
が
の
私
も
ビ

ク

リ
で
さ

 
ま
あ
シ

ナ
が
何
も
言
わ
ず
に
ニ
コ
ニ
コ
し
て
た
か
ら
気
に
し
な
い
事
に
し
た
け
ど

 
さ
す
が
に
私
も
一

手
を
付
け
る
の
を

ち

た
か
ら
ね

何
も
言
わ
ず
に
ニ
コ
ニ
コ

な

ま
あ
シ

ナ
は
絶
対
に
言
わ
な
い
よ
ね

そ
う
い
う
事

 
後
で
そ
の
事
を

い
て
も

ん
そ
う
だ

た
か

と
か
で
済
ま
さ
れ
ち

う
ん
だ
よ
ね

 
ま
あ
そ
う
い
う
所
も
好
き
な
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
の
言
葉
に
銃
士

も
遠
く
で
う
ん
う
ん
と

い
て
い
る
の
が
見
え

 
二
人
も
釣
ら
れ
て
う
ん
う
ん
と

い
た

そ
れ
じ

私
は
も
う
行
く
ね

二
人
と
も

ま
た
ね

お
う

ま
た
な

ピ
ト

今
度
も
絶
対
に
勝
と
う

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
が
去

た
後

二
人
は
銃
士

の
い
る
方
へ
と
向
か
い

 

て
手
に
持

て
い
た
お
土
産
を
差
し
出
し
た

銃
士

は

嬉
し
そ
う
に
そ
れ
を
受
け
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取

た
情

の
余
地
が
あ
る
と
認
め
ま
す

や

ぱ
り
理
不
尽
だ

こ
れ
を
理
不
尽
と
思
う
か
思
わ
な
い
か
が
シ

ナ
様
と
貴
方
達
と
の
差

 
そ
こ
が
モ
テ
る
モ
テ
な
い
の
分
か
れ
目
に
な
る

 
そ
う
言

て
銃
士

は

受
け
取

た
ス
イ

ツ
を
口
に
し

満
面
の
笑
顔
に
な

た

や
ば

美
味

こ
れ
は
凄
い
ね

こ
れ
で
ま
た
明
日
か
ら
頑
張
れ
る

 
そ
う
年

の
口
調
で
話
す
銃
士

を
見
て

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

な

相
棒

要
す
る
に
こ
ん
な
笑
顔
が
見
ら
れ
る
な
ら

 
そ
れ
ま
で
の
ど
ん
な
苦
労
も
問
題
無
い

て
事
な
の
か
な

だ
よ
な

そ
こ
が
俺
達
と
シ

ナ
と
の
違
い
か

て
い
う
か

俺
も
シ

ナ
に
対
す
る
友
情
が
深
ま

た
気
が
す
る
ん
だ
が

だ
な

こ
の
戦
争

何
が
あ

て
も
絶
対
に
シ

ナ
の

に
全
力
で
頑
張
ろ
う

い
い
心
が
け

私
も
こ
こ
ぞ
と
い
う
所
を
狙

て
介
入
す
る
か
ら

 
そ
れ
ま
で
二
人
は
頑
張

て
シ

ナ
様
の

に
尽
く
し
な
さ
い
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そ
こ
だ
け
は
絶
対
に

ら
な
い
よ
な
お
前

と
り
あ
え
ず
何
か
あ

た
ら

差
し
さ
わ
り
の
無
い

度
の
事
な
ら
ま
た
教
え
て
や
る
よ

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
分
か
れ
よ
う
と
し
た
三
人
に

声
を

け
る
者
が
い
た

あ
れ

た
ら
こ
さ
ん
に
闇
風
さ
ん

こ
ん
な
所
で
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
そ
れ
に
そ

ち
に
い
る
の
は

確
か
銃
士

さ
ん
で
し
た

け

 
三
人
は
お
知
り
合
い
だ

た
ん
で
す
ね
ま
あ
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
一

に
出
て
た
ん
だ
か
ら
当
た
り
前

で
す
ね

あいうん
 
銃
士

も
ど
う
や
ら
ス
イ

ツ
に
夢
中
に
な
り

誰
か
が
接
近
し
て
く
る
の
を
見
逃
し
た
ら

し
い

 
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
声
を

け
て
き
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

イ
コ
マ
だ

た
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こ
の
ま
ま
す
ん
な
り
分
か
れ
て
終
わ
る
と
誰
が
言

た
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第
３
２
６
話
 
イ
コ
マ
の
提
案

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

は

初
め
ま
し
て

私
は
銃
士

と

し
ま
す

初
め
ま
し
て
で
す
ね

僕
は
イ
コ
マ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

銃
士

さ
ん

は
い

光
栄
で
す

 
銃
士

は

ガ
チ
ガ
チ
に

張
し
な
が
ら
そ
う
言

た

光
栄

だ
な

シ

ナ
さ
ん
相
手
な
ら
と
も
か
く

 
僕
な
ん
か
を
相
手
に
す
る
の
に
そ
ん
な

く
な
ら
な
く
て
も
い
い
で
す
よ

い
え

シ

ナ
様
の

に

星
の
よ
う
に
現
れ
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
強
職
人
の
イ
コ
マ
さ
ん
の
前
で
普
通
に
す
る
の
は
無
理
で
す

 
そ
れ
を

い
た
イ
コ
マ
は

き

と
ん
と
し
な
が
ら
銃
士

に
こ
う

ね
た

え

と

銃
士

さ
ん
は

シ

ナ
さ
ん
の
フ

ン
な
ん
で

す
か

シ

ナ
様

て
呼
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ん
で
ま
す
し

 
じ
実
は
僕
も
な
ん
で
す
よ
出
会

た

か
ら
僕
も
シ

ナ
さ
ん
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ

ね
は
い

そ
の
通
り
で
す

イ
コ
マ
さ
ん
と
は
同

と
い
う
事
に
な
り
ま
す
ね

な
る
ほ
ど

こ
れ
が
ミ
ス
・
パ

フ

ク
ト

と
失

え

と

確
か
神
だ

た

か 
イ
コ
マ
は
そ
う
よ
く
分
か
ら
な
い
事
を

い
た

そ
の
中
の
神
と
い
う
言
葉
に
銃
士

が
反

応
し
た

は
い

と
に
か
く
シ

ナ
様
こ
そ
が
我
が
神
な
の
で
す

 
そ
の
銃
士

の
熱
意
に
押
さ
れ
た
の
か

イ
コ
マ
は
困

た
顔
で
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
の
顔

を
見
た

 
そ
ん
な
イ
コ
マ
に
二
人
は
銃
士

の
事
を
説
明
し
た

大
丈
夫
だ
よ
イ
コ
マ
君

銃
士

は

ち

と
シ

ナ
の
事
を

拝
し
す
ぎ
て
る
だ
け
だ

か
らそ

う
そ
う

こ
い
つ
は
何
が
あ

て
も
シ

ナ
の
味
方
だ
か
ら
安
心
し
て
い
い
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そ
う
で
す
か

も
し
良
か

た
ら

僕
か
ら
シ

ナ
さ
ん
に
紹
介
し
ま
し

う
か

む
む

 
銃
士

は
そ
の
言
葉
に

れ
に

れ
た

他
人
の
紹
介
な
ら
ま
だ
し
も

 
イ
コ
マ
は
シ

ナ
の
身
内
で
あ
り
イ
コ
マ
か
ら
の
紹
介
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
は
か
な
り
大
き

い 
だ
が
銃
士

は

考
し
た
上
で
そ
れ
を
断

た

嬉
し
い
話
で
は
あ
る
の
で
す
が

残
念
な
が
ら
そ
の
話
は
受
け
か
ね
ま
す

い
や

い
気
持
ち
で
言

て
み
た
だ
け
な
ん
で

な
事
を
無
理
強
い
す
る
つ
も
り
は
無
い

で
す
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
銃
士

は

た
よ
う
に
少
し
感
情
的
な
と
こ
ろ
を
見
せ
な
が
ら
言

た

じ

な
い
で
す

絶
対
に

じ

な
い
ん
で
す

む
し
ろ
後
ろ

を
引
か
れ
ま
く
り
ま
す

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

は
い

で
す
が
私
は

自
分
の
力
で
シ

ナ
様
に
認
め
て

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
て

 
今
は

場
の
機
会
を

々
と
狙

て
い
る
所
で
す



 第四章 ＧＧＯ編

あ
は

正
直
な
ん
で
す
ね

 
普
通
な
ら
引
い
て
し
ま
う
そ
の
言
葉
に

イ
コ
マ
は
苦
笑
し
た
だ
け
だ

た

お
い
お
い
銃
士

そ
こ
は
ほ
れ

も
う
少
し
オ
ブ
ラ

ト
に
包
め

て

そ
う
だ
よ

イ
コ
マ
君
が
び

く
り
し
ち
ま
う
じ

な
い
か
よ

否

虚

は
い
け
な
い

シ

ナ
様
達
の
前
で
は

私
は
正
直
で
あ
り
た
い

 
そ
の
正

合
わ
せ
持
つ
正
直
さ
を

ん
だ
銃
士

の

勢
に

 
二
人
は
あ
る
意
味
感
心
し
つ
つ
も
少
し
彼
女
の
事
が
心
配
に
な

た
よ
う
だ

そ

そ
う
か

ま
あ

々
に
な

イ
コ
マ
君

こ
い
つ
の
事
を
悪
く
思
わ
な
い
で
や

て
く
れ
よ
な

い
や
い
や

別
に
自
作
自

み
た
い
な
悪

み
を
す
る

じ

な
い
で
す
し

 
銃
士

さ
ん
に
助
け
て
も
ら
う
か
も
し
れ
な
い
僕
達
に
と

て
は

全
然
悪
い
話
じ

な
い

で
す
か
ら

イ
コ
マ
君
は
心
が
広
い
な

ほ
れ

イ
コ
マ
君
に
感
謝
す
る
ん
だ
ぞ

イ
コ
マ
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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銃
士

は
そ
う
言
い
な
が
ら

ミ
ニ
ス
カ

ト
の

を
ち

こ
ん
と
持
ち
上
げ

 
見
事
な
カ

テ
シ

を
見
せ
た

そ
れ
を
見
た
イ
コ
マ
は
感
心
し
た
よ
う
に
言

た

麗
な

勢
の
カ

テ
シ

で
す
ね

シ

ナ
様
に
会

た
時
の

に

の
前
で
練

し
て
い
た
の
で

 
他
に
も
ま
あ
色
々
と
シ

ナ
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

リ
ア
ル
で

行
中
で
す

リ
ア
ル
で

ね

本
当
に
シ

ナ
さ
ん
の
事
が
好
き
な
ん
で
す
ね

は
い

 
銃
士

は

そ
こ
だ
け
は
力
強
く

そ
し
て

ら
し
げ
な
笑
顔
を
見
せ
た

 
そ
れ
を
見
た
イ
コ
マ
は

ど
う
や
ら
銃
士

の

に
何
か
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思

た
よ
う

で 
自
分
か
ら
銃
士

に
こ
ん
な
提
案
を
し
た

シ
ズ
カ
さ
ん
や
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

シ
ノ
ン
さ
ん
や
ピ
ト
さ
ん
の
手
前

 
あ
ま
り

す
る
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
け
ど

 
ま
あ
そ
う
い

た
人
達
と
は
ち

と
好
き
の
意
味
が
違
う
み
た
い
で
す
し

 
そ
う
で
す
ね

そ
う
い
う
事
な
ら

今
開
発
中
の
新
装
備
を
使

て
み
ま
す
か
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は
い

是
非

即
答
か
よ

内
容
も

か
な
い
ま
ま
そ
ん
な
事
を
言

ち
ま

て
い
い
の
か

大
丈
夫

問
題
な
い

 
銃
士

は

イ
コ
マ
に
全

の
信
頼
を
置
い
て
い
る
よ
う
で

キ

パ
リ
と
そ
う
言

た

 
イ
コ
マ
は
そ
の
言
葉
を

き

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

実
は
シ

ナ
さ
ん
や
シ
ズ
カ
さ
ん
に
頼
ん
だ
ら
一
発
で
乗
り
こ
な
し
ち

い
そ
う
で

 
ち

と
公
開
す
る
の
を

て
い
た
ん
で
す
よ
ね

 
こ
れ
で
一

の
方
の
正
確
な
デ

タ
が
と
れ
ま
す
よ

う
ふ

う
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

イ
コ
マ
君
の
様
子
が

マ

ド
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト

で
も
そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

こ
れ
で
私
は
初
め
て
シ

ナ
様
の
お
役
に
た
て
る

 
そ
う

い
た
銃
士

に

イ
コ
マ
は
言

た

結

き
つ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど

そ
れ
で
も

い
ま
せ
ん
か

 
そ
の
言
葉
に
銃
士

は

キ

パ
リ
と
こ
う
答
え
た
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は
い

シ

ナ
様
に
私
の
初
め
て
を

げ
ま
す

 
そ
れ
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は

困
惑
し
た
様
子
で
顔
を
見
合
わ
せ
た

そ

そ
の
表
現
は
ど
う
な
ん
だ

く

そ

ど
う
し
て
も
誤
解
し
ち
ま
う

 
そ
ん
な
二
人
に

銃
士

は

々
と
言

た

大
丈
夫

誤
解
は
あ
り
え
な
い

当
然
そ
れ
も

め
て
発
言
し
て
い
る

ぐ
ふ

が
は

 
二
人
は
ま
る
で

血
し
た
よ
う
に
口
を
押
さ
え

そ
の
場
に

た

 
イ
コ
マ
は
そ
れ
を
困

た
よ
う
に
見
て
い
た
が
多
分
ギ

グ
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思

た
の
か

 
特
に
二
人
に
は
何
も
言
わ
ず

そ
の
ま
ま
銃
士

を
連
れ
て
レ
ン
タ
ル
式
の
射
撃
練

場
へ

と
向
か

た

 
二
人
は
実
は

本
気
で
心
に
ダ
メ

ジ
を
負

て
い
た
の
だ
が

興
味
が
勝

た
の
か

 
よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
上
が

た
後
は

し

か
り
と
し
た
足
取
り
で
二
人
の
後
を
追

た

お

い
イ
コ
マ
君

待

て
く
れ
よ
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俺
達
に
も
そ
の
新
装
備
を
見
せ
て
く
れ
よ

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

一

に
行
き
ま
し

う

 
そ
し
て
四
人
は
射
撃
練

場
に
到
着
し
イ
コ
マ
は
ス
ト
レ

ジ
か
ら

の
よ
う
な
物
を
取
り

出
し
た

イ
コ
マ
君

そ
れ
は

男
の
ロ
マ
ン
で
す
よ

お
お
う

そ
う
い
う
の
は
大
好
物
だ

 
そ
れ
を

い
た
銃
士

は

困

た
顔
で
イ
コ
マ
に

ね
た

そ
れ
は
私
に
も
ロ
マ
ン
で
す
か

あ

え

と

ど
う
で
し

う

 
イ
コ
マ
は
し
ま

た
と
い
う
顔
で
そ
う
言

た

 
そ
れ
を
見
た
銃
士

は

機
転
を
利
か
せ
た
の
か
こ
う
言
い
直
し
た

そ
れ
は
シ

ナ
様
に
と

て
ロ
マ
ン
で
す
か

え
え

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

 
そ
れ
を

い
た
銃
士

は

笑
顔
で
イ
コ
マ
に
言

た
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そ
れ
な
ら
私
に
と

て
も
ロ
マ
ン
で
す

 
そ
れ
を

い
た
イ
コ
マ
は
安
心
し
た
顔
で

同
じ
く
銃
士

に
笑
顔
を
向
け
た

そ
れ
じ

あ
銃
士

さ
ん

こ
の
上
に
乗

て
下
さ
い

は
い

 
そ
し
て
イ
コ
マ
は
銃
士

の
足
元
に

き

何
か
を
操
作
し
よ
う
と
し
て
ふ
と
顔
を
上
げ
か

け 
銃
士

の

の

り
に

線
が
い

た
所
で

て
て
目
を

て
立
ち
上
が
り

銃
士

に

言

た
そ
の
前
に
銃
士

さ
ん

そ
の
ス
カ

ト
は
ち

と
ま
ず
い
の
で

 
と
り
あ
え
ず
ズ
ボ
ン
か
何
か
を
は
い
て
も
ら
え
ま
す
か

そ
の

そ
れ
は
シ

ナ
さ
ん
の

前
だ
け
で

あ

そ
う
で
し
た

こ
の
中
身
は
シ

ナ
様
専
用
で
し
た

ぐ
ふ

げ
ほ

 
そ
の
銃
士

の
言
葉
に

横
か
ら
再
び

血
す
る
よ
う
な
声
が
し
た
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そ
し
て
上
下
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

装
備
一
式
を
無
難
な
も
の
に
変
更
し
た
銃
士

は

 
じ
ろ

と
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
を
見
な
が
ら
言

た

二
人
と
も
分
か

た

モ
テ
る
男
と
は
こ
う
い
う
も
の

くま

た
く
反

出
来
ね
え

い
や

僕
は
モ
テ
ま
せ
ん
け
ど

 
困

た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言

た
イ
コ
マ
に

銃
士

は
言

た

そ
れ
は
イ
コ
マ
さ
ん
が
気
付
い
て
い
な
い
だ
け

貴
方
は
絶
対
に
モ
テ
て
い
る

ま
あ

確
か
に
女
性
に
話
し

け
ら
れ
る
事
は
そ
こ
そ
こ
あ
り
ま
す
け
ど

 
そ
れ
が
モ
テ
て
い
る
と
言

て
い
い
の
か
ど
う
か
は

 
実
は
イ
コ
マ
は
普
通
に
モ
テ
て
い
た

家

が
い
い
上
に
人
当
た
り
が
良
い
か
ら
で
あ
る

 
た
だ
本
人
が

い
上
に

そ
う
い

た
女
性
達
と
の
付
き
合
い
よ
り
も

 
シ

ナ
達
と
の
付
き
合
い
を
優
先
さ
せ
て
い
た
せ
い
で
そ
の
事
に
ま

た
く
気
付
い
て
い
な

い
の
だ

 
い
ず
れ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
活
動
が
落
ち
着
い
た
後

イ
コ
マ
は
そ
の
事
実
に
気
付
く
の
だ
が
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そ
の
直
後
に

央
を
楓
の

に
ロ

ク
オ
ン
し
て
い
る

に

害
さ
れ
る
事
と
な
る

ま
あ
そ
れ
は
さ
て
お
き
そ
れ
で
は
ス
イ

チ
を
入
れ
ま
す
ね

転
ば
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

下
さ
い
よ

 
そ
し
て
イ
コ
マ
が
ス
イ

チ
を
入
れ
る
と

か
ら
手
す
り
の
よ
う
な
物
が

き
上
が
り

 
そ
の

は
銃
士

を
乗
せ
た
ま
ま

き
上
が

た

お
お

こ
れ
は
ま
さ
か

僕
は
こ
れ
を
エ
ア
リ

ボ

ド
と
名
付
け
ま
し
た

と
か
の
問
題
も
あ
り
そ
う
で
す
し

ね
な
る
ほ
ど

し
か
し

り

み
式
の
台

み
た
い
な

だ
な

こ
れ
が
一
番
動
か
し
や
す
そ
う
な

だ

た
ん
で
す
よ
ね

移
動
の
操
作
は
手
で
も
足
で
も
出

来
ま
す
が

 
最
初
は
手
で
操
作
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す

も

と
も
足
で
の
操
作
が
出
来
な
い
と

 
乗

た
ま
ま
銃
を
撃
つ
事
は
出
来
な
い
の
で
足
で
の
操
作
は
い
ず
れ
必
須
の
技
術
に
な
る
ん

で
す
け
ど
ね
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分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
銃
士

は

恐
る
恐
る
手
元
の
レ
バ

を
倒
し
た

 
そ
の

間
に
エ
ア
リ

ボ

ド
は

の
ろ
の
ろ
と
前
へ
進
み
出
し
た

常
に
一
定
の
高
度
は
保

て
く
れ
る
の
で

そ
の

り
は
心
配
し
な
い
で
下
さ
い

 
手
す
り
を
仕
舞

た
ま
ま
で
も
操
作
は
出
来
る
の
で
最
終
的
に
は
そ
こ
を
目
指
し
ま
し

う

 
も

と
も
高
速
移
動
中
は
手
す
り
が
あ

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
ね

 
こ
れ
で

場
す
れ
ば
必
ず
シ

ナ
さ
ん
は
驚
い
て
く
れ
る
は
ず
で
す
か
ら
頑
張

て
下
さ
い

ね
は
い

必
ず
使
い
こ
な
し
て
み
せ
ま
す

 
そ
し
て
銃
士

は
練

を
始
め

そ
の
後
を
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
が
付
い
て
ま
わ

た

い
い
な

な

銃
士

俺
達
に
も
後
で
ち

と
だ
け
使
わ
せ
て
く
れ
よ

イ
コ
マ
君

こ
れ
は
一
つ
し
か
無
い
の
か
い

は
い

残
念
な
が
ら
ま
だ
一
つ
分
の
素
材
し
か
無
い
ん
で
す
よ
ね

そ

か

残
念
だ
な

そ
れ
じ

あ
僕
は
ち

と
用
事
で
出
て
く
る
ん
で
三
人
は
し
ば
ら
く
練

し
て
て
下
さ
い



 第３２６話 イコマの提案

 
そ
う
言

て
イ
コ
マ
は

一
時
外
に
出
て
い

た

 
三
人
は
わ
い
わ
い
と
相
談
し
な
が
ら

何
と
か
乗
り
こ
な
そ
う
と
知
恵
を
出
し
合

て
い
た

 
イ
コ
マ

最
初
は
う

か
り
失
言
し
そ
う
に
な

て
た
な

す
み
ま
せ
ん

つ
い
う

か
り

シ

ナ
さ
ん
の
フ

ン
な
ん
で
す
よ
ね

 

て
言
い

け
ち

い
ま
し
た

何
と
か
誤
魔
化
し
ま
し
た
け
ど
ち

と
ど
も

ち

い

ま
し
た
ね

俺
へ
の
紹
介
は
断
ら
れ
た
み
た
い
だ
が

自
力
で
何
と
か
し
よ
う
と
頑
張

て
く
れ
る
な
ら

 
そ
れ
は
そ
れ
で
そ
の
時
が
楽
し
み
だ
か
ら
問
題
無
い
な

し
か
し
さ
す
が
は
ミ
ス
・
パ

フ

ク
ト
で
す
ね

 
シ

ナ
さ
ん
へ
の
好
意
と
い
う
か
尊
敬
と
い
う
か
そ
う
い

た
物
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し

た
直
接
の
面
識
は
無
い
ん
だ
が
な

第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
が
キ

カ
ケ
ら
し
い
が

 
俺
は
俺
で
必
死
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
戦

て
い
た
だ
け
だ
か
ら
な

 
ま
さ
か
あ
の
戦
い
を

そ
ん
な
風
に
見
て
く
れ
て
い
た
奴
が
い
た
と
は
な
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イ
コ
マ
を
外
で
待
ち
受
け
て
い
た
の
は

何
と
シ

ナ
だ

た

 
イ
コ
マ
が
一
時
外
に
出
た
理
由
は

ど
う
や
ら
シ

ナ
と
話
を
す
る

だ

た
ら
し
い

 
実
は
銃
士

は

に
ロ
ザ
リ
ア
に
よ

て
マ

ク
さ
れ
て
い
た

 
あ
か
ら
さ
ま
に
怪
し
い
行
動
を
し
て
い
た
の
だ
か
ら
当
た
り
前
だ
ろ
う

 
そ
う
い

た
者
は
他
に
も
い
た
の
だ
が

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
敵
で
あ

た

 
そ
ん
な
中

銃
士

は
ロ
ザ
リ
ア
の

か
い
チ

ク

目
全
て
に
合
格
を
し

 
調
査
対
象
の
中
で
は

唯
一
シ

ナ
へ
の
好
意
度
が
満
点
だ

た

 
シ

ナ
達
の
間
で
は
ミ
ス
・
パ

フ

ク
ト
と
呼
ば
れ
て
い
た

 
ち
な
み
に
こ
の
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
つ
い
最
近
の
事
で
あ
る

ま
あ
調
査
通
り
味
方
に
な

て
く
れ
そ
う
で
良
か

た
よ
な

結
局
さ
り
げ
な
い

誘
は
断
ら
れ
ち

い
ま
し
た
け
ど

ど
う
す
る
ん
で
す
か

そ
れ
が
な
ど
う
や
ら
マ

ク
ス
の
俺
へ
の
感
情
は
恋
愛
と
い
う
よ
り
は

心
の
色
合
い
が

強
い
か
ら

 
も
し
俺
達
の
前
に

を
現
し
た
ら

し

か
り
と

き
し
め
る
な
り
な
ん
な
り
し
て

 
十
分
に
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら

て
や
れ
と

シ
ズ
カ
か
ら
の
お
達
し
だ
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そ
れ
は

あ
の
人
に
は
凄
く

き
そ
う
で
す
ね

そ
う
な
の
か

俺
に
は
ま
だ
ピ
ン
と
こ
な
い
ん
だ
が

僕
的
に
も
そ
れ
に
は
太

判
を
押
せ
ま
す
ね

そ

そ
う
か

 
シ

ナ
は
少
し
困

た
顔
で
そ
う
言

た

い
く
ら
シ
ズ
カ
の
命
令
と
は
い
え

 
出
来
レ

ス
の
よ
う
で
少
し
気
が
ひ
け
る
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
察
し
た
イ
コ
マ
は

笑
顔
で
シ

ナ
に
言

た

大
丈
夫
で
す

ど
ん
な

で
あ
れ

そ
れ
が
彼
女
に
と

て
は
一
番
の
ご
褒
美
で
す
よ

そ
れ
な
ら
ま
あ
い
い
ん
だ
が
な

 
ど
う
や
ら
彼
女
の
知
ら
な
い
所
で
シ

ナ
は
彼
女
の
事
を
マ

ク
ス
と
呼
ぶ
事
に
し
た
よ
う

だ 
ち
な
み
に
そ
の
呼
び
名
は

に
マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス
の
略
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
の
だ

が 
こ
の
会
話
か
ら
す
る
と

銃
士

は

に
幸
せ
を
そ
の
手
に
掴
ん
で
い
た
よ
う
だ

 
そ
の
事
を
彼
女
が
知
る
の
は
ま
だ
も
う
少
し
先
戦
争
が
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
に
差
し

か

た
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時
に
な
る

 
だ
が
彼
女
が
シ

ナ
の

に

か
れ
る
の
は
こ
の
時
の
想
定
と
は
微

に
別
の

に
な

た

 
だ
が
そ
の
事
で
彼
女
の
シ

ナ
に
対
す
る

は

確

た
る
物
に
な
る
の
で
あ
る

 
次
回

い
き
な
り
衝
撃
の
事
実
が
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第
３
２
７
話
 
理
事
⻑
室
の
恐
怖

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

そ
う
い
え
ば
シ

ナ
さ
ん
は

も
う
彼
女
の
リ
ア
ル
を
知

て
る
ん
で
す
よ
ね

ま

た
く
の
偶
然
で
あ

て

俺
の
手

じ

な
い
け
ど
な

 
射
撃
練

場
へ
の

り

に
イ
コ
マ
が
そ
う
言
い

シ

ナ
は
そ
れ
に
そ
う
答
え
た

 
こ
れ
は
ま

た
く
の
偶
然
だ

た

つ
い
先
日
帰
還
者
用
学
校
に
進
入
し
よ
う
と
し
た
者
が
お

り 
そ
れ
は
強
引
に
学
内
の
生
徒
を
取
材
し
よ
う
と
し
た
マ
ス
コ
ミ
の
者
だ

た
の
だ
が

 
そ
の
過

で
理
事
⻑
が
監

カ
メ
ラ
の
チ

ク
を
指

し

 
そ
の
犯
人
と
は
別
に
八
幡
を
熱
心
に
観
察
す
る
一
人
の
女
性
の

が
発
見
さ
れ
た
の
だ

た

 
そ
し
て

察
に
通
報
し
よ
う
か
迷

た
理
事
⻑
は

明
に
も
先
に
八
幡
に
相
談
し
た

 
そ
し
て
そ
の
女
性
の
顔
を
見
た
八
幡
は

そ
の
顔
に
は
ど
こ
か
見
覚
え
が
あ

た



 第四章 ＧＧＯ編

 
理
事
⻑
に
一
時

か
ら
せ
て
欲
し
い
と
判
断
を
保

さ
せ
て
も
ら
い

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
も

ず

と
そ
の
事
に
つ
い
て
考
え
続
け
て
い
た

シ

ナ

今
ち

と
い
い
で
す
か

お
う

大
丈
夫
だ
ぞ

小
猫

い
き
な
り
小
猫
呼
ば
わ
り
と
か

こ
の
人
は
ど
れ
だ
け
私
が
好
き
な
の
か
し
ら

な
ん
て
ね

 
よ
く
考
え
た
ら
他
の
人
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
な

た
だ
け
な
の
よ
ね

 
そ
の
呼
び
方
に
一

ま

た
ロ
ザ
リ
ア
は

内
心
そ
う
思
い
つ
つ
も
シ

ナ
に
言

た

誰
も
い
な
い
時
は
そ
の
名
前
で
呼
ぶ
の
ね

な
の
か

別
に

わ
な
い
け
ど

そ
う
か
俺
も
気
に
入

て
る
か
ら
そ
れ
な
ら
お

い
の
合
意
の
上

て
事
で
何
も
問
題

は
な
い
な

問
題
大

り
よ

私
が
恥
ず
か
し
い
の
よ

こ
う
な

た
ら

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は
シ

ナ
に
こ
う
言

た

あ
ん
ま
り
そ
う
呼
ん
で
る
と
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
前
で
う

か
り
口
走

ち

う
か
も
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よ 
も
し
そ
う
な

た
ら

ち

ん
と

任
と

て
よ
ね

こ
れ
な
ら
ど
う
だ

ん

も
し
そ
う
な

た
ら

お
前
が
小
猫

い
か
ら

て
事
で
押
し
切
る
か
ら
何
も
問
題

な
いく

確
か
に
多
分
そ
れ
で
乗
り
切
れ
ち

う
け
ど

そ
こ
は

任
と
る

て
言

て
よ

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
け
ど

ち

ん
と

任
は
と
る
さ

え
え

ち

ん
と
お
前
の
生
活
の
面
倒
は
見
る
つ
も
り
だ
か
ら
心
配
す
る
な

そ
れ
こ
そ
一
生
な

生
活
ね

し
か
も
一
生

こ
の
人
と
死
ぬ
ま
で
一

好
き
よ

し
ま

た

つ
い
本
音
が

あ

お
前
い
き
な
り
何
を
言

て
る
ん
だ
よ
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う

う
ん

ご
め
ん
な
さ
い

疲
れ
て
る
の
か
し
ら
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は

そ

と
目
を
伏
せ
な
が
ら
ロ
ザ
リ
ア
に
言

た

ご
め
ん
な

えい
や

何
で
も
な
い

今
の
は
疲
れ
に
対
し
て

そ
れ
と
も
私
の
気
持
ち
に
応
え
ら
れ
な
い
事
に
対
し
て

 
ま
あ
ど

ち
で
も
い
い
か

私
は
彼
の

に
生
き
る
だ
け

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は

そ

と
シ

ナ
の
背
中
に
寄
り

い
な
が
ら
言

た

い
い
の
よ

私
は
今
の
関
係
が
気
に
入

て
る
ん
だ
か
ら

本
当
は
も
う
少
し

に

の
お
前
が
今
の
お
前
を
見
た
ら
ど
う
思
う
ん
だ
ろ
う
な

も
ち
ろ
ん

り
狂
う
ん
じ

な
い
か
し
ら
ね

ま
あ
当
然
だ
な

俺
は
お
前
を
本
気
で
ぶ
ち
の
め
し
た
か
ら
な

ま
あ
結
果
的
に

あ
れ
が
愛
の

に
な

た
と
思

て
お
く
わ

実

は
本
当
に
む
か
つ
い
た
だ
け
だ

た
け
ど
な
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お

つ

ん

そ
れ
は
言
わ
な
い
約
束
よ

い
つ
も
苦
労
を
か
け
て
す
ま
な
い
な

て

番
が
逆
に
な

ち
ま

た
な

 
で

結
局
用
事
は
何
だ

た
ん
だ

あ
 
そ
の
言
葉
で
ロ
ザ
リ
ア
は

本
来
の
用
件
を
思
い
出
し
た

そ
う
な
の
実
は

馬
山
の

り
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

を
リ
ス
ト
化
し
た
の
だ

け
れ
ど

 
こ
の
人
だ
け

色
が
ま

た
く
違

て

判
断
に
困

て
る
の
よ

ど
れ

あ
れ

こ
い
つ
は
銃
士

じ

な
い
か
よ

も
し
か
し
て
敵
な
の
か

う
う
ん
逆
よ
逆

こ
れ
が
私
が
先
生
と
一

に
作
成
し
た
敵
味
方
判
断
用
の
チ

ク
リ
ス

ト
ね

こ
ん
な
物
を
作

て
た
の
か

ま
あ
一
度
作
れ
ば
後
が
楽
だ
か
ら

で
そ
れ
に

ら
し
合
わ
せ
る
と
銃
士

は
満
点
な
の

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
き

と
ん
と
し
た
後
に
こ
う
言

た

え

と

満
点

て
事
は
つ
ま
り
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分
か
り
や
す
く
言
う
と

あ
ん
た
の
熱
狂
的
な
信
者
で
ス
ト

カ

て
事
ね

ま
じ
か
よ

で
も

ス
ト

カ

と
言
う
に
は
ち

と
気
に
な
る
事
が
あ

て

ほ
ほ
う

ど
う
や
ら
彼
女

あ
ん
た
を
守
ろ
う
と
し
て
る
フ
シ
が
あ
る
の
よ
ね

ど
う
い
う
事
だ

 
そ
の
言
葉
に
ロ
ザ
リ
ア
は

を

め
な
が
ら
こ
う
言

た

ほ
ら

私
達
も
追
手
も
基
本
移
動
は

じ

な
い

で

彼
女
は
足
が
無
い
か
ら

 
い
つ
も
私
達
を
助
け
る

に
追
い
か
け
て
来
よ
う
と
努
力
は
し
て
る
み
た
い
な
ん
だ
け
ど

 
間
に
合
わ
な
く
て
果
た
せ
な
い

み
た
い
な

ほ
ほ
う

点
を
監

し
て
る
の
も
ス
ト

カ

と
い
う
よ
り
は
私
達
の
危
機
に
す
ぐ
対
応
出
来
る
よ

う
に

て

 
備
え
て
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
よ
ね

 
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
意
見
を

い
た
シ

ナ
は

組
み
を
し
な
が
ら
言

た
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な
る
ほ
ど
な
い
ざ
戦
争
に
な

た
ら
人
手
も
足
り
な
い
し
仲
間
に
引
き
込
む
の
も
悪
く
な

い
か

 

て

あ
れ

お
い
小
猫

ち

と
こ
の
写
真
の
銃
士

の

を
黒
く
加

し
て
み
て
く

れ
な
い
か

別
に
い
い
け
ど
何
か
あ
る
の

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は

銃
士

の

を
黒
く
し
た
写
真
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
シ

ナ
に

見
せ
た

こ
れ
で
い
い

こ
い
つ

う
ち
の
学
校
で
俺
を
観
察
し
て
た
奴
だ

間
違
い
な
い
わ

え

そ
う
な
の

し
か
し
な

俺
も
お
前
も
こ
こ
と
あ

ち
じ

顔
が
全
然
違
う
し

 
銃
士

も
普
通
な
ら
ま

た
く
違
う
と
考
え
る
べ
き
だ
が

あど
う
し
た
小
猫

う
ん

あ
の
ね
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そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は

薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
が
銃
士

と
会
話
し
て
い
た
事
と

 
そ
の
時
に
た
ま
た
ま

こ
え
た
銃
士

の
言
葉
に
つ
い
て

シ

ナ
に
説
明
し
た

こ
の
顔
も
体
も

胸
以
外
は
幸
い
現
実
世
界
で
の
私
の
見
た
目
に

似
し
て
い
る

て

 
前
後
の
会
話
は
よ
く

こ
え
な
か

た
け
ど

銃
士

は
確
か
に
そ
う
言

て
た
わ

ま
じ
か
よ

お
い
小
猫

今
リ
ア
ル
だ
と
ど
こ
に
い
る

会
社
だ
け
ど

よ
し

今
か
ら
迎
え
に
い
く
か
ら

う
ち
の
学
校
ま
で
同
行
し
て
く
れ

 
多
分
理
事
⻑
も
ま
だ
学
校
に
い
る
は
ず
だ

分
か

た
わ

 
そ
し
て
二
人
は
即
座
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ソ
レ
イ
ユ
で
合
流
す
る
と
一
路
学
校
を
目
指
し
た

理
事
⻑

先
ほ
ど
の
件
で
お
話
が

あ
ら
八
幡
君
そ
れ
に
薔
薇
さ
ん
だ

た
か
し
ら

分

か

た
の
ね
何
か
手
が
か
り
で

も
は
い

重
要
な
手
が
か
り
を
見
付
け
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
先
ほ
ど
の
写
真
と

監

カ
メ
ラ
の
映
像
を
見
せ
て
も
ら

て
い
い
で
す
か
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え
え

も
ち
ろ
ん
よ

 
そ
し
て
そ
の
写
真
と
映
像
を
見
た
二
人
は

即
座
に
こ
う
断
言
し
た

銃
士

だ
な

銃
士

ね

ま

ま
す
け

こ
い
つ
の
ゲ

ム
内
で
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
で
す

理
事
⻑

あ
ら
そ
う
な
の

そ
れ
じ

あ
こ
の
後
の
事
は
八
幡
君
に
任
せ
て
も
い
い
の
か
し
ら
ね

は
い

こ
い
つ
は
俺
に
敵
対
す
る
事
は
無
さ
そ
う
な
ん
で

多
分
ま
あ

え

と

 
そ
こ
で
言
い

ん
だ
八
幡
の
代
わ
り
に

薔
薇
が
キ

パ
リ
と
断
言
し
た

理
事
⻑

ど
う
や
ら
こ
の
人
物
は

八
幡
が
好
き
で
好
き
で
仕
方
が
な
い

 
ち

と
ヘ
ヴ

な
恋
す
る
乙
女
の
よ
う
で
す

ま
あ
正
確
に
は
も
う
少
し
信
者
寄
り
み
た

い
で
す
が

お
い
薔
薇

そ
こ
ま
で
ハ

キ
リ
言
う
ん
じ

ね
え
よ

ま
だ
分
か
ら
な
い
だ
ろ

 
抗
議
す
る
八
幡
を
無

し

更
に
薔
薇
は
続
け
た

こ
の
人
物
の
特
定
は
う
ち
の
ア
ル
ゴ
部
⻑
に
任
せ
た
い
と
思
い
ま
す

後
は
お
任
せ
下
さ
い
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あ
ら

そ
れ
は
助
か
る
わ

は
い
直
ぐ
に
部
⻑
に
連

を
取
る
の
で
ボ
ス
の
許
可
を
と
る

に
も
少
し
表
に
出
ま
す
ね

 
薔
薇
は
そ
う
言

て
部
屋
を
出
て
い
き

理
事
⻑
は
残

た
八
幡
に
言

た

そ
う
い
う
事
な
ら
八
幡
君

頑
張

て
ね

私
に
手
伝
え
る
事
は
あ
る
か
し
ら

あ

い
え

大
丈
夫
で
す
よ
理
事
⻑

 
そ
う
恐

す
る
八
幡
に

理
事
⻑
は
続
け
て
言

た

ふ

ん

そ
う

そ
れ
に
し
て
も

相
変
わ
ら
ず
八
幡
君
は
モ
テ
る
の
ね

い
や

は

そ
う
な
ん
で
す
か
ね

て

理
事
⻑

 
そ
し
て
突
然
理
事
⻑
が
ソ
フ

に
座
る
八
幡
の

の
上
に
横
座
り
し
八
幡
の
首
に
両
手

を
回
し
た

な

な
な
な
な
な
何
を

あ
ら

こ
れ
で
も
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
て
い
る
つ
も
り
な
の
だ
け
れ
ど

 
や

ぱ
り
こ
ん
な
お
ば
さ
ん
じ

か
し
ら

い
や
理
事
⻑
は
い
く
つ
に
な

て
も
お

麗
で
す
か
ら
二

り
も
年
上
だ
と
は
と
て
も

 

て
く

そ

ま

た
く
動
け
ね
え
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当
た
り
前
じ

な
い

こ
れ
で
も
私
は
あ
の
二
人
の
⺟
親
な
の
よ

 
ち
な
み
に
ま
だ
私
の
方
が

陽
乃
よ
り
も
武
術
の

は
た
つ
の
よ

ま
じ
す
か

 
そ
の
事
実
に
八
幡
は
驚
愕
し
た

そ
ん
な
八
幡
の
顔
を
楽
し
そ
う
に
見
な
が
ら

 
理
事
⻑
は
大

に
も
八
幡
に
そ
の
ま
ま

き
付
い
た

り

理
事
⻑

お
ふ
ざ
け
が
過
ぎ
ま
す
よ

だ

て
悔
し
い
じ

な
い

た
ま
に
は
私
も

 
あ
の
子
達
の
よ
う
に
貴
方
に
何
か
し
て
あ
げ
た
い
の
だ
け
れ
ど

 
貴
方
は
い
つ
も
一
人
で
解
決
し
ち

う
し

誰
か
を

圧
し
た
い
時
に
助
け
て
く
れ

と
か

言

た
く
せ
に

 
そ
ん
な
機
会
は
一
向
に
訪
れ
や
し
な
い
し

こ
う
な

た
ら
も
う

 
こ
う
し
て
強
引
に
噂
の
八
幡
君
成
分
を
補

す
る
し
か
な
い
じ

な
い

噂

て
何
だ
よ

あ
ん
た
は
色
気
が
あ
り
す
ぎ
る
か
ら
や
ば
い
ん
だ

て

 
そ
の
言
葉
を

い
た
理
事
⻑
は

ま
る
で
少
女
の
よ
う
に

を

め
た

あ
ら
や
だ

こ
う
な

た
ら
あ
の
人
に
は
後
で

び
る
と
し
て

こ
こ
で

成
事
実
を
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そ
し
て
あ
の
二
人
に
弟
か
妹
を

も
し
く
は
双
子
の
白
雪
姫
と
黒
雪
姫
を

お
い
こ
ら

あ
ん
た
の
冗
談
は
冗
談
に

こ
え
な
い
ん
だ
よ

と
に
か
く
離
せ

よ

八
幡
君
成
分
を
保
つ
事
が
若
さ
の
秘

な
の
よ

何
だ
よ
そ
の
デ
マ
は

い
い
か
ら
離
せ

よ

ふ
ふ

ご
ろ
ご
ろ

ご
ろ
ご
ろ

 
そ
う
言

て
猫
の
よ
う
に
八
幡
に

え
る
理
事
⻑
を
見
て

八
幡
は
天
を

い
だ

く
そ

高
校
の
時
は

噂
で
め
ち

め
ち

怖
い

て

い
て
た
け
ど

 
今
は
普
通
に
か
わ
い
い
か
ら
手
に
負
え
ね
え

あ
ら

だ

の
私

て

そ
ん
な
噂
に
な
る
く
ら
い
怖
か

た
の
か
し
ら
ね

 
そ
し
て
今
は
私
の
事
を
か
わ
い
い
と
思

て
く
れ
て
い
る
の
ね

こ
れ
は
も
う
本
当
に

成
事

実
をく

そ

ま
じ
で

抗
出
来
ね
え

こ
れ
は
覚
悟
を
決
め
る
し
か

 
そ
う
言

て

抗
を
や
め
た
八
幡
を
見
て

理
事
⻑
は
こ
ろ
こ
ろ
と
少
女
の
よ
う
に
笑

た

ふ
ふ

か
ら
か
う
の
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
き
ま
し

う
か
ね

 
ど
う
や
ら

山
褒
め
て
も
ら
え
た
し
ね
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は

二
度
と
勘

し
て
下
さ
い

そ
う
思
う
な
ら

今
後
は
用
事
が
無
く
て
も
ち

こ
ち

こ
私
の
相
手
を
す
る
の
よ

く

わ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は
少
し
気
が
抜
け
た
の
か

理
事
⻑
に
こ
う
言

た

で
も
や

ぱ
り
⺟
娘
な
ん
で
す
ね

えさ

き
の
恥
ら
う
感
じ
が

あ
の
二
人
に
そ

く
り
で
し
た
よ

あ
ら
そ
う

ふ
ふ

三
人
の
中
で
誰
が
一
番
好
み
な
の
か
し
ら

誰
の
名
前
を
言

て
も
命
が
危
な
そ
う
な
の
で

そ
こ
は

秘
し
ま
す

も
う

こ
う
い
う
時
は

で
も
私
の
名
前
を
言

て
お
く
も
の
よ

 
そ
う
言

て
理
事
⻑
は

ね
た
よ
う
に
八
幡
の
首
筋
を
ペ
ロ
リ
と

め
た

う
ひ

く
く

そ
ま
だ
ま
だ
現
役
の
女
し
て
や
が

て
本
当
に
手
に
負
え
ね
え

 
そ
の
時
突
然
理
事
⻑
室
の
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ

そ
の
ま
ま
ガ
チ

リ
と
開
い
た

お
⺟
さ
ん

八
幡
君
が
来
て
る
ん
だ

て

今
丁
度
薔
薇
か
ら
連

を
受
け
て

 
近
く
に
い
た
も
の
だ
か
ら
寄

て

み
た

け
ど

あ
れ
ま
さ
か
事
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後 
そ
れ
と
も
今
ま
さ
に
真

最
中

お
い
こ
ら
馬

姉

静
に
分

し
て
な
い
で

い
い
か
ら
さ

さ
と
助
け
ろ

え

別
に
私
は
お
⺟
さ
ん
の
後
で
も
い
い
し

笑
え
ね
え
か
ら

は
い
は
い
仕
方
な
い
な

せ

か
く
弟
か
妹
が
生
ま
れ
る
チ

ン
ス
だ

た
か
も
し
れ

な
い
の
に

お
前
ら
本
当
に
ど
う
し
よ
う
も
な
く
⺟
娘
だ
な

 
そ
し
て
陽
乃
は

八
幡
か
ら
理
事
⻑
を
引
き

が
そ
う
と

し
な
か

た

 
代
わ
り
に
陽
乃
は

八
幡
の

の
上
に
胸
を
乗
せ

を
と
ん
と
ん
と
叩
き
始
め
た

ふ
う

丁
度
い
い
胸
置
き
が
あ

て
助
か

た
わ

最
近
ど
う
も

が
こ
る
の
よ
ね

お
い
こ
ら
馬

姉

よ
り
に
よ

て
何
て
事
を
し
や
が
る

だ

て
こ
こ
で
お
⺟
さ
ん
に
ど
い
て
も
ら

た
ら

八
幡
君
に

抗
さ
れ
ち

う
じ

な
い

 
だ

た
ら
今
の
う
ち
に

噂
の
八
幡
君
成
分
を
補

し
な
い
と
ね

あ
ら
陽
乃

あ
な
た
も
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あ
あ

お
⺟
さ
ん
も
そ
れ
目
的
だ

た
の
ね

そ
の
噂

誰
が
流
し
て
ん
だ
よ

 
八
幡
は
動
く
事
も
出
来
ず

何
も
か
も

め
た
よ
う
に
言

た

 
こ
の
二
人
を
ま
と
も
に
相
手
に
し
よ
う
と
す
る
事
が

そ
も
そ
も
の
間
違
い
な
の
だ

 
た
だ
で
さ
え
一
人
じ

勝
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
相
手
な
の
で

そ
れ
が
二
人
に
な
る
と

 
も
う
八
幡
に
は
正
直
何
も
打
つ
手
が
無
い
の
だ

た

八
幡
は
最
後
の
手

と
し
て
神
に

た
神
様

お
願
い
で
す
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
二
人
か
ら
解
放
し
て
下
さ
い

 
こ
の
二
人
の
色
気
は
本
当
に
や
ば
い
ん
で
す

 
そ
ん
な
八
幡
の

り
が
通
じ
た
の
か

そ
こ
に
救
い
の
神
が
現
れ
た

 
否

そ
れ
は
救
い
の
神
な
ど
で
は
な
く

恐
怖
の
女
王
だ

た

姉
さ
ん

⺟
さ
ん

一
体
何
を
し
て
い
る
の
か
し
ら

 
理
事
⻑
の

圧
の
く
だ
り
は
第
２
２
１
話

明
日
奈
の
真
実

を
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白
雪
姫
と
黒
雪
姫
に
関
し
て
は
第
２
１
９
話

同
窓
会
を
終
え
て

雪
ノ
下
家
と
ヴ

ル
ハ

ラ

を
ご
参

下
さ
い
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第
３
２
８
話
 
安
易
な
冗
談
は
災
い
の
元

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

姉
さ
ん

⺟
さ
ん

一
体
何
を
し
て
い
る
の
か
し
ら

 
そ
の
声
を

い
た

間
に
理
事
⻑
と
陽
乃
は
ビ
ク

と
し

て
て
そ
の
声
の
主
を
見
た

 
そ
こ
に
は
雪
乃
が

組
み
を
し
て

王
立
ち
し
て
お
り
二
人
は

り
な
が
ら
雪
乃
に
言

た

ゆ

雪
乃

ど
う
し
て
こ
こ
に

今
か
ら
こ
こ
に
会
社
の
書

を
持

て
く
る
と
さ

き
連

し
て
お
い
た
は
ず
な
の
だ
け
れ

ど
し
ま

た
わ

八
幡
君
が
来
て
く
れ
た
事
で
舞
い
上
が

て
忘
れ
て
た
わ

そ
れ
よ
り
も

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う

況
な
の
か
し
ら

 
そ
の
雪
乃
の
迫
力
に
押
さ
れ

陽
乃
は

て
て
こ
う
言
い

し
よ
う
と
し
た

ち
違
う
の
雪
乃
ち

ん
こ
れ
は
あ
れ
よ
ち

と
八
幡
君
と
ス
キ
ン
シ

プ
と
い
う
か
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え

と
そ
の

ね

分
か
る
で
し

分
か
ら
な
い
わ
と
り
あ
え
ず
二
人
と
も
言
い

を
す
る
前
に
さ

さ
と
彼
か
ら
離
れ
な
さ

い
は

は
い

雪
乃
ち

ん
が
怖
い

 
そ
し
て
二
人
が
離
れ
た

や

と

束

態
か
ら
解
放
さ
れ
た
八
幡
は
心
か
ら
雪
乃
に
感

謝
し
た

や

や

と
自
由
を
手
に
入
れ
た

八
幡
君
大
丈
夫

何
も
さ
れ
な
か

た
の
か
し
ら

何
も
さ
れ
な
い
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
ア
ウ
ト
か
セ

フ
か
で
言

た
ら
ギ
リ
ギ
リ
セ

フ

だ
な

 
助
か

た
ぞ

雪
乃

そ
う

間
に
合

た
の
な
ら
本
当
に
良
か

た
わ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
雪
乃
は

今
ま
さ
に
逃
げ
出
そ
う
と
し
て
い
た
理
事
⻑
と
陽
乃
を
捕
ま
え

 
首

こ
を
掴
ん
で
こ
ち
ら
に
引
き

す
と

そ
の
場
に
正
座
さ
せ
た
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で

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
事
な
の
か
し
ら

姉
さ
ん

⺟
さ
ん

あ

あ
は

え

と

八
幡
君
成
分
の
補

い
い
大
人
が
何
を
非

学
的
な
事
を
言

て
い
る
の

そ
ん
な
物
存
在
す
る

な
い
で

し

う
い
い
ぞ
い
い
ぞ
雪
乃

行
け
行
け
雪
乃

頑
張
れ
頑
張
れ
雪
乃

 
八
幡
は

に
声
を
出
し
て
応
援
す
る

に
も
い
か
ず

心
の
中
で
雪
乃
を
応
援
し
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
雪
乃
の
言
葉
に

理
事
⻑
と
陽
乃
は
激
し
く

抗
し
た

八
幡
君
成
分
は
実
在
す
る
わ

馬

姉
は
そ
れ
で
押
す
つ
も
り
か

す
る
わ
け
な
い
で
し

う

ま
あ
と
に
か
く
否
定
し
て

そ
の
ま
ま
説
教
ま
で
持

て
い
け
ば
問
題
な
い
は
ず
だ
が

す
る
の

理
事
⻑

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
理
筋
で
す

し
な
い
わ
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雪
乃

そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
無
い
事
を
証
明
し
て
み
な
さ
い

出
来
る
の

出
来
な
い
わ
よ

ね
そ
う
よ
そ
う
よ

う
お

理
事
⻑
が
逆
に
煽

て
き
や
が

た

何
か

な
予
感
が

悪
魔
の
証
明
を
求
め
る
な
ん
て

だ
と
は
思
わ
な
い
の
か
し
ら

 
あ
る
と
い
う
な
ら
先
ず
そ
ち
ら
が
証
明
し
て
み
せ
な
さ
い

あ

や
べ

や

ぱ
り
雪
乃
の
悪
い

が
出
や
が

た

 
こ
の
場
合
雪
乃
は
と
に
か
く
攻
め
て
攻
め
て
攻
め
ま
く
る
だ
け
で
勝
利
す
る
事
が
出
来
た
の

だ
が

 
若
さ
故
の
過
ち
と
言
う
べ
き
か

か
ら
の
雪
乃
の
悪
い

な
の
だ
が

 
正

に

た
せ
い
で
う

か
り
相
手
に
ボ

ル
を

し
て
し
ま

た

に

 
相
手
に
付
け
入
る

を

え
て
し
ま
う
事
に
な

た

 
こ
の

を

戦

の
こ
の
二
人
が
見
逃
す
は
ず
も
な
か

た

し

証
明
な
ん
か
別
に
い
い
だ
ろ

無
い
も
の
は
無
い
ん
だ
か
ら

 
八
幡
は

て
て
そ
う
介
入
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が

雪
乃
は
首
を

て
八
幡
を
制
し
た



 第３２８話 安易な冗談は災いの元

非

学
的
な
事
を
自
分
達
で
証
明
し
て
み
せ
る
と
言
う
の
だ
か
ら

 
好
き
な
だ
け
や
ら
せ
て
み
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
そ
の

間
に
理
事
⻑
と
陽
乃
は

線
を
交
わ
し

ニ
ヤ
リ
と
し
た

や
ば
い

や
ば
い
や
ば
い
や
ば
い

い

い
や

そ
ん
な
無

な
事
を
さ
せ
な
く
て
も

 
こ
う
い

た
事
に
関
し
て
は

雪
乃
よ
り
も
八
幡
の
方
が

せ
持
つ
分
得
意
で
あ
り

 
そ
ん
な
八
幡
の
危
機
察
知
能
力
が

こ
の

間
に
激
し
く

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た

ど

ど
う
す
る
俺

こ
こ
で
打
て
る
手
は

そ
う
か

逃
げ
の
一
手

 
八
幡
は
今
自
分
が
自
由
な
身
で
あ
る
事
を
思
い
出
し
即
座
に
部
屋
か
ら
出
て
い
こ
う
と
し

た 
だ
が
そ
れ
は
一
歩

か

た

八
幡
が
逃
げ
よ
う
と
す
る
気
配
を
察
し
た
理
事
⻑
が

 
素

く
八
幡
に

き
付
い
て

そ
の
体
を

束
し
た
の
だ

た

あ
ら
あ
ら

目
よ
八
幡
君

も
し
八
幡
君
が
い
な
く
な

ち

た
ら

 
さ
す
が
の
私
達
も
八
幡
君
成
分
の
存
在
証
明
な
ん
か
出
来
な
い
に
決
ま

て
い
る
も
の
ね

く

く

そ

何
で
あ
ん
た
は
そ
ん
な
に

く
動
け
る
ん
だ
よ
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ふ
ふ

あ
ま
り
女
の
秘
密
を

索
す
る
も
の
で
は
な
く
て
よ

八
幡
君

は

離
せ

い
い
か
ら

て
証
明
に
協
力
し
な
さ
い

 
そ
し
て
陽
乃
も
先
ほ
ど
の
よ
う
に
八
幡
の

の
上
に
胸
を
乗
せ

 
八
幡
は
再
び
同
じ
体
制
で

束
さ
れ
る
事
と
な

た

何
故
こ
う
な

た

 
だ
が
そ
の
八
幡
の
セ
リ
フ
は
フ

イ
ク
だ

た

 
実
は
八
幡
は

内
心
で
こ
れ
は
確
実
に
逃
げ
出
す
チ

ン
ス
が
く
る
と
確
信
し
て
い
た

 
何
故
な
ら
今
陽
乃
は
胸
の
大
き
さ
を
ア
ピ

ル
し
て
い
る

な
ら
ば
必
ず
雪
乃
が
キ
レ
る
に

違
い
な
い

 
な
の
で
そ
の
機
に
乗
じ
て
二
人
の

を
突
き
そ
の
ま
ま
上
手
く
逃
げ
出
せ
ば
何
も
問
題
は
無

い 
八
幡
は
そ
う

静
に
考
え

期
待
の
こ
も

た
目
で
雪
乃
を
見
つ
め
た

 
果
た
し
て
雪
乃
は

そ
の
陽
乃
の
行
動
を
見
て
イ
ラ

と
し
た
よ
う
な
顔
を
し

 
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が
ろ
う
と

を

か
せ
か
け
た
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い
い
ぞ
い
い
ぞ
雪
乃

行
け
行
け
雪
乃

頑
張
れ
頑
張
れ
雪
乃

 
八
幡
は
再
び
心
の
中
で
雪
乃
を
応
援
し
た

だ
が
八
幡
は
こ
こ
で
気
付
く
べ
き
だ

た

 
雪
乃
の
事
を
よ
く
知
る
陽
乃
が
安
易
に
そ
ん
な

な
行
動
を
と
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
事

を 
そ
し
て
陽
乃
は

雪
乃
が
立
ち
上
が
り
か
け
る
の
を
見
た

間

雪
乃
に
こ
う
声
を

け
た

雪
乃
ち

ん
知

て
る

実
は
八
幡
君
成
分
に
は

胸
を
大
き
く
す
る

果
も
あ
る
の
よ

何
で
す

て

き

う
ぐ

 

ね
え

騙
さ
れ
る
な
よ
雪
乃

と
叫
ぼ
う
と
し
た
八
幡
の
口
を

理
事
⻑
が
そ
の
手
で

に
塞
い
だ

あ
ら
悪
い
口
ね

今
何
を
言
お
う
と
し
た
の
か
し
ら
ね

ふ
は
は
い
ほ

は
は
へ

い
ぞ

離
せ

う
ふ
ふ

私
に

き
付
か
れ
て
幸
せ
だ
な
ん
て

嬉
し
い
事
を
言

て
く
れ
る
じ

な
い

ほ

は
ほ
ほ
ふ

へ
へ
へ

は
ほ
ふ
ほ
ふ
ひ
ほ
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そ
ん
な
事
言

て
ね
え

頼
む
ぞ
雪
乃

 
だ
が
そ
ん
な
八
幡
の
期
待
も
空
し
く

雪
乃
は
ゆ
ら
り
と
立
ち
上
が
る
と

 
そ
の
ま
ま
ス
ト
ン
と
八
幡
の
隣
に
座

た

ふ
ひ
ほ

雪
乃

 
そ
し
て
陽
乃
が

い
か
に
も
大
事
な
事
を
伝
え
る
よ
う
な
口
調
で
で
雪
乃
に
言

た

雪
乃
ち

ん

実
は
八
幡
君
成
分
が
一
番

山
出
て
い
る
の
は

彼
の
手
の
平
な
の
よ

ほ
ひ
ひ
ひ
ひ

お
い
い
い
い

手
の
平

 
そ
し
て
雪
乃
は
じ

と
八
幡
の
手
を
見
つ
め
る
と

そ

と
そ
の
手
を
と
り

 
自
分
の
胸
へ
と
徐
々
に
近
付
け
て
い

た

ふ
ひ
ほ

は
へ
ほ

へ
ほ
は
は
へ

雪
乃

や
め
ろ

目
を
覚
ま
せ

 
だ
が
こ
う
な

た
雪
乃
の

に
は
も
う

ど
ん
な
言
葉
も
入
ら
な
い
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そ
し
て
八
幡
の
手
が
雪
乃
の
胸
に
押
し
当
て
ら
れ
そ
う
に
な

た

間

 
突
然
理
事
⻑
室
の
ド
ア
が
誰
か
ノ

ク
さ
れ

そ
の
ま
ま
ガ
チ

リ
と
開
い
た

 
八
幡
は
一

薔
薇
が

て
き
た
の
か
と
思

た
が
そ
こ
に
い
た
の
は
意
外
に
も
和
人
だ

た
理
事
⻑
失

し
ま
す

八
幡
が
こ
こ
に
い
る
と

い
て
来
た
ん
で
す
が

 
あ
れ

雪
乃
と
陽
乃
さ
ん

一
体
ど
う
し

え

あ

 
ど

ど
ど
ど
ど
う
や
ら
お
取
り
込
み
中
の
よ
う
な
の
で

し

失

し
ま
す

ああ
ら

は

は
へ
は
ふ
ほ

ま

待
て
和
人

か

和
人
君

あ

わ

私
は
一
体
何
を

ち

違

 
そ
し
て
雪
乃
は
そ
れ
で
我
に
返

た
の
か

然
と
そ
う

い
た
後

て
て
立
ち
上
が

た

ち

違
う
の
和
人
君

こ
れ
は
誤
解
な
の

 
そ
う
叫
ん
だ
後

雪
乃
は
全
力
で
和
人
を
追
い

首
尾
よ
く
和
人
を
捕
ま
え
る
と
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そ
の
ま
ま
和
人
と
共
に
理
事
⻑
室
へ
と

て
き
た

 
理
事
⻑
と
陽
乃
は

に
八
幡
か
ら
離
れ
て
素
知
ら
ぬ
顔
で
ソ
フ

に
座

て
お
り

 
八
幡
は

と
荒
い
息
を

き
な
が
ら

も
う
こ
れ
で
安
心
だ
と
脱
力
し
て
い
た

は

八
幡

お

お
う
和
人

ま
じ
で
助
か

た
わ

一
体
何
が
あ

た
ん
だ
よ

そ
れ
が

全
て
は
八
幡
君
成
分
と
や
ら
の
せ
い
で
な

あ

あ
れ

 
そ
れ
を

い
た

間

和
人
が
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
声
を
上
げ
た

何
か
知

て
る
の
か

和
人

い

い
や

ま
さ
か
な

 
口
ご
も
る
和
人
の
顔
を
見
て

理
事
⻑
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
こ
う
言

た

あ

そ
う
い
え
ば

私
が
そ
の
事
を

い
た
の
は
和
人
君
か
ら
だ

た
気
が

 
理
事
⻑
の
そ
の
言
葉
を

い
た

間
逃
げ
だ
そ
う
と
し
た
和
人
の
首
を
八
幡
が
ガ

と
掴

ん
だ
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くど
う
し
た
和
人

せ

か
く
来
た
ん
だ
か
ら

ま
あ
ゆ

く
り
し
て
い
け
よ

い
い
や
八
幡
が
い
る

て

い
た
か
ら

で
も
一

に
食
お
う
と
思

て
誘
い
に
来
た

ん
だ
が

 
ち

と
用
事
を
思
い
出
し
た
か
ら

そ
れ
は
ま
た
次
の
機
会
に

 
丁
度
そ
の
時

陽
乃
も
思
い
出
し
た
よ
う
に
こ
う
言

た

あ

そ
う
い
え
ば
私
が
そ
れ
を

い
た
の
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
和
人
君
か
ら
だ

た
気
が

 
そ
れ
を

い
た
和
人
は

た
よ
う
に
こ
う
言

た

ち

違
う

誤
解
だ
八
幡

そ
う
か
俺
は
お
前
を
信
じ
る
ぞ
和
人

と
り
あ
え
ず
一
体
何
が
あ

た
の
か
説
明
し
て
み

て
く
れ

あ
あ

実
は

 
そ
し
て
和
人
が
語

た
の
は
こ
ん
な
内
容
だ

た

先
日
和
人
は

 
里
香
達
が

の

合
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
の
を

き
何
気
な
く
こ
ん
な
事
を
言

た
ら
し

い
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そ
う
い
え
ば
八
幡
は
あ
ん
な
に
忙
し
そ
う
な
の
に

い
つ
も

が

麗
な
気
が
す
る
よ
な

 
更
に
こ
ん
な
事
も
言

た
よ
う
だ

理
事
⻑
と
か
陽
乃
さ
ん
や
雪
乃
も

が

麗
だ
よ
な

も
し
か
し
て
あ
の
一
家
に
は

 

を

麗
に
保
つ
独
自
の
技
術
で
も
あ
る
の
か
ね

 
そ
の
言
葉
に
興
味
を
持

た
里
香
の
依
頼
で
和
人
は
た
ま
た
ま
理
事
⻑
と
陽
乃
に
会

た
時

 
そ
の
事
を

ね
て
み
た
ら
し
い

そ
の
時
に
ど
う
や
ら
八
幡
の

の
話
題
も
出
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
和
人
は
そ
の
時

冗
談
め
か
し
て
こ
う
付
け
加
え
た
そ
う
だ

も
し
か
し
て
八
幡
か
ら

何
か
特

な
成
分
が
出
て
る
の
か
も
な

 
そ
の
話
を

い
た
八
幡
は
前
言
を
ひ
る
が
え
し

る

る
と

え
な
が
ら
和
人
に
言

た

お
前
の
せ
い
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

さ

さ

き
は
俺
を
信
じ
る

て
言

て
く
れ
た
じ

な
い
か
よ

信
じ
る
も
何
も

誤
解
の
余
地
す
ら
な
く
お
前
の
せ
い
じ

な
い
か

ぐ
 
そ
し
て
理
事
⻑
と
陽
乃
に
加
え
和
人
ま
で
も
が
雪
乃
と
八
幡
に

々
と
説
教
を
く
ら
う
事
と

な

た
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だ
が
八
幡
は
こ
の
日
よ
ほ
ど

操
の
危
機
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う
そ
れ
だ
け
で
は
気
が
済
ま

ず 
後
日
和
人
は
八
幡
と

つ
い
で
に
雪
乃
に
高
い
食
事
を

る
事
と
な
り

 
そ
の
せ
い
で
一
気
に
金

態
に
陥

た

は

金
が
無
え

 
和
人
は
八
幡
に
バ
イ
ト
を
紹
介
し
て
も
ら
え
ば
良
か

た
の
だ
が

 

た
直
後
に
そ
ん
な
事
を
頼
む
の
は
さ
す
が
の
和
人
も
気
が
引
け
た
よ
う
で

 
た
ま
た
ま
最
初
に
い
き
あ

た

岡
に

い
い
バ
イ
ト
が
な
い
か

ね
て
み
た

岡
さ
ん
多
少
危
険
で
も
い
い
ん
で
何
か
ガ

ツ
リ

げ
る
バ
イ
ト
と
か
無
い
で
す
か
ね

う

ん

ガ

ツ
リ
で
は
な
い
け
ど

一
応
バ
イ
ト
な
ら
あ
る
よ

や
る

あ

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で
い
い
ん
で
と
り
あ
え
ず
お
願
い
し
ま
す

 

岡
の
紹
介
し
て
く
れ
た
バ
イ
ト
は
普
通
の
デ

タ
整
理
で
あ

た
が
今
の
和
人
に
は

難

か

た

 
そ
し
て
そ
こ
そ
こ
手
持
ち
の
資
金
を

し
た
和
人
は

岡
に
こ
う
言

た

ま
た
何
か
あ

た
ら
俺
に
教
え
て
下
さ
い

本
当
に
何
で
も
い
い
ん
で
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う
ん

そ
れ
じ

あ
ま
た
何
か
あ

た
ら
ね

 
こ
う
し
て
そ
の
流
れ
で
和
人
は

月
後

岡
の
依
頼
で
多
少
危
険
な
バ
イ
ト
を
す
る
事

と
な

た
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第
３
２
９
話
 
銃
士

の
調
査
書

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
理
事
⻑
室
で
の
事
案
発
生
の

日
後
八
幡
は
ア
ル
ゴ
と
薔
薇
に
呼
び
出
さ
れ
ソ
レ
イ
ユ
本

社
に
い
た

銃
士

の
リ
ア
ル
が

れ
た
と

い
た
ん
だ
が

お
う

オ
レ

ち
に
か
か
れ
ば
こ
ん
な
の
は
大
し
た
事
じ

な
い
ん
だ
ぞ

 

に
き
る
ん
だ
ぞ

ハ

い
つ
も
本
当
に

難
く
思

て
る
よ

天
才
ハ
カ

ハ
カ

と
か
言
う
な

そ
れ
じ

あ
薔
薇

ち

説
明
を
よ
ろ
し
く
ナ

 
そ
し
て
薔
薇
は

八
幡
に
銃
士

の
リ
ア
ル
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た

マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス

本
名
は
間
宮
ク
ル
ス

大
学
生
で
す

 
驚
い
た
事
に
ど
う
や
ら
雪
乃
さ
ん
と
は
同
級
生
の
よ
う
で
す

も

と
も
交
流
は
無
い
み
た
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い
で
す
が

ま
じ
か
よ

世
間
は

い

て
の
は
本
当
だ
な

え
え

そ
れ
じ

あ
こ
れ
を

 
そ
う
言

て
薔
薇
は

写
真
と
調
査
書
を
八
幡
に
手

し
た

見
た
目
が
こ
こ
ま
で
ゲ

ム
内
と
そ

く
り
に
な
る
な
ん
て
珍
し
い
よ
な

Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
ラ
ン
ダ
ム
生
成
だ
し
ね

違
う
の
は
こ
の
胸
だ
け
か

 
そ
う
言

て
八
幡
は

チ
ラ
リ
と
薔
薇
の
胸
に

線
を
走
ら
せ
た

 
薔
薇
は
胸
を
張
り
な
が
ら
八
幡
に
言

た

ま
あ
私
の
方
が
大
き
い
け
ど
ね

態
度
も
な

な
 
そ
し
て
調
査
書
を
見
た
八
幡
は

ア
ル
ゴ
に
こ
う

ね
た

ク
ル
ス

て
カ
タ
カ
ナ
の
名
前
な
の
か

あ
あ

そ
の
通
り
だ
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な
る
ほ
ど

ク
ル
ス

て
い
う
事
は

親
が
ク
リ
ス
チ

ン
か
何
か
な
の
か
な

い
や

特
に
そ
う
い
う
事
は
無
い
み
た
い
だ
ナ

ふ

ん

ま
あ
銃
士

の

は

も
し
か
し
た
ら
名
前
か
ら
来
て
る
の
か
も
な

そ
れ
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
ナ

 
そ
し
て
八
幡
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

い
た
後

こ
う
言

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
今
後
は
銃
士

の
事
は

マ

ク
ス
と
呼
ぶ
か
な

マ

ク
ス

マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス
な
ん
て

回
呼
ん
で
ら
れ
な
い
し

 
本
名
も
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
も
ク
ル
ス
を

に
置
き
換
え
れ
ば
両
方
と
も

し
て
マ

ク
ス
だ
し
な

ど
う
考
え
て
も
女
性
名
じ

な
い
よ
う
に
思
え
る
け
ど

ま
あ
コ

ド
ネ

ム
だ
と
思
え
ば
別
に
い
い
だ
ろ

何
よ
り
言
い
や
す
い

ま
あ
そ
う
か
も
ね

 
こ
う
し
て
銃
士

の
呼
び
名
は

八
幡
に
よ

て
マ

ク
ス
と
決
め
ら
れ
た

 
ち
な
み
に
後
日

八
幡
に
そ
う
呼
ば
れ
た
銃
士

は

神
に
名
を

え
ら
れ
た
と
狂
喜
す
る
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事
と
な
る

そ
れ
か
ら
ハ

は
驚
く
か
も
し
れ
な
い
が

こ
れ
が
部
屋
を
望
遠
で
盗

し
た
写
真
だ

お
い
お
い

犯
罪
行

は
慎
め
よ

そ
れ
が
ね

私
達
も
最
初
は
そ
こ
ま
で
す
る
気
は
無
か

た
ん
だ
け
ど

 
さ
す
が
に
あ
れ
を
見
た
ら

一
応
報
告
す
べ
き
か
な

て
思

ち

て
ね

一
体
何
が
写

て
る
ん
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
写
真
を
受
け
取
り

そ
れ
を
見
た

間
に

天
し
た

な

な

な

 
そ
こ
に
は
部
屋
の
目
立
つ
所
に
シ

ナ
と
八
幡
の
大
き
く
引
き

ば
さ
れ
た
写
真
が

 
一

ず
つ

ら
れ
て
い
る
様
子
が
写
し
出
さ
れ
て
い
た

お
い
お
い

こ
れ
は
さ
す
が
に
ど
う
な
ん
だ
よ

そ
れ
が
困

た
事
に
ね
調
査
の
結
果
彼
女
自
身
に

常
性
は
ま

た
く
認
め
ら
れ
な
い
の

よ
そ
う
な
の
か

 
八
幡
は

困

た
顔
で
そ
う
言

た



 第３２９話 銃士 の調査書

え
え

常
性
と
い
う

で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど

特

な
行
動
と
言
え
る
の
は

 
朝

の
お

り
く
ら
い
か
し
ら
ね

お

り

 
そ
の
意
外
な
言
葉
に
八
幡
は
驚
い
た

お

り

て

ど
う
い
う
事
だ

そ
れ
が
彼
女

日

か
さ
ず
朝

あ
ん
た
の
写
真
に
お

り
を

げ
る
の
よ

 
そ
れ
は
も
う
何
て
い
う
か

凄
く
真

な
感
じ
の

り
を
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
こ
の
写
真
は

な
る
信

の
賜
物

て
事
か

そ
う
な
の
あ
ん
た
の
写
真
を
見
て
デ
レ
デ
レ
す
る
と
か
ハ

ハ

す
る
と
か
は
一
切
無
い
の

よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
違
和
感
を
覚
え
た
八
幡
は

何
と
な
く
薔
薇
に
こ
ん
な
冗
談
を
言

た

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
お
前
と
は
全
然
違
う
ん
だ
な

 
お
前
は

日
俺
の
写
真
を
見
て
デ
レ
デ
レ
し
た
り
ハ

ハ

し
た
り
し
て
る
か
ら
な

な
 
そ
し
て
薔
薇
は

直
後
に
う

か
り
こ
う
言

て
し
ま

た
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何
で
そ
の
事
を

 
そ
れ
を

い
た

間

八
幡
は
と
て
も
驚
い
た
顔
で
薔
薇
の
方
を
見
た

 
そ
の
八
幡
の
態
度
で
薔
薇
は
先
ほ
ど
の
八
幡
の
発
言
が
冗
談
だ

た
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
た

 
そ
し
て
薔
薇
は
ウ

ン
ク
し
な
が
ら
人
差
し
指
を
立
て

に

り
な
が
ら
こ
う
言

た

な
ん
て
ね

き

は

 
そ
ん
な
薔
薇
を
八
幡
は
ま
る
で
可

想
な
も
の
を
見
る
よ
う
な
目
で
じ

と
見
つ
め
て
い
た

え

と

と
り
あ
え
ず
言

て
お
く
が

お
前
に
は
そ
う
い
う
の
は
似
合
わ
な
い
か
ら
や
め
て
お
け

そ

そ
ん
な
の
分
か

て
る
わ
よ

ま

た
く

冗
談
は
そ
の
胸
だ
け
に
し
て
お
け
よ
な

こ

こ
の
胸
は
天
然
も
の
よ

冗
談
で
も
何
で
も
無
い
わ
よ

あ
あ
は
い
は
い

分
か

た
分
か

た

く

当
な
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そ
し
て
八
幡
は

思
い
出
し
た
よ
う
に
こ
う
付
け
加
え
た

そ
う
か

そ
う
い
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
の
時

お
前
は
俺
の
写
真
を
大

に
入
手
し
て
い
た
ん

だ

た
な

え
え
そ
う
よ

そ
れ
を
た
だ

活
用
し
て
い
る
だ
け
で
す
が
何
か

い
や

ま
あ
俺
に
何
も
迷
惑
を

け
な
い
な
ら
そ
れ
で
い
い

好
き
に
し
ろ

ち

ち

と
は
困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
く
れ
て
も
い
い
じ

な
い

 
そ
ん
な
薔
薇
に

八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
言

た

他
な
ら
ぬ
お
前
の
頼
み
だ
か
ら

そ
う
い
う
顔
を
し
て
や

て
も
い
い
ん
だ
が

 
と
り
あ
え
ず
さ

き
か
ら
ア
ル
ゴ
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
お
前
の
事
を
見
て
る
か
ら
な

うや

ぱ
ハ

が
い
る
時
の
薔
薇
ち

ん
は
面
白
い
ナ

 
ア
ル
ゴ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言
い
薔
薇
は
羞
恥
に
も
だ
え
八
幡
を
ポ
カ
ポ
カ
と
叩

い
たさ

て

少
し
脱
線
し
ち
ま

た
が

と
り
あ
え
ず
話
を
元
に

す
ぞ

そ

そ
う
ね
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他
に
何
か
問
題
点
は
無
い
の
か

も
ち
ろ
ん
心
の
中
で
こ
い
つ
が

 
ハ

好
き
好
き
ち

ち

と
考
え
て
い
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
ぞ

 
た
だ
そ
れ
に
し
て
も

強
力
に
自

を

す
る
事
が
出
来
る
奴
な
ん
だ
と
思
う

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

な

そ
う
い
う
奴

て
結
局

度
に
ガ
ス
抜
き
し
て
や
ら
な
い
と
爆
発
す
る
ん
じ

な
い
の

か 
そ
の

こ
い
つ
み
た
い
に

 
そ
う
言

て
八
幡
は

親
指
で
薔
薇
を
指
し

し
た

わ

私
は
別
に

ま
あ
多
か
れ
少
な
か
れ

女

て
の
は
誰
で
も
そ
う
い
う
部
分
が
あ
る
ん
だ

そ
う
だ
よ
な

あ
の
理
事
⻑
や
姉
さ
ん
で
さ
え
そ
う
な
ん
だ
し
な

 
八
幡
は
先
日
の
出
来
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
言

た

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
ナ

実
は
お
前
も
な
の
か
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オ
レ

ち
か

オ
レ

ち
は
ま

実
は
男
だ
か
ら
ナ

 
そ
の
衝
撃
の
告
白
に

さ
す
が
の
八
幡
も
完
全
に

ま

た

 
そ
れ
を
見
た
ア
ル
ゴ
は
苦
笑
し
な
が
ら
こ
う
言

た

冗
談
だ

つ
の

な
ん
な
ら
こ
こ
で
全

に
な
る
カ

 
八
幡
は
先
ほ
ど
の
ア
ル
ゴ
の
言
葉
に
よ
ほ
ど
驚
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
思
わ
ず
そ
の
言
葉
に

い
たた

頼
む

お

お

マ
ジ
で
カ

 
ア
ル
ゴ
は
面
白
そ
う
に
そ
う
言
う
と

い
き
な
り
制
服
の
ボ
タ
ン
を
外
し
始
め
た

 
そ
れ
で
や

と
八
幡
は
我
に
返
り

て
て
ア
ル
ゴ
を
止
め
た

う
わ
あ
あ
あ
あ

ス
ト

プ

ス
ト

プ
だ
ア
ル
ゴ

そ
の
必
要
は
ま

た
く
無
い

ち

何
だ
よ
ハ

気
を
持
た
せ
や
が

テ

お
前
が
お
か
し
な
事
を
言
う
か
ら
だ
ろ

 
八
幡
は
そ
う
抗
議
し

そ
れ
に
対
し
ア
ル
ゴ
は
言

た

ま
あ
あ
れ
だ

ハ

は
オ
レ

ち
が
い
な
い
と
困
る
だ
ろ
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情
報
面
に
関
し
て
は

全
面
的
に
こ
の
ア
ル
ゴ
様
に
依
存
し
ち

て
る
だ
ロ

そ
う
だ
な

そ
れ
は
否
定
出
来
な
い
な

オ
レ

ち
は
そ
う
い
う
所
で
優
越
感
を
感
じ
て
い
る
か
ら
特
に
爆
発
す
る
よ
う
な
事
は
無
い

ん
だそ

そ
う
か

そ
れ
く
ら
い
で
い
い
な
ら
い
く
ら
で
も
優
越
感
を
感
じ
て
く
れ

ま
あ
た
ま
に
オ
レ

ち
を
二
人
き
り
の
豪
華
な
食
事
に
誘

た
り
し
て
く
れ
れ
ば
確
実
だ
ナ

処
す
る
わ
ま
あ
お
前
を
労
う

て
事
な
ら
明
日
奈
も
反
対
は
し
な
い
だ
ろ
う
し

な
た
ま
に
は
ア

ち

ん
と
三
人
で
で
も
い
い
か
ら
ナ

 
ア
ル
ゴ
は
そ
う
言

て
ニ

コ
リ
と
微
笑
ん
だ

で

他
に
こ
い
つ
に
問
題
点
は
無
い
の
か

特
に
無
い
な

学
校
で
の
評
判
も
い
い
し
成

優

だ
し

 
あ

そ
う
そ
う

多
分
こ
い
つ
は
う
ち
に
入
社
す
る
つ
も
り
だ
と
思
う

ま
じ
か
よ

そ
れ
だ
け
は
日

か
ら
公
言
し
て
い
る
そ
う
だ

私
は
必
ず
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社
し
て
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社
⻑
の
お
役
に
た
ち
た
い

て
な

り
の
皆
は
そ
の
社
⻑

て
の
が

 
ボ
ス
の
事
だ
と
思

て
い
る
よ
う
だ
が
ナ

 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

し
ば
ら
く
押
し

た
後
に
言

た

俺
か

だ
ろ
う
な

ど
う
す
る

ハ

基
本
的
に
は

用
し
て
い
い
人
材
だ
と
思
う
が
そ
う
な
る
と
や

ぱ
り
俺
の
秘
書
だ
よ
な

 
お
い
小
猫

こ
い
つ
を
上
手
く
制
御
出
来
る
自
信
は
あ
る
か

ま
あ
問
題
無
い
の
で
は
な
い
か
し
ら
ね

要
す
る
に
大
人
し
い
ピ
ト
み
た
い
な
も
の
だ
し

 
薔
薇
も
ど
う
や
ら
ピ
ト
フ

イ
の
相
手
を
す
る
事
で
鍛
え
ら
れ
た
の
か

 
自
信
あ
り
げ
な
態
度
で
そ
う
言

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
俺
の
秘
書
は
お
前
が

で

そ
こ
に
南
と
マ

ク
ス
で
決
ま
り
だ
な

 
情
報
は
ア
ル
ゴ

開
発
は
和
人

は
雪
乃

外
は
明
日
奈
に
お
任
せ
だ

 
つ
い
で
に
受
付
嬢
は
ア
ル
ゴ
が

用
し
た

本
だ
な

 
ま
あ
い
ず
れ
そ
こ
に

結
衣
と
優
美
子
も
入

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が

し
れ

と
身
内
の

職
先
を
指
定
し
や
が

た
ナ
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ま
あ
冗
談
だ
よ
冗
談

一
部
は
な

 
そ
し
て
八
幡
は

次
に
こ
う
言

た

そ
の

に
も

今
の
う
ち
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
マ

ク
ス
を
取
り
込
ん
で
お
く
か

 
最
終
的
に
は
あ
い
つ
も
ヴ

ル
ハ
ラ
に
所
属
さ
せ
る

 
こ
う
し
て
銃
士

の
意
思
と
は
関
係
な
い
所
で

八
幡
に
よ
り

彼
女
の
希
望
通
り
の
決
定

が
さ
れ
た

 
こ
の
決
定
が
彼
女
に
と

て
幸
せ
か
ど
う
な
の
か
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
当
然
幸
せ
な
の
で
あ
る

 
そ
し
て
話
が
ま
と
ま

た
後

八
幡
は
少
し
疲
れ
た
の
か
ソ
フ

も
た
れ
か
か
り

目
を

た

 
そ
れ
を
見
た
ア
ル
ゴ
と
薔
薇
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

交
代
で
八
幡
の

を

み
始
め
た

お

す
ま
な
い
な
二
人
と
も

な

ハ

も
最
近
ち

と
疲
れ
て
る
ん
じ

な
い
の
カ

そ
う
だ
な

こ
の
と
こ
ろ
色
々
な
事
が
あ

た
し
な

な
ん
な
ら
今
か
ら
仮
眠
室
で

オ
レ

ち
と
薔
薇
ち

ん
と
一

に
同

す
る
カ

そ
れ
は
心

か
れ
る

難
い

し
出
だ
が

ま
だ
そ
こ
ま
で
疲
れ
て
な
い
か
ら
大
丈
夫
だ
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あ
ん
た
が
そ
ん
な
事
を
言
う
な
ん
て
珍
し
い
わ
ね

女
心
を
く
す
ぐ
る
じ

ね

か

ハ

も
や

と

 
否
定
だ
け
じ

な
く
そ
う
い
う
事
が
言
え
る
よ
う
に
な

た
ん
だ
ナ

ま
あ
俺
の
立
場
だ
と

さ
す
が
に

麗
ご
と
ば
か
り

て
の
も
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は
苦
笑
し

そ
ん
な
八
幡
を

ア
ル
ゴ
は
背
後
か
ら
そ

と

き
締
め
た

オ
レ

ち
達
も

⻑
い
付
き
合
い
に
な

た
ナ

そ
う
だ
な

せ

か
く
ボ
ス
が
居
場
所
を
作

て
く
れ
た
ん
だ
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ

う
ゼお

う

こ
れ
か
ら
も
俺
に
力
を
貸
し
て
く
れ
よ
な

ア
ル
ゴ

小
猫

も
ち
ろ
ん
だ

当
然
ね

 
そ
し
て
そ
の
後
八
幡
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
仲
間
を
集
め
銃
士

の
事
に
つ
い
て
一

に
話
し
合

た 
そ
の
結
果

イ
コ
マ
か
ら
エ
ア
リ

ボ

ド
に
つ
い
て
の
情
報
が
開

さ
れ
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エ
ア
リ

ボ

ド
を
銃
士

の
足
と
し
て
提

す
る
事
が
決
定
さ
れ

 
そ
の
ま
ま
イ
コ
マ
が
銃
士

の

誘
係
に
指
名
さ
れ
た
の
だ
が

 
結
果
は
先
日
の
結
果
通
り

本
人
の
意
思
で
一
時
見
送
り
と
い
う

に
な

た

 
そ
し
て
そ
の

上
で

最
後
に
八
幡
は
こ
ん
な
事
を
言

た

こ

ち
の
戦
力
も
そ
れ
な
り
に

に
な

た
し

後
日
敵
に
大
々
的
に
宣
戦
を
布
告
す
る

 
こ
う
し
て
八
幡
は

の
見
え
な
い
敵
を
一
気
に
叩
く
べ
く

そ
う
決
断
を
下
し
た
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第
３
３
０
話
 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
皆
さ
ん
へ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日

シ

ナ
に
対
抗
す
る
者
達
は

街
中
に
あ
る
大
き
な
ホ

ル
に
集
ま

て
い
た

 
こ
の
日
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
者
が
集
ま

て
お
り

そ
の
人

は
実
に
千
人
を
超
え
る

 
よ
く
も
ま
あ
こ
こ
ま
で
集
ま

た
も
の
だ
と

参
加
者
達
は
感

し
た

 
も

と
も
実
は

何
も
知
ら
な
い
ま
ま
こ
こ
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で

 
実

に
シ

ナ
と
敵
対
す
る
意
思
を

め
て
い
た
者
は

こ
の
中
の
半

だ

た

な

こ
れ
何
の
集
ま
り
な
ん
だ

凄
え
人

だ
よ
な

お
前
知
ら
な
い
で
参
加
し
て
た
の
か
よ
こ
れ
は
シ

ナ
の
暴

を

す
る
奴
ら
の
集
ま
り

だ
ぞえ

ま
じ
か
よ

俺
ど

ち
か

て
い
う
と
シ

ナ
の
フ

ン
な
ん
だ
け
ど

俺
だ

て
そ
う
だ
よ

で
も
ス
コ

ド
ロ
ン
の
上
の
連
中
に
は
逆
ら
え
な
い
か
ら
よ



 第四章 ＧＧＯ編

 
こ
れ
は
そ
う
い

た
者
達
を
中
心
に
噂
を
広
め
て
き
た

ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
の
せ
い

だ

た

 

人
の
集
団
が
い
れ
ば

そ
の
う
ち
五
十
一
人
を

め
る
勢
力
の
意
見
が
優

を

め
る

 
そ
し
て
そ
の
中
で
意
見
が
対
立
し
た
時
は
次
の
二
十
六
人

そ
し
て
ま
た
次

そ
の
次

 
と
い

た
感
じ
で

最
後
に
残
る
そ
の
何
人
か
を
中
心
に

二
人
は
噂
を
広
め
て
い
た

 
そ
の
結
果

実

に
現
在
こ
れ
だ
け
の
人

が
動
員
さ
れ
る
に
至

て
い
る

 
二
人
が

に
手
を
引
い
た
に
も
関
わ
ら
ず

だ

 
さ
す
が
そ
う
い

た
悪

み
が
専
門
な
二
人
だ
け
の
事
は
あ
る
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
主

者
は
い
な
い

こ
の
日
の
集
ま
り
は
主
だ

た
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

が 
何
と
な
く
話
さ
ね
ば
と
思

た
事
を
話
し
合
お
う
と
集
合
を
か
け
た
結
果

 
ど
ん
ど
ん
人
が
集
ま

て
し
ま

た
と
い
う
だ
け
の
事
な
の
で
あ

た

 
ち
な
み
に
そ
の
せ
い
で

ま
と
も
に
会
議
に
参
加
し
て
い
る
の
は
全
体
の

パ

セ
ン
ト
で

 
他
の
者
達
は
ひ
そ
ひ
そ
と
雑
談
し
て
い
る
だ
け
だ

た

さ
て
そ
れ
で
は
一
番
の

で
あ
る
シ

ナ
の
持
つ
重
武
装
型
ハ
ン
ヴ

へ
の
対

だ
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が 
一
応

会
の
よ
う
な
も
の
を
や

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

が

そ
う
議
題
を

み
上
げ
た

 
や
は
り
ブ
ラ

ク
の

が

こ
の
者
達
に
と

て
は
一
番
大
き
い
の
だ
ろ
う

こ

ち
も
同

度
の
武
装
を
揃
え
る
し
か
な
い
ん
じ

な
い
か

あ
の
防
御
用
の
素
材
が
手
に
入
ら
な
い
ん
だ
よ
な

あ
れ
は
や
ば
す
ぎ
だ
ろ

今
思
え
ば

あ
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
素
材
独

が
大
き
か

た
よ
な

 
さ
す
が
シ

ナ
の
先
見
の
明
は
凄
い
よ
な

そ
も
そ
も
あ
れ
を
加

出
来
る
職
人
な
ん
ざ

イ
コ
マ
以
外
に
は
居
や
し
ね
え
よ

一
体
ど
こ
に
い
た
ん
だ
よ

あ
ん
な
神
職
人

 
一
応
イ
コ
マ
に
触
発
さ
れ
て
職
人
プ
レ
イ
を
始
め
た
者
も
何
人
か
い
る
よ
う
な
の
だ
が

 
素
材
入
手
の
大
変
さ
と
元
々
余
計
な
ス
テ

タ
ス
が
上
が

て
し
ま

て
い
る
事
が
多
い
せ

い
も
あ
り

 
イ
コ
マ
の
よ
う
に
一
か
ら
育
て
な
い
限
り
一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
者
は
出
て
こ
な
い

よ
う
だ

た

そ
も
そ
も
バ
ス
で
出
撃

て
平
地
以
外
に
逃
げ
込
ま
れ
た
ら
そ
れ
以
上
こ

ち
は
進
め
な
い
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か
ら

 
狙
い
撃
ち
さ
れ
て
簡

に
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
だ
け
だ
ろ

そ
れ
も
あ
る
し
超
遠

離
か
ら
運
転
手
を
狙
撃
さ
れ
て
も
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い

つ

か
と
に
か
く
マ
ニ

ア
ル

を
運
転
出
来
る
奴
を
公

し
て
一
台
の

に
乗
る
人
間
を
少
な
く

し
た
上
で

 
多
く
の

を
動
員
し
別
に
護
衛
で
ロ
ケ

ト
砲
と
か
を

ん
だ

を
用
意
す
る
し
か
な
い
ん

じ

ね

の

ま
あ
そ
れ
し
か
無
い
よ
な

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
対

に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
が

 
そ
も
そ
も
運
転
手
の

が
ま

た
く
足
り
て
な
い
事
に
つ
い
て
は
無

さ
れ
た

 
ど
う
も
公

す
れ
ば
何
人
か
は
集
ま
る
だ
ろ
う
と
い
う
楽
観

が
大
勢
を

め
て
い
る
よ
う

で 
ゲ

ム
内
で

を
運
転
す
る
の
に
免
許
な
ど
は
必
要
な
い
と
い
う
発
想
は
出
な
い
よ
う
だ

 
も
し
こ
こ
に
シ

ナ
が
い
れ
ば

ゲ

ム
内
で
練

し
ろ
と

た
く
言
い
放

た
事
だ
ろ
う
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次
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
ロ
ザ
リ
ア
誘
拐
事
件
の
時
の
シ

ナ
の
謎
攻
撃
に
つ
い
て
だ

た

次
に

の
誘
拐
事
件
の
時
に
誘
拐
犯
達
が
殲
滅
さ
れ
た
攻
撃
に
つ
い
て
だ
が

あ
の
黒
い
光
を
放
つ
光
学
銃
か

一
体
何
な
ん
だ
よ
あ
れ
は

 
光
学
武
器
に
対
す
る
防
御
フ

ル
ド
も
全
て
無

化
さ
れ
た
ん
だ
ろ

分
か
ら
ん

 
上

レ
シ
ピ
を
参

出
来
る
レ
ベ
ル
の

高

の
職
人
が
い
な
い
せ
い
で

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
の
ア
ハ
ト

の
正
体
が
分
か
る
者
は
い
な
い
よ
う
だ

 
結
果

ア
ハ
ト

は
黒
い
光
を
放
つ
謎
の
光
学
銃
と
認
識
さ
れ
て
い
た

と
り
あ
え
ず
そ
れ
に
つ
い
て
は
保

に
し
な
い
か

何
か
を
見
落
と
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
だ
ろ
う
し

 
こ
の
意
見
に
誰
も
反
対
せ
ず

ア
ハ
ト

に
対
し
て
は

上
げ
さ
れ
た

つ
い
で
に
確
認
し
て
お
き
た
い
ん
だ
が
も
う
あ
あ
い
う
の
は
絶
対
に
禁
止

て
事
で
い
い
ん

だ
よ
な

あ
あ
い
う
の

て

誘
拐
の
事
か

あ
あ
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そ
も
そ
も
誰
が
言
い
出
し
た
ん
だ
よ
あ
ん
な
事

ロ
ザ
リ
ア

て
奴
に

問
ま
が
い
の
事
を
し
た
ん
だ
ろ

正
直
最

だ
な

で
も
犯
人
が
誰
な
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
な

 
困

た
事
に
あ
の
日
参
加
し
て
い
た
者
達
に
は
護
衛
の
者
を

め
て
皆
ア
リ
バ
イ
が
あ
る

の
だ

た

 
こ
れ
は

独
行
動
を
し
て
い
た
者
が
い
な
か

た
事
に
由
来
す
る

 
だ
が
誘
拐
事
件
に
関
わ

た
事
は
間
違
い
な
く
参
加
し
た
者
達
は

身
の

い
思
い
を
し
て

お
り

 
今
も
参
加
者
達
か
ら
白
い
目
で
見
ら
れ
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
白
い
目
を
し
て
い
る
者
達
の
中
に

ゼ
ク
シ

ド
達
三
人
も
い
た

本
当
に
あ
い
つ
ら
最

女
を
何
だ
と
思

て
る
ん
だ
ろ
う
ね

そ
う
だ
な

さ
す
が
に
話
を

く
だ
け
で

が
走
る
よ
な

で
す
よ
ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

 
ど
う
や
ら
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
い

た
方
面
に
関
し
て
は
当
た
り
前
の
常
識
を
備
え
て
い
る

よ
う
だ
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そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
事
に
つ
い
て
は
考
え
た
く
な
い
の
か

 
一
つ
前
の
話
題
に
つ
い
て
二
人
に
こ
う

ね
た

そ
れ
に
し
て
も
足
の
問
題
は
俺
達
に
と

て
も
課
題
だ
よ
な

な
あ
ユ

コ

ハ
ル
カ

 
お
前
達
は
マ
ニ

ア
ル

の
運
転
と
か
出
来
な
い
よ
な

無
理
で
す
ね

ゲ

ム
で
な
ら

験
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね

免
許
は
さ
す
が
に
持

て
な
い
で
す
ね

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

ゲ

ム

ゲ

ム
な

 
そ
う

い
た
後

ゼ
ク
シ

ド
は
ハ

と
し
た
顔
で
ハ
ル
カ
に

ね
た

ち

と
待
て

今
何
て
言

た

免
許
は
持

て
な
い

て
事
で
す
か

い
や

そ
の
前
だ

ゲ

ム
な
ら
マ
ニ

ア
ル

を
運
転
し
た
事
は
あ
る
ん
で
す
よ
ね

 
も

と
も
上
手
く
操
作
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
ね

そ
れ
だ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
ど
う
や
ら

ハ
ル
カ
の
言
葉
で
そ
の
事
に
気
付
い
た
よ
う
だ
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こ
の

り
は
さ
す
が
と
言
え
よ
う

そ
も
そ
も
こ
こ
は
ゲ

ム
の
中
な
ん
だ

別
に
免
許
な
ん
か
無
く
て
も

 
最

限

を
動
か
せ
れ
ば
別
に
何
の
問
題
も
無
く
な
い
か

あそ

そ
う
い
え
ば

そ
も
そ
も
シ

ナ
の
仲
間
は
全
員
が
ハ
ン
ヴ

を
運
転
出
来
る
み
た
い
じ

な
い
か

 
そ
れ

て
不
自
然

ま
り
な
い
と
思

て
た
が

そ
う
い
う
事
か
よ

で
す
ね

さ
す
が
は
シ

ナ
さ
ん

そ
う
い
う
と
こ
抜
け
目
無
い
な

 
ユ

コ
は
そ
う
シ

ナ
を
褒
め

ゼ
ク
シ

ド
自
身
も
そ
う
感
じ
て
い
た
の
か

 
そ
の
事
に
つ
い
て
何
か
言
う
事
は
無
か

た

そ
し
て
ハ
ル
カ
が
ゼ
ク
シ

ド
に
言

た

ど
う
し
ま
し

う
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

そ
の
事
を
提
案
し
て
み
ま
す

そ
う
だ
な

と
り
あ
え
ず
後
に
し
よ
う

も
し
今
提
案
し
ち
ま

た
ら

 
俺
達
が
練

す
る

の

が
全
部
他
の
奴
に

り
ら
れ
ち
ま

て

 
レ
ン
タ
ル
屋
に
無
く
な

ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

確
か
に
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ま
あ
練

の
達
成
度
を
見
な
が
ら

当
に
報
告
す
れ
ば
い
い
だ
ろ

で
す
ね

 
そ
し
て
そ
の
時

突
然
外
か
ら
何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ホ

ル
に
駆
け
込
ん
で
き
た

お
い

大
変
だ

シ

ナ
が

シ

ナ
が

 
そ
し
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
口
々
に
こ
う
言

た

ど
こ
で
も
い
い
か
ら
街

モ
ニ
タ

を
見
て
み
て
く
れ
よ

シ

ナ
の
野
郎
が
何
か
言
い
た
い
事
が
あ
る
み
た
い
で

 
モ
ニ
タ

の
中
か
ら
集
ま
れ

て
呼
び
か
け
て
る
ん
だ
よ

ま
じ
か
よ

お
い
皆

行
く
ぞ

 
そ
し
て
そ
の
場
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は
外
に
飛
び
出
し

モ
ニ
タ

前
へ
と
向
か

た

お
い
ユ

コ

ハ
ル
カ

俺
達
も
行

て
み
よ
う

は
い

シ

ナ
さ
ん
は
何
を
言
う
ん
で
し

う
ね
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何
だ
ろ
う
な

ま
あ
と
に
か
く
今
の
流
れ
に
一
石
を
投
じ
る
つ
も
り
だ
ろ
う
な

  
そ
の
前
日
の
事
で
あ
る

八
幡
と
陽
乃
と
ア
ル
ゴ
そ
れ
に
薔
薇
と
め
ぐ
り
は
ソ
レ
イ
ユ
本
社

に
集
ま
り

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
運

し
て
い
る
ザ
ス
カ

社
の
担
当
の
者
と

 
テ
レ
ビ

話
で
直
接
対
話
を
す
る

に
連

を
と

て
い
た

ち
な
み
に
め
ぐ
り
は
通

係
で

あ
るそ

れ
じ

先
輩

先
方
と
繋
が

た
ら
通

を
お
願
い
し
ま
す
ね

 
そ
う
言

た
八
幡
に

め
ぐ
り
は

え
め
に
抗
議
し
た

も

今
の
私
は
い
ず
れ
八
幡
君
の
部
下
に
な
る
ん
だ
か
ら

 
今
か
ら
別
の
呼
び
方
に
慣
れ
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
う
よ

さ
す
が
に
先
輩

て
呼
び
方
は

ち

と
ね

確
か
に
正

ね

 
陽
乃
に
ま
で
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

め
た
よ
う
に
め
ぐ
り
の
事
を
こ
う
呼
ん
だ

そ

そ
う
で
す
か

そ
れ
じ

あ
め
ぐ
り

さ
ん
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そ
う
呼
ば
れ
た
め
ぐ
り
は

違
和
感
を
感
じ
た
の
か
再
び
八
幡
に
抗
議
し
た

さ
ん
付
け
も
ち

と
な

そ
も
そ
も
社
⻑
が
部
下
に
さ
ん
付
け

て
お
か
し
い
よ
ね

 
ち
な
み
に
他
の
人
の
事
は
何
て
呼
ん
で
る
の

ハ
ル
さ

ハ
ル
社
⻑
は

姉
さ
ん
で
す
ね

ふ
ふ
ん

ま
し
い
で
し

め
ぐ
り

う

姉
ポ
ジ
シ

ン
い
い
な

ま
あ
い
い
か

ア
ル
ゴ
部
⻑
は

ア
ル
ゴ

薔
薇
さ
ん
は

小

薔
薇

今
何
て
言
い
か
け
た
の
か
す
ご
く
気
に
な
る
け
ど

ま
あ
い
い
や

 
そ
れ
じ

あ
め
ぐ
り
か
め
ぐ
り
君

も
し
く
は
め
ぐ
り
ん
で
も
い
い
か
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

慣
れ
な
い
が
仕
方
な
い
か
と
思
い

め
ぐ
り
と
呼
ぶ
事
に
し
た

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
め
ぐ
り

んで

て

ん
ん
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八
幡
が
め
ぐ
り
ま
で
口
に
出
し
た

間

め
ぐ
り
は
即
座
に

ん

と
付
け
加
え
た

 
そ
し
て
め
ぐ
り
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

そ

か

め
ぐ
り
ん
を
選
ん
だ
か

嬉
し
い
な
嬉
し
い
な

や
る
わ
ね
め
ぐ
り

な
な
ん
て
力
技
を

し
か
し
か
わ
い
い
か
ら
文

も
言
え
ん

そ
し
て

さ
れ
る

そ
れ
じ

あ
今
後
は
め
ぐ
り
ん

て
呼
ん
で
ね

 
八
幡
は

俺
に
選
択
の
余
地
は
そ
も
そ
も
無
か

た
の
か
と
思
い

そ
れ
を
認
め
た

は

仕
方
な
い

他
人
が
い
な
い
時
だ
け
で
す
か
ら
ね

他
の
時
は
め
ぐ
り
で

う
ん

ど

ち
に
し
て
も
私
大
勝
利
だ
か
ら
問
題
無
い
よ

 
そ
の
時
ア
ル
ゴ
が

八
幡
に
ザ
ス
カ

社
の
人
間
と
ア
ポ
が
と
れ
た
事
を
伝
え
て
き
た

オ

ケ

だ
ぞ

十
分
後
に
通
話
開
始
だ

お

あ
り
が
と
な
ア
ル
ゴ

そ
れ
じ

あ
今
の
う
ち
に
打
ち
合
わ
せ
と
い
く
か

 
そ
し
て
八
幡
は

一
同
に
今
回
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
し
た

 
そ
し
て
十
分
が

ち
ザ
ス
カ

社
の
担
当
と
話
し
た
八
幡
の
目
的
は
あ

さ
り
と
達
成
さ

れ
た
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そ
れ
は
面
白
そ
う
だ

た
だ
準
備
に
少
し
時
間
を
も
ら
う
が
い
い
か

だ
そ
う
で
す

ア
ル
ゴ

の
物
を

あ
い
ヨ

 
そ
し
て
八
幡
の
指

で

ア
ル
ゴ
は
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
先
方
に
提

し
た

ほ
う
こ
れ
は
凄
い
な
ち

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
の
者
を
呼
ぶ
か
ら
待

て
て
く
れ
だ

そ
う
で
す

 
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
の
そ
の
ア
メ
リ
カ
人
は

感
心
し
た
顔
で
何
か
言

た

い
い
部
下
を
お
持
ち
で
す
ね
こ
れ
が
あ
れ
ば
明
日
か
ら
で
も
開
始
出
来
る
よ
と
の
こ
と
で

す
オ

ケ

だ

そ
れ
じ

あ
そ
の
線
で
話
を
ま
と
め
て
下
さ
い

 
あ
と
放
映

料
に
関
し
て
は

こ

ち
が
三

相
手
が
七
で
と
伝
え
て
下
さ
い

五
対
五
で
も
い
い
と
思
う
が

い
い
の
か
い

だ
そ
う
で
す

今
後
の
お

い
の
友
好
の

に
も

そ
れ
で
い
い
と
伝
え
て
下
さ
い

了
解
し
た

ご
好
意
に
感
謝
す
る

是
非
そ
の
う
ち
直
接
お
会
い
し
て

 
い
ず
れ
業

提

出
来
れ
ば
い
い
で
す
ね

と
の
事
で
す
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そ
う
で
す
か

姉
さ
ん
そ
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
に
行

て
正
式
に
提

し
て
み
ま
す
か

そ
う
ね
せ

か
く
だ
し
そ
う
し
ま
し

う
か

め
ぐ
り
と
り
あ
え
ず
今
後
の
提

に
つ
い

て 
前
向
き
に
相
談
し
た
い
と
伝
え
て

そ
し
て
い
ず
れ
私
達
が
そ
ち
ら
に
お

い
し
ま
す
と

も
ねは

い

伝
え
ま
し
た

そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

だ
そ
う
で
す

こ
ち
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

  
そ
し
て
モ
ニ
タ

の
中
の
シ

ナ
は

 
開
口
一
番
に
モ
ニ
タ

を
見
て
い
る
多

の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
に
こ
う
言

た

画
面
の
前
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
皆
さ
ん
へ

今
か
ら
皆
さ
ん
に
は
戦
争
を
や

て
も
ら
い

ま
す

 
こ
う
し
て
こ
の
日

突
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

を

き
込
ん
だ
戦
争
が
始
ま

た
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第
３
３
１
話
 
反
撃
の
シ

ナ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

な戦
争

ど
う
い
う
事
だ
よ

ま
じ
か
よ

俺
シ

ナ
と
戦
う
の

な
ん
だ
け
ど

 
そ
し
て
シ

ナ
が

今
回
の
戦
争
の
ル

ル
に
つ
い
て
説
明
を
開
始
し
た

さ
て

こ
こ
か
ら
は
普
通
に
話
さ
せ
て
も
ら
う

 
今
回
俺
は

戦
争
を
始
め
る
に
あ
た

て
ザ
ス
カ

の
担
当
者
に
連

を
と

た

 
そ
し
て
作

て
も
ら

た
の
が
こ
れ
だ

 
ち
な
み
に
そ
れ
は
ア
ル
ゴ
が
用
意
し
た
物
で
あ
る
が

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
は

ザ
ス
カ

に
作

て
も
ら

た
事
に
し
た
ら
し
い

 
そ
れ
は
シ
ン
プ
ル
な
白
い
旗
と

い
旗
だ

た
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さ
て

俺
の
名
前
は
何
だ

シ

ナ
だ

そ
う

那
王
の
シ

ナ
だ

 
つ
ま
り
こ
れ
は
源
氏
の
白
旗
と
平
家
の

旗
を
イ
メ

ジ
し
て
作
ら
れ
て
い
る

要
す
る
に
そ

う
い
う
事
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
が
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
た

間

Ｇ
Ｇ
Ｏ
全
体
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

た
だ
い
ま
か
ら
臨
時
イ
ベ
ン
ト

Ｇ
Ｇ
Ｏ
源
平
合
戦
が
開
始
さ
れ
ま
す

お
い
お
い
ま
じ
か
よ

シ

ナ
の
奴
運

を
動
か
し
や
が

た

と
い
う
か
噂
が
本
当
だ

た
ら

 
シ

ナ
は
と

く
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
処
分
さ
れ
て
る
ん
じ

な
い
の
か

く
そ

何
が
な
ん
だ
か
さ

ぱ
り
だ

確
実
に
言
え
る
の
は
俺
達
は
人

だ
け
は
多
い
が
別
に
正
義
で
も
何
で
も
な
い

て
こ

た 
そ
し
て
再
び
シ

ナ
が
話
し
始
め
た

さ
て

皆
に
は
こ
れ
か
ら
こ
の
街
の
東
と
⻄
に
走

て
も
ら
う
事
に
な
る

 
も

と
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
気
が
な
い
奴
は

そ
の
ま
ま
無

し
て
も
ら

て
結

だ

 
ち
な
み
に
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
ス
コ

ド
ロ
ン
専
用
な
の
で

個
人
で
参
加
し
た
い
奴
は
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臨
時
の
ス
コ

ド
ロ
ン
で
も
組
ん
で
参
加
し
て
く
れ

 
さ
て

今
こ
の
街
の
東
に
は
源
氏
の
白
旗

⻄
に
は
平
家
の

旗
が
用
意
さ
れ
て
い
る

 
俺
が

い
な
奴
は
遠

な
く
平
家
の
旗
を
取

て
く
れ

ち
な
み
に
旗
を
と

た
ら

 
旗
持
ち
プ
レ
イ
ヤ

は

日
必
ず
一
度
以
上
戦
闘
を
し
な
い
と
失
格
に
な
る
か
ら
な

 
ち
な
み
に
今
日
は
戦
闘
を
し
な
く
て
も
セ

フ
だ

お
い

ど
う
す
る
よ

ス
コ

ド
ロ
ン
で
会
議
の
召
集
だ

ち

と
行

て
く
る
わ

う
ち
は
中
立
だ
し

ル

ル
次
第
か
な

 
そ
ん
な
プ
レ
イ
ヤ

を
横
目
に

一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が

 
戦
争
だ
戦
争
だ
と
叫
び
な
が
ら
⻄
へ
と
走
り
出
し
た

気
の

い
事
で
あ
る

ス
コ

ド
ロ
ン
で
一
人

そ
の
旗
を
持
つ
係
を
決
め
て
も
ら
う

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の

の
上
に

白
か

ど
ち
ら
か
の
旗
が
自
動
で
表

さ
れ
る

 
そ
い
つ
が
死
ん
だ
ら
そ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
は
敗
北
だ
も
う
戦
争
へ
の
参
加
を
継
続
す
る
事
は

出
来
な
い

 
頑
張

て
旗
持
ち
プ
レ
イ
ヤ

を
守

て
く
れ

ち
な
み
に
旗
持
ち
プ
レ
イ
ヤ

が
戦
場
に
い
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な
い
場
合

 
そ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
は
他
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
プ
レ
イ
ヤ

に
攻
撃
す
る
事
は
出
来
な
い

 
だ
が
攻
撃
は
さ
れ
る
か
ら

そ
の
点
は
注
意
し
て
く
れ

 
旗
を
持
た
な
い
プ
レ
イ
ヤ

も

一
度
死
ん
だ
ら
そ
こ
で
失
格
に
な
る
か
ら
な

 
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
な
い
プ
レ
イ
ヤ

は

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は

 
イ
ベ
ン
ト
参
加
中
の
プ
レ
イ
ヤ

に
は
一
切
手
出
し
出
来
な
い
か
ら
注
意
し
て
く
れ

 
こ
の
シ

ナ
の
説
明
で

要
は
シ

ナ
は
関
係
な
く

 
ス
コ

ド
ロ
ン

で
戦
う
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
だ
と

プ
レ
イ
ヤ

達
は
そ
う
考
え
た

 
だ
が
次
の
説
明
で

そ
の
考
え
は
完
全
に
否
定
さ
れ
た

期
間
は
一
週
間
最
初
の
六
日
は
フ

ル
ド
戦
だ

そ
し
て
最
後
の
一
日
は

点
攻
略
戦
だ

 
俺
が

首
都
の
砦
に
立
て
こ
も
る
の
で

そ
れ
を
攻
略
し
て
も
ら
う
事
に
な
る

 
も
ち
ろ
ん
俺
の
味
方
に
は

最
終
日
に
一

に
砦
に

て
も
ら
う
事
に
な
る
ん
だ
け
ど
な

 
ち
な
み
に
敵
ス
コ

ド
ロ
ン
の
旗
持
ち
を
倒
す
度
に
そ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
旗
に
星
が
一
つ

追
加
さ
れ
る

 
最
後
ま
で
生
き
残

た
ス
コ

ド
ロ
ン
に
は
そ
の
星
の

に
応
じ
て
ボ

ナ
ス
が

わ
れ
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る 
そ
し
て
俺
の
旗
に
か
け
ら
れ
た
星
の

は

通
常
の

倍
に
設
定
さ
せ
て
も
ら

た

 
我
こ
そ
は
と
思
う
ス
コ

ド
ロ
ン
の
奴
ら
は

俺
に
挑
ん
で
こ
い

 
そ
い
つ
に
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
最
強
プ
レ
イ
ヤ

の
称

が

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
特
に
お
前
だ
な
ん
ち

て
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者

て
言
わ
れ
る
の
は
も
う

だ
よ
な
な

ゼ
ク
シ

ド

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に
ゼ
ク
シ

ド
は
顔
を
真

に
し
て
答
え
た

い
い
だ
ろ
う

そ
の
挑
発
に
乗

て
や
る

後
で
ほ
え
面
か
く
な
よ

 
ち
な
み
に

集
は
ゼ
ク
シ

ド
に
は
あ
ま
り
興
味
が
無
い
ら
し
く

 
も
し
か
し
た
ら
ゲ

ト
出
来
る
か
も
し
れ
な
い

倍
の
報

に
興
味
を

い
て
い
た

 

ま
じ
か
よ
い
く
ら
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
星
一
つ
で
千

と
か
ケ
チ
な
事
は
言
わ
な

い
よ
な

シ

ナ
が
あ
あ
言

て
る
ん
だ

心
置
き
な
く
敵
対
さ
せ
て
も
ら
お
う

 
こ
の
最
後
の
シ

ナ
の
言
葉
で

現
在
の
お

い
の
戦
力
比
は

倍
に
ま
で

れ
上
が

た

さ
て

主
な
ル

ル
は
そ
の
く
ら
い
だ

か
い
ル

ル
は
旗
に
書
い
て
あ
る
か
ら
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後
は

自
で
そ
れ
を
見
て
お
い
て
く
れ

残
り
期
限
は
あ
と
一
時
間

 
今
は
午
後
八
時
な
の
で
九
時
ま
で
待
つ

九
時
に
な

た

間
に
開
戦
だ

 
今
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
い
友
人
達
に
も

そ
の
間
に
こ
の
事
を
伝
え
て
く
れ

 
も

と
も
外
部
の
主
だ

た
動
画
サ
イ
ト
で
も

こ
の
映
像
は
流
れ
て
い
る
が
な

 
そ
し
て
シ

ナ
の
映
像
は
そ
こ
で

切
れ
た

と
思

た
直
後
に
ま
た
シ

ナ
が
モ
ニ
タ

に

現
れ
た

一
つ
言
い
忘
れ
て
い
た

こ
の
戦
争
の
模
様
は

 

自
の
持
つ
旗
に
よ

て
映
像
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る

録
画
機
能
付
き
の
旗
と
か
優
れ
物

だ
よ
な

 
そ
れ
を

日
ソ
レ
イ
ユ
の
運

す
る
サ
イ
ト
に
て
公
開
す
る
予
定
だ

 
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
い
者
達
も

そ
れ
を
見
て
楽
し
ん
で
く
れ

ソ
レ
イ
ユ

今
ソ
レ
イ
ユ

て
言

た
か

シ

ナ
の
バ

ク
は
ソ
レ
イ
ユ
な
の
か

そ
れ
じ

あ
資
金
的
な
バ

ク
ア

プ
も
あ
る
だ
ろ
う
し

 
本
当
に
賞
金
の

が
と
ん
で
も
な
い
事
に
な
る
ん
じ

な
い
の
か
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そ
し
て
今
度
こ
そ
シ

ナ
は
モ
ニ
タ

か
ら

を
消
し

 
代
わ
り
に
そ
の
モ
ニ
タ

に
は
現
在
の
白
軍
と

軍
の
参
加
ス
コ

ド
ロ
ン

が
表

さ
れ

た 
現
在
の
参
加

は
白
軍
が
一

軍
が

二
十
で
あ
る

白
軍
の
一
は
シ

ナ
達
で
あ
る

 
今
の
と
こ
ろ
は
全
て
の
ス
コ

ド
ロ
ン
が
シ

ナ
達
の
敵
に
回

た
事
を
意
味
す
る

ど

ち
に
付
く
か
決
断
し
な
い
と
い
け
な
い
と
は
言

て
も
な

そ
ん
な
の

に
決
ま

て
る
だ
ろ

ど
う
考
え
て
も

が
違
い
す
ぎ
る

こ
の

相
手
な
ら
シ

ナ
が
負
け
て
も
仕
方
な
い

て
事
で
シ

ナ
の
名
声
も
別
に
下
が
ら

な
い
し
な

む
し
ろ
こ
れ
は
シ

ナ
か
ら
の
俺
達
へ
の
ボ

ナ
ス
と
言
う
べ
き
な
ん
じ

な
い
の
か

 
そ
う
い

た
意
見
が
大
勢
を

め

源
氏
軍
の
勢
力
は
ず

と
一
の
ま
ま

 
平
家
軍
の
勢
力
だ
け
が
ど
ん
ど
ん

加
し
て
い

た

こ
う
も
思
惑
通
り
に
い
く
と

逆
に
心
配
に
な

ち
ま
う
な

 
あ
い
つ
ら
は
自
分
の

で
考
え
る

て
事
が
出
来
な
い
の
か

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か

ち

ん
と
選
択
の
自
由
は

え
た

だ
し
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そ
の
結
果
ど
う
な
ろ
う
と
あ
い
つ
ら
の
自

任
だ

問
答
無
用
で
敵
に
認
定
し
た

で
も
な

い
し
な

 
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う
主
張
し

闇
風
も
そ
れ
に

い
た

そ
う
そ
う

ど
ち
ら
に
付
こ
う
と
あ
い
つ
ら
の
好
き
に
さ
せ
れ
ば
い
い
さ

 

え
そ
の
結
果

ど
ん
な
情
け
な
い
目
に
合
お
う
と
も
な

 
そ
し
て
ま
も
な
く
九
時
に
な
ろ
う
か
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
シ

ナ
が
言

た

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な

戦
力
比
は
ど
の
く
ら
い
に
な

た

八
対
二

十
一
だ
な

俺
達

た
ら
こ

闇
風

ダ
イ
ン

エ
ヴ

を

い
た
ら
三
組
か

 
誰
だ
か
分
か

た
ら
世
界
樹
要
塞
へ
ご

待
だ

も
ち
ろ
ん
ピ
ン
チ
に
な

て
い
た
ら
助
け

る 
そ
し
て
九
時
に
な
り
公
式
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
全
プ
レ
イ
ヤ

に

く
よ
う
高
ら
か
と
宣
言

さ
れ
た

こ
れ
よ
り
イ
ベ
ン
ト
が
開
始
さ
れ
ま
す

こ
れ
よ
り
イ
ベ
ン
ト
が
開
始
さ
れ
ま
す

 
そ
の
告
知
を

い
た
全
プ
レ
イ
ヤ

は
雄
た
け
び
を
上
げ
た
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だ
が
そ
の
直
後
に
と
ん
で
も
な
い
展
開
が
待

て
い
た

よ

お
前
ら

こ
の
と
こ
ろ

分
好
き
放
題
や

て
く
れ
た
よ
な

ま

た
く
参

た
よ

 
再
び
シ

ナ
の

が
モ
ニ
タ

に
現
れ
そ
う
言

た

自
業
自
得
だ
ろ
う
が

何
だ
よ

命

い
か

女
の
敵
め

首
を
洗

て
待

て
い
や
が
れ

必
ず
倒
し
て
や
る
か
ら
な

 
そ
の
声
は
当
然
シ

ナ
に
は

い
て
い
な
い
が
イ
ベ
ン
ト
の
せ
い
で
皆
高
揚
し
て
い
る
せ
い

か 

集
の
大
多

は
そ
ん
な
感
じ
だ

た

噂
を
信
じ
て
い
な
か

た
者
達
で
す
ら

 
そ
の
場
の
ノ
リ
で
似
た
よ
う
な
事
を
言

て
い
た

こ
れ
が

心
理
な
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
シ

ナ
は

問
い
か
け
る
よ
う
な
口
調
で
話
を
続
け
た

さ
て

そ
ん
な
お
前
ら
に

親
切
の
つ
も
り
で
一
部
情
報
を
開

し
て
や
る
事
に
し
た

 
あ
ま
り
に
秘
密
主
義
だ
と
ま
た
お
か
し
な
噂
が
流
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

 
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か
は
好
き
に
し
ろ

現
在
俺
の
仲
間
は
全
部
で
九
人

 
俺

シ
ズ
カ

ベ
ン
ケ
イ

シ
ノ
ン

ピ
ト
フ

イ

ニ

ン
ゴ
ロ

イ
コ
マ

エ
ム

ロ
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ザ
リ
ア
だ

 
そ
れ
じ

あ
自

紹
介
を
頼
む

は自

紹
介

何
の

に

ま
あ

い
て
み
よ
う

 
そ
し
て
八
人
は
自

紹
介
を
始
め
た

シ
ズ
カ
で
す

シ

ナ
の
リ
ア
ル
同
級
生
で
す

ベ
ン
ケ
イ
で
す

シ

ナ
の
リ
ア
ル
妹
で
す

シ
ノ
ン
よ

シ

ナ
の
狙
撃
の
弟
子
に
な
る
の
か
し
ら
ね

ピ
ト
フ

イ
よ

シ

ナ
を
頑
張

て
探
し
出
し
て

押
し
か
け
下
僕
に
な

た
わ

ニ

ン
ゴ
ロ

だ

シ

ナ
の
リ
ア
ル
元
同
級
生
だ
な

イ
コ
マ
で
す

シ

ナ
さ
ん
の
リ
ア
ル
友
人
で
す
ね

エ
ム
だ

俺
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ピ
ト
フ

イ
の
友
人
だ
な

ロ
ザ
リ
ア
で
す
シ

ナ
は
学
生
だ
け
ど
仕
事
も
し
て
い
る
の
で
私
は
そ
の
リ
ア
ル
部
下
で

す
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そ
の
言
葉
を

い
た

は

か
ん
と
し

口
々
に

ぎ
始
め
た

お
い

こ
れ

て

八
人
中
五
人
が
た
だ
の
リ
ア
ル
仲
間
じ

ね
え
か
よ

純

に
ゲ

ム
か
ら
の
仲
間

い
の
は
エ
ム
を

け
ば
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
だ
け
じ

ね

え
か無

任
な
噂
を
流
し
た
奴
は
誰
だ
よ

あ
と
噂
に
乗

か

た
馬

は
出
て
こ
い

 
そ
し
て
再
び
シ

ナ
が
画
面
に
現
れ
た

リ
ア
ル
の
友
人
関
係
だ
け
見
れ
ば
男
女
比
は
一
対
二
イ
コ
マ
シ
ズ
カ
ニ

ン
ゴ
ロ

だ

 
お
前
ら
に
三
人
友
人
が
い
た
と
し
て

そ
れ
く
ら
い
の
比

は
珍
し
い
の
か

 
ま
あ
珍
し
い
ん
だ
ろ
う
な

だ
か
ら
お
前
ら
は
俺
に
色
々
言

て
き
た
ん
だ
ろ
う
し
な

 
ち
な
み
に
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
だ
が

シ
ノ
ン
は
ス
ナ
イ
パ

候
補
だ

た
し

 
ピ
ト
フ

イ
は
第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
映
像
を
見
て
個
人
的
に
俺
を
追
い
か
け
て
い
た
だ
け
だ
か
ら

な 
お
前
ら
の
誰
か
が
ス
ナ
イ
パ

と
し
て
俺
の
前
に
現
れ
て
い
た
ら

 
シ
ノ
ン
の
場
所
に
立

て
い
た
の
は
お
前
ら
の
誰
か
か
も
し
れ
な
い
し
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お
前
ら
の
誰
か
が
俺
に
会
お
う
と
頑
張

て
努
力
し
て
い
た
ら

 
ピ
ト
フ

イ
の

置
に
立

て
い
た
の
は
や

ぱ
り
お
前
ら
の
誰
か
だ

た
か
も
し
れ
な
い

な 
で

俺
が
こ
い
つ
ら
を

し
て

わ
せ
て
い
る
ん
だ

た
か

本
当
に
面
白
い
事
を
言
う
奴

が
い
た
も
ん
だ

 
そ
の
言
葉
は
あ
え
て
煽
り
気
味
に
放
た
れ
た

多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
熱
く
な
り

 
口
々
に
画
面
に
向
か

て

声
を

び
せ
始
め
た

そ
れ
が
本
当
か
ど
う
か
な
ん
て
分
か
ら
な
い
じ

な
い
か
よ

そ
う
だ
そ
う
だ

証
明
出
来
る
も
ん
な
ら
や

て
み
ろ
よ

え

と

こ
う
い
う
事
を
言
う
の
は
趣
味
じ

な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
が
画
面
の
中
に
現
れ

こ
う
言

た

 
当
然
場
が
熱
く
な

て
い
る
の
を
予
想
し
て
で
あ
る

無

任
な
噂
に
乗

か

た
人
達
は

今

り
に
い
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

達
が

 
自
分
達
の
事
を
ど
ん
な
目
で
見
て
い
る
か
自
覚
し
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か
な
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そ
の
言
葉
を

い
た

間

当
事
者
で
あ
る
男
性
プ
レ
イ
ヤ

達
の

線
が

 

り
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

達
に
一

に
注
が
れ
た

 
そ
の
女
性
達
の
全
て
が
そ
ん
な
男
性
プ
レ
イ
ヤ

達
を

悪
の
こ
も

た
目
で
見
つ
め
て
お

り 
そ
の

間
に
熱
狂
が
覚
め
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

自
分
達
の
し
で
か
し
た
事
の
意
味
を

悟

た

 
そ
し
て
そ
こ
に
ピ
ト
フ

イ
が
追
い
討
ち
を
か
け
た

お
前
ら
は
私
の
友
達
の
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
に

問
ま
が
い
の
事
ま
で
し
て
く
れ
た
わ
よ
ね

 
も
ち
ろ
ん
反
対
し
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
け
ど

事
実
は
事
実
だ
か
ら
ね

 
そ
の
時
た
ま
た
ま
い
な
か

た
奴
も
同
罪
だ
し

 
シ

ナ
が

て
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
の
も
当
然
だ
よ
ね

あ
の
噂
は
本
当
だ

た
の
か

最
悪

正
直
限
度
を
超
え
て
る
よ
ね
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当
事
者
達
は
そ
れ
に
何
も
言
い
返
せ
ず

そ
の
場
で

こ
ま

た

 
そ
し
て
そ
の
中
の
一
人
が

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
こ
う
言

た

お

お
い

今
確
か

こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

て
言

た
よ
な

何
か
あ
る
の
か

 
そ
の

き
は
ど
ん
ど
ん
広
が

て
い
き

集
は
ど
う
い
う
事
な
の
か
と
シ

ナ
の
言
葉
を

待

た

 
そ
し
て
そ
ん
な
現

を

ん
で
い
た
の
か

再
び
シ

ナ
が
現
れ
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
気
付
い
た
奴
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
俺
か
ら
の
お
前
ら
に
対
す
る
意
趣
返
し
だ

 

き
込
ま
れ
た
一

の
プ
レ
イ
ヤ

に
は
悪
い
と
思
う
が
ま
あ
リ
ス
ク
も
何
も
無
い
の
は
確

か
だ
か
ら

 
の
ん
び
り
と
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
く
れ

い
つ
で
も
リ
タ
イ
ア
出
来
る
し
な

 
さ
て
俺
の
事
が

い
で
仕
方
な
い
馬

ど
も
あ
え
て
そ
う
い
う
言
い
方
を
さ
せ
て
も
ら
う

が 
馬

ど
も
に
一
つ

く

お
前
ら
は
今
の
自
分
の
立
場
を
分
か

て
い
る
の
か
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お
前
ら
は

俺
が
ど
こ
に
い
る
の
か
分
か

て
い
る
の
か

 

日
一
度
で
も
戦
闘
に
参
加
し
な
け
れ
ば

失
格
に
な
る

て
分
か

て
る
か

 
戦
力
比
は
八
対
二

十
一
だ
ぞ

そ
も
そ
も
お
前
ら

源
氏
軍
を
見
付
け
ら
れ
る
の
か

 
そ
の
言
葉
を

い
た
平
家
軍
の
者
達
は

そ
の
言
葉
で
始
め
て

況
を

し
た

八
対
二

十
一

し
か
も
相
手
は
お
そ
ら
く

に
よ
る
機
動
力
を
確
保
し
て
る
よ
な

そ
も
そ
も
敵
は
ど
こ
に
い
る
ん
だ
よ

 
下
手
を
す
る
と

何
も
出
来
な
く
て
終
わ

ち
ま
う
だ
け
じ

な
い
の
か

や
ら
れ
た

い
く
ら
何
で
も
戦
力
が
偏
り
す
ぎ
だ
ろ

 
絶
望
に
駆
ら
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は

ど
う
す
る
の
が
ベ
ス
ト
な
の
か
判
断
出
来
な
か

た

 
そ
の
心
の

を
突
く
よ
う
に

シ

ナ
は
次
に
こ
う

い
た

ま
あ
リ
ス
ク
も
何
も
無
い
と
は
い
え
こ
の
ま
ま
じ

お
前
ら
も
感
情
的
に
納
得
し
な
い
よ
な

 
そ
こ
で
お
前
ら
に
一
つ

報
だ

よ
く
画
面
を
見
て
く
れ

 
こ
の
映
像
は

今
俺
の
旗
か
ら
見
え
る
映
像
を
特
別
に
流
し
て
も
ら

て
い
る
物
だ
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
を

き

画
面
に
見
入

た
者
達
は
口
々
に
こ
う
叫
ん
だ

お
い
あ
れ

こ
の
木
な
ん
の
木

な
ん
じ

な
い
か
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そ
う
だ
よ
間
違
い
な
い

で
も
あ
そ
こ

て
遠
い
ん
だ
よ
な

と
も
か
く
あ
の

り
に
行
け
ば

確
実
に
敵
が
存
在
す
る

て
事
か

 
そ
し
て
シ

ナ
は
こ
う
言
葉
を
続
け
た

ど
う
だ

何
か
見
え
る
だ
ろ

俺
達
は
し
ば
ら
く
は
こ
こ
を
本

地
に
し

 
こ
こ
か
ら

方
面
に
出
撃
す
る
事
に
す
る

俺
の
知
ら
な
い
三
組
の
源
氏
軍
の
戦
士
は

 
可
能
な
ら
こ
こ
ま
で
来
て
く
れ

そ
う
な

た
ら
俺
が
必
ず
保
護
す
る
と
約
束
す
る

 
も
ち
ろ
ん
秘
密
裏
に
連

し
て
き
て
く
れ
て
も
い
い

た
ま
に
は
街
に
も

る
つ
も
り
だ
か
ら

な
あ
の
付
近
に

点
に
出
来
る
よ
う
な

設
な
ん
か
あ

た
か

シ

ナ
が
そ
う
言
う
か
ら
に
は

何
か
し
ら
あ
る
ん
だ
ろ
う
よ

最
後
に
平
家
軍
の
戦
士
達
よ

い
い
物
を
見
せ
て
や
ろ
う

 
そ
し
て
映
像
が
ぐ
る

と

り

前
方
に
二
台
の
ジ

プ
の

が
現
れ
た

 
そ
の
二
台
の
ジ

プ
の
上
に
は

平
家
の

旗
が
ひ
ら
め
い
て
い
た

目

の
き
く
何
人
か
が

街
か
ら
俺
達
を
ず

と
追
い
か
け
て
き
て
た
ん
だ
よ
な

 
な
の
で
開
戦
の
の
ろ
し
代
わ
り
に

今
か
ら
あ
い
つ
ら
と
交
戦
す
る
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お
い
馬

ど
も

自
分
達
が
こ
れ
か
ら
誰
を
相
手
に
す
る
事
に
な

た
の
か

 
そ
の

た
目
で
し

か
り
と
こ
の
戦
い
の
結
果
を
見
て
お
け
よ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は
Ｍ
８
２
を
取
り
出
す
と

ま
と
も
に
狙
い
も
つ
け
ず

 
い
き
な
り
先

の
ジ

プ
目

け
て
銃

を
発
射
し
た

 
そ
の

間
に
ジ

プ
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に

が
開
き

運
転
手
が

間
を
撃
ち
抜
か
れ

 
そ
の
ジ

プ
は
砂

を
あ
げ
て
そ
の
場
で
回
転
し
た

何
だ
よ
そ
れ

ま
と
も
に
狙

て
る
よ
う
に
は
見
え
な
か

た
ぞ

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に

後
続
の
ジ

プ
か
ら
銃

の

が
ブ
ラ

ク
に
降
り
注
い
だ
が

 
ブ
ラ

ク
の
装
甲
は
そ
れ
を
全
て

き
返
し

逆
に
ブ
ラ

ク
か
ら

 
最
初
に

止
し
た
ジ

プ
に
銃

の

が
降
り
注
ぎ
中
に
乗

て
い
た
者
達
は
あ

さ
り
と

全
滅
し
た

何
だ
よ
あ
れ

お
か
し
い
だ
ろ

 
直
後
に

八
十
度
回

し
た
ブ
ラ

ク
は

も
う
一
台
の
ジ

プ
の
後
ろ
に
張
り
付
き
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そ
の
ま
ま
ワ
イ
ヤ

ラ
ン
チ

を
射
出
し
た

そ
の
ワ
イ
ヤ

は
残
り
の
ジ

プ
の
後
部
に

さ
り

 
ブ
ラ

ク
が
急
ブ
レ

キ
を

け
る
と
ジ

プ
は
そ
の
パ
ワ

に
負
け
ま

た
く
進
め
な

く
な

た

ま
じ
か

ど
れ
だ
け
パ
ワ

が
あ
る
ん
だ
よ

あ
の
ハ
ン
ヴ

あ
れ
は
か
な
り

さ
れ
て
る
な

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
だ
と
狙
い
撃
ち
さ
れ
る
と
で
も
思

た
の
か

 
ジ

プ
の
中
か
ら
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
飛
び
出
し
て
き
た

 
観
戦
し
て
い
た
者
達
は
中
に
い
よ
う
が
外
に
出
よ
う
が
ど
ち
ら
に
し
ろ
撃
た
れ
る
だ
ろ
う
と

思
い

 

を
飲
ん
で
ど
う
な
る
か
見
守

て
い
た
の
だ
が

 
案
に
相
違
し
て
ブ
ラ

ク
か
ら
の
銃
撃
は
ま

た
く
無
か

た

 
そ
の
代
わ
り
に
シ

ナ
が
ジ

プ
の
中
か
ら
飛
び
出
し

 
ま

し
ぐ
ら
に
そ
の
三
人
の
方
へ
と
走
り
出
し
た



 第３３１話 反撃のシャナ

う
わ

ま
さ
か
の
接
近
戦

確
か
に
シ

ナ
と
い
え
ば
接
近
戦
だ
け
ど
よ

シ

ナ
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

あ
れ
じ

狙
い
撃
ち
さ
れ
る
だ
け
だ
ろ

 
そ
の
言
葉
通
り

三
人
は

て
て
銃
を

え

シ

ナ
目

け
て
発
砲
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
シ

ナ
の
持
つ
何
か
か
ら

黒
い
散

の
よ
う
な
光
線
が
発
射
さ
れ

 

囲
に
す
さ
ま
じ
い
砂

が
舞
い
上
が

た

う
わ

何
だ
今
の

光
学
散

銃
か

そ
れ
に
し
ち

何
か
お
か
し
か

た
が

太
い
棒
み
た
い
な
の
を
持

て
な
か

た
か

ま
さ
か
新
兵
器
か

 
そ
し
て
砂

が
晴
れ
た
後

そ
こ
に
は
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の

し
か
無
く

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

を
失

て
お
り

何
の
武
器
も
持

て
は
い
な
か

た

 
そ
し
て
シ

ナ
が
画
面
に
向
か

て
そ
の
手
に
持
つ
武
器
を
指
し

し
た

 
そ
れ
は
黒
い
刃
を
持
つ
光
剣
で
あ
り

観
客
達
は
そ
れ
を
見
て
ど
よ
め
い
た

お
い

あ
れ

て
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黒
い
刃
の
光
剣

あ
の
ネ
タ
武
器
の

い
や
い
や
ま
さ
か

あ
れ
は
本
当
に
た
だ
の
光
る
棒
だ
ぞ

 
そ
し
て
当
事
者
間
で
も

こ
ん
な
会
話
が

り
広
げ
ら
れ
て
い
た

何
だ
よ
そ
れ

次
は
お
前
の
首
を

ね
る
ぞ

備
え
て
お
け
よ

 
次
の

間
シ

ナ
が
刃
を

る
い

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
首
を

ね
る
の
を
見
て

 
観
客
達
は
一
様
に
言
葉
を
失

た

何
だ
よ
あ
れ

も
し
か
し
て
光
剣
と
は
別
の
何
か
な
の
か

あ
れ
だ

俺
達
は
こ
の
前
あ
れ
に
や
ら
れ
た
ん
だ

お
い

誰
か
あ
れ
に
つ
い
て
知

て
る
奴
は
い
る
か

 
だ
が
そ
の
問
い
に
答
え
ら
れ
る
者
は
誰
も
お
ら
ず

り
は
静

に
包
ま
れ
て
い
た

 
そ
し
て
画
面
の
中
の
シ

ナ
は

を
仕
舞
い

モ
ニ
タ

に
向
か

て
こ
う
言

た

ち
な
み
に
今
の
奴
ら
は
う
ち
の
ロ
ザ
リ
ア
が

問
さ
れ
た
時
に
参
加
し
て
た
奴
ら
だ

た
か

ら
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こ
の
手
で
直
接
殺
す
事
に
し
た

も
う
分
か

た
と
思
う
が

 
一
度
で
も
そ
う
い
う
集
ま
り
に
参
加
し
た
事
の
あ
る
奴
は

に
こ
ち
ら
の
リ
ス
ト
に
載

て

い
る

 
お
前
ら
は
安
易
に
リ
タ
イ
ア
出
来
る
と
思
う
な
よ

も
し
そ
れ
が
確
認
さ
れ
た
ら

 
こ
ち
ら
は
そ
の
リ
ス
ト
を
公
開
す
る
準
備
が
し
て
あ
る
か
ら
な

 

む
な
ら
自
分
の
愚
か
さ
を

め

お
前
ら
は
皆
殺
し
だ

絶
対
に
逃
が
さ
ん

 
さ

き
も
言

た
が
今
日
は
カ
ウ
ン
ト
の
上
で
は
ゼ
ロ
日
目
と
判
断
さ
れ
る
そ
う
だ

 
だ
か
ら
今
日
は
戦
闘
を
し
な
く
て
も
失
格
に
は
な
ら
な
い
ら
し
い
ぞ

 
安
心
し
て
明
日
ま
で
に
ど
う
す
る
か
作
戦
を
練

て
き
て
く
れ
よ

 
最
後
に

幕
付
き
で
ザ
ス
カ

の
担
当
者
の
言
葉
を
お
前
達
に
伝
え
る

そ
れ
じ

あ
ま
た

明
日
な

 
そ
し
て
シ

ナ
の

が
画
面
か
ら
消
え
代
わ
り
に
シ
ン
プ
ル
な

幕
と
音
声
が
再
生
さ
れ
た

 
そ
こ
に
は
こ
う
書
い
て
あ

た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
不
公
平
だ
と
思
う
プ
レ
イ
ヤ

も
い
る
で
し

う
が

 
全
員
に
平

に
チ

ン
ス
は

え
て
い
る
は
ず
で
す
の
で
そ
れ
は
全
て
貴
方
達
の
選
択
の
結
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果
で
す

 
せ
め
て
正
々

々
と
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
下
さ
い

 
ち
な
み
に
道
義
的
に
は

我
々
は
あ
な
た
方
を
絶
対
に

持
し
ま
せ
ん

 
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は

そ
う
い
う
我
々
の
感
情
が
反
映
さ
れ
た
も
の
だ
と
お
考
え
下
さ
い

 
こ
れ
は
ソ
レ
イ
ユ
と
の
提

を

野
に
入
れ
た
ザ
ス
カ

首

の

 
あ
る
意
味
リ

プ
サ

ビ
ス
の
部
分
が
大
き
か

た
の
だ
が

 
そ
の
文

を
見
た
反
シ

ナ

の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
顔
を
真

に
し
た

 
自
分
達
の
行

が

公
式
に
運

に
否
定
さ
れ
た
事
に
な
る
か
ら
だ

 
イ
コ

ル
そ
れ
は

シ

ナ
が
無
実
だ
と
い
う
事
の
証
明
に
も
な

た

 
ル

ル
違
反
で
は
無
い
の
で
特
に
処
罰
と
か
は
無
い
の
だ
が

 
シ

ナ
が
そ
の
リ
ス
ト
を
公
開
し
た

間
に
彼
ら
は
叩
か
れ
る
立
場
に
な
り
彼
ら
の
命
運
は

尽
き
る
の
だ

 
こ
う
し
て
彼
ら
の
逃
げ
場
は
失
わ
れ
も
う
後
が
無
い
彼
ら
は
せ
め
て
シ

ナ
に
一
矢
報
い

よ
う
と

 
決
死
の
覚
悟
で
こ
の
木
な
ん
の
木
に
向
か
い
バ
タ
バ
タ
と
シ

ナ
に
倒
さ
れ
て
い
く
事
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と
な
る
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第
３
３
２
話
 
一
つ
目
の
ス
コ

ド
ロ
ン

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

シ

ナ

分

手
に
や

た
も
ん
だ
な

も
し
か
し
て
キ
レ
て
た
か

別
に
キ
レ
ち

い
な
い
さ

ま
あ

て
る
う
ち
に

 
ほ
ん
の
少
し
イ
ラ
イ
ラ
が
我
慢
出
来
な
く
な
り
そ
う
に
も
な

た
が
基
本
的
に
は
作
戦
の
一

だま
あ
確
か
に
当
分
は
モ
グ
ラ
叩
き
を
す
る
だ
け
だ
け
ど
な

 
現
在
世
界
樹
要
塞
の
二

ホ

ル
に
は

に
源
氏
軍
の
メ
ン
バ

が
大
集
合
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
レ
ン
タ
ル
屋
に
あ

た
ハ
ン
ヴ

は
事
前
に
全
て
シ

ナ
が
独

レ
ン
タ
ル
し

て
い
た

 
そ
の

総
勢
十
台

も

と
も
事
前
に
シ

ナ
が

 
ザ
ス
カ

に
乗
用

の
レ
ン
タ
ル

を

や
す
よ
う
に
頼
ん
で
い
た

不
足
に
な
る
事
は



 第３３２話 一つ目のスコードロン

無
い
だ
ろ
う

 
た
だ
そ
れ
は

機
動
性
に

け
る
非
戦
闘
用
の

両
ば
か
り
な
の
で
あ
る

 
そ
し
て
事
前
に
源
氏
軍
へ
の
参
加
を
決
め
て
い
た
薄
塩
た
ら
こ
闇
風
ダ
イ
ン
エ
ヴ

の 
四
つ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
メ
ン
バ

は

事
前
に
こ
の
場
所
の
事
を
知
ら
さ
れ
て
お
り

 
シ

ナ
が
別
に
バ
ス
を
何
台
か
チ

タ

し
て
い
た

白
旗
を
取

た
後
直
ぐ
に

 
イ
ベ
ン
ト
開
始
時
に
間
に
合
う
よ
う
に
こ
こ
に
案
内
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

た

し
か
し
主

者
特

使
い
ま
く
り
だ
な
お
い

と
い

て
も
こ
こ
に
事
前
に
人
を
集
め
た
く
ら
い
だ
け
ど
な

 
相
手
に
は
俺
の
側
に
付
く
チ

ン
ス
は

え
た
し

こ
の
要
塞
も
ブ
ラ

ク
も

光
剣
も

 
全
て
自
前
で
手
に
入
れ
た
も
の
だ
か
ら
な

敵
対
者
の
リ
ス
ト
も
そ
う
だ

 
俺
は
イ
ベ
ン
ト
の
開

を
依
頼
し
た
だ
け
で

実
は
何
も
優
遇
さ
れ
た
り
は
し
て
い
な
い

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
だ
よ
な

シ

ナ

て
や

ぱ
り
凄
い
よ
な

あ
え
て
優
遇
さ
れ
た
事
を
あ
げ
る
な
ら

説
す
る
機
会
を

え
て
も
ら

た
く
ら
い
だ
な

当
初
の
目

見
通
り
に

敵
の

を
可
能
な
限
り

や
す
い
い

説
で
し
た
ね

シ

ナ
様
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そ
の
会
話
に

横
か
ら
そ
う
声
を

け
て
く
る
者
が
い
た

師
匠

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ど
う
ぞ
私
の
事
は

セ
バ
ス
と
お
呼
び
下
さ
い

あ

え

と

セ

セ
バ
ス

 
そ
の
セ
バ
ス
と
名
乗
る
プ
レ
イ
ヤ

は

当
然
都

だ

た

 
シ

ナ
は
都

に
セ
バ
ス
を
名
乗
ら
せ
る
気
は
ま

た
く
無
く
も
は
や
ネ
タ
と
化
し
て
い
る

名
前
を

 
尊
敬
す
る
都

に
名
乗
ら
せ
る
事
に
弟
子
と
し
て

抗
感
を
感
じ
て
い
た

 
都

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
イ
ン
し
て
も
ら
い
色
々
教
え
を
受
け
る
の
は
予
定
通
り
だ

た
と
は
い
え

 
名
前
が
こ
う
な

た
の
に
は
理
由
が
あ
る

 
理
事
⻑

言
わ
れ
た
通
り
遊
び
に
来
ま
し
た

え

あ
ら

あ
ら
あ
ら
あ
ら

八
幡
君

よ
く
来
て
く
れ
た
わ
ね

 
あ
ん
な
事
が
あ

た
直
後
に
も
関
わ
ら
ず

 
そ
の
日
八
幡
は

何
食
わ
ぬ
顔
で
理
事
⻑
室
を
訪
れ
て
い
た



 第３３２話 一つ目のスコードロン

 
し
ば
ら
く
八
幡
は
来
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
な
と
少
し
落

し
て
い
た
理
事
⻑
は

 
良
い
意
味
で
期
待
を
裏
切
ら
れ

満
面
の
笑
み
で
八
幡
を
迎
え
入
れ
た

さ
あ
さ
あ
座

て

今
お
茶
を
入
れ
る
わ
ね

あ
ら
や
だ
ど
う
し
ま
し

う

 
ま
さ
か
八
幡
君
が
こ
ん
な
に

く
来
て
く
れ
る
な
ん
て
思

て
な
か

た
か
ら

 
今
日
は
簡

な
お
化

し
か
し
て
こ
な
か

た
の
よ
ね

い
や
い
や

理
事
⻑
は
い
つ
も
お

麗
で
す
よ

ま
あ

ま
あ
ま
あ
ど
う
し
ま
し

う

こ
ん
な
事
な
ら
も

と
色

い
格
好
を

い
や
い
や

理
事
⻑
は
何
を
着
て
い
て
も
似
合
い
ま
す
か
ら

 
も
ち
ろ
ん
八
幡
が
こ
こ
ま
で
友
好
的
な
の
に
は
理
由
が
あ
る

 
そ
れ
は
当
然
都

を
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に

す
る

の
下
準
備
で
あ

た

だ
が
相
手
は
あ
の
理
事
⻑

で
あ
る

 
も
し
一
度
目
で
そ
の
話
を
し
た
ら

そ
れ
が
目
的
だ

た
の
ね
と
絶
対
に

ね
ら
れ
る

 
な
の
で
八
幡
は

こ
の
日
は
高
校
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
事
に
し

 
理
事
⻑
も
そ
れ
を
楽
し
く

い
て
い
た

そ
し
て
次
の
日
の
昼
八
幡
は
再
び
理
事
⻑
室
を
訪

れ
た
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ま
あ

ま
さ
か
二
日
続
け
て
来
て
く
れ
る
な
ん
て

 
こ
れ
は
今
日
は
家
に
帰
れ
な
い
と
連

し
て
お
く
べ
き
か
し
ら

す
み
ま
せ
ん

今
日
は
ち

と
ゲ

ム
で
外
せ
な
い
用
事
が
あ
り
ま
し
て

 
行
か
な
い
と
雪
乃
に

ら
れ
る
ん
で
す
よ
ね

あ
ら
そ
れ
は
大
変
ね

雪
乃
ち

ん
は

ら
せ
る
と
怖
い
か
ら

ま

た
く
誰
に
似
た
ん
で
す
か
ね

噂
に

い
た

俺
が
高
校
時
代
の
理
事
⻑
で
す
か
ね

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言
い

理
事
⻑
は

ね
た
よ
う
な
顔
を
し
た

だ

て
仕
方
な
い
じ

な
い

あ
の

の
私
は

 
陽
乃
と
雪
乃
の
人
生
の
レ

ル
を
引
く
事
に
躍

に
な

て
い
た
ん
だ
も
の

も
う
今
は
そ
れ
は
や
め
た
ん
で
す
ね

当
然
よ
も
う
あ
の
子
達
は
私
が
レ

ル
を
引
か
ず
と
も
勝
手
に
ど
ん
ど
ん
高
み
に
上

て

い
く
わ

ま
あ
今
の
理
事
⻑
は

一

に
い
て
も
変
に

張
し
な
く
て
済
む
の
で
助
か
り
ま
す

 
そ
の
言
葉
を

い
た
理
事
⻑
は

嬉
し
そ
う
に
八
幡
の
隣
に
座
り

 
遠

が
ち
に
少
し
だ
け
八
幡
に
体
重
を

け
た

時
々
暴
走
は
す
る
が
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そ
れ
も

め
て
今
の
理
事
⻑
の
事
は

い
で
は
な
く

 
む
し
ろ
好
ま
し
く
思

て
い
る
八
幡
は

て
そ
れ
を
受
け
入
れ
た

 
陽
乃
と
雪
乃
に
不
満
は
無
い
と
は
い
え

息
子
が
い
な
い
理
事
⻑
が

 
代
わ
り
に
八
幡
の
事
を
息
子
の
よ
う
に
思

て
い
る
の
を
知

て
い
た
せ
い
も
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は

今
日
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
や
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
話
を
理
事
⻑
に
語

て

か
せ
た

と
い
う

で

ゲ

ム
な
の
に
現
実
で
の
訓
練
と
か
が
必
要
だ

た
り
し
て

 
色
々
師
匠
に
教
え
て
も
ら
え
て
助
か
り
ま
し
た

そ
う

都

の
技
術
が
こ
ん
な
事
で
役
に
た
つ
な
ん
て
ね

 
平
和
な
日
本
だ
と
ま

た
く
必
要
の
無
い
技
術
だ
も
の
ね

で

最
近
や

と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
も
仲
間
が

え
て
き
て

 
そ
の
メ
ン
バ

に
も
色
々
教
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
大
変
で
す
よ

あ
ら

そ
れ
な
ら
都

を
貸
し
て
あ
げ
ま
し

う
か

お
お

理
事
⻑
自
ら

い
い
ん
で
す
か

え
え

で
も

件
が
あ
る
わ
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何
で
す
か

都

の
ゲ

ム
内
で
の
名
前
を

セ
バ
ス
に
す
る
事
よ

えま
じ
か
よ

ま
さ
か
そ
う
く
る
と
は

実
は

都

と
そ
ん
な
会
話
を
し
た
事
が
あ
る
の
よ

 
雑
談
中
に
都

が

や
は
り

事
と
い
え
ば
セ
バ
ス
で
す
よ
ね

て
言
い
出
し
て
ね

 
一
時
は
本
気
で

名
し
よ
う
と
し
て
い
た
み
た
い
で

驚
か
さ
れ
た
の
よ

何
や

て
ん
す
か
師
匠

な
の
で
ゲ

ム
の
中
で
く
ら
い

セ
バ
ス

て
呼
ん
で
あ
げ
て
欲
し
い
な
と
思

た
の
よ

そ

そ
う
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

 
背
に
腹
は
か
え
ら
れ
ず

八
幡
は
そ
の

件
で
都

を

す
る
事
に
し
た
の
だ

た

 
セ

セ
バ
ス

俺
の
事
も
シ

ナ
と
呼
び

て
に
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
る
ん
で
す
が

事
が
主
人
を
呼
び

て
に

あ
り
え
ま
せ
ん
な

 
せ

か
く
こ
の
名
を
名
乗
る
機
会
を
手
に
入
れ
た
の
で
す



 第３３２話 一つ目のスコードロン

 
こ
こ
は
よ
り

事
ら
し
く

舞
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
し

う

師
匠

ノ
リ
ノ
リ

す
ね

セ
バ
ス
で
す

シ

ナ
様

あ

は
い

  
セ
バ
ス
は

い

か
ら

あ

さ
り
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に

ん
で
い
た

 
仲
間
達
は
セ
バ
ス
に
鍛
え
ら
れ

一
通
り
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
事
を
学
ぶ
事
が
出
来

 
そ
れ
で
八
幡
は

こ
れ
で
も
う
何
の
憂
い
も
無
い
と
思
い

 
イ
ベ
ン
ト
の
開

を
ザ
ス
カ

に
打

し
た
と
い
う
の
が
今
回
の
件
の
始
ま
り
だ

た

 
そ
の
時
八
幡
は

セ
バ
ス
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
か

ね
て
み
た
の
だ
が

 
セ
バ
ス
の
答
え
は
こ
う
だ

た

私
が
参
加
す
る
の
は

大
人
が
子

の

に
介
入
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
ね

 
今
回
は
遠

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す

ま
あ
そ
う
で
す
よ
ね

分
か
り
ま
し
た

と
こ
ろ
で
シ

ナ
様

臨
時
で
組
む
ス
コ

ド
ロ
ン
の
名
前
な
ん
で
す
が
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九
郎
判

の
九
郎
を
一
文

変
え
て

九
狼

に
な
さ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か

な
る
ほ
ど

確
か
に

那
王
と
は
関
連
の
深
い
呼
び
名
で
す
が

何
か
理
由
が

今
の
シ

ナ
様
の
仲
間
は
全
部
で
九
人
じ

な
い
で
す
か

 
九
郎
を
も
じ

て
九
狼

選
ば
れ
た
九
人
の
狼

こ
の

の
一
致
は

 
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
天
命
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
か

 
ま
あ
そ
れ
も
あ

て

私
は
今
回
の
参
加
を
見
送
る
事
に
し
た
と
い
う
の
も
あ
る
の
で
す
よ

 
そ
の
セ
バ
ス
の
説
明
を

い
た
シ

ナ
は

確
か
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い

 
臨
時
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
名
前
を
九
狼
と
し
て

録
し
た

 
そ
の
名
前
は
こ
の
戦
争
に
お
い
て
敵
対
す
る
プ
レ
イ
ヤ

達
に
と

て
は
恐
怖
の
象
徴
と
な

る 
さ
て

今
回
は
思
惑
通
り
に
事
が
進
み
ま
し
た
ね

は
い

何
と
か
達
成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た

こ
ん
な
要
塞
を
持
ち

機
動
力
も
こ
ち
ら
が

え
て
い
る
の
で
す

 
こ
の
要
塞
の
キ

パ
シ
テ

を
考
え
る
と

こ
の
く
ら
い
の
戦
力
比
が
理
想
的
で
す
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後
は
何
を
す
れ
ば
い
い
か
分
か

て
い
ま
す
ね

移
動
の
足
の
問
題
が
あ
る
う
ち
に
街
と
こ
こ
と
の

離
を
生
か
し
て
徹

的
に

個
撃
破
で

す
ね街

に
仲
間
を

ま
せ
て
お
く
の
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ

は
い

情
報
収
集
は
綿
密
に
で
す
ね

 
ち
な
み
に
セ
バ
ス
は
ス
コ

ド
ロ
ン
に
名
前
を

録
し
て
い
な
い

 
今
回
は
一
切
戦
う
事
は
出
来
な
い

だ
が
こ
う
し
て
知
恵
を
貸
す
事
は
別
に
何
の
問
題
も
無

い 
そ
う
考
え
た
シ

ナ
は

友
好
ス
コ

ド
ロ
ン
の
中
の
希
望
者
を
鍛
え
て
も
ら
う

に
も

 
セ
バ
ス
に
要
塞
に
い
て
も
ら
う
事
に
し
た
の
だ

た

 
そ
の
時
街
に

ん
で
い
る
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
連

が
あ

た

ど
う
や
ら
今
日
は
敵
は

す
る
ば
か
り
で
そ
ち
ら
に
向
か
う
者
は
い
な
い
よ
う
で
す

さ

き

手
に
倒
し
た
映
像
が

い
た
み
た
い
だ
な

そ
し
て
先
ほ
ど
味
方
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た

お

ど
こ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
だ

た
ん
だ
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女
連
で
し
た

予
想
は
し
て
た
が
や

ぱ
り
あ
そ
こ
か

 
ち

と
仲
間
達
と
街
か
ら
の
脱
出
作
戦
に
つ
い
て
相
談
す
る
か
ら

 

女
連
の
連
中
を

馬
山
で
保
護
し
て
お
い
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ホ

ル
に
仲
間
達
を
集
め

そ
の
事
を
伝
え
た

 
ち
な
み
に
今
こ
こ
に
い
る
の
は
シ

ナ
達
九
人
の
他
は
ダ
イ
ン
達
が
十
二
名
闇
風
達
が

六
名

 
薄
塩
た
ら
こ
達
が
十
名
エ
ヴ

達
が
六
名
の
セ
バ
ス
を

め
て
総
勢
四
十
四
名
で
あ

た

皆

い
て
く
れ

不
明
だ

た
残
り
三
つ
の
源
氏
軍
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
う
ち

 
一
つ
の
名
前
が
先
ほ
ど
判
明
し
た

女
連
だ

ま
じ
か
よ

あ
そ
こ
が
こ

ち
に
付
く

て
事
は

 
も
う
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の

少
な
い
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
ほ
と
ん
ど
が

 
全
て
源
氏
軍
所
属

て
事
に
な
る
ん
じ

な
い
か

ま
あ
そ
れ
も
仕
方
な
い
ん
じ

ね

さ
す
が
に
表
立

て
シ

ナ
の

護
は
し
て
な
か

た
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け
ど

 
反
シ

ナ
連
合
の
事
は
明
ら
か
に

て
る
み
た
い
だ

た
か
ら
な

 
以
前
シ
ズ
カ
が
ゼ
ク
シ

ド
を
相
手
に
舞

た
時

ハ
ル
カ
の
質
問
を
受
け
て

 
シ

ナ
に
つ
い
て
熱
く
語

た
女
性
が
話
し
て
い
た
女
性
だ
け
の
コ
ミ

ニ
テ

 
そ
れ
が

女
連

Ｇ
Ｇ
Ｏ
女
性
連
合

で
あ
る

だ
が
一
つ
問
題
が
あ

て
な

何
だ

あ
い
つ
ら
を
こ
こ
に

く
と

次
の

点
防
衛
イ
ベ
ン
ト
が
開
始
さ
れ
ち
ま
う

何
だ
そ
れ

実
は
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は
フ
ロ

リ
ア
と
共
に

 
イ
ベ
ン
ト
の
事
を
知
ら
な
い
メ
ン
バ

に
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
説
明
し
た

 
今
こ
こ
に
い
る
の
は
四
十
四
名

前
回
の
イ
ベ
ン
ト
発
生
時
で
二
十
二
名

 
訓
練
の

に
シ

ナ
達
は
こ
こ
を
二
回
訪
れ
て
い
る
の
で
の
べ
二
十
名
合
計
す
る
と
八
十

六
名
と
な
り
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先
ほ
ど
殲
滅
し
た
敵
の
人

が
八
名
く
ら
い
だ

た
事
を
考
え
る
と

 
確
実
に

女
連
の
来
訪
で
次
の
イ
ベ
ン
ト
開
始
の

件
で
あ
る

名
に

く
事
に
な
る

ま
じ
か
よ

そ
ん
な
の
が
存
在
し
て
た
の
か

あ
あ
本
来
な
ら
明
日
発
生
さ
せ
て
モ
ブ
を
敵
の

み
撃
ち
に
利
用
す
る
つ
も
り
だ

た
ん

だ
が

 

く
あ
い
つ
ら
を
保
護
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

そ
ん
な

で
可
能
な
ら
今
夜
発
生
さ
せ

て 
戦
利
品
や
報

を
皆
に
ゲ

ト
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
ん
だ
が
ど
う
だ
ろ
う
か

い
い
ん
じ

な
い
か

敵
が
攻
め
て
く
る
の
は
明
日
以
降

い
ん
だ
ろ

今
日
な
ら

女
連
の
連
中
も
脱
出
し
や
す
い
だ
ろ
う
し
な

 
他
に
も
口
々
に

同
の
声
が
あ
が
り
シ

ナ
は
そ
の
意
見
を
受
け
て
本
日
中
の
決
行
を
決
め

た

女
連
の
メ
ン
バ

は
全
部
で
十
五
人

ハ
ン
ヴ

三
台
で
迎
え
に
い
く

 
運
転
手
は
俺
と
シ
ズ
カ
と
先
生
シ
ノ
ン
だ
け
は
狙
撃
準
備
を
し
て
俺
の
ハ
ン
ヴ

に
同
乗

し
て
く
れ
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他
の
者
は
モ
ブ
相
手
の
戦
闘
準
備
を
頼
む

敵
は
千
体
だ

 
シ

ナ
は
保
険
の

に
シ
ノ
ン
を
同
乗
さ
せ
る
事
に
し
そ
し
て

し
く
準
備
が
開
始
さ
れ
た

 
ロ
ザ
リ
ア

由
で
先
方
に
も
そ
の
事
が
伝
え
ら
れ

が
得
ら
れ
た

 
ブ
ラ

ク
と
ホ
ワ
イ
ト
と
ニ

ン

は

街
に
向
け
て
出
発
し
た

 
ま
あ
俺
が
王
道
の
仲
間
を
出
す

が
無
い
で
す
よ
ね

銃
士

ち

ん
は
間
違
い
な
く
入

て
ま
す
け
ど
ね
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第
３
３
３
話
 
計
画
に
組
み
込
む

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
や

シ

ナ

や
じ

な
い
か
い

わ
ざ
わ
ざ
あ
ん
た
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
な
ん
て

恐

だ
ね

そ
の
呼
び
方
は
や
め
て
く
だ
さ
い
よ

お

か
さ
ん

 
ち
な
み
に
お

か
さ
ん
と
い
う
の
は
通
称
で
は
な
く
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
で
あ
る

 

女
連
の
リ

ダ

お

か
さ
ん

女
性
プ
レ
イ
ヤ

達
を
豪

で

め
上
げ
て
い
る
女
傑

で
あ
る

迎
え
に
来
て
も
ら

て
助
か

た
よ
さ
す
が
に
五
十
キ
ロ
も
の

離
を
歩
く
の
は
骨
だ

た

か
ら
ね

歩
く
つ
も
り
だ

た
ん
で
す
か

 
シ

ナ
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た
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だ

て
押
し
か
け
助

人
が
迎
え
を
頼
む
な
ん
て
恥
ず
か
し
い
じ

な
い
か
い

確
実
に
敵
の
襲
撃
を
受
け
ま
す
し
今
回
は
俺
が
言
い
出
し
た
事
な
ん
で
気
に
し
な
い
で
下
さ

い
よ

 
さ
あ
こ

ち
の
二
台
に
は
六
人
ず
つ
で
こ

ち
の
重
武
装
の
方
に
は
三
人
乗

て
下
さ
い

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に
お

か
さ
ん
は

き

続
け
て
こ
う
言

た

シ

ナ

や
は
ど
の

を
運
転
す
る
ん
だ
い

俺
は
こ
の
重
武
装
の
ハ
ン
ヴ

で
す
ね

通
称
ブ
ラ

ク
で
す

な
る
ほ
ど

と
い
う
事
は
二
人
か

ん

さ

き
も
言
い
ま
し
た
が

ブ
ラ

ク
に
は
三
人
乗

て
も
ら
う
つ
も
り
な
ん
で
す
が

一
人
は
私
だ
ろ

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

お

か
さ
ん

ず
る
い
で
す

ふ
ふ
ん

リ

ダ

の
特

て
の
は
こ
う
い
う
時
に
使
う
も
ん
な
ん
だ
よ

 
そ
し
て
お

か
さ
ん
は

メ
ン
バ

達
に
大
声
で
言

た

い
た
か
い
あ
ん
た
達

分
か

た
ら
さ

さ
と
勝
負
し
な

は
二
つ
だ
よ
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へ

 
そ
し
て
シ

ナ
が

か
ん
と
す
る
中
メ
ン
バ

達
は
や
る
気
ま
ん
ま
ん
の
目
で
シ

ナ
を
見

た 
そ
し
て
そ
の
中
の
誰
か
が
こ
う
言

た

さ
あ
さ
あ
時
間
が
無
い
わ
確

は
七
分
の
一
み
ん
な

み

こ
無
し
の
ジ

ン
ケ
ン
勝
負

よ 
そ
し
て
十
四
人
に
よ
る
ジ

ン
ケ
ン
が
行
わ
れ

と
は
い
え
そ
の
人

だ
と

 
ど
う
考
え
て
も
あ
い
こ
の
連
続
に
な

て
し
ま
う

実

は
二
手
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
の

だ
が

 
シ

ナ
と
同
乗
出
来
る
二
人
の
強
運
の
持
ち
主
が
選
出
さ
れ
た

こ
れ
は
ま
た

や

ぱ
り
あ
ん
た
は
何
か
持

て
る
ん
だ
ね

 
お

か
さ
ん
が
そ
う

く
中

そ
の
二
人
の
女
性
は
対

的
な
仕

を
み
せ
た

ミ
サ
キ
と

し
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
わ

シ

ナ
様

イ
ヴ
で
す

宜
し
く
ね

シ

ナ
様

 
ミ
サ
キ
は
優

に
そ
し
て
イ
ヴ
は
シ

ナ
に
興
味
深
げ
な

線
を
送
り
な
が
ら
そ
う

し
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た 
そ
し
て
そ
の
ミ
サ
キ
と
名
乗
る
女
性
が
い
き
な
り
ス

と
シ

ナ
に
近
寄
り
そ
の

元
で
こ

う

い
た

私
の
名
前
と
同
じ
名
前
の
店
を
銀
座
で

し
て
お
り
ま
す

 
い
つ
か
そ
の
時
が
来
た
ら

是
非
う
ち
に
い
ら
し
て
下
さ
い
ね

シ

ナ
様

 
そ
し
て
負
け
じ
と
イ
ヴ
も

シ

ナ
の

元
で
こ
う

い
た

シ

ナ
様

ハ

カ

の
手
が
必
要
な
ら
私
を
い
つ
か
ス
カ
ウ
ト
し
て
ね

 
そ
う

い
た
シ

ナ
は

い
ぶ
か
し
げ
に
お

か
さ
ん
の
顔
を
見
た

 
お

か
さ
ん
は
豪

に
笑
い
な
が
ら
シ

ナ
に
言

た

う
ち
は
あ
く
ま
で
一

女
性
の
集
ま
り
だ
け
ど
ね
そ
の
二
人
は
ち

と

色
が
違
う
の
さ

 
し
か
し
二
人
が
い
き
な
り
そ
の
事
を
バ
ラ
す
と
は
ね

さ
す
が
の
私
も
予
想
外
だ

た
よ

私
は
こ
れ
で
も

人
を
見
る
目
は
あ
る
つ
も
り
で
す
の
よ

 
ミ
サ
キ
が
そ
う
言
い

お

か
さ
ん
は
シ

ナ
に
こ
う
言

た

こ
の
子
の
店
は

ど
う
や
ら

界
の
人
間
が
多
く
集
ま
る
み
た
い
で
ね

 
ま
だ
学
生
か
そ
こ
ら
に
見
え
る
あ
ん
た
に
は

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
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ま
あ
い
つ
か
一
旗
上
げ
る
時
に
必
要
に
な

た
ら
行

て
み
る
と
い
い
さ

 
そ
し
て
イ
ヴ
も
お

か
さ
ん
に
こ
う
言

た

私
は
シ

ナ
様
の

種
デ

タ
か
ら

し
て

こ
の
人
な
ら
と
思

た
だ
け

ふ
む

そ
の

に
な
る
デ

タ
は
ど
ん
な
デ

タ
だ
い

そ
れ
は
い
つ
か

て
も
ら

た
ら
開

し
て
も
い
い
よ

 
つ
ま
り
こ
こ
か
ら
は

シ

ナ
様
の
人
を
見
る
目
が
頼
り
と
い
う
事
に
な
る
ね

 
ま
あ

業
し
な
い
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
仲
良
く
友
達
と
し
て

に
置
い
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い

か
な

 
シ

ナ
は
い
つ
か
使
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
そ
の
二
人
の
事
を
し

か
り

内
に
記
録

し
た

 
そ
し
て
出
来
れ
ば
イ
ヴ
は

直
ぐ
に
で
も
ス
カ
ウ
ト
し
よ
う
と
考
え
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

ロ
ザ
リ
ア
が
声
を

け
た

シ

ナ

そ
ろ
そ
ろ
敵
が
動
く
と
思
わ
れ
ま
す

お

め
に

お
お
も
う
そ
ん
な
時
間
か
そ
れ
じ

あ
お

か
さ
ん
ピ
ク
ニ

ク
に
出

け
る
と
し
ま

す
か
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目
的
地
は
こ
の
木
な
ん
の
木
な
ん
だ
よ
ね

あ
の

り
に
要
塞
で
も
作

た
の
か
い

 
お

か
さ
ん
は

明
ら
か
に
冗
談
と
分
か
る
口
調
で
そ
う
言

た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

お

か
さ
ん
に
こ
う
答
え
た

作

た
ん
じ

な
く
あ

た
ん
で
す
よ

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う

お
い
シ

ナ

や

そ
れ
は
ど
う
い
う

さ
あ

時
間
が
無
い
で
す
か
ら
乗

て
乗

て

 
そ
し
て
三
台
の
ハ
ン
ヴ

は

を
飛
び
出
し

そ
の
ま
ま
荒
野
を
走
り
出
し
た

 
そ
し
て
街
で
そ
れ
を
見
送

た
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
通
信
が
入

た

シ

ナ

今

て
て

山
の

が
そ
ち
ら
を
追
い
か
け
て
い

た
わ

人
以
上
ね

お

噂
を
広
め
た
甲
斐
が
あ

た
な

 
シ

ナ
は
自
ら
が

女
連
を
迎
え
に
い
く
と
事
前
に
噂
を
広
め
て
お
い
た

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
は

点
要
塞
イ
ベ
ン
ト
を
利
用
し
て
敵
を

み
撃
ち
に
す
る
計
画
も

 
こ
の
脱
出
計
画
に
組
み
込
ん
だ
よ
う
だ

後
は
任
せ
ろ

お
前
は
そ
の
ま
ま

に

て
監

を
続
け
て
く
れ

 
く
れ
ぐ
れ
も
敵
の
襲
撃
に
は

し
て
な
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も
う

心
配
性
ね

そ
の
心
配
は
無
い

て
分
か

て
い
る
で
し

う

 
大
丈
夫
よ

外
に
出
る
時
は
キ

ラ
を
変
え
る
か
ら

 
実
は
ロ
ザ
リ
ア
は

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

に
新

に
キ

ラ
を
作

て
い
た

 
偵
察
を
行
う

に
は
そ
の
方
が
都
合
が
い
い
か
ら
だ

ち
な
み
に
名
前
は
コ
ピ

キ

ト
と

言
う

 
九
狼
に
は
所
属
さ
せ
て
い
な
い

に

直
接
戦
争
に
は
参
加
出
来
な
い
が

 
こ
の
場
合
は
情
報
を
伝
え
る
だ
け
な
の
で
何
の
問
題
も
無
い

セ
バ
ス
と
同
じ
立
場
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
何
か
あ

た
ら
ま
た
報
告
し
て
く
れ

え
え

ま
た
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は
通
信
を
切
る
と

横
に
乗

て
い
る
シ
ノ
ン
に
声
を

け
た

シ
ノ
ン
ど
う
や
ら
敵
が
罠
に
か
か

た
ぞ
こ
の
ま
ま
全
力
で
飛
ば
せ
ば
簡

に
敵
は

り

切
れ
る
が

 
あ
く
ま
で
要
塞
に
敵
を
引
き
込
む
の
が
目
的
だ
か
ら
な

 
こ

ち
が

て
い
る
よ
う
に
見
せ
る

度
に
速
度
を
落
と
し
て
追
走
さ
せ
る

 
く
れ
ぐ
れ
も
敵
に
当
て
な
い
よ
う
に
け
ん
制
だ
け
頼
む
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何
台
か
倒
し
て
し
ま
う
の
は

目
な
の

あ
あ

そ
う
し
た
ら
残
り
の
奴
ら
が

退
し
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

 
ギ
リ
ギ
リ
の
所
ま
で
敵
を
引
き
付
け

そ
の
ま
ま
全
滅
さ
せ
る

そ
う
い
う
事
ね

分
か

た
わ

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
お

か
さ
ん
は

感
心
し
た
顔
で
シ

ナ
に
言

た

シ

ナ

や

私
達
を

に
し
て
敵
の

を

ら
す
つ
も
り
な
ん
だ
ね

正
確
に
は
俺
を

に
し
て

で
す
け
ど
ね

シ

ナ
様

後
方
に

の
砂

が
見
え
ま
す
わ

お

あ
り
が
と
な
ミ
サ
キ
さ
ん

よ
し

出
番
だ
シ
ノ
ン

了
解

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
上
手
に

に

を
散
ら
し
敵
の
乗
る

ギ
リ
ギ
リ
の
場
所
を
狙
撃
し
た

こ
の
ま
ま
外
し
て
ば
か
り
い
る
と

変
な

が
つ
い
ち

い
そ
う

な
ん
な
ら
サ
イ
ド
ミ
ラ

で
も
狙

て
み
た
ら
ど
う
だ

 
敵
が
継
走
能
力
さ
え
失
わ
な
け
れ
ば
い
い
ん
だ
し
な

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う
か
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そ
し
て
直
後
に
シ
ノ
ン
が
あ

さ
り
と
サ
イ
ド
ミ
ラ

を
撃
ち
抜
い
た

お
や
お
や
シ
ノ
ン
ど
う
や
ら
あ
ん
た
た
ま
に
う
ち
に
顔
を
出
し
て
い
た
時
と
は
別
人
だ
ね

あ
の
時
は
何
も

か
ず
に
私
を
置
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

お

か
さ
ん

 
最
近
ま

た
く
顔
を
出
さ
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

別
に
シ
ノ
ン
は
う
ち
の
正
式
メ
ン
バ

て

じ

な
い
ん
だ
か
ら
気
に
し
な
く
て
も
い
い

さ 
ど
う
や
ら
い
い
出
会
い
が
あ

た
み
た
い
だ
ね

私
も
嬉
し
い
よ

シ
ノ
ン

そ
う
よ
シ
ノ
ン
ち

ん

逆
に

ま
し
い
く
ら
い
よ

私
も

く
自
分
の
居
場
所
を
見
付
け
た
い
な

 
お

か
さ
ん
に
加
え
て
ミ
サ
キ
と
イ
ヴ
も
そ
う
言
い

 
シ
ノ
ン
は
助
手

の
シ

ト
で
恥
ず
か
し
そ
う
に
身
を

ま
せ
た

と
こ
ろ
で
シ

ナ

や

さ

き
の
要
塞
の
話
に
関
連
し
て
だ
け
ど

 
事
前
に
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
着
い
た
ら
モ
ブ
相
手
の
戦
闘
準
備
を
し
て
お
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
け

ど 
あ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
事
な
ん
だ
い

ま
あ
ち

ん
と
準
備
は
し
て
お
い
た
け
ど
ね
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も
う
す
ぐ
分
か
り
ま
す
よ

さ
あ

そ
ろ
そ
ろ
目
的
地
が
見
え
て
き
ま
し
た
よ

相
変
わ
ら
ず
日
本
人
の

を
誘
う
木
だ
ね

私
あ
れ
を
見
る
の
は
初
め
て
だ

本
当
に
大
き
い
ね

 
お

か
さ
ん
と
イ
ヴ
は
そ
ん
な
感
想
を

ら
し
た
が

ミ
サ
キ
は
少
し

色
が
違

て
い
た

本
当
ね

凄
く

大
き
い
わ

 
丁
度
そ
の

間

シ

ナ
は
チ
ラ
リ
と
バ

ク
ミ
ラ

を
見
た
の
だ
が

 
そ
の
中
に
映
る
ミ
サ
キ
が
ペ
ロ
リ
と

な
め
ず
り
を
し
て
い
た

 
シ

ナ
は
も
し
会
う
機
会
が
あ

た
ら

絶
対
に
食
わ
れ
な
い
よ
う
に

せ
ね
ば
と
心
に

た

 
そ
し
て
遠
く
に
口
を
開
け
る
世
界
樹
要
塞
を
見
て

三
人
は
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
い
た

シ

ナ

や

何
だ
い

あ
の
入
り
口
は

あ
ん
な
の
が
あ
る
な
ん
て

い
た
事
は
無
い
よ

あ
れ

て
人

物
だ

た
ん
だ

そ
う

こ
れ
か
ら
あ
の
大
き
い
の
が
中
に
入
る
の
ね

ミ
サ
キ
さ
ん

そ
の
言
い
方
は
お
か
し
い
か
ら

 
シ

ナ
は
さ
す
が
に

過
出
来
な
か

た
の
か

そ
う
突

込
ん
だ



 第四章 ＧＧＯ編

 
そ
れ
を

い
た
お

か
さ
ん
が
す
ま
な
そ
う
に
言

た

ご
め
ん
よ
シ

ナ

や
こ
の
子
は
気
に
入

た
男
の
前
だ
と
こ
う
な

ち

う
み
た
い
な
ん

だ
よ
ね

も

と
も
そ
ん
な
い
い
男
は

最
近
ま

た
く
見
か
け
な
く
な

ち

い
ま
し
た
け
ど
ね

 
ミ
サ
キ
は
そ
う
た
め
息
を
つ
き

期
待
の
こ
も

た
目
で
シ

ナ
を
じ

と
見
つ
め
た

俺
は
別
に

そ
の
期
待
に
応
え
た
く
は
な
い
ん
で
す
が

ふ
ふ

そ
れ
を
決
め
る
の
は
私
よ

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
を
無

し

正
確
に
は
そ
の
余

が
無
か

た
だ
け
な
の
だ
が

 
シ
ノ
ン
の
方
に
向
き
直

た

シ

ナ

多
分
そ
ろ
そ
ろ
よ

オ

ケ

だ
シ
ノ
ン

シ
ズ
カ
先
生
も

と
ス
ピ

ド
を
落
と
し
て
敵
を
引
き
付
け
て
く

れ
了
解

 
シ

ナ
は
そ
う
通
信
を
行
い

前
方
を
走
る
二
台
は
徐
々
に
ス
ピ

ド
を
落
と
し
た

 
後
方
と
の

離
が
詰
ま

た

そ
ち
ら
か
ら

が
飛
ん
で
き
た
が
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そ
れ
ら
は
全
て
三
台
の

い
装
甲
に

ま
れ
た

う
わ

さ
す
が
に
お

か
な
い
ね

大
丈
夫
で
す
よ
お

か
さ
ん
あ
ん
な

砲
じ

こ
の

の
装
甲
は
撃
ち
抜
け
ま
せ
ん
か

ら 
そ
し
て
三
台
が
あ
る
一
定
の
ラ
イ
ン
を
超
え
た

間
に

 

り
一

に
フ
ロ

リ
ア
の
声
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

き

た

告

世
界
樹
要
塞
に
敵
の
集
団
が
迫

て
い
ま
す

 
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
開
始

敵
は
千
八

後
に
到
達
予
定

前
回
フ
ロ

リ
ア
が
言

て
た
通
り
だ
な

今
回
は

点
に
入

た
人

じ

な
く

 
一
定

囲
に
入

た
プ
レ
イ
ヤ

が
対
象
だ
な

ど
う
や
ら
時
間
は
半
分
に
な

た
よ
う
だ

が
そ
う
じ

な
い
と

要
塞
が
誰
か
の
所

物
に
な

た

間
に

 
今
ま
で
の

で
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
ち

う
か
も
し
れ
な
い
も
の
ね

前
回
で
カ
ウ
ン
ト
が
リ
セ

ト
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
な

さ
て

今
回
は

が

だ

全
方
向
か
ら
敵
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

を
密
に
な
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追
い
か
け
て
き
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は
ど
う
す
る

も
う
こ
の
要
塞
の

囲
は
敵
に
囲
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
こ
の
ま
ま
放

て
お
い
て
も
い
い

ん
だ
が

 
せ

か
く
だ
か
ら
う
ち
の
要
塞
を
あ
い
つ
ら
に
紹
介
さ
せ
て
も
ら
う
と
す
る
か

 
ど
う
せ
何
も
し
な
く
て
も
話
は
直
ぐ
に
相
手
に
伝
わ

ち
ま
う
だ
ろ
う
し
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は
要
塞
の
近
く
で
窓
か
ら
何
か
を
落
と
し
そ
の
ま
ま
他
の
二
台
と
共
に
要
塞

に
入

た

 
追

て
来
た

は

し
た
の
か
一
定
以
上
は
近
付
い
て
こ
ず
要
塞
の

り
を
ぐ
る
ぐ
る
と

回

て
い
た

 
そ
し
て
要
塞
か
ら

シ

ナ
の
声
が

き

た

平
家
軍
の

君

先
ほ
ど
俺
が
落
と
し
た
の
は
た
だ
の

声
器
だ

 
俺
を
信
用
し
て
く
れ
る
な
ら

少
し
話
が
し
た
い
か
ら
そ
の

声
器
を

て
く
れ

 
そ
の
者
に
は
こ
ち
ら
か
ら
攻
撃
は
し
な
い

 
そ
の
言
葉
を
信
用
し
た
の
か

追

手
の
中
か
ら
代
表
ら
し
き
者
が

を
現
し

 
そ
の

声
器
を

て
こ
ち
ら
に
話
し

け
て
き
た
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た
ぞ

こ
れ
で
い
い
か

シ

ナ

お
う

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

じ

な
い
か

 
シ

ナ
は

こ
れ
は
い
き
な
り
大
物
が
罠
に
か
か

た
と
内
心
で
ほ
く
そ
笑
ん
だ

話
が
し
た
い
と
言

た
な

こ
こ
は
何
だ

そ
し
て
さ

き
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
何
だ

こ
こ
は
世
界
樹
要
塞
と
い
う

世
界
に
い
く
つ
か
あ
る
要
塞
の
う
ち
の
一
つ
ら
し
い
ぞ

 
最
初
に
見
付
け
た
者
に
所

が
い
く
ら
し
く
て
な

 
そ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
か
は
言
わ
な
く
て
も
分
か
る
よ
な

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は

そ
の
説
明
に
声
を

る
わ
せ
な
が
ら
こ
う
言

た

ま
さ
か

こ
の
木
が
要
塞
だ
と

そ
し
て
お
前
が
そ
の
持
ち
主
だ
と

そ
う
い
う
事
だ
こ

ち
は

が
少
な
い
ん
で
な
使
え
る
物
は
存
分
に
活
用
さ
せ
て
も
ら
う

き

ね
え
ぞ

お
前
が
最
初
に
こ
れ
に
気
付
い
て
た
ら
こ
の
要
塞
は
お
前
の

配
下
に
入

て
た
ん
だ
が
な

 
そ
の
点
俺
と
お
前
の

件
は
対

だ

た

違
う
か

ぐ

じ

あ
あ
の
黒
い
光
剣
は
何
だ
よ

あ
ん
な
の

じ

な
い
か

あ
れ
は
職
人
プ
レ
イ
を

め
て
ス
キ
ル
を
上
げ
素
材
を
集
め
れ
ば
お
前
に
だ

て
作
れ
る
ん
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だ
が
な

 
俺
は
事
前
に
こ
う
い
う
事
も
あ
る
か
と
イ
コ
マ
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
お
い
た
ん
だ
が

 
そ
の
間
お
前
ら
は
何
を
し
て
た
ん
だ

何
の
努
力
も
し
な
い
で
文

を
言
う
だ
け
な
ら

と
変
わ
ら
ん
な

 
そ
の
や
り
取
り
を

い
て
い
た
お

か
さ
ん
が

シ

ナ
に
言

た

お
お

煽
る
ね

こ
こ
で
あ
い
つ
ら
に
離
れ
ら
れ
る
と
都
合
が
悪
い
ん
で

今
の
シ

ナ
様
は

す
ご
く
黒
く
て
光

て
ま
す
わ

ミ
サ
キ
さ
ん
は
ち

と

て
て
下
さ
い
ね

 
シ

ナ
は
ミ
サ
キ
に

を

し
た
後

再
び
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

に
語
り
か
け
た

そ
も
そ
も
戦
争
に
な

た
の
も

お
前
ら
が
誰
か
に
お
か
し
な
事
を

き
込
ま
れ
た
せ
い
だ

 
要
す
る
に
こ
れ
は
全
て
お
前
ら
が
馬

だ

た
せ
い
で

こ

た
事
だ
と
そ
う
は
思
わ
な
い

の
か確

か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
だ
け
に
こ
の
戦
争
に
負
け
る

に
は
い
か
ね
え

 
必
ず
お
前
に
一

か
せ
て
や
る
ぞ

シ

ナ
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そ
し
て
シ

ナ
に

そ

と
ベ
ン
ケ
イ
が
声
を

け
た

お
兄
ち

ん

来
た
よ

そ
う
か

分
か

た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

に
向
か

て
こ
う
言
い
放

た

残
念
な
が
ら

お
前
が
そ
れ
を
成
す
の
は
不
可
能
だ

こ
こ
で
さ
よ
な
ら
だ

ペ
イ
ル
ラ
イ

ダ
何
を

言
を
言

て
や
が
る

俺
は
一

退
し
て

今
度
は
も

と
多
く
の
仲
間
を
引
き

連
れ
て

 
必
ず
こ
の
要
塞
を
落
と
し
て
や
る
つ
も
り
だ

さ

き
追
走
し
た
感
じ
だ
と

 
ハ
ン
ヴ

と
こ

ち
の
速
度
差
は
そ
ん
な
に
無
い
み
た
い
だ
か
ら
十
分
逃
げ
切
れ
る
は
ず
だ

 
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
勘
違
い
さ
せ
て
お
こ
う
と
思
い
速
度
差
の
事
に
つ
い
て
は
何
も
言
わ
な

か

た

 
代
わ
り
に
シ

ナ
は

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

に
こ
う
言

た

違
う
違
う

後
ろ
を
よ
く
見
て
み
ろ

そ
れ
じ

あ
こ

ち
も
い
く
か
ら
な
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総
員
戦
闘
配
備

迫
り
来
る
敵
に
備
え
よ

 
つ
い
で
に
逃
げ
場
を
無
く
し
た
あ
そ
こ
の
馬

ど
も
を

の

に
し
て
や
れ

 
た
だ
し
約
束
が
あ
る
か
ら
な

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
仕

め
る
の
は
最
後
に
し
て
や
れ
よ

 
そ
の

間
に
要
塞
か
ら
多
く
の
銃
口
が

を
現
し
た
の
を
見
て

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は

て
て
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
そ
う
と

後
方
に
向
か

て
走
り
出
し
た

 
そ
し
て
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は

正
面
か
ら
迫
り
く
る
モ
ブ
の
大
集
団
を
見
た

 
ま
た
変
態
が

え
た
気
が



 第３３４話 思わぬ和解

 
第
３
３
４
話
 
思
わ
ぬ
和
解

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

な

何
だ
こ
り

ペ
イ
ル
さ
ん

ま
ず
い
で
す

後
方
か
ら
モ
ブ
の
大
集
団
が

さ

き
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
こ
れ
か
よ

ど

ど
う
し
ま
す

こ

ち
は
今
何
人
だ

二
十
ス
コ

ド
ロ
ン
く
ら
い
は
い
る
は
ず
で
す
全
部
で

人
以
上
は
動
員
し
て
い
ま
す
か
ら

そ
れ
な
ら
い
け
る
か

と
り
あ
え
ず
後
方
の
敵
に
集
中
だ

逃
げ
道
を
確
保
し
な
い
と

 
そ
の

間
に
要
塞
か
ら
銃
声
が

き

り

ジ

プ
に
乗

て
い
た
者
達
が

 

て
て
そ
こ
か
ら
降
り
て
く
る
の
が
見
え
た
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今
回
は
対

し
て
伏
せ
て
い
た
か
ら
運
転
手
は
無
事
だ
が
何
台
か
が
タ
イ
ヤ
を
潰
さ
れ
た

畜
生

外

の
ジ

プ
だ
け
を
狙

て
や
が
る

こ
れ
じ

あ
中
の

が
動
か
せ
ね
え

モ
ブ
が
来
た
ぞ

を
盾
に
し
て
撃
て

撃
て

 
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
の
狙
撃
に
よ
り

敵
の

は
次
々
と
行
動
不
能
に
な

て
い

た

 
そ
し
て
要
塞
か
ら

敵
の
後
方
に
向
け
て
の
集
中
砲

が
開
始
さ
れ
た

後
ろ
か
ら
も
射
撃
が
き
ま
し
た

ま
ず
い

こ
の
ま
ま
だ
と
全
滅
す
る

ペ
イ
ル
さ
ん

ど
う
し
ま
す

く
そ

シ

ナ
め

シ

ナ
め

こ
う
な

た
ら
も
う
仕
方
が
な
い

 
前
の
奴
ら
は
前
を

後
ろ
の
奴
ら
は
後
ろ
の
敵
を
撃
て

で

で
も
相
手
は
要
塞
で
す
よ

い
く
ら
後
ろ
に
撃

て
も

果
が

そ
れ
で
も
け
ん
制
に
は
な
る

前
の
奴
ら
は
攻
撃
を
一
点
に
集
中
さ
せ
て

何
と
か
脱
出
路

を
開
け

 
そ
こ
に
全
員
で
突
撃
し
て

徒
歩
で
脱
出
だ

 
当
然
そ
ん
な
作
戦
が
上
手
く
い
く
は
ず
も
な
い

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は
結
局
シ
ノ
ン
に

を
撃
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ち
ぬ
か
れ

 
そ
の
場
に
い
た
平
家
軍
の
者
達
は
壊
滅
し
た

 
そ
し
て
街
に
あ
る
平
家
軍
の
残
り
ス
コ

ド
ロ
ン
の
表

は
一
気
に

九
十
に
ま
で
落
ち
込

ん
だ

 
そ
れ
を
目
に
し
た
街
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は
驚
愕
し
た

お
い

見
ろ
よ
あ
れ

平
家
軍
の
ス
コ

ド
ロ
ン

が

い
き
な
り
あ
ん
な
に

て
る
ぞ

俺
は
た
ま
た
ま
見
て
た
け
ど

凄
い
勢
い
で
一

で
あ
そ
こ
ま
で

が

た
ぞ

シ

ナ

凄
え
え
え
え
え
え

一
体
何
が
あ

た
ん
だ

今
夜
の
録
画
放
送
が
楽
し
み
だ
な

参
加
し
て
な
い
俺
達
の
唯
一
の
楽
し
み
だ
な

 
そ
う

り
上
が
る
戦
争
に
参
加
し
て
い
な
い
野
次
馬
層
と
は
別
に
平
家
軍
は
お
通
夜

態

だ

た

 
そ
れ
は
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
死

が
確
認
さ
れ
た
か
ら
だ

た

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は

仲
間
達
が
集
ま
る
酒
場
へ
と

を
現
し
て

を
落
と
し
た
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お
い
お
い
大
丈
夫
か

何
が
あ

た
ん
だ

ペ
イ
ル

あ
あ

実
は
な

 
そ
の
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
説
明
を

い
た
ギ

レ

ト

子
王
リ

チ

ゼ
ク
シ

ド
は

驚
愕
し
た

 
こ
の
三
人
が

実

的
に
平
家
軍
の
中
心
と
目
さ
れ
て
い
た

ま
じ
か
よ

敵
は
要
塞
ま
で
持

て
ん
の
か

ぐ

シ

ナ
の
野
郎

シ

ナ
の
野
郎

事
前
の
情
報
だ
と

シ

ナ
が
仲
間
を
迎
え
に

を
現
す

て
事
だ

た
が

 
結
局
ど
こ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
だ

た
ん
だ

 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
質
問
に

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は
苦
し
そ
う
な
表
情
で
こ
う
答
え
た

そ
れ
が
よ

敵
要
塞
近
く
で
や

と
見
え
た
ん
だ
が

 
シ

ナ
の
ハ
ン
ヴ

に
乗

て
る
の
が
確
認
出
来
た
の
は
お

か
さ
ん
と
ミ
サ
キ
さ
ん
だ

た 
そ
の
言
葉
に
ギ

レ

ト
は
顔
を

く
し

子
王
リ

チ

は
顔
を

く
し
た

ま
じ
か
よ

よ
り
に
よ

て

女
連
か
よ
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ギ

レ

ト
の
そ
の

き
に

唯
一
平
然
と
し
て
い
た
ゼ
ク
シ

ド
が
こ
う
答
え
た

女
連
が
あ

ち
に
付
い
た
の
は

い
な

 
こ
れ
で
も
う

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
俺
達
に
味
方
す
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
ほ
ぼ
皆
無
だ

 
ほ
ぼ
と
い
う
の
は

自
分
の

り
に
は
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
い
る
か
ら
だ
ろ
う

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
も
そ
も

女
連
に
は
最
初
か
ら
相
手
に
さ
れ
て
お
ら
ず

交
流
も
無
か

た 
逆
説
的
に

女
連
と
敵
対
す
る
事
に
何
ら

み
を
覚
え
な
か

た
と
い
う
の
が
真
相
だ

 
そ
し
て
ギ

レ

ト
は

付
け
加
え
る
よ
う
に
こ
う
言

た

女
連
を
取
り

く
男
共
か
ら
の

線
も
か
な
り

い

俺
の
ミ
サ
キ
さ
ん
が

シ

ナ

絶
対
に
許
さ
ん

 

子
王
リ

チ

は
逆
に
そ
う
闘

を
燃
や
し
て
い
た
が

 
そ
の
言
葉
は
酒
場
に
空
し
く

き

る
だ
け
だ

た

 
そ
し
て
そ
の

世
界
樹
要
塞
は
ま
だ
激
戦
の
最
中
に
あ

た

こ

ち
の
戦
力
も

え
た
と
は
い
え

さ
す
が
に
こ
の

の
差
は
き
つ
い
な

シ

ナ

そ
ろ
そ
ろ
入
り
口
に
迫
る
敵
の

が
多
く
な

て
き
た
よ
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そ
う
か

よ
し

シ
ズ

ケ
イ

ピ
ト

り
込
み
の
準
備
だ

 
た
ら
こ
と
闇
風
も
近
接
戦
闘
は
可
能
だ
な

二
人
は
入
り
口
の

に
布

し

 
手
負
い
の
敵
を
倒
し
て
く
れ

く
れ
ぐ
れ
も
銃
を
使
う
時
は
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
に
注
意

な 
イ
コ
マ
と
先
生
は
ブ
ラ

ク
で
敵
の
囲
み
を
抜
け
て
く
れ

そ
れ
に

エ
ヴ

ミ
ニ
ガ
ン

は
使
え
る
な

 
お
前
も
ブ
ラ

ク
で
出
ろ

俺
に
お
前
の

性
を
見
せ
て
み
ろ

 
そ
の
思
わ
ぬ
指
名
に

エ
ヴ

は
体
の

え
が
止
ま
ら
な
か

た

 
も
ち
ろ
ん
恐
れ
て
い
る
の
で
は
な
く

喜
び
に
で
あ
る

は

は
い

ダ
イ
ン
は
こ
こ
の
指

を
と
れ

そ
の
代
わ
り
お
前
の
所
か
ら
二
人

り
る
ぞ

 
エ
ム
は
ホ
ワ
イ
ト
で
ブ
ラ

ク
と
共
に
囲
み
を
抜
け

外

か
ら
敵
に
攻
撃
だ

 
ギ
ン
ロ
ウ

そ
れ
に
シ

ピ

ゲ
ル
エ
ム
と
同
行
し
て
敵
を
背
後
か
ら

の

に
し
て
や

れ
え

は

は
い

死
ぬ
気
で
や
る

す

見
て
い
て
下
さ
い
シ

ナ
さ
ん
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僕
も
死
ぬ
気
で
頑
張
り
ま
す

 
ギ
ン
ロ
ウ
は
尊
敬
す
る
シ

ナ
か
ら
の
指
名
に
燃
え
に
燃
え

 
シ

ピ

ゲ
ル
も
シ

ナ
か
ら
名
指
し
で
呼
ば
れ
た
事
に

り
を
感
じ
て
い
た

銃
士

よ

俺
は
一
足
先
に
シ

ナ
さ
ん
の

に
戦
う

 
残
り
二
つ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
う
ち

一
つ
は
お
前
な
ん
だ
ろ

待

て
る
か
ら
な

 
ギ
ン
ロ
ウ
は
そ
う
思
い

銃
士

の
分
ま
で
頑
張
ら
ね
ば
と
張
り
切

た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が

シ

ピ

ゲ
ル
に
声
を

け
た

頑
張

て
ね
シ

ピ

ゲ
ル

援
護
は
す
る
わ

う
ん

お
願
い
ね

シ
ノ
ン

 
ダ
イ
ン
達
に
引
き
ず
ら
れ
る
ま
ま
戦
争
に
参
加
し
て
い
た
シ

ピ

ゲ
ル
だ

た
が

 
も
ち
ろ
ん
言
わ
れ
な
く
と
も
源
氏
軍
に
所
属
す
る
つ
も
り
で
い
た

当
然
シ
ノ
ン
が
い
た
せ
い

も
あ
る

 
彼
は
シ

ナ
に
ま
つ
わ
る
お
か
し
な
噂
は
ま

た
く
信
じ
て
い
な
か

た

 
実
の
兄
達
が
そ
の
噂
を
流
し
て
い
た
と
い
う
の
は

肉
だ
が

 
こ
う
い
う
場
合

シ

ピ

ゲ
ル
は
最

限
の
常
識
を
備
え
て
い
た
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ス
テ
ル
ベ
ン
や
ノ
ワ

ル
の
思
惑
通
り
に
動
く
事
は
無
か

た
の
だ

 
そ
れ
に
シ

ナ
と
あ
る

度
の
交
流
が
あ

た
と
い
う
理
由
も
あ
る

 
と
に
か
く
シ

ピ

ゲ
ル
は
こ
の

で
は
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
の
接
近
を

め
し
く
思
い
な

が
ら
も

 
シ

ナ
の
事
は
尊
敬
し
て
い
た
の
で
必
然
的
に
源
氏
軍
に
所
属
す
る
事
と
な

て
い
た
の
だ

 
そ
し
て
最
初
に
シ

ナ
達
が

降
下
で
正
面
か
ら
地
面
に
降
り
立
ち
敵
を

り
刻
み
始
め

た
あ
れ
が
噂
の

実

に
目
に
す
る
と
凄
い
ね

お

か
さ
ん

 
イ
ヴ
が
そ
う
無

気
に
言
い

お

か
さ
ん
も
感
心
し
た
よ
う
に

い
た

し
か
し
あ
の
剣
技

シ

ナ
だ
け
じ

な
く
あ
の
シ
ズ
カ

て
子
も
一
体
何
者
な
ん
だ
ろ
う

ね 
ベ
ン
ケ
イ
は
元
々
サ
ポ

ト
タ
イ
プ
で
あ
り

ピ
ト
フ

イ
も
ま
だ
剣
に
不
慣
れ
な

 
二
人
が
一
歩
後
ろ
で
戦
い

さ
ほ
ど
目
立
た
な
い
せ
い
も
あ

て

 
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
に
よ
る
剣
技
は

見
て
い
た
者
達
を
圧
倒
し
た
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あ
の
黒
光
り
す
る
シ

ナ
様
の
剣

い
い

い
い
わ

あ
ん
た
は
も
う
少
し
自
重
し
な
あ
ん
た
に
は
後
日
大
事
な
役
目
を
任
せ
る
つ
も
り
だ
か
ら

ね
は

い

お

か
さ
ん

 
ミ
サ
キ
は
ペ
ロ

と

を
出
す
と

シ

ナ
の
敵
を

る
べ
く

 

魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
後
方
の
敵
に
射
撃
を
開
始
し
た

 
そ
し
て
ダ
イ
ン
の
指

で
敵
の
一

に

が
開
き
つ
い
に
ブ
ラ

ク
と
ホ
ワ
イ
ト
の
出
番
が

来
た私

が
ミ
ニ
ガ
ン
で
道
を
こ
じ
開
け
る

ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん

シ

ピ

ゲ
ル
さ
ん

 
撃
ち

ら
し
た
敵
の

を
お
願
い
し
ま
す

任
せ
ろ

エ
ヴ

頑
張
ろ
う
ね

は
い

シ

ピ

ゲ
ル
さ
ん

そ
れ
で
は
行
く
ぞ

皆

突
撃
だ

 
ニ

ン
ゴ
ロ

の
そ
の
合
図
で

ブ
ラ

ク
と
ホ
ワ
イ
ト
は
突
撃
し
た
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エ
ヴ

は
シ

ナ
達
の
い
な
い
方
を
中
心
に

戦
を
集
中
さ
せ

ブ
ラ

ク
の
正
面
に
道
を

作

て
い
く

先
生

正
面
に
ラ
ム
を
出
し
ま
す

そ
の
ま
ま
突
撃
し
て
下
さ
い

ラ
ム

て
衝

の
事
か

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
物
を

や
る
な
イ
コ
マ

え
え

こ
の
戦
争
の

に
徹
夜
で
作
り
ま
し
た

 
エ
ヴ

さ
ん

衝
撃
で

り
落
と
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

任
せ
ろ

こ
う
い
う
の
は
得
意
だ

 
エ
ヴ

は
見
た
目
に
反
し
て
平

感
覚
に
優
れ
て
い
る

 
こ
う
い

た
時
に
落
と
さ
れ
る
心
配
は
無
か

た

さ
す
が
は
新
体
操
部
の
部
⻑
と
い
う
事
だ

ろ
う

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

は
敵
の
囲
み
が
薄
い
所
を
狙

て
体
当
た
り
を
し

 
無
事
に
敵
の
囲
み
を
抜
け
出
す
事
に
成
功
し
た

そ
し
て
そ
の
後
ろ
を
ホ
ワ
イ
ト
が
追
走
し
つ

つ 

の
敵
に
激
し
い
攻
撃
を
加
え
て
い

た

よ
し

二
台
が
囲
み
を
抜
け
た
な

少
し
本
気
を
出
す
か
シ
ズ
カ
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そ
う
だ
ね

今
の
う
ち
に
こ
の

り
を

し
ち

お
う

 
そ
し
て
二
人
は
更
に
ペ

ス
を
上
げ

囲
の
敵
を

然
と
殲
滅
し
て
い

た

シ

ナ

シ
ズ

待

て
待

て

お
兄
ち

ん
お
義
姉
ち

ん

す
ぎ
る
か
ら

ピ
ト

く
来
な
い
と
敵
が
い
な
く
な

ち

う
よ

ケ
イ

み
た
い
に
お
兄
ち

ん
に
頑
張

て
付
い
て
来
い
よ

私
が
子

の

の
話
を
さ
り
げ
な
く

し
な
い
で
よ

お
兄
ち

ん

お
前
に
物
心
が
つ
く
前
は
本
当
に
そ
う
だ

た
ん
だ

て

 
そ
し
て

の
敵
は
あ
ら
か
た
い
な
く
な
り

残
る
は

か
ら
の
敵
だ
け
と
な

た

か
な
り
突
出
し
た
せ
い
で

た
ら
こ
と
闇
風
に
負
担
が
か
か

て
る
か
も
し
れ
ん

 
ホ
ワ
イ
ト
と
ブ
ラ

ク
は
そ
の
ま
ま

に
分
か
れ
て
敵
を
攻
撃
し
て
く
れ

 
ピ
ト
と
ケ
イ
は
こ
の
ま
ま
こ
こ
で
残
敵
の

討
を
俺
と
シ
ズ
は
エ
ネ
ル
ギ

が
心
許
な
い
か

ら
一
度

る

二
人
と
も

ど
れ
だ
け

た
の
よ

こ

ち
の
エ
ネ
ル
ギ

は
ま
だ
ま
だ
余

な
の
に
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そ
し
て
シ

ナ
の
指

通
り

一
同
は
行
動
を
開
始
し
た

 
そ
し
て
ホ
ワ
イ
ト
に
乗

た
シ

ピ

ゲ
ル
は

そ
れ
を
目
撃
し
た

あ
 
薄
塩
た
ら
こ
の
倒
し
た
敵
の
一
体
が

ま
だ
止
め
を

さ
れ
て
い
な
か

た
ら
し
く

 
ノ
ソ
リ
と

き
上
が

て

背
後
か
ら
薄
塩
た
ら
こ
に
攻
撃
を
し
よ
う
と
し
て
い
た

 
当
然
薄
塩
た
ら
こ
は
ま
だ
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い

薄
塩
た
ら
こ

 
シ

ピ

ゲ
ル
の

裏
に

以
前
薄
塩
た
ら
こ
に

声
を

び
せ
ら
れ
た
時
の
事
が

た

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
深
呼

を
す
る
と

薄
塩
た
ら
こ
目

け
て
銃

を
放
ち

 
そ
の

は
今
ま
さ
に
薄
塩
た
ら
こ
の
背
中
に
攻
撃
し
と
う
と
し
て
い
た
敵
の

を

き
飛
ば
し

た
お
お

お
お

危
ね
え

助
か

た

シ

ピ

ゲ
ル

 
そ
う
言
い
な
が
ら
笑
顔
で
手
を

て
く
る
薄
塩
た
ら
こ
の

を
見
て

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
こ
れ
で
良
か

た
ん
だ
と
自
分
に
言
い

か
せ
な
が
ら
戦
闘
を
続
行
し
た

 
そ
し
て
つ
い
に
敵
は
殲
滅
さ
れ

フ
ロ

リ
ア
が
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
を
宣
言
し
た
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敵
は
完
全
に
殲
滅
さ
れ
ま
し
た

世
界
樹
要
塞
は
今
回
も
無
事
守
り
き
ら
れ
ま
し
た

 
そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

い
た
源
氏
軍
の
者
達
は
大
歓
声
を
上
げ

 
外
に
出
て
い
た
者
達
も
要
塞
内
に
帰
還
し
し
ば
ら
く
休

し
た
後
に
祝
勝
会
が
行
わ
れ
る
事

と
な

た

い
や

ま
じ

助
か

た

シ

ピ

ゲ
ル

あ

は
い

間
に
合

て
良
か

た
で
す

 
真

先
に
そ
う
声
を

け
て
き
て
く
れ
た
薄
塩
た
ら
こ
の
顔
を
見
て

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
内
心
で
少
し
困

て
い
た

ま
だ
あ
の
時
の
屈
辱
を
忘
れ
た

で
は
な
い
か

ら
だ

 
そ
ん
な
シ

ピ

ゲ
ル
の
心
を
知

て
か
知
ら
ず
か
薄
塩
た
ら
こ
は
シ

ピ

ゲ
ル
に

を

下
げ
た

前
は
お
前
に
ひ
ど
い
言
葉
を

び
せ
て
し
ま

て
済
ま
な
か

た

 
敵
対
し
て
い
た
と
は
い
え
あ
れ
は
言
い
過
ぎ
だ

た
心
か
ら
謝
罪
す
る
よ
シ

ピ

ゲ
ル

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ

ピ

ゲ
ル
は
ド
キ
リ
と
し

き
そ
う
に
な
り
な
が
ら

 
実

は
少
し
涙
を
こ
ぼ
し
て
い
た
の
だ
が

こ
こ
で
は
涙
は
我
慢
出
来
な
い
の
で
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薄
塩
た
ら
こ
に
笑
顔
を
向
け
た

仲
間
と
し
て
当
然
の
事
を
し
た
ま
で
で
す

こ
れ
か
ら
も
一

に
頑
張
り
ま
し

う

お
う

頑
張
ろ
う
な

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
に

問
を
す
る
よ
う
な
奴
ら
な
ん
て

絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
か
ら
ね

だ
な

徹

的
に
や

て
や
ろ
う

 
実

に
ロ
ザ
リ
ア
を

問
し
た
の
が
実
の
兄
達
だ
と
知

た
ら
シ

ピ

ゲ
ル
は
ど
う
思

た

の
だ
ろ
う

 
だ
が
シ

ピ

ゲ
ル
は
一
生

そ
の
事
を
知
る
事
は
無
か

た

 
こ
の
日
が
シ

ピ

ゲ
ル
に
と

て
は

も
し
か
し
た
ら
人
生
の
ピ

ク
だ

た
か
も
し
れ

な
い
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第
３
３
５
話
 
お

か
さ
ん
は
語
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

よ
し

今
日
の
勝
利
を
祝
し
て

だ

 
戦
争
中
で
あ
る
上
に
要
塞
内
で
あ
る

さ
さ
や
か
な
物
し
か
用
意
出
来
な
か

た
が

 
シ

ナ
達
は
祝
勝
会
を
開
い
て
い
た

ロ
ザ
リ
ア
も
モ
ニ
タ

越
し
と
は
い
え
ち

ん
と
参
加

し
て
い
る

し
か
し
シ

ナ

や
凄
い
戦
利
品
の

々
だ
ね

個
人
で
ゲ

ト
し
た
物
だ
け
で
こ
れ

ほ
ど
と
は

 
全
体
だ
と
ど
の
く
ら
い
に
な

て
る
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
よ

そ
の
う
ち
引
き
締
め
が
く
る
と
は
思
い
ま
す
が
ま
だ
ま
だ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
の

済
は
大
丈
夫
だ
と

思
う
ん
で

 
戦
利
品
の
扱
い
は
好
き
に
し
ち

て
く
だ
さ
い
ね

お

か
さ
ん
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こ
れ
で
も

と
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の

援
に
資
金
が
使
え
る
よ

 
本
当
に
あ
ん
た
の
側
に
つ
い
て
良
か

た
よ

シ

ナ

や

 
お

か
さ
ん
は
ほ
く
ほ
く
顔
で
そ
う
言

た

 
実

問
題
こ
の
ゲ

ム
は

序
盤
で
使
え
る
銃
を
入
手
出
来
る
手

が
限
ら
れ
て
い
る

 
特
に
プ
レ
イ
を
始
め
た
ば
か
り
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は

 
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い

度
の
意
に

わ
ぬ
要
求
を
さ
れ
る
事
も
あ
る
よ
う
で

 
そ
れ
が
ど
う
や
ら
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
少
な
さ
に
も
繋
が

て
い
る
よ
う
だ
か
ら

 
出
来
れ
ば
そ
れ
を
救
済
し
た
い
の
だ
と
お

か
さ
ん
は
言

た

ま
あ
と
に
か
く
良
か

た
で
す

者
も
出
な
か

た
で
す
し
ね

い
ず
れ
こ
こ
に
い
る
何
人
か
は
や
ら
れ
ち
ま
う
だ
ろ
う
け
ど
ね

戦
争
で
す
か
ら
ね

そ
れ
は
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
が

 
そ
の

を
出
来
る
だ
け

ら
し
た
い
と
思

て
い
ま
す

ま
あ
死
ん
で
も
特
に
リ
ス
ク
は
無
い

で
す
け
ど
ね

 
そ
し
て
お

か
さ
ん
は

シ

ナ
の
仲
間
達
を

め
な
が
ら
言

た

九
郎

い
や
九
狼
か

よ
く
も
ま
あ
こ
れ
ほ
ど
の
人
物
を
集
め
た
も
ん
だ
ね
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そ
れ
は
違
う
わ
お

か
さ
ん
少
な
く
と
も
私
や
ピ
ト
は
シ

ナ
と
会

て
か
ら
変
わ

た

の
よう

ん
う
ん
強
い
人
を
集
め
た
と
い
う
よ
り
は
集
ま

た
後
に
成
⻑
し
た

て
感
じ
か
な

 
う
ち
の
エ
ム
な
ん
か
特
に
そ
う
だ
し
ね

あ

シ
ズ
以
外
は
だ
け
ど
ね

 
シ
ノ
ン
が
そ
う
言
い

ピ
ト
フ

イ
も
そ
う
付
け
加
え
た

 
そ
し
て
お

か
さ
ん
は
遠
く
で
イ
ヴ
や
ミ
サ
キ
や
エ
ヴ

達
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
シ

ズ
カ
を
見
た

シ
ズ
カ
か

あ
れ
は
本
当
に
凄
ま
じ
い
ね

 
実
力
も
そ
う
だ
け
ど

人
の
上
に
立
ち
慣
れ
て
い
る
気
が
す
る
よ

 
ま
あ
そ
れ
は
シ

ナ

や
も
だ
け
ど
ね

若
そ
う
な
の
に
よ
く
も
ま
あ
そ
ん
な
風
に
成
⻑
し
た

も
ん
だ
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
シ

ナ
は

困

た
顔
で
こ
う
答
え
た

必
要
に
か
ら
れ
た
ん
で

 
そ
の
言
葉
が
面
白
か

た
の
か

お

か
さ
ん
は
豪

に
笑
い
な
が
ら
言

た

あ

は

は

必
要
だ

て

こ
の
平
和
な
日
本
で
そ
ん
な
事
が
必
要
だ

た
な
ん
て
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私
は
そ
ん
な

を
一
つ
し
か
知
ら
な
い
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
で
す

そ
う
か
い
そ
う
か
い
ま
あ
そ
れ
以
上
は
何
も

か
な
い
よ
あ
ん
た
は
私
の
趣
味
み
た
い
な

も
ん
さ

 
い
つ
か
年
を
と

た
あ
ん
た
と

リ
ア
ル
で
酒
を

み
交
わ
し
た
い
も
ん
だ
ね

 
今
は
ま
だ
無
理

い
か
ら

も
う
少
し
待
つ
と
す
る
か
ね

ま
あ
年
齢
的
に
は
今
で
も
可
能
で
す
け
ど
ね

お
や

思

た
よ
り
は
少
し
年
上
だ

た
ん
だ
ね

 
ま
あ
あ
そ
こ
の
学
生
な
ら

そ
う
言
う
事
も
あ
る
だ
ろ
う
ね

 
お

か
さ
ん
は

知
り
顔
で
そ
う
言

た

シ

ナ
も
そ
れ
以
上
は
何
も
言
わ
ず

 
そ
し
て
話
は
今
後
の
事
へ
と
移

た

さ
て
シ

ナ

や

今
後
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
い

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
な
い
奴
ら
は
失
格
に
な
る
だ
け
で
す

 
な
の
で
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
奴
ら
を
と
こ
と
ん
機
動
力
を
生
か
し
て
叩
き
ま
す

 
ま
あ
モ
グ
ラ
叩
き
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
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ル

ル
を

い
た
時

そ
の
事
に
ま
ず
い
と
思
わ
な
か

た
の
か
ね

で
す
ね

 
シ

ナ
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は

そ
の
ま
ま

す
る
か

 
そ
れ
と
も

集
か
何
か
に
乗

か

て
バ
ス
な
り
な
ん
な
り
で
こ
こ
ま
で
来
る
パ
タ

ン
で

す
ね

が
多
そ
う
だ
け
ど
ね

ま
あ
何
組
が

し
た
か
分
か
る
の
は
明
日
の
深
夜
に
な

ち

う
ん
で

 
と
り
あ
え
ず
そ
れ
ま
で
は
様
子
見
で
す
か
ね

相
手
が
二

組
も
の
ス
コ

ド
ロ
ン
だ
と
思

て
た
ら

 
実
は
十
組
で
し
た
な
ん
て
事
に
も
な
り
か
ね
な
い
し
ね

ま
あ
当
然
だ
ね

 
お

か
さ
ん
は
シ

ナ
の
説
明
に

き

そ
の
話
は
こ
こ
で
終
わ
り
に
な

た

さ
て
今
夜
は
自
由
解
散
で
い
い
の
か
い

こ
こ
の
夜
の
防
御
は
ど
う
な

て
る
ん
だ
い

中
に
は
絶
対
に
入
れ
な
い
よ
う
に
全
て
の
入
り
口
が

く

ざ
さ
れ
ま
す

 
そ
れ
が
解
放
さ
れ
る
の
は
明
日
の

方
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で



 第四章 ＧＧＯ編

 
明
日
の

方
ま
で
は
こ
こ
に
来
て
も
無

だ
と
夜
の
放
送
で
言
う
つ
も
り
で
す

あ
ん
た

ソ
レ
イ
ユ
の
番
組
の
編
集

ま
で
持

て
い
る
の
か
い

 
さ
す
が
に
そ
の
事
は
予
想
外
だ

た
ら
し
く

お

か
さ
ん
は
驚
い
た
顔
で
そ
う
言

た

は
あ

ま
あ

あ
ん
た
は
一
体
何
者
だ
い

ま
あ
い
い
か

運
命
が
微
笑
め
ば
い
ず
れ
会
う
事
も
あ
る
だ
ろ

う
さで

す
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は

囲
を
見
回
し

お

か
さ
ん
に
言

た

さ
て
お

か
さ
ん

解
散
前
の
気
分
転
換
に

 
ち

と
一

に
屋
上
に
新
鮮
な
空
気
で
も

い
に
行
き
ま
せ
ん
か

ふ
む
こ
こ
の
屋
上
か
ら
の
景
色
は
絶
品
だ
し
た
ま
に
は
若
い
男
と
い
ち

つ
く
の
も
い
い

か
ねお

手
柔
ら
か
に
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言

て
二
人
は
屋
上
へ
と
向
か

た

 
念
の

シ

ナ
は

中
で
フ
ロ

リ
ア
に
屋
上
へ
の
道
を

ざ
す
よ
う
に
指

を
し
た
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さ
て

ど
ん
な
人
に
言
え
な
い
話
が
あ
る
ん
だ
い

シ

ナ

や

イ
ヴ
の
事
に
つ
い
て
で
す

お

か
さ
ん

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

お

か
さ
ん
は
驚
い
た
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

ほ
う

ミ
サ
キ
じ

な
く
て
イ
ヴ
か
い

あ
ん
た
く
ら
い
の
年
齢
だ
と

 
ミ
サ
キ
の
持
つ
人
脈
が

え
ば

職
の
時
と
か
に
必
要
に
な
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
い

た
ん
だ
け
ど
ね

い
や

そ
う
い
う
の
は
今
の
所
大
丈
夫
な
ん
で

ほ
う
ほ
う

や

ぱ
り
何
か
ま
だ

私
の
知
ら
な
い
秘
密
が
あ
る
ん
だ
ね

お

か
さ
ん
は
ど
こ
ま
で
知

て
い
る
ん
で
す
か

 
シ

ナ
は
ス
ト
レ

ト
に
そ
う

ね
た

別
に
調
査
し
た

じ

な
い
か
ら
あ
く
ま
で

レ
ベ
ル
だ
け
ど
ね

 
あ
ん
た
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

の
中
で
も
名
の
知
ら
れ
た
人
物
だ
と
い
う
事

 
今
は
二
十

を
少
し
過
ぎ
た
く
ら
い
だ
と
い
う
事
そ
し
て
今
日
の
活
躍
を
見
て
考
え
ら
れ
る

の
は

 
あ
ん
た
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
だ

て
事
く
ら
い
か
ね
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な
る
ほ
ど

実
は
興
味
本

で
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
に
つ
い
て
調
べ
た
事
が
あ
る
ん
だ
よ

 
ま
あ
こ
こ
で
シ

ナ

や
と
知
り
合
う
前
の
話
だ
け
ど
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
じ

な
く

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
で
す
か

で
も
ネ

ト
に
書
い
て
あ
る
以
上
の
情
報
は
何
も
分
か
ら
な
か

た
ん
だ
よ

 
あ
ん
た
の
情
報
は
ど
う
や
ら
国
が
管
理
し
て
る
み
た
い
で
ね

 
あ
ん
た

実
は
と
ん
で
も
な
い
重
要
人
物
な
の
か
い

ど
う
で
す
か
ね
俺
は
自
分
が
し
な
く
ち

な
ら
な
い
事
を
頑
張

て
や

て
き
た
だ
け
な
ん

で
ま
あ
そ
の
お
か
げ
で
私
の
娘
も
救
わ
れ
た
ん
だ

こ
の
機
会
に
お

を
言

て
お
く
よ

 
本
当
に
あ
り
が
と
う
シ

ナ

や

い
や
ハ
チ
マ
ン

は

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た
後
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
驚
い
た
表
情
を
し
た

そ
う
い
う
事
で
す
か

だ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
じ

な
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
俺
の
事
を

娘
は
あ
ん
た
と
は

一
度
だ
け
会

た
事
が
あ
る
そ
う
だ
よ
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そ
う
な
ん
で
す
か

差
し

え
な
け
れ
ば
娘
さ
ん
の
お
名
前
を

て
も
い
い
で
す
か

娘
は
サ

シ

と
名
乗

て
い
た
そ
う
だ
教
会
で
シ
ス
タ

の
真
似
事
を
し
て
い
た
ら
し
い

ね
え

あ

あ
あ

お

か
さ
ん
は

あ
の
サ

シ

さ
ん
の
お
⺟
さ
ん
で
し
た
か

 
あ
の
メ
ガ
ネ
の
似
合
う

く
ら
い
の

の
⻑
さ
の
方
で
す
よ
ね

 
シ

ナ
は
当
時
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
言

た

娘
の
事
を
知

て
る
ん
だ
ね

や
は
り
本
物
か

そ
れ
じ

あ
あ
ん
た
の
本
名
は

 
も
し
か
し
て
比
企
谷
八
幡
君
と
言
う
ん
じ

な
い
か
い

ど

ど
う
し
て
そ
れ
を

 
シ

ナ
は
先
ほ
ど
何
も
分
か
ら
な
か

た
と

か
さ
れ
た
直
後
だ

た
の
で

 
そ
の
お

か
さ
ん
の
言
葉
に
驚
い
た

ほ

ほ
種
は
簡

さ

今
私
の
娘
は
教
師
と
し
て
シ

ナ

や
の
⺟
校
に

任
し
て
い
る

ん
だ
よ

 
で

か
つ
て
学
校
に
そ
う
い
う
名
前
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

が
い
た
と

 
先
輩
の
先
生
に
教
え
て
も
ら

た
ん
だ
と
さ

そ
れ
で
娘
は
も
し
か
し
て
同
一
人
物
か
と
考
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え 
そ
の
先
生
に
そ
の
元
生
徒
を
紹
介
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
ら
し
い
ん
だ
が

 
プ
ラ
イ
バ
シ

の
問
題
で
断
ら
れ
た
そ
う
だ

い
い
先
生
に
恵
ま
れ
た
ね

シ

ナ

や

あ

は
い

先
生
の
事
は
尊
敬
し
て
ま
す

 
シ

ナ
は
そ
う
答
え

お

に
静
に
何
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
せ
ね
ば
と
考
え
た

今
度
ク
ラ
イ
ン
に
相
談
し
て
み
る
か

つ
い
で
に
サ

シ

さ
ん
に
会
い
に
行
こ
う

話
が
反
れ
ま
し
た
ね
ま
あ
そ
ん
な

で
俺
に
今
必
要
な
の
は
ミ
サ
キ
じ

な
く
て
イ
ヴ
の

方
で
す

 
ス
ト
レ

ト
に

き
ま
す
が

彼
女
は
信
用
出
来
る
ん
で
す
か

一
度
オ
フ
会
で
彼
女
に
会

た
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
の
時
私
は

た
勢
い
で
娘
の
事
を
あ
の
子
に
話
し
ち
ま

て
ね

 
そ
し
た
ら
あ
の
子
が

調
べ
て
み
る

て
言

て
そ
の
場
で

を
取
り
出
し
て

 
凄
い
勢
い
で
色
々
な
所
に
ア
ク
セ
ス
し
た
後
ご
め
ん
お

か
さ
ん
ガ

ド
が

い
や

て
言

い
出
し
て
ね

 
そ
れ
で
一
気
に

い
が
覚
め
た
私
は

知
り
合
い
の

の
人
に
内
密
に
相
談
し
た
ん
だ
よ
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そ
う
し
た
ら
そ
の

岡
さ
ん

て
人
が
ね

ス
ト

プ

ス
ト

プ
で
す
お

か
さ
ん

岡
さ
ん
の
事
を
知

て
る
ん
で
す
か

そ
り

あ

娘
の
事
で
何
度
か
相
談
に
乗

て
も
ら

た
か
ら
ね

あ
ん
た
も
そ
う
だ
ろ

あ
あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
す
ね

 
シ

ナ
は

岡
の
名
前
が
出
た
事
に
一

驚
い
た
が
そ
も
そ
も

岡
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
担
当
だ

た

の
だ
か
ら

 
お

か
さ
ん
と
面
識
が
あ

て
当
然
だ
な
と
気
付
か
さ
れ
る
事
と
な

た

で

そ
の
時
の

岡
さ
ん
の
答
え
は
こ
う
だ

た
の
さ

で
マ

ク
し
て
い
る
か
ら
心
配
い
ら
な
い
い
ず
れ

で

え
れ
ば
い
い
と
思

て
い

る 

て
ね

で
も
あ
の
子
は
そ
う
い
う
お
堅
い
所
は

い
ら
し
く
て

 
そ
れ
で

目
元
で
シ

ナ

や
に
話
を

て
み
た
と

そ
う
い
う

さ

な
る
ほ
ど
そ
れ
じ

あ
素
性
に
は
問
題
無
さ
そ
う
で
す
ね
あ
る
意
味

の
お

付
き
で

す
かど

う
だ
い

あ
の
子
を
も
ら

て
や

て
く
れ
る
か
い
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え
え

俺
の

限
で
必
ず
う
ち
の
会
社
で

い
入
れ
る
と
約
束
し
ま
す

 
そ
の
言
葉
を

い
た
お

か
さ
ん
は

確
認
の

か
こ
う

い
て
き
た

い
ず
れ
出
来
る
は
ず
の
あ
ん
た
の
会
社
に
か
い

そ
こ
ら
へ
ん
は
秘
密
で
す

で
も
ま
あ
心
配
な
ら
俺
の
名
前
を
出
し
て

 

岡
さ
ん
に
大
丈
夫
か

い
て
み
て
も
い
い
で
す
よ

本
当
に
あ
ん
た
は
何
者
な
ん
だ
い

ま
あ
い
い
か

そ
れ
じ

あ
あ
の
子
の
事
は
任
せ
た
よ

は
い

任
を
持

て
お
引
き
受
け
し
ま
す

 
こ
う
し
て
シ

ナ
は
お

か
さ
ん
と
の

意
義
な
話
を
終
え
直
後
に
イ
ヴ
と
話
す
事
に
し

た
お

か
さ
ん

ち

と
イ
ヴ
を
こ
こ
に
呼
ん
で
も
ら
え
ま
せ
ん
か

あ
あ

直
ぐ
に
話
を
す
る
ん
だ
ね

頼
ん
だ
よ

は
い

 
そ
し
て
お

か
さ
ん
の
代
わ
り
に
呼
び
出
さ
れ
た
イ
ヴ
は

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
言

た

こ
ん
な
人
気
の
無
い
所
に
呼
び
出
す
な
ん
て

シ

ナ
様
の
え

ち

あ
そ
う
い
う
の
は
慣
れ
て
る
か
ら
俺
に
は
通
用
し
な
い
か
ら
な
ど
う
せ
ミ
サ
キ
に
教
わ
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た
ん
だ
ろ

 
そ
れ
よ
り
も
も

と
大
事
な
話
が
あ
る
か
ら
と
り
あ
え
ず
そ
こ
に
座

て
く
れ

う

ミ
サ
キ
の

付
き

全
然
通
用
し
な
い
じ

な
い

 
そ
し
て
イ
ヴ
は
直
ぐ
に
い
つ
も
の
調
子
に

る
と

明
る
い
声
で
シ

ナ
に
言

た

で

ど
う
し
た
の
シ

ナ
様

刀
直
入
に
言
う

お
前

俺
の
下
で
働
く
気
は
な
い
か

え

シ

ナ
様

て
社
会
人
だ

た
の

し
か
も
ハ

カ

な
ん
か
を
必
要
と
す
る

俺
は
ま
だ
学
生
だ

だ
が
俺
が
勤
め
る
事
に
な

て
い
る
会
社
は
お
前
を
必
要
と
し
て
い
る

 
そ
の
言
葉
を

い
た
イ
ヴ
は

嬉
し
そ
う
な
顔
で
即
決
し
た

り
な
ん
だ
ね

で
も
分
か

た

そ
れ
じ

あ
私
は
シ

ナ
様
の
所
に
行
く
よ

決
断

い
な
お
い

し
い
話
を

か
な
く
て
い
い
の
か

え

だ

て
何
か
あ

て
も
必
ず
シ

ナ
様
は
私
を
守

て
く
れ
る
で
し

 
現
に
こ
の
戦
争
も
そ
う
い
う
戦
争
じ

な
い

な
ら
話
は

い

今
お
前
ど
こ
に
い
る
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そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

自
分
の
事
は

に
上
げ

イ
ヴ
は
こ
う
言

た

え

決
断

自
宅
だ
け
ど

ま
さ
か
今
か
ら
呼
び
出
し

シ

ナ
様

的
す
ぎ

こ
う
い
う
の
は

い
方
が
い
い
だ
ろ

と
い
う

で
場
所
が
分
か
れ
ば
迎
え
に
い
く

あ

え

と
ね

そ
れ
じ

あ
秋
葉
原
の
ラ
ジ
オ
会

前
で
お
願
い

何
で
そ
ん
な
所
に

家
の
近
く
で
一
番
分
か
り
や
す
い
か
ら

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い

と
り
あ
え
ず
俺
の
番

を
教
え
て
お
く
か
ら

 
俺
ら
し
き
人
物
を
見
か
け
た
ら

話
し
て
く
れ

う
ん

分
か

た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
に
連

を
と
り
ア
ル
ゴ
と
共
に
会
社
に
残

て
い
る
よ
う
に
伝

え
た

 
そ
し
て
こ
の
日
の
宴
は

々
に
切
り
上
げ
ら
れ

源
氏
軍
は
結
束
を
高
め

 
明
日
以
降
も
頑
張
ろ
う
と
気
勢
を
上
げ
て
こ
の
日
の
活
動
は
終
了
し
た

 
そ
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
直
後
に

八
幡
に
知
ら
な
い
番

か
ら

話
が
か
か

て
き
た
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あ

も
し
も
し
シ

ナ
様

私
イ
ヴ
だ
け
ど

え
よ

だ

て
番

が
本
物
か
ど
う
か
確
認
し
な
い
と
い
け
な
い
じ

な
い

あ
あ

そ
れ
は
確
か
に
な

そ
れ
で
い
つ

ラ
ジ

に
来
れ
そ
う

そ
う
だ
な

三
十
分
後
く
ら
い
で
ど
う
だ

う
ん
分
か

た

そ
れ
じ

あ
後
で
ね

お
う

 
そ
し
て
八
幡
は
準
備
を
整
え

キ

ト
で
ラ
ジ

へ
と
向
か

た

 
そ
の
間
に

話
が
か
か

て
き
た
の
は
三
回

い
ず
れ
も
イ
ヴ
か
ら
で
あ

た

 
ち
な
み
に
イ
ヴ
の
言
い

は
こ
う
だ

た

だ

て

あ
れ
が
シ

ナ
様
だ

た
ら
い
い
な

て
い
う
格
好
い
い
人
が
い
た
ん
だ
も
ん

お
前
な

 
そ
し
て
ラ
ジ

に
着
い
た
直
後
に

再
び

話
が

か

て
き
た

お
う

今
着
い
た
ぞ
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や

た

大
当
た
り

最
高

 
そ
し
て
直
後
に
八
幡
の
背
中
を
ち

ん
ち

ん
と
つ
つ
く
者
が
い
た

 
八
幡
が

り
返
る
と

そ
こ
に
は
美
し
い
顔
立
ち
の

 
シ

ト
カ

ト
の
黒

の
ゴ
ス
ロ
リ
少
女
が
立

て
い
た
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第
３
３
６
話
 
イ
ヴ
の
身
の
上

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

イ
ヴ
か

う
ん

私
は
岡
野
舞
衣

誕
生
日
が
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
だ
か
ら
イ
ヴ
だ
よ

な
る
ほ
ど
な

俺
は
比
企
谷
八
幡
だ

宜
し
く
な

舞
衣

来
た

間
に
こ
れ
だ

て
直
ぐ
分
か

た
よ

私
の
目
に
狂
い
は
無
か

た
ね

お
前

三
回
ミ
ス

て
ん
じ

ね
え
か
よ

あ
の
三
人
は

今
考
え
る
と
大
し
た
事
無
か

た
わ

そ
う
い
う
と
こ
調
子
い
い
の
な

 
そ
し
て
八
幡
は
舞
衣
を
キ

ト
の
所
ま
で
案
内
し
二
人
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ

う
わ

何
こ
れ

凄
い

だ
ね

 
八
幡
は
キ

ト
が
褒
め
ら
れ
る
の
が
嬉
し
い
の
か

自
慢
げ
に
こ
う
言

た
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お
う

キ

ト
は
凄
い
ん
だ
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す

初
め
ま
し
て
舞
衣
私
は
キ

ト

で
すう

お
お
お
お

何
こ
れ

一
体
ど
う
な

て
る
の

ふ
ふ
ん

キ

ラ
が
崩
壊
す
る

驚
い
た
か

 
だ
が
そ
の
直
後
に
舞
衣
は
こ
う
言

た

キ

ト
を
お
⺟
さ
ん
に
見
せ
た
ら
絶
対
に
分
解
し
た
が
る
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
の
言
葉
に
虚
を
突
か
れ
た
八
幡
は

思
わ
ず
こ
う

ね
た

お
前
の
⺟
さ
ん

て
何
し
て
る
人
だ

え

と

発
明
家

そ

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

そ
の
⺟
に
し
て
こ
の
娘
あ
り
か
と
思

た
が

 
舞
衣
の
話
は
か
な
り
ぶ

飛
ん
だ
も
の
だ

た

う
ち
の
お
⺟
さ
ん

て

山
特
許
を
持

て
て
ま

た
く
働
く
必
要
は
無
い
ん
だ
け
ど
さ

 

え
ば
自
動
追
尾
型

影
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
も
使
わ
れ
て
る
よ
ね
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そ
れ
は
凄
い
な

で
も
正
式
に
結
婚
は
し
て
な
く
て

内
縁
の
妻

て
や
つ

 
な
の
で
私
に
は
正
式
に
は
お

さ
ん
は
い
な
い
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
の
か

二
十
年
く
ら
い
前

高
校

て
学
校
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に

さ
れ
た
事
件
は
知

て
る

さ
す
が
に
知
ら
な
い
な

 
八
幡
は

自
分
が
生
ま
れ
た

だ
と
思
い
そ
う
言

た

そ
の
事
件
の
時

お
⺟
さ
ん
と
そ
の
同
級
生
が
人
質
に
な

て
ね

 
そ
の
時
助
け
に
来
て
く
れ
た
の
が
少
し
前
に
海
で
お
⺟
さ
ん
達
と
知
り
合

た
男
の
人
だ

た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
人
が
ね

捕
ま

て
た
お
⺟
さ
ん
と
密
か
に
連

を
取
り
合

て

 
お
⺟
さ
ん
が
そ
の

密
か
に
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
完
成
さ
せ
て
い
た
自
動
追
尾
型

影
シ
ス
テ
ム

を
使

て

 
人
質
の

置
を
特
定
し
て

お
⺟
さ
ん
達
を
無
事
脱
出
さ
せ
て
く
れ
た
の
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そ
の
男
の
人
が
私
の
血
縁
上
の
お

さ
ん
か
な

何
だ
そ
れ

凄
い
な
お
前
の
両
親

 
八
幡
は
心
か
ら
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

で
ね

そ
の
時
お
⺟
さ
ん
に
は
二
人
の
親
友
が
い
た
ん
だ
け
ど

 
お
⺟
さ
ん
も

め
て
三
人
と
も
が

そ
の
男
の
人
を
好
き
に
な

ち

て
ね

 
結
局
誰
も
選
べ
な
か

た
そ
の
人
は

三
人
全
員
と
一

に
仲
良
く

ら
し

 
そ
れ
ぞ
れ
に
子

が
生
ま
れ
ま
し
た
と
さ

お
し
ま
い

と

お
い
お
前

そ
の
話
は
絶
対
に
俺
以
外
の
前
で
は
す
る
な
よ

え

何
で

そ
う
い
う
手

が
あ
る

て
バ
レ
た
ら

何
が

こ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
だ
よ

え

あ

あ
あ

や

ぱ
り
シ

ナ
様

て
そ
う
な
ん
だ

誰
も
選
べ
な
か

た

て
部
分
は
違
う
け
ど
な

で
も
似
た
よ
う
な

況
で
は
あ
る

な
る
ほ
ど

オ

ケ

オ

ケ

と
り
あ
え
ず
分
か

た

頼
む
ぞ
ま
じ
で

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
後
も
舞
衣
に
い
く
つ
か
質
問
を
し
た
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ハ

カ

の
技
術

て

⺟
さ
ん
に

た
の
か

う
ん

ま
あ
う
ち
の
お
⺟
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ハ

ド
寄
り
だ
け
ど
ね

て
い
う
か
お
前
今
何

だ
よ

い
き
な
り
女
の
子
に

を

く

ま
あ
十
八
だ
け
ど

ま
じ
か
よ

お
前
の
⺟
さ
ん
は
十
台
の
時
に
お
前
を
産
ん
だ
の
か

う
ん

そ
の
せ
い
で
私
と
お
⺟
さ
ん
は
友
達
み
た
い
な
関
係
だ
よ

 
そ
し
て
い
よ
い
よ
ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
ビ
ル
が
見
え
て
き
た
時

舞
衣
が
言

た

あ

あ
れ

て
ソ
レ
イ
ユ
じ

な
い

あ
あ

そ
う
だ
な

い
い
な

あ
そ
こ
で
働
け
た
ら
最
高
だ
ろ
う
な

何
で
だ

だ

て
ソ
レ
イ
ユ
だ
よ

私
達
に
と

て
は
憧
れ
だ
よ

理
由
に
な

て
な
い
か
ら
よ
く
分
か
ら
ん
が

そ
う
か

 
そ
し
て
八
幡
は

平
然
と
ソ
レ
イ
ユ
本
社
の
前
に

を

め
た

え

え

何
で
こ
こ
に

を

め
る
の
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い
い
か
ら
付
い
て
来
い

て

 
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
に
入

て
行
く
八
幡
を

舞
衣
は

て
て
追
い
か
け
た

 
そ
ん
な
八
幡
の
目
に

す
ま
し
た
顔
で
受
付
に
座
る
か
お
り
の

が
映

た

お
お

あ
 
か
お
り
は
隣
に
座

て
い
た
も
う
一
人
の
受
付
嬢
と
何
か
話
し
た
後

 
八
幡
の
前
で
深
々
と

を
下
げ
な
が
ら
言

た

お
約
束
通
り
に
こ
こ
で
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た

八
幡
様

お

お
う

て
何
で
こ
こ
に
い
る

で

今
日
は
ど
う
し
た
ん
だ

入
社
に
は
ま
だ

い
よ
な

今
は
研

中
で
す

な
る
ほ
ど
な

い
時
間
ま
で
大
変
だ
な

春
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

八
幡
様

 
そ
う
言

て
か
お
り
は

こ

そ
り
と
八
幡
に
ウ

ン
ク
し
た

 
八
幡
は

く
微
笑
み
な
が
ら

こ

そ
り
と
か
お
り
に

い
た
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ま
た
な

う
ん

ま
た
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
エ
レ
ベ

タ

に
向
か
い

舞
衣
は
そ
の
後
に
続
い
た

あ
の
受
付
の
人
は
知
り
合
い

中
学
の
時
の
同
級
生
だ
な

へ

そ
れ
に
し
て
も
八
幡
様

て
何
者
な
の

こ
こ
の
関
係
者
だ

そ
う
い
う
レ
ベ
ル

思
い

き
り
顔
パ
ス
だ
よ
ね

さ

き
の
元
同
級
生
も
敬
語
だ

た
し

い
い
か
ら
さ

さ
と
上
に
行
く
ぞ

く
こ

ち
に
来
い

あ

ち

と
待

て
よ

行
く

行
く
か
ら

 
そ
し
て
二
人
は
エ
レ
ベ

タ

を
降
り

八
幡
は
と
あ
る
ド
ア
の
前
に
立
ち

そ
の
ド
ア
を

ノ

ク
し
た

え
 
そ
の
ド
ア
に
は
社
⻑
室
と
書
い
て
あ

た

舞
衣
は
と
て
も
驚
い
た
の
だ
が

 
八
幡
は
中
か
ら
の
返
事
を
確
認
し
た

間

遠

な
し
に
中
に
入

て
い

た
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ち

ち

と

 
舞
衣
も

て
て
そ
の
後
に
続
き

二
人
は
陽
乃
の
前
に
立

た

え

あ
れ

あ
れ
あ
れ
あ
れ

八
幡
君

ま
さ
か
こ
こ
に
来
て
く
れ
る
な
ん
て

理
事
⻑
と
似
た
よ
う
な
事
を

さ
あ
さ
あ
座

て

今
お
茶
を
入
れ
る
わ
ね

や
だ

ど
う
し
よ
う

 
ま
さ
か
八
幡
君
が
こ
ん
な
に

く
来
て
く
れ
る
な
ん
て
思

て
な
か

た
か
ら

 
今
日
は
簡

な
お
化

し
か
し
て
こ
な
か

た
の
よ
ね

や

ぱ
り
⺟
娘
か

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

い
て
そ
う

い
た

で

今
日
は
ど
う
し
た
の

そ
の
女
の
子
は

ア
ポ
無
し
で
悪
い
と
は
思

た
ん
で
す
が
こ
い
つ
を
う
ち
で

て
も
ら
え
な
い
か
と
思

て
へ

ど
ん
な
子

ハ

カ

で
す

岡
野
舞
衣

十
八

参
考
に
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

 
自
動
追
尾
型

影
シ
ス
テ
ム
の
特
許
を
持

て
い
る

岡
野

え

と
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八
幡
は
⺟
親
の
名
前
を

い
て
い
な
か

た
事
に
気
が
付
き

チ
ラ

と
舞
衣
の
方
を
見
た

 
舞
衣
は
そ
の

線
を
受
け

そ

と
八
幡
に

い
た

岡
野
由
香

岡
野
由
香
さ
ん
の
娘
さ
ん
で
す
ね

な
る
ほ
ど

身

調
査
は

に

岡
さ
ん
が
済
ま
せ
た
み
た
い
で
す

可
能
な
ら

で

い
入
れ
た
い
と
か
何
と
か

そ
れ
な
ら
問
題
無
い
わ
ね

さ

さ
と
正
式
に
入
社
し
て
も
ら

て

 

に
取
ら
れ
な
い
う
ち
に
う
ち
で

き
ま
し

う

そ
れ
で
で
す
ね

ア
ル
ゴ
と
ロ
ザ
リ
ア
に
は
待
機
し
て
も
ら
う
よ
う
に
伝
え
て
あ
る
の
で

 
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
呼
ん
で
も
い
い
で
す
か

 
そ
の
八
幡
の
呼
び
方
で

陽
乃
は
舞
衣
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
関
係
者
だ
と
理
解
し
た

 
そ
し
て
陽
乃
は
直
ぐ
に
薔
薇
に
連

を
と

た

あ
あ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

八
幡
君
が
来
た
か
ら
直
ぐ
に
ア
ル
ゴ
ち

ん
と
一

に
こ
こ
に

来
てロ

ザ
リ
ア
ち

ん

て
あ
の
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
か
な

そ
れ
に
し
て
も
ア
ル
ゴ
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う

ん

ま
さ
か
ね

ア
ル
ゴ

ア
ル
ゴ

 
舞
衣
は
ロ
ザ
リ
ア
で
は
な
く
ア
ル
ゴ
の
名
前
に
よ
り
反
応
し
た

 
そ
し
て
二
人
は
直
ぐ
に

を
現
し

ロ
ザ
リ
ア
は
確
認
す
る
よ
う
に
八
幡
に

ね
た

そ
の
女
性
は
ど
ち
ら
様
で
す
か

八
幡
様

 
そ
の
よ
そ
行
き
の
質
問
を
受
け

八
幡
は
薔
薇
に
こ
う
言

た

イ
ヴ
だ

あ
あ

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
薔
薇
は

満
面
の
笑
顔
で
こ
う
言

た

先
ほ
ど
ぶ
り
ね

イ
ヴ
さ
ん

私
は
ロ
ザ
リ
ア
よ

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

 
イ
ヴ
は
会
話
か
ら
予
想
は
し
て
い
た
よ
う
だ

た
が

 

め
て
本
人
か
ら
明
言
さ
れ
て

こ
こ
で
初
め
て
安
心
し
た
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た

 
知
ら
な
い
人
ば
か
り
だ

た
の
で

少
し
心

か

た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
舞
衣
の
態
度
を
見
た
陽
乃
が
八
幡
に

ね
た

八
幡
君

こ
の
子
に
何
も
説
明
し
て
な
い
の
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え
え

実
は
ア
ル
ゴ
と
ロ
ザ
リ
ア
に
も
説
明
し
て
な
い
ん
で
す
よ
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
説
明
タ
イ
ム
と
い
き
ま
し

う
か

 
そ
し
て
陽
乃
は

ニ

コ
リ
と
微
笑
み
な
が
ら
舞
衣
に
自

紹
介
を
始
め
た

初
め
ま
し
て
舞
衣
さ
ん

私
は
ソ
レ
イ
ユ
社
の
社
⻑
に
し
て
こ
の
八
幡
君
の
妻
で
あ
る

お
い
こ
ら
ク
ソ
馬

姉

先
日
雪
乃
に
し
め
ら
れ
た
事
を
忘
れ
た
の
か

て
い
う
の
は
冗
談
で

姉
的
ポ
ジ
シ

ン
に
い
る

雪
ノ
下
陽
乃
よ

 
陽
乃
は
少
し

や

を
た
ら
し
な
が
ら
そ
う
言
い
直
し
た

 
雪
乃
に
説
教
さ
れ
た
時
の
事
を
思
い
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

私
は
ロ
ザ
リ
ア
こ
と
薔
薇
よ

宜
し
く
ね

イ
ヴ
さ
ん

フ
ル
ネ

ム
は

 
そ
の
八
幡
の
突

込
み
に

薔
薇
は
苦

に
満
ち
た
表
情
を
し
た

あ

後
で
覚
え
て
な
さ
い
よ

フ
ル
ネ

ム
を
名
乗
る
の
は
社
会
人
の
常
識
だ

く

薔
薇
小
猫
よ

宜
し
く
ね
イ
ヴ
さ
ん

小
猫
さ
ん

か
わ
い
い
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だ
ろ

俺
も
お
気
に
入
り
な
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
薔
薇
は
何
と
も
い
え
な
い
複
雑
な
表
情
を
し
た

 
ち
な
み
に
そ
の
口
の

は
微

に
ニ
ヤ
ケ
て
い
た

そ
し
て
最
後
に
ア
ル
ゴ
が
自

紹
介
を
し

た
オ
レ

ち
は
ア
ル
ゴ
だ

フ
ル
ネ

ム
は

 
当
然
八
幡
は
そ
う
突

込
ん
だ
が

ア
ル
ゴ
は
ど
こ

く
風
で
こ
う
答
え
た

女
の
秘
密
だ

そ
う
か

な
ら
仕
方
な
い
な

仕
方
な
い
よ
ナ

 
そ
の
自
分
と
の
待
遇
の
差
に
薔
薇
は
じ
ろ

と
八
幡
を

ん
だ
が
八
幡
は
気
に
せ
ず
薔
薇

に
言

た

だ
か
ら
お
前
は
も

と
自
分
の
名
前
を

れ

て
言

た
だ
ろ

 
俺
が
か
わ
い
い

て
言

て
る
ん
だ
か
ら
そ
れ
で
い
い
ん
だ
よ

そ

そ
う
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に
薔
薇
が

今
度
は
明
ら
か
に
相
好
を
崩
し
た

り
の
者
達
は
こ
う

い
た

チ

ロ
い
わ
ね

チ

ロ
イ
ン
だ
ナ

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
か
わ
い
い

イ
ヴ
さ
ん

 
薔
薇
は
イ
ヴ
に
だ
け
笑
顔
を
見
せ

八
幡
は

を

め
た

あ
ん
ま
り
こ
い
つ
を

や
か
す
な
よ

イ
ヴ

そ
う

そ
の
名
前
が
気
に
な

て
た
ん
だ
よ
ナ

 
イ
ヴ
の
名
前
が
出
た

ア
ル
ゴ
は
そ
う
言

た

私
も
そ
の
ア
ル
ゴ

て
名
前
が
気
に
な

て
ま
し
た

ん

二
人
は
知
り
合
い
か

一
方
的
に
知

て
る
だ
け
で
す
よ

で
す
よ
ね
ア
ル
ゴ
ス
タ

星
の
ア
ル
ゴ

今
は
ネ
ズ
ミ
扱
い
の
方
が
多
い
け
ど
な

子
の
イ
ヴ

 
そ
し
て
舞
衣
は
ア
ル
ゴ
に
こ
う
言

た

四
年
前
く
ら
い
に
突
然
い
な
く
な

た
と
思

た
ら

こ
ん
な
所
に
い
た
ん
で
す
ね
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あ
あ

オ
レ

ち
は
そ
の
時
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
捕
ま

て
た
か
ら
ナ

あ

な
る
ほ
ど
そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
ま
あ
別
に
敵
対
し
て
た

じ

な
い
か
ら
何
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
ね

 
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

先
輩

オ
レ

ち
を
そ
う
呼
ぶ

て
事
は
イ
ヴ
も
ソ
レ
イ
ユ
に

そ
う
か

こ
れ
か
ら
宜
し
く
ナ

こ
れ
で
ま
た
私
も
ス
キ
ル
ア

プ
出
来
そ
う
か
な

 
舞
衣
は
こ
れ
は
楽
し
く
な
り
そ
う
だ
と
思

た
の
か

そ
う
言

て
微
笑
ん
だ

 
そ
し
て
舞
衣
は

八
幡
の
方
に
向
き
直

て
こ
う
質
問
し
た

と
こ
ろ
で
八
幡
さ
ん
の
ポ
ジ
シ

ン
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が

八
幡
君
は
う
ち
の
次
期
社
⻑
よ

い
ず
れ
オ
レ

ち
達
の
ボ
ス
に
な
る
ん
だ
ぞ

イ
ヴ

私
は
秘
書
に
な
る
予
定
な
の

あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

謎
が
解
け
ま
し
た

 
舞
衣
は
そ
れ
で
納
得
し
た
の
か

う
ん
う
ん
と

い
た

ま
さ
か
私
が
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社
出
来
る
な
ん
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
八
幡
様
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様
付
け
は
慣
れ
な
い
ん
だ
が

ま
あ
と
り
あ
え
ず
そ
れ
は
今
度
ま
た
考
え
れ
ば
い
い
か

 
こ
う
し
て
舞
衣
の
入
社
も
決
定
し
た
所
で

八
幡
は
ア
ル
ゴ
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
ア
ル
ゴ

戦
争
の
動
画
の
編
集
を
さ

さ
と
や

ち
ま
お
う

お
う

今
日
は
暴
れ
た
み
た
い
だ
な

ハ

ま
あ
な

あ

だ
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
で
動
画
を
製
作
し
て
流
す
事
に
し
た
ん
で
す
ね
ま
た
謎
が
解
け
ま

し
た彼

の
謎
は
ま
だ
ま
だ

山
あ
る
わ
よ

で
も
絶
対
に
外
に
は

ら
さ
な
い
よ
う
に
ね

は
い

私
は
八
幡
様
を
尊
敬
し
て
い
る
の
で

そ
こ
は
大
丈
夫
で
す

 
そ
れ
を

い
た
陽
乃
は

微

な
顔
を
し
た

尊
敬

ね

何
だ
よ
姉
さ
ん

別
に
い

 
陽
乃
は

ど
う
せ
こ
の
子
も
八
幡
君
の
事
を
好
き
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
も

 
口
に
出
し
て
は
何
も
言
わ
な
か

た

そ
し
て
八
幡
か
ら
の
メ

セ

ジ
が

影
さ
れ
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シ
ノ
ン
が

の
サ
イ
ド
ミ
ラ

を
撃
ち
抜
く
様
子
と
要
塞
で
の

撃
戦
の
動
画
が
編
集
さ
れ

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
の
特
設
モ
ニ
タ

と
ソ
レ
イ
ユ
の
サ
イ
ト
で
直
ぐ
に
放
送
さ
れ
た

 
イ
ヴ
の
背
景
に
つ
い
て
は
た
だ
の
ギ

グ
で
す
の
で
気
に
し
な
い
で
下
さ
い
ね

 
ま
あ
分
か
る
方
は
分
か
る
だ
ろ
う

度
に
書
い
た
だ
け
な
の
で
す

 
と
い
う
か
設
定
が
都
合
が
良
か

た
だ
け
な
の
で
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第
３
３
７
話
 
着
信
音
は
昭
和
の
香
り

 
さ
す
が
に

日
の
ノ
エ
ル

ネ
タ
は
分
か
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
詩
乃
は

戦
争
の
せ
い
で

張
し
た
の
か
若

を
か
い
て
い
た

 
直
ぐ
に
風
呂
に
入
る
事
に
し
た

そ
し
て
湯
船
で
の
ん
び
り
し
た
後

 
リ
ラ

ク
ス
し
た
表
情
で
風
呂
場
か
ら
出
て
来
た
詩
乃
に

は
ち
ま
ん
く
ん
が
こ
う
言

た

お
い
詩
乃

小
猫
か
ら
メ

ル
が
来
て
た
ぞ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
詩
乃
は

き
出
し
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
で

え
な
が
ら
言

た

は
ち
ま
ん
く
ん
も
薔
薇
さ
ん
の
事
を
小
猫

て
呼
ぶ
ん
だ

ま
あ
俺
は
た
ま
に
バ

ジ

ン
ア

プ
さ
れ
て
い
る
か
ら
な

そ
う
な
ん
だ

い
つ

主
に
お
前
が
よ
だ
れ
を
た
ら
し
な
が
ら

て
い
る
時
に
だ
な
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は
ち
ま
ん
く
ん
に
そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
は
顔
を

く
し
な
が
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
に
抗
議
し
た

朝

き
た
時
に
よ
だ
れ
を
た
ら
し
て
た
事
な
ん
か
な
い
わ
よ

 
そ
れ
を

い
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は

や
れ
や
れ
と

を

め
な
が
ら
こ
う
言

た

ま

た
く
こ
れ
だ
か
ら
お
前
は
そ
ん
な
の
俺
が

日

い
て
や

て
る
か
ら
に
決
ま

て
る

だ
ろえ

 
詩
乃
は
一

然
と
し

そ
の
ま
ま
は
ち
ま
ん
く
ん
に
詰
め
寄

た

ほ

ほ
ほ
ほ
本
当
に

俺
を
信
じ
な
い
の
か

い
や

で
も

や
れ
や
れ

今
回
は
特
別
だ
ぞ

 
そ
う
言

て
は
ち
ま
ん
く
ん
は
自
身
の

手
の
指
を

り
中
か
ら
コ

ド
の
よ
う
な
物
を
取

り
出
し

 
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
が
一
応
部
屋
に
置
い
て
あ
る
テ
レ
ビ
に
接
続
し
た

な

何
そ
れ
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だ
か
ら
特
別
だ

て
言

た
だ
ろ

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
を
操
作
し

外
部
入
力
を
選
択
し
た
後

 
お
も
む
ろ
に
動
画
の
再
生
を
始
め
た

そ
こ
に
は
と
て
も
だ
ら
し
な
い
顔
で

 
よ
だ
れ
を
た
ら
し
な
が
ら
眠
る
詩
乃
の

が
し

か
り
と
映
し
出
さ
れ
て
お
り

 
主
観
モ

ド
で
そ
れ
を

く
は
ち
ま
ん
く
ん
の
手
が
し

か
り
と
映
し
出
さ
れ
て
い
た

え
え
え
え
え
え

こ
れ
は
ま
あ

の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
レ
コ

ダ

み
た
い
な
も
ん
だ

 
何
か
あ

た
時
に
証

に
な
る
よ
う
に
一
応
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
な

 
も

と
も
普
通
は
人
に
見
せ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
事
に
な

て
る
ん
だ
が
な

 
そ
し
て
詩
乃
は

激
し
く
落
ち
込
ん
だ
表
情
で
は
ち
ま
ん
く
ん
に
言

た

い

い
つ
も
あ
り
が
と
う
は
ち
ま
ん
く
ん

お
う

ど
う
致
し
ま
し
て

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

続
け
て
詩
乃
に
言

た

と
こ
ろ
で

大
に
話
が
反
れ
ち
ま

た
が

小
猫
か
ら
の
メ

ル
は
見
な
く
て
い
い
の
か

あ
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そ
し
て
詩
乃
は
薔
薇
か
ら
の
メ

ル
を
見
た

 
そ
こ
に
は
今
日
の
動
画
を
ア

プ
し
た
事
が
書
か
れ
て
い
た
の
だ
が

 
ま
だ
下
に
続
き
が
あ
る
よ
う
だ

た
の
で
詩
乃
は
何
だ
ろ
う
と
思

て
画
面
を
ス
ク
ロ

ル

さ
せ
た

 
ち
な
み
に
そ
の
全
文
は
こ
う
で
あ

た

た

た
今

今
日
の
戦
い
に
関
す
る
動
画
を
ソ
レ
イ
ユ
の
サ
イ
ト
に
ア

プ
し
ま
し
た

 

自
楽
し
ん
で
見
て
み
て
く
だ
さ
い
ね

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
猫
よ
り
に

 
違
う
の
こ
れ
は
八
幡
に
書
け
と
命
令
さ
れ
て
消
し
た
ら
お
し
お
き
だ

て
言
わ
れ
た
の

 
絶
対
の
絶
対
に
私
の
意
思
じ

な
い
か
ら

 
そ
れ
を
見
た
詩
乃
は

た
ま
ら
ず

き
出
し
た

あ
は

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は

何
だ

何
か
面
白
い
事
で
も
書
い
て
あ

た
の
か

く

苦
し
い

は

は
ち
ま
ん
く
ん

見
て
み
て
こ
れ
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そ
し
て
そ
の
文
章
を
見
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は

ニ
ヒ
ル
に
こ
う
言

た

や
れ
や
れ
俺
の
本
体
も
お
遊
び
が
過
ぎ
る
な
そ
れ
じ

あ

速
そ
の
動
画
と
や
ら
を
見
て

み
よ
う

そ
う
だ
ね

ち

と
待

て
て
ね
は
ち
ま
ん
く
ん

 
そ
の
動
画
は
予
定
通
り

先
ず
シ

ナ
の
言
葉
か
ら
始
ま

た

最
初
に
明
日
の
予
告
だ

俺
達
が
活
動
を
開
始
す
る
の
は

方
か
ら
と
な
る
か
ら

 
別
に

い
時
間
か
ら
現
地
で
待
ち
伏
せ
と
か
を
し
て
く
れ
て
も

わ
な
い
が

 
そ
の
場
合
は
平
家
軍
の
者
は
暇
つ
ぶ
し
の
手

だ
け
は
用
意
し
て
お
け
よ

 
そ
れ
じ

あ
今
日
の
動
画
を
配
信
す
る

楽
し
ん
で
く
れ

 
そ
し
て
画
面
に
は

い
き
な
り
シ
ノ
ン
の
ア

プ
が
映

た

う
わ

近
い

確
か
に
な

こ
れ
は
ど
う
や

て

影
し
て
い
る
ん
だ

え

と

八
幡
の

の
上
に
あ
る
旗
か
ら
の
映
像
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど

よ
く
分
か
ら
な
い
が

上
か
ら
見
下
ろ
す

の
映
像
に
は
な

て
な
い
み
た
い
だ
な

あ
れ

本
当
だ
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そ
し
て
画
面
は
ス
ム

ズ
に
後
方
の
敵
の

の
サ
イ
ド
ミ
ラ

を
映
し

 
次
の

間
シ
ノ
ン
の
放

た

に
よ

て
そ
の
ミ
ラ

は
あ

さ
り
と
撃
ち
抜
か
れ
た

凄
い
カ
メ
ラ
ワ

ク
だ
な

こ
れ

て
編
集
の
力

い
や

こ
れ
は
元
の
映
像
の
出
来
が
い
い
ん
だ
ろ
う
な

 
お
そ
ら
く
俺
の
本
体
は

そ
う
い
う
事
も
考
え
な
が
ら
動
い
て
い
た
に
違
い
な
い

い
つ
の
間
に

全
然
気
付
か
な
か

た
わ

 
詩
乃
は
そ
の
は
ち
ま
ん
く
ん
の
指
摘
に
驚
愕
し
た

 
そ
ん
な
詩
乃
に

は
ち
ま
ん
く
ん
は
こ
う
言

た

そ
れ
に
気
付
か
な
い

詩
乃
も
集
中
し
て
た

て
事
だ
ろ

そ
の
成
果
が
し

か
り
出
て
る

じ

な
い
か

 
見
事
な
射
撃
だ
と
思
う
ぞ

努
力
し
た
ん
だ
な

詩
乃

 
そ
れ
を

い
た
詩
乃
は

ふ
ふ
ん
と

を
鳴
ら
し
な
が
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
に
言

た

も

と
褒
め
て
く
れ
て
も
い
い
の
よ

調
子
に
乗
ん
な
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そ
の

間
に
詩
乃
の

か
ら
オ
ル
ゴ

ル
の
よ
う
な
着
信
音
が
鳴

た

 
そ
の

間
に
詩
乃
は

張
し
な
が
ら
も

と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
詩
乃
に
こ
う
言

た

何
だ

俺
か
ら
の
着
信
か

 
そ
う
言
わ
れ
た

間
に
詩
乃
は
ド
キ
リ
と
し
た

な

何
で
分
か
る
の

そ
ん
な
の
詩
乃
の
顔
を
見
れ
ば
一
発
で
分
か
る
だ
ろ
着
信
音
も
一
人
だ
け
別
な
ん
だ
ろ
う
し

な 
い
い
か
ら

く
出
ろ

俺
を
待
た
せ
る
な

あ

う
ん

 
詩
乃
は
そ
れ
以
上
突

込
む
の
を

め

話
を
と
る
事
を
優
先
す
る
事
に
し
た

ハ
イ

ど
う
し
た
の

何
か
あ

た

い
や

お
前
が
映
像
を
見
て
調
子
に
乗

て
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
な

な

何
で
そ
れ
を

あ
あ

冗
談
の
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が

お
前
本
当
に
調
子
に
乗

て
た
の
か
よ
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そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
は

い
き
な
り
こ
う
叫
ん
だ

あ
ん
た
の
本
気
と
冗
談
は
い
つ
も
分
か
り
に
く
い
の
よ

逆
ギ
レ
か
よ

で

用
件
は

こ
の
前
言

て
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
遊
び
に
行
く
話
だ
が

 
そ
の

き
慣
れ
な
い
言
葉
を

い
た
詩
乃
は

話
の

を

て
八
幡
に

き
返
し
た

待

て

Ａ
Ｂ
Ｃ

て
何

映
子
は

美
衣
は

奈
は

じ

な
い
か
よ

ま
あ
美
衣
は

み
方
を
変
え
な
い
と

だ
け
ど
な

 
詩
乃
は
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い

思
わ
ず

き
出
し
た

理
解
し
た
か

で

そ
の
話
だ
が

明
日
は
ど
う
か
と
思

て
な

あ
あ

な
る
ほ
ど
ね

で

ど
う
だ

ち

と
三
人
に

い
て
み
る
か
ら

こ

ち
か
ら

け
直
し
て
も
い
い
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了
解
だ

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
な

う
ん

 
そ
し
て
三
人
に
連

を
と

た
詩
乃
は

直
ぐ
に
八
幡
に

話
を

け
直
し
た

オ

ケ

だ

て
よ

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

そ
れ
で
迎
え
な
ん
だ
け
ど

三
人
と
も
こ
れ
か
ら
う
ち
に
来
る
事
に
な

た
か
ら

 
朝
に
直
接
う
ち
に
迎
え
に
来
て
も
ら

て
も
い
い

あ
あ

問
題
な
い

で

ど
こ
に
行
く
の

あ
い
つ
ら
の
好
き
な
所
で
い
い
さ

今
夜
話
し
合

て
お
い
て
く
れ
れ
ば
い
い

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
明
日
ね

お
う

ま
た
明
日
な

今
日
は
お
疲
れ
さ
ん

八
幡
も
ね

 
こ
う
し
て
八
幡
と
の
通
話
を
終
え
た
詩
乃
は

動
画
の
続
き
を
見
よ
う
と
思
い

 
は
ち
ま
ん
く
ん
の
方
を
見
た
の
だ
が

は
ち
ま
ん
く
ん
が

て
目
を

り
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何
か
考
え
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

詩
乃
は
疑
問
に
思

て
は
ち
ま
ん
く
ん
に
話
し

け
たは

ち
ま
ん
く
ん

ど
う
し
た
の

い
や
さ

き
の
着
信
音
を

索
し
て
い
た
ん
だ
が
な

実
は
お
前
昭
和
の
生
ま
れ
な
の

か
なラ

ム
の
ラ
ブ
ソ
ン
グ

て
何
だ
よ

 
詩
乃
は
確
か
に
そ
ん
な
名
前
の
曲
だ

た
な
と
思
い
つ
つ

 
ま
さ
か
昭
和
の
曲
だ

た
と
は
思

て
も
い
な
か

た
の
か

驚
い
た
よ
う
に
こ
う
言

た

昭
和

そ
ん
な
に
古
い
曲
な
の

お
前
ど
う
や

て
見
付
け
た
ん
だ
よ

当
に

索
で

麗
な
オ
ル
ゴ

ル
の
曲
だ
な

て
思

た
か
ら

も
し
か
し
て
歌

と
か
知
ら
な
い
ま
ま

俺
の
本
体
か
ら
の
着
信
の
曲
に
設
定
し
た
の
か

う
ん

後
で

い
て
み
ろ
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う

う
ん

 
そ
し
て
後
半
動
画
が
始
ま

た

お
お

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

シ

ナ
と
シ
ズ
カ
の
無
双

態
に

付
け
に
な
り

 
そ
の
後
の
殲
滅
戦
を
興
味
深
そ
う
に
見
て
い
た

さ
す
が
は
本
体
だ
な

は
ち
ま
ん
く
ん
で
も
や

ぱ
り
感
心
す
る
ん
だ

俺
の
元
デ

タ
に
は

さ
す
が
に
こ
う
い
う
大

模
戦
闘
の
デ

タ
は
無
い
か
ら
な

そ

か

同
じ
よ
う
に
見
え
て

俺
達
は
決
し
て
同
一
人
物
で
は
無
い
ん
だ
よ
な

 
そ
の
事
は
決
し
て
忘
れ
る
ん
じ

な
い
ぞ

詩
乃

う
ん

 
そ
し
て
こ
の
日
の
戦
闘
の
動
画
を
見
終
わ

た
後

は
ち
ま
ん
く
ん
は

を
操
作
し

 
目
的
の
動
画
を
呼
び
出
し
た

当
然

料
な
ん
だ
が
今
回
は
俺
が

て
お
い
て
や

た
か
ら
な

と
り
あ
え
ず
第
一
話
を
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見
て
み
ろ

第
一
話

ド
ラ
マ
か
何
か
の
曲
な
の

 
た
だ
の
音
楽
の
動
画
だ
と
思

た
詩
乃
は

第
一
話
と

い
て
そ
う
考
え
た
よ
う
だ

 
丁
度
そ
の
時
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
人
が
到
着
し
た

や

ほ

詩
乃

は
ち
ま
ん
く
ん

久
し
ぶ
り

あ
れ

わ
ざ
わ
ざ

な
ん
か
点
け
て

何
を
見
て
る
の

 

奈
に
そ
う

ね
ら
れ
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は

こ
う
説
明
を
し
た

お
う

こ
れ
は
詩
乃
が
俺
の
本
体
か
ら
着
信
し
た
時
に
設
定
し
て
る
曲
の
元
ネ
タ
だ

 
そ
の
曲
を

い
た
事
が
あ

た
の
か

三
人
は
口
々
に
言

た

あ
あ

あ
れ
か

か
わ
い
い
メ
ロ
デ

だ
よ
ね

で
し

見
付
け
た
の
は
た
ま
た
ま
だ

た
け
ど
ね

よ
く
あ
ん
な
の
見
付
け
て
き
た
な
と
は
思

て
た
け
ど

 
何
の
曲
か
は
調
べ
て
な
か

た
な

一
体
何
の
曲
な
の
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古
い
ア
ニ
メ
だ

ア
ニ
メ
な
ん
だ

ま
あ
見
て
み
る
と
い
い

 
そ
し
て
い
き
な
り
オ

プ
ニ
ン
グ
が
始
ま

た

え

オ
ル
ゴ

ル
と
雰
囲
気
が
違
う

確
か
に
か
わ
い
い
け
ど

か
わ
い
い
け
ど

う
ん

い
か
に
も
昭
和
だ
ね

そ
れ
よ
り
歌

歌

が

 
オ

プ
ニ
ン
グ
が
終
わ

た
所
で
三
人
は
詩
乃
を
取
り
囲
み
じ

と
詩
乃
の
顔
を
見
つ
め
た

え

と

 
そ
の
詩
乃
の
顔
は
真

で
あ
り

三
人
は

き
合
い
な
が
ら
言

た

一
番
好
き
よ

ね

本
当
に
知
ら
な
か

た
ん
だ

て
ば

王
子
の
全
て
を
夢
見
ち

て
る
の
も
事
実
だ
し

そ

そ
れ
は
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こ
れ
は
確
信
犯
だ
ね

私
達
が
知
ら
な
い
と
思

て

 
実
は
こ
う
い
う
意
味
で
こ
の
曲
に
し
た
の
よ
と
内
心
で
一
人
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
た
に
違
い
な

い
ねち

違

本
当
に

ほ

本
当
に
本
当
よ

 
そ
し
て
そ
の
ア
ニ
メ
の
本
編
を
見
た
三
人
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
詩
乃
に
こ
う
詰
め
寄

た

も
し
自
分
が
無
実
だ
と
言
う
の
な
ら

ダ

リ
ン

う
ち
詩
乃
だ

ち

て
言

て
み

な
さ
い

そ
れ
だ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

言
え
な
い
の
な
ら

ギ
ル
テ

だ
ね

う
ん

ギ
ル
テ

え

え

と

 
今
に
も
そ
の
セ
リ
フ
を
言
わ
ん
と
ば
か
り
に
口
を
ぱ
く
ぱ
く
し
な
が
ら

す
る
詩
乃
を
見
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て 
三
人
と
は
ち
ま
ん
く
ん
は

ひ
そ
ひ
そ
と
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

ね

ノ
リ
で
と
り
あ
え
ず
言

て
み
た
け
ど
も
し
か
し
て
こ
れ

て
本
当
に
や

て
く
れ

そ
うさ

す
が
に
冗
談
だ

て
俺
で
も
分
か
る
く
ら
い
な
ん
だ
が
な

多
分
恥
じ
ら
い
で
パ
ニ

ク

態
に
な

て
る
ん
じ

な
い
か
な

ま
あ
こ
れ
は
こ
れ
で
か
わ
い
い
か
ら
い
い
か

は
ち
ま
ん
く
ん

声
を
録
音
す
る
手

て
あ
る

録
画
機
能
な
ら
あ
る
ぞ

ナ
イ
ス

は
ち
ま
ん
く
ん

も
し
詩
乃
が
言

て
く
れ
た
ら

 
そ
れ
を
録
画
し
て
王
子
に

か
せ
て
あ
げ
て

俺
に
か

分
か

た

 
そ
し
て
詩
乃
は

の
末
に
つ
い
に
そ
の
言
葉
を
言

た

ダ

ダ

リ
ン

う
ち

詩
乃

だ

ち

お
お
お
お
お
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詩
乃
だ

ち

き
ま
し
た

か
わ
い
い

 
そ
し
て
三
人
は

顔
を
真

に
し
て

ま

て
い
る
詩
乃
を
そ
の
ま
ま
に
し

 
せ

か
く
だ
か
ら
と
そ
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
事
に
し
た

は
ち
ま
ん
く
ん

こ
れ

て
ど
ん
な
作
品

ド
タ
バ
タ
ラ
ブ
コ
メ
だ
な

俺
の
お

め
は
映
画
の
二
作
目
だ
が

ま
あ
面
白
そ
う
だ
か
ら
見
て
み
よ
う
よ

 
そ
し
て
三
人
は
楽
し
そ
う
に
そ
の
作
品
を
鑑
賞
し

い
つ
し
か
詩
乃
も
そ
こ
に
加
わ

た

 
そ
し
て
四
人
は
十
話

度
見
終
わ

た
所
で
は
ち
ま
ん
く
ん
お

め
の
映
画
の
二
作
目
を
見
る

事
に
し

 
こ
う
し
て
ど
ん
ど
ん
時
間
が
過
ぎ
て
い

た

ふ
う

面
白
か

た

だ
ね

 
そ
ん
な
四
人
に
は
ち
ま
ん
く
ん
が
何
気
な
く
こ
う
言

た

と
こ
ろ
で
お
前
ら

時
間
は
い
い
の
か
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あも
う
三
時

や
ば

直
ぐ
に

な
い
と

 
そ
し
て
四
人
は
布
団
を
敷
く
手
間
も

し
ん
で

当
に
布
団
を

べ

 
パ
ジ

マ
に
着

え
て
そ
の
ま
ま
雑

に
入

た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら

そ
ん
な
四
人
を
見
守
り
つ
つ

 
た
ま
に
布
団
を

け
直
し
た
り
し
て
あ
げ
て
い
た

そ
し
て
朝
が
来
て
八
幡
が
到
着
し

 
詩
乃
の
部
屋
の
イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
し
た

 
今
日
ネ
タ
に
走

た
の
は

純
に
四
人
を
夜
更
か
し
さ
せ
た
か

た
だ
け
な
の
で
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第
３
３
８
話
 
こ
れ
が
若
さ
か

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

さ
て

今
日
は
ど
こ
に
行
か
さ
れ
る
事
に
な
る
の
や
ら

 
詩
乃
の
家
に
着
い
た
八
幡
は

そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
し
た

 
だ
が
中
か
ら
は
何
の
反
応
も
無
く
八
幡
は
い
ぶ
か
し
く
思
い
な
が
ら
も
大
声
を
出
す

に
も

い
か
ず

 
考
え
た
末
に
普
通
に
詩
乃
に

話
を

け
る
事
に
し
た

 
だ
が
運
の
悪
い
事
に

詩
乃
が

日
ス
マ
ホ
の
充

を
忘
れ
て
い
た

話
は
繋
が
ら
な

か

た
こ
の
メ

セ

ジ
は

充

切
れ
か

参

た
な

 
一
方
こ
の

況
を
何
と
か
せ
ね
ば
と
思
い
一
人
奮
闘
し
て
い
る
者
が
い
た
は
ち
ま
ん
く
ん

で
あ
る



 第３３８話 これが若さか

き
ろ
詩
乃

き
ろ

お
い

き
ろ

て

 
く
そ

さ
す
が
に
ぬ
い
ぐ
る
み
の
力
じ

叩
い
た
く
ら
い
じ

ま

た
く

き
ね
え

 
と
り
あ
え
ず
イ
ン
タ

ホ
ン
に
出
る
か

詩
乃
の
声
の
サ
ン
プ
ル
は

と
丁
度
い
い
あ

れ
に
す
る
か

 
八
幡
は

と
り
あ
え
ず
も
う
一
度
イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
し
て
み
て

 
誰
も
出
な
か

た
ら
一
度
ど
こ
か
の
店
に
で
も
入

て
時
間
を
潰
そ
う
と
考
え
た

 
そ
し
て
イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
し
た
八
幡
の

に

詩
乃
の
声
が

こ
え
て
き
た

ダ

ダ

リ
ン

う
ち

詩
乃

だ

ち

 
そ
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は
た

り
十

ほ
ど

し
た
後
に
我
に
返
り
こ
う
言

た

は
あ
あ
あ
あ

何
な
の
お
前

Ａ
Ｂ
Ｃ
に

さ
れ
て

ビ
キ
ニ
に
で
も
着

え
て
た
の

ダ

ダ

リ
ン

う
ち

詩
乃

だ

ち

い
や

そ
れ
は
分
か

た
か
ら

い
や
ま

た
く
分
か
ら
な
い
が

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
の

の
後
ド
ア
が
ガ
チ

リ
と
開
き
中
か
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
が
顔
を

出
し
た
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ど
う
や
ら
何
と
か
ド
ア
ノ
ブ
ま
で
た
ど
り
着
き

ノ
ブ
を
回
す
事
に
成
功
し
た
ら
し
い

 
そ
し
て
八
幡
と
は
ち
ま
ん
く
ん
は

の
間

て
見
つ
め
あ

た

よ

久
し
ぶ
り
だ
な
俺

そ
う
い
や
詩
乃
の
所
に
は
お
前
が
い
た
ん
だ

た
な

お
う

ド
ア
ノ
ブ
の
所
ま
で
上
が
る
の
に
苦
労
し
た

 
あ
い
つ
ら
俺
の
力
じ

す

て
も
叩
い
て
も

き
な
く
て
よ

 
そ
の
は
ち
ま
ん
く
ん
の
言
葉
に

四
人
が
ま
だ

て
い
る
事
を
知

た
八
幡
は

 
先
ほ
ど
の
声
の
主
が
誰
だ

た
の
か
気
付
き

は
ち
ま
ん
く
ん
に
こ
う

ね
た

そ
れ
じ

あ
さ

き
の
詩
乃
の
声
は
お
前
か

変
声
機
か
何
か
か

ま
あ
内
容
は
意
味
不
明

だ

た
が

あ
れ
は

夜
録
画
し
た
て
の
動
画
を
強
引
に
俺
の
マ
イ
ク
に
直
結
し
て
音
だ
け
再
生
し
た
も

の
だ

 
ネ
タ
と
か
じ

な
く
実

に
あ

た
事
だ

そ
ん
な
機
能
が
あ

た
の
か

て
い
う
か

実

に

て
ど
ん
な

況
だ
よ

夜
は
な
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そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

八
幡
に

日
あ

た
事
を
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

あ
の
ア
ニ
メ
は
俺
も

い
じ

な
い
か
ら
そ
う
い
う
事
な
ら
仕
方
な
い
な

 
そ
の
曲
に
興
味
も
あ
る
し
俺
は
詩
乃
達
を

こ
す
か
ら
お
前
は
詩
乃
の
ス
マ
ホ
を
充

し

と
い
て
く
れ

あ
い
よ

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
の
後
に
続
い
て
部
屋
に
入

た
八
幡
は

 
四
人
の
あ
ら
れ
も
な
い

を
見
て
し
ま
い

そ
の

間
に
回
れ

を
し
な
が
ら
言

た

や

ぱ
り
お
前
が

こ
し
て
く
れ

さ

き
も
言

た
だ
ろ

俺
の
力
じ

ち

と
な

と
口
を
塞
げ

苦
し
く
て

き
る
は
ず
だ

お
お

そ
れ
は
目
か
ら
鱗
だ

た
わ

さ
す
が
は
俺
の
本
体
だ
な

い
い
か
ら
さ

さ
と

こ
せ

そ
れ
じ

あ
胸
の
大
き
い

に

こ
す
か

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
し
ば
し

ま
り
口
を
ぱ
く
ぱ
く
さ
せ
な
が
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
に
言

た

お

お
前
本
当
に
俺
の
コ
ピ

か

そ
ん
な
発
想
ど
う
あ
が
い
て
も
俺
か
ら
は
出
な
い
だ
ろ
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断
言
出
来
る
か

お

お
う

本
当
に
か

お

お
う

 

々
し
く
そ
う
い
う
八
幡
に
向
け

は
ち
ま
ん
く
ん
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

正
解
だ

今
の
は
俺
の

主
達
の
発
想
だ
な

体
的
に
は
馬

姉
と
ネ
ズ
ミ
ネ
コ
だ

何
で
俺
の

の

録
名
を
知

て
る
ん
だ
よ

ネ
ズ
ミ
ネ
コ
が
関
わ

て
る
ん
だ
か
ら
当
然
だ
ろ

そ
う
か

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た

 
八
幡
は
以
前
そ
ん
な
事
も
あ

た
な
と
思
い
つ
つ
そ
う
言

た

ま
あ
い
い
さ

さ
と

こ
し
て
く
れ
つ
い
で
に
パ
ジ

マ
を
ち

ん
と
着
る
よ
う
に
伝
え

て
な分

か

た

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

四
人
を

こ
し
に
か
か

た
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お
い

奈

さ

さ
と

き
ろ

ん

ん
ん
ん
ん
ん
ん

は

は

は

あ

は
ち
ま
ん
く
ん
お
は
よ
う

お
う

お
は
よ
う

あ
と
胸
が
は
だ
け
て
る
ぞ

奈

お

と

将
来
王
子
に
も
ん
で
も
ら
う
予
定
の
胸
が

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は
思
わ
ず
突

込
ん
だ

俺
は
も
ま
な
い
か
ら
な

う
わ

今
の
言
い
方
本
物
の
王
子
み
た
い

 

奈
は
八
幡
が
言

た
の
だ
と
は
気
付
か
ず
に

は
ち
ま
ん
く
ん
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

美
衣

詩
乃

映
子
の

番
に

こ
し
て
い

た

美
衣

ぱ
ん
つ
一

で

て
る
と
風

ひ
く
ぞ

あ
れ

私
パ
ジ

マ
を
着
る
の
忘
れ
た

 
確
か
に
今
日
は
い
つ
王
子
に
見
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に
お
気
に
入
り
の
ぱ
ん
つ
を

い
て
き

た
け
ど

だ
か
ら
見
ね
え

て

お
い
詩
乃

こ
ん
な
日
ま
で
俺
に
よ
だ
れ
を

か
せ
る
ん
じ

ね
え
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う

ま
た
八
幡
に
よ
だ
れ
を

い
て
も
ら

ち

た

ま
た

今
ま
た

て
言

た
か

映
子
は
優

生
だ
な

あ
ん
た
達
だ
ら
し
な
い
わ
ね
完

な
の
は
私
だ
け
じ

な
い

ま
あ
胸
の
大
き
さ
以
外
は
だ

け
ど大

丈
夫
だ

俺
は
お
前
の
味
方
だ
か
ら
な

あ
り
が
と
う
は
ち
ま
ん
く
ん

こ
れ
で
私
し
ば
ら
く
頑
張
れ
る
よ

お
う
強
く
生
き
ろ
よ

ま
あ
俺
は
は
ち
ま
ん
く
ん
じ

な
い
が
な
い
や
ま
あ
合

て
る
ん

だ
が

 
そ
の
時
点
で
や

と
違
和
感
に
気
付
い
た
四
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
後
に
入
り
口
の
方
を
見

た 
そ
こ
に
は
こ
ち
ら
に
背
中
を
向
け
て
座

て
い
る
八
幡
の

が
あ
り

 
四
人
は
再
び
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

仲
良
く
壁
に
か
か

て
い
る
時
計
を
見
た

あ
や

と
全
員
目
が
覚
め
た
か
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は

八
幡

ど
う
や

て
中
に

お
う

俺
が
ド
ア
を
開
け
て
中
に

き
入
れ
て
お
い
て
や

た
ぞ

感
謝
し
ろ
よ
詩
乃

 
ま
あ
そ
の
せ
い
で
お
前
達
の
あ
ら
れ
も
な
い

を
見
ら
れ
ち
ま

た
の
は
俺
の
ミ
ス
だ
な
す

ま
ん

 
そ
の

間
に
八
幡
は

は
ち
ま
ん
く
ん
を
ガ

と
掴
む
と

を
ぐ
り
ぐ
り
し
た

余
計
な
事
を
言
う
な

お
前
と
一

で
正
直
者
な
ん
で
な

く

混
じ
り
物
が
あ
る
と
は
い
え

俺
自
身
の
言
葉
だ
け
に
否
定
し

れ
え

 
そ
の
や
り
取
り
を

い
た
四
人
は

自
分
の
格
好
を

め
た
後
に
お

い
の
格
好
を

め
た

私
と
映
子
は
セ

フ
だ
と
思
う
け
ど

美
衣

奈

そ
れ
は
ま
ず
い
で
し

ち

ん
と
パ
ジ

マ
を
着
て

た
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な

ま
あ
い

か

八
幡
さ
ん
だ
し

私
も
別
に
い
い
か
な

う

真
面
目
な
の
が
裏
目
に
出
た

私
も
前
を
は
だ
け
て
お
け
ば
良
か

た

 
そ
れ
を

い
た
映
子
は

大
に
落
ち
込
み

美
衣
と

奈
は
逆
に
勝
ち

た

ふ
ふ
ん

こ
れ
で
今
日
一
日
王
子
は
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私
達
を
見
る
度
に
今
の
あ
ら
れ
も
な
い

を
思
い
出
す
事
に
な
る
わ
ね

だ
ね

勝
利
の
予
感

お
前
ら
何
言

て
ん
だ
よ

と
い
う
か
さ

さ
と
服
を
着
ろ

あ
ん
た
達

何
言

て
ん
の
よ

 
八
幡
は

れ

詩
乃
は

も
あ
る
の
か
二
人
に
詰
め
寄
り
か
け
た

 
だ
が
無

に
も

そ
ん
な
詩
乃
に
は
ち
ま
ん
く
ん
が
こ
う
宣
言
し
た

ち
な
み
に
二
人
を
脱
が
せ
た
の
は

ぼ
け
た
詩
乃
だ
か
ら
な

え詩
乃

ど
う
い
う
事
な
の

く

も

と
詩
乃

ち
の
近
く
で

て
い
れ
ば

し

証

が
無
い
わ

 
詩
乃
は
そ
う
悪
あ
が
き
し
た
が

そ
ん
な
詩
乃
に
は
ち
ま
ん
く
ん
は
再
び
無

に
言

た

こ
の
場
合
判
断
す
る
の
は
第
三
者
と
い
う
事
に
な
る
が

 
こ
の
場
に
は
一
人
し
か
い
な
い
よ
な

で

俺
の
本
体
に
証

を
見
せ
て
も
い
い
ん
だ
な



 第３３８話 これが若さか

 
そ
う
言
い
な
が
ら

手
を

ら

ら
さ
せ
る
は
ち
ま
ん
く
ん
を
見
て

 
詩
乃
は

夜
の
事
を
思
い
出
し

証

が
確
か
に
存
在
す
る
の
だ
と
理
解
し
た

うい
い
ん
だ
な

す

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
こ
う
し
て
詩
乃
は
は
ち
ま
ん
く
ん
の
軍
門
に
下

た
の
だ
が

 
そ
ん
な
は
ち
ま
ん
く
ん
の

に
八
幡
が
拳
骨
を
落
し
た

く
は
な
い
が

お
い
俺

俺
が
壊
れ
た
ら
ど
う
す
る

お
前
は
あ
ん
ま
り
詩
乃
を
か
ら
か
う
ん
じ

ね
え
よ

へ
い
へ
い

八
幡

 
詩
乃
は
そ
の
八
幡
の
優
し
さ
に
う
る

と
き
た
の
か

涙
目
で
八
幡
を
見
つ
め
た
が

 
そ
の
詩
乃
の
前
で

八
幡
は
ど
こ
か
に

話
を

け
始
め
た

 
そ
し
て
詩
乃
の

が

特
徴
的
な
オ
ル
ゴ

ル
の
メ
ロ
デ

を

で
始
め
た

ち

ち

と
八
幡

一
体
何
を
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確
か
に
オ
ル
ゴ

ル
バ

ジ

ン
は

麗
な
曲
に
仕
上
が

て
る
な

 
い
い
選
曲
だ
と
思
う
ぞ

詩
乃

ま
さ
か
そ
れ
を
確
か
め
る

に

お
う

そ
れ
だ
け
だ
ぞ

そ

そ
う

 
詩
乃
は
歌

の
話
題
が
出
な
か

た
事
に
安

し
た
の
だ
が

 
当
然
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
こ
ん
な
面
白
い
シ
チ

エ

シ

ン
を
放
置
す
る
よ
う
な
三
人
で
は
な
か

た
あ
ん
ま
り
そ
わ
そ
わ
し
な
い
で

詩
乃

う
ん
う
ん
き

ろ
き

ろ
し
な
い
で
ね

一
番
好

わ

わ

わ

 
詩
乃
は

て
て

奈
に
前
か
ら

き
付
き

そ
の
続
き
を
言
わ
せ
ま
い
と
そ
の
口
を
塞
い
だ

半

の

奈
に

き
付
く
な
ん
て
も
し
か
し
て
詩
乃
に
は
そ

ち
の
趣
味
も
あ

た
の
か
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こ
こ
で
は
ち
ま
ん
く
ん
が

空
気
を

ま
ず
に
そ
う
言

た

 
そ
の

間
に
八
幡
は

再
び
は
ち
ま
ん
く
ん
の

に
拳
骨
を
落
し
た

だ
か
ら
壊
れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
と

あ
ん
ま
り
か
き
回
す
な

つ

て
ん
だ
ろ

あ
と
お
前
ら

さ

さ
と

度
し
ろ
よ

 
俺
は
キ

ト
で
待

て
る
か
ら
な

は

い

 
そ
し
て
八
幡
は
外
に
出
て
い
き

四
人
は

て
て
準
備
を
始
め
た

も
う

あ
ん
ま
り
人
を
か
ら
か
わ
な
い
で
よ

恥
ず
か
し
い
ん
だ
が
ら
ね

そ
の
恥
ら
う

を
見
る
た
め
に
や

て
る
ん
で
し

う
が

王
子
は
恥
ず
か
し
が

て
く
れ
な
か

た
の
か
な

せ

か
く
体
を
張

た
の
に

く

ち

と
胸
が
あ
る
か
ら

て

飲
め

は
い
は
い
映
子
も

奈
も
そ
の
く
ら
い
で
ね

 
そ
し
て
外
に
出
て
キ

ト
の
運
転

に

た
八
幡
は

深
い
た
め
息
を
つ
い
た

は

ま

た
く
あ
い
つ
ら
と
き
た
ら
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少
し
顔
が

い
よ
う
で
す
が

大
丈
夫
で
す
か

八
幡

お
う

あ
い
つ
ら
と
ん
で
も
な
い
格
好
で

て
や
が

て
な

 
そ
の
後
も
と
ん
で
も
な
い
会
話
ば

か
り
し
や
が

て
顔
に
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
に
苦

労
し
た
わ

そ
れ
は
大
変
で
し
た
ね

お
疲
れ
様
で
す
八
幡

さ
す
が
に
二
十

を
超
え
る
と
あ
あ
い
う
ノ
リ
に
つ
い
て
い
く
の
は
き
つ
い
ん
だ
よ
な

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
も
の
で
す
か

自
分
じ

ま
だ
若
い
つ
も
り
な
ん
だ
が
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

詩
乃
の
部
屋
か
ら
出
て
く
る
四
人
の
格
好
を
見
な
が
ら
言

た

ほ
ら
キ

ト

あ
い
つ
ら
の
あ
の
格
好

あ
ん
な

い
ス
カ

ト
で
寒
く
な
い
の
か
な

 
何
て
思
う
時
点
で

俺
に
は
若
さ
が
足
り
て
な
い
気
が
し
ち
ま
う
ん
だ
よ
な

確
か
に
八
幡
は
年
齢
よ
り
も
大
人
び
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

ま
あ
い
い
か

今
日
は
精
々
お

さ
ん
扱
い
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
わ

頑
張

て
下
さ
い
ね

お
う
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そ
し
て
八
幡
は

キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ
四
人
に
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か

ね
た

あま
さ
か
決
め
て
な
か

た
の
か

日
は

て
て

た
も
ん
ね

し
く
じ

た
ね

ご
め
ん
な
さ
い
八
幡
さ
ん

 

こ
ま
る
四
人
に
向
け
て

八
幡
は
明
る
い
声
で
言

た

何

別
に
今
こ
こ
で
決
め
れ
ば
い
い
さ

う
ん

 
八
幡
は
そ
う
い
え
ば
こ
い
つ
ら
は
面
と
向
か

た
時
は
王
子

て
呼
ば
な
い
ん
だ
な
と
思
い

 
少
し
安

し
た
の
だ
が
そ
の
事
を
口
に
出
す
と
そ
う
呼
ば
れ
る
事
に
な
り
そ
う
だ

た
の
で

 
そ
の
事
に
つ
い
て
は

認
す
る
事
に
し
た

あ

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
バ
イ
ト
の
時
分
か
ら
な
い
事
が
あ

て
ア
ル
ゴ
さ
ん
と
話
し
た

ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

た
ん
だ
よ
ね
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ア
キ
バ
に
ソ
レ
イ
ユ
の
実
験

設
と
い
う
か

そ
う
い
う
の
が
あ
る
み
た
い
ね

 
何
か

ゲ

ム
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

一

に
い
る
友
達
に
見
せ
ら
れ
る
と
か
何

と
か何

だ
そ
れ

そ
ん
な
の
が
あ
る
の
か

う
ん

ま
だ
お

し
だ
か
ら

八
幡
に
は
報
告
し
て
な
い
と
か
何
と
か

ほ
ほ
う

ア
ル
ゴ
さ
ん
は

興
味
が
あ
る
な
ら
友
達
と
行

て
み
た
ら
い
い

て
言

て
た
ん
だ
よ
ね

そ
う
か

そ
れ
じ

あ

し
に
行

て
み
る
か

 
そ
の
八
幡
の
提
案
に

詩
乃
以
外
の
三
人
も
乗

た

八
幡
さ
ん
や
詩
乃
が
実

に
プ
レ
イ
し
て
い
る
の
が
見
れ
る
ん
だ

凄
い
興
味
あ
る

う
ん
う
ん

一
度
見
て
み
た
い

て
思

て
た
ん
だ

八
幡
さ
ん

是
非
お
願
い
し
ま
す

お
う

三
人
が
い
い
な
ら
ま
あ
い
い
よ
な

詩
乃

う
ん

私
は

わ
な
い
わ

そ
れ
じ

あ
ど
こ
に
行
け
ば
い
い



 第３３８話 これが若さか

え

と
ね

ア
ル
ゴ
さ
ん
の
知
り
合
い
の
ハ

カ

の
男
の
人
が
よ
く
通

て
る
店
で

 
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン

て
い
う
メ
イ
ド

茶
だ

て

 
す
み
ま
せ
ん
す
み
ま
せ
ん
最
後
の
は
ち

と
し
た
出
来
心
な
の
で
す
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第
３
３
９
話
 
そ
し
て
メ
イ
ド
は
八
幡
と
出
会
う

 
滅
多
に
無
い
こ
の
作
品
で
の

め
上
の
話
で
す
ね

そ
れ
を
ど
の
口
が
言
う

 
い
や
も
ち
ろ
ん
理
由
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね

こ
の
二
人
が
設
定
的
に
都
合
が
良
か

た
の

と 
残
り
は
あ
と
が
き
に
て

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

メ
イ
ド

茶
だ
と

ま
だ
あ
く
ま
で
実
験

だ
か
ら

 
大
手
の
家

店
で
や
る
の
は
ち

と

い
ん
じ

な
い
か

て
話
に
な

た
ら
し
い
よ

商
品
化
す
る
か
も
分
か
ら
な
い
よ
う
な

本
当
に
実
験

の
企
画

て
事
か

う
ん

ま
あ
と
り
あ
え
ず
行

て
み
る
と
し
よ
う



 第３３９話 そしてメイドは八幡と出会う

 
そ
し
て
四
人
は
楽
し
そ
う
に
話
し
始
め
た

私
メ
イ
ド

茶

て
行
く
の
初
め
て

こ
れ
で
私
も
つ
い
に
お
嬢
様
デ
ビ

か

メ
イ
ド
服
の

着
で
も
し
て
み
よ
う
か
な

八
幡
の
前
で
そ
ん
な
格
好
し
た
ら
襲
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
わ
よ

え

そ
れ
に
何
の
問
題
が
あ
る
の

む
し
ろ
望
む
と
こ
ろ
じ

な
い

詩
乃

ち

こ
の
二
人
が
こ
う
な

た
ら
何
を
言

て
も
フ
リ
に
し
か
な
ら
な
い
よ

そ
う
ね

 
そ
の
会
話
に
さ
す
が
に
我
慢
出
来
な
く
な

た
の
か

八
幡
は
四
人
に
言

た

お
前
ら
俺
が
い
る

て
事
を
忘
れ
る
ん
じ

ね
え

は

い

 
そ
し
て
キ

ト
が

ま
も
な
く
現
地
に
到
着
す
る
と
告
げ
て
き
た

八
幡

そ
ろ
そ
ろ
目
的
地
に
到
着
し
ま
す

そ
う
か

ま
あ
お
前
ら

今
日
は
何
も
考
え
ず
楽
し
ん
で
く
れ
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そ
の
日
の
仕
事
が
一

落
し
何
か
面
白
い
事
で
も
無
い
か
な
と
休

中
に
窓
の
外
を

め
て

い
た

 
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
の
メ
イ
ド
の
一
人
で
あ
る
フ

イ
リ
ス
の
目
に

 
不
思
議
な
五
人
組
の

が
映

た

は

今
日
も
ア
キ
バ
は
平
和
だ
ニ

む
む

あ
れ
は

ガ
ル
ウ

ン
グ

 
こ
れ
は
珍
し
い
も
の
が
見
れ
て
ラ

キ

だ

た
ニ

乗

て
い
る
の
は
女
子
高
生
の
四
人

組 
そ
れ
と
そ
れ
を
連
れ
ま
わ
す
一
人
の
男
性

 
ニ

ニ

誰
も
乗

て
な
い

が
走
り
去

て
い

た
ニ

 
ま
さ
か
あ
の

は
失
わ
れ
た
古
代
文
明
の
遺
産
ニ

そ
れ
に
あ
の
男
性
の

あ
の
オ

ラ

は 
こ
れ
は

然
興
味
が

い
て
き
た
ニ

あ
の
人
達
う
ち
に
お
客
と
し
て
来
て
く
れ
な
い
か

ニ 
そ
の

那

一

八
幡
と
フ

イ
リ
ス
の
目
が
合

た
気
が
し
た
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八
幡
は

に
こ
れ
か
ら
入
る
店
を

め
た
だ
け
で
あ
り

 
確
か
に
中
に
メ
イ
ド
さ
ん
が
い
る
な
と
思

た
だ
け
な
の
だ

た
が

 
フ

イ
リ
ス
に
と

て
は
そ
れ
は
運
命
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ

た

ま
さ
か
こ
れ
が
キ

マ
の
言

て
い
た
シ

タ
イ
ン
ズ
・
ゲ

ト
の
選
択
な
の
か
ニ

 
フ

イ
リ
ス
は
そ
う
考
え

期
待
に
胸
を

ら
ま
せ
た

 
そ
し
て
八
幡
達
が
店
の
入
り
口
へ
と
向
か

て
歩
き
出
す
の
を
確
認
し
た
フ

イ
リ
ス
は

 
休

を

中
で
切
り
上
げ

急
ぎ
店
内
へ
と

た

 
そ
し
て
目
的
の
五
人
組
が
入

て
く
る
の
を
見
た
フ

イ
リ
ス
は
同

達
に
こ
う
声
を

け

た
ご
め
ん
ニ

あ
の
五
人
組
は
フ

イ
リ
ス
に
ご
奉
仕
さ
せ
て
欲
し
い
ニ

 
フ

イ
リ
ス
が
そ
ん
な
お
願
い
を
し
た
事
は
今
ま
で
一
度
も
無
か

た

 
同

達
は
驚
き
つ
つ
も

そ
れ
を
許
し
て
く
れ
た

あ
り
が
と
ニ

フ

リ
ス
ち

ん

と
こ
ろ
で
休

は

中
で
切
り
上
げ
て
き
た
ニ

窓
か
ら
あ
の
五
人
が
見
え
た
か
ら
ニ
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そ
う
な
ん
だ

誰
か
気
に
な
る
人
で
も
い
た
の

あ
の
男
の
人
か
ら
凄
ま
じ
い
オ

ラ
を
感
じ
た
の
ニ

そ

か

い
い
事
が
あ
る
と
い
い
ね

フ

リ
ス
ち

ん

う
ん

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
五
人
の
所
へ
と
向
か

た

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
は
久
々
だ
ニ

い
ら

し

い
ま
せ
ご
主
人
様

お
嬢
様
方

 
本
日
担
当
さ
せ
て

く
フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
で
す
ニ

あ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
お

へ
案
内
し
ま
す
ニ

 
そ
し
て
五
人
を

へ
と
案
内
し

メ
ニ

を

し
た
フ

イ
リ
ス
は

 
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
八
幡
に
話
し

け
た

ご
主
人
様
か
ら
は
何
か
オ

ラ
を
感
じ
た
の
ニ

 
も
し
か
し
て
前
世
の
記
憶
を
お
持
ち
で
す
か
ニ

ん
ネ
タ
な
の
か
な
こ
こ
で
お
か
し
な
否
定
の
仕
方
を
し
た
ら
せ

か
く
の
空
気
が
壊
れ
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ち
ま
う
か

 
そ
う
余
計
な
気
を
ま
わ
し
た
八
幡
は

フ

イ
リ
ス
に
こ
う
答
え
た

い
や
前
世
も
何
も
俺
は
闇
の

精
だ
か
ら
な
か
つ
て
の
記
憶
は
鮮
明
に

の
中
に
残

て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
じ

ス
プ
リ
ガ
ン
だ
し

合

て
る
よ
な

う
ん

 
そ
の
言
葉
を

い
た
四
人
は

ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

ね

詩
乃

ち

八
幡
さ
ん
は
ど
う
し
ち

た
の

多
分
あ
れ
は

空
気
を

ん
で
相
手
の
ノ
リ
に
合
わ
せ
た
ん
だ
と
思
う

あ

そ
う
い
う

私
達
も
何
か
あ

た
ら
合
わ
せ
な
い
と
だ
ね

え

私
も

当
然

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

そ
の
八
幡
の
言
葉
に
こ
ん
な
反
応
を
し
た

ニ

ニ

ま
さ
か
闇
の

精
と
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
お
会
い
出
来
る
ニ

ん
て

あ
と

ご
主
人
様

て
呼
び
方
を
さ
れ
る
と
少
し

張
し
ち
ま
う
か
ら
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出
来
れ
ば
俺
の
事
は
八
幡
と
呼
ん
で
く
れ

八
幡

八
幡

分
か

た
ニ

八
幡

 
フ

イ
リ
ス
は
そ
う
言
わ
れ

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
の
名
前
を
呼
ん
だ

い
き
な
り
呼
び

て
に
さ
れ
て
も
ま

た
く
気
に
な
ら
な
い
ど
こ
ろ
か

 

か
ら
ず

と
友
人
だ

た
よ
う
な
気
に
さ
せ
ら
れ
る
な
こ
れ
が
プ
ロ

て
奴
な
ん
だ
ろ
う

な 
八
幡
は
そ
う
思
い

少
し
サ

ビ
ス
精
神
を
発

し
て
こ
う
付
け
加
え
た

ち
な
み
に
こ
い
つ
は
猫
の

精
で

ゴ

レ
ム
マ
ス
タ

だ

ニ

ニ

ニ

ん
と

ち

と
八
幡

ケ

ト
シ

な
ん
だ
か
ら
合

て
る
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

俺
は
ゴ

レ
ム
じ

な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
動
人

だ
な

オ

ト
マ
タ
だ

 
突
然
シ
ノ
ン
の
持
つ

物
か
ら
そ
ん
な
声
が
し

中
か
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
が
飛
び
出
し
た

 
そ
れ
を
見
た
フ

イ
リ
ス
は
驚
い
た
が

そ
れ
を
お
く
び
に
も
出
さ
ず
に
こ
う
言

た
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ま
さ
か

ま
さ
か
ま
さ
か
こ
れ
が

精
界
の
至
宝
と
言
わ
れ
た
あ
の
オ

ト
マ
タ
か
ニ

あ
あ
そ
う
だ

今
回
は
特
別
に
連
れ
て
来
た
ん
だ

感
激
ニ

ま
さ
か
本
物
を
こ
の
目
で
見
れ
る
と
は

 
そ
し
て
八
幡
は

こ

そ
り
と
詩
乃
に

ね
た

お
い
詩
乃

何
故
そ
れ
が
こ
こ
に
い
る

わ

私
に
も
何
が
な
ん
だ
か

 
困

た
顔
を
す
る
詩
乃
の
代
わ
り
に

は
ち
ま
ん
く
ん
が
そ
れ
に
答
え
た

こ

そ
り
詩
乃
の

物
に

り
込
ん
だ
か
ら
な

て
い
う
か
重
さ
で
気
付
け

て

うま
あ
い
い

こ
う
な

た
ら

当
に
話
を
合
わ
せ
ろ
よ

詩
乃

う

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

フ

イ
リ
ス
に
向
か

て
こ
う
言

た

フ

イ
リ
ス

こ
の
オ

ト
マ
タ
の
事
は
内
密
に
頼
む
ぞ

 
最
近

精
界
に
も
ス
パ
イ
が
入
り
込
ん
で
い
て
な
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こ
い
つ
が
こ
こ
に
い
る
と
分
か

た
ら

狙
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

任
せ
る
の
ニ

 
実
は
こ
の
時
フ

イ
リ
ス
は
は
ち
ま
ん
く
ん
の
あ
ま
り
の
人
間

さ
を
見
て
内
心
で
動

し

て
い
た

何
な
の
ニ

こ
れ
は

こ
の
人
は
フ

イ
リ
ス
が
思

た
以
上
に
大
物
な
の
か
も
し
れ
な
い

ニ 
そ
し
て
八
幡
は
フ

イ
リ
ス
に
こ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
俺
は
ホ

ト
コ

ヒ

を

つ
い
で
に
ト
イ
レ
の
場
所
を
教
え
て
く
れ

 
詩
乃
達
は
そ
の
間
に
注
文
を
決
め
て
お
い
て
く
れ

う
ん

分
か

た

ど
う
す
る

私
お
腹
す
い
た

も
う
お
昼
を

く
回

て
る
し

少
し
重
め
の
物
で
も
い
い
か
も
ね

俺
の
お
ご
り
だ
か
ら
遠

す
る
な
よ

 
八
幡
は
四
人
に
そ
う
声
を

け

フ

イ
リ
ス
の
後
に
続
い
た
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そ
れ
じ

あ
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
ニ

ン

 
そ
し
て
四
人
の
死

に
入

た

間

八
幡
は
フ

イ
リ
ス
を
呼
び
と
め
て
こ
う

い
た

さ

き
は
い
き
な
り
で
驚
か
せ
ち
ま

た
な

ご
め
ん
な
フ

イ
リ
ス

 
あ
い
つ
は
俺
の
人
格
を
参
考
に
作
ら
れ
た
ソ
レ
イ
ユ
製
の
ロ
ボ

ト
で
な

 
市
場
に
も
出
回

て
な
い
か
ら

秘
密
に
し
て
お
い
て
も
ら
え
る
と
助
か
る

 
そ
れ
を

い
た
フ

イ
リ
ス
は
あ
の
ソ
レ
イ
ユ
な
ら
そ
れ
く
ら
い

り
か
も
し
れ
な
い
と
納

得
し
た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

八
幡
は
ソ
レ
イ
ユ
の
人
な
の
ニ

そ
れ
じ

あ
今
日
こ
こ
に
来
た
目
的
は
も
し
か
し
て
ア

レ
か
ニ

あ
あ
ア
ル
ゴ
に
教
え
ら
れ
て
き
た
ん
だ
よ
こ
こ
に
ソ
レ
イ
ユ
の

作
品
が
置
い
て
あ
る

て
なな

る
ほ
ど
ニ

八
幡
は
魔
王
か
ら
の
使
者
だ

た
の
ニ

ね

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

け
反

た

魔
王
が
自
分
で
そ
う
名
乗

た
の
か
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う
う
ん

フ

イ
リ
ス
の
感
想
ニ

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

素
直
に
感
心
し
た

凄
い
な
フ

イ
リ
ス

実

あ
の
人
の
あ
だ
名
は
魔
王
な
ん
だ

魔
王
が
こ
こ
を
訪
れ
た
時
は
凄
か

た
ニ

八
幡
と
は
別
の
意
味
で
凄
い
オ

ラ
だ

た

ニ
別
の
意
味

て

俺
か
ら
も
そ
の
オ

ラ
と
か
い
う
の
が
出
て
る
の
か
よ

う
ん

山
出
て
る
ニ

ま

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
今
日
そ
の
機

は
使
え
る
か

実
は
今
調
整
中
な
の
ニ

で
も
壊
れ
て
る
と
か
じ

ニ

い
か
ら
使
う
の
に
問
題
は
な

い
ニそ

う
か

頼
め
る
か

そ
う
ニ

ね

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
じ

と
八
幡
を
見
つ
め
た
後

こ
ん
な

件
を
出
し
た

お

け

ニ

そ
の
代
わ
り
八
幡
に
頼
み
が
あ
る
の
ニ

頼
み

俺
に
出
来
る
事
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
が
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フ

イ
リ
ス
に
も

八
幡
が
プ
レ
イ
す
る

を
見
せ
て
欲
し
い
の
ニ

 
正
直
今
ま
で
の
ご
主
人
様
達
は

興
味
本

の
素
人
さ
ん
ば

か
り
で

 
フ

イ
リ
ス
は
ち

と
欲
求
不
満
だ

た
の
ニ

俺
の
プ
レ
イ

な

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は
考
え
込
ん
だ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
時
間
に
は
ま
だ

い
し

俺
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
だ
と
バ
レ
る
の
は
な

 
ま
あ
い
い
か

あ
の
姉
さ
ん
と
ア
ル
ゴ
が
選
ん
だ
人
だ

秘
密
は
守

て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
そ
の
前
に
一
応
確
認
す
る
か

 
そ
し
て
八
幡
は
フ

イ
リ
ス
に
こ
う
言

た

な

フ

イ
リ
ス
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
つ
い
て
は

し
い
の
か

こ
こ
に
機
材
を
設
置
す
る
時
に

 
お

し
で
ア
ル
ゴ
に

ん
に
少
し
説
明
し
な
が
ら
案
内
し
て
も
ら

た
の
ニ

 
あ
れ
は

美
な
体
験
だ

た
ニ

な
る
ほ
ど
そ
の

度
か

俺
の
ゲ

ム
内
で
の

に
つ
い
て

 
誰
に
も
言
わ
な
い
と
約
束
し
て
く
れ
る
な
ら
オ

ケ

だ
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そ
れ
で
い
い
ニ

し
か
し
そ
の
言
葉
今
の
フ

イ
リ
ス
は
期
待
感
で
い

ぱ
い
な
の
ニ

期
待
に

え
る
よ
う
に
努
力
は
す
る
け
ど
な

お
願
い
な
の
ニ

 
そ
し
て
八
幡
は
フ

イ
リ
ス
と
共
に
テ

ブ
ル
に

り
注
文
と
同
時
に
個
室
へ
と
案
内
さ
れ

た 
そ
こ
に
は

台
の
ア
ミ

ス
フ

ア
と
モ
ニ
タ

が
設
置
さ
れ
て
い
た

こ
こ
が
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た

て
い
う

設
な
ん
だ
ね

お
う

本
当
は
調
整
中
ら
し
い
ん
だ
が

フ

イ
リ
ス
に
頼
ん
で
使
わ
せ
て
も
ら
え
る
事
に

な

た
あ

そ
う
だ

た
ん
だ

あ
り
が
と
う
フ

イ
リ
ス
さ
ん

う
わ

良
か

た

あ
り
が
と
う

ど
う
致
し
ま
し
て
ニ

そ
れ
じ

あ
調
整
を
中
断
し
て
も
ら
う
ニ

あ

 
八
幡

調
整
し
て
く
れ
て
い
る
人
も
裏
の
モ
ニ
タ

で
見
る
事
に
な

ち

う
け
ど
い
い
か

ニ
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誰
が
調
整
し
て
く
れ
て
る
ん
だ

ア
ル
ゴ
ニ

ン
の
知
り
合
い
で

私
の
知
り
合
い
で
も
あ
る
ス

パ

ハ
カ

だ
ニ

あ
あ

な
ら
オ

ケ

だ

宜
し
く
伝
え
て
お
い
て
く
れ

あ
り
が
と
ニ

ン

 
そ
し
て
八
幡
は
四
人
に
こ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
使
わ
せ
て
も
ら
う

の

件
と
し
て

 
フ

イ
リ
ス
に
俺
の
プ
レ
イ
す
る

を
見
せ
る
事
に
な

た

と
い
う

で
俺
は
今
か
ら
Ａ
Ｌ

Ｏ
に

る

 
お
前
達
は
食
事
を
し
な
が
ら
ど
ん
な
感
じ
だ

た
か
後
で
感
想
を

か
せ
て
く
れ

 
解
説
は
こ
い
つ
に
さ
せ
れ
ば
い
い

そ
れ
だ
け
の
知
識
は
持

て
る
は
ず
だ
か
ら
な

お
う

任
せ
ろ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
う
言

て
胸
を
張

た

あ

そ
う
な
ん
だ

宜
し
く
ニ

詩
乃
に

ん

こ
ち
ら
こ
そ



 第四章 ＧＧＯ編

八
幡
さ
ん
の
プ
レ
イ

う
わ

興
味
あ
る

Ａ
Ｌ
Ｏ

て
あ
の
空
が
飛
べ
る
ゲ

ム
だ
よ
ね

お
う

今
の
俺
の
ホ

ム
だ
な

う
わ

楽
し
み

そ
れ
じ

あ
ち

と
待

て
て
ニ

ち

と
裏
で
話
し
て
く
る
の
ニ

 
フ

イ
リ
ス
は
そ
う
言
う
と

バ

ク
ヤ

ド
へ
と
消
え
て
い

た

 
ダ
ル
に

ん

ち

と
い
い
か
ニ

フ

イ
リ
ス
た
ん

ど
し
た
ん

機
材
の
調
整
を
一

止
め
て
も
ら

て
も
い
い
か
ニ

 
ち

と
こ
れ
を
使
わ
せ
た
い
人
が
い
る
の
ニ

そ
れ
は
別
に
い
い
け
ど

誰
か
来
た
ん

八
幡

て
人
ニ

ダ
ル
に

ん
も
映
像
を
見
て
い
い
そ
う
ニ

よ

八
幡

あ

 
そ
の
名
前
を

い
て

ま

た
ダ
ル
を
見
て
フ

イ
リ
ス
は
い
ぶ
か
し
げ
に
ダ
ル
に

ね
た
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ど
う
し
た
の
ニ

も
し
か
し
て
知
り
合
い
だ

た
の
か
ニ

フ

イ
リ
ス
た
ん
ご
め
ん

ア
ル
ゴ
氏
に
そ
の
人
の
事
は

い
て
は
い
る
ん
だ
け
ど

 
守
秘
義

が
あ
る
か
ら
話
せ
な
い
ん
だ
お

え
 
フ

イ
リ
ス
は
そ
の
意
外
な
言
葉
に
驚
い
た

そ
れ
は
守
秘
義

が
課
せ
ら
れ
る

 
八
幡
が
大
物
だ
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い
か
ら
だ

そ
の
人
の
名
前
だ
け

い
た

で
僕
に
は
ア
ル
ゴ
氏
か
ら
守
秘
義

が
課
せ
ら
れ
た
ん
だ

お 
多
分
僕
が
そ
の
人
の
正
体
に
た
ど
り
着
く

て
事
前
に
分
か

て
た
ん
だ
と
思
う
お

で

ダ
ル
に

ん
は
正
解
に
た
ど
り
着
い
た
と

凄
く
苦
労
し
て
や

と
た
ど
り
着
い
た
お

案
の
定
重
要
人
物
す
ぎ
て
驚
い
た
お

そ
う
ニ

ん
だ

 
フ

イ
リ
ス
は

ダ
ル
が
そ
ん
な
事
を
言
う
の
は
初
め
て
だ
と
思
い

 
ど
う
し
て
も
八
幡
の
事
が
知
り
た
く
な

た

ま
あ
興
味
が
あ

た
ら
ネ

ト
の
噂
で
も
調
べ
て
み
る
と
い
い
お
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そ
れ
だ
け
で
ま
あ
そ
こ
そ
こ
表
面
的
な
情
報
は
集
ま
る
と
思
わ
れ

う
ん
分
か

た

あ
り
が
と
う
ダ
ル
に

ん

で
も
彼
の
プ
レ
イ
動
画
を
見
れ
る
な
ん
て
凄
く
ラ

キ

だ
お

 
と
い
う
か
世
界
初
か
も
し
れ
な
い
お

 
そ
の
言
葉
に
フ

イ
リ
ス
も
わ
く
わ
く
を
止
め
ら
れ
な
か

た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
部
屋
に

り

八
幡
に
言

た

準
備
お

け

ニ

あ
り
が
と
な
フ

イ
リ
ス

良
か

た
ら
俺
が

う
か
ら
フ

イ
リ
ス
も
何
か
注
文
し
て
く
れ

 
常
識
の

囲
内
な
ら
遠

し
な
く
て
い
い
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る

 
そ
し
て
八
幡
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

そ
の

間
に
画
面
に
ハ
チ
マ
ン
の

が
現
れ

 
バ

ク
ヤ

ド
で
ダ
ル
が
絶
叫
し
た

や

ぱ
り
だ
お

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
英
雄

ハ
チ
マ
ン
キ
タ

 
他
作
品
を
更
に
ク
ロ
ス
さ
せ
た
と
い
う
よ
り
は

あ
く
ま
で
ゲ
ス
ト
的
な

場
に
な
り
ま
す
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多
分

 
ま
あ
ダ
ル
は
相
談
役
的
な
ポ
ジ
シ

ン
と
し
て
今
後
も
出
る
可
能
性
は
否
定
出
来
ま
せ
ん
が

 
フ

イ
リ
ス
は
ど
う
で
し

う
ね
キ

ラ
が
勝
手
に
動
け
ば
出
る
か
も
く
ら
い
で
し

う
か

 
そ
れ
よ
り
も
問
題
は
こ
の
設
備
の
方
で
す

こ
の
設
備
に
よ

て
得
ら
れ
た
デ

タ
を
元
に

 
ユ

ザ

が
簡

に
自
分
の
プ
レ
イ
を
配
信
し
た
り
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
き

 
そ
の
流
れ
で
こ
れ
の
一
部
の
技
術
が
オ

グ
マ

へ
と
転
用
さ
れ
る
と

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
そ
の
準
備

の
様
子
を

い
て
い
る
と
思

て

け
れ
ば

 
ち
な
み
に
序
盤
で
フ

イ
リ
ス
の
事
を
フ

リ
ス
ち

ん
と
呼
ん
で
い
る
子
が
い
ま
す
が
ミ

ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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第
３
４
０
話
 
稽
古
を
つ
け
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
フ

イ
リ
ス
は
八
幡
の
言
葉
に

え
て
自
分
の
分
の
飲
み
物
を
用
意
し
て
い
た

 
バ

ク
ヤ

ド
近
く
の
キ

チ
ン
で
そ
の
ダ
ル
の
言
葉
を

い
た

こ
れ
は
完
全
に
ダ
ル
の
ミ

ス
で
あ
る

 
だ
が
そ
の
後
の
ダ
ル
は
興
奮
こ
そ
し
て
い
た
が
何
が
あ
ろ
う
と
も
大
声
を
出
し
た
り
は
し
な

か

た

 
一

大
声
を
出
す
の
を
我
慢
出
来
な
く
な
る
く
ら
い
そ
の
時
は
興
奮
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ハ
チ
マ
ン
英
雄
と
い
う
言
葉
を
し

か
り
と
心
の
メ
モ

に
記
し
た
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こ
こ
は

ア
ル
ン
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

前
回
自
分
が
ど
こ
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
の
か
を
忘
れ
て
お
り

 

囲
を
見
回
し
た
後
に
そ
う
言

た

し
か
し
こ
れ

本
当
に
見
え
て
る
の
か

何
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
が

 
ま
あ
ア
ル
ゴ
が
言
う
な
ら
見
え
て
る
ん
だ
ろ
う
な

と
い
う

で
ま
あ
楽
し
ん
で
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
れ
を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
六
人
に
向
け
て
そ
う
言
う
と

 
街
の
中
央
へ
と
移
動
し
よ
う
と
歩
き
出
し
た

そ
の

を
見
て

道
行
く
プ
レ
イ
ヤ

達
が

口
々
に
叫
ん
だ

あ
れ

て

ザ
・
ル

ラ

じ

な
い
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

頑
張

て
下
さ
い

 
こ
の

度
の
声
な
ら
ま
だ
特
に
ハ
チ
マ
ン
は
気
に
し
な
い

い
つ
も
の
事
だ
か
ら
だ

 
問
題
は
も
う
一
つ
の
い
つ
も
の
事
の
方
だ

た

ハ
チ
マ
ン
様

今
お
一
人
で
す
か

是
非
ご
一

し
た
い
で
す

 
こ
れ
な
ら
何
か
と
理
由
を
付
け
て
断
れ
ば
い
い
の
で
比

的
マ
シ
だ

た

ハ
チ
マ
ン
様

精
一

お
し

れ
し
て
み
ま
し
た

私
と
一

に
写
真
を

て

け
ま
す
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か 
こ
れ
は
断
る
の
が
中
々
難
し
い

彼
女
に
と

て
は
一
生
の
記
念
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
か

ら
だハ

チ
マ
ン
様

ル

ラ

様

 
こ
れ
が
こ
う
い
う
時
の
ハ
チ
マ
ン
の
日
常
で
あ
る

女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
方
が
よ
り

的
な

の
だ

 
だ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
は
普

は
一
人
で
は
滅
多
に
行
動
し
な
い

こ
う
な
る
の
が
目
に
見
え
て

い
る
か
ら
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

合
い
を
見
て
そ
の
ま
ま
上
空
へ
と
飛
び
上
が

た

 
あ
る

度
の
高
度
で
静
止
し
た
八
幡
は

囲
の
景
色
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る
と
回

り 
更
に
上
空
へ
と
の
ぼ

て
い

た

ア
ル
ン
か
ら
直
接
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
と
転
移
し
な
か

た
の
は

 
ど
う
や
ら
こ
の
景
色
を
見
せ
る

だ

た
よ
う
だ
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ち
な
み
に
無
言
な
の
は
解
説
は
は
ち
ま
ん
く
ん
が
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
か
ら
だ

 
そ
し
て
上
空
に

の
城
が

を
現
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

り
を

く
飛
ぶ
と
そ
の
ま
ま

か
ら
普
通
に
中
に
入
る

事
に
し
た

さ
て
と

と
り
あ
え
ず
始
ま
り
の
街
で
行
く
べ
き
と
こ
ろ
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

く
と

剣
士
の
碑
へ
と
向
か

た

こ
こ
は
最
初
の
方
の
層
の
名
前
を
見
て
く
れ
れ
ば
い
い
か
な

ま
あ
た
だ
の
自
慢
だ
な

 
そ
し
て
次
に
ハ
チ
マ
ン
は

第
二
層
の
ウ
ル
バ
ス
へ
と
向
か
い

 
店
の
外
か
ら
ト
レ
ン
ブ
ル
・
シ

ト
ケ

キ
を

め
な
が
ら
言

た

ど
う
だ

い
物
が
食
べ
た
く
な

た
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は
フ
フ
ン
と

で
笑
う
と

そ
の
ま
ま
第
二
十
二
層
へ
と
向
か

た

も

と
案
内
し
て
や
り
た
い
ん
だ
が

今
の
到
達

層
は
ま
だ
二
十
五
層
な
ん
で
な

 
ま
あ
こ
こ
は
敵
も
出
な
い
平
和
で

麗
な
フ
ロ
ア
だ
か
ら

こ
こ
で
我
慢
し
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は

中
で
何
度
も
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
呼
び
止
め
ら
れ
つ
つ
も

 
二
十
二
層
を
少
し
回

て
そ
の
景
色
を
見
せ
た
後
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
前
ま
で
移
動
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し
たは

や

と
こ
こ
ま
で
来
れ
た
か

 
八
幡
は
疲
れ
た
よ
う
な
表
情
で
そ
う
言
う
と

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
入
り
口
を
開
き

 
そ
こ
か
ら
中
へ
と
入

て
い

た

俺
の
ギ
ル
ド

神
々
の
楽
園
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
へ
よ
う
こ
そ

な
ん
て
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の

界
に
広
大
な
ホ

ル
が

を
現
し
た

誰
か
い
る
か

 
そ
う
声
を

け
た
ハ
チ
マ
ン
に

返
事
を
す
る
者
が
い
た

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
う

リ

フ

か

兄
貴
は
い
な
い
の
か

う
ん

バ
イ
ト
だ

て

バ
イ
ト

何
の
だ

内
容
は
知
ら
な
い
け
ど

ク
リ
ス
ハ
イ
ト
か
ら
紹
介
さ
れ
た
ん
だ

て
さ

 
そ
れ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は
先
日
の
出
来
事
を
思
い
出
し

気
ま
ず
そ
う
に
言

た

あ
あ

そ
う
い
や
あ
い
つ
を
金

に
し
た
の
は
俺
と
ユ
キ
ノ
だ

た
わ
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そ
う
な
ん
だ

何
が
あ

た
の

お
う

そ
れ
が
あ
い
つ
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

先
日
あ

た
出
来
事
に
つ
い
て
リ

フ

に
説
明
し
た

お
兄
ち

ん
は
た
ま
に
天
然

り
を
発

す
る
か
ら
ね

そ
の

り
は
リ

フ

が
ち

ん
と

え
て
や

て
く
れ

う
ん

で

リ

フ

の
他
に
誰
か
い
る
ん
だ
ろ

ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
が
い
な
い
し
な

闘
技
場
か

ど
こ
か
か

う
ん

闘
技
場
に
何
人
か
い
る
か
な

フ
カ
ち

ん
と
リ
ズ
さ
ん

そ
れ
に
ユ

ジ

ン

ま
あ
ま
だ
昼
間
だ
し
な

し
か
し
リ
ズ
が
一
人
な
の
は
珍
し
い
な

お
兄
ち

ん
の
バ
イ
ト
が
終
わ
る
ま
で
の
暇
つ
ぶ
し
だ

て
さ

そ
う
い
う
事
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

リ

フ

の

を
な
ん
と
な
く

で
な
が
ら
闘
技
場
へ
と
向
か

た

 
リ

フ

は
少
し
恥
ら
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う

ね
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

確
か
に
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

何
で
私
の

を

で
て
る
の
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ん

あ
れ

つ
い
無
意
識
に

こ
れ
は
お
前
の
発
す
る
妹
オ

ラ
の
せ
い
だ
な

何
そ
れ

俺
も
自
分
で
言

て
て
よ
く
分
か
ら
ん

 
そ
れ
を

い
た
リ

フ

は
ク
ス

と
笑
い
な
が
ら
言

た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は

た
ま
に
う
ち
の
お
兄
ち

ん
よ
り
も
お
兄
ち

ん

い
ん
だ
よ
ね

お
う

俺
は
世
界
の
お
兄
ち

ん
を
目
指
し
て
る
か
ら
な

何
そ
れ

 
再
び
リ

フ

は
ク
ス

と
笑
い

そ
し
て
二
人
は
闘
技
場
へ
と
到
着
し
た

 
そ
の

間
に
二
人
に
気
付
い
た
フ
カ
次
郎
が

ハ
チ
マ
ン
目

け
て
ル
パ
ン
ダ
イ
ブ
し
た

ハ
チ
マ
ン
す

ん

き
め

 
ハ
チ
マ
ン
は
ス

と
横
に
避
け

フ
カ
次
郎
は
そ
の
ま
ま
地
面
に
激
突
し
た

ふ
ぎ

 
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
を
放
置
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
闘
技
場
の

に
い
た
リ
ズ
と
ユ
イ
の
下
へ
と
歩

み
寄

た
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リ
ズ

ユ
イ

ハ
チ
マ
ン

パ
パ

こ
れ
は
ど
う
な

て
る
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
闘
技
場
の
方
を
指
し

し
た

 
そ
こ
で
戦

て
い
る
の
は

キ
ズ
メ
ル
と
ユ

ジ

ン
だ

た

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
に
キ
ズ
メ
ル
に
頼
ま
れ
て
武
器
を
作

て
あ
げ
た
ん
だ
け
ど

 
そ
の

し

り
も

ね
て
今
ユ

ジ

ン
に
稽
古
を
付
け
て
も
ら

て
る
み
た
い
な

稽
古
か

そ
れ
に
し
ち

何
か
ユ

ジ

ン
が
押
さ
れ
て
な
い
か

そ
う
な
の
よ

力
を
技
術
で
い
な
し
て
る
み
た
い
に
見
え
る
の
よ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
リ
ズ
ベ

ト
は

め
て
キ
ズ
メ
ル
の
方
を
見
た

確
か
に
そ
う
見
え
ま
す
ね
キ
ズ
メ
ル
さ
ん
は
パ
パ
達
全
員
の
戦
う

を
よ
く
見
て
ま
す
か
ら

も
う
立

な
戦
力
だ
よ
ね

だ
な

 
そ
う
言
う
と
ハ
チ
マ
ン
は
闘
技
場
の
方
へ
と
歩
き
出
し
た
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そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
に
気
付
い
た
二
人
は

戦
い
の
手
を
止
め
た

お
う
ハ
チ
マ
ン

久
し
ぶ
り
だ
な

ハ
チ
マ
ン
か

ユ

ジ

ン

キ
ズ
メ
ル
に
稽
古
を
付
け
て
く
れ
て
た
み
た
い
だ
な

 
本
来
な
ら
俺
が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
な
の
に
す
ま
な
い
な

確
か
に
稽
古
の
つ
も
り
だ

た
が

こ

ち
が
押
さ
れ
ぎ
み
で
な

 
少
し
落
ち
込
ん
だ
よ
う
に
そ
う
言
う
ユ

ジ

ン
に

ハ
チ
マ
ン
は
言

た

キ
ズ
メ
ル
は

か
ら
特
別
だ
か
ら
な

そ
れ
に
お
前

魔
剣
グ
ラ
ム
を
使

て
な
い
だ
ろ

 
だ
か
ら
気
に
す
る
事
は
な
い
さ

と
り
あ
え
ず
俺
と
代
わ
ろ
う

ハ
チ
マ
ン

い
い
の
か

今
の
キ
ズ
メ
ル
は
俺
の
と
こ
ろ
に

入
り
し
た
よ
う
な
も
の
な
ん
だ
ろ

 
だ

た
ら
俺
が
相
手
を
し
て
や
ら
な
い
と
な

そ
う
か

感
謝
す
る

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
ズ
メ
ル
が
そ
う
言

た
事
を
思
い
出
し

冗
談
め
か
し
て
そ
う
言

た

 
そ
こ
に
倒
れ
て
い
た
フ
カ
次
郎
が
顔
を
さ
す
り
な
が
ら
現
れ

ハ
チ
マ
ン
に
抗
議
し
た
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リ

ダ

何
で
受
け
止
め
て
く
れ
な
い
の

フ
カ
次
郎
は

し
い
よ

お
前
の
顔
が
セ
ク
ハ
ラ
す
る
気
ま
ん
ま
ん
に
見
え
た
か
ら
な

え

そ
ん
な
に
欲
望
が
顔
に
出
て
た

お
前
か
ら
欲
望
を
取

た
ら
何
も
残
ら
な
い
だ
ろ

と
り
あ
え
ず
そ
こ
で
見
て
ろ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
キ
ズ
メ
ル
は
対
峙
し

キ
ズ
メ
ル
は

的
に
ハ
チ
マ
ン
に
攻
撃
し
た

 
だ
が
そ
の
攻
撃
は
全
て
カ
ウ
ン
タ

で
止
め
ら
れ
連
続
し
た
攻
撃
に
繋
げ
ら
れ
な
い
キ
ズ
メ

ル
は

 
そ
の
ま
ま
ず
る
ず
る
と
敗
北
し
た

く

や
は
り
ハ
チ
マ
ン
は
強
い
な

今
度
時
間
が
あ
る
時
に
ま
た
相
手
を
し
て
や
る
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
時
間
を
気
に
し
な
が
ら
そ
う
言
い

ユ

ジ

ン
を
手

き
し
た

ユ

ジ

ン

次
は
お
前
だ

むも
ち
ろ
ん
魔
剣
グ
ラ
ム
を
使

て
な

さ

き
の
稽
古
じ

欲
求
不
満
だ
ろ

お
う

つ
い
に
こ
の
時
が
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実
は
ユ

ジ

ン
は
ま
だ
ハ
チ
マ
ン
と
ガ
チ
で
や
り
あ

た
事
は
無
い

 
ほ
と
ん
ど
キ
リ
ト
が
そ
の
相
手
を

め
て
き
た
か
ら
だ

そ
ん
な

で
つ
い
に
二
人
の
対
戦
が

実
現
し
た

お
手

み
拝
見
だ
な

お
う

 
ユ

ジ

ン
は
激
し
く
ハ
チ
マ
ン
に

り
か
か

た
が

そ
の
攻
撃
は
当
た
ら
な
い

く

当
た
ら
ん

敵
の
太
刀
筋
を
予

す
る
の
は
得
意
な
ん
で
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

か
い
敵
の

動
か
ら
次
に
ど
こ
に
攻
撃
が
来
る
か
を
予

し

 
余

を
も

て
ユ

ジ

ン
の
攻
撃
を
交
わ
し
て
い
た

 
そ
の
ま
ま
ど
ん
ど
ん
前
に
進
ん
で
行

た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ユ

ジ

ン
が

に
力
を
入
れ
た

間
に
グ
ラ
ム
に
向
け
て
攻
撃
を
放
ち

 
自
分
の
武
器
を
グ
ラ
ム
で
受
け
さ
せ
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
の

間
に
ユ

ジ

ン
は

に
衝
撃
を
受
け

横
に

き
飛
ば
さ
れ
た

ぐ
お
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ユ

ジ

ン
は

を

り

ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン
は

自
分
が
拳
で
殴
ら
れ
た
事
を
知

た

何
か
と
思

た
ら

俺
は
殴
ら
れ
た
の
か

あ
あ

そ
の
ま
ま

剣
で
攻
撃
す
る
の
も
ち

と
な

て
思

て
な

く
そ

さ
す
が
に
強
い
な

相
性
の
問
題
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

俺
は
人
相
手
が
得
意
だ
か
ら
な

更
に

行
せ
ね
ば
い
か
ん
な

俺
も
時
間
が
あ
る
時
は
た
ま
に
相
手
を
し
て
や
る
よ

も
う
お
前
は
友
達
だ
か
ら
な

ユ

ジ

ン
お
お

 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
言
葉
に

と
て
も
嬉
し
そ
う
に

い
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

次
に
リ

フ

と
フ
カ
次
郎
に
手

き
し
た

え

私
達
も

ど
ど
う
し
た

す
か
リ

ダ

今
日
は
や
け
に
サ

ビ
ス
精
神

じ

な
い
で
す
か

い
い
か
ら
さ

さ
と
こ
い
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だ
が
二
人
で
も
結
果
は
同
じ
だ

た

リ

フ

は

戦
し
た
も
の
の

 
カ
ウ
ン
タ

の
上
に
カ
ウ
ン
タ

を
重
ね
ら
れ
て
武
器
を

ね
飛
ば
さ
れ

 
フ
カ
次
郎
は
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
に
変
身
し
た
ハ
チ
マ
ン
の

に
驚
い
た

間
に
手
で
パ
チ
ン

と
さ
れ
た

 
そ
う

か
ら
パ
チ
ン
と
さ
れ
た
の
だ

そ
れ
で
フ
カ
次
郎
は
目
を
回
し
そ
の
場
に
倒
れ

た
リ

フ

は
剣
の

に
頼
り
す
ぎ
な
と
こ
ろ
が
あ
る
な

普
通
の
敵
相
手
な
ら
い
い
ん
だ
が

 
俺
相
手
だ
と
も

と
魔
法
も

め
て
意
表
を
突
く
よ
う
な
攻
撃
を
し
て
こ
な
い
と
な

う
ん

も
う
少
し
色
々
や

て
み
る

フ
カ
次
郎
は
ま
あ
い
い
か

ま
だ
半
分
見

い
み
た
い
な
も
の
だ
し
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

仕
方
な
い
と
い

た
感
じ
で
フ
カ
次
郎
を

き
上
げ

 
そ
の
ま
ま

点
へ
と

ろ
う
と
し
た

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
リ
ズ
ベ

ト
が
声
を

け
た

ハ
チ
マ
ン

私
は

あ

俺
が
お
前
と
戦
え
る

が
無
い
だ
ろ

お
前
は
俺
に
と

て
は
大
事
な
親
友
だ
か
ら
な

あ

そ

そ
う
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リ
ズ
ベ

ト
は
そ
う
言
わ
れ

手
に
顔
を

く
し
そ
の
ま
ま

て
ハ
チ
マ
ン
の
後
に
続

い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
フ
カ
次
郎
を
運
び
な
が
ら

ぼ
そ

と

い
た

こ
ん
な

態
だ
と

こ
い
つ
も
可
愛
げ
が
あ
る
ん
だ
が
な

 
そ
の

間
に
フ
カ
次
郎
が
ガ
バ

と
体
を

こ
し
ハ
チ
マ
ン
の
首
に
手
を
回
し
て
キ
ス
し
よ

う
と
し
た

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
か
わ
い
い
フ
カ
次
郎
ち

ん
が
熱
い
ベ

ゼ
を

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
最
初
か
ら
フ
カ
次
郎
が
復
活
し
て
い
た
事
に
気
付
い
て
い
た
の
か

 
そ
の
ま
ま
手
を
離
し

フ
カ
次
郎
を
下
に
落
し
た

ぎ
 
フ
カ
次
郎
は
そ
の
ま
ま
お

か
ら
下
に
落
ち

鳴
を
あ
げ
た

も

も
し
か
し
て
気
付
い
て
わ
ざ
と
誘
い
を

お
う

く

こ
ん
な
事
な
ら
何
も
せ
ず
に
お
姫
様

こ
を
継
続
し
て
も
ら
え
ば
良
か

た

だ
な
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フ
カ
次
郎
ち

ん
一
生
の
不
覚

そ
れ
じ

あ
お
前
の
人
生
は
不
覚
で
出
来
て
ま
す

態
に
な

ち
ま
う
な

ぐ
は

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
を
残
し
て

点
に

た
後

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
日
は
時
間
が
無
い
と
言

て
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
フ
カ
次
郎
は
う
る
う
る
し
な
が
ら
リ
ズ
ベ

ト
に

ね
た

リ
ズ
さ
ん
な
ん
か
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
フ
カ
次
郎
ち

ん
に
対
す
る
扱
い
が
雑
じ

な
い
で
す

か
あ
あ

あ
れ
は
あ
れ
で
多
分
楽
し
ん
で
い
る
と
思
う
わ
よ

 
き

と
フ
カ
ち

ん
の
事
を
気
に
入

て
い
る
の
ね

ま
じ

す
か

フ
カ
次
郎
ち

ん
大
勝
利
確
定

そ
こ
ま
で
は
言
わ
な
い
け
ど

わ
れ
て
る
と
か
は
絶
対
に
無
い
か
ら
安
心
し
て
ね

 
そ
の
言
葉
を

い
た
フ
カ
次
郎
は
こ
う
宣
言
し
た

決
め
た

今
度
の
休
み
に
東
京
に
出
て

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
会
い
に
行

ち

お
う

ほ

本
気
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本
気
と
書
い
て
マ
ジ
と

む
く
ら
い
に
は

そ

そ
う

会
え
る
と
い
い
わ
ね

目
だ

た
ら
友
達
と
遊
ぶ
か
ら
大
丈
夫

 
フ
カ
次
郎
が
そ
ん
な
宣
言
を
し
た
事
も
知
ら
ぬ
ま
ま

 
八
幡
は
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
の
一
室
で
再
び
意
識
を
取
り

し
た
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第
３
４
１
話
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

そ
し
て

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
の
一
室
で

 
八
幡
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

は
ち
ま
ん
く
ん
を

む
六
人
は

 
部
屋
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ

に
注
目
し
た

あ

映

た

こ
れ

て
街

こ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
か
な

こ
こ
は
確
か
ア
ル
ン
の
街
ニ

案
内
さ
れ
た
時
に
行

た
ニ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
首
都
だ
な

す
ご
く
大
き
い
ね

 
そ
し
て
六
人
の
目
の
前
で

ハ
チ
マ
ン
の

り
に
人
が
集
ま
り
始
め
た
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何
こ
れ

ち

と
人
気
が
あ
り
す
ぎ
じ

な
い

し
か
も
女
の
子
ば

か
り

ま
あ
俺
は
モ
テ
る
か
ら
な

う
わ

絶
対
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
な
ら
言
わ
な
い
セ
リ
フ

さ
す
が
は
ち
ま
ん
く
ん

闇
の

精
は
不
人
気
な
の
か
ニ

そ
の
せ
い
で
凄
く
目
立

て
る
ニ

 
そ
ん
な
光
景
に
我
慢
出
来
な
く
な

た
の
か

詩
乃
が
ハ
チ
マ
ン
を
指
差
し
な
が
ら
言

た

ハ
チ
マ
ン
あ
ん
た
ね

少
し
は
断
り
な
さ
い
よ

詩
乃

落
ち
着
け

あ
れ
は
俺
で
あ

て
俺
じ

ね
え

そ
う
そ
う

ゲ

ム
だ
よ
ゲ

ム

 
そ
し
て
会
話
を

い
て
い
た
フ

イ
リ
ス
が

首
を

げ
な
が
ら
言

た

と
こ
ろ
で
さ

き
か
ら
た
ま
に

こ
え
る

ル

ラ

て
何
な
の
ニ

あ
あ

そ
れ
は

ル

ラ

て
の
は
正
式
に
は

ザ
・
ル

ラ

配
者

て
意
味
で

彼
に
贈
ら
れ
た
二

つ
名
だ
お
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ダ
ル
に

ん

ど
う
し
て
こ
こ
に

 
そ
う
返
事
を
し
た
の
は
ダ
ル
だ

た

そ
し
て
そ
ん
な
フ

イ
リ
ス
の
質
問
に

 
ダ
ル
は
あ

さ
り
と
こ
う
言

た

注
文
の
品
を
持

て
き
た
ん
だ
お
だ

て
こ
の
部
屋
に
他
の
子
は
入
れ
ら
れ
な
い

し

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
ニ

フ

イ
リ
ス
さ
ん

こ
の
方
は

僕
は
ダ
ル
だ
お
彼
の
部
下
の
知
り
合
い
で
バ
イ
ト
で
こ
の
機

の
保
守
を
し
て
る
ん
だ
お

あ

も
し
か
し
て

ス

パ

ハ
カ

さ
ん

 
八
幡
に

い
て
い
た
の
か

そ
う
質
問
し
て
き
た

奈
の
胸
に
気
を
と
ら
れ
つ
つ

 
ダ
ル
は

の
下
を

ば
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

ハ
カ

じ

な
く
て
ハ

カ

だ
ろ

て
こ
ん
な
会
話
を
女
子
高
生
と
す
る
時
が
来
よ

う
と
は

 
生
き
て
て
良
か

た

し
か
も
か
わ
い
い

あ
は
は
は

や
だ
も
う
ダ
ル
さ
ん

て
ば

そ
ん
な
本
当
の
事
を
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で
も
こ
こ
で
勘
違
い
す
る
と
後
で

い
目
を
見
る
か
ら

僕
は
勘
違
い
は
し
な
い
ん
だ
お

 
ダ
ル
は
そ
う
達
観
し
た
よ
う
な
目
で

い
た

 
そ
ん
な
ダ
ル
の
背
中
を
面
白
そ
う
に
バ
シ
バ
シ
叩
く

奈
を
見
て

他
の
四
人
は
言

た

奈
の
コ
ミ

力
は
こ
こ
で
も
通
用
す
る
レ
ベ
ル
な
ん
だ

こ
れ
が
胸
囲
の
格
差
社
会

わ

私
だ

て
八
幡
に

ん
で
さ
え
も
ら
え
れ
ば

大
丈
夫
だ
よ
詩
乃
に

ん

あ
ん
な
の
は
た
だ
の

だ
か
ら
ニ

詩
乃
は
む

つ
り
だ
か
ら
な

ち

と
は
ち
ま
ん
く
ん

 
そ
し
て
ダ
ル
は

は
ち
ま
ん
く
ん
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

て

お
お

今
ぬ
い
ぐ
る
み
が

て
な
か

た

俺
の
事
か

 
は
ち
ま
ん
く
ん
が
そ
う
言
い

ダ
ル
は

天
し
た

う
お

こ
れ

て
現
実

女
子
高
生
と
会
話
出
来
た
事
と
い
い

こ
こ
は
も
し
か
し
て
夢

の
中
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現
実
だ

俺
は
は
ち
ま
ん
く
ん

宜
し
く
な

ダ
ル

あ

ど

ど
う
も

 
ダ
ル
は
ま
あ
ソ
レ
イ
ユ

み
な
ん
だ
し
こ
う
い
う
事
も
あ
る
の
か
と
無
理
や
り
自
分
を
納

得
さ
せ
た

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
が

画
面
を
指
差
し
な
が
ら
言

た

ほ
ら

飛
ぶ
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
六
人
は
再
び
画
面
に
注
目
し
た

画
面
の
中
で
は
ハ
チ
マ
ン
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し

て
い
き

 
か
な
り
の
高
度
で
静
止
す
る
と

街
の

り
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
始
め
た

こ

こ
れ
が
ア
ル
ン
の
全
景

凄
い
凄
い

私
も
飛
ん
で
み
た
い
な

あ
あ

何
も
か
も
懐
か
し
い
ニ

生
ま
れ
変
わ
る
前
に
見
た
景
色
と
ま

た
く
一

ニ

動
画
で
は
見
て
た
け
ど

こ
う
し
て

め
て
目
に
す
る
と

ゲ

ム
の
進
歩
は
凄
い
お

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
再
び
ぐ
ん
ぐ
ん
と
上
昇
を
始
め
上
空
に
何
か

物
の
よ
う
な
も
の
が
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見
え
た

あ
れ
は

あ
れ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ

あ
れ
が
そ
う
な
ん
だ

あ
れ
は
四
千
人
の
墓
所
ニ

う
ち
の
お
客
様
も
何
人
か
あ
そ
こ
で
眠

て
る
ニ

フ

イ
リ
ス
た
ん

 

り
の
者
達
は

そ
ん
な
フ

イ
リ
ス
を
口
々
に

め
た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

涙
を

く
よ
う
な
仕

を
見
せ
な
が
ら

明
る
い
顔
で
言

た

キ

マ
も
あ
そ
こ
で

ハ
チ
マ
ン
と
一

に
必
ず

は
と
る
ニ

い
や
フ

イ
リ
ス
た
ん

オ
カ
リ
ン
は
全
然
元
気

し

キ

マ

今
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
キ

マ
に
会
い
に
行
く
ニ

よ

フ

イ
リ
ス
た
ん

い
て
る

ね

い
て
る

 
詩
乃
達
は
そ
の
会
話
を

い
て

こ
こ
じ

こ
う
い
う
会
話
が
普
通
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い

 
特
に
突

込
ん
だ
り
す
る
事
な
く
画
面
に

線
を

し
た

 
そ
こ
に
は
何
か
の
碑
文
に
何
人
も
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
そ
こ
に
は
詩
乃
が
知

て
い
る
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名
前
と

 
知
ら
な
い
名
前
が

山
書
い
て
あ

た

あ
れ
は

剣
士
の
碑
ね

そ
の
層
の
ボ
ス
戦
に
参
加
し
て
た
人
の
中
か
ら
何
人
か
が
表

さ
れ
る
事
に

な

て
る
ニ

 
そ
し
て
次
に
ハ
チ
マ
ン
は

何
か
の
機

ら
し
き
物
の
中
を
通
り

 
ケ

キ
屋
の
よ
う
な
店
の
前
で
足
を
止
め
た

そ
こ
に
は
巨
大
な
ケ

キ
の
よ
う
な
物
が

座

し
て
お
り

 
ダ
ル
以
外
の
五
人
は
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
だ

ど
う
だ

い
物
が
食
べ
た
く
な

た
だ
ろ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
フ
フ
ン
と

で
笑
う
の
を
見
て

五
人
は
た
ま
ら
ず
ダ
ル
に
言

た

く

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
め

ダ
ル
さ
ん

ケ

キ
を
追
加
注
文
し
ま
す

私
も

私
も
私
も

あ
の
ハ
チ
マ
ン
の
表
情
が
イ
ラ

と
く
る
け
ど

で
も
私
も
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ダ
ル
に

ん

私
の
分
も
頼
む
ニ

女
性
に
頼
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
け
ど

よ
く
考
え
た
ら
た
だ
の
パ
シ
リ
だ
お

 
そ
う
言

て
ダ
ル
は
部
屋
の
外
に
出
て
い

た

 
い
つ
の
間
に
か
画
面
の
中
は
森
と
水
の
フ
ロ
ア
に
変
わ

て
お
り
五
人
は
た
め
息
を
つ
き
な

が
ら
言

た

麗手
な
街
中
も
い
い
け
ど

こ
う
い
う
所
に
も
行

て
み
た
い
な

こ
こ
は
見
覚
え
が
あ
る
ニ

確
か
ハ
チ
マ
ン
達
の

点
が
あ
る
フ
ロ
ア
ニ

よ
く
知

て
る
な

そ
の
通
り
だ

は
ち
ま
ん
く
ん
は
中
の
様
子
を
知

て
る
の
ニ

ね

 
フ

イ
リ
ス
は
残
念
な
が
ら
入
れ
て
も
ら
え
な
か

た
ニ

ま
あ
俺
も
知
識
だ
け
だ
け
ど
な

 
詩
乃
は
そ
の
言
葉
で

あ
そ
こ
の
中
に
入
る
に
は

 
一
定
以
上
の
親
密
さ
か
ハ
チ
マ
ン
の
許
可
が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
な
と

し
た

 
そ
し
て
一
同
は

再
び
画
面
に
見
入

た
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あ
れ

街
に

る
ん
だ

こ
こ
は
何
だ
か

村

て
い
う
か

そ
ん
な
感
じ
の
場
所
だ
ね

そ
れ
に
し
て
も
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
比

が

さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン

前
世
と
同
じ
く
凄
く
モ
テ
る
の
ニ

あ
の

と
一

ニ

フ

イ
リ
ス
さ
ん
も
そ
の

は
ハ
チ
マ
ン
の
近
く
に
い
た
の

 
そ
の
フ

イ
リ
ス
の
言
葉
に

コ
ミ

力
の
高
い

奈
が
空
気
を

ん
で
そ
う

ね
た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
れ
に
答
え
た

そ
の

の
フ

イ
リ
ス
は

ハ
チ
マ
ン
と
共
に
生
き
て
い
た
神
話
の
時
代
か
ら

 
何
度
目
か
の
生
ま
れ
変
わ

た
後
で

そ
の
時
代
は
た
だ
の
町
娘
だ

た
の
ニ

 
だ
か
ら
何
の
力
も
無
く
た
だ
ハ
チ
マ
ン
の
活
躍
を
遠
く
で
見
て
い
る
事
し
か
出
来
な
か

た
の

ニ
そ
の
時
の
恋
は
成

し
な
か

た
ん
だ
ね

そ
の
時
の
ハ
チ
マ
ン
に
は
大
国
の
王
女
様
と
い
う
素
敵
な
相
手
が
い
た
か
ら

 
フ

イ
リ
ス
は
ど
う
し
て
も
自
分
が
か
つ
て
の
恋
人
だ
と
言
い
出
せ
な
か

た
の
ニ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

奈
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
詩
乃
の
顔
を
見
た
後
詩
乃
を
指
差
し
て
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言

た
フ

イ
リ
ス
さ
ん

詩
乃
の
顔
を
よ
く
見
て
み
て

ニ

ニ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
じ

と
詩
乃
の
顔
を
見
つ
め
た
後

ハ

と
し
た
顔
で
言

た

ま

ま
さ
か
そ
の

の

は

王
女
シ
ノ
ル
テ

ス
様

え
 
詩
乃
は

何
こ
の
会
話
と
思
い
つ
つ
き

と
ん
と
し
た

 
そ
ん
な
詩
乃
に

わ
ず

奈
は
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら
言

た

え
え
そ
う
よ

そ
し
て
私
達
は
そ
の
お
付
き
の

女
の
生
ま
れ
変
わ
り
な
の

ま

ま
さ
か
ヴ

ル
キ

リ
ア
の
三
姉
妹
ニ

え
え
そ
う
よ

私
達
は
今
も
こ
う
し
て
一

に
い
る
の
よ

そ
う
だ

た
の
ニ

ね

 
そ
う

然
と
す
る
フ

イ
リ
ス
に

奈
は
更
に
言

た

今
回
も
い
つ
も
通
り
彼
の
近
く
に
生
ま
れ
変
わ

た
私
達
は
あ
る
事
に
気
が
付
い
て
愕
然
と

し
た
わ



 第四章 ＧＧＯ編

 
彼
の
隣
に
は

に

私
達
よ
り
先
に
生
ま
れ
変
わ

た
古
代

国
の

女
様
が
い
て

 
も
う

に
私
達
の
入
る
余
地
は
無
く
な

て
い
た
の
よ

ニ

ニ

ニ

ン
と

ま
さ
か
あ
の
伝
説
の

女
様
が

え
え
転
生
の
秘
術
が
不
完
全
だ

た
み
た
い
で
今
ま
で
眠
り
続
け
て
い
た
み
た
い
な
ん
だ

け
ど

 
つ
い
に
自
力
で
そ
の

を
破
る
事
に
成
功
し
た
み
た
い
で
私
達
は
現
在
後
手
に
回

て
い
る

わ
そ
う
だ

た
の
ニ

ね

そ
こ
で
提
案
よ

 
そ
し
て

奈
は

然
と
す
る
残
り
の
三
人
に
は
一
切

わ
ず
こ
う
言

た

 
ち
な
み
に
は
ち
ま
ん
く
ん
は

ノ

コ
メ
ン
ト
を

い
て
い
た

あ
な
た
も
か
つ
て
は
彼
を
愛
し
た
身

未
練
は
今
も
あ
る
は
ず

 
こ
こ
で
私
達
が
出
会

た
の
は
き

と
運
命
な
ん
だ
と
思
う

 
フ

イ
リ
ス
さ
ん
彼
の
隣
に
私
達
も
立
て
る
よ
う
に
私
達
と
共
に
こ
の
聖
戦
を
戦
い
抜
き

ま
し

う
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に

ん

分
か

た

フ

イ
リ
ス
も
一

に
戦
う
ニ

フ

イ
リ
ス
さ
ん

に

ん

 
そ
う

く

き
合
う
二
人
を

残
り
の
三
人
は

然
と
見
つ
め
て
い
た

ち

と
映
子

奈
は
一
体
ど
う
し
ち

た
の

前
世
の
記
憶
が
目
覚
め
た
ん
じ

な
い

ネ

ネ
タ
だ
よ
ね

だ

て

奈
だ
し

て
き
た
ら

い
き
な
り
の

合
展
開
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
こ
に
注
文
の
ケ

キ
を
持

て

て
き
た
ダ
ル
が
合
流
し
そ
の
光
景
を
見
て
そ
う
言

た
お

こ
れ
が
噂
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
本

地
の

 
そ
し
て
画
面
を
チ
ラ
リ
と
見
た
ダ
ル
が
そ
う
言
い

四
人
は

て
て
画
面
に

線
を

し
た

と
こ
ろ
で
は
ち
ま
ん
く
ん
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
と
か
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
と
か

て
何ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

て
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
お
け
る
最
強
ギ
ル
ド
だ
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ハ
チ
マ
ン
を

点
と
し
た

と
ん
で
も
な
い
奴
ら
の
集
ま
り
だ

 
で

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
は
そ
の
本

地
の
名
前
だ
な

 
そ
の
説
明
を

い
た
美
衣
が

画
面
を
見
な
が
ら
言

た

こ
の
平

な

が
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の

点

外
見
は
結

色
々
な
人
の
動
画
に
出
て
く
る
け
ど
こ
の
中
が
一

公
開
さ
れ
た
事
は
無
い
ん

だ
お

 
ダ
ル
が
補
足
す
る
よ
う
に
そ
う
言

た

う
わ

そ
ん
な
の
を
見
ち

て
い
い
の
か
な

ハ
チ
マ
ン
が
見
せ
て
く
れ
て
る
ん
だ
か
ら
別
に
い
い
ん
じ

な
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
中
に
入

て
い
く
の
を
見
て
詩
乃
以
外
の
五
人
は
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み

込
ん
だ

 
だ
が
そ
こ
に
あ

た
の
が
平

な
外
見
の
小
さ
な
家
だ

た

一
同
は
少
し

子
抜
け
し
た

あ
れ

思

た
よ
り
も
小
さ
い
ニ

噂
だ
と
相
当
大
き
な
宮

だ

て

い
た
お

あ

中
に
入
る
み
た
い
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そ
し
て
中
に
入

た

間

そ
こ
に
は
広
大
な
空
間
が
広
が

て
い
た

えす

凄

ま
る
で
お
城
だ
ニ

う
お
お
お
お

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
真
の

き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ダ
ル
が
興
奮
ぎ
み
に
そ
う
叫
び

他
の
者
も
興
奮
し
た
様
子
を
見
せ
た

 
詩
乃
は
対
象
的
に

誰
か
知

て
る
人
は
い
る
か
な
と
思
い

画
面
の
中
を
注

し
た

 
そ
し
て
画
面
の
奥
か
ら
大
人
び
た
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
こ
ち
ら
に
手
を

る
の
を
見
て
ダ
ル

が
言

た

あ
れ
は

リ

フ

た
ん

ど
ん
な
人

シ
ル
フ
の
魔
法
剣
士
で

シ
ル
フ
領
で
は
四
天
王
の
一
人
に

え
ら
れ
て
る
ん
だ
お

そ
う
な
ん
だ

 
詩
乃
は
そ
の
名
前
と
外
見
を
し

か
り
と

裏
に
刻
ん
だ

ど
う
や
ら
移
動
す
る
み
た
い
だ
ね
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え

う
わ

こ
こ

て
闘
技
場

あ

誰
か
戦

て
る
み
た
い

あ
れ
は

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
キ
ズ
メ
ル
さ
ん

キ
ズ
メ
ル
さ
ん
も
戦
え
る
ん
だ

 
そ
こ
に
は

手
な

い

を
着
た
大
男
と

黒
い

の
美
女
が
戦

て
い
る

が
あ

た

あ
れ
は
ユ

ジ

ン
将
軍
だ
お

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

じ

な
い
け
ど

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

領
の
軍
事
面
で
の
ト

プ
だ
お

相
手
を
し
て
い
る
の
は

誰

 
そ
ん
な
ダ
ル
に

詩
乃
は
思
わ
ず
こ
う
言

た

あ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
キ
ズ
メ
ル
だ
よ

ダ

ク
エ
ル
フ
な
ん
だ

て

Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
す
と

し
か
も
ダ

ク
エ
ル
フ

誰
も
知
ら
な
い
ヴ

ル
ハ
ラ
の
秘
密
き
た
あ
あ

あ
あ
あ

お
い
お
い
詩
乃

お
前
が
キ
ズ
メ
ル
を
知

て
る
事
を
バ
ラ
し
ち
ま

て
い
い
の
か

あ

し
ま

た

つ
い

 
ダ
ル
は
興
奮
し
な
が
ら
そ
う
叫
ん
だ
が

他
の
四
人
は
ジ
ト
目
で
詩
乃
を
見
な
が
ら
言

た

詩
乃

ち

何
で
そ
ん
な
事
を
知

て
る
の

こ
こ
を
見
て
も
そ
ん
な
に
驚
い
て
な
か

た
み
た
い
だ
し
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今
の
は
ち
ま
ん
く
ん
の
セ
リ
フ

あ
 
そ
し
て
詩
乃
は

顔
を
伏
せ
な
が
ら
こ
う
言

た

ご
ご
め
ん
無
理
に

す
つ
も
り
は
無
か

た
ん
だ
け
ど
私
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

な
のえほ

本
当
に

あ
あ

本
当
だ
ぞ

こ
い
つ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

と
し
て

録
さ
れ
て
い
る

え

マ
ジ
で

だ

誰

私
の
事
は
き

と
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
と
思
う

正
式
に
活
動
す
る
の
は
先
に
な
る
か
ら

 
ち
な
み
に
名
前
は

ダ
ル
さ
ん
や
フ

イ
リ
ス
さ
ん
な
ら
い
い
の
か
な

シ
ノ
ン
だ
よ

 
そ
れ
を

い
た
ダ
ル
は

目
を
見
開
き
な
が
ら
言

た

お
お
お

も
し
か
し
て
僕
は
今

伝
説
の
始
ま
り
を
目
に
し
て
る

そ
ん
な
大
げ
さ
な

い
や
い
や

ヴ

ル
ハ
ラ

て
の
は
そ
れ
だ
け
謎
め
い
て
い
て
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僕
ら
を

き
つ
け
て
や
ま
な
い
伝
説
の
ギ
ル
ド
な
ん
だ
お

王
女
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
正
式
メ
ン
バ

だ

た
ニ

ん
て

凄
い
ニ

 
そ
し
て
画
面
に
目
を

し
た
一
同
は

キ
ズ
メ
ル
を
見
な
が
ら
言

た

で
も
こ
の
美
人
が
本
当
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ

あ
あ

そ
れ
は
間
違
い
な
い

ど
う
見
て
も
普
通
の
プ
レ
イ
ヤ

に
し
か
見
え
な
い
ん
だ
お

ま
あ
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
は
特
別
中
の
特
別
だ
か
ら
な

イ
レ
ギ

ラ

み
た
い
な
も
ん
だ

ユ
イ

て
あ
の
小
さ
な

精
か
ニ

凄
く
か
わ
い
い
ニ

ふ
む

多
分

載
さ
れ
て
い
る

が
凄
ま
じ
く
高
性
能
な
ん
だ
お

 
あ
れ
そ
れ

て
ま
さ
か
噂
に

く
茅
場
製
の

氏
な
ら
何
か
知

て
る
か
も

 
そ
う
ぶ
つ
ぶ
つ
と
言
い
出
し
た
ダ
ル
を
放
置
し

一
同
は
再
び
画
面
に
見
入

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

キ
ズ
メ
ル

ユ

ジ

ン

そ
し
て
リ

フ

と
フ
カ
次
郎
と
戦
い

 
シ
ノ
ン
は
フ
カ
次
郎
を
見
て
目

を
熱
く
し
た

フ
カ
ち

ん

待

て
て
ね

 
だ
が
そ
の
一
連
の
戦
い
の
内
容
は
実
に
地
味
な
も
の
に
見
え
六
人
は
少
し

子
抜
け
し
た
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ち

と
地
味
だ

た
ね

最
後
以
外

何
あ
の
サ
ン
タ

し
か
も
顔
が
怖
い

実
力
が
違
い
す
ぎ
る
ん
だ
よ

部
連
中
が
い
た
ら
も

と

手
な
戦
い
に
な

て
い
た
と

思
う
ぞ

え

シ
ル
フ
領
の
四
天
王
や

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ト

プ
が
い
て
も
そ
う
な
の

 
こ
こ
は
は
ち
ま
ん
く
ん
に
代
わ
り

ヴ

ル
ハ
ラ
マ
ニ
ア

い
ダ
ル
が
解
説
し
た

黒
の
剣
士

バ

サ
ク
ヒ

ラ

絶
対

度
に
絶
対
暴
君
は
ま
る
で
別
物
だ
お

 
ま
あ
絶
対

度
は
ヒ

ラ

だ
か
ら
置
い
と
い
て
絶
対
暴
君
は
一
人
で
敵
の
一
軍
を
相
手
に

出
来
る
お

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

部
屋
で
意
識
を
取
り

し
た
八
幡
は
言

た

ど
う
だ

紹
介

度
に
は
な

た
か

う
ん

凄
か

た

ち

と
戦
闘
に
関
し
て
は
物
足
り
な
か

た
け
ど
ね

だ
よ
な

俺
自
身
そ
う
思

た
か
ら
な
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だ
か
ら
最
後
あ
ん
な
お
か
し
な
変
身
を
し
た
の

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

 
そ
し
て
八
幡
に

ダ
ル
が
興
奮
ぎ
み
に
手
を
差
し
出
し
た

手
し
て
下
さ
い

フ

ン
な
ん
で
す

お

フ

イ
リ
ス

こ
の
人
は

こ
れ
は
ダ
ル
に

ん
ニ

さ

き
言

て
た
人
ニ

あ
あ

噂
の
ス

パ

ハ
カ

の

八
幡
さ
ん
が
そ
う
言
う
な
ら
も
う
ハ
カ

で
い
い
お

 
ダ
ル
は
さ
す
が
に
本
人
の
前
と
い
う
事
も
あ
り

八
幡
を
さ
ん
付
け
で
呼
ん
だ

 
そ
ん
な
ダ
ル
に

八
幡
は
笑
顔
で
言

た

俺
の
事
は
八
幡
で
い
い
ぞ

ダ
ル

う
お
お
お
お

僕
は
今

に
感
動
し
て
い
る

八
幡

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
だ
お

お

お
う

今
後
何
か
協
力
を
依
頼
す
る
事
も
あ
る
と
思
う
が

宜
し
く
な

喜
ん
で

 
そ
し
て
八
幡
は

時
計
を
気
に
し
な
が
ら
こ
う
言

た



 第３４１話 ＡＬＯのハチマン、そして

あ

ま
ず
い
な

思

た
よ
り
時
間
が
か
か

ち
ま

た

も
う
す
ぐ
約
束
の
時
間
だ
な

 
お
い
詩
乃

仕
方
な
い
か
ら
こ
こ
か
ら
一

に
ロ
グ
イ
ン
す
る
ぞ

え

本
気

あ

あ
の

を
こ
い
つ
ら
に
見
せ
る
の
は

か

 
八
幡
は

Ａ
Ｂ
Ｃ
を
チ
ラ
リ
と
見
な
が
ら
そ
う
言

た

う

う
う
ん

私
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
員
だ

て
の
も
バ
レ
ち

た
し

今
更
か
な

そ
う
か

フ

イ
リ
ス

ち

と
時
間
を

⻑
し
て
も
い
い
か

多
分
二
時
間
く
ら
い

う

う
ん

そ
れ
は

わ
ニ

い
け
ど

一
体
何
が
始
ま
る
ん
だ
お

 
そ
う

ね
て
き
た
ダ
ル
に

ハ
チ
マ
ン
は
言

た

ダ
ル
は

ゲ

ム
に
は

し
い
の
か

う
ん

僕
は
ま
あ

情
報
収
集
し
て
る
か
ら

し
い
お

そ
う
か
そ
れ
じ

あ
は
ち
ま
ん
く
ん
と
共
に
こ
れ
か
ら

こ
る
事
を
解
説
し
て
や

て
く

れ
わ

分
か

た
お
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

一
同
に
向
か

て
こ
う
言

た

今
度
の
戦
闘
は
か
な
り

手
な
も
の
に
な
る
か
ら

ま
あ
の
ん
び
り
と
見
て
て
く
れ

 
行
く
ぞ
詩
乃

多
分
も
う
人
が
集
ま

て
る
は
ず
だ

う
ん

今
度
は
詩
乃

ち
も
一

な
ん
だ

詩
乃

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
頑
張

て

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
一

だ
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
け
ど

気
を
付
け
て
ね

あ
り
が
と
う
み
ん
な

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
が

最
後
に
八
幡
に
言

た

私
の
英
雄
様

勝
利
の
知
ら
せ
を
お
待
ち
し
て
ま
す
ニ

お

お
う

今
度
は
そ
う
い
う
設
定
か

任
せ
ろ

必
ず
勝

て

て
く
る
か
ら

 
八
幡
と
詩
乃
は
ア
ミ

ス
フ

ア
の
設
定
を
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
合
わ
せ
そ
の
ま
ま
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
そ
し
て
モ
ニ
タ

を
見
て
い
た
残
り
の
者
達
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
の
雰
囲
気
の
違
い
に
戸
惑

た

あ
れ

こ
れ

て
何
の
ゲ

ム

て

き
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
思

て
た
ん
だ
け
ど
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シ

ナ

か

た
で
は
な
い
か

シ
ノ
ン
も
一

か

先
生
す
ま
ん

ち

と
野

用
で
な

シ

ナ

お
う
シ
ズ
カ

待
た
せ
た
な

詩
乃

ち
は
シ
ノ
ン
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

シ

ナ

て
人
が
八
幡
さ
ん

ま
さ
か

ま
さ
か

 
ダ
ル
は
そ
の
画
面
を
見
て
わ
な
わ
な
し
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
れ
を
見
な
が
ら
も
無
言
を

い

て
い
た

ダ
ル
さ
ん

ど
う
し
た
の

ど
う
し
た
の
じ

な
い
お

こ
れ
は
事
件
だ
お

ま
さ
か
あ
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
シ

ナ
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
と
同
一
人
物
だ
な
ん
て

 
ダ
ル
は
そ
う
絶
叫
し

四
人
は
そ
ん
な
ダ
ル
を

か
ん
と

め
る
事
し
か
出
来
な
か

た
の

だ

た
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手
な
戦
闘
は

こ

ち
の

に
と

て
お
き
ま
し
た



 第３４２話 源氏軍、最初の激戦

 
第
３
４
２
話
 
源
氏
軍

最
初
の
激
戦

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
何

こ
の
ゲ

ム
の
名
前

Ｇ
Ｇ
Ｏ

正
式
名
称
は
ガ
ン
ゲ
イ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン

 
銃
で
殺
し
あ
う
ゲ

ム
だ
と
思

て
く
れ
れ
ば
い
い

シ

ナ

て
の
は

八
幡
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
名
前
だ
な

な
る
ほ
ど

 
こ
こ
で
は
ち
ま
ん
く
ん
が
そ
う
補
足
し
た

銃

そ
れ

て
や
ば
く
な
い

あ

詩
乃

ち

て
銃
の
事
が
大
の
苦
手
な
ん
じ

な
か

た

う
ん
う
ん

遠

達
が

し
に
使

て
た
の
も
そ
れ
だ
し
ね
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そ
う
な
の
ニ

詩
乃
に

ん
は
大
丈
夫
な
の
ニ

ど
う
や
ら
ゲ

ム
の
中
で
は
平
気
ら
し
い
ぞ

そ
も
そ
も
そ
れ
を

服
す
る

に
始
め
た
ら
し

い
し
な

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
画
面
の
中
の
シ

ナ
は

仲
間
達
に
向
か

て
こ
う
叫
ん
だ

今
日
は
機
動
殲
滅
戦
に
移
行
す
る

向
か

て
く
る
奴
ら
は
全
て
返
り
撃
ち
だ
源
氏
軍
出

撃

お
う

う
わ

こ
れ

て
ど
う
い
う
事

何
が

こ

て
る
の

今
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
は

大

模
な
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
る
ん
だ
お

 
そ
の
名
も
源
平
合
戦
そ
の
源
氏
軍
の
リ

ダ

の
名
前
が
シ

ナ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
じ

伝
説
的
な

人
だ
お

そ
う
な
ん
だ

 
そ
ん
な
ダ
ル
を
見
つ
め
な
が
ら

フ

イ
リ
ス
が
言

た

ダ
ル
に

ん

さ

き
か
ら
色
々
と

に

し
い
の
ニ

ね
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そ
り

も
う

ゲ

ム
は
僕
た
ち
の
夢
だ

た
存
在
で
す
し

 
な
の
で
情
報
収
集
は

か
し
て
な
い
ん
だ
お

確
か
に
そ
れ
も
そ
う
ニ

ね

そ
れ
に
し
て
も
ハ
チ
マ
ン

シ

ナ

興
味
深
い
ニ

フ

イ
リ
ス
た
ん

後
で
シ

ナ
が
出
て
く
る
動
画
を
紹
介
す
る
お

あ
り
が
と
ニ

ダ
ル
に

ん

 
そ
し
て
画
面
に
は
次
々
と
ハ
ン
ヴ

で
出
撃
し
て
い
く
シ

ナ
達
の

が
映
し
出
さ
れ
た

ま
る
で
映
画
の
一
シ

ン
み
た
い
だ
ね

あ

見
て

 
そ
う

た
よ
う
に
言
う
美
衣
の
指
差
す
先
に
は

 

を

べ
て

成
さ
れ
た

簡
易

地
の
よ
う
な
も
の
が

さ
れ
て
い
た

平
家
軍
も
馬

じ

な
い
ら
し
い
な

の
性
能
差
を
こ
う
や

て
補
う
つ
も
り
か

そ
う
ね

確
か
に
あ
れ
な
ら
以
前
ほ
ど
簡

に
は
殲
滅
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

さ
す
が
の
グ
レ
ネ

ド
も

の
力
で
撃
ち
落
さ
れ
そ
う
だ
し
な

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
美
衣
は

画
面
を
注

し
な
が
ら
言

た

の
差
が
大
き
い

て
言

て
た
け
ど

こ
れ
は
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
じ

な
く
な
い
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あ
の

地
み
た
い
な
の
の
中
に

凄
い
人

の
敵
が
い
る
じ

な
い

心
配
か

美
衣

う
ん

も
ち
ろ
ん
だ
よ
は
ち
ま
ん
く
ん

 
そ
れ
に
映
子
も
同
意
し
た

だ
ね

八
幡
さ
ん
と
詩
乃

ち
は
ど
う
す
る
ん
だ
ろ

 
そ
ん
な
二
人
に
フ

イ
リ
ス
が
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
こ
う
言

た

英
雄
様
な
ら

き

と

み
た
い
に
何
と
か
し
て
く
れ
る
ニ

て
い
つ
の
事

 
そ
う

ね
て
き
た

奈
に

フ

イ
リ
ス
は
考
え
な
が
ら
こ
う
言

た

う

ん

こ
の
世
界
の

だ
と

万
年
前
に
な
る
の
か
ニ

あ

私
達
三
姉
妹
が
王
女
と
共
に
王
国
で
戦

て
た
時
期
だ
ね

だ
ニ奈

氏
は
よ
く
フ

イ
リ
ス
た
ん
に
付
い
て
い

て
る
な

 
そ
う

く
ダ
ル
に

奈
が
こ

そ
り

い
た

ま
あ
ア
ド
リ
ブ
で

当
な
事
を
言

て
る
だ
け
だ
け
ど
ね
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ア
ド
リ
ブ
で
す
と

連

の

奈
氏
は
化
け
物
か

私

他
人
と
友
達
に
な
る
の
は
得
意
な
ん
だ

相
手
に
合
わ
せ
る
の
も
ね

 
そ
し
て
画
面
の
中
の
シ
ノ
ン
も

同
じ
よ
う
に
シ

ナ
に
質
問
し
た

ど
う
す
る

の
差
が
大
き
い
か
ら
な

ま
あ
木

義
仲
の
故
事
に
で
も

う
さ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は
こ
ん
な
指

を
出
し
た

ス
コ

ド
ロ
ン
の
中
心
メ
ン
バ

は

ち

と
こ

ち
に
集
ま

て
く
れ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
小
声
で
皆
に
作
戦
を
伝
え
た

 
ち
な
み
に
こ
れ
は
ネ
タ
バ
レ
を
避
け
る

に
シ

ナ
が
メ
イ
ク
イ

ン
組
に
気
を
遣

た

で
あ
る

何
て
言

て
る
ん
だ
ろ

さ
あ

木

義
仲
の
故
事

て
何
だ
ろ
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
の
説
明
を
受
け

一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
勇
ま
し
く
手
を
上
げ
た

そ
の
役
目

俺
に
や
ら
せ
て
下
さ
い
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ギ
ン
ロ
ウ
か

一
歩
間
違
え
ば
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
ぞ

そ
れ
で
も
や
り
ま
す

そ
う
か

分
か

た

お
前
に
任
せ
る

は
い

一
体
何
だ
ろ

バ
ス
の
後
ろ
の
窓
を

て
る

あ

座

に

を
付
け
て
後
ろ
に
た
ら
し
た

あ
あ
い
う

作
も
出
来
る
の
ニ

ね

分
リ
ア
ル
だ
ニ

そ
れ
が
こ
の
ゲ

ム
の

り
で
も
あ
る
み
た
い
だ
お

 
そ
し
て
シ

ナ
は

人
の
仲
間
を
呼
ん
で
指

を
出
し
た

先
生

ブ
ラ

ク
の
運
転
を
頼
み
ま
す

後
部
座

に
は
筋
力
の
あ
る
俺
と
シ
ノ
ン

 

女
連
は
俺
達
の
後
ろ
か
ら
付
い
て
き
て
く
れ

シ
ズ
カ
は
残
り
の
メ
ン
バ

を

い
て
北

か
ら
攻
撃
だ

 
出
来
る
だ
け
敵
の

の
燃
料
タ
ン
ク
を
狙

て
く
れ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ギ
ン
ロ
ウ
に

き
ギ
ン
ロ
ウ
は
武
者

い
を
し
な
が
ら
シ

ナ
に
言

た
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こ
の
ギ
ン
ロ
ウ
の
一
世
一
代
の
晴
れ
舞
台
を
見
て
て
下
さ
い

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
達
が
先
に
出
撃
し

ギ
ン
ロ
ウ
は
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ

何
か
ド
キ
ド
キ
す
る
ね

何
が

こ
る
ん
だ
ろ

 
だ
が
そ
の
期
待
と
は
裏
腹
に

シ

ナ
達
は
ま

た
く
動
か
な
か

た

 
そ
し
て
メ
イ
ク
イ

ン
組
が

れ
だ
し
た

シ

ナ
に
通
信
が
入

た

こ
ち
ら
シ
ズ
カ

い
い
感
じ
に
敵
の

の
燃
料
タ
ン
ク
を
破
壊
し
た
よ

 
一
部

が
付
い
て
る
所
も
あ
る
か
な

勢
な
の
に
さ
す
が
だ
な

よ
し

少
し
離
れ
て
て
く
れ

今
か
ら
こ

ち
も
動
く

了
解

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ギ
ン
ロ
ウ
に
言

た

よ
し
ギ
ン
ロ
ウ

出
番
だ

は
い

 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
は

バ
ス
の
エ
ン
ジ
ン
を
ス
タ

ト
さ
せ

ぐ
ん
ぐ
ん
と
速
度
を
上
げ
た

 
そ
の
後
を
シ

ナ
と

女
連
が

ブ
ラ

ク
と
二
台
の
ハ
ン
ヴ

で
追
い
か
け
て
い
く
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だ
が
敵
の

地
が
見
え
た

突
然
ギ
ン
ロ
ウ
の

が
見
え
な
く
な

た

 
実
は
ギ
ン
ロ
ウ
は
運
転

の
下
に
し

が
み
こ
み

テ

プ
で
ア
ク
セ
ル
を

定
し
て
い
た

定
完
了

方
向

正
完
了

今
か
ら
離
脱
し
ま
す

お
う

思
い
切

て
飛
べ

は
い

 
ギ
ン
ロ
ウ
が
ア
ク
セ
ル
を

定
し
て
い
る
所
は
当
然
見
え
て
い
な
か

た
メ
イ
ク
イ

ン
組

は 
何
を

定
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
つ
つ

バ
ス
に

線
が
集
中
す
る
の
を
見
た

急
に
銃

が
飛
ん
で
く
る
よ
う
に
な

た
ね

反
対
側
の

の
手
が
消
え
た
よ

消
化
し
た
の
か
な

 
多
分
そ
の
せ
い
で

こ

ち
に
攻
撃
を
集
中
出
来
る
よ
う
に
な

た
ん
じ

な
い
か
な

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ

 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
は

正
面
か
ら

山
の
銃

が
撃
ち
込
ま
れ
て
き
て
い
る

態
の
ま
ま

 
危
険
を

み
ず
に
後
部
座

の
方
へ
と
走
り
先
ほ
ど

て
お
い
た
後
方
の
窓
か
ら
ダ
イ
ブ

し
た
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あ見
て

さ

き
の
人
が
飛
ん
だ

 
そ
の

間
に
ギ
ン
ロ
ウ
の

を
敵
の
銃

が

通
し

 
ギ
ン
ロ
ウ
は
そ
の
せ
い
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

下
に
落
ち
始
め
た

ぐ
あ

先
生

分
か

て
る

任
せ
ろ

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

が
ブ
ラ

ク
の
ス
ピ

ド
を
上
げ
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
が

命
に
手
を

ば
し
た

ギ
ン
ロ
ウ

け

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
達
が

を
飲
ん
で
見
守
る
中

 
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
は
ギ
ン
ロ
ウ
の
手
を
し

か
り
と
掴
み
ギ
ン
ロ
ウ
の
体
を

内
へ
と
収
納

し
た先

生
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了
解
だ

 
そ
の

間
に
ニ

ン
ゴ
ロ

は
方
向
転
換
し

 
そ
の
後
ろ
を
走

て
い
た

女
連
の
二
台
の
ハ
ン
ヴ

は
加
速
し
て

に
分
か
れ

 
バ
ス
を
追
い
抜
く
と

敵
の

の

目

け
て
銃

を
バ
ラ

き
始
め
た

 
敵
は
迫
り
く
る
バ
ス
の

を
恐
れ
た
の
か

そ
ち
ら
に
ば
か
り
攻
撃
を
加
え
て
お
り

 

女
連
の
ハ
ン
ヴ

は

安
全
な

態
で
落
ち
着
い
て
攻
撃
が
出
来
た
よ
う
だ

 
見
る
と
何
台
か
の
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
が

れ
て
お
り

上
し
て
い
る

も
あ

た

 

女
連
は
し

か
り
と
そ
の
役
目
を
果
た
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
つ
い
に

ギ
ン
ロ
ウ
が
運
転
し
て
い
た
バ
ス
が
敵
の

地
に
衝
突
し

 
そ
の
ま
ま

を

ね
飛
ば
し
て
中
へ
と
突

込
ん
だ

シ

ナ
さ
ん

シ
ノ
ン
ち

ん

後
は
頼
ん
ま
す

回
復
キ

ト
は
使

た
か

少
し
撃
た
れ
た
だ
ろ

は
い

ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん

後
は
任
せ
て

頼
む
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よ
し
シ
ノ
ン

狙
い
は
バ
ス
の
後
部
だ

分
か

て
る
な

 
そ
し
て
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
は
バ
ス
の
後
部
に
ぶ
ら
下
が

て
い
る
ソ
レ
目

け
て
狙
撃
を
し

た
こ

こ
ん
な
遠
く
か
ら
当
た
る
の

 
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
美
衣
が

驚
い
た
顔
で
そ
う
言

た

あ
の
二
人
の
銃
は
対
物
ラ
イ
フ
ル

て
言

て
一
キ
ロ
く
ら
い
離
れ
た
所
か
ら
で
も
攻
撃
出

来
る
ぞ

そ
う
な
ん
だ

え

あ
の
詩
乃
が

お
前
ら
は
知
ら
な
か

た
か
も
し
れ
な
い
が

あ
の
二
人
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
最
強
の
狙
撃
手
だ
ぞ

デ

ク
・
シ

ナ
と
デ

ク
・
シ
ノ
ン
ニ

お

お
う

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

 
そ
し
て
二
人
の
放

た
銃

は
見
事
に
ソ
レ
に
命
中
し
そ
の

間
に
バ
ス
は
大
爆
発
を

こ

し
たな
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何
こ
れ

あ
れ
は
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド

て
言

て
な

ま
あ
こ
の
世
界
最
強
の
破
壊
兵
器
だ
な

う
わ

敵
の

地
が
中
心
か
ら

々
に

あ

り
の

も
爆
発
し
始
め
た
よ

 
シ

ナ
が
燃
料
タ
ン
ク
を
中
心
に
狙
わ
せ
た
の
は
こ
の

だ

た

 
防
御

を

成
し
て
い
た

は
次
々
と
誘
爆
し
こ
う
し
て
平
家
軍
の

地
は

と
な

た

さ

す
が
シ

ナ

や
る
事
が

手
だ
ね

で
も
そ
う
い
う
の
は

い
じ

な
い

木

義
仲
の
故
事

て

あ
の

の

に
た
い
ま
つ
を
付
け
て
突

込
ま
せ
た
奴
か

ま
あ
あ
れ
は
本
当
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
ら
し
い
け
ど
な

さ
て

ど
う
す
る

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
言
葉
に

シ

ナ
は
当
然
の
よ
う
に
こ
う
言

た

当
然
殲
滅
だ

出
来
る
だ
け
足
を
止
め
ず

地
に
突
入
を

り
返
す
感
じ
で
な

総
員
突

撃 
そ
の
合
図
で
九
台
の
ハ
ン
ヴ

は
突
入
と
離
脱
を

り
返
し
中
に
残

て
い
た
敵
を
殲
滅

し
始
め
た
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凄
い

も
う
絶
対
勝
ち
じ

ん
こ
れ

あ
ん
な
に
兵
力
差
が
あ

た
の
に
ね

さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

せ
て
く
れ
る
ね

う
お
お
お
お

凄
い
も
ん
見
せ
て
も
ら

た
お

さ
す
が
は
俺
の
本
体
だ
な

あ
の
ギ
ン
ロ
ウ

て
人
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
か
ニ

 
そ
の
時
ブ
ラ

ク
は

止
し
て
お
り

 
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
と
ニ

ン
ゴ
ロ

は
ギ
ン
ロ
ウ
の
回
復
を
待

て
い
た

合
は
ど
う
だ

ギ
ン
ロ
ウ

大
丈
夫

す

そ
ろ
そ
ろ
動
け
ま
す

よ
し

そ
れ
じ

あ
俺
達
も
手

を
あ
げ
に
い
く
か

 
そ
う
微
笑
む
シ

ナ
に

ギ
ン
ロ
ウ
は
嬉
し
そ
う
に
こ
う
答
え
た

は
い

一
生
付
い
て
い
き
ま
す

ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん

一
生

て

一
体
何

に
な
る
ま
で
ゲ

ム
し
て
る
つ
も
り

 
そ
う

れ
た
顔
で
言
う
シ
ノ
ン
に

ギ
ン
ロ
ウ
は
晴
れ
や
か
な
顔
で
言

た
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も
ち
ろ
ん
死
ぬ
ま
で
だ

わ
は
は
は
は

い
い
じ

な
い
か
シ
ノ
ン

私
も
お
前
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

先
生

う
ん

確
か
に
そ
う
か
も

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ

お
前
ら

 
こ
う
し
て
こ
の
日
き
ち
ん
と
作
戦
を
立
て
て
三

人
体
制
で
戦
い
に
臨
ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず

 
平
家
軍
は
そ
の
全
戦
力
の
二

を
失

た

源
氏
軍
も
何
人
か
の
戦
力
を
失

た
が

 
人
的

比
は
実
に

対
一

ス
コ

ド
ロ
ン
の
比

だ
と
四
十
対
ゼ
ロ
で
あ
る

 
今
の
表

は
源
氏
軍
の
八
に
対
し
て

平
家
軍
は

五
十
で
あ

た

 
街
に
い
た
者
達
は

グ
ン
グ
ン

る
平
家
軍
の
ス
コ

ド
ロ
ン

に
驚
愕
し

 
少
し
後
に
配
信
さ
れ
た
今
日
の
戦
い
の
動
画
を
見
て
熱
狂
し
た

今
日
の
戦
い
で
は
初
め
て

者
が
出
た
か

ま
あ
あ
い
つ
ら
も

今
は
街
で
笑
顔
で
い
る
と
思
う

シ

ナ

そ
う
だ
と
い
い
ん
だ
が
な

ん

ど
う
し
た

い
や

今
ス
コ

ド
ロ
ン

の
ゲ

ジ
が



 第３４２話 源氏軍、最初の激戦

あ
れ

確
か
に
三
つ

て
る
な

 
見
る
と
敵
ス
コ

ド
ロ
ン
の

が
三
つ

て
お
り
表

は
八
対

四
十
七
に
な

て
い
た

 
ふ
う

今
日
の
ノ
ル
マ
達
成

や

と
こ
れ
に
も
慣
れ
て
き
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
た

た
一
人
で
一
つ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
を
急
襲
し
て
全
滅
さ
せ

 
そ
う
満
足
げ
に

い
た

そ
の
手
に
は

の
よ
う
な
物
が

ら
れ
て
い
た

 
三

敵
戦
力
の
全
滅
を
確
認
し
ま
し
た

了
解

つ

か

級
で
呼
ぶ
な

て

こ
こ
は
ゲ

ム
の
中
な
ん
だ
か
ら
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

 
凄
く
言
い
た
く
な
さ
そ
う
な
顔
で

⻑
ら
し
き
プ
レ
イ
ヤ

を
こ
う
呼
ん
だ

あ

は
い

で
は

コ
ミ
ケ

⻑

お
う

ト
ミ

何
か
付
き
合
わ
せ
て
悪
か

た
な

い
え

色
々
と
勉
強
に
も
な
り
ま
す
の
で

 
そ
し
て
コ
ミ
ケ
は
ト
ミ

に
こ
う

ね
た
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で

ケ
モ
ナ

は

こ
こ

す
よ

⻑

 
そ
う
言

て

み
の
中
か
ら
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
現
れ
た

お
う

お
前
も
付
き
合
わ
せ
ち
ま

て
す
ま
な
か

た
な

ケ
モ
ナ

本
当

す
よ

Ａ
Ｌ
Ｏ
だ

た
ら
ネ
コ

少
女
が
い
た

て
の
に

そ

ち
か
よ

 
そ
し
て
ケ
モ
ナ

は

面
白
そ
う
な
顔
で
コ
ミ
ケ
に
こ
う
言

た

さ

き
更
新
さ
れ
た
ん
で
す
け
ど

ど
う
や
ら
我
が
軍
は
今
日
も
大
勝
し
た
み
た
い

す
ね

ほ
ほ
う

シ

ナ
だ

け

や
る
も
ん
だ
な

で
す
ね

四
十
も
の
ス
コ

ド
ロ
ン
を

を
ほ
ぼ
出
さ
ず
に
殲
滅

今
日
の
配
信
が
楽
し

み

す
よ

ま
じ
か
よ

凄

な
シ

ナ

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
帰
り
ま
す
か

だ
な

今
度
シ

ナ
の
所
に

に
行
こ
う

 
ま
あ
俺
達
は
最
後
の
戦
い
に
は
参
加
出
来
な
い
ん
だ
け
ど
な
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そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ

そ
の
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

は
街
へ
と

て
い

た

 
源
氏
軍
の
残
り
二
つ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
は

ど
う
や
ら
ク
セ
者
揃
い
の
よ
う
で
あ
る
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第
３
４
３
話
 
戦
い
を
終
え
て

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
戦
い
は
終
わ
り
源
氏
軍
の
者
達
は
ど
ん
ど
ん
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
さ
す
が
に
疲
れ
た
者
が
多
か

た
の
だ
ろ
う

圧
勝
だ

た
と
は
い
え

 
味
方
よ
り
も
遥
か
に
多
い

の
敵
を
相
手
に
す
る
の
は
肉
体
よ
り
も
精
神
に
負
担
が
大
き
い

も
の
だ

そ
れ
じ

あ
シ
ズ
カ

ま
た
明
日
な

う
ん

ま
た
明
日
ね

あ

と

ち

と
待

て
く
れ

ん
 
シ

ナ
は
シ
ズ
カ
を
呼
び
止
め

元
で
こ
う

い
た

実
は
な
お

か
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
始
ま
り
の
街
に
い
た
サ

シ

さ
ん
ら
し
い



 第３４３話 戦いを終えて

ん
だ
よ

 
で

サ

シ

さ
ん
は
今

俺
の
⺟
校
で
静
先
生
の
同

に
な

て
る
ら
し
く
て
な

 
明
日
の
放
課
後

エ
ギ
ル
を
誘

て
会
い
に
い

て
み
な
い
か

あ

そ
う
な
ん
だ

懐
か
し
い
な

エ
ギ
ル
さ
ん
も
き

と
喜
ぶ
よ

ま
あ
エ
ギ
ル
次
第
だ
け
ど
な

と
り
あ
え
ず
連

を
と

て
み
て

明
日
報
告
す
る

う
ん

分
か

た

 
シ
ノ
ン
は
先
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
ら
し
く

も
う

は
見
え
な
か

た

 
そ
し
て
シ

ナ
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

再
び
目
を
開
け
る
と

そ
こ
は
メ
イ
ク
イ

ン
の
一
室

だ

た
ふ
う

お
疲
れ
様
だ
な

俺

い
や

手
に

た
ニ

凄
い
も
の
を
見
せ
て
も
ら

た
お

お
う

ま
あ
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
な
ら
何
よ
り
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

疲
れ
た
顔
で
ソ
フ

に
体
を

め
た
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見
る
と
詩
乃
も
疲
れ
た
ら
し
く
同
じ
よ
う
な
体
制
で
映
子
達
三
人
に
マ

サ

ジ
を
し
て
も

ら

て
い
た

ど
う
詩
乃

ち

気
持
ち
い
い

う
ん

凄
く
楽
に
な

た

ギ
ン
ロ
ウ

て
人
を
キ

チ
し
た
時
は

手
に

た
よ
ほ
ん
と

そ
の
後
の
狙
撃
も
ね

う
ん

上
手
く
い

て
本
当
に
良
か

た

 
詩
乃
は
そ
う
答
え
な
が
ら
も
マ

サ

ジ
が
気
持
ち
い
い
の
だ
ろ
う
う
つ
ら
う
つ
ら
と
し

て
い
た

 
そ
ん
な
詩
乃
を
ソ
フ

に
横
た
え

次
に
三
人
は
手
を
に
ぎ
に
ぎ
し
な
が
ら
八
幡
の
方
に

迫

て
き
た

さ
て
今
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

さ
さ
八
幡
さ
ん
お
体
を
お

み
し
ま
す
よ
ぐ
ふ
ふ
ふ
ふ

お

お
い

奈

お
前
の
口
調

ち

と
お

さ
ん

く
な
い
か

え

や
だ
な

気
の
せ
い
で
す
よ

ね

映
子

美
衣

そ
う
そ
う

気
の
せ
い
で
す
よ

じ

る
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で
す
で
す

さ
さ

体
を
楽
に
し
て

じ

る

お

お
い

や

ぱ
り
何
か
お
か
し
く
な
い
か

お
前
ら
目
が
血
走

て
な
い
か

 
そ
ん
な
八
幡
の
前
に
誰
か
が
立
ち
塞
が
り

そ
の

界
を

め
た

フ

イ
リ
ス
で
あ
る

 
フ

イ
リ
ス
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
八
幡
の
前
に
座
り

そ
の
足
を

み
始
め
た

こ
う
い
う
の
は

い
も
の
勝
ち
ニ

マ

サ

ジ
は
メ
イ
ド
の

み
な
の
ニ

フ

フ

イ
リ
ス
た
ん

僕
そ
ん
な
事
さ
れ
た
記
憶
が
ま

た
く
無
い
ん
だ
け
ど

ダ
ル
に

ん
は

ゲ

ム
の
や
り
す
ぎ
で

が
こ
る
く
ら
い
じ

な
い
の
か
ニ

そ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

 
そ
ん
な
フ

イ
リ
ス
を
見
て
映
子
達
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と
八
幡
の
方
を
じ

と
見
つ
め
た

残
る
は
背
中
と
両
手

背
中
を
誰
が
取
る
か
ジ

ン
ケ
ン
よ

み

こ
な
し
だ
よ

せ

の

ジ

ン
ケ
ン

ポ
ン

 
そ
し
て
勝
利
し
た
の
は

誰
で
あ
ろ
う

奈
だ

た

よ

し

あ

人
生
最
大
の
チ

ン
ス
ゲ

ト
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チ

チ

ン
ス

 
戸
惑
う
八
幡
を
よ
そ
に

奈
は
サ
サ

と
八
幡
の
背
後
に
回
り
大
人
し
く
そ
の

を

み

始
め
た

お
お

を

む
の
が
上
手
い
な

奈

 
そ
れ
を
見
た
映
子
と
美
衣
も

て
て
八
幡
の
両
手
を

み
始
め
た

な
ん
か
悪
い
な
皆

最
近
疲
れ
が
た
ま

て
た
か
ら
助
か
る
わ

 
そ
の
声
が
本
当
に
疲
れ
て
い
る
よ
う
に

こ
え
た
の
で

 
ダ
ル
は

ま
し
が
り
つ
つ
も

少
し
心
配
そ
う
に
八
幡
に

ね
た

く

ま
し
い

で
も
八
幡

や

ぱ
り
か
な
り
疲
れ
て
る
ん

あ
あ

さ
す
が
に
今
回
は
敵
の

が
多
く
て
な

 
街
か
ら
遠
い
所
を

点
に
し
て
何
と
か

に
押
し
潰
さ
れ
る
の
だ
け
は
防
い
で
る

て
感
じ

だ
な

 
ま
あ
最
悪
一
撃
離
脱
で
逃
げ
る
手
も
あ
る
ん
だ
け
ど
な

 
ダ
ル
は
先
ほ
ど
の
映
像
を
思
い
出
し
て
う
ん
う
ん
と

い
た
後

八
幡
に
言

た

し
か
し
ま
さ
か

八
幡
が
あ
の
シ

ナ
だ

た
な
ん
て
び

く
り
し
た
お
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気
付
い
て
る
奴
は
気
付
い
て
る

い
け
ど
な

そ
う
い
う
書
き
込
み
も
確
か
に
あ
る
し
な

バ
レ
て
も
問
題
無
い
ん

そ
う
だ
な

正
直
も
う
相
手
に
は
バ
レ
ち
ま

て
る
か
ら

 
リ
ア
ル
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
か

た
ら
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
よ
な

相
手
で
す
と

あ
あ

マ

ク
し
て
お
き
た
い
敵
が
い
る
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど

 
ダ
ル
は
こ
れ
だ
け
の
人
物
な
の
だ
か
ら
味
方
だ
け
じ

な
く
敵
も
さ
ぞ
多
い
だ
ろ
う
な
と
思

い
つ
つ

 
そ
れ
以
上
深
く
突

込
む
事
は
し
な
か

た

彼
な
り
の
自

防
衛

な
の
で
あ
ろ
う

そ
う
だ
ダ
ル

追
加
で
仕
事
を
頼
ん
で
い
い
か

仕
事

あ
あ
ち

と
最
近
ど
う
し
て
も
機
密
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
が

え
ち
ま

た
ん
で

 
ソ
レ
イ
ユ
の
セ
キ

リ
テ

を
高
め
る
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
ん
だ
よ

 
ア
ル
ゴ
と
イ
ヴ

そ
れ
に
ダ
ル
に
攻
撃
側
と
防
御
側
に
分
か
れ
て
も
ら
え
ば
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セ
キ

リ
テ

の

を
発
見
す
る
の
も

が
良
く
な
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
な

イ
ヴ

イ
ヴ

て
も
し
か
し
て

子
の
イ
ヴ

 
そ
の
名
前
を
知

て
い
た
の
か

ダ
ル
は
八
幡
に
そ
う

ね
た

あ
あ

先
日
う
ち
に
入
社
し
た
ん
だ
よ

あ
の
イ
ヴ
が

ア
ル
ゴ
ス
タ

に

子
の
イ
ヴ
と
か
最
強
じ

な
い
で
す
か

あ
あ

そ

ち
方
面
の
充
実
が
う
ち
の
急

だ
か
ら
本
当
に
良
か

た
よ

確
か
に
そ
の
メ
ン
バ

な
ら
か
な
り

い
防
壁
が

け
る
と
思
う
お

 
で
も
八
幡

て

そ
の
年
で
そ
こ
ま
で

に
介
入
出
来
る
な
ん
て

 
も
し
か
し
て
ソ
レ
イ
ユ
の
え
ら
い
人
な
ん

ま
あ
そ
う
思

て
く
れ
て
い
い

で

ど
う
だ

他
な
ら
ぬ
八
幡
の
頼
み
な
ら
ど
ん
と
こ
い
だ
お

 
そ
う
い
う
仕
事
な
ら
ま

た
く
リ
ス
ク
も
無
い
し
大
歓
迎
だ
お

 
ダ
ル
は
ど
ん
と
胸
を
叩
き

そ
の
仕
事
を

け
る
と
宣
言
し
た

 
そ
ん
な
ダ
ル
に
材
木
座
の

を
重
ね

に
気
に
入

た
八
幡
は
追
加
で
ボ

ナ
ス
を
出
す

事
に
し
た
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そ
う
い
や
ダ
ル

俺
の
フ

ン
だ

て
言

て
く
れ
た
よ
な

 
あ
れ

て
俺
個
人

て
い
う
よ
り
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
フ

ン
み
た
い
な
感
じ
で
い
い
の
か

う

う
ん

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

 
そ
ん
な
ダ
ル
に

八
幡
は
一

の
メ
モ
を
取
り
出
し
て

し
た

そ
れ
じ

あ
こ
こ
に
ア
ク
セ
ス
す
る

利
を
ダ
ル
に
進

し
て
お
く

 
く
れ
ぐ
れ
も
流
出
と
か
は
さ
せ
な
い
で
く
れ
よ

こ
れ
は

こ
の

と
パ
ス
で

ヴ

ル
ハ
ラ
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
動
画
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る

 
ま
あ
ダ
ル
が
信
用
出
来
る
と
思

た
奴
に
は
見
せ
て
も
い
い
ぞ

ま

ま
じ
で

お
宝
き
た
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
ん
な
と
て
も
喜
ぶ
ダ
ル
の

を
見
て

フ

イ
リ
ス
は
八
幡
に
言

た

そ
れ

て
フ

イ
リ
ス
は
見
て
も
い
い
の
か
ニ

お
う

フ

イ
リ
ス
な
ら
問
題
な
い
ぞ

プ
ロ

い
か
ら
な

こ
う
い
う

業
は
信
用
第
一
だ
か
ら

そ
こ
は
任
せ
て
ニ
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そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
楽
し
み
で
仕
方
が
な
い
と
い
う
風
に
う

と
り
と
し
た
口
調
で
言

た
あ
あ

久
し
ぶ
り
に
英
雄
様
が
戦
う

が
見
れ
て

フ

イ
リ
ス
は
幸
せ
者
ニ

ん

前
に
ど
こ
か
で
俺
の
事
を
見
た
事
が
あ

た
の
か

そ
う
ニ

ね
あ
れ
は
何
万
年
前
だ

た
か
な

そ
の

フ

イ
リ
ス
は
町
娘
に
転
生
し
て

い
て

 
町
の
外
に
は
出
れ
な
か

た
せ
い
で

英
雄
様
の
戦
い
を
見
る
事
は
出
来
な
か

た
の
ニ

そ
う
か

え

と

や

ぱ
り
合
わ
せ
な
い
と
だ
め
だ
よ
な

な

そ
の
時

そ
の
時
ヴ

ル
キ

リ
ア
の
三
姉
妹
と
し
て
シ
ノ
ル
テ

ス
王
女
に

て
い
た
私
達
は

 
英
雄
様
の
隣
で
戦
い
続
け
た
ん
だ
よ
ね

な
 
八
幡
は

い
き
な
り

奈
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た
の
で
驚
い
た

ま
し
い
の
ニ



 第３４３話 戦いを終えて

ふ
ふ

今
世
で
は
一

に
戦
え
る
か
ら
い
い
じ

な
い

こ
れ
も
き

と
運
命
だ
よ

そ
の
通
り
ニ

フ

イ
リ
ス
は
幸
せ
者
ニ

 
そ
し
て
八
幡
は

奈
の
方
を
見
よ
う
と
し
た
の
だ
が

り
返

た

間
に

 
八
幡
の
顔
は
何
か
柔
ら
か
い
物
に
包
ま
れ
た

う
お

ん

 
八
幡
は
そ
の
声
で
す
ぐ
に
何
が

こ

た
の
か
気
が
付
き

て
て
顔
を
前
へ
と

し
た

す

す
す
す
ま
ん

う

う
う
ん

大
丈
夫

 
そ
ん
な
二
人
の

を
見
て
ダ
ル
は
絶
叫
し
た

い
今
の
が
噂
に

く
ラ

キ

ス
ケ
ベ

僕
も
一
度
で
い
い
か
ら
体
験
し
て
み
た
い
お

 
だ
が
フ

イ
リ
ス
と
映
子

そ
れ
に
美
衣
は

ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

て
い
た

を
も
ん
で
い
た
は
ず
な
の
に
何
で
顔
の

置
に
胸
が
き
て
る
の

も
し
か
し
て
計
算

も
し
か
し
た
ら
天
然
で
あ
の

置
に
胸
を
持

て
き
て
お
い
た
の
か
も
よ

奈

恐
ろ
し
い
子
ニ
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そ
し
て
八
幡
は

慎
重
に

り
向
く
と

こ

そ
り
と

奈
に

ね
た

お
い

奈

さ

き
の
会
話
は
何
だ

ア
ド
リ
ブ
だ
よ

八
幡
さ
ん

ま
じ
か
よ

凄
え
な
お
前

う
ん

私
そ
う
い
う
の
得
意
だ
か
ら

 
こ
の
時
を

に

奈
は

み
が
上
手
で
会
話
に
も
機
転
が
き
く
と

 
八
幡
の

に
情
報
が

り
込
ま
れ
る
事
と
な

た

 
こ
う
し
て

奈
は
三
人
娘
の
中
で
は
一
番
多
く
八
幡
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
得
ら
れ
る
事
と

な

た

 
こ
れ
が
果
た
し
て
計
算
だ

た
の
か
ど
う
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い

さ
て

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
か

あ

そ
れ
な
ら
最
後
に
記
念

影
で
も
ど
う
か
ニ

あ

そ
う
い
え
ば
一
度
メ
イ
ド
服
を
着
て
み
た
い
ん
だ

た

そ
う
な
の
ニ

そ
れ
じ

あ
皆
こ

ち
ニ

詩
乃

き
て

写
真
を

る
よ
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そ
し
て
詩
乃
も

ぼ
け

を

り
な
が
ら
覚

し

 
ダ
ル
も
交
え
て
七
人
は
色
ん
な
組
み
合
わ
せ
で
写
真
を

た

ダ
ル
は
我
が
人
生
に
悔
い
な

し
と
感
激
し

 
フ

イ
リ
ス
は
八
幡
と
二
人
で

た
写
真
を

に
表

さ
せ
大
切
そ
う
に
胸
に

い
た

そ
れ
じ

あ
ま
た
来
る
わ

フ

イ
リ
ス

ダ
ル

仕
事
の
連

待

て
る
お

必
ず
ま
た
来
て
ニ

 
こ
う
し
て
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
を
後
に
し
た
一
行
は

 

番
に
家
へ
と
送

て
も
ら
い

最
後
に
詩
乃
の
家
に
到
着
し
た
八
幡
は

 

に
眠

て
し
ま

て
い
る
詩
乃
を
ど
う
し
よ
う
か
考
え
た

ま
あ

こ
す
し
か
な
い
よ
な

 
ま
さ
か
鍵
を
探
し
て
詩
乃
の
体
を
ま
さ
ぐ
る

に
も
い
か
な
い
と
思
い
八
幡
は
そ
う

い
た

と
り
あ
え
ず
何
と
か
着

え
さ
せ
て
布
団
に
叩
き
こ
ん
だ
後
目
覚
ま
し
を
セ

ト
し
て

目
覚
ま
し
や
家
の

は
俺
に
任
せ
て
く
れ
て
い
い
ぞ

お
う

助
か
る
わ
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な
の
で
何
と
か
着

え
だ
け
は
さ
せ
て
く
れ
よ
さ
す
が
に
こ
の
体
じ

ど
う
し
よ
う
も
な
い

か
ら
な

ま
あ
努
力
す
る

 
こ
う
し
て
何
と
か
詩
乃
を
着

え
さ
せ

ベ

ド
に
叩
き
込
む
事
に
成
功
し
た
八
幡
は

 
後
の
事
を
は
ち
ま
ん
く
ん
に
任
せ
て
家
路
へ
と
つ
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は
エ
ギ
ル
に
連

を
と
り

明
日
の
約
束
を
取
り
付
け
る
と

 
そ
の
ま
ま
疲
れ
た
体
を
ベ

ド
に
横
た
え
た

フ

イ
リ
ス

そ
し
て
ダ
ル
か

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
付
き
合
い
に
な
る
の
や
ら
だ
な

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た

 
そ
の
当
の
二
人
は

八
幡
に
教
え
ら
れ
た
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

の
戦
う

を
見
て
大
興
奮
し
て
い
た

 
特
に
魔
法
戦
も
見
る
事
が
出
来
た
フ

イ
リ
ス
の
感
動

り
は
凄
ま
じ
か

た

こ
れ
ニ

こ
れ
が
フ

イ
リ
ス
の
求
め
て
い
た
戦
い
ニ

こ
う
い
う

手
な
戦
い
は
確
か
に
見
応
え
が
あ
る
ん
だ
お

こ
の
仕
事
を
持

て
き
て
く
れ
た
ダ
ル
に

ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
か
な
い
ニ
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ま
あ
僕
も

フ

イ
リ
ス
た
ん
く
ら
い
し
か
話
を
持
ち
込
め
る
人
が
居
な
か

た
で
す
し

そ
れ
じ

あ
次

シ

ナ
の
動
画
を
見
て
み
た
い
ニ

ダ
ル
に

ん
お
願
い

分
か

た
お

ち

と
待

て
て
お

 
そ
し
て
夜

く
ま
で
動
画
を
見
た
二
人
は

す

か
り
ハ
チ
マ
ン
と
シ

ナ
の

に
な

た

 
ダ
ル
は
八
幡
か
ら

け
た
仕
事
を
精
力
的
に
こ
な
し
岡
部

太
郎
と
い
う
友
人
も
共
に

き

込
む
事
で

 
自
動
的
に
二
人
の
懐
も

い
そ
の
二
人
の
ホ

ム
で
あ
る
未
来
ガ
ジ

ト
研
究
所
の

も 
そ
れ
以
降
か
な
り
健
全
化
す
る
事
と
な

た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

八
幡
に
頼
み
込
ん
で
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ゲ
ス
ト
の
座
を
手
に
入
れ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
専
属
の
メ
イ
ド
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
メ
ン
バ

と
交
流
を
深
め
て
い
く
事
と
な
る
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第
３
４
４
話
 
小
さ
な
あ
の
部
屋
は
今

 
多
分
久
々
の

め
上

い
や

こ
れ
は
真

当
な
展
開
で
す
か
ね

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

エ
ギ
ル

わ
ざ
わ
ざ
こ

ち
ま
で
出
て
き
て
も
ら

て
悪
か

た
な

 
し
か
も
店
ま
で
休
み
に
さ
せ
ち
ま

て

い
や
い
や

な
じ
み
に
会
う
ん
だ
か
ら

わ
な
い
さ

 
エ
ギ
ル
は
そ
う
言

て
は
に
か
ん
だ

そ
ん
な
エ
ギ
ル
に

囲
の
者
達
が
チ
ラ
リ
と

線
を
向

け
て
い
く

 
や
は
り
エ
ギ
ル
は
ど
こ
に
行

て
も
目
立
つ
よ
う
だ

一
応
静
先
生
の
許
可
は
と

て
あ
る
け
ど

 
サ
プ
ラ
イ
ズ

て
事
で
サ

シ

さ
ん
に
は
内

に
し
て
あ
る
か
ら
な

ど
ん
な
顔
す
る
か
な

サ

シ

さ
ん
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え
ら
れ
ち
ま

た
り
と
か
し
な
い
よ
な

大
丈
夫
だ
よ
な

 
そ
う
体
格
に
似
合
わ
ず

病
な
事
を
言
う
エ
ギ
ル
に

八
幡
は
言

た

ま
あ
俺
が
総
武
高
校
の
元
生
徒
だ
と
知

て
会
い
た
が

て
く
れ
て
た
み
た
い
だ
し
平
気
だ

ろ
ち
な
み
に
サ

シ

さ
ん
の
本
名
は

田
中
沙

て
言
う
ら
し
い
よ

沙

先
生
な

了
解
了
解

 
そ
し
て
三
人
は

総
武
高
校
へ
と
向
か
う

に
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ

こ
れ
が
噂
の
キ

ト
か

格
好
い
い
な
お
い

お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す

ア
ン
デ

お
お

そ
う
い
う
呼
び
方
を
さ
れ
る
の
は
久
し
ぶ
り
な
気
が
す
る

お
前
の
事
は
誰
も
エ
ギ
ル
以
外
の
名
前
で
呼
ば
な
い
か
ら
な

ま
あ
ア
ル
ゴ
も
だ
が

あ
い
つ
と
一

に
す
る
な
よ
そ
も
そ
も
あ
い
つ
は
未
だ
に
本
名
が
分
か
ら
な
い
じ

な
い
か

よ 
俺
は
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ
で
ア
ン
ギ
ル
エ
ギ
ル

て
近
い
呼
び
方
だ
か

ら
な
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そ
し
て
エ
ギ
ル
は
後
部
座

に
座
る
と
張
り
切

た
声
で
言

た

さ
あ
せ

か
く
店
を
休
み
に
し
て
ま
で
出
て
き
た
ん
だ

速
サ

シ

さ
ん
に
会
い
に
行

こ
う

 
そ
し
て
三
人
は
総
武
高
校
の
正
門
か
ら
中
に
入
り

そ
こ
に

む
静
の

を
見
付
け
た

よ

比
企
谷

久
し
ぶ
り
だ
な

先
生

静
先
生

お
久
し
ぶ
り
で
す

静
さ
ん

先
日
の
飲
み
会
で
は
ど
う
も
で
し
た

 
ど
う
や
ら
エ
ギ
ル
は
先
日

静
と
遼
太
郎
と
一

に
飲
み
に
行

た
ら
し
く
そ
う
言

た

明
日
奈
君

比
企
谷
は
君
に
迷
惑
を

け
て
い
な
い
か
ね

大
丈
夫
で
す
よ

ち

と
モ
テ
す
ぎ
る
の
が
難
点
な
く
ら
い
で

そ
う
か

ま
さ
か
あ
の
君
が
な

は

そ
れ
に
は
俺
も
同
意
で
す
世
界
の
七
不
思
議
と
い

て
も
過
言
じ

な
い
と
思
い
ま

す
ね

 
そ
し
て
静
は

エ
ギ
ル
の
方
を
向
い
て
言

た
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こ
の
間
は

う
ち
の

遼
太
郎
が
潰
れ
て
し
ま

て
と
ん
だ
ご
迷
惑
を

い
や
い
や

あ
の
時
は
楽
し
か

た
か
ら

た
ま
に
は
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

 
ど
う
や
ら
遼
太
郎
は

そ
の
飲
み
会
の

で
潰
れ
る
か
何
か
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

う
ち
の

を
強
調
し
た
静
の
言
い
方
に

と

き
出
し

 
そ
の

間
に
八
幡
の
腹
に
静
の

拳
が
飛
ん
だ

だ
が
八
幡
は
そ
れ
を

く
受
け
止
め
笑
顔

で
言

た

も
う
先
生
の
攻
撃
は
く
ら
い
ま
せ
ん
よ

俺
も
そ
こ
そ
こ
鍛
え
て
る
ん
で

 
そ
う
言
わ
れ
た
静
は
少
し
悔
し
そ
う
に
八
幡
に
言

た

鍛
え
る
と
か

君
に
は
ま

た
く
似
合
わ
な
い
言
葉
だ
な

俺
も
そ
う
思
い
ま
す

で
も
鍛
え
て
な
い
と
正
直
不
安
な
ん
で
す
よ

 
そ
ん
な
八
幡
の
言
葉
に
エ
ギ
ル
も
同
意
し
た

お
そ
れ
は
俺
も
よ
く
分
か
る

入
院
中
は

せ

た
自
分
の
体
を
見
て
恐
怖
す
ら
覚
え

た
も
ん
だ

 
エ
ギ
ル
は
そ
の
時
の
事
を
思
い
出
し
た
く
も
な
い
よ
う
で

そ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

私
は
そ
こ
ま
で
鍛
え
て
な
い
け
ど
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明
日
奈
は
も
う
少
し
太

て
く
れ
て
も
い
い

体
重
を
あ
ま
り
気
に
す
る
な

や

ぱ
り
明
日
奈
君
が

せ
て
い
る
の
は
君
と
し
て
は
不
安
な
の
か
ね

そ
う
で
す
ね

多
少
心
配
に
は
な
り
ま
す
ね

 
ま
あ

せ
す
ぎ
だ
な

て
思

た
ら

い
物
を
ち
ら
つ
か
せ
て
リ
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
み
せ
ま

す
よう

わ

今
の

き
ま
し
た
先
生

う
む

君
は
女
の
敵
だ
な

で
も
そ
の
誘
惑
に
は
勝
て
な
い
だ
ろ

う
 
明
日
奈
は
苦
々
し
い
顔
で
下
を
向
き

静
は
明
日
奈
の
背
中
を

ん

ん
と
叩
い
た

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
う
か

 
ま
あ
田
中
先
生
が
進
路
指

室
に
来
る
ま
で
あ
と
二
十
分
は
あ
る
が
な

あ

先
生

そ
れ
だ

た
ら

大
丈
夫

ち

ん
と
分
か

て
い
る
さ

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

 
そ
し
て
静
は
進
路
指

室
の
前
を
通
り
過
ぎ

と
あ
る
部
屋
の
前
で
足
を
止
め
た
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こ
こ
は

元
奉
仕
部
の
部
室
だ
よ

明
日
奈
君

八
幡
の
思
い
出
の
場
所
か

 
そ
の
入
り
口
に
は
部
屋
名
が
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
プ
レ

ト
が

か

て
お
り

 
そ
こ
に
は
見
覚
え
の
あ
る
シ

ル
が

て
あ

た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

あ
の

と
ま

た
く
変
わ

て
な
い
な
と
感

に
ふ
け

た

 
そ
ん
な
八
幡
に
静
は
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
ち

ん
と
ノ

ク
を
し
た
ま
え
よ

 
私
は
生
徒
指

室
で
田
中
先
生
の
到
着
を
待

て
い
る
か
ら
な

 
そ
う
言

て
静
は
去

て
い

た

ね

八
幡
君

奉
仕
部

て
今
で
も
活
動
し
て
い
る
の

そ
う
い
や
先
生
に

く
の
を
忘
れ
た
な

ま
あ
小
町
の
卒
業
時
点
で
は

 
小
町
し
か
部
員
は
い
な
か

た
は
ず
だ
か
ら

も
う
活
動
し
て
な
い
と
は
思
う
が
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も

言
わ
れ
た
通
り
ノ

ク
を
し
た

 
そ
の

間
に

き
覚
え
の
あ
る
声
が
中
か
ら
返

て
き
た
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ど
う
ぞ

 
そ
の
声
を

い
た

間
に
八
幡
の
心

が
ド
ク
ン
と
脈
打

た

 
そ
し
て
明
日
奈
と
エ
ギ
ル
が
見
守
る
中

八
幡
は
そ

と
そ
の
扉
を
開
け
た

奉
仕
部
へ
よ
う
こ
そ

何
か
ご
相
談
か
し
ら

ま
さ
か

雪
乃
な
の
か

 
そ
こ
に
は
今
の
雪
乃
と
比
べ
る
と
か
な
り
若
い

の
雪
乃
に
よ
く
似
た
女
生
徒
の

が
あ

た 
そ
の
女
生
徒
は
か
つ
て
の
雪
乃
と
同
じ

置
に
座
り

同
じ
よ
う
に
文

本
を

ん
で
い
た

 
そ
の
女
生
徒
を
見
た
明
日
奈
と
エ
ギ
ル
も
雪
乃
に
似
て
い
る
な
と
思
い
驚
い
た
顔
を
見
せ
た

い
え

違
う
わ

で
も
確
か
に
そ
う
い
う
名
前
の
先
輩
が
い
た
事
は
知

て
い
る
わ

だ
よ
な

い
き
な
り
す
ま
な
か

た

 
そ
う

を
下
げ
る
八
幡
の

を
見
て

そ
の
声
を

い
た
女
生
徒
は

 
と
て
も
驚
い
た
顔
で
八
幡
に
こ
う
声
を

け
た

も
し
か
し
て
八
幡

八
幡
な
の
か
し
ら

ん

俺
の
事
を
知

て
る
の
か
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前
会

た
の
は

確
か
二
年
前
だ

た
か
し
ら
ね

ん

あ
れ

も
し
か
し
て

あ
ら

そ

ち
は
も
し
か
し
て
明
日
奈
さ
ん
か
し
ら

お
久
し
ぶ
り
ね

や

ぱ
り

八
幡
君
ほ
ら

リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
の
娘
さ
ん
の

 
そ
の
言
葉
で

八
幡
は
そ
の
少
女
が
誰
な
の
か
気
が
付
い
た

ま
さ
か
お
前

ル
ミ
ル
ミ
か

お
前
じ

な
い
わ

あ
と
ル
ミ
ル
ミ

て
呼
ぶ
の
は
や
め
な
さ
い

美
よ

お

お
う

美
な

美

と
り
あ
え
ず
座

て

今
お
茶
を
入
れ
る
わ

 
そ
し
て

美
は
四
人
分
の
お
茶
を
入
れ

そ
の
間
に
八
幡
と
エ
ギ
ル
が

子
を
用
意
し
た

美
ち

ん

久
し
ぶ
り
だ
ね

え
え

明
日
奈
さ
ん
も
元
気
そ
う
で
本
当
に
良
か

た
わ

 
明
日
奈
は
ど
う
や
ら
転
院
後
に
何
度
か

美
と
面
識
が
あ

た
よ
う
だ

 
八
幡
は

分
大
人
に
な

た
な
と
思
い
な
が
ら

め
て

美
の
顔
を
見
た

 

り
方
と
い
い
雰
囲
気
と
い
い

確
か
に
今
の

美
は

の
雪
乃
に
よ
く
似
て
い
た
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と
り
あ
え
ず
こ

ち
に
い
る
の
は
俺
の
仲
間
の
エ
ギ
ル
だ
エ
ギ
ル
こ

ち
は

見

美
だ

初
め
ま
し
て

見

美
で
す

俺
は
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ

エ
ギ
ル
と
呼
ん
で
く
れ

う
わ

日
本
語
が
お
上
手
な
ん
で
す
ね

ま
あ
俺
は
チ

キ
チ

キ
の

戸

子
だ
か
ら
な

あ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
う
は
に
か
む

美
の

を
見
て
八
幡
は
ま
だ
子

い
所
も
残

て
る
ん
だ
な
と
少
し

安

し
た

し
か
し

美
が
総
武
高
校
に
入
学
し
て
い
た
と
は
な

ま
あ
私
は
そ
れ
な
り
に
優

だ
も
の

で

こ
こ
に
い
る

て
事
は
も
し
か
し
て
奉
仕
部
な
の
か

え
え

ま
あ
部
員
は
私
し
か
い
な
い
の
だ
け
れ
ど
ね

そ
こ
も
雪
乃
と
一

だ
な

美
部
⻑

 
そ
ん
な
八
幡
に

美
は
こ
う

ね
た

私
は
三
人
一

の
所
し
か
知
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど

あ
の
人
も
最
初
は
一
人
だ

た
の
ね
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あ
あ

俺
が
奉
仕
部
に
入
部
さ
せ
ら
れ
た
の
は
二
年
に
な

て
か
ら
だ
か
ら
な

そ
う
だ

た
の
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

美
に
こ
う

ね
た

な

一
人
で

し
く
な
い
か

う

ん

一
人
で
い
る
の
に
は
も
う
慣
れ
ち

た
か
ら

 
あ

で
も
友
達
が
い
な
い
と
か
じ

な
い
か
ら
安
心
し
て
ね

 
た
ま
に
友
達
と
一

に
こ
こ
で

た
り
も
す
る
の
よ

 
そ
れ
に
ど
う
せ
家
で
す
る

書
を

代
わ
り
に
こ
こ
で
し
て
る
だ
け
で
す
も
の

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い

 
八
幡
は

今
の

美
が
一
人
じ

な
い
事
に
安

し
た

 
そ
ん
な
八
幡
に

再
び

美
が
問
い

け
て
き
た

ど
う

懐
か
し
い

そ
う
だ
な

正
直
よ
く
分
か
ら
ん

あ
い
つ
ら
の
い
な
い
こ
こ
は

 
俺
に
と

て
は
そ
れ
ほ
ど
懐
か
し
む
場
所
じ

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

そ

か

そ
う
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

場
所
よ
り
人

て
事
な
の
ね
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そ
し
て

美
は
立
ち
上
が
る
と

か
ら
一

の
ア
ル
バ
ム
を
取
り
出
し
て
八
幡
に
見
せ
た

こ
れ
多
分
八
幡
が
い
な
く
な

て
か
ら
の
部
の
写
真
よ

私
も
見
て
し
ま

た
の
だ
け
れ
ど

 
何
て
い
う
か
最
初
の
方
は
少
し
切
な
い
気
持
ち
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
ん
な
の
が
あ

た
の
か

見
せ
て
も
ら
う
わ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ル
バ
ム
を
め
く

た

 
そ
の
ア
ル
バ
ム
の
最
初
に
は

雪
乃
の

で
こ
う
書
い
て
あ

た

二

二
三
年
一
月
二
十
五
日
水
曜
日

私
達
が
大
切
な
人
を
失

て
か
ら
今
日
で
一

月

 
そ
れ
で
も
私
達
は
前
を
向
い
て
い
た
と
後
輩
の
あ
な
た
達
に
伝
え
る

に
こ
の
記
録
を
残
し

ま
す

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を
深
く
心
に
刻
ん
だ

そ
し
て
ペ

ジ
を
め
く

た
八
幡
の
目
に

 
と
て
も

ん
だ
よ
う
な
三
人
の
顔
が
飛
び
込
ん
で
き
た

雪
乃

結
衣

い
ろ
は
で
あ
る

三
人
と
も
凄
く

ん
で
る
ね

ま
あ
ま
だ
一

月
だ
か
ら
な
俺
が
重
い

を
上
げ
て
や

と
動
き
出
そ
う
と
思

た
時
期
だ

な
私
達
は
最
初
か
ら
動
い
て
た
け
ど
も
し
八
幡
君
が
い
な
か

た
ら
私
も
同
じ
感
じ
だ

た
か
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も
ね

 
エ
ギ
ル
が
そ
う
言
い

明
日
奈
も
そ
う

い
た

 
そ
し
て
ペ

ジ
を
め
く
る

に
徐
々
に
三
人
の
顔
が
穏
や
か
な
も
の
へ
と
変
わ

て
い

た

 
時
々
他
の
者
も
混
じ
る
よ
う
に
な

て
き
て
お
り
奉
仕
部
の
再
生
を
感
じ
さ
せ
る
写
真
が

え
て
い

た

し
か
し
結
衣
や
い
ろ
は
は
今
よ
り
か
な
り

い
感
じ
に
見
え
る
が

 
雪
乃
は
ま

た
く
変
わ
ら
な
く
な
い
か

う
ん

確
か
に
そ
う
み
え
る
ね

あ
の
一
族
は
そ
う
い
う
一
族
な
ん
だ
よ

う
ち
の
理
事
⻑
か
ら
し
て
見
た
目
が
若
す
ぎ
る
か

ら
なあ

確
か
に

 
そ
し
て

中
か
ら
小
町
が

場
し

そ
し
て
一
年
後
に
雪
乃
と
結
衣
の

が
消
え

 
そ
の
次
の
年
に
い
ろ
は
の

も
消
え
た

だ
が
小
町
が
一
人
の
時
代
の
写
真
は
決
し
て
多
く
は

無
か

た

 
日
付
を
見
る
と

も
う
す
ぐ
八
幡
が
帰
還
す
る

だ
か
ら
だ
ろ
う
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そ
し
て
最
後
の
ペ

ジ
に
は

病
院
の
前
で
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
笑
う
四
人
の
写
真
と
共
に

 
こ
う
メ

セ

ジ
が

え
ら
れ
て
い
た

後
輩
達
へ

つ
い
に
彼
が

て
き
た

何
が
あ

て
も
決
し
て

め
な
い
事

 
そ
の
文

を
見
た
八
幡
の
目
に
涙
が

か
ん
だ

 
明
日
奈
は

て
そ
れ
を

い

エ
ギ
ル
は

ん

ん
と
八
幡
の

を
叩
い
た

 
そ
し
て

美
は
八
幡
か
ら
ア
ル
バ
ム
を
受
け
取
る
と

そ
れ
を
元
の
場
所
に

し
て
言

た

一
度
見
た
し

も
う
こ
れ
は
八
幡
に
は
必
要
な
い
わ
ね

そ
う
だ
な

こ
れ
か
ら
俺
達
は
前
だ
け
向
い
て
い
く
か
ら
な

あ
と
二
年
は
私
が
こ
の
場
所
を
守
る
つ
も
り
だ
け
ど
そ
の
後
の
事
は
ち

と
分
か
ら
な
い

わ
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
さ
そ
の

に
は
お
前
に
と

て
も
こ
こ
に
は
過
去
し
か
無
い
だ
ろ
う
し

な 
お
前
は
こ
こ
を

て
て

新
し
い
未
来
に

ば
た
け
ば
い
い

 
そ
の
言
葉
を

い
て

美
は
八
幡
に
こ
う
言

た

お
前
じ

な
い
わ

美
だ

て
言

て
い
る
で
し

う
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そ
の
言
葉
を

い
た
三
人
は
笑
い

美
も
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
笑

た

さ
て

実
は
今
日
は
田
中
先
生
に
会
い
に
き
た
ん
で
な

そ
ろ
そ
ろ
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
だ

田
中
先
生

新
任
の

あ
あ
そ
う
だ

知
り
合
い
と
か
な
の
か
し
ら

ま
あ

の

み
だ
な

 
そ
の
言
葉
に

美
は
少
し
考
え
た
後

直
ぐ
に
答
え
を
出
し
こ
う
言

た

あ
あ
Ｓ
Ａ
Ｏ

だ
か
ら
今
度
う
ち
の

問
が
静
先
生
か
ら
田
中
先
生
に
代
わ
る
の
か
し

ら
ねそ

う
な
の
か

う
ん

ま

た
く
理
由
が
分
か
ら
な
か

た
ん
だ
け
ど

 
多
分
八
幡
に
接
点
の
あ
る
者
同
士

て
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
う
か

い
い
か

美

あ
の
人
は
敵
と
戦
い
は
し
な
か

た
が

 
子

達
を
守
る

に
一
人
で
変
な
奴
ら
と
戦
い
抜
い
た
凄
い
人
だ

 
何
か
困

た
事
が
あ

た
ら
相
談
し
て
み
る
と
い
い
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田
中
先
生
が

そ
う
な
の
ね

う
ん
分
か

た

必
ず
頼
る
事
に
す
る
わ

 
そ
し
て
八
幡
達
は

美
に
別
れ
の
言
葉
を
告
げ
た

そ
れ
じ

ま
た
な

美

も
し
今
度
機
会
が
あ

た
ら

 
知

て
る
奴
ら
で
ど
こ
か
に
遊
び
に
で
も
行
く
か

え

私
で
い
い
の
か
し
ら

別
に

わ
な
い
さ

雪
乃
と
会
わ
せ
て
み
た
い
気
も
す
る
し
足
も
あ
る
し
な

な
あ
明
日
奈

う
ん

美
ち

ん
が
行
き
た
い
所
に
い
こ
う

分
か

た
わ

約
束
よ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

八
幡

お
う

約
束
だ

美
ち

ん

ま
た
な

美
ち

ん
ま
た
ね

今
日
は
楽
し
か

た
わ

ま
た
ね

明
日
奈
さ
ん
エ
ギ
ル
さ
ん

 
そ
し
て
手
を

る

美
に
見
送
ら
れ

一
同
は
奉
仕
部
部
室
を
後
に
し
た

 
丁
度
そ
の
入
れ

わ
り
で
や

て
き
た
何
人
か
の
女
生
徒
が

 
八
幡
達
に

を
下
げ
た
後
に

美
に
声
を

け
た
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こ
ん
に
ち
は

あ

美

あ
ら

今
日
は
ど
う
し
た
の
か
し
ら

う
ん
た
ま
に
は

美
と
一

に
の
ん
び
り
し
よ
う
と
思

て
ね

え

と
あ
の
人
達
は
知

り
合
い

う
ん

先

の
人
は

ふ
ふ

内

よ

後
ろ
の
二
人
は
友
達
な
の

内

ね

こ
れ
は

し
く
話
を

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
な

 
で
も
ど

ち
も
格
好
い
い
人
だ
ね

あ
と
凄
く

麗
な
人

ふ
ふ

で
し

う

 
そ
し
て

美
は

チ
ラ

と
八
幡
を
見
た
後
に
も
う
一
度
小
さ
く
手
を

り

 
そ
の
ま
ま
部
屋
の
中
に
入

て
い

た

ど
う
や
ら
本
当
に
一
人
じ

な
い
み
た
い
だ
な

良
か

た
ね

八
幡
君

お
お

ま
あ
安
心
し
た
わ

さ
て

サ

シ

さ
ん
と
ご
対
面
だ
な
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平

先
生

今
日
は
何
の
ご
用
事
で
す
か

何

も
う
す
ぐ
分
か
る
さ

は
 
沙

は
と
ま
ど
い
な
が
ら
そ
う
返
事
を
し
た

 
丁
度
そ
の
時
部
屋
の
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ

静
は
扉
に
向
か

て
言

た

入
り
た
ま
え

 
そ
し
て
部
屋
の
扉
が
開
き

サ

シ

に
と

て
懐
か
し
い
三
人
組
が
入

て
き
た
時

 
サ

シ

は
無
意
識
に
飛
び
出
し

そ
の
三
人
に

き
付
い
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ア
ス
ナ
さ
ん

エ
ギ
ル
さ
ん

会
い
た
か

た

サ

シ

さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

サ

シ

さ
ん

私
も
会
い
た
か

た

お
元
気
で
し
た
か

 
三
人
に
そ
う

さ
れ

沙

は
笑
顔
で
そ
れ
に
答
え
た

お
久
し
ぶ
り
で
す

皆
さ
ん
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

は

実
は
サ

シ

さ
ん
が
こ
こ
に
い
る

て

い
た
も
ん
で
会
い
に
来
ち

い
ま
し
た
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ご
存
知
の
通
り

こ
こ
は
俺
の
⺟
校
な
ん
で
ね

な
る
ほ
ど

子

達
と
は
連

を
と

た
り
し
て
る
ん
で
す
か

え
え

岡
さ
ん
の
ご
好
意
で

あ
の
子
達
の
連

先
を
教
え
て
も
ら

た
ん
で
す

 
皆
元
気
す
ぎ
る
く
ら
い
元
気
で
す
よ

た
ま
に
は
い
い
事
を
し
ま
す
ね

あ
の
腹
黒

え
え

そ
ん
な
呼
び
方

岡
さ
ん
に
失

で
す
よ

ふ
ふ

 
そ
し
て
静
が
気
を
利
か
せ
て

を
外
し

四
人
は
思
い
出
話
を
し
た

 
そ
し
て
帰
り

八
幡
が
沙

に
言

た

今
度
奉
仕
部
の

問
に
な
る
ん
で
す
よ
ね

あ
そ
こ
は

俺
が
所
属
し
て
い
た
部
で

 

美
は
俺
の
知
り
合
い
な
ん
で
す
よ
奉
仕
部
と

美
の
事
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
サ

シ

さ
ん

は
い

必
ず

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
邂
逅
は
無
事
に
終
わ
り

エ
ギ
ル
を
家
ま
で
送
り

け
た
後

 
八
幡
と
明
日
奈
は
今
日
の
戦
い
に

く

に
家
に
帰
る
事
に
し
た
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だ
が
微

に

の

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
二
人
は

 
八
幡
の
案
内
で
二
日
連
続
で
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
を
訪
れ
る
事
と
な

た
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第
３
４
５
話
 
二
つ
目
の
ス
コ

ド
ロ
ン

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

い
ら

し

い
ま
せ
ご
主
人
様

お
嬢
様

て

あ
な
た
は
確
か

日
の

あ
あ

日
も
い
た
メ
イ
ド
さ
ん
か
連
日
で
す
ま
な
い
が
フ

イ
リ
ス
か
ダ
ル
は
い
る
か

フ

リ
ス
ち

ん
か
ダ
ル
く
ん
で
す
ね

少
々
お
待
ち
下
さ
い

ん

こ
の
子
は
フ

イ
リ
ス
の
事
を
フ

リ
ス

て
呼
ぶ
の
か

 
そ
し
て
八
幡
は

奥
か
ら

て
て
フ

イ
リ
ス
が
出
て
く
る
の
を
見
て
す
ま
な
そ
う
に
こ
う

言

た
八
幡

い
ら

し

い
ま
せ
な
の
ニ

悪
い
フ

イ
リ
ス

ち

と
今
日
も
頼
む
わ

も
ち
ろ
ん
う
ち
は
ま

た
く
問
題
な
い
ニ

よ

と
り
あ
え
ず

日
の

に
ど
う
ぞ
ニ

 
そ
し
て
八
幡
は

移
動
中
に
明
日
奈
の
事
を
フ

イ
リ
ス
に
紹
介
し
た
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あ

フ

イ
リ
ス

こ
ち
ら
は
結
城
明
日
奈

日
別
働

を
指

し
て
た
シ
ズ
カ
だ

 
名
前
で
分
か
る
と
思
う
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
ス
ナ
だ

ち
な
み
に
俺
の
正
式
な
彼
女
だ
な

結
城
明
日
奈
で
す

宜
し
く
ね

フ

イ
リ
ス
さ
ん

ニ

ニ

ニ

ん
と

ま

ま
さ
か
バ

サ
ク
ヒ

ラ

様
か
ニ

 
そ
ん
な
恐
れ
多
い
私
の
事
は
是
非
フ

イ
リ
ス
と
呼
び

て
に
し
て
欲
し
い
ニ

女
様

え

あ

う

う
ん

フ

イ
リ
ス

 
明
日
奈
は

女
と
は
一
体
何
の
事
だ
ろ
う
と
思
い

首
を

げ
な
が
ら
も
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
明
日
奈
に
八
幡
は
そ

と

打
ち
し
た

明
日
奈
そ
う
い
う
設
定
だ
と
思

て
お
い
て
く
れ

ほ
ら
こ
う
い
う
店
あ
る
あ
る
だ
ろ

あ
あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

ち
な
み
に

日
詩
乃
は

王
女
シ
ノ
ル
テ

ス
と
か
呼
ば
れ
て
た
ぞ

 
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
人
は
ヴ

ル
キ

リ
ア
の
三
姉
妹
だ

て
よ

Ａ
Ｂ
Ｃ

て

噂
の
詩
乃
の
ん
の
友
達
の
事
だ
よ
ね

も
う
八
幡
君

た
ら

ま
た
変
な
呼

び
方
し
て
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す
ま
ん
す
ま
ん

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
か
ら

当
に
合
わ
せ
て
や

て
な

う
ん

 
そ
し
て
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
後

八
幡
は
フ

イ
リ
ス
に
言

た

と
り
あ
え
ず
ダ
ル
に

し
て
お
き
た
い
ん
だ
が

今
日
は
い
る
の
か

う
ん

ち

と
待

て
ニ

あ

後
急
い
で
き
た
か
ら
ち

と

が

い
ち
ま

た

俺
に
は
ホ

ト
を
一
つ
頼
む

 
明
日
奈
は
ど
う
す
る

あ

そ
れ
じ

あ
私
は
ミ
ル
ク
テ

を

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
ニ

そ
れ
で
は
少
し
お
待
ち
下
さ
い
ニ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
が
部
屋
を
出
て
い
く
と

明
日
奈
は
八
幡
に
言

た

か
わ
い
い
人
だ
ね

フ

イ
リ
ス
さ
ん

か
な
り
変
だ
け
ど
な

ま
あ
俺
は
ピ
ト
で
慣
れ
て
る
か
ら
平
気
だ
け
ど
な

あ

あ
は

し
か
し

日
は
こ
こ
か
ら
イ
ン
し
て
た
ん
だ
ね

 
ど
う
い
う
風
に
モ
ニ
タ

に
映
る
の
か
見
て
み
た
い
な

こ
の
機
能
を
小
型
化
し
て
ア
ミ

ス
フ

ア
の

機
器
と
し
て

り
出
せ
ば
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一
気
に
配
信
と
か
も

え
る
か
も
し
れ
な
い
よ
な

 
ま
あ

存
の
シ
ス
テ
ム
を
一
歩
先
に
進
め
る
だ
け
な
ん
だ
け
ど
な

そ
う
な

た
ら
色
々

り
上
が
り
そ
う
だ
ね

 
八
幡
は
そ
れ
に

き
な
が
ら
も
難
し
い
顔
を
し
て
こ
う
言

た

ま
あ
そ
れ
と
は
別
に

気
に
な
る
事
も
あ
る
ん
だ
よ
な

気
に
な
る
事

オ

グ
マ

だ

 
明
日
奈
は
そ
の

き
慣
れ
な
い
言
葉
に
首
を

げ
た

何
そ
れ

他
社
が
開
発
し
て
い
る

の
イ
ン
タ

フ

イ
ス
だ
な

は
バ

チ

ル
リ
ア
リ
テ

だ

ろ 

は

張
現
実
要
す
る
に
今
そ
の
目
で
見
え
て
い
る
景
色
が
別
の
景
色
と
認
識
さ
れ
る

て
奴
だ

あ
あ

な
る
ほ
ど

で
も
そ
れ
が
ど
う
し
た
の

そ
の
オ

グ
マ

に
配
信
機
能
が
あ

た
と
し
た
ら
商
品
と
し
て
は
一
部

合
す
る

て
事
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さ
あ
あ
そ
う
か
そ

ち
の
が
お
手

そ
う
だ
し
ね
な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
可
能
性
も
あ
る
ん

だ
ね

 
八
幡
は
明
日
奈
が
ち

ん
と
理
解
し
て
く
れ
た
よ
う
な
の
で
満
足
そ
う
に

き
な
が
ら
言

た
だ
か
ら
あ
ま
り
こ
こ
だ
け
に
資
金
を
投
入
す
る
の
は
ま
ず
い
ん
だ
よ
な

 
多
分
姉
さ
ん
も
そ
う
考
え
て

小

模
な
実
験
し
か
し
て
い
な
い
ん
だ
と
思
う

な
る
ほ
ど
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

更
に
深
刻
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
こ
う
言

た

だ
が
オ

グ
マ

に
は

念
さ
れ
る
問
題
が
一
つ
あ

て
な

ど
ん
な

え
ば
俺
か
ら
見
て

明
日
奈
が
敵
に
見
え
る
と
す
る
だ
ろ

う
ん

で

俺
は
敵
を
攻
撃
す
る

だ
が
こ
れ
は

張
現
実
だ

 
攻
撃
す
る
に
は

え
ば
殴

た
り
し
な
い
と
い
け
な
い
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明
日
奈
は
そ
の
光
景
を
現
実
に
置
き
換
え
て
考
え

顔
を

く
し
た

あ分
か

た
か
そ
の
場
合
俺
が
思
い

き
り
攻
撃
し
た
ら
明
日
奈
は
大
怪
我
を
負
う
事
に
な

る
だ
よ
ね

 
だ
が
次
の
八
幡
の
言
葉
は
も

と
深
刻
だ

た

そ
れ
を
プ
レ
イ
ヤ

が
プ
レ
イ
ヤ

に
対
し
て
意
図
的
に
行

た
ら
ど
う
な
る

そ

そ
れ
は

要
す
る
に
い
ず
れ
発

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
オ

グ
マ

に
は

 
そ
う
い
う
危
険
が
あ
る

て
事
を
常
に
考
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い

て
事
だ

 
だ
か
ら
う
ち
は
今
の
所

は
限
定
的
な
物
し
か
考
え
て
い
な
い

な
る
ほ
ど

ま
あ
そ
こ
ら
へ
ん
は
何
と
か
す
る
と
思
う
け
ど
な

さ
て

ダ
ル
が
来
た
み
た
い
だ
ぞ

 
八
幡
は
外
か
ら
近
付
い
て
く
る
人
の
気
配
を
察
知
し

そ
う
言

た

 
そ
し
て
直
ぐ
に
部
屋
の
扉
が
ノ

ク
さ
て

ダ
ル
が
そ
の
巨
体
を
現
し
た
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今
日
も
来
て
く
れ
た
ん
だ
八
幡

日
ぶ
り
だ
お

お
う
悪
い
な
ダ
ル
今
日
は
ち

と
俺
の
⺟
校
に
行

た
後
に
友
達
を
家
ま
で
送

た
ん

だ
が

 
そ
の
後
急
に
道
が
混
み
だ
し
て
家
に
帰

て
た
ら
戦
い
に
間
に
合
わ
な
い
か
も
し
れ
な
く
て

な
い
い

て
い
い

て

こ

ち
は
ま

た
く
問
題
な
い
か
ら
気
に
し
な
い
で
欲
し
い
お

 
で

そ
ち
ら
の
美
人
の
お
姉
さ
ん
は
ど
ち
ら
様

 
そ
ん
な
ダ
ル
に

八
幡
は
明
日
奈
を
紹
介
し
た

結
城
明
日
奈

え

と

ま
あ
何
だ

俺
の
正
式
な
彼
女
だ
な

初
め
ま
し
て

結
城
明
日
奈
で
す

宜
し
く
ね

ダ
ル
君

おおお
お
お
お
お

も
し
か
し
て
バ

サ
ク
ヒ

ラ

様
で
す
か

あ

は
い

 
明
日
奈
は
そ
の
呼
び
方
に
も
す

か
り
慣
れ
た
の
か
大
し
て
気
に
し
た
様
子
も
な
く
笑
顔
で
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答
え
た

説
明
し
な
く
て
も
分
か
る
ん
だ
な

さ
す
が
は
ス

パ

ハ
カ

だ
な

僕
は
今

に
感
動
し
て
い
る
お

せ

か
く
今
三
人
な
ん
だ
し

 
こ
の
場
を

り
て
お

を
言
わ
せ
て
も
ら
う
お

銀
影
に
閃
光

せ

か
く
二
人
が
こ
こ
に

揃

た
ん
だ
お

俺
と
明
日
奈
が
銀
影
と
閃
光
な
の
は
ま
あ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
事
を
調
べ
た
奴
な
ら
知

て
る
か
ら
い

い
と
し
て

 
お

て
何
だ

や

ぱ
り
ダ
ル
の
知
り
合
い
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
や

て
い
た
の
か

う
ん

ま
あ
そ
こ
ま
で
親
し
い
知
り
合
い

て

じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
こ
こ
は
ア
キ
バ
だ
か
ら
ね

そ
れ
な
り
に
そ
う
い
う
プ
レ
イ
ヤ

は
多
い

 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

そ
の
ロ
ジ

ク
に
納
得
し
た

あ
あ

確
か
に
他
よ
り
も
確

は
高
そ
う
だ
よ
な

で
も
気
に
し
な
い
で
く
れ

 
俺
と
明
日
奈
は
あ
く
ま
で
自
分
達
が
生
き
残
る

に
戦

た
ん
で
あ

て

 
多
く
の
人
を
助
け
ら
れ
た
の
は
そ
の
副
産
物
な
ん
だ
か
ら
な

 
そ
う

す
る
八
幡
に

ダ
ル
は
こ
う
言

た



 第３４５話 二つ目のスコードロン

で
も
逆
に
言
え
ば

多
く
の
人
を
助
け
た
の
は
事
実
だ

て
事
で
も
あ
る
ん
だ
お

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
な

な
の
で
や

ぱ
り
僕
と
し
て
は

心
か
ら
の
感
謝
を
二
人
に

げ
る
お

分
か

た

そ
の
感
謝

難
く
受
け
取
ら
せ
て
も
ら
う
わ

な

明
日
奈

う
ん

ダ
ル
君
の
知
り
合
い
を
助
け
ら
れ
て
良
か

た
よ

本
当
に
あ
り
が
と
う
だ
お

 
そ
の
時
部
屋
が
ノ

ク
さ
れ

フ

イ
リ
ス
が
中
に
入

て
き
た

 
三
人
は
そ
こ
で
そ
の
会
話
を
や
め
る
事
に
し
た

お
待
た
せ
し
ま
し
た
ニ

お
う

あ
り
が
と
な
フ

イ
リ
ス

あ
り
が
と
う

フ

イ
リ
ス
さ
ん

で

今
日
も
こ
れ
か
ら
戦
い
に
出
る
の
ニ

あ
あ

日
必
ず
戦
闘
に
参
加
し
な
い
と
失
格
に
な

ち
ま
う
ん
で
な

え
 
そ
れ
を

い
た
ダ
ル
が

お
か
し
な
顔
を
し
た
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そ
れ
だ
と

日
全
滅
さ
せ
た
以
外
の
チ

ム
は
全
部
失
格
に
な
る
ん
じ

な
い

あ
あ

実
は
そ
れ
に
は
抜
け

が
あ
る
ん
だ
よ
な

抜
け

で
す
と

実
は
交
戦
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
間
に

 
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
一
発
で
も

を
撃

て
い
れ
ば
戦
闘
に
参
加
し
た
扱
い
に
な
る
ん
だ
よ

な
そ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
の
八
幡
の
説
明
に
は
明
日
奈
で
さ
え
も
驚
い
た
よ
う
だ

あ
あ

さ
す
が
に
二
日
目
で
全
滅
と
か
な

た
ら
イ
ベ
ン
ト
的
に
や
ば
い
だ
ろ

 
だ
か
ら
こ
の
情
報
は
目
立
つ

と
か
に
は

に
告
知
済
だ

実
は
公
式
に
も
書
い
て
あ

る
そ
う
だ

た
ん
だ

な
の
で
純

に
や
る
気
を
失

た
奴
だ
け
が
い
な
く
な

て
い
く
事
に
な
る
は
ず
だ

 
ま

た
く
何
も
調
べ
な
い
よ
う
な
奴
ら
の
事
は
知
ら
ん
が
な

そ

か

そ
れ
じ

あ
今
日
何
組
に
な

て
る
の
か
楽
し
み
だ
ね



 第３４５話 二つ目のスコードロン

ま
だ
そ
こ
ま
で

て
な
い
と
思
う
け
ど
な

 
そ
し
て
八
幡
は

時
計
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

よ
し

そ
ろ
そ
ろ
時
間
か

二
人
と
も

頑
張

て
ニ

応
援
し
て
る
お

お
う

行

て
く
る
わ

二
人
と
も

行

て
き
ま
す

 
そ
し
て
二
人
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
こ
ち
ら
側
の
二
人
の
体
は
ソ
フ

で
寄
り

う

と
な

た

 
そ
れ
を
見
た
フ

イ
リ
ス
は

ま
し
そ
う
に
言

た

い
い
ニ

本
当
に
信
頼
し
合

て
る
感
じ
が
す
る
ニ

ま
あ
こ
の
二
人
は
伝
説
の
カ

プ
ル
で
す
し

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ

て
事
は
要
す
る
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ

て
事
に
な
る
ん

ニ

よ
ね

 
だ

た
ら
確
か
に
当
た
り
前
ニ

ね
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こ
の
二
人
と
も
う
一
人
は
僕
ら
世
代
の
英
雄
だ
お

黒
の
剣
士
様
ニ

ね

 
そ
し
て
画
面
の
中
で
は

シ

ナ
が
勢
力
図
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

お

か
な
り

て
る
な

さ
す
が
に

日
の
戦
闘
は
シ

ク
だ

た
み
た
い
だ
な

だ
ね

 
そ
の
画
面
表

は

源
氏
軍
が
八

平
家
軍
が

二
十
と
な

て
い
た

 
人

比
は

お
そ
ら
く
五
十
対
九

で
あ
ろ
う

そ
し
て
シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
に
連

を

と

た
ロ
ザ
リ
ア

敵
の
動
き
は
ど
う
だ

 
そ
の
名
前
を

い
た
ダ
ル
が

フ

イ
リ
ス
に
こ
う
説
明
し
た

今
の
ロ
ザ
リ
ア

て
子
が

問
ま
が
い
の
事
を
さ
れ
た
せ
い
で
こ
の
戦
争
が

こ

た
ら
し

い
お

問

女
の
子
ニ

よ
ね

う
ん

正
直
許
せ
な
い
お

そ
れ
は
許
す
ま
じ
ニ

皆
殺
し
ニ
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そ
し
て
画
面
の
中
で
は
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
が

街
の
様
子
を
シ

ナ
に
報
告
し
て
い
た

今
日
は
組

的
な
動
き
は
無
い
み
た
い

多
分

日
散
々
や
ら
れ
て
ま
だ
作
戦
が

ま

て
い

な
い
の
ね

ふ
む

セ
バ
ス
は
ど
う
思
い
ま
す
か

敵
は
一
度
は
必
ず
出
て
来
ざ
る
を
得
な
い

で
す
し

 
機
動
力
を
生
か
し
て
街
の
付
近
を
襲
撃
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね

良
か

た

同
じ
意
見
で
し
た
ね

よ
し
皆

そ
ん
な

で
今
日
は
街
付
近
を
襲
撃
だ

 
そ
し
て

日
と
同
じ
よ
う
に
出
撃
し
た
源
氏
軍
は

街
の
近
く
ま
で
侵
攻
し

 
ま
る
で
も
ぐ
ら
叩
き
の
よ
う
に
出
て
く
る
敵
を
狩
り
ま
く

た

行
け
行
け
シ

ナ
ニ

ゴ

ゴ

シ

ナ
だ
お

今
日
も
楽
勝
ニ

ね

 
そ
の
フ

イ
リ
ス
の
言
葉
が

こ
え
た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が

薄
塩
た
ら
こ
が
シ

ナ
に

言

た
な

シ

ナ

今
日
は
ち

と
楽
す
ぎ
な
い
か
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こ
れ
だ
け
目
立
て
ば
さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
ま
と
ま

た

の
敵
が
出
て
く
る
と
思
う
ぞ

 
と
り
あ
え
ず
そ
れ
に
備
え
て
味
方
を
集
結
さ
せ
て
お
い
て
く
れ

ふ
む

了
解
だ

 
そ
の
言
葉
通
り

シ

ナ
の
下
に
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
通
信
が
入

た

シ

ナ
敵
の
動
き
が

し
い
わ
多
分
か
な
り
の

の
ス
コ

ド
ロ
ン
が
一
気
に
出
て
く
る

わ
よ

は
何
台
く
ら
い
出
て
き
そ
う
だ

今
こ

そ
り
見
て
る
ん
だ
け
ど

多
分
十
台
く
ら
い
ね

残
り
は
徒
歩
か

え
え

 
そ
の
報
告
を

い
た
シ

ナ
は

一

味
方
を
後
方
へ
と
下
が
ら
せ
た

よ
し

五

メ

ト
ル
ほ
ど
後
退
だ

了
解

で

ど
う
す
る

俺
と
シ
ノ
ン
で
街
か
ら
出
て
く
る

間
の
敵
の
先

両
を
狙
う

 
あ
そ
こ
の
出
口
は
意
外
と

い
か
ら
な
タ
イ
ヤ
を
狙
え
ば
そ
こ
で
後
続
の

は
足
止
め
さ
れ
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る
は
ず
だ

 
今

て
て

を
出
そ
う
と
か
狙

て
く
れ
と
言
わ
ん
ば
か
り
だ
か
ら
な
遠

な
く
狙
わ
せ

て
も
ら
う

 
と
り
あ
え
ず
そ
こ
に
全
軍
で
突
撃
し
て
あ
り

た
け
の
手

を
放
り
込
む

 
こ
こ
か
ら
な
ら
二
十

で
あ
そ
こ
ま
で
到
達
出
来
る
は
ず
だ
か
ら

ま
と
め
て
ド
カ
ン
だ

 
そ
の
説
明
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
は
思
わ
ず
シ

ナ
に
言

た

⻤
か
よ

い
や

天

だ
天

本

地
が

馬
山
だ
か
ら
な

 
そ
の
珍
し
い
シ

ナ
の
冗
談
に

薄
塩
た
ら
こ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

ま
あ
こ
れ
だ
け
押
し
て
る
ん
だ

も
高
く
な
る
わ
な

油
断
は
し
な
い
け
ど
な

 
そ
し
て
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
は
狙
撃
体
制
を
と
り

敵
が
出
て
く
る
の
を
待
ち

え
た

 
そ
し
て
先

の

が
見
え
た

間

二
人
は
そ
の

の
タ
イ
ヤ
を
狙
撃
し
た

よ
し

全
軍
突

込
め

 
そ
し
て
残
り
の
九
台
の
ハ
ン
ヴ

が
エ
ン
ジ
ン
を

ら
せ
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手

を
投
げ
込
む

に
全
速
力
で
突
入
し
た

 
そ
の

間
に
ブ
ラ

ク
の
後
方
か
ら
別
の

が
現
れ
そ
れ
に
真

先
に
ニ

ン
ゴ
ロ

が
気

付
い
た

シ

ナ

バ

ク
ミ
ラ

に
敵
影

あ
れ
は

平
家
軍
だ
ぞ

お

ど
う
や
ら
敵
に
も
目

の
き
く
奴
が
い
る
な

あ
れ
は

式
の
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

で
は
な
い
か

何

さ
す
が
に
ま
と
も
に
く
ら
う
の
は
ま
ず
い
か

ど
う
す
る

独
で
迎
え
う
つ

と
り
あ
え
ず
全
速
前
進
の
後

時
計
回
り
に
移
動
だ

了
解

 
そ
し
て
シ

ナ
は

逃
げ
な
が
ら
も
け
ん
制
の

に
ミ
ニ
ガ
ン
を
乱
射
し

 
シ
ノ
ン
は
敵
を
足
止
め
し
よ
う
と
ヘ
カ

ト

を

え

ス
コ

プ
を

い
た

あ
れ

ね

シ

ナ

あ
の

に
乗

て
る
の

て
ど
う
や
ら
ゼ
ク
シ

ド
み
た
い

ゼ
ク
シ

ド
だ
と

ま
あ
あ
い
つ
な
ら
こ
れ
く
ら
い
は
や
り
そ
う
だ

そ
れ
な
り
に
認
め
て
る
ん
だ
ね

ゼ
ク
シ

ド
の
事
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馬

だ
け
ど
な

あ
は

 
シ
ノ
ン
は
笑
い
つ
つ
も
狙
い
を
定
め
て
運
転
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

を
狙
撃
し
よ
う
と
し
た

が 
敵
も
さ
る
も
の

を
激
し
く

行
さ
せ
て
狙
撃
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

 
だ
が
そ
の
お
か
げ
で
敵
も
グ
レ
ネ

ド
を
発
射
出
来
な
い
よ
う
で
あ
る

 
ち
な
み
に
運
転
し
て
い
る
の
は

こ
の
日
の

に
特
訓
し
て
き
た
ハ
ル
カ
だ

た

く
そ

狙
い
が
つ
け
ら
れ
ね
え

思
い
切

て
直
進
し
ま
す
か

い
や
ハ
ル
カ

そ
れ
だ
と
俺
か
お
前
が
シ
ノ
ン
に
狙
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

 
そ
の
う
ち
チ

ン
ス
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
と
り
あ
え
ず
こ
の
ま
ま
だ

 
頑
張

て
敵
の
後
ろ
に
張
り
付
い
て
く
れ

は
い

 
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
メ
イ
ク
イ

ン
の
二
人
は

手
に

を

て
い
た

ダ
ル
に

ん

大
丈
夫
か
ニ
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大
丈
夫
だ
と
信
じ
る
し
か
な
い
お

あ

ダ
ル
に

ん
あ
れ

お
お

ま
さ
か
新
手
か

 
ブ
ラ

ク
は
現
在
街
に
対
し
て
平
行
の
進
路
を
と

て
お
り
そ
の
正
面
か
ら
一
台
の
ジ

プ

が
現
れ
た

 
ど
う
や
ら
街
の
反
対
側
に
あ
る
も
う
一

の
レ
ン
タ
ル
屋
か
ら

を
飛
ば
し
て
き
た
よ
う
だ

ち

新
手
か

い
や

あ
の
旗
は

味
方
だ
シ

ナ

何
だ
と

 
そ
の
ジ

プ
に
乗

て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

は

シ

ナ
に
親
指
を
立
て
て
み
せ
る
と

 
そ
の
ま
ま
ゼ
ク
シ

ド
達
に
突
進
し

横
合
い
に
銃
撃
を

び
せ
た

 
幸
い
ゼ
ク
シ

ド
達
は

そ
れ
に
気
付
い
て
直
ぐ
に
伏
せ
た
の
で
無
事
で
あ

た

う
お

今
の
は
や
ば
か

た

ハ
ル
カ

と
り
あ
え
ず
転
進
し
て
離
脱
だ

 
さ
す
が
に
二
対
一
だ
と
分
が
悪
い

了
解
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危
な
か

た
で
す
ね
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ
あ

ま
さ
か
あ

ち
に
も
伏
兵
が
い
た
と
は
な

こ

ち
も
う
ま
く
奇
襲
し
た
ん
で
す
け
ど
ね

ま
あ
戦
争
だ
か
ら
色
々
あ
る
さ

 
一
方
介
入
し
た
ジ

プ
の
主
は

も
ち
ろ
ん
コ
ミ
ケ
達
だ

た

く
そ

外
し
た

ま
あ
今
の
は
仕
方
な
い
で
す
よ
相
手
が

行
し
て
た
上
に
上
手
く
伏
せ
て
ま
し
た
か
ら
ね

ど
う
し
ま
す

こ
の
ま
ま
転
進
し
て
あ
の
ハ
ン
ヴ

と
合
流
だ

お
そ
ら
く
あ
れ
が
シ

ナ
だ
ろ
う

初
お
目
見
え

す
ね

お
う

大
将
に

だ
な

 
そ
し
て
他
の
ハ
ン
ヴ

も
無
事
に
敵
の
殲
滅
を
終
え
続
々
と
ブ
ラ

ク
の
下
へ
集
結
し
て

い
た

 
さ
す
が
に
徒
歩
の
連
中
に
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
よ
う
で

 
散
発
的
に

が
飛
ん
で
く
る
く
ら
い
で

そ
の
う
ち
攻
撃
が
や
ん
だ
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俺
は
コ
ミ
ケ
だ

宜
し
く
な

大
将

シ

ナ
で
す

初
め
ま
し
て

お
味
方
感
謝
し
ま
す

ト
ミ

で
す

ケ
モ
ナ

す

た

た
三
人
だ
が

今
日
か
ら
源
氏
軍
に
合
流
す
る
の
で
宜
し
く

い
え
い
え

心
強
い
で
す
よ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

全
軍
に
指

を
出
し
た

そ
れ
じ

あ
今
日
は
こ
れ
で

収
だ
総
員
乗

の
後
に
速
や
か
に
世
界
樹
要
塞
へ
帰
還
せ
よ
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第
３
４
６
話
 
絶
望
的
な
差

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

よ

し

あ

さ
す
が
は
俺
達
の
シ

ナ

や

た
ニ

今
日
も
大
勝
利
ニ

お
祝
い
に

い
物
で
も
用
意
し
て
お
く
か
ニ

そ
れ
は
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
お

フ

イ
リ
ス
た
ん

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
部
屋
を
出
て
い
き

色
々
と
準
備
を
始
め

 
ダ
ル
も
そ
れ
を
手
伝
う

に
部
屋
を
出
て
い

た

 
そ
し
て
画
面
の
中
で
は

退
を
指

し
た
シ

ナ
に

コ
ミ
ケ
が
こ
う
話
し

け
て
い
た

な

大
将
色
々
話
が

き
た
い
か
ら
俺
も
そ
の
ハ
ン
ヴ

に
乗
せ
て
も
ら

て
も
い
い

か
なあ

は
い

ど
う
ぞ
ど
う
ぞ

そ
う
い
う

だ

ケ
モ
ナ

と
ト
ミ

は
後
か
ら
付
い
て
き
て
く
れ
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了
解

 
そ
の
時
ト
ミ

が
一

敬

し
か
け
て
や
め
た
の
を
見
た
シ

ナ
は
そ

と
コ
ミ
ケ
に

打

ち
し
た

も
し
か
し
て
本
職
の
方
で
す
か

 
コ
ミ
ケ
は
内
心
ド
キ

と
し
な
が
ら
も

平
静
を
装

て
シ

ナ
に

き
返
し
た

ど
う
し
て
そ
う
思
う
ん
だ

あ

そ
の
答
え
方
は
や

ぱ
り
そ
う
な
ん
で
す
ね

 
す
み
ま
せ
ん
ち

と
鎌
を
か
け
て
み
ま
し
た

今
ト
ミ

さ
ん
が
敬

し
か
け
て
や
め
ま
し

た
よ
ね

 
た
だ
の
軍
事
オ
タ
ク
な
ら
そ
の
ま
ま
敬

す
る
と
思
う
ん
で

敬

し
慣
れ
て
い
る
け
ど

 
し
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
て
る
職
業
の
人
は
ど
ん
な
人
だ
ろ
う

て
考
え
た
だ
け
な
ん
で
す
け
ど

ね 
後
は
銃
の

え
方
と
か

か
い
動
き
と
か
雰
囲
気
で
す
か
ね

 
そ
う
説
明
さ
れ
た
コ
ミ
ケ
は

口

を

い
た
後
に
こ
う
言

た

そ
こ
ま
で
見
ら
れ
て
た
ら
仕
方
な
い
な

さ
す
が
は
大
将

て
所
か
な
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で
も
俺

て
よ
く
ら
し
く
な
い

て
言
わ
れ
る
ん
だ
け
ど
そ
れ
で
も
そ
う
見
え
ち

う
も

の
う

ん
そ
う
は
言
い
ま
す
け
ど
や

ぱ
り
物

が
明
ら
か
に
素
人
と
は
違
い
ま
す
か
ら
ね

そ

か

実
は
俺
達
任

が
あ

て
あ
と
三
日
し
か
い
ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど
大
丈
夫
か
い

そ
う
な
ん
で
す
か

問
題
無
い
で
す

そ
れ
だ
け
で
も
助
か
り
ま
す

そ

か

じ

あ
そ
れ
ま
で
宜
し
く
な

は
い

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
に
乗
り
込
ん
だ
後

コ
ミ
ケ
は
シ

ナ
に
こ
う
言

た

あ

俺
達
の
素
性
は
出
来
れ
ば
内

で

も
ち
ろ
ん
で
す
よ
先
生
と
シ
ノ
ン
も
今
の
俺
達
の
会
話
は

か
な
か

た
事
に
し
て
く
れ

あ
り
な
の
だ
な

了
解
だ

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
問
題
な
い
わ

 
コ
ミ
ケ
は
そ
ん
な
二
人
に
感
謝
し

何
と
な
く
シ

ナ
に
こ
う
言

た

し
か
し
こ
の
ゲ

ム

い
て
い
た
よ
り
女
性
の
比

が
高
い
ん
だ
ね
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さ

き
源
氏
軍
の
メ
ン
バ

を
見
て
驚
い
た
よ

あコ
ミ
ケ
よ

そ
れ
は
誤
解
と
い
う
も
の
だ
ぞ

誤
解

ど
う
い
う
事
で
す

先
生

 
コ
ミ
ケ
は
先
ほ
ど
の

い
会
話
の
中
で

 
ニ

ン
ゴ
ロ

相
手
に
は
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
何
と
な
く
理
解
し
て
お
り
そ
う
言

た

 
中
々
の
コ
ミ

ニ
テ

能
力
で
あ
る

だ
が
そ
ん
な
コ
ミ
ケ
も

 
ニ

ン
ゴ
ロ

の
中
の
人
に
も
し
会

た
と
し
た
ら
そ
の
ギ

プ
に
ひ

く
り
返
る
の
で

あ
ろ
う

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

は
コ
ミ
ケ
に
あ

さ
り
と
こ
う
言

た

現
在
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
ほ
と
ん
ど
が
こ
ち
ら
の
味
方
な
の
だ

 
相
手
方
で
確
認
さ
れ
て
い
る
女
性
は
わ
ず
か
に
二
人
不
参
加
組
の
中
に
は
い
て
も
五
人
く
ら

い
だ
ろ
う

え

ま
じ

す
か

思
い

き
り
誤
解
し
て
ま
し
た
よ

 
そ
ん
な
コ
ミ
ケ
に

ニ

ン
ゴ
ロ

は

体
的
な

を
説
明
し
始
め
た
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女
連
が
十
五
人

九
狼
が
六
人

Ｓ

Ｎ
Ｃ
が
六
人

お
そ
ら
く
最
後
の
ス
コ

ド
ロ

ン
に
一
人
の

 
計
二
十
八
人
の
女
性
が
こ
ち
ら
の
味
方
だ

そ
れ
は
多
い
で
す
ね

日
こ
ち
ら
に
も
戦
死
者
が
三
人
出
た
か
ら

現
在
男
は
ダ
イ
ン
の
所
が
十
一
人

 
薄
塩
た
ら
こ
が
九
人

闇
風
が
五
人

九
狼
が
三
人

コ
ミ
ケ
が
三
人
の
計
三
十
一
人

 
つ
ま
り
女
性
比

は
約
二
分
の
一
と
い
う
事
に
な
る
な

 
ち
な
み
に
あ
ち
ら
は
お
そ
ら
く
最
初
は
二
千
人

度
は
い
た
は
ず
だ
か
ら

 
千
人
に
一
人
し
か
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
い
な
い
と
い
う
事
に
な
る
の
だ

俺

こ

ち
の
味
方
で
本
当
に
良
か

た
で
す

 
コ
ミ
ケ
は
心
の

か
ら
そ
う
思
い

そ
う
言

た

と
こ
ろ
で
残
り
一
つ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
女
性

俺
達
さ

き
チ
ラ
リ
と
見
た
よ

白
い

の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

で
す
よ
ね

あ
う
ん
そ
う
だ

た
か
も

俺
達
が
出
撃
し
た
時
に
実
は
敵
も
二
台
同
時
に
出
撃
し
た

ん
だ
よ
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で

殲
滅
し
て
か
ら
合
流
し
よ
う
と
思

た
ら

何
か
不
思
議
な
乗
り
物
に
乗

た
女
性
が

 
奇
襲
を
か
け
て
一
台
を
潰
し

も
う
一
台
を
引
き
受
け
て
く
れ
て
ね

 
手
伝
お
う
か
と
思

た
ん
だ
け
ど
身

り
手

り
で
大
将
の
方
へ
行
け

て
合
図
し
て
き
た

か
ら

 
急
い
で
こ

ち
に
来
た

て

な
ん
だ
よ
ね

 
で

が
見
え
な
く
な
る
間

に
バ

ク
ミ
ラ

で
見
た
限
り
は

 
も
う
一
台
も
キ

チ
リ
と
潰
し
て
た
み
た
い
だ
か
ら

ま
あ
安
心
し
て
く
れ

そ
う
で
す
か

く
合
流
し
て
く
れ
る
と
い
い
ん
で
す
け
ど
ね

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
銃
士

の

を
思
い

か
べ
た

街
の
近
く
で
ゲ
リ
ラ
戦
を
し
て
く
れ
て
い
る
の
か

 
ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
合
流
し
て
く
る
事
や
ら

ま

た
く
楽
し
み
だ
な

 
そ
し
て
世
界
樹
要
塞
に
着
い
た
一
行
は

め
て
勝
利
の
雄
た
け
び
を
あ
げ
た

今
日
は
完
勝
だ

た
な

皆
あ
り
が
と
な

こ
の
ま
ま
最
後
ま
で
勝
ち
続
け
る
ぞ

お
う

 
そ
う
雄
た
け
び
を
上
げ
た
後

コ
ミ
ケ
達
は
興
奮
ぎ
み
に
話
し
て
い
た
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い
や

こ
う
い
う
の

て
い
い

す
ね

⻑

だ
な

暇
つ
ぶ
し
の
つ
も
り
だ

た
け
ど

何
か
今
凄

楽
し
い
わ

俺
も
な
ん
だ
か
燃
え
て
き
ま
し
た

い
い
ね
い
い
ね

俺
達
は
残
り
三
日
だ
け
ど

頑
張
ろ
う

 
そ
し
て
ト
ミ

は

り
を
見
回
し
な
が
ら
言

た

し
か
し
女
性
が
本
当
に
多
い
で
す
よ
ね

事
前
の
話
と
違

て
て
び

く
り
し
ま
し
た
よ

あ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
な

 
そ
し
て
コ
ミ
ケ
は

両
軍
の
男
女
比

に
つ
い
て
二
人
に
説
明
し
た

そ

そ
れ
は

で
す
ね

あ

で
も
こ
の
戦
争
の
始
ま
り

て

ま
あ
そ
れ
も
あ
る
だ
ろ
う
が

や

ぱ
り
大
将
の
カ
リ
ス
マ
だ
ろ
う
な

で
す
ね

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
戦
い
も
無
事
に
終
わ
り

 
平
家
軍
の
ス
コ

ド
ロ
ン

は

つ
い
に

の
大
台
を

た

 
そ
の
日
の
配
信
も

り
上
が

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
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そ
し
て
落
ち

に

シ

ナ
は
メ
イ
ク
イ

ン
組
に
声
が

こ
え
な
い
よ
う
に

 
ニ

ン
ゴ
ロ

を
呼
び
と
め
て
そ
の

元
で
そ

と

い
た

雪
乃

報
告
が
あ
る
か
ら
後
で

話
す
る
わ

 
シ

ナ
が
あ
え
て
雪
乃
と
呼
ん
だ

プ
ラ
イ
ベ

ト
の
用
事
だ
と
理
解
し
た
雪
乃
は

 
八
幡
の

元
で
こ
う

き
返
し
た

分
か

た
わ

落
ち
た
ら
直
ぐ
に
シ

ワ

を

び
た
い
か
ら

 
三
十
分
以
上
後
に
し
て
も
ら

て
も
い
い
か
し
ら

了
解
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
は
共
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
二
人
は
メ
イ
ク
イ

ン
の
一
室
で
覚

し

た 
そ
の
直
後
に
フ

イ
リ
ス
と
ダ
ル
が

ケ

キ
と
飲
み
物
を
持

て
中
に
入

て
き
た

タ
イ
ミ
ン
グ
ピ

タ
リ
だ

た
ニ

ち

こ
ち

こ
中
を

い
て
た
甲
斐
が
あ

た
ね
フ

イ
リ
ス
た
ん

二
人
と
も

こ
れ
は
フ

イ
リ
ス
の
お
ご
り
の
勝
利
の
お
祝
い
ニ

 
遠

し
な
い
で
食
べ
て
飲
ん
で
ニ
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そ
れ
を

い
た
二
人
は

フ

イ
リ
ス
に
お

を
言

た

あ
り
が
と
な

フ

イ
リ
ス

ダ
ル

あ
り
が
と
う

ち

う
ど
少
し
お
腹
が
す
い
て
た
ん
だ

 
二
人
は
そ
の
フ

イ
リ
ス
の
気
遣
い
を

難
く
受
け

一
息
つ
い
た

今
日
も
凄
い
戦
い
だ

た
ニ

日
ほ
ど
じ

な
か

た
け
ど
な

こ
れ
か
ら
も
頑
張

て
ニ

お
う

絶
対
勝

て
み
せ
る
わ

頑
張
る
ね

 
そ
し
て
明
日
奈
は

思
い
つ
い
た
よ
う
に
フ

イ
リ
ス
に
言

た

あ

そ
う
だ
フ

イ
リ
ス

私
も
メ
イ
ド
服
を
着
て
み
た
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
は
似
合
い
そ
う
ニ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

女
様

 
良
か

た
ら
フ

イ
リ
ス
と
も
一

に
写
真
を

て
欲
し
い
ニ

う
ん

喜
ん
で

で
も
そ
の
呼
び
方
は
⻑
す
ぎ
る
か
ら

私
の
事
は
普
通
に
ア
ス
ナ

て
呼

ん
で
ね
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そ
れ
じ

あ
ア
ス
に

ん
で
お
願
い
し
ま
す
ニ

 
そ
ん
な
フ

イ
リ
ス
に

八
幡
は
冗
談
め
か
し
て
こ
う
言

た

俺
の
事
は
絶
対
に
ハ
チ
に

ん
と
か
呼
ぶ
な
よ
フ

イ
リ
ス

呼
ば
な
い
ニ

よ

ち
な
み
に
フ

イ
リ
ス
が
名
前
を
呼
び

て
に
す
る
の
は
二
人
目
で

 
本
名
で
呼
ぶ
の
は
八
幡
だ
け
ニ

ん

そ
う
な
の
か

 
そ
ん
な
フ

イ
リ
ス
を
観
察
し
て
い
た
明
日
奈
は

内
心
で
こ
う
思

て
い
た

こ
れ
は
恋
心
と
い
う
よ
り
憧
れ
み
た
い
な
感
じ
か
な

何
か
特
別
み
た
い
な

 
で
も
フ

イ
リ
ス
は
表
情
が

み
に
く
い
か
ら
な

一
応

は
し
て
お
か
な
い
と
だ
け
ど

ね 
フ

イ
リ
ス
さ
ん
は
凄
く
か
わ
い
い
し
八
幡
君
も
フ

イ
リ
ス
さ
ん
の
事
が
気
に
入

て
る

み
た
い
だ
し

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
明
日
奈
に
こ
う
言

た

さ
て
ア
ス
に

ん

速
お
着

え
の
時
間
ニ

う
ん
宜
し
く
ね

フ

イ
リ
ス
さ
ん
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明
日
奈
は
バ

ク
ヤ

ド
に
案
内
さ
れ

そ
こ
で
メ
イ
ド
服
を
生
ま
れ
て
初
め
て
着
る
事
に

な

た
う
わ

と
ん
で
も
な
く
似
合
う
ニ

ア
ス
に

ん

う
ち
で
働
か
な
い
か
ニ

嬉
し
い
け
ど
ち

と
無
理
か
な

ほ
ら
私

色
々
ゲ

ム
と
か
や

て
る
か
ら

確
か
に
そ
う
ニ

ね
う

ん
残
念
だ
ニ

も

と
八
幡
や
ア
ス
に

ん
と
一

に
い

た
い
ニ

 
そ
ん
な
フ

イ
リ
ス
に

明
日
奈
は
何
と
な
く
こ
う

ね
た

フ

イ
リ
ス
は

八
幡
君
の
事
が
そ
ん
な
に
気
に
入

た
の

う
ん

私
が
今
ま
で
会

た
中
で
は

一

二
を
争
う
く
ら
い
謎
め
い
て
い
て
興
味
を
引
か

れ
る
ニ

ね

 
あ
と

純
に
感
謝
し
て
憧
れ
て
る

て
の
も
あ
る
ニ

後
は
前
世
の
知
り
合
い
だ
か
ら
か

ニ
前
世
は
と
も
か
く
感
謝

あ

も
ち
ろ
ん
ア
ス
に

ん
に
も
感
謝
し
て
る
の
ニ

 
う
ち
の
常
連
さ
ん
も
何
人
か
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
か
ら
ニ
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あ

そ

か

こ
こ
は
ア
キ
バ
だ
も
ん
ね

 
明
日
奈
は

ダ
ル
に
言
わ
れ
た
の
と
同
じ
事
を
フ

イ
リ
ス
に
も
言
わ
れ

 
ま
だ
ま
だ
あ
の
事
件
の
影

が
色

く
残

て
い
る
事
を
実
感
し
た

 
も
ち
ろ
ん
二
人
の
事
を

ん
だ
り

た
り
し
て
い
る
者
も

中
に
は
い
る
の
だ
ろ
う
が

 
こ
う
い

た
感
謝
は
素
直
に
受
け
よ
う
と
明
日
奈
は
考
え
た

そ
れ
に
し
て
も
ア
ス
に

ん
が

ま
し
い
ニ

八
幡
と
一

に
い
た
ら
絶
対
に
退
屈
し
な
さ

そ
う
ニ

あ

う
ん

ま
あ
そ
れ
は
ね

せ
め
て
お
店
に
来
て
く
れ
た
時
く
ら
い
は
フ

イ
リ
ス
に
も
お

分
け
が
欲
し
い
ニ

ね

 
と
い
う

で
皆
で
楽
し
く

影
タ
イ
ム
と
い
こ
う
ニ

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
達
の
い
る
部
屋
へ

り

 
明
日
奈
は
恥
じ
ら
い
な
が
ら
も
頑
張

て
こ
う
言

た

あ

あ
す
ニ

ン
ニ

ン
で
す

ご
主
人
様

 
そ
ん
な
明
日
奈
の

を
ぼ

と
見
て
い
た
八
幡
は
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無
意
識
に

を
取
り
出
し
て
明
日
奈
の

を

影
し
そ
の
写
真
を
待
ち
受
け
に
設
定
し
た

ふ
わ

 
明
日
奈
は
ま
さ
か
い
き
な
り
八
幡
が
そ
う
動
く
と
は
思

て
い
な
か

た
の
か

 
顔
を
真

に
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

は

八
幡
君

そ
の
待
ち
受
け
は
さ
す
が
に
恥
ず
か
し
い
よ

 
そ
の
言
葉
で
我
に
返

た
八
幡
は

自
分
の

の
待
ち
受
け
を
見
て
驚
い
た

あ
れ

俺
は
今

一
体
何
を

や

ぱ
り
無
意
識
だ

た
ん
だ

お

お
う

あ
ま
り
の
明
日
奈
の
か
わ
い
さ
に

つ
い
意
識
が
銀

系
を
一

し
て
た
わ

 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は

真

な
顔
を
八
幡
の
胸
に

め

 
そ
の
胸
を

か

か
と
叩
き
な
が
ら
言

た

も
う

も
う

ま
あ
い
い
じ

な
い
か

か
わ
い
い
の
は
事
実
な
ん
だ
し

だ

て
八
幡
君
は

絶
対
に
そ
れ
を
里
香
達
に
見
せ
る
で
し

う

当
た
り
前
だ
ろ

こ
ん
な
に
か
わ
い
い
ん
だ
か
ら
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も
う

も
う

 
明
日
奈
は
再
び
八
幡
を

か

か
と
叩
き

 
八
幡
は
そ
れ
を
気
に
せ
ず
明
日
奈
の
猫

風
の
ヘ

ド
ド
レ
ス
を
な
で
て
い
た

も
ふ
も
ふ
の
猫

も

て
が
た
い
が

こ
れ
は
こ
れ
で
中
々

も
ふ
も
ふ
の
も
あ
る
ニ

よ

何

何
で
そ
れ
を

く
言
わ
な
い

フ

イ
リ
ス

今
す
ぐ
そ
れ
を
明
日
奈
の

に

が

て
ん

知
ニ

フ

イ
リ
ス
ま
で

も
う

も
う

 
そ
し
て
そ
の
後
四
人
は

影
タ
イ
ム
に
入
り
明
日
奈
と
二
人
で
写
真
を

て
も
ら

た

ダ
ル
は

 
涙
を
流
し
な
が
ら
こ
う

い
た

今
日
ほ
ど
生
き
て
て
良
か

た
と
思

た
日
は
無
い
お

 
そ
し
て
帰
り
の

の
中
で
明
日
奈
は
先
ほ
ど

た
写
真
を
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら

め
て
い

た
恥
ず
か
し
が

て
た
け
ど
や

ぱ
り
喜
ん
で
た
の
か
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そ
し
て
明
日
奈
は
八
幡
に
言

た

八
幡
君
の

で

た
の
も
見
せ
て

お
う

ほ
ら
こ
れ

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
写
真
を

め
な
が
ら
再
び
ニ
ヤ
ニ
ヤ
す
る
明
日
奈
の
手
が

と
あ
る
写
真
の
所
で
止

ま

た
は

八
幡
君

こ
の
写
真
は
消
し
た
は
ず
じ

ん

あ

や
べ

今
や
べ

て
言

た
よ
ね

確
か
に
言

た
よ
ね

ど
う
し
て
こ
れ
が
ま
だ
残

て
い
る

の
か
な

あ
れ

何
で
だ
ろ
う
な

お
か
し
い
な

 
そ
れ
は

の
明
日
奈
が
よ
だ
れ
を
た
ら
し
な
が
ら
だ
ら
し
な
い
顔
で

て
い
る
写
真
だ

た

 
明
日
奈
は
そ
の
写
真
を
じ

と
見
な
が
ら
言

た

も
う

そ
ん
な
に
こ
の
写
真
が
お
気
に
入
り
な
の

そ
の
写
真
に
限
ら
ず

明
日
奈
の
写
真
は
全
て
お
気
に
入
り
だ
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そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
ろ
う
け
ど

そ
も
そ
も
殺
伐
と
し
た
戦
争
中
に

こ
う
い
う
日
常
的
な
写
真
は
と
て
も
大
事
だ
ろ

 
こ
う
い
う
の
が
俺
の
疲
れ
た
心
を

し
て
く
れ
る
ん
だ

で
も
別
に
こ
の
写
真
じ

な
く
て
も

い
や
い
や

前
も
言

た
が
明
日
奈
が
こ
う
い
う
無
防
備
な
表
情
を
見
せ
る
の
は

 
こ
の
世
で
た
だ
一
人
俺
の
前
で
だ
け
だ

つ
ま
り
俺
は
こ
れ
を
見
る
度
に

 
明
日
奈
に
愛
さ
れ
て
い
る
と
実
感
す
る
事
が
出
来
る

こ
れ
即
ち
愛
だ

あ

愛
か
な

愛
だ

そ
う
言

て
も
ら
え
る
の
は
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

愛
だ

う

う
ん

ま
あ
確
か
に
愛
だ
よ
ね

愛
だ

 
明
日
奈
は
機

が
良
か

た
事
も
あ
り

そ
の
ま
ま
八
幡
に
押
し
切
ら
れ

 
八
幡
が
そ
の
写
真
を
所
持
し
て
い
る
事
を
認
め
た
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仕
方
な
い
な

愛
な
ん
だ
か
ら
誰
に
も
見
せ
ち

目
だ
よ

お
う

任
せ
ろ

 
こ
う
し
て
八
幡
は
命

い
し

の
中
の
お
宝
は
守
ら
れ
る
事
と
な

た
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第
３
４
７
話
 
源
氏
軍
の
帰
還

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
明
日
奈
を
家
ま
で
送
り

け
た
後

八
幡
は
約
束
通
り
雪
乃
に

話
を

け
た

で

ど
う
し
た
の
か
し
ら

お
う

実
は
今
日
総
武
高
校
に
行

て
き
て
な

奉
仕
部
の
部
室
に
行

た
ん
だ
よ

あ
ら
そ
う
な
の

久
し
ぶ
り
の
部
室
は
ど
う
だ

た

 
ま
あ
も
う
誰
も
利
用
し
な
く
な

て
久
し
い
で
し

う
か
ら

 
少
し

か

た
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

今
度

に
で
も
行
こ
う
か
し
ら

そ
れ
が
な

活
動
し
て
た
ん
だ
よ

奉
仕
部

え

意
外
だ
わ

小
町
さ
ん
が
卒
業
し
た
後
も
ま
だ
奉
仕
部
は
ま
だ
残

て
い
た
の

あ
あ

部
員
は
た

た
一
人
だ
が

立

に
守

て
く
れ
て
い
た
よ
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そ
し
て
雪
乃
は
し
ば
ら
く
無
言
で
い
た
後

万
感
の
思
い
を
こ
め
て
言

た

そ
う

そ
れ
は
良
か

た
わ

本
当
に

で
な

お
前
達
が
残
し
た
ア
ル
バ
ム
も
見
せ
て
も
ら

た
よ

あ
れ
を
見
た
の

あ
あ

正
直
少
し
涙
が
出
た

ふ
ふ

き

ね

 
雪
乃
は
少
し

ん
だ
声
で
そ
う
言

た

 
自
分
達
が
残
し
た
物
が
評
価
さ
れ
て
嬉
し
か

た
の
だ
ろ
う

ち
な
み
に
そ
の
部
員

て
の
は

会

た

見

美
な
ん
だ
が

覚
え
て
る
か

見

美

そ
う

あ
の
子
だ

た
の
ね

 
雪
乃
は
さ
す
が
の
記
憶
力
を
発

し
て
そ
う
言

た

 
ま
あ
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
た
の
だ
か
ら

当
然
か
も
し
れ
な
い

高
校
生
に
な

た

美
は

ま
る
で

の
雪
乃
を
見
て
い
る
よ
う
だ

た
よ

 
ま
あ
主
に
見
た
目
と
話
し
方
な
ん
だ
が
な

そ
ん
な
に
私
に
似
て
い
る
の

そ
れ
じ

あ
も
う
す
ぐ
目
つ
き
の
悪
い
男
子
生
徒
が
入
部
す
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る
の
か
し
ら

ち
な
み
に

問
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
俺
や
明
日
奈
や
エ
ギ
ル
と
交
流
が
あ

た
女
性
に
代
わ

た
ら

し
いな

る
ほ
ど

つ
ま
り
今
日
は
そ
の
人
に
会
い
に
行

た
の
ね

察
し
が
い
い
な

そ
の
通
り
だ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
い
つ
か

美
を
交
え
て
新

奉
仕
部
の
メ
ン
バ

で
集
ま
ろ
う
と
提
案
し

た
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

戦
争
が
終
わ
れ
ば
多
少
余

も
出
る
で
し

う

そ
う
だ
な

と
り
あ
え
ず
そ
の
う
ち

て
事
で

え
え

そ
の
う
ち
ね

 
そ
し
て
雪
乃
と
の
通
話
を
終
え
た
八
幡
は

結
衣
と
い
ろ
は
に
も

話
を
し
た

 
二
人
も
奉
仕
部
が
残

て
い
る
事
に
喜
ん
で
く
れ
た
よ
う
で

 

美
の
話
を
す
る
と

驚
き
つ
つ
も
何
と
な
く
納
得
し
た
よ
う
で
あ

た

 
そ
し
て
八
幡
は
リ
ビ
ン
グ
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
小
町
に
も
そ
の
話
を
し
た

 
小
町
も
そ
の
事
に
は
驚
い
た
よ
う
で

是
非

美
に
直
接
会

て
お

を
し
た
が

た



 第３４７話 源氏軍の帰還

 
八
幡
は
そ
ん
な
小
町
の

を

で

小
町
は

を
懐
か
し
み
な
が
ら
八
幡
に
そ

と
寄
り
か

か

た

  

日
の

方

八
幡
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

真

先
に
ロ
ザ
リ
ア
に
連

を
と

た

ど
う
だ

今
日
は
何
か
動
き
は
あ
り
そ
う
か

そ
れ
が
お
か
し
い
の
よ

そ
れ
な
り
に
激
し
く
動
い
て
は
い
る
よ
う
な
ん
だ
け
ど

 
戦
う
気
が
無
い
よ
う
な

何
か
を
準
備
し
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
気
配
が
す
る
の
よ
ね

ほ
う
ほ
う

さ
す
が
に
平
家
軍
の
奴
ら
も
本
気
に
な

た

て
事
な
の
か
な

と
に
か
く
何
か
企
ん
で
い
る
の
は
確
か
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
今
日
は
ま
と
も
な
戦
闘
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ま
あ
た
ま
に
は
い
い
さ

引
き
続
き
調
査
を
頼
む

分
か

た
わ

 
そ
の
言
葉
通
り

そ
の
日
の
戦
闘
は
散
発
的
で

街
の
外
で
攻
撃
を
仕

け
て
も

 
敵
は
直
ぐ
に
引

込
ん
で
し
ま
い

双
方
の
ス
コ

ド
ロ
ン

が

る
事
は
無
か

た

大
将

こ
れ
は
ど
う
や
ら
相
手
は
大
が
か
り
な
作
戦
を
考
え
て
い
る
ん
じ

な
い
か
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コ
ミ
ケ
も
そ
う
思
い
ま
す
か

実
は
俺
も
そ
う
考
え
て
ま
し
た

と
り
あ
え
ず
何
が
あ

て
も
即
応
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
い
い
か
な

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
結
局
夜
ま
で
大

模
な
衝
突
が

こ
る
事
は
な
く
こ
の
日
は

め
に

退
す
る
事
と
な

た

さ
て

何
を
企
ん
で
い
る
の
や
ら

大

模
な
攻
撃
計
画
で
も
た
て
て
い
る
の
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

そ
し
た
ら
こ

ち
は
こ
こ
に

れ
ば
い
い
だ
け
だ
し
な

相
手
と
し
て
は

の
力
を
最
大
限
生
か
せ
る
よ
う
な
所
で
戦
い
た
い
だ
ろ
う
な

こ
の
ま
ま
逃
げ
切

て
も

こ
ち
ら
の
ス
コ

ド
ロ
ン
を
一
つ
も
倒
し
て
い
な
い
ん
だ
か
ら

 
報

は
ま

た
く
入
ら
な
い
と
思
う
け
ど
ね

シ

ナ
さ
ん
を
倒
さ
な
い
と
意
味
が
な
い
で
す
か
ら
ね

 
主
だ

た
者
達
は
そ
ん
な
話
を
し
明
日
は
少
し

め
に
集
合
す
る
事
に
し
た

そ
し
て
迎
え

た
次
の
日

今
日
で
源
平
合
戦
も
五
日
目
か

さ
て

ど
う
な
る
事
や
ら

 
そ
う

い
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
よ
う
と
し
た
直
前
に

八
幡
の

が
着
信
を
告
げ
た
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そ
の
表

は

た
小
猫

と
な

て
い
た

中
に
い
る
は
ず
の
あ
い
つ
か
ら
直
接
連

何
か
急
ぎ
の
用
事
か

 
そ
し
て

話
に
出
た
八
幡
の

に

た
よ
う
な
薔
薇
の
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た

八
幡
大
変
よ

今
平
家
軍
の
全
軍
が
出
撃
し
た
わ

全
軍
で
出
撃

世
界
樹
要
塞
に
か

そ
れ
が

そ

ち
と
は
逆
方
向
な
の

逆
だ
と

え
え

多
分
作
戦
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

か
な
り
厳
し
い
情
報

制
が
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

 
そ
の
内
容
は
ま

た
く
分
か
ら
な
か

た
わ

と
い
う
か
い
き
な
り
動
き
出
し
た
の

分
か

た
引
き
続
き
中
で
情
報
収
集
に
努
め
て
く
れ

敵
が
攻
勢
に
出
た
の
で
は
な
い
以
上

 
か
な
ら
ず
こ
ち
ら
の

に
入
る
よ
う
に
何
ら
か
の
噂
が
バ
ラ
ま
か
れ
る
は
ず
だ

分
か

た
わ

八

あ

ご

ご
主
人
様

引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
ニ

 
そ
の
言
葉
は

突
だ

た

八
幡
は
ま

た
く
反
応
出
来
な
か

た

 
と
い
う
か

が
そ
の
言
葉
を
認
識
し
な
か

た

 
そ
し
て
十

後

や

と

と

の
回
路
が
繋
が

た
の
か

八
幡
は
薔
薇
に

ね
た
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お
前

も
し
か
し
て
変
な
ク
ス
リ
で
も
や

て
ん
の
か

ち
違
う
わ
よ
失

な

明
日
奈
や
詩
乃
と
ネ
コ

メ
イ
ド
カ
フ

に
行

た
ん
で
し

な
ん
で
お
前
が
そ
れ
を
知

て
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
い
つ
い
つ
の
間
に
明
日
奈
を
呼
び

て
に
す
る
よ
う
に
な

た
ん
だ
と
思
い

つ
つ

 
薔
薇
に
情
報
源
を

ね
た

あ
ん
た

Ａ
Ｃ
Ｓ

て
知

て
る

何
だ
そ
れ

・
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
・
シ
ス
テ
ム

ア
ル
ゴ
部
⻑
が
暇
つ
ぶ
し
で
作

た
ア
プ
リ
よ

 
茅
場
製

に
よ

て
運
用
さ
れ
て
い
る
の

あ
い
つ
は
一
体
何
を
や

て
る
ん
だ

 
そ
う

れ
る
八
幡
に

薔
薇
は
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
説
明
を
始
め
た

多
人

に
よ
る
テ
キ
ス
ト
チ

ト
と
音
声
入
力
方
式
の

索
エ
ン
ジ
ン
が
合
わ
さ

た
も

の
よ

 

え
ば

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン

て
ど
こ
に
あ
る
の

と

ね
る
と
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店
の

置
情
報
が
表

さ
れ
る
わ

そ
こ
で

ど
う
や

て
行
く
の

と

ね
る
と

 
そ
こ
ま
で
の
最

ル

ト
と
金

が
表

さ
れ
る
わ

が
判
断
し
て
く
れ
る
か
ら

 

な
言
い
方
で
も
き
ち
ん
と
答
え
を
く
れ
る
し
凄
く

利
な
の
よ

他
に
も
色
々
な
機
能

が
満
載
よ

要
す
る
に
そ
れ
で
明
日
奈
や
詩
乃
か
ら
そ
の
話
を

い
た
と

え
え
そ
う
よ

あ
ん
た
が
ネ
コ

に
か
な
り
反
応
し
て
た
ら
し
い
か
ら

 
リ

リ
ア
ル
小
猫
で
あ
る
私
が
サ

ビ
ス
し
て
あ
げ
た
の
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

即
座
に
薔
薇
に
こ
う
返
し
た

あ
あ
は
い
は
い

か
わ
い
い
か
わ
い
い

な

何
よ
そ
の
心
の
こ
も

て
い
な
い
言
い
方
は

た
ま
に
は
小
猫
を
褒
め
な
さ
い
よ

あ
あ
は
い
は
い

褒
め
て
る
褒
め
て
る

だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に

れ

く

お

覚
え
て
な
さ
い
よ

あ
あ
は
い
は
い

覚
え
て
る
覚
え
て
る

こ

今
度
会

た
時
に
は
絶
対
に
心
の
こ
も

た
言
葉
を
よ
こ
し
な
さ
い
よ
ね

 
薔
薇
は
悔
し
そ
う
に
通
話
を
切
り

そ
の
ま
ま
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に

た
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八
幡
は

Ａ
Ｃ
Ｓ
ね

と

く
と

を
開
き

自
分
で
作
成
し
た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
マ

プ
を
開

い
た世

界
樹
要
塞
か
ら
反
対
方
向

ま
さ
か
一
の
砦
か

 
そ
う
言

て
八
幡
の
指
し

す
場
所
に
は

砦
の

が
あ

た

 
そ
の
名
も
一
の
砦

こ
れ
は
街
か
ら
一
番
近
く
に
あ
る
砦
と
い
う
意
味
だ

た

 
大
軍
勢
を
迎
え
撃
つ

に
作
ら
れ
た
と
い
う
設
定
の
砦
で
両
側
に
二
重
の
堅

な
城
壁
を
持

ち 
中
は
広
い
が
城
門
は

く
そ
こ
に
至
る
外
か
ら
の
通
路
は

が
切
り
立

た

に
な

て

い
た

 
こ
こ
で
待
ち

え
ら
れ
た
ら
か
な
り
ま
ず
い
事
に
な
る
と
い
う

そ
ん
な

設
だ

た

あ
そ
こ
に
立
て
こ
も
る
と
い
う
事
は
つ
ま
り

 
そ
う
か

あ
い
つ
ら
つ
い
に

り

わ
ず
勝
ち
に
来
た
か

 
も
し
八
幡
ら
が
そ
の
砦
を
攻
め
な
か

た
場
合

 
当
然
八
幡
ら
と
立
て
こ
も

た
者
達
は
全
員
失
格
と
な
る

 
だ
が
何
組
か
で
も
平
家
軍
の
者
が
残

て
い
れ
ば
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え
ば
最
近
街
の
近
く
で
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と
噂
に
な

て
い
る

 
源
氏
軍
の
白
い

の
少
女
と
交
戦
す
る
事
で
参
加
資
格
を

持
し

 
双
方
の
主
力
が
全
滅
し
た
所
で
そ
の
少
女
を
倒
せ
ば
平
家
軍
の
勝
利
が
確
定
す
る

 
も
ち
ろ
ん
八
幡
を
倒
し
た
事
に
よ
る
ボ

ナ
ス
は
得
ら
れ
な
い
が

 
少
な
く
と
も
最

限
戦
争
に
勝

た
と
い
う
結
果
は
残
る
事
に
な
る

さ
す
が
に
あ
の
人

差
だ
と

正
面
か
ら
攻
め
落
と
す
の
は
無
理
だ
な

 
と
り
あ
え
ず
あ
い
つ
の
意
に
は
反
す
る
事
に
な

ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が

 
銃
士

と
合
流
す
べ
き
か

そ
う
す
れ
ば
少
な
く
と
も
ド
ロ

で
終
わ
る
と
思
う
が

 
そ
う

い
た
八
幡
の
目
に

書
い
た
の
だ
ろ
う
地
図
上
の
と
あ
る
文

が
飛
び
込
ん
で
き

た
こ
れ
は

そ
う
か
一
ノ
谷
の
戦
い
の
逆
落
と
し
み
た
い
な
も
の
か
名
前
も
似
て
る
し
な

 
そ
の
後
も
八
幡
は
う
ん
う
ん

て
い
た
が

ど
う
や
ら
作
戦
が
決
ま

た
よ
う
だ

 
八
幡
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

先
ず
ロ
ザ
リ
ア
に
連

を
と

た

ど
う
だ

何
か
分
か

た
か

確
か
に
噂
が
流
れ
始
め
た
ニ

敵
は

さ
れ
た
砦
に
立
て
こ
も

た
ら
し
い
ニ
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お
お

あ
ま
り
の
小
猫
の
か
わ
い
さ
に
一

気
絶
し
そ
う
に
な

た
わ

 
そ
れ
じ

あ
ま
た
何
か
あ

た
ら
連

す
る

あ

ち

 
そ
し
て
八
幡
は

通
話
を
終
え
た
後
に
ぼ
そ

と

い
た

そ
う
い
う
の
は
実

に
俺
の
目
の
前
で
ネ
コ

メ
イ
ド
服
を
着
た
上
で
や
れ

て
ん
だ
よ
ま

た
く

 
そ
し
た
ら
さ
す
が
の
俺
も
ち

ん
と
褒
め
て
や
る
ん
だ
が
な

  
実
は
こ
の

き
を
た
ま
た
ま
ベ
ン
ケ
イ
が

い
て
お
り

 
後
日
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
た
ま
た
ま
そ
の
話
題
を
出
し
た

 
そ
の
日
の
う
ち
に
薔
薇
は

自
前
の
メ
イ
ド
服
を

入
す
る
事
と
な
る

  
シ

ナ
は
仲
間
達
が
全
員
集
ま
る
ま
で
フ
ロ

リ
ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
何
か
作
業
を
し
て

い
た

 
そ
し
て
仲
間
達
が
全
員
揃

た
の
を
見
計
ら

て

シ

ナ
は
こ
う
切
り
出
し
た
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ど
う
や
ら
平
家
軍
が

て
身
の
作
戦
に
出
た
ら
し
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は

一
の
砦
の
情
報
と
自
身
の
考
え
を
仲
間
達
に
伝
え
た

あ
あ

あ
そ
こ
か

こ
れ
は
厄
介
だ
な

ど
う
す
る
よ

あ
そ
こ
を
正
面
か
ら
落
と
す
の
は
さ
す
が
に
無
理
だ
ろ

そ
こ

て
そ
ん
な
に
や
ば
い
場
所
な
の
か

と
り
あ
え
ず
今
フ
ロ

リ
ア
に
協
力
し
て
も
ら

て
作

た
立
体
図
を
出
す
か
ら
見
て
み
て

く
れ

 
そ
し
て
空
中
に
一
の
砦
の
立
体
図
が
表

さ
れ
た

そ
れ
は
即

で
作

た
に
し
て
は
い
い
出

来
で

 
そ
の
砦
の
堅

さ
が

と
い
う

伝
わ

て
き
た

こ
れ
か

こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
な

で
す
な

正
面
か
ら
だ
と
さ
す
が
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
す
な

 
コ
ミ
ケ
が
そ
う
言
い

セ
バ
ス
が
そ
れ
に
同
意
し
た

 
軍
事
の
専
門
家
が
二
人
揃

て
そ
う
言

た

シ

ナ
は
正
攻
法
で
は
無
理
だ
な
と

め
て

思

た
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と
り
あ
え
ず
俺
も

正
攻
法
で
ア
レ
を
落
と
す
の
は
無
理
だ
と
思
う

て
事
は
何
か
考
え
が
あ
る
ん
だ
ね

あ
あ

俺
の
考
え
は
こ
う
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

考
え
た
作
戦
を
仲
間
達
に
披
露
し
た

ま
じ
か
よ

そ
れ
は

点
だ

た
わ

確
か
に
そ
れ
な
ら
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
な

正
面
を
担
当
す
る
人
の
リ
ス
ク
が
高
い
け
ど

シ

ナ

正
面
か
ら
仕

け
る
役
目
は
俺
達
に
や
ら
せ
て
く
れ
な
い
か

 
そ
の
作
戦
を

い
た
コ
ミ
ケ
が
そ
う
言
い
出
し
た

皆

実
は
俺
達
は

ど
う
し
て
も
外
せ
な
い
任

い
や

仕
事
が
あ

て

 
明
日
ま
で
し
か
戦
い
に
参
加
出
来
な
い
ん
だ

だ
か
ら
こ
の
危
険
な
役
目
は

 
死
ん
で
し
ま

て
も
ま

た
く
問
題
が
無
い
俺
達
に
や
ら
せ
て
く
れ
な
い
か

 
も
ち
ろ
ん
死
ん
で
も
作
戦
は
成
功
さ
せ
る
つ
も
り
だ

 
そ
う
言
う
コ
ミ
ケ
の

は
燃
え
に
燃
え
て
い
た

仲
間
達
か
ら
は
反
対
意
見
が
出
る
事
も
無

か

た
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よ
し

そ
れ
じ

あ
作
戦
も
決
ま

た
所
で

の
上
で
だ
が
街
に
凱
旋
と
い
く
か

 
そ
し
て
源
氏
軍
は

十
台
の
ハ
ン
ヴ

に
分
乗
し
て
街
へ
と
向
か

た

 
コ
ミ
ケ
と
ト
ミ

は
ブ
ラ

ク
に
乗
せ
て
も
ら
う
事
と
な
り

 
ケ
モ
ナ

は
一
人

た
闇
風
達
の
所
に
混

て
も
ら
う
事
と
な

た

 
ど
う
や
ら
闇
風
と
ケ
モ
ナ

は
性
格
的
に
相
性
が
い
い
ら
し
く

に
意
気
投
合
し
て
い
た

 
闇
風
が
実
は
ケ
モ
ナ

と
同
じ
趣
味
を
持

て
い
る
と
い
う
噂
も
流
れ
た
が

 
そ
の
真

は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
は
い
な
い

 
お
い

あ
れ
を
見
ろ

あ
れ

て
ま
さ
か
シ

ナ
か

お
い
皆

源
氏
軍
が
帰

て
き
た
ぞ

え

も
う
戦
争
は
終
わ
り

平
家
軍
の
奴
ら
は

方
の
間
に
街
か
ら
出
て

た
ぞ

都
落
ち

て
奴

さ
あ
な

た
だ
確
か
な
の
は

今
目
の
前
に
源
氏
軍
が
勢
揃
い
し
て
る

て
事
だ
け
だ
な

 
平
家
軍
と
し
て
は

街
に
平
家
軍
の
者
が
残

て
い
る
事
を
源
氏
軍
に
知
ら
れ
た
く
な
い
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居
残
り
の
平
家
軍
の
者
は

源
氏
軍
の
帰
還
を

れ
て
観
察
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
こ
う
し
て
源
氏
軍
は

一
時
的
に
で
は
あ
る
が

街
へ
と
帰
還
す
る
事
と
な

た



 第３４８話 一の砦の戦い・前半

 
第
３
４
８
話
 
一
の
砦
の
戦
い
・
前
半

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

い
や

実
に
燃
え
る
展
開
に
な

て
き
た
な

大
将

本
職
の
目
か
ら
見
て

こ
の
作
戦
は
ど
う
で
す
か

面
白
い
と
思
う
よ

ゲ

ム
な
ら
で
は

て
感
じ
だ
な

で
す
ね

 
街
へ
と
凱
旋
す
る

中
の
ブ
ラ

ク
の
中
で
シ

ナ
と
コ
ミ
ケ
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て

い
た本

職
だ
と

な
る
ほ
ど

コ
ミ
ケ
達
は
現
役
の
自
衛

員
な
の
だ
な

こ
の
事
は
内
密
に
な

先
生

シ
ノ
ン

も
ち
ろ
ん
だ

う
ん

分
か

て
る
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二
人
は
そ
う

い
た

こ
ん
な
会
話
に
な
る
事
も
予
想
し
て

 
シ

ナ
は
前
回
と
同
じ
メ
ン
バ

を
ブ
ラ

ク
に
乗
せ
て
い
た
の
だ

た

正
面
の

役
を
頼
ん
で
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん

何

が
鳴
る

て
も
ん
で
す
よ

レ
ン
ジ

章
持
ち
が
二
人
も
い
る
ん
だ

や

て
や
る

た

⻑

そ
れ
は

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は

感
に
反
応
し
た

も

も
し
か
し
て
お
二
人
と
も

レ
ン
ジ

章
を
お
持
ち
な
ん
で
す
か

お
う
よ

は

あ
ま
り
大
き
な
声
で
言
う
事
じ

な
い
ん
で

内
密
に
お
願
い
し
ま
す
ね

 
自
分
と

⻑
は
確
か
に
そ
う
で
す
ケ
モ
ナ

は
レ
ン
ジ

章
こ
そ
持

て
い
ま
せ
ん
が

 

の
運
転
は
抜

に
上
手
い
で
す
よ

な
る
ほ
ど

レ
ン
ジ

何

 
詩
乃
は
そ
の
用
語
が
分
か
ら
な
か

た
ら
し
く

そ
う
質
問
し
て
き
た
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そ
れ
に
対
し
て
シ

ナ
は

シ
ン
プ
ル
に
こ
う
答
え
た

精

の
証
だ
な

お

シ
ン
プ
ル
な
答
え
だ
ね

で
も
ま
あ
知
ら
な
い
人
に
対
す
る
説
明
と
し
て
は
満
点
で
す
ね

な
る
ほ
ど

と
に
か
く
凄
い
の
ね

だ
か
ら
こ

ち
は
任
せ
て
く
れ
よ
な

は
い

信
頼
し
て
ま
す

 
そ
し
て
街
に
着
い
た
源
氏
軍
は

一

プ
レ
イ
ヤ

に
熱
狂
的
に
迎
え
ら
れ
た

源
氏
軍
だ

凄
い
ぞ
お
前
ら

あ
の
人

差
を
よ
く
も
ま
あ

頑
張
れ
よ

シ

ナ

応
援
し
て
る

 
そ
し
て
シ

ナ
は

せ

か
く
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
だ
か
ら
と
思
い

集
に
こ
う
叫
ん
だ

平
家
軍
を

ら
し
め
る

源
平
合
戦
の
勝
利
の
成

の

首
都
よ
私
は
帰

て
き
た

お
お

シ

ナ
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ナ
イ
ス
ネ
タ

最
高

 

集
は
そ
の
言
葉
に
や
ん
や
や
ん
や
と
喜
び

大
い
に

り
上
が

た

 
そ
ん
な
シ

ナ
達
を

銃
士

が
物
陰
か
ら

め
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
銃
士

に

イ
コ
マ
が
こ

そ
り
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

た

銃
士

さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す
ね

イ
コ
マ
様

う
ん

お
久
し
ぶ
り

 
銃
士

は
イ
コ
マ
を
見
て
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

ど
う
し
ま
す

こ
こ
で
合
流
し
ま
す
か

私
が
何
故
源
氏
軍
だ
と

む
し
ろ
銃
士

さ
ん
が
源
氏
軍
じ

な
か

た
ら

逆
に
び

く
り
で
す
よ

と
こ
ろ
で
こ
れ
は
ど
う
い
う

況

実
は

 
そ
し
て
イ
コ
マ
は

手

く
今
の

況
を
銃
士

に
説
明
し
た

 
そ
の
説
明
を

い
た
銃
士

は

考
え
た
末
に
言

た

そ
れ
な
ら

力
現

を
変
え
な
い
方
が
い
い

今
は
ま
だ
合
流
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
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そ
う
で
す
か

で
も
最
終
日
ま
で
に
は
合
流
し
て
下
さ
い
ね

定

約
束
す
る

 
そ
し
て
銃
士

は
ど
こ
か
へ
去

て
い
き

イ
コ
マ
は
そ
の
事
を
シ

ナ
に
報
告
し
た

分
か

た

楽
し
み
だ
な

で
す
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
達
は
そ
の
ま
ま
街
の
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

こ
の
ビ
ル
だ

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
と
あ
る
ビ
ル
に
入
り

そ
の
中
に
あ

た

し
扉
を

て

 
中
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
い
る
一
室
に
仲
間
達
を
案
内
し
た

こ
ん
な
分
か
り
に
く
い
所
に

よ
く
こ
ん
な
の
見
付
け
た
ね

シ

ナ

や

ビ
ル
の

的
に
明
ら
か
に
不
自
然
な
ス
ペ

ス
が
あ

た
ん
で
探
し
て
み
た
ら
あ

さ
り

と
な

 
さ
て

ち

と
面
倒
だ
と
思
う
が

全
員
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し

け
て
く
れ

 
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
の
話
を
終
え
た
一
行
は

そ
の
ま
ま
と

て
返
し
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や
他
の
必
要
な
物
を
補
充
し
た
後
に

再
び
ハ
ン
ヴ

に
分
乗
し
て
一
の
砦
へ
と
向

か

た
さ
て

こ
の

り
で
一

止
だ

お
い
シ

ナ

あ
い
つ
ら
こ

ち
を
見
て
る
み
た
い
だ

 

速

で
敵

を

い
て
い
た
闇
風
が
そ
う
言

た

待
ち
伏
せ
準
備
は
準
備
万

て

か

ま
あ
そ
う
は
問
屋
が
お
そ
ロ
シ
ア

て
な

意
味
が
分
か
ら
な
い
が

よ
し

速
移
動
だ

コ
ミ
ケ

後
は
任
せ
ま
す

あ
い
よ

任
せ
て
く
れ

 
そ
し
て
コ
ミ
ケ
達
だ
け
を
残
し

シ

ナ
達
は
ど
こ
か
へ
と
移
動
を
開
始
し
た

⻑

あ
い
つ
ら
殺
気
立

た
目
で
こ

ち
を
見
て
ま
す
よ

向
か

て
き
た
ら
ど
う
し
ま
す
か

そ
の
時
は

尾
を

い
て
逃
げ
出
す
さ

砦
の
外
に
敵
が
出
る
分
に
は
問
題
な
い
か
ら
な

 
ケ
モ
ナ

い
ざ
と
い
う
時
は
頼
む
ぞ

任
せ
て
く
れ

す

あ
ん
な
ド
素
人
ど
も

く
ち
ぎ

て
や
り
ま
す
よ
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そ
の

シ

ナ
達
は

一
の
砦
近
く
に
あ
る
山
小
屋
へ
と
到
着
し
た

こ
こ
だ

番
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し

け
て
く
れ

あ
い
よ

さ
あ

ん
で

ん
で

 
仲
間
達
は
一
人

ま
た
一
人
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し

け

そ
の

を
消
し
て
い

た

 
そ
し
て
最
後
に
シ

ナ
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し

け

次
の

間
に
シ

ナ
は

の
中
に
い
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
を
仲
間
達
が
出
迎
え
た

シ

ナ

全
員
問
題
な
く
揃

て
る

オ

ケ

だ

そ
れ
じ

あ
進
む
か

し
か
し
考
え
た
も
ん
だ
な
ク
エ
ス
ト
の
フ
ラ
グ
を
利
用
し
て
砦
の
中
に

入
し
よ
う
だ
な

ん
て
な

こ
の
ク
エ
ス
ト
は
前
に
や

た
事
が
あ

て
な

 
ま
あ
自
前
で
作
成
し
た
地
図
に
メ
モ
が

り
付
け
て
な
け
れ
ば
思
い
出
せ
な
か

た
か
も
し
れ

な
い
け
ど
な

な
る
ほ
ど

 
一
行
は
そ
の
ま
ま

を
進
ん
で
い
た
が

あ
る
所
で
急
に

界
が
開
け
た
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そ
し
て
そ
の

界
の
先
に

大

の
モ
ン
ス
タ

が

を
現
し
た

あ
れ
か

あ
あ

普
通
は
こ
こ
で
全
滅
さ
せ
て
先
に
進
む
ん
だ
が

あ
そ
こ
に
扉
が
あ
る
だ
ろ

 
あ
そ
こ
は
砦
の
中
の

し
扉
に
繋
が

て
る
ん
だ
が

 
あ
そ
こ
に
入
る
と
こ
こ
の
敵
が
全
部
砦
の
中
に
転
移
し
て
く
る
ん
だ
よ
な

絶
対
逃
が
さ
な
い

て
か

一
度
ア
ク
テ

ブ
に
な

た
ら

無
差
別
に
近
く
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

を
攻
撃
す
る
か
ら

 
そ
う
い
う
迎
撃
型
の
イ
ベ
ン
ト
な
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ
俺
は
ソ
ロ
で
ク
リ
ア
し
た
が

相
変
わ
ら
ず
の
化
け
物
ア
ピ

ル
か

 
シ

ナ
は

を

め
な
が
ら

続
け
て
こ
う
言

た

さ
す
が
に
こ
の
戦
い
で
平
家
軍
を
全
滅
さ
せ
る
の
は
不
可
能
だ
ろ
う
が

 
モ
ブ
は
砦
の
中
央
に

く
か
ら
せ
め
て
半

を
コ
ミ
ケ
達
が
い
る
南
門
方
面
に

じ
込
め
た

い 
そ
こ
で
誘

役
の
者
に

敵
を
そ
ち
ら
ま
で
誘

し
て
も
ら
う

な
る
ほ
ど
門
は
四
つ
あ
る
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
中
央
の
二
つ
を
同
時
に

じ
ち
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ま
う
の
か

よ
し

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

お
前
ら
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
中
に

入
し
て
く
れ

ち

ち

い
待
ち

ウ

イ
ウ

イ
ウ

イ

 
そ
う
言

て
一
人
で
突
入
し
よ
う
と
す
る
シ

ナ
を

闇
風
が
止
め
た

ん

ど
う
し
た

自
分
で
誘

役
を
す
る
つ
も
り
だ

た
ん
だ
ろ
う
が
シ

ナ

一
つ
忘
れ
て
な
い
か

 
今
お
前
の

の
上
に
は

源
氏
軍
の
旗
が
立

て
る
ん
だ

 
そ
れ
じ

あ
直
ぐ
に
源
氏
軍
の
奴
だ

て
バ
レ
ち
ま
う

あ

く
そ

そ
の
事
は
失
念
し
て
た
な

 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と
困

た
顔
を
し
た

そ
ん
な
シ

ナ
に
闇
風
が
言

た

こ
こ
は
ス
ピ

ド
ス
タ

た
る
俺
の
出
番
だ
ろ

俺
は
自
分
が
前
線
で
暴
れ
た
い
が

に

 
旗
持
ち
の
役
目
を
別
の
奴
に
任
せ
て
あ
る
か
ら
な

だ
が

だ
が
も
何
も
無
え
よ

こ
れ
が

材

所

て
奴
だ

 
シ

ナ
は
こ
の
ま
ま

入
部

の
指

を
と

て
く
れ
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分
か

た

 
こ
う
し
て
誘

役
は
闇
風
に

さ
れ
た

コ
ミ
ケ
さ
ん

こ
ち
ら
の

は
闇
風
が
や
り
ま
す

 
表
門
か
ら
闇
風
の

が
見
え
た
ら
手
は
ず
通
り
に
お
願
い
し
ま
す

オ

ケ

オ

ケ

任
だ
と
思
う

こ

ち
は
い
つ
で
も
オ

ケ

だ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
ろ
そ
ろ
い
き
ま
す
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は
闇
風
の

を

ん
と
叩
き
な
が
ら
言

た

内
部
の

は
覚
え
た
な

足
を
止
め
る
な
よ

分
か

て
る

て

本
気
で
走
れ
ば
俺
に
付
い
て
こ
れ
る
奴
は
存
在
し
な
い

 
闇
風
は
自
分
の
足
を

ん

ん
叩
き
な
が
ら
自
慢
げ
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
仲
間
達
が
見
守
る
中

闇
風
は
扉
を
開
け

一
の
砦
の
内
部
に

入
し
た

 
そ
の

間
に
砦
の
内
部
に
モ
ブ
の
軍
団
が
出
現
し

 
そ
の
場
に
い
た
平
家
軍
の
プ
レ
イ
ヤ

に
襲
い

か
り
始
め
た

な

何
だ
こ
の
モ
ブ
は

中
央
の
味
方
の

が
少
な
い

と
り
あ
え
ず
北
門
ま
で
移
動
し
て
そ
こ
で
敵
を
迎
え
撃
と
う
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北
側
を
見
張

て
い
た
者
達
は

そ
う
言

て
北
の
外
側
の
門
ま
で
移
動
し

 
そ
こ
に
い
た
者
達
と
連

し
て
モ
ブ
の
殲
滅
を
始
め
た

 
そ
し
て
闇
風
は

こ
う
叫
び
な
が
ら
砦
の
南
側
の
内
部
を
走
り
回

た

中
央
に
モ
ブ
の
軍
団
が

い
た
ぞ

南
か
ら
は
シ

ナ
が
来
る
か
も
し
れ
ん

 
総
員
南
門
側
の
内
部
に
集
合
し
て
中
央
の
モ
ブ
を
殲
滅
後

シ

ナ
に
備
え
ろ

 
そ
の
言
葉
に
釣
ら
れ
た
平
家
軍
の
者
達
は

し
つ
つ
も
指

通
り
に
集
ま
り
始
め
た

 
こ
う
し
て
平
家
軍
は
四
つ
あ
る
門
の
う
ち
北
側
二
つ
と
南
側
二
つ
の
門
の
間
に
分
か
れ
分

断
さ
れ
た

 
そ
し
て
誰
も
い
な
く
な

た
中
央
に
シ

ナ
達
が

入
を
果
た
し
た

よ
し

急
い
で
中
央
二
つ
の
門
を

じ
る
ん
だ

じ
た
ら
直
ぐ
に
信

を
発
射
だ

 
そ
の
シ

ナ
の
指

通
り

一
行
は
二
手
に
分
か
れ
て
中
央
の
門
を

じ
た

 
だ
が
平
家
軍
の
者
達
は

モ
ブ
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た

に
そ
れ
に
気
付
か
な
か

た

 
そ
し
て
平
家
軍
の
者
達
は

空
に
信

が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
の
を
見
た

な

何
だ

ま
さ
か
シ

ナ
達
が

に
こ
こ
に
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い
や
い
や
あ
り
え
な
い
だ
ろ

と
に
か
く
今
は
急
い
で
モ
ブ
の
殲
滅
だ

 
そ
し
て
南
門
で
そ
の
信

を
確
認
し
た
闇
風
は

今
度
は
こ
う
叫
ん
だ

外
か
ら
シ

ナ
達
が
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
偵
察
は
俺
に
任
せ
て
く
れ

 
シ

ナ
達
の

が
見
え
た
ら
直
ぐ
に
報
告
す
る

お

お
う

頼
ん
だ
ぞ

 
一
方
コ
ミ
ケ
達
は

空
に
上
が
る
信

を
見
た

間
に
全
力
で
砦
方
向
に
爆
走
を
始
め
た

ト
ミ

ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

の
準
備
は
出
来
て
る
な

問
題
あ
り
ま
せ
ん

い
つ
で
も
撃
て
ま
す

ケ
モ
ナ

全
力
で
門
へ
と
向
か
え
闇
風
が
出
て
き
た
ら
回
収
し
て
そ
の
ま
ま

囲
を

だ
任
せ
て
下
さ
い

 
闇
風
は
そ
の

一
番
南
の
門
に
到
達
し

今
ま
さ
に
外
に
出
よ
う
と
し
て
い
る
所
だ

た

 
そ
の
闇
風
の

を
見
て

闇
風
の
正
体
を

破
し
た
者
が
い
た

ゼ
ク
シ

ド
で
あ
る

ま
さ
か

お
い
お
前

ち

と
止
ま
れ

そ
う
言
わ
れ
て
止
ま
る
奴
が
い
る
か

て
の
精
々
頑
張

て
生
き

び
ろ
よ
ゼ
ク
シ

ド
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や

ぱ
り
闇
風
か

仕
事
は
果
た
し
た

あ
ば
よ
ゼ
ク
シ

ド

や
ば
い

ユ

コ

ハ
ル
カ

こ
れ
は
多
分
シ

ナ
の
罠
だ

に
乗

て
外
へ
脱
出
す
る

ぞ
そ

そ
う
な
ん
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

他
の
味
方
の
人
に
こ
の
事
を
伝
え
ま
す
か

も
う
時
間
が
無
い

こ

ち
の
生
存
を
優
先
だ

 
そ
し
て
闇
風
は
凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
で
門
か
ら
飛
び
出
し
て
い

た

前
方
に
コ
ミ
ケ
達
の

が
見
え

 
闇
風
は
そ
ち
ら
に
手
を

た

そ
れ
を
見
た
コ
ミ
ケ
は
ト
ミ

に
言

た

ト
ミ

門
を
破
壊
し
ろ

は
い

お

と

後
方
の
安
全
確
認

と

安
全
は
確
認
済
だ

さ

さ
と
撃
て

は

は
い

 
そ
し
て
ト
ミ

が
発
射
し
た
ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

の

は
門
の
上
に
着

し
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ガ
ラ
ガ
ラ
と
門
が
崩
れ
門
は
完
全
に
塞
が
れ
た

そ
の
直
前
に
一
台
の

が
外
へ
と
飛
び
出

し 
そ
の
ま
ま
方
向
を
変
え
て
⻄
へ
と
走
り
去

た

こ
う
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

前
で
危
機
を
回

避
し
た

 
だ
が
残
り
の
者
達
に
と

て
は
そ
れ
は
悪
夢
の
始
ま
り
だ

た

門
が
崩
れ
た
ぞ

何
だ
よ
こ
れ

何
が

こ

て
る
ん
だ

い
つ
の
間
に
か
中
央
側
の
門
が

ま

て
る
ぞ

じ
込
め
ら
れ
た

況
が
分
か
ら
ん

と
に
か
く
最
優
先
で
モ
ブ
を
殲
滅
だ

 
そ
の

闇
風
は
コ
ミ
ケ
達
と
合
流
し

ハ
ン
ヴ

の
シ

ト
で
一
息
つ
い
て
い
た

ふ
う

成
功
成
功

と

闇
風
は
足
が
速
い
な

ま
あ
Ａ
Ｇ

強
化
だ
か
ら
な

ゲ

ム
な
ら
で
は
み
た
い
な

お

つ
い
に
旗
が
揚
が

た

す

 
そ
の
ケ
モ
ナ

の
言
葉
通
り
ま
る
で
見
せ
つ
け
る
か
の
よ
う
に
源
氏
軍
の
白
旗
が
砦
の
中
央
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に
上
が
り

 
そ
れ
に
気
付
い
た
平
家
軍
の
者
達
は

自
分
達
が
罠
に
は
ま

た
事
を
知

た
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第
３
４
９
話
 
一
の
砦
の
戦
い
・
後
編

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お

お
い

あ
れ

 
最
初
に
そ
れ
を
見
付
け
た
の
は

平
家
軍
の
一
プ
レ
イ
ヤ

だ

た

何
だ
よ
今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
じ

無
え
ん
だ
よ

畜
生
こ
い
つ
ら
一
体
ど
こ
か
ら
来
や
が

た 
さ

さ
と
こ
の
モ
ブ
共
を
何
と
か
し
な
い
と
シ

ナ
が
来
ち
ま
う

い
や

シ

ナ
な
ら
も
う
来
て
る
み
た
い
だ
ぞ

は

お
前
何
言

て
ん
だ
よ

と
に
か
く
モ
ブ
を
撃
て

て

だ

て
あ
れ

何
だ
よ
し
つ
こ
い
な

て

何
で
あ
ん
な
所
に
源
氏
の
白
旗
が

 
そ
ん
な
下
の

叫
喚
の
様
子
を

め
つ
つ
源
氏
軍
の
面
々
は
絶
対
安
全

で
談
笑
し
て
い
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た
ま
さ
に
袋
の
ネ
ズ
ミ

て
奴
だ
な

北
側
は
逃
げ
よ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
逃
げ
ら
れ
る
け
ど

南
は
ね

ま
あ
運
が
悪
か

た

て
事
で

め
て
も
ら
お
う

さ
て

こ

ち
は
任
せ
る
ぞ

シ
ノ
ン

た
ら
こ

そ
れ
に

ト

マ

 
デ
グ
チ

レ
フ
の
デ
ビ

戦
だ

ロ

ザ
重
く
て
歩
く
速
度
が

く
な

て
苦
労
し
た
だ

ろ
う
が

 
北
門
前
ま
で
も
う
少
し
頑
張

て
く
れ

頑
張
り
ま
す

 
そ
し
て
南
門
で
は

シ
ズ
カ
が
敵
の
前
に
そ
の

を
現
し
た

シ

シ
ズ
カ
が
い
る
ぞ

ま
じ
か
よ

本
当
に
源
氏
軍
な
の
か
よ

 
そ
の
シ
ズ
カ
は
ニ
コ
リ
と
微
笑
み

平
家
軍
の
者
達
に
優

に

を
し
た

皆
さ
ん
ご
機

よ
う

そ
し
て
さ
よ
う
な
ら

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
は
敵
を
見
下
ろ
し
た
ま
ま

仲
間
達
に
向
か

て
叫
ん
だ
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放
て

 
そ
の
合
図
と
共
に

門
の
上
に
ず
ら
ず
ら
と
源
氏
軍
の
者
達
が

を
現
し

 
モ
ブ
と
平
家
軍
の
者
達
に
激

な
銃
撃
を

び
せ
始
め
た

 
平
家
軍
の
者
達
は
そ
の
場
か
ら
脱
出
す
る
事
も
出
来
ず
か
と
い

て

れ
る
場
所
も
無
く

 
あ
る
者
は
モ
ブ
に
倒
さ
れ

ま
た
あ
る
者
は
源
氏
軍
の
銃

に
ハ
チ
の

に
さ
れ
た

く
そ

報

に
釣
ら
れ
て
ホ
イ
ホ
イ
平
家
軍
に
入

た
り
す
る
ん
じ

無
か

た

平
家
軍
に
入

て
も

何
も
い
い
事
は
無
か

た
わ

む
し
ろ

り
の
一

プ
レ
イ
ヤ

か
ら
白
い
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

ち
ま

た
ぞ

こ
れ
で
や

と
解
放
さ
れ
る
な

後
は
精
々
観
客
と
し
て
楽
し
ま
せ
て
も
ら
お
う

 
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ

完
全
に

め
た
南
門
勢
は

 
ほ
と
ん
ど

抗
し
な
い
ま
ま
バ
タ
バ
タ
と
倒
さ
れ
て
い

た

 
も
ち
ろ
ん

抗
し
よ
う
と
す
る
者
も
い
た
が

敵
は
か
な
り
の
高
所
の
門
の
上
で
あ
る

 
狙
い
を
ま
と
も
に
つ
け
る
事
す
ら
出
来
な
い
の
だ

 
こ
う
し
て
南
門
の
平
家
軍
と
モ
ブ
は
ま
と
め
て
殲
滅
さ
れ
た

 
一
方
北
門
で
あ
る

北
門
に
は

ギ

レ

ト
と

子
王
リ

チ

が
揃

て
い
た
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こ
れ
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い

シ

ナ
達
の

が
南
門
に
見
え
た

間

 
ギ

レ

ト
と

子
王
リ

チ

の
二
人
は

 
大
将
は
後
方
に

え
る
べ
し
と
言

て
北
門
方
面
に
移
動
し
た
の
だ

 
南
門
に

み
と
ど
ま

た
ゼ
ク
シ

ド
と
は
大
違
い
で
あ
る

く
そ

源
氏
軍
の
奴
ら
め

俺
は
先
に
脱
出
す
る

お
前
も
出
来
る
だ
け
急
げ
よ
リ

チ
く

俺
は
銃
が
重
す
ぎ
て

く
は
走
れ
ね
え
ん
だ
よ

そ
ん
な
の
知
る
か

そ
ん
な
ク
ソ
で
か
い
銃
な
ん
か
使

て
る
か
ら
い
け
な
い
ん
だ
ろ

 
そ
し
て
ギ

レ

ト
は

源
氏
の
白
旗
に
背
を
向
け
一
心
不
乱
に
走
り
出
し
た

 
次
の

間
に
ギ

レ

ト
の
背
中
に
黒
い
大

が
開
き

子
王
リ

チ

は
目
を

く
し
た

お

お
い
ギ

レ

ト

何
だ
そ
の
背
中
の

 
ギ

レ

ト
は
そ
れ
に
は
答
え
ず

り
返

て

き
そ
う
な
顔
で

子
王
リ

チ

の
顔
を

見
た

 
そ
し
て
次
の

間
ギ

レ

ト
は
光
の

と
な

て
消
滅
し
た

な

ま
さ
か
今
の
は
狙
撃
な
の
か
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そ
う

然
と
す
る

子
王
リ

チ

の

に

平
家
軍
の
者
達
の
声
が

こ
え
て
き
た

お
い

あ
れ
は
何
だ

対
物
ラ
イ
フ
ル
か

見
た
事
が
無
い
銃
だ
ぞ

 
そ
し
て
平
家
軍
の
中
の
銃
オ
タ
ク
の
一
人
が
正
解
を
叫
ん
だ

デ
グ
チ

レ
フ
だ

対
物
ラ
イ
フ
ル
な
ん
て
も
ん
じ

な
い

あ
れ
は
対
戦

ラ
イ
フ
ル
だ

ぞ 
そ
の
言
葉
が
平
家
軍
の
者
達
の

に

み
入
る
ま
で
は
若

時
間
が
か
か

た

 
そ
し
て
少
し
の
間
を
置
い
て

平
家
軍
の
者
達
は
我
先
に
と
逃
げ
だ
し
始
め
た

ま
じ
か
よ

こ
の
地

で
そ
ん
な
の
相
手
に
出
来
る
か
よ

何
で
源
氏
軍
に
ば

か
り
遠

離
狙
撃
の
使
い
手
が
集
ま
る
ん
だ
よ

と
に
か
く
逃
げ
ろ

今
は
生
き

び
る
ん
だ

 
結
果
的
に
そ
の

逃
げ
の
せ
い
で
平
家
軍
は

う
じ
て
軍
の
体

を
保
つ

度
の
戦
力
が

持
出
来
た

 
シ

ナ
達
も
選
り
す
ぐ

た
狙
撃
手
を
中
心
に
編
成
し
た

 
あ
る

度
の
プ
レ
イ
ヤ

を
倒
す
事
に
成
功
し
て
い
た
が
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一
気
に
大
人

が
移
動
し
よ
う
と
し
た

そ
の
人
の

れ
に

れ
込
ん
だ

子
王
リ

チ

は 
残
念
な
が
ら
仕

め
る
事
が
叶
わ
な
か

た

リ

チ

は
逃
が
し
た
か

だ
が
ト

マ
よ
く
や

た
ぞ
立

な
デ
ビ

を

た

な
は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ロ

ザ
も
頑
張

た
な

え
ら
い
ぞ

シ

ナ
さ
ん

ご
褒
美
に

を

で
て
下
さ
い

お
う

よ
く
や

た
な

 
ロ

ザ
は
ち

か
り
シ

ナ
に

を

で
て
く
れ
る
よ
う
に
ね
だ
り
ト

マ
も
そ
れ
に

乗
し
た

で

出
来
れ
ば
私
も

別
に

わ
な
い
ぞ

え
ら
い
ぞ
二
人
と
も

 
シ

ナ
が
二
人
を

で
る

を
見
て

り
の
者
達
は
何
と
も
言
え
な
い
気
分
に
な

た

 
ロ

ザ
は

⺟
さ
ん
風
の
外
見
で
あ
り

ト

マ
は
シ

ナ
よ
り
も
背
が
大
き
い
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二
人
の
リ
ア
ル
を
知

て
い
る
シ
ノ
ン
は
と
も
か
く
他
の
者
達
は
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な

か

た
さ
て

何
組
く
ら
い
倒
し
た
か
な

北
門
の
方
が
敵
が
多
か

た
気
が
し
な
い
か

う
ん

そ
ん
な
気
が
し
た

何
で
だ
ろ
う
な

 
そ
れ
は
要
す
る
に
ギ

レ

ト
と

子
王
リ

チ

が
北
門
に
い
た
理
由
と
一

で
あ
る

 
要
す
る
に
び
び

た
の
で
あ

た

だ
が
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
は
シ

ナ
達
に
は
分
か
ら
な

い 
そ
し
て
源
氏
軍
の
者
達
は
誰
も
い
な
く
な

た
一
の
砦
の
中
央
で
合
流
し

 
シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
に
連

を
と

た

ロ
ザ
リ
ア

戦
力
比
は
ど
う
な

た

源
氏
軍
八

平
家
軍
五
十
三
ね

あ

今
五
十
二
に
な

た
わ

何
だ
と

ど
う
し
た
の
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い
や

 
シ

ナ
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た
が

戦
闘
を
し
て
い
る
者
は
い
な
い

 
そ
し
て
直
ぐ
に
コ
ミ
ケ
達
も
合
流
を
果
た
し
た
が

戦
闘
を
し
た
よ
う
な
気
配
は
無
か

た

 
そ
ん
な
シ

ナ
の

に

再
び
ロ
ザ
リ
ア
の
こ
ん
な
声
が

こ
え
た

ま
だ
戦
闘
中
な
の
ね

今
五
十
一
に
な

た
わ

い
や

戦
闘
は
も
う
終
わ

て
る
ん
だ
が
な

あ
あ

そ
う
か
あ
い
つ
か

ど
う
い
う
事

い
や

疑
問
は
解
け
た

と
り
あ
え
ず
世
界
樹
要
塞
に
帰
還
す
る
わ

 
こ

ち
の
被
害
は
ゼ
ロ

今
日
も
大
勝
利
だ

凄
い
わ
ね

連
戦
連
勝
じ

な
い

ち

と
出
来
す
ぎ
な
気
も
す
る
が

ま
あ
い
い
事
な
ん
だ
ろ
う
な

そ
こ
は
素
直
に
喜
ん
で
お
き
な
さ
い
よ

お
う

 
そ
し
て
シ

ナ
は
通
信
を
切

た
後

仲
間
達
に
向
か

て
言

た

ど
う
や
ら
戦
力
比
は

八
対
五
十
一
に
な

た
ら
し
い
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く

そ

思

た
よ
り

び
な
か

た
か

運
が
悪
か

た
な

ま
あ
五
十
一
ス
コ

ド
ロ
ン
な
ら
フ
ル
で
も
四

五
十
人
く
ら
い
だ
ろ

 
フ
ル
メ
ン
バ

が
残

て
る
所
は
少
な
い
だ
ろ
う
か
ら
多
分
敵
は
三

人
前
後
だ
と
思
う
ぞ

あ

そ
う
か

た

た
の
六
倍

度
の
敵
相
手
で
最
終
日
は
防
衛
戦
だ
ろ

こ
れ
は
勝

た
な

ま
あ
油
断
し
な
い
で
お
き
ま
し

う
ね

だ
な

 
砦
内
に
敵
の

が
無
い
事
を
確
認
し
た
シ

ナ
達
は

世
界
樹
要
塞
に
移
動
を
開
始
し

 
行
き
と
同
じ
よ
う
に
ブ
ラ

ク
に
乗

た
コ
ミ
ケ
に
シ

ナ
は
言

た

さ
す
が
で
す
ね

コ
ミ
ケ
さ
ん

い
や

そ
う
言

て
も
ら
え
る
の
は
嬉
し
い
ん
だ
け
ど
決
意
の

り
に
簡

な
仕
事
だ

た
よ何

組
か
は

を
乗
り
越
え
て
脱
出
す
る
か
と
思

た
ん
で
す
け
ど
ね

が
一
台
脱
出
し
た
だ
け
だ

た
な
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ま
あ
後
続
に
備
え
な
い
と
い
け
な
か

た
か
ら
追
い
か
け
ら
れ
な
か

た
け
ど
ね

ま
あ
問
題
無
い
で
す

明
日
は
穏
や
か
な
戦
闘
に
な
る
と
思
う
ん
で

 
今
日
が
コ
ミ
ケ
さ
ん
達
に
と

て
は
山
場
に
な
り
ま
し
た
ね

だ
な

い
間
だ

た
け
ど
楽
し
か

た
よ

ま
た
ど
こ
か
で
会
え
た
ら
い
い
な

 
そ
の
コ
ミ
ケ
の
言
葉
に

シ

ナ
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

も
し
か
し
た
ら
コ
ミ
ケ
で
会
い
そ
う
で
す
け
ど
ね

お

シ

ナ
は
そ
う
い
う
の
い
け
る
口
か

い
や

実
は
知
り
合
い
が
そ
う
い
う
活
動
を
し
て
る
ん
で
す
よ
ね

 
ま
あ
正
直
近
寄
り
た
く
な
い

の
ジ

ン
ル
な
ん
で
す
が

え

そ
れ

て
も
し
か
し
て

サ

ク
ル
名
は

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
ら
し
い
で
す

 
そ
の
言
葉
に
コ
ミ
ケ
は

ま

た

シ

ナ
は
や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
な
と
思

た
が

 
コ
ミ
ケ
が

ま

た
の
は

微

に
違
う
理
由
だ

た

そ

そ
れ

う
ち
の
元

が
最
近
加
入
し
た
サ

ク
ル
の
名
前

そ

そ
う
な
ん
で
す
か



 第四章 ＧＧＯ編

お

お
う

間
違
え
よ
う
の
な
い
名
前
だ
ろ

勘
違
い
と
か
じ

絶
対
に
無
い
よ

世
界
は

い
で
す
ね

だ
な

こ
の
出
会
い
は
必
然
だ

た
か

 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
言

た

そ
れ
じ

あ
そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
お
き
ま
す
ね

合
言
葉
み
た
い
な
の
を
決
め
て
お
く
か

あ

そ
れ
じ

あ
俺
は
千
葉

御
用
達
の
コ

ヒ

を
持

て
い
き
ま
す
ね

あ
れ
か

そ
れ
じ

あ
俺
も
そ
う
す
る
よ

楽
し
み
で
す
ね

あ
あ

 
そ
し
て
二
人
は
楽
し
そ
う
に
笑
い
合

た

 
そ
ん
な
二
人
を
ニ

ン
ゴ
ロ

と
シ
ノ
ン
と
ト
ミ

は

れ
た
顔
で
見
て
い
た

お
前
ら
何
て
会
話
を
し
て
お
る
の
だ
確
か
に
お
前
ら
は
リ
ア
ル
で
も
意
気
投
合
し
そ
う
で
は

あ
る
が

う
る
さ
い
先
生

こ
う
な

た
ら
先
生
も
夏
に
道
連
れ
に
し
て
や
る
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や

や
め
ろ

あ
の
人
は
苦
手
な
の
だ

こ
の
前
変
な
言
葉
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
か

 

腐

て
る

て

噂
の
ア
レ
の
事
よ
ね

シ
ノ
ン
も
道
連
れ
な

ち

と

私
だ

て
そ
う
い
う
の
に
は
ま

た
く
興
味
無
い
わ
よ

い
い
じ

な
い

こ
う
な

た
ら
も
う
ノ
リ
よ
ノ
リ

⻑

少
し
は
自
重
し
て
下
さ
い

 
こ
の
時
の
遣
り
取
り
の
せ
い
も
あ

た
の
か

 
シ

ナ
と
コ
ミ
ケ
は
半
年
後
の
夏
の
コ
ミ
ケ
で
再
会
す
る
事
と
な
る

 
ち
な
み
に
他
の
者
も
何
人
か
道
連
れ
に
な

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

  
銃
士

は
独
自
の
ル

ト
で
平
家
軍
の
作
戦
を
掴
ん
で
お
り

 
そ
の
作
戦
内
容
か
ら

必
ず
敵
が
逃
げ
出
し
て
く
る
事
を
確
信
し
て
い
た

シ

ナ
様
の

に

狙
う
は
大
将
首

 
そ
う

き
つ
つ

銃
士

は

強
く
敵
を
待

た
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だ
が
多
人

が
一
気
に
逃
げ
て
き
た

銃
士

は
中
々
敵
を
攻
撃
す
る
チ

ン
ス
を
掴
め

な
か

た

 
そ
し
て
敵
の

も
大
分

た

一
人
の
旗
持
ち
プ
レ
イ
ヤ

が
走

て
く
る
の
が
見
え
た

こ
れ
は
チ

ン
ス

敵
の
ス
コ

ド
ロ
ン
を
一
つ

ら
せ
る

 
そ
し
て
銃
士

は
エ
ア
リ

ボ

ド
に
乗

て
突
撃
し

あ

さ
り
と
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

た
ま
あ
残
念
だ
け
ど

今
日
は
こ
れ
で
我
慢

ん

あ
れ
は

 
そ
し
て
銃
士

は

も
う
一
人
旗
持
ち
プ
レ
イ
ヤ

が
歩
い
て
く
る

を
発
見
し
た

ま
さ
か

子
王
リ

チ

 

子
王
リ

チ

は

ヴ

カ

ス
重
機
関
銃
を
所
持
し
て
い
る

に
走
る
速
度
が

い

 
し
か
も
走
り
易
さ
を
優
先
し
た

今
は

だ

た

今
回
は
そ
れ
が
彼
の
致
命

と
な

た
残
り
物
に
は
福
が
あ

た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
銃
士

は

銃
を

え
て
エ
ア
リ

ボ

ド
を
発
進
さ
せ
た

 
練

の
甲
斐
あ

て

今
で
は
銃
士

は
エ
ア
リ

ボ

ド
を
自
由
自
在
に
操
り
な
が
ら
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普
通
に
射
撃
を
す
る
事
が
可
能
に
な

て
い
た

う

あ
れ
は

銃
士

あ
い
つ
源
氏
軍
だ

た
の
か

 

子
王
リ

チ

は

近
付
い
て
く
る
銃
士

の

を
遠
目
に
発
見
し

 
そ
の

上
の
旗
を
見
て

て
て
ヴ

カ

ス
銃
機
関
銃
を
出
そ
う
と
し
た
が

 
銃
士

の
速
度
は

子
王
リ

チ

の
想
像
を
超
え
て
い
た

な

は

 
そ
し
て
す
れ
違
い
様
に

子
王
リ

チ

は
見
事
に
心

を
撃
ち
抜
か
れ
た

く

く
そ

何
だ
よ
そ
の
乗
り
物
は

何
で
お
前
は
シ

ナ
の
味
方
を

 

子
王
リ

チ

は

心

を
押
さ
え
な
が
ら
目
の
前
に

て
き
た
銃
士

に
そ
う

ね

た
こ
れ
は
イ
コ
マ
様
に
も
ら

た
私
の
翼

そ
し
て
シ

ナ
様
は
我
が
神

お
前
も
シ

ナ
に

れ
て
や
が

た
か

く
そ

ミ
サ
キ
さ
ん
と
い
い
お
前
と
い
い

 
何
で
あ
い
つ
な
ん
か
に

ミ
サ
キ

そ
れ
が
あ
な
た
の
戦
う
理
由

あ
あ
そ
う
だ
よ

悪
い
か
よ



 第四章 ＧＧＯ編

別
に
好
き
に
す
れ
ば
い
い

そ
し
て

れ
る
も
何
も

私
の
全
て
は

遠
に
シ

ナ
様
の
物

 
後
は
い
つ
知
り
合
え
る
か
だ
け
が
問
題

知
り
合

て
も
な
い
の
に
そ
れ
か
よ

ま

た
く
女

て
奴
は

 
そ
う
言

て

子
王
リ

チ

は
光
の

子
と
な

て
消
え
た

 
こ
う
し
て
こ
の
日

平
家
軍
は
中
心
と
目
さ
れ
て
い
た
残
り
三
人
の
う
ち

 
二
人
を
失
う
事
と
な

た

残
り
は
ゼ
ク
シ

ド
た
だ
一
人
で
あ
る

 
夏
コ
ミ
参
加
メ
ン
バ

 
コ
ミ
ケ
側
・

倉
田

 
シ

ナ
側
・
八
幡

明
日
奈

雪
乃

結
衣

優
美
子

詩
乃

小
猫

ク
ル
ス

香
蓮

美

優

姫
菜

エ
ル
ザ

 
フ

イ
リ
ス
側
・
橋
田

岡
部

ま
ゆ
り

紅
莉
栖



 第３５０話 その願いが叶う時

 
第
３
５
０
話
 
そ
の
願
い
が
叶
う
時

 
後
半
は
少
し
驚
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日
の
戦
闘
の
結
果
は

観
客
達
に
衝
撃
を

え
た

お
い
お
い

平
家
軍
や
ば
く
ね

か

最
初
は
八
対
二

以
上
と
か
ど
ん
な
冗
談
か
と
思

た
け
ど

 
気
が
付
い
た
ら
平
家
軍
は
壊
滅
し
そ
う
じ

な
い
か
よ

こ
れ

て
も
し
か
し
て

最
終
日
を
残
し
て
平
家
軍
は
全
滅
し
ち
ま
う
ん
じ

な
い
の
か

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

に
続
い
て
ギ

レ

ト
と

子
王
リ

チ

も
や
ら
れ
た

て
言
う
し
な

残
る
は
あ
の
ゼ
ク
シ

ド
か

ゼ
ク
シ

ド
じ

な

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
フ

ド
を
被

た
三
人
組
の
う
ち
一
人
が
ぼ
そ
り
と
こ
う

い
た
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だ
そ
う
で
す
よ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

勝
手
な
事
ば
か
り
言
い
や
が

て
だ
な

実

に
戦
場
に
出
て
み
ろ

て
ん
だ

 
さ
す
が
の
俺
も

シ

ナ
が
あ
そ
こ
ま
で
や
ば
い
奴
だ
な
ん
て
想
定
外
だ

た
ぞ

こ
と
ご
と
く
殲
滅
さ
れ
て
ま
す
か
ら
ね

化
け
物
め

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う

き

て
る
よ
う
に
言

た

何
が
や
ば
い

て
あ
の
モ
ブ
の
使
い
方
だ
何
で
奴
は
あ
ん
な
に
色
々
知

て
や
が
る
ん
だ

そ
れ
は

色
々
と
一
人
で
冒
険
し
た
ん
じ

は
は

ユ

コ
は
面
白
い
事
を
言
う
な

 
だ
が
そ
の
ユ

コ
の
言
葉
が
実
は
一
番
正
解
に
近
か

た

 
シ

ナ
が
戦
い
だ
け
で
は
な
く
ゲ

ム
の
全
て
を
楽
し
も
う
と
し
た
せ
い
で
今
の
結
果
が
あ

る
の
だ

ま
あ
い
い
さ

今
回
は
そ
の
言
葉
に

て
み
る
と
す
る
か

 

く
戦

て
失
格
に
な
る
の
を
防
い
だ
ら
明
日
の
舞
台
で
あ
る

首
都
に
で
も
足
を

ば
し
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て
み
よ
う

い
い
で
す
ね

行

た
事
の
無
い
場
所
に
行
く
の
は
楽
し
み
で
す

確
か
に
な

俺
も

は
そ
う
い
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
た
は
ず
な
ん
だ
が
な

 
ゼ
ク
シ

ド
は
遠
い
目
を
し
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
ろ
そ
ろ
源
氏
軍
も
攻
め
て
く
る

だ
ろ

く
ひ
と
当
て
し
た
ら
移
動
だ

は
い

  
一
方
源
氏
軍
は

同
じ
く
敵
に
ひ
と
当
て
し
た
後

 
一
度
世
界
樹
要
塞
ま
で

退
し

明
日
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
た

罠
の

は
足
り
て
る
か

シ

ナ

の
補
充
は
オ

ケ

だ

明
日
は
最
初
で
最
後
の
防
衛
戦
だ

思
い
つ
く
準
備
は
全
て
や
る
ぞ

大
体
揃

た
か

よ
し

物
を

め
て
ハ
ン
ヴ

に
詰
め
込
め

 
そ
し
て
準
備
を
終
え
た
一
行
は

首
都
へ
向
け
て
移
動
を
開
始
し
た
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一
方
銃
士

で
あ
る

さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
来
た
ら
合
流
し
て
お
く
べ
き

面
会
に

す
る
成
果
も
あ
げ
た

 
そ
う

き
な
が
ら
銃
士

は

戦
い
が
落
ち
着
い
た
の
を
見
計
ら
い

 
誰
も
い
な
い
街
の
片

か
ら
世
界
樹
要
塞
へ
と
移
動
を
開
始
し
た

  
ゼ
ク
シ

ド
達
は

へ
と
続
く
橋
を
目
の
前
に
立
ち

生
し
て
い
た

つ
り
橋
か

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

さ
す
が
に
こ
の
上
を

で
通
る
の
は
怖
い
で
す

だ
よ
な

乗

て
る
だ
け
で
も
怖
い
か
ら
な

よ
し

近
場
で

を

せ
る
場
所
を
探
し
て

 
そ
こ
か
ら
歩
い
て
い

て
み
よ
う

 
そ
し
て
三
人
は
首
尾
よ
く

を

す
の
に
丁
度
い
い
場
所
を
見
付
け
そ
こ
に

を

め
る

と 

首
都
の
あ
る

に
向
け
て
の
ん
び
り
と
歩
き
始
め
た

お
お

か
な
り

れ
る
な
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ち

と
怖
い
で
す
ね

こ
こ
を
軍
勢
で
通
過
す
る
の
は
苦
労
し
そ
う
だ
な

橋
を
落
と
さ
れ
た
り
し
ま
せ
ん
か
ね

 
ふ
と
そ
ん
な
疑
問
を
口
に
し
た
ハ
ル
カ
に

ゼ
ク
シ

ド
は
こ
う
断
言
し
た

シ

ナ
は
そ
ん
な
事
し
ね
え
よ

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
意
表
を
突
か
れ
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て

シ

ナ
さ
ん
の
事
が

い
で
す
よ
ね

お
う

い
だ
ぞ

で
も
今
の
セ
リ
フ

そ
れ
と
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
信
用
出
来
る
か
ど
う
か
は
別
だ

あ
い
つ
は
そ
ん
な

な
事
は

し
な
い

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

み
笑
い
を
し
た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
二
人
の
そ
の
態
度
に
気
付
い
て
い
た
が
そ
れ
を
完
全
に
無

し
な
が
ら
言

た
よ
し

明
日
の

に
地

を
調
査
し
て
お
く
か
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ユ

コ
は
攻
め
手
の
つ
も
り
で

ハ
ル
カ
は
守
り
手
の
つ
も
り
で
意
見
し
て
く
れ

は
い

ち
な
み
に
明
日
時
間
に
な

た
ら
平
家
軍
の
プ
レ
イ
ヤ

は
一
定

囲
か
ら
追
い
出
さ
れ
る

か
ら

 

め
に
来
て

れ
て
お
く
と
か
そ
う
い
う
の
は
無
理
だ
か
ら
な

 
そ
れ
を

ま
え
て
三
人
は

意
見
を
出
し
合
い
つ
つ
色
々
見
て
回

た

に

る

の
ル

ト
は
三
本
の
つ
り
橋
の
み
か

三
方
向
か
ら
攻
め
ま
す
か

い
や

橋
か
ら
砦
ま
で

離
が
そ
こ
そ
こ
あ
る
か
ら

 

ま

て
行
動
し
て
上

し
て
か
ら
散

た
方
が
良
さ
そ
う
だ

そ
ん
な
に
大
き
く
な
い
け
ど

防
御
が

そ
う
な
砦
で
す
ね

ち
な
み
に
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
の
使
用
は
禁
止
だ
か
ら
ア
レ
の
投
げ
合
い
に
な
る
事
は
な

い
か
ら
な

 
そ
し
て
三
人
は
砦
の
内
部
に
入
り

中
を
見
て
回

た
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頼
も
う

 
そ
の

銃
士

は

世
界
樹
要
塞
の
前
に
到
着
し

開
門
を
求
め
て
い
た

 
そ
し
て
中
か
ら
フ
ロ

リ
ア
が
現
れ

銃
士

に
言

た

そ
の
旗
は
源
氏
軍
の
方
で
す
ね
初
め
ま
し
て
こ
の
要
塞
を
管
理
し
て
い
る
フ
ロ

リ
ア
と

し
ま
す

私
は
銃
士

ず

と
街
の

で
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
が

 
し
か
る
べ
き
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
の
で
最
終
日
に
備
え
て
合
流
し
よ
う
と

せ
参
じ
ま
し
た

 
そ
の
言
葉
を

い
た
フ
ロ

リ
ア
は

困

た
顔
で
言

た

そ
う
で
す
か

実
は
皆
様
は

明
日
の
準
備
を
す
る

に

首
都
に
向
か
わ
れ
ま
し
た

な
る
ほ
ど

入
れ
違
い
で
す
か

 
そ
し
て
銃
士

は

笑
顔
で
フ
ロ

リ
ア
に
言

た

了
解

首
都
へ
と
向
か
い
ま
す

い
ず
れ
ま
た
お
会
い
し
ま
し

う

道
中
お
気
を
つ
け
て

 
よ
し

資
材
を
下
ろ
し
て
明
日
の
準
備
だ

自
担
当
の
エ
リ
ア
で
作
業
を
進
め
て
く
れ
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一
方
シ

ナ
達
も

首
都
に
到
着
し

 
源
氏
軍
の
者
達
は
そ
の
ま
ま
罠
の
設
置
や
簡

な

を
開
始
し
た

 
ち
な
み
に
上

は

一
部
の
者
は
つ
り
橋
を

た
が

ブ
ラ

ク
と
ホ
ワ
イ
ト
は

 
以
前
イ
コ
マ
が
説
明
し
た
よ
う
に
水

両
用
な
の
で

そ
の
ま
ま

に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た

 
そ
の
様
子
に
気
付
い
た
者
が
い
た

ゼ
ク
シ

ド
で
あ
る

何
だ

今
の

の
音
は

う
わ

二
人
と
も
や
ば
い
ぞ

 
い
つ
の
間
に
か
源
氏
軍
の
奴
ら
が
来
ち
ま

た
み
た
い
だ

ど

ど
う
し
ま
し

う

脱
出
し
な
い
と

ま
ず
い
ま
ず
い

こ
の
ま
ま
じ

囲
ま
れ
ち

う

お

あ
そ
こ
の
つ
り
橋
に
は
誰
も
い
な
い

い
な

何
と
か
あ
そ
こ
ま
で
移
動
で
す
ね

後
は

を
見
て
駆
け
抜
け
る
し
か

も
う
怖
い
と
か
言

て
る
場
合
じ

な
い
ね

 
そ
し
て
三
人
は

苦
労
し
て
そ
の
つ
り
橋
の
前
ま
で
移
動
し
た

 
特
に
ゼ
ク
シ

ド
は

旗
が
見
え
な
い
よ
う
に
体
制
を

く
し
な
が
ら
移
動
し
て
い
た
の
で

 
か
な
り
苦
労
し
た
よ
う
だ

た
が

と
り
あ
え
ず
移
動
自
体
は
成
功
し
た
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ふ
う

後
は
走
る
だ
け
か

あ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ
れ

ん

あ
れ
は

シ

ナ
か

 
そ
う
ユ

コ
が
指
差
す
先
に
は
シ

ナ
達
九
狼
の
面
々
が
い
た

 
シ

ナ
は
あ
ち
こ
ち
を
指
差
し

仲
間
達
と
何
事
か
話
し
合

て
い
た

ど

ど
う
し
ま
す

こ
れ
は
千
載
一
遇
の
チ

ン
ス
だ
な

油
断
し
た
な
シ

ナ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う

き
な
が
ら
銃
を
取
り
出
し
た

シ

ナ
だ
け
を
倒
し
て
も
こ
の
戦
争
が
終
わ
る

じ

な
い
が

 
源
氏
軍
に
と

て
は
大
打
撃
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い

上
手
く
い
け
ば
明
日
も
勝
て
る
か
も

し
れ
ん

九
狼
の
離
脱
は

い
で
し

う
し
ね

つ
い
で
に
ボ

ナ
ス
も

き
だ
な

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
言

て
銃
を
慎
重
に

え
た

張
の

か
心

の

動
が

く
な
り

 
中
々
狙
い
が
定
ま
ら
な
い

そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
の

に
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
手
を

え
た
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ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
も
し
外
し
て
も
明
日
決
着
を
付
け
れ
ば
い
い
だ
け
で
す
気
楽
に
い
き
ま

し

う
で
す
で
す

リ
ラ

ク
ス
で
す
よ
リ
ラ

ク
ス

 
そ
の
言
葉
で
ゼ
ク
シ

ド
は
落
ち
着
く
事
が
出
来
た
の
か

バ
レ

ト
サ

ク
ル
が
小
さ
く

な

た
あ
り
が
と
う
な

よ
し

 

界
の
中
の
シ

ナ
が

誰
か
に
向
か

て
手
を
上
げ
た
の
を
見
な
が
ら

 
ゼ
ク
シ

ド
は
銃
の
ト
リ
ガ

を
引
い
た

そ
の

が
シ

ナ
に
向
か

て
一
直
線
に
飛
ん

で
い
く

も
ら

た

 
だ
が
次
の

間

と
シ

ナ
の
間
に
白
い
影
が

り
込
み

 
ゼ
ク
シ

ド
の
放

た

は

シ

ナ
で
は
な
く
そ
の
白
い
影
に
命
中
し
た

 
そ
れ
で
九
狼
の
面
々
は
ゼ
ク
シ

ド
に
気
付
い
た
の
か

こ
ち
ら
を
指
差
し
て
き
た

く

そ

外
し
た

魔
が
入

た

ユ

コ

ハ
ル
カ

逃
げ
る
ぞ

了
解
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全
力
で
ダ

シ

し
ま
し

う

  
銃
士

は

首
都
に
到
着
し

々
と
つ
り
橋
を

て
い
た

エ
ア
リ

ボ

ド
様
々
で

あ
る

 
そ
ん
な
銃
士

の

を
見
つ
け
た
の
は

も
は
や
完
全
に
顔

み
と
な

た
闇
風
で
あ

た
お

つ
い
に
来
た
の
か

定

明
日
が
最
後

だ
な
で
も
お
前
が
求
め
て
い
た
劇
的
な
出
会
い
と
は

遠
い
と
思
う
が
そ
れ
は
い
い
の
か

私
は

日

子
王
リ

チ

を
仕

め
た

 
こ
の
成
果
を
持

て

シ

ナ
様
に

を

で
て
も
ら
う
事
で

協
す
る

お
お

や

ぱ
り
リ

チ

を
倒
し
た
の
は
お
前
だ

た
ん
だ
な

 
待

て
く
れ

今
シ

ナ
の
所
に
案
内
す
る

感
謝
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そ
し
て
一

に
歩
き
な
が
ら
と
い

て
も
銃
士

は
エ
ア
リ

ボ

ド
に
乗

た
ま
ま
だ

た
が

 
二
人
は
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

し
か
し
そ
れ
に
乗
る
の

上
手
く
な

た
も
ん
だ
な

定

頑
張

た

凄
え
な

後
で
俺
に
も
乗
ら
せ
て
く
れ
よ

許
可

案
内
に
対
す
る
報

と
判
断

お
お

サ
ン
キ

な

 
そ
し
て
遠
く
に
シ

ナ
の

が
見
え

闇
風
は
シ

ナ
に
声
を

け
た

シ

ナ

お

や

と
来
た
か

や

と

ま
さ
か
私
の
存
在
は

に
シ

ナ
様
に
知
ら
れ
て
い
た

 
イ
コ
マ
様
が
私
の
事
を
言
う

が
無
い
か
ら

私
は

に
神
の
手
の
平
の
上
に
い
た

 
銃
士

は

る
心
を
落
ち
着
け
な
が
ら

ゆ

く
り
と
シ

ナ
の
方
へ
と
向
か

て
い

た

 
シ

ナ
は
こ
ち
ら
に
手
を
上
げ

二
人
を
迎
え
よ
う
と
し
た
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そ
の
銃
士

の

界
に

平
家
軍
の
旗
の
よ
う
な
物
と

銃
を

え
る
プ
レ
イ
ヤ

の

が

入

た

 
ど
う
や
ら
闇
風
も
そ
れ
に
気
付
い
た
よ
う
で

闇
風
は
ぎ

と
し
た
声
を
上
げ
た

な

シ

ナ

ん
 
そ
ん
な
闇
風
を
置
き
去
り
に
し
て

銃
士

は
全
力
で
加
速
し
た

シ

ナ
様

 
そ
し
て
銃
声
が

こ
え

シ

ナ
の
向
こ
う
に
飛
び
出
し
た
銃
士

の
胸
に

が
命
中
し

た
な

お
い

良
か

た

シ

ナ
様
を
守
る
事
が
出
来
た

 
そ
し
て
銃
士

は

シ

ナ
に
ニ
コ
リ
と
微
笑
み
か
け
る
と

 
シ

ナ
に
手
を

ば
し
た
体
制
の
ま
ま
光
の

子
と
な

て
消
え
た

あ
そ
こ
だ

 
そ
の
声
で
我
に
返

た
シ

ナ
は

て
て
そ
ち
ら
の
方
を
見
た
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ま
さ
か

ゼ
ク
シ

ド

て
め
え

 
ゼ
ク
シ

ド
は

に
全
力
で
逃
げ
る
体
制
に
入

て
お
り
こ
こ
か
ら
だ
と
か
な
り

離
が
開

い
て
い
た

く
そ

油
断
し
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

シ
ノ
ン
が
声
を

け
た

ま
さ
か
や
ら
れ

ぱ
な
し
に
は
し
な
い
わ
よ
ね

あ
あ

当
然
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
Ｍ
８
２
を

シ
ノ
ン
は
ヘ
カ

ト

を
取
り
出
し
狙
撃
体
制
に
入

た

よ
く
も
や

て
く
れ
た
な
ゼ
ク
シ

ド

せ
め
て
お
前
の
両
手
も
も
ぎ
取
ら
せ
て
も
ら
う
ぞ

 
そ
し
て
二
人
は
ト
リ
ガ

を
引
き

Ｍ
８
２
と
ヘ
カ

ト

か
ら
放
た
れ
た

は

 
ゼ
ク
シ

ド
の
後
ろ
を
走

て
い
た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に

い
込
ま
れ
た

あぐユ

ユ

コ

ハ
ル
カ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

逃
げ
て
下
さ
い
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最
後
ま
で
一

に
戦
え
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

く
行

て

わ

分
か

た

 
そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も
光
の

子
と
な

て
消
え
ゼ
ク
シ

ド
は
何
と
か
離
脱
に
成
功

し 
双
方
に
と

て
は

み
分
け
の
結
果
と
な

た

 
く

そ
何
が
ス
ピ

ド
ス
タ

だ
何
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
速
だ
ま

た
く
動
け
な
か

た

気
に
す
る
な
闇
風

全
て
は
油
断
し
た
俺
の
せ
い
だ

で
も
よ

せ

か
く
銃
士

ち

ん
が
来
て
く
れ
た
の
に

こ
ん
な
の

て
あ
ん
ま
り
だ

ろ
何

こ
う
な

た
ら
こ

ち
か
ら
会
い
に
行
く
さ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

シ
ズ
カ
を
呼
ん
で
何
事
か

い
た

 
シ
ズ
カ
は
そ
の
言
葉
に
と
て
も
驚
い
た
よ
う
だ

た
が

笑
顔
で
シ

ナ
に
こ
う
言

た

分
か

た
ち

と
驚
い
た
け
ど
確
か
に
そ
う
す
る
の
が
い
い
ね

こ
こ
は
私
達
に
任
せ

て
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あ
あ

頼
ん
だ
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
闇
風
は

て
て
シ

ナ
に
声
を

け
た

ま
さ
か
一
人
で
街
ま
で
行
く
つ
も
り
か

袋
叩
き
に
あ

ち
ま
う
ぞ

あ
あ
分
か

て
る
さ
俺
は
こ
こ
で
一
度
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
す
ま
な
い
が
後
の
準
備
を
頼

む
え

お

お
う

分
か

た

 
闇
風
は
何
故
そ
う
な
る
の
か
分
か
ら
な
か

た
が

そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

い
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

そ
の
場
に
は
九
狼
の
面
々
と
闇
風
だ
け
が
残
さ
れ
た

シ
ズ
カ
ち

ん

シ

ナ
は
一
体
何
を

ふ
ふ

そ
れ
は
ね

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
の
説
明
を

い
た
闇
風
は

大
き
く
目
を
見
開
い
た

ま
じ
か
よ

だ
か
ら
心
配
し
な
い
で
私
達
は
準
備
に

み
ま
し

う

お
う

分
か

た
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銃
士

は
街
の
リ
ス
タ

ト
地
点
に

さ
れ
る
と

 
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち

ろ

ろ
と
涙
を
流
し
始
め
た

う
ん

こ
れ
で
良
か

た

私
は
よ
く
や

た

 
だ
が
や
は
り
シ

ナ
の

に
居
ら
れ
な
い
事
を
考
え
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

 
そ
の
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
と
は
裏
腹
に

銃
士

は
涙
を

え
る
事
が
出
来
な
か

た

 
そ
ん
な
銃
士

の
隣
に

同
じ
く
倒
さ
れ
た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が

を
現
し
た

は

倒
さ
れ
ち

た
ね
ハ
ル
カ

ま
あ
仕
方
な
い

し

私
達
な
り
に
よ
く
や

た
よ

 
そ
ん
な
二
人
は

す
ぐ

で

い
て
い
る
銃
士

の

に
気
が
付
い
た

あ
れ

あ
ん
た
さ

き
の

ど

ど
う
し
て

い
て
る
の

 
そ
し
て
二
人
は

理
由
は
分
か
ら
な
い
が

い
て
い
る
銃
士

を

め
始
め
た

 
さ
す
が
に

い
て
い
る
女
性
を
放

て
お
く
事
は
出
来
な
か

た
の
だ
ろ
う

あ
ん
た

あ
そ
こ
で
シ

ナ
さ
ん
の
盾
に
な
れ
る
な
ん
て
凄
い
よ

だ
か
ら
元
気
出
し
て

き

と
い
い
事
が
あ
る

て
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そ
ん
な
三
人
の
す
ぐ

に

一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
現
れ
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

直
ぐ
に
三
人
に
気
が
付
い
た

あ
れ

ユ

コ
と
ハ
ル
カ

か

ん

あ
ん
た
誰

私
達
と
ど
こ
か
で
会

た

 
そ
の
質
問
に

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

を

め
な
が
ら
こ
う
答
え
た

ま
あ
さ

き
お
前
達
を
狙
撃
し
た
の
は
俺
だ
か
ら
な

は

私
達
を
狙
撃
し
た
の
は
シ

ナ
さ
ん

え

何
で
そ
の
事
を
知

て
る
の

さ
あ

何
で
だ
ろ
う
な

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
い
か
に
も
高
レ
ベ
ル
と
い
う
感
じ
で
風
格
の
よ
う
な
も
の
を

わ
せ
て

い
た

 
だ
が
そ
こ
そ
こ

験
を

み
名
の
通

た
プ
レ
イ
ヤ

の
事
を
知
る
よ
う
に
な

た
二
人
は

 
こ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
ま

た
く
心
当
た
り
が
無
か

た

あ
ん
た

何
者



 第３５０話 その願いが叶う時

 
そ
の
声
を
無

し

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
銃
士

の

に
近
寄
る
と

そ
の

を

で
た

 
銃
士

は
ビ
ク

と
し
な
が
ら

そ
の
手
を

り

お
う
と
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
顔
を
見
て

ま

た

 
顔
に
は
ま

た
く
見
覚
え
が
無
い
が

そ
の
目
に
は
見
覚
え
が
あ

た
か
ら
だ

 
そ
し
て
銃
士

は

然
と
そ
の
名
を

い
た

ま
さ
か
あ
な
た
は
ハ
チ
マ
ン
様

Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
コ
ン
バ

ト
を

なあ

あ
ん
た
ま
さ
か
同
窓
会
の

や

ぱ
り
お
前
ら
本
人
だ

た
ん
だ
な

ま
あ
あ
の
時
の
事
は
も
う
お

い
水
に
流
そ
う

 
今
の
俺
は
俺
の
盾
に
な

て
く
れ
た
こ
い
つ
の

に
わ
ざ
わ
ざ
コ
ン
バ

ト
し
て
き
た
ん
だ

か
ら
な

そ

そ
ん
な

ま
さ
か
シ

ナ
さ
ん
が
あ
ん
た
だ

た
な
ん
て

あ
の
時
は

い
や

う
ん

何
で
も
な
い

 
二
人
は
反
射
的
に
文

を
言
い

け
た
が

ハ
チ
マ
ン
と
銃
士

の

を
見
て
何
も
言
う
事

を
や
め
た



 第四章 ＧＧＯ編

 
そ
の
身
を
も

て
シ

ナ
を

た
銃
士

と

 
そ
の
気
持
ち
に
応
え
て
わ
ざ
わ
ざ
コ
ン
バ

ト
し
て
き
た
ハ
チ
マ
ン
の
間
に

 
水
を
差
す
よ
う
な
事
を
し
て
は
い
け
な
い
と
思

た
か
ら
だ

た

 
そ
し
て
二
人
は
穏
や
か
な
気
持
ち
で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

確
か
に
敵
だ

た
け
ど
さ

そ
の
子
の
事
は
お
願
い
ね

あ
ん
た
の
事
は

い
だ
け
ど

あ
ん
た
本
当
に
凄
い
ね

 
そ
う
言

て
二
人
は
そ
の
場
を
去

て
い

た

 
ち
な
み
に
そ
の
後
も
二
人
は
シ

ナ
の
事
を
さ
ん
付
け
で
呼
び
続
け
た

 
二
人
も
ど
う
や
ら

調
に
成
⻑
し
て
い
る
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
様

お
う

あ
り
が
と
う
な

銃
士

ハ
チ
マ
ン
様
は
私
の
名
前
を
知

て

あ
あ

別
の
名
前
も
知

て
る
ぞ

間
宮
ク
ル
ス

ほ

本
名
ま
で

ち
な
み
に
イ
コ
マ
に
指

し
て

エ
ア
リ

ボ

ド
を
お
前
に

し
た
の
も
俺
だ
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そ

そ
ん
な

じ

あ
私
が
し
て
き
た
事
は

た
だ
の
遠
回
り
だ
な

ま
あ
気
に
す
る
な

お
前
は
見
事
に
俺
の
心
に
衝
撃
を

え
た
ぞ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
銃
士

を

き
上
げ
な
が
ら

彼
女
に
言

た

お
前
は
そ
ん
な
に
俺
の

に
い
た
い
の
か

は
い

そ
う
か
じ

あ
こ
れ
か
ら
は
そ
う
し
ろ
リ
ア
ル
で
も
忙
し
く
し
て
や
る
か
ら
覚
悟
し
て
お

け
よは

い

喜
ん
で

 
こ
う
し
て
銃
士

は

つ
い
に
念
願
の
ハ
チ
マ
ン
の
下
へ
と
つ
い
に
た
ど
り
着
く
事
と
な

た
の
だ

た

 
つ
い
に
彼
女
は
念
願
の
場
所
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
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第
３
５
１
話
 
そ
れ
は
都
市
伝
説

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
は

そ
の
日
二
人
で

の
ハ
チ
マ
ン
に
つ
い
て
の
思
い
出
話
を
し
て
い
た

あ
の

の
パ
パ
は

そ
ん
な
事
が

私
と
会

た
時
の
ハ
チ
マ
ン
は

そ
う
な
ん
で
す
ね

 
丁
度
そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
が
駆
け
込
ん
で
き
た

そ
の
顔
が
最
近
あ
ま
り
見
る
事
の
な
い
顔
だ

た 
二
人
は
何
事
か
と
思
い
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

パ
パ

何
か
あ

た
ん
で
す
か

ハ
チ
マ
ン

そ
ん
な
顔
を
し
て
ど
う
し
た
の
だ

二
人
と
も
す
ま
ん

一
人
迎
え
に
い

て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
奴
が
い
る
ん
で



 第３５１話 それは都市伝説

 
一
時
的
に
こ
の
キ

ラ
を
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
コ
ン
バ

ト
す
る

 
す
ま
な
い
が

し
ば
ら
く
俺
の
持

て
い
る
ア
イ
テ
ム
と
金
を

か

て
お
い
て
く
れ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

ス
ト
レ

ジ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ア
イ
テ
ム
を
出
し
始
め
た

パ

パ
パ

レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
そ
ん
な
に
無

作
に

は
は

ま
あ
い
い
じ

な
い
か
ユ
イ

と
り
あ
え
ず
片

か
ら
確
保
だ

そ
れ
じ

あ
頼
む
ぞ
も
し
俺
の
不
在
に
気
付
く
奴
が
い
た
ら

当
に
誤
魔
化
し
て
お
い
て

く
れ分

か
り
ま
し
た
パ
パ

気
を
付
け
て
な

ハ
チ
マ
ン

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
消
え
て
い
き

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

今
の
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
た
か

ユ
イ

は
い

み
た
い
に
誰
か
の

に
必
死
に
な

て
い
る
顔
で
し
た

懐
か
し
い
な

で
す
ね

 
丁
度

の
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
話
し
て
い
た
所
だ

た

な
お
さ
ら
そ
う
思

た
の
だ
ろ
う
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そ
し
て
二
人
は

再
び
ハ
チ
マ
ン
の
思
い
出
に
つ
い
て
話
し
始
め
た

  
そ
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
今

 
銃
士

を

き
上
げ
た
ま
ま

々
と
街
中
を
歩
き

馬
山
へ
と
向
か

て
い
た

 
当
然
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
他
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
注
目
を
集
め
て
し
ま
う
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま

た
く
そ
ん
な
事
は
気
に
し
な
か

た

お
う
お
う

街
中
で

々
と
見
せ
付
け
て
く
れ
る
じ

ね
え
か
よ

く
そ

こ

ち
は
た
だ
で
さ
え
ス
ト
レ
ス
を

め
て
い
る

て
の
に
よ

て
銃
士

じ

ね
え
か
よ

今
ま
で

い
た
噂
一
つ

い
た
事
は
無
か

た
が

 
お
前
に
も
男
が
い
た
の
か
よ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

む
三
人
組
が
い
た

 
そ
れ
は

子
王
リ

チ

と
ス
テ

ン
ガ

と
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

で
あ

た

 
銃
士

は
さ
す
が
に
こ
の
メ
ン
バ

は
や
ば
い
と
思
い

 
心

そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
首
に
回
し
て
い
る

に
ギ

と
力
を
込
め
た

は

ま
し
い
ね

こ
ち
と
ら

し
い
独
り
身
だ

て
い
う
の
に
よ
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て
い
う
か
い
つ
ま
で
見
せ
付
け
て
や
が
る
ん
だ
よ

く

俺
も
ミ
サ
キ
さ
ん
と
い
つ
か
こ
ん
な
事
を

 
そ
し
て

め
事
の
気
配
を
察
し
た
の
か

囲
に
野
次
馬
が
ど
ん
ど
ん
集
ま

て
き
た

お
い

あ
の
メ
ン
バ

平
家
軍
の
落
ち
武
者
じ

ね

シ

ナ
に
あ

さ
り
と
や
ら
れ
ち
ま

た
く
せ
に

街
中
だ
と
イ
キ
が
る
ね

そ
れ
に
し
て
も
相
手
の
男
が
気
の

だ
な

て

あ
れ

て
も
し
か
し
て
銃
士

か

ま
じ
か
よ

誰
も
寄
せ
付
け
な
か

た
白
の
ヴ

ル
キ
リ

に
も
つ
い
に
男
が

俺
あ
の
子
の
フ

ン
だ

た
の
に

畜
生

ま
し
い
ぞ

そ
の
ま
ま
ボ
コ
ら
れ
ち
ま
え

 
そ
ん
な

集
の
声
を

い
て
も
ハ
チ
マ
ン
は
何
の
反
応
も

さ
な
か

た

 
当
然
こ
れ
は

か
つ
て
何
度
も
見
ら
れ
た
ハ
チ
マ
ン
が

て
い
る
時
の
反
応
で
あ
る

お
い

い
て
や
が
る
の
か
て
め
え

何
と
か
言
え

て
ん
だ
よ

つ

か
銃
士

を
さ

さ
と
下
ろ
せ

て
ん
だ
よ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
イ
ラ
だ
つ
三
人
に

ハ
チ
マ
ン
は
や

と
こ
う
反
応
し
た
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魔
だ

消
え
ろ
野
良

共

あ
あ
ん

お
前

俺
達
の
事
を
知
ら
な
い
の
か

も
う
手
加

し
な
い
か
ら
な

 
そ
の
遣
り
取
り
を

い
た

間

集
は
ど
よ
め
い
た

う
わ

あ
い
つ
あ
の
三
人
に

を

り
や
が

た

あ
れ

て
新
人
だ
よ
な

見
た
事
無
え
し

こ
れ
は
死
ん
だ
な

い
く
ら
街
中
と
は
い
え

殴
ら
れ
れ
ば
多
少
の
衝
撃
は
く
る
よ
な

あ

あ

あ
い
つ
も
新
人
の
洗

を
受
け
る
事
に
な
る
な

 
そ
ん
な

集
の
前
で

ハ
チ
マ
ン
は
穏
や
か
な
顔
で
銃
士

に
語
り
か
け
た

マ

ク
ス

怖
い
か

マ

ク
ス

 
銃
士

は

そ
れ
が
自
分
の
事
を
指
し
た
呼
び
方
だ
と
気
付
き

返
し
で
ハ
チ
マ
ン
に

き
返
し
た
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あ
あ

さ
す
が
に

回
銃
士

て
呼
ぶ
の
は
⻑
い
か
ら
な

俺
が
名
付
け
た

 
そ
の
俺
が
名
付
け
た
と
い
う
言
葉
に
銃
士

は
狂
喜
し
た

や

や
ば
い
嬉
し
い

血
出
そ
う

お
い
お
い
落
ち
着
け

ま
あ
し
か
し

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

で

怖
い
か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
笑
顔
を
見
て

銃
士

は
先
ほ
ど
ま
で
感
じ
て
い
た

感
が

散
す
る

の
を
感
じ
た

う
う
ん

あ
な
た
が
い
れ
ば
何
も
怖
く
な
い

 
そ
の
遣
り
取
り
を

い
た
三
人
は
激
高
し
た

ふ

ふ
ざ
け
ん
な

イ
チ

つ
い
て
ん
じ

ね
え
よ

一
々

居
が
か

た
事
を
言

て
ん
じ

ね
え
ぞ
ク
ソ
新
人

 
そ
ん
な
三
人
を
無

し
て
ハ
チ
マ
ン
は
銃
士

に
言

た

そ
う
か

じ

あ
ち

と
高
い
高
い
す
る
か
ら
な

え
 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

い
き
な
り
銃
士

を
真
上
に
放
り
投
げ
た

ち
な
み
に
か
な
り
の
高
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さ
に
だ

ほ
う
ら

高
い
高
い

き

き

あ

 
銃
士

が
そ
ん
な
声
を
出
す
の
は
と
て
も
珍
し
い

と
い
う
か
彼
女
を
知
る
者
達
に
と

て

は 
ま
と
も
に

て
い
る
所
を
見
る
事
す
ら
レ
ア
な
事
で
あ

た

 
そ
し
て
次
の

間

ハ
チ
マ
ン
は
三
人
に
向
け
て
回
し

り
を
放
ち

 
そ
の
衝
撃
で
三
人
は

め
て

メ

ト
ル

き
飛
ば
さ
れ

地
面
に

り
倒
さ
れ
た

ぐ
あ

ぎう
お

 
そ
し
て
そ
の
あ
り
え
な
い
光
景
を
見
た
野
次
馬
達
は

一
様
に
フ
リ

ズ
し
た

 
恐
る
べ
き
事
に

今
の
ハ
チ
マ
ン
の
一
番
高
い
ス
テ

タ
ス
は
Ａ
Ｇ

な
の
だ

 
そ
れ
で
い
て
こ
の
あ
り
え
な
い

り
の

力
で
あ
る

 
い
か
に
ハ
チ
マ
ン
が

格
外
な
の
か

こ
れ
で

出
来
る
と
い
う
も
の
だ

た
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ち
な
み
に
こ
れ
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
が
ま
だ
新
し
め
の
ゲ

ム
な
事
に
も
由
来
す
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
の

み
重
ね
の
あ
る
ハ
チ
マ
ン
と

Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
ス
タ

ト
の
シ

ナ
で
は

 
厳
然
と
し
て
こ
れ
く
ら
い
差
が
あ
る
の
で
あ
る

 
そ
し
て
落
ち
て
き
た
銃
士

を

ハ
チ
マ
ン
は

々
と
受
け
止
め

 
銃
士

は

受
け
止
め
て
も
ら

た
時
に
ま

た
く
衝
撃
が
無
か

た
の
で
驚
い
た

悪
い
な

び

く
り
し
た
だ
ろ

う

う
ん

そ
れ
じ

あ
今
度
は
こ
の
ま
ま
い
く
か

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
三
人
を

り
集
め
て
重
ね
る
と

 
そ
の
上
に
ド
カ
リ
と
足
を
乗
せ
た

う
ご

重
い

死
ぬ

く

く
そ

く
ど
け
よ
ス
テ

ン
ガ

と

く
に
や

て
ん
よ

で
も
ま

た
く
動
け
な
い
ん
だ
よ

 
そ
の
光
景
を
ぼ

と

め
て
い
た

集
は

ハ

と
意
識
を
取
り

し
た

や
べ

あ
ま
り
の
衝
撃
に
意
識
が
飛
ん
で
た
わ
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い

今
何
が
あ

た

銃
士

の
ス
カ

ト
の
中
が
見
え
そ
う
で
見
え
な
く
て

そ
し
た
ら
あ
い
つ
ら
が

り
飛
ば

さ
れ
て
た

つ

か
三
人
が
か
り
で
も
ま

た
く
動
か
せ
な
い

て

マ
ジ
な
の
か

あ
い
つ
ら
は
腐

て
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

だ
ぞ

あ
の
新
人
何
者
だ
よ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

穏
や
か
な
顔
で
三
人
に
言

た

お
前
ら
は
手
加

し
な
い

て
言

て
た
み
た
い
だ
が
な

 
優
し
い
俺
は
手
加

し
て
や

た
か
ら

衝
撃
も
大
し
た
事
は
無
か

た
だ
ろ

 
で

お
前
ら
い
つ
ま
で
そ
う
や

て

て
る
つ
も
り
だ

ふ

ふ
ざ
け
ん
な

お

お
前
が
足
で
押
さ
え
て
る
せ
い
だ
ろ

さ

さ
と
俺
達
を
解
放
し
や
が
れ

あ
あ
ん

ど
う
も
こ
の
野
良

共
は

が
な

て
な
い
み
た
い
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

三
人
を

み
つ
け
て
い
る
足
に
力
を
込
め
た
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ぐ
あ

し

死
ぬ

本
当
に
死
ん
じ

う

も

も
う
勘

し
て
く
れ

俺
達
が
悪
か

た

よ
し

お
前
は
謝

た
か
ら

き
て
よ
し

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
一
番
上
に
い
た
ス
テ

ン
ガ

を

り
飛
ば
し
残
り
二
人
を
再
び

み
つ
け
た

です

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

心
か
ら
謝
罪
し
ま
す

よ
し

そ
れ
じ

あ
お
前
ら
も
立

て
良
し

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

と

子
王
リ

チ

も

り
飛
ば
し

 
何
事
も
な
か

た
か
の
よ
う
に
銃
士

に
言

た

さ
て

も
し
た
事
だ
し
さ

さ
と
行
く
か

 
し
か
し
銃
士

か
ら
は
返
事
が
無
か

た

ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
と
銃
士

の
顔
を
見
た
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銃
士

は
ど
う
や
ら
あ
ま
り
の
出
来
事
に

が
処
理
落
ち
し
た
ら
し
く

 
か
く
か
く
と

き
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

い
て
い
た

や
ば
い
や
ば
い
シ

ナ
様
ま
じ
や
ば
い

さ
す
が
は
我
が
神

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

き

銃
士

を
再

動
し
よ
う
と
再
び
高
い
高
い
を
し
た

ほ
う
ら
高
い
高
い

き
 
そ
し
て
再
び
ハ
チ
マ
ン
の

に
収
ま

た
銃
士

は

そ
れ
で
見
事
に
再

動
し
た

す
み
ま
せ
ん

り
ま
し
た

お
う

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
は
去

て
い
き

囲
の

達
は
今
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
し
始
め
た

ま
じ
か
よ

ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て
な

シ

ナ
達
が
ゼ
ク
シ

ド
達
と

め
た
時
以
来
の
衝
撃
だ

た
わ

い
や
そ
れ
以
上
だ
ろ

何
だ
よ
あ
れ

何
だ
よ
あ
れ

あ
の
三
人

ま
だ
倒
れ
て
る
ぞ

落
と
さ
れ
て
な
い
所
を
見
る
と
失
神
は
し
て
な
い
な

多
分
放
心
で
も
し
て
る
ん
だ
ろ
う
な
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誰
か
今
の
を

影
し
て
た
奴

絶
対
に
ア

プ
し
て
く
れ
よ
な

 
も
ち
ろ
ん
複

の
者
が
今
の
出
来
事
を

影
し
て
お
り
そ
の
動
画
は
直
ぐ
に
ア

プ
さ
れ
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
当
然
の
事
な
が
ら
こ
の
時
を

に
し
ば
ら
く
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
す
る

事
は
無
く

 
こ
の
謎
の
強
者
は

白
い

の
美
女
と
共
に
都
市
伝
説
レ
ベ
ル
で
語
り
継
が
れ
て
い
く
事
と

な

た

  
ゴ
ン

 
突
然
窓
か
ら
そ
ん
な
音
が

こ
え

ロ
ザ
リ
ア
は

て
て
窓
へ
と
駆
け
寄

た

今
の
感
じ
だ
と
誰
か
が
窓
に
石
を
投
げ
付
け
た
に
違
い
な
い
わ
ね
ま
さ
か
平
家
軍
の

が

ら
せ

 
そ
う
言

て
ロ
ザ
リ
ア
は

窓
か
ら
こ

そ
り
と
外
を

め
た

 
普

な
ら
そ
の
ま
ま
窓
を
開
け
放

て

鳴
る
所
だ
が

今
は
戦
争
中
で
あ
り

 
あ
ま
り
目
立

た
事
は
出
来
な
い
の
で
あ

た

 
見
る
と
外
に
は
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
立

て
お
り
そ
の
う
ち
の
一
人
に
ロ
ザ
リ
ア
は
見
覚
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え
が
あ

た

あ
れ
は
銃
士

隣
の
プ
レ
イ
ヤ

は
見
た
事
が
無
い
わ
ね

 
カ

テ
ン
の
陰
か
ら
こ

そ
り
と

い
て
い
る
ロ
ザ
リ
ア
を
見
付
け
た
の
か

 
石
を
投
げ
た
ら
し
い
そ
の
見
知
ら
ぬ
プ
レ
イ
ヤ

が
ロ
ザ
リ
ア
に
何
事
か
叫
ん
で
い
る
の
が
見

え 
ロ
ザ
リ
ア
は
ほ
ん
の
少
し
だ
け
窓
を
開
け

何
と
言

て
い
る
の
か

こ
う
と
し
た

お
い
ロ
ザ
リ
ア

さ

さ
と
中
に
入
れ
ろ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ロ
ザ
リ
ア
は

何
だ
こ
い
つ
と
思
い
な
が
ら
も

 
そ
の
無

な
プ
レ
イ
ヤ

と
一

に
銃
士

が
い
る
事
が
と
て
も
気
に
な

た

あ
の
子
が
シ

ナ
以
外
の
男
と
一

に
行
動
す
る
と
は
思
え
な
い

 
そ
う

い
た
ロ
ザ
リ
ア
の

に

と
ん
で
も
な
言
葉
が
飛
び
込
ん
で
き
た

そ
の
通
り
だ

要
す
る
に
そ
う
い
う
事
だ

い
い
加

に
分
か
れ

 
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の

を

ん
だ
と
し
か
思
え
な
い
セ
リ
フ
に
ロ
ザ
リ
ア
は
思
わ
ず
こ
う
独
白

し
た今

の
は

術

ま
さ
か
シ

ナ

い
や
い
や

あ
れ

て
事
は
も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
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そ
の

の
動
き
を
再
び

ん
だ
の
か

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
再
び
ロ
ザ
リ
ア
に
言

た

お
う

俺
だ
俺

ち

と
事
情
が
あ

て
コ
ン
バ

ト
し
た
ん
だ
よ

 
と
い
う

で
さ

さ
と
中
に
入
れ
ろ

小
猫

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ロ
ザ
リ
ア
は

こ
れ
は
間
違
い
な
く
ハ
チ
マ
ン
だ
と
確
信
し
た

 
ま
あ
小
猫
と
呼
ん
だ
時
点
で
当
た
り
前
で
あ
る

い

今
行
く
わ

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は

て
て
ビ
ル
を
駆
け
下
り

二
人
を

馬
山
へ
と
迎
え
入
れ
た

お
う

出
迎
え
ご
苦
労

明
日
は
最
終
日
だ
し

も
う
お
前
が
こ
こ
に
い
る
意
味
は
無
い

 
と
り
あ
え
ず
事
情
は
説
明
す
る
か
ら
出

け
る
準
備
を
し
ろ
小
猫

首
都
ま
で
三
人
で
ド

ラ
イ
ブ
だ
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第
３
５
２
話
 
最
終
防
衛
戦
前
夜
の
あ
れ
こ
れ

 
⻑
く
や

て
い
る
か
ら
と
い
う
だ
け
な
ん
で
す
が

日
つ
い
に
２
０
０
万

を
突
破
し
ま

し
た

 
こ
ん
な
思
い
付
き
を

に
し
て
い
る
だ
け
の
作
品
に
付
い
て
き
て

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す 
今
後
と
も

き
ら
れ
な
い
よ
う
に

め
上
や
真
上
や
真
下
に
突

走
り
ま
す
の
で

 
楽
し
ん
で

け
た
ら
幸
い
に
思
い
ま
す

皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 

首
都
へ
と
向
か
う

の
中
で

ハ
チ
マ
ン
は
ロ
ザ
リ
ア
に
事
情
を
説
明
し
て
い
た

と
い
う

で
俺
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
迎
え
に
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

た

て

だな
る
ほ
ど
そ
う
い
う
事

そ
れ
な
ら
納
得
ね
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

い
き
な
り
銃
士

に
こ
う
言

た

と
こ
ろ
で
マ

ク
ス
俺
は
お
前
を
俺
の
秘
書
に
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
が
そ
の
気
は
あ
る
か

え

わ

私
が
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
秘
書
に

い
い
ん
で
す
か

や

ぱ
り
お
前
俺
が
い
ず
れ
社
⻑
に

任
す
る
事
を
知

た
上
で
ソ
レ
イ
ユ
を

望
し
て
る

ん
だ
な

 
も
ち
ろ
ん

わ
な
い
と
い
う

で
お
前
な
り
に
そ
の

の
準
備
を
こ
れ
か
ら
頑
張

て
く

れ
よ

心

意
お
仕
え
し
ま
す

頑
張
り
ま
す

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ロ
ザ
リ
ア
の
事
を
銃
士

に
紹
介
し
た

正
式
に

そ
う

正
式
に

で
あ
る

マ

ク
ス
こ
れ
は
ロ
ザ
リ
ア
本
名
は
薔
薇
小
猫
だ
い
ず
れ
お
前
の
上

に
な
る
事
に
な

る
か
ら

 
ち

ん
と
仲
良
く
す
る
ん
だ
ぞ

な

何
で
わ
ざ
わ
ざ
フ
ル
ネ

ム
で
呼
ぶ
の
よ

だ
け
で
も
い
い
じ

な
い
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だ
か
ら
お
前
は
同
じ
事
を
何
度
俺
に
言
わ
せ
る
ん
だ
俺
が
い
い

て
言

て
る
ん
だ
か
ら
い

い
ん
だ
よ

あ

小
猫

て
あ
だ
名
と
か
じ

な
く
て
本
名
だ

た
ん
で
す
ね

凄
く
か
わ
い
い

 
そ
う
言
わ
れ
た
ロ
ザ
リ
ア
は

大
に

く
な
り
な
が
ら
銃
士

に
言

た

あ

あ
な
た
の
ク
ル
ス

て
名
前
だ

て
凄
く
か
わ
い
い
と
思
う
わ
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
猫
秘
書
室
⻑

 
そ
し
て
銃
士

は

疑
問
に
思

て
い
た
事
を
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

で
も
ど
う
し
て
私
の
本
名
を

お
前

わ
ざ
わ
ざ
帰
還
者
用
学
校
ま
で
来
て

俺
の
事
を
観
察
し
て
た
だ
ろ

 
そ
れ
で
不
審
人
物
が
い
る

て
こ

ち
の
網
に
お
前
が
か
か

た
か
ら
調
査
し
た

て

だ

あ

す

す
み
ま
せ
ん

や

ぱ
り
そ
う
い
う
の

て
気
持
ち
悪
い
で
す
よ
ね

 
銃
士

は
他
な
ら
ぬ
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

自
分
の
行
い
を

に
反
省
し
て
い
た

 
そ
ん
な
銃
士

に
ハ
チ
マ
ン
は
言

た

い
や
ま
あ
少
し
い
き
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
よ
り
も
よ
く
俺
を
見
付
け
た
な
と
感
心

し
た
よ



 第３５２話 最終防衛戦前夜のあれこれ

頑
張
り
ま
し
た
の
で

そ

そ
う
か

そ
の
頑
張
り
を

今
後
は
真

当
な
事
に
生
か
し
て
く
れ
よ

は
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

つ
い
で
と
ば
か
り
に
こ
う
付
け
加
え
た

そ
う
言
え
ば
さ

き
の
マ

ク
ス

て
呼
び
名
な

あ
れ
は
お
前
の
名
前
の
ク
ル
ス
を

に

見
立
て
て

 
間
宮
ク
ル
ス
で
マ

ク
ス

て
意
味
も
あ
る
か
ら
な

一
応
教
え
と
く
わ

 
そ
の
言
葉
に
銃
士

は

を
紅
潮
さ
せ
て
喜
ん
だ

そ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

こ
れ
か
ら
は
リ
ア
ル
で
も
友
達
に
そ
う
呼
ば
せ
ま
す

 
そ
の
言
葉
に
危

を
覚
え
た
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
銃
士

を
止
め
た

そ
れ
は
や
め
て
お
け

同
じ
学
校
の
中
に
も
し
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た
と
し
て

 
俺
が
お
前
を
そ
う
呼
ぶ
事
か
ら
銃
士

を
連
想
す
る
奴
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ん

そ
れ
だ
け
の
情
報
で
私
に
繋
が
る
で
し

う
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
い
い

は
無
い
か
と
考
え
ニ

ン
ゴ
ロ

の
事
を
思
い
出
し
た

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は
ア
ル
ゴ
の
調
査
に
よ
る
と

銃
士

の
同
窓
生
だ

た
は
ず
で
あ
る
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あ
あ

学
校
と
い
え
ば

ニ

ン
ゴ
ロ

は
お
前
と
同
じ
学
校
の
同
じ
学
年
だ
ぞ

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
い
つ
は
化
け
物
ク
ラ
ス
の
優

な
奴
だ
か
ら

 
多
分
そ
れ
だ
け
の
情
報
か
ら
お
前
に
た
ど
り
着
く
と
思
う
ぞ

 
何
せ
お
前
は
ゲ

ム
と
リ
ア
ル
の
顔
が

似
し
て
い
る
レ
ア
ケ

ス
だ
か
ら
な

胸
以
外

は 
最
後
の
は
も
ち
ろ
ん
冗
談
だ

た
が

そ
の
言
葉
を

い
た
銃
士

は

 
身
を
乗
り
出
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
質
問
し
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
様
は
ど
ん
な
胸
の
女
性
が
お
好
み
な
ん
で
す
か

 
や

ぱ
り
閃
光
様
の
よ
う
な
お
胸
で
す
か

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
急
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
そ
う
に
な

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

あ
ま
り
触
れ
た
く
は
な
い
話
題
だ
な
と
思
い
な
が
ら
銃
士

に
言

た
む

胸
の
事
は
あ
ま
り
気
に
す
る
な

お
前
は
お
前
ら
し
く
あ
れ
ば
そ
れ
で
い
い

そ
う
で
す
か

良
か

た
で
す
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騙
さ
れ
て
は

目
よ
マ

ク
ス

ハ
チ
マ
ン
は
大
き
な
胸
の
持
ち
主
が
大
好
き
な
の
よ

 
そ
う

え
ば
こ
の
私
の
よ
う
に
ね

 
そ
う
胸
を
張
る
ロ
ザ
リ
ア
を
見
て

銃
士

は
こ
う
質
問
し
た

室
⻑
の
胸
は
ど
の
く
ら
い
の
サ
イ
ズ
な
の
で
す
か

少
な
く
と
も
あ
な
た
よ
り
は
少
し
大
き
い
わ
ね

な
る
ほ
ど

今
後
は
バ
ス
ト
ア

プ
体
操
が
必
須
で
す
ね

ほ
ら

胸
の
話
題
に
な
る
と
必
ず
こ
い
つ
が
調
子
に
乗
る
ん
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ド
ヤ
顔
の
ロ
ザ
リ
ア
を
横
目
で
見
な
が
ら

々
と
銃
士

を
諭
し
た

い
い
か
マ

ク
ス

世
の
中
に
は
胸
の
事
で
悩
ん
で
る
女
性
が

山
い
る
ん
だ

 
だ
か
ら
お
前
は

胸
の
事
な
ん
か
気
に
せ
ず
そ
の
ま
ま
自
然
体
の
ま
ま
で
い
て
く
れ

は

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

と
あ
る
疑
問
を
思
い
付
き

 
ど
う
し
て
も
我
慢
出
来
な
く
な

て
銃
士

に
こ
う

ね
た

な
あ

も
し
も
小
猫
の
胸
が
お
前
よ
り
も
小
さ
か

た
と
し
た
ら

ど
う
し
て
た
ん
だ

も
ち
ろ
ん
バ
ス
ト
ダ
ウ
ン
体
操
を
し
ま
す
ね



 第四章 ＧＧＯ編

そ

そ
ん
な
の
が
存
在
す
る
の
か

い
い
え

存
在
し
ま
せ
ん

だ
か
ら
独
学
で
作
り
出
し
ま
す

ま
じ
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
う
い

た
面
で
の
銃
士

の
健

管
理
に
危

を
覚
え

 
仕
方
な
く
銃
士

に
こ
う
指

を
出
す
事
に
し
た

い
い
か
マ

ク
ス

俺
は
お
前
の
リ
ア
ル
な

を

し
て
い
る

 
そ
の
立
場
か
ら
言
わ
せ
て
も
ら
う
が

お
前
の
体
型
は
俺
の
好
み
に
と
て
も
合
致
し
て
い
る

 
だ
か
ら
無
理
に
胸
を
大
き
く
し
よ
う
と
し
た
り
小
さ
く
し
よ
う
と
し
た
り

 
過

な
ダ
イ
エ

ト
し
た
り
逆
に
太
ろ
う
と
し
た
り
す
る
の
は
禁
止
だ

 
何
よ
り
お
前
が
健

を

持
出
来
る
事
を
最
優
先
に
考
え
る
ん
だ

い
い
な

分
か
り
ま
し
た

ふ
う

こ
こ
ま
で
言
え
ば

こ
い
つ
が
お
か
し
な
事
を
す
る
心
配
は
無
い
な

後
は

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ロ
ザ
リ
ア
の

を
ぐ
い

と

え
込
ん
だ

い

い
き
な
り
何
を
す
る
の
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ロ
ザ
リ
ア
は

ハ
チ
マ
ン
に
あ
る
意
味

か
れ
て
い
る
事
に
気
が
付
き
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そ
の
セ
リ
フ
と
は
裏
腹
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
の

を
叩
い
て
こ
う
言

た

い
い
か
小
猫

あ
い
つ
は
多
分
俺
の
言
葉
に
は
絶
対
服

だ

 
な
の
で
下
手
な
事
を
言
う
と
さ

き
の
胸
の
話
み
た
い
に
や
り
す
ぎ
ち
ま

て
体
を
壊
す
可

能
性
が
あ
る

 
だ
か
ら
お
前
も
そ
の
事
を

ま
え
て
あ
い
つ
に
余
計
な
事
を

き
込
む
の
は
や
め
ろ

あ

た

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

気
を
付
け
る
わ

お
う

何
か
お
か
し
い
な
と
思

た
ら

直
ぐ
に
原
因
を
調
べ
て

正
す
る
ん
だ
ぞ

分
か

た
わ

 
こ
ん
な
冗
談
の
よ
う
で
冗
談
で
は
な
い
会
話
を
し
な
が
ら
三
人
は
そ
の
ま
ま

首
都
へ
と
到

着
し
た

 
そ
ん
な
三
人
を

ロ
ザ
リ
ア
か
ら
連

を
受
け
て
い
た
仲
間
達
が
出
迎
え
た

 
真

先
に
出
て
き
た
の
は
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ

そ
れ
に
ギ
ン
ロ
ウ
の
三
人
だ

た

 
三
人
は
銃
士

の
事
が
心
配
で
仕
方
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
心
配
そ
う
な
顔
で
銃
士

の
下
に
駆
け
寄

た
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銃
士

ち

ん

俺
が
先
に
飛
び
出
す
べ
き
だ

た
の
に

本
当
に
ご
め
ん
な

無
問
題

結
果
良
好

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

シ

ナ
の
盾
に
な

た
ん
だ

て
な

明
日
は
銃
士

ち

ん
の
分
ま
で
戦
う
か
ら

 
砦
の
中
の
特

で
見
て
て
く
れ
よ
な

見
物
了

た
ら
こ

頑
張

て

お
う

任
せ
ろ

銃
士

ギ
ン
ロ
ウ

依
頼

シ

ナ
様
の
守
り

お
う

こ
の
命
に
か
え
て
も

 
三
人
は
銃
士

と
そ
ん
な
言
葉
を
交
わ
し

決
意
を
新
た
に
し
た
よ
う
だ

お
前

俺
以
外
の
前
だ
と

り
方
が

に
変
わ
る
の
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
面
白
そ
う
な
表
情
で
そ
う
言
い

銃
士

は
少
し
恥
ら
い
な
が
ら
そ
れ
に

い

た 
そ
し
て
シ
ズ
カ
が
前
に
出
て
き
て

ハ
チ
マ
ン
の

元
に
そ

と

い
た
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ど
う
や
ら
上
手
く
会
え
た
み
た
い
だ
ね

お
う

つ
い
で
に
う
ち
の
秘
書
に
な
る
よ
う
に
オ
フ

も
出
し
て
お
い
た

優

な
人
材

ゲ

ト
だ
な

え
ら
い
え
ら
い

 
そ
ん
な
仲
の
良
さ
そ
う
な
ハ
チ
マ
ン
と
シ
ズ
カ
の

を
見
て
ピ
ト
フ

イ
が
こ
う

ね
て
き

た
ね

シ
ズ
そ
の
ち

と
ぞ
く
ぞ
く
す
る
よ
う
な
素
敵
な
オ

ラ
を
放
つ
男
性
は
知
り
合
い

 
何
て
い
う
か
こ
う

上
手
く
説
明
出
来
な
い
ん
だ
け
ど

シ

ナ
に
似
て
る
よ
う
な

や
べ

こ
い
つ
の
あ
り
え
な
い
勘
の

さ
を
忘
れ
て
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
場
を
さ

さ
と
逃
げ
出
す
事
に
し
た

ぼ

僕
は
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
の
知
り
合
い
で
す

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
が
街
を
出
る
の
に

 
カ
モ
フ
ラ

ジ

の

に
運
転
手
を
頼
ま
れ
ま
し
て

こ
う
し
て
こ
こ
ま
で
来
た
ん
で
す
が

 
用
事
が
あ
る
の
で
僕
は
こ
こ
で
落
ち
て
お
き
ま
す
ね

明
日
の
戦
い
は
頑
張

て
下
さ
い

 

は
自
動
返

モ

ド
に
し
て
お
く
の
で

気
に
し
な
い
で
下
さ
い
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そ
う

口
で
ま
く
し
立
て
た
ハ
チ
マ
ン
は

銃
士

の

元
で
こ
う

い
た

当
に
シ
ズ
と
口
裏
を
合
わ
せ
て
お
け
よ

明
日
お
前
の
学
校
に
行
く
か
ら
な

え

は

は
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

さ

さ
と
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
密
か
に
追
い
か
け
る
者
が
い
た

闇
風
で
あ
る

 
闇
風
は
シ
ズ
カ
に
こ
の
事
を

い
て
お
り

ハ
チ
マ
ン
の
正
体
を
知

て
い
た

シ

ナ

お
い
シ

ナ

い
や

今
は
ハ
チ
マ
ン
か

闇
風
か

さ
て
は
シ
ズ
カ
に
俺
の
事
を

い
た
の
か

あ
あ

シ

ナ
が
落
ち
た
直
後
に
教
え
て
も
ら

た
ん
だ

 
あ
の
時
は

に
動
け
な
く
て
本
当
に
す
ま
ね
え

何

あ
れ
は
全
て
俺
の
ミ
ス
だ

逆
に
こ

ち
こ
そ
心
労
を
か
け
ち
ま

て
す
ま
な
か

た

で
も
よ

で
も
も
何
も
無
い

あ
の
場
面
だ
と
も
し
お
前
が
飛
び
込
ん
で
い
た
ら

 
マ

ク
ス
の
代
わ
り
に
お
前
が
死
ん
で
た
だ
け
だ

だ
か
ら
明
日
は

銃
士

の
分
ま
で
頼

む
ぞ
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お

お
う

任
せ
ろ

 
そ
し
て
闇
風
は

感
心
し
た
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

し
か
し
ま
さ
か

そ
の
キ

ラ
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
て
く
る
と
は
な

銃
士

ち

ん
は
幸

せ
者
だ
な

ど
う
し
て
も
自
分
で
あ
い
つ
を
迎
え
に
い

て
や
り
た
か

た
ん
で
な

か

や

ぱ
り
シ

ナ
は
違
う
よ
な
同
じ
立
場
だ

た
と
し
て
も
俺
に
は
真
似
出
来

ね
え
わ

ど
う
か
な

そ
う
な

て
み
た
ら
案
外
同
じ
事
を
し
た
ん
じ

な
い
か

ど
う
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
キ

ラ
を

す
事
に
し
た

 
こ
の
後
は
イ
ベ
ン
ト
が

え
て
い
る
か
ら
だ

そ
れ
じ

あ
俺
は

こ
の
キ

ラ
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

し
て
か
ら
シ

ナ
に

る
か
ら
な

 
お
前
は
シ
ズ
カ
に
先
に
コ
ミ
ケ
さ
ん
達
の
送
別
会
を
始
め
て
お
く
よ
う
に
伝
え
て
お
い
て
く

れ
あ
い
よ

あ

そ
う
い
や
銃
士

ち

ん

子
王
リ

チ

を
倒
し
た
ら
し
い
ぞ
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お

や

ぱ
り
あ
い
つ
だ

た
の
か

こ
れ
は
後
で
褒
め
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
な

お
う

頼
む

 
そ
し
て
源
氏
軍
の
者
達
は

コ
ミ
ケ
達
の
送
別
会
を
行

た

 
銃
士

や
ロ
ザ
リ
ア
を
呼
ん
だ
の
は
そ
の

で
も
あ
る

 
当
然
明
日
へ
向
け
て
の

行
会
も

ね
て
お
り

こ
の

し
の

に

 
食
材
や
ら
何
や
ら
が
こ
の
砦
に
大

に
運
び
込
ま
れ
て
い
た
の
だ

た

 
そ
し
て
交
代
で
見
張
り
を
し
つ
つ

宴
会
が
始
ま

た

い
や

ほ
ん
の
少
し
し
か
参
加
し
て
な
い
俺
達
の

に
悪
い
ね

い
え
い
え

い
間
で
す
け
ど
楽
し
か

た
で
す
ま
た
機
会
が
あ

た
ら
一

に
プ
レ
イ
し

ま
し

う

お
う

そ
の
時
は
宜
し
く
な

 
コ
ミ
ケ
達
は
こ
の

日
の
事
を
思
い
出
し
て
源
氏
軍
に
参
加
し
て
本
当
に
良
か

た
と
思

た 
そ
し
て
任

を
終
え
た
ら
必
ず
ま
た
顔
を
出
そ
う
と
心
に

た

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
行
く
よ

こ
こ
で
リ
タ
イ
ア

と
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は
い

お
元
気
で

 
コ
ミ
ケ
は
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
て
戦
争
か
ら
リ
タ
イ
ア
す
る
と
そ
の
ま
ま
落
ち
て
い

た

 
ト
ミ

と
ケ
モ
ナ

も
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
源
氏
軍
の
者
達
は
深
夜
組
が
交
代
で
見
張
り
を
受

け
持
ち

 
大
部
分
の
者
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

  
そ
の

街
中
で
は

シ

ナ
の
想
像
も
し
な
い
事
が

こ

て
い
た

お
い

源
氏
軍
の
ス
コ

ド
ロ
ン

が
二
つ

て
る
ぞ

何
が

こ

た
ん
だ

そ
う
い
や
ゼ
ク
シ

ド
が

源
氏
軍
の
誰
か
を
倒
し
た
と
か
言

て
や
が

た
な

ま
じ
か
よ

あ
の
ゼ
ク
シ

ド
が
か

こ
れ
は
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
実

に
は
ゼ
ク
シ

ド
が
倒
し
た
の
は
た

た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

だ

た
の
だ
が

 
観
客
に
は
そ
ん
な
事
は
分
か
ら
な
い

 
結
果
ゼ
ク
シ

ド
が

独
で
二
つ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
を

た
と
い
う
噂
が
街
を
駆
け
巡
る
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事
と
な

た

こ
れ
な
ら
い
け
る
ぞ

俺
達
だ

て
や
れ
る
ん
だ

必
ず
勝
と
う

 
更
に
そ
の
結
果

今
ま
で
や
ら
れ

ぱ
な
し
だ

た
平
家
軍
の
士
気
は

 
こ
こ
に
き
て
最
高
潮
に
達
す
る
事
と
な

た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

何
か
平
家
軍
が

り
上
が

て
る
み
た
い
な
ん
で
す
け
ど

み
た
い
だ
な

だ
が
真
実
を
告
げ
る

に
も
い
か
な
い
よ
な

 
ま
あ
別
に
俺
は

を
言

た

じ

な
い
し

あ
い
つ
ら
が
勝
手
に
勘
違
い
し
て
る
だ
け
だ

 
せ

か
く
士
気
も
高
ま

た
み
た
い
だ
し

こ
こ
は
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
こ
う

で
す
ね

は
い

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

先
ほ
ど
の
ハ
チ
マ
ン
と
銃
士

の

を
思
い
出
し

複
雑
な
気
分
に

な

た
が

 
内
心
は
と
も
か
く
そ
の
事
に
は

成
す
る
以
外
の
道
は
無
か

た

 
こ
う
し
て
シ

ナ
は
予
想
外
に
士
気
の
高
ま

た
平
家
軍
を
相
手
に
最
終
日
を
戦
う
事
と



 第３５２話 最終防衛戦前夜のあれこれ

な

た

 
さ
て

明
日
の
投
稿
を

ん
で
明
後
日
は
い
よ
い
よ
戦
争
も
大
詰
め
で
す
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第
３
５
３
話
 
間
宮
ク
ル
ス
の
路
上
面
接

 
皆
様
の
応
援
の
お
か
げ
で
２
０
０
万

を
達
成
出
来
ま
し
た

 
引
き
続
き
頑
張

て

日
更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で

日
の
昼
の
楽
し
み
に
し
て

け
れ
ば

幸
い
で
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日
ク
ル
ス
は

家
を
出
る
前
か
ら

も
な
く

張
し
て
い
た

服
装
は
い
つ
も
よ
り
多
少
露
出
多
め

胸
は
や
や
強
調

化

は
薄
め

 
装

品
は

味
に
な
ら
な
い

度
に
自
然
に

常
に
笑
顔
で
優
し
い
口
調

 
服
装
は
い
つ
も
よ
り
多
少
露
出
多
め

胸
は
や
や
強
調

化

は
薄
め

 
装

品
は

味
に
な
ら
な
い

度
に
自
然
に

常
に
笑
顔
で
優
し
い
口
調

 
ク
ル
ス
は
同
じ
事
を
何
度
も

り
返
し
口
に
し

そ
の

目
を
何
度
も
チ

ク
し
て
い
た

 
当
然
朝
か
ら
入

し

も
サ
ラ
サ
ラ
に
仕
上
げ
て
あ
る
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ま
あ

い
面
接
み
た
い
な
も
ん
だ
か
ら

あ
ま
り

を
張
る
な
よ

 

日
の
落
ち

に
そ
う
言
わ
れ
た
と
は
い
え
や
は
り
第
一

象
は
可
能
な
限
り
良
く
し
て
お

き
た
い

 
ク
ル
ス
は
そ
う
考
え

自
作
の
八
幡
と
会
え
た
時
用
マ
ニ

ア
ル
に

い

 
準
備
を
完

に
整
え
た
上
で
家
を
出
た

 
大
学
へ
の
道
中
で
は

い
つ
も
よ
り
も
自
分
に
注
が
れ
る

線
が
確
実
に
多
か

た

 
そ
の
事
で
ク
ル
ス
は

今
の
自
分
の

に
多
少
自
信
が
持
て
た

あ

ク
ル
ス

今
日
は
何
か
気
合
い
入

て
る
ね

そ

そ
う
か
な

そ
う
だ
よ
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
お
め
か
し
し
て
る
じ

な
い
ま
さ
か
男
が
出
来
た
と
か

 
午
前
中
の

義
が
終
わ

た
後

ク
ル
ス
が
唯
一
仲
の
良
い
女
の
子

 
海
野

が

ク
ル
ス
を
見
付
け
て
そ
う
声
を

け
て
き
た

う

う
ん

今
日
は
ち

と
人
と
会
う
用
事
が
あ

て

え

冗
談
の
つ
も
り
だ

た
け
ど

ま
さ
か
本
当
に
男

も
し
か
し
て
彼
氏
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あ

え

と

彼
氏
と
か
じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
ク
ル
ス
が
そ
う
言

て

大
に

を

め
た
せ
い
で

は
動

し
た

男
と
い
う
事
を
否
定
し
な
い

そ
ん
な

い
た
気
配
は
全
然
無
か

た
の
に

 
で
も
こ
ん
な
に
お
め
か
し
し
て
る
ク
ル
ス
を
見
る
の
は
始
め
て
だ
し

 
そ
う
言

て

は

め
て
ク
ル
ス
を
観
察
し
始
め
た

う
わ

と
か
サ
ラ
サ
ラ
で

々
じ

な
い

気
持
ち
い
つ
も
よ
り
胸
も

て
る
よ
う
な

 
い
つ
も
と
メ
イ
ク
も
違
う

あ
れ
ク
ル
ス
が
ア
ク
セ
サ
リ

と
か
し
て
る
の
始
め
て
じ

な
い

 
こ
れ

て
始
め
て
見
る
ク
ル
ス
の
男
を
落
と
す
モ

ド

 
そ
ん
な
会
話
を

か
さ
れ
た

囲
の
男
達
も

て
は
お
れ
ず
に
会
話
に
参
加
し
て
き
た

 
ち
な
み
に
ク
ル
ス
に
と

て
は
特
に
友
達
と
い
う

で
は
な
く

顔
見
知
り

度
の
者
達
で

あ

た
間
宮
さ
ん
俺
い
い
店
を
知

て
る
ん
だ
け
ど
良
か

た
ら
こ
れ
か
ら
ラ
ン
チ
に
で
も

い
や
い
や

間
宮
さ
ん
は
俺
と

こ
こ
は
俺
が
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間
宮
さ
ん

今
日
は
凄
く
か
わ
い
い
ね

間
宮
さ
ん

あ
の

私
は

ち

と
あ
ん
た
達

ク
ル
ス
が
迷
惑
し
て
る
じ

な
い

い
い
加

に

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
道
を
開
け
て
も
ら

て
も
い
い
か
し
ら

 
そ
う

り
上
が
る
集
団
に

誰
か
が
そ
う
声
を

け
た

あ

雪
ノ
下
さ
ん

す

す
み
ま
せ
ん

大
学
の
二
大
美
女
が
揃

た

 
声
を

け
て
き
た
の
は
雪
乃
だ

た

り
の
者
の
反
応
を
見
る
と

 
ク
ル
ス
と
雪
乃
は
ど
う
や
ら
大
学
の
二
大
美
女
扱
い
さ
れ
て
い
る
ら
し
い

 
ク
ル
ス
は
雪
乃
の
顔
は
知

て
い
た
が

一
度
も
話
し
た
事
は
無
か

た

 
雪
乃
を
通
す

に
一
歩
横
に
ど
く
と

少
し

張
し
た
様
子
で
雪
乃
に
こ
う
言

た

す
み
ま
せ
ん
雪
ノ
下
さ
ん

ど
う
ぞ

 
そ
う
言

て
ク
ル
ス
は
会

を
し
た
の
だ
が

何
故
か
雪
乃
は
そ
の
場
を
去
ろ
う
と
は
せ
ず
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そ
の
ま
ま
真

直
ぐ
に
ク
ル
ス
の
前
に
立

た

あ

あ
の

ち

ん
と
話
す
の
は
こ
れ
が
初
め
て
に
な
る
の
か
し
ら
ね

私
は
雪
ノ
下
雪
乃

宜
し
く

あ

間
宮
ク
ル
ス
で
す

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

こ
こ
は

囲
の
雑
音
が
凄
い
も
の
ね

 
良
か

た
ら
お
友
達
も
一

に
ど
う
ぞ

え

え

 
そ
の
ク
ル
ス
の
反
応
を

雪
乃
は
い
ぶ
か
し
げ
に
見
た

も
し
か
し
て

彼
か
ら
何
も

い
て
な
い
の

彼

あ

 
そ
の
言
葉
で
ク
ル
ス
は
学
校
の
同
じ
学
年
に
仲
間
が
い
る
と
教
え
ら
れ
た
事
を
思
い
出
し
た

 
そ
う

確
か
ニ

ン
ゴ
ロ

が
こ
の
学
校
に
在

し
て
い
る
は
ず
だ

 
意
外
で
は
あ
る
が

こ
の
展
開
か
ら
す
る
と
そ
れ
は
お
そ
ら
く
目
の
前
の
雪
乃
な
の
だ
ろ
う

分
か

た
よ
う
ね

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う

は
い
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ち

ち

と
ク
ル
ス

一

に
来
て

大
丈
夫

雪
ノ
下
さ
ん
は
友
達
な
の

え

あ
ん
た
い
つ
の
間
に

 
そ
れ
に
は
答
え
ず
笑
顔
で

の
手
を
引
き
そ
の
ま
ま
去

て
行
こ
う
と
し
た
ク
ル
ス
の

を

 
男
達
の
一
人
が
ガ

と
掴
ん
だ

待

て
よ
間
宮
さ
ん

ま
だ
こ

ち
の
話
が

い

い

離
し
て

ち

と
あ
ん
た

ク
ル
ス
に
何
す
る
の
よ

 
そ
の
言
葉
で
雪
乃
は

り
返
り

事
情
を
察
す
る
と

 
そ
の
男
に
制

を
加
え
よ
う
と
そ
ち
ら
に
手
を

ば
し
か
け
た

そ
の
雪
乃
の

を
誰
か
が
ポ

ン
と
叩
い
た

 
雪
乃
は
そ
の
人
物
の
顔
を
見
て

ク
ル
ス
の
方
に

ば
し
か
け
た
手
を
引

込
め
た

 
そ
し
て
そ
の
人
物
は
ク
ル
ス
と
男
の
間
に

り
込
み

そ
の
男
の

を
掴
ん
で
締
め
上
げ
た

ぐ
あ

お
い
お
前

う
ち
の
ク
ル
ス
に
何
や

て
や
が
る
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だ

誰
だ
て
め
え

 
ク
ル
ス
は
そ
の
背
中
を
見
て

そ
れ
が
誰
な
の
か
直
ぐ
に
理
解
し
た

 

に
心

が
ド
ク
ン
と
脈
打
ち

ク
ル
ス
は
嬉
し
さ
で

を
紅
潮
さ
せ
た

 
そ
れ
を
見
た

も
口
を
出
す
の
を
や
め

事
の
成
り
行
き
を
見
守
る
事
に
し
た

俺
か

俺
は

 
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
の
人
物

八
幡
は

何
と
言
え
ば
い
い
か
と
チ
ラ
リ
と
雪
乃
の
表
情
を

た

 
そ
の
雪
乃
の
表
情
は

お
手

み
拝
見
と
ば
か
り
に
少
し
ニ
ヤ
つ
い
た
感
じ
だ

た
の
で

 
こ
い
つ
面
白
が

て
や
が
る
と
思

た
八
幡
は

に
あ
る
事
を
思
い
付
き
男
に
向
か

て

こ
う
言

た

俺
は
こ
の
ク
ル
ス
と
雪
乃
の
恋
人
だ

そ
う
だ
よ
な

なあ

え

と

は

は
い

あ

え

え
え

そ
の
通
り
よ

 
ク
ル
ス
は

り
に
そ
う
誤
解
さ
れ
て
も
一
向
に

わ
な
か

た
の
で
空
気
を

ん
で
そ
う
同
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意
し
た

 
そ
し
て
雪
乃
は
や
ら
れ
た
と
思
い
な
が
ら
も
ク
ル
ス
に
合
わ
せ
て
仕
方
な
く
そ
れ
に
同
意
し

た
ふ

ふ
ざ
け
る
な

こ
の
二
人
を
独

と
か
そ
ん
な
の
許
さ
れ
る

が
無
い
だ
ろ

あ

お
前
は
仮
に
も
日
本
の
最
高
学

の
学
生
だ
ろ

 
日
本
の
法

の
ど
こ
に
恋
人
が
一
人
じ

な
き

い
け
な
い
な
ん
て
事
が
書
い
て
あ
る
の
か

言

て
み
ろ

そ

そ
れ
は

そ
れ
に
お
前
が
俺
の
ク
ル
ス
に
乱
暴
な
態
度
を
と

た
事
は
こ
こ
に
い
る
奴
ら
は
全
員
見
て

た
か
ら
な

 
お
前
は
俺
達
の
事
よ
り
も

今
後
の
自
分
の
評
判
の
心
配
を
す
る
ん
だ
な

え

あ

 
さ
す
が
に
や
り
す
ぎ
だ
と
い
う

囲
の
目
に
囲
ま
れ
そ
の
男
は
す
ご
す
ご
と
引
き
下
が

た

 
代
わ
り
に
前
に
出
て
き
た
の
は

で
あ
る

あ
の
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お

ク
ル
ス
の
友
達
か

い
つ
も
こ
い
つ
が
世
話
に
な

て
て
済
ま
な
い
な

 
そ
れ
じ

一

に
行
こ
う

こ
こ
は
野
次
馬
が
多
す
ぎ
る
か
ら
な

え

本
当
に
私
も
一

で
い
い
ん
で
す
か

別
の
場
所
で
事
情
を
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
八
幡
は
雪
乃
と
ク
ル
ス
の
手
を
引
き

を

め
て
あ
る
方
向
へ
と
歩
き
出
し
た

 

は
チ
ラ
リ
チ
ラ
リ
と
そ
の
様
子
を

い
な
が
ら

そ
の
後
を
付
い
て
い
く

 
残
さ
れ
た
男
連
中
は

そ
れ
を

然
と
見
送
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
あ
な
た
ね

言
う
に
事

い
て
何
て
事
を

あ

お
前
が
あ
ん
な
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
た
顔
で
こ

ち
を
見
て
い
た
か
ら

き
込
ん
で
や

た
ん

だ 
俺
は
悪
く
な
い

お
前
が
悪
い

悪
い
わ
よ

ま

た
く
詩
乃
の
事
と
い
い

あ
な
た
は
学
校
こ
と
に
違
う
女
の
子
を
恋
人
扱

い
し
て
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う
 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
図
星
を
突
か
れ
た
の
か

少
し
苦
い
表
情
を
し
た

ま
あ
ど

ち
も
事
情
が
無
か

た
と
は
言
え
な
い
か
ら
仕
方
な
い
け
ど

 
せ
め
て
学
内
で
は
ち

ん
と
フ
リ
は
す
る
の
よ

い
い

 
雪
乃
は
そ
う
言

て
八
幡
の

を

き

ク
ル
ス
も
そ
れ
に

た

 
そ
の
残

な
ま
で
の
感
触
の
差
に
は

八
幡
は
一
切
言

し
な
い

 
む
し
ろ
雪
乃
か
ら
感
じ
る
感
触
が

し
て
い
る
気
が
し
て

 
努
力
の
成
果
は
確
実
に
出
て
い
る
と

内
心
で
雪
乃
を
賞

し
た
く
ら
い
だ

た

ま
あ
も
う
こ
こ
に
来
る
事
は
ほ
と
ん
ど
無
い
だ
ろ
う
か
ら

わ
な
い
が

私
に
対
し
て
し
て
や

た
り
と
思

た
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

 
あ
な
た
は
い
つ
も
ワ
ン
パ
タ

ン
な
の
よ
も
う
少
し
そ
の
無
い

を
使

て

夫
し
な
さ
い

く

事
実
だ
け
に
反

出
来
ね
え

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て
ク
ル
ス
は
ク
ス
ク
ス
と
笑

て
い
た

そ
し
て

が
八
幡
に
こ
う

ね

た
え

と

結
局
さ

き
の
は

あ
の
場
を
逃
れ
る

の
方

て
事
で
い
い
ん
で
す
よ
ね
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お
う
そ
う
だ
な
二
人
に
は
す
ま
な
い
と
思

た
が
ま
あ
卒
業
ま
で
は
我
慢
し
て
も
ら
う
事

に
す
る
さ

 
そ
の
言
葉
に
納
得
出
来
な
か

た
の
か

は
ク
ル
ス
に
こ
う

ね
た

ク
ル
ス
は
そ
れ
で
い
い
の

え

何
で
そ
ん
な
事
を

く
の

い
い
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
む
し
ろ
私
な
ん
か
が
八
幡
様
の
恋
人
だ
な
ん
て

迷
惑
じ

な
い
か
心
配
だ
よ

あ
あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

 
ク
ル
ス
に
真
顔
で
真

向
か
ら
そ
う
言
わ
れ

 

は
ク
ル
ス
が
八
幡
に
好
意
を
持

て
い
る
と
い
う
事
を

と
い
う

理
解
さ
せ
ら
れ
た

 
微

に
恋
愛
感
情
と
違
う
よ
う
な
気
も
し
た
の
は

の
生
来
の

さ
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う

で

あ
な
た
は
誰
な
ん
で
す
か

お
う

せ

か
く
名

が
あ
る
ん
だ
し

こ
れ
を

し
て
お
く
か

 
そ
の
名

に
は

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン

事
業
部
部
⻑

比
企
谷
八
幡

 
と
書
い
て
あ
り

は
目
を
見
開
い
た

え

私
と
同
い
年
く
ら
い
に
見
え
る
の
に

あ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑

本
当
に



 第３５３話 間宮クルスの路上面接

実
は
名
前
だ
け
だ

事
業
部
な
ど
と
言
う
部

は
正
式
に
は
存
在
し
な
い

俺
は
ま
だ
学

生
だど

ど
う
い
う
事
で
す
か

要
す
る
に
名
目
上
の
役
職
だ

て
事
だ

ネ

ト
ワ

ク
事
業
部

て
の
は
あ
る
が

 

事
業
部
は
俺
が
入
社
し
て
か
ら
正
式
に
発
足
す
る
事
に
な
る

の
か

私
に

か
な
い
で
欲
し
い
わ

あ
の
人
に

き
な
さ
い

お
う

そ
う
す
る
わ

 
雪
乃
の
そ
の
答
え
を

い
て

ク
ル
ス
と

は
そ
の
指
差
す
方
を
見
た

 
黒

り
の

の
横
に
美
女
が
立

て
お
り

そ
の
美
女
は
こ
ち
ら
に
気
が
付
く
と

 

て
て
こ
ち
ら
に
駆
け
寄

て
き
て

い
き
な
り
雪
乃
に
言

た

ち

ち

と
雪
乃
ち

ん

何
で
八
幡
君
と

を
組
ん
で
る
の

抜
け
駆
け

そ
れ
は
こ
の
男
に

き
な
さ
い

姉
さ
ん

八
幡
君

ど
う
い
う
事

は

実
は

 
そ
し
て
八
幡
か
ら
事
情
を

い
た
陽
乃
は

目
を

か
せ
な
が
ら
こ
う
言

た
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私
も
も
う
一
回
学
生
に
な

て

そ
の
学
校
で
八
幡
君
の
女
扱
い
に
な
る

お
い
こ
ら
馬

姉

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

て
ん
じ

ね
え
よ

お
ら
仕
事
だ
仕
事

え

ち

と
く
ら
い
夢
を
見
て
も
い
い
じ

な
い

ち

と

い
つ
も
の
間
違
い
じ

な
い
の
か

雪
乃
ち

ん

八
幡
君
が
私
に
厳
し
い

姉
さ
ん

こ
の
前
の
事
を
忘
れ
た
の
か
し
ら

う
 
陽
乃
は
そ
の
言
葉
で

先
日
⺟
と
共
に
雪
乃
に
説
教
を
さ
れ
た
事
を
思
い
出
し
た
の
か

 
そ
の
ま
ま
す
ご
す
ご
と
引
き
下
が
り

を

ら
ま
せ
た
ま
ま
ク
ル
ス
に
言

た

そ
れ
じ

あ
入
社

験
を
始
め
ま

す
私
は
ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の
現
社
⻑

 
雪
ノ
下
陽
乃
で

す

宜
し
く
ね

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ク
ル
ス
は
当
然
陽
乃
の
事
も
あ
る

度
調
べ
て
お
り

そ
の
顔
も
知

て
い
て

 
そ
の
破
天
荒
な
性
格
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
い
た

に
ま

た
く
動
じ
ず
に
そ
う
言

た

 
だ
が

は
そ
の
言
葉
に
驚
愕
し
た
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え

本
当
に

こ
れ
ド

キ
リ
と
か
じ

な
い
の

お
友
達
は

分
古
い
言
葉
を
知

て
る
の
ね
と
り
あ
え
ず
自
分
の
お
友
達
が
ど
う
い
う
人
か

 
そ
こ
で

め
て
理
解
す
る
と
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

あ

は
い

 
そ
し
て
陽
乃
は
ク
ル
ス
に
顔
を
向
け

感
心
し
た
よ
う
に
言

た

ク
ル
ス
ち

ん
は
ま

た
く
動

し
て
い
な
い
の
ね

は
い

予
想
は
し
て
い
ま
し
た
の
で

う
ん
う
ん
宜
し
い

そ
う
い
う
子
は
お
姉
さ
ん
好
き
よ

 
さ
て
こ
こ
が
あ
な
た
の
人
生
の
タ

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
よ
心
し
て
私
の
質
問
に
答
え
な
さ

い
は
い

 
そ
の
想
像
以
上
の
張
り
詰
め
た
雰
囲
気
に

は
息
を
飲
ん
だ

 
そ
し
て
陽
乃
の
口
か
ら

そ
の
質
問
が
発
せ
ら
れ
た

あ
な
た

こ
こ
に
い
る
八
幡
君
の

に
死
ね
る
の
か
し
ら

死
ね
と
言
わ
れ
れ
ば
死
に
ま
す

で
も
八
幡
様
が
私
に
そ
ん
な
命
令
を
す
る
事
は
無
い
の
で
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可
能
な
限
り
生
き
て
生
き
て
生
き
ま
く

て

命
で
死
ぬ
そ
の
時
ま
で
八
幡
様
の
お

に
お

仕
え
し
ま
す

は
い
合
格
入
社
お
め
で
と
う

こ
れ
で
あ
な
た
も
彼
の
秘
書
に
な
る
事
が
決
定
し
た
よ

え
え

ち

と
ク
ル
ス

何
言

て
る
の
よ

そ
し
て
社
⻑
さ
ん

何
で

即
決
な
の

 

は
そ
の
一

の
遣
り
取
り
を

い
て
た
ま
ら
ず
そ
う
絶
叫
し
た

う
ち
は
そ
う
い
う
会
社
だ
か
ら
と
し
か

ね

ま
あ
こ
ん
な
感
じ
だ
が

君
の
友
達
を
悪
い
よ
う
に
は
し
な
い
か
ら
安
心
し
て
く
れ

は

は

 
そ
し
て

は
ク
ル
ス
の
顔
を
見
た

ク
ル
ス
は
見
た
事
も
無
い
達
成
感
に

れ
た
表
情
を
し
て

お
り

 

は
そ
の
表
情
を
見
て

素
直
に
親
友
を
祝
福
す
る
事
を
決
め
た

お
め
で
と
う

ク
ル
ス

あ
り
が
と
う

私
今
ま
で
生
き
て
き
て

最
高
に
幸
せ
な
気
分
だ
よ

そ

か

そ
れ
な
ら
本
当
に
良
か

た
よ
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そ
し
て
ク
ル
ス
は
八
幡
と
陽
乃
に
連
れ
ら
れ

ソ
レ
イ
ユ
本
社
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

 
残
さ
れ
た
雪
乃
と

は
何
と
な
く
連
れ
立

て

一

に
昼
食
を
と
る
事
に
し
た

 
す
み
ま
せ
ん
一
話
じ

終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
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第
３
５
４
話
 
社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
雪
乃
と

の
二
人
は

仲
良
く
外
で
お
昼
を
食
べ
て
い
た

 
学
食
を
利
用
す
る
事
も
考
え
た
の
だ
が
色
々

か
れ
る
可
能
性
も
あ
り

わ
し
か

た
の
だ

ろ
うふ

ふ

今
日
は
驚
い
た
か
し
ら

う
ん

か
な
り

雪
ノ
下
さ
ん
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
さ
ん
の
妹
だ

た
ん
だ
ね

え
え

い
ず
れ
私
も
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社
し
て

彼
を

え
る
事
に
な
る
と
思
う
わ

え
る

部
⻑
さ
ん
を

雪
ノ
下
さ
ん
な
ら
も

と
上
に
い
け
る
と
思
う
け
ど

 
雪
乃
の
優

さ
を
知

て
い
た

は

何
と
な
し
に
そ
う
質
問
し
た

部
⻑

あ
あ

い
い
え

彼
は
今
は
部
⻑
扱
い
だ
け
ど

 
多
分
正
式
に
入
社
し
た
ら
直
ぐ
に
社
⻑
に
な
る
と
思
う
わ
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え
え

そ

そ
う
な
の

さ

き
言

て
た
で
し

う

ク
ル
ス
さ
ん
は
彼
の
秘
書
に
な
る
予
定
で
入
社
し
た
の
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た

は

先
ほ
ど
の
陽
乃
の
言
葉
を
思
い
出
し
な
が
ら
言

た

あ

そ
う
い
え
ば
確
か
に
言

て
た

ま
あ
そ
う
い
う
事
よ
あ
な
た
も
彼
女
の
親
友
な
ら
ソ
レ
イ
ユ
へ
の
入
社
を
目
指
し
て
み
る

 
面
白
そ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た
雪
乃
に

は
困

た
顔
で
こ
う
答
え
た

真
面
目
に
考
え
て
み
た
い
け
ど

実
は
う
ち

家
業
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

あ
ら
そ
う
な
の
ね

ち
な
み
に
何
を

⺟
が
銀
座
で
ス
ナ

ク
を
や

て
る
の

 
そ
の
言
葉
に

雪
乃
は
先
日
八
幡
か
ら

い
た
ミ
サ
キ
の
事
を
思
い
出
し
た

 
そ
の
説
明
に
よ
る
と

店
の
名
前
は
確
か
彼
女
と
同
じ
名
前
だ

た
は
ず

ち
な
み
に
何
て
い
う
ス
ナ

ク
な
の
か
し
ら

美
咲
だ
よ

⺟
の
名
前
と
一

な
の

 
雪
乃
は
そ
の
予
想
通
り
の
返
事
に

目
し
た
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そ
う

こ
れ
も
運
命
な
の
か
し
ら
ね

えい
い
え
こ

ち
の
事
よ

さ
ん
だ

た
か
し
ら

こ
れ
か
ら
は
私
と
も
仲
良
く
し
て
ね

う
ん

ク
ル
ス
と
三
人
で
今
度
ど
こ
か
に
遊
び
に
行
こ
う
よ

ふ
ふ

楽
し
み
に
し
て
い
る
わ

 
こ
の
三
人
は
こ
の
日
か
ら

在
学
中
は
ず

と
仲
良
く
過
ご
し
て
い
く
事
と
な
る

 
ち
な
み
に
男
を
一
切
寄
せ
付
け
な
い
三
人
組
と
し
て
も

名
に
な
る
事
と
な

た

 
初
め
ま
し
て
キ

ト

私
は
間
宮
ク
ル
ス
で
す

 
今
度
八
幡
様
の
秘
書
を
拝
命
す
る
事
に
な
り
ま
す
が

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

こ
れ
は
ご
丁

に

難
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
に
し
て
も
ク
ル
ス
は
私
が

て
も
驚
か
な
い

の
で
す
ね

え
え

調
べ
て
あ

た
の
で

な
る
ほ
ど

 
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ
直
後
か
ら
い
き
な
り
そ
う
キ

ト
に

す
る
ク
ル
ス
の

を
見
て
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さ
す
が
の
八
幡
と
陽
乃
も
驚
い
た

お
い
マ

ク
ス

お
前
キ

ト
の
事
も
事
前
に
調
べ
て
あ

た
の
か

あ
あ

や

と
マ

ク
ス
と
呼
ん
で
も
ら
え
ま
し
た

 
あ
の
場
だ
と
仕
方
な
か

た
と
は
言
え
そ
う
呼
ば
れ
な
い
事
が
凄
く
残
念
だ

た
ん
で
す
よ

 
で

そ
の
事
で
す
が

は
い

八
幡
様
の
事
は
か
な
り

し
い
と
自
負
し
て
お
り
ま
す

い
い
加

そ
の
呼
び
方
は
や
め
な
い
か

何
か
む
ず
む
ず
す
る
ん
だ
が

い
え

公
私
の
区
切
り
は
き

ち
り
と
付
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
と
陽
乃
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

 
ど
う
や
ら
同
じ
事
を
考
え
た
ら
し
く

代
表
し
て
八
幡
が
こ
う
言

た

よ
し

ソ
レ
イ
ユ
に
着
く
ま
で
こ
の

内
は
完
全
な
プ
ラ
イ
ベ

ト
空
間
と
す
る

 
そ
れ
で
マ

ク
ス
最
初
に
俺
が
お
前
の
前
に
現
れ
て
か
ら
こ
こ
ま
で
ど
う
思

た
ん
だ

も
う
超
凄
い
で
す

八
幡
様
格
好
良
す
ぎ
ま
す

 
あ
の
ク
ソ
野
郎
に

を
掴
ま
れ
た
時
は

が
立
ち
ま
し
た
け
ど

 
ま
さ
か
あ
そ
こ
で
私
を
助
け
に
来
て
く
れ
る
な
ん
て
思

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
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あ
あ
さ
す
が
は
私
の
全
て
を

げ
ら
れ
る
お
方
も
う
こ
の
マ

ク
ス
を
八
幡
様
の
好
き
に

し
て
下
さ
い

え

と

は
い
何
で
す
か

で
す
か

で
す
よ
ね

 
そ
の
ま
ま

に
す
る
勢
い
で
も

い
ま
せ
ん
の
で
思
い

き
り
や

ち

て
下
さ
い

や

ぱ
り
こ
こ
は
公
の
場

て
事
で

大
変
失

致
し
ま
し
た

心

意
お
仕
え
致
し
ま
す
の
で
ど
う
か
こ
の
マ

ク
ス
を
お
見

て
な
く

 
さ
す
が
の
二
人
も

こ
の

変

り
に
は

気
に
と
ら
れ
た
よ
う
だ

姉
さ
ん

こ
い
つ
は
も
し
か
し
て

定
期
的
に
ガ
ス
抜
き
が
必
要
で
す
か
ね

そ
う
み
た
い
ね

こ
れ
も
社
⻑
の
努
め
だ
と
思

て
頑
張

て
ね

 
優

な
人
材
な
ん
だ
し

絶
対
に
逃
が
し
ち

目
よ

明
日
奈
に
何
て
言
え
ば
い
い
で
す
か
ね

ま
あ
実
害
が
無
け
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

多
少
の
ス
キ
ン
シ

プ
な
ら
許
容

囲
で
し

は

そ
う
で
す
ね
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そ
し
て
八
幡
は
つ
い
で
と
ば
か
り
に
ゲ

ム
内
モ

ド
で
会
話
す
る
よ
う
に
ク
ル
ス
に
言

た
八
幡
様

了

ふ
む

こ
れ
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
に
乗
り
込
む

だ
が

今
の
気
分
は
ど
う
だ

張

大

不
安

大
丈
夫
だ

小
猫
が
優
し
く
お
前
を
出
迎
え
て
く
れ
る
さ

小
猫
室
⻑

興
味

多
分
と
て
も
か
わ
い
い
人

 
そ
し
て
八
幡
は

陽
乃
に

り
返

て
こ
う
言

た

ど
う
で
す
姉
さ
ん

面
白
い
奴
で
し

う

そ
れ
は
間
違
い
無
い
わ
ね
ま
さ
に
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社
す
る

に
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
な
子
ね

 
そ
の
高
い
評
価
に

ク
ル
ス
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
言

た

過
分
な
評
価

感
謝
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
も
う
仕
事
モ

ド
に

し
て
い
い
か
ら
な

は
い

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
ま
す
ね

八
幡
様

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
に
着
い
た
三
人
を
薔
薇
が
出
迎
え
た
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お
う

出
迎
え
ご
苦
労

そ
れ
じ

あ
私
は
も
う
一
度
出
る
か
ら

八
幡
君
達
の
事
は
宜
し
く
ね

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
陽
乃
は
他
に
用
事
が
あ
る
ら
し
く

別
の
公
用

で
再
び
ど
こ
か
へ
出

け
て
い

た

 
そ
し
て
薔
薇
は

ク
ル
ス
の
顔
を
し
げ
し
げ
と
見
つ
め
な
が
ら
言

た

知

て
い
た
と
は
い
え

ま
る
で
ゲ

ム
の
中
か
ら
キ

ラ
が
抜
け
出
し
て
き
た
み
た
い
ね

 
違
う
の
は

の
色
だ
け
と
か
ち

と
衝
撃
だ
わ

そ
れ
を
言

た
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
も
同
じ
事
だ
ろ

お
前
の
時
だ

て

 
ゲ

ム
内
で
思
い

き
り
手
加

無
し
で
ぶ

飛
ば
し
た
奴
が
目
の
前
に
現
れ
た
か
ら

 
俺
も
ち

と
気
ま
ず
か

た
ん
だ
ぞ

そ

そ
の
事
は
も
う
い
い
じ

な
い

私
の
黒
歴

を

し
返
さ
な
い
で

 
薔
薇
は
そ
う
お
ろ
お
ろ
し
た
し
た
後
に

い
を
し

ク
ル
ス
に

を
し
た

め
て
初
め
ま
し
て

私
が
秘
書
室
⻑

仮

の
薔
薇
よ

か

こ
か
り

ま
あ
確
か
に
ま
だ
そ
う
だ
が

あ

小
猫
室
⻑
だ

た
ん
で
す
か

お
会
い
し
た
か

た
で
す
小
猫
室
⻑
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猫
は
猫
で
も
ア
ダ
ル
ト
な
猫
で
し
た
ね

思

た
の
と
は
違
い
ま
し
た
が

 
こ
れ
が
ギ

プ
萌
え
と
い
う
も
の
な
の
で
す
ね

感
服
し
ま
し
た

 
そ
う
呼
ば
れ
た
薔
薇
は

こ
め
か
み
を
ピ
ク
ピ
ク
さ
せ
な
が
ら
こ
う
言

た

わ

私
の
事
は

薔
薇
室
⻑
と
呼
び
な
さ
い

い
い
わ
ね

あ

は
い

そ
う
び

こ
い
つ
の
事
は
小
猫
室
⻑
と
呼
ぶ
ん
だ
ぞ

い
い
な

え
 
そ
し
て
八
幡
と
薔
薇

二
人
の
顔
を
交

に
見
た
ク
ル
ス
は

笑
顔
で
こ
う
言

た

分
か
り
ま
し
た

小
猫
室
⻑
で
す
ね

ぐお
う

そ
う
だ
そ
う
だ

そ
れ
で
い
い

 
ク
ル
ス
に
と

て

ど
ち
ら
の
言
葉
を
優
先
さ
せ
る
か
は
自
明
の
理
で
あ

た

 
も
は
や
こ
の
情
勢
を

す
の
は
叶
わ
な
い
と
思
い
薔
薇
は

協
し
て
こ
う
言
う
の
が
精
一

だ

た
み
身
内
し
か
い
な
い
時
は
そ
れ
で
い
い
わ

で
も
他
人
が
い
る
時
は
た
だ
室
⻑
と
だ
け
呼
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ぶ
の
よ

分
か
り
ま
し
た

 
八
幡
も
ま
あ
仕
方
な
い
か
と
い
う
風
に

を

め
そ
の
意
見
に
納
得
す
る

勢
を
見
せ
た

 
そ
れ
で
や

と
薔
薇
は
安
心
し

め
て
ク
ル
ス
に
手
を
差
し
出
し
た

今
日
は
も
う
一
人
の
秘
書
候
補
も
呼
ん
で
あ
る
わ

 
三
人
で
仲
良
く
こ
の
お

ぱ
い
星
人
を

え
て
い
き
ま
し

う

お
い

突
に
お
か
し
な
事
を
言
う
ん
じ

ね
え

俺
は
そ
ん
な
ん
じ

ね
え
よ

 
普
通
で
い
い
ん
だ
普
通
で

何
よ

女
の
子
は
男
の
そ
う
い
う

線
に

感
な
の
よ

 
あ
ん
た
の

線
く
ら
い
気
付
い
て
る
に
決
ま

て
る
じ

な
い

そ
れ
は
男
の
本
能
で
あ

て
理
性
の
部
分
で
は
な
い

 
お
前
ら
を
前
に
す
る
と
少
し
そ
の

度
が

す
だ
け
で

そ
れ
は
あ
く
ま
で
反
射
の
領

だ

 
だ
か
ら
俺
は
何
も
悪
く
は
な
い

 
そ
う
主
張
す
る
八
幡
に

ク
ル
ス
は
真
顔
で
言

た

私
は
別
に
八
幡
様
が
喜
ん
で

け
る
な
ら

い
つ
で
も
こ
の
胸
を
見
て

け
た
ら
と
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ほ
ら

こ
の
子
も
そ
う
言

て
る
わ
よ

 
そ
う
調
子
に
乗
る
薔
薇
に

八
幡
は
ぼ
そ

と
こ
う
言

た

お
前
の
事
は

雪
乃
に
報
告
し
て
お
く
か
ら
な

ク
ル
ス
も
う
こ
の
話
題
は
お
し
ま
い
よ
や
は
り
八
幡
を
こ
れ
以
上
か
ら
か
う
の
は
良
く
な

い
わは

い

 
薔
薇
は
一

で
代
わ
り
身
を
見
せ

何
も
知
ら
な
い
ク
ル
ス
は
素
直
に
そ
う
答
え
た

 
八
幡
は
内
心
で
雪
乃
の
存
在
に
感
謝
し
な
が
ら
も

 
こ
う
い
う
時
に
ば
か
り
雪
乃
を
引
き
合
い
に
出
す
の
に
気
が
引
け
た
の
か

 
今
度
会

た
時
は
雪
乃
に
優
し
く
し
な
く
て
は
と
心
に

た

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
本
社
の
入
り
口
を

た
三
人
の
目
に

 
何
か

め
て
い
る
よ
う
な
受
付
の
様
子
が
飛
び
込
ん
で
き
た

何
だ

何
か

め
て
る

と
い
う
か
ク
レ

ム
の
よ
う
だ
な

ガ

ド
マ
ン
も
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
に
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判
断
を
保

し
て
い
る
み
た
い
だ
な

 
そ
の
ガ

ド
マ
ン
は

救
い
の
神
が
現
れ
た
と
い
う
風
に
薔
薇
の
方
を
見
た

 
薔
薇
は
そ
れ
に

き

ガ

ド
マ
ン
に
事
情
を

ね
る
事
に
し
た

 
八
幡
は
そ
れ
を
見
て

薔
薇
の
存
在
感
が
社
内
で

し
て
い
る
の
を
感
じ

一
人

い
た

ど
う
し
た
の

そ
れ
が

 
薔
薇
が
ガ

ド
マ
ン
に

い
た
話
だ
と

 
ク
レ

ム
を
付
け
て
い
る
の
は
ど
う
や
ら
今
年
ソ
レ
イ
ユ
の
入
社

験
を
落
ち
た
者
ら
し
い

 
で

た
ま
た
ま
受
付
の
者
が
知
り
合
い
だ

た
ら
し
く

 
し
つ
こ
く
食
い
下
が

て

し
い
選
考
基
準

の
話
を

こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ

 
受
付
の
者
も

相
手
が
知
り
合
い
だ
け
に
対
応
に
苦

し
て
い
る
ら
し
い

 
更
に
言
う
と

そ
の
時
の

用
担
当
者
は
陽
乃
自
身
で
あ

た
ら
し
く

今
は
不
在
で
あ
る

 
八
幡
は
そ
れ
を

き
先
ほ
ど
は
後
方
に
い
た

見
え
な
か

た
受
付
の
様
子
を
も
う
一
度

め
たあ

れ

本
か

ま
だ
研

中
だ

た
の
か
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あ
あ

研

は
今
日
で
最
後
の
は
ず
よ

彼
女
に
と

て
は
不
運
だ

た
わ
ね

そ
れ
に
し
て
も

本
の
知
り
合
い

て
事
は
同
じ
学
校
の
奴
な
の
か
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い

ク
レ

ム
を
付
け
て
い
る
者
の
方
を
見
た

 
そ
の
人
物
の
奇

な
手
の
動
き
に
記
憶
が

激
さ
れ
八
幡
は
そ
の
人
物
の
名
を
思
い
出
し
た

じ

ね
え
か

知
り
合
い

あ
あ

海

総
合
高
校
の
元
生
徒
会
⻑
だ
な

あ
そ
こ
に
い
る

本
と
は
同
級
生
の
は
ず
だ

あ
ら
あ
ら

そ
れ
は
大
変
ね

ま
あ
と
り
あ
え
ず
何
を
言

て
い
る
か
後
ろ
で
話
を

い
て
み
る
わ

 
そ
し
て
八
幡
は
こ

そ
り
と

の
後
ろ
に
付
き

そ
の
言
葉
に

を

け
た

 
か
お
り
も
八
幡
の
存
在
に
気
が
付
い
た
よ
う
だ
が

 
こ
こ
で
安
易
に
八
幡
に
頼
る
ま
い
と
一
人
で
頑
張
る
事
に
し
た
よ
う
だ

だ
か
ら
僕
を
入
社
さ
せ
る
事
に
よ

て
御
社
に
は
凄
ま
じ
い
シ
ナ
ジ

果
が
生
ま
れ
る
は

ず
な
ん
だ

 
是
非
担
当
者
に
そ
の
事
を
お
伝
え

き
た
い
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で
す
か
ら
担
当
者
は
今
外
し
て
お
り
ま
し
て
確
か
に
そ
の
お
言
葉
は
お
伝
え
す
る
と
約
束
致

し
ま
す
が

 
そ
れ
で

用
か
不

用
か
が

さ
れ
る
事
は
無
い
と
思
い
ま
す

う
わ

こ
い
つ
何
も
変
わ

て
ね
え
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い

こ
れ
は
何
も
言

て
も
無

だ
と

々
に
判
断
し
た

と
り
あ
え
ず
介
入
す
る
か

本
の
成
⻑
の
機
会
を

う
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
こ
れ
は
相
手
が
悪
す
ぎ
る
な

 
そ
し
て
八
幡
は

の

を

ん

ん
と
叩
い
た

よ
お

誰
だ

今
は
か
お
り
君
と
大
事
な
話
を

て
君
は

ま

ま
さ
か

そ
の
ま
さ
か
だ
よ

久
し
ぶ
り
だ
な

な

何
故
君
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
い

そ
れ
は
俺
が

ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
だ
か
ら
だ
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

に
名

を
差
し
出
し
た

な

君
は
噂
に
よ
る
と
ま
だ
学
生
の
は
ず

何
故
君
が
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
に
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さ
あ

何
で
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
八
幡
は

声
を

め
な
が
ら

に
言

た

し
か
し
お
前

ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
う
ち
に

る
ん
だ

 
ま
さ
か

本
が
受
付
に
い
た
か
ら
ど
う
し
て
も
同

に
な
り
た
い
と
思

た
か
ら
じ

な
い

よ
な

 
確
か
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
お
前
が

本
を
見
る
目
は
そ
う
い
う
目
だ

た
が

え
え

何
だ

本

気
付
い
て
な
か

た
の
か

 
か
お
り
は
そ
の
言
葉
に
こ
く
こ
く
と

い
た

 
そ
し
て
八
幡
は

の
顔
を
見
た
が

そ
の
顔
は
真

に

ま

て
い
た

え
ま
じ
か

用
に
関
し
て
は

た
い
よ
う
だ
が
う
ち
で
は
絶
対
に
無
理
だ

め
ろ

 
う
ち
の
基
準
は
お
前
が
想
像
す
る
以
上
に
厳
し
い
ん
だ

 
こ
の

本
は

実
は
そ
の

き
門
を

り
抜
け
た
強
者
な
ん
だ
ぞ

 
だ
か
ら
ま
あ
今
日
は
最
後
に
そ
の
思
い
の
丈
を

本
に
伝
え
て
そ
れ
で
引
き
下
が

て
く
れ

 
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
俺
は
何
も
保
障
は
し
な
い
が
な

後
は
お
前
の
意
思
に
任
せ
る
さ
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そ
う
言

て
八
幡
は

入
り
口
ホ

ル
に
い
た
者
を
全
員
退
去
さ
せ
た

 
そ
し
て
そ
の
場
に
残
さ
れ
た
の
は

か
お
り
と

と

 
遠
く
で
ガ

ド
マ
ン
の
役
目
の
代
わ
り
を
す
る
八
幡
だ
け
と
な

た

 
そ
し
て

が
か
お
り
に
何
か
伝
え

か
お
り
は
八
幡
に
手

き
し
た

何
だ

い
い
か
ら
こ

ち
こ

ち

 
そ
し
て
か
お
り
は
八
幡
に
そ

と
寄
り

う
と

に

を
下
げ
た

君
の
気
持
ち
は
嬉
し
い
ん
だ
け
ど
私
に
は
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
く
好
き
な
人
が
い
る

の 
だ
か
ら
そ
の
気
持
ち
に
応
え
る
事
は
出
来
ま
せ
ん

ご
め
ん
な
さ
い

そ

そ
う
か

今
日
は
仕
事
の

魔
を
し
て
悪
か

た
ね

さ
よ
う
な
ら
か
お
り
君

う
ん

さ
よ
な
ら

 
そ
し
て
か
お
り
は

を
見
送
り

同
じ
よ
う
に
八
幡
も
無
言
で

を
見
送

た

お
い

お
前
の
好
き
な
奴

て
俺
の
事
じ

な
い
だ
ろ

何
で
俺
を
呼
ん
だ
ん
だ
よ

あ

や

ぱ
り
分
か

ち

た

で
も
勘
違
い
す
る
の
は
向
こ
う
の
勝
手
だ
よ
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ね 
か
お
り
は
少
し
間
を
開
け
た
後
に
そ
う
言

た

ま
あ
い
い
や
研

最
終
日
が
こ
ん
な
事
に
な

ち
ま

た
が
ま
さ
か
や
め
る
と
か
言
わ
な

い
よ
な

う
ん

も
ち
ろ
ん
や
め
な
い
よ

だ

て
こ
こ
で
働
く
の
は
楽
し
い
ん
だ
も
ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
俺
は
行
く
ぞ

最
後
ま
で
し

か
り
な

う
ん

助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね

ま
た
ね

比
企
谷

い
え

次
期
社
⻑

お
う

ま
た
な

 
そ
の
八
幡
の
後

に
向
け

か
お
り
は
小
さ
い
声
で
こ
う

い
た

勘
違
い

そ
ん
な

無
い
じ

な
い

も
う

モ
テ
る
く
せ
に
こ
う
い
う
事
に
は

感
な
ん

だ
か
ら

 
そ
の

を

薔
薇
と
ク
ル
ス
が
こ

そ
り
と
物
陰
か
ら
見
つ
め
て
い
た

 
そ
し
て
ク
ル
ス
は
薔
薇
に
言

た

小
猫
室
⻑

あ
れ

て
絶
対
そ
う
い
う
事
で
す
よ
ね

そ
う
ね
今
日
は
あ
ん
た
と
南
と
飲
み
に
い
く
つ
も
り
だ

た
け
ど
あ
の
子
も
誘
う
事
に
し
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ま
し

う

分
か
り
ま
し
た
お

し
ま
す

で
も
私
は
と
も
か
く
小
猫
室
⻑
は
明
日
の
戦
い
を

え
て
る

ん
で

 
今
日
は
絶
対
に
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
ね

 
こ
う
し
て
第
一
回
社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会
の
開

が
決
ま

た

 
こ
の
会
は
い
ず
れ

模
を
大
き
く
し

社
内
で
一
大
勢
力
を

く
事
に
な
る

  
そ
し
て
薔
薇
と
ク
ル
ス
と
再
合
流
し
た
八
幡
は

久
し
ぶ
り
に
南
と
言
葉
を
交
わ
し

 
後
は
三
人
だ
け
で
と
い
う
事
で
ソ
レ
イ
ユ
本
社
を
後
に
し
た

 
明
日
は
い
よ
い
よ
戦
争
最
終
日

決
戦
の
時
で
あ
る
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第
３
５
５
話
 
戦
争
終
結

那
須
シ
ノ
イ
チ

 
つ
い
に
こ
の
戦
争
も
終
わ
り
と
な
り
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

今
日
が
最
終
日
だ
が

目
的
の
大
半
は
も
う
達
成
済
だ
と
い
え
る

 
も
う
お
か
し
な
噂
は
ほ
と
ん
ど
消
え
街
で
は
源
氏
軍
を

え
る
声
が
大
勢
を

め
て
い
る

況
だ

 
だ
が
こ
こ
ま
で
来
た
か
ら
に
は
必
ず
勝
つ
ぞ

源
氏
軍

配
置
に

け

 
戦
い
の
序
盤
は
ひ
た
す
ら
待
ち
の
体
制
か
ら
始
ま

た

 
い
つ
平
家
軍
が
来
襲
す
る
の
か
誰
に
も
分
か
ら
な
い

そ
し
て
こ
の
日
だ
け
は
特
別
に

 
報
道
旗
を

げ
た
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
メ
ン
バ

が
あ
ち
こ
ち
で
こ
の
戦
い
の
様
子
を

影
し

て
お
り

 
そ
の
映
像
は
普
通
に
街
の
モ
ニ
タ

で
流
さ
れ
て
い
た
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ど

ち
が
勝
つ
ん
だ
ろ
う
な

そ
り

源
氏
軍
だ
ろ

地
の
利
も
あ
る
し
な

で
も
平
家
軍
も

日
一
矢
報
い
た
じ

な
い
か

神
の
み
ぞ
知
る

て
奴
か

 
源
氏
軍
は
シ

ナ
を
中
央
に
配
置
し

そ
の

を

女
連
の
選
抜
メ
ン
バ

が
守

て
い

た 
シ
ノ
ン
も
そ
こ
に
お
り

他
の
メ
ン
バ

は

所
に
散

て
い
た

 
ち
な
み
に
銃
士

も

特

で
観
戦
出
来
る
よ
う
に
と
こ
の
場
に
い
た

 
そ
し
て
今
は
ミ
サ
キ
が
シ

ナ
の

を

護
し
て
い
た

ミ
サ
キ
さ
ん

そ
の
格
好
は

こ
れ
が
私
の
戦
闘
服
で
す
の
よ

シ

ナ
様

 
シ

ナ
が

れ
る
ほ
ど
ミ
サ
キ
の
格
好
は
露
出
が
多
く

ど
い
部
分
が
多
か

た

 
こ
の
場
に
い
る
シ
ノ
ン
と
銃
士

も
大

だ
が

ミ
サ
キ
の
格
好
は
露
出
の

が
違
う

 
シ

ナ
は
そ
れ
以
上
何
も
言
え
ず

無
難
な
言
葉
を
口
に
す
る
に

ま

た

ミ
サ
キ
さ
ん

今
の
う
ち
に
休
ん
で
お
い
て
下
さ
い
ね
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あ
ら
シ

ナ
様

こ
う
い
う
時
は
女
の
方
が
実
は
タ
フ
で
す
の
よ

あ
あ

ま
あ
そ
う

き
ま
す
ね

近
寄

て
く
る
敵
は
私
が
果
て
さ
せ
て
お
き
ま
す
の
で
シ

ナ
様
は
ど
ん
と

え
て
て
下
さ

い
なは

は
い

こ
の
人
が
言
う
と
別
の
意
味
に

こ
え
る
ん
だ
よ
な

 
そ
れ
に
何
か
今
日
は
い
つ
も
よ
り
も
ミ
サ
キ
さ
ん
の
俺
を
見
る
目
が
熱

い
よ
う
な

 
ま
る
で
あ
の
日
の
理
事
⻑
み
た
い
に

 
こ
れ
に
は
実
は
理
由
が
あ

た

日
の
夜

く

家
に
帰

た
美
咲
に

 
珍
し
く

き
て
い
た
娘
の

が
話
し

け
て
き
た
の
だ

 
ち
な
み
に

は
美
咲
が
ま
だ
十
台
の
時
に
産
ん
だ
子
の

は
美
咲
の
事
を
ち

ん
付
け
で

呼
ん
で
い
た

 
美
咲
ち

ん

今
日
凄
く
面
白
い
事
が
あ

た
の

そ
う
な
の

ど
ん
な
話
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実
は
ク
ル
ス
が

ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に
い
き
な
り
路
上
で
面
接
さ
れ
て
さ

ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
は
確
か

雪
ノ
下
陽
乃
さ
ん
だ

た
か
し
ら

 
型
破
り

て
評
判
だ
け
ど

本
当
に
そ
う
な
の
ね

へ

面
白
い
社
⻑
さ
ん
ね

う
ん

で
も
も

と
衝
撃
的
だ

た
の
は
こ
の
人
か
な

 
そ
う
言

て

は
一

の
名

を
美
咲
に
見
せ
て
き
た

こ
れ
は

そ
の
人
私
と
同
い
年
の
学
生
ら
し
い
ん
だ
け
ど
実
は
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
な
ん
だ

て

さ
へ

そ
う
な
の
ね

ま
さ
か
噂
ば
か
り
で
真
実
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
か

た
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
の
話
が

 
こ
こ
で
出
て
く
る
と
は
ね

比
企
谷
八
幡
君
ね

覚
え
て
お
き
ま
し

う

あ

美
咲
ち

ん

そ
の
事
は
誰
に
も
内

ね

彼
に

わ
れ
た
く
な
い
の

 
そ
う
言
わ
れ
た
美
咲
は

即
座
に
そ
の
情
報
を
自
分
の

内
に

く

す
る
事
に
し
た

 

か
ら
美
咲
は

に

し
い
思
い
を
さ
せ
て
き
た
事
を
自
覚
し
て
お
り
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と
の
約
束
は
絶
対
に
守
る
事
を
心
が
け
て
い
た

 
そ
れ
は
美
咲
に
と

て
は

何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
重
要
事

な
の
で
あ

た

分
か

た
わ

誰
に
も
言
わ
な
い

で

は
そ
の
彼
の
事
が
好
き
に
な

た
の

う

ん

彼

て
ク
ル
ス
の
思
い
人
だ
か
ら

好
き
に
な

ち

い
け
な
い
人
だ
と
思
う
の

 
で
も
絶
対
に

わ
れ
た
く
な
い

て
思
う

度
に
は
好
き
だ
よ
将
来
性
抜

だ
し
格
好
い
い

し
ね

 
そ
う
言

て

は

に
へ
ら

と
笑

た

そ
う
い
え
ば
私
ク
ル
ス
ち

ん
の
顔

て
見
た
事
が
無
い
の
よ
ね
美
少
女
な
ん
で
し

う
ん

ク
ル
ス
は
凄
く
か
わ
い
い
よ

私
も
あ
あ
い
う
顔
と
体
型
に
生
ま
れ
た
か

た
な

あ
な
た
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
よ

こ
の
私
の
娘
な
ん
で
す
か
ら
ね

 
胸
も
ま
だ
ま
だ
大
き
く
な
る
し
少
し
年
を
と

て
か
ら
の
方
が
色
気
も
出
て
モ
テ
る
と
思
う

わ
よ確

か
に
こ
の
年
で
も
ま
だ
胸
が
大
き
く
な

て
る
の
は
確
か
だ
け
ど
さ

 
私
は
ク
ル
ス
み
た
い
に
今
モ
テ
た
い
の

あ

あ
と
雪
乃
み
た
い
に

雪
乃

誰
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今
日
出
来
た
新
し
い
友
達

そ
う
そ
れ
は
良
か

た
わ
ね

う
ん

 
そ
し
て

は
今
日

た
ら
し
い
一

の
写
真
を
見
せ
て
き
た

ほ
ら
こ
れ
が
雪
乃

美
人
で
し

あ
ら
本
当

凄
い
美
人
さ
ん
ね

し
か
も
雪
乃
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
の
妹
な
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
の
ね

と
い
う
事
は

フ
ル
ネ

ム
は
雪
ノ
下
雪
乃
さ
ん

て
事
ね

 
ま

た
く
あ
そ
こ
の
家
は

乃
さ
ん
と
い
い
ど
う
し
て
こ
う
美
人
ば
か
り
産
ま
れ
る
の
か
し

ら
ね

 
ち
な
み
に

乃
と
は
理
事
⻑
の
本
名
で
あ
る

で

こ
れ
が
ク
ル
ス
だ
よ

 
そ
の
写
真
を
見
た
美
咲
は

心

が
止
ま
り
そ
う
に
な

た

 
そ
の
顔
は

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
銃
士

と
同
じ
顔
だ

た
か
ら
だ
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い
や

で
も
ま
さ
か
よ
ね

ゲ

ム
内
と
リ
ア
ル
で
顔
が
同
じ
に
な
る
な
ん
て

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
キ

ラ
生
成
は
ラ
ン
ダ
ム
だ
し

 
そ
う
考
え
た
美
咲
に

は
特
大
の
爆

を
落
と
し
た

前
か
ら
ク
ル
ス
は
絶
対
に
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社
し
て
社
⻑
を

え
る

て
公
言
し
て
た
ん
だ
け
ど

 
ど
う
や
ら
何
か
銃
で
戦
う
ゲ

ム
の
中
で

運
良
く
そ
の
比
企
谷
君
と
知
り
合

て

 
そ
れ
で
今
回
社
⻑
さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら
え
た
ん
だ

て

 
ず

と
男
を
敬
遠
し
て
き
た
ク
ル
ス
が
そ
の
人
に
は
も
う

か
ら
見
て
て
も
恥
ず
か
し
い
く
ら

い

え
て
て

 
見
て
る
こ

ち
が
恥
ず
か
し
く
な

ち

た
よ

銃
で
戦
う
ゲ

ム

あ

そ
う
い
え
ば
美
咲
ち

ん
も
や

て
た
よ
ね

銃
で
戦
う
ゲ

ム

 
も
し
か
し
て
ク
ル
ス
と
ど
こ
か
で
会

て
た
り
し
て
ね

そ

そ
う
ね

も
し
か
し
た
ら
会

て
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

と
い
う
か
銃
で
戦
う
ゲ

ム
な
ん
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
し
か

 
以
前
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
に
入
る
と
公
言
し
て
い
て
今
回
た
ま
た
ま
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
と
知
り
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合

た

 
そ
れ
は
多
分

番
が
逆
な
の
ね

銃
士

で
あ
る
ク
ル
ス
ち

ん
は

 
何
ら
か
の
手

で
好
き
に
な

た
シ

ナ
様
が
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
だ
と
知
り

 
ソ
レ
イ
ユ
へ
の
入
社
を

望
し
て
い
た

そ
し
て
シ

ナ
様
に
気
に
入
ら
れ
て

 
今
回
ソ
レ
イ
ユ
入
り
を
果
た
し
た
う
ん
こ
の
方
が

が
合
う
わ
こ
れ
で
全
て
繋
が

た
わ
ね

 
つ
ま
り
こ
の
比
企
谷
八
幡
と
い
う
方
が

シ

ナ
様
の
正
体
な
の
ね

 
そ
し
て
美
咲
は

ノ

ト

を
開
い
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
関
連
の
動
画
を

索
し

 
ハ
チ
マ
ン
が
銃
士

を
守

て
三
人
を
叩
き
の
め
す
動
画
が
ア

プ
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見

し
たこ

れ
は
あ
の
時

銃
士

ち

ん
を
連
れ
て
き
た
人

ん

美
咲
ち

ん

銃
士

て
誰

あ

え

と

こ
の
人
な
ん
け
ど

ク
ル
ス
ち

ん
に
似
て
い
る
と
思
わ
な
い

 
そ
し
て
ひ

い

と
モ
ニ
タ

を

き
込
ん
だ

は

銃
士

の
顔
を
見
て
驚
愕
し
た

本
当
だ

こ
れ
も
し
か
し
て
ク
ル
ス
な
の
か
な

こ
の
ゲ

ム

て
現
実
の
顔
と
同
じ
に
な
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る
のう

う
ん

完
全
に
ラ
ン
ダ
ム
よ

そ

か

じ

あ
偶
然
か
な
で
も
凄
い
な

こ
の
人
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
ク
ル
ス
じ

な
いま

あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

あ
の
銃
士

ち

ん
が
懐
く
な
ん
て

シ

ナ
様
以
外
に
は
あ
り
え
な
い

 
と
い
う
事
は
や
は
り
あ
れ
も
シ

ナ
様

 
ふ
ふ

謎
が
多
い
男
性

て
ど
う
し
て
こ
う
も
素
敵
に
見
え
る
の
か
し
ら
ね

 
そ
れ
に
し
て
も
こ

ち
の
シ

ナ
様

凄
い
強
さ
だ
わ

常
識
で
は
あ
り
え
な
い

 
も
し
か
し
て
コ
ン
バ

ト

こ
れ
は

々
シ

ナ
様
に
興
味
が

い
て
き
た
わ
ね

 
自
分
の
息
子
く
ら
い
の
年
の
男
に
こ
ん
な
に
興
奮
さ
せ
ら
れ
る
な
ん
て

背

的
で
い
い
わ

 
銃
士

ち

ん
や

に
は
悪
い
け
ど
何
と
か
会
え
な
い
か
し
ら

そ
し
て
あ
わ
よ
く
ば

成

事
実
を

 
そ
う
考
え
た
美
咲
は

度
の
興
奮
の

ぶ
る

と
体
を

わ
せ
た
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そ
れ
を
み
た

は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
美
咲
に
言

た

美
咲
ち

ん

最
近
誰
か
気
に
な
る
男
で
も
い
る
の

何
か
女
の
顔
に
な

て
る
よ

も
う

た
ら
大
人
を
か
ら
か
わ
な
い
の

再
婚
す
る
な
ら

く
再
婚
し
ち

て
ね

私
は
美
咲
ち

ん
を
応
援
し
て
る
か
ら
ね

本
当
に
も
う

た
ら

  
と
い

た
事
が
あ
り

現
在
に
至

て
い
る
と

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
の
で
あ
る

 
ミ
サ
キ
は
一

考
え
た
末
に

地
道
に
シ

ナ
か
ら
の
信
頼
を
得
よ
う
と

 
こ
う
し
て
シ

ナ
の
護
衛
に
付
い
て
い
る
と
い
う

な
の
で
あ

た

 
も
ち
ろ
ん
身
を
投
げ
出
し
て
シ

ナ
を

う
チ

ン
ス
が
あ
れ
ば
絶
対
に
逃
さ
な
い
つ
も
り

だ

た

 
こ
の
く
ら
い
の
し
た
た
か
さ
が
無
い
と
銀
座
で
大
物
相
手
の
ス
ナ

ク
の

は
出
来
な

い
の
で
あ
る

シ

ナ
様

つ
い
に
平
家
軍
が

を
現
し
ま
し
た
わ

や

と
来
ま
し
た
か
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見
る
と
地
平
線
の
彼
方
に

十
台
ほ
ど
の
バ
ス
の

が
見
え
た

 
今
日
は
バ
ス
で
移
動
し
て
も
危
険
は
無
い
の
で
ま
る
で

学
旅
行
の
よ
う
に

を
組
ん
で

い
る

 
そ
し
て
バ
ス
が
吊
り
橋
の
前
に

す
る
と

か
ら
シ

ナ
の
声
が

こ
え
て
き
た

ゼ
ク
シ

ド

い
る
か

そ
こ
に
マ
イ
ク
が
あ
る
だ
ろ

そ
れ
を
使

て

れ
る
ぞ

い
る
ぞ

何
か
話
で
も
あ
る
の
か

と
り
あ
え
ず
吊
り
橋
を

て
十
メ

ト
ル
先
に
線
を
引
い
て
お
い
た

 
吊
り
橋
を

て
る
最
中
は
こ
ち
ら
も
何
も
し
な
い
そ
ち
ら
の
誰
か
が
そ
の
線
を
越
え
た
ら

開
戦
だ

 
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
は
こ
の
戦
い
で
は
公
式
ル

ル
通
り
禁
止

そ
れ
で
い
い
な

ゼ
ク

シ

ド
相
変
わ
ら
ず

い
な
シ

ナ

だ
が
こ
ち
ら
も

は
無
い

了
解
だ

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
な

お
う

ま
た
後
で
な

 
そ
の
会
話
が
終
わ
る
と
同
時
に
平
家
軍
は
続
々
と
橋
を

り
始
め
た

そ
の

は
三

人
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開
戦
当
初
か
ら
見
る
と

そ
の
兵
力
は
実
に
七
分
の
一
ま
で

少
し
て
い
た

平
家
軍
の
奴
ら

誰
も
後
ろ
に
回
り
込
む
気
配
が
無
い
な

ま
さ
か
全
員
で
正
面
突
破
を

そ
れ
で
も
こ

ち
は
背
後
を
無
防
備
に
す
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
な

 
正
面
の
奴
ら
に
は
苦
労
を

け
る
が

頑
張

て
も
ら
う
し
か
な
い
か

背
後
は
ト
ラ

プ
も
多
め
に
仕

け
て
あ
り
ま
す
し

多
少
の
人
員
は
回
す
べ
き
で
す
ね

で
す
ね
ミ
サ
キ
さ
ん

チ

ム
か
ら
人
員
を
選
抜
し
て
正
面
に
回
す
よ
う
に
伝
え
て
下
さ

い
分
か
り
ま
し
た
わ

 
そ
し
て
街
で
は

当
然
ほ
と
ん
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

が
モ
ニ
タ

に
か
じ
り
つ
い
て
い
た

お
い

い
た
か

い
き
な
り
ガ
チ
ン
コ
ら
し
い
ぞ

い
い
ね
い
い
ね

ゲ

ム
の
戦
争
は
こ
う
じ

な
く
ち

な

し
ば
ら
く
す
れ
ば
変
わ

た
動
き
も
あ
る
だ
ろ
う
が

と
り
あ
え
ず
は
様
子
見
だ
な

ス
タ

フ
さ
ん

い
い

を
お
願
い
し
ま
す

出
来
れ
ば
銃
士

ち

ん
の
ス
カ

ト
の
中
を
ズ

ム
で
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お
前
は
何
を
言

て
る
ん
だ
よ

つ
い
で
に
ミ
サ
キ
さ
ん
の
ス
カ

ト
の
中
も
是
非

や

ほ

シ
ノ
ン
ち

ん
の
生
足
だ

は

こ
れ
だ
か
ら
平
家
軍
の
落
ち
武
者
共
は

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
シ

ナ

の
動
き
が

し
く
な

た
の
を
見
て
即
座
に
突
撃
指

を
出
し
た

予
想
通
り

敵
は
ま
だ
体
制
が
整

て
い
な
い
ぞ

罠
を

し
つ
つ
突
撃

 
そ
し
て
平
家
軍
の
プ
レ
イ
ヤ

は
正
面
か
ら
攻
撃
を
開
始
し
た

 
最
初
の
門
に

平
家
軍
か
ら
多

の
手

が
投

さ
れ
る

 
同
時
に

で
は
源
氏
軍
の
仕

け
た
ト
ラ

プ
が
発
動
し
い
く
つ
も
の
爆
発
が

こ

て
い
た

ち

源
氏
軍
の
奴
ら

い
く
つ
ト
ラ

プ
を
仕

け
て
や
が
る
ん
だ

次
か
ら
次
へ
と

ぐ
わ

門
内
か
ら
の
銃
撃
に
も
注
意
し
ろ
よ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

そ
の
様
子
を
見
な
が
ら
あ
る
事
に
気
付
い
て
い
た

お
い
シ
ノ
ン

旗
持
ち
プ
レ
イ
ヤ

の

が
ど
こ
か
に
見
え
る
か
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い
な
い
わ
ね

ま
さ
か

し
て
る

か
も
な

ゼ
ク
シ

ド
も
色
々
考
え
て
や
が
る

ど
う
す
る

バ
ス
の
方
を
見
て
み
て
く
れ

い
る
と
し
た
ら
多
分
そ

ち
だ
ろ

分
か

た
わ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

ス
コ

プ
の
倍

を
最
大
に
し
て
そ
ち
ら
を
見
た

い
た
わ

バ
ス
の
陰
に
旗
持
ち
プ
レ
イ
ヤ

が
多

や
は
り
多
少
戦
力
が

て
も

旗
持
ち
プ
レ
イ
ヤ

を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
狙
わ
れ
て

 
一
気
に
多

の
戦
力
が

少
す
る
よ
り
は
い
い

て
考
え
だ
な

狙
撃
に
も
ギ
リ
ギ
リ
の

離
ね

お
そ
ら
く
カ
タ
ロ
グ
ス
ペ

ク
の

を
基
準
に
し
て

安
全
な

離
を
算
出
し
た
ん
だ
ろ
う

が
そ
う
じ

な
い
と
あ
ん
な
ギ
リ
ギ
リ
の

離
に
は
し
な
い
わ
よ
ね
も

と
遠
く
に
逃
が
し
て

お
く
は
ず

 
そ
の
会
話
の
意
味
は

ミ
サ
キ
達
に
は
分
か
ら
な
か

た
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そ
の
意
味
は
直
後
に
判
明
す
る
事
と
な
る

 
そ
し
て
シ

ナ
は
何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
に
シ
ノ
ン
に
こ
う
言

た

そ
う
い
え
ば
源
平
合
戦
だ
と

那
須

一
が
遠
く
の
船
の
旗
を
射
抜
い
て
た
よ
な

 
ま
あ

実
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が

つ
ま
り

二
人
で
同
時
に
撃
て
ば

ま
あ
二
人
は
倒
せ
る
だ
ろ

那
須
シ
ノ
イ
チ

は
い
は
い

私
達
の
銃
は
イ
コ
マ
君
に
射

を

ば
し
て
も
ら

て
る
か
ら

 
確
か
に
あ
そ
こ
な
ら
ギ
リ
ギ
リ

く
わ
ね

 
そ
の
会
話
で

や

と
意
味
が
分
か

た
ミ
サ
キ
が
二
人
に
こ
う
言

た

カ
タ
ロ
グ
通
り
に
逃
が
し
た
の
に
ギ
リ
ギ
リ

て
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
の
で
す
が

 
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
で
す
ね

う
ん

あ
そ
こ
は
今
の
私
達
に
と

て
は
安
全

じ

な
い
の
よ

ミ
サ
キ
さ
ん

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
久
々
に
や
る
か

え
え
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な
る
べ
く
大
手
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

を
狙
う
ぞ

了
解

 
そ
し
て
二
人
は
Ｍ
８
２
と
ヘ
カ

ト

を

え

そ
の
様
子
が
街
の
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ

れ
たお

い
お
い

射

を
強
化
し
て
あ
る
ら
し
い
け
ど
本
当
に

く
の
か

余

で

射

離
を
超
え
て
る
な

い
く
ら
あ
の
二
人
で
も
な

当
た
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

シ

ナ
と
シ
ノ
ン
だ
ぞ

よ
し

け
よ
う

乗

た

 
こ
う
し
て
街
中
で
は
あ
ち
こ
ち
で

け
を
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

銃
士

に
カ
ウ
ン
ト
を
頼
ん
だ

オ

ケ

よ

こ

ち
も
オ

ケ

だ

マ

ク
ス

カ
ウ
ン
ト
フ

イ
ブ
か
ら

了
解

フ

イ
ブ

フ

ス
リ

ト

ワ
ン

フ

イ
ア
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そ
の
ロ
ケ

ト
の
発
射
時
の
よ
う
な
銃
士

の
流

な
発
音
の
カ
ウ
ン
ト
と
共
に

 
二
人
の
銃
が
大
き
な
射
撃
音
を
上
げ
た

 
次
の

間
に
遥
か
彼
方
の
バ
ス
の
横
で
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
光
と
な

て
消
え

 
そ
の
場
に
い
た
者
達
は
あ
わ
て
て
バ
ス
を
発

さ
せ

も

と
遠
く
へ
と
移
動
を
開
始
し
た

 
そ
れ
を
見
た
観
客
達
は
驚
愕
し

熱
狂
し
た

凄
え

当
て
や
が

た

銃
士

ち

ん

麗
な
発
音
だ

た
な

は
い

け
金
徴
収

く

そ

あ
い
つ
ら
本
物
の
化
け
物
だ
な

ま
あ
あ
の
二
人
な
ら
当
然
だ
ろ

 
そ
し
て
仕
事
を
果
た
し
た
シ

ナ
と
シ
ノ
ン
は

特
に
熱
狂
す
る
で
も
な
く

々
と
立
ち
上

が

た
残
り
は
逃
げ
た
か

ま
あ
こ
う
な
る
わ
よ
ね

だ
が
今
の
で
二
つ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
メ
ン
バ

が
全
員
リ
タ
イ
ヤ
だ
十
分
だ
ろ
那
須
シ
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ノ
イ
チ

 
再
び
そ
う
呼
ば
れ
た
シ
ノ
ン
は

て
て
シ

ナ
に
抗
議
し
た

ち

と

そ
の
呼
び
方
が
定
着
し
た
ら
ど
う
す
る
の
よ

 
も
し
そ
う
な

た
ら

任
と

て
も
ら
い
ま
す
か
ら
ね

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
に

シ

ナ
は
と
て
も

そ
う
に
言

た

え

や
だ
よ

お
前
の
言
う

任

て
微

に
エ
ロ
い
し

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
に
絶

し
た
後

顔
を
真

に
し
な
が
ら
言

た

な

な
な
な
何
言

て
る
の
よ

そ
ん
な
事
無
い
わ
よ

謝
罪
と

償
を
要
求
す
る
わ

え

や
だ
よ

お
前
の
謝
罪
と

償
は
絶

に
エ
ロ
い
し

ち

と

中
継
さ
れ
て
る
の
に
変
な
事
言
わ
な
い
で
よ
ね

 
そ
の
二
人
の
遣
り
取
り
を
見
て

観
客
達
は
様
々
な
反
応
を
見
せ
た

あ
の
ク

ル
な
シ
ノ
ン
が
こ
う
な
る
な
ん
て

や

ぱ
り
シ

ナ
は
凄
え

く
そ

リ
ア
充
爆
発
し
ろ

リ
ア
ル
じ

な
い
ゲ

ム
だ
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ゲ
ム
充
爆
発
し
ろ

く

そ

何
て

ま
し
い

俺
も
女
の
子
と
い
つ
か
あ
ん
な
遣
り
取
り
が
し
て
え

め
ろ

女
連
も
あ
そ
こ
に
い
る
か
ら
な

シ
ノ
ン
ち

ん
の
狙
撃
体
勢

て
何
か
エ
ロ
い
よ
な

そ
こ

銃
士

ち

ん
を
も

と
下
か
ら
の
ア
ン
グ
ル
で

ミ
サ
キ
さ
ん
を
も

と
映
せ

れ
変
態
ど
も

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ス
コ

プ
を

き
込
み
な
が
ら
ゼ
ク
シ

ド
の

を
探
し
た

お
い
シ
ノ
ン

冗
談
は
そ
れ
く
ら
い
に
し
て

ゼ
ク
シ

ド
を
探
す
の
を
手
伝

て
く
れ

ど

ち
が
冗
談
を
言

て
る
の
よ

も
う

も
う

い
い
か
ら
さ

さ
と
探
せ

分
か

た
わ
よ

後
で
覚
え
て
な
さ
い
よ

 
そ
の
言
葉
で
我
に
返

た
の
か

他
の
者
達
も

て
て
ゼ
ク
シ

ド
を
探
し
始
め
た

 
こ
れ
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
だ
け
二
人
の
狙
撃
は
注
目
を
集
め
る
物
だ

た
の
だ

 
そ
し
て
そ
の
場
に
い
る
者
達
は

口
々
に
言

た
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ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん

ゼ
ク
シ

ド
を
ロ
ス
ト

こ

ち
に
も
い
な
い
わ

こ
れ
は
ま
ず

た
わ
ね

上
手
い
事
や
り
や
が

た
な
あ
い
つ

 
さ
て
は
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
で
も
街
の
モ
ニ
タ

を
見
さ
せ
て
や
が
る
な

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
は
正
し
か

た

街
に
い
る
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

 
ゼ
ク
シ

ド
に
二
人
が
狙
撃
を
す
る
事
を
伝
え
て
お
り

 
ゼ
ク
シ

ド
は
自
分
が
移
動
す
る
事
へ
の

れ

と
し
て

 
そ
の
事
を
旗
持
ち
プ
レ
イ
ヤ

達
に
わ
ざ
と
伝
え
な
か

た
の
だ

た

な

 
思
わ
ず
そ
う
言

た
ミ
サ
キ
に

シ

ナ
は
こ
う
言

た

い
や

な
ん
か
じ

な
い
さ

こ
れ
も
情
報
戦
の
一

て
奴
だ
な

 
俺
は
む
し
ろ
こ
の

況
で
も
情
報
収
集
を

ら
な
い
あ
い
つ
を
評
価
す
る
ぞ

な
る
ほ
ど

そ
ん
な
シ

ナ
様
も
素
敵
で
す
わ

え

あ

は
い

 
こ
う
し
て
戦
い
は

次
の
局
面
へ
と
移
行
す
る
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明
日
は
久
々
に
衝
撃
的
な
話
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

 
そ
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
の
ラ
ス
ト
パ

ト
に
向
け
て
の
大
事
な
話
と
な
り
ま
す

 
第
３
５
６
話

戦
争
終
結

闇
風
と
シ

ピ

ゲ
ル

お
楽
し
み
に
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第
３
５
６
話
 
戦
争
終
結

闇
風
と
シ

ピ

ゲ
ル

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ダ
イ
ン
さ
ん

ミ
サ
キ
さ
ん
か
ら
連

が
入
り
ま
し
た

 
ど
う
や
ら
敵
は
正
面
に
戦
力
を
集
中
さ
せ
て
る
み
た
い
で

 
ト
ラ

プ
の

況
も

ま
え
て
そ

ち
に
戦
力
を
回
し
て
欲
し
い
そ
う
で
す

そ
う
か

正
面
に
な

お
い
ギ
ン
ロ
ウ

こ
こ
の
ト
ラ

プ
の

合
は
ど
う
だ

こ
こ
は
か
な
り

め
に
ト
ラ

プ
を
仕

け
て
あ
る
ん
で

一
人
か
二
人
残
せ
ば
い
い

す

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
ダ
イ
ン
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後

シ

ピ

ゲ
ル
を
指
名
し
た

シ

ピ

ゲ
ル

こ
こ
の
守
り
を
お
前
に
任
せ
る

理
由
は
分
か
る
な

こ
の
中
で
僕
が
一
番
足
が
速
い
か
ら
で
す
ね

そ
う
だ

敵
が
も
し
ト
ラ

プ
に
か
か

た
ら

即
座
に
逃
げ
て
報
告
し
て
く
れ
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そ
の
場
で
報
告
す
る
と

敵
に
倒
さ
れ
て
報
告
出
来
な
い
可
能
性
が
ゼ
ロ
じ

な
い
か
ら
な

 
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
お
前
を

め
て
い
る

じ

な
く

万
が
一
を
防
ぐ

だ
か
ら
な

も
ち
ろ
ん
分
か

て
ま
す
よ

戦
争
で
は
何
が

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ね

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
を
そ
の
場
に
残
し

ダ
イ
ン
達
は
正
面
へ
と
向
か

て
走
り
出
し
た

さ
て

信
頼
に
は
応
え
な
い
と
な

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
う

く
と

目
を

の
よ
う
に
し
て

囲
の

を
始
め
た

 
そ
の
シ

ピ

ゲ
ル
の

に

後
方
か
ら
誰
か
が
近
付
く
音
が

こ
え
て
き
た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
味
方
だ
ろ
う
と
は
思

て
い
た
が
一
応
そ
ち
ら
を

す
る
よ
う
に
銃
を

え
た

 
そ
ん
な
シ

ピ

ゲ
ル
に

そ
の
人
物
が
声
を

け
て
き
た

俺
だ
よ
シ

ピ

ゲ
ル

闇
風
さ
ん

ど
う
し
た
ん
で
す
か

ま
あ
足
を
生
か
し
た
巡
回
活
動

て
奴
だ
な

 
ど
う
や
ら
闇
風
は

そ
の
足
を
生
か
し
て

方
面
を
フ

ロ

し
て
い
る
ら
し
い

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

闇
風
を
見
て
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
た
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そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

自
分
の
目
指
す
ス
タ
イ
ル
の
最
高

が
目
の
前
に
い
る
の
だ

他
の
奴
ら
は
正
面
に
回

た
の
か

は
い

僕
だ
け
が
居
残
り
で
す

そ
う
か

大
変
だ
な

い
え

僕
は
敵
を
発
見
し
次
第
報
告
に
走
る
だ
け
な
ん
で

ま
あ
そ
れ
が
俺
達
の
真
骨

だ
な

は
い

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

ふ
と
闇
風
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た

闇
風
さ
ん

僕
に
足
り
な
い
物

て
何
で
す
か
ね

何
か
悩
ん
で
る
の
か

は
い

び
悩
ん
で
る
と
い
う
か

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
で
す
ね

そ
う
か

 
そ
し
て
闇
風
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

今
度
何
も
考
え
ず
に
思
い

き
り
走

て
み
ろ

え
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そ
の
シ
ン
プ
ル
な
答
え
に
き

と
ん
と
す
る
シ

ピ

ゲ
ル
に
闇
風
は
自
分
の
意
図
を
説
明

し
た何

と
な
く
だ
が

お
前
は
ま
だ
自
分
の
限
界
を
知
ら
な
い
気
が
す
る
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
と
に
か
く
走

て
走

て
走
り
ま
く
れ
そ
し
て
そ
の
速
度

で
自
分
に
何
が
出
来
る

の
か
考
え
ろ

 
俺
に
言
え
る
の
は
そ
の
く
ら
い
だ
な

な
る
ほ
ど

凄
く
参
考
に
な
り
ま
す

お
う

少
し
で
も
役
に
た
て
た
な
ら
良
か

た
わ

こ
の
お

は
必
ず

だ

た
ら
俺
に
か
わ
い
こ
ち

ん
を
紹
介
し
て
く
れ

あ

あ
は

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

き
な
が
ら
こ
う
言

た

自
分
の
事
も
上
手
く
い
か
な
い
の
に
さ
す
が
に
人
に
女
の
子
を
紹
介
出
来
る
余

は
無
い
で

す
ねあ

あ

そ
う
か

ま
あ
相
手
が
あ
の
シ

ナ
だ
か
ら
な
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闇
風
は

知
り
顔
で
そ
う
言

た

だ
が
決
し
て
相
手
の
女
性
の
個
人
名
を
出
そ
う
と
は
し
な

い 
そ
れ
は
闇
風
の
シ

ピ

ゲ
ル
に
対
す
る
心
遣
い
だ

た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
れ
を
理
解
し

闇
風
に
内
心
で
感
謝
し
た

で
す
ね

ハ

ド
ル
が
高
す
ぎ
ま
す
よ

僕
に
は
と
て
も
あ
ん
な
事
は
出
来
ま
せ
ん

ス
ケ

ル
が
違
い
す
ぎ
る
ん
だ
よ
な

で
す
ね

し
か
も
別
に
女
に
モ
テ
よ
う
と
し
て
や

て
る
ん
じ

な
い
ん
だ
よ
な

で
す
ね

 
二
人
は
そ
う
言
葉
を
交
わ
し
て
深
い
た
め
息
を
つ
い
た

 
二
人
は
お

い
ま

た
く
別
の
話
を
し
て
い
る
の
だ
が

 
ど
の
話
も
ス
ケ

ル
の
点
で
い
え
ば
共
通
し
て
大
き
い
の
は
確
か
な
の
で

 
こ
れ
は
こ
れ
で
し

か
り
と
会
話
が
成
立
し
て
お
り
彼
ら
自
身
も
そ
の
事
を
理
解
し
て
い
た

俺
は
直
接
誰
か
が

て
の
は
無
い
け
ど

お
前
は
き

と
つ
ら
い
時
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ
そ
う
で
す
ね
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そ
ん
な
シ

ピ

ゲ
ル
の

を

ん
と
叩
き
闇
風
は
何
か
を
言
い
か
け
て
ピ
タ
リ
と
止
ま

た 
実
は
こ
の
時
闇
風
は

シ

ピ

ゲ
ル
に
こ
う
言
う
つ
も
り
だ

た

ま
あ
つ
ら
く
て
も
道
は
誤
る
な
よ

必
ず
お
前
の
進
む
先
に
光
は
あ
る

 
も
し
そ
の
言
葉
を
シ

ピ

ゲ
ル
が

く
事
が
出
来
て
い
た
ら

 
あ
る
い
は
未
来
は
変
わ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
シ

ピ

ゲ
ル
が
そ
の
言
葉
を

く
機
会
は

遠
に
失
わ
れ
た

ど
う
し
ま
し
た

今
誰
か
の

が
見
え
た

ど
こ
で
す
か

あ
の

り
だ

と
り
あ
え
ず
伏
せ
て
様
子
を

お
う

は
い

 
そ
し
て
二
人
は
慎
重
に
様
子
を

い

つ
い
に
ゼ
ク
シ

ド
の

を
発
見
し
た

お
い
お
い

ゼ
ク
シ

ド
か
よ

い
つ
の
間
に
こ
こ
に
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よ
し

俺
は
あ
い
つ
を
追
う

気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
通
信
機
を
切

て
お
く
か
ら
な

 
お
前
は
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
監

を
継
続
俺
か
ら
連

が
入

た
ら
直
ぐ
に
シ

ナ
に
連

し
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

お
気
を
付
け
て

 
そ
し
て
闇
風
は
ゼ
ク
シ

ド
を
追

た

実
は
ゼ
ク
シ

ド
は
先
日
の
偵
察
の
時

 
シ

ナ
が
い
る
は
ず
の
本

へ
安
全
に
行
け
る
ル

ト
を
発
見
し
て
お
り

 
一
発
逆
転
を
狙

て
そ
の
ル

ト
へ
と
向
か

て
い
た
の
だ

た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
い
ず
れ
平
家
軍
の
者
達
が
全
滅
す
る
と
確
信
し
て
い
た

 
事
実
平
家
軍
は

指

不
在
の

徐
々
に
そ
の

を

ら
し
て
お
り

 
遠
く
に
避
難
し
て
い
る
旗
持
ち
プ
レ
イ
ヤ

以
外
全
滅
す
る
の
が
時
間
の
問
題
と
な

て
い

た 
そ
も
そ
も
士
気
が
多
少
高
ま

た
と
は
い
え
正
面
か
ら
砦
を
攻
め
落
と
そ
う
な
ど
土
台
無
理

な
話
な
の
だ

 
力
押
し
を
す
る
に
は
兵
力
が
最

二

人
は
追
加
で
必
要
だ

た

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
と
あ
る
ポ
イ
ン
ト
へ
と
到
着
し
た
時

こ
う

い
た
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よ
し

こ
こ
か
ら
一
気
に
シ

ナ
の
所
へ

 
闇
風
は
そ
の
言
葉
を

い
た

間

砦
の

を
思
い
出
し

 
確
か
に
こ
の
ル

ト
な
ら
シ

ナ
の
所
に
行
け
る
と
気
が
付
い
た

く
そ

見
逃
し
て
た
な

ど
う
す
る
か

 
そ
の
時
う

か
り
足
に
力
を
入
れ
て
し
ま

た

運
悪
く
闇
風
の
足
元
の
石
が
崩
れ
落
ち

 
ゼ
ク
シ

ド
は
誰
か
が
い
る
事
に
気
が
付
い
た

誰
だ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に
闇
風
は

ゼ
ク
シ

ド
に
攻
撃
を
仕

け
る
事
を
即
決
し
た

 
も
は
や
の
ん
び
り
と
通
信
し
て
い
る
暇
は
無
い

そ
し
て
闇
風
は
無
言
で
ゼ
ク
シ

ド
に
襲

い

か

た

闇
風
か

 
ゼ
ク
シ

ド
は
相
手
が
闇
風
だ
と
気
付
く
と

に
岩
陰
に
身
を

め
た

 
こ
こ
は

い
岩
場
で
あ
り

闇
風
に
と

て
は
戦
い
に
く
い
場
所
で
あ

た

ち

や

ぱ
り
奇
襲
は
無
理
だ

た
か

闇
風

て
め
え
何
で
こ
こ
に
い
る



 第四章 ＧＧＯ編

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ

大
将
が
い
な
い
せ
い
で
平
家
軍
は
も
う
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

 
で

お
前
は
こ
こ
か
ら
一
人
で
こ

そ
り
と
シ

ナ
の
所
に
向
か
う
つ
も
り
だ

た
の
か

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
言
葉
で

自
分
の
計
画
が
闇
風
に
バ
レ
た
事
を
知

た

 
だ
が
ま
だ
チ

ン
ス
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
自
分
に
気
付
い
た
の
が
闇
風
だ
け
だ

た
ら

こ
こ
で
倒
さ
れ
た
ら
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に

し

が
立
た
ね
え
こ
こ
で
絶
対
に
お
前
を
倒
す

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ
ク
ソ
野
郎

銃
士

ち

ん
の

は
俺
が
と
る

 
こ
う
し
て
二
人
の
戦
い
が
始
ま

た

激
し
い
銃
撃
戦
が

り
広
げ
ら
れ

 
そ
の
音
は
シ

ピ

ゲ
ル
の
下
に
も

い
て
い
た

戦
い
が
始
ま

た

く

況
が
分
か
ら
な
い

 
こ
こ
で
シ

ナ
に
連

を
と
る
手
も
あ

た
の
だ
が
そ
の

間
に
シ

ピ

ゲ
ル
が
撃
た
れ

た
場
合

 
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
敵
に
破
ら
れ

本

に
敵
が
殺
到
す
る
可
能
性
が
あ
る

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
う
考
え

本

に
走
る
べ
き
か
ど
う
か
迷

た

 
だ
が
そ
う
す
る
と

本

か
ら
援
軍
を
出
す
事
に
も
な
り
か
ね
ず

 
正
面
が
破
ら
れ
た
場
合
に
シ

ナ
が
危
険
に

さ
れ
る



 第３５６話 戦争終結〜闇風とシュピーゲル

 
考
え
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が

戦
争
は
何
が

こ
る
か
分
か
ら
な
い

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
が
選
ん
だ
の
は

自
分
の
持
ち
場
を
守
り
つ
つ

 
二
人
の
戦
い
の
結
末
を
し

か
り
と
確
認
す
る
事
だ

た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

戦
闘
音
が
や
ん
だ
ら
確
認
の

に
走
る
べ
く
準
備
を
整
え
た

 
く
そ

さ
す
が
に
い
い
装
備
を
持

て
や
が
る

装
備
だ
け
だ
と
思
う
な
よ

 
二
人
は
激
し
く
や
り
あ

て
い
た
が

こ
の
戦
い
は
闇
風
が
不
利
だ

た

 
地

的
に
闇
風
の
速
度
が
生
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る

ま
ず
い
な

に
相
手
の
命
中

が
い
い

こ

ち
の
攻
撃
も
あ

ち
の
防
御
に
防
が
れ
る

 
こ
こ
は
何
と
か
シ

ピ

ゲ
ル
に
連

し
て
お
く
か

 
そ
し
て
闇
風
が
通
信
機
の
ス
イ

チ
を
入
れ
た

間
に
ゼ
ク
シ

ド
が
攻
撃
を
仕

け
て
き

た
ちく

た
ば
れ
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そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ

  
待
機

態
の
シ

ピ

ゲ
ル
に
つ
い
に
闇
風
か
ら
通
信
が
入
り

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

て
て
通
信
機
の
ス
イ

チ
を
入
れ
た

闇
風
さ
ん

闇
風
さ
ん

ちく
た
ば
れ

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ

こ
れ
は

通
信
し
よ
う
と
し
て
再
び
戦
闘

態
に
な

た
感
じ
か

は

Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
ご
と
き
の
使
う
銃
の
攻
撃
な
ん
ざ

ほ
と
ん
ど

か
ね
え
よ

 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
言
葉
が

こ
え
て
き
た

間

シ

ピ

ゲ
ル
は

を
疑

た

 
確
か
に
ゼ
ク
シ

ド
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
タ
イ
プ
だ
と
い
う
噂
も
あ

た
が

 
自
分
で
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
を
賞

し
て
い
た
以
上

 
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
に
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
と
思

て
い
た
か
ら
だ

な

何
で
そ
ん
な
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何
だ
と
コ
ラ

て
め
え
は
自
分
で
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
を
持
ち
上
げ
て
た
じ

ね
え
か

そ

そ
う
だ
よ

は

そ
ん
な
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
自
分
が

利
に
な
る
よ
う
な

作
に
決
ま

て
る
じ

ね
え
か

よ
そ
ん
な

だ

 
そ
の
間
に
も
絶
え
ず
銃
声
は

き
二
人
が

り
な
が
ら
も
激
し
く
戦

て
い
る
の
が
分
か

た
そ
う
い
う
事
か
よ

相
変
わ
ら
ず
小
さ
な
男
だ
な
お
前
は

は

実

俺
に
負
け
そ
う
じ

な
い
か
よ

お
前
の
言
葉
に
影

を
受
け
て
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
に
し
た
奴
ら
だ

て
い
た
だ
ろ
う
に

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

シ

ピ

ゲ
ル
は
ド
キ

と
し
た

そ
う
だ
よ

僕
の
選
択
は

そ
ん
な
の
騙
さ
れ
る
奴
が
悪
い
ん
だ
よ

自

任
だ

騙
さ
れ
る
奴
が
悪
い
だ
と

敵
だ
け
ど
信
じ
て
た
の
に
信
じ
て
た
の
に
ゼ
ク
シ

ド
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そ
の

間
に
シ

ピ

ゲ
ル
の

は

熱
し
た

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

二
人
が
戦

て
い
る
場
所
へ
と
走
り
出
し
た

く
そ

闇
風
さ
ん
無
事
で
い
て
下
さ
い

ゼ
ク
シ

ド
の
野
郎
絶
対
に
殺
し
て
や
る

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
が
現
地
に
着
い
た
時
丁
度
二
人
の
戦
い
に
決
着
が
つ
こ
う
と
し
て
い

た 
ゼ
ク
シ

ド
の
放

た
銃

が

つ
い
に
闇
風
の

を

り
き
り

闇
風
は
ど

と
そ
の
場

に
倒
れ
た

ち

手
こ
ず
ら
せ
や
が

て

く
そ

勝
て
な
か

た
か

 
そ
の

を
見
て
直
ぐ
に
飛
び
出
そ
う
と
し
た
シ

ピ

ゲ
ル
に
気
が
付
い
た
の
か

 
闇
風
は
シ

ピ

ゲ
ル
に
首
を

り

シ

ピ

ゲ
ル
は

前
で
足
を
止
め
た

 
そ
し
て
闇
風
は

口
に
出
し
て
こ
う
言

た

Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
は

く
な
ん
か
な
い
よ
な

は

現
に
俺
に
負
け
て
る
じ

ね
え
か
よ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
れ
が
自
分
に
向
け
て
放
た
れ
た
言
葉
だ
と
思

て
そ
う
答
え
た
が
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シ

ピ

ゲ
ル
は

そ
れ
が
自
分
に
向
け
て
放
た
れ
た
言
葉
だ
と
ハ

キ
リ
と
理
解
し
た

ご
め
ん
な
銃
士

ち

ん

俺
じ

は
と
れ
な
か

た
わ

後
は
頼
む

シ

ナ

 
次
の

間
に

闇
風
は
光
の

子
と
な

て
消
滅
し
た

 
そ
の
最
後
の
闇
風
の
言
葉
で
シ

ピ

ゲ
ル
は
シ

ナ
の
所
に
行
く
よ
う
に
背
中
を
押
さ
れ

た
気
が
し
た

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
ゼ
ク
シ

ド
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
シ

ナ
の
下
へ
と
走
り
出

し
たく

そ

ゼ
ク
シ

ド
め

ゼ
ク
シ

ド
め

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
出
来
る
事
な
ら
自
分
の
手
で
ゼ
ク
シ

ド
を
倒
し
た
か

た
が

 
尊
敬
す
る
闇
風
の
意
思
を
実
現
す
る
事
を
優
先
し

一
心
不
乱
に
シ

ナ
の
下
へ
と
走

た

 
そ
の
心
の
中
は

ゼ
ク
シ

ド
へ
の

悪
に

れ
て
い
た

 
こ
う
し
て

肉
な
事
に
シ

ピ

ゲ
ル
を
救
え
る
可
能
性
が
あ

た
唯
一
の
存
在
で
あ
る
闇

風
が

 
あ
る
意
味
シ

ピ

ゲ
ル
の
心
の
一
部
を
壊
す
役

を
果
た
す
事
と
な

た
の
だ

た

 
ち
な
み
に
こ
ん
な
所
に
は
さ
す
が
に
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
ス
タ

フ
は
お
ら
ず
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こ
の
戦
い
の
様
子
が
中
継
さ
れ
る
事
は
無
か

た

 
シ

ナ
さ
ん

お

シ

ピ

ゲ
ル
か

何
か
あ

た
の
か

闇
風
さ
ん
が

闇
風
さ
ん
が

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

シ

ナ
に
事
情
を
説
明
し
た

闇
風
が
ゼ
ク
シ

ド
に

そ
う
か

ま
あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
か

  
そ
の
様
子
を
中
継
で
見
て
い
た
観
客
達
は
驚
愕
し
た

ま
じ
か
よ

ゼ
ク
シ

ド
の
奴
い
つ
の
間
に

お
い
お
い

俺
見
た
事
あ
る

あ
の
シ

ナ
の
目

 
あ
れ
は
確
か
ゼ
ク
シ

ド
に
ピ
ト
フ

イ
が

辱
さ
れ
た
時
の

ど
ち
ら
に
し
ろ
た
だ
で
は
済
ま
な
そ
う
だ
な

 
そ
し
て
観
客
達
は

ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
だ
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一
方
シ

ピ

ゲ
ル
で
あ
る

な

シ

ナ
さ
ん

そ
れ

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
の
シ

ナ
の
あ

さ
り
と
し
た
態
度
に

り
を
覚
え

 
そ
の
現
在
の
感
情
の
ま
ま
に
シ

ナ
に
詰
め
寄
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
シ

ピ

ゲ
ル
を
銃
士

が
止
め

そ
の

元
で
そ

と

い
た

待

て
シ

ピ

ゲ
ル
さ
ん

シ

ナ
様
は
今
凄
く

て
る

えほ
ら

あ
の
手
を
見
て

あ
 
そ
う
言
わ
れ
て
見
た
シ

ナ
の
手
は
今
に
も
血
が
出
そ
う
な
く
ら
い

く

り
締
め
ら
れ
て

い
たそ

し
て
あ
の
少
し
眠
そ
う
な
目

あ
れ
は
シ

ナ
様
が
本
気
で
腹
を
立
て
て
い
る
時
の
目

 

体
的
に
は
ロ
ザ
リ
ア
様
が
誘
拐
さ
れ
た
時
と
同
じ
目

な
る
ほ
ど

あ

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

ま
だ
言
う
べ
き
事
が
あ

た
の
を
思
い
出
し
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ハ

キ
リ
と
口
に
出
し
て
こ
う
言

た

闇
風
さ
ん
の
最
後
の
言
葉
で
す

ご
め
ん
な
銃
士

ち

ん

俺
じ

は
と
れ
な
か

た
わ

後
は
頼
む

シ

ナ

だ

そ
う
で
す

そ
う

そ
う
か

分
か

た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
全
軍
に
向
け
て
こ
う
指

を
出
し
た

も
う
大
勢
は
決
し
た

俺
と
銃
士

を
残
し
て
総
員
正
門
前
で
総
攻
撃
だ

こ
こ
の
守
り
は

不
要

 
後
は
シ
ズ
の
指

に
任
せ
る
が
奴
ら
を
殲
滅
し
た
後
は
そ
の
ま
ま
バ
ス
に
い
る
旗
持
ち
共
を

全
滅
さ
せ
ろ

 
闇
風
と

他
の
戦
場
に
倒
れ
た
者
の

を
取
れ

九
狼
の

光
剣
持
ち
は
そ
の
武
装
の
使
用

を
許
可
す
る

 
そ
の
言
葉
で
闇
風
の
死

と
シ

ナ
の

り
を
知

た
一
同
は
正
門
前
に
集
結
し

 
シ
ズ
カ
は
そ
の
剣
を
初
め
て
抜
き

高
々
と
空
に

げ
た
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最
初
に
総
員
の
全
力
射
撃
で
相
手
の
戦
意
を

う

直
後
に
私
達
が

り
込
む

 
そ
の
後
は
全
員
突
撃
し
て
奴
ら
を
血
祭
り
に
あ
げ
る
よ

お
う

  
そ
の
様
子
を
モ
ニ
タ

で
見
て
い
た
観
客
達
は

つ
い
に
決
着
の
時
が
来
た
事
を
理
解
し
た

つ
い
に
こ
の
戦
争
も
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
か

さ
す
が
に
ゼ
ク
シ

ド
一
人
じ

何
も
出
来
な
い
よ
な

後
は
シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
の
タ
イ
マ
ン
か

何
か
ド
キ
ド
キ
す
る
よ
な

  
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
と
ベ
ン
ケ
イ
も
そ
の

光
剣
を
抜
い
た

そ

か
ヤ
ミ
ヤ
ミ
は
倒
さ
れ
ち

た
か
そ
れ
じ

あ
私
が
そ
の
分
も
敵
を
倒
さ
な
い
と

ね

て

て

り
ま
く
り
ま
す
よ

援
護
は
任
せ
て
ね
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頑
張
り
ま
す

俺
達
が
し

か
り
と
守
る
か
ら

思
う
存
分
や

ち
ま
え

闇
風
の

だ

 
そ
ん
な
二
人
に
シ
ノ
ン
と
エ
ム
と
薄
塩
た
ら
こ
が
そ
う
言

た

私
達
は

回
し
て
正
面
に
ブ
ラ

ク
と
ホ
ワ
イ
ト
と
ニ

ン

を
回
し
て
お
く
わ

絶
対
に
逃
が
し
ま
せ
ん
よ

橋
は
逆
方
向
か
ら
塞
い
で
お
く
の
で
確
実
に
全
滅
さ
せ
ま
し

う

そ
の
後
は
バ
ス
を
追
撃
ね

 
更
に
ニ

ン
ゴ
ロ

と
イ
コ
マ
と
ロ
ザ
リ
ア
が
そ
う
言
い
こ
う
し
て
九
狼
は
全
員
出
撃
し
て

い

た
シ

ナ
様

ご
武
運
を

 
そ
う
言

て
ミ
サ
キ
も
同
じ
く
出
撃
し
て
い

た

 
ミ
サ
キ
は
空
気
を

ん
だ
の
か

さ
す
が
に
今
回
は
何
も
し
な
か

た

 
そ
し
て
そ
の
場
に
は

シ

ナ
と
銃
士

だ
け
が
残
さ
れ
た
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第
３
５
７
話
 
戦
争
終
結

シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

シ

ナ
様

ゼ
ク
シ

ド
を
ど
う
す
る
の

舞
台
は
用
意
し
て
や

た
ん
だ

あ
い
つ
の
お
望
み
通
り
相
手
を
し
て
や
る
さ

シ

ナ
様

ど
こ
を
見
て
る
の

 
銃
士

は

シ

ナ
が
自
分
の
方
を
見
な
い
で
そ
う
言

た

首
を

げ
な
が
ら
シ

ナ

に

ね
た

ん

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
ス
タ

フ
さ
ん
だ
な

要
す
る
に
俺
は
今

 
こ
の
様
子
を
街
で
見
て
い
る
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
向
か

て
言

て
い
る

て
事
だ

 
そ
う
す
れ
ば
ゼ
ク
シ

ド
に
も
伝
わ
る
だ
ろ

な
る
ほ
ど

 
街
で
い
き
な
り
シ

ナ
に
名
指
し
さ
れ
た
当
の
二
人
は
そ
の
セ
リ
フ
を

い
て

け
反

た
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ち

ち

と
ユ

コ

い
く
ら
な
ん
で
も
あ
い
つ

化
け
物
す
ぎ
る
で
し

う

多
分

理
の
結
果
だ
と
は
思
う
け
ど

確
か
に
ち

と
ね

 
そ
し
て
二
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
苦
笑
し
た

ま
あ
い

か

ど
う
せ
こ
の
事
は
伝
え
る
つ
も
り
だ

た
し
ね

ど

ち
が
勝
つ
か
な

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い

だ

だ
よ
ね

も
ち
ろ
ん
我
ら
が

あ
い
つ
で
し

デ
ス
ヨ
ネ

 
だ
が
勝
ち
目
が
ほ
ぼ
無
く
と
も

伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
事
も
あ
る

 
そ
し
て
二
人
は
ゼ
ク
シ

ド
に
こ
の
事
を
伝
え

事
の
成
り
行
き
を
見
守
る
事
に
し
た

そ
う
か
分
か

た

そ
れ
な
ら

々
と
あ
い
つ
の
前
に

を
現
す
事
に
す
る

 
ど
う
せ
こ
の
戦
い
は
負
け
だ
し

俺
の
知
名
度
が
上
が
れ
ば
も
う
そ
れ
で
い
い

々
し
い
く
ら
い
自
分
本

で
す
ね

さ

す
が
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

小
物
界
の
大
物
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そ
ん
な
に
褒
め
る
な

て

そ
れ
に
し
て
も
今
回
の
報

は
無
し
か

 
二
人
に
は
俺
に

れ
た
ば

か
り
に

ク
ジ
ば
か
り
引
か
せ
ち
ま

て
す
ま
ん

ええ
 
そ
し
て
し
ば
ら
く
の

の
後

て
た
よ
う
に
ゼ
ク
シ

ド
が
言

た

す

す
ま
ん

ち

と
言

て
み
た
か

た
だ
け
だ

で
す
よ
ね

あ
あ
び

く
り
し
た

い
く
ら
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
で
も
そ
ん
な

の
分
か
ら
な
い
勘
違
い
を
す
る
は
ず
が
な
い
で
す

よ
ねお

お
う

当
然
だ

 
こ
の
時
ゼ
ク
シ

ド
は
少
し
涙
目
だ

た
の
だ
が
そ
れ
は
当
然
二
人
に
は
分
か
ら
な
か

た

 
だ
が

の
メ
ン
タ
ル
を

る
ゼ
ク
シ

ド
は
直
ぐ
に
立
ち
直
り
張
り
切

た
口
調
で
二
人
に

言

た
よ
し

そ
れ
じ

あ
シ

ナ
の
所
に
行

て
く
る
わ

は
い
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モ
ニ
タ

で
見
て
ま
す
か
ら
ね

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

自
ら
の
銃
を
背
中
の
ホ
ル
ス
タ

に
収
め
て

々
と
歩
き
始
め
た

 
予
告
通
り
一
切
の

抗
は
無
く

ゼ
ク
シ

ド
は
す
ん
な
り
と
本

に
入
る
事
が
出
来
た

お
前
は

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
の
前
に

銃
士

が

を
見
せ
た

こ

ち

シ

ナ
様
が
お
待
ち
か
ね
よ

分
か

た

 
ゼ
ク
シ

ド
は

に
失
格
し
て
自
分
に
は
絶
対
に
手
が
出
せ
な
い
立
場
の
銃
士

に
素
直

に

た

 
シ

ナ
が
奇
襲
を

け
て
く
る
事
も
無
い
だ
ろ
う
か
ら
問
題
は
無
い
だ
ろ
う

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
考
え

囲
を
き

ろ
き

ろ
し
な
が
ら
こ
う

い
た

本
当
に
誰
も
い
な
い
ん
だ
な

そ
の
代
わ
り

あ
な
た
の
仲
間
達
が
今
ま
さ
に
全
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
れ

か
れ
そ
う
な

た
さ

そ
も
そ
も
最
初
か
ら
勝
て
る
見
込
み
の
無
い
戦
い
だ

 
そ
の
言
葉
に
銃
士

は
き

と
ん
と
し
た
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な
ら
ど
う
し
て
あ
な
た
は
平
家
軍
に
参
加
し
た
の

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
だ
ろ

平
家
軍
じ

な
い
と
シ

ナ
と
戦
え
ね
え
か
ら
だ

そ
う

そ
れ
は
確
か
に
真
理

 
銃
士

は
納
得
し
た
よ
う
な
顔
で
言

た

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

に
シ

ナ
の
前
に
立
つ
事
と
な

た

よお
う

さ
て

や
る
か

だ
な

俺
は
今
回
は
こ
れ
を
使
う

 
そ
う
言

て
ゼ
ク
シ

ド
が

手
で
取
り
出
し
た
の
は

一

り
の

剣
だ

た

あ

何
だ
よ

何
か
文

で
も
あ
る
の
か

い
や

て
い
う
か
そ
も
そ
も
お
前

剣
な
ん
か
使
え
る
の
か

人

み
に
は
な

ま
あ
別
に

わ
な
い
が

俺
は
普
通
に
こ
れ
を
使
う
ぞ
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そ
う
言

て
シ

ナ
が
取
り
出
し
た
の
は
グ
ロ

ク
だ

た

別
に

わ
な
い
ぞ

そ
う
か

 
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
観
客
達
は

当
然
の
よ
う
に
ど
よ
め
い
た

お
い
お
い

い
つ
も
と
逆
じ

な
い
か
よ

ゼ
ク
シ

ド
が

剣

何
の
冗
談
だ

こ
の
戦
い
は
ど
う
な

ち
ま
う
ん
だ
よ

 
そ
し
て
観
客
達
は
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
み

場
は
奇

な
静

に
包
ま
れ
た

よ
し
マ

ク
ス

カ
ウ
ン
ト
だ

ゼ
ク
シ

ド
も
そ
れ
で
い
い
な

お
う

好
き
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
く
れ

 
そ
の
言
葉
を
受
け

銃
士

は

手
を
上
げ
て
手
を
開
い
た

 
そ
し
て
銃
士

は

指
を
一
本

つ

り
な
が
ら
カ
ウ
ン
ト
を
始
め
た

フ

イ
ブ

フ

ス
リ

ト

ワ
ン

 
そ
の
カ
ウ
ン
ト
が
ワ
ン
に
な

た

間

ゼ
ク
シ

ド
は
空
い
た

手
を

の
後
ろ
に
回
し

 
銃
を
抜
い
て
い
き
な
り
シ

ナ
に
向
け
て
発
砲
し
た
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え
よ

 
次
の

間
に
水
色
の
閃
光
が
走
り

ゼ
ク
シ

ド
の
放

た

は
二
つ
に
分
か
れ

 
シ

ナ
の

の
後
方
へ
と
飛
ん
で
い

た

な
 
ゼ
ク
シ

ド
は
次

を
放
つ
事
も
忘
れ

そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し
た

  
そ
れ
を
見
て
い
た
街
の
者
達
も

然
と
し
た

 
そ
し
て
何
が

こ

た
の
か
や

と

が
理
解
し
た
の
か

そ
の
場
は
驚
愕
に
包
ま
れ
た

お

お
い
今

一
発
だ
け
だ
け
ど

を

た
の
か

確
か
に
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
見
え
れ
ば
一
発
く
ら
い
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
け
ど
よ

本
物
の
化
け
物
か
よ

 
だ
が
こ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
知
ら
な
い

世
の
中
に
は
更
な
る
化
け
物
が
存
在
す
る
事
を

 
彼
ら
が
そ
れ
を
知
る
の
は
も
う
少
し
先
の
事
で
あ
る
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者

 
銃
士

が

た
い
声
で
ゼ
ク
シ

ド
に
そ
う
言
い
放

た

 
だ
が
シ

ナ
は
笑
顔
で
銃
士

に
こ
う
話
し

け
た

い
や
い
や
マ

ク
ス

俺
も
こ
い
つ
も
カ
ウ
ン
ト

で
勝
負
開
始
だ
な
ん
て
一
言
も
言

て

な
い
か
ら
な

 
俺
は
カ
ウ
ン
ト
す
る
よ
う
に
言

た
だ
け
だ
し
こ
い
つ
も
好
き
に
カ
ウ
ン
ト
し
ろ
と
言

た

だ
け
だ

で
も

り

わ
ず
勝
利
を
掴
み
に
く
る
こ
い
つ
の
こ
う
い
う
所

い
じ

な
い

 
シ

ナ
は
闇
風
の
真
似
を
し
て
そ
う
言

た

ま
あ
ゼ
ク
シ

ド
の
銃
が
フ
ル
オ

ト
や
セ
ミ
オ

ト
射
撃
が
出
来
な
い
事
は

 
さ

き
闇
風
か
ら
の
通
信
を
受
け
て
知

て
た
か
ら
な

こ
う
な
る
事
が
分
か

て
れ
ば

 
一
発
だ
け
な
ら
何
と
で
も
な
る
さ

納
得

さ
す
が
シ

ナ
様

そ
し
て
闇
風
え
ら
い

何
だ
よ
そ
の
グ
ロ

ク
は
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ゼ
ク
シ

ド
は
我
に
返
り

シ

ナ
に
そ
う
言

た

こ
れ
か

こ
れ
は
シ
ノ
ン
に

り
た
も
の
だ
な

 
ど
う
だ
こ
の
刀
身

あ
い
つ
の

の
色
と
そ

く
り
で

麗
な
色
だ
ろ

そ
ん
な
事
は

い
て
ね
え

何
で
わ
ざ
わ
ざ
他
人
の
装
備
を

り
て
ん
だ

て

い
て
る
ん

だ
よだ

て
お
前

俺
が
ア
ハ
ト

を
使

た
ら
勝
負
に
な
ら
な
い
じ

な
い
か
よ

な

い
い
か
ら
そ

ち
を
使
え

俺
と
全
力
で
戦
え

つ

て
ん
だ
よ

別
に
今
だ

て
全
力
だ

つ

の

 
そ
し
て
シ

ナ
は
グ
ロ

ク
を
し
ま
い

ア
ハ
ト

を

の
手
で

え
た

ほ
れ

い
つ
で
も
い
い
ぞ

く
そ

な
め
や
が

て

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
雄
た
け
び
を
上
げ
な
が
ら
シ

ナ
に
連
続
し
て
銃

を
放

た

 
シ

ナ
は
ア
ハ
ト

を
合
体
さ
せ

風
機
の
よ
う
に
ク
ル
ク
ル
回
し
な
が
ら
そ
の
攻
撃
を

防
い
だ

何
だ
よ
そ
れ

あ

く
そ

も
う

が
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切
れ
か

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

な

は

速

 
そ
し
て
シ

ナ
は

発
力
だ
け
で
ゼ
ク
シ

ド
の
下
に

躍
し
ゼ
ク
シ

ド
の

を
一
刀
両

断
に
し
た

ほ
れ
終
了
だ

闇
風

マ

ク
ス

は
と

た
か
ら
な

く

そ

勝
て
ね
え

ま
あ
負
け
る
気
は
無
い
が

何
度
で
も
付
き
合

て
や
る
ぞ

 
た
だ
し
下
ら
な
い
噂
が
発

の
今
回
の

動
み
た
い
な
の
は
も
う
勘

だ
ぞ

ち

分
か

て
る
よ

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
光
の

子
と
な

て
消
滅
し
た

 
そ
の

間
に

ゲ

ム
全
体
に
フ

ン
フ

レ
と
共
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

源
平
合
戦
は
源
氏
軍
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た

源
平
合
戦
は
源
氏
軍
の
勝
利
と
な
り
ま
し

た 
シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
の
あ
ま
り
に
も
あ

け
な
い
戦
い
に

子
抜
け
し
て
い
た
者
達
も

 
こ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

い
て
テ
ン
シ

ン
が
上
が

た
の
か
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あ
ち
こ
ち
で
大
歓
声
が
上
が
り

街
は
大

ぎ
と
な

た

う
お
お
お
お

源
氏
軍

源
氏
軍

や

ぱ
り
女
の
い
る
方
が
勝
つ
事
に
な

て
る
ん
だ
な

四
十
倍
の
兵
力
を
全
滅
さ
せ
る
と
か
ま
じ
か
よ

さ
す
が
は
俺
達
の
シ

ナ
だ

 
そ
の
当
の
シ

ナ
は

銃
士

に

枕
を
さ
れ

ダ
ウ
ン
し
て
い
る
真

最
中
だ

た

悪
い
な
マ

ク
ス

は

も
う
こ
ん
な
き
つ
い
イ
ベ
ン
ト
は
二
度
と
ご
め
ん
だ
ぞ

 
色
々
考
え
す
ぎ
て

が

し
そ
う
だ
わ

シ

ナ
様
は
頑
張

た

し
ば
ら
く
戦
い
か
ら
離
れ
て
の
ん
び
り
し
て
下
さ
い

お
う

遠

な
く
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
し
て
敵
を
全
滅
さ
せ
た
源
氏
軍
の
面
々
が
シ

ナ
の
下
へ
と
駆
け
付
け
た

 
銃
士

は
シ
ズ
カ
の

を
見
付
け
る
と

そ
ち
ら
に
手
を

り
な
が
ら
言

た

シ
ズ
カ
様

ピ
ン
チ
ヒ

タ

の
役
目
は
果
た
し
ま
し
た

交
代
お
願
い
し
ま
す

 
シ

ナ
様
が
グ
ロ

キ

で
す

え

大
丈
夫
な
の
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ち

と
色
々

ま

て
た
疲
労
が
出
た
だ
け
だ

気
に
す
る
な

う

う
ん

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
代
わ
る
ね

銃
士

ち

ん

正
妻
様
も

私
の
事
は
マ

ク
ス
と
お
呼
び
下
さ
い

あ

う
ん

分
か

た

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
ね

マ

ク
ス
ち

ん

は
い

 
そ
し
て
源
氏
軍
の
者
達
は

シ

ナ
の
下
に
集
ま

て
か
わ
る
が
わ
る
声
を

け
た

お
う
シ

ナ

本
当
に
お
疲
れ

ダ
イ
ン
か

今
回
は
本
当
に
あ
り
が
と
な

シ

ナ
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か

ゆ

く
り
休
ん
で
下
さ
い
ね

シ

ピ

ゲ
ル

闇
風
の

は
と

た
ぞ

は
は

さ
す
が
の
シ

ナ
も
今
回
ば
か
り
は
ダ
ウ
ン
か

う
る
せ
え
た
ら
こ

そ
う
思

た
ら
俺
の
足
で
も

め

あ
ら

そ
れ
な
ら
私
が

い

い
や
ミ
サ
キ
さ
ん

冗
談
で
す
か
ら
大
丈
夫
で
す

大
丈
夫
で
す
か
ら

お
前
も
や
は
り
人
間
だ

た
の
か
最
近
人
間
じ

な
い
ん
じ

な
い
か
と
思
い
始
め
て
い
た
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が
先
生

 
そ
し
て
他
の
者
達
に
も

儀
に
声
を

け
た
シ

ナ
は

 
最
後
に
そ
の
様
子
を

影
し
て
い
た
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
者
を
呼
ん
だ

い
や

実
に
い
い
も
の
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

 
僕
達
に
放
送
を
任
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

シ

ナ
さ
ん

シ
ン
カ

さ
ん
自
ら
わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん
ね

 
実
は
そ
の
場
で
カ
メ
ラ
を
回
し
て
い
た
の
は
シ
ン
カ

本
人
で
あ

た

ま
た
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ら
い
つ
で
も
声
を

け
て
下
さ
い
ね

は
は

も
う
し
ば
ら
く
は
何
も
無
い
と
思
い
ま
す
よ

さ
す
が
に
疲
れ
ま
し
た
し
ね

 
こ
う
し
て
⻑
い
よ
う
で

か

た
源
平
合
戦
は
幕
を

じ
た

 
源
氏
軍
に
所
属
し
た
者
達
は

他
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り

 
平
家
軍
の
者
達
は

愚
か
者
の

を
背
負
う
事
と
な

た

 
噂
は
完
全
に

さ
れ
当
分
は

以
上
の
感
情
が
シ

ナ
に
向
け
ら
れ
る
事
は
無
い
だ
ろ

う
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ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

今
回
の
結
果
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た

結
局
こ
う
な
る
の
よ
ね

ま
あ
仕
方
な
い
よ
ユ

コ
今
回
は
私
も
心
情
的
に
は
あ

ち
が
勝

て
良
か

た
と
思
う
も

の
ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
を
労
い
に
い
こ

か

う
ん

な
手
を
使

た
上
に
負
け
ち

た
ん
だ
し

大
に
へ
こ
ん
で
る
だ
ろ
う
し
ね

あ
は
は
は
は

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の

は
も
う
ス
ト

プ
安
だ
ね

ま
あ
今
ま
で
と
何
も
変
わ
ら
な
い
よ

そ
れ
で
も
と
り
あ
え
ず
う
ち
の

ぎ

な
ん
だ
し

 
ま
だ
ま
だ
頑
張

て
も
ら
わ
な
い
と
ね

  
そ
し
て
闇
風
は

お

い
お

い

シ

ナ

皆

や

闇
風
さ
ん

僕
は

僕
は

俺
の
意
思
を
尊
重
し
て
シ

ナ
に
報
せ
て
く
れ
た
ん
だ
な

あ
り
が
と
な

シ

ピ

ゲ
ル
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は
い

 
そ
う
明
る
い
声
で
闇
風
に
返
事
を
し
つ
つ
も

 
シ

ピ

ゲ
ル
の
心
に
生
ま
れ
た
ゼ
ク
シ

ド
へ
の

悪
は
確
実
に

付
い
て
い
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ぶ

き
ら
ぼ
う
な
態
度
で
闇
風
に
言

た

お
い
闇
風

お
前
何
で
こ
こ
に
い
る
の

死
ん
で
直
ぐ
に
街
を
飛
び
出
し
て
こ
こ
ま
で
走

て
き
た

ま
じ
か
よ

元
気
だ
な

そ
う
い
う
お
前
は

分
疲
れ
て
る
み
た
い
だ
な

お
疲
れ

う
る
さ
い

れ

大
声
が

に

く

わ

悪
い

 
そ
ん
な
闇
風
に

シ

ナ
に

枕
を
し
て
い
る
シ
ズ
カ
が
言

た

大
丈
夫
だ
よ
闇
風
さ
ん

こ
う
見
え
て
シ

ナ
は

れ
て
る
だ
け
だ
か
ら

お
い
シ
ズ
カ

そ
う
な
の
か

は
は

そ
ん
な
ツ
ン
デ
レ
な
シ

ナ
も

 
そ
し
て
そ
の
場
に
い
た
源
氏
軍
の
者
達
は

声
を
合
わ
せ
て
一

に
言

た
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い
じ

な
い

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
こ
の
日
は

自
で
解
散
と
い
う
事
に
な
り

 
源
氏
軍
の
者
達
は

ハ
ン
ヴ

に
分
乗
し
て
街
へ
と
帰
還
を
開
始
し
た

 
そ
し
て
闇
風
は

シ

ナ
と
共
に
ブ
ラ

ク
に
乗
り
込
む
栄

を

え
ら
れ
た

 
他
に
乗
り
込
む
の
は
最
初
の

者
で
あ
る
ロ
ザ
リ
ア
と

シ
ズ
カ
で
あ

た

 
そ
し
て
シ

ナ
が

突
に
闇
風
に
こ
う
質
問
し
た

な

闇
風

お
前
明
る
く

舞

て
た
け
ど

 
本
当
は
ゼ
ク
シ

ド
に
負
け
た
の
が
悔
し
く
て
仕
方
な
い
ん
だ
ろ

や

ぱ
分
か
る
か

ま
あ
な

正
直
多
少
の
地

的
不
利
が
あ

て
も
い
け
る
と
思

て
た
ん
だ
け
ど
な

 
ち

と
調
子
に
乗

て
た
か
も
し
れ
ん

ま
あ
ド
ン
マ
イ
だ
な

今
度

め
て
ま
た
挑
め
ば
い
い
さ

は

最
近
は
バ
イ
ト
の
面
接
も
落
ち
る
し
あ
の
馬

に
も
負
け
る
し

ん
だ
り

た
り

だ
わ
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闇
風
は
落
ち
込
ん
だ
声
で
そ
う
言

た

バ
イ
ト

お
う

さ
す
が
に
最
近
ゲ

ム
の
し
す
ぎ
で
手
持
ち
が
ち

と

な

そ
う
か

そ
れ
な
ら
俺
が
バ
イ
ト
を
紹
介
し
て
や
ろ
う
か

え

ま
じ
で

多
少
時

が
安
く
て
も
い
い
か
ら
お
願
い
し
た
い

時

は
三
千

だ
な

ま
あ
⻑
い
時
間
は
出
来
な
い
が

ま
じ
か
よ

お
い
シ

ナ
足
を
出
せ

俺
が
な
め
て

麗
に
す
る
か
ら

お
前
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
に
指

を
出
し
た

と
い
う

で
ロ
ザ
リ
ア

い
い
サ
ン
プ
ル
が
手
に
入

た
ぞ

存
分
に
こ
き
使

て
や
れ

分
か
り
ま
し
た

え

え

ど
う
い
う
事

あ

そ
う
い
え
ば
戦
争
開
始
の
時

 
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
は
シ

ナ
の
部
下
だ

て

え
え

ま
あ
そ
う
い
う
事
よ

 
闇
風
は
そ
の
言
葉
に
納
得
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た
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な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら
シ

ナ

た
ら
こ
の
奴
も
誘

て
い
い
か

 
あ
い
つ
も
こ
の
前
バ
イ
ト
の
面
接
に
落
ち
た
ら
し
い
ん
だ
よ

ほ
う

ロ
ザ
リ
ア

い
け
る
か

優

な
プ
レ
イ
ヤ

の
手
は
い
く
ら
で
も
必
要
な
の
で
問
題
無
い
わ
よ

そ
う
か

よ
し
オ

ケ

だ

や

た

よ
し
シ

ナ

た
ら
こ
に
も
足
を
な
め
さ
せ
て
い
い
ぞ

お
前
な

 
こ
う
し
て
い
く
つ
か
問
題
も
残
た
が
シ
ナ
達
は
平
和
な
日
常
へ
と
復
帰
す
る
事
と
な
た
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第
３
５
８
話
 
二
人
の
ア
ル
バ
イ
ト

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日

闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
は
ソ
レ
イ
ユ
前
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た

 
ロ
ザ
リ
ア
に
場
所
を
そ
う
指
定
さ
れ
た
か
ら
だ

 
そ
し
て
今

ソ
レ
イ
ユ
前
に
は
二
人
が
少
し
離
れ
た

態
で
別
々
に
立

て
い
る

 
そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う

二
人
は
お

い
の
顔
も
名
前
も
連

先
も
知
ら
な
い
の
だ

 
二
人
は
も
し
か
し
た
ら
と
思
い
つ
つ
も

お

い
声
を

け
ら
れ
ず
に

々
と
し
て
い
た

 
そ
し
て
闇
風
が
先
に

い
ジ

ブ
を
放

た

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
は
ど
こ
か
な

 
そ
れ
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
は
ビ
ク

と
し

誰
に
言
う
で
も
な
く
こ
う

い
た

シ

ナ
の
紹
介
で
来
て
み
た
け
ど

 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
こ
う
言

た
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闇
風
か

た
ら
こ

 
そ
し
て
二
人
は

き
合
い

ほ

と
し
た
よ
う
な
顔
で
お

い
歩
み
寄

た

お
お

ま
じ
で
良
か

た
わ

 
俺
一
人
の
時
に
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
が
来
た
ら
ど
う
し
よ
う

て
ち

と
不
安
だ

た
ん
だ
よ

な
お

分
か
る
分
か
る

い
か
に
も
キ

リ
ア
ウ

マ
ン

い
人
が
来
た
ら

 
何
も
話
せ
な
く
な
り
そ
う
で
ち

と
怖
い
よ
な

だ
よ
な

俺
だ
け
じ

無
か

た
か

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
な

 
そ
し
て
二
人
は
お

い
自

紹
介
を
し
た

俺
は
闇
風
こ
と
山
田
風
太
だ

宜
し
く

薄
塩
た
ら
こ
こ
と
⻑
崎
大

だ

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
な

ヤ
ミ
ヤ
ミ

お
前
は
ピ
ト
フ

イ
か

つ

の

あ
は
は
は
は

あ
い
つ
は
本
当
に
お
か
し
な
奴
だ
よ
な

 
二
人
は
ゲ

ム
内
で
も
よ
く
一

に
行
動
し
て
い
た
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最
初
か
ら
十
年
来
の
知
り
合
い
の
よ
う
に
打
ち
解
け
た
様
子
で
話
す
事
が
出
来
た

し
か
し
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
薔
薇
ち

ん

て
言
う
ら
し
い
け
ど
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う
な

き

と
知
的
な
感
じ
の
キ

リ
ア
ウ

マ
ン
に
違
い
な
い
だ
ろ

薔
薇
ち

ん

て
お

や
か
で
可

だ
け
ど

は
強
い

て
イ
メ

ジ
だ
よ
な

お
う

絶
対
に
あ
ん
な
感
じ
の

手
で
胸
の
大
き
い
美
人
さ
ん
な

が
無
い
よ
な

 
丁
度
ソ
レ
イ
ユ
本
社
か
ら
そ
ん
な
感
じ
の
女
性
が
男
性
連
れ
で
出
て
き
た

 
二
人
は
そ
う
言

て
笑
い
合

た

そ
し
て
そ
ろ
そ
ろ
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
な
の
で

 
二
人
は
ソ
レ
イ
ユ
本
社
に
背
を
向
け

道
の
方
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
始
め
た

 
ち
な
み
に
ど
こ
で
バ
イ
ト
を
す
る
か
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
か
は
二
人
は
ま

た
く

い
て
い

な
か

た

 
シ

ナ
と
ロ
ザ
リ
ア
を
信
頼
し

そ
の
事
に
は
ま

た
く
興
味
を
持

て
い
な
か

た
の
だ

 
時

だ
け
が
二
人
に
と

て
大
事
な
要
素
で
あ
り
他
の
事
は
ま

た
く
大
事
で
は
無
か

た

よ
う
だ

 
そ
し
て
二
人
の
背
後
で

こ
ん
な
男
性
の
声
が

こ
え
た

お

多
分
あ
れ
で
す
ね

ロ
ザ
リ
ア
様
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様

様
ね

ロ
ザ
リ
ア
様

ね

違
和
感
が
半

な
い
ん
だ
け
ど

何
を

て
い
る
の
か
僕
に
は
分
か
り
か
ね
ま
す

僕
と
か

さ
さ

も
う
時
間
で
す
よ

く
声
を

け
ま
し

う

そ
う
ね

 
直
後
に
そ
の
男
女
は
風
太
と
大

の
後
ろ
で
止
ま
り

女
性
が
二
人
に
声
を

け
て
き
た

失

そ
ち
ら
の
お
二
人
は
闇
風
さ
ん
と
た
ら
こ
さ
ん

えま

ま
さ
か

 
そ
し
て
二
人
は
声
を
合
わ
せ
て
言

た

薔
薇
ち

ん

え
え

私
が
薔
薇
よ

こ
ち
ら
は
私
の
部
下
の

え

と
田
中
一
郎
君
よ

田
中
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
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そ
の
ス

ツ

の

年
は

や
か
な
笑
顔
で
そ
う
言

た

 
二
人
は
そ
の

年
を
見
て
い
か
に
も
モ
テ
そ
う
な
野
郎
だ
な
と
思
い

内
心
で
⻭

み
し
た

あ

私
の
事
は
ロ
ザ
リ
ア
で
い
い
わ
よ

そ

ち
の
方
が
慣
れ
て
る
で
し

う

 
さ
て

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

は

は
い

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
少
し

い
調
子
で
答
え
た
二
人
に

薔
薇
は
気
さ
く
な
感
じ
で
言

た

そ
ん
な
に

く
な
ら
な
い
で

い
つ
も
通
り
で
い
い
わ
よ

そ
う
か

ま
あ
努
力
は
す
る
け
ど

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
み
た
い
な
美
人
の
前
で
い
つ
も
通
り
な
ん
て
俺
達
に
は
ハ

ド
ル
が
高
い
ん

だ
け
ど

 
ま
あ
で
も
何
と
か
頑
張

て
普
通
に

て
み
る
よ

え
 
そ
の
言
葉
に
薔
薇
は
き

と
ん
と
し
た
顔
を
し
た

美
人

私
が

あ
あ

そ
ん
な
事
を
言

て
も
ら

た
の
は
久
し
ぶ
り
だ
わ
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え

そ
う
な
の
か

さ
す
が
の
シ

ナ
だ

て
リ
ア
ル
で
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
を
見
た
ら
そ
う
言
う
ん
じ

な
い
の

い
や

あ
の
人
は
別
に

私

度
は
シ

ナ
の

り
に
は
ご
ろ
ご
ろ
し
て
る
し

 
そ
う
言

て
薔
薇
は

め
し
そ
う
な
目
で
何
故
か
田
中
の
方
を
じ

と
見
つ
め
た

え

ま
じ
か

さ
す
が
は
シ

ナ
と
い
う
べ
き
か

さ
あ
ロ
ザ
リ
ア
様

時
間
が
押
し
て
る
の
で
急
が
な
い
と

 
そ
の
時
田
中
が
少
し

て
た
様
子
で
薔
薇
に
言

た

薔
薇
は
ハ

と
し
た
顔
で
二
人
に

言

た
そ

そ
う
だ

た
わ
ね

さ
あ
行
き
ま
し

う

了
解

さ
あ
バ
イ
ト
だ
バ
イ
ト

 
そ
し
て
薔
薇
は
く
る
り
と
き
び
す
を
返
し

ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
ビ
ル
の
方
へ
と
向
か

た

 
そ
れ
を
見
た
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
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あ

あ
れ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
そ

ち
な
の

あ

そ
う
い
え
ば
さ

き
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
と
田
中
さ
ん

ソ
レ
イ
ユ
か
ら
出
て
き
た
よ
な

え
え
そ
う
よ

私
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
だ
も
の

えま
じ
か
よ

時

が
高
い

だ
わ

 
二
人
は
納
得
し
た
よ
う
な
顔
を
し

薔
薇
と
田
中
の
後
に
続
い
た

 
そ
し
て
入
り
口
ホ

ル
に
入

た

間

二
人
の
目
に
若
い
美
人
の
女
性
の

が
映

た

 
そ
れ
は
四
月
に
な
り

晴
れ
て
ソ
レ
イ
ユ
で
働
き
始
め
た
か
お
り
だ

た

 
か
お
り
は
四
人
に
気
付
く
と
薔
薇
に
向
か

て

を
下
げ

次
に
田
中
に
声
を

け
て
き
た

え

と

確
か
田
中
さ
ん

ち

と
い
い

あ

は
い

 
そ
し
て
田
中
は
か
お
り
に
近
付
い
た
後
に
こ
う
言

た

お
い

確
か
と
か
付
け
ん
な

ご
め
ん
ご
め
ん
ソ
レ
イ
ユ

フ
ロ
ア
の

木
の
管
理
と
納
入
の
件
千
佳
が
オ

ケ

だ
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て 
む
し
ろ
大
き
な
仕
事
を
回
し
て
も
ら

て
凄
い
感
謝
し
て
た
よ

お

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
後
は
関
連
部

に
連

し
て
お
い
て
く
れ

う
ん
分
か

た

後

千
佳
が
今
度
ま
た
一

に
遊
び
に
行
こ
う

て

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
今
度
ま
た
四
人
で

で
も
食
い
に
行
く
と
す
る
か

う
ん

楽
し
み
に
し
と
く
ね

 
そ
の
会
話
を

き
な
が
ら

風
太
と
大

は
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
小
声
で
会
話
を
し
て
い
た

お
い
見
た
か
た
ら
こ

あ
れ
が
モ
テ
る
男
の
ス
キ
ル
だ
ぞ

今
サ
ラ

と

に
誘

た
よ
な

相
手
も
喜
ん
で
オ

ケ

し
て
た
し

む
し
ろ
そ
の
前
に

相
手
か
ら
誘
わ
れ
て
た
よ
う
な

あ
の
子
絶
対
田
中
さ
ん
の
事
が
好
き
だ
よ
な

さ
す
が
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
だ
な

俺
に
は
逆
立
ち
し
て
も
真
似
出
来
ね
え

 
そ
し
て
田
中
が

を
下
げ
な
が
ら
こ
ち
ら
に

て
き
た

す
み
ま
せ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う
か
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そ
し
て
二
人
は
エ
レ
ベ

タ

で
上
の

へ
と
案
内
さ
れ
た

 
エ
レ
ベ

タ

を
出
る
と

そ
こ
に
は

マ
シ
ン
が

ん
で
お
り

 
さ
す
が
は
ソ
レ
イ
ユ
だ
と
二
人
は
感
心
し
た

お
お

凄
え
な

こ
う
い
う
の
わ
く
わ
く
す
る
よ
な

 
丁
度
そ
の
時

前
か
ら
一
人
の
女
性
が
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

 
そ
の
女
性
も
と
て
も
美
人
で
あ
り
二
人
は
こ
の
会
社
に
は
美
人
し
か
い
な
い
の
か
と
驚
い
た

 
そ
の
女
性
を
見
た
薔
薇
は
こ
う
言

た

あ

社
⻑

えし

社
⻑

 
二
人
は
そ
の
薔
薇
の
言
葉
を

い
て

て
て

を
下
げ
た

 
田
中
も
同
じ
よ
う
に

を
下
げ
そ
の
女
性
は
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
て
薔
薇
に
声
を

け
た

あ
ら
薔
薇
ち

ん

そ
ち
ら
が
新
し
い
バ
イ
ト
君

は
い
山
田
さ
ん
と
⻑
崎
さ
ん
で
す

二
人
と
も
こ
ち
ら
は
う
ち
の
社
⻑
の
雪
ノ
下
陽
乃
さ
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ん
よ山

田
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

⻑
崎
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
う

頑
張

て
ね
二
人
と
も

は
い

 
陽
乃
は
と
て
も

力
的
な
笑
顔
で
そ
う
言
い

二
人
は
陽
乃
の
胸
の
大
き
さ
も
相
ま

て

 
こ
れ
は
頑
張
ら
ね
ば
と

め
て
思

た

 
そ
し
て
陽
乃
は
先
ほ
ど
の
受
付
嬢
と
同
じ
よ
う
に
田
中
に
声
を

け
た

田
中
君

だ

け

後
で
社
⻑
室
に
来
て
私
の

と

を
胸
を
も
ん
で
く
れ
な
い

 
ど
う
も
疲
れ
が
た
ま

て
る
み
た
い
で
ね

社
⻑

お
戯
れ
が
過
ぎ
ま
す
よ

僕
に
は

が
重
過
ぎ
ま
す

 
そ
れ
を

い
た
陽
乃
は

え
き
れ
ず
に
プ

と

き
出
し
な
が
ら
薔
薇
に
言

た

僕

僕
だ

て
よ
薔
薇

田
中
君
の
一
人
称
は
い
つ
も
僕
で
す
よ
ね

 
薔
薇
が
何
故
か

た
よ
う
に
そ
う
フ

ロ

を
し

陽
乃
も

て
て
そ
れ
に

い
た
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あ

そ
う
だ

た
わ
ね

う
ん
う
ん

 
ち
な
み
に
こ
の
時

田
中
が
陽
乃
と
薔
薇
の
足
を
連
続
し
て

ん
で
い
た
事
に

 
風
太
と
大

は
気
が
付
か
な
か

た

そ
れ
じ

あ
私
は
行
く
わ
ね

二
人
と
も
頑
張

て

は
い

頑
張
り
ま
す

 
そ
し
て
陽
乃
は
去

て
い
き

二
人
は
そ
の
ま
ま
開
発
室
へ
と
案
内
さ
れ
た

そ
れ
じ

あ
ち

と
待

て
て
ね

 
そ
う
言

て
薔
薇
は
一
度
外
へ
と
出
て
い

た

残
さ
れ
た
二
人
は
何
と
な
く
田
中
に
話
し

け
た

田
中
さ
ん

て
社
⻑
に
ま
で
モ
テ
る
ん
で
す
ね

あ

い
や

あ
の
人
は
い
つ
も
あ
あ
な
ん
で

美
人
ば

か
り
の
職
場
だ
し

ま
し
い

す

確
か
に
こ
こ
は
美
人
が
多
い
で
す
ね

 
そ
う
言

て
田
中
は
少
し
離
れ
た
所
に
あ
る
何
か
の
機

の
方
を
見
た

 
そ
こ
か
ら
丁
度
大
人
し
そ
う
な
少
女
が
出
て
き
て
じ

と
こ
ち
ら
を
見
つ
め
た
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そ
れ
は
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
が
来
る
と

い
て
野
次
馬

性
を
出
し

 
家
に
い
た
ま
ま
で
も

わ
な
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
ソ
レ
イ
ユ
ま
で
バ
イ
ト
に
訪
れ
た
詩
乃
だ

た 
ち
な
み
に
風
太
と
大

も
次
回
か
ら
は
自
宅
で
バ
イ
ト
が
可
能
に
な
る
予
定
な
の
で

 
こ
の
日
を
逃
す
と
二
人
の

を
見
れ
る
機
会
は
ほ
ぼ
皆
無
と
言
え
よ
う

 
そ
し
て
詩
乃
は

面
白
そ
う
な
顔
を
し
て
三
人
の
方
に
近
付
い
て
き
た

田
中
さ
ん

そ
ち
ら
の
二
人
が

え
え

そ
う
で
す
よ

そ
う

闇
風
さ
ん
と
た
ら
こ
さ
ん
ね

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
ギ

と
し
た

え

と

誰

当
て
て
み
た
ら

 
そ
う
定
番
の
質
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
二
人
は
こ
の
少
女
が
誰
な
の
か
必
死
に
考
え
始
め
た

え

と

常
識
が
あ
り
そ
う
だ
し
ピ
ト
じ

な
い
よ
な

あ
ら

ピ
ト
に
チ
ク

て
お
こ
う
か
し
ら
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じ

冗
談
だ

て

ニ

ニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん

さ
す
が
の
あ
の

り
方
は
私
に
は
無
理
ね

残
念

外
れ
よ

 
そ
の

り
方
と
い
う
言
葉
を

い
て

風
太
は
ハ

と
し
た

こ
の

り
方
に
は

き
覚
え
が

こ
の
ガ
サ
ツ
な
感
じ

ま
さ
か
な

 
で
も
見
た
目
と
イ
メ

ジ
が
一
致
し
な
い
が

ち

と

誰
が
ガ
サ
ツ
だ

て
言
う
の
よ

殴
る
わ
よ

う
わ

ま
さ
か
の
シ
ノ
ン
か

え

ま
じ
か
よ

で
も
そ
う
言
わ
れ
る
と

そ
の
暴
力
的
な
イ
メ

ジ
は
確
か
に

誰
が
暴
力
的
な
の
よ

 
そ
う
言

て
詩
乃
は
田
中
を
小
突
い
た

何
で
僕
に僕

僕
だ

て

 
詩
乃
は
何
故
か
そ
の
田
中
の
言
葉
に

き
出
し
た
後

 
田
中
に
じ
ろ

と

ま
れ
て

て
て
笑
う
の
を
や
め
二
人
に
向
か

て

め
て

を
し
た

別
に
本
名
じ

な
く
て
い
い
わ
よ
ね

私
は
シ
ノ
ン

宜
し
く
ね
二
人
と
も
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お
う

俺
が
闇
風
だ

宜
し
く
な

先
輩

俺
が
た
ら
こ
な

ま
あ
会
う
の
は
今
日
が
最
初
で
最
後
に
な
り
そ
う
だ
け
ど

教
え
ら
れ
る
事
は
教
え
る
か
ら

済
ま
な
い
な

て
最
後

あ
あ

い
て
な
い
ん
だ

 
詩
乃
は
そ
う
言
い
な
が
ら
チ
ラ

と
田
中
の
方
を
見
た

そ
し
て
田
中
が
二
人
に
説
明
を
始
め

た
実
は
こ
の
バ
イ
ト
は

ア
ミ

ス
フ

ア
が
あ
れ
ば
自
宅
で
出
来
る
ん
で
す
よ

あ
あ

な
る
ほ
ど

い
い
バ
イ
ト
を
紹
介
し
て
も
ら

て

シ

ナ
に
は
本
当
に

が
上
が
ら
な
い

 
も
う
本
当
に
足
を
な
め
て
も
い
い
な

だ
な

 
そ
の
言
葉
に
何
故
か
田
中
が
何
か
に

え
る
よ
う
な
表
情
を
し
た
が

 
二
人
は
そ
れ
に
は
気
付
か
な
か

た
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お
待
た
せ
そ
れ
じ

あ
二
人
に
は
こ
の
二
台
の
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使

て
も
ら
お
う
か

し
ら

 
そ
の
時
丁
度
薔
薇
が

て
き
て
そ
う
言

た

 
見
る
と
そ
の
機

の
中
に
は

心
地
の
良
さ
そ
う
な
ベ

ド
と
ア
ミ

ス
フ

ア
が
設
置
さ

れ
て
い
た

よ
し

頑
張
ろ
う

た
ら
こ

お
う

 
こ
う
し
て
二
人
の
初
め
て
の
ソ
レ
イ
ユ
で
の
バ
イ
ト
が
始
ま

た

 
こ
こ
に
来
て
田
中
と
い
う
新
キ

ラ
が
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第
３
５
９
話
 
嵐
の
変
態

 
タ
イ
ト
ル
で
誰
が
出
る
の
か
分
か

て
し
ま
う
の
が
さ
す
が
と
い
う
か

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

い
や
何
か

動
き
の
限
界
を

り
出
す

て
結

き
つ
い
ん
だ
な

だ
な

ま
あ
逆
に
自
分
に
も
こ
ん
な
動
き
が
出
来
る
の
か

て
ち

と
驚
い
た

 
風
太
と
大

の
二
人
は
休

室
で
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

そ
し
て
そ
こ
に
詩
乃
も
加

わ

た
闇
風
さ
ん
た
ら
こ
さ
ん

調
子
は
ど
う

お
う

凄
い
楽
し
い

し
か
し
ま
さ
か
シ
ノ
ン
が
い
る
と
は
な

普

は
家
で
や

て
る
ん
だ
け
ど

つ
い
つ
い
興
味
本

で
ね

 
こ
こ
だ
と
飲
み
物
は
自
由
だ
し
交
通

も
出
る
し
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た
ま
に
友
達
と
か
シ

ナ
も
い
る
か
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
い
ん
だ
け
ど

 
詩
乃
は
そ
う
言

て

を

ら
め
た

と
て
も
分
か
り
易
い

そ
う
い
や
シ

ナ
は

あ

え

と

い

い
な
い
の
か
な

そ
う
か

シ

ナ
に
会
い
た
か

た
ん
だ
け
ど
な

ま
あ
た
ま
に
家
じ

な
く
こ
こ
で
働
け
ば
い
つ
か
会
え
る
だ
ろ

 
そ
の
会
話
を

き
な
が
ら

詩
乃
は
ち
ら

と
田
中
の
方
を
見
て

あ

と
声
を
上
げ
た

 
田
中
は
一

の
女
子
社
員
達
に
囲
ま
れ

何
か
会
話
を
し
て
い
る
よ
う
だ

た

お
お
う

田
中
さ
ん
は
や

ぱ
モ
テ
る
ん
だ
な

そ

そ
う
ね

い
い
な

俺
に
も
一
人
分
け
て
く
れ
な
い
か
な

 
そ
し
て
二
人
が
見
守
る
中

そ
の
女
子
社
員
達
は
薔
薇
に
追
い

わ
れ
て

笑
顔
で
散

て

い

た
お
お

薔
薇
さ
ん
強
え
な

で
も
他
の
人

皆
笑

て
た

い
い
雰
囲
気
の
職
場
だ
よ
な
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う
ん

そ
れ
は
そ
う
思
う

 
薔
薇
は
田
中
に
何
か
言
い

田
中
は
そ
れ
に
何
か
返
事
を
し
た

 
そ
の

間
に
薔
薇
が
ま
ご
ま
ご
し
な
が
ら
顔
を

く
し
た

あ

れ

薔
薇
ち

ん
は
シ

ナ
に
ベ
タ

れ
だ
と
思

て
た
け
ど

 
田
中
さ
ん
相
手
で
も
あ
ん
な
顔
を
す
る
の
か

あ

あ
れ
は
多
分
下
の
名
前
で
呼
ば
れ
た
の
ね

え

二
人
は
そ
ん
な
に
親
し
い
の
か

親
し
い
と
い
う
か
い
じ
ら
れ
て
る
と
い
う
か

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
に

二
人
は

然
薔
薇
の
本
名
に
興
味
が

い
て
き
た

な

な
あ
シ
ノ
ン

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
下
の
名
前

て

バ
イ
ト
が
終
わ

た
後
に
で
も

い
て
み
れ
ば

私
が
言
う
の
も
ア
レ
だ
し

そ

そ
う
だ
な

ち

と
楽
し
み
だ
な

だ
な

 
そ
し
て
三
人
は
再
び
バ
イ
ト
に

り

そ
し
て
次
の
休

時
間
が
訪
れ
た

休

の
回

が
多
い
ん
だ
な
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ま
あ

度
に
水
分
補

を
し
な
い
と
い
け
な
い
し
ね

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

あ
 
そ
し
て
詩
乃
が
再
び
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
そ
う
声
を
上
げ
た

 
見
る
と
田
中
の
横
に
黒

の
美
し
い
女
性
が
二
人
立

て
お
り

 
二
人
は
そ
の
う
ち
の
一
人
に
見
覚
え
が
あ

た

う
お

あ
の
子

銃
士

ち

ん
に
そ

く
り
じ

ね

ま
る
で
ゲ

ム
の
中
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
み
た
い
だ
な

 
そ
の
二
人
の
声
が

こ
え
た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が

 
田
中
が
そ
の
二
人
を
連
れ
て
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

闇
風
さ
ん

た
ら
こ
さ
ん

こ
ち
ら
は
え

と

闇
風

た
ら
こ

来
た
ん
だ

こ
こ
で
バ
イ
ト
を
始
め
た
の
ね

闇
風
さ
ん

た
ら
こ
さ
ん

えお

俺
達
の
事
知

て
ん
の
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そ
の
言
葉
に
二
人
の
女
性
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

え

と

田
中
さ
ん

ど
う
す
れ
ば

お
二
人
の
好
き
に
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
よ

ど
う
す
る

ま
あ
普
通
で
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

了
解

 
そ
し
て
風
太
と
大

に

二
人
は

番
に
自

紹
介
を
し
た

私
は
銃
士

理
解

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

ま
じ
か
よ

そ
ん
な
事
が
あ
り
え
る
の
か

あ

確
か
に
前

リ
ア
ル
で
も
同
じ
顔
だ

て
言

て
た
よ
う
な

あ
あ

言

て
た
な

で
も
確
か
そ
の
時
何
か

 
そ
し
て
二
人
は

線
を
下
に
落
と
し

銃
士

の
胸
を
見
た

 
そ
の

間
に
二
人
は
ど

と

を
落
と
し
た

く
そ
う

シ

ナ
の
奴

ま
し
す
ぎ
る
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ま
じ
か
よ

古
き
言
い
伝
え
は
本
物
だ

た
の
か

あ
な
た
達

そ
ろ
そ
ろ
私
も
自

紹
介
を
し
て
も
い
い
か
し
ら

 
そ
ん
な
二
人
の
態
度
を
見
て

も
う
一
人
の
女
性
が
イ
ラ

と
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

 
二
人
は

て
て
そ
ち
ら
に
向
き
直

た

す

す
み
ま
せ
ん

つ

つ
い

 
二
人
が
そ
う

を
下
げ

そ
の
女
性
も

を
切
り

え
た
の
か

笑
顔
で
二
人
に
言

た

初
め
ま
し
て

私
は
ニ

ン
ゴ
ロ

よ

えは
い

 
二
人
は
目
の
前
の
女
性
と
ニ

ン
ゴ
ロ

の

が
ま

た
く
結
び
つ
か
ず
し
ば
し

ま

た

 
そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う

ニ

ン
ゴ
ロ

の
見
た
目
は
こ
れ
ぞ
ギ

ル
と
い

た
感
じ
で

 
そ
の

り
方
と
相
ま

て
間
違

て
も
目
の
前
の
こ
の
お

や
か
そ
う
な
美
人
と
は
結
び
つ

か
な
い

 
む
し
ろ
シ
ズ
カ
で
す
と
言
わ
れ
た
方
が
し

く
り
く
る
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え

と

本
当
に

え
え

私
が
ニ

ン
ゴ
ロ

よ

え

技
上
手
い

す
ね

そ
う
か
し
ら

ま
あ
あ
れ
は
元
ネ
タ
も
あ
る
し

そ
ん
な
に
大
変
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど

あ
な
た
は
あ
の
元
の
キ

ラ
を
愛
し
す
ぎ
で
す

ニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん

 
そ
の
田
中
の
言
葉
に

雪
乃
は

く

と

を

ら
ま
せ
な
が
ら
言

た

べ

別
に
い
い
じ

な
い

好
き
な
も
の
は
好
き
な
の
よ

い
や

ま
あ
い
い
ん
で
す
け
ど
ね

 
そ
こ
に
更
に
二
人
の
女
性
が

を
現
し
た

田
中
く

ん

田
中
さ

ん

あ

残
り
二
人
も
来
た
み
た
い
で
す
ね

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
そ
ち
ら
の
方
を
向
い
た

そ
こ
に
は
タ
イ
プ
の
違
う
美
人
と

 
少
し

い
気
配
を
残
し
て
い
る
美
人
が
お
り
二
人
は
笑
顔
で
こ
ち
ら
に
向
か

て
歩
い
て
き

た
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あ

さ
す
が
に
こ
れ
は
分
か
る
ぞ

シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
だ

だ
な

ど
う
見
て
も
あ
の
変
態
じ

な
い
し
な

 
そ
う
言
う
二
人
に

明
日
奈
と
小
町
は
に
こ
や
か
に

を
し
た

正
解

私
が
シ
ズ
カ
で
す

宜
し
く
ね

闇
風
さ
ん
た
ら
こ
さ
ん

私
は
ベ
ン
ケ
イ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
お
二
人
と
も

 
実
は
四
人
は
こ
れ
か
ら
遊
び
に
行
く
ら
し
く

 
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
の

を
見
る
つ
い
で
に
こ
こ
を
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
し
た
よ
う
だ

 
こ
れ
は
八
幡
が

ク
ル
ス
を
遊
び
に
誘

て
や

て
く
れ
と
頼
ん
だ
か
ら
だ

た

 
ク
ル
ス
は
リ
ア
ル
で
の
友
達
が
少
な
く

そ
れ
を
心
配
し
た
八
幡
が

 
せ
め
て
内

だ
け
で
も
と
思

て
明
日
奈
に
頼
み

今
回
そ
れ
が
実
現
し
た
と
い
う

な
の

だ

た

 
ち
な
み
に

と
詩
乃
も
後
で
合
流
す
る
事
に
な

て
い
る

そ
れ
じ

あ
後
の
事
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

う
ん

任
せ
と
い
て

田
中
様

あ
り
が
と
う
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僕
ご
と
き
一
社
員
に
そ
ん
な
敬
称
を
付
け
な
く
て
も
い
い
で
す
か
ら
ね

あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
の
遣
り
取
り
の
何
が
面
白
か

た
の
か

女
性

は
一

に

き
出
し
た
が

 
田
中
に
じ
ろ

と

ま
れ
て

て
て
取
り

た
よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
た

私
も
後
で
合
流
す
る
か
ら
待

て
て
ね

う
ん
シ
ノ
ン

待

て
る
か
ら

 
そ
し
て
四
人
は
去

て
い
き

残
さ
れ
た
三
人
は
田
中
に
話
し

け
た

い
い
な

田
中
さ
ん

日
こ
ん
な
感
じ

ま
し
い

ま
あ
普

か
ら
こ
ん
な
感
じ
で
モ
テ
モ
テ
よ
ね

ね

た
・
な
・
か
・
さ
ん

今
の
は
別
に
僕
が
モ
テ
た

じ

く
そ

シ

ナ
は
更
に
こ
の
上
を
い
く
と
い
う
の
か

こ
の
世
の
中
は
一
体
ど
う
な

て

る
ん
だ

ま
あ
あ
ん
た
達
も
頑
張
り
な
さ
い
よ

ま
あ
俺
達

人
に
は

何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
ま

た
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
な
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丁
度
そ
の
時
遠
く
か
ら
別
の
女
性
の
声
が

こ
え
田
中
は
ビ
ク

と
し

て
て
三
人
に
こ

う
言

た

す
み
ま
せ
ん

ち

と
用
事
を
思
い
出
し
ま
し
た

僕
は
こ
れ
で
失

し
ま
す

え

あ

は
い

そ
う
で
す
か

そ
れ
じ

あ
ま
た

 
そ
ん
な
田
中
を
詩
乃
が
呼
び
と
め
た

結
果
的
に
こ
れ
が
田
中
の
命
取
り
に
な

た

え

あ

ち

と
待
ち
な
さ
い
よ
田
中
さ
ん

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

い
や

本
当
に
や
ば
い
ん
で

て
い
う
か
離
せ

ま
ず
い

ま
ず
い

て

 
そ
の
田
中
の

変

り
に
驚
い
た
風
太
と
大

の
目
の
前
を

 
女
性
ら
し
き
影
が
風
の
よ
う
に
通
り
過
ぎ
た

 
そ
し
て
そ
の
女
性
は
田
中
に
圧
し

か
り

そ
の
ま
ま
田
中
を
押
し
倒
し
た

ぐ
ふ
ふ
ふ
ふ

捕
ま
え
た

く

そ

ま
さ
か
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
前
が
こ
こ
に
来
る
と
は

 
離
せ
こ
ら

う
お

変
な
所
に
触
る
な

ぐ
ふ
ふ
ふ
ふ

良
い
で
は
な
い
か
良
い
で
は
な
い
か
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こ
の
ま
ま
公

の
面
前
で
二
人
の
あ
ら
れ
も
な
い

を
見
せ
つ
け
て
や
ろ
う
よ

 
そ
う
言

て
そ
の
女
性
は

こ
そ
田
中
に
死
守
さ
れ
て

え
な
か

た
も
の
の

 
田
中
の
首
筋
や

に

を
這
わ
せ

田
中
の
全
身
を
ま
さ
ぐ
り
始
め
た

て

て
め
え

や
め
ろ

つ

て
ん
だ
よ

最
近
会
え
な
く
て
欲
求
不
満
だ

た
ん
だ
も
ん

こ
れ
く
ら
い
い
い
じ

な
い

 
入
り
口
か
ら
中
に
入

た
ら
シ

ナ
の

い
が
し
た
か
ら
こ
こ
ま
で
走

て
き
た
ん
だ
よ
シ

ナ
シ

ナ

ち

ち

と
や
め
な
さ
い
ピ
ト

な
ん
て

ま
し
い

じ

な
か

た

 
シ

ナ
が
困

て
る
で
し

ほ
ら
離
れ
な
さ
い

ピ
ト

あ
 
そ
の
二
人
の
言
葉
に
田
中
は

を

え

詩
乃
は
エ
ル
ザ
を
引
き
離
そ
う
と
す
る
手
を
止
め

 
し
ま

た
と
い

た
感
じ
で
顔
に
手
を
当
て
た

あ
れ

え

と

田
中
さ
ん
が
シ

ナ
で

こ
の
変
態
が
ピ
ト

え

え
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ま
あ
確
か
に
こ
の
変
態

り
は
ピ
ト
に
間
違
い
無
さ
そ
う
だ
が

え

あ
れ

田
中
さ

ん 
そ
の
言
葉
で
初
め
て
二
人
に
気
付
い
た
の
か
エ
ル
ザ
は
き

と
ん
と
し
た
顔
で
風
太
と
大

を
見
た

ね
え
シ
ノ
の
ん

こ
の
い
か
に
も

役

い
二
人
は
誰

え

と

闇
風
さ
ん
と
た
ら
こ
さ
ん

 
そ
れ
で
エ
ル
ザ
は
納
得
し
た
の
か

二
人
を
見
な
が
ら
言

た

あ
あ

道
理
で

い
気
配
が
す
る
と
思

た

ど

ど
ど
ど

と
は
限
ん
ね

だ
ろ

そ
う
だ
そ
う
だ

素
人

か
も
し
れ
な
い
だ
ろ

は
い
は
い
分
か

た
分
か

た

そ
れ
じ

あ
今
日
の
メ
イ
ン
デ

シ

を

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
シ

ナ
の

ち

ん
を
我
が
身
に

ち

ち

と
ピ
ト

え

本
当
に

ま

ま
ず
い

そ
れ
は
ま
ず
い
わ
よ

 
そ
う
言

て
エ
ル
ザ
は
八
幡
の
ズ
ボ
ン
に
手
を

け
た

 
そ
の

間
に
エ
ル
ザ
の
体
に
ど
こ
か
ら
か
飛
来
し
た

が

き
つ
い
た
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き

何
こ
の
ご
褒
美

で
も
今
は

目

そ
こ
ま
で
よ
ピ
ト

そ
の
先
は
私
の
方
が
優
先
よ

お
前
ど
さ
く
さ

れ
に
何
言

て
ん
だ
よ

い
ん
だ
よ
ロ
ザ
リ
ア

ご
ご
め
ん
な
さ
い
後
ろ
を
歩
い
て
た
は
ず
の
こ
の
子
が
い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な

て
た

か
ら

 
多
分
こ
こ
だ
と
思

て

て
て
走

て
き
た
ん
だ
け
ど

は

せ

か
く
こ
こ
ま
で
上
手
く
や

て
き
た
の
に

全
部
バ
レ
ち
ま

た

 
そ
う
言

て
八
幡
は

エ
ル
ザ
の
顔
面
に
ベ
ア
ハ

グ
を
か
け
た

そ
れ
も
こ
れ
も
全
部
お
前
の
せ
い
だ
な

ピ
ト

あ
あ
ん

シ

ナ

も

と

い
い

凄
く
い
い
か
ら

う
わ

手
を

め
ん
な

こ
の
変
態
が

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
痴
態
に
風
太
と
大

は
ド
ン
引
き
し
て
い
た

こ

こ
れ
が
ピ
ト

き
し
に
勝
る
変
態
だ
な

俺
達
じ

付
い
て
い
け
ね
え
世
界
だ

 
そ
し
て
何
と
か
エ
ル
ザ
を
引
き

が
す
事
に
成
功
し
た
八
幡
は
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ポ
ン
ポ
ン
と
服
の

を

う
と

少
し
離
れ
た
所
に
行

た
あ
と
再
び
こ
ち
ら
に
引
き
返
し

 

や
か
な
笑
顔
で
二
人
に
声
を

け
た

よ

用
事
が
あ

て

く
な

た
わ

俺
が
シ

ナ
だ

宜
し
く
な

い
く
ら
何
で
も
そ
れ
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ

そ
う
だ
そ
う
だ

田
中
さ
ん
を
田
中
さ
ん
だ
と
思

て
た
俺
達
の
純
情
を
返
せ

 
二
人
は
即
座
に
突

込
み

薔
薇
と
詩
乃
も

れ
た
顔
で
言

た

あ
ん
た
ね

い
や

そ
れ
は
無
い

無
い
わ

 
ち
な
み
に
事
情
を
知
ら
な
い
エ
ル
ザ
は

 

で

束
さ
れ
た
ま
ま
地
面
に
転
が
さ
れ
て
ハ

ハ

し
て
い
た

す
ま
ん
す
ま
ん

ち

と
遊
び
が
過
ぎ
た
か

本
当
の
本
当
に
シ

ナ
な
ん
だ
よ
な

お
う

間
違
い
な
い
ぞ

そ

そ
う
か

会
い
た
か

た

俺
も
だ
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風
太
と
大

は

こ
こ
ま
で
の

は
と
も
か
く
八
幡
に
会
え
た
喜
び
を
素
直
に
表
現
し
た

 
そ
し
て
バ
イ
ト
は
今
日
は
こ
こ
ま
で
と
い
う
事
に
な
り

全
員
応
接
室
へ
と
移
動
す
る
事
と

な

た

 
ち
な
み
に
エ
ル
ザ
は

き
に
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

た
が
八
幡
に

こ
し
て
も
ら
い

 
ご
満

の
様
子
で
あ

た

久
々
に

場
し
た
変
態
は
ど
う
や
ら
そ
の
変
態
度
を

し
て
い

る
よ
う
だ

 
こ
う
し
て

に
二
人
は
正
式
に
八
幡
と
の
対
面
を
果
た
し
た
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第
３
６
０
話
 
こ
れ
が
そ
の

よ

 
バ
イ
ト
編
は
こ
こ
ま
で
で
す

で

何
で
こ
い
つ
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ

も
う
シ

ナ

れ
て
る
か
ら

て
そ
ん
な

こ
い
つ
だ
な
ん
て

 
こ
の

野
郎
と
か
呼
ん
で
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
よ

れ
変
態

今
は
真
面
目
な
話
を
し
て
る
ん
だ
よ

は

い

 
そ
の
エ
ル
ザ
は

八
幡
の

を

い
て
ご
ろ
ご
ろ
と
八
幡
に

え
て
い
た

 
八
幡
も
お
手
上
げ
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
を

認
し

詩
乃
も
さ
り
げ
な
く
逆
側
に

取
り

 
微

に
八
幡
に
く

つ
く
よ
う
な
座
り
方
を
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
薔
薇
は
い
つ
エ
ル
ザ
が
暴
走
し
て
も
い
い
よ
う
に
エ
ル
ザ
の
隣
に
座
り

 
そ
の
行
動
を

一
を
監

し
て
い
た
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影
だ
よ

シ

ナ

は

誰
が

私何
の

ソ
レ
イ
ユ
の

ま
じ
か
よ

 
そ
の
言
葉
に
最
初
に
反
応
し
た
の
は
詩
乃
だ

た

え

本
当
の
本
当
に

う
ん

も
ち
ろ
ん
だ
よ

ほ
ら
私

て
か
わ
い
い
か
ら

あ

う
ん

別
に
そ
こ
は
否
定
し
な
い
け
ど
さ

 
変
態
の
部
分
が
問
題
な
ん
だ
け
ど
と
言
い

け

詩
乃
は
そ
れ
を
ぐ

と
我
慢
し
た

 
次
に
反
応
し
た
の
は
風
太
と
大

だ

た

二
人
は
当
初
か
ら

し
く
思

て
い
た
の
か

 
じ

と
エ
ル
ザ
の
顔
を
見
な
が
ら
言

た

さ

き
か
ら
思

て
た
ん
だ
け
ど

ピ
ト
の
顔

て
ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
ん
だ
よ
な

そ
う
な
ん
だ
よ

で
も
思
い
出
せ
ね
え
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お
前
ら
ほ
れ

後
ろ
後
ろ

 
八
幡
が
そ
う
指
差
し
た
先
に
は

神
崎
エ
ル
ザ
の
ポ
ス
タ

が

て
あ

た

 
二
人
は
そ
れ
を
見
て
エ
ル
ザ
に
目
を

す
と

た
顔
で
も
う
一
度
ポ
ス
タ

を
見
て

 
再
び
エ
ル
ザ
に

線
を

し
た

ん

な
あ
た
ら
こ

俺
の
目
が
悪
く
な

た
の
か
な

 
何
か
こ
の
ド
変
態
が
と
て
も
眩
し
く
見
え
る
ん
だ
が

お
う

確
か
に
眩
し
い
よ
な

え

そ
れ

て
謎
の
白
い
光

て
奴

大
丈
夫

Ｖ

も
し
く
は
ブ
ル

レ
イ
な
ら
消

え
て
る
か
ら

れ
て
る
か
ら
い
い
物
だ

て
あ
る
ん
だ
が
な

あ

そ
れ
は
俺
も
同
意
だ

気
が
合
う
な

闇
風

だ
よ
な
た
ら
こ

あ
れ
は
あ
れ
で
い
い
も
の
だ

 
そ
ん
な
二
人
に

八
幡
は
死

宣
告
の
よ
う
に

た
い
声
で
言

た

お
前
ら
そ
こ
ま
で
だ

い
い
加

に
現
実
を
見
ろ

い
や

で
も
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お

お
う

え

と

ま
じ
で

 
そ
ん
な
二
人
に
八
幡
は

々
と
事
実
を
告
げ
た

ま
じ
だ

こ
ん
な
変
態
が

日
本
人
の
何

か
に
熱
狂
的
に

持
さ
れ
て
い
る

 
そ
の
言
葉
に
エ
ル
ザ
は
い
つ
も
の
よ
う
に
こ
う
答
え
た

や
だ
も
う

変
態
だ
な
ん
て
褒
め
す
ぎ
だ

て
ば

お
前
の
そ
の
芸
風
に
は
も
う
慣
れ
た
か
ら
俺
に
は
通
用
し
な
い
ぞ

こ
の
ド
変
態
が

あ
あ
ん

シ

ナ

も

と

は

何
で
こ
ん
な
の
と
知
り
合

ち
ま

た
ん
だ
か

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
言
葉
に
は
答
え
ず
シ

ナ
の

に
す
が
り
付
い
て
ビ
ク
ン
ビ
ク
ン
し
て
い
た

 
八
幡
は
そ
れ
を
困

た
顔
で
見
つ
め
て
い
た
が

不
意
に
何
か
を
思
い
つ
い
た
の
か

 
エ
ル
ザ
の
あ
ち
こ
ち
を
つ
ん
つ
ん
つ
つ
き
始
め

つ
い
で
に
薔
薇
に
言

た

お
い
ロ
ザ
リ
ア

お
前
も
こ
い
つ
を
つ
つ
け

別
に
い
い
け
ど

 
そ
し
て
二
人
は
エ
ル
ザ
の
あ
ち
こ
ち
を
つ
ん
つ
ん
し
始
め
た

や

シ

ナ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

今
は

目
だ

て
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そ
れ
で
も
二
人
は
や
め
ず

エ
ル
ザ
の
二
の

や

を
つ
ん
つ
ん
し
続
け
た

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
大
き
く
ビ
ク

と
し
た
か
と
思
う
と

そ
の
ま
ま
大
人
し
く
な

た

よ
し

ミ

シ

ン
・
コ
ン
プ
リ

ト
だ

こ
れ
で
静
か
に
な

た

い

今
何
が

こ

た
ん
だ

や
め
て
お
け
闇
風

き

と
俺
達

に
は
分
か
ら
な
い
世
界
な
ん
だ
よ

 
そ
し
て
ち

ん
と
話
が
出
来
る
よ
う
な

態
に
な

た

八
幡
が
再
び
説
明
を
開
始
し
た

お
察
し
の
通
り

こ
い
つ
は
ピ
ト
フ

イ
に
し
て
あ
の
神
崎
エ
ル
ザ
だ

 
今
は
独
立
し
て

た
ま
に
う
ち
か
ら
も
仕
事
の
依
頼
を
し
て
い
る

 
今
回
の

に
つ
い
て
は
俺
は
知
ら
な
か

た
が

多
分
そ
の
一

だ
な

ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

よ

パ
イ
ロ

ト

が
あ
る
け
ど
見
て
み
る

本
当
に

そ
れ

見
て
み
た
い
な

だ
な

こ
の
変
態
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
興
味
は
あ
る

お
お

ま
じ
か
よ

ま
だ
一

公
開
は
し
て
な
い
ん
だ
ろ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
は
触
り
く
ら
い
し
か
知
ら
な
い
が

何
か
ド
キ
ド
キ
す
る
な

 
そ
し
て
薔
薇
は

そ
の
映
像
を
部
屋
の
モ
ニ
タ

に
映
し
出
し
た
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そ
の
日
眠
り
に
つ
い
た
私
は

気
が
付
く
と

精
の
国
に
い
た

 
画
面
で
は

眠

て
い
る
エ
ル
ザ
の

が
い
つ
の
間
に
か
ケ

ト
シ

の

に
変
わ
り

 
き

と
ん
と
し
な
が
ら
も
飛
び
立
つ

が
映

て
い
た

そ
れ
か
ら
私
は
こ
う
し
て

世
界
の
大
空
を
飛
ん
で
い
る

 
そ
の
セ
リ
フ
と
共
に
画
面
が
変
わ
り
エ
ル
ザ
が
歌

て
い
る
の
だ
ろ
う
神
秘
的
な
曲
を
バ

ク
に

 

精
達
が
舞
う

や
戦
う

が
映
し
出
さ
れ

 
最
後
に
剣
を

え
な
が
ら
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
る

エ
ル
ザ
の

が
映
し
出
さ
れ
た

私
は
今
も

こ
こ
で
君
達
を
待

て
い
る

 
そ
し
て
歌
の
終
わ
り
と
共
に

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
文

が

か
び
上
が
り

 
そ
の

は
そ
こ
で
終
わ

た

今
の
は
本
当
に
こ
い
つ
だ
よ
な

え
え

信
じ
ら
れ
な
い
で
し

う
け
ど
も
ち
ろ
ん
よ

ま
じ
か
よ

 
八
幡
は
驚
い
た
顔
で

失
神
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
エ
ル
ザ
の

を
つ
つ
い
た



 第３６０話 これがその よ

む
に

シ

ナ

も

と

 
エ
ル
ザ
が
不
意
に
そ
ん
な

言
を
言
い

八
幡
は

て
て
そ
の

か
ら
指
を
離
し
た

お
お

変
態
の
く
せ
に
い
い
仕
事
し
や
が
る

さ
す
が
は
神
崎
エ
ル
ザ

人
気
が
あ
る
の
も
分
か
る

 
風
太
と
大

も
そ
う
言
い

当
の
エ
ル
ザ
を
複
雑
な
目
で
見
つ
め
た

 
詩
乃
は
感
動
し
た
よ
う
に
押
し

て
お
り

薔
薇
は

の
出
来
に
何
か
疑
問
で
も
あ
る
の

か 
し
き
り
に
首
を

げ
て
い
た

何
だ
薔
薇

ど
う
か
し
た
の
か

い
え
ね

こ
の
出
来
な
ら
十
分
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

こ
の
上
何
を
い
じ
る
の
か
と
思

て

そ
れ
は
ね
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

種
族
を
変
え
て
あ
と
二
パ
タ

ン

影
す
る

だ
よ

 
微

に

か
い
所
も
変
え
て
ね

 
突
然

て
い
た
は
ず
の
エ
ル
ザ
が
覚

し

薔
薇
に
そ
う
言

た

 
き
ち
ん
と
薔
薇
の
事
を
ロ
ザ
リ
ア
と
呼
ん
で
い
る

り
ち

ん
と
空
気
を

ん
で
い
る
の
か

 
そ
の

り
に
は
ま

た
く
抜
け
目
が
無
い
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お
前

き
て
た
の
か

う
う
ん
夢
の
中
で
思
う
存
分
シ

ナ
に
か
わ
い
が

て
も
ら

た
か
ら
満
足
し
て

き
た

の
ま
あ
夢
の
中
な
ら
お
前
の
好
き
に
す
れ
ば
い
い
さ

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
言
葉
で
夢
で
あ

た
事
を
思
い
出
し
た
の
か
う

と
り
と
し
た
表
情
で
こ
う

言

た
あ
あ

ま
さ
か
シ

ナ
が
い
き
な
り
私
に
あ
ん
な
事
を
す
る
な
ん
て

ま
あ
夢
の
中
な
ら
お
前
の
好
き
に
す
れ
ば
い
い
さ

次
は
絶
対
に
あ
ん
な
格
好
で
こ
ん
な
事
を
し
て
も
ら
お
う

ま
あ
夢
の
中
な
ら
お
前
の
好
き
に
す
れ
ば
い
い

な
ん
て
い
つ
ま
で
も
言

て
ら
れ
る
か

 
お
前
は
い
い
加

少
し
は
自
重
し
ろ

も
う

さ

き
は
あ
ん
な
に
激
し
か

た
の
に
シ

ナ

た
ら

は

ま
あ
こ
い
つ
は
本
当
に
こ
う
い
う
奴
な
ん
だ

お
前
ら
も
あ
ん
な

に
騙
さ
れ
る

な
よ

 
シ

ナ
は
も
う
エ
ル
ザ
を
放
置
す
る
事
に
し
た
ら
し
く

風
太
と
大

に
そ
う
言

た



 第３６０話 これがその よ

 
二
人
は

て
そ
の
言
葉
に
こ
く
こ
く
と

い
た

し
か
し
ま
さ
か
田
中
さ
ん
が
シ

ナ
だ

た
な
ん
て
な

お
う

い
つ
ネ
タ
バ
レ
す
る
か
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は
か

て
た
ん
だ
が

 
ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る
と
は
な

て
い
う
か
お
前
モ
テ
す
ぎ
だ
ろ

普
通
じ

あ
り
え
な
い
ぞ

何
か
気
が
付
い
た
ら
こ
う
な

て
た
ん
だ
よ

ち
な
み
に
私
と
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
は

シ

ナ
の
所

物
だ
よ

ま
あ
そ
う
ね

そ
の
通
り
よ

 
突
然
エ
ル
ザ
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

薔
薇
も
そ
れ
を
認
め
た

そ

そ
れ
は
エ
ロ
い
事
も

め
て
で
す
か

 
風
太
が

り
出
す
よ
う
な
声
で
そ
う
言

た

当
然
じ

な
い

で
も
こ
の
人
は
絶
対
に
私
達
に
は
手
出
し
し
て
こ
な
い
ん
だ
け
ど
ね

だ
か
ら
基
本

逆
ラ

キ

ス
ケ
ベ
を
意
図
的
に
狙
う
し
か
な
い
ん
だ
よ

お
前
ら
何
を

の
分
か
ら
な
い
事
を

え
ば
急
に
眩

が
し
て
う

か
り
胸
に
触
ら
せ
る
と
か
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え
ば
偶
然
を
装

て
パ
ン
ツ
を
見
せ
る
と
か

 
そ
の
言
葉
に
心
当
た
り
が
あ
る
詩
乃
は
ビ
ク

と
し
た

シ
ノ
の
ん

今
ビ
ク

て
し
な
か

た

 
エ
ル
ザ
は
そ
れ
を
見
逃
さ
ず

す
か
さ
ず
そ
う
詩
乃
に
突

込
ん
だ

 
こ
の

り
は
さ
す
が
と
し
か
言
え
な
い

 
詩
乃
は
あ
ら
ぬ
方
向
を
見
な
が
ら

何
と
か
そ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た

べ

別
に
直
接
見
ら
れ
た

じ

な
い
し

私
の
場
合
は
そ
れ
と
は
違
う
わ

ふ

ん

じ

あ
洗

物
を
見
ら
れ
た
と
か
そ
う
い
う
事
か

 
ま
あ
シ
ノ
の
ん
は
お
子
様
だ
か
ら
仕
方
な
い
ね

な
 
そ
の
エ
ル
ザ
の
煽
り
に
詩
乃
の
対
抗
心
が

い
た

そ
し
て
詩
乃
は
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い

出
し
た

お

お
子
様
じ

な
い
わ
よ

私
だ

て
別
に
シ

ナ
が
相
手
な
ら
い
つ
で
も
オ

ケ

な

ん
だ
か
ら

そ
う

じ

あ
今
こ
こ
で
見
せ
ら
れ
る



 第３６０話 これがその よ

で

出
来
る
わ
よ

 
そ
し
て
詩
乃
が
い
き
な
り
立
ち
上
が
り
ス
カ

ト
の

を

た
所
で
八
幡
が
そ
れ
を
止
め

た
お
い
シ
ノ
ン

こ
い
つ
の
術
中
に

て
る
ぞ

と
り
あ
え
ず
座
れ

て

え

あ

ピ

ピ
ト

あ
ん
た
ね

チ今
チ

て
言

た

ま

た
く
あ
ん
た
は
も
う

は

い
反
省
し
て
ま

す

全
然
反
省
し
て
る
よ
う
に

こ
え
な
い
わ
よ

 
そ
ん
な
会
話
を

き
な
が
ら

風
太
と
大

は
完
全
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
い
た

お
い
闇
風

今
の
や
り
と
り
を
見
た
か

お
う

俺
な
ら
完
全
に
シ
ノ
ン
が
ス
カ
ト
を
ま
く
り
上
げ
る
ま
で
観
し
て
た
所
だ

や

ぱ
り
こ
れ
が

モ
テ
る
モ
テ
な
い
の
差
な
の
か
な

か
も
し
れ
ん

 
二
人
は
そ
う
言
葉
を
交
わ
し

こ
れ
か
ら
は
も
う
少
し

士
的
に
な
ろ
う
と
心
に

た
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だ
が
二
人
は
結
局
ゲ

ム
内
で
ロ
ザ
リ
ア
や
ミ
サ
キ
の
胸
に

線
を

わ
れ
た
り
し
て
し
ま

い 
そ
の

い
が
果
た
さ
れ
る
事
は
無
い
の
で
あ

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
顔
合
わ
せ
も
済
ん
だ
所
で
今
日
は
解
散
と
す
る
か

だ
な

な
ん
だ
か
ん
だ
楽
し
か

た

も
し
あ
れ
な
ら
こ
の
後
ど
こ
か
で

と
か
食

て
く
か

お

い
い
ね

あ

で
も

 
そ
し
て
大

は
他
の
女
性

の
顔
を
チ
ラ
リ
と
見
た

私
と
こ
の
子
は
こ
れ
か
ら

影
ね

私
は
シ
ズ
達
と
約
束
が
あ
る
し

て
事
は
男
だ
け
か

そ
れ
で
も
い
い
ん
だ
け
ど
ち

と

し
い
よ
な

そ
れ
じ

あ
誰
か
う
ち
の
女
子
社
員
を
連
れ
て
い
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
の
言
葉
に
風
太
は
飛
び
つ
い
た

え

ま
じ
で

う
ち
の
女
子
社
員
は
ほ
と
ん
ど
彼
氏
が
い
な
い
し
シ

ナ
が
誘

た
ら
喜
ぶ
ん
じ

な
い
か



 第３６０話 これがその よ

し
ら

 
で
も
そ
の
場
合

一
つ
問
題
が
あ
る
の
よ
ね

ま
じ
で

彼
氏
が
い
な
い
人
ば

か
り
な
の

で

問
題

て

何

そ
の
彼
氏
が
い
な
い
理
由

て
の
が
問
題
な
の
よ

分
か
る

 
そ
の
言
葉
の
意
味
を

二
人
は
必
死
で
考
え
た

え

と

出
会
い
が
無
い

い
や

あ
る
よ
な

何
だ
ろ
う

全
然
分
か
ら
な
い

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

え

と
ね

こ
の
人
の
せ
い
よ

は

俺

 
そ
う
言

て
薔
薇
が
八
幡
を
指
差
し

八
幡
は
そ
う
首
を

げ
た

何
で
俺
の
せ
い
な
ん
だ
よ
小
猫

分
か
ら
な
い
の

う
ち
の
女
子
社
員
は

あ
ん
た
に
接
す
る
機
会
が
本
当
に
多
い
の
よ

そ
れ
が
何
だ
よ

あ
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俺

何
と
な
く
分
か

ち
ま

た

 
薔
薇
は
二
人
に

き
な
が
ら
八
幡
に
言

た

お
か
げ
で
う
ち
の
連
中
は
皆
男
を
見
る
時
に
あ
ん
た
を
基
準
に
考
え
て
し
ま

て
る
の
分

か
るえ

俺
を
基
準

何
だ
よ
そ
れ

何
で
そ
う
な
る
ん
だ
よ

そ
ん
な
の
あ
ん
た
が
若
く
て
独
身
な
上
に
い
か
に
も
自
分
に
も
チ

ン
ス
が
あ
る
か
の
よ
う

に 
誰
に
で
も
優
し
い
か
ら
に
決
ま

て
る
じ

な
い

え

あ

い
や

そ
れ
は

そ
ん
な

で

私
が
あ
ん
た
に
近
寄
ろ
う
と
す
る
女
子
社
員
を

制
す
る
の
に

 
ど
れ
だ
け
苦
労
し
て
る
と
思

て
る
の
よ

前
も
言

た
け
ど

た
ま
に
は
私
を
労
い
な
さ

い
よ
ね

お

お
う

あ
り
が
と
な

 
そ
ん
な
八
幡
の

を

風
太
と
大

は

ん
と
叩
い
た

シ

ナ
も
苦
労
し
て
る
ん
だ
な

よ
し

今
日
は
男
だ
け
で
飲
み
あ
か
そ
う



 第３６０話 これがその よ

だ
な

そ
う
と
決
ま

た
ら

速
行
こ
う

お

お
う

だ
な

 
こ
う
し
て
八
幡
は

生
ま
れ
て
初
め
て
男
友
達
と
一

に
飲
み
に
い
く
事
と
な

た

 
八
幡
は
こ
の
日
と
て
も
楽
し
か

た
ら
し
く
三
人
は
今
後
も
ち

く
ち

く
飲
み
に
い
く

事
と
な

た

 
明
日
奈
達
は
そ
れ
を

か
い
目
で

認
し
て
い
た

八
幡
に
は
同
世
代
の
仲
の
良
い
男
友
達
が

少
な
く

 
こ
れ
は
八
幡
に
と

て
い
い
事
だ
と
思

て
い
た
か
ら
だ

た

と
こ
ろ
で
小
猫

て
何
の
事
だ

あ
あ

そ
れ
は
な

ち

と
待
ち
な
さ
い
よ

そ
の
話
題
は

じ

あ
な
小
猫

ま
た
な

あ

こ
ら

後
で
覚
え
て
な
さ
い
よ

 
三
人
が
そ
う
言

て
飲
み
に
出
た
後

残
さ
れ
た
三
人
は
こ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

は

ま

た
く
あ
い
つ
は
も
う
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薔
薇
さ
ん
ド
ン
マ
イ

 
そ
う
詩
乃
に

め
ら
れ
る
薔
薇
に

エ
ル
ザ
が
ニ
タ
ニ
タ
笑
い
な
が
ら
言

た

薔
薇
ち

ん
や

た
ね

こ
れ
で
八
幡
を
多
少
飲
み
に
誘
い
や
す
く
な

た
ん
じ

な
い

な

何
を
言

て
る
の
よ
エ
ル
ザ

私
は
別
に
そ
ん
な
よ
こ
し
ま
な
事
は
考
え
て
な
い
わ
よ

あ
れ

私
よ
こ
し
ま
な
ん
て

一
言
も
言

て
な
い
け
ど

く

あ
あ
そ
う
よ
こ
れ
で
送
り
狼
に
な

て
く
れ
る
確

が
少
し
は
上
が

た
か
も
な

ん
て

 
ち

と
は
期
待
し
た
り
し
て
た
わ
よ

悪
い

薔
薇
さ
ん

 
詩
乃
は
そ
の
二
人
の
遣
り
取
り
に

少
し

面
し
な
が
ら
そ
う
言

た

う
う
ん

私
に
も
そ
の
お
こ
ぼ
れ
が
ち

と
は
欲
し
い
な

て

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
が

あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言

た

仕
方
な
い
わ
ね

私
の
方
が
先
だ
か
ら
ね

分
か

て
る

て

シ
ノ
の
ん
は
ど
う
す
る

わ

私
は
お
酒
が
飲
め
る
年
じ

な
い
し

そ
う
い
う
の
は
ま
だ

い

て
い
う
か



 第３６０話 これがその よ

別
に
八
幡
さ
え

て
れ
ば

後
は
キ

ト
に
送

て
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

な
い

あ
 
ち
な
み
に
残
念
な
が
ら
八
幡
は
と
て
も
お
酒
が
強
く

理
性
を
失
う
事
は
無
か

た

 
多
少
ス
キ
ン
シ

プ
が

す
事
は
あ

て
も
こ
う
い

た
計
画
が
成
功
す
る
事
は
無
か

た

の
で
あ

た
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第
３
６
１
話
 
二
人
の
お
う
ち

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

さ
て

あ
い
つ
ら
の
様
子
で
も
見
に
い
く
か

約
束
し
た
し
な

 
戦
争
が
終
わ

て

日
後
八
幡
は
普

使

て
い
る
ナ

ヴ
ギ
ア
で
は
な
く
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
り

 
と
あ
る

の
サ

バ

へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
そ
こ
に
は
一

の
家
が

て
い
る
だ
け
で
あ
り

と
て
も
何
か
の
ゲ

ム
だ
と
は
思
え
な

か

た
が

 
八
幡
は
何
も
気
に
す
る
様
子
も
無
く

そ
の
家
の
チ

イ
ム
を
鳴
ら
し
た

し
か
し
こ
の
チ

イ
ム

俺
以
外
に
使
う
奴
な
ん
て
い
な
い
ん
だ
よ
な

 
ア
ル
ゴ
も
芸
が

か
い
事
を
し
や
が
る

 
八
幡
は
そ
う

き
な
が
ら

家
の

人
が
出
て
く
る
の
を
待

た
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そ
し
て

後

家
の
ド
ア
が
バ
タ
ン
と
開
き

中
か
ら
二
人
の
少
女
が

を
現
し
た

八
幡

久
し
ぶ
り

わ

い
八
幡
だ

 
そ
れ
は
ず

と
こ
の

で
過
ご
し
て
い
る
ア
イ
と
ユ
ウ
だ

た

 
二
人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
を
家
に

き
入
れ

応
接
間
に
案
内
し
た

ど
う
や
ら

麗
に
使

て
る
み
た
い
だ
な

ま
あ

と
か
も
す
る
必
要
は
無
い
し

後
は
片
付
け
を
ど
う
す
る
か
だ
け
だ
し
ね

ま
あ
と
に
か
く
え
ら
い
ぞ

ア
イ

ユ
ウ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
二
人
の

を

で
た

 
二
人
は
や
は
り
人
恋
し
さ
も
あ
る
の
だ
ろ
う

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に

え
て
い
た

あ

ボ
ク
お
茶
を
入
れ
て
く
る
ね

お

そ
ん
な
事
も
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
か

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ
ユ
ウ

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
台
所
に
向
か
う
ユ
ウ
を
見
な
が
ら

八
幡
は
ア
イ
に
話
し

け
た

で

ど
う
だ

こ
こ
の

は
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慣
れ
て
し
ま
え
ば
ス
ト
レ
ス
も
ま

た
く
無
い
わ
ね
普
通
に
生
活
し
て
い
る
の
と
何
ら
変
わ

ら
な
い
わ

 
そ
う
だ
面
白
い
事
が
あ

て
ね
食
べ
過
ぎ
る
と
普
通
お
腹
が

く
な

た
り
す
る
じ

な

い 
で
も
そ
う
い
う
の
が
こ
こ
に
は
無
い
か
ら

 
こ
の
前
ユ
ウ
が
限
界
ま
で
ケ

キ
を
食
べ
て
み
る
と
か
言
い
出
し
て
ね

あ
い
つ
ら
し
い
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は
苦
笑
し
た

何
を
し
て
も
所

デ

タ
な
の
だ
か
ら
お
金
も
か
か
ら
な

い 
う
る
さ
く
し
て
も
迷
惑
が
る
他
人
も
い
な
い
な
の
で
存
分
に
楽
し
ん
で
く
れ
れ
ば
い
い
と
思

い
な
が
ら
も

 
八
幡
は
気
に
な

て
い
た
事
を

ね
た

こ
こ
に
来
る
予
定
の
他
の
仲
間
達
の

は
ま
だ
無

い 
全
員
分
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
が
完
成
し
て
か
ら
一
気
に
移
動
す
る
予
定
だ
か
ら
だ

な
あ
ア
イ

二
人
だ
け
で

し
く
な
い
か
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し
い
わ
よ

だ
か
ら
も

と
遊
び
に
来
て
ね

 
何
な
ら
ハ

レ
ム
気
分
で

ま

て
い

て
く
れ
て
も
い
い
の
よ

た
だ

ま
る
だ
け
な
ら
別
に

わ
な
い
が

る
前
と

き
た
後
に
ト
イ
レ
に
行
か
せ
て
く
れ

よ
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
ア
イ
は

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
言

た

も
う

色
気
も
何
も
あ

た
も
の
じ

な
い
わ
ね

お
前
は
何
を
期
待
し
て
い
る
ん
だ

ナ
ニ
を
期
待
し
て
い
る
の
よ

お

さ
ん
か
よ

 
八
幡
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
ん
だ

言

て
お
く
け
ど

私
達
は
も
う
十
七
に
な
る
の
よ

 
好
き
な
人
と
い
ち

い
ち

し
た
い
と
思
う
の
も
当
然
で
し

い
や

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
が

そ
れ
に
こ
の
世
界
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
即
し
た

で

さ
れ
て
い
る
わ

こ
の
意
味
が
分

か
る
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そ
の
言
葉
に
八
幡
は
ハ

と
し
た

ま
さ
か

そ
う

そ
う
い
う
事
が
出
来
て
し
ま
う
の
よ

 
だ
か
ら
八
幡
が
こ
の
世
界
で
私
達
を
美
味
し
く

い
て
し
ま

て
も
何
の
問
題
も
無
い
の
よ

 
実

の
体
に
は
何
の
影

も
無
い
の
だ
か
ら

い
や

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
が

や

ぱ
り
そ
う
い
う
の
は
良
く
な
い
だ
ろ

 
ア
イ
は
そ
の
言
葉
に

を

め
た

ま
あ
あ
な
た
な
ら
そ
う
言
う
と
思

た
わ

今
の
は
ほ
ん
の
冗
談

 
ち
な
み
に
私
達
は
あ
な
た
以
外
の
男
に
こ
の
世
界
で
こ
の
体
に
触
れ
さ
せ
る
つ
も
り
は
無
い

か
ら

 
そ
の
点
は
心
配
し
な
く
て
も
い
い
わ
よ

へ
い
へ
い

俺
の
心
ま
で
心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
さ
ん

で
も
こ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て
ね

も
し
私
達
が
絶
対
に
助
か
ら
な
い

況
に
な

た
ら

 
そ
の
時
は
こ
の
世
界
で
私
達
を

い
て

私
達
だ

て
男
を
知
ら
な
い
ま
ま
死
ぬ
の
は

な
の
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そ
の
言
葉
に
八
幡
は

こ
う
返
す
事
し
か
出
来
な
か

た

そ
ん
な
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に
最
大
限
努
力
は
す
る

も
う
分
か

て
る
わ
よ
で
も
約
束
は
し
て
欲
し
い
わ
こ
れ
は
あ
る
意
味
私
達
の
遺
言
な

の
だ
か
ら分

か

た

約
束
す
る

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
満
足
し
た
の
か

ア
イ
は
態
度
を
変
え

に
こ
や
か
な
笑
顔
に
な

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
ユ
ウ
が

て
く
る

か
し
ら
ね

 
こ
こ
だ
と
お
湯
が

く
の
も
現
実
と
同
じ
時
間
が
か
か
る
の
よ
ね

 
そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
い
の
だ
け
れ
ど

シ

ト
カ

ト
機
能
を
付
け
て
欲
し
い
わ

は
は

そ
う
伝
え
て
お
く
よ

ま
あ
私
か
ら
も
言
う
け
れ
ど

一
応
お
願
い
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
イ
は

八
幡
の

に
キ
ス
を
し
た

お
い

ち

と
く
ら
い
前

し
し
て
も
ら

て
も
い
い
じ

な
い

 
ま
た
次
に
八
幡
が
来
て
く
れ
る
ま
で

し
く
な
い
よ
う
に
ね
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は

お
前
は
相
変
わ
ら
ず
だ
よ
な

そ
ん
な
変
わ
ら
な
い
君
が
好
き

い
い
言
い
方
に

変
す
ん
な

そ
も
そ
も
最
初
か
ら
別
に

い
じ

ね
え
よ

ま

た
く
八
幡
は
い
つ
も
素
直
じ

な
い
わ
ね

お
前
と
い
る
と

ど
う
し
て
も
そ

ち
の
ペ

ス
に
乗
せ
ら
れ
ち
ま
う
ん
だ
よ
な

は

 
丁
度
そ
の
時
ユ
ウ
が

て
き
た

ユ
ウ
は
ト
レ
イ
に
何
か
飲
み
物
ら
し
き
物
を
乗
せ

 
そ
れ
を
両
手
で
持

て
え

ち
ら
お

ち
ら
と
慎
重
に
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

お
う

あ
り
が
と
な

ユ
ウ

ど
う
致
し
ま
し
て

で
も
こ
れ

運
ぶ
時
に
ど
う
し
て
も
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
る
ん
だ
よ
ね

そ
れ
な
ら
片
手
で
持
て
ば
い
い
ほ
ら
よ
く
ウ

イ
ト
レ
ス
と
か
が
よ
く
や

て
る
だ
ろ

あ

確
か
に

ま
あ
暇
な
時
に
で
も
練

し
て
み
ろ

覚
え
ら
れ
る
事
は
覚
え
て
お
い
て

は
無
い
し
な

う
ん

や

て
み
る

 
そ
し
て
三
人
は

ユ
ウ
の
入
れ
た
お
茶
で
一
息
つ
い
た

お
う

美
味
い
ぞ
ユ
ウ

を
上
げ
た
な
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て
い
う
か
材
料
は
無
限
に
あ
る
か
ら
さ
そ
の
気
に
な
れ
ば
ず

と
練

出
来
る
ん
だ
よ

ね
ま
あ
そ
う
だ
が

こ
れ
は
確
か
に
お
前
の
努
力
の
結

だ

え
ら
い
ぞ
ユ
ウ

う
ん

 
そ
し
て
ユ
ウ
は

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

そ

そ
れ
じ

あ
八
幡

ご
褒
美
に
お
姫
様

こ

て
の
を
し
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

お
う

別
に

わ
な
い
が

急
に
ど
う
し
た
ん
だ

実
は
こ
の
前

八
幡
が
出
て
る

て
い
う
動
画
を
見
た
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
で
八
幡
が
他
の
女
の
人
に
や

て
あ
げ
て
た
か
ら
さ

ど
の
動
画
だ

今
映
す
ね

ち

と
待

て
て

 
そ
し
て
映
し
出
さ
れ
た
の
は

の
ハ
チ
マ
ン
を
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
さ
せ
た
時
の
動
画

だ

た

 
確
か
に
そ
の
中
で
は

ハ
チ
マ
ン
が
銃
士

を
お
姫
様

こ
し
て
い
た

こ
れ
が
よ
く
俺
だ

て
分
か

た
な
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う
ん

教
え
て
も
ら

た
の

誰
に
だ

こ
の
人

ク
ル
ス
さ
ん

え

ま
じ
で

 
ユ
ウ
が
指
差
し
た
の
は
銃
士

だ

た

八
幡
は
本
気
で
驚
い
た

 
し
か
も
銃
士

の
事
を
本
名
で
呼
ん
で
い
る
と
い
う
事
は

お
い
ア
イ
も
し
か
し
て
こ
こ
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
に
直
で
連

出
来
た
り
連

を
受
け
た
り
出
来

る
の
か

う
ん

出
来
る
わ
よ

実

に
目
の
前
に
い
る
よ
う
な
感
じ
で
ね

ど
う
い
う
事
だ

ち

と
待

て
ね

あ

今
は
大
丈
夫
な
時
間
み
た
い

ち

と
繋
い
で
み
る
ね

 
そ
し
て
ア
イ
が
何
か
操
作
を
す
る
と
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
そ
の
コ
ン
ソ

ル
の
ラ
イ
ト
が
点

し
た

オ

ケ

だ

て

そ
れ
じ

あ
繋
ぐ
ね

お

お
う

頼
む
わ
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八
幡
は
よ
く
分
か
ら
な
か

た
の
で

と
り
あ
え
ず
ア
イ
に
そ
う
頼
ん
だ

 
そ
し
て
部
屋
の
ソ
フ

に

ア
ル
ゴ
と
薔
薇
と
ク
ル
ス
の

が
い
き
な
り
投
影
さ
れ
た

 
そ
の

は
微

に

明
で
あ
り

実

に
こ
こ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る

で
は
な
い
事
が
分

か

た
お
お

ま
じ
で

お

そ
の
声
は
ハ

か

今
日
は
そ

ち
に
行

て
た
ん
だ
ナ

あ
ら

八
幡
が
い
る
の
ね

八
幡
様

 
三
人
は
そ
れ
で
八
幡
に
気
付
い
た
ら
し
く

そ
う
声
を

け
て
き
た

 
ど
う
や
ら
こ
ち
ら
の
様
子
が
鮮
明
に
見
え
て
い
る

で
は
無
い
ら
し
い

お
い

こ
れ

て
ど
う
い
う
技
術
だ

こ

ち
か
ら
は
そ

ち
の
シ
ル
エ

ト
し
か
見
え
て
な
い
ん
だ
が

 
双
方
向
で
お

い
の
影
を
映
し
て
る
感
じ
だ

ほ
ほ
う

そ

ち
は

内
だ
か
ら

相
手
が
誰
か
判
別
出
来
る
く
ら
い
に
は
見
え
て
い
る
ん
だ
ロ
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お
う

確
か
に
な

こ

ち
は
そ
こ
ま
で
資
金
を

け
ら
れ
な
い
か
ら

簡

な
シ
ス
テ
ム
に
し
て
あ
る
ん
だ
ぞ

 
そ
ち
ら
の
人
物
の
影
の
み
を
投
影
し
て
る
ん
だ
が

ま
あ
そ

ち
の
人
間
が

 
こ

ち
の
人
間
と
実

に
一

に
お
し

べ
り
し
て
る
気
分
に
な
れ
れ
ば
い
い
か
な

て
ナ

そ
う
か

二
人
の

に
あ
り
が
と
な

ア
ル
ゴ

ど
う
致
し
ま
し
て
だ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は

八
幡
に
こ
ん
な
要
求
を
し
て
き
た

と
い
う

で
と
て
も
え
ら
い
オ
レ

ち
に

を
寄
越
せ

体
的
に
は
お
姫
様

こ
で
い

い
え

何

お
前
ら
の
間
で
今
お
姫
様

こ
が
流
行

た
り
し
て
ん
の

お
う

ク
ル
ク
ル
の
せ
い
で
な

ク
ル
ク
ル

て
ク
ル
ス
の
事
だ
よ
な

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
八
幡
は
そ
の
説
明
で
納
得
し
た

多
分
ク
ル
ス
が
内

の
間
で

の
動
画
を

散
し
て
い
る

の
だ
ろ
う

他
人
に
オ
レ
の
正
体
が
バ
レ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
ん
だ
ぞ

ク
ル
ス
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は
い
八
幡
様

も
ち
ろ
ん
で
す

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い

で

ア
ル
ゴ

そ
れ
じ

あ
今
度
そ

ち
に
行

た
時
に
な

 
お
前
な
ら
小
猫
よ
り
も

い
は
ず
だ
か
ら

問
題
無
い
だ
ろ

オ

ケ

だ

期
待
し
て
る

 
そ
し
て
薔
薇
が

当
然
今
の
八
幡
の
言
葉
に
抗
議
し
て
き
た

な

な
な
な
何
を
い
き
な
り
言
い
出
す
の
よ

私
は
そ
ん
な
に
重
く
な
い
わ
よ

ア
ル
ゴ
よ
り
も
か

そ
れ
は

重
い
け
ど

な
ら
合

て
る
だ
ろ

 
こ
れ
は
分
が
悪
い
と
思

た
の
か

薔
薇
は
話
題
を
変
え
て
き
た

そ

そ
も
そ
も
私
へ
の

は
ど
う
し
た
の
よ

そ

ち
に
関
し
て
は
現
在

討
中
だ

気
⻑
に
待
て

そ

そ
れ
な
ら
い
い
け
ど

ま
あ
も
ち
ろ
ん
何
も
考
え
て
な
か

た
け
ど
な

 
八
幡
は
そ
う
心
の
中
で

を
出
し

と
り
あ
え
ず
こ
の
場
を

い
だ
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さ
て

シ
ス
テ
ム
の
公
開
は
こ
れ
く
ら
い
で
い
い
か
し
ら
ね

 
ユ
ウ
も
私
も
こ
れ
か
ら
八
幡
に
お
姫
様

こ
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し

お
前

さ
り
げ
な
く
自
分
を

に
入
れ
や
が

た
な

何
の
事

よ
く
分
か
ら
な
い
わ

と
り
あ
え
ず
ア
ル
ゴ
さ
ん

ま
た
連

し
ま
す
ね

お
う

待

て
る
ぞ
ア
イ
ち

ン

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
と
の
通
信
は
切
れ

約
束
通
り
八
幡
は
二
人
を
お
姫
様

こ
し
た

ア
イ

ど
う

今
ボ
ク
は
お
姫
様

ふ
ふ

そ
う
ね

と

て
も
お
姫
様
し
て
る
わ
よ

や

た

八
幡

大
好
き

喜
ん
で
も
ら
え
た
よ
う
で
何
よ
り
だ
よ

ユ
ウ

ど
う
か
し
ら

今
の
私
も
お
姫
様
み
た
い
に
見
え
る

う
ん
見
え
る
見
え
る

い
い
な

ボ
ク
も
そ
う
い
う
ド
レ
ス
を
作

と
け
ば
良
か

た
よ

ふ
ふ

頑
張

て
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
ね

 
一
体
ど
こ
で
手
に
入
れ
た
の
か

ア
イ
は
今
ド
レ
ス
を
着
て
い
た

お
前
そ
れ

ど
う
し
た
ん
だ
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自
分
の
着
る
服
を
デ
ザ
イ
ン
出
来
る
機
能
が
あ
る
の

こ
の
時
の

に
事
前
に
用
意
し
て
お
い

た
の
よ

お
前
は
相
変
わ
ら
ず
抜
け
目
な
い
よ
な

ユ
ウ
に
も
教
え
て
や
れ
ば
良
か

た
の
に

あ
ら

何
で
も
教
え
て
い
て
は
ユ
ウ
が
成
⻑
出
来
な
い
じ

な
い

 
私
は
自
分
で
気
付
か
せ
る
と
い
う
教
育
方
針
で
や

て
い
る
の
よ

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
か
そ
れ
じ

あ
ユ
ウ
次
着
た
時
の

に
張
り
切

て
デ
ザ
イ
ン
し
て
み

ろ
よう

ん

頑
張
る
ね

 
そ
し
て
再
び
ソ
フ

に

け
た
八
幡
に

ア
イ
が
言

た

八
幡

今
日
は
時
間
は
大
丈
夫

お
う
何
時
ま
で
で
も
い
い
ぞ

て
い
る
俺
に
エ
ロ
い
事
を
し
て
こ
な
い
と
約
束
す
る
な
ら

 
本
当
に

ま

て
や

て
も
い
い
く
ら
い
だ
な

本
当
に

そ
れ
じ

あ
一

に
行

て
欲
し
い
所
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど

ん

ど
こ
に
だ

 
ア
イ
は
そ
の
質
問
に
は
答
え
ず

逆
に
八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た
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そ
の
前
に

そ
の
ア
バ
タ

は
ど
の
く
ら
い
の
強
さ
が
あ
る
の

こ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
の
コ
ピ

ら
し
い
か
ら

ま
あ
か
な
り
強
い
か
な

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
ね

こ

ち
よ

お

お
う

 
そ
し
て
外
に
案
内
さ
れ
た
八
幡
は

見
慣
れ
ぬ
小
屋
が

て
い
る
の
を
見
付
け
た

あ
れ
か

え
え

今
開
け
る
わ
ね

お
う

 
そ
し
て
ア
イ
が
扉
を
開
け
る
と

そ
こ
に
は
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
景
色
が
広
が

て
い
た

こ

こ
れ
は
ま
さ
か

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
か

 
八
幡
の
目
の
前
に
は

忘
れ
よ
う
も
な
い
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
一
層
の

 
始
ま
り
の
街
の
光
景
が
広
が

て
い
た

こ
う
し
て
三
人
の
冒
険
が
始
ま
る



 第３６２話 アイとユウ、その実力

 
第
３
６
２
話
 
ア
イ
と
ユ
ウ

そ
の
実
力

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
い

こ
れ
は
本
物
か

あ
る
意
味
本
物
だ
し

あ
る
意
味

物
ね

ど
う
い
う
事
だ

要
す
る
に

こ
れ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
マ
イ
ナ

チ

ン
ジ
バ

ジ

ン
な
の

 
街
の
機
能
も
限
定
さ
れ
て
い
る
し
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
わ

外
の
敵
は
基
本
一

だ

け
ど

 
ク
エ
ス
ト
の

も
か
な
り
絞
ら
れ
て
い
て

今
は
こ
の
層
し
か
存
在
し
な
い
の

今
は

 
そ
の
言
葉
が
引

か
か

た
八
幡
は

ア
イ
に
そ
う

ね
た

え
え
サ

バ

の
関
係
で
二
層
ず
つ
し
か
ダ
ウ
ン
ロ

ド
出
来
な
い
よ
う
に
な

て
る
の
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始
ま
り
の
街
だ
け
は
う
ち
か
ら
の
入
り
口
が
あ

て

定
だ
か
ら

 
も
し
三
層
を
入
れ
て
も
ら

た
ら
二
層
に
は

れ
な
い

 
正
確
に
は
入
れ
な
お
し
て
も
ら
わ
な
い
と

れ
な
い
な
の
で

力
下
に

ら
な
く
て
い
い
よ

う
に

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

成
を
い
じ

て
く
れ
て
い
る
み
た
い

そ
う
か

そ
ん
な
簡

な
作
業
じ

な
い
だ
ろ
う
に

ア
ル
ゴ
様
々
だ
な

う
ん

本
当
に
感
謝
し
て
る

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
今
度
お
前
ら
の
代
わ
り
に

 
俺
が
あ
い
つ
を
思
い

き
り
お
姫
様

こ
し
て
お
い
て
や
る
よ

う
ん

お
願
い
ね

 
そ
し
て
三
人
は
始
ま
り
の
街
に
降
り
立

た

さ
て

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ

街
を
案
内
し
て
欲
し
い
の

俺
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ

て
誰
か
に

い
た
の
か

う
ん

ア
ル
ゴ
さ
ん
に
ね
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そ
う
か

で

そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か

う
う
ん

今
日
は
ボ
ス
ま
で
行
き
た
い
ん
だ
け
ど

と
り
あ
え
ず

て
感
じ
ね

そ
う
か

 
そ
し
て
三
人
は

一

に
街
を
歩
き
始
め
た

ね

こ
れ

て
何
の

設
だ

た
の

 
そ
こ
に
は
何
の
働
き
も
し
な
く
な

た
ら
し
い
剣
士
の
碑
が
あ

た

 
名
前
も
元
の
ま
ま
生
命
の
碑
と
な

て
い
た

生
命
の
碑
か

 
八
幡
は
生
命
の
碑
を
感

深
げ
に

め
な
が
ら
そ
う

い
た

う
ん

こ
れ
に
は
な

元
々
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

全
員
の
名
前
が
書
い
て
あ

た
ん
だ

 
そ
し
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
死
ぬ
と
そ
の
名
前
に
線
が
引
か
れ
る
こ
こ
は
そ
う
い
う
場
所

だ
そ
れ
じ

あ
こ
れ
は

要
す
る
に
お
墓

あ
あ

そ
ん
な
感
じ
だ
な
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そ
れ
を

い
た
ア
イ
と
ユ
ウ
は
目
と
目
を
合
わ
せ
る
と
そ
の
碑
に
向
か

て
手
を
合
わ
せ

た 
八
幡
も
そ
れ
を
見
て

碑
に
手
を
合
わ
せ
た

よ
し

次
に
行
く
か

う
ん

だ
ね

 
そ
し
て
次
に
三
人
が
向
か

た
の
は
黒

宮
だ

た

こ
こ
は

こ
こ
は
黒

宮
と
い

て
な
監
獄
と
迷
宮
が
あ

た

監
獄
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
重
罪

 
ま
あ
人
殺
し
だ
な

そ
う
い

た
プ
レ
イ
ヤ

を

じ
込
め
て
お
く
場
所
だ

 
あ
の
薔
薇
も

ゲ

ム
終
了
時
は
こ
こ
に
い
た
ん
だ
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
本
気
で
驚
い
た

 
今
の
薔
薇
は

二
人
の
主
観
だ
と
と
て
も
穏
や
か
で
優
し
い
人
だ
か
ら
だ

え

そ
う
だ

た
ん
だ

お
う

俺
の
仲
間
が
あ
い
つ
を
こ
こ
に
叩
き
込
ん
だ
ん
だ
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で
俺
は
こ
の
中
に
入

て
更
に
あ
い
つ
を
叩
き
の
め
し
て
知

て
る
情
報
を
全
部

か
せ

た
う
わ

で
も
今
は
一

に
い
る
ん
だ
ね

お
う

あ
い
つ
は
俺
が

た
か
ら
な

今
じ

俺
の
所

物
み
た
い
な
も
ん
だ
な

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
ユ
ウ
が
か
ら
か

た

八
幡

て
ば

屈

し
て
る
う

そ
う
か
も
な

ま
あ
あ
い
つ
の
面
倒
は
最
後
ま
で
見
る
つ
も
り
だ

な
る
ほ
ど

私
達
み
た
い
な
も
の
な
の
ね

え

あ
れ

そ
う
な
る
の
か

ふ
ふ

任
重
大
ね

だ
な

 
そ
し
て
八
幡
は

次
に
迷
宮
の
事
を
説
明
し
た

多
分
こ
こ
に
は
存
在
し
な
い
と
思
う
が

こ
の
迷
宮
は
な

 
プ
レ
イ
ヤ

が
上
の

へ
と
進
む
度
に
広
く
な

て
た
ん
だ
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な
の
で
気
が
付
い
た
ら
か
な
り
巨
大
な
迷
宮
に
な

て
や
が

て
な

 
ク
リ
ア
直
前
に
一
度
だ
け
奥
ま
で
行

た
ん
だ
が

危
う
く
死
ぬ
所
だ

た
わ

え

そ
ん
な
に
大
変
な
所
だ

た
ん
だ

お
う

そ
の
時
の
到
達

層
は
七
十
五
層
で
な

 
そ
の
時
出
て
き
た
敵
は
九
十
層
ク
ラ
ス
の
敵
だ

た
ん
だ
よ
な

う
わ

危
な
か

た
ね

お
う

本
当
に
や
ば
か

た
な

 
そ
し
て
三
人
は

再
び
移
動
を
開
始
し
た

あ

あ
れ

て
教
会

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
教
会

て

何
の

に
存
在
す
る
の
か
し
ら
ね

さ
あ
な

ま
あ
実

は

院
み
た
い
に
運

さ
れ
て
た
な

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
一
応
年
齢
制
限
が
あ

た
ん
だ
が
そ
ん
な
の
は
関
係
な
く
子

も
何
人
か
い
て
な

 
そ
う
い

た
子

が
こ
こ
に
は
集
め
ら
れ
て
た
ん
だ
わ

 
そ
の
時
そ
の
子

達
の
面
倒
を
見
て
く
れ
て
た
人
が
今
う
ち
の
⺟
校
で
先
生
を
や

て
る
よ

そ
う
な
ん
だ
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優
し
い
人
な
の
ね

だ
な

尊
敬
出
来
る
人
だ
と
思
う

 
そ
し
て
八
幡
は

と
あ
る

の
前
で
足
を
止
め
た

ど
う
し
た
の

お
う

こ
こ
な

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
ド
ア
を
開
け
た

ど
う
や
ら

と
し
て
の
機
能
は
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が 
ベ

ド

の
設
備
は
あ
の

の
ま
ま
に
な

て
い
た

こ
こ
は

こ
こ
は
元
々

屋
で
な
こ
の
フ
ロ
ア
で
唯
一
風
呂
が
あ
る

だ

た
ん
だ
よ

も
飲
み

放
題
で
な

あ
あ

お
風
呂
は
大
事
で
す
も
の
ね

だ
ね

ま
あ
そ
れ
だ
け
だ

街
の
内
部
は
こ
の
く
ら
い
か

そ
れ
じ

あ
外
に
出
て
み
る
か

 
八
幡
の
提
案
を
受
け

二
人
は

い
た



 第四章 ＧＧＯ編

で

今
の
二
人
の
レ
ベ
ル
は
ど
の
く
ら
い
な
ん
だ

え

と

レ
ベ
ル
二
十
く
ら
い
か
な

う
ん

そ
の
く
ら
い

お
う

俺
が
こ
こ
を
ク
リ
ア
し
た
時
は
レ
ベ
ル
十
五
く
ら
い
だ

た
ん
だ
が
な

 
お
前
ら
よ
く
そ
こ
ま
で
上
げ
た
な

奥
に
強
め
の
敵
が
出
て
く
る
ダ
ン
ジ

ン
が
あ

て
さ

そ
こ
で
上
げ
た
ん
だ
よ
ね

ほ
う
ほ
う

そ
ん
な
場
所
が
あ

た
の
か

そ
れ
は
俺
も
知
ら
な
か

た
な

 
そ
し
て
八
幡
は

色
々
と
気
に
な
る
事
を
一
つ
ず
つ
確
認
し
て
い

た

ソ

ド
ス
キ
ル
は

使
え
る
な

え

何
そ
の
動
き

凄
い

ま
あ
こ
れ
は
も

と
上
の
層
で
覚
え
る
よ
う
な
技
だ
か
ら
な

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

二
人
に
こ
う

ね
た

で

お
前
ら
の
武
器
は
何
な
ん
だ

ボ
ク
は
こ
れ
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片
手
直
剣
か

私
は
こ
れ
よ

刀
か

な
る
ほ
ど
な

 
そ
し
て
最
後
に
八
幡
は

二
人
に
こ
う

ね
た

で

二
人
と
も

ス
イ

チ

て
知

て
る
か

ス
イ

チ

何
そ
れ

ス
イ

チ

こ
れ

 
そ
う
言

て
ア
イ
が
指
差
し
た
の
は

自
分
の
胸
の
先
だ

た

お
前
の
冗
談
は
本
当
に
お
や
じ

い
よ
な

あ
ら
や
だ

し
に
押
し
て
み
て
も
い
い
の
よ

遠

す
る
よ

ス
イ

チ

て
の
は
な

 
そ
し
て
八
幡
は

ス
イ

チ
の

念
を
二
人
に
説
明
し
た

あ
あ
な
る
ほ
ど

回
復
の

の
イ
ン
タ

バ
ル
の
事
な
の
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

こ
れ
を
ス
ム

ズ
に
行
え
る
か
ど
う
か
が
戦
い
で
は
大
事
に
な
る

ま
あ
そ
の

り
は
大
丈
夫
だ
と
思
う
わ

だ

て
私
達

双
子
で
す
も
の
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う
ん
う
ん

ア
イ
が
何
を
考
え
て
る
か
何
と
な
く
分
か
る
も
ん
ね

あ
ら

じ

あ
今
私
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分
か
る

う
ん

八
幡
は
本
当
に
私
の
ス
イ

チ
を
押
し
て
く
れ
な
い
の
か
し
ら
ね

て
考
え
て
る

正
解
よ

お
前
ら
そ
の
ネ
タ
を
い
つ
ま
で
も
引

張
る
な
よ

 
そ
し
て
八
幡
が
実

に
や
ら
せ
て
み
た
所

 
二
人
は
何
の
苦
も
無
く
ス
ム

ズ
に
ス
イ

チ
を
行

て
い
た

 
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
と
思

た
八
幡
は

そ
の
ま
ま
一
層
の
ボ
ス
を
目
指
す
事
に
し
た

そ
の
前
に
と
り
あ
え
ず
フ

ル
ド
ボ
ス
か
ど
う
す
る

二
人
だ
け
で
や

て
み
る
か

う
ん

ま
あ
そ
の
レ
ベ
ル
だ
と
か
な
り
手
ご
わ
い
と
思
う
が

 
い
ざ
と
な

た
ら
俺
が
介
入
す
る
か
ら
安
心
し
て
挑
戦
し
て
み
ろ

分
か

た

そ
の
前
に
お
前
ら
の
そ
の
武
器
を
ち

と
見
せ
て
く
れ

俺
も
見
た
事
が
無
い
奴
ら
し
い
ん

で
な
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そ
う
な
ん
だ

は
い

そ
れ
じ

あ
こ
れ

私
も
こ
れ

 
そ
し
て
八
幡
は

慣
れ
た
手
付
き
で
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

武
器
の
性
能
を
表

し
た

お

何
だ
こ
れ

強
化
し
た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
よ
り
も
強
い
じ

な
い
か
よ

あ

そ
う
な
ん
だ

こ
れ
も
そ
の
ダ
ン
ジ

ン
で
見
付
け
た
ん
だ
よ
ね

こ
の
刀
も
か

こ
れ
な
ら
多
分
い
け
る
な

本
当
に

良
か

た

頑
張

た
甲
斐
が
あ

た
ね

ア
イ

え
え

本
当
に
ね

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
が
見
守
る
中

フ

ル
ド
ボ
ス
へ
と
挑
ん
だ

お
い
お
い
ま
じ
か
よ

ユ
ウ
の
あ
の
動
き
は
あ
の

の
キ
リ
ト
ク
ラ
ス
だ
な

 
そ
し
て
ア
イ
の
足

き
は

練
の
技
を
感
じ
さ
せ
る

ど
う
い
う
事
だ

 
そ
し
て
フ

ル
ド
ボ
ス
が
二
人
に
倒
さ
れ
た
後

八
幡
は
勝
利
に
喜
ぶ
二
人
の
下
へ
と
向

か

た
や

た
よ
八
幡
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さ
あ

褒
め
て
い
い
の
よ

お
う

凄
い
な
二
人
と
も

分

を
上
げ
た
ん
だ
な

 
八
幡
は
素
直
に
二
人
を
褒
め

二
人
は
得
意
げ
に
胸
を
張

た

え

へ
ん

ふ
ふ

 
八
幡
は
そ
ん
な
二
人
の

を
優
し
く

で
た

そ
し
て
八
幡
に
ア
イ
が
こ
う
言

た

ま
あ
種
を
明
か
せ
ば

オ

ト
ト
レ

ス
シ
ス
テ
ム
の
せ
い
ね

オ

ト

何
だ
そ
れ

う
ち
の
自
宅
に
あ
る
の
よ
他
の
人
の
動
き
を
強
制
的
に
ト
レ

ス
し
て
体
に
覚
え
込
ま
せ

る
のあ

あ

そ
う
い
う
事
か

ま
さ
に

の
真
骨

だ
な

 
八
幡
は

楓
の
手
術
の
時
の
知

の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
ん
な

で

私
達
は
基
本
だ
け
は
し

か
り
と
体
に
叩
き
込
ん
で
あ
る
の
よ
ね

え
へ

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

そ
う
か

そ
れ
は
と
て
も
大
事
な
事
だ
な
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や
れ
や
れ

俺
も
将
来
は
こ
い
つ
ら
に
負
け
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
し
て
三
人
は

そ
の
ま
ま
第
一
層
の
迷
宮
区
へ
と
向
か

た

お
お

最

ル

ト
を
体
が
覚
え
て
る
な

ボ
ス
に
向
か

て
ま

し
ぐ
ら

 
そ
し
て
ア
イ
が

歩
き
な
が
ら
八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

そ
う
い
え
ば
こ
こ
の
ボ
ス
は
何
な
の

確
か

雑

が

山
出
現
す
る
コ
ボ
ル
ド
だ

名
前
は
忘
れ
た
な

へま
あ
二
人
は
ボ
ス
の
動
き
に
注

し
て
い
れ
ば
い
い

怪
し
い

候
を
絶
対
に
見
逃
す
な

そ
れ
は
フ
リ
ね

さ
て
ど
う
だ
ろ
う
な

 
そ
ん
な
三
人
の
前
に

つ
い
に
ボ
ス
が
そ
の

を
現
し
た

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド

そ
う
そ
う

そ
れ
だ
そ
れ

そ
れ
じ

あ

速
い
き
ま
す
か
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雑

は
俺
が
殲
滅
し
て
お
く
か
ら
頑
張
れ
よ

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
ボ
ス
に
戦
い
を
挑
ん
だ

ま
た
た
く
間
に
ボ
ス
の

が

り
取
ら
れ
て
い
く

お
い
お
い
ま
じ
か
よ

レ
ベ
ル
が
あ
の

よ
り
五
つ
高
い
と

こ
ん
な
に
も
違
う
も
の
な
の

か 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

忙
し
く
取
り

き
を

り
去

て
い

た

 
当
然
一
撃
な
の
で
楽
と
い
え
ば
楽
な
の
で
あ

た
が

り
が

い
の
で
と
に
か
く
忙
し
い

 
そ
し
て
つ
い
に
そ
の
時
が
訪
れ
た

ボ
ス
の

が
レ

ド

ン
に
達
し

そ
の
武
器
が
変

化
し
た

ユ
ウ

一

下
が

て

ボ
ス
の
武
器
が
変
わ

た
わ

だ
ね

了
解
了
解

 
そ
し
て
ア
イ
は

一
人
で
ボ
ス
と
対
峙
し
た

さ
て

ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
か
な

 
ボ
ス
が
刀
を

り
上
げ
モ

シ

ン
を

こ
し
た

間

 
ア
イ
は
そ
の

を
横
な
ぎ
に
し

後
方
へ
と
走
り
抜
け
た
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お
お

速
い
な

 
ボ
ス
は
攻
撃
対
象
が
正
面
か
ら
い
な
く
な

た

 
モ

シ

ン
を
キ

ン
セ
ル
し
て
ア
イ
の
い
る
方
を
向
い
た

 
こ
う
書
く
と
ボ
ス
の
モ

シ

ン
を

こ
す
ス
ピ

ド
が

い
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
が

 
実

は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
完

に
予
想
し
て
い
な
い
と
出
来
な
い

そ
の
モ

シ

ン
の
ス

ピ

ド
は
速
い

ま
さ
か
こ
の
ま
ま

り
き

ち
ま
う
の
か

い
や

ユ
ウ
が
行
く
な

 
そ
し
て
八
幡
の
言
う
通
り

ユ
ウ
が
こ
ち
ら
に
背
中
を
向
け
た
ボ
ス
の
背
後
か
ら

 
素

く

発
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
つ

そ
し
て
ユ
ウ
は
直
ぐ
に
離
脱
し

 
二
人
は
絶

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
交

に
ボ
ス
に
攻
撃
を
す
る
事
に
よ
り
ボ
ス
を
完
全
に

し
て
い
た

こ
れ
は
ま

た
く
問
題
無
い
な
取
り

き
も
全
滅
し
た
よ
う
だ
し
後
は
の
ん
び
り
観
戦
だ
な

 
そ
し
て
八
幡
が
見
守
る
中

二
人
は
そ
の
ま
ま
ボ
ス
を

り
き

た

よ

し

あ
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楽
勝
ね

よ
し
よ
し
良
く
や

た
な

今
の
は
ア
イ
が
止
め
か

コ

ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト
が

出
た
よ
な

え

と

あ
ら
本
当

 
そ
し
て
ア
イ
は

そ
の
コ

ト
を
身
に
付
け
た

ど
う

似
合
う

あ
れ

俺
の
知

て
る
見
た
目
と
違
う
な

こ
れ
が
男
女
差

て
奴
か

あ
ら

そ
う
な
の

だ
が
中
々
似
合

て
る
な

い
い
ん
じ

な
い
か

ふ
む

し
に
ユ
ウ
も
着
て
み
て

 
そ
し
て
今
度
は
ユ
ウ
が
そ
の
コ

ト
を
身
に
付
け
た

う

ん

何
か
し

く
り
こ
な
い

そ
れ
じ

あ
そ
の
コ

ト
は
ア
イ
が
着
た
方
が
い
い
か
も
な

そ
う

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 
そ
し
て
三
人
は
二
層
へ
の
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
し

そ
の
ま
ま
街
へ
と

た
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あ

楽
し
か

た
ね

え
え

本
当
に
ね

 
そ
し
て
家
に

た
後

八
幡
は
そ
の
ま
ま

ま
る
事
に
し

三
人
は
そ
の
ま
ま
川
の

に

な

て

た

 
そ
し
て
次
の
日
の
帰
り

に
八
幡
は
ユ
ウ
に
言

た

ユ
ウ

今
度
は

手
で
も
剣
を
操
れ
る
よ
う
に
練

し
て
お
け
よ

手

手
ね

う
ん

分
か

た

 
ユ
ウ
は
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
そ
の
八
幡
の
指

に

い
た

ア
イ
は
す
り
足
と
最

限

手
一
本
で

時
間
で
も
い
い
か
ら
刀
を
扱
え
る
よ
う
に
し
て
お

い
て
く
れ

な
る
ほ
ど

分
か

た
わ

 
ア
イ
も
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
そ
の
八
幡
の
指

に

い
た

 
そ
し
て
二
人
は
別
れ
を

し
む
よ
う
に

か
ら
八
幡
に

き
付
き

 
八
幡
は
そ
ん
な
二
人
の
背
中
を

ん

ん
と
叩
い
た

そ
れ
じ

あ
ま
た
来
る
わ

そ
れ
ま
で
二
人
と
も
頑
張
れ
よ
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う
ん

ま
た
ね
八
幡

ま
た
来
て
ね

八
幡

 
こ
う
し
て
八
幡
は
二
人
の
家
を
後
に
し

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た
の
だ

た

 
後
日
八
幡
が
ア
ル
ゴ
を
お
姫
様

こ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
中
の
話
題
を

た
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
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第
３
６
３
話
 
小
猫

倒
れ
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

比
企
谷
く

ん

 
ソ
レ
イ
ユ
内
の
受
付
近
く
で
突
然
名
前
を
呼
ば
れ
た
八
幡
は

そ
ち
ら
に

り
返

た

 
そ
こ
に
は
か
お
り
と
一

に
千
佳
が
お
り

千
佳
は
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
手
を

て
い
た

お

仲
町
さ
ん

来
て
た
の
か

う
ん

速

木
の
配
達
に
ね

が
多
く
て
大
変
だ
ろ

手
伝
お
う
か

本
が

え

手
伝
う
の
私

何
そ
れ
マ
ジ
ウ
ケ

お

と

つ
い

の

が

 
八
幡
は
そ
ん
な
か
お
り
の
言
葉
に

を
思
い
出
し

少
し
懐
か
し
い
気
分
に
な

た

 
そ
し
て
今
と
の
違
い
に
気
付
き

こ
ん
な
質
問
を
し
た

そ
う
い
や

本
は

は
そ
う
い
う

り
方
だ

た
よ
な
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そ
れ
に
一
人
称
も
あ
た
し
じ

な
か

た
か

い
つ

か
ら
そ
う
な

た
ん
だ

大
学
に
行

た

り
か
ら
徐
々
に
か
な

も
う
す
ぐ
社
会
人
な
ん
だ
か
ら

て
ね

な
る
ほ
ど
な

か
お
り
も
変
わ

た
よ
ね

あ

比
企
谷
君

こ

ち
の
手
伝
い
は

 
臨
時
で
バ
イ
ト
を

て
る
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

大
変
な
の
は
最
初
だ
け
だ
し
ね

そ
う
か

何
か
あ

た
ら
い
つ
で
も
言

て
く
れ

う
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
八
幡
は
エ
レ
ベ

タ

で
上
に
向
か
い

千
佳
は
か
お
り
に
こ
う
言

た

そ
れ
に
し
て
も
今
回
の
件
は
本
当
に
驚
い
た
よ

あ

ご
め
ん

い
き
な
り
す
ぎ
た

う
う
ん
む
し
ろ
う
ち
み
た
い
な
一
介
の
町
の
花
屋
が
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
仕
事
を
受
け
て
い
い
の

か
な

て

 
あ
ま
り
の
幸
運
に
夢
じ

な
い
か
と
思

た
く
ら
い
だ
よ

 
千
佳
は
や
や
興
奮
ぎ
み
に
そ
う
言
い

か
お
り
も
う
ん
う
ん
と

い
た

比
企
谷
様
々
だ
ね



 第３６３話 小猫、倒れる

う
ん

本
当
に
感
謝
し
て
る
よ

で
も
こ
う
な

て
み
る
と

 
高
校
の
時
の
自
分
の
男
を
見
る
目
の
無
さ
が
凄
く
情
け
な
く
な
る
よ

あ

そ
れ
あ
る

本
当
に
あ
の

の
私
達

て
ダ
メ
ダ
メ
だ

た
よ
ね

こ
れ
か
ら
は
そ
の
分
反
省
し
て
今
後
は
も

と
他
人
の
内
面
も
見
な
い
と
ね

ま
あ
今
の
比
企
谷
は
困

た
事
に
内
面
だ
け
じ

な
い
ん
だ
け
ど
ね

色
々
と
大
変
で
す
な

か
お
り
さ
ん
や

ま
あ
楽
し
く
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
よ

千
佳
さ
ん
や

 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
プ

と

き
出
し
た
後

 
手
を

て
別
れ
を
告
げ

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に

た

 
ふ
う

こ
こ
で
最
後

と

 
千
佳
は
特
に
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く

予
定
の
場
所
全
て
に

木
を
設
置
し
た

後
は
最
終
チ

ク
か
な

確
認
し
た
ら
後
は
一
定
期
間
ご
と
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か

 
知
り
合
い
に
会
え
る
機
会
も
多
く
て
楽
し
い
し

こ
の
仕
事

本
当
に
も
ら
え
て
良
か

た

ふ
ふ
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そ
し
て
千
佳
は

い
足
取
り
で
配
置
表
を
元
に
チ

ク
を
始
め
た

 
そ
ん
な
千
佳
が
色
々
な
デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
ル

ム
に
来
た
時
の
事
だ

 
千
佳
は
そ
こ
で
見
慣
れ
た
物
を
見
て
少
し
驚
い
た

そ
れ
は
海

総
合
高
校
の
制
服
だ

た

う
わ

懐
か
し
い

そ

か
こ
れ

企
業
見
学
だ

 
千
佳
は

自
分
は
ど
こ
に
行

た

け
か
な
と

を
懐
か
し
ん
で
い
た
が

 
そ
の
制
服
の
人
だ
か
り
の
中
に
見
知

た
顔
を
見
付
け

も

ね
て
声
を

け
る
事
に
し

た
薔
薇
さ
ん

あ
ら
仲
町
さ
ん

速

木
を
納
入
し
て
下
さ

た
の
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
え
い
え

こ
ち
ら
こ
そ
当
店
を
ご

き
あ
り
が
ど
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
末

く
お
願
い
し
ま
す
ね

 
千
佳
は
そ
ん
な
薔
薇
に
憧
れ
の

線
を
向
け
て
い
た

 
薔
薇
の

い
か
に
も
出
来
る
女
と
い

た
面
し
か
見
た
事
の
無
い
千
佳
に
と

て

 
薔
薇
は
憧
れ
の
存
在
だ

た

 
八
幡

り
が

い
た
ら
引

く
り
返
る
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
が
一

的
な
薔
薇
の
評
価
と
い
う
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物
だ

た

 
薔
薇
は
八
幡

み
の
案
件
以
外
で
は
確
か
に
優

で
あ

た

 
出
入
り
の
業
者
や
取
引
先
か
ら
の
評
価
は
と
て
も
高
い
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
薔
薇
を
見
て

千
佳
は
あ
る
事
に
気
が
付
い
た

あ
れ

薔
薇
さ
ん
少
し
顔
が

い

そ
れ
に
足
元
が
フ
ラ
フ
ラ
し
て
る

 
千
佳
は
そ
う
思
い

薔
薇
の
動
き
を
注

し
て
い
た
の
だ
が

そ
の
時
突
然
薔
薇
が
倒
れ
た

あ

薔
薇
さ
ん

 
千
佳
は

て
て
薔
薇
に
駆
け
寄
り

そ
の

に
手
を
当
て
た

熱
 
ど
う
や
ら
薔
薇
は
か
な
り
の
熱
が
あ
る
よ
う
で

 
千
佳
は

て
て

を
取
り
出
し
か
お
り
に
連

を
と

た

 
そ
の
か
お
り
か
ら
連

を
受
け
た
の
か

直
ぐ
に
八
幡
が
そ
の
場
に
現
れ
た

仲
町
さ
ん

比
企
谷
君

何
か
様
子
が
変
だ
な
と
思

て
た
ら

薔
薇
さ
ん
が
突
然
倒
れ
た
の

そ
う
か

薔
薇
は
俺
が
病
院
に
連
れ
て
い
く

あ
り
が
と
な

仲
町
さ
ん
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う
う
ん

私
は
か
お
り
に
連

す
る
事
し
か
出
来
な
か

た
か
ら

い
や
い
や
本
当
に
助
か

た
よ
と
り
あ
え
ず
そ
こ
の
生
徒
達
に
事
情
を
説
明
し
て
く
る
か

ら 
も
う
少
し
だ
け
薔
薇
の
事
を
宜
し
く
頼
む

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
八
幡
は

海

総
合
高
校
の
生
徒
達
に
直
ぐ
に
代
わ
り
の
者
が
来
る
事
を
伝
え

 
生
徒
達
に

を
下
げ
る
と

千
佳
の
下
に

て
き
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

う
ん

薔
薇
さ
ん
の
事
を
お
願
い
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
薔
薇
を

き
上
げ

立
ち
上
が
り
な
が
ら
千
佳
に
言

た

こ
の

は
今
度
返
す
よ

ふ
ふ

気
に
し
な
く
て
い
い
の
に

そ
う
い
う

に
も
な

あ
は

そ
れ
じ

あ
肉
で
い
い
よ

 
千
佳
は
冗
談
の
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
が

八
幡
は
笑
顔
で
千
佳
に
こ
う
言

た
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オ

ケ

だ

任
せ
ろ

や
だ

冗
談
だ

て
ば

お
う

冗
談
だ
と
は
思

た
け
ど

で
も
ま
あ
今
回
は
そ
れ
に
乗
ら
せ
て
も
ら
う

 
近
い
う
ち
に
誘
い
の

話
が

本
か
ら
い
く
と
思
う
か
ら

楽
し
み
に
待

て
て
く
れ
よ
な

あ

ち

と

は
は

ま
た
な

仲
町
さ
ん

も
う

分
か

た

楽
し
み
に
し
と
く
ね

お
う

 
そ
し
て
八
幡
は
薔
薇
を
連
れ
て
去

て
い
き

千
佳
は
そ
の
背
中
を
見
な
が
ら

い
た

あ
あ
も
う

や

ぱ
り
比
企
谷
君
は
人
間
が
大
き
い
な

 
そ
し
て
千
佳
は

気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に
言

た

さ
て

お
仕
事
お
仕
事

と

 
千
佳
は
八
幡
と
は
良
き
友
人
で
い
た
い
と
思

て
い
た

 
八
幡
の

布
を
当
て
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
一
応
気
を
遣

て
い
た
の
だ
が

 
や

ぱ
り
こ
う
や

て
誘
わ
れ
る
の
は
嬉
し
い
よ
う
で

を

ば
せ
な
が
ら
再
び

い
た
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肉

て
い
う
と
や

ぱ
焼
肉
か
な

う
ん

か
お
り
に
は
今
度

山
感
謝
し
て
も
ら
お
う

 
小
猫

お
い
小
猫

大
丈
夫
か

ん

あ

あ
れ

こ
こ
は

 
薔
薇
は
意
識

と
し
て
い
た
が

ど
う
や
ら
一
時
的
に
覚

し
た
よ
う
で

 
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

そ
こ
は
い
か
に
も
病
院
の
待
合
室
に
見
え

 
薔
薇
は
き

と
ん
と
し
た
後
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
し

熱
の
せ
い
か
ふ
ら
つ
い
た

ま
だ
立
つ
な

て

も
う
す
ぐ
お
前
の
番
だ
か
ら

も
う
少
し
我
慢
し
ろ
よ
な

こ
こ
は

病
院
だ

お
前

熱
を
出
し
て
倒
れ
た
ん
だ
ぞ

覚
え
て
な
い
の
か

そ
う
い
え
ば

 
そ
し
て
薔
薇
は
ハ

と
し
た
顔
で
八
幡
に

ね
た

き

企
業
見
学
は
ど
う
な

た
の

心
配
し
な
く
て
も
他
の
奴
に
任
せ
て
き
た

ご

ご
め
ん
な
さ
い
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何
で
謝
る

こ
れ
は
最
近
お
前
に
頼
り
す
ぎ
た
俺
の
ミ
ス
だ

 
い
い
か
ら
今
日
は
も
う
仕
事
の
事
は
忘
れ
て

く
治
す
事
に
専
念
し
ろ

 
薔
薇
は
そ
の

頼
り
す
ぎ
と
い
う
言
葉
に
内
心
喜
ん
で
い
た

 
薔
薇
は
私
は
八
幡
に
こ
ん
な
に
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
の
よ
と
叫
び
た
い
気
持
ち
を
我
慢
し
な

が
ら

 
大
人
し
く

者
に

察
を
受
け

そ
の
ま
ま
八
幡
に
送
ら
れ
て
今
日
は
自
宅
へ
と

る
事
と

な

た

 

中
コ
ン
ビ
ニ
に
寄

て

い
物
を
口
に
し

直
ぐ
に
も
ら

た

を
飲
ん
だ
薔
薇
は

 

の
成
分
の
せ
い
か
突
然

魔
に
襲
わ
れ
た

キ

ト
も
い
つ
も
よ
り
注
意
し
て

 

を

ら
さ
な
い
よ
う
に
調

し
て
く
れ
て
い
た

薔
薇
は

の
中
で
そ
の
ま
ま
眠

て
し

ま

た

  
薔
薇
は
ま
ど
ろ
む
意
識
の
中
で

自
分
が
八
幡
に

か
れ
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
た

多
分
家
に
着
い
た
の
ね

ち

ん
と
片
付
け
て
あ

た
は
ず
だ
け
ど
大
丈
夫
か
し
ら

 
そ
し
て
薔
薇
は

自
分
が
ベ

ド
に

か
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ

再
び
眠
り
に
つ
い
た
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薔
薇
は
夢
の
中
で
八
幡
に
服
を
脱
が
さ
れ
て
い
た

 
八
幡
は
丁

に
薔
薇
の
体
の

を
ぬ
ぐ
い

再
び
薔
薇
に
服
を
着
さ
せ
た

 
夢
の
中
の
八
幡
は
頑
な
に
目
を

り

薔
薇
の

を
見
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
よ
う
だ

た

こ
れ
は
夢

も
う

夢
の
中
で
く
ら
い
見
て
く
れ
て
も
い
い
じ

な
い

 
薔
薇
は
そ
う
考
え

再
び
眠
り
に
つ
い
た

  
薔
薇
は

に
何
か

た
い
物
が
押
し
当
て
ら
れ
る
の
を
感
じ

そ
れ
に
心
地
よ
さ
を
感
じ
た

こ
れ
は
き

と
あ
の
人
の
手

た
い
の
に

か
い

 
そ
し
て
直
後
に
薔
薇
の

に
も

と

た
い
物
が
乗
せ
ら
れ
そ
れ
が
何
度
も
取
り

え
ら
れ

た 
薔
薇
は
漠
然
と

自
分
が
今

病
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
た

 
だ
が

魔
に
は
勝
て
ず

薔
薇
は
再
び
そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た

 
大
分
熱
は
下
が

た
み
た
い
だ
な

そ
れ
に
し
て
も
も
う
こ
ん
な
時
間
か
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そ
ろ
そ
ろ
一
度

き
て
も
ら

て

家
に
帰
る
べ
き
か
な

 
そ
ん
な
八
幡
の

き
が

こ
え

薔
薇
は
体
を

こ
そ
う
と
し
た

 
だ
が
い
く
ら
理
性
で
そ
う
し
よ
う
と
考
え
て
も

体
は
ま

た
く
言
う
事
を
き
か
な
か

た

 
八
幡
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
こ
の
ま
ま
ず

と

に
い
て
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
が

 
薔
薇
の
中
で
せ
め
ぎ
あ

て
い
た
か
ら
だ

 
そ
し
て
薔
薇
は

な
態
度
を
と
る
事
に
な

て
し
ま
い
身
じ
ろ
ぎ
し
た
後
に
う
う
ん
と
声

を
出
し
た

 
薔
薇
の
覚

の
気
配
を
察
知
し
た
八
幡
は
少
し

て
た
よ
う
な
様
子
で
部
屋
の
外
へ
と
出
て

い

た

 
そ
の
気
配
を
感
じ
て
薔
薇
は
一
気
に
意
識
を
覚

さ
せ

目
を
覚
ま
し
た

な

何
で
何
も
言
わ
ず
に
外
に
出
て

ち

う
の
よ

 
そ
う
不
満
げ
に

い
た
薔
薇
は

大
き
く

び
を
し
て

今
の
自
分
の

態
を
確
認
し
た

 
服
装
は
普
通
の
パ
ジ

マ
で
あ
り

多
分
八
幡
が
着

え
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
と
思

た

 
下
着
は

何
と
つ
け
て
い
な
か

た

そ
し
て

は

麗
に

き
取
ら
れ
て
お
り
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の
上
に
は
ま
だ

た
い
タ
オ
ル
が
乗
せ
ら
れ
て
い
た

そ
れ
を
確
認
し
た
薔
薇
は
思
わ
ず

面
し
た

あ
れ

あ
い
つ
に
し
て
は
珍
し
く
全
部
見
ら
れ
ち

た

 
で
も
多
分
あ
い
つ
は
ず

と
目
を

て
た
ん
だ
ろ
う
な

 
体
を

く
時
も

多
分
頑
張

て
色
々
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
た
ん
だ
ろ
う
な

 
も
う

ど
う
し
て
ど
こ
か
に
行

ち

た
の
よ

 
そ
の
直
後
に
入
り
口
の
チ

イ
ム
が
鳴

た

薔
薇
は
も
し
か
し
た
ら
と
思
い

 
急
い
で
入
り
口
へ
と
向
か
い

外
の
画
像
を
確
認
し
た

 
そ
こ
に
は
す
ま
し
た
顔
の
八
幡
が
立

て
お
り

薔
薇
は
何
の
冗
談
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
も

 
八
幡
を
部
屋
の
中
に

き
入
れ
た

お
前
を
部
屋
に
叩
き
こ
ん
で
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
い
た
が

元
気
に
な

た
よ
う
だ
な

 
八
幡
が
開
口
一
番
に
そ
う
言

た
の
で

薔
薇
は

き
出
し
そ
う
に
な

た

 
着

え
ま
で
さ
せ
て
い
る
の
に
そ
れ
は
い
く
ら
な
ん
で
も
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ

も 
薔
薇
は
八
幡
に
合
わ
せ
て
言

た
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そ
う
だ

た
の

お
か
げ
さ
ま
で
か
な
り

合
も
良
く
な

た
わ

心
配
か
け
て
ご
め
ん
ね

別
に
全
然
ま

た
く
ち

と
も
心
配
な
ん
か
し
て
い
な
か

た
が

 
ま
あ
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い

明
日
は
休
み
に
す
る
よ
う
に
姉
さ
ん
に
は
言

て
お
い
た
か

ら 
明
日
一
日
の
ん
び
り
し
て
い
れ
ば
い
い

 
八
幡
は
一
気
に
そ
う
ま
く
し
た
て
た

 
薔
薇
は

も
し
か
し
て
こ
れ
が
八
幡
の
ツ
ン
デ
レ

な
ど
と
考
え
な
が
ら

 
八
幡
が
ど
う
答
え
る
の
か
興
味

々
で
こ
う

ね
た

あ
れ

で
も
い
つ
の
間
に
か
誰
か
が
着

え
さ
せ
て
く
れ
た
み
た
い
だ
け
ど

そ
れ
は
お
前
が
無
意
識
の
う
ち
に
自
分
で
着

え
た
に
違
い
な
い

多
分
き

と
そ
う
だ

そ
れ
は
ま
あ
無
く
は
な
い
け
ど

も

い
て
く
れ
て

に
も
ま
だ

た
い
タ
オ
ル
が
乗

て
た
ん
だ
け
ど

そ
れ
も
お
前
が
無
意
識
に
や

た
に
違
い
な
い

熱
で

と
し
て
い
て
も

 
や
る
べ
き
事
は
体
が
覚
え
て
た

て
事
だ
な

う
ん
う
ん
え
ら
い
ぞ
小
猫

い
や
い
や
い
や

そ
れ
は
さ
す
が
に
苦
し
い
で
し
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下
着
も
つ
け
て
な
い
み
た
い
な
ん
だ
け
ど

お
前
が
い
き
な
り
下
着
を
脱
ぎ
だ
す
か
ら
か
な
り
び
び

た
ぞ

 
ま
あ
洗

機
に
突

込
む
く
ら
い
は
や

て
や

た
け
ど
な

目
を
つ
ぶ

た
八
幡
に
脱
が
さ
れ
る
私

て
ち

と
ぞ
く
ぞ
く
す
る

面
よ
ね

何
か
体
中
を
誰
か
に
ま
さ
ぐ
ら
れ
た
気
が
し
た
ん
だ
け
ど

あ

俺
は
め
ち

め
ち

慎
重
に
ど
こ
に
も
触
ら
な
い
よ
う
に
作
業
し
た
は
ず
だ

 
確
か
に
そ
の
無

に
大
き
い
胸
に
ち

こ

と
触

た
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
れ
は
あ
く
ま
で
誤
差
の

囲
だ

だ
か
ら
お
前
の
そ
れ
は
ま

た
く
気
の
せ
い
だ

 
そ
れ
じ

あ
俺
は
も
う
帰
る
か
ら
な

く
れ
ぐ
れ
も
明
日
は
ゆ

く
り
休
め
よ

思
い

き
り
俺
が
作
業
し
た

て
言

ち

て
る
わ
よ

 
八
幡
は

に

を
び

し

り
か
き
な
が
ら
そ
う
言
う
だ
け
言

て
部
屋
を
出
て
い
こ
う
と
し

た 
薔
薇
は

や
は
り
こ
れ
だ
け
は
言

て
お
こ
う
と
思
い

そ
ん
な
八
幡
を
呼
び
止
め
た

あ

ち

と

何
だ

他
に
何
か
用
事
で
も
あ
る
の
か
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そ
し
て
薔
薇
は

胸
を

え
て
少
し

を

ら
め
な
が
ら
こ
う
言

た

え

ち

 
そ
し
て
し
ば
し
の

の
後

八
幡
は
薔
薇
の

を

ん
と
叩
き
な
が
ら
言

た

今
度
お
前
に
似
合
う
仕

の
研
究
を
一

に
手
伝

て
や
る
か
ら

頑
張
ろ
う
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は
出
て
い
き

薔
薇
は
普
通
に
八
幡
を
見
送

た
後

 
そ
の
ま
ま
い
そ
い
そ
と
自
分
の
ベ

ド
に

て
横
に
な

た

 
い
つ
も
通
り
八
幡
に
い
じ
ら
れ
て
終
わ

た
に
も
関
わ
ら
ず

 
薔
薇
は
ど
う
や
ら
上
機

の
よ
う
だ

た

も
う

あ
ん
な

い
顔
を
し
て
た
く
せ
に
虚
勢
を
張

て

 
こ
う
し
て
薔
薇
は
熱
で
苦
し
ん
だ
代
わ
り
に
少
し
だ
け
幸
せ
を
得
て
今
回
の

動
は
収
束

し
た
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第
３
６
４
話
 
ア
ル
ゴ
の
部
屋

仮

に
て

 
い
つ
も
通
り
の
平
常
運
転
な
話
で
す
ね

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

今
回
の
事
は
教
訓
ね

う
ち
は
別
に
厳
し
い
社
風
じ

な
い
ん
だ
が
な

む
し
ろ
進
ん
で
出
勤
し
た
が
る
人
が
多
い
の
が
逆
に
問
題
な
の
か
し
ら
ね

き

ち
り
休
む
と
き
は
休
む
よ
う
に
徹

さ
せ
る
し
か
な
い
か

 
薔
薇
の
風

を
受
け

八
幡
と
陽
乃
は
真
剣
に
相
談
を
し
て
い
た

 
ソ
レ
イ
ユ
は
確
か
に
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ

ク
企
業
と
は

遠
い
が

 
社
員
の
士
気
が
高
す
ぎ
る
の
も
そ
れ
は
そ
れ
で
問
題
な
の
で
あ

た

と
り
あ
え
ず
他
に
問
題
な
の
は
あ
い
つ
か

ア
ル
ゴ
ち

ん
ね
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実

あ
い
つ
が
一
日
抜
け
た
と
し
て

ど
ん
な
問
題
が
あ
る
ん
だ

別
に
無
い
わ
よ

本
人
が
好
き
で
こ
こ
に
居
座

て
る
だ
け

あ
い
つ
は
一
体
い
つ
か
ら
家
に
帰

て
な
い
ん
だ

少
な
く
と
も
あ
の
子
が
会
社
に
い
な
か

た
日
を
私
は
知
ら
な
い
わ

シ
か
よ

 
二
人
は
今
更
な
が
ら
そ
の
事
実
に
気
付
き

愕
然
と
し
た

そ
も
そ
も
あ
い
つ
は
ど
こ
で

て
る
ん
だ

開
発
室
の
仮
眠
室
な
ん
じ

な
い

あ
そ
こ
は
完
全
防
音
の
個
室
が
複

あ
る
し

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
あ
い
つ
の
部
屋
に
な

て
や
が
る
の
か

ま
あ
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
ん
だ
け
ど

ど
う
し
よ

か

社
員
寮
で
も
作
る

 
そ
の
陽
乃
の
言
葉
に

八
幡
は
窓
の
外
を
見
な
が
ら
答
え
た

確
か
隣
の
土
地
が

り
に
出
て
た
よ
な

そ
れ
な
ら
こ
の
ビ
ル
と
直
結
出
来
る
わ
よ
ね

一

は
当
然
コ
ン
ビ
ニ
だ
よ
な

利

は
別
に
無
く
て
も
い
い
ん
だ
し

独
自
ル

ト
で
仕
入
れ
の
目
処
が
立
て
ば
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別
に
フ
ラ
ン
チ

イ
ズ
の
コ
ン
ビ
ニ
じ

な
く
て
も
い
い
わ
よ
ね

 
家

や
フ
ラ
ン
チ

イ
ズ
料
が
か
か
ら
な
い
分

も
下
げ
ら
れ
る
し

 
社
員
は
社
員
証
で

出
入
り
の
業
者
さ
ん
に
は
何
か
認
定
証
を
発
行
し
て

 
そ
れ
で

い
物
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し

う

そ
の
場
合
は
当
然

引
ね

そ
れ
な
ら
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ

プ
は
あ
る

度
社
員
の
要
望
を
反
映
出
来
る
な

 
宅
配
ボ

ク
ス
も
完
備
さ
せ
て

大
き
な

物
に
も
対
応
出
来
る
よ
う
に

 
そ
れ
用
の
ス
ペ

ス
や
専
用
エ
レ
ベ

タ

に

台

が
あ
る
と

利
だ
な

新
入
社
員
の
入
居
に
も
対
応
出
来
る
だ
ろ
う
し

い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
う
だ
ど
う
せ
な
ら
社
員
食

も
移
し
ま
し

う
か
そ
の
分
こ

ち
の
ス
ペ

ス
が
空
く

し
ね後

は
社
員
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

集
す
る
か

 
サ
ラ

と
と
ん
で
も
な
い
提
案
が
飛
び
交

て
い
る
が
こ
の
二
人
は
い
た

て
真
面
目
で
あ

る 
そ
し
て
困

た
事
に

そ
れ
は
全
て
実
現
し
て
し
ま
う
の
だ

 
も
ち
ろ
ん
社
員
達
も

き
込
ん
で

よ
り
洗
練
さ
れ
た

に
な
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い



 第３６４話 アルゴの部屋（仮）にて

そ
れ
じ

あ
ア
ル
ゴ
を
叩
き
こ
む
社
員
寮
の
話
は
そ
れ
で
い
い
か
問
題
は
当
面
ど
う
す
る
か

だ
なそ

も
そ
も
あ
の
子
の
現

所

て
ど
う
な

て
る
の
か
し
ら

総

課
に
問
い
合
わ
せ
る
か

 
そ
し
て
総

課
か
ら
返

て
き
た
返
事
を

い
た
二
人
は

深
い
た
め
息
を
つ
い
た

ま
さ
か

ま
ん
ま
開
発
室
に
な

て
る
と
は
な

仕
方
な
い

こ
う
な

た
ら
直
ぐ
近
く
に
部
屋
を

り
て

無
理
や
り
そ
こ
に
叩
き
こ
み
ま

し

う

 
こ
こ
と
直
通
回
線
を
引
い
て

家
で
も
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
し
て

あ
い
つ
の
代
わ
り
は
い
な
い
か
ら

多
少
特
別
待
遇
で
も
い
い
し
な

そ
れ
で
い
こ
う

後
は
そ
こ
そ
こ
の

度
で
そ
こ
に
帰
ら
せ
る
手

だ
け
ど

そ
れ
は
俺
に
任
せ
て
く
れ

さ
す
が
の
あ
い
つ
も
音
を
上
げ
る
よ
う
に
し
て
み
せ
る
さ

分
か

た
わ

 
こ
う
し
て
計
画
は
ス
タ

ト
し

ソ
レ
イ
ユ
社
内
は
に
わ
か
に

が
し
く
な

た
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な
ん
か
社
員
寮
の
ア
イ
デ
ア
を

集
し
て
る
ん
だ

て
よ

今
公
開
さ
れ
て
る

設
予
定

設
だ
け
で
も
十
分
だ
け
ど
な

家

て
い
く
ら
な
の
か
し
ら

あ
の
社
⻑
と
次
期
社
⻑
だ
ぞ

絶
対
に
安
い
に
決
ま

て
る

私
入
居
し
た
い
な

よ
し

休

時
間
に
皆
で
相
談
し
よ
う

 
そ
ん
な
社
内
の

を

ア
ル
ゴ
は
他
人
事
の
よ
う
に

い
て
い
た

社
員
寮

ふ

ん

ま
あ
オ
レ

ち
に
は
関
係
な
い
ナ

 
そ
ん
な
ア
ル
ゴ
の
下
に

八
幡
が
訪
れ
た

よ

ア
ル
ゴ

今
度
社
員
寮
を
作
る
事
に
し
た
か
ら
な

噂
は

い
て
る
ぞ

分

手
に
や

て
る
み
た
い
じ

な
い
か

 
ま
あ
オ
レ

ち
に
は
関
係
の
無
い
話
だ
け
ど
ナ

そ
う
か

 
八
幡
は

そ
の
ア
ル
ゴ
の
答
え
に
や

ぱ
り
そ
う
か
と
思
い

仮
眠
室
の
方
を
観
察
し
た

 
そ
の
一
つ
に
ア
ル
ゴ
の
名
前
が
書
い
た

が
か
か

て
い
る
の
を
見
て



 第３６４話 アルゴの部屋（仮）にて

 
八
幡
は
あ
く
ま
で
自
然
な
感
じ
を
装
い
な
が
ら
ア
ル
ゴ
に

ね
た

そ
う
い
え
ば
ア
ル
ゴ
の
家

て
ど
こ
な
ん
だ

オ
レ

ち
は
実
家
を
出
ち
ま

て
る
か
ら

今
は
そ
こ
の
仮
眠
室
だ
ナ

こ
い
つ

当
た
り
前
の
よ
う
に

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

矢
継
ぎ

に
ア
ル
ゴ
に
質
問
を

び
せ
た

洗

と
か
は
ど
う
し
て
る
ん
だ

ク
リ

ニ
ン
グ
業
者
に
頼
ん
で
る

は
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
済
ま
せ
て
る
ナ

飲
み
物
と
か
も
か

社
内
の
自

が
あ
れ
ば
大
体
事
足
り
る
な

 
特
に
ハ

が
無
理
や
り
入
れ
て
く
れ
た
あ
の
コ

ヒ

が

に

み

る
よ
う
で
い
い
感

じ
だ
ナ

お
う

お
前
も
あ
れ
の
良
さ
が
分
か
る
の
か

あ
れ
は
い
い
も
の
だ
よ
な

 
じ

な
く
て

は
ち

ん
と
し
て
る
の
か
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ま
あ
そ
れ
な
り
ニ

な
る
ほ
ど

 
そ
ん
な
八
幡
を
見
て

ア
ル
ゴ
が
突
然
こ
う
言
い
出
し
て
き
た

何
だ

ハ

は
そ
ん
な
に
乙
女
の
秘
密
が
気
に
な
る
の
カ

俺
は
別
に
お
前
を
乙
女
だ
と
思

た
事
は
無
い
が

ふ

ん

ま
あ
オ
レ

ち
は
そ

ち
方
面
は
別
に
気
に
し
な
い
け
ど
ナ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は

八
幡
の

元
で
そ

と

い
た

ち

と
内
密
の
話
が
あ
る

場
所
を
移
動
す
る

お
お

お

お
う

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
立
ち
上
が
り

突
然
八
幡
の
手
を

る
と

 
直
ぐ
近
く
に
い
た
イ
ヴ
こ
と
岡
野
舞
衣
に
言

た

マ
イ
マ
イ
オ
レ

ち
ち

と
ハ

を
自
宅
に
連
れ
込
ん
で
し

り
や

て
く
る
か
ら

 
見
て
見
ぬ

り
を
し
て
て
く
れ
よ
ナ

え

何
そ
れ

そ
れ
な
ら
私
も
混

て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

も

と
八
幡
様
の
事
を
色
々
知

り
た
い
し
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遠

し
ろ
後
輩

優
先

は
オ
レ

ち
が
先
だ

は
い
は
い

ご
ゆ

く
り

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

そ
の
言
い

は
誤
解
を
生
む
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
も

 
舞
衣
が
別
に
驚
く
事
も
無
く
冗
談
だ
と
思

て
い
る
ら
し
き
反
応
を
し
て
い
た
の
で

 
多
分
こ
れ
は
い
つ
も
の
ア
ル
ゴ
な
り
の
誤
魔
化
し
方
な
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
一
体
何
の
話
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
な
が
ら

素
直
に
ア
ル
ゴ
に

う
事
に
し
た

今
は
マ
イ
マ
イ

て
呼
ん
で
る
の
か

仲
良
く
な

た
も
ん
だ
な

さ
す
が
に
ネ

ト
上
の
名
前
で
呼
ぶ
の
は
対
外
的
に
は
ま
ず
い
だ
ろ

 
だ
か
ら
オ
レ

ち
の
事
も

今
は

子
か

も
し
く
は
部
⻑

て
呼
ば
せ
て
る

ゆ
う
こ

そ
れ
が
お
前
の
本
名
か

無
の

に

子

て
書
い
て

子

ア
ル
ゴ
か
ら
と

た

名
だ

あ

そ

結
局
お
前
の
本
名

て
何
な
の

オ
レ

ち
を

の
一
人
に
し
て
く
れ
れ
ば
そ
の
時
に
分
か
る

の
一
人

て
何
だ
よ

俺
に
は

は
明
日
奈
し
か
い
ね
え
よ

は
い
は
い

い
い
か
ら
こ

ち
だ
こ

チ
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そ
し
て
八
幡
は

ア
ル
ゴ
専
用
の
仮
眠
室
へ
と
案
内
さ
れ
る
事
と
な

た

お
前

こ
こ
で
い
つ
も

り
し
て
ん
の
か

い
方
が
落
ち
着
く
ん
だ
よ

ハ

も
分
か
る
だ
ロ

ま
あ
な

 
そ
こ
は
ベ

ド
と
ゴ
ミ

そ
れ
に
ノ

ト

と

衣

が
収
納
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
小
さ
な
ボ

ク
ス

が
置
い
て
あ
る

色
気
も
何
も
な
い
部
屋
が
あ

た

着

え
は
そ
の
ボ

ク
ス
の
中
か

お
う

こ
ん
な
感
じ
だ

あ
 
ア
ル
ゴ
は
八
幡
が
止
め
る
間
も
無
く
い
き
な
り
そ
の
ボ

ク
ス
を
開
け
た

 
そ
こ
に
は
思

た
よ
り
か
わ
い
い
デ
ザ
イ
ン
の
下
着

が

ん
で
お
り

 
八
幡
は

て
て
そ
こ
か
ら
目
を

ら
し
た

子

か
ヨ

う
う
る
せ
え
俺
は
そ
う
い
う
の
を
直

出
来
る
よ
う
な
大
人
に
は
な
り
た
く
な
い
ん
だ
よ

や
れ
や
れ
だ
ナ
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そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
そ
の
ボ

ク
ス
を

じ

八
幡
の
方
に
向
き
直

た

 
そ
の

間
に
ア
ル
ゴ
は
わ
ざ
と
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
八
幡
を
引

張
り
な
が
ら
ベ

ド
に

倒
れ
こ
ん
だ

お

ト

う
お

 
八
幡
は
ア
ル
ゴ
に
体
重
を
か
け
な
い
よ
う
に

必
死
に
手
で
自
分
の
体
を

え
た

 
そ
の
せ
い
で
ア
ル
ゴ
を
押
し
倒
す
よ
う
な
格
好
に
な

て
し
ま

た
が

 
ア
ル
ゴ
の
体
に
密
着
す
る
事
は
何
と
か
避
け
ら
れ
た

危
な
い
危
な
い

大
丈
夫
か

く
ふ
ふ
ふ
ふ

か
か

た
な
ハ

あ
あ

う
お

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
両
手
で

八
幡
が
自
分
の
体
を

え
て
い
る
そ
の
手
を

い
の
け

 
そ
の
せ
い
で
八
幡
は
完
全
に
ア
ル
ゴ
に

き
付
く
格
好
と
な

た

い
き
な
り
何
を
す
る
ん
だ
お
前
は

話
が
あ
る
か
ら
自
宅
に
連
れ
込
ん
で
し

り
や
る

て
言

た
だ
ろ
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そ
れ
に
一
切

抗
し
な
か

た
の
は
ハ

じ

な
い
か
ヨ

なさ
て
お

立
て
し
て
や

た
ん
だ
オ
レ

ち
へ
の
ご
褒
美
を
そ
ろ
そ
ろ
く
れ
て
も
い
い
ん

だ
こ
れ
の
ど
こ
が
ご
褒
美
な
ん
だ

 
そ
う
言

て
ア
ル
ゴ
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
た
八
幡
の
体
を
ア
ル
ゴ
は
両
手
両
足
で
ガ

チ
リ

束
し
た

お
い
こ
ら

こ
の
体
制
は
や
ば
い

て

そ
う
言
い
な
が
ら
実
は
喜
ん
で
る
ん
だ
ろ

顔
も

い
し
心

の

動
も

く
な

て
る

こ
の

況
で
そ
う
な
ら
な
い
方
が
お
か
し
い
だ
ろ

ふ
ふ
ん

こ
れ
で
も
オ
レ

ち
を
乙
女
だ
と
思
わ
な
い
の
カ

 
そ
の
言
葉
で
八
幡
は
こ
の
ア
ル
ゴ
の
行
動
の
原
因
が
先
ほ
ど
の
自
分
の
言
動
に
あ
る
の
だ
と

理
解
し
た

悪
か

た
悪
か

た
よ
お
前
は
乙
女
だ
十
分
乙
女
だ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
勘

し
て
く
れ

う
ひ
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そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
八
幡
の

を

み
し
な
が
ら

そ
の

元
で

い
た

そ
も
そ
も
ハ

は

薔
薇
ち

ん
に
ば
か
り
か
ま
い
す
ぎ
な
ん
だ
ぞ

 

た
小
鼠
は
こ
こ
に
も
い
る

て
事
を
も

と
自
覚
し
ろ
ヨ

小
鼠

て
そ
の
表
現
は
ど
う
な
ん
だ
よ
お
前
は
俺
の
中
で
は

た

て
い
う
感
じ
じ

な

い
ん
だ
が

そ
こ
が
勘
違
い
し
て
る
ん
だ
よ

オ
レ

ち
は

に

を
持
つ
身
で

 

に
も
マ

ク
さ
れ
ち
ま

て
る
か
ら

も
う
こ
こ
に
し
か
居
場
所
が
無
い
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
ち

ん
と
オ
レ

ち
の
事
も

ハ

が
一
生
面
倒
を
見
る
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

確
か
に
最
近
薔
薇
に
ば
か
り

い
す
ぎ
て
い
た
か
と
少
し
反
省
し
た

 
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
の
通
り
な
の
だ

ア
ル
ゴ
の
居
場
所
は
も
う
こ
こ
に
し
か
無
い

悪
か

た
よ
確
か
に
そ
の
通
り
だ

こ
れ
か
ら
は
お
前
の
事
を
も

と
大
切
に
す
る
事
に
す

る
ま
だ
分
か

て
な
い
な
ハ

は
薔
薇

ち
に
は
も

と
ぞ
ん
ざ
い
な
態
度
を
と

て
る
だ

ろ 
オ
レ

ち
に
も
も

と
そ
ん
な
感
じ
で
接
し
ろ

て
言

て
る
ん
だ
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そ
の
意
外
な
言
葉
に
八
幡
は
き

と
ん
と
し
た

え

お
前
ま
さ
か
ヤ
キ
モ
チ
焼
い
て
ん
の
か

う
る
さ
い
う
る
さ
い

そ
ん
な
ハ

は
こ
う
ダ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は

八
幡
の
首
筋
を

み
し

そ
の
ま
ま
ガ
ジ
ガ
ジ
と
か
じ
り
始
め
た

ば

こ
ら
ア
ル
ゴ

や
め
ろ

や
め
ろ

て

分
か

た

分
か

た
か
ら

分
か
れ
ば
い
い
ん
だ
ぞ

今
日
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
い
て
や
る
カ

 
そ
う
言

て
ア
ル
ゴ
は

や

と
八
幡
を
解
放
し
た

は

お
前
な

面
と
向
か

て
直
接
そ
う
言
え
ば
い
い
だ
ろ

そ
ん
な
事
恥
ず
か
し
く
て
出
来
る
か

て
ノ

今
の
は
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
よ

別
に
誰
も
見
て
な
い
し

逆
に
こ
う
い
う
場
所
の
方
が
簡

に
言
え

マ
イ
マ
イ

 
ア
ル
ゴ
は
何
故
か
疑
問
系
で
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
の
後
方
を
見
た

 
疑
問
に
思

た
八
幡
が
そ
ち
ら
を
見
る
と

 
部
屋
の
入
り
口
か
ら
舞
衣
が
こ
ち
ら
の
様
子
を

て
い
る

が
見
え
た

な



 第３６４話 アルゴの部屋（仮）にて

 
そ
し
て
入
り
口
の
ド
ア
が
開
き

舞
衣
が
顔
を

く
し
な
が
ら
ア
ル
ゴ
に
問
い
か
け
て
き
た

子

大
人
の

上

ち

た

お
う

も
う

が
ガ
ク
ガ
ク
だ
ぞ

こ
う
見
え
て
ハ

は
激
し
い
ん
だ

そ

そ
う
な
ん
だ

お
い
舞
衣

こ
い
つ
の
言
う
事
を
信
じ
る
ん
じ

ね
え

 
ア
ル
ゴ
も
ア
ル
ゴ
で
風
評
を
広
め
よ
う
と
し
て
る
ん
じ

ね
え
よ

よ
し
マ
イ
マ
イ

性
的
に
満
足
し
た
か
ら
オ
レ

ち
仕
事
に

る

だ
か
ら

い
い
な

八
幡
様

今
度
私
に
も
お
願
い
ね

だ
か
ら
そ
ん
な
関
係
は
何
も
ね
え

て

 
だ
が
八
幡
は
気
付
い
て
い
な
か

た

こ
の
舞
衣
も
あ
る
意
味
ア
ル
ゴ
と
同
じ
立
場
だ
と
い

う
事
を

 
つ
ま
り
い
ず
れ
舞
衣
も
こ
の
よ
う
な
行
動
に
出
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ

 
今
後
ど
う
な
る
か
は
八
幡
の

取
り
次
第
な
の
で
あ

た

そ
し
て
そ
ん
な
八
幡
に
ア
ル
ゴ

は
言

た
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そ
れ
じ

あ
仕
事
に

る
ぞ

ま
た
頼
む
な

ハ

ま
た

て
何
だ
よ

は
い
は
い
さ

さ
と
出
て

た
出
て

た

こ

ち
は
忙
し
い
ん
だ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
に
開
発
室
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
八
幡
は

る

る
と

え
な
が
ら

い
た

く

そ

今
に
見
て
ろ
よ

絶
対
に
あ
い
つ
を
ひ
い
ひ
い
言
わ
せ
て
や
る

 
そ
う

理
的
に
ど
う
な
の
か
と
誤
解
さ
せ
る
よ
う
な
事
を
言
い

 
八
幡
は
着
々
と

ア
ル
ゴ
の
引
越
し
計
画
の

取
り
を
進
め
る
事
を
決
意
し
た
の
だ

た

 
も
ち
ろ
ん
や
ら
れ

ぱ
な
し
な
八
幡
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
ま
だ
お
姫
様

こ
も
し
て
い
ま
せ
ん
し
ね



 第３６５話 これは恋ではなく憧れ

 
第
３
６
５
話
 
こ
れ
は
恋
で
は
な
く
憧
れ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

え

ち

と
か
お
り

言

て
る
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

だ
か
ら

ソ
レ
イ
ユ
本
社
の
全
フ
ロ
ア
に

木
を
設
置
し
た
い
か
ら

 
そ
れ
を
全
部
千
佳
の
家
に
頼
め
な
い
か

て
話
だ

て
ば

ち

ん
と
話

い
て
る

え

と

ソ
レ
イ
ユ
本
社
に

全
部

え

何
で
た
だ
の
受
付
嬢
に
そ
ん
な

限

が
あ
る
の

何
そ
れ
ウ
ケ
る

私
に
そ
ん
な

限
あ
る

無
い
じ

な
い

 
こ
ん
な
事
を
簡

に
言
え
る
の
は
あ
い
つ
し
か
い
な
い
で
し

あ

も
し
か
し
て
比
企
谷
君

あ
れ

何
で
う
ち
が
花
屋
だ

て
知

て
る
の

何
言

て
る
の

マ
ジ
ウ
ケ
る
京
都
で
会

た
時
に
千
佳
が
自
分
で
言

て
た
じ

な
い

あ
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こ
こ
で
少
し
話
は

る

こ
の
日
千
佳
は

話
で
か
お
り
と
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

え

と

え

う
ち
は
た
だ
の
町
の
花
屋
だ
よ

そ
ん
な
幸
せ
な
事
が
あ

て
い
い
の

 
そ
う
い
う
仕
事
は
普
通
大
手
が
受
け
る
も
の
だ
し
あ
の

模
だ
と
相
当
お
金
が
か
か
る
よ

何
で
あ
ん
た
が
こ

ち
の
お
金
の
心
配
を
し
て
る
の
よ

 
そ
ん
な
の
比
企
谷
が
い
い

て
言
う
ん
だ
か
ら
い
い
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
つ
い
で
に
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
お
願
い
し
た
い

て
言

て
た
わ
よ

メ
ン
テ
も

年
間
の

持

が
こ
れ
く
ら
い
か
か
る
と
し
て

 

そ
れ
だ
け
で
も
う
ち
の
家
は
慎
ま
し
く

ら
し
て
い
け
ば
食
べ
て
い
け
ち

う
ん
だ
け

ど
良
か

た
じ

な
い

と
り
あ
え
ず
話
は
通
し
た
わ
よ

う

う
ん

あ
り
が
と
う

両
親
と
相
談
し
て
み
る
ね

 
そ
し
て
千
佳
は

て
て
二

に
あ
る
自
分
の
部
屋
か
ら
駆
け
下
り

 
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
居
間
へ
と
駆
け
下
り
た

お

さ
ん
お
⺟
さ
ん

大
変
な
の
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千
佳

そ
ん
な
に
息
を
切
ら
せ
て
ど
う
し
た
ん
だ
い

も
う

家
の
中
を
走
る
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん

そ
ん
な
の
ん
び
り
し
た
話
じ

な
い
ん
だ
よ

 
そ
し
て
千
佳
は

ソ
レ
イ
ユ
へ
の

木
の
納
入
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
事
を
両
親
に
伝
え
た

 
だ
が
千
佳
の
予
想
と
は
違
い

両
親
は
そ
れ
に
あ
ま
り
い
い
顔
を
し
な
か

た

も
う

ど
う
し
て
二
人
と
も
そ
ん
な
に
乗
り
気
じ

な
い
の

 
せ

か
く
比
企
谷
君
が

う
ち
の

に
い
い
話
を
持

て
き
て
く
れ
た
の
に

そ
う
は
言

て
も

な

そ
う
そ
う
こ
の
ご
時
勢
に
そ
ん
な
都
合
の
い
い
話
な
ん
て
絶
対
に
裏
が
あ
る
に
決
ま

て

る
で
し

千
佳
お
前
も
か
お
り
ち

ん
も
そ
の
比
企
谷

て
人
に
騙
さ
れ
て
る
ん
じ

な
い
の
か

 
両
親
の
危

も
分
か
ら
な
い
で
は
な
い

確
か
に
降

て

い
た
よ
う
な
話
だ
か
ら
だ

 

の
千
佳
な
ら
確
か
に
同
じ
よ
う
な
事
を
考
え
た
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い

 
だ
が
今
の
千
佳
は
も
う
八
幡
の
事
を
知

て
い
る

今
回
の
事
で
お

を
言

た
と
し
て
も

 
多
分
彼
は
少
し

れ
た
顔
で
こ
う
言
う
に
決
ま

て
い
る
の
だ
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大
変
な
事
を
頼
ん
で
し
ま

て
ご
め
ん
な

俺
で
良
か

た
ら
手
伝
お
う
か

 
そ
ん
な
八
幡
の

に

高
校
時
代
の
八
幡
の

が
だ
ぶ
る

 
自
分
達
が
ど
ん
な
に
失

な
事
を
言

て
も
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

 
場
の
雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
我
慢
し
て
く
れ
て
い
た
八
幡
の

が
だ

 
千
佳
は

何
と
か
両
親
に
同
意
し
て
も
ら
お
う
と
必
死
に
説
得
を
開
始
し
た

 
だ
が
両
親
は
最
初
か
ら

く

を
持
た
な
い
よ
う
に

頑
な
な
態
度
を
崩
さ
な
か

た

 
そ
し
て
千
佳
は

た
よ
う
な
顔
で

り
こ
く
る
と

を

る
わ
せ
始
め
た

比
企
谷
君
の
事
を
知
り
も
し
な
い
で
よ
く
も
ま
あ

 
千
佳
か
ら
そ
ん
な

き
が

こ
え

両
親
は
そ
ん
な
千
佳
の
顔
を
見
て
ギ

と
し
た

 
千
佳
が

ろ

ろ
と
涙
を
流
し
て
い
た
か
ら
だ

お

お
い
千
佳

も
う

も
う

何
で
分
か

て
く
れ
な
い
の

彼
は
た
だ
優
し
い
だ
け
な
の
に

 
ど
う
し
て
お

さ
ん
も
お
⺟
さ
ん
も

物
事
を

象
だ
け
で
決
め
付
け
て

 
ち

ん
と
目
の
前
の
事
実
を
見
て
く
れ
な
い
の

そ
ん
な
の

の
私
と
同
じ
じ

な
い

 
私
も

同
じ
よ
う
に
彼
を

付
け
て

も
う
二
度
と
そ
ん
な
事
は
し
な
い
と

た
の
に
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ど
う
し
て
そ
れ
を
お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
が

魔
す
る
の

べ

別
に
私
達
は
そ
ん
な
つ
も
り
は

つ
も
り
も
何
も

さ

き
か
ら

い
て
れ
ば
信
用
出
来
な
い
だ
の
な
ん
だ
の

 
ま

た
く
話
を

く
気
が
無
い
じ

な
い

馬

お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
の
馬

 
そ
う
言

て
千
佳
は

り
と

し
み
に
包
ま
れ
な
が
ら
自
分
の
部
屋
へ
と
駆
け
込
ん
だ

 
後
か
ら
後
か
ら
涙
が

れ
て
止
ま
ら
な
い

 
そ
し
て
千
佳
は

自
分
が
断

た
場
合
に
八
幡
が
ど
う
い
う
反
応
を
す
る
か
考
え
た

 
多
分
八
幡
は

困

た
よ
う
な
顔
で
こ
う
言
う
の
だ
ろ
う

そ

か
確
か
に
い
き
な
り
こ
ん
な
事
を
言
わ
れ
て
も
困
る
よ
な
本
当
に
ご
め
ん
な
仲
町

さ
ん

 
千
佳
は

自
分
が
悪
い

で
も
な
い
の
に
絶
対
に
八
幡
が
謝
る
事
を
確
信
し
て
い
た

そ
う
い
え
ば

京
都
で
再
会
し
た
時
も
い
き
な
り
謝
ら
れ
ち

た

け

 
悪
い
の
は
私
だ

た

て
い
う
の
に

 
そ
し
て
千
佳
は

二
度
と
彼
に
謝
ら
せ
て
は
い
け
な
い
と
考
え

 
決
意
も
新
た
に
立
ち
上
が
る
と

涙
を

た
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こ
の
く
ら
い
で
く
じ
け
て
た
ら

比
企
谷
君
に
笑
わ
れ
ち

う
ね

 
ま
あ
彼
は
笑

た
り
し
な
い
で

そ
ん
な
私
を

め
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
さ

 
ゲ

ム
の
中
に

じ
込
め
ら
れ
る
絶
望
に
比
べ
た
ら
こ
の
く
ら
い
は
何
で
も
な
い

 
頑
張

て
お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
を
説
得
し
な
き

 
千
佳
は
そ
う
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
り

自
分
の

を
叩
い
た

 
そ
ん
な
時

千
佳
の
部
屋
の
扉
が
ノ

ク
さ
れ
た

千
佳

千
佳

ご
め
ん
よ

私
達
が
悪
か

た

 
千
佳
は
そ
の
両
親
の
言
葉
を
受
け

そ

と
扉
を
開
け
た

 
そ
こ
に
は
両
親
が

お
ろ
お
ろ
し
た
よ
う
な
顔
で
立

て
お
り

 
二
人
は
千
佳
が

き
や
ん
で
い
る
の
を
見
て
ホ

と
し
た
顔
を
し
た

二
人
と
も
ご
め
ん
な
さ
い

そ
れ
じ

あ
下
で

め
て
話
を
し
よ

か

あ
あ

そ
う
だ
な

え
え

そ
う
し
ま
し

う

 
千
佳
は
そ
う
言
い

両
親
も
そ
れ
に
同
意
し
た
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そ
し
て
居
間
に

た
後
千
佳
は
説
明
を
始
め
よ
う
と
し
た
の
だ
が
そ
ん
な
千
佳
を
両
親

が

た

仕
事
の
話
よ
り
も

先
ず
は
そ
の
比
企
谷
君
の
事
を
教
え
て
く
れ
な
い
か

 
千
佳
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た
が

確
か
に
そ
の
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
考
え

 
八
幡
に
つ
い
て

自
分
が
知

て
い
る
限
り
の
事
を
話
す
事
に
し
た

 
そ
ん
な
千
佳
の
話
を

両
親
は

て

い
て
く
れ
た

と
い
う

で
ね

彼
は
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
に
し
て

英
雄
な
ん
だ
よ

 

そ
う
か

あ
の
事
件
の

本
当
に
凄
い
人
な
の
ね

 
そ
う
八
幡
の
事
を
楽
し
そ
う
に
話
す
千
佳
を
見
て

両
親
は
納
得
し
た
よ
う
に

い
た

そ
う
い
え
ば
前

か
お
り
ち

ん
が
う
ち
に
来
て
大

き
し
た
事
が
あ

た
わ
よ
ね

あ
う
ん
そ
う
そ
う
そ
の
時
の
相
手
が
比
企
谷
君
か
な
あ
の
時
は
本
当
に
大
変
だ

た
よ

ね 
か
お
り
が
せ

か
く
仲
直
り
出
来
た
の
に

て
言
い
な
が
ら
う
ち
で
大

き
し
ち

て

さ
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そ
ん
な
か
お
り
も
今
は
彼
の
会
社
で
受
付
嬢
を
し
て
る
ん
だ
よ
ね
本
当
に
幸
せ
そ
う
な
顔
で

さ 
そ
の
千
佳
の
様
子
を
見
て

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

そ

と
千
佳
に

ね
て
き
た

も
し
か
し
て
千
佳
は

比
企
谷
君
の
事
が
好
き
な
の
か
い

え
 
千
佳
は
そ
ん
な
事
を

か
れ
た
の
は
初
め
て
だ

た
の
で

 
き

と
ん
と
し
た
様
子
で
何
か
を
考
え
始
め
た

え

私
が
比
企
谷
君
と

あ
の
メ
ン
バ

を
差
し
置
い
て

い
や
い
や

無
い
無
い

 
で
も
想
像
し
て
み
る
く
ら
い
な
ら

 
そ
し
て
千
佳
は
八
幡
の
隣
に
自
分
が
笑
顔
で
立

て
い
る

を
想
像
し
若

口
元
を
に
や

け
さ
せ
た

 
だ
が
直
後
に
千
佳
は

か
ぶ
り
を

て
両
親
に
こ
う
答
え
た

私
な
ん
か
じ

無
理
無
理
彼
の

り
に
は
そ
れ
は
そ
れ
は
凄
い
女
性
が

山
い
る
ん
だ
も

の 
で
も
そ
う
だ
な

も
し
彼
が
う
ち
に

入
り
し
て
く
れ
る
事
に
な

た
ら
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そ
れ
は
そ
れ
で
絶
対
に
私
は
幸
せ
に
な
れ
る

て
確
信
出
来
る
く
ら
い
に
は
好
き
か
な

 
あ
で
も
勘
違
い
し
な
い
で
よ
ね
ど

ち
か

て
い
う
と
憧
れ
て
る

て
気
持
ち
の
が
大
き

い
ん
だ
か
ら

な
る
ほ
ど

 
確
か
に
千
佳
の
態
度
は

身
近
な
好
き
な
人
に
対
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く

 

名
人
に
対
す
る
態
度
に
見
え
た

両
親
は
そ
の
言
葉
に
納
得
し
た

で

ど
う
す
る
の

そ
う
だ
な

こ
の
話

是
非
受
け
た
い
と
先
方
に
お
伝
え
し
て
く
れ

本
当
に
い
い
の

え
え

も
ち
ろ
ん
よ

こ
れ
は
私
達
も
張
り
切
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
ん
な
千
佳
の
笑
顔
を
見
な
が
ら

二
人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に

い
た

 
そ
し
て
部
屋
に

た
千
佳
は
か
お
り
に

の
旨
を
伝
え
そ
の
日
は
幸
せ
な
気
分
で
眠

り
に
つ
い
た
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次
の
日
千
佳
の
下
に

八
幡
か
ら
直
接
連

が
入

た

も
し
も
し
え
と
比
企
谷
で
す
が

こ
ち
ら
は
仲
町
千
佳
さ
ん
の

で
宜
し
い
で
す
か

 
そ
の
か
し
こ
ま

た
八
幡
の
態
度
に

千
佳
は
思
わ
ず

き
出
し
た

あ

と
ご
め
ん

久
し
ぶ
り
だ
ね
比
企
谷
君

 
凄
く
丁

な
口
調
だ

た
か
ら

思
わ
ず

き
出
し
ち

た

ご
め
ん
ね

そ
れ
な

よ
く
言
わ
れ
る
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

あ
あ

だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
く
れ

自
分
で
も

り
な
が
ら

 
こ
れ
は
ち

と
丁

す
ぎ
る
か
な

て
思

て
る
か
ら
さ

あ
は

 
そ
し
て
八
幡
は
本
題
に
入

た

木
の
納
入
の
件
で
現
地
を
見
て
欲
し
い
ん
だ
が

今
日

て
時
間
あ

た
り
し
な
い
か

あ

う
ん

店
番
を
お
⺟
さ
ん
に
代
わ

て
も
ら
う
だ
け
だ
か
ら
い
つ
で
も
大
丈
夫
だ
よ

そ
れ
じ

あ
今
日
会
え
な
い
か

キ

ト
を
迎
え
に
寄
越
す
か
ら

乗

て
く
れ
る
だ
け
で
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い
い

 
千
佳
は
そ
の
言
葉
に
一

ド
キ
リ
と
し
た
が

 
特
に
勘
違
い
す
る
よ
う
な
事
も
無
く

普
通
に
こ
う
返
事
を
し
た

う
わ

キ

ト
に
会
う
の
も
久
し
ぶ
り
だ
ね

あ
り
が
と
う

何
時
く
ら
い
か
な

そ
れ
じ

あ

  
約
束
の
時
間
の
一
時
間
前
か
ら

千
佳
は
念
入
り
に
準
備
を
始
め
た

ち

と
千
佳

く
な
い

い
い
の
大
企
業
の
社
⻑
に
な
る
人
と
会
う
ん
だ
か
ら
そ
れ
な
り
の
格
好
を
し
な
い
と
だ
も

ん
は
い
は
い

こ

ち
の
事
は
い
い
か
ら

楽
し
ん
で
き
な
さ
い
ね

そ
ん
な
ん
じ

な
い
も
ん

仕
事
だ
も
ん

は
い
は
い

仕
事
ね

 
そ
し
て
千
佳
は
シ

ワ

を

び

ま
る
で
誰
か
と
デ

ト
に
行
く
前
の
よ
う
に

 
念
入
り
に
化

を
し

服
を
選
ん
だ
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こ
れ
で
も
な
い

う
う
ん

こ
れ

こ
れ
か
な

か
お
り
に
も
褒
め
ら
れ
た
し

 
あ
あ

で
も
か
お
り
は
何
で
も
基
本
褒
め
る
か
ら
な

 
そ
し
て
千
佳
は
う
ん
う
ん

た
後

こ
れ
な
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
服
に
身
を
包
み

 
家
の
前
で
キ

ト
の
到
着
を
待

た

そ
し
て
時
間
ピ

タ
リ
に

キ

ト
が

を
現
し
た

千
佳

お
久
し
ぶ
り
で
す

お
元
気
で
す
か

う
ん

う
わ

や

ぱ
り
キ

ト
は
格
好
い
い
ね

私
は
元
気
だ
よ

京
都
以
来
だ
ね

キ

ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
当
に
元
気
そ
う
で
良
か

た
で
す

 
そ
ち
ら
は
お
⺟
様
で
す
か

初
め
ま
し
て

私
は
キ

ト
で
す

こ

こ
れ
は
ご
丁

に

 
千
佳
の
⺟
親
は

驚
き
つ
つ
も
何
と
か
キ

ト
に
そ
う

を
し
た

 
そ
し
て
千
佳
は
ご
く
自
然
な
態
度
で
キ

ト
に
乗
り
込
み

去

て
い

た

比
企
谷
君

て
私
達
の
想
像
以
上
に
本
当
に
凄
い
の
ね

 
そ
れ
に
う
ち
の
子
も

あ
ん
な
に
物
怖
じ
し
な
い
子
だ

た
か
し
ら

 
⺟
親
は
そ
う

い
た
後

店
番
に

り
な
が
ら
こ
う
思

た
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そ
れ
に
し
て
も
あ
ん
な
千
佳
を
見
る
の
は
久
し
ぶ
り
ね

お
め
か
し
し
ち

て
ま
あ

 
ね

キ

ト

こ
れ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
の

直
接
ソ
レ
イ
ユ

い
い
え

八
幡
を

わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で

先
ず
は
帰
還
者
用
学
校
で
す
ね

あ

な
る
ほ
ど

し
か
し
今
日
は
と
て
も
か
わ
い
い
格
好
を
し
て
い
ま
す
ね

千
佳

 
そ
の
言
葉
に
千
佳
は
の
け
ぞ

た

ま
さ
か
キ

ト
が
お
世

を
言
う
と
は
思
わ
な
か

た
か

ら
だキ

ト
は
お
世

も
言
え
る
ん
だ

私
に
そ
ん
な
機
能
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん

 
あ
く
ま
で

種
デ

タ
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
思

た
事
を
お
伝
え
し
て
い
る
だ
け
で
す

そ

か

ふ
ふ

素
直
に
嬉
し
い
か
な

そ
う
思

て

け
れ
ば

私
も
嬉
し
い
で
す

 
そ
し
て
帰
還
者
用
学
校
に
着
き

を
降
り
た
千
佳
に
駆
け
寄

て
く
る
者
が
い
た
明
日
奈

で
あ
る
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千
佳

久
し
ぶ
り

明
日
奈

 
そ
の
ま
ま
二
人
は

き
合
い

再
会
を
喜
び
あ

た

京
都
以
来
だ
ね

元
気
だ

た

う
ん

私
は
と
て
も
元
気
だ
よ

今
回
も
比
企
谷
君
に
大
き
な
仕
事
を
も
ら

ち

て

 
本
当
に
比
企
谷
君
に
は

が
上
が
ら
な
い
よ

あ
は

そ
う
み
た
い
だ
ね

で

そ
の
比
企
谷
君
は

直
ぐ
に
こ
こ
に
来
る
と
思
う
よ

今
日
は

当
番
な
の

あ

そ
う
な
ん
だ

相
変
わ
ら
ず
真
面
目
だ
ね

 
丁
度
そ
の
時

遠
く
か
ら
八
幡
が
歩
い
て
く
る
の
が
見
え
た

 
隣
に
は
友
達
な
の
だ
ろ
う

親
し
げ
な
様
子
の
者
が
三
人
と

 
そ
の
後
ろ
か
ら
何
人
も
の
生
徒
が
付
い
て
く
る
の
が
見
え
た

え

と

ね

明
日
奈

あ
の
後
ろ
の
人
だ
か
り
は

あ

う
ん

ま
あ
気
に
し
な
く
て
い
い
か
な

い
つ
も
の
事
だ
か
ら



 第３６５話 これは恋ではなく憧れ

え

そ
う
な
の

あ
は

ま
あ
気
に
せ
ず
声
を

け
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
う
よ

あ

う
ん

 
そ
し
て
千
佳
は

八
幡
に
手
を

り
な
が
ら
そ
の
名
前
を
呼
ん
だ

比
企
谷
く

ん

 
そ
の

間
に

囲
の
生
徒
達
が
ざ
わ
つ
き

そ
の

線
が
一

に
千
佳
に
注
が
れ
た
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第
３
６
６
話
 
千
佳

頑
張
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

え
 
急
に

囲
の
生
徒
達
の

線
に

さ
れ

千
佳
は
少
し
後
ず
さ

た

 
そ
ん
な
千
佳
の

を

明
日
奈
が

ん
と
叩
い
た

大
丈
夫
大
丈
夫

い
つ
も
の
事
だ
か
ら
気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

い

い
つ
も
な
ん
だ

 
そ
う
は
言
わ
れ
た
も
の
の

こ
う
い

た

線
に
ま

た
く
慣
れ
て
い
な
い
千
佳
は

 
平
然
と
し
て
い
る
事
は
出
来
な
か

た

 
だ
が
明
日
奈
が
隣
に
い
る
安
心
感
も
あ
り
千
佳
は
気
に
し
つ
つ
も
そ
の
ま
ま
手
を

り
続
け

た 
そ
ん
な
二
人
の
下
に
八
幡
達
が
合
流
し

千
佳
は
や

と
落
ち
着
く
事
が
出
来
た
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ご
め
ん
仲
町
さ
ん

ち

と

で

れ
ち
ま

た

あ

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

こ
れ
は
俺
の
親
友
の
桐

谷
和
人
と

崎
里
香

そ
れ
に

野
珪
子
だ

 
こ
ち
ら
は
仲
町
千
佳
さ
ん

俺
の
高
校
の
時
の
友
達
だ

 
そ
の

高
校
の
時
の
友
達
と
い
う
言
葉
に
千
佳
は
胸
を
熱
く
し
た

 
あ
ん
な
事
が
あ

た
の
に
自
分
を
友
達
だ
と
言
い
切

て
く
れ
る
そ
の
気
持
ち
が
千
佳
は
嬉

し
か

た

え

と

仲
町
さ
ん

宜
し
く

千
佳
で
い
い
の
か
な

宜
し
く
ね

千
佳
さ
ん

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
理
由
と
共
に
こ
れ
か
ら
千
佳
と
一

に
ソ
レ
イ
ユ
へ
向
か
う
事
を
告
げ

た
あ
そ
こ
の
ビ
ル
全
体
に

木

て

大
変
な
ん
じ

な
い
の
か

一
度
設
置
し
ち

え
ば
後
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
定
期
的
に
入
れ

え
す
る
だ
け
だ
か
ら
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最
初
だ
け
ア
ル
バ
イ
ト
を

え
ば
大
丈
夫
だ
と
思
う

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら
言

た

よ
し
和
人

お
前
も
バ
イ
ト
し
ろ

え
え

い
や

ま
あ
別
に
い
い
け
ど
さ

冗
談
の
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が

本
人
は
や
る
気
み
た
い
だ
な

冗
談
だ

た
の
か
よ

 
千
佳
は
顔
を

ば
せ
な
が
ら

そ
ん
な
和
人
に
言

た

あ
は
今
日

し
い

況
が
分
か

た
ら

集
を
か
け
る
か
ら
そ
の
時
は
お
願
い
す
る
か
も

 
多
分
日

一
万
く
ら
い
に
な
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

休

は
う
ち
の
休

所
を
使
え
ば
い
い
し

は
う
ち
の
社
員
食

の
タ
ダ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
よ

わ
お

至
れ
り
尽
く
せ
り
だ
ね

 
そ
し
て
和
人
も
胸
を
ド
ン
と
叩
き
な
が
ら
言

た

お
う

任
せ
て
く
れ

こ
れ
俺
の
連

先
だ
か
ら

い
つ
で
も
声
を

け
て
く
れ
よ
な

う
ん

あ
り
が
と
う
和
人
君
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そ
ん
な
和
人
に

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
里
香
が
言

た

和
人

し

か
り
働
い
て
私
達
に
美
味
し
い
も
の
を

る
の
よ

た
か
る
気
満
々
か
よ

ま
あ
別
に
い
い
け
ど
さ

 
千
佳
は
そ
の
遣
り
取
り
を

自
分
が
ま
る
で
高
校
生
に

た
か
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
た

 
そ
し
て
八
幡
に
も
今
は
こ
ん
な
に
仲
の
い
い
友
達
が

山
い
る
事
を
嬉
し
く
思

た

 
そ
し
て
明
日
奈
達
四
人
に
別
れ
を
告
げ
八
幡
と
一

に
キ

ト
に
乗
り
込
も
う
と
し
た
千
佳

は 
チ
ラ
リ
と

り
の
生
徒
達
に
目
を
や

た

そ
こ
か
ら
感
じ
ら
れ
る

線
に
は
覚
え
が
あ

た
こ
れ

高
校
の
時
に
か
お
り
と
一

に
い
た
時
に
た
ま
に
感
じ
て
た

線
と
一

だ

 

望
と

が
入
り
混
じ

た
よ
う
な

そ
ん
な
感
じ

 
千
佳
は
そ
う
思
い

八
幡
の
顔
を

め
て
見
つ
め
た

こ
れ
が
今
の
比
企
谷
君
の
ポ
ジ
シ

ン
か

や

ぱ
り
凄
い
な

 

感
じ
て
た

線
と
は

が
違
う
よ

 
そ
ん
な
千
佳
に

八
幡
が
声
を

け
た
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ん

仲
町
さ
ん

ど
う
か
し
た
か

う
う
ん
ほ
ら
あ
の
生
徒
さ
ん
達
は
ほ

と
い
て
い
い
の
か
な

て
ち

と
思

た
だ
け

あ
あ

あ
い
つ
ら
な

あ
い
つ
ら
は
本
当
に
俺
達
の
事
が
好
き
す
ぎ
る
ん
だ
よ
な

あ
は

だ
か
ら
一

に
い
る
私
に
も
こ
ん
な
に

線
が
注
が
れ
ち

う
ん
だ

ご
め
ん

ち

と
う
ざ
か

た
か

あ

違
う
の

ち

と
び

く
り
し
た
だ
け
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で

ち

と
だ
け
優
越
感
も
感
じ
ち

た
け
ど

そ
れ
く
ら
い
は
い
い
よ
ね

ふ
ふ

そ
う
か

そ
れ
じ

行
こ
う
か

う
ん

仕
事
の
時
間
だ
ね

 
そ
し
て
二
人
は

り
返

て
四
人
に
手
を

り

ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た

 
残
さ
れ
た
四
人
は

そ
れ
を
見
送

た
後
も
会
話
を
続
け
て
い
た

と
こ
ろ
で
明
日
奈
仲
町
さ
ん
お
し

れ
と
か

分
気
合
が
入

て
た
よ
う
に
見
え
た
け
ど

 
も
し
か
し
て
彼
女
も
八
幡
の
事
が
好
き
な
の
か

 
和
人
に
突
然
そ
う
言
わ
れ

明
日
奈
は
思
い

き
り

け
反

た

も
う

和
人
君
た
ら

よ
り
に
よ

て
そ
れ
を
私
に

く
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あ
い
や
そ

ち
方
面
だ
と
明
日
奈
が
女
性

を
仕
切

て
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
さ

こ
ら
和
人

デ
リ
カ
シ

が
無
い

そ
う
で
す
よ

さ
す
が
に
そ
れ
は

護
出
来
ま
せ
ん

わ

悪
か

た
よ

 
和
人
は
三
人
か
ら
一

攻
撃
を
く
ら

て
小
さ
く
な

た

そ
し
て
里
香
が
明
日
奈
に

ね

た
で

ど
う
な
の

そ
う
だ
ね

あ
れ
は
多
分
違
う
ん
じ

な
い
か
な

 
千
佳
が
八
幡
君
を
見
る
目

て

名
人
を
見
る
時
の
目
と
い
う
か

 
自
分
が
フ

ン
の
ア

テ

ス
ト
を
見
る
目
み
た
い
な
感
じ
だ
し

り

里
香
も
普
通
に

い
て
る
じ

な
い
か
よ

そ
れ
に
何
で
明
日
奈
も
普
通
に
答
え
て
る

ん
だ
よ

え

だ

て
興
味
が
あ

た
し

は
い

今
日
の
和
人
君
い
じ
り
終
了

お
前
ら
な
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そ
し
て
四
人
は
と
り
と
め
の
な
い
話
を
し
な
が
ら

に
向
か

て
の
ん
び
り
と
歩
き
出
し
た

の
だ

た

し
か
し
和
人

よ
く
仲
町
さ
ん
が
お
し

れ
し
て
る

て
分
か

た
ね

感
な
く
せ
に

一
言
余
計
だ
よ

俺
だ

て
そ
の
く
ら
い
分
か
る
よ

そ
の

自
分
の
格
好
に
は
無

着
な
の
よ
ね

う

そ
れ
は
自
覚
し
て
る

あ
は
は
は
は

  
一
方
キ

ト
の

内
で
は

八
幡
が
千
佳
に
お
ず
お
ず
と
こ
ん
な
事
を
言

て
い
た

そ
う
い
え
ば
仲
町
さ
ん

今
日
の
服
装

凄
く
仲
町
さ
ん
に
似
合

て
る
な

 
俺
は
そ
う
い
う
の
に
は

い
か
ら
上
手
く
説
明
出
来
な
い
ん
だ
が
何
か
い
い
な

て
思

た 
そ
の
八
幡
の
お
世

も
何
も
な
い
正
直
な
表
現
に
千
佳
は
嬉
し
さ
を

え
ら
れ
な
い
よ
う
に

言

た
普

あ
ん
ま
り
そ
う
い
う
事
を
言
わ
な
い

て
人
に
そ
う
言

て
も
ら
え
た

て
の
が
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私
と
し
て
は
一
番
嬉
し
い
よ

あ
り
が
と
う

比
企
谷
君

お
お
う

そ
う
思

て
も
ら
え
た
な
ら
思
い
切

て
言

た
甲
斐
が
あ

た

て
も
ん

だ
ふ
ふ

  
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
に
着
い
た
八
幡
と
千
佳
は

薔
薇
の
案
内
で
社
内
を
回
り

 
ど
こ
に

木
を
設
置
す
る
の
が
い
い
か
話
し
合

た

 
千
佳
は
薔
薇
に

さ
れ
た
社
内
の
見
取
り
図
に
色
々
と
記
入
し
な
が
ら
う
ん
う
ん
と

て

い
たこ

こ
に
は
こ
れ

そ
れ
に
こ
こ
に
は
こ
れ

と

何
を
置
く
か
は
あ
る

度
プ
ロ
で
あ
る
仲
町
さ
ん
に
任
せ
る
わ

は
い

頑
張

て
考
え
ま
す
ね

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
八
幡
が

い
き
な
り
こ
ん
な
提
案
を
し
た

よ
し

こ
こ
に
は
食

物
を
置
く
か

え

こ

こ
こ

て
社
⻑
室
の
前
じ
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あ
ん
た
ね

そ
ん
な
事
し
た
ら
ボ
ス
に
セ
ク
ハ
ラ
さ
れ
る
わ
よ

 
そ
う

れ
た
顔
で
言
う
薔
薇
に

八
幡
は
平
然
と
言

た

い
い
ん
だ

て

姉
さ
ん
に
は
そ
れ
く
ら
い
が
お
似
合
い
だ

こ
え
て
る
わ
よ

 
そ
の
時
突
然
社
⻑
室
の
ド
ア
が
開
き

中
か
ら
陽
乃
が
顔
を
出
し
た

げ

食

物

 

ふ

ん

八
幡
君
は
私
に
セ
ク
ハ
ラ
さ
れ
た
い
ん
だ

普
通
セ
ク
ハ
ラ
は
俺
が
す
る
も
ん
じ

な
い
ん
で
す
か
ね

そ
ん
な
度
胸
も
無
い

に

よ
し
薔
薇

間
接
セ
ク
ハ
ラ
だ

姉
さ
ん
の
胸
を

め

あ
ん
た
い
き
な
り
何
を
言
い
出
す
の
よ

そ
ん
な
事
出
来
る

無
い
で
し

あ
は

あ
は
は
は
は
は

 
そ
の
遣
り
取
り
を

い
た
千
佳
は

た
ま
ら
ず
笑
い
出
し
た

 
そ
し
て
千
佳
は

て
て
口
を
押
さ
え

陽
乃
に
謝

た

あ

と
す
み
ま
せ
ん

ご

が

れ
ま
し
た
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私
は
フ
ラ
ワ

シ

プ

ナ
カ
マ
チ

ク

の
仲
町
千
佳
と

し
ま
す

 
こ
の
度
は
大
き
な
仕
事
を
任
せ
て

い
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
⻑

あ
ら

八
幡
君
の
お
友
達
な
の
に
と
て
も

儀
正
し
い
の
ね

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
ね

一
言
余
計
だ
が

事
実
だ
か
ら
ま
あ
い
い
か

あ
の

そ
れ
と
高
校
の
時
は
比
企
谷
君
の
事

色
々
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
葉
山
君
に

ら
れ
た
時
社
⻑
も
あ
の
場
に
い
た
と

て
ま
す
か
お
り
共
々
本
当
に
反
省

し
て
ま
す

 
そ
の
言
葉
に
陽
乃
は
き

と
ん
と
し

考
え
込
ん
だ

か
お
り
ち

ん

う
ち
の
受
付
の

あ

あ

 
そ
う
い
え
ば
か
お
り
ち

ん
に
も
初
め
て
会

た
時
に
謝
ら
れ
た

け
そ

か
そ

か
あ

の
時
の
子
だ

 

は
い

本
当
に
そ
の

は

 
そ
う

を
下
げ
る
千
佳
に

陽
乃
は

揚
に
手
を

り
な
が
ら
言

た

あ
あ
い
い
の
よ
い
い
の
よ
あ
の
時
は
私
も
八
幡
君
の
事
を
あ
ま
り
良
く
思

て
な
か

た

し
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わ
ざ
と
困
ら
せ
よ
う
と
し
た
部
分
も
あ
る
し
ね

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

ほ
ら

だ

て
八
幡
君

て

な
ん
か
困
ら
せ
た
く
な
る
じ

な
い

本
人
の
前
で
そ
う
い
う
事
言
う
ん
じ

ね
え
よ

お
か
げ
で
こ

ち
は
い
つ
も
困

て
る
よ

 
た
ま
ら
ず
八
幡
が
そ
う
突

込
ん
だ
が

陽
乃
は
気
に
せ
ず
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑

て
い
た

は
 
八
幡
は
そ
う
た
め
息
を
つ
い
た
後

も
何
か
言
お
う
と
す
る
千
佳
の
方
に
向
き
直
り

 
千
佳
の

の

前
に
人
差
し
指
を
差
し
出
し

千
佳
が

る
の
を
止
め
な
が
ら
言

た

仲
町
さ
ん

あ
の
時
の
事
は
俺
は
何
と
も
思

て
な
い
し

 
む
し
ろ
こ

ち
が
迷
惑
を
か
け
た
と

し

な
い
く
ら
い
だ

 
だ
か
ら
お

い
そ
の
事
は
気
に
せ
ず
今
こ
う
し
て
仲
良
く
な
れ
た
事
だ
け
を
喜
べ
ば
い
い
ん

じ

な
い
か

う

う
ん

 
そ
ん
な
八
幡
に

千
佳
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
答
え
た
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さ
て

そ
れ
じ

姉
さ
ん

さ

さ
と
仕
事
に

れ

は

い

そ
れ
じ

千
佳
ち

ん

頑
張

て
ね

は
い

 
陽
乃
は
そ
う
言

て

笑
顔
で
千
佳
に
手
を

り
な
が
ら
部
屋
の
中
へ

て
い

た

 
ど
う
や
ら
陽
乃
も

は
と
も
か
く
今
の
千
佳
の
事
が
気
に
入

た
ら
し
い

 
八
幡
は
そ
れ
を
素
直
に
喜
び
つ
つ

千
佳
と
薔
薇
と
三
人
で
社
内
を
全
て
回
り

 
何
を
ど
こ
に
置
く
か
の
計
画
を
き

ち
り
と
立
て
終
わ

た

こ
ん
な
も
ん
か

う
ん

結

絞

た
つ
も
り
だ
け
ど

や

ぱ
り
多
い
ね

そ
れ
じ

あ
仲
町
さ
ん

見

も
り
と
納
品
計
画
書
は
後
日
こ
ち
ら
に
送

て
ね

は
い

急
に
お
送
り
し
ま
す
ね

 
そ
し
て
薔
薇
は
仕
事
へ
と

り

八
幡
と
千
佳
は
キ

ト
の
下
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て

に
乗
り
込
ん
だ
後

八
幡
が
思
い
つ
い
た
よ
う
に
千
佳
に
言

た

そ
う
だ
仲
町
さ
ん

も
う
一

所

花
か

木
を
置
き
た
い
場
所
が
あ
る
ん
だ
が

 
も
う
ち

と
付
き
合

て
も
ら

て
も
い
い
か
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あ

う
ん

も
ち
ろ
ん
だ
よ

で
も
ど
こ
へ

あ

終
末

療

設

か
な

え

そ
こ
も
ソ
レ
イ
ユ
の
関
連

設
な
の

あ
あ

う
ち
の
中
で
も
ち

と
特

な
場
所
で
な
変
な
奴
は
中
に
入
れ
た
く
な
い
ん
だ
よ

そ

そ
う

 
千
佳
は

そ
ん
な
場
所
に
自
分
な
ん
か
が
足
を

み
入
れ
て
い
い
の
か
な
と
思

た
が

 
反
面
そ
ん
な
場
所
に
連
れ
て
い

て
も
ら
え
る
事
に

少
し
喜
び
を
感
じ
て
も
い
た

 
そ
し
て
現
地
に
着
い
た
千
佳
は

物
の
表

を
見
た

眠
り
の
森

あ
あ

ま
だ
移
動
が
済
ん
で
な
い
か
ら

者
は
二
人
し
か
い
な
い
け
ど
な

あ

そ
う
な
ん
だ

さ
あ

中
へ
入
ろ
う

う

う
ん

 
残
念
な
が
ら

子
は
不
在
の
よ
う
だ

た
が

め
ぐ
り
が
い
る
と
の
事
で

 
八
幡
は
め
ぐ
り
の
下
に

に
向
か

た
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め

め
ぐ
り

今
凄
い
間
が
あ

た
け
ど

良
く
出
来
ま
し
た

勘

し
て
く
だ
さ
い

や

ぱ
り
ま
だ
呼
び

て
と
か
慣
れ
な
い
ん
で
す
よ

ま
あ
そ
の
う
ち
慣
れ
る
で
し

で

そ
ち
ら
の
方
は

俺
の
友
達
で

本
の
友
達
で
も
あ
る
仲
町
千
佳
さ
ん
で
す

花
屋
さ
ん
で
す

 
こ
ち
ら
は
城

め
ぐ
り
さ
ん

俺
の
高
校
の
時
の
先
輩
か
な

仲
町
千
佳
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ

か

か
お
り
ち

ん
の
お
友
達
な
ん
だ

城

め
ぐ
り
で
す

宜
し
く
ね

 
で

比
企
谷
君

今
日
は
ど
う
し
た
の

実
は
こ
こ
に

花
か

木
を
置
け
な
い
か
と
思

て

あ
そ
れ
は
い
い
考
え
だ
ね
う
ち
は
特

だ
か
ら
室
内
に
は
衛
生
的
に
難
し
い
か
も
だ
け

ど 
部
屋
の
中
か
ら
緑
が
見
え
る

て
の
は
い
い
と
思
う
よ

 
そ
う
め
ぐ
り
に
言
わ
れ
た
八
幡
は

ほ

と
し
た
顔
で
こ
う
言

た

あ
の
二
人
が
目
覚
め
た
時
目
の
前
に
あ
る
の
が
機

だ
け
じ

や

ぱ
り

し
い
で
す
か
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ら
ねそ

う
い
う
事
か

比
企
谷
君
は
や

ぱ
り
優
し
い
ね

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

を
か
き
な
が
ら
め
ぐ
り
に
言

た

そ
れ
じ

あ
仲
町
さ
ん
と
一

に
ち

と
あ
い
つ
ら
の
所
に
行

て
き
ま
す
ね

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
廊
下
を
進
み
千
佳
は
部
屋
の
中
に
あ
る

設
中
の
設
備
を
興
味
深
そ
う
に

め
たこ

れ
は
何
を
作

て
る
の

こ
れ
か

そ
う
だ
な

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

て

い
た
事
あ
る
か

 
千
佳
は
意
外
と

学
の
よ
う
で

そ
の
言
葉
に

き
覚
え
が
あ

た
よ
う
だ

あ

え

と

あ
の
都
市
伝
説
の

都
市
伝
説

世
間
じ

そ
う
い
う
認
識
な
の
か

う
ん

ま
と
め
サ
イ
ト
で
見
た

な
る
ほ
ど

で

こ
れ
は
そ
の
都
市
伝
説
の
実
物
か
な

 
千
佳
は
そ
う
言
わ
れ

さ
す
が
に
驚
い
た
よ
う
だ

た
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え
え

そ

そ
う
な
の

あ
あ

こ
れ
が
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
だ

者
が
意
識
を
失

て
い
よ
う
が
何
し
よ
う
が

 

者
の
意
識
を
仮
想
世
界
に
接
続
し
続
け
る
機

か
な

意
識
を
失

て
い
て
も

あ
あ
ナ

ヴ
ギ
ア
に
使
わ
れ
て
い
た
技
術
な
ん
だ

今
は
ソ
レ
イ
ユ
だ
け
が
こ
の
技
術
を
所

持
し
て
る

そ
う
な
ん
だ

危
な
く
な
い

あ
あ

そ
れ
は
大
丈
夫
だ

で

の
二
人
が
い
る
部
屋
が
こ
こ
だ

あ

本
当
だ

 
そ
こ
に
は
二
人
の
少
女
が
ベ

ド
に
横
た
わ

て
お
り

 
そ
の

全
体
を

う
よ
う
に

大
き
な
機

が
装
着
さ
れ
て
い
た

こ
の
二
人
は
重
い
病
気
で
な

も
う
一

月
く
ら
い
に
な
る
か

世
界
で
ず

と

ら
し

て
る
ん
だ

ず

と

そ

そ
う
な
ん
だ

ま
あ
慣
れ
ち
ま
う
と
外
よ
り
も

ら
し
い
ん
だ
よ
な

俺
も
た
ま
に
会
い
に
行

て
る
が
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こ
の

態
で
治
療
を

あ
あ

者
さ
ん
が
治
療
の
過

で
苦
し
ん
だ
り
し
な
い
の
が
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
特
性
だ

し
なあ

そ

か

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ね

と
い
う

で
こ
の
中
か
ら
見
え
る

置
に
何
か
置
き
た
い
ん
だ
よ
考
え
て
も
ら

て
も
い

い
かう

う
ん

私
で
良
け
れ
ば

あ
り
が
と
う

仲
町
さ
ん

 
そ
う
言
う
八
幡
の

は
と
て
も
優
し
い
光
を

え
て
お
り

千
佳
は
胸
が
熱
く
な

た

や

ぱ
り
比
企
谷
君
は
優
し
い

さ
て

今
日
は

く
な

ち
ま

て
済
ま
な
か

た

家
ま
で
送
る
よ

う
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
去
り

に
千
佳
は
双
子
の
方
に

り
返
り

心
の
中
で
エ

ル
を
送

た

私
も
二
人
の
た
め
に
い
い

物
を
選
ぶ
か
ら

二
人
と
も
頑
張

て
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家
に
帰

た
後

千
佳
は
両
親
に
手
伝

て
も
ら

て
見

も
り
を
出
し
た

 
そ
の

は
予
想
よ
り
も
高
い

と
な
り

千
佳
は
少
し

た
の
だ
が

 
薔
薇
に
連

す
る
と

正
当
な
金

な
の
で
問
題
な
い
と
の
答
え
が
返

て
き
た

 
千
佳
は
帰
り
の

の
中
で

両
親
の
説
得
に
少
し
手
こ
ず

た
と
い
う
事
を

 
あ
く
ま
で
雑
談
と
し
て
八
幡
に
話
し
て
い
た
の
だ
が
八
幡
は
千
佳
の
両
親
を
安
心
さ
せ
る

だ
と
言

て

 
契
約
内
容
に

ソ
レ
イ
ユ
の
側
か
ら
契
約
を
反
故
に
し
た
場
合

違
約
金
と
し
て

 
三
年
分
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

用
分
と
同
じ
金

を
ソ
レ
イ
ユ
が

う
と
い
う

目
を
付
け
加

え
て
い
た

 
そ
れ
を
見
た
千
佳
の
両
親
は

い
て
喜
び

反
対
し
て
悪
か

た
と
千
佳
に

を
下
げ
た

 
そ
し
て
そ
の
日
の
夜

千
佳
は
ベ

ド
の
中
で
八
幡
の
事
を
考
え
て
い
た

こ
こ
ま
で
し
て
く
れ
な
く
て
も
い
い
の
に

私
な
ん
か
の

に
気
を
遣
い
す
ぎ
だ
よ

 
ほ
ん
と
に
も
う

一
歩
間
違
え
た
ら
好
き
に
な

ち

う
所
だ
よ

 

今
だ
け
は
名
前
で
呼
ん
で
も
い
い
よ
ね

あ
り
が
と
う

お
や
す
み
な
さ
い

八
幡
君

 
千
佳
は
恥
ず
か
し
さ
で
を
め
な
が
ら
そ
の
ま
ま
幸
せ
な
気
分
で
眠
り
に
つ
い
た
の
だ
た
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第
３
６
７
話
 
三
人
の
ア
ル
バ
イ
ト

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 

の
薔
薇
が
倒
れ
た
日
の
朝

和
人
は
千
佳
か
ら
の
頼
み
を

し

 
ア
ル
バ
イ
ト
の

に
フ
ラ
ワ

シ

プ

ナ
カ
マ
チ

ク

に
来
て
い
た

仲
町
さ
ん

約
束
通
り
来
た
よ

桐

谷
君

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

い
や
い
や

女
性
の

な
ら
こ
れ
く
ら
い
は
な
ん
で
も
な
い
さ

 
と
か

八
幡
だ

た
ら
言

た
り
す
る
の
か
な

 
和
人
は
ま

た
く
似
て
い
な
い
の
だ
が

八
幡
の
真
似
を
し
た
つ
も
り
で
そ
う
言

た

あ
は

比
企
谷
君
な
ら
多
分
し
れ

と

た
ま
た
ま
近
く
に
来
た
か
ら
つ
い
で
に
手
伝
い
に

来
た
わ

 
と
か
言
う
ん
じ

な
い
か
な
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あ

あ
い
つ
な
ら
言
い
そ
う
だ
な

あ
は
は
は
は

 
そ
し
て
和
人
は

先
に
来
て
い
た
他
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
に
紹
介
さ
れ
た

俺
は
山
田
風
太

宜
し
く

⻑
崎
大

で
す

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

桐

谷
和
人
で
す

宜
し
く
な

あ
は

三
人
と
も
元
気
だ
ね
今
日
は
台

を
使

て

木
を
運
ん
で
も
ら
う
だ
け
な
ん
だ

け
ど

 
結

が
多
い
か
ら
ち

と
大
変
か
も

み
ん
な
宜
し
く
ね

 
そ
し
て
千
佳
の
運
転
で

四
人
は
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た

 
ソ
レ
イ
ユ
に
着
く
と

ビ
ル
の
前
に
は

山
の

木
が

ん
で
い
た

 
朝
の
う
ち
に
業
者
に
頼
ん
で
置
い
て
お
い
て
も
ら

た
も
の
だ

う
わ
お

見
ろ
よ

木
が

の
よ
う
だ

こ
れ
は
や
り
甲
斐
が
あ
る
な

で
も
ま
あ
台

が
あ
る
か
ら

労
力
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
よ
な
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俺
と
し
て
は

社
食
の
内
容
が
気
に
な
る

ソ
レ
イ
ユ
の
社
食

て
豪
華
な
事
で

名
な
ん
じ

な
か

た
か

ま
じ
で

そ
れ
は
楽
し
み
だ
わ

休

は
五
個
運
ぶ
ご
と
に
と
る
事
に
す
る
ね

そ
ろ
そ
ろ

く
な

て
き
た
し

 
ま
め
に
水
分
補

し
な
い
と
ね

そ
れ
じ

始
め
ま
し

か

 
そ
し
て
千
佳
は

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
き
た
地
図
と

 
背
中
に
店
の
名
前
の
入

た
上
着
を
三
人
に
配

た

 
そ
の
地
図
は
五

所
に
マ

ク
が
つ
い
た
物
が
複

用
意
さ
れ
て
お
り

 
そ
ん
な
所
に
千
佳
の
気
遣
い
が
感
じ
ら
れ
た

そ
れ
じ

私
は
受
付
に

に
行

て
く
る
ね

 
千
佳
は
そ
う
言

て
受
付
に
向
か

た

丁
度
そ
こ
に
キ

ト
が
入

て
き
た
が

 
全
員

木
の
方
を
見
て
い
た

誰
も
そ
れ
に
気
付
か
な
か

た

 
ち
な
み
に
も
う
お
分
か
り
だ
と
思
う
が

今
日
の
バ
イ
ト
は
八
幡
が
手
配
し
て
い
た

 
わ
ざ
わ
ざ

集
を
か
け
て
も
ら
う
の
も
面
倒
だ
ろ
う
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
風
太
と
大

は
和
人
の
素
性
は
知
ら
ず
和
人
も
二
人
の
素
性
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
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い 
比
企
谷
く

ん

お

仲
町
さ
ん

来
て
た
の
か

う
ん

速

木
の
配
達
に
ね

あ
い
つ
ら
は
ち

ん
と
来
て
る
か

う
ん

バ
イ
ト
の
手
配
ま
で
し
て
も
ら

ち

て
本
当
に
あ
り
が
と
ね

  
そ
し
て
千
佳
は
八
幡
と
か
お
り
に

し
た
後
庭
に

て

め
の

木
を
一
人
で
運
び
始

め
た

 
千
佳
は
今
日
は
八
幡
の

に
精
一

頑
張
る
つ
も
り
で
お
り

 
全
部
を
バ
イ
ト
任
せ
に
す
る
つ
も
り
は
ま

た
く
無
い
よ
う
だ

た

よ
い
し

よ
い
し

と

仲
町
さ
ん

大
丈
夫
か

手
伝
お
う
か

 
千
佳
が
廊
下
で

木
を
下
ろ
し
て
い
た
時

丁
度
そ
こ
に
八
幡
が
通
り
か
か

た
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あ

う
ん

こ
れ
は

い
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

そ
う
な
の
か

重
い
も
の
は
あ
い
つ
ら
に
全
部
任
せ
ち
ま

て
い
い
か
ら
な

あ
は

み
ん
な
に
は
悪
い
け
ど
そ
の
つ
も
り

 
私
の
力
じ

持
ち
上
が
ら
な
い
の
が
結

多
い
ん
だ
よ
ね

ま
あ
気
に
せ
ず
じ

ん
じ

ん
あ
い
つ
ら
を

使
し
て
や

て
く
れ
よ

も
う

う
ち
は
そ
ん
な
ブ
ラ

ク
企
業
じ

な
い
か
ら

は
は

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
な

う
ん

ま
た
ね

 
失

し
ま

す

木
を
お
持
ち
し
ま
し
た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
風
太
は
社
⻑
室
の
ド
ア
を
ノ

ク
し
た

は
い
は
い
ど
う
ぞ

 
中
か
ら
そ
ん
な
返
事
が

こ
え
ド
ア
を
開
け
る
と
陽
乃
が
き

と
ん
と
し
た
顔
で
風
太
の
方

を
見
た

あ
ら

風
太
君
じ

な
い

何
そ
の
格
好

あ

も
し
か
し
て
花
屋
の
バ
イ
ト
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そ
う
な
ん
で
す
よ

八
幡
か
ら
い
き
な
り

話
が
あ

て

手
伝

て
く
れ
な
い
か

て

あ
は

そ
れ
で
引
き
受
け
た

な
の
ね

ま
あ
友
達
な
ん
で

そ
れ
に
暇
だ

た
ん
で

風
太
君

て
い
つ
も
元
気
よ
ね

い
や

そ
れ
だ
け
が
取
り

で
す
し
ね

 
そ
し
て
陽
乃
は

何
と
な
く
風
太
に
こ
う

ね
て
き
た

も
う
う
ち
の
バ
イ
ト
に
は
慣
れ
た

え
え

実

に
体
を
動
か
し
て
る

で
も
無
い
の
に
疲
れ
た
り
す
る
事
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね

あ
あ

ま
あ
あ
れ
は
思

た
よ
り
き
つ
か

た
り
す
る
も
の
ね

で
も
面
白
い
で
す
よ
あ
自
分
に
こ
ん
な
動
き
が
出
来
る
ん
だ
と
か
色
々
気
付
け
た
り
し

ま
す
し
ね

 
そ
の
言
葉
に
陽
乃
は

き
な
が
ら
こ
う

い
た

そ

か

バ
イ
ト
は
続
け
ら
れ
そ
う

 
風
太
は
そ
の
言
葉
に
即
答
し
た

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

こ
こ
の
バ
イ
ト
は
凄
く
楽
し
い
で
す
よ
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特
に
直
接
こ
こ
に
来
て
働
く
の
は
大
好
き
で
す

あ

そ
う
な
ん
だ

で
も
家
で
や
る
の
と
そ
ん
な
に
違
う

こ
こ
は
社
⻑
を

に
美
人
が
多
い
で
す
か
ら
ね

あ
は
は
は
は

風
太
君
は
正
直
だ
ね

そ
れ
じ

あ
俺
は
次
の

木
を
運
ん
で
き
ま
す

頑
張

て
ね

風
太
君

 
失

し
ま
す

木
を
お
持
ち
し
ま
し
た

あ
れ

大

君
じ

な
い

あ
あ

今
日
は
別
口
の
バ
イ
ト
な
ん
だ
よ

も

と
も
八
幡
に
頼
ま
れ
た
ん
だ
け
ど
な

そ
う
な
ん
だ

そ
う
い
え
ば
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

あ
そ
こ
で
今
仮
眠
中
だ
け
ど

何
か
用
事

 
そ
う
言
い
な
が
ら
舞
衣
は

仮
眠
室
の
方
を
指
差
し
た

い
や

い
る
な
ら

だ
け
し
よ
う
と
思

て
た
だ
け
だ
か
ら

て
る
な
ら
別
に
大
丈
夫
だ
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と
こ
ろ
で
舞
衣
ち

ん

前
か
ら
思

て
た
け
ど

ど
こ
か
で
俺
と
会

た
事
無
い

 
そ
の
大

の
言
葉
に

大

の
素
性
を
知
る
舞
衣
は
自
分
が
イ
ヴ
だ
と
言
お
う
と
し
た

 
八
幡
が
こ
こ
に
連
れ
て
き
た
以
上

問
題
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
だ

た

 
ち
な
み
に
大

に
は
八
幡
は
イ
ヴ
の
素
性
を
伝
え
て
い
な
い

に
面
倒

か

た
か
ら
だ

 
そ
し
て
舞
衣
は
茶
目

気
を
出
し

自
分
の
事
を
伝
え
る
前
に
大

に
こ
う
言

た

何
そ
れ

私
を
口
説
い
て
る
の

へ

あ

い
や
い
や
い
や
違
う
違
う

そ

そ
ん
な
や
ま
し
い
気
持
ち
じ

な
く

 
純

に
ど
こ
か
で
会

た
気
が
し
た
か
ら
さ

ふ

ん

口
説
か
な
い
ん
だ

そ
ん
な
ハ

ド
ル
の
高
い
事

俺
に
出
来
る

無
い

て

あ

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

た
ら
お
と
ヤ
ミ
ヤ
ミ
に
は
そ
う
い
う
の
は
無
理
だ
よ
ね

 
そ
の
舞
衣
の
言
い
方
に

大

は
目
を
大
き
く
見
開
い
た

な

何
で
そ
の
呼
び
方
を

ピ
ト
さ
ん
の
真
似

え

ま
じ
か
よ

舞
衣
さ
ん

て

誰
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私
は
イ
ヴ

女
連
の
イ
ヴ
よ

あ

あ
あ

言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
ん
な
感
じ
だ

 
あ
れ

で
も
戦
争
の
時
は
八
幡
と
初
対
面

く
な
か

た
か

前
か
ら
こ
こ
の
社
員
だ

た

の
かう

う
ん
あ
の
時
に
自
分
を
八
幡
様
に

り
込
ん
だ
の

あ
と
こ
こ
で
は
私
の
事
は
舞
衣

て

呼
ん
で
ね

 
そ
う
言
わ
れ
た
大

は

す
ま
な
そ
う
な
顔
で
言

た

す
ま
ん

悪
か

た

あ

う
う
ん

別
に
他
人
が
い
な
け
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

 
私
も
一
応

あ
り
だ
か
ら
さ
そ
の
名
前
が
外
に
出
る
の
は
あ
ま
り
都
合
が
良
く
な
い
ん
だ
よ

ね
そ
う
な
の
か

ま
あ
下
手
に
呼
び
分
け
て
つ
い
言

ち
ま

て
も
困
る
し

 
こ
れ
か
ら
は
舞
衣
ち

ん
と
だ
け
呼
ぶ
事
に
す
る
よ

大

君
は
真
面
目
だ
ね

本
当
に
何
で
モ
テ
な
い
ん
だ
ろ
う
ね

う

う
る
さ
い
な

一
言
余
計
だ
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あ
は
は
は
は
は

 

木
を
お
持
ち
し
ま
し
た

あ

は
い
ご
苦
労
様

中
へ
ど
う
ぞ

失

し
ま
す

 
薔
薇
は
部
屋
の
外
か
ら
そ
う
声
を

け
ら
れ

秘
書
室
の
ド
ア
を
開
け
た

 
そ
の
日
は
た
ま
た
ま
南
と
ク
ル
ス
も
居
り
そ
の
場
に
は
八
幡
の
秘
書
候
補
が
勢
揃
い
し
て
い

た
そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
ま
す

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
今
運
び
ま

お
前

ロ
ザ
リ
ア
か

え

あ

キ

キ
リ
ト
さ
ん

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
以
降

初
め
て
の
二
人
の
邂
逅
で
あ

た

 
薔
薇
は
和
人
を
見
て
お
ど
お
ど
し
た
よ
う
な

を
見
せ
そ
れ
を
見
た
和
人
は
笑
顔
で
言

た

お
い
お
い
そ
ん
な
に
び
び
る
な

て
も
し
か
し
て
八
幡
と
再
会
し
た
時
も
そ
ん
な
感
じ
だ

た
の
か
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あ

う

う
ん

正
直
も

と
怖
か

た
か
も

ま
じ
か
よ

そ
こ
ま
で
か

 
そ
し
て
和
人
は

め
て
笑
顔
で
薔
薇
に
言

た

ま
あ

の
事
は
も
う
い
い

て

今
は
こ
こ
で
頑
張

て
る
ん
だ
ろ

 
八
幡
が
許
し
た
な
ら
も
う
そ
れ
で
い
い
だ
ろ

気
に
す
る
な

て

あ

う
ん

で
も
私
の
し
た
事
は
許
さ
れ
る
事
じ

な
い
か
ら

 
そ
う
目
を
伏
せ
る
薔
薇
の

を

和
人
は

ん
と
叩
き
な
が
ら
言

た

そ
の
分
こ
れ
か
ら
は
人
の
役
に
た
つ
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
け
ば
い
い

 
そ
ん
な
事
を
言

た
ら
俺
だ

て
お
前
と
一

な
ん
だ
か
ら
な

 
あ
の

の
事
は
絶
対
に
忘
れ
ち

い
け
な
い
が
か
と
い

て
そ
れ
に

ら
れ
す
ぎ
る
の
も
良

く
な
い
さ

う

う
ん

し
か
し
今
の
お
前

ま
る
で
別
人
か
と
思
う
く
ら
い
い
い
顔
を
し
て
る
な

 

は
見
て
る
だ
け
で
不

に
さ
せ
ら
れ
た
も
ん
だ
が

 
そ
ん
な
和
人
に

薔
薇
は
困

た
よ
う
な
顔
で
抗
議
し
た



 第３６７話 三人のアルバイト

い

言
わ
な
い
で
よ

自
分
で
も
分
か

て
る
ん
だ
か
ら

は
は
は
は
は

ち

と
は
元
気
が
出
た
み
た
い
じ

な
い
か

 
俺
に
対
し
て
も
八
幡
に
接
す
る
よ
う
に
普
通
に
し
て
い
い
か
ら
な
俺
は
和
人
桐

谷
和

人
だう

う
ん

あ
り
が
と
う

和
人

 
そ
し
て
和
人
は

南
と
ク
ル
ス
を
見
な
が
ら
言

た

で

そ
ち
ら
の
二
人
は

あ

う
ち
は
相
模
南

比
企
谷
の
元
同
級
生
で

彼
の
秘
書
予
定
か
な

私
は
間
宮
ク
ル
ス

八
幡
様
の

何

え

う
ち
に

ら
な
い
で
よ

え

と

普
通
に
部
下
で
い
い
ん
じ

な
い

そ
れ
だ
と
物
足
り
な
い

う

ん

下
僕

可
能
な
ら
愛
人

ち

ち

と
ク
ル
ス

そ
れ
は
ぶ

ち

け
す
ぎ
だ
か
ら

こ
れ
で
も
ま
だ

切
な
言
葉
だ
と
は
言
え
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

い
い
か
ら
普
通
に
部
下

て
言

て
お
き
な

て

う

部
下
で
す
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そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

い
た
和
人
は

い
た
笑
い
を

か
べ
な
が
ら
南
に
言

た

相
模
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
苦
労
し
そ
う
だ
な

あ

う
ん

薔
薇
さ
ん
も
ク
ル
ス
も
比
企
谷
の
事
が
好
き
す
ぎ
だ
か
ら
さ

わ

私
は
別
に

八
幡
様
は
我
が
神

そ
れ
は
間
違
い
な
い

 
和
人
は
そ
れ
を

い
て

南
を

ま
し
た

心
か
ら
思
う

本
当
に
頑
張
れ

あ

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
和
人
は

め
て
薔
薇
に
向
き
直
り
な
が
ら
言

た

ま
あ
い
ず
れ
俺
も
こ
こ
に
入
る
事
に
な
る
と
思
う
か
ら

そ
の
時
は
宜
し
く
な

ロ
ザ
リ
ア

う

う
ん

待

て
る
わ

だ
か
ら
そ
ん
な
に
か
し
こ
ま
る
な

て
せ

か
く
そ
ん
な
に
美
人
で
ス
タ
イ
ル
も
い
い
ん
だ

か
ら

 

々
と
胸
を
張

て
れ
ば
い
い
ん
だ

て

び

美
人

あ

あ
り
が
と
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薔
薇
は
そ
の
言
葉
に
顔
を

く
し
た

だ
が
そ
の
顔
色
に
不
自
然
な
も
の
を
感
じ
た
和
人
は

 
い
ぶ
か
し
げ
な
表
情
で
薔
薇
に
こ
う

ね
た

あ
れ

褒
め
ら
れ
た
だ
け
に
し
ち

ち

と
顔
色
が
お
か
し
く
な
い
か

 
ち

と

す
ぎ
る

て
い
う
か

あ

う

う
ん

朝
か
ら
な
ん
か
調
子
が

そ
う
か

あ
ま
り
無
理
す
ん
な
よ

休
む
時
は
し

か
り
休
め

で
も
こ
れ
か
ら
学
校
見
学
の
案
内
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の

そ

か
一
応
八
幡
に
は
俺
か
ら
も
言

て
お
く
か
ら
そ
れ
が
終
わ

た
ら
帰

て

る
と

い
いあ

あ
り
が
と

お
う

そ
れ
じ

あ
頑
張

て
な

  
そ
し
て
和
人
が
そ
の
事
を
八
幡
に
告
げ
た
直
後
に

薔
薇
は
倒
れ
る
事
に
な
る
の
で
あ

た
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第
３
６
８
話
 
ア
ル
ゴ
の
お
引
越
し

物
理

 
い
つ
も
誤

報
告
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

八
幡
君

ア
ル
ゴ
ち

ん
の
部
屋
の
準
備
が
出
来
た
わ
よ

お

思

た
よ
り

か

た
な

そ
れ
じ

あ
俺
も
動
く
と
す
る
か

ね

そ

ち
は
全
部
任
せ
ち

て
た
け
ど

実

の
と
こ
ろ
勝
算
は
あ
る
の

大
丈
夫
だ
ろ

あ
い
つ
は
思

た
よ
り
常
識
的
な
奴
み
た
い
だ
か
ら
な

つ
ま
り
非
常
識
な
手

に
打

て
出
る
の
ね

 
陽
乃
に
ア
ル
ゴ
の
部
屋
が
用
意
出
来
た
と

か
さ
れ
た
八
幡
は

 
か
ね
て
か
ら
計
画
し
て
い
た
作
戦
を
そ
の
ま
ま
実
行
に
移
す
事
に
し
た

さ
て

必
要
な
人
員
に
連

す
る
か

 
八
幡
は
そ
う

き
な
が
ら
何
人
か
に

話
を

け

人
員
を
確
保
し
た
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そ
し
て
次
の
日

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
前
に
八
幡
達
が
集
ま

て
い
た

お
い
小
猫

も
う
体
調
は
い
い
の
か

お
か
げ
さ
ま
で
ね

八
幡
様

今
日
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の

舞
衣
は
普
通
に
仕
事
を
し
て
も
ら

て

ア
ル
ゴ
の
行
動
を
こ

そ
り
俺
に
報
告
し
て
く
れ

 
出
来
れ
ば
仮
眠
す
る
よ
う
に
誘

し
て
く
れ
る
と

難
い

は
い

分
か
り
ま
し
た

何
で
私

こ
こ
に
い
る
ん
だ
ろ

た
ま
た
ま
今
日
は
こ

ち
で
バ
イ
ト
す
る
つ
も
り
で
こ
こ
に
来
た
お
前
が
悪
い

 
通
り
か
か

た
ら
捕

す
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

決
ま

て
る

て
何
よ

意
味
が
分
か
ら
な
い
わ
よ

ま
あ
ま
あ
詩
乃

め
な

て

 
そ
の
日
集
ま

た
の
は

八
幡

薔
薇

舞
衣

詩
乃
の
四
人
だ

た

 
ち
な
み
に
最
後
に
詩
乃
を

め
た
の
は
横
で
さ
り
げ
な
く
会
話
に
参
加
し
て
い
る
か
お
り
で
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あ
るで

今
日
は
と
に
か
く
ア
ル
ゴ
さ
ん
を
捕

す
れ
ば
い
い
の
ね

あ
あ

捕
ま
え
て
隣
の
マ
ン
シ

ン
ま
で
連
行
す
る
の
が
今
日
の
ミ

シ

ン
だ

 
小
猫
は
こ
れ
を
持

て
お
け

そ
し
て
裏
口
を
見
張

て
て
く
れ

何
こ
れ

⻑
い
手

そ
れ
に
裏
口

そ
れ

て
逃
げ
ら
れ
る
事
前
提
よ
ね

あ
い
つ
は
勘
が
い
い
か
ら
な

や
ば
い
と
思

た
ら
速
攻
逃
げ
出
す
可
能
性
が
あ
る

あ

そ
れ
は
そ
う
か
も

 
薔
薇
は
そ
の
言
葉
に
納
得
し
た
よ
う
に

い
た

舞
衣
は
連

役

詩
乃
は
俺
の
バ

ク
ア

プ
だ
な

私
も
何
か
手
伝
う

本
は
普
通
に
受
付
の
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い
て
い
い

た
だ
し
も
し
ア
ル
ゴ
が
逃
げ
て
き
た

ら 
上
手
い
事
足
止
め
し
て
く
れ
る
と
助
か
る

場
合
に
よ

て
は
物
理
的
に
足
止
め
し
て
く
れ
て

も
い
い

オ

ケ

任
せ
て
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そ
し
て
舞
衣
が
先
行
し
て
開
発
室
に
向
か
い

八
幡
達
は
連

を
待
つ
事
と
な

た

 
ほ
ど
な
く
し
て
舞
衣
か
ら
連

が
入

た

ど
う
や
ら
ア
ル
ゴ
は
ま
だ
開
発
室
に
い
る
よ
う

だ 
だ
が

何
か
不
穏
な
気
配
が
す
る
ら
し
く
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
ら
し
い

ほ
れ
み
ろ

あ
い
つ
は
こ
う
い
う
奴
な
ん
だ
よ

エ
ス
パ

お
い
小
猫

が
バ
レ
る
よ
う
な
発
言
は
慎
め
よ

なと
り
あ
え
ず
小
猫
は
裏
口
へ
向
か

て
く
れ

俺
達
は
現
地
近
く
で
待
機
す
る

あ
ん
た

後
で
覚
え
て
な
さ
い
よ

 
そ
の
薔
薇
の
言
葉
に

八
幡
は
生

か
い
目
を
向
け
な
が
ら
言

た

お
前
も
詩
乃
も

そ
の

て
ゼ
リ
フ
を
よ
く
言
う
け
ど

 
後
で
何
か
言

て
く
る
事

て
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
な

様
式
美
か

 
そ
の
言
葉
に
薔
薇
と
詩
乃
は
顔
を

く
し
て
抗
議
し
た

い

今
は
力
を

め
て
い
る
だ
け
よ

そ
の
う
ち
ま
と
め
て
何
か
す
る
わ
よ
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そ
う
よ
そ
う
よ

本
当
に
覚
悟
し
て
お
き
な
さ
い
よ
ね

へ
い
へ
い

ほ
ら
小
猫
は
さ

さ
と
裏
口
に
行
け

詩
乃

行
く
ぞ

くあ

待

て

て
ば

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ス
タ
ス
タ
と
歩
き
出
し

詩
乃
は

て
て
そ
の
後
を
付
い
て
い

た

 
残
さ
れ
た
薔
薇
を

め
る
よ
う
に
か
お
り
が
言

た

そ

薔
薇
さ
ん

ド
ン
マ
イ

か
お
り

今
日
は
飲
み
に
い
く
わ
よ

社
乙
会

開
い
ち

う

そ
う
ね

南
と
ク
ル
ス
へ
の
連

は
任
せ
た
わ

う
ん

  
八
幡
と
詩
乃
は

開
発
室
の
扉
が
見
え
る

置
に
あ
る
倉

に
入
り

 
中
か
ら
そ
ち
ら
の
様
子
を
こ

そ
り
と

て
い
た

ま
だ
動
き
は
無
い
な

大
人
し
く
仮
眠
室
に
入

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が
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ド
ア
の

間
か
ら
開
発
室
を
見
な
が
ら
そ
う
言
う
八
幡
の
上
か
ら
詩
乃
が
ひ

こ
り
と
顔

を
出
し
た

 
詩
乃
は
こ
の
機
会
を
利
用
し
て

八
幡
の
背
中
に
さ
り
げ
な
く
密
着
し
て
い
た

お
い
詩
乃

あ
ま
り
く

つ
く
な

い
か
ら
仕
方
な
い
じ

な
い

う
ん

仕
方
な
い
じ

な
い

何
で
二
度
言

た

俺
の
方
が
背
が
高
い
ん
だ

お
前
は
俺
の
下
か
ら

け

チ今
お
前
チ

て
言

た
か

言

た
よ
な

男
が

か
い
事
を
気
に
し
な
い
の

 
そ
う
言

て
詩
乃
は

そ
の
ま
ま
八
幡
の
背
中
に
お
ぶ
さ

た

う
お

重
い

重
い
か
ら

 
そ
の
言
葉
を

い
た
詩
乃
は

八
幡
の
首
を
ぎ
り
り
と
締
め
た

あ
ん
た
女
の
子
に
な
ん
て
事
を
言
う
の
よ

私
は
重
く
な
ん
か
な
い
わ
よ

く

苦
し
い
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一
方
開
発
室
で
は

舞
衣
の
情
報
通
り
ア
ル
ゴ
が
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た

部
⻑

何
そ
わ
そ
わ
し
て
ん
の

微

に
う
ざ
い
ん
だ
け
ど

お

お
う

何
か
さ

き
か
ら
首
の
後
ろ
が
チ
リ
チ
リ
す
る
ん
だ

チ
リ
チ
リ

何

オ
レ

ち
に
何
か
危
険
が
迫

て
る
気
が
す
る
ん
だ
よ
ナ

う
わ

八
幡
様
の
言

た
通
り
だ

こ
こ
は
何
と
か
誘

し
な
い
と

疲
れ
て
る
ん
じ

な
い
の

少
し

て
く
れ
ば

そ
う
す
る
カ

 
ア
ル
ゴ
は
そ
う
言

て
の
ろ
の
ろ
と
仮
眠
室
の
方
へ
と
向
か

た

 
そ
れ
を
見
た
舞
衣
は
こ

そ
り
と
八
幡
に
メ

ル
を
打

た

だ
が
そ
の

を
ア
ル
ゴ
が
見
て

い
た

 
ア
ル
ゴ
は
そ
の
舞
衣
の

に

な
も
の
を
感
じ

脱

の
ご
と
く
開
発
室
を
飛
び
出
し
た

 

に
ア
ル
ゴ
の

に

こ
ん
な
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た

あ
ん
た
女
の
子
に
な
ん
て
事
を
言
う
の
よ

私
は
重
く
な
ん
か
な
い
わ
よ

く

苦
し
い
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ハな

詩
乃
降
り
ろ

ア
ル
ゴ
が

 
そ
う
自
分
の
名
前
を
呼
ば
れ
た
ア
ル
ゴ
は

裏
口
に
向
け
て
全
力
で
逃
げ
出
し
た

な
ん
だ
な
ん
だ

と
に
か
く
何
か
や
ば
い

こ
こ
は
逃
げ
の
一
手
だ

 
そ
し
て
裏
口
に
着
い
た
ア
ル
ゴ
の
前
に

薔
薇
が
立
ち
は
だ
か

た

こ
こ
は
通
さ
な
い
わ
よ

 
そ
の
薔
薇
の
手
に
は

⻑
い

で
繋
が
れ
た
手

が

ら
れ
て
お
り

 
薔
薇
は

い
中

そ
れ
を
器
用
に
回
し
て
ア
ル
ゴ
目

け
て
投
げ
つ
け
て
き
た

お
わ

 
そ
の
手

は
ま
る
で
銭

部
ば
り
の

道
を

き

ア
ル
ゴ
の
手
首
に
完

に
は
ま

た

 
そ
の

間
に
ア
ル
ゴ
は
薔
薇
の
方
に
ダ

シ

し

一

で
も
う
片
方
の
手

を

い
去
り

 
そ
の
ま
ま
正
面
入
り
口
へ
と
駆
け
出
し
た

あく

そ

何
だ
よ
こ
れ

取
れ
ね

 
そ
し
て
薔
薇
は
ア
ル
ゴ
を
追
い

け
な
が
ら
八
幡
に

話
を

け

一
言
だ
け
言

た
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正
面
入
り
口

  
か
お
り
は
微

に

張
し
な
が
ら
受
付
業

を
こ
な
し
て
い
た

 
そ
ん
な
か
お
り
の
目
に

通
路
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
ア
ル
ゴ
の

が
映

た

 
か
お
り
は

に
走
り
出
し

ア
ル
ゴ
目

け
て
飛
び

た

タ

ク
ル
は

か
ら
下

う
お
お
お
オ

 
か
お
り
の
タ

ク
ル
は
見
事
に
決
ま
り

ア
ル
ゴ
は
逃
げ
出
そ
う
と
も
が
い
た
が

 
か
お
り
は
必
死
で
ア
ル
ゴ
に
し
が
み
つ
い
て
絶
対
に
離
そ
う
と
は
し
な
か

た

 
そ
こ
に
裏
口
に
向
か

た
八
幡
と
は
別
行
動
で
正
面
入
り
口
に
向
か

て
い
た
詩
乃
が
合
流

し 
そ
の
二
人
の

を
見
て
同
じ
よ
う
に
ア
ル
ゴ
に
飛
び

た

逃
が
さ
な
い
わ
よ

う
お

二
人
が
か
り
か
ヨ

私
も
い
る
よ
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そ
こ
に
開
発
室
か
ら
真

直
ぐ
こ
こ
に
駆
け
付
け
た
舞
衣
も
加
わ
り

 
三
人
は
必
死
で
ア
ル
ゴ
を

束
し
た

お
り
し
も
終
業
時
間
が
迫

て
お
り

 
入
り
口
ホ

ル
に
は
ち
ら
ほ
ら
と
帰
宅
し
よ
う
と
す
る
社
員
の

が
現
れ
始
め
て
い
た

何
だ
何
だ

か
何
か
か

あ
れ

ア
ル
ゴ
部
⻑
じ

な
い
か

し
が
み
つ
い
て
る
の
は
同
じ
開
発
部
の
子
と

 
受
付
の
子
と
バ
イ
ト
の
子
だ
な

逃
げ
よ
う
と
す
る
部
⻑
を
取
り
押
さ
え
て
る
よ
う
に
見
え
る
な

あ
れ
だ

こ
れ
は
完

に
次
期
社
⻑
案
件
だ
ろ

よ
し

俺
達
も
部
⻑
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に

り
を
囲
も
う

 
こ
う
し
て
ア
ル
ゴ
の
命
運
は
尽
き
た

ゲ

ム
の
中
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

 
現
実
で
こ
れ
だ
け
の
人
間
に
囲
ま
れ
た
ら
も
う
逃
げ
場
は
無
い

 
そ
し
て
そ
こ
に

つ
い
に
八
幡
達
が
到
着
し
た

お
う

何
か
凄
い
事
に
な

て
る
な

八
幡
様

ミ

シ

ン
コ
ン
プ
リ

ト

八
幡

い
わ
よ
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比
企
谷

く

く

次
期
社
⻑

こ
れ
で
良
か

た
ん
で
す
よ
ね

お
う

お
前
ら
指

も
無
か

た
の
に
よ
く
や

た
な

え
ら
い
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
あ
こ
れ
く
ら
い
空
気
が

め
な
い
と
ソ
レ
イ
ユ
の
正
社
員
は
や

て
ら
れ
な
い
で
す

て

 
そ
し
て
八
幡
は
ア
ル
ゴ
の
下
に
近
寄
り

そ
の
手
に
は
め
ら
れ
て
い
る
手

を
見
る
と

 
反
対
側
の
手

を
自
分
の
手
に
は
め
た

 
そ
れ
を
見
た
ア
ル
ゴ
は

抗
す
る
の
を
や
め
て
力
を
抜
き

そ
の
場
に
ぐ

た
り
と
し
た

く
そ

完
全
に
詰
ん
だ

ま
あ
こ
う
な

た
ら
俺
か
ら
は
逃
げ
ら
れ
な
い

て
当
然
分
か

て
る
よ
な

と
り
あ
え
ず
逃
げ
ち
ま

た
け
ど

こ
れ
は
一
体
な
ん
な
ん
だ
ヨ

お
前

ず

と
会
社
で

り
し
て
る
ら
し
い
じ

な
い
か
よ

 
だ
か
ら
お
前
の

に
俺
達
が
新
し
い
部
屋
を

り
て
や

た
ん
だ
今
か
ら
そ
こ
に
連
行
す
る

 
そ
の
言
葉
に
ア
ル
ゴ
は
必
死
に
抗
議
し
た
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な

オ
レ

ち
は
別
に
困

て
な
い
ぞ

仮
眠
室
で
十
分
な
ん
だ

う
る
せ
え

そ
れ
じ

う
ち
の
会
社
が
微

に
困
る
ん
だ
よ

く

そ

こ
う
な

た
ら
最
後
の

抗
を

そ
ん
な
事
出
来
る

が
無
い
だ
ろ

ほ
れ

き

お
お

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ル
ゴ
を
お
姫
様

こ
し

囲
の
社
員
達
は
驚
い
た

今
の
声

部
⻑
だ
よ
な

う
わ

な
ん
か
か
わ
い
い

部
⻑

最
高

部
⻑
い
い
な

私
も
次
期
社
⻑
に
お
姫
様

こ
さ
れ
た
い

 
ア
ル
ゴ
は
不
意
を
突
か
れ
自
分
が
そ
ん
な
声
を
出
し
て
し
ま

た
事
が
恥
ず
か
し
か

た
の

か 

い
顔
で
八
幡
に
抗
議
し
た

こ

こ
う
い
う
の
は
他
の
女
に
や
れ
よ

何
で
オ
レ

ち
に
や
る
ん
だ
ヨ
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お
前
が
言

た
ん
じ

ね
え
か
よ

 
そ
の
言
葉
に
ア
ル
ゴ
は
き

と
ん
と
し
た

ど
う
や
ら
自
分
が
言

た
事
を
完

に
忘
れ
て
い

た
ら
し
い

オ
レ

ち
ガ

ほ
ら

ア
イ
と
ユ
ウ
と
話
し
た
時
だ

あそ
れ
に
二
人
と
も
約
束
し
た
か
ら
な

 
あ
の
二
人
の
代
わ
り
に
俺
が
お
前
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

に
お
姫
様

こ
し
て
や

る

て
な

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は

愕
然
と
し
た
顔
で
八
幡
に
言

た

そ
れ
は
分
か

た
け
ど

何
で
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
や
る
ん
だ
よ

 
こ
う
い
う
の
は
も

と
色

い
雰
囲
気
で
だ
ナ

そ
ん
な
の
お
前
が
先
日
俺
に
ち

か
い
を
出
し
た

そ
の
仕
返
し
に
決
ま

て
る
だ
ろ

仕
返
し
か
ヨ

仕
返
し
だ

絶
対
に
お
前
を
ひ

ひ

言
わ
せ
て
や
る

て

て
た
か
ら
な
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そ
う
い
う
の
は
ベ

ド
の
上
で
や
れ
ヨ

あ
あ
う
る
さ
い
う
る
さ
い

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

舞
衣
に
こ
う
指

を
出
し
た

舞
衣
小
猫
と
詩
乃
と
一

に
仮
眠
室
か
ら
こ
い
つ
の
私
物
を
あ
の
マ
ン
シ

ン
へ
運
ん
で

く
れ分

か

た

何
も
か
も
全
部
で
い
い
の
ね

お
う

頼
む
わ

 
そ
し
て
八
幡
は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
ア
ル
ゴ
に
言

た

今

い
た
通
り
だ

そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
お
前
を

 
あ
の
入
り
口
か
ら
見
え
る
マ
ン
シ

ン
ま
で
運
ぶ
か
ら
な

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
ア
ル
ゴ
は
生
ま
れ
て
初
め
て
そ
ん
な
声
を
上
げ
八
幡
は
そ
ん
な
ア
ル
ゴ
に

わ
ず
に
ビ
ル
の

外
に
出
た

 
ア
ル
ゴ
は
そ
の
公
開
処

態
に

え
ら
れ
ず

ず

と
八
幡
の
胸
に
顔
を

め
て
い
た
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お
い

俺
達
も
見
送
ろ
う

だ
な

行
く
ぞ
み
ん
な

イ
ベ
ン
ト
だ

 
ノ
リ
の
い
い
社
員
達
は

そ
の
ま
ま
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
二
人
に
付
い
て
い
き

 
マ
ン
シ

ン
の
入
り
口
で
万

三

を
し
た

付
近
の

人
達
は
何
事
か
と
思

て
そ
ち
ら
に

注
目
し
た
が

 
ソ
レ
イ
ユ
の
や

て
い
る
事
だ
と
分
か
る
と

生

か
い
目
で
そ
れ
を
見
守

た

 
ど
う
や
ら
ソ
レ
イ
ユ
は

付
近
の

人
達
に
も
好
意
的
に
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

こ
の
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
を

り
て
い
た
の
は
知

て
た
ん
だ
よ
ナ

知

て
や
が

た
の
か

て

き
り
ボ
ス
か
ハ

の
部
屋
だ
と
思

て
た
ん
だ
け
ど
ナ

残
念

お
前
の
だ

く
そ

ま

た
く
何
て
事
を
し
や
が
る

恥
ず
か
し
い
じ

ね
え
か
ヨ

も
う

め
て

大
人
し
く

日
家
に
帰
れ
よ
な

ふ
ン
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明
日
は
絶
対
に
仮
眠
室
に

て
や
る
ん
だ

 
だ
が
そ
ん
な
ア
ル
ゴ
の
思
い
と
は
裏
腹
に

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
三
日
間
続
け
ら
れ

 
さ
す
が
の
ア
ル
ゴ
も
音
を
上
げ
そ
れ
か
ら
は
日
大
人
し
く
家
に
帰
る
事
に
な
た
の
だ
た
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第
３
６
９
話
 
社
乙
会

二
回
目

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

で
は
こ
れ
か
ら

第
二
回
社
乙
会
を
開

し
ま
す

 
薔
薇
の

と
共
に

参
加
者
達
は
パ
チ
パ
チ
パ
チ
と

手
を
し
た

 
今
日
の
参
加
者
は
第
一
回
社
乙
会
の
参
加
メ
ン
バ

で
あ
る
薔
薇
ク
ル
ス
南
か
お
り

に
加
え

 
詩
乃
と
舞
衣
が
参
加
し
て
い
た

当
然
詩
乃
の
前
に
は
ウ

ロ
ン
茶
が
置
か
れ
て
い
る

何
と
な
く
来
ち

た
け
ど

え

と

社
乙
会

て
何

当
て
て
み
な
さ
い

 
そ
の
薔
薇
の
言
葉
に
ク
ル
ス
が
即
座
に
突

込
ん
だ

室
⻑

お

さ
ん
く
さ
い

い

い
い
の
よ

簡

に
バ
ラ
し
て
も
つ
ま
ら
な
い
じ

な
い

ね

ね
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薔
薇
は
そ
う
同
意
を
求
め

他
の
者
達
は
仕
方
な
く
そ
れ
に

い
た

え

と

ど
ん
な

を
書
く
の

会
社
の
社
に

自

乙
の
乙
ね

 
そ
れ
を

い
た
詩
乃
は
し
ば
ら
く
無
言
に
な
り
少
し
後
に
と
て
も
困

た
顔
で
薔
薇
に

ね

た
え

と

分
か
る
け
ど
何
故
そ
の

語
を
チ

イ
ス
し
た
の

さ

き
ひ
ど
い
自

を
見
た
か
ら
よ

自

何
そ
れ

う
ち
も

き
た
い

い
い
で
し

う

私
が
目
撃
し
た
事
実
を
皆
に
伝
え
ま
す

 
薔
薇
は
そ
う
も

た
い
ぶ

た
後
に

五
人
に
説
明
を
始
め
た

先
ず
こ
の
動
画
を
見
て

こ
れ

さ

き
の
比
企
谷
と
ア
ル
ゴ
部
⻑

え
え

ち
な
み
に
か
お
り

ど
こ
で
ア
ル
ゴ
さ
ん
だ
と
分
か

た
の

え

と

の
ヒ
ゲ
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じ

あ
八
幡
は

そ
こ
か
ら
の

パ

フ

ク
ト
よ

 
薔
薇
は
そ
の
言
葉
に

我
が
意
を
得
た
り
と
言

た
感
じ
で

い
た

よ
く
分
か
ら
な
い

う
ん

一
目

然
だ
と
思
う
け
ど

 
そ
う
突

込
む
ク
ル
ス
と
舞
衣
に
対
し

薔
薇
は
こ
う

き
返
し
た

じ

あ
ア
ル
ゴ
さ
ん
の

に
ヒ
ゲ
が
書
い
て
あ
る

て
知
ら
な
か

た
ら
ど
う

ど
う

て

あ

そ
う
な
る
と
二
人
と
も
誰
が
誰
だ
か

あ

そ
う
い
う
事
か

分
か

た
よ
う
ね

 
そ
し
て
薔
薇
は

動
画
を
見
せ
た
意
図
を
五
人
に
説
明
し
た

こ
の
動
画
は

さ

き
の
事
案
が
発
生
し
た
直
後
に
ア

プ
ロ

ド
さ
れ
た
も
の
よ

 
見
て
こ
の
ア
ン
グ
ル

身
内
に
は
こ
れ
が
誰
な
の
か
一
目

然
だ
け
ど
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知
ら
な
い
人
か
ら
見
た
ら
何
が

こ

て
い
る
の
か
ま

た
く
分
か
ら
な
い
は
ず
よ

確
か
に

そ
う
言
わ
れ
る
と

う
ち
の
社
員
に
し
か
分
か
ら
な
い
か
も

 
そ
し
て
薔
薇
は

次
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た

で

あ
な
た
達

今
日
疑
問
に
思

た
事
は
無
い

誰
か
大
事
な
人
が
い
な
く
な
か

た
か

し
ら誰

か

う

ん

い
な
か

た

い
な
か

た

む
む
む

あ

そ
う
い
え
ば
今
日
社
⻑
は

社
⻑
は
今
日
ず

と
社
⻑
室
に
い
た
は
ず
だ
よ

 
私
ず

と
受
付
に
い
た
け
ど

社
⻑
が
出

け
る
所
な
ん
て
見
な
か

た
も
ん

 
ま
あ
裏
口
か
ら
出
て
い

た
な
ら
分
か
ら
な
い
け
ど
普
通
そ
ん
な
事
あ
り
え
な
い
し
ね
 

え

あ
り
え
な
く
な
い

あ
の
社
⻑
が
あ
ん
な
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
を
見
逃
す
と
か
あ
り
え
な
い

じ

あ
社
⻑
は
ど
こ
に
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こ
こ

 
薔
薇
は
そ
う
言

て
画
面
を
指
差
し

皆
は
そ
の
画
面
に
見
入

た

こ
こ
に
社
⻑
が
映

て
る
の

い
い
え

え

じ

あ
ど
こ
に

 
そ
の
時
詩
乃
が

何
か
を
ひ
ら
め
い
た
表
情
で
こ
う
言

た

あ

ま
さ
か
こ
れ
を

影
し
て
ア

プ
し
た
の
が
社
⻑

正
解
よ
詩
乃

え

え
え

そ
う
だ

た
ん
だ

で
も
そ
れ
と
自

と
ど
う
関
係
が

そ
れ
を
今
か
ら
説
明
す
る
わ
ね

 
そ
し
て
薔
薇
は

ア
ル
ゴ
の
部
屋
で
何
が
あ

た
の
か
を
皆
に
説
明
し
た

 
さ
て

こ
こ
が
新
し
い
お
前
の
部
屋
だ
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く

そ
何
だ
よ
こ
の
羞
恥
プ
レ
イ
は

ま
あ
い
い
や
中
々
居
心
地
が
良
さ
そ
う
な
部
屋

だ
な

 
こ
こ
な
ら
ま
あ

ん
で
や

て
も

わ
な
い

お
前
そ
う
言

て
安
心
さ
せ
て

直
ぐ
に
こ
こ
に
帰
ら
な
く
な
る
ん
だ
ろ

い
や
い
や

あ

は

は

そ
ん
な
事
あ
る

無
い
だ
ロ

こ
れ
を
見
ろ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ア
ル
ゴ
に
動
画
を
見
せ
た

ん

げ

こ
れ
は
さ

き
の

何
人
か

影
し
て
た
か
ら
ア

プ
さ
れ
て
る
だ
ろ
う
と
思

て
探
し
て
み
た
ら
案
の
定
だ

た
なま

じ
か
よ

こ
ん
な
の
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
オ
レ

ち
じ

ね
え
か
ヨ

 
ア
ル
ゴ
は

然
と
そ
う

い
た

だ
が
こ
れ
は
先
ほ
ど
薔
薇
が
説
明
し
た
ロ
ジ

ク
そ
の
ま

ま
で
あ
る

 
知
ら
な
い
人
が
見
て
も
こ
れ
が
誰
で
ど
う
い
う
シ
チ

エ

シ

ン
な
の
か
は
分
か
ら
な
い

 
な
の
で
実

の
所
こ
ん
な
物
が
ア

プ
さ
れ
て
も
ア
ル
ゴ
に
は
何
の

手
に
も
な
ら
な
い
の
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だ
が

 
こ
の
時
の
ア
ル
ゴ
は
先
ほ
ど
ま
で
の
羞
恥
の
せ
い
で
少
し

静
さ
を

い
て
い
た

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

こ
の
動
画
の
せ
い
で
こ
の
場
所
を
訪
れ
る
奴
も
何
人
か
い
る
は
ず
だ

か
ら

 
明
日
は
も

と
ギ

ラ
リ

が

え
る
だ
ろ
う
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
ア
ル
ゴ
は

ま

た

あ

明
日

だ

て
お
前

今
日
さ
え

げ
ば
い
い
と
か
考
え
て
る
ん
だ
ろ

 
な
の
で
終
業
時
間
か
ら
始
業
時
間
の
間
に
も
し
お
前
の

が
本
社
の
監

カ
メ
ラ
に
映

た

ら 
ま
た
明
日
も
今
日
と
同
じ
事
を
す
る
つ
も
り
だ

 
そ
う
言
わ
れ
た
ア
ル
ゴ
は

を
ひ
く
つ
か
せ
な
が
ら
言

た

そ
ん
な
も
ん

オ
レ

ち
の
技
術
が
あ
れ
バ

お
前
と
ダ
ル
と
イ
ヴ
が
作
り
あ
げ
た

壁
の
デ

フ

ン
ス
を
お
前
簡

に
突
破
出
来
る

の
か
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あ
あ
あ
あ
あ

く
そ

そ
う
だ

タ

そ
ん
な

で

お
前
が

め
る
ま
で

日
来
る
か
ら
な

行
く
ぞ
薔
薇

は
い

あ

お
い
ハ

薔
薇
ち

ん

く

そ

オ
レ

ち
は
負
け
ね
え

絶
対
に

え
て
み

せ
る

 
と
い
う
事
が
あ

た
の
よ

で
そ
の
後
私
達
が
ソ
レ
イ
ユ
に

た
後
社
⻑
室
で
ね

 
お
か
え
り
二
人
と
も

ボ
ス

い
た
ん
で
す
か

あ
ら
薔
薇

気
付
か
な
か

た
の

八
幡
君
が
ア
ル
ゴ
ち

ん
を
運
ん
で
い
た
時

 
私
は
変
装
し
て
ギ

ラ
リ

に
混
じ

て
一
部
始
終
を

影
し
て
た
ん
だ
け
ど
な

え

そ
う
な
ん
で
す
か

あ

じ

あ
ま
さ
か
さ

き
の
ア

プ
ロ

ド

て

う
ん

私

こ
れ
で
明
日
か
ら
は
ア
ル
ゴ
の
奴
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顔
を
知
ら
な
い
社
員
の
事
を
一

人
だ
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
く
れ
る
で
し

う

ど
の
く
ら
い
持
つ
か
な

ま
あ
い
い
と
こ
三
日
で
し

う
ね

う
わ

こ
の
二
人

あ
の
手
こ
の
手
で

あ
い
つ
を
相
手
に
す
る
な
ら
こ
れ
で
も
足
り
な
い
く
ら
い
で
す
け
ど
ね

 
ま
あ
こ
ん
な
感
じ
よ

な
る
ほ
ど

で

詩
乃

社
乙
会
が
何
の
略
か
分
か

た
か
し
ら

う

ん

社
員
の
乙
か
れ
会

あ
ん
た
も
か
な
り
強
引
に
ま
と
め
て
き
た
わ
ね

い
や

だ

て

 
そ
し
て
薔
薇
に
南
が
言

た

室
⻑

さ
す
が
に
こ
れ
を
当
て
ろ
と
言
わ
れ
て
も

正
直
う
ち
に
も
絶
対
に
無
理
だ
と
思
う

あ
あ

ま
あ
確
か
に
ね

詩
乃

社
乙
会
と
い
う
の
は
ね
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社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会

の
略
よ

 
そ
う
薔
薇
が
言

た

間

詩
乃
は
自
分
の

物
を
ま
と
め
て
帰
ろ
う
と
し
た

わ

私
は
別
に
そ
ん
な
ヤ
キ
モ
チ
み
た
い
な
事
は
思

て
な
い
わ
よ

 
そ
ん
な
詩
乃
の
後

に
そ
の
場
に
い
た
者
達
は
次
々
に
声
を

け
た

私
は
死
ぬ
ま
で
八
幡
の

に
い
る
つ
も
り
な
の
よ
ね

神
へ
の
信

は
不
変

私
も
同
様

う

う
ち
は
そ
こ
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
け
ど

 
秘
書
と
し
て
二
人
き
り
で
行
動
す
る
時
も
あ
る
だ
ろ
う
な

て
思

た
ら
ち

と
ド
キ
ド
キ

す
るそ

れ
あ
る

私
も
受
付
で
比
企
谷
が
通
り
か
か
る
度
に
ド
キ

と
す
る
し

私
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
じ

な
い
け
ど
何
か
最
近
八
幡
様

て
呼
ぶ
と

動
が

く
な
る

 
そ
れ
を

い
た
詩
乃
は

く
る
り
と

を
返
し
て
元
の

に
座
る
と

ぼ
そ

と

い
た

何
か
む
か
つ
い
て
き
た

 
そ
ん
な
詩
乃
の
背
中
を
バ
シ
バ
シ
叩
き
な
が
ら

薔
薇
が
言

た

あ
は
は
は
は

や

ぱ
り
そ
う
で
し

う

ヤ
キ
モ
チ
も
焼
き
た
く
な
る
わ
よ
ね
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大
体
何
な
の
よ
あ
い
つ
は

優
し
く
て
格
好
良
く
て
お
金
持
ち
と
か
反

じ

な
い

お

詩
乃
が
乗

て
き
た
わ
ね

ま
あ
詩
乃
は
若
い
分
感
情
を

え
る
の
が
大
変
だ
よ
ね

そ
れ
で
も
う
ち

詩
乃
は
恵
ま
れ
て
る
方
だ
と
思
う
な

う
ち
な
ん
か
何
も
無
い
も
ん

 
高
校
の
時
な
ん
か
あ
い
つ
に
思
い

き
り
ひ
ど
い
事
を
し
た
し

え

何
そ
れ

何
を
や
ら
か
し
た
の

実
は

 
そ
う
言

て
南
の
暴
露
話
を

い
た
五
人
は

口
々
に
こ
う
言

た

八
幡
様

さ
す
が
に
お
人
よ
し
す
ぎ
な
い

自

に
も

が
あ
る

ま
あ
で
も
あ
の
人
ら
し
い
と
言
え
ば
あ
の
人
ら
し
い
と
い
う
か

南
も
大
変
だ
ね

ま
あ
今
は
必
要
と
し
て
も
ら
え
て
満
足
は
し
て
る
け
ど
も
う
ち

と
会
え
れ
ば
な
と
は
思

う
で
も
こ
の
中
で
一
番
か
わ
い
そ
う
な
の
は

や

ぱ
か
お
り
な
ん
じ

な
い
か
な
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あ

そ
れ
あ
る

え

か
お
り
さ
ん
何
が
あ

た
の

あ

あ
は

中
学
の
時
ね

 
そ
し
て
か
お
り
は

中
学
の
時
の
自
分
の
失
態
を
情
け
な
さ
そ
う
な
顔
で
暴
露
し
た

え

か
お
り

て
八
幡
様
に
告
白
さ
れ
て
た
ん
だ

逃
し
た

は
大
き
い

て

ま
さ
に
か
お
り
さ
ん
の

の
言
葉
だ
よ
ね

 
か
お
り
は
そ
う
言
わ
れ

顔
を
手
で

い
な
が
ら
言

た

言
わ
な
い
で

自
分
で
も
分
か

て
る
か
ら

ま
あ
そ
ん
な
に
気
を
落
と
さ
な
い
で

さ
さ
飲
ん
で
飲
ん
で

う

う
ん

あ

も
う
中
学
の
時
の
自
分
を
殴

て
や
り
た
い

 
何
で
も

と
相
手
の
将
来
性
を
見
な
か

た
か
な

い
や
さ
す
が
に
そ
の
中
学
で
の
か
ら
今
こ
う
な
る
な
ん
て
想
像
す
る
の
は
無
理
で
し

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

そ
う
だ
け
ど
さ

 
そ
し
て
話
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
ク
ル
ス
の
活
躍
に
移

た

そ
れ
に
比
べ
る
と
ク
ル
ス
は
最
高
だ

た
よ
ね
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そ
う
よ

あ
ん
た
上
手
く
や
り
す
ぎ
よ

あ
れ
は
さ
す
が
の
私
も

ま
し
い
と
思

た

あ
そ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
て
ま
で
迎
え
に
行
く

て
ど
う
な
の
よ

 
あ
ん
な
事
さ
れ
た
ら
完
全
に

れ
ち

う
で
し

 
ク
ル
ス
は
そ
れ
に
首
を

り
な
が
ら
も

熱

く
こ
う
言

た

大
丈
夫

元
々
大
好
き
だ

た
か
ら

で
も
正
直
あ
の
時
は

 
ち

と
体
の

か
ら
熱
い
も
の
が

体
的
に
は
下
半
身
の
方
か
ら

そ

そ
れ
以
上
は

目

詩
乃
だ

て
噂
に

く
限
り
じ

同
じ
よ
う
な

験
が
あ
る
で
し

う

う
 
そ
し
て
詩
乃
は

自
分
と
八
幡
と
の
リ
ア
ル
で
の
出
会
い
の
日
の
事
を
思
い
出
し
た

 
自
分
の
生
活
を
一

で
変
え
て
く
れ
た
あ
の
日
の
八
幡
の
事
を
考
え
詩
乃
は
顔
を
真

に

し
て

い
た

詩
乃

顔
が
真

だ
よ

わ

分
か

て
る
わ
よ
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そ
ん
な
に
凄
い
事
を
さ
れ
ち

た
の

べ

別
の
意
味
で

ど
ん
な

え

と

 
そ
し
て
詩
乃
は

自
分
と
八
幡
と
の
リ
ア
ル
で
の
出
会
い
の
事
を
話
し

 
そ
れ
を

い
た
一
同
は
さ
す
が
に
目
を

い
た

何
そ
れ

ど
う
考
え
て
も
落
と
し
に
き
て
る
で
し

で
も
八
幡
様
に
と

て
は
た
だ
の

意
の
行
動

あ
り
え
な
い

あ
り
え
な
い
わ
よ

す
み
ま
せ
ん

ビ

ル
お
か
わ
り
で

ま
あ
詩
乃
は

そ
れ
で
止
め
を

さ
れ
ち

た
と

だ

だ

て
仕
方
な
い
じ

な
い

本
当
に
王
子
様
み
た
い
だ

た
ん
だ
も
ん

う
ん
う
ん
仕
方
な
い

さ
さ

ウ

ロ
ン
茶
を
飲
み
な
さ
い

う

う
ん

 
そ
の
一
連
の
話
を

い
た
舞
衣
は

ま
し
そ
う
に
言

た
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い
い
な

私
な
ん
か
自
分
で

り
込
ん
で
こ
こ
に
連
れ
て
き
て
も
ら

た
だ
け
だ
か
ら

 
良
く
も
悪
く
も
そ
う
い

た
イ
ベ
ン
ト
が
何
も
無
い
よ

そ
の
う
ち
あ
ん
た
に
も
何
か
き

と
あ
る
わ
よ

元
気
を
出
し
な
さ
い

そ
れ
で
私
も
落
と
さ
れ
ち

う
の
か
な

あ

 
五
人
は
そ
の
舞
衣
の
言
葉
に

絶
対
そ
う
な
る
だ
ろ
う
な
と
思
い

微

に
む
か
つ
い
た

 
そ
し
て
薔
薇
以
外
の
四
人
の
矛
先
は

薔
薇
に
向
か

た

そ
も
そ
も
薔
薇
さ
ん
が
こ
の
中
で
一
番
優
遇
さ
れ
て
る
気
が

仲
い
い
で
す
よ
ね

い
つ
も

ま
し
い
な

て
思

て
た

あ
ん
た
達
は
勘
違
い
し
す
ぎ
よ

確
か
に
私
は
一
生
八
幡
の

に
い
る
と
思
う
け
ど

 
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば

間
違
い
を

こ
す
以
外

本
当
に
言
葉
の
ま
ま

に
い
て

 
指
を
く
わ
え
て
見
て
る
だ
け
に
な
る
可
能
性
が
凄
く
高
い
の
よ

あ
あ

確
か
に
八
幡
様
の
薔
薇
さ
ん
に
対
す
る
態
度
は

た
小
猫
に
対
す
る
態
度
に
見
え

る
か
も
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で
し

で
し

も
う
何
な
の
よ
あ
い
つ

で
も
困

た
事
に

 
そ
れ
で
も
嬉
し
い
と
思

て
し
ま
う
自
分
が
い
る

で

う
ん
う
ん
分
か
る
よ

さ
さ
薔
薇
さ
ん

飲
ん
で
飲
ん
で

 
そ
し
て
薔
薇
は
ビ

ル
を
ぐ
び
ぐ
び
と
飲
み
な
が
ら
言

た

ほ
ら
皆

も
う
無

よ

日
ご
ろ
の
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
な
さ
い

お

 
こ
う
し
て
会
は

六
人
が
そ
れ
ぞ
れ
愚
痴
を
言
う
残
念
な

態
に
な

た

 
そ
ん
な
感
じ
で
二
時
間
が

ち

店
か
ら
外
に
出
た
六
人
を

意
外
な
人
物
が
待

て
い
た

お
う
お
前
ら

俺
へ
の
愚
痴
は
存
分
に

き
出
せ
た
か

 
そ
れ
じ

あ

番
に
家
ま
で
送

て
や
る
か
ら

と
り
あ
え
ず
こ
の

に
乗
れ

 
店
の
外
で
待
機
し
て
い
た
の
は
八
幡
で
あ
り
そ
れ
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
用

で
あ
る
バ
ン
だ

た 
そ
し
て
六
人
は
恐

し
な
が
ら
そ
の

に
乗
り
込
み

番
に
家
に
送

て
も
ら
う
事
と
な

た 
そ
し
て
最
後
に
送

て
も
ら
う
事
と
な

た
薔
薇
に

八
幡
は
言

た
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今
日
は
楽
し
か

た
か

え

う

う
ん

そ
う
か

も
う

何
な
の
よ
こ
い
つ
は

他
の
皆
と
も

の
中
で
話
し
た
け
ど

出
来

君
な
の

 
そ
れ
と
も
も

と
自
分
に

れ
さ
せ
る
つ
も
り
な
の

よ
し
着
い
た
ぞ

こ
こ
か
ら
は
も
う
一
人
で
大
丈
夫
だ
な

あ

う
ん

そ
の

あ
り
が
と

お
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日
な

 
た

た
そ
れ
だ
け
の
言
葉
に

薔
薇
は
ド
キ
リ
と
し
た

 
実
は
他
の
者
も
そ
れ
は
同
様
で

帰
り

に
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
だ
け
で

 
皆
同
じ
よ
う
に
ド
キ
リ
と
し
て
い
た

ま
る
で
チ

ロ
イ
ン
軍
団
で
あ
る

う
ん

ま
た
明
日

 
薔
薇
は
そ
う
答
え
る
と

む
足
取
り
で
自
分
の
部
屋
へ
と
向
か

た
の
だ

た
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第
３
７
０
話
 
這
い
寄
る
悪
意

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
戦
争
が
終
わ
り

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

緩
し
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い
た

 
だ
が
全
て
の
プ
レ
イ
ヤ

が
の
ん
び
り
し
て
い
た

で
は
な
い

 
逆
に
の
び
の
び
と
活
動
を
開
始
す
る
プ
レ
イ
ヤ

も
い
る
の
だ

ふ
う

や

と
ダ
ル
い
戦
争
と
や
ら
が
終
わ

た
か

 
お
前
は
勝
ち
組
に
所
属
し
て
い
た
ら
し
い
な

シ

ピ

ゲ
ル

う
ん
ノ
ワ

ル
さ
ん

一
応
そ
う
い
う
事
に
な
る
の
か
な

ま
あ
良
か

た
じ

ね
え
か

負
け
る
よ
り
は
よ

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
ね

 
そ
う
苦
笑
す
る
シ

ピ

ゲ
ル
に

ス
テ
ル
ベ
ン
が

ね
た

シ

ナ

て
の
は
ど
ん
な
奴
だ
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シ

ナ
さ
ん
は
そ
う
だ
ね

正
直
何
を
し
て
も
勝
て
る
気
が
し
な
い
壁
み
た
い
な
も
の

か
な

 
ま
あ
そ
の

色
々
な
意
味
で

 
そ
の
言
葉
に
ノ
ワ

ル
が
茶
化
す
よ
う
に
言

た

色
々
な

ね

え
ば
女
と
か
か

あ

い
や

は
は

ま
あ
色
々
だ
よ

 
次
に
ス
テ
ル
ベ
ン
が

シ

ピ

ゲ
ル
に
話
し

け
た

お
前
は
そ
れ
で
い
い
の
か

良
く
は
な
い
良
く
は
な
い
け
ど
あ
の
壁
を
超
え
る
の
は
ど
う
考
え
て
も
無
理
じ

な
い
か

な
何
で
超
え
る
必
要
が
あ
る
ん
だ

ど
う
い
う
事

 
そ
の
疑
問
に
答
え
た
の
は
ノ
ワ

ル
だ

た

シ

ナ
が
い
な
く
な

た
ら
そ
の
女
は
お
前
の
も
の
に
な
る
ん
じ

な
い
の
か

て

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
う
言

て
る
ん
だ
よ
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え
 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
ん
な
事
は
想
像
す
ら
し
た
事
が
無
か

た

き

と
ん
と
し
た
顔
を
し

た 
そ
し
て
少
し
考
え
込
ん
だ
後
に
こ
う
言

た

無
理
で
す
よ

リ
ア
ル
で
も
繋
が
り
が
あ
る
ら
し
い
で
す
か
ら
ね

リ
ア
ル
で
も

う
ん

前
そ
う
い
う
話
を

い
た
ん
だ
よ

ス
テ
ル
ベ
ン

そ
う
か

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
が
モ
ブ
を
釣
り
に
行

て
い
る
間
に

 
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
は
今
の
話
題
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た

今
の
話
だ
が

あ
あ

も
し
か
し
た
ら
ハ
チ
マ
ン
を
殺
れ
る
ん
じ

な
い
か

て
お
前
も
思

た
ん
だ
ろ

ど
う
思
う

あ
い
つ
が
一
人

ら
し
だ
と
は
思
え
ん

そ
れ
に
あ
い
つ
と
ガ
チ
で
や
り
あ

て
も

 
今
は
ま
だ
銃

を
撃
ち
込
め
る
気
が
ま

た
く
し
な
い
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俺
達
は
銃
の
扱
い
に
精
通
し
て
る
と
は
ま
だ
言
え
な
い
か
ら
な

 
ノ
ワ

ル
は
そ
う
言

て

お
手
上
げ
と
い
う
ゼ
ス
チ

を
し
た

せ
め
て
何
か

対
抗
出
来
る
手

が
手
に
入
れ
ば
な

そ
う
か

だ
か
ら
狙
う
と
す
れ
ば

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
う
言
い

け
た
ノ
ワ

ル
の
意
図
を

み

続
け
て
言

た

女
の
方
か

あ
あ

そ
れ
な
ら
間
接
的
に
ハ
チ
マ
ン
に
ダ
メ

ジ
を

え
ら
れ
る
だ
ろ

 
も

と
も
女
子
高
生
で
一
人

ら
し
の
奴
な
ん
て
滅
多
に
い
な
い
だ
ろ
う
が
な

あ
の
女
は
一
人

ら
し
だ
と

恭
二
が
言

て
い
た
記
憶
が
あ
る

ま
じ
か
よ

そ
れ
な
ら
可
能
性
が
あ
る
な

で
も
い
い
の
か

弟
の
想
い
人
だ
ろ

俺
達
じ

な
く
あ
い
つ
が
殺
る
分
に
は
問
題
な
い
だ
ろ

あ
あ
そ
う
い
う
事
か

痴
情
の
も
つ
れ

て
奴
だ
な

で
も
そ
こ
ま
で
相
手
を

め
る
か

 
さ

き
の
態
度
だ
と

も
う

め
が
入

て
る
よ
う
に
見
え
た
ん
だ
が

 
そ
う
言
わ
れ
た
ス
テ
ル
ベ
ン
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た
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あ
ら
か
じ
め
誰
か
一
人
関
係
な
い
奴
を
殺
さ
せ
て
ハ

ド
ル
を
下
げ
る

お
お

そ
の
後
煽
れ
ば
可
能
性
は
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
出
来
れ
ば
そ
の
最
初
の
生
贄
も

ハ
チ
マ
ン
に
関
係
す
る
奴
な
ら
理
想
的
な
ん
だ
が
な

戦
争
の
後
か
ら

恭
二
が
た
ま
に
い
い
目
を
す
る
よ
う
に
な

た

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が
突
然
そ
う
言
い

ノ
ワ

ル
は
き

と
ん
と
し
た

何
の
事
だ

俺
達
好
み
の
目
だ

相
変
わ
ら
ず
お
前
は
言
葉
が
足
り
な
い
ん
だ
よ

要
す
る
に
あ
れ
か

 
戦
争
で
誰
か
を

む
よ
う
に
な

た

て
事
か

あ
あ

そ
れ
じ

あ
先
ず
は
そ
い
つ
が
誰
か
調
べ
て
み
る
か

地
道
だ
が
そ
こ
か
ら
始
め
よ
う

 
ノ
ワ

ル
は

き

続
け
て
言

た

品
の
手
配
は
ど
ん
な
感
じ
だ

少
し
難

し
て
い
る
が

当
た
り
は
付
け
た

問
題
な
い
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そ
う
か

こ

ち
の
調
査
だ
と
今
直
ぐ
に
で
も
殺
れ
る
の
は

ギ

レ

ト

ペ
イ
ル
ラ
イ

ダ 
薄
塩
た
ら
こ

サ
ク
リ
フ

イ
ス
の
四
人
だ
な

サ
ク
リ
フ

イ
ス

お
う

最
近
ロ
グ
イ
ン
し
て
な
い
が

の
戦
争
初
期
で

 
ロ
ザ
リ
ア

て
奴
を
拉
致

た
時
に
そ
の
見
張
り
を
し
て
い
た
奴
だ

な
る
ほ
ど

シ
ノ
ン
は
シ

ピ

ゲ
ル
に
調
べ
さ
せ
れ
ば
い
い
か

き
入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
鍵
も
問
題

な
い
し
な

あ
あ

 
丁
度
そ
の
時
シ

ピ

ゲ
ル
が
モ
ブ
を
釣

て

て
き
た

二
人
は
銃
を

え
た

お
待
た
せ
し
ま
し
た

お
う

そ
れ
じ

攻
撃
開
始

と

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
は
殺
し
の
話
題
も
出
ず

そ
ん
な
事
が
何
回
か

り
返
さ
れ
た

 
そ
し
て
街
に

た
後

休

が
て
ら
酒
場
に
入
ろ
う
と
い
う
事
に
な
り
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そ
の
入
り
口
を

た

間
に
シ

ピ

ゲ
ル
の
目
付
き
が
変
わ

た

 
い
わ
ゆ
る
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
好
み
の
目
と
い
う
目
付
き
に
だ

 
当
然
二
人
は
そ
れ
を
見
逃
さ
ず
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
す
る
と
ノ
ワ

ル
が
シ

ピ

ゲ
ル

に

い
た

ど
う
し
た

誰
か

い
な
奴
で
も
い
た
の
か

あ

あ
は
は

分
か

ち

い
ま
し
た
か

ま
あ
な

で

ど
い
つ
だ

ゼ
ク
シ

ド
で
す

ほ
う
ほ
う

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

ゼ
ク
シ

ド
な

殺
し
た
い
の
か

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が

あ
く
ま
で
ゲ

ム
内
で
の
話
を
装

た
風
に

つ
り
と
そ
う
言

た

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

ス
テ
ル
ベ
ン
の
方
に

り
返

て
言

た

い
つ
か
ね

 
そ
の
目
が

し
み
に
燃
え
て
お
り

ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
は

内
心
で

を
叫
ん
だ

そ
う
か
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ス
テ
ル
ベ
ン
は

く
そ
う
言

た
だ
け
だ

た
が

 
内
心
で
は

ゼ
ク
シ

ド
を
何
と
か
殺
し
の
リ
ス
ト
に
入
れ
ら
れ
な
い
か
算

し
て
い
た

と
り
あ
え
ず
場
所
を
変
え
る
か

 
ノ
ワ

ル
が
空
気
を

ん
で
そ
う
発
言
し

シ

ピ

ゲ
ル
が

い
た

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
酒
場
を
出
た

お

シ

ピ

ゲ
ル
じ

な
い
か

 
そ
の
時
シ

ピ

ゲ
ル
に
話
し

け
る
者
が
い
た

薄
塩
た
ら
こ
で
あ
る

 
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
は
自
分
達
の
顔
が
よ
く
見
え
な
い
よ
う
に
上
手
く
調
整
し
な
が
ら

 
一
歩
下
が

て
薄
塩
た
ら
こ
に

く

を
下
げ
た

 
薄
塩
た
ら
こ
も
深
く

索
は
し
て
こ
ず
会

し
た
だ
け
だ

た
の
が
彼
ら
に
は
幸
い
だ

た

 
何
せ
タ

ゲ

ト
の
一
人
な
の
だ

二
人
は

れ
合
う
つ
も
り
は
ま

た
く
無
か

た

た
ら
こ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

お
う
最
近
シ

ナ
達
も
あ
ん
ま
り
来
な
い
か
ら
中
々
集
ま
る
機
会
も
無
い
が
元
気
だ

た

か
は
い
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そ
う
か
そ
う
か

お

言

た

か
ら
シ

ナ
か
ら
通
信
だ

ち

と
待

て
て
く
れ

あ

シ

ナ
さ
ん
が
来
た
ん
で
す
か

 
そ
の
言
葉
に
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
は
身
を

く
し

素

く

き
合

た

何
が
あ
ろ
う
と
殺
気
を
出
す
の
は
禁
止
な

分
か

て
る

 
そ
し
て
シ

ナ
と
の
通
信
を
終
え
た
薄
塩
た
ら
こ
が

 
パ

と
明
る
い
顔
を
し
な
が
ら
シ

ピ

ゲ
ル
に
言

た

シ

ピ

ゲ
ル
喜
べ
も
う
す
ぐ
世
界
樹
要
塞
で
次
の

点
防
衛
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
そ
う

ら
し
い

本
当
で
す
か

レ
ア
ア
イ
テ
ム
ゲ

ト
の
チ

ン
ス
で
す
ね

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
は

 
先
ほ
ど
自
分
達
が
交
わ
し
た
会
話
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

せ
め
て
何
か

対
抗
出
来
る
手

が
手
に
入
れ
ば
な

 
そ
し
て
二
人
は

興
味

々
で
二
人
の
会
話
を

て

き
続
け
た

お
う

楽
し
み
だ
な

ダ
イ
ン

由
で
ま
た
連

が
行
く
と
思
う
か
ら

お

い
頑
張
ろ
う
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は
い

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
ね

速
準
備
し
な
い
と
な

ま
た
な

シ

ピ

ゲ
ル

は
い

ま
た
で
す

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は
去

て
い
き

三
人
は
別
の
酒
場
に
入

た

 
そ
し
て
ノ
ワ

ル
が

先
ほ
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
シ

ピ

ゲ
ル
に
質
問
し
た

な

さ

き
の
イ
ベ
ン
ト

て
何
の
事
だ

あ
あ

そ
れ
は
で
す
ね

 
二
人
は
シ

ピ

ゲ
ル
か
ら

し
い
話
を

き

直
ぐ
に
こ
う
言

た

そ
の
イ
ベ
ン
ト

俺
達
も
参
加
出
来
な
い
か

あ

ダ
イ
ン
さ
ん
に
お
願
い
し
て
み
ま
す
け
ど

多
分
大
丈
夫
で
す
よ

 
で
も
お
二
人
が
そ
ん
な
事
を
言
う
な
ん
て
珍
し
い
で
す
ね

ま
あ
俺
達
も

ま
と
も
に
ゲ

ム
を
楽
し
み
た
い
か
ら
な

そ
う
で
す
か

そ

ち
の
方
は
任
せ
て
下
さ
い

 
あ

速
ダ
イ
ン
さ
ん
か
ら
召
集
が
か
か
り
ま
し
た

ち

と
行

て
い
き
ま
す
ね
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お
う

頼
む
な

は
い

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
が
去

た
後

二
人
は
ひ
そ
ひ
そ
を
会
話
を
続
け
た

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
と
に
か
く
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に

す
る
よ
う
に
気
を
つ
け
な
い
と

目

だ
な殺

気
を
出
す
の
は
絶
対
に
禁
止
だ
な

考
え
る
だ
け
で
も
危
な
い

で
も
色
々
と
情
報
収
集
も
し
た
い
よ
な

リ
ス
ク
は
あ
る
が
上
手
く
や
る
し
か
な
い

 
ノ
ワ

ル
は
そ
の
言
葉
に

き

続
け
て
こ
う
言

た

そ
れ
に
し
て
も
こ
ん
な
に
簡

に
対
抗
手

を
手
に
入
れ
ら
れ
る
チ

ン
ス
が
得
ら
れ
る
と

は
な外

れ
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

ま
あ
ゼ
ロ
と
そ
う
じ

な
い
の
と
じ

の
差
が
あ
る
か
ら

い
い
ん
じ

な
い
か

違
い
な
い

要
塞
を
一
つ
所
持
と
か

あ
の
野
郎
は
本
当
に
何
な
ん
だ
ろ
う
な
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化
け
物
め

い
つ
か
殺
し
て
や
り
た
い
よ
な

ま

た
く
だ

 
そ
し
て
二
人
は
シ

ピ

ゲ
ル
か
ら
正
式
に
参
加
可
能
と
の
連

を
受
け

 
自
分
達
も
準
備
す
る

に
シ

プ
へ
と
向
か

た

 
と
に
か
く
多
く
の
敵
に

を
当
て
る
事
が
大
事
と
言
わ
れ

 
二
人
は
臨
時
で
そ
う
い

た
感
じ
の
銃
と

を
用
意
し

当
日
に
向
け
て
備
え
る
事
に
し
た

 
一
方
そ
の

シ

ピ

ゲ
ル
は
ダ
イ
ン
達
が

点
に
し
て
い
る
酒
場
で

り
を
感
じ
て
い

た
ゼ
ク
シ

ド
達
も
参
加
す
る

て
本
当
で
す
か

あ
あ

何
人
か
は
平
家
軍
か
ら
参
加
さ
せ
る
ら
し
い

 
戦
争
は
終
わ

た
か
ら

今
後
は
い
が
み
合
わ
な
い
よ
う
に

て
シ

ナ
の
配

だ
ろ
う
な

そ
う
で
す
か

で
も
よ
り
に
よ

て
何
で
ゼ
ク
シ

ド
な
ん
で
す
か

俺
も
納
得
は
し
て
な
い
し

シ

ナ
も
凄
く

そ
う
だ

た
ん
だ
が
な

 
お

い
の
ト

プ
が
参
加
し
な
い
と
意
味
が
無
い

て
ニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん
が
言

た
ら
し
く
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て
なニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん
が

そ
う
で
す
か

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
で
す
ね

 
二
人
は
ニ

ン
ゴ
ロ

が
シ

ナ
の
ブ
レ
イ
ン
だ
と
理
解
し
て
お
り

 
ニ

ン
ゴ
ロ

の
事
を
高
く
評
価
し
て
い
る
事
も
あ

て
そ
れ
で
納
得
し
た

感
情
は
と
も

か
く

 
確
か
に
正

で
も
あ
る

納
得
せ
ざ
る
を
得
な
か

た
と
い
う
の
が
正
確
な
表
現
で
あ
る

ま
あ
い
い
か

表
面
上
は
仲
良
く
し
て
お
け
ば

で
も
絶
対
に
い
ず
れ

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
に
連

し

 
自
ら
も
準
備
を
進
め
る
事
に
し
た

乱

み
の
要
塞
防
衛
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
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第
３
７
１
話
 
十
狼
と
友
好
ス
コ

ド
ロ
ン
の
動
向

 
い
つ
も
誤

報
告
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

マ
ス
タ

こ
ち
ら
フ
ロ

リ
ア
で
す

応
答
願
い
ま
す

お

フ
ロ

リ
ア
か

ど
う
し
た

あ
と

人

で
ま
た
要
塞
防
衛
戦
が
発
生
す
る
の
で
ご
報
告
を
と
思
い
ま
し
て

も
う
そ
ん
な
に
プ
レ
イ
ヤ

が
訪
れ
た
の
か

は
い

戦
争
後
に
マ
ス
タ

が
出
た
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
イ
ン
タ
ビ

か
ら
続
々
と

そ
う
か

少
し
で
も
遠

の
役
に
た

て
く
れ
て
れ
ば
い
い
ん
だ
が

大
丈
夫
で
す
よ

評
判
も
上
々
で
す

 
フ
ロ

リ
ア
か
ら
そ
う
報
告
を
受
け
た
シ

ナ
は
戦
争
以
来
初
め
て
十
狼
に
召
集
を

け
た
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こ
う
や

て
集
ま
る
の
も
何
か
久
し
ぶ
り
だ
な

十
狼
と
し
て
は
初
め
て
か

戦
争
で
か
な
り
頑
張
り
ま
し
た
か
ら

わ

い
シ

ナ
だ
シ

ナ
だ

あ
ん
た
は
も

と
仕
事
の
方
に
集
中
し
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
の

そ
の

り
は
し

か
り
や

て
く
れ
て
る
ん
で
大
丈
夫
で
す
よ

シ
ノ
ン
さ
ん

ま
た
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
ん
だ
よ
ね

今
度
は
い
い
物
が
出
る
と
い
い
な

イ
ク
ス
は
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
だ
よ
ね

は
い

凄
く
楽
し
み
で
す

ま
あ
気
負
わ
ず
気
楽
な
気
持
ち
で
楽
し
み
な
さ
い
な

と
こ
ろ
で
シ

ナ

そ
の
事
で
話
が
あ
る
ん
だ
が

 

メ
ン
バ

が
和
気

々
と
話
す
中

ニ

ン
ゴ
ロ

が
そ
う
シ

ナ
に
話
し

け
た

ん

何
だ

先
生

平
家
軍
の
連
中
も

つ

つ
と
要
塞
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
だ
し

 
こ
の

り
で
遺

を
残
さ
な
い

に
も
平
家
軍
の
ト

プ
を
イ
ベ
ン
ト
に

い
た
ら
ど
う
だ
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ト

プ

て
あ
い
つ
か
よ

他
の
奴
じ

目
な
の
か

気
持
ち
は
分
か
る
が

ト

プ
じ

な
い
と
意
味
が
無
か
ろ
う

 
そ
れ
に
平
家
軍
の
一
部
の
メ
ン
バ

以
外
は
お
前
が
敵
に
な
る
よ
う
に
報

で
釣

た
面
も
あ

る
だ
ろ
う

そ
う
だ
な

い
つ
ま
で
も
そ
い
つ
ら
に

身
の

い
思
い
を
さ
せ
る
の
は
問
題
か

何

今
回
だ
け
の
我
慢
だ

こ
う
い
う
の
は
一
度
だ
け
で
十
分
だ
か
ら
な

仕
方
な
い
な

そ
う
す
る
か

 
他
の
者
も
そ
れ
に
同
意
し
た

シ

ナ
は
そ
う
決
断
し
た

 
以
前
直
接

倒
さ
れ
た
ピ
ト
フ

イ
で
す
ら

成
し
た
の
で

 
シ

ナ
は
本
当
に
い
い
の
か
と
ピ
ト
フ

イ
に
念
を
押
し
た

 
だ
が
ピ
ト
フ

イ
は
あ

け
ら
か
ん
と
こ
う
答
え
た

シ

ナ
は

に

さ
れ
た
く
ら
い
で
文

を
言
う
の

言
い
た
い
事
は
何
と
な
く
分
か

た
が
そ
の
場
合
は

に
対
し
て
ふ
ざ
け
ん
な
く
ら
い
言

う
か
ら
な

し
ま

た

が
悪
か

た

そ
れ
じ

あ
部
屋
に
黒
い
悪
魔
が
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そ
れ
は
全
力
で
叩
き
潰
す
未
来
し
か
見
え
な
い
な

目
だ

い
い

が
思
い
つ
か
な
い

あ
ん
た
ね

そ
ん
な
の
い
く
ら
で
も
あ
る
で
し

う
が

 
シ
ノ
ン
が

れ
た
顔
で
ピ
ト
フ

イ
に
そ
う
言
い
そ
の
場
に
い
た
全
員
が
楽
し
そ
う
に
笑

た
ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
問
題
な
い

と
り
あ
え
ず
先
方
に
は
俺
が
連

し
て
お
く

シ

ナ
が
ゼ
ク
シ

ド
と
直
接

く
れ
ぐ
れ
も

は
し
な
い
で
よ
ね

大
丈
夫
だ

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
を
通
す
か
ら
な

お
前

あ
の
二
人
と
は
そ
ん
な
仲
な
の
か

そ
ん
な
仲
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
が

少
な
く
と
も
俺
と
先
生
は
あ
い
つ
ら
の
知
り
合
い
だ

そ
う
い
う
事
か

や
は
り
本
人
だ

た
の
だ
な

 
そ
の
言
葉
に

事
情
を
知
ら
な
い
何
人
か
は
き

と
ん
と
し
た

本
人

て
何
の
事
で
す
か

あ
の
二
人
と
私
達
は
面
識
が
あ
る
の

だ
よ
ね

シ

ナ

だ
な

俺
と
シ
ズ
カ

先
生
と
ピ
ト
は
確
実
に
面
識
が
あ
る
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あ
あ

あ
の
ク
ソ
ど
も
か

 
そ
れ
で
ピ
ト
フ

イ
は
誰
の
事
か
分
か

た
の
か

少
し

た
調
子
で
そ
う
言

た

す
る
な
よ
ピ
ト

あ
い
つ
ら
も
多
少
大
人
に
な

た
み
た
い
だ
か
ら
な

そ
う
な
の

ま
あ
い
い
や

正
直
ど
う
で
も
い
い
し

あ
あ

今
後
も

的
に
関
わ
る
事
は
無
い
と
思
う
し
な

 
そ
こ
で
話
は
終
わ
り
シ

ナ
は
ニ

ン
ゴ
ロ

を

て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
を
探
し
に
出
か

け 
他
の
メ
ン
バ

は

友
好
ス
コ

ド
ロ
ン
へ
の
説
明
に

く
事
に
な

た

 

女
連
に
は
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
が

闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
の
所
に
は
ロ
ザ
リ
ア
と
銃
士

が 
ダ
イ
ン
の
所
に
は
シ
ノ
ン
が

く
事
に
な
り

ピ
ト
フ

イ
と
エ
ム
は
仕
事
に
向
か
い

 
イ
コ
マ
は

馬
山
で
待
機
す
る
事
と
な

た

 
お

い
た
い
た

幸
い
ゼ
ク
シ

ド
は
い
な
い
み
た
い
だ
な

 
そ
う
嬉
し
そ
う
に
言
う
シ

ナ
に

ニ

ン
ゴ
ロ

は
や
れ
や
れ
と
い

た
顔
で
言

た
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幸
い

ね

あ
な
た
本
当
に
ゼ
ク
シ

ド
の
事
が

い
な
の
ね

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は
今
は
普
通
の

り
方
を
し
て
い
た

リ
ア
ル
で
の
知
り
合
い
の
前
で

技
を

す
る
の
は

 
さ
す
が
に
ち

と
気
恥
ず
か
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う
だ

お
う

大

い
だ

本
当
か
し
ら

本
当
だ

と
り
あ
え
ず
あ
い
つ
ら
に
声
を

け
よ
う

 
そ
し
て
二
人
は

酒
場
で
の
ん
び
り
と
し
て
い
る
二
人
に
声
を

け
た

よ
お

今
ち

と
い
い
か

何
よ

ナ
ン
パ
な
ら
お
断
り
よ

て

シ

ナ

さ
ん

そ
れ
に
あ
ん
た
は
確
か
ニ

ン
ゴ
ロ

だ

け

私
達
に
何
か
用

あ
ら
久
し
ぶ
り
だ
と
い
う
の
に
つ
れ
な
い
わ
ね
わ
ざ
わ
ざ
同
窓
生
だ
け
で

ね
て
き
た
の

に
え

あ
ん
た
誰

待

て
ユ

コ

こ
の

り
方
に
は

き
覚
え
が
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そ
ん
な
二
人
に
ニ

ン
ゴ
ロ

は

ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
言

た

文
化
祭
と
体
育
祭
で
は
本
当
に

お
世
話
に

な

た
わ
よ
ね

 
最
後
に
ち

ん
と
会

た
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
だ

た
か
し
ら

 
ニ

ン
ゴ
ロ

に
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は

ま

た

ま

ま
さ
か

そ
の
見
た
目
で
分
か
る

が
無
い
じ

な
い

 
そ
し
て
二
人
は
ま
る
で
見
て
は
い
け
な
い
も
の
を
見
て
し
ま

た
よ
う
に
目
を
伏
せ

 
お
と
な
し
く
二
人
の
話
を

く
体
制
に
な

た

お
い
先
生

Ａ
Ｌ
Ｏ
で

て
何
の
話
だ

以
前
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
こ
の
二
人
が
コ
ン
バ

ト
し
て
い
た
事
が
あ

た
の
よ
そ
の
時
ち

と
ね

ほ
う
ほ
う

な
あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ど
う
だ

た

あ

え

と

ち

こ

と
し
か
い
れ
な
か

た
か
ら

だ
か
ら
私
達
は
そ
こ
ま
で
色
々
見
れ
て
な
い
の

で
も
空
は
飛
ん
で
み
た
か

た
か
も

そ
う
か

そ
れ
は
残
念
だ

た
な

も
し
機
会
が
あ
れ
ば

 
も
う
一
度
コ
ン
バ

ト
し
て

三
人
で

飛
ん
で
み
る
と
い
い
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シ

ナ
は
気
さ
く
な
態
度
で
そ
う
言

た

そ
の
言
葉
に
他
意
は
感
じ
ら
れ
ず

 
純

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
好
き
な
の
だ
と
感
じ
ら
れ
た

二
人
は
た
だ

く
事
し
か
出
来
な
か

た

シ

ナ

そ
ろ
そ
ろ
本
題
を

そ
う
だ

た
な

実
は
今
日
は
イ
ベ
ン
ト
に
誘
い
に
来
た
ん
だ
よ

 
先
日
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
イ
ン
タ
ビ

は
見
た
か

あ

う
ん

そ

か

あ
れ
が
ま
た

こ
る
ん
だ
ね

 
そ
の
二
人
の
言
葉
に
シ

ナ
は

い
た

お
う

理
解
が

い
な

で

い
つ
ま
で
も
元
源
氏
軍
だ
の
平
家
軍
だ
の
言

て
ら
れ
な
い
か
ら

 
こ
の
機
会
に
双
方
の
わ
だ
か
ま
り
を
無
く
し
た
い
と
思

て

 
こ
う
し
て
平
家
軍
の
実
質
的
リ

ダ

の
側
近
の
二
人
に
話
を
持

て
き
た

な
の
よ

そ

か

だ
か
ら
私
達
に

直
接
ゼ
ク
シ

ド
に
話
を
持

て
い
く
の
は

だ

た
か
ら
な

俺
は
あ
い
つ
が

い
だ
し

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
思
わ
ず

き
出
し
た
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何
だ
よ

ご
め
ん
な
さ
い

つ
い

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
も
同
じ
よ
う
な
事
を
よ
く
言

て
る
か
ら

そ
こ
だ
け
は
あ
い
つ
と
気
が
合
う
ん
だ
よ
な

 
シ

ナ
が
そ
う
言
い

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
後
に

き
合

た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
の
誘
い

難
く
受
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
は
必
ず
説
得
し
て
お
き
ま
す
の
で

そ
う
か

そ
れ
じ

あ

し
い
事
は
後
で
ま
た
連

す
る
か
ら

 
そ
し
て
シ

ナ
は
二
人
と
フ
レ
ン
ド

し

い
つ
で
も
連

が
と
れ
る
よ
う
に
な

た

 
二
人
は
そ
れ
が
意
外
だ

た
が

シ

ナ
は
逆
に
二
人
に
こ
う
言

た

悪
い
な

必
要
な
事
だ
と
は
い
え

俺
と
友
達

録
な
ん
て
違
和
感
が
あ
り
ま
く
る
よ
な

あ

い
や

別
に
そ
ん
な
事
は

む
し
ろ
私
達
で
い
い
の
か
な

て
驚
い
た
く
ら
い
で

あ
ら

分

勝
に
な

た
の
ね

 
ニ

ン
ゴ
ロ

に
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は

困

た
よ
う
に
こ
う
答
え
た
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Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
て
か
ら

私
達
も
色
々
と

験
し
た
か
ら

身
の

を
知

た
と
い
う
か

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

そ
ん
な
言
い
方
を
す
る
な

て

無
理
に
仲
良
く
す
る
必
要
は
無
い
が

 
普
通
に
対

の
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
接
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
か
ら

そ
う
ね

ま
た
同
窓
会
で
会
う
事
も
あ
る
で
し

う
し

 
そ
の
時
こ
ん
な
こ
と
も
あ

た
ね
と
普
通
に
話
せ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
ま
だ
恐

し
て
い
た
が

少
し
は
気
が
楽
に
な

た
よ
う
で

 
リ
ラ

ク
ス
し
た
よ
う
な
顔
で
そ
れ
に

い
た

  
ロ
ザ
リ
ア
と
銃
士

は

闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
が

城
に
し
て
い
る
酒
場
へ
と

い
て
い
た

お

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

イ
ク
ス

闇
風

れ

れ
し
い

仕
方
な
い
だ
ろ

銃
士

て
フ
ル
で
呼
ぶ
の
は
い
い
加

疲
れ
る
し

 
マ

ク
ス

て
呼
ん
で
い
い
の
は
シ

ナ
だ
け
な
ん
だ
し

ま
あ
確
か
に
そ
の
通
り

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
か
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お
う

認
め
て
く
れ
て
あ
り
が
と
よ

で

た
ら
こ
さ
ん
は

奥
に
い
る

お

い
た
ら
こ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
と
イ
ク
ス
が
来
た
ぞ

お

ど
う
し
た

何
か
あ

た
か

 
酒
場
の
中
か
ら
薄
塩
た
ら
こ
が
顔
を
出
し

嬉
し
そ
う
に
二
人
に
声
を

け
て
き
た

要
塞
防
衛
戦
が
発
生
し
そ
う
だ
か
ら

誘
い
に
き
た
わ
よ

お

ま
じ
か

今
度
こ
そ
い
い
ア
イ
テ
ム
が
出
る
と
い
い
な

光
ユ
ニ

ト
と
か
な

 
二
人
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

必
ず
参
加
す
る
と
言

て
き
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
ゼ
ク
シ

ド
も
参
加
す
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
と
二
人
に
告
げ
た
が

 
二
人
は

そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
も

そ
れ
を
受
け
入
れ
た

ま
あ
シ

ナ
が
そ
う
言
う
な
ら
仕
方
な
い
な

リ
ベ
ン
ジ
は
別
の
機
会
に
も

と
広
い
場
所
で
や

て
や
る

  

女
連
の

点
で
は

シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
が
熱

歓
迎
を
受
け
て
い
た
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あ
ん
た
達

よ
く
来
た
ね

お

か
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

よ
し

今
日
は
宴
会
だ
よ

あ

え

あ
の

そ
の
前
に
話
が

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
達
の
話
を

い
た

女
連
の
メ
ン
バ

は

大
い
に

り
上
が

た

い
た
か
あ
ん
た
達

や

ぱ
り
今
日
は
宴
会
だ
よ

 
お

か
さ
ん
は
そ
う
声
を
上
げ

二
人
は
否
応
な
し
に
宴
会
に

き
込
ま
れ
た

  
ダ
イ
ン
達
の
下
に

い
た
シ
ノ
ン
は
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
に
要
塞
防
衛
戦
の
発
生
を
告
げ
た

お
ま
じ
か
よ
シ

ナ
様
々
だ
な
よ
し
お
前
ら
こ
れ
で
ま
た
装
備
を
更
新
で
き
る
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
メ
ン
バ

達
は
大
い
に

り
あ
が

た

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
を
見
て

ま
た
連

す
る
と
言

て
去

て
い
き

 
そ
の
少
し
後
に
シ

ピ

ゲ
ル
が
酒
場
に

を
現
し
た

ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん

お

シ

ピ

ゲ
ル
か

喜
べ

ま
た
要
塞
防
衛
戦
が
発
生
す
る
ら
し
い
ぞ
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は
い

さ

き
た
ら
こ
さ
ん
に

き
ま
し
た

そ
う
か

ま
あ
今
回
は

な
奴
も
参
加
す
る
が

我
慢
し
な
い
と
な

な
奴

誰
で
す
か

ゼ
ク
シ

ド
だ

え
 
そ
の
言
葉
に
シ

ピ

ゲ
ル
は
驚
き

ダ
イ
ン
の
下
へ
と
向
か

た

ゼ
ク
シ

ド
達
も
参
加
す
る

て
本
当
で
す
か

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

を
説
明
さ
れ

納
得
は
出
来
な
か

た
が
大
人
し
く
引
き
下

が

た
ニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん
が
言
う
な
ら
仕
方
な
い
か

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
の
下
に

り
ゼ
ク
シ

ド
達
が
参
加
す
る
事
を

告
げ
た

 
そ
れ
を

い
た
二
人
の
目
が

し
い
光
を
放

た
事
に
シ

ピ

ゲ
ル
は
気
付
か
な
か

た

な
あ

ゼ
ク
シ

ド
は
前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
で

ゲ

ム
内
ア
イ
テ
ム
を
選
ん
で
い
た
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そ
う
か

こ
の
機
会
に
何
と
か
誘

出
来
な
い
か

や

て
み
よ
う

あ
い
つ
に
も
手
伝
わ
せ
る

オ

ケ

だ

シ

ピ

ゲ
ル
の

に
も
な
る
事
だ
し
な

そ
う
だ
な

こ
れ
か
ら
は
リ
ア
ル
で
も
少
し
ず
つ
あ
い
つ
に

し
て
い
く

そ
の

り
は
任
せ
た

 
さ
て

徐
々
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
の
結
末
に
向
け
て
進
ん
で
い
き
ま
す

 
ま
あ
寄
り
道
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
が

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
と
ユ
キ
ノ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の

み
に
つ
い
て
は

 
第
２
８
８
話

尊
敬
と
恐
怖
の
象
徴

を
ご

下
さ
い
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第
３
７
２
話
 
偶
然
の
再
会

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
エ
ヴ

こ
と
新

戸
咲
と
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

達
は

 
そ
の
日
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
は
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
か

た

大
会
の
準
備
で
忙
し
か

た
か
ら
だ

 
そ
の
事
を
八
幡
は
知

て
い
た

先
日
こ
ん
な
会
話
が
あ

た
か
ら
だ

 
お
う
お
前
ら

久
し
ぶ
り
だ
な

あ

シ

ナ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

シ

ナ
さ
ん

 
エ
ヴ

の
後
に
続
い
て
そ
う
声
を
揃
え
て
言

た
五
人
に
シ

ナ
は
感
心
し
た
よ
う
に
こ
う

言

た
息
が
ピ

タ
リ
だ
な

部
活
の
方
は
上
手
く
い

て
る
の
か
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は
い

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
初
め
て
か
ら

コ

チ
に
も
褒
め
ら
れ
ま
し
た

そ
う
か

そ
れ
な
ら
何
よ
り
だ

大
会
が
近
い
ん
で

明
日
も
夜

く
ま
で
こ
の
前
の
大
学
で
練

が
あ
る
ん
で
す
よ

 
だ
か
ら
今
日
ち

と
イ
ン
し
て
お
こ
う
と
思

て

そ
う
か

頑
張
れ
よ

は
い

 
そ
ん
な
遣
り
取
り
を
覚
え
て
い
た
八
幡
は
キ

ト
で
咲
達
の
い
る
で
あ
ろ
う
大
学
へ
と

い

て
い
た

 
要
塞
防
衛
戦
の
話
を
伝
え
る

で
あ
る

さ
て

く
ま
で
練

て
言

て
た
な

体
育

は
ど
こ
か
な

お

あ
れ
は

 
八
幡
は
そ
こ
で

と
あ
る
⻑
身
の
女
性
の

を
見
付
け
た

あ
れ
は
確
か
以
前
フ
カ
次
郎
が
言

て
い
た

コ
ヒ

て
い
う
友
達

だ

た
か

 
ま
あ
何
の
略
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
そ
う
思

た
八
幡
は

そ
の
女
性
に
体
育

の
場
所
を

ね
る
事
に
し
た

あ
の

す
み
ま
せ
ん
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は

は
い

私
で
す
か

 
そ
の
女
性
は
ど
う
や
ら
他
人
に
声
を

け
ら
れ
る
の
に
慣
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え

 
少
し
間
を
開
け
た
後

て
て
こ
ち
ら
に
向
き
直

て
そ
う
言

た

 
そ
し
て
そ
の
女
性
は

八
幡
の
顔
を
見
て
驚
い
た
顔
で
言

た

あ

貴
方
は
以
前

布
を

て
く
れ
た

覚
え
て
い
て
く
れ
ま
し
た
か

す
み
ま
せ
ん

ご
迷
惑
か
と
思

た
ん
で
す
が

 
体
育

の
場
所
が
分
か
ら
な
く
て
た
ま
た
ま
知

て
い
る
貴
方
を
見

け
た
の
で
声
を

け

て
み
ま
し
た

そ
う
い
う
事
で
し
た
か

 
そ
の
女
性
は
納
得
し
た
よ
う
に
微
笑
ん
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

先
ほ
ど
思

た
事
を
確
認
す
べ
く

思
い
切

て
そ
の
女
性
に

ね
た

す
み
ま
せ
ん

貴
方
は
も
し
か
し
て

コ
ヒ

さ
ん
で
す
か

え

ど

ど
う
し
て
そ
の
呼
び
方
を

あ
あ

フ
カ
次
郎

え

と

本
名
は
何
だ

け
な

一
度

い
た
だ
け
な
ん
で

 
あ
そ
う
だ

原
だ

原
美
優
に

き
ま
し
た

あ
い
つ
に
た
ま
た
ま
貴
方
の
話
を
し
た
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ら 
あ
い
つ
が

そ
そ
れ
は
正
し
く
我
が
友
コ
ヒ

じ

な
い
で
す
か

て
言

た
ん
で

あ

そ
の
言
い
方
美
優

い

私
覚
え
て
ま
す

 
確
か
に
以
前

布
を

て
も
ら

た

日
後
に
美
優
か
ら

話
が
あ

て
こ
う
言
わ
れ
た

ん
で
す
よ

 
貴
方
が
私
の
事
を

あ

い
や

え

と

な

何
で
も
な
い
で
す

美
人
で
す
よ

て
言

て
た

て
悔
し
そ
う
な
美
優
に
言
わ
れ
ま
し
た
な
ん
て
言
え
る

な

い
ん

そ
う
で
す
か

 
そ
の
女
性
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
答
え

八
幡
は
そ
れ
を
疑
問
に
思
い
つ
つ
も

 
そ
の
時
フ
カ
次
郎
に
何
と
言
え
と
言

た
か
思
い
出
せ
ず
そ
の
ま
ま

に

く
に

め
た

 
そ
の
時
そ
の
女
性
は

ハ

と
し
た
顔
で
八
幡
に
言

た

あ

あ
の

自

紹
介
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

本
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
私
は
小
比

香
蓮

な
の
で
美
優
に
は
コ
ヒ

て
呼
ば
れ
て
い
ま
す

コ
ヒ

て
そ
の
略
で
し
た
か

こ
ち
ら
こ
そ
す
み
ま
せ
ん
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俺
は
比
企
谷
八
幡
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言

て
八
幡
は
手
を
差
し
出
し

香
蓮
は
お
ず
お
ず
と
そ
の
手
を

た

 
そ
し
て
香
蓮
に
案
内
さ
れ

八
幡
は
無
事
に
体
育

へ
と
た
ど
り
着
く
事
が
出
来
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

助
か
り
ま
し
た

い
え
い
え

大
し
た
手
間
じ

な
い
で
す
か
ら

 
で
も
比
企
谷
さ
ん

こ
の
学
校
の
人
じ

な
い
で
す
よ
ね

こ
こ
に
何
の
用
が

あ
あ

知
り
合
い
に
伝
え
る
連

が
あ

て

こ
こ
に
い
る

て

い
た
も
ん
で

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
そ
し
て
八
幡
は
体
育

を

き
込
み
な
が
ら
言

た

ま
だ
練

中
か

ど
う
す
る
か
な

 
そ
れ
を

い
た
香
蓮
は

に
こ
う
言

た

あ

そ
れ
な
ら
あ
そ
こ
の
カ
フ

な
ら
体
育

の
出
口
が
よ
く
見
え
ま
す
し

 
時
間
を
潰
す
に
は
も

て
こ
い
だ
と
思
い
ま
す

 
そ
う
学
外
の
カ
フ

を
指
差
す
香
蓮
に
そ
れ
は
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思

た
八
幡
は
言

た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
う
し
ま
す
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そ
れ
じ

あ
こ

ち
で
す

 
香
蓮
は
そ
う
言

て

八
幡
の
手
を
引
き
な
が
ら
そ
の
カ
フ

へ
と
向
か

た

 
八
幡
は
一
人
で
そ
の
店
に
入
る
つ
も
り
だ

た

 
そ
の
香
蓮
の
行
動
に
少
し
驚
い
た
が

香
蓮
も

が

い
て
い
た
の
か
な
と
思
い

 
お

に
こ
こ
は
俺
が
お
ご
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
手
を
引
か
れ
る
ま
ま
に
カ
フ

へ
と
入

た

 
ち
な
み
に
香
蓮
は
別
に

が

い
て
い
た
の
で
は
な
く

 
こ
の
ま
ま
八
幡
と

て
別
れ
る
の
は

し
い
と
思
い

 
生
ま
れ
て
初
め
て
こ
ん
な
大

な
行
動
に
出
た
と

そ
う
い
う

だ

た

 
ち
な
み
に
意
識
し
て
や

て
い
る
事
で
は
な
か

た

店
に
入

た
後
に
香
蓮
は

 
そ
の
自
分
の
大

な
行
動
に
気
付
き

面
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

あ

す

す
み
ま
せ
ん

私

た
ら
つ
い
手
を

い
や
い
い
ん
で
す
よ

せ

か
く
で
す
か
ら
ご
一

し
ま
せ
ん
か

 
こ
こ
は
お

も

ね
て
俺
が

り
ま
す
ん
で

あ

あ
の

は

は
い

 
香
蓮
は
そ
の
高
い
身
⻑
の

男
性
か
ら
は
若

敬
遠
さ
れ
ぎ
み
で
あ
り
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生
ま
れ
て
こ
の
方
こ
う
い

た

性
と
の
デ

ト
ま
が
い
の
イ
ベ
ン
ト
を

験
す
る
の
は
初
め

て
だ

た

 
そ
の

香
蓮
は
ガ
チ
ガ
チ
に

張
し
て
い
た
が

そ
ん
な
香
蓮
の

態
を
見
た
八
幡
は

 
香
蓮
の

張
を
解
そ
う
と
思
い

美
優
の
話
題
を
出
す
事
に
し
た

小
比

さ
ん
は
フ
カ
次
郎

あ

美
優
と
は

か
ら
の
知
り
合
い
な
ん
で
す
よ
ね

あ

小
比

て
⻑
く
て
言
い

ら
い
と
思
う
の
で
か
香
蓮

て
呼
ん
で
も
ら
え
る

と 
そ
れ
に
も

と
普
通
に

て
く
れ
て
い
い
で
す
よ

 
香
蓮
は
今
ま
で
そ
ん
な
事
を
男
に
言

た
事
は
無
い
の
だ
が

 
美
優
の
事
は
名
前
で
呼
び

て
な
の
だ
か
ら
と
思
い

 
少
し
悔
し
さ
も
覚
え
た
の
だ
ろ
う

今
回
初
め
て
勇
気
を
出
し
て
そ
う
言

た

オ

ケ

香
蓮

俺
の
事
も
八
幡
で
い
い
し

話
し
方
も
普
通
で
頼
む

う

う
ん

八
幡

君

 
香
蓮
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
言

た

も
し
そ
の

を
美
優
が
見
て
い
た
ら
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お
い
コ
ヒ

抜
け
駆
け
す
ん
な

ム
キ

 
と
で
も
言

た
の
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
は
そ
ん
な

だ

た

 
そ
し
て
香
蓮
は
話
題
を

し

張
の
解
け
た
様
子
で
八
幡
に
言

た

フ
カ
次
郎

て
美
優
の

て
た

の
名
前
な
の
去
年

く
な

て
し
ま

た
ん
だ
け
ど

そ
う
だ

た
の
か

名
前
の
事
に
触
れ
る
と

 
そ
の
時
の
事
を
思
い
出
し
て
あ
い
つ
が

し
む
か
も
し
れ
な
い
か
ら
事
前
に
教
え
て
く
れ
て

助
か

た
よ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

い
た
香
蓮
は
そ
の
優
し
さ
を
好
ま
し
く
思
い
な
が
ら
質
問
を
変
え
た

ち
な
み
に
美
優
と
は
何
の
ゲ

ム
で
知
り
合

た
の

Ａ
Ｌ
Ｏ
か
な

あ
そ
れ
じ

あ
美
優
が
言

て
た
凄
い
リ

ダ

さ
ん

て
も
し
か
し
て
八
幡
君
の
事
な

の
か
な

あ
い
つ
が
そ
ん
な
事
を

ま
あ
確
か
に
そ
れ
で
合

て
る
か
な

美
優

ギ
ル
ド

て
の
に
入
れ
て
も
ら
う
ん
だ

て

か
な
り
張
り
切

て
た
か
ら

 
こ
の
前
や

と
入
団
出
来
た

て

嬉
し
そ
う
に

話
し
て
き
た
ん
だ
よ
ね
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香
蓮
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

あ
い
つ
は
本
当
に
頑
張

て
た
か
ら
な

俺
が
戦
闘
で
あ
い
つ
の

を

り
落
と
し
た
ら

 
⻭
を
食
い
し
ば

て
そ
の
手
を
逆
の
手
で
掴
ん
で
攻
撃
し
て
く
る
く
ら
い
に
は

う
わ

凄
い

ま
る
で
私
の
知

て
る
美
優
じ

な
い
み
た
い

 
そ
し
て
八
幡
は

先
日
学
校
で
里
香
に
言
わ
れ
た
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
言

た

そ
う
い
え
ば
あ
い
つ

次
の
土
曜
に
こ

ち
に
来
る
ん
だ

け
か

あ

う
ん
そ
う
な
の

誰
か
会
い
た
い
人
が
い
る
と
か
何
と
か

里
香
に

い
て
は
い
た
が

本
気
だ

た
の
か

え

ま
さ
か
美
優
の
会
い
た
い
人

て

そ
の
ま
さ
か
だ
な

そ

そ
う
な
ん
だ

 
香
蓮
は
そ
れ
を

き

も
や
も
や
す
る
気
持
ち
を

え
ら
れ
な
か

た
が

 
香
蓮
は
ま
だ
そ
の
気
持
ち
が
何
な
の
か
気
付
い
て
は
い
な
か

た

 
そ
し
て
体
育

か
ら
咲
達
が

を
現
し

そ
れ
に
気
付
い
た
八
幡
は
立
ち
上
が

た

お

練

が
終
わ

た
み
た
い
だ
な
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あ
あ

思

た
よ
り

か

た
ね

あ

あ
の
子
達
は

 
香
蓮
は
咲
達
を
見
て
戸
惑

た
表
情
を
見
せ
た

 
咲
達
が
い
つ
も
す
れ
違
う
時
に
自
分
の
事
を
じ
ろ
じ
ろ
と
見
て
く
る
六
人
組
だ

た
か
ら
だ

 
咲
達
は
香
蓮
の
事
を
格
好
い
い
人
だ
な
と
思

て
見
て
い
た
だ
け
だ

た
の
だ
が

 
香
蓮
は

か
ら
身
⻑
の
事
を
気
に
し
過
ぎ
る
く
ら
い
気
に
し
て
お
り

 
他
人
の

線
を
全
て
悪
意
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
悪

が
あ

た

 
何
と
な
く
そ
れ
に
気
付
い
た
八
幡
は

香
蓮
に
向
け
て
こ
う
言

た

香
蓮

多
分
あ
い
つ
ら
は

香
蓮
の
事
を
悪
く
思

て
は
い
な
い
と
思
う
よ

え

ど

ど
う
し
て
そ
の
事
を

ま
あ
俺
も

他
人
の

線
に

感
だ

た
ん
で

 
八
幡
は

を
か
き
な
が
ら
そ
う
言
う
と

香
蓮
に
一

の
名

を
差
し
出
し
た

も
し
香
蓮
が

美
優
を
俺
に
会
わ
せ
て
も
い
い

て
判
断
し
た
ら

 
そ
れ
を
見
て
連

し
て
き
て
く
れ

あ
ま
り
に
欲
望
が
だ
だ

れ
だ

た
な
ら

下
し
て
く
れ

よ
な

 
八
幡
は
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言

た
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そ
れ
じ

俺
は
こ
こ
の

い
を
し
て
お
く
か
ら

香
蓮
は
ゆ

く
り
し
て

て
く
れ

 
そ
の
う
ち
会
う
事
も
あ
る
と
思
う
ん
で
そ
の
時
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
こ
う
や

て
話
せ
れ
ば

い
い
な

 
ま
あ

け
れ
ば
土
曜
に
ま
た
会
う
事
に
な
る
か
も
だ
け
ど
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
香
蓮
は
き

と
ん
と
し
た

え

私
も
付
い
て
い

て
い
い
の

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
凄
く

そ
う
な
顔
で
こ
う
答
え
た

だ

て
あ
い
つ
と
二
人
き
り
に
な

た
り
し
た
ら
あ
い
つ
絶
対
に
俺
を
襲

て
く
る
だ
ろ

 
ど
う
考
え
て
も
肉
食
系
と
し
か
思
え
な
い
し

ま
あ
そ
う
な

た
ら
返
り
討
ち
に
す
る
ん
だ

が
あ

美
優
は
確
か
に
そ
う
か
も

 
二
人
は
そ
う
言

て
笑
い
合

た

そ
れ
じ

あ
俺
は
行
く
よ

ま
た
な

香
蓮

う
ん
ま
た
ね

八
幡
君

 
香
蓮
は
後
ろ

を
引
か
れ
な
が
ら
も

笑
顔
を
作

て
そ
う
言

た
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そ
し
て
咲
達
に
囲
ま
れ
る
八
幡
を
店
の
中
か
ら
見
た
香
蓮
は
た
め
息
を
付
き
な
が
ら
言

た

人
気
者
な
ん
だ
な

あ
の
子
達
も
あ
ん
な
に
嬉
し
そ
う

 
で
も
今
日
は
ラ

キ

だ

た
な

比
企
谷
八
幡
君
か

 
そ
し
て
香
蓮
は

め
て
八
幡
か
ら

さ
れ
た
名

を

め
た

て

あ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
さ
ん

あ
の
若
さ
で

 
香
蓮
は
そ
の
事
に
驚
き
つ
つ
も

そ
の
ま
ま
店
に

ま

て
い
た

 
ま
だ
咲
達
と
正
面
か
ら
向
か
い
合
う
勇
気
が
出
な
か

た
せ
い
も
あ
る

 
あ
れ

八
幡
さ
ん
だ

本
当
だ

八
幡
さ
ん

今
日
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か

も
し
か
し
て
私
に
会
い
に
来
て
く
れ
た
と
か

私
達
に
で
し

調
子
に
乗
る
ん
じ

な
い
の

 
八
幡
は
そ
の
咲
達
の
元
気
さ
に
苦
笑
し
な
が
ら

六
人
に
要
塞
防
衛
戦
の
事
を
説
明
し
た
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で

多
分
明
日
の
夜
な
ん
だ
が

ど
う
だ

あ

大
丈
夫
で
す

明
日
は
練

は
休
み
な
ん
で

今
日
頑
張

た
し
ね

そ
う
か

そ
れ
は
丁
度
良
か

た
な

は
い

 
こ
う
し
て
無
事
に
連

を
終
え
た
八
幡
は

コ

チ
が
迎
え
に
来
る
と
い
う
咲
達
を
見
送
り

 
何
と
な
く
先
ほ
ど
ま
で
入

て
い
た
カ
フ

の
方
を

め
た

 
そ
こ
に
は
ま
だ
香
蓮
が
お
り

八
幡
は
少
し
驚
い
た

 
そ
ん
な
八
幡
の

線
に
気
付
い
た
香
蓮
は

て
て

を
立
ち

八
幡
に
駆
け
寄

て
き
た

ご
め
ん

ち

と
ぼ

と
し
ち

て
た
み
た
い

あ

い
や

ゆ

く
り
し
て
く
れ

て
言

た
の
は
俺
の
方
だ
か
ら

あ

待
ち
合
わ
せ
を
し
て
た

で
も
な
い
の
に
私

た
ら

 
香
蓮
は
自
分
が
ま
る
で
八
幡
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
よ
う
な
事
を
言

て
し
ま

た
の
に

気
が
付
き

 

て
て
そ
う

正
し
た

そ
ん
な
香
蓮
を
見
て

八
幡
は
微
笑
ま
し
さ
を
感
じ
た
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も
う
こ
ん
な
時
間
だ
し

良
か

た
ら
家
の
近
く
ま
で
送
ろ
う
か

あ

い
え

そ
こ
ま
で
迷
惑
を
か
け
る
の
は

大
丈
夫
大
丈
夫

別
に
家
に
押
し
か
け
た
り
は
し
な
い
か
ら
安
心
し
て
く
れ

そ
う

じ

あ
お
願
い
し
よ
う
か
な

お
う

お
願
い
さ
れ
て
く
れ

 
こ
う
い
う
事
も
生
ま
れ
て
初
め
て
だ

た
の
で
香
蓮
は
少
し
不
安
な
部
分
も
あ

た
の
だ
が

 
八
幡
は
ず

と

士
的
に

る
舞
い
会
話
で
も
香
蓮
の
話
を
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら
良
く

い
て
く
れ

 
香
蓮
は
終
始
楽
し
い
気
分
の
ま
ま
気
が
付
く
と
家
の
前
ま
で
八
幡
を
案
内
し
て
し
ま

て
い

た
ご
め
ん
な
さ
い

話
し
て
た
ら
つ
い
家
の
前
ま
で

私
の
家

あ
そ
こ
な
の

い
や
俺
は
別
に

わ
な
い
ん
だ
が
そ

ち
こ
そ
俺
な
ん
か
に
家
を
知
ら
れ
ち
ま

て
い
い

の
かう

ん

八
幡
君
な
ら
別
に

わ
な
い
よ

そ
れ
な
ら
ま
あ
い
い
が
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そ
し
て
八
幡
は
香
蓮
に
別
れ
を
告
げ

去

て
い

た

 
香
蓮
は
一

家
に
あ
が

て
も
ら
お
う
か
と
思

た
の
だ
が

 
朝
に
部
屋
の
片
付
け
を
し
た
記
憶
が
無
か

た

く

く
そ
れ
を
断
念
し
た
の
だ

た

 
香
蓮
が
家
に
男
を
入
れ

二
人
き
り
に
な
ろ
う
と
す
る
の
は

 
彼
女
を
知
る
者
か
ら
す
る
と
前
代
未

の
出
来
事
な
の
だ

た
が

 
彼
女
は
そ
の
事
に
ま

た
く
気
が
付
い
て
い
な
か

た

 
そ
し
て
家
に
帰

た
後

香
蓮
は
美
優
に

話
を

け
た

コ
ヒ

ど
う
し
た

美
優

土
曜
に
は
予
定
通
り
こ

ち
に
来
る
の

お
う

も
ち
ろ
ん
だ

こ
の
美
優
さ
ん
が

 
一
人

ら
し
で

し
い
思
い
を
し
て
い
る
コ
ヒ

を

め
て
や
る

も
ち
ろ
ん
性
的
な
意

味
で

 
そ
う
言
わ
れ
た
香
蓮
は
即
座
に
言

た

ご
め
ん

や

ぱ
り
う
ち
に

め
る
の
は

で

あ

だ

て
ば
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て
て
そ
う
い
う
美
優
に

香
蓮
は
少
し
意
地
悪
な
口
調
で
言

た

も
う

相
変
わ
ら
ず
だ
ね
美
優

そ
ん
な
に
あ
の
人
に
会
い
た
い
の

う
ん

ア
ポ
無
し
だ
か
ら
会
え
る
可
能
性
は

め
て

い
ん
だ
け
ど

 
行
か
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
し
ね

て
コ
ヒ

今
何
と

 
ま
さ
か
う
ち
の
リ

ダ

と
お
知
り
合
い
に

う
ん

今
日
た
ま
た
ま
ね

 
そ
し
て
少
し
間
を
開
け

美
優
は
香
蓮
に
こ
う

ね
た

ハ
チ
マ
ン
様
と

う
ん

八
幡
君
と

 
そ
れ
を

い
た
美
優
は
絶
叫
し
た

ま
じ
か
よ

お
い
コ
ヒ

分
か

て
る
よ
な

リ

ダ

と
や
る
の
は
私
が
先
な

そ
れ
じ

あ

話
を
切
る
ね

ま
た
ね

美
優

あ

冗
談
冗
談
だ

て
ば

で
も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
様
の
連

先
を
教
え
て
も
ら

た
と
か

さ
あ

ど
う
か
な
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く

気
を
も
た
せ
や
が

て

 
そ
ん
な
悔
し
が
る
美
優
に

香
蓮
は

み
笑
い
を
し
な
が
ら
こ
う
言

た

ま
あ
当
日
は

ち

と
だ
け
楽
し
み
に
し
て
い
て
も
い
い
か
も
ね

キ

会

た
時
は
覚
え
て
ろ
よ

絶
対
に
土
下
座
し
て
感
謝
し
て
や
る
か
ら
な

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

美
優

お
う

ま
た
な
コ
ヒ

 
こ
う
し
て
香
蓮
は
話
を
は
ぐ
ら
か
し
で
も
少
し
だ
け
美
優
に
希
望
を
持
た
せ
て

話
を
切

た
週
末
は
楽
し
く
な
り
そ
う

 
こ
う
し
て
初
め
て
尽
く
し
だ

た
香
蓮
の
一
日
は
終
わ
り

 
そ
う
つ
ぶ
や
い
た
香
蓮
は
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
眠
り
に
つ
い
た
の
だ

た

 
こ
う
し
て
初
め
て
尽
く
し
だ

た
香
蓮
の
一
日
は
終
わ

た

 
ち
な
み
に
フ
カ
次
郎
が
本
名
を
明
か
し
た
の
は
第
１
８
６
話

特
別
な
ギ
ル
ド
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香
蓮
の
話
を
八
幡
が

い
た
の
は
第
２
８
９
話
認
め
ら
れ
る
嬉
し
さ
で
の
出
来
事
と
な
り

ま
す

 
全
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

伏
線
も

々
と
回
収
さ
れ
て
い
き
ま
す
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第
３
７
３
話
 
参
加
者
達
の
光
と
陰

 

日
の
後
書
き
で

最
後
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
書
い
て
し
ま
い
ま
い
た
が
一
人
忘
れ
て
ま
し
た

 
な
の
で
最
後
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日
た
ま
た
ま
世
界
樹
要
塞
に

在
し
て
い
た
者
達
は

山
の

の
エ
ン
ジ
ン
音
を

き

 
部
屋
の
窓
か
ら

て
て
外
を

め
た

お
い
あ
れ

源
氏
軍

今
に
な

て

い
や
あ
そ
こ

ゼ
ク
シ

ド
も
い
る
ぞ

の
仲
の
あ
い
つ
ら
が
一

に
行
動
し
て
る
な
ん
て

何
が

こ
る
ん
だ

 
そ
し
て
直
後
に
要
塞
の
中
に

シ

ナ
の
声
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

が
せ
て
す
ま
な
い

先
日
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
を
見
た
奴
も
い
る
と
思
う
が
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ど
う
や
ら
ま
も
な
く
そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
よ
う
だ

 
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
皆
に
は
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

 
そ
の
言
葉
に
先
に
い
た
者
達
は
わ

と

り
上
が

た

 
そ
の
中
に
シ

リ

と
い
う
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た

 
シ

リ

は

を
ま

た
く
や
ら
ず
に
モ
ブ
狩
り
を
専
門
と
す
る
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｋ
Ｋ

Ｃ

北
の
国
ハ
ン
タ

ズ
ク
ラ
ブ

に
所
属
す
る
プ
レ
イ
ヤ

で

 
そ
の
名
の
通
り
リ
ア
ル
で
北
海
道
で
ハ
ン
タ

観
光
ガ
イ
ド
を
や

て
い
る
女
性
だ

た

 
今
回
彼
女
は
知
り
合
い
の

に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
い
こ
の

点
に

日
に

り

在
し
て
い

た 
そ
れ
は
ひ
と
え
に
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
で
見
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

で
あ
り

 
ス
ナ
イ
パ

で
も
あ
る
彼
女
は
シ

ナ
や
シ
ノ
ン
に
興
味
を

い
て
お
り

 
仲
間
達
と
別
行
動
を
と
り

独
で
こ
の

点
に

い
て
い
た
の
で
あ

た

 
ま
た
同
じ
よ
う
な
行
動
を
と

た
者
の
中
に

ク
ラ
レ
ン
ス
と
い
う
者
が
い
た

こ
の
機
会
に
シ

ナ
と
お
近
付
き
に
な
れ
た
ら
ラ

キ

な
ん
だ
け
ど

 
ま
あ

目
な
ら

目
で

そ
れ
な
り
に

げ
れ
ば
い
い
か
な
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ク
ラ
レ
ン
ス
は
男
性
の
よ
う
な
容

を
し
て
い
る
が

実
は
女
性
で
あ

た

 
そ
の
性
格
は
と
に
か
く
悪
く

ピ
ト
フ

イ
の
悪
い
部
分
だ
け
を

出
し
た
よ
う
な

 
あ
る
い
は

の
ピ
ト
フ

イ
そ
の
ま
ま
と
い
え
る
性
格
を
し
て
い
た

 
彼
女
は
い
く
つ
か
の
チ

ム
を

り
歩
い
て
お
り
一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

に

避
さ
れ
て
い
た

の
で

 
今
回
シ

ナ
の

護
下
に
入
れ
な
い
か
と
都
合
の
い
い
事
を
考
え

 
シ

リ

と
同
じ
よ
う
に
確
実
に
シ

ナ
の
目
に

ま
る
よ
う
に

 
世
界
樹
要
塞
に
⻑

し
て
い
た
の
だ

た

 
シ
ノ
ハ
ラ
は

知
り
合
い
の
ダ
イ
ン
に
頼
み
込
ん
で
今
回
同
行
さ
せ
て
も
ら

て
い
た

 
こ
の

り
は
ス
テ
ル
ベ
ン
や
ノ
ワ

ル
と
一

で
あ
る

 
マ
シ
ン
ガ
ン
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
彼
は

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
ま
さ
に
自
分
向
き
だ
と
思
い

 
い
つ
発
生
し
て
も
参
加
出
来
る
よ
う
に
準
備
し
ア
ン
テ
ナ
を

ば
し
つ
つ
情
報
収
集
を
し
て

お
り

 
今
回
の
情
報
を
掴
ん
だ

間
に

即
座
に
ダ
イ
ン
の
下
へ
と
駆
け
込
ん
だ
の
で
あ

た

 
デ
ヴ

ド
は
仲
間
達
と
共
に

今
回
は
た
ま
た
ま
こ
こ
に

在
し
て
い
た
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過
去
に
ピ
ト
フ

イ
と
一

に
行
動
し
て
い
た
事
が
あ
り

そ
の

に
裏
切
ら
れ

 
今
や
ピ
ト
フ

イ

い
の
急
先

と
言
え
る
彼
は
出
来
る
だ
け
ピ
ト
フ

イ
に
会
い
た
く
な

か

た

 
今
回
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
出
来
る
事
は
嬉
し
い
が

窓
の
外
に
ピ
ト
フ

イ
の

を
見
付
け

 
絶
対
に
会
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
心
に

て
い
た

 
ど
ん
な
運
命
の
巡
り
合
わ
せ
か

こ
の
四
人
は
い
ず
れ
何
回
か
開

さ
れ
る

 
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
と
い
う
ス
コ

ド
ロ
ン
対
抗
戦
で
顔
を
合
わ
せ
る
事
に
な
る
の
だ
が

 
ピ
ト
フ

イ
や
エ
ム
や
エ
ヴ

達
も

め
て

そ
の
大
会
で
名
を
上
げ
る
者
達
が
こ
こ
に
集

ま

て
い
た

 
だ
が
そ
の
主
役
と
な
る
小
さ
な
ピ
ン
ク
色
の
戦
士
は
ま
だ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
は
降
り
立

て
は
い
な

い 
お
い

シ

ナ
だ
ぞ

あ
あ

分
か

て
る

殺
気
は
禁
止

敵
意
を
向
け
る
の
も
禁
止
だ
か
ら
な
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あ
あ
分
か

て
る
俺
は
大
丈
夫
だ
が
む
し
ろ
前
に
直
接
や
り
あ

た
お
前
が
気
を
付
け

ろ
よお

お
う

確
か
に
な

 
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
そ
し
て
ノ
ワ

ル
は

ス
テ
ル
ベ
ン
に
こ
う

ね
た

で

シ

ピ

ゲ
ル
の
方
は
ど
う
な
ん
だ

中
々
い
い
感
じ
に

成
さ
れ
て
き
た
ぞ

今
の
あ
い
つ
は
ゼ
ク
シ

ド
へ
の

み
に

り

ま

て
い
る

お
お

ど
う
や

た
ん
だ

日
お
前
が
落
ち
た
後
に
ち

と
な

ま
あ
あ
い
つ
は
俺
の
弟
だ
ぞ
元
々
素
質
が
あ

た

ん
だ

 
テ
ン
シ

ン
が
上
が

て
い
る
の
か

ス
テ
ル
ベ
ン
は
い
つ
も
よ
り

だ

た

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は

日
自
分
が
シ

ピ

ゲ
ル
に
何
を
し
た
の
か
話
し
始
め
た

 
シ

ピ

ゲ
ル

お
前
最
近
何
か
悩
ん
で
な
い
か
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ノ
ワ

ル
が
用
事
が
あ
る
と
言

て
先
に
落
ち
た
後

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が

突
に
シ

ピ

ゲ
ル
に
そ
う
話
し

け
た

や

ぱ
り
分
か
る

あ
あ

明
ら
か
に
動
き
が

い
か
ら
な

 
そ
う
は
言

た
も
の
の

悩
ん
で
い
る
と
思

た
の
は
事
実
だ
が

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
別
に
シ

ピ

ゲ
ル
の
動
き
が
悪
く
な

た
と
は
思

て
は
い
な
い

 
あ
え
て
シ

ピ

ゲ
ル
の
動
き
が

い
と
言

た
の
は

ス
テ
ル
ベ
ン
の
仕
込
み
だ

た

実
は
最
近
ち

と
悩
ん
で
て
さ

本
当
に
今
の
ま
ま
の
ス
タ
イ
ル
で
い
い
の
か
な

て

ふ
む

し
く
話
を

か
せ
ろ

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
先
日
の
戦
争
で
ゼ
ク
シ

ド
が
言

て
い
た
事
を
ス
テ
ル
ベ
ン
に

告
げ
た

な
る
ほ
ど

ゼ
ク
シ

ド

て
の
は
ク
ズ
だ
な

う
ん

お
前
の
悩
み
は
何
も
間
違

て
い
な
い
悪
い
の
は
全
て
ゼ
ク
シ

ド
だ
お
前
は
被
害
者
で

し
か
な
い
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闇
風
さ
ん
に
は
全
力
で
走

て
み
ろ

て
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど
ね

 
ど
う
し
て
も
も
や
も
や
し
ち

て

そ
ん
な
気
分
に
な
れ
な
い
ん
だ
よ

 
こ
れ
は
チ

ン
ス
だ
と
思

た
ス
テ
ル
ベ
ン
は

シ

ピ

ゲ
ル
に
こ
う
提
案
し
た

そ
う
か

俺
が
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
や
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し

 
久
々
に
兄
弟
二
人
き
り
で
も
う
ひ
と
狩
り
行
く
か

い
い
の

う
ん

お
願
い

 
そ
れ
か
ら
ス
テ
ル
ベ
ン
は
事
あ
る
ご
と
に
ず

と
シ

ピ

ゲ
ル
に
同
じ
よ
う
な
事
を
言
い

続
け
た

や
は
り
調
子
が
悪
い
み
た
い
だ
な

目
だ
な

目
に
見
え
て
動
き
が
悪
い

や
は
り
こ
れ
が
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
の
限
界
な
の
か

あ
の
ク
ソ
の
せ
い
で

苦
労
さ
せ
ら
れ
る
よ
な

く
そ

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に

別
に
何
も
問
題
が
無
か

た
シ

ピ

ゲ
ル
の
動
き
は

 
目
に
見
え
て
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

て
い
き
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そ
れ
に

て
シ

ピ

ゲ
ル
の
機

も
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

て
い

た

 
お
そ
ら
く
今
の
シ

ピ

ゲ
ル
に
は
闇
風
が
何
を
言

て
も

こ
え
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
く

ら
い
に
は
だ

こ
れ
は
想
像
以
上
だ
な

さ
す
が
の
俺
に
も
出
口
が
見
え
な
い

 
こ
こ
で
シ

ピ

ゲ
ル
は
気
付
く
べ
き
だ

た

 
戦
果
は
通
常
通
り
で
あ
り

結
果
は
ち

ん
と
出
て
い
る
事
を

 
こ
こ
で
シ

ピ

ゲ
ル
は
怪
し
む
べ
き
だ

た

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が
い
つ
も
よ
り
も
か
な
り

だ
と
い
う
事
を

ご
め
ん
ね

僕
の
事
で
こ
ん
な
に
悩
ん
で
も
ら

ち

て

 
そ
う
言
わ
れ
た
ス
テ
ル
ベ
ン
は

シ

ピ

ゲ
ル
に
こ
う
言

た

む
か
つ
く
よ
な
ゼ
ク
シ

ド
の
奴

自
分
の
欲
望
の

に
他
人
を
ハ
メ
や
が

て

う
ん

い
ら
つ
く
よ
な

月
の
接
続
料
も

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
く
ら
い
苦
労
さ
せ
ら
れ
て

う
ん

あ
ん
な
奴
が
存
在
し
て
る
事
自
体

誰
に
と

て
も
迷
惑
だ
よ
な
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う
ん

い

そ
こ
の
手
で
殺
し
て
や
り
た
い
よ
な

う
ん

ど
う
せ
な
ら
リ
ア
ル
で
殺
せ
ば
こ
の
出
口
の
見
え
な
い
迷
路
か
ら
抜
け
出
せ
る
か
も
し
れ
な

い
な

 
こ
こ
で
シ

ピ

ゲ
ル
は
顔
を
上
げ

ス
テ
ル
ベ
ン
に
言

た

兄
さ
ん
は
そ
う
い
う
の
得
意
だ

た
ん
だ
よ
ね

あ
あ

先
に
殺
さ
な
い
と
こ

ち
が
殺
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
世
界
に
い
た
か
ら
な

じ

あ
今
の
僕
と
一

だ
ね

だ
な

一
応
何
か
こ
の

況
を
打
開
す
る
い
い
手
が
無
い
か

も
う
少
し
考
え
て
み
る
よ

お
う

 
そ
し
て
二
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

リ
ア
ル
で
顔
を
合
わ
せ
た

昌
一
は
恭
二
に
言

た

お
前
の
幸
福
の

に
な
る
な
ら

俺
が
何
か
い
い
方
法
を
絶
対
に
考
え
出
し
て
や
る
か
ら
な

 
ゲ

ム
内
で
殺
す
の
と
同
時
に
リ
ア
ル
で
も
相
手
を
殺
せ
る
方
法
を
な
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恭
二
は
そ
の
言
葉
に

き

昌
一
は
更
に
追
い
討
ち
を
か
け
た

そ
ん
な
お
前
な
ら

必
ず
好
き
な
人
に
も

り
向
い
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
さ

本
当
に

あ
あ

あ
の
ゼ
ク
シ

ド
さ
え
二
人
も
女
を
は
べ
ら
せ
て
る
ん
だ

 
あ
い
つ
を
殺
し

あ
い
つ
よ
り
強
く
な

た
お
前
な
ら

女
が
放

て
お
く
は
ず
が
な
い
さ

そ

か

う
ん

そ
う
だ
よ
ね

こ
れ
で
僕
も
つ
い
に
朝
田
さ
ん
と

あ
あ
そ
う
だ

朝
田
さ
ん
は
お
前
に

れ
る
べ
き
な
ん
だ

そ

か

そ
う
だ
よ
ね

う
ん

本
当
に
そ
う
だ

朝
田
さ
ん
は
僕
に

れ
る
べ
き
だ
よ
ね

あ
あ
そ
れ
が
絶
対
の
正
義
だ
お
前
の
も
の
に
な
る
事
が
朝
田
さ
ん
に
と

て
の
一
番
の

幸
福
だ

あ
り
が
と
う
兄
さ
ん

何
か
元
気
が
出
て
き
た
よ

お
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日
な

恭
二

う
ん

ま
た
明
日
ね

兄
さ
ん

 
そ
し
て
恭
二
は
自
分
の
部
屋
に
入
り
そ
こ
に
残
さ
れ
た
昌
一
は
笑
い
を

え
ら
れ
な
い
よ
う

に

い
た



 第四章 ＧＧＯ編

朝
田
さ
ん

て
誰
だ
よ

そ
れ
に
正
義

こ
の
俺
が
正
義
だ

て

 
は
は

そ
ん
な

無
い
だ
ろ
恭
二
よ
悪
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

イ

ツ
シ

タ
イ

ム 
そ
し
て
昌
一
も

元
気
が
出
た
と
言

た
時
の
恭
二
の
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら

 
満
足
し
た
様
子
で
眠
り
に
つ
い
た

そ
の
時
の
恭
二
の
顔
は

 
ど
う
見
て
も
詩
乃
に
対
す
る
欲
望
に

れ
た
顔
だ

た
の
だ

 
な
る
ほ
ど

上
手
く
や

た
な

ゼ
ク
シ

ド
様
々
だ

こ
の
イ
ベ
ン
ト
中
に
ゼ
ク
シ

ド
に
失
言
さ
せ
ら
れ
れ
ば
完
成
す
る
ん
じ

な
い
か

つ
い
で
に
次
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
で

モ
デ
ル
ガ
ン
を
選
ぶ
よ
う
に
誘

出
来
れ
ば
な

だ
な

楽
し
く
な

て
き
や
が

た

 
こ
う
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

ど
ん
ど
ん
奈
落
の

へ
と
引
き

り
込
ま
れ
て
い

た

 
そ
し
て
常
に
シ

ナ
の
方
を
見
て
い
た
詩
乃
は
そ
の
直
前
ま
で
そ
の
事
に
気
付
け
な
か

た
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よ

皆
集
ま

て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

い
い

て
シ

ナ

こ

ち
こ
そ
あ
り
が
と
う
を
言
い
た
い

 
口
々
に
感
謝
の
言
葉
を
投
げ
か
け
て
く
る
者
達
に

シ

ナ
は
こ
う
言

た

あ
と
三
人
こ
の
要
塞
の

内
に
入
れ
ば

イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
よ
う
に
調
整
し
て
お
い
た

 
俺
の
仲
間
を
外
で
待
た
せ
て
い
る
か
ら

そ
い
つ
ら
が
到
着
す
れ
ば
イ
ベ
ン
ト
開
始
だ

 
ど
う
だ

自
準
備
は
い
い
か

忘
れ
物
は
無
い
か

 
要
塞
内
部
か
ら
は
特
に
ス
ト

プ
を

け
て
く
る
声
は
上
が
ら
ず

 
シ

ナ
は

合
い
だ
と
思
い

外
に
待
機
さ
せ
て
あ

た
ロ
ザ
リ
ア
に
連

を
し
た

よ
し
ロ
ザ
リ
ア

こ

ち
に
向
か

て
く
れ

了
解
よ

シ
ノ
ン
と
イ
ク
ス
も
待
ち
く
た
び
れ
て
い
る
み
た
い

す
ま
な
い
な

そ
れ
じ

あ
頼
む

え
え

 
そ
し
て

分
後

要
塞
内
に

の
メ

セ

ジ
が
流
れ
た

告

世
界
樹
要
塞
に
敵
の
集
団
が
迫

て
い
ま
す
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カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
開
始

敵
は
千
二

後
に
到
達
予
定

お
お

今
回
は

い
な

敵
の
到
着
は
二
十
分
後
だ

自
そ
れ
に
備
え
て
く
れ

 
こ
う
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
開
始
さ
れ
た

シ

ナ
は
シ
ズ
カ
と
ピ
ト

ベ
ン
ケ
イ
と

 
そ
れ
に
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
と
共
に

い
つ
も
の
正
門
上
に

取

て
い
た

 
そ
ん
な
中

薄
塩
た
ら
こ
が
シ

ナ
に
話
し

け
た

ま
だ
時
間
が
あ
る
よ
な

な
あ
シ

ナ

今
ち

と
い
い
か

お
う

別
に

わ
な
い
ぞ

ど
う
し
た

 

揚
に
そ
う
答
え
る
シ

ナ
に

薄
塩
た
ら
こ
は
遠

が
ち
に
言

た

実
は
よ

リ
ア
ル
で
困

て
る
事
が
あ
る
ん
だ
よ

ほ
う
ほ
う

ど
う
し
た

も
う
す
ぐ
家
の
契
約
が
切
れ
る
か
ら

引
越
し
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
け
ど
よ

 
せ

か
く
だ
か
ら
学
校
と
ソ
レ
イ
ユ
の
中
間
く
ら
い
の
場
所
に
し
た
方
が
い
い
か
な

て
思

う
ん
だ
よ

 
で
も
中
々
い
い
物
件
が
見
つ
か
ら
な
く
て
よ

 
そ
れ
を

い
た
シ

ナ
は

内
で
自
分
の
知
る
物
件
を
い
く
つ
か
リ
ス
ト
ア

プ
し
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そ
の
中
か
ら
丁
度
い
い
物
件
が
あ
る
事
を
思
い
出
し
た

そ
う
い
う
事
か

分
か

た

お
前
に
は
バ
イ
ト
で
役
に
た

て
も
ら

て
る
し

 
俺
が
い
い
物
件
を
紹
介
し
て
や
ろ
う

本
当
に

い
や
ま
じ
で
助
か
る
わ

家

も
そ
れ
な
り
に
安
く
設
定
し
て
く
れ
る
よ
う
に
出
来
る
と
思
う

な
ん
な
ら
闇
風
も
引

越
す
か

ま
じ
か
よ

後
で

し
く
話
を

か
せ
て
く
れ

お
う

後
で
な

と
り
あ
え
ず
こ
の
戦
闘
を
乗
り
越
え
な
い
と
な

よ

し

何
か
楽
し
く
な

て
き
や
が

た

だ
な

 
こ
う
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は
シ

ナ
の
紹
介
で
引

越
す
事
と
な
り

 
ノ
ワ

ル
が
薄
塩
た
ら
こ
を
狙
い
事
前
に
調
査
し
て
あ

た
家
に
最
終
確
認
を
し
に
い

た

所 
そ
こ
に
は
も
う
薄
塩
た
ら
こ
は
い
な
か

た

 
こ
う
し
て
知
ら
な
い
所
で

薄
塩
た
ら
こ
は
死
地
か
ら
逃
れ
る
事
に
成
功
し
た
の
だ

た
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第
３
７
４
話
 
そ
れ
ぞ
れ
の
要
塞
防
衛
戦

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

よ
し

そ
れ
じ

あ
い
つ
も
通
り
始
め
る
か

 
シ

ナ
は
や
や
離
れ
た
所
に
い
る
シ
ノ
ン
に
手
で
合
図
を
し

二
人
は
狙
撃
体
制
を
と

た

 
そ
し
て

点
に
い
る
者
か
ら
は
目

出
来
な
い

離
で

敵
が
ど
ん
ど
ん
消
滅
し
て
い

た

 
そ
し
て
あ
る

度
敵
が
接
近
し

他
の
狙
撃
が
得
意
な
者
達
も
攻
撃
を
開
始
し
た

 
そ
の
中
に

に
命
中

の
高
い
者
が
お
り

シ

ナ
は
そ
の
狙
撃
手
に
注
目
し
た

あ
の
緑
の

の
プ
レ
イ
ヤ

い
い

だ
な

ん

あ
れ
は
女
性
プ
レ
イ
ヤ

か

珍
し

い
なあ

の
人

北
の
国
ハ
ン
タ

ズ
ク
ラ
ブ

て
ス
コ

ド
ロ
ン
の
人
ら
し
い
よ

現
役
の
ハ
ン

タ

み
た
い

 
そ
う

い
た
シ

ナ
に

シ
ズ
カ
が
そ
う
声
を

け
た
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知
り
合
い
か

う
う
ん

同
じ
女
性
同
士

て
事
で
話
し

け
た
ら
教
え
て
く
れ
た
の

 
対
人
は
一
切
や
ら
ず

完
全
に
モ
ブ
狩
り
専
門
の
ス
コ

ド
ロ
ン
ら
し
い
よ

ほ
う
ほ
う

プ
ロ
だ
け
に

逆
に
人
を
撃
つ
の
に

避
感
が
あ
る
の
か
な

う
ん

そ
ん
な
感
じ
の
事
を
言

て
た

人

は
ど
ん
な
感
じ
だ

シ
ノ
ノ
ン
に
似
て
る
か
な

ク

ル

い
け
ど
多
分
凄
く
負
け
ず

い
だ
と
思
う

ふ
う
ん

名
前
は

シ

リ

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

俺
は

り
込
む
か
ら

あ
の
シ

リ

て
人
に
Ｍ
８
２
を
貸
し
て
く
る
わ

え

ま
あ
確
か
に
シ

ナ
の
体
は
一
つ
し
か
な
い
し

 
資
源
の

活
用
と
考
え
れ
ば
い
い
の
か
な

持
ち
逃
げ
す
る
よ
う
な
人
じ

な
い
ん
だ
ろ
う

う
ん

も
ち
ろ
ん
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じ

あ
ち

と
行

て
く
る
わ

う
ん

  
シ

リ

は

こ
ん
な
安
全
な
場
所
か
ら
モ
ブ
を
狙
撃
す
る
の
は
初
め
て
の

験
だ

た

 
こ
の

態
だ
と
自
分
の
持
つ
技
術
を
フ
ル
に
活
用
す
る
事
が
出
来
る

狩

感
は
や
や

る
け
ど

た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
い
い
も
の
よ
ね

 
あ
あ

こ
れ
だ
け
で
も
こ
こ
で
待

て
た
甲
斐
が
あ

た
わ
ね

 
丁
度
そ
の
時

が
切
れ

シ

リ

は
新
し
い

を
出
す

に
そ
の
手
を
止
め
た

 
そ
の
シ

リ

の

前
に
自
分
が
使

て
い
る
物
よ
り
か
な
り
大
き
な
サ
イ
ズ
の

が
置

か
れ

 
シ

リ

は
驚
い
て
そ
の
顔
を
上
げ
た

い
い

だ
な

あ

ど

ど
う
も

 
そ
こ
に
は

一
度
く
ら
い
は
話
し
て
み
た
い
と
熱
望
し
て
い
た
シ

ナ
の
顔
が
あ
り

 
シ

リ

は
驚
き
つ
つ
も

そ
の

を
持

て
立
ち
上
が

た
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残
念
な
が
ら

こ
の

は
私
の
銃
に
は
合
わ
な
い
わ
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
こ
で
こ
れ
だ

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
Ｍ
８
２
を
シ

リ

に
向
け
て
差
し
出
し

 
そ
の
行

に

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ど
よ
め
い
た

え

え

と

こ
れ
は

俺
は
今
か
ら

り
込
む
ん
で
な

そ
う
す
る
と
こ
れ
を
使
う
奴
が
い
な
く
な

ち
ま
う

 
ど
う
だ

し
に
撃

て
み
な
い
か

 
そ
の
望
外
の

し
出
に

シ

リ

は
前
の
め
り
に
こ
う
答
え
た

い

い
い
の

是
非
お
願
い

お
う

出
来
る
だ
け

が
い
い
奴
に
使

て
欲
し
か

た
か
ら
な

ほ
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら
差
し
出
さ
れ
た
Ｍ
８
２
を

シ

リ

は
興
奮
し
な
が
ら
受
け
取

た

あ

あ
り
が
と
う

戦
闘
が
終
わ

た
後

直
ぐ
に
返
し
に
行
く
わ

使
い
方
は
分
か
る
か

う
ん

大
丈
夫

そ
う
か

は
全
部
置
い
て
い
く
か
ら
楽
し
ん
で
な

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
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う

う
ん

ま
た
後
で

 
そ
し
て
シ

ナ
は
去

て
い
き

シ

リ

は
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
Ｍ
８
２
を

え
た

私
の
人
生
で

こ
ん
な
銃
が
撃
て
る
機
会
な
ん
て
最
初
で
最
後
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
シ

リ

は
そ
う

く
と

速
敵
に
狙
い
を
つ
け

攻
撃
を
開
始
し
た

 
ス
コ

プ
の
中
か
ら
見
え
る
敵
に
大

が
開
き
一
撃
で
そ
の
敵
が
消
滅
し
た
の
を
見
た
シ

リ

は

 
と
て
も
楽
し
そ
う
に
次
々
と
敵
を

て
い

た

 
そ
れ
を
遠
目
に
見
て
い
た
シ

ナ
は

や

ぱ
り
い
い

だ
な
と

く
と

 
そ
ろ
そ
ろ
敵
に

り
込
む
事
を
仲
間
達
に
告
げ
た

 
今
回
は
プ
レ
イ
ヤ

の

が
多
め
な
の
で

敵
の
殲
滅
速
度
も
そ
の
分

い

 
そ
れ
が
関
係
あ
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
明
ら
か
に
敵
の
進
軍
速
度
が
上
が

て
い

た

は
き

ち
り
と

幕
が
張
ら
れ
て
い
る
み
た
い
だ
し
正
面
の
敵
を
き

ち
り
片
付
け
る

ぞ 
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お

シ

ナ
が
出
る
み
た
い
だ
ぞ

出
た

ビ

ム
ナ
ギ
ナ
タ

よ
く
あ
ん
な
の
を

り
回
せ
る
よ
な

正
面
の
敵
は
シ

ナ
に
任
せ
て

俺
達
は
き

ち
り
と

の
敵
を
殲
滅
す
る
ぞ

 
そ
の

幕
を
張
る
プ
レ
イ
ヤ

の
中
に
い
た
シ
ノ
ハ
ラ
は

 
大
好
き
な
マ
シ
ン
ガ
ン
を
と
に
か
く
撃

て
撃

て
撃
ち
ま
く

て
い
た

ヒ

ハ

お
ら
お
ら
お
ら
お
ら

お

お
前
も
マ
シ
ン
ガ
ン
か

俺
も
だ

俺
も
俺
も

や

ぱ
り
マ
シ
ン
ガ
ン
は
最
高
だ
よ
な

撃
て

と
に
か
く
撃
て

 
シ
ノ
ハ
ラ
は
同
好
の
士
に
囲
ま
れ
幸
せ
な
気
分
に
包
ま
れ
な
が
ら
ひ
た
す
ら
攻
撃
し
て
い
た

 
そ
し
て
こ
こ
で
意
気
投
合
し
た
彼
ら
は
後
に

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
全
日
本
マ
シ
ン
ガ
ン
ラ
バ

ズ 
と
い
う
ス
コ

ド
ロ
ン
を
結
成
す
る
事
と
な
る
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シ

ナ
と
一

に
あ
い
つ
も
出
る
の
か

 
仲
間
と
共
に

翼
の
守
り
を
担
当
し
て
い
た
デ
ヴ

ド
は

 
シ

ナ
と
共
に
出
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る
ピ
ト
フ

イ
を
苦
々
し
い
目
で
見
つ
め
て
い
た

 
噂
だ
と

シ

ナ
と
一

の
時
は
多
少
ま
と
も
に
な

た
と
い
う
話
だ
が

 
か
つ
て
の

が
お
か
し
い
と
し
か
思
え
な
い
ピ
ト
フ

イ
の

が

に
焼
き
付
い
て
い
た
デ

ヴ

ド
は

 
ど
う
し
て
も
そ
の
イ
メ

ジ
を
消
す
事
が
出
来
な
い
で
い
た

そ
れ
に
し
て
も
あ
の

い
光
剣

々
し
さ
が
あ
い
つ
ら
し
い
と
い
え
ば
そ
う
だ
が

だ

が 
そ
し
て
デ
ヴ

ド
は

ま
る
で
子

の
よ
う
に
言

た

く
そ

な
ん
て

ま
し
い

俺
も
い
つ
か
あ
れ
を

り
回
し
て
み
た
い

 
そ
の
デ
ヴ

ド
の
望
み
が
叶
う
の
は
か
な
り
後
第
三
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
直
前
と

な
る

  
ク
ラ
レ
ン
ス
は

つ
ま
ら
な
そ
う
に
銃
を
撃

て
い
た



 第３７４話 それぞれの要塞防衛戦

は

や

ぱ
り
何
か
し
ら
伝
手
が
無
い
と

シ

ナ
に
接
触
す
る
の
は
無
理
か

 
ク
ラ
レ
ン
ス
は
祝
勝
会
な
ら
あ
る
い
は
と
考
え
こ
の
場
は
大
人
し
く

ぐ
事
に
専
念
す
る

事
に
し
た

 
な
あ
ユ

コ

ハ
ル
カ

こ
れ
は
楽
す
ぎ
な
い
か

今
ま
で
苦
労
し
て

い
で
き
た
の
は
何
だ

た
ん
で
す
か
ね

さ
す
が
は
シ

ナ
さ
ん
で
す
ね

チ

そ
れ
は
ち

と
面
白
く
ね
え
な

ま
あ
事
実
で
す
し
ね

だ
か
ら
余
計
面
白
く
ね
え

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も

ゼ
ク
シ

ド
は
ひ
た
す
ら
モ
ブ
を
撃
ち
ま
く

て
い
た

 

げ
る
時
に

ぐ
の
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
基
本
で
あ
る

な
ん
だ
か
ん
だ
言
い
な
が
ら
も
せ

か
く
参

加
し
た
以
上

 
ゼ
ク
シ

ド
は
し

か
り

い
で
帰
る
つ
も
り
な
の
で
あ

た

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
に
話
し

け
る
者
が
い
た

ノ
ワ

ル
で
あ
る
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ノ
ワ

ル
は

世
間
話
を
装
い
な
が
ら
ゼ
ク
シ

ド
に
こ
う
言

た

さ
す
が
で
す
ね
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

力
も
命
中

も
他
の
奴
ら
と
は

違
い
で
す
ね

お
う

だ
な

ま
あ
銃
の
性
能
が
い
い
事
は
否
定
し
な
い
け
ど
な

い
い
銃
で
す
よ
ね

必
要
Ｓ
Ｔ
Ｒ
も
高
そ
う
だ

ま
あ
な

Ａ
Ｇ

特
化
プ
レ
イ
ヤ

に
は
一
生
装
備
出
来
な
い
だ
ろ
う
な

で
す
ね

そ
れ
じ

あ
俺
は
ち

と

の
補

で
一

下
が
り
ま
す

お
う

お
前
も

く
俺
み
た
い
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
れ
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

よ
り
一
層
努
力
し
ま
す

 
た

た
そ
れ
だ
け
の
会
話
だ

た
が

ノ
ワ

ル
は
満
足
そ
う
に
そ
の
ま
ま
移
動
し
た

ノ
ワ

ル
さ
ん

あ
い
つ
と
何
を
話
し
て
た
ん
で
す
か

あ
あ

お
前
の
言

て
た
事
が
事
実
か
ど
う
か
ち

と
確
認
を
な

 
シ

ピ

ゲ
ル
に
そ
う

ね
ら
れ

ノ
ワ

ル
は
そ
う
答
え
た

 
そ
し
て
ノ
ワ

ル
は

シ

ピ

ゲ
ル
に
向
け
て
こ
う

い
た

確
か
に
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
を
馬

に
し
て
や
が

た
わ
あ
の
ク
ソ
野
郎
は
本
当
に
む
か
つ
く
よ

な
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そ
れ
は
か
な
り
の

大
解

で
あ

た
が

そ
ん
な
事
は
関
係
な
い

 
ゼ
ク
シ

ド
が
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
を
デ

ス

た
の
は
事
実
だ
か
ら
だ

 
そ
の
事
実
さ
え
あ
れ
ば

ど
ん
な
に
言
葉
を
変
え
て
も
問
題
は
無
い
の
だ

 

え
直
接
確
認
さ
れ
て
も
ま

た
く
問
題
は
無
い

 
ゼ
ク
シ

ド
は
必
ず
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
の
事
を
悪
く
言
う
の
は
間
違
い
な
い
の
だ

 
そ
し
て
ノ
ワ

ル
の
目
的
は

ま
さ
に
そ
の
事
を
シ

ピ

ゲ
ル
に

き
込
む
事
だ

た

 
案
の
定
そ
れ
を

い
た
シ

ピ

ゲ
ル
は

ゼ
ク
シ

ド
に
明
確
な
殺
意
を
向
け
た

こ
ん
な
時
に
ま
で
そ
ん
な
事
を
言

て
る
ん
で
す
か

あ
の
ク
ソ
は

お
う

あ
の
野
郎
は
ま
じ
で
殺
し
て
や
り
た
い
わ

や

ぱ
り
そ
う
思
い
ま
す
よ
ね

よ
し

後
は
こ
の
ま
ま
ス
テ
ル
ベ
ン
に
話
を

て

 
そ
し
て
ノ
ワ

ル
は

ス
テ
ル
ベ
ン
に
目
く
ば
せ
し
た

 
そ
れ
を
受
け
た
ス
テ
ル
ベ
ン
は

シ

ピ

ゲ
ル
に
こ
う
言

た

と
こ
ろ
で

の
件
な
ん
だ
が
目
処
が
立

た
ぞ

い
い
方
法
を
思
い
つ
い
た

え

ど
ん
な
方
法
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そ
の
シ

ピ

ゲ
ル
の
食
い
つ
き
方
に

ス
テ
ル
ベ
ン
は
内
心
で
ほ
く
そ
笑
み
な
が
ら

 
そ
の
方
法
を
シ

ピ

ゲ
ル
に
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

つ
ま
り

所
が
分
か
り
さ
え
す
れ
ば
可
能
性
が
出
る
と

ま
あ
相
手
が
一
人

ら
し
で
古
い
ア
パ

ト
か
何
か
に

ん
で
い
な
い
と

目
だ
け
ど
な

と
に
か
く
大
事
な
の
は
情
報
を
得
る
事

で
も
ど
う
す
れ
ば

そ
こ
で
だ
ゼ
ク
シ

ド
に
近
付
い
て
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
景
品
を
モ
デ
ル
ガ
ン
に
さ
せ
る
事
は
可
能

か
モ
デ
ル
ガ
ン
に

あ

そ
う
か

そ
の
手
が
あ

た
か

あ
あ

後
は
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
光
歪
曲
迷

マ
ン
ト
を
使

て
後
ろ
か
ら

き
見
る
だ
け
だ

凄
い
や

さ
す
が
は
兄
さ
ん
だ
ね

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は

シ

ピ

ゲ
ル
に
こ
う

ね
た

本
当
に
い
い
の
か

う
ん

正
義
は
我
に
あ
り
だ
よ

こ
れ
で
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
ん
だ
か
ら

 
き

と
神
様
も
許
し
て
く
れ
る
で
し

い
い
感
じ
に
狂

て
る
な

い
い
ぞ
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ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
れ
で
も
表
面
上
は
こ
う
答
え
た

あ
あ

全
て
は
正
義
の

だ

そ
し
て
お
前
は
朝
田
さ
ん
を
手
に
入
れ
ろ

 
そ
れ
く
ら
い
の
報

は
あ

て
当
然
だ

う
ん

 
そ
れ
と
同
時
に
シ

ピ

ゲ
ル
が
シ
ノ
ン
の
方
を
熱

い
目
で
見
つ
め
た

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は

自
分
が
勘
違
い
し
て
い
た
事
に
気
が
付
い
た

そ
う
か

あ
の
シ
ノ
ン

て
の
が
朝
田
さ
ん
か

て

き
り
別
人
か
と

 
要
す
る
に
現
実
で
の
知
り
合
い
だ

た

て
事
か

 
し
か
し
ま
ず
い
な

あ
の
女
は
ハ
チ
マ
ン
に
近
す
ぎ
る

 
そ
う
考
え
た
ス
テ
ル
ベ
ン
は

ノ
ワ

ル
に
こ
う

い
た

お
い
ど
う
や
ら
シ

ピ

ゲ
ル
の
想
い
人
の
朝
田
さ
ん

て
の
は
あ
の
シ
ノ
ン

て
狙
撃

手
ら
し
い

ま
じ
か
よ

あ
の
シ
ノ
ン

て
の
が
好
き
な
事
は
知

て
た
が

 
ま
さ
か
朝
田
さ
ん

て
の
が
あ
い
つ
だ
と
は
な

て

き
り
別
人
だ
と
思

て
た
な

 
し
か
し
あ
い
つ
は
ま
ず
い
だ
ろ
ハ
チ
マ
ン
に
介
入
さ
れ
る
の
は
絶
対
に
避
け
た
い
し
な
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殺
す
か

ど
う
せ
な
ら
あ
い
つ
に
殺
ら
せ
よ
う

リ
ア
ル
知
り
合
い
な
ら
余
計
な
手
間
も
か
か
ら
ん

そ
れ
な
ら

所
も
簡

に
調
べ
ら
れ
そ
う
だ
し
な

よ
し

そ
れ
で
い
こ
う

上
手
く
誘

し
な
い
と
な

ま
あ
そ
れ
は
簡

だ
ろ
恋
に
狂

た
男
が
想
い
人
を
そ
の
手
で
殺
す
な
ん
ざ
よ
く
あ
る
事
だ

 
こ
う
し
て
シ
ノ
ン
も
タ

ゲ

ト
に
加
え
ら
れ
る
事
と
な

た

 
最
初
か
ら
朝
田
さ
ん
が
シ
ノ
ン
の
事
だ
と
分
か

て
い
れ
ば

 
ハ
チ
マ
ン
と
関
わ
り
た
く
な
い
ス
テ
ル
ベ
ン
と
ノ
ワ

ル
は

 
女

み
で
シ

ピ

ゲ
ル
を
煽
る
の
を
断
念
し
た
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
こ
の

に
な
る
と

も
う
計
画
に

正
は
き
か
な
い

 
こ
う
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
裏
で

悪
意
の
芽
が
花
開
こ
う
と
し
て
い
た
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第
３
７
５
話
 
戦
い
終
わ

て

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

残
る
敵
は
あ
と

か
か

あ
ん
ま
り
俺
達
が
目
立
つ
の
も
あ
れ
だ
し

 
残
り
は
他
の
連
中
に
任
せ
る
と
す
る
か

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て
後
退
し

他
の
者
達
も
そ
れ
に
付
き

た

 
そ
し
て
要
塞
内
に

た
後

十
狼
の
面
々
は
打
ち
上
げ
の
準
備
を
始
め
た

フ
ロ

リ
ア

Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
総
動
員
し
て
こ
の
フ
ロ
ア
に
テ

ブ
ル
を

べ
て
く
れ

 
基
本
立
食

式
で
い
い
が

囲
に
⻑

子
も
置
い
て
お
け
れ
ば
い
い
か
な

そ
れ
な
ら
私
一
人
で
い
け
ま
す

マ
ス
タ

お

そ
う
か

そ
れ
じ

あ

速
や

て
く
れ

は
い

 
そ
し
て
フ
ロ

リ
ア
が
目
を
つ
ぶ
る
と
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そ
の
場
は
シ

ナ
が
指
定
し
た
通
り
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
変
化
し
た

お
お

さ

す
が
フ
ロ

リ
ア
ち

ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

よ
し

俺
が
資
金
を
提

す
る
か
ら

 
あ
る

度
の
飲
み
物
と
食
べ
物
を

テ

ブ
ル
に

べ
て
置
い
て
お
い
て
く
れ

 
足
り
な
い
奴
ら
は

囲
の
店
で

て
も
ら
う
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
な

そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
に
手
配
し
て
お
き
ま
す

 
丁
度
そ
の
時
外
の
銃
撃
音
が
止
み

フ
ロ

リ
ア
は
戦
闘
終
了
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
た

敵
は
完
全
に
殲
滅
さ
れ
ま
し
た

世
界
樹
要
塞
は
今
回
も
無
事
守
り
き
ら
れ
ま
し
た

 
そ
れ
を

い
た
一
同
は
ホ

と
し
た

今
回
は
余
計
な
敵
は
出
な
か

た
よ
う
だ
な

ま
あ
出
て
く
れ
て
も
良
か

た
が

さ
す
が
の
ピ
ト
の
悪
運
も
連
続
で
は
発
動
し
な
か

た
み
た
い
だ
ね

前
回
だ

て
別
に
私
の
せ
い
だ
と
決
ま

た

じ

な
い
で
す
し

い
や

あ
れ
は
絶
対
に
お
前
の
せ
い
だ
ろ
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そ
し
て
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
参
加
者
達
が

て
き
た

参
加
者
達
は
ホ

ル
に
入
る
と
目
を

か

せ
たお

お

こ
れ
好
き
に
飲
ん
だ
り
食

た
り
し
て
も
い
い
の
か

あ
あ

全
員
揃

た
ら

自
戦
利
品
の
確
認
で
も
し
な
が
ら
楽
し
く
や

て
く
れ

さ

す
が
シ

ナ

至
れ
り
尽
く
せ
り
だ
な

 
そ
し
て
参
加
し
て
い
た
全
プ
レ
イ
ヤ

が

て
き
た
の
を
フ
ロ

リ
ア
に
告
げ
ら
れ
る
と

 
シ

ナ
は

く

を
す
る
事
に
し
た

今
日
は
皆
お
疲
れ

さ
さ
や
か
だ
が
打
ち
上
げ
の
品
を
用
意
さ
せ
て
も
ら

た

 
こ
れ
じ

足
り
な
い

て
奴
は

囲
の
店
か
ら
好
き
な
よ
う
に
注
文
し
て
く
れ

自
腹
で

な 
そ
の
言
葉
に
参
加
者
達
は
大
声
で
笑

た

今
後
俺
が
い
な
い
時
に
こ
の
要
塞
防
衛
戦
が
発
生
す
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
が

 
そ
の
時
た
ま
た
ま
こ
こ
に
居
合
わ
せ
た
ら

そ
の
時
も
宜
し
く
頼
む
な

お
う

任
せ
ろ
い

む
し
ろ
喜
ん
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
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そ
れ
じ

あ
皆

楽
し
ん
で
く
れ

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
を
合
図
に

一
同
は

自
で
勝
手
に

り
上
が
り
始
め
た

 
シ

ナ
の
下
に
は
ひ

き
り
な
し
に
色
々
な
者
達
が
押
し
寄
せ

 
シ

ナ
は
そ
れ
に
対
応
す
る
の
で
い

ぱ
い
い

ぱ
い
に
な

た

よ
し

こ
こ
が
チ

ン
ス

 
ク
ラ
レ
ン
ス
は
そ
う
思
い
何
と
か
シ

ナ
と
仲
良
く
な
ろ
う
と
頑
張

て
話
し

け
よ
う
と

し
たシ

ナ
さ
ん
初
め
ま
し
て

私
は
ク
ラ
レ
ン
ス
と

し
ま
す

 
ク
ラ
レ
ン
ス
は
慣
れ
な
い
敬
語
を
使
い
な
が
ら

そ
う
シ

ナ
に
話
し

け
た

お

初
め
ま
し
て
だ
な
ク
ラ
レ
ン
ス

お

と
す
み
ま
せ
ん

女
性
で
し
た
か

 
初
め
ま
し
て
で
す
ね

ク
ラ
レ
ン
ス
さ
ん

 
そ
の
言
葉
に
ク
ラ
レ
ン
ス
は
驚
い
た

初
見
で
ク
ラ
レ
ン
ス
が
女
性
だ
と
見
抜
い
た
者
は

 
い
ま
だ
か
つ
て
い
な
か

た
か
ら
だ

ど

ど
う
し
て
分
か

た
ん
で
す
か

い
や

男
と
女
じ

微

に
動
き
が
違
い
ま
す
か
ら
ね

ま
あ
他
に
も
色
々
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そ
う
な
ん
で
す
か

 
予
想
以
上
に
会
話
が

む
予
感
が
し
て
ク
ラ
レ
ン
ス
は
そ
の
ま
ま
ぐ
い
ぐ
い
押
そ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
の
意
思
を

そ
う
と
し
た

間

ク
ラ
レ
ン
ス
の

を
叩
く
者
が
二
人
い
た

何

こ
れ
か
ら
シ

ナ
さ
ん
と
大
事
な
話
を

う
ん
分
か

て
る

だ
か
ら
そ
こ
ま
で
ね

不
穏

不
許
可

 

て
て

り
返

た
ク
ラ
レ
ン
ス
の
目
を

ピ
ト
フ

イ
と
銃
士

が
じ

と
見
つ
め
て
い

た
そ
れ
じ

あ
シ

ナ

私
達
は
ち

と
こ
の
子
と
話
が
あ
る
か
ら

ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

ク
ラ
レ
ン
ス
さ
ん

あ

ち

と

い
い
か
ら
あ
ん
た
は
こ

ち

う
お

放
せ
コ
ラ

や

と
地
が
出
た
わ
ね

い
い
か
ら
さ

さ
と
こ

ち
に
来
い

て
の

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
に
引
き
ず
ら
れ
た
ク
ラ
レ
ン
ス
は
少
し
離
れ
た
所
で
二
人
に
囲
ま
れ
た
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一
体
何
な
ん
だ
よ
お
前
ら

魔
す
ん
な
よ

魔

て
何
の

そ
れ
は
え

と

シ

シ

ナ
さ
ん
と
の
会
話
を

た
だ
の
会
話
じ

な
い
わ
よ
ね
色
々
な
手

で
自
分
を

り
込
む
気
満
々
だ

た
わ
よ
ね

な

何
で
そ
れ
を

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は
自
信
満
々
に
こ
う
答
え
た

勘り

理
不
尽
な

 
そ
の
答
え
に
ク
ラ
レ
ン
ス
は

然
と
し
た

 
だ
が
そ
ん
な
ク
ラ
レ
ン
ス
に

ピ
ト
フ

イ
は
胸
を
張
り
な
が
ら
言

た

シ

ナ

み
だ
と

私
の
勘
は
ほ
ぼ

パ

セ
ン
ト
当
た
る
け
ど

なそ
ん
な
私
の
勘
が
あ
ん
た
を
シ

ナ
に
近
付
け
ち

い
け
な
い
と
言

て
い
る

は
い
さ

よ
う
な
ら
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そ
う
言
い
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
は

ク
ラ
レ
ン
ス
の

に
⻤

の

だ
け
を
押
し
付
け
た

あ
あ

つ
い
手
が
滑

て
う

か
り
こ
の
ス
イ

チ
を
押
し
ち

た
ら
ど
う
な
る
の
か

な
や

や
れ
る
も
ん
な
ら
や

て
み
ろ
よ

へ

案
外

が

わ

て
る
の
ね

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言

て
大
人
し
く
⻤

を
し
ま

た

 
ど
う
や
ら
最
初
か
ら

し
に
使
う
だ
け
の
つ
も
り
だ

た
ら
し
い

多
分

そ
も
そ
も
お
前
ら
俺
の
名
前
す
ら
知
ら
な
い
だ
ろ
そ
ん
な
奴
ら
に
俺
の
何
が
分
か
る

て
ん

だ
よふ

ん
そ
う

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

ち

と
こ

ち
来
て

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
呼
び
か
け
に
応
え

ロ
ザ
リ
ア
が

を
現
し
た

何ね

こ
の
子
の
事
知

て
る

こ
の
人

は

こ
い
つ
に
俺
の
何
が
分
か
る

て
ん
だ
よ
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ロ
ザ
リ
ア
は
ク
ラ
レ
ン
ス
を
ち
ら

と
見
る
と

内
の
情
報
を

索
し

 
即
座
に

当
す
る
人
物
を
見
付
け
る
と

そ
の
情
報
の

を
始
め
た

ク
ラ
レ
ン
ス

見
た
目
は
男

い
け
ど
実
は
女

男
も
女
も
イ
ケ
る
口

 
小
さ
く
て
か
わ
い
い
子
が
好
み

性
格
は

の
ピ
ト
に
似
て

放
で
自
分
勝
手

 
最
近
ス
コ

ド
ロ
ン
で

め
事
を

こ
し
て
追
い
出
さ
れ
そ
う
に
な

た
が

 
逆
に
メ
ン
バ

の

み
を

て
主

を

る
も
居
心
地
が
悪
く
な

た
の
が
現
在
移

先
を
探
し
中

いこ
れ
で
い
い

う
ん

忙
し
い
の
に
あ
り
が
と

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

ニ
タ

と
笑
い
な
が
ら
ク
ラ
レ
ン
ス
に
言

た

で分
か

た
分
か

た
降
参
だ

も
う
シ

ナ
さ
ん
に
近
付
く
の
は

め
た

意
外

き
分
け
が
い
い
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め

い
な

お
前
ら
が
プ
レ

シ

け
て
き
や
が

た
ん
だ
ろ

 
そ
ん
な
ク
ラ
レ
ン
ス
に
ピ
ト
フ

イ
が
突
然
こ
う
言

た

シ

ナ
を
利
用
し
よ
う
と
か
そ
う
い
う
奴
は
絶
対
に

目

私
達
が
事
前
に

す
る

 
だ
け
ど
純

に
ゲ

ム
を
楽
し
み
た
い
な
ら
シ

ナ
の
目
に
と
ま
り
さ
え
す
れ
ば
ワ
ン
チ

ン
あ
る
か
も

 
で
も
そ
れ
に
は
こ
の
イ
ク
ス
く
ら
い
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
無
い
と
多
分
無
理

そ
れ
ハ

ド
ル
高
く
ね

銃
士

あ
ん
た
の

は
戦
争
の
映
像
で
見
た
よ

 
あ
れ
に
は
不
覚
に
も
感
動
し
ち
ま

た

 
銃
士

は
そ
の
言
葉
に

得
意
げ
な
顔
を
し
た

直
後
の
別
の
映
像
も
見
た
け
ど
よ

別
の
男
に

か
れ
な
が
ら
三
バ
カ
を
倒
す
奴

 
あ
れ

て
多
分
シ

ナ
さ
ん
な
ん
だ
ろ

あ

そ
ん
な
怖
い
顔
す
ん
な

て

 
誰
に
も
言
わ
な
い
か
ら
よ

ま
あ
も
う
一
部
の
間
で
は
噂
に
な

て
る
ん
だ
け
ど
な

 
ク
ラ
レ
ン
ス
は
二
人
の
顔
が
険
し
く
な

た

て
て
そ
う

解
し
た

そ
う
じ

な
い

俺
が
言
い
た
い
の
は

同
じ
女
と
し
て

ま
し
か

た

て
事
だ
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ま
あ
今
ま
で
の
俺
が

目
な
奴
な
の
は
事
実
だ
か
ら

ま
た
出
直
し
て
く
る
わ

ふ

ん

案
外
悪
い
奴
じ

無
さ
そ
う
ね

あ
ん
た
の
方
が
よ

ど
評
判
悪
か

た
だ
ろ
う
が

 
ク
ラ
レ
ン
ス
は
た
ま
ら
ず
そ
う
突

込
ん
だ

そ
れ
も
そ
う
か

ま
あ
精
々
頑
張
り
な
さ
い
な

 
そ
う
あ

け
ら
か
ん
と
い
う
ピ
ト
フ

イ
に

ク
ラ
レ
ン
ス
は
こ
う
答
え
た

お
う

先
ず
は
第
一
歩
と
し
て
誰
か
信
頼
出
来
る
女
の
相
方
で
も
探
す
事
に
す
る
わ

何
そ
れ

な
ん
で
女

一
人
で
行
動
し
続
け
る
の
は
リ
ス
ク
が
高
い
だ
ろ

 
で

そ
も
そ
も
俺
は
両
刀
と
は
い
え
実
は
男
は
あ
ま
り
好
き
じ

な
い

 
そ
れ
に
男
と
コ
ン
ビ
を
組
む
よ
り
も
女
二
人
組
の
方
が
シ

ナ
さ
ん
の
目
に
と
ま
る
気
が
す

る
男
が

い

て

じ

あ
シ

ナ
は

シ

ナ
さ
ん
な
ら
平
気
だ

意
味
が
分
か
ん
な
い
ん
だ
け
ど
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俺
に
も
分
か
ら
ね
え
よ

多
分
格
上
の
人
す
ぎ
て

悪
感
が
働
か
な
い
ん
だ
ろ
う
よ

 
そ
う
言

て
ひ
ら
ひ
ら
と
手
を

り
な
が
ら
ク
ラ
レ
ン
ス
は
去

て
い

た

 
ピ
ト
フ

イ
と
銃
士

は

ク
ラ
レ
ン
ス
が
去

た
後
に
顔
を
見
合
わ
せ
た

思

た
よ
り
面
白
い
奴
だ

た
ね

で
も
ピ
ト
の
勘
が
そ
う
言
う
の
な
ら

多
分
今
は
ま
だ
シ

ナ
様
の

に
は
相
応
し
く
な
い

そ
も
そ
も
相
応
し
く
な
れ
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
け
ど
ね

の
ピ
ト
と
一

可
能
性
は
無
く
は
な
い

く
は

そ
れ
を
言
わ
れ
る
と

そ
う
か
あ
ん
た
も
古
参
だ
か
ら
私
の
事
を
よ
く
知

て

る
ん
だ定

の
ピ
ト
は
そ
れ
は
も
う
ひ
ど
か

た

言
わ
な
い
で

あ

ま
た
シ

ナ
様
に
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
近
寄

て
き
た

 
突
然
銃
士

が
そ
う
言
い

ピ
ト
フ

イ
は

て
て
そ
ち
ら
を
向
い
た

 
だ
が
直
ぐ
に
興
味
を
失

た
の
か

こ
ち
ら
に
向
き
直

て
銃
士

に
言

た

あ
あ

あ
の
子
は
オ

ケ
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知

て
る
の

シ

ナ
に
Ｍ
８
２
を
貸
し
て
も
ら

た
ラ

キ

ガ

ル

あ
あ

あ
れ
が

だ
か
ら
問
題
な
い

も
う
あ
の
子
は
シ

ナ
の
目
に
と
ま

て
る

仲
間
に
な
る
の
か
な

私
の
勘
だ
と
な
ら
な
い

シ
ズ
が
言
う
に
は

あ
の
子
は
人
が
撃
て
な
い
ら
し
い
し
ね

撃
て
る
よ
う
に
な

た
ら

も
し
そ
う
な

た
ら
そ
の
時
に
ま
た

自
分
の
勘
に

い
て
み
る

 
あ
の
シ

ナ
さ
ん

こ
れ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
Ｍ
８
２
を
差
し
出
す
シ

リ

を
見
て
シ

ナ
は
微
笑
み
な
が
ら
言

た
お
お

シ

リ

さ
ん
か

Ｍ
８
２
は
ど
う
だ

た

ず

と
興
奮
し
て
ま
し
た

こ
ん
な
の
初
め
て
で
凄
く
感
動
し
ま
し
た

そ
う
か

敵
も
か
な
り
倒
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ
し
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こ
ち
ら
こ
そ
こ
れ
を
上
手
く
使

て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

 
ク
ラ
レ
ン
ス
の
ケ

ス
と
違
い

こ
ち
ら
の
会
話
は
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
だ

た

あ

あ
の

お
時
間
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら

シ
ノ
ン
さ
ん
も
交
え
て
ス
ナ
イ
パ

談
義
な

ど
お

そ
れ
は
い
い
な

お
い
シ
ノ
ン

ち

と
こ

ち
に
来
て
く
れ

ど
う
し
た
の

あ

確
か
シ

リ

さ
ん

お
う
シ

リ

さ
ん
が
俺
達
と
ス
ナ
イ
パ

談
義
を
し
た
い
そ
う
な
ん
だ
が
ど
う
だ

う
ん

す
る
す
る

色
々

き
た
い
事
も
あ
る
し

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
即
答
し

魔
が
入
ら
な
い
よ
う
に
と

話
は
シ

ナ
の
個
室
で
す
る
事
と

な

た

 
そ
し
て
個
室
に
着
い
た
後

シ

リ

が
大
事
そ
う
に

え
て
い
る
銃
を
見
た
シ

ナ
は

 
何
と
な
く
シ

リ

に
こ
う

ね
た

シ

リ

さ
ん

そ
の
銃
は

あ

魔
で
し
た
ね

今
し
ま
い
ま
す
ね

あ
い
や
そ
う
じ

な
く
い
か
に
も
リ
ア
ル
で
ハ
ン
タ

が
使

て
そ
う
な
銃
だ
な

て



 第四章 ＧＧＯ編

 
後
敬
語
は
疲
れ
る
で
し

う

楽
な
話
し
方
で
い
い
で
す
か
ら

あ

は
い

え

と

こ
れ
は
私
が
普

仕
事
で
使

て
る
の
と
同
じ
タ
イ
プ
の
銃
な
の

ブ
レ
イ
ザ

Ｒ
９
３
だ

け

い
い
銃
だ
よ
な

あ

こ
の
銃
の
事
知

て
る
ん
だ

う
わ

感
激
だ
な

 
凄
く
取
り
回
し
が
良
く
て

ボ
ル
ト
ア
ク
シ

ン
な
の
に
速
射
性
能
も
結

い
い
ん
だ
よ
ね

こ
れ

 
そ
こ
か
ら
話
は

り
上
が
り

三
人
は
そ
の
ま
ま
楽
し
く
会
話
を
続
け
た

  
一
方
シ

ナ
が
一
時
的
に

を
消
し
た
事
で
動
き
や
す
く
な

た
者
達
も
い
る

お
い
シ

ピ

ゲ
ル

い
い

合
い
だ

ゼ
ク
シ

ド
の
事

頼
む
ぞ

う
ん

正
直
話
す
の
も
不

だ
け
ど

行

て
く
る

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
ゼ
ク
シ

ド
に
近
寄
り

声
を

け
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て

や

ぱ
り
凄
い
ん
で
す
ね
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第
３
７
６
話
 
王
手

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ん

お
前
確
か
源
氏
軍
だ

た
奴
だ
よ
な

よ
く
分
か

て
る
じ

な
い
か

 
そ
う

俺
が
あ
の
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
だ

何
で
こ
い
つ
は
自
分
に
さ
ん
を
付
け
て
る
ん
だ
よ

だ
か
ら
こ
い
つ
は

な
ん
だ
よ

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も

そ
ん
な
事
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず

 
に
こ
や
か
に
ゼ
ク
シ

ド
に
話
し

け
た

今
回

め
て
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
戦
闘
を
間
近
で
見
る
事
が
出
来
て

 
や

ぱ
り
他
の
人
と
は
格
が
違
う
ん
だ
な

て
良
く
分
か

た
ん
で
す

ま
あ
見
て
た
の
は
確
か
だ
け
ど
ね

主
に
こ
の
会
話
を
す
る

に
だ
け
ど

お

お
前
は
見
所
が
あ
る
み
た
い
だ
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
に
し
て
も
そ
の
銃

凄
い
で
す
よ
ね
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そ
の

間
に
シ

ピ

ゲ
ル
は

ゼ
ク
シ

ド
の
顔
が
一

た
事
に
気
が
付
い
て
い
た

や

ぱ
り
兄
さ
ん
の
言

た
通
り
だ

多
分
ゼ
ク
シ

ド
は

 
実
力
は

い
の
に
銃
の
お
か
げ
で
強
い

て
言
わ
れ
る
の
が
不

な
ん
だ
な

な
の
で
こ

こ
は

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
続
け
て
こ
う
言

た

や

ぱ
り
一
流
の
使
い
手
は

使
う
道

も
一
流
じ

な
い
と

目
で
す
よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
ゼ
ク
シ

ド
は
き

と
ん
と
し
た
後

嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

お
う

や

ぱ
り
お
前
は
良
く
分
か

て
る
な

そ
う
だ

そ
の
通
り
だ

 
や

ぱ
り
俺
ク
ラ
ス
に
も
な
る
と
こ
れ
く
ら
い
の
銃
を
持

て
な
い
と

に
釣
り
合
わ
な
い

ん
だ
よ
な

よ
し
よ
し

掴
み
は
問
題
無
い
な

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

と
に
か
く
ゼ
ク
シ

ド
を
持
ち
上
げ
続
け
た

 
そ
の
会
話
を
な
ん
と
な
く
横
で

い
て
い
た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

 
ゼ
ク
シ

ド
に
も
フ

ン
が
い
た
の
か
と
少
し
驚
い
た

 
だ
が
実

の
所

ゼ
ク
シ

ド
の
フ

ン
も
多
少
は
存
在
す
る
の
で
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さ
す
が
に
そ
の
感
想
は
ゼ
ク
シ

ド
に
失

で
あ
ろ
う

さ
て

そ
ろ
そ
ろ

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
う
考
え

話
を
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
へ
と
持

て
い

た

そ
う
い
え
ば
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
は

前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
賞
品
は
何
に
し
て
た
ん
で
す
か

お
う
そ
れ
が
な
ち

と
失
敗
し
ち
ま

て
ゲ

ム
内
通

を
選
ん
じ
ま

た
ん
だ
よ

な 
俺
の
実
力
な
ら

金
は
い
く
ら
で
も

げ
る

て
の
に
な

 
そ
れ
を

い
た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
思
わ
ず
変
な
顔
を
し
た

 
実

ゼ
ク
シ

ド
は

い
だ
通

を
す
ぐ
使

て
し
ま
い

 
常
に
金

態
で
ひ

ひ

言

て
い
る
の
で

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
優
勝
し
た
時
は

心
か
ら
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た
か
ら
だ

 
ち
な
み
に
今
は
多
少
は
余

が
あ
る

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
き

ち
り

げ
た
か
ら
だ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

そ
れ
は
失
敗
で
し
た
ね

お
う

ゲ

ム
内
じ

特
に
困

て
な
い
し

モ
デ
ル
ガ
ン

て
手
も
あ

た
ん
だ
け
ど
な

お

き
た
き
た
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そ
の
言
葉
を
シ

ピ

ゲ
ル
は
待

て
い
た

 
そ
の
話
が
出
な
か

た
ら
自
分
で
そ

ち
に
誘

す
る
つ
も
り
だ

た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
そ
の
手
間
を
省
く
事
が
出
来
た
ら
し
い

い
い
で
す
ね
そ
れ

ど
う
せ
な
ら
今
使

て
る
銃
と
か
ど
う
で
し

う

ん

お
お

そ
う
だ
な

確
か
に
い
い
か
も
な

 
ゼ
ク
シ

ド
は
実
は

次
は

光
ユ
ニ

ト
を
選
択
す
る
つ
も
り
だ

た
の
で

 
内
心

打
ち
し
な
が
ら
も
表
面
上
は
そ
う
答
え
た

ど
う
や
ら

光
剣
が
欲
し
い
ら
し
い

そ
う
い
え
ば
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
ツ
イ

タ

日
チ

ク
し
て
る
ん
で
す
よ

 
良
か

た
ら
そ
こ
に
そ
の
モ
デ
ル
ガ
ン
の
写
真
も
ア

プ
し
て
下
さ
い
ね
僕
必
ず

散
し

ま
す
か
ら

そ

そ
う
な
の
か

そ
う
か

あ
れ
を
見
て
く
れ
て
い
る
の
か

は
い

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
は
憧
れ
で
す
か
ら

し
か
し
兄
さ
ん
も

よ
く
ゼ
ク
シ

ド
の
ツ
イ

タ

な
ん
か
見
付
け
た
よ
な

 
そ
の
言
葉
に
ゼ
ク
シ

ド
の
自
尊
心
は
か
な
り
く
す
ぐ
ら
れ
た

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

更
に
ゼ
ク
シ

ド
の
逃
げ
道
を
塞
い
だ
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こ
こ
で
こ
の
二
人
も

き
込
ん
で

ユ

コ
さ
ん
と
ハ
ル
カ
さ
ん
も
そ
う
思
い
ま
す
よ
ね

え

う

う
ん

も

も
ち
ろ
ん
よ

 
突
然
話
を

ら
れ
た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
戸
惑

た
が

 
こ
の
流
れ
で
は
そ
の
言
葉
を
否
定
す
る
事
も
出
来
ず

同
意
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

こ
れ
は
モ
デ
ル
ガ
ン
を
選
ば
な
い
と

目
な
流
れ
だ
ね

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い

そ
れ
は
そ
れ
で

ま
あ
ね

 
そ
う
二
人
は

き
合
い

ゼ
ク
シ

ド
の
出
方
を
見
守

た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
二
人
に
ま
で
そ
う
言
わ
れ
た
事
に
気
を
良
く
し
上
機

な
顔
で
シ

ピ

ゲ

ル
に
言

た

そ
う
か
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
今
回
は
お
前
の

め
に

て
モ
デ
ル
ガ
ン
に
し
て
み
る
か

は
い

絶
対
に
格
好
い
い
で
す
よ

お
う

そ
う
だ
な
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よ
し

後
は

録
当
日
に
偶
然
会
え
ば
完

だ

前
回
の

録
は
初
日
だ

た
ら
し
い
か
ら

 
次
も
初
日
に
張
り
込
ん
で
お
け
ば
い
け
る
は
ず

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
う
考
え

会
話
を
終
わ
ら
せ
に
か
か
る
事
に
し
た

 
今
回
の
目
的
が
完

に
達
成
さ
れ
た
か
ら
だ

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

こ
れ
以
上
思

て
も
い
な
い
事
を
言
う
の
が
苦

で
あ
り

 

く
こ
の
場
か
ら
立
ち
去
り
た
か

た
の
だ

今
日
は
僕
な
ん
か
に
貴
重
な
お
時
間
を
使

て

い
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ま
た
ど
こ
か
で
会

た
ら
そ
の
時
は

宜
し
く
ご
指

下
さ
い

お
う
お
前
み
た
い
な
い
い
奴
が
い
る
な
ん
て
知
ら
な
か

た
よ
そ
の
時
は
是
非
任
せ
て
く

れ 
そ
の
シ

ピ

ゲ
ル
の
言
葉
に
対
し

ゼ
ク
シ

ド
は
に
こ
や
か
に
そ
う
答
え
た

 

の
シ

ピ

ゲ
ル
だ

た
な
ら

え
多
少

慢
さ
が
あ
ろ
う
と
も

 
こ
こ
ま
で
親
し
げ
に
接
し
て
く
る
相
手
に
対
し
て
悪
意
を
持
ち
続
け
る
事
は
困
難
だ

た
だ
ろ

う 
だ
が
今
の
シ

ピ

ゲ
ル
は

か
つ
て
の
気
の

い
少
年
で
は
な
か

た
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シ

ピ

ゲ
ル
も
ス
テ
ル
ベ
ン
も
ず

と
家
に
い
る
生
活
を
続
け
て
お
り

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が
そ
の
気
に
な
れ
ば

そ
れ
こ
そ
二
十
四
時
間
体
制
で

 

々
と
シ

ピ

ゲ
ル
に
悪
意
を

き
込
む
事
が
可
能
な
の
だ

 
そ
し
て
今

ス
テ
ル
ベ
ン
は
ま
さ
に
そ
の
気
に
な

て
お
り

 
今
の
シ

ピ

ゲ
ル
は

こ
う
す
る
事
が
正
義
だ
と
完
全
に
思
い
込
ん
で
し
ま

て
い
た

 
そ
の

シ

ピ

ゲ
ル
は
罪
悪
感
を
ま

た
く
感
じ
る
事
も
な
く

 
ゼ
ク
シ

ド
を
ず
る
ず
る
と
暗
い
暗
い
闇
の

へ
と
引
き
ず
り
込
む
事
を
ま

た
く

わ
な

か

た

 
今
日
は
楽
し
か

た
な

ま
た
今
度
こ
う
い
う
機
会
が
あ
れ
ば
宜
し
く
な

う
ん

本
当
に
楽
し
か

た

シ

リ

さ
ん

ま
た
宜
し
く
ね

は
い

是
非

 
三
人
が
会
話
を
終
え

和
や
か
な
雰
囲
気
で
外
に
出
て
き
た
時

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

に
ゼ
ク
シ

ド
と
の
話
を
終
え

人
ご
み
の
中
に
消
え
た
後
だ

た

 
こ
う
し
て
シ

ナ
の
知
ら
な
い
所
で

ま
た
一
つ
悪
意
の
芽
が
育

た
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ど
う
だ

上
手
く
い

た

後
は
次
の
大
会
の
開

を
待
つ
だ
け
か
な

そ
う
か

よ
く
や

た
な

う
ん

正
義
の

だ
か
ら
ね

だ
な

 
そ
う
複
雑
な
顔
で
答
え
る
ス
テ
ル
ベ
ン
の
表
情
を

す
よ
う
に

 
ノ
ワ

ル
が
陽
気
な
声
で
シ

ピ

ゲ
ル
に
話
し

け
た

と
こ
ろ
で
よ

こ
れ
を
見
て
く
れ
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ノ
ワ

ル
は
シ

ピ

ゲ
ル
に
見
た
事
も
な
い
金
属
の
よ
う
な
物
を
差
し

出
し
た

こ
れ

て

何
か
の
金
属
み
た
い
で
す
け
ど

説
明
に
よ
る
と

こ
の
世
界
で
一
番

い
金
属
み
た
い
で
な

船
の
装
甲

だ
そ
う
だ

 
そ
れ
を

い
た
シ

ピ

ゲ
ル
は

ハ

と
し
た
顔
で
こ
う
言

た

あ

そ
れ
知

て
ま
す

シ

ナ
さ
ん
の
ブ
ラ

ク
の
装
甲
に
使
わ
れ
て
る
奴
で
す
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ま
じ
か
よ

そ
う
す
る
と
性
能
は
も
う
実
証
さ
れ
て
る

て
事
だ
な

や
り
ま
し
た
ね

こ
れ

て
凄
く
レ
ア
な
素
材
で
す
よ

こ
れ
は
剣
に
加

出
来
る
の
か

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が
横
か
ら
そ
ん
な
問
い
を
発
し

ノ
ワ

ル
は

い
顔
で
こ
う
答
え
た

今
の
俺
だ
と
さ
す
が
に
ま
だ
こ
れ
を
加

す
る
の
は
無
理
な
ん
だ
よ
な

さ
て
ど
う
し
た

も
ん
か

そ
も
そ
も
こ
れ
を
今
加

出
来
る
職
人
さ
ん

て

イ
コ
マ
さ
ん
し
か
い
な
い
と
思
い
ま
す

だ
よ
な

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は

そ
の
金
属
を
見
つ
め
な
が
ら
言

た

出
来
れ
ば
こ
れ
を
エ
ス
ト

ク
に
出
来
れ
ば
い
い
ん
だ
が

だ
よ
ね

よ
し

僕
が
何
と
か
イ
コ
マ
さ
ん
に
頼
ん
で
み
る
よ

大
丈
夫
か

う
ん

そ
こ
ま
で
親
し
く
は
な
い
け
ど

何
度
か
顔
は
合
わ
せ
て
る
か
ら
ね

 

目
な
ら
シ
ノ
ン

由
で
お
願
い
す
る
つ
も
り

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は
お
前
に

す
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何
か
注
文
は
あ
る

そ
う
だ
な

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は

サ
イ
ズ
と
バ
ラ
ン
ス
に
だ
け
注
文
を
付
け
た

 
見
た
目
ま
で
か
つ
て
自
分
が
使

て
い
た
武
器
に
似
せ
る
と

 
そ
こ
か
ら
足
が
付
く
可
能
性
が
あ
る
と
危

し
た
の
で
あ
る

分
か

た

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る
ね

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

ど
う
言
い

を
す
る
か
を
二
人
と
相
談
し
た
後

 
す
ぐ
さ
ま
イ
コ
マ
の
下
に
向
か

た

イ
コ
マ
さ
ん

ち

と
ご
相
談
が
あ
る
ん
で
す
が

あ

シ

ピ

ゲ
ル
君
ど
う
し
た
の

僕
に
相
談

て
事
は
そ

ち
関
係
だ
よ
ね

 
も
し
か
し
て
今
回

何
か
い
い
物
で
も
出
た

は
い

こ
れ
な
ん
で
す
が

お
お

や

た
ね

は
い

 
イ
コ
マ
は
も
う
何
度
も
扱

て
い
る

一
目
見
た
だ
け
で
そ
れ
が
何
な
の
か
理
解
し
た
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で
こ
れ
を
ど
う
し
た
い
ん
だ
い

ま
さ
か

に
は
付
け
な
い
よ
ね

防

に
で
も
す
る

い
え

出
来
れ
ば
剣
に

そ
れ
も
エ
ス
ト

ク
に
出
来
ま
す

 
そ
の
意
外
な

し
出
に

イ
コ
マ
は
目
を

め
た

何
故
エ
ス
ト

ク
に

そ
の
方
が
僕
の
ス
ピ

ド
を
生
か
せ
る
と
思

た
ん
で
す

 
シ
ズ
カ
さ
ん
が
戦
う
所
を
見
て
い
て
そ
う
思
い
ま
し
た

 
こ
こ
で
シ

ピ

ゲ
ル
は

予
め
相
談
し
て
用
意
し
て
い
た
セ
リ
フ
を
口
に
し
た

 
確
か
に
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
は
エ
ス
ト

ク
の
よ
う
な

突
剣
と
相
性
が
い
い

オ

ケ

そ
う
い
う
事
な
ら
納
得
だ
よ

サ
イ
ズ
と
か
希
望
は
あ
る

そ
れ
じ

あ
⻑
さ
は
こ
の
く
ら
い

バ
ラ
ン
ス
は

 
そ
の

に

人

い
要
求
に
イ
コ
マ
は
少
し
驚
い
た

 
だ
が
事
前
に
も
し
こ
う
な

た
ら
こ
う
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
深
く
突

込
む
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

そ
れ
じ

あ
完
成
し
た
ら
連

す
る
ね

多
分
明
日
に
は
も
う
出
来
る
と
思
う
か
ら

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

楽
し
み
に
し
て
ま
す
ね
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こ
う
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
立
ち
去
り

入
れ

わ
り
で
シ

ナ
が
や

て
き
た

お

シ

ピ

ゲ
ル
に
何
か
製
作
で
も
頼
ま
れ
た
の
か

 
遠
く
に
シ

ピ

ゲ
ル
の
後
ろ

を
見
な
が
ら

シ

ナ
は
察
し
良
く
そ
う
言

た

は
い

こ
れ
で
エ
ス
ト

ク
を

ほ
う

あ
い
つ
が
そ
ん
な
物
を
な

出
来
た
ら
俺
に
も
見
せ
て
く
れ
よ

は
い

イ
ク
ス
さ
ん
の

光
剣
と
一

に
見
せ
ま
す
ね

 
実
は
今
回

銃
士

は
運
よ
く

光
ユ
ニ

ト
を
入
手
し
て
い
た

 
そ
れ
を

い
た
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
の
悔
し
が
り
よ
う
は

見
て
い
て
と
て
も
笑
え
る
も
の

だ

た
マ

銃
士

も
し
か
し
て
そ
れ
は

た
ら
こ

知

私
に
は
不
明

イ
コ
マ
様
に
質
問
に
向
か
う
所

光
ユ
ニ

ト
だ

の

光
剣
の
材
料
だ
よ

本
当
に

お
う

こ
ん
な
事
で

な
ん
か
付
か
ね
え

て

や

た
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そ
の
小
さ
く
ガ

ツ
ポ

ズ
を
す
る
銃
士

を
見
て

薄
塩
た
ら
こ
は
良
か

た
な
と
思
い

な
が
ら
も

 
内
心
で
は
か
な
り
の
悔
し
さ
を
覚
え
て
い
た

 
そ
こ
に
闇
風
が
合
流
し

銃
士

の
手
に
す
る
物
に
気
が
付
き

驚
愕
の
声
を
上
げ
た

銃
士

ち

ん

そ

そ
そ
そ
そ
れ

て

ど
や

う

わ

そ
の
顔

わ
ざ
わ
ざ
口
に
出
し
て
ど
や

て
る
所
が
ま
た

か
わ
い
む
か
つ
く

私

か
わ
い
い

お

お
う

か
わ
い
い

て
部
分
だ
け

う
の
な

ま
あ
で
も
む
か
つ
く
な

ど
や

 
そ
の
銃
士

の
再
び
の
ド
ヤ
顔
を
見
て

つ
い
に
薄
塩
た
ら
こ
が
爆
発
し
た

う
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ

畜
生

や

ぱ
り

ま
し
い

 
そ
ん
な
薄
塩
た
ら
こ
に
闇
風
が
突

か
か

た

う
る
せ
え
た
ら
こ

俺
だ

て

ま
し
い
の
を
我
慢
し
て
る
ん
だ
か
ら
ち

と

れ

ま
し
い
の
を

ま
し
い
と
言

て
何
が
悪
い
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そ
こ
で
銃
士

が

棒

み
で
こ
う
言

た

私
の

に
争
わ
な
い
で

そ
う
い
う
セ
リ
フ
は
棒

み
で
言
う
な
よ

そ
う
だ
そ
う
だ

で
も
そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

 
そ
う
言
わ
れ
た
銃
士

は

今
度
は
感
情
を
込
め
て
こ
う
言

た

ご
め
ん
な
さ
い

私
の

に
争
う
の
は
二
人
の
勝
手
だ
け
れ
ど

 
こ
の
身
は
全
て
シ

ナ
様
の
物
だ
か
ら
二
人
に
は
ま

た
く
可
能
性
は
無
い
の

く

そ

内
容
も
う
ざ
い
が

最
後
の
口
に
出
し
て
言

た

が

か
わ
い
む
か
つ
く

お
う

か
わ
い
む
か
つ
く
な

そ
れ
よ
り
剣
の
名
前
と
色
を
考
え
る
の
を
手
伝

て

 
出
来
れ
ば
流
れ
る
水
の
イ
メ

ジ
で
流
水

色
は

が
い
い
ん
だ
け
ど

今
考
え
る
の
を
手
伝

て

て
言

た
の
に

も
う
結

出
ち

て
な
い

ま

た
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
よ

 
こ
う
し
て
銃
士

も

光
剣
を
入
手
す
る
事
と
な
り

そ
の
剣
は
流
水
と
名
付
け
ら
れ
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色
は

が
選
択
さ
れ
る
事
と
な

た

 
こ
う
し
て
今
回
の
要
塞
防
衛
戦
は
何
人
か
が
い
く
つ
か
の
収

を
得
る
事
と
な
り
終
わ
り

を
告
げ
た

  
丁
度
そ
の

空
港
に
降
り
立
つ
一
つ
の
影
が
あ

た

む
ふ

調
子
に
乗

て
一
日

く
来
て
し
ま

た

コ
ヒ

驚
く
か
な

 
そ
れ
以
前
に

め
て
く
れ
る
か
な

ま
あ
い
い
や

な
る
よ
う
に
な
る

 
待

て
て
下
さ
い
ね
ハ
チ
マ
ン
様
あ
な
た
の
か
わ
い
い
フ
カ
次
郎
が
も
う
す
ぐ
会
い
に
行
き

ま
す
よ

 
ま
だ
ま
だ

乱
は
終
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
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第
３
７
７
話
 
と

と
こ
フ
カ
次
郎

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

ピ
ン
ポ

ン

と
突
然
入
り
口
の
チ

イ
ム
が
鳴
り

 
う
と
う
と
し
て
い
た
香
蓮
は
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
イ
ン
タ

ホ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

こ
ん
な
時
間
に
誰
だ
ろ

は
い

ど
ち
ら
様

お

い
コ
ヒ

察
だ

ド
ア
を
開
け
ろ

は

 
そ
の

き
覚
え
の
あ
る
声
に
驚
い
た
香
蓮
は

て
て
ド
ア
を
開
け
た

 
そ
こ
に
は
美
優
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
立

て
お
り

香
蓮
は

か
ん
と
し
た
顔
で
美
優
に

言

た
な

何
で
こ
こ
に
い
る
の

こ

ち
に
来
る
の
は
明
日
じ

な
か

た

う
ん

ま
あ
そ
こ
は
ノ
リ
で
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あ
ん
た
ね

連

く
ら
い
し
な
さ
い
よ

サ
プ
ラ
イ
ズ
命
な
の
で

仕
方
な
い
な
あ

と
り
あ
え
ず
上
が

て

う
む

苦
し

う
な
い

は
 
そ
し
て
美
優
は

た
め
息
を
つ
い
て
背
中
を
向
け
た
香
蓮
に
い
き
な
り
襲
い

か

た

と
い
う

で

察
だ

容
疑
者
の
身

を

束
す
る

ち

き

 
美
優
は
そ
う
言
う
と

背
後
か
ら
い
き
な
り
香
蓮
の
胸
を
わ
し

か
み
に
し
た

や

や
め
て

て
ば

こ
の
胸
か

コ
ヒ

は
こ
の
胸
を
ハ
チ
マ
ン
様
に

ま
れ
た
の
か

抜
け
駆
け
禁
止

そ
ん
な

無
い
で
し

彼
と
は
何
も
無
い
か
ら
と
に
か
く
私
の
胸
を

ま
な
い
で

ん
ん
ん

ま
あ
確
か
に

と

み
心
地
は
変
わ
り
な
い
み
た
い
だ
か
ら
無
罪
放
免

 
や
や
大
き
く
な

た
気
が
す
る
の
は
悔
し
い
か
ら
ス
ル

 
そ
う
言

て
美
優
は
や

と
手
を
離
し

香
蓮
は
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
美
優
に
言

た
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み

美
優
を
八
幡
君
に
会
わ
せ
る
の
は
や

ぱ
り
や
め

す
ん
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
う
香
蓮
が
言
い

け
た

間

美
優
は
高
速
で
土
下
座
を
し
た

こ
の
度
は
私
の

に
こ
の
よ
う
な
場
を
セ

テ

ン
グ
し
て

き

 
真
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
香
蓮
様

足
を

め
ろ
と
言
わ
れ
た
ら
喜
ん
で

め
さ
せ
て

き
ま
す

別
に
私
が
セ

テ

ン
グ
し
た
ん
じ

な
い
し

美
優
が
勝
手
に
来
た
ん
じ

な
い

は

お
世
話
に
な
り
ま
す

も
う

ほ
ら

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
こ
う

ね

 
香
蓮
は
苦
笑
す
る
と
美
優
を
居
間
へ
と
連
れ
て
い

た

そ
し
て
二
人
は
一
息
つ
く
事
に
し

た
ふ
う

は
 
そ
し
て
美
優
は

や
や
真
面
目
な
顔
で
香
蓮
に
言

た
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ね

コ
ヒ

リ

ダ

に
は
彼
女
が
い
る
よ

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
ね

 
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
香
蓮
の
表
情
を
見
て

美
優
は
こ
う
言

た

彼
女
が
い
て
も

わ
な
い
と
は

や
は
り
コ
ヒ

も
第
六
夫
人
の
座
を
狙
う
ラ
イ
バ
ル
か

 
香
蓮
は
い
き
な
り
の
そ
の
言
葉
に
驚
い
た

だ

第
六
夫
人

ま
あ
そ
れ
は
冗
談
だ
け
ど

そ
れ
だ
け
リ

ダ

は
モ
テ
る

て
事

 
で
も
何
故
か

に
な
ら
な
い
ん
だ
よ

あ
れ
は
多
分
全
員
リ

ダ

の
奥
さ
ん
に
な
る
ね

全
員

そ
う
な
の

お
う

本
当
か
ど
う
か
は
自
分
で
判
断
し
て
く
れ
い

 
で
も
リ

ダ

な
ら
多
分

そ
の
気
に
な

た
ら
実
現
出
来
ち

う
気
が
す
る

 
リ

ダ

と
彼
女
の
ア
ス
ナ
さ
ん
は

の
無
い

壁
の
カ

プ
ル
だ
け
ど

 
で
も
私
も

め
て
誰
も

め
て
な
い
所
か
ら
察
し
て
く
れ
い

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
美
優
は

今
度
は
本
当
に
真
面
目
な
顔
で
言

た
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私
も
そ
こ
ま
で

し
い

じ

な
い
け
ど

 
少
し
話
を

い
た
だ
け
で
も
リ

ダ

は
か
な
り
特
別
な
人
だ
よ

 
だ
か
ら
そ
こ
ら
中
に
い
る
た
だ
の
ナ
ン
パ
野
郎
と
一

に
し
ち

目

 
リ

ダ

は

私
が
一

に
い
た
い
と
望
め
ば

苦
笑
し
な
が
ら
一
生
一

に
い
て
く
れ
る

そ
う
い
う
人

 
私
が

え
ら
れ
な
く
な

て
自
分
か
ら
離
れ
た
と
し
て
も

 
そ
れ
で
も
ず

と
私
の
事
を
気
に

け
て
い
て
く
れ
る
よ
う
な

そ
う
い
う
人

 
だ
か
ら
コ
ヒ

は
自
分
の
気
持
ち
だ
け
を
大
事
に
し
て
欲
し
い

う
ん

そ
の

告
は
あ
り
が
た
く
受
け
取

て
お
く
よ

で
も
コ
ヒ

は

実
は
か
な
り
ラ

キ

な
ん
だ
か
ら
ね

 
リ

ダ

の

り
に
は
知
り
合
い
た
く
て
も
土

に
す
ら
上
が
れ
な
い
人
が

山
い
る
ん
だ

か
ら
ね

 
そ
の
言
葉
で
こ
の
話
は
終
わ
り
と
な

た

香
蓮
は
ま
だ
そ
の
話
に
実
感
が
持
て
な
か

た

が 
そ
ん
な
話
を

い
た
後
で
も
八
幡
に
対
す
る
好
意
は
ま

た
く
変
化
し
て
い
な
か

た
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香
蓮
は
自
分
も
い
ず
れ
そ
の
女
性
達
の
一
人
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な
と
予
感
し
て
い
た

 
だ
が
そ
れ
を
口
に
出
し
て
言
う
の
は
恥
ず
か
し
か

た

香
蓮
は
別
の
話
題
を
美
優
に

た
し
か
し
美
優

よ
く
一
人
で
こ
こ
ま
で
来
れ
た
ね

一
度
通

た
道
は
忘
れ
な
い
か
ら

迷
う
事
な
く
真

直
ぐ
来
れ
た

凄
い
な

で
も
そ
れ
な
の
に

ど
う
し
て

は
恋
の
道
に
迷
い
ま
く

て
た
ん
だ
ろ
う
ね

ぐ
は

 
香
蓮
の
そ
の
言
葉
に

美
優
は
そ
う
言

て

に
突

伏
し
た

こ

攻
撃
力
高
い
な
相
棒

あ

ご

ご
め
ん

冗
談

冗
談
だ

て
ば

畜
生

す

か
り
都
会
の
女
に
な
り
や
が

て

よ
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
け
ど
と
に
か
く
ご
め
ん

う
ん

ま
あ
い
い
や

 
美
優
は
そ
う
言

て
復
活
し

ご
そ
ご
そ
と
自
分
の

物
を

り
始
め
た

そ
ん
な
コ
ヒ

に
は
こ
れ
だ

し

ろ

い

こ

い

び

と
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何
で
ネ
コ
型
ロ
ボ

ト
風

ま
あ
お
土
産
を
あ
り
が
と
う

何
か
懐
か
し
い

懐
か
し
い

チ

も
う
身
も
心
も
す

か
り
東
京
モ
ン
に
な
り
や
が

て

ど
う
し
て
今
日
は
そ
ん
な
に
や
さ
ぐ
れ
て
る
の

 
そ
う
香
蓮
に
言
わ
れ
た
美
優
は

大
の

に

転
が
り
な
が
ら
言

た

冗
談
冗
談
久
し
ぶ
り
に
コ
ヒ

に
会

た
か
ら
ち

と

え
た
く
な

た
だ
け
だ
い

も
う

で
も
本
当
に
久
し
ぶ
り
ね

 
香
蓮
は
そ
の
言
葉
に
嬉
し
く
な
り

そ
う
言

て
美
優
と
の
再
会
を
喜
ん
だ

う
ん

ま
あ
コ
ヒ

も
元
気
そ
う
で
何
よ
り
だ

美
優
も
ね

 
そ
し
て
二
人
は
北
海
道
で
一

の
学
校
に
通

て
い
た
時
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た

 
そ
の

り
上
が
り
が
ひ
と

落
し
た

に

美
優
の
お
腹
が
鳴

た

お

と

そ
う
い
え
ば
今
日
は
ま
だ

を
食
べ
て
な
い
ん
だ

た

あ

そ
う
い
え
ば
私
も
う
と
う
と
し
ち

て
た
か
ら
ま
だ
だ

た
ん
だ

よ
し

何
か
食
べ
に
行
こ
う

い

何
に
す
る
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あ

行
き
た
い
店
が
あ
る
ん
だ

た

 
美
優
は
思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

そ
う
な
の

何
て
お
店

ダ
イ
シ

カ
フ

何
そ
れ

名
な
お
店
な
の

う
ん
と

う
ち
の
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

の
エ
ギ
ル
さ
ん

て
人
が

し
て
い
る
店

ふ

ん

ま
あ
い
い
け
ど

こ
こ
か
ら
だ
と
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の

隣
の

だ
け
ど

こ
こ
か
ら
だ
と
歩
い
て
二
十
分
く
ら
い
だ

た

思

た
よ
り
近
い
ね

そ
れ
じ

あ
行

て
み
よ

か

 
そ
し
て
香
蓮
は
外
出
す
る

度
を
し

二
人
は
ダ
イ
シ

カ
フ

へ
と
向
か

た

 
幸
い
迷
う
よ
う
な
場
所
で
も
な
か

た

二
人
は
問
題
な
く
目
的
の
場
所
へ
と
た
ど
り
着
い

た
ダ
イ
シ

カ
フ

こ
こ
だ
ね

う
う

ち

と

張
す
る
な

美
優
で
も

張
す
る
事

て
あ
る
ん
だ



 第四章 ＧＧＯ編

ま
あ
ギ
ル
ド

み
だ
と
や

ぱ
り
ね

な
る
ほ
ど
ね

ま
あ
と
り
あ
え
ず
中
に
入
ろ

か

 
そ
し
て
二
人
が
中
に
入
る
と
も
う

い
時
間
な
せ
い
か
店
内
に
は
二
人
し
か
客
は
い
な
か

た 
そ
の
二
人
は
カ

プ
ル
の
よ
う
で

カ
ウ
ン
タ

で
外
人
の
店
員
と
会
話
し
て
い
た

あ

あ
の
人
が
エ
ギ
ル
さ
ん
だ

日
本
生
ま
れ
の
外
人
さ
ん
だ

て
言

て
た

そ
う
な
ん
だ

 
エ
ギ
ル
は
直
ぐ
に
二
人
に
気
付
き
カ
ウ
ン
タ

の
外
に
出
て
く
る
と
丁

な
口
調
で
こ
う

言

た
い
ら

し

い

お
二
人
様
で
す
か

あ

あ
の

は
い

そ
れ
じ

あ
お
好
き
な

へ
ど
う
ぞ

あ

は
カ
ウ
ン
タ

で
い
い
で
す

そ
う
で
す
か

そ
れ
じ

あ
こ
ち
ら
へ

 
エ
ギ
ル
は
二
人
を
カ
ウ
ン
タ

へ
案
内
す
る
と
二
人
の
前
に
水
と
メ
ニ

を
差
し
出
し
て
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き
たそ

れ
で
は
ご
注
文
が
お
決
ま
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
ら
お
声
を
お

け
下
さ
い

決
ま
り
ま
し
た

美
優

ま
だ
メ
ニ

も
見
て
な
い
の
に

 
い
き
な
り
美
優
が
そ
う
言

た

香
蓮
は
驚
い
て
そ
う
言

た

そ
う
で
す
か

何
に
な
さ
い
ま
す
か

 
エ
ギ
ル
は

多
分
美
優
は
ど
こ
か
の
サ
イ
ト
で
も
見
た
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
平
然
と
し
た
顔
で
美
優
に
そ
う

ね
た

だ
が
美
優
の
答
え
は
予
想
外
の
も
の
だ

た

エ
ギ
ル
さ
ん
の
お
奨
め
で

 
エ
ギ
ル
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た
後

少
し
考
え
な
が
ら
こ
う
言

た

ん

も
し
か
し
て
お
前

フ
カ
次
郎
か

う
わ

何
で
分
か

た
の

消
去
法
だ
な

身
内
以
外
で
こ
の
店
の
事
を
知

て
る
奴
は
い
な
い
か
ら
な

 
そ
の
中
で
面
識
が
無
い
の
は
シ
ノ
ン

て
子
と
フ
カ
次
郎
だ
け

 
シ
ノ
ン
は
ま
だ
正
式
に
紹
介
さ
れ
た
事
は
無
い
か
ら
い
き
な
り
こ
こ
に

ね
て
く
る
と
は
考
え
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に
く
い

 
な
ら
ば
残
る
の
は
た

た
一
人
だ

だ
ろ

あ
あ

サ
プ
ラ
イ
ズ
の
つ
も
り
が
あ

さ
り

ま
あ
そ
れ
は
仕
方
な
い
だ
ろ
ヴ

ル
ハ
ラ
は
基
本
リ
ア
ル
繋
が
り
だ
お
前
が
特

な
ん
だ

よ
そ

か

ま
あ
い
い
さ

北
海
道
か
ら
よ
く
来
た
な

ダ
イ
シ

カ
フ

へ
よ
う
こ
そ

う
ん

 
美
優
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
答
え
た

こ
れ
で
本
当
に
仲
間
に
な
れ
た
と
感
じ
た
か
ら

だ
で

こ
ち
ら
の
方
は

こ
れ
は
友
達
の
コ
ヒ

だ
よ

小
比

香
蓮
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

だ
か
ら
コ
ヒ

か

宜
し
く
な

香
蓮
さ
ん

は
い
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そ
の
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

美
優
が
い
き
な
り
爆

を
落
と
し
た

コ
ヒ

は
こ
の
前
リ

ダ

に
ナ
ン
パ
さ
れ
て

 
今
じ

す

か
り
リ

ダ

好
き
好
き
ち

ち

な
ん
だ
よ

ち

美
優

い
き
な
り
何
を
言

て
る
の

お
い
ま
じ
か
よ

そ
の
話

し
く

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か
突
然
カ

プ
ル
の
男
性
の
方
が
美
優
に
そ
う
声
を

け
て
き
た

 
そ
れ
で
美
優
は

こ
の
男
も
仲
間
の
う
ち
の
誰
か
だ
と
い
う
事
に
気
が
付
い
た

何
だ
よ

せ

か
く
後
で
紹
介
し
て
驚
か
そ
う
と
思

て
た
の
に

 
今
の
で
身
内
だ

て
バ
レ
ち
ま

た
じ

な
い
か
よ

お

お
お

す
ま
ん
す
ま
ん

あ
ん
ま
り
面
白
そ
う
な
セ
リ
フ
が

こ
え
た
ん
で

 
思
わ
ず
声
を

け
ち
ま

た

俺
は
ク
ラ
イ
ン
こ
と

遼
太
郎
だ
宜
し
く
な
フ
カ
次

郎
あ

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
だ

た
ん
だ

フ
カ
次
郎
こ
と

原
美
優
で
す

宜
し
く
で
す

 
そ
れ
じ

あ
そ
ち
ら
の
方
は
も
し
か
し
て
サ
イ
レ
ン
ト
さ
ん

あ
あ

私
が
サ
イ
レ
ン
ト
こ
と
平

静
だ

久
し
ぶ
り
だ
な

フ
カ
次
郎
君
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や

ぱ
り

二
人
が
お
付
き
合
い
さ
れ
て
る

て
事
は

い
て
た
ん
で

 
こ
う
し
て

め
て
自

紹
介
を
し
た
後
香
蓮
と
美
優
は
と
り
あ
え
ず
エ
ギ
ル
に
食
事
を
注
文

し
た

 
ち
な
み
に
美
優
は

何
を
食
べ
る
か
は
本
当
に
エ
ギ
ル
に
全
て
任
せ
た
よ
う
だ

と
り
あ
え
ず
肉
な
ら
何
で
も

そ
れ
じ

あ
私
も
お
任
せ
で

お
う

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も
待

て
て
な

 
エ
ギ
ル
が
そ
う
言

て

に
消
え
た
後

香
蓮
は
何
と
な
く
遼
太
郎
に

ね
た

あ
の

エ
ギ
ル
さ
ん
以
外
に
店
員
さ
ん
は
い
な
い
ん
で
す
か

こ
の
時
間
は
ほ
と
ん
ど
客
が
来
な
い
ら
し
い
ん
で
な

 
ま
あ
忙
し
い
時
間
は
何
人
か
バ
イ
ト
が
い
る
よ

も
し
く
は
奥
さ
ん
か
な

な
る
ほ
ど

さ
て

そ
れ
じ

あ
待

て
る
間
に
さ

き
の
話
を

し
く

あ

あ
は

 
そ
し
て
香
蓮
は

八
幡
と
の
出
会
い
と
先
日
の
再
会
の
説
明
を
し
た
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と
い
う

で

全
然
ナ
ン
パ
と
か
じ

な
い
ん
で
す
よ

本
当
に

ま
あ
確
か
に
そ
れ
な
ら
ナ
ン
パ
じ

な
い
け
ど
よ

静
さ
ん
は
今
の
話
を

い
て
ど
う
思

た
私
は
あ
い
つ
に
女
の
口
説
き
方
を

業
で
教
え
た
覚
え
は
無
い
ん
だ
が

 
も
し
か
し
た
ら
特

な
才
能
が
開
花
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
な

才
能

何
の

女
を
無
自
覚
に
落
と
す
才
能
だ
な

あ

そ
れ
分
か
る
わ

凄
く
よ
く
分
か
る
わ

 
遼
太
郎
は
そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

い
た

つ
ま
り
リ

ダ

は
天
然
ジ
ゴ
ロ
だ
と

う
む

ま
あ
多
分
そ
う
な
の
だ
ろ
う

フ
カ
次
郎
君
も
気
を
つ
け
た
ま
え
よ

こ
の
か
わ
い
い
フ
カ
次
郎
ち

ん
は

む
し
ろ
落
と
さ
れ
に
来
て
る
ん
で
す
が

手

れ
だ

た
か

コ
ヒ

に
先
を
越
さ
れ
て
ち

と
悔
し
い
の
で
す

ち

違
う

た
ら
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丁
度
そ
こ
に

エ
ギ
ル
が
料
理
を
持

て

て
き
た

ほ
い

お
待
ち
ど
う
さ
ま

エ
ギ
ル
ス
ペ
シ

ル
だ

う
ほ

肉

い
た
だ
き
ま
す

た
だ
の
ロ

ス
ト
ビ

フ
の
セ

ト
じ

ね
え
か
よ

ま
あ
初
め
て
の
祝
い
だ

は
サ

ビ
ス
し
と
く

あ
り
が
と
う
エ
ギ
ル
さ
ん

ど
う
い
た
し
ま
し
て

そ
れ
じ

こ

ち
が
香
蓮
さ
ん
の
分
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
し
て
二
人
は
食
事
を
始
め

エ
ギ
ル
も
グ
ラ
ス
を

き
な
が
ら
会
話
に
参
加
し
た

分
楽
し
そ
う
だ

た
み
た
い
だ
が

何
の
話
を
し
て
た
ん
だ

八
幡
が
無
自
覚
に
女
を
落
と
す
才
能
を
開
花
さ
せ
た

て
話
だ
な

開
花

あ
い
つ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
モ
テ
て
た
ぞ

え

ま
じ
で

あ

あ
の

も
し
か
し
て
皆
さ
ん
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

な
ん
で
す
か

 
そ
の
香
蓮
の
質
問
に

エ
ギ
ル
は
平
然
と
し
た
顔
で
こ
う
答
え
た
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お
う

俺
達
も
八
幡
も
そ
う
だ
な

仲
間
全
体
だ
と
全
部
で
八

 
い
や

正
式
メ
ン
バ

じ

な
い
が
噂
だ
と
ロ
ザ
リ
ア
も
い
る
の
か

全
部
で
九
人
い
る
ぞ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

で
も
香
蓮
さ
ん
よ

八
幡
も
正
直
普
通
じ

な
い
か
ら
な

 
そ
れ
だ
け
は
覚
悟
し
て
お
い
た
方
が
い
い
ぞ

普
通
じ

な
い

で
す
か

あ
あ

ま
あ

り
の
女
性
の

と
か

と
か
色
々
な

 
香
蓮
は
そ
の
言
葉
に

き
な
が
ら
言

た

あ

そ
れ
は
少
し

き
ま
し
た
が

大
丈
夫
で
す

大
丈
夫

か

ま
あ
そ
う
思
え
る
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ

は
い

 
そ
し
て
一
つ
だ
け
明
確
な
心
当
た
り
が
あ

た
香
蓮
は

エ
ギ
ル
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た

ち
な
み
に
そ
れ

て

八
幡
君
が
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
な
の
と
関
係
が
あ
る
ん
で
す
か

お

そ
ん
な
事
ま
で
知

て
る
の
か

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な
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し
い
事
は
ま
あ

話
し
て
も
い
い
と
思

た
な
ら
八
幡
が
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
さ

は

は
い

 
香
蓮
は
そ
の
言
葉
に
い
つ
か
何
で
も
話
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関
係
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と

思

た

 
そ
し
て
エ
ギ
ル
は
エ
ギ
ル
だ
け
が
知

て
い
た
で
あ
ろ
う
ハ
チ
マ
ン
の
過
去
の
事
を
話
し
始

め
たな

あ
ク
ラ
イ
ン

お
前

歌
姫

て
覚
え
て
る
か

 
明
日
は
過
去
話
と
い
う

の
事
は
無
い
で
す
ま
あ
サ
ラ

と
情
報
を
小
出
し
に
す
る
感
じ
で
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第
３
７
８
話
 
歌
姫
が
生
ま
れ
た
日

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

歌
姫

あ
あ

覚
え
て
る
よ

確
か
よ
く
色
々
な
場
所
で
歌

て
た
よ
な

 
ち
な
み
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
フ
ロ

リ
ア
の
名
前
は

 
第
四
十
七
層
の
主
街
区
フ
ロ

リ
ア
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
る

 
花
の
イ
メ

ジ
が
ピ

タ
リ
だ
と
八
幡
が
考
え
た
か
ら
だ

ア
ス
ナ
と
は
別
の

も
う
一
人
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
あ
い
つ
の

に
は
い
た
ん
だ
よ

 
多
分
俺
し
か
知
ら
な
い
と
思
う
が

時

だ
し
も
う
話
し
て
も
い
い
か
な

つ
ま
り
そ
れ
が

歌
姫

ユ
ナ
だ

や

ぱ
り
か

で
も
ま
じ
か
よ

全
然
気
付
か
な
か

た
ぞ

 
遼
太
郎
は
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た
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遼
太
郎

そ
の
歌
姫
と
い
う
の
は

 
そ
う
静
に

ね
ら
れ
た
遼
太
郎
は

く
ユ
ナ
の
事
を
説
明
し
た

町
で
よ
く
歌

て
た
子
で
な

そ
の
歌
を

く
と

不
思
議
と
勇
気
が
出
た
ん
だ
よ
な

 
そ
し
て
エ
ギ
ル
が

少
し
迷

た
末
に
こ
う
言

た

不
思
議
と

な

今
だ
か
ら
言
え
る
が

 
実
は
ユ
ナ
は

援
ス
キ
ル
の
一
つ
で
あ
る
歌

ス
キ
ル
を
持

て
た
か
ら
な

 
遼
太
郎
は
そ
ん
な
ス
キ
ル
の
存
在
は
知
ら
な
か

た

目
を

い
た

え

何
だ
よ
そ
れ

あ
れ

て
ス
キ
ル
の

果
だ

た
の
か

ト

プ
シ

ク
レ

ト
だ

た
か
ら
な

確
か
に
そ
ん
な
ス
キ
ル
の
話
は

い
た
事
が
な
か

た
な
で
も
何
で
秘
密
に
し
て
た
ん
だ

 
そ
の
遼
太
郎
の
疑
問
は
当
然
だ

た

首
を

げ
る
遼
太
郎
に

エ
ギ
ル
は
説
明
を
始
め
た

理
由
は
二
つ
あ
る
ん
だ
が

先
ず
一
つ
目
だ

 
ユ
ナ
の
希
望
を

ま
え
て

ハ
チ
マ
ン
が
情
報
の
公
開
を
止
め
て
い
た
ん
だ
よ

ユ
ナ
の

ど
う
い
う
事
だ
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ユ
ナ
は
歌
で
の

援
に
よ

て
攻
略
組
の
と
い
う
か
ハ
チ
マ
ン
の
役
に
立
つ
事
を
望
ん
で
い

た 
だ
が
攻
略
組
に
参
加
す
る
に
は
決
定
的
に
実
力
が
足
り
て
い
な
か

た

 
ユ
ナ
に
歌

ス
キ
ル
が
発
現
し
た
の
は
前
線
が
六
十
五
層
の

り
に
差
し

か

て
い
た
時
期

で 
ユ
ナ
は
そ
れ
ま
で
一
切
町
の
外
に
出
て
い
な
か

た
か
ら
な

 
そ
ん
な

で

ユ
ナ
の
育
成
が
急

に
な

た
ん
だ
が

 
も
し
ユ
ナ
の
ス
キ
ル
の
事
を
公
開
し
た
ら
色
々
な
奴
ら
が
ユ
ナ
を
パ

テ

に
誘
お
う
と
す

る
だ
ろ

 
そ
れ
で
万
が
一
ユ
ナ
に
何
か
あ

た
ら
大
変
だ

だ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
は
情
報
を
制
限
し

 
ユ
ナ
の
頼
み
を
受
け

自
ら
の
手
で
ユ
ナ
を
育
成
す
る
事
を
決
断
し
た
ん
だ

 
攻
略
組
の
未
来
を
見

え
て
な

そ
う
か

ハ
チ
マ
ン
ら
し
い
な

 
遼
太
郎
は
感

深
げ
に
そ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン
が
先
を
見
て
い
た
事
は

で
は
理
解
し
て
い

た
が
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ま
さ
か
そ
ん
な
事
ま
で
し
て
い
た
と
は

遼
太
郎
の
想
定
外
だ

た

で

も
う
一
つ
は

ユ
ナ
に
は

が
い
て
な

 
そ
い
つ
は
ユ
ナ
の

に
頑
張

て
剣
の

を
鍛
え
て
血
盟
騎
士
団
に
入

た
く
ら
い
の
努
力
家

な
ん
だ
が

 
そ
い
つ
は
生
存
本
能
が
強
す
ぎ
た
の
か
強
敵
相
手
だ
と
シ
ス
テ
ム
の
せ
い
で
足
が

む
事
が

発
覚
し
て
な

 
ア
ス
ナ
の
判
断
で

前
線
か
ら
外
さ
れ
た
ん
だ

そ
れ

て
フ
ル
ダ
イ
ブ

に
不

合
だ

た

て
事
か

 
エ
ギ
ル
は
そ
の
遼
太
郎
の
言
葉
に

い
た

あ
あ

ネ
ズ
ハ
と
同
じ
よ
う
で
違
う
タ
イ
プ
だ

ア
ス
ナ
の
判
断
は

当
だ
ろ
う
な

 
そ
の
ま
ま
戦
場
に
い
た
ら
多
分
死
ん
で
い
た
だ
ろ
う

で

そ
れ
が

戦
場
に
立
ち
た
く
て
も
立
て
な
い

を
差
し
置
い
て

 
ユ
ナ
だ
け
が
ク
ロ

ズ
ア

プ
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
お
前
も
何
と
な
く
想
像
出
来
る
だ
ろ
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あ
あ

 
そ
う
言
わ
れ
た
遼
太
郎
は

ハ
チ
マ
ン
か
ら

い
た

 
グ
リ
セ
ル
ダ
と
グ
リ
ム
ロ

ク
の
話
を
思
い
出
し
た

実

に
そ
う
い
う
事

が
あ

た
よ
な

い
わ
ゆ
る

内
事
件

て
奴
だ
な

あ
あ

ユ
ナ
は
意
外
と
強
情
で
な

ハ
チ
マ
ン
と
一

な
ら
大
丈
夫
だ
と
言
い
張

て

 
ボ
ス
戦
に
参
加
す
る
と
言

て
き
か
な
か

た
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら

内
事
件
の
話
を

い
た
ユ
ナ
は
一
転
し
て
自
分
か
ら
不
参
加
を
言
い
出
し

た
ん
だ

ま
あ
そ
う
な
る
よ
な

で

ハ
チ
マ
ン
が
出
し
た
結

は
こ
う
だ

た

九
十
層
ま
で
到
達
す
る
事
が
出
来
た
ら

 
ユ
ナ
を
ボ
ス
戦
に
参
加
さ
せ
る

そ
れ
ま
で
に
ユ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
が
鍛
え
あ
げ
る

 
だ
が
知

て
の
通
り

そ
の
機
会
は
訪
れ
な
か

た
と

ま
あ
そ
う
い
う

だ

な
る
ほ
ど

 
遼
太
郎
は

う
う
む
と

り
な
が
ら
そ
う
言

た
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あ
の

 
そ
こ
で
香
蓮
が

そ
う
声
を

け
て
き
た

ん

ど
う
し
た

私
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
事
は
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が

今
の
話
の
流
れ
だ
と

 
ど
う
考
え
て
も
そ
の
ユ
ナ

て
人
と

の
人
は
両
想
い
み
た
い
に

こ
え
る
ん
で
す
よ

 
で
も
最
初
の
話
は
八
幡
君
が

か
ら
モ
テ
て
た

て
話
で
す
よ
ね

て
事
は
つ
ま
り

お
う

ク
ラ
イ
ン
は
気
付
か
な
か

た
み
た
い
だ
が

そ
の
通
り
だ

凄
い
な
香
蓮
さ
ん

フ

フ
カ
ち

ん
だ

て
そ
の
く
ら
い
は
分
か
り
ま
し
た
よ

恋
愛

な
ん
で

 
香
蓮
が
褒
め
ら
れ
た
事
に
対
抗
し
た
の
か

美
優
も

て
て
そ
う
言

た

ど

ど
う
い
う
事
だ

要
す
る
に
今
俺
が
話
し
た

は
関
係
な
く
ユ
ナ
の
想
い
人
は
師
匠
の
ハ
チ
マ
ン
だ

た

て
事
だだ

ろ

な
ん
だ
よ
そ
の
い
い
話

は

仕
方
な
い
だ
ろ

事
実
な
ん
だ
か
ら

 
そ
れ
で
も
気
持
ち
が
収
ま
ら
な
か

た
の
だ
ろ
う

遼
太
郎
は
エ
ギ
ル
に
こ
う

ね
た



 第３７８話 歌姫が生まれた日

そ
も
そ
も
何
で
お
前

そ
ん
な
に
そ
の
件
に
関
し
て

し
い
ん
だ
よ

そ
ん
な
の
は
簡

な
事
だ

絶
対
的
な
秘
密
保
持
の
観
点
か
ら

 
こ
の
事
に
つ
い
て
知

て
い
る
奴
は

力
少
な
い
方
が
い
い
と
考
え

 
ユ
ナ
を
俺
達
の

点
に
連
れ
て
く
る
事
は
出
来
な
い
と
考
え
た
ハ
チ
マ
ン
が

 
う
ち
の
店
を

れ

点
に
し
て
い
た
と

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

そ
う
い
う
事
か
よ

ち
な
み
に
お
前
が
俺
の
店
に
い
た
時
そ
の
後
ろ
を
フ

ド
で
顔
を

し
た
ユ
ナ
が
通

た
事

も
あ
る

ま
じ
か
よ

全
然
気
付
か
な
か

た
ぞ

 
エ
ギ
ル
は
や
れ
や
れ
と
い
う
ゼ
ス
チ

を
し
た
後

続
け
て
こ
う
言

た

普

は
大
人
し
か

た
の
に

恋
愛
に
関
す
る
ユ
ナ
の

性
は
凄
か

た
ぞ

 
あ
の
手
こ
の
手
で
ハ
チ
マ
ン
の
気
を
引
こ
う
と
頑
張

て
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
冗
談
だ
と
思

て
た
の
か

ユ
ナ
を
あ
し
ら
い
ま
く

て
な

 
そ
の
言
葉
に

美
優
が
バ

と
手
を
上
げ
た

は
い

は
い

同
じ
よ
う
な
ケ

ス
に
心
当
た
り
が
あ
り
ま

す
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リ

ダ

が
私
を
あ
し
ら
う

が
ダ
ブ

て
見
え
ま

す

ま
あ
あ
ん
な
感
じ
だ
な

や

ぱ
り

ち
な
み
に
ユ
ナ
さ
ん
と

の
関
係
は
ど
う
だ

た
ん
で
す
か

お
う
何
も
無
い

本
当
に
ま

た
く
何
も
無
い

完
全
に
友
達
扱
い
だ
か
わ
い
そ
う
な
く

ら
い
に
な

そ
れ
は
少
し
気
の

で
す
ね

ま
あ
男
女
の
事
は
仕
方
な
い
さ

 
そ
し
て
話
は

ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ナ
の
出
会
い
に
つ
い
て
の
話
に
移

た

な
あ

で
も
当
初
は
そ
の

の
方
と

ユ
ナ
は
よ
り
仲
が
良
か

た
ん
だ
ろ

 
偶
然
一

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
な
ん
て
出
来
過
ぎ
だ
し

 
二
人
で
相
談
し
て
一

に
始
め
た
か
ど

ち
か
が
誘

た

て
考
え
る
の
が
普
通
だ
よ
な

 
そ
の
言
葉
に
エ
ギ
ル
は

い
た

ユ
ナ
の
話
だ
と

向
こ
う
に
誘
わ
れ
た
ら
し
い
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あ
あ

フ

ン
タ
ジ

の
ゲ

ム
を
一

に
や
ろ
う

て
誘

た

て
事
は

そ
う
い
う
事
だ
ね

 
美
優
と
香
蓮
が
そ
う
言
葉
を
交
わ
し

遼
太
郎
は
得
意
げ
に
こ
う
言

た

そ
れ
は
俺
に
も
分
か
る

少
な
く
と
も
そ
の

は
ユ
ナ
に

れ
て
た

だ
が
ユ
ナ
に
そ
の
気
は
無
か

た

誘
い
に
乗

た
の
は

 
何
か
理
由
は
あ

た
ん
だ
ろ
う
が
少
な
く
と
も
恋
愛

み
じ

な
か

た

そ
し
て
八
幡
君
に
出
会

た
と

ど
ん
な
出
会
い

あ
あ

こ
れ
は
直
接
ユ
ナ
か
ら

い
た
ん
だ
が
な

 
実
は
ユ
ナ
が
初
め
て
歌
を
歌

た
場
所
が
た
ま
た
ま
ハ
チ
マ
ン
の
昼

ス
ポ

ト
の
近
く
で

な
ｓ

ｉ
ｌ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ

ｏ

て
曲
を
歌

た
ら
し
い
ん
だ
が

 
ユ
ナ
に
一
番
最
初
に
声
を

け
て
く
れ
た
の
が
ハ
チ
マ
ン
な
ん
だ
そ
う
だ

 
な

そ
の
曲

て
誰
か
の
曲
な
の
か



 第四章 ＧＧＯ編

あ

え

と

う
う
ん

私
が
作

た
曲
な
ん
だ
け
ど

そ
う
か

き

と
才
能
が
あ
る
ん
だ
な

凄
く
い
い
曲
だ

あ

あ
り
が
と

良
か

た
ら
も
う
一
度
頼
む

う

う
ん

 
そ
し
て
そ
ん
な
生
活
が
し
ば
ら
く
続
き

あ
る
時
ユ
ナ
は
一
つ
の
疑
問
を

い
た
そ
う
だ

 
普
通
は
歌
い
終
え
た
後
ほ
と
ん
ど
の
場
合
声
を

け
て
く
る
男
が
か
な
り
の

い
た
そ
う

な
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
近
く
で
昼

し
て
い
る
時
は
何
故
か
誰
も
声
を

け
て
こ
な
か

た
ら
し
い
ん

だ
よ何

そ
の
ホ
ラ

そ
の

は
ハ
チ
マ
ン
の
名
も
か
な
り

れ
始
め
て
い
た
時
期
で
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
と
あ
る
噂
を
広
め
て
い
た
ら
し
い

 
エ
ギ
ル
の
説
明
は
こ
う
だ

た

ハ
チ
マ
ン
が
や

た
事
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
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ユ
ナ
に
余
計
な
ち

か
い
を
出
す
と

 
必
ず
ハ
チ
マ
ン
に
制

さ
れ
る
と
攻
略
組
に
噂
を
流
し
た
だ
け
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
ユ
ナ
が
話
し

け
ら
れ
て
迷
惑
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
事
に
気
が
付
い
た
ら
し
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

最
前
線
近
く
で
昼

を
す
る
事
が
多
か

た
の
で

 
そ
こ
に
は
当
然
攻
略
組
の
者
が
多
く
存
在
す
る

そ
の

一

プ
レ
イ
ヤ

も
自
然
と
そ
れ
に

引

張
ら
れ

 
ハ
チ
マ
ン
が
近
く
に
い
る
時
は

々
と
ユ
ナ
に
声
を

け
る
の
を

え
る
よ
う
に
な

て

い

た

 
も
ち
ろ
ん

手
と
褒
め
る
事
に
関
し
て
は
別
で
あ
る

 
あ
く
ま
で
問
題
な
の
は

余
計
な
ち

か
い
を

け
る
事
な
の
だ

 
そ
し
て
気
が
付
く
と
ユ
ナ
は

そ
の
日
の
歌
う
場
所
を
決
め
る
時

 
最
初
に
い
く
つ
か
存
在
し
た
ハ
チ
マ
ン
の
昼

ス
ポ

ト
を
回

て

 
ハ
チ
マ
ン
が
い
る
場
所
を
選
ぶ
よ
う
に
な

た

 
そ
の
話
を

い
た
香
蓮
と
美
優
は

ま
し
そ
う
に
こ
う
言

た

何
か
い
い
な

そ
れ



 第四章 ＧＧＯ編

素
敵
だ
よ
ね

ハ
チ
マ
ン
は
ほ
ら

あ
ん
な
性
格
だ
か
ら
な

 
最
初
か
ら
ユ
ナ
に
ア
プ
ロ

チ
を

け
る
と
か
そ
う
い
う
事
は
ま

た
く
無
か

た
ら
し
い

 
俺
達
に
は
そ
の
理
由
が
分
か
る
が

当
時
の
ユ
ナ
に
は
そ
れ
が
凄
く
新
鮮
だ

た
ら
し
い
な

本
当
に
声
を

け
て
く
る
男
が
多
か

た
ん
だ
ね

あ

俺
も
声
を

け
た
事
が
あ
る

フ
ン

 
そ
の

間
に

遼
太
郎
の
腹
に
静
の

拳
制

が
飛
ん
だ

ぐ
お

し

静
さ
ん
誤
解
だ
か
ら

俺
は

に
歌
を
褒
め
た
だ
け
だ
か
ら

ふ
ん

 
そ
う
子

の
よ
う
に

ね
た
態
度
を
と
る
静
を

遼
太
郎
は
必
死
に

め
た

 
そ
ん
な
二
人
を
横
目
で
見
な
が
ら
エ
ギ
ル
は
説
明
を
続
け
た

そ
ん
な
ユ
ナ
に
最
初
の
転
機
が
訪
れ
た

 

の

に

ハ
チ
マ
ン
が
噂
を
流
し
て
い
る

て
話
を

い
た
ん
だ

余
計
な
事
を
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ね
 

ね
え

あ
な
た

て

ハ
チ
マ
ン

て
言
う

名
な
人
な
ん
だ

て
ね

確
か
に
俺
の
名
前
は
ハ
チ
マ
ン
だ
が

別
に

名
と
か
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
さ

私
の

に
噂
を
広
め
て
く
れ
た
ん
で
し

そ
れ
は
勘
違
い
だ
俺
は
う
ざ

た
い
遣
り
取
り
を

に
す
る
の
が

い
な
だ
け
な
の
で
あ

て 
そ
れ
は
別
に
お
前
の

じ

な
い

あ
く
ま
で
俺
自
身
の

だ

ふ

ん

何
だ
よ

別
に

 
そ
し
て
そ
れ
か
ら
ユ
ナ
は

歌
う
時
は
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
歌
う
よ
う
に
な
り

 
自
然
と
そ
の
声
に
も

前
以
上
に
色
々
な
気
持
ち
が
乗
る
よ
う
に
な

た
ら
し
い

 
今
思
え
ば

そ
れ
が
ス
キ
ル
発
現
の
キ

カ
ケ
に
な

た
ん
だ
ろ
う
な
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そ
し
て
そ
ん
な
ユ
ナ
に
第
二
の
転
機
が
訪
れ
た

も
ち
ろ
ん
歌

ス
キ
ル
の
発
現
だ

 
そ
の
日
珍
し
く

歌
い
終
わ

た
後
に
ハ
チ
マ
ン
が
ユ
ナ
の
所
に
来
て

 
少
し

て
た
様
子
で
ユ
ナ
の
手
を
引
き

ど
こ
か
へ
向
か

て
歩
き
始
め
た
ら
し
い

 
今
日
は
ど
う
し
た
の

な
ん
か
い
つ
も
と
違
う

て
か

こ
ん
な
の
初
め
て
か
も

し
い
話
は
後
だ

と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
入

て
く
れ

こ
こ

て

屋

ハ
チ
マ
ン
に
は
彼
女
が
い
る
ん
で
し

い
い
の

 
ま
あ
私
は
別
に

あ
ん
た
な
ら
い
い
け
ど

は

何
を

の
分
か
ら
な
い
事
を

い
い
か
ら
誰
か
に
見
ら
れ
な
い
う
ち
に
と

と
と

中
に
入
れ

う

う
ん

 
そ
し
て
少
し

張
し
つ
つ
も
こ
れ
か
ら

こ
る
事
を
受
け
入
れ
よ
う
と
思

て
い
た
ユ
ナ
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
予
想
外
の
事
を
告
げ
た

そ
れ
じ

あ
メ
ニ

か
ら
ス
テ

タ
ス
ウ

ン
ド
ウ
を
開
い
て
ス
キ
ル
の

を
確
認
し
て

く
れ
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え
 
そ
し
て
ユ
ナ
は

に
疑
問

を

か
べ
な
が
ら
言
わ
れ
る
ま
ま
に
自
分
の
ス
キ
ル

を
見
て

驚
愕
し
た

な

何
こ
れ

歌

ス
キ
ル

  
こ
う
し
て
こ
の
日

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
歌

ス
キ
ル
を
持
つ
真
の
歌
姫
が
誕
生
し
た
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第
３
７
９
話
 
思
い
立

た
ら
フ
カ
次
郎

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

や

ぱ
り
か

何
か
違
和
感
を
感
じ
た
ん
だ
よ

 
実
は
ハ
チ
マ
ン
は

過
去
に
歌

ス
キ
ル
の

恵
を
受
け
た
事
が
あ

た

 
そ
れ
は
ゲ

ム
の
サ

ビ
ス
開
始
前

テ
ス
ト
プ
レ
イ
の
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
時
に
で
あ
る

 
今
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の
中
で
唯
一
ハ
チ
マ
ン
だ
け
が
そ
の
ス
キ
ル
の
存
在
を

知

て
い
た

激
レ
ア
ス
キ
ル
だ

て

い
て
た
し

実

使

て
る
奴
に
遭
遇
し
た
事
が
無
い
か
ら

 
そ
の
存
在
は
知

て
い
た
が

お
目
に
か
か
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
と
思

て

 
攻
略
に
は
使
え
な
い
と
考
え
か
ら
外
し
て
い
た
ん
だ
が

ま
さ
か
お
前
に
発
現
す
る
と
は
な

こ

こ
れ

て
ど
ん
な
ス
キ
ル
な
の

自
分
の
歌
を

に
し
た
パ

テ

メ
ン
バ

全
体
に
か
か
る
か
な
り
強
力
な

援
ス
キ
ル
だ
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そ
の

囲
は
レ
ベ
ル
が
上
が
る
と
レ
イ
ド
全
体
に

さ
せ
る
事
が
可
能
ら
し
い

 
だ
か
ら
観
客
の
誰
も
気
付
か
な
か

た
ん
だ
ろ
う
な
正
直
俺
も
確
信
が
あ

た

じ

な
い

し
な

 
ち
な
み
に
歌
へ
の
感
情
の
込
め
方
に
よ

て

果
が
変
わ
る
ら
し
い

強
力
な
ん
だ

 
そ
し
て
ユ
ナ
は

直
後
に
ハ
チ
マ
ン
に
自
分
の
攻
略
組
入
り
を

願
し
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
当
然
そ
れ
を
断

た

い
く
ら
強
力
な
レ
ア
ス
キ
ル
持
ち
で
も

レ
ベ
ル
一
の
奴
に
何
が
出
来
る
ん
だ
よ

じ

あ
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
の
を
手
伝

て

はこ
れ
で
や

と
私
も
本
当
の
意
味
で
ハ
チ
マ
ン
の
役
に
立
て
る
ね

 
つ
い
で
に

剣
の
使
い
方
も
教
え
て

得
意
な
ん
で
し

お
前
な

お
願
い

別
に
俺
じ

な
く
て
も
い
い
と
思
う
が
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お
願
い

お

に

日
ハ
チ
マ
ン
だ
け
の

に
一
曲
歌
う
か
ら

俺
は
別
に
今
く
ら
い
で
十
分
な
ん
だ
が

も
う

お
願
い

て
ば

ね

 
そ
ん
な
会
話
が

々
と
続
き
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
の

り
に
負
け
ユ
ナ
を
鍛
え
る
事
を
了

し
た

 

純
に
強
力
な
戦
力
が
欲
し
い
と
い
う
事
情
も
あ

た
の
だ
ろ
う

は

分
か

た
よ

あ
り
が
と
う

師
匠

師
匠
か

う
ん

師
匠

 
こ
う
し
て
二
人
の
師
弟
関
係
が
始
ま

た
そ
う
だ

ち
な
み
に
ア
ス
ナ
も
ユ
ナ
の
事
は
知

て

い
て

 
た
ま
に
二
人
で
ユ
ナ
を
鍛
え
た
り
し
て
い
た
そ
う
だ

 
多
分
ア
ス
ナ
は
内
心
少
し
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
て
た
と
思
う
が
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ハ
チ
マ
ン
が
ま

た
く
変
わ
ら
な
い
態
度
で
ア
ス
ナ
に
接
し
て
く
る
の
と

 
ユ
ナ
の
ス
キ
ル
の
強
力
さ
を
身
を
持

て
体
験
し
た
せ
い
で

認
す
る
事
に
決
め
た
ら
し
い

ア
ス
ナ
も
ユ
ナ
の
事
を
知

て
た
の
か

ま
あ
あ
の

の
ア
ス
ナ
は
血
盟
騎
士
団
の
副
団
⻑
と
し
て
忙
し
い
身
だ

た
か
ら
な

 
あ
ま
り
ユ
ナ
と
は

め
な
か

た
と
思
う
け
ど
な

 
そ
れ
で
も
俺
が
見

け
た
時
は

二
人
は
か
な
り
仲
が
い
い
よ
う
に
見
え
た
な

 
遼
太
郎
は
話
を

き
終
わ

た
後

興
味
深
げ
に
エ
ギ
ル
に
こ
う

ね
た

そ
う
だ

た
の
か

で

そ
の
ユ
ナ
は
今
ど
こ
に

 
そ
れ
に
対
し
て
の
エ
ギ
ル
の
答
え
は
こ
う
だ

た

分
か
ら
ん

一
度
だ
け
そ
の
事
に
つ
い
て
話
し
た
事
が
あ
る
ん
だ
が

 
八
幡
も
ユ
ナ
が
ど
う
な

た
か
に
つ
い
て
は

し
て
い
な
か

た

 
ど
う
や
ら

岡
さ
ん
も
ユ
ナ
の
事
を
知
ら
な
か

た
ら
し
い

 

て
事
は
普
通
の
病
院
に
は
入
院
し
て
い
な
か

た
事
に
な
る
な

 
噂
だ
と
俺
達
が
七
十
五
層
の
ボ
ス
戦
に
向
か

た
後
ハ
チ
マ
ン
の
態
度
か
ら

な
予
感
が

し
た
ら
し
く
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そ
の

に
頼
ん
で
町
に
残

て
い
た
残
り
の
戦
力
を
集
め
て
も
ら
い

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
と
共
に
迷
宮
区
へ
と
向
か

た
ら
し
い
ん
だ
が

 
そ
の
エ
ギ
ル
の
説
明
を

い
た
遼
太
郎
は

ハ

と
し
た
顔
で
こ
う
言

た

お

俺

そ
の
話
な
ら
知

て
る
ぞ

確
か
う
ち
の
メ
ン
バ

も
そ
の
中
に
い
た
は
ず
だ

 
そ
し
て
遼
太
郎
は

風

山
の
メ
ン
バ

達
に
確
認
の

話
を

け
始
め
た
の
だ

た

 
ま
じ
か
よ

ど
う
し
た

何
が
あ

た
ん
だ

実
は
よ

中
で
や
ば
い
敵
が
出
た
ら
し
く
ユ
ナ
の

は
ノ

チ
ラ
ス

て
言
う
ら
し

い
ん
だ
が

 
ユ
ナ
が

に
な

て
敵
を
引
き
付
け
て

そ
れ
を

て
て
ノ

チ
ラ
ス
が
追

た
み
た
い
だ

 
で
も
そ
の
直
後
に
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
ん
で

 
無
事
だ
ろ
う
と
思

て
特
に
何
も
報
告
し
な
か

た
そ
う
だ

他
の
奴
ら
も
同
様
の
認
識
で

 
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
喜
び
の
せ
い
も
あ

て
特
に
そ
の
事
に
触
れ
る
奴
も
い
な
か

た

ら
し
い
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そ
の
説
明
を

い
た
エ
ギ
ル
は

組
み
を
し
な
が
ら
こ
う
言

た

微

だ
な

あ
あ

う
ち
の
メ
ン
バ

が
や
ば
い
奴

て
言
う
く
ら
い
だ

 
下
手
を
す
る
と
そ
の
一

で
ユ
ナ
が
や
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
な

だ
が

岡
さ
ん
ま
で
も
が
知
ら
な
い
と
な
る
と

手
が
か
り
は
何
も
無
し
か

八
幡
は
ユ
ナ
の
事

ど
う
思

て
る
ん
だ
ろ
う
な

ど
こ
か
で
元
気
で
や

て
い
る
と
で
も
思

て
い
る
ん
じ

な
い
か

だ
よ
な

 
二
人
は
こ
の
事
を
八
幡
に
告
げ
る
か
ど
う
か
迷

た
が

 
告
げ
た
か
ら
と
い

て
ど
う
な
る
と
い
う
話
で
も
無
い

 
こ
の
事
に
つ
い
て
は
明
日
奈
に
任
せ
る
事
に
し
た

明
日
奈
な
ら
上
手
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
話
し
て
く
れ
る
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
後
で
明
日
奈
に
連

し
て
お
く
か

 
ま
あ
そ
ん
な

で

俺
の

話
は
終
わ
り
だ

ど
う
だ

参
考
に
な

た
か
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エ
ギ
ル
の

話
を
興
味
深
く

い
て
い
た
一
同
は
微

に
納
得
し
難
い
表
情
で
口
々
に
言

た
サ
ン
プ
ル
が
一

だ
け

つ

の
は
ど
う
な
ん
だ

私
は
そ
れ
で
も
十
分
参
考
に
な
り
ま
し
た
け
ど
ね

今
の
リ

ダ

の
事
を
知

て
い
る
せ
い
か

何
か
物
足
り
な
い

あ
い
つ
の
高
校
時
代
を
知
る
者
と
し
て
は
今
の
話
だ
け
で
も
驚
き
を
禁
じ
え
な
い
の
だ
が
な

 
そ
し
て
エ
ギ
ル
は

ニ
カ

と
笑
い
な
が
ら
続
け
て
こ
う
言

た

じ

あ
こ
の
話
は
ど
う
だ

実
は
ハ
チ
マ
ン
が
血
盟
騎
士
団
の
参
謀
に

任
し
た
後

 

て
あ
い
つ
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
を

り
出
し
た
事
が
あ
る
ん
だ
よ

 
あ
い
つ
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
大
変
だ

た
け
ど

 
ま
あ
利

は
全
て
教
会
に
回
し
た
か
ら
セ

フ
だ
よ
な

 
そ
れ
を

い
た
ク
ラ
イ
ン
が

自
分
の
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
な
が
ら
言

た

あ
俺
そ
の
画
像
な
ら
今
持

て
る

そ
の
デ

タ

て
確
か
サ
ル
ベ

ジ
さ
れ
た
奴
だ
よ

な
そ
う
い
え
ば
前
に
見
せ
て
も
ら

た
記
憶
が
あ
る
な
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本
当
で
す
か

是
非
見
て
み
た
い
で
す

お
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
貴
重
な
写
真
だ

じ

く
り
見
て
や

て
く
れ

 
そ
し
て
懐
か
し
の

ハ
チ
マ
ン
の
参
謀
服

を
見
た
香
蓮
と
美
優
は

色
い
声
を
上
げ
た

こ

こ
れ
は

あ
は

八
幡
君

て
ば

ど
こ
か
の
貴
族
様
み
た
い

や
だ

明
ら
か
に
非
日
常
で
コ
ス
プ
レ
ち

く
な
の
に

そ
れ
が
凄
く
い
い

は
は

二
人
の
反
応
も
上
々
だ
な

で
な

 
そ
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
が
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
大
人
気
で
飛
ぶ
よ
う
に

れ
て
な

 

に
し
て
三

つ
ま
り
あ
い
つ
に
は
三

人
の
フ

ン
が
い
た

て
事
に
な
る

だ

 
な

俺
が
モ
テ
て
た

て
言

た
意
味
が
分
か

た
だ
ろ

三

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
ほ
と
ん
ど
な
ん
じ

な
い
の
か

そ
う
だ
な

正
確
な

は
分
か
ら
な
い
が

か
な
り
の
比

だ
ろ
う
な

 
そ
れ
を

い
た
美
優
は

た
よ
う
に
エ
ギ
ル
に

い
た

そ

そ
れ
じ

あ
も
し
か
し
て
リ

ダ

て

普

か
ら
声
を

け
ま
く
ら
れ
て
た
り

い
や

そ
れ
は
無
か

た
な

そ
の

は
常
に
ア
ス
ナ
が
あ
い
つ
の

に
い
た
か
ら
な
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さ
す
が
に
ア
ス
ナ
に
正
面
か
ら

を

れ
る
奴
な
ん
て
い
な
か

た
な

 
そ
れ
を

い
た
美
優
は

る

る
と

え
な
が
ら
下
を
向
い
た

 
そ
れ
を
見
た
エ
ギ
ル
は

ち

と
こ
い
つ
に
は
シ

ク
だ

た
か
と
思
い
な
が
ら

 
美
優
を

め
よ
う
と
し
た
の
だ
が

エ
ギ
ル
が
美
優
に
声
を

け
よ
う
と
し
た

間

 
美
優
は
顔
を
上
げ

ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た

よ

し

あ

う
お

何
だ
よ
い
き
な
り

お
前
今
落
ち
込
ん
で
た
ん
じ

な
い
の
か

落
ち
込
む

こ
の
フ
カ
ち

ん
が

何
で

今
の
話
を

い
て
何
も
思
わ
な
か

た
の
か

え

何
言

て
る
の
エ
ギ
ル
さ
ん

つ
ま
り
今
が
最
大
の
チ

ン
ス

て
事
で
し

は

 
そ
う
き

と
ん
と
す
る
エ
ギ
ル
に

美
優
は
ド
ヤ
顔
で
言

た

つ
ま
り

は
リ

ダ

の

に
い
る
事
す
ら
事
実
上
不
可
能
に
近
か

た
け
ど

 
今
は
近
く
に
い
る
事
が
可
能

あ
ま
つ
さ
え
ラ

キ

ス
ケ
ベ
く
ら
い
な
ら
許
容
さ
れ
る
雰

囲
気
が
あ
る
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こ
れ
は
も
う
フ
カ
ち

ん
大
勝
利
で
し

う

ラ

キ

ス
ケ
ベ

て
お
前
な

大
丈
夫

北
海
道
で
は
気
に
入

た
男
を
落
と
す

に
そ
う
い
う
訓
練
を
つ
ん
で
た
か
ら

 
美
優
は
そ
う

の
分
か
ら
な
い
事
を
言
い
始
め
た

ま
あ
い
つ
も
の
事
で
あ
る

ラ

キ

ス
ケ
ベ
の
訓
練

て
何
だ
よ

リ
ア
ル
で
も
変
わ
ら
な
い
な

お
前

八
幡
は
ラ

キ

だ
ろ
う
が
そ
う
じ

な
か
ろ
う
が
そ
う
い
う
事
に

性
が
つ
い
て
る
と
思

う
が

 
多
分
何
か
あ

て
も
顔
色
一
つ
変
え
な
い
ん
じ

な
い
か

あ
あ

確
か
に
な

え

そ

そ
う
な
の

陽
乃
さ
ん
が
い
る
か
ら
な

陽
乃
さ
ん

誰

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
だ

あ

ソ
レ
イ
ユ
の
姉
御
か

 
そ
し
て
遼
太
郎
は

一

の
写
真
を
美
優
に
見
せ
た
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こ
れ
を
見
て
み
ろ

先
日
陽
乃
さ
ん
に
命
令
さ
れ
て

た
写
真
だ

 
そ
の
写
真
に
は
ソ
フ

に
座
る
八
幡
の

の
上
に
胸
を
乗
せ
る
陽
乃
の

が
写

て
お
り

 
美
優
は
凄
ま
じ
い
衝
撃
を
受
け
た

な

何
で
こ
ん
な
写
真
が

て
い
う
か
こ
れ
が
リ

ダ

の
素
顔

 
や
だ

コ
ヒ

が
落
と
さ
れ
ち

た
の
も
分
か
る

わ

私
は
別
に

あ

そ
う
い
う
の
は
い
い
か
ら

も
う
バ
レ
バ
レ
だ
か
ら

え
え

 
美
優
は
じ
と
目
で
香
蓮
に
そ
う
言
う
と

遼
太
郎
に
説
明
を
求
め
た

で

こ
の
あ
り
え
な
い

況
は

一
体
ど
ん
な

況
な
の
で
し

う
か

こ
れ
は
こ
の
前
オ
フ
で
何
人
か
で
集
ま

た
時
に

 
後
か
ら
到
着
し
た
陽
乃
さ
ん
が
い
き
な
り
八
幡
の

の
上
に
胸
を
乗
せ
て

遼
太
郎
君

と
り
あ
え
ず
駆
け
つ
け
一

お
願
い

て
言

た
時
の
写
真
だ

 
ち
な
み
に
八
幡
は

何
を
言

て
も
無

だ
と
分
か

て
る
み
た
い
で
平
然
と
し
て
た

確
か
に
顔
色
一
つ
変
え
て
な
い

こ
れ
は
手
ご
わ
い
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お
う

だ
か
ら
八
幡
に
ラ

キ

ス
ケ
ベ
は
通
用
し
な
い
ぞ

 
ラ

キ

じ

な
い
ス
ケ
ベ
に
も
対
応
し
て
く
る
か
ら
な

で
す
か

 
そ
ん
な
美
優
に

静
が
こ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
き
た

ま
あ
あ
い
つ
に
は

相
手
が
引
く
く
ら
い
の
強
引
な
態
度
が

果
的
だ
な

 
あ
い
つ
は
案
外
女
性
の
押
し
に

い
所
が
あ
る
か
ら
な

強
引

強
引

確
か
今

リ

ダ

は
帰
還
者
用
学
校
に
通

て
る
ん
だ
よ
ね

ん

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
が

よ
し
コ
ヒ

明
日
私
に
付
き
合
え

帰
還
用
学
校
に
突
撃
す
ん
ぞ

え
え
え
え
え
え
え
え
え

ち

と
美
優

本
気

当
た
り
前
だ
い

出
会
い
は
い
つ
も
突
然
な
の
さ

そ
れ
じ

あ
私
が
陽
乃
に
連

し
て
お
い
て
や
ろ
う
あ
そ
こ
の
理
事
⻑
は
陽
乃
の
お
⺟
上
だ

か
ら
な

お
願
い
し
ま
す

 
静
は
少
し

て
い
た
せ
い
か

ノ
リ
良
く
そ
う
言

て
陽
乃
に

話
を
し
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明
日
美
優
と
香
蓮
が
帰
還
者
用
学
校
に
行
く
許
可
を
理
事
⻑
に
と

て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん

だ 
そ
し
て

り
返
し
陽
乃
か
ら
連

が
あ
り

理
事
⻑
か
ら
時
間
を
指
定
さ
れ
た
上
で

 
許
可
を
得
ら
れ
た
旨
が
二
人
に
伝
え
ら
れ
た

相
変
わ
ら
ず
無
茶
苦
茶
だ
な

あ
の
⺟
娘
は
ま
あ

そ
う
い
う
人
達
だ
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
コ
ヒ

速
帰

て
準
備
だ

皆
さ
ん

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

 
お
話
し
出
来
て
と

て
も
嬉
し
か

た
で
す

お
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
な

二
人
と
も

元
気
で
な

 
そ
し
て
二
人
は
家
に

り

布
団
の
中
で
今
日
の
出
来
事
に
つ
い
て
色
々
話
し
な
が
ら

 

く
明
日
の
事
に
つ
い
て
話
を
し
た
後

二
人
で
仲
良
く
眠
り
に
つ
い
た
の
だ

た
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フ
カ
次
郎
シ
リ

ズ
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第
３
８
０
話
 
ユ
ナ
の
成
⻑
と
失
敗

 
今
日
は
学
校
編
だ
な
と
思

た
あ
な
た

作
者
は
そ
ん
な
に
ま
と
も
で
は
な
い
の
で
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日
の
夜

八
幡
と
明
日
奈
は
八
幡
の
家
で
一

に
く
つ
ろ
い
で
い
た

 
そ
ん
な
時

明
日
奈
の

に
エ
ギ
ル
か
ら
着
信
が
入
り

明
日
奈
は
少
し
驚
い
た

あ
れ

ど
う
し
た

あ

う
ん

エ
ギ
ル
さ
ん
か
ら
私
に
直
接

話
み
た
い

お
前
に
直
接
と
は
珍
し
い
な

何
か
俺
に

か
せ
た
く
な
い
話
で
も
あ
る
の
か
も
な

う

ん

ど
う
な
ん
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
出
て
み
る
ね

お
う

俺
は
今
の
う
ち
風
呂
に
入

て
く
る
わ

 
ど
う
や
ら
八
幡
は
空
気
を

ん
で

そ
の
場
を
離
れ
る
事
に
し
た
よ
う
だ
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う
ん

ご
め
ん
ね

 
そ
し
て
明
日
奈
は

話
に
出
て
エ
ギ
ル
か
ら
ユ
ナ
の
最
後
の
行
動
に
つ
い
て
の
話
を

い
た

と
い
う

で

も
う
い
い
だ
ろ
う
と
思

て
ユ
ナ
の
事
を
話
し
ち
ま

た
ん
だ
が

 
そ
し
た
ら
出
て
き
た
情
報

て
の
が

今
説
明
し
た
話
な
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

か
な
り

な
情
報
で
す
ま
ん

そ
の
後
ど
う
な

た
か
を
知

て
い
る
の
は

 
そ
の
ノ

チ
ラ
ス

て
奴
だ
け
だ
ろ
う
な

ノ

チ
ラ
ス
君

ユ
ナ
ち

ん
を
止
め
ら
れ
な
か

た
ん
だ

 
無
事
だ
と
信
じ
た
い
け
ど

こ
の
話
を
八
幡
君
に
し
た
ら

り
そ
う
だ
な

あ

そ

ち
の
心
配
も
あ
る
の
か

 
そ
し
て
明
日
奈
は

当
時
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
言

た

う
ん
な
ん
だ
か
ん
だ
言

て
八
幡
君
ユ
ナ
ち

ん
の
事
を
弟
子
と
し
て
大
事
に
し
て
い
た

か
ら
ね

ま
あ
も
し
八
幡
が
望
む
な
ら
直
接
俺
が
説
明
す
る
か
ら

気

に
連

し
て
く
れ

う
ん

も
し
そ
う
な

た
ら
お
願
い

で
も
多
分
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今

い
た
以
上
の

し
い
説
明
は
誰
に
も
出
来
な
い
だ
ろ
う
ね

ノ

チ
ラ
ス
君
以
外
は

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
よ
な

ま
あ
そ
れ
じ

あ
そ

ち
の
事
は
宜
し
く
頼
む

う
ん

あ

後
な

そ
れ
と
は
別
に

明
日
学
校
で
気
を
付
け
ろ
と
八
幡
に
伝
え
て
お
い
て
く
れ

え

ど
う
い
う
事

ま
あ
何
か
危
険
だ
と
か
そ
う
い
う
事
じ

な
い
か
ら
そ
こ
は
安
心
し
て
く
れ

分
か

た

そ
れ
だ
け
言
え
ば
い
い

お
う

そ
れ
で
十
分
だ

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

う
ん

ま
た
ね

 
そ
し
て
明
日
奈
は
少
し
考
え
た
後

や
は
り
直
ぐ
に
伝
え
よ
う
と
思
い

 
八
幡
が
風
呂
か
ら
出
て
き
た
後

直
ぐ
に
そ
の
事
実
を
八
幡
に
告
げ
た

何
だ
と

ユ
ナ
が

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

少
し
後
悔
し
た
よ
う
な
様
子
で

い
た

く
そ

ノ

チ
ラ
ス
じ

止
め
ら
れ
な
か

た
か
も

と
き
つ
く
言

て
お
け
ば
良
か
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た
かま

あ
仕
方
な
い
よ

あ
の
時
は
こ

ち
も
い

ぱ
い
い

ぱ
い
だ

た
し
ね

 
八
幡
は

を
落
と
し
た
様
子
で
明
日
奈
に

く
と

め
た
よ
う
な
口
調
で
こ
う
言

た

ま
あ

に
過
去
に

こ

て
し
ま

た
事
だ

岡
さ
ん
で
す
ら
ユ
ナ
の
消
息
を
知
ら
な
い
ん

だ
か
ら

 
こ
の
件
に
関
し
て
は
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
な

だ
よ
ね

ま
あ
あ
い
つ
は
仮
に
も
俺
の
弟
子
な
ん
だ

い
ず
れ
実
力
で
表
に
出
て
く
る
だ
ろ
う
さ

現
実
に
は
歌

ス
キ
ル
な
ん
か
存
在
し
な
い
け
ど

ユ
ナ
ち

ん
な
ら
き

と
そ
う
だ
よ
ね

 
八
幡
は
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を

い
て

変
な
顔
を
し
た

あ
れ

何
そ
の
顔

そ
う
か
明
日
奈
は
ユ
ナ
の
ス
キ
ル
が
歌

ス
キ
ル
の
み
だ

た
時
の
事
し
か
知
ら
な
い
の
か

 
そ
う
い
え
ば
ち

ん
と
説
明
を
し
て
い
な
か

た
気
が
す
る
な

え

何
そ
れ

ど
う
い
う
事

実
は
最
終
的
に
は

ユ
ナ
は
歌

以
外
に
も
多
く
の
レ
ア
ス
キ
ル
を
保
持
し
て
い
た
ん
だ
よ
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歌

ス
キ
ル
を
持

て
い
る
こ
と
が

件
の
ス
キ
ル
が

山
あ

て
な

 
ど
う
考
え
て
も
歌

ス
キ
ル
を
得
る
奴
な
ん
か
い
な
い
だ
ろ
う
と
思

て

 

さ
ん
が
遊
び
で
入
れ
た
と
し
か
思
え
な
い
く
ら
い

ま
あ
色
々
と
な

え
え

そ
う
だ

た
ん
だ

え
ば
ど
ん
な

先
ず
滑

を
良
く
し
よ
う
と
戦
闘
中
に

口
言
葉
を
言
わ
せ
て
い
た
ら

ス
キ
ル
が

生
え
た

何
そ
の
シ

ル
な
光
景

 
明
日
奈
は
そ
の
光
景
を

に
思
い

か
べ

れ
た
顔
で
そ
う
言

た

次
に

剣
を
俺
と
リ
ズ
ム
良
く
打
ち
合

て
い
た
ら

楽
器

ス
キ
ル
が
生
え
た

そ
れ

て
確
実
に
楽
器
じ

な
い
よ
ね

の
よ
う
に
舞
い

の
よ
う
に

す
と
戦
闘
中
に
何
度
も
言

て
た
ら

舞

ス
キ
ル
が

生
え
た

も
し
私
が
歌

ス
キ
ル
を
持

て
た
ら

私
に
も
生
え
て
た
か
も

だ
な
そ
し
て
度
胸
を
付
け
る

に
あ
え
て
一
層
で
歌
わ
せ
て
フ

ン
と

手
と
か
を
さ
せ

て
い
た
ら
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カ
リ
ス
マ

の
ス
キ
ル
が
生
え
た

そ
れ
は
ま
あ
分
か
る
け
ど

ち
な
み
に
戦
闘
に

ぼ
す

果
は
味
方
の
何
を

上
げ
す
る
か
の
種

を

や
す
事
だ

た

な
あ
あ

そ
う
い
う
ス
キ
ル

成
だ

た
ん
だ
ね

 
明
日
奈
は

そ
れ
は
意
外
と
良
く
考
え
ら
れ
て
い
る
な
と
感
心
し
た

そ
し
て
ど
ん
な

況
で
も
常
に
笑
顔
で
い
さ
せ
た
ら

し
系

の
ス
キ
ル
が
生
え
た

え

ツ
ン
デ
レ

く
話
さ
せ
て
た
ら

小
悪
魔
系

の
ス
キ
ル
が
生
え
た

さ

き
感
心
し
た
私
の
純

な
気
持
ち
を
返
し
て

そ
う
言
う
な

て

結

大
事
だ

た
ん
だ
ぞ

し
系
は
徐
々
に

態
回
復

果

 
小
悪
魔
系
は

性

得

果
が
あ

た
ん
だ
か
ら
な

そ
れ
は
凄
い
ね

ち
な
み
に
ア
イ
ド
ル
を
育
成
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な

て

ふ
ざ
け
て
や

た
結
果
だ

 
今
は
と
て
も
反
省
し
て
い
る
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あ

あ
は

 
明
日
奈
は
さ
す
が
に
何
と
言

て
い
い
か
分
か
ら
ず

そ
う
言
う
事
し
か
出
来
な
か

た

最
後
に
山
の
上
で
大
声
を
出
さ
せ
て
い
た
ら

そ
の
ま
ん
ま

大
声

の
ス
キ
ル
が
生
え
た

そ

そ
れ

て
も
し
か
し
て

謎
の
叫
び
声
事
件
の
事

 
う
ち
で
も
調
査

を

遣
し
よ
う
と
し
た
け
ど
八
幡
君
に
止
め
ら
れ
て

 
そ
の
ま
ま
パ

タ
リ
と

こ
ら
な
く
な

た

て
い
う

お
う

ス
キ
ル
が
生
え
た
か
ら
や
め
さ
せ
た

ひ

人

が
せ
な

 
明
日
奈
は
へ
な
へ
な
と
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち

 
八
幡
は
す
ま
な
そ
う
に
明
日
奈
を
お
姫
様

こ
す
る
と
そ
の
ま
ま
ソ
フ

に
座
ら
せ
た

そ
し
て
こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
が
揃

た

間

ユ
ナ
が

得
し
た
ス
キ
ル
は

ス
キ
ル
は

歌
姫
の
ス
キ
ル
だ

こ
れ
に
よ
り
ユ
ナ
は
全
て
の
歌
の

果
を
発

出
来
る
よ
う
に
な

た
そ

そ
れ

て
も
う
即
実
戦
に
投
入
出
来
る
レ
ベ
ル
だ

た
ん
じ

な
い
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俺
も
一

そ
う
思
い
か
け
た
ん
だ
が
な

問
題
だ

た
の
は

練
度
だ

あ
 
明
日
奈
も

ま
き
な
が
ら

そ
の
事
に
気
付
い
た
よ
う
だ

一
気
に
ス
キ
ル
が

え
た
事
に
よ

て

複

の

練
度
を
上
げ
る
必
要
が
出
ち
ま

て
な

 
上
が
り
方
か
ら
俺
が
計
算
し
た
結
果
は
な
ん
と
か
九
十
層
ま
で
に
は
仕
上
が
る
だ
ろ
う
と
い

う
感
じ
で
な

そ

か

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

少
し
苦
し
そ
う
な
表
情
で
こ
う
言

た

だ
か
ら
七
十
五
層
の
最
後
の
戦
い
の
時

ユ
ナ
は
居
残
り
さ
せ
る
事
に
し
た
ん
だ

 
多
分
ユ
ナ
は
そ
れ
が
納
得
い
か
な
か

た
ん
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
ノ

チ
ラ
ス
を
何
と
か
説
得
し
て
仲
間
を
集
め

俺
達
の
所
に
来
よ
う
と
し
た

 
つ
ま
り
そ
の
事
件
は

俺
の

任
で
も
あ
る
ん
だ
と
思
う

そ
れ
は

何
と
い

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
ね

あ
あ

ボ
タ
ン
を
一
つ

け
違

ち
ま

た
ん
だ
ろ
う
な

 
だ
か
ら
も
し
ユ
ナ
の
消
息
が
分
か

た
ら

た
上
で
謝
ろ
う
と
思
う
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そ
う
だ
ね

ま
た
会
え
れ
ば
い
い
ね

あ
あ

本
当
に
な

 
そ
う
話
が
締
め
く
く
ら
れ
た
所
で

明
日
奈
は
八
幡
に
こ
う

ね
た

八
幡
君
ど
う
す
る

直
接
エ
ギ
ル
さ
ん
に
話
を

い
て
み
る

い
や

そ
う
い
う
事
な
ら
ク
ラ
イ
ン
の
方
が
い
い
だ
ろ
う
な

あ

ま
あ
そ
う
だ
ね

 
八
幡
は
直
ぐ
に
遼
太
郎
に

話
を

け

し
い
話
を

く
事
に
し
た

ク
ラ
イ
ン

ユ
ナ
の
事
な
ん
だ
が
な

お
う

俺
も
今

め
て
他
の
奴
ら
全
員
に
話
を

い
た
所
だ

 
そ
し
て
遼
太
郎
は

今

き
た
て
ほ
や
ほ
や
の
情
報
を

全
て
八
幡
に
伝
え
て
く
れ
た

な
る
ほ
ど

ま
だ
そ
ん
な
や
ば
い
敵
が
残

て
い
た
と
は
な

あ
あ

で
な

仲
間
を

護
す
る
つ
も
り
は
無
い
ん
だ
が
よ

 
そ
う
い
う
場
合
の
セ
オ
リ

だ
と

一

い
通
路
な
り
な
ん
な
り
に
退
避
し
て

 
強
力
な
タ
ン
ク
に
防
御
に
徹
し
て
も
ら

て
体
勢
を
立
て
直
す
も
ん
だ
ろ

 
で
そ
の

に
後
退
し
よ
う
と
し
た
矢
先
に
ユ
ナ
と
ノ

チ
ラ
ス
が
動
い
ち
ま

た
ら
し
い
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ん
だ
よ

そ
う
か

し
ま

た
な

あ
い
つ
ら
に
戦
闘
の
機
微
を
教
え
な
か

た
俺
の
ミ
ス
だ
な

 
そ
う
落
ち
込
む
八
幡
を

遼
太
郎
は
何
と
か

ま
そ
う
と
し
た

ま
あ
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
よ
何
で
も
か
ん
で
も
自
分
の
せ
い
に
す
る
ん
じ

ね

え
よ

 
う
ち
の
連
中
が
も

と
的
確
に
指

を
出
せ
て
い
れ
ば
そ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
か

た
か
も

し
れ
ね
え
し

 
た
ら
れ
ば
を
言
い
出
し
た
ら
キ
リ
が
無
え
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
よ

参

た
な

え

あ

静
さ
ん

 
突
然

話
の
向
こ
う
で
そ
ん
な
声
が

こ
え

話
か
ら

師
の
声
が
し
た

何
を
ぐ
だ
ぐ
だ
言

て
る
ん
だ
お
前
は

先
生

ま

た
く
お
前
は
最
近
ち

と
モ
テ
る
か
ら

て
自
分
が
神
に
で
も
な

た
つ
も
り
か

 
お
前
は
ど
こ
ま
で
い

て
も
た
だ
の
人
間
で
し
か
な
い

だ
か
ら
当
然
失
敗
も
す
る



 第四章 ＧＧＯ編

 
大
事
な
の
は
失
敗
し
な
い
事
じ

な
い

失
敗
を

り
返
さ
な
い
事
だ

 
い
い
加

に
そ
れ
く
ら
い
は
自
分
で
考
え
て
答
え
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
た
ま
え
よ

返
す
言
葉
も
無
い
で
す

先
生

う
む

そ
こ
は
反
省
し
た
ま
え

ほ
ら

後
は
任
せ
た
ぞ
遼
太
郎

 
再
び
そ
ん
な
遣
り
取
り
が

こ
え

直
ぐ
に
遼
太
郎
が

話
に
出
て
こ
う
言

た

わ

悪
い

静
さ
ん
今
ち

と

て
て
よ

い
や
や

ぱ
り
先
生
は
先
生
だ
わ
ち

と
楽
に
な

た

あ
り
が
と
う
な
ク
ラ
イ
ン

 
先
生
に
も

い
が
覚
め
た
後
に
で
も
お

を
言

て
お
い
て
く
れ

お
う

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
そ
し
て
八
幡
は
通
話
を
終
え
た
後

明
日
奈
を

き
寄
せ
な
が
ら
言

た

な

明
日
奈

や

ぱ
り
失
敗
を
無
く
す
の

て
無
理
だ
よ
な

何

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

い
や
な

静
先
生
に
久
し
ぶ
り
に
説
教
さ
れ
ち
ま

た

お
前
は
神
か

大
事
な
の
は
失
敗
し
な
い
事
じ

な
い

失
敗
を

り
返
さ
な
い
事
だ

て
な



 第３８０話 ユナの成⻑と失敗

そ

か

さ
す
が
だ
ね

静
先
生

ま
あ
か
な
り

て
た
み
た
い
だ
け
ど
な

て
そ
の
セ
リ
フ
が
言
え
る
ん
だ
か
ら

や

ぱ
り
凄
い
ん
だ
よ

ま
あ
な

あ

し
ま

た

明
日
学
校
が
何
と
か

て
セ
リ
フ
に
つ
い
て

 
ク
ラ
イ
ン
に
探
り
を
入
れ
る
の
を
忘
れ
て
た
な

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

明
日
奈
は
少
し
考
え
な
が
ら
言

た

そ
う
だ
ね

今
日
は
ほ
ら

ダ
イ
シ

カ
フ

で
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
静
先
生
が
飲
ん
で
た

じ

な
い

 
で

エ
ギ
ル
さ
ん
が
そ
れ
を
私
に
伝
え
た

て
事
は

 
も
し
か
し
て
静
先
生
が
臨
時

師
と
し
て
う
ち
の
学
校
に
来
る
と
か
そ
う
い
う
事
な
ん
じ

な
いあ

り
う
る
な

 
明
日
奈
は
至

真

当
な
意
見
を
言
い

八
幡
も
そ
れ
に
同
意
し
た

 
ま
あ
こ
れ
は
当
た
り
前
で
あ
ろ
う
フ
カ
次
郎
が
暴
走
し
て
一
日

く
こ

ち
に
来
た
あ
げ
く

 
学
校
へ
の
襲
撃
を
計
画
し

そ
れ
を
陽
乃
と
理
事
⻑
が
後
押
し
し
て
い
る
な
ど
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神
で
も
な
い
限
り
予
想
な
ど
出
来
は
し
な
い

 
そ
し
て
二
人
は
本
当
に
静
が
学
校
に
来
た
場
合
の
対
応
や

 
ユ
ナ
の
思
い
出
話
を
し
な
が
ら
穏
や
か
な
時
を
過
ご
し
た

 
明
日
学
校
で
何
が

こ
る
の
か
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
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第
３
８
１
話
 
北
か
ら
の
使
徒

襲
来

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
次
の
日
の
朝
八
幡
と
明
日
奈
は
何
が

こ
る
の
だ
ろ
う
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

業
を
受

け
て
い
た

 
だ
が
予
想
に
反
し
て
一
向
に
何
も

こ
る
気
配
は
無
く

 
昼
休
み

に
は

二
人
は
も
う
そ
ん
な
事
は
す

か
り
忘
れ
て
い
た

あ

そ
う
い
え
ば
何
も

こ
ら
な
い
ね

お
お

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
話
も
あ

た
な

 
二
人
は
明
日
奈
が
作

た

当
を
仲
良
く
食
べ
な
が
ら
思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
ん
な
会
話
を

し
て
い
た

 
そ
こ
に

に
行

て
い
た
和
人
が

息
を
切
ら
せ
な
が
ら
教
室
に
駆
け
込
ん
で
き
た

お
い
八
幡

何
か
お
前
を
探
し
て
る
変
な
女
の
二
人
組
が

校
内
を

し
て
る
ら
し
い
ぞ
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え

何
だ
よ
そ
れ

そ
ん
な
不
審
者
は
守
衛
さ
ん
に

さ
れ
る
ん
じ

な
い
の
か

そ
れ
が
そ
の
二
人

ど
う
や
ら
理
事
⻑
の
入
校
許
可
証
を
持

て
る
ら
し
い
ん
だ
よ

ま
た
あ
の
人

み
か
よ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
た
め
息
を
つ
い
た

八
幡
君

も
し
か
し
て
こ
れ

て

あ
あ

エ
ギ
ル
が
言

て
た
の
は
こ
れ
の
事
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
な

ん

何
の
話
だ

実
は
な

 
八
幡
は
ユ
ナ
の
話
は
上
手
く
ぼ
か
し
エ
ギ
ル
か
ら

日
気
を
付
け
ろ
と
だ
け
言
わ
れ
た
事

を
話
し
た

ほ
う
ほ
う

一
体
何
者
な
ん
だ

分
か
ら
ん

ま
あ
教
室
に
来
て
も
ス
ル

す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 
こ
の
学
校
に
お
前
を

る
奴
な
ん
か
い
な
い
だ
ろ

ま
あ
あ
か
ら
さ
ま
に
怪
し
そ
う
な
奴
だ

た
ら
そ
う
す
る
さ
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そ
し
て

分
後
教
室
を

き
込
む
二
人
組
の

が
見
え
教
室
中
の

線
が
そ
こ
に
集
中
し

た
す
み
ま
せ
ん

こ
ち
ら
に
ハ
チ
マ
ン
様
は
い
ら

し

い
ま
す
か

 
だ
が
さ
す
が
は
八
幡
の
お

元
で
あ
る

ク
ラ
ス
内
で
そ
の
言
葉
に
反
応
す
る
者
は
誰
も
い
な

か

た

 
だ
が
そ
の
言
い
方
に
ひ

か
か
る
物
を
感
じ
た
五
人
は
ひ
そ
ひ
そ
と
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た

お
い

今
あ
の
子

八
幡
様

て
言

た
よ
な

も
し
か
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

か

そ
れ
に
し
て
は
見
覚
え
の
無
い
顔
だ
け
ど

誰
な
ん
で
す
か
ね

う

ん

ま
あ
様
子
見
だ
な

 
そ
し
て
反
応
が
無
い
と
分
か
る
と

そ
の
女
性
は
自
身
の
後
方
に
向
け
て
話
し

け
た

ね

こ
こ
に
も
い
な
い
み
た
い

ど
こ
の
教
室
で
も
誰
も
反
応
し
て
く
れ
な
い
ね

ん

今
の
声
は
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そ
の
死

に
い
る
ら
し
い
女
性
の
声
を

い
て

八
幡
は
首
を

げ
た

八
幡

も
し
か
し
て

が
見
え
な
い
人
の
方
が
知
り
合
い
な
ん
じ

な
い
の
か

確
か
に
声
に

き
覚
え
は
あ
る
ん
だ
が

よ
し

私
が
釣

て
き
ま
す
ね

珪
子

釣
り

て

こ
こ
は
任
せ
て
下
さ
い

本
当
に
不
審
者
な
ら
遠
く
に
引

張

て

て
て
き
ま
す
か
ら

お

お
う

 
そ
し
て
珪
子
は
た
た

と
そ
の
女
性
に
駆
け
寄
り

こ
う
声
を

け
た

あ
の

八
幡
さ
ん
に
何
の
ご
用
で
す
か

 
そ
の
女
性
は
そ
う
言
わ
れ

目
を

か
せ
た

 
ど
う
や
ら
ど
の
教
室
で
も
相
手
に
し
て
も
ら
え
な
か

た
ら
し
く

 
相
手
を
し
て
く
れ
た
の
は
珪
子
が
初
め
て
で
あ
る
ら
し
い

は

は
い

リ

ダ

に
会
い
に
北
海
道
か
ら
は
る
ば
る
や

て
き
ま
し
た

ち

ち

と
美
優

そ
ん
な
ス
ト
レ

ト
な

ん

美
優
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八
幡
は
そ
の

き
覚
え
の
あ
る
名
前
に
ピ
ク
リ
と
反
応
し
た

い
い
の
コ
ヒ

せ

か
く
許
可
を
も
ら

た
ん
だ
し
こ
う
い
う
の
は
正
直
に
言
わ
な
い
と

コ
ヒ

だ
と

 
そ
の
名
前
を

い
た
八
幡
は
思
わ
ず
こ
う
声
を

け
た

ま
さ
か
そ
こ
に
い
る
の
は
香
蓮
か

そ
れ
に
美
優

北
海
道
出
身
で
美
優
だ

て

 
そ
の
声
を

い
た
も
う
一
人
の
女
性
は

て
て
教
室
の
中
を

き
込
ん
だ

あ

八
幡
君

何
で
香
蓮
が
こ
こ
に

八
幡

知
り
合
い
か

お
う

香
蓮
は
な

そ
し
て
そ
こ
に
い
る
も
う
一
人
は
お
前
も
知
り
合
い
だ

え

誰

総
員
迎
撃
体
勢
を
と
れ

は総
員
だ

ク
ラ
ス
全
員
で
迎
撃
体
勢
を
と
れ

お

お
う
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そ
の
言
葉
を
受
け

ク
ラ
ス
全
員
が
ガ
タ

と
立
ち
上
が

た

 
そ
し
て
次
の

間
に

美
優
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
目

け
て
ダ
イ
ブ
し
た

あ

あ
な
た
が
憧
れ
の
ハ
チ
マ
ン
様

や
ば
い

い
て
た
以
上
に
格
好
い
い

 
や

と
会
い
に
来
れ
ま
し
た

さ
あ

今
こ
そ
私
の
愛
を
ジ

テ

ム

う

え

 
八
幡
は
そ
う
言

て
そ
の
美
優
の
ダ
イ
ブ
を
ひ
ら
り
と
避
け
た

ふ
ぎ

よ
し
今
だ

取
り
押
さ
え
ろ

 

に
激
突
し
た
美
優
を

ク
ラ
ス
メ

ト
達
が
捕
ま
え
よ
う
と
し
た

 
だ
が
美
優
は
機

に

き
上
が
り
そ
の
攻
撃
を
か
わ
し
つ
つ
再
び
八
幡
目

け
て
襲
い

か

た
ち

意
外
と
や
り
や
が
る

さ
あ
さ
あ

い
い
加

に
観
念
し
て
熱
い
ベ

ゼ
を

む
ち

と

さ
あ
む
ち

と

和
人

お
う
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八
幡
に
呼
ば
れ
た
和
人
が

 
待

て
ま
し
た
と
い
う
感
じ
で
定

の
二
刀
流
で
美
優
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た

俺
が
相
手
だ

む
む

な
ん

と
た
り
と
も
こ
の
フ
カ
ち

ん
の

魔
は
さ
せ
ん

え

フ
カ

も
し
か
し
て
フ
カ
次
郎

む
む

ど
ち
ら
様
で

と
見
せ
か
け
て
今
だ

あ
り

 
美
優
は
そ
う
言
う
と

一

棒
立
ち
に
な

た
和
人
の
横
を

り
抜
け

 
八
幡
目

け
て
飛
び

ろ
う
と
し
た

だ
が
そ
ん
な
美
優
の

首
を
掴
ん
だ
者
が
い
た
香
蓮

で
あ
る

ち

と
美
優

落
ち
着
き
な
さ
い

ほ
ほ
う

 
八
幡
は
そ
の
香
蓮
の
動
き
に
感
心
し
た

決
し
て
速
い

で
は
な
い
が

 
そ
の

的
な
動
き
と
判
断
の

さ
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
よ
う
に
八
幡
に
は
感
じ
ら

れ
た
の
だ

 
こ
う
し
て
美
優
の
暴
走
は
こ
こ
で
や

と
止
ま
り
八
幡
は
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に
声
を

け
た
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ふ
う
助
か

た

お
前
ら
あ
り
が
と
う
な
こ
い
つ
は
見
た
通
り
痴
女
だ
が
知
り
合
い
な

ん
だリ

ダ

こ
の
か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん
は
痴
女
じ

あ
り
ま
せ
ん

愛
の
狩
人
で
す
よ

う

え

 
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
で
何
事
も
な
か

た
か
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の

に

り
 
元
の
よ
う
に
雑
談
を
し
始
め
た

そ
れ
を
見
た
香
蓮
は
そ
の
組

的
な
動
き
に
少
し
驚
い
た

ま
る
で
八
幡
君
の
た
め
の
軍

み
た
い

 
そ
れ
は
言
い
得
て

な
表
現
だ

た

彼
ら
は
八
幡
を
代
表
と
す
る

 
い
わ
ゆ
る
四
天
王
チ

ム
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
所
属
す
る
と
い
う
栄

を
賜

た
者
達
で
あ
る

 
そ
の

彼
ら
の

心
は

他
の
ク
ラ
ス
の
者
達
と
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
高
い
の
だ

と
り
あ
え
ず
屋
上
に
で
も
行
く
か

の
続
き
は
そ
こ
で
食
お
う

 
八
幡
が
そ
う
提
案
し

一
同
は
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
屋
上
へ
と
向
か

た

二
人
と
も

昼

は

食
べ
て
き
た
よ

リ

ダ
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学
校
内
で
リ

ダ

は
よ
せ

俺
の
名
前
は
比
企
谷
八
幡
だ

ハ
チ
マ
ン
様
は
八
幡
様
だ

た
ん
だ

様
付
け
も
よ
せ

う

そ
れ
じ

あ
八
幡
君

ま
あ
そ
の

り
が

当
か

 
そ
し
て
屋
上
に
着
く
と

常
備
し
て
あ
る
の
か
八
幡
が
レ
ジ

シ

ト
を
取
り
出
し

 
一
同
は
そ
こ
に

け
昼
食
の
続
き
を
食
べ
始
め
た

そ
し
て
八
幡
が
二
人
を
仲
間
達
に

紹
介
し
た

あ

も
う
分
か

て
る
と
思
う
が

こ
れ
は
フ
カ
次
郎
こ
と

原
美
優
だ

 
そ
し
て
こ
ち
ら
は
小
比

香
蓮

先
日
偶
然
知
り
合

た

美
優
の
友
達
だ

な
る
ほ
ど
ね

フ
カ
ち

ん
だ

た
ん
だ

フ
カ
は
リ
ア
ル
で
も
や

ぱ
り
フ
カ
だ
な

ま
あ
フ
カ
だ
し
ね

さ
す
が
フ
カ
さ
ん

え

と
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フ
カ
次
郎
は
困

た
顔
で
八
幡
の
方
を
見
た

八
幡
は

き
四
人
に
自

紹
介
を
す
る
よ
う

に

し
た

俺
は
キ
リ
ト

本
名
は
桐

谷
和
人
だ

お
お

キ
リ
ト
さ
ん

私
は
ア
ス
ナ
だ
よ

結
城
明
日
奈

正
妻
様
だ

や

ぱ
り
か
わ
い
い
い
い
い

私
は

崎
里
香

リ
ズ
ベ

ト
よ

リ
ズ
さ
ん

リ
ア
ル
で
も
女
前

野
珪
子

シ
リ
カ
で
す

シ
リ
カ
ち

ん

お
持
ち
返
り
し
た
い
い
い
い

 
フ
カ
次
郎
は
感

ま

た
よ
う
に
そ
う
叫
ぶ
と
い
き
な
り
横
に
い
た
八
幡
に

き
付
こ
う
と

し 
そ
の

間
に
八
幡
に
ガ
シ

と

を
掴
ま
れ
た

だ
か
ら
お
前
は
一
々
俺
に

ん
で
く
る
ん
じ

ね
え
よ

う
う

ガ

ド
が

い
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そ
ん
な
二
人
を

ま
し
そ
う
に
見
る
香
蓮
を
見
て

明
日
奈
は
何
か
を
察
し
た
の
か

 
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
和
人
達
に
話
し

け
た

ね

も
し
か
し
て
ま
た

え
た
の
か
な

え
た

て
何
が
だ

和
人
は
お
子
様
な
ん
だ
か
ら
ち

と

て
な
さ
い

何
だ
よ
そ
れ

俺
だ

て
も
う
二
十

だ
ぞ

和
人
さ
ん

ま
た
八
幡
さ
ん
に
落
と
さ
れ
た
乙
女
が

え
た
ん
じ

な
い
か

て
事
で
す

あ
あ

で
も
八
幡
は
ま

た
く
自
覚
が
無
い

て
い
う
い
つ
も
の
パ
タ

ン
な
ん
だ
ろ

 
和
人
は
納
得
し
た
顔
で
チ
ラ
リ
と
香
蓮
の
方
を
見
た

 
香
蓮
は
八
幡
と
美
優
を

ま
し
そ
う
に
見
な
が
ら
八
幡
と
の
微

な

離
感
を
保

て
い
た

明
日
奈

ど
う
す
る
の

ど
う
す
る
も
何
も

別
に
気
に
す
る
よ
う
な
事
じ

な
い
で
し

 
人

が

え
れ
ば

え
る

一
人
一
人
の
恋
愛
密
度
は
薄
く
な
る
ん
だ
よ

 
な
ら
気
に
す
る
事
は
無
い
と
思
わ
な
い

 
何
が
あ

て
も
私
と
八
幡
君
の
関
係
は
変
わ
ら
な
い

だ
し
ね
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そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に

三
人
は
意
表
を
突
か
れ
た

逆
転
の
発
想

ま
さ
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵

明
日
奈

お
前
天
才
か
よ

ま
あ
そ
う
い
う
の
は
関
係
無
く

私
達
い
い
友
達
に
な
れ
る
と
思
う
ん
だ

 
ち
な
み
に
二
人
は
や
が
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
お

い
の
正
体
を
知
ら
ぬ
ま
ま
出
会
う
事
に
な
る
の

だ
が

 
出
合

た
直
後
に
二
人
は
意
気
投
合
す
る
事
に
な
る

 
こ
れ
は
同
じ
く
主
武
装
と
し
て
い
た
Ｐ
９
０
が
取
り
持

た
縁
で
あ

た

で

フ
カ

お
前
は
い
つ
ま
で
こ
こ
に
い
る
つ
も
り
だ

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
帰
れ

が

ん

八
幡
君
は
フ
カ
ち

ん
が

い
な
の
れ
す
か

な
の
れ
す
か

て
子

か
よ

そ
う
い
う
事
じ

ね
え

こ
こ
は
学
校
だ

 
さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い
る

に
は
い
か
な
い
だ
ろ

そ
ん
な
あ
な
た
に
は
い

こ
れ
を

何
だ
こ
れ
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理
事
⻑
か
ら
も
ら

た
八
幡
君
用
の
許
可
証
れ
す

は

俺
用

ち

と
見
せ
て
み
ろ

は
ひ

 
そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
あ

た

当
校
理
事
⻑

雪
ノ
下

乃
の
名
に
お
い
て

当
校
生
徒

比
企
谷
八
幡
に
命
ず

 

に
向
か
う
こ
と
だ
け
が
学
問
の
道
で
は
な
い
と
い
う
当
校
の
教
育
方
針
に
の

と
り

 
貴

は
当
校
の
生
徒
以
外
の
二
名
の
者
を
同

し

社
会
見
学
に
向
か
う
べ
し

 
前

の
目
的
達
成
の

残
り
の

業
の
出

は
こ
れ
を
免

し

外
出
を
許
可
す
る

 

こ
れ
は
当
校
の
代
表
の

で
あ
り

否

は
認
め
な
い

追
記
・
帰
校
は
不
要
で
あ

る

何
だ
こ
れ
は

外
出
許
可
証

そ
う
い
う
事
を

い
て
る
ん
じ

ね
え

否

は
認
め
な
い
そ
う
で
し

こ
れ
は
お
前
の
差
し
金
か
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理
事
⻑
室
に

に
行

た
ら

さ
れ
た
の
で
ふ

お
前
は
そ
も
そ
も

ど
う
や

て
理
事
⻑
と
知
り
合

た
ん
だ

 
ど
う
考
え
て
も
事
前
に
準
備
さ
れ
て
た
よ
な

コ
ネ
で
ふ

コ
ネ

お
前
の

り
で
う
ち
の
理
事
⻑
と
繋
が

て
る
の
は

 
雪
乃
は
こ
う
い
う
事
を
す
る
奴
じ

な
い

そ
う
か

く

そ

あ
の
馬

⺟
娘

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
許
可
証
を
放
り
出
す
と
一
目
散
に
理
事
⻑
室
へ
と
向
か

た

 
そ
の
許
可
証
を

た
和
人
は

そ
の
内
容
を
見
て
大
笑
い
し
た

何
だ
よ
こ
れ

相
変
わ
ら
ず
無
茶
苦
茶
だ
な

あ
は
は
は
は
は

和
人
君

私
に
も
見
せ
て

お
う

見
て
み
ろ

面
白
い
ぞ

 
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
そ
れ
を
見
た
明
日
奈
も
大
笑
い
し
た

あ
は
は
は
は

何
こ
れ

ど
れ
ど
れ

わ

私
に
も
見
せ
て
下
さ
い
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そ
し
て
里
香
と
珪
子
も
そ
れ
を
見
て

き
出
し
た

プあ
は

こ
れ

て
要
す
る
に

二
人
を
観
光
に
連
れ
て
い
け

て
事
で
す
よ
ね

ま
あ
理
事
⻑
命
令
じ

仕
方
な
い
ね

も
う
す
ぐ

業
が
始
ま

ち

う
し

私
達
は

業
に

ら
な
い
と
ね

 
二
人
は
こ
の
ま
ま
理
事
⻑
室
に
向
か

た
方
が
い
い
か
も

 
そ
う
提
案
し
た
明
日
奈
に

美
優
は
少
し

し
そ
う
に
言

た

う

も

と
皆
と
お
話
し
し
た
か

た

業
が
終
わ

た
ら
合
流
す
る
か
ら
そ
れ
ま
で
八
幡
君
に
色
々
案
内
し
て
も
ら
う
と
い
い
よ

本
当
に

う
ん

も
ち
ろ
ん
香
蓮
も
一

に
ね

わ

私
も
い
い
の

も
ち
ろ
ん
だ
よ

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

ま
た
後
で
ね

う

う
ん

ま
た
後
で
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一
方
理
事
⻑
室
に
向
か

た
八
幡
は

部
屋
の
ド
ア
を
ノ

ク
し

 
返
事
が
来
る
前
に
い
き
な
り
ド
ア
を
開
け
た

き理
事
⻑

お
話
が
あ

り

す

す
み
ま
せ
ん

 
そ
こ
に
は
こ
ち
ら
に
背
中
を
向
け

着

え
中
の
理
事
⻑
の

が
あ
り

 
八
幡
は

て
て
ド
ア
を

め
た

だ
が
何
か
が
お
か
し
い

 
八
幡
は

れ
ば
せ
な
が
ら
そ
の
事
に
気
付
き

ド
ア
の
向
こ
う
に
質
問
を
投
げ
か
け
た

あ
の
理
事
⻑

ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
そ
こ
で
着

え
て
る
ん
で
す
か

 
も
し
か
し
て
俺
が
来
る
だ
ろ
う
と
予

し
て
そ
の

で
ず

と
待

て
た
り
し
て
ま
せ
ん

で
し
た
か

さ
す
が

い
わ
ね

な
ら
ば
私
も

意
を
持

て
答
え
ま
し

う

答
え
は
イ
エ
ス
よ

 
そ
の
答
え
に
八
幡
は
絶

し
た

な

な

な

何
て
悪

な
事
を
考
え
や
が
る

お
ほ
ほ
ほ
ほ

こ
の
ド
ア
を
開
け
た
ら
私
は
貴
方
に
確
実
に

任
を
と
ら
せ
る
わ
よ
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も
ち
ろ
ん
性
的
な
意
味
で
よ

あ
ん
た
人
妻
だ
ろ

て
い
う
か
少
し
は
オ
ブ
ラ

ト
に
包
め
よ

い
い
大
人
な
ん
だ
か
ら

よ
そ
ん
な
文

し
か
出
な
い

て
事
は

今
日
は
ど
う
や
ら
私
の
勝
ち
の
よ
う
ね

く

そ

の
凛
と
し
て
た
あ
ん
た
は
ど
こ
に
い

た
ん
だ
よ

お
ほ
ほ
ほ
ほ

負
け

の
遠

え
が
心
地
よ
い
わ
ね

畜
生

言
い
た
い
事
は
山
ほ
ど
あ
る
が

こ
の
ド
ア
は
開
け
ら
れ
ね
え

ふ

悔
し
い
で
し

う

悔
し
い
わ
よ
ね

調
子
に
乗
り
や
が

て

 
そ
ん
な
八
幡
に
声
を

け
る
者
が
い
た

れ
て
到
着
し
た
香
蓮
で
あ
る

ご

ご
め
ん
ね
八
幡
君

や

ぱ
り
こ
ん
な
の
迷
惑
だ
よ
ね

あ

い
や

そ
ん
な
事
は
無
い

ま

た
く
無
い

 
よ
し

そ
れ
じ

あ
出
か
け
る
と
す
る
か

い
や

楽
し
み
だ

そ

そ
う

お
う
だ
か
ら
そ
ん
な

し

な
さ
そ
う
な
顔
は
し
な
い
で
く
れ
本
当
に
楽
し
み
な
ん
だ
か
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ら
そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
さ
す
が
に
香
蓮
の
前
で
こ
れ
以
上
抗
議
を
続
け
る
事
は

八
幡
に
は
出
来
な
か

た
よ
う
だ

 
そ
の
二
人
の
遣
り
取
り
を
見
て
い
た
美
優
が

八
幡
に
言

た

よ

し

フ
カ
ち

ん
大
勝
利

行
き
先
は
私
の
行
き
た
い
所
で
い
い

八
幡
君

あ

お
前
い
た
の

も
し
か
し
て
俺
達
に
付
い
て
く
る
つ
も
り
な
の

が

ん

冗
談
だ

そ
れ
じ

あ
行
く
と
す
る
か

さ
す
が
八
幡
君

愛
し
て
る

う

え

 
こ
う
し
て
八
幡
は

こ
の
ま
ま
二
人
を
連
れ
て

大
人
し
く
外
出
す
る
事
に
し
た
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第
３
８
２
話
 
メ
イ
ク
イ

ン
に
て

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

し
か
し
観
光
と
い

て
も

香
蓮
は
こ

ち
に

ん
で
る
ん
だ
か
ら

 
知

て
る
所
に
行

て
も
あ
ま
り
意
味
は
無
い
よ
な

そ
れ
な
ら
大
丈
夫

事
前
に
相
談
済
だ
か
ら

 
そ
う
言
う
八
幡
に

美
優
は
元
気
よ
く
そ
う
言

た

そ
う
か

で

ど
こ
に
行
き
た
い
ん
だ

メ
イ
ド

茶

何
故
メ
イ
ド

茶

 
八
幡
は

ど
う
せ
ま
た
お
か
し
な
返
事
が
く
る
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
予
想
に
反
し
て
美
優
の
返
事
は
凄
く
真

当
な
も
の
だ

た

え

と

今
日
の
記
念
に
普

着
れ
な
い
格
好
が
し
て
み
た
い
な

て
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そ
れ
で
コ
ヒ

と
お
揃
い
の
格
好
で
八
幡
君
の
両
隣
に
立

て
記
念

影
が
出
来
な
い
か

な

て

 
見
慣
れ
ぬ
そ
の
美
優
の
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
な

を
見
せ
ら
れ
た
八
幡
は

 
も
う
そ
れ
で
反
対
す
る
気
が
な
無
く
な

た

ま
あ
元
々
お
前
の

の
外
出
み
た
い
な
も
ん
だ
お
前
の
行
き
た
い
所
に
行
く
の
が
筋
だ
よ
な

い
い
の

お
う

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
八
幡
は

ど
う
し
て
も
我
慢
出
来
な
く
な
り

付
け
加
え
て
美
優
に
こ
う
言

た

で

こ
れ
に
は
ど
ん
な
裏
が
あ
る
ん
だ

リ

八
幡
君
に

ケ
チ

プ
で
萌
え
萌
え
キ

ン
を
し
よ
う
か
と

 
八
幡
は
し
ば
ら
く

り
込
ん
だ
後

美
優
に
つ
い
て
香
蓮
に

ね
た

な

香
蓮

何
で
こ
い
つ
は
こ
ん
な
キ

ラ
に
育

ち
ま

た
ん
だ

八
幡
君

美
優
は
ち

と
自
分
の
欲
望
に
正
直
な
だ
け
だ
か
ら
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な
る
ほ
ど

原
始
人
か

我
慢
が
き
か
な
い
ん
だ
な

リ

八
幡
君
は

フ
カ
ち

ん
に
厳
し
い
の
で
は

も
う
学
校
じ

な
い
ん
だ
別
に
リ

ダ

で
も

わ
な
い
ぞ
そ
の
方
が
慣
れ
て
る
ん
だ
ろ

と
こ
ろ
で
リ

ダ

こ
の
校
門
に
何
か
あ
る
の

も
う
十
分
く
ら
い

て
る
け
ど

お
前
切
り

え

い
よ
な

そ
れ
が
取
り

な
の
で

 
そ
し
て
八
幡
は

懐
中
時
計
を
チ
ラ
リ
と
見
た
後
二
人
に
言

た

そ
れ
な
ん
だ
が

待
た
せ
て
済
ま
な
か

た
な

迎
え
が
到
着
し
た
よ
う
だ

あ
あ

そ
う
い
う

わ
ざ
わ
ざ
済
み
ま
せ
ん

 
丁
度
そ
の
時

三
人
の
前
に
キ

ト
が

し
た

問
題
な
い

お
い
キ

ト

こ
れ
が
美
優

こ
ち
ら
が
香
蓮
だ

微

に
扱
い
が
違
う
気
が

気
の
せ
い
だ
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美
優
と
香
蓮
で
す
ね

私
は
キ

ト
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

こ
れ
は
こ
れ
は
ご
丁

に

て

あ
れ

ど
こ
に
い
る
ん
で
す
か

 
そ
し
て
美
優
と
香
蓮
も

他
の
者
達
と
同
じ
定
番
の
反
応
を
す
る
事
と
な

た

う
わ

ま
さ
か

が

る
な
ん
て

当
然
驚
く
よ
な
ま
あ
誰
も
が
通
る
道
だ
驚
か
な
か

た
奴
は
未
だ
か
つ
て
一
人
も
い
な
い

そ
ん
な
自
慢
げ
な
リ

ダ

に
萌
え
萌
え
キ

ン

な
あ
香
蓮
せ

か
く
美
優
は
北
海
道
か
ら
来
た
ん
だ
か
ら
な
ん
て
遠

し
な
く
て
も
い
い
か

ら 
今
か
ら
こ
い
つ
の
代
わ
り
に
助
手

に
座

て
も
い
い
ん
だ
ぞ

も
う

そ
ん
な
恥
ず
か
し
が
り
や
さ
ん
の
リ

ダ

に
萌
え
萌
え
キ

ン

う

え

 
そ
し
て
キ

ト
が
八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

八
幡

ど
こ
に
向
か
え
ば
い
い
で
す
か

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
だ

分
か
り
ま
し
た
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そ
れ

メ
イ
ド

茶
の
名
前

あ
あ

俺
は
メ
イ
ド

茶
な
ん
て
そ
こ
し
か
知
ら
な
い
か
ら
な

そ
う
な
ん
だ

す
ま
な
い
が

先
方
に
一
応
連

し
て
お
く
か
ら
ち

と
静
か
に
し
て
て
く
れ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
に

話
を

け

た
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ち
ら
は
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
で
す

 
こ
の

話
は
マ
ユ
シ

・
ニ

ン
ニ

ン
が

り
ま
す

お

ま
ゆ
さ
ん
か

久
し
ぶ
り

元
気
か

 
比
企
谷
だ
け
ど

す
ま
な
い
が
手
が
あ
い
て
い
る
よ
う
だ

た
ら

 
フ

イ
リ
ス
と
代
わ

て
欲
し
い
ん
だ
が

あ

比
企
谷
さ
ん

ト

ト

ル

ま
ゆ
し

は
今
日
も
元
気
な
の
で
す

 
え

と
フ

リ
ス
ち

ん
で
す
ね
あ
大
丈
夫
み
た
い
ち

と
待

て
て
下
さ
い
ね

相
変
わ
ら
ず
ま
ゆ
さ
ん
は

フ

イ
リ
ス
の
事
を
フ

リ
ス

て
呼
ぶ
ん
だ
な

 
そ
し
て
少
し
間
が
開
い
た
後

フ

イ
リ
ス
が

話
に
出
た
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く
な

て
ご
め
ん
ニ

ち

と
ア
メ
リ
カ
か
ら
友
人
が
来
て
て
お

り
し
て
た
ニ

い
や

こ

ち
こ
そ
突
然
す
ま
な
い

実
は
俺
の
方
も
北
海
道
か
ら
友
人
が
来
て
い
て
な

 
そ
の
友
達
と
二
人
で
メ
イ
ド

茶
に
行
き
た
い

て
言

て
る
ん
だ
が

 
今
日
三
人
で
そ

ち
に
お

魔
し
て
も
大
丈
夫
か

大
丈
夫
ニ

む
し
ろ
フ

イ
リ
ス
を
待
た
せ
す
ぎ
ニ

さ
さ

一
刻
も

く
こ
こ
に
来

る
の
ニ

お

お
う

最
近
顔
を
出
せ
な
く
て
悪
か

た
よ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

少
し

ね
た
様
子
で
八
幡
に
言

た

そ
れ
に
し
て
も
何
で
直
接
フ

イ
リ
ス
の

に

け
て
く
れ
な
い
の
ニ

仕
事
中
か
も
し
れ
な
い
と
思

て

フ

イ
リ
ス
の

じ

な
く
店
に
連

し
た
ん
だ
よ

 
そ
も
そ
も
お
前

接
客
中
に

を
持
ち
歩
い
て
る
の
か

 
そ
の
言
葉
に

フ

イ
リ
ス
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
こ
う
答
え
た

当
然
持
ち
歩
い
て
る
ニ

よ

ま
あ
八
幡
以
外
か
ら

話
が

か

て
き
て
も

 
音
も
鳴
ら
な
い
し

動
も
し
な
い
の
ニ

け
ど

ん

俺
か
ら
の

話
の
時
だ
け
音
が
鳴
る
の
か
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そ
う
ニ

よ

何
で
だ
よ

意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

男
が

か
い
事
を
気
に
す
る
ん
じ

な
い
ニ

 
と
に
か
く
次
か
ら
は
フ

イ
リ
ス
の

に
直
接

け
て
く
れ
ば
い
い
の
ニ

は

分
か

た
よ

と
り
あ
え
ず
店
の
前
に
着
い
た
ら
フ

イ
リ
ス
の

に

話
し
て
ニ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
後
で
な

は

い

尾
を
⻑
く
し
て
お
待
ち
し
て
ま
す
ニ

 

話
を
切

た
八
幡
は

キ

ト
に
急
ぐ
よ
う
に
指

を
出
し
た
後

二
人
に
言

た

よ
し

オ

ケ

だ

分
親
し
そ
う
だ

た
け
ど

も
し
か
し
て
リ

ダ

の
行
き
つ
け
の
店

う

ん

元
は
仕
事

み
で
紹
介
さ
れ
た
事
に
な
る
の
か
な

 
特
に
行
き
つ
け
と
い
う

じ

な
い
が

友
人
の
い
る
店

て
感
じ
だ
な

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
道
中
で
は

美
優
が
楽
し
そ
う
に
あ
れ
は
何

こ
れ
は
何

と
八
幡
に
質
問
し
て
き
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た 
八
幡
は
知

て
い
る
限
り
の
事
は
説
明
し
た
の
だ
が

 
分
か
ら
な
い
時
も
キ

ト
が
き
ち
ん
と
答
え
て
く
れ
た

 
美
優
は
存
分
に
そ
の
好
奇
心
を
満
た
す
事
が
出
来
た

キ

ト
は
何
で
も
知

て
る
ん
だ
ね

凄
い
な

お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す

美
優

も
う
キ

ト
無
し
で
の
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
な

八
幡

私
も
あ
な
た
と
出
会
え
た
事
を
と
て
も
嬉
し
く
思

て
い
ま
す

 
そ
れ
は
人
と

と
の
確
か
な
友
情
が
感
じ
ら
れ
る

美
し
い
光
景
だ

た

 
そ
し
て
キ

ト
は
滑
ら
か
に
速
度
を
落
と
し

三
人
が
気
が
付
く
と

 
目
の
前
に
は
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
の

が

か

て
い
た

お

着
い
た
み
た
い
だ
な

そ
れ
じ

あ

話

話

と

 
そ
し
て
八
幡
は

約
束
通
り
フ

イ
リ
ス
に

話
を

け
た

今
か
ら
マ

ハ
で
行
く
ニ

お

お
う
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そ
し
て
そ
の
直
後
に

店
の
中
か
ら
フ

イ
リ
ス
が
こ
ち
ら
に
向
け
て
走

て
き
て

 
八
幡
の

に
す
が
り
つ
い
た

八
幡

お
帰
り
ニ

お
う

な
ん
か
い
き
な
り
で
悪
い
な

て
か
と
り
あ
え
ず
そ
の
手
を
離
せ

 
フ

イ
リ
ス
は
い
わ
れ
た
通
り
に
八
幡
の

を
離
す
と

嬉
し
そ
う
に
言

た

相
変
わ
ら
ず
釣
れ
な
い
の
ニ

ね

で
も
そ
こ
が
い
い

は
い
は
い

と
り
あ
え
ず
案
内
を
宜
し
く
頼
む

分
か

た
ニ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
店
内
に
入

た

間

麗
な
所
作
で
く
る

と
回
転
し

 
三
人
に
向
か

て
に
こ
や
か
に
言

た

お
帰
り
な
さ
い
ま
せ

ご
主
人
様

お
嬢
様

さ
あ
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
ニ

ン

 
そ
ん
な
フ

イ
リ
ス
を
見
て

何
故
か
美
優
は
熱
心
に
メ
モ
を
と

て
い
た

お
前

何
や

て
ん
の

男
を
落
と
す
プ
ロ
の
技
を
学
ん
で
い
る
の
で
す

リ

ダ

あ

そ
う
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そ
し
て

に
案
内
さ
れ

注
文
を
終
え
た
後
に
八
幡
は
フ

イ
リ
ス
に
言

た

な

フ

イ
リ
ス

こ
の
二
人
に
メ
イ
ド
服
を
選
ん
で
着
せ
て
や

て
く
れ
な
い
か

 
今
日
の
記
念
に
普

着
れ
な
い
格
好
を
し
て
み
た
い
ら
し
い

お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
頼
み
を
フ

イ
リ
ス
は

く

し
て
く
れ
た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

八
幡
が
更
に
何
か
言
い
た
そ
う
に
し
て
い
る
気
配
を
察
し
た
の
か

 
同

の

名
ま
ゆ
り
を
呼
び

二
人
の
案
内
を
任
せ
た

フ

リ
ス
ち

ん

ど
う
し
た
の

あ

比
企
谷
さ
ん

も
う
来
て
た
ん
だ

お

ま
ゆ
さ
ん
か

こ
ち
ら
こ
そ

も
せ
ず
に
す
ま
な
い

ま
ゆ
し

こ
の
二
人
を
更
衣
室
に
案
内
し
て
も
ら

て
い
い
か
ニ

フ

イ
リ
ス
も
直

ぐ
行
く
ニ

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
二
人
き
り
に
な

た
後

八
幡
は
フ

イ
リ
ス
に
言

た

さ
す
が
プ
ロ
だ
な

俺
か
ら
話
が
あ
る
事
に
気
付
い
て
く
れ
た
ん
だ
な

当
た
り
前
ニ

フ

イ
リ
ス
は
八
幡
の
事
な
ら
何
で
も
分
か
る
の
ニ
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お
前
は
本
当
に
分
か

て
そ
う
で
怖
い
か
ら

そ
う
い
う
事
を
言
う
の
は
や
め
て
く
れ

ニ

ハ

で

何
の
話
が
あ
る
の
ニ

お
う

実
は
香
蓮
の
事
な
ん
だ
が
な

 
香
蓮
は
自
分
の
背
が
高
い
事
に
か
な
り
コ
ン
プ
レ

ク
ス
を
持

て
い
る
み
た
い
だ
か
ら

 
そ
こ
ら
へ
ん
を
配

し
て

そ
れ
は
コ
ン
プ
レ

ク
ス
じ

な
く

力
だ

て
事
を

 
フ

イ
リ
ス
の
コ

デ

ネ
イ
ト
で
香
蓮
に
教
え
て
や

て
欲
し
い
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど
ニ

そ
れ
な
ら
フ

イ
リ
ス
と
ま
ゆ
し

に
任
せ
る
ニ

 
ま
ゆ
し

は
そ
の
道
の
プ
ロ
な
の
ニ

そ
う
な
の
か

そ
れ
は
頼
も
し
い
な

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
頼
む

分
か

た
ニ

 
香
蓮
の
事
を
フ

イ
リ
ス
達
に
任
せ
た
八
幡
は
今
の
う
ち
に
ト
イ
レ
に
行
こ
う
と

を
立

た 
そ
し
て
八
幡
は

店
内
に
見
知

た
顔
を
見
付
け

声
を

け
た

お

ダ
ル
に
凶
真
じ

な
い
か

二
人
も
来
て
た
ん
だ
な

 
八
幡
に
そ
う
声
を

け
ら
れ
た
の
は

院
凶
真
こ
と
岡
部

太
郎
と
ダ
ル
こ
と
橋
田
至
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で
あ

た

 
凶
真
は
ダ
ル
が
八
幡
か
ら
仕
事
を

け
た
時

そ
の
サ
ポ

ト
役
と
し
て
同
行
し

 
そ
れ
を
キ

カ
ケ
に
し
て
八
幡
と
仲
良
く
な

て
い
た

 
今
で
は
三
人
は

大
の
仲
良
し
と
い

て
い
い
関
係
に
あ

た

 
ち
な
み
に
ま
ゆ
り
と
も

そ
の
関
係
で
交
流
が
あ

た
の
で
あ
る

お

八
幡

来
て
た
の
か

僕
は
知

て
た
け
ど
ね

ん

ダ
ル

お
前
は
ど
う
や

て
そ
の
事
を
知

た
ん
だ

オ
カ
リ
ン
さ

さ

き
フ

イ
リ
ス
た
ん
の

が
鳴

た
の
に
気
付
か
な
か

た
ん

い
や

そ
れ
は
気
付
い
た
が

じ

あ
お
か
し
い
と
思
わ
な
か

た
ん

あ
の
プ
ロ
意
識
の
高
い
フ

イ
リ
ス
た
ん
が

 
仕
事
中
に
自
分
の

の
音
を
鳴
ら
し
た
ん
だ
お

 
凶
真
は
ダ
ル
に
そ
う
言
わ
れ

首
を

げ
な
が
ら
言

た

ん

あ
れ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

そ
し
て
凄
い
ス
ピ

ド
で
外
に
出
て
い

た

も
う
答
え
は
一
つ
だ
お
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フ

イ
リ
ス
た
ん
が
そ
れ
く
ら
い
特
別
扱
い
す
る
相
手
な
ん
て
八
幡
の
他
に
い
る

無
い
ん

だ
おあ

あ

な
る
ほ
ど
な

え

フ

イ
リ
ス
さ
ん

て
そ
う
な
の

 
そ
の
時

凶
真
の
隣
に
座

て
い
る
女
性
が

少
し

を

め
な
が
ら
興
味
深
そ
う
に
そ
う

言

た

 
そ
し
て
凶
真
は
そ
れ
を
キ

カ
ケ
に

八
幡
に
そ
の
女
性
の
事
を
紹
介
し
て
く
れ
た

八
幡

こ
の
恋
愛

は
我
が
助
手

ク
リ
ス
テ

ナ
だ

テ

ナ
言
う
な

そ
し
て
誰
が
恋
愛

か

初
め
ま
し
て
八
幡
さ
ん

 
私
は

紅
莉
栖

ア
メ
リ
カ
の
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
で

 

学
研
究
所
の
研
究
員
を
し
て
い
る
わ

こ
ち
ら
こ
そ
初
め
ま
し
て

比
企
谷
八
幡
で
す

 
実
は
前
か
ら

貴
方
に
色
々
と
意
見
を

い
た
い
と
思

て
い
た
ん
で
す
よ

 
八
幡
は

紅
莉
栖
の
事
を
よ
く
知

て
い
た

 
ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
部
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ

を
頼
め
な
い
か
と
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以
前
か
ら
何
人
か
リ
ス
ト
ア

プ
し
て
い
た
中
に

そ
の
名
前
が
あ

た
か
ら
だ

 
だ
が
さ
す
が
の
八
幡
も

紅
莉
栖
が
凶
真
と
ダ
ル
の
知
り
合
い
だ
と
は
予
想
外
で
あ

た

意
見

何
に
対
し
て
の
意
見
で
す
か

も
し
良
か

た
ら

そ
の
事
で
こ
の
後
か

も
し
く
は
後
日
時
間
を

け
な
い
で
し

う
か

 

し
い
説
明
は
そ
の
時
に
出
来
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
が

 
そ
う
言
わ
れ
た
紅
莉
栖
は

困

た
よ
う
な
顔
で
凶
真
の
方
を
見
た

 
凶
真
は
八
幡
の
事
を
信
頼
し
て
い
た
の
で

力
強
く
紅
莉
栖
に
こ
う
言

た

大
丈
夫
だ

そ
れ
に
多
分
こ
の
話
は

ク
リ
ス
テ

ナ
の
研
究
に
も
役
に
立
つ

私
の
研
究
に

岡
部
が
そ
ん
な
事
を
言
う
な
ん
て
初
め
て
じ

な
い

し
か
も
断
言
す
る
な

ん
て

 
こ
れ
は

然
興
味
が

い
て
き
た
わ
分
か
り
ま
し
た
そ
れ
じ

あ
こ
の
後
お
話
を

い
ま

す 
好
奇
心

な
紅
莉
栖
は

興
味
を
引
か
れ
た
の
か
八
幡
に
そ
う
言

た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

俺
に
も
連
れ
が
い
て
ま
だ
体
が
空
か
な
い
の
で

 
後
ほ
ど
こ
ち
ら
に

い
ま
す
ね
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分
か
り
ま
し
た

凶
真
と
ダ
ル
も
同

し
て
く
れ
る
か

僕
は
大
丈
夫
だ
お

俺
は
ま
ゆ
り
を
送
ら
な
い
と
い
け
な
い
し

 
俺
が

い
て
い
い
話
な
ら
後
で
二
人
に
教
え
て
も
ら
う
事
に
す
る
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ダ
ル

宜
し
く
頼
む

オ

ケ

だ
お

 
そ
し
て
八
幡
は
自
分
の

に

り

美
優
と
香
蓮
の
帰
り
を
待

た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
に
連
れ
ら
れ
て

て
き
た
二
人
を
見
た
八
幡
は

息
し
た

さ
す
が
は
フ

イ
リ
ス
と
ま
ゆ
さ
ん

い
い
仕
事
だ

 
八
幡
は
二
人
を
見
て

そ
の

力
か
何
倍
に
も
な

て
い
る
と
感
じ
て
い
た

 
こ
れ
は
プ
ロ
の
仕
事
で
あ
る

同
じ
制
服
の
は
ず
な
の
に
何
か
が
違
う

 
八
幡
に
は

し
く
理
解
出
来
な
か

た
が

そ
れ
は
ヘ

ド
ド
レ
ス
の

度
で
あ

た
り

 

の
部
分
の
引
き
締
め
方
や

胸
の
見
せ
方

多
岐
に

て
い
た

二
人
と
も

何
倍
も

力
的
に
見
え
る
ぞ
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そ
の
八
幡
の
言
葉
に
は
多
少
リ

プ
サ

ビ
ス
も

ま
れ
て
い
た
が
ほ
と
ん
ど
が
本
心
で

あ

た

 
そ
し
て
三
人
は
フ

イ
リ
ス
に
何

も
色
々
な
シ
チ

エ

シ

ン
で
写
真
を

て
も
ら

い 
美
優
と
香
蓮
は
そ
れ
を
大
切
そ
う
に
保
存
し
た

さ
て
リ

ダ

萌
え
萌
え
キ

ン
の
時
間
で
す
よ

本
当
に
や
る
の
か

ま
あ
見
る
だ
け
見
て
て
や
る
よ

 
そ
し
て
美
優
は

ケ
チ

プ
を
手
に
持
つ
と

張
り
切

て
こ
う
言

た

フ
カ
ち

ん
を
好
き
に
な

れ

萌
え
萌
え
キ

ン

う

え

 
次
に
香
蓮
が
ケ
チ

プ
を
手
に
持

た
が

 
香
蓮
は
フ

イ
リ
ス
に
教
え
ら
れ
た
通
り
の
事
を
無
難
に
こ
な
し
た
だ
け
だ

た

 
そ
れ
で
も
香
蓮
は
恥
ず
か
し
か

た
よ
う
で

八
幡
は
そ
の
普
通
の
反
応
に
ホ

と
し
た

 
そ
し
て
四
人
は
そ
の
ま
ま
楽
し
く
会
話
を
続
け
つ
い
に
明
日
奈
達
と
の
合
流
の
時
間
が
訪
れ

た
の
だ

た
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第
３
８
３
話
 
キ

パ

ソ
ン

美
優

今
日
は
こ
こ
に
来
て
良
か

た
だ
ろ

う
ん
リ

ダ

最
高

フ

イ
リ
ス
さ
ん
も
本
当
に
あ
り
が
と
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て
ニ

香
蓮
も
そ
ろ
そ
ろ
自
分
を
好
き
に
な
れ
そ
う
か

う

う
ん

八
幡
君
に
そ
う
言

て
も
ら
え
る
の
は
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

 
ま
だ
そ
こ
ま
で
は
ど
う
か
な

そ
う
か

ま
あ

ら
ず
ゆ

く
り
と

自
分
の
い
い
所
を
見
付
け
ら
れ
れ
ば
い
い
な

あ
り
が
と
う

八
幡
君

 
そ
し
て
八
幡
は
二
人
に
事
情
を
説
明
し

先
に
現
地
へ
向
か

て
く
れ
な
い
か
と
頼
ん
だ
後

 
キ

ト
に
任
せ
て
二
人
を
仲
間
達
の
下
へ
と
送
り
出
し
た

 

に
明
日
奈
に
は

少
し

れ
る
事
と
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は
紅
莉
栖
達
と
合
流
し

凶
真
の
代
わ
り
に
フ

イ
リ
ス
を
交
え

 
四
人
で
話
す
事
と
な

た
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私
も
同

し
て
い
い
の
か
ニ

フ

イ
リ
ス

お
前
実
は
相
当

が
い
い
よ
な

そ
れ
に
よ
く
物
事
の
本
質
を
突
い
て
く
る

 
な
の
で
同

し
て
何
か
疑
問
に
思

た
り
し
た
事
が
あ

た
ら
気

に
何
で
も
言

て
く
れ

分
か

た
ニ

 
そ
れ
を

い
た
フ

イ
リ
ス
は

力
強
く
八
幡
に

い
た

さ
て

ダ
ル
に
同

し
て
も
ら

た
の
は

 
意
見
を

か
せ
て
も
ら
う
の
と
は
別
に
も
う
一
つ
理
由
が
あ
る

 
今
か
ら
俺
が
す
る
提
案
は
何
も
知
ら
な
い
人
に
は
突

子
の
な
い
物
に

こ
え
る
可
能
性
が

高
い

 
な
の
で
ダ
ル
に
は

第
三
者
と
し
て
と
あ
る
証
明
の
手
伝
い
を
し
て
欲
し
い

証
明

何
の

今

か

て
く
る

 
そ
の
直
後
に
ダ
ル
の

に
着
信
が
あ

た

ダ
ル
は
そ
の
表

さ
れ
た
名
前
を
見
て
全
て

を
悟

た

も
し
も
し
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ダ
ル
君

私

分
か
る
わ
よ
ね

も
ち
ろ
ん

じ

あ
八
幡
君
に
目
配
せ
し
て

分
か

た
お

 
そ
し
て
ダ
ル
の
目
配
せ
を
受
け

八
幡
は
ダ
ル
に

あ
え
て
こ
う

ね
た

誰
か
ら
だ

た

ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
か
ら
だ
お

何
で
す

て

 
紅
莉
栖
は
驚
い
た
顔
で
そ
う
ダ
ル
に

い
た

前
に

氏
に
は
話
し
た
で
し

た
ま
に
ソ
レ
イ
ユ
の
仕
事
を

け
て
る

て

 
僕
が
保
証
す
る
お

話
の
向
こ
う
の
相
手
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
雪
ノ
下
陽
乃
さ
ん
で
間
違

い
な
い
お

と
い
う

だ

ダ
ル

話
を

さ
ん
に

あ
い
あ
い

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

話
を
受
け
取

た
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初
め
ま
し
て

紅
莉
栖
で
す

こ
ち
ら
こ
そ
初
め
ま
し
て

私
は
雪
ノ
下
陽
乃

ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
を
や

て
い
る
わ

 
そ
の
私
が
あ
な
た
に
言
う
言
葉
は
一
つ

そ
こ
に
い
る
比
企
谷
八
幡
君
は

 

に
う
ち
の
社
の
私
の
次
の
社
⻑
に
内
定
し
て
い
る
わ

え

そ
う
な
ん
で
す
か

だ
か
ら
彼
の
言
う
事
は

全
て
ソ
レ
イ
ユ
の
意
思
だ
と
思

て

い
て

 
そ
れ
じ

あ
そ
の
う
ち
直
接
お
会
い
し
た
時
に

ま
た

め
て
ご

す
る
わ
ね

分
か
り
ま
し
た

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

納
得
し
ま
し
た

良
か

た

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

は
い

 
そ
れ
で
そ
の

話
は
切
れ

紅
莉
栖
は
八
幡
に

い
た

オ

ケ

事
情
は

し
た
わ

あ
な
た
の
言
う
事
は
全
て
真
実
だ
と
思

て

く
事
に
す

る
あ
り
が
と
う

さ
ん

紅
莉
栖

て
呼
び

て
に
し
て
く
れ
て

わ
な
い
わ
よ
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多
分
あ
な
た
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ト
ナ

と
し
て
⻑
い
付
き
合
い
に
な
り
そ
う
だ
し
ね

そ
う
な
る
と
い
い
な

そ
れ
じ

あ
俺
の
事
も
八
幡
と
呼
ん
で
く
れ

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

そ
れ
に

い
た
後
に
言

た

ソ
レ
イ
ユ
と

い
て
色
々
思
う
所
は
あ

た
の
よ
ア
メ
リ
カ
で
も
色
々
と
噂
に
な

て
い

た
し
ね

 
八
幡
も
そ
れ
に

き

最
初
に
こ
う
切
り
出
し
た

紅
莉
栖

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
事
は
知

て
る
か

も
ち
ろ
ん
よ
個
人
的
に
は
興
味
が
尽
き
な
い
わ
私
が
研
究
し
て
る
事
と
共
通
す
る
部
分
も

あ
る
し
ね

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は
今

う
ち
の
社
が
そ
の
技
術
を
独

し
て
い
る

や

ぱ
り
噂
は
本
当
だ

た
の
ね

 
紅
莉
栖
は
そ
の
八
幡
の
説
明
を
受
け

や
は
り
と
い
う
顔
で
そ
う
言

た

あ
あ

い
ず
れ
商
品
化
す
る
事
に
な
る
の
は
確
定
な
ん
だ
が

そ
の
前
に
一
つ

 
紅
莉
栖
に

学
の
観
点
か
ら

と
り
急
ぎ
安
全
性
の
確
認
を
し
て
も
ら
い
た
い
ん
だ

別
に

わ
な
い
わ

私
も
興
味
が
あ

た
し
ね

で
も
い
ず
れ
な
の
に
と
り
急
ぎ

理
由
を
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い
て
も

実
は
今

二
人
の
被
験
者
が

の
世
界
に
⻑
期
間
入
り

ぱ
な
し
に
な

て
い
る
ん
だ

 
二
人
に
何
か
あ

た
ら
俺
と
し
て
は
と
て
も
困
る
ん
で
な
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
を
担
保
し
た

い
ん
だ

 
そ
れ
を

い
た
紅
莉
栖
は

少
し
意
地
悪
な
表
情
で
言

た

困
る

て
の
は

ソ
レ
イ
ユ
的
に

い
や

あ
の
二
人
は
友
達
な
ん
だ

治
る
見
込
み
の
薄
い
病
気
な
ん
だ
が

 
可
能
な
ら
助
け
る
と
約
束
し
た
か
ら
な

絶
対
と
言
え
な
い
の
が
つ
ら
い
所
だ
が

 
俺
に
や
れ
る
事
は
何
で
も
や

て
お
き
た
い
ん
だ

そ
う

ち
な
み
に
病
名
は

 
そ
う

か
れ
た
八
幡
は

紅
莉
栖
に
と
あ
る
病
名
を
告
げ
た

そ
れ
は
確
か
に
厳
し
い
わ
ね

オ

ケ

大
学
の
先
輩
に
頼
ん
で

 
も
し
何
か
そ
の
病
気
関
連
で
い
い
情
報
が
入

た
ら

 
直
ぐ
に
連

を
も
ら
え
る
よ
う
に
私
の
方
も
手
を
回
し
て
お
く
わ

す
ま
な
い

に
き
る
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人
助
け
の

だ
も
の

当
然
よ

ち
な
み
に
先
輩
は
日
本
人
だ
か
ら
宜
し
く
ね

名
前
は

比
屋
定
真
帆

オ

ケ

だ

も
し
俺
が
い
な
く
て
も

 
会
社
に
連

し
て
も
ら
え
れ
ば
担
当
者
に
繋
が
る
よ
う
に
し
て
お
く

 
そ
し
て
八
幡
は

紅
莉
栖
に
報

に
つ
い
て
の
話
を
始
め
た

そ
れ
で
報

な
ん
だ
が

何
か
希
望
が
あ

た
り
す
る
か

そ
う
言
わ
れ
る
と
答
え
に
困
る
わ
ね

ふ
む

ダ
ル
と
フ

イ
リ
ス
は
ど
う
思
う

氏
の
喜
び
そ
う
な
物

お
金

 
そ
の

間
に
紅
莉
栖
は
い
き
な
り
ダ
ル
を
殴
り
つ
け

そ
の
直
後
に
こ
う
言

た

れ
変
態

殴
る
わ
よ

そ
う
い
う
事
は
殴
る
前
に
言

て
欲
し
い
お

そ
し
て
誤
解
だ
お

何
が
誤
解
だ

て
言
う
の
よ

ソ
レ
イ
ユ
に
研
究

を
援
助
し
て
も
ら
う
と
か

そ
う
い
う
事
が
言
い
た
か

た
ん
だ
お
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あ
あ

橋
田
に
し
て
は
い
い
ア
イ
デ
ア
ね

で
も
ど
う
か
な

 
レ
ス
キ
ネ
ン
教

と
相
談
が
必
要
ね

企
業
の

付
き
み
た
い
に
な
る

だ
し

ま
あ
今
回
の
報

と
は
別
に

ス
ポ
ン
サ

に
な
れ
る
も
の
な
ら
な
り
た
い
と
は
思
う
が

 
そ
れ
に
は
手
土
産
が
必
要
か

あ
 
そ
の
時
フ

イ
リ
ス
が
あ

と
叫
ん
だ

そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
ダ
ル
に
向
か

て
言

た

ダ
ル
に

ん

キ
ズ
メ
ル
ち

ん
と
ユ
イ
ち

ん
は

ん

あ

あ

二
人
が
ど
う
か
し
た
の
か

そ
れ

て
何
の
事

 
言
葉
は
違
え
ど
八
幡
と
紅
莉
栖
は
同
様
に
き

と
ん
と
し
た

氏
は

今
世
界
中
に

多
く
あ
る

の
中
で

ど
れ
に
興
味
が
あ
る
ん

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
茅
場
製

ね

あ
あ
そ
う
か

そ
う
い
う
事
か

 
八
幡
は
そ
の
遣
り
取
り
を

き

納
得
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
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紅
莉
栖

今
か
ら
暇
だ

た
り
す
る
か

あ

う
ん

ま
あ
特
に
予
定
は
無
い
け
ど

よ
し

そ
れ
じ

あ
さ

き
の
奴
ら
と
再
合
流
す
る
か

 
う
ち
の
メ
ン
バ

に
顔
繋
ぎ
を
し
て
お
き
た
い
か
ら
な

顔
繋
ぎ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ダ
ル
が

何
か
を
悟

た
よ
う
に
言

た

八
幡

そ
れ
は
も
し
か
し
て
も
し
か
す
る
と

お
う

い
い
ヒ
ン
ト
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な
ダ
ル

良
か

た
ら
お
前
も
来
る
か

よ

よ
ろ
し
い
の
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
関
係
で
色
々
手
伝

て
も
ら

て
る
し
な

別
に
い
い
だ
ろ

 
そ
う
言
わ
れ
た
ダ
ル
は

感
激
し
た
よ
う
に
言

た

お
お
お

あ
り
が
と
う
あ
り
が
と
う

要
す
る
に

私
を
誰
か
に
紹
介
し
た
い
と
い
う
事
で
い
い
の
か
し
ら

あ
あ

う
ち
の
メ
ン
バ

に
な

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
に

よ

ク

ニ

ン
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え
 
紅
莉
栖
は
そ
の
名
前
に

き
覚
え
が
あ

た

ち
な
み
に
ネ

ト
で
得
た
知
識
で
あ
る

え

じ

じ

あ
八
幡

て
あ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
な
の

普

は
ア
メ
リ
カ
に
い
る
の
に
よ
く
知

て
る
な

え

あ

う
ん

た
ま
た
ま
よ

そ
う

た
ま
た
ま

 
そ
う
誤
魔
化
そ
う
と
す
る
紅
莉
栖
を

ダ
ル
は
ジ
ト
目
で
見
な
が
ら
言

た

氏
は
ネ
ラ

だ
か
ら

だ

れ
変
態

勝
手
に
人
の
個
人
情
報
を
バ
ラ
す
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら
ま
あ
知

て
る
の
も

け
る
な

 
八
幡
は
特
に
何
か
気
に
し
た
様
子
も
無
く
そ
う
言

た

な

何
も
言
わ
な
い
の

ん

何
が
だ

私
が
ネ
ラ

だ

て

い
た
で
し

ん

そ
れ
が

そ
れ
が

て
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別
に
犯
罪
予
告
を
し
た
り

中

を
バ
ラ
ま
い
て
る

じ

な
い
ん
だ
ろ

そ

そ
れ
は
当
然
だ
け
ど

な
ら
別
に
い
い
だ
ろ

た
だ
意
見
を
ぶ
つ
け
合

て
る
だ
け
だ
ろ
う
し
な

う

う
ん

 
紅
莉
栖
は
そ
う
言
わ
れ

八
幡
の
評
価
を
更
に
上
げ
た

 
そ
れ
と
同
時
に

ソ
レ
イ
ユ
は
今
後
も

と

び
る
だ
ろ
う
と
も
感
じ
て
い
た

や
は
り
ソ
レ
イ
ユ
と
の
関
係
は
良
好
で
あ
る
事
に
こ
し
た
事
は
無
い
わ
ね

 
紅
莉
栖
は
そ
う
考
え
た
後

話
を
元
に

し

 
自
分
を
か
の

名
な
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

に
会
わ
せ
る
意
味
を
八
幡
に

い

た
で

何
故
私
を
メ
ン
バ

に
紹
介
す
る
必
要
が

紅
莉
栖
に
は
後
日
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
イ
ン
し
て
も
ら
い

う
ち
の

点
に
来
て
も
ら

て

 
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
に
会

て
も
ら
い
た
い
か
ら
な

そ
う
い
え
ば
さ

き
も
そ
ん
な
名
前
を
言

て
た
わ
ね

も
し
か
し
て
メ
ン
バ

の
名
前

茅
場
製

載
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
お

氏
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そ
の
言
葉
に
紅
莉
栖
の
心

が
ド
ク
ン
と

ね
上
が

た

 
考
え
れ
ば
当
た
り
前
の
事
だ

た

ソ
レ
イ
ユ
と
い
え
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
管
理
し
て
い
る
会
社
で
あ

り 
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は

実
質
的
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
内
包
さ
れ
て
い
る
の
だ

 
そ
の
ソ
レ
イ
ユ
な
ら

茅
場

の
研
究
成
果
を
あ
る

度
受
け
継
い
で
い
て
も

 
何
の
疑
問
も
無
い
で
は
な
い
か

も
し
か
し
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
全
員
茅
場
製

を

載
し
て
い
る
の

 
そ
の
紅
莉
栖
の
疑
問
は
当
然
だ

た

だ
が
八
幡
は

そ
の
言
葉
に
首
を
横
に

た

い
や

本
当
の
意
味
で
そ
う
言
え
る
の
は
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
だ
け
だ

二
人
は
特
別
な
ん
だ

そ
う

と
て
も
興
味
深
い
わ

私
の
研
究
に
も
役
に
立
ち
そ
う
だ
し

紅
莉
栖
の
研
究

記
憶
関
連
だ

た
よ
な
確
か

え
え

そ
の
研
究
の
過

で
ベ

ス
に
す
る

を
探
し
て
い
た
ん
だ
け
ど

 
ど
う
も
性
能
が
い
ま
ひ
と
つ
の
も
の
し
か
出
来
な
く
て
ね

そ
れ
じ

あ
ス
ポ
ン
サ

に
な
る

に

 
手
土
産
と
し
て
茅
場
製

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
使
用
許
可
も
つ
け
る
か
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も
ち
ろ
ん
他
社
に
流
出
さ
せ
な
い
の
が

件
で
な

そ
の
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
話
し
て
み
て

 
好
感
触
だ

た
ら
む
し
ろ
こ
ち
ら
か
ら
お
願
い
す
る
か
も

 
紅
莉
栖
は
こ
れ
で
研
究
が
ま
た
進
む
と
素
直
に
喜
ん
だ

 
ま
あ
そ
れ
に
は
レ
ス
キ
ネ
ン
の
許
可
が
必
要
な
の
だ
が

 
紅
莉
栖
は
教

が
こ
の
話
を
受
け
る
事
を
確
信
し
て
い
た

 
同
様
に
八
幡
も

こ
の
出
会
い
を
素
直
に
喜
ん
で
い
た

紅
莉
栖
は
今
後
に
向
け
て
の
キ

パ

ソ
ン
に
な
る

そ
ん
な
気
が
す
る

そ
れ
じ

あ
こ
れ
で
仮
交

は
成
立
ね

今
後
も
い
い
関
係
を

け
れ
ば
い
い
な

今
の
ま
ま
で
も
こ

ち
が
も
ら
い
過
ぎ
だ
し

こ
の

り
は
必
ず
返
す
わ

そ
の
言
葉

あ
り
が
た
く
受
け
取

て
お
く
よ

 
そ
し
て
八
幡
と
紅
莉
栖
は

手
を
し

ダ
ル
を

め
た
三
人
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
が
待
つ
店
へ
と
向
か
う
事
に
し
た

 
私
も
行
き
た
い
と
ご
ね
る
か
と
思
わ
れ
た
フ

イ
リ
ス
は
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予
想
に
反
し
て
素
直
に
三
人
を
見
送

た

こ
こ
は
フ

イ
リ
ス
の
出
番
じ

な
い
の
ニ

よ

 
そ
れ
に
仕
事
を
放
り
出
す
よ
う
な
女
は
八
幡
に

わ
れ
る
と
思
う
の
ニ

 
フ

イ
リ
ス
の
言
い
分
は
こ
う
で
あ
り

八
幡
は
内
心
で
そ
の
通
り
だ
と
思

た

 
そ
し
て
キ

ト
が
到
着
し

三
人
は
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ

 
紅
莉
栖
は
キ

ト
に
も
興
味

々
で
店
ま
で
の
道
中
キ

ト
と
楽
し
そ
う
に
会
話
し
て
い

た
あ

そ
う
い
え
ば
キ

ト
に
も

茅
場
製

が
使
わ
れ
て
い
た

け

そ

そ
う
な
の

あ
あ

は
そ
う
じ

な
か

た
ら
し
い
ん
だ
が
密
か
に
バ

ジ

ン
ア

プ
し
た
ら
し
い

八
幡

や

ぱ
り
あ
な
た
凄
い
わ

他
に
も
色
々

し
て
い
そ
う
だ
し

興
味
が
尽
き
な
い

俺
が
凄
い

じ

な
い
ぞ

で
も
こ
れ
は

あ
な
た
が
い
る
か
ら
こ
そ

 
こ
う
い
う

況
に
な

て
い
る
と
も
言
え
る
ん
じ

な
い

ま
あ
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

や

ぱ
り
成
果
と
し
て

る
の
は
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自
分
が

を
か
い
た
結
果
に
つ
い
て
じ

な
い
と
何
と
な
く
気
持
ち
悪
い
ん
だ
よ

い
い
心
が
け
だ
と
思
う
わ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
三
人
は
店
に
着
き

 
紅
莉
栖
は
名
残
り

し
そ
う
に
キ

ト
に
別
れ
を
告
げ
た

 
そ
し
て
店
の
中
に
入
る
と
そ
こ
に
は
都
合
の
つ
い
た
メ
ン
バ

達
が
ひ
し
め
き
合

て
い
た

 
主
役
の
美
優
と
香
蓮
に

明
日
奈

和
人

里
香

珪
子
の
学
生
組

 
そ
し
て
呼
び
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
雪
乃
結
衣
優
美
子
に
加
え
ク
ル
ス
と
め
ぐ
り
が

そ
こ
に
い
た

 
そ
れ
を
見
た
ダ
ル
は
八
幡
に
こ
う
言

た

八
幡

こ
れ
ど
ゆ
事

ん

何
が
だ

何
で
こ
こ
に
は
美
人
し
か
お
ら
ん
の

リ
ア
充
爆
発
し
ろ

ま
あ
こ
こ
に
い
る
奴
ら
は
結
局
こ
れ
か
ら
お
前
の
知
り
合
い
に
も
な
る

な
ん
だ
が

あ
り
が
と
う
あ
り
が
と
う

僕
は
八
幡
の
友
達
で
い
ら
れ
て
と
て
も
幸
せ
だ
お

分
か

て
も
ら
え
て
嬉
し
い
よ

ダ
ル
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そ
し
て
八
幡
は

そ
の
場
に
い
る
者
達
に
声
を

け
た

悪
い

少
し

れ
ち
ま

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
美
優
の
歓
迎
会
を
開

す
る
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第
３
８
４
話
 
フ
カ
次
郎
歓
迎
会

 
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
は

第
３
４
７
話

源
氏
軍
の
帰
還

を
ご
参

下
さ
い

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

と
り
あ
え
ず
最
初
に

俺
が
こ
こ
に
い
る
人
達
の
紹
介
を
す
る
か
ら
な

 
八
幡
は
集
ま

た
仲
間
達
に
そ
う
言
う
と

に
紹
介
を
始
め
た

最
初
は
当
然
今
回
の
主
役

フ
カ
次
郎
こ
と

原
美
優
だ

 
美
優
は

を
ク
イ

と
持
ち
上
げ

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
言

た

や

と
皆
さ
ん
と
リ
ア
ル
で
の
繋
が
り
を
持
つ
事
が
出
来
て

 
本
当
の
意
味
で
ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
員
に
な
れ
た
気
が
し
ま
す

 
こ
れ
か
ら
も
末

く

こ
の
か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
リ

ダ

今
日
の
記
念
に
ジ

・
テ

ム

珍
し
く
し
お
ら
し
い
と
思

た
が

や

ぱ
り
う

え
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八
幡
は

そ
う
両
手
を
広
げ
な
が
ら
迫

て
く
る
美
優
の

を
ガ
シ

と
掴
ん
で
止
め

 
そ
の
ま
ま
香
蓮
の
紹
介
を
始
め
た

こ
ち
ら
は
美
優
の
友
達
の
香
蓮
だ
ち
な
み
に
美
優
の
事
と
は
関
係
な
く
偶
然
俺
と
知
り
合
い

だ

た
小
比

香
蓮
で
す

美
優
の
保
護
者
で
す

こ
ん
な
困

た
友
達
で
す
が

 
ど
う
か
皆
さ
ん

美
優
の
事
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

く

コ
ヒ

自
分
だ
け
い
い
子
に
な
り
や
が

て

ず
る
い
ぞ

い
い
か
ら
お
前
は
少
し
自
重
し
ろ

 
そ
し
て
次
に
八
幡
は

ダ
ル
の
紹
介
を
し
た

こ
ち
ら
は
ダ
ル

ス

パ

ハ
カ

だ

ハ

カ

だ
ろ
常
考

ダ
ル
に
は
ソ
レ
イ
ユ
で
色
々
と
仕
事
を
手
伝

て
も
ら

て
い
る
ん
だ

 
そ
し
て
最
後
に
こ
ち
ら
は

紅
莉
栖

知

て
い
る
奴
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
の

学
研
究
所
の
研
究
員
で

 
こ
の
前
サ
イ
エ
ン
ス

に
も

文
が
載

た

い
ず
れ
世
界
的
に

名
に
な
る
人
だ
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今
度
ソ
レ
イ
ユ
の
ア
ド
バ
イ
ザ

を
頼
む
事
に
な

た

紅
莉
栖
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
紅
莉
栖
は
そ
う
シ
ン
プ
ル
に

を
し
た

紅
莉
栖
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
今
度
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
来
て
も
ら
う
事
に
な
る
か
ら

 
今
日
は
顔
合
わ
せ
の

に
来
て
も
ら

た
ん
だ
も
し
中
で
会

た
時
は
皆
宜
し
く
頼
む

な 
キ

ラ
ネ

ム
は

ど
う
す
る

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
紅
莉
栖
を
も
じ

て
ク
リ
シ

ナ
に
で
も
し
よ
う
か
し
ら

と
い
う
事
だ

ク
リ
シ

ナ
は
ゲ
ス
ト
だ
が

正
式
メ
ン
バ

扱
い
と
す
る
か
ら

 
何
か

か
れ
た
ら
包
み

さ
ず
何
で
も
教
え
て
や

て
く
れ
よ
な

 
そ
の
後

番
に
皆
が

を
し

場
は
歓
談
へ
と
移
行
し
た

 
は

八
幡
八
幡

ん

ど
う
し
た
ダ
ル

さ

き
お

を
言

て
お
い
て
ア
レ
だ
け
ど

僕
が
こ
こ
に
い
る
の

て
や

ぱ
り
場
違
い
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じ

ね
は

ど
こ
が
だ

そ
ん
な
の
僕
を
見
れ
ば
わ
か
る

し

 
そ
う
少
し
お
ど
お
ど
し
な
が
ら
言
う
ダ
ル
に

八
幡
は
こ
う
断
言
し
た

見
て
も
分
か
ら
ん

お
前
は
凄
く
頼
り
に
な
る
い
い
奴
だ

で
も

過
去
に
何
か
あ

た
の
か

う
ん

ま
あ
色
々
と

ほ
ら

僕

て
見
た
目
も
中
身
も
ア
レ
だ
か
ら

そ
ん
な

の
中
に
お

子
が
詰
ま

た
よ
う
な
人
達
の
事
を
気
に
す
る
事
は
無
い
わ

雪
乃

あ

絶
対

度
様

 
そ
う
呼
ば
れ
た
雪
乃
は

る
事
も
な
く
に
こ
や
か
に
言

た

 
ど
う
や
ら
そ
の
呼
び
方
は

も
は
や
雪
乃
の
中
で
は
悪
口
扱
い
は
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

あ
な
た
が
噂
の
ダ
ル
君
か
し
ら
ア
ル
ゴ
さ
ん
と
同
じ
く
ら
い
凄

の
ハ

カ

だ
と

い
て

い
る
わ
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こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

ダ
ル
君

は

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
ん
な
に

く
な
ら
な
く
て
も
い
い
の
に

ふ
ふ

ゆ
き
の
ん

ヒ

キ

お

今
度
は
結
衣
か

 
そ
こ
に
結
衣
が
現
れ

嬉
し
そ
う
に
こ
ち
ら
に
声
を

け
て
き
た

 
結
衣
は
こ
の

さ
も
抜
け
て
き
て
お
り
年
相
応
の
色
気
を

し
出
す
よ
う
に
な

て
き
て

い
た

 
当
然
ダ
ル
な
ど
い
ち
こ
ろ
で
あ
る

あ

こ
ち
ら
が
噂
の
ダ
ル
君

い
て
た
通
り
大
き
い
ね

あ

ど

ど
も

え
と

ど
ん
な
噂
を

 
ダ
ル
は
顔
を
紅
潮
さ
せ
な
が
ら
も

や
や

屈
さ
の
残
る
態
度
で
そ
う
言

た

 
い
く
ら
気
に
す
る
な
と
言
わ
れ
て
も

み
付
い
た

は
中
々
抜
け
な
い
も
の
で
あ
る

う
ん

い
い
友
達
が
出
来
て
嬉
し
い

て
ヒ

キ

が
ね

ヒ

キ

て
八
幡
の
事
だ
よ
ね

そ

か

そ

か
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ダ
ル
は
そ
う
言
う
と

感

ま

た
よ
う
に
八
幡
に

き
つ
い
た

八
幡

僕
達
ず

友
だ
お

あ
あ

凶
真
と
三
人
で

こ
れ
か
ら
も
ず

と
仲
良
く
や

て
こ
う
な

お
い
八
幡

俺
の
事
を
忘
れ
る
な
よ

お
う
和
人

悪
い
悪
い

話
の
流
れ
で
つ
い
な

黒
の
剣
士
様

い
い

さ

様
付
け
は
や
め
て
く
れ
よ

 
ダ
ル
に
突
然
そ
う
言
わ
れ

和
人
は
困

た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

じ

じ

あ
和
人
氏
で

う

ん

そ
れ
く
ら
い
な
ら
ま
あ
い
い
か

ね

あ

し
ち

と

き
た
い
事
が
あ
ん
だ
け
ど

う
お

何
だ
よ
優
美
子

い
き
な
り
背
後
か
ら
声
を

け
る
な
よ

 
そ
こ
に
ひ

こ
り
と

八
幡
の

越
し
に
優
美
子
が
顔
を
出
し
た

で

何
を

き
た
い
ん
だ

そ
れ
が
さ
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優
美
子
が
言
う
に
は
ど
う
や
ら
最
近
ス
マ
ホ
の
調
子
が
悪
い
の
か
何
な
の
か

 
Ａ
Ｃ
Ｓ

・
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
・
シ
ス
テ
ム

が
上
手
く
機
能
し
な
い
ら
し
い

 
そ
れ
を
チ
ラ

と
横
目
で
見
た
ダ
ル
は

そ
れ
を
ま
た
た
く
間
に
解
決
し
て
み
せ
た

こ
の
ア
プ
リ
と
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
相
性
が
悪
い
ん
だ
お

だ
か
ら
こ
の
ア
プ
リ
を
一
度

し
て

 
同
じ
よ
う
な
別
の
ア
プ
リ
に
変
え
れ
ば
動
作
が
良
く
な
る
お

ダ
ル
は
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
事
に
も

し
い
の
か

う
ん

前
に
こ
れ
の

良
を
手
伝
わ
さ
せ
ら
れ
た
ん
だ
お

 
そ
し
て
一

で
問
題
を
解
決
し
て
も
ら

た
優
美
子
は

当
然
ダ
ル
に
好
意
を

い
た

あ
ん
た
本
当
に
凄
い
ん
だ
ね

え

と

ダ
ル
君
だ

け

あ
り
が
と

あ

ど

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
優
美
子
は
こ
の
メ
ン
バ

の
中
で
は

ダ
ル
が
一
番
苦
手
と
す
る
タ
イ
プ
だ

た

 
優
美
子
の
見
た
目
か
ら
し
て
ど
う
し
て
も

が
引
け
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

 
だ
が
優
美
子
の
方
は
そ
ん
な
事
は
無
い
ら
し
く
他
に
も
色
々
な
事
を
気

に
ダ
ル
に

ね
て

き
た

 
そ
れ
に
答
え
て
い
る
う
ち
に

ダ
ル
も
苦
手
意
識
が
消
え
た
の
か
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々
と
普
通
に
話
す
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
そ
し
て
そ
れ
を
キ

カ
ケ
に

他
の
者
達
も
ダ
ル
に
色
々

い
て
き
た

 
ダ
ル
は
一
時
的
に
女
子
に
囲
ま
れ
る
事
と
な

た

 
ダ
ル
は
そ
れ
に
答
え
る
合
間
に

そ

と
八
幡
に
話
し

け
た

八
幡

も
し
か
し
て
僕

今
モ
テ
て
る

お
う

こ
こ
に
は
お
前
の
事
を
見
た
目
で
判
断
す
る
奴
は
い
な
い
か
ら
な

ま
さ
か
僕
の
身
に
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
な
ん
て
ビ

ク
リ
だ
お

大
げ
さ
だ
な

ま
あ
ダ
ル
が
喜
ん
で
く
れ
た
な
ら
そ
れ
で
い
い
さ

  
一
方
美
優
達
は

明
日
奈

里
香

珪
子
の
学
生
組
と
楽
し
そ
う
に
歓
談
し
て
い
た

 
香
蓮
は
少
し
気
後
れ
が
あ
る
の
か

基
本
あ
ま
り

る
事
は
無
か

た
が

 
そ
れ
で
も
時
々
は
会
話
に
参
加
し
つ
つ

ニ
コ
ニ
コ
と
嬉
し
そ
う
に
美
優
を

め
て
い
た

大
人
し
い
な

香
蓮

ま
あ
香
蓮
に
と

て
は
知
ら
な
い
人
ば

か
り
だ
し

 
こ
ん
な
所
に
連
れ
て
き
ち

て
ご
め
ん
な

あ

八
幡
君

う
う
ん

私
も
十
分
楽
し
ん
で
る
か
ら
気
に
し
な
い
で
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香
蓮
は
特
に
ゲ

ム
と
か
は
や

て
な
い
ん
だ
よ
な

う
ん

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
や

て
み
た
い
気
も
す
る
ん
だ
け
ど
ね

そ
の
時
は
是
非
声
を

け
て
く
れ

多
分
香
蓮
は
強
く
な
る
と
思
う
し
な

 
そ
の
言
葉
に
香
蓮
は
き

と
ん
と
し
た

ど

ど
う
し
て
そ
う
思
う
の

お
前

暴
走
す
る
美
優
を
あ

さ
り
と
止
め
た
だ
ろ

そ
の

を
見
た
時
に
そ
う
思

た
ん

だ
そ

そ
う
な
ん
だ

そ
う
い
う
の

自
分
じ

分
か
ら
な
い
か
ら

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

普
通
に

ら
し
て
て

い
き
な
り

あ
な
た

戦
い
に
向
い
て
ま
す
ね

 
と
か
言
わ
れ
て
も

困
る
だ
け
だ
よ
な

あ
は

と
り
あ
え
ず
今
度

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
よ

 
そ
れ
で
合
わ
な
い
よ
う
だ

た
ら
仕
方
な
い
他
の
ゲ

ム
に
コ
ン
バ

ト
し
て
み
れ
ば
い
い

さ
コ
ン
バ

ト
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香
蓮
が
き

と
ん
と
し
た

八
幡
は
コ
ン
バ

ト
の
シ
ス
テ
ム
を
香
蓮
に
説
明
し
た

そ
ん
な
の
が
あ
る
ん
だ
ね

あ
あ

だ
か
ら
気
楽
に
な

小
さ
く
て
か
わ
い
い
キ

ラ
に
な
れ
た
ら
い
い
な

 
そ
の
香
蓮
の

き
を

い
た
八
幡
は

遠

が
ち
に
香
蓮
に

ね
た

や

ぱ
り
身
⻑
の
事
が
気
に
な
る
の
か

う
ん

今
ま
で
生
き
て
き
て

身
⻑
の
事
で
何
も
い
い
事
は
無
か

た
か
ら
ね

で
も
多
分
俺
は

も
し
香
蓮
が
普
通
の
身
⻑
だ

た
ら

 
最
初
に

布
を

た
時
何
も
言
わ
な
か

た
と
思
う
か
ら

 
多
分
そ
う
し
た
ら

今
こ
う
や

て
知
り
合

て
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
ぞ

あ
 
香
蓮
は
そ
う
言
わ
れ

初
め
て
そ
の
事
に
気
が
つ
い
た

そ

か

い
い
事
は
あ

た
ん
だ
ね

俺
と
知
り
合

た
事
が
い
い
事
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
な

そ
ん
な
の
い
い
事
に
決
ま

て
る
よ
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そ

そ
う
か

 
香
蓮
は
そ
う
断
言
し
八
幡
は

を
か
い
た

そ
し
て
香
蓮
は
小
さ
な
声
で
そ

と
こ
う

い
たも

う
私

今
ま
で

だ

た
分
は
全
部
取
り
返
し
ち

て
た
ん
だ

 
ど
こ
か
で
見
た
顔
だ
と
思

て
た
け
ど

そ

か

ア
メ
リ
カ
で

し
た
時

う
ん

そ
の
後
の

親
会
で

少
し
お
話
し
た
事
が
あ
る
よ

お
久
し
ぶ
り

紅
莉
栖
さ
ん

 
紅
莉
栖
と
め
ぐ
り
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

ど
う
や
ら
二
人
は
知

で
あ

た
よ
う

だ 
も

と
も
一
度
話
し
た
事
が
あ
る
だ
け
の
よ
う
で
あ

た
が

今
は
こ

ち
に

う
ん

今
は
ソ
レ
イ
ユ
で

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
部
門
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

あ

そ
う
な
ん
だ

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

て

ど
う

あ
れ
が
完
全
に
実
用
化
さ
れ
た
ら

助
か
る
命
が

山
出
て
く
る
と
思
う

そ

か

安
全
性
を
担
保
し
た
い
か
ら
協
力
し
て
く
れ

て
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど
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何
か
問
題
で
も
あ
る
の
か
し
ら
ね

 
そ
の
言
葉
に
少
し
考
え
込
ん
だ
め
ぐ
り
は
紅
莉
栖
の

歴
を
考

し
な
が
ら
慎
重
な
口
調
で

言

た
八
幡
君
の
考
え
は
私
に
は
分
か
ら
な
い
け
ど

想
像
で
言
う
な
ら
ば

 
多
分

で
ず

と
過
ご
す
事
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
す
ぎ
な
い
か
心
配
し
て
る
気
も
す

る
あ
あ

な
る
ほ
ど

ず

と
そ
の

に
い
た
場
合

が
ど
ん
な
判
断
を
下
す
か

 
確
か
に
そ
れ
な
ら
私
の
出
番
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

う
ん

多
分
他
の
分
野
の
専
門
家
に
も
声
を

け
る
つ
も
り
だ
と
は
思
う
ん
だ
け
ど
ね

な
る
ほ
ど
参
考
に
な

た
わ

参
考
つ
い
で
に
も
う
一
つ

い
て
も
い
い

あ

う
ん

キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
に
つ
い
て

 
そ
れ
を

い
た
め
ぐ
り
は

そ

ち
は
完
全
に
紅
莉
栖
の
専
門
分
野
だ
な
と

 
か
つ
て
見
た
紅
莉
栖
の

の
内
容
を
思
い
出
し
な
が
ら
言

た

側

葉
に

さ
れ
た
記
憶
に
関
す
る
神

パ
ル
ス
信

の
解

に
つ
い
て
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あ

う
ん

そ
れ
が
私
の
研
究

覚
え
て
て
く
れ
た
ん
だ

そ
こ
に
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
ち

ん

 
も
し
か
し
て

そ
の
解

し
た
記
憶
を
茅
場
製

に
コ
ピ

す
る
つ
も
り

驚
い
た

今
研
究
し
て
い
る
の
が
ま
さ
に
そ
れ

ど
う

面
白
い
と
思
わ
な
い

画
期
的
だ
と
は
思
う

私
達
は
そ
れ
を
ア
マ
デ
ウ
ス
と
呼
ん
で
い
る
の

似
的
な
物
は
も
う
完
成
し
て
る
ん
だ
け

ど 
反
応
が
ど
う
も
ね

ど
う
し
て
も
違
和
感
を
感
じ
ち

う
の
よ

 
だ
か
ら
八
幡
と
の
出
会
い
に
は
少
し
期
待
し
て
る
の

そ

か

う
ん

研
究
が
進
む
と
い
い
ね

あ
り
が
と
う

も
ち
ら
ん
そ
ち
ら
に
も
全
力
で
協
力
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
今
日
は
と
て
も
楽
し
か

た
で
す
ま
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で
も
楽
し
く
フ
カ
次
郎
と
遊
ん
で
下
さ

い 
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
の

で

こ
の
日
の
集
ま
り
は

況
の
う
ち
に
幕
を

じ
た
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本
当
に
送

て
い
か
な
く
て
い
い
の
か

う
ん

美
優
が
夜
の
町
を
少
し
歩
い
て
み
た
い
ん
だ

て

ま
あ
確
か
に

で
通
過
す
る
だ
け

て
の
は
つ
ま
ら
な
い
よ
な

あ
は

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
の
手
配
が
出
来
た
ら
ま
た
連

す
る
わ

う
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う

  
後
日
香
蓮
は

八
幡
に
も
ら

た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
を
使

て
ロ
グ
イ
ン
を

み
た
の
だ
が

 
出
来
た
キ

ラ
が
高
身
⻑
だ

た

 
ア
ミ

ス
フ

ア
が
シ

ク
を
受
け
た
香
蓮
の
神

パ
ル
ス
の

常
を
感
知
し

 
そ
れ
は
果
た
さ
れ
な
か

た

そ
の
事
を

き
な
が
ら
伝
え
て
き
た
香
蓮
の
様
子
を
見
て

 
八
幡
は
種
族
変
更
サ

ビ
ス
の

入
を
決
意
す
る
事
と
な

た
の
だ
が

 
そ
の
結
果
ど
う
な

た
か
は
後
日
語
ら
れ
る
事
に
な
る
で
あ
ろ
う

  
そ
し
て
八
幡
の
下
に
美
優
が

に
来
た

八
幡
は
そ
ん
な
美
優
を
じ

と
見
つ
め
た
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な

何

も
し
か
し
て
フ
カ
ち

ん
の
体
を
ご
所
望
で
す
か

 
ご
め
ん
コ
ヒ

今
日
は
一
人
で
帰

て

私
は
こ
れ
か
ら
リ

ダ

を
襲
わ
な
い
と
い
け

な
い
か
ら

う

え

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
の
手
は

優
し
く
美
優
の

を

で
て
い
た

リ
リ

ダ

あ
れ

え

と
嬉
し
い
ん
だ
け
ど
ち

と
恥
ず
か
し
い
で
し

 
美
優
は
顔
を

く
し
て
そ
の
ま
ま
下
を
向
い
た

そ
し
て
八
幡
は
美
優
の

元
で
そ

と

い
た

確
か
に
う
ざ
い
が

お
前
は
そ
の
ま
ま
で
い
ろ
よ

今
日
は
本
当
に
楽
し
か

た
な

 
襲
わ
れ
て
や
る
気
は
ま

た
く
無
い
が

ま
た
必
ず
会
い
に
来
い
よ

 
そ
し
て
八
幡
は

自
分
の
連

先
を
美
優
と
香
蓮
に

し
た

 
美
優
は
顔
を
紅
潮
さ
せ
た
ま
ま
何
度
も
こ
ち
ら
に

り
返
り

 
ぶ
ん
ぶ
ん
と
手
を

り
な
が
ら
香
蓮
と
共
に
帰

て
い

た

さ
て

後
は

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

り
を
見
回
し
た
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明
日
奈
を
始
め
と
す
る
女
性

は

そ
の
ま
ま
次
の
店
で
女
子
会
を
行
う
ら
し
い

 
ダ
ル
は
近
く
に
寄
り
た
い
店
が
あ
る
よ
う
で

そ
の
場
に
残

て
い
た
の
は

 
八
幡
の
他
に
は
和
人
と
紅
莉
栖
だ
け
で
あ

た

ふ
む

お
い
和
人

た
ま
に
は
う
ち
に

ま
る
か

お

い
い
ね

そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
八
幡
は

紅
莉
栖
も
同
じ
よ
う
に
自
宅
に
誘

た

紅
莉
栖
さ
ん

和
人
と
一

に

良
か

た
ら
こ
の
ま
ま
う
ち
に
来
ま
せ
ん
か

と
言
う
と

う
ち
に
は
予
備
の
ア
ミ

ス
フ

ア
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
が
あ
る
ん
で

 
良
か

た
ら
そ
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
と
話
せ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

て
思

て

 
帰
り
は
俺
が

で
送
り
ま
す
か
ら

そ
れ
は
願

て
も
な
い
け
ど

い
い
の

え
え

問
題
な
い
で
す
よ

俺
は
一
人

ら
し
じ

な
く
自
宅
な
ん
で

 
ロ
グ
イ
ン
す
る
部
屋
は
俺
達
と
は
別
に
し
て
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そ
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
身
の
危
険
を
感
じ
る
事
も
無
い
と
思
い
ま
す
し
ね

ふ
ふ

あ
な
た
達
相
手
に
そ
ん
な
心
配
な
ん
か
し
な
い
わ
よ

ま
あ
一
応
で
す

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
す
か

 
こ
う
し
て
紅
莉
栖
は

和
人
と
共
に
八
幡
の
家
に

か
れ
る
事
に
な

た
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第
３
８
５
話
 
ク
リ
シ

ナ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
空
を
舞
う

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

明
日
奈
の
許
可
は
と

た

こ
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
れ

紅
莉
栖

え
え
と

何
故
八
幡
の
家
に
明
日
奈
さ
ん
の
部
屋
が
あ
る
の
か
し
ら

も
う
そ
う
い
う
も
ん
だ
と
思

て
お
い
た
方
が
い
い
よ

さ
ん

 
和
人
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

組
み
を
し
な
が
ら
こ
う
言

た

仕
方
な
い
だ
ろ

う
ち
の
親
が
も
う
必
死
な
ん
だ
よ

親
御
さ
ん
が
必
死

ど
う
や
ら
う
ち
の
親
は
二
人
と
も

 
こ
こ
で
明
日
奈
を
逃
が
し
た
ら
俺
は
一
生
結
婚
出
来
な
い
と
思

て
る
み
た
い
で
な

ん
な

無
い
だ
ろ

 
即
座
に
和
人
が
そ
う
突

込
ん
だ
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冗
談

冗
談
だ

て

こ
の
部
屋
は
な

明
日
奈
の
事
が
好
き
す
ぎ
る
う
ち
の
親
が

 
勝
手
に
用
意
し
た
部
屋
な
ん
だ

も
う
外

ど
こ
ろ
か
内

も
完
全
に

ま

て
る

て

ね

む
し
ろ
自
分
達
で
喜
ん
で

め
て
る
よ

も
う
結
婚
し
ち

え
ば

い
や

ま
あ
ま
だ
学
生
だ
し
な

 
そ
ん
な
八
幡
を

紅
莉
栖
は
ジ
ト
目
で
見
な
が
ら
言

た

何
で
八
幡
は
学
生
を
や

て
る
の

う

う
る
さ
い
な

失
わ
れ
た
学
生
生
活
の
や
り
直
し
を
し
て
る
ん
だ
よ

ふ

ん

ま
あ
楽
し
い
な
ら
い
い
け
ど
ね

 
紅
莉
栖
は
そ
う
言
う
と

明
日
奈
の
ベ

ド
に
横
た
わ

た

お

魔
し
ま
す

そ
の
ベ

ド

俺
の
ベ

ド
よ
り

ん

ん

が
高
い
ら
し
い
ん
だ
よ

確
か
に
い
い

心
地
ね

今
度

め
て
も
ら

て
明
日
奈
さ
ん
と
一

に

て
み
た
い
わ
ね

つ
い
で
に
勉
強
で
も
教
え
て
や

て
く
れ
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八
幡
は
そ
う

口
を
言
い

ま
る
事
自
体
に
は
特
に
突

込
ま
な
か

た

 

学
の
分
野
で
は
世
界
的
に

名
な
紅
莉
栖
と
交
流
を
深
め
る
事
は

 
確
実
に
明
日
奈
の

に
な
る
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
和
人
は
明
日
奈
の
部
屋
に
入
る
こ
と
を
遠

し

中
か
ら
八
幡
の
部
屋
に
移
動
し

て
い
た

と
り
あ
え
ず
紅
莉
栖
が
名
前
と
種
族
を
選
ん
で
い
る
間
に
ス
タ

ト
地
点
に
向
か
う
つ
も
り
だ

 
な
の
で
ど
の
種
族
に
す
る
か
だ
け
教
え
て
く
れ

 
そ
の
質
問
に

紅
莉
栖
は
迷
う
よ
う
な
表
情
を
し
た

ね

私
に
似
合
う
種
族

て
何
だ
と
思
う

あ

凄
く
迷
う
の
よ

私
が
も
し
ケ

ト
シ

な
ん
か
に
な

た
ら

 
絶
対
に
岡
部
が
フ

イ
リ
ス
さ
ん
と
一

に

や
か
し
て
く
る
に
決
ま

て
る
し

 
そ
れ
を

い
た

間

八
幡
は
あ

さ
り
と
こ
う
言

た

何
だ

決
ま

て
る
ん
じ

な
い
か
よ

え
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迷

た
時
は
最
初
に
口
に
出
し
た
選
択
肢
を
選
ん
で
お
け

 
そ
れ
が
お
前
の
シ

タ
イ
ン
ズ
・
ゲ

ト
の
選
択
だ

あ
ん
た

意
外
と
岡
部
に
影

を
受
け
て
る
の
ね

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
迷

て
い
た
の
が
馬

ら
し
く
な

た
の
か

 
結
局
ケ

ト
シ

に
す
る
事
を
八
幡
に
告
げ
た

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
二
人
で
速
攻
で
迎
え
に
行
く
か
ら
待

て
て
く
れ
よ

 
お
か
し
な
奴
に
か
ら
ま
れ
た
ら

自
分
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
新

メ
ン
バ

で

 
も
う
す
ぐ
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
迎
え
に
来
る
と
で
も
言

て
お
け
ば
い
い

の
御

み
た
い
な
も
の
ね

え
お
ろ
う

も
し
く
は

雪
な

あ
ら

の
時
代
劇
も
い
け
る
口
な
の
ね

文
系
な
ん
で
な

歴

も
の
は

い
じ

な
い

趣
味
に
文
系
理
系
は
関
係
な
い
か
ら
ね

へ
い
へ
い

 
そ
し
て
八
幡
が
出
て
い

た
後
紅
莉
栖
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
世
界
へ
と
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旅
立

た

 
う
わ

見
る
の
と
や
る
の
と
じ

ん

ん
違
う
わ
ね

え
よ

 
ク
リ
シ

ナ
が
イ
ン
し
た

間

目
の
前
に
は

に
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
い
た

 
事
前
に
動
画
を
見
せ
ら
れ
て
外
見
を
知

て
い
た

ク
リ
シ

ナ
は
そ
こ
は
間
違
わ
な
か

た
ご

ご
め
ん
な
さ
い

つ
い
チ

ト
リ
ア
ル
を
全
部
見
て
み
た
く
な

て

た
の
ニ

必
要
無
い
だ
ろ

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
飛
び
方
だ
け
教
え
る
か
ら
な

そ
れ
な
ら
チ

ト
リ
ア
ル
を

い
て
マ
ス
タ

し
た
わ

ニ

こ
い
つ
は
何
で
わ
ざ
わ
ざ
語
尾
に
ニ

を
付
け
る
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
疑
問
に
思
い

キ
リ
ト
の
方
を
見
た

 
キ
リ
ト
も
同
じ
事
を
考
え
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
に
何
か
言
い
た
げ
な
表
情
を
向
け
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
に

を

め
て
見
せ
る
と

ク
リ
シ

ナ
に
こ
う
言

た

で

ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
俺
達
の
後
を
飛
ん
で
付
い
て
き
て
み
て
く
れ
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分
か

た

任
せ
て
ニ

 
さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
ハ

キ
リ
と
言
わ
れ
る
と
も
う
突

込
む
以
外
の
選
択
肢
は
無
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

き
合
い

ク
リ
シ

ナ
に
こ
う

ね
た

な

何
で
さ

き
か
ら
語
尾
に
ニ

を
付
け
て
る
ん
だ

最
初
は

き
間
違
い
か
と
も
思

た
け
ど

明
ら
か
に
ニ

て
言

て
る
よ
な

え
え

 
紅
莉
栖
は
心
か
ら
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
声
を
上
げ
た

何
だ
よ

だ

て
こ
れ

ユ
キ
ノ
さ
ん
に
教
わ

た
の
よ

ケ

ト
シ

を
選
ん
だ
者
は

語
尾
に
ニ

を
付
け
て

る
の
が
セ
オ
リ

よ

て

あ
の
野
郎

さ
す
が
ユ
キ
ノ

 
二
人
は
そ
う

れ
た
声
で
言

た

え

ち

違
う
の

い
い
か
ク
リ
シ

ナ

あ
い
つ
は
無

の
ネ
コ
好
き
な
ん
だ
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だ
か
ら
ネ
コ
が

む
と
あ
い
つ
は
人
が
変
わ
る

こ
の
間
猫
カ
フ

に
行

た
時
は

帰
り
た
く
な
い

て
ゴ
ネ
る
ユ
キ
ノ
を

 
ハ
チ
マ
ン
が
死
ぬ
ほ
ど
苦
労
し
て
店
の
外
に
引

張
り
出
し
て
な

そ

そ
う
だ

た
の
ね

 
そ
し
て
ク
リ
シ

ナ
は
先
ほ
ど
ま
で
の
自
分
の
発
言
を
思
い
出
し
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
を

殴

た
て

い
き
な
り
何
す
る
ん
だ
よ

あ
 
ク
リ
シ

ナ
は

え
な
が
ら
小
さ
い
声
で
何
か
言

た

 
ハ
チ
マ
ン
に

き
返
さ
れ
ク
リ
シ

ナ
は
ヤ
ケ
に
な

た
の
か
大
き
な
声
で
こ
う
言

た

忘
れ
な
さ
い

て
言

て
ん
の
よ

何
を
だ

うお

お
い

ハ
チ
マ
ン
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キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
の
を
見
て
そ
う
声
を

け
た

い
や
い
や
キ
リ
ト

俺
は
言
わ
れ
た
通
り
忘
れ
て
や
る
つ
も
り
な
ん
だ
が

 
一
体
何
を
忘
れ
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

こ

こ
の

何
を
忘
れ
れ
ば
い
い
ん
だ

な

ク
リ
シ

ナ

く
教
え
て
く
れ
ニ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
ふ
わ
り
と

き
上
が
り

メ

ト
ル
上
空
へ
と
舞
い
上
が

た

 
そ
れ
を
見
た
ク
リ
シ

ナ
は
同
じ
よ
う
に
ふ
わ
り
と

き
上
が
る
と
ハ
チ
マ
ン
目

け
て

突
進
し
た

待
ち
な
さ
い

一
発
殴
る
か
ら

う
お

何
で
お
前

そ
ん
な
に
ス
ム

ズ
に
飛
べ
る
ん
だ
よ

も
う
飛
び
方
は
覚
え
た
と
言

た
だ
ろ

お
い
お
い

ま
じ
で
天
才
な
ん
だ
な

お
い
キ
リ
ト

逃
げ
る
ぞ

え

あ

お
い
ハ
チ
マ
ン

こ
の
ま
ま
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
行
く
ぞ

お

お
う
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待
ち
な
さ
い

コ
ラ

 
そ
し
て
三
人
は
グ
ン
グ
ン
空
を
上

て
い

た

そ
し
て
上
空
に
三

の

の

を
見
つ

け
た

間

 
ク
リ
シ

ナ
は

然
と
し
た
顔
で
そ
の
場
に

止
し
た

あ
れ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ
ク
リ
シ

ナ

Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
そ
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
よ
う

こ
そ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

ク
リ
シ

ナ
の
手
を
引
き
入
り
口
へ
と
誘

し
た

 
そ
し
て
入
り
口
へ
と
降
り
立

た
ク
リ
シ

ナ
は

そ
こ
か
ら
下
を
見
て
少
し

え
た

お

と

い
き
な
り
ど
う
し
た

わ

私

こ
ん
な
高
い
所
を
飛
ん
で
た
ん
だ

や

と
気
付
い
た
か

か
ら
か

た
り
し
て
ご
め
ん
な

 
で
も
い
き
な
り
あ
ん
な
に
飛
べ
る
な
ん
て
お
前
や

ぱ
り
凄
い
ん
だ
な

飛
ぶ
時
に

に
ど
ん
な
信

が
送
ら
れ
て
い
る
の
か

理

的
に

し
た
だ
け
よ

普
通
そ
ん
な
事
出
来
ね
え

て

い
や

で
も
本
当
に
凄
い
よ
ク
リ
シ

ナ
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俺
達
だ

て

最
初
は
そ
ん
な
に
ス
ム

ズ
に
は
飛
べ
な
か

た
し
な

あ

あ
り
が
と
う

 
キ
リ
ト
に
も
そ
う
褒
め
ら
れ

ク
リ
シ

ナ
は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
答
え
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

さ
れ

三
人
は
そ
の
ま
ま
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
一
層
に
転
移
し
た

 
そ
の

間
に
ク
リ
シ

ナ
は

囲
が
ザ
ワ

と
し
た
の
を
感
じ
た

え

な

何

心
配
す
る
な

い
つ
も
の
事
だ
か
ら

う

う
ん

そ
れ
じ

あ
こ

ち
だ

 
そ
し
て
歩
き
出
し
た
ハ
チ
マ
ン
の
後
を

ク
リ
シ

ナ
は
き

ろ
き

ろ
し
な
が
ら
付
い
て

い

た

 
そ
の
間
も

囲
の

線
は
容

な
く
ク
リ
シ

ナ
に
注
が
れ
て
お
り

 
ク
リ
シ

ナ
は

た
だ
歩
い
て
い
る
だ
け
で
も
こ
ん
な
に
注
目
を

び
る
の
か
と

 
ネ

ト
で
得
た
自
分
の
ヴ

ル
ハ
ラ
に
対
す
る
認
識
が

ま
だ
ま
だ

か

た
事
を
知

た
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時

勇
気
を
出
し
た
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
に

手
を
求
め
た
り
し
て
き

た
が

 
二
人
は
慣
れ
た
感
じ
で
に
こ
や
か
に
声
を

け
つ
つ
も

そ
れ
を
や
ん
わ
り
と
断

て
い
た

慣
れ
て
る
の
ね

ま
あ
な

い
ち
い
ち
応
え
て
た
ら
日
が

れ
ち
ま
う

ま
あ
も
う
夜
な
ん
だ
け
ど
な

あ
な
た
達

て
こ
こ
だ
と
本
当
に
凄
い
の
ね

お
う

も
う
す
ぐ
転
移
門
だ

あ
そ
こ
か
ら
二
十
二
層
に
飛
ぶ
ぞ

門
を

る
の

て
ど
ん
な
感
じ

ん

そ
こ
ま
で
意
識
し
た
事
は
無
か

た
が

ま
あ
今
か
ら

験
し
て
み
れ
ば
分
か
る
さ

そ
れ
も
そ
う
ね

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
先
に
門
の
中
に
入
り

今
度
は
キ
リ
ト
が
ク
リ
シ

ナ
の
手
を
引
き

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
門
の
中
へ
と
入

た

 
そ
し
て
一

で

界
が
変
わ
り
目
の
前
に
は
真

な
空
と
緑

れ
る
世
界
が
広
が

て

い
た
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う
わ

麗
な
所
ね

い
い
所
だ
ろ

門
を

た
感
想
は
ど
う
だ

こ
ん
な
も
ん
か
な

て
く
ら
い

あ

さ
り
と
し
て
た
わ
ね

凄
く
自
然
だ

た

そ
う
か

さ
あ

こ

ち
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ク
リ
シ

ナ
を
そ
う

し
た

で

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

て
の
は
ど
こ
に
あ
る
の

も
う
見
え
て
る
ん
だ
け
ど
な

ほ
ら

あ
の

だ
よ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
が
指
差
す
先
に
は

確
か
に
小
さ
な

が
立

て
い
た

え

あ
ん
な
に
小
さ
い
ん
だ

ま
あ
な

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

あ

う

う
ん

 

へ
の

い
道
の
り
の
中

ク
リ
シ

ナ
の

に
は
色
々
な
声
が

こ
え
て
き
た

お
い

配
者

と

黒
の
剣
士

だ

あ
の
ケ

ト
シ

は
誰
だ

あ
の
子

も
し
か
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
中
に
入
れ
て
も
ら
え
る
の
か
な
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い
い
な

凄
く

ま
し
い

配
者
様

今
度
一

に
遊
ん
で
下
さ
い
ね

 
そ
の
言
葉
を

い
て

ク
リ
シ

ナ
は
微

に
優
越
感
を
感
じ
る
と
共
に

 
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
秘

さ
れ
て
い
る
場
所
に
今
か
ら
自
分
も
入
る
の
だ
と

少
し

張
し
た

 
そ
ん
な
ク
リ
シ

ナ
の
様
子
を
察
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

ク
リ
シ

ナ
の

を

ん
と
叩
い
た

く
な
る
な

て
ア
メ
リ
カ
に
帰

た
後
も
こ
こ
に
は
何
度
も
来
る
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
し

 
直
ぐ
に
慣
れ
る
と
は
思
う
け
ど
な

あ

そ
う
か

話
し
た
い
事
が
あ
る
時
は
こ
こ
に
来
れ
ば
色
々
と

利
な
の
ね

あ
あ

情
報
交
換
に
は
も

て
こ
い
だ
ろ

う
ん

 
そ
し
て

の
前
に
着
く
と

ハ
チ
マ
ン
は
慣
れ
た
手
付
き
で
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

 
ク
リ
シ

ナ
の
目
の
前
に

タ

チ
パ
ネ
ル
の
よ
う
な
物
が
現
れ
た

さ
あ

こ
こ
に
タ

チ
し
て
く
れ

 
そ
し
て
ク
リ
シ

ナ
が
ボ
タ
ン
を
押
す
と

囲
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

い
た

こ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

仮
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
ま
す
か
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そ
の

間
に

囲
は
再
び
ざ
わ
つ
い
た

イ
エ
ス
だ

プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム

ク
リ
シ

ナ

を

仮
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
ま
し
た

面
倒
で
悪
い
ん
だ
が

こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
も
う
一
度
こ
こ
を
押
し
て
く
れ

 
そ
し
て

囲
の
者
達
が

を
飲
ん
で
見
守
る
中
ク
リ
シ

ナ
が
再
び
ボ
タ
ン
を
押
し
た

間 
そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

き

た

こ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

正
式
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
ま
す
か

 
そ
の

間
に

囲
は
か
つ
て
無
い

の

に
包
ま
れ
た

ま
じ
か
よ

あ
の
ク
リ
シ

ナ

て
子

い
き
な
り
正
式
メ
ン
バ

か

俺

ヴ

ル
ハ
ラ
に
メ
ン
バ

が
加
わ
る

間
を
初
め
て
見
た

ま
し
い

 
そ
の

の
中

ハ
チ
マ
ン
は
平
然
と
こ
う
言

た

イ
エ
ス
だ

プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム

ク
リ
シ

ナ

を

正
式
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
ま
し
た
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そ
の

間
に

は
歓
声
に
変
わ
り

そ
の
歓
声
の
中

の
外
壁
に
扉
が
開
い
た

よ
し

行
く
か

う

う
ん

 
ク
リ
シ

ナ
は
そ
ん
な
慣
れ
な
い
歓
声
の
中

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
に

ま
れ
て
そ
の
扉
を

た

 
中
に
入

た
ク
リ
シ

ナ
は

思

た
よ
り

い
な
と
感
じ
な
が
ら
も

 
二
人
の
後
に
続
い
て

旋

を
上
り

小
さ
な

物
の
前
へ
と
た
ど
り
着
い
た

本
当
に
こ
こ
な
の

お
う

ま
あ
最
初
は
そ
う
思
う
よ
な

中
に
入

た
ら
き

と
び

く
り
す
る

そ
う
な
ん
だ

ま
あ
入

て
み
れ
ば
分
か
る
さ

さ
あ

こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

ク
リ
シ

ナ
さ
ん

あ

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト
君

 
そ
し
て
中
に
入

た
ク
リ
シ

ナ
の
目
の
前
に
は

広
大
な
空
間
が
広
が

て
い
た
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あ
れ
は

バ

お
う

こ
こ
は
大
広
間
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
う
通
り

確
か
に
そ
こ
は
バ

が

設
さ
れ
た
大
広
間
の
よ
う
に
見
え
た

 
ク
リ
シ

ナ
は
先
日
シ
ノ
ン
が
そ
う
し
た
よ
う
に
上
の

を
見
上
げ

 
そ
こ
に

に

て
ま
る
で

の
マ
ン
シ

ン
の
よ
う
に
部
屋
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
を

見
たあ

れ
は
メ
ン
バ

の
個
室
だ

ク
リ
シ

ナ
の
個
室
も
ち

ん
と
用
意
す
る
か
ら
な

あ

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
ク
リ
シ

ナ
は

背
後
の
窓
か
ら
外
を
見
た

 
そ
こ
に
は
さ

き
通

て
き
た
道
は
見
え
ず

と
て
も
広
い
庭
が
広
が

て
お
り

 
少
し
離
れ
た
所
に
は
訓
練
場
の
よ
う
な
物
が
見
え
た

そ
し
て
室
内
に
目
を

す
と

 
部
屋
の
奥
か
ら
二
人
の
小
さ
な

精
が
こ
ち
ら
に
飛
ん
で
く
る
の
が
見
え
た

パ
パ

キ
リ
ト
さ
ん

ハ
チ
マ
ン

キ
リ
ト

お
う
二
人
と
も
こ
ち
ら
は
ク
リ
シ

ナ
さ
ん
だ
今
度
正
式
メ
ン
バ

に
な
る
事
に
な

た



 第四章 ＧＧＯ編

か
ら

 
こ
れ
か
ら
仲
良
く
し
て
や

て
く
れ
よ
な

 
そ
れ
を

い
た
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

ク
リ
シ

ナ
の
目
の
前
で

を
変
え
た

え
え

 
そ
こ
に
は
ダ

ク
エ
ル
フ
な
の
だ
ろ
う

の

た
美
人
の
女
性
と
小
さ
な
黒

の
少
女

が
い
た

こ
の
二
人
は
こ
う
や

て

を
変
え
ら
れ
る
ん
だ

そ
ん
な

じ

あ
ま
さ
か
こ
の
二
人
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
の

あ
あ
そ
う
だ

さ
あ
ユ
イ

キ
ズ
メ
ル

自

紹
介
を
し
て
や

て
く
れ

パ
パ
の
娘
の
ユ
イ
で
す

ク
リ
シ

ナ
さ
ん

こ
れ
か
ら
仲
良
く
し
て
下
さ
い
ね

私
は
キ
ズ
メ
ル

と
し
て
は
ハ
チ
マ
ン
の

と
い
う
事
に
な
る
の
だ
と
思
う

 
ク
リ
シ

ナ

こ
れ
か
ら
宜
し
く
頼
む

え

え
え

 
ク
リ
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
を

き

二
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
は
と
て
も
思
え
ず

 
そ
う
絶
叫
す
る
事
に
な

た
の
だ

た
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第
３
８
６
話
 
思
考
実
験

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

え

茅
場
製

て
こ
ん
な
に
凄
い
の

す
ま
ん

比

対
象
が
分
か
ら
な
い
か
ら
俺
に
は
何
と
も

ま
あ
確
か
に
最
初
会

た
時
か
ら

普
通
じ

な
い
と
は
思

て
た
け
ど
な

い
や
お
か
し
い
か
ら
あ
り
え
な
い
か
ら

む
し
ろ
間
宮
さ
ん
の
方
が

い
か
ら

ク
ル
ス
は
な

そ
う
い
え
ば
ク
リ
ス
と
ク
ル
ス

て
似
て
る
よ
な

実
は
ク
リ
シ

ナ
も

だ

た
り
し
て

名
前
が
似
て
る
だ
け
で
ひ
と
く
く
り
に
し
な
い
で

 
ク
リ
シ

ナ
は
興
奮
が
い
ま
だ

め
や
ら
ぬ
様
子
で
そ
う
ま
く
し
立
て
た

 
明
ら
か
に
精
神
が
高
揚
し
て
い
る
よ
う
で
ユ
イ
は
も
ち
ろ
ん
キ
ズ
メ
ル
で
さ
え
一
歩
後
ろ
に

下
が

た
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ほ
ら
ク
リ
シ

ナ
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
が
少
し

え
て
る
じ

な
い
か
と
り
あ
え
ず
落
ち
着

け
ご

ご
め
ん
な
さ
い

そ
ん
な
つ
も
り
は
無
か

た
ん
だ
け
ど

ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る

と
ん
で
も
な
い
未
知
の
技
術
に
触
れ
る
と
興
奮
す
る
よ
な

で
し

キ
リ
ト
君
は
よ
く
分
か

て
る

 
あ
あ

今
す
ぐ
ま

さ
ら
な
茅
場
製

を
持
ち
帰

て
実
験
し
た
い

凶
真
か
ら

い
て
た
通
り

実
験
大
好
き

娘
な
の
な

お

岡
部
の
事
は
今
は
関
係
な
い
で
し

へ
い
へ
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず
落
ち
着
こ
う
と
思
い

 
キ
ズ
メ
ル
に
お
茶
を
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ

 
キ
ズ
メ
ル
は
慣
れ
た
手
付
き
で
準
備
を
し

ク
リ
シ

ナ
の
前
に
お
茶
を
置
い
た

あ

あ
り
が
と
う

さ
て

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
の
事
を
説
明
す
る
か

う
ん

お
願
い
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ハ
チ
マ
ン
は
最
初
に
ユ
イ
の
事
を
説
明
し
た

ユ
イ
が
元
は
プ
レ
イ
ヤ

の
ケ
ア
を
担
当
し
て

い
た
事

 
そ
し
て
プ
レ
イ
ヤ

の

き
を
受
け
続
け
た
事
に
よ

て
自

防
衛
本
能
が
働
い
た
の
か

 
記
憶

失
の
よ
う
な

態
に
な

て
い
た
事

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
を

と
⺟
だ
と
思
う
事
で
安
定
し
た
事
な
ど
を
だ

ま
さ
か

が
自
分
か
ら

性
や
⺟
性
を
求
め
る
な
ん
て

信
じ
ら
れ
な
い
わ

ま
あ
そ
れ
だ
け
の

験
を
一
気
に

ん
だ

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

 
キ
ズ
メ
ル
と
比
べ
る
と
確
か
に
ユ
イ
の
方
が
人
の
感
情
の
機
微
に
多
く
触
れ
て
い
た
は
ず
だ

し
な

 
そ
し
て
丁
度
キ
ズ
メ
ル
の
名
前
が
出
た

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
キ
ズ
メ
ル
の
説
明
を
し
た

そ
う

元
は
イ
ベ
ン
ト
用
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

た
の
ね

そ
れ
が
最
後
は

 
あ
な
た
達
と
離
れ
た
く
な
い
が
故
に

自

の
保
存
を
望
ん
だ

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

そ
し
て
今
は
自

を
あ
な
た
の

と
認
識
し
て
い
る
ま
さ
か
恋
愛
感
情
ま
で
芽
生
え
て
い

る
の
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い
や

そ
れ
は
無
い
だ
ろ

な

キ
ズ
メ
ル

そ
の

り
は
ど
う
考
え
て
い
る
ん
だ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
問
い
に
キ
ズ
メ
ル
は

迷
う
事
な
く
即
答
し
た

私
に
恋
愛
感
情
と
い
う
も
の
は
分
か
ら
な
い

最
初
に

だ
と
言

た
の
も

 

純
に
世
間
一

の
情
報
か
ら
そ
う
い
う
関
係
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思

て
そ
う
言

た
だ

け
な
の
だ

 
と
こ
ろ
で
最
近

ハ
チ
マ
ン
が
他
の
女
性
の
仲
間
達
と
共
に
い
る
の
を
見
る
と

 
何
故
か
こ
う
胸
の

り
の
情
報
処
理

態
が
悪
く
な
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
だ

 
一
度
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

え

ま
じ
で
か

そ
れ

て
ま
さ
か

恋
な
ん
じ

な
い
の
か

そ
う
な
の
か

私
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い

 
そ
れ
を

い
た
ク
リ
シ

ナ
は

感

ま

た
よ
う
に
言

た

凄
い
わ

茅
場

一
度
会

て
み
た
か

た

死
ん
だ
と

い
て
い
る
け
ど

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

迷
う
よ
う
に

線
を
交
わ
し
合

た

 
ク
リ
シ

ナ
は
そ
れ
を
見

め

二
人
に
こ
う

ね
た
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何
よ
今
の
思
わ
せ
ぶ
り
な
態
度

も
し
か
し
て
ま
だ

し
事
が
あ
る
の

お

お
う

な
あ
キ
リ
ト

あ
の
事
は
話
し
て
い
い
も
ん
な
の
か

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
な

確
か
に
こ
の
事
が

に
バ
レ
る
と
ま
ず
い
気
も
す
る
が

 
そ
れ
を

い
た
ク
リ
シ

ナ
は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

つ
ま
り
バ
レ
な
け
れ
ば
い
い
ん
で
し

う

私
が
誰
に
も
話
さ
な
け
れ
ば
い
い

て

ね

い
や

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
が

私
が
色
々
協
力
す
る
に
し
て
も
知
ら
な
い
事
が
あ

た
ら
あ
な
た
の
考
え
と
ズ
レ
る
可
能
性

が
あ
る
わ

確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が

こ
れ
は
必
要
な
事
な
の
よ

だ
か
ら
さ

さ
と
話
し
な
さ
い

ん

ど
う
す
る

キ
リ
ト

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か
ク
リ
シ

ナ
な
ら
俺
達
が
気
付
か
な
い
事
に
も
気
付
く
か
も
だ
し

 
ま

た
く
違
う

点
か
ら
意
見
を
述
べ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ

そ
う
か

分
か

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ク
リ
シ

ナ
に
特
大
級
の
爆

を
落
と
し
た
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さ
ん
と
話
を
す
る
機
会
は
ま
だ
完
全
に
は
失
わ
れ
て
は
い
な
い

と
思
う
多

分 
ク
リ
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

さ
ん

知
り
合
い
だ

た
の

て
い
う
か
茅
場
は
死
ん
だ

て
ニ

ス
で

ま
あ
そ
れ
は
間
違

て
は
い
な
い
し

俺
達
は
確
か
に

さ
ん
の
死
体
を
見
た

あ
あ

伏
先
だ

た
⻑
野
の
別

に
行

て
見
て
き
た
も
ん
な

 
そ
れ
を

い
た
ク
リ
シ

ナ
は

自
分
の
知
る
限
り
の
情
報
を
確
認
の

に
二
人
に
伝
え
た

え

茅
場
は

察
に
追
い
詰
め
ら
れ
て

海
に
身
投
げ
し
て
死
ん
だ
ん
で
し

 
死
体
も
上
が

た
け
ど

と
て
も
公
開
出
来
る
よ
う
な

態
じ

な
か

た

て

報
道
ベ

ス
だ
と
な

え
え

ど
う
い
う
事

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
だ
少
し

い
な
が
ら
も

つ

つ
と

を
語
り
始
め
た

俺
と

さ
ん
は
確
か
に
知
り
合
い
だ

た

で

そ
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
生
か
し
て

 
七
十
五
層
で
俺
と
キ
リ
ト
と
仲
間
達
と
共
に
そ
の
正
体
を
暴
き

 
そ
の
ま
ま
追
い
詰
め
て
ゲ

ム
内
で
倒
す
事
に
成
功
し
た
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そ
れ
で

さ
ん
も
俺
達
同
様
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
た
は
ず
な
ん
だ
が

 
そ
の
後
自
分
の

を
自
分
で
ス
キ

ン
し
て

そ
れ
に
よ

て

を
焼
か
れ
て
死
ん
だ
ん
だ

え

自
分
の

を
ス
キ

ン

ま
さ
か
ま
だ

彼
の
意
識
が
ど
こ
か
に
残

て
い
る
と
い

う
のさ

す
が
理
解
が

い
な

そ
の
通
り
だ

 
実

俺
は
そ
の
後

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で

さ
ん
の
意
識
と
話
し
た
か
ら
な

そ
ん
な

そ
ん
な
事

て

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

純
に
ク
リ
シ

ナ
が
そ
の
事
実
に
驚
い
て
い
る
の
だ
と
思

て
い

た 
だ
が
次
の
ク
リ
シ

ナ
の
言
葉
は

二
人
の
想
像
を
超
え
て
い
た

そ
こ
で
私
の
研
究
が
間
に
合

て
い
た
ら

 
も
し
か
し
た
ら
完
全
な

で
彼
の
意
識
を
保
存
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
の
に

何
だ

て

ど
う
い
う
事
だ

 
ク
リ
シ

ナ
は
二
人
に
そ
う
問
わ
れ

自
分
の
研
究
に
つ
い
て
話
し
始
め
た
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側

葉
に

さ
れ
た
記
憶
に
関
す
る
神

パ
ル
ス
信

の
解

に
つ
い
て

 

て
い
う
の
が
私
の
研
究
テ

マ
よ

そ
れ
は
知

て
る
が

も
し
か
し
て

あ
る

度
の
実
用

ま
で
来
て
い
る
の
か

え
え

実
は
も
う
人
の
記
憶
を
安
全
に
コ
ピ

す
る
事
に
は
成
功
し
て
い
る
の

 
問
題
は
そ
れ
を
移
す

の
性
能
だ
け
と
い
う

ね

 
ど
う
し
て
も

存
の

だ
と

保
存
が
上
手
く
い
か
な
く
て

最
後
に
は
バ
グ
が

こ

て

し
ま
う
の

そ
う
か

そ
れ
で
お
前
は

そ
う

だ
か
ら
私
は
茅
場
製

に
興
味
が
あ

た

こ
こ
に
来
て
確
信
し
た
わ

 
こ
れ
な
ら
私
の
研
究
も
進
む
だ
ろ
う

て

記
憶
の
複
製

そ
し
て
新
た
な
自
分
の
誕
生
か

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

然
と
そ
う

い
た

そ
こ
ま
で
大
げ
さ
な
物
じ

な
い
わ
禁
断
の
研
究
と
言
わ
れ
る
可
能
性
は
否
定
し
な
い
け
ど
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で
も
私
は
こ
の
研
究
が

必
ず
人

の
未
来
に

出
来
る
と
思

て
い
る
わ

人

の
未
来

か

大
す
ぎ
て
俺
に
は
イ
メ

ジ
出
来
な
い
な

俺
も
だ

実
は
私
も
よ

 
三
人
は
そ
う
言

て
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

声
を
出
し
て
笑

た

 
そ
し
て
ク
リ
シ

ナ
は
も

と
二
人
の
事
を
知
り
た
い
と

的
に
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
に

話
し

け

 
二
人
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
そ
れ
に
し

か
り
と
答
え
て
い
た

 
お
前

や

ぱ
り
凄
い
ん
だ
な

 
ク
リ
シ

ナ
が
二
人
に
話
し

け
る
の
が
ひ
と

落
し
た
後

ハ
チ
マ
ン
は
ク
リ
シ

ナ
に

言

た
そ
う
か
し
ら

研
究
者
な
ん
て
大
体
こ
ん
な
も
の
じ

な
い

ユ
イ
も
よ
く
専
門
用
語
が
分
か
る
よ
な
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は
い
パ
パ

人
の
心
の
問
題
を
ケ
ア
す
る
の
に

 
ど
う
し
て
も
あ
る

度
の
知
識
は
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

私
は
サ

パ
リ
だ
が
な

ま
あ
キ
ズ
メ
ル
は
な

基
本
戦
う
事
が
役

だ

た
か
ら
な

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

キ
ズ
メ
ル
は
笑
顔
で
こ
う
言

た

だ
が
家
事
と
い
う
の
も
中
々
楽
し
い
ぞ

あ
れ
も
あ
る
意
味
自
分
と
の
戦
い
だ

キ
ズ
メ
ル
の
入
れ
て
く
れ
る
お
茶
の
味
は
確
か
に
ど
ん
ど
ん
美
味
く
な

て
る
気
が
す
る
よ

な
そ
う
言
わ
れ
る
と

ら
し
い
気
分
に
な
る
な

俺
達
に
と

て
も
い
い
事
だ
し
そ
の
調
子
で
そ
の
戦
い
に
も
ど
ん
ど
ん
勝

て
く
れ
よ
キ

ズ
メ
ル

 
キ
ズ
メ
ル
は
明
る
い
顔
で
キ
リ
ト
に

い
た

な
あ

と
こ
ろ
で
一
つ

き
た
い
ん
だ
が

 
も
し
も

子
の
海
を

て
い
る

さ
ん
の
意
識
を
捕
ま
え
ら
れ
た
と
し
た
ら

 
そ
れ
を
予
め
用
意
し
て
お
い
た

に
移
す
事
は
可
能
な
の
か
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ま
あ
思
考
実
験
だ
と
思

て
気

に
答
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が

 
そ
う
言
わ
れ
た
ク
リ
シ

ナ
は

少
し
難
し
い
顔
で
こ
う
答
え
た

そ
う
ね

そ
の
意
識
と
い
う
の
が
ど
の

度
の
情
報

な
の
か
に
も
よ
る
と
思
う
け
ど

 
多
分
可
能
だ
と
思
う
わ

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
次
に

同
じ
く
難
し
い
顔
を
し
て
こ
う
言

た

そ
の
場
合

そ
の

は
罪
に
問
わ
れ
る
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か

な

そ
れ
は
無
い
だ
ろ
う
け
ど

世
間
の
目
か
ら
す
る
と

 
道
義
的
に

め
ら
れ
る
事
に
は
な
る
ん
じ

な
い
か
し
ら
ね

だ
よ
な
そ
れ
で
も
も
う
一
度
あ
の
人
と
話
し
て
み
た
い

て
ど
う
し
て
も
思

ち
ま
う
ん

だ
よ
な

も
し
そ
れ
が
可
能
な
ん
だ

た
ら
私
も
話
し
て
み
た
い
わ

天
才
同
士

さ
ぞ
気
が
合
う
ん
だ
ろ
う
な

そ
う
言
わ
れ
る
と
気
恥
ず
か
し
い
も
の
が
あ
る
わ
ね

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
何
気
な
く
こ
う

ね
て
き
た
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じ

あ
俺
も
い
く
つ
か
思
考
実
験
を

 
他
人
の
思
い
出
の
中
か
ら
そ
の
人
の
記
憶
だ
け
を

出
し
て

合
し
て
さ

 

に
注
入
し
た
ら

ど
ん
な
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
な

 
そ
れ
に
加
え
て
ほ
ら

サ

バ

に
も
そ
の
人
に
関
す
る
ロ
グ
が
多
少
は
残

て
た
と
し
て

 
そ
れ
も
そ
こ
に
加
え
る
と
か

 
そ
の
言
葉
に
ク
リ
シ

ナ
は
即
座
に
こ
う
答
え
た

そ
の
場
合

出
来
上
が
る
の
は
あ
く
ま
で
そ
の
他
人
に
と

て
都
合
の
い
い
人
格
ね

 
ど
う
し
て
も
そ
の
人
の

象
と
か
に
引
き
ず
ら
れ
る
も
の

な
る
ほ
ど
な

じ

あ
さ

記
憶

失
の
人
か
ら
記
憶
を
抜
き
取

て

 
も
う
一
度
そ
の
人
に

し
た
ら
記
憶
を
取
り

す
キ

カ
ケ
に
な

た
り
し
な
い
の
か
な

 
そ
の
言
葉
に
ク
リ
シ

ナ
は
驚
き
つ
つ
も

感
心
し
た
よ
う
に
言

た

キ
リ
ト
君

凄
い
事
を
考
え
る
わ
ね

そ
の
発
想
は
無
か

た
わ

 
ど
う
な
ん
だ
ろ
う

で
も
や

て
み
る
価

は
あ
る
と
思
う
わ

 
側

葉
が
物
理
的
に

し
て
る
場
合
は
難
し
い
か
も
だ
け
ど
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記
憶

失
の
多
く
は
心
因
性
の
シ

ク
に
よ
る
も
の
み
た
い
だ
し
ね

し
て
み
た
い
わ
ね

ハ
チ
マ
ン

あ
な
た
記
憶

失
に
な

て
み
な
い

と
り
あ
え
ず
殴

る
か
ら

お
前
い
き
な
り
何
言

て
る
ん
だ
よ
お
い
こ
ら
何
で
キ
リ
ト
ま
で

ま
く
り
し
て
る
ん
だ

よ

学
の
進
歩
の

に

に
な

て
く
れ

だ
が
断
る

そ
う

残
念
ね

お
前
も
本
気
で
残
念
が

て
る
ん
じ

ね
え
よ

 
そ
う
抗
議
す
る
ハ
チ
マ
ン
を
横
目
で
見
な
が
ら

キ
リ
ト
は
更
に
別
の
質
問
を
し
た

な

ク
リ
シ

ナ

そ
れ
じ

あ
さ

え
ば
認
知

の
人
が
い
た
と
し
て

 
そ
の
人
か
ら
記
憶
を
抜
き
出
す
事
は
可
能
な
の
か

そ
れ
は
可
能
だ
と
思
う
わ

へ

そ
し
た
ら
そ
の
人
の

に
さ

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
的
な
も
の
を

め
込
ん
で

 
そ
こ
に
そ
の
記
憶
を
移
し
て

の
働
き
を
補
助
さ
せ
た
ら
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案
外
認
知

が
治

た
り
は
し
な
い
の
か
な

そ
れ
は

 
そ
の
質
問
に
は
さ
す
が
の
ク
リ
シ

ナ
も
言
い
よ
ど
ん
だ

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
だ
け
で
も
技
術
が
進
歩
す
れ
ば
治
療
の
一

に
は
な
る
は
ず
よ

 
後
は
正
直
実
験
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
わ
ね

 
で
も
凄
い
わ
キ
リ
ト
君

学
校
を
卒
業
し
た
ら

そ
の
ま
ま
う
ち
の
大
学
に
来
な
い

 
多
分
教

も
喜
ん
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

選
択
肢
と
し
て
は
ア
リ
だ
な
で
も
卒
業
後
は
当
然
ソ
レ
イ
ユ
に

職
す
る
つ
も
り
だ
け
ど
な

逆
に
教

ご
と
ソ
レ
イ
ユ
に
行
く
の
も
あ
り
か
し
ら
ね

研
究
も

る
と
思
う
し

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は
こ
う
言

た

そ
れ
な
ら
そ
れ
で

色
々
と
し
が
ら
み
も
あ
る
だ
ろ
う
が

 
そ
れ
が
解
決
出
来
る
な
ら
う
ち
と
し
て
は
歓
迎
す
る
が

ま
あ
色
々
と
教

に
も
話
し
て
み
る
わ

そ
う
な

た
ら
茅
場
製

も
使
用
し
や
す
い
し
ね

そ
れ
に
関
し
て
は

と
り
あ
え
ず
二
人
分
く
ら
い
の
ま

さ
ら
な

の
デ

タ
は
提

す
る

 
そ
れ
以
上
の
分
に
関
し
て
は
応
相
談
だ
な
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そ
れ
だ
け
で
も
助
か
る
わ

あ
り
が
と
う

こ
ち
ら
こ
そ
協
力
し
て
も
ら
う
ん
だ

本
当
に
あ
り
が
と
な

 
こ
の
日
の
話
は
そ
こ
で
終
わ
り
と
な
り

 
ク
リ
シ

ナ
は
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
に
ま
た
話
し
に
来
る
と
告
げ
つ
つ

 
と
て
も
名
残
り

し
そ
う
に
し
て
い
た

ま
あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
さ
え
す
れ
ば
い
つ
で
も
会
え
る
ん
だ
か
ら
気

に
会
い
に
来
れ
ば

い
い
さ

う
ん

暇
を
見
つ
け
て
は
ロ
グ
イ
ン
す
る
つ
も
り

研
究
熱
心
な
ん
だ
な

一
気
に
ア
マ
デ
ウ
ス
が
完
成
す
る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
も
の

熱
心
に
も
な
る
わ
よ

ア
マ
デ
ウ
ス

さ

き
言

た

人
の
記
憶
を

に
組
み
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム
の
事
よ

あ
あ

な
る
ほ
ど
な

 
そ
し
て
話
が
終
わ

た
と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
が
こ
う
提
案
し
た

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
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つ
い
で
に

る
前
に
何
か

く
食
べ
ら
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

そ
う
だ
な

そ
れ
も
い
い
な

そ
ろ
そ
ろ
明
日
奈
も

て
る

な
ん
じ

な
い
か

か
も
し
れ
な
い
な

と
り
あ
え
ず
落
ち
よ
う

ユ
イ

キ
ズ
メ
ル

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

は
い

ま
た
で
す

ク
リ
シ

ナ

今
日
は
会
え
て
と
て
も
楽
し
か

た

ま
た
来
て
く
れ

う
ん

ま
た
必
ず

  
紅
莉
栖
は
明
日
奈
の
ベ

ド
の
上
で
目
覚
め
る
と

先
ほ
ど
ま
で
の
出
来
事
を
思
い
出
し

 
気
分
が
高
揚
す
る
の
を
感
じ
た

そ
ん
な
紅
莉
栖
の
足
元
か
ら
い
き
な
り
声
が
し
た

な
ん
か
嬉
し
そ
う
だ
ね

楽
し
か

た

き

あ

明
日
奈
さ
ん

帰

て
た
の

う
ん

ち

と
前
に
ね

 
そ
し
て
明
日
奈
は

紅
莉
栖
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ど
う
だ

た
か
感
想
を

い
た

色
々
凄
か

た

私
の
研
究
も
進
み
そ
う
だ
し

今
日
は
と
て
も
い
い
一
日
だ

た
わ
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そ

か

何
か
私
も
嬉
し
い
よ

あ

く
食
べ
る
物
を
用
意
し
て
お
い
た
か
ら

 
二
人
も
呼
ん
で
下
に
行
こ

か

う
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
と
和
人
と
共
に
下
に
行
き
明
日
奈
の
用
意
し
た
う
ど
ん
を
ほ
お
ば

た

も
う
夜
も

い
し

消
化
が
良
く
て
そ
こ
そ
こ
お
腹
に
た
ま
る
も
の
を
用
意
し
た
よ

さ

す
が
明
日
奈

も
う
こ
の
ま
ま
八
幡
と
結
婚
し
ち

え
よ

あ

う

う
ん

ま
あ
も
う
少
し
し
た
ら
ね

そ
う
い
う
和
人
こ
そ

さ

さ
と
里
香
と
だ
な

や
べ

だ

た

 
そ
ん
な
幸
福
な
光
景
を

め
つ
つ
紅
莉
栖
は
八
幡
達
と
仲
間
に
な
れ
た
事
を
嬉
し
く
思

て

い
た私

も
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
も

と
楽
し
ん
で
み
よ
う
か
な

  
そ
し
て
紅
莉
栖
は
明
日
奈
の
提
案
を
受
け

そ
の
日
は
八
幡
の
家
に

ま
る
事
と
な
り

 
ホ
テ
ル
に
着

え
を
取
り
に
い
く

に
八
幡
に

を
出
し
て
も
ら

た
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何
か
ら
何
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う

い
い

て

明
日
奈
と
仲
良
く
な

て
も
ら
え
れ
ば
俺
も
嬉
し
い
し
な

そ
う
い
え
ば
妹
さ
ん
も
い
る
ん
だ

け

お
う
妹
の
小
町
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

だ
ぞ

今
日
は
先
輩
の
家
で
お

り
な
ん
だ
そ

う
だ

 
ま
あ
そ
の
先
輩
も

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

な
ん
だ
け
ど
な

 
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
ホ
テ
ル
に
着
き
着

え
を
持

て
再
び
現
れ
た
紅
莉
栖
を
家
に
送
り

 
八
幡
は
和
人
と
明
日
奈
は
紅
莉
栖
と
共
に
自
分
の
部
屋
に

り
そ
れ
ぞ
れ
色
々
な
話
を
し

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
眠
り
に
つ
い
た

 
紅
莉
栖
は
そ
の
後
も
度
々
八
幡
の
家
を
訪
れ

明
日
奈
に
誘
わ
れ
る
度
に

ま
る
事
と
な
る
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第
３
８
７
話
 
公
式
ア
ナ
ウ
ン
ス

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
そ
の
日
の
夜

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
公
式
か
ら
一
つ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

た

お
い

つ
い
に
公
式
か
ら
発
表
が
あ

た
ぞ

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

思

た
よ
り

か

た
な

ま
た
ゼ
ク
シ

ド
の
野
郎
が
調
子
に
乗
る
の
か

さ
す
が
に
今
回
は
シ

ナ
も
出
る
だ
ろ

そ
し
た
ら
も
う
あ
ん
な
マ
グ
レ
は

こ
ら
な
い
さ

 
そ
う

つ
い
に
公
式
か
ら
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
開

が
発
表
さ
れ
た
の
だ

 
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

の
予
想
よ
り
も

こ
れ
は
か
な
り

い
開

だ

た

 
実
は
こ
れ
は

前
回
の
結
果
に
納
得
し
な
い
者
が
か
な
り
多
く
お
り

 
そ
の
者
達
が

く
開

す
る
よ
う
に
メ

ル
を
し
ま
く

た
結
果
で
あ
る

 
こ
れ
に
い
ち

く
反
応
し
た
の
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
で
あ

た
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第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

力
候
補
座
談
会
を
や

て
ほ
し
い

 
こ
ん
な
要
望
が

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
シ
ン
カ

の
下
に
多

寄
せ
ら
れ
て
い
た

 
シ
ン
カ

は
ユ
リ
エ

ル
と
相
談
し

一
番

が

げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て
い
た

 
開

が
決
ま

た
今

ま
さ
に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
訪
れ
た
と
い
う

だ

た

な

ユ
リ
エ

ル

シ

ナ
さ
ん
は
出
て
く
れ
る
か
な

無
理
じ

な
い
か
し
ら

シ

ナ
さ
ん

て
こ
う
い
う
の
に
は
ま

た
く
興
味
が
無
い
し
ね

だ
よ
ね

で
も
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
が
メ
イ
ン
だ
と

り
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
な

せ
め
て
十
狼
か
ら
何
人
か
は
来
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
よ
ね

と
り
あ
え
ず
今
は
シ

ナ
さ
ん
は
い
な
い
み
た
い
だ
か
ら

今
度

い
て
み
よ
う
か

そ
う
ね

他
の
人
は
来
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
ね

  
そ
し
て
次
の
日
の
夜
シ

ナ
は
美
優
を
空
港
ま
で
送

た
後
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
昼
に
香
蓮
と
美
優
に
付
き
合

て
東
京
中
を
走
り
回

た
シ

ナ
は
少
し
疲
れ
て
い
た
の
で

 

馬
山
で
の
ん
び
り
し
て
い
た
の
だ
が

丁
度
そ
こ
に
シ
ン
カ

が

ね
て
き
た
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シ

ナ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

シ
ン
カ

さ
ん

戦
争
の
時
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

い
え
い
え

こ
ち
ら
も
楽
し
ん
で
中
継
さ
せ
て
も
ら

た
ん
で

 
二
人
は
そ
ん
な
社
交

令
を
交
わ
し

直
後
に
シ
ン
カ

が
本
題
に
入

た

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の

力
プ
レ
イ
ヤ

の
座
談
会

は
い

日
の
夜
に
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
開

が
発
表
さ
れ
た
ん
で

 
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
は
今
が
丁
度
い
い
ん
じ

な
い
か
と
思

た
ん
で
す
よ

お

つ
い
に
で
す
か

そ
れ
は
ま
だ
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

で

そ
の
番
組
に
シ

ナ
さ
ん
や
十
狼
の
出
場
予
定
の
方
が
出
て
く
れ
な
い
か
な
と

何
人
集
め
る
つ
も
り
な
ん
で
す
か

全
部
で
四
人
く
ら
い
が

当
か
な

て
思
う
ん
で
す
よ
ね

四
人

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に
少
し
考
え
込
ん
だ
か
と
思
う
と

困

た
よ
う
な
顔
で
シ
ン
カ

に

言

た
う
ち
か
ら
出
る
の
は
多
分

俺

ピ
ト
フ

イ

シ
ノ
ン

銃
士
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後
は
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
が

も
し
か
し
た
ら
シ
ズ
カ

り
も
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
で
も
ピ
ト
フ
イ
を
座
談
会
に
参
加
さ
せ
た
ら
多
分
放
送
事
故
に
な
ち
い
ま
す
よ
ね

あ
 
シ
ン
カ

は
そ
う
言
わ
れ
て
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
つ
つ
も

 
一
方
で
そ
れ
は
そ
れ
で
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
と
内
心
思

て
い
た

ま
あ
そ
の

り
は
多
少

え
目
で
と
事
前
に
お
願
い
し
て
お
け
ば
何
と
で
も
な
り
そ
う
で
す

が
他
に
は
誰
か
に
声
を

け
て
い
る
ん
で
す
か

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
と
闇
風
さ
ん
そ
れ
に
薄
塩
た
ら
こ
さ
ん

り
は
い
い
か
な

て
思
う
ん
で

す
があ

あ

そ
れ
な
ら
前
回
最
後
ま
で
残

た
五
人
に
す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か

 
そ
の
シ

ナ
の
提
案
に

シ
ン
カ

は
難
し
い
顔
を
し
た

そ
れ
も
考
え
な
い
で
も
な
か
た
ん
で
す
が
や
は
り
シ
ナ
さ
ん
が
い
な
い
と
い
う
の
は

し
か
し
そ
う
な
る
と
バ
ラ
ン
ス
が
な

確
か
に
元
源
氏
軍
ば

か
り
に
な

ち

い
ま
す
よ
ね
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ま
あ
そ
れ
だ
け
源
氏
軍
が
強
か

た

て
事
な
ん
で
す
け
ど

座
談
会
と
い
う
か
ら
に
は

あ
る

度
散
ら
し
た
い
で
す
よ
ね

 
そ
れ
じ

あ
ゼ
ク
シ

ド

闇
風

俺
の
三
人
で
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

そ
の
三
人
を
選
ん
だ
意
図
を
お

き
し
て
も

 
シ

ナ
は
そ
の
シ
ン
カ

の
言
葉
に

き
な
が
ら
言

た

戦
闘
ス
タ
イ
ル
が

麗
に
分
か
れ
ま
す
か
ら
ね

ゼ
ク
シ

ド
は
近
接
パ
ワ

タ
イ
プ

 
闇
風
は
ラ
ン
ガ
ン

俺
は
狙
撃

み
た
い
な

あ
あ

確
か
に

そ
れ
に
こ
れ
な
ら
俺
が
上
手
く
あ
の
二
人
を
取
り
持
て
ば

 
三
す
く
み
み
た
い
に
な

て
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
そ
う
で
す
し
ね

で
す
ね

分
か
り
ま
し
た

そ
の
三
人
と
い
う
事
で
調
整
し
て
み
ま
す

ま
あ
も
し
シ
ノ
ン
が
出
て
み
た
い

て
言
う
な
ら

俺
の
代
わ
り
に
あ
い
つ
に
し
ま
し

う

 
女
性
が
一
人
い
る
と
華
や
か
さ
も
出
る
し

 
あ
い
つ
な
ら
ま
あ
バ
ラ
ン
ス
も
ち

ん
と
と

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
し
ね

 
シ
ン
カ

は
そ
れ
に
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら

シ

ナ
に
言

た
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実
は
シ

ナ
さ
ん
は
出
て
く
れ
な
い
ん
じ

な
い
か

て
事
前
に
ユ
リ
エ

ル
と
話
し
て
た

ん
で
す
よ

 
ほ
ら

シ

ナ
さ
ん
は
こ
う
い
う
の
に
あ
ま
り
興
味
が
無
さ
そ
う
じ

な
い
で
す
か

ま
あ
確
か
に
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
ね

出
来
る
事
な
ら
遠

し
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す

 
下
手
な
事
を
言
う
と

ヴ

ル
ハ
ラ
の
奴
ら
に
バ
レ
ち

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し

 
あ
そ
う
な
る
と
シ
ノ
ン
も
か

で
も
結
局
本
戦
を
見
る
奴
が
い
た
ら
バ
レ
ち
ま
う
ん
だ
よ

な 
そ
れ
を
言

た
ら
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
を
見
た
誰
か
が
も
う
指
摘
し
て
る
か
も
し
れ
な
い
な

あ
あ

そ
う
い
う
事
情
も
あ
り
ま
し
た
か

う

ん

 
そ
の
言
葉
を
受
け

シ
ン
カ

は
若

の

し

無
さ
を
感
じ

再
び
考
え
込
ん
だ

そ
れ
じ

こ
う
い
う
の
は
ど
う
で
す
か

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

闇
風
さ
ん
に
加
え

 
も
う
一
人
は
銃
士

さ
ん
に
お
願
い
し
て

 
シ

ナ
さ
ん
は
最
後
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
ち

と
顔
を
出
す
だ
け
に
す
る

 
銃
士

さ
ん
な
ら
バ
ラ
ン
ス
的
に
も
中

離
狙
撃
タ
イ
プ
で
す
し

問
題
無
さ
そ
う
な
気
も

し
ま
す
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あ

い
い
で
す
ね
そ
れ

銃
士

な
ら
俺
が
言
え
ば
出
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
し
ね

そ
れ
じ

そ
の
方
向
で
い
き
ま
す
か

は
い

 
こ
う
し
て
そ
の
方
向
で
話
が
進
む
事
に
な
り

そ
の
事
が
大
々
的
に
告
知
さ
れ
た

 
も
ち
ろ
ん
ゼ
ク
シ

ド
が
出
な
い
は
ず
も
な
く

闇
風
も
こ
の
企
画
に
は
乗
り
気
だ

た

 
銃
士

が
シ

ナ
の
頼
み
を
断
る
は
ず
も
な
い

 
そ
し
て
こ
の
件
に
関
し
て
は

当
然
十
狼
内
で
も
話
題
に
な

た

 
シ

ナ
は
た
ま
た
ま
今
話
に
出
た

ピ
ト
フ

イ

シ
ノ
ン

銃
士

が
い
る
時
に

 
そ
の
事
に
つ
い
て
説
明
を
し
た

ま
あ
私
み
た
い
な
か
わ
い
い
子
が
出
た
方
が
い
い

て
シ

ナ
が
言
う
の
も
仕
方
な
い
け
ど

調
子
に
乗
ん
な

 
シ
ノ
ン
が
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言
い

シ

ナ
は
即
座
に
突

込
ん
だ

ま
あ
で
も

私
は
人
前
で
話
す
の
は
そ
ん
な
に
得
意
じ

な
い
し

 
そ
う
い
う
の
は
ち

と
遠

し
た
か

た
か
ら
丁
度
良
か

た
わ

 
シ
ノ
ン
は

あ

さ
り
と
そ
う
言

た
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私
は
出
て
も
良
か

た
け
ど

い
や

お
前
を
出
す
の
は
俺
的
に
不
安
で
仕
方
が
な
い

え

そ
う
い
う
場
な
ら

さ
す
が
の
私
も
自
重
す
る
わ
よ

ま

た
く
信
用
出
来
ね
え

特
に
あ
の
ゼ
ク
シ

ド
が
い
る
ん
だ

 
カ
チ
ン
と
き
た
ら
お
前
絶
対
暴
走
す
ん
だ
ろ

ま
あ
そ
れ
は
ほ
ら

々
に

ね

お
前
の

々
は
全
然

々
じ

ね
え
ん
だ
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
ピ
ト
フ

イ
は

や
れ
や
れ
と
い
う
ゼ
ス
チ

を
し
な
が
ら
言

た

ま
あ
実
は
そ
の
日
は
仕
事
が
あ

た
か
ら

ど

ち
に
し
ろ
無
理
な
ん
だ
け
ど
ね

だ

た
ら
最
初
か
ら
そ
う
言
え

も
う

そ
れ
じ

あ
シ

ナ
を
い
じ
れ
な
い
じ

な
い

お
前
な

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
は

銃
士

の
手
を

り
な
が
ら
言

た

と
い
う

で
イ
ク
ス

任
せ
た
わ
よ

十
狼
魂
を
見
せ
て
や
り
な
さ
い
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そ
の
言
葉
に
銃
士

は
こ
く
こ
く
と

い
た

ま
あ
マ

ク
ス
は
マ

ク
ス
で
不
安
も
あ
る
ん
だ
が

お
前
ち

ん
と

れ
る
か

定

平
気

ほ
ら
お
前
の
そ
う
い
う
と
こ

こ
う
い
う
場
で
く
ら
い
は
普
通
に

て
も
い
い
ん
だ
ぞ

そ
れ
だ
と
私
の
個
性
が

個
性
を
出
す
の
は
別
の
機
会
に
し
よ
う

な

分
か
り
ま
し
た

そ
う
い
う
事
な
ら
立

に
や
り
と
げ
て
み
せ
ま
す

お
お

い
い
ぞ

そ
の
調
子
だ

 
そ
し
て
銃
士

は

上
目
遣
い
で
シ

ナ
に
言

た

そ
れ
で
シ

ナ
様

そ
の

も
し
シ

ナ
様
が
そ
の
場
に
い
た
ら

 
二
人
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
の
か

も
し
く
は
二
人
の
事
を
ど
う
思

て
い
る
の
か

 
リ
ア
ル
で
じ

く
り
と
教
え
て

け
た
ら
と

あ
あ

そ
う
だ
な

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
に
必
要
か
も
し
れ
な
い
な

 
分
か

た

そ
れ
じ

あ
こ
の
後
ど
こ
か
で
落
ち
合
う
か

は
い

必
要
な
事
だ
と
思
う
の
で
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銃
士

は
見
た
感
じ
は
表
情
を
変
え
ず

々
と
そ
う
言

た

 
だ
が
ピ
ト
フ

イ
と
シ
ノ
ン
は
見
て
し
ま

た

銃
士

が
密
か
に
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た

所
をそ

そ
の
手
が
あ

た
の
ね

イ
ク
ス

恐
ろ
し
い
子

 
だ
が
そ
れ
を
止
め
る

に
も
い
か
ず

二
人
は
シ

ナ
と
銃
士

を
見
送
る
事
し
か
出
来
な

か

た

 
お
う

待

た
か

い
え

八
幡
様
を
待
つ
の
は
楽
し
い
で
す

楽
し
い

て
お
前
な

だ

て
必
ず
来
て
く
れ
る
人
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
待
つ
の
は
嬉
し
い
事
じ

な
い
で
す
か

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
が

は
た
だ
当
て
も
な
く
待
つ
だ
け
だ

た
か
ら
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
今
の
ク
ル
ス
は
幸
せ
で
す

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
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そ
し
て
二
人
は

ん
で
歩
き
出
し
た

八
幡
も
確
か
に
道
行
く
女
性
達
の
目
を
集
め
る
の
だ

が 
ク
ル
ス
は
そ
れ
以
上
に

道
行
く
男
共
の

線
を
集
め
て
い
た

そ
れ
じ

あ
あ
の
店
に
で
も
入
る
か

は
い

 
ク
ル
ス
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

二
人
は
そ
の
ま
ま
店
に
入
り

に
つ
い
た

 
そ
し
て
ク
ル
ス
を
先
に

に
座
ら
せ

自
ら
も

に
つ
こ
う
と
し
た
八
幡
は

 
店
内
で
も
男
共
の

線
を
感
じ

座
る
前
に
ク
ル
ス
の
全
身
を
ち
ら

と
見
つ
め
た

あ

そ
う
か

 
そ
し
て
八
幡
は
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
そ
う

く
と

ク
ル
ス
に
向
か

て
こ
う
言

た

マ

ク
ス

こ
れ
を

の
上
に

け
て
お
け

 
そ
う
言

て
八
幡
は

バ

グ
か
ら
ひ
ざ

け
を
取
り
出
し
て
ク
ル
ス
に

し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

で
も
そ
ん
な
に
寒
く
は
な
い
で
す
よ

そ
う
じ

ね
え

お
前
の
そ
の

な

ス
カ

ト
が

い
か
ら
ち

と
心
配
に
な

て
な

あ
あ
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そ
し
て
ク
ル
ス
は
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
言

た

八
幡
様
以
外
に
あ
ま
り
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
ち

う
の
は
確
か
に

で
す
し
ね

俺
に
も
見
せ
ち

目
だ
ろ

別
に
私
は

わ
な
い
ん
で
す
け
ど

と
に
か
く

目
だ

あ

 
そ
し
て
八
幡
は
更
に
こ
う
言

た

あ
と
座
談
会
の
時
も
い
つ
も
み
た
い
な
ス
カ

ト
は
絶
対
に
は
く
な
よ
い
い
か
絶
対
に

だ
ぞあ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
ク
ル
ス
は

み
笑
い
を
し
な
が
ら
八
幡
に

い
た

そ
し
て
八
幡
は
本
題
に
入

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
先
ず
は
ゼ
ク
シ

ド
か
ら
な

は
い

俺
が
思
う
に

あ
い
つ
は
ま

た
く
普
通
だ

装
備
の
力
を

り
て
い
る
感
は
否
め
な
い
が

 
基
本
は
し

か
り
押
さ
え
て
い
る
し

戦
闘
中
の

静
さ
も

ね
備
え
て
い
る

 
そ
れ
を

い
た
ク
ル
ス
は

き
な
が
ら
も
少
し
驚
い
た
表
情
で
言

た
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意
外
に
高
評
価
な
ん
で
す
ね

俺
は
あ
い
つ
を

く
評
価
し
た
事
は
無
い

ま
あ

確
か
に
そ
う
で
す
ね

そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
で
い
く
な
ら
確
か
に
装
備
を
充
実
さ
せ
る

に
Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
上
げ
る
の
は

正
解
だ

 
だ
が
あ
い
つ
は
前

Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
を
賞

し
て
い
る
時
期
が
あ

た
か
ら
な

 
そ
の
事
に
関
し
て
ど
う
答
え
る
か
見
も
の
だ
か
ら
そ
の
事
に
つ
い
て
は
突

込
ん
で
も
い
い

 
と
い
う
か
む
し
ろ
突

込
め
闇
風
か
ら
は
言
い
に
く
い
だ
ろ
う
か
ら
お
前
が
言

て
や
れ

分
か
り
ま
し
た

次
に
闇
風
だ
が

 
八
幡
は

組
み
を
す
る
と

意
外
な
事
を
口
に
出
し
た

あ
い
つ
は
多
分

自
分
の
力
を
ま
だ
完
全
に
は
出
せ
て
い
な
い
気
が
す
る

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

多
分
だ
け
ど

あ
い
つ
は
も

と

く
動
け
る
と
思
う
ん
だ
よ

 
で
も
常
識
が

魔
を
し
て
い
る
の
か

全
力
だ
と

が
つ
い
て
い
か
な
い
の
か
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と
に
か
く
何
て
言
え
ば
い
い
の
か
な
動
き
が
一

的
な
動
作
の

⻑
で
し
か
な
い
ん
だ
よ
な

何
と
な
く
な
ら
分
か
り
ま
す
が

う
ち
で
の
バ
イ
ト
で

も

と
自
分
に
は
人
と
し
て
あ
り
え
な
い
動
き
が
可
能
だ
と
知
り

 
そ
れ
を
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
応
用
出
来
た
ら

あ
い
つ
は
も

と
強
く
な
る

と
思
う

な
る
ほ
ど

人
の
動
き
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ

て
い
う
思
い
込
み
が

魔
を
し
て
い
る
と

そ
ん
な
感
じ
だ
な

参
考
に
な

た
か

は
い

 
そ
し
て
そ
の
後
も

二
人
は
色
々
な
話
を
し
た

 
ク
ル
ス
も
こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
と
普

か
ら
用
意
し
て
い
た
会
話
の
ネ
タ
を
存
分

に
披
露
し

 
ま
る
で
デ

ト
の
よ
う
な
感
覚
で

八
幡
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た

  
一
方
そ
の

ラ
フ
コ
フ

も

し
く
準
備
を
し
て
い
た

ゼ
ク
シ

ド
の

所
は

バ

チ
リ
で
す

直
ぐ
に
兄
さ
ん
と
一

に
調
査
し
た
結
果

で
し
た
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そ
う
か

そ
れ
は

報
だ
な

顔
を

す
マ
ス
ク

マ
ン
ト

そ
れ
に

も
何
か
で

し
た
い

後
は
銃
だ
な

通
常
時
と

そ
の

時
で
銃
を
使
い
分
け
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

あ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
な
ん
か
ど
う
で
す
か

 
そ
う
言

て
シ

ピ

ゲ
ル
が
差
し
出
し
て
き
た
銃
は

ト
カ
レ
フ
だ

た

 
別
名
黒
星

こ
れ
は
か
つ
て
詩
乃
が
銀
行
強
盗
を
撃
ち
殺
し
た
銃
で
あ
る

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
学
校
で
詩
乃
を

す
の
に
使
わ
れ
た
銃
が
こ
れ
だ
と

し
て
お
り

 
今
回
は
あ
え
て
こ
の
銃
を
用
意
し
た
の
だ

た

そ
の
意
図
を
シ

ピ

ゲ
ル
は
何
も
語
ら
な

か

た
が

 
こ
の
銃
を
見
せ
れ
ば

あ
る
い
は
詩
乃
も
自
分
の
言
う
事
を

く
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

 
そ
ん
な

い
意
図
が

け
て
見
え
る
の
は
間
違
い
な
い

 
そ
し
て
二
日
後

Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
座
談
会
の
中
継
が
始
ま

た
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第
３
８
８
話
 
ゼ
ク
シ

ド
の
ノ

ト

 
街
の
そ
こ
ら
中
に
あ
る
モ
ニ
タ

に

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
開

と
い
う
文

が
躍
る
中

 
い
ち

く
そ
れ
に
気
付
い
た
シ

ピ

ゲ
ル
は

て
て
街
の
外
へ
と
飛
び
出
し
た

ま
さ
か
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
な
ん
て

ま
ず
い
な

急
が
な
い
と

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

る
気
持
ち
を

え
な
が
ら

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が

点
代
わ
り
に
し
て
い
る
街
の
外
の

屋
へ
と
向
か

た

兄
さ
ん
大
変
だ

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
告
知
が
公
式
に
発
表
さ
れ
た

そ
う
か

思

た
よ
り

か

た
な

僕
は
こ
の
ま
ま
ゼ
ク
シ

ド
が
総
督

に
来
る
か
ど
う
か
張
り
込
む
か
ら

 
兄
さ
ん
は
打
ち
合
わ
せ
通
り
近
く
で
様
子
を

て
て
欲
し
い
ん
だ

分
か

た

 
二
人
は
急
い
で
総
督

に
向
か

た
が
現
地
に
着
い
た
時
丁
度
ゼ
ク
シ

ド
が

を
現
し

た
危
な
い

間
に
合

た
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お
前
は
こ
の
ま
ま
行
け

モ
デ
ル
ガ
ン
を
選
ぶ
よ
う
に
念
を
押
し
て
こ
い

う
ん

 
ス
テ
ル
ベ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
シ

ピ

ゲ
ル
は

深
呼

を
ひ
と
つ
す
る
と

 
自
然
な
風
を
装

て
ゼ
ク
シ

ド
に
声
を

け
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

お

お
お

シ

ピ

ゲ
ル
か

お
前
も
Ｂ
ｏ
Ｂ
の

し
込
み
か

は
い

本
戦
出
場
が
僕
の
目
標
な
ん
で

そ
う
か
そ
う
か

お
前
も

く
俺
み
た
い
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
れ
よ

絶
対
に
お
前
み
た
い
な

い
男
に
は
な
り
た
く
な
い
け
ど
ね

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
ゼ
ク
シ

ド
に
対
し
て
そ
う
思

た
が

 
自
分
も
同
じ

の

に
な
り
つ
つ
あ
る
事
に
は
ま

た
く
気
付
い
て
い
な
い

 
そ
れ
が
シ

ピ

ゲ
ル
の

目
な
部
分
な
の
だ
が

 
唯
一
そ
の
事
を
知
る
ス
テ
ル
ベ
ン
は
む
し
ろ
そ
の
事
を
歓
迎
し
て
い
る
の
で

 
シ

ピ

ゲ
ル
が
そ
の
事
に
気
付
く
機
会
は
無
い
に

し
い
の
で
あ
る

は
い

頑
張
り
ま
す
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シ

ピ

ゲ
ル
は
ゼ
ク
シ

ド
に
対
す
る
不
満
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず
明
る
い
声
で
そ
う
答

え
た

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は

々
な
が
ら
も
ひ
た
す
ら
ゼ
ク
シ

ド
を
持
ち
上
げ
続
け

 

合
い
を
見
て
モ
デ
ル
ガ
ン
の
話
を
持
ち
出
し
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

や

ぱ
り
そ
の
銃
の
モ
デ
ル
ガ
ン
を
希
望
す
る
ん
で
す
か

ん

何
の
話

あ

い
や

あ

あ

あ

お
う

も
ち
ろ
ん
そ
の
通
り
だ

こ
い
つ
絶
対
に
忘
れ
て
や
が

た
な

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
危
な
か

た
と
思
い
つ
つ

ギ
リ
ギ
リ
間
に
合

た
事
に
ほ

と
し
た

そ
れ
じ

あ
僕
も

し
込
み
を
し
ち

い
ま
す
ね

だ
な

こ
う
い
う
の
は
さ

さ
と
済
ま
せ
ち
ま

た
方
が
後
で

ら
な
く
て
も
い
い
し
な

 
二
人
は

ん
で

し
込
み
を
し

を
し
て
そ
の
ま
ま
別
れ
た

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
人
気
の
無
い
裏
道
へ
入
り
そ
の
隣
に
ス
テ
ル
ベ
ン
が

を
現
し
た

ど
う
だ

た

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
大
丈
夫
だ
と
思
い
つ
つ
も

若

不
安
を

ま
せ
た
表
情
で
そ
う

ね
た

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
の
質
問
に

い
つ
も
通
り

く
こ
う
答
え
た
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問
題
な
い

や

た

つ
い
で
に
隣
に
見
た
事
の
あ
る
奴
が
い
た
か
ら

そ
い
つ
の

所
も
入
手
し
て
お
い
た

あ
あ

確
か
に
い
た
ね

で
も
見
た
事
の
あ
る
奴

て

誰

前
に
ロ
ザ
リ
ア
を
拉
致

た
時
の
見
張
り
を
や

て
た
奴
だ

あ

そ
う
な
ん
だ

そ

ち
も
当
た
り
だ
と
い
い
ね

そ
う
だ
な

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は

シ

ピ

ゲ
ル
に
こ
ん
な
提
案
を
し
た

ゼ
ク
シ

ド
の
家
は
こ

ち
の
家
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
い
場
所
じ

な
い
し
今
夜
見
に
い
く
か

そ
う
な
ん
だ

う
ん

そ
う
し
よ
う

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
の
言
葉
に
安

し

つ
い
に
ゼ
ク
シ

ド
に
制

を
加
え
ら
れ
る
と

 
ほ
の
暗
い
笑
み
を

か
べ
て
い
た

シ

ピ

ゲ
ル
は
自
ら
の
手
で
そ
れ
を
行
う
つ
も
り
だ

た
が

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
の
事
に
若

危

を
覚
え
て
い
た

ち

と
入
れ
込
み
す
ぎ
だ
な
最
初
は
し
が
ら
み
の
無
い
奴
を
殺
さ
せ
た
か

た
ん
だ
が
な
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だ
が
恐
ら
く
何
を
言

て
も
シ

ピ

ゲ
ル
は

ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
の
自
分
の
考
え
を

り

い

シ

ピ

ゲ
ル
に
こ
う
言

た

よ
し

ゼ
ク
シ

ド
が

て
い
る
時
よ
り
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
イ
ン
し
て
い
る
時
の
方
が
安
全
だ

 
あ
い
つ
が
戦
い
に
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

て
家
を
出
る
ぞ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
ま
た
僕
が
偶
然
を
装

て

今
夜
の
予
定
を

き
だ
し
て
く
る
よ

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
ゼ
ク
シ

ド
に
直
接
接
触
す
る
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
が

 
い
つ
も
ゼ
ク
シ

ド
が

点
に
し
て
い
る
酒
場
に
は
そ
の

は
無
か

た

 
多
分
食
事
落
ち
で
も
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

代
わ
り
に
そ
こ
に
い
た
の
は
ユ

コ
と
ハ
ル
カ

だ

た
ね

ユ

コ

今
度
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
は
誰
が
優
勝
す
る
か
な

や

ぱ
り
シ

ナ
さ
ん
じ

な
い

悔
し
い
け
ど
あ
い
つ
は
別
格
だ
し

あ
い
つ

何
か
お
か
し
な
言
い
方
だ
な

さ
ん
付
け
な
の
に
あ
い
つ

て

 
ユ

コ
は
今
は
シ

ナ
で
あ
る
八
幡
に
あ
る

度
の
敬
意
を

う
気
は
あ
り

 
こ
の
場
合
の
あ
い
つ
も

に
元
同
窓
生
と
い
う
以
上
の
意
味
合
い
は
無
か

た
の
だ
が

 
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
ん
な
事
を
知
る
よ
し
も
無
か

た
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そ
し
て
そ
の
話
か
ら

話
題
は
ゼ
ク
シ

ド
の
話
に
移

た

今
日
は
モ
ブ
狩
り
よ
ね

う
ん

何
か
い
い
素
材
を
落
と
す
ら
し
い
よ

確

で

時
間
は

八
時
か
ら
十
時
ま
で
だ

て
さ

当
分

日
ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て

こ
う
い
う

純
作
業
を

が
ら
な
い
よ
ね

多
分
そ
れ
が
強
く
な
る
の
に
必
要
な
事
な
ん
じ

な
い

地
道
な
努
力

て
奴

付
い
て
い
く
だ
け
だ
か
ら
今
は
ま
あ
平
気
だ
け
ど
自
分
で
考
え
て
そ
う
す
る
の
は
私
に
は
無

理
だ
わ

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

 
そ
の
会
話
を

い
た
シ

ピ

ゲ
ル
は
情
報
収
集
の
手
間
が
省
け
た
と
一
人
ほ
く
そ
え
ん
だ

 
そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
す
ぐ
さ
ま
ス
テ
ル
ベ
ン
の
下
へ
と

て
そ
の
事
を
伝
え

 
時
間
が
迫

て
い
た

二
人
は
直
ぐ
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ゼ
ク
シ

ド
の
自
宅
へ
と
向
か

た

思

た
よ
り
近
い
ん
だ
ね

後
は
ど
ん
な
家
に

ん
で
る
か
だ
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ま
あ
そ
う
だ
ね

第
二

村

か

ゼ
ク
シ

ド
の
本
名

て

村
保
な
ん
だ
よ
ね

本
名
と
一

だ
か
ら

 
お
そ
ら
く
親
か
親
族
が
所

し
て
い
る
物
件
な
ん
だ
ろ
う
ね

 
多
分
名
前
か
ら
し
て
古
い
ア
パ

ト
か
何
か
な
ん
じ

な
い
か
な

か
も
し
れ
ん
な

 
そ
の

み
通
り

現
地
に
着
い
て
二
人
が
見
た
も
の
は

 
裏
通
り
に
あ
る

十
年
に
達
す
る
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
古
い
ア
パ

ト
だ

た

こ
れ
な
ら
い
け
る
な

と
り
あ
え
ず
誰
か
来
な
い
か

囲
を

し
て
い
ろ

う
ん

分
か

た

 
昌
一
は
恭
二
に
そ
う
言
う
と
ピ

キ
ン
グ
ツ

ル
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
鍵
に
差
し
込

ん
だ

 
し
ば
ら
く
そ
れ
を
動
か
し
て
い
た
昌
一
が
不
意
に
言

た

オ

ケ

だ

鍵
が
開
い
た

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ

ピ

ゲ
ル
は

歓
喜
に

え
つ
つ
こ
う
言

た
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や

た
ね

で
も
案
外
簡

だ

た
ね

よ
し

帰
る
ぞ

鍵
は

め
な
く
て
い
い
の

 
そ
の
恭
二
の
当
然
の
質
問
に

昌
一
は
あ

さ
り
と
言

た

必
要
な
い

め
忘
れ
た
と
思
う
だ
け
だ
ろ
う

ま
あ
そ
う
だ
ね

あ
い
つ
馬

だ
し

 
シ

ピ

ゲ
ル
は

明
確
に
上
か
ら
目
線
で
そ
う
言

た

 
ゼ
ク
シ

ド
が

物
に
な
る
事
が
確
定
し
精
神
が
楽
に
な

た
余

か
ら
き
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い

そ
れ
じ

あ

て
準
備
だ
今
ま
で
は
足
が
つ
か
な
い
よ
う
に

は
持

て
お
か
な
か

た

が 
つ
い
に
そ
れ
も
解
禁
だ

親

の
病
院
に
も
行
か
な
い
と
な

だ
ね

な
る
べ
く
急
ご
う

 
そ
し
て
次
の
日

二
人
は
病
院
⻑
で
あ
る

に
会
う

と

て

 
首
尾
よ
く
目
的
の

品
を
手
に
い
れ
る
事
に
成
功
し
た
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サ
ク
シ
ニ
ル
コ
リ
ン

今
は
ス
キ
サ
メ
ト
ニ
ウ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
筋

緩

で
あ
る

 
実
は
昌
一
が

の
保
管
場
所
を
事
前
に
調
べ
て
お
い
た

に
事
は
ス
ム

ズ
に
運
ん
だ
よ
う

だ
上
手
く
い

た
ね
兄
さ
ん

あ
あ

大
病
院
を
気
取

ち

い
る
が

ま
あ
こ
ん
な
も
ん
だ
ろ

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
日
の
夜
ノ
ワ

ル
が
イ
ン
し
た
の
を
見
計
ら

て
そ
の
事
を
報
告
し
た

ゼ
ク
シ

ド
の

所
は

バ

チ
リ
で
す

直
ぐ
に
兄
さ
ん
と
一

に
調
査
し
た
結
果

で
し
た

そ
う
か

そ
れ
は

報
だ
な

 
そ
し
て
三
人
は

必
要
な
も
の
を
揃
え
始
め
た

 

目
の
ザ
ザ
を
イ
メ

ジ
す
る
よ
う
な

目
が

く
光
る
マ
ス
ク

 
マ
ン
ト
は
そ
の
ま
ま
い
つ
で
も

が
消
せ
る
よ
う
に
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
光
歪
曲
迷

マ
ン
ト
を

流
用
し

 

に
は

サ
イ
レ
ン
ト
ア
サ
シ
ン

と
呼
ば
れ
る
狙
撃
銃
と

黒
星

を

 
そ
し
て
イ
コ
マ
製
の
エ
ス
ト

ク
と
い
う
ス
テ
ル
ベ
ン
の
定
番
の
ス
タ
イ
ル
が
こ
う
し
て
完
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成
し
た

 
ち
な
み
に
中
身
は
三
人
が
交
代
で

じ
る
事
と
な
る

 
そ
の

に

最
後
に
必
須
だ

た
の
が
声
を
変
え
る
ア
イ
テ
ム
だ

た

 
こ
れ
は
運

が
イ
ベ
ン
ト
用
に
作
成
し
た
公
式
ア
イ
テ
ム
が
あ

た
の
で
問
題
は
無
か

た

見
た
感
じ
ど
う
だ

大
丈
夫
で
す
ね

声
も
見
た
目
も
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん

よ
し
よ
し

こ
れ
で
誰
が
ど
の
役
を
や

て
も
問
題
な
い

て
事
に
な
る
な

つ
い
に

死
銃

の
デ
ビ

で
す
ね

こ
の
銃
で
撃
た
れ
た
奴
は
必
ず
死
ぬ

ま
あ
シ
ン
プ
ル
だ
け
ど
い
い
ネ

ミ
ン
グ
だ
よ
な

 
最
後
に
こ
れ
だ
け
は
念
を
押
し
て
お
く
ぞ

こ
の
銃
で
撃

た
奴
は
確
実
に
仕

め
る

 
最
初
の
タ

ゲ

ト
で
あ
る
ゼ
ク
シ

ド
だ
け
は
モ
ニ
タ

を
撃
つ
が

 
次
か
ら
は
必
ず
直
接
プ
レ
イ
ヤ

を
こ
の

黒
星

で
撃
つ
の
が
殺
し
の

件
だ

 
だ
か
ら
こ
の
銃
で
攻
撃
出
来
な
か

た
奴
は
殺
さ
な
い
そ
し
て

所
が
分
か
ら
ず
殺
せ
な
い

奴
相
手
に
は

 
こ
の
銃
は
絶
対
に
使
わ
な
い

絶
対
だ
ぞ
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そ
れ
が
俺
達
な
り
の
ル

ル

て
奴
だ
な

 
そ
の
言
葉
は
主
に
シ

ピ

ゲ
ル
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
シ

ピ

ゲ
ル
は
そ
の
言
葉

に

い
た

よ

し

久
し
ぶ
り
に
本
物
の

が
出
来
る
な

イ

ツ
・
シ

タ
イ
ム

あ
あ

本
当
に

本
当
に
久
し
ぶ
り
だ

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
の
ノ
ワ

ル
の
言
葉
に
感

ま

た
よ
う
に
そ
う
答
え
こ
う
付
け
加
え

た
ヘ

ド
が
ど
こ
か
で
見
て
て
く
れ
る
と
い
い
な

あ
あ

本
当
に
な

  
そ
し
て
つ
い
に
そ
の
日
が
訪
れ
た

告
知
さ
れ
た
通
り
の
時
間
に

 
モ
ニ
タ

に
ゼ
ク
シ

ド
と
闇
風
と
銃
士

が

を
見
せ

 
シ
ン
カ

を

会
者
役
と
し
て
四
人
の
座
談
会
が
始
ま

た

ど
う
だ

一
度
落
ち
て
確
認
し
て
く
る
わ
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頼
む

 
モ
ニ
タ

前
の
広
場
の
片

に

死
銃
の
格
好
を
し
て

を
下
ろ
し
た
ス
テ
ル
ベ
ン
は

 
通
信
で
ノ
ワ

ル
に
そ
う
言

た

 
ノ
ワ

ル
は
今
は
中
継
モ
ニ
タ

前
の
様
子
を
限
定
公
開
モ

ド
で

影
し
て
お
り

 
こ
の
様
子
が
き
ち
ん
と
恭
二
に
見
え
て
い
る
か
確
認
す
る

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

ど
う
だ
恭
二

見
え
た
か

う
ん

さ
ん

バ

チ
リ
兄
さ
ん
の
動
き
が
見
え
て
た
よ

タ
イ
ミ
ン
グ
を
間
違
え
る
な
よ

昌
一
が
撃
つ
の
に
合
わ
せ
て
注
射
す
る
ん
だ
ぞ

う
ん

任
せ
て

 
こ
の
日
の

に
恭
二
は

ゼ
ク
シ

ド
の
家
と
同
じ
タ
イ
プ
の
鍵
を
わ
ざ
わ
ざ

入
し

 
ス
ム

ズ
に
家
に
忍
び
込
め
る
よ
う
に
鍵
を
素

く
開
け
る
訓
練
を
し
て
い
た

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か

今
恭
二
は

に
ゼ
ク
シ

ド
の
家
の
中
に
お
り

 

る
気
持
ち
を

え
な
が
ら

そ
の
時
を
今
か
今
か
と
待

て
い
る

態
で
あ

た

お
前
が
ゼ
ク
シ

ド
の
本
体
か

待

て
ろ
よ

今
地
獄
に
送

て
や
る
か
ら
な

 
恭
二
は

然
と
ゼ
ク
シ

ド
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
そ
う

い
た
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そ
し
て

は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
再
ロ
グ
イ
ン
し

再
び
恭
二
の
持
つ

末
に

 
ス
テ
ル
ベ
ン
の
動
き
が
中
継
さ
れ
始
め
た

 
そ
の
モ
ニ
タ

越
し
に
恭
二
は

座
談
会
の
様
子
を

て

き
な
が
ら

 
何
と
な
く
部
屋
の
中
を
き

ろ
き

ろ
し

の
上
に
一

の
ノ

ト
が
置
い
て
あ
る
の
を
発

見
し
た

 
昌
一
に
は

え
手
袋
を
し
て
い
て
も

力
部
屋
の
中
の
物
に
は
触
る
な
と
言
わ
れ
て
い
た

が 
恭
二
は
そ
の
ノ

ト
の
表

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
て

 
ど
う
し
て
も
好
奇
心
を

え
る
事
が
出
来
ず

そ
の
ノ

ト
を
手
に
と
り
そ
の
中
を
見
た

う
わ

こ
い
つ
意
外
と
真
面
目
に
色
々
な
事
を
考
え
て
る
ん
だ
な

 
思
わ
ず
恭
二
が
そ
う

く

そ
こ
に
は
色
々
な
情
報
が
書
か
れ
て
い
た

 
モ
ブ
の
攻
略
法
や

色
々
な
武
器
の
比

デ

タ

前
の
戦
争
の
時
の

首
都
の
地

図

 

ま

て
は
い
な
か

た
が

生
々
し
い
デ

タ
が
そ
こ
に
は

山
書
か
れ
て
い
た

 
そ
し
て
最
後
の
方
に
書
か
れ
た
ペ

ジ
を
見
た
恭
二
の
目
が
驚
き
で
見
開
か
れ
た



 第３８９話 そして事件は幕を開ける

 
第
３
８
９
話
 
そ
し
て
事
件
は
幕
を
開
け
る

そ
れ
で
は
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の

力
候
補
の
方
々
を
迎
え
て
の
座
談
会
を
始
め
さ
せ
て

き
ま
す

 
こ
ち
ら
は
先
ず
前
回
の
優
勝
者
の
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ど
う
も

そ
し
て
闇
風
さ
ん
と

闇
風
で
す

今
回
は
お

き

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
し
て
今
日
の
紅
一
点

銃
士

さ
ん
で
す

今
日
は
い
つ
も
と
違

て
落
ち
着
い
た
格
好

で
す
ね

シ

ナ
様
に

お
前
の
足
は
俺
以
外
に
見
せ
る
な

と
間
接
的
に
言
わ
れ
た
の
で

そ

そ
う
で
す
か

 
そ
の

間
に
一

に
背
後
の
モ
ニ
タ

に
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
出
し
た

く

そ

く

そ

シ

ナ

絶
対
に
殺

せ
る

が
無
え

畜
生

ふ
ざ
け
ん
な

ふ
ざ
け
ん
な

下
々
の
者
達
の
楽
し
み
を

う
ん
じ

ね
え



 第四章 ＧＧＯ編

顔
を
真

に
し
て
い
る
お
前
ら
が
見
え
る
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

銃
士

の
言
葉
に

る

る
し
て
い
た

あ
い
つ

い
き
な
り
何
て
事
を
言
い
や
が
る

 
更
に
こ
れ
を

馬
山
で
見
て
い
た
残
り
の
十
狼
の
メ
ン
バ

は

爆
笑
し
て
い
た

こ
れ
を
横
で
見
て
い
る
あ
の
男
の
顔
が
見
て
み
た
い
な

先
生

で
も
そ
う
か
も

本
当
に
ど
ん
な
顔
し
て
る
ん
だ
ろ
う

あ
は
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

イ
ク
ス
最
高

え

と

そ
れ
じ

あ

り
上
が

た
所
で

速
話
し
て

き
ま
し

う

 
シ
ン
カ

が
そ
う
言
い

つ
い
に
運
命
の
座
談
会
が
始
ま

た

さ
て

最
初
に
前
回
優
勝
者
の
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
に
お

い
し
ま
す

 
つ
い
に
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
開

が
公
式
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
意
気
込
み
は
ど
う
で
す
か

ま
あ
も
ち
ろ
ん
次
も
優
勝
は

き
ま
す
よ

さ
せ
ま
せ
ん
け
ど
ね

 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
言
葉
に
闇
風
が
そ
う
突

込
ん
だ
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二
人
と
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
公
式
放
送
と
い
う
事
で

り
方
に
気
を
付
け
て
い
る
よ
う
だ

闇
風
が
あ
ん
な

り
方
を
す
る
な
ん
て

笑

ち
ま
う
な

 
舞
台
の

に

ん
で
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
シ

ナ
は
そ
う

い
た

そ
う
い
う
事
は
一
度
で
も
僕
に
勝

て
か
ら
言

て
欲
し
い
で
す
ね

広
い
場
所
で
戦
え
ば
負
け
な
い
と
思
い
ま
す
よ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

い
や

そ
れ
は
ど
う
で
す
か
ね

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
闇
風
に
反

を
始
め
た

前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
は
直
接
や
り
あ

た
と
は
言
え
な
い
の
で
考
え
か
ら

く
と
し
て

 
先
日
行
わ
れ
た
源
平
合
戦
に
お
い
て
の
僕
と
闇
風
さ
ん
の
戦
闘
に
つ
い
て

考
察
し
て
み
ま

し

う

 
あ
れ
が
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ト
レ
ン
ド
を
暗

し
て
い
ま
す

 
以
前
は
と
に
か
く
Ａ
Ｇ

を
上
げ
て
強
力
な
銃
を
速
射
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
上

に
食
い
込

め
ま
し
た

 
で
も
あ
の
時
闇
風
さ
ん
の
攻
撃
は
僕
の

ア

マ

で
か
な
り
ダ
メ

ジ
を

出
来
ま

し
た
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そ
し
て
僕
の
攻
撃
は

か
な
り
の
確

で
闇
風
さ
ん
に
命
中
し
ま
し
た

 
前
回

前
々
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
と
比
べ
て
何
が
変
わ

た
か

そ
れ
は
僕
達
の
ス
テ

タ
ス
で
す

 
そ
の
事
は
事
実
な
の
で

闇
風
も
そ
れ
に
は
反

し
よ
う
と
は
し
な
か

た

プ
レ
イ
ヤ

全
体
の
平

ス
テ

タ
ス
が
上
が

た
事
に
よ

て

 
よ
り
強
力
な
武
器
や
防

が
実
装
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
き
ま
し
た

 
そ
し
て
そ
れ
に
連
れ
て
そ
れ
ら
の
装
備
の
要
求
Ｓ
Ｔ
Ｒ
も
ど
ん
ど
ん
高
く
な

て
い
き
ま
す

 
つ
ま
り
相
対
的
に
Ａ
Ｇ

の
価

が
下
が

た
と
い
う

で
す

 
こ
れ
は
闇
風
さ
ん
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ゲ

ム
の
仕
様
の
問
題
で
あ
り

 
そ
れ
を
予

す
る
事
が
我
々
に
と

て
必
須

と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
が

 
常
に
考
え
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す

ほ
う

 
シ

ナ
は
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
説
明
に
少
し
関
心
し
た

か
な
り
的
確
な
分

を
し
て
い
た
か

ら
ださ

て

そ
ろ
そ
ろ
マ

ク
ス
が
突

込
ん
で
く
れ
る
と
思
う
が

ど
う
答
え
る
の
か
な

そ
れ
は
確
か
に
正

だ
け
ど
あ
な
た
は
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
直
前
ま
で
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
を
強
く

し
て



 第３８９話 そして事件は幕を開ける

い
た

 
そ
れ
は
今
の
あ
な
た
の
言
葉
と
矛
盾
す
る

そ
れ
と
も
何
か
の
意
図
が

 
そ
し
て
シ

ナ
の
期
待
通
り

銃
士

が
そ
う
突

込
ん
だ

 
そ
の
強

な
突

込
み
を
受
け

こ
の
日
初
め
て
ゼ
ク
シ

ド
の
顔
色
が
変
わ

た

 
背
後
の
モ
ニ
タ

の
コ
メ
ン
ト
も
銃
士

に
同
意
す
る
も
の
が
大
半
だ

た

さ
す
が
俺
の

よ
く
言

た

今
ゼ
ク
シ

ド

顔
色
変
え
た

そ
う
だ
そ
う
だ

ふ
ざ
け
ん
な
よ
ゼ
ク
シ

ド

さ

さ
と

明
し
ろ

シ

ナ
は

ま
し
い
が
ゼ
ク
シ

ド
は
う
ざ
い

こ
れ
が
世
界
の
真
理

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

く
答
え
て
下
さ
い
よ

そ
れ
は

そ
れ
は

ひ
と
え
に
僕
の
不

の
致
す
と
こ
ろ
で
す
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
今
の
愛
銃
を
使

て
み
て
考
え
を
変
え

ま
し
た

 
以
前
の
僕
は
間
違

て
ま
し
た
僕
の
言
葉
に

て
Ａ
Ｇ

を
ガ
ン
上
げ
し
て
し
ま

た
方
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達
に
は

 
ご

様
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
ん
で
す
が

そ
れ
も
ま
た
自

任

て
事
で

そ
う
取
り

た
か

に
考
え
た
に
し
て
は
そ
れ
な
り
に
よ
く
出
来
て
る
が

 
後
半
に
内
心
が

け
ち
ま

て
る
ぞ

こ
れ
は

判
さ
れ
る
な

 
そ
の
言
葉
通
り

そ
れ
を
モ
ニ
タ

で
見
て
い
た
観
客
の
一
部
か
ら
ブ

イ
ン
グ
が
上
が
り

 
コ
メ
ン
ト
も
荒
れ
に
荒
れ
た

だ
が
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
ん
な
事
は
気
に
し
な
い

 
叩
か
れ
る
の
は
い
つ
も
の
事
だ
し
酒
場
で
こ
れ
を
見
て
い
る
者
達
の
反
応
は
見
え
な
い
か
ら

だ 
後
ろ
の
モ
ニ
タ

に
コ
メ
ン
ト
も
流
れ
て
い
る
が
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
れ
を
決
し
て

り
返
ら

な
い

 
今
回
は
た
だ

ヘ
イ
ト
を
集
め
す
ぎ
る
の
を
避
け
る
た
め
に
そ
う
言

た
に
す
ぎ
な
い
の
だ

 
い
つ
も
な
ら
こ
の
対
応
で
ま

た
く
問
題
は
無
い

だ
が
今
回
は
違
う

 
ベ

ド
に
横
た
わ
る
ゼ
ク
シ

ド
の
横
に
は

恭
二
が
い
る
の
だ

ご

様
だ
と

ふ
ざ
け
る
な

ふ
ざ
け
る
な
よ

僕
が
一
体
ど
ん
な
気
持
ち
で

 
恭
二
は
激
高
し
た
が

暴
走
す
る
事
も
な
く

ひ
た
す
ら
そ
の
時
が
来
る
の
を
待
ち
続
け
た
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そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
の
答
え
を

い
た
銃
士

は

今
度
は
闇
風
に
話
し

け
た

闇
風
は
何
か
反

し
な
い
の

最
近
分
か

た
事
が
あ
る
俺
は
と
あ
る
企
業
で
ゲ

ム
関
連
の
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
ん
だ
が

 
そ
こ
で
は
自
分
の
限
界
以
上
の
動
き
が
求
め
ら
れ
る

ま
あ

内
で
だ
け
ど
な

内
で
の
バ
イ
ト

へ

面
白
い
事
を
し
て
る
ん
だ
ね

僕
に
も
紹
介
し
て
欲
し
い
く
ら

い
だ
よ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
興
味
深
そ
う
に
そ
う
言

た

多
分

 
ゼ
ク
シ

ド
は
言
い
方
が

味

く

こ
え
る
部
分
が
あ
る
の
で

 
そ
の
言
葉
は
捕
ら
え
方
に
よ

て
は
馬

に
さ
れ
て
い
る
と
も
と
れ
る
も
の
だ

た

 
実

恭
二
は
そ
う
と

た

だ
が
闇
風
は
ゼ
ク
シ

ド
と
同
じ
く
古
参
だ

た
の
で

 
そ
れ
が
い
つ
も
の
ゼ
ク
シ

ド
の
平
常
運
転
だ
と
い
う
事
を
分
か

て
お
り

 
特
に

り
を
見
せ
た
り
お
か
し
な
反
応
を
し
た
り
は
し
な
か

た

 
普

は
ノ
リ
の

い
闇
風
だ
が

こ
う
い
う
所
は
意
外
と

静
な
の
で
あ
る

無
理
じ

な
い
か
な

だ

て
こ
の
バ
イ
ト
は
シ

ナ
の
紹
介
だ
か
ら

な
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そ
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
た
と
同
時
に

一

に
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
モ
ニ
タ

に
流
れ
た

こ
こ
で
も
シ

ナ
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ

一
体
何
者
な
ん
だ
よ
シ

ナ

も
し
か
し
て
ゲ

ム
会
社
の
社
員
か

時

は
い
く
ら
な
ん
だ

俺
も
や

て
み
て
え

で

今
ま
で
の
自
分
に
は

色
々
足
り
な
い
物
が
あ

た
事
に
気
付
い
た
ん
で
す

 
私
は
今
ま
で

自
分
が
他
人
よ
り
少
し

く
動
け
る
だ
け
だ
と
思

て
い
ま
し
た

 
だ
か
ら
と
に
か
く
そ
の
事
だ
け
を
考
え
て
い
て

を
鍛
え
て
い
な
か

た
ん
で
す

で
す
か

え
え
こ
の
体
は
お
そ
ら
く
我
々
の
考
え
る
以
上
に
も

と
人
間
離
れ
し
た
動
き
が
可
能
な
ん

で
す

 
で
も
常
識
が

魔
を
し
て

通
常
の
動
き
を

く
し
た
動
き
し
か
し
て
こ
な
か

た

 
私
に
は
想
像
力
や

験
が
足
り
な
か

た
ん
で
す
そ
れ
を
バ
イ
ト
で
心
の

か
ら
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
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ほ
う

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に
感
心
し

銃
士

も
闇
風
を
賞

し
た

凄
い

自
分
で
気
付
い
た
ん
だ

こ
の
前
シ

ナ
様
も
同
じ
事
を
言

て
い
た

ま
じ
で

う
お

や

た

俺
は
間
違

て
は
い
な
か

た

 
闇
風
は
思
わ
ず
い
つ
も
の
調
子
で
そ
う
言

た

あ
な
た
は
も

と
強
く
な
る

私
は
と
も
か
く
シ

ナ
様
が
そ
れ
を
保
証
す
る

お
う

頑
張
る

そ

そ
う
で
す
か

そ
れ
は

み
に
な
り
ま
す
ね

闇
風

も
う

い

今
更
取
り

て
も
無

く

俺
の

士
的
な
イ
メ

ジ
が

大
丈
夫

画
面
の
向
こ
う
の
人
達
は
そ
も
そ
も
あ
な
た
が

士
だ
と
は
思

て
い
な
い

 
そ
の

間
に
再
び
一

に
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
出
し
た

闇
風

今
度
は
ゼ
ク
シ

ド
に
負
け
ん
な
よ

闇
風
は
や

ぱ
り
そ
う
じ

な
く

ち

な

俺
は
い
い
戦
闘
が
見
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
け
ど
な

ゼ
ク
シ

ド

反

し
ろ
反
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闇
風
さ
ん

私
と
付
き
合

て

ま
あ
私
は
男
だ
け
ど

 
チ
ラ

と
背
後
の
モ
ニ
タ

に
目
を
や

た
闇
風
は
そ
の
最
後
の
コ
メ
ン
ト
を
見
て

大
に

へ
こ
ん
だ

く

そ

男
じ

な
く
女
に
モ
テ
て
え

い
い
じ

な
い

見
た
目
が
女
な
ら

お
う

そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

無
え
だ
ろ

大

い
だ
よ

 
そ
し
て
画
面
を

の
文

が

め
尽
く
し
た

そ
そ
れ
で
は
話
を
元
に

し
ま
し

う
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
今
の
事
に
つ
い
て
は
ど
う
で

す
かそ

う
で
す
ね

正
直

上
の
空

に
も

こ
え
ま
す
が

 
一
方
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
の
酒
場
で
も

同
じ
よ
う
に
様
々
な
声
が
飛
び
交

て
い
た
が

 
ゼ
ク
シ

ド
が
そ
う
言

た

観
客
達
は
そ
れ
を

こ
う
と
一

静
か
に
な

た

 
そ
の

間
に

ギ
リ

ス

ツ

で
完
全
に
正
体
を

し
た
ス
テ
ル
ベ
ン
が
立
ち
上
が

た

そ
ろ
そ
ろ
だ

タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
ろ
よ

 
そ
れ
を
密
か
に
配
信
し
て
い
た
ノ
ワ

ル
は
そ
れ
を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
恭
二
に
そ
う
言
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た 
そ
の

恭
二
は

の
メ
モ
を
発
見
し

そ
の
内
容
を
見
て
混
乱
し
て
い
る
最
中
だ

た

何
だ
よ
こ
れ

 
そ
の
メ
モ
の
タ
イ
ト
ル
は
こ
う
だ

た

仲
良
く
し
た
い
プ
レ
イ
ヤ

リ
ス
ト

 
そ
し
て
そ
の
一
番
上
に
は
何
度
も
書
い
て
は
消
し
消
し
て
は
書
い
た
と
あ
る
名
前
が
書
い

て
あ

た

シ

ナ

何
で
あ
い
つ
は
こ
ん
な
物
を

今
ま
で
の
態
度
は
何
な
ん
だ
よ

 
続
け
て
そ
の
下
に
は

他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
も

さ
れ
て
い
た

ユ

コ

ハ
ル
カ

ミ
サ
キ

ピ
ト
フ

イ

闇
風
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何
で
ピ
ト
さ
ん
や
闇
風
さ
ん
の
名
前
ま
で

 
そ
し
て
最
後
に
書
か
れ
た
文

を
見
て

恭
二
は
完
全
に
混
乱

態
に
陥

た

シ

ピ

ゲ
ル

な
 
そ
の
時
一
時
的
に
胸
ポ
ケ

ト
に
入
れ
て
い
た
恭
二
の
ス
マ
ホ
か
ら
ノ
ワ

ル
の
声
が
し

た
そ
ろ
そ
ろ
だ

タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
ろ
よ

 
そ
れ
を

い
た
恭
二
は

て
て
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

 
画
面
を
見
な
が
ら
混
乱

態
の
ま
ま
ト
リ
ガ

式
の
注
射
器
を

え
た

 
そ
し
て
画
面
の
向
こ
う
か
ら

ス
テ
ル
ベ
ン
の
声
が

こ
え
て
き
た

ゼ
ク
シ

ド

り
の
勝
利
者
よ

今
こ
そ
真
な
る
力
に
よ
る

き
を
受
け
る
が
い
い

 
そ
し
て
銃
声
が

こ
え
た

間

恭
二
は
と
に
か
く
注
射
器
を

さ
ね
ば
と
思
い

 
服
の
上
か
ら
ゼ
ク
シ

ド
の
胸
に
注
射
器
を
押
し
当
て
た

も
は
や

な

況
を
確
認
す
る

時
間
は
無
く

 
恭
二
は
と
に
か
く
ゼ
ク
シ

ド
の
体
に

か
せ
る
事
だ
け
を
考
え

え
る
手
で
ボ
タ
ン
を
押
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し
込
ん
だ

く
そ

く
そ

も
う

が
分
か
ら
な
い
け
ど

 
と
に
か
く
や
る
事
を
や
ら
な
い
と
兄
さ
ん
に
見
放
さ
れ
る

 
そ
う
言
い
な
が
ら
恭
二
は
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら

る
よ
う
に
ゼ
ク
シ

ド
の
様
子
を

め
て

い
た

 
そ
し
て
次
の

間

そ
れ
は

こ

た

で
す
か
ら
や
は
り
プ
レ
イ
ヤ

個
々
の
能
力
よ
る

ぐ

う

 
突
然
画
面
の
向
こ
う
の
ゼ
ク
シ

ド
が
表
情
を
歪
め

そ
の
場
に

か
ら
崩
れ
落
ち
た

 
本
体
の
方
を
見
る
と

ゼ
ク
シ

ド
の
体
が
ビ
ク
ン
ビ
ク
ン
と

し
て
い
る
の
が
見
え
た

よ
し

よ
く
や

た

収
し
ろ

 
ス
マ
ホ
か
ら
そ
う
ノ
ワ

ル
の
声
が

こ
え

恭
二
は

て
て
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た

 
何
だ

 
シ

ナ
は
ゼ
ク
シ

ド
の
反

を

て

い
て
い
た
が

 
突
然
ゼ
ク
シ

ド
が
苦
し
み
始
め
た

そ
れ
を

し
げ
に
見
つ
め
た
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後
ろ
に
流
れ
る
コ
メ
ン
ト
も

ゼ
ク
シ

ド
の
変
化
を
怪
し
む
も
の
ば
か
り
流
れ
始
め
た

ど
う
し
た
ど
う
し
た

う
ん
こ
で
も
し
た
く
な

た
の
か

分
苦
し
そ
う
な
表
情
だ
な

あ

こ
れ
あ
か
ん
や
つ
だ

多
分
落
と
さ
れ
る
わ

 
そ
の
コ
メ
ン
ト
通
り

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
の
文

と
共
に

 
ゼ
ク
シ

ド
の

が
そ
の
場
か
ら
か
き
消
え
た

あ
れ

ど
う
や
ら
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
回
線
が
切
断
さ
れ
て
し
ま

た
み
た
い
で
す
ね

 
す
ぐ
復
帰
す
る
と
思
う
の
で

皆
さ
ん
チ

ン
ネ
ル
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
ね

 
シ
ン
カ

が

て
て
そ
う
言

た
が

し
ば
ら
く
待

て
も
ゼ
ク
シ

ド
は

て
こ
な
い

 
そ
こ
で
シ
ン
カ

は

最
後
の
カ

ド
を
切
る
事
に
し
た

う

ん

ど
う
や
ら
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

た
み
た
い
な
の
で

予
定
を
前
倒
し
し
て

 
こ
こ
で
ス
ペ
シ

ル
ゲ
ス
ト
の

場
で
す

シ

ナ
さ
ん

ど
う
ぞ

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
を
受
け
ゼ
ク
シ

ド
の
事
を
少
し
心
配
し
な
が
ら
も
画
面
の
前
に

を
現
し
た
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そ
の

間
に
と
ん
で
も
な
い

の
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
始
め
た

う
お
お
お

生
シ

ナ
だ

何
だ
こ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

我
慢
し
て
待

て
て
良
か

た
わ

来
た

こ
れ
で
勝
つ
る

も
う
ゼ
ク
シ

ド
い
ら
な
く
ね

シ

ナ
様

こ

ち
に
手
を

て
下
さ
い

シ

ナ
様

結
婚
し
て
下
さ
い

も
ち
ろ
ん
私
は
女
で
す
か
ら

 
そ
の
最
後
の
文

を
チ
ラ
リ
と
見
た
闇
風
は

再
び

大
に
落
ち
込
ん
だ

俺
と
シ

ナ
の
こ
の
違
い
は
何
だ

闇
風

元
気
出
す

あ
な
た
と
付
き
合
い
た
い

て
男
の
人
と
幸
せ
に
な
れ
ば
い
い

ふ
ざ
け
ん
な

誰
か
俺
に

俺
に
本
当
の
愛
を
教
え
て
く
れ

 
再
び
画
面
に

の
文

が
躍
り

再
び
番
組
は
進
行
し
始
め
た

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
番
組
は
と
て
も

り
上
が
り
ゼ
ク
シ

ド
の
事
は
完
全
に
忘
れ
ら
れ
た

 
そ
し
て
そ
の
日
以
来

ゼ
ク
シ

ド
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら

を
消
し
た
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第
３
９
０
話
 
生
贄

 

 
本
日
は
も
う
一
話
投
稿
し
て
い
ま
す

ご
注
意
下
さ
い
 

ね

ハ
ル
カ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
ど
う
し
ち

た
ん
だ
ろ
う
ね

う
ん

 
あ
の
座
談
会
か
ら
二
日

ゼ
ク
シ

ド
は
一
向
に

を
現
さ
ず

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
暇
を
持
て
余
し
て
い
た

回
線
が
不
調
な
の
か
な

ま
あ
連

先
も
分
か
ら
な
い
し
そ
の
う
ち
ひ

こ
り
と
顔
を
出
す
の
を
待
つ
し
か
な
い
ね

だ
ね

待

て
る
間

ど
う
す
る

た
ま
に
は
二
人
で
野
良
パ

テ

に
で
も
参
加
し
て
み
る

野
良
か
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ハ
ル
カ
は
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
い
う
よ
う
に
そ
う
言

た

 
基
本
ゼ
ク
シ

ド
は

わ
れ
者
で
あ
り
今
回
の
座
談
会
で

々
そ
の
事
が
分
か

て
し
ま

た 
二
人
も
中
継
を
見
て
お
り

彼
女
達
自
身
も

 
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
そ
れ
は
な
い
と
思

て
し
ま

た
く
ら
い
だ

た
の
だ

 

て
ゼ
ク
シ

ド
が
い
る
時
は
と
も
か
く

い
な
い
時
の
彼
女
達
は

 
悪
口
を
言
わ
れ
た
り
露
骨
に
狙
わ
れ
た
り
す
る
事
こ
そ
無
か

た
が

 

的
に
誘

て
く
れ
る
者
も
ま
た

皆
無
だ

た
の
だ

基
本
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
と
一

に
行
動
す
る
に
し
て
も

 
も
う
少
し
他
の
人
と
も
仲
良
く
し
て
お
け
ば
良
か

た
ね

う
ん

あ
あ

暇
だ
暇
だ

ど
う
し
よ

か

今
日
は
落
ち
ち

う

そ
う
だ
ね

二
人
だ
け
で
ど
こ
か
に
狩
り
に
い

て
も
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
ん
な
二
人
に
突
然
背
後
か
ら
声
を

け
る
者
が
い
た

二
人

暇
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きだ

誰

こ
の
前
は
落
ち
込
ん
で
い
た
私
に
声
を

け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
二
人
は
そ
の
声
に
驚
き

て
て

り
返

た

 
そ
こ
に
は

日
も
モ
ニ
タ

の
中
で
見
た
ば
か
り
の
見
知

た
顔
が
あ

た

銃
士

私
の
フ
ル
ネ

ム
は
⻑
い

イ
ク
ス
で
い
い

あ

う

う
ん

そ
れ
じ

あ
イ
ク
ス
で

久
し
ぶ
り

も
う
元
気
に
な

た

う
ん

お
か
げ
さ
ま
で

 
そ
し
て
銃
士

は

二
人
に
ち

こ
ん
と

を
下
げ
た

い
や

ま
あ

い
て
る
人
を
放

て
お
く
の
は

同
じ
女
性
と
し
て
さ
す
が
に
ね

う
ん

気
に
し
な
い
で
い
い

て

あ
り
が
と
う

 
銃
士

は

自
分
が

い
て
い
た
時
の
事
を
思
い
出
し
た
の
か

少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
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う
言

た

で

私
達
に
何
か
用

う
う
ん

た
ま
た
ま
見

け
た
か
ら
こ
の

ち

ん
と
お

を
言

て
お
こ
う
と
思

て

そ
れ
は
そ
れ
は
ご
丁

に

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
銃
士

の

儀
さ
に
好
感
を
覚
え
た
が

 
さ
り
と
て
そ
こ
ま
で
親
し
い
と
は
い
え
な
い

そ
の
場
に
は
何
と
な
く
微

な
空
気
が
流
れ

て
い
た

 
そ
し
て
そ
ん
な
空
気
の
中

先
に
口
を
開
い
た
の
は
銃
士

だ

た

で

暇
な
の

あ

う
ん

ほ
ら

日
そ
の
場
面
を
目
の
前
で
見
た
で
し

 
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

回
線
不
調
で
落
ち
て
か
ら
一
度
も
顔
を
出
し
て
な
い
の
よ

 
連

先
も
知
ら
な
い
し

復
帰
す
る
ま
で
の
間
ど
う
し
よ
う
か
な

て

な
る
ほ
ど

確
か
に
二
人
は
ゼ
ク
シ

ド
の
せ
い
で
友
達
が
い
な
さ
そ
う

あ

あ
は
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ハ

キ
リ
言
う
わ
ね

 
二
人
は
苦
笑
い
し
な
が
ら
も

そ
う
答
え
る
他
は
無
か

た

 
表
情
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
雰
囲
気
か
ら
そ
う
判
断
し
た
だ
け
だ

た
が

 
銃
士

は
少
し
考
え
込
ん
だ
よ
う
に
見
え
た

そ
し
て
直
後
に
銃
士

は
二
人
に
言

た

こ
れ
か
ら
エ
ア
リ

ボ

ド
で
散
歩
に
出
よ
う
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

一

に
来
る

エ
ア
リ

ボ

ド

こ
れ

 
そ
う
言

て
銃
士

は

二
人
に
エ
ア
リ

ボ

ド
を
見
せ
た

あ
あ

イ
ク
ス
が
乗

て
た
奴
ね

そ
れ
凄
い
よ
ね

乗
り
こ
な
す
の
は
難
し
そ
う
だ
け
ど

慣
れ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
じ

な
い

そ
う
な
ん
だ

で

ど
う
す
る
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銃
士

に
そ
う

ね
ら
れ

二
人
は
少
し
迷

た
が

さ
り
と
て
特
に
や
る
事
も
無
い

 
そ
し
て
二
人
は
二
つ
返
事
で

そ
の
誘
い
に
乗
る
事
に
し
た

そ

そ
れ
じ

あ
行
こ
う
か
な

そ
う
だ
ね

じ

あ
ち

と

い
け
ど

こ
れ
に
横
座
り
し
て

う
ん

分
か

た

 
そ
し
て
ボ

ド
の
後
ろ
の
部
分
に
二
人
は

け
た

 
そ
の
前
に
乗

た
銃
士

は

ゆ

く
り
と
エ
ア
リ

ボ

ド
を
ス
タ

ト
さ
せ
た

う
わ

凄
い
凄
い

本
当
に
動
い
て
る

よ
く
こ
ん
な
の
操

出
来
る
よ
ね

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
と
か
大
変
そ
う

む
ふ
う

 
銃
士

は

そ
の
言
葉
に
得
意
げ
に

を
鳴
ら
し

二
人
は
思
わ
ず

き
出
し
た

 
そ
し
て
銃
士

は

二
人
を

り
落
と
さ
な
い
よ
う
に
徐
々
に
ス
ピ

ド
を
上
げ
て
い

た
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ち

と
怖
い
け
ど

で
も
何
か
楽
し
い

こ
う
い
う
の
も
た
ま
に
は
い
い
ね

 
そ
し
て
三
人
は

と
り
と
め
も
な
い
会
話
を
し
な
が
ら
あ
ち
こ
ち
見
て
回

た

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も

基
本

の
良
い
狩
場
を
回
る
だ
け
だ

た
の
で

 
見
た
事
も
無
い
場
所
に
案
内
さ
れ

存
分
に
楽
し
ん
だ

う
わ

こ
ん
な
場
所
が
あ

た
ん
だ

あ

あ
そ
こ
に
何
匹
か
モ
ブ

い
の
が
い
る
ね

つ
い
で
に
倒
し
ち

う

そ
う
だ
ね

イ
ク
ス
ど
う
す
る

う
ん

倒
そ
う

 
そ
ん
な
感
じ
で
時
々
モ
ブ
を
倒
し
な
が
ら
三
人
は
何

所
か
マ
イ
ナ

な
ス
ポ

ト
を
回
り

 
意
図
せ
ず
し
て
交
流
を
深
め
る
事
と
な

た

 
マ
イ
ナ

ス
ポ

ト
故
に

他
の
プ
レ
イ
ヤ

と
遭
遇
す
る
事
も
一
切
無
く

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
遊
び
感
覚
で
エ
ア
リ

ボ

ド
に
乗
る
練

を
さ
せ
て
も
ら

た
り

 
見
晴
ら
し
の
い
い
高
台
で
三
人

ん
で
横
に
な

て
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
し
た

 
こ
の

に
は
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も
エ
ア
リ

ボ

ド
に
あ
る

度
慣
れ
て
お
り
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ジ

ト
コ

ス
タ

感
覚
で

イ
ク
ス
は
か
な
り
ス
ピ

ド
を
出
し
て
い
た

 
そ
し
て
あ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
去
り

三
人
は
そ
の
ま
ま
街
へ
と

た

今
日
は
楽
し
か

た
ね

う
ん

ど
う
す
る

く
何
か
食
べ
る

お

に
何
か

る
よ

で
も

 
そ
の
ユ

コ
の
誘
い
に

う
銃
士

の
意
図
を
察
し
た
の
か
ハ
ル
カ
は
明
る
い
声
で
言

た
い
ず
れ
ま
た
敵
同
士
に
な
る
か
も
だ
け
ど

今
日
く
ら
い
は
い
い
ん
じ

な
い

 
別
に
私
達

み
合

て
る

じ

な
い
ん
だ
し

そ
う
そ
う

た
だ
の
立
場
の
違
い
だ
し

も
う
戦
争
は
終
わ

た
ん
だ
し
ね

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 
そ
し
て
三
人
は

ユ

コ
の
案
内
で
と
あ
る
酒
場
へ
と
入

た

 
そ
こ
は
ユ

コ
が
知
る
酒
場
だ
け
の
事
は
あ
り
元
々
平
家
軍
の
者
が
多
く
た
む
ろ

て
い
た

場
所
だ

た
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だ
が
も
う
戦
争
は
終
わ

た
の
だ

今
は
も
う
そ
ん
な
事
は
気
に
す
る
必
要
は
な
い

さ
て

何
を
頼
む

肉

肉
食
系

 
そ
の
銃
士

の
言
葉
に

ハ
ル
カ
が
冗
談
の
つ
も
り
で
そ
う
突

込
ん
だ

え

と

違
う
け
ど

ま
あ
シ

ナ
様
相
手
の
時
は
そ
れ
で
も

 
そ
う

を

め
る
銃
士

に

二
人
は

れ
た
よ
う
に
言

た

イ
ク
ス
は
本
当
に
あ
い
つ
の
事
が
好
き
な
の
ね

う
ん

ど
こ
が
好
き
な
の

全
部

全
部
ね

ま
あ
で
も
あ
ん
な

を
見
せ
ら
れ
た
ら

そ
れ
も
分
か
る
か
な

ま
あ
ね

 
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
が
コ
ン
バ

ト
し
て
き
た
時
の
事
を
思
い
出
し

そ
う
言

た
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そ
う
い
え
ば
あ
の
後
の
動
画

見
た
よ

あ

私
も
そ
れ

見
た
わ

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

子
王
リ

チ

と
ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

が

 
銃
士

を

い
た
ハ
チ
マ
ン
に
お
仕
置
き
さ
れ
た
時
の
動
画
の
事
を
思
い
出
し

そ
う
切
り

出
し
た

あ
ん
た

高
い
高
い
さ
れ
て
た
よ
ね

う

う
ん

あ
れ
は
ち

と
び

く
り
し
た

あ
は

だ

だ
よ
ね

あ
い
つ
本
当
に
強
か

た

 
そ
し
て
そ
の
時
の
事
を

に
し

三
人
は
再
び

り
上
が
り
始
め
た

  
ロ
ザ
リ
ア
は
つ
い
に
そ
の
男
の

を
見
付
け

ど
こ
か
に
連

を
し
た
後

そ
の
男
に
詰
め

寄

た
ち

と
あ
な
た

私
の
事
覚
え
て
る
わ
よ
ね

な

何
だ
よ

俺
に
何
か
用

え

あ

ロ

ロ
ザ
リ
ア
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う
ん

間
違
い
な
い

や

ぱ
り
あ
の
時
見
張
り
を
し
て
た
人
ね

い
や

あ
の

そ
の

 
そ
し
て
そ
の
男
は

抗
す
る
気
配
を
ま

た
く
見
せ
ず
そ
の
ま
ま
そ
の
場
に
土
下
座
し
た

あ
の
時
は
本
当
に
す
ま
な
か

た

 
そ
の
い
き
な
り
の
見
事
な
土
下
座
に

ロ
ザ
リ
ア
の
方
が

て
た

ち

と
ち

と

こ
こ
じ

目
立
つ
か
ら

裏
の
方
に
行
き
ま
し

う

あ

あ
あ

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
男
と
連
れ
立

て
路
地
裏
に
入

た
の
だ
が
そ
こ
に
は
先
客
が

い
たな

や

闇
風

 
男
に
そ
う
言
わ
れ
た
闇
風
は
と
り
あ
え
ず
そ
の
言
葉
を
無

し
て
ロ
ザ
リ
ア
に

を
し
た

よ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

お
待
た
せ

闇
風
さ
ん

い
き
な
り
呼
び
出
し
て
ご
め
ん
な
さ
い

い
い

て
い
い

て

つ
い
に
見
付
け
た
ん
だ
な

こ
い
つ
を

 
そ
し
て
闇
風
は

そ
の

こ
ま
る
男
の
顔
を
見
て
こ
う
断
言
し
た
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間
違
い
な
い

こ
い
つ
だ

 
ど
う
や
ら
ロ
ザ
リ
ア
が
連

し
て
い
た
の
は
唯
一
こ
の
男
の
顔
を
知
る
闇
風
だ

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
闇
風
に
そ
う
断
言
さ
れ
男
は
こ
れ
か
ら
二
人
に
何
か
さ
れ
る
の
か
と
ビ
ク

と
し
た

そ
う
怖
が
る
な

て

大
人
し
く
出
す
も
の
を
出
せ
ば
何
も
し
ね
え
よ

お

お
金
な
ら
無
い
で
す

す
み
ま
せ
ん

い
や
い
や

別
に
カ
ツ
ア
ゲ
し
よ
う

て
ん
じ

な
い
か
ら

 
闇
風
は
そ
の
言
葉
を
受
け
流
し

ロ
ザ
リ
ア
が
そ
の
後
を
受
け
て
こ
う
言

た

ね

あ
な
た

名
前
は

サ

サ
ク
リ
フ

イ
ス

え

そ
れ

て
生
贄

て
意
味
よ
ね

趣
味
が
悪
い
わ
ね

ま
あ
い
い
わ

 
あ
な
た

私
を
監
禁
し
た
時
に

動
画
を

影
し
て
い
た
わ
よ
ね

そ
れ
を
こ
ち
ら
に
提

し
て
欲
し
い
の

な

何
で
そ
の
事
を

お
前
が
ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
る
の
を
俺
が

い
た

ま
じ
か
よ
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サ
ク
リ
フ

イ
ス
は

然
と
そ
う

い
た

で

で
も
そ
れ
は

大
丈
夫
よ

あ
な
た
に
迷
惑
は

け
な
い

て
約
束
す
る
わ

 
も
う
戦
争
は
終
わ

た
ん
だ
し

あ
な
た
が
直
接
私
を

付
け
た

じ

な
い
か
ら

 
ま
あ

て
見
て
た
事
に
は
ち

と
ム
カ
つ
く
け
ど

個
人
的
に
は

み
は
無
い
わ

 
む
し
ろ
私
達
が
知
り
た
い
の
は

あ
の
時
私
を

付
け
た
人
物

 
も
し
か
し
た
ら
こ
の
前
の
戦
争
の
黒
幕
だ

た
か
も
し
れ
な
い
人
物
だ
け
だ
か
ら

あ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

だ
か
ら
ネ

ト
と
か
に
公
開
も
す
る
つ
も
り
は
な
い
し

た
だ
分

し
て
み
た
い
だ
け

 
ど
う

動
画
を
私
達
に
提

し
て
く
れ
な
い
か
し
ら

目

て
言

た
ら
ど
う
す
る
ん
だ

あ
ら

言
う
の

い

い
や

 
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は

Ｂ
ｏ
Ｂ
の

し
込
み
に
来
た
事
を
後
悔
し
て
い
た

 
ど
う
せ

し
込
ん
で
も
勝
ち
進
め
る
は
ず
も
な
い
の
だ

お
祭
り
特

の
空
気
に
乗
せ
ら
れ
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て 
つ
い
で
に
も
う
ほ
と
ぼ
り
も

め
た
だ
ろ
う
と
思

て
ロ
グ
イ
ン
し
た
が

 
ま
さ
か
ま
だ
自
分
の
事
を
覚
え
て
い
る
者
が
い
た
と
は
予
想
外
だ

た

 
だ
が
し
か
し

幸
い
相
手
は
自
分
に
対
し
て
そ
こ
ま
で

て
い
な
い
ら
し
く

 
顔
を
公
開
し
た
り
す
る
つ
も
り
は
無
い
ら
し
い

 
な
ら
ば
こ
こ
で
素
直
に
謝

て
し
ま

て
重

に
な

て
い
た
過
去
を

し
て
し
ま
お
う

 
そ
う
考
え
た
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は

て
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
そ
の
動
画
を
ロ
ザ
リ
ア

に
送

た

こ
れ
で
い
い
か

あ
り
が
と
う

こ
れ
で
も
う
私
と
あ
な
た
の
間
に
は
何
も
遺

は
無
し

て
事
で

あ

あ
あ

助
か
る
よ

ち
な
み
に
そ
の
人
物
の
事

誰
か
分
か
る

い
や

顔
を

し
て
た
し

声
も

い
た
事
の
な
い
奴
だ

た
な

そ
う

 
そ
れ
を

い
た
ロ
ザ
リ
ア
は
残
念
そ
う
に
目
を
伏
せ
た
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良
か

た
な
お
前

十
狼
に
狙
わ
れ
る
事
も
も
う
無
く
な

た
な

だ

だ
な

 
闇
風
に
そ
う
言
わ
れ
た
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は

や

を
流
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

そ
れ
じ

も
う
あ
の
事
件
の
事
は
忘
れ
て

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
楽
し
ん
で
ね

お

お
う

何
か
俺
に

き
た
い
事
が
あ

た
ら
い
つ
で
も
質
問
し
て
く
れ
て
い
い

 
そ
れ
く
ら
い
の
事
は
さ
せ
て
も
ら
う

と
に
か
く
見
殺
し
み
た
い
に
し
て
本
当
に
す
ま
な
か

た 
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は
ま
だ
わ
ず
か
に
罪
悪
感
が
残

て
い
た
の
か
ロ
ザ
リ
ア
に
そ
う
言

た
あ
り
が
と
う

何
か
あ

た
ら
頼
ら
せ
て
も
ら
う
わ
ね

あ

あ
あ

よ
し

そ
れ
じ

あ

馬
山
に

ろ
う

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

か

そ
れ
じ

あ
ご
機

よ
う

あ

あ
あ

ご
機

よ
う
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二
人
が
去

て
い

た
後
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は
と
り
あ
え
ず

み
に
し
て
い
る
酒
場
へ
と

向
か

た

ふ
う

な
ん
か

の

が
下
り
た
な

 
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は
こ
れ
で
や

と
何
に
も

え
ず
に
普
通
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
出
来
る
と

思
い

 
何
と
な
く
開
放
感
を
感
じ
て
い
た

 

り
を
見
る
と

他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
か
ら
は

戦
争
の
せ
の

も
感
じ
ら
れ
ず

 
皆
ま

た
く
普
通
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

俺
が
考
え
す
ぎ
て
た
の
か
な

 
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は
そ
う
思
い

 
少
し

病
す
ぎ
た
か
と
し
ば
ら
く
ロ
グ
イ
ン
し
な
か

た
事
を
少
し
後
悔
し
た

え

と

違
う
け
ど

ま
あ
シ

ナ
様
相
手
の
時
は
そ
れ
で
も

 
そ
の

に
突
然
シ

ナ
の
名
前
が
飛
び
込
ん
で
き
た

サ
ク
リ
フ

イ
ス
は
ビ
ク

と
し

た 
や
は
り
シ

ナ
の
名
前
を

く
と

恐
怖
か
ら
ど
う
し
て
も
身

え
て
し
ま
う
よ
う
だ
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イ
ク
ス
は
本
当
に
あ
い
つ
の
事
が
好
き
な
の
ね

う
ん

ど
こ
が
好
き
な
の

全
部

 
そ
の
会
話
の
主
を
な
ん
と
な
く

め
た
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は

少
し
驚
い
た

あ
れ
は
ゼ
ク
シ

ド
の
仲
間
の
ユ

コ
と
ハ
ル
カ

で

一

に
い
る
の
が
シ

ナ
の
側
近

の
銃
士

 
そ
の
珍
し
い
組
み
合
わ
せ
に
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は
も
う
戦
争
は
終
わ

た
ん
だ
と
本
当
に

実
感
し
た

そ

か

そ

か

 
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は
安
心
し

心
の

か
ら
開
放
感
を
覚
え
た

 
そ
の
時
突
然
酒
場
が
静
か
に
な
り

サ
ク
リ
フ

イ
ス
は
何
事
か
と
思

て
顔
を
上
げ
た

 
そ
ん
な
サ
ク
リ
フ

イ
ス
の

に
銃
口
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は

直
し
た

 
そ
し
て
そ
の
銃
口
を
向
け
て
い
る
男
は

酒
場
中
に
高
ら
か
に
こ
う
宣
言
し
た
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俺
の
名
は

死
銃

デ
ス
・
ガ
ン

お
前
は
あ
の
戦
争
で
許
さ
れ
ざ
る
罪
を
犯
し
た

 
今
こ
そ
真
な
る
力
に
よ
る

き
を
受
け
る
が
い
い

 
そ
う
言

て
死
銃
を
名
乗
る
男
は

サ
ク
リ
フ

イ
ス
の

目

け
て
発
砲
し
た

 
だ
が
こ
こ
は
街
の
中
で
あ
る

若

の
衝
撃
は
あ
る
が

当
然
ダ
メ

ジ
は
入
ら
な
い

 
そ
れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
サ
ク
リ
フ

イ
ス
の

の
銃

が

打
つ
よ
う
に
消
え
た

 
だ
が
次
の

間
サ
ク
リ
フ

イ
ス
は
突
然
胸
に
苦
し
さ
を
覚
え
そ
の
場
で
の
た
う
ち
回

た
ご
め
ん
な

 
そ
れ
は
誰
に
向
け
た
言
葉
だ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
そ
の
言
葉
を
最
後
に
サ
ク
リ
フ

イ
ス
の
い
た
場
所
に
は

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

Ｏ

Ｎ 
の
文

が
表

さ
れ
酒
場
の
客
達
が
気
が
付
く
と
死
銃
を
名
乗
る
男
の

も
消
え
て
い
た

ち

ち

と

今
の
何

分
か
ら
な
い

分
か
ら
な
い
け
ど

私

シ

ナ
様
に
報
告
し
て
く
る
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う
ん

そ
れ
が
い
い
ね

そ
れ
じ

ま
た

気
を
付
け
て
ね

う
ん

ま
た

 
銃
士

は
そ
う
言

て

二
人
に
見
送
ら
れ
て

馬
山
へ
と
向
か

た

 
そ
こ
で
銃
士

は
そ
の
場
に
い
た
ロ
ザ
リ
ア
に
そ
の
事
を
報
告
し

 
そ
の
ま
ま
シ

ナ
に
報
告
す
る
と
言

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
だ
が
ロ
ザ
リ
ア
は

そ
の
人
物
と
サ
ク
リ
フ

イ
ス
が
同
一
人
物
だ
と
知
る
事
は
無
か

た

 
一
応
動
画
も
ア

プ
さ
れ
は
し
た
の
だ
が
そ
の
動
画
に
は
サ
ク
リ
フ

イ
ス
の
顔
は
映

て

お
ら
ず

 
た
だ
死
銃
の

だ
け
が
ク
ロ

ズ
ア

プ
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
だ

た
か
ら
だ

 
そ
の

シ

ナ
の
対
応
も
後
手
に
回
る
事
に
な

た
の
だ
が

こ
れ
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う

  
そ
の
日
の
夜

田
平
と
い
う
人
物
が

ア
ミ

ス
フ

ア
を
被

た
ま
ま

 
自
宅
ア
パ

ト
で
死
ん
で
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た

 
最
近
ゲ

ム
を
し
た
ま
ま
死
ぬ
者
の

は

加

向
に
あ
り

察
も
型
通
り
の
調
査
し
か
せ
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ず 

も
一
通
り

法
解

を
し
は
し
た
が

物

が
使
用
さ
れ
た
と
は
夢
に
も
思
わ
ず

 
血

査
も
そ
こ
ま
で
精
密
な
物
で
は
な
か

た

 
特
に
他
の
者
が
関

す
る
証

も
出
て
来
ず

彼
の
死
は
事
故
と
し
て
処
理
さ
れ
た

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
は
止
ま
ら
な
い
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第
３
９
１
話
 
ゼ
ク
シ

ド
の
消
息

 
何
か
調
子
よ
く
書
け
て
る
の
で

こ
の
ま
ま
今
日
二
話
目
を
投
稿
し
ち

い
ま
す
ね

 

本
日
二
話
目
で
す

ご
注
意
下
さ
い

兄
さ
ん

今
回
は
上
手
く
や
れ
た
と
思
う
ん
だ
け
ど

そ
う
だ
な

き

ち
り
と
死

ま
で
確
認
し
た
か

う
ん

ゼ
ク
シ

ド
は
意
識
不
明
の
ま
ま
に
な
る
と
思
う
か
ら
良
か

た
も
の
の

 
完
全
に
失
敗
し
て
い
た
ら

お
前
も
始
末
し
な
き

い
け
な
い
所
だ

た
ぞ

う

う
ん

反
省
し
て
る

 
恭
二
は
そ
れ
を
冗
談
だ
と
思

て
そ
う
答
え
た
が

昌
一
は
本
気
だ

た

し
か
し
中

半

に
死
な
な
か

た
せ
い
で

逆
に

の
事
が
バ
レ
る
か
も
し
れ
な
い
な

そ
の
ル

ト
か
ら
俺
達
が

り
出
さ
れ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
じ

な
い
よ
な
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ま
あ

さ
ん
は
間
違
い
な
く

が
盗
ま
れ
た

て
事
を

す
よ
ね

ま
あ
あ
い
つ
は
自
分
だ
け
が
大
事
な
男
だ
か
ら
な

 
そ
し
て
昌
一
は

こ
う
付
け
加
え
た

当
面
は
大
丈
夫
だ
ろ

察
が
介
入
し
て
な
い
み
た
い
だ
か
ら
な

で
も
今
の

学
調
査

て
凄
い
ん
だ
ろ

 
も
し

査
さ
れ
た
場
合

侵
入
の

跡
は
ど
の
く
ら
い
残

て
る
ん
だ
ろ
う
な

力
残
さ
な
い
よ
う
に
し
た
し

何
も
取

た
り
し
な
か

た
け
ど

 
本

を
入
れ
て
調
査
さ
れ
た
ら
多
分
色
々
出
て
き
ち

う
ん
じ

な
い
か
な

ま
あ
し
か
し
俺
達
に
前

が
あ
る

じ

な
い
し
そ
こ
か
ら
身
元
を
特
定
す
る
の
は
不
可

能
だ
ろ

 
近
く
に
監

カ
メ
ラ
の

も
一
切
無
か

た
し

目
撃
者
も
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
な

 
恭
二
は
ゼ
ク
シ

ド
こ
と

村
保
の
件
で
大
き
な
失
敗
を
し
た

 
服
の
生
地
が
意
外
と

め
だ

た
事
も
あ
り

て
て
い
た
せ
い
で

 
体
内
に
入

た

の

が
致
死

に
達
し
て
は
い
な
か

た
の
だ

 
だ
が
そ
れ
で
も
か
な
り
の

が
体
内
に
注
入
さ
れ

保
は
意
識
不
明
の
重
体
に
陥

た
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だ
が
逆
に
そ
の
せ
い
で

い
ま
だ
に

察
は
介
入
し
て
い
な
い

 
家
主
が
身
内
だ

た
事
も
あ
り

一
応
地
元
で
は
名
士
と
言
わ
れ
る
家

だ

た

 
保
の
両
親
は

や

か
い
者
で
あ
る
保
を
知
り
合
い
の
病
院
に
入
院
さ
せ

 
ゲ

ム
の
や
り
す
ぎ
で
倒
れ
た
な
ど
と
い
う

が
広
ま
る
事
を
恐
れ

 
保
の
病

を
ひ
た

し
に
し
て
い
た

も
ち
ろ
ん

察
に

け
る
な
ど

外
だ

 
恭
二
達
は
そ
の
事
を
知
ら
な
い
が
保
が
生
き
て
い
る
事

察
が
介
入
し
て
い
な
い
事
は

し
て
い
た

 

察
が
介
入
し
て
い
な
い
事
は
い
つ
に
な

て
も
部
屋
に

察
が
訪
れ
な
い
事
で
気
が
付
い

た 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
の
本
名
が

村
保
だ
と
知

て
い
た

 
運
ば
れ
た
病
院
の
病

を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
回
り

 
入
院
用
の
病

の
部
屋
に
か
か

て
い
る
名
前
を
全
て
チ

ク
し
た
の
だ

た

 
そ
こ
で

村
保
の
名
前
を
見
付
け
た
恭
二
は
自
分
が
死

確
認
を
し
な
か

た
せ
い
だ
と
落

し
た

 
ち
な
み
に
病

は

ア
パ

ト
の
管
理
人
の
会
話
を
盗
み

き
し
て
発
覚
し
た
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も

と
慎
重
に
行
動
し
て
い
れ
ば

そ
し
て
あ
ん
な
メ
モ
を
見
付
け
な
け
れ
ば

 
恭
二
は
そ
う
思
い

次
の
殺
し
の
時
期
を

め
る
事
を
昌
一
と

に

願
し

 
自
ら
殺
す
役
を

て
出
た
の
だ

そ
れ
か
ら
恭
二
は
変
わ

た

 
法
を
犯
す
事
に

的
に
な
り

自
ら
追
加
の

を

の
病
院
ま
で
取
り
に
行
き

 
兄
に
見
放
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
に
か
く
自
分
は
使
え
る
男
だ
と
ア
ピ

ル
す
る
努
力
を

か

さ
な
か

た

 
あ
の
メ
モ
の
事
は
確
か
に
驚
き
だ

た
が

そ
の
事
は

に
恭
二
の

か
ら
消
え
て
い
た

 
そ
れ
は
張
り
込
ん
だ
甲
斐
が
あ
り

詩
乃
の
家
の
場
所
を
見
つ
け
出
す
事
に
成
功
し
た
か
ら

だ

た

 
恭
二
は
盗

器
を
設
置
す
る
事
も
考
え
た
が
そ
れ
は
さ
す
が
に
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
考
え
断

念
し
た

 
代
わ
り
に
恭
二
は

詩
乃
の
後
を
よ
く
付
け
ま
わ
す
よ
う
に
な

た

 
詩
乃
は
ま
だ
そ
の
事
に
は
気
付
い
て
い
な
い
が

 
恭
二
の
魔
の
手
は

確
実
に
一
歩
一
歩
詩
乃
に
近
付
い
て
い
た

さ
て

残
り
の
二
人

い
や

三
人
は
ど
う
す
る
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三
人
と
も
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
最
中
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
家
は
す
ぐ
近
く
だ

た
し
ね

シ
ノ
ン
の
所
は
恭
二
が
行
く

て
事
で
い
い
な

う
ん
あ
そ
こ
の
鍵
は
開
け
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
だ

た
け
ど
僕
が
直
接
行
け
ば
開
け
て
く
れ

る
で
し

そ
う
か

う
ん

 
こ
う
な
る
と

え
ゲ

ム
の
中
で
黒
星
の
銃

を
撃
ち
込
め
な
く
と
も
恭
二
は
止
ま
ら
な

い
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
二
人
の
美
意
識
に
反
す
る
行

な
の
だ

だ
が
今
殺
す

に
は
い
か
な
い

 
や
る
な
ら
ゲ

ム
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ

 
こ
う
し
て
二
人
は

事
が

こ

た
直
後
に
ゲ

ム
内
で

と
し
て
恭
二
を
始
末
す
る
事
を

決
断
し
た

 
直
接
訪
ね
る
と
な
れ
ば
リ
ス
ク
も
高
い
だ
ろ
う
し

 
最
悪
近
く
の

人
が

め
る
気
配
を
察
し
て
駆
け
付
け
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
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そ
の
場
で

捕
と
か
い
う
事
に
な
ら
な
け
れ
ば
恭
二
を
殺
す
の
は
簡

な
の
だ

 
こ
う
し
て
恭
二
は
こ
の

で

昌
一
と

に
も
見

て
ら
れ
た

  

岡

二
郎
は

と
あ
る
通
報
を
目
に
し

非
常
に
悩
ん
で
い
た

こ
れ

ど
う
考
え
て
も
あ
り
え
な
い
よ
な

 
ゲ

ム
内
で
銃
を
撃

て

そ
れ
で
現
実
に
人
を
殺
す

や

ぱ
り
あ
り
え
な
い
よ
ね

 
ど
う
す
る
か
な

一
応
調
査
は
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
け
ど

 

岡
は
そ
う
考
え
つ
つ
も

一
応
専
門
家
と
言
わ
れ
る
人
達
に
意
見
を

き

 
そ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
不
可
能
だ
と
い
う
結

に
達
し
て
い
た

や

ぱ
り
無
理
か

こ
う
な

た
ら

点
を
変
え
て
ゲ

マ

に
意
見
を

い
て
み
る
か

 
こ
う
い
う
事
で
頼
り
に
な
る
の
は
八
幡
君
と
和
人
君
だ
と
思
う
け
ど

八
幡
君
は
今
回
は
な

 

岡
は

八
幡
に
関
し
て
調
査
し
た
ら
し
き
資
料
を

ん
と

の
上
に
置
き
な
が
ら

い
た

 
そ
の
資
料
に
は

ち
ら
り
と
シ

ナ
と
い
う
文

が
書
い
て
あ

た

相
談
の
流
れ
で
調
査

て
な

た
と
し
て
今
の
八
幡
君
だ
と
名
前
が

れ
す
ぎ
て
る
ん
だ
よ
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ね 
と
り
あ
え
ず
こ
こ
は

和
人
君
に
お
願
い
し
て
み
よ
う
か
な

危
険
は
無
い
と
思
う
け
ど

 
サ
ポ

ト
体
制
だ
け
は
完

に
し
て

と

ま
あ
も
う
一
部
準
備
は
し
て
あ
る
け
ど
ね

 
そ
し
て

岡
は

和
人
に

話
を

け
た

は
い

桐

谷
で
す

岡
さ
ん

ど
う
し
ま
し
た

あ

和
人
君

ち

と
相
談
し
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

出
て
こ
れ
な
い
か
な

 
も
ち
ろ
ん
ち

と
奮
発
し
て

る
か
ら
さ

頼
む
よ

別
に
い
い
で
す
け
ど

ま
た
バ
イ
ト
か
何
か
で
す
か

多
分
そ
う
な
る
と
思
う

今
回
は
バ
イ
ト
代
も
か
な
り
奮
発
す
る
よ

直
ぐ
行
き
ま
す

 
こ
う
し
て

岡
に
呼
び
出
さ
れ
た
和
人
は

店
に
入
る
と

岡
の

を
見
付
け

そ
の
前
に

座

た
ご
め
ん
ね

わ
ざ
わ
ざ
来
て
も
ら

ち

て

い
え

別
に
い
い
で
す
け
ど

ま
あ
と
り
あ
え
ず
何
で
も
好
き
な
物
を
頼
ん
じ

て
よ
さ

き
言

た
通
り

る
か
ら
さ
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そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 
そ
う
言

て
メ
ニ

を
開
い
た
和
人
は

そ
の

に

天
し
た

ほ

本
当
に
遠

し
な
く
て
い
い
ん
で
す
か

う
ん

別
に

わ
な
い
よ

よ

よ
し

 
そ
う
言

て
和
人
は
真
剣
に
メ
ニ

を

め
た
が
結
局
コ

ヒ

と
パ
フ

を
一
つ
頼

ん
だ

 
本
当
は
も

と
頼
み
た
か

た
が
や
は
り
ま

た
く
遠

し
な
い

に
は
い
か
な
か

た
よ

う
だで

今
日
は
何
の
用
事
で
す
か

う
ん

実
は
ね

 
そ
し
て

岡
は

和
人
に
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
説
明
し
た

 
和
人
は

て
そ
れ
を

き
ゲ

マ

ら
し
い

点
で
色
々
と
無
茶
な
事
を
言

て
み
た
が

 
ど
う
考
え
て
も
そ
れ
ら
は
全
て
実
現
性
が
皆
無
な
も
の
ば
か
り
だ

た

や

ぱ
り
無
理
だ
よ
ね
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え
え

無
理
だ
と
思
い
ま
す

絶
対
に

だ
よ
ね

参

た
な

た
だ
色
々
な
人
に
話
を

い
て

無
理
で
す

て
言
う
だ
け
じ

 
絶
対
に
上

が
納
得
し
て
く
れ
な
い
ん
だ
よ
ね

つ
ま
り
実

に
そ
の
死
銃

て
奴
に
銃
で
撃
た
れ
て
み
な
い
と

目

て
事
で
す
よ
ね

だ
ね

ね

和
人
君

こ
の
バ
イ
ト

頼
ん
で
も
い
い

バ
イ
ト

て
そ
れ
で
す
か

 
和
人
は
驚
い
て
そ
う
言

た

さ
す
が
の
和
人
も

そ
ん
な
バ
イ
ト
は
し
た
く
な
か

た

そ
う
な
ん
だ
よ
ね

絶
対
に
安
全
は
保
証
す
る
か
ら

お
願
い

保
証

て

実

ど
ん
な
感
じ
に
な
る
ん
で
す
か

先
ず
ロ
グ
イ
ン
は

の

設
か
ら
し
て
も
ら
う

そ
し
て
常
に
ゲ

ム
内
の

況
を
モ
ニ

タ

し

 
そ
の
銃

で
撃
た
れ
た

間
に
回
線
を
切

て

結
果
を
見
て
み
る

 
ま
あ
も

と
も
今
話
し
た
通
り
ど
う
や

て
も
何
か
影

が
あ
る
な
ん
て
事
は
あ
り
え
な
い

ん
だ
け
ど
ね

ま
あ
自
分
で
も
そ
う
言
い
ま
し
た
し

そ
れ
は
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
ね
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で
今
回
は
時

と
か
じ

な
く
受
け
て
も
ら

た
ら
十
五
万
成
功
報

と
し
て
十
五
万

で
ど
う

ま
じ
で
す
か

そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
あ
れ
も
こ
れ
も

え
る
な

期
限
は
調
査
次
第
だ
け
ど

⻑
く
て
二
週
間
く
ら
い
で
そ
の
金

を
予
定
し
て
る
よ

 
も
し
そ
れ
以
上
に

び
た
ら
ま
た
二
週
間
で
同
じ
金

を
出
す

ど
う
だ
い

是
非
お
願
い
し
ま
す

 
和
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら

岡
に
手
を
差
し
出
し
た

オ

ケ

交

成
立
だ
ね

準
備
が
出
来
た
ら
連

す
る
か
ら

そ
れ
ま
で
待

て
て
ね

あ

一
つ
だ
け

ゲ

ム
内
の
様
子
を
モ
ニ
タ

す
る

て

あ

そ
れ
は
ね

も
う
ソ
レ
イ
ユ
に
協
力
を
依
頼
済
な
の
さ

 
知

て
る
か
な

ア
キ
バ
に
あ
る

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン

て
い
う
メ
イ
ド

茶
に
さ

 
そ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
テ
ス
ト
機
が
置
い
て
あ
る
ん
だ
よ
ね

ま
じ
で
す
か

で
も
何
で
メ
イ
ド

茶

あ

何
で
も
そ
こ
の
店
⻑
さ
ん
が

ア
キ
バ
の
顔
役
ら
し
く
て
さ
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な
ん
と
高
校
生
の
女
の
子
ら
し
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
で
そ
こ
に
決
め
た
ら
し
い
よ

ま
じ
で
す
か

八
幡
の
奴

内

に
し
て
や
が

た
な

ま
あ
そ
ん
な

で

正
式
に
準
備
が
出
来
た
ら
連

す
る
か
ら

お
願
い
ね

分
か
り
ま
し
た

 
和
人
は
こ
う
し
て

岡
と
分
か
れ
る
と

そ
の
足
で
ア
キ
バ
へ
と
向
か
い

 
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
へ
と
足
を

み
入
れ
た

お
帰
り
ニ

さ
い
ま
せ

ご
主
人
様

あ

ど

ど
も

 
和
人
は
勢
い
で
来
て
し
ま

た
も
の
の

こ
う
い
う
所
に
来
る
の
は
初
め
て
だ

た

 
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
か

た

 
丁
度
そ
の
時

和
人
の
横
を
一
人
の
少
女
が
駆
け
抜
け
た

そ
れ
じ

フ

イ
リ
ス
さ
ん

私
は
八
幡
と
約
束
が
あ
る
か
ら

ク

ニ

ン

ま
た
な
の
ニ

八
幡

今
八
幡

て
言

た
か

や

ぱ
り

し
て
や
が

た
な

ま
し
い

 
い
や
い
や

ま
し
く
な
ん
か
な
い

な
い

た
ら
な
い
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和
人
は
そ
う
考
え

ス
ト
レ

ト
に
フ

イ
リ
ス
に
質
問
を
ぶ
つ
け
た

あ
の

こ
こ
に
ソ
レ
イ
ユ
製
の

 
実

に
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
所
が
見
ら
れ
る
マ
シ
ン
が
あ
る

て

い
た
ん
で
す
が

ニ

ニ

お
客
様
も
ゲ

マ

な
の
か
ニ

あ

は
い

一
応

む
む

凄
い
オ

ラ
だ
と
思

て
フ

イ
リ
ス
が
担
当
す
る
事
に
し
た
け
ど

 
や

ぱ
り
正
解
だ

た
み
た
い
ニ

で
も
ご
め
ん
な
の
ニ

 
あ
の
機

は
何
か
え
ら
い
人
が
使
い
た
い

て
事
で
今
日
一
時
的
に
そ

ち
に
移
動
し
た

の
ニう

お

岡
さ
ん
さ
す
が
手
配
が

い
な

そ
う
で
す
か

残
念
で
す

ど
う
し
ま
す
か
ニ

ま
た
後
日
い
ら

し

い
ま
す
か
ニ

い
や

せ

か
く
だ
か
ら
何
か

い
物
で
も
注
文
し
て
い
き
ま
す

あ
り
が
と
で
す
ニ

そ
れ
じ

あ
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
ニ

う

ん
ず

と
ニ

ニ

言

て
る
け
ど
そ
れ
が
普
通
に

こ
え
て
く
る
か
ら
不
思
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議
だ

 
そ
し
て
和
人
は

何
も
考
え
ず
に
オ
ム
ラ
イ
ス
と

食
後
に
コ

ヒ

を
注
文
し
た

 
し
ば
ら
く
し
て
オ
ム
ラ
イ
ス
が
運
ば
れ
て
く
る
と

フ

イ
リ
ス
は
和
人
に
こ
う

ね
た

ケ
チ

プ
で
何
か
お
書
き
し
ま
す
か
ニ

え

あ

あ
あ

え

と

お

お
任
せ
で

分
か
り
ま
し
た
ニ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

定
番
の
言
葉
を
和
人
の
オ
ム
ラ
イ
ス
に
書
き
始
め
た

 
そ
こ
に
は
当
然

世
界
が
や
ば
い

と
書
い
て
あ

た

ど
う
で
す
か
ニ

あ

あ
は

 
和
人
は
そ
の
言
葉
を
見
て
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

こ
う
い
う
場
所
に
来
る
の
は
初
め
て
だ
け
ど

何
か
凄
い
な

 
そ
し
て
和
人
は
オ
ム
ラ
イ
ス
を
一
口
食
べ

思
わ
ず
こ
う
言

た

う

美
味
い

 
そ
れ
を
見
た
フ

イ
リ
ス
は

戦
士
に
も
休
息
は
必
要
な
の
ニ

と
一
人

い
て
い
た
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オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
終
わ

た

和
人
は
一
人
の
男
が
フ

イ
リ
ス
に
話
し

け
て
い
る
の

目
撃
し
た

フ

イ
リ
ス

ダ
ル
が
こ

ち
に
来
て
い
な
い
か

あ

今
日
は
ダ
ル
に

ん
は

八
幡
の
と
こ
ろ
だ
ニ

 
そ
れ
を

い
た
和
人
は
思
わ
ず

き
込
ん
だ

ま
た
八
幡
の
名
前
が

も
し
か
し
て
常
連
な
の
か

 
こ
れ
は
明
日
奈
に
チ
ク
ら
ね
ば
い
け
な
い
案
件
だ
な

な
る
ほ
ど

じ

あ
ク
リ
ス
テ

ナ
は

ク

ニ

ン
も
八
幡
の
所
ら
し
い
ん
だ
け
ど
今
日
は
明
日
ニ

ン
の
所
に

ま
る

て
言

て
た
ニ

 
そ
の
言
葉
に

和
人
は
再
び

き
込
ん
だ

ま
じ
か
よ
明
日
奈
も
こ
こ
に
通

て
ん
の
か

し
か
も

ま
る
く
ら
い
仲
が
い
い
の
か

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
じ

あ
今
度
ま
た
出
直
し
て
く
る

あ
り
が
と
う
な

フ

イ
リ
ス

ど
う
い
た
し
ま
し
て
ニ

ま
た
ね

凶
真
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そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

心
配
そ
う
な
顔
で
和
人
の
所
に
歩
い
て
き
た

お
客
様

大
丈
夫
で
す
か
ニ

あ

う
ん

大
丈
夫

と
り
あ
え
ず
コ

ヒ

を
お
願
い
し
ま
す

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
ニ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

コ

ヒ

を
運
ん
で
き
た
後
に
和
人
に
こ
う

ね
た

砂

と
ミ
ル
ク
は
ど
う
し
ま
す
か
ニ

あ

そ
れ
じ

あ
一
つ
ず
つ
で

は
い
ニ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
の
必
殺
技

目
を
見
て
ま

ま

が
発
動
し
た

 
和
人
は
フ

イ
リ
ス
が

自
分
の
目
を
じ

と
見
つ
め
な
が
ら

ま

ま

ま

ま

 
と

い
て
い
る
事
に

面
し
た

和
人
は
そ
れ
を
誤
魔
化
す

に
フ

イ
リ
ス
に
こ
う

ね

た
あ
の

さ

き
八
幡

て
名
前
を

ん

何
の
事
で
す
か
ニ

気
の
せ
い
だ
と
思
う
の
ニ

え

だ

て
八
幡
の
名
前
を
二
度
も



 第３９１話 ゼクシードの消息

多
分
幻

ニ

お
客
様
は
疲
れ
て
い
る
の
ニ

う
ち
で
リ
ラ

ク
ス
し
て
い

て
ニ

 
そ
う
言

て
フ

イ
リ
ス
は

笑
顔
で
和
人
に
微
笑
ん
だ

ど
う
い
う
事
だ
よ

も
う

が
わ
か
ら
な
い
よ

 
和
人
は
混
乱
し
た
が

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

 
フ

イ
リ
ス
は
お
客
様
の
情
報
を
決
し
て

ら
し
た
り
は
し
な
い
の
だ

 
何
故
な
ら
そ
れ
は

彼
女
が
プ
ロ
中
の
プ
ロ
だ
か
ら
で
あ
る

 
そ
し
て
和
人
は
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
事
に
し

を
立

た

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

あ
り
が
と
ニ

も
し
良
か

た
ら

今
度
は
是
非
八
幡
と
一

に
来
て
ニ

え
 
フ

イ
リ
ス
は
そ
の
ま
ま
何
も
言
わ
ず

和
人
を
見
送

た

 
和
人
は
外
に
出
た
後

今
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
た

も
し
か
し
て

え
八
幡
と
知
り
合
い
だ
ろ
う
と
し
て
も

 
そ
れ
が
確
定
す
る
ま
で
は
自
分
は
何
も
言
え
な
い

て
事
な
の
か
な

プ
ロ
だ
な

 
そ
し
て
和
人
は

今
度
は
八
幡
に
連
れ
て
き
て
も
ら
お
う
と
思
い

家
に
帰
る
事
に
し
た
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だ
が
こ
の
後
和
人
は
バ
イ
ト
で
忙
し
く
な
り
そ
れ
が
果
た
さ
れ
た
の
は
事
件
が
全
て
終
わ

た
後
だ

た

 
ち
な
み
に
和
人
と
フ

イ
リ
ス
の
再
会
は

そ
れ
よ
り
も
少
し
前

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
内
で
の
事
と
な
る



 第３９２話 されどまだ日常は続く

 
第
３
９
２
話
 
さ
れ
ど
ま
だ
日
常
は
続
く

 

日
の

方
に
も
う
一
話
投
稿
し
て
あ
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

 
ち

と
暗
い
話
が
続
い
た
の
で

こ
の

り
で
ゆ
る
い
話
を
書
き
た
く
な
り
ま
し
た

 

 

で
す
し

今
日
も

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す
 

あ

す
ま
ん

も
う
一
回
頼
む

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
も
う
一
度

 
ク
ル
ス
は
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
い
直
接
八
幡
に
さ

き
体
験
し
た
出
来
事
の
説
明
を
し
て
い
た

 

話
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
は
至

当
た
り
前
の
考
え
で
あ
る
が

 
そ
れ
は

純
に

ク
ル
ス
が
八
幡
に
会
い
た
か

た
だ
け
な
の
で
あ
る

 
こ
の

り

八
幡
相
手
に
は
肉
食
系

を
実

し
て
い
る
と
も
言
え
る

 
ま
あ
こ
の
く
ら
い
で
肉
食
系
と
か
言

て
い
た
ら

え
ば
ミ
サ
キ

り
は

で
笑
う
事
だ
ろ

う
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意
味
が
分
か
ら
な
い
な

い
や

分
か
る
ん
だ
が

で
す
よ
ね

ゲ

ム
の
中
で
プ
レ
イ
ヤ

が
銃
で
撃
た
れ
た
ら
回
線
落
ち
し
た

て
事
だ
よ
な

 
で
も
も
し
そ
ん
な
バ
グ
が
存
在
す
る
な
ら

他
で
も
絶
対
に

こ

て
る
よ
な

そ
れ

で
す
ね

 
ク
ル
ス
は

こ
ん
な
事
は
八
幡
に
報
告
す
る
よ
う
な
事
じ

な
か

た
か
も
と
一

考
え
た

 
そ
ん
な
ク
ル
ス
の
考
え
を
察
し
た
の
か

八
幡
は
ク
ル
ス
の

を

で
な
が
ら
言

た

ま
だ
ど
う
い
う
事
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
知

て
い
る
の
と
知
ら
な
い
の
で
は

の
差

が
あ
る

 
よ
く
報
告
し
て
く
れ
た
な

マ

ク
ス

は

は
い

 
ク
ル
ス
は

を

で
ら
れ

嬉
し
そ
う
に
目
を

め
な
が
ら
言

た

 
そ
ん
な
二
人
に
横
か
ら
声
が

か

た

ち

と
ち

と

わ
ざ
わ
ざ
私
の
横
で
や
る
と
か

ウ
ケ
な
い
ん
だ
け
ど

お

と

悪
い

本

も
し
あ
れ
な
ら
お
前
の

も

で
て
や
ろ
う
か



 第３９２話 されどまだ日常は続く

え
 
そ
の
言
葉
が

す
通
り

そ
こ
は
受
付
の
隣
で
あ

た

八
幡
が
か
お
り
に

を
し

 
上
の

に
向
か
お
う
と
し
た
矢
先
に
ク
ル
ス
に
呼
び
止
め
ら
れ
た

で
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
が
か
お
り
に
そ
う
言

た

間
に

 
た
ま
た
ま

り
に
い
た
女
子
社
員
達
か
ら

望
の

線
が
か
お
り
に
集
ま

た

え

え

 
か
お
り
は
き

ろ
き

ろ
と

囲
に
目
を
や
り

そ
の
事
に
気
付
く
と

 
ど
う
し
よ
う
か
と

を
悩
ま
せ
始
め
た

う

う

ん

こ
こ
で

乗
し
て

を

で
て
も
ら
う
の
は
ど
う
な
の

ア
リ

ナ
シ

お

い

本

冗
談
だ
か
ら
な

私
的
に
は
ア
リ
ね

で
も
こ
の

線

新
入
社
員
の
私
と
し
て
は

 
や

ぱ
り
先
輩
達
と
の
関
係
に
は
気
を
遣
う

で

ど
う
し
た

俺
達
は
そ
ろ
そ
ろ
上
に
行
く
ぞ

お

い

あ

で
も
千
佳
も
言

て
た

け

私
は
そ
う
い
う
所
が
ド
ラ
イ
す
ぎ
る

て

 
そ
の
せ
い
で
人
生
最
大
の
チ

ン
ス
を
中
学
生
の
時
に
棒
に

た
ん
だ
し
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ま
あ
い
い
や

行
く
ぞ
マ

ク
ス

あ

は
い

そ
う
よ
そ
う
よ

こ
う
い
う
時
は
全
力
で
そ
の
言
葉
に
し
が
み
つ
か
な
い
と

目
な
の
よ

 

え
冗
談
で
も
本
当
に
変
え
て
し
ま
う
く
ら
い
の
パ
ワ

が

今
の
私
に
は
必
要

ア
リ
ね

ア
リ
だ
わ

 
そ
し
て
か
お
り
は

ぐ
わ

と
顔
を
上
げ
て
こ
う
言

た

是
非
お
願
い
し
ま
す

 
だ
が
そ
の
時
に
は
も
う
八
幡
と
ク
ル
ス
は
エ
レ
ベ

タ

で
上
の

に
向
か

た
後
で
あ
り

 
そ
の
場
に
は
二
人
は
も
う
い
な
か

た

 
か
お
り
は
そ
の
事
に
気
付
い
て
ガ

ク
リ
と

を
落
と
し

隣
に
座

て
い
た
同

の
他
に

 

囲
に
残

て
い
た
女
子
社
員
達
が
か
お
り
の
下
に
駆
け
寄
り
口
々
に
か
お
り
を

め
始
め

た
か
お
り
ち

ん

ド
ン
マ
イ

今
度
は
そ
の
チ

ン
ス
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
ね

迷

た
ら
負
け
よ

い
い

忘
れ
ち

だ
め
よ

迷

た
ら
負
け



 第３９２話 されどまだ日常は続く

は

は
ひ

 
か
お
り
は

大
に
顔
を

く
し
な
が
ら

め
ら
れ
続
け
た

 
そ
ん
な
場
面
に
通
り
か
か

た
薔
薇
は

何
事
か
と
思
い
な
が
ら
も
そ
の
横
を
通
り
過
ぎ

 
秘
書
室
へ
と
向
か
う

に
エ
レ
ベ

タ

の
中
に
入

た

 
そ
し
て

の
ボ
タ
ン
を
押
そ
う
と
し
た
薔
薇
の

界
が
急
に
暗
く
な

た

す

す
み
ま
せ
ん

乗
り
ま

す

あ
ら

ダ
ル
君
じ

な
い

あ

薔
薇
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
だ
お

 

界
が
暗
く
な

た
の
は
ダ
ル
の
巨
体
の
せ
い
だ

た
よ
う
だ

今
日
は
開
発
室

う
ん

こ
れ
で
も
僕
は
受
け
た
仕
事
に
対
し
て
は
真
面
目
だ
か
ら
ね

そ
う

頑
張

て
ね

 
そ
し
て
薔
薇
は
秘
書
室
の
扉
を
開
け

中
に
八
幡
が
い
た
の
で
少
し
驚
き
な
が
ら
言

た

あ
れ

八
幡
来
て
た
ん
だ

お

八
幡
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そ
の
声
で
誰
が
い
る
の
か
分
か

た
の
か

八
幡
は
扉
の
向
こ
う
か
ら
声
を

け
て
き
た

お
小
猫
と
ダ
ル
か
俺
は
今
日
は
紅
莉
栖
を
眠
り
の
森
に
案
内
す
る

に
こ
こ
で
待
ち
合
わ

せ
な
ん
だ

あ

そ
う
だ

た
の
ね

そ
う
だ
マ

ク
ス

せ

か
く
の
こ
の
機
会
に

ダ
ル
に
さ

き
の
事
を

い
て
み
る
か

そ
れ
は
い
い
か
も
で
す
ね

つ
い
で
に
ア
ル
ゴ
と
イ
ヴ
も
呼
ぶ
か

あ

そ
れ
じ

あ
私

呼
ん
で
き
ま
す
ね

お
う

頼
む
わ

 
そ
し
て
秘
書
室
に

八
幡

小
猫

ク
ル
ス

ア
ル
ゴ

イ
ヴ

ダ
ル
の
六
人
が
集
ま

た

ハ

何
か
あ

た
の
カ

そ
れ
が
な

今
日
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
こ
ん
な
事
が
あ

た
ら
し
い

ク
ル
ス

説
明
し
て
く
れ

 
そ
し
て
ク
ル
ス
の
説
明
を

い
た
一
同
は

難
し
い
顔
を
し
て

り
込
ん
だ

で

ど
う
思
う

プ
レ
イ
ヤ

が
中
か
ら
何
か
を
や

て

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

を
回
線
落
ち
さ
せ
る
事

て
可
能
だ
と
思
う
か



 第３９２話 されどまだ日常は続く

う
ん

無
理
だ
ナ

無
理
だ
と
思
い
ま
す

ど
う
考
え
て
も
無
理
だ
お

や

ぱ
り
そ
う
か

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

い
た

そ
も
そ
も

り
が
き
つ
す
ぎ
る
お

ゲ

ム
の
中
に

の

末
か
何
か
が

び
て
て

 
外
部
に

出
来
る
な
ら
ま
だ
し
も

た
だ
銃
で
撃
つ
だ
け
じ

ち

と
ね

だ
よ
な

他
に
そ
ん
な

は
無
い
の

今
の
と
こ
ろ
は
確
認
さ
れ
て
な
い
な

 
ゼ
ク
シ

ド
の
時
の
死
銃
の
件
に
関
し
て
は

 
一
人
だ
け
音
声
の
み
を
ア

プ
ロ

ド
し
て
い
た
者
が
い
た

 
だ
が
そ
の
タ
イ
ト
ル
は

座
談
会
の
時
の
出
来
事

音
声
の
み

だ
け
で
あ
り

 
説
明
書
き
も
無
か

た

ま

た
く

散
し
て
い
な
い
の
が
現

だ

た

そ
も
そ
も
ア
ミ

ス
フ

ア
に
外
部
か
ら
簡

に
ア
ク
セ
ス
な
ん
か
出
来
な
い
お
ね
ア
ル
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ゴ
氏あ

あ
あ
れ
は
あ
あ
見
え
て
ナ

ヴ
ギ
ア
と
同
じ
く
ら
い
セ
キ

リ
テ

だ
け
は
凄
ま
じ
い
ん

だ
よ

 
も
し
素
人

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
簡

に
ア
ク
セ
ス
出
来
て
中
を
い
じ
れ
る
よ
う

な
ら

 
そ
も
そ
も
オ
レ

ち
や
ハ

や
他
の
皆
は
あ

さ
り
と
あ
そ
こ
か
ら
脱
出
出
来
て
い
た
は

ず
ダそ

う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
だ
な

 
八
幡
は
そ
う

く
と

と
り
あ
え
ず
こ
の
件
に
関
し
て
は
一
時

上
げ
す
る
事
に
し
た

ま
あ
他
の
事

や
実

の

し
い
映
像
で
も
無
い
限
り

証
は
無
理
だ
な

あ

そ
れ
な
ら
も
う
動
画
と
か
ア

プ
さ
れ
て
る
ん
じ

ね

 
ち

と
そ
こ
の

で
調
べ
て
み
る
お

お

確
か
に
そ
う
だ
な

す
ま
ん
ダ
ル

頼
む
わ

任
さ
れ
よ

 
そ
し
て
直
ぐ
に
ダ
ル
は
そ
の
動
画
を
見
付
け

秘
書
室
の
モ
ニ
タ

に
そ
れ
を
映
し
出
し
た



 第３９２話 されどまだ日常は続く

被
害
者
の

が
見
え
な
い
な

ま
あ
仕
方
な
い

し

犯
人
の

が
見
え
る
だ
け
で
も
御
の

だ
と
思
わ
れ

ふ
む

小
猫

こ
い
つ
に
見
覚
え
は

こ
こ
ま
で
色
々

さ
れ
る
と
ち

と
判
別
が
付
か
な
い
わ
ね

そ
う
か

し
か
し
こ
の
雰
囲
気
は

ラ
フ
コ
フ
の
誰
か

モ
ニ
タ

越
し
だ
と
何
と
も
だ
が

目
の
ザ
ザ
に
似
て
い
る
気
も
す
る
な

 
八
幡
は
一
応
そ
う
言

た
が

ま

た
く
確
証
は
無
い

ど
う
だ

 
直
後
に
八
幡
は
ア
ル
ゴ
達
に
そ
う

ね
た
が

三
人
と
も
首
を

る
だ
け
だ

た

何
も
し
て
な
い
と
思
う

で
す
ね

こ
ん
な
ん
で
何
か
出
来
る
な
ら

こ
ち
と
ら
商

あ
が

た
り
だ
お

そ
う
か

じ

あ
や

ぱ
り
こ
の
件
に
関
し
て
は
保

す
る
し
か
な
い
な

ま
あ
少
な
く
と
も

独
じ

絶
対
無
理
だ
お

銃
で
撃
つ
担
当
と
何
か
の

を
す
る
人
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複

い
な
い
と
絶
対
に
成
り
立
た
な
い
事
象
だ
お

何
か

か

 
そ
れ
が
何
な
の
か
八
幡
に
は
分
か
ら
な
い
し
か
し
八
幡
は
悪
い
予
感
を

え
る
事
が
出
来

な
か

た

 
こ
う
い
う
時
の
予
感
は

得
て
し
て
当
た
る
も
の
だ

ま
あ
い
い
や

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
こ

ち
に
来
て
も
ら

て
あ
り
が
と
う
な

 
ま
た
何
か
分
か

た
ら
相
談
す
ん
わ

 
こ
う
し
て
そ
の
場
は
解
散
と
な
り

薔
薇
は
つ
い
で
と
ば
か
り
に
八
幡
に
話
し

け
た

そ
う
い
え
ば
つ
い
に
見
付
け
た
わ

私
が

わ
れ
た
時
の
監

役

お

そ
う
か

で

動
画
は
手
に
入

た
の
か

え
え

バ

チ
リ
よ

今
か
ら

し
く
調
べ
る
所

そ
う
か

で
も
本
人
に

い
て
も

完
全
に
顔
を

し
て
た

て
言

て
た
し

 
黒
幕
の
正
体
を
探
る
の
は
期
待
薄
か
も

な
ら

し
に
そ
い
つ
の
声

と
さ

き
の
死
銃
と
か
い
う
奴
の
声

を
比
べ
て
も
ら

て
く



 第３９２話 されどまだ日常は続く

れ

分
か

た
わ

頼
ん
で
み
る

 
八
幡
は
そ
れ
だ
け
伝
え
る
と

ク
ル
ス
と
共
に
部
屋
を
出
て
い

た

さ
て

俺
は
用
事
で
待
ち
合
わ
せ
の
後
に
出
か
け
る
が

マ

ク
ス
は
ど
う
す
る

あ

私
は
雪
乃
と

と
待
ち
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
学
校
に

り
ま
す

そ
う
か

二
人
に
よ
ろ
し
く
な

は
い

 
そ
う
言

て
八
幡
は
ク
ル
ス
を
見
送
る
と

な
ん
と
な
く
受
付
に

て
み
た

 
そ
ん
な
八
幡
の

を
見
付
け
た
か
お
り
は

顔
を

く
し
て
八
幡
に
詰
め
寄

た

ち

と

何
で
急
に
い
な
く
な

て
る
の
よ

い
や

俺
は
何
度
も
お
前
に
そ
ろ
そ
ろ
行
く
ぞ

て
言

た
か
ら
な

ぐ
ぬ
ぬ

ぐ
ぬ
ぬ

て
お
前
な

ど
こ
で
そ
ん
な
言
葉
覚
え
た
ん
だ

 
八
幡
は

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
い
か
お
り
は
言
葉
を
返
せ
ず
ぐ
ぬ
ぬ

態
の
ま
ま
八
幡
を

ん
で
い
た
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丁
度
そ
こ
に

こ

ち
で
バ
イ
ト
を
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

詩
乃
が
通
り
か
か

た

あ
れ

場
中

お
前
い
き
な
り
何
言

て
る
ん
だ
よ

 
詩
乃
に
い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は

い
顔
を
し
た

俺
は
今

人
を
待

て
い
る
最
中
だ

そ
う

し
か
し
そ
ろ
そ
ろ

く
な

て
き
た
わ
ね

が

い
て
仕
方
な
い
わ

そ
う
い
や
そ
う
だ
な

何
か
飲
む
か

私
は
ま
あ
バ
イ
ト
中
に
タ
ダ
で
飲
め
る
け
ど

せ

か
く
だ
か
ら

て
も
ら
お
う
か
し
ら

そ
れ
じ

あ
上
に
行
く
か

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
か
お
り

ま
た
な

あ

ち

と

か
お
り
さ
ん

ま
た
後
で
ね

あ

う
ん

ま
た
ね
詩
乃
ち

ん

 
そ
ん
な
二
人
の
背
中
を
見
送
り
な
が
ら

か
お
り
は
ぼ
そ
り
と

い
た
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や
る
な

で
も

の
私
も
あ
ん
な
感
じ
だ

た
は
ず
や

ぱ
り
年
は
と
り
た
く
な
い
わ

 
で

バ
イ
ト
に
は
も
う
慣
れ
た
か

う
ん
私
に
も
こ
ん
な
動
き
が
出
来
る
ん
だ
な

て
ち

と
び

く
り
す
る
事
も
あ
る
わ
ね

ま
あ
そ
の
調
子
で
ど
ん
ど
ん
強
く
な

て
く
れ
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
は
手
加

し
な
い
け
ど
な

ふ
ふ
ん

前
回
の
準
優
勝
者
と
し
て
受
け
て
た
つ
わ

ち

調
子
に
乗
ん
な

んあ
 
八
幡
は
自
分
の
声
が
ハ
モ

て

こ
え
た
気
が
し
た

首
を

げ
な
が
ら
声
の
し
た
方
を

見
た

 
そ
こ
に
は
詩
乃
の
バ

グ
が
置
い
て
あ
る
だ
け
だ

た
が
そ
の
中
か
ら
小
さ
な
手
が
出
て
お

り 
そ
の
手
は
八
幡
の

を
掴
ん
で
い
た

そ
れ
を
見
た
詩
乃
が
や
ば
い
と
い
う
顔
を
し
た

 
八
幡
は
そ
れ
が
何
な
の
か
ハ

キ
リ
理
解
し
た
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お
い

お
う

何
だ
俺

何
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る

も
ち
ろ
ん
詩
乃
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
ん
だ
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

詩
乃
を
ジ
ト
目
で

ん
だ

お
い
詩
乃

や

ち

違
う
の

は
ち
ま
ん
く
ん
に
は
説
明
し
な
か

た
だ
け
で

 
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

に
連
れ
て
き
た
だ
け
な
の

メ
ン
テ

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
が

本
当
だ
ろ
う
な

う
ん
本
当
だ

て
は
ち
ま
ん
く
ん
を
外
に
連
れ
出
す
な
ん
て
本
当
に
た
ま
に
し
か

あ
あた

ま
に

な

え

え

と

 
そ
こ
に
救
世
主
が
現
れ
た

ダ
ル
と
紅
莉
栖
で
あ
る

あ
や

ぱ
り
こ
こ
に
い
た
ん
だ
八
幡

氏
を
案
内
し
て
き
た
お
ま
あ
つ
い
で
な
ん
だ



 第３９２話 されどまだ日常は続く

け
ど
ね

お
う

ダ
ル
と
紅
莉
栖
か

で
も
つ
い
で

て
何
の
だ

は
ち
ま
ん
く
ん
の
メ
ン
テ
な
の
だ

あ
あ

 
そ
の
思
わ
ぬ
助
け
を
受
け

詩
乃
は
一
気
に
攻
勢
に
転
じ
た

ほ

ほ
ら

本
当
だ

た
で
し

う

お

お
う

疑

て
悪
か

た
な

本
当
に
悪
い
と
思
う
な
ら

そ
れ
な
り
の

意
を
見
せ
な
さ
い

え

あ

お

お
う

考
え
と
く
わ

絶
対
よ

絶
対
だ
か
ら
ね

わ

分
か

た

  
詩
乃
は
自
分
が
は
ち
ま
ん
く
ん
を
た
ま
に
外
に
連
れ
出
し
て
い
た
事
を
誤
魔
化
す

に

 
押
し
て
押
し
て
押
し
ま
く

た

八
幡
は
ま
ん
ま
と
そ
れ
に
乗

か
り
つ
い

い
て
し
ま

た
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そ
れ
を
見
た
ダ
ル
は

し
た
よ
う
に
言

た

僕
の
前
で
逆
ナ
ン
と
か

こ
れ

て
ど
ん
な
罰
ゲ

ム

リ
ア
充
爆
発
し
ろ

そ
れ
じ

あ
私
は
バ
イ
ト
だ
か
ら

ダ
ル
さ
ん

こ
の
子
を
お
願
い
ね

う
ん

任
さ
れ
た
お

お
前
や

ぱ
り
変
わ
り
身

い
よ
な

 
そ
ん
な
一
連
の
遣
り
取
り
を
目
に
し
た
紅
莉
栖
は

く
す
く
す
笑
い
な
が
ら
言

た

あ
ん
た

て
や

ぱ
り
押
し
に

い
の
ね

な

何
だ
よ

自
覚
し
て
ま
す
が
何
か

子

か

こ
れ
で
も
お
前
と
違

て
立

な
成
人
で
す
が
何
か

は

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
じ

あ

速
行
き
ま
し

か

そ
の
眠
り
の
森

て
所
に

お
う

そ
う
だ
な

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

は
ち
ま
ん
く
ん
を
横
目
で
見
な
が
ら
言

た

で

橋
田

そ
の
目
付
き
の
悪
い
人

は
何

目
付
き
が
悪
い
と
は
失

だ
な

俺
は
は
ち
ま
ん
く
ん
だ



 第３９２話 されどまだ日常は続く

 
お
前
の
事
は
前
回
の
メ
ン
テ
の
時
に
凶
真
か
ら

い
た
ぞ
実
験
大
好
き
変
態
天
才
少
女
め

な
 
紅
莉
栖
は
い
き
な
り
は
ち
ま
ん
く
ん
が
そ
う
言

た

絶

し
た

 
だ
が
そ
の
理
由
は
い
き
な
り
失

な
事
を
言
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
く

た
か
ら
で
も
無
い

 
紅
莉
栖
は
目
を

か
せ
る
と

い
き
な
り
ダ
ル
か
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
を

い
取

た

ち

ち

と
八
幡
こ
れ

て
も
し
か
し
て
ア
マ
デ
ウ
ス
み
た
い
な
も
の
じ

な
い
の

ん

あ

お
う

違
う
ぞ

え

だ

て

こ
い
つ
は
俺
と
記
憶
を
共

し
て
は
い
な
い

あ
く
ま
で
他
人
の
目
か
ら
見
た
俺
だ

 
俺
が
言

て
る
事
は
分
か
る
か

つ
ま
り

こ
う
い
う
時
に
こ
う
い
う
反
応
を
す
る

て
い
う
パ
タ

ン
と

 
作

た
人
の
知
る
限
り
の
八
幡
の
エ
ピ
ソ

ド
か
ら

成
さ
れ
て
る

て
事

理
解
が

す
ぎ
て
ち

と
引
く
わ

ま
あ
使

て
る

は
茅
場
製
だ
け
ど
な

な
る
ほ
ど
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紅
莉
栖
は
そ
う
言
う
と

興
味
深
そ
う
に
は
ち
ま
ん
く
ん
に
話
し

け
た

あ
な
た
と
八
幡
の
違
い

て
何

そ
う
だ
な

俺
の
方
が
あ
い
つ
よ
り
も
素
直
な
分
い
い
男
だ
な

え
ば
ど
ん
な
風
に

ふ
ふ
ん
俺
は
あ
い
つ
が
や
り
た
く
て
も
や
れ
な
い
事
を
平
気
で
出
来
る

え
ば
こ
ん
な
風

に
だ

 
そ
う
言

て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

い
き
な
り
紅
莉
栖
の
胸
に
顔
を

め
た

な

な
な
な
な
な
何
す
ん
の
よ
八
幡

俺
じ

ね
え
か
ら

作

た
奴
の
せ
い
だ
か
ら

 
八
幡
は

紅
莉
栖
に
そ
う
苦
情
を
言

た

 
紅
莉
栖
は
は
ち
ま
ん
く
ん
を
あ

さ
り
と
持
ち
上
げ
る
と

感
心
し
た
よ
う
に
言

た

で
も
凄
い
わ
こ
れ
こ
れ
が
ア
マ
デ
ウ
ス
だ

て
発
表
し
て
も
信
じ
て
も
ら
え
る
レ
ベ
ル
か

も
こ
れ
じ

ね
え

は
ち
ま
ん
く
ん
だ

悟

と
カ
メ
ハ
メ

う
わ

そ
の
反
応

凄
く
い
い



 第３９２話 されどまだ日常は続く

ん

何
だ
そ
れ

私
の

ち

ん
ね
る
で
の
ハ
ン
ド
ル
ネ

ム
よ

そ
ん
な
の
は
い
い
か
ら

お

お
う

 
紅
莉
栖
は
興
奮
の
あ
ま
り

自
分
が
何
を
言

た
の
か
気
付
か
な
い
ま
ま
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
紅
莉
栖
を
見
て

は
ち
ま
ん
く
ん
は
や
れ
や
れ
と
い
う
ゼ
ス
チ

を
し
た

お
前
も
詩
乃
も

俺
の
事
が
好
き
す
ぎ
な
ん
だ
よ

詩
乃

詩
乃

て

さ

き
い
た
だ
ろ

俺
の
マ
ス
タ

だ

あ

さ

き
こ
こ
に
い
た
子
ね

言

て
お
く
が

お
前
と
同
い
年
だ
か
ら
な

あ

そ
う
な
ん
だ

氏

そ
ろ
そ
ろ
い
い

そ
の
子
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
な
い
と
な
ん
だ
お

あ

ご
め
ん
な
さ
い

つ
い
興
奮
し
ち

て

 
そ
う
言

て
紅
莉
栖
は

大
人
し
く
は
ち
ま
ん
く
ん
を
ダ
ル
に
手

し
た

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か



 第四章 ＧＧＯ編

も
う
い
い
の
か

え
え

詩
乃
と
仲
良
く
な

て

今
度
詩
乃
の
家
に
遊
び
に
い
く
事
に
す
る
わ

今
度
連
れ

て

て
え

ま
じ
か
よ

お
前
ど

ち
か

て
い
う
と
人
見
知
り
じ

な
い
の
か

う

た

多
分
大
丈
夫
よ

私
も
そ
れ
な
り
に
鍛
え
ら
れ
て
き
た
ん
だ
か
ら

そ
れ
じ

あ
交
換

件
だ

詩
乃
に

学
と
か
物
理
の
勉
強
を
教
え
て
や

て
く
れ

 
あ
い
つ
こ
の
前

点
ギ
リ
ギ
リ
だ

た
ら
し
く
て
な

そ
れ
く
ら
い
は
別
に
い
い
わ
よ

任
せ
て

 
こ
う
し
て
詩
乃
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
詩
乃
の
家
庭
教
師
が
決
ま

た

 
そ
し
て
八
幡
と
紅
莉
栖
は

キ

ト
で
眠
り
の
森
へ
と
向
か

た

 
ち
な
み
に
は
ち
ま
ん
く
ん
が

悟

と
カ
メ
ハ
メ

と
い
う
紅
莉
栖
の
恥
ず
か
し
い
ペ
ン
ネ

ム
を
知

て
い
た
の
は

純
に
前
回
の
メ
ン
テ
の
時
に
ダ
ル
か
ら
雑
談
と
し
て

い
て
い
た

で
す



 第３９２話 されどまだ日常は続く

 
特
に
本
文
中
で
説
明
は
し
ま
せ
ん
が
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第
３
９
３
話
 
眠
り
の
森
の

＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ

 

 
本
日

話
目
に
な
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い
 

 
八
幡
と
紅
莉
栖
は
特
に
問
題
も
な
く
眠
り
の
森
へ
と
到
着
し
た

そ
ん
な
二
人
を

子
が
出

迎
え
た

八
幡
君

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う

い
え
い
え
こ
れ
も
役
目
で
す
か
ら

こ
ち
ら
は

紅
莉
栖
え

と

実
験
大
好
き

は
い

そ
こ
ま
で

 
紅
莉
栖
は
そ
ん
な
八
幡
の
口
を
ピ
シ

リ
と
塞
い
だ

今
何
を
言
お
う
と
し
た
の
か
し
ら

す

す
ま
ん

切
な
言
葉
が
思
い
つ
か
な
く
て
な

そ
ん
な
の
い
く
ら
で
も
あ
る
で
し

う

分
か

た

そ
れ
じ

あ

め
て

こ
ち
ら
は

紅
莉
栖

悟

と
カ
メ
ハ
メ

で
す
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い
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
紅
莉
栖
は
突
然
そ
う
絶
叫
し

子
は
ど
う
反
応
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
困

た
顔
を
し
た

な

な
な
な
何
で
そ
の
名
前
を
知

と
る

ん

さ

き
俺
が

ね
た
時
お
前
自
分
で
言

て
た
ぞ

ち

ん
ね
る
で
の
ハ
ン
ド
ル
ネ

ム
だ

て

そ

そ
ん
な
事
を
私
が

ま
あ
後
で
お
前
の
ネ

ト
で
の
発
言
を
調
べ
て
お
く
わ
わ
ざ
わ
ざ
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と

な
ち

ち

と
待
ち
な
さ
い
よ

そ
れ
は
間
違
い

う
ん

間
違
い
だ
か
ら

研
究
者
が

を
言

て
い
い
の
か

う
 
紅
莉
栖
は
そ
こ
で
言
い
よ
ど
み

そ
ん
な
二
人
を
見
て

子
は
こ
う
言

た

二
人
と
も

凄
く
仲
が
い
い
の
ね

わ

私
は
別
に

ま
あ
悪
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
が

俺
は
簡

で
す
こ
い
つ
は
俺
に
恋
愛
感
情
が
無
い
か
ら
一

に
い
て
凄
く
楽
な
ん
で
す
よ
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い
い
意
味
で
気
を
遣
わ
な
く
て
い
い
と
い
う
か
だ
か
ら
本
当
に
紅
莉
栖
に
は
感
謝
し
て
い
る

ん
で
す

 
そ
の
八
幡
の
ベ
タ
褒
め

り
に

紅
莉
栖
は
戸
惑

た
よ
う
な
表
情
を
し
た

ち

と
八
幡

あ
ん
た
熱
で
も
あ
る
の

お
い

せ

か
く
い
い
事
を
言

た
の
に

何
だ
よ
そ
の
反
応
は

ふ
ふ

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
意
外
だ

た
か
ら

何
が
だ
よ

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

八
幡
に
こ
う
断
言
し
た

あ
な
た
は
他
人
に
気
な
ん
か
遣
わ
な
い

天
上
天
下
唯
我
独
尊
男
だ
と
思

て
た
か
ら

何
言

て
る
ん
だ
よ

俺
ほ
ど

か
く
気
を
遣

て
る
男
は
い
な
い
ぞ

で
す
よ
ね

子

さ
ん

 
そ
う
話
を

ら
れ
た

子
は

あ

さ
り
と
そ
れ
に
同
意
し
た

そ
う
ね

八
幡
君
は
こ
う
見
え
て

凄
く

や
か
に
気
を
遣

て
く
れ
る
わ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

え
え

多
分
一

に
い
る
う
ち
に
分
か

て
く
る
と
思
う
わ
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な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
も

と
⻑
い
目
で
見
て
み
ま
す

そ
う
し
て
あ
げ
て

 
そ
し
て
二
人
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
が
設
置
さ
れ
て
い
る
部
屋
に
案
内
さ
れ
た

 
そ
こ
に
は
二
人
の
少
女
が
横
た
わ

て
お
り

八
幡
は
そ
の
二
人
を
心
配
そ
う
に
見
つ
め
た

ア
イ
と
ユ
ウ
の
調
子
は
ど
う
で
す
か

そ
う
ね

良
く
は
な
い
け
ど
悪
く
も
な
い

て
感
じ
か
し
ら
ね

 
今
は

し
て
い
る
と
言
え
る
わ

も

と
い
い

が
出
来
て
く
れ
れ
ば

 
あ
る
い
は
完
治
出
来
な
い
ま
で
も

普
通
に

ら
せ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
そ
の
声
を

い
て

奥
か
ら
め
ぐ
り
が
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

八
幡
君

あ

め

め
ぐ
り
ん

め
ぐ
り
ん

 
そ
の
言
葉
を

き
と
が
め
た
紅
莉
栖
は

驚
い
た
顔
で
め
ぐ
り
に
質
問
し
た

め
ぐ
り
は
八
幡
に
そ
ん
な
呼
び
方
を
さ
れ
て
い
る
の

う
う
ん
私
が
そ
う
呼
ん
で

て
お
願
い
し
た
の

八
幡
君
は
ま
だ
慣
れ
な
い
み
た
い
だ
け
ど
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ね
そ
う
な
ん
だ

あ
な
た
が
ク
リ
ス
テ

ナ

て
呼
ば
れ
て
る
の
と

あ

こ
れ
は
ち

と
違
う
か

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
言

た

テ

ナ

て
言
う
な

 
そ
れ
を

い
て
め
ぐ
り
は
思
わ
ず

き
出
し
た

八
幡
君

何
そ
れ

凶
真
に
そ
う
言
わ
れ
る
度
に
紅
莉
栖
が
そ
う
言

て
る
ら
し
い
ん
で
真
似
し
て
み
ま
し
た

凶
真

あ

と
す
み
ま
せ
ん

俺
の
友
人
で
す

そ
し
て
紅
莉
栖
の
彼
氏
で
す
ね

 
そ
う
言
わ
れ
た
紅
莉
栖
は

顔
を
真

に
し
て
こ
う
言

た

な

な

な

何
を
お
か
し
な
事
を
言

て
お
る
か

お
前
動

し
す
ぎ
だ
ぞ

ど

動

な
ぞ
し
と
ら
ん
わ

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
仕
事
の
話
に
移
る
か
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あ

そ

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

め
ぐ
り
の
案
内
で
技
術
者
に
説
明
を
受
け
始
め
た

 
さ
す
が
は
天
才
と
言
わ
れ
て
い
る
だ
け
の
事
は
あ
り
文

通
り
一
を

い
て
十
を
理
解
し
て

い
る
よ
う
だ

凄
い
わ
ね

さ
ん

で
す
ね

正
直
今
ま
で
俺
が
会

た
中
で

一
番
優

な
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

 
姉
さ
ん
や
雪
乃
も
凄
い
と
思
い
ま
す
け
ど

あ
い
つ
の
才
能
は

能
と
い
う
べ
き
か

 
と
に
か
く
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す

そ
こ
ま
で
な
の
ね

も
し
あ
い
つ
の
専
門
が

学
だ

た
ら
と
思
う
と

少
し
残
念
な
気
も
し
ま
す
ね

 
も
し
そ
う
な
ら

今

こ
い
つ
ら
の
病
気
も
な
ん
と
か
な

て
た
か
も
し
れ
な
い
の
に

凄
く
高
い
評
価
な
の
ね

え
え

俺
達
と
は

本
的
に
違
う
気
が
し
ま
す

明
日
奈
と
は
別
の
意
味
で

 
今
俺
が
一
番
信
頼
し
て
い
る
友
達
で
す
ね

ふ
ふ

良
か

た
わ
ね

彼
女
と
知
り
合
え
て
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え
え

本
当
に

 
そ
ん
な
紅
莉
栖
は
自
分
な
り
に
シ
ス
テ
ム
の
事
を
理
解
し

内
心
で
驚
愕
し
て
い
た

何
よ
こ
れ

私
で
も
理
解
し
難
い
部
分
が
多
い
わ
ね
茅
場

ど
う
し
て
も
会

て

み
た
い
わ

 
紅
莉
栖
は
そ
の
欲
求
が

日
に
日
に
強
く
な

て
く
る
の
を
感
じ
た

 
そ
こ
に
凛
子
も
到
着
し

紅
莉
栖
は

々
自
分
の
知
識
欲
を
満
た
し
て
い

た

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
で
す
か

え
え

で
も
凄
い
わ
あ
な
た

そ
の
若
さ
で
そ
こ
ま
で
理
解
し
て
く
れ
る
な
ん
て

 
ま
る
で

の
若
い

を
見
て
い
る
み
た
い
よ

神
代

士
は

 
そ
う
言
い

け
た
紅
莉
栖
に

凛
子
は
に
こ
や
か
に
言

た

凛
子
で
い
い
わ
よ

 
ど
う
や
ら
凛
子
も
紅
莉
栖
を
気
に
入

た
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ
凛
子
さ
ん
は

茅
場

と
同
級
生
だ

た
ん
で
す
か

同
じ
ゼ
ミ
生
だ

た
と
い
う
べ
き
か
し
ら
ね
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ど
ん
な
人
だ

た
ん
で
す
か

掴
み
所
の
無
い
人
だ

た
わ

そ
ん
な
彼
が
唯
一
気
に
入

た
の
が

八
幡
君
な
の
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
紅
莉
栖
は
八
幡
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
な
が
ら
そ
う
言

た

今
夜
は
も

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
話
を

い
て
み
よ
う

出
来
れ
ば
三
人
で

 
紅
莉
栖
は
今
日
も
明
日
奈
の
部
屋
に

ま
る
予
定
に
な

て
い
た

密
か
に
そ
う
考
え
た

 
つ
い
で
に
今
日
は
時
間
が
あ
る

明
日
奈
が
豪
華
な
手
料
理
を

舞

て
く
れ
る
予
定
に

な

て
い
た

 
紅
莉
栖
は
話
を

く
事
に
加
え

そ
の
料
理
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
だ

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
は
あ
い
つ
ら
に
会

て
き
ま
す

あ

外
か
ら
も
話
が
出
来
る
わ
よ

こ
こ
に
も
あ
れ
が
設
置
さ
れ
た
ん
で
す
か

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

見
覚
え
の
あ
る
機

を
見
付
け
て
そ
ち
ら
に
歩
み
寄

た

 
そ
れ
を
見
た
紅
莉
栖
も

何
と
な
く
そ
ち
ら
に
歩
み
寄

た

 
そ
し
て
八
幡
は
中
を
呼
び
出
し

直
ぐ
に
二
人
が
画
面
の
前
に
現
れ
た
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あ

八
幡
だ

八
幡

来
て
く
れ
た
ん
だ

お
う

今
か
ら
そ

ち
に
イ
ン
す
る
か
ら
な

で
も
変
な
事
を
考
え
る
ん
じ

な
い
ぞ

 
い
い
か

絶
対
だ
ぞ

特
に
ア
イ
な

ひ
ど
い

あ
の
日
の
激
し
か

た
二
人
の
情
熱
は
何
だ

た
の

お
前

そ
れ
ど
こ
か
ら
仕
入
れ
た
知
識
だ

ど
う
せ
ま
た
ネ

ト
で
見
た
と
か
そ
う
い
う
ん

だ
ろ

 
相
変
わ
ら
ず
お
前
は

年

な
ん
だ
な

う

久
し
ぶ
り
に
会

た
の
に
い
き
な
り
そ
れ

お
前
は
ユ
ウ
と
違

て
油
断
な
ら
な
い
か
ら
な

も
う

い
い
か
ら
さ

さ
と
来
て
よ
ね

待

て
た
ん
だ
か
ら

へ
い
へ
い

今
行
く
か
ら
待

て
ろ
よ

 
そ
し
て
通
信
は
切
れ

紅
莉
栖
は

れ
た
顔
で
八
幡
を
見
た

何
よ
今
の
会
話

あ
い
つ
ら

俺
の
愛
人
に
な
る

て
言

て

か
な
い
ん
だ
よ

本
当
に
困

た
奴
ら
だ
よ
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あ

愛
人

 
紅
莉
栖
は

を

め
な
が
ら
そ
う
言

た

だ
か
ら
お
前
の
存
在
が
貴
重
な
ん
だ

話
す
時
に
気
を
遣
わ
な
く
て
い
い
か
ら
な

そ
れ
で
も
多
少
気
は
遣

て
欲
し
い
ん
で
す
け
ど

い
や

言
い
方
が
悪
か

た

そ
こ
ら
へ
ん
は
大
丈
夫
だ

そ
れ
な
り
に
気
は
遣
う

 
と
に
か
く
そ
う
い
う
事
だ
か
ら

ち

と
行

て
く
る
わ

あ

ち

と
待

て

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
横
た
わ
る
二
人
の

と

 
先
ほ
ど
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ
れ
た
二
人
の

を
比
べ
な
が
ら
言

た

あ
の
二
人
に
伝
え
て

最
初
は
ア
ド
バ
イ
ス
だ
け
の
つ
も
り
だ

た
け
ど

 
も

と

的
に
私
も
関
わ
る
か
ら

だ
か
ら
い
つ
か
一

に
街
を
歩
き
ま
し

う

て

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

思
わ
ず
紅
莉
栖
の

に
手
を
乗
せ
た

い

い
き
な
り
何
で
す
か

 
思
わ
ず
紅
莉
栖
も
敬
語
に
な
り

八
幡
に
そ
う
言

た

必
ず
伝
え
る
わ

本
当
に
あ
り
が
と
な

紅
莉
栖
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そ
う
言
い
な
が
ら
紅
莉
栖
の

を

で
る
八
幡
の
手
を

り

う
事
も
無
く
紅
莉
栖
は
八
幡

に
言

た

べ

別
に
あ
ん
た
の

じ

な
い
わ
よ

あ
の
子
達
の

だ
か
ら

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
わ

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

設
さ
れ
た
部
屋
の

末
か
ら
二
人
の
下
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
そ
し
て
そ
れ
を
何
と
な
く
見
つ
め
る
紅
莉
栖
に
凛
子
が
話
し

け
た

彼
と
は
ま
だ

い
付
き
合
い
な
の
よ
ね

ど
う

不
思
議
な
人
で
す
よ
ね

彼

そ
う
ね

 
紅
莉
栖
は
最
初
に
そ
う
言

た
後

こ
う
付
け
加
え
た

も
ち
ろ
ん
悪
口
じ

な
い
で
す
よ

彼
と
話
す
の
は
い
い

激
に
な
り
ま
す
し

 
こ
う
い
う
言
い
方
は
あ
れ
か
も
で
す
が

パ
ト
ロ
ン
と
し
て
は
最
高
じ

な
い
で
す
か
ね

あ
ら

そ
の
年
で
よ
く
分
か

て
る
じ

な
い

ま
あ
研
究

の
確
保
も
楽
じ

な
い
の
は
よ
く
分
か
る
ん
で
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凛
子
は
そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

い
た

そ
の
点
で
は
彼

最
高
よ
ね

も

と
も
必
ず
成
果
を
出
す
必
要
は
あ
る
け
れ
ど

逆
に
言
え
ば

成
果
を
出
せ
る
人
間
し
か
彼
の
下
に
は
い
ら
れ
な
い

 
で
も
成
果
さ
え
出
せ
れ
ば

的
に
は
最
高

と

そ
う
ね

本
当
に
こ
こ
に
来
て
良
か

た
と
思
う
わ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ

り
ま
し

う
か

 
是
非

な
い
意
見
を

か
せ
て
欲
し
い
わ

分
か
り
ま
し
た

 
ア
イ

ユ
ウ

入
る
ぞ

今
お
め
か
し
し
て
る
か
ら
待

て

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
準
備
が
出
来
た
ら
呼
ん
で
く
れ

も
う
い
い
わ
よ

ん

い
な

あ

ち

と
ア
イ

 
そ
し
て
ア
イ
が
自
ら
部
屋
の
扉
を
開
け
た

そ

と
部
屋
の
中
を

き
込
ん
だ
八
幡
の
目
に
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二
人
の

体
が
飛
び
込
ん
で
き
た

八
幡
は

て
て
扉
を

め
外
か
ら
ア
イ
に
声
を

け

た
ア
イ

お
遊
び
が
過
ぎ
る
ぞ

チ

捕
ま
え

ね
た

チ

じ

ね
え
よ

回

回
い
い
加

に
し
ろ

は

い

 
そ
し
て

分
後

再
び
ア
イ
か
ら
声
が

か

た

そ
れ
じ

あ
ど
う
ぞ

お
う

信
じ
て
る
か
ら
な

回
信
じ
て
欲
し
い
わ

お
前
が
言
う
な

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

再
び
扉
を
開
け
て
中
に
入

た

 
そ
こ
に
は
総
武
高
校
の
制
服
を
着
た
二
人
の

が
あ
り

八
幡
は
意
表
を
突
か
れ
た

お

ど
う
し
た
ん
だ

そ
れ

め
ぐ
り
ん
に
実
物
を
着
て
も
ら

て

そ
れ
を
参
考
に
自
分
達
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
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だ
か
ら
微

に
実
物
と
違

て
る
か
も

う

ん

俺
に
は
分
か
ら
な
い
が

体
的
に
は
私
は
胸
元
を
少
し
広
げ
て
あ

て
ユ
ウ
は
リ
ボ
ン
の

を
変
え
た
だ
け
な
ん
だ

け
ど
ね

ん

ん
ん

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
だ
な

こ
れ
が
元
の
写
真
よ

 
そ
う
言

て
ア
イ
は

八
幡
に
一

の
写
真
を
見
せ
て
き
た

 
そ
れ
は
制
服

の
め
ぐ
り
の
写
真
で
は
あ

た
が

め
ぐ
り
も
も
う
二
十
二

で
あ
り

 
微

に
無
理
が
あ
る
感
じ
に
写

て
い
た

こ
れ
は

お
い
ア
イ

こ
れ
を
俺
の
ス
マ
ホ
に
送

て
お
い
て
く
れ

 
め
ぐ
り
ん
を
か
ら
か
う
の
に
使
う
か
ら

分
か

た
わ

そ
う
い
う
事
な
ら
喜
ん
で

 
そ
し
て
ア
イ
は

末
を
操
作
し

直
ぐ
に
そ
れ
を
送
信
し
て
く
れ
た

お
う

あ
り
が
と
な

ふ
ふ

頑
張

て
か
ら
か
う
の
よ
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ア
イ
は
い
た
ず
ら
め
い
た
顔
で
八
幡
に
そ
う
言

た

し
か
し
二
人
と
も

よ
く
似
合

て
る
な

か
わ
い
い
と
思
う
ぞ

こ
の
格
好
で
八
幡
と
一

に
学
校
に
通
い
た
か

た
な

そ
う
ね
そ
う
し
た
ら
八
幡
も
高
校
在
学
時
に
彼
女
が
出
来
る
と
い
う
偉
業
を
達
成
出
来
た

の
に
ね

へ
い
へ
い
そ
う
で
す
ね

む

態
度
が
生
意
気

へ
い
へ
い
そ
う
で
す
ね

む
む
む
む
む

 
二
人
は

く
あ
し
ら
わ
れ
て
少
し
悔
し
そ
う
に
し
な
が
ら
も
そ
の
ま
ま
仲
良
く
八
幡
の
両
隣

に
座

た

で

さ

き
の
人

誰

さ

き
の
人

ほ
ら

あ
の
や
や
暗
め
の

い

の

あ
あ

紅
莉
栖
か
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確
か
そ
ん
な
名
前

あ
れ
は

紅
莉
栖

気
に
な
る
な
ら
調
べ
て
み
ろ

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

も
し
か
し
て

名
人

う

ん

ま
あ
一
部
の
間
で
は
な

そ
う

そ
れ
じ

あ
調
べ
て
み
る
わ

 
そ
し
て
ア
イ
は

そ
の

索
結
果
に
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た

天
才

学
者

飛
び
級
で
大
学
の
研
究
員

ま
だ
十
七

で

私
達
と
同
い
年
な
の
ね

う
わ

サ
イ
エ
ン
ス

に

文
を
発
表

本
当
に
凄
い
ん
だ
ね

 
二
人
は
純

に
驚
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

八
幡
は
そ
ん
な
二
人
に
説
明
を
始
め
た

紅
莉
栖
は

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に

学
の
見
地
か
ら
危
険
性
が
無
い
か
ど
う
か

 
チ

ク
し
て
も
ら
う

に
呼
ん
だ
ん
だ

偶
然
だ
が
知
り
合
え
た
の
は
幸
運
だ

た
よ

あ

そ
う
い
う
事
ね
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で
も
お
前
達
の

を
見
て

も
う
少
し

的
に
色
々
手
伝

て
く
れ
る
事
に
し
た
ら
し
い

そ
う

へ

や

た
ね

ま
あ
同
い
年
の
奴
に
頼
る
の
は

か
も
し
れ
な
い
が

そ
こ
は
我
慢
し
て
く
れ
よ
な

ア
イ

 
八
幡
は

ア
イ
の
様
子
が
少
し
お
か
し
か

た

理
由
を
考
え
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ア
イ
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

別
に
そ
ん
な
事
思

て
な
い
わ
よ

あ
れ

素

気
無
か

た
か
ら
そ
う
じ

な
い
か
と
思

た
ん
だ
が

そ
れ
は

 
ア
イ
は
そ
う
言
わ
れ

困

た
よ
う
な
顔
を
し
た

そ
う
じ

な
く
て
八
幡
は
本
当
に
私
達
の

に
色
々
な
事
を
考
え
て
く
れ
て
る
な

て
思

た
ら

 
ち

と
八
幡
を
押
し
倒
し
た
く
な

ち

た
か
ら
我
慢
す
る

に
わ
ざ
と
そ

け
な
く

し
た
の
よ

色
々
台
無
し
だ
な

最
後
に
あ
い
つ
か
ら
伝
言
だ

最
初
は
ア
ド
バ
イ
ス
だ
け
の
つ
も
り
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だ

た
け
ど

 
も

と

的
に
私
も
関
わ
る
か
ら

だ
か
ら
い
つ
か
一

に
街
を
歩
き
ま
し

う

て
さ

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は

う
ん
う
ん
と

い
た

 
そ
し
て
八
幡
は
話
題
を
変
え
よ
う
と

二
人
に
近
況
を

ね
た

で

最
近
戦
闘
の
調
子
は
ど
う
な
ん
だ

う

ん

四
層
が
ち

と
ね

四
層

あ

あ
あ

あ
れ
か

水
が

れ
る
か
ら
扉
を
ま
め
に
開
け
る
や
つ
か

う
ん

こ

ち
は
二
人
だ
か
ら
ね

今
か
ら
行

て
る
時
間
は
無
い
が

今
度
付
き
合

て
や
る
よ

い
い
の

あ
り
が
と
う

お

は
体
で
い
い

だ
か
ら
お
前
は
そ
う
い
う
事
言
う
な

て
の

 
ま
だ
少
し
時
間
が
あ

た

つ
い
で
に
八
幡
は
二
人
に
色
々
レ
ク
チ

す
る
事
に
し
た

お
い
ア
イ

ユ
ウ

ち

と
前
屈
し
て
み
ろ

え



 第四章 ＧＧＯ編

そ
ん
な
事
さ
せ
て
も
ユ
ウ
の
胸
は

れ
な
い
わ
よ

ち

ち

と
ア
イ

そ
れ
は
ひ
ど
い

い
い
か
ら
や

て
み
ろ

は

い

 
そ
し
て
二
人
は
言
わ
れ
た
通
り
前
屈
を
し
た
の
だ
が

二
人
と
も
と
て
も
体
が

い

う
わ

か
ら
そ
ん
な
に
体
は
柔
ら
か
く
な
い
の
よ

う
ん

ボ
ク
も

そ
れ
は
思
い
込
み
だ

 
そ
う
言
う
と
八
幡
は

自
ら
も
前
屈
を
し
た

 
八
幡
は
く
に

と
い
う
音
が

こ
え
る
く
ら
い
そ
れ
こ
そ
気
持
ち
悪
い
く
ら
い
体
が
柔
ら

か
か

た

 
二
人
は
調
子
に
乗

て
八
幡
の
背
中
に
乗

た

う
わ

凄
い
柔
ら
か
い

で
も
そ
れ
が
ど
う
し
た
の
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ま
あ
見
て
ろ

 
そ
し
て
八
幡
は
ユ
ウ
を

え
上
げ
る
と

突
然
ぐ
る
ぐ
る
と
ユ
ウ
を

り
回
し
始
め
た

わ

わ

目

目
が
回
る

 
そ
し
て
ユ
ウ
が
目
を
回
し
フ
ラ
フ
ラ
し
た

間
八
幡
は
何
も
考
え
ら
れ
な
く
な

た
ユ
ウ

を
座
ら
せ

 
そ
の
背
中
を
押
し
た

そ
の
ユ
ウ
が
先
ほ
ど
の
八
幡
と
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
前
屈
を
す
る
事
が

出
来
た
の
で

 
ア
イ
は
驚
い
て
八
幡
に

ね
た

え

え

ど

ど
う
い
う
事

よ
く
考
え
ろ

こ
の
ア
バ
タ

は
確
か
に
リ
ア
ル
と
同
じ
で
間
接
は
逆
に
は
曲
が
ら
な
い

 
が
人
が
出
来
る
動
き
は
全
部
出
来
る

リ
ア
ル
で
も
出
来
な
い
か
ら
こ
こ
で
も
出
来
な
い
な

ん
て
の
は

 
た
だ
の
お
前
ら
の
思
い
込
み
だ

だ
か
ら

を
か
ら

に
す
れ
ば
体
の

い
ユ
ウ
も
こ
う

な
る

 
そ
し
て
八
幡
は

ユ
ウ
の

を

ち

ち
叩
い
て
覚

さ
せ
た
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お
い
ユ
ウ

自
分
の
今
の

態
を
よ
く
見
て
み
ろ

え

あ

あ
れ

ボ
ク

て
こ
ん
な
に
体
が
柔
ら
か
か

た

け

そ
う
だ

実
は
お
前
は
こ
ん
な
に
体
が
柔
ら
か
か

た
ん
だ

 
だ
か
ら
一
度
立
ち
上
が

て
や
り
直
し
て
も
同
じ
く
ら
い
体
は
曲
が
る

や

て
み
ろ

う
ん

 
そ
し
て
ユ
ウ
は
再
び
自
分
だ
け
の
力
で
同
じ
事
を
し
よ
う
と
し

そ
れ
は
難
な
く
成
功
し
た

わ

わ

本
当
だ

 
そ
の
様
子
を
見
た
八
幡
と
ア
イ
は

顔
を
見
合
わ
せ
て
言

た

ユ
ウ
は
チ

ロ
イ
ン
だ

た
の
ね

そ
の
言
い
方
は
ど
う
か
と
思
う
が

ま
あ
そ
う
だ
な

 
ユ
ウ
は
そ
ん
な
事
は
気
に
せ
ず
応
用
で
自
分
の
体
の
色
々
な
部
分
を
限
界
ま
で
曲
げ
た
り
し

て
い
た

よ
し

次
は
ア
イ
だ
な

え
え

コ
ツ
は
分
か

た
わ

 
そ
し
て
ア
イ
は

八
幡
に
補
助
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
同
じ
よ
う
に
く
に

と
体
を
曲
げ
た
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お
お

飲
み
込
み
が

い
な

え
え

当
然
よ

て

あ

ん

ど
う
し
た

 
突
然
そ
ん
な
声
を
上
げ
た
ア
イ
に

八
幡
は
そ
う

ね
た

出
来
な
い
フ
リ
を
し
て

八
幡
に
ぐ
る
ぐ
る
し
て
も
ら
え
ば
良
か

た

小
学
生
か

胸
は
大
人
だ
け
ど
ね

だ
か
ら
お
前
は
そ
う
い
う
ア
ピ

ル
が
う
ざ
い
ん
だ
よ

要
す
る
に
体
の

動

を
広
げ
る
事
で

動
き
の

が
広
が
る

て
事
ね

人
の
話
を

け
よ

お
前
ほ
ん
と
い
い
性
格
し
て
る
よ
な

ま
あ
そ
の
通
り
だ

 
こ
ん
な
感
じ
で
色
々
な
レ
ク
チ

を
受
け

ア
イ
と
ユ
ウ
は
徐
々
に
強
く
な

て
い
く

 
そ
し
て
八
幡
は
二
人
に
ま
た
来
る
と
告
げ

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
そ
ん
な
八
幡
の

が
見
え
な
く
な

た
後
も
二
人
は
い
つ
ま
で
も
手
を

り
続
け
て
い
た
の

だ

た
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第
３
９
４
話
 
彼
は
今
ど
こ
に

い
い
お
兄
さ
ん
や

て
る
の
ね

ん

何
の
事
だ

ず

と
見
て
た
か
ら

は
あ

 
八
幡
は
紅
莉
栖
に
そ
う
言
わ
れ

て
て
最
初
に
二
人
と
会
話
し
た
モ
ニ
タ

の
方
を
見
た

 
そ
こ
に
は
ア
イ
と
ユ
ウ
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
八
幡
を

め
る
様
子
が
映

て
お
り

 
八
幡
は
そ
れ
で
ア
イ
が
密
か
に
中
か
ら
モ
ニ
タ

の
ス
イ

チ
を
入
れ
て
い
た
事
を
知

た

変
態

な

何
が
だ
よ

お
前
見
て
た
な
ら
分
か

て
る
だ
ろ
あ
れ
は
俺
の
せ
い
じ

ね
え

ど
う
だ
か

人
の
風
評
を
広
げ
る
ん
じ

ね
え

あ

あ
と

あ

ち
で
め
ぐ
り
さ
ん
が

る

る
し
て
る
か
ら

 
か
ら
か
う
な
ら
さ

さ
と
か
ら
か

て
く
れ
ば
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え

ま
じ
か

あ
れ
も
見
ら
れ
て
た
の
か

 
そ
し
て
八
幡
は

羞
恥
で

る

る
し
て
い
る
め
ぐ
り
に
近
付
き

そ

と
声
を

け
た

あ

あ
の

め
ぐ
り
ん

な

な

に

そ
の

だ

大
丈
夫
で
す
か
ら

ま
だ
ま
だ
現
役
で
通
用
し
ま
す
か
ら

う

ほ

本
当
に

微

に
無
理
が
あ
る
な
ん
て
思
わ
な
か

た

だ

大
丈
夫
で
す
よ

気
に
な
る
な
ら
ほ
ら

消
し
ま
す
か
ら

 
そ
う
言

て
写
真
を
消
そ
う
と
し
た
八
幡
の
手
を

め
ぐ
り
は

て
て
掴
ん
だ

い
い
の

消
さ
な
い
で

ど

ち
な
ん
だ

女
心
は
難
し
い

あ

は

は
い

ち

と
恥
ず
か
し
い
け
ど

ち

ん
と
持

て
て
ね

わ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

紅
莉
栖
は
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
し
て

て
き
た
八
幡
に

凛
子
が
話
し

け
て
き
た
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八
幡
君

い
い
子
を
連
れ
て
き
て
く
れ
た
わ
ね

 
彼
女
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の

産
の
ス
ピ

ド
が
ち

と
上
が
り

そ
う
よ

え

ま
じ
で
す
か

そ
こ
ま
で
で
す
か

え
え

と
り
あ
え
ず
も
う
少
し
し
た
ら

残
り
の
子
達
も
こ

ち
に
呼
べ
る
と
思
う
わ

そ
う
で
す
か

本
当
に
良
か

た
で
す

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

モ
ニ
タ

に
歩
み
寄

た

と
い
う

で

ま
も
な
く
全
員
集
合
だ

ち

ん
と
皆
を
ま
と
め
る
ん
だ
ぞ

ア
イ

う
ん

頑
張
る

つ
い
で
に
チ

ム
の
名
前
で
も
決
め
て
お
い
た
ら
ど
う
だ

 
そ
ん
な
八
幡
の
提
案
を
受
け

ア
イ
は
考
え
込
ん
だ

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ

ヴ

ル
ハ
ラ
リ

ト
・
ミ
ニ

に
で
も
し
よ
う
か
し
ら

パ
ク
ん
な

あ
と
⻑
い

冗
談
だ

て
ば

そ
れ
じ

あ
そ
う
ね

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

で

 
八
幡
も
そ
れ
に
納
得
し

う
ん
う
ん
と

い
た
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う
ん

い
い
と
思
う
ぞ

そ
こ
で
八
幡
を

特
別
代
表
補

愛
人
に
任
命
し
ま
す

最
後
の
一
文
だ
け
抜
け
ば
別
に

わ
な
い
ぞ

そ
こ
が
一
番
大
事
な
の
に

い
い
か
ら
お
前
ら
は

さ

き
教
え
た
事
を

ま
え
て
動
き
の
研
究
で
も
し
て
こ
い

て

 
そ
れ
じ

あ
本
当
に
ま
た
な

ア
イ

ユ
ウ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
別
れ
を
告
げ
モ
ニ
タ

を
切
ろ
う
と
し
た
の
だ
が
そ
れ
を
二
人
が
止

め
た待

て

ク
リ
リ
ン
と
話
さ
せ
て

ん

分
か

た

 
そ
し
て
八
幡
は

紅
莉
栖
を
モ
ニ
タ

の
前
に
呼
ん
だ

お
い
ク
リ
リ
ン

二
人
が
用
が
あ
る

て
よ

誰
が
ク
リ
リ
ン
か

い
い
か
ら
さ

さ
と
来
い

 
紅
莉
栖
は
そ
の
言
葉
に
文

を
言
い
な
が
ら
も

素
直
に
モ
ニ
タ

の
前
に
移
動
し
た
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あ

ク
リ
リ
ン

さ

き
は

か
い
言
葉
を
あ
り
が
と
う

 
私
達
も
絶
対

め
ず
に

ク
リ
リ
ン
と
一

に
街
を
歩
け
る
よ
う
に
頑
張
る
ね

う
ん
私
も
可
能
な
限
り
協
力
す
る
わ

と
こ
ろ
で

そ
の
ク
リ
リ
ン

て
呼
び
方
や
め

な
いど

う
し
て

か
わ
い
い
の
に

い
や

ほ
ら

ね

同
い
年
な
ん
だ
か
ら
別
に
い
い
じ

な
い

あ

ほ
ら

で
も

ね

そ
の
呼
び
方
は
ち

と

名
す
ぎ
る
で
し

う

 
紅
莉
栖
は
何
と
か
ク
リ
リ
ン
呼
び
を
回
避
し
よ
う
と
必
死
に
二
人
を
説
得
し
た

そ
う

残
念

そ
れ
じ

あ

め
て

ク
リ
ス
マ
ス

う
ん

そ
れ
は
ち

と
違
う
ん
じ

な
い
か
し
ら

ク
リ
ス
テ

テ

ナ
言
う
な

 
紅
莉
栖
は
反
射
的
に
そ
う
突

込
ん
だ

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ

か
ら
と

た
の
だ
け
れ
ど
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あ

あ
れ

そ

そ
う

で
も
ほ
ら

紅
莉
栖
だ
け
で
も
い
い
と
思
わ
な
い

そ
う

ま
あ
い
い
わ
そ
れ
じ

あ
紅
莉
栖
こ
れ
か
ら
仲
良
く
し
て
ね
私
は
ア
イ

野

藍
子
よ

ボ
ク
は
ユ
ウ

野
木
綿
季
だ
よ

私
は

紅
莉
栖

二
人
と
も

宜
し
く
ね

 
三
人
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
そ
う

を
交
わ
し
再
会
を
約
束
し
て
そ
こ
で
通
信
は
終
わ

た
さ
て

そ
れ
じ

あ
あ
な
た
の
家
に
行
き
ま
し

う
か

だ
な

明
日
奈
が
首
を
⻑
く
し
て
待

て
る
だ
ろ
う
か
ら
な

 
そ
れ
じ

凛
子
さ
ん

子
さ
ん

め
ぐ
り
ん

後
の
事
は
お
願
い
し
ま
す

任
せ
て

急
ピ

チ
で
進
め
る
わ

や

と
眠
り
の
森
の
復
活
ね

八
幡
君

ま
た
ね

 
小
町
ち

ん
は
今
日
も
お
出
か
け
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今
日
は
友
達
の
家
で
レ
ポ

ト
を

そ

か

私
も
も
う
す
ぐ
そ
う
い
う
生
活
に
な
る
ん
だ
ろ
う
ね

大
丈
夫

お
義
姉
ち

ん
に
は
強
い
味
方
が
い

ぱ
い
い
る
じ

な
い
で
す
か

 
雪
乃
さ
ん
と
か
陽
乃
さ
ん
と
か
ク
ル
ス
さ
ん
と
か
紅
莉
栖
さ
ん
と
か

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か
も
ね

そ
れ
か
大
学
に
は
行
か
ず
に
こ
の
家
に

久

職
し
て
も
い
い
ん
じ

な
い
で
し

う
か

 
も
し
く
は
新
し
い
家
を
ど
こ
か
に

て
ま
し

う

 
小
町
は
熱
の
こ
も

た
口
調
で
そ
う
言

た

や
だ
も
う

か
ら
か
わ
な
い
で
よ

で
も
う
ん

そ
う
い
う
の
も
あ
り
な
の
か
な

で
す
で
す

で
も
小
町
は
こ
の
年
で
お
ば
さ
ん
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
く
な
い
の
で

 
出
来
れ
ば
子

を
作
る
の
は
小
町
が
三
十
く
ら
い
に
な

て
か
ら
を
希
望
し
ま
す

も
う
小
町
ち

ん

た
ら

あ
で
も
確
か
い
と
こ
に
も
う
子

が
い
る
ん
じ

な
か

た

け
あ

ま

ま
あ
縁
が
薄
い
し
会
う
事
も
無
い
と
思
う
の
で

そ
れ
は
ノ

カ
ン
で

あ

あ
は
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明
日
奈
は
そ
の
小
町
の
言
葉
に

れ
つ
つ
も
縁
が
無
け
れ
ば
ま
あ
そ
う
い
う
も
の
か
と
納
得

し
たは

こ
れ
で
や

と
お
義
姉
ち

ん
と
本
当
の
家
族
に
な
れ
そ
う
だ
ね

 
小
町

お
兄
ち

ん
の
妹
で
本
当
に
良
か

た

ち
な
み
に
高
校
の
時
と
か
は
ど
う
思

て
た
の

あ

小
町
は
一
生
こ
の
お
兄
ち

ん
の
妹
な
ん
だ

 
仕
方
な
い
け
ど
め
ん
ど
く
さ
い
な

て
思

て
ま
し
た

あ

あ
は

 
そ
し
て
小
町
は

物
を
ま
と
め

外
出
し
て
い

た

そ
れ
じ

あ
行

て
き
ま
す

う
ん

レ
ポ

ト
頑
張

て
ね

 
丁
度
そ
こ
に

八
幡
が
紅
莉
栖
を

て
帰
宅
し
て
き
た

お

小
町

出
か
け
る
の
か

う
ん

友
達
と
一

に
レ
ポ

ト
を
ね

そ
う
か

気
を
付
け
て
な
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う
ん

紅
莉
栖
さ
ん
も
ま
た

う
ん

ま
た
ね

 
小
町
を
見
送

た
後

紅
莉
栖
は
ぼ
そ

と

い
た

ね

私

て

ど
う
し
て
年
上
か
ら
も
さ
ん
付
け
で
呼
ば
れ
る
事
が
多
い
の
か
な

ど
う
か
な

明
日
奈

何
で
だ

人
に
よ
る
ん
じ

な
い
か
な

だ
そ
う
だ

そ
う

そ
こ
ま
で
気
に
し
な
く
て
も
い
い
の
か
な

ま
あ
大
丈
夫

紅
莉
栖
は
確
か
に
大
人
び
て
見
え
る
け
ど

 
そ
れ
は

に
か
か

て
る

任
の
せ
い
で
あ

て
見
た
目
が
ど
う
と
か
の
問
題
じ

な
い
さ

 
紅
莉
栖
は
そ
の
言
葉
を

き

珍
し
く
八
幡
の
顔
を
正
面
か
ら

き
込
ん
だ

何
だ
よ

う
う
ん

た
ま
に
は
ま
と
も
な
事
を
言
う
ん
だ
な

て
思

て

お
い
明
日
奈

紅
莉
栖
の
分
だ
け
お
か
ず
を

ら
し
と
け

う

よ

ご
め
ん
な
さ
い
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ふ
ふ

お
か
わ
り
も
あ
る
か
ら
た

り
食
べ
て
い

て
ね

う
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
ま
ま
仲
良
く
会
話
し
な
が
ら
食
事
を
と

た

 
そ
の
ま
ま

番
に
入

し
八
幡
は
自
分
の
部
屋
に

た
が
そ
ん
な
八
幡
を
明
日
奈
が
呼

び
に
き
た

八
幡
君

紅
莉
栖
が
八
幡
君
と
三
人
で
話
し
た
い

て

ん

何
か
深
刻
な
話
か

う
う
ん

茅
場
さ
ん
の
話
が

き
た
い
み
た
い

あ
あ

同
じ
天
才
同
士
興
味
が
あ
る
の
か
な

そ
う
か
も
ね

 
八
幡
は
明
日
奈
に
連
れ
ら
れ

そ
の
ま
ま
明
日
奈
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
た

お
う

来
た
ぞ

あ

八
幡

わ
ざ
わ
ざ
ご
め
ん
ね

い
や

気
に
す
る
な

 
謝
る
紅
莉
栖
を
そ
う
制
し

八
幡
は
小
さ
な
テ

ブ
ル
の
横
で
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
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で

何
の
話
が

き
た
い
ん
だ

う
ん

何
で
も

何
で
も
か

ま

た
く
関
係
無
い
よ
う
な
事
で
も

色
々
と
参
考
に
な
る
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し

 
そ
う
い
う
の
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
で
く
れ
て
い
い
わ

そ

か

明
日
奈
は
ど
う
思
う

そ
う
だ
ね

私
は
茅
場
さ
ん
と
は
団
⻑
と
副
団
⻑
と
し
て
の
交
流
し
か
無
か

た
か
ら

何
と
も

団
⻑

副
団
⻑

 
紅
莉
栖
は

返
し
に
そ
う

き
返
し
た

あ

う
ん

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
前
線
で
戦

て
た
チ

ム
の
ね

血
盟
騎
士
団

 
茅
場
さ
ん
が
団
⻑
で

私
が
副
団
⻑

八
幡
君
が
参
謀

え

茅
場

が
団
⻑

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
で
予
定
よ
り

く
外
に
出
ら
れ
た

て

な
る
ほ
ど
ね

彼
は
外
か
ら
見
る
よ
り
も
命
の
危
険
は
あ

て
も
中
か
ら
見
る
事
を
選
ん
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だ
の
ね

だ
か
ら
お
前

理
解
が

す
ぎ
て
怖
え

て

 
そ
し
て
明
日
奈
は
何
か
面
白
そ
う
な
エ
ピ
ソ

ド
を
探
し
た
の
だ
が

何
も
思
い
つ
か
な
い

う

ん

今
考
え
る
と

団
⻑

て
案
外
面
白
み
が
な
い
人
だ

た
か
も

確
か
に
あ
い
つ
は
真
面
目
一

倒

て
感
じ
だ

た
よ
な

そ
う
な
の

あ
あ
何
と
い
う
か

団
⻑
と
し
て
の
役

を

じ
る
事
を
強
く
意
識
し
て
た
み
た
い
な

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事

だ
か
ら
正
直
そ

ち
系
の
エ
ピ
ソ

ド
は
そ
れ
ほ
ど
無
い
ん
だ
よ
な

 
攻
略
に
つ
い
て
話
し
て
も
い
い
ん
だ
が
そ

ち
は
た
だ
の
苦
労
話
み
た
い
に
な

ち
ま
う
し

な 
そ
ん
な
八
幡
に
紅
莉
栖
は
言

た

そ
れ
じ

あ

ク
リ
ア
後
に
彼
と
話
し
た
時
の
事
を
質
問
し
て
も
い
い

お
う

そ
れ
な
ら
問
題
な
い
な

で
も
ま
あ
内

だ
か
ら
な
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え
え
彼
の
意
識
だ
け
が
生
き
て
い
る
か
も
だ
な
ん
て
世
間
に
バ
レ
た
ら
大
変
で
す
も
の
ね

 
紅
莉
栖
は
八
幡
に
そ
う
相

を
う
ち

八
幡
の
言
葉
に

を

け
た

ユ
イ
と
は
こ
の
前
会

た
よ
な

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
明
日
奈
を
助
け
よ
う
と
し
て

 
敵
の
本

地
に

入
し
た
時
い
き
な
り
ユ
イ
が
言

た
ん
だ
よ
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ

の
気

配
が
す
る
と

ち

ち

と
待

て

私
も
一
応
ニ

ス
で
見
た
け
ど

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

な
く
て
Ａ
Ｌ
Ｏ

も
し
か
し
て
あ
の
残
さ
れ
た

人
事
件
の
事

あ
あ

そ
れ
で
合

て
る

 
ま
あ
そ
れ
で
な

そ
の
時
は

切
れ

切
れ
の
音
声
が

こ
え
た
だ
け
だ

た
ん
だ
が

 
そ
の
時
は
ま
だ

意
識
が

合
出
来
て
い
な
か

た
と
言

て
た
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

ひ
と
呼

置
い
た

続
け
て

お
う

で

ゲ

ム
内
で
の
全
て
が
終
わ

た
後
に

 

さ
ん
の
意
識
が
そ
の

コ
ン
ソ

ル

管
理

 
何
て
言
え
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
が

要
す
る
に
サ

バ

管
理
を
す
る

に
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ア
バ
タ

を
使

て
ロ
グ
イ
ン
す
る

研
究
所
み
た
い
な
の
が
あ

た
ん
だ
が

 
そ
の
ア
バ
タ

に

さ
ん
の
意
識
が
舞
い
降
り
た
ん
だ
よ

 
そ
の
時
は
ま

た
く
普
通
に

て
て

と
ま

た
く
変
わ
ら
な
い

態
で
な

 
そ
こ
で
俺
は

ザ
・
シ

ド
を

さ
ん
に

さ
れ

そ
れ
を
無
償
で
全
世
界
に

散
し
た

 

て
の
が
お
お
よ
そ
の
流
れ
だ
な

ち

と
待

て
ち

と
待

て

と
ん
で
も
な
い
事
実
ば
か
り
で

 
ち

と

の
中
で
整
理
出
来
て
な
い
ん
だ
け
ど

お
う

ま
あ
ゆ

く
り
整
理
し
て
く
れ

 
そ
し
て
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
だ
し
た
紅
莉
栖
を
放
置
し

八
幡
は
明
日
奈
の

で
遊
び
始
め
た

 
器
用
な
事
に

八
幡
は
明
日
奈
の

型
を
次
々
に
変
え
て
い
き

 
そ
の
度
に
明
日
奈
は

面
白
が

て
そ
の
写
真
を

影
し
て
い
た

ね

紅
莉
栖
の

も
い
じ

て
み
た
ら

今
な
ら
気
付
か
れ
な
い
ん
じ

な
い

ん

か
も
し
れ
な
い
な

三
つ
編
み
に
で
も
し
て
み
る
か

 
そ
し
て
八
幡
は

こ

そ
り
と
紅
莉
栖
の

型
を
い
じ
り
始
め
た
が

 
紅
莉
栖
は
凄
ま
じ
い
集
中
力
を
発

し

そ
れ
に
気
付
か
な
か

た
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そ
し
て
紅
莉
栖
の

型
が
完
全
に
変
わ

た

紅
莉
栖
の
意
識
は
や

と
こ
ち
ら
側
に
帰
還

し
た凄

い
わ

要
す
る
に
茅
場

は

 
私
と
ま

た
く
違
う
ア
プ
ロ

チ
で
自
分
の
命
を

遠
の
も
の
に
し
た
の
ね

遠
な

ま
あ
色
々
動
い
て
る
間
に
情
報
が

り

て
無
く
な

ち
ま
う
か
も
し
れ
な

い
け
ど
な

彼
の
受
け

に
な
る

あ
る

度
ク
ロ

ズ
に
な

た

が
あ
れ
ば

 
彼
を
復
活
さ
せ
る
事
が
出
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
う
だ
な

し
か
し
あ
の
時
の

さ
ん
の

態
は
ど
う
な
ん
だ

 
紅
莉
栖
の
ア
マ
デ
ウ
ス
と
同
じ

態
と
呼
べ
な
い
事
も
無
い
の
か

 
そ
う
話
を

ら
れ
た
紅
莉
栖
は

真
剣
な
顔
で
考
え
始
め
た

ど
う
な
の
か
し
ら

そ
こ
ま
で
デ
ジ
タ
ル
な
存
在
に
変
貌
し
て
は
い
な
い
と
思
う
け
ど

 
と
て
も
興
味
が
尽
き
な
い
わ
ね

正
直
ど
う
や

て
意
識
を
保

て
い
る
の
か
も
謎
だ
よ
な

そ
う
ね

ア
マ
デ
ウ
ス
と
違

て

の
補
助
も
受
け
て
い
な
い
よ
う
だ
し



 第３９４話 彼は今どこに

 
た
だ
一
つ
言
え
る
の
は

人
間
の

に
は
ま
だ
色
々
な
可
能
性
が
あ
る

て
事
よ
ね

 
そ
ん
な
紅
莉
栖
の
顔
を

八
幡
と
明
日
奈
は
眩
し
そ
う
に
見
つ
め
た

研
究
の

み
に
な
る
か

え
え
い
つ
か
必
ず
こ
の
謎
を
解
明
し
て
み
せ
る
わ

そ
れ
に
し
て
も
彼
は
今
ど
こ
に
い
る
の

か
し
ら
ね

ど
う
だ
ろ
う
な
す
ぐ
近
く
に
い
る
か
も
だ
し
遠
い
外
国
の
ネ

ト
の
中
に
い
る
か
も
し
れ

な
い
な

何
と
か
見
つ
け
出
せ
た
ら
い
い
ん
だ
け
ど

頑
張

て
ね

う
ん

闘

が

い
て
き
た

そ
れ
じ

あ
は
い

チ

ズ

え
 
そ
の
言
葉
に
紅
莉
栖
は
思
わ
ず
ポ

ズ
を
と

て
し
ま
い
明
日
奈
は
紅
莉
栖
の
写
真
を

た
い
き
な
り
ど
う
し
た
の
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う
ん

見
れ
ば
分
か
る
よ

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
明
日
奈
に
そ
の
写
真
を
見
せ
ら
れ

や

と
そ
の
事
に
気
が
付
い
た

な

何
で
す
と

お
前

驚
く
と

り
方
が
面
白
く
な
る
よ
な

こ

こ
れ
は
何

一
体
い
つ
の
間
に

紅
莉
栖
が
考
え
込
ん
で
る
間
に

八
幡
君
が
や

た
ん
だ
よ

え

八
幡
が

分
器
用
な
の
ね

お
う

よ
く
明
日
奈
の

で
遊
ん
で
た
か
ら
な

ち
な
み
に
か
な
り
研
究
も
し
た

変
な
と
こ
ろ
で
熱
心
な
の
ね

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
話
も
落
ち
着
い
た
と
い
う
事
で
八
幡
に
頼
ん
で
他
の

型
も

し
て
み

た
や
だ

器
用
す
ぎ
じ

な
い

だ
よ
ね

私
も
び

く
り
だ
よ

よ
し

と
り
あ
え
ず
二
人
と
も

て
み
る
か

 
八
幡
は
調
子
に
乗
り

を

め
な
い

度
に
二
人
の

を

り
二
人

ん
だ
所
を
写
真
に
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と

た
ま
あ
こ
ん
な
も
ん
か

ほ
れ

う
わ

面
白
い
ね

自
分
じ

な
い
み
た
い

 
比
企
谷
家
は

こ
ん
な

合
で
ま
だ
と
て
も
平
和
な
の
で
あ

た
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第
３
９
５
話
 
八
幡
は
事
件
の
入
り
口
に
立
つ

 
次
の
日
の
学
校
の
昼
休
み

い
つ
も
の
五
人
は
屋
上
で
昼
食
を
と

て
い
た

 
そ
の
時
い
き
な
り
和
人
が

八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

な
あ
八
幡

Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
ど
ん
な
ゲ

ム
な
ん
だ

ぶう
わ

何

き
出
し
て
ん
だ
よ

い
な

わ

悪
い

ち

と
む
せ
ち
ま

た

 
八
幡
は
い
き
な
り
不
意
を
突
か
れ

誤
魔
化
す
よ
う
に
そ
う
言

た

 
ち
な
み
に
明
日
奈
も
同
じ
よ
う
な

態
に
な

た
が
口
の
中
に
何
も
入

て
い
な
か

た
の

が
幸
い
し
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ

て

あ
の
銃
で
戦
う
奴
よ
ね

何
で
い
き
な
り
そ
ん
な
事
を

い
や

こ
の
前
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
に

い
た
ん
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
が
一

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
し
て
た

て
な

そ
れ
で
か

里
香

ナ
イ
ス
質
問
だ
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八
幡
は
和
人
に

き

内
で
言
い

を
組
み
立
て
な
が
ら
説
明
を
始
め
た

あ
れ
だ
気
分
転
換
に
何
と
な
く
行

て
み
た
ん
だ
が
何
と
い
う
か
殺
伐
と
し
た
世
界
だ

た
わＡ

Ｌ
Ｏ
と
比
べ
て
ど
う
だ

た

ど
う
だ
ろ
う
な

直
接
敵
を
ぶ

た

る
の
か
間
接
か
の
違
い
だ
け
だ
か
ら

 
ま
あ
好
み
の
問
題

て
事
に
な
る
ん
じ

な
い
か

 
街
も
何
て
い
う
か
退

的
で
な

雰
囲
気
も

ん

ん
違

た
な

へ

や

ぱ
全
然
違
う
ん
だ
な

 
そ
う
の
ん
び
り
と
言
う
和
人
を
横
目
で
見
な
が
ら

八
幡
は
明
日
奈
に
言

た

明
日
奈

に
何
か
ゴ
ミ
が
つ
い
て
る
ぞ

 
そ
し
て
八
幡
は
ゴ
ミ
を
取
る
フ
リ
を
し
な
が
ら
明
日
奈
の

に
口
を
寄
せ
そ

と

い
た

和
人
の
意
図
を

い
て
み
て
く
れ

 
明
日
奈
は
そ
の

打
ち
に
ピ
ク
リ
と
し
た
後

和
人
に
こ
う

ね
た

で
も
い
き
な
り
ど
う
し
た
の

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
て
み
る
気
に
で
も
な

た
の

あ

い
や

そ
う
い
う

で
も
な
い
ん
だ
け
ど
さ

あ
は
は

ま
あ
ち

と
興
味
が

い
た
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ん
だ
よ

銃
に
目
覚
め
で
も
し
た
の
か

う

う

ん

銃
は
あ
ま
り
扱
え
る
自
信
が
無
い
な

ま
あ
確
か
に
銃
は
和
人
さ
ん
向
き
じ

な
い
か
も
で
す
ね

 
そ
の
和
人
の

え
切
ら
な
い
態
度
を

八
幡
は
い
ぶ
か
し
ん
だ

こ
れ
は

俺
達
の
活
動
が
バ
レ
た

じ

な
い
な
そ
う
す
る
と
誰
か
に
頼
ま
れ
た
と
し
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え

和
人
に
い
く
つ
か
質
問
す
る
事
に
し
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
誰
か
知
り
合
い
で
も
い
て

手
伝
い
で
も
頼
ま
れ
た
の
か

い
や

さ
す
が
に
ゲ

ム
を

い
で
の
手
伝
い
は
ち

と
な

違
う
か

あ
あ

じ

あ
あ
れ
か

ま
た

岡
さ
ん
に
バ
イ
ト
で
も
頼
ま
れ
た
の
か

 
本
当
に
あ
の
人
は
と
ん
で
も
な
い
事
を
い
き
な
り
言

て
く
る
よ
な

こ
れ
に
ど
う
答
え
る
か

い
や

ま
あ
こ
の
話
は
も
う
い
い
だ
ろ

た
だ
の
雑
談
だ
よ
雑
談

岡
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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そ

そ
う
か

ま
あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
銃
器
は
無
い
し

興
味
は

く
よ
な

は
あ
る
け
ど

と
り
あ
え
ず
学
校
が
終
わ

た
ら

岡
さ
ん
を
呼
び
出
す
か

 
で

一
体
和
人
に
何
を
頼
ん
だ
ん
で
す
か

え

何

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

和
人
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
さ
せ
て

何
の
意
味
が
あ
る
ん
で
す
か

て

い
て
る
ん
で
す

一
体
何
の
事

ま
さ
か
危
な
い
事
を
さ
せ
る
つ
も
り
じ

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね

 
そ
し
て

岡
を
都
内
の

茶
店
に
呼
び
出
し
た
八
幡
は

 
は
ぐ
ら
か
そ
う
と
す
る

岡
に
対
し

少
し
き
つ
め
に
そ
う
言

た

い
や
い
や
い
や

そ
も
そ
も
僕
が
君
達
に
危
な
い
事
な
ん
か
頼
む

が
無
い
じ

な
い
か

和
人
に
頼
み
事
を
し
た
事
は
否
定
し
な
い
ん
で
す
ね

や
だ
な

僕
は
何
も
言

て
な
い
よ

 

岡
は
あ
く
ま
で
も
は
ぐ
ら
か
そ
う
と
し
八
幡
は
押
し

る
と
じ

と

岡
の
目
を
見
つ

め
た
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な

何

こ
れ
だ
け
は
言
い
た
く
な
か

た
が

ク
リ
ス
ハ
イ
ト

命
令
だ

 

岡
は
天
を

ぐ
と

め
た
よ
う
な
口
調
で
言

た

は

君
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
呼
び
出
さ
れ
た
時
点
で

 
最
初
か
ら
誤
魔
化
せ
る
と
は
思

て
な
か

た
け
ど

そ
こ
ま
で
す
る
と
は
ね

 
や

ぱ
り
仲
間
が

む
事
に
な
る
と

八
幡
君
は
人
が
変
わ
る
ね

お
前
も
そ
の
仲
間
の
一
人
な
ん
だ
が
な

分
か

て
る

て

当
然
危
な
い
事
は
頼
ん
で
な
い
よ

 
そ
し
て

岡
の
提
案
で

二
人
は
キ

ト
の

内
へ
と
移
動
し
た

こ
こ
な
ら
声
も
外
に

れ
な
い
か
な

で

八
幡
君

死
銃

て
知

て
る

あ
あ

あ
れ
の
調
査
で
す
か

 
八
幡
は
ほ

と
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

ゲ

ム
内
で
プ
レ
イ
ヤ

に
向
け
て
銃
を
撃

た
ら
そ
い
つ
が
回
線
落
ち
す
る

て
奴
で
す

よ
ね
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丁
度
先
日

う
ち
の
主
要
ス
タ

フ
で

討
し
た
ん
で
す
よ

答
え
は
全
員
ノ

で
し
た
ね

そ
う
い
え
ば

紅
莉
栖
氏
も
身
内
と
し
て
取
り
込
ん
だ
ら
し
い
じ

な
い
か

 
八
幡
君

君

世
界

服
と
か
出
来
ち

う
ん
じ

な
い

よ
く
知

て
ま
す
ね

も
し
か
し
て
う
ち
の
社
内
に
ス
パ
イ
で
も

り
こ
ま
せ
て
ま
す

 
八
幡
は
何
故
そ
の
事
を

岡
が
知

て
い
る
の
か
疑
問
に
思
い
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
れ
に
対
す
る

岡
の
答
え
は
簡

な
も
の
だ

た

い
や
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
が

む
事
は
こ

ち
に
も
報
告
が
来
る
か
ら
ね
た
だ
そ
れ
だ
け

の
事
だ
よ

あ
あ

あ
れ
は
確
か
に

い
り
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
す
か
ら
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事

で

主
要
ス
タ

フ

て
誰

ア
ル
ゴ
と
か
で
す
ね

後
は
ネ

ト
関
連
に

し
い
奴
が
何
人
か
で
す

ネ

ト
関
連
に

し
い
奴
ね

ま
あ
悪
い
事
は
し
な
い

て
信
じ
て
る
か
ら
ね
八
幡
君

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
特
に
何
も
答
え
ず

て

く
だ
け
に

め
た

こ
れ
は
舞
衣
と
ダ
ル
の
事
も
掴
ん
で
そ
う
だ
な

ハ

タ
リ
の
可
能
性
も
あ
る
が
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ま
あ
あ
れ
の
調
査
な
ら
特
に
危
な
い
事
も
無
さ
そ
う
で
す
が

 
で
も
あ
れ

て
調
べ
よ
う
が
無
い
ん
じ

な
い
で
す
か

し
そ
う
だ
け
ど

そ

ち
の
話
し
合
い
だ
と
ど
ん
な
結

に
な

た
ん
だ
い

キ

ト

ち

と
動
画
を
呼
び
出
し
て
く
れ
な
い
か

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は
キ

ト
に
動
画
の
タ
イ
ト
ル
を
告
げ
た

 
直
ぐ
に
動
画
は
再
生
さ
れ

二
人
は
そ
の
画
面
に
見
入

た

め
て
見
て
も

こ
れ

て
た
だ
銃
を
撃

て
る
だ
け
だ
よ
ね

え
え

だ
か
ら
こ

ち
の
話
だ
と

独
犯
じ

絶
対
に
無
理

て
事
で
落
ち
着
き
ま
し
た

独
犯

は
い

こ
れ
が
偶
然
じ

な
い
と
す
れ
ば

 
必
ず
外
部
で
何
か
し
ら
の

作
を
し
て
る
奴
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ

外
部
の
協
力
者
か

そ
の
可
能
性
は
和
人
君
と
話
し
て
な
か

た
な

ま
あ
と
に
か
く
こ

ち
で
は
そ
う
い
う
話
に
な

た
ん
で

 
和
人
が
ゲ

ム
内
で
何
を
さ
れ
よ
う
と
と
り
あ
え
ず
あ
い
つ
は
安
全

て
事
に
な
り
ま
す
よ
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ね
う

ん

 

岡
は
そ
の
至

当
然
と
思
わ
れ
た
結

に

微

な
反
応
を
し
た

何
か
気
が
か
り
で
も
あ
る
ん
で
す
か

う
ん

ま
あ
そ
れ
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
所
に
移
動
し
て
も
ら

た
理
由
な
ん
だ
け
ど
さ

 
そ
し
て

岡
は

気
ま
ず
そ
う
に
八
幡
に
言

た

た
だ
回
線
が
落
ち
た

て

た

た
一
件
の
事
案
だ
け
で

僕
が
動
く
と
思
う
か
い

そ
う
言
わ
れ
る
と

確
か
に
お
か
し
い
で
す
ね

さ

き
か
ら
八
幡
君
は
回
線
を
落
と
す

て
言

て
た
け
ど
本
当
は
そ
う
じ

な
い
ん
だ

よ 
こ
の
動
画
で
撃
た
れ
て
る
彼
ね

こ
の
直
後
に
死
ん
で
る
ん
だ
よ
ね

え

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
混
乱
し
た

そ
れ

て
つ
ま
り

こ
の
死
銃

て
奴
は

ゲ

ム
内
で
プ
レ
イ
ヤ

に
銃
を
撃
つ
事
で

 
そ
の
相
手
を
リ
ア
ル
に
殺
し
て
る

て
そ
う
い
う
事
で
す
か
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和
人
の
身
に
本
当
に
危
険
は
無
い
ん
で
す
か

そ
れ
は
大
丈
夫
奇
し
く
も
君
が
さ

き
言

た
だ
ろ

独
で
の
犯
行
は
絶
対
に
無
理
だ

て 
そ
れ
を
考

し
て
た

じ

な
い
け
ど
和
人
君
は
う
ち
の

設
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
も
ら
う

し 
そ
の
時
は
中
の
様
子
を
ソ
レ
イ
ユ
の
技
術
で
観
察
し
な
が
ら

 
自
衛

付
属
の

護
病
院
の
卒
業
生
を
付
き

わ
せ
る
か
ら
ね

危
険
は
ま

た
く
無
い
よ

ソ
レ
イ
ユ
の
技
術

て
メ
イ
ク
イ

ン
に
あ

た
あ
れ
で
す
か

そ
の
人
も
自
衛

な
ん

で
す
か

あ
あ
そ
う
だ

ち

ん
と
戦
闘
訓
練
も

ん
だ
人
ね

そ
れ
な
ら
問
題
無
さ
そ
う
で
す
ね

 
そ
し
て

岡
は

続
け
て
こ
う
言

た

殺
し
か
ど
う
か
も
ま
だ
分
か
ら
な
い
よ

一
応

死
も
し
た
け
ど

況
か
ら
し
て
事
故

か

た
か
ら

 
通
り
一

の
部
分
し
か
調
べ
て
な
い
ら
し
い
し
ね
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し
く
調
べ
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か

い
や

そ
う
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま
な
ん
だ
け
ど

 
そ
の
死
ん
だ
人
が
直
前
に
ゲ

ム
の
中
で
撃
た
れ
た
か
ら

し
く
調
べ
て
く
れ
な
ん
て
言
え

る 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

一

考
え
た
だ
け
で
こ
う
答
え
た

無
理
で
す
ね

そ
う
な
ん
だ
よ

こ
の
手
の
ゲ

ム
中
に
死

す
る
ケ

ス

て
意
外
と
多
く
て
ね

 
対
応
も

式
的
に
な
り
が
ち
な
ん
だ
よ
ね

 
更
に
こ
の
死
銃

て
奴
が
関
わ

て
い
る
ケ

ス
は
一
件
し
か
報
告
さ
れ
て
な
い
か
ら

 
た
ま
た
ま
で
済
ま
さ
れ
ち

う
可
能
性
の
方
が
高
い
ん
だ
よ

一
件

で
す
か

 
八
幡
は

ま
さ
か
と
思
い
つ
つ
も
こ
の

一

に
調
べ
て
も
ら
お
う
と
思
い

 

岡
の
様
子
を

い
つ
つ
こ
う
言

た

岡
さ
ん

ゼ
ク
シ

ド

て
知

て
ま
す

君
の
ラ
イ
バ
ル
だ
ろ

シ

ナ
君
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や

ぱ
り
知

て
た
ん
で
す
ね

ま
あ
そ
れ
な
り
に
ね

 
そ
ん
な
八
幡
の

の
中
に

岡
が
シ

ナ
の
事
を
知

て
い
た
事
で
別
の
疑
問
が
生
ま
れ
た

ん

そ
れ
な
ら
何
で
俺
に
調
査
を
頼
ま
な
か

た
ん
で
す
か

君
は

名
す
ぎ
る
ん
だ
よ

さ
す
が
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
一
番
の
プ
レ
イ
ヤ

が
動
い
た
ら

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
間
で
噂
に
な

ち

う
だ
ろ

あ

確
か
に
そ
う
で
す
ね

何
か
す
み
ま
せ
ん

ま
あ
で
も
和
人
君
に
は
そ
れ
な
り
に
名
前
を

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し

 
そ
こ
ら
へ
ん
の
さ
じ
加

が
ど
う
に
も
難
し
い
ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
ま
ま
ゼ
ク
シ

ド
に
つ
い
て

岡
に
こ
う

ね
た

そ
の
ゼ
ク
シ

ド
で
す
け
ど

先
日
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
座
談
会
は
見
ま
し
た
か

 
俺
も
そ
の
番
組
に
出
て
た
ん
で
す
け
ど

ん

そ
れ
は
見
て
な
い
な

そ
の
番
組
の
最
中
で

ゼ
ク
シ

ド
も
急
に
苦
し
ん
だ
か
と
思
う
と
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そ
の
ま
ま
回
線
落
ち
し
た
ん
で
す
よ
ね

こ
れ

て
も
し
か
し
て
同
じ
ケ

ス
で
す
か
ね

う

ん

見
て
み
な
い
と
何
と
も
だ
け
ど

そ
の
動
画
は
あ
る
の
か
な

 
も
ち
ろ
ん
番
組
そ
の
も
の
じ

な
く
て

銃
で
撃
た
れ
て
る
方

一
応
探
し
た
ん
で
す
け
ど

ま
だ
見
付
か

て
な
い
ん
で
す
よ
ね

 
そ
の
時
キ

ト
が
突
然
八
幡
に
こ
う
言

た

そ
れ
な
ら
私
が
探
し
て
み
ま
し

う
か

そ
う
い
う
の
は
得
意
な
の
で

お

そ
の
手
が
あ

た
か

悪
い
キ

ト
頼
む
わ

は
い

お
任
せ
下
さ
い

 
そ
ん
な
キ

ト
を
見
て

岡
は
感
心
し
た
よ
う
に
言

た

自
分
か
ら
提
案
し
て
く
る
な
ん
て

や

ぱ
り
茅
場
製

の
出
来
は
一
味
違
う
よ
ね

で
す
ね

紅
莉
栖
も
驚
い
て
ま
し
た
よ

彼
女
が
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
協
力
し
て
く
れ
る
の
は

難
い
ん
だ
け
ど

 
代
わ
り
に
何
か
報

を
出
し
た
り
し
た
の
か
い

一
応
他
に
は
絶
対
に

ら
さ
な
い

て
約
束
で

茅
場
製

を
提

し
ま
し
た
け
ど
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ま
ず
か

た
で
す
か
ね

 
そ
の
言
葉
に

岡
は
少
し
考
え
込
ん
だ

い
や

い
い
ん
じ

な
い
か
な

あ
れ
に
関
し
て
は
も
う
完
全
に
ソ
レ
イ
ユ
の
物
だ
し
ね

 
国
が
何
か
関
わ
る
に
し
て
も

何
か
犯
罪
め
い
た
事
が

き
て

制
の
必
要
が
出
た
と
か

 
そ
う
い
う
の
で
も
な
い
限
り

特
に
何
か
す
る
よ
う
な
事
は
無
い
と
思
う
よ

 
ま
あ
報

を
出
し
て
技
術
提

し
て
も
ら
う
く
ら
い
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

で
す
か

八
幡

音
声
だ
け
で
す
が
見
つ
け
ま
し
た

ま
じ
か

さ
す
が
は
キ

ト
だ
な

と
り
あ
え
ず
再
生
し
ま
す

 
そ
し
て
キ

ト
に

載
さ
れ
て
い
る
モ
ニ
タ

に
そ
の
動
画
の
タ
イ
ト
ル
と
説
明
文
が
表

さ
れ
た座

談
会
の
時
の
出
来
事
音
声
の
み

説
明
文
は
無
し
か
さ
す
が
に
こ
れ
は
分
か
ら
な
い

わ 
そ
し
て
そ
の
音
声
が
再
生
さ
れ

い
き
な
り
そ
の
言
葉
が
二
人
の

に

こ
え
て
き
た
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ゼ
ク
シ

ド

り
の
勝
利
者
よ

今
こ
そ
真
な
る
力
に
よ
る

き
を
受
け
る
が
い
い

こ
の
言
葉

さ

き
の
言
葉
に
似
て
ま
す
ね

今
こ
そ
真
な
る
力
に
よ
る

き
を
受
け
る
が
い
い

て
部
分
は
完
全
に
一
致
し
て
る
ね

て
事
は

も
し
か
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
も
う

 
そ
う
言

て
少
し
顔
を

く
す
る
八
幡
に

岡
は
困

た
よ
う
に
言

た

そ
れ
が
ね

そ
う
い

た
死

は

特
に
こ

ち
に
報
告
は
上
が

て
な
い
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

一
応
死
ん
で
い
な
い
ま
で
も

救
急

が
出
動
し
た
だ
け
で
も

 
そ
う
い

た

関
連
の
事

は
報
告
が
あ
る
か
ら

多
分
間
違
い
な
い
と
思
う

う

ん

で
も
ど
う
考
え
て
も
同
じ
奴
で
す
よ
ね

だ
よ
ね

 
二
人
は
そ
う
言

て
悩
み
始
め
た

 
そ
し
て
八
幡
は

と
あ
る
事
を
思
い
つ
き

岡
に
言

た

こ
の
前
戦
争
が
あ

た
の
は
知

て
ま
す

も
ち
ろ
ん
知

て
る
さ

知
り
合
い
の
自
衛

も
参
加
し
て
た
し
ね
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え

そ
れ

て
も
し
か
し
て

コ
ミ
ケ
さ
ん
や
ケ
モ
ナ

さ
ん

ト
ミ

さ
ん
の
事
で
す

か 
そ
の
言
葉
を

い
た

岡
は

い
き
な
り

き
出
し
た

ぶ

ご

ご
め
ん
ご
め
ん

コ
ミ
ケ

コ
ミ
ケ
ね

 
あ
の
人
は
自
衛

の
中
で
も

名
人
で
ね

コ
ミ
ケ

て

い
た
ら
つ
い

ね

も
し
か
し
て

趣
味
は
コ
ミ
ケ
に
行
く
事
だ

て
公
言
し
て
る
と
か
で
す
か

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

コ
ミ
ケ
さ
ん

強
い
な

 
コ
ミ
ケ
さ
ん
ら
し
い
な
と
思

た
八
幡
に

岡
は
笑
い
を

え
な
が
ら
こ
う

ね
た

ま
あ
彼
や
ケ
モ
ナ

君
の
事
は
置
い
て
お
い
て

そ
れ
が
ど
う
か
し
た

あ
あ
は
い
で
そ
の
過

で
ソ
レ
イ
ユ
と
ザ
ス
カ

の
間
に
ち

と
繋
が
り
が
出
来
た

ん
で
す
よ

 
そ
の
伝
手
を
頼

て
ゼ
ク
シ

ド
の
個
人
情
報
を
開

し
て
も
ら
え
な
い
か
な

て
思

て

あ

そ
う
い
う
事
か

そ
の

所
か
ら
彼
が
今
ど
う
な

て
る
か
調
べ
る

て
事
だ
ね

 

岡
は
そ
の
提
案
に
う
ん
う
ん
と

い
た
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そ
れ
な
ら
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
ね

と
り
あ
え
ず
陽
乃
さ
ん
に
話
を
通
し
て

 
犯
罪
が

ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

か
ら
の
要

と
い
う

で
一
言

え
れ
ば
い
け

そ
う
だ
ね

は
い

俺
と
し
て
も
あ
い
つ
の
安
否
は
気
に
な
る
ん
で

そ
の
線
で
お
願
い
し
ま
す

う
ん
分
か

た

速
手
配
す
る
よ

で

も
う
一
つ
お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
が

 
八
幡
は

え
め
な
口
調
で
そ
う
言

た

ん

何
だ
い

和
人
の
様
子
を
モ
ニ
タ

す
る
時

最
初
だ
け
で
い
い
ん
で

 
俺
も
そ
こ
に
同

さ
せ
て
も
ら

て
い
い
で
す
か

 
一
応
俺
も
そ
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
出
来
る
よ
う
に
し
て
も
ら

て

別
に
い
い
け
ど

何
で

心
配
な
の

え
え

可
能
な
ら
最
初
く
ら
い
は
手
助
け
し
て
や
れ
れ
ば
と
思

て

 
そ
れ
と

あ
い
つ
が
無
茶
苦
茶
し
な
い
か
ど
う
か
心
配
で

 
そ
れ
を

い
た

岡
は
笑
い
出
し
た
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あ
は
は
は
は

確
か
に
そ
う
だ
ね

う
ん
分
か

た

そ
ん
な
感
じ
で
手
配
し
て
お
く
よ

 
そ
れ
じ

あ
も
う
一
人
自
衛

中
央
病
院
あ
た
り
か
ら

護
資
格
を
持
つ
自
衛

を

集
し

て
お
く
よ

す
み
ま
せ
ん

難
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
う
し
て
裏
で
話
し
合
い
も
ま
と
ま
り

準
備
も
出
来
た
所
で

 
初
め
て
和
人
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
日
を
迎
え
る
事
と
な

た

 
メ
イ
ク
イ

ン
に
あ

た
設
備
と
か

伏
線
と
思
え
な
い
も
の
も
伏
線
だ

た
り
す
る
の
で

 
ど
れ
が
伏
線
で
ど
れ
が
た
だ
の
お
遊
び
か
考
え
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
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第
３
９
６
話
 
キ
リ
ト

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
降
臨
す

 
さ
て

い
よ
い
よ
キ
リ
子
ち

ん
の

場
で
す

和
人
君

準
備
は
い
い
か
い

え
え

い
つ
で
も

和
人
君

こ

ち
の
事
は
任
せ
て
ね

ナ
ツ
キ
さ
ん

お
願
い
し
ま
す

 
和
人
に
そ
う
声
を

け
た
女
性
は
安
岐
ナ
ツ
キ

自
衛

付
属
の

護
病
院
の
卒
業
生
で

 
自
衛

員
と
し
て
の

級
は
二

曹
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
行

て
き
ま
す

と
り
あ
え
ず
そ
こ
そ
こ
名
前
を

て

死
銃
氏
に
注
目
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

 
あ
ま
り
気
負
わ
な
く
て
い
い
か
ら

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
存
分
に
楽
し
ん
で
き
て
よ

あ
は

ま
あ
仕
事
を
忘
れ
な
い

度
に
楽
し
ん
で
き
ま
す



 第四章 ＧＧＯ編

 
そ
し
て
和
人
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
の
コ
ン
バ

ト
の
手
続
き
を
開
始
し
た

 
も
う
こ
の

態
に
な
る
と
外
で
何
が

こ

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

 
そ
し
て
そ
の
部
屋
に

八
幡
と
共
に
も
う
一
人
の
女
性
が
入
室
し
て
き
た

さ
て

ど
う
な
る
事
や
ら
で
す
ね

八
幡
君

そ
れ
に
黒
川
さ
ん
も

急
に

集
し
ち

て
本
当
に
ご
め
ん
ね

い
え

私
も
こ
う
い
う
の
に
興
味
が
あ

た
の
で

 
そ
の
女
性
は
黒
川

莉
今
回
の

に
自
衛

中
央
病
院
か
ら
召
集
さ
れ
た
現
役
自
衛

で
あ

る 
も
ち
ろ
ん

護
資
格
を
持

て
お
り

級
は
ナ
ツ
キ
と
同
じ
く
二

曹
で
あ

た

 
そ
し
て
四
人
が
見
守
る
中

画
面
を
見
て
い
た
八
幡
が
い
き
な
り
お
か
し
な
声
を
出
し
た

う
わ

ど

ど
う
し
た
の

い
や

だ

て
あ
の
和
人

い
や

キ
リ
ト
の
ア
バ
タ

 
あ
れ

て
レ
ア
ア
バ
タ

で
す
よ
ほ
ら
ど
う
見
て
も
女
の
子
に
し
か
見
え
な
い
で
し
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あ
は

本
当
だ

こ
れ
は
多
分

ブ
ロ

カ

に
声
を

け
ま
く
ら
れ
ま
す
よ

そ
う
な
の

え
え

レ
ア
ア
バ
タ

は
高
く

れ
る
ん
で

な

な
ん
じ

こ
り

あ
あ
あ
あ

 
そ
し
て
画
面
の
中
で
は

キ
リ
ト
も
自
分
の
外
見
に
気
付
い
た
の
か
そ
う
絶
叫
し
て
い
た

あ

あ

こ
れ
で
注
目
を
集
め
ち
ま

た

ほ
ら

ブ
ロ

カ

が
寄

て
き
ま
す
よ

 
そ
の
言
葉
通
り

画
面
の
中
で
は
キ
リ
ト
が
怪
し
い
男
に
声
を

け
ら
れ
て
い
た

お
お
お

そ
の
ア
バ
タ

Ｆ
１
３
０
０
系
じ

な
い

そ
れ
滅
多
に
出
な
い
ん
だ
よ
ね

 
ね

お
姉
さ
ん

高
く

う
か
ら

そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
ご
と
俺
に

て
く
れ
な
い

 
そ
の
言
葉
に
キ
リ
ト
は

て
て
自
分
の
胸
を
触

た

 
も
し
か
し
て
女
性
キ

ラ
に
な

て
し
ま

た
の
で
は
な
い
か
と
一

思

た
か
ら
な
の
だ

が 
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
は

ザ
・
シ

ド

の
シ
ス
テ
ム
上
あ
り
え
な
い

あ

い
や

ご
め
ん

俺

男
な
ん
だ
け
ど
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え
え
え
え
え
え

そ
れ
じ

あ
そ
れ

Ｍ
９
０
０
０
番
系
か
い

 
そ
れ
な
ら
Ｆ
１
３
０
０
の
倍

い
や

三
倍
出
す
か
ら
頼
む
よ

ね

八
幡
君

あ
の
ア
バ
タ

て
そ
ん
な
に
レ
ア
な
の
か
い

は
い

正
直
俺
も
見
る
の
は
初
め
て
で
す
よ

相
場
か
ら
い
う
と

 
六

く
ら
い
の
金

で
取
引
さ
れ
て
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

う
わ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
画
面
の
中
で
は

キ
リ
ト
が
そ
の
男
に
断
り
を
入
れ
て
い
た

ご
め
ん

こ
れ

新

の
キ

ラ
じ

な
く
て
コ
ン
バ

ト
な
ん
だ

 
だ
か
ら
ち

と

れ
な
い
か
な

て

 
そ
れ
を

い
た
ブ
ロ

カ

の
男
は

ガ

ク
リ
と

を
落
と
し
た

そ

か

そ
れ
は
仕
方
な
い
ね

 
そ
う
言

て
そ
の
ブ
ロ

カ

は
素
直
に
引
き
下
が

た

ご
め
ん
な

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は

き

ろ
き

ろ
し
な
が
ら
街
を
歩
き
始
め
た

 

中
で
何
度
も
ブ
ロ

カ

に
声
を

け
ら
れ

キ
リ
ト
は
一
人
た
め
息
を
つ
い
た
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は

こ
れ
は
一
人
で
歩
い
て
い
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
な

 
誰
か
に
声
を

け
て
案
内
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
か

で
も
な

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は

り
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た

 
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

も
ま
る
で
世

末
を
舞
台
と
し
た
拳
法
ア
ニ
メ
に
出
て
く
る
よ
う
な
外
見

を
し
て
お
り

 
そ
う
い

た
プ
レ
イ
ヤ

に
声
を

け
る
の
は
キ
リ
ト
に
と

て
は
か
な
り
勇
気
の
い
る
事

だ

た
参

た
な

ご
つ
い
男
し
か
い
な
い

 
せ
め
て
声
を

け
易
そ
う
な
女
性
プ
レ
イ
ヤ

で
も
い
れ
ば
な

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
を
見
て

莉
が
八
幡
に

ね
た

彼
は
そ
う
言

て
る
け
ど

ど
う
す
る

そ
ろ
そ
ろ
八
幡
君
が
助
け
に
行
く

そ
う
で
す
ね

ん

あ
れ
は

 
八
幡
は
そ
う
言

て
画
面
に
見
入

た

お

目
元
で
あ
の
子
に
声
を

け
て
み
る
か

 
丁
度
そ
の
時
画
面
の
中
の
キ
リ
ト
が
前
を
歩
く
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
声
を

け
よ
う
と
し
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た 
そ
の
後
ろ

に
見
覚
え
の
あ

た
八
幡
は

ロ
グ
イ
ン
す
る
の
を
思
い
と
ど
ま

た

こ
れ
は
ま
た

丁
度
知
り
合
い
が
い
た
ん
で

ち

と
様
子
見
で
す
か
ね

八
幡
君
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
ほ
と
ん
ど
と
知
り
合
い
な
ん
だ
よ
ね

 
こ
こ
で

岡
が
い
ら
な
い
事
を
言
い

莉
と
ナ
ツ
キ
は
驚
い
た
顔
で
八
幡
を
見
つ
め
た

そ

そ
う
な
の

八
幡
君

て
実
は
ハ

レ
ム
王

ハ

レ
ム
王

て
何
す
か

い
や

ま
あ
全
員

て
い
う
か

 
そ
も
そ
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
の
女
性

て
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ん
で

 
そ
の
答
え
に
納
得
し
な
か

た

莉
は

問
い
詰
め
る
よ
う
に
八
幡
に
言

た

そ
れ
で
も
ほ
ぼ
全
員

て
ど
う
い
う
事

あ

い
や

え

と

ま
あ
そ
れ
も
当
た
り
前
な
ん
だ
よ
彼
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
じ

一
二
を
争
う

名
人
だ
か
ら
ね

え

そ
う
な
ん
だ

ま
あ
一
応
そ
う
い
う
事
に
な

て
ま
す
ね
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八
幡
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
答
え
た

 
そ
し
て
画
面
の
中
の
キ
リ
ト
は

そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
声
を

け
た

あ
の

す
み
ま
せ
ん

ち

と
道
を

何
 
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

シ
ノ
ン
は

た
い
表
情
で
そ
う
答
え
た

う
お

あ
い
つ

知
ら
な
い
奴
に
は
あ
ん
な

た
い
態
度
を
と
る
の
か

い
つ
も
は
違
う
の

え
え

ま
あ
後
で
あ
い
つ
に
も
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
ん
で

そ
の
時
に
分
か
り
ま
す
よ

へ
 
そ
し
て
八
幡
達
が
見
守
る
中

シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
を
上
か
ら
下
ま
で
じ
ろ

と
見
る
と

 
相
好
を
崩
し
て
こ
う
言

た

こ
の
ゲ

ム

初
め
て

ん
 
八
幡
は
そ
の
シ
ノ
ン
の
反
応
に
わ
ず
か
に
首
を

げ
た

ど
う
し
た
の
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い
や
多
分
シ
ノ
ン
の
奴
あ
シ
ノ
ン

て
の
は
こ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
な
ん
で
す

け
ど

 
キ
リ
ト
の
事
を
同
じ
女
性
プ
レ
イ
ヤ

だ
と
思

て
る
ん
じ

な
い
か
と

あ
あ

 
三
人
は
言
わ
れ
て
気
付
い
た
の
か

同
時
に
そ
う
言

た

あ

う
ん

初
め
て

か
な

そ
う
な
ん
だ

ど
こ
に
行
き
た
い
の

あ

え

と

んん今
度
は
ど
う
し
た
の

い
や

ち

と
待

て
て
下
さ
い
ね

動
画
に

る
ん
で

え

何
で

勘
で
す
け
ど

面
白
い
も
の
が
見
ら
れ
そ
う
な
ん
で

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
迷

た
あ
げ
く

思
い
切

た
よ
う
に
顔
を
上
げ
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少
し
し
な
を
作
り
な
が
ら

に
手
を
当
て
て

い
か
に
も
困

た
と
い
う
感
じ
で
言

た

ど
こ
か

安
い
武
器
屋
さ
ん
と

あ
と

総
督

て
所
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
ど

 
そ
の
女
性

い
言
い
方
に

四
人
は
た
ま
ら
ず

き
出
し
た

だ
か
ら
動
画
を

た
ん
だ

あ
い
つ
が
テ
ン
パ

て
た
み
た
い
な
ん
で

 
も
し
か
し
た
ら
面
白
リ
ア
ク
シ

ン
が

れ
る
か
な

て
思

た
ん
で
す
け
ど

 
こ
れ
は
予
想
以
上
で
し
た
ね

ま

ま
あ
僕
は
見
な
か

た
事
に
し
て
お
く
よ

俺
も
ま
あ

他
人
に
は
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
ま
す

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

く
そ
の
キ
リ
ト
の
頼
み
に
応
え
た

い
い
わ
よ

連
れ
て

て
あ
げ
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
二
人
は
シ
ノ
ン
の
案
内
で
歩
き
始
め
た

八
幡
は
そ
れ
を
見
て
自
分
も
中
に
入
る
と

宣
言
し
た

そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す

あ
い
つ
に
金
を

し
て
お
き
た
い
ん
で
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ど
う
や

て
だ
い

ま
あ
何
と
か
し
て
み
ま
す

そ
れ
じ

あ
八
幡
君
は
こ

ち
の
部
屋
に

は
い
黒
川
さ
ん

お
願
い
し
ま
す

任
せ
て

 
そ
し
て
八
幡
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

 
キ
リ
ト
達
が
映
る
画
面
の
横
の
も
う
一
つ
の
画
面
に

シ

ナ
の

が
現
れ
た

おう
わ

何
か
雰
囲
気
あ
り
ま
す
ね

ど
う

 
そ
こ
に
丁
度

て
き
た

莉
が

二
人
に
そ
う

ね
た

ほ
ら
見
て

さ
す
が
に
キ
リ
ト
君
と
違

て
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
わ
な
い

本
当
だ

あ

 

莉
は
思
わ
ず
そ
う
叫
ん
だ

シ

ナ
の

り
を
ご
つ
い
男
達
が
取
り
囲
ん
だ
か
ら
だ

こ
れ

大
丈
夫
な
の
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大
丈
夫
じ

な
い

岡
さ
ん

く
言
い
ま
す
ね

い
や
い
や

大
丈
夫
だ

て

ほ
ら

 
そ
し
て
そ
の
男
達
は

い
き
な
り
シ

ナ
に

を
下
げ
た

シ

ナ
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

お
う

ダ
イ
ン
の
所
と
た
ら
こ
の
所
の
メ
ン
バ

か

仲
良
く
し
て
る
か

は
い

あ
の
戦
争
を
共
に
戦

た
仲
間
な
ん
で

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

悪
い

俺
は
ち

と
用
事
が
あ
る
か
ら
ま
た
な

は
い

ま
た
で
す

ほ
ら
ね

大
丈
夫
だ

た
だ
ろ

う
わ

ま
る
で
ヤ
ク
ザ
み
た
い

弟

て
や
つ

そ
れ
だ
け
じ

な
い
よ

ほ
ら

 
そ
し
て
画
面
の
中
で
は

ど
こ
か
ら
現
れ
た
の
か

人
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
シ

ナ
に

が

て
い
た
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シ

ナ
様
こ
ん
に
ち
は

お
う

お

か
さ
ん
は
元
気
か

は
い

今
日
も
元
気
に
敵
を
ど
つ
い
て
ま
す
よ

は
は

と
こ
ろ
で

女
連
か
ら
は
誰
か
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
る
の
か

ミ
サ
キ
さ
ん
が
出
る
み
た
い
で
す

多
分
本
戦
に
は
行
け
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど

ま
あ
ミ
サ
キ
さ
ん

あ
あ
見
え
て
か
な
り
強
い
か
ら
な

特
に
男
相
手
だ
と
無
双
だ
ろ
う

な
使
え
る
武
器
は
何
で
も
使
い
ま
す
か
ら
ね

ま
あ
俺
に
は
通
用
し
な
い
け
ど
な

で
す
ね

ミ
サ
キ
さ
ん

よ
く
悔
し
が

て
ま
す
か
ら

う
わ

と
て
も
あ
の
八
幡
君
と
同
一
人
物
と
は
思
え
な
い

凄
い
人
気
ね

二
人
が
ど
う
思

た
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

彼

実
は
リ
ア
ル
で
も
こ
ん
な
感
じ
だ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

う
ん
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そ
し
て
シ

ナ
は

再
び
用
事
が
あ
る
か
ら
と
そ
の
女
性
達
と
別
れ

 
キ
リ
ト
達
の
向
か

た
方
へ
と
急
い
だ

  
そ
の

シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
を
女
性
だ
と
思
い

色
々

ね
て
い
る
所
だ

た

ね

と
こ
ろ
で
総
督

に
は
何
の
用
事

あ

え

と

バ
レ

ト
オ
ブ
バ
レ

ツ

て
い
う
大
会
の
エ
ン
ト
リ

に

 
そ
の
言
葉
に
シ
ノ
ン
は
少
し
驚
い
た

Ｂ
ｏ
Ｂ
に

え
と

今
日
ゲ

ム
を
始
め
た
ん
だ
よ
ね

は
い

え

と
そ
の

ち

と
ス
テ

タ
ス
が
足
り
な
い
か
も

 
シ
ノ
ン
は
遠

が
ち
に
そ
う
言

た

あ

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
で
す

実
は
私

他
の
ゲ

ム
か
ら
コ
ン
バ

ト
し
て
き
た
ん
で

 
ス
テ

タ
ス
は
結

高
い
ん
で
す
よ

へ

そ
う
な
ん
だ

 
キ
リ
ト
は
予
め
ネ

ト
で
予

し

手

取
り

く
名
前
を

る

に
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Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
場
す
る
事
を
決
め
て
い
た

も
ち
ろ
ん
銃
で
の
戦
い
で
勝
ち
進
め
る
自
信
は
ま

た
く
無
い

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

シ
ノ
ン
に
こ
う

ね
た

と
こ
ろ
で
シ
ノ
ン
さ
ん

お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
け
ど

ん

何

ち

と
私
に

道
予

線

て
の
を
見
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん

 
予

は
し
た
ん
で
す
け
ど

ど
う
も
実
感
が

か
な
く
て

別
に
い
い
わ
よ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
足
を
止
め

サ
ブ
武
器
の
グ
ロ

ク
を
抜
く
と

 
キ
リ
ト
の

に

準
を
合
わ
せ

ト
リ
ガ

に
指
を

え
た

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
の

に
シ
ノ
ン
の
銃
か
ら

い
光
線
の
よ
う
な
物
が

び
て
い
る
の
が

見
え
た

な
る
ほ
ど

こ
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ど
う
い
た
し
ま
し
て
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そ
し
て
シ
ノ
ン
は
目
的
地
に
到
着
し

キ
リ
ト
を
武
器
屋
の
中
へ
と
い
ざ
な

た

 
そ
こ
は
シ

ル

ム

く

出
さ
れ
た
巨
大
な
店

で
あ
り

山
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が

そ
こ
に
い
た

う
わ

凄
い
で
す
ね

ま
あ
初
心
者
か
ら
中
級
者
用
の
店
な
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は
物
珍
し
さ
に
き

ろ
き

ろ
と
店
内
を
見
回
し
た

と
こ
ろ
で
ス
テ

タ
ス
は
ど
ん
な

成

あ

え

と

一
番
高
い
の
が
Ｓ
Ｔ
Ｒ
で

次
が
Ａ
Ｇ

か
な

そ
う

そ
れ
な
ら

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

い
く
つ
か
の
銃
の
名
前
を
上
げ
た
後

ハ

と
し
た
顔
で
言

た

そ
う
い
え
ば
あ
な
た
今
日
コ
ン
バ

ト
し
て
き
た
ば
か
り
な
ん
だ

け

て
事
は
お
金

が
あ

そ
う
い
え
ば

 
二
人
は
そ
う
言

て

気
ま
ず
そ
う
に
顔
を
見
合
わ
せ
た
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ど
う
し
ま
し

う
か

と
り
あ
え
ず
一
度
店
を
出
て
か
ら
考
え
ま
し

う
か

で
す
ね

 
そ
し
て
二
人
は
店
を
出
て
相
談
を
始
め
た

ど
う
し
よ
う
最
近
お
金
に
困

て
な
か

た
し
新
し
い
装
備
を

う
事
も
無
か

た
か
ら

 
す

か
り
そ
の
事
を
忘
れ
て
た
わ

こ
こ
で
お
金
を

ぐ
の

て
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か

そ
う
ね

プ
レ
イ
ヤ

を
狩
る
か
モ
ブ
を
狩
る
か

そ
れ
と
も

 
そ
の
時
い
き
な
り
誰
か
が
二
人
の
手
を
引
き

二
人
は
路
地
裏
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た

 
そ
の

間
に
シ
ノ
ン
の

に

き
慣
れ
た
声
が

こ
え
た

お
い
シ
ノ
ン

俺
に
合
わ
せ
ろ
よ

え

え

 
そ
し
て
二
人
の
前
に

キ
リ
ト
に
と

て
は
見
知
ら
ぬ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
に
と

て
は
常
に
会
い
た
い
と
思

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の

が
あ

た

ね

そ
こ
の
彼
女
達

良
か

た
ら
僕
と
お
茶
で
も
し
な
い

 
そ
の
シ

ナ
に
は
ま

た
く
似
合
わ
ぬ
セ
リ
フ
に

シ
ノ
ン
は
何
か
言
お
う
と
し
た
が
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シ
ノ
ン
は
そ
の
直
前
に

こ
え
た
シ

ナ
の
言
葉
を
思
い
出
し

 
と
り
あ
え
ず
言
わ
れ
た
通
り
に
し
よ
う
と
思

て
こ
う
言

た

何
よ
あ
ん
た

お
や
お
や
つ
れ
な
い
ね

そ

ち
の
彼
女
は
ど
う

あ

え
と

 
キ
リ
ト
は
何
が

こ

て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
に

然
と
言

た

ち

と
や
め
て
よ

ナ
ン
パ
は
お
断
り
よ

ナ
ン
パ

 
キ
リ
ト
は
ナ
ン
パ
さ
れ
る
事
な
ど
当
然
生
ま
れ
て
始
め
て
だ

た
の
で

 
シ

ナ
の
不
自
然
な

技
に
も
疑
問
を

か
ず

こ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い

 
シ
ノ
ン
を
守
る

に
そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た

や
め
な
よ

お

や
る
か

女
を
殴
る
の
は
性
に
合
わ
な
い
が

こ
う
な

た
ら
力
ず
く
で

い
い
ぞ
キ
リ
ト

そ
の
調
子
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ゆ

く
り
と
キ
リ
ト
に
手
を

ば
し
キ
リ
ト
は
そ
の
手
を

り

た
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そ
の

間
に
シ

ナ
は
お
お
げ
さ
に
後
ろ
に
飛
び

そ
の
場
に
土
下
座
を
し
た

て

参

た

俺
が
悪
か

た

えは

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
か
ら
お
金
を
出
し
無
理
や
り
キ
リ
ト
に

ら
せ

た
す
ま
ん

こ
れ
は

び
だ

受
け
取

て
く
れ

じ

あ
俺
は
こ
れ
で

あ

ち

と

  
こ
の
遣
り
取
り
を
見
て
い
た

岡
達
は

そ
の
強
引
な
や
り
か
た
に
大
爆
笑
し
て
い
た

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

お

お
腹

い

ふ
ひ

い
や

笑

ち

い
け
な
い
け
ど

で
も
こ
れ
は
ち

と

く

  
そ
し
て
そ
の
直
後
に
シ

ナ
か
ら
メ

セ

ジ
が
入
り
シ
ノ
ン
は

然
と
す
る
キ
リ
ト
に
一
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言
断
り

 
そ
の
メ

セ

ジ
を
見
た

説
明
は
後
だ

馬
山
の
あ
る
ビ
ル
の
武
器
屋
に
行
け

 
シ
ノ
ン
は

が
分
か
ら
な
か

た
が

と
り
あ
え
ず
言
わ
れ
た
通
り
に
し
よ
う
と
思
い

 

を

め
な
が
ら
キ
リ
ト
に
こ
う
言

た

お
金
が
手
に
入

た
わ
ね

良
か

た
じ

な
い

え

え

こ
れ
も
ら

ち

て
い
い
の

い
い
ん
じ

な
い

び

て
言

て
た
し

そ

そ
う
な
ん
だ

で

い
く
ら
入

て
た

え
と

 
キ
リ
ト
は
困

た
顔
で
そ
れ
を
シ
ノ
ン
に
見
せ
て
き
た

シ
ノ
ン
は
そ
の
袋
の
中
身
を
見
て

驚
い
た

え

こ
ん
な
に

そ
ん
な
に
大
金
な
の



 第四章 ＧＧＯ編

う
う
ん
こ
れ
な
ら
そ
う
ね
う
ち
の

点
の
近
く
に
も

と
い
い
武
器
を
扱

て
る
店
が

あ
る
か
ら

 
そ
こ
に
行
き
ま
し

う
か

そ
う
な
ん
だ

う
ん

分
か

た

 
そ
し
て
二
人
は

馬
山
の
あ
る
ビ
ル
へ
と
向
か

た



 第３９７話 その剣の名は

 
第
３
９
７
話
 
そ
の
剣
の
名
は

 
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
よ
り
も
先
に

馬
山
に
到
着
し
た
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
中
に
駆
け
込
ん
だ

 
そ
こ
に
は
幸
い
イ
コ
マ
し
か
お
ら
ず

シ

ナ
は
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

あ
れ

シ

ナ
さ
ん

て
て
ど
う
し
た
ん
で
す

イ
コ
マ

キ
リ
ト
だ

えも
う
す
ぐ
こ
の
下
の
武
器
シ

プ
に
キ
リ
ト
が
来
る
ん
だ
よ

本
当
で
す
か

う
わ

そ
れ
は
是
非
会
い
た
い
で
す
ね

 
そ
う
嬉
し
そ
う
に
言
う
イ
コ
マ
に
悪
い
な
と
思
い
な
が
ら
も

シ

ナ
は
イ
コ
マ
に
言

た

悪
い

あ
い
つ
は
今
回

国
か
ら
受
け
た
仕
事
で
こ
こ
に
来
て
る
か
ら

 
俺
や
お
前
の
正
体
を
バ
ラ
す
の
は

色
々
と
落
ち
着
い
た
ら

て
事
に
な

ち
ま
う
ん
だ

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
お
き
ま
す

会
い
た
い
だ
ろ
う
に

本
当
に
悪
い
な

い
え

待
つ
の
も
楽
し
い
で
す
か
ら
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で

相
談
な
ん
だ
が

 
そ
し
て
シ

ナ
は

懐
か
ら
何
か
を
取
り
出
し
て
イ
コ
マ
に
頼
ん
で
何
か
し
て
も
ら

た
後

 
更
に
十
狼
用
の
強
力
な
防

一
式
を
受
け
取

た

あ
り
が
と
う
イ
コ
マ
も
し
か
し
た
ら
シ
ノ
ン
が
こ
こ
に
キ
リ
ト
を
連
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
が

 
上
手
く
逃
げ
る
か
誤
魔
化
す
か
し
て
く
れ

あ

で
も
俺
と
一

に
シ

プ
に
行
け
ば

 
面
白
い
物
が
見
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ

そ
う
な
ん
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

一

に
行
き
ま
す

 
シ

ナ
と
イ
コ
マ
は
そ
の
ま
ま
仲
良
く
武
器
屋
に
駆
け
込
ん
だ

そ
し
て
シ

プ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

に 

と
い
う
事
で
ア
イ
テ
ム
の
出
品
を
頼
ん
だ

 
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ら
一
番
最
初
に
目
に
す
る
の
が
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
だ
と
い
う
事
を
確
信
し

て 
こ
こ
よ
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何
か
す
ご
い
ビ
ル
だ
ね

こ
こ
は
一
部
の
お
金
持
ち
し
か
利
用
出
来
な
い

設
な
の
よ

さ

こ

ち
よ

一
部
の
お
金
持
ち

こ
の
子

実
は
こ
う
見
え
て
古
参
の
プ
レ
イ
ヤ

な
の
か
な

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ

シ
ノ
ン
の
後
を
追

た

 
そ
し
て
シ

プ
に
入

た
キ
リ
ト
は

感

の
声
を
あ
げ
た

お
お

ど
う

さ

き
の
所
よ
り
も
地
味
だ
け
ど

そ
の
分
強
力
な
銃
が
多
い
わ
よ

う
ん

な
ん
と
な
く
分
か
る

そ
れ
じ

あ

に
回

て
み
ま
し

う
か

 
ち
な
み
に
シ

ナ
も
店
の
中
に
残

て
い
た

 
シ

ナ
は
ど
う
な
る
か
な
と
興
味
深
げ
に
二
人
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た

 
そ
し
て
と
あ
る
ウ

ン
ド
ウ
の
前
で

キ
リ
ト
が
ピ
タ
リ
と
足
を
止
め
た

ね

こ
れ
は

え

ど
れ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
そ
れ
を

き
込
み

り
込
ん
だ



 第四章 ＧＧＯ編

え

で
し

で
も
間
違
い
な
い

こ
れ

て

 
そ
こ
に
出
品
さ
れ
て
い
た
の
は

シ

ナ
が
保
管
し
て
い
た
は
ず
の
カ
ゲ
ミ
ツ

だ

た

 
シ

ナ
は
や

ぱ
り
キ
リ
ト
の
サ
ブ
武
器
は
こ
れ
だ
ろ
う
と
思

て
出
品
し
た
の
だ
が

 
ま
さ
か
キ
リ
ト
が
そ
れ
を
メ
イ
ン
武
器
と
し
て
使
う
な
ど
と
は
こ
の
時
は
夢
に
も
思

て
い

な
か

た

え

と

光
剣

て
い
う
ア
イ
テ
ム
だ
け
ど

そ
れ
が
気
に
な
る
の

う
ん

そ
う

し
に

て
み
た
ら

う
ん

 
キ
リ
ト
は
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い

た
感
じ
で
そ
の
剣
に
見
入

て
い
た

 
そ
し
て
カ
ゲ
ミ
ツ

を
手
に
取

た
キ
リ
ト
は

張
し
な
が
ら
ス
イ

チ
を
入
れ
た

 
そ
の

間

ブ
ン

と
い
う
音
と
共
に

そ
こ
か
ら
漆
黒
の
刃
が
現
れ
た

え
 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
を
見
て
と
て
も
驚
い
た

シ
ノ
ン
の
記
憶
だ
と

カ
ゲ
ミ
ツ

の
色
は

 
紫
が
か

た
白
だ

た
か
ら
だ

黒
と
い
え
ば
シ

ナ
の
ア
ハ
ト

の
色
と
同
じ
事
に
な
る
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あ
れ

そ
の
色

シ

ナ
の

ん

色
が
ど
う
か
し
た

あ

い
や

何
で
も
な
い
わ

あ
れ

 
そ
し
て
今
度
は
キ
リ
ト
が
驚
い
た
顔
で

カ
ゲ
ミ
ツ

を
見
つ
め
な
が
ら
そ
う
声
を
あ
げ
た

ど
う
し
た
の

あ

い
や

剣
の
名
前
が

え
 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言
わ
れ
て
剣
の
デ

タ
を

き
込
ん
だ

 
そ
こ
に
書
い
て
あ

た
名
前
は

エ
リ

シ
デ

タ

と
な

て
い
た

エ
リ

シ
デ

タ

あ
う
ん
こ
れ

て
俺

い
や
わ
私
が
他
の
ゲ

ム
で
使

て
い
た
剣
の
名
前
な
の

 
す
ご
い
偶
然
だ
な

て
つ
い
感
動
し
ち

て

そ
う
な
の

え

と

つ
ま
り
そ
れ

て

も
し
か
し
て
こ
の
人
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
人
な
の
か
し
ら
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そ
う
い
え
ば
ま
だ
知
ら
な
い
人
も
結

い
る
の
よ
ね
あ
れ
か
ら
あ

ち
に
は
行

て
な
い
し

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
そ
の

間
に

線
を
感
じ

バ

と

り
返

た

 
そ
こ
か
ら
は
シ

ナ
と
イ
コ
マ
が
顔
を

か
せ
て
お
り

 
シ

ナ
は
ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を
横
に

て
お
り
イ
コ
マ
は

の
前
で
人
差
し
指
を
立
て
て
い

た
え

と

つ
ま
り
余
計
な
事
は
言
わ
ず
に
静
か
に
し
て
い
ろ
と

 
シ
ノ
ン
は
戸
惑

た
が

と
り
あ
え
ず
ま
た
言
わ
れ
た
通
り
に
す
る
事
に
し
た

よ
し

ち

と

し

り
し
て
み
る

あ

う

う
ん

 
そ
し
て
剣
を

え
る
キ
リ
ト
の

を
見
て

シ
ノ
ン
は
素
直
に
感
心
し
た

さ
す
が
ね

凄
く
様
に
な

て
る

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
い
く
つ
か
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
型
を
な
ぞ
り

 
最
後
に
何
故
か
背
中
に
剣
を
し
ま
う
よ
う
な
ア
ク
シ

ン
を
し

 
し
ま

た
と
い
う
顔
を
し
て

に
剣
を
し
ま
い
直
し
た

何
か
し
ら
今
の
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シ
ノ
ン
は
そ
う
疑
問
に
思

た
が
シ

ナ
の
言
い
つ
け
通
り
そ
れ
を

ね
る
の
は
や
め
て

お
い
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
代
わ
り
に
こ
う
言

た

ど
う

気
に
入

た

う
ん

凄
く

そ
う

そ
の
ア
イ
テ
ム

て

Ｇ
Ｇ
Ｏ
全
体
で
も
五
人
し
か
持

て
な
い
武
器
な
の
よ

私
の
こ
れ
は

ち

と

色
が
違
う
か
ら

に
は
入
れ
ら
れ
な
い
し
ね

え

そ
う
な
ん
だ

ど
う
す
る

う

う
ん

で
も
こ
れ

て
い
く
ら
す
る
ん
だ
ろ

あ

お
手

価
格
だ

本
当
に

や

た

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を

い
て
喜
び
直
ぐ
に

い
を
し
嬉
し
そ
う
に
そ
れ
を
自
分
の

に
差

し
た

 
そ
れ
を
見
た
シ

ナ
と
イ
コ
マ
が
う
ん
う
ん
と

い
て
い
る
の
を
見
て
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シ
ノ
ン
は
何
こ
の
茶
番
と
少
し

れ
た

ま
あ
い
い
わ

こ
れ
を
口
実
に
後
で
必
ず
会

て
説
明
し
て
も
ら
う
ん
だ
か
ら

 
シ
ノ
ン
は
内
心
で
こ
れ
で
シ

ナ
と
二
人
で
会
う
い
い
口
実
が
出
来
た
と
ほ
く
そ
え
ん
で
い

た 
こ
の

り
は
シ
ノ
ン
も
抜
け
目
が
無
い

 
そ
し
て

心
の
銃
は

キ
リ
ト
は
ワ
ル
サ

Ｐ
３
８
を
選
択
し
た

理
由
は
簡

で
あ
る

こ
れ
な
ら
名
前
を
知

て
る

 
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
選
択
し
た

つ
ま
り
こ
の
時
点
で
キ
リ
ト
は

 
メ
イ
ン
武
器
を
エ
リ

シ
デ

タ
に
す
る
事
を
選
択
し
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る
が

 
そ
の
時
は
誰
も
そ
の
事
に
気
付
か
な
か

た

 
こ
う
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
世
界
に

最
初
で
最
後
の
剣
士
プ
レ
イ
ヤ

が
誕
生
し
た

さ
て

後
は
防

ね

 
シ
ノ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

キ
リ
ト
は
大
人
し
く
そ
の
後
を
付
い
て
い

た

ひ
ぐ

ん
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う

う
う
ん

何
で
も
な
い

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
再
び
防

の

ん
で
い
る
ウ

ン
ド
ウ
を

め

 
そ
れ
を
手
に
取
る
と

キ
リ
ト
に
差
し
出
し
た

こ

こ
れ
が
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

こ
れ

え
え

わ

私
も
同
じ
物
を
持

て
い
る
け
ど

か
な
り
防
御
力
が
高
い
わ
よ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
れ
は
ど
う
見
て
も
十
狼
専
用
装
備
の
一
つ
だ

た

 
実
は
胸
に

横
を
向
い
た
狼
の
意
匠
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
入

て
い
る
の
だ
が

 
そ
れ
は
見
事
に

さ
れ
て
い
た

要
す
る
に
こ
れ
を

う
よ
う
に
仕
向
け
ろ

て
事
よ
ね

そ
れ
じ

あ
着
る
方
法
を
教
え
る
わ

こ

ち
の
更
衣
室
に
行
き
ま
し

う

 
そ
れ
を

い
た
シ

ナ
は

た
顔
で
必
死
に
両
手
で
×

を
作

て
い
た
の
だ
が

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
に
ま

た
く
気
付
か
な
か

た

や
ば
い
ぞ
や
ば
い
ぞ
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ど
う
し
た
ん
で
す
か

シ

ナ
さ
ん

シ
ノ
ン
の
奴

キ
リ
ト
の
事
を
女
だ
と
思

て
る
ん
だ
よ

え

そ
れ
は
ま
ず
い
で
す
ね
ウ

ン
ド
ウ
か
ら
着

え
る
方
法
だ
け
教
え
る
つ
も
り
な
ら

 
別
に
更
衣
室
に
行
く
必
要
は
無
い
し

 
気
を
利
か
せ
て
一
応
普
通
に
脱
い
で
着

え
る
方
法
も
教
え
る
つ
も
り
な
ん
じ

く
そ

仕
方
な
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は
二
人
が
入

て
い

た
更
衣
室
の
方
へ
と
駆
け
寄
り
い
き
な
り
そ
の
扉
を

開
け
た

 
そ
こ
で
は
今
ま
さ
に

シ
ノ
ン
が
自
分
の
服
に
手
を
か
け
て
脱
ご
う
と
し
て
い
た
所
で
あ
り

 
シ

ナ
は
間
に
合

た
と
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

き
 
そ
し
て
シ

ナ
は
ず
け
ず
け
と
シ
ノ
ン
に
近
付
く
と
強
引
に
そ
の

を
掴
み
そ
の

元
で

言

た
脱
ぐ
な

こ
の
後
俺
は
後
ろ
に
飛
ぶ

い

い
き
な
り
ど
う
し
た
の
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そ
の
後
は
俺
に
変
態
と
か
痴

と
か

も
う
好
き
な
よ
う
に

声
を

び
せ
ろ

え

え

 
そ
し
て
シ

ナ
は
い
か
に
も
シ
ノ
ン
に
突
き
飛
ば
さ
れ
た
風
を
装

て
後
ろ
に
倒
れ
込
ん
だ

お
わ

連
れ
な
い
な
か
わ
い
こ
ち

ん
せ

か
く
偶
然
見
か
け
て
追
い
か
け
て
来
た

て

の
にう

る
さ
い

さ

さ
と
出
て
い
き
な
さ
い
よ

馬

変
態

こ
い
つ
は
い
い
の
か
よ
あ
の
後
で
気
付
い
た
け
ど
こ
い
つ
の
ア
バ
タ

は
Ｍ
９
０
０
０
系

 
つ
ま
り
こ
い
つ
も
男
じ

な
い
か
よ

 
そ
の
言
葉
に
キ
リ
ト
の
方
を
見
た
シ
ノ
ン
は

 
キ
リ
ト
が
気
ま
ず
そ
う
に
後
ろ
を
向
い
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
そ
し
て
微

に
胸
の
下
ま
で
服
を
脱
ぎ
か
け
て
い
た
自
分
の

を
見
た
シ
ノ
ン
は

 

鳴
を
上
げ
て
二
人
を
追
い
出
し
た

き

あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
し
て
更
衣
室
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
二
人
は
背
中
合
わ
せ
で

に
座
る
と
た
め
息
を
つ
い

た
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はふ
 
そ
し
て
そ
の
た
め
息
を

き

お

い
の
存
在
に

め
て
気
付
い
た
二
人
は

 

て
て
立
ち
上
が
る
と
そ
の
場
で

み
合

た

ま
た
お
前
か
よ

俺
達
の
後
を
つ
け
て
き
た
の
か

こ
の
ス
ト

カ

野
郎

お
前
こ
そ
何
ず

と
女
の
フ
リ
を
し
て
あ
の
子
の
着

え
を

こ
う
と
し
て
や
が
る
ん
だ
ぶ

ん
殴
る
ぞ

お
前
に
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
無
え
よ

変
態

ど

ち
が
変
態
だ
よ
男
女

 
そ
ん
な
一
触
即
発
の
二
人
の

に

更
衣
室
か
ら
出
て
き
た
シ
ノ
ン
が
拳
骨
を
落
と
し

 
二
人
は

て
て
シ
ノ
ン
の
前
で
正
座
を
し
た

二
人
と
も

覚
悟
は
い
い

うあ

え

と

 
そ
ん
な
二
人
に

突
然
シ
ノ
ン
が
自

紹
介
を
始
め
た
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ど
う
や
ら
ま
だ
キ
リ
ト
に
名
乗

て
い
な
か

た
事
を
思
い
出
し
た
ら
し
い

私
の
名
は
シ
ノ
ン

あ
ん
た
達
は

 
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
の
反
応
を
見
よ
う
と
思

て
そ
う
言

た

 
シ
ノ
ン
は
別
に
シ

ナ
に
着

え
中
の

を
見
ら
れ
た
事
は

む
し
ろ
ウ

ル
カ
ム
で
あ
り

 
キ
リ
ト
も
後
ろ
を
向
い
て
い
た
事
が
分
か

て
い
た

実
は
ま

た
く

て
は
お
ら
ず

 
た
だ
空
気
を

ん
で

技
を
し
て
い
る
だ
け
だ

た

え

と

キ
リ
ト

で
す

俺
は
シ

ナ
だ

キ
リ
ト
君

男
の
子
だ

た
ん
だ

で
も
キ
リ
ト

キ
リ
ト

ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
名
前

ね
す

す
ま
ん

男
だ
と
バ
レ
る
と
案
内
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
思

て

つ
い
言
い
そ
び
れ

た
ま
あ
確
か
に
そ
の
通
り
か
も
だ
か
ら
そ
れ
は
い
い
わ

そ
れ
に
シ

ナ

シ

ナ
ね

 
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
が

名
を
名
乗
ら
な
か

た
事
で
名
前
は
普
通
に
出
し
て
も
い
い
の
だ
と

判
断
し
た
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そ
ん
な
シ
ノ
ン
の
目
に
店
内
に
か
か

て
い
る
時
計
が
目
に
入
り
シ
ノ
ン
は
あ

と
声
を

上
げ
た

ど
う
し
た

し
ま

た
わ

Ｂ
ｏ
Ｂ
の

し
込
み
の
時
間
が

え
 
そ
し
て

て
て
外
に
飛
び
出
る
シ
ノ
ン
の
後
を

シ

ナ
と
キ
リ
ト
が
追
い
か
け
た

こ
い
つ

ま
だ

し
込
み
し
て
な
か

た
の
か

ハ
ン
ヴ

を
出
し
て
間
に
合
う
か

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
目
に

道

に

め
て
あ
る
レ
ン
タ
バ
ギ

の

が
目
に
入

た

 
三

だ
が

操
作
方
法
は
キ
リ
ト
が
い
つ
も
乗

て
い
る

式
の
バ
イ
ク
と
一

の
は
ず
だ

そ
う
か

こ
れ
な
ら
キ
リ
ト
が
運
転
出
来
る

お
い
キ
リ
ト

あ
れ
の
運
転

て
出
来
る
か

あ
れ

あ
あ

あ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ

よ
し
今
回
の

び
に
金
は
俺
が
出
す
シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
と
一

に
あ
れ
に
乗

て
総
督

へ
行
け

あ
れ

て
誰
も
運
転
出
来
な
く
て
ず

と
放
置
さ
れ
て
る
奴
じ

な
い



 第３９７話 その剣の名は

キ
リ
ト
が
運
転
出
来
る
そ
う
だ

ほ
ら

く
行
け

う

う
ん

お

お
う

 
そ
し
て
二
人
は
シ

ナ
に
せ
か
さ
れ

そ
の
レ
ン
タ
バ
ギ

に
飛
び
乗

た
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第
３
９
８
話
 
説
明
し
て
よ
ね

凄
い

本
当
に
運
転
出
来
る
ん
だ

れ
る
か
ら

り
落
と
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ろ
よ

 
そ
し
て
二
人
は
全
速
力
で
走
り
去
り

そ
の
直
後
に
イ
コ
マ
が

を
現
し
た

キ
リ
ト
さ
ん
が
ま
さ
か
あ
ん
な
外
見
に
な

て
る
な
ん
て

驚
い
た
だ
ろ

え
え

凄
く

何
も
か
も
終
わ

た
ら

あ
い
つ
の
事
を
キ
リ
子
と
呼
ん
で
や
ろ
う

あ

あ
は

 
イ
コ
マ
は

い
た
笑
い
を

か
べ
る
と

感

深
げ
に
キ
リ
ト
が
走
り
去

た
方
を
見
た

で
も
何
で
キ
リ
ト
さ
ん
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に

そ
う
だ
な

ち

と
そ
の

り
を
話
し
て
お
く
か

 
そ
し
て
二
人
は

馬
山
に

り
シ

ナ
は
イ
コ
マ
に
今
回
の
事
件
の

の
説
明
を
始
め
た

え

そ
ん
な
事
件
が
あ

た
ん
で
す
か



 第３９８話 説明してよね

 
良
く
も
悪
く
も
基
本

に
こ
も
り
き
り
な
イ
コ
マ
は

 
こ
こ
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
な
か

た
よ
う
だ

ま
さ
か
と
は
思
い
ま
す
け
ど

こ
れ
も
ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
の
仕
業
で
す
か
ね

か
も
し
れ
な
い
が

い
く
ら
何
で
も
こ
れ
は
無
理
な
ん
じ

な
い
か

で
す
よ
ね

う

ん

う

ん

 
二
人
は

組
み
を
し
な
が
ら
考
え
込
ん
だ
が

答
え
は
ま

た
く
出
な
い

と
り
あ
え
ず
俺
は
一
度
落
ち
て

外
の
モ
ニ
タ

で
キ
リ
ト
の
様
子
を
見
て
く
る
わ

 
何
か
あ

た
ら

当
に
誤
魔
化
し
と
い
て
く
れ

バ
レ
た
ら
バ
レ
た
で

わ
な
い
か
ら

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
と
り
あ
え
ず
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
に
し
た

 
う
わ

で
走
る
の
と
は
ま
た
違
う
楽
し
さ
が
あ
る
わ
ね

シ
ノ
ン
は

の
運
転
が
出
来
る
の
か
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え
え

ゲ

ム
内
で
だ
け
だ
け
ど
ね

俺
も
そ
ろ
そ
ろ
免
許
を
取
る
か
な

こ

ち
の
免
許
し
か
持

て
な
い
か
ら

そ
う
ね

あ
る
と

利
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
う
ち
に

総
督

の

物
が
ど
ん
ど
ん
近
付
い
て
き
た

ど
う
や
ら
余

で
間
に
合
い
そ
う
ね

あ

そ
れ
と
注
意
事

を
一
応
言

て
お
く
わ

 

し
込
み
の

に
本
戦
出
場
し
た
場
合
に
も
ら
え
る
ア
イ
テ
ム
を
入
力
す
る

が
あ
る
ん
だ

け
ど

 
そ
こ
で
ゲ

ム
内
ア
イ
テ
ム
じ

な
く
リ
ア
ル
で
モ
デ
ル
ガ
ン
と
か
を
も
ら
う
事
が
出
来
る

の
よそ

う
な
の
か

で
も
そ
の
場
合

自
分
の
リ
ア
ル

所
と
氏
名
を
そ
こ
で
入
力
し
な
い
と
い
け
な
い
の
よ
ね

う
わ

何
だ
そ
の
危
な
い
仕
様
は

そ
う
な
の
よ
な
の
で
そ
れ
は
絶
対
に
や
ら
な
い
よ
う
に

て
う
ち
の
リ

ダ

か
ら
言
わ
れ

て
る
わ

ま
あ
当
然
だ
な

誰
に
も
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
は
い
え
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ゲ

ム
内
で
個
人
情
報
を
簡

に

す
な
ん
て

リ
ス
キ

だ
か
ら
な

理
解
が

く
て
助
か
る
わ

で
も
個
人
情
報

個
人
情
報
ね

 
キ
リ
ト
は
何
か
ひ

か
か
る
も
の
を
感
じ
た
が

そ
れ
が
何
か
は
分
か
ら
な
か

た

さ
て

そ
れ
じ

あ

速

 
そ
う
言
い

け
た
キ
リ
ト
は
い
き
な
り

り
込
む
と
き

ろ
き

ろ
と

囲
を
見

し
た

ど
う
し
た
の

い
や

何
か
誰
か
に
見
ら
れ
て
る
よ
う
な
気
配
が

そ
れ

て
あ
ん
た
の
外
見
の
せ
い
じ

な
い
の

う
る
さ
い
な

気
に
し
て
る
ん
だ
か
ら
そ
れ
に
は
突

込
む
な
よ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

囲
を

い
目
で

み
続
け
た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て

キ
リ
ト
は
や

と

を
解
い
た

大
丈
夫

あ
あ

も
う

な

線
を
感
じ
な
く
な

た

な

線

か
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シ
ノ
ン
は
も
し
か
し
た
ら

の
ラ
フ
コ
フ
と
や
ら
の
メ
ン
バ

で
も
い
た
の
か
な
と
思

た

が 
と
り
あ
え
ず
時
間
が
迫

て
い
た

キ
リ
ト
に
急
ぐ
よ
う
に
言

た

締
め
切
り
時
間
が
近
い
わ

と
り
あ
え
ず
エ
ン
ト
リ

し
ち

い
ま
し

う

だ
な

 
そ
し
て
二
人
は
手

く
エ
ン
ト
リ

を
済
ま
せ
る
と
ほ

と
し
た
顔
で
総
督

の
外
に
出
た

何
と
か
間
に
合

た
わ
ね

本
当
に
あ
り
が
と
う

い
や

元
は
と
い
え
ば
俺
の
せ
い
だ
か
ら
さ

ま
あ
そ
う
ね

そ
こ
は
少
し
は
否
定
し
ろ
よ

だ

て
あ
な
た
と
シ

ナ
の
せ
い
じ

な
い

ぐ
ぬ
ぬ

あ
の
シ

ナ

て
奴

絶
対
に
許
さ
ん

 
八
幡
君

男
の
生
き
様

見
せ
て
も
ら

た
よ

岡
さ
ん
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ね

そ
こ
の
彼
女
達

良
か

た
ら
僕
と
お
茶
で
も
し
な
い

に
は
度

を
抜
か
れ
た
け

ど 
そ
の
後
の
す
ま
ん
こ
れ
は

び
だ
受
け
取

て
く
れ

じ

あ
俺
は
こ
れ
で

は

 
ま
さ
か
そ
う
く
る
と
は
ま

た
く
予
想
し
て
ま
せ
ん
で
し
た

黒
川
さ
ん

静
に
感
想
を
言
わ
な
い
で
下
さ
い

私
で
良
け
れ
ば
こ
の
後
お
茶
で
も
行
く

安
岐
さ
ん
ま
で

 
八
幡
は
羞
恥
で
も
だ
え
な
が
ら
も

静
な
表
情
を
作
り

画
面
に
見
入

て
い
た

 
だ
が

次
の
キ
リ
ト
の
一
言
で

そ
の

静
な
仮
面
は
簡

に

が
れ
落
ち
た

ぐ
ぬ
ぬ

あ
の
シ

ナ

て
奴

絶
対
に
許
さ
ん

俺
の
せ
い
か
よ

 
思
わ
ず
そ
う
突

込
ん
だ
八
幡
を

三
人
は
生

か
い
目
で
見
つ
め
た

ま
あ
否
定
は
出
来
な
い
か
も
で
す
ね

も

と
い
い
や
り
方
が
あ

た
気
も
す
る
な

う
ん

あ
れ
は
な
い

な
い
わ
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ぐ
 
八
幡
は

三
人
の
か
ら
か
い
に

え
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
モ
ニ
タ

の
中
で
は

シ
ノ
ン
が
キ
リ
ト
を
連
れ

射
撃
練

場
に
来
て
い
た

 
ど
う
や
ら
簡

な
銃
の
扱
い
方
だ
け
レ
ク
チ

す
る
つ
も
り
ら
し
い

お

え
ら
い
ぞ
シ
ノ
ン

さ
す
が
は
う
ち
の
メ
ン
バ

だ

さ
て

キ
リ
ト
君
の
銃
の

前
は
ど
う
か
な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
銃
を

え
ト
リ
ガ

を
引
い
た

だ
が
そ
の

は
的
の

に
当
た
る
ば
か

り
で

 
的
の
中
心
近
く
に
は

え
る

し
か
命
中
し
な
か

た

あ
れ

静
止
し
て
る
的
に
当
て
る
だ
け
な
ら
そ
こ
ま
で
難
し
く
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

違
う

い
や

合

て
ま
す
よ

勢
も
そ
ん
な
に
悪
く
な
い
よ
う
に
見
え
る
け
ど

こ
れ

て
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
だ

け

心

の

動
に
合
わ
せ
て
収

す
る

の

囲
内
の
ど
こ
か
に

が
飛
ん
で
い
く
感
じ
で
す
ね

な
る
ほ
ど

て
撃

て
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら

き

と
そ
の
せ
い
ね



 第３９８話 説明してよね

あ
い
つ

こ
う
い
う
の
苦
手
だ

た
の
か

 
し
ば
ら
く
射
撃
を
行

た
後

こ
れ
以
上
付
き
合
わ
せ
る
の
は
悪
い
と
思

た
の
か

 
キ
リ
ト
は
シ
ノ
ン
に
こ
う
言

た

何
と
な
く
コ
ツ
が
掴
め
て
き
た
気
が
す
る
よ

 
後
は
俺
一
人
で
大
丈
夫
だ

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
な

シ
ノ
ン

と
て
も
そ
う
は
見
え
な
い
け
ど
ま
あ
い
い
か
そ
れ
じ

あ
大
会
当
日
に
ま
た
会
い
ま
し

う
あ
あ

そ
の
時
は
宜
し
く
な

 
ち
な
み
に
大
会
開
始
は
三
日
後
で
あ
る

そ
し
て
去
り

に
シ
ノ
ン
が
キ
リ
ト
に
こ
う

ね

た
と
こ
ろ
で
最
後
に
一
つ

ゲ

ム
と
は
ま

た
く
関
係
な
い
事
な
ん
だ
け
ど

 
男
の
立
場
と
し
て
ど
う
思
う
か

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ん

何
だ

え
ば
キ
リ
ト
君
の
友
達
に

男
女
を
問
わ
ず
凄
く
モ
テ
る
人
が
い
て

 
そ
の
人
が
仲
間
内
で
は
全
員
一
致
で
リ

ダ

に
相
応
し
い
と
認
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
じ
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な
いんね

そ
れ

て
も
し
か
し
て

や

ぱ
り
八
幡
君
の
事
な
の
か
な

あ
い
つ
は
一
体
何
を

ふ
む
ふ
む

 
そ
ん
な
質
問
を
さ
れ
て

当
然
キ
リ
ト
の

に
思
い

か
ぶ
の
は
八
幡
し
か
い
な
い

で

そ
の
彼
は
女
性
相
手
に
凄
く
ガ

ド
が

い
と
し
て

 
そ
ん
な
彼
を
誘
惑
す
る
の
に

な
方
法

て
無
い
か
し
ら

恋
愛
相
談
か
よ

う
ほ

若
い

て
い
い
な

八
幡
君

て
ガ

ド
が

い
ん
だ

え

い
や

べ

別
に
俺
の
事
と
は
限
り
ま
せ
ん
よ

 
そ
ん
な
八
幡
を

三
人
は
生

か
い
目
で
見
つ
め
て
い
た



 第３９８話 説明してよね

恋
愛
相
談
は
あ
ま
り
得
意
じ

無
い
ん
だ
け
ど
な

シ
ノ
ン
の
好
き
な
奴
が
そ
う
い
う
奴
な

の
かま

あ
正
直
言
う
と
そ
ん
な
感
じ

も
し
そ
う
い
う
話
が
苦
手
な
ら

 
キ
リ
ト
君
の
知
り
合
い
に
も
し
似
た
よ
う
な
人
が
い
る
な
ら
そ
の
人
を

に
思
い

か
べ

て
も
ら

て

 
そ
の
人
に
対
し
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

て
の
を
教
え
て
く
れ
る
だ
け
で
も
い
い
ん
だ
け
ど

ま

待
て
キ
リ
ト

余
計
な
事
は
言
う
な
よ

そ
う
い
う
事
な
ら
ま
あ
い
く
つ
か
思
い
つ
く
け
ど

あ
い
つ
は
多
分

 
私
か
わ
い
い
で
し

ア
ピ

ル
は
あ
ま
り
好
き
じ

な
い
と
思
う
か
ら

 
自
然
な
感
じ
で

度
な
露
出
と
ほ
ん
の
少
し
の
ア
ピ

ル
が
あ
れ
ば

 
表
面
上
は
ま

た
く
変
化
無
し
に
見
え
て
も

内
心
か
な
り
動

す
る
ん
じ

な
い
か
な

あ
い
つ

今
キ
リ
ト
の
奴

あ
い
つ

て
言
い
ま
し
た

八
幡
君

落
ち
着
い
て

キ
リ
ト
君
の
言
う
あ
い
つ

て
誰
の
事
な
の
か
し
ら
ね

八
幡
君

ド
ン
マ
イ
だ
よ
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な
る
ほ
ど

参
考
に
な

た
わ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

お
う

ま
た
会
お
う

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
そ
の
場
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

キ
リ
ト
は
も
う
少
し
射
撃
練

を
続
け
る
ら

し
い

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
八
幡
の
ス
マ
ホ
に
着
信
が
あ
り

八
幡
は
ビ
ク

と
し
た

八
幡
君

着
信
だ
よ

女
の
子
を
待
た
せ
る
の
は
ど
う
か
と
思
う

が

頑
張

て

三
人
と
も

そ
の
い
や
ら
し
い
顔
は
や
め
て
下
さ
い

 
そ
し
て
八
幡
は

め
た
表
情
で
通
話
ボ
タ
ン
を
押
し
た

お
う

ど
う
し
た

ど
う
し
た
じ

な
い
わ
よ

さ

さ
と
う
ち
に
来
て
直
接
私
に
説
明
し
な
さ
い

ち

直
接

こ
の
ま
ま

話
で
説
明
し
ち

目
か

あ
れ
だ
け
私
を
驚
か
せ
た
ん
だ
か
ら

直
接
来
て

意
を

し
な
さ
い

え

え

と

別
に
説
明
無
し
で
も
俺
は
ま

た
く

わ
な
い
ん
だ
が
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説
明
は
後
だ

て
メ

セ

ジ
を
送

て
き
た
の
は
八
幡
よ
ね

で
す
よ
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

き
そ
う
な
顔
で
詩
乃
に
言

た

そ
れ
じ

あ
今
か
ら
そ
ち
ら
に

わ
せ
て

き
ま
す

う
ん

よ
ろ
し
い

 
そ
う
言

て
通
話
を
終
え
た
八
幡
に

三
人
は
色
々
な
意
味
で
エ

ル
を
送

た

明
日
奈
さ
ん
に
は
言
わ
な
い
で
お
い
て
あ
げ
る
か
ら
ね

岡
さ
ん

心
配
し
な
く
て
も
や
ま
し
い
事
な
ん
か

こ
り
ま
せ
ん

八
幡
君

え

食
べ
ち

う

安
岐
さ
ん

食
べ
ま
せ
ん
か
ら

何
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

相
談
に
は
い
つ
で
も
乗
る
か
ら

気

に
連

し
て
き
て
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
黒
川
さ
ん

そ
の
時
は
頼
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
ね

 
そ
し
て
三
人
に
見
送
ら
れ

八
幡
は
キ

ト
で
詩
乃
の
家
へ
と
向
か

た

 
そ
の
少
し
後
に
キ
リ
ト
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

和
人
は
ベ

ド
の
上
で

び
を
し
た

う
う

ん

や

ぱ
り
銃
は
慣
れ
な
い
な
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色
々
あ

た
み
た
い
だ
ね

え
え

親
切
な
女
の
子
に
会
え
た
か
ら
良
か

た
も
の
の

 
あ
の
シ

ナ

て
奴
は
本
当
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
す
ね

 
黒
川
は

に
そ
の
場
を
後
に
し
て
お
り

残

た
二
人
は
笑
い
を

え
つ
つ
和
人
を
労

た

ま
ま
あ
彼
の
お
か
げ
で
お
金
が
手
に
入

て
そ
の
せ
い
で
い
い
武
器
と
防

も
手
に
入

た
ん
だ
し

 
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
だ
と
プ
ラ
ス
だ
か
ら
い
い
ん
じ

な
い

ま
あ
確
か
に
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
ね

で

大
会
は
三
日
後
ら
し
い
じ

な
い

そ
れ
ま
で
ど
う
す
る
の

そ
う
で
す
ね

当
に
街
を
ぶ
ら
つ
い
て

情
報
収
集
で
も
し
て
み
ま
す
よ

 
運
よ
く
死
銃

て
の
に
会
え
た
ら
煽
れ
る
だ
け
煽

て
や
り
ま
す

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日
ね

は
い

ま
た
で
す

 
は

肉
食

の

に
飛
び
込
む

て
こ
ん
な
気
分
な
の
か
な
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八
幡
は
そ
う

き
な
が
ら

詩
乃
の
家
の
イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
し
た

は

い

ど
ち
ら
様

俺
だ

ち

と
待

て
ね

今
開
け
る
わ

 
そ
し
て
直
ぐ
に
扉
が
開
き

中
か
ら
詩
乃
が

を
現
し
た

 
詩
乃
は

シ

ツ
に

パ
ン
と
い
う
ラ
フ
な
格
好
を
し
て
お
り

八
幡
は
一
応
詩
乃
に
こ
う

言

た
ち

ち

と
無
防
備
す
ぎ
じ

な
い
か

最
近

く
な

て
き
た
し

家
じ

い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
よ

 
そ
れ
に
そ
も
そ
も
八
幡
以
外
の
前
で
こ
ん
な
格
好
す
る

無
い
じ

な
い

 
私
に
信
用
さ
れ
て
る
ん
だ
か
ら
ち

と
は

難
く
思
い
な
さ
い
よ
ね

あ

難
う
ご
ざ
い
ま
す

ど
う
い
た
し
ま
し
て

さ
あ

上
が

て
上
が

て

お

お
う

お

魔
し
ま
す

 
そ
し
て
扉
が

ま

た
後

道
路
に
一
人
の
男
が

を
現
し
た

恭
二
で
あ
る



 第四章 ＧＧＯ編

 
恭
二
は
詩
乃
の
家
を
突
き
止
め
た
後

一
日
一
度
は
何
と
な
く
様
子
を
見
に
来
て
い
た

 
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な

た
の
は
た
ま
た
ま
で
あ
る

朝
田
さ
ん

シ

ナ
さ
ん
の
前
じ

あ
ん
な
に
無
防
備
な
ん
だ

 
で
も
朝
田
さ
ん
は
僕
の
事
が
好
き
な
ん
だ
か
ら
い
つ
か
シ

ナ
さ
ん
に
も
死
ん
で
も
ら
わ
な

い
と
か
な

 
恭
二
は
シ

ナ
の
事
を
尊
敬
し
つ
つ
も

シ

ナ
を
殺
す
と
簡

に
口
に
し
た

 
シ

ナ
へ
の
尊
敬
を

遠
の
も
の
に
す
る

に
シ

ナ
を
殺
す

 
恭
二
の
中
で
は
そ
う
整
合
性
が
と
れ
て
い
る
の
だ

も
う
す
ぐ
僕
と
朝
田
さ
ん
は
結
ば
れ
る
か
ら

そ
う
す
れ
ば
き

と
朝
田
さ
ん
も

 
僕
だ
け
を
愛
し
て
る

て
気
付
い
て
く
れ
る
よ
ね

も
し
そ
こ
で
気
付
い
て
く
れ
な
か

た

ら 
そ
の
時
は
あ
の
注
射
を
打
て
ば

僕
は
朝
田
さ
ん
に
と

て

遠
の
存
在
と
な
る

 
恭
二
は
自
分
が
詩
乃
を
力
ず
く
で
モ
ノ
に
す
る
場
面
を
思
い

か
べ
な
が
ら

い
た

そ
れ
ま
で
も
う
少
し
だ
け
待

て
て
ね

朝
田
さ
ん

 
そ
う
言
い
な
が
ら
恭
二
は

も
監

を
続
け
た

そ
の
時
は

刻
一
刻
と
近
付
い
て
い
た
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第
３
９
９
話
 
詩
乃
の
ト
ラ
ウ
マ

今
何
か

た
い
も
の
を
用
意
す
る
わ

ち

と
待

て
て
ね

 
そ
う
言

て
詩
乃
は
キ

チ
ン
へ
と
消
え
て
い

た

 
八
幡
は
先
ほ
ど
の
会
話
を

い
て
い
た

一
応

し
て
い
た
の
だ
が

 
詩
乃
は
自
然
な
態
度
で
飲
み
物
を
持

て
く
る
と

そ
の
ま
ま
八
幡
の
隣
に

け
た

 
隣
と
い
う
の
が
少
し
気
に
な

た
が

八
幡
は
何
か
あ

た
ら
直
ぐ
に
逃
げ
出
せ
る
よ
う
に

 
微

に

張
し
た

態
で
詩
乃
の
も
て
な
し
を
受
け
る
事
と
な

た

で

あ
れ
は
誰

お

お
う

キ
リ
ト
だ
な

だ
か
ら
誰

ん

も
し
か
し
て
お
前

キ
リ
ト
と
は
ま
だ
面
識
が
無
か

た
ん
だ

た
か

あ

や

ぱ
り
ヴ

ル
ハ
ラ
の
人
と
か
だ

た

そ
う
だ

キ
リ
ト
は
黒
の
剣
士
だ

く

黒
の
剣
士
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詩
乃
は

思
い
も
よ
ら
ぬ
大
物
の
名
前
が
出
て
き
た
と
少
し
驚
い
た

そ
う
か

個
々
の
名
前
じ

な
く
そ

ち
の
名
前
で
覚
え
て
た
ん
だ
な

あ

う

う
ん

そ

ち
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
か
ら
ね

 
八
幡
が
詩
乃
の
前
で
キ
リ
ト
の
名
前
を
出
し
た
の
は
実
は
こ
れ
が
初
め
て
だ

た

 
な
の
で
覚
え
て
い
な
い
の
は
当
然
な
の
だ
が

問
題
は
そ
こ
で
は
な
い

 
何
故
こ
の
時
期
に
正
式
に
紹
介
さ
れ
る
で
も
な
く
不
意
打
ち
の
よ
う
な

で
キ
リ
ト
が
参
戦
し

て
き
た
の
か

 
そ
の
事
が
詩
乃
は
と
て
も
気
に
な

て
い
た

さ
て

人
が
死
ん
で
る
事
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
伝
え
る
か

判
断
に
迷
う
な

 
八
幡
は

こ
の
場
で
そ
の
事
を
話
す
つ
も
り
で
い
た
が

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判
断
す
る
つ
も
り
で
い
た

で

キ
リ
ト
君
に
正
体
を

す
理
由
は
何

正
直
あ
い
つ
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
来
る
の
は
予
想
外
で
な

 
俺
が
殺
人
ギ
ル
ド
の
奴
ら
を
独
断
で
調
べ
て
い
た
事
が
バ
レ
た
ら

そ
の

 
言
い

む
八
幡
を
見
て

詩
乃
は
い
た
ず
ら
め
い
た
表
情
で
言

た
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ら
れ
る
か
ら

お

お
う

ま
あ
そ
う
だ

だ

た
ら
最
初
か
ら
秘
密
に
し
な
け
れ
ば
良
か

た
の
に

あ
の
時
は
他
の
奴
を
危
険
な
目
に
遭
わ
せ
る

に
は
い
か
な
い

て
思

て
た
ん
だ
よ

 
そ
の
言
い
方
で
ピ
ン
と
き
た
詩
乃
は

八
幡
の
顔
を
下
か
ら

き
込
み
な
が
ら
言

た

じ

あ
今
は

今
で
も
変
わ

て
な
い
さ

で
も
俺
だ
け
が
危
険
な
目
に
遭

た
ら

 
多
分

ら
れ
る
だ
け
じ

済
ま
な
い
だ
ろ
う
な

て
気
は
す
る
な

で
も
今
は
ま
だ
正
体
を
明
か
す
気
は
無
い

そ
う
よ
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

を
見
て
ち

ん
と
話
し
な
さ
い
よ

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
な

 
詩
乃
は
そ
ん
な
八
幡
の
様
子
を

い

こ
れ
は
チ

ン
ス
だ
と
思

た
の
か

 
八
幡
の
顔
に
ず
ず

と
自
分
の
顔
を
近
付
け
な
が
ら
言

た

大
切
な
友
達
な
ん
で
し
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あ
あ

俺
の
一
番
の
親
友
だ

じ

あ
や

ぱ
り
い
つ
か
は
打
ち
明
け
な
い
と
ね

 
そ
う
言

て
詩
乃
は

そ

と
八
幡
の
背
中
に
寄
り

た

 
八
幡
は
そ
の
事
に
気
付
か
な
い
ま
ま

ぼ
そ

と
こ
う
答
え
た

だ
な

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
ろ
そ
ろ

合
い
か
と
考
え

 
詩
乃
に

に

者
が
出
て
い
る
事
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
事
に
し
た

で
な

詩
乃
に
も
教
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
ん
だ
よ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
顔
を
上
げ
た

だ
が
先
ほ
ど
ま
で
横
に
い
た
は
ず
の
詩
乃
の

が
無
い

 
そ
の
代
わ
り
背
中
に
や
わ
ら
か
い
物
が
当
た
る
気
配
を
感
じ

八
幡
は

て
て

り
返

た

ん

ど
う
し
た
の

お
前

い
つ
の
間
に
そ
こ
に

ま

た
く
普
通
に
近
付
い
て

ま

た
く
普
通
に
背
中
に
く

つ
い
た
ん
だ
け
ど

く

心
の

を
突
か
れ
た
か

 
そ
し
て
八
幡
は

じ
り
じ
り
と
詩
乃
か
ら
離
れ
始
め
た
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だ
が
詩
乃
も
負
け
じ
と
じ
り
じ
り
と

離
を
詰
め
て
い
く

し
ま

た

こ
う
な
る
前
に
手
を
打
つ
は
ず
が

ふ

こ
の
私
相
手
に
そ
ん
な

を
見
せ
た
あ
な
た
の
負
け
よ

ち

こ
う
な

た
ら
奥
の
手
を

 
そ
し
て
八
幡
は
詩
乃
に
ぐ

と
顔
を
近
付
け
た

な

何
よ

そ
れ
が
お
前
の
自
然
な
感
じ
の

度
な
露
出
と
ほ
ん
の
少
し
の
ア
ピ

ル
か

な

何
で
そ
れ
を

 
そ
の

間
に
八
幡
は
身
を
躍
ら
せ

テ

ブ
ル
の
反
対
側
に
着
地
し
た

し
ま

た

ま
だ
ま
だ
だ
な

精
神
の
鍛

が

い

く

八
幡

ど
こ
で
そ
れ
を

キ
リ
ト
の
行
動
は
安
全
の

に
全
て
モ
ニ
タ

さ
れ
て
い
て
な
俺
も
そ
の
モ
ニ
タ

を
見
て

た
ん
だ
よ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
詩
乃
が
悔
し
が
る
か
と
思

て
い
た
の
だ
が
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そ
の
予
想
に
反
し
て
詩
乃
は
顔
を
真

に
し

恥
ず
か
し
そ
う
に
下
を
向
い
た

も

も
し
か
し
て
質
問
か
ら
全
部

い
て
た
の

あ

あ
あ

そ

そ
う

 
詩
乃
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
ず

そ
の
ま
ま
下
を
向
き
続
け
た

 
八
幡
は
や
り
す
ぎ
た
か
と
反
省
し
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
始
め
た
が
そ
こ
に
救
い
の
主
が

現
れ
た

お
前
ら
何
を
夫

才
み
た
い
な
事
を
や

て
る
ん
だ
よ

お
前
か

よ

俺

あ
ん
ま
り
う
ち
の
詩
乃
を
か
ら
か
う
な
よ

 
こ
い
つ
は
こ
う
見
え
て
う
ぶ
だ
か
ら
な

守
り
に
入
る
と

い
ん
だ
よ

そ
れ
は
知

て
る

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は
詩
乃
に
近
寄
る
と

ん

ん
と
そ
の
お
し
り
を
叩
い
た

 
本
当
な
ら

を
叩
く
と
こ
ろ
だ
が

は
ち
ま
ん
く
ん
の
身
⻑
だ
と
そ
れ
が
限
界
な
の
だ

 
詩
乃
は
慣
れ
て
い
る
の
か
特
に
抗
議
も
せ
ず

顔
を
上
げ
て
は
ち
ま
ん
く
ん
の
方
を
見
た
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お
前
も
押
す
ば
か
り
じ

な
く

い
い
加

に
引
く
事
も
覚
え
ろ
よ

うそ
こ
ら
へ
ん
は

奈

り
が
抜

に
上
手
い
か
ら

今
度
教
え
て
も
ら
う
と
い
い

 
ほ
ら

八
幡
が
何
か
お
前
に
言
い
た
い
み
た
い
だ
ぞ

ち

ん
と
話
を

い
て
や
れ

う

う
ん

 
そ
し
て
詩
乃
は
八
幡
の
正
面
に
座
り

何
故
か
正
座
を
し
た

 
そ
の

の
上
に
は
ち
ま
ん
く
ん
が
ち

こ
ん
と
座
り

 
八
幡
も
全
て
話
そ
う
と
思
い

そ
の
場
で
居

ま
い
を
正
し
た

さ
あ

い
つ
で
も
い
い
わ
よ

お
う

ち

と
衝
撃
的
な
話
か
も
し
れ
な
い
か
ら

覚
悟
だ
け
は
し
て
お
い
て
く
れ
よ

 
そ
し
て
八
幡
は
自
分
の
ス
マ
ホ
に

の
死
人
が
出
た
時
の
死
銃
の
動
画
を
映
し
出
し
詩
乃

に
見
せ
た

こ
い
つ
は

死
銃
と
名
乗

て
い
る
と
い
う
事
以
外

し
い
事
は
分
か
ら
な
い

 
だ
が
一
つ
ハ

キ
リ
し
て
る
の
は

こ
の
回
線
落
ち
し
た
プ
レ
イ
ヤ
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こ
い
つ
は
こ
の
直
後
に
死

が
確
認
さ
れ
た
ら
し
い

え

そ
れ

て
ま
さ
か

ゲ

ム
の
中
で
撃
た
れ
た
せ
い
で
死
ん
だ

て
事

そ
ん
な
事
は

パ

セ
ン
ト
あ
り
え
な
い

だ
が
こ
い
つ
は
実

に
死
ん
だ

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
は
そ
の
事
件
の
調
査
の

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
来
た
ら
し
い

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

で
も
キ
リ
ト
君
は

ど
う
し
て
Ｂ
ｏ
Ｂ
な
ん
か
に
出
場
を

ど
う
や
ら
手

取
り

く
名
前
を

て

死
銃
に
目
を
付
け
ら
れ
た
上
で

 
実

に
そ
の
銃
で
撃
た
れ
て
み
る
つ
も
り
ら
し
い

 
そ
の
言
葉
に
詩
乃
は

天
し
た

そ

そ
れ

て
危
な
い
ん
じ

な
い
の

い
や
色
々

討
は
し
た
が
ゲ

ム
内
で
銃
で
撃
た
れ
る
だ
け
で
は
リ
ア
ル
で
は
絶
対
に
死

な
な
い

 
だ
か
ら
何
か

こ
る
の
か
ど
う
か
確
か
め
る
意
味
合
い
が
強
い

 
だ
が
一
応
安
全
に
配

し
て

キ
リ
ト
は

の

設
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し

 
現
役
自
衛

が
そ
の
様
子
を
モ
ニ
タ

し
な
が
ら
護
衛
に
付
い
て
い
る

モ
ニ
タ

あ
そ
う
か
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
に
あ

た
あ
れ
を
使

て
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そ
う
だ
別
に
そ
の

に
作

た

じ

な
い
ん
だ
が
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
の
は
確
か
だ

そ

か

な
る
ほ
ど
ね

 
詩
乃
は
納
得
し
た
よ
う
に

い
た

そ
ん
な
詩
乃
に
八
幡
は
厳
し
い
顔
で
言

た

も
し
死
銃

い
奴
に
出
会

た
ら

お
前
は
絶
対
に
相
手
を
す
る
な
よ

 
お
前
の
ロ
グ
イ
ン

は
キ
リ
ト
と
違

て
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る

じ

な
い
ん
だ
か
ら

な
う

う
ん

分
か

た

い
い
か

絶
対
に
だ

絶
対
に
だ
ぞ

分
か

た

て
ば

そ
ん
な
に
私
の
事
が
心
配
な
の

当
た
り
前
だ
ろ

本
当
は
キ
リ
ト
に
だ

て
そ
ん
な
事
は
さ
せ
た
く
な
い
ん
だ

 
そ
の
言
葉
で
ピ
ン
と
き
た
詩
乃
は

心
配
そ
う
な
顔
で
八
幡
に
言

た

自
分
で
銃

を
受
け
る
の
も
や
め
て
よ
ね

そ
う
だ
ぞ

も
し
何
か
あ

た
ら
詩
乃
が

し
む
か
ら

絶
対
に
や
る
な
よ

俺

お
う

 
八
幡
は
気
ま
ず
そ
う
な
顔
で
そ
う
答
え
た
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そ
の
八
幡
の
顔
を
見
た
詩
乃
は

も
し
そ
の
時
が
訪
れ
た
ら
八
幡
は
絶
対
に

 
そ
の
身
で
銃

を
受
け
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
た

本
当
に

お

お
う

よ
ね

ん

い
や

じ

ね
え
よ

ど
う
せ
自
分
じ

受
け
る
つ
も
り
は
無
か

た
け
ど

 
結
果
的
に
そ
う
な

ち
ま

た
と
か
言
う
つ
も
り
な
ん
で
し

い
や

そ
れ
は

 
そ
し
て
詩
乃
は
突
然
は
ち
ま
ん
く
ん
を

え
て
立
ち
上
が
り

こ
う
言

た

は
ち
ま
ん
く
ん

も
し
八
幡
が
死
ぬ
よ
う
な
事
が
あ

た
ら

私
を
殺
し
て

お
前

い
き
な
り
何
言

て
ん
だ
よ

そ
れ
が
詩
乃
の
望
み
か

お
前
も
何
言

て
ん
だ
よ

正
気
か

俺
は
人
間
じ

な
い
か
ら
な

常
に
正
気
に
決
ま

て
る
だ
ろ
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そ
う
八
幡
に
答
え
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は

詩
乃
を
見
上
げ
な
が
ら
言

た

分
か

た

そ
の
願
い

俺
が
確
か
に

き

け
よ
う

お
い

あ
り
が
と
う
は
ち
ま
ん
く
ん

 
そ
し
て
詩
乃
は
晴
れ
や
か
な
顔
で
八
幡
に
言

た

こ
れ
で
も
う
絶
対
に
死
ね
な
く
な

た
わ
ね

八
幡

お
前
な

安
易
に
そ
う
い
う
事
を
こ
い
つ
に
言
う
な
よ

詩
乃
の
命
令
は
絶
対
だ
か
ら
な

も
う

め
ろ
よ
俺

ち
 
そ
し
て
八
幡
は

お
手
上
げ
だ
と
い
う
風
に
詩
乃
に
言

た

分
か

た
分
か

た

約
束
す
る

約
束
す
る
か
ら

な
ら
よ
ろ
し
い

 
詩
乃
は
満
足
そ
う
に
そ
れ
に

い
た

ち
な
み
に
キ
リ
ト
が
銃

を
受
け
る
の
は

止
め
ら
れ
る
か
自
信
は
な
い
ぞ

 
あ

ち
は
万
全
の
体
制
を
と

て
い
る
ん
だ
か
ら
な
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ま
あ
そ
れ
は
ね

私
も
八
幡
が
キ
リ
ト
君
と
同
じ

で
ロ
グ
イ
ン
す
る
な
ら

 
銃

を
受
け
る
の
を
許
可
し
な
い
で
も
な
い
わ
よ

い
い
の
か
よ

 
八
幡
は
そ
の
詩
乃
の
言
葉
に
思
わ
ず
突

込
ん
だ

私
が

な
の
は

あ
ん
た
が
行
き
当
た
り
ば

た
り
で
そ
う
い
う
決
断
を
す
る
事
だ
も
の

 
準
備
に
準
備
を
重
ね
て

す
分
に
は
そ
ん
な
感
情

だ
け
で
反
対
し
な
い
わ
よ

 
そ
ん
な
の

重
い
女
だ

て
思
わ
れ
る
だ
け
じ

な
い

い
や

現
時
点
で
も
か
な
り
重
い
と
思
う
が

力
持
ち
な
ん
だ
か
ら

そ
れ
く
ら
い
は

え
な
さ
い

 
そ
う
言

て
詩
乃
は

八
幡
の
顔
め
が
け
て
は
ち
ま
ん
く
ん
を

ん

と
放

た

お
わ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

落
ち
な
い
よ
う
に
八
幡
の
顔
に
し
が
み
つ
き

 
そ
の

を
突
い
て
詩
乃
は
再
び
八
幡
の
背
後
に
回
り
こ
む
と
そ
の
ま
ま
八
幡
に

き
付
い
た

お
前
な

 
八
幡
は
何
と
か
は
ち
ま
ん
く
ん
を
顔
か
ら
引
き

が
す
と

詩
乃
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
た



 第３９９話 詩乃のトラウマ

 
だ
が
八
幡
は

詩
乃
が

え
て
い
る
事
に
気
が
付
き

て
て
詩
乃
に
言

た

大
丈
夫
だ

て

約
束
し
た
だ
ろ

無
茶
な
事
は
し
な
い

て

違
う
の

今
の
話
を

い
て
思
い
出
し
た
事
が
あ
る
の

ん

何
だ

も
し
か
し
て

ゼ
ク
シ

ド
が
落
ち
た
の

て

あ
あ

そ
の
話
か

 
八
幡
は
そ
の
話
も
し
て
お
く
べ
き
か
と
思
い

続
け
て
詩
乃
に
言

た

俺
も
そ
れ
が
気
に
な

て
な

知
り
合
い
の

の
人
に

ね
た
ん
だ
が

 
あ
の
時
刻
に
そ
う
い
う

況
で
死
ん
だ

て
奴
は
い
な
い
ら
し
い

そ

か

だ
が
ゼ
ク
シ

ド
も
死
銃
に
撃
た
れ
た
の
は
間
違
い
な
い
ら
し
い

 
だ
か
ら
ゼ
ク
シ

ド
が
ど
う
な

た
の
か

今
調
査
し
て
も
ら

て
る
所
な
ん
だ

え

や

ぱ
り
ゼ
ク
シ

ド
も
撃
た
れ
て
た
の

あ
あ

音
声
だ
け
ア

プ
し
て
た
奴
が
い
て
な

そ
う
だ

た
ん
だ
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そ
し
て
八
幡
は
比

の

に

二
つ
の
動
画
を
続
け
て
再
生
し
た

確
か
に
同
じ
人
み
た
い
ね

 
八
幡
の
背
中
越
し
に
そ
れ
を
見
て
い
た
詩
乃
が

い
き
な
り
ビ
ク

と
し
た

ど
う
し
た

ま
さ
か

い

いど
う
し
た

 
八
幡
は

て
て

り
返

た
が

そ
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
詩
乃
の
顔
は
真

だ

た

ど
う
し
た

お
い
詩
乃

大
丈
夫
か

 
詩
乃
は
顔
面

白
に
な
り
な
が
ら

え
る
指
で
八
幡
の
ス
マ
ホ
を
指
差
し
た

死
銃
の
持

て
る
そ
の
銃

こ
の
銃
が
ど
う
か
し
た
の
か

い
や

ま
さ
か

 
八
幡
は
詩
乃
が
こ
れ
だ
け

え
る
銃
の
名
前
に
一
つ
だ
け
心
当
た
り
が
あ

た

黒
星
か
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う

う
ん

 
八
幡
は
そ
れ
を

い
て
ス
マ
ホ
の
動
画
を
消
し

詩
乃
の
背
中
を
優
し
く
さ
す

た

ご
め
ん

も
う
大
丈
夫
だ
か
ら

悪
い

銃
の
種

ま
で
は

し
く
見
て
な
か

た
わ

う
う
ん
私
も
最
初
は
気
付
か
な
か

た
か
ら

で
も
意
識
し
ち

う
と
や

ぱ
り
ま
だ
無

理
み
た
い

と
り
あ
え
ず
横
に
な

て
た
方
が
い
い

 
八
幡
は
そ
う
言

て
詩
乃
を

か
せ
た

詩
乃
が
そ
の
手
を

て
き
た

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
詩
乃
の
好
き
に
さ
せ
て
お
い
た

こ
れ
は
偶
然
か

偶
然
に
し
ち

出
来
す
ぎ
て
い
る
気
も
す
る
が

 
八
幡
は
そ
う
考
え
た
が

い
く
ら
考
え
て
も
答
え
が
出
る
は
ず
も
な
い

お
い

お
前
タ
オ
ル
か
何
か
が
し
ま

て
あ
る
場
所
が
分
か
る
か

 
八
幡
は

は
ち
ま
ん
く
ん
に
そ
う

ね
た

お
う

分
か
る
ぞ

そ
れ
じ

あ
そ
れ
と
新
し
い
服
を
何
か
持

て
き
て
や

て
く
れ
詩
乃
が

び

し

り
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だ
か
ら
な

任
せ
ろ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
直
ぐ
に
言
わ
れ
た
通
り
の
物
を
用
意
し
八
幡
は
詩
乃
の
顔
を
タ
オ
ル
で

く
と

 
そ
の
タ
オ
ル
と
新
し
い
服
を
詩
乃
に
手

し
な
が
ら
言

た

俺
は
後
ろ
を
向
い
て
る
か
ら

と
り
あ
え
ず
着

え
た
方
が
い
い
な

う
ん

分
か

た

言

て
お
く
が

着

え
終
わ

て
な
い
の
に
着

え
終
わ

た
と
か
言
う
の
は
無
し
だ
ぞ

ち

ま
れ
て
た

そ
れ
だ
け
元
気
な
ら

と
り
あ
え
ず
は
大
丈
夫
そ
う
だ
な

う
ん

ち

と
待

て
て
ね

 
そ
し
て
詩
乃
は

を

き
な
が
ら
着

え
始
め
た

 
八
幡
は
そ
の
間

詩
乃
の
こ
の

を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
い
た

以
前

い
た
種
を
使
う
か

丁
度
キ
リ
ト
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
来
て
く
れ
た
事
だ
し
な

 
さ
て

う
ま
く
暗

が
か
か

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が
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オ

ケ

も
う
い
い
わ
よ

お
う

 
八
幡
は
一
応

し
そ

と

り
向
い
た

詩
乃
は
ち

ん
と
服
を
着
て
お
り
八
幡
は
安

し
た

大
丈
夫
そ
う
だ
な

う
ん

心
配
か
け
て
ご
め
ん
な
さ
い

な

詩
乃

俺
が
前
に
そ
の

に
つ
い
て
言

た
事
を
覚
え
て
る
か

い
つ
か
私
が
こ
れ
だ
と
思
う
プ
レ
イ
ヤ

と
出
会

た
ら
そ
の
時
そ
の
人
に
事
情
を
話
し
て

み
ろ

 
そ
し
て
そ
の
出
会
い
に
よ

て
私
は
き

と
そ
の

か
ら
解
放
さ
れ
る

て
八
幡
が
断

言
し
た
奴

お
う

覚
え
て
た
み
た
い
だ
な

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

て
の
が

今
日
会

た
キ
リ
ト
だ

 
機
会
が
あ

た
ら
あ
い
つ
に
そ
の
事
を
話
し
て
み
ろ

 
あ
い
つ
は
お
前
の
悩
み
な
ん
か

力
ず
く
で
簡

に
ぶ

飛
ば
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

力
ず
く
な
ん
だ
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詩
乃
は
面
白
そ
う
に
そ
う
言

た

あ
あ

俺
が
断
言
す
る
ん
だ

お
前
は
も
う
何
も
心
配
す
る
な

 
俺
と
キ
リ
ト
が
お
前
を
必
ず
助
け
て
や
る
か
ら
な

う
ん

分
か

た

信
じ
る

 
詩
乃
は
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
そ
う
言

た

八
幡
が
断
言
す
る
の
だ
か
ら
必
ず
そ
う
な
る

 
詩
乃
は
そ
う
信
じ
込
む
事
で

あ
る
意
味
自
分
で
自
分
に
暗

を

け
て
い
た
の
だ
が

 
そ
こ
ま
で
は
さ
す
が
に
考
え
が

ば
な
か

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
今
日
は
帰
る
と
す
る
か

 
詩
乃
も
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
向
け
て
し

か
り
体
調
を
整
え
て
お
く
ん
だ
ぞ

う
ん

分
か

た

 
そ
し
て
八
幡
は
詩
乃
の
家
を
後
に
し

詩
乃
は
そ
れ
を
見
送

た

 
外
に
出
た
時
八
幡
は
一

な

線
を
感
じ
た
よ
う
な
気
が
し
た

最
後
に
詩
乃
に
念
を

押
し
た

戸
締
り
は
し

か
り
し
て
お
け
よ

あ
と
可
能
な
ら
夜
は
一
人
で
は
出
歩
く
な

 

か
く
な

て
き
た
せ
い
で

変
な
奴
が

い
て
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な



 第３９９話 詩乃のトラウマ

ふ
ふ

過
保
護
な
の
ね

そ
れ
く
ら
い
が
丁
度
い
い
ん
だ
よ

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

詩
乃

う
ん

ま
た
ね

 
詩
乃
は
心
配
さ
れ
た
事
が
嬉
し
い
の
か

上
気
し
た
顔
で
八
幡
を
見
送

た

 
朝
田
さ
ん

着

え
た
ん
だ

し
か
も
あ
ん
な

い
顔
で

 
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
恭
二
は

悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
恭
二
は
八
幡
と
詩
乃
の
様
子
を
見
て

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
だ
と
勝
手
に
誤
解
し
た

 
だ
が
そ
の
顔
に
は

シ

ク
の
色
は
そ
れ
ほ
ど
見
え
な
か

た

ま
あ
い
い
や

ど
う
せ
朝
田
さ
ん
は
僕
と

遠
の
時
を
過
ご
す
事
に
な
る
ん
だ

 
今
が
ど
う
だ
ろ
う
と
そ
ん
な
の
は
関
係
な
い
や

 
多
分
そ
の
直
前
に

僕
と
朝
田
さ
ん
も
結
ば
れ
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
し
ね

 
そ
う
言
う
と
恭
二
は

さ
す
が
に
時
間
も

い

そ
の
ま
ま
自
宅
へ
と

て
い

た

  
八
幡
は
家
に
帰
る
と

話
で
ア
ル
ゴ
に
一
つ
の
依
頼
を
し
た
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そ
れ
は
詩
乃
に
と

て

最
後
の
一
押
し
と
な
る
依
頼
で
あ
る

 
そ
し
て

話
を
切

た
直
後
に

岡
か
ら
着
信
が
あ

た

も
し
も
し

ど
う
し
ま
し
た

こ
ん
な
時
間
に
ご
め
ん
ね

ど
う
し
て
も
急
ぎ
の
用
が
あ

て
さ

大
丈
夫
で
す

今
帰

て
き
た
所
な
ん
で

そ
う
か

で

速
用
件
だ
け
ど
ね

ゼ
ク
シ

ド

て
子

見
つ
か

た
よ

本
当
で
す
か

あ
い
つ
は
生
き
て
ま
し
た
か

う
ん

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
ね



 第４００話 ありがとよ

 
第
４
０
０
話
 
あ
り
が
と
よ

 
実
質
的
に
４
０
０
話
を
達
成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た

で
も
半
分
以
上
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
と
い

う 
ち

と
⻑
す
ぎ
な
気
も
し
ま
す
が

も
う
少
し
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
も
終
わ
り
ま
す

 
大
会
に
入
れ
ば
そ
こ
か
ら
は

い
で
す
の
で

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
す

 
次
の
日
八
幡
は
朝
か
ら
忙
し
く
動
き
始
め
た

最
初
に
連

し
た
の
は
紅
莉
栖
の
所
だ

た

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
が

 
そ
し
て
紅
莉
栖
か
ら
太

判
を
も
ら

た
八
幡
は

次
に

子
に
連

を
し
た

子
さ
ん

い
く
つ
か
お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
が

 
次
に
連

し
た
の
は
南
の
所
だ

た

南

ち

と
頼
み
に
く
い
事
を
頼
み
た
い
ん
だ
が
な

 
次
に
八
幡
は

岡
に
連

を
入
れ
た
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岡
さ
ん

こ

ち
の

回
し
は
オ

ケ

で
す

 
そ
し
て
最
後
に
八
幡
は

薔
薇
に
連

を
し
た

お
い
小
猫

命
令
だ

あ
ら
そ
う
い
う
八
幡
は
久
し
ぶ
り
ね

あ

そ
の
前
に
報
告
が
あ
る
の
よ

 
声

査
の
結
果
な
ん
だ
け
ど

別
人
の
可
能
性
が
高
い
そ
う
よ

そ
う
か

と
い
う
事
は
や
は
り
複

犯
の
可
能
性
が
高
い

て
事
か

何
か
あ

た
の

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
指

す
る
事
に
関
係
す
る
ん
だ

し
く
は
ゲ

ム
内
で
明
日
奈
か
ら

い

て
く
れ

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
指

を
出
す
ぞ

先
ず

 
そ
し
て
八
幡
は

次
に
明
日
奈
と
小
町
に
今
ど
う
な

て
い
る
の
か

況
を
説
明
し
た

と
い
う

で
な

学
校
が
終
わ

た
後

 
十
狼
と
友
好
チ

ム
の
連
中
に
連

を
回
し
て
お
い
て
欲
し
い
ん
だ

 
も
し
死
銃
を
見
か
け
て
も
決
し
て
手
出
し
せ
ず
情
報
だ
け
ロ
ザ
リ
ア
に
送

て
欲
し
い
と
な
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分
か

た

任
せ
て
よ
お
兄
ち

ん

あ
の
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
が
意
識
不
明
の
重
体
だ
な
ん
て

そ

ち
は
俺
に
任
せ
ろ

何
と
か
す
る
か
ら

 
八
幡
は
明
日
奈
に
そ
う
言
う
と
そ
の
日
の
放
課
後
に
キ

ト
で
と
あ
る
場
所
へ
と
向
か

た 
そ
の
場
所
に
着
い
た
八
幡
は

目
的
の
人
物
を
見
つ
け

声
を

け
た

よ

悪
い
な

急
に
呼
び
出
し
た
り
し
て

南
か
ら
久
し
ぶ
り
に

話
が
来
て
び

く
り
し
た
よ

 
ま
あ
そ
れ
は
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

ま
さ
か
お

参
り
と
か
じ

な
い
よ
ね

ゆ

こ

び
び
り
す
ぎ
だ

て

も
う
う
ち
ら
和
解
し
た
じ

な
い

そ
の
通
り
だ
心
配
し
な
く
て
い
い
今
日
は
ち

と
ゼ
ク
シ

ド
に
つ
い
て
大
事
な
話
が

あ
る
ん
だ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の

あ
あ

し
い
話
は

で
す
る

 
そ
し
て
八
幡
は

二
人
を
キ

ト
の
所
ま
で
案
内
し
た
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こ
れ

あ
ん
た
の

あ
あ
そ
う
だ

格
好
い
い
だ
ろ

う
ん

悔
し
い
け
ど
そ
う
思
う

や

ぱ
あ
ん
た
凄
い
ん
だ
ね

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗
り
込
み

八
幡
は
運
転
を
キ

ト
に
任
せ
る
と

 
二
人
に
現

ど
う
な

て
い
る
か
の
説
明
を
始
め
た

え

そ
ん
な
事
に
な

て
た
の

だ
か
ら
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

イ
ン
し
て
来
な
か

た
ん
だ

あ
あ

こ
れ
か
ら
ゼ
ク
シ

ド
の
所
に
案
内
す
る
か
ら

 
二
人
に
は
そ
こ
で
俺
と
一

に
あ
い
つ
に
会

て
欲
し
い
ん
だ

う
ん

そ
う
い
う
事
な
ら

声
を

け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね

で
も
意
識
不
明
な
ん
だ
よ
ね

う
ち
ら
に
出
来
る
事

て
あ
る
の

そ
れ
は
考
え
て
あ
る
さ

任
せ
て
く
れ

 
そ
し
て
キ

ト
は
ま
も
な
く
目
的
地
へ
と
到
着
し
た
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そ
こ
で
は

山
の
ス
タ

フ
が

し
く
動
き
回

て
お
り

 
八
幡
は
真

直
ぐ
に
頼
み
事
を
し
た
人
達
の
い
る
場
所
へ
と
向
か

た

 
そ
こ
に
は

岡
と
凛
子
と
め
ぐ
り
と

そ
し
て
イ
ヴ
が
い
た

岡
さ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

あ
れ
が
ゼ
ク
シ

ド
で
す
か

う
ん

日
も
言

た
通
り

ザ
ス
カ

か
ら
の
情
報
提

の
お
か
げ
で

 
首
尾
よ
く
ゼ
ク
シ

ド
こ
と

村
保
君
の
身

を
確
保
す
る
事
が
出
来
た
よ

日
こ
い
つ
の

況
は

き
ま
し
た
け
ど

よ
く
連
れ
出
せ
ま
し
た
ね

い
や

ま
さ
か
あ
ん
な

況
に
な

て
い
た
と
は
ね
こ
れ
だ
か
ら
地
元
の
名
士

て
奴
は

困
る
よ

 
ま
あ
そ
れ
で
も
そ
こ
は
ほ
ら

国
家

力
を
駆
使
し
て
ね

 

岡
は
ニ
ヤ
リ
と
八
幡
に
笑
い
か
け
た

ど
ん
な

し
を
か
け
た
ん
で
す
か

や
だ
な

法
を
犯
す
よ
う
な
真
似
は
し
て
な
い
よ
普
通
に
交

し
た
さ
彼
の
ご
両
親
と

ね
つ
ま
り
法
を
犯
す
ス
レ
ス
レ
の
ラ
イ
ン
で

め
た

て
事
で
す
か
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い
や

あ
は
は
は
は

 

岡
は
誤
魔
化
す
よ
う
に
笑
い
八
幡
は
そ
れ
を
見
て
苦
笑
し
な
が
ら
次
に
イ
ヴ
に
話
し
か
け

た
イ
ヴ

小
猫
か
ら

い
た
と
思
う
が

八
幡
様

ア
バ
タ

と
家
の
準
備
は
バ

チ
リ
で
す

悪
い
な

今
ア
ル
ゴ
に
は
他
の
事
を
頼
ん
で
い
て
な

大
丈
夫

簡

で
し
た
か
ら

 
そ
し
て
最
後
に
八
幡
は

凛
子
と
め
ぐ
り
と

に
声
を

け
た

凛
子
さ
ん

じ
じ
い
の
お
守
り
を
さ
せ
ち

て
す
み
ま
せ
ん

な
ん
じ

と

久
し
ぶ
り
に
会

た
と
思

た
ら
そ
れ
か

子
さ
ん
か
ら
話
は

い
た
わ

セ

テ

ン
グ
は
バ

チ
リ
よ

 
彼
の
意
識
は
い
つ
で
も
サ

バ

に
接
続
可
能
よ

も

子
か
ら
話
は

い
て
お
る
ぞ
そ
こ
の
嬢
ち

ん
と
一

に
し

か
り
と
調
べ
直
す
か

ら
な

 
ま
あ
結
果
が
出
る
の
は
し
ば
ら
く
後
に
な
る
が
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お
主
は
心
配
せ
ず
に

そ
の
ゼ
ク
シ

ド
と
や
ら
を
存
分
に
叩
き
の
め
し
て
こ
い

い
や
じ
じ
い

今
日
は
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
か
ら

八
幡
君

私
が
し

か
り
サ
ポ

ト
す
る
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

お
願
い
し
ま
す

め
ぐ
り
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

況
が
い
ま
い
ち
飲
み
込
め
て
い
な
い
ゆ

こ
と
遥
を

 

設
さ
れ
た
ア
ミ

ス
フ

ア
の
あ
る
ベ

ド
の
所
へ
と
案
内
し
た

ち

ん
と
説
明
し
て
な
く
て
悪
い
な
先
ず
最
初
に
こ
こ
で
見
た
物
は
秘
密
に
す
る
と
約
束

し
て
く
れ

 
こ
れ
は
一
応
う
ち
の
会
社
の
機
密
な
ん
で
な

大
丈
夫

何
が
な
ん
だ
か
直
接
見
て
も
さ

ぱ
り
分
か
ら
な
い
か
ら

う
ん

多
分
説
明
さ
れ
て
も
分
か
ら
な
い
と
思
う

こ
の

設
の
名
は
眠
り
の
森

そ
し
て
こ
の
大
げ
さ
な
機

は

か
い
説
明
は
省
く
が

 
ま
あ
要
す
る
に
意
識
不
明
の
奴
と

空
間
で
お
話
が
出
来
る
機

だ
と
思

て
く
れ
れ
ば
い

い
う
ん

も
う
こ
の
時
点
で
よ
く
分
か
ら
な
い
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だ
ね

ま
あ
と
り
あ
え
ず
あ
い
つ
に
会
い
に
行
こ
う

 
そ
し
て
八
幡
達
三
人
は

ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
り

 
ゼ
ク
シ

ド
が
待

て
い
る
は
ず
の
空
間
へ
と
ダ
イ
ブ
し
た

 
こ
こ
は

 
ゼ
ク
シ

ド
は
意
識
を
取
り

し

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

 
自
分
は
確
か

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
主

す
る
座
談
会
で

熱

を

る

て
い
た
は
ず
だ

 
そ
し
て
そ
こ
で
胸
が
苦
し
く
な
り

そ
れ
か
ら

よ

ゼ
ク
シ

ド

元
気
そ
う
だ
な

と
も
言
え
な
い
か

お

お
前
は
シ

ナ

 
シ

ナ
は
イ
ヴ
に
頼
ん
で

自
分
の
外
見
を
シ

ナ
と
同
じ
に
し
て
も
ら

て
い
た

 
ち
な
み
に
ユ

コ
と
ハ
ル
カ

そ
れ
に
ゼ
ク
シ

ド
も
同
様
で
あ
る

い
や

事
前
に
紅
莉
栖
に
確
認
は
し
て
お
い
た
が

 
意
識
不
明
の
奴
と
も
こ
う
や

て
ち

ん
と
話
が
出
来
る
ん
だ
な

こ
れ
で
一
安
心
だ
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何
の
事
だ

そ
も
そ
も
こ
こ
は
ど
こ
だ

ま
あ
待

て
ろ

て

ほ
ら

二
人
が
来
た
ぞ

二
人

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
の
前
に

二
人
の
女
性
が

を
現
し
た

あ
れ

ユ

コ

ハ
ル
カ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

も
う

あ
ん
ま
り
心
配
さ
せ
な
い
で
下
さ
い
よ

心
配

ど
う
い
う
事
だ

 
そ
し
て
二
人
は

今
日
が
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
予
選
開
始
の
二
日
前
だ
と
い
う
事
を
説
明
し
た

え

ま
じ
か
よ

俺
は
い
つ
の
間
に
か
時
を
越
え
る
能
力
を
身
に
付
け
て
い
た
の
か

ん
な

あ
る
か
よ

今
か
ら
俺
が
説
明
す
る

シ

ナ

悪
い

頼
む
わ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
予
想
外
に
素
直
に
そ
う
言

た

 
こ
こ
で
い
が
み
合

て
い
て
も
仕
方
が
な
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

お
前
は
あ
の
座
談
会
の

中
で
い
き
な
り
回
線
切
断
さ
れ
た
ん
だ
が
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ど
う
や
ら
そ
の
直
後
に
意
識
不
明
の
重
体
で

病
院
に
運
ば
れ
た
ら
し
い

え

俺
の
体
に
一
体
何
が

正
直
そ
れ
は
ま
だ
何
と
も
だ
何
せ
お
前
の
両
親
が
そ
の
事
を

察
に
秘
密
に
し
た
ら
し
い

か
ら
な

 
病
院
で
の

査
も

そ
こ
ま
で
精
密
に
は
や
ら
な
か

た
ら
し
い

ま
じ
か
よ

ま
あ
仕
方
な
い
か

あ
い
つ
ら
は
俺
の
事
が

い
だ
か
ら
な

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ
俺
は

潰
し
ら
し
い
か
ら
な
自
分
の
食
い

持
は
自
分
で

い
で
る

て
い
う
の
に

よ 
ど
う
や
ら
ゼ
ク
シ

ド
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
収
入
で
一
応
生
活
出
来
て
い
た
ら
し
い

 
家
が
一
族
の
持
ち
物
の

家

が
か
か
ら
な
い
事
が
大
き
か

た
よ
う
だ
が

 
さ
す
が
は
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

だ
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

で

俺
が
ザ
ス
カ

由
で
お
前
の
身
元
を

会
し
て

に
そ
れ
を
提

し
た

 
そ
の
お
か
げ
で
お
前
が
放
り
込
ま
れ
て
い
た
病
院
を
見
つ
け
出
し

 
俺
の
息
の
か
か

た

設
に
お
前
を
連
れ
て
き
た

で
今
こ
う
な

て
る
と
そ
う
い
う
事
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だ 
そ
の
説
明
に
ゼ
ク
シ

ド
は
ポ
カ
ン
と
し
た

シ

ナ

お
前
何
者
だ
よ

ま
あ
そ
れ
は
い
い
だ
ろ

た
だ
の
成
り
上
が
り
だ
よ

い
や

そ
れ
に
し
て
も
な

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
に

シ

ナ
が
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
だ
と
知
る
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が

言

た
ま
あ
そ
う
い
う
も
の
な
ん
で
す
よ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

そ
う
そ
う

考
え
る
だ
け
無

で
す

て

ん

そ

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
か

 
ゼ
ク
シ

ド
は
能
天
気
に
そ
う
言

た

内
心
は
不
安
で
い

ぱ
い
だ

た
が

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
い
る
事
が

そ
の
不
安
を

さ
せ
て
い
る
よ
う
だ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
点
は
シ

ナ
に
感
謝
し
て
い
た

わ
ざ
わ
ざ
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
を
こ
こ
に
連
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
な

い
や

俺
だ
け
の
話
じ

信
じ
て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思

て
な
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ま
あ
サ

ビ
ス
だ

サ

ビ
ス

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

シ

ナ
を
じ

と
見
な
が
ら
言

た

俺
の
体
の
事
だ
し

俺
に
何
か
手
伝
え
る
事
は
あ
る
か

ま
だ
お
前
が
意
識
を
失

た
原
因
を
調
査
中
だ
か
ら
何
と
も
言
え
な
い
が

 
俺
は
お
前
を
治
療
す
る
つ
も
り
で
い
る

も
し
か
し
た
ら
後
遺

が
出
る
可
能
性
も
あ
る
が

 

力
死
な
せ
は
し
な
い
つ
も
り
だ

 
だ
か
ら
お
前
は
生
き
よ
う
と
い
う
強
い
意
思
を
持

て
く
れ
る
と
助
か
る

強
い
意
思
か

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
を
見
な
が
ら
言

た

こ
う
し
て
二
人
も
来
て
く
れ
た
事
だ
し

お
前
に
ま
だ
勝

て
な
い
か
ら
な

 
こ
ん
な

態
で
死
ぬ

に
は
い
か
な
い
よ
な

で
す
で
す

せ

か
く
私
達
が
来
た
ん
だ
か
ら

ま
た
一

に
頑
張
り
ま
し

う
よ

う
ん
う
ん

私
達
も
も

と
も

と

ぎ
た
い
で
す
か
ら

は
は

正
直
だ
な
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ゼ
ク
シ

ド
は
機

を

ね
る
で
も
な
く

面
白
そ
う
に
そ
う
笑

た

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
に
シ

ナ
が
言

た

ま
あ
俺
は
お
前
に
は
負
け
な
い
け
ど
な

く

そ

絶
対
い
つ
か
負
か
せ
て
や
る

い
つ
で
も
挑
戦
は
受
け
て
や
る
よ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

遠
く
に
見
え
る
家
を
指
差
し
て
言

た

し
ば
ら
く
お
前
に
は

こ
の
空
間
で
過
ご
し
て
も
ら
う
事
に
な
る

 
そ
の

に
あ
そ
こ
に
家
を
用
意
し
た

好
き
に
使

て
く
れ

家シ

ナ

や

ぱ
り
お
前
何
者
だ
よ

空
間
の
家
だ
か
ら
な

別
に
実

に
家
を
作

た

じ

な
い
ぞ

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
よ

俺
が
案
内
す
る
か
ら
さ

さ
と
あ
の
家
ま
で
行
く
ぞ

 
そ
し
て
四
人
は
そ
の
家
の
中
に
入
り

そ
の
設
備
の
充
実

り
に
驚
い
た

お
い
お
い

俺
の

ん
で
る
ア
パ

ト
よ
り
も
豪
華
じ

な
い
か
よ
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こ
の

末
を
使
え
ば

普
通
に
ネ

ト
と
か
を
見
れ
る
か
ら
な

 
こ
れ
を
使

て
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
観
戦
も
可
能
だ

観
戦
だ
け
な
の
か

す
ま
ん

実
は
ま
だ
お
前
が
使

て
る
機

は
仮
設

で

 
ネ

ト
を
見
る
事
は
可
能
だ
が

実

に
何
か
戦

た
り
と
か
は
出
来
な
い
ん
だ
よ
な

そ
う
か

Ｂ
ｏ
Ｂ

出
た
か

た
け
ど
な

ま
あ
ま
た
次
が
あ
る
さ

だ
と
い
い
ん
だ
け
ど
な

 
ゼ
ク
シ

ド
は
一

し
そ
う
な
顔
を
し
た
後

晴
れ
や
か
な
顔
で
言

た

ま
あ
い
い
さ

俺
の

は
シ

ピ

ゲ
ル
に
で
も
と

て
も
ら
う
さ

 
そ
の
意
外
な
名
前
に
シ

ナ
は
少
し
驚
い
た

シ

ピ

ゲ
ル

お
前
あ
い
つ
と
親
し
い
ん
だ

た
か

ま
あ
そ
れ
以
前
に
も
た
ま
に
話
す
機
会
が
あ

た
ん
だ
が
先
日
一

に
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
場
を

し
込
ん
で

 
お

い
頑
張
ろ
う

て
約
束
し
た
か
ら
な
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そ
う
だ

た
の
か

そ
う
い
え
ば
あ
い
つ
の

め
で
モ
デ
ル
ガ
ン
も
頼
ん
で
た
ん
だ

た
わ

モ
デ
ル
ガ
ン

あ
あ

俺
の
今
の
愛
銃
の
な

く
そ

本
戦
に
出
れ
れ
ば
手
に
入

た
ん
だ
け
ど
な

ま
あ
確
か
に
そ
れ
は
い
い
記
念
に
な

た
だ
ろ
う
な

そ
れ
こ
そ
一
生
も
の
の
な

 
シ

ナ
は
こ
こ
で
リ
ス
ク

々
の
話
を
持
ち
出
す
の
は
無

だ
と
思
い

 
そ
の
事
は
指
摘
し
な
い
事
に
し
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず

二
人
は
こ
こ
に
自
由
に
出
入
り
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
く
か
ら

 
た
ま
に
は
こ
い
つ
の
話
し
相
手
に
で
も
な

て
や

て
く
れ

私
達
も
そ
こ
ま
で
暇
じ

な
い
ん
で
す
が
Ｂ
ｏ
Ｂ
を
観
戦
す
る
時
は
必
ず
こ
こ
に
来
ま
す
か

ら
だ
ね

大
丈
夫
そ
れ
ま
で
の
間
く
ら
い
一
人
で
全
然
余

だ

て
動
画
と
か
で
も
見
て
の
ん
び
り

過
ご
す
さ

ち
な
み
に
料
理
と
か
も
出
来
る
か
ら
な

暇
潰
し
く
ら
い
に
は
な
る
だ
ろ
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シ

ナ
は
そ
う
言
う
と
最
後
に
と
断

た
後
ゼ
ク
シ

ド
に
倒
れ
る
直
前
の
事
を
質
問
し

た
何
か
気
付
い
た
事
と
か
は
無
い
か

い
や

ま

た
く
無
い
な

と
に
か
く
苦
し
く
て

気
が
付
い
た
ら
こ
こ
に
い
た
か
ら
な

そ
う
か

悪
い
な

役
に
立
て
な
く
て

い
い
さ

元
気
に
な

た
ら
ま
た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
や
り
あ
お
う

お
う

 
こ
う
し
て
シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
は

以
前
よ
り
ほ
ん
の
少
し
仲
良
く
な

た

 
そ
し
て
シ

ナ
達
三
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

一
人
残
さ
れ
た
ゼ
ク
シ

ド
は

 
部
屋
の
中
で

つ
り
と

い
た

あ

あ
く
そ
敵
だ
と
思

て
た
奴
に
優
し
く
さ
れ
る
と
調
子
が
狂

ち
ま
う
じ

ね
え
か

よ 
チ

あ
り
が
と
よ
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え

と

今
日
は
な
ん
か
あ
り
が
と
う

う
ん

あ
り
が
と
う

い
い

て

俺
は
自
分
が
や
り
た
い
事
を
や

て
る
だ
け
だ
か
ら
な

仲
良
く
は
出
来
な
い
け
ど

で
も
言
い
が
か
り
み
た
い
な
悪
口
は
も
う
言
わ
な
い
よ

や

ぱ
り
敵
同
士
だ
し
ね

あ
あ
ま
あ

れ
合
う
必
要
は
無
い
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
く
れ
ぐ
れ
も
こ
こ
の
事
は
秘
密
に

な
う
ん

そ
れ
は
約
束
す
る

わ
ざ
わ
ざ
タ
ク
シ

の
手
配
ま
で
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

む
し
ろ
送

て
や
れ
な
く
て
悪
い
な

ま
だ
ち

と
や
る
事
が
あ
る
ん
で
な

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
に
感
謝
し
な
が
ら
タ
ク
シ

に
乗
り
込
ん
だ

 
当
然
そ
の
料
金
は

岡
に
出
さ
せ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

 
じ
じ
い

ど
う
だ

ま
だ
何
と
も
だ
が

こ
れ
は
何
か
の

物
が
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
な
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物
か

関
係
の
事
は
私
に
任
せ
て
ね

八
幡
君

お
願
い
し
ま
す

め
ぐ
り
ん

ま
あ
ち

ん
と
調
べ
て
お
く
か
ら
安
心
せ
い

こ
れ
で
も
元
は
名

だ

た
か
ら
の

自
分
で
言
う
な
よ
じ
じ
い

 
こ
う
し
て
八
幡
は
ゼ
ク
シ

ド
の
身

を
確
保
し

培

て
き
た
人
脈
を
フ
ル
に
活
用
し
て

 
着
々
と
真
実
へ
と
近
付
い
て
い
く
事
に
な
る

 
寄
り
道
だ

た
は
ず
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
か
ら
の
京
都
編
が

 
や

と
こ
こ
に
来
て
密
接
に
話
に
関
わ

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

 
イ
ヴ
は
ア
ル
ゴ
の
代
役
を

め

め
ぐ
り
は

関
係
で
そ
の
力
を
発

し
ま
す

 
そ
し
て
ま
さ
か
の

再

場
で
し
た
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第
４
０
１
話
 
ア
イ
の
提
案

 
す
み
ま
せ
ん

後
半
は
凄
く
思
わ
せ
ぶ
り
な
話
に
な
り
ま
す

 
皆
さ
ん
も
色
々
と
先
の
展
開
を
想
像
し
て
み
て
下
さ
い

 
残
念
な
が
ら
収

は
あ
ま
り
無
か

た
が

 
八
幡
は
と
に
か
く
ゼ
ク
シ

ド
に
事
情
が

け
た
事
で
と
り
あ
え
ず
満
足
し
そ
の
ま
ま
帰
ろ

う
と
し
た

 
そ
の

間
に
八
幡
は
怪
し
い
気
配
を
感
じ

て
て

り
返

た

何
だ

 
だ
が

り
返

た
先
に
は
誰
も
お
ら
ず

た
だ
モ
ニ
タ

が
置
い
て
あ
る
だ
け
だ

た

 
八
幡
は
し
ば
ら
く
様
子
を

て
い
た
が

や
は
り
誰
も
い
な
い

 
そ
し
て
八
幡
は

再
び
外
に
出
よ
う
と

を
返
し
た
の
だ
が

 
そ
の

間
に
何
と
も
い
え
な
い
プ
レ

シ

を
感
じ

八
幡
は
再
び

り
向
い
た
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ま
た
か

一
体
ど
こ
に

 
そ
し
て
八
幡
は

張
に

え
ら
れ
な
く
な

た
の
か

そ
ち
ら
に
向
け
て
声
を

け
た

誰
か
い
る
の
か

ず

と
目
の
前
に
い
る
の
だ
け
れ
ど

そ
う
だ
よ
そ
う
だ
よ

ボ
ク
達
を
放
置
し
て

て
帰
ろ
う
だ
な
ん
て

 
そ
の
口
調
で

八
幡
は
そ
の
気
配
が
何
な
の
か
気
が
付
い
た

 
八
幡
が
自
分
達
に
気
が
付
い
た
事
を
確
認
し
た
二
人
は

て
て
何
か
の
準
備
を
始
め
た

 
画
面
が
消
え
る
直
前
一

ア
イ
と
ユ
ウ
が
服
を
脱
い
だ
よ
う
に
見
え
た
八
幡
は
深
い
た
め
息

を
つ
い
た

 
そ
ん
な
自
分
の
事
を
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
見
て
い
る
凛
子
に
気
が
付
い
た
八
幡
は

 

て
ベ

ド
に
横
た
わ
り

凛
子
に
言

た

ち

と
子
守
を
す
る
の
を
忘
れ
て
ま
し
た

そ
う
ね

あ
な
た
は
あ
る
意
味
あ
の
二
人
の
保
護
者
だ
も
の
ね

は
い

 
そ
し
て
八
幡
は
二
人
の
家
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
の
だ
が
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そ
の

間
に

一
つ
無
い
空
と
白
い
砂

そ
し
て

い
海
が

界
い

ぱ
い
に
広
が

た

 
砂

に
は
ご
丁

に
ビ

チ
パ
ラ
ソ
ル
と
ビ

チ
チ

ア
が
準
備
さ
れ
て
お
り

 
そ
こ
に
水
着

で

そ
べ

て
い
る
二
人
の

を
見
た
八
幡
は

然
と

い
た

何
だ
こ
れ
は

ダ
ル
君
が
作

て
く
れ
た
の
よ

あ
い
つ
の
仕
業
か

は
い

こ
れ

水
着
か

 
八
幡
は
そ
の
水
着
を
一
度
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま
い
ボ
タ
ン
一
つ
で
一

で
そ
の
水
着
に
着

え
た

 
そ
れ
を
見
た
ア
イ
は
愕
然
と
し
た
顔
を
し
た

ち

と

そ
こ
は
男
ら
し
く
私
達
の
目
の
前
で
全

に
な

て
着

え
る
所
じ

な
い

逆
に
め
ん
ど
く
せ
え

ち
 
ア
イ
は

打
ち
し
た
後
に
気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に

い
を
し
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
言
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た
と
こ
ろ
で
パ
パ

パ
パ

あ
あ

も
し
か
し
て
子
守

て
言

た
の
を

い
て
や
が

た
の
か

映
像
を
オ
フ
に
し
て
音
声
だ
け
オ
ン
に
す
る
事
も
出
来
る
の
よ

覚
え
て
お
き
な
さ
い
パ
パ

俺
は
お
前
の
パ
パ
じ

ね
え

 
八
幡
は
パ
パ

パ
パ
と
連
呼
さ
れ

抗
議
す
る
よ
う
に
言

た

と
い
う
か
お
前

そ
の
パ
パ

て
絶
対
愛
人
的
な
意
味
で
言

て
る
よ
な

八
幡
は
馬

な
の

私
と
八
幡
の
年
齢
差
で
パ
パ
と
呼
ん
で
い
る
ん
だ
か
ら

 
そ
ん
な
事
言
う
ま
で
も
な
い
じ

な
い

あ
あ
は
い
は
い

い
た
俺
が
馬

だ

た
よ

 
そ
し
て
ア
イ
は
次
に

水
着
の

を
外
し
な
が
ら
こ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
パ
パ

私
の
成
⻑

合
を
確
認
す
る

に

ぐ
へ
へ

ア
イ
ち

ん
が
ど
れ
く
ら
い
成
⻑
し
た
の
か
脱
が
せ
て
確
か
め
て
み
よ
う
ね

 

て
言

て
み
て

俺
は
そ
ん
な
変
態
キ

ラ
じ

ね
え

あ
と

を
外
す
な
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も
し
か
し
て
私
に
サ
ン
オ
イ
ル
を

り
な
が
ら

 
わ
ざ
と
手
を
前
の
方
に
滑
ら
せ
る
プ
レ
イ
が
お
望
み
な
の

よ

し
ユ
ウ

ア
イ
は
ほ

と
い
て
一

に

ぐ
か

争
す
る
ぞ

え

あ

う
ん

 
ユ
ウ
は
ア
イ
に
気
を
遣

た
が

ア
イ
が

い
た
の
で
そ
の
ま
ま
八
幡
の
後
を
追
い
か
け
て

い

た

 
ア
イ
は
次
は
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
が

 
や
が
て
考
え
が
ま
と
ま

た
の
か
二
人
が

争
の
目

に
し
て
い
る
岩
へ
と
向
か

て

ぎ

出
し
た

 
ゴ

ル

参

た

ユ
ウ
は

ぐ
の
が
速
い
ん
だ
な

え

へ
ん

 
ど
う
や
ら
ユ
ウ
は

ぎ
が
得
意
ら
し
く

八
幡
は
ユ
ウ
に
一
度
も
勝
て
な
か

た

ユ
ウ
は
小
さ
い

は

ぎ
が
得
意
だ

た
も
の
ね
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そ
ん
な
二
人
に
岩
陰
で
待
機
し
て
い
た
ア
イ
が
声
を

け
た

そ
こ
に
い
た
の
か
ア
イ

お
前
も
一

に

争
し
た
く
な

た
の
か

残
念
な
が
ら
い
い
え
ユ
ウ
こ
の
ス
テ

ジ
が
実
装
さ
れ
た
時
に
話
し
合

た
事
を
覚
え
て

い
る
わ
ね

あ

う
ん

オ
ペ
レ

シ

ン
・
モ

ゼ
を
発
動
す
る
わ

直
ぐ
に
準
備
を

あ

了
解な

ん
だ

 
そ
し
て
二
人
は
ウ

ン
ド
ウ
を
開
き

何
か
操
作
し
た
か
と
思
う
と

 
い
き
な
り
胸
を

す
よ
う
な
仕

を
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

 
ち
な
み
に
こ
こ
は
足
が

く
の
で

海
に

む
よ
う
な
心
配
は
無
い

き

あ

水
着
が
流
さ
れ
て
し
ま

た
わ

八
幡

探
す
の
を
手
伝

て

手
伝

て

な
ん
て
ベ
タ
な

 
八
幡
は

一
体
何
が
モ

ゼ
な
ん
だ
と
た
め
息
を
つ
い
た
が
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そ
の

間
に
何
か
に
気
が
付
い
た
の
か
ハ

と
し
た

お
い

ま
さ
か

ふ
 
だ
が
ど
う
や
ら
気
付
く
の
が
少
し

か

た
よ
う
だ

ア
イ
は
八
幡
を
見
て

で
笑

た
か
と

思
う
と

 
そ
の

間
に
い
き
な
り
海
が

れ

上
半
身

の
二
人
の

が
あ
ら
わ
に
な

た

や

ぱ
り
か

も
う

い
わ

さ
あ
ユ
ウ

う
ん

 
そ
し
て
二
人
が
両
手
を
広
げ
よ
う
と
し
た

間
に

 
八
幡
は
く
る

と

を
返
し

脱

の
ご
と
く
逃
げ
出
し
た

あちは
は
は
は
は

ま
だ
ま
だ

い
な

足
の

か
な
い
所
で
や
ら
れ
た
ら

 
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
直
ぐ
に
は
動
け
な
か

た
か
も
し
れ
ん
が
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足
が
立
つ
以
上
そ
の
場
か
ら
逃
げ
る
事
な
ど

作
も
な
い

 
八
幡
は
目
を

た
ま
ま

で

り
返
り

そ
う
高
笑
い
を
し
た

 
そ
の

間
に

八
幡
の

元
で
ア
イ
の
声
が
し
た

私
に
対
抗
し
よ
う
だ
な
ん
て

万
年

い
わ
よ

何
 
次
の

間

八
幡
の
背
中
に
柔
ら
か
い
感
触
が
四
つ
押
し
当
て
ら
れ

八
幡
は

直
し
た

一
体
ど
う
や

て

あ
そ
こ
は

空
間
内

空
間
な
の

だ
か
ら
そ
の
空
間
を
消
せ
ば

 
当
然
私
達
は
元
の
場
所
に

る

そ
う

こ
の
家
の
庭
に
ね

 
八
幡
は
実
は
ロ
グ
イ
ン
し
た

置
か
ら
一
歩
も
動
い
て
い
な
か

た
の

 
そ
し
て
私
達
も
そ
の

置
で
待
機
し
て
い
た
の
よ

目
を

た
の
が
失
敗
だ

た
わ
ね

手
の
込
ん
だ
事
を

ア
イ
は
こ
う
い
う
の
を
考
え
る
の
が
得
意
だ
か
ら
ね

く

そ

ま
た
セ
ク
ハ
ラ
さ
れ
ち
ま

た

 
そ
う
言

て
落
ち
込
む
八
幡
か
ら

何
故
か
二
人
は
ス

と
離
れ
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ち

ん
と
服
を
着
た

態
で
八
幡
の
前
に
回
り
こ
ん
で
こ
う
言

た

ど
う

ち

と
は
元
気
が
出
た

八
幡

ち

と
は
元
気
に
な
れ
た

 
そ
う
二
人
に
言
わ
れ
た
八
幡
は
目
を
開
く
と

た
様
子
で
二
人
の
顔
を
見
た

お

お
前
ら
ど
う
し
て

だ

て

い
き
な
り
意
識
不
明
の

者
さ
ん
が
運
び
込
ま
れ
て
き
た
か
と
思

た
ら

 
直
ぐ
に
八
幡
が
暗
い
顔
で

場
し
た
か
ら

そ
れ
は
何
か
あ

た
な

て
思
う
わ
よ

出
て
き
た
時
は
多
少
満
足
し
た
よ
う
な
表
情
だ

た
け
ど

 
ど
う
見
て
も
疲
れ
て
ま
す

て
感
じ
の
動
き
を
し
て
た
か
ら
ね

だ
か
ら
元
気
付
け
よ
う
と
思

た
の

ど
う
だ

た

何
か
心
配
か
け
ち
ま

た
み
た
い
だ
な

ご
め
ん
な
二
人
と
も

 
八
幡
は

を
か
き
な
が
ら
二
人
に
そ
う
言

た

気
に
し
な
く
て
い
い
よ

ボ
ク
達
は
八
幡
の
愛
人
な
ん
だ
か
ら

そ
う
そ
う
い
つ
も

山
愛
し
て
も
ら

て
る
分
こ
う
い
う
時
は
ち

ん
と
お
返
し
し
な
い

と
ね
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お
前
ら

成
事
実
み
た
い
に
言
う
ん
じ

ね
え
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は

い
つ
の
間
に
か
笑
み
を

か
べ
て
い
た

良
か

た

ち

と
は
元
気
に
な

て
く
れ
た
み
た
い
だ
ね

と
り
あ
え
ず
家
に
入
り
ま
し

う

お
茶
で
も
入
れ
る
わ

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
ち

と
ゆ

く
り
さ
せ
て
も
ら
う
か

 
そ
し
て
三
人
は
家
に
入
り

仲
良
く
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
た

今
は
ど
ん
な
案
件
を

え
て
い
る
の

ま
あ
お
前
ら
に
な
ら
話
し
て
も
問
題
な
い
だ
ろ
う
な

今
関
わ

て
い
る
の
は
な

 
そ
し
て
八
幡
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
今
何
が

こ

て
い
る
の
か
を
動
画
を
見
せ
な
が
ら
二
人
に
説

明
し
た

こ
ん
な
事
件
が

き
て
た
ん
だ

こ
の
男
が
犯
人
な
の

そ
の
一
人
で
は
あ
る
と
思
う
ん
だ
が
な

い
く
つ
か

出
来
る
事
は
あ
る
ん
だ
が

 
ま
だ
色
々
材
料
が
足
り
な
い
ん
だ
よ
な

逆
に
分
か

て
る
事
は
何
な
の
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ア
イ
に
そ
う

ね
ら
れ

八
幡
は
分
か

て
い
る
事
実
を

し
た

こ
い
つ
の
名
前
は
死
銃

使

て
る
銃
は
黒
星

ト
カ
レ
フ
だ
な

 
こ
の
キ

ラ
は
多
分
複

の
人
間
が
操
作
し
て
い
る

そ
れ
は
声

分

か
ら
明
ら
か
だ

 
こ
い
つ
が
ゲ

ム
内
で
プ
レ
イ
ヤ

を
撃
つ
と
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
現
実
世
界
で
死
を
迎
え

る 
と
言

て
も
多
分
別
の
奴
が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て

物
を
使

て
殺
し
て
る
ん
だ
と
思

う 
だ
が
そ
れ
も
な
プ
レ
イ
ヤ

の

所
を
ど
う
や

て
調
べ
て
い
る
の
か
が
ネ

ク
な
ん
だ
よ

な
直
接

い
た
と
か

 
八
幡
は
そ
の
問
い
に
首
を

た

さ
す
が
に
そ
ん
な
事

教
え
る
奴
は
い
な
い
だ
ろ

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
ね

後
ろ
か
ら

き
見
た
ん
じ

な
い

そ
ん
な
事
を
し
た
ら
即
通
報
さ
れ
る
だ
ろ
う
な
と
い
う
か
見
ら
れ
た
奴
が
直
ぐ
気
付
く
だ
ろ
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う
なだ

よ
ね

 
そ
れ
が
真
実
に
一
番
近
い
と
は

さ
す
が
に
誰
も
気
付
く
事
が
出
来
な
か

た

ザ
ス
カ

に
問
い
合
わ
せ
す
る
に
し
て
も
な

 
さ
す
が
に
疑
い
だ
け
で
情
報
の
開

を
頼
む
の
は
無
理
が
あ
る
か
ら
な

 
さ

き
運
ば
れ
て
き
た

者
の
時
に
多
少
強
引
に
頼
ん
だ
だ
け
に
二
度
続
け
て
は
ち

と

な
打
て
る
手
が
無
い
わ
ね

だ
ね

 
三
人
は

を
組
み

う

ん
と

た

点
を
変
え
て
み
ま
し

う

八
幡
は
犯
人
の
正
体
に
心
当
た
り
と
か
は
無
い
の

無
く
は
な
い
な

誰ラ
フ

ン
コ
フ

ン
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
事
を
二
人
に
説
明
し
た
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世
の
中
に
は

の
お
か
し
な
人
達
が
い
る
の
ね

気
持
ち
悪
い
な

八
幡
は
そ
の
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
対

は

何
か
し
て
い
る
の

俺
が
や

て
い
る
の
は

敵
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
の

り
出
し
だ
な

 
そ
れ
と
俺
が
シ

ナ
だ

て
の
は
多
分
あ
い
つ
ら
に
は
バ
レ
て
る
か
ら

 
あ
ま
り

果
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
が

お
び
き
出
せ
た
ら
と
思

て
一
応

 
そ
し
て
八
幡
は

と
あ
る
事
実
を
二
人
に
告
げ
た

 
そ
れ
を

い
た
ア
イ
が

八
幡
に
と
あ
る
提
案
を
し
た

そ
れ
な
ら

て
い
う
の
は
ど
う

お
前
そ
れ
本
気
で
言

て
る
の
か

も
ち
ろ
ん
よ

こ
ん
な
場
で
そ
ん
な
冗
談
を
言
う

が
無
い
じ

な
い

確
か
に
そ
れ
な
ら
お
び
き
出
せ
る
か
も
し
れ
ん

分
か

た

や

て
み
る
か

え
え

 
こ
う
し
て
八
幡
達
も

何
ら
か
の
作
戦
を
開
始
し
た

 
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
も
う
少
し
先
の
事
と
な
る
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あ
ら

分
元
気
そ
う
な
顔
に
な

た
わ
ね

す
み
ま
せ
ん
凛
子
さ
ん

も
う
一
度
ゼ
ク
シ

ド

村
保
で
し
た

け

 
あ
い
つ
の
所
に
行
き
た
い
ん
で
す
が

そ
れ
は

わ
な
い
け
ど
何
か
あ
る
の

え
え

ち

と
頼
み
た
い
事
が
あ
り
ま
し
て

ま
あ
別
に
問
題
無
い
わ
よ

今
準
備
す
る
か
ら
ち

と
待

て
て
ね

は
い

俺
も
ま
だ
他
に
色
々
準
備
が
あ
る
ん
で
大
丈
夫
で
す

 
次
に
八
幡
は

ア
ル
ゴ
に
連

を
と

た

ど
う
し
た
ハ

オ
レ

ち
が
恋
し
く
な

た
の
カ

い
き
な
り
だ
な

ま
た

か
さ
れ
た
い
の
か

 
八
幡
は
ア
ル
ゴ
に
そ
う
返
し
た

 
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
ア
ル
ゴ
を

日
間
マ
ン
シ

ン
ま
で
運
ん
だ
時
の
話
で
あ
る

い
や

も
う
あ
れ
は
勘

だ
ぞ

で

何
か
あ

た
の
カ

実
は
ち

と
お
前
に
面
倒
な
頼
み
を
し
た
い
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そ
ん
な
の
い
つ
も
だ
ろ

で

何
ダ

実
は
な

 
そ
し
て
八
幡
は
ア
ル
ゴ
に
一
つ
の
頼
み
事
を
し
た

て
感
じ
な
ん
だ
が

ど
う
だ

そ
ん
な
の
別
に
面
倒
じ

な
い
ぞ

ま
だ
ダ
ル
と
イ
ヴ
も
残

て
る
し
ナ

ど
れ
く
ら
い
で
準
備
出
来
る

ま
あ
三
時
間

て
所
だ
ナ

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

思
わ
ず
言

た

ま
じ
か
よ

お
前
神
か
よ

種
を
明
か
す
と

ハ

が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
る
か
ら

 
い
つ
か
こ
う
い
う
事
も
あ
る
ん
じ

な
い
か
と

く
準
備
は
し
て
あ

た
ん
だ
よ
ナ

 
そ
の
い
つ
も
な
が
ら
の
用
意

到
さ
に

八
幡
は
感
心
し
た
よ
う
に
言

た

さ
す
が
と
い
う
か

お
う

も

と
褒
め
て
く
れ

褒
め
る
だ
け
じ

な
く
た
ま
に
は
ご
褒
美
を
く
レ

ま
あ
何
か
考
え
と
く
わ
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出
来
れ
ば
エ
ロ
い
奴
で
頼
む

 
そ
の
言
葉
に
虚
を
突
か
れ
た
八
幡
は

と
あ
る
友
人
の
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
言

た

お
前
実
は
か
な
り
ダ
ル
に
影

受
け
て
ん
の
か

う

さ
い
な

オ
レ

ち
だ

て
そ
う
い
う
冗
談
く
ら
い
言
う
事
も
あ
る
ん
だ

お
前
の
そ
れ

絶
対
に
冗
談
じ

な
い
よ
な

 
後
に
な

て

前
に
確
か
に
約
束
し
た

と
か
絶
対
言
い
出
す
よ
な

乙
女
の
秘
密
を
あ
ま
り

索
す
る
も
ん
じ

な
い

ハ

 
丁
度
そ
の
時
凛
子
が
八
幡
に
言

た

準
備
が
出
来
た
わ
よ

彼
に
ア
ポ
も
と

て
お
い
た
わ

あ

と
す
み
ま
せ
ん

今
行
き
ま
す

悪
い
ア
ル
ゴ

ち

と
ゼ
ク
シ

ド
と
話
し
て
く

る
わお

う

こ

ち
は
こ

ち
で
進
め
て
お
く
か
ら
ナ

悪
い

頼
む
わ

 
今
度
は
何
だ
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お
う

実
は
な

 
八
幡
は
ゼ
ク
シ

ド
に
と
あ
る
頼
み
事
を
し
た

ま
あ
こ

ち
は
世
話
に
な

て
る
身
だ
し

暇
だ
か
ら
別
に

わ
な
い
が

悪
い
な

そ
れ
じ

あ
ち

と
頼
む
わ

 
ほ

と
し
た
顔
で
そ
う
い
う
八
幡
に
対
し
ゼ
ク
シ

ド
は
少
し
言
い

ら
そ
う
に
声
を

け

た

な
あ

ん

い
や

何
で
も
無
い

そ
う
か

と
り
あ
え
ず
三
時
間
後
に
ま
た
来
る
わ

分
か

た

今
更
面
と
向
か

て
あ
り
が
と
う
な
ん
て

や

ぱ
り
言
え
な
い
わ

 
そ
し
て
八
幡
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ア
イ
と
ユ
ウ
に

況
を
説
明
し
た
後
仮
眠
を
と
る
事
に
し

た
せ

か
く
だ
か
ら
こ
こ
で

て
い
け
ば
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い
や

リ
ア
ル
で
連

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

そ
う

残
念
ね

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

子
に
断
り

そ
の
ま
ま
ベ

ド
で
眠
り
に
つ
い
た
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第
４
０
２
話
 
急
ピ

チ
で
準
備
は
進
む

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
三
時
間
後

八
幡
は
ア
ル
ゴ
か
ら
の

話
を
受
け
て
目
を
覚
ま
し
た

も
う
そ
ん
な
時
間
か

す

か
り

し
て
た
わ

は
ス

キ
リ
し
た
カ

お
う

バ

チ
リ
だ

そ
れ
な
ら
良
か

た
ぞ

こ
う
い
う
時
は

れ
る
時
に

る
の
が
ハ

の
義

だ
か
ら
ナ

 
そ
ん
な
ア
ル
ゴ
の
気
遣
い
を
嬉
し
く
思
い
な
が
ら
八
幡
は
再
び
双
子
の
下
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し

た
八
幡

お
帰
り
な
さ
い

お
う

お
前
ら
は
あ
れ
か
ら
ど
う
し
て
た
ん
だ

俺
は

て
た
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そ
う
何
故
か
得
意
げ
に
言
う
八
幡
に

二
人
は
笑
顔
で
言

た

ボ
ク
達
も
一

に
お
昼

し
た
よ

ユ
ウ
の

え

が
中
々
抜
け
な
く
て
困
る
の
よ
ね

失

だ
な

ア
イ
だ

て
気
が
付
く
と
ボ
ク
に

き
付
い
て
き
て
る
じ

な
い
か

あ
あ
は
い
は
い

仲
が
い
い
な
ら
そ
れ
で
い
い
か
ら

 
八
幡
は
お
ざ
な
り
に
そ
う
言
う
と

二
人
に
こ
れ
か
ら
の
予
定
を
説
明
し
始
め
た

こ
れ
か
ら
二
人
に
イ
ン
し
て
も
ら
う
フ

ル
ド
に
は

 
心
だ
け
は
強
い
が
目
立
ち
た
が
り
や
で
格
好
付
け
た
が
り
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
奴
が
い
る

 
そ
こ
で
注
意
事

だ

お
前
ら
は
絶
対
に
あ
い
つ
の
前
で
マ
ス
ク
を
外
す
な

 
あ
と
体
の
ラ
イ
ン
が
出
る
服
装
や
ほ
ん
の
少
し
の

の
露
出
も
禁
止
だ

 
あ
と
も
し
あ
い
つ
が
お
前
ら
に
変
な
事
を
し
よ
う
と
し
た
ら
容

な
く
叩
き
の
め
せ
い
い

な

ち

と
過
保
護
じ

な
い
か
し
ら

動
き
に
く
そ
う

反

は
認
め
ん

こ
れ
は

急
避
難
み
た
い
な
も
の
で

俺
と
し
て
も
本
意
で
は
な
い
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そ
ん
な
八
幡
を
見
て

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら

い
た

要
す
る
に
と
て
も
か
わ
い
い
私
達
を

な
る
べ
く
そ
の
人
の
目
に
触
れ
さ
せ
た
く
な
い
の
ね

も
う

八
幡
は
ヤ
キ
モ
チ
焼
き
だ
な

ち

違
う

あ
く
ま
で
お
前
ら
の
身
の
安
全
を
考
え
た

置
だ

 
そ
し
て
あ
る
意
味
あ
い
つ
の
安
全
の

で
も
あ
る

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
き

と
ん
と
し
た

ど
う
い
う
事

さ

き
は
容

な
く
叩
き
の
め
せ
と
言

た
が

そ
れ
は
あ
く
ま
で
最
終
手

だ

 
も
し
本
当
に
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

多
分
あ
い
つ
は
一

で
死
ん
じ
ま
う
か
ら
な

 
何
故
な
ら
あ
い
つ
は
近
接
攻
撃
に
ま

た
く
慣
れ
て
い
な
い
お
前
ら
に
武
器
で
ど
つ
か
れ
た

ら

殺
だ

 
だ
か
ら
間
違

て
も
あ
い
つ
が
血
迷

た
り
し
な
い
よ
う
に
配

し
た
結
果
だ

か

い
の
ね

い
や
ま
あ
お
前
ら
が
お
か
し
い
ん
だ
け
ど
な
俺
の
目
か
ら
見
て
も
お
前
ら
の
戦
闘
力
は

常
だ
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そ
の
八
幡
の
言
葉
に
二
人
は
喜
び

ハ
イ
タ

チ
を
し
な
が
ら
言

た

常
だ

て

イ
エ

イ

そ
れ
喜
ぶ
と
こ
ろ
か

そ
れ
じ

あ
あ

ち
と
接
続
す
る
ぞ
ア
ル
ゴ
を
呼
び
出
し
て
く
れ

は

い

 
そ
し
て
画
面
に
現
れ
た
ア
ル
ゴ
の
指

で
二
人
は
新
た
な
フ

ル
ド
用
の
装
備
に
着

え

た
こ
れ

か
わ
い
く
な
い

当
た
り
前
だ
ろ

お
前
ら
は
一
体
何
を

い
て
た
ん
だ

 
二
人
に

え
ら
れ
た
の
は
無
骨
な

ア

マ

と
マ
ス
ク
だ

た

時
間
の

予
は
あ
と
一
日
だ
そ
れ
ま
で
に
二
人
と
も
そ
れ
な
り
に
動
け
る
よ
う
に
な

て
く

れ
よ

 
あ
く
ま
で
今
回
の
メ
イ
ン
は
ア
イ
だ
け
ど
な

う
ん

分
か

て
る
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ボ
ク
も
手
伝
い
を
頑
張
る
よ

最
後
に
一
つ
多
分
あ
い
つ
は
俺
の
事
を
シ

ナ
と
呼
ぶ
か
ら
お
前
ら
も
そ
う
呼
ん
で
く
れ

分
か

た
わ

う
ん

く
れ
ぐ
れ
も
頼
む
ぞ
そ
れ
じ

あ
ア
ル
ゴ
あ
い
つ
を
仮
設
エ
リ
ア
に
案
内
し
て
や

て
く

れ
ほ
い
ほ
い

そ
れ
じ

あ
伝
え
る

 
そ
の
少
し
後
に
三
人
の
前
に
扉
が
現
れ

三
人
は
そ
の
中
へ
と
入

て
い

た

 
中
に
入
る
と
そ
こ
に
は
興
味
深
げ
に
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
す
ゼ
ク
シ

ド
の

が

あ

た
お

シ

ナ
か

で

俺
は
こ
の
二
人
に
戦
闘
の
基
本
を
教
え
れ
ば
い
い
の
か

あ
あ

言

て
お
く
が
こ
の
二
人
に
お
か
し
な
真
似
を
し
た
ら

 
そ
の

間
に
お
前
の
人
生
を
物
理
的
に
終
わ
ら
せ
る
か
ら
な

お

お
う

そ
れ
は
勘

だ
か
ら

に

じ
て
お
く

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
二
人
に
ペ
コ
リ
と

を
下
げ

自

紹
介
し
た
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俺
の
名
は
ゼ
ク
シ

ド

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
二
番
目
に
強
い
男
だ
と
自
負
し
て
い
る

ボ
ク
は
ユ
ウ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

私
は
ア
イ
よ

ち
な
み
に
一
番
は

認
め
た
く
は
な
い
が

そ
こ
に
い
る
シ

ナ
だ
な

 
認
め
た
く
な
い
認
め
た
く
は
な
い
が
俺
は
ま
だ
シ

ナ
に
一
度
も
勝

た
事
が
無
い
か
ら

な
珍
し
く

勝
だ
な

何
か
変
な
物
で
も
食

た
の
か

 
八
幡
は
驚
き
な
が
ら
そ
う
言

た

い
や

い
く
ら
俺
で
も

命
の

人
に
失

な
事
は
言
わ
ね
え
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
一
生

に
き
ろ

フ
ン

い
つ
か
絶
対
に
勝

て

ほ
え
面
か
か
せ
て
や
る

 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
突
き
合
わ
せ

ぐ
ぬ
ぬ
と

み
合

た

 
そ
れ
を
見
た
ア
イ
と
ユ
ウ
は
苦
笑
し
な
が
ら
言

た

あ
ら

案
外
仲
良
し
さ
ん
な
の
か
し
ら

う
ん

仲
良
し
だ
ね
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違
う

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
言
い

ア
イ
と
ユ
ウ
は
や
れ
や
れ
と
い
う
顔
を
し
た

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
が
八
幡
に
こ
う
言

た

し
か
し
よ
く
こ
ん
な
フ

ル
ド
を

時
間
で
用
意
出
来
た
な
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
雰
囲
気
が
よ
く
出

て
る
よ

ま
あ
う
ち
の
ス
タ

フ
は
優

だ
か
ら
な

意
識
を
失

て
る
は
ず
の
俺
が
こ
こ
で
こ
う
し
て
会
話
出
来
て
る
時
点
で
そ
も
そ
も
驚
き
な
ん

だ
が
な

 
本
当
に
シ

ナ

お
前
何
者
だ
よ

秘
密
だ

け

そ
う
か
よ

ま
あ
い
い
や

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

い
間
だ
け
ど
宜
し
く
な

 
そ
し
て
八
幡
は

ゼ
ク
シ

ド
に
も
う
一
つ
だ
け
注
意
事

を
伝
え
た

あ
と
す
ま
ん
ゼ
ク
シ

ド

道
予

線

バ
レ

ト
ラ
イ
ン
は
用
意
出
来
た
ん
だ
が

 

道
予

つ
ま
り
バ
レ

ト
サ

ク
ル
は
さ
す
が
に
こ
の

時
間
じ

用
意
出
来
な
か

た
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明
日
に
は
何
と
か
す
る
か
ら

今
日
は
悪
い
が
そ
れ
無
し
で
指

し
て
や

て
く
れ

ま
じ
か
よ

直
接

準
か

ま
た
俺
様
が
強
く
な

ち
ま
う
な

そ
ん
な

で
悪
い
が
頼
む
わ

俺
は
色
々
や
る
事
が
あ
る
か
ら
一
度
落
ち
る
が

 
何
か
あ

た
ら
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
誰
か
し
ら
対
応
し
て
く
れ
る
か
ら

 
訓
練
で
人
手
が
い
る
よ
う
な
ら
い
つ
で
も
呼
び
出
し
て
く
れ

お
う

代
わ
り
に
真
面
目
に
や
ら
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

目
の
前
に
あ
る
射
撃
練

場
を
指
差
し
な
が
ら
言

た

よ
し

最
初
は
銃
に
慣
れ
る

に
射
撃
練

か
ら
な

は
い

先
生

了
解

 
そ
の
様
子
を
確
認
し
た
八
幡
は
心
配
し
つ
つ
も
ゼ
ク
シ

ド
に
二
人
を

し
一

ロ
グ
ア

ウ
ト
し
た

 
よ
し

次
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
ロ
ザ
リ
ア
か
ら

況
の
報
告
を

く
か

今
日
は
忙
し
い
ん
だ
ね
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八
幡
が

き
上
が

た
の
を
見
て

め
ぐ
り
が
そ
う
声
を

け
て
き
た

え
え

死
人
が
出
て
ま
す
か
ら
ね

八
幡
君
も
く
れ
ぐ
れ
も
無
茶
は
し
な
い
で
ね

は
い

そ
れ
じ

あ
行

て
き
ま
す

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

今
度
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
ロ
ザ
リ
ア

い
る
か

あ
ら

も
う
用
事
は
済
ん
だ
の

と
り
あ
え
ず
ゼ
ク
シ

ド
に

投
げ
し
て
き
た
わ

そ
う

あ
の
人
の

合
は
ど
う
な
の

査
結
果
待
ち
だ
が

物
の
可
能
性
が
高
い
そ
う
だ

な
る
ほ
ど

ち
な
み
に
残
念
な
が
ら

こ

ち
に
は
ま
だ
何
の
情
報
も
無
し
よ

 
ま
あ
装
備
を
変
え
ら
れ
た
ら
そ
う
そ
う
見
付
か
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
予
定
通
り
と
言
え
ば
そ

の
通
り
ね

そ
う
か

ま
あ
仕
方
な
い
か
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シ

ナ
は
予
想
は
し
て
い
た
の
か

そ
の
表
情
は
あ
ま
り
残
念
そ
う
に
は
見
え
な
か

た

と
り
あ
え
ず
情
報
収
集
は
続
け
て
お
く
わ

悪
い
な

頼
む
わ

あ

そ
の
前
に
一
つ
報
告
が
あ
る
わ

キ
リ
ト
君
が
あ
な
た
を
探
し
て
い
る
そ
う
よ

え

俺
を

ど
う
い
う

況
な
ん
だ

と
り
あ
え
ず
シ
ノ
ン
に

い
て
み
れ
ば

あ
い
つ

ま
た
キ
リ
ト
に
遭
遇
し
た
の
か

凄
い
確

だ
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

シ
ノ
ン
に
連

を
と

た

  
そ
の
少
し
前
の
事
で
あ
る

死
銃
の
手
が
か
り
は
な
い
か
と
街
中
を
探
索
し
て
い
た
キ
リ
ト

は 
偶
然
シ
ノ
ン
に
再
会
を
し
た

こ
れ
は
シ
ノ
ン
も
同
じ
よ
う
に
死
銃
を
探
し
て
い
た
か
ら
だ

た 
こ
れ
は
二
人
が
同
じ
よ
う
に
情
報
収
集
の
基
本
で
あ
る
酒
場
巡
り
を
し
て
い
た
か
ら
だ

た

お
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あ
 
二
人
は
と
あ
る
酒
場
で
バ

タ
リ
顔
を
合
わ
せ

ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
そ
う
言

た

 
先
に
口
を
開
い
た
の
は
キ
リ
ト
だ

た

丁
度
良
か

た

シ
ノ
ン
に

き
た
い
事
が
あ

た
ん
だ
よ

何
日
最
初
に
行

た
武
器
屋
の
前
に

ゲ

ム
み
た
い
な
の
が
あ

た
だ
ろ

 
あ
れ
の
事
を
教
え
て
欲
し
い
ん
だ
よ

ゲ

ム

あ
あ

ア
ン
タ

チ

ブ
ル

て
書
い
て
あ
る
ゲ

ト
の
奥
に

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
ガ
ン
マ
ン
が
立

て
る
ア
レ

そ
う
そ
う
そ
れ
だ
そ
れ

あ
れ
が
ど
う
し
た
の

 
キ
リ
ト
は
そ
の
問
い
に

少
し
不
機

そ
う
な
顔
で
こ
う
答
え
た

ほ
ら

あ
の
ゲ

ム
の
ケ

ス
の
中
に

コ
イ
ン
が

山
収
納
さ
れ
て
た
だ
ろ

 
そ
れ
を
上
手
く
ゲ

ト
出
来
れ
ば

こ
の
前
の
金
を
あ
の
シ

ナ

て
奴
に
叩
き
返
せ
る
と

思

て
な
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そ
れ
を

い
た
シ
ノ
ン
は
困
惑
し
た

え

と

も
し
か
し
て
あ
ん
た

シ

ナ
の
事
が

い
な
の

当
た
り
前
だ
ろ

あ
い
つ
に
関
し
て
は
何
一
つ
い
い
記
憶
が
無
え
よ

ふ

ん

中
身
が
八
幡
だ

て
知

た
時
の
顔
を
見
て
み
た
い
な

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
思
い
つ
つ
も

キ
リ
ト
と
共
に
ゲ

ム
の
所
へ
と
向
か

た

こ
れ
だ
こ
れ

こ
れ

て
ど
ん
な
ゲ

ム
な
ん
だ

丁
度
プ
レ
イ
す
る
人
が
い
る
み
た
い
だ
か
ら

ち

と
見
て
み
ま
し

う

 

て

あ
れ

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な

あ

闇
風
さ
ん
じ

な
い

知
り
合
い
か

あ
う
ん
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
仲
間
に
近
い
の
か
な

多
分
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
最
強
の
ス
ピ

ド
ス

タ

よ
Ａ
Ｇ

特
化
タ
イ
プ
の
最
高

て
事
か

え
え

 
そ
し
て
ゲ

ム
が
開
始
さ
れ

闇
風
は
一
気
に
前
へ
と
飛
び
出
し
た
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闇
風
は
流
れ
る
よ
う
な
回
避
で
あ

と
い
う
間
に
八
メ

ト
ル
ラ
イ
ン
へ
と
到
達
し
た

 
そ
の

間
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
反
応
が
変
わ

た

チ
 
い
き
な
り
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
連
射
モ

ド
に
な
り

さ
す
が
の
闇
風
も
前
進
す
る
ペ

ス
が
落
ち
た

 
そ
れ
で
も
闇
風
は
ジ
リ
ジ
リ
と
前
進
し
て
い
く

い
き
な
り
攻
撃
が
激
し
く
な

た
な

こ
ん
な
も
の
じ

な
い
は
ず
よ
だ

て
こ
の
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
た
人
は
ま
だ
一
人
も
い
な

い
も
の

え

そ
う
な
の
か

え
え

も

た
お
金
が
た
ま
り
に
た
ま

て
三
十
二
万
ク
レ
ジ

ト

 
参
加

用
が

ク
レ
ジ

ト
だ
か
ら

の
べ
三
千
二

人
が
敗
北
し
て
き
た
事
に
な
る
わ
ね

多
い
ん
だ
か
少
な
い
ん
だ
か

最
近
は
挑
戦
す
る
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
か

た
し
ね

 
そ
う
シ
ノ
ン
が
言

た
直
後
に
闇
風
は
被

し
た

 
ど
う
や
ら
至
近

離
か
ら
の
三
連
発
を
回
避
出
来
な
か

た
よ
う
だ
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あ
あ

残
念

く
そ

ま
た
こ
こ
で
や
ら
れ
ち
ま

た

 
闇
風
は
そ
う
絶
叫
し
た
後
大
き
な
声
を
出
し
て
し
ま

た
事
で

囲
の
目
を
気
に
し
た
の
か

 
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

そ
し
て
シ
ノ
ン
と
目
が
合

た

おハ
イ

闇
風
さ
ん

残
念
だ

た
わ
ね

恥
ず
か
し
い
所
を
見
ら
れ
ち
ま

た
な

い

つ
も
同
じ
所
で
や
ら
れ
ち
ま
う
ん
だ
よ

 
と
こ
ろ
で
そ
ち
ら
の
か
わ
い
子
ち

ん
は
お
友
達

ぶ
 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
違
う
意
味
で

き
出
し
た

あ
れ

俺
何
か
変
な
事
言

た
か

え

と

キ
リ
ト
君
は
こ
う
見
え
て
男
な
の
よ
ね
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男
 
闇
風
は
シ

ク
を
受
け
た
よ
う
で

そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

 
そ
の
様
子
が
あ
ま
り
に
大

だ

た

シ
ノ
ン
は
疑
問
に
思
い

闇
風
に
言

た

ち

ち

と
大

す
ぎ
な
い

い
や
な

せ
か
く
シ
ナ
の
手
つ
か
ず
の
好
み
の
女
性
が
現
れ
た
と
思
た
か
ら
よ

い
い

あ

そ
う
い
う
事

 
シ
ノ
ン
は
困

た
顔
で
キ
リ
ト
を
見
つ
め

キ
リ
ト
は

て
て
そ
の
場
を
逃
げ
出
し
た

す

す
ま
ん

俺
に
は
そ
う
い
う
趣
味
は
無
い
か
ら

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
ゲ

ム
の
ス
タ

ト
地
点
に
立
ち

 
崩
れ
落
ち
て
い
た
闇
風
も
そ
れ
に
気
付
き

シ
ノ
ン
に

ね
た

俺
の
負
け
を
見
た
上
で
あ
れ
に
チ

レ
ン
ジ
す
る
の
か

性
あ
る
ん
だ
な

 
で

あ
い
つ
は
結
局
誰
な
ん
だ

相
変
わ
ら
ず
立
ち
直
り

え

と

黒
の
剣
士
ら
し
い
わ

え

ま
じ
か
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う
ん

こ
れ
は
ま
た
大
物
が

も
し
か
し
て

の
死
銃
関
係
か

う
ん

そ
う
み
た
い
ね

そ
う
か

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
か
ら
死
銃
関
係
の
情
報
収
集
依
頼
は
来
た
ん
だ
が

 
黒
の
剣
士
の
事
は
さ
す
が
に
他
の
ス
コ

ド
ロ
ン
に
は
言
え
な
か

た
ん
だ
な

こ
の
事
は
た
ら
こ
さ
ん
と
十
狼
の
メ
ン
バ

以
外
に
は
秘
密
に
ね

分
か

て
る

て

 
そ
し
て
二
人
が
見
守
る
中

キ
リ
ト
は
ゲ

ム
機
に

ク
レ
ジ

ト
を
投
入
し
た
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第
４
０
３
話
 
キ
リ
ト
は
シ

ナ
に
宣
言
す
る

 
キ
リ
ト
が
ス
タ

ト

置
に
立

た
そ
の
時
シ
ノ
ン
の
下
に
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
連

が
入

た

ど
う

シ
ノ
ン

何
か
目
ぼ
し
い
情
報
は
あ

た

う
う
ん
今
の
と
こ
ろ
は
何
も

で
も
キ
リ
ト
君
と
は
偶
然
会

て
今
一

に
行
動
し
て
い

る
所そ

う
な
の

う
ん

ほ
ら

武
器
屋
の
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

を
避
け
る
ゲ

ム
が
あ
る
じ

な
い

 
あ
れ
で
お
金
を

い
で
シ

ナ
に
も
ら

た
お
金
を
叩
き
返
す
ん
だ

て
息

い
て
る
ん
だ
け

ど
そ
う

分
か

た
わ

多
分
も
う
す
ぐ
シ

ナ
も
顔
を
出
す
と
思
う
か
ら

 
キ
リ
ト
さ
ん
が
シ

ナ
を
探
し
て
る

て
伝
え
て
お
く
わ

う
ん

 
そ
こ
で
通
信
は
終
わ
り

シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
に
目
を

し
た

 
そ
し
て
ゲ

ム
ス
タ

ト
の
合
図
と
共
に

キ
リ
ト
は
ゆ

く
り
と
動
き
出
し
た
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道
予

線
が
ど
ん
な
物
か
は
一
度
見
せ
て
も
ら

た
か
ら
な

 
そ
う
考
え
な
が
ら
キ
リ
ト
は

Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

道
予

線
が

び
る
度
に

 
確
実
に
そ
れ
を
回
避
し
つ
つ
前
進
し
て
い

た

さ
て

さ

き
見
て
い
た
感
じ
だ
と
こ
の

り
か
ら

 
そ
し
て
問
題
の
八
メ

ト
ル
ラ
イ
ン
に
到
達
し
た

間

 
予
想
通
り
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
動
き
が
あ
か
ら
さ
ま
に
変
化
し
た

こ
こ
か
ら
急
に
攻
撃
が
激
し
く
な
る
ん
だ
よ

み
た
い
ね

あ
れ

で
も

ま
じ
か
よ

 
こ
の
事
を
予
想
し
て
い
た
の
か
キ
リ
ト
の
動
き
も
先
ほ
ど
ま
で
と
は
ど
こ
か
変
わ

て
い
た

何
で
あ
れ
を
避
け
ら
れ
る
の

凄
え
な
お
い

さ

き
ま
で
と
何
か
違
う
ん
だ
け
ど
ど
こ
が
違
う
か

て
言
わ
れ
る
と
ち

と
分
か
ら
な

い
わ
ね

こ
れ

も
し
か
し
て
ゴ

ル
し
ち
ま
う
ん
じ

な
い
か
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か
も

え

う
 
そ
の
時
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
ま
だ
銃
を
リ
ロ

ド

い
わ
ゆ
る

込
め
の
動
作
を
し
て
い
な
い
の
に

 
キ
リ
ト
が
突
然
飛
び
あ
が

た

二
人
は
驚
い
た

次
の

間
に
キ
リ
ト
が
直
前
に
立

て

い
た
場
所
を

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
銃
か
ら
リ
ロ

ド
の
動
作
無
し
で
発
射
さ
れ
た

が
通
過
し
二
人
は
再
び
驚
い
た

な

何
だ
よ
今
の

あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

今
リ
ロ

ド
し
て
な
か

た
わ
よ
ね

ね
え

 
そ
ん
な
二
人
の
目
の
前
で

着
地
し
た
キ
リ
ト
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
体
に
タ

チ
し

 

囲
に
凄
ま
じ
い
フ

ン
フ

レ
が
鳴
り

い
た

お

何
だ

お
い

あ
れ

ま
じ
か
よ

ま
さ
か
ア
レ
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
の
か

あ
の
女
の
子
凄
え
な
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そ
し
て

囲
か
ら

手
が

き

こ
る
中

キ
リ
ト
は
賞
金

得
ボ
タ
ン
を
押
し

 
得
意
げ
に
二
人
の
下
へ
と

て
き
た

イ
エ

イ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い
な
が
ら
二
人
に
親
指
を
立
て

闇
風
は

然
と
キ
リ
ト
に
言

た

凄
え
な
あ
ん
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
に
こ
う

ね
た

ど

ど
う
し
て
最
後
の
ノ
ン
リ
ロ

ド
ア
タ

ク
を
避
け
ら
れ
た
の

ん

道
予

線
を
予

し
た
ん
だ
よ

え悪
い

も
う
一
回
言

て
く
れ

だ
か
ら

道
予

線
が
出
る
だ
ろ
う

て
予

し
て
先
に
避
け
て
お
い
た
ん
だ
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は

キ
リ
ト
に
背
を
向
け
こ
そ
こ
そ
と
話
し
出
し
た

お
い
お
い

い
た
か
今
の

も
し
か
し
て
エ
ス
パ

そ
れ
と
も
魔

で
も
持

て
る
の

や
べ
え
わ

ヴ

ル
ハ
ラ
ま
じ
や
べ
え
わ
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こ
う
い
う
の
を
見
せ
ら
れ
る
と

本
当
に
人
外
の
集
ま
り
に
し
か
思
え
な
い
わ
ね

 
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
は
無
く

ヴ

ル
ハ
ラ
の
ト

プ
ス
リ

が
特
別
な
だ
け
で
あ
る

 
ち
な
み
に
他
の
メ
ン
バ

に
関
し
て
は

攻
撃
魔
法
に
関
し
て
は
ソ
レ
イ
ユ
が

 
回
復
魔
法
に
関
し
て
は
ユ
キ
ノ
が
人
外
の

に
達
し
て
い
る
と
一

的
に
は
評
価
さ
れ
て
い

る
こ
の
目
で
ハ

キ
リ
見
ち
ま

た
事
だ
し

も
う
そ
う
い
う
も
ん
だ
と
思
う
し
か
な
い
わ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
二
人
は

り
返

た

そ
こ
に
は
満
面
の
笑
み
を

か
べ
て
い
る
キ
リ
ト
が

お
り

 
二
人
は
苦
笑
し
な
が
ら
キ
リ
ト
を
賞

し
た

凄
い
な
お
前

ち

と
悔
し
い
け
ど
お
め
で
と
う

お
う

あ
り
が
と
う

や
る
じ

な
い

こ
れ
で
歴

に
名
前
が
残

た
わ
ね

歴う
ん
ほ
ら

あ
そ
こ
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シ
ノ
ン
が
指
差
す
先
に
は

こ
の
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
た
者
の
名
前
を
表

す
る

が

あ

た

 
そ
こ
は
今
ま
で
ず

と
空
白
だ

た
の
だ
が
そ
こ
に
今
日
初
め
て
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
が
表

さ
れ
た

 
あ
と

日
も
す
れ
ば

キ
リ
ト
の
名
は
一
躍

名
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

お
お

こ
れ
で
労
せ
ず
し
て
名
前
を

る
事
が
出
来
た
な

や

た

こ
こ
は
利
用
す
る
人
が
多
い
か
ら
Ｂ
ｏ
Ｂ
が
始
ま
る

に
は
そ
れ
な
り
に

名
に
な

て
る

は
ず
よ

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
に
闇
風
が
反
応
し
た

え

ま
さ
か
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
場
す
る
の
か

そ
の
ま
さ
か
よ

ど
う

燃
え
て
き
た

ま
じ
か
よ
シ

ナ
も
ゼ
ク
シ

ド
も
ぶ

倒
し
て
俺
が
ナ
ン
バ

ワ
ン
に
な
る
つ
も
り
で
い

た
け
ど

 
も
う
一
人
マ

ク
し
な
い
と
い
け
な
い

て
事
か
よ

 
そ
の
闇
風
の
言
葉
を

い
た
シ
ノ
ン
は

思
い

き
り
闇
風
の
足
を

ん
だ
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て

い
き
な
り
何
す
る
ん
だ
よ

正
し
な
さ
い

え

何
を

今
の
セ
リ
フ
を
よ

 
闇
風
は
そ
う
言
わ
れ
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
ハ

と
す
る
と

め
て
こ
う
言
い
な
お
し

た
シ

ナ
も
ゼ
ク
シ

ド
も
シ
ノ
ン
も
ぶ

倒
し
て
俺
が
ナ
ン
バ

ワ
ン
に
な
る
つ
も
り
で
い
た

け
ど

 
も
う
一
人
マ

ク
し
な
い
と
い
け
な
い

て
事
に
な
る
な

よ
ろ
し
い

よ
し

ち

と
特
訓
し
て
く
る
わ

じ

あ
な

 
そ
し
て
闇
風
は
風
の
よ
う
に
去

て
い

た

 
そ
し
て
今
の
会
話
を

い
て
い
た
キ
リ
ト
は

き

と
ん
と
し
た
顔
で
シ
ノ
ン
に

ね
た

な

あ
い
つ
も
シ

ナ
の
事
を
知

て
る
の
か

そ
り

そ
う
よ

シ

ナ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
一

二
を
争
う

名
人
だ
も
の
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そ
う
な
の
か

や

ぱ
り
女
の
敵
と
し
て
か

え

シ

ナ
は
女
性
に
は
モ
テ
る
け
ど

え

ま
じ
か
よ

あ
ん
な
変
態
が
か

 
そ
れ
を

い
た
シ
ノ
ン
は
思
わ
ず

き
出
し
た

え

俺
何
か
お
か
し
い
事
を
言

た
か

う

う
う
ん

何
で
も
な
い
わ

面
白
そ
う
だ
か
ら
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
こ

と

そ
も
そ
も
シ

ナ
の
実
力
は
ど
う
な
ん
だ

そ
う
ね

少
な
く
と
も
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
に
は
確
実
に
出
て
く
る
と
思
う
わ
よ

そ
う
か

な
ら
直
接
対
決
す
る
機
会
が
あ

た
ら
絶
対
に
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
る

く

目
よ
詩
乃

こ
こ
で
笑

ち

目

え
る
の
よ

 
シ
ノ
ン
は
自
分
に
そ
う
言
い

か
せ

何
と
か
笑
い
を

え
る
事
に
成
功
し
た

あ

そ
う
だ
シ
ノ
ン

他
に
も
大
会
で
必
須
な
ア
イ
テ
ム
と
か
は
あ
る
か
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あ
あ
そ
う
い
え
ば
そ
う
ね
予
備
の

と
か

急
回
復
キ

ト
も

定
の
上
限
ま
で
揃
え
る

べ
き
ね

な
ら
ち

と
そ
こ
の
武
器
屋
を
案
内
し
て
く
れ
な
い
か

色
々
見
て
み
た
い
し

い
い
わ
よ

 
丁
度
そ
の
時
シ

ナ
か
ら
通
信
が
入
り

シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
に
先
に
行

て
も
ら
い

 
シ

ナ
か
ら
の
通
信
に
出
た

ハ
イ

私
よ

お
う
シ
ノ
ン

キ
リ
ト
と
一

な
ん
だ

て
な

今
ど
こ
だ

武
器
屋
の
前
よ

ほ
ら

避
け
ゲ

ム
が
あ
る
あ
そ
こ

あ
そ
こ
か

も
し
か
し
て
今
か
ら
移
動
し
た
り
す
る
か

う
う
ん

キ
リ
ト
君
が
ア
イ
テ
ム

を
見
た
い

て
言
う
か
ら

今
か
ら
店
を
案
内
す
る
所

分
か

た

と
り
あ
え
ず
そ

ち
に
行
く

え
え

こ
れ
は
面
白
く
な

て
き
た
わ
ね

 
シ
ノ
ン
は
や
じ
馬

性

出
し
で
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
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キ
リ
ト
が
待
つ
店
の
中
へ
と
入

て
い

た

 
こ
れ
と
こ
れ
か

え
え

使
い
方
は
後
で
教
え
る
わ

悪
い

助
か
る

 
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
は

調
に
必

品
を
揃
え
て
い
た

さ
て

時
間
的
に
そ
ろ
そ
ろ
の
は
ず
だ
け
ど

あ

来
た

 
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
の

を
見
付
け

そ
の
事
を
キ
リ
ト
に
伝
え
た

キ
リ
ト
君

あ
そ
こ
に
シ

ナ
が
い
る
わ
よ

お

探
す
手
間
が
省
け
た
な

よ
し

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

ダ
ダ
ダ

と
シ

ナ
に
駆
け
寄
り

そ
の
正
面
に

王
立
ち
し
た

よ

シ

ナ

あ最
初
に
こ
れ
を

し
て
お
く

確
か
に
返
し
た
か
ら
な

お
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シ

ナ
は
い
き
な
り
キ
リ
ト
に
大

の
ク
レ
ジ

ト
入
り
の
袋
を
手

さ
れ
驚
い
た
顔
を
し

た
こ

こ
れ
は
ど
う
や

て

い
だ
ん
だ

あ
れ
だ

あ
れ

 
シ

ナ
は
そ
の
キ
リ
ト
の
指
差
す
先
を
見
て

何
が
あ

た
の
か
を
直
ぐ
に
理
解
し
た

ま
じ
か
よ

ふ
ふ
ん

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
シ

ナ
を
見
て

自
慢
げ
に

を
鳴
ら
し
た

お
前
み
た
い
な
変
態
に

り
を
作

た
ま
ま
だ
と
気
持
ち
悪
い
か
ら
な

へ

変
態

ま
だ
俺
は
変
態
扱
い
か

お
前
も
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
る
み
た
い
じ

な
い
か

 
も
し
俺
と
当
た

た
ら

そ
の
時
は
絶
対
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
る
か
ら
な

え

と
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シ

ナ
は
そ
う
一
方
的
に
宣
言
さ
れ

困

た
よ
う
に
シ
ノ
ン
を
見
た

 
シ
ノ
ン
は
必
死
に
笑
い
を

え
て
い
る
よ
う
に
見
え

シ

ナ
は
そ
れ
で
事
情
を
理
解
し
た

確
か
に
シ
ノ
ン
に
口
止
め
を
し
た
の
は
俺
だ
が

ま
じ
か

こ
う
き
た
か

 
ま
あ
こ
ん
な
公

の
面
前
で
俺
に

を

れ
ば

 
名
前
を

る
と
い
う
キ
リ
ト
の
目
的
に
も

出
来
る

こ
れ
は
も
う
仕
方
な
い
か

 
シ

ナ
は
そ
う
考
え

キ
リ
ト
の
挑
発
に
乗
る
事
に
し
た

ま
あ
俺
と
敵
対
し
て
る
と
分
か
れ
ば
キ
リ
ト
が
あ
の
キ
リ
ト
だ
と
思
わ
れ
る
確

も
下
が
る

だ
ろ
う

 
シ

ナ
は
こ
う
も
考
え
た
の
だ
が

Ｂ
ｏ
Ｂ
で
キ
リ
ト
が
銃
を
使
わ
な
い
と
い
う

 
予
想
も
つ
か
な
い
手

を
と

た

ス
テ
ル
ベ
ン
に
一
発
で
正
体
を
見
破
ら
れ

 
結
果
的
に
こ
の
努
力
は
無
に
帰
す
事
に
な
る

お
前
に
出
来
る
の
か

余

だ
余

そ
う
か

な
ら
ば
受
け
て
た
つ

 
そ
の
光
景
を
見
て
い
た

り
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

口
々
に
こ
う

し
立
て
た
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お
い
見
ろ

あ
の
お
嬢
ち

ん
シ

ナ
に
挑
戦
し
た

や
る
な

ま
あ
負
け
る
だ
ろ
う
け
ど
な

頑
張
れ
よ

姉
ち

ん

シ

ナ

手
加

し
て
や
れ
よ

 
そ
の

ぎ
を

き
つ
け
た
の
か

 
た
ま
た
ま
そ
の
場
に
い
た
と
あ
る
女
性
が
シ

ナ
に
し
な
だ
れ
か
か

た

ミ
サ
キ
で
あ
る

あ
ら
シ

ナ
様

私
を
放

て
お
い
て

こ
ん
な
子

に
お
熱
な
ん
で
す
か

ミ

ミ
サ
キ
さ
ん

分
た
ぎ

て
ら

し

い
ま
し
た
わ
ね
私
も
そ
の
ほ
と
ば
し
り
を
直
接
感
じ
て
み
た
い
で

す
わ

 
実
は
私
も
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
ま
す
の
よ

で
す
の
で

行
会
と
い
う
事
で

 
良
か

た
ら
今
夜
う
ち
に
顔
を
出
し
て
下
さ

て
も
よ
ろ
し
い
で
す
の
よ

 
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
シ
ノ
ン
に
じ
ろ

と

ま
れ
シ

ナ
は
や
ん
わ
り
と
そ
れ
を
断
ろ
う

と
し
た

あ

い
や

今
夜
は
ち

と
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う
ふ

そ
れ
じ

あ
別
の
日
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
わ

 
そ
う
ま
る
で
約
束
し
た
か
の
よ
う
な
事
を
言
う
だ
け
言

て

ミ
サ
キ
は
去

て
い

た

 
そ
ん
な
シ

ナ
の

を
見
た
キ
リ
ト
は
言

た

お
前
は
や

ぱ
り

操
が
無
い
な

俺
の
親
友
も
凄
く
モ
テ
る
け
ど

 
同
じ
モ
テ
る
に
し
て
も

や

ぱ
り
お
前
は
あ
い
つ
と
は
大
違
い
だ
な

親
友

て
誰
の
事

 
そ
こ
に
シ
ノ
ン
が
面
白
そ
う
な
顔
で
そ
う
突

込
ん
だ

そ
り

も
ち
ろ
ん
ハ
チ

あ

い
や
い
や

と
に
か
く
親
友
だ

キ
リ
ト

そ
れ
俺

俺
だ
か
ら

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
心
の
叫
び
は
キ
リ
ト
に
は

か
ず

 
キ
リ
ト
は
シ

ナ
を

ん
だ
ま
ま
シ
ノ
ン
に
声
を

け
た

そ
れ
じ

シ
ノ
ン

行
こ
う

ア
イ
テ
ム
の
使
い
方
の
レ
ク
チ

を
頼
む

あ

う

う
ん

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
去

て
い
き

シ

ナ
は
シ
ノ
ン
に
す
れ
違
い
様
に
言

た

お
前

後
で
覚
え
て
ろ
よ
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あ
ら

良
か

た
ら
今
夜
う
ち
に
顔
を
出
し
て
下
さ

て
も
よ
ろ
し
い
で
す
の
よ

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

ミ
サ
キ
の
真
似
を
し
な
が
ら
そ
う
返
し
た

え

い
や

 
だ
が
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
の
返
事
を

か
ず

そ
の
ま
ま
逃
げ
る
よ
う
に
去

て
い

た

あ
い
つ
変
な
事
ば
か
り
覚
え
や
が

て

ま
あ
し
か
し
報
告
も

い
て
お
か
な
い
と
か

 
仕
方
な
い

眠
り
の
森
の
帰
り
に
顔
だ
け
出
す
か

 
そ
し
て
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

ベ

ド
の
上
で
目
を
覚
ま
し
た

 
八
幡
君

お
帰
り

り
ま
し
た

何
か
変
わ
り
は
無
い
で
す
か

え

と

ゼ
ク
シ

ド
君
が
呼
ん
で
る
み
た
い
だ
よ

分
か
り
ま
し
た

今
度
は
そ

ち
に
行

て
み
ま
す

今
日
は
忙
し
い
ね

 
そ
う
言

て
め
ぐ
り
は
ク
ス

と
笑

た

ま
あ
こ
う
い
う
日
も
た
ま
に
は
あ
り
ま
す
よ

そ
れ
じ

あ
行

て
き
ま
す
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八
幡
は
そ
う
言

て
再
び
ア
イ
達
の
下
へ
と
向
か

た

 
ふ
う

今
日
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
こ
う

だ
な

あ
ん
ま
り

を
詰
め
る
の
も
良
く
な
い
か
ら
な

は
い

ゼ
ク
シ

ド
先
生

シ

ナ
先
生

今
日
や

た
事
は

の
中
で
復

し
て
お
い
て
く
れ

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
言
い
な
が
ら
扉
を
抜
け

自
分
の
家
へ
と

て
い

た

ゼ
ク
シ

ド
の
奴
は
ど
う
だ

た

 
シ

ナ
は
二
人
に
そ
う

ね
た

凄
く
分
か
り
や
す
い
教
え
方
だ

た
わ
ね

八
幡
が
言
う
ほ
ど
お
か
し
な
人
じ

な
か

た
よ

そ
う
か

あ
い
つ
も
自
分
が
こ
ん
な

況
に
な

て
何
か
意
識

で
も

こ

た
の
か

ね 
そ
し
て
八
幡
も
二
人
に
別
れ
を
告
げ

そ
の
日
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

さ
て

詩
乃
の
所
に
顔
を
出
す
か
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そ
し
て
八
幡
は

詩
乃
の
家
へ
と
向
か

た
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第
４
０
４
話
 
運
命
は
徐
々
に
収
束
し
始
め
る

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
キ
リ
ト
に
説
明
を
終
え

そ
の
日
は

め
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
詩
乃
は

 
台
所
で
何
か
ゴ
ソ
ゴ
ソ
や

て
い
た
か
と
思
う
と

ダ

シ

で
コ
ン
ビ
ニ
へ
と
向
か

た

 
そ
の

を
目
撃
し
た
恭
二
は

て
て
そ
の
後
を
追
い
か
け
た

朝
田
さ
ん

何
を
あ
ん
な
に
急
い
で
る
ん
だ
ろ
う

 
そ
し
て
コ
ン
ビ
ニ
に
着
い
た
詩
乃
は

片

か
ら
生

子
や

を
カ
ゴ
に
詰
め
始
め
た

お
や
つ
の

い
出
し

そ
れ
に
し
ち

分
急
い
で
る
み
た
い
だ
け
ど

う

ん

こ
ん
な
事
に
な
る
な
ら
あ
い
つ
の
好
み
を
事
前
に

い
て
お
け
ば
良
か

た
わ
ね

 
そ
の
詩
乃
の

き
で

恭
二
は
詩
乃
が
何
の

に
こ
こ
に
来
た
の
か
を
悟

た

こ
れ
か
ら
シ

ナ
さ
ん
が
来
る
の
か

コ

ヒ

は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
だ
け
ど
あ
る
し

緑
茶
も
あ
る
か
ら

後
は
紅
茶
く
ら
い
か
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そ
し
て
詩
乃
は

い
物
を
済
ま
せ

そ
の
ま
ま
去

て
い

た

 
恭
二
は
上
手
く
詩
乃
に
見
付
か
ら
な
い
よ
う
に
立
ち
回

て
い
た
が

 
さ
す
が
に
何
も

わ
な
い
ま
ま
外
に
出
る
の
は

わ
れ
た

当
に
飲
み
物
を
選
び

 
そ
の
ま
ま
レ
ジ
へ
と
向
か

た

す
る
と
そ
こ
に

何
故
か
詩
乃
が

て
き
た

 
詩
乃
は
レ
ジ
に
い
る
恭
二
に
気
付
き

声
を

け
て
き
た

あ
れ

新
川
君
じ

な
い

偶
然
ね

朝
田
さ
ん

ぐ

偶
然
だ
ね

 
恭
二
は

り

詩
乃
の
手
に
持
つ
コ
ン
ビ
ニ
の
袋
を
見
な
が
ら

に
こ
う
言

た

朝
田
さ
ん

そ
の
コ
ン
ビ
ニ
の
袋

も
し
か
し
て
何
か

い
忘
れ

あ
う
ん
さ

き
ま
で
こ
こ
に
い
た
の
よ
急
い
で
シ

ワ

を

び
な
い
と
い
け
な
い
ん

だ
け
ど

 
シ

ン
プ

が
切
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
て
ね

あ

そ
う
な
ん
だ

新
川
君
と
は
入
れ
違
い
だ

た
み
た
い
ね

そ

そ
う
だ
ね
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そ
の
言
葉
を

い
た
店
の
店
員
が
一

変
な
顔
を
し
た

 
も
ち
ろ
ん
恭
二
が
詩
乃
の
事
を
気
に
し
て
い
た
の
を
見
て
い
た
か
ら
だ
が

 
そ
の
店
員
は
特
に
何
も
言
お
う
と
は
し
な
か

た

そ
し
て
二
人
は

い
物
を
済
ま
せ
コ
ン

ビ
ニ
を
出
た

そ

そ
れ
じ

あ
僕
は
行
く
ね

Ｂ
ｏ
Ｂ

頑
張

て
ね

え
え

あ
な
た
も
ね

 
そ
の
言
葉
に
恭
二
は

少
し
気
ま
ず
そ
う
な
顔
で
こ
う
答
え
た

あ

ご
め
ん

僕
は
今
回
は
そ
も
そ
も
参
加

し
込
み
を
し
て
な
い
ん
だ
よ

え

ど
う
し
て

そ
の
日
に
ど
う
し
て
も
外
せ
な
い
用
事
が
出
来
ち

て
さ

 
そ
の
言
葉
は

で
は
な
い

詩
乃
の
家
の
鍵
は

 
八
幡
が
何
も
口
を
出
さ
な
い

度
に
は
セ
キ

リ
テ

が

く

 
さ
す
が
の
恭
二
も
不
法
侵
入
す
る
事
は
不
可
能
だ

た

 
だ
か
ら
恭
二
は

ス
テ
ル
ベ
ン
が
黒
星
で
シ
ノ
ン
を
撃
つ
と
い
う
予
定
は
変
え
ず

 
詩
乃
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

て
直
接
家
を
訪
れ
る
つ
も
り
で
い



 第４０４話 運命は徐々に収束し始める

た 
用
事
と
は
つ
ま
り
そ
れ
の
事
で
あ
る

 
詩
乃
に
関
し
て
だ
け
は

似
Ｍ
Ｐ
Ｋ
と
は
言
え
な
い
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
た
が

 
恭
二
が
そ
こ
は
ど
う
し
て
も

ら
な
か

た

昌
一
と

も
そ
れ
を
認
め
て
い
た

 
も

と
も
恭
二
は

え
ス
テ
ル
ベ
ン
が
シ
ノ
ン
を
撃
ち

な

て
も

 
詩
乃
の
家
に
押
し
か
け
る
つ
も
り
で
い
た
の
だ

た
が

そ
う

そ
れ
は
残
念
ね

ま
あ
で
も
次
が
あ
る
わ
よ

う

う
ん

そ
れ
じ

あ
ち

と
急
い
で
る
か
ら

ま
た
ね

う
ん

ま
た

 
そ
し
て
詩
乃
は
足
取
り
も

く
立
ち
去

た

そ
の

の
中
か
ら
は
も
う
恭
二
の
存
在
は
消

え
て
い
た

 
だ
が
恭
二
の

の
中
は

先
ほ
ど
の
詩
乃
の
言
葉
で
い

ぱ
い
だ

た

シ

ナ
さ
ん
が
来
る
前
に

急
い
で
シ

ワ

か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
恭
二
は

詩
乃
の
後
を
追
い
か
け
た
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と
言

て
も
詩
乃
の
家
は
も
う
知

て
い
る
の
で

 
十
五
分
ほ
ど
時
間
を
開
け
て
か
ら
向
か

た
の
で
あ

た

  
恭
二
が
詩
乃
の
家
に
着
い
た
の
は

丁
度
八
幡
が

か
ら
降
り
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
一

だ

た

 
そ
し
て
恭
二
の
目
の
前
で

に
タ
オ
ル
を
乗
せ
た
詩
乃
が
薄
着
の
ま
ま
八
幡
を
出
迎
え
た

朝
田
さ
ん

ま
た
シ

ナ
さ
ん
の
前
で
あ
ん
な
格
好
を

 
そ
の
時
八
幡
が
詩
乃
に
何
か
を
言
い

詩
乃
は
笑
顔
で
何
か
答
え

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
家
の
中
へ
と
消
え
て
い

た

 
お
い
詩
乃

さ
す
が
に
そ
の
格
好
は
無
防
備
す
ぎ
じ

な
い
か

 
い
き
な
り
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
は

笑
顔
で
こ
う
答
え
た

ご
め
ん
な
さ
い

今
シ

ワ

を

び
た
ば
か
り
だ

た
の
よ

 
さ
す
が
の
私
も
こ
れ
は
ち

と
恥
ず
か
し
い
か
ら

ち

ん
と
着

え
る
つ
も
り
よ

 

も

か
し
た
い
し

上
が

て
ち

と
待

て
て
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ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が

さ
さ

ど
う
ぞ

お
う

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
テ

ブ
ル
の
前
に

け

詩
乃
が

を

か
し
終
わ
る
の
を
待

た

そ
れ
く
ら
い
の

の
⻑
さ
だ
と

か
す
の
も
や

ぱ
楽
か

う
ん

ま
あ
ね

そ
う
か

明
日
奈
は

日
苦
労
し
て
い
る
み
た
い
な
ん
だ
よ
な

そ
り

あ
れ
だ
け
⻑
い
と
ね

 
そ
の

間
に

い
き
な
り
部
屋
の
ブ
レ

カ

が
落
ち
た

あ
れ

ド
ラ
イ
ヤ

の
他
に
何
か
使

て
る
の
か

他
に
は

気
式
の
ポ

ト
と

エ
ア
コ
ン
と

あ
あ

は
ち
ま
ん
く
ん
の
充

だ
わ

道
理
で
何
か
静
か
だ
な
と
思

て
い
た
が

あ
い
つ
が
い
な
い
せ
い
だ

た
か

ブ
レ

カ

ど
こ
だ

け
な

と
り
あ
え
ず
ド
ラ
イ
ヤ

の
ス
イ

チ
は
切

て
お
け
よ
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う
ん

  
恭
二
は
八
幡
が
詩
乃
の
家
の
中
に
入

て
し
ば
ら
く
し
た
後
部
屋
の

気
が
い
き
な
り
消
え

た 
前
回
と
同
じ
よ
う
に
完
全
に
勘
違
い
を
し
た

く

気
が
消
え
る
な
ん
て

今

朝
田
さ
ん
は

 
そ
し
て
恭
二
は
い
た
た
ま
れ
な
く
な
り

そ
の
場
を
後
に
し
た

ま
あ
い
い
や

明
後
日
に
は
僕
も

 
そ
う

く
恭
二
の
顔
は
先
ほ
ど
詩
乃
と
コ
ン
ビ
ニ
で
話
し
た
時
と
は
別
人
の
よ
う
に

く
歪

ん
で
い
た

  
そ
の

詩
乃
は

心

そ
う
に
八
幡
の

に
す
が
り
つ
い
て
い
た

お
い
詩
乃

動
き
に
く
い
ん
だ
が

し

仕
方
な
い
じ

な
い

暗
い
の
は
や

ぱ
り
ち

と
怖
い
の
よ

多
分
入
り
口
に
ブ
レ
イ
カ

が
あ
る
と
思
う
か
ら

一
分
く
ら
い
我
慢
し
ろ

て
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う

う
ん

く
し
て
ね

 
そ
し
て
直
後
に
部
屋
に
明
か
り
が

り

詩
乃
は
ほ

と
し
た

 
詩
乃
は
エ
ア
コ
ン
の
ス
イ

チ
を
切
り
お
そ
る
お
そ
る
ド
ラ
イ
ヤ

の
ス
イ

チ
を
入
れ
た

 
ど
う
や
ら
大
丈
夫
の
よ
う
で

詩
乃
は
再
び

を

か
し
始
め
た

大
丈
夫
み
た
い
だ
な

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
は
手
持
ち
無
沙

に
な

た
の
か

何
と
な
く
ス
マ
ホ
の
テ
レ
ビ
を
付
け
た

 
そ
の

間
に

室
内
に
神
崎
エ
ル
ザ
の
歌
声
が
鳴
り

き

詩
乃
は
ド
ラ
イ
ヤ

を
止
め
た

あ

そ
れ

初
め
て
見
た

お
う

俺
も
だ
わ

 
画
面
の
中
で
は
エ
ル
ザ
の
歌
声
と
共
に

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

が
流
れ
て
い
た

そ
う
い
え
ば
最
近
ピ
ト
の

を
滅
多
に
見
な
い
わ
ね

Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
場
す
る

に

る
間
も

し
ん
で
仕
事
を
前
倒
し
で
こ
な
し
て
る
ら
し
い
ぞ

あ

そ
う
い
う
事

 
詩
乃
は
そ
れ
で
納
得
し

再
び

を

か
し
始
め
た
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そ
し
て

を

か
し
終
わ

た
後
詩
乃
は
奥
の
部
屋
で
普
通
の
服
に
着

え
居
間
に

て
き
た

飲
み
物
と
お
茶

子
を
用
意
す
る
け
ど

何
が
い
い

じ

あ
ホ

ト
で

も
し
あ
る
な
ら
ミ
ル
ク
と
砂

多
目
で
頼
む

 
お
茶

子
は

そ
れ
も

い
奴
な
ら
何
で
も
い
い

ふ

ん

そ
れ
が
八
幡
の
好
み
な
の

ま
あ
千
葉

は
大
体
そ
う
だ
な

 
そ
う

八
幡
は
勝
手
に
千
葉

を
代
表
す
る
よ
う
な
事
を
言

た

そ
ん
な

無
い
じ

な
い

 
さ
す
が
の
詩
乃
も
笑
い
な
が
ら
そ
れ
に
突

込
ん
だ

ま
あ
な
で
も
最
近
気
付
い
た
ん
だ
が
や

ぱ

を
使

た
後
は

い
物
が
欲
し
く
な
る
よ

な
う

ん

ま
あ
確
か
に
そ
う
ね

が

分
を
欲
し
て
い
る
の
ね

そ
う
い
う
事
だ

そ
れ
じ

あ
悪
い
が
宜
し
く
頼
む
わ

う
ん

待

て
て
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そ
し
て
詩
乃
に
入
れ
て
も
ら

た
コ

ヒ

を
飲
み
な
が
ら

 
八
幡
は
キ
リ
ト
が
ど
う
だ

た
か
詩
乃
に

ね
た

そ
う
ね

や

ぱ
り
ア
イ
テ
ム

に
つ
い
て
は

 
ち

と
教
え
た
だ
け
で
直
ぐ
に

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
使
い
こ
な
し
て
た
わ
ね

ま
あ
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
魔
法
が
無
か

た
か
ら
な

そ
の
分
ア
イ
テ
ム
が
重
要
だ

た
し

 
そ
の
点
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
よ
り
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
近
い
か
ら
な

で

相
変
わ
ら
ず
銃
の

は
上
達
の

し
無
し
ね

何
で
だ
ろ
う
な

何
で
だ
ろ

 
そ
の
答
え
は
い
く
ら
考
え
て
も
出
な
か

た

ま
あ
い
い

で

何
で
あ
い
つ
は
シ

ナ
の
事
を
知
ら
な
い
ん
だ

 
自
分
で
言
う
の
も
ア
レ
だ
が

お
前
と
一

に
映

て
る
動
画
も
多
い
し

 
名
前
も
か
な
り

れ
て
る
と
思
う
ん
だ
が

あ

そ
れ
ね

何
か
キ
リ
ト
君
が
言
う
に
は

事
前
に
そ
う
い
う
の
を
調
べ
ち

う
と

 
初
見
の
相
手
と
戦
う
楽
し
み
が
無
く
な
る
か
ら

力
動
画
と
か
は
見
な
い
よ
う
に
し
て
た
ん
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だ

て
戦
闘
狂
か
よ

 
八
幡
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た

明
日
は
せ
め
て
人

み
に
射
撃
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
に
特
訓
す
る

て
言

て
た
わ

よ
あ
い
つ

そ
ん
な
ん
で
よ
く
俺
に
勝
つ
と
か
言

た
よ
な

ま
あ
で
も
あ
の
ゲ

ム
を
一
発
で
ク
リ
ア
す
る
く
ら
い
よ

 
や

ぱ
り
要
注
意
な
事
に
変
わ
り
は
無
い
で
し

う
ね

ま
あ
な

あ
い
つ
は
凄
か

た
か

う
ん

し
れ

と
し
た
顔
で

道
予

線
を
予

し
た

て
言

て
た
わ
よ

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

真
面
目
そ
う
な
顔
で
こ
う
言

た

何
か
俺
達
の
狙
撃
も
し
れ

と
か
わ
し
そ
う
だ
よ
な

初

を
か
わ
さ
れ
る
と

い
わ
ね

 
そ
の

に
は
も
う
い
い
時
間
に
な

て
い
た

八
幡
は
そ
ろ
そ
ろ
詩
乃
の
家
を

す
る
事
に

し
た
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さ
て

そ
ろ
そ
ろ
帰
る
わ

詩
乃
は
明
日
ど
う
す
る
ん
だ

そ
う
ね

私
に
は
狙
撃
し
か
無
い
か
ら

明
日
は
モ
ブ
を
狙
撃
で
も
し
て
調
整
か
し
ら
ね

そ
う
か

も
し
予
選
で
当
た

た
ら

み

こ
無
し
だ
ぞ

も
ち
ろ
ん
よ

そ
の
ハ

ト
を
必
ず
撃
ち
抜
い
て
み
せ
る
わ

そ
こ
は
心

て
言
え
よ

 
そ
し
て
八
幡
は
帰

て
い
き

詩
乃
は
若

の

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も

 
八
幡
の
飲
み
残
し
の
コ

ヒ

を
見
つ
め
な
が
ら

そ
の
余

に

て
い
た

出
来
れ
ば
み
ん
な
決
勝
ま
で
進
め
る
と
い
い
な

そ
の
上
で
今
度
こ
そ
優
勝
を

 
詩
乃
は
そ
う
言
い
な
が
ら
少
し

た
後
に
八
幡
の
飲
み
か
け
の
コ

ヒ

に
手
を

ば
し
た

こ
れ
は
も

た
い
な
い
か
ら
仕
方
な
い

う
ん

も

た
い
な
い
よ
ね

 
そ
し
て
詩
乃
は

そ
の
コ

ヒ

を
口
に
し
た

  
次
の
日
八
幡
は

再
び
眠
り
の
森
へ
と

い
た
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お
い
じ
じ
い
も
う
い
い
年
な
ん
だ
か
ら
さ

さ
と
ゼ
ク
シ

ド
を
治
し
て
そ
の
ま
ま
死
ん

で
く
れ

お
前
は
い
き
な
り
何
を
言

と
る
か

は
ま
だ
ま
だ
死
な
ん
わ

ふ
ふ

結
城
さ
ん

八
幡
君
は

素
直
に
あ
り
が
と
う

て
言
え
な
い
ん
で
す
よ
き

と

何

そ
う
か
そ
う
か

や
は
り
お
主
は

の
事
を
本
当
の

の
よ
う
に

て
い
る
ん
だ

な
め
ぐ
り
ん

あ
ん
ま
り
こ
の
じ
じ
い
を

や
か
さ
な
い
で
下
さ
い

は

い

 
そ
う
言
わ
れ
た

は

表
情
を
変
え
ず
に
こ
う
言

た

ま

た
く
こ
れ
が

つ
ん
で
れ

て
奴
な
の
か
の
う

真
顔
で
何
言

て
ん
だ
よ
じ
じ
い

 
八
幡
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

に
こ
う

ね
た

査
結
果
は
い
つ

出
そ
う
だ

明
日
の
夜
に
な
る
そ
う
だ

お
主
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
や
ら
の
大
会
じ

た
か

そ
う
か

も
し

物
に
よ
る
被
害
だ

て
結
果
が
出
た
ら
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め
ぐ
り
ん
は
直
ぐ
に
姉
さ
ん
に
連

を
お
願
い
し
ま
す
そ
こ
か
ら
直
ぐ
に

察
に
動
い
て
も

ら
う
ん
で

 
現
場

証
と
死
ん
だ
プ
レ
イ
ヤ

の
体
も
も
う
一
度
そ
の
観
点
か
ら
調
べ
な
お
し
て
も
ら
わ

な
い
と

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て

が

少
し
心
配
そ
う
に
八
幡
に
言

た

お
主
も
気
を
付
け
る
ん
じ

ぞ

当
日
は
こ
こ
か
ら
イ
ン
す
る
事
に
す
る
つ
も
り
だ
か
ら
大
丈
夫
だ

そ
れ
が
い
い
の
う

そ
れ
な
ら

も
お
る
で
な

他
の
護
衛
も
手
配
す
る
か

そ
れ
は
知
り
合
い
の
伝
手
で

察

を

遣
し
て
も
ら
う
事
に
な

て
る

相
変
わ
ら
ず
抜
け
目
が
無
い
の
う

連

役
と
し
て

う
ち
の
小
猫
を
こ
こ
に
残
し
て
お
く
か
ら

 

査
結
果
が
分
か

た
ら
俺
に
も
教
え
て
く
れ
よ
な

じ
じ
い

お
う

任
さ
れ
た
ぞ
い

 
そ
し
て
八
幡
は

ゼ
ク
シ

ド
の
手
伝
い
を
す
る

に
ロ
グ
イ
ン
し
た
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ゼ
ク
シ

ド
調
子
は
ど
う
だ

お
い
シ

ナ

 
ゼ
ク
シ

ド
は

心

驚
い
た
と
い
う
表
情
で
い
き
な
り
シ

ナ
に
詰
め
寄

た

あ
の
子

お
前
の
何
な
ん
だ

あ
の
子

ど

ち
だ

い
や
ま
あ

ど

ち
も
俺
の
被
保
護
者
み
た
い
な
も
ん
だ
が

被
保
護
者
ね

あ
の
子

て
の
は
ア
イ

て
子
の
方
だ

 
何
な
ん
だ
よ

あ
の
化
け
物
み
た
い
な

応
性

 
俺
が
教
え
た
事
を
少
し
練

し
た
だ
け
で

片

か
ら
モ
ノ
に
し
ち
ま

て
る
ぞ

ま
じ
か
よ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ア
イ
と
ユ
ウ
が
模

戦
を
や

て
い
る

を
見
学
し
た

お
い
ゼ
ク
シ

ド

何
で
ア
イ
の
奴

剣
を
持

て
る
ん
だ

今
は
銃
を
持

た
相
手
と
の
近
接
戦
闘
の
事
を
教
え
よ
う
と
思

た
ん
だ
が

 

し
に
最
初

何
も
教
え
な
い
で
戦

て
も
ら

た
ん
だ
よ

 
で
も
見
て
み
ろ
よ

教
え
る
ま
で
も
な
く
平
気
で
こ
な
し
ち
ま

て
る
だ
ろ
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あ
あ

ま
あ
あ
の
二
人
は
フ

ン
タ
ジ

系
の
ゲ

ム
を
や

て
る
か
ら
な

そ
の
せ
い
も
あ
る
の
か

な

あ
の
子
も
う
お
前
よ
り
も
強
か

た
り
す
る
ん
じ

な

い
か今

は
ま
だ
能
力
差
が
あ

て
も
負
け
る
気
は
し
な
い
が

 
明
日
に
な

た
ら
ち

と
分
か
ら
な
い
か
も
な

お
い
お
い

そ
こ
は
ベ
テ
ラ
ン
の

力
を
見
せ
て
く
れ
よ

そ
う
い
う
お
前
は
ど
う
な
ん
だ

俺
か

俺
は

も
う
勝
て
ね
え
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
顔
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
見
え
た

分
素
直
に
認
め
る
ん
だ
な

も
し
か
し
て
自
分
の
弟
子
が
強
く
な
る
の
が
嬉
し
い
の
か

ま
あ
こ
こ
に
来
て
か
ら
は
他
人
の
目
も
無
い
し

自
分
が
素
直
に
な

て
い
る
の
は
認
め
る

 
そ
の
上
で
言
わ
せ
て
も
ら
う
と

そ
の
通
り
だ
よ
シ

ナ

 
自
分
の
弟
子
が
お
前
に
勝

た
ら

じ

な
い
か
よ

ま
あ
そ
の
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど
な

い
ず
れ
自
分
の
力
で
俺
に
挑
ん
で
こ
い
よ

ま
あ
体
が
治

た
ら
な
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ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
自

ぎ
み
に
言

た

完

に
と
い
う
保
証
は
出
来
な
い
が

治
す
さ

あ
り
が
と
な

お
う

  
こ
う
し
て

人
の
色
々
な
思
い
を
乗
せ
な
が
ら
つ
い
に
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
当
日
を
迎
え
る
事

と
な

た



 第４０５話 開幕、第三回ＢｏＢ

 
第
４
０
５
話
 
開
幕

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

 
い
よ
い
よ
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

開
幕
で
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

お
い
小
猫

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ

言
わ
れ
た
通
り

伝
手
を
頼

て

察
に
護
衛
を
依
頼
し
て
お
い
た
の
だ
け
れ
ど

 
薔
薇
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は
納
得
し
難
い
表
情
で

そ
の
場
に
い
る
二
人
を
見
た

こ
れ
は
参
謀

お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
ぞ

お

お
う

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
大
会
当
日

八
幡
は
朝

く
に
眠
り
の
森
を
訪
れ
て
い
た

 
そ
こ
に
は
八
幡
が
使
う
予
定
の
ベ

ド
の

で

将

を
打

て
い
る

と
自
由
の

が

あ

た
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じ
じ
い
は
と
も
か
く
ゴ
ド
フ
リ

の
お

さ
ん
は
一
体
ど
う
し
た
ん
だ

参
謀
の
身
を
守
る
な
ど
と
言
う
重
要
ミ

シ

ン
を
他
の
者
に
任
せ
る

に
は
い
か
な
い
で

す
か
ら
な

 
私
自
ら
が
護
衛
に
つ
く
事
に
し
た
と

そ
う
い
う

で
す
ぞ

え

と

お

さ
ん

仕
事
の
方
は
大
丈
夫
な
の
か

大
丈
夫

今
日
は
し

か
り
と

休
暇
の

を
し
て
お
き
ま
し
た

あ

そ
う

 
確
か
に
こ
の
二
人
に
守

て
も
ら
え
ば
滅
多
な
人
間
は
近
寄
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が

 
八
幡
と
し
て
は

ど
う
し
て
も
オ

バ

キ
ル
感
が

え
な
か

た

ま
あ
い
い
か

と
り
あ
え
ず
今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は
気
を
取
り
直
し

丁

な
言
葉
で
そ
う
二
人
に

を
し
た

お
う

任
せ
て
お
け
い

お
任
せ
下
さ
い

 
二
人
は
や
る
気
満
々
で
そ
う
答
え

八
幡
は
深
い
た
め
息
を
つ
い
た
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和
人
君

調
子
は
ど
う

ナ
ツ
キ
さ
ん

絶
好
調
で
す
よ

ど
う
し
て
も
倒
し
た
い
奴
も
い
ま
す
し
ね

そ
れ

て
も
し
か
し
て

シ

ナ

て
人
の
事

え
え

あ
ん
な
変
態
を
の
さ
ば
ら
せ
て
お
い
た
ら

八
幡
に

ら
れ
ち

い
ま
す
か
ら
ね

 
そ
の
和
人
の
言
葉
に
ナ
ツ
キ
は
た
ま
ら
ず

き
出
し
た

え

あ
れ

俺
何
か
変
な
事
を
言
い
ま
し
た

う

う
う
ん

何
か
が
ツ
ボ
に
は
ま

ち

た
だ
け
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で

 
そ
ん
な
二
人
の
声
を

き
つ
け

奥
か
ら

岡
も

を
現
し
た

や

和
人
君

調
子
は
ど
う
だ
い

さ

き
ま
で
絶
好
調
だ

た
け
ど

岡
さ
ん
の
顔
を
見
た
ら
急
に
や
る
気
が
無
く
な
り
ま
し

た
ち

ど
う
い
う
事

 

岡
は

し
そ
う
な
顔
で
和
人
に
そ
う
言

た

冗
談
で
す

て

そ
れ
じ

あ
ナ
ツ
キ
さ
ん

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

え

ち

と

ぼ

僕
に
は
何
か
な
い
の
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て
る
俺
に
何
か
し
た
ら
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
男
に

い

さ
れ
て
る
み
た
い
で
不

で

す
え

え
え

 

岡
は
落
ち
込
ん
だ
様
子
で
そ
う
言
い

そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
は
笑
顔
で

岡
に
言

た

や
だ
な

冗
談
で
す

て

岡
さ
ん

 
そ
ん
な
和
人
に

岡
は

不
安
そ
う
な
顔
で
言

た

ほ

本
当
に

本
当
で
す

本
当
の
本
当
に

 

岡
が
そ
う
念
を
押
し
て
き
た

和
人
は
思
わ
ず
本
音
を
口
に
出
し
た

め
ん
ど
く
さ
い
な

本
当
で

す

そ
れ
じ

あ
ナ
ツ
キ
さ
ん

速
い
き
ま
す

え
え

分
か

た
わ

ち

ち

と
和
人
君

最
近
八
幡
君
に
似
て
き
て
な
い

あ
は
は
は
は
は

 
和
人
は
そ
れ
に
は
答
え
ず

た
だ

岡
に
笑
い

け
た
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ま

ま
あ
い
い
や

そ
れ
じ

あ
今
日
は
頑
張

て
ね

 
こ

ち
も
和
人
君
が
危
な
い
目
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

心
の
注
意
を

う
か
ら

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
八
幡
と
和
人
は

同
じ
く
ら
い
の
時
間
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
う
げ

お
 
そ
し
て
二
人
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
顔
を
合
わ
せ
た

よ話
し

け
ん
な
よ

変
態
が
う
つ
る
だ
ろ

俺
は
別
に
変
態
じ

な
い
ぞ

至

て
ノ

マ
ル
だ

そ
れ
じ

あ
ナ
ン
パ
野
郎

ナ
ン
パ
と
か
し
た
事
無
い
ん
だ
が

こ
の
前
俺
を
ナ
ン
パ
し
た
じ

な
い
か
よ

気
持
ち
悪
い

あ
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シ

ナ
は
言
い
逃
れ
出
来
な
い
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ

 
そ
れ
以
上
キ
リ
ト
を
説
得
す
る
の
を

め
た

ま

ま
あ
そ
ん
な
事
も
あ

た
か
も
し
れ
ん

か
も
じ

な
く
て
あ

た
ん
だ
よ

こ
れ
が
俺
の
事
を
変
態
扱
い
す
る
一
因
か

 
シ

ナ
は
そ
う
考
え
た
が

水

に
帰
ら
ず
で
あ
る

 
シ

ナ
は
気
を
取
り
直
し

話
題
を
変
え
よ
う
と
キ
リ
ト
に
話
し

け
た

な何
だ
よ

お
前

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
予
選
会
場
が
ど
こ
な
の
か
分
か

て
る
の
か

も

も
ち
ろ
ん
だ

こ
い
つ

絶
対
調
べ
て
な
い
な

 
そ
ん
な
考
え
を
お
く
び
に
も
出
さ
ず

シ

ナ
は
し
れ

と
キ
リ
ト
に
言

た

そ
う
か

じ

あ
ま
た
会
場
で
な

お

お
う
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そ
し
て
シ

ナ
は
歩
き
出
し

キ
リ
ト
は
少
し
離
れ
て
そ
の
後
を
つ
い
て
い

た

 
シ

ナ
は
そ
の
事
に
気
が
付
く
と
足
を
止
め

り
返

て
キ
リ
ト
に
言

た

な
ん
で
俺
の
後
を
付
い
て
く
る
ん
だ

そ
ん
な
の
目
的
地
が
一

な
ん
だ
か
ら

そ
う
な
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 
そ
う
言
わ
れ
た
シ

ナ
は
ど
う
し
て
も
キ
リ
ト
を
か
ら
か
い
た
い
気
持
ち
を

え
ら
れ
な
く

な

た
そ
う
か
そ
う
か

俺
は
こ
れ
か
ら
大
会
前
の
景
気

け
に

 
お
姉
ち

ん
の
い
る
い
か
が
わ
し
い
酒
場
に
行
く
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が

 
お
前
も
そ
の
つ
も
り
だ

た
ん
だ
な
う
ん
う
ん
や

ぱ
り
そ
う
い
う
の
は
男
に
と

て
は

必
須
だ
よ
な

え
 
キ
リ
ト
は
そ
の
言
葉
に

か
ん
と
し
た

そ
こ
に

り
悪
く
シ
ノ
ン
が
通
り
か
か

た

あ
ん
た
達
何
や

て
る
の

く
向
か
う
わ
よ

お
う
シ
ノ
ン

さ
あ

あ
ん
な
奴
は
放

て
お
い
て
会
場
に
行
こ
う

 
あ
い
つ
は
大
会
前
の
景
気

け
に
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こ
れ
か
ら
お
姉
ち

ん
の
い
る
い
か
が
わ
し
い
酒
場
に
行
く
つ
も
り
ら
し
い
か
ら
な

い
か
が
わ
し
い
酒
場

 
シ
ノ
ン
は
そ
ん
な
物
あ

た
か
し
ら
と
考
え
込
ん
だ
が
ど
う
考
え
て
も
そ
ん
な

設
は
存
在

し
な
い

ま
あ
い
い
わ

ほ
ら
二
人
と
も

さ

さ
と
行
く
わ
よ

お
う

あ

え

と

お

お
う

く
そ

シ
ノ
ン
の
奴

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
す
ぎ
だ
ろ

 
シ

ナ
は
仕
方
な
く
キ
リ
ト
を
か
ら
か
う
の
を

め
二
人
の
後
を
大
人
し
く
付
い
て
い
く
事

に
し
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
の

に

キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
の
会
話
が

こ
え
て
き
た

な

シ
ノ
ン

あ
い
つ
と
は
そ
れ
な
り
に
親
し
い
の
か

え

そ
う
ね

ま
あ
そ
れ
な
り
か
な

ま
さ
か
リ
ア
ル
で
会
お
う
な
ん
て
言
わ
れ
て
な
い
よ
な

あ

え

と
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シ
ノ
ン
は
む
し
ろ

自
分
が
グ
イ
グ
イ
押
し
て
い
る
立
場
だ

た
の
で

 
何
と
言
え
ば
い
い
か
迷
い

口
ご
も

た

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
反
応
を
見
た
キ
リ
ト
は

シ

ナ
に
詰
め
寄

た

お
前

い
や
い
や
待
て
待
て

心
配
し
な
く
て
も
や
ま
し
い
事
は
何
一
つ
し
て
い
な
い

 
シ
ノ
ン
に
確
認
す
れ
ば
分
か
る
は
ず
だ

本
当
か

 
キ
リ
ト
は

り
返
り

シ
ノ
ン
に
そ
う

ね
た

そ
う
ね

彼
の
言
う
事
は
本
当
よ

そ
う
か

疑

て
す
ま
な
か

た

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
素
直
に
シ

ナ
に

を
下
げ
た

こ
う
い
う
所
が
キ
リ
ト
の
い
い
所
で

あ
るで

も
俺
は
お
前
が

い
だ

だ
か
ら
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
当
た

た
ら

絶
対
に
ぶ

倒
す

ふ
ん

返
り
討
ち
に
し
て
や
る
さ

 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
ぐ
ぬ
ぬ
と

み
合

た
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そ
ん
な
二
人
を
観
察
す
る
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た

ス
テ
ル
ベ
ン
で
あ
る

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
今
は
目
立
つ
事
を
避
け
る

死
銃
の
格
好
は
し
て
お
ら
ず
あ
え
て
素
顔
を

し
て
い
た

あ
れ
が
キ
リ
ト

本
物
か

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は

ア
ン
タ

チ

ブ
ル
の
ク
リ
ア
者
の
名
前
の
表

を
見
て

 
キ
リ
ト
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

が
あ
の
キ
リ
ト
で
は
な
い
か
と
疑

て
い
た

だ
が

シ

ナ
が
ハ
チ
マ
ン
な
の
は
間
違
い
な
い

 
も
し
本
物
な
ら
あ
ん
な
態
度
は
と
ら
な
い
は
ず

や
は
り
別
人
か

 
こ
う
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は

キ
リ
ト
へ
の
興
味
を
一
切
失

た

さ
て

素
顔
の
ま
ま
で
目
立
た
な
い
よ
う
に
決
勝
ま
で
進
む
か

  
参
加
者
達
が
集
ま

て
い
る
専
用
ド

ム
の
一

に

シ

ナ
の
友
好
チ

ム
の
面
々
が
集

ま

て
い
た

 
そ
の
メ
ン
バ

は

シ

ナ

ピ
ト
フ

イ

シ
ノ
ン

銃
士

闇
風

薄
塩
た
ら
こ
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ミ
サ
キ

ダ
イ
ン

ギ
ン
ロ
ウ
で
あ
る

 
ち
な
み
に
ギ
ン
ロ
ウ
以
外
は

決
勝
へ
の
出
場
が
確
実

さ
れ
て
い
る
者
ば
か
り
だ

た

 
そ
の
様
子
を
少
し
離
れ
た
場
所
で
見
つ
め
る
者
が
い
た

も
ち
ろ
ん
キ
リ
ト
で
あ
る

も
し
か
し
て
あ
い
つ
は
た
だ
の
変
態
じ

な
く

ハ

レ
ム
王
の
変
態
な
の
か

 
キ
リ
ト
は
シ

ナ
の
予
想
以
上
の
人
気
に
驚
い
て
い
た

 
仲
間
内
で
も
シ
ノ
ン
以
外
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
全
員
シ

ナ
の

り
で
き

き

う
ふ

ふ
し
て
い
た

 
シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
の

線
を
気
に
し
シ

ナ
に
近
付
く
の
を
断

の
思
い
で
我
慢
し
て
い
る

の
だ

た

確
か
に
人
望
は
あ
る
み
た
い
だ
な

ど
の
ゲ

ム
で
も
強
い
奴
が
え
ら
い

て
事
だ
な

 
日
ご
ろ
か
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

と
し
て
同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
る
キ
リ
ト
は

 
自
身
の

験
か
ら
そ
う
結

付
け
た

そ
し
て
予
定
時
刻
に
な
り
場
内
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流

れ
た大

変
⻑
ら
く
お
待
た
せ
し
ま
し
た
こ
れ
よ
り
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
予
選
ト

ナ
メ
ン
ト
を
開
始

致
し
ま
す
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そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
受
け

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
全
プ
レ
イ
ヤ

が
歓
声
を
上
げ
た

 
い
よ
い
よ
お
祭
り
の
始
ま
り
で
あ
る

 
ち
な
み
に
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
と
ニ

ン
ゴ
ロ

は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
い

 
代
わ
り
に
そ
の
三
人
は

今
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
大
会
の
様
子
を
観
戦
し
て
い
た

 
こ
れ
は
キ
リ
ト
が
一
時
的
に
コ
ン
バ

ト
し
た
事
を
知

た
リ
ズ
ベ

ト
の
呼
び
か
け
に
よ
る

も
の
で
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
と
ソ
レ
イ
ユ
と
メ
ビ
ウ
ス
以
外
の
全
メ
ン
バ

が
そ
こ
に
集
ま

て
い

た
Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
ど
ん
な
ゲ

ム
だ

け

銃
で
戦
う
ゲ

ム
じ

な
か

た

け

キ
リ
ト

て
遠

攻
撃
が
得
意
な
の

見
た
事
無
い
わ
ね

ま
あ
あ
い
つ
な
ら
な
ん
と
か
す
る
だ
ろ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
も

 
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
ほ
か
の
ゲ

ム
の
大
会
を
興
味
深
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た
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い
き
な
り
俺
か

シ

ナ

頑
張

て

お
う

ま
あ
さ

さ
と
終
わ
ら
せ
て
く
る
わ

 
そ
し
て
い
き
な
り
シ

ナ
の
名
前
が

光

に
表

さ
れ
た

間

 
街
の

所
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ

の
前
に
い
る
観
客
達
が
大
歓
声
を
上
げ
た

う
お

い
き
な
り
シ

ナ
か

相
手
の
奴
は

無
名
の
プ
レ
イ
ヤ

か

か
わ
い
そ
う
に

誰
か
相
手
に

け
る
奴
は
い
な
い
か

こ
れ
じ

あ

け
が
成
立
し
ね
え
よ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
言
葉
通
り

誰
も
相
手
に

け
る
者
は
お
ら
ず

 
こ
の

け
は
不
成
立
と
な

た

ま
あ
当
た
り
前
で
あ
る

 
一
方
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
は

ア
ス
ナ
が
し
れ

と
し
た
顔
で
解
説
を
し
て
い
た

あ
の
人
が
今
大
会
の
優
勝
候
補
ナ
ン
バ

ワ
ン
の

シ

ナ
だ
よ

ほ

う

ど
ん
な
戦
い
方
を
す
る
の
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多
分
遠

離
か
ら
狙
撃
を
し
て
あ

さ
り
終
わ
ら
せ
る
ん
じ

な
い
か
な

ア
ス
ナ

し
い
わ
ね

え

え

と

前
に
少
し
調
べ
た
事
が
あ

て
ね

ふ

ん

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
の
解
説
通
り

シ

ナ
は
あ

さ
り
と
一
撃
で
敵
を

り
去

た

お
い
お
い

何
だ
よ
こ
れ

分
あ

さ
り
し
た
戦
闘
だ
な

ま
あ
あ
の
人
が
そ
れ
だ
け
凄
い

て
事
だ
よ

多
分
他
の
人
の
戦
闘
を
見
て
れ
ば

 
あ
れ
が
ど
ん
な
に

常
な
の
か
分
か
る
ん
じ

な
い
か
な

そ
う
な
の
か

 
ア
ス
ナ
の
言
う
通
り
次
の

合
は
凄
ま
じ
い

合
と
な
り
ク
ラ
イ
ン
は
納
得
し
た
よ
う

に
言

た

本
当
だ
な

銃
の
事
は
素
人
の
俺
で
も

ハ

キ
リ
と
違
い
が
分
か
る

で
し

あ
あ

ま
る
で
ハ
チ
マ
ン
や
キ
リ
ト
が
一

人
を
相
手
に
し
て
る
よ
う
な
感
じ
だ
な
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そ
の
言
葉
で
リ
ズ
ベ

ト
は

こ
の
場
に
ハ
チ
マ
ン
が
い
な
い
事
に
気
が
付
い
た

と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
は

そ
う
い
え
ば
今
日
は
見
て
な
い
な

ち

と
確
認
す
る
ね

 
ア
ス
ナ
は
当
た
り
前
だ
よ
ね
と
思
い
つ
つ
も
ハ
チ
マ
ン
の
居
場
所
を
確
認
す
る
フ
リ
を
す
る

 
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
開
い
た

そ
の

技
を
見
た
コ
マ
チ
と
ユ
キ
ノ
は

 
顔
を
見
合
わ
せ
て
ク
ス
ク
ス
と
笑

て
い
た

え
 
そ
し
て
そ
の
直
後
に

ア
ス
ナ
が
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

ど
う
し
た
の

あ

う
ん

そ
れ
が
ね

え
え

皆
さ
ん

あ

あ
れ

 
そ
の
時
レ
コ
ン
が
突
然
画
面
を
指
差
し
な
が
ら
大
声
を
上
げ
た

 
そ
の
画
面
に
表

さ
れ
た
名
前
を
見
た

間
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
は
口
々
に
叫
ん
だ
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え

ま
じ
で

ど

ど
う
い
う
事
だ
よ

も
し
か
し
て
別
人

ア
ス
ナ

何
か

い
て
な
い
の

う
う
ん

何
も

だ
け
ど
皆

あ
の
ね

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
可

化
し
全
員
に
見
え
る
よ
う
に
そ
の
一
点
を
指
差

し
たあ

れ

や

ぱ
り
本
人
み
た
い

 
ア
ス
ナ
の
指
差
す
先
に
は

ハ
チ
マ
ン
の
名
前
が
あ
り

 
そ
の
名
前
の
横
に
は

ス
テ

タ
ス

Ｇ
Ｇ
Ｏ

の
文

が
表

さ
れ
て
い
た

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
れ
を
確
認
し
た

間

ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
以
外
の
全
員
が
絶
叫
し
た
の
だ

た

 
い
き
な
り
ぶ

こ
ん
で
き
ま
し
た
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第
４
０
６
話
 
ア
チ
マ
ン
の
参
戦

ま
じ
か
よ

あ
い
つ
は
一
体
何
を
や

て
る
ん
だ

も
し
か
し
て
キ
リ
ト
に
対
抗
し
よ
う
と

ね

ユ
イ
ち

ん

キ
ズ
メ
ル

二
人
は
驚
い
て
い
な
か

た
み
た
い
だ
け
ど

 
そ
の
質
問
に

ユ
イ
は
困

た
顔
で
こ
う
答
え
た

ご
め
ん
な
さ
い

パ
パ
に
口
止
め
さ
れ
て
た
ん
で
す

 
そ
し
て
キ
ズ
メ
ル
も

そ
れ
に
同
意
す
る
よ
う
に

い
た

て
事
は

あ
れ
は
ガ
チ
で
ハ
チ
マ
ン
な
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
動

し
て
い
た
者
が
三
人
い
た
も
ち
ろ
ん
ア
ス
ナ
と
コ
マ
チ
と
ユ
キ
ノ
で
あ
る

 
三
人
は
こ
そ
こ
そ
と
カ
ウ
ン
タ

に
集
ま
り

ひ
そ
ひ
そ
と
話
を
し
て
い
た

あ
れ

で
も
さ

き
確
か
に
シ

ナ
が
出
て
き
た
よ
ね

ど
う
い
う
事
な
ん
で
す
か
ね

ど
ち
ら
か
が
本
物
で

ど
ち
ら
か
が

者
な
の
で
は
な
い
か
し
ら
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え

で
も
こ
こ
に
は
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
と
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
以
外
全
員
い
る
よ

そ
の
二
人
の
可
能
性
は

無
い
よ

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
も
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
も

仕
事
が
忙
し
い

て
言

て
た
も
の

 
リ
ズ
に
頼
ま
れ
て
誘

た
の
は
イ
ン
す
る
直
前
だ
し
絶
対
に
間
に
合
わ
な
か

た
は
ず
だ
よ

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
が
別
の
可
能
性
を
提

し
た

十
狼
の
誰
か
と
い
う
可
能
性
は

う

ん

エ
ム
さ
ん
か
イ
コ
マ
君

無
い
ん
じ

な
い
か
な

一
体
誰
な
の
か
し
ら
ね

ま
あ
見
て
れ
ば
そ
の
う
ち
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
そ
し
て
三
人
は

何
気
な
い
風
を
装

て
元
の
場
所
に

た

さ
て

ど
ん
な
戦
い
方
を
す
る
の
や
ら

 
誰
か
が
そ
う

い
た

間

画
面
の
中
の
ハ
チ
マ
ン
が
動
き
出
し
た

 
え

 
最
初
に
ハ
チ
マ
ン
に
反
応
し
た
の
は
銃
士

だ

た
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そ
の
見
た
目
に
見
覚
え
が
あ
り
す
ぎ
る

だ

た

 
銃
士

は

て
て
シ

ナ
の
方
を
見
た
が

シ

ナ
は
無
表
情
で
画
面
を
見
つ
め
て
い
る

だ
け
だ

た

 
そ
し
て
次
々
と

ハ
チ
マ
ン
の
名
前
に
反
応
す
る
者
が
現
れ
た

え

あ
れ

て
ま
さ
か

え

あ
れ

シ

ナ

ど
う
い
う
事

え

ま
じ
で

あ
れ

ち

ち

と
意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

 
そ
ん
な
反
応
を
し
た
の
は

ピ
ト
フ

イ

シ
ノ
ン

闇
風

薄
塩
た
ら
こ
の

 
リ
ア
ル
八
幡
を
知
る
メ
ン
バ

達
で
あ

た

キ
リ
ト
も
同
様
に
目
を

く
し
て
い
た

あ
れ

ま
さ
か
ハ
チ
マ
ン

や
べ

も
し
か
し
て
俺
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
い
る
の
が
あ
い
つ
に
バ

レ
た
の
か

 
キ
リ
ト
が
心
配
し
た
の
は
そ
こ
だ

た
よ
う
だ

そ
し
て
他
の
者
達
は
別
の
意
味
で
驚
愕
し

て
い
た

え

ハ
チ
マ
ン

て
も
し
か
し
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
か
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あ
の

名
人
の

い
や

ま
さ
か
ま
さ
か

案
外
た
だ
同
じ
名
前
な
だ
け
か
も
し
れ
な
い
し

た
だ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
の
フ

ン
か
も
し
れ
な
い
し
な

で
も
本
物
だ

た
ら
面
白
い
わ
ね

 
同
じ
よ
う
な
反
応
は

街
の

所
で
見
受
け
ら
れ
た

あ
れ

て
マ
ジ
も
ん

本
物
だ

た
ら
い
い
な

だ
な

俺

あ
の
人
の
フ

ン
な
ん
だ
よ

一
体
ど
ん
な
戦
い
方
を
す
る
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
街
は

奇

な
静

に
包
ま
れ
た

 
動
い
た

 
誰
か
が
そ
う
言
い

画
面
の
中
の
ハ
チ
マ
ン
は
動
き
出
し
た

あ
の
銃
は

ベ
レ

タ

い
や

に
も
何
か
を
差
し
て
い
る
み
た
い
だ
が
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も
し
か
し
て
あ
れ

て

光
剣

え

で
も
今

光
剣
を
作
れ
る
の

て
イ
コ
マ
き

ん
だ
け
よ
ね

最
近
誰
か
に

光
剣
を
作

た
か
確
認
し
て
み
る

 
そ
う
言

て
シ
ノ
ン
は
イ
コ
マ
に
メ

セ

ジ
を
送

た

 
そ
し
て
直
ぐ
に
イ
コ
マ
か
ら
返
信
が
来
た

 
ど
う
や
ら
イ
コ
マ
は
十
狼
以
外
に
は
ま
だ

光
剣
を
作

て
い
な
い
そ
う
だ

作

て
な
い

て

と
い

て
も
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
ら

こ
こ
に
い
な
い
シ
ズ
カ
と
ベ
ン
ケ
イ
の
分
よ
ね

刀
身
の
色
で
分
か
る
ね

さ
あ

ピ
ン
ク
か
銀
色
か

夜

か
白
銀
か

ど

ち

 
ハ
チ
マ
ン
は
ベ
レ

タ
を
け
ん
制
に
使
い

 
障
害
物
を
上
手
く
利
用
し
つ
つ

徐
々
に
敵
へ
と
接
近
し
て
い

た

移
動
が
ス
ム

ズ

相
手
が
徐
々
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
る
感
じ
が
す
る
ね

良
く
言
え
ば
基
本
に

実

悪
く
言
え
ば
平
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い
や

あ
あ
い
う
の
を
相
手
に
す
る
の
が
一
番
や

か
い
だ

 
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
ゼ
ク
シ

ド
に
似
て
い
る
な

 
そ
の
薄
塩
た
ら
こ
の
言
葉
に
一
同
は

い
た

そ
し
て
つ
い
に
そ
の
時
が
来
た

 
敵
と
の

離
が
あ
る

度

ま

た
か
と
思

た

間

ハ
チ
マ
ン
は

の
剣
を
抜
き
放
ち

 

躍
し
て
横
な
ぎ
に
相
手
を
真

二
つ
に
し
た

速気
付
い
た
ら
敵
が
真

二
つ
に

微

に
居
合
い

い
感
じ
に
見
え
た
が

 
そ
し
て
敵
が
消
滅
し
た
後
ハ
チ
マ
ン
は
刀
身
に
つ
い
た
返
り
血
を

う
よ
う
な
仕

を
し
た

 
そ
の
刀
身
の
色
は

黒
だ

た

ピ
ン
ク
で
も
白
銀
で
も
な
い

ま
さ
か
の
黒

そ
れ

て
シ

ナ
の

ア
ハ
ト

 
そ
の
場
に
い
た
全
員
は

同
時
に
そ
う
叫
ん
だ
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ま
じ
か
よ

じ

あ
あ
れ

て
シ

ナ
の
ア
ハ
ト

の
片

れ
か

レ
フ
ト
な
の

ラ
イ
ト
な
の

ピ
ト

今
の
問
題
は
そ
れ
じ

な
い
か
ら

そ
う
だ
ぞ

お
い
シ

ナ

一
体
ど
う
な

て

あ
れ

 
気
が
付
く
と
シ

ナ
の

は
消
え
て
い
た

お
い

シ

ナ
は

さ

き
ま
で
そ
こ
に
い
た
け
ど

ま
さ
か
逃
げ
や
が

た
の
か

シ

ナ

ど
こ
だ
よ

ね

キ
リ
ト
君

シ

ナ
を
見
な
か

た

 
シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
に
そ
う
声
を

け
た

だ
が
キ
リ
ト
は
反
応
し
な
い

キ
リ
ト
君

キ
リ
ト
君

て
ば

お

お
お

す
ま
ん

つ
い
画
面
に
見
入

て
た
わ

ね

今
の
戦
闘

キ
リ
ト
君
の
目
に
は
ど
う
映

た
の

 
シ
ノ
ン
は
興
味
本

で
そ
う

ね
た
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ん

あ
れ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
じ

な
い
か

て
話
か

ま
あ
ぶ

ち

け
る
と
そ
ん
な
感
じ

あ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
じ

な
い

あ
え
て
誰
に
似
て
る
か
と

か
れ
る
と

ク
ラ
イ
ン
だ
な

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

あ
あ

日
本
刀
を
使
う
人

 
シ
ノ
ン
は
自
分
の
持
つ
ヴ

ル
ハ
ラ
の
知
識
を
引

張
り
出
し

そ
う
言

た

し
い
ん
だ
な

ま
あ
前
に
調
べ
た
事
が
あ

た
の
よ

そ
う
か
ま
あ
正
解
だ

要
す
る
に
あ
れ
は
普

刀
を
使

て
い
る
人
間
の
動
き

て
事
さ

刀で
も
ク
ラ
イ
ン
じ

な
い

あ
い
つ
は
居
合
い
は
使
え
な
い

そ
う
な
ん
だ

面
白
く
な

て
き
や
が

た

 
そ
う

い
た
キ
リ
ト
の
目
は

ま
る
で

物
を
狙
う

の
よ
う
な
光
を
放

て
い
た

 
お
う

お
疲
れ
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プ
レ
イ
ヤ

が
自
由
に
使
え
る
個
室
の
う
ち
の
一
つ
で
シ

ナ
は
ハ
チ
マ
ン
を
そ
う
言

て

出
迎
え
た

し
か
し
自
分
と
話
す

て
の
は

違
和
感
が
半

な
い
な

私
も
違
和
感
が
半

な
い
わ
よ

で
も

が
こ
ら
な
い
と
い
う
の
は
い
い
わ
ね

ま
あ
胸
は
な

ま
あ
下
の
違
和
感
に

お

と
そ
こ
ま
で
だ

下
ネ
タ
は
禁
止
だ
ぞ

ア
イ

仕
方
な
い
わ
ね

ま
あ
後
で
ト
イ
レ
で
確
認
さ
せ
て
も
ら
う
か
ら
別
に
い
い
わ

言

て
お
く
が
ゲ

ム
内
に
ト
イ
レ
は
無
い
か
ら
な

ぶ
 
そ
の
時
突
然
部
屋
の
入
り
口
が
ノ

ク
さ
れ

二
人
は
ビ
ク

と
し
た

誰
だ

私
で
す

私
じ

分
か
ら
な
い
な

あ
な
た
の
マ

ク
ス
で
す

シ

ナ
様
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マ

ク
ス

 
シ

ナ
は
そ
れ
を

き

そ

と
個
室
の
扉
を
開
け

銃
士

を
中
に
引

張
り
込
ん
だ

 
そ
し
て
中
に
入
り

扉
を

め
た
の
を
確
認
し
た
銃
士

は

首
を

げ
な
が
ら
二
人
に

ね
たど

う
し
て
こ
こ
に
ア
イ
ち

ん
が

 
ち
な
み
に
銃
士

は

八
幡
に
連
れ
ら
れ
て
何
度
か
眠
り
の
森
を
訪
れ
た
事
が
あ

た
の
で

 
ア
イ
と
顔
見
知
り
な
の
は
確
か
で
あ
る

 
そ
の
銃
士

の
指
摘
に

二
人
は

り
込
ん
だ

お
い

は
い

シ

ナ
様

何
で
お
前

こ
れ
が
ア
イ
だ

て
分
か
る
ん
だ

確
か
に
ハ
チ
マ
ン
様
の
お
顔
を
見
た
時
は
驚
き
ま
し
た
け
ど

歩
く

を
見
て

 
こ
れ
は
ア
チ
マ
ン
様
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
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ア
チ
マ
ン

て
何
だ
よ

ア
イ
と
ハ
チ
マ
ン
で
ア
チ
マ
ン
で
す

こ
い
つ
真
顔
で
説
明
し
や
が

た

ア
ハ
ト
レ
フ
ト
の
使
い
方
を
見
て
中
身
が
ア
イ
ち

ん
だ
と
分
か

た
ん
で
す
シ

ナ
様

 
そ
の
説
明
を
受
け

シ

ナ
と
ア
チ
マ
ン
は

息
し
た

ア
イ
が
持

て
い
た
の
が
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
だ

て
事
も
分
か
る
の
か

ク
ル
ス
さ
ん

て
凄
い
ね

こ
こ
で
の
名
前
は
イ
ク
ス
だ

で
も
そ
う
だ
な

凄
い
な

常
識
で
す

 
銃
士

は
そ
う
す
ま
し
た
顔
で
答
え
た

で

何
故
で
す
か

こ
れ
は
敵
に
対
す
る

乱
だ
な

俺
が
も
し
二
人
い
た
ら

お
前
な
ら
ど
う
す
る

 
そ
の
シ

ナ
の
問
い
に

銃
士

は
即
座
に
こ
う
答
え
た

も
ち
ろ
ん
今
み
た
い
に
接
触
し
て
確
認

あ

そ
う

そ
れ
が
狙
い
だ
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な
る
ほ
ど

だ
が
ア
イ
は

剣
は
使
え
な
い
か
ら
な
も
し
か
し
て
も
う
別
人
だ
と
バ
レ
て
い
る
可
能
性
は

あ
るで

す
ね

私
が
分
か

た
く
ら
い
で
す
し

い
や

絶
対
に
お
前
は
特
別
だ
か
ら
な

 
シ

ナ
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た

い
え

で
も
キ
リ
ト
様
は
気
付
い
て
い
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た

お
前
キ
リ
ト
と
面
識
が
あ

た

け

い
え

で
す
が
も
ち
ろ
ん
分
か
り
ま
す

リ
ア
ル
の
顔
も
知

て
い
ま
す

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
ハ

と
し
た

そ
う
い
え
ば
お
前

う
ち
の
学
校
を
見
張

て
た
時
期
が
あ

た

け

は
い

じ

あ
キ
リ
ト
の
事
も

歩
く

を
見
た
だ
け
で
分
か
り
ま
し
た

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
と
ア
チ
マ
ン
は
再
び
顔
を
見
合
わ
せ
た
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私
は
キ
リ
ト

て
人
の
事
は
知
ら
な
い
け
ど

イ
ク
ス
さ
ん
が
凄
い
の
は
分
か
る

キ
リ
ト
は
俺
の
親
友
だ

俺
よ
り
も
強
い
と
思

て
お
け

シ

ナ
よ
り
も

 
ア
チ
マ
ン
は
き

と
ん
と
し
た
顔
で
そ
う

ね
て
き
た

あ
あ

事
実
だ

そ
う

 
そ
し
て
ア
チ
マ
ン
は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
シ

ナ
に
言

た

で
も
私
が
倒
し
て
し
ま

て
も
問
題
無
い
の
だ
ろ
う

お
前
そ
れ

一
度
言

て
み
た
か

た
だ
け
だ
ろ

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

そ
の
言
葉
を
否
定
は
し
な
か

た

ま
あ
大
会
だ
し
な

好
き
に
す
れ
ば
い
い

分
か

た
わ

キ
リ
ト
は
私
が
倒
す

ま
あ
頑
張
れ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
銃
士

に
言

た

と
い
う

で

俺
と
こ
い
つ
は
ほ
と
ぼ
り
が

め
る
ま
で
こ
こ
に

れ
て
お
く
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お
前
は
あ

ち
で
何
か
お
か
し
な
事
が
あ

た
ら

俺
に
教
え
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

あ

本
戦
中
は
手
加

す
る
な
よ

本
気
で
か
か

て
こ
い

い
や

ま
あ
で
も
シ

ナ
様
に
勝
て
る

が

 
そ
ん
な

気
な
銃
士

に

シ

ナ
は
言

た

も
し
お
前
が
俺
を
倒
せ
た
ら

今
度
デ

ト
し
て
や
る

絶
対
に
勝
ち
ま
す

お
う

そ
の
意
気
だ

 
も
ち
ろ
ん
絶
対
に
負
け
る
気
が
無
い
か
ら
こ
そ

シ

ナ
は
こ
ん
な
事
を
言

た

だ
が

 
銃
士

は
そ
の
事
を
何
と
な
く
理
解
し
つ
つ
も

そ
の

件
に
燃
え
た

で
は
後
ほ
ど

お
う

 
銃
士

ち

ん

ど
こ
に
い

て
た
ん
だ

探
索

シ

ナ
様
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あ
あ

そ
う
い
う
事
か

で

ど
う
だ

見
つ
か

た
か

否
定

行
方
不
明

そ
う
か

 
そ
の
言
葉
に
他
の
者
達
も
ガ

カ
リ
し
た
様
子
を
見
せ
た

謎
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
ね

本
当
に
何
な
ん
だ
ろ
う
ね

ま
あ
と
り
あ
え
ず
切
り

え
よ
う

目
標
は
全
員
本
戦
出
場
な

お
う

 
そ
し
て
仲
間
達
は

一
回
戦
を

調
に
突
破
し
て
い

た

 
あ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
君
じ

な
い

 
ハ
チ
マ
ン
の
戦
闘
を
見
た
ア
ス
ナ
は

一
目
で
そ
う
見
破

た

で
も
誰
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
な

ど
ん
な
目
的
が
あ
る
ん
だ
ろ

挑
発

乱

 
さ
す
が
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
の
思
考
を
ト
レ

ス
す
る
の
に
慣
れ
て
い
た

確
か
に
ハ
チ
マ
ン
君
が
二
人
い
る
と
な
れ
ば
相
手
は
混
乱
し
て
接
触
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
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い
ね

 
ハ
チ
マ
ン
君

気
を
付
け
て

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
に

り
の
者
達
が
声
を

け
て
き
た

あ
れ

て
確
か
に
キ

ラ
は
ハ
チ
マ
ン
だ

た
け
ど

絶
対
中
身
は
別
人
だ
よ
ね

ア
ス
ナ

だ
よ
な

あ
れ
は
ど
う
見
て
も
刀
使
い
の
動
き
だ

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
に
同
意
し
つ
つ
も

別
の
事
実
を
披
露
し
た

ま
あ
確
か
に
そ
の
可
能
性
が
高
い
ね
で
も
ハ
チ
マ
ン
君

て
実
は
日
本
刀
も
使
え
る
と
思

う
よ

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は
驚
い
た

え

ま
じ
で
か

い
つ
の
間
に

あ

そ
う
い
え
ば

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
頼
ま
れ
て

刀
の
使
い
方
を
教
え
た
事
が
あ

た
か
も

 
リ

フ

が
思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

そ
し
て
ア
ス
ナ
は
解
説
を
始
め
た

前
ね

ハ
ル
姉
さ
ん
の
家
に
あ

た
日
本
刀
を

一
日
楽
し
そ
う
に

り
回
し
て
た
事
が

あ

た
の
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方

に
は
素
人
の
私
が
見
て
も
様
に
な

た
動
き
を
し
て
た
よ
う
に
感
じ
た
ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど

一
日
中

よ
く
体
力
が
も
つ
わ
ね

あ
れ

て
そ
こ
そ
こ
重
い
わ
よ
ね

う
ん

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
君

今
で
も
か
な
り
鍛
え
て
る
し
ね

あ
あ

確
か
に
あ
い
つ
は
い
い
体
を
し
て
る
か
ら
な

だ
よ
な

ア
ス
ナ

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
問
い
に

面
し
な
が
ら
同
意
し
た

う

う
ん

お
い
ク
ラ
イ
ン

セ
ク
ハ
ラ
だ
ぞ

え

あ

 
ク
ラ
イ
ン
は
そ
う
言
わ
れ
て
そ
の
意
味
に
気
付
い
た
の
か

直
ぐ
に
ア
ス
ナ
に
謝
罪
し
た

悪
い
ア
ス
ナ

お
か
し
な
意
味
じ

な
か

た
ん
だ
が

う
う
ん

ま
あ
事
実
だ
し
ね

さ
て

と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
君
の
事
は
置
い
と
い
て

 
そ
ろ
そ
ろ
キ
リ
ト
君
の
出
番
じ

な
い

だ
な

ハ
チ
マ
ン
の
事
は
そ
の
う
ち
説
明
が
あ
る
だ
ろ

お

次
み
た
い
だ
ぞ

 
そ
の
言
葉
通
り

次
の
対
戦
カ

ド
と
し
て

キ
リ
ト

の
文

が
画
面
に
表

さ
れ
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一
同
は
そ
の
戦
い
を

を
飲
ん
で
見
守

た
の
だ

た

 
タ
イ
ト
ル
は
も
ち
ろ
ん
誤

で
は
あ
り
ま
せ
ん
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第
４
０
７
話
 
非
常
事
態
よ

あ
の
ハ
チ
マ
ン
が
別
人
な
の
は
間
違
い
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
後
は
あ
の
キ

ラ
が
本
物
か
ど
う
か
な
ん
だ
よ
な

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
記
念
す
べ
き
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
初
戦
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た

こ
え
た
話
だ
と
あ
の
ハ
チ
マ
ン
が
シ

ナ
の
関
係
者
な
の
は
間
違
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど

 
問
題
は
ハ
チ
マ
ン
と
シ

ナ
が
知
り
合
い
か
ど
う
か
な
ん
だ
よ
な

 
知
り
合
い
の
中
だ
と

戸
部
が
一
番
性
格
が
近
い
気
が
す
る
が

や

と
気
付
い
た

し

や

ぱ
り
キ
リ
ト
君
は
キ
リ
ト
さ
ん
だ
わ

 
キ
リ
ト
は
シ

ナ
が
そ
ん
な

り
方
を
し
て
い
る

を
想
像
し

か
ぶ
り
を

た

い
や
い
や

さ
す
が
に
無
い
な

 
こ
の
時
点
で
キ
リ
ト
は
正
直
な
所

 
あ
の
ハ
チ
マ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
の
コ
ン
バ

ト
し
た

だ
と
は
思

て
い
な
か

た

も
し
ハ
チ
マ
ン
が
俺
が

て
コ
ン
バ

ト
し
た
事
に
気
付
い
て
同
じ
よ
う
に
コ
ン
バ

ト
し

た
の
な
ら
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絶
対
に
俺
に
接
触
し
て
き
て
る
と
思
う
ん
だ
よ
な

 
さ
す
が
の
キ
リ
ト
も
ハ
チ
マ
ン
が

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
新
キ

ラ
で
遊
ん
で
い
た

と
い
う
事
は

 
ま

た
く
想
像
も
し
て
い
な
か

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
考
え
続
け
な
が
ら

無
意
識
の
う
ち
に
敵
の
気
配
を
探

た

 
も
う
予
選
一
回
戦
は
と

く
に
開
始
さ
れ
て
い
る
の
だ

敵
は
あ
そ
こ
か

ま
だ
遠
い
な

は

も
し
わ
ざ
と
接
触
し
て
き
て
な
い
と
し
て
も

 
ハ
チ
マ
ン
の
事
だ

絶
対
に
俺
の
事
を
観
察
し
て
い
る
と
思
う
ん
だ
よ
な

 
多
分
抜
け
駆
け
し
た
事
を

る

に

 
キ
リ
ト
は
そ
う
考
え

ぶ
る

と

え
た

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
は

無
意
識
に
顔
に

射
さ
れ
た

い
線
に
剣
を

る

て
い
た

 
そ
の

間
に
何
か
が
目
の
前
で
両
断
さ
れ
た
気
が
し
た
が
キ
リ
ト
は
そ
れ
に
は
あ
ま
り

着

せ
ず

 
い
つ
も
の
通
り
に

ヴ

パ
ル
ス
ト
ラ
イ
ク

を
敵
に
対
し
て

り
出
し
た

う

だ
ろ

 
そ
ん
な
声
が

こ
え

キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
次
の
敵
の
気
配
を
探
り
始
め
た
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そ
の

間
に
キ
リ
ト
は
元
い
た
場
所
へ
と
転
送
さ
れ
た

あ

あ
れ

俺
今
何
し
て
た
ん
だ

け

 
キ
リ
ト
は
き

と
ん
と
し
た
顔
で
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
複

の
敵
を
相
手
に
し
て
い
る
時
の
よ
う
な
対
応
を
無
意
識
に
と

て

い
た
ら
し
い

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
は
い
き
な
り
そ
の
場
に
い
た
者
達
に
囲
ま
れ
た

ち

ち

と
あ
ん
た

今
の
は
何

え

あ
れ

俺
は
確
か

こ
れ
か
ら
予
選
の
初
戦
を
戦
う
ん
じ

な
か

た
か

何
言

て
る
ん
だ
よ

そ
ん
な
の
た

た
今
終
わ

た
じ

ね
え
か

あ
れ

 
そ
う
言
わ
れ
て
キ
リ
ト
は

さ

き
誰
か
と
戦

た
事
を
思
い
出
し
た

 
キ
リ
ト
は
自
分
が
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
考
え
な
が
ら
無
意
識
に
戦

て
い
た
と
い
う
事
に
気
が

付
き

 
死
な
な
く
て
良
か

た
と
内
心

や

を
た
ら
し
な
が
ら
言

た

悪
い

考
え
事
を
し
て
た
か
ら

正
直
ま

た
く
覚
え
て
な
い
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じ

じ

あ
さ

き
の
は
全
部
無
意
識
か
よ

お

お
う

何
を
や

た
か
は
覚
え
て
な
い
が

そ
の
通
り
だ
な

 
そ
れ
を

い
た

り
の
者
達
は

シ
ン
と
静
ま
り
返

た

え

何
だ
よ
こ
の
静

当
た
り
前
よ

あ
ん
た
は
敵
の
放

た
銃

を
全
て
そ
の
剣
で

た
の
よ

俺
が

を

た

い
や
い
や

ま
さ
か
そ
ん
な

あ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
わ
れ

い
線
の
よ
う
な
物
を

た
事
を
思
い
出
し
た

 
今
思
え
ば
あ
れ
は

バ
レ

ト
ラ
イ
ン
だ

た
か
も
し
れ
な
い

 
と
い
う
事
は
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

あ

確
か
に

た
か
も

そ
の
後
に
敵
を
強
力
な
突
き
で
一
撃
で
倒
し
た
事
は

あ

そ
れ
は
何
と
な
く
覚
え
て
い
る
か
も

か
も
ば

か
り
ね

仕
方
な
い
だ
ろ

考
え
事
を
し
て
た
ん
だ
よ

普
通
の
奴
が
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

一

で
倒
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
ん
だ
が
な
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そ
の
時

り
に
い
た
者
達
の

裏
に
は

戦
闘

族

の
四
文

が

か
ん
で
い
た

 
こ
の
時
点
で

り
の
者
の
キ
リ
ト
の
評
価
は

た
だ
の
見
た
目
が
か
わ
い
い
初
心
者
か
ら

 
マ

ク
す
べ
き
強
敵
に
ラ
ン
ク
ア

プ
さ
れ
た

そ

そ
れ
よ
り
も
そ
の
剣
よ

ね

キ
リ
ト
君

そ
れ

ど
こ
で
手
に
入
れ
た
の

お
い
ピ
ト
フ

イ

そ
の
剣
の
事
を
知

て
る
の
か

こ
こ
に
は
ま
あ
身
内
的
な
人
し
か
い
な
い
か
ら
い
い
と
思
う
け
ど

 
そ
れ

て
多
分

シ

ナ
が
持

て
た

光
剣

カ
ゲ
ミ
ツ

な
ん
じ

な
い

 
本
来
の
色
は
紫
が
か

た
白
だ

た
は
ず
だ
け
ど
ね

え

確
か
に
こ
の
剣
の
名
前
は
カ
ゲ
ミ
ツ

エ
リ

シ
デ

タ

て
名
前
だ
け
ど

 
そ
れ
を

い
た
キ
リ
ト
は
驚
き
な
が
ら
そ
う
言
い

り
の
者
達
は
絶
叫
し
た

ま
た
シ

ナ
か

シ

ナ
様

お
い
お
い
シ

ナ
の
奴
何
や

て
ん
だ

そ
も
そ
も
シ

ナ
は
ど
こ
に
行

た
の

 
ど
う
や
ら
今
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
裏
で
は
シ

ナ
が
暗
躍
し
て
い
る
ら
し
い
と
気
付
い
た
一
同
は
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も
し
決
勝
に
進
め
た
場
合
全
員
で
シ

ナ
を
フ
ル
ボ

コ
に
す
る
事
を
暗

の
う
ち
に
了
解

し
た

 
事
情
を
あ
る

度
知

て
い
た
シ
ノ
ン
と
銃
士

は
知
ら
ん

り
を
し
て
い
た
が

 
キ
リ
ト
は

て
た
様
子
で
シ
ノ
ン
に
詰
め
寄

た

お
い
シ
ノ
ン

こ
れ
が
シ

ナ
の
剣
だ

て
ま
じ
か
よ

え
え

正
直
店
で
そ
れ
を
見
た
時
は
私
も
び

く
り
し
た
わ

 
ま
さ
か
シ

ナ
が
あ
な
た
に
そ
れ
を

す
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た
か
ら

く
そ

こ
れ

気
に
入

て
た
ん
だ
け
ど
な

多
分
刀
身
の
色
と
名
前
も
シ

ナ
が
変
え
さ
せ

あ

や
ば

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言
い
か
け

て
て
自
分
の
口
を

え
た

シ

ナ
が
変
え
さ
せ
た

お
い

そ
れ

て
ま
さ
か

 
そ
の

間
に
シ
ノ
ン
は

に
こ
う
叫
ん
だ

ピ
ト

イ
ク
ス

闇
風
さ
ん

た
ら
こ
さ
ん

非
常
事
態
よ

急
避
難

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
レ

ツ
ゴ

了
解



 第４０７話 非常事態よ

た
ら
こ

キ
リ
ト
の

手
を
頼
む

お
う

お
前
は

手
な

 
シ
ノ
ン
の
様
子
を
見
て
何
と
な
く

況
を
察
し
た
四
人
は

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
指

通
り
に
キ
リ
ト
を
掴
ま
え

六
人
は
そ
の
ま
ま
個
室
へ
と
駆
け
込
ん
だ

 
残
さ
れ
た
者
達
は

そ
の
様
子
を
見
て
ポ
カ
ン
と
し
た
が

 
偶
然
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
出
場
時
間
が
迫

て
い
た

そ
の
件
は
放
置
さ
れ
た

 
な

何
だ
よ
い
き
な
り

 
キ
リ
ト
は
個
室
に
入
る
な
り

シ
ノ
ン
に
抗
議
し
た

ど
う
や
ら
気
付
い
て
し
ま

た
み
た
い
だ

た
か
ら

急
避
難
よ

気
付
い
た

て

え

じ

あ
ま
じ
で
そ
う
な
の
か

と
り
あ
え
ず
乗

て
み
た
け
ど

況
が
い
ま
い
ち
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

で
も
ま
あ
こ
の
メ
ン
バ

を
選
ん
だ
時
点
で
何
と
な
く
想
像
出
来
る
ん
じ

な
い
か

 
ピ
ト
フ

イ
の
そ
の
言
葉
に

闇
風
は
そ
う
答
え
た

ま
あ
闇
風
さ
ん
の
言
う
通
り
こ
こ
に
は
ぶ

ち

け
ト

ク
を
出
来
る
人
間
だ
け
を
集
め
た
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わ
ぶ

ち

け

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
そ
う
言
わ
れ
て
も
サ

パ
リ
意
味
が
分
か
ら
な
い
者
が
い
た

キ
リ
ト
で
あ
る

え

と

つ
ま
り
ど
う
い
う
事
だ

こ
れ
は
自

紹
介
が
必
要
ね

 
そ
し
て
五
人
は

番
に
自

紹
介
を
始
め
た

闇
風
だ

現
在
ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

八
幡
と
は
よ
く
一

に
飲
み
に
い
く
仲
だ

え

ま
じ
か
よ

あ
い
つ
い
つ
の
間
に
飲
み
友
達
な
ん
か
作

て
た
ん
だ
よ

俺
は
誘
わ
れ

て
な
い
ぞ

 
最
後
の
一
言
が

キ
リ
ト
の
心
情
を

的
に
現
し
て
い
た

薄
塩
た
ら
こ

現
在
ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

同
じ
く
八
幡
の
飲
み
仲
間
だ

も
し
か
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
た
北
海
い
く
ら

て
プ
レ
イ
ヤ

を
知

て
る
か

あ

多
分
遠
縁
だ

噂
で

い
た
だ
け
だ
け
ど
な

ま
じ
か

世
間
は

い
な

て
い
う
か
ま
た
飲
み
友
達
か
よ

俺
は
誘
わ
れ
て
な
い

ぞ
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キ
リ
ト
は
再
び
同
じ
事
を
言

た

よ

ど

し
か

た
の
で
あ
ろ
う

銃
士

で
す

八
幡
様
の
専
属
秘
書
に
な
る
事
が
確
定
し
て
お
り
ま
す

 
ち
な
み
に
ま
だ
学
生
で

ユ
キ
ノ
と
は
同
窓
生
で
す

え

ま
じ
か
よ

い
い
ん
だ
な

 
銃
士

は
口
に
出
し
て
そ
う
言
い

に
両
手
を
当
て
た

え

と

恥
ず
か
し
が

て
る
表
現

も
じ
も
じ

 
再
び
そ
う
声
に
出
し
て
言
う
銃
士

を
見
て

キ
リ
ト
は
感
心
し
た
よ
う
に
言

た

う
わ

い
か
に
も
ハ
チ
マ
ン
が
気
に
入
り
そ
う
な
キ

ラ
だ
な

え

ま
じ
で
す
か

や

た

マ

ク
ス
大
勝
利

 
そ
の
銃
士

の

変
ぶ
り
に

キ
リ
ト
は
目
を

く
し
た

 
残
り
の
者
達
は

銃
士

が
た
ま
に
こ
う
な
る
事
を
知

て
い
た

 
ま
た
か
と
い
う
顔
を
し
た
だ
け
だ

た

私
は
シ
ノ
ン
よ

八
幡
と
私
の
関
係
は

え

と

え

と
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あ
あ

も
う
い
い

八
幡
ネ
タ
で
そ
う
い
う
態
度
を
と
る
奴
は

今
ま
で

山
見
て
き
た
か

ら 
シ
ノ
ン
が
そ
う
言

て
も
じ
も
じ
し

顔
を

く
し
た

 
キ
リ
ト
は
色
々
と
察
し
た
の
か

そ
う
言

た

私
は
ピ
ト
フ

イ

そ
し
て
そ
の
正
体
は

か

止

奨

ち

ち

と

 
い
き
な
り
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
し
た
ピ
ト
フ

イ
を

銃
士

と
シ
ノ
ン
が

て
て

止
め
た

 
だ
が
ピ
ト
フ

イ
は
二
人
を

り

う
と

問
題
な
い
と
い
う
よ
う
に

い
た

大
丈
夫
大
丈
夫

黒
の
剣
士
様
に

は
付
け
な
い
も
の

あ

ピ
ト
は
気
付
い
て
た
ん
だ

う
う
ん
同
じ
名
前
だ
な
と
は
思

て
た
け
ど
シ

ナ
が
こ
こ
ま
で

入
れ
し
て
る
ん
だ
か

ら 
こ
れ
は
本
物
に
間
違
い
無
い

て
さ

き
確
信
し
た
の
よ
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そ
れ
な
ら
ま
あ
い
い
の
か
な

了

ど
う
ぞ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

突
然
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

に
使
わ
れ
て
い
る
曲
を
歌
い
始
め
た

おこ
れ
が
生
で

け
る
と
は

さ
す
が
よ
ね

同
意

神
歌
姫

 
キ
リ
ト
は
そ
の
歌
を

い
て

然
と
し
て
い
た
が

か
つ
て
八
幡
か
ら

 
神
崎
エ
ル
ザ
と
知
り
合
い
だ
と

き

サ
イ
ン
を
手
に
入
れ
て
も
ら

た
事
を
思
い
出
し
た

私
が
ピ
ト
フ

イ
こ
と

神
崎
エ
ル
ザ
よ

ず

と
前
か
ら
フ

ン
で
し
た

手
し
て
下
さ
い

 
キ
リ
ト
は
神
の
速
度
で
そ
う
言
い

手
を
差
し
出
し
た

そ
う
だ

た
ん
だ
あ
り
が
と
う
私
も
ず

と
前
か
ら
あ
な
た
の
フ

ン
で
し
た
黒
の
剣

士
さ
ん

 
そ
こ
に
は
変
態
の
ピ
ト
フ

イ
で
は
な
く

麗
な
ピ
ト
フ

イ
が
い
た
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お

俺
の
事
を
知

て
る
の
か

う
ん

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
直
後
か
ら
情
報
を
集
め
ま
く

て
た
か
ら
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
と
の
出
会
い
に
よ

て

私
は
あ
な
た
達
の
真
実
を
知

た
わ

あ

じ

あ
や

ぱ
り

 
そ
し
て
五
人
を
代
表
し
て

ピ
ト
フ

イ
は
言

た

う
ん

シ

ナ
の
正
体
は

キ
リ
ト
君
の
親
友
の
八
幡
だ
よ

や

ぱ
り
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
告
白
を
受
け

そ
う
絶
叫
し
た
後

そ
の
場
に

て

を

え
た

や
ば
い
や
ば
い
や
ば
い

八
幡
の
事
を
散
々
変
態
扱
い
し
ち
ま

た

 
今
後
事
あ
る
ご
と
に

そ
の
ネ
タ
で
い
じ
ら
れ
る

う

そ
も
そ
も
あ
ん
な
存
在
が
八
幡
の
他
に
い
る

が
無
い
じ

な
い

そ
う
だ
よ
あ
ん
な
に
強
く
て
モ
テ
る
な
ん
て
八
幡
か
キ
リ
ト
君
く
ら
い
の
も
の
だ
と
思
う

よ
だ

て
あ
い
つ

い
き
な
り
俺
を
ナ
ン
パ
し
よ
う
と
し
た
ん
だ
よ

え

何
そ
れ
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あ
あ

そ
れ
は
ね

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が

そ
の
時
の
話
を
シ

ナ
か
ら
の
指

も

ま
え
て
説
明
し
た

 
そ
れ
を

い
た
四
人
は
大
爆
笑
し
た

何
だ
よ
そ
れ

な

何
で
ナ
ン
パ

そ

そ
の
資
金
の
提

の
仕
方
は

新
す
ぎ
ん
ぞ

シ

ナ
様

か
わ
い
い

 
キ
リ
ト
は
そ
の
四
人
の
反
応
を
見
て

必
死
に
自
分
の
正
当
性
を
主
張
し
た

だ
ろ

そ
れ
で
八
幡
だ

て
気
付
け
な
ん
て
無
理
だ

て
ば
よ

う
ん
う
ん

ま
あ
無
理
だ
ね

普
通
想
像
が
つ
か
な
い
よ
な

ど
ん
ま
い
だ

同

 
そ
し
て
六
人
は

今
の

況
に
つ
い
て
話
を
始
め
た
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で
も
よ

シ

ナ
は
一
体
何
が
し
た
い
ん
だ

そ
も
そ
も
キ
リ
ト
君
は
何
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
来
た
の

あ

い
や

そ
れ
は
守
秘
義

が
あ

て
だ
な

て
事
は
依
頼
人
が
い
る
ん
だ

最
近
あ

た
事

ま
さ
か

の
回
線
落
ち
事
件

死
銃
だ

け
か

最
近
目
立

た
出
来
事

て
そ
れ
く
ら
い
だ
よ
な

 
さ
す
が
は
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

な
だ
け
の
事
は
あ
り

そ
の

り
に
は

感
の
よ
う
だ

 
そ
し
て
一
言
も
発
し
な
い
シ
ノ
ン
と
銃
士

に

何
と
な
く

線
が
集
ま

た

な

二
人
は
さ

も
し
か
し
て

何
か
知

て
る

ご
め
ん

言
え
な
い
の

言
わ
な
い
よ
う
に
命
令
さ
れ
て
る
の

そ
の
答
え
で
十
分
だ
よ
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キ
リ
ト
が
代
表
し
て
そ
う
言

た

そ
う
か

ハ
チ
マ
ン
も
俺
と
同
じ
立
場
な
の
か

う

ん

多
分
違
う
ん
じ

な
い
か
な

シ

ナ
が
出
張

て
き
た

て
事
は
あ
れ
だ
ろ

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
と
か
い
う
奴
ら

み

だ
ろ

今
何
て
言

た

 
キ
リ
ト
が
突
然
そ
う
言
い

闇
風
に
詰
め
寄

た

い
き
な
り
何
だ
よ

ラ
フ

ン
コ
フ

ン

あ
ん
た
ら
の

敵
だ
ろ

確
か
に
あ
い
つ
ら
は
俺
達
の
敵
だ

で
も
そ
の
名
前
が
こ
こ
で
出
る
意
味
が
分
か
ら
な
い

シ

ナ
は
そ
の

に
キ
リ
ト
君
に
も
内

で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
た
の
よ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
が

仕
方
な
い
と
い

た
顔
で
キ
リ
ト
に
そ
う
言

た

本
当
か

ど
う
い
う
事
だ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
か
ら
情
報
提

が
あ

た
ら
し
い
わ
よ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ラ
フ
コ
フ
の
残

が
い

る

て
そ
う
な
の
か
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そ
も
そ
も
シ

ナ
が
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
を
身
内
に
し
た
の
は

 
最
初
は
ラ
フ
コ
フ
の
情
報
が
欲
し
か

た
か
ら
だ

て

い
た
事
が
あ
る
わ

そ
う
い
う
事
か

あ
い
つ
は
ま
だ
一
人
で
戦

て
い
た
の
か

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
顔
を
上
げ

拳
を
上
に
突
き
上
げ
な
が
ら
言

た

よ
く
も
内

に
し
て
や
が

た
な
絶
対
に
あ
い
つ
を
ぶ
ん
殴

て
そ
し
て
俺
も
一

に
戦

う
シ

ナ
は
そ
れ
が

で
内

に
し
て
た
ん
だ
と
思
う
け
ど
ね

そ
れ
が
許
せ
ん

俺
達
は
親
友
だ

一
心
同
体
だ

生
き
る
時
も
死
ぬ
時
も
ず

と
一

だ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
に
感
じ
る
物
が
あ

た
の
か
五
人
も
そ
れ
に
同
意
し
口
々
に
言

た

死
銃
事
件
と
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
が
ど
う
関
係
す
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
も
ち
ろ
ん
俺
達
も
協
力
す
る

シ

ナ
軍
団
の
力
を

す
い
い
機
会
ね

ま
あ
で
も

と
り
あ
え
ず
こ
そ
こ
そ
し
て
や
が
る
シ

ナ
を

ら
し
め
な
い
と
な

私
は
始
め
か
ら
シ

ナ
を
倒
し
て
ナ
ン
バ

ワ
ン
に
な
る
気
満
々
だ
け
ど
ね

私
も
今
回
ば
か
り
は
シ

ナ
様
を
倒
す
事
を
優
先
す
る
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そ
し
て
キ
リ
ト
が

力
強
く
こ
う
宣
言
し
た

よ
し

絶
対
に
シ

ナ
と

正
体
不
明
な
ハ
チ
マ
ン
を
倒
そ
う

と
り
あ
え
ず
話
は
そ
れ

か
ら
だ

お
う

 
こ
う
し
て
シ

ナ
と
ア
チ
マ
ン
は

身
内
全
員
か
ら
狙
わ
れ
る
事
に
な

た

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
が
宣
言
し
た

間

シ

ナ
は
寒
気
を
感
じ

ぶ
る

と

え
た

シ

ナ

ど
う
し
た
の

い
や

何
か
寒
気
が

も
し
か
し
て
他
の
人
に
今
回
の
企
み
が
バ
レ
た
ん
じ

な
い

ま
あ
俺
が
裏
で
動
い
て
い
る
事
は
確
実
に
バ
レ
て
る
よ
な

ど
う
す
る

道

正
の
必
要
が
あ
る
な

と
り
あ
え
ず
落
ち
て
交
代
す
る
か

そ
う
ね

乱
す
る

に
も
そ
れ
が
い
い
と
思
う
わ

よ
し

ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
か

マ

ハ
で
交
代
だ

 
そ
し
て
二
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

直
ぐ
に
ま
た
そ
の
場
に
現
れ
た
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武
器
は
ど
う
す
る
か

ア
イ

お
前
Ｍ
８
２
は
扱
え
る
か

う

ん

正
直
自
信
が
無
い
わ
ね

ま
あ
い
い
か

ア
イ

次
は
銃
だ
け
で
戦
う
ん
だ
ぞ

シ

イ

 
突
然
ア
イ
が
お
か
し
な
事
を
言
い
出
し

ハ
チ
マ
ン
は
き

と
ん
と
し
た

何
だ

て

ア
イ
と
ハ
チ
マ
ン
で
ア
チ
マ
ン
シ

ナ
と
ア
イ
で
シ

イ
つ
い
で
に
は
い
と
シ

イ
を
か

け
た
の
よ

お

お
う

お
前
そ
う
い
う
セ
ン
ス
は
無
い
の
な

こ
の
体
に
セ
ク
ハ
ラ
す
る
わ
よ

す
ま
ん

俺
が
悪
か

た

そ
れ
だ
け
は
や
め
て
く
れ

 
こ
う
し
て
シ

ナ
と
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
中
身
を
入
れ

え
た

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
は

々
そ
の
混
乱
の
度
合
い
を
深
め
て
い
く
事
と
な
る
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第
４
０
８
話
 
お
前
は

 

プ
レ
イ
ヤ

が
続
々
と
一
回
戦
を
突
破
し
て
い
く
中
ひ

そ
り
と
不
戦
敗
に
な

た
者
が

い
たあ

あ

や

ぱ
り
ゼ
ク
シ

ド
は
不
戦
敗
か

仕
方
な
い
だ
ろ

多
分
ア
ミ

ス
フ

ア
の
故
障
か
何
か
だ
と
思
う
し

座
談
会
以
降
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
て
な
い
ら
し
い
か
ら

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
ろ
う
な

 
こ
う
し
て
ゼ
ク
シ

ド
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
は
一

で
終
わ
り
を
告
げ
た

 
本
来
は
Ｂ
ｏ
Ｂ
ど
こ
ろ
か
人
生
の
終
わ
り
を
迎
え
る
所
だ

た
の
だ
か
ら

 
あ
る
い
は
そ
れ
だ
け
で
済
ん
で
良
か

た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

 
大
事
な
の
は
ゼ
ク
シ

ド
は
確
か
に
生
き
て
い
る
と
い
う
事
だ

い
ず
れ
再

の
時
も
あ
る

だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
対
戦
相
手
は
ギ
ン
ロ
ウ
だ

た

今
回
は

ブ
ロ

ク
に
優
勝
候
補
が
散
ら
さ
れ
て

い
る

 
ギ
ン
ロ
ウ
に
と

て
は
本
戦
出
場
に
向
け

大
き
な
大
き
な
一
歩
と
な

た
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ハ
チ
マ
ン
に
つ
い
て
は
ま
だ
保

だ
な

直
接
や
り
あ

て
い
な
い
俺
に
は
判
断
が
出
来
ん

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は

ア
チ
マ
ン
の
戦
い
を
見
た
後

そ
う

い
て
い
た

 
だ
が
そ
ん
な
ス
テ
ル
ベ
ン
も
キ
リ
ト
の
戦
い
を
見
た
直
後
は
さ
す
が
に

静
で
は
い
ら
れ
な

か

た
あ
い
つ

本
物

か

も
し
本
物
な
ら
俺
が
こ
の
手
で

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
討
伐
戦
で
直
接
キ
リ
ト
と
対
峙
し
た
事
も
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
も
か
く
キ
リ
ト
に
対
し
て
は
特
別
な
感
情
を

い
て
い
た

 
そ
の
考
え
を

ん
だ
よ
う
に

突
然
ノ
ワ

ル
か
ら
通
信
が
入

た

 
ノ
ワ

ル
は
ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
家
の
中
間

置
で
待
機
し
て
い
る
は
ず
で
あ

り 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
出
来
る

態
に
は
無
か

た
は
ず
で
あ
る

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
う
考
え

何
か
ト
ラ
ブ
ル
で
も
あ

た
の
か
と
心
配
し
た

ど
う
し
た

ト
ラ
ブ
ル
か

い
や

配
信
の
動
画
を
見
て
た
ら
あ
の
ク
ソ
の
剣
士
が
出
て
き
た
ん
で
な
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心
配
に
な

て

て
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
の
さ

 
ノ
ワ

ル
は

ギ

グ
の
つ
も
り
か
キ
リ
ト
の
事
を
そ
う
呼
ん
だ

心
配

俺
達
の
目
的
は
あ
く
ま
で

だ

目
的
を

き
違
え
る
な
よ

て
な

 
剣
で
決
着
を
つ
け
る

そ
ん
な
の
は
ク
ソ
く
ら
え
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
や
り
あ

た
の
も

ヘ

ド
に
裏
切
ら
れ
た
せ
い
だ
し
な

 
あ
で
も
勘
違
い
す
る
な
よ
裏
切
ら
れ
た
せ
い
で
俺
は
ヘ

ド
を
更
に
尊
敬
す
る
よ
う
に

な

た
ん
だ

 
自
分
が
生
き
残
る

に
は
何
で
も
利
用
し
よ
う
と
す
る
そ
の

勢
は

さ
す
が
ヘ

ド

て
感

じ
だ
よ
なだ

が
死
銃
が
俺
だ

て
の
は
ど
う
せ
こ
の
大
会
で
バ
レ
る
ん
だ

 
そ
う
な
る
と
最
終
的
に
は
ぶ
つ
か
る
事
に
な
る
だ
ろ
う

そ
う
な

た
ら
さ

さ
と
リ
タ
イ
ア
す
れ
ば
い
い

今
の
所
ま
だ
バ
レ
て
い
な
い
は
ず
だ
が

 
い
ず
れ
絶
対
に

察
が
俺
達
の
所
に
来
る
は
ず
だ

そ
の
前
に
二
人
で
高
飛
び
だ
ろ

 
そ
の

に
色
々
準
備
を
し
て
き
た
ん
だ
か
ら
な
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当
然
そ
の

に
は

に
二
人
に
見

て
ら
れ
て
い
る
恭
二
は
入

て
い
な
い

し
か
し

 

も
食
い
下
が
る
ス
テ
ル
ベ
ン
を
見
て

ノ
ワ

ル
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
言

た

は

分
か

た
よ

俺
が
思

て
る
以
上
に

お
前
は
剣
士
だ

た

て
事
な
ん
だ
な

す
ま
ん

い
や
よ
く
考
え
た
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
始
め
た
ば
か
り
の
時
は
俺
も
そ
ん
な
感
じ
だ

た
気
が
す

る
し

 
多
分
こ
れ
が
最
後
な
ん
だ

思
う
存
分
や
れ
ば
い
い

 
た
だ
し
絶
対
に
本
来
の
目
的
を
忘
れ
る
な
よ

そ
れ
だ
け
は
約
束
し
て
く
れ

あ
あ

 
そ
う
言

て
ノ
ワ

ル
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
き

ス
テ
ル
ベ
ン
は
ぼ
そ

と

い
た

直
接
確
認
し
て
み
る
か

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は
死
銃
の
格
好
を
し

マ
ン
ト
の
機
能
を
使

て

を
消
し
た

 
よ
し

全
員
一
回
戦
を
突
破
し
た
み
た
い
だ
な

こ
の
調
子
で
頑
張
ろ
う
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闇
風
が
そ
う
音

を
と
り

一
同
は
大
い
に

り
上
が

て
い
た

 
全
員
も
う

シ

ナ
に
連

を
と
る
事
は

め
て
い
た

 
何
故
な
ら
誰
が
通
信
し
て
も

シ

ナ
は
決
し
て
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か

た
か
ら
だ

さ
て

シ

ナ
様
に
報
告
し
に
行
か
な
い
と

 
唯
一
シ

ナ
の
居
場
所
を
知

て
い
る
銃
士

は
そ
う
考
え

こ

そ
り
と
シ

ナ
の
下
へ

と
向
か

た

 
そ
の
後
を

一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
こ

そ
り
つ
け
て
い
た
事
に

銃
士

は
気
付
い
て
い

な
か

た

 
シ

ナ
様
私
で
す

マ

ク
ス
で
す

マ

ク
ス
か

入

て
く
れ

 
そ
う
言
わ
れ
た
銃
士

は

ド
ア
が
開
い
た

間
に
ス

と
中
に
滑
り
込
ん
だ

 
そ
の

間
に
誰
か
に
背
中
を
押
さ
れ

銃
士

は
よ
ろ
け
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た

き
 
そ
ん
な
銃
士

の
体
を
ハ
チ
マ
ン
は
し

か
り
と
受
け
止
め
た
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銃
士

は
そ
の
事
に
喜
ぶ
間
も
な
く

て
て

り
向
い
た

そ
こ
に
は
ミ
サ
キ
が

 
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
と
立

て
お
り

銃
士

は
自
分
の
失
態
を
悟

た
し
ま

た

 
銃
士

は

自
分
が
後
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
考
え

て
て
シ

ナ
に
謝
ろ
う
と
し

た 
だ
が
少
し
様
子
が
お
か
し
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
狼

し
て
い
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
の
よ
う

で 
シ

ナ
は
た
だ

面
白
そ
う
に
ミ
サ
キ
の
方
を
見
つ
め
て
い
る
だ
け
だ

た
の
だ

 
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

今
の
シ

ナ
は
シ

ナ
で
は
な
く
シ

イ
な
の
だ

 
二
人
が
何
も
し

べ
ら
な
い

銃
士

が
最
初
に
口
を
開
い
た

ミ
サ
キ
さ
ん

一
応

き
ま
す
け
ど
何
故
こ
こ
に

う
ふ

イ
ク
ス
ち

ん
が
ハ
チ
マ
ン
様
の
居
場
所
を
知
ら
な
い
な
ん
て
あ
り
え
ま
せ
ん
わ



 第４０８話 お前は……

 
イ
ク
ス
ち

ん
は
ハ
チ
マ
ン
様
の
懐
刀
で
す
も
の
ね

あ

は

は
い

 
そ
の
ミ
サ
キ
の
評
価
は

銃
士

に
と

て
は

し

し
だ

た

 
嬉
し
い
の
に
こ
の

況
だ
と
素
直
に
喜
べ
な
い

 
そ
し
て
銃
士

は

シ

ナ
を
ミ
サ
キ
の

色
オ

ラ
か
ら
守
ろ
う
と
そ
の
前
に
立
ち
は
だ

か

た

 
だ
が
ミ
サ
キ
は
そ
の
横
を
す
る
り
と
抜
け

何
故
か
ハ
チ
マ
ン
の

に
す
が
り
つ
い
た

イ
ク
ス
ち

ん
も
ま
だ
ま
だ
ね

性
交
体
験
が
足
り
な
い
の
か
し
ら
こ

ち
が
正
解
よ

え
 
銃
士

は

成
功
体
験

が
少
な
い
と
言
わ
れ

何
の
事
か
き

と
ん
と
し
た

何
で
分
か

た
ん
で
す
か

あ
ら
あ
ら
う
ふ
ふ

や

ぱ
り
そ
う
で
し
た
の
ね

 
そ
の
会
話
か
ら
ど
う
や
ら
ミ
サ
キ
に
は
自
分
に
は
分
か
ら
な
い
何
か
が
分
か
る
の
だ
と
思
い

 
銃
士

は
素
直
に
ミ
サ
キ
に
教
え
を

う
た

ご
め
ん
な
さ
い
ミ
サ
キ
さ
ん
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
是
非
そ
の
コ
ツ
を
私
に
教
え
て
下
さ
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い
別
に
い
い
わ
よ

そ
れ
じ

あ
実
地
で
教
え
る
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
様
を
私
の
店
に
連
れ
て
き
て
も
ら

て
も
い
い
か
し
ら

分
か
り
ま
し
た

必
ず

お
い
マ

ク
ス

ナ
チ

ラ
ル
に
俺
を

る
ん
じ

ね
え
よ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
い
方
で

ミ
サ
キ
の
言

た
事
は
真
実
だ

た
と
思
い
知
ら
さ
れ

 
銃
士

は

々
そ
の
技
術
を
会
得
し
よ
う
と
心
に

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
は
銃
士

に
と

て
は
ど
う
や
ら
逆

果
だ

た
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
様

そ
れ
じ

あ
そ

ち
は

イ
ク
ス
さ
ん

私
は
シ

イ
よ

あ

シ

ナ
と
ア
イ
で
シ

イ
な
ん
で
す
ね

 
直
ぐ
に
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
銃
士

に
向
け

シ

ナ
は
言

た

何
で
分
か
る
ん
だ
よ

お
前
ら
の
ネ

ミ
ン
グ
セ
ン
ス

て

似
て
る
ん
だ
な

 
そ
し
て
ミ
サ
キ
は

興
味
深
そ
う
に
シ

イ
に
話
し

け
た

そ
う

あ
な
た
は
ア
イ
さ
ん
と

る
の
ね

初
め
ま
し
て

私
は
ミ
サ
キ
で
す
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こ
れ
は
ご
丁

に

私
は
ア
イ
と

し
ま
す

師
匠

師
匠

 
そ
の
シ

イ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
き

と
ん
と
し
た

ハ
チ
マ
ン

ミ
サ
キ
さ
ん
か
ら
は
恋
愛
マ
ス
タ

の

い
が

ん

ん
す
る
わ

 
こ
れ
は
も
う
師
匠
と
呼
ん
で

教
え
を

う
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

下
だ

こ
れ
以
上
お
前
に
う
ざ
く
な
ら
れ
た
ら
か
な
わ
ん

本
当
は
嬉
し
い
く
せ
に

嬉
し
く
ね
え
よ

私
の
事

い
な
の

そ
ん
な

無
い
だ
ろ

じ

あ
好

ス
ト

プ
よ

ア
イ
ち

ん

 
そ
の
時
ミ
サ
キ
が
シ

イ
に
ス
ト

プ
を

け
た

そ
し
て
ミ
サ
キ
は
シ

イ
の

元
で
こ
う

い
た

そ
の
言
葉
は
こ
う
い
う
時
に
は
禁

よ
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も
し
言
う
と
し
た
ら
ハ
チ
マ
ン
様
を
ベ

ド
に
連
れ
込
ん
だ
時
が

果
的
よ

は

は
い
師
匠

ミ
サ
キ
さ
ん

こ
え
て
ま
す
か
ら
ね

あ
ら
こ
ん
な
小
声
も

き

ら
さ
な
い
な
ん
て
ハ
チ
マ
ン
様
は
や

ぱ
り
私
に
興
味

々

で
す
の
ね

い
や

そ

と
こ
ろ
で
何
故
二
人
は
入
れ

わ

た
ん
で
す
の

 
反

し
よ
う
と
し
た
ハ
チ
マ
ン
を

ミ
サ
キ
は
そ
う
言

て

じ
た

 
シ

イ
と
銃
士

は
そ
れ
を
見
て

相
手
の
逃
げ
道
は
こ
う
や

て
塞
ぐ
の
か
と
感
心
し
た

死
銃
を
混
乱
さ
せ
よ
う
と
思

た
ん
で
す
よ
疑
念
を

か
せ
て
こ

ち
に
接
触
さ
せ
よ

う
と
ね

死
銃

話
は

き
ま
し
た
が
何
者
な
の
で
す
か

予
想
は
し
て
い
ま
す
が

ま
だ
確
信
に
は
至

て
い
ま
せ
ん

 
で
す
が
多
分
こ
の
大
会
に
は
出
場
し
て
い
る
と
思
う
の
で
必
ず

尾
を
つ
か
ん
で
み
せ
ま

す



 第４０８話 お前は……

 
そ
の
言
葉
に
ミ
サ
キ
は

き
な
が
ら
こ
う
提
案
し
て
き
た

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
私
も
情
報
収
集
の
お
手
伝
い
を
致
し
ま
す
わ

 
イ
ク
ス
ち

ん
と
一

に

二
人
が
か
り
で
怪
し
い
出
場
者
が
い
な
い
か
チ

ク
し
ま
す

そ
う

で
す
ね

お
願
い
し
ま
す

で
も
決
し
て
危
な
い
事
は
し
な
い
で
下
さ
い
ね

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
心
配
さ
れ

ミ
サ
キ
は
内
心
狂
喜
し
て
い
た
が

 
そ
ん
な
態
度
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず

し
れ

と
し
た
態
度
で
こ
う
言

た

も
ち
ろ
ん
で
す
わ

ハ
チ
マ
ン
様
の
ご

愛
を
賜
る
ま
で

 
こ
の
体
に

を
付
け
る

に
は
い
き
ま
せ
ん
も
の

い
や

ご

そ
れ
じ

あ

速
私
は
行
き
ま
す
わ

ア
イ
ち

ん
も
頑
張

て
ね

は
い

師
匠

 
ミ
サ
キ
は
再
び
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

り

外
に
飛
び
出
し
て
い

た

あ
の
人
は
ど
う
も
苦
手
だ

主

を
と
れ
る
気
が
し
ね
え

 
押
し
た
ら
そ
の
ま
ま
喜
ば
れ
る
だ
け
だ
し
引
い
て
も
首

こ
を
捕
ま
れ
て
引

張
ら
れ
る

気
が
す
る
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仲
間
内
に
は
い
な
い
タ
イ
プ
で
す
ね

ま
あ
な

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
う
ち
の
学
校
の
理
事
⻑
に
近
い
と
思
う
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
で
ミ
サ
キ
の
話
題
を
打
ち
切
り

銃
士

に

ね
た

で

マ

ク
ス

何
か
報
告
が
あ
る
ん
じ

な
い
の
か

は
い
あ
ち
ら
で
は
今
ハ
チ
マ
ン
様
の
中
身
が

者
だ
と
い
う
事
で
話
が
ま
と
ま

て
い
ま

す 
そ
し
て
シ

ナ
様
を
見
つ
け
次
第
フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や
ろ
う

と
皆
で

り
上
が

て
い

ま
すま

じ
か
よ

く
そ

キ
リ
ト
の
せ
い
か

キ
リ
ト
様
の
目
は
や
は
り

け
な
い
よ
う
で
す
ね

ま
あ
死
銃
さ
え
騙
せ
れ
ば
い
い
さ

よ
し
シ

イ

そ
ろ
そ
ろ
お
前
の
出
番
だ

頼
む
ぞ

分
か

た
わ

可
能
な
限
り
シ

ナ

く
動
い
て
み
る

銃
だ
け
の
予
定
だ

た
が

最
悪
こ
れ
を
使
え

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

シ

イ
に
一

り
の

剣
を

し
た

こ
れ
を
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そ
れ
で
カ
ウ
ン
タ

を
入
れ
れ
ば

俺

く
見
え
る
だ
ろ
う

出
来
る
か

そ
う
ね

一
撃
く
ら
い
な
ら
何
と
か
な
る
と
思
う
わ

さ
す
が
だ
な

頼
む
ぞ

え
え

 
お

シ

ナ
の
出
番
か

ま
た
狙
撃
一
発
で
終
わ
る
か

 
そ
の
予
想
と
は
裏
腹
に

シ

イ
は
接
近
戦
を
挑
む
よ
う
に
見
え
た

狙
撃
は
し
な
い
の
か

色
々

し
て
る
ん
じ

な
い

ま
あ
そ
う
だ
な

シ

ナ
だ
し
な

 
シ

イ
は
上
手
く
銃
を
使
い

相
手
を
慎
重
に
追
い
詰
め
て
い

た

 
そ
し
て
敵
を
丁
度
い
い
地

に
追
い
込
ん
だ

間
シ

イ
は
突
然
敵
の
方
へ
と
走
り
出
し
た

く
そ

 
敵
は

て
て
シ

イ
に
狙
い
を
つ
け
た
が

シ

イ
は
障
害
物
の
陰
に
滑
り
込
み
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敵
は

て
て
前
へ
と
身
を
乗
り
出
し
た

そ
の

間
に
シ

イ
は

手
に
持

て
い
た

剣

で 
敵
の
銃
に
向
か

て
強

な
カ
ウ
ン
タ

を

り
出
し

 
の
け
ぞ

た
そ
の
敵
を

今
度
は

手
の
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
で
横
一
線
に

り

い
た

お
お

 
一
同
は
そ
の
い
か
に
も
シ

ナ

い
動
き
に
思
わ
ず
感

の
声
を
上
げ
た

 
キ
リ
ト
で
す
ら

そ
の
見
事
な
カ
ウ
ン
タ

を
見
て

さ
す
が
だ
な
と
感
心
し
て
い
た

見
事
な
カ
ウ
ン
タ

だ

た
わ
ね

あ
い
つ
の
持
ち
味
は

や

ぱ
り
カ
ウ
ン
タ

だ
か
ら
な

も
し
キ
リ
ト
君
が
ガ
チ
で
や
り
あ

た
ら
ど
う
な
る
の

Ａ
Ｌ
Ｏ
じ

五
回
に
一
回
く
ら
い
し
か
負
け
な
い
が
今
回
は
銃
も
あ
る
し
な

正
直
何
と

も
言
え
ん

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
一
息
つ
こ
う
と
飲
み
物
を
取
り
に
一
人
で
バ

カ
ウ
ン
タ

へ
と
向
か

た
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そ
の
背
後
か
ら
突
然
声
が
し
た

お
前

本
物

か

 
キ
リ
ト
は

て
て

り
返

た

そ
こ
に
は
い
つ
の
間
に
か
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

ん
で
お

り 
キ
リ
ト
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
死
銃
だ
と
確
信
し
た

本
物

何
の
事
だ

お
前
が
死
銃
か

 
死
銃
は

そ
の
ま
ま

り
こ
く
り

キ
リ
ト
を
じ

と
観
察
し
て
い
た

 
そ
の

く
光
る
目
に

キ
リ
ト
は
見
覚
え
が
あ

た

お
前

ま
さ
か

目
の
ザ
ザ
か

や
は
り
本
物

か

 
キ
リ
ト
は
ザ
ザ
の
事
を
ハ

キ
リ
と
覚
え
て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
脱
出
し
八
幡
ら
と
再
会
し
た
後
ラ
フ
コ
フ
に
つ
い
て
は
何
度
も
話
し
合

て

い
た

 
そ
の
せ
い
で
キ
リ
ト
は

あ
の
戦
い
の
事
を
忘
れ
る
事
も
な
く
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同
じ
体
験
を
し
た
八
幡
ら
と

え
あ
う
事
で
そ
の
つ
ら
い
記
憶
を
乗
り
越
え
る
事
に
成
功
し

て
い
た

久
し
ぶ
り
だ
な

 
キ
リ
ト
に

ま
れ

そ
う
言
わ
れ
た
死
銃
は

そ
の
ま
ま
後
方
へ
と
走
り
出
し
た

あ

お
い

待
て

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
死
銃
を
追
い
か
け

を
曲
が

た

だ
が
そ
の

は
ど
こ
に
も
無
い

く
そ

ど
こ
に
消
え
や
が

た

 
キ
リ
ト
は
死
銃
を
逃
が
し
て
し
ま

た
事
に
⻭

み
し
た

こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
と
話
さ
な
い
と
い
け
な
い
な

 
そ
う
思
い
つ
つ
も
キ
リ
ト
は

死
銃
が
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
参
加
し
て
い
る
事
を
確
信
し

 
絶
対
に
決
勝
へ
進
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
決
意
し
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
ハ
チ
マ
ン
の

合
か

ま

た
く
あ
い
つ

ど
こ
に
い
る
ん
だ
よ

  
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の

合
が
始
ま

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
最
初

光
剣
を
日
本
刀
の
よ
う
に

り
回
し
て
い
た
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や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
の
ス
タ
イ
ル
と
は
違
う
み
た
い
だ
な

そ
う
み
た
い
ね

あ
れ

 
敵
は
意
外
と
上
手
く
ハ
チ
マ
ン
か
ら

離
を
と
り

光
剣
で

ら
れ
る
の
を
防
い
で
い
た

 
そ
れ
を
見
て
と

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
戦
闘
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た

あ

見
て

ハ
チ
マ
ン
の

光
剣
が

刀
身
を

く
し
た

 
そ
の
言
葉
通
り
ハ
チ
マ
ン
は
刀
身
を

く
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
キ
リ
ト
が
い
つ
も
見
て
い
た

え

を
と

た

あ

あ
れ
れ

 
そ
の
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
は

い
つ
も
の
よ
う
に

木
を

み
台
に
し
て

躍
し

 
す
れ
違
い
様
に
敵
の
銃
を

り
上
げ
る
と

い
つ
も
の
よ
う
に

敵
の
背
後
に
降
り
立
ち

 
そ
の
ま
ま

り
向
き
様
に
敵
を
横
に
真

二
つ
に
し
た

あ

あ
れ

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
見
て

目
を
ご
し
ご
し
と

た
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ど
う
し
た
の

あ

い
や

あ
の
ハ
チ
マ
ン

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
に
見
え
た
ん
だ
が

 
も
し
か
し
て

最
初
に
日
本
刀
を
使
う
み
た
い
に
戦

て
い
た
の
は

た
ま
た
ま
だ

た
の

か
え

そ
う
な
の

あ
あ

で
も
さ

き
の
シ

ナ
も

あ
あ

よ
く
分
か
ら
な
く
な

て
き
た

 
キ
リ
ト
は
二
人
の
作
戦
に
乗
せ
ら
れ

混
乱
し
て
い
た

 
シ

イ
が

限
ま
で
集
中
し

カ
ウ
ン
タ

に
全
て
を

け

 
し
か
も
そ
れ
を
一
度
し
か
見
せ
な
か

た
の
が
幸
い
し
た
よ
う
だ

あ
あ
も
う

こ
う
な

た
ら
二
人
と
も
ハ
チ
マ
ン
本
人
だ
と
思

て
や
る
し
か
な
い
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
開
き
直
り

他
の
者
達
も
戸
惑

た
顔
で

 

合
に
勝
利
し
た
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
つ
め
て
い
た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
の
番
が
来
た
が

相
変
わ
ら
ず
キ
リ
ト
は
剣
を
メ
イ
ン
に
戦
い

 
銃
を
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
か

た

ち
な
み
に
敵
の
攻
撃
は
全
て
エ
リ

シ
デ

タ
で

て
い
た
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あ
い
つ
は
結
局

こ
の
ま
ま
最
後
ま
で
あ
の
ス
タ
イ
ル
で
い
く
つ
も
り
か

 
ハ
チ
マ
ン
と
シ

イ
は

今
は
ア
チ
マ
ン
と
シ

ナ
に

て
お
り

 
シ

ナ
は
キ
リ
ト
の
二
回
戦
を
見
て
そ
う
言

た

ど
う
や
ら
そ
う
み
た
い
ね

こ
の
ま
ま
い
く
と

決
勝
で
シ
ノ
ン
と
当
た
る
事
に
な
る
な

 
そ
れ
で
シ
ノ
ン
が
自
信
を

失
し
な
い
と
い
い
ん
だ
が
な

そ
れ
ほ
ど
な
の

あ
あ

明
ら
か
に
動
き
が
良
く
な

て
い
た
か
ら
な

多
分
あ
い
つ

 
自
分
に
向
け
て
放
た
れ
た
銃

は

全
て
撃
ち
落
す
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
ア
チ
マ
ン
は
困
惑
し
た

あ
の
人

本
当
に
人
間

ど
う
だ
ろ
う
な

案
外
魔
族
と
か
か
も
し
れ
な
い
な

シ

ナ
に
も
同
じ
事
が
出
来
る

何
発
か
な
ら
な

だ
が
さ
す
が
に
全
部
は
無
理
だ

俺
は
人
間
な
ん
で
な

ま
あ
何
と
か

夫
す
る
わ
よ

あ
く
ま
で
こ

ち
も
メ
イ
ン
は
剣
で
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銃
は

を
作
る

だ
け
に
使
う
事
に
す
る
わ

だ
な
ま
あ
頑
張
れ
決
勝
ま
で
行
け
た
ら
本
戦
に
は
進
め
る
か
ら
別
に
負
け
て
も
い
い
か

ら
な

  
そ
し
て
ど
ん
ど
ん
予
選
は
消
化
さ
れ
て
い
き

つ
い
に
本
戦
出
場
者
が
出
揃

た

 
こ
こ
か
ら
は
消
化

合
と
の

判
も
出
て
い
る
予
選
の
決
勝
で
あ
る

 
最
初
の
カ

ド
は

シ
ノ
ン
と
キ
リ
ト
で
あ

た
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第
４
０
９
話
 
予
選
最
終
戦

第
一

第
二
戦

 

後
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

の

び
に
ち

と
驚
い
て
い
ま
す

 
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

さ
て

特
に
意
味
の
無
い

合
だ
け
ど

ど
う
す
る

俺
と
し
て
は
手
の
内
を

す
も
何
も
な
い
か
ら

ど
う
し
よ
う
が
一
向
に

わ
な
い

そ
れ
じ

あ

当
に
や
り
あ

て
み
る

そ
う
だ
な

く
休

し
た
い
し

駆
け
引
き
無
し
で
さ
く
さ
く
い
こ
う

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
始
め
ま
し

う

了
解

 
二
人
は
そ
う
話
し
合
い
で
決
め

決
勝
の
舞
台
へ
と
降
り
立

た

手
の
内
は
あ
ま
り
見
せ
た
く
な
い
わ
ね

初

を
か
わ
さ
れ
た
ら
降
参
し
よ
う
か
し
ら

 
シ
ノ
ン
は
確
か
に
優
勝
を
目
指
し
て
い
た
が
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シ

ナ
と
出
会
う
前
の

張
り
詰
め
た
糸
の
よ
う
な
彼
女
は
も
う
い
な
い

 
全
て
の
戦
い
に
何
が
な
ん
で
も
勝
つ
と
い
う
よ
う
な

そ
ん
な
頑
な
さ
は

に
無
く

 
代
わ
り
に
目
的
の

に

抜
く
べ
き
所
は
抜
き

頑
張
る
所
は
頑
張
る

 
そ
ん
な
し
た
た
か
さ
を
シ
ノ
ン
は
身
に
付
け
て
い
た

 
一
方
キ
リ
ト
は
こ
の
戦
い
に
よ

て
ス
ナ
イ
パ

と
い
う
物
を
見

め
た
い
と
思

て
い
た

シ

ナ
も
ス
ナ
イ
パ

だ

て
い
う
し

始
め
て
の
対
ス
ナ
イ
パ

戦
だ

 
色
々
と
ど
う
い
う
感
じ
か
学
ん
で
お
か
な
い
と
な

 
そ
ん
な
二
人
の
思
い
が
交

し
た
の
か

キ
リ
ト
は
荒
野
に
一
人
立
ち

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
を
高
所
か
ら
狙
う
と
い
う
狙
撃
の
テ
ン
プ
レ
の
よ
う
な

況
が
出
来
上
が

た
そ
う
く
る
ん
だ

あ
え
て
攻
撃
を
く
ら
う
事
を

わ
ず

 
高
所
か
ら
の
狙
撃
を
一
度
見
て
み
た
い

て
感
じ
な
の
か
し
ら

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
考
え

こ
こ
で
そ
の
ま
ま
狙
撃
し
て
し
ま

て
も
い
い
も
の
か
少
し
迷

た

 
シ
ノ
ン
は
こ
こ
で
ヘ
カ

ト

の

の

道
を
キ
リ
ト
に
見
せ
る
事
は
ま
ず
い
よ
う
な
気
が

し
て
い
た
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確
か
に
今
の
キ
リ
ト
は
棒
立
ち
だ

の
シ
ノ
ン
な
ら

そ
れ
に

り
を
覚
え

 

え
消
化

合
で
も
真
面
目
に
や
れ
と

キ
リ
ト
の
下
ま
で
走

た
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
今
の
シ
ノ
ン
は

シ

ナ
の
戦
う

を
何
度
も
目
に
し

 
色
々
な
事
を
体
験
し
て
お
く
事
が
最
終
的
に
自
分
に
ど
れ
だ
け
メ
リ

ト
が
あ
る
の
か
を
理

解
し
て
い
た

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
も
そ
う
い

た
体
験
を
望
ん
で
今
あ
の
場
に
あ
あ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
た

参

た
わ
ね

仕
方
な
い

こ
こ
は
い

そ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
ヘ
カ

ト

を

に
担
ぎ

グ
ロ

ク
を
取
り
出
し
た

 
通
常
は
カ
ゲ
ミ
ツ

に

い

グ
ロ

ク

と
呼
ば
れ
る
そ
の
銃
を

 
シ

ナ
は
ち
び
の
シ
ノ
ン

チ
ビ
ノ
ン
と
呼
ん
で
い
た

 
シ
ノ
ン
も
い
つ
し
か
そ
れ
に
慣
ら
さ
れ

自
身
の
グ
ロ

ク
を

チ
ビ
ノ
ン
と
呼
ぶ
よ
う
に

な

て
い
た

行
く
よ

チ
ビ
ノ
ン

 
シ
ノ
ン
は
チ
ビ
ノ
ン
に
そ
う
声
を

け
る
と

荒
野
へ
と
ゆ

く
り
歩
い
て
い

た
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ハ
イ

キ
リ
ト
君

お

狙
撃
は
し
な
い
の
か

 
キ
リ
ト
は
少
し
残
念
そ
う
な
口
調
で
シ
ノ
ン
に
言

た

え
え

ち

と
思
う
と
こ
ろ
が
あ

て
ね

ふ

ん

 
シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
が
銃
を
使
う
事
は
無
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た

 
そ
の
考
え
通
り

キ
リ
ト
は

て
エ
リ

シ
デ

タ
を
抜
い
た

黒
い
刃

て
見
に
く
そ
う
よ
ね

だ
な

ま
あ
こ
の
剣
の
元
に
な

た
剣
と
同
じ
色
に
し
た
だ
け
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

へ

そ
う
な
ん
だ

さ
あ

い
つ
で
も
撃

て
き
て
い
い

凄
い
自
信
ね

ま
あ
練

だ

練

も
し
当
て
ら
れ
た
ら
こ
の
場
で
は
俺
の
負
け

て
だ
け
だ

こ
の
場
で
は

ね
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シ
ノ
ン
は
そ
う
言
う
と

だ
め
に
ヘ
カ

ト

を

え
た

 
当
然
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
は

ハ

キ
リ
と
キ
リ
ト
の
目
に
見
え
て
い
る

銃
の
口

に
よ

て

特
に
太
さ
が
変
わ
る

じ

な
い
ん
だ
な

そ
う
み
た
い
ね

 
そ
う
言

た

間
に

シ
ノ
ン
は
い
き
な
り
キ
リ
ト
に
向
け
て
銃

を
放

た

 
だ
が
キ
リ
ト
は
ま

た
く
油
断
を
し
て
い
な
か

た
の
か
そ
の

を
あ

さ
り
と
両
断
し
た

う
お
お
お
お
お
お
お

 
次
の

間

シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
ま
で
あ
と

歩
の

離
へ
と
近
付
い
て
い
た

 
シ
ノ
ン
は
銃
を
撃

た
後

即
座
に
ヘ
カ

ト

を
放
り
出
し

キ
リ
ト
目

け
て
走

て

い
た
の
だ

 
そ
の
シ
ノ
ン
は
ど
う
や
ら

に
見
え
キ
リ
ト
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
か
と
考
え

つ
つ
も

 
迎
撃
す
る

え
を
と

た

だ
が
そ
の
時

シ
ノ
ン
は

の
後
ろ
に
手
を
回
し

 

す
よ
う
に
装
着
し
て
い
た
ホ
ル
ス
タ

か
ら
チ
ビ
ノ
ン
を
取
り
出
し
た
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く
ら
い
な
さ
い

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
近

離
か
ら

銃

を
全
て
撃
ち
つ
く
す
つ
も
り
で
銃
を
乱
射
し
た

 
そ
の
狙
い
は
で
た
ら
め
で
あ
り
キ
リ
ト
は
あ
ち
こ
ち
に
放
た
れ
る
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
へ
の
対

応
に
追
わ
れ

 
一

シ
ノ
ン
か
ら
目
を
離
し
た

そ
し
て
最
後
に
キ
リ
ト
の

に
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が

び
て

き
た

 
キ
リ
ト
は
思
わ
ず
そ
の
ラ
イ
ン
に
反
応
し
た
が

い
つ
ま
で
も

は
飛
ん
で
こ
な
い

 
そ
し
て
気
が
付
く
と

シ
ノ
ン
の

が
消
え
て
い
た

下
か

 
シ
ノ
ン
は
ス
ラ
イ
デ

ン
グ
の
要
領
で
滑
り
込
み

 
エ
リ

シ
デ

タ
で

ら
れ
な
い

度
の
絶

な

離
を
空
け
て
キ
リ
ト
の
胸
に
銃
を
突
き
つ

け
た

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
は
エ
リ

シ
デ

タ
を
チ
ビ
ノ
ン
の
銃
口
と
自
分
の
体
の
間
に
差
し
込
ん

だ 
だ
が
い
つ
ま
で

て
も

は
発
射
さ
れ
ず
シ
ノ
ン
は
ニ
ヤ
リ
と
し
た
ま
ま
立
ち
上
が
る
と



 第４０９話 予選最終戦、第一、第二戦

 
キ
リ
ト
に
向
か

て
こ
う
言

た

参

た
わ

降
参
よ

い
い
の
か

え
え

切
れ
じ

仕
方
な
い
で
し

あ

あ
あ

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が

お
前

ま
だ
何
か

し
て
る
ん
じ

な
い
の
か

そ
の
顔
は
ど
う
見
て
も

 
負
け
た
奴
の
顔
じ

な
い

キ
リ
ト
は
シ
ノ
ン
の
顔
を
見
な
が
ら
そ
う
言
お
う
と
し
た
が

 
シ
ノ
ン
が
あ

さ
り
リ
ザ
イ
ン

降
参
の
操
作
を
し
た

何
も
言
う
事
が
出
来
な
か

た

 
あ
の
時
も
し
シ
ノ
ン
が

も
う
少
し
前
へ
と
滑
り
こ
み

 
同
時
に
チ
ビ
ノ
ン
の
刃
を
出
し
て
い
た
ら
ど
う
な

て
い
た
だ
ろ
う
か

 
さ
す
が
の
キ
リ
ト
も
そ
の
刃
を
点
で
受
け
る
事
は
出
来
ず

 
チ
ビ
ノ
ン
の
刃
は
エ
リ

シ
デ

タ
の
刃
を
滑
る
よ
う
に
進
み

 
そ
の
刃
は
キ
リ
ト
の

を

い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
あ
る
い
は
先
に
キ
リ
ト
が
シ
ノ
ン
の

を
両
断
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
全
て
仮
定
の
話
で
あ
り

実

ど
う
な

た
か
は
分
か
ら
な
い
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だ
が
シ
ノ
ン
は
確
か
に
手
応
え
を
感
じ
た
よ
う
で

満
足
そ
う
な
顔
で
リ
ザ
イ
ン
し
た

 
シ
ノ
ン
の
奴

成
⻑
し
た
な

 
二
人
の
戦
い
を
観
戦
し
て
い
た
シ

ナ
は

満
足
そ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

 
も
ち
ろ
ん
シ
ノ
ン
が
チ
ビ
ノ
ン
の
刃
を
出
さ
な
か

た
理
由
も

何
と
な
く
察
し
て
い
た

決
勝
で
は
油
断
す
る
な
よ
キ
リ
ト
気
を
抜
い
た
ら
シ
ノ
ン
に
や
ら
れ
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い

ぞ 
シ

ナ
は
そ
う

き

も
う
一
つ
の
モ
ニ
タ

を
見
た

 
そ
こ
で
は
闇
風
と
ギ

レ

ト
が

激
し
い
戦
い
を

り
広
げ
て
い
た

 
お
い
こ
ら
闇
風

ち

と
戦
争
に
勝

た
か
ら

て
調
子
に
乗

て
ん
じ

ね
え
ぞ

ま
た
そ
ん
な

の
事
を

だ
と

俺
は
現
在
進
行

で

女
連
の
お
姉
さ
ん
方
に
シ
カ
ト
さ
れ
て
る
ん
だ
よ

そ
り

お
前

自
業
自
得
だ
ろ

う
る
せ
え

あ
の
時
は
シ

ナ
に
敵
対
す
る
の
が
モ
テ
る
道
だ
と
思

た
ん
だ
よ
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シ

ナ
に
敵
対
す
る
俺
カ

コ
イ
イ

て
か

あ
あ
そ
う
だ
よ

悪
い
か

 
ギ

レ

ト
は
闇
風
が
何
を
言

て
も

く

を
持
た
な
か

た

 
闇
風
は
ギ

レ

ト
の
攻
撃
を
華
麗
に
回
避
し
な
が
ら

 
そ
れ
で
も
あ
ま
り
攻
撃
せ
ず

ギ

レ

ト
の
た
わ
言
に
付
き
合

て
い
た

 
一
応
古
参
仲
間
で
は
あ
る
事
だ
し

く
だ
け
は

い
て
や
ろ
う

 
そ
し
て
優
越
感
に

て
や
ろ
う

闇
風
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら

 
銃

で
は
な
く
言
葉
の
刃
を
ギ

レ

ト
に
放

て
い
た

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
よ

何
だ
よ
い
き
な
り

街
で
ミ
サ
キ
さ
ん
に
会

た
ん
だ
が

俺
な
ん
か
の
話
に

な
顔
一
つ
せ
ず

 
結

⻑
い
時
間
付
き
あ

て
く
れ
て
よ

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

あ
あ
い
う
の
を
女
神
様

て
言
う
ん
だ
ろ
う
な

て
め
え
え
え
え
え
え

絶
対
に
殺
す
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ギ

レ

ト
は
激
高
し
闇
風
に
激
し
い
銃
撃
を

び
せ
て
き
た

だ
が
闇
風
に
は
当
た
ら
な

い 
闇
風
と
ギ

レ

ト
の
実
力
は

か
つ
て
は

抗
し
て
い
た
の
だ
が

 
シ

ナ
と
ず

と
共
に
行
動
し
て
き
た
闇
風
は

イ
ベ
ン
ト
で
大

の

験

を

ぎ

 
イ
コ
マ
に
装
備
を
強
化
し
て
も
ら
い
ギ

レ

ト
よ
り
も
遥
か
に
成
⻑
し
て
い
た
の
だ

た

そ
れ
で
そ
の
後
よ

う

え
な

れ
よ

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
と
イ
ク
ス

銃
士

ち

ん
が
い
た
か
ら

 
た
ま
に
は
俺
が
お
ご
る
よ
な
ん
つ

て

三
人
で
お
茶
し
た
ん
だ
け
ど
よ

あ
れ
は
楽
し

か

た
な

何
だ
よ
そ
れ

自
慢
か
よ

あ
あ

自
慢
だ

で
も
そ
れ
で
思
い
出
し
ち
ま

た
ん
だ
よ
な

何
を
だ
よ

 
そ
し
て
闇
風
は

突
然
ギ

レ

ト
に
向
け
突
進
し

い
つ
の
間
に
か
持

て
い
た

剣
で

 
ギ

レ

ト
の
両
目
を
横
な
ぎ
に

り

い
た
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ぐ
お

 
そ
し
て
闇
風
は

一
時
的
に

界
を
ロ
ス
ト
し
た
ギ

レ

ト
の
足
の

を
切
り

 
ギ

レ

ト
を
足
で

み
つ
け
な
が
ら
言

た

お
前
ら

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
に
こ
う
い
う
事
を
し
た
よ
な

 
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
に
き
ち
ん
と
謝

た
の
か

あ
あ

そ

そ
れ
は

 
ギ

レ

ト
は
そ
う
口
ご
も

た

も
ち
ろ
ん
謝

て
な
ど
い
な
い
か
ら
だ

俺
は
お
前
ら
の
事
を
な
俺
と
同
じ
よ
う
に
女
に
モ
テ
な
い

て
よ
く
愚
痴
は
言

て
る
け
ど

 
本
当
は
気
の
い
い
奴
ら
だ
と
思

て
た
ん
だ
よ

そ
れ
が
何
だ
あ
れ
は

 
お
前
ら
は
最

だ

最
悪
だ

女
連
の
お
姉
さ
ん
達
に
シ
カ
ト
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ

お

俺
が
や

た

じ

ね
え

馬

か
お
前
は
そ
の
後
お
前
ら
は
お
ろ
お
ろ
す
る
ば
か
り
で
誰
も
謝
罪
に
行
か
な
か

た

 
も
し
ち

ん
と
そ
こ
で
謝

て
自
分
達
の
非
を
認
め
て
れ
ば

多
少
は
違

た
ん
だ
よ

 
だ
が
お
前
ら
は
犯
人
が
分
か
ら
な
い
と
言
う
ば
か
り
で
自
分
達
は
決
し
て
謝
ろ
う
と
し
な
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か

た

 
だ
か
ら
お
前
ら
は

目
な
ん
だ
よ

と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
謝
り
や
が
れ

こ

こ
こ
で

あ
あ

こ
こ
で
だ

 
ギ

レ

ト
は
そ
う
言
わ
れ

し
ば
ら
く

て
い
た
が

 
そ
の
ま
ま
ず
る
ず
る
と
体
制
を

て
直
し
お
そ
ら
く
自
分
を
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
カ
メ
ラ
に

向
か
い

 
ペ
コ
リ
と

を
下
げ
な
が
ら
言

た

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

本
当
に
す
ま
な
か

た

俺
達
が
悪
か

た

 
そ
の

を
街
の
モ
ニ
タ

で
見
て
い
た
観
客
達
は

大
歓
声
を
上
げ
た

 
お
そ
ら
く
今
で
も
も
や
も
や
し
た

り
を
同
じ
よ
う
に

え
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
モ
ニ
タ

を
見
て
い
た
平
家
軍
の
残

達
も
口
々
に
空
に
向
か

て
叫

ん
だご

め
ん
よ

俺
達
が
悪
か

た
よ

許
し
て
く
れ
と
は
言
え
な
い
が

と
に
か
く
本
当
に
す
ま
な
か

た
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こ
の
集
団
謝
罪
は

シ

ナ
モ
ニ
タ

と
は
別
に

 
公
式
中
継
で
中
の
様
子
を
見
て
い
た
薔
薇
に
確
か
に

い
た

も
う

闇
風
さ
ん

た
ら

別
に
い
い
の
に

今
度
ご

く
ら
い
付
き
あ

て
あ
げ
よ
う
か
し
ら

 
だ
が
こ
の
件
に
は
続
き
が
あ

た

い
き
な
り
闇
風
が
キ
レ
た
の
だ

 
闇
風
は

り
に

え
な
が
ら

ギ

レ

ト
に
言

た

て
め
え

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
を
ち

ん
付
け
し
て
い
い
の
は
俺
達
だ
け
な
ん
だ
よ

え

え
え

く
そ

事
前
に
ち

ん
と
注
意
し
て
お
く
べ
き
だ

た

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
戦
い
は
終
わ
ら
せ
て
お
く
か

い
い
か
ギ

レ

ト

 
今
度
は
せ
め
て

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

て
さ
ん
付
け
で
呼
ぶ
ん
だ
ぞ

お

お
う

わ

悪
か

た
よ

 
そ
し
て
闇
風
は
ギ

レ

ト
を
倒
し
そ
の
ま
ま
一

で
決
勝
ト

ナ
メ
ン
ト
へ
と
進
出
を
決

め
た

 
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
薔
薇
は

た
め
息
を
付
き
な
が
ら
言

た



 第四章 ＧＧＯ編

は

や

ぱ
り
ご

は
無
し
ね

 
こ
う
し
て
自
身
の
知
ら
な
い
所
で

闇
風
は
チ

ン
ス
を
逃
す
事
と
な

た

  
予
選
最
終
戦
は
残
す
と
こ
ろ
六

合
で
あ
る

 
で
も
そ
ん
な
闇
風
が

い
じ

あ
り
ま
せ
ん
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第
４
１
０
話
 
予
選
最
終
戦

第
三

第
六
戦

 

日
の
夜

時

人
物
紹
介
を
更
新
し
ま
し
た

 
更
新
内
容
は
そ
ち
ら
の
前
書
き
を
ご

下
さ
い

 
続
い
て
第
三
戦
と
第
四
戦
が
同
時
に
開
始
さ
れ
た

 
第
三
戦
の
組
み
合
わ
せ
は

子
王
リ

チ

と
ミ
サ
キ
で
あ

た

ミ
サ
キ
さ
ん
も
し
俺
が
ミ
サ
キ
さ
ん
に
勝

た
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
い
い
の
で
デ

ト
し

ご
め
ん
な
さ
い

 
ミ
サ
キ
は
そ
の
頼
み
を
光
の

さ
で
断

た

そ

そ
ん
な

今
の
私
は
精
神
的
に
は
シ

ナ
様
の
女
で
す
わ

 
な
の
で
リ

チ

さ
ん
と
は
お
会
い
出
来
ま
せ
ん

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
れ
を
モ
ニ
タ

で
見
て
い
た
シ

ナ
は

た
よ
う
に

い
た
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お
い
お
い
こ
れ

中
継
さ
れ
て
る
ん
だ
ぞ

ミ
サ
キ
さ
ん
勘

し
て
下
さ
い

 
も
ち
ろ
ん
ミ
サ
キ
は
分
か

た
上
で
あ
え
て
外

を

め
に
い

て
い
る
の
だ
が

 
男
女
の
機
微
に

い
シ

ナ
に
は

ま
だ
そ
こ
ま
で
想
像
す
る
事
は
出
来
な
か

た

し

し
か
し
闇
風
と
は

あ
ら

闇
風
さ
ん
は
シ

ナ
様
の
大
切
な
お
仲
間
で
す
の
よ

 
で
す
の
で
街
で
バ

タ
リ
会

た
時
く
ら
い
仲
良
く
お
話
し
す
る

度
は
当
た
り
前
で
し

う
た

確
か
に
そ
う
で
す
が

で
す
の
で

め
て
下
さ
い
な

ご
め
ん
な
さ
い
ね

う

う
う

わ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て

子
王
リ

チ

は
あ

さ
り
と
リ
ザ
イ
ン
し

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
決
勝
開
始
予
定
時
刻
ま
で
に
は

て
く
る
と
思
う
が
お
そ
ら
く
一
人
で

き
た
か

た
の

だ
ろ
う

 
観
客
達
は
そ
う
思
い

子
王
リ

チ

に
少
し
同
情
し
た
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同
時
刻
に
開

さ
れ
た
第
四
戦
は

ス
テ
ル
ベ
ン
と
ダ
イ
ン
で
あ

た

 
ダ
イ
ン
は
と
も
か
く
ス
テ
ル
ベ
ン
は
ま

た
く
無
名
の
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
り

 
そ
の
名
前
を
知

て
い
る
者
は
誰
も
い
な
か

た

 
予
選
の
映
像
を
見
て
も
と
に
か
く
地
味
だ
な
と
い
う

象
し
か

え
な
い
そ
ん
な
プ
レ
イ

ヤ

だ

た

 
だ
が
シ

ナ

の
者
に
は
お
そ
ら
く
こ
の
ス
テ
ル
ベ
ン
か
も
し
く
は
ス
ネ

ク
と
い
う

 
次
の
第
五
戦
に
出
場
し
て
く
る
プ
レ
イ
ヤ

の
ど
ち
ら
か
が
死
銃
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い

た 
こ
の

合
の
重
要
度
は
か
な
り
高
か

た

だ
が
当
然
の

く
ス
テ
ル
ベ
ン
は
開
始
直
後
に
リ

ザ
イ
ン
し

 
そ
の

を
誰
も
見
る
事
は
出
来
な
か

た

  
続
く
第
五
戦
は

無
名
の
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る
ス
ネ

ク
と

ギ
ン
ロ
ウ
の
対
戦
で
あ
る

 
ギ
ン
ロ
ウ
は
目
立

た
ラ
イ
バ
ル
が
い
な
か

た

今
回
初
の
本
戦
出
場
を
決
め
て
い
た

 
準
決
勝
は
激
戦
に
な

た
が

や
は
り
ゼ
ク
シ

ド
が
不
在
の
中
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闇
風
と
同
じ
よ
う
に
シ

ナ
の
下
で

験
を

ん
だ
ギ
ン
ロ
ウ
の
実
力
が

一
つ
抜
け
て
い

た 
そ
れ
を
分
か

て
い
る
の
か

手
の
内
を
明
か
す
事
を
避
け
た
の
か

 
ス
ネ

ク
は
そ
の
名
の
通
り

人
前
に

を
現
す
事
を

い

速
攻
で
リ
ザ
イ
ン
し
た

  
こ
う
し
て
リ
ザ
イ
ン
が
続
き

観
客
達
の
テ
ン
シ

ン
が
微

に
下
が
る
中

 
第
五
戦
と
同
時
に
始
ま

た
薄
塩
た
ら
こ
と
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
第
六
戦
は
大
激
戦
と
な

た
確
か
に
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
の
事
は
俺
達
が
悪
か

た

そ
れ
は
謝
罪
す
る

 
だ
が
そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
だ

ギ

レ

ト
の

は
俺
が
と
る

こ
こ
で
も
し
俺
が
負
け
た
ら
闇
風
の
奴
が
絶
対
に
調
子
に
乗
る
か
ら
な
こ
こ
は
負
け
ら
れ
ん

 
そ
ん
な
や
り
取
り
で
始
ま

た
二
人
の
戦
い
は

死
力
を
尽
く
し
た
も
の
に
な

た

 
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
の
能
力
と
装
備
を
生
か
し
危
な
げ
な
く
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

に
ダ
メ

ジ
を

重
ね
て
い
く

 
だ
が
対
す
る
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

も
負
け
て
は
い
な
い
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こ
こ
で
終
わ

て
も
い
い
か
の

く

動
い
て
動
い
て
動
き
ま
く
る

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は

本
来
は
中

離
戦
が
得
意
で
あ
る
薄
塩
た
ら
こ
に
肉
薄
し

 
近
接
戦
闘
の

仕
合
へ
と
上
手
く
持
ち
込
ん
で
い
た

ち

し
つ
こ
い
な
お
い

こ
こ
で
俺
が
簡

に
や
ら
れ
る

に
は
い
か
な
い
ん
だ
よ

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は
意
地
を
見
せ
よ
う
と
リ
ス
ク
を

知
で
攻
め
て
攻
め
て
攻
め
ま
く

た

 
だ
が
そ
れ
は
全
て
薄
塩
た
ら
こ
の
目

見
通
り
だ

た

 
薄
塩
た
ら
こ
は
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
攻
勢
の
限
界
点
を
慎
重
に
見

め

 
そ
ろ
そ
ろ
限
界
と
い
う
と
こ
ろ
で
一
気
に
攻
勢
に
転
じ
た

くま
あ
そ
う
な
る
よ
な

の
力
に

れ
る
だ
け
で
ま

た
く
自
分
を

い
て
こ
な
か

た
お

前
と

 
少

の
軍
で

常
に
考
え
に
考
え
抜
い
て
多

を
破

て
き
た
俺
達
と
じ

 

本
の
実
力
が
も
う
と
ん
で
も
な
く
離
れ
ち
ま

て
る
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
の
通
り

決
着
は
一

だ

た
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さ
す
が
は
元
Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
大
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

だ

た
だ
け
の
事
は
あ
り

 
薄
塩
た
ら
こ
は
機
を
見
る
能
力
に
⻑
け
て
い
た

 
こ
の
戦
い
で
消
化

合
に

き

き
し
て
い
た
観

に
も
若

の
活
気
が

る
事
と
な

た
よ
し

前
座
の
役

は
果
た
し
た

 
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う

く
と
自
身
も
残
り
の

合
を
見
る

に
足

に
モ
ニ
タ

の
所
へ

向
か

た

  
第
七
八
戦
の
オ

ダ

が
公
開
さ
れ
た

間
ま
あ
ほ
と
ん
ど
の
者
が

に
知

て
い
た
の

だ
が

 
観
客
達
は
一

に

き
あ
が

た

薄
塩
た
ら
こ
が
自
分
で
前
座
と
言

た
だ
け
の
事
は
あ

り 
観
客
達
の
熱
気
は

よ
く

ま

て
い
た

そ
こ
に
こ
の
発
表
で
あ
る

 
第
七
戦

ピ
ト
フ

イ

銃
士

第
八
戦

シ

ナ

ハ
チ
マ
ン

 
ど
う
考
え
て
も
普
通
で
は
終
わ
ら
な
い
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
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そ
し
て
本
来
同
時
に
開
始
さ
れ
る
は
ず
の
二

合
は
予
定
と
違

て
第
七
戦
が
先
行
し
て
開

始
さ
れ
た

 
理
由
は
簡

で
あ
る

ア
チ
マ
ン
が
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
か
ら
だ

 
そ
の

十
分
後
に

も
う
一
度

合
開
始
の
判
定
が
さ
れ
る
事
に
な

て
お
り

 
こ
れ
を
三
回

り
返
し
て

当
プ
レ
イ
ヤ

が
い
な
い
場
合
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
失
格
と
な

る 
何
故
こ
ん
な
事
が

こ

て
い
る
の
か
と
い
う
と

こ
れ
は

に

 
ピ
ト
フ

イ
と
銃
士

の

合
を
見
る

の

シ

ナ
の
我

で
あ

た

さ
て

二
人
は
ど
ん
な
戦
い
を

り
広
げ
る
の
か
な

 
シ

ナ
は
興
味
深
そ
う
に
モ
ニ
タ

を
注

し
た

 
さ
て
イ
ク
ス

ど
う
す
る

ど
う
す
る

と
は

そ
う
ね

せ

か
く
だ
か
ら

り
上
げ
た
い
と
は
思
う
け
ど

 
た
だ
銃
を
撃
ち
合
う
の
も
つ
ま
ら
な
い
じ

な
い
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ま
あ
そ
う
だ
け
ど

な
の
で
私
は
こ
う
提
案
し
た
い

こ
の
戦
い
は
剣
の
み
の
戦
い
と
し

 
勝

た
方
が
シ

ナ
に
今
度
ど
こ
か
に
遊
び
に
連
れ
て

て
も
ら
う

て
事
で
ど
う

乗

た

 
そ
れ
を
見
て
い
た
シ

ナ
は
た
め
息
を
つ
い
た

あ
い
つ
ら

俺
に
確
認
く
ら
い
し
ろ
よ

 
同
じ
く
そ
れ
を
見
て
い
た
キ
リ
ト
は
苦
笑
し

シ
ノ
ン
は
ギ
リ
ギ
リ
と
⻭

り
を
し
た

や

ぱ
り
あ
い
つ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
も
モ
テ
る
ん
だ
な

あ
の
二
人

ず
る
い

 
シ
ノ
ン
は
決
勝
で
は
絶
対
に
自
分
も
同
じ
よ
う
な

件
を
シ

ナ
に
突
き
つ
け
よ
う
と
心
に

た
で
も
あ
い
つ

ア
ス
ナ
に

ら
れ
た
り
し
な
い
の
か
な

 
そ
う

い
た
キ
リ
ト
に

シ
ノ
ン
は
普
通
に
こ
う
答
え
た

そ
れ
は
大
丈
夫
よ

明
日
奈
や
小
町
ち

ん
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
い
る
か
ら

え
え

そ
う
な
の
か
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う
ん

ど

ど
こ
に
い
る
ん
だ

え

と

今
は
多
分

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
こ
の
大
会
を

 
仲
間
達
と
一

に
何
食
わ
ぬ
顔
で
観
戦
し
て
い
る
ん
じ

な
い
か
し
ら
ね

そ
ん
な
事
ま
で
知

て
る
の
か

 
そ
う
驚
く
キ
リ
ト
に

シ
ノ
ン
は
あ

け
ら
か
ん
と
言

た

だ

て
私
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

だ
も
の

副
団
⻑
様

え

言

て
お
く
け
ど
入
団

験
は

に
ク
リ
ア
済
よ

も
も
ら

た
わ

ま
じ
か
よ

ハ
チ
マ
ン
の
奴

俺
に
い
く
つ
秘
密
を
作

て
る
ん
だ

別
に
秘
密
じ

な
い
わ
よ
名

に
は
も
う
私
の
名
前
が
載

て
い
る
は
ず
な
ん
だ
け
ど

こ

今
度
ち

ん
と
確
認
し
て
お
く
わ

う
ん

そ
う
し
て

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

続
け
て
シ
ノ
ン
に
こ
う

ね
て
き
た

も
し
か
し
て
他
に
も
こ
こ
に
う
ち
の
メ
ン
バ

が
い
る
の
か



 第四章 ＧＧＯ編

え
え

え

と

薔
薇
さ
ん
が
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
で

あ
い
つ
も
い
る
の
か

ま
あ
当
た
り
前
か

あ
い
つ
は
ハ
チ
マ
ン
の
お
気
に
入
り
だ
か
ら
な

明
日
奈
が
シ
ズ
カ
で

小
町
ち

ん
が
ベ
ン
ケ
イ

源
氏
物
語
か
よ

源
平
合
戦
の
間
違
い
じ

な
く
て

そ

そ
う
言
い
た
か

た
ん
だ
よ

ち

と
呂

が
回
ら
な
か

た
だ
け
だ

呂

ね

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

て
ク
ス
ク
ス
笑
い
な
が
ら

説
明
を
続
け
た

後
は
雪
乃
が
ニ

ン
ゴ
ロ

で

は

ユ
キ
ノ
ま
で
い
る
の
か
よ

そ
し
て
最
後
に

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
何
て
名
前
だ

け
な

あ

そ
う
だ

ネ
ズ
ハ
だ

ネ
ズ
ハ
君
が
イ
コ
マ
君

え
 
キ
リ
ト
は
そ
の
説
明
に

然
と
し
た
後

然
と
シ
ノ
ン
に
詰
め
寄

た

ま
じ
か
よ

ネ
ズ
ハ
が
こ
こ
に
い
る
の
か
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う
ん

こ
の
大
会
が
終
わ

た
ら

き

と
感
動
の
再
会
が
待

て
る
わ
よ

そ

か

そ

か

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
突
然

ろ

ろ
と
涙
を
こ
ぼ
し
始
め
た

こ
こ
で
は
涙
は
我
慢
出
来
な
い
の

だ

そ
ん
な
に
嬉
し
い

お
お

あ
い
つ
は
あ
る
意
味
俺
達
の
命
の

人
だ
か
ら
な

今
直
ぐ
に
で
も
会
い
た
い
よ

そ
う

本
当
に
良
か

た
ね

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

て
柔
ら
か
く
微
笑
ん
だ

そ
し
て
二
人
は
再
び
モ
ニ
タ

へ
と

線
を

し
た

  
予
選
の
最
中
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
一
度
ト
イ
レ
に
行
く
と
断

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

た 
そ
し
て
目
覚
め
た

岡
は

ナ
ツ
キ
に

ね
た

さ
て

こ

ち
の
モ
ニ
タ

だ
と
何
か
め
ぼ
し
い
情
報
は
あ

た
か
い

岡
さ
ん

い
で
す
よ

こ

ち
は
上
へ
下
へ
の
大

ぎ
だ

た
ん
で
す
か
ら
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え

一
体
何
が
あ

た
の

ど
う
や
ら
あ
の
死
銃

て
プ
レ
イ
ヤ

元
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の

目
の
ザ
ザ

て
人
ら
し

い
で
す
よ

え

公
安
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ

元
々
一
時
的
な
監

置
だ

た
か
ら

 
現
在
は
監

対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
と
か

 
そ
の
説
明
に

岡
は
絶

し
た

 
ま
さ
か
こ
こ
で
そ
の
名
前
が
出
て
く
る
と
は
想
定
の

囲
外
だ

た
か
ら
だ

分
か

た

任
意
同
行
を
か
け
よ
う

こ
う
い
う
時
に
頼
り
に
な
る
の
は

相
模
さ
ん
か

 
そ
し
て

岡
は
自
由
を
呼
び
出
そ
う
と
し
た
の
だ
が

帰

て
き
た
答
え
は

中
と
の
事

だ

た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

ま
さ
か
な

 

岡
は
い
ぶ
か
し
み

直
接
自
由
に
連

を
と

た

も
し
も
し

岡
で
す
が

お
お

岡
君

何
か
あ

た
の
か
い
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え

と

つ
か
ぬ
事
を
お

い
し
ま
す
が

今
は
ど
ち
ら
に

今
は
眠
り
の
森
と
い
う

設
に
い
る
よ
ま
あ
ガ

ド
マ
ン
み
た
い
な
も
の
か
な
は

は

は 
そ
の
自
由
の

揚
な
答
え
に
事
情
を
察
し
た

岡
は
そ
れ
な
ら
い
い
ん
で
す
と
言

て

話

を
切

た

相
模
さ
ん
は
八
幡
君
の
指

で
動
い
て
も
ら

た
方
が
い
い
結
果
が
出
る
気
が
す
る

 

岡
は
そ
う
思
い

め
て
本

に
連

を
入
れ
新
川
昌
一
と
金
本

へ
の
任
意
同
行
の
依

頼
を
し
た

独
犯
と
は
思
え
な
い
か
ら
ね

と
り
あ
え
ず
僕
は
中
に

る
か
ら
新
し
い
情
報
が
入

た
ら
回
線
を
切
断
し
て
呼
び

し
て

く
れ分

か
り
ま
し
た

 
そ
し
て

岡
は

再
び
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

  

岡
が

た
時

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
も
上
へ
下
へ
の
大

ぎ
だ

た
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て
い
う
か
こ
れ

て
銃
で
戦
う
ゲ

ム
じ

な
い
の
か
よ

み
ん
な
剣
を
使

て
る
じ

な
い
か
よ

 
特
に
キ
リ
ト
だ

あ
い
つ

ゲ

ム
を
間
違
え
て
る
ん
じ

な
い
の
か

 
何
で
銃
を
使
う
そ
ぶ
り
が
ほ
と
ん
ど
無
い
ん
だ
よ

そ
れ
は
キ
リ
ト
君
だ
か
ら
と
し
か

 
そ
の
言
葉
と
同
時
に
そ
の
場
に
い
た
全
員
が
う
ん
う
ん
と

い
た

 
こ
の

り

キ
リ
ト
に
対
す
る
そ
う
い

た
方
向
へ
の
信
頼
度
は
抜

で
あ

た

ま
あ
キ
リ
の

が
そ
ん
な
器
用
に
立
ち
回
れ
る
は
ず
も
な
い
よ
な

剣
は
器
用
に
使
う
ん
で
す
け
ど
ね

そ
も
そ
も
銃
の

を

る

て
何

意
味
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

キ
リ
ト

て
絶
対
人

じ

な
い
わ
よ
ね

じ

あ
何

ロ
ボ

ト

ロ
ボ
ト
で
す
ね

ロ
ボ
ト

 
そ
れ
を
キ

カ
ケ
に

キ
リ
ト
の

名
候
補
が

討
さ
れ
始
め
た
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メ
カ
ト
で
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

私
は
デ
ジ
ト
を
押
し
ま
す

ち

と
機

方
面
に
偏

て
な
い

を

る
か
ら
キ
リ
ト

あ

変
わ

て
な
い
や

も
う
め
ん
ど
く
さ
い
な

変
だ
か
ら
ヘ
ン
ト
で
い
い
よ
ヘ
ン
ト
で

 
そ
ん
な
会
話
の
最
中
に

シ

ナ
と
ハ
チ
マ
ン
の
二
回
戦
が

に
行
わ
れ

 
そ
れ
を
見
て
い
た
ヴ

ル
ハ
ラ
フ
レ
ン
ズ
は
一

に

ま

た

あ
れ

ど

ち
も
本
物

い
や
い
や

素

く
入
れ

わ

た
の
か
も
よ

そ
ん
な
暇
あ

た
か
あ

い
や

で
も
あ
の
カ
ウ
ン
タ

は

 
し
か
し
い
く
ら
考
え
て
も
答
え
は
出
な
か

た

あ
あ

も
う

が
分
か
ら
ね
え

一
体
あ
い
つ
は
何
が
し
た
い
ん
だ
よ

秘
密
主
義
も
い
い
加

に
し
な
さ
い
と

あ
と
最
近
モ
テ
す
ぎ
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と
り
あ
え
ず
今
度
こ
こ
に
顔
を
出
し
た
ら
全
員
で
ボ
コ
る
し
か
な
い
わ
ね

成

成

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
そ
ん
な
光
景
を
見
て

こ
の
仲
間
達
と
一

な
ら

 
何
も
心
配
す
る
事
は
無
い
ん
じ

な
い
か
と
安
心
し
て
し
ま
う
自
分
が
い
る
事
に
気
が
付
い

た
い
や
い
や

こ
こ
は
僕
が
気
を
引
き
締
め
な
い
と

こ
の
仲
間
達
を
守
る
た
め
に
も
ね

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
そ
う
思
い
直
し
何
か
新
し
い
情
報
が
得
ら
れ
な
い
か
と
画
面
を
注

す
る

の
だ

た

 
ち
な
み
に
ス
ネ

ク
は

存
の
キ

ラ
の
誰
か
で
は
な
く

 
特
に
重
要
な
キ

ラ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ぶ

ち

け
た
だ
の

合
わ
せ
で
す
の
で
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第
４
１
１
話
 
予
選
最
終
戦

第
七

第
八
戦

 
画
面
の
中
で
は

ピ
ト
フ

イ
と
銃
士

が

み
合

て
い
た

 
そ
の
手
に

ら
れ
る
の
は

片
や

い
刀
身
の

光
剣

⻤

片
や

い
刀
身
の

光
剣

流
水

 
観
客
達
の
中
に
も
何
人
か
気
付
い
て
い
る
者
が
い
た
が

 
こ
れ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
歴

上
始
め
て
の

光
剣
同
士
の
戦
闘
と
な
る

さ
て

最
初
に
愛
剣
の
お
披
露
目
で
も
す
る

了
解

お
先
に
ど
う
ぞ

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

く

く
⻤

を
ビ

ン
ビ

ン

り
回
し
な
が
ら
大
見
得
を
き

た
こ
れ
が
我
が
愛
剣

⻤

よ

今

の
⻤

は
血
に

え
て
る
わ
よ

 
続
い
て
銃
士

が

く

く
流
水
を
天
に

げ
な
が
ら
言

た

こ
れ
が
我
が
愛
剣
流
水

こ
の

く

み

る
真
心
を
我
が
最
愛
の
主
で
あ
る
シ

ナ
様
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に

ぐ

 
そ
の
セ
リ
フ
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は

銃
士

に
食

て
か
か

た

イ
ク
ス

ず
る
い

何
が

私
も
シ

ナ
に
こ
の
剣
を

げ
る
ん
だ
が
ら

好
き
に
す
る
と
い
い

色
は
被

て
な
い
ん
だ
し

で
も
血
を

げ
て
る
み
た
い
で
イ
メ

ジ
悪
く
な
い

な
ら
情
熱
を

げ
た
事
に
す
れ
ば
い
い

お
お

イ
ク
ス
あ

た
ま
い
い

 
こ
の
様
子
を
見
て
い
た
シ

ナ
は

ぼ
そ
り
と

い
た

何
だ
こ
の
茶
番
は

い
や

劇
か

ま
あ
場
を

り
上
げ
る
の
は
必
要
な
ん
じ

な
い

ピ
ト
は
と
も
か
く
マ

ク
ス
は
そ
う
い
う
タ
イ
プ
じ

な
い
と
思

て
た
ん
だ
が
な

あ

始
ま
る
み
た
い

 
そ
の
ア
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り

二
人
は
や

と
戦
う
気
に
な

た
よ
う
だ
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こ
の

き
情
熱
を
我
が
主
に

ぐ

こ
の

く

み

る
真
心
を
我
が
主
に

ぐ

い
ざ

 
そ
し
て
二
人
は

く
剣
を
合
わ
せ
る
と

激
し
く

り
結
び
始
め
た

お
お

マ
ジ
で
や
り
あ

て
る
な

ど

ち
も
頑
張
れ

い
い
ぞ
い
い
ぞ

く
そ
う

何
で
シ

ナ
ば

か

 
ピ
ト
フ

イ
の
剣
の
型
は
ど
う
や
ら
片
手
直
剣
の
型
を
ベ

ス
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

た
そ
う
か

あ
い
つ
は

時
代
は
片
手
直
剣
を
使

て
い
た
ん
だ
な

 
対
す
る
銃
士

の
型
は

ア
ス
ナ
に
似
通

て
い
た

シ
ズ
カ
に
教
え
て
も
ら

た
り
し
た
の
か

な

 
そ
の
光
景
を
同
様
に
観
戦
し
て
い
た
キ
リ
ト
も

同
じ
よ
う
な
感
想
を

い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
や
り
あ

た
事
な
ん
か
無
い
け
ど



 第四章 ＧＧＯ編

 
俺
と
ア
ス
ナ
が
や
り
あ

た
ら
あ
ん
な
感
じ
に
な
る
の
か
な

 
そ
し
て
二
人
は

し
合
わ
せ
た

で
も
無
い
の
に
同
時
に
言

た

だ
が
ま
だ

い

 
二
人
の
目
か
ら
す
れ
ば

ま
だ
ま
だ
未

の
よ
う
に
見
え
た
よ
う
だ
が

 
観
客
達
に
と

て
は
そ
ん
な
事
は
関
係
無
か

た

あ
れ

て
刃
が
体
に
触
れ
た

間
に
ア
ウ
ト
だ
よ
な

凄
い
切
れ
味
だ

た
も
ん
な

ど

ち
が
勝
つ
ん
だ

ど
う
だ
ろ
う
な

俺
の
好
み
は
銃
士

ち

ん
だ
が

あ

俺
も
俺
も

俺
も
だ
な

お

俺
は
ピ
ト
フ

イ
の
方
が

 
実
力
は
と
も
か
く
人
気
に
関
し
て
は

銃
士

の
圧
勝
の
よ
う
だ

た

 
こ
れ
は
日

の
行
い
の
せ
い
で
あ
ろ
う

 
そ
し
て
つ
い
に
決
着
の
時
が
来
た

二
人
の
持
つ

光
剣
が
い
き
な
り
そ
の
刃
を
消
し
た
の
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だ
あ

あ
れ

エ
ネ
ル
ギ

が

 
そ
の
言
葉
通
り

剣
の
エ
ネ
ル
ギ

残

が
ゼ
ロ
に
な

て
お
り

 
や
は
り

光
剣
同
士
の
戦
い
は

エ
ネ
ル
ギ

の
消

が
激
し
く
な
り
す
ぎ

 
決
し
て
⻑
期
戦
に
は
な
り
え
な
い
と
い
う
事
が

え
た

ご
め
ん
ね
み
ん
な

光
剣
同
士
が
戦
う
と

 
エ
ネ
ル
ギ

消

が
激
し
す
ぎ
て

ど
う
し
て
も
こ
う
な

ち

う
み
た
い

こ
の
続
き
は

の
後
で

 
突
然
銃
士

が
真
顔
で
そ
う
言
い

観
客
達
は
笑
い
に
包
ま
れ
た

そ
れ
じ

あ
今
回
は
こ
こ
ま
で
本
戦
じ

私
達
も

え
シ

ナ
が
相
手
だ
ろ
う
と
本
気
で

や
る
か
ら

 
期
待
し
て
待

て
て
ね

 
そ
の
言
葉
に
観
客
達
は
大
歓
声
を
上
げ
た

さ
す
が
ピ
ト
フ

イ
は
プ
ロ
で
あ

た

次
の

合
が
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
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今
の

合
以
上
に

の
お
か
し
い

合
に
な
る
と
思
う
か
ら

目
を
離
し
ち

だ
め
よ

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
と
銃
士

は
同
時
に
リ
ザ
イ
ン
し
た

 
観
客
達
の
期
待
は

こ
の
時
最
高
潮
に
達
し
て
い
た

  
そ
し
て
次
の

合
の
組
み
合
わ
せ
が
モ
ニ
タ

に
表

さ
れ
た

間

Ｇ
Ｇ
Ｏ
が

れ
た

シ

ナ
 

 
ハ
チ
マ
ン

う
お
お
お
お

ど
う
な

ち
ま
う
ん
だ
よ
こ
れ

ま
さ
か
即
リ
ザ
イ
ン
な
ん
て
事
に
は
な
ら
な
い
よ
な

頼
む

シ

ナ

ハ
チ
マ
ン
に
負
け
る
な

馬

野
郎

あ
の
ハ
チ
マ
ン
だ
ぞ

配
者
の
名
は

達
じ

ね
え
ん
だ
よ

 
そ
ん
な

が

き

こ

て
い
る
事
に
は
ま

た
く
気
付
か
ず

 
本
人
達
は
普
通
に
フ

ル
ド
で
対
峙
し
て
い
た

 
二
人
は
歩
み
寄
り

五
メ

ト
ル
ほ
ど
離
れ
た

置
で
向
か
い
合

た

さ
て
ど
う
す
る

も
ち
ろ
ん
本
気
で
や
る
わ
よ
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そ
う
か

な
ら
ば
一
つ
稽
古
を
つ
け
て
や
る

い
つ
で
も
か
か

て
こ
い

年

年

と
言
わ
れ
な
く
て
良
か

た
わ

さ
す
が
に
自
分
よ
り
年
下
の
奴
を
年

呼
ば
わ
り
は
し
ね
え

て

 

て
い
う
か
心
配
す
る
の
そ
こ
か
よ

 
二
人
は
リ
ラ

ク
ス
し
た
様
子
で
そ
ん
な
冗
談
を
言
い
合
い

お

い
の
武
器
を

え
た

 
シ

ナ
の
ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
と
ア
チ
マ
ン
の
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
武
器
の
性
能
は
ま

た
く
同
一
で

あ
る

 
そ
の
黒
い
刃
は

兄
弟
同
士
で
争
う
の
を

て
い
た
の
か

小
刻
み
に

え
て
い
た

 
否

え
て
い
る
の
は
ア
チ
マ
ン
だ

た

 
カ
タ
カ
タ
と

れ
る
そ
の

を
見
て

シ

ナ
は
ア
チ
マ
ン
に
言

た

何
だ

え
て
る
の
か

俺
が
怖
い
の
か

え
え

と
て
も
怖
い
わ

こ
う
し
て
向
か
い
合

て
み
る
と
よ
く
分
か
る

 
ど
こ
に
打
ち
込
ん
で
も
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら
う
未
来
し
か
見
え
な
い
も
の

そ
れ
が
分
か
る
だ
け
で
も

分
成
⻑
し
た
と
思
う
ぞ

な
の
で
と
り
あ
え
ず
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そ
の

間
に
ア
チ
マ
ン
は

強

な
突
き
を
シ

ナ
の
顔
目

け
て
放

た

 
だ
が
シ

ナ
は

つ
ま
ら
な
さ
そ
う
に
顔
を

け

そ
れ
を

一
重
で
避
け
た

不
意
打
ち
さ
せ
て
も
ら
う
事
に
し
た
わ

ま
あ
不
意
打
ち
す
る
前
に
こ
れ
か
ら
し
ま
す

て
奴
は
い
な
い
わ
な

今
の
は
カ
ウ
ン
タ

が
取
れ
な
か

た
の
か
し
ら
そ
れ
と
も
あ
え
て
避
け
る
だ
け
に
し
た
の

か
し
ら

さ
あ
な

も
う
一
回
や

て
み
れ
ば
分
か
る
ん
じ

な
い
か

そ
う

ね

 
そ
の
言
葉
と
同
時
に
ギ
ン

ギ
ン

ギ
ン

と
甲
高
い
音
が
三
回

い
た

ま
あ
通
用
し
な
い
と
思

て
た
わ

三

突
き
か

練

し
た
の
か

幸
い
時
間
だ
け
は
あ
る
の
で
ね

思
い
つ
く
技
を
色
々
と
ね

そ
う
か

研
究
熱
心
な
の
は
い
い
事
だ
な

 
シ

ナ
は
そ
う
ア
チ
マ
ン
を
褒
め
な
が
ら
も

々
と
攻
撃
を
回
避
し
て
い
く

避
け
て
ば
か
り
い
な
い
で

攻
撃
も
し
て
き
た
ら
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そ
し
た
ら

合
が
一

で
終
わ

ち
ま
う
じ

な
い
か
よ

す
ご
い
自
信
ね

ま
あ
能
力
は
そ

ち
の
方
が
上
だ
が

心
の

の
方
が
な

 
そ
う
煽
ら
れ
た
ア
チ
マ
ン
は

じ
ろ

と
シ

ナ
を

み
な
が
ら

こ
う
宣
言
し
た

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
本
気
を
出
そ
う
か
し
ら

定
番
の
セ
リ
フ
だ
な

ち

ん
と

は
あ
る
の
よ

ほ
う

ど
う
も
こ
の
体
に
は
慣
れ
な
か

た
の
だ
け
れ
ど

特
に

間
の

り
が

下
ネ
タ
は
や
め
ろ

て
言

た
だ
ろ

 
そ
う
叫
び
つ
つ
も

シ

ナ
は
い
き
な
り
横
へ
と
飛
び
の
い
た

 
そ
の
体
が
あ

た
場
所
を

い
つ
の
間
に
か
ア
チ
マ
ン
の
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
が

い
て
い
た

あ
ら

よ
く
避
け
た
わ
ね

ま
あ
そ
れ
く
ら
い
は
な

ま
あ
そ
ん
な

で
や

と
こ
の
体
に
慣
れ
て
き
た
わ

そ
ろ
そ
ろ
本
気
を
出
す
と
し
ま
し
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う 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
チ
マ
ン
は

無

作
に
前
へ
と
進
み
出
た

ふ
 
そ
ん
な

い

け
声
と
共
に

凄
ま
じ
い

の
突
き
が
シ

ナ
に
襲
い

か
る

 
シ

ナ
は
も
う
避
け
る
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず

ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
で

道
を

ら
し
つ
つ

 
何
と
か
そ
の
攻
撃
を
さ
ば
い
て
い

た

今
の
ア
イ
が
ス
テ

タ
ス
の
高
い
体
を
使
う
と

こ
う
な
る
の
か

 
シ

ナ
は
そ
う
思
い
つ
つ
い
き
な
り
地
面
に
伏
せ
た

そ
の

の
上
を
黒
い
刃
が
通
過
し

て
い
く

く
 
ず

と
突
き
ば
か
り
見
せ
て
き
た
ア
チ
マ
ン
に
と

て
今
の
横
な
ぎ
の
攻
撃
は
奇
襲
の
つ
も

り
で
あ
り

 
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
を
持

て
放
た
れ
た
攻
撃
だ

た

悔
し
そ
う
だ
なた

ら
し
い
わ
ね
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お
前
の
攻
撃
は
当
た
り
前
す
ぎ
る
ん
だ
よ

も

と

夫
し
ろ

夫

 
そ
の
言
葉
を
受
け
て
か
ら

ア
チ
マ
ン
の
動
き
は
若

変
化
し
て
い

た

 
自
然
な
フ

イ
ン
ト
も

え
シ

ナ
は

々
避
け
る
の
に
苦
労
す
る
よ
う
に
な

て
い

た

 
ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
を
使
う
回

も

え

二
本
の
エ
ネ
ル
ギ

は
ど
ん
ど
ん

て
い

た

 
ち
な
み
に
観
客
達
が
こ
ん
な
レ

ス
ン
の
よ
う
な
戦
闘
を
見
せ
ら
れ
て
ど
う
思

て
い
た
か

と
い
う
と

 
こ
こ
ま
で
の
一
連
の
動
き
が
全
て
高
速
で
行
わ
れ
て
い
た

す
さ
ま
じ
い
戦
闘
だ
と
し
か

思

て
い
な
い

そ
ろ
そ
ろ
か

 
お

い
の
刃
が
若

く
な

た
事
に
気
が
付
い
た
シ

ナ
が
言

た

そ
う
ね

エ
ネ
ル
ギ

切
れ
が
近
い
わ
ね

次
で
決
め
る
か

え
え

 
そ
う
言
う
な
り
ア
チ
マ
ン
は

い
き
な
り
シ

ナ
へ
と

り
か
か

た

 
そ
の

間
に

こ
の
戦
い
で
始
め
て
の
シ

ナ
の
カ
ウ
ン
タ

が
ア
チ
マ
ン
に

し
た
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く
 
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
ア
チ
マ
ン
の
懐
へ
と
飛
び
込
ん
だ
が

て
て
そ
の
場
で

止
し

 
ア
チ
マ
ン
の
持
つ
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
の

か
ら

び
て
き
た
刃
を
自
身
の
刃
で
受
け
止
め
た

 
そ
の

間
に
二
本
の
黒
い
刃
は
四
散
し
ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
と
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ

が

切
れ
た

よ
く
ま
あ

に
逆
に
刃
を
出
せ
た
も
ん
だ
な

余

余

 
そ
う
言
う
ア
チ
マ
ン
の
体
は

え
て
い
た

ず

と

張
し

ぱ
な
し
だ

た
の
だ
ろ
う

ア
イ
は
も

と
も

と
強
く
な
る

 
シ

ナ
は
そ
う
確
信
し

そ
の
ま
ま
リ
ザ
イ
ン
し
た

 
そ
の

に
見
え
る
戦
い
の
結
末
に
観
客
達
は
熱
狂
し
否
が
応
に
も
本
戦
へ
の
期
待
が
高

ま

た
結
局
ど

ち
が
強
い
ん
だ

な
の
か

本
戦
が
楽
し
み
だ
な
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ち
な
み
に
今
の
戦
い
を
見
て
い
た
キ
リ
ト
は

シ

ナ
が
八
幡
だ
と
確
信
し
て
い
た
が

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
の
中
の
プ
レ
イ
ヤ

の
将
来
性
に
も
注
目
し
て
い
た

一
体
誰
な
ん
だ
ろ
う

い
ず
れ
や
り
あ

て
み
た
い
け
ど
な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
休

に
入
る
事
に
し
た

  

え
室
に

た
後

ア
チ
マ
ン
は
ど

と
そ
の
場
に

を
つ
い
た

大
丈
夫
か

え
え

ち

と
足
に
き
た
だ
け
だ
か
ら

そ
う
か

よ
し

こ
の
ま
ま
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
ぞ

え
え

 
そ
し
て
二
人
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

出
場
者
達
は
本
戦
に
向
け

そ
れ
ぞ
れ
体
を
休
め
る
事
と

な

た



 第四章 ＧＧＯ編

 
第
４
１
２
話
 
普
通
の
人

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
八
幡
は
休
む
前
に
そ
の
ま
ま
ア
イ
と
ユ
ウ
の
下
へ
と
ロ
グ
イ

ン
し
た

ア
イ

大
丈
夫
か

八
幡

え
え

大
丈
夫
よ

別
に
疲
れ
た
と
か
そ
う
い
う
の
じ

な
い
し
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ア
イ
は
よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
上
が
り

家
に
向
か
お
う
と
し
た
が

 
足
の

え
は
一
向
に
治
ま
る
気
配
が
無
か

た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は
ア
イ
を

え
上
げ
家
の
中
に
向
か
う
と
ア
イ
を
ベ

ド
に
横
た
え
た

体
が
疲
労
す
る
事
は
無
い
が
か
な
り
精
神
が
疲

し
た
み
た
い
だ
な
ま
あ
ゆ

く
り
休
め

う
ん

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

そ
ん
な
に
俺
の
プ
レ

シ

は
き
つ
か

た
か

え
え

と

て
も

自
分
じ

分
か
ら
な
い
か
ら
な

 
気
が
付
く
と
ア
イ
は

息
を
た
て
て
お
り

八
幡
は
ア
イ
を
そ
の
ま
ま
に
し

家
を
出
た
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丁
度
そ
こ
に
ユ
ウ
が

て
き
た

八
幡

お
う

ゼ
ク
シ

ド
と
一

に
観
戦
し
て
た
の
か

う
ん

凄
か

た

あ

あ

ボ
ク
も
出
た
か

た
な

悪
い
な
こ
の
大
会
が
終
わ

て
あ
る

度
真
実
が
解
明
さ
れ
た
ら
一
日
一

に
遊
ん
で
や

る
か
ら
な

本
当
に

や

た

 
ユ
ウ
は
無

気
に
そ
う
喜
び
そ
ん
な
ユ
ウ
に
八
幡
は
ア
イ
に
付
い
て
い
て
く
れ
と
頼
ん
だ

あ
や

ぱ
り
ア
イ
は
疲
れ
て
た
ん
だ
ね
見
て
て
か
な
り
無
理
し
て
る
な

て
思

た
ん
だ

そ
う
な
の
か

よ
く
分
か

た
な

ま
あ
双
子
だ
し

 
八
幡
は
そ
の
ユ
ウ
の
言
葉
を
受
け

そ
の
顔
色
を

う
よ
う
に
ユ
ウ
に

ね
た

ア
イ
は
本
戦
に
出
場
さ
せ
な
い
方
が
い
い
か

あ

違
う
違
う

そ
う
い
う
の
じ

な
く
て
ね

や

ぱ
り
慣
れ
な
い
体

か

た
か
ら

 
動
く
の
に
苦
労
し
て
る
な

て

そ
の
分
疲
れ
た
ん
じ

な
い
か
な
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な
る
ほ
ど

で
も
最
後
の
方
は
慣
れ
て
き
た
み
た
い
だ

た
か
ら
本
戦
だ
と
も
う
少
し
ま
と
も
に
動
け
る

と
思
う
よ

ま
と
も
に

な

 
八
幡
は

あ
れ
は
ま
だ
本
気
じ

無
か

た
の
か
と
思
い

 
本
戦
で
は
気
を
付
け
な
い
と
俺
も
や
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
気
を
引
き
締
め
た

 
と
に
か
く
シ

ナ
と
ハ
チ
マ
ン
で
は

ス
テ

タ
ス
の
高
さ
が

違
い
な
の
だ

ま
あ
と
り
あ
え
ず
ユ
ウ
は
ア
イ
に
付
い
て
い
て
や

て
く
れ

 
本
戦
の
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に

こ
し
て
や

て
く
れ
よ

う
ん

分
か

た

 
そ
し
て
ユ
ウ
は
家
の
中
に
入

て
い
き
八
幡
は
そ
の
ま
ま
ゼ
ク
シ

ド
の
下
へ
と
向
か

た

よお
う

シ

ナ

お
疲
れ

予
選
は
見
て
た
か

あ
あ

今
回
の
大
会
は
お
前
の
身
内
ば
か
り
で
う
ざ

た
い

た
ら
あ
り

し
な
い
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個
々
の
実
力
も
か
な
り
上
が

て
る
か
ら

ま
あ
そ
う
な
る
だ
ろ
う
な

く
そ

俺
が
出
れ
て
い
れ
ば

そ
の

を
一
つ

ら
し
て
や

た
ん
だ
が

ま
あ
次
の
大
会
で
頑
張
れ
ば
い
い
さ

 
そ
う
八
幡
に
言
わ
れ
た
ゼ
ク
シ

ド
は

複
雑
な
顔
を
し
た

次
の
大
会
か

な

シ

ナ

俺
の
体
は
元
に

る
の
か
な

正
直
俺
に
は

学
の
事
は
よ
く
分
か
ら
ん

そ
う
か

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
に

シ

ナ
は

々
と
こ
う
言

た

で
も
治
す
さ
も
し
障
害
が
残

た
り
し
て
も
そ
の
時
は
う
ち
の
会
社
で

て
や
る
か
ら

 
こ
の
空
間
で
仕
事
を
す
れ
ば
い
い

う
ち
の
会
社

あ
あ

ソ
レ
イ
ユ
だ
な

ソ
レ
イ
ユ

あ
あ

そ
う
い
え
ば
戦
争
の
時

に
ソ
レ
イ
ユ
が
関
わ

て
き
て
た

け

な
ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

と
い

て
も
お
前
の

ぎ
は
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全
部
お
前
の

療

に
消
え
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

社
畜
決
定
か

ち

ん
と
治
ら
な
か

た
ら
の
話
だ
か
ら
な

ま
あ
な
る
べ
く
そ
う
な
ら
な
い
事
を

る
が

色
々
あ
り
が
と
な

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
デ
レ
た
事
を
言
い

シ

ナ
は
思
わ
ず
後
じ
さ

た

何
だ
よ

い
や

お
前
に
素
直
に
感
謝
さ
れ
る
の
に
は
ま
だ
違
和
感
が
な

馬

野
郎

こ
の

況
で
ま
だ
突

張
る
よ
う
な
馬

は

も
は
や
人
間
じ

ね
え
よ

違
い
な
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は

大
会
の
話
を
ゼ
ク
シ

ド
に

た

で

大
会
を
見
た
感
じ
ど
う
思

た

闇
風
が
強
く
な

て
や
が

た

正
直
今
度
や
り
あ

た
ら
勝
て
る
気
が
し
な
い

こ
れ
ま
た

に
素
直
な
ん
だ
な

あ
く
ま
で
の
今
の
ま
ま
な
ら

て
事
だ

絶
対
に
ま
た
上
を
い

て
や
る
さ

そ
う
か

ま
あ
頑
張
れ
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そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
他
に
も
色
々
な
プ
レ
イ
ヤ

の
話
に
触
れ
た
後
ぼ
そ

と
言

た

だ
が
一
番
気
に
な
る
の
は

シ

ピ

ゲ
ル
が
い
な
か

た
事
だ
な

ん

そ
う
い
え
ば
見
た
記
憶
が
無
い
な

あ
の
野
郎

一
体
ど
う
し
ち
ま

た
ん
だ

一

に

し
込
み
を
し
た
ん
だ

た
か

じ

あ
そ
の
後
に
キ

ン
セ
ル
し
た
ん
だ
ろ

 
何
か
急
用
で
も
出
来
た
ん
じ

な
い
の
か

く
そ

そ
れ
じ

あ
俺
は
誰
を
応
援
す
れ
ば
い
い
ん
だ

ま
あ
見
て
る
う
ち
に
誰
か
気
に
な
る
奴
も
出
て
く
る
だ
ろ

 
せ

か
く
の
大
会
な
ん
だ

お
前
も
観
客
と
し
て
楽
し
め
よ

お
う

 
そ
の
時
遠
く
か
ら
声
が
し
て

二
人
は
そ
ち
ら
の
方
へ

り
向
い
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

約
束
通
り
来
ま
し
た
よ

一

に
Ｂ
ｏ
Ｂ
を
観
戦
し
ま
し

う

ユ

コ

ハ
ル
カ

 
ど
う
や
ら
予
選
中
に
二
人
が
来
て
い
た
ら
し
く

二
人
は
ゼ
ク
シ

ド
に
駆
け
寄
り
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横
に
八
幡
の

を
見
つ
け

八
幡
に
も
普
通
に
手
を

て
き
た

そ
れ
じ

あ
ゼ
ク
シ

ド
の
事

頼
む
わ

あ

う
ん

あ
ん
た
も
そ
の

大
会
頑
張

て

こ

今
回
に
限
り
応
援
し
て
あ
げ
る
わ

お
う

あ
り
が
と
な

 
八
幡
は
手
を
ひ
ら
ひ
ら
す
る
と

三
人
に
背
を
向
け
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

お
茶
く
ら
い
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

思

た
よ
り
元
気
そ
う
で
す
ね

さ
さ

私
達
を
も
て
な
し
て
下
さ
い
よ

 
そ
ん
な
声
が

こ
え

八
幡
は
微
笑
を

か
べ
な
が
ら
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

さ
て

少
し
休
む
か

参
謀

本
戦
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡
君

お
め
で
と
う

フ
ン

ま
あ
ま
あ
だ
な

 

て
き
た
八
幡
に
気
が
付
き

三
人
が
そ
う
声
を

け
て
き
た

そ
う
い
え
ば
さ

き
私
に

岡
君
か
ら

話
が
あ
り
ま
し
た
ぞ
参
謀
も
お
知
り
合
い
で
す
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よ
ね

岡
さ
ん
が

一
体
何
の
用
事
で

い
や

何
を
し
て
い
る
の
か

か
れ
た
ん
で

正
直
に
こ
こ
に
い
る
と
答
え
た
ら

 
そ
れ
な
ら
そ
の
ま
ま
で
い
い

と

何
だ

一
応
確
認
す
る
か

 
そ
う
思

て

を
取
り
出
す
と

そ
こ
に
は

岡
か
ら
の
メ

ル
が
入

て
い
た

目
の
ザ
ザ
が
キ
リ
ト
君
の
前
に

を
現
し
た
よ
ど
う
や
ら
大
会
に
出
場
し
て
る
中
の
誰
か

み
た
い

 
一
応
任
意
同
行
を

け
る

に
ザ
ザ
と
ジ

ニ

ブ
ラ

ク
の
下
に
人
員
を

遣
済
み

 
そ

ち
も
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
ね

目
の
ザ
ザ
が

 
そ
の
言
葉
に
対
す
る
自
由
の
反
応
は
激

だ

た

さ

参
謀

今
何
と

あ

あ
あ

あ
の
大
会
メ
ン
バ

の
中
に

目
の
ザ
ザ
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
ら
し
い

 
も
ち
ろ
ん
予
選
落
ち
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
一
応

察
の
人
員
を
家
に
向
か
わ
せ
た
そ
う
だ
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な
る
ほ
ど

さ

き
の

話
は
そ
の
連

で
し
た
か

お

さ
ん
は
行
か
な
く
て
い
い
の
か

ま
あ
そ
れ
は
私
の
仕
事
じ

な
い
で
す
か
ら
な
上
が
あ
ま
り
出
し

ば
る
の
も
良
く
な
い
で

す
し
な

 
今
日
は
私
は
こ
こ
で
大
人
し
く
参
謀
を
守
る
事
に
専
念
し
ま
す
ぞ
い

そ
う
か

だ
が
何
か
あ

た
ら
直
ぐ
動
け
る
よ
う
に
準
備
だ
け
は
し
て
お
い
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は

に

況
を

ね
た

じ
じ
い

査
結
果
は
出
た
か

そ
ろ
そ
ろ
の
は
ず
な
ん
じ

が

ま
あ

て
も
仕
方
な
い
か

そ
れ
じ

あ
俺
は
少
し
横
に
な
る
か
ら

 
時
間
に
な

た
ら

こ
し
て
く
れ

あ
い
や
や

ぱ
り
い
い

め
ぐ
り
ん

こ
し
て

下
さ
い

 
八
幡
は

に
そ
う
頼
み
か
け
直
ぐ
に

正
し
て
め
ぐ
り
に

こ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん

だ
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う
ん

分
か

た

任
せ
て

新
妻
み
た
い
に
優
し
く

こ
す
か
ら
ね

あ

は

は
い

 
そ
の
や
り
取
り
に

当
然

が
抗
議
し
た

何
で

に
頼
ま
な
い
ん
じ

き
て
直
ぐ
に
死
に
か
け
の
じ
じ
い
の
顔
を
見
た
ら
俺
が
驚
い
て
心

麻

と
か
に
な

ち

ま
う
だ
ろ

何
じ

と

は
ま
だ
ま
だ
若
い
わ
い

め
ぐ
り
ん
と
比
べ
て
自
分
が
俺
を

こ
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
で
も
言
う
つ
も
り
か

 

は
め
ぐ
り
の
顔
を
見
て
そ
の

し
の
オ

ラ
を
感
じ
た
の
か
気
ま
ず
そ
う
に
言

た

ぐ

ぐ

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
恥
知
ら
ず
な
事
は
言
え
ん
わ
い

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
ご
ろ
ん
と
横
に
な
り

直
ぐ
に

息
を
た
て
は
じ
め
た

八
幡
君

こ
い
つ
も
こ
い
つ
な
り
に
疲
れ
て
い
た
の
じ

ろ
う
な
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キ
リ
ト
君

お
帰
り

ナ
ツ
キ
さ
ん

岡
さ
ん
は

さ

き
一
度

て
き
て
色
々
と
手
配
し
た
後
ま
た
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

て

い

た
わ

手
配

あ
あ

も
し
か
し
て
も
う

ザ
ザ
関
連
の
手
配
を

え
え

任
意
同
行
を

け
る
そ
う
よ

さ
す
が
で
す
ね

動
き
が

い

 
そ
し
て
ナ
ツ
キ
は

和
人
に

目
の
ザ
ザ
の
事
を

ね
た

ね

キ
リ
ト
君

そ
の

目
の
ザ
ザ

て
ど
ん
な
人
な
の

ザ
ザ
は
レ

ド
プ
レ
イ
ヤ

い
わ
ゆ
る
好
ん
で
殺
人
を
犯
す
プ
レ
イ
ヤ

で
す
い
や
で

し
た

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
今
回
の
事
件
の
犯
人
も

ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が

そ
の
可
能
性
は
高
い
と
思
い
ま
す

で
も
ど
う
や

て

ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が

俺
と
八
幡
が
必
ず
暴
い
て
み
せ
ま
す
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う
ん

バ

ク
ア

プ
は
私
達
に
任
せ
て

は
い

 
そ
し
て
ナ
ツ
キ
は
気
を
取
り
直
し

大
会
の
事
に
触
れ
た

そ
れ
に
し
て
も
キ
リ
ト
君

剣
で
銃
の

を

る
な
ん
て

本
当
に
人
間

ひ
ど
い
な
ナ
ツ
キ
さ
ん

人
間
で
す

て

そ
れ
に
あ
れ
は

正
確
に
は

を

て
る
ん

じ

な
く
て

 

が
飛
ん
で
く
る
予

を
知
ら
せ
る

い
光
線
が
飛
ん
で
く
る
ん
で

 
そ
こ
に
剣
筋
を
合
わ
せ
て
い
る
だ
け
な
ん
で
す
よ
だ
か
ら
当
然
現
実
で
あ
ん
な
事
を
す
る
の

は
無
理
で
す

飛
ん
で
く
る
光
線
に
剣
を
合
わ
せ
る

そ
れ

て
別
に
難
易
度
は
変
わ
ら
な
い
ん
じ

 
ナ
ツ
キ
は
そ
う
思
い

キ
リ
ト
を
生

か
く
見
つ
め
な
が
ら
言

た

で
も
キ
リ
ト
君

連
射
さ
れ
た

も
全
部

て
た
わ
よ
ね

え
え

ま
あ

あ
あ
い
う
銃
で

と

が
発
射
さ
れ
る
間

て
ど
れ
く
ら
い
か
知

て
る
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え

と

ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ

 
ナ
ツ
キ
が
そ
う
言
い

そ
の
声
に
合
わ
せ
て
手
を

た

こ
の

さ
で
的
確
に
光
に
剣
を
合
わ
せ
る
で
す

て

あ

い
や

何
か
す
ん
ま
せ
ん

分
か

て
く
れ
た
み
た
い
ね

絶
対
に
普
通
の
人
に
は
無
理
だ
か
ら
ね

 
そ
う
言
わ
れ
た
和
人
は

親
友
の
名
前
を
引
き
合
い
に
出
し
た

あ

で
も
八
幡
な
ら
多
分
い
け
ま
す

そ
う
な
の

え
え

な
の
で
普
通
の
人
で
も
多
分

ふ

ん

あ

い
や

ふ

ん

普
通
ね

ご
め
ん
な
さ
い

あ
い
つ
も
普
通
じ

な
い
で
す
よ
ね

分
か
れ
ば
よ
ろ
し
い
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そ
し
て
ナ
ツ
キ
は
明
る
い
声
で
言

た

そ
れ
じ

あ
休

し
ま
し

か

は
い

あ

そ
の
前
に
八
幡
に
連

を

 
そ
う
言

て
和
人
は
八
幡
に

話
を

け
た
が

八
幡
が

て
い
た

に
繋
が
ら
な
か

た

繋
が
ら
な
い
な

メ

ル
で
も
し
て
お
く
か

 
そ
し
て
和
人
は
少
し
考
え
た
後

に
こ
う
打
ち
込
ん
だ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ザ
ザ
が
い
た

情
報
の

り
合
わ
せ
を
し
た
い

本
戦
で
落
ち
合
お
う
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第
４
１
３
話
 
集
ま
る
情
報

そ
し
て
決
勝
へ

 
八
幡
に
指
定
さ
れ
た
時
間
に
な
り

め
ぐ
り
は
少
し

張
し
な
が
ら
八
幡
の

元
で

い
た

お
仕
事
に
間
に
合
わ
な
く
な

ち

う
よ

そ
ろ
そ
ろ

き
て

八
幡
く

ん

う
わ

 
八
幡
は

自
分
は
い
つ
め
ぐ
り
と
結
婚
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
驚
き

て
て
飛
び

き
た

きあ
れ

こ
こ
は

あ
あ
び

く
り
し
た

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
よ

八
幡
君

 
そ
し
て
八
幡
は

め
ぐ
り
に

こ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
事
を
思
い
出
し

 
大
き
く

び
を
し
た
後
に
ゆ

く
り
と
体
を

こ
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
め
ぐ
り
ん

お
か
げ
で
い
い
目
覚
め
で
し
た

と
て
も
そ
ん
な
風
に
は
見
え
な
い
ん
だ
け
ど

 
め
ぐ
り
は
八
幡
が
飛
び

き
た
事
で

少
し
心
配
に
な

た
の
か
そ
う
言

た

い
や
い
や

パ

と
目
覚
め
た
方
が

き
は
い
い
で
す
か
ら
ね
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本
当
に

え
え

大
丈
夫
で
す
か
ら
心
配
し
な
い
で
下
さ
い

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
に
八
幡
が

き
た
事
に
気
付
い
た
自
由
が
や

て
き
た

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
参
謀

よ
く
眠
れ
ま
し
た
か
な

お
う

め
ぐ
り
ん
の
お
か
げ
で
目
覚
め
も
バ

チ
リ
だ

そ
れ
は
良
か

た
で
す

 
そ
し
て
め
ぐ
り
と
自
由
は

き
合
い

め
ぐ
り
が
八
幡
に
こ
う
言

た

八
幡
君

ゼ
ク
シ

ド

村
保
さ
ん
の

査
結
果
が
つ
い
さ

き

い
た
わ

や

と
で
す
か

で

結
果
は
ど
う
で
し
た

黒
ね

真

黒
よ

サ
ク
シ
ニ
ル
コ
リ
ン

今
は
ス
キ
サ
メ
ト
ニ
ウ
ム
と
言
う
の
だ
け
れ
ど

 
彼
の
体
に
は

そ
の
筋

緩

が
投

さ
れ
て
い
た
わ

 
主
に
麻

の
前
に
使
わ
れ
る
ん
だ
け
ど

最
近
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
わ
ね

筋

緩

で
す
か

な
る
ほ
ど

 
そ
の
説
明
に

八
幡
は
や
は
り
と
い
う
よ
う
に

い
た
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や

ぱ
り

物
で
し
た
ね

で

こ
の
事
は
姉
さ
ん
に
は

ハ
ル
さ
ん
に
は
も
う
伝
え
た
わ

ハ
ル
さ
ん

由
と
相
模
さ
ん

由
の
両
方
で
情
報
は
提

済

み
よ

 
で

ど
う
や
ら
も
う
一
度
現
場

証
を
す
る
事
が
決
ま

た
み
た
い
ね

珍
し
く
動
き
が

い
で
す
ね

そ
れ
な
ん
で
す
が

ど
う
や
ら

岡
君
が
事
前
に
そ
の
可
能
性
を
伝
え
て
た
み
た
い
で

 

査
結
果
が
出
た
ら
直
ぐ
に
動
く
手
は
ず
に
な

て
た
み
た
い
で
す
ぞ

さ
す
が

岡
さ
ん

こ

ち
の
動
き
は
お
見
通
し
か

あ
れ
は
中
々
や
り
手
で
す
か
ら
の

 
そ
し
て
自
由
は

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
八
幡
に
言

た

今
回
の
件
は

察
の
落
ち
度
で
し
て
な

参
謀
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

ん

ど
う
い
う
事
だ

実
は
鑑
識
か
ら
の
報
告
だ
と

他
人
の
も
の
ら
し
き

跡
は
確
か
に
あ

た
ら
し
い
ん
で
す

 
で
も
上
の
人
間
が
は
な
か
ら
事
故
と
決
め
付
け
て

 
そ
の

跡
も
友
達
か
何
か
だ
ろ
う
と
流
し
て
し
ま

た
ら
し
い
で
す
ぞ
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そ
の
自
由
の
説
明
に

さ
す
が
の
八
幡
も

れ
る
事
し
か
出
来
な
か

た

お
い
お
い

察
は
一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ
よ
ゴ
ド
フ
リ

返
す
言
葉
も
無
い

ま
あ
今
回
の
件
に
関
わ

た
上
の
人
間
は

 
ま
と
め
て
処
分
さ
れ
る
み
た
い
な
の
で

そ
れ
だ
け
が
救
い
で
す
の
う

 
そ
う

い
た
八
幡
は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
自
由
に
言

た

そ
う
か
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
で
お

さ
ん
の
出
世
は
確
定
だ
な

 
こ
の
ま
ま

力
を

て

察
内
部
に
大

を

る

ち
ま
え
よ

ゴ
ド
フ
リ

参
謀
は
何
も
か
も
お
見
通
し
で
す
な

 
確
か
に
私
が
処
分
さ
れ
た
者
達
の
代
わ
り
に
昇
進
す
る
事
に
な
り
そ
う
で
す

当
然
だ
再

査
を
す
る
よ
う
に
言

た
時
今
回
の
事
が
お

さ
ん
の
手

に
な
る
よ
う
に

 
お

さ
ん
の
名
前
も
一

に
出
す
よ
う
に
指

し
て
お
い
た
か
ら
な

作
戦
通
り
だ

何
で
す
と

い
や
し
か
し

そ
う
い
う

に
も

 
そ
う
困

た
顔
を
す
る
自
由
に

八
幡
は
真
顔
で
言

た

ゴ
ド
フ
リ

こ
れ
は
私
欲
の

じ

な
い

正
義
の

だ

お
前
が

察
を
変
え
る
ん
だ

 
実

は

察
内
部
の
コ
ネ
で
あ
る
自
由
の

力
を
強
化
し
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何
か
あ

た
ら

宜
を
は
か

て
も
ら
う
気
が
満
々
だ

た
八
幡
で
あ
る
が

 
さ
す
が
に
こ
の
場
で
は
そ
ん
な
事
は
言
わ
な
か

た

 
代
わ
り
に
自
由
の
気
に
入
り
そ
う
な
言
葉
を
き
ち
ん
と
選
ぶ

り
は
さ
す
が
だ
と
い
え
よ
う

な
る
ほ
ど
正
義
の

で
す
か

が

は

は

分
か
り
ま
し
た

任
せ
て
下
さ
い

頼
む

お

さ
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

が
今
ど
う
し
て
い
る
の
か
め
ぐ
り
に

ね
た

で

今
じ
じ
い
は
ど
こ
に

も
し
か
し
て
俺
が

て
い
る
間
に

命
で
死
に
ま
し
た
か

 
め
ぐ
り
は
そ
の
言
葉
に
思
わ
ず

き
出
し
た

八
幡
君

た
ら

め

さ
ん
な
ら
も
う

村
さ
ん
の
治
療
に
入

た
わ

 
自
信
満
々
だ

た
か
ら

多
分
悪
い
結
果
に
は
な
ら
な
い
と
思
う

そ
う
で
す
か

死
ぬ
前
の
最
後
の
ひ
と
花

頼
む

じ
じ
い

 
そ
し
て
め
ぐ
り
は
真
面
目
な
顔
に
な
り

八
幡
に

ね
た

ね

今
回
の
事
件

八
幡
君
は
ど
う
思
う

ゲ

ム
内
で
の
狙
撃
に
合
わ
せ
て
ゲ

ム
中
で
無
防
備
な
プ
レ
イ
ヤ

に

物
を
投

す
る
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し
か
考
え
ら
れ
な
い
ん
で
す
が

他
人
の

所
を
ど
う
知

た
か
だ
け
が
ネ

ク
で
す
ね

他
に
何
か
可
能
性
は
無
い

正
直
思
い
つ
き
ま
せ
ん

な
の
で
可
能
な
ら
ゲ

ム
の
中
で
直
接
締
め
上
げ
ま
す

察
が
動
い
た
以
上

協
力
出
来
る
事
が
あ
る
と
す
れ
ば
確
か
に
そ
れ
く
ら
い
か
も
ね

で
す
な

こ

ち
の
結
果
は
直
ぐ
に
は
出
な
い
で
す
か
ら
な

 
そ
の
時
八
幡
は

誰
か
か
ら
メ

ル
が
来
て
い
た
事
に
気
が
付
い
た

こ
れ
は

そ
う
か

や

ぱ
り
ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
の
仕
業
か

ラ
フ
コ
フ
で
す
と

 
八
幡
は
メ

ル
を
見
て
そ
う

き

和
人
か
ら
の
メ

ル
に
了
解
と
返
事
を
し
た

今
の
メ

ル
は
誰
か
ら

和
人
で
す

ど
う
や
ら
今
回
の
事
件
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
殺
人
ギ
ル
ド

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
残

の
仕
業
ら
し
い
で
す

 
メ

ル
に
は
書
い
て
な
い
で
す
が
お
そ
ら
く
死
銃
の
正
体
が
元

部
の

目
の
ザ
ザ
な
ん

で
し

う
目
の
ザ
ザ

や

ぱ
り
奴
ら

悔
い

め
る
気
は
無
さ
そ
う
で
す
な
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み
た
い
だ
な

ま
あ
こ
こ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
と
は
違
い
ま
す
か
ら
な

き

ち
り

捕
し
て
や
り
ま
す
ぞ

頼
む

お

 
そ
の

間
に
再
び
キ
リ
ト
か
ら
メ

ル
が

い
た

忘
れ
て
た

時
間
が
無
い
が

待
ち
合
わ
せ
場
所
を
決
め
て
お
こ
う

待
ち
合
わ
せ
か

 
そ
し
て
め
ぐ
り
は
ハ

と
し
た
よ
う
に
八
幡
に
言

た

い
け
な
い

そ
ろ
そ
ろ
決
勝
の
時
間
ね

も
う
そ
ん
な
時
間
か

ち

と
急
が
な
い
と

め
ぐ
り
ん

お

さ
ん

行

て
き
ま
す

く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
ね

参
謀

お
気
を
つ
け
て

 
そ
し
て
八
幡
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
和
人
君

ラ
フ
コ
フ
の

部
の
家
に
人
員
を
向
か
わ
せ
た
よ

 
あ
と
つ
い
さ

き
本

か
ら
再

査
に
入
る
と
連

が
あ

た
よ
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ど
う
や
ら
今
回
の
事
件
の
死
因
は

物
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
ら
し
い

 
そ
れ
を
受
け
て
死
体
を
も
う
一
度
調
べ
る
事
に
な

た
よ

現
場

証
も
も
う
一
度
や
り
直

す

て
さ

そ
う
で
す
か

て
い
う
か

前
回
の
現
場

証
で
何
も
出
な
か

た
ん
で
す
か

そ
れ
が
ね

他
人
の
も
の
ら
し
き

跡
は
確
か
に
あ

た
ら
し
い
ん
だ
け
ど

 
は
な
か
ら
事
故
と
決
め
付
け
て
そ
の

跡
も
友
達
か
何
か
だ
ろ
う
と
流
し
ち

た
み
た
い

な
ん
だ
よ

何
で
す
か
そ
れ
は

 
キ
リ
ト
は
八
幡
同
様

そ
の

察
の
体
た
ら
く
に

れ
る
事
し
か
出
来
な
か

た

い
や

お
恥
ず
か
し
い

多
分
今

は

察
内
部
で

正
の
嵐
が

き
荒
れ
て
い
る
と

思
う
よ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
で
も
残
さ
れ
た

人
事
件
で
も

察
は
役
立
た
ず
だ

た
し

 
最
近
た
だ
で
さ
え
風
当
た
り
が
強
か

た
か
ら
ね

 
そ
う
だ
和
人
君

良
か

た
ら
君

う
ち
の
課
に
来
な
い

 
そ
の
言
葉
を
ス
ル

し
て

和
人
は

岡
に

ね
た
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察
に
ま
と
も
な

部
は
い
な
い
ん
で
す
か

 

岡
は
無

さ
れ
た
事
を
気
に
し
た
様
子
も
無
く

普
通
に
こ
う
答
え
た

ん

い
る
よ

君
も
よ
く
知

て
る
人
が
ね

俺
の
知

て
る
人

で
す
か

あ

そ
う
い
え
ば
前
に
八
幡
に

い
た
事
が
あ

た
か

も 
も
し
か
し
て
ゴ
ド
フ
リ

の
お

さ
ん
で
す
か

そ
の
通
り
彼
は
出
世
街
道
か
ら
外
れ
て
い
た
分
今
度
の
事
件
に
は
一
切
関
わ

て
な
い
か

ら 
上
手
く
い
け
ば
多
少

察
の
上
の
方
に
一
石
を
投
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ね

そ
う
な
ん
で
す
ね

ま
じ
で
頼
む

ゴ
ド
フ
リ

 
キ
リ
ト
の

裏
に
は

が

は

は

任
せ
ろ

 
と
頼
も
し
く
答
え
る
ゴ
ド
フ
リ

の

が

か
ん
だ
が

そ
の
想
像
は
大
体
合

て
い
た

と
い
う

で

次
に
問
題
に
な
る
の
は
ど
う
い

た
仕
組
み
で
殺
人
を
犯
し
た
か
だ
ね

物
で
し

う

そ

ち
じ

な
く
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あ
あ

ど
う
や

て

に
見
せ
か
け
た
の
か

て
事
で
す
ね

う
ん

ま
あ
多
分
ゲ

ム
内
で
銃

を
当
て
る
の
と
同
時
に

 
外
部
の
協
力
者
が
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に

物
を
注
射
し
た
ん
だ
ろ
う
け
ど

 
実

問
題
彼
ら
は
別
に
ハ

カ

て

じ

な
い
ん
だ
し

 
個
々
の
プ
レ
イ
ヤ

の

所
な
ん
か
絶
対
に
分
か
り

こ
な
い
は
ず
な
ん
だ
よ
ね

で
す
ね

と
り
あ
え
ず
八
幡
と
一

に
ゲ

ム
内
で
捕
ま
え
て

い
て
み
ま
す
よ

 
ま
あ
決
勝
に
い
る
か
も
分
か
ら
な
い
で
す
し
大
人
し
く
白

す
る
保
証
も
無
い
で
す
け
ど
ね

 
そ
ん
な
和
人
に

岡
は
あ

さ
り
と
言

た

ま
あ
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
こ

ち
は
こ

ち
で
し

か
り
と
和
人
君
の
体
は
守
る
か
ら
さ

 

て

ち

と
失

 
こ
こ
で

岡
に

話
が
入
り
代
わ
り
に

岡
の
後
ろ
で
静
か
に
し
て
い
た
ナ
ツ
キ
が
言

た

う
ん

お
姉
さ
ん
に
任
せ
な
さ
い

は
い
ナ
ツ
キ
さ
ん

頼
り
に
し
て
ま
す

と
り
あ
え
ず
八
幡
と
中
で
落
ち
合
う
と
し
て

 
あ

待
ち
合
わ
せ
場
所
を
決
め
て
お
い
た
方
が
い
い
か

 
と
は
い
え
決
勝
の
舞
台
に
は

し
く
な
い
か
ら
な

あ
い
つ
に

投
げ
す
る
か
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り
し
も
八
幡
か
ら

了
解

と
一
言
だ
け
メ

ル
が
返

て
き
た

 
和
人
は
時
間
を
気
に
し
な
が
ら
八
幡
に
メ

ル
を
し
た
が

返
事
が
無
い

多
分
メ

ル
は
見
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し

 
返
事
を
し
て
い
る
余

が
無
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

か
な

和
人
君
も
そ
ろ
そ
ろ
行

た
方
が
い
い
か
も
ね

は
い

そ
れ
じ

あ
こ

ち
の
事
は
任
せ
ま
し
た

行

て
き
ま
す

頑
張

て
ね

待

て
和
人
君

 
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

話
を
終
え
た

岡
が

和
人
に
言

た

最
後
に
悪
い
知
ら
せ
だ

ど
う
や
ら
ザ
ザ
も
ジ

ニ

ブ
ラ

ク
も
自
宅
に
い
な
い
ら
し
い

 
そ
し
て
二
人
と
も

密
か
に
身
の
回
り
の
物
を
処
分
し
て
家
を
出
た
ら
し
い

 
ど
う
や
ら
ど
こ
か
に
高
飛
び
す
る
つ
も
り
な
ん
じ

な
い
か
な

ま
じ
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

そ
の
情
報
も
八
幡
と
共

し
ま
す

 
そ
し
て
和
人
も

急
い
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た
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さ
て

走
る
か

 
二
人
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
直
ぐ
に
そ
う

く
と
同
時
に
ド

ム
の
中
央
へ
向
け
て
走

り
出
し
た

 
さ
す
が
⻑
い
付
き
合
い
だ
け
あ

て

考
え
る
事
は
一

の
よ
う
だ

ち

と
キ
リ
ト
君

ど
こ
行
く
の

ハ
チ

い
や

シ

ナ
の
所
だ

え

シ

ナ
の
居
場
所
を
知

て
る
の

悪
い

急
ぐ
ん
だ

そ
れ
じ

あ
中
で
な

あ

ち

と

シ

ナ
様

ど
ち
ら
へ

シ

ナ

ど
こ
に
行
く
の

ち

と
野

用
だ

そ
れ
じ

あ
お
前
ら

中
で
な

 
二
人
は
お

い
の
知
り
合
い
達
に
そ
う
声
を

け

そ
の
ま
ま
全
力
で
走
り
出
し
た

 
中
央
付
近
で
お

い
の

を
確
認
し
た
時
の
残
り
時
間
は

決
勝
開
始
の
わ
ず
か
に
三

前

 
そ
し
て
シ

ナ
は

キ
リ
ト
に
向
け
て
叫
ん
だ
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座
標
だ

お
前
の

か
ら
俺
の

だ

分
か

た

 
そ
の

間
に
二
人
は
決
勝
の
フ

ル
ド
へ
と
転
送
さ
れ
た

 
こ
こ
が
決
勝
の
舞
台
か

 
キ
リ
ト
は
興
味
深
げ
に

囲
を
見

し
な
が
ら
言

た

確
か
最
初
は
全
員
散
ら
ば

て
配
置
さ
れ
る
ん
だ

た
よ
な

 
さ
て

俺
の

か
ら
あ
い
つ
の

キ
リ
ト
の

に
八
幡
の

で

か

 
近
く
だ
と
助
か
る
ん
だ
が

 
キ
リ
ト
は
次
に
そ
う

く
と

末
の
地
図
を
開
き

今
自
分
が
い
る
座
標
を
確
認
し
た
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第
４
１
４
話
 
ペ
ア
を
組
む

う
げ

て
北
東
の

じ

な
い
か
よ

は
中
央
の
や
や

上
か

 
キ
リ
ト
は
自
分
の
運
の
無
さ
に
⻭

み
し
た
が

 
よ
く
よ
く
考
え
る
と

中
央
付
近
で
あ
る

に
ず

と

取
る
の
は
危
険
が
大
き
い
事

に
気
が
付
い
た

 

り
か
ら
集
ま

て
く
る
敵
に
囲
ま
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
か
ら
だ

て
事
は
こ
れ
は
ラ

キ

だ

て
事
に
な
る
な
さ
て
こ
の
ま
ま
最
初
の
ス
キ

ン
を
待

つ
か

 

だ
と

よ
り
に
よ

て
こ
ん
な

か

 
シ

ナ
の
配
置
は
南
⻄
の

で
あ

た

つ
ま
り
シ

ナ
と
キ
リ
ト
は

 
⻑
方

の
マ

プ
の
対

線
上
に
離
さ
れ
た
事
に
な
る

と
り
あ
え
ず
ス
キ

ン
を
待
つ
か
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他
の
プ
レ
イ
ヤ

も
同
様
に

そ
の
場
か
ら
動
か
ず
に
最
初
の
ス
キ

ン
を
待

て
い
た

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
お
け
る

唯
一
の
静
か
な
時
間
で
あ
る

そ
ろ
そ
ろ
か

 
誰
か
が
そ
う

き

そ
の

間
に
最
初
の
ス
キ

ン
が
始
ま

た

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に

人
に

り
当
て
ら
れ
た

末
に
プ
レ
イ
ヤ

の

置
情
報
が
表

さ
れ
た

 
薄
塩
た
ら
こ
 
 
 

 
シ

ナ
 
 
 
 
 

 
闇
風
 
 
 
 
 
 

 
ピ
ト
フ

イ
 
 
 

 
銃
士

 
 
 
 
 

 
ギ
ン
ロ
ウ
 
 
 
 

 
ミ
サ
キ
 
 
 
 
 

 
ダ
イ
ン
 
 
 
 
 

 

子
王
リ

チ
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ギ

レ

ト
 
 
 

 
ス
テ
ル
ベ
ン
 
 
 

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

 

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
 

 
ス
ネ

ク
 
 
 
 

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
 

 
こ
れ
が
最
初
の

プ
レ
イ
ヤ

の

置
で
あ

た

ス
キ

ン
結
果
の
表

時
間
は

か
い

 
基
本
自
分
の
近
場
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

だ
け
し
か
確
実
出
来
な
い

 
最
初
に
動
い
た
の
は
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
だ

た

お
お

闇
風
が
近
い
な

 
そ
う
叫
ん
だ
薄
塩
た
ら
こ
は

闇
風
の
下
へ
と
走

た

 
そ
の
前
方
か
ら
闇
風
も

を
現
し

二
人
は
直
ぐ
に
対
峙
し
た

よ

相
棒
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お
う

ラ

キ

だ

た
な

 
観
客
達
は
い
き
な
り
二
人
の
戦

が
開
か
れ
る
の
か
と
少
し

張
し
た
が
そ
う
は
な
ら
な

か

た
ん

戦
わ
な
い
の
か

ま
さ
か
二
人
で
組
む
の
か

あ
あ

あ
れ
だ
よ
あ
れ

 
観
客
達
の
中
に
も

何
人
か
真
実
に
気
付
く
者
が
い
た

シ

ナ
と
ハ
チ
マ
ン
が
組
ん
で
る

か

た
だ
ろ

だ
か
ら
そ
れ
に
対
抗
す
る

に
も

 
ほ
と
ん
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

が
誰
か
と
コ
ン
ビ
を
組
む
感
じ
に
な
る
ん
じ

な
い
の
か

確
か
に
そ
う
し
な
い
と

た
だ
や
ら
れ
ち
ま
う
だ
け
だ
よ
な

そ
う
い
う
事
か

 
そ
の

通
り

闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
は
合
流
を
終
え

一

に
行
動
し
始
め
た

な

こ
こ
か
ら
一
番
近
く
に
い
る
の

て

ピ
ト
フ

イ
と
ミ
サ
キ
さ
ん

そ
の
向
こ
う
に
ギ
ン
ロ
ウ

て
の
だ
け
は
確
認
し
た

先
ず
あ
の
二
人
と
戦
う
事
に
な
る
の
か
な
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こ

ち
に
向
か

て
れ
ば
な

 
や

ほ

ミ
サ
ミ
サ

当
然
組
む
よ
ね

 
そ
の

ピ
ト
フ

イ
も

ミ
サ
キ
の
下
へ
と
到
達
し
て
い
た

え
え
そ
う
ね

で
も
あ
な
た
は
銃
士

の
方
に
向
か
う
と
思

て
い
ま
し
た
わ

う
ん

そ
れ
が
ね

私
の
真
南
に
シ

ナ
が
い
た
の
が
見
え
た
か
ら

 
あ
の
子
は
多
分
そ

ち
に
向
か
う
ん
じ

な
い
か
と
思

た
の

シ

ナ
様
が

そ
れ
じ

あ
下
手
に
近
付
く
と

狙
撃
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
で
す

わ
ねそ

の

り

シ

ナ
は
容

し
な
さ
そ
う
だ
し
ね

 
そ
し
て
二
人
は
相
談
の
上
見
晴
ら
し
は
い
い
が
下
か
ら
は
見
付
け
に
く
い
岩
山
の
上
へ
と

取

た
さ
て

ど
ん
な

況
に
な

た
の
か

手
分
け
し
て
次
の
ス
キ

ン
で
確
認
し
よ

か

そ
れ
ま
で
は
主
に
南
東
方
面
か
ら
近
付
い
て
く
る
敵
を
チ

ク
で
す
わ

ん

ど
う
し
て
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そ
し
て
ミ
サ
キ
は

微

に

そ
う
な
顔
で
こ
う
言

た

そ

ち
に

子
王
リ

チ

さ
ん
が
い
ま
し
た
の

あ
あ

あ
い
つ
な
ら
何
も
考
え
ず
に
ミ
サ
ミ
サ
の
方
に
向
か

て
き
そ
う

正
直
彼
の
持
ち
味
は

サ
ポ

ト
を
得
た
上
で
の

点
防
衛
戦
だ
と
思
う
の
で
す
が

ヴ

カ

ス
重
機
関
銃
だ

け

正
直
こ
う
い
う
大
会
に
は
不
向
き
だ
よ
ね

ま
あ
こ
ち
ら
に
向
か

て
き
た
ら

そ
の
ま
ま
死
ん
で
も
ら
い
ま
し

う
か

ミ
サ
ミ
サ
容

な
い
ね

そ
れ
に
い
つ
も
の
色

さ
が
全
然
無
い
し

私
も
あ
な
た
と
同
じ
で

シ

ナ
様
に

想
し
て
ま
す
も
の

他
人
は
正
直
ど
う
で
も

 
そ
う
言
わ
れ
た
ピ
ト
フ

イ
は

面
白
そ
う
に
言

た

あ
あ

よ
く
よ
く
考
え
た
ら

 
シ

ナ
相
手
に

成
事
実
を
作
ろ
う
と
狙

て
る
二
人
が
集
ま

ち

た
ん
だ
ね

私

三
人
で
も
よ
ろ
し
く
て
よ

お

そ
れ
い
い
ね

そ
れ
じ

あ
二
人
が
か
り
で
シ

ナ
を
イ
か
せ
る
と
し
ま
し

か

 
う

何
か
寒
気
が
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こ
の

間
に

シ

ナ
は
そ
う
言

て
身

い
し
た

と
り
あ
え
ず
待
ち
合
わ
せ
場
所
方
面
に
い
た
の
は
マ

ク
ス
だ
け
だ
し

 
ア
イ
は
ど
こ
に
い
る
か
は
ま

た
く
分
か
ら
な
か

た
か
ら
し
ば
ら
く
あ
い
つ
と
一

に
行

動
す
る
か

 
ど
う
せ
あ
い
つ
も
こ

ち
に
向
か

て
る
だ
ろ
う
し

 
そ
の
言
葉
通
り

進
行
方
向
に
銃
士

の

が
見
え
た

 
銃
士

は
本
能
セ
ン
サ

で
も

載
し
て
い
る
の
か

り
に
気
を
付
け
な
が
ら
も

 
正
確
に
シ

ナ
の
い
る
方
へ
と
向
か

て
歩
い
て
き
た

 
シ

ナ
が
横
に
移
動
し
て
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
方
向
を
変
え
る
銃
士

の
本
能
は
正
直
驚
愕

も
の
だ

た

 
そ
し
て
二
人
は
無
事
に
合
流
を
果
た
す
事
と
な

た

な

何
で
お
前
は
俺
の
い
る
方
向
が
正
確
に
分
か
る
ん
だ

シ

ナ
様

そ
れ
は
女
の
秘
密
で
す

お

お
う

そ
う
か

凄
え
な
女
の
秘
密

 
そ
し
て
銃
士

は
シ

ナ
に
言

た
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こ
の
ま
ま
だ
と
私
達
が
最
初
に
ぶ
つ
か
る
の
は
ダ
イ
ン
＆
ギ
ン
ロ
ウ
ペ
ア
に
な
る
と
思
い
ま

す 
も

と
も
あ
の
二
人
が
い
き
な
り
シ

ナ
様
と
や
り
あ
う
事
を
選
択
す
る
可
能
性
は

い
の

で 
二
人
が
中
央
の

子
王
リ

チ

の
方
に
向
か

て
い
た
ら
し
ば
ら
く
誰
に
も
会
わ
な
い
か

も
で
す
が

ん

ペ
ア

あ
い
つ
ら
組
ん
で
る
の
か

え
え

シ

ナ
様
の
せ
い
で

俺
の
せ
い

 
き

と
ん
と
す
る
シ

ナ
に

銃
士

は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
の
間
で

 
誰
か
と
ペ
ア
を
組
む
雰
囲
気
が

成
さ
れ
て
い
た
事
を
伝
え
た

そ
う
い
う
事
か

俺
達
の
せ
い
で
そ
ん
な
空
気
に
な

ち
ま

て
た
ん
だ
な

現
時
点
で
確
実
に
ペ
ア
に
な

て
る
と
思
わ
れ
る
の
は
た
ら
こ
と
闇
風
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ

ウ 
ピ
ト
と
ミ
サ
キ
さ
ん
キ
リ
ト
様
と
シ
ノ
ン
そ
れ
に
ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

で
す
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ね

お
前

ス
キ

ン
結
果
を
ど
こ
ま
で
見
れ
た
ん
だ

全
部
で
す

ま
じ
か
よ

よ
く
間
に
合

た
な

と
り
あ
え
ず
全
部
表

さ
せ
て

内
容
は

ま
ず
に
目
に
焼
き
付
け
る
だ
け
に

め
た
の
で

そ

そ
う
か

 
シ

ナ
は
そ
う

々
と
語
る
銃
士

の
デ
キ
る
女

り
に
気
圧
さ
れ
つ
つ
も

 
キ
リ
ト
と
ア
チ
マ
ン
が
ど
こ
に
い
る
の
か
を

ね
た

キ
リ
ト
様
は
マ

プ

上

ア
チ
マ
ン
は
マ

プ

下
に
い
ま
し
た

よ
り
に
よ

て
一
番
遠
い
所
か
よ

ど
う
し
ま
す
か

そ
う
だ
な
と
り
あ
え
ず

を
目
指
す
事
に
す
る
そ
こ
で
キ
リ
ト
と
待
ち
合
わ
せ
だ

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う

 
二
人
は
一
応
ダ
イ
ン
達
を

し
つ
つ

へ
と
向
か
い
始
め
た

 
だ
が
次
の
ス
キ

ン
の
時
間
ま
で

二
人
は
誰
と
も
出
会
わ
な
か

た
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合
い
を
見
て
安
全
な
場
所
に

み

次
の
ス
キ

ン
に
備
え
る
事
に
し
た

 
銃
士

は

々
と
し
た
顔
で

し
か
し
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
シ

ナ
の
隣
に
密
着
し
て
座

た 
そ
の

り
は
さ
す
が
抜
け
目
が
無
い

シ

ナ
様

そ
ろ
そ
ろ
次
の
ス
キ

ン
の
時
間
で
す

だ
な

 
そ
し
て
次
の
ス
キ

ン
が
始
ま

た

こ
れ
は

俺
は
近
場
し
か
見
れ
な
か

た
が

ど
ん
な

合
だ

お
か
し
い
で
す
シ

ナ
様

キ
リ
ト
様
と
シ
ノ
ン
が

分
南
に
移
動
し
て
い
ま
す

 
そ
し
て
ギ

レ

ト
と

子
王
リ

チ

と
す
て

ぶ
ん

が
い
ま
せ
ん
で
し
た

ほ
ほ
う

も
う
三
人
も
リ
タ
イ
ア
し
た
の
か

多
分

ア
イ
は
ど
こ
に
い
た

ア
チ
マ
ン
は
中
央
を
目
指
し
て
ま
す
ね
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そ
う
か

ギ
ン
ロ
ウ
と
ダ
イ
ン
は
中
央
に
い
た
よ
な

 
も
し
か
し
て
あ
い
つ
ら
が
リ

チ

を
倒
し
た
の
か
も
な

か
も
で
す
ね

ま
あ
い
い

こ
の
ま
ま

に
移
動
だ

は
い

  
シ
ノ
ン
は
最
初
の
ス
キ

ン
の
後

高
台
に
上

て
そ
こ
で
待
機
し
て
い
た

 
そ
こ
で
待

て
い
れ
ば

キ
リ
ト
が
こ
ち
ら
に

を
現
す
と
考
え
た
か
ら
だ

た

あ

あ
れ
か
な

 
キ
リ
ト
は
真

直
ぐ
に
中
央
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
だ

こ
の
ま
ま
で
は
シ
ノ
ン
に
気
付
か
ず

に 
ど
ん
ど
ん
先
へ
と
進
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
考
え

キ
リ
ト
の
か
な
り
前
に
銃

を
撃
ち
こ
ん
だ

ん

こ
の
当
て
る
気
の
な
い
狙
撃
は
シ
ノ
ン
か

ど
こ
だ

 
キ
リ
ト
は

り
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
高
台
の
上
か
ら
手
を

る
シ
ノ
ン
の

を
見
付
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け
た

 
キ
リ
ト
は
方
向
を
変
え
て
そ
ち
ら
に
向
か
い

無
事
に
シ
ノ
ン
と
合
流
し
た

よこ

ち
に
来
る
と
思

て
待

て
た
わ

一

に
行
く
わ
よ
ね

そ
う
だ
な

シ

ナ
と
ハ
チ
マ
ン
対

で
ほ
と
ん
ど
の
奴
が
組
む
雰
囲
気
だ

た
し
な

 
さ
す
が
キ
リ
ト
は
そ
う
い

た
戦
闘
に
関
す
る
気
配
に
は

感
だ

た

と
こ
ろ
で
思
い

き
り
走

て
た
み
た
い
だ
け
ど

ど
う
す
る
つ
も
り
だ

た
の

あ
あ

実
は
シ

ナ
と
待
ち
合
わ
せ
で

に
行
く
つ
も
り
だ

た
ん
だ
よ

 

末
を
表

し

大
し
た
シ
ノ
ン
は

そ
こ
が
市
街
地
に
な

て
い
る
事
を
確
認
し
た

ど
う
や
ら
街
が
あ
る
み
た
い
ね

だ
な

と
り
あ
え
ず
そ
こ
へ
移
動
だ

了
解
よ

正
面
に
何
人
か
い
た
は
ず
だ

注
意
し
よ
う

す
て

ぶ
ん

と
か
い
う
名
前
の
プ
レ
イ
ヤ

と

ギ

レ

ト
が
い
た
わ
ね
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少
し
南
に
は
ス
ネ

ク

て
の
も
い
た
わ
ね

組
ん
で
る
か
も
し
れ
な
い
し

と
に
か
く
気
を
付
け
な
い
と
な

そ
う
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
二
人
は

急
い
で

へ
と
走
り
始
め
た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
走

た
後

二
人
は

地
点
へ
と
到
達
し
た

ん

あ
れ
は

ま
さ
か
死
銃
か

 
キ
リ
ト
が
先
に
敵
の

を
発
見
し
た
ら
し
く

二
人
は
そ
の
場
で

止
し
た

ど
こ

あ
そ
こ
だ

本
当
だ

あ
の
マ
ン
ト
に
マ
ス
ク

間
違
い
な
い
わ
ね

他
に
プ
レ
イ
ヤ

の

は

あ

あ
そ
こ
に
い
る
の
は
ギ

レ

ト
よ
ど
う
や
ら
死
銃
は
ギ

レ

ト
を
狙

て
い
る

み
た
い
ね

ま
ず
い
な

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
そ
ち
ら
に
向
か
お
う
と
し
た
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こ
の
ま
ま
だ
と
ギ

レ

ト
が
死
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ

あ
い
つ
ら
の

へ
の

り
は

常
だ

も
う
手

れ
か
も
し
れ
な
い
が

 
銃
で
撃
つ
事
を
止
め
さ
え
す
れ
ば

思
い

ま
る
可
能
性
は
あ
る

そ
れ
じ

に
は
な
ら

な
い
か
ら
な

な
る
ほ
ど

ひ

 
そ
の

間
に
シ
ノ
ン
が
そ
う

鳴
を
上
げ
た

ど
う
し
た

 
だ
が
シ
ノ
ン
か
ら
返
事
は
無
く

明
ら
か
に
そ
の
様
子
は
お
か
し
か

た

お
い

大
丈
夫
か

あ

あ
れ

あ
の
銃

 
シ
ノ
ン
は
苦
し
そ
う
に
そ
う
言
い
な
が
ら

死
銃
が

え
て
い
る
銃
を
指
差
し
た

あ
れ
が
ど
う
か
し
た
の
か

ご
め
ん
な
さ
い

私

あ
の
銃
だ
け
は

目
な
の
よ

ト
カ
レ
フ

通
称
黒
星

 
あ
れ
を
見
る
と

私
は
ど
う
し
て
も
怖
く
て
た
ま
ら
な
く
な
る
の

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
の
様
子
を
見
て

キ
リ
ト
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
迷

た
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そ
の
直
後
に

劇
は

こ

た

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が
ギ

レ

ト
を
急
襲
し

そ
の
体
に
何
発
も
銃

を
撃
ち
こ
ん
だ
の
だ

 
そ
の
直
後
に
ギ

レ

ト
は
苦
し
み
出
し
た
か
と
思
う
と

そ
の
場
か
ら

を
消
し
た

 
こ
う
い

た
大
会
で
は
通
常
死
体
は
残
る
は
ず
だ
が
ど
う
や
ら
回
線
切
断
さ
れ
た
よ
う
だ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し

然
と
し
た

ま
さ
か

死

 
そ
の

間
に

キ
リ
ト
と
死
銃
の
目
が
合

た

ザ
ザ

お
前

お
前
は

 
キ
リ
ト
は

り
に

え

死
銃
の
下
へ
と
向
か
お
う
と
し
た

 
だ
が
死
銃
は
そ
の

間
に
身
を

し

全
力
で
逃
走
を
始
め
た

な
 
そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う

確
か
に
た

た
今

ギ

レ

ト
に
対
す
る

を
成
功
さ
せ
た
が

 
ス
テ
ル
ベ
ン
の
目
的
は
あ
と
二
人

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

と
シ
ノ
ン
が
い
る
の
だ

 
こ
こ
で
キ
リ
ト
の
横
に
シ
ノ
ン
の

を
確
認
し
て
い
た
ら
ま
た
違

た
か
も
し
れ
な
い
が

 
こ
の
時
ス
テ
ル
ベ
ン
は

キ
リ
ト
が

独
で
行
動
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
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一
時
的
に
そ
の
場
を
離
脱
す
る
事
を
選
択
し
た

ど
う
す
る

追
う
べ
き
か

 
キ
リ
ト
は
一

そ
う
迷

た
が
こ
の

態
の
シ
ノ
ン
を
そ
の
ま
ま
に
は
し
て
お
け
な
か

た

シ
ノ
ン

歩
け
る
か

大
丈
夫
か

え

え
え

歩
く
く
ら
い
な
ら

と
り
あ
え
ず
南
に
離
脱
し
て
仕
切
り
な
お
し
だ

行
こ
う

う

う
ん

 
二
人
は
進
路
を
岩
場
の
多
い
南
へ
と
と
り

を
見
付
け
る
と

そ
の
中
に

ん
だ

さ
て

と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
次
の
ス
キ

ン
を
待
つ
か

そ
う
ね

さ

き
の
死
銃
の
正
体
は
誰
か
な

置
的
に
は
す
て

ぶ
ん

か
ス
ネ

ク
だ
け
ど
元
々
そ
の
二
人
し
か
候
補
が
い
な
か

た
し

 
結
局
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
ね

 
シ
ノ
ン
は
少
し
息
が
荒
い
ま
ま

そ
う
意
見
を
述
べ
た
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だ
な

と
り
あ
え
ず
次
の
ス
キ

ン
ま
で
は
ま
だ
時
間
が
あ
る

 
そ
れ
ま
で
に

お
前
の
身
に
何
が

こ

た
の
か
教
え
て
く
れ
な
い
か

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ
ノ
ン
は

つ
い
に
そ
の
時
が
来
た
の
だ
と
悟

た

前
に
シ

ナ
に
言
わ
れ
た
事
が
あ
る
の

い
つ
か
お
前
が
こ
れ
だ
と
思
う
プ
レ
イ
ヤ

と
出
会

た
ら
そ
の
時
そ
い
つ
に
そ
の
事
を
話

し
て
み
ろ

俺
達
じ

目
だ

 
そ
し
て
そ
の
出
会
い
に
よ

て
お
前
は
き

と
そ
の

か
ら
解
放
さ
れ
る
断
言
し
よ
う

 

て
ね
多
分
今
が
そ
の
時
な
の
ね
さ
す
が
は
シ

ナ
こ
う
な
る
事
を
予
想
し
て
い
た
の

か
し
ら

あ
い
つ
が
そ
ん
な
事
を

え
え

だ
か
ら
あ
な
た
に

私
の
過
去
を
話
す
わ

分
か

た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
の
過
去
を

い
た
キ
リ
ト
は

 
そ
れ
が
か
つ
て
自
分
が
体
験
し
た
話
と

似
し
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た
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月
夜
の
黒
猫
団
か

ん俺
も

同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
た
か
ら
な

そ
う
な
の

ど
う
や

て
そ
れ
を

服
し
た
の

俺
の
場
合
は

死
ん
だ
本
人
が
俺

に
残
し
た
メ

セ

ジ
を

い
た
事
が
大
き
か

た

 
だ
が
シ
ノ
ン
の
場
合
は
そ
れ
と
は
少
し
違
う
み
た
い
だ
な

 
大
丈
夫
だ

多
分
あ
い
つ
が
も
う
手
を
打

て
い
る
は
ず
だ

 
多
分
こ
の
大
会
後
に
は
シ
ノ
ン
の
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
は
絶
対
に

服
さ
れ
る
俺
も
そ
う
断
言

し
よ
う

英
雄
二
人
か
ら
断
言
さ
れ
ち

た

 
シ
ノ
ン
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
言

た

シ
ノ
ン
は
あ
い
つ
の
事
が
好
き
な
ん
だ
ろ
う

う
ん

な
ら
あ
い
つ
と

あ
い
つ
の
親
友
で
あ
る
俺
の
言
葉
を
信
じ
て
く
れ

 
あ
い
つ
が
そ
う
言

た
な
ら
俺
と
会

た
事
で
シ
ノ
ン
の
ト
ラ
ウ
マ
は
実
は
ほ
と
ん
ど

服
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さ
れ
て
い
る

 
後
は
最
後
の
一
押
し
が
必
要
な
だ
け
な
ん
だ
と
思
う

最
後
の
一
押
し

そ
れ
は
あ
い
つ
が
何
と
か
し
て
い
る
さ

だ
か
ら
あ
い
つ
の
言
葉
を
信
じ
て

 
今
は
目
の
前
の
敵
と
戦
う
事
に
集
中
し
よ
う

う
ん

分
か

た

 
そ
れ
か
ら
ス
キ

ン
開
始
ま
で
の
し
ば
ら
く
の
間

シ
ノ
ン
は
シ

ナ
と
の
出
会
い
か
ら

 
私
生
活
で
助
け
て
も
ら

た
事
な
ど
を
キ
リ
ト
に
話
し
て

か
せ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
あ
り
え
な
さ
に

大
に

れ
る
事
と
な

た

 
そ
し
て
次
の
ス
キ

ン
の
時
間
が
訪
れ
た
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第
４
１
５
話
 
薄
塩
た
ら
こ

男
の
生
き
様

ダ
イ
ン
さ
ん

ギ
ン
ロ
ウ

 
二
人
は

線
を
交
わ
し
た
だ
け
で

自
然
に
一

に
行
動
を
開
始
し
た

 
目
指
す
は

子
王
リ

チ

の
下
へ
で
あ
る

 
二
人
は
⻑
い
付
き
合
い
と
い
う
事
も
あ
り

そ
の

り
の
呼

は
抜

だ

た

や

ぱ
り
今
回
ば
か
り
は
ソ
ロ
だ
と
や
ば
い
よ
な

す
ね

て
い
う
か
よ

あ
の
シ

ナ
相
手
に
二
人
で
足
り
る
の
か
ね

す
ね

他
に
も
ハ
チ
マ
ン
と
か
キ
リ
ト
と
か

や
ば
そ
う
な
奴
が
目
白
押
し
だ
よ
な

す

ま
あ
負
け
て
元
々
だ
俺
達
の
優
勝
に
期
待
し
て
る
奴
な
ん
か
い
な
い
だ
ろ
う
し
気
楽
に
行

こ
う
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す
ね

 
二
人
は
そ
う
言

て
笑
う
と

中
の
市
街
地
を
抜
け

 

子
王
リ

チ

が
い
る
で
あ
ろ
う
ポ
イ
ン
ト
へ
向
け
て
進
ん
で
い

た

 
だ
が
現
地
に
着
い
た
時

そ
こ
に
は
リ

チ

の

は
見
当
た
ら
な
か

た

あ
れ

こ
こ
だ

た

よ
な

間
違
い
な
い
で
す
ね

こ
こ

て
あ
い
つ
の
大
好
物
な
機
関
銃
を
設
置
し
て
撃
ち
ま
く
れ
る
小
さ
な

砦
だ
よ
な

で
す
ね

ど
こ
に
移
動
し
た
ん
だ

こ
の
付
近
に
誰
が
い
た

け
か

あ
 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
は

頑
張

て
タ

プ
し
た

の
プ
レ
イ
ヤ

配
置
の
中
か
ら

 
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
人
物
の
名
前
を
思
い
出
し
た

そ
う
い
え
ば
北
⻄
に

ミ
サ
キ
さ
ん
が
い
た
よ
う
な

え

で
も
ミ
サ
キ
さ
ん
は

間
違
い
な
く
ピ
ト
フ

イ
と
合
流
し
て
る
ん
じ

な
い
か
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あ
の
馬

王
が
そ
ん
な
事
気
に
す
る

無
い
じ

な
い

す
か

そ
れ
も
そ
う
だ
な

よ
し

追

て
み
る
か

 
も
し
ミ
サ
キ
さ
ん
達
と
カ
チ
合

た
ら
速
攻

退
だ

俺
は
女
は
撃
た
ね
え

す

 
ギ
ン
ロ
ウ
は

純
に
勝
て
そ
う
も
な
い
か
ら
じ

な
い
の
か
な
と
思
い
つ
つ
も
そ
う
返
事

を
し
た

 
そ
し
て
二
人
は
再
び
市
街
地
を
抜
け

⻄
へ
と
向
か

た

 
そ
の
前
方
に

子
王
の
巨
体
が
見
え
二
人
は
し
め
た
と
思
い
徐
々
に
そ
の

離
を
詰
め
始

め
たチ

ン
ス
だ

こ
の
ま
ま
あ
い
つ
を
背
後
か
ら
倒
し
ち
ま
お
う

分
か
り
ま
し
た

 
二
人
は
慎
重
に

離
を
詰
め

ほ
ぼ
必
殺
と
い
え
る

離
ま
で
近
付
く
事
に
成
功
し
た
が

 
そ
の
せ
い
か

前
方
か
ら
お
か
し
な
声
が

こ
え
る
事
に
気
が
付
い
た

な

何
か

こ
え
な
い
か

え
え
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そ
し
て
二
人
は
息
を

め

そ
の
言
葉
を

き
取
ろ
う
と
し
た

ミ
サ
キ
さ

ん

こ
の

子
王
が
御
身
の
下
に
今
参
り
ま
す

 
こ
の
配
置
だ
と

俺
達
二
人
が
チ

ム
を
組
む
事
の
は
ま
さ
に
運
命
で
す
よ
ね

待

て
て

下
さ
い

ど
う
や

た
ら
そ
う
い
う
思
考
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
な

ち

と
か
わ
い
そ
う
に
な

て
き
ま
し
た
ね

ど
う
考
え
て
も
無
防
備
で
近
付
い
た
所
を
撃
た
れ
て
終
わ
り
だ
ろ
う
に
な

す
ね

こ
こ
は
も
う

さ

さ
と
俺
達
が
引

を

し
て
や
ろ
う

 
二
人
は

き
合
う
と
そ
の
場
に
伏
せ

子
王
リ

チ

の
背
中
に
慎
重
に
狙
い
を
つ
け
た

 
そ
し
て
二
人
は
銃

を
集
中
さ
せ
あ

さ
り
と

子
王
リ

チ

を
物
言
わ
ぬ
死
体
に
変
え

た
ぐ
お
お
お
お
お
お

ミ
サ
キ
さ

ん
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こ
う
し
て

子
王
リ

チ

は

々
に
舞
台
か
ら
退
場
す
る
事
に
な

た
の
だ

た

  
一
方
ピ
ト
フ

イ
と
ミ
サ
キ
は
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
の

定
合
流
地
点
へ
と
向
か

て
い
た

次
の
ス
キ

ン
時
間
が
近
い

今
な
ら
先
に
敵
を
見
つ
け
さ
え
す
れ
ば
い
け
る

こ
の
時
間
は
ど
う
し
て
も
気
が
緩
み
ま
す
も
の
ね
マ
グ
ロ
男
の
相
手
は
あ
ま
り
気
が
進
み
ま

せ
ん
け
ど

そ
う
ね

抗
す
る
シ

ナ
を
無
理
や
り
力
で
モ
ノ
に
す
る
の
が
楽
し
い
よ
ね

私
と
し
て
は

束
し
て
動
け
な
く
な

た
シ

ナ
様
を
ネ
チ
ネ
チ
と
攻
め
る
の
も
好
み
で
す

わ
ふ
ふ

ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

う
ふ

う
ふ
ふ
ふ
ふ

 
二
人
は
我
が
意
を
得
た
り
と
い

た
様
子
で
顔
を
見
合
わ
せ
る
と
そ
う
不
気
味
に
笑
い
合

た
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何
故
か

名
が

敵
で
は
な
く
シ

ナ
に
な

て
い
る
所
が
二
人
ら
し
い

 
こ
ん
な
二
人
の
相
手
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
に
と

て
は
災
難
だ
が

 
二
人
は
自
分
達
が
そ
う
い

た
対
象
に
さ
れ
る
事
は
無
い
事
を
知

て
い
た

 
そ
れ
が
良
い
事
な
の
か

残
念
な
事
な
の
か
は
二
人
の
性

次
第
で
あ
ろ
う

 
ち
な
み
に
こ
の
二
人
の
会
話
は
中
継
カ
メ
ラ
に
よ

て
バ

チ
リ
と
映
さ
れ
て
お
り

 
そ
の
映
像
を

に

シ

ナ
は
後
日
二
人
の
魔
の
手
か
ら
逃
れ
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
ろ
そ
ろ
ス
キ

ン
の
時
間
だ
な

相
棒

だ
な

ピ
ト
達
は
多
分
シ

ナ
の
方
に
行

た
だ
ろ
う
し

次
の
ス
キ

ン
後
が
勝
負
だ
な

 
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
は
能
天
気
に
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
二
人
が
何
故
自
分
達
が
先
に
攻
め
ら
れ
る
可
能
性
を
ま

た
く
考

し
て
い
な
か

た
の
か

 
こ
れ
は
簡

で
あ
る

二
人
は
食
事
の
時
自
分
の
好
物
か
ら
先
に
食
べ
る
タ
イ
プ
だ

た
か

ら
だ

 
ち
な
み
に
ピ
ト
フ

イ
と
ミ
サ
キ
は
好
物
を
後
に
と

て
お
く
タ
イ
プ
で
あ
る

 
こ
の
本
当
に
く
だ
ら
な
い
要
素
が

二
人
に
と

て
は
致
命

に
な

た
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さ
て

配
置
は
ど
う
変
わ

た
か
な

タ
ン

タ
タ
ン

 
そ
う
闇
風
が

い
た

間
に

い
銃
声
が

き
横
に
い
た
薄
塩
た
ら
こ
が

の

に
さ
れ

た
な

 
闇
風
の

置
か
ら
は
何
が

こ

た
の
か

認
出
来
な
か

た
が

 
薄
塩
た
ら
こ
の

置
か
ら
は

ピ
ト
フ

イ
と
ミ
サ
キ
の

が
バ

チ
リ
見
え
て
い
た

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は
闇
風
を
突
き
飛
ば
す
と

か
ば
う
よ
う
に
そ
の
前
に

王
立
ち
し
た

た

た
ら
こ

闇
風

お
前
は
逃
げ
ろ

相
手
は
ピ
ト
フ

イ
と
ミ
サ
キ
さ
ん
だ

ど
う
や
ら
こ

ち
に
来

た
ら
し
い

 
お
前
の
速
さ
な
ら
あ
の
二
人
か
ら
な
ん
と
か
逃
げ
ら
れ
る
は
ず
だ

後
は
任
せ
た

で

で
も
よ

い
い
か
ら
行
け

俺
達
は
友
達
だ
ろ

俺
が
お
前
を
か
ば
う
の
は
当
然
の
事
だ

う
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そ
し
て
闇
風
は

叫
び
な
が
ら
そ
の
場
か
ら
急
速
離
脱
し
た

う
お
お
お
お
お
お
お
お

す
ま
ん
相
棒

 
そ
ん
な
闇
風
の
背
中
に

薄
塩
た
ら
こ
は
叫
び
な
が
ら
言

た

後
は
頼
ん
だ

相
棒

 
そ
し
て
薄
塩
た
ら
こ
は

ピ
ト
フ

イ
と
ミ
サ
キ
の
方
へ
と
突

込
ん
だ

 
そ
し
て
残
り
少
な
い

が

ら
れ
る
ま
で
の
間

見
事
に

の
役

を
果
た
し

 
つ
い
で
に
ピ
ト
フ

イ
の

に
銃

を
一
発
ぶ
ち
込
む
事
に
も
成
功
し
て
い
た

く

た
ら
お
の

に
生
意
気
な

ま
あ
私
達
の
手
で
イ
か
せ
て
も
ら

た
ん
だ
か
ら
き

と
彼
も
内
心
で
は
喜
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
わ

そそ
 
そ
し
て
動
き
を
止
め
た
薄
塩
た
ら
こ
は

最
後
の
力
を

り
絞

て
叫
ん
だ

そ
う
い
う
こ
と
は
リ
ア
ル
で
お
願
い
し
ま
す

ご
め
ん
な
さ
い

無
理
で
す
わ
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き
も

ぐ
ふ

 
そ
れ
が
致
命

と
な

た
の
か
ど
う
か

次
の

間
に
薄
塩
た
ら
こ
は
死
体
と
な

た

 
ス
キ

ン
時
間
は

に
過
ぎ
て
お
り

こ
の
事
実
が
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
発
覚
す
る
の
は

 
次
の
ス
キ

ン
の
時
と
い
う
事
に
な
る

さ
て

一
人
逃
が
し
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
ど
う
し
ま
し

う

と
り
あ
え
ず
私
の
治
療
待
ち

そ
れ
じ

あ
私
が

囲
を

し
て
お
き
ま
す
わ

う
ん
あ
り
が
と
う
ミ
サ
キ
さ
ん
お

に
シ

ナ
を
最
初
に
イ
か
せ
る

利
は
そ

ち
に

る
ねあ

ら

大
盤

る
舞
い
で
す
わ
ね

で
も

難
く
受
け
取

て
お
き
ま
す
わ

楽
し
み
だ
ね

え
え

本
当
に

 
シ

ナ
様

と
い
う
事
は

ス
ネ

ク
が
死
銃
と
い
う
事
で
確
定
な
の
で
し

う
か
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そ
の
可
能
性
が
高
い
と
は
思
う
ん
だ
が

何
か
引

か
か
る
ん
だ
よ
な

何
が
で
す
か

悪
い
が
も
う
一
度

お
前
が
見
た
配
置
を
地
面
に
書
い
て
み
て
く
れ

は
い

 
そ
し
て
銃
士

は

ス
ト
レ

ジ
か
ら

を
取
り
出
し

地
面
に
配
置
し
た

こ
ん
な
感
じ
で
し
た

シ

ナ
様

多
分

子
王
リ

チ

を
殺

た
の
は

置
的
に
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
だ
こ
れ
は
間

違
い
な
い

 
だ
が
ギ

レ

ト
と
す
て

ぶ
ん

は
誰
が
殺

た
ん
だ

そ
れ
は
確
か
に

ま
さ
か
相
打
ち
で
し

う
か

も
し
か
し
た
ら
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
に
し
て
は

置
が
不
自
然
だ

 
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
移
動
し
て
い
る
と
な
る
と

ど
う
も
疑
問
が
残
る

で
す
ね

 
ち
な
み
に
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は
慎
重
な
の
か

や
や
北
⻄
に
動
い
た
だ
け
で

 
最
初
の

置
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

置
で
様
子
を

て
い
る
よ
う
だ
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ペ
イ
ル
は
ど
う
す
る
ん
だ
ろ
う
な

ギ

レ

ト
と
リ

チ

が
殺
ら
れ
た
以
上

 
他
に
組
め
る
相
手
が
ち

と
な

ス
ネ

ク
く
ら
い
か

ま
ず
い
で
す
ね
も
し
ス
ネ

ク
が
死
銃
だ

た
と
し
た
ら

置
が
か
な
り
近
付
い
て
い
ま

す
ス
ネ

ク

て
奴
は
⻄
に
向
か

た
の
か
も
う
す
ぐ
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
す
る
か
も
し
れ
な
い
な

そ
ち
ら
に
向
か
い
ま
す
か

そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
二
人
は
と
り
あ
え
ず
と
い

た
感
じ
で
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
所
へ
と
向
か
う
事
に
し

た 
ち
な
み
に
ア
チ
マ
ン
は
迷

て
い
た

シ

ナ
の
居
場
所
は
確
認
出
来
た
け
ど

況
が
掴
め
な
い

 
こ
こ
は
も
う
少
し
中
央
寄
り
に
向
か

て

そ
こ
で
待
機
す
る
べ
き
か
し
ら
ね

 
キ
リ
ト
君

す
て

ぶ
ん

の

が

い
な
か

た
よ
な
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二
人
は
今
の
ス
キ

ン
の
結
果
を
受
け

悩
ん
で
い
た

だ
が
近
く
に
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の

は
無
か

た
は
ず
だ

え
え

ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
わ
ね

も
し
か
し
て

ス
キ

ン
に
映
ら
な
く
す
る
方
法
で
も
あ
る
の
か

少
し

討
し
て
み
ま
し

う
か

 
そ
し
て
二
人
は
様
々
な
意
見
を
言
い
合
い

ひ
と
つ
の
結

に
達
し
た

や

ぱ
り
そ
れ
か
し
ら

可
能
性
は
一
番
高
い
よ
な

ス
キ

ン
の

囲
は
地
表
か
ら
上
の
み
で
あ

て

 
そ
こ
よ
り

い
場
所

え
ば
川
の
中
な
ど
は
対
象
外
に
な
る

ど
う
す
る

先
に

証
し
て
お
く
べ
き
か
し
ら
ね

幸
い

囲
に
敵
の

は
無
い
ん
だ

川
の
近
く
ま
で
行

て
先
に

証
し
て
お
こ
う

 
も
し
次
の
ス
キ

ン
で
す
て

ぶ
ん
が

を
現
せ
ば

 
確
実
に
ス
キ

ン
か
ら
逃
れ
る
方
法
が
あ
る
事
に
な
る
し

 
川
に

た
俺
の

が
映
ら
な
か

た
ら

そ
れ
で
も
そ
の
事
が
確
定
す
る
し
な

そ
れ
じ

あ
慎
重
に
移
動
し
ま
し

う
か
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あ
あ

死
銃
が
近
く
に
い
る
可
能
性
も
ま
だ

て
き
れ
な
い
か
ら
な

 
こ
う
し
て
二
人
は
証
作
業
を
優
先
す
る
事
と
し
大
会
は
こ
こ
で
や
や

す
る
事
と
な
た
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第
４
１
６
話
 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
巡
る
混
戦

 
こ
こ
で

人
の

況
を
説
明
し
て
お
く

 
闇
風
は
現
在
マ

プ

上
ま
で
後
退
し

反
撃
の
機
会
を

て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

 
ピ
ト
フ

イ
と
ミ
サ
キ
は
前
回
の
ス
キ

ン
結
果
を
見
ら
れ
な
か

た

前
々
回
の

況

を
参
考
に

 
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
が
い
る
ポ
イ
ン
ト
に
奇
襲
を

け
よ
う
と
進
軍
中
で
あ
る

 
待
機
と
か
自
重
と
い
う
言
葉
は
彼
女
達
の

書
に
は
無
い
よ
う
だ

 
性
的
な
部
分
で
は
切
に
自
重
が
望
ま
れ
る
二
人
で
あ

た

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
現
在
行
方
不
明
で
あ

た
が

 
残
る
一
人
で
あ
る
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
下
に
向
か

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

 
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
は

次
は
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
標
的
と
定
め
た
よ
う
だ

 
こ
れ
は
一
番
近
く
に
い
る
ソ
ロ
プ
レ
イ
ヤ

が
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

し
か
い
な
か

た

で
あ

る 
ス
ネ

ク
は
そ
こ
ま
で
戦
闘
に

的
で
は
な
く
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基
本
Ｍ
Ｇ
Ｓ
プ
レ
イ
で
不
意
打
ち
を
出
来
る
相
手
を
探
し
て
い
る
よ
う
だ

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は
正
直
困

て
い
た

り
を
敵
に
囲
ま
れ
動
け
な
い
の
が
現

で
あ

た 
ア
チ
マ
ン
は
ス
ネ

ク
の
い
る
方
向
に
気
を
付
け
つ
つ
じ
り
じ
り
と
中
央
へ
と
進
ん
で
い
た

 
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
は

証
の

に
川

い
で
待
機
し
て
い
た

 
カ
メ
ラ
が
入

て
い
な
い
事
を
い
い
事
に
シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
に
今
ま
で
の
出
来
事
を
話
し
て

お
り

 
キ
リ
ト
は
八
幡
が
今
ま
で
ど
う
い
う
行
動
を
し
て
い
た
の
か
を
ほ
と
ん
ど
知
る
事
と
な

た

こ
ん
な
大
事
な
事
に
俺
を
誘
わ
な
い
な
ん
て

く
そ

絶
対
に
後
で
と

ち
め
て
や
る

 
と
は
キ
リ
ト
が
話
を

き
終
わ

て
語

た
セ
リ
フ
で
あ
る

 
そ
し
て
シ

ナ
と
銃
士

は

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
下
へ
と
急
行
し
て
い
た

 
こ
れ
で
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
中
心
に

六
つ
の
勢
力
が
ひ
し
め
き
合
う
事
と
な

た

 
ダ
イ
ン
＆
ギ
ン
ロ
ウ

ス
テ
ル
ベ
ン

ス
ネ

ク

ア
チ
マ
ン

シ

ナ
＆
銃
士

で
あ
る

 
そ
こ
に
七
つ
目
の
勢
力
が

一
石
を
投
じ
よ
う
と
し
て
い
た
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い
た

あ
れ

て
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
じ

な
い

あ
ま
り
美
味
し
そ
う
じ

な
さ
そ
う
な
二
人
で
す
わ
ね

そ
う
だ
ね

と
り
あ
え
ず
サ
ク

と
中

離
か
ら
殲
滅
し
と
く

で
す
わ
ね

こ
こ
は
ガ
ン
ガ
ン
行
く
と
し
ま
し

う
か

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
容

な
く
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
に
襲
い

か

た

 

り
し
も
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
は

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
丁
度

界
に
お
さ
め
た
所
で
あ
り

 
後
ろ
に
対
し
て
は
完
全
に
ノ

マ

ク
と
な

て
い
た

 
そ
の
攻
撃
は
シ

ナ
と
銃
士

が
到
着
し

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
見
つ
け
た
の
と
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
だ

た

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は
銃
声
で
気
付
い
た
の
か

ダ
イ
ン
達
の
方
を
見
て
反
対
に
逃
げ
出
し
た

 
そ
の

間
に
ど
こ
か
ら
か
飛
来
し
た
銃

が
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

に
突
き

さ

た

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は
何
と
か
即
死
は
免
れ

て
て
物
陰
に
身
を

め
た

お
い
お
い

ど
ん
な

況
だ

シ

ナ
様

ダ
イ
ン
さ
ん
と
ギ
ン
ロ
ウ
が
死

し
ま
し
た

 

囲
を

で
見
回
し
て
い
た
銃
士

が

シ

ナ
に
そ
う
報
告
を
し
た
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誰
が
や

た
ん
だ

ど
う
や
ら
ピ
ト
と
ミ
サ
キ
さ
ん
の
よ
う
で
す

行
動
が

い
な

も
し
か
し
て
た
ら
こ
と
闇
風
は
も
う
や
ら
れ
た
の
か

か
も
し
れ
ま
せ
ん

と
り
あ
え
ず
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
救
う
か

行
く
ぞ
マ

ク
ス

は
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
救
お
う
と
動
き
出
し
た

 
こ
の
場
合
の
救
う
と
は
要
す
る
に
死
銃
よ
り
も
先
に
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
倒
す
と
い
う
事
で

あ
る

 
そ
う
す
れ
ば
リ
ア
ル
で
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

が
死
ぬ
事
は
無
い
シ

ナ
は
そ
の
事
を
確
信
し
て

い
た

 
無
差
別
に
他
人
を
殺
害
し
よ
う
と
思
え
ば
出
来
る
は
ず
の
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
残

が

 
他
の
ゲ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

限
定
で
し
か
も
手

に
病
的
な
ま
で
に

る
理
由
は
一
つ
し
か

な
い

 
要
す
る
に
彼
ら
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
活
動
は
ま
だ
終
わ

て
い
な
い
と
い
う
事
な
の
だ
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お
い

ペ
イ
ル

 
シ

ナ
は
大

に
も
自
分
の

を
大

に

し
な
が
ら
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

に
声
を

け
た

 
そ
の
事
で

ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

を
攻
撃
し
た
プ
レ
イ
ヤ

を
け
ん
制
す
る
意
味
も
あ

た

 
同
時
に
銃
士

も

を
見
せ

が
見
え
な
い
そ
の
敵
を

む
よ
う
に

 

の
飛
ん
で
き
た
方
向
に
銃
を
向
け
た

シ

ナ

そ
れ
に
銃
士

か

俺
の
首
を
取
り
に
き
た
の
か

あ
あ
そ
う
だ

そ
れ
が
お
前
の
た
め
に
な
る

意
味
が
分
か
ら
ね

よ

 
そ
の
時
銃
士

が

素

く
こ
う
言

た

い
ま
し
た

撃
て

 
即
座
に
シ

ナ
は
そ
う
返
し

銃
士

は

む
ら
に
向
け
て
銃
撃
を
開
始
し
た

 
そ
の

間
に
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

て
て
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し

 
銃
士

は
そ
の
背
中
を
正
確
に
撃
ち
抜
い
た

処
理
し
ま
し
た
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よ
く
や

た

確
認
し
て
く
れ

は
い

 
そ
し
て
銃
士

は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
駆
け
寄
り

 
シ

ナ
は
チ
ラ
リ
と
ピ
ト
フ

イ
達
の
様
子
を

い
つ
つ
そ
こ
か
ら
死

に
な
る

置
に
移

動
し

 
そ
の
ま
ま
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

に
銃
口
を
向
け
続
け
た

 
そ
の

間
に

死
体
を
調
べ
に
向
か

た
銃
士

が

て
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

シ

ナ
様

違
い
ま
す

こ
い
つ
は
死
銃
じ

あ
り
ま
せ
ん

何
だ
と

 
そ
の

間
に

シ

ナ
の
注
意
が
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

か
ら
反
れ
た

 
そ
し
て
銃
声
が

き

り
ど
こ
か
ら
か
飛
来
し
た
銃

が
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の
体
に
命
中
し

た

間

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は
苦
し
そ
う
に

を

き
む
し
り

そ
の

が
消
滅
し

 
後
に
は
回
線
切
断
を

す
文

だ
け
が
残
さ
れ
た

な

一
体
誰
が
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シ

ナ
は
そ
の
銃

が
飛
ん
で
き
た
方
向
に

て
て
目
を
向
け
た

 
そ
こ
に
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
マ
ン
ト
を
付
け

い
光
を
放
つ
ゴ

グ
ル
を
付
け
た
プ
レ
イ
ヤ

が

お
り

 
そ
の

を
見
た
シ

ナ
は

に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
向
け
て
叫
ん
だ

お
前
が
死
銃
か

ま
だ
終
わ

て
は
い
な
い

そ
れ
を
決
し
て
忘
れ
る
な

 
そ
う
言

た

間

ス
テ
ル
ベ
ン
の

が
そ
の
場
か
ら
消
え
た

何
だ
と

ま
さ
か
あ
の
マ
ン
ト

を
消
せ
る
の
か

 
シ

ナ
は
ど
う
や
ら
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
光
歪
曲
迷

マ
ン
ト
の
存
在
は
知
ら
な
か

た
よ
う

だ
マ

ク
ス

一
時

退

こ
の
ま
ま
ア
チ
マ
ン
と
合
流
す
る

了
解

 
そ
し
て
二
人
は
直
ぐ
に
逃
走
に
う
つ

た

 
こ
の
ま
ま
だ
と
更
に
ピ
ト
フ

イ
と
ミ
サ
キ
の
介
入
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り

 
二
人
に
事
情
を
説
明
し
て
い
る
暇
は
無
い
か
ら
だ
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く
そ

す
ま
ん

ペ
イ
ル

余
計
な
事
を
考
え
ず
に
狙
撃
し
て
お
け
ば

 
だ
が
後
悔
先
に
立
た
ず

失
わ
れ
た
命
は
も
う

ら
な
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
始
め
て
か
ら
初
め
て
失
意
の
う
ち
に

退
す
る
事
に

な

た

  
そ
し
て
次
の
ス
キ

ン
が
行
わ
れ

シ

ナ
は
死
銃
の
正
体
が

 
す
て

ぶ
ん

と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

だ
と

し
た

い
ま
せ
ん
ね

だ
な
残

て
い
る
奴
ら
は
全
員
こ

ち
の
シ
ン
パ
だ
さ

き
お
前
が
倒
し
た
の
が
ス
ネ

ク
だ
か
ら

 
消
去
法
で
残
る
は
す
て

ぶ
ん
と
い
う
事
に
な
る

シ

ナ
様

そ
れ
な
ん
で
す
が

う
ん

も
し
か
し
た
ら
あ
れ
は
ス
テ
ル
ベ
ン
と

む
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ド
イ
ツ
語
で
死
を
表
す

言
葉
で
す



 第４１６話 ペイルライダーを巡る混戦

そ
う
な
の
か

確
か
に
そ
れ
だ
と
し

く
り
く
る
な

は
い

 
シ

ナ
は

さ
す
が
は
最
高
学

の
学
生
だ
と
銃
士

の
事
を
賞

し
つ
つ

 
本
当
の

み
方
は
ど
う
あ
れ

今
後
は
そ
う
呼
ぶ
事
に
決
め
た

そ
れ
に
キ
リ
ト
の

が
無
い

ど
う
な

て
る
ん
だ

ス
テ
ル
ベ
ン
が
ス
キ

ン
に
映
ら
な
い
の
と
同
じ
原
理
で
し

う
か

も
し
か
し
た
ら

ス
キ

ン
の
死

に
な

て
い
る
場
所
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

な
る
ほ
ど

 
そ
の

間
に
二
人
は
背
後
に
銃
口
を
向
け
た

ご
め
ん
な
さ
い

れ
た
わ

 
そ
ん
な
二
人
の
前
に

平
然
と
ア
チ
マ
ン
が

を
現
し
た

 
シ

ナ
は
そ
れ
で
一
息
付
き

ア
チ
マ
ン
に
今
ど
う
な

て
い
る
か
事
情
を
説
明
し
た

ス
テ
ル
ベ
ン

ね

あ
あ
お
そ
ら
く
そ
い
つ
が
死
銃
だ
ど
う
や
ら
今
は
何
ら
か
の
方
法
で

を

し
て
い
る
ら

し
い
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さ

き
言

て
い
た
マ
ン
ト
か
し
ら

そ
の
可
能
性
が
一
番
高
い
が

不
自
然
に
キ
リ
ト
の

が
消
え
て
い
た

 
だ
か
ら
も
し
か
し
た
ら
場
所
の
せ
い
か
も
し
れ
ん
複

の
手

が
あ
る
と
考
え
た
方
が
良
さ

そ
う
だ

な
る
ほ
ど

 
ア
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
シ

ナ
に

ね
た

で

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

ピ
ト
と
ミ
サ
キ
さ
ん

そ
れ
に
闇
風
を
殲
滅
す
る

そ
う
な
の

あ
あ

と
に
か
く
俺
達
の
手
で
片

か
ら
倒
し
て
し
ま
え
ば

 
お
そ
ら
く
こ
れ
以
上
の
事
件
は

こ
ら
な
い
は
ず
だ

ふ
む

 
ア
チ
マ
ン
は
シ

ナ
ほ
ど
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
メ
ン
バ

に
つ
い
て
知
ら
な
い
の
で

 
そ
う
い
う
も
の
な
の
か
と

に
そ
う
返
事
を
し
た

 
そ
ん
な
ア
チ
マ
ン
に

シ

ナ
は
リ
ア
ル

況
を
説
明
し
た
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俺
と
キ
リ
ト

そ
し
て
ア
チ
マ
ン
は
多
分
あ
の
銃
で
撃
た
れ
て
も
何
も

こ
ら
な
い

 
リ
ア
ル
の
体
が
ガ

チ
リ
と
ガ

ド
さ
れ
て
い
る
か
ら
な

あ

そ
う
い
え
ば
今
朝
す
ご
く
強
そ
う
な
お
じ
さ
ん
が
う
ち
に
来
て
た
わ
ね

キ
リ
ト
様
も
で
す
か

 
銃
士

が
そ
う
シ

ナ
に

ね
て
き
た

あ
あ

お
そ
ら
く
完

に

岡
さ
ん
が
手
を
回
し
て
い
る
は
ず
だ

 
な
の
で
最
優
先
で
倒
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
が

ピ
ト
と
ミ
サ
キ
さ
ん
と
い
う
事
に
な
る

え

と

シ
ノ
ン
は

 
そ
の
銃
士

の
言
葉
に

シ

ナ
は
問
題
無
い
と
い
う
風
に
こ
う
答
え
た

あ
い
つ
の
家
の
セ
キ

リ
テ

は
俺
自
身
が
確
認
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ

 
素
人
が
開
け
ら
れ
る
扉
じ

な
い

そ
れ
に
俺
の
分
身
が
ガ

ド
し
て
い
る
か
ら
な

分
身

 
は
ち
ま
ん
く
ん
の
存
在
を
知
ら
な
い
ア
チ
マ
ン
は
何
の
事
か
分
か
ら
ず
シ

ナ
に
そ
う

ね

て
き
た

ガ

ド
ロ
ボ

ト
み
た
い
な
も
ん
だ

ま
あ
心
配
し
な
い
で
い
い



 第四章 ＧＧＯ編

わ
お

さ
す
が
は
ソ
レ
イ
ユ
ね

問
題
は
マ

ク
ス
だ
が

 
そ
し
て
シ

ナ
は

探
る
よ
う
な
目
で
銃
士

を
見
た

私
は
大
丈
夫
で
す

う
ち
の
セ
キ

リ
テ

は

い
の
で

そ
う
か

そ
れ
と
一
応

く
が

Ｂ
ｏ
Ｂ
へ
の

し
込
み
の

に

 
リ
ア
ル

所
を

末
に
入
力
し
た
り
し
て
は
い
な
い
よ
な

は
い

そ
れ
は
大
丈
夫
で
す

あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

分
か

た
か

は
い

シ

ナ
様
は
ス
テ
ル
ベ
ン
が
あ
の
マ
ン
ト
を
使

て

 
他
人
の
入
力
画
面
を
盗
み
見
た
と
お
考
え
な
の
で
す
ね

そ
う
だ

さ
す
が
だ
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

再
び
い
ぶ
か
し
げ
な
顔
を
し
て
い
る
ア
チ
マ
ン
に

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
の

し
込
み
の
事
に
つ
い
て
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

師
匠
も
確
か
に
個
人
情
報
を
入
力
し
た
よ
う
な
事
を
言

て
い
た

師
匠
と
は
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ゼ
ク
シ

ド
だ

な
る
ほ
ど

 
銃
士

は
そ
れ
を

き

少
し
胸
を
熱
く
し
た

 

え
敵
と
は
い
え

ゼ
ク
シ

ド
が
そ
う
い

た

で
元
気
で
い
る
事
に
感
動
し
た
の
だ

 
そ
ん
な
銃
士

の
胸
の
う
ち
を
察
し
た
の
か
シ

ナ
は
穏
や
か
な
顔
で
銃
士

に
言

た

大
丈
夫
だ

俺
の
知
る
限
り

一

二
を
争
う
名

に
見
て
も
ら

て
る
か
ら
な

 
ゼ
ク
シ

ド
の
馬

は
必
ず
助
け
る
さ

 
シ

ナ
は

の
事
を
そ
う
表
現
し
た

と
ん
だ
ツ
ン
デ
レ
野
郎
で
あ
る

そ
ん
な

で

と
り
あ
え
ず
ピ
ト
達
を
倒
し
に
行
く
ぞ

は
い

了
解
よ

 
三
人
は
そ
う

き
合
う
と
即
座
に
行
動
を
開
始
し
た

だ
が
ピ
ト
フ

イ
＆
ミ
サ
キ
コ
ン
ビ

は 
不
利
を
悟

て
ソ
ロ
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
シ
ノ
ン
の
下
へ
と
急
い
で
い
た

 
闇
風
の

置
は
更
に
そ
の
遥
か
先
で
あ
り
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そ
の

に
次
の
ス
キ

ン
ま
で

三
人
は
誰
も
見
付
け
る
事
が
出
来
ず

 
無

に
時
間
を
消

す
る
事
と
な

た
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第
４
１
７
話
 
見
守
る
者
達

 
こ
こ
で
時
間
は
少
し

る

ま
た

者
が
出
て
し
ま

た
か

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は

ヴ

ル
ハ
ラ
内
の
モ
ニ
タ

で
ギ

レ

ト
の

が
消
え
た
の
を
見
て

 
何
か
手
を
打
た
な
く
て
は
と
思
い

そ
の
方
法
を
必
死
に
考
え
て
い
た

 
そ
れ
と
同
時
に
ヴ

ル
ハ
ラ
内
の
反
応
も
気
に
な
り

仲
間
達
の
様
子
を
注

し
て
い
た

 
最
初
に
反
応
し
た
の
は
ク
ラ
イ
ン
だ

た

お

お
い

今
キ
リ
ト
の
奴

ザ
ザ

て
言
わ
な
か

た
か

う
ん

そ
う

こ
え
た
ね

知

て
る
人

 
そ
の
言
葉
に
エ
ギ
ル
も
立
ち
上
が

た

お
い
お
い
マ
ジ
か
よ

何
で
今
こ
こ
で
あ
い
つ
ら
の
名
前
が
出
て
く
る
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
に
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
す
ら
き

と
ん
と
し
た

 
二
人
に
は

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の

部
の
名
前
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
か

た
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事
件
が
終
結
し
た
以
上

力
二
人
に
は
こ
の
件
に
つ
い
て
関
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
手
を
回
し
て
い
た
結
果
で
あ
る

 
ち
な
み
に
二
人
が
知

て
い
る
の
は

リ

ダ

で
あ
る
Ｐ
ｏ

と

 
な
ん
ち

て
メ
ン
バ

の
ク
ラ
デ

ル
の
名
前
だ
け
で
あ
る

あ
い
つ
ら

 
二
人
は
そ
う

ね
ら
れ

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
少
し
迷
う
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
そ
ん
な
二
人
に
ア
ス
ナ
が

静
な
声
で
言

た

話
し
ち

て
大
丈
夫
だ
よ

二
人
と
も

 
そ
の
強
い
口
調
に
ハ
チ
マ
ン
の
何
ら
か
の
意
向
が
関
わ

て
い
る
の
だ
と

し
た
二
人
は

 
仲
間
達
に
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
事
を
説
明
す
る
事
に
し
た

 
殺
人
ギ
ル
ド
の

部

あ
あ

あ
い
つ
は

目
の
ザ
ザ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
あ
あ
い

た
感
じ
の
見
た
目
だ

た
な

 
そ
れ
に
も
う
一
人

ジ

ニ

ブ
ラ

ク

て
奴
が
い
た
ん
だ
が

 
そ
い
つ
は
こ
の
大
会
に
は
参
加
し
て
な
い
み
た
い
だ
な
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何
か
た
だ
な
ら
な
い
雰
囲
気
だ

た
気
が
す
る
け
ど
そ
の

部
と
キ
リ
ト
君
に
ど
ん
な
関
係

が
あ
あ

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
討
伐
戦
で
直
接
ザ
ザ
と
や
り
あ

た
の
が
キ
リ
ト
だ
か
ら
な

そ
う
な
の

ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
が
や
り
あ

た
の
が
ジ

ニ

ブ
ラ

ク
だ

 
も
ち
ろ
ん
あ
の
二
人
の
圧
勝
だ

た
が
な

そ
ん
な
関
係
が

 
そ
し
て
仲
間
達
は

何
と
な
く
画
面
の
方
を
見
た

 
そ
の
画
面
の
中
の
キ
リ
ト
は

り
に

え
て
い
る
よ
う
な

そ
れ
で
い
て

し
そ
う
な

 
そ
ん
な
複
雑
な
表
情
を
し
て
い
た

キ
リ
ト
君
が

目
の
ザ
ザ
と
直
接
や
り
あ

た
の
か

そ
れ
は
知
ら
な
か

た
な

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
そ
う
思
い
つ
つ

そ
の
事
で
ザ
ザ
が
当
初
の
目
的
を
忘
れ

 
キ
リ
ト
に

て
く
れ
れ
ば
こ
れ
以
上

者
が
出
な
い
で
す
む
か
も
と
考
え
て
い
た

 
キ
リ
ト
の
ガ

ド
は
完

で
あ
り
何
か
あ

て
も
絶
対
に
何
も

こ
ら
な
い
と
断
言
出
来
る

 
だ
が
先
ほ
ど
の
ス
テ
ル
ベ
ン
の
逃
げ

り
を
見
て
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そ
れ
も
期
待
薄
だ
な
と
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
自
重
ぎ
み
に
考
え
た

も
う
ザ
ス
カ

に

を
下
げ
て

全
員
の
情
報
を
開

し
て
も
ら
う
し
か
な
い
か

 
で
も
そ
れ
を
待

て
た
ら
正
直
間
に
合
わ
な
い
ん
だ
よ
な

 
せ
め
て
国
内
企
業
な
ら
何
と
で
も
し
て
み
せ
る
ん
だ
が

な
ど
と
思
い
つ
つ

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
こ
う
な

た
ら
も
う
全
部
バ
ラ
し
て

 
仲
間
達
に
何
か
い
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
お
う
か
と
考
え
た

 
そ
の

間
に
場
が
静
か
に
な
り

ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
何
事
か
と
画
面
を
注

し
た

キ

リ

ト

 
そ
ん
な
リ
ズ
ベ

ト
の

り
の
声
が
部
屋
中
に

き

 
画
面
の
中
で
は
キ
リ
ト
が
シ
ノ
ン
と
二
人
き
り
で
仲
良
く
会
話
を
し
て
い
た

 
そ
れ
を
見
て
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
今
の

況
を
理
解
し
た

 
こ
れ
で
は
他
の
者
達
が
静
か
に
な
る
の
も
無
理
は
な
い

 
そ
ん
な
中

ア
ス
ナ
が
ス

と
立
ち
上
が

て
言

た

大
丈
夫
だ
よ
リ
ズ

あ
の
子
が
好
き
な
の
は
ハ
チ
マ
ン
君
だ
か
ら

え
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ち

と
ア
ス
ナ

ど
う
い
う
事

確
か
に
ラ
フ
コ
フ
の
話
題
が
出
て
る
の
に

に
静
か
だ
な
と
は
思

て
ま
し
た
け
ど

あ

こ
れ
は
つ
い
に
ア
ス
ナ
さ
ん
も
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
気
に
な

た
の
か
な

 
そ
の
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
の
予
想
通
り

ア
ス
ナ
は
テ
ヘ

と
い
う
仕

で
こ
う
言

た

ご
め
ん

実
は
あ
の
子
は
私
の
友
達
な
の

本
当
は
私
も
ハ
チ
マ
ン
君
と
一

に

 
か
な
り
前
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
た
ん
だ
よ
ね

え

え
え
え
え
え
え
え

 
ど
う
や
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

の
中
に
は

 
わ
ざ
わ
ざ
他
の
ゲ

ム
の
動
画
を
見
る
よ
う
な
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ら
し
い

 
そ
の
中
で
た
だ
一
人

そ
の
言
葉
に
反
応
す
る
者
が
い
た

も
し
か
し
て
そ
れ

て

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
十
狼
の
シ
ズ
カ
の
事
で
す
か

あ

レ
コ
ン
君
は
知

て
る
ん
だ

は
い

興
味
が
あ

て
前
に
動
画
を
見
た
事
が
あ
る
ん
で

 
レ
コ
ン
は
少
し
得
意
げ
に
そ
う
言

た

じ

う
ろ
う

て
何
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十
の
狼
で
十
狼
で
す

シ

ナ
の
下
に
集
う

最
強
の
戦
士
達
の
集
ま
り
で
す

ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
話
だ
し

う
ち
と
同
じ
よ
う
な
も
ん
か

で
あ
の
シ

ナ

て
の
が
予
選
を
見
る
限
り
は
ハ
チ
マ
ン
な
の
よ
ね
え

と
つ
ま
り

 
そ
し
て
仲
間
達
は

つ
い
に
真
実
を
知

た

え

と
つ
ま
り

ラ
フ
コ
フ
の
暗
躍
に
気
付
い
た
ハ
チ
マ
ン
が

 
こ
そ
こ
そ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
う
ち
に

う

か
り
カ
リ
ス
マ
性
を
発

し
て
し

ま

て

 
あ

ち
で
も
う

か
り
活
躍
し
ち

て

う

か
り
最
強
チ

ム
を
作

た

て
事

う

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

十
狼
を
中
心
と
す
る
連
合
軍
は
こ
の
前
二
十
倍
の
敵
を
相
手
に
戦
争
を
し
て
完
勝
し
た
ん
で

す
よよ

よ
く
知

て
る
ね

レ
コ
ン
君

は
い

よ
く
見
て
た
ん
で

ま
さ
か
シ

ナ
が
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
だ
な
ん
て

 
も
し
か
し
て
そ
う
か
な
と
思

た
事
く
ら
い
は
あ
り
ま
す
け
ど
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ま
さ
か
本
当
に
そ
う
だ
と
は
び

く
り
し
ま
し
た

ま
あ
分
か
る
人
が
見
れ
ば

分
か
り
だ

た
み
た
い
だ
け
ど
ね

 
そ
の
直
後
に
誰
か
の
手
に
よ

て

 
別
の
モ
ニ
タ

に
突
然
ベ
ン
ケ
イ
と
ロ
ザ
リ
ア
の

が
映
し
出
さ
れ
た

え
 
そ
の
直
後
に
画
面
に
シ
ズ
カ
が
現
れ
ど
こ
か
で

い
た
事
の
あ
る
よ
う
な
セ
リ
フ
が

こ
え

た
こ
れ
で
あ
な
た
は
一
度
死
ん
だ

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
セ
リ
フ
を

い
た

間

 
ア
ス
ナ
は
絶
叫
し
て
モ
ニ
タ

の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
り

わ
た
わ
た
と
手
を

た

こ
れ
で
あ
な
た
は
二
度
死
ん
だ

ち

ち
が
う
の

こ
の
時
は

り
に
我
を
忘
れ
て
い
た
と
い
う
か

 
確
か
に

中
か
ら
ノ
リ
ノ
リ
に
な

ち

た
け
ど
で
も
絶
対
に
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
の
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そ
う
い
う
の

て
何
だ

ま
あ
面
白
い
か
ら
ほ

と
こ
う
よ

こ
れ
で
あ
な
た
は
三
度
死
ん
だ

う
う
う
う
う
う
う
う
う
う

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
場
で

を

え
た
が

そ
の
動
画
は
見
応
え
が
あ
る
も
の
だ

た
の
で

 
仲
間
達
は
口
々
に
ア
ス
ナ
に
エ

ル
を
送

た

よ

日
本
一

い
や

世
界
一

ア
ス
ナ

格
好
い
い

ふ
え

そ

そ
う

全
然
恥
ず
か
し
く
な
い
よ

格
好
い
い
じ

ん

や

や

ぱ
り

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
ど
う
や
ら
そ
の
言
葉
の

々
に
乗
せ
ら
れ
た
の
か

 
次
の
シ

ナ
の
セ
リ
フ
の
後
に
続
い
て
自
ら
こ
う
言

た

次
会

た
時
は
容

し
な
い
ぞ
ゼ
ク
シ

ド

俺
は
お
前
を
見
つ
け
る
度
に
お
前
の

を
撃
ち
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ぬ
く

 
俺
が
い
な
い
時
は

俺
の
仲
間
達
が
必
ず
お
前
を
叩
き
潰
す

 
そ
れ
が
俺
の
仲
間
を

辱
し
た
お
前
の
罪
に
対
す
る
俺
か
ら
の
罰
だ

覚
悟
し
て
お
く
ん
だ

な
今
あ
な
た
は

一

で
三
度
死
ん
だ

も

と
も
今
の
は
か
り
そ
め
の
死
だ

た
け
ど

 
四
度
目
は
今
度
こ
そ
覚
悟
を
し
て
お
き
な
さ
い

 
ア
ス
ナ
は
か
つ
て
の
自
分
の
声
に
合
わ
せ

ま

た
く
同
じ
セ
リ
フ
を
言
う
と

 
剣
を
取
り
出
し
て
ド
ヤ
顔
で
言

た

そ
の

を

影
し
て
い
る
者
が
い
た
コ
マ
チ
で
あ
る

お
義
姉
ち

ん

格
好
い
い

あ
り
が
と
う
コ
マ
チ
ち

ん

そ
の
手
に
持

て
い
る
物
は
な

に

ゲ

ム
内
で
使
え
る
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
だ
よ

お
義
姉
ち

ん

え

と

そ
れ
は
分
か
る
ん
だ
け
ど

ど
う
し
て
そ
れ
を

え
て
い
る
の
か
な

後
で
お
兄
ち

ん
に
見
せ
て
そ
の
報

と
し
て
お
小
遣
い
を
も
ら
う

だ
よ
お
義
姉
ち

ん

う
ん

々
し
い
ま
で
に
ま

た
く

す
気
が
無
い
ん
だ
ね
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そ
し
て
ア
ス
ナ
は
カ
メ
ラ
を
取
り
上
げ
よ
う
と
そ
ち
ら
に
手
を

ば
し
た
が

 
一

く
コ
マ
チ
は
カ
メ
ラ
を
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま

た

む
ふ

く
 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
能
面
の
よ
う
な
顔
に
な
る
と

画
面
を
コ
ン
コ
ン
と
叩
き
な
が
ら
言

た

ち
な
み
に
さ

き

者
で
す
と
か
ド
ヤ
顔
を
し
て
い
た
ベ
ン
ケ
イ

て
い
う
ち
び

こ
が

 
こ
の
コ
マ
チ
ち

ん
だ
か
ら
ね

 
そ
う
言
わ
れ
た

間

コ
マ
チ
は
顔
色
を
変
え

ア
ス
ナ
に
抗
議
し
た

な

お
義
姉
ち

ん
の
裏
切
り
者

ふ
ふ
ん

お
義
姉
ち

ん
は
義
妹
に

い
だ
け
の
お
義
姉
ち

ん
じ

な
い
ん
だ
よ

く
 
そ
の
や
り
取
り
を
見
て

仲
間
達
は
コ
マ
チ
に
声
を

け
た

何
だ

コ
マ
チ
も
い
た
の
か

身
内
で

め
た

て
事

他
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
参
加
し
た
奴
は
い
な
い
の
か
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い

い
な
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
そ
う

た
よ
う
に
言
う
ユ
キ
ノ
を
見
て
仲
間
達
は
ユ
キ
ノ
に
疑
う
よ
う
な

線
を
向
け
た

 
そ
の

間
に
動
画
が
切
り

わ
り

画
面
い

ぱ
い
に

 
い
か
に
も
ギ

ル
ギ

ル
し
た
ニ

ン
ゴ
ロ

の

が
映
し
出
さ
れ
た

えこ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
映
る

て
事
は

え

マ
ジ
で

違
和
感
が
ひ
ど
い

特
に
胸
の
一
部
が

う
う
る
さ
い
わ
ね
た
ま
に
は
私
が
こ
う
い
う
体
型
に
な
る
ゲ

ム
が
あ

て
も
い
い
じ

な
いや

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

あ
 
図
ら
ず
も
自
ら
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま

た
ユ
キ
ノ
は

大
に

を

ら
め
た

て
事
は
こ
れ
が

そ
う

こ
れ
が
ニ

ン
ゴ
ロ

こ
ん
な
奇
跡
の
よ
う
な
見
た
目
の
キ

ラ
が
出
来
て

 
ち

と
調
子
に
乗

て
し
ま

た
ユ
キ
ノ
ち

ん
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の

よ
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ね

姉
さ
ん

 
そ
こ
に
い
た
の
は
ソ
レ
イ
ユ
だ

た

 
ど
う
や
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
動
画
を
再
生
し
て
い
た
の
は
ソ
レ
イ
ユ
の
仕
業
だ

た
よ

う
ださ

て

お
遊
び
は
こ
こ
ま
で

ク
リ
ス
ハ
イ
ト

ザ
ス
カ

社
か
ら
の
回
答
よ

 

だ
け
で
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

の
個
人
情
報
を
明
か
す

に
は
い
か
な
い

て
さ

 
ま
あ
あ
の
口
ぶ
り
だ
と

一
人
く
ら
い
の
情
報
な
ら
教
え
て
く
れ
そ
う
だ

た
け
ど
ね

そ
う
き
ま
し
た
か

さ
す
が
は
ア
メ
リ
カ
の
企
業
で
す
ね

 
ど
う
や
ら
ソ
レ
イ
ユ
は
こ
の

況
を
見
て
自
発
的
に
ザ
ス
カ

社
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
よ

う
だ他

に
手
は
無
い
の
か
し
ら

み
ん
な
何
か
い
い
案
は
無
い

そ
の
前
に

況
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が

 
そ
の
言
葉
に
ソ
レ
イ
ユ
は
き

と
ん
と
し
た
後

自
分
が
先
走
り
す
ぎ
た
事
に
気
が
付
い
た

ご
め
ん
ご
め
ん

つ
ま
り
ね

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
は
仲
間
達
に

今
回
の
件
の
真
実
を
語

た
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ま
じ
か
よ

ラ
フ
コ
フ
の
ク
ソ
ど
も
が

標
的
は
参
加
者
の
誰
か
今
そ
の
保
護
の

に
必
要
な
の
は
そ
の
個
人
情
報

て
事
な
ん
だ

残

た
中
で
安
全
が
確
認
出
来
て
い
る
の
は

 
シ

ナ
ハ
チ
マ
ン
キ
リ
ト
シ
ノ
ン
ピ
ト
フ

イ
闇
風
薄
塩
た
ら
こ
銃
士

の

七
人
ね

 
シ

ナ
は
知
ら
な
か

た
事
だ
が

 
実
は
今
回
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
は
ソ
レ
イ
ユ
本
社
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た

 
バ
イ
ト
が
終
わ

た
後
に

陽
乃
の
好
意
と
い
う
名
の
強
制
で
そ
う
な

た
の
だ

 
実
は

純
に
二
人
の

点
か
ら
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
様
子
を
同
時
中
継
で
観
戦
し
て
み
た
い
と
思

た

で
あ
り

 
そ
れ
が
今
回
は
幸
い
し
た

そ
し
て
そ
の
間
に
も

方
面
か
ら
情
報
が
集
ま
り

 
陽
乃
は
ス
テ
ル
ベ
ン
一

が
今
回
の
事
件
の
犯
人
だ
と

し
ザ
ス
カ

社
に
手
を
打
と
う

と
し
た
の
だ

 
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
失
敗
に
終
わ

た
の
だ
が
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ち
な
み
に
ピ
ト
フ

イ
と
銃
士

は
仕
事

み
で
自
宅
の
セ
キ

リ
テ

の

さ
を

し

て
お
り

 
シ
ノ
ン
に
関
し
て
は
は
ち
ま
ん
く
ん
に
直
接

ね
る
と
い
う
荒
業
を
使

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
仲
間
達
は
必
死
に
知
恵
を
出
し
あ

た
が

そ
の
中
に

死
回
生
の
案
が
い
く
つ
か

あ

た
も
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
や

て
た
ら
そ
の
日
本

部
な
り
な
ん
な
り
に
問
い
合
わ
せ
は
出
来
な
い
か

も
し
日
本
製
の
ゲ

ム
へ
の
コ
ン
バ

ト
記
録
が
残

て
い
た
ら

 
そ
こ
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
出
来
な
い
か

 
と
い
う
二
点
で
あ
る

だ
が
実
は
後
者
は
不
可
能
だ

た

ザ
・
シ

ド
の
性
質
上

 
個
人
情
報
の
収
集
目
的
で
な
ん
ち

て
ゲ

ム
が
作
ら
れ
る
事
を
予
想
し
た
茅
場
の
手
に
よ

り 
今
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の

し
込
み
の
よ
う
な
ケ

ス
で
も
無
い
限
り

 
誰
が
ど
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
か
の
正
確
な
情
報
を
集
め
る
事
は
不
可
能
に
な

て
い
た

か
ら
だ

 
唯
一
の

外
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
あ
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ザ
・
シ

ド

格
に
移
行
す
る
前
の
デ

タ
が
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残

て
お
り

 
そ
こ
か
ら

る
事
は
可
能
な
の
で
あ

た

 
そ
れ
を

ま
え
て
ソ
レ
イ
ユ
は

そ
の
二
つ
の
ル

ト
か
ら
調
査
は
可
能
だ
と
判
断
し
た

ク
リ
ス
ハ
イ
ト

Ａ
Ｌ
Ｏ

由
な
ら

サ

バ

か
ら

所
を
調
べ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

 
あ
と
は
あ
の
す
て

ぶ
ん

ス
テ
ル
ベ
ン
か
し
ら
ね

あ
の
犯
人
に
関
し
て
だ
け
は

 
こ
ち
ら
か
ら
ザ
ス
カ

社
に

急
と
い
う
事
で

ア
ド
レ
ス
の
開

を
要
求
す
る
わ

 
そ
れ
で
現
在
の
居
場
所
も
特
定
出
来
る
か
も
し
れ
な
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
し
て
は
そ
ち
ら
に
任
せ

る
わ分

か
り
ま
し
た

至
急
調
査
を
開
始
し
ま
す

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
そ
う
言
う
と

指

を
出
す

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
ソ
レ
イ
ユ
も
仲
間
達
に
別
れ
を
告
げ

落
ち
て
い

た

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
仲
間
達
は

る
よ
う
な
気
持
ち
で
画
面
の
中
の
シ

ナ
と
キ
リ
ト
に

 
心
の
中
で
エ

ル
を
送
り
続
け
る
の
だ

た
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こ
の

度
は

め
上
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
明
日
の
話
み
た
い
な
の
が

め
上
と
言
え
る
の
で
し

う

 
次
回
第
４
１
８
話

オ
ペ
レ

シ

ン
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第
４
１
８
話
 
オ
ペ
レ

シ

ン

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

 
ヴ

ル
ハ
ラ
で
の
話
を
終
え
た
後

岡
は
現
実
へ
と
帰
還
し
た

あ

岡
さ
ん

お
帰
り
な
さ
い

た
だ
い
ま

こ

ち
の
様
子
は
ど
う

特
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

こ
の
場
所
の
事
が
分
か

た
ら

も
う
人
間
じ

な
い
し
ね

あ
の
ギ

レ

ト

て
プ
レ
イ
ヤ

本
当
に
死
ん
だ
ん
で
す
か

こ
れ

て
や
ば
く
な
い

で
す
か

と
は
い
え
殺
害
現
場
が
ま

た
く
分
か
ら
な
い
か
ら
ね

で
も
ま
あ
こ
れ
か
ら
手
は
打
つ
よ

手

で
す
か

 
ナ
ツ
キ
は

岡
の
表
情
を
見
て

何
か
い
い
ア
イ
デ
ア
で
も

か
ん
だ
の
か
と
期
待
し
た
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さ
て

そ
れ
じ

あ
仕
事
だ

は
い

お
手
伝
い
し
ま
す

あ

い
や

君
は
キ
リ
ト
君
を
守

て
く
れ
れ
ば
い
い

 
こ
こ
か
ら
は
人
海
戦
術
に
な
る
か
ら

と
に
か
く
人
手
を
集
め
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
こ
う
し
て

岡
は
参
加
メ
ン
バ

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
探
す
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
仕
事
に
乗
り
出

し
た

 
結
果
的
に
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

が
殺
さ
れ
る
事
は
防
げ
な
か

た
の
だ
が

 
少
な
く
と
も
遺
体
を

期
発
見
す
る
役
に
は
立
つ
事
と
な

た

さ
て

本
当
は
ま
ず
い
ん
だ
け
ど

新
川
昌
一
と
金
本

の
顔
写
真
を
ソ
レ
イ
ユ
に

  
眠
り
の
森
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に

り

怪
し
い
人
物
が
い
な
い
か
見
張

て
い
た
薔
薇
は

 
ギ

レ

ト
が
お
そ
ら
く
死

し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
態
の
急
変
を
受
け

 
急
ぎ
ソ
レ
イ
ユ
へ
と

て
い
た

そ
し
て
薔
薇
は
陽
乃
に
指

を
受
け
る

に
社
⻑
室
に
顔

を
出
し
た
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丁
度
ど
こ
か
と
英
語
で
連

を
と

て
い
た
陽
乃
は

話
を
切
り

真
面
目
な
顔
で
薔
薇
に

言

た
薔
薇
ち

ん

て
た
の
ね

は
い

今
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
い
る
よ
り
も

こ
ち
ら
に
詰
め
て
い
た
方
が
い
い
と
判
断
し
ま
し
た

い
い
判
断
ね

そ
れ
じ

あ

速
仕
事
よ

全
社
内
に
通
達

オ
ペ
レ

シ

ン

を
発
動

で
す
か

え
え
そ
う
よ

今
が
そ
の
時
だ
と
思
わ
な
い

そ
う
で
す
ね

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
薔
薇
は

全
社
内
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
流
し
た

全
社
員
に
通
達

た

た
今

オ
ペ
レ

シ

ン

が
発
動
さ
れ
ま
し
た

 
あ
な
た
達
分
か

て
る
わ
ね

今
日
は
家
に
帰
れ
な
い
と
思
い
な
さ
い

 

部

ご
と
に

い
出
し
部

を
編
成

速
や
か
に
物
資
を
補

し
つ
つ

 
次
の
命
令
あ
る
ま
で
そ
こ
で
待
機
よ

 
そ
の
突
然
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
社
員
達
は
驚
愕
し
た

先
輩

オ
ペ
レ

シ

ン

て
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そ
う
だ

お
前
も
入
社

験
の
時
に
説
明
を
受
け
た
と
思
う
が

 
要
す
る
に
次
期
社
⻑
が
ピ
ン
チ
の
時
に
社
員
が
一

と
な

て
動
く

の
オ
ペ
レ

シ

ン

だ 

は
デ

フ

ン
ス

は
言
う
ま
で
も
な
い
な

ま
さ
か

が
本
当
に
発
動
さ
れ
る
な
ん
て

何
だ

不
満
か

い
え

次
期
社
⻑
の

に
働
け
る
の
が
嬉
し
い
ん
で
す

そ
う
か

よ
し

速
準
備
だ

は
いの

発
動
だ

入
り
口
の
シ

タ

を

め
ろ

通
常
業

は
最

限
だ
け

持
し
て
終
了
し
ろ

全
員
ど
ん
な
指

が
出
て
も
直
ぐ
に
動
け
る
よ
う
に

度
を
整
え
る
ん
だ

ま
じ
か
よ

今
日
の
デ

ト
の
約
束
を
キ

ン
セ
ル
し
な
い
と

お
い
お
前

彼
女
と
付
き
合
い
始
め
た
ば

か
り
な
ん
だ
ろ

い
い
の
か

問
題
な
い

次
期
社
⻑
の

な
ら
い
く
ら
で
も
彼
女
に
土
下
座
く
ら
い
し
て
や
る
さ
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か
お
り
ち

ん

の
発
動
よ

分
か

て
る
わ
ね

は

は
い

比
企
谷
の

に

私
も
自
分
に
出
来
る
役

を
し

か
り
と
果
た
し
ま
す

い
い
覚
悟
ね
と
り
あ
え
ず
私
達
は
こ
の
ま
ま

い
出
し
に
出
る
わ

直
ぐ
に
準
備
し
て

分
か
り
ま
し
た

ま
ず
い
ま
ず
い

ア
ル
ゴ
部
⻑
の
回
線
を
引

こ
抜
か
な
い
と

 
舞
衣
は
そ
の
放
送
を
受
け

た
顔
で
仮
眠
室
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
中
の
ア
ル
ゴ
の
下
へ

向
か

た

 
丁
度
そ
の
時

仮
眠
室
の
扉
が
開
き

ア
ル
ゴ
が
の
そ
り
と

を
現
し
た

イ
ヴ

オ
レ

ち
は
も
う

て
る

 
そ
の
顔
を
見
て
一

安
心
し
た
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
舞
衣
は

 
表
情
を
引
き
締
め
る
と

ア
ル
ゴ
に
言

た

部
⻑

大
変
で
す

オ
ペ
レ

シ

ン

の
発
動
で
す

そ
れ
は
ま
た
ボ
ス
も
思
い
切

た
事
を
し
た
ナ

 
そ
れ
で
事
情
を
察
し
た
ア
ル
ゴ
は

驚
い
た
顔
で
そ
う
言

た

ボ
ス
か
ら
私
へ
の
指
令
は
ザ
ス
カ

か
ら
提

さ
れ
た
犯
人
の
接
続
地

の
デ

タ
を
元
に
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人
海
戦
術
で
ネ

ト

の
あ
る
店
に
社
員
を

遣
し
て

索
に
当
た
ら
せ
る
の
で

 
そ
の
タ

ゲ

ト
と
な
る
店
を
片

か
ら
ピ

ク
ア

プ
し
て

部

に

り

り

 
そ
の
上
で
集
ま

て
く
る
情
報
を
分

せ
よ
と
の
事
で
し
た

 
ア
ル
ゴ
部
⻑
に
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

バ

か
ら
今
回
の
大
会
に
参
加
し
て
る
者
の

所
が

抜
け
な
い
か

 
調
べ
て
み
て
く
れ
と
の
事
で
す

そ
れ
は
忙
し
く
な
る
な

よ
し
イ
ヴ

ダ
ル
を
呼
び
出
す

も
う
呼
び
出
し
ま
し
た

ま
も
な
く
到
着
の
予
定
で
す

ナ
イ
ス
だ
イ
ヴ

後
で
一

お
ご
る

 
丁
度
そ
の
時

陽
乃
か
ら
の
直
通

話
が
鳴

た

こ
ち
ら
ア
ル
ゴ

ボ
ス

話
は

い
た
ぞ

そ
う

そ
れ
じ

あ

速
お
願
い
す
る
わ

 
あ
と
イ
ヴ
ち

ん
に
調
べ
て
も
ら
う
エ
リ
ア
は
千
代
田
区
の

り
よ

要
す
る
に
秋
葉
原
ね

ま
じ
か
よ

よ
り
に
よ

て
あ
そ
こ
か

大
変
だ
と
思
う
け
ど
お
願
い
ね
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了
解
だ
ぞ
あ
ボ
ス
あ
そ
こ
な
ら
メ
イ
ク
イ

ン
に
助
け
を
求
め
て
も
い
い
ん
じ

な
い

カ
そ
う
ね

そ
れ
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
フ

イ
リ
ス
ち

ん
に
は
こ
ち
ら
か
ら
連

し
て

お
く
わ

頼
ん
だ

 
は
い

こ
ち
ら
は
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
で
す

 
こ
の
お

話
は
フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
が

り
ま
す

あ

フ

イ
リ
ス
ち

ん

私
だ
け
ど

ニ

ニ

そ
の
声
は

ま

魔
王
様
ニ

三
千
年
ぶ
り
く
ら
い
か
ニ

正
確
に
は
三
千
と
二
十
四
年
ぶ
り
だ
け
ど
ね

さ
す
が
は
魔
王
様
ニ

で

今
日
は
ど
う
し
た
の
か
ニ

実
は

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
そ
の
説
明
を
受
け

直
ぐ
に
店
を

め
た

フ

リ
ス
ち

ん

い
き
な
り
ど
う
し
た
の
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ご
め
ん
ま
ゆ
し
い

大
至
急
キ

マ
を
呼
び
だ
し
て
欲
し
い
の
ニ

え

何
か
あ

た
の

オ
ペ
レ

シ

ン

な
の
ニ

と
に
か
く
一
大
事
な
の
ニ

う

う
ん
分
か

た

直
ぐ
に
連

を
と
る
ね

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
他
の
メ
イ
ド
達
に
声
を

け
た

と
り
あ
え
ず
他
の
皆
は

今
か
ら
こ
こ
に
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
さ
ん
達
が
大

に
来
る
か
ら

 
そ
の
人
達
を
ア
キ
バ
中
の
ネ

ト

の
あ
る
店
に
案
内
し
て
あ
げ
て
欲
し
い
の
ニ

 
と
い

て
も
一
応
地
図
は
持
参
し
て
く
れ
る
ら
し
い
の
ニ

そ
ん
な

で
悪
い
け
ど
頼
む

ニ 
は
い

こ
ち
ら

院

ま
ゆ
り

ど
う
し
た

あ

オ
カ
リ
ン

あ
の
ね

フ

リ
ス
ち

ん
が
急
い
で
メ
イ
ク
イ

ン
に
来
て
欲
し
い
ん

だ

て
メ
イ
ク
イ

ン
に

さ

き
ダ
ル
も

て
て
飛
び
出
し
て
い

た
が
何
か
あ

た
の
か

そ
れ
が
ね

え

と

え

と

八
幡
さ
ん
が
ピ
ン
チ
ら
し
い
の
で
す
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オ
ペ
レ

シ

ン

が
発
動
さ
れ
た
ら
し
い
の
で
す

何

そ
れ
は
一
大
事
だ
な

分
か

た

直
ぐ
に
そ
ち
ら
に
向
か
う

 
そ
し
て

話
を
切

た
岡
部
は

ら
に
い
た
紅
莉
栖
に
声
を

け
た

ク
リ
ス
テ

ナ

オ
ペ
レ

シ

ン

だ

 
ど
う
や
ら
八
幡
が
ピ
ン
チ
ら
し
い

メ
イ
ク
イ

ン
に
行
く
ぞ

何
そ
れ

で
も
ま
あ
と
に
か
く
ピ
ン
チ
な
の
ね

分
か

た
わ

急
い
で
行
き
ま
し

う

 
ち
な
み
に
凶
真
は

オ
ペ
レ

シ

ン

が
ど
ん
な
ミ

シ

ン
な
の
か

 
ま

た
く
理
解
し
な
い
ま
ま
行
動
を
開
始
し
た
事
を
付
け
加
え
て
お
く

 
目
的
地
は
ア
キ
バ
だ

部

ご
と
に

を
作
れ

と
り
あ
え
ず
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
に
移
動
だ

 
そ
こ
で

に
一
人
ず
つ
メ
イ
ド
さ
ん
が
付
い
て
き
て
く
れ
る
か
ら

 
そ
の
メ
イ
ド
さ
ん
と
話
し
あ

て

に

り
当
て
ら
れ
た
店
を

に
回

て
く
れ

二
人
の
顔
写
真
を
ま
だ
持

て
い
な
い

は
あ
る
か

 
く
れ
ぐ
れ
も
ミ

シ

ン
達
成
後

写
真
の
処
分
を
忘
れ
る
な
よ



 第四章 ＧＧＯ編

察
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
ら

岡
さ
ん

て
人
の
名
前
を
出
せ

そ
れ
で
全
て
問
題
無
い
そ

う
だ相

手
は
殺
人
犯
の
可
能
性
が
高
い

致
死
性
の

物
も
所
持
し
て
い
る
よ
う
だ

 

絶
対
に
無
理
は
す
る
な
よ

 
そ
し
て
三
十
分
後

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
に
は

 

人
以
上
の
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
が
集
ま

て
い
た

指

を
と
る
の
は
当
然
薔
薇
で
あ
る

そ
れ
で
は

ご
と
に

索
を
開
始
よ

一
定
時
間
ご
と
に
必
ず
こ
こ
に

て
き
て
休

す
る
事

 
休

時
の
飲
食
物
は
フ

イ
リ
ス
さ
ん
の
ご
好
意
で
こ
こ
に
持
ち
込
ま
せ
て
も
ら

て
あ
る
か

ら 
み
ん
な
フ

イ
リ
ス
さ
ん
に
感
謝
す
る
よ
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
社
員
達
は
声
を
揃
え
て
そ
う
言
い

フ

イ
リ
ス
は
ど
う
や
ら
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
だ

補

の
事
は
こ
の
フ

イ
リ
ス
将
軍
に
任
せ
る
の
ニ

の
奮
戦
を
期
待
す
る

 
そ
れ
で
は

出
撃
ニ
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お
う

 
フ

イ
リ
ス
と
こ
の
社
員
達

ど
ち
ら
も
ノ
リ
ノ
リ
で
あ

た

 
そ
の

を
凶
真
が

ま
し
そ
う
に
見
て
い
た
が

 
凶
真
の
介
入
は
凶
真
の
服
を
し

か
り
と
掴
ん
で
離
さ
な
い
紅
莉
栖
が
完

に

止
し
て
い
た

の
で
あ

た

ぐ
ぬ
ぬ

助
手
よ

離
す
の
だ

目
よ
外
様
が
目
立

て
も
仕
方
な
い
で
し

う
私
達
は
予
備
戦
力
と
し
て
大
人
し
く
待

機
よく

せ

か
く
の
晴
れ
舞
台
が

 
そ
ん
な
凶
真
に
薔
薇
が
声
を

け
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
二
人
と
も

何
か
あ

た
ら
お
願
い
し
ま
す
ね

イ

イ
エ
ス
マ
ム

 
凶
真
は
薔
薇
に
そ
う
声
を

け
ら
れ

 

作
品
の
ド

ペ
ル
ゲ
ン
ガ

よ
ろ
し
く

に
敬

し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
だ
が
薔
薇
の
色
気
に
は
勝
て
な
か

た
よ
う
で
そ
の

線
は
チ
ラ
チ
ラ
と
薔
薇
の
胸
に
向
け
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ら
れ
て
い
た

 
そ
し
て
次
の

間
に

凶
真
は
紅
莉
栖
に
思
い

き
り
足
を

ま
れ
た

て
え

岡
部

失

よ

 
そ
う
言
わ
れ
て
凶
真
は

て
て
薔
薇
に
謝

た

あ

薔
薇
さ
ん
す
み
ま
せ
ん

つ
い
い
つ
も
の

で

い
つ
も

 
紅
莉
栖
は
そ
う
言

て

凶
真
に

た
い

線
を
向
け
た

 
ど
う
や
ら
凶
真
は
ソ
レ
イ
ユ
で
の
バ
イ
ト
の
時
は
つ
い
つ
い
薔
薇
の
胸
を
見
て
し
ま

て
い

る
よ
う
だ

 
そ
ん
な
二
人
に
薔
薇
は
柔
ら
か
い
口
調
で
こ
う
言

た

大
丈
夫
よ

そ
う
い
う
の
は
八
幡
で
慣
れ
て
る
か
ら

や

ぱ
り
か

あ
の
ム

ツ
リ
め

そ
の
言
葉

思
い

き
り
あ
ん
た
の

に
も
突
き

さ

て
る
か
ら
ね

 
こ
う
し
て
リ
ア
ル
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
激
し
く
動
き
始
め
た
の
だ

た
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そ
し
て
時
間
は
元
の
時
系

に

る

シ
ノ
ン

ど
う
だ

た

当
た
り
み
た
い

キ
リ
ト
君
の

が
ス
キ

ン
に
表

さ
れ
な
か

た
わ

そ
う
か

つ
ま
り
ス
キ

ン
を

目
的
に
信
じ
ち

い
け
な
い

て
事
に
な
る
な

そ
う
み
た
い
ね

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
に
手
を
貸
し

川
か
ら
キ
リ
ト
を
引

張
り
上
げ
た

う
う

気
持
ち
悪
か

た

え

ど
ん
な
風
に

な
ん
て
い
う
か

リ
ア
ル
で
水
の
中
に

る
の
と
比
べ
る
と
微

に
感
覚
が
違
う
ん
だ
よ
な

 
そ
こ
が
気
持
ち
悪
い
と
い
う
か
何
と
い
う
か

な
る
ほ
ど

 
シ
ノ
ン
は
納
得
し
た
よ
う
に

く
と

キ
リ
ト
に
ス
キ

ン
結
果
を
説
明
し
た

残

て
い
る
の
は
八
人
ね

シ

ナ

ハ
チ
マ
ン

銃
士

ピ
ト
フ

イ

ミ
サ
キ

 
闇
風

そ
れ
に
私
達
二
人
よ
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そ
し
て
多
分

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
が
す
て

ぶ
ん

か

そ
う
ね

そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
わ

こ
れ
か
ら
ど
う
動
く
べ
き
だ
と
思
う

 
キ
リ
ト
は
少
し
迷
う
よ
う
な
口
調
で
シ
ノ
ン
に

ね
た

そ
う
ね

残

て
い
る
の
は
全
て
身
内
だ
け
ど
そ
の
中
に
殺
し
の
標
的
が
い
な
い
と
は
限

ら
な
い
わ

 
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
私
達
の
手
で
と
に
か
く

く
に
全
員
倒
し
て
し
ま
う
べ
き
で
は
な
い
か
し

ら
ね一

応
言

て
お
く
が

俺
は
安
全
な
所
に
い
る
か
ら
な

私
も
は
ち
ま
ん
く
ん
が
家
に
い
る
か
ら
多
分
大
丈
夫
よ

は
ち
ま
ん
く
ん

何
だ
そ
れ

え

と

八
幡
の
分
身

よ
く
分
か
ら
な
い
が

ま
あ
分
か

た

 
と
り
あ
え
ず
す
て

ぶ
ん
に
狙
わ
れ
な
い
う
ち
に

全
員
倒
し
ち
ま
お
う

て
事
だ
な

え
え
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ま
あ
分
か
り
や
す
く
て
い
い
ん
じ

な
い
か

で
し

 
二
人
は

筋

く
そ
う
結

付
け
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

お
う

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が
地
面
に
置
い
て
お
い
た
ヘ
カ

ト

を
持
ち
上
げ
よ
う
と
屈
ん
だ

間

 
そ
の

の
上
を
銃

が
通
過
し
た

えシ
ノ
ン

危
な
い

 
キ
リ
ト
は
シ
ノ
ン
の

を

え

無
理
や
り
そ
の
場
に
伏
せ
さ
せ
た

今
の
銃
撃
は
ど
こ
か
ら

方
向
か
ら
す
る
と

い
た

あ
そ
こ
だ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
指
の
先
に
は
死
銃
が
い
た

川
を

ん
で
反
対
側
で
あ
る

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
見
て

エ
リ

シ
デ

タ
を
抜
い
た

い
く
ら
で
も
撃

て
こ
い
よ

全
部
俺
が
叩
き
落
と
し
て
や
る
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お
前
は
変
わ
ら
な
い
な

 
意
外
に
も
死
銃
は
そ
う
声
を

け
て
き
た

そ
し
て
キ
リ
ト
は
小
声
で
シ
ノ
ン
に
指

を
出
し

た
お
い
シ
ノ
ン

そ
の
ま
ま
あ
い
つ
を
狙
え
る
か

待

て

今
狙
い
を

え

そ

そ
ん
な

シ
ノ
ン

お
い
シ
ノ
ン

な

何
故
あ
い
つ
が
あ
の
銃
で
私
を

 
シ
ノ
ン
が
ス
コ

プ
越
し
に
見
た
死
銃
の
手
に

ら
れ
て
い
た
銃
そ
れ
は

黒
星

だ

た

 
そ
し
て
最
後
に
ぶ

こ
む
所
ま
で
が
ワ
ン
セ

ト
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第
４
１
９
話
 
闇
風

一
片
の
悔
い
無
し

あ
の
銃

ま
さ
か

 
キ
リ
ト
は

て
て
目
を

ら
し

死
銃
の
手
に

ら
れ
て
い
る
銃
を
じ

と
見
つ
め
た

 
そ
れ
は
確
か
に
映
像
で
何
度
も
見
た
黒
星
で
あ

た

キ
リ
ト
は

然
と
し
た

な

何
で

 
そ
の
キ
リ
ト
の
動

を
見
抜
い
た
の
か

死
銃
は
キ
リ
ト
に
向
か

て
こ
う
言

た

ま
だ
終
わ

て
は
い
な
い

イ

ツ

シ

タ
イ
ム

 
そ
し
て
死
銃
は
身
を

し

そ
の
ま
ま
一
時

退
し
た

 
死
銃
が
完
全
に
い
な
く
な

た
事
を
確
認
し
た
キ
リ
ト
は
あ
わ
て
て
シ
ノ
ン
に
駆
け
寄

た

お
い

お
い

何
で

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
様
子
が
普
通
じ

な
い
と
悟

た
キ
リ
ト
は

て
て
シ
ノ
ン
に
声
を

け
た

お
い
シ
ノ
ン

お
前
に
は
八
幡
の
分
身
が
つ
い
て
る
ん
だ
ろ

 
だ
か
ら
何
も
心
配
す
る
事
は
な
い

お
前
の
体
は
安
全
だ



 第四章 ＧＧＯ編

 
八
幡
の
名
前
を

い
た
事
で
落
ち
着
い
た
の
か

シ
ノ
ン
の
目
に
光
が

て
き
た

お
い

大
丈
夫
か

え

え
え

ご
め
ん
な
さ
い

少
し
動

し
て
し
ま

た
み
た
い

ま
あ
仕
方
な
い
さ

ま
さ
か
あ
い
つ
が
シ
ノ
ン
を
あ
の
銃
で
撃
と
う
と
す
る
な
ん
て

 
思

て
も
い
な
か

た
か
ら
な

う

う
ん

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
確
認
の

に
シ
ノ
ン
に
質
問
し
た

一
応

く
け
ど

今
シ
ノ
ン
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
場
所
は
安
全
な
の
か

え
え

絶
対
に
大
丈
夫
よ

頼
り
に
な
る
相
棒
も
い
る
し
ね

噂
の
は
ち
ま
ん
く
ん

て
奴
か

興
味
が
あ
る
か
ら
今
度
会
わ
せ
て
く
れ
よ

ええ

な

何
だ
よ

え

と

八
幡
以
外
の
男
の
人
を
家
に
入
れ
る
の
は
ち

と

ど
こ
か
外
に
連
れ
て
き
て
く
れ
れ
ば
い
い
よ

別
に
家
に
は
行
か
な
い
か
ら
な

あ

そ
う
い
う

そ
う
ね

そ
れ
な
ら
問
題
無
い
わ
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シ
ノ
ン
は
少
し
元
気
が
出
た
の
か

い
つ
も
の
よ
う
な
強
気
さ
が

て
き
た
よ
う
だ

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に
キ
リ
ト
は
言

た

で
も
さ

き
は
黒
星
を
直

し
た
の
に

思

た
よ
り
平
気
そ
う
だ

た
よ
な

え

そ

そ
う

確
か
に
命
の
危
険
を
感
じ
て
動

し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
た
が

 
あ
く
ま
で
銃
は
そ
の
副
産
物

て
感
じ
が
し
た
な

あ

確
か
に

徐
々
に

服
し
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
キ
リ
ト
は
シ
ノ
ン
に
手
を
差
し
出
し
シ
ノ
ン
は
そ
の
手
を
掴
ん
で
立
ち
上

が

た
そ
う
だ
と
嬉
し
い
な

き

と
そ
う
さ

八
幡
は
凄
い
ん
だ

う
ん

本
当
に
ね

 
シ
ノ
ン
は
嬉
し
そ
う
に

き

そ
ん
な
シ
ノ
ン
に
キ
リ
ト
は
移
動
の
提
案
を
し
た

よ
し

あ
い
つ
が
川
を

て
く
る
前
に

に
移
動
し
よ
う
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こ
の
川

だ
と
そ
う
簡

に
は

て
こ
れ
な
い
は
ず
だ

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
目
的
地
に
向
か

て
走
り
出
し
た

  
一
方
シ

ナ
達
は

ピ
ト
フ

イ
と
ミ
サ
キ
を
倒
す

に

 
一
度
目
的
地
で
あ
り

に
到
着
し
た
も
の
の

そ
の
先
ま
で
進
撃
し
て
い
た

そ
ろ
そ
ろ
あ
の
二
人
が
い
る
と
思
う
ん
だ
が

も
し
か
し
た
ら
闇
風
の
方
へ
と
向
か

た
の
で
は

あ
り
う
る
か
も

撃
は
避
け
た
い
だ
ろ
う
し
ね

そ
う
だ
な

 
シ

ナ
は
少
し
迷
い
を
見
せ
た

も
し
か
し
た
ら
キ
リ
ト
達
が
ま
も
な
く
到
着
す
る
か
も
し
れ

ず 

か
ら
離
れ
す
ぎ
る
の
は
避
け
た
い

そ
ん
な
シ

ナ
の
心
の
中
を

ん
だ
の
か

 
ア
チ
マ
ン
が
シ

ナ
に
こ
ん
な
提
案
を
し
て
き
た

シ

ナ

私
が

独
で
攻
め
る

こ
う
な

た
以
上

私
の
存
在
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
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お
前
が

独
で
二
人

も
し
く
は
三
人
相
手
を

大
丈
夫
な
の
か

大
丈
夫

仮
に
私
が
こ
こ
で
倒
さ
れ
て
も

況
に
は
大
差
な
い

 
シ

ナ
は
情
報
交
換
を
優
先
し
て
こ
こ
に
残
る
べ
き

そ
れ
な
ら
せ
め
て
マ

ク
ス
を

い
ざ
と
い
う
時
の
連

役
は
必
要

そ
う
か

分
か

た

ア
チ
マ
ン

行

て
こ
い

む
ふ

妹
に
姉
の
い
い
所
を
見
せ
る
チ

ン
ス
到
来

 
そ
う
言

て
ア
チ
マ
ン
は

風
の
よ
う
に
去

て
い

た

 
ヤ
ミ
ヤ
ミ

出
て
お
い
で

付
い
て
き
て
る
の
は
分
か

て
る
わ
よ

 
そ
の
こ
ろ
闇
風
は

地
点
ま
で
進
軍
し
て
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
と
ミ
サ
キ
に
奇
襲
を

け
る

に
こ
こ
ま
で
追
い
か
け
て
き
た
の
だ
が
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こ
こ
に
来
て
何
故
か
ピ
ト
フ

イ
に
気
付
か
れ
先
ほ
ど
か
ら
何
度
も
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
た

何
で
バ
レ
た
ん
だ

 
闇
風
は
そ
う

き
つ
つ
も

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
息
を

め
続
け
て
い
た

 
そ
の

況
が
変
わ

た
の
は

次
の
ミ
サ
キ
の
一
言
か
ら
で
あ
る

仕
方
が
な
い
で
す
わ
ね

と
り
あ
え
ず
脱
ぎ
ま
す
わ

何
 
そ
の
言
葉
を

い
た
闇
風
は

二
人
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
顔
を

か
せ

 

で
そ
の
声
が

こ
え
た
方
向
を
見
た

ミ
サ
キ
さ
ん
は
元
々
露
出
の
激
し
い
装
備
を
し
て
い
た
は
ず

そ
こ
か
ら
脱
ぐ
と
い
う
事
は

 
そ
し
て
ビ
ル
の
陰
に

一

ミ
サ
キ
ら
し
き
人
影
を
見
た
闇
風
は

 
そ
こ
に

色
以
外
の
成
分
を
確
認
出
来
ず

ま
さ
か
全

な
の
で
は
と
驚
愕
し
た

何

だ
と

 
し
か
し
そ
れ
で
も

闇
風
は
理
性
を
保

て
い
た

い
や
い
や

こ
れ
は
明
ら
か
に
罠
だ
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も
し
か
し
た
ら

色
の
装
備
に
着

え
た
の
か
も
し
れ
な
い
じ

な
い
か

 
そ
の

は
実
は
合

て
い
た

さ
す
が
に
中
継
さ
れ
て
い
る
の
に
全

に
な
る
事
は
問
題
が

あ
る

 
そ
ん
な
闇
風
の
心
の
中
を

ん
だ
よ
う
に

こ
こ
で
ミ
サ
キ
が
言

た

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら

一

ず
つ
服
を
着
て
い
き
ま
す
わ

何

だ
と

え

ミ
サ
キ
さ
ん

最
初
に
着
る
の
そ
こ

こ
こ
か
ら
じ

な
い
と

危
な
い
部
分
が

れ
て
し
ま
い
ま
す
も
の

 
ど
う
で
も
い
い
部
分
か
ら
着
て
い
か
な
い
と

闇
風
さ
ん
に
失

で
す
わ

ま
じ
か
よ
ミ
サ
キ
女
神
様

俺
な
ん
か
の

に
そ
こ
ま
で
気
を
遣

て

 
こ
れ
は
も
う

見
な
い
な
ん
て
失

な
事
は
出
来
ね
え

 
そ
う
自
分
に
言
い

を
し
た
闇
風
は

チ
ラ
リ
と
顔
を

か
せ
た

 
そ
こ
に
は

色
の
ビ
キ
ニ
ア

マ

と
呼
べ
る
装
備
に
手
甲
だ
け
を
着
け
た
ミ
サ
キ
の

が

あ

た
ま
じ
か
あ
あ
あ
あ
あ

や

ぱ
り

色
装
備
だ

た
の
は
残
念
だ
が
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俺
に
と

て
は
十
分
だ

女
神
は
こ
こ
に
い
た

 
そ
し
て
ミ
サ
キ
は
ビ
ル
の
陰
に

れ
る
よ
う
に
若

横
に
移
動
し

 
そ
の
せ
い
で
闇
風
も

思
わ
ず
ぐ

と
身
を
乗
り
出
す
事
と
な

た

 
そ
の

間
に
ど
こ
か
か
ら
飛
来
し
た
銃

に
胸
の
中
心
を
撃
ち
抜
か
れ
闇
風
は
ど

と
そ
の

場
に
倒
れ
た

は
い

一
丁
あ
が
り

ま
あ
こ
れ
だ
け
サ

ビ
ス
し
て
あ
げ
た
の
だ
か
ら
闇
風
さ
ん
も
悔
い
は
無
い
の
で
は
な
い
か

し
ら

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら
闇
風
の
下
に
近
付
い
て
き
た

 
地
面
に
倒
れ
伏
し
た
闇
風
は

最
後
の
力
を

り
絞

て
二
人
に
話
し

け
た

お
い
ピ
ト

何
で
俺
が
近
く
に
い
る

て
分
か

た
ん
だ

の
気
配
が
し
た
か
ら

ぐ
は

 
闇
風
は
そ
の
言
葉
で
止
め
を

さ
れ
た
の
か

ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
く
な

た

 
ま
だ
わ
ず
か
に

ゲ

ジ
は
残

て
い
た
が

が
か
す

だ
だ
け
で
も
全

す
る
レ
ベ
ル
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で
あ
り

 
二
人
に
銃
を
向
け
ら
れ
た
闇
風
に
は
も
う
成
す
す
べ
は
な
か

た

 
そ
し
て
闇
風
は

最
後
に
こ
う
言

た

ミ
サ
キ
さ
ん

俺
な
ん
か
の

に
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

い
え
い
え

そ
れ
じ

あ
せ
め
て
私
の
手
で
イ
か
せ
て
あ
げ
ま
す
わ

感
謝
し
ま
す

 
そ
し
て
ミ
サ
キ
は
闇
風
に
止
め
を

し

闇
風
は
死
体
と
な

た

さ
て

次
は

 
そ
う
言
い
な
が
ら

り
向
い
た
ミ
サ
キ
の
目
が
驚
愕
に
見
開
か
れ

 
そ
れ
を
見
た
ピ
ト
フ

イ
は

に
そ
の
場
に
伏
せ
た

 
そ
の

間
に
ミ
サ
キ
は

の

に
な
り

そ
の
場
に
ド

と
倒
れ
た

 
闇
風
に
と

て
は
ラ

キ

な
事
に

ミ
サ
キ
は
闇
風
と
重
な
る
よ
う
に
倒
れ

 
闇
風
は
大
会
終
了
ま
で
ヘ
ヴ
ン

態
に
置
か
れ
る
事
と
な

た

行
く
わ
よ

 
そ
の

男
の

声
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は

反
射
的
に
⻤

を
抜
き

り
返

た
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く
 
そ
の

間
に
自
ら
の
目
の
前
に
黒
い
刀
身
が
見
え

 
ピ
ト
フ

イ
は
何
と
か
そ
れ
を

⻤

の

い
刃
で
受
け
止
め
た

ハ

ハ
チ
マ
ン

 
そ
の
目
の
前
に
は
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
を

え
た
ア
チ
マ
ン
が
い
た

 
そ
の

力
は
凄
ま
じ
く

Ｓ
Ｔ
Ｒ
特
化
の
ピ
ト
フ

イ
よ
り
も
上
を
い

て
い
た

 
そ
れ
で
も
ピ
ト
フ

イ
は
意
地
を
見
せ

何
と
か
そ
の
刃
を

ね
返
す
と

 

メ

ト
ル
ほ
ど
後
ろ
に

び
退

た

へ
 
そ
の
動
き
を
見
た
ア
チ
マ
ン
は

感
心
し
た
よ
う
に
言

た

や
る
じ

な
い

さ
す
が
は
シ

ナ
の
仲
間
ね

そ
の
口
調

中
身
は
女
の
子
な
ん
だ

え
え
そ
う
よ

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
死
ん
で
も
ら
お
う
か
し
ら

く
 
ア
チ
マ
ン
の
攻
撃
は

速
さ
と
重
さ
が
ピ
ト
フ

イ
の
上
を
い

て
お
り
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ピ
ト
フ

イ
は
一

で
防
戦
一
方
に
追
い
込
ま
れ
た

こ
れ
は
シ

ナ
の
命
令

え
え

あ
な
た
達
を
守
る

に
ね

ど

ど
う
い
う
事

万
が
一
を
避
け
る

に
も

大
切
な
仲
間
を
死
銃
に
撃
た
せ
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
よ

 
ち
な
み
に
今
は
ど
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
を

じ

自
宅
だ
け
ど

セ
キ

リ
テ

は

そ
れ
は
万
全

 
ア
チ
マ
ン
は
ピ
ト
フ

イ
の
顔
を
じ

と
見
つ
め

き
な
が
ら
言

た

そ
う

で
も
一
応
念
の

こ
こ
で
死
ん
で
も
ら
え
な
い
か
し
ら

 
こ
の
大
会
は
も
う

目
よ

多
分
ゴ
シ

プ
の
種
に
さ
れ
る

 

し
い
説
明
は
大
会
後
に
シ

ナ
が
し
て
く
れ
る
わ

そ
う
い
う
事
な
ら

で
も
ど
う
せ
な
ら
シ

ナ
自
身
の
手
で
倒
さ
れ
た
い
ん
だ
け
ど
な

ご
め
ん
な
さ
い

そ
れ
じ

あ
変
わ
り
に
私
が
シ

ナ
と
交

し
て
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大
会
後
に
あ
な
た
と
の
デ

ト
の
約
束
を
取
り
付
け
る
わ

そ
れ
で
ど
う

是
非
そ
れ
で

む
し
ろ
あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

抗
を
や
め

あ

さ
り
と
ア
チ
マ
ン
に
倒
さ
れ
た
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第
４
２
０
話
 
合
流

 
ア
チ
マ
ン
の

り
を
待
つ
間
シ

ナ
は
キ
リ
ト
と
合
流
す
る
の
に
都
合
の
い
い
場
所
を
探
し

て
い
た

あ
の
ビ
ル
が
良
さ
そ
う
だ
が

確
か
に
他
か
ら
狙
撃
さ
れ
る
恐
れ
も
無
さ
そ
う
で
す
ね

ち

と
上
に
行

て
み
る
か

は
い

 
確
か
に
そ
の
ビ
ル
よ
り
高
い

物
は
こ
の
小
さ
な
街
に
は
無
く
待
ち
合
わ
せ
に
は
最

だ
と

思
わ
れ
た

よ
し

下
の
様
子
を

い
つ
つ
こ
こ
で
待
機
だ

分
か
り
ま
し
た

 
幸
い
ほ
と
ん
ど
待
つ
事
も
無
く
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
が

を
現
し

二
人
を
銃
士

が
迎
え
に

行

た

 
そ
し
て
つ
い
に

シ

ナ
と
キ
リ
ト
は
再
会
す
る
事
と
な

た
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お
い

お

お
う

お
う
じ

な
い
よ

秘
密
主
義
も
い
い
加

に
し
ろ

す
ま
ん

そ
れ
じ

あ
情
報
の

り
合
わ
せ
を
す
る
か

お
う

 
そ
ん
な
二
人
に
シ
ノ
ン
が
た
ま
ら
ず
突

込
ん
だ

え

追
求
も
謝
罪
も
そ
れ
だ
け

ん

何
か
お
か
し
い
か

こ
ん
な
も
ん
だ
ろ

そ

そ
う

 
シ
ノ
ン
は

れ
た
顔
を
す
る
と

こ
の
二
人
に
は
こ
れ
が
普
通
な
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
そ
れ
以
上
二
人
に
突

込
む
の
を
や
め
た

俺
達
の
目
の
前
で
ギ

レ

ト
が
殺
さ
れ
た

こ

ち
は
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

だ

使
わ
れ
た
の
は
筋

緩

の
ス
キ
サ
メ
ト
ニ
ウ
ム
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そ
れ
と
ス
テ
ル
ベ
ン
の
奴

を
消
す
マ
ン
ト
を
持

て
や
が
る
ぞ
ま
ん
ま
と
出
し
抜
か
れ

た
わ

を

す
マ
ン
ト

そ
れ
じ

あ
も
し
か
し
て
死
銃
が
プ
レ
イ
ヤ

の

所
を
知

た
手

て 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
に
シ

ナ
は

い
た

十
中
八
九

Ｂ
ｏ
Ｂ
の

し
込
み
の
時
に
後
ろ
か
ら

き
見
た
ん
だ
ろ
う
な

 

純
だ
が
確
か
に

果
的
な
手
口
だ

も
し
か
し
て
私
の

所
も
前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の

し
込
み
の
時
に
見
ら
れ
て
た

い
や

そ
れ
は
無
い

あ
の
時
は
俺
が
完

に
ガ

ド
し
て
い
た
か
ら
な

そ
う

 
シ
ノ
ン
は

か
な
い
顔
で
そ
う
言

た

 
そ
れ
を

し
く
思

た
シ

ナ
が
そ
の
事
を
シ
ノ
ン
に

ね
よ
う
と
し
た
時

 
先
に
キ
リ
ト
が
シ

ナ
に
こ
う
質
問
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
さ

き
ス
テ
ル
ベ
ン

て
呼
ん
で
た
よ
な

す
て

ぶ
ん
じ

な
い
の
か

そ
れ
が
同
じ

り
の
ド
イ
ツ
語
で

死
を
表
す
ス
テ
ル
ベ
ン

て

語
が
あ
る
ら
し
く
て
な
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多
分
そ

ち
な
ん
だ
ろ
う
と
思

て
そ
う
呼
ぶ
事
に
決
め
た

い
か
に
も
あ
い
つ
ら
ら
し
い
ネ

ミ
ン
グ
だ
な
そ
う
い
う
事
な
ら
今
後
は
そ
う
呼
ぶ
事
に
す

る
かお

う
で

ど
う
す
る

 
キ
リ
ト
は
シ

ナ
に
そ
う
問
い
か
け

シ

ナ
は
難
し
い
顔
を
し
た

今
ア
チ
マ
ン
が
残
り
の
三
人
の
討
伐
に
向
か

て
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
で
首
尾
よ
く
三
人
を
倒
せ
れ
ば
こ
こ
に
い
る
四
人
は
死
銃
の
タ

ゲ

ト
に
は
な
り
え

な
い
か
ら

 
当
面
の
安
全
は
確
保
さ
れ
る
事
に
な
る
ん
だ
よ
な

ア
チ
マ
ン

て

も
う
一
人
の
ハ
チ
マ
ン
の
事
か

お
う

ま
あ
そ
う
い
う
も
ん
だ
と
思

て
く
れ
れ
ば
い
い

分
か

た

 
シ
ノ
ン
は

物
分
り
が
良
す
ぎ
な
い

と
思
い
つ
つ
も
何
も
突

込
ま
な
か

た

タ

ゲ

ト
に
は
な
り
え
な
い

か
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そ
し
て
キ
リ
ト
が
そ
う

い
た

ん

何
か
あ

た
の
か

さ

き
私
が
死
銃
の
黒
星
に
狙
わ
れ
た
の
よ

シ

ナ

 
キ
リ
ト
の
代
わ
り
に
シ
ノ
ン
が
シ

ナ
に
そ
う
説
明
を
し
た

何
だ
と

か
な
い
顔
は
そ
の
せ
い
か

 
シ

ナ
は
そ
の
予
想
外
の
言
葉
に
面
食
ら

た

キ
リ
ト

お
前

安
全
な
場
所
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
る
よ
な

あ
あ

俺
は
問
題
な
い
よ

俺
も
だ

何
せ
ゴ
ド
フ
リ

が
ガ

ド
し
て
く
れ
て
る
か
ら
な

ゴ
ド
フ
リ

が

そ
れ
な
ら
安
心
だ
な

今
度
俺
に
も
会
わ
せ
て
く
れ
よ

あ
あ

分
か

た

こ
の
マ

ク
ス
も

家
の
セ
キ

リ
テ

は
か
な
り

い
ら
し
い

シ
ノ
ン
も
だ
よ
な

 
そ
れ
に
お
前
の
家
に
は
あ
い
つ
も
い
る
し
な

え

え
え

そ
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど

 
シ
ノ
ン
は
困

た
よ
う
な
顔
で
そ
う
答
え
た
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確
か
に
不
安
で
は
あ
る
が

さ
り
と
て
自
分
の
体
に
危
険
が
あ
る
と
は
思
え
な
い

と
り
あ
え
ず
保

だ
な

そ
う
だ
な

う

う
ん

シ

ナ

終
わ

た
わ
よ

 
丁
度
そ
の
時
ア
チ
マ
ン
が
そ
の
場
に

を
現
し
た

さ
す
が
と
い
う
か

 
ど
う
や
ら
話
し
合
い
を
す
る
な
ら
こ
こ
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
自
力
で
た
ど
り
着
い
た
ら

し
いお

前

あ
の
三
人
相
手
に
勝

た
の
か

定
し
た
い
所
だ
け
ど

闇
風

て
人
が
倒
さ
れ
た
直
後
に
残
り
の
二
人
に
奇
襲
を

け
て

 
そ
の
ま
ま
倒
し
た

て
感
じ
ね

そ
れ
で
も
よ
く
や

た
な

こ
れ
で
あ
の
三
人
は
も
う
安
全
だ

え
え

 
ア
チ
マ
ン
は
ピ
ト
フ

イ
の
事
を
ど
う
切
り
出
そ
う
か
と
迷

た
が

 
結
局
全
て
が
終
わ

た
後
に
強
引
に
頼
む
事
に
決
め
た
よ
う
だ
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そ
し
て
シ

ナ
と
ア
チ
マ
ン
の
会
話
が
終
わ

た

合
い
を
見
て
キ
リ
ト
が
シ

ナ
に
こ
う

ね
た

な

シ

ナ

そ

ち
は
コ
ン
バ

ト
し
た
ハ
チ
マ
ン
な
ん
だ
ろ

 
中
身
は
誰
な
ん
だ

俺
の
知

て
る
奴
か

秘
密
よ

で
も
私
は
い
ず
れ
必
ず
あ
な
た
と
戦
う
事
に
な
る
か
ら

 
そ
の
時
ま
で
楽
し
み
に
待

て
て

ほ
う

て
い
う
か
女
の
子
だ

た
の
か

 
キ
リ
ト
は
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た
後

ニ
ヤ
リ
と
し
た

そ
れ
な
ら
そ
の
時
を
楽
し
み
に
待

て
る
よ

謎
の
戦
士

さ
ん

え
え

そ
の
時
ま
で
に
は
必
ず
あ
な
た
と
戦
え
る
く
ら
い
の
戦
士
に
な

て
み
せ
る
わ

お
う

頑
張

て
く
れ

 
そ
の
や
り
取
り
の
間
に
シ

ナ
も
方
針
を
決
め
た
ら
し
く
五
人
は
今
後
の
事
に
つ
い
て
相
談

を
始
め
た

よ
し

決
め
た
ぞ

ど
う
す
る
ん
だ
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先
ず
シ
ノ
ン

マ

ク
ス

服
を
脱
げ

え

分
か
り
ま
し
た

ち

ち

と
イ
ク
ス

 
シ
ノ
ン
は

た
よ
う
に
い
き
な
り
装
備
を
脱
ぎ
始
め
た
銃
士

を
止
め
た

何何
で
い
き
な
り
脱
ご
う
と
す
る
の
よ

文

く
ら
い
言
い
な
さ
い
よ

シ

ナ
様
は
別
に
エ
ロ
キ

ラ
じ

な
い

そ
う
言
う
か
ら
に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
は
ず

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
困

た
よ
う
に
チ
ラ
リ
と
シ

ナ
の
方
を
見
た

シ

ナ
は

き
銃
士

に
言

た

お
前
も
お
前
で
俺
を
信
頼
し
す
ぎ
だ

あ
と
人
の
話
は
最
後
ま
で

け
よ

 
マ

ク
ス
と
シ
ノ
ン
に
は
装
備
を
交
換
し
て
も
ら
う

 
そ
し
て
マ

ク
ス
に
は
隣
の
ビ
ル
に
移

て
も
ら
い
ス
テ
ル
ベ
ン
を
誘
い
出
す

に
な

て

も
ら
う
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こ
れ
で
シ
ノ
ン
が
あ
い
つ
に
撃
た
れ
る
可
能
性
は
無
く
な
る

の
見
え
な
い
相
手
を
お
び
き
出
す

て
作
戦
か

私
は
ど
う
す
る
の

シ
ノ
ン
は
こ
の
ま
ま
こ
こ
で
待
機
だ

可
能
な
ら
死
銃
を
狙
撃
し
ち
ま
え
ば
い
い

 
つ
い
で
に
お
前
に
は
護
衛
を
付
け
る

そ
れ
は
私
の
役
目
ね

 
察
し
の
い
い
ア
チ
マ
ン
が

即
座
に
そ
う
言

た

俺
と
キ
リ
ト
は
こ
の
ビ
ル
の

囲
を

だ

ま
あ
あ
い
つ
は
俺
達
を
避
け
て

 

を
消
し
た
ま
ま
シ
ノ
ン
の
所
へ
向
か
う
だ
ろ
う
け
ど
な

 
そ
う
な

た
ら
こ

ち
の
も
ん
だ

死
銃

ス
テ
ル
ベ
ン
を
囲
ん
で
確
実
に
仕

め
る

 
こ
の
大
会
は
回
線
を
抜
か
な
い
限
り
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
な
い
か
ら
な

 
お
そ
ら
く
ジ

ニ

ブ
ラ

ク
は
別
行
動
を
と

て
い
る
は
ず
だ
ろ
う
し

 
あ
い
つ
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
ら

そ
の
ま
ま
こ
こ
で
足
止
め
す
る

 
そ
れ
な
り
に
時
間
を

げ
ば
あ
と
は

岡
さ
ん
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に
四
人
は

い
た
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悪
い
な
マ

ク
ス

お
前
に
一
番
危
険
な
役
目
を
頼
む
事
に
な
る

 
シ

ナ
は
銃
士

に
そ
う
言
い

銃
士

は
首
を

た

い
い
え
シ

ナ
様
私
は
以
前
交
わ
し
た
約
束
の

件
を
こ
の
役
目
を
こ
な
す
事
に
変
え
て

け
れ
ば

 
特
に
そ
の
事
で
不
満
は
あ
り
ま
せ
ん

そ
れ
な
ら
私
に
不
利

は
無
い
で
す
か
ら

約
束

あ
あ

あ
れ
か

分
か

た

そ
れ
で
い
い

や

た

今
回
も
マ

ク
ス
大
勝
利

 
突
然
態
度
を
変
え

そ
う
言

た
銃
士

を
見
て

シ
ノ
ン
は
ピ
ン
と
き
た
の
だ
ろ
う

 
上
目
遣
い
で
シ

ナ
を
見
な
が
ら
言

た

わ

私
も
そ
れ
で

え

や
だ
よ

お
前
に
は
最
初
か
ら
何
も
リ
ス
ク
は
無
い
じ

な
い
か
よ

 
死
銃
を
倒
し
た
後
に
残

た
奴
ら
で
優
勝
者
を
決
め
れ
ば
い
い
ん
だ
し

 
シ

ナ
は
そ
う
即
答
し
た
が

シ
ノ
ン
は

も
食
い
下
が

た

そ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

じ

じ

あ
こ
う
し
ま
し

う

 
私
が
も
し
優
勝
し
た
ら

イ
ク
ス
と
同
じ

利
を
私
に
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シ

ナ
は

ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
は
引
く
気
は
無
い
よ
う
だ
と
思
い

仕
方
な
く

い
た

は

分
か

た

そ
れ
で
い
い

や

た

 
シ
ノ
ン
は

え
め
に
そ
う
言
い

小
さ
く
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た

話
は

ま

た
か

そ
れ
じ

あ

速
始
め
よ
う

 
キ
リ
ト
は
特
に
何
も
突

込
む
事
は
無
く

々
と
そ
う
言

た

 
八
幡

み
の
こ
ん
な
光
景
は
も
う
慣
れ

こ
の
よ
う
だ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
と
銃
士

は
装
備
を
交
換
し
た

も
ち
ろ
ん
シ

ナ
と
キ
リ
ト
は
後
ろ
を
向

い
て
い
る

ね

イ
ク
ス

何こ
の
ス
カ

ト

ち

と

く
な
い

シ

ナ
様
に
パ
ン
ツ
を
見
ら
れ
る
可
能
性
が
上
が
る
事
に
何
の
不
満
が

 
そ
の
言
葉
に
シ
ノ
ン
は

銃
士

は
こ
う
い
う
子
だ

た
と

め
に
も
似
た
気
持
ち
を

い

た
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ま
あ
い
い
わ

ど
う
せ
シ
ノ
ン
は
い
つ
も
生
足
を
さ
ら
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 
そ
こ
に
パ
ン
ツ
が
加
わ
る
く
ら
い
ど
う
と
い
う
事
は
無
い

そ
う
ね

 
銃
士

と
そ
れ
な
り
に
交
流
を
深
め
て
き
た
シ
ノ
ン
は

 
ど
う
や
ら
何
を
言

て
も
無

だ
と
い
う
事
を
ち

ん
と
学
ん
で
い
た
ら
し
い

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
ず

シ

ナ
に
言

た

準
備
オ

ケ

よ

そ
れ
じ

あ
最
後
に
ス
キ

ン
へ
の
対
応
を
説
明
す
る

 
先
ず
シ
ノ
ン
は
隣
の
ビ
ル
の
一

で
待
機
こ
れ
は
ス
キ

ン
で
は
ど
の
高
さ
に
い
る
か
は
分

か
ら
な
い

 
ス
キ

ン
後
の
移
動
を

く
す
る

の

置
だ

 
そ
し
て
他
の
者
は
出
来
る
だ
け
ビ
ル
か
ら
離
れ
シ
ノ
ン
が
一
人
だ
と
い
う
事
を
ア
ピ

ル
す

る 
ス
キ

ン
が
終
わ

た
ら
他
の
者
は
急
い
で
さ

き
説
明
し
た
配
置
に
つ
い
て
く
れ
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了
解

 
キ
リ
ト
は
先
ん
じ
て
下
に
お
り
て
い

た

次
の
ス
キ

ン
ま
で
に

 
な
る
べ
く
遠
く
に
離
れ
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

あ

そ
れ
と
マ

ク
ス

は
い

Ｍ
８
２
は
お
前
が
持

て
い
ろ
屋
上
か
ら
顔
を

か
せ
て
チ
ラ
チ
ラ
と
そ
れ
を
ア
ピ

ル
す

れ
ば

 
そ
の

度
の
露
出
な
ら
Ｍ
８
２
が
ヘ
カ

ト

に
見
え
る
だ
ろ
う
し

よ
り
信

性
が

す

だ
ろ
う

そ
う
で
す
ね

そ
れ
で
は
お

り
し
ま
す

に
は

子
を
被

て
お
け
よ

の
色
で
バ
レ
ち
ま
う
か
ら
な

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て

自
が
配
置
に
向
か
う
中

シ

ナ
は
何
と
な
く
シ
ノ
ン
に

ね
た

そ
う
い
え
ば
今
回

シ

ピ

ゲ
ル
は
出
て
な
い
ん
だ
な

何
か

い
て
る
か

う
ん

用
事
が
あ
る
ん
だ

て
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で
も
シ

ナ
が
シ

ピ

ゲ
ル
の
事
を
気
に
す
る
な
ん
て
一
体
ど
う
し
た
の

い
や
な

ゼ
ク
シ

ド
の
奴
が

に
シ

ピ

ゲ
ル
の
事
を
気
に
し
て
た
ん
で
な

 
一

に
頑
張
ろ
う

て
約
束
し
た
の
に
あ
い
つ
は
ど
う
し
た
ん
だ

だ
と
さ

へ

ゼ
ク
シ

ド
が
そ
ん
な
事
を

あ
あ

何
度
か
話
し
た
後

一

に
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
参
加

し
込
み
を
し
た
せ
い
で

 
シ

ピ

ゲ
ル
の
事
が
気
に
入

た
み
た
い
だ
な

珍
し
い
組
み
合
わ
せ
だ
け
ど
な

え
 
そ
の
言
葉
に
シ
ノ
ン
が

し
げ
な
顔
を
し
た

シ

ナ
は
何
だ
ろ
う
と
思
い
シ
ノ
ン
に

ね

た
ど
う
か
し
た
の
か

あ
れ

お
か
し
い
な

シ

ピ

ゲ
ル
は

用
事
が
あ
る
か
ら
最
初
か
ら

し
込
み
を
し
て

な
い

 

て
言

て
た
ん
だ
け
ど

そ
う
な
の
か

ふ
む

と
り
あ
え
ず
そ
の
話
は
後
だ

と
り
あ
え
ず
ス
キ

ン
が
近
い
か

ら
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先
に
配
置
に
つ
い
ち
ま
お
う

そ
う
ね

気
を
つ
け
て
ね

シ

ナ

お
前
も
ド
ジ
る
な
よ

シ
ノ
ン

 
こ
う
し
て
次
の
ス
キ

ン
を
合
図
に

最
後
の
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
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第
４
２
１
話
 
シ

ナ
は
シ

ピ

ゲ
ル
を
疑
う

あ
の
シ
ノ
ン
と
か
い
う
ス
ナ
イ
パ

が
一
人
で
い
る
の
か

 
罠
か
も
し
れ
な
い
が

恭
二
の
馬

の

に
も
仕
方
な
い

行
く
か

 
次
の
ス
キ

ン
が
行
わ
れ
た
後

ス
テ
ル
ベ
ン
は
あ
え
て
シ
ノ
ン
の
下
に

く
事
に
し
た

あ
と
一
人

そ
れ
さ
え
終
わ
れ
ば
後
は
キ
リ
ト
と
決
着
を

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は

そ
ん
な
彼
ら
し
く
な
い
言
葉
を

き
な
が
ら
目
的
の
ビ
ル
へ
と
向
か

た

 
シ

ナ
の
事
は
む
し
ろ
避
け
て
い
た
彼
だ

た
が

か
つ
て
直
接
や
り
あ

た
キ
リ
ト
は

 
彼
に
と

て
は
特
別
の
意
味
を
持
つ
相
手
の
よ
う
だ

 
ど
う
や
ら
彼
は
自
分
で
思

て
い
る
以
上
に
ま
と
も
な
ゲ

マ

ら
し
さ
を
残
し
て
い
た
ら

し
い

 
そ
れ
に
久
々
に
仲
間
達
と
一
か
ら
プ
レ
イ
す
る

ゲ

ム
は

彼
に
と

て
は
と
て
も
楽
し

か

た
の
だ

  
目
的
の
ビ
ル
に
近
付
い
た
時

ス
テ
ル
ベ
ン
は
キ
リ
ト
の

を
見

け

ギ
ク
リ
と
し
た
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だ
が
キ
リ
ト
は
ス
テ
ル
ベ
ン
に
は
気
付
か
ず
そ
の
ま
ま
ぶ
ら
ぶ
ら
と

り
を

し
て
い
た

罠
か
も
し
れ
な
い
が
こ
の

置
な
ら
最
初
に
駆
け
付
け
て
く
る
の
は
お
そ
ら
く
あ
い
つ
だ
ろ

う 
シ

ナ
の
動
き
も
気
に
な
る
が

そ
れ
は
ど
う
で
も
い
い

 
こ
れ
で
あ
い
つ
と
決
着
を
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま

た

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
う
考
え

剣
の
備
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

た
の
だ
が

 
そ
の

に
は
一
度

を
見
せ
る
必
要
が
あ
る

メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
光
歪
曲
迷

マ
ン
ト
は

 
一
定
の

果
時
間
が
過
ぎ
る
か
攻
撃
も
し
く
は
そ
れ
に

ず
る
行
動
を
す
る
と
そ
の

果
が

切
れ
る

 
そ
し
て
何
ら
か
の
行
動
に
よ

て

中
で

果
が
中
断
さ
れ
た
場
合
の
み
ク

ル
タ
イ
ム
が

発
生
す
る

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
の
リ
ス
ク
を
最
大
限
避
け
る

に

一
度
別
の

物
の
中
に
入
り

 

果
時
間
が
自
然
消
滅
し
た

間
に
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
か
ら
何
か
を
取
り
出
す
と

 
そ
れ
を
装
備
し

再
び

を
消
し
た
後

移
動
を
開
始
し

 
シ
ノ
ン
が
い
る
は
ず
の
ビ
ル
へ
と
た
め
ら
い
無
く
侵
入
し
た
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く
そ
よ
り
に
よ

て
俺
が
仲
間
を
危
険
な
目
に
合
わ
せ
る
よ
う
な
作
戦
を
実
行
す
る
事
に
な

る
と
は
な

 
シ

ナ
は
悔
し
そ
う
に
そ
う

き
な
が
ら

イ
ラ
イ
ラ
し
た
様
子
で

囲
の

を
始
め
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
の

界
で
何
か
が
一

動
い
た

 
シ

ナ
は
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
そ
ち
ら
に
近
付
く
と

そ
こ
に
は
ス
テ
ル
ベ
ン
が
お
り

 
シ

ナ
は
こ
れ
は
ラ

キ

だ
と
思

て

に
差
し
て
い
た
ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
を

た

 
だ
が
直
後
に
死
銃
が
取
り
出
し
た
物
を
見
て

シ

ナ
は

直
し
て
し
ま
い

 
そ
の
ま
ま
攻
撃
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
い

そ
の
間
に
ス
テ
ル
ベ
ン
は
再
び

を
消
し
た

あ
れ
は

見
間
違
い
か

い
や

俺
も
手
伝

た
ん
だ

見
間
違
え
る
は
ず
は
な
い

 
あ
れ
は
イ
コ
マ
が
シ

ピ

ゲ
ル
の

に
作

た
剣
じ

な
い
か

 
ス
テ
ル
ベ
ン
が
取
り
出
し
た
の
は
以
前
シ

ピ

ゲ
ル
が
イ
コ
マ
に
頼
ん
で
作

て
も
ら

た 

船
の
装
甲

の
素
材
か
ら
作
ら
れ
た
剣
だ

た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

こ
の
時
初
め
て
シ

ピ

ゲ
ル
に
疑
い
を
持
ち
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そ
れ
前
提
で
今
ま
で
の
事
を
考
え
始
め
た

少
し
後
に
銃
士

が

む
ビ
ル
の
上
か
ら
銃
声

が

い
た
が

 
シ

ナ
は
血
を

く
思
い
で
そ
の
場
か
ら
動
か
な
か

た

 

な
予
感
が
止
ま
ら
な
か

た

仲
間
達
を
信
頼
し
自
身
の
思
考
を
優
先
す
る
事
に
し
た

の
だ

た

す
ま
ん
マ

ク
ス

頼
む
ぞ
キ
リ
ト

  
銃
士

は

ビ
ル
の
屋
上
出
口
か
ら
は
死

に
な
る

置
に
お
り

 
そ
れ
は
そ
の
出
口
か
ら
少
し
歩
か
な
い
と

銃
士

を
銃
撃
す
る
事
は
絶
対
に
不
可
能
な

置
取
り
だ

た

 
そ
れ
を

ま
え
て
シ
ノ
ン
と
ア
チ
マ
ン
は

ビ
ル
の
上
で

く
役

分
担
を
決
め
て
い
た

も
し
死
銃
と
キ
リ
ト
君
が
近
接
戦
に
な

た
場
合
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
の
恐
れ
が
あ
る

か
ら

 
私
達
は
と
に
か
く
相
手
の
け
ん
制
に
努
め
る
事
に
な
る
わ
ね

私
の

だ
と
出
口
か
ら
脱
出
さ
れ
な
い
よ
う
に

線
を
そ
こ
に
集
中
さ
せ
る
の
が
精
一



 第四章 ＧＧＯ編

問
題
無
い
わ
私
の

は
見
ら
れ
て
る
か
ら
こ

ち
の
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
は
相
手
に

見
え

だ
け
ど

 
そ
れ
故
に
出
来
る
事
が
あ
る

敵
本
体
へ
の
け
ん
制
は
私
に
任
せ
て

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
待

た
後

突
然
銃
士

が
銃
撃
さ
れ

 
そ
の
直
後
に
隣
の
ビ
ル
の
屋
上
に
死
銃
が

を
現
し
た

来
た

キ
リ
ト
君
と
シ

ナ
が
来
る
ま
で
敵
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
け
ん
制
を
開
始
す
る
わ

う
ん

お
願
い
ね

 
そ
し
て
身
を

し
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
ス
テ
ル
ベ
ン
の
目
の
前
の
ビ
ル
内
に
入
る

の
入
り

口
付
近
に

 
ア
チ
マ
ン
か
ら
の

な
攻
撃
が
加
え
ら
れ
た

や
は
り
罠
か

だ
が
シ
ノ
ン
に
銃

は
撃
ち
こ
ん
だ

 
そ
う
考
え
て
チ
ラ
リ
と
そ
ち
ら
に

線
を
向
け
た
ス
テ
ル
ベ
ン
は
驚
愕
し
た

 

死
の

態
な
が
ら
も

そ
こ
に
立

て
い
た
の
は
服
装
こ
そ
シ
ノ
ン
と
同
じ
だ
が

 
そ
の
顔
は
別
人
の
も
の
で
あ

た
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貴
様

銃
士

そ
の
銃
で
撃
た
れ
て
も
私
は
死
な
な
い

あ
な
た
達
の
計
画
は
破

し
た

 
そ
の
言
葉
に
ス
テ
ル
ベ
ン
の

の
中
は

熱
し
た

そ
し
て
銃
士

が
こ
ち
ら
に
銃
口
を
向

け
た

間

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
ま
る
で
闇
風
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
高
機
動
で
銃
士

に
迫
り

 

に
差
し
て
い
た
剣
で
銃
士

を
一
突
き
に
し
わ
ず
か
に
残

て
い
た

を
全
て

り
取

た 
そ
の
直
後
に
屋
上
に

キ
リ
ト
が

を
現
し
た

死
銃

い
や

ザ
ザ

来
た
か

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

銃
士

の
死
体
を
見
て
逆
に
安
心
し
た

イ
ク
ス
さ
ん
の
死
体
は
ど
う
や
ら
消
え
な
い
ら
し
い
な

 
そ
の
銃
で
撃
た
れ
た
者
に
は
真
な
る
力
に
よ

て

き
が
下
る
ん
じ

な
か

た
の
か

ち

シ

ナ
の
計
画
か

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は

そ
の
手
に
持

て
い
た
剣
で
キ
リ
ト
に

り
か
か

た
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こ
れ
は
敵
か
ら
の
銃
撃
を
避
け
る
狙
い
も
あ
る

 
相
手
が
キ
リ
ト
ご
と
自
分
を
銃
撃
し
よ
う
と
し
て
き
た
ら
ア
ウ
ト
だ
が

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
そ
う
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
た

 
そ
の

通
り

界
に
は
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
一
つ
映
ら
ず

が
飛
ん
で
く
る
気
配
は
微

も
無
い

 
そ
の

ス
テ
ル
ベ
ン
は

キ
リ
ト
と
の
戦
闘
に
集
中
す
る
事
が
可
能
と
な

た

 
こ
い
つ

よ
り
強
く
な

て
や
が
る

 
キ
リ
ト
は
ス
テ
ル
ベ
ン
と
実

に
剣
を
合
わ
せ

そ
う
感
じ
た

 
不

慎
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
で
何
と
な
く
楽
し
く
な

て
し
ま

た
キ
リ
ト
は

 
挑
発
の
意
味
合
い
も
持
た
せ
な
が
ら

ス
テ
ル
ベ
ン
に
話
し

け
た

お
前

俺
に
負
け
た
の
が
そ
ん
な
に
悔
し
か

た
の
か

 
前
戦

た
時
よ
り
も
強
く
な

て
る
み
た
い
じ

な
い
か

そ
れ
に
何
だ
よ
そ
の
剣
こ
の
エ
リ

シ
デ

タ
で

れ
な
い
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
業
物
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な
ん
だ
な

相
変
わ
ら
ず
無
口
な
奴
だ
な

戦
い
に
集
中
し
ろ

な
め
る
な
よ
も
ち
ろ
ん
集
中
し
て
る
さ

そ
の
証

に
今
は

に
や
り
あ

て
る
だ
ろ

チ

や

ぱ
り
お
前
も
あ
い
つ
も

な
野
郎
共
だ

褒
め
言
葉
だ
と
思

て
お
い
て
や
る
よ

 
二
人
の
激
し
い
戦
い
は
続
き

シ
ノ
ン
は
そ
ろ
そ
ろ
手
を
出
す
べ
き
か
と
考
え
て
い
た
が

 
そ
の

間
に
空
に
信

が
打
ち
あ
が

た

え

何

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
突
然
の
出
来
事
に

が
分
か
ら
な
か

た
が

 
と
り
あ
え
ず
ス
テ
ル
ベ
ン
を
け
ん
制
し
よ
う
と
ヘ
カ

ト

に
手
を

け
た

 
だ
が
そ
の
手
を
ア
チ
マ
ン
が
押
さ
え
た

待

て

キ
リ
ト
さ
ん
の
動
き
が
変
わ

た
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え
 
確
か
に
キ
リ
ト
の
攻
撃
か
ら
は

先
ほ
ど
の
激
し
さ
が
身
を

め

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
防
御
ぎ
み
な
動
き
に
な

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

ど
う
い
う
事

分
か
ら
な
い

で
も
き

と

を
見
せ
な
い
シ

ナ
の
事
と
何
か
関
係
が
あ
る
は
ず

 
こ
ち
ら
が
介
入
す
る
の
は

次
に
キ
リ
ト
さ
ん
が
攻
撃
に
転
じ
た
後
の
方
が
い
い
と
思
う

わ

分
か

た
わ

も
う

シ

ナ

一
体
ど
う
し
ち

た
の
よ

  
一
方
シ

ナ
は

ま
だ
考
え
に

し
て
い
た

も
し
か
し
た
ら
シ

ピ

ゲ
ル
は

あ
の
剣
を
店
に
で
も

た
の
か

 
確
か
に
あ
い
つ
は
剣
士

て
タ
イ
プ
じ

な
い
か
ら
そ
の
可
能
性
は
あ
る

 
そ
れ
で
他
の
い
い
装
備
を
揃
え
る
の
は
強
く
な
る

に
は

り
だ
な

 
シ

ナ
は

こ
の
事
は
シ

ピ

ゲ
ル
が
敵
で
あ
る
証
明
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
た

ス
テ
ル
ベ
ン
が
相
手
の

所
を
知

た
手

は
分
か

た
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を
消
し
て
後
ろ
か
ら
盗
み
見
る

確
か
に

純
だ
が

果
的
だ

 
お
そ
ら
く
前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
か
ら
準
備
し
て
い
た
に
違
い
な
い

 
あ
の
時
確
か
に
総
督

で

あ
い
つ
ら
の

線
を
感
じ
た
か
ら
な

 
そ
の
時
の
事
を
思
い
出
し

シ

ナ
は
ハ

と
し
た

待
て

そ
の
直
後
に
俺
は
シ

ピ

ゲ
ル

み
で
何
か
を
感
じ
た
は
ず
だ

 
あ
れ
は
何
だ

た
か

そ
う
だ

確
か
エ
ヴ

達
が
い
た
時

 
シ

ピ

ゲ
ル
か
ら
向
け
ら
れ
る
感
情
が
総
督

で
感
じ
た
も
の
と
一

だ

た
か
ら

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ハ

と
し
た

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の

し
込
み
の
時
に

俺
は
シ

ピ

ゲ
ル
か
ら
暗
い
感
情
を
向
け
ら
れ
た

 
だ
が
あ
の
時

影
し
た
中
に

シ

ピ

ゲ
ル
の

が
あ

た
か

答
え
は
否
だ

 
俺
も
ロ
ザ
リ
ア
を
手
伝

た
か
ら
分
か
る

あ
の
中
に
シ

ピ

ゲ
ル
は
い
な
か

た

 
と
い
う
事
は

 
そ
し
て
シ

ナ
は

結

に

り
着
い
た

サ
ブ
キ

ラ

も
し
く
は
別
キ

ラ
で
わ
ざ
わ
ざ
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
と
い
う
事
だ

 
そ
し
て
そ
の
場
に
は
偶
然
ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
も
い
た
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だ
が
シ

ナ
は

そ
れ
で
も
ま
だ

と
し
て
は

い
と
考
え
て
い
た

ゼ
ク
シ

ド
は
シ

ピ

ゲ
ル
の
事
を
何
故
か
親
し
く
感
じ
て
い
た

 
そ
れ
は
あ
い
つ
が
ゼ
ク
シ

ド
に
親
し
げ
に
話
し

け
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う

 
だ
が
戦
争
の
直
後

あ
い
つ
は
闇
風

み
で
ゼ
ク
シ

ド
の
事
を

ん
で
い
た
は
ず
だ

 
何
が
シ

ピ

ゲ
ル
を
変
え
た

ゼ
ク
シ

ド
は
何
と
言

て
い
た

ま
あ
そ
れ
以
前
に
も
た
ま
に
話
す
機
会
が
あ

た
ん
だ
が
先
日
一

に
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
場
を

し
込
ん
で

 
お

い
頑
張
ろ
う

て
約
束
し
た
か
ら
な

そ
う
い
え
ば
あ
い
つ
の

め
で
モ
デ
ル
ガ
ン
も
頼
ん
で
た
ん
だ

た
わ

だ
が
シ
ノ
ン
が
言
う
に
は
シ

ピ

ゲ
ル
は
最
初
か
ら
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の

し
込
み
は
し
て

い
な
い

 
つ
ま
り
シ

ピ

ゲ
ル
は

ゼ
ク
シ

ド
と
一

の
時
は

し
込
み
を
し
て
い
な
い

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
に

モ
デ
ル
ガ
ン
の

し
込
み
を

め
た

 
そ
れ
は
多
分

ゼ
ク
シ

ド
の

所
を
知
る

そ
し
て
自
身
の

み
を
晴
ら
す

 
こ
の
時
点
で

シ

ナ
は
シ

ピ

ゲ
ル
を
黒
だ
と
判
断
す
る
に
至

た
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偶
然
も
三
つ
重
な
れ
ば
必
然
に
な
る

そ
し
て
シ

ピ

ゲ
ル
は
シ
ノ
ン
の
リ
ア
ル
知
り
合
い

の
は
ず
だ

 
そ
う
い
う
事
な
ら
何
ら
か
の
方
法
で
シ
ノ
ン
の
家
に
侵
入
す
る
手

を
知

て
い
る
可
能
性

が
あ
る

 
そ
こ
ま
で
考
え
て

シ

ナ
は
こ
の
場
に

ま
る
と
い
う
選
択
肢
を

て
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ス
ト
レ

ジ
か
ら
信

を
二
つ
取
り
出
し

空
に
打
ち
上
げ
た

キ
リ
ト

信
じ
て
る
か
ら
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は
同
時
に
こ
う
叫
ん
だ

ゴ
ド
フ
リ

俺
の
回
線
を
抜
け

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
を
使

て
自
殺
し

 
そ
の
直
後
に
シ

ナ
の

が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
か
ら
消
え
た

 
そ
の
後
に
は

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
の
文

だ
け
が
残
さ
れ
る
事
と
な

た

 
シ

ナ
が
シ

ピ

ゲ
ル
か
ら
の
暗
い
感
情
を
感
じ
た
の
は
第
２
７
７
２
７
８
２
８
１
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話
の
事
で
す

 
イ
コ
マ
に
剣
を
作

て
も
ら

た
の
は
第
３
７
６
話

 
ゼ
ク
シ

ド
に
モ
デ
ル
ガ
ン
を

め
た
の
は
第
３
８
８
話
の
事
に
な
り
ま
す
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第
４
２
２
話
 
最
速
で
向
か
え

八
幡
の
野
郎

一
人
で
時
間

ぎ
を
し
ろ
と
か
無
茶
を
言

て
く
れ
る
な

 
こ
い
つ
は
強
く
な

た

も
う

と
は
別
人
だ

 
キ
リ
ト
は
信

が
上
が
る
の
を
見
て

時
間

ぎ
の
防
御
主
体
の
戦
術
に
切
り

え
た

だ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
を
使
う
く
ら
い
だ
き

と
何
か
大
変
な
事
態
が

こ

た
に
決

ま

て
る

 
こ
こ
は
俺
に
任
せ
て
お
前
も
頑
張
れ
よ

親
友

  
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
と
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
で
使
わ
れ
て
い
る
簡
易

丁
で
あ

た 
通
常
は
信

で
は
な
く

魔
法
を
空
に
打
ち
上
げ
て
運
用
す
る
の
が
常
で
あ
る

 

が
攻
勢
に
出
ろ

緑
が
守
勢
に
回
れ

が
敵
接
近
中

が
待
機

 
白
が
全
軍

退
黒
が
救
援
求
む
そ
し
て
紫
が

急
事
態
発
生
し
ば
し
待
て
で
あ

た

 
そ
し
て
今
上
が

た
信

の
色
は
緑
と
紫

つ
ま
り
自
分
は

急
事
態
で
動
け
な
い
か
ら
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守
勢
に
回

て
そ
の
ま
ま
待
て

と
い

た
感
じ
の
意
味
合
い
に
な
る

 
今
回
そ
れ
を
キ
リ
ト
は

可
能
な
限
り
時
間

ぎ
を
し
ろ
と
い
う
事
だ
ろ
う
と
受
け
取

た

 
ち
な
み
に
通
信
で
済
む
所
を
何
故
わ
ざ
わ
ざ
魔
法
を
信

の
変
わ
り
に
打
ち
上
げ
る
の
か

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
が
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た
事
が
あ
る

 
そ
の
時
の
ハ
チ
マ
ン
の
答
え
は
こ
う
だ

た

こ
う
い
う
の
は
あ
え
て
見
せ
る
か
ら
意
味
が
あ
る
ん
だ
よ

 
ま
あ
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は

敵
の
様
子
を
観
察
し
て
み
る
と
い
い

 
そ
の
時
は
丁
度

ヴ

ル
ハ
ラ
に
敵
対
す
る
ギ
ル
ド
の
連
合
と
の
戦
闘
直
前
で
あ
り

 

的

勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た
ヴ

ル
ハ
ラ
に
対
し

敵
は
精
神
的
優

に
立

て
い
た

 
こ
の

は
ま
だ
ヴ

ル
ハ
ラ
は
設
立
し
た
ば
か
り
で
あ
り

 
実
情
を
知
ら
な
い
者
達
か
ら
は

そ
の
実
力
を
懐
疑
的
に
見
ら
れ
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
の
戦
闘
の
開
始
か
ら
し
ば
ら
く
守
勢
に
回
る
事
を
メ
ン
バ

に
徹

さ
せ
て

い
た

 
そ
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て

突
然
空
に

系
の
魔
法
を
打
ち
上
げ
た

 
そ
の

間
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
は
突

と
し
て
攻
勢
に
転
じ
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そ
の
凄
ま
じ
い
戦
闘
力
で

で
勝
る
敵
を
蹂
躙
し
た

 
こ
ん
な
事
を

り
返
し
て
い
る
間
に

ヴ

ル
ハ
ラ
と
の
戦
闘
中
に

い
光
が
見
え
た
ら

 
死
を
覚
悟
す
る
よ
う
に
と
い
う
噂
が
ど
ん
ど
ん
広
ま

て
い
き

 
い
つ
し
か
そ
の

い
光
を
ハ
チ
マ
ン
が
打
ち
上
げ
る
だ
け
で

 
敵
が
勝
手
に
我
先
に
と
逃
げ
出
す
よ
う
に
な

た

 
そ
れ
で
メ
ン
バ

達
は
こ
う
い
う
事
だ

た
の
か
と
ハ
チ
マ
ン
の
考
え
を
理
解
す
る
に
至

た
の
で
あ
る

 
さ
て

 
キ
リ
ト
は
敵
の
攻
撃
を
防
ぎ
な
が
ら

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
考
え
た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
選
択
し
た
の
は

会
話
を
す
る
事
だ

た

お
い
ザ
ザ

声
を
変
え
て
あ
る
と
は
い
え

お
前
の
声
を

い
た
の
は
今
日
が
初
め
て
だ
な

さ

き
は

た
の
に
今
度
は
だ
ん
ま
り
か

 
そ
う
い
や
会
話
担
当
の
ジ

は
ど
う
し
た
ん
だ
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こ
の
会
話
の
間
も

キ
リ
ト
は
ザ
ザ
の
激
し
い
攻
撃
を
防
ぎ
続
け
て
い
た

 
キ
リ
ト
は
攻
撃
面
が
ク
ロ

ズ
ア

プ
さ
れ
が
ち
だ
が

実
は
防
御
も
か
な
り
上
手
い

 
そ
う
で
な
け
れ
ば
⻑
く
ソ
ロ
で
活
動
す
る
事
な
ど
出
来
は
し
な
い
の
だ

目
か

い
や

こ
い
つ
は
確
か
に
何
度
も
俺
に
話
し

け
て
い
る
ん
だ

 
何
か
こ
い
つ
の
線
に
触
れ
る
物
が
必
ず
あ
る
は
ず

こ
ん
な
時
八
幡
な
ら
ど
う
す
る

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

八
幡
な
ら
こ
の

時
間
で
的
確
に
相
手
の

点
を
突
く
だ
ろ
う
と
思
い

 
八
幡
が
よ
く
言

て
い
る
事
を
思
い
出
し
て
い
た

な

ハ
チ
マ
ン

何
で
ハ
チ
マ
ン
は
相
手
を
煽
る
の
が
上
手
い
ん
だ

ん

そ
う
だ
な

相
手
の
言
葉
を
よ
く

い
て
い
る
か
ら
か

そ
れ
が
何
で
煽
る
事
に
繋
が
る
ん
だ
よ

相
手
が

に
口
に
出
し
た
事

も
し
く
は
そ
の
正
反
対
の
事
が

 
相
手
に
と

て
言
わ
れ
た
い

も
し
く
は
言
わ
れ
た
く
な
い
事
だ
か
ら
な

 
相
手
の
言
葉
の
中
に
必
ず
ヒ
ン
ト
が
あ
る

感
情
的
に
な

た
時
は
特
に
な

な
る
ほ
ど
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こ
い
つ
が
口
に
出
し
た
事

そ
う
か

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

そ
の
言
葉
を
口
に
出
し
た

イ

ツ

シ

タ
イ
ム

 
そ
の
言
葉
を

い
た

ス
テ
ル
ベ
ン
の
動
き
が
わ
ず
か
に

た
の
を
キ
リ
ト
は
見
逃
さ

な
か

た

シ

に
し
ち

分
お

末
だ
よ
な
確
か
ゼ
ク
な
ん
と
か

て
奴
は
ま
だ
生
き
て
る
ん

だ
よ
な

あ
れ
は
他
人
に
任
せ
た
か
ら
だ

よ
し

か
か

た

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
シ

ピ

ゲ
ル
の
事
を
他
人
扱
い
し
た

 
も
は
や
ス
テ
ル
ベ
ン
の
中
で
は

シ

ピ

ゲ
ル
は
身
内
で
も
何
で
も
な
く

 
た
だ
の
自
我
が

大
し
た
お

物
で
し
か
な
い
よ
う
だ

は

他
人
に
任
せ
た
か
ら
ノ

カ
ン
だ

て
か

お
前
達
が
考
え
た
計
画
な
ん
だ
ろ

 
や

ぱ
り
お
前
ら
は

Ｐ
ｏ

に
見

て
ら
れ
た
だ
け
あ

て
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あ
い
つ
が
い
な
い
と
満
足
に
何
も
出
来
な
い
ん
だ
な

俺
達
は
見

て
ら
れ
て
な
ん
か
い
な
い

 
こ
こ
で
初
め
て
ス
テ
ル
ベ
ン
が
激
高
し
た

じ

あ
何
で
あ
い
つ
だ
け
が
自
由
を

歌
し
て

お
前
ら
だ
け
監
獄
に
入
れ
ら
れ
た
ん
だ

俺
達
の
関
係
は
お
前
ら
の
友
達
ご

こ
と
は
違
う
か
ら
だ

 
利
用
出
来
る
も
の
は
何
で
も
利
用
す
る

そ
れ
が
俺
達
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
だ

今
回
実

に
他
人
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
て
る
じ

な
い
か
よ

 
お
前

言

て
る
事
が

離
滅

だ
ぞ

よ
し
よ
し

こ
れ
で
か
な
り
時
間
が

げ
る
な

そ
も
そ
も
何
で
お
前

俺
と
こ
う
し
て
ガ
チ
で
や
り
あ

て
る
ん
だ

 
ど
う
考
え
て
も
お
前
ら
の
や
り
方
じ

な
い
だ
ろ

 
あ
の
Ｐ
ｏ

で
さ
え
お
前
ら
を
生
贄
に
し
て
俺
と
ハ
チ
マ
ン
か
ら
逃
げ
出
し
た
ん
だ
ぞ

違
う

ヘ

ド
は
お
前
ら
か
ら
逃
げ
て
な
ん
か
い
ね
え
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逃
げ
た
じ

な
い
か
よ

お
前
ら
の
主
観
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
よ

 
他
人
か
ら
見
て
確
か
に
あ
い
つ
は
逃
げ
た

そ
し
て
そ
の
後
こ
そ
こ
そ
と

れ
続
け
た

 
そ
れ
が
客
観
的
に
見
た

絶
対
的
な
真
実
だ

他
人
か
ら
ど
う
見
え
る
か
は
関
係
な
い

は

お
前
ら
が
今
や

て
い
る
事
も

他
人
が
そ
れ
を

だ
と
認
識
し
な
け
れ
ば

 
た
だ
の
薄

い
殺
人
じ

な
い
か
よ

ど
の
口
が
そ
う
言
う
ん
だ

う
る
さ
い

う
る
さ
い

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
わ
な
わ
な
と

え
出
し

一
時
的
に
そ
の
動
き
を
止
め
た

こ
の
ま
ま
も
う
少
し
引

張
れ
そ
う
だ
な

 
だ
が
そ
の
キ
リ
ト
の
考
え
と
は
裏
腹
に
ス
テ
ル
ベ
ン
は
突
然
キ
リ
ト
に
襲
い

か

て
き
た

 
そ
の
速
度
は
先
ほ
ど
よ
り
も
上
が

て
お
り

キ
リ
ト
は
自
分
の
失
敗
を
悟

た

し
ま

た

煽
り
す
ぎ
た

す
ま
ん
八
幡

あ
ま
り
時
間
は

げ
な
い
か
も
し
れ
ん

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

今
度
こ
そ
全
力
で
ス
テ
ル
ベ
ン
を
迎
え
撃
つ
事
を
決
め
た

 
ふ
う
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参
謀

言
わ
れ
た
通
り
回
線
を
抜
き
ま
し
た
ぞ

よ
く
や

た
ゴ
ド
フ
リ

と
こ
ろ
で
今
日
は
銃
は
持

て
き
て
い
る
の
か

へ
 
そ
の
い
き
な
り
の
言
葉
に
自
由
は
き

と
ん
と
し
た
後

ば
つ
が
悪
そ
う
に
言

た

さ
す
が
に
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

で
も
一
発
で
ク
ビ
に
な

て
し
ま
い
ま
す

わ

悪
い

だ
よ
な

今
の
は
忘
れ
て
く
れ

 
そ
し
て
八
幡
は

自
由
に
少
し
待

て
い
て
も
ら
う
よ
う
に
言
い

 
今
の

況
を
確
認
し
よ
う
と

方
面
に

話
を

け
る
事
に
し
た

小
猫

今
ど
こ
だ

ア
キ
バ
よ

ザ
ザ
の
本
体
を

索
中

さ
す
が
だ
な

も
う
そ
こ
ま
で
掴
ん
だ
の
か

で

手
は
足
り
て
い
る
の
か

 
八
幡
は

ア
キ
バ
で
ネ

ト

が
あ
る
店
の

を
考
え

心
配
そ
う
に
そ
う
言

た

オ
ペ
レ

シ

ン

が
発
動
さ
れ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
よ

 
今
は
社
員
を
ほ
ぼ
全
員
動
員
し
て

ロ

ラ

作
戦
を
展
開
し
て
い
る
わ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

ま

た
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は

あ
れ

て
た
だ
の
ギ

グ
じ

な
か

た
の
か

そ
ん
な

無
い
じ

な
い
発
動
さ
れ
た
時
に
ど
う
す
る
か
マ
ニ

ア
ル
も
ち

ん
と
あ
る

し 
社
員
は
必
ず
週
に
一
度
は
確
認
す
る
よ
う
に
義

付
け
ら
れ
て
い
る
の
よ

ま
じ
か
よ

全
然
知
ら
な
か

た
わ

そ
ん
な
事
よ
り
中
継
を
見
て
い
た
わ
よ

何
で
い
き
な
り
自
殺
な
ん
か
し
た
の

お
う

そ
れ
だ

詩
乃
が
危
な
い
か
も
し
れ
ん

俺
は
今
す
ぐ
詩
乃
の
家
に
向
か
う

え

ど
う
い
う
事

説
明
は
後
だ

と
に
か
く
そ
う
い
う
事
な
ら
問
題
無
い

そ

ち
の
事
は
頼
む
ぞ

 
そ
し
て
そ
の
後

八
幡
は

岡
に
連

を
と

た

お
い
腹
黒

ち

ん
と
仕
事
は
し
て
い
る
か

ち

ち

と

い
き
な
り
何
て
事
を
言
う
の

 
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
関
連
か
ら

て
被
害
者
の
情
報
を
国
内
の

企
業
に
開

さ
せ
て
い
る
所

 
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は
ま
だ
だ
け
ど

ギ

レ

ト
に
つ
い
て
は
も
う
死

が
確
認
済
か
な

く
そ
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八
幡
は
そ
れ
を

き

悔
し
そ
う
に
そ
う

い
た

気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

あ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た
よ

 
そ
れ
よ
り
今
後
の
事
だ
Ｂ
ｏ
Ｂ
か
ら
離
脱
し
た
の
は
知

て
る
け
ど
何
が
あ

た
ん
だ
い

も
う
一
人
タ

ゲ

ト
に
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
奴
が
い
る
の
で

 
今
か
ら
そ
い
つ
を
助
け
に
向
か
い
ま
す

岡
さ
ん
の
手

で
直
ぐ
に
動
け
る
人
は
い
ま
す
か

ふ
む

今
ど
こ
だ
い

眠
り
の
森
で
す

や

ぱ
り
そ
こ
か

も
し
か
し
ら
た
と
思

て

 
バ

ク
ア

プ
要
因
と
し
て
黒
川
君
を
そ
ち
ら
に

遣
済
だ

彼
女
を
自
由
に
使

て
く
れ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
丁
度
そ
の
時

莉
が
歩
い
て
く
る
の
が
見
え

八
幡
は

話
を
切
る
と

 
自
由
を

い

莉
の
下
へ
と
走

た

あ

八
幡
君



 第４２２話 最速で向かえ

 
こ
ち
ら
に
手
を

ろ
う
と
片
手
を
上
げ
た

莉
の
そ
の
手
を

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
し

か
り
と

る
と

そ
の
ま
ま
キ

ト
に
向
か

て
走
り
出
し
た

き

え

え

何

も
し
か
し
て
愛
の
告
白

何
言

て
る
ん
で
す
か
黒
川
さ
ん

一

に
来
て
下
さ
い

急
事
態
で
す

分
か

た
わ

行
く
ぞ
ゴ
ド
フ
リ

了
解

あ
れ

も
し
か
し
て
そ
ち
ら
は
相
模

正

知
り
合
い
な
の

仲
間
だ

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら
黒
川
に
親
指
を
立
て

そ
の
ま
ま
キ

ト
に
滑
り
込
ん
だ

キ

ト

詩
乃
の
家
ま
で
最
速
で
向
か
え

急
事
態
だ

分
か
り
ま
し
た

私
の
持
つ
機
能
を
総
動
員
し
て

一
番

く
着
く
ル

ト
を
選
択
し
ま
す

仲
間
の
命
が
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ

頼
む

多
少
無
茶
を
し
ま
す

し

か
り
捕
ま

て
い
て
下
さ
い

 
助
手

に
座

た

莉
は
キ

ト
に
驚
き
つ
つ
も
大
人
し
く
八
幡
か
ら
の
説
明
を
待
つ
事
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に
し
た

キ

ト

行
け

分
か
り
ま
し
た

あ

ち

と
待

て

今
シ

ト
ベ
ル
ト
を

 
そ
の

間
に
キ

ト
は
急
発
進
し

莉
は
八
幡
に

き
付
く
格
好
と
な

た

き

ご

ご
め
ん
な
さ
い

い
え

急
が
せ
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん

こ
の
お

は
必
ず
し
ま
す

 

莉
は
そ
う
言
わ
れ

思

た
よ
り
ガ

シ
リ
と
し
つ
つ
も

 
同

達
と
は
違

て
洗
練
さ
れ
た
雰
囲
気
を
持
つ
八
幡
に
少
し
と
き
め
い
た
の
か
無
意
識
に

こ
う
言

た

そ

そ
れ
じ

あ
合
コ
ン
の
セ

テ

ン
グ
を

え

ま

ま
じ
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

何
人
く
ら
い
連
れ
て
い
け
ば
い
い
で
す
か

あ

合
計
三
人
く
ら
い

分
か
り
ま
し
た

あ
と
二
人
は
何
と
か
し
ま
す
け
ど
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メ
ン
バ

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
期
待
し
な
い
で
下
さ
い
ね

 
何
せ
ま
だ
大
学
生
く
ら
い
の
奴
ら
ば

か
り
に
な
る
と
思
う
ん
で

う

う
ん

楽
し
け
れ
ば
気
に
し
な
い
わ

わ

私
は
今

何
を
言

て
し
ま

た
の
か
し
ら

 

莉
は
そ
う
思
い
つ
つ
も
体
を

こ
し
て
シ

ト
ベ
ル
ト
を
締
め

 
そ
の
間
も
キ

ト
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
交
通

況
を

し
な
が
ら

の
良
い
ル

ト
を
進

ん
で
い
た

 
直
線
は
ま
だ
良
か

た
の
だ
が

キ

ト
は
限
界
ま
で
コ

ナ

を
攻
め
て
い
た

 
だ
が
さ
す
が
は
鍛
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
事
は
あ
り

内

を

に

さ
れ
な
が
ら
も

 
三
人
は
そ
の
キ

ト
の
運
転
に

え

目
的
地
へ
と
着
々
と
近
付
い
て
い

た

  
櫛
稲
田
優
里
奈
は
そ
の
日

い
物
に
出
て
い
た

今
日
は
い
い
天
気
だ
な

 
優
里
奈
は
小
高
い

の
コ

ナ

付
近
に
差
し
か
か
り

空
を
見
上
げ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
こ
に

の
エ
ン
ジ
ン
音
が
近
付
い
て
き
た

優
里
奈
は
何
と
な
く
そ
ち
ら
を

め
た
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う
わ

凄
い
ス
ピ

ド

ち

ん
と
曲
が
り
き
れ
る
の
か
し
ら

 
そ
う
思

た
優
里
奈
の
目
に

日

お
世
話
に
な

て
い
る
自
由
の

が
目
に
映

た

あ

あ
れ

相
模
の
お
じ
様

 
優
里
奈
は
思
わ
ず
そ
う
口
に
出
し

そ
の
ま
ま
運
転

を
見
た

 
そ
こ
に
は
優
里
奈
よ
り
少
し
年
上
に
見
え
る

真
剣
な
表
情
を
す
る

年
が
乗

て
お
り

 
そ
の
横
顔
か
ら

優
里
奈
は
何
故
か
目
が
離
せ
な
か

た

 
そ
し
て
優
里
奈
の
心
配
を
よ
そ
に

キ

ト
は
難
な
く
コ

ナ

を
ク
リ
ア
し
た

危
な
い
か
ら
や
め
た
方
が
い
い
と
思
う
け
ど

で
も
凄
い
な

 
そ
れ
に
し
て
も
相
模
の
お
じ
様

分
急
い
で
た
み
た
い
だ
け
ど
何
か
あ

た
の
か
な

 
櫛
稲
田
優
里
奈
の
兄
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

者
で
あ

た

 
兄
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
失

た
後

両
親
も
事
故
で
失

た
彼
女
は

 
兄
の
直
属
上

で
あ

た
相
模
自
由
に
何
か
と
面
倒
を
見
て
も
ら

て
お
り

 
先
ほ
ど
の
件
も

今
度
会

た
時
に

ね
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
た

そ
れ
に
し
て
も
あ
の
人

 
優
里
奈
は
何
故
か
八
幡
の
事
が

か
ら
離
れ
ず

そ
の
理
由
が
自
分
で
も
分
か
ら
な
か

た
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ま
あ
い

か
ど
う
し
て
も
気
に
な
る
よ
う
だ

た
ら
今
度
お
じ
様
に
紹
介
し
て
も
ら
え
ば

い
い
し

 
優
里
奈
は
そ
う
考
え

去

て
い

た
自
由
達
に
向
け
て

心
の
中
で

い
た

何
が
あ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
き

と
何
か
急
ぐ
理
由
が
あ
る
ん
だ
ね
頑
張

て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
優
里
奈
は
再
び
空
を
見
上
げ
た
の
だ

た

 
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
前
に
ま
さ
か
の
新
キ

ラ

場

 
そ
し
て

ち

ん
の

場
フ
ラ
グ
が

後
日
談
の
プ
チ
予
告
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第
４
２
３
話
 
何
度
で
も

こ
い
つ
の
攻
撃
は

ア
ス
ナ
を

と
さ
せ
る
な

 
キ
リ
ト
は
敵
の
攻
撃
を
防
ぎ
な
が
ら
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た

 
ス
テ
ル
ベ
ン
の
攻
撃
は
ど
ん
ど
ん
激
し
さ
を

し

さ
な
が
ら
剣
の
嵐
の
よ
う
だ

た

そ
れ
だ
け
に

し
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

こ
の
ク
ラ
ス
の
剣
士
が
も
う
一
人
い
て
く
れ
た
ら

 
攻
略
が
ど
れ
ほ
ど
楽
に
な

た
だ
ろ
う
か

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
と
り
と
め
の
な
い
事
を
考
え
な
が
ら
相
手
の
攻
撃
が
切
れ
る
の
を
待

て

い
た

 
だ
が
敵
の
攻
撃
の
切
れ
目
は
ま

た
く
訪
れ
ず
キ
リ
ト
の
全
身
に
は

か
い

が

々
と

え
て
い

た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
せ
め
て
一

で
も
敵
の
足
を
止
め
ら
れ
れ
ば
と
思
い
チ
ラ
リ
と
隣
の
ビ

ル
を
見
た
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キ
リ
ト
君

中
々
攻
撃
に
転
じ
な
い
わ
ね

う

ん

 
シ
ノ
ン
の
言
葉
に

ア
チ
マ
ン
は
そ
う

に
答
え
た

 
先
ほ
ど
ま
で
あ
の
二
人
は
何
か
話
し
て
お
り
一

攻
撃
が
止
ん
だ
か
と
思

た
ら
ま
た
再
開

さ
れ
た

 
そ
の
後
か
ら
の
キ
リ
ト
は

野

の
素

り
に

え
る
と

 

身
の
力
を
込
め
て
バ

ト
を

ろ
う
と
は
す
る
の
だ
が

 
何
故
か
そ
の
直
前
で
何
度
も
バ

ト
を
止
め
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
風
に
見
え
た

そ
れ
に
あ
の
ス
テ
ル
ベ
ン
の
攻
撃

ま
る
で
シ
ズ
カ
み
た
い

 
隣
で
シ
ノ
ン
が
ボ
ソ

と
そ
う
言

た

 
そ
う
な
の
だ

あ
の
切
れ
目
の
無
い
恐
ろ
し
い
ま
で
の
突
き
の
連
続
攻
撃
は

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
来
る
事
が
決
ま

た
時
に
参
考
と
し
て
見
た

 
あ
の
シ
ズ
カ
と
い
う
女
剣
士
の
攻
撃
と
そ

く
り
な
の
だ

そ
う
か
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ど
う
し
た
の

 
こ
の
時
ア
チ
マ
ン
は

敵
の
攻
撃
が
お
そ
ら
く
想
像
以
上
に
激
し
い

 
こ
の
ま
ま
だ
と
ジ
リ

に
な
る
と
考
え
た
キ
リ
ト
が

 
攻
勢
に
出
よ
う
と
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
掴
め
な
い
の
で
は
と
考
え

た 
実
は
そ
の

理
は
正
し
か

た

普

キ
リ
ト
の
使

て
い
る
武
器
は
基
本

広
の
剣
が
多

く 
そ
の
剣
の

全
て
を
生
か
し
て
相
手
の
攻
撃
を
受
け
流
し

 
そ
こ
か
ら
反
撃
に
転
じ
る
の
が
常
な
の
だ
が

今
回
は

件
が
悪
す
ぎ
た

 

光
剣
は
確
か
に
何
で
も

れ
る
が

そ
の

は
太
い
レ
イ
ピ
ア
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り

 
キ
リ
ト
は
そ
う
い

た

の
剣
の
扱
い
に
慣
れ
て
は
い
な
か

た

 
そ
の
上
エ
ネ
ル
ギ

切
れ
の
問
題
も
あ
り

最
終
的
に
は
キ
リ
ト
が
勝
つ
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
こ
ま
で
戦
闘
を
引

張
る
の
は

け
の
要
素
が
強
す
ぎ
た

 
あ
る
い
は
シ
ノ
ン
が

キ
リ
ト
に

光
剣
に
よ
る
遠

攻
撃
の
や
り
方
を
教
え
て
い
れ
ば

 
ま
た
違

た
結
果
に
な

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が



 第４２３話 何度でも

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
事
を
キ
リ
ト
に
伝
え
て
は
い
な
か

た

否

 
正
式
な
カ
ゲ
ミ
ツ

シ
リ

ズ
を
所
持
し
て
い
る

で
は
な
か

た

 
そ
の
事
に
思
い
当
た
ら
な
か

た
と
い
う
の
が
正
解
だ

た

シ
ノ
ン
さ
ん

そ
ろ
そ
ろ
け
ん
制
し
よ
う

何
か
気
付
い
た
の

あ
れ
は
多
分

攻
め
た
く
て
も
攻
め
ら
れ
な
い
ん
だ
と
思
う

 
多
分
相
手
の
力

が

こ
ち
ら
の
想
定
の
上
を
行

て
い
た
の
ね

な
る
ほ
ど

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言
わ
れ

キ
リ
ト
の
様
子
を
集
中
し
て
観
察
し
た

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
が
こ
ち
ら
に
チ
ラ
リ
と

線
を
向
け
た
の
を
見
た

 
そ
の

間
に
ア
チ
マ
ン
が
叫
ん
だ

今
よ

え
え

そ
う
み
た
い
ね

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
静
か
に
ヘ
カ

ト

の
ト
リ
ガ

に
指
を
か
け
た
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キ
リ
ト
は

ス
テ
ル
ベ
ン
が
何
か
に
驚
い
た
よ
う
な
息
遣
い
を
発
し

 
そ
の
攻
撃
の
手
が
一

止
ま

た
の
を
見
逃
さ
ず

攻
勢
に
転
じ
た

シ
ノ
ン
が
何
か
や

た
な

お
そ
ら
く
敵
の
体
に
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
を
当
て
た
の
か

 
確
か
に
こ
の
ゲ

ム
に
慣
れ
ち
ま

て
る
奴
ほ
ど
体
が
勝
手
に
回
避
し
よ
う
と
動
い
ち
ま
う

だ
ろ
う
し
な

 
こ
の

況
で
実

に

を
撃

た
ら
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
の
可
能
性
が
否
定
出
来
な
い

 
そ
れ
ほ
ど
二
人
は
速
く
動
い
て
い
た
か
ら
だ

 
な
の
で
シ
ノ
ン
は

ス
テ
ル
ベ
ン
に
自
分
の

が
見
ら
れ
た
事
を
逆
手
に
と
り

 
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
の
み
を
飛
ば
す
事
で

ス
テ
ル
ベ
ン
の
足
を
止
め
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
し
て
そ
の
幻
の
銃

フ

ン
ト
ム
・
バ
レ

ト
に
よ

て

戦
闘
の

勢
は
逆
転
し
た

くも
う
主

は

さ
な
い
か
ら
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い
放
つ
と

息
も
つ
か
せ
ぬ
連
続
攻
撃
を
ス
テ
ル
ベ
ン
に
向
け
て
放

た

 
そ
れ
で
キ
リ
ト
は

と
あ
る
事
に
気
が
付
い
た



 第４２３話 何度でも

こ
い
つ

実
は
防
御
が
そ
れ
ほ
ど
得
意
じ

な
い
の
か

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は

仲
間
内
で
常
に
攻
防
の
研

を

ら
な
い

 
防
御
の
練

を
す
る
に
は

そ
う
い

た
強
い
仲
間
の
存
在
が
必
要
不
可

で
あ

た

 
そ
し
て
そ
う
い

た
存
在
は

ス
テ
ル
ベ
ン
に
は
い
な
い

 
攻
撃
の
練

は
い
く
ら
で
も
出
来
る
が

防
御
の
練

に
は
仲
間
が
必
要
な
の
だ

仲
間
が
い
な
い
か
ら
防
御
の
練

が
出
来
な
か

た
ん
だ
な

れ
な
奴

チ
 
そ
の
言
葉
は
確
か
に
ス
テ
ル
ベ
ン
の

い
と
こ
ろ
を
突
い
た
の
だ
ろ
う

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は

打
ち
し
キ
リ
ト
か
ら

離
を
と
ろ
う
と
思
い
切

て
後
ろ
に
飛
び
退

た

 
そ
う
す
る
事
で

シ
ノ
ン
か
ら
狙
撃
さ
れ
る
可
能
性
も
確
か
に

え
る
の
だ
が

 
シ
ノ
ン
か
ら
放
た
れ
る
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
は
こ
ち
ら
に
は
見
え
て
い
る

 
そ
う
考
え
て
安
心
し
て
い
た
ス
テ
ル
ベ
ン
の
足
元
に

ギ

ン

と
い
う
音
と
共
に

銃

が
着

し
た

何
 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
も
う
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
存
在
を
忘
れ
て
い
た
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今
は
中
身
こ
そ
違
う
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
は
か
つ
て
彼
ら
の
道
を

ん
だ
あ
の
男
と
同
一
キ

ラ
な
の
だ

 
そ
し
て
隣
の
ビ
ル
に

そ
の
男
が
い
る
の
を
ス
テ
ル
ベ
ン
は
確
か
に
見
た

ハ
チ
マ
ン
ん
ん
ん
ん
ん
ん

 
ス
テ
ル
ベ
ン
の

の
声
が
ア
チ
マ
ン
に
飛
ぶ

 
だ
が
ア
チ
マ
ン
は
意
に
介
さ
ず
再
び
ス
テ
ル
ベ
ン
を
攻
撃
し
よ
う
と
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
を
飛

ば
し
た

 
シ
ノ
ン
も
同
様
に

再
び
フ

ン
ト
ム
・
バ
レ

ト
を
飛
ば
す

 
そ
し
て
ス
テ
ル
ベ
ン
は
覚
悟
を
決
め

狙
撃
を
回
避
す
る

に
再
び
前
へ
出
て

 
最
後
の
力
を

り
絞
り

キ
リ
ト
に

り
か
か

た

お
前
ら
さ
え
い
な
け
れ
ば

え
ど
こ
で
だ
ろ
う
と

俺
と
ハ
チ
マ
ン
が
必
ず
お
前
ら
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
さ

 
何
度
で
も

な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
ば
り
の

み
込
み
か
ら

身
の
カ
ウ
ン
タ

を
放
ち

 
ス
テ
ル
ベ
ン
を
棒
立
ち
に
さ
せ
る
と

そ
の
ま
ま
ス
テ
ル
ベ
ン
の

を
真

二
つ
に
し
た



 第４２３話 何度でも

 
そ
の
攻
撃
に
よ

て
二
つ
に
分
か
れ
た
ス
テ
ル
ベ
ン
は

そ
の
ま
ま
地
面
に
ど

と
倒
れ
た

 
そ
れ
で
も
ス
テ
ル
ベ
ン
の

線
は

も
キ
リ
ト
か
ら
離
れ
ず

 
キ
リ
ト
も
真

直
ぐ
に
そ
れ
を
見
返
し
た
ま
ま

線
を
外
さ
な
か

た

お
前
も
俺
達
と
同
じ
人
殺
し
だ

言
わ
れ
な
く
て
も
俺
も
ハ
チ
マ
ン
も

そ
の
事
は
一
生
忘
れ
な
い
さ

 
だ
が
必
要
以
上
に
意
識
し
た
り
は
し
な
い
で
そ
の
罪
を
自
覚
し
な
が
ら
も
普
通
に
生
き
て
い

く
つ
も
り
だ

ま
だ
終
わ

て
は
い
な
い

い
つ
か
あ
の
人
が

Ｐ
ｏ

の
事
か

そ
う
だ
な

そ
の
時
は
ま
た
俺
達
が
今
み
た
い
に

散
ら
し
て
や
る
さ

チ

ク
ソ
野
郎
共
め

褒
め
言
葉
だ
と
思

て
お
く
よ

さ
よ
な
ら
だ
な

ザ
ザ

 
そ
の
最
後
の
言
葉
に
は
何
も
答
え
ず

Ｅ
Ａ

の
文

が
表

さ
れ

 
ス
テ
ル
ベ
ン
は
物
言
わ
ぬ
死
体
と
な

た

よ
し

 
キ
リ
ト
は
小
さ
く
ガ

ツ
ポ

ズ
し

隣
の
ビ
ル
の
屋
上
を
見
た
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そ
こ
で
は
ア
チ
マ
ン
と
シ
ノ
ン
が

き
あ

て
喜
ん
で
お
り

 
そ
の
ア
チ
マ
ン
の
く
ね
く
ね
し
た
女
性
ら
し
い
仕

を
見
て

 
キ
リ
ト
は
と
て
も
微

な
気
持
ち
に
な

た

も
し
か
し
て
こ
の
大
会
が
終
わ

た
ら

 
ハ
チ
マ
ン
の
身
に
オ
カ
マ
疑
惑
が

上
す
る
ん
じ

な
い
の
か

 
そ
の
言
葉
は
現
実
と
な
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
ま
こ
と
し
や
か
に
そ
ん
な
噂
が
流
れ
る
事
と
な

た

 
そ
の
噂
の
発
生
源
は

以
前
敵
対
し
た
反
ヴ

ル
ハ
ラ
ギ
ル
ド
連
合
だ

た
の
だ
が

 
後
日
そ
の
連
合
は

り
に
身
を
任
せ
た
ハ
チ
マ
ン

い
る
ヴ

ル
ハ
ラ
の
手
に
よ
り
壊
滅
す

る
事
と
な
る

 
や

た

キ
リ
ト
君
の
勝
利
よ

ま
あ
当
然
よ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ア
チ
マ
ン
は
嬉
し
そ
う
で
二
人
は
自
然
に

き
合
い
勝
利
を
喜
ん
だ

 
だ
が
シ
ノ
ン
は
そ
の

中
で
我
に
返

た

何
せ
相
手
は
以
前
銃
士

と
共
に
目
撃
さ
れ

 
動
画
も

山
残

て
い
る

名
な
存
在
な
の
で
あ
る



 第４２３話 何度でも

あ

ま
ず
い

ど
う
し
た
の

こ
の
ま
ま
だ
と

ハ
チ
マ
ン
が
ナ
ン
パ
キ

ラ
と
し
て
認
識
さ
れ
ち

う

あ
あ

 

ま
き
な
が
ら
そ
の
事
に
気
付
い
た
ア
チ
マ
ン
も

ぱ

と
シ
ノ
ン
か
ら
離
れ
た

さ
す
が
に
そ
れ
は

ら
れ
る

 
だ
が
も
う

か

た

こ
の
様
子
は
当
然
中
継
さ
れ
て
お
り

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
は
オ
カ
マ
の
ナ
ン
パ
野
郎
と
い
う
評
判
が
一
部
の
間
で
広
が
る
事
と
な

る 
ち
な
み
に
こ
の
大
会
後

ロ
グ
イ
ン
が

る
シ

ナ
に
代
わ

て
そ
の
噂
を

す
る
の
は

 

女
連
を
中
心
と
す
る
親
シ

ナ
連
合
ギ
ル
ド
の
面
々
で
あ

た

 

女
連
に

わ
れ
た
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
生
き
て
い
け
な
い

そ
れ
は
絶
対
的
な
真
理
な
の
で
あ

る 
ち
な
み
に
一
つ
幸
い
し
た
事
が
あ
る

そ
れ
は
今
の
シ
ノ
ン
が
銃
士

の

を
し
て
い
る
事

で
あ

た
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そ
の

そ
れ
ほ
ど
ハ
チ
マ
ン
に
興
味
の
無
い
一

プ
レ
イ
ヤ

に
は

 
か
つ
て
戦
争
の
後
一

に
い
た
銃
士

と
今
の
シ
ノ
ン
が
混
同
さ
れ

 
そ
れ
ほ
ど
大
し
た
噂
に
は
な
ら
な
か

た
の
だ

た

さ
て

ど
う
す
る

私
は
こ
こ
で
退
場
し
て
お
く
わ

中
で
キ

ラ
の
中
身
が
入
れ

わ
る

て
い
う
反

を
し

て
る
し
ね

そ

か

ね

ま
た
い
つ
か
会
え
る
か
な

あ
な
た
が
も
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
な
ら
ば

い
つ
か
必
ず

 
そ
の
ア
チ
マ
ン
の
答
え
に
シ
ノ
ン
は
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
た

そ

か

う
ん

そ
れ
な
ら
大
丈
夫

私

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
つ
も
り
だ
か
ら

そ
れ
じ

あ
そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
お
く
わ

ま
た
ね

シ
ノ
ン

う
ん

ま
た
ね

え

と

ア
チ
マ
ン

ち
な
み
に
そ
の
時

私
の
名
前
は
変
わ

て
い
る
と
思
う
け
ど
ね

え

そ
う
な
の

何
て
名
前

ふ
ふ

内

探
し
て
み
て



 第４２３話 何度でも

あ

ち

と

 
そ
し
て
ア
チ
マ
ン
は
自
分
の
体
を
銃
で
撃
ち
抜
き

そ
の
ま
ま
物
言
わ
ぬ
死
体
と
な

た

ま
あ
い
い
わ

楽
し
み
に
し
て
お
く
ね

ア
チ
マ
ン

 
そ
う
言

て
シ
ノ
ン
は

キ
リ
ト
と
合
流
す
る

に
ビ
ル
の
下
へ
と
降
り
て
い

た

  
シ
ノ
ン
は
ビ
ル
を
下
り

直
ぐ
に
キ
リ
ト
の

を
見
つ
け
た

キ
リ
ト
君

お

お
う

な

シ
ノ
ン

こ
れ

て

 
キ
リ
ト
は
何
か
地
面
を

め
て
お
り

シ
ノ
ン
は

し
げ
に

き
返
し
た

ど
う
し
た
のこ

れ

え

こ

こ
れ

て

 
そ
こ
に
は

誰
か
が
こ
こ
で
倒
れ
た
証
と
し
て

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

Ｏ
Ｎ

 
の
文

が
躍

て
い
た

ま
さ
か

ま
さ
か
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十
中
八
九
シ

ナ
だ
ろ
う
な

 
そ
の
判
断
は
当
然
で
あ

た

他
に

当
す
る
プ
レ
イ
ヤ

は
い
な
い
の
だ

ま
さ
か

シ

ナ
が

死

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
自
分
の

き
に

目
の
前
が
真

暗
に
な

た

違
う
違
う

そ
れ
は
無
い

そ
れ
は
無
い

て

落
ち
着
け
シ
ノ
ン

あ
い
つ
は
絶
対
に
生
き

て
い
る

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を

て
て

め
た

本
当
に

も
ち
ろ
ん
だ

俺
も
そ
こ
は
ま

た
く
疑

て
い
な
い

 
俺
が
考
え
て
い
た
の
は
そ

ち
じ

な
く

別
の
事
な
ん
だ

別
の
事

 
シ
ノ
ン
は
少
し
安
心
し
た
の
か

落
ち
着
い
た
様
子
で
キ
リ
ト
に
そ
う

き
返
し
た

そ
う
だ

こ
れ
は
多
分

シ

ナ
が
自
分
か
ら
回
線
を
抜
く
よ
う
に
指

な
り
何
な
り
し
て

 
こ
の
場
か
ら
離
脱
し
た

て
証
だ

そ
う
し
な
い
限
り
リ
ア
ル
で
自
由
に
動
け
な
い
は
ず
だ

か
ら
な



 第４２３話 何度でも

あ

う

う
ん

そ
う
か
も

で

そ
の
理
由
は
何
だ

え

と

ト

ト
イ
レ
と
か

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を
ジ
ト
目
で
見
た

じ

冗
談
よ

え

と

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

た
き
り
押
し

た

何
も
思
い
つ
か
な
か

た
か
ら
だ

多
分
だ
け
ど

あ
い
つ
が
こ
こ
ま
で
必
死
に
な
る
の
は
誰
か
を
守
ろ
う
と
す
る
時
だ
か
ら

 
多
分
今
回
も
そ
う
な
ん
じ

な
い
か
な

誰
か
を

誰
か

て
誰

こ
の
中
に
い
た
ら

リ
ア
ル
が
今
ど
う
な

て
い
る
か
な
ん
て
誰
に
も
分
か
ら
な
い

 
だ
か
ら
多
分

こ
こ
で
掴
ん
だ
情
報
に
よ

て
あ
い
つ
は
動
い
て
い
る
は
ず
な
ん
だ

こ
こ
で
掴
ん
だ
情
報

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
に
首
を

げ
た

分
か
ら
な
い
か

お
前
が
こ
こ
で
死
銃
に
撃
た
れ
そ
う
に
な

た
だ
ろ

多
分
あ
れ
だ
と
思

う
ん
だ
よ



 第四章 ＧＧＯ編

え
 
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
に
目
の
前
が
真

暗
に
な

た

で

で
も

あ
れ
は
大
丈
夫

て
話
だ

た
ん
じ

確
か
に
護
衛
が
つ
い
て
い
る
な
ら
可
能
性
は

い
だ
か
ら
も
し
か
し
た
ら
違
う
理
由
か
も
し

れ
な
い

 
で
も

え
今
現
在

シ
ノ
ン
の
家
の
中
に
犯
人
が
い
な
く
て
も

 

え
ば
宅
配
の
人
間
を
装

て
ド
ア
を
開
け
さ
せ
た
り
と
か
の
可
能
性
は
あ
る

ま
あ

そ
れ
は
確
か
に

な
の
で
そ
の

に
あ
い
つ
が
シ
ノ
ン
を
迎
え
に
向
か

た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
し

 
と
り
あ
え
ず
落
ち
た
ら

し
て

あ
い
つ
に
連

を
と

た
方
が
い
い
と
思
う
ん
だ
よ

う
ん

分
か

た

必
ず
そ
う
す
る
ね

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
素
直
に
受
け
る
事
に
し
た

 
そ
れ
に
加
え
て
内
心
で
は

こ
れ
で
ま
た
八
幡
に
会
う
口
実
が
出
来
た
と
喜
ん
で
も
い
た

 
シ
ノ
ン
は
線
が

そ
う
に
見
え
て

中
々
タ
フ
な
の
で
あ

た

さ
て

後
は
大
会
の
結
果
を
ど
う
す
る
か
だ
が



 第４２３話 何度でも

も
う
同
時
優
勝
で
い
い
ん
じ

な
い

お
土
産
グ
レ
ネ

ド

て
知

て
る

い
た
事
は
あ
る
な
死
ぬ
直
前
に
グ
レ
ネ

ド
を
投
げ
て
道
連
れ
に
す
る
ん
だ

た
か

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

俺
も
も
う
疲
れ
た
し
そ
れ
で
オ

ケ

だ

で

ア
チ
マ
ン
は

彼
女
は

 
シ
ノ
ン
は
そ
う

ね
ら
れ

ア
チ
マ
ン
の
言
葉
を
キ
リ
ト
に
伝
え
た

そ
う
か

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ま
た
い
つ
か

か

結
局
中
身
は
誰
だ

た
ん
だ
ろ
う
ね

少
な
く
と
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

以
外
で

当
す
る
人
物
に
心
当
た
り
は
無
い
が

 
ま
あ
そ
の
う
ち
会
え
る

て
な
ら

そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
お
こ
う

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
グ
レ
ネ

ド
を
手
に
持
ち

笑
い
な
が
ら
再
会
を

い
合

た

次
に
会
う
時
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
な

待

て
る
か
ら
な

う
ん
こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
る

て
約
束
し
て
あ
る
か
ら
必
ず
行
く
わ

約
束

誰
と
だ
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フ
カ
ち

ん
と

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
待

て
る
よ

シ
ノ
ン

そ
の
時
は
宜
し
く
ね

副
団
⻑
様

 
そ
し
て
二
人
は
笑
い
な
が
ら
爆
散
し
こ
こ
に
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
二
人
同
時
優
勝
が
決
ま
た



 第４２４話 絶叫する観客達

 
第
４
２
４
話
 
絶
叫
す
る
観
客
達

ま
じ
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ピ
ト
フ

イ
＆
ミ
サ
キ
の
最
凶
コ
ン
ビ
が
こ
こ
で
落
ち
る
と
は

や

ぱ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

て
強
い
ん
だ
な

い
や
い
や

今
の
は
明
ら
か
に
ピ
ト
フ

イ
の
自
殺
み
た
い
な
も
ん
だ
ろ

に
回
線
落
ち
す
る
奴
が
多
い
し

今
回
の
大
会
は
ど
う
な

て
る
ん
だ
よ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
者
当
て
の

け
は

荒
れ
に
荒
れ
て
い
た

 
闇
風
が
倒
さ
れ
た
直
後
に
ピ
ト
フ

イ
ミ
サ
キ
の
二
人
が
一

で
ハ
チ
マ
ン
に
倒
さ
れ

た
か
ら
だ

 
し
か
も
ピ
ト
フ

イ
に
至

て
は

無

抗
で
や
ら
れ
た
よ
う
に
見
え

 
そ
れ
が
参
加
者
達
を
荒
れ
さ
せ
る
一
因
に
な

て
い
た

そ
れ
に
し
て
も
よ

ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

は
一
体
ど
う
し
ち
ま

た
ん
だ

ず

と
回
線
落
ち
の
ま
ま
だ
よ
な

あ
の
す
て

ぶ
ん

て
奴
が
何
か
し
て
ん
の
か
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運

不
正
は
ち

ん
と
チ

ク
し
ろ
よ

 
実
は
今
回
の
大
会
は

中
か
ら
中
継
カ
メ
ラ
の
音
声
を

う
感
度
が
大

に
下
げ
ら
れ
て
い

た 
こ
れ
は
日
本

と
ザ
ス
カ

の
間
で
高
度
な
取
引
が
成
さ
れ
た

だ

た

 
要
は

ザ
ス
カ

が
情
報
公
開

求
を
突

ぱ
ね
た
せ
い
で
日
本

が
本
気
を
出
し

 
そ
う
し
な
い
と
ザ
ス
カ

社
の
対
応
が
ま
ず
か

た
せ
い
で
死
者
が
出
た
の
だ
と
公
開
す
る

と 

方
面
か
ら
圧
力
を
か
け
た
お
か
げ
で
あ

た

ザ
ス
カ

社
も
さ
す
が
に

 
そ
の
時
指
摘
さ
れ
た
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
個
人
情
報
入
力
シ
ス
テ
ム
の
危
険
さ
に
気
付
い
た
の
か

 
こ
の
件
を
秘
密
裏
に
解
決
す
る

に
急
に
協
力
的
に
な
り

 
そ
こ
か
ら
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ

の

所
も

れ

一
気
に
事
件
の

査
が
進
む
事
と
な

た

 
こ
れ
は
あ
る
意
味
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
色
々
発
信
し
て
い
た
ギ

レ

ト
の
功

で
あ
る

 
彼
の
死
体
が
い
ち

く
発
見
さ
れ
た
お
か
げ
で

こ
の
よ
う
な
展
開
に
な

た
か
ら
だ

残
る
は
六
人
か

こ
れ
は
ど
う
な

ち
ま
う
ん
だ
ろ
う
な

こ
う
な
る
と

チ

ム
力
の
勝
負
に
な
る
ん
じ

な
い
か
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そ
う
な
る
と
一
番

利
な
の
は
シ

ナ
達

て
事
に
な
る
よ
な

 
そ
の
直
後
に
す
て

ぶ
ん
以
外
の
五
人
が
集
結
し

観
客
達
は
戸
惑

た

お
い
お
い

こ
れ

て
ど
う
な

て
る
ん
だ

戦
う
気
配
が
ま

た
く
無
い
な

す
て

ぶ
ん
対

な
ん
だ
ろ
う
が

ち

と
過

す
ぎ
な
い
か

う

ん

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
と
銃
士

が
物
陰
に

れ
た
後

服
を
交
換
し
て
出
て
き
た
時

 
観
客
達
か
ら
は
一

に

が

び
せ
ら
れ
た

ど
う
し
て

心
な
場
面
を
映
さ
な
い
ん
だ
よ

ク
ソ
運

今
の
が
今
日
の
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
だ
ろ

空
気

め

 
そ
し
て
五
人
は
熱
心
に
話
し
合

た
後

そ
れ
ぞ
れ
動
き
始
め

 
観
客
達
は
こ
れ
で
や

と
大
会
が
動
く
と
画
面
に
注
目
し
た

そ
の
直
後
に
そ
れ
は

こ

た

え

銃
士

ち

ん
が
撃
た
れ
た
ぞ

ど
う
い
う
事
だ
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俺
ハ

キ
リ
こ
の
目
で
見
た
ぞ
あ
い
つ
何
も
無
い
空
間
か
ら
い
き
な
り

を
現
し
や
が

た
も
し
か
し
て
あ
の
マ
ン
ト
の
力
か

何
だ
よ
あ
の
マ
ン
ト

お
い

誰
か
あ
の
マ
ン
ト
に
つ
い
て
知

て
る
奴
は
い
な
い
か

 
こ
れ
だ
け
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た
ら

さ
す
が
に
情
報
も
集
ま

て
く
る

 
そ
し
て
観
客
達
の
多
く
が
こ
の
時
初
め
て
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
光
迷

マ
ン
ト
の
存
在
を
知

た
そ
う
い
う
事
か

あ
れ
を

し
て
シ

ナ
達
は
組
ん
だ
ん
だ
な

な
る
ほ
ど
な

と
り
あ
え
ず
あ
の
チ

ト
ア
イ
テ
ム
持
ち
の

を
優
先
さ
せ
た
ん
だ
な

 
ち
な
み
に
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
光
迷

マ
ン
ト
は

 
こ
の
大
会
の
直
後
に
運

の
手
に
よ

て
ア
イ
テ
ム
の
存
在
自
体
が

さ
れ
る
事
と
な
る

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
キ
リ
ト
が
ビ
ル
の
屋
上
に

を
現
し
た

お
い

あ
い
つ

も
し
か
し
た
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト
じ

な
い
か

て
言
わ
れ
て
る
奴
だ
な

あ
の
剣
技

間
違
い
な
い
だ
ろ
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こ
り

あ

相
手
の
す
て

ぶ
ん

て
奴
は

殺
だ
な

 
だ
が
観
客
達
の
予
想
を

し

ス
テ
ル
ベ
ン
は
キ
リ
ト
相
手
に

の
戦
い
を

り
広
げ
た

あ
れ

お
い
お
い
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
何
故
剣
同
士
の
戦
い
が
行
わ
れ
て
い
る
か
は
さ
て
置
き
何
か
凄
く
ね

キ
リ
ト

て
あ
の
キ
リ
ト
だ
ろ

黒
の
剣
士
の

そ
れ
と

て
や
ば
く
な
い
か

あ
ん
な
強
い
奴
が
今
ま
で
無
名
だ

た
な
ん
て
な

い
や

そ
れ
を
言

た
ら
シ

ナ
だ

て
そ
う
だ

た
だ
ろ

 
一
方
シ

ナ
を
映
す
カ
メ
ラ
を
見
て
い
た
者
達
は

 
シ

ナ
が
考
え
込
む
だ
け
で

何
故
か
動
こ
う
と
し
な
い
の
を

し
く
思

て
い
た

シ

ナ
は
何
を
や

て
い
る
ん
だ

分
考
え
込
ん
で
る
な

ま
さ
か

夫
の
利
を
狙

て
い
る
と
か

シ

ナ
に
限

て
そ
れ
は
無
い
無
い

 
そ
ん
な
観
客
達
の
前
で
シ

ナ
が
ス

と
立
ち
上
が

た
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お

つ
い
に
動
く
か

何
か
操
作
し
て
る
み
た
い
だ
け
ど

 
そ
し
て
シ

ナ
は

空
に
向
か

て
取
り
出
し
た
信

を
打
ち
上
げ
た

え何お
い

誰
か
あ
れ
の
意
味
が
分
か
る
奴
は
い
な
い
か

源
氏
軍
の
生
き
残
り

い
た
ら
あ
れ
の
意
味
を
説
明
し
て
く
れ

 
そ
ん
な

に
包
ま
れ
た
観
客
達
の

に

も
う
一
発
銃
声
が

き

 
観
客
達
は
何
事
か
と
モ
ニ
タ

へ
と

線
を

し
た

 
そ
こ
に
は
地
面
に
倒
れ
る
シ

ナ
の

が
あ
り

そ
の
手
に
は
銃
が

ら
れ
て
い
た

え

今
何
が
あ

た

見
て
た
奴

誰
か
説
明
し
て
く
れ

 
ど
う
や
ら

然
と
し
て
い
た
の
か

説
明
を
求
め
ら
れ
て
や

と
我
に
返

た
ら
し
く

 
そ
の
質
問
に

一
部
の
モ
ニ
タ

を
見
て
い
た
者
達
が
や

と
答
え
た
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シ

シ

ナ
が
自
殺
し
た
ぞ

えな

何
で
だ
よ

意
味
が
分
か
ら
な
い
ぞ

し
か
も
ま
た
回
線
切
断
さ
れ
て
や
が
る

今
回
の
大
会
は
ど
う
な

て
る
ん
だ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
こ
の
時
の
観
客
達
の
絶
叫
は
遥
か
遠
く
に
あ
る
世
界
樹
要
塞
ま
で

い
た
と
か

か
な
か

た
と
か

 
そ
し
て
次
の
絶
叫
タ
イ
ム
が
訪
れ
た

キ
リ
ト
と
ス
テ
ル
ベ
ン
の
激
し
い
戦
い
が
決
着
し
た

後 
別
カ
メ
ラ
に
映

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
が
シ

ナ
と
同
じ
く
自
殺
し
た
の
だ

こ

今
度
は
ハ
チ
マ
ン
だ

も
う
本
当
に
勘

し
て
く
れ

意
味
が
分
か
ら
な
い
ぞ

誰
か

誰
か
事
情
の
分
か
る
奴
は
い
な
い
の
か

 
最
後
の
絶
叫
タ
イ
ム
は
優
勝
者
決
定
の

間
で
あ

た

さ
て

意
味
が
分
か
ら
な
か

た
大
会
も
こ
れ
で
決
着
か
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ど

ち
が
勝
つ
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
ん
な
観
客
達
の
目
の
前
で

二
人
は
笑
い
合

て
い
た

 
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
と
全
員
が
注
目
し
た
時
二
人
の
手
か
ら
コ
ロ
ン
と
何
か
が
滑
り
落

ち 
直
後
に
モ
ニ
タ

は

音
と
共
に
光
に
包
ま
れ
た

そ
し
て
そ
れ
を
見
た
全
員
の
目
が
点
に

な

た

あいうえ

 
そ
し
て
公
式
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
フ

ン
フ

レ
が
鳴
り

き

に
こ
ん
な
文

が
表

さ
れ

た
第
三
回
バ
レ

ト
・
オ
ブ
・
バ
レ

ツ

優
勝
者

キ
リ
ト
＆
シ
ノ
ン

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
観
客
達
は

何
が

こ

た
の
か
を
悟

た
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ま
じ
か
よ

お
土
産
グ
レ
ネ

ド
か
よ

ま
あ
確
か
に
あ
の
戦
い
を
乗
り
越
え
た
後
で
や
り
合
う
気
に
は
な
ら
な
か

た
か
も
だ
け
ど
よ

よ

し

あ

大

来
た

え

く

そ

く

そ

何
だ
こ
の
結
末
は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
最
後
の
観
客
の
セ
リ
フ
が

的
に
観
客
全
員
の
気
持
ち
を
現
し
て
い
た

 
そ
の
直
後
に
観
客
達
は

や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
解
散
し
始
め
た

ま
あ
シ

ナ
に
何
か
考
え
が
あ

た
ん
だ
ろ

今
回
ば
か
り
は
仕
方
な
い
な

そ
う
そ
う

色
々
と
お
か
し
か

た
し
な

畜
生

今
度
こ
そ
本
気
の
シ

ナ
の
戦
い
が
見
て
み
た
い

 
観
客
達
は

シ

ナ
が
や
る
事
な
ら
仕
方
な
い
と

今
回
の
件
に
つ
い
て
思

た
よ
う
だ

 
そ
も
そ
も
最
初
に
自
殺
し
た
の
は
シ

ナ
な
の
だ
か
ら

 
他
の
者
の
動
き
に
も
シ

ナ
の
考
え
が
影

し
て
い
る
は
ず
だ

 
観
客
達
は
そ
う
思
い

今
回
の
件
を
そ
れ
で
納
得
す
る
事
に
し
た
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彼
ら
の
期
待
に
応
え

シ

ナ
は
再
び
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
舞
台
に
立
つ
事
に
な
る
の
だ
が

 
そ
れ
は
次
の
大
会

第
四
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
の
話
で
あ
る

  
同
じ
よ
う
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
大
会
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た
一
同
は

 
シ

ナ
が
自
殺
し
た

間
に
息
を
飲
ん
だ

お
い

今
の

あ
れ

て
ヴ

ル
ハ
ラ
コ

ル
か

守
れ

そ
し
て

急
事
態

し
ば
し
待
て

か

見
て

キ
リ
ト
の
戦
い
方
が
変
わ

た

何
か
会
話
し
て
る
み
た
い
だ
な

ど
う
や
ら
時
間

ぎ
を
し
て
い
る
よ
う
ね

 
ユ
キ
ノ
は
キ
リ
ト
の

を

み

そ
の
セ
リ
フ
を
一
言
一

仲
間
達
に
伝
え
た

逃
げ
た
じ

な
い
か
よ

お
前
ら
の
主
観
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
よ

 
他
人
か
ら
見
て
確
か
に
あ
い
つ
は
逃
げ
た

そ
し
て
そ
の
後
こ
そ
こ
そ
と

れ
続
け
た

 
そ
れ
が
客
観
的
に
見
た

絶
対
的
な
真
実
だ

は

お
前
ら
が
今
や

て
い
る
事
も

他
人
が
そ
れ
を

だ
と
認
識
し
な
け
れ
ば
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た
だ
の
薄

い
殺
人
じ

な
い
か
よ

ど
の
口
が
そ
う
言
う
ん
だ

 
こ
こ
ま
で
伝
え
た
直
後
に

ユ
キ
ノ
は
た
め
息
を
つ
い
た

目
ね

相
手
が
何
を
言

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 

分
熱
く
な

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
し

こ
れ
は
煽
り
す
ぎ
よ

キ
リ
ト
君

俺
も

い
て
て
そ
う
思

た

お
兄
ち

ん

調
子
に
乗

ち

た
の
か
な

キ
リ
ト
さ
ん
は
基
本
的
に
色
々
や
り
す
ぎ
る
か
ら

 
そ
う
仲
間
達
が
苦
笑
す
る
中

案
の
定
ス
テ
ル
ベ
ン
は

の
攻
撃
を
開
始
し

 
仲
間
達
は
そ
れ
見
た
事
か
と
顔
を
見
合
わ
せ
て

を

め
た

と
り
あ
え
ず
キ
リ
ト
さ
ん
の
戦
闘
の
事
は
置
い
て
お
き
ま
し

う

 
そ
れ
よ
り
も
問
題
な
の
は

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
リ
タ
イ
ア
の
方
で
す

だ
な

一
体
何
が

こ

た
ん
だ

多
分
リ
ア
ル
で
何
か
し
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
と
思
う
わ

 
ハ
チ
マ
ン
君
の
最
後
の
セ
リ
フ
は

ゴ
ド
フ
リ

俺
の
回
線
を
抜
け

だ

た
も
の

何
だ
と
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ゴ
ド
フ
リ

の
情
報
は

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

組
に
は
伝
わ

て
い
た

ゴ
ド
フ
リ

の
お

さ
ん
は

確
か

察

な
ん
だ
よ
な

そ
れ
じ

あ
ま
さ
か
犯
人
の
居
場
所
に
心
当
た
り
が
あ

て
そ
こ
に
二
人
で
向
か

た
ん

じ
お
い
ア
ス
ナ

こ
こ
か
ら
連

を
と

て
み
ろ
よ

メ

ル
な
ら
こ
こ
か
ら
出
来
る
だ
ろ

う
ん

も
う
送

た
ん
だ
け
ど

返
事
が
無
い
の

え

そ
う
な
の

手
が
離
せ
な
い

況
か

あ

待

て

今
返
事
が
来
た

 
そ
の
メ

ル
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た

犯
人
は
シ

ピ

ゲ
ル

ゴ
ド
フ
リ

と
一

に
詩
乃
を
助
け
に
向
か
う

 
心
配
し
な
い
で
待

て
て
く
れ

キ
リ
ト
が
負
け
な
い
よ
う
に
応
援
を
頼
む

シ

ピ

ゲ
ル
君
で
す

て

ま
さ
か
そ
ん
な

シ

ピ

ゲ
ル
君
が
実
は
敵

そ
れ

て
何
者
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一
応
仲
間
み
た
い
な
感
じ
だ

た
人
か
し
ら
ね

シ

ピ

ゲ
ル
君
は

こ
の
シ
ノ
ン
の
リ
ア
ル
友
達
だ
よ

ま
じ
か
よ

そ
れ
は
や
ば
い
な

八
幡
君

 
ア
ス
ナ
は
心
配
し
つ
つ
も
と
り
あ
え
ず
言
わ
れ
た
通
り
に
こ
ち
ら
の
戦
い
の
結
末
を
見
守
る

事
に
し
た

 
だ
が
当
然
の
事
な
が
ら
八
幡
は
事
件
が
終
わ

た
後
心
配
し
て
い
た
明
日
奈
に

き
つ
か

れ 
平
謝
り
に
謝
る
事
に
な
る

だ
が
そ
の
後
に
詩
乃
を
救

た
事
を
褒
め
ら
れ
た
の
で

 
ま
あ
結
果
的
に
は
良
か

た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

お
い

こ
れ

本
当
に
ザ
ザ
か

ま
る
で
ア
ス
ナ
じ

ね
え
か
よ

本
当
で
す
ね

ま
る
で
ア
ス
ナ
さ
ん
を
見
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す

 
そ
の
言
葉
で
ア
ス
ナ
は
画
面
に
目
を
や

た

凄
い

ア
ス
ナ
が
見
て
も
そ
う
思
う
の
か
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う
ん

技
の
繋
ぎ
と
繋
ぎ
が
完

だ
ね

 
そ
う
感
心
し
た
よ
う
に
言
う
ア
ス
ナ
に

こ
ん
な
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た

ア
ス
ナ
が
や
り
あ

た
ら
ど
う
な
る
の

 
そ
の
答
え
に
ア
ス
ナ
は
即
答
し
た

負
け
な
い
よ

だ

て
こ
の
人

多
分
防
御
が
苦
手
だ
と
思
う
か
ら

そ
う
な
の
か

う
ん

勢
い
で
誤
魔
化
し
て
る
け
ど

守
勢
に
回

た
ら
多
分
直
ぐ
に
崩
れ
る
と
思
う

ほ
ほ
う

で
も
今
の
と
こ
ろ
攻
防
が
逆
転
す
る
よ
う
な

が
見
え
な
い
何
か
外
部
か
ら
の
介
入
が
必

要
か
も

 
ほ
ら

今
キ
リ
ト
君
が
よ
そ
見
を
し
た
で
し

 
こ
れ

て
多
分

シ
ノ
ノ
ン
達
に
援
護
を
期
待
し
て
る
ん
だ
よ

て

来
た

 
そ
の
直
後
に
い
き
な
り
ス
テ
ル
ベ
ン
が
何
か
に
驚
い
た
よ
う
に
そ
の
動
き
を
止
め

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
が
攻
勢
に
転
じ
た

お
お
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ア
ス
ナ
さ
ん
の
言

た
通
り
で
す
ね

さ

す
が
お
義
姉
ち

ん

 
そ
し
て
つ
い
に
キ
リ
ト
が
ス
テ
ル
ベ
ン
を
倒
し

場
は
歓
声
に
包
ま
れ
た

よ

し

ヴ

ル
ハ
ラ
の
勝
利
だ

後
は
現
実
で
こ
い
つ
ら
を

捕
す
る
だ
け
ね

ク
リ
ス
ハ
イ
ト
が
動
い
て
る
は
ず
だ

何
と
か
な
る
だ
ろ

そ
れ
よ
り
ハ
チ
マ
ン
だ
よ
ハ
チ
マ
ン

あ
い
つ
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か

せ
め
て
キ

ト
が
あ
れ
ば

シ
ノ
ノ
ン
の
家
の
場
所
も
分
か
る
ん
だ
け
ど

 
多
分
今
ま
さ
に

キ

ト
で
現
地
に
向
か

て
る
最
中
だ
ろ
う
し
ね

ま
あ
俺
達
が
行

た
と
こ
ろ
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
し

こ
こ
は

報
を
待
と
う

う

う
ん

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
を
仲
間
達
は
必
死
に

め
よ
う
と
し
た

 
そ
の
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
が
自
殺
し

仲
間
達
は
目
を
点
に
し
た

今
の
は
ど
う
い
う
意
味
だ

ど
う
や
ら

中
で
中
身
を
入
れ

え
た
り
し
た
か
ら
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最
後
の
戦
い
に
参
加
す
る
資
格
が
無
い
と
思

た
み
た
い
ね

 
再
び
ユ
キ
ノ
が
そ
う
解
説
し
た

一
体
あ
の
中
身
は
誰
な
ん
だ
ろ
う
な

そ
の
う
ち
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
る
み
た
い
よ

楽
し
み
じ

な
い

そ
う
な
ん
だ

結

が
立
つ
み
た
い
だ
し

楽
し
み
だ
ね

だ
な

 
そ
し
て
更
に
そ
の
直
後
に
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
が
い
き
な
り
爆
発
し
一
同
は
目
を
点
に
し
た

え

と

今
の
は

お
土
産
グ
レ
ネ

ド

て
奴
じ

な
い
か

あ
あ

今
の
が
噂
の

こ
れ
で
二
人
と
も
優
勝

て
事
に
な
る
ん
だ
ね

 
こ
う
し
て
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
は
終
了
し

ア
ス
ナ
は
心
の
中
で
シ
ノ
ン
の
心
配
を
し
た

は
ち
ま
ん
く
ん
が
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
は
思
う
ん
だ
け
ど
シ
ノ
ノ
ン
無
事
で
い
て
ね

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
に
そ
う
期
待
さ
れ
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
の
身
を
し
て
詩
乃
の
身
を
守
た
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第
４
２
５
話
 
新
川
恭
二

ん
 
詩
乃
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

自
宅
の
ベ

ド
の
上
で
覚

し
た

 
だ
が
直
ぐ
に
目
を
開
け
る
事
は
出
来
な
か

た

 
目
を
開
け
た

間
に

目
の
前
に
知
ら
な
い
人
が
い
る
事
を
恐
れ
た
せ
い
だ

 
だ
が
気
配
を
探

て
み
て
も

他
人
の
息
遣
い
や
物
音
は

こ
え
な
い

 
だ
が
代
わ
り
に
腹
部
に
違
和
感
を
感
じ

詩
乃
は
恐
る
恐
る
そ
ち
ら
に
手
を

ば
し
た

 
む
に

と
い
う
手
応
え
と
共
に

何
か

い
物
が
手
に
触
れ

 
同
時
に

き
慣
れ
た
声
が

詩
乃
の

を

わ
せ
た

お
い
こ
ら
詩
乃

壊
れ
る
か
ら
俺
の

を

る
ん
じ

な
い

は
ち
ま
ん
く
ん

 
そ
の
声
を

い
て
安
心
し
た
詩
乃
は

や

と
目
を
開
け
る
事
が
出
来
た

 
そ
こ
は
日

か
ら
見
慣
れ
た
自
分
の
部
屋
で
あ
り

 
正
式
な
部
屋
の

人
た
る
詩
乃
と
は
ち
ま
ん
く
ん
以
外
の
者
の

は
ど
こ
に
も
見
え
な
か
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た 
ち
な
み
に
は
ち
ま
ん
く
ん
は

詩
乃
の
お
腹
を
枕
に
し
て
横
た
わ

て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

こ

と
手
を
上
げ

詩
乃
に
こ
う
言

た

よ

お
疲
れ

良
か

た

ん

何
が
だ

 
そ
う
無
表
情
で

き
返
し
て
く
る
は
ち
ま
ん
く
ん
に

詩
乃
は
こ
う

ね
た

は
ち
ま
ん
く
ん

私
が
こ
こ
に
横
た
わ

て
い
る
間

何
も
無
か

た

何
も

と
は

え
ば
誰
か
が
こ
の
部
屋
に
侵
入
し
よ
う
と
し
て
ド
ア
の
鍵
を
ガ
チ

ガ
チ

し
て
た
と
か

こ
の
俺
が

守
番
を
し
て
い
る
ん
だ

も
ち
ろ
ん
何
も
無
い
ぞ

 
も
し
そ
ん
な
事
を
す
る
奴
が
い
た
ら

即
通
報
し
て
ブ
タ

行
き
だ

な
ら
い
い
の
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

詩
乃
は
ほ

と
し
た
様
子
で

 
ベ

ド
の

に
置
い
て
お
い
た
ペ

ト
ボ
ト
ル
の
水
を
飲
ん
だ
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そ
の

間
に
ド
ア
の
チ

イ
ム
が
鳴
り

詩
乃
は
ビ
ク
リ
と
体
を

く
し
た

 
そ
し
て
詩
乃
は
深
呼

を
し
た
後

イ
ン
タ

ホ
ン
に
向
け
て

ね
た

は
い

え

と

ど
ち
ら
様

あ

朝
田
さ
ん

僕

新
川
だ
け
ど

突
然
ご
め
ん
ね

 
朝
田
さ
ん
が
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
優
勝
し
た
の
を
見
て

居
て
も
立

て
も
い
ら
れ
な
く
て

 

の
友
達
に

所
を

い
て

ね
て
き
ち

た
よ

 
あ

お
土
産
も
持

て
き
た
よ

つ
ま
ら
な
い
物
だ
け
ど

新
川
君

何
だ

良
か

た

 
詩
乃
は
こ
の
時

に
恭
二
の
口

が
多
い
事
に
気
が
付
か
な
か

た

 

を
つ
く
人
間
は

大
体

に
な
る
も
の
な
の
だ

ん

何
か
あ

た

う
う
ん

こ

ち
の
事

待

て
て

今
ド
ア
の
鍵
を
開
け
る
わ

 
詩
乃
は
相
手
が
知
り
合
い
だ

た
事
に
安

し
深
く
考
え
ず
に
そ
う
返
事
を
し
て
し
ま

た

 
詩
乃
の
精
神

態
は

不
安
に
よ

て

こ
の
時
確
実
に

静
さ
を

い
て
い
た

 
よ
く
考
え
た
ら

恭
二
が
こ
こ
に
到
着
す
る
の
が

す
ぎ
る
と

く
ら
い
し
た
で
あ
ろ
う
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更
に
八
幡
以
外
の
男
を
家
に
上
げ
る
事
に

を
し
た
だ
ろ
う

 
だ
が

在
的
な
不
安
さ
が

詩
乃
の
ガ

ド
を
緩
く
し
た

 
あ
る
い
は
こ
の
時
先
に

を
確
認
し
て
い
れ
ば
八
幡
か
ら
の
メ

セ

ジ
に
気
付
け
た
の

だ
が

 
今
の
詩
乃
に
は
そ
こ
ま
で
の
余

は
無
く

た
だ
救
い
を
求
め
る
よ
う
に

 
知
り
合
い
の
存
在
に

て
し
ま

て
い
た

 

そ
れ
が
救
い
と
は
ま

た
く
逆
の
存
在
だ
と
は
気
付
か
ず
に

 
ハ
イ
新
川
君

い
き
な
り
だ

た
か
ら
驚
い
ち

た

ご
め
ん

ど
う
し
て
も
直
接
お
祝
い
の
言
葉
を
伝
え
た
く

て
さ

 
勝
手
に

所
を
調
べ
て
押
し
か
け
ち

て
ご
め
ん
ね

う
う
ん

い
い
の
よ

あ
り
が
と
う

 
こ
の
時
は
ち
ま
ん
く
ん
は
相
手
が
見
知
ら
ぬ
相
手
で
あ

た

人

の
フ
リ
に
徹
し
て
い

た
あ

こ
れ

つ
ま
ら
な
い
物
だ
け
ど

ケ

キ
を
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本
当
に

あ
り
が
と
う

今
お
茶
を
入
れ
て
く
る
か
ら
待

て
て

あ

い
い
よ
い
い
よ

そ
れ
よ
り
も
朝
田
さ
ん
に
話
が
あ
る
ん
だ

そ
う

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
こ
れ
を

に
入
れ
て
く
る
ね

う
ん

 
そ
し
て
詩
乃
は
台
所
に
行
き

恭
二
は

張
し
た
よ
う
に

り
を
見
回
し
た

 
そ
し
て

の
上
に

の
よ
う
な
物
を
見
付
け

 
そ
こ
に
書
か
れ
た
銃
の
名
前
を
見
て
ド
キ
リ
と
し
た
後

内
心
で
ほ
く
そ
笑
ん
だ

こ
れ
は

そ
う
か

前
回
の

 
丁
度
そ
こ
に
詩
乃
が

て
き
た

詩
乃
は
恭
二
の
話
を

こ
う
と
再
び
そ
の
場
に

け

 
何
と
な
く
は
ち
ま
ん
く
ん
を

の
上
に
乗
せ
た

で

話

て

う
ん

先
ず
は
優
勝
お
め
で
と
う

や

ぱ
り
シ
ノ
ン
は
凄
い
ね

 
最
初
会

た
時
か
ら

シ
ノ
ン
は
絶
対
に
強
く
な
る

て
思

て
た
よ

あ

あ
は

優
勝
の
仕
方
は
あ
ま
り
褒
め
ら
れ
た
も
の
じ

な
か

た
け
ど
ね

そ
れ
で
も
凄
い
よ

僕
も
大
会
に
出
場
出
来
て
た
ら
な
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外
せ
な
い
用
事
が
あ

た
ん
で
し

仕
方
な
い
わ
よ

う
ん

ま
あ
ね

と
こ
ろ
で
そ
の

の
中
身

て

 
恭
二
は
さ
り
げ
な
い
風
を
装

て

詩
乃
に
そ
う

ね
た

あ

こ
れ

の
ア
レ
の
モ
デ
ル
ガ
ン

や

ぱ
り

名
前
を
見
て
そ
う
か
な

て
思

た
ん
だ

 
朝
田
さ
ん
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に

ち

と
見
て
み
て
も
い
い

別
に
い
い
わ
よ

 
そ
う
言

て
詩
乃
は

恭
二
に
そ
の

を
差
し
出
し
た

そ
れ
じ

あ
ち

と
だ
け

 
恭
二
は

を
少
し
だ
け
開
け
て
中
を

き
こ
み
そ
れ
が
確
か
に
黒
星
だ
と
い
う
事
を
確
認
し

た
そ
れ
で
本
題
な
ん
だ
け
ど

あ

う
ん

 
そ
し
て
恭
二
は

少
し

張
し
た
様
子
で
詩
乃
に
こ
う
言

た

朝
田
さ
ん

僕
と
付
き
合

て
く
れ
な
い
か
な
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え
  

詩
乃
は
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
る
と
は
予
想
す
ら
し
て
お
ら
ず

と
て
も
驚
い
た

 
同
時
に
ど
う
断
ろ
う
か
と
考
え

困

た
よ
う
な
顔
を
し
た

 
そ
ん
な
詩
乃
の
表
情
を
見
て

恭
二
は
下
を
向
い
た

や

ぱ
り
ね

え

と

ご
め
ん
新
川
君

私

シ

ナ
さ
ん

だ
ろ

え

あ

う

う
ん

そ
う
だ
よ
ね

は

こ
れ
で
ス

キ
リ
し
た
よ

 
恭
二
は
顔
を
上
げ

思

た
よ
り
も
晴
れ
や
か
そ
う
な
顔
で
言

た

 
そ
し
て
そ
の
手
に
は
黒
星
が

ら
れ
て
お
り

そ
の
銃
口
は
詩
乃
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
た

 
そ
れ
を
見
た

間

詩
乃
の
心

が
ド
ク
ン
と
脈
を
打

た

い

一
体
何
を

さ

き
言

た
だ
ろ

ス

キ
リ
し
た
ん
だ
よ
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こ
れ
は
う
ぬ
ぼ
れ
か
も
し
れ
な
い
け
ど
多
分
朝
田
さ
ん
は
シ

ナ
さ
ん
と
出
会

て
い
な

か

た
ら

 
僕
と
付
き
合

て
い
た
可
能
性
が
か
な
り
高
か

た

違
う

そ
れ
は

そ
う
か
も
だ
け
ど

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
て
し
ば
ら
く
し
た
後

確
か
に
詩
乃
は
そ
う
考
え
た
事
が
あ

た

 
だ
が
そ
れ
は
恋
愛
感
情
で
は
な
く

シ

ピ

ゲ
ル
か
ら
向
け
ら
れ
る
好
意
に
対
し
て

 
こ
ん
な
自
分
が
何
か
報
い
る
方
法
は
無
い
か
と
考
え
た
時
彼
の
好
意
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

て 
も
し
告
白
さ
れ
た
ら
こ
の
身
を
差
し
出
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
い
う

 
あ
る
意
味
自

的
な
考
え
か
ら
だ

た

 
だ
が
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
と
出
会
い

詩
乃
は
八
幡
と
出
会

て
し
ま

た

 
今
は
も
う
そ
ん
な
事
は

考
え
る
事
す
ら
無
い

そ
れ
に
そ
の
人

そ
れ

て
シ

ナ
さ
ん
だ
よ
ね

え

ど

ど
う
し
て
そ
れ
を

僕

シ

ナ
さ
ん
の
顔
を
見
た
事
が
あ
る
か
ら
ね
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ど

ど
こ
で

こ
こ
で

 
詩
乃
は
そ
の
言
葉
に
ぞ
く
り
と
し
た

こ
こ
で

こ
こ
で

て
ど
う
い
う
事

ま
さ
か
そ
ん
な

も

も
し
か
し
て

私
達
の
事

見
て
た
の

う
ん

こ
こ
の

所
の
事
は

い

か
ら
知

て
た
し

 
朝
田
さ
ん
を
守
ろ
う
と
思

て

こ
の
部
屋
の
前
の
道
の

か
ら

よ
く
見
て
た
よ

なま
あ
そ
の
甲
斐
も
無
く
朝
田
さ
ん
の
純

は
シ

ナ
さ
ん
に

わ
れ
て
し
ま

た

だ
け
ど

え
 
ど
う
や
ら
恭
二
は
二
人
の
関
係
を

勘
違
い
し
た
ま
ま
だ

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
恭
二
は
そ
れ
以
上

き
た
く
な
い
と
い
う
風
に

突
に
話
題
を
変
え
た

そ
れ
に
し
て
も

こ
の
銃
を
見
て
も
あ
ま
り
怖
が
ら
な
い
ん
だ
ね

 
そ
れ
も
シ

ナ
さ
ん
の
お
か
げ
な
の
か
な

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は
ど
う
か
な

 
そ
う
言
い
放
つ
な
り
恭
二
は
懐
か
ら
何
か
を
取
り
出
し
素

い
動
作
で
詩
乃
の
胸
に
押
し
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付
け
る
と

 
と
て
も
気
持
ち
悪
い
笑
顔
を

か
べ
た

 
そ
の
は
ず
み
で
は
ち
ま
ん
く
ん
は
横
に
こ
ろ
が
り

詩
乃
の

の
近
く
に
転
が

た

こ
れ
は
ね

こ
う
見
え
て
注
射
器
な
ん
だ
よ
ね

 
そ
し
て
こ
の
中
身
が
朝
田
さ
ん
の
体
に
入
る
と

朝
田
さ
ん
の
心

や
他
の

器
は

 
ゆ

く
り
と
そ
の
動
き
を
止
め
る
ん
だ
よ

ひ
 

こ
れ
は
ま
ず
い
な
俺
だ
け
じ

詩
乃
を
守
り
き
れ
る
自
信
が
無
い
こ
こ
は
一
つ
本
体
に
期

待
す
る
か

 
そ
う
考
え
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は
こ

そ
り
と
詩
乃
の

を
操
作
し
八
幡
に

話
を

け

た
も
し
も
し

詩
乃
か

お
い

大
丈
夫
な
の
か

 

話
の
向
こ
う
か
ら
そ
ん
な
八
幡
の
声
が
し
た
が

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
の
声
が

れ
な
い
よ
う
に
し

か
り
と
そ
の
部
分
を
お
さ
え
つ
つ
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マ
イ
ク
部
分
を
ト
ン
ト
ン
と
叩
き
始
め
た

モ

ル
ス
信

で
あ
る

お
い

お
い

ん

こ
れ
は

お
前

も
し
か
し
て
俺
か

 
そ
れ
で
我
が
意
を
得
た
り
と
思

た
は
ち
ま
ん
く
ん
は

 
我
慢
強
く
八
幡
に
同
じ
モ

ル
ス
信

を
送
り
続
け
た

し

の

き

け

ん

は

や

く

こ

い

分
か

た

正
確
に
五
分
で
着
く

そ
れ
ま
で
お
前
は
時
間
を

げ

 
時
計
を
合
わ
せ
る
ぞ

五

四

三

二

一

五
分
前

 
そ
こ
で

話
は
切
れ
は
ち
ま
ん
く
ん
は
時
間
を

ぐ

に
慎
重
に
二
人
の
様
子
を
観
察
し

 
自
分
が
介
入
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り
始
め
た

 
明
日
は
直
接
こ
の
続
き
の
話
で
は
な
く

ア
キ
バ
の
模
様
を
中
継
で
お
伝
え
し
ま
す
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第
４
２
６
話
 
新
川
昌
一

く

見
つ
か
ら
な
い

フ

イ
リ
ス
さ
ん

他
に
心
当
た
り
は

う
ち
の
持

て
る
最
新
地
図
と

ら
し
合
わ
せ
た
け
ど

 
さ
す
が
は
ソ
レ
イ
ユ
が
調
べ
た
だ
け
の
事
は
あ
て

れ
て
い
る
店
は
無
か
た
の
ニ

そ
う

ど
う
い
う
事
な
の
か
し
ら

索

囲
が
ズ
レ
て
い
る
可
能
性
は
無
い
の
か

そ
の

り
も
キ

チ
リ
ダ
ル
君
に
確
認
し
て
も
ら

た
わ

そ
う
か

ダ
ル
の
仕
事
な
ら
間
違
い
無
い
な

 
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
に
残

て
指

を
と

て
い
た

 
ロ
ザ
リ
ア

フ

イ
リ
ス

紅
莉
栖

凶
真

ま
ゆ
り
の
五
人
は

 
地
図
を

み
な
が
ら
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
当
初
は
直
ぐ
に
見
つ
か
る
と
思

て
い
た

目
の
ザ
ザ
こ
と
新
川
昌
一
の

が

 
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
か

た

で
あ

た
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店
の
人
が

て
い
る
可
能
性
は

そ
ん
な
事
を
し
た
ら

も
う
こ
の
ア
キ
バ
で
商

は
出
来
な
い
と

 
ど
の
店
の
人
も
分
か

て
い
る
は
ず
ニ

確
か
に
秋
葉
家
の
名
前
を
出
さ
れ
た
ら
そ
う
な
る
わ
よ
ね

可
能
性
と
し
て
は

フ

イ
リ
ス
さ
ん
も

し
て
い
な
い
よ
う
な

 
ア
ン
グ
ラ
な
店
の
存
在
な
ん
だ
け
ど

オ
カ
リ
ン

何
か
心
当
た
り
は
無
い

う

む

 
だ
が
い
く
ら
考
え
て
も
答
え
は
出
ず

時
間
だ
け
が
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い

た

こ
う
な

た
ら
裏
社
会
の
人
間
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
し
か
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
ニ

フ

イ
リ
ス
さ
ん

そ
ん
な
人
間
に
心
当
た
り
が
あ
る
の

も
ち
ろ
ん
無
い
ニ

あ
 
そ
の
時
ま
ゆ
り
が
何
か
思
い
出
し
た
よ
う
に
凶
真
の
顔
を
見
た

ね

ね

オ
カ
リ
ン

ダ
ル
君
な
ら
そ
う
い
う
店

知

て
る
ん
じ

な
い
か
な



 第四章 ＧＧＯ編

ダ
ル
が

あ
あ

確
か
に
あ
い
つ
は
あ
る
意
味
裏
社
会
の
人
間
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
で
も
今

索
し
て
る
店
を
チ

イ
ス
し
た
の
も
橋
田
な
ん
で
し

 
そ
れ
な
ら
そ
う
い
う
店
も
リ
ス
ト
に
あ
る
ん
じ

な
い

一
応
ダ
ル
に

ん
に
確
認
し
て
み
る
の
ニ

 
フ

イ
リ
ス
は
そ
う
言

て
ダ
ル
に
連

を
と

た

ダ
ル
に

ん

ち

と
確
認
し
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ん

フ

イ
リ
ス
た
ん

ど
し
た
ん

そ
れ
が
ね

 
ダ
ル
は

ソ
レ
イ
ユ
の
ほ
と
ん
ど
の
社
員
を
動
員
し
た
ロ

ラ

作
戦
に
よ

て

 
簡

に
犯
人
が
発
見
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
ら
し
く
未
だ
何
も
成
果
の
無
い

況
に
少
し
驚

い
て
い
た

そ
れ
マ
ジ
な
ん

そ
れ
じ

あ
ま
さ
か
あ
そ
こ
か

い
や

で
も
な

何
か
心
当
た
り
が
あ
る
の
ニ

い
や

そ
れ
は
そ
の
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⻭
切
れ
が
悪
い
ニ

ね

フ

イ
リ
ス
に

し
事
を
す
る
と
か
万
死
に

す
る
の
ニ

 
も
う
ダ
ル
に

ん
を

メ
イ
ク
イ

ン
へ
の

久
出
入
り
禁
止
に
す
る
し
か
な
い
の
ニ

ち

ま

待

て
フ

イ
リ
ス
た
ん

今
話
す
か
ら

 
そ
し
て
ダ
ル
は

フ

イ
リ
ス
に
言
い

ら
か

た
理
由
を
説
明
し
た

え

と

秋
葉
原
の
裏
通
り
の
オ
フ

ス
街
近
く
に
と
あ
る
ビ
ル
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の
七

に
は
い
く
つ
か
の
店

が
あ

て

そ
の
内
の
一
つ
が
多
分
怪
し
い
ん
だ
け
ど

 
実
は
そ
の
店
の
隣
に
僕
が
裏
の
仕
事
を
す
る
時
に
た
ま
に
部
屋
を

り
て
い
る
店
が
あ
る
ん

だ
お

 
だ
か
ら
そ
の
店
に
迷
惑
を

け
る
よ
う
な
事
は
ち

と
避
け
た
い
な
と

 

体
的
に
は

察
に
目
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
な

ち
な
み
に
そ
の
店
の
名
前
は
何
と
い
う
ニ

コ
ス
プ
レ
メ
デ

ア

秋
葉
原
店
だ
お

で

犯
人
が
い
そ
う
な
店
の
名
前
は

花
び
ら
ビ
デ
オ
企
画
だ
お

そ
こ
は
客
の
素
性
の

索
は
絶
対
に
し
な
い
店
で

 
そ
こ
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
用
の
高
品
質
な
ネ

ト

が
あ
る
ん
だ
お
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花
び
ら
ビ
デ
オ
企
画

 
そ
の
名
前
に
フ

イ
リ
ス
は
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
の
か

た
い
声
で
ダ
ル
に
言

た

そ
れ

て
も
し
か
し
て

非
合
法
の
風

店
じ

な
い
の
か
ニ

そ
う
い
う
の
を
取
り
締
ま
る
法
は
整
備
さ
れ
て
な
い
か
ら

ま
だ
違
法
じ

な
い
お

 
ザ
・
シ

ド
は
当
然
そ

ち
方
面
に
も
応
用
が
き
く

で

 
自
社
で
開
発
し
た
ゲ

ム
を
使

て
特

な
エ
ロ
サ

ビ
ス
を
提

し
て
る
の
が
そ
の
店
な
ん

だ
おい

つ
の
間
に
そ
ん
な
物
が

 
フ

イ
リ
ス
は

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
い

 
ダ
ル
を
待
た
せ
た
ま
ま
他
の
者
達
に
そ
の
店
の
事
を
説
明
し
た

こ
の

背
に
腹
は
代
え
ら
れ
な
い
で
し

う
取
り
締
ま
る
の
は
違
法
に
な

て
か
ら
で
い
い

と
し
て

 
と
り
あ
え
ず

察
の
手
が
入
ら
な
い
よ
う
に

こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ

だ
け
で

み
込
み
ま

し

う
逆
に

察
に
通
報
さ
れ
た
り
し
な
い
か
ニ
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そ
ん
な
自
殺
ま
が
い
の
事
は
し
な
い
と
思
う
わ

そ
れ
に
実

も
あ
る
し
ね

実こ
れ
よ

 
そ
う
い

て
薔
薇
が
チ
ラ
リ
と
見
せ
た
の
は

束
だ

た

う
お

そ
れ

い
く
ら
あ
る
ん
だ

三

万
く
ら
い
か
し
ら

ボ
ス
か
ら
好
き
に
使

て
い
い
と
言
わ
れ
て
い
る
わ

さ
す
が
は
女
傑
と
名
高
い
ソ
レ
イ
ユ
の
女
社
⻑

こ
れ
で
店
員
の
顔
を
引

ぱ
た
い
て
協
力
さ
せ
る

 
さ
す
が
に
相
手
も
武
器
の

は
持

て
い
な
い
で
し

う
か
ら
多
分
そ
れ
で
何
と
か
な
る
で

し

う
分
か

た
ニ

そ
の
線
で
ダ
ル
に

ん
に
情
報
を
提

さ
せ
る
ニ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

も

る
ダ
ル
か
ら

半
ば

す
よ
う
に
情
報
を
得
て

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
街
へ
と
出
動
す
る
事
と
な

た

 
ち
な
み
に
ま
ゆ
り
だ
け
は
凶
真
の
希
望
で
連

役
と
し
て
そ
の
場
に
残
さ
れ
る
事
に
な

た

 
そ
れ
は
ま
ゆ
り
が
ま
だ
高
校
生
だ
か
ら
で
あ

た
が

同
じ
く
ら
い
の
年
齢
な
が
ら



 第四章 ＧＧＯ編

 
フ

イ
リ
ス
は
案
内
に
必
要
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
大
学
生
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
同
行
す
る
事
と
な

た

 
こ
の
ビ
ル
の
七

ニ

ね

こ
う
し
て
見
る
と
そ
こ
ま
で
怪
し
い
雰
囲
気
の
ビ
ル
じ

な
い
の
ね

ま
あ
多
分

中
は
普
通
じ

な
い
だ
ろ
う
な

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う

 
そ
し
て
四
人
は
エ
レ
ベ

タ

に
乗
り

ビ
ル
の
七

へ
と
到
着
し
た

 
そ
こ
に
は
た
だ
の
通
路
の

に

の
ド
ア
が
あ
る
だ
け
と
い
う

 
店
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
相
応
し
く
な
い
光
景
が
広
が

て
い
た

 
そ
の
表

に
書
い
て
あ
る
名
前
は

限
会
社

霊
神
の
水

と
か

受
信
機

な
ど
と
い
う

怪
し
さ
満
点
の
店
ば
か
り
で
あ
り

 
フ

イ
リ
ス
と
凶
真
は
興
奮
を

せ
な
い
よ
う
だ

た
が

 
そ
ん
な
二
人
を
な
だ
め
つ
つ

薔
薇
は

張
し
な
が
ら
目
的
の
店
へ
と
向
か

て
い

た

こ
こ
ね
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正
面
の
ド
ア
に
は

ダ
ル
が
言

て
い
た

コ
ス
プ
レ
メ
デ

ア

秋
葉
原
店

が
あ
り

 
そ
の
手
前
の

の
ド
ア
に

花
び
ら
ビ
デ
オ
企
画

の
表

が
か
か

て
い
た

 
そ
し
て
凶
真
は
懐
か
ら
何
か
を
取
り
出
し

薔
薇
に
声
を

け
た

何
か
あ

て
も
俺
が
こ
こ
で
必
ず
敵
を
食
い
止
め
る

店
員
と
の
交

は
任
せ
る

岡
部

も
し
か
し
て
そ
れ

て

あ
あ

未
来
ガ
ジ

ト
六

機

サ
イ
リ
ウ
ム
セ

バ

だ

そ
れ

本
当
に
役
に
た
つ
の

任
せ
ろ

院
流
剣
術
の
前
に
敵
は
い
な
い

ま
あ
い
い
け
ど

 
そ
し
て
三
人
は

花
び
ら
ビ
デ
オ
企
画

の
ド
ア
を
開
け
た

い
ら

し

い
ま

む
ぐ

 
普
通
に
応
対
し
よ
う
と
し

そ
れ
が
女
性
の
三
人
連
れ
だ
と
分
か

た

間

 
店
員
は
笑
顔
を

直
さ
せ

何
か
言
お
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
の
機
先
を
制
し
て
フ

イ
リ
ス
が
そ
の
店
員
の
口
を
塞
い
だ

私
は
秋
葉
家
の
者
よ

い
だ
ら
も
う
こ
の
ア
キ
バ
で
は
商

を
さ
せ
な
い
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で
も
静
か
に
し
て
い
て
く
れ
れ
ば
こ
の
店
に
迷
惑
を

け
る
よ
う
な
事
は
し
な
い

 
と
り
あ
え
ず
話
を

い
て
も
ら
え
な
い
か
な

 
よ
く
見
る
と

い
つ
の
間
に
か
フ

イ
リ
ス
は
猫

カ
チ

シ

を
外
し
て
い
た

 
猫

メ
イ
ド
の
フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
で
は
な
く

 
秋
葉
原
の
顔
役
で
あ
る
秋
葉
家
の
当
主
た
る

秋
葉

未

が
そ
こ
に
い
た

 
店
員
は
ど
う
や
ら

か
ら
の
ア
キ
バ
の

人
ら
し
く
秋
葉
家
の
事
は
知

て
い
た
の
だ
ろ

う 
そ
の
ま
ま

未

に
コ
ク
コ
ク
と

い
た

次
に
交

役
の
薔
薇
が
前
へ
出
た

私
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
秘
書
を
し
て
お
り
ま
す

薔
薇
と

し
ま
す

 
実
は
協
力
し
て

き
た
い
事
が
あ
り

本
日
は
こ
ち
ら
に
お

い
し
ま
し
た

あ

こ
れ
は
ご
丁

に

 
ア
キ
バ
で
こ
う
い

た
対
応
を
さ
れ
る
事
は
少
な
い
の
か

 
店
員
は
薔
薇
に
対
し
て
ペ
コ
ペ
コ
と

を
下
げ
な
が
ら
そ
う
答
え
た

先
ず
は
こ
の
写
真
を

あ

は
い
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そ
の
写
真
を
見
た

間
に

店
員
は
一

チ
ラ
リ
と
店
の
奥
に

線
を
走
ら
せ
た

 
も
ち
ろ
ん
そ
の

線
を
見
逃
す
薔
薇
で
は
な
い

今
日
こ
の
人
が

客
と
し
て
こ
ち
ら
に
来
て
い
ま
せ
ん
か

い
え

こ
う
い

た
方
は
来
て
い
ま
せ
ん
が

本
当
に

え
え

も
ち
ろ
ん
で
す

で
は
こ
れ
を

 
薔
薇
は
そ
う
言
う
と

持

て
き
た
三

万
を
全
部

の
上
に
置
い
た

え

い
き
な
り
全
部

こ
れ

て
ど
う
な
の

普
通
は
上
乗
せ
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
け
ど

 

未

と
紅
莉
栖
は
そ
れ
を
見
て

ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う

き
あ

た

こ

こ
れ
は

協
力
し
て
も
ら
え
た
ら

こ
れ
を
あ
な
た
に
進

し
ま
す

で

で
も

で
は
こ
う
し
ま
し

う
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そ
し
て
薔
薇
は

束
を
一
つ
懐
に
し
ま

た

え協
力
し
て
も
ら
え
な
い
よ
う
で
す
の
で

先
ず

束
を
一
つ

こ
ち
ら
で
回
収
し
ま
す

 
つ
ま
り
私
が
あ
な
た
に

え
る
チ

ン
ス
は
残
り
二
回
で
す

 
こ
ち
ら
と
し
て
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
自
覚
は
あ
る
の
で
最
初
に
あ
の

を
提

し
ま
し

た
が

 
そ
れ
は
そ
ち
ら
の
協
力
あ

て
の
事
ご
協
力

け
な
い
よ
う
で
し
た
ら
差
し
上
げ
る
義
理
は

あ
り
ま
せ
ん

そ

そ
れ
は

こ
れ
で
も

目
で
す
か

そ
れ
じ

あ
も
う
一
つ
回
収
し
ま
す

あ
 
店
員
は
そ
れ
を
見
て

激
し
く

し
て
い
る
よ
う
だ

た

こ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

達
に
ソ
レ
イ
ユ
の
ト

プ
の
側
近
を
や

て
い
る

じ

な
い

て
事
ね

 
二
人
は
そ
う

き
合
い
な
が
ら

店
員
が
ま
も
な
く
陥
落
す
る
と
確
信
し
て
い
た



 第４２６話 新川昌一

 
そ
の
考
え
通
り
薔
薇
が
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
最
後
の

束
に
手
を

ば
そ
う
と
し
た

間

 
店
員
が

て
て
そ
の
手
を
掴
ん
だ

ま

待

て
く
れ

協
力
し
て

け
る
と

あ
あ

だ
か
ら
そ
の
手
を
引

込
め
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た
こ
の
お
金
に
は
領
収
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ど
う
ぞ
ご
自
由
に
お
納

め
下
さ
い

わ

分
か

た

 
そ
し
て
店
員
は

ほ
く
ほ
く
し
た
顔
で
そ
の

束
を
懐
に
収
め
た

で

こ
の
人
で
す
が

う
ん
あ
そ
こ
だ
よ
あ
の
十
番
ブ

ス
に
い
る

中
か
ら
鍵
が
か
か

て
い
る
か
も
し
れ
な

い
か
ら

 
こ

そ
り
と
鍵
を

し
て
お
く

可
能
な
限
り
静
か
に
事
を
収
め
て
も
ら
え
る
と
助
か
る

努
力
し
ま
す

 
そ
し
て
店
員
が
心
配
そ
う
に
見
守
る
中
薔
薇
達
三
人
は

張
し
な
が
ら
そ
の
ブ

ス
へ
と
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向
か

た

 
そ
し
て
三
人
は

き
合
う
と

そ

と
そ
の
ブ

ス
の
ド
ア
に
手
を

け

 
鍵
が
か
か

て
い
る
か
確
認
す
る

慎
重
に
ド
ア
ノ
ブ
を
回
し
始
め
た

あ
れ

 
予
想
に
反
し
て
ド
ア
ノ
ブ
は
あ

さ
り
と
回
り
そ

と
中
を

き
こ
ん
だ
薔
薇
が
首
を

た 
中
に
は
誰
も
い
な
か

た
の
だ

薔
薇
は
店
員
を

ん
だ
が
店
員
は

た
顔
で
首
を

る

だ
け
だ

た

ど
う
い
う
事

 
そ
の

間
に
奥
か
ら
人
影
が
飛
び
出
し

薔
薇
達
の
横
を
走
り
抜
け
た

 
ゲ

ム
の
中
で
は
顔
を

し
て
い
た

そ
の
素
顔
を
見
た
事
は
無
か

た
が

 
薔
薇
は
今
は

そ
れ
が
誰
な
の
か
を
提

さ
れ
た
写
真
で
知

て
い
た

新
川
昌
一

い
え

目
の
ザ
ザ

 
そ
う
呼
び
か
け
ら
れ
た
昌
一
は

一

り
向
い
て
薔
薇
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
る
と

 

で
笑
い
な
が
ら
薔
薇
に
言

た
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ロ
ザ
リ
ア

お
前
や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
の

に
成
り
下
が

た
の
か

い
い
え

成
り
上
が

た
の
よ

悪
い

い
や

お
前
ら
し
い
よ

 
そ
ん
な
昌
一
か
ら
発
せ
ら
れ
る
プ
レ

シ

に
薔
薇
は

の
恐
怖
の
記
憶
が

た
の
か

 
一

ひ
る
ん
で
し
ま

た

そ
ん
な
薔
薇
を

未

と
紅
莉
栖
が

し
た

薔
薇
さ
ん

こ
こ
は
も
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

な
い
わ
よ

仲
間
を
信
じ
て

チ
 
昌
一
は

女
三
人
が
相
手
と
は
い
え

こ
こ
は
分
が
悪
い
と
考
え
た
の
か

 
そ
の
ま
ま
一
目
散
に
ド
ア
の
外
へ
と
飛
び
出
し
て
行

た

そ
の

間
に
凶
真
の
声
が
こ
ち

ら
に

い
た

く
ら
え

院
流
剣
術

鮮
血

雪

  
昌
一
は
キ
リ
ト
と
の
戦
い
に
負
け

然
と
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
に
は
仲
間
が
い
た

仕
方
な
い
が
そ
れ
で
も
昌
一
は
キ
リ
ト
に
勝
つ
つ
も
り
だ

た
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の
だ

 
そ
し
て
気
が
付
い
た
時
に
は
大
会
は
終
わ

て
お
り
昌
一
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

い
たそ

う
か

俺
は
負
け
た
の
か

 
昌
一
は
そ
う

き

そ
の
ま
ま

き
上
が
る
事
も
出
来
ず

じ

と
天

を
見
つ
め
て
い
た

結
局
俺
は
あ
い
つ
に
は
勝
て
な
い
の
か

 
そ
ん
な
敗
北
感
が
昌
一
を
襲

て
お
り

昌
一
は
自
分
に
も
こ
ん
な
一
面
が
あ

た
の
か
と

 
少
し
驚
き
な
が
ら
も
自
覚
し
た

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
ジ

と
合
流
し
て
再

を
目
指
せ
ば
い
い
さ

 
い
ず
れ
ヘ

ド
が
何
か
事
件
を

こ
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
そ
の
時
ま
で
逃
げ
き
れ
れ
ば
そ
れ

で
い
い

 
昌
一
は
そ
う
考
え
な
が
ら
外
に
出
よ
う
と
し
た
が

 
生
理
現
象
に
は
勝
て
な
か

た
の
だ
ろ
う

そ
の
ま
ま
ト
イ
レ
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
ト
イ
レ
を
出
よ
う
と
し
た
昌
一
は
入
り
口
に
三
人
の
女
性
が
い
る
事
に
気
が
付
い
た

ん

あ
れ
は
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そ
の
先

に
い
る
女
性
に

昌
一
は
見
覚
え
が
あ

た

あ
れ
は
確
か

分

象
が
変
わ

て
い
る
が

ま
さ
か
ロ
ザ
リ
ア

か

 
十
狼
の
中
に
そ
の
名
が
あ

た
事
で

昌
一
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ロ
ザ
リ
ア
が

 
今
は
シ

ナ

ハ
チ
マ
ン
の
一
味
だ
と
認
識
し
て
い
た

や
は
り
十
狼
の
ロ
ザ
リ
ア
が

あ
の
ロ
ザ
リ
ア
だ
と
い
う

は
正
し
か

た
よ
う
だ
な

 
ど
う
や

て
こ
こ
の
事
を
突
き
止
め
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

さ
て
ど
う
す
る
か

 
こ
う
な

た
以
上

か
な

物
は

め
る
し
か
な
い

 
幸
い
手
持
ち
の
資
産
は
全
て
現
金
化
し
て

の
コ
イ
ン
ロ

カ

に

け
て
あ
る

 
こ
の
場
は
こ
の
ま
ま
強
引
に
逃
げ
る
の
が
最
良
の
手
だ
ろ
う

 
そ
う
思

た
昌
一
は

コ
イ
ン
ロ

カ

の
鍵
を

り
締
め
る
と

 
そ
の
ま
ま
そ
の
三
人
の
女
性
の
横
を
走
り
抜
け

こ
の
場
を
脱
出
し
よ
う
と
し
た

 
ロ
ザ
リ
ア
の
言
葉
に
足
を
止
め
た
の
は
た
だ
の
気
ま
ぐ
れ
だ

た

 
ま
さ
か
ロ
ザ
リ
ア
が
自
分
の
素
顔
を
知

て
い
る

は
無
い
と
思

て
い
た

 
そ
の
事
を
知

て
い
た
ロ
ザ
リ
ア
の
黒
幕
と
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
思
い

か
べ

 
そ
れ
に
対
し
て

肉
の
一
言
も
言

て
や
り
た
い
と
思

た
だ
け
だ

た
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そ
し
て
昌
一
は
ロ
ザ
リ
ア
を

ま
せ

ま
ん
ま
と
店
の
外
へ
と
脱
出
し
た

 
後
は
一
目
散
に

を
駆
け
下
り
る
か

エ
レ
ベ

タ

を

し
て
し
ま
え
ば
い
い

 
そ
う
思

た
昌
一
の

に

き
覚
え
の
無
い
男
の
声
が

こ
え
た

く
ら
え

院
流
剣
術

鮮
血

雪

 
そ
の

間
に
昌
一
は
顔
に
何
か
を

け
ら
れ

界
が
暗
転
し
た

く

何
だ

我
と
我
が
サ
イ
リ
ウ
ム
セ

バ

の
力

思
い
知

た
か

 
昌
一
は

て
て
顔
を
服
の

で

た

幸
い

界
は
直
ぐ
に
確
保
さ
れ
た
が

 
そ
の
服
の

は
べ

た
り
と
血
に

れ
て
お
り

昌
一
は
ギ

と
し
た

 
そ
の

間
に

昌
一
の
体
に
何
か
が

き
つ
い
た

こ
こ
か
ら
は
絶
対
に
逃
が
さ
な
い
わ
よ

 
昌
一
の
体
に

き
つ
い
た
の
は

ロ
ザ
リ
ア
が
手
に
持
つ
ム
チ
だ

た

ロ
ザ
リ
ア

て
め
え

殺
す
ぞ

凄
ん
で
も
無

よ

あ
ん
た
よ
り
も
本
気
で

た
八
幡
の
方
が
何
倍
も
怖
い
も
の

 
更
に
言
う
な
ら
う
ち
の
ボ
ス
の
方
が
も

と
怖
い
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は

ボ
ス

て
の
が
誰
の
事
か
は
知
ら
ね
え
が

 
す

か
り

い
慣
ら
さ
れ
ち
ま

た
み
た
い
だ
な

女

れ

あ
ん
た
は
こ
ん
な
に
大
き
な
胸
を
持

た
い
い
女
に
は
一
生
縁
が
無
い
く
せ
に

 
自
分
は

験
済
で
す
か
ら
み
た
い
な
虚
勢
を
張

て
る
ん
じ

な
い
わ
よ

お
お

 
そ
の
薔
薇
の
言
葉
に

未

と
紅
莉
栖
は

手
を
し
た

 
凶
真
は
少
し
気
ま
ず
そ
う
に
し
て
い
た
が

紅
莉
栖
に

さ
れ

 
体
を

束
さ
れ
た
昌
一
の
手
に
オ
モ
チ

の
手

を
は
め
た

中
々
準
備
が
い
い

オ
モ
チ

の
手

だ
け
ど

も
う
手
も
足
も
出
な
い
わ
よ
ね

今
回
は
私
と
八
幡
の
勝
ち
よ

チ

 
さ
す
が
の
昌
一
も

こ
う
な

て
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
薔
薇
の
連

で

ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
の
中
で
も
体
格
の
い
い
者
達
が
集
め
ら
れ

 
そ
の
者
達
を
残
し
て
残
り
の
社
員
達
は
解
散
す
る
事
と
な

た

 
社
員
達
の
表
情
は

何
か
を
や
り
と
げ
た
と
い
う

満
足
感
の
あ
る
も
の
で
あ

た

 
更
に
こ
の
後
ソ
レ
イ
ユ
本
社
内
で
大
宴
会
が
開
か
れ
る
よ
う
で
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社
員
達
は
勝
ど
き
を
あ
げ
な
が
ら

整
然
と
本
社
へ
と
帰

て
い

た

何
な
ん
だ
よ
あ
い
つ
ら
は

 
そ
ん
な
社
員
達
を
見
て

昌
一
は

つ
り
と
そ
う

い
た

あ
れ
は
八
幡
の

実
な
部
下
達
よ

も
う
あ
ん
た
と
彼
の
差
は
計
り
知
れ
な
い
わ
ね

チ

だ
か
ら
あ
い
つ
と
関
わ
る
の
は

だ

た
ん
だ

ふ
ふ
ん

私
の
ご
主
人
様
の
凄
さ
に
恐
れ

き
な
さ
い

 
薔
薇
は
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
の
大
き
な
胸
を
張

た

 
昌
一
は
不

そ
う
に
そ
の
胸
か
ら
目
を

ら
し
た
が
そ
の

界
に
見
覚
え
の
あ
る
人
影
が
映

り 
そ
の
人
物
と
目
が
合

た
昌
一
は
ま
だ
し

か
り
手
に

て
い
た
鍵
を
こ

そ
り
と
下
に

落
と
し

 
い
か
に
も
悔
し
そ
う
な
フ
リ
を
し
て
地
面
と
一

に
そ
の
鍵
を

た

 
そ
し
て
そ
の
鍵
は
そ
の
人
物
の
近
く
に
飛
び

そ
の
人
物
は
さ
り
げ
な
く
そ
の
鍵
を

た

 
そ
し
て
そ
の
人
物

金
本

は
一
度
も

り
返
る
事
な
く
そ
の
ま
ま
ど
こ
か
へ
去

て
い

た
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こ
う
し
て
昌
一
の
分
の
逃

資
金
ま
で
も
手
に
入
れ
た
せ
い
か

 

は
ま
ん
ま
と

察
の
手
か
ら
逃
げ
お
お
せ
そ
の
行
方
は
こ
の
後
ま

た
く
掴
む
事
は
出
来

な
か

た

 
こ
の
後
昌
一
は

岡
の
部
下
に
よ

て
回
収
さ
れ
そ
の
ま
ま

察
の
手
に
引
き

さ
れ
る

事
と
な

た

 
補
足

 
未
来
ガ
ジ

ト

 
岡
部

太
郎

い
る
サ

ク
ル

未
来
ガ
ジ

ト
研
究
所
で
作
ら
れ
た
製
品

 
ま

た
く
役
に
立
た
な
い
事
が
多
い

 
サ
イ
リ
ウ
ム
セ

バ

 
サ
イ
リ
ウ
ム
に
剣
の

を
付
け

中
に
仕
込
ん
だ
血

を
発
光
さ
せ
る
と
い
う
意
欲
作

 
当
然
血

が
飛
び
散
る
の
で

使
用
の

は
注
意
が
必
要
で
あ
る

 
ち
な
み
に

院
流
剣
術

鮮
血

雪
は
そ
の
血

を
相
手
に
飛
ば
す
技
で
あ
る
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と
あ
る
ビ
ル
内
に
あ
る
店
の

々

 
出

は
小
説

シ

タ
イ
ン
ズ
・
ゲ

ト

回
帰
の
パ
ン
ド
ラ

第
六
章
よ
り
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第
４
２
７
話
 
二
人
の
八
幡

そ
し
て
朝
田
詩
乃

 
詩
乃
は
恭
二
に
迫
ら
れ

総

立
つ

気
持
ち
悪
さ
を
覚
え
て
い
た
が

 
こ
の

況
で

抗
す
る
手

は
詩
乃
に
は
無
か

た

何
せ
相
手
の
持
つ
注
射
器
ら
し
き
物

が 
ど
の

度
の
力
加

で
そ
の
機
能
を
発

す
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
だ

 
ち
な
み
に
恭
二
が
持

て
い
る
の
は
無
針
注
射
器
で
あ
り

 

療
機
器
に

し
く
な
い
詩
乃
に
は
ま

た
く
未
知
の
物
体
だ

た

ど

ど
う
し
て
こ
ん
な
事
を

だ

て
朝
田
さ
ん
は

も
う
シ

ナ
さ
ん
の
物
に
な

ち

た
じ

な
い

 
そ
う
な

た
ら
僕
に
出
来
る
事
は

力
ず
く
で

い
返
す
事
く
ら
い
で
し

い
や

だ
か
ら
そ
れ
は

あ
あ

説
明
し
て
く
れ
な
く
て
い
い
よ

別
に

き
た
く
な
い
し

違
う
の

そ
も
そ
も
そ
れ
が
勘
違
い
な
の

私
と
シ

ナ
は
別
に
そ
ん
な
関
係
じ

あ
あ

も
う

て
よ

き
た
く
な
い

て
言

て
る
で
し
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そ
う
言

て
恭
二
は

黒
星
の
モ
デ
ル
ガ
ン
を
放
り
出
す
と

 
詩
乃
を
そ
の
ま
ま
突
き
飛
ば
し
て
ベ

ド
に
横
た
わ
ら
せ
た

 
詩
乃
は
ス
カ

ト
が
め
く
れ
そ
う
に
な

た

そ
れ
を
必
死
で
直
す
と

 
も
う
恭
二
の
顔
は
見
た
く
な
い
と
い
う
風
に
横
を
向
い
て
い
た

こ

ち
を
見
て
よ

朝
田
さ
ん

 
恭
二
は
注
射
器
を
再
び
詩
乃
の
わ
き
腹
に
押
し
当
て
な
が
ら
そ
う
言

た

 
詩
乃
は
悔
し
さ
に

れ
な
が
ら

言
わ
れ
た
通
り
に
恭
二
の
顔
を
見
た

あ
あ

い
い
顔
に
な

た
ね

ま
さ
か
あ
の
強
気
の
朝
田
さ
ん
の

 
こ
ん
な
表
情
が
見
ら
れ
る
な
ん
て

 
恭
二
は

と
し
た
表
情
で
そ
う
言

た

 
詩
乃
は
も
う
恭
二
と
は
話
し
た
く
な
い
の
か
無
言
だ

た

急
に
静
か
に
な

た
ね

ま
あ
お
か
し
な
事
を
し
た
ら

 
こ
の
注
射
器
に
よ

て
死
ぬ
だ
け
だ
か
ら

さ
す
が
の
朝
田
さ
ん
も
何
も
出
来
な
い
か

 
そ
の
言
葉
に
詩
乃
は
急
に

し
く
な
り

ろ

ろ
と
涙
を
流
し
た

 
そ
れ
を
見
た
恭
二
は

さ
す
が
に
少
し
動

し
た
よ
う
に
詩
乃
に
こ
う

ね
た
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い

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

朝
田
さ
ん

こ
ん
な
人
を
大
切
な
友
達
だ
と
思

て
い
た
自
分
が

急
に
情
け
な
く
な

た
の
よ

 
も
う
い
い
か
ら
私
を
あ
な
た
の
好
き
に
し
な
さ
い
よ

 
そ
の
詩
乃
の
強
い
言
葉
に

恭
二
は
多
少
は
た
じ
ろ
ぐ
か
と
思
い
き
や

 
一
転
し
て
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た

好
き
に
し
て
い
い
の

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら

 
シ

ナ
さ
ん
と
の
行

を
僕
が
上
書
き
す
る
の
に
都
合
が
い
い
か
ら
助
か
る
け
ど
ね

 
女
の
子
を
強
引
に
も
の
に
す
る
の
は
好
き
じ

な
い
ん
だ

 
ど
う
や
ら
恭
二
に
は
詩
乃
の
言
葉
の
都
合
の
い
い
部
分
し
か

こ
え
な
い
よ
う
で

 
更
に
言

て
い
る
事
と
や

て
い
る
事
が
真
逆
だ

た

だ
か
ら
そ
ん
な
関
係
じ

な
い

て
言

て
る
で
し

 
う
う
ん

も
う
い
い
わ

今
更
何
を
言

て
も

ど
う
せ

い
て
く
れ
な
い
ん
で
し

 
や
る
な
ら
さ

さ
と
し
な
さ
い
よ

そ
れ
と
も
自
分
で

に
な
れ
ば
い
い
の

 
詩
乃
は
投
げ
や
り
な
気
持
ち
で
そ
う
言

た

 
確
か
に
恭
二
と
知
り
合

た
事
は

詩
乃
に
と

て
は

り
難
か

た
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だ
が
そ
の
出
会
い
は
詩
乃
に
と

て
は
決
し
て
救
い
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か

た
の
も

事
実
な
の
だ

 
詩
乃
は
恭
二
と
出
会
う
事
で
ト
ラ
ウ
マ
を

服
し
よ
う
と
し

 
シ
ノ
ン
は
シ

ピ

ゲ
ル
と
共
に
い
る
事
で
自
分
は
確
か
に
生
き
て
い
る
と
実
感
す
る
事
が

出
来
た

 
だ
が
ひ
と
た
び
学
校
に
行
け
ば

そ
の
実
感
は
あ

さ
り
と

散
し
て
し
ま
う

 
な
の
で
詩
乃
は
恭
二
に
感
謝
こ
そ
す
れ

恋
愛
感
情
を

い
た
事
は
一
度
も
無
か

た

 
だ
が
詩
乃
が
恭
二
の
気
持
ち
に
何
と
な
く
気
付
い
て
い
た
の
も
確
か
で
あ
る

 
だ
か
ら
こ
そ

恭
二
に
感
謝
の
気
持
ち
を

す

に
も

 
詩
乃
は
キ

パ
リ
と
恭
二
を

て
お
く
べ
き
だ

た
の
だ

 
客
観
的
に
見
れ
ば

詩
乃
は
中

半

な
ま
ま
恭
二
を
放
置
し
て

 
八
幡
が
現
れ
た

に
そ
ち
ら
に
乗
り
換
え
た
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い

 
こ
れ
で
は

ま
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と

詩
乃
は
思
い
始
め
て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
何
も
か
も
自
分
が
悪
い
と
は
思
わ
な
い
が

 
こ
れ
は
友
達
選
び
を
失
敗
し
た
自
分
に
対
す
る
罰
な
の
だ

だ
か
ら

ん
じ
て
受
け
よ
う
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詩
乃
は
そ
ん
な
気
持
ち
で

も
は
や

抗
す
る
気
を
ま

た
く
無
く
し
て
い
た

え

い
い
の

そ
れ
な
ら
話
が

い
や

や

ぱ
り
朝
田
さ
ん
は
僕
の
事
が
好
き
だ

た

ん
だ
ね

 
こ
ん
な
ふ
つ
つ
か
な
僕
だ
け
ど

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
予
想
外
の
返
事
に
詩
乃
は
心

気
持
ち
悪
さ
を
覚
え
た

 
覚
悟
を
決
め
た
と
は
い
え

こ
う
い

た

悪
感
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
だ

私

こ
ん
な
人
に

さ
れ
ち

う
ん
だ

 
今
こ
こ
で

さ
れ
て
し
ま
う
自
分
は

も
う
八
幡
に
会
う
資
格
も
失

て
し
ま
う
と
思
い

 
詩
乃
は
無
性
に

し
く
な

た

 
せ
め
て
最
後
に
一
目
会
い
た
か

た

詩
乃
は
そ
う
思
い
な
が
ら

 
せ
め
て
行

の
最
中
に
は

ま
ぶ
た
の
裏
で
八
幡
の

を
想
像
し
よ
う
と
目
を

た

 
そ
の
時
ど
こ
か
ら
か

今
ま
さ
に

き
た
く
て
仕
方
な
か

た
声
が

こ
え
た

ら
し
く
な
い
な

戦
況
が
不
利
で
も
最
後
ま
で
戦
う

お
前
は
そ
ん
な
女
だ
ろ

あだ

誰
だ
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恭
二
は

そ
の
ど
こ
か
シ

ナ
に
似
た
声
の
持
ち
主
を
探
そ
う
と
き

ろ
き

ろ
し
た
が

 
部
屋
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん
誰
も
い
な
い

俺
だ
よ
シ

ピ

ゲ
ル

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

詩
乃
か
ら

い
て
い
た

 
知
識
と
し
て
だ
け
は
シ

ピ

ゲ
ル
の
存
在
を
知

て
お
り

 
こ
と
さ
ら
に
煽
る
よ
う
な
感
じ
で
そ
う
言
い
な
が
ら

 
ち

こ
ち

こ
と
詩
乃
と
恭
二
の
間
に

て
入

た

そ
れ
を
見
た
恭
二
は

天
し
た

な

何
だ
こ
い
つ

何
だ
と
言
わ
れ
て
も
な

俺
は
は
ち
ま
ん
く
ん
だ

宜
し
く
な

に

人

が
ひ
と
り
で
に
歩
い
た
上
に

勝
手
に

た

 
さ
す
が
に
予
備
知
識
無
し
で
い
き
な
り
そ
ん
な
事
が

こ

た

 
恭
二
は
詩
乃
の
体
か
ら
注
射
器
を
離
し

わ
ず
か
に
後
ず
さ

た

 
そ
れ
に
よ

て
詩
乃
に

何
か
し
ら
行
動
す
る
事
が
可
能
に
な
る
余
地
が
生
ま
れ
た

あ
と
三
分
か

こ
の
ご
時
勢
に

そ
ん
な
に
驚
く
事
か

世
の
中
に
は

に

が

載
さ
れ
た
製
品
が

れ
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て
る

 
俺
は
そ
の
中
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い

な

何
な
ん
だ
よ
お
前

ん

さ

き
自

紹
介
し
た
だ
ろ

俺
は
は
ち
ま
ん
く
ん

お
前
の
恋
敵
の
コ
ピ

の
よ
う

な
存
在
だ

 
自
分
で
言
う
の
も
ア
レ
だ
が

か
な
り
の
高
性
能
だ
と
自
負
し
て
い
る

そ
の

り
方

ま
さ
か
お
前

シ

ナ
さ
ん
の
人
格
の
コ
ピ

な
の
か

コ
ピ

と
い
う
表
現
は
正
確
じ

な
い
な

俺
は
ま
あ

過
去
ロ
グ
み
た
い
な
も
ん
だ

過
去
ロ
グ

そ
の
言
い
方
も
微

だ
が
な

ま
あ
た
だ
一
つ
だ
け
確
実
に
言
え
る
事
が
あ
る

 
俺
は
お
前
の
敵
だ

俺
は
詩
乃
を

か
せ
た
お
前
を
絶
対
に
許
さ
な
い

絶
対
に
だ

 
も
ち
ろ
ん
本
物
の
シ

ナ
も

同
じ
事
を
お
前
に
言
う
と
断
言
し
よ
う

あ
と
二
分

な

か
せ

ぱ
な
し
に
す
る
つ
も
り
な
ん
か
な
い

 
何
故
な
ら
今
こ
こ
で
僕
と
結
ば
れ
る
朝
田
さ
ん
を

僕
が
必
ず
幸
せ
に
す
る
か
ら
だ
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は

何
で
お
前
と
一

に
な

て

幸
せ
に
な
れ
る
ん
だ

何
か

は
あ
る
の
か

そ

そ
れ
は

あ

愛
の
力
で

愛
だ

も

と

体
的
に
何
か
無
い
の
か

収
入
は

将
来
性
は

そ
れ
に
ル

ク
ス
は

 
俺
が
言
う
の
も
な
ん
だ
が

シ

ナ
は
あ
の
年
で

に
年
収
は
一
千
万
を
超
え

 
将
来
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
さ
ら
に
見
た
目
は
お
前
が
知
る
通
り
の
と
ん
だ
優
良
物
件
だ
ぞ

 
ち
な
み
に
詩
乃
が

え
た
問
題
も
あ
い
つ
が
解
決
し
た

 
そ
れ
に
比
べ
て
お
前
に
は
何
か

他
人
に

れ
る
よ
う
な
事
は
あ
る
の
か

あ

あ
る
さ

 
恭
二
は
完

に

は
ち
ま
ん
く
ん
の
ペ

ス
に
乗
せ
ら
れ
て
い
た

 
同
時
に
は
ち
ま
ん
く
ん
は
詩
乃
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
詩
乃
の

を
優
し
く
さ
す

て
い
た

 
そ
れ
に
よ

て
詩
乃
は

多
少
の

静
さ
を
取
り

し

 
恭
二
と
は
ち
ま
ん
く
ん
が
お

い
に
会
話
に
集
中
し
て
い
る
事
で

 

り
を
観
察
す
る
余

も
生
ま
れ
て
い
た
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何
か
武
器
に
な
る
も
の
は

 
だ
が
生

手
の

く

囲
に
あ
る
の
は
黒
星
の
モ
デ
ル
ガ
ン
だ
け
で
あ
り

 
そ
れ
に
触
れ
る
に
は
か
な
り
の
勇
気
を
必
要
と
す
る

あ
れ
を
投
げ
つ
け
れ
ば

で
も

 
詩
乃
は

し

そ
ん
な
詩
乃
に
ま
だ

い
と
言
い
た
い
の
か

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
詩
乃
の

を

ん

ん
と
叩
い
た

ほ
ほ
う
ど
ん
な
人
に

れ
る
事
が
あ
る
ん
だ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
の
そ
の
言
葉
に

恭
二
は
声
を
詰
ま
ら
せ
た

 

め
て
⻑
所
は
何
か
と

ね
ら
れ
る
と

子

の

は
案
外
素
直
に
答
え
ら
れ
る
が

 
あ
る

度
の
年
齢
を
過
ぎ
る
と

大

の
人
は
困

て
し
ま
う
も
の
な
の
だ

え
え
と

ま
あ
こ
こ
は
俺
が
代
わ
り
に
答
え
て
や
ろ
う

お
前
の
⻑
所
は
そ
の
優
し
さ
だ

 
確
か
に
そ
の
気
の

さ
故
か

学
校
は
や
め
る
事
に
な

ち
ま

た
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
れ
は
決
し
て
お
前
の

任
じ

な
い

む
し
ろ
怖
か

た
だ
ろ
う
に

 
落
ち
込
む
詩
乃
に
町
で
声
を

け
た
り
少
し
前
ま
で
の
お
前
は
確
か
に
優
し
さ
を
備
え
た
い
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い
男
だ

た

 
だ
が
い
か
ん
せ
ん

も

と
優
し
い
男
が
現
れ
て
し
ま

た

俺
の
モ
デ
ル
に
な

た
男
だ

 
お
前
は
そ
の
男
を
前
に
し
て

何
も
出
来
な
か

た

 
あ
る
い
は
も

と
詩
乃
と
分
か
り
合
お
う
と
し
て
い
れ
ば
案
外
詩
乃
は
お
前
を
選
ん
だ
か
も

し
れ
な
い

 
だ
が
そ
う
は
な
ら
な
か

た

そ
れ
は
何
故
か

 
お
前
の
そ
の
優
し
さ
が

実
は
自
分
に
対
す
る
優
し
さ
だ

た
か
ら
だ

 
お
前
の
優
し
さ
は
自
分
本

な
我
が

の
裏
返
し
に
す
ぎ
な
い
だ
か
ら
詩
乃
は
別
の
男
を

選
ん
だ

あ
と
一
分

ち

違
う

い
や

違
わ
な
い

お
前
は
自
分
の
事
し
か
考
え
て
い
な
い

 
だ
か
ら
詩
乃
の
言
葉
に

を

け
よ
う
と
も
し
な
い

お
前
は
究

の
自

愛
の

化
だ
よ

そ

そ
れ
は
朝
田
さ
ん
が

を
つ
い
て
誤
魔
化
そ
う
と
す
る
か
ら

 
恭
二
の
言
葉
は

す
ぼ
み
に
な
り

こ
の
時
初
め
て
恭
二
は
下
を
向
い
た



 第４２７話 二人の八幡、そして朝田詩乃

 
そ
の

間
に
は
ち
ま
ん
く
ん
は
叫
ん
だ

お
い
こ
ら
詩
乃

あ
い
つ
に
会
い
た
い
ん
だ
ろ

過
去
と
未
来

ど

ち
が
大
事
な
ん
だ

 
あ
い
つ
と
の
未
来
を
望
む
な
ら

性
を
見
せ
て
み
ろ

な
 
そ
れ
を

い
た
恭
二
は

て
て
顔
を
上
げ
た

そ
の
目
の
前
に
は

 
決
死
の
覚
悟
で
恭
二
の
前
に
立
ち
塞
が
る
は
ち
ま
ん
く
ん
の

が
あ

た

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

い
き
な
り
自
分
の

手
を
引
き
ち
ぎ
り

 
そ
れ
に
よ

て
む
き
出
し
に
な

た

を
恭
二
に
押
し
付
け
な
が
ら
詩
乃
に
言

た

詩
乃

立
て

立

て
走
れ

そ
し
て
あ
い
つ
の
下
に
行
け

う

う
ん

 
そ
の
言
葉
に
詩
乃
は
力
を

り
絞

て
立
ち
上
が
り

 
夢
中
で
黒
星
を

り
締
め
る
と
し

か
り
と
手
に
掴
ん
だ
そ
れ
を
恭
二
目

け
て
投
げ
つ
け

た 
モ
デ
ル
ガ
ン
と
は
い
え
そ
れ
な
り
の
重

が
あ
る

恭
二
は

に
顔
を
手
で
ガ

ド
し
た

 
そ
れ
に
よ

て
恭
二
は

一

目
を

て
し
ま

た
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そ
の

間
に
詩
乃
は
立
ち
上
が
り

恭
二
の
横
を
走

て

り
抜
け
よ
う
と
し
た

さ

さ
せ
る
か

 
恭
二
は
や
み
く
も
に
手
を

ば
し

そ
の
手
が
運
よ
く
詩
乃
の
足
を
掴
ん
だ

 
そ
の

間
に

は
ち
ま
ん
く
ん
が
ス
パ

ク
し
た

さ
せ
な
い
の
は
こ

ち
だ

う
わ
あ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
に

え
ら
れ
て
い
た

力
は

大
し
た
物
で
は
な
か

た
が

 
そ
れ
を
一
気
に
放
出
し
た
事
で
恭
二
に
対
し
て
そ
れ
な
り
に
ダ
メ

ジ
を

え
る
事
が
出
来

た
よ
う
だ

 
恭
二
は
反
射
的
に
詩
乃
の
足
か
ら
手
を
引
き

詩
乃
は
そ
の
ま
ま
前
の
め
り
に
倒
れ
た
が

 
恭
二
も
ま
た
直
ぐ
に
動
く
事
は
出
来
な
か

た

こ
こ
か
ら
は
も
う
ヨ

イ
ド
ン
の
世
界
で

あ
るくく

そ

 
だ
が
先
に
立
ち
上
が

た
の
は
恭
二
の
方
だ

た

男
女
の
体
力
差
が
出
た
の
で
あ
ろ
う
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朝
田
さ
ん

逃
が
さ
な
い

だ
が

に
手

れ
だ

お
前
は
も
う
詰
ん
で
い
る

残
り
あ
と
十

は

お
前
ま
だ

れ

 
そ
の

間
に

恭
二
の
顔
を
横
を
何
か
が

り
抜
け
た

こ
れ
を
や
る
と

手
が
元
に

ら
な
く
な
る
ん
だ
よ
な

ま
あ
奥
の
手

て
や
つ
だ

 
ど
う
や
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
が

残

た

手
の
手
首
を
射
出
し
た
ら
し
く

 

の
先
か
ら
ワ
イ
ヤ

が

び
て
お
り

射
出
さ
れ
た
手
が
ド
ア
の
鍵
を

て
い
た

ゼ
ロ

だ

 
そ
う
言

て
は
ち
ま
ん
く
ん
は
最
後
の
力
を

り
絞

て
ド
ア
の
鍵
を
開
け
る
の
と
同
時
に

 
ど

と
そ
の
場
に
倒
れ
伏
し
た

そ
の

間
に
誰
か
の
足
音
が

こ
え

 
ド
ア
が
乱
暴
に
開
け
ら
れ
た

そ
し
て
誰
か
が
中
に
飛
び
込
ん
で
来
た
か
と
思
う
と

 
恭
二
と
詩
乃
の
間
に
立
ち
は
だ
か

た

よ

俺

時
間
ピ

タ
リ
だ
な

悪
い

待
た
せ
た

い
や
間
に
合

た
ん
だ
か
ら
い
い
さ
後
は
任
せ
た

詩
乃
王
子
様
が
来
て
く
れ
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た
ぞは

は
ち
ま
ん
く
ん

 
そ
う
最
後
の
言
葉
を
残
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

そ
の
機
能
を

止
し
た

よ
く
や

た
ぞ
は
ち
ま
ん

そ
し
て
詩
乃

よ
く

え
た
な

 
も
う
大
丈
夫
だ

こ
こ
か
ら
は
俺
が
お
前
を
守

あ

八
幡

八
幡

 
詩
乃
は
確
か
に
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に

き
付
い
た
の
だ
が
八
幡
は
そ
の
詩
乃
の
顔
に
涙
の
跡

を
見
た

 

り
に

え

最
後
ま
で
言
葉
を
続
け
ら
れ
な
か

た

 
そ
し
て
八
幡
は

詩
乃
を
恭
二
か
ら

い
な
が
ら
言

た

シ

ピ

ゲ
ル

て
め
え

俺
の
大
事
な
詩
乃
を

か
せ
や
が

た
な

絶
対
に
許
さ
ん

絶
対
に
だ

え

あ

 
詩
乃
は

俺
の
大
事
な
詩
乃

と
言
わ
れ
た
事
で
歓
喜
に

え

 
恭
二
は
よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
上
が
る
と

八
幡
を

め
し
そ
う
な
目
で

ん
だ
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シ

ナ
さ
ん

来
ち

た
ん
で
す
ね

来
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

く
そ

も
う
少
し
だ

た
の
に

は

俺
と
は
ち
ま
ん
が
い
る
限
り

お
前
が
詩
乃
に
触
れ
る
機
会
は
こ
の
先
も

遠
に
無

え
よで

も
ま
だ
終
わ

て
は
い
な
い
ん
で
す
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
恭
二
は

手
に

た
注
射
器
を

り
上
げ
八
幡
目

け
て

り
下
ろ

し
た

 
八
幡
が
そ
れ
を

手
の
平
で
受
け
よ
う
と
し
た

 
恭
二
は
し
め
た
と
ほ
く
そ
笑
み

詩
乃
は
顔
を

く
し
た

そ
れ
じ

あ

目
な
ん
で
す
よ

シ

ナ
さ
ん

は

目

お
前
は
何
を
言

て
る
ん
だ

も
う
終
わ
り
だ
ぞ

 

え
手
の
平
で
も
押
し
付
け
て
注
射
器
の
ト
リ
ガ

を
引
き
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
で

勢
逆

転
だ

 
そ
う
思

た

間
に
恭
二
の
持
つ
注
射
器
は
カ
ツ
ン
と
い
う
音
と
共
に
何
か

い
物
に
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ま
れ
た

えだ
か
ら
言

た
だ
ろ

も
う
と

く
に
終
わ

て
る
ん
だ
よ

 
直
後
に

に
凄
ま
じ
い
衝
撃
を
受
け

そ
の
あ
ま
り
の

み
に

絶
し

 
恭
二
は
そ
の
場
に
ど

と
倒
れ
た

そ
の

間
に
注
射
器
が
八
幡
に
よ

て
手
首
ご
と

み

ら
れ

 
手
首
に

え
が
た
い
激

が
襲

て
き
た
恭
二
は

身
動
き
一
つ
出
来
な
く
な

た

 
恭
二
は
何
が

こ

た
の
か
分
か
ら
ず

み
を

え
な
が
ら
悔
し
そ
う
に
八
幡
の
方
を
見
た

 
そ
の
八
幡
の

手
に
は

懐
中
時
計
で
あ
ろ
う
か

銀
色
の

い
物
体
が

ら
れ
て
お
り

 
ど
う
や
ら
注
射
器
は

そ
れ
に
よ

て
防
が
れ
た
ら
し
い

 
そ
し
て
八
幡
の

手
に
は

棒
が

ら
れ
て
お
り

恭
二
は
そ
れ
に
よ

て

 
自
分
の

が
攻
撃
さ
れ
た
の
だ
と
漠
然
と
理
解
し
た

く

そ

や

ぱ
り
強
い
や

 
そ
の
直
後
に
入
り
口
か
ら
ど
た
ど
た
と
足
音
が
し
て
体
の
大
き
な
人
物
が
部
屋
の
中
に
入

て
き
た
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参
謀

ご
無
事
で
す
か

お
う

問
題
な
い

ゴ
ド
フ
リ

こ
い
つ
の
事
を
頼
む

ふ
む

こ
い
つ
が
犯
人
で
す
か

お
い
小

相
手
が
悪
か

た
な

 
そ
う
言

て
そ
の
男

相
模
自
由
は

ど
う
や
ら
そ
れ
だ
け
は
持

て
き
た
ら
し
く

 
凶
真
と
違

て
本
物
の
手

を
恭
二
の

に
は
め
た

こ

こ
ん
な
事

て

残
念
な
が
ら
こ
れ
が
現
実
だ

シ

ピ

ゲ
ル

 
八
幡
は
詩
乃
を

き
上
げ
な
が
ら

た
い
目
で
そ
う
言

た

 
そ
し
て
八
幡
は

手
に

て
い
た
物
を
詩
乃
に
見
せ
な
が
ら
謝

た

悪
い
詩
乃

せ

か
く
の
お
前
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

こ
ん
な
事
に
使

ち

ま

た
う

う
う
ん

私
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
八
幡
を
救

て
く
れ
た
ん
だ
も
の

 
贈
り
主
と
し
て
は
逆
に

ら
し
い
わ

そ
う
か

ね

八
幡

私
を
下
ろ
し
て
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お
う

 
詩
乃
が
自
分
の
足
で
立
つ
事
を
望
ん
だ

八
幡
は
優
し
く
詩
乃
を

に
下
ろ
し
た

 
詩
乃
は
少
し
よ
ろ
け
た
が

そ
れ
を

え
よ
う
と
し
た
八
幡
の
手
が
詩
乃
の
胸
に
触
れ
た

 
詩
乃
は
恥
ず
か
し
さ
に
顔
を

く
し
た
が
も
ち
ろ
ん

悪
感
を
ま

た
く
覚
え
る
事
は
な
く

 
相
手
に
よ

て

こ
ん
な
に
も
自
分
の
反
応
が
変
わ
る
も
の
な
の
か
と
少
し
驚
い
た

も
う
こ
の
人
じ

な
い
と

私
は
き

と

目
な
ん
だ

 
そ
し
て
詩
乃
は

恭
二
に
つ
か
つ
か
と
歩
み
寄
り

そ
の

に
平
手
打
ち
を
し
た

新
川
君

あ
な
た
最

ね

ご

ご
め
ん

 
恭
二
は
反
射
的
に
謝
り

詩
乃
は
そ
ん
な
恭
二
を

き
な
が
ら

鳴
り
つ
け
た

謝
る
く
ら
い
な
ら

最
初
か
ら
や
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
恭
二
は
何
も
言
い
返
す
事
が
出
来
ず

そ
の
場
に
う
な

れ
て
い
た

  
奇
し
く
も
恭
二
が
手

を
は
め
ら
れ
た
の
は

兄
で
あ
る
昌
一
が
捕
ま

た
の
と
同
時
刻
で



 第４２７話 二人の八幡、そして朝田詩乃

あ

た

 
こ
れ
に
よ

て

事
件
の
首
謀
者
の
う
ち

二
人
が
捕
ま
る
事
と
な
り

 
こ
こ
に
死
銃
事
件
は
終
結
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
詩
乃
が
八
幡
に
懐
中
時
計
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
は
第
２
７
２
話
最
初
で
最
高
の
ク
リ
ス

マ
ス

で
の
事
に
な
り
ま
す
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第
４
２
８
話
 
死
銃
事
件

こ
こ
に
終
結
す

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

そ
れ
じ

あ
参
謀

⻑
い
間
お
手

を
お

け
し
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

こ

ち
こ
そ
今
日
は
助
か

た
よ

あ
り
が
と
な

ゴ
ド
フ
リ

何
の

に

た
み
た
い
で
楽
し
か

た
で
す
ぞ

お

と

と

こ
れ
は
さ
す
が
に
不

慎
で
す
な

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

ゴ
ド
フ
リ

あ

南
に
も
宜
し
く
な

は
い

今
後
と
も

娘
と
も
ど
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

参
謀

 
一
通
り
の
現
場

証
も
終
わ
り

自
由
は
八
幡
に
そ
う

を
し
て
去

て
い

た

 
八
幡
と
詩
乃
は

察
に
事
情
を
説
明
す
る

か
な
り
の
時
間

束
さ
れ
て
い
た
の
だ

た

さ
て
と

と
り
あ
え
ず
休

す
る
か

う

う
ん
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詩
乃
は
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い

た
感
じ
で
八
幡
に
そ
う
生
返
事
を
し
た

そ
ん
な
に
こ
い
つ
の
事
が
心
配
か

も
ち
ろ
ん

だ

て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

私
の
命
の

人
だ
も
の

ま
あ
な

今
回
こ
い
つ
に
は

本
当
に
助
け
ら
れ
た
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

壊
れ
て
し
ま

た
は
ち
ま
ん
く
ん
の

を
な
で
続
け
た

ま
あ
記
憶
回
路
さ
え
無
事
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う

き

と
直
る
さ

だ
か
ら
元
気
を
出
せ
よ

詩
乃そ

う
だ
ね

あ
れ

 
そ
の
時
詩
乃
が

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

ん

ど
う
し
た

こ
れ

 
そ
う
言

て
詩
乃
が
指
差
す
先
は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
心

の
部
分
に
当
た
り

 
そ
こ
か
ら
何
か
コ

ド
の
よ
う
な
物
が
顔
を

か
せ
て
い
た

何
だ
こ
れ

コ
ン
セ
ン
ト
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ど
う
や
ら
衝
撃
で

が
開
い
た
ら
し
く

 
は
ち
ま
ん
く
ん
の
胸
の
部
分
の
バ

テ
リ

に
付
属
し
た
コ
ン
セ
ン
ト
が
露
出
し
て
し
ま

て

い
る
よ
う
だ

ね

こ
れ

て

い
や
い
や
ま
さ
か
そ
ん
な
安
直
な
事
が
あ
る

無
い
だ
ろ

で
も
ま
あ
一
応
繋
い
で
み
ろ

う

う
ん

 
そ
し
て
詩
乃
は

そ
の
コ

ド
を
部
屋
の
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
た

 
そ
の

間
に
は
ち
ま
ん
く
ん
の
目
が
開
き

は
ち
ま
ん
く
ん
は

こ

と

き
上
が

た

えま
じ
か
よ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

い
か
に
も

き
だ
と
い
う
風
に

る

る
と
顔
を

に

る
と

 
顔
を
上
げ
て
八
幡
と
詩
乃
の

を
確
認
し

こ

と
手
を
上
げ
た

よ
 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

無
く
な

て
し
ま

た

手
を
二
人
に
向
け
て
ふ
り
ふ
り
し
た

は

は
ち
ま
ん
く
ん



 第４２８話 死銃事件、ここに終結す

 
詩
乃
は
感

ま

た
よ
う
に
涙
を
流
す
と

そ
の
ま
ま
は
ち
ま
ん
く
ん
を
胸
に

い
た

無
事
だ

た
か

詩
乃

う
ん

う
ん

さ
す
が
は
俺
の
本
体
だ
な

ま
あ
余

だ

た
と
思
う
け
ど
な

お
前

思

た
以
上
に
タ
フ
な
の
な

て
い
う
か

し
ん
で
い
た
俺
達
の
立
場
は

 
八
幡
は

れ
た
顔
で

は
ち
ま
ん
く
ん
に
言

た

お
う

え
て
あ

た

力
を
全
部
消

し
ち
ま

た
だ
け
だ
か
ら
な

 
ま
あ
こ
の
両
手
は
直
さ
な
い
と

目
だ
け
ど
な

良
か

た

本
当
に
良
か

た

そ
れ
よ
り
も
お
前
ら

は
ど
う
し
た

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
言

て

顔
を
見
合
わ
せ
た

あ

や
べ

キ

ト
の
中
に
置
き

ぱ
な
し
だ

あ
れ

池
が
切
れ
て
る

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
を

い
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は

何
か
思
い
当
た

た
の
か
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す
ま
な
そ
う
な
口
調
で
言

た

悪
い

そ
う
い
え
ば
本
体
に

話
を

け
た
ま
ま
だ

た
わ

あ
 
そ
れ
で
八
幡
も

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
と
気
付
い
た

 
案
の
定
二
人
の

は

池
切
れ
と
な

て
お
り

二
人
は
顔
を

く
し
た

お
い
詩
乃

凄
く

な
予
感
が
す
る
ん
だ
が

奇
遇
ね

私
も
よ

 
そ
し
て
二
人
は

の
充

を
開
始
し
た

 
そ
の
直
後
に
二
人
の

が
鳴
り

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

だ

誰
か
ら
だ

う
ん

明
日
奈
か
ら

こ

ち
は
小
猫
か
ら
だ
な

く

話
に
出
て
や
れ
よ

き

と
心
配
し
て
い
る
ぞ

う

う
ん

お

お
う



 第４２８話 死銃事件、ここに終結す

 
も
し
も
し

シ
ノ
の
ん

無
事
な
の

大
丈
夫

ご

ご
め
ん

ち

と

察
の
事
情

取
と
か
が
あ

て

バ
タ
バ
タ
し
て
た
の

そ
う
い
う
事
か

あ

八
幡
君
は

そ

ち
に
向
か

た
よ
ね

今
薔
薇
さ
ん
に

ら
れ
て
る
わ

ず

と

話
が
繋
が
ら
な
か

た
か
ら

心
配
し
て
た
ん
だ
よ

う
ん

本
当
に
ご
め
ん

で

シ

ピ

ゲ
ル
君
は

八
幡
が
や

つ
け
て
く
れ
て

そ
の
ま
ま

察
に
捕
ま

た
わ

そ

か

あ

八
幡
が
代
わ

て
く
れ
だ

て

と
り
あ
え
ず
代
わ
る
ね

あ

う
ん

 
も
し
も
し

小
猫
か

ザ
ザ
の
方
は
ど
う
な

た
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ど
う
な

た
じ

な
い
わ
よ

今
何
時
だ
と
思

て
る
の
よ

色
々
事
情
が
あ

た
ん
だ
よ

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
よ
り
も
詩
乃
は
無
事
な
の

お
う

問
題
な
い

俺
と
あ
い
つ
で
守
り
通
し
た
さ

あ
い
つ

相
模
さ
ん
の
事

い
や

は
ち
ま
ん
だ

自
分

あ
あ

は
ち
ま
ん
く
ん
ね

お
う

と
り
あ
え
ず
情
報
の
す
り
合
わ
せ
を
す
る
ぞ

十
狼
に
召
集
を

け
て
く
れ

 
今
か
ら

馬
山
に
集
合
だ

そ
の
時
に
こ

ち
で
何
が
あ

た
か
も
説
明
す
る

オ

ケ

よ

 
そ
し
て
八
幡
は

話
を
切

た
後

詩
乃
に

話
を
代
わ

て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ

も
し
も
し

八
幡
君

大
丈
夫

お
う

こ

ち
は
無
事
だ

と
り
あ
え
ず
明
日
奈

馬
山
に
来
て
く
れ
な
い
か

 
小
猫
も
来
る
か
ら

そ
こ
で

し
い
事
情
を
説
明
す
る



 第４２８話 死銃事件、ここに終結す

う
ん
分
か

た

他
の
人
も
呼
ぶ

に
小
猫
に
言

て

全
員
を
召
集
済
み
だ
か
ら
大
丈
夫
だ

オ

ケ

そ
れ
じ

後
で
ね

お
う

 

話
を
切

た
後

八
幡
は
詩
乃
に
言

た

疲
れ
て
る
と
こ
ろ
を
悪
い
が

こ
れ
か
ら

馬
山
で
情
報
の
す
り
合
わ
せ
だ

行
け
る
か

う
ん

大
丈
夫

ち

ん
と
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
し
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
キ

ト
か
ら
予
備
の
ア
ミ

ス
フ

ア
を
取

て
く
る
わ

う
ん

 
八
幡
は
キ

ト
の
下
に
向
か
い

キ

ト
に
今
日
の
事
に
つ
い
て
お

を
言

た

キ

ト

今
日
は
頑
張

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

い
え
い
え

お
役
に
立
て
て
良
か

た
で
す

今
日
ほ
ど
お
前
が
い
て
く
れ
て
助
か

た
と
思

た
事
は
無
い
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡

 
そ
し
て
八
幡
は

キ

ト
の
中
か
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
を
取
り
出
し
た
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そ
う
だ

あ
い
つ
に
も
連

し
て
お
く
か

 
八
幡
は
そ
う

い
た
後

ど
こ
か
に

話
を

け
始
め
た

  
そ
し
て
二
人
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し

人
目
を
避
け
る
よ
う
に

馬
山
へ
と
向
か

た

 
幸
い
二
人
に
気
付
く
者
は
お
ら
ず

二
人
は
そ
の
ま
ま

馬
山
へ
と
入
る
事
が
出
来
た

シ

ナ
さ
ん

シ
ノ
ン

 
そ
こ
に
は

に

十
狼
の
全
員
が
揃

て
い
た

悪
い

心
配
か
け
た
な

一
体
何
が
あ

た
ん
で
す

 
そ
し
て
シ

ナ
は

今
回
の
事
件
に
つ
い
て
の
説
明
を
始
め
た

 
そ
ん
な

あ
の
シ

ピ

ゲ
ル
君
が

ま
さ
か
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
一
味
だ

た
な
ん
て
ね

ど
う
や
ら
彼

目
の
ザ
ザ
の
弟
だ

た
ら
し
い
わ



 第４２８話 死銃事件、ここに終結す

は

そ
う
な
の
か

 
シ

ナ
は
初

だ

た
ら
し
く

ロ
ザ
リ
ア
に

か
さ
れ
た
そ
の
事
実
に
驚
い
た
よ
う
だ

え
え

ま
あ
ザ
ザ
は
そ
の
事
を
否
定
し
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
ね

否
定

何
か
意
味
が
あ
る
の
か

そ
れ
が
ね

あ
ん
な
馬

は
俺
の
弟
じ

な
い

て
い
う
意
味
で
の
否
定
な
ん
だ

て

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
シ

ナ
は
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
言
葉
に

い
た

シ

ナ
は
は
ち
ま
ん
く
ん
か
ら

 
恭
二
の

態
に
つ
い
て
一
通
り
説
明
を
受
け
て
か
ら
こ
こ
に
イ
ン
し
た
の
で

 
八
幡
が
い
な
い
間
に
恭
二
が
ど
ん
な
態
度
を
と

て
い
た
の
か
を
正
確
に

し
て
い
た

そ
ん
な

で

と
り
あ
え
ず
の

は
去

た

こ
れ
で
も
う
安
心
だ

ジ

ニ

ブ
ラ

ク
は
逃
が
し
ち

た
け
ど
ね

一
人
じ

何
も
出
来
な
い
だ
ろ

一
応

は
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
が
な

後
は

察
に
お
任
せ
だ
ね

ま
あ
そ
れ
し
か
な
い
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
八
幡
は

ち

と
用
事
が
あ
る
と
言

て
外
に
出
て
い
き
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し
ば
ら
く
し
て
か
ら
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を

て

て
き
た

よあ

キ
リ
ト
君

えお
い
イ
コ
マ
お
前
の

に
キ
リ
ト
を
呼
ん
で
や

た
ぞ
存
分
に
再
会
を
懐
か
し
む
と
い
い

 
そ
う
言
わ
れ
た
イ
コ
マ
は

目
を

か
せ
な
が
ら
一
目
散
に
キ
リ
ト
に
駆
け
寄

た

キ
リ
ト
さ
ん

ネ
ズ
ハ

い
や

こ
こ
で
は
イ
コ
マ
か

久
し
ぶ
り
だ
な

は
い

会
い
た
か

た
で
す

俺
も
だ

こ
れ
で
や

と
あ
の
時
の
四
人
が
揃

た
な

は
い

 
イ
コ
マ
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う

い
た

で

結
局
ど
う
な

た
ん
だ

 
イ
コ
マ
と
再
会
を
喜
び
合

た
後
そ
う

ね
て
き
た
キ
リ
ト
に
シ

ナ
は
事
の
次
第
を
説

明
し
た



 第４２８話 死銃事件、ここに終結す

な
る
ほ
ど

ま
あ
と
り
あ
え
ず

こ
れ
で
平
和
が

た

て
事
で
い
い
の
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

ま
あ
あ
い
つ
に
顔
を
知
ら
れ
て
い
る
の
は
俺
と
キ
リ
ト

ア
ス
ナ

 
そ
れ
に
ロ
ザ
リ
ア
く
ら
い
だ
ろ
う
か
ら

そ
の
四
人
は
し
ば
ら
く

が
必
要
か
も
な

後
は

察
に
期
待
だ
な

ま
あ
そ
ん
な
所
だ

 
こ
の
日
の
話
は
そ
れ
で
終
わ
り
シ

ナ
は
後
日
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

に
も
召
集
を
か

け 
同
じ
よ
う
に
今
回
の
事
件
の
事
を
説
明
し
た

 
こ
う
し
て
全
て
の
仲
間
達
に
事
実
が
開

さ
れ
死
銃
事
件
は
完
全
に
終
結
す
る
事
と
な

た

  
そ
し
て
三
日
後
の
夜

八
幡
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
ど
う
や
ら
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
ら
し
く
ハ
チ
マ
ン
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

て
い
た

ハ
チ
マ
ン

お
う

ク
リ
シ

ナ
が
一
番
か
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残
り
の
三
人
は

そ
ろ
そ
ろ
来
る
と
思
う
ん
だ
が

 
そ
の
言
葉
通
り

遠
く
か
ら
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
走

て
く
る
の
が
見
え
た

ご
め
ん

お
待
た
せ
ニ

ご
め

ん

バ
イ
ト
で
ち

と

れ
た
わ

ハ
チ
マ
ン
様

お
待
た
せ
し
ま
し
た

よ

フ

イ
リ
ス

シ
ノ
ン

そ
れ
に

セ
ラ
フ

ム
で
す

ハ
チ
マ
ン
様

セ
ラ
フ

ム
か

い
い
名
前
だ
な

マ

ク
ス

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
セ
ラ
フ

ム
は
ク

ル
な
表
情
で
そ
う
答
え
た
が

そ
の
顔
は

く

ま

て
お
り

 
嬉
し
そ
う
な
様
子
が

え
た

し
か
し
ケ

ト
シ

が
高
い
な
お
い

何
を
言

て
る
の
に

ハ
チ
マ
ン

猫

は
正
義
な
の
ニ

お

お
う

そ

そ
う
だ
な
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そ
の
言
葉
通
り

セ
ラ
フ

ム
だ
け
が
ウ
ン
デ

ネ
で
あ
り

 
残
り
の
三
人
は
ケ

ト
シ

な
の
で
あ

た

何
よ

不
満
な
の

い
や

別
に
そ
ん
な
事
は
無
い
が

じ

あ
そ
の
事
を
証
明
す
る

に

私
の
猫

を
な
で
な
さ
い

ま
あ
そ
れ
は
別
に

わ
な
い
が

 
そ
う
言

て
シ
ノ
ン
は

ハ
チ
マ
ン
に
自
ら
の
猫

を
な
で
さ
せ
た

 
シ
ノ
ン
が
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
し
て
い
る
の
を
見
て
残
り
の
三
人
は
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と

き
合

た
シ
ノ
ン
も
あ
れ
で
中
々
あ
な
ど
れ
な
い
ニ

普
通
に
命
令
し
て
い
た
気
が
す
る
け
ど

そ
れ
が
自
然
に
見
え
る
か
ら
不
思
議
ね

私
に
は
猫

が
無
い

し

ん

 
し
ば
ら
く
そ
う
さ
せ
て
い
た
シ
ノ
ン
は
な
で
ら
れ
て
満
足
し
た
の
か
四
人
に
こ
う
言

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
し

う
か

何
で
お
前
が
仕
切

て
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

ま
あ
そ
う
だ
な
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そ
し
て
五
人
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
空
へ
と
舞
い
上
が

た

 
目
指
す
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
あ
る
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

 
そ
こ
に
は

に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

が
ほ
ぼ
全
員
集
結
し
て
お
り

 
今
日
は
こ
の
四
人
を
正
式
な
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

と
し
て

存
の
メ
ン
バ

達
に
紹
介
す
る

 
お
披
露
目
会
な
の
で
あ

た

 
明
日
の
投
稿
に
て

つ
い
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
が
終
わ
り
と
な
り
ま
す

 
⻑
々
と
お
付
き
合
い

き

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
の
後
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
タ

編
を

引
き
続
き
お
楽
し
み
下
さ
い

 
そ
の

に
も
一
度
Ａ
Ｌ
Ｏ
ア
フ
タ

編
あ
た
り
か
ら
こ
の
作
品
を

み
直
そ
う
と
思
い
ま
す
の

で 
一
週
間
ほ
ど
投
稿
を
お
休
み
さ
せ
て

き
た
く
思
い
ま
す

 
再
開
は

月

日

日

の

時
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

 
そ
れ
ま
で
に
お
か
し
な
話
が

山
生
ま
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
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そ
の
時
は
こ
い
つ
ま
た
や
り
や
が

た
と
生

か
い
目
で
見
て

け
る
よ
う
に
お
願
い

し

あ
げ
ま
す
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第
４
２
９
話
 
エ
ピ
ロ

グ

過
去
と
の
決
別

そ
し
て
未
来
へ

 
２
０
１
８

 

点
や

か
い
部
分
を

正

よ
し
全
員
い
る
な
そ
れ
で
は
こ
れ
よ
り
新

加
入
者
四
名
の
お
披
露
目
会
を

り
行
う

 
四
人
は
す
ま
な
い
が

前
へ
出
て

う
ち
の
流
儀
で

番
に
自

紹
介
し
て
く
れ

 
い
よ
い
よ
お
披
露
目
会
が
始
ま
り

先
ず
は
自

紹
介
の
時
間
と
な

た

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
ニ

私
は
フ

イ
リ
ス

フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
に

 
普

は
秋
葉

未

と
い
う
ペ
ン
ネ

ム
で
高
校
に
通

た
り
も
し
て
い
る
の
ニ

け
れ
ど

 
フ

イ
リ
ス
の
本
名
は
あ
く
ま
で
も
フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
な
の
ニ

 
ア
キ
バ
で
メ
イ
ド

茶
の
メ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
の
で
近
く
に
来
た
ら
是
非
寄

て
下
さ
い

ニ
私
は
シ
ノ
ン

本
名
は
朝
田
詩
乃

遠

攻
撃
メ
イ
ン
で
プ
レ
イ
す
る
事
に
な
る
と
思
う
わ

宜
し
く
ね
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セ
ラ
フ

ム
で
す

本
名
は
間
宮
ク
ル
ス
で
す

ハ
チ
マ
ン
様
の
秘
書
に
な
る
予
定
で
す

 
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ク
リ
シ

ナ
こ
と

紅
莉
栖
で
す

 
ア
メ
リ
カ
の
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
で

学
の
研
究
を
し
て
い
ま
す

 
皆
さ
ん

こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

 
ち
な
み
に
自

紹
介
に
本
名
が

ま
れ
て
い
る
の
は

通
常
の

ゲ

ム
で
は
あ
り
え
な
い

の
だ
が

 
そ
も
そ
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

選
考
基
準
の
一
つ
は
リ
ア
ル
繋
が
り
で
あ
り

 
今
日
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
る
の
が
常
の
よ
う
だ

う
ち
の
流
儀
と
は
そ
の
事
で
あ

る 
そ
の
後
に
メ
ン
バ

達
も

番
に
自

紹
介
を
し
堅
苦
し
い
部
分
は
こ
れ
に
て
終
了
と
な

た 
こ
の
後
は
普
通
に
宴
会
の
時
間
で
あ
る

 
あ
れ

フ
カ
は
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シ
ノ
ン
は
フ
カ
次
郎
の

が
見
え
な
か

た

と
て
も
残
念
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に

ね
た

お
う

そ
れ
が
な

ど
う
や
ら
あ
い
つ

大
学
の
進
級
が
や
ば
い
み
た
い
で
な

 
研
究
室
に

詰

態
で

教

の
研
究
を
手
伝

て
る
ら
し
い
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
そ
れ
が

進
級
の

件
ら
し
く
て
な

う
わ

大
丈
夫
な
の

あ
い
つ
次
第
だ
な

も
し

年
し
た
ら
親
の
命
令
で
一
年
分
の
学

が
自
腹
に
な
る
ら
し

く 

日
涙
目
の
メ

ル
が

い
て
う
ざ
い
の
な
ん
の

て
な

そ

そ
う
な
ん
だ

ま
あ
私
の
こ
の
キ

ラ
も
ま
だ
初
期
レ
ベ
ル
だ
し

 
再
会
を
祝
う
の
は
も
う
少
し
ま
と
も
に
戦
え
る
よ
う
に
な

て
か
ら
の
方
が
い
い
か
も
し
れ

な
い
わ
ね

だ
な

俺
も
手
伝

て
や
る
か
ら

ま
あ
そ
れ
を

み
に
し
ば
ら
く
頑
張
れ
よ

う
ん

頑
張
る

 
シ
ノ
ン
は
こ
の
機
会
に

新

キ

ラ
で
一
か
ら
ゲ

ム
を
始
め
て
い
た

 
こ
れ
は

回
キ

ラ
を
コ
ン
バ

ト
す
る
の
が
め
ん
ど
く
さ
か

た
の
と
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今
ハ
チ
マ
ン
が
言

た
よ
う
に

験

ぎ
を
ハ
チ
マ
ン
に
手
伝

て
も
ら
う
つ
い
で
に

 
も

と
ハ
チ
マ
ン
と
仲
良
く
な
ろ
う
と
シ
ノ
ン
が
計
算
し
た
か
ら
な
の
で
あ

た

つ
い
で
に
残
り
の
三
人
も
一

に
育
成
し
な
い
と
な

 
し
ば
ら
く
忙
し
く
な
る
か
ら
覚
悟
し
て
お
く
ん
だ
ぞ

シ
ノ
ン

え

あ

う

う
ん

そ
う
ね

 
シ
ノ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
い
き
な
り
自
分
の
計
算
が
狂

た
事
に
内
心

を

え

て
い
た
が

 
そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
そ
う
だ
と
思
い
直
し

特
に
不
満
を

く
よ
う
な
事
は
無
か

た

 
何
故
な
ら
そ
れ
は

こ
ん
な
理
由
が
あ

た
か
ら
で
あ
る

と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン

約
束
は
覚
え
て
る
わ
よ
ね

約
束

何
の
だ

私
が
優
勝
し
た
ら

ど
こ
か
に
遊
び
に
連
れ
て

て
く
れ
る

て
い
う
約
束
よ

あ
 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
わ
れ
て
初
め
て
そ
の
事
を
思
い
出
し
た

そ
う
い
え
ば
優
勝
し
た
ら

マ

ク
ス
と
同
じ

件
を
シ
ノ
ン
に

え
る

て
約
束
し
て
た
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な
も

も
ち
ろ
ん
覚
え
て
た
ぞ

大
丈
夫

大
丈
夫
だ

や

ぱ
り
忘
れ
て
た
の
ね

い

い
や

そ
ん
な
事
は
無
い

分
か

た

今
度
ち

ん
と
相
談
し
て
予
定
を
立
て
よ
う

よ
ろ
し
い

 
お

い
フ

イ
リ
ス
さ
ん

ち

と
い
い
か

ん

何
で
す
か
ニ

副
団
⻑
様

キ
リ
ト
で
い
い

て
と
こ
ろ
で
フ

イ
リ
ス
さ
ん
俺
前
メ
イ
ク
イ

ン
に
客
と
し
て
行

て 
そ
の
時
フ

イ
リ
ス
さ
ん
と
話
し
た
事
が
あ
る
ん
だ
が

覚
え
て
る
か

ニ

ん
と

う

ん

え

と

ほ
ら

八
幡
の
名
前
を
出
し
た
ら
知
ら
な
い

て
言
わ
れ
て

 
帰
る
間

に
今
度
は
是
非
八
幡
と
一

に
来
て
く
れ

て

あ
あ

あ
の
強
い
オ

ラ
を
持

た
ご
主
人
様
ニ

ね

も
ち
ろ
ん
覚
え
て
る
ニ

よ
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あ
の
時
は
つ
れ
な
い
態
度
を
と

て
し
ま

て
ご
め
ん
ニ

い
や
い
や
守
秘
義

は
大
事
だ
か
ら
な
約
束
通
り
今
度
八
幡
や
他
の
奴
と
一

に
店
に

行
く
よ

是
非
是
非
お
待
ち
し
て
ま
す
ニ

ん

 
フ

イ
リ
ス
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

再
び
趣
味
の
メ
イ
ド
の
仕
事
へ
と

て
い

た

 
あ
な
た
が
い
て
く
れ
て
本
当
に
良
か

た
わ
こ
れ
か
ら
も
ハ
チ
マ
ン
君
の
相
談
に
乗

て
あ

げ
て
ね

い
え
い
え

私
も
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
に
は
色
々
と

宜
を
は
か

て
も
ら
い
ま
し
た
か
ら

ど
う

研
究
は
進
み
そ
う

バ

チ
リ
で
す

レ
ス
キ
ネ
ン
教

も
か
な
り
興
奮
し
た
み
た
い
で

 
今
度
是
非
ア
メ
リ
カ
に
来
て
欲
し
い

て
言

て
ま
し
た
よ

 
セ
ラ
フ

ム

良
か

た
ら
今
度

一

に
猫
カ
フ

に
付
き
合

て
く
れ
な
い

 
も
ち
ろ
ん
ア
プ
リ
も
一

に
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ユ
キ
ノ
が
帰
り
た
く
な
い

て

々
を
こ
ね
た
ら
殴

て
も
い
い

い
い

ご

ご
め
ん
な
さ
い

こ
の
前
は
確
か
に
私
が
悪
か

た
わ

反
省
し
て
る

え
え

も
ち
ろ
ん

そ
れ
じ

あ
付
き
合

て
も
い
い
よ

本
当
に

あ
り
が
と
う

セ
ラ
フ

ム

 
ち
な
み
に
ア
プ
リ
と
は

海
野

の
名
前
を
も
じ

た
あ
だ
名
で
あ

た

  
こ
の
よ
う
に

最
初
は
顔
見
知
り
同
士
で
会
話
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
が

 
そ
の

に
徐
々
に
他
の
者
達
も
加
わ

て
い

た

 
そ
し
て
一
通
り
料
理
や
飲
み
物
が

舞
わ
れ
た
後
新
人
歓
迎
の

の

神
狩
り
が
行
わ
れ
る

事
と
な

た
ね

ハ
チ
マ
ン
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何
だ

ク
リ
シ

ナ

こ
の
敵

て

ほ
ぼ
初
期
ス
テ

タ
ス

態
で
挑
む
よ
う
な
敵
な
の

ま
さ
か

二

後
半

出
来
れ
ば
三

は
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
な

 
ク
リ
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に
こ
の
強
敵
相
手
に
自
分
が
無
謀
な
戦
闘
を
仕

け
る
必
要
は
無

い
の
だ
と

 
少
し
安
心
し
た
よ
う
に
言

た

あ
は

そ
う
よ
ね

あ
ま
り
の
無
謀
さ
に

ち

と
び

く
り
し
ち

た
わ
よ

 
と
り
あ
え
ず
見
学
し
て
い
れ
ば
い
い
の
か
し
ら

何
を
言

て
る
ん
だ

さ

さ
と
や
る
ぞ
ク
リ
シ

ナ

こ
の
ア
イ
テ
ム
を
敵
に
投
げ
つ
け

ろ 

か
で
も
ダ
メ

ジ
を

え
ら
れ
れ
ば

そ
れ
で

験

が
入
る
か
ら
な

 
ス
テ

タ
ス
を
ど
う
育
て
る
か

ち

ん
と
考
え
て
お
く
ん
だ
ぞ

え他
の
奴
ら
を
見
ろ

楽
し
そ
う
な
顔
で
バ
ン
バ
ン
矢
を
撃
ち
ま
く

た
り

 
魔
法
を
撃

た
り
し
て
る
だ
ろ

お
前
も
少
し
は
あ
い
つ
ら
を
見

え
よ
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え

え

 
ク
リ
シ

ナ
は
そ
う
言
わ
れ
同
じ
新
人
達
を
見
た

シ
ノ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
矢
を
撃
ち
ま
く

り 
フ

イ
リ
ス
は
生
ま
れ
て
初
め
て
使
う
魔
法
に

い
し
れ
て
い
た

 
セ
ラ
フ

ム
は
ク
リ
シ

ナ
と
同
じ
く
ア
イ
テ
ム
を
投
げ
て
い
る
よ
う
で

 
時

ス
テ

タ
ス
を
確
認
し
な
が
ら

ど
う
育
て
よ
う
か
考
え
て
い
る
よ
う
だ

た

い
や
い
や
い
や

無
理
だ
か
ら

そ
の
無
理
を
実
現
さ
せ
る
の
が
お
前
の
研
究
じ

な
い
の
か

う
 
ク
リ
シ

ナ
は

い
と
こ
ろ
を
突
か
れ
た
の
か

胸
を
押
さ
え
な
が
ら
そ
う
言

た

ま
あ
実
験
だ
と
思

て
や

て
み
ろ

実
験

そ
う

こ
れ
は
実
験
な
の
よ
ね

そ
れ
な
ら
ば
実
証
し
な
い
と

そ
う
だ

今
の
ス
テ

タ
ス
で
も
十
分
や
れ
る

て
事
を
実
証
し
て
や
れ

分
か

た
わ

意
外
と
扱
い
や
す
い
な

凶
真
の
言

て
い
た
通
り
だ

キ

ワ

ド
は

実
験

か
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こ
う
し
て
無
理
な
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
を

り
返
さ
れ

 
新
人
達
も
戦
力
と
し
て
ど
ん
ど
ん
力
を
付
け
て
い
く
事
に
な
る

 
こ
れ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の

金
時
代
の
始
ま
り
で
あ

た

 
師
匠

今
日
は
楽
し
か

た

お
う

ド
素
人
の
俺
で
も
意
外
と
や
れ
る
も
ん
だ
な

師
匠
は
基
本
を

か
に
し
な
い
し
デ

タ
も
し

か
り
と
確
認
す
る

や
れ
ば
出
来
る
子

子

扱
い
す
ん
な

 
こ
の
日
ゼ
ク
シ

ド
は

ア
イ
と
ユ
ウ
に
連
れ
ら
れ
て

 
な
ん
ち

て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

層
ボ
ス
の
攻
略
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
た

 
そ
こ
そ
こ
苦
戦
は
し
た
も
の
の

三
人
は
無
事
に
ボ
ス
を
倒
す
事
が
出
来

 
今
は
祝
勝
会
を
終
え

ゼ
ク
シ

ド
が
自
分
の
家
に

ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
い
い
な

も
し
良
か

た
ら

ま
た
今
度

今
度
は
無
い
の

師
匠

う
ん
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え
 
そ
の

間
に

い
き
な
り
ゼ
ク
シ

ド
の

界
が
ぼ
や
け
た

な

何
だ
こ
れ

師
匠

さ
よ
な
ら
だ
よ

も
う
こ
ん
な
所
に
来
ち

目
だ
よ

約
束
だ
か
ら
ね

ち

と
待
て

ア
イ

ユ
ウ

俺
は
も

と
お
前
ら
と

 
楽
し
く
遊
び
た
い
ん
だ

と
続
け
よ
う
と
し
た
ゼ
ク
シ

ド
の
口
は
ま
と
も
に
動
か
ず

 
ゼ
ク
シ

ド
の
意
識
は
そ
の
ま
ま
闇
の
中
に

ん
だ

 
そ
れ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
時
が

た
の
だ
ろ
う

 
目
を
覚
ま
す
と

そ
こ
は
見
た
事
の
無
い
病
室
で
あ
り

 
お

者
さ
ん
ら
し
き
人
物
が

保
の
顔
を

き
込
ん
で
い
た

 
そ
の
顔
は

夢
の
中
で
映
像
を
通
し
て
見
た

人
の
顔
で
は
無
く

と
て
も
若
々
し
い
も
の

だ

た
お

や

と
目
が
覚
め
た
み
た
い
だ
ね

村
さ
ん

え

と

こ
こ
は
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こ
こ
は
ね

 
そ
の

師
が
語

た
病
院
名
は

保
の
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
あ

た

君
は
君
の
家
に
忍
び
込
ん
だ
犯
罪
者
に
と
て
も
危
険
な

を
注
射
さ
れ
た
ん
だ

 
で
も
も
う
大
丈
夫
だ

し
ば
ら
く
手
足
が
不
自
由
な
感
じ
が
す
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
リ
ハ
ビ
リ
す
れ
ば
ち

ん
と
元
に

る
か
ら
ね

あ

あ
の

ア
イ
と
ユ
ウ
は

ア
イ
と
ユ
ウ

何
だ
い
そ
れ

あ

い
え

何
で
も
な
い
で
す

 
保
は

こ
の
前
ま
で
の
出
来
事
は
ま
さ
か
夢
だ

た
の
か
と
混
乱
し
た

 
今
で
も

の
中
に
は

ア
イ
と
ユ
ウ
の
笑
顔
が
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
い

 
そ
の
時
病
室
の
ド
ア
が
開
き

二
人
の
女
性
が
中
に
入

て
き
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

や

と
目
を
覚
ま
し
て
く
れ
た
ん
で
す
ね

心
配
し
ま
し
た
よ

お

お
前
ら
は

 
そ
の
二
人
は
夢
の
中
で
た
ま
に
会
い
に
来
て
く
れ
た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
と
同
じ
顔
を
し
て
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い
たも

し
か
し
て

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
か

初
対
面
な
の
に
よ
く
分
か
り
ま
し
た
ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

凄
い
で
す

さ
す
が
や
れ
ば
出
来
る
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
で
す
ね

お

お
う

あ
り
が
と
う

リ
ハ
ビ
リ
も
た
ま
に
手
伝
い
ま
す
か
ら

く
元
の
元
気
な
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
に

て
下
さ

い
ね今

度
こ
そ
打
倒
シ

ナ
さ
ん
を
成
し

げ
ま
し

う

シ

ナ

か

 
保
は
感

深
げ
に
そ
の
名
を
口
に
し
た

あ
い
つ
が
俺
を
助
け
て
く
れ
た
な
ん
て
や

ぱ
り
あ
り
え
な
い
よ
な

そ
う
か
夢
だ

た
の
か

 
保
は
そ
れ
に
し
て
も
い
い
夢
だ

た
と
思
い
な
が
ら
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
力
強
く

い
た

あ
あ

直
ぐ
に
復
帰
し
て

シ

ナ
の
野
郎
を
倒
し
て
や
る
さ

は
い
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そ
の
意
気
で
す

 
そ
の
後
保
は

夢
の
中
で
見
た
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
結
果
が
現
実
と
一

だ

た

 
混
乱
し
た
り
も
す
る
の
だ
が
そ
の
事
は
と
り
あ
え
ず
置
い
て
お
き
リ
ハ
ビ
リ
に
ま
い
進
す

る
事
に
な
る

そ
れ
じ

あ
ま
た
来
ま
す
ね

今
日
は
あ
り
が
と
な

ま
た
な

二
人
と
も

は
い

ま
た
で
す

 
そ
し
て
病
室
を
出
た
二
人
は

外
で
待

て
い
た
男
に
話
し

け
た

こ
ん
な
感
じ
で
良
か

た

パ

フ

ク
ト
だ

そ
れ
じ

あ
約
束
通
り

お
う

今
日
の

は
俺
が

て
や
る

何
で
も
好
き
な
物
を
頼
ん
で
く
れ

お
高
い
も
の
で
も
い
い
の

あ
あ

わ
な
い

さ

す
が
お
金
持
ち
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ま
あ
俺
と
お
前
達
じ

会
話
は

ま
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

い
や
い
や

今
は
も
う
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
話
と
か
出
来
る

し

さ
さ

行
こ
行
こ

そ
う
そ
う

こ
の
時
の

に
お
昼
を
抜
い
た
ん
だ
か
ら

く
行
こ

 
そ
し
て
そ
の
男
八
幡
は
保
の
病
室
を
チ
ラ

と

り
返
る
と
済
ま
な
そ
う
な
顔
で

い

た
悪
い
な
ゼ
ク
シ

ド
ア
イ
と
ユ
ウ
が
ど
う
し
て
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
し
た
い

て
我
が

を
言

う
ん
で
な

 
ま
あ
再
会
し
た
時
は

精
々
驚
く
と
い
い
さ

 
ど
う
や
ら
保
の
体
は

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
後

 
こ

そ
り
と
こ
の
病
院
に
運
ば
れ

関
係
者
一
同
が
口
裏
を
合
わ
せ
る
事
に
し
た
ら
し
い

 
な
ん
と
も
ま
あ
大

か
り
な
ド

キ
リ
も
あ

た
も
の
で
あ
る

 
で

今
日
は
何
の
用
事

デ

ト

じ

な
い
わ
よ
ね

 
そ
の
日
詩
乃
は

八
幡
に
呼
び
出
さ
れ
て
ダ
イ
シ

カ
フ

に
い
た

 
同

し
て
い
る
の
は
和
人
と
ア
ル
ゴ
で
あ
る
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あ
あ

実
は
お
前
に
会
わ
せ
た
い
人
達
が
い
て
な

人

達

そ
の
前
に

こ
れ
を
ち

と
持

て
み
ろ

そ

そ
れ
は

 
そ
う
言

て
八
幡
が
差
し
出
し
て
き
た
の
は

黒
星
の
モ
デ
ル
ガ
ン
で
あ

た

 
詩
乃
は
勇
気
を
出
し
て
手
を

ば
し
た
の
だ
が

あ
と

が
遠
い

あ
の
時
は
持
て
た
の
に

夢
中
だ

た
ん
だ
ろ

や
は
り
ま
だ
無
理
そ
う
か

か
も

ま
あ
そ
れ
も
今
日
ま
で
だ

多
分
な

今
日
ま
で

さ
あ

こ
ち
ら
で
す

 
そ
の
時
エ
ギ
ル
に
連
れ
ら
れ

⺟
親
と
娘
ら
し
き
二
人
組
が
中
に
入

て
き
た

え

と

 
戸
惑
う
詩
乃
に

そ
の
⺟
親
ら
し
き
女
性
は
目
を

ま
せ
な
が
ら
話
し

け
て
き
た
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お
久
し
ぶ
り
ね

朝
田
さ
ん

え

私
の
事
を
知

て
る
ん
で
す
か

私
は

銀
行
で
働
い
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
ま
あ
あ
な
た
は
小
学
生
だ

た
し
覚
え
て
い
な

い
わ
よ
ね

銀
行

ま

ま
さ
か
そ
れ

て

え
え

あ
な
た
が
強
盗
と
遭
遇
し
て
し
ま

た

あ
の
銀
行
よ

 
そ
し
て
犯
人
に
今
ま
さ
に
撃
た
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
が
私

 
詩
乃
は
そ
う
言
わ
れ
た

間
に

き
気
を
覚
え
た
が
そ
ん
な
詩
乃
を
八
幡
が
し

か
り
と

き
締
め
た

 
八
幡
は
詩
乃
の
背
中
を

ん

ん
と
叩
き
な
が
ら
言

た

よ
し
よ
し

大
丈
夫
だ
か
ら
な

こ

子

扱
い
し
な
い
で
よ

そ
う
思
う
ん
だ

た
ら
せ
め
て
話
を

か
せ
て
も
ら
う
ま
で
は

ん
張
れ

言
わ
れ
な
く
て
も

 
詩
乃
は
こ
こ
で

性
を
見
せ

何
と
か
平
常
心
を
保
つ
事
に
成
功
し
た
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お
姉
ち

ん

大
丈
夫

 
二
人
組
の
娘
の
方
が

そ
ん
な
詩
乃
を
見
て

心
配
そ
う
に
言

た

う
ん

も
う
大
丈
夫
だ
よ

そ

か

良
か

た

え

と

あ
の
ね

お
姉
ち

ん

う
ん

ど
う
し
た
の

 
詩
乃
は
そ
う
言

て

そ
の
少
女
の
口
に
自
ら
の

を
近
付
け
た

私
の
命
を
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
そ
う
言

て
そ
の
少
女
は

詩
乃
の

に
口
付
け
を
し
た

え

そ
れ

て

そ
の
子
は
あ
の
事
件
の
後
に
産
ま
れ
た
ん
で
す
よ

あ
の
事
件
の
時

 
こ
の
子
は
私
の
お
腹
の
中
に
い
た
ん
で
す

あ分
か
り
ま
し
た
か

こ
の
子
は
あ
な
た
の
お
か
げ
で

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
く
る
事
が
出
来

た
ん
で
す

そ

そ
れ
は
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あ
な
た
は
確
か
に
人
を
銃
で
撃

て
し
ま

た
か
も
し
れ
な
い
で
も
こ
れ
だ
け
は
言
わ
せ
て

下
さ
い

 
あ
な
た
は
確
実
に
あ
の
場
に
い
た

山
の
人
を
救

て
い
ま
す
も
ち
ろ
ん
こ
の
子
も

 
詩
乃
は
そ
う
言
わ
れ
て
再
び
そ
の
少
女
の
顔
を
見
た

 
そ
の
少
女
は
詩
乃
の
顔
を
見
て

ニ
コ

と
笑
い
な
が
ら
言

た

お
姉
ち

ん

大
好
き

あ
 
そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
の
目
か
ら

と
め
ど
な
く
涙
が
流
れ
て
き
た

お

お
姉
ち

ん

ど
う
し
た
の

何
か

し
い
の

か
な
い
で

 
そ
う
言

て
そ
の
少
女
は

詩
乃
の

を
優
し
く

で
た

う
う
ん

し
い
ん
じ

な
く
て

嬉
し
い
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

じ

あ
私
と
一

だ
ね

う
ん

う
ん

 
こ
の
後
詩
乃
は

問
題
な
く
黒
星
の
モ
デ
ル
ガ
ン
を
手
に
取
る
事
が
出
来
た

 
こ
の
⺟
娘
と
の
再
会
を

て

詩
乃
の
ト
ラ
ウ
マ
は
完
全
に
消
え
去

た
よ
う
で
あ
る
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良
か

た
な

詩
乃

う
ん

あ
り
が
と
う

和
人
君

頑
張

て
探
し
た
甲
斐
が
あ

た
ナ

あ
り
が
と
う
ア
ル
ゴ
さ
ん

本
当
に
感
謝
し
て
ま
す

な
ら
こ
の
天
然
ジ
ゴ
ロ
に
言

て
や

て
く
れ

 
関
係
者
を
探
す
よ
う
に
頼
ん
で
き
た
の
は
ハ

だ
か
ら
ナ

八
幡
が

天
然
ジ
ゴ
ロ

て
何
だ
よ

ま
あ
約
束
し
た
か
ら
な

お
前
を
助
け
る

て

 
詩
乃
は
そ
う
言
わ
れ

再
び

き
そ
う
に
な

た

 
だ
が
何
と
か

く
の
を
我
慢
し

詩
乃
は
そ
ん
な
内
心
を

し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

こ
れ
で
私
の

点
が
無
く
な

ち

た
わ
よ

 
次
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
は
私
が
あ
ん
た
に
圧
勝
す
る
ん
じ

な
い

あ
ん

お
前
な
ん
か

く
ひ
と

り
だ

て
の

調
子
に
乗
る
な
詩
乃

そ
も
そ
も
お
前
は
色
々
と

す
ぎ
だ

 
あ
の
時
だ

て
先
に

を
確
認
し
て
い
れ
ば
あ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
か

た
ん
だ
か
ら
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な 
そ
の
声
は
ま

た
く
同
じ
声
で
別
の
場
所
か
ら

こ
え
詩
乃
は
そ
の
声
の
主
を
確
認
す
る
と

 
目
を

か
せ
な
が
ら
そ
の
声
の
主
に
駆
け
寄

た

は
ち
ま
ん
く
ん

よ

や

と
両

が
直

た
ぞ

そ
れ
だ
け
じ

な
い
ぞ

実
は
体
内
の
色
々
な
部
分
が
や
ば
か

た
ん
だ
ぞ

 
さ
す
が
に

気
シ

ク
は
や
り
す
ぎ
だ

お
前
も
反
省
し
ろ
ヨ

だ
そ
う
だ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

そ
の
ア
ル
ゴ
の
言
葉
を
意
に
介
さ
ず

を

め
な
が
ら
そ
う
詩
乃
に

言

た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

は
ち
ま
ん
く
ん
に
突

込
ん
だ

ひ
と
事
み
た
い
に
言

て
ん
じ

ね
え

お
前
が
言
わ
れ
て
ん
だ
よ
お
前
が

詩
乃
を
守
れ
た
ん
だ
か
ら
別
に
い
い
だ
ろ
お
前
が
俺
で
も
あ
の

況
で
は
同
じ
事
を
し
た

は
ず
だ

あ

ん

ん
な
わ
け
ね
え
だ
ろ
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れ
る
な
俺

み
ん
な
が
お
前
を
生

か
い
目
で
見
つ
め
て
る
ぞ

な
 
そ
し
て
そ
の
場
は
他
の
者
達
の
笑
い
声
で

れ
八
幡
は

ね
た
よ
う
に
顔
を
背
け
た
の
だ

た  
こ
う
し
て
こ
の
日

詩
乃
は

本
当
の
意
味
で
過
去
と
決
別
し
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
た
事
は

私
に
と

て
は
大
正
解
だ

た

 
で
も
そ
の
キ

カ
ケ
を
く
れ
た
新
川
君
は

今
は

置
所
の
中
に
い
る

 
私
の
人
生

て

よ
く
よ
く
考
え
る
と

乱
万
丈
よ
ね

 
そ
う
考
え
な
が
ら

詩
乃
は
今
日
も
元
気
に
学
校
へ
と
向
か
う

 
こ
れ
か
ら
少
女
は

今
ま
で
の
人
生
の
マ
イ
ナ
ス
分
を
少
し
で
も
取
り
返
す
べ
く

 
常
に
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
く
の
だ
ろ
う

大
切
な
友
人
達
と

大
好
き
な
人
と
共
に

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
 
了
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こ
れ
に
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
は
終
了
と
な
り
ま
す

予
告
通
り
一
週
間
休
載
と
し

 

月

日
か
ら
新
た
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
タ

編
が
始
ま
り
ま
す

 
全
２
４
０
話
に
も

る
⻑
い
章
に
な
り
ま
し
た
が
お
付
き
合
い

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

 
再
開
後
は
更
な
る
暴
走
が
始
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
が

 
お
見

て
無
き
よ
う
に
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す



 人物紹介 ｖｅｒ ＧＧＯ ＡＦＴＥＲ ｅｄｉｔｉｏｎ

 
人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
人
物
紹
介

Ａ
Ｌ
Ｏ
組

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

 
・
ハ
チ
マ
ン

 
言
わ
ず
と
知
れ
た
主
人
公
そ
の
正
体
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

本
名
は
比
企
谷
八
幡

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に

任
予
定

銀
影

ザ
・
ル

ラ

主
に
指

担
当

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ア
ス
ナ

 
本
編
の
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
ス
ナ
で
あ
る

本
名
は
結
城
明
日
奈

 
ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
⻑
に

任
予
定

閃
光

バ

サ
ク
ヒ

ラ

ヒ

ラ

物
理
ア

タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
コ
マ
チ

 
ハ
チ
マ
ン
の
妹

候
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・
キ
リ
ト

 
本
名
は
桐

谷
和
人
八
幡
の
親
友
同
級
生

黒
の
剣
士
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
⻑
に

任

予
定

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

物
理
ア
タ

カ

 
・
リ
ズ
ベ

ト

 
本
名
は

崎
里
香
八
幡
の
同
級
生

和
人
と
付
き
合

て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
最
高
の
鍛
治
職
人

 
物
理
ア
タ

カ

 
・
シ
リ
カ

 
本
名
は

野
珪
子

八
幡
の
同
級
生

⻯
使
い

 
物
理
ア
タ

カ

ヒ

ラ

ピ
ナ
を
使
用
時

 
・
ク
ラ
イ
ン

 
本
名
は

遼
太
郎

平

静
と
交

中

物
理
ア
タ

カ

 
・
エ
ギ
ル

 
本
名
は
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ

茶
店
ダ
イ
シ

カ
フ

を

中

 
物
理
ア
タ

カ
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・
ユ
キ
ノ

 
本
名
は
雪
ノ
下
雪
乃

パ
ン
さ
ん
と
猫
が
大
好
き

ソ
レ
イ
ユ
の

部
⻑
に

任
予
定

 
絶
対

度

ヒ

ラ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ユ
イ
ユ
イ

 
本
名
は
由
比

結
衣

八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部
に
所
属
予
定

 
夏
コ
ミ
に
強
制
参
加
さ
せ
ら
れ
る

タ
ン
ク

 
・
ユ
ミ

 
本
名
は
三

優
美
子

八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部
に
所
属
予
定

 
夏
コ
ミ
に
強
制
参
加
さ
せ
ら
れ
る

魔
法
ア
タ

カ

 
・
イ
ロ
ハ

 
本
名
は
一
色
い
ろ
は

八
幡
の
元
後
輩

ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部
に
所
属
予
定

魔
法
ア
タ

カ 
・
リ

フ

 
本
名
は
桐

谷
直
葉

和
人
の
妹

剣
道
の

者

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

 
物
理
ア
タ

カ
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・
レ
コ
ン

 
本
名
は
⻑
田
慎
一

直
葉
の
事
が
好
き

候

 
・
メ
ビ
ウ
ス

 
本
名
は
城

め
ぐ
り

ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
開
発
部
所
属

ヒ

ラ

 
・
ソ
レ
イ
ユ

 
本
名
は
雪
ノ
下
陽
乃

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の

設
者

絶
対
暴
君

魔
法
ア

タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ア
ル
ゴ

 
本
名
は
不
明
主
要
キ

ラ
の
中
で
は
唯
一
本
名
を

し
通
す

ソ
レ
イ
ユ
の
情
報
部
⻑

候 
・
シ
ノ
ン

 
本
名
は
朝
田
詩
乃

高
校
生

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

遠

ア
タ

カ

 
・
フ
カ
次
郎

 
本
名
は

原
美
優

北
海
道
在

物
理
ア
タ

カ
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・
ク
リ
ス
ハ
イ
ト

 
本
名
は

岡

二
郎
総

省
通
信
ネ

ト
ワ

ク
内
仮
想
空
間
管
理
課
通
称
仮
想
課
職

員 
魔
法
ア
タ

カ

 
・
ク

ク
ロ
ビ
ン

 
本
名
は
神
崎
エ
ル
ザ

今
話
題
の
ア

テ

ス
ト

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ピ
ト
フ

イ

変
態

 
現
在
未
加
入
ど
こ
ろ
か
キ

ラ
す
ら
も
存
在
せ
ず

物
理
ア
タ

カ

 
・
セ
ラ
フ

ム

 
本
名
は
間
宮
ク
ル
ス

雪
乃
と
は
同
級
生
に
当
た
る
が
学
校
で
の
面
識
は
無
か

た

 
シ

ナ
を
神
と

め
る
少
女

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
後
に
正
式
メ
ン
バ

に
加
入

タ
ン
ク

 
・
ク
リ
シ

ナ

 
本
名
は

紅
莉
栖
天
才

学
者

彼
女
の
存
在
が
い
ず
れ
何
人
か
の
人
物
の
救
い
と

な
る

 

は

悟

と
カ
メ
ハ
メ

援

体
魔
法
担
当
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・
フ

イ
リ
ス

 
本
名
は
秋
葉

未

最
初
は
見
学
用
ア
カ
ウ
ン
ト
と
し
て
作
成
さ
れ
た

 
現
在
メ
イ
ク
イ

ン
で
の
職

の
後
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
メ
イ
ド
プ
レ
イ
中

 
魔
法
戦
闘
も
こ
な
す
戦
う
メ
イ
ド
さ
ん

魔
法
ア
タ

カ

 
・
ナ
タ
ク

 
本
名
は
国
友

央

現
在
未
加
入
ど
こ
ろ
か
キ

ラ
す
ら
も
存
在
せ
ず

 
将
来
は

者
に
な
る
予
定

結
城
家
当
主
の

楓
の

に
ロ

ク
オ
ン

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
時
に
キ
リ
ト
と
ゲ

ム
内
で
再
会
し
た

 
一
応
物
理
ア
タ

カ

だ
が

界
の
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
の
で
職
人
プ
レ
イ
メ
イ
ン

 
・
サ
イ
レ
ン
ト

 
本
名
は
平

静

プ
レ
イ
は
し
て
い
な
い

ゲ
ス
ト
扱
い

 
・
ユ
イ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
娘

 
・
キ
ズ
メ
ル

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
ダ

ク
エ
ル
フ
の
美
女

自
称
ハ
チ
マ
ン
の
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そ
の
他
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
サ
ク
ヤ

 
シ
ル
フ
領
主

 
・
ア
リ
シ

・
ル

 
ケ

ト
シ

領
主

 
・
ユ

ジ

ン

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

領
主
の
弟

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ト

プ

元
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
剣
士

 
・
カ
ゲ
ム
ネ

 
ユ

ジ

ン
の
側
近

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ナ
ン
バ

ツ

扱
い

 
・
シ
グ
ル
ド

 
元
シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

サ
ク
ヤ
に
追
放
さ
れ
た
後
は
不
明

 
・
ト
ン
キ

 

神
型
モ
ン
ス
タ

 
・
ユ
ウ
キ
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本
名
は

野
木
綿
季

絶
剣

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ラ
ン

 
本
名
は

野
藍
子

絶
刀

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
シ
ウ
ネ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
ジ

ン

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
テ

チ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
タ
ル
ケ
ン

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
ノ
リ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ
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・
ク
ロ

ビ
ス

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
ル
ク
ス

 

不
明

 
・
グ
ウ

ン

 

不
明

十
狼

 
・
シ

ナ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

狙
撃
銃
Ｍ
８
２
を
所
持
使
用

光
剣
は
ア
ハ
ト

刀
身
は
黒

 
・
シ
ズ
カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
ス
ナ

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

夜

刀
身
は
ピ
ン
ク

 
・
シ
ノ
ン

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ノ
ン

狙
撃
銃
ヘ
カ

ト

グ
ロ

ク
を

し
た
グ
ロ

ク

チ
ビ
ノ

ン
を
所
持

 
刀
身
は
水
色



 第四章 ＧＧＯ編

 
・
ベ
ン
ケ
イ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
マ
チ

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

白
銀

刀
身
は
銀
色

 
・
ピ
ト
フ

イ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

⻤

刀
身
は

 
・
ロ
ザ
リ
ア

 
本
名
は
薔
薇
ソ
ウ
ビ
小
猫

な
ん
ち

て
ヒ
ロ
イ
ン

八
幡
の
秘
書
室
⻑
に

任
予
定

 
夏
コ
ミ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
の
説
明
担
当

 
・
ニ

ン
ゴ
ロ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ユ
キ
ノ

 
・
イ
コ
マ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ネ
ズ
ハ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ナ
タ
ク

 
・
エ
ム

 
本
名
は

豪

ピ
ト
フ

イ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
彼
女
の
秘
書

ド

 
・
銃
士

マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ラ
フ

ム

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

流
水

刀
身
は
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・
セ
バ
ス

 
本
名
は
都

和

雪
ノ
下
家
の

事

八
幡
の
師
匠

元

兵

 
シ

ナ
に
近
い
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
薄
塩
た
ら
こ

 
本
名
は
⻑
崎
大

元
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
最
大
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト

中

 

 
・
闇
風

 
本
名
は
山
田
風
太

Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
高
の
ス
ピ

ド
ス
タ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

 
・
エ
ヴ

 
本
名
は
新

戸
咲

高
校
の
新
体
操
部
の
部
⻑

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
リ

ダ 
・
ソ
フ

 
本
名
は

カ
ナ

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ
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・
ロ

ザ

 
本
名
は
野
口
詩

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ 
狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
運

担
当

 
・
ア
ン
ナ

 
本
名
は
安
中
萌
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
タ

ニ

 
本
名
は

リ
サ
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
ト

マ

 
本
名
は
ミ
ラ
ナ
・
シ
ド
ロ
ワ

ロ
シ
ア
出
身

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン
バ

狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
狙
撃
担
当

 
・
ダ
イ
ン

 
本
名
は
台
場

一

シ

ピ

ゲ
ル
の
所
属
す
る
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ギ
ン
ロ
ウ
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本
名
は

銀
治

シ

ナ
を

拝
す
る
よ
う
に
な

た

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
念
願
の
決
勝
進
出
を
果
た
す

 
・
お

か
さ
ん

 
本
名
は
田
中

子

女
性
だ
け
の
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｇ
Ｇ
Ｏ
女
性
連
合

通
称

女
連

の

リ

ダ

 
サ

シ

の
⺟
親

 
・
ミ
サ
キ

 
本
名
は
海
野
美
咲

女
連
の
メ
ン
バ

銀
座
で
ス
ナ

ク

美
咲

を

 
気
に
入

た
男
の
前
で
は
つ
い
下
ネ
タ
を
連
発
し
て
し
ま
う

な
女
性

 
最
初
の

那
は

治
家
だ

た
が
死
別
し
て
い
る

シ

ナ
に

想
中

海
野

の
⺟

 
か
な
り
の
実
力
者
で
あ
り

そ
の

前
は

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
に
進
出
す
る

 
・
イ
ヴ

 
本
名
は
岡
野
舞
衣

女
連
の
メ
ン
バ

ハ

カ

ソ
レ
イ
ユ
の
情
報
部
所
属

 
⺟
は
発
明
家
の
岡
野
由
香

 
・
レ
ン
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本
名
は
小
比

香
蓮

フ
カ
次
郎
こ
と

原
美
優
の
友
達

か
な
り
の
高
身
⻑

 
八
幡
に
影

さ
れ
て
彼
に
会
う

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
開
始

  
・
フ
カ
次
郎

 
本
名
は

原
美
優

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ
カ
次
郎

レ
ン
に
頼
ま
れ
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
参
戦

 
・
コ
ミ
ケ

 
本
名
は

自
衛

三

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
リ

ダ

 
・
ケ
モ
ナ

 
本
名
は
倉
田
武
雄

自
衛

三

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ト
ミ

 
本
名
は

田
章

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ク
リ
ン

 
本
名
は

乃

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ブ
ラ

ク
キ

ト

 
本
名
は
黒
川

莉

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ
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第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
序
盤
で
八
幡
の
体
調
の
保
全
を
担
当

後
に
連

役
も
こ
な
し
た

 

女
王
だ
が
八
幡
の
事
を
気
に
入

て
い
る
ら
し
く
ま
だ
八
幡
に
は

は
発

さ
れ

て
い
な
い

 
・
キ
リ
ト

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

エ
リ

シ
デ

タ

刀
身
は
黒

 
そ
の
他
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ゼ
ク
シ

ド

 
本
名
は

村
保

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者

の
メ
ン
タ
ル
の
持
ち
主

 
眠
り
の
森
に
て

空
間
に

在
し

治
療
を
受
け
復
活

そ
の
時
の
事
を
夢
だ
と
思

て
い

る 
・
ユ

コ

 
本
名
は

川

子

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
元
友
達

 
・
ハ
ル
カ

 
本
名
は

上
晴
香

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
元
友
達
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・
シ

ピ

ゲ
ル

 
本
名
は
新
川
恭
二
詩
乃
の
事
が
好
き
だ
が
気
付
い
て
も
ら
え
ず

劇
の
引
き
金
を
引
く

し
い
少
年

 
サ
ク
リ
フ

イ
ス
を
殺
害

現
在
収
監
中

 
・
ス
テ
ル
ベ
ン

 
本
名
は
新
川
昌
一

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

目
の
ザ
ザ

通
称
死
銃

デ
ス
ガ
ン

現
在
収
監
中

 
・
ノ
ワ

ル

 
本
名
は
金
本

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ジ

ニ

ブ
ラ

ク

通
称
ジ

 
ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

を
殺
害

現
在
逃

中

 
・
ギ

レ

ト

 
本
名
は

光
男

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

 
本
名
は
双
葉
駆

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・

子
王
リ

チ

 
ミ
サ
キ
に

れ
て
い
る
が
そ
の

界
に
は
入
ら
な
い

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者
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・
ベ
ヒ
モ
ス

 
ミ
ニ
ガ
ン
使
い

 
・
シ
シ
ガ
ネ

 
Ｖ

Ｔ

り
プ
レ
イ
ヤ

 
・
デ
ヴ

ド

 
ピ
ト
フ

イ
の
事
が

い
ら
し
い

古
参
プ
レ
イ
ヤ

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

メ
メ
ン
ト
・
モ
リ

の
リ

ダ

 
・
シ
ノ
ハ
ラ

 
マ
シ
ン
ガ
ン
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

全
日
本
マ
シ
ン
ガ
ン
ラ
ヴ

ズ

の
リ

ダ

 
・
ク
ラ
レ
ン
ス

 
男
性
の
よ
う
な
見
た
目
を
持
つ
女
性
プ
レ
イ
ヤ

相
方

集
中

 
・
シ

リ

 
北
海
道
で
実

に
銃
を
扱
う
仕
事
を
し
て
い
る
女
性

対
人
は

い
ら
し
い

 
使
用
銃
は
ブ
レ
イ
ザ

Ｒ
９
３

要
塞
防
衛
戦
で
シ

ナ
か
ら
Ｍ
８
２
を
貸
し
て
も
ら

た
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ス
コ

ド
ロ
ン

Ｋ
Ｋ

Ｃ

北
の
国
ハ
ン
タ

ズ
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ

 
・

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
予
選
に
て
キ
リ
ト
と
対
戦
す
る
も
無
意
識
の
キ
リ
ト
に
あ

さ
り
倒
さ
れ

る 
・
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
本
名
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

シ

ナ
の

敵

第
四
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
場

都

と
面
識

り 
・
サ
ク
リ
フ

イ
ス

 
本
名
は

田
平

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
直
前
に
死

 
・
ス
ネ

ク

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
メ
ン
バ

の
一
人

Ｍ
Ｇ
Ｓ
プ
レ
イ
を
実

す
る

 
・
と
あ
る
作
家

 
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
を
提

し

第
一
回
の
ス
ポ
ン
サ

と
な
る

 
元
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ
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・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
本
名
は
茅
場

天
才

学
者

Ｓ
Ａ
Ｏ
四
天
王
の
一
人

神
聖
剣

 
・
ゴ
ド
フ
リ

 
本
名
は
相
模
自
由

察

相
模
南
の

親

 
・
ク
ラ
デ

ル

 
本
名
は
倉
景
時

現
在
結
城

で
し
ご
か
れ
中

 
・
ノ

チ
ラ
ス

 
本
名
は
後

二

ユ
ナ
の
元
同
級
生

オ

グ
マ

に
関
わ
る
事
件
の
首
謀
者
の
一
人

 
ユ
ナ
の
気
持
ち
を
曲
解
し

彼
女
の
意
思
に
反
す
る
行
い
を

り
返
し

 
最
後
に
は
ユ
ナ
の
気
持
ち
も
失
う

 
・
Ｐ
ｏ

プ

 
本
名
は
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

殺
人
ギ
ル
ド

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
リ

ダ

 
・
ザ
ザ

 
ス
テ
ル
ベ
ン
の

目
を
参

 
・
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク
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ノ
ワ

ル
の

目
を
参

 
・
キ
バ
オ
ウ

 
本
名

一
郎

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ

ダ

 
・
シ
ン
カ

 
本
名
足
立

ネ

ト
ゲ

ム
攻
略
サ
イ
ト

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
管
理
人

 
・
ユ
リ
エ

ル

 
本
名
足
立
由
里
子

現
在
は
シ
ン
カ

の
妻

 
・
ヨ
ル
コ

 
本
名
は
明
星
夜
子

 
・
カ
イ
ン
ズ

 
本
名
は
明
星
優

 
・
サ

シ

 
本
名
は
田
中
沙

お

か
さ
ん
の
娘

現
在
総
武
高
校
で
教

を
と
る

奉
仕
部

問

 
・
ニ
シ
ダ

 
本
名
は
⻄
田

春

ソ
レ
イ
ユ
の
回
線
保
守
部
門
に
所
属

趣
味
は
釣
り
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・
デ

ア
ベ
ル

 
故
人

 
・
リ
ン
ド

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
シ

ミ

ト

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
シ
ヴ

タ

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
コ

バ

ツ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
所
属

故
人

 
・
モ
ル
テ

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
所
属
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ア
シ

レ
イ

 
本
名
は
神
野
ア
リ
ス

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
い
る
ら
し
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
一
の

師

 
・
ユ
ナ
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本
名
は
重
村

那

ハ
チ
マ
ン
の
弟
子
だ

た
時
期
が
あ
る

 
彼
女
の
持

て
い
た
レ
ア
装
備
と

剣
ス
キ
ル
に
は
ハ
チ
マ
ン
が
関

し
て
い
た

 
通
称
歌
姫

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
直
前
に

を

 

完
全
な
る

で
あ
る
重
村
徹
大
の
手
に
よ
り

 

さ
れ

て
い
る

現
実
世
界
の
人
々

 
・
結
城

 
結
城
家
当
主

剣
豪

村
保
を
見
事
に
治
療
し
た

 
・
結
城

 
結
城
家
⻑
男

現
在

中

 
・
結
城
知

 
結
城
家
次
男

前

の
あ
る
手
術
の
技
術
は
超
一
流

 
・
結
城

子

 
結
城
家
⻑
女

現
在
東
京
在

眠
り
の
森
の
園
⻑

 
・
結
城
楓
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子
の
娘

難
病
を

服

 
・
国
友
義

 
イ
コ
マ
の

親

 
・
倉
景

 
倉
エ

ジ

ン
シ

の
元
社
⻑

 
・
倉
朝
景

 
倉
エ

ジ

ン
シ

社
⻑

ソ
レ
イ
ユ
の

下
に
入
る
予
定

 
・
雪
ノ
下

乃

 
雪
ノ
下
姉
妹
の
⺟
親

帰
還
者
用
学
校
の
理
事
⻑

 
・
雪
ノ
下
純
一

 
雪
ノ
下
姉
妹
の

親

千
葉

議
会
議
員

雪
ノ
下

設
社
⻑

 
・
相
模
南

 
八
幡
の
元
同
級
生

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

 
・
戸

加

 
八
幡
の
元
同
級
生
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・
葉
山

人

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
法

部
⻑
に

任
予
定

 
・
戸
部

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
・
川
崎
沙
希

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部
⻑
に

任
予
定

夏
コ
ミ
に
強
制
参
加
さ
せ
ら
れ

る 
・
材
木
座
義

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

 
・
海

名
姫
菜

 
八
幡
の
元
同
級
生

腐
女
子
業
界
で
人
気
作
家
と
な
る

サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む

 
結
衣
と
優
美
子
と
沙
希
を
夏
コ
ミ
の

り
子
と
し
て
強
制
参
加
さ
せ
る

 
・

見
由
美

 
八
幡
の
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
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・

見

美

 
か
つ
て
八
幡
と
知
り
合

た
少
女

総
武
高
校
一
年
生
で
奉
仕
部
所
属

由
美
の
娘

 
・

本
か
お
り

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
嬢

後
に
芸
能
部
所
属

 

コ
ミ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
の
受
付
担
当

 
・
仲
町
千
佳

 
か
お
り
の
親
友
実
家
は
花
屋

ソ
レ
イ
ユ
関
連
の
花
や

木
の
注
文
を
一
手
に
引
き
受
け
る

事
と
な
る

 
・
昼
岡
映
子

 
詩
乃
の
親
友

真
面
目

ソ
レ
イ
ユ
の

部
に
所
属
予
定

 
・

美
衣

 
詩
乃
の
親
友

調
整
役

ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
に
所
属
予
定

 
・
夜
野

奈

 
詩
乃
の
親
友

コ
ミ

力
の
⻤

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
そ
の

性
で

三
人
の
中
で
は
八
幡
に
一
番
近
い
存
在
と
な
る
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・
海
野

 
ク
ル
ス
の
親
友

美
咲
の
娘

 
美
咲
は
十
代
で

を
産
ん
だ

は
美
咲
の
事
を
美
咲
ち

ん
と
呼
ん
で
い
る

 
・

春
樹

 
元
海

総
合
高
校
の
生
徒
会
⻑
ソ
レ
イ
ユ
の
入
社

験
に
落
ち
る

か
お
り
に
告
白
し

 
・
須

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
の

人
事
件
の
首
謀
者

第
一
審
で

罪
判
決
が
下
る
も

中

 
・
重
村
徹
大

 
東
都

業
大
学

気

子

学

教

オ

グ
マ

の
開
発
者

 
オ

グ
マ

の

メ

カ

で
あ
る
カ
ム
ラ
の
取
締
役
の
一
人

 
ア

ガ
ス
の
元
社
外
取
締
役

茅
場

須

神
代

比
嘉
は
い
ず
れ
も
彼
の
教
え
子

 
重
村

那
の

親

那
の

を

し

 
オ

グ
マ

を
使

て

那
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
画

中

 
・
神
代
凛
子

 
ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
開
発
部
⻑
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・
比
嘉
健

 
オ

グ
マ

の
開
発
に
協
力

後
に
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

 
・
安
岐
ナ
ツ
キ

 
自
衛

付
属
の

護
病
院
の
卒
業
生

級
は
二

曹

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
和
人
の
体
調
の
保
全
を
担
当

 
・
結
城

三

 
明
日
奈
の

親

レ
ク
ト
社
⻑

 
・
結
城
京
子

 
明
日
奈
の
⺟
親

 
・
結
城

一
郎

 
明
日
奈
の
兄

 
・
遠

貴
子

 
詩
乃
を

し
て
い
た
一

の
リ

ダ

今
は
許
さ
れ
て
た
ま
に
一

に
行
動
し
て
い
る

 
・

 
コ
ミ
ケ
の
元
奥
さ
ん

姫
菜
と
共
に
サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む
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・
ダ
ル

 
本
名
は
橋
田
至

ス

パ

ハ
カ

時
々
ソ
レ
イ
ユ
の
仕
事
を
受
け
る

 
・

院
凶
真

 
本
名
は
岡
部

太
郎

あ
だ
名
は
オ
カ
リ
ン

八
幡
と
友
達
付
き
合
い
を
し
て
い
る

 
・
ま
ゆ
し
い

 
本
名
は

名
ま
ゆ
り

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
で
バ
イ
ト
中

 
・
比
屋
定
真
帆

 

紅
莉
栖
の
先
輩

ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
の
学
生

 
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン

 
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
教

で

学
研
究
所
の
主
任

 
・
櫛
稲
田
優
里
奈

 
現
在
天

独
の
身

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
死

し
た
兄
大
地
が
相
模
自
由
の
部
下
だ

た
関
係
で

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
後
に
自
由
か
ら
相
談
を
受
け
た
八
幡
の
手
に
よ

て

 
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期

部
候
補
生
育
成
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
最
初
の
候
補
生
に
選
ば
れ
る

 
そ
の
お
か
げ
で
生
活
は
安
定

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
し
つ
つ
八
幡
と
交
流
を
深
め
る
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・
⻄
山
田

フ

イ
ヤ

 
パ

テ

で
香
蓮
と
出
会
い

ひ
と
目

れ
を
し
た

年

 
身
⻑
は
１
５
０
ｃ

台
業
界
内
で
は
そ
の
名
前
と
身
⻑
の
せ
い
で

名
だ
が
優

な
若
手

  
・
参
考
資
料

現
在
の
社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会
の
メ
ン
バ

一

 
 
会
⻑

薔
薇
小
猫

 
一

メ
ン
バ

相
模
南

 
 
 
 
 
間
宮
ク
ル
ス

 
 
 
 
 

本
か
お
り

 
 
 
 
 
岡
野
舞
衣

 
 
 
 
 
朝
田
詩
乃

 
再
開
は

月

日
ま
で
ず
れ
込
み
そ
う
で
す

も
う

日
お
待
ち
下
さ
い
ｏ
ｒ
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第
五
章
 
Ｇ
Ｇ
Ｏ

ア
フ
タ

編

 
第
４
３
０
話
 
櫛
稲
田
優
里
奈
は
拝
命
す
る

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
タ

編
の
開
幕
で
す

 
死
銃
事
件
か
ら

日
後

関
係
者
を
集
め
た

労
会
が
行
わ
れ
る
事
と
な

た

 
参
加
し
た
の
は

子

凛
子
の
眠
り
の
森
組
と

 
シ
ン
カ

足
立

ユ
リ
エ

ル

足
立
由
里
子

そ
れ
に
自
由
で
あ

た

 
ソ
レ
イ
ユ
組
か
ら
は

陽
乃
と
八
幡
の
み
が
出

す
る
事
と
な

た

 
メ
ン
バ

を
見
れ
ば
分
か
る
が

要
す
る
に
大
人
の
飲
み
会
で
あ
る

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
は

今
回
の
飲
み
会
に
は
参
加
し
て
い
な
い

 
今
回
は
基
本

外
部
の
者
達
に
感
謝
す
る

の
集
ま
り
な
の
だ

た

 
飲
み
会
は

当
然
の
よ
う
に
当
事
者
で
あ
る
八
幡
の

か
ら
始
ま

た



 第４３０話 櫛稲田優里奈は拝命する

皆
さ
ん

今
回
の
事
件
で
は

多
岐
に
わ
た

て
協
力
し
て

き

と
て
も
助
か
り
ま
し
た

 
失
わ
れ
た
命
に
つ
い
て
は
悔
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
が

 
こ
こ
は
三
人
の
命
を
救
え
た
の
だ
と

前
向
き
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す

 
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
の
三
人
と
は
ゼ
ク
シ

ド
こ
と

村
保

シ
ノ
ン
こ
と
朝
田
詩
乃

 
そ
し
て

薄
塩
た
ら
こ
こ
と

⻑
崎
大

の
事
で
あ

た

 
昌
一
と
恭
二
の

述
か
ら
当
初
は
薄
塩
た
ら
こ
も
タ

ゲ

ト
だ

た
事
が
発
覚
し
て
お
り

 
八
幡
は
そ
れ
を

い
た
時

心
の

か
ら
本
当
に

 
大

の
引
越
し
先
を
世
話
し
て
良
か

た
と
安

し
た
も
の
だ

た

 
残
念
な
が
ら
ジ

ニ

ブ
ラ

ク
こ
と
金
本

は
ま
だ
捕
ま

て
い
な
い
が

 
そ
の

り
の
事
は

出
世
を
果
た
し
て

⻑
に
な

た
自
由
に

投
げ
し
て
い
た

  

労
会
は
さ
す
が
に
無
茶
な
飲
み
方
を
す
る
者
は
い
な
か

た

穏
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行

し
て
い
た

 
八
幡
は

子
と
凛
子
に
捕
ま
り

お

を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
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と
自
由
が
や
や
深
刻
そ
う
に
何
か
話
し
て
い
る
の
が
気
に
な

て
い
た

何
か
あ

た
の
か

な

ま
あ
深
刻
な
問
題
な
ら

相
談
な
り
何
な
り
し
て
く
る
だ
ろ
う

 
八
幡
は
そ
う
思
い

的
に
何
か
こ
ち
ら
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
ろ
う
と
は
し
て
い
な
か

た
が

 
そ
ん
な
八
幡
に

と
自
由
が
お
ず
お
ず
と
近
付
い
て
き
た

参
謀

ち

と
お
時
間
を

し
て
宜
し
い
で
す
か
な

あ
あ

別
に

わ
な
い

そ
れ
じ

あ

子
さ
ん

凛
子
さ
ん

ち

と
行

て
き
ま
す

 
し
か
し
珍
し
い
組
み
合
わ
せ
だ
な

大
手
ギ
ル
ド
の

部
と
リ

ダ

と
い
う
事
で

か
ら
そ
れ
な
り
の
交
流
は
あ
り
ま
し
た
ぞ

な
る
ほ
ど

で

話
し
て
い
る
う
い
ち
に

今
偶
然
共
通
の
知
り
合
い
が
い
た
事
が
分
か

た
ん
で
す
よ

私
に
と

て
は
部
下

君
に
と

て
は
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

と
い
う
事
に
な
る
ん
で
す

が
ん

部
下

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
か
ら
血
盟
騎
士
団
に
移

し
た
人
間
か
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い
や

リ
ア
ル
部
下
で
す
な

な
る
ほ
ど

つ
ま
り

察

な
の
か

正
確
に
は

だ

た

で
す
が

 
そ
の
言
葉
の
意
味
を
正
確
に
理
解
し
た
八
幡
は

目
を
伏
せ
な
が
ら
言

た

そ
う
か

 
そ
し
て
シ
ン
カ

が
説
明
を
引
き
継
い
だ

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

ヤ
ク
モ
は

正
義
感
と

任
感
の
強
い
男
で
し
た

 
彼
は
七
十
四
層
の
ボ
ス
部
屋
を
目
指
す
事
を

最
後
ま
で
反
対
し
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
が

 
上
の
命
令
に
は
逆
ら
え
ず
や
る
か
ら
に
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
そ
う
と
持
ち
前
の

任
感
を
発

し
 
仲
間
を
守
る

に
そ
の
身
を
投
げ
出
し
て
死

し
た
よ
う
で
す

あ
の
時
の
軍
の
連
中
の
中
に
い
た
の
か

 
そ
ん
な
八
幡
に

自
由
は
一

の
写
真
を
差
し
出
し
た

 
そ
の
写
真
を
見
た
八
幡
は

ハ

キ
リ
と
で
は
な
い
が

そ
の
顔
に
見
覚
え
が
あ

た

こ
れ
が
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は
い

櫛
稲
田
大
地
で
す

確
か
に
見
覚
え
が
あ
る
気
が
す
る
な

ハ

キ
リ
と
し
た
事
は
言
え
な
い
が

 
で

彼
が
ど
う
か
し
た
の
か

 
八
幡
は

上

の
無
謀
な
指

の

と
な

た
彼
に
対
し
て
同
情
を
禁
じ
え
な
か

た
が

 
そ
れ
が
二
人
の
相
談
と
ど
う

ん
で
く
る
の
か
分
か
ら
ず

そ
う
質
問
し
た

実
は

櫛
稲
田
大
地
に
は
妹
が
い
ま
し
て
な

名
を
櫛
稲
田
優
里
奈
と
言
う
の
で
す
が

 
実
は
大
地
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
後

両
親
も
事
故
で
失
い

今
は
天

独
の
身
で
し
て

 
私
が
何
か
と
面
倒
を
見
て
い
た
ん
で
す

そ
の
子
は
い
く
つ
な
ん
だ

十
七

で
す
ぞ

詩
乃
と
同
い
年
か

 
八
幡
は
そ
う

い
た
後

こ
の
件
は
自
分
と
も
無
関
係
と
は
言
え
な
い

 
二
人
に
何
か
頼
ま
れ
た
ら

力
そ
の
力
に
な
ろ
う
と
決
意
し
た

 
も
し
七
十
四
層
で

八
幡
が
地
図
の
提

を
し
な
か

た
ら

 
も
し
く
は
も

と
強

に
軍
の
連
中
を
止
め
て
い
た
ら
ヤ
ク
モ
は
生
き
て
い
た
か
も
し
れ
な
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い
の
だ

で

頼
み
が
あ
る
の
で
す
が

お
う

俺
に
出
来
る
事
な
ら
何
で
も
す
る
ぞ

何
で
も
言

て
く
れ

 
そ
の
言
い
方
に
引

か

た
者
を
感
じ
た

と
自
由
は

顔
を
見
合
わ
せ
た

ま
あ
俺
に
も

任
の
一

は
あ
る
と
思
う
し
な

八
幡
君
に
は
何
の

任
も
無
い
で
す

て

 

は
諭
す
よ
う
に
そ
う
言
い

自
由
も
そ
れ
に
同
意
し
た

何
で
も
背
負
い
こ
も
う
と
す
る
の
は
や
め
て
下
さ
い
参
謀

 
私
達
は

そ
ん
な
難
し
い
事
を
頼
も
う
な
ん
て
思

て
ま
せ
ん
か
ら
な

ん

金
銭
的
な
援
助
が
欲
し
い
と
か
そ
う
い
う
事
じ

な
い
の
か

直
接
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

あ
の
子
に

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

あ
の
子
は
真
面
目
で
す
か
ら
ね

要
領
を
得
な
い
な

つ
ま
り
ど
う
い
う
事
だ

真
面
目
す
ぎ
る
あ
の
娘
を

も
う
少
し
柔
ら
か
く
し
て
や

て
欲
し
い
ん
で
す
よ

 
ど
う
も
あ
の
子
は

が

い
と
い
う
か

世
間
知
ら
ず
な
所
が
あ
る
と
い
う
か
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無
防
備
と
い
う
か

要
す
る
に
他
の
男
は
信
用
出
来
な
い
ん
で
是
非
参
謀
に
お
願
い
し
た

い
ん
で
す

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

自
分
は
一
体
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
つ
つ
も

 
特
に
何
か
害
が
あ
る

で
も
無
さ
そ
う
な
の
で

と
り
あ
え
ず

い
た

そ
ん
な
事
で
い
い
な
ら
別
に

わ
な
い
ぞ

お
お

引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡
君

 
こ
う
し
て
八
幡
は

女
子
高
生
の

を
柔
ら
か
く
す
る
と
い
う

 
よ
く
分
か
ら
な
い
依
頼
を
引
き
受
け
る
事
と
な

た

し
か
し
そ
う
は
言
わ
れ
て
も
な

と
り
あ
え
ず
会

て
話
し
て
み
な
い
と
何
と
も
だ
な

  
そ
し
て
そ
の

日

八
幡
は
自
由
に
案
内
さ
れ

優
里
奈
の
家
に
い
た

初
め
ま
し
て

比
企
谷
八
幡
で
す

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

こ
ん
に
ち
は

比
企
谷
さ
ん

 
二
人
は
常
識
的
な

を
か
わ
し
そ
の
後
何
を
話
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず

り
こ
く

て
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し
ま

た

 
そ
し
て
優
里
奈
が
困

た
よ
う
な
顔
で
自
由
に

ね
た

え

え

と

相
模
の
お
じ
様

こ
れ
か
ら
一
体
ど
う
す
れ
ば

実
は
こ
ち
ら
の
方
は
私
が
と
て
も
尊
敬
し
て
い
る
人
な
ん
だ

拝
し
て
い
る
と
言

て
も

い
い

 
な
の
で
出
来
れ
ば

優
里
奈
ち

ん
に
も
一
度
紹
介
し
て
お
こ
う
と
思

て
ね

尊
敬

い
え

拝
で
す
か

 
相
模
自
由
は

察

部
で
あ
り
見
た
目
も
が

し
り
と
し
て
い
か
に
も

が
あ
る
よ
う

に
見
え
る

 
そ
の
自
由
が
こ
こ
ま
で
言
う
こ
の

年
に

優
里
奈
は
当
然
の
事
な
が
ら
興
味
を
持

た

 
八
幡
は
優
里
奈
に
対
し
て
見
た
目
は
別
に
し
て
平

以
外
の

象
を
持
た
な
か

た
の
だ

が 
こ
の
ま
ま
で
は
お
そ
ら
く
自
由
の
期
待
に
は
答
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

 
優
里
奈
の
反
応
を
見
る

に
自
由
に
こ
う
話
し

け
た

そ
う
い
う
事
は
あ
ま
り
他
人
の
前
で
言
う
ん
じ

な
い

ゴ
ド
フ
リ
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い
や
は
や
す
み
ま
せ
ん

つ
い
優
里
奈
ち

ん
に
参
謀
の
事
を
自
慢
し
た
く
な

た
ん
で
す

ゴ
ド
フ
リ

参
謀

 
当
然
優
里
奈
は
自
由
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
に
つ
い
て
も
知

て
お
り

 
兄
の
い
た
世
界
の
事
を
少
し
で
も
知
る

自
分
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
事
を
色
々
と
調
べ
て
い
た

 
残
念
な
が
ら

ヤ
ク
モ
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

の
情
報
は
皆
無
だ

た

 
と
い
う
か

一
部
の
メ
ジ

な
プ
レ
イ
ヤ

以
外
の
情
報
は

ほ
ぼ
皆
無
だ

た
の
だ
が

 
優
里
奈
の
知
る
限
り

参
謀
と
呼
ば
れ
る
超
メ
ジ

な
プ
レ
イ
ヤ

が
一
人
だ
け
い
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
が
目
の
前
に
い
る

年
と
同
一
な
事
に
気
付
い
た

間

 
優
里
奈
は
思
わ
ず
八
幡
に
こ
う
叫
ん
で
し
ま

て
い
た

す
す
み
ま
せ
ん
ヤ
ク
モ
と
い
う
キ

ラ
に
つ
い
て
何
か
知

て
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か

 
そ
の
言
葉
を

い
た
自
由
は

こ
れ
で
話
す
キ

カ
ケ
が
出
来
た
と
考
え

 
仕
事
が
あ
る
か
ら
と
い

て
二
人
を
残
し
て
去

て
い

た

 
普

の
自
由
な
ら
年

の
二
人
を
一
つ
の
部
屋
に
残
し
て
そ
の
ま
ま
に
す
る
事
は
あ
り
え
な

い
の
だ
が
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自
由
の
八
幡
に
対
す
る
信
頼
度
は

自
ら
言

て
い
た
通
り

拝
の

に
達
し
て
い
た

 
去
る
時
に
一
切
た
め
ら
う
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
事
も
無
か

た

 
そ
し
て
自
ら
の
問
い
に
無
言
で
い
る
八
幡
に
対
し

優
里
奈
は
自
ら
の
無

を
恥
じ

 
居

ま
い
を
正
す
と

自
由
の
出
て
い

た
扉
を
見
な
が
ら
言

た

比
企
谷
さ
ん
は

分
相
模
の
お
じ
様
に
信
頼
さ
れ
て
る
ん
で
す
ね

 
い
つ
も
の
お
じ
様
だ

た
ら

私
を
見
知
ら
ぬ
男
性
と
こ
う
し
て
二
人
き
り
に
す
る
な
ん
て

 
絶
対
に
あ
り
え
な
い
ん
で
す
よ

あ
い
つ
は

か
ら
か
な
り
真
面
目
で
お
堅
い

を
し
て
い
た
か
ら

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な

 
そ
の
言
い
方
に

優
里
奈
は
微
笑
み
な
が
ら
言

た

ふ
ふ

あ
い
つ

て

お

と
す
ま
ん

つ
い

の

で
な

ど
う
し
て
も
目
上
の
人
と
い
う
よ
り
も

 
信
頼
出
来
る
部
下
の
一
人

て
い
う
イ
メ

ジ
が
抜
け
な
く
て
な

あ
あ

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
で
す
ね

お
う

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

 
そ
し
て
優
里
奈
に

て
八
幡
も
居

ま
い
を
正
し
と
て
も
す
ま
な
そ
う
な
顔
で
優
里
奈
に
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言

た
で

さ

き
の
話
な
ん
だ
が

す
ま
な
い

俺
は
お
そ
ら
く
君
の
役
に
立
て
そ
う
も
な
い

 
君
の
お
兄
さ
ん
と
の
接
点
は

た

た
一
度
し
か
無
か

た
か
ら
な

 
そ
れ
も
正
式
に
紹
介
さ
れ
た

じ

な
く

チ
ラ

と
見
か
け
た
だ
け
な
ん
だ

 
普

の
彼
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
シ
ン
カ

さ
ん
に

い
た
以
上
の
話
は
俺
に

は
出
来
な
い

そ
う

で
す
か

 
優
里
奈
は
目
を
伏
せ
な
が
ら

し
そ
う
な
顔
を
し
た

そ
ん
な
優
里
奈
に
八
幡
は

を
下
げ

た
君
の
お
兄
さ
ん
を
救
え
な
く
て

本
当
に
す
ま
な
か

た

え
 
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
で
八
幡
が

を
下
げ
て
い
る
事
に
気
が
付
く
と

 

て
て
八
幡
に
駆
け
寄
り

そ
の

に
寄
り

て
八
幡
の
顔
を
上
げ
さ
せ

 
そ
の

を
真

直
ぐ
に
見
な
が
ら
言

た

兄
の
最
後
が
ど
う
だ

た
か
は

大
体
の
話
は

い
て
い
ま
し
た



 第４３０話 櫛稲田優里奈は拝命する

 
そ
の
場
に
比
企
谷
さ
ん
が
い
た
事
も
知

て
い
ま
す

 
で
も
そ
れ
は

比
企
谷
さ
ん
に
何
か

任
が
あ
る

て
事
じ

な
い
じ

な
い
で
す
か

だ
が

ボ
ス
の
部
屋
へ
の
地
図
を
あ

さ
り

し
た
の
は
俺
の
ミ
ス
だ

た

と
思
う

い
い
え

か
れ

か
れ
同
じ
よ
う
な
事
は
必
ず

こ

て
い
た
と
思
い
ま
す

 
な
の
で
そ
ん
な
事

考
え
た
り
し
な
い
で
下
さ
い

ま
あ
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が

な

 
そ
し
て
八
幡
は

こ
の
時
優
里
奈
の
顔
が
目
の
前
に
あ
る
事
に
あ
ら
た
め
て
気
が
付
き

 

て
て
優
里
奈
の
顔
を
自
分
の
顔
か
ら
離
し
た

きわ

悪
い

で
も
さ
す
が
に
今
の

離
は
や
ば
い

て

 
そ
れ
に

の
部
分
に
そ
の

色
々
と
ま
ず
い
も
の
が
押
し
当
て
ら
れ
て
た
か
ら
な

ん
 
優
里
奈
は
そ
う
言
わ
れ

一
体
何
の
事
だ
ろ
う
と
首
を
か
し
げ
た

 
ち
な
み
に
優
里
奈
の
胸
の
大
き
さ
は

陽
乃
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い

な
る
ほ
ど

無
防
備

て
の
は
こ
う
い
う
事
か
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えい
や
な

櫛
稲
田
さ
ん
の
事
を
説
明
さ
れ
た
時

 
ゴ
ド
フ
リ

と
シ
ン
カ

さ
ん
が
そ
ん
な
事
を
言

て
た
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う

そ
れ
を

ま
え
た
上
で
言
わ
せ
て
も
ら
う
が

櫛
稲
田
さ
ん

あ

は
い

 
優
里
奈
は
少
し

張
し
た
様
子
で
八
幡
の
言
葉
を
待

た

 
そ
し
て
八
幡
は
と
て
も
言
い
た
く
な
さ
そ
う
な
感
じ
で
だ
が
し
か
し
義

感
に

れ
た
顔

で 
ハ

キ
リ
と
優
里
奈
に
言

た

櫛
稲
田
さ
ん
の
そ
の
胸
は

君
の
整

た
美
人
さ
と
相
ま

て

と
て
も

激
が
強
す
ぎ
る

 
可
能
な
ら
普

か
ら

胸
が
目
立
た
な
く
な
る
服
を
着
る
事
を
心
が
け
た
方
が
い
い

 
あ
と
男
に
対
し
て
無
闇
に
接
触
し
て
は

目
だ

俺
相
手
な
ら
と
も
か
く

 
今
こ
の
場
に
い
る
の
が

え
ば
君
の
同
級
生
だ

た
場
合
何
が

こ

て
も
不
思
議
で
は
な

い
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く
れ
ぐ
れ
も
く
れ
ぐ
れ
も
そ
の
事
は
常
日

か
ら

の
中
に
入
れ
て
お
い
て
く
れ
る
よ
う
に

お
願
い
す
る

 
そ
う
一
気
に
ま
く
し
た
て
ら
れ
た
八
幡
の
言
葉
を
優
里
奈
は
ゆ

く
り
と

の
中
で
整
理
し

て
い

た

 
そ
し
て
そ
の
意
味
を
ハ

キ
リ
と
認
識
し
た
優
里
奈
は

と
て
も
面
白
そ
う
な
顔
で
八
幡
に

言

た
そ
う
な
ん
で
す
か

自
分
じ

そ
こ
ま
で
意
識
し
た
事
は
無
い
ん
で
す
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら
優
里
奈
は
無
意
識
に
四
つ
ん
ば
い
に
な
り
徐
々
に
八
幡
に
近
付
い
て
い

た 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

て
て
優
里
奈
を
制
止
し
た

そ

そ
う
だ

だ
か
ら
ス
ト

プ

ス
ト

プ
だ

そ
れ
以
上
こ

ち
に
近
付
い
た
ら

 
こ
ち
ら
も
自
衛
の

に
こ
こ
か
ら

急
脱
出
せ
ざ
る
を
得
な
い

そ
う
な

た
ら
私
は
比
企
谷
さ
ん
に
飛
び

か

て
止
め
る
ん
で

 
多
分
今
の
体
制
の
崩
れ
た
比
企
谷
さ
ん
よ
り

私
の
方
が

い
と
思
い
ま
す
よ

何
故
飛
び

る
必
要
が
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ふ
ふ

そ
ん
な
の
も

と
お
話
し
し
た
い
か
ら
に
決
ま

て
る
じ

な
い
で
す
か

わ

分
か

た

逃
げ
な
い

逃
げ
な
い
か
ら

と
り
あ
え
ず
こ

ち
に
迫

て
く
る
の
を
や

め
て
く
れ

え

あ

本
当
だ

 
そ
れ
で
や

と
自
分
の

態
に
気
付
い
た
優
里
奈
は

て
て
座
り
な
お
し
た

私

た
ら
い
つ
の
間
に

ふ
う

な

櫛
稲
田
さ
ん
も
し
か
し
て
今
こ

ち
に
近
付
い
て
き
た
の
は
無
意
識
だ

た

の
か櫛

稲
田

て
呼
び
に
く
い
で
す
よ
ね

優
里
奈
で
い
い
で
す
よ

比
企
谷
さ
ん

確
か
に
⻑
い
上
に
珍
し
い

だ
よ
な

そ
れ
じ

あ
優
里
奈

は
い

比
企
谷
さ
ん

あ

俺
の
名
前
も
呼
び
に
く
か

た
ら
八
幡
で
い
い
か
ら
な

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
八
幡
さ
ん
で

で

さ

き
の
質
問
で
す
が

無
意
識
で
し
た

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
れ
を

き
こ
れ
は
確
か
に
少
し
問
題
が
あ
る
と
考
え
ど
う
し
た
も
の
か
と
悩
み
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始
め
た

何
を
悩
ん
で
る
ん
で
す
か

い
や
な

優
里
奈
の
そ
の
天
然
な
部
分
を

ど
う
や

て
直
し
た
も
ん
か
と
思

て
な

え

わ

私

天
然
で
す
か

 
優
里
奈
は

た
よ
う
に
そ
う
言
い

八
幡
は
そ
れ
に

い
た

天
然
と
ま
で
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
何
か
に
興
味
を
引
か
れ
た
時
に

他
人
に
対
し
て
無
防
備
に
な
り
が
ち
な
の
は

目
だ
な

あ
あ

確
か
に
私

か
ら
そ
う
い
う
所
が
あ
る
ん
で
す
よ

 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
一

に
悩
み
始
め
た

 
そ
し
て
優
里
奈
が

ハ

と
し
た
顔
で
八
幡
に
言

た

そ
う
だ

こ
れ
か
ら
ち

く
ち

く
私
を
色
々
な
所
に
連
れ
ま
わ
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

八
幡
さ
ん

え

や
だ
よ
面
倒
く
さ
い

え

え
え

 
優
里
奈
は
ま
さ
か
断
ら
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た
ら
し
く
意
外
そ
う
な
顔
で
そ
う
言
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た 
ち
な
み
に

え
る

の

験
し
か
無
か

た
が
優
里
奈
に
何
か
誘
わ
れ
て
そ
れ
を
断

た

男
子
は

 
優
里
奈
の
人
生
で
八
幡
が
初
め
て
だ

た

ち
な
み
に
そ
の
誘
い
は
当
然
一
対
一
で
は
な
く

 
男
女
複

同
士
が
学
校
帰
り
に
う
ん
ぬ
ん
と
い
う

健
全
な
誘
い
で
あ

た

 
そ
れ
も
他
の
女
子
に
言
わ
れ
て
誘

た
事
ば
か
り
で

考
え
て
み
れ
ば

 
優
里
奈
が
主
体
的
に
男
子
を
誘

た
の
は
こ
れ
が
生
ま
れ
て
初
め
て
の

験
な
の
で
あ

た

う
う

初
め
て
だ

た
の
に

は

何
が
だ

 
八
幡
は
そ
の
不
穏
な
言
葉
に

て
た
よ
う
に
そ
う
言

た

男
の
人
を
自
分
か
ら
誘
う
の
が
で
す

八
幡
さ
ん

そ

そ
う
か

ま
あ
人
は
失
敗
か
ら
何
か
を
学
ぶ
も
ん
だ

貴
重
な

験
を
し
た
な

ぶ

ト
ラ
ウ
マ
に
な

ち

い
ま
す
よ

ト
ラ
ウ
マ
に

そ
れ
は
ま
ず
い
な

 
八
幡
は
珍
し
く

そ
の
優
里
奈
の
冗
談
に
真
面
目
に
考
え
込
ん
だ



 第４３０話 櫛稲田優里奈は拝命する

 
こ
れ
は
詩
乃
の

が
あ

た
か
ら
で
あ
り
八
幡
は
ト
ラ
ウ
マ
と
い
う
言
葉
に

感
に
な

て

い
た

 
そ
れ
を
見
た
優
里
奈
は

ま
さ
か
自
分
の
冗
談
を

 
八
幡
が
こ
ん
な
に
真
面
目
に
心
配
し
て
く
れ
る
と
は
予
想
外
で
あ

た

 
ど
ん
な
結

が
出
る
の
か
興
味

々
で
八
幡
を
観
察
し
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は
ど
う
や
ら
結

が
出
た
よ
う
で

優
里
奈
に
こ
ん
な
提
案
を
し
て
き
た

よ
し

優
里
奈
を
俺
の
特
別
臨
時
秘
書
に
任
命
す
る

 
も
ち
ろ
ん

日
じ

な
い
が
優
里
奈
の
都
合
が
良
け
れ
ば
た
ま
に
学
校
が
終
わ

た
ら
迎
え

に
来
る
か
ら

 
そ
れ
で
色
々

験
し
て
み
る
と
い
い

色
々
な
種

の
人
間
と
接
す
る
事
に
な
る
か
ら

 
そ
れ
で
お
前
の
天
然
さ
も
少
し
は
鍛
え
ら
れ
て

も
の
に
変
わ
る
だ
ろ
う

て

そ
れ
に
そ
れ

て

さ

き
の
私
の
お
願
い
と
何
か
違
う
ん
で
す
か

 
そ
の
言
葉
に
優
里
奈
は

き
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た

遊
び
と
仕
事
だ

前
は
全
く
違
う

 
八
幡
が
そ
う
す
ま
し
た
顔
で
言
う
の
を
見
て
優
里
奈
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
言
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た

前

で
す
か

は
い

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

お
う

俺
の
事
は

況
に
よ

て
自
分
で
判
断
し
て
き

ち
り
呼
び
分
け
る
ん
だ
ぞ

分
か
り
ま
し
た

 
こ
う
し
て
櫛
稲
田
優
里
奈
は

八
幡
の
特
別
臨
時
秘
書
に
任
命
さ
れ
る
事
と
な

た

 
こ
こ
か
ら
優
里
奈
の
激
動
の
日
々
が
始
ま
る

 
こ
れ
が
こ
の
作
品
の
平

で
す

慣
れ
ま
し

う

め
上
は
正
し
い
道
な
の
で
す
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第
４
３
１
話
 
優
里
奈

ソ
レ
イ
ユ
へ

 
次
の
日
優
里
奈
は

言
わ
れ
た
通
り
に
学
校
の
前
で
待
機
し
て
い
た

 
当
然
の

く

優
里
奈
が
そ
う
し
て
い
る

は
と
て
も
目
立
つ

 
そ
し
て
そ
こ
に

キ

ト
に
乗

た
八
幡
が
や

て
き
た

 
八
幡
は

過
去
の

か
ら
学
校
に
迎
え
に
行
く
の
は
ま
ず
い
と
考
え
て
い
た
が

 
今
回
は
優
里
奈
の
要
望
で
こ
う
な

た

知
ら
な
い
学
校
に
行
く
時
は
本
当
に
気
を
付
け
な
い
と
な

 
優
里
奈
と
付
き
合

て
い
る
宣
言
を
さ
せ
ら
れ
る
の
は

さ
す
が
に
御
免
だ
か
ら
な

 
そ
し
て
八
幡
は
校
門
か
ら
や
や
離
れ
た
所
に
キ

ト
を

め
そ
こ
で
下
り
る
と
優
里
奈
に
手

を

た

 
優
里
奈
も
八
幡
に
手
を

り

こ
ち
ら
に
向
か

て
歩
き
始
め
た
の
だ
が

 
そ
の

間
に
校
門
の
中
か
ら
何
人
か
の
女
生
徒
が
現
れ

優
里
奈
に
声
を

け
た

優
里
奈

え
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優
里
奈
は

て
て
そ
ち
ら
に

り
向
き

困

た
顔
で
そ
の
場
に
立
ち
止
ま

た

え

と

み
ん
な

ど
う
し
た
の

ど
う
し
た
も
こ
う
し
た
も
な
い
よ

優
里
奈
が
変
な
男
に
騙
さ
れ
て
な
い
か
確
認
す
る

に

 

れ
て
監

し
て
た
ん
だ
よ

あ

だ
か
ら
こ
こ
を
待
ち
合
わ
せ
に
す
る
よ
う
に

て

 
ど
う
や
ら
こ
こ
で
待
ち
合
わ
せ
を
す
る
よ
う
に
指
定
し
て
き
た
の
は
友
達
の
差
し
金
ら
し
い

 
そ
う
思

た
八
幡
は

詩
乃
と
違

て
優
里
奈
に
友
達
が
い
た
事
に
安

し
つ
つ
も

 
今
回
は
余
計
な
事
は
言
わ
ず
名

を
見
せ
て
説
明
す
る
だ
け
で
済
み
そ
う
だ
と
考
え
て
い
た

と

友
達
が
い
な
く
て
悪
か

た
わ
ね

引

ぱ
た
く
わ
よ

 
八
幡
の

内
の
詩
乃
が
そ
ん
な
事
を
言

た
が

多
分
幻

で
あ
ろ
う

 
そ
し
て
八
幡
は

強
化
外
骨
格
を
駆
使
し

笑
顔
で
そ
の
女
子
高
生
集
団
に
声
を

け
た

よ

モ
テ
モ
テ
だ
な

優
里
奈

八
幡
さ
ん
す
み
ま
せ
ん

こ
れ
は
そ
の

 
そ
う
言
い
よ
ど
む
優
里
奈
に

八
幡
は
気
に
し
な
い
よ
う
に
と
か
ぶ
り
を

た

い
や

気
に
す
る
な

て

俺
が
お
前
の
友
達
だ
と
し
て
も
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い
き
な
り
知
ら
な
い
奴
の
特
別
臨
時
秘
書
に
任
命
さ
れ
た
な
ん
て

い
た
ら

 
心
配
し
て
同
じ
よ
う
な
行
動
を
と
る
だ
ろ
う
し
な

ま
あ

こ
ん
な
感
じ
か

 
八
幡
は
そ
う
優
里
奈
の
友
達
に
も
気
を
遣
い
な
が
ら
お
も
む
ろ
に
懐
か
ら
名

を
取
り
出
し

 
そ
の
友
達
達
に
差
し
出
し
た

優
里
奈
の
事
が
心
配
だ

た
ん
だ
よ
な

そ
れ
じ

あ
こ
れ

俺
の
名

だ

 
そ
う
言

て
い
き
な
り
名

を
差
し
出
さ
れ
た
そ
の
友
達
達
は

 

て
て
そ
の
名

を
受
け
取

た

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
八
幡
を
問
い
詰
め
る
気
満
々
で
待
ち

え
て
い
た
の
に

 
そ
の
友
達
達
は

反
射
的
に
敬
語
で
名

を
受
け
取

た

 
女
子
高
生
が
名

を
受
け
取
る
機
会
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
り

 
そ
ん
な
反
応
を
し
て
し
ま
う
の
も
仕
方
な
い
の
で
あ
ろ
う

 
そ
し
て
そ
の
名

を
見
た
女
生
徒
の
一
人
が

驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

ソ

ソ
レ
イ
ユ

し
か
も
部
⻑
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え何
で
お
前
が
驚
く
ん
だ
よ

い
や

で
も

え

お

さ
ん
か
ら
何
も

い
て
な
い
の
か

お

さ
ん

あ

相
模
の
お
じ
様
に
で
す
か

は
い

ま

た
く
何
も

 
ど
う
や
ら
自
由
は
八
幡
の
個
人
情
報
を
し

か
り
守

て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
八
幡
は
そ
の
事
で
自
由
を

め
る
事
も
出
来
ず

仕
方
な
く
優
里
奈
に
も
名

を

し
た

本
当
だ

八
幡
さ
ん

て
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
さ
ん
だ

た
ん
で
す
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

君
達
も
そ
れ
で
安
心
し
て
く
れ
た
か

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

に

く

を
見
て
八
幡
は
お
も
む
ろ
に
バ

ジ
の
よ
う
な
物
を
取

り
出
し

 
そ
こ
に
向
か

て
い
き
な
り
こ
う
言

た

お
い
キ

ト

を
こ
こ
に
つ
け
て

ド
ア
を
開
け
て
く
れ

 
そ
の

間
に
少
し
離
れ
た
所
に

さ
せ
て
い
た
キ

ト
が
動
き
出
し

 
八
幡
の
目
の
前
に

ま
り

そ
の
ド
ア
が
開
い
た



 第４３１話 優里奈、ソレイユへ

ど
う
だ

ソ
レ
イ
ユ
以
外
に
こ
ん
な
技
術
を
持

て
い
る
所
が
他
に
あ
る
か

 
実

の
と
こ
ろ

ソ
レ
イ
ユ
は
別
に

メ

カ

で
は
な
く

 
キ

ト
に
関
し
て
は

し
た
の
は
雪
ノ
下
家
で
あ

た
の
だ
が

 
八
幡
は
あ
く
ま
で
こ
の
場
し
の
ぎ
だ
と
思
い

そ
う
ア
ピ

ル
し
た

 
そ
れ
で
よ
う
や
く
納
得
し
た
の
だ
ろ
う

優
里
奈
の
友
達
達
は

こ
く
こ
く
と

い
た

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
八
幡
に
色
々
と
質
問
し
た
さ
そ
う
な
気
配
を
感
じ
た

 
八
幡
は
優
里
奈
を
キ

ト
に
乗
せ

々
に
そ
の
場
を
立
ち
去
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
優
里
奈
は

り
て
く
け
ど

心
配
し
な
い
で
く
れ
よ
な

 
何
か
あ

た
ら
そ
の
名

に
書
い
て
あ
る
本
社
に

話
を
し
て

 
小

ん
ん

薔
薇

て
名
前
の
社
⻑
室
⻑
に

ね
て
く
れ
て

わ
な
い
か
ら
な

あ

は
い

あ

優
里
奈

ち

と

 
優
里
奈
は
友
達
に
そ
う
呼
び
止
め
ら
れ

何
か
言
わ
れ
た
後
に

い
た

す
み
ま
せ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

こ
れ
か
ら
も
優
里
奈
と
は
い
い
友
達
で
い
て
や

て
く
れ
よ
な
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そ
う
言
い
残
し

八
幡
と
優
里
奈
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
で
去

て
い

た

な

何
か
予
想
と
違

た

し

か
り
し
た
人
だ

た
ね

そ
れ
に
格
好
良
く
な
か

た

優
里
奈

い
い
な

 
ち
な
み
に
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ

優
里
奈
が
キ

ト
に
驚
く
と
い
う

 
定
番
の
遣
り
取
り
が

り
返
さ
れ
た
の
だ
が

そ
れ
は
こ
の
場
で
は

愛
し
て
お
く

 
え

と

何
か
す
み
ま
せ
ん

い
や

ま
あ
優
里
奈
の
事
が
心
配
だ

た
ん
だ
ろ

別
に

わ
な
い
さ

 
そ
し
て
優
里
奈
は

次
に
八
幡
に
こ
う

ね
た

こ
れ
か
ら
ど
こ
に
行
く
ん
で
す
か

お
う

先
ず
は
う
ち
の
本
社
だ
な

あ

ソ
レ
イ
ユ
で
す
か

前
か
ら
興
味
が
あ

た
ん
で
す
よ

ど
ん
な
興
味
だ
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え

と

望
な

職
先
と
し
て
実
は
相
模
の
お
じ
様
に
熱
心
に

め
ら
れ
て
い
た
ん
で
す

よ 
今
考
え
る
と

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
で
す
ね

ま
あ

察
に
入
れ
と
言
わ
れ
る
よ
り
は
よ
ほ
ど
ま
と
も
だ
ろ

 
ど
う
や
ら
そ
の
発
想
は
無
か

た
ら
し
く

優
里
奈
は
面
白
そ
う
に
笑

た

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
す
ね

私
に

が
つ
と
ま
る
と
も
思
え
な
い
で
す
し
ね

ど
う
か
な

案
外
い
い

さ
ん
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

 
そ
し
て
八
幡
は

突
に
話
を
変
え
た

で

一
応
確
認
し
て
お
き
た
い
ん
だ
が

優
里
奈
は
今

 
ど
う
や

て
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
ん
だ

ど
う
や

て

て

普
通
に

日
学
校
に
通

て

自
分
で
家
事
を
し
て
い
ま
す
よ

い
や

金
銭
面
で
不
自
由
と
か
し
て
な
い
か

て
意
味
で
な

あ
あ

 
そ
し
て
優
里
奈
は

正
直
に
自
分
の

済

況
を
話
し
始
め
た

え

と

国
か
ら
の
補
償
と
両
親
の
保
険
が
あ
る
の
で



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
少
な
く
と
も
大
学
を
出
る
く
ら
い
ま
で
は

質
素
な
生
活
を
続
け
れ
ば
問
題
無
い
で
す

質
素

て

ど
の

度
の
レ
ベ
ル
の
話
だ

八
幡
さ
ん
も

中
々

み
込
ん
で
き
ま
す
ね

 
ま
あ
世
間
一

の
高
校
生

度
に
は
普
通
に
生
活
出
来
ま
す
が

 
そ
ろ
そ
ろ
何
か
バ
イ
ト
で
も
し
よ
う
か
と
思

て
た
く
ら
い
で
す
か
ね

 
ま
あ
そ
れ
な
り
に
お
し

れ
と
か
も
し
た
い
で
す
し
ね

あ
あ

そ
れ
は
と
り
あ
え
ず
は
必
要
無
い

特
別
臨
時
秘
書
報

が
出
る
か
ら
な

 
ま
あ
要
す
る
に

こ
れ
は
バ
イ
ト
み
た
い
な
も
ん
だ

え
 
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
に
戸
惑

た

 
今
回
の
事
に
つ
い
て

そ
こ
ま
で
深
く
考
え
て
い
た

で
は
な
い
か
ら
だ

え

と

 
優
里
奈
は

え
目
に

そ
の
報

の
話
を
断
ろ
う
と
し
た
が

 
八
幡
は
そ
の
機
先
を
制
し
て
優
里
奈
に
言

た

お

と
断
る
と
か
は
無
し
だ
報

無
し
で
女
子
高
生
を
働
か
せ
た
な
ん
て
事
に
な

た
ら
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さ
す
が
に
う
ち
の
会
社
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
叩
か
れ
ち
ま
う
か
ら
な

で

で
も

お

さ
ん
や
シ
ン
カ

あ

と

さ
ん
も
言

て
た
ぞ

 
直
接
優
里
奈
を
援
助
し
よ
う
と
し
て
も
そ
ん
な
事
を
し
た
ら
優
里
奈
に

ら
れ
ち
ま
う

て

な 
意
地
を
張

て
い
る

じ

な
い
ん
だ
ろ
う
が
こ
の

な
ら
お
前
も
自
分
を
納
得
さ
せ
ら
れ

る
だ
ろ

あ

え

と

は

は
い

 
優
里
奈
は
と
て
も

し

無
さ
そ
う
に
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
優
里
奈
の

を

八
幡
は
い
つ
も
の

で
優
し
く

で
始
め
た

優
里
奈
は
ま
だ
未
成
年
だ

来
年
十
八

に
な
れ
ば
ま
あ

成
人
扱
い
さ
れ
る

だ
が

 
そ
れ
ま
で
は
遠

し
な
い
で
色
々
と
大
人
を
頼
れ

そ
の

は
大
人
に
な

た
時
に
返
せ
ば
い

い
ん
だ

 
今
は
何
も
遠

な
ん
か
す
る
事
は
無
い
ん
だ
ぞ

は

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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八
幡
は

優
里
奈
が
も
う
少
し

抗
す
る
か
と
思

て
い
た
の
で

内
心
で

子
抜
け
し
た

 
優
里
奈
も
最
初
は
そ
う
し
よ
う
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
八
幡
に

で
ら
れ
た
事
で

ど
う
や
ら
態
度
を

化
さ
せ
た
ら
し
い

 
も
し
か
し
た
ら

両
親
や
兄
に

を

で
ら
れ
た
事
を
思
い
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
ん
な
優
里
奈
に
八
幡
は

片
目
を

り
な
が
ら
言

た

ま
あ
こ
の
仕
事
は
優
里
奈
に
と

て
は
あ
り
え
な
い

験
ば
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
の

り
は
し

か
り
と
覚
悟
し
て
お
い
て
く
れ
よ
な

は
い

 
優
里
奈
は
今
度
は
力
強
く
そ
う
答
え
た

ち
な
み
に
ど
う
し
て
も

な
ら
断

て
も
い
い
か
ら
な

え
え

せ

か
く
い
い
雰
囲
気
だ

た
の
に

こ
こ
で
そ
れ
で
す
か

お
う

ま
あ
一
応
言

て
お
か
な
い
と
後
で
問
題
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

 
で
も
見
た
感
じ

や
め
る
気
は
無
い
ん
だ
ろ

は
い

と
て
も
面
白
そ
う
で
す
か
ら

 
優
里
奈
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
答
え
た
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そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
キ

ト
は
ソ
レ
イ
ユ
に
到
着
し
八
幡
は
優
里
奈
と
共
に
受
付
へ
と

向
か

た

よ

本

あ

比
企
谷

部
⻑

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

お
前
に
そ
う
呼
ば
れ
る
と

違
和
感
が
半

無
い
な

今
は
仕
事
中
で
す
か
ら

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
か
お
り
は
明
る
い
声
で
そ
う
答
え
た

そ
ん
な
か
お
り
に
八
幡
は
言

た

い
て
い
た
と
思
う
が

こ
ち
ら
は
櫛
稲
田
優
里
奈

俺
の
特
別
臨
時
秘
書
だ

あ
あ

こ
ち
ら
の
方
が
そ
う
な
ん
で
す
ね

優
里
奈

こ
ち
ら
は

本
か
お
り

 
今
は
こ
う
し
て
こ
こ
の
受
付
を
し
て
い
る
が

俺
の
中
学
の
時
の
同
級
生
だ

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

本
か
お
り
だ
よ

宜
し
く
ね

 
そ
し
て
自

紹
介
が
終
わ

た
後

八
幡
は
か
お
り
に
言

た
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そ
れ
で
だ

多
分
こ
の
子
に

す
物
が
こ
こ
に

い
て
い
る
と
思
う
ん
だ
が

あ

は
い

こ
ち
ら
で
す
ね

 
そ
う
言

て
か
お
り
は
ボ
ス
ト
ン
バ

グ
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
て
優
里
奈
に
差
し
出
し

て
き
た

 
そ
し
て
優
里
奈
は
そ
れ
を
受
け
取
る

に

か
お
り
に
こ
う

ね
た

あ
の

も
し
か
し
て
か
お
り
さ
ん
は

八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
で
す
か

ふ

ふ
え

ん

違
う
ぞ

な

本

あ

う

う
ん

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
時
の

そ
の
か
お
り
の
表
情
を
見
て

 
優
里
奈
は
色
々
と
悟

た
の
か

し

無
さ
そ
う
に
か
お
り
に
言

た

い
き
な
り
変
な
事
を

い
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん

頑
張

て
下
さ
い

か
お
り
さ
ん

あ

あ
は

あ
な
た
も
ね

え

わ

私
は
別
に

ん

そ
う

ま
あ
そ
れ
じ

あ
今
は
そ
う
い
う
事
で
い
い
や



 第４３１話 優里奈、ソレイユへ

あ

は

は
い

 
優
里
奈
は

が
分
か
ら
ず
そ
う
答
え
た

そ
し
て
八
幡
は

優
里
奈
を
近
く
の
ソ
フ

に

誘

た
あ
そ
こ
で
中
を
確
認
す
る
か

優
里
奈

あ

は
い

 
そ
ん
な
二
人
を
見
送
り
な
が
ら

か
お
り
は
ぼ
そ
り
と

い
た

話
は
事
前
に

い
て
い
た
け
ど
あ
の
子
が
そ
う
な
の
ね
参

た
な

今
の
時
点
で
あ
れ

 
し

か
り
し
て
そ
う
だ
し

将
来
性
抜

じ

な
い

色
々
な
意
味
で

 
か
お
り
は
そ
う
言
い
な
が
ら

チ
ラ
リ
と
自
分
の
胸
を
見
た
後

大
に
た
め
息
を
つ
い
た

 
こ
れ
は

入

許
可
証
を

ね
た
特
別
社
員
証
だ
な
二

以
上
の
フ
ロ
ア
に
行
く
時
に
必
要
と
な
る
物

だ
こ
れ
は
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俺
の
カ

ド
と

付
け
さ
れ
た
お
前
用
の
ク
レ
ジ

ト
カ

ド
と
一
応
現
金
の
入

た

布

だ 
俺
に
何
か

い
物
を
頼
ま
れ
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
し
な

 
現
金
で

い
物
を
す
る

は

領
収
書
だ
け
き

ち
り
と
も
ら

て
お
い
て
く
れ

 
そ
し
て
そ
の
バ

グ
は

お
前
専
用
の
ロ

カ

で
保
管
し
て
お
い
て
く
れ

 
ロ

カ

は
そ
の
社
員
証
を
使
え
ば
開
く
よ
う
に
な

て
い
て

 
鍵
を

め
な
い
ま
ま
ロ

カ

ル

ム
の
外
に
出
よ
う
と
す
る
と

 
ブ
ザ

が
鳴
る
よ
う
に
な

て
い
る
か
ら

め
忘
れ
の
心
配
も
無
い
よ
う
に
な

て
い
る

あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

そ
し
て
こ
れ
は

見
た
通
り
ア
ミ

ス
フ

ア
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ソ
フ
ト
が
イ
ン
ス
ト

ル
さ
れ
て
い
る

 
俺
に
付
い
て
く
る
と
い
う
事
は

そ
の
中
の
コ
ミ

ニ
テ

に
も
関
わ
る
事
に
な
る
か
ら
な

 
だ
が
こ
れ
に
関
し
て
は

否

を
認
め
る

優
里
奈
に
も
色
々
と

り
切
れ
な
い
物
も
あ
る

だ
ろ
う
し
な

 
そ
の
言
葉
に
優
里
奈
は

多
分
兄

み
の
事
を
気
遣

て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
た

 
だ
が
優
里
奈
は
そ
の
事
で

特
に

ゲ

ム
に

避
感
は
持

て
お
ら
ず

八
幡
に
問
題
無
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い
と
答
え
た

大
丈
夫
で
す

問
題
あ
り
ま
せ
ん

オ

ケ

だ

と
り
あ
え
ず
本
社
内
の
他
の
奴
ら
へ
の
紹
介
は
後
日
に
す
る
事
に
し
て

 
今
日
は
と
り
あ
え
ず
色
々
と
準
備
を
整
え
る
予
定
だ
か
ら

 
ロ

カ

の
場
所
だ
け
確
認
し
て

直
ぐ
に
移
動
す
る
と
し
よ
う

 
そ
し
て
二
人
は
ロ

カ

ル

ム
へ
と
向
か

た

こ
こ
が
女
性
用
の
ロ

カ

ル

ム
だ

俺
が
中
に
入
る

に
は
い
か
な
い
か
ら

 
中
に
入

て
自
分
の
名
前
の
書
い
て
あ
る
ロ

カ

を
探
し
て

 
ち

ん
と
そ
の
カ

ド
で
開

出
来
る
か

し
て
み
て
く
れ

は
い

 
中
に
は
誰
も
お
ら
ず

優
里
奈
は
き

ろ
き

ろ
と
ロ

カ

ル

ム
内
を
見

し
た

広
い

 
そ
こ
は
か
な
り
広
大
な
ス
ペ

ス
で
あ
り

 
優
里
奈
は
一
つ
一
つ

番
に
ロ

カ

の
名
前
を
確
認
し
て
い

た

あ

こ
こ
が
か
お
り
さ
ん
の
ロ

カ

な
ん
だ
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そ
れ
に
薔
薇
小
猫

あ
あ

さ

き
言

て
た
社
⻑
室
⻑
さ
ん
だ

 
小
猫

て
い
う
ん
だ

か
わ
い
い
名
前

そ
れ
に
こ
れ
は

ア
ル
ゴ

外
人
さ
ん

 
相
模
南

あ

こ
れ

て
相
模
の
お
じ
様
の
娘
さ
ん
だ

 

い
た
事
が
あ
る

こ
こ
に
勤
め
て
た
ん
だ

 
ち
な
み
に
も
ち
ろ
ん
南
は
ま
だ

正
式
に
こ
こ
に
勤
め
て
は
い
な
い

岡
野
舞
衣

間
宮
ク
ル
ス

朝
田
詩
乃

あ

あ

た

こ
こ
だ

 
優
里
奈
は
朝
田
詩
乃
と
い
う
女
性
の
隣
の
ロ

カ

に

 
自
分
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
付
け

何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に
な

た

あ
あ

こ
れ
か
ら
は
こ
こ
も
私
の
居
場
所
の
一
つ
に
な
る
ん
だ

 
何
日
か
前
に
は
こ
ん
な
事

考
え
も
し
て
な
か

た
な

 
そ
し
て
優
里
奈
は
問
題
無
く
ロ

カ

が
開

出
来
る
事
を
確
認
し

 

え
ら
れ
た
バ

グ
を
持

た
ま
ま

ロ

カ

ル

ム
の
外
へ
と
出
た

確
認
出
来
た
か

あ

は
い

基
本

で
の
移
動
に
な
る
か
ら

そ
の
バ

グ
は
基
本
キ

ト
の
中
に
置
い
て
お
く
と
い
い
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キ

ト
の
中
な
ら
セ
キ

リ
テ

も
完

だ
し
な

で
す
ね

 
そ
し
て
キ

ト
に

た
二
人
は

そ
の
事
を
キ

ト
に
伝
え
た

お
任
せ
下
さ
い
優
里
奈

そ
の
バ

グ
は
私
が
き
ち
ん
と
保
管
し
て
お
き
ま
す

う
ん

あ
り
が
と
う

キ

ト

 
そ
し
て
優
里
奈
は

八
幡
に
こ
う

ね
た

次
は
ど
こ
に
行
く
ん
で
す
か

ア
キ
バ
だ
な

な
る
ほ
ど

 
優
里
奈
は
ど
こ
か
の
ゲ

ム
シ

プ
に
で
も
行
く
の
だ
ろ
う
と
考
え
普
通
に
相

を
う

た 
だ
が
到
着
し
た
の
は

ま

た
く
予
想
も
し
な
か

た
場
所
だ

た

 
優
里
奈
の
目
の
前
に
あ

た
の
は

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
と
い
う
メ
イ
ド

茶

だ

た
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タ
イ
ト
ル
が
優
里
奈
で
始
ま
る
シ
リ

ズ
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第
４
３
２
話
 
優
里
奈

マ
ネ
キ
ン
に
な
る

え

と

こ

こ
こ
が
目
的
地
で
本
当
に
間
違
い
無
い
ん
で
す
か

お
う

優
里
奈
が
ロ

カ

に
入

て
い
る
間
に
ち

ん
と
連

は
し
て
お
い
た
か
ら
な

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
通
り

店
に
着
い
た

間

二
人
の
目
の
前
に

 
店
の
中
か
ら
一
人
の
少
女
が
飛
び
出
し
て
き
た

も
ち
ろ
ん
フ

イ
リ
ス
で
あ
る

八
幡

お
う

て

よ

と

 
八
幡
は

も
そ
こ
そ
こ
に

突
進
し
て
き
た
フ

イ
リ
ス
を
ひ
ら
り
と
か
わ
し
た

ニ

ニ

ど
う
し
て
避
け
る
の
ニ

い
や

そ
れ
は
普
通
に
避
け
る
だ
ろ

ま
あ
い
い
ニ

こ
こ
は
一

引
い
て
お
い
て
あ
げ
る
ニ

と
見
せ
か
け
て

あ
り

ニ
無
え
よ
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そ
う
言

て
再
び
飛
び

て
き
た
フ

イ
リ
ス
を

八
幡
は
再
び
あ

さ
り
と
避
け
た

 
そ
の
勢
い
の
ま
ま
倒
れ
込
み
そ
う
に
な

た
フ

イ
リ
ス
を
片

で

え
る
と
い
う
お
ま
け

付
き
だ

ニ

ニ

や

ぱ
り
八
幡
は
優
し
い
の
ニ

お
う

俺
は
優
し
い
ん
だ
か
ら

お
前
も
も

と
俺
を
労
わ

て

 
い
い
加

に
飛
び
か
か

て
き
た
り
す
る
の
を
や
め
て
く
れ

何
を
言

て
る
の
ニ

フ

イ
リ
ス
は
フ

イ
リ
ス
に

き
つ
か
れ
て
喜
ぶ
八
幡
の
顔
を

見
る

に

 
こ
の
身
を

に
し
て
わ
ざ
わ
ざ

回

き
付
い
て
あ
げ
て
る
の
ニ

は
い
は
い

あ
あ
嬉
し
い
嬉
し
い

も
う

素
直
じ

な
い
ニ

ね

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
優
里
奈
を
チ
ラ

と
見
た
後
に
八
幡
に
言

た

そ
れ
で
八
幡

こ
の
子
が

の

お
う

こ
ち
ら
は
櫛
稲
田
優
里
奈

俺
の
特
別
臨
時
秘
書
だ

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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そ
し
て
こ
ち
ら
は
フ

イ
リ
ス

フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
だ

フ

イ
リ
ス
は
フ

イ
リ
ス
に

一
応

名
で
秋
葉

未

と
い
う
名
前
は
あ
る
け
ど

 
そ
れ
で
も
フ

イ
リ
ス
は
フ

イ
リ
ス
な
の
に

宜
し
く
で
す
ニ

 
優
里
奈
は
空
気
を
呼
ん
で

名
前
の
事
に
は
特
に
突

込
ま
ず

 
こ
の
後
も
フ

イ
リ
ス
の
事
を

フ

イ
リ
ス
さ
ん
と
呼
ぶ
事
に
し
た

 
ち
な
み
に
フ

イ
リ
ス
は

優
里
奈
の
事
を
当
然
の
よ
う
に
優
里
に

ん
と
呼
ぶ
事
に
な
る

 
そ
し
て
優
里
奈
が

突
然
フ

イ
リ
ス
に
こ
う

ね
た

あ
の

フ

イ
リ
ス
さ
ん
は

も
し
か
し
て
八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
で
す
か

ん

も
ち
ろ
ん
違
う
ぞ

な

フ

イ
リ
ス

 
そ
う
言
わ
れ
た
フ

イ
リ
ス
は

何
故
か

を

ら
め
な
が
ら
こ
う
言

た

確
か
に

今
は

違
う
ニ

フ

イ
リ
ス
と
八
幡
が
愛
し
合

て
い
た
の
は

 
遠
い

二
万
年
く
ら
い
前
の
失
わ
れ
た
都
市

ネ
オ
シ

グ
リ
ラ
で
の
事
ニ

ね

え

あ

え

と

な
る
ほ
ど

そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

 
優
里
奈
は
突
然
そ
う
言
わ
れ
て

気
に
と
ら
れ
た
が
そ
う
言

て
何
と
か

く
事
に
成
功
し

た
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そ
し
て
ご
満

な
が
ら
も
ど
こ
か
不
満
そ
う
な
フ

イ
リ
ス
の
顔
を
見
て
優
里
奈
は
つ
い
こ

う
言

た

フ

イ
リ
ス
さ
ん

ど
ん
ま
い
で
す
よ

頑
張

て
下
さ
い
ね

ニ

ニ

ふ

ん

優
里
に

ん

お

い
頑
張
ろ
う
ニ

え

私
は
特
に
何
か
を
頑
張
る

て
事
は

そ
う
思

て
る
な
ら
今
は
そ
れ
で
い
い
ニ

え
 
そ
う
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
た
優
里
奈
を
横
目
に

フ

イ
リ
ス
は
八
幡
に
言

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
行
く
か
ニ

だ
な

ま
ゆ
さ
ん
は

ス
タ
ン
バ
イ
済
み
ニ

直
ぐ
呼
ん
で
く
る
ニ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
店
の
中
へ
と
引

込
み

そ
れ
を
見
た
優
里
奈
は
八
幡
に

ね
た

あ

あ
の

店
に
入
ら
な
い
ん
で
す
か

あ
あ
ま
た
今
度
な
今
は
と
り
あ
え
ず
こ
こ
の
ス
タ

フ
と
一

に
優
里
奈
の
服
を

い

に
行
く
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私
の
服
を

さ
す
が
に
制
服

の
ま
ま
の
優
里
奈
を
連
れ
回
す
勇
気
は
俺
に
も
無
い
か
ら
な

あ
あ

 
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
で
初
め
て
自
分
が
学
校
の
制
服
の
ま
ま
だ
と
い
う
事
に
気
付
い
た

確
か
に
こ
の
服
装
の
ま
ま
だ
と
問
題
が
あ
り
ま
す
ね

だ
ろ

か
と
い

て

回
私
服
に
着

え
て
も
ら

て
か
ら
出

け
る
の
は
面
倒
だ
し

 
ロ

カ

に
入
れ
て
お
く
用
の
服
を
三
セ

ト
く
ら
い
は
用
意
し
て
お
く
べ
き
だ
と
思

た

ん
だ
よ

会
社
の
制
服
じ

目
な
ん
で
す
か

 
そ
の
優
里
奈
の
疑
問
は
至

真

当
な
も
の
だ

た

 
八
幡
は
そ
れ
に
首
を

り
な
が
ら
優
里
奈
に
こ
う
答
え
た

俺
は
会
社
と
関
係
な
く
動
く
事
も
多
い
し
な

そ
れ
に
制
服
の
せ
い
で

 
こ
ち
ら
が
ソ
レ
イ
ユ
関
係
者
だ
と
バ
レ
る
と
ま
ず
い
ケ

ス
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
な

な
る
ほ
ど

 
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
に
納
得
し
た
よ
う
に

い
た
が
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実

問
題
八
幡
は

そ
の
言
葉
に
当
て
は
ま
る
よ
う
な
仕
事
は
し
て
お
ら
ず

 
こ
れ
は
八
幡
が
先
日
お
し

れ
も
し
た
い
か
ら
バ
イ
ト
す
る
つ
も
り
だ

た
と
優
里
奈
か
ら

い
た
事
で

 
こ
の

私
服
を

い

え
て
し
ま
お
う
と
考
え
た

だ

た

 
だ
が
八
幡
に
は
服
を
選
ぶ
セ
ン
ス
は
皆
無
で
あ
り

今
身
近
に
い
る
高
校
生
は
誰
か
と
考
え

 
服
を

山
持

て
い
そ
う
で
色
々
な
店
の
事
を
知

て
い
そ
う
な
フ

イ
リ
ス
と

 
コ
ス
プ
レ
用
の
服
の
製
作
を
し
て
い
る
事
で
目
が

え
て
い
る
ま
ゆ
り
だ

た
と
い
う
事
で

あ

た

 
そ
し
て
こ
の
他
に

八
幡
は
も
う
一
人

し

を
用
意
し
て
い
た

八
幡
さ
ん

お

ま
ゆ
さ
ん

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
す
ま
な
い
な

う
う
ん
せ

か
く
の
お
誘
い
だ
し
ま
ゆ
し
い
が
役
に
た
て
る
の
な
ら
そ
れ
は
と
て
も
嬉
し

い
の
で
す

優
里
奈

こ
ち
ら
が
ま
ゆ
さ
ん

名
ま
ゆ
り
さ
ん
だ

は
い

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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う
わ

か
わ
い
い

初
め
ま
し
て

私
は

名
ま
ゆ
り

ま
ゆ
し
い
で
す

 
二
人
は
似
た
よ
う
な
雰
囲
気
を
し
て
お
り

ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
み
合

て
い
た

 
優
里
奈
は
何
故
か
ま
ゆ
り
に
は
八
幡
の
彼
女
か
ど
う
か
質
問
を
し
な
か

た
の
だ
が

 
八
幡
は
そ
の
事
を
ま

た
く
疑
問
に
思
わ
な
か

た

そ
れ
が
普
通
だ
か
ら
で
あ
る

 
八
幡
が
初
め
て
お
か
し
い
と
思

た
の
は

し

と
し
て
用
意
し
た
人
物
が
現
れ
て
か
ら
で

あ
る八

幡
さ

ん

お

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
な

奈

 
八
幡
が
呼
ん
で
い
た
の
は

奈
だ

た

 
八
幡
の
目
か
ら
見
て

奈
が
一
番
服
の
セ
ン
ス
が
あ
る
よ
う
に
見
え

 

つ
体
の
と
あ
る
部
分
が
優
里
奈
に
似
て
い
る
事
か
ら

 
服
選
び
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
せ
い
だ

た

フ

イ
リ
ス
と
ま
ゆ
さ
ん
は
会

た
事
が
あ
る
よ
な
こ
ち
ら
は

奈

は

何
だ

け
夜
野
だ
よ
夜
野

ほ
ら

私
い
か
に
も

な
夜
の
女
だ
か
ら
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あ

は
い
は
い

だ
な

こ
ち
ら
は
櫛
稲
田
優
里
奈

俺
の
特
別
臨
時
秘
書
だ

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

あ
あ

こ
の
子
が

私
は
夜
野

奈

宜
し
く
ね

 
そ
し
て
優
里
奈
は

奈
に

の
質
問
を
し
た

も
し
か
し
て

奈
さ
ん
は

八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
で
す
か

え

や

ぱ
り
そ
う
見
え
ち

う

う
ん

私
は
八
幡
さ
ん
の

友
達
だ
よ
な

奈

か
の

あ

う
ん

と

友
達
か
な

 
八
幡
に
す
か
さ
ず
そ
う
言
わ
れ

奈
は
仕
方
な
さ
そ
う
に
そ
う
言
い
直
し
た

お
前
は
ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
に
事
実
を

し
よ
う
と
す
る
ん
じ

ね
え

え

だ

て
八
幡
さ
ん
は

私
の
事
が
お
気
に
入
り
で
し

確
か
に
お
前
の
気
の
利
く
部
分
と

み
の
上
手
さ
は
評
価
し
て
い
る
が

 
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い

も
う

素
直
じ

な
い
な

 
八
幡
は
そ
の

奈
の
言
葉
を
無

し

優
里
奈
に
向
か

て
こ
う

ね
た
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な

優
里
奈
ど
う
し
て
お
前
は
会
う
人
み
ん
な
に
俺
の
彼
女
か
ど
う
か

ね
て
る
ん
だ

あ

え

と

友
達
に

八
幡
さ
ん
の
彼
女
が
ど
ん
な
人
か
確
認
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
ん

で
友
達
に

ど
う
い
う
事
だ

も
し
か
し
て
そ
の
優
里
奈
さ
ん
の
友
達
が

八
幡
さ
ん
の
事
を
狙

て
る
と
か

い
や

そ
こ
ま
で
交
流
し
た
覚
え
は
全
く
無
い
な

 

奈
が
そ
う
言
い

八
幡
は
そ
れ
を
否
定
し
た

正
解
は

 
そ
の
友
達
が
学
校
の
男
子
生
徒
に
絶
大
な
人
気
を

る
優
里
奈
と
八
幡
が
く

つ
く
事
に
な

れ
ば

 
自
分
の
好
き
な
男
が
自
分
の
方
を
向
い
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
せ
い
で
あ
り

 
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
探
る

に
優
里
奈
に
そ
ん
な
依
頼
を
し
た
と
い
う

な
の

だ
が

 
神
で
も
な
い
限
り

そ
ん
な
事
を

す
る
の
は
不
可
能
な
話
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
い
く
ら
考
え
て
も
答
え
が
出
な
い

に
実
害
も
お
そ
ら
く
無
い
は
ず
で
あ

る
し
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優
里
奈
に
そ
の
ま
ま
友
達
の
頼
み
を

行
す
る
許
可
を

え
た

ま
あ

こ
れ
で
お
前
と
友
達
の
仲
が
お
か
し
く
な

て
も
困
る
し

好
き
に
す
れ
ば
い
い

な
ん
か
気
を
遣
わ
せ
ち

て
す
み
ま
せ
ん

い
や

気
に
す
る
事
は
無
い
さ

ま
あ
頑
張

て
俺
の
彼
女
を
探
し
て
く
れ

は
い

 
優
里
奈
は
八
幡
の
言
葉
に

い
た

そ
し
て
八
幡
は

四
人
を
キ

ト
へ
と
乗
せ

 
フ

イ
リ
ス
の
お
奨
め
の
店
へ
と
向
か
う
事
に
し
た

で

予
算
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
ニ

そ
う
だ
な

こ
の
活
動
が
週
三
日
く
ら
い
だ
と
す
れ
ば

服
も
そ
れ
く
ら
い
い
る
よ
な

 
全
部
で
五
万
く
ら
い
で
お
さ
ま
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

ご
 

て
て
そ
れ
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
優
里
奈
を

し
か
し

奈
が
制
し
た

 

奈
は
こ

そ
り
と

優
里
奈
に
向
か

て
言

た

い
い

優
里
奈
さ
ん

お
金
は
使

て
な
ん
ぼ
な
ん
だ
よ

 
そ
れ
が
お
金
持
ち
に
と

て
の
義

な
の

済
を
回
す

に
必
要
な
事
な
ん
だ
よ
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も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
正

と
は
い
え

理
屈
の
部

に
入
る

 
だ
が

が
素
直
な
優
里
奈
は

そ
う
い
う
も
の
か
と
思
い

し

無
さ
を
感
じ
つ
つ
も

 
こ
こ
は
大
人
し
く
八
幡
の
好
意
に

え
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て

奈
は
こ

そ
り
八
幡
に
親
指
を
立
て
八
幡
も
同
じ
よ
う
に
親
指
を
立
て
て
返
し
た

さ
す
が
は

奈
だ

打
ち
合
わ
せ
通
り
だ
な

 
八
幡
は

自
分
が
遠

す
る
な
と
言
う
よ
り
も

他
の
者
に
言

て
も
ら

た
方
が

 
優
里
奈
に
対
し
て
は

果
的
だ
ろ
う
と
考
え
事
前
に

奈
達
三
人
に
そ
の
事
を
言
い

め
て

あ

た

 
と
い
う
か

思
い
つ
く
限
り
の
知
り
合
い
に
そ
う
い

た
事
を
言
い

め
て
あ

た

 
初
対
面
の
は
ず
だ

た
者
達
が
皆

知
り
顔
な
の
は

そ
の

で
あ

た

 
着
い
た
ニ

こ
こ
だ
ニ

 
フ

イ
リ
ス
が
そ
う
言
い

五
人
は
キ

ト
か
ら
下
り
て
店
の
中
に
入

た

そ
れ
じ

あ
俺
は
当
た
り
障
り
の
無
い
場
所
で
待

て
る
か
ら

 
三
人
が
か
り
で
優
里
奈
の
事

頼
む
な
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八
幡
の
そ
の
言
葉
に

フ

イ
リ
ス
は

に
抗
議
し
た

は

何
を
馬

な
事
を
言

て
る
ニ

八
幡
も
一

に
選
ぶ
の
ニ

よ

い
や

俺
に
そ
う
い

た
セ
ン
ス
は
皆
無
だ
と
言

て
る
だ
ろ

わ
な
い
の
ニ

と
り
あ
え
ず
横
で
突

立

て
て
く
れ
る
だ
け
で
い
い
の
ニ

そ
れ

何
か
意
味
が
あ
る
の
か

大
あ
り
ニ

一
級
八
幡
ソ
ム
リ
エ
の
フ

イ
リ
ス
の
目
は
誤
魔
化
せ
な
い
の
ニ

何
だ
よ
そ
れ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は

々
と
四
人
の
後
を
付
い
て
い

た

 
そ
し
て
四
人
が
優
里
奈
に
色
々
な
服
を
着
さ
せ
て
い
る
中

 
八
幡
は
何
故
か
感
想
を
求
め
ら
れ
る
事
も
無
く

こ
れ
は

じ

あ
こ
れ
は

と

 
何
度
も
色
々
な
服
に
着

え
た
優
里
奈
を
見
せ
ら
れ
続
け
て
い
た

ち

ん
と
指

通
り

胸
を
強
調
し
な
い
タ
イ
プ
の
服
を
選
ん
で
く
れ
て
る
み
た
い
だ
な

 
正
直
女
子
の
服
装
に
は
あ
ま
り

ら
な
い
八
幡
で
あ

た
が

 
今
回
は
あ
る
意
味
優
里
奈
の
防

を
選
ぶ

に
こ
こ
に
来
て
い
た
の
で
そ
の
事
に
は
安
心
し

た
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そ
し
て
一
時
間
後

ず

と
マ
ネ
キ
ン

態
に
さ
れ

少
し
疲
れ
た
顔
の
優
里
奈
を

て

 
三
人
が
八
幡
の
下
に
集
合
し
た

三
人
で
一
着
ず
つ
決
め
た
よ

八
幡
さ
ん

仕
事
中
だ
と
言
わ
れ
て
も
違
和
感
の
無
い
感
じ
の
服
装
に
し
て
お
い
た
か
ら
ね

バ

チ
リ
ニ

俺
は
特
に
感
想
と
か
を
言
わ
な
く
て
良
か

た
の
か

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に

フ

イ
リ
ス
は
ド
ヤ
顔
で
こ
う
答
え
た

大
丈
夫
ニ

八
幡
の
発

合
と
顔
の
色
の
変
化
を
見
て

 
一
番
八
幡
が
興
奮
し
て
い
た
服
装
に
決
め
た
か
ら
ニ

人

き
の
悪
い
事
を
言
う
ん
じ

ね
え
よ

 
八
幡
は
即
座
に
そ
う
突

込
ん
だ
の
だ
が
フ

イ
リ
ス
は
人
差
し
指
を

り
な
が
ら
そ
れ
に

反

し
た

ち

ち

ち

い
ニ

一
級
八
幡
ソ
ム
リ
エ
た
る
こ
の
フ

イ
リ
ス
の
目
は
誤
魔
化
せ
な

い
の
ニ

 
確
か
に
八
幡
は

こ
の
三
つ
の
服
装
に
一
番
反
応
し
て
た
ニ
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だ
か
ら
何
で
お
前
は
そ
う
い
う
事
が
分
か
る
ん
だ
よ

そ
ん
な
の

万
年

で
の
付
き
合
い
な
ん
だ
か
ら

分
か
る
に
決
ま

て
る
ニ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

こ
れ
は
何
を
言

て
も
無

だ
ろ
う
と

め
の

地
に
入

た

ま
あ
い
い

俺
が
見
た
中
の
ど
れ
か
な
の
は
間
違
い
無
い
ん
だ
な

う
ん

ま
ゆ
し
い
も
本
気
で
選
ん
だ
の
で
す

私
も
自
分
の

験
を
元
に

い
い
感
じ
の
を
選
ん
だ
つ
も
り

ま
ゆ
さ
ん
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
な

奈
も
わ
ざ
わ
ざ
来
て
も
ら

て
助
か

た
わ

う
う
ん

そ
の
代
わ
り

今
度
は
ま
た
私
達
と
遊
ん
で
ね

暇
が
出
来
た
ら
な

 
こ
う
し
て
選
ば
れ
た
三
着
の
服
は

外
な
く
胸
の
部
分
に

り
が
付
い
た

 
優
里
奈
の
ス
タ
イ
ル
を

す
の
に

し
た
デ
ザ
イ
ン
の

 
そ
れ
で
い
て
仕
事
に
着
て
い
く
の
に
相
応
し
い

シ

ク
な
色
調
の
物
と
な

て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
系

は
ま

た
く
別
物
で
あ
り

つ
地
味
す
ぎ
る
と
い
う
事
も
無
い

さ
て

こ
れ
で
ひ
と
安
心
だ
な

優
里
奈
に
対
す
る
馬

ど
も
の

線
も

る
だ
ろ
う

優
里
奈
ち

ん

目
立

て
た
も
ん
ね
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う
ん
う
ん

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡
さ
ん

い
や
い
や

仕
事
だ
か
ら
な

う
ん

仕
事
だ
仕
事

 
実
は
こ
の
時

八
幡
は
も
う
一
着

三
人
に
服
を
選
ん
で
も
ら

て
い
た

 
そ
れ
は
仕
事
の

の
服
で
は
な
く
優
里
奈
の

力
を
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
引
き
出
せ

る 
そ
れ
で
い
て
下
品
に
見
え
な
い
よ
う
な
か
わ
い
い
服
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
優
里
奈

と
り
あ
え
ず
ソ
レ
イ
ユ
に

て
着

え
る
事
に
す
る
か

は
い

三
人
と
も
今
日
は
あ
り
が
と
う
な

希
望
の
場
所
が
あ

た
ら
送
る
が

あ

ま
ゆ
し
い
と
フ

リ
ス
ち

ん
は

 
こ
れ
か
ら
オ
カ
リ
ン
と
ダ
ル
君
と
合
流
す
る
の
で
大
丈
夫
な
の
で
す

お

そ
う
な
の
か

二
人
に
宜
し
く
言

と
い
て
く
れ

う
ん

私
も
詩
乃
達
と
遊
ぶ
か
ら

こ
こ
で
大
丈
夫
か
な
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お
う

気
を
付
け
て
な

あ
ん
ま
り

く
な
る
ん
じ

な
い
ぞ

八
幡
さ
ん

学
校
の
先
生
み
た
い

 
そ
し
て
三
人
を
見
送

た
後

八
幡
と
優
里
奈
は
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か
お
う
と
し
た

 
そ
の
時
八
幡
の

が
着
信
を
告
げ
た

ん

あ
れ

美
優
か
ら
か

 
そ
れ
は
北
海
道
に
い
る
は
ず
の
美
優
か
ら
の

話
だ

た

ま
さ
か
こ

ち
に
来
て
る
な
ん
て
事
は
無
い
よ
な

 
そ
う
思
い
な
が
ら
八
幡
は

そ
の

話
に
出
た

 
美
優
は

と
て
も

た
よ
う
な
口
調
で
一
気
に
こ
う
ま
く
し
た
て
て
き
た

リ

ダ

コ
ヒ

が

コ
ヒ

が

香
蓮
が
ど
う
し
た
ん
だ

美
優

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
み
た
い

て
言
う
か
ら
中
で
待

て
た
ら

 
そ
れ

い
キ

ラ
が
現
れ
た

間
に
強
制
切
断
さ
れ
て
リ
ア
ル
で

話
し
て
も
何
の
反
応

も
無
い
の

何
だ
と

分
か

た

直
ぐ
に
香
蓮
の
家
に
向
か
う
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コ
ヒ

の
家
が
ど
こ
な
の
か
知

て
る
ん
だ

お
願
い

も
う
リ

ダ

し
か
頼
れ
る
人
が

い
な
い
の

前
に
一
度
家
ま
で
送

た
事
が
あ
る
か
ら
そ
れ
は
大
丈
夫
だ
と
り
あ
え
ず
後
で
ま
た
連

す

る
う
ん

 
そ
し
て

話
を
切

た
後

八
幡
は
優
里
奈
に
言

た

悪
い

予
定
変
更
だ

友
達
に
何
か
あ

た
ら
し
い
か
ら

先
に
そ

ち
に
向
か
う
ぞ

は
い

急
ぎ
ま
し

う

 
こ
う
し
て
二
人
は

急

香
蓮
の
家
へ
と
向
か
う
事
に
な

た
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第
４
３
３
話
 
優
里
奈

誘
わ
れ
る

キ

ト

香
蓮
の
家
の
場
所
は
分
か
る
か

は
い

一
度
行

た
事
が
あ
る
の
で
大
丈
夫
で
す

す
ま
ん

そ
こ
に
急
行
し
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
キ

ト
は
ス
ピ

ド
を
上
げ
八
幡
は

た
よ
う
な
顔
で
じ

と
前
を
見
つ
め
て
い

た 
そ
れ
は
先
日
の
事
件
の
影

も
あ

た
の
だ
が

そ
の
事
を
知
ら
な
い
優
里
奈
は

 
何
故
八
幡
が
そ
こ
ま
で
神

質
な
様
子
を
見
せ
る
の
か

理
解
出
来
な
か

た

 
た
だ
一
つ
分
か
る
の
は
八
幡
が
友
達
も
し
く
は
彼
女
の
身
を
案
じ
て
い
る
と
い
う
事
だ
け
で

あ
り

 
優
里
奈
は
心
配
し
つ
つ
も

何
と
な
く
心
が

か
く
な
る
の
を
感
じ
て
い
た

 
着
き
ま
し
た
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キ

ト
が
そ
う
言
う
よ
り
も

く

八
幡
は
キ

ト
か
ら
飛
び
出
し

 
見
覚
え
の
あ
る
マ
ン
シ

ン
へ
と
向
か

て
走
り
出
し
て
い
た

 
優
里
奈
も

て
て
そ
れ
に
続
き

八
幡
は
香
蓮
の
部
屋
の
番

の
ボ
タ
ン
を
押
し

 
反
応
が
無
い
と
見
る
や
否
や

管
理
人
室
へ
と
駆
け
込
ん
だ

 
そ
し
て
管
理
人
を

い

香
蓮
の
部
屋
に
向
か

た
八
幡
は

 
部
屋
の
鍵
を
開
け
て
も
ら
う
や
否
や

一
目
散
に
室
内
へ
と
駆
け
込
ん
だ

香
蓮

お
い

香
蓮

無
事
か

何
が
あ

た

は

八
幡

く
ん

 
洗
面
所
の
方
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

八
幡
は
そ
ち
ら
へ
と
向
か

た

 
そ
こ
に
は
ど
う
や
ら

い
て
い
た
の
だ
ろ
う

香
蓮
の

が
あ
り

 
八
幡
は
香
蓮
を

き
し
め

必
死
に
呼
び
か
け
た

ど
う
し
た

大
丈
夫
か

ご

ご
め
ん
な
さ
い

大
丈
夫

大
丈
夫
だ
か
ら

 
八
幡
は

そ
う

々
し
く

く
香
蓮
の
顔
を

麗
に
し
た
後

 
そ
の
ま
ま
香
蓮
を

き
上
げ

ベ

ド
へ
と
運
ん
だ
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そ
し
て
香
蓮
を
横
た
わ
ら
せ
た
後

と
り
あ
え
ず
そ
の
場
を
優
里
奈
に
任
せ

 
管
理
人
に
向
か

て
お

を
言

た

ど
う
や
ら
ち

と
体
調
を
悪
く
し
て
し
ま

た
み
た
い
な
ん
で
す
が
も
う
大
丈
夫
み
た
い

で
す

 
ご
迷
惑
を
お

け
し
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
し
て
管
理
人
は

笑
顔
で
八
幡
に
言

た

い
い
よ
い
い
よ

彼
女
さ
ん
か
い

大
事
に
し
て
あ
げ
る
ん
だ
よ

あ

ど
う
も

 
八
幡
は
こ
こ
で
わ
ざ
わ
ざ
否
定
す
る
の
も
ア
レ
だ
と
思
い
空
気
を
呼
ん
で

に
そ
う
答
え

た 
そ
し
て
管
理
人
が
去

た
後
香
蓮
の
所
に

た
八
幡
は
心
配
そ
う
に
香
蓮
の
顔
を

き

込
ん
だ

大
丈
夫
か

香
蓮

 
そ
の
問
い
に

香
蓮
は

を

ら
め
な
が
ら
質
問
を
返
し
た

あ

え

と

八
幡
君
は
何
で
こ
こ
に
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美
優
か
ら

話
が
あ

た
ん
だ
よ

香
蓮
が
い
き
な
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
強
制
切
断
さ
れ
て

 
そ
の
後
も
ま

た
く
連

が
と
れ
な
い

て
な

そ
れ
で

て
て
様
子
を
見
に
来
た

て

だ
あ

そ
う
だ

た
ん
だ

わ
ざ
わ
ざ
来
て
も
ら

ち

て
ご
め
ん
な
さ
い

 
香
蓮
は
そ
う
言
い
な
が
ら

て
て
タ
オ
ル
ケ

ト
で
自
分
の
体
を

し
た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

心
配
そ
う
に
言

た

ど
う
し
た

合
で
も
悪
い
の
か

あ

う
う
ん

え

と

ほ
ら

私
今
こ
ん
な
格
好
だ
か
ら

こ
ん
な
格
好

 
そ
う
言
わ
れ
て
八
幡
は

先
ほ
ど
運
ん
だ
時
の
香
蓮
の
格
好
を
思
い
出
し
た

 
香
蓮
は
今

タ
ン
ク
ト

プ
に
シ

ト
パ
ン
ツ
と
い
う

 
い
か
に
も
自
宅
で
の
ん
び
り
し
て
い
ま
す
と
い

た
格
好
を
し
て
お
り

 
そ
れ
を
思
い
出
し
た
八
幡
は

て
て
部
屋
を
飛
び
出
し
た

悪
い

お
い
優
里
奈

ち

と
香
蓮
の
事
を
頼
ん
だ

あ

は
い
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そ
し
て
部
屋
に
残
さ
れ
た
香
蓮
と
優
里
奈
は

顔
を
見
合
わ
せ
て
笑

た

八
幡
君

ち

と
待

て
て
ね

 
八
幡
に
そ
う
声
を

け
た
後

香
蓮
は
露
出
の
少
な
め
な
服
装
に
着

え

 
そ
れ
を
見
て
い
た
優
里
奈
は

感

し
た
よ
う
に
言

た

う
わ

凄
く
ス
タ
イ
ル
が
い
い
で
す
ね

い
い
な

背
が
高
い

て
憧
れ
ち

う

私
に
と

て
は
コ
ン
プ
レ

ク
ス
で
し
か
な
い
ん
だ
け
ど
ね
今
も
ひ
ど
い
目
に
あ

た
所
だ

し 
香
蓮
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
答
え

優
里
奈
は
き

と
ん
と
し
た

ひ
ど
い
目

で
す
か

あ

う
ん

着

え
た
ら
八
幡
君
を
呼
ん
で

そ
の
時
に
説
明
す
る
ね

で

え

と
あ
な

た
は

 
そ
う
言
わ
れ
た
優
里
奈
は

自
分
が
ま
だ
自

紹
介
を
し
て
い
な
か

た
事
に
気
が
付
い
た

あ

と
す
み
ま
せ
ん
私
は
櫛
稲
田
優
里
奈
で
す
今
は
八
幡
さ
ん
の
秘
書
の
真
似
事
を
し
て

い
ま
す

あ
あ

あ
な
た
が

私
は
小
比

香
蓮

宜
し
く
ね
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そ
し
て
優
里
奈
は

お
決
ま
り
の
セ
リ
フ
を
香
蓮
に
言

た

も
し
か
し
て

香
蓮
さ
ん
は
八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
で
す
か

ふ
ひ

 
そ
う
問
わ
れ
た
香
蓮
は

変
な
声
を
あ
げ
た
後

ま
ご
ま
ご
し
始
め
た

そ

そ
う
だ

た
ら
い
い
な
と
は
思
う
け
ど

ほ
ら

私

て
こ
ん
な
見
た
目
だ
か
ら

 
や

ぱ
り
八
幡
君
の
隣
に

ぶ
と
ち

と
似
合
わ
な
い
か
も
と
か
考
え
ち

て

 
会
い
た
い
の
に
会
い
た
く
な
い

て
い
う
か

ま
あ
色
々
と
そ
の

ね

 
そ
う
自

的
に
言
う
香
蓮
の
手
を
取
り

優
里
奈
は
一
気
に
こ
う
ま
く
し
た
て
た

香
蓮
さ
ん

き

と
八
幡
さ
ん
は

そ
う
い

た

点
で
女
性
を
見
て
い
ま
せ
ん

 
私
の
こ
の
胸
だ

て

最
初
に
会

た
時
に

線
を
感
じ
た
だ
け
で

 
そ
れ
か
ら
は
一
度
も
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら

だ
か
ら
頑
張

て
下
さ
い

え

あ

う

う
ん

あ
り
が
と

優
里
奈
ち

ん
も
頑
張

て

え

別
に
私
は
特
に
頑
張
る
よ
う
な
事
は

あ

う
ん

そ
う
思

て
る
ん
だ

た
ら
今
は
と
り
あ
え
ず
い
い
か
な

 
そ
し
て
香
蓮
の
着

え
が
終
わ

た
所
で

優
里
奈
が
八
幡
を
呼
び
に
い

た
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て
き
た
八
幡
は

心
配
そ
う
な
顔
で

香
蓮
に
一
体
何
が
あ

た
の
か

ね
た

う
ん

実
は
ね

え

と

え

と

き

気
分
転
換
に
い
い
か
な
と
思

て

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
て
み
よ
う
か
な
な
ん
て
思

て
美
優
に
色
々
教
え
て
も
ら

て
キ

ラ
を

作

た
の

 
そ
れ
で
ね

美
優
が
シ
ル
フ
だ

て
い
う
か
ら

 
何
も
考
え
ず
に
シ
ル
フ
を
選
ん
で
プ
レ
イ
を
し
よ
う
と
し
た
ら
そ
し
た
ら
そ
の
キ
ラ
が

 
そ
こ
ま
で
で
事
情
を
察
し
た
の
か

八
幡
が
そ
の
説
明
を
受
け
て
言

た

な
る
ほ
ど

凄
く
背
の
高
い
キ

ラ
だ

た
と

う

う
ん

そ
う
か
ま
だ

目
だ

た
か
か
な
り

し
て
た
よ
う
に
感
じ
て
た
ん
だ
が
俺
も
ま
だ

ま
だ
だ
な

そ
ん
な
事
無
い

悪
い
の
は
き

と
私
な
の

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

香
蓮
は

て
て
そ
う
返
し

そ
れ
を
更
に
八
幡
が
否
定
し
た

い
や

謝
る
事
じ

な
い
さ

い
ず
れ
時
間
が
解
決
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
は
い
え

 
い
き
な
り
そ
ん
な
ハ

ド
モ

ド
に
叩
き
こ
ま
れ
た
ら

そ
う
な
る
の
も
仕
方
な
い
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悪
い
の
は
全
部
美
優
だ
う
ん
き

と
そ
う
に
違
い
な
い
今
度
あ
い
つ
に
お
仕
置
き
し
て

お
く
わ

 
で
も
ま
あ
香
蓮
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
た
い
の
な
ら
俺
も
嬉
し
い
し

 
前
か
ら
議
題
に
は
あ
が

て
た
ん
だ
が
種
族
変
更
サ

ビ
ス
を
本
格
的
に

入
出
来
な
い
か

 
会
社
で
担
当
者
を
交
え
て
色
々
と
相
談
し
て
み
る
わ

う

嬉
し
い

あ

お

お
ほ
ん

そ
こ
ま
で
し
て
も
ら
う
の
は
ち

と
悪
い
よ

 
香
蓮
は
内
心
で
と
て
も
喜
び
つ
つ
も
取
り

た
よ
う
に

い
を
し
八
幡
に
そ
う
言

た
い
や
実
は
結

要
望
が
多
い
事
案
な
ん
で
別
に
香
蓮
だ
け
の

じ

な
い
か
ら
大
丈
夫
だ

そ
う
な
ん
だ

お
う

だ
が
そ
れ
に
は
ち

と
時
間
が
か
か
る
か
ら

 
そ
れ
ま
で
別
の
ゲ

ム
で
あ
る

度
キ

ラ
を
育
て
て
お
く
の
は
あ
り
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

香
蓮
は
少
し
戸
惑
い
を
見
せ
た

 
香
蓮
が
や
り
た
い
の
は

あ
く
ま
で
も
八
幡
が
や

て
い
る
ゲ

ム
で
あ

て

 

ゲ

ム
な
ら
何
で
も
い
い
と
い
う

で
は
な
か

た
か
ら
だ
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だ
が
い
ず
れ
八
幡
の
横
に
立
つ

だ
と
思
え
ば

他
の
ゲ

ム
で
鍛
え
て
お
く
の
は
あ
り
だ

 
そ
う
考
え
た
香
蓮
は

八
幡
に
こ
く
こ
く
と

い
た

そ
れ
じ

あ
ち

と
ア
ミ

ス
フ

ア
を
貸
し
て
く
れ

あ

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
れ
を
い
き
な
り

に
か
ぶ

た

ど
う
や
ら
何
か
を
し
て
い
る
ら
し
い

 
そ
し
て
少
し
し
た
後

八
幡
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
外
し

香
蓮
に
言

た

い
く
つ
か
メ
ジ

な
ゲ

ム
を
ピ

ク
ア

プ
し
て

 
コ
ン
バ

ト
候
補
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
お
い
た
か
ら

色
々
と

し
て
み
る
と
い
い

あ

あ
り
が
と
う

八
幡
君

そ
れ
じ

あ
ち

と

し
て
み
る
ね

 
そ
う
言

て
急
い
で
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
ろ
う
と
し
た
香
蓮
を

八
幡
が
止
め
た

お
い
お
い

合
が
悪
か

た
ん
だ
ろ

大
丈
夫
な
の
か

も
ち
ろ
ん
大
丈
夫
だ
よ

 
実
は
香
蓮
は
八
幡
が
か
ぶ

て
い
た
ア
ミ

ス
フ

ア
を
一
刻
も

く
か
ぶ
り
た
か

た
の

だ
が

 
そ
ん
な
乙
女
心
は
当
然
八
幡
に
は
分
か
ら
な
か

た
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だ
が
優
里
奈
は

ど
う
や
ら
そ
の
香
蓮
の
気
持
ち
を
察
し
た
よ
う
だ

だ
が
な

大
丈
夫
で
す
よ
八
幡
さ
ん

香
蓮
さ
ん

ち

と

を

 
突
然
優
里
奈
が
そ
う
言

て

何
事
か
香
蓮
に

打
ち
を
し
た

 
香
蓮
は
そ
の
言
葉
に
目
を
見
張
り

勢
い
よ
く
優
里
奈
に
言

た

そ
れ
な
ら
絶
対
に
大
丈
夫
な
気
が
す
る

あ
り
が
と
う

優
里
奈
ち

ん

い
え
い
え

八
幡
君

絶
対
に
大
丈
夫
だ
か
ら

だ
か
ら
お
願
い
ね

お
願
い

と
り
あ
え
ず
行

て
く
る

あ

お
い

 
香
蓮
は
八
幡
が
止
め
る
間
も
な
く
ア
ミ

ス
フ

ア
を
か
ぶ
り
コ
ン
バ

ト
作
業
を
開
始
し

た 
そ
し
て
そ
れ
を
見
た
優
里
奈
が
八
幡
に
言

た

八
幡
さ
ん

ち

と
手
を
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ん

手

 
優
里
奈
は
そ
の
八
幡
の
手
を
香
蓮
の
手
の
上
に
重
ね

そ
の
手
を

ら
せ
た

え
え
と

こ
れ
は

絶
対
に
気
分
が
悪
く
な
ら
な
い
お
守
り
で
す

そ
ん
な
非

学
的
な

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間

香
蓮
が
一

し

八
幡
の
手
を
無
意
識
に

た

 
八
幡
は

て
た
が
直
後
に
香
蓮
の
呼

が
穏
や
か
な
も
の
に

り
八
幡
は
驚
い
て
優
里
奈

を
見
つ
め
た

ほ
ら

果
が
あ

た
じ

な
い
で
す
か

マ
ジ
だ

た

お
い

こ
れ

て
ど
ん
な
仕

け
だ

 
そ
う
言
わ
れ
た
優
里
奈
は

れ
た
顔
で
八
幡
に
言

た

え
え
と

そ
れ
本
気
で
言

て
ま
す

ん

何
が
だ世

話
が
や
け
る
な

そ
う
で
す
ね

要
す
る
に
生
物
学
的
な
う
ん
ぬ
ん
で

 
こ
う
な
る
の
は
至

当
然
の
帰
結
な
の
で
す
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な
る
ほ
ど

よ
く
分
か
ら
ん

は
 
そ
し
て
そ
れ
を
何
度
か

り
返
し
た
後

香
蓮
の

態
が
や
や
⻑
い
時
間
落
ち
着
い
た

お

ど
う
や
ら
当
た
り
を
引
い
た
か

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
そ
し
て
香
蓮
は
覚

し

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
言

た

八
幡
君

あ

た

あ

た
よ

も
う
び

く
り
す
る
く
ら
い
私
が
か
わ
い
い
の

そ
う
か

良
か

た
な
香
蓮

で

何
て
ゲ

ム
だ

た
ん
だ

あ

う
ん

え

と

ガ
ン
ゲ
イ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
か
な

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

一

ま

た
後

少
し
顔
を
ひ
き
つ
ら
せ
な
が
ら
言

た

あ

あ
れ
は
確
か

銃
で
殺
し
あ
う
ハ

ド
な
ゲ

ム
じ

な
か

た
か

そ
う
み
た
い
だ
ね
で
も
あ
ん
な
キ

ラ
に
出
会
え
た
ん
だ
か
ら
そ
ん
な
の
な
ん
で
も
な
い

よ
そ

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

突
然
悩
み
始
め
た
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う

む

八
幡
君
ど
う
し
た
の

お

お
う

う

ん

 
そ
し
て
八
幡
は

ま
あ
ど
う
せ
美
優

由
で
直
ぐ
に
バ
レ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
シ

ナ
の
事
を
香
蓮
に
伝
え
る
事
に
し
た

あ

実
は
な

俺
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
る
ん
だ
よ

え

そ

そ
う
な
の

か
な
り
前
か
ら

シ

ナ

て
名
前
で
な

そ
う
だ

た
ん
だ

 
そ
の
香
蓮
の
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
て
八
幡
は
香
蓮
が
楽
し
く
ゲ

ム
を
出
来
る
よ
う

に 
あ
る

度
の
基

知
識
だ
け
は
教
え
て
お
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
思
い

 
こ
の
場
か
ら
一

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
ち

と
触
り
だ
け
チ

ト
リ
ア
ル
の
代
わ
り
に
説
明
し
て
お
く
か
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ち

と
ア
ミ

ス
フ

ア
を
キ

ト
か
ら
取

て
く
る
わ

あ

ち

と
待

て
八
幡
君

う
ち
の
回
線
だ
と

三
人
同
時
に
は
き
つ
い
か
も

 
多
分
二
人
ま
で
な
ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
首
を

げ
な
が
ら
言

た

い
や

ロ
グ
イ
ン
す
る
の
は
俺
一
人
だ
ぞ

 
ち
な
み
に
キ

ト

由
で
ロ
グ
イ
ン
す
る
か
ら
回
線
に
つ
い
て
は
何
の
問
題
も
な
い
か
な

え

優
里
奈
ち

ん
は

ん

優
里
奈
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
や

て
な
い
よ
な

あ

は
い

で
も
で
も

こ
こ
で
一
人
で
待
た
せ
ち

う
の
は

し
い
じ

な
い

 
ね

優
里
奈
ち

ん

も
し
良
か

た
ら

今
日
だ
け
私
に
付
き
合
わ
な
い

私
が
で
す
か

う
ん

本
当
に
も
し
良
か

た
ら

な
ん
だ
け
ど

 
そ
の
言
葉
に
優
里
奈
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後

笑
顔
で
そ
の
頼
み
を

し
た

分
か
り
ま
し
た

ゲ

ム
に
は
興
味
も
あ

た
し

お
付
き
合
い
し
ま
す
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あ
り
が
と
う

 
そ
ん
な
二
人
を
見
な
が
ら

八
幡
は
と
り
あ
え
ず
キ

ト
の
所
に

り

 
ア
ミ

ス
フ

ア
を
二
つ
持

て
き
た

こ

ち
は
両
方
と
も
キ

ト

由
で
繋
ぐ
か
ら

い
つ
で
も
い
い
ぞ

そ
れ
じ

あ
優
里
奈
ち

ん
は
私
と
一

に
ベ

ド
で
八
幡
君
は
悪
い
け
ど
ソ
フ

で
お

願
いえ

私
が
ソ
フ

で
い
い
で
す
よ

八
幡
さ
ん
は
是
非
ベ

ド
で

目
に
決
ま

て
る
だ
ろ

な

香
蓮

 
八
幡
は
即
座
に
そ
う
突

込
ん
だ

え

私
は
別
に
そ
れ
な
ら
そ
れ
で

あ

う

う
ん

そ
う
だ
ね

目
だ
よ
う
ん

 
香
蓮
は
と
て
も
残
念
そ
う
に
そ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
い
つ
で
も
準
備
オ

ケ

だ

私
も
大
丈
夫

私
も
で
す

ち
な
み
に
香
蓮
の
キ

ラ
ネ

ム
は
何
て
言
う
ん
だ
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レ
ン
だ
よ

レ
ン
な

了
解
だ

優
里
奈
は
キ

ラ
の
名
前
は
何
に
す
る

名
前

そ
う
で
す
ね

で
は
ナ
ユ
タ
に
し
ま
す

 
こ
う
し
て
香
蓮
は
レ
ン

優
里
奈
は
ナ
ユ
タ
と
し
て

 

ゲ

ム
へ
の
デ
ビ

を
果
た
す
事
と
な

た
の
だ

た
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第
４
３
４
話
 
レ
ン

ナ
ユ
タ

準
備
完
了

こ
こ
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ

退

的
な
感
じ
の
街
で
す
ね

は
い

あ

だ
な

こ
う
い
う
の
は
苦
手
か

お
う

久
し
ぶ
り
だ
な

そ
う
で
す
ね

私
と
し
て
は

も
う
少
し
和
風
な
雰
囲
気
が
好
き
で
す
ね

え

あ

 
シ

ナ
と
ナ
ユ
タ
は

レ
ン
の
到
着
を
待
ち
な
が
ら
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

な
る
ほ
ど
な
ナ
ユ
タ
の
好
み
は
そ

ち
系
か

悪
い
な
今
日
は
連
れ
が
い
る
か
ら
ま

た
今
度
な

で
す
ね

と
こ
ろ
で
さ

き
か
ら

分
話
し

け
ら
れ
て
い
る
み
た
い
で
す
が

 
そ
れ
も
女
性
ば

か
り
に

た

た
ま
た
ま
だ

い
つ
も
は
ち

ん
と
男
の
プ
レ
イ
ヤ

も
話
し

け
て
き
て
く
れ
る
ぞ

本
当
で
す
か

お
う

本
当
だ

 
レ
ン
は
ス
タ

ト
地
点
か
ら
多
少
移
動
し
た
ら
し
く

ま
だ
こ
こ
に
は
い
な
い

と
い
う
か
お
前
も
さ

き
か
ら

声
を

け
ら
れ
そ
う
に
な

て
ば
か
り
じ

な
い
か
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え
え

確
か
に
声
を

け
ら
れ
る
ん
じ

な
く

け
ら
れ
そ
う
に

で
す
ね

ま
あ
俺
が
一

に
い
る
ん
だ
知
り
合
い
以
外
の
男
が
お
前
に
話
し

け
る
の
は
成
功
し
な
い

だ
ろ
う
な

ど
れ
だ
け
顔
が

れ
て
る
ん
で
す
か

 
そ
の
言
葉
通
り

先
ほ
ど
か
ら

多
く
の
男
性
プ
レ
イ
ヤ

が

 
ナ
ユ
タ
に
声
を

け
よ
う
と
し
て
く
る
の
だ
が

 
そ
の
全
員
が

シ

ナ
の
顔
を
見
た

間
に
回
れ

を
し
て
い
る
の
だ

た

ま
あ
色
々
あ

た
ん
だ
よ

色
々
と
な

は

色
々
で
す
か

し
か
し
さ
す
が
に
こ
れ
は
た
ま
ら
ん
な

ほ
れ
ナ
ユ
タ

こ
れ
を
着
て
い
る
と
い
い

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

フ

デ

ド
ケ

プ
を
ナ
ユ
タ
に

し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
シ

ナ
も
同
じ
物
を
取
り
出
し

二
人
は
フ

ド
を
か
ぶ

て
顔
を

し
た

こ
れ
で
少
し
は
安
心
で
す
か
ね

何
を
言

て
る
ん
だ
お
前
は

ケ

プ
の
前
を

じ
ろ
前
を
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え

顔
が
こ
れ
だ
け

れ
て
れ
ば
平
気
で
す
よ
ね

い
い
か
ら

じ
ろ

て

で
も

は
 
そ
し
て
シ

ナ
は

と
て
も
言
い

ら
そ
う
な
顔
で
ナ
ユ
タ
に
言

た

あ

そ
の
胸
を

せ

て
言

て
る
ん
だ
よ
ま

た
く
キ

ラ
は
ラ
ン
ダ
ム
生
成
の
は

ず
な
の
に

 
何
で
そ
ん
な
所
ば

か
り
リ
ア
ル
そ
の
も
の
に
な
る
ん
だ

あ

な

な
ん
か
す
み
ま
せ
ん

い
や

ま
あ
ナ
ユ
タ
の
せ
い
じ

な
い
か
ら
な

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま

し
た

正
直
と
て
も
き
ま
ず
い
雰
囲
気
だ

た

 
そ
の
雰
囲
気
を
破

た
の
は

と
て
も
小
さ
な
見
知
ら
ぬ
少
女
だ

た

 
そ
の
少
女
は

き

ろ
き

ろ
し
た
後

一
目
散
に
ナ
ユ
タ
の
所
へ
と
走

て
き
た

え

と

も
し
か
し
て
ナ
ユ
さ
ん

あ

は
い
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や

ぱ
り

ケ

プ
で

し
て
て
も

し
切
れ
な
い
そ
の
胸
は

そ
う
だ
と
思

た

あ

あ
は

 
ナ
ユ
タ
は
困

た
よ
う
な
顔
で
シ

ナ
の
方
を
見
た
が

 
シ

ナ
は
打
つ
手
無
し
と
い
う
よ
う
に
や
れ
や
れ
と
い
う
ポ

ズ
を
と

た

 
そ
し
て
レ
ン
は
シ

ナ
の
前
に
行
く
と

ド
ヤ
顔
で
シ

ナ
の
顔
を
下
か
ら

き
込
ん
だ

じな

レ
ン

ど
や

い
や

嬉
し
そ
う
だ
な

う
ん

ま
さ
か
シ

ナ
さ
ん
の
顔
を
下
か
ら

き
込
め
る
日
が
来
る
な
ん
て
思

て
も
い
な

か

た
よ

 
し
か
も
立

た
ま
ま
で
ね

う
ん

立

た
ま
ま
で

二
度
言
う
く
ら
い
嬉
し
い
ん
だ
な

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
装
備
を
整
え
よ
う

 
そ
し
て
シ

ナ
は
ど
こ
か
へ
連

し
た
後
二
人
を

馬
山
の
あ
る
ビ
ル
へ
と
連
れ
て
い

た
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こ
こ
は

会
員
制
の
ビ
ル
だ

中
に
武
器
屋
が
あ
る

お
お

何
か
凄
そ
う
で
す
ね

さ
あ
二
人
と
も

こ

ち
だ

 
そ
し
て
店
の
中
に
入

た

間

三
人
を
待
ち

え
て
い
る
者
が
い
た

イ
コ
マ
で
あ
る

お
う
イ
コ
マ

悪
い
な

い
え
い
え

で

こ
ち
ら
の
お
二
人
が
お
知
り
合
い
の
新
人
さ
ん
で
す
か

お
う

こ

ち
の
小
さ
い
の
が
レ
ン

こ

ち
が
ナ
ユ
タ
だ

レ
ン
で
す

私

と
て
も
小
さ
い
で
す

 
レ
ン
は
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に
乗
り

こ
と
さ
ら
に
自
分
の
小
さ
さ
を
ア
ピ

ル
し
た

え

あ

は
い

僕
は
イ
コ
マ
と
言
い
ま
す

 
レ
ン
さ
ん
は
小
さ
い
の
に

と
て
も
元
気
い

ぱ
い
な
方
な
ん
で
す
ね

は
い
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そ
ん
な
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
レ
ン
の

を
見
て

シ

ナ
は
思
わ
ず
そ
の

を

で
た

 
レ
ン
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
満
面
の
笑
顔
を
見
せ
た
が
そ
の
レ
ン
の

元
で
シ

ナ
は
こ

う

い
た

嬉
し
い
の
は
分
か
る
が
俺
は
今
の
レ
ン
も
普

の
香
蓮
も
ど

ち
も
い
い
と
思

て
る
か

ら
なう

う
ん

 
レ
ン
は
シ

ナ
に
そ
う
言
わ
れ

思
わ
ず

を

ら
め
た

 
そ
し
て
次
に

ナ
ユ
タ
が
イ
コ
マ
に
お
じ
ぎ
を
し
な
が
ら
丁

な

を
し
た

ナ
ユ
タ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

イ
コ
マ
で
す

鍛
治
師
を
や

て
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
二
人
の

が
済
ん
だ
所
で

シ

ナ
は
二
人
に
言

た

二
人
と
も

初
期

態
で
千
ク
レ
ジ

ト
し
か
持

て
な
い
よ
な

と
り
あ
え
ず
俺
が

て
お
く
か
ら

 
武
器
も
防

も
イ
コ
マ
に
強
化
し
て
も
ら
う
し

好
き
な
デ
ザ
イ
ン
の
物
を
選
ぶ
と
い
い

や

た
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

シ

ナ
さ
ん

 
レ
ン
に
比
べ
て
ナ
ユ
タ
は
大
人
し
め
の

象
だ

た
の
だ
が

 
い
ざ
銃
を
手
に
取
る
と

目
を

か
せ
は
じ
め
た

お
や

ナ
ユ
タ
も
そ
れ
な
り
に
銃
に
興
味
が
あ
り
そ
う
だ
な

 
そ
し
て
二
人
は
し
ば
ら
く
店
内
を
ぐ
る
ぐ
る
し
て
い
た
の
だ
が

 
最
初
に
レ
ン
が

一
つ
の
銃
の
前
で
ピ
タ
リ
と
足
を
止
め
た

う
わ

こ
の
銃

か
わ
い
い

ど
れ

な
る
ほ
ど

Ｐ
９
０
か

確
か
に
か
わ
い
い
よ
な

こ
れ

シ
ズ
カ
も
同
じ
よ
う
な
理
由
で
こ
れ
に
し
た

い
し
な

 
ど
う
や
ら
レ
ン
は
Ｐ
９
０
が
い
た
く
お
気
に
入
り
に
な

た
よ
う
で

 
Ｐ
９
０
を
手
に
取
り
な
が
ら

目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
た

そ
れ
に
す
る
の
か

う
ん

よ
し
そ
れ
じ

あ
イ
コ
マ
に
見
た
目
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
ち

と
強
化
し
て
も
ら
お
う

な
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分
か

た

イ
コ
マ
さ
ん

う
ち
の
ピ

ち

ん
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

あ

は
い

お

か
り
し
ま
す

直
ぐ
に
す
み
ま
す
か
ら
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は

笑
顔
で
レ
ン
に
言

た

な
る
ほ
ど

ピ

ち

ん
な

う
ん

ピ

ち

ん

名
前
を
付
け
る
の
は
い
い
と
思
う
ぞ

そ
の
分
思
い
入
れ
が
出
る
か
ら
な

だ
よ
ね

で
も
レ
ン

こ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て
く
れ

 
ピ

ち

ん
を
大
事
に
す
る
あ
ま
り
自
分
の
命
を
ピ

ち

ん
よ
り
下
に
見
て
は

目
だ
ぞ

 
あ
く
ま
で
も
ピ

ち

ん
は

戦
う

の
手

で
あ

て

目
的
じ

な
い
ん
だ
か
ら
な

う
ん

に

じ
る
よ

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
も
ど
う
や
ら
お
気
に
入
り
の
銃
を
見
付
け
た
ら
し
く

 
シ

ウ

ン
ド
ウ
の
前
で
足
を
止
め
て
い
た

ど
う
だ
ナ
ユ
タ

お

Ｆ
２
０
０
０
か

こ
れ
に
す
る
の
か

は
い

こ
れ

て

空

が
前
に
放
出
さ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
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そ
う
な
の
か

は
い

説
明
に
そ
う
書
い
て
あ

た
の
で

な
る
ほ
ど

そ
れ
で
こ
れ
を
選
ん
だ
の
か

は
い

あ
の

そ
の

こ
れ
な
ら
胸
の
大
き
さ
も

魔
に
な
ら
な
い
か
な

て

 
ナ
ユ
タ
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
以
前
よ
り
は
自
分
の
胸
の
事
を
ち

ん
と
気
に
す
る
よ
う
に
な

て
く
れ
た
ら
し

い
何
か
と

象
付
け
て
き
た
甲
斐
は
あ

た
な

 
こ
れ
で
学
校
と
か
で
も
男
子
連
中
の
目
に
あ
ま
り
触
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く
れ
れ
ば

い
い
ん
だ
が

そ
れ
と
こ
れ
を

 
そ
う
言

て
ナ
ユ
タ
が
見
せ
て
き
た
の
は

ベ
レ

タ
Ｍ
９
２
Ｆ
Ｓ
だ

た

も
し
か
し
て
こ
れ

銃
身
を
ロ
ン
グ
バ
レ
ル
に
し
て
く
れ
と
か
言
わ
な
い
よ
な

何
で
分
か

た
ん
で
す
か

い
や
ま
あ
可
能
だ
と
思
う
し
お
前
が
そ
れ
が
い
い

て
言
う
な
ら
そ
れ
で
い
い
イ
コ
マ
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頼
むは

い

 
そ
し
て
シ

ナ
は
レ
ン
の
時
と
同
様
に

イ
コ
マ
に
Ｆ
２
０
０
０
と
ベ
レ

タ
を

け
た

さ
て

次
は
防

な
ん
だ
が

二
人
は
ど
ん
な
の
が
い
い

私
は
え

と

こ
れ
と
こ
れ
が
い
い
で
す

 
レ
ン
が
勢
い
込
ん
で
そ
う
言
い
シ

ナ
は
レ
ン
が
選
ん
だ
防

の
う
ち

子
を
見
て
こ
う

言

た
ふ
む

な

イ
コ
マ

こ
の
ウ
サ
ギ
の

み
た
い
な
部
分
は
何
の
役
に
た
つ
ん
だ

さ
あ

 
そ
の

子
に
は

確
か
に
ウ
サ
ギ
の

と
し
か

容
出
来
な
い
も
の
が
付
い
て
い
た

シ

ナ
さ
ん

こ
れ
が
か
わ
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か

お

お
う

そ
れ
じ

あ
い

そ

色
も
ピ
ン
ク
と
か
に
し
て
み
る
か

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に
レ
ン
は
目
を

か
せ
た

ピ

ピ
ン
ク

是
非
そ
れ
で

 
そ
の
時
イ
コ
マ
が

え
目
な
態
度
で
シ

ナ
に
言

た
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シ

シ

ナ
さ
ん

そ
れ
だ
と
ち

と
目
立
ち
す
ぎ
ま
せ
ん
か

そ
れ
な
確
か
に
森

地

だ
と
そ
う
な
ん
だ
が
実
は
こ
の
ゲ

ム
に
多
く
見
ら
れ
る
砂
漠

地

だ
と

 
ピ
ン
ク
色

て
の
は
凄
く
見
え
に
く
い
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う

何
で
そ
れ
が
分
か

た
か

て
い
う
と

シ
ズ
カ
の
夜

の
刀
身
が
ピ
ン
ク
だ
ろ

 
前
砂
漠
で
戦

て
る
の
を
見
た
時

あ
れ
の
刀
身
が
か
な
り
見
に
く
く
て
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
は

点
で
し
た
ね

お
う
だ
か
ら
レ
ン
に
も
砂
漠
地

で
の
戦
闘
を
メ
イ
ン
に
行
う
よ
う
に
教
え
る
つ
も
り
だ

 
そ
し
て
レ
ン
が
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
見
守
る
中

イ
コ
マ
は
レ
ン
の

に

 
防

の
強
度
を
上
げ
る
加

を
し
つ
つ

色
を
完
全
な
る
ピ
ン
ク
色
へ
と
変
え
た

 
そ
れ
を
着
て

を
見
た
レ
ン
は

ぼ

と
し
た
様
子
で
自
分
の

に
見
と
れ
て
い
た

う
わ

う
わ

な
ま
ら
か
わ
い
い

 
レ
ン
に
珍
し
く
北
海
道

が
出
た
の
を
か
わ
い
く
思
い
シ

ナ
は
何
と
な
く
レ
ン
の

を

で
た
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レ
ン
は
そ
う
い
う
か
わ
い
い
の
が
好
き
だ

た
ん
だ
な

 
普

の
服
装
も

多
少
そ

ち
に
寄
せ
れ
ば
い
い
の
に

で

で
も
そ
う
い
う
の
は
私
に
は

似
合
わ
な
い

て
言
い
た
い
の
か

う

う
ん

 
レ
ン
は
少
し

し
そ
う
に
そ
う
言

た

お
前
は
他
人
の
目
を
気
に
し
す
ぎ
だ
ま
あ
い
き
な
り
全
身
を
こ
ん
な
感
じ
に
変
え
る
ん
じ

な
く

 
今
度
ち

と
ず
つ
変
え
て
み
る
と
い
い

俺
は
い
い
と
思
う
ぞ

ほ

本
当
に

お
う

う

う
ん

考
え
て
み
る
ね

 
レ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

恥
ず
か
し
そ
う
に
下
を
向
い
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
次
は
ナ
ユ
タ
の
分
だ

 
シ

ナ
は
微

に

な
予
感
を
覚
え
な
が
ら
ナ
ユ
タ
に
そ
う
言

た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

そ
れ
じ

あ
私
は
こ
れ
と
こ
れ
で

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
は

い
き
な
り

着
モ

ド
で
自
分
の
選
ん
だ
服
装
に
変
化
し
た

 
そ
の

間
に

シ

ナ
と
イ
コ
マ
は
ナ
ユ
タ
か
ら
目
を

ら
し
た

予
感
は
し
て
た
ん
だ
よ

お
前

そ
の
服
装
を
ど
こ
で
知

た
ん
だ

は
い

兄
に
見
せ
ら
れ
て
か
ら

銃
を
使
う
ゲ

ム
な
ら
こ
れ
だ
な

て
思

て
て

下
だ

 
シ

ナ
は
す
か
さ
ず
ナ
ユ
タ
に
そ
う
言

た

え

と

理
由
を

い
て
も

言
わ
な
い
と
分
か
ら
な
い
か

え

と

 
そ
し
て
そ
の
ナ
ユ
タ
の
選
ん
だ
装
備
を
見
た
レ
ン
は

驚
き
の
あ
ま
り
目
を
見
開
い
た

と
お
へ
そ
が
出
た
タ
ン
ク
ト

プ
に
ホ

ト
パ
ン
ツ

て
い
う
か
ナ
ユ
さ
ん
凄

 
レ
ン
は

ナ
ユ
タ
の
体
の
一
部
を
じ

と
見
た
後

を

ら
め
な
が
ら
そ
う
言

た

わ

私
が
見
て
も
ち

と
変
な
気
持
ち
に
な
る

て
い
う
か

激
が
強
す
ぎ
る
よ

だ
そ
う
だ
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分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ

服
仕
様
で

 
そ
う
言

て
ナ
ユ
タ
は

上
を
黒
い

シ

ツ
に
変
え

そ
の
上
か
ら
ジ

ン
パ

を

り 
下
は

い
ス
カ

ト
で

足
を
完
全
に

す
よ
う
に
黒
の
タ
イ
ツ
を

き

 
靴
は
ロ
ン
グ
ブ

ツ
と
い
う
格
好
に

変
わ
り
し
た

お
前

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
た
な

そ
れ
な
ら
最
初
か
ら
そ

ち
に
し
ろ
よ

シ

ナ
さ
ん
に
仕
返
し
し
よ
う
と
思

て

仕
返
し

て
何
の
だ
よ

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
は

シ

ナ
の
目
を
真

直
ぐ
に
見
な
が
ら
こ
う
言

た

こ
こ
ま
で
色
々
言
わ
れ
れ
ば

私
だ

て
自
分
の
胸
の
事
で

 
他
人
に
接
す
る
時
は
も

と
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

て

で
も
分
か
り
ま
す

 
で
も
シ

ナ
さ
ん
は
基
本
私
の
胸
に
ま

た
く
興
味
が
無
さ
そ
う
だ

た
じ

な
い
で
す
か

 
だ
か
ら
女
の
子
と
し
て
は

複
雑
な
気
分
だ

た
ん
で
す
よ

あ

ま
あ
そ
の
理
由
は

い
ず
れ

で
も
分
か
る
か
ら

え

何
か
理
由
が
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お
う

ま
あ
俺
の
後
を
つ
い
て
く
る
う
ち
に

で
も
分
か
る
だ
ろ
う
よ

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

ナ
ユ
タ
は
と
り
あ
え
ず
矛
を
収
め
る
事
に
し
た
よ
う
だ

分
か
り
ま
し
た

今
は
そ
れ
で
い
い
で
す

お

お
う

あ
り
が
と
う

ま

た
く
シ

ナ
さ
ん

て
変
わ

た
人
で
す
よ
ね

お
前
も
相
当
変
わ

て
る
と
思
う
け
ど
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

イ
コ
マ
に
言

た

と
い
う

で

ナ
ユ
タ
は
ど
う
や
ら
こ
の
格
好
に
憧
れ
て
た
ら
し
い
ん
で

 
こ
れ
を
さ
く

と
強
化
し
て
や

て
く
れ

つ
い
で
に
さ

き
の
ベ
レ

タ
な

 

名
で

ソ

ド
カ
ト
ラ
ス

て
名
前
に
変
え
て
お
い
て
や

て
く
れ

そ

そ
ん
な
事
が
出
来
る
ん
で
す
か

お
う

食
い
つ
き
い
い
な

当
た
り
前
じ

な
い
で
す
か

 
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
を

れ
た
目
で
見
な
が
ら

シ

ナ
は
ぼ
そ

と
こ
う
言

た

ま
あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
熱
心
に
や
る
時
間
は
さ
す
が
に
あ
ま
り
無
い
と
思
う
が
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せ
め
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
時
に
は

な
り
き

て
楽
し
ん
で
く
れ

は
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は
イ
コ
マ
に
何
か
頼
み

イ
コ
マ
は
苦
笑
し
な
が
ら
何
か
作
業
を
し
た

 
そ
の
間

レ
ン
と
ナ
ユ
タ
は
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た

ナ
ユ
さ
ん

そ
の
格
好
素
敵
だ
ね

レ
ン
も

凄
く
か
わ
い
い
な

う
わ

何
か
な
り
き

て
る

こ
の
後
は
い
よ
い
よ
実
戦
だ
ね

楽
し
み
だ

 
そ
ん
な
二
人
に

シ

ナ
が
声
を

け
て
き
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
ひ
と
狩
り
行
く
か

は
いく

行
く
ぞ

シ

ナ

お
前
も
う
な
り
き

て
ん
の
か
よ

 
そ
し
て
二
人
は

シ

ナ
に
案
内
さ
れ
て
ブ
ラ

ク
に
乗
り
込
ん
だ

う
わ

い
か
に
も
そ
れ

い
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ど
う
だ

い
か
に
も
強
そ
う
だ
ろ

う
ん

楽
し
く
な

て
き
た
な

ナ
ユ
タ

お
前
意
外
と
好
戦
的
な
ん
だ
な

ま
あ
こ
の
街
じ

み
ん
な
そ
う
な

ち
ま
う
の
さ

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は

大
に

き
出
し
た

ぶ

わ

悪
い

よ
し

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
砂
漠
地

に
出
発
す
る
か

 
モ
ブ
狩
り
を
し
つ
つ
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
来
て
敵
対
し
て
く
る
よ
う
だ

た
ら
そ
れ
も
殲
滅

だ
は
い

お
う

 
そ
し
て
三
人
は

ブ
ラ

ク
に
乗

て
意
気
揚
々
と
出
撃
し
て
い

た

 
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

復
帰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
う

や

と
こ
こ
に

て
こ
れ
た
わ
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リ
ハ
ビ
リ
は

調
で
す
か

ま
だ
か
な
り
か
か
り
そ
う
だ
が
と
り
あ
え
ず
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
出
来
る
く
ら
い
に
は
な

た

か
な

 
ま
あ
こ
れ
は

体
が
動
か
な
く
て
も
問
題
無
い
か
ら
な

 
ゼ
ク
シ

ド
は

久
し
ぶ
り
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
土
を

ん
だ

 
ど
う
や
ら
ま
だ
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要
が
あ
る
ら
し
い
が

過
は

ね

調
の
よ
う
だ

そ
れ
に
し
て
も

親
切
な
人
が
い
る
も
ん
で
す
ね

 
リ
ハ
ビ
リ

用
と
か
ま
で
全
部
出
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
ね

正
直
お

を
言
い
た
く
て

結
城
先
生
に
も
そ
の
旨
を
伝
え
た
ん
だ
が

 
自
分
は

意
の
第
三
者
で
す
と
か
言

て

ち

と
も
会

て
く
れ
な
い
ん
だ
よ
な

 
比
企
谷

て
い
う
人
ら
し
い
ん
だ
け
ど
よ

お
前
ら
何
か
心
当
た
り
は
無
い
か

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に

微
笑
み
な
が
ら
こ
う
答
え
た

さ
あ

ち

と
分
か
ら
な
い
で
す
ね

ま
あ
い
い
じ

な
い
で
す
か

き

と
そ
の
う
ち
会
え
ま
す
よ

 
そ
の
二
人
の
言
葉
に

ゼ
ク
シ

ド
は
目
を

め
な
が
ら
こ
う

ね
て
き
た
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い
つ
か
会
え
る
か
な

え
え

き

と

そ
う
か

そ
の
時
は
し

か
り
と
お

を
言

て

 
も
し
そ
の
人
に
何
か
頼
ま
れ
た
ら

命
を

け
て
で
も

返
し
す
る
つ
も
り
だ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
二
人
は

き
出
し
そ
う
に
な
る
の
を

え
な
が
ら
言

た

 
命
な
ん
か

け
な
く
て
い
い

て
そ
の
人
は
言
う
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

働
い
て
返
せ

み
た
い
な

 
そ
の
二
人
の
言
葉
に
ゼ
ク
シ

ド
は
き

と
ん
と
し
た

ん

二
人
と
も

や

ぱ
り
何
か
知

て
る
の
か

い
い
え

何
と
な
く
そ
う
思

た
だ
け
で
す
よ

で
す
で
す

勘

て
や
つ
で
す

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
言
葉
に
あ

さ
り
と

い
た

そ
う
か

ま
あ
い
い
や

と
り
あ
え
ず
久
々
に
狩
り
に
で
も
行
く
か

は
い
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ど
こ
に
し
ま
す

そ
う
だ
な

を

り
て

砂
漠
地

に
で
も
行
く
か

 
あ
そ
こ
な
ら
開
け
て
る
か
ら

奇
襲
を
受
け
る
事
も
無
い
だ
ろ
う
し

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

そ
う
い
う
フ
ラ
グ
み
た
い
な
事
を
言
う
の
は
や
め
て
下
さ
い
よ

い
や
い
や

あ
そ
こ
で
奇
襲
と
か
ほ
ぼ
無
い
だ
ろ

ま
あ
と
り
あ
え
ず
行
こ
う

 
こ
う
し
て
ゼ
ク
シ

ド
達
も

砂
漠
地

へ
と
出
撃
す
る
事
と
な

た
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第
４
３
５
話
 
砂
漠
で
の
出
会
い

う
わ

こ
う
い
う
道
の
無
い
所
を

で
走
る
の

て

何
か
新
鮮
で
す
ね

ま
あ
日
本
じ

普
通
こ
ん
な
の
は
あ
り
え
な
い
か
ら
な

こ
う
や

て

で
狩
場
に
向
か
う
の
が
普
通
な
の
か

海
外
だ
と
そ
ん
な
感
じ
ら
し
い
ん
だ
が

サ

バ

は
ち

と

れ
て
る
み
た
い
で

 
そ
こ
ま
で

が
普

し
て
な
い
ら
し
い
ぞ

な
る
ほ
ど
な

よ

し
ロ

ク

と
ば
せ
と
ば
せ

俺
は
ロ

ク
な
ん
て
名
前
じ

な
い

つ

の

 
シ

ナ
は
ナ
ユ
タ
の
役
作
り
に
感
心
し
な
が
ら
も

同
時
に
そ
の
変
化
に
驚
い
て
い
た

お
い
ナ
ユ
タ

お
前

何
か
ス
ト
レ
ス
で
も

め
込
ん
で
た
の
か

ス
ト
レ
ス

そ
ん
な
も
の
俺
に
あ
る

無
い
だ
ろ

今
は
と
り
あ
え
ず
そ
う
い
う
の
は
置
い
と
い
て

実

ど
う
な
ん
だ

 
ナ
ユ
タ
は
そ
の
問
い
に
無
言
だ

た
が

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
そ
の
重
い
口
を
開
い
た
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そ
う

で
す
ね

学
校
で
も
友
達
と
は
そ
れ
な
り
に
上
手
く
や

て
き
た
と
思
い
ま
す
し

 
今
の
自
分
に
も
満
足
し
て
い
ま
す

皆
さ
ん
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
し
普
通
に
生
活
も
出
来
て

い
ま
す

 
で
も
気
を
遣
わ
れ
て
る
な

て
感
じ
る
時
は
や

ぱ
り
多
い
気
が
す
る
の
で

 
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
に
な

て
い
る
可
能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

ふ
む

だ
か
ら
何
て
い
う
か

今
は
と
て
も
い
い
気
分
で
す

 
だ

て
シ

ナ
さ
ん
は

私
に
全
然
気
を
遣

て
く
れ
な
い
ん
で
す
も
ん

 
そ
の
ナ
ユ
タ
の
言
葉
に
シ

ナ
は

然
と
抗
議
し
た

い
や
い
や
い
や

俺
は
お
前
に
目
茶
目
茶
気
を
遣

て
る
だ
ろ
う
が

矛
盾
し
て
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
正
直
私
も
シ

ナ
さ
ん
と
出
会

て
か
ら
の
事
を

考
え
る
と

 
確
か
に
凄
い
気
を
遣
わ
れ
て
る
の
が
分
か
る
ん
で
す
け
ど

 

で
は
理
解
し
て
て
も

何
故
か
全
然
そ
ん
な
気
が
し
な
い
ん
で
す
よ
ね

何
だ
そ
れ
は
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そ
し
て
ナ
ユ
タ
は
考
え
な
が
ら
言

た

多
分
で
す
け
ど
普
通
気
を
遣
わ
れ
る
時

て
相
手
に
何
か
不
利

を

え
て
る
じ

な
い

で
す
か

 
で
も
シ

ナ
さ
ん
か
ら
は

そ
う
い
う
の
を
一
切
感
じ
な
い
ん
で
す
よ

何
で
で
す
か

あ
あ

ま
あ
俺
は

自
分
が
や
り
た
い
事
を
好
き
に
や

て
い
る
だ
け
だ
か
ら
な

 
多
分
そ
う
い
う
の
を

ナ
ユ
タ
は

感
に
感
じ
取

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

あ
あ

そ
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

こ
い
つ
は
意
外
と
言
い
に
く
い
事
を
ハ

キ
リ
言
う
な
ま
あ
普

は
上
手
く
い

て
る

て

な
ら

 
学
校
で
は
そ
う
じ

な
い
ん
だ
ろ
う
し
俺
の
前
で
だ
け
素
で
話
し
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
シ

ナ
は

自
身
の
高
校
時
代
の

験
か
ら

 
思

た
事
を
ハ

キ
リ
言
う
事
の
リ
ス
ク
を

知
し
て
い
た

 
な
の
で
そ
う
い

た
考
え
に
至

た
の
だ
が

そ
れ
は
真
実
で
あ

た

 
ナ
ユ
タ

優
里
奈
は
今

と
て
も
楽
し
か

た

 
普

な
ら
言
わ
ず
に
我
慢
し
て
い
た
よ
う
な
事
も
シ

ナ

八
幡
相
手
な
ら
い
く
ら
で
も
言
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う
事
が
出
来

 
そ
れ
に
対
し

よ
く
学
校
で
見
ら
れ
る
よ
う
な

え

そ
ん
な
の
あ
り
え
な
く
な
い

そ
ん
な

無
い
じ

ん

何
そ
れ

意
味
が
分
か
ん
な
い

 

の

ち

と
目
先
の
変
わ

た
意
見
を
否
定
す
る
よ
う
な
向
き
も
一
切
無
く

 
優
里
奈
は
八
幡
の
前
で
は

好
き
な
よ
う
に

舞
う
事
が
出
来
た

 
た
だ
一
つ

八
幡
は
服
装
の
一
部
に
関
し
て
だ
け
は
う
る
さ
か

た
が

 
優
里
奈
は
今
は

そ
の
理
由
も
ち

ん
と
理
解
し
て
い
た

 
そ
の
事
に
つ
い
て
は
今
は
大
人
し
く
言
う
事
を

く
事
に
し
て
い
た

 
い
ず
れ
詩
乃
に
入
れ
知
恵
さ
れ

そ
の
部
分
も
自
由
に
な
る
の
だ
が

 
と
に
か
く
今
の
優
里
奈
は
と
て
も
リ
ラ

ク
ス
し
た
精
神

態
に
置
か
れ
て
い
た
の
だ

た

見
た
事
も
無
い
も
の
に
触
れ

基
本
好
き
な
よ
う
に

舞
え
る

 
こ
れ
も
シ

ナ
さ
ん
と
出
会

た
お
か
げ
で
す
ね
も

と
私
に
色
々
な
も
の
を
見
せ
て
下
さ

い
ね
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ま
あ
お
前
が
満
足
し
て
る
な
ら
そ
れ
で
い
い
さ

は
い

新
し
い
友
達
も

山
出
来
そ
う
で
嬉
し
い
で
す

私
と
も
も
う
友
達
だ
ね

そ
う
だ
な
レ
ン

俺
達
は
も
う
友
達
だ

う
わ

ナ
ユ
さ
ん
変
わ
り
身

よ
し

そ
ろ
そ
ろ
狩
場
に
着
く
ぞ

 
シ

ナ
が
そ
う
言
い
な
が
ら
指
差
す
方
向
を
見
た
レ
ン
と
ナ
ユ
タ
は

 
そ
の
指
差
す
先
に

と
化
し
た
少
し
大
き
め
の

物
が
砂
漠
に
半
分

ま

て
い
る
の

を
見
た

あ
の
中
に
ブ
ラ

ク
を

め
る
か
ら
な

は
い

や

と
着
い
た
か

と
り
あ
え
ず
こ
の

に
は

そ
れ
な
り
に

験
が

げ
る
敵
が
多
く

し
て
い
る

 
あ
の

物
の
外
壁
近
く
を

点
に
し

や
ば
い
時
は
一
時
的
に
中
に
逃
げ
込
む
感
じ
だ
な

俺
の
こ
の
格
好
は

あ
そ
こ
じ

目
立

ち
ま
う
ん
じ

な
い
か
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そ
こ
で
こ
れ
だ

ほ
れ
ナ
ユ
タ

こ
れ
を
使
え

こ
れ
は

あ

私
の
服
と
同
じ
色
だ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
が
差
し
出
し
て
き
た
の
は

レ
ン
が
言

た
通
り

 
何
の
変

も
な
い
ピ
ン
ク
色
の
布
だ

た

こ
れ
は

今
俺
が
同
じ
物
を
か
ぶ

て
み
る
か
ら

少
し
離
れ
た
所
か
ら
見
て
み
ろ

 
そ
の
言
葉
を
受
け

レ
ン
と
ナ
ユ
タ
は
そ
の
場
か
ら
少
し
離
れ
た
後
に

り
向
い
た

あ
れ

お
 
二
人
は
シ

ナ
が
ど
こ
に
い
る
の
か
一

分
か
ら
な
か

た

 
そ
し
て
シ

ナ
が
布
を
取

て

を
現
し

二
人
に
こ
う
言

た

ど
う
だ

案
外
分
か
ら
な
い
も
ん
だ
ろ

う
ん

よ
く
見
れ
ば
分
か
る
ん
だ
け
ど

最
初
は
気
付
か
な
か

た
よ

だ
な

こ
ん
な
物
で
も
使
え
る
も
ん
な
ん
だ
な
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分
か

て
く
れ
た
か

そ
れ
じ

あ
狩
り
を
開
始
す
る

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

久
々
に
Ｍ
８
２
を
手
に
し
た

お
お

そ
れ

て
狙
撃
銃

て
奴
か

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

と
り
あ
え
ず
最
初
は
俺
が
あ
る

度
敵
を
間
引
く
か
ら

 
二
人
は
先
ず
銃
で
の
戦
闘
に
慣
れ
る
よ
う
に
確
実
に
敵
に

を
命
中
さ
せ
る
事
を
考
え
て
く

れ
は
い

お
う

 
こ
う
し
て
狩
り
が
始
ま
り

シ

ナ
の
力
も
あ

て

二
人
は
ど
ん
ど
ん

験

を

い
で

い

た
ス
テ

タ
ス
の

り
方
は
ど
う
し
よ
う
か
な

そ
う
だ
な

ん

ち

と
待
て

誰
か
来
た

え

ど
こ
ど
こ

街
の
方
か
ら
だ
な

誰
か
が
走

て
く
る
み
た
い
だ
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え

走

て

じ

な
く
て

み
た
い
だ
な

ん

あ
れ
は

 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と

を
取
り
出
し
て
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

ど
う
や
ら
知
り
合
い
だ

二
人
は
ち

と
こ
こ
に

れ
て
て
く
れ

 
俺
が
指
を
鳴
ら
し
た
ら

一

に
あ
い
つ
に
襲
い

か

て
み
ろ

え
え

知
り
合
い
な
ん
だ
よ
ね

お
う

ま
あ
遊
び
み
た
い
な
も
ん
だ

サ
プ
ラ
イ
ズ
か

ま
あ
そ
う
だ
な

よ
し

そ
れ
じ

あ
頼
む
ぞ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

そ
の
人
物
か
ら
見
え
る
よ
う
に

を
現
し

立
ち
上
が

た

 
そ
の
人
物
は

ギ
ク

と
し
た
よ
う
に
立
ち
止
ま
る
と

じ

と
こ
ち
ら
を
見
た

 
そ
し
て
特
徴
的
な
Ｍ
８
２
の
シ
ル
エ

ト
が
見
え
た
の
か
直
ぐ
に
誰
な
の
か
気
付
い
た
よ
う

で 
嬉
し
そ
う
に
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

お

シ

ナ
じ

ね
え
か

元
気
か
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お
う

お
前
も
元
気
だ

た
か

闇
風

こ
ん
な
所
で
奇
遇
だ
な

一
人
で
狩
り
か

お
う

ま
あ
そ
ん
な
所
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
シ

ナ
は

パ
チ

と
指
を
鳴
ら
し
た

 
そ
の

間
に
レ
ン
と
ナ
ユ
タ
が

か
ら
闇
風
に
襲
い

か
り

 

か
ら
闇
風
の

に
銃
を
突
き
つ
け
た

は
ず
だ

た

そ
し
て
そ
の
場
に
一

の
風

が

い
た
後

 
気
が
付
く
と
そ
こ
に
は
誰
も
お
ら
ず
レ
ン
は
ナ
ユ
タ
に
ナ
ユ
タ
は
レ
ン
に
銃
を
突
き
つ
け

て
い
た

あ
れ

む
む

 
そ
ん
な
二
人
の
こ
め
か
み
に

二
丁
の
銃
が
突
き
つ
け
ら
れ

二
人
は
驚
い
て

ま

た

シ

ナ

こ
の
ち
び

こ
と
グ
ラ
マ

さ
ん
は
ど
な
た

お
う

俺
の
知
り
合
い
だ
な

ち
な
み
に
二
人
と
も
ル

キ

だ

く

ま
た
女
の
子
の
知
り
合
い
が

え
や
が

た
の
か
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二
人
に
銃
を
突
き
つ
け
て
い
た
の
は
闇
風
だ

た

そ
の
あ
ま
り
の
速
さ
に
二
人
は
驚
い
た

 
特
に
レ
ン
の
受
け
た
衝
撃
は
す
さ
ま
じ
か

た
よ
う
だ

凄
い

私
も
あ
ん
な
風
に
動
け
た
ら

ま
た

を
上
げ
た
か

闇
風

お
う

多
分
バ
イ
ト
の
お
か
げ
だ

は
は

な
る
ほ
ど
な

 
そ
し
て
闇
風
は
銃
口
を
下
げ

二
人
に
自

紹
介
を
し
た

俺
の
名
は
闇
風

Ｇ
Ｇ
Ｏ
一
の
ス
ピ

ド
ス
タ

だ

宜
し
く
な

私
は
レ
ン
と
言
い
ま
す

師
匠

し

師
匠

俺
は
ナ
ユ
タ
だ

宜
し
く
な

お
お
う

見
た
目
に
よ
ら
ず
ワ
イ
ル
ド
な

 
闇
風
は
面
白
そ
う
に
そ
う
言

た

で

師
匠

て
の
は
何
の
事
だ

は
い

私
も
あ
ん
な
風
に
速
く
動
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
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お

中
々
見
所
が
あ
る
ち
び

こ
だ
な

は
い

私

ち
び

こ
で
す

お

お
う

そ
れ
は
見
れ
ば
分
か
る
が

 
そ
し
て
シ

ナ
が

横
か
ら
レ
ン
に
向
か

て
言

た

レ
ン
は
闇
風
み
た
い
に
な
り
た
い
の
か

う
ん

そ
う
か
そ
う
か

よ
し
闇
風

こ
い
つ
の
師
匠
に
な
れ

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
け
ど
よ

シ

ピ

ゲ
ル
も
い
な
く
な

ち
ま

た
し
な

お
い

そ
の
名
前
は

あ

悪
い

 
レ
ン
と
ナ
ユ
タ
に
は
何
の
事
か
分
か
ら
な
か

た
が

そ
の
場
は
微

な
雰
囲
気
に
な

た

 
だ
が
そ
れ
を

す
る
か
の
よ
う
に

闇
風
が
レ
ン
に
言

た

よ
し

俺
が
お
前
の
師
匠
に
な

て
や
る
よ

 
ま
あ
俺
も
忙
し
い
か
ら
付
き

き
り

て
の
は
無
理
だ
け
ど
な

宜
し
く
な

レ
ン

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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レ
ン
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
闇
風
に

を
下
げ
た

と
り
あ
え
ず
ス
テ

タ
ス
は

し
ば
ら
く
は
Ａ
Ｇ

に
全

り
だ
か
ら
な

は
い

た
ら
ち

と

全
力
で
走

て
み
ろ

分
か
り
ま
し
た

師
匠

 
そ
し
て
レ
ン
は
言
わ
れ
た
通
り
に
走
り
出
し
自
分
の
速
度
が
確
実
に
上
が

て
い
る
事
を
実

感
し
た

速
く
な

て
ま
す

師
匠

お
う

ス
テ

タ
ス
が
上
が

た
ら

必
ず
そ
う
や

て
全
力
で
走

て

 
自
分
の
最
高
速
度
を
常
に

し
て
お
く
よ
う
に
す
る
ん
だ
ぞ

は
い

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

シ

ナ
が
言

た

い
い
師
匠
と
い
い
弟
子
に
な
り
そ
う
だ
な

お
う
よ

う
ん
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そ
れ
じ

あ
レ
ン
の
事
は
今
後
お
前
に
任
せ
る
が
い
い
か
闇
風
こ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お

け
よん

う
わ

 
そ
の
闇
風
の
目
の
前
に

い
き
な
り
Ｍ
８
２
の
銃
口
が
向
け
ら
れ
た

レ
ン
に
リ
ア
ル
で
手
を
出
そ
う
と
し
た
ら

え
お
前
で
も
容

は
し
な
い

 
社
会
的
に

殺
し
て
や
る
か
ら
な

お

お
う

分
か

た

パ
パ

誰
が
パ
パ
だ

 
そ
ん
な
シ

ナ
の

を
見
て

レ
ン
は
恥
ず
か
し
そ
う
に

を

ら
め

 
ナ
ユ
タ
は
そ
れ
を
少
し

ま
し
そ
う
に
見
て
い
た

で

ナ
ユ
タ
ち

ん
は
ど
う
す
る

そ

ち
も
俺
が
面
倒
を
見
る
か

い
や

実
は
ナ
ユ
タ
は
今

俺
の
秘
書
の
よ
う
な
事
を
し
て
い
て
な

 
そ
こ
ま
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
い
る
時
間
は
無
い
と
思
う
か
ら

 
ナ
ユ
タ
は
基
本
俺
が
少
な
い
時
間
を

に
活
用
し
て
そ
れ
な
り
に
戦
え
る
よ
う
に
し
て
お
く

わ
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お

そ
う
な
の
か

事
情
は
分
か

た

そ
れ
で
な

シ

ナ

 
丁
度
い
い
機
会
だ

是
非
こ
れ
を
見
て
欲
し
い
ん
だ
よ

ん

何
だ

こ
れ
だ

 
そ
う
言

て
闇
風
が
取
り
出
し
た
の
は

光
剣
だ

た

お

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
で
ユ
ニ

ト
を
も
ら

た
の
か

お
う

他
の
何
人
か
も
も
ら

た
ら
し
い

イ
コ
マ
が
大
忙
し
だ
な

で

何
て
名
前
に
し
た
ん
だ

光
石

色
は
紫
だ

な
る
ほ
ど

お
前

く
て
い
い
じ

な
い
か

だ
ろ

 
そ
ん
な
二
人
の
遣
り
取
り
を
見
て

レ
ン
が
シ

ナ
に

ね
た

シ

ナ
さ
ん

そ
れ

て
何
で
す
か

ん

こ
れ
か

こ
れ
は
要
す
る
に

何
で
も

れ
る
剣
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
シ

ナ
は
ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
を
取
り
出
し
て
刀
身
を
出
現
さ
せ
レ
ン
に
見
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せ
たわお

お

 
そ
れ
を
見
て
レ
ン
は
感

し

ナ
ユ
タ
は
目
を
見
張

た

確
か
に
凄
く

れ
そ
う
で
す
ね

お
う

し
に
何
か

て
み
る
か

よ
し
闇
風

を
出
せ

ホ
ワ
イ

一
応

く
が

何
の

に

今
言

た
だ
ろ

し

り
だ

ウ

イ
ウ

イ
ウ

イ

そ
う
く
る
な
ら

俺
も

抗
さ
せ
て
も
ら
う

ほ
う

く
ら
え

お

と

 
そ
し
て
二
人
は
剣
を
持

て
対
峙
し

何
合
か
打
ち
合

た

 
シ

ナ
は
明
ら
か
に
手
加

し
て
い
た
が

闇
風
は
と
に
か
く
必
死
だ

た

う

お

怖
え
え
え
え
え
え
え
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ま
だ
ま
だ
だ
な

ま
あ
頑
張

て
練

し
て
く
れ

 

と

さ
す
が
に
こ
れ
じ

あ
エ
ネ
ル
ギ

も
直
ぐ
尽
き
る
か

だ
な

そ
れ
じ

あ
こ
こ
は
引
き
分
け

て
事
で

引
き
分
け

ど
こ
が

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
を
取
り
出
し
て
闇
風
の
目
の
前
に
突
き
つ
け
た

うさ
て

そ
れ
じ

あ
遠

な
く
真

二
つ
に
さ
せ
て
も
ら
う
か

な
な
ん
て

な
二
本
目
と
か
ず
る
い
ぞ

で
も
そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

シ

シ

ナ
さ
ん

師
匠
を
殺
さ
な
い
で
下
さ
い

 
そ
こ
で
レ
ン
が

て
て
闇
風
を
か
ば
い

闇
風
は
感
動
の
あ
ま
り
レ
ン
の

を

で
た

レ
ン
ち

ん
は
い
い
子
や

 
そ
れ
を
見
た
シ

ナ
は
い
き
な
り
そ
の
闇
風
の

目

け
て
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
を

り
下
ろ
そ

う
と
し

 
闇
風
は

て
て
手
を
引
い
た

う
お
お
お
お
お
お



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

俺
の
許
可
無
く
レ
ン
の

を

で
る
ん
じ

ね
え

お

お
ま

危
な
い
だ
ろ

チチ

今
チ

て
言

た
か

待
て
闇
風

誰
か
来
る

む
 
そ
し
て
シ

ナ
は

を
取
り
出
し
て

り
を
見
回
し
残
る
三
人
は
そ
の

に

張
し

た
レ
ン

ナ
ユ
タ

二
人
で
さ

き
の
布
を
か
ぶ

て

れ
る
ん
だ

 
闇
風
は
こ

ち
へ
来
て
俺
と
一

に

れ
ろ

 
そ
の
指

通
り

四
人
は
腹
ば
い
に
な
り

の
上
か
ら
ピ
ン
ク
の
布
を
か
ぶ

た

敵
か

お
う

見
て
み
ろ

 
そ
し
て
闇
風
は

を

き
込
み

驚
い
た
声
で
言

た

お

お
い

あ
れ

ゼ
ク
シ

ド
じ

な
い
か

復
帰
し
て
た
の
か
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ら
し
い
な
さ
す
が
に
レ
ン
と
ナ
ユ
タ
の
デ
ビ

戦
の
相
手
が
あ
い
つ

て
の
は

が
重
い

か
俺
達
で
や
る
か

そ
う
だ
な

せ

か
く
だ
し

お
前
に
や
ら
せ
て
や
る
よ

 
レ
ン

ナ
ユ
タ

お
前
ら
は
こ
の
闇
風
と

今
か
ら
来
る
奴
の
戦
い
を
よ
く
見
て
お
く
ん
だ

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
も
最
強
ク
ラ
ス
の
戦
い
な
ん
て

滅
多
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
か
ら

 
こ
の
機
会
に
色
々
と
学
ぶ
ん
だ
ぞ

は

は
い

お
う

 
そ
し
て
シ

ナ
は
立
ち
上
が
る
と
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
時
に
使

た
信

を
空
へ
と
打
ち
上

げ
た

 
むゼ

ク
シ

ド
さ
ん

あ
の
信

て

シ

ナ
か
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こ
の

り
で
狩
り
を
し
よ
う
か
と

の
速
度
を
落
と
し

 
の
ん
び
り
と
走

て
い
た
ゼ
ク
シ

ド
達
は

て
て

を

め
て
外
に
飛
び
出
し

 

を
盾
に
し
て

囲
を

し
始
め
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ
そ
こ
に
人
が

あ
れ
は

シ

ナ
と
闇
風
か

他
に
も
二
人
い
る
み
た
い
だ
が

攻
撃
し
て
く
る
気
配
は
無
さ
そ
う
で
す
ね

み
た
い
だ
な

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
達
か
ら
少
し
離
れ
た
所
で
四
人
は
立
ち
止
ま
り

 
闇
風
が
一
歩
前
に
出
て

ゼ
ク
シ

ド
に
向
け
て
叫
ん
だ

よ

ゼ
ク
シ

ド

復
帰
し
て
た
ん
だ
な

俺
が
復
帰
祝
い
を
し
て
や
る
よ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
俺
と
戦
え
な
く
て
残
念
だ

た
ん
だ
ろ

今
か
ら
こ
こ
で

俺
と
タ
イ
マ

ン
だ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ゼ
ク
シ

ド
は
ブ
ル

と
武
者

い
を
す
る
と
銃
を

え
て
立
ち
上

が

た
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第
４
３
６
話
 
弟
子

い
い
だ
ろ
う

そ
の
挑
戦

受
け
て
た
つ

は

挑
戦
だ

お
前
は
今
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
は
出
れ
な
か

た
ん
だ

 
ラ
ン
キ
ン
グ
制
度
が
あ

た
ら
確
実
に
俺
の
方
が
上
に
な

て
る

つ

の

そ
う
い
う
事
は

僕
に
一
度
で
も
勝

て
か
ら
言

て
く
れ

お
う

こ
こ
で
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
る

 
そ
う
言
い
合
う
二
人
を
横
目
に

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
シ

ナ
の
下
に
歩
い
て
き
た

お
う

久
し
ぶ
り

こ
れ

て
ど
ん
な

況

今
日
は
二
人
の
新
人
に
レ
ク
チ

に
来
て
た
ん
だ
が

 
さ

き
た
ま
た
ま
闇
風
と
会

て
な
そ
し
た
ら
そ
こ
に
そ

ち
が
来
た
と
ま
あ
そ
ん
な
感

じ
だな

る
ほ
ど
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そ
し
て
二
人
は
レ
ン
と
ナ
ユ
タ
に
向
き
直
り

自

紹
介
を
し
た

私
は
ユ

コ
だ
よ

私
は
ハ
ル
カ

宜
し
く
ね

新
人
さ
ん
達

レ
ン
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ナ
ユ
タ
だ

宜
し
く
な

こ
の
二
人
は
俺
の

あ

俺
達
の
こ
こ
で
の
関
係

て
何
だ

こ

ち
に

ら
な
い
で
よ

何
だ
ろ
う
ね

ま
あ
顔
見
知
り
く
ら
い
が
丁
度
い
い
ん
じ

な
い
か
な

ま
あ
そ
う
か

で

あ
い
つ
の
調
子
は
ど
ん
な
感
じ
だ

 
シ

ナ
は
そ
う

二
人
に
ゼ
ク
シ

ド
の
様
子
を

ね
た

ど
う
な
ん
だ
ろ

ブ
ラ
ン
ク
が
結

あ
る
し
ね

リ
ア
ル
に
関
し
て
は
少
な
く
と
も
か
な
り
戸
惑

て
る
み
た
い
⻑
い
夢
を
見
て
い
た

て

感
じ
か
な

だ
ろ
う
な

あ
い
つ
が
真
実
を
知

た
ら
ど
う
な
る
か

楽
し
み
だ
わ

そ
う
い
え
ば

あ
ん
た
に
色
々
質
問
し
た
い

て
言

て
た
け
ど
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あ
ん
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
と
二
人
き
り
で
は
会
わ
な
い
よ
う
に
し
て
る
ん
だ

て

お
う

も
し
何
か
の
は
ず
み
で
バ
レ
た
ら
ま
ず
い
か
ら
な

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
顔
を
見
合
わ
せ

楽
し
そ
う
に
笑

た

ま
あ
私
達
も

う

か
り
余
計
な
事
を
言
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
わ

お
う

頼
む
わ

任
せ
と
い
て

 
あ
の
同
窓
会
の
時
と
比
べ
る
と
八
幡
と
二
人
と
の
関
係
は
劇
的
に

し
た
と
言
え
よ
う

 
二
人
も
ど
う
や
ら
今
く
ら
い
の

離
感
が
心
地
よ
い
ら
し
く

 
二
人
は
以
前
よ
り
は

確
実
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
楽
し
む
事
が
出
来
て
い
る
よ
う
だ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
始
め
る
か

お
う

僕
は
い
つ
で
も
い
い
よ

 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
言
い
方
が

少
し

張
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た

 
シ

ナ
は
少
し
考
え
た
後
に
ゼ
ク
シ

ド
に
こ
う
言

た
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お
前

普

は
俺
の
く
せ
に

ち

と
気
取
り
た
い
時
は
自
分
の
事
を
僕

て
言
う
よ
な

 

え
ば
Ｂ
ｏ
Ｂ
前
の
対
談
の
時
と
か

な

べ

別
に
い
い
じ

な
い
か

お
う

別
に
い
い
ぞ

た
だ
ち

と
面
白
い

て
思

た
だ
け
だ
か
ら
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ぐ
ぬ
ぬ

態
の
ゼ
ク
シ

ド
に
言

た

ど
う
や
ら

の
力
は
抜
け
た
み
た
い
だ
な

えそ
れ
じ

あ
カ
ウ
ン
ト
す
る
ぞ

二
人
と
も

好
き
な

置
取
り
を
と

て
く
れ

お
い

シ

ナ

さ

さ
と
動
け

行
く
ぞ

五

四

三

二

一

ス
タ

ト

く行
く
ぞ
コ
ラ

 
そ
し
て
二
人
の
戦
い
が
始
ま

た

ゼ
ク
シ

ド
は
ブ
ラ
ン
ク
を
も
の
と
も
せ
ず

 
以
前
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
パ
フ

マ
ン
ス
を

り
広
げ

 
闇
風
は
闇
風
で

存
分
に
そ
の
機
動
力
を
生
か
し
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ゼ
ク
シ

ド
の
攻
撃
を
か
わ
し
な
が
ら
高
速
で
動
き
続
け
て
い
た

ね

こ
れ

ど

ち
が
勝
つ
の

残
念
な
が
ら
闇
風
だ
な

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

銃
の
み
の
戦
い

て

件
な
ら

今
の
あ
い
つ
は
俺
よ
り
も
強
い
か
ら
な

 
ハ
ル
カ
の
質
問
に

シ

ナ
は
あ

さ
り
と
そ
う
答
え
た

前
回
の
戦
争
で
ゼ
ク
シ

ド
に
負
け
て
か
ら

 
あ
い
つ
は
こ
の
時
の

に
色
々
研
究
し
て
た
み
た
い
だ
か
ら
な

 
特
に
対

と
か
を
す
る
余

の
無
か

た
ゼ
ク
シ

ド
に
は

 
今
の
あ
い
つ
の
相
手
は

が
重
い
だ
ろ
う
な

な
る
ほ
ど
ね

ま
あ
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
も
実
は
研
究
熱
心
み
た
い
だ
し

 
こ
の
ま
ま
い
い
ラ
イ
バ
ル
関
係
を
続
け
て
い
く
事
に
な
る
の
か
な

ま
あ
楽
し
い
の
が
一
番
だ
か
ら

い
い
ん
じ

な
い
か

う
ん

今
回
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ね

シ

ナ
さ
ん
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あ
り
が
と
う

シ

ナ
さ
ん

 
二
人
に
そ
う
お

を
言
わ
れ

シ

ナ
は
少
し

れ
た
様
子
で

を
か
い
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

誤
魔
化
す
よ
う
に
レ
ン
に
言

た

ど
う
だ

レ
ン

闇
風
の
戦
い
は

あ
の

さ
で
動
き
な
が
ら
敵
に
攻
撃
を
当
て
る
の

て

い
そ
う

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
意
表
を
突
か
れ

面
白
そ
う
に
言

た

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

レ
ン
も
頑
張

て
あ
あ
い
う
の
に
慣
れ
る
ん
だ
ぞ

う
ん

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
決
着
が
つ
き
そ
う
だ
し

戦
い
を
止
め
る
か

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
を
抜
く
と
二
人
の
間
に
向
け
て
突
撃

し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
今
ま
さ
に
ゼ
ク
シ

ド
の
急
所
に
銃

を
打
ち
込
も
う
と
し
て
い
た
闇
風

の
目
の
前
に

 
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
を

り
下
ろ
し

闇
風
は

て
て
飛
び
退

た

う
お

何
で

魔
す
る
ん
だ
よ
シ

ナ

も
う
少
し
だ

た
の
に
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そ
こ
ま
で
だ
闇
風

ど
う
だ

ゼ
ク
シ

ド

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て

ゼ
ク
シ

ド
の
目
を
じ

と
見
つ
め
た

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
た
め
息
を
付
き
な
が
ら
こ
う
言

た

僕
の
負
け
だ

だ

そ
う
だ

う

お

お
う

そ
れ
な
ら
オ

ケ

だ

 
そ
し
て
闇
風
は

ゼ
ク
シ

ド
に
歩
み
寄
る
と

手
を
差
し
出
し
た

何
だ

ラ
イ
バ
ル

て
の
は

戦

た
後
に
は
こ
う
や

て

手
を
す
る
も
ん
だ

ラ
イ
バ
ル
ね

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

あ

さ
り
と
そ
の
手
を

り

闇
風
に
言

た

次
は
負
け
な
い

お
う

今
回
は
さ
す
が
に
俺
に

利
す
ぎ
る
フ

ル
ド
だ

た
し

 
今
度
は
別
の
場
所
で

ま
た
や
ろ
う

 
そ
こ
に
戦
い
の
様
子
を
見
守

て
い
た
残
り
の
四
人
も
駆
け
寄
り
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レ
ン
と
ナ
ユ
タ
は
闇
風
を

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
ゼ
ク
シ

ド
を
労

た

さ
す
が
で
す

師
匠

や
る
じ

ね
え
か

お
う

も

と
褒
め
て
く
れ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

次
は
勝
ち
ま
し

う

戦
し
て

勝
す
る
事
な
ん
て
無
理
な

で
す
し
大
事
な
戦
闘
で
最
後
に
立

て
い
ら
れ
る

よ
う
に

 
こ
れ
か
ら
も
一

に
頑
張
り
ま
し

う

確
か
に
そ
う
だ
よ
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

ゼ
ク
シ

ド
に
も
レ
ン
と
ナ
ユ
タ
の
事
を
紹
介
す
る
事
に
し
た

ゼ
ク
シ

ド

こ
れ
は
レ
ン
と
ナ
ユ
タ

俺
の
知
り
合
い
で

新
人
だ

レ
ン
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ナ
ユ
タ
だ

宜
し
く
な

僕
は
ゼ
ク
シ

ド

宜
し
く
ね

 
そ
の
気
取

た
言
い
方
に

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
思
わ
ず

き
出
し
た
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ゼ
ク
シ

ド
は
少
し
顔
を

く
し
た
が

特
に
何
も
言
う
事
は
無
か

た

言

て
お
く
が
ゼ
ク
シ

ド

こ
の
二
人
に
手
を
出
し
た
ら
リ
ア
ル
に
殺
す
か
ら
な

お

お
う

分
か

た

 
ゼ
ク
シ

ド
は

そ
の
シ

ナ
の
剣
幕
に
少
し
び
び

た
の
か

素
直
に
そ
う
答
え
た

 
そ
の

間
シ

ナ
が

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
声
を
上
げ
た

何
か
来
る

か
な
り
の
大
人

だ

み
ん
な

れ
ろ

 
そ
の
言
葉
通
り

地
平
線
に
砂

が
上
が

て
お
り

 
ゼ
ク
シ

ド
は

て
て

を

内
に

め
て
あ

た
ブ
ラ

ク
の
隣
に
移
動
さ
せ

 
シ

ナ
は
人

分
の
ピ
ン
ク
の
布
を
配
り

 
全
員
は
先
ほ
ど
レ
ン
達
が

ん
で
い
た
場
所
へ
と
移
動
し

様
子
を

た

な

内
に

れ
た
方
が
良
く
な
い
か

あ
あ
い
う
い
か
に
も

れ
や
す
そ
う
な
場
所
よ
り
も

 
こ
う
い
う
意
外
な
場
所
の
方
が
見
つ
か
ら
な
い
も
ん
な
ん
だ
よ

奇
襲
も
か
け
や
す
い
し
な

ま
あ
確
か
に
そ
う
か

に
気
を
取
ら
れ
て
く
れ
れ
ば

そ
れ
自
体
が

に
な
る
し
な

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ

一
同
は
息
を

め
て
そ
の
集
団
を
見
つ
め
て
い
た
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あ
れ
は

見
た
感
じ

平
家
軍
に
い
た
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

が
多
い
み
た
い
だ
が

モ
ブ
狩
り
だ
ろ
う
な

ま
あ
ど
こ
か
と
カ
チ
合

た
ら
そ
の
ま
ま

集
団
に
変
わ
る
ん
だ
ろ

う
ど
う
す
る

そ
う
だ
な

た
ま
に
は

手
に
や
る
か

お

い
い
ね
い
い
ね

そ
う
い
う
の

大
好
物
だ

ゼ
ク
シ

ド
は
ど
う
す
る

元
同

だ
ろ

僕
は
別
に

あ
の
時
は
お
前
と
戦
い
た
い
か
ら
平
家
軍
に
所
属
し
た
だ
け
で

 
今
こ
こ
で
あ
え
て
あ

ち
に
つ
く
理
由
が
な
い

オ

ケ

だ

ま
あ
こ
の
三
人
が
い
る
ん
だ

負
け
る
可
能
性
は
ま

た
く
無
い
だ
ろ

 
そ
れ
は
ま
さ
に

た
ま
た
ま
こ
こ
に
通
り
か
か

た
こ
の
集
団
に
と

て
の
災
厄
だ

た

 
シ
ノ
ン

り
は

は
あ
る
だ
ろ
う
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ト

プ
ス
リ

が
こ
こ
に
い
る
の
だ

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
レ
ン
と
ナ
ユ
タ
と
一

に
動
い
て
く
れ

二
人
の
事

頼
む
な

う
ん

分
か

た
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俺
は
こ
の
場
で
狙
撃
で
前
衛
の
サ
ポ

ト
を
す
る

 
ゼ
ク
シ

ド
と
闇
風
は

敵
の
リ

ダ

い
連
中
を
狙

て
く
れ

 
残
り
の
四
人
は
そ
の
後
ろ
か
ら
敵
の
残

を
殲
滅
だ
敵
の

は
こ
ち
ら
の
三
倍

ち
だ

 
ま
あ
そ
れ
で
問
題
な
く
片
付
く
は
ず
だ

 
敵
は
ま
だ

こ
ち
ら
に
は
ま

た
く
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
で

 
の
ん
び
り
と
モ
ブ
狩
り
の
準
備
を
し
て
る
所
だ

た

行
く
ぞ

お
う

 
そ
し
て
闇
風
と
ゼ
ク
シ

ド
の
射
撃
か
ら
戦
い
は
幕
を
上
げ
た

 
二
人
は
何
度
も
や
り
あ

て
い
る

お

い
の
動
き
を
そ
れ
な
り
に

し
て
お
り

 
息
の
あ

た
動
き
で
連

す
る
事
が
出
来
た

や
る
じ

ね
え
か

そ

ち
も
な

 
何
度
か
被

し
そ
う
に
な
る
場
面
も
あ

た
が

そ
れ
は
シ

ナ
が
狙
撃
で
潰
し
て
い
た

危
ね
え

て

さ

す
が
シ

ナ
だ

的
確
な
援
護
を
し
て
く
れ
る
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だ
な

俺
も
ま
さ
か
こ
ん
な
に
戦
闘
が
楽
だ
な
ん
て

初
め
て
の

験
だ

お

俺
が
出
た
か

調
子
出
て
き
た
じ

な
い
か
よ

ゼ
ク
シ

ド

て
な
い
で
敵
を
倒
す
事
に
集
中
し
ろ

も
ち
ろ
ん
だ

 
一
方
奇
襲
を
受
け
た
側
は
相
手
が
た

た
二
人
で
無
謀
と
も
言
え
る
突
撃
を
し
て
き
た
の
に

 

果
的
な
反
撃
が
出
来
な
い
で
い
た

体
に
言
う
と
相
手
の
格
に
飲
ま
れ
て
い
た
の
で
あ

る
闇
風
と
ゼ
ク
シ

ド
だ

シ

ナ
も
い
る
ぞ

何
で
あ
い
つ
ら
が
組
ん
で
る
ん
だ
よ

こ
ん
な
の
勝
て
る

が
ね
え

 
そ
し
て
そ
の
集
団
は
混
乱
し

そ
こ
に
レ
ン
達
四
人
か
ら
の
面
で
の
射
撃
を

び

 
バ
タ
バ
タ
と
倒
さ
れ
て
い

た

倒
さ
な
い
と
こ

ち
の
仲
間
が
倒
さ
れ
る
だ
け
よ

頑
張

て

静
さ
を
失
わ
な
い
よ
う
に
ね

が
切
れ
た
ら
落
ち
着
い
て
マ
ガ
ジ
ン
を
交
換
し
て

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も

さ
す
が
場

を

ん
で
い
る
だ
け
あ
り
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初
め
て
人
を
撃
つ
事
に
な
る
二
人
に
そ
う
声
を

け
て
落
ち
着
か
せ
る
事
に
成
功
し
て
い
た

よ
し

レ
ン

行
け

 
突
然
シ

ナ
が
レ
ン
に
そ
う
声
を

け

 
レ
ン
は
そ
の
言
葉
を
受
け

か
れ
る
よ
う
に
突
撃
を
開
始
し
た

う
お
お
お
お
お
お

お

レ
ン

来
た
か

う
ん

シ

ナ
さ
ん
に
言
わ
れ
た
の

そ
う
か

絶
対
に
足
を
止
め
る
な
よ

俺
の
動
き
を
思
い
出
せ

は
い

 
そ
し
て
レ
ン
は

シ

ナ
の
サ
ポ

ト
を
受
け
つ
つ
も

見
事
に
多

の
敵
を
撃
ち
倒
し
て

い

た
お
い
ゼ
ク
シ

ド

俺
達
も
負
け
て
ら
れ
な
い

こ
こ
ま
で
敵
の

が

た
ら
む
し
ろ
彼
女
の
成
⻑
の

に
手
加

す
る
べ
き
じ

な
い
か

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
だ
な

よ
し

サ
ポ

ト
に
徹
す
る
か
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こ
う
し
て
三
倍
の
敵
を
相
手
に

仲
間
達
は
見
事
な
殲
滅
戦
を

り
広
げ

 

も
無
く
こ
の
戦
闘
は
終
了
す
る
事
と
な

た

よ
く
や

た
な

レ
ン

ナ
ユ
タ

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ン
の

を

で
た

 
ナ
ユ
タ
の

を

で
る
の
は
そ
の
大
人
び
た
外
見
の
せ
い
も
あ
り
遠

し
て
い
る
よ
う
だ

頑
張
り
ま
し
た

お
う

頑
張

た
な

俺
は
後
方
で
敵
を
撃

て
た
だ
け
だ
け
ど
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ナ
ユ
タ
は
レ
ン
の

を

で
る
シ

ナ
の
手
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た

ん

ナ
ユ
タ

ど
う
し
た

い
や

別
に
何
も

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
そ

と

い
た

い
わ
ね

多
分
あ
の
子
も

を

で
て
欲
し
が

て
る
わ
よ

で
す
で
す

あ
れ
は
絶
対
に
そ
う

え

ま
じ
で
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い
い
か
ら
ほ
ら

騙
さ
れ
た
と
思

て

お

お
う

 
そ
し
て
シ

ナ
は

て
ナ
ユ
タ
の

を

で
た

 
ナ
ユ
タ
は
ビ
ク

と
し
な
が
ら
も

そ
の
手
を

り

う
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

な

な

ん

ナ
ユ
タ

ど
う
し
た

こ
れ

て
や

ぱ
り
ち

と
恥
ず
か
し
い
な

や
め
と
く
か

い
や

別
に
い
い

 
そ
し
て
そ
こ
に

闇
風
と
ゼ
ク
シ

ド
も
合
流
し
た

良
く
や

た
な
レ
ン

悪
く
な
い
デ
ビ

戦
だ

た

あ
り
が
と
う

師
匠

師
匠

二
人
は
師
弟
関
係
な
の
か

お
う

つ
い
さ

き
か
ら
な
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う
ん

そ
う
か

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
に

闇
風
が
言

た

何
だ
よ
ま
た
Ａ
Ｇ

特
化
な
ん
て

目
だ
か
ら
弟
子
に
な
る
の
は
や
め
と
け
と
か
言
い
出

す
の
か

い
や

実

負
け
た
ん
だ

自
説
を
安
易
に
曲
げ
る
つ
も
り
は
無
い
け
ど

 
も
う
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
無
い

そ
れ
に

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

何
か
を
懐
か
し
む
よ
う
な
顔
で
言

た

弟
子

て
い
い
も
ん
だ
よ
な

 
ゼ
ク
シ

ド
は
夢
の
中
で
自
分
の
弟
子
だ

た
二
人
の
少
女
の
事
を
思
い

か
べ
な
が
ら
そ

う
言

た

 
闇
風
は
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
を
不
思
議
そ
う
な
目
で
見
て
い
た
が

 
ゼ
ク
シ

ド
は
空
を
見
上
げ
る
だ
け
で

特
に
そ
れ
以
上
何
も
言
う
事
は
無
か

た

  
一
方
そ
の
弟
子
で
あ
る
双
子
の
少
女
達
は
新
た
な
仲
間
と
共
に
ギ
ル
ド
の
立
ち
上
げ
を
し
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て
い
た

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
結
成
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す

み
ん
な

こ
れ
か
ら
頑
張
ろ
う

最
初
の
目
標
は
こ
の
メ
ン
バ

で
で
の
こ
の

似
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
五
層
ま
で
の
ク
リ
ア

 
そ
の
後
は
手
始
め
に
業
界
第
二

の

模
を

る
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
殴
り
こ
み
を

か
け
る
わ

今
の
僕
ら
は
ま
だ
名
無
し

態
だ
か
ら

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
コ
ン
バ

ト
し
た

で
正
式
に
名
前
を
付
け
る
事
に
な
る
か
ら

 
そ
れ
ま
で
に
キ

ラ
の
名
前
を

自
で
考
え
て
お
く
よ
う
に
ね

 
そ
し
て

日
後

す
さ
ま
じ
い
速
度
で
成
⻑
し
た
彼
ら
は

 
無
事
に

似
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
五
層
を
ク
リ
ア
し
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
へ
の
コ
ン
バ

ト
を
果
た
す

ユ
ウ
キ
シ
ウ
ネ

ジ

ン
テ

チ
タ
ル
ケ
ン
ノ
リ
ク
ロ

ビ
ス
行
く
わ
よ

お
う

 
こ
う
し
て
ア
イ

め
ラ
ン
を
リ

ダ

と
す
る
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
は
そ
の
活
動
を
開
始
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し
た
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第
４
３
７
話
 
優
里
奈

社
⻑
室
へ

二
人
と
も

今
日
は
ど
う
だ

た

と

て
も
楽
し
か

た

八
幡
君

ま
た
遊
ぼ
う
ね

お
う

香
蓮
も
頑
張

て
強
く
な

て
お
く
ん
だ
ぞ

う
ん

凄
く
新
鮮
な
体
験
で
し
た

優
里
奈
は
も
う
ち

と
自
重
し
よ
う
な

 
ロ

ル
プ
レ
イ
を
楽
し
む
の
は
い
い
が
最
初
の
あ
の
格
好
は
さ
す
が
に
危
な
い
か
ら
な
色
々

な
意
味
で

は

い

 
優
里
奈
も
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
が

香
蓮
の
気
合
の
入
り
方
は
凄
か

た

 
香
蓮
は
よ
ほ
ど
レ
ン
と
い
う
キ

ラ
が
気
に
入

た
の
だ
ろ
う

 
ど
う
や
ら
少
し
休

し
た
後

も
う
一
度
ロ
グ
イ
ン
す
る
つ
も
り
ら
し
い

八
幡
君

何
か
ア
ド
バ
イ
ス
と
か
は
無
い
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そ
う
だ
な

し
ば
ら
く
砂
漠
地

で
モ
ブ
を
狩
り
つ
つ
待
ち
伏
せ

を
す
れ
ば
い
い

 
今
の
と
こ
ろ
は
そ
れ
が
最

解
だ
ろ
う
な

そ
の

に
も

囲
の

は

ら
な
い
よ
う
に

な 
あ
と
は

的
に
戦
う
事
だ
な
ま
あ
今
の
香
蓮
は
言
わ
な
く
て
も
や
る
気
満
々
だ
と
思
う

け
ど
な

う

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

 
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
香
蓮
に
言

た

ま
あ
分
か
ら
な
い
事
が
あ

た
ら
闇
風
に

け
ば
い
い

つ
い
で
に
色
々
た
か

て
や
れ

 
せ

か
く
あ
い
つ
の
弟
子
に
な

た
ん
だ
か
ら
な

 
ど
う
せ
な
ら

い
つ
か
あ
い
つ
や
ゼ
ク
シ

ド
を
倒
せ
る
よ
う
に
頑
張

て
く
れ

う
ん

頑
張
る

あ
り
が
と
う

八
幡
君

あ
と
は
美
優
に
も
う
大
丈
夫
だ
と
連

だ
け
し
て
お
く
ん
だ
な
あ
い
つ
は
か
な
り
心
配
し
て

た
か
ら
な

あ

分
か

た

直
ぐ
に
連

す
る
ね

お
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

香
蓮
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香
蓮
さ
ん

ま
た
で
す

八
幡
君

優
里
奈
ち

ん

ま
た
ね

 
そ
し
て
八
幡
と
優
里
奈
は

当
初
の
予
定
通
り
ソ
レ
イ
ユ
へ

る
事
に
し
た

あ
ん
ま
り

い
時
間
ま
で
連
れ
回
す
の
は
ま
ず
い
だ
ろ
う
し

少
し
急
ぐ
か

私
は

わ
な
い
ん
で
す
け
ど

八
幡
さ
ん
は
や

ぱ
り
困
り
ま
す
よ
ね

ん

わ
な
い
の
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
や

 
八
幡
が
あ

さ
り
と
そ
う
言

た

優
里
奈
は
驚
い
た

い
い
ん
で
す
か

そ
れ
は
お
前
が
決
め
る
事
で
あ

て

俺
が
決
め
る
事
じ

な
い
か
ら
な

 
そ
れ
に
俺
が
一

な
ら

危
険
な
目
に
あ
う
事
も
ま
あ
無
い
だ
ろ

ま
あ

そ
れ
は
そ
う
か
も
で
す
が

 
優
里
奈
は
納
得
い
か
な
か

た
の
か

切
り
口
を
変
え
て
八
幡
に
質
問
し
た

未
成
年
を
夜
十
時
以
降
に
働
か
せ
て
い
い
ん
で
す
か

お
う

目
だ
ぞ

だ
か
ら
十
時
以
降
は

料
は
出
さ
な
い
か
ら

好
き
に
し
て
い
い

十
時
に
な

た

間
に
帰
り
た
い
と
か
言

た
ら
ど
う
な
る
ん
で
す
か
ね
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普
通
に
家
ま
で
送
る
だ
け
だ
な

帰
り
た
く
な
い
と
言

た
ら

帰
ら
な
け
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

え
 
そ
の
予
想
外
の
言
葉
に

優
里
奈
は
完
全
に

ま

た

そ
ろ
そ
ろ
ソ
レ
イ
ユ
だ

下
り
る
ぞ

え

あ

あ
の

今
の
は
ど
う
い
う

後
だ
後

い
い
か
ら
下
り
る
ぞ

  
ソ
レ
イ
ユ
に
到
着
す
る
と

何
故
か
受
付
に
は
結
衣
が
座

て
い
た

お
前

こ
こ
で
一
体
何
を
し
て
ん
の

あ

ヒ

キ

久
し
ぶ
り

見
て
分
か
ら
な
い

受
付
だ
よ

 
結
衣
は
あ

さ
り
と
そ
う
言
い

八
幡
は
た
め
息
を
付
き
な
が
ら
言

た

そ
れ
は
分
か
る

て
の

あ
あ

え

と

バ
イ
ト
だ
よ
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そ
の
結
衣
の
言
葉
に

八
幡
は
と
て
も
驚
い
た
よ
う
に
言

た

バ
イ
ト

お
前

受
付
の
仕
事
な
ん
か
出
来
る
の

ほ
ら

社
員
さ
ん
達
の
正

の
仕
事
時
間
は
も
う
と

く
に
過
ぎ
て
る
じ

ん

 
で
も
ビ
ル
自
体
は
も
う
少
し
開
い
て
る
か
ら

そ
の

め
み
た
い
な
感
じ
で

 
本
日
の
業

は
終
了
し
ま
し
た

て
言

て
か
ら
用
件
を

い
て

 
後
日
薔
薇
さ
ん
に

す
だ
け
だ
か
ら
大
丈
夫

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
な
ら
結
衣
に
も
出
来
る
な

も
う

人
を
子

扱
い
し
て

こ
ん
な
時
間
に
飛
び
込
み
で
来
る
人
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
い
な

い
し

 
ま
あ
楽
と
い
え
ば
楽
な
バ
イ
ト
だ
よ
で
も
退
屈
な
ん
だ
よ
ね
あ
ヒ

キ

ん
で

何
で
そ
う
な
る

そ
れ
な
り
に

張
す
る
か
ら

が
こ
る
ん
だ
よ

 
ほ
ら
ほ
ら

業
員
を
労
わ
る
の
も
中
間
管
理
職
の
仕
事
だ
よ

お
前
の

が
こ
る
の
は
別
に

張
の
せ
い
じ

な
い
だ
ろ
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そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
は
結
衣
の
胸
を
じ

と
見
つ
め
た

え

ち

い
や
い
や

今
の
は
お
前
の
誘

に
乗

て
や
る

に

 
あ
え
て
見
た
だ
け
だ
か
ら
セ

フ
だ

俺
は
悪
く
な
い

見
た
事
は
否
定
し
な
い
ん
だ
ね

で

み
は

は

分
か

た
よ

 
そ
し
て
八
幡
は

儀
に
結
衣
の

を

み
結
衣
は
リ
ラ

ク
ス
し
た
表
情
で
八
幡
に

ね
た

で

こ
ち
ら
は

 
結
衣
は

優
里
奈
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

こ
ち
ら
は
櫛
稲
田
優
里
奈

俺
の
特
別
臨
時
秘
書
だ

あ
あ
そ
の
子
が

初
め
ま
し
て
由
比

結
衣
だ
よ
気

に
ユ
イ
ユ
イ

て
呼
ん
で

ね
櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
と
こ
ろ
で
八
幡
さ
ん

ど
う
し
て
さ

き

ユ
イ
ユ
イ
さ
ん
の
胸
を
見
た
ん
で
す
か

 
私
の
胸
に
は
ま

た
く
興
味
を

さ
な
い
の
に
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あ
あ

多
分
そ
れ
は

結
衣
は
高
校
の
時

 
お
前
み
た
い
に
無
防
備
に
俺
に
顔
や
胸
を
近
付
け
て
き
て
た
か
ら

 
そ
れ
で
俺
も
慣
れ
ち
ま

て
る
か
ら
な
ん
じ

な
い
か

 
そ
の
言
葉
に
結
衣
は
顔
を
真

に
し
て
反

し
た

胸
は
近
付
け
て
な
い
し

 
そ
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は

を

め
な
が
ら
優
里
奈
に
言

た

ほ
ら

や

ぱ
り
無
自
覚
だ
ろ

え

え

と

ヒ

キ

本
当
に

お
う

本
気
と
書
い
て
マ
ジ
と

む
く
ら
い
に
は
本
当
だ

そ

そ
う
だ

た

け

 
結
衣
は
本
当
に
心
当
た
り
が
無
か

た

自
信
無
さ
げ
に
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
結
衣
に

優
里
奈
は
こ
う
質
問
し
た

あ

あ
の

ユ
イ
ユ
イ
さ
ん

今
の
遣
り
取
り
か
ら
す
る
と

 
ユ
イ
ユ
イ
さ
ん
が
八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
で
す
か

へ

あ
あ

高
校
の
時
ね

ヒ

キ

は
絶
対
に
あ
た
し
の
気
持
ち
に
気
付
い
て
た
と
思
う
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ん
だ
け
ど

 
そ
れ
を
見
て
見
ぬ
フ
リ
を
し
て
い
る
う
ち
に
フ
ラ

と
い
な
く
な

て

 

て
き
た
ら
も
う
彼
女
が
い
て
ね

本
当
に
ひ
ど
い
男
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど

違
い
ま
し
た
か

で
も
そ
れ
は
ひ
ど
い
で
す
ね

お

お
い

 
珍
し
く
八
幡
は
お
ろ
お
ろ
し
た

そ
れ
を
好
機
と
み
な
し
た
の
か

 
結
衣
は
あ
え
て
胸
を
強
調
し
つ
つ

も
じ
も
じ
し
な
が
ら

り
返
り

八
幡
に
言

た

 
こ
の

り

結
衣
も
ど
う
や
ら
や

と
女
の
武
器
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ

 
も

と
も
そ
れ
は

八
幡
が
相
手
の
時
だ
け
な
の
で
あ

た
が

そ

そ
れ
じ

あ
一
つ
お
願
い
を
し
て
も
い
い

お

お
う

無
茶
な
お
願
い
じ

な
け
れ
ば
な

 
八
幡
は
目
を

大
に

が
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
同
じ
事
を
薔
薇
に
さ
れ
て
も
八
幡
は
何
と
も
思
わ
な
い
の
だ
が

 
や
は
り
結
衣

り
に
そ
う
い
う
事
を
さ
れ
る
と

こ
う
な

て
し
ま
う
の
だ

 
そ
し
て
そ
の
八
幡
の
返
事
に

結
衣
は
上
目
遣
い
で
こ
う
言

た
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無
茶
じ

な
け
れ
ば
い
い
の

お
う

男
に
二
言
は
無
い

や

た

そ
れ
じ

え

と
ね

今
度
の
日
曜
東
京
ビ

グ
サ
イ
ト
に
来
て
欲
し
い
の

 
姫
菜
に
本
の

り
子
を
し
て
く
れ
な
い
か

て
頼
ま
れ
て
て

 
ど
う
し
て
も
あ
と
何
人
か
人
手
が
欲
し
い
み
た
い
な
の

お
願
い

え

や
だ
よ

そ
の
日
は
ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
に
参
加
し
な
い
と
い
け
な
い
し

 
八
幡
は
そ
の
結
衣
の
頼
み
を
即
断

た

え
え
え
え
え
え
え
え
え

い

今
男
に
二
言
は
無
い

て

い
や
い
や

そ
も
そ
も
お
前

海

名
さ
ん
の
作

て
る
本

て

ア
レ
だ
ろ

 
そ
れ
は
男
で
あ
る
俺
が
関
わ

て
い
い
本
じ

な
い

え

何
で

え
 
そ
し
て
八
幡
と
結
衣
は
し
ば
ら
く
き

と
ん
と
見
つ
め
合

て
い
た
が

 
先
に
八
幡
が

結
衣
に
こ
う
質
問
し
た

お
前

海

名
さ
ん
か
ら
本
の
内
容
は

い
て
な
い
の
か
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も
ち
ろ
ん

い
て
る
よ

え

と
ね

ヒ

キ

と
キ
リ
ト
君
が

戦
い
の
中
で
友
情
を
深

め
る
話

今

き

て
な
ら
な
い
言
葉
が

こ
え
た
気
が
す
る
ん
だ
が

 
顔
を

く
す
る
八
幡
を
よ
そ
に

結
衣
は
う

と
り
し
た
表
情
で
こ
う
言

た

い
い
よ
ね

戦
い
の
中
で
芽
生
え
る
友
情
の
物
語

あ
た
し
は
い
い
と
思
う
な

お
前
そ
れ

本
気
で
言

て
ん
の
か

え

う
ん

何
か
変

う

む

 
そ
し
て
八
幡
は

優
里
奈
に
こ
う

ね
た

な

優
里
奈
は

て
知

て
る
か

び

で
す
か

は
い

ま
あ
一

常
識
の

囲
で
知

て
ま
す

興
味
は
無
い
で
す
け
ど

ち

と
こ
い
つ
に
説
明
し
て
や

て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
優
里
奈
は
結
衣
の

元
で

ご
に

ご
に

と
何
か

い
た

え

と
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ふ
む
ふ
む

で

八
幡
さ
ん
と
そ
の
キ
リ
ト
さ
ん

て
人
が

え

何
で
ベ

ド

で
く
ん
ず
ほ
ぐ
れ
つ

え
え
え
え
え
え

お

男
同
士
だ
よ
ね

で

そ
の
ま
ま

 
結
衣
は
そ
の
最
後
の
説
明
と
共
に

ま
り
ギ
ギ
ギ
と
音
が

こ
え
る
よ
う
な
仕

で
八
幡
を

見
たえ

え

と

そ
う
な
の

お
う

海

名
さ
ん
は
高
校
の
時
か
ら
そ
う
だ

た
だ
ろ

 
優
美
子
も
当
然
意
味
を
分
か

て
て

態
し
ろ
し

て
言

て
た
の
に

 
お
前
は
意
味
を
理
解
し
な
い
ま
ま
そ
の
会
話
に
参
加
し
て
た
の
か

あ

今
の
モ
ノ
マ
ネ

な
ん
か
優
美
子
に
似
て
た

ヒ

キ

も
う
一
回
や

て

現
実
逃
避
し
て
る
ん
じ

ね
え

で

本
当
に
知
ら
な
か

た
の
か

う
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そ
し
て
結
衣
は

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

え

と
さ

自
分
だ
け
が
知
ら
な
い
の
が
恥
ず
か
し
く
て

 
知

て
る
フ
リ
を
し
ち

う
事

て
あ
る
よ
ね

お
う

友
達
あ
る
あ
る
だ
な

あ

あ
は

ど
う
し
よ
う
ヒ

キ

あ
た
し

オ

ケ

し
ち

た

こ
れ
も
勉
強
だ
と
思

て

め
ろ
そ
し
て
俺
と
キ
リ
ト
の
本
が

れ
な
い
よ
う
に

魔
を
し

て 
密
か
に
全
部
処
分
し
て
く
れ

 
だ
が
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

結
衣
は
正

で

抗
し
た

え

そ
ん
な
の
出
来
な
い
よ

姫
菜
も
頑
張

て
書
い
た
ん
だ
と
思
う
し

ぐ

そ

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が

だ
か
ら
姫
菜
に
お
仕
置
き
す
る
く
ら
い
で
勘

し
て
あ
げ
て

ね

う

く

く
そ

分
か

た

だ
が
二
度
は
許
さ
な
い
か
ら
な

う
ん

そ
れ
で
お
願
い

 
そ
し
て
結
衣
は

困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
八
幡
に
言

た
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で
も
で
も

他
の

り
子
さ
ん
は
ど
う
し
よ
う

優
美
子
や
川
崎
は
ど
う
だ

も
し
か
し
て
も
う
断
ら
れ
た
の
か

う
ん

姫
菜
が
断
ら
れ
た

て

そ
の
二
人
が
来
た
く
な
る
よ
う
な

件
が
出
せ
れ
ば
案
外
来
て
く
れ
る
ん
じ

な
い
か

う

ん

あ

 
そ
し
て
結
衣
は
何
か
思
い
付
い
た
の
か
明
る
い
顔
で
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

話
を

け

始
め
た

あ

姫
菜

あ
た
し
だ
け
ど

優
美
子
と
サ
キ
サ
キ
の
事
で
さ

ち

と
思
い
つ
い
た
事

が
あ
る
の

 
う
ん
う
ん
あ
の
ね
あ
の
ね
ヒ

キ

も
来
る
か
ら
来
て

て
言
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

な
なま

あ
実

に
は

ヒ

キ

に
も
断
ら
れ
た
ん
だ
け
ど

 
ヒ

キ

は
ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
に
い
る
ら
し
い
か
ら

会
う
事
は
可
能
じ

な
い

 
う
ん
う
ん

本
人
が
さ

き
言

て
た
か
ら
本
当
だ
よ

お

け

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね
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そ
う
い
う
事
か

 
そ
し
て
結
衣
は

話
を
切
る
と

八
幡
に
こ
う
言

た

こ
れ
で
ど
う
か
な

今

い
た
話
く
ら
い
の
内
容
な
ら

ま
あ
確
か
に
問
題
な
い

や

た

後
は
結
果
待
ち

 
そ
し
て
直
後
に
姫
菜
か
ら
な
の
だ
ろ
う

着
信
が
あ
り

 
結
衣
は
通
話
を
終
え
た
後

笑
顔
で
八
幡
に
言

た

二
人
と
も
お

け

し
て
く
れ
た

て

そ

そ
う
か

あ
い
つ
ら
よ
く
オ

ケ

し
た
な

ヒ

キ

様
々
だ
ね

ま
あ
一
度
は
お
仕
置
き
し
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
し

そ
の
線
で

協
し
よ
う

 
そ
こ
で
こ
の
話
は
終
わ
り
と
な
り

八
幡
は
結
衣
に

ね
た

で

今
は
姉
さ
ん
や
薔
薇
は
い
る
の
か

う
ん

二
人
と
も
い
る
よ

あ
と
セ
ラ
ち

ん
と
さ
が
み
ん
も
い
る
か
な

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
顔
を
出
し
て
優
里
奈
を
紹
介
し
て
お
く
か
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そ
れ
じ

あ
結
衣

ま
た
な

バ
イ
ト
頑
張
れ
よ

う
ん

あ
り
が
と
う

優
里
奈
ち

ん
も
ま
た
ね

は
い

ま
た
で
す

 
秘
書
室
に
は
誰
も
い
な
い
か

そ
れ
じ

あ
社
⻑
室
だ
な

さ
す
が
に
ち

と

張
し
ま
す

張

す
る
だ
け
無

だ
ぞ

お
か
し
な
連
中
ば

か
り
だ
か
ら
な

南
以
外
は

南
さ
ん

て

も
し
か
し
て
相
模
の
お
じ
様
の
娘
さ
ん
の
で
す
か

正
解
だ
一
応
こ
れ
か
ら
行
く
所
に
い
る
の
は
社
⻑
の
雪
ノ
下
陽
乃
秘
書
室
⻑
の
薔
薇
小

猫 
後
は
秘
書
予
定
の
間
宮
ク
ル
ス
と
相
模
南
だ

あ

社
⻑
さ
ん
以
外
の
名
前
は
ロ

カ

で
見
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は
社
⻑
室
に
着
く
と

三
回
ノ

ク
を
し
た

 
そ
し
て
ド
ア
が
開
き

二
人
を
出
迎
え
た
の
は
南
だ

た

比
企
谷
と

優
里
奈
ち

ん
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南
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

あ

そ
う
い
え
ば
う
ち
も

い
て
た
ん
だ

た

 
優
里
奈
ち

ん
が
比
企
谷
の
特
別
臨
時
秘
書
に
な
る

て

で
す

そ
れ
じ

あ
同

み
た
い
な
も
の
だ
ね

宜
し
く
ね

は
い

 
そ
し
て
部
屋
に
入

た
二
人
を

陽
乃
が
笑
顔
で
迎
え
た

八
幡
君
に

櫛
稲
田
優
里
奈
ち

ん
だ

け

話
は

い
て
る
わ

ソ
レ
イ
ユ
へ
よ
う
こ
そ

 
私
が
社
⻑
の
雪
ノ
下
陽
乃
よ

秘
書
室
⻑
の
薔
薇
で
す

 
薔
薇
が
性

り
も
無
く
そ
う
言
い

八
幡
は
い
つ
も
の
よ
う
に
突

込
ん
だ

フ
ル
ネ

ム
で
名
乗
れ

て
何
回
言
わ
せ
る
ん
だ
お
前
は

ぐあ

小
猫
さ
ん
で
す
よ
ね

ロ

カ

で
見
ま
し
た

 
そ
の
時
か
ら
か
わ
い
い
名
前
だ

て
思

て
た
ん
で
す
よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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そ

そ
う

宜
し
く
ね

優
里
奈
さ
ん

 
薔
薇
は

気
を
抜
か
れ
た
の
か

案
外
素
直
に
そ
う

を
し
た

間
宮
ク
ル
ス
で
す

八
幡
様
の
秘
書
に
な
る
予
定
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
自

紹
介
が
済
ん
だ
後

何
故
か
南
が
八
幡
の
後
ろ
に
こ
そ
こ
そ
と

れ
た

ん

何
や

て
ん
だ
お
前

分
か

て
よ

こ
の
メ
ン
バ

の
中
に
混
じ
る
の
は
つ
ら
い
の
よ

あ
あ

確
か
に
あ

こ

個
性
的
な
メ
ン
バ

だ
か
ら
な

違
う
違
う

ほ
ら

そ
の

 
そ
し
て
南
は
八
幡
の

元
で

い
た

胸
が
ち

と

ね

あ
あ

 
そ
し
て
八
幡
は

目
の
前
に

ぶ
三
人
の
胸
を
見
て

た
め
息
を
つ
い
た

確
か
に
色
々
と
お
か
し
い
よ
な

日
本
人
的
に

そ
う
な
の
よ

優
里
奈
ち

ん
も
そ
う
だ
し

本
当
に
ど
う
な

て
る
の
よ
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何
で
だ
ろ
う
な

ま
あ
強
く
生
き
ろ

く

 
そ
し
て
南
は

め
た
よ
う
な
顔
で

の
方
で
小
さ
く
な

た

 
だ
が
そ
ん
な
南
に
遠

す
る
よ
う
な
三
人
で
は
な
か

た

と
り
あ
え
ず
ほ
ら

座

て
座

て

 
そ
し
て
八
幡
と
優
里
奈
は

何
故
か
ソ
フ

に
向
か
い
合
わ
せ
で
座
ら
さ
せ
ら
れ

 
そ
の
八
幡
の

を

ま
る
で

束

の
よ
う
に
薔
薇
と
ク
ル
ス
が
そ
の
胸
に

え
込
ん
だ

お
い

分
か

て
る
か
ら
俺
の

を
離
せ

大
丈
夫

逃
げ
な
い
か
ら

そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
わ

さ
す
が
は
八
幡
様

度
胸
が

わ

て
る

度
胸
は
関
係
な
い
ん
だ
け
ど
な

何
を
言

て
も
無

な
の
は
分
か

て
る
か
ら
な

 
優
里
奈
は
そ
の
会
話
を

き

一
体
何
の
事
だ
ろ
う
か
と
首
を

げ
た

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
の

を
離
し

そ
の
直
後
に
陽
乃
が
突
然
こ
う
言

た

ふ
う

が
こ
る
わ
ね

や

ぱ
り
か
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あ
ら

逃
げ
な
い
の
ね

逃
げ
た
ら
後
で
あ
の
手
こ
の
手
で
も

と
や
ば
い
事
を
さ
れ
る
か
ら
な

分
か

て
る
じ

な
い

 
そ
し
て
陽
乃
が
八
幡
の

の
上
に
胸
を
乗
せ
よ
う
と
し
た

間
に

八
幡
が
動
い
た

 
八
幡
は
い
き
な
り
立
ち
上
が
る
と
く
る
り
と
回
転
し
陽
乃
を

え
上
げ
た

態
で
元
の

置
に

り

 
自
分
の

の
間
に
陽
乃
を
座
ら
せ
る
と

そ
の

を

み
始
め
た

あ

あ
れ

ふ
ふ
ん

こ

ち
の
方
が
多
少
ま
し
だ
か
ら
な

存
分
に

の
こ
り
を
ほ
ぐ
し
て
や
る

う

こ

こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
か
も

 
そ
し
て
陽
乃
は
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
ぐ

た
り
と
し

 
そ
れ
を
見
た
薔
薇
と
ク
ル
ス
は

同
じ
よ
う
に
八
幡
に
お
ね
だ
り
を
し
た

そ

そ
れ
私
に
も
し
て
く
れ
な
い

八
幡
様

私
も
そ
れ
を
所
望
し
た
い
の
で
す
が

ま
あ
別
に

わ
な
い
が

南
も
や

と
く
か
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え

い

い
い
の

う
ん

お
願
い
し
よ
う
か
な

 
そ
し
て
優
里
奈
が
見
守
る
中
八
幡
は
三
人
を
撃

さ
せ
男
の
プ
ラ
イ
ド
を
守
り
き
る
事
に

成
功
し
た

 
ま
た
お
か
し
な
話
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
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第
４
３
８
話
 
優
里
奈

や
ら
か
す

八
幡
さ
ん

や
り
ま
す
ね

お
う
い
つ
も
の
調
子
で
や
ら
れ
た
ら
さ
す
が
の
俺
も
優
里
奈
に
変
態
扱
い
さ
れ
ち
ま
う
ん

で
な

 
ま
あ
俺
は
悪
く
な
い

悪
く
な
い
ん
だ
が

 
優
里
奈
に
お
か
し
な
誤
解
を
さ
れ
る
の
は
避
け
た
い
と
思

て
な

い
つ
も
の
調
子

て

一
体
何
を
さ
れ
て
る
ん
で
す
か

さ

き
や
り
か
け
て
た
だ
ろ

こ
の
馬

社
⻑
は

 
俺
の

の
上
に
胸
を
乗
せ
て

リ
ラ

ク
ス
し
よ
う
と
す
る
ん
だ
よ

え
 
そ
の
言
葉
を

い
た
優
里
奈
は

く
す
く
す
と
笑

た

別
に
八
幡
さ
ん
を
変
態
扱
い
な
ん
か
し
ま
せ
ん
よ

愛
さ
れ
て
て
い
い
じ

な
い
で
す
か

そ
ん
な
愛
は
い
ら
ね
え

そ
れ
に
ど
れ
く
ら
い

果
が
あ
る
の
か

私
も
興
味
が
あ
り
ま
す
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絶
対
に
さ
せ
な
い
か
ら
な

ち

は

い

 
そ
し
て
優
里
奈
は
そ
の
場
で
足

が
立
た
な
く
な

て
い
る
四
人
に

に
質
問
し
て
い

た

あ
の

南
さ
ん

南
さ
ん
は
も
し
か
し
て
八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
で
す
か

え

も

も
し
そ
う
な

た
ら

う
ち
の
お

さ
ん
も
大
喜
び
す
る
だ
ろ
う
し

 
娘
と
し
て
は
そ
の
期
待
に
答
え
て
あ
げ
た
い
け
ど

 
南
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

そ
う
な
ん
で
す
か

ド
ン
マ
イ
で
す
よ

南
さ
ん

優
里
奈
ち

ん

も
し
か
し
て

え

私
に
何
か
あ
り
ま
し
た
か

え

気
付
い
て
な
い
ん
だ

あ

う
ん

ま
あ
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
ん
だ
け
ど
ね

 
小
猫
さ
ん

も
し
か
し
て
小
猫
さ
ん
は
八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
で
す
か

あ
い
つ

私
の
こ
の
胸
に
ま

た
く
興
味
を

さ
な
い
の
よ

そ
れ

て
お
か
し
く
な
い

確
か
に
そ
う
見
え
ま
す
け
ど

も
し
か
し
て

技
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
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そ

そ
う
か
な

私
も
ま
だ
希
望
を

て
な
く
て
い
い
の
か
な

は
い

頑
張

て
下
さ
い

あ
な
た
も
ね

え

私
は
別
に

え

ふ

ん

な
る
ほ
ど
ね

 
ク
ル
ス
さ
ん

ク
ル
ス
さ
ん
は
も
し
か
し
て

八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
で
す
か

私
ご
と
き
が
彼
女
と
は
お
こ
が
ま
し
い

い
い
と
こ
ろ
第
七

人
く
ら
い
が
お
似
合
い

か

彼
女
よ
り
ラ
ン
ク
が
上
が

て
ま
せ
ん
か

が

頑
張

て
下
さ
い

あ
な
た
も
頑
張
れ
第
八

人

え
え

わ

私
は
別
に

む

下

上
を
狙

て
る

べ

別
に
そ
ん
な
事
は

言
行
不
一
致

え
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何
で
も
な
い

多
分
直
ぐ
分
か
る

あ

は
い

 
社
⻑

社
⻑
は
も
し
か
し
て

八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
で
す
か

 
そ
の
問
い
に
陽
乃
は
ニ
ヤ
リ
と
し
た
ま
ま
何
も
答
え
ず
優
里
奈
は
背
筋
に

た
い
も
の
を

感
じ
た

が

頑
張

て
下
さ
い

あ
な
た
も
ね

え

私
は
別
に

 
そ
う
い
つ
も
の
セ
リ
フ
を
返
す
優
里
奈
に

陽
乃
は
決
定
的
な
一
言
を
放

た

そ
れ
じ

あ
ど
う
し
て
優
里
奈
ち

ん
は

そ
の
質
問
を
す
る
時
に

 
必
ず
八
幡
君
の
服
を
つ
ま
ん
で
い
る
の

え
 
優
里
奈
は
そ
う
言
わ
れ

自
分
の
手
を
見
た

 
そ
の
手
は
確
か
に
八
幡
の
服
の

を
つ
ま
ん
で
お
り

優
里
奈
は
愕
然
と
し
た
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わ

私

い
つ
の
間
に

こ
の
前
か
ら
ず

と
だ
ぞ

気
付
い
て
な
か

た
の
か

は

は
い

あ

だ
か
ら
皆
さ
ん
は

必
ず
私
に
も
頑
張
れ

て

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
八
幡
は

懐
中
時
計
を
チ
ラ

と
見
る
と

優
里
奈
に
こ
う

し
た

さ
て

顔
合
わ
せ
も
し
た
事
だ
し

帰
る
か

あ

八
幡
君

こ
れ

 
そ
の
時
陽
乃
が
懐
か
ら
何
か
を
取
り
出
し

八
幡
に
向
か

て
放
り
投
げ
た

こ
れ
は

オ

ケ

だ

半
ば
強
制
と
い
う

に
な
る
け
ど
い
い
か

問
題
無
い
わ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

八
幡
君

 
そ
う
言

て
陽
乃
は
再
び
へ
な
へ
な
と
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

 
ど
う
や
ら
ま
だ
足

が
立
た
な
い
よ
う
だ

代
わ
り
に
他
の
三
人
が
八
幡
に
言

た

ま

た
く

こ
の
テ
ク
ニ

ク
を
も

と
別
の
方
向
に
生
か
し
な
さ
い
よ
ね

小
猫

お
前
今
度
お
仕
置
き
な

な

何
で
よ
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じ

あ
別
の
方
向
の
意
味
を

し
く
説
明
し
て
み
ろ

そ

そ
れ
は

ほ
れ
み
ろ
ダ
ウ
ト
だ

う八
幡
様

今
度
必
ず
お
役
に
た
つ
の
で
ま
た

み
を
お
願
い
し
ま
す

お
う

マ

ク
ス
に
は
別
に
頼
む
事
が
あ
る
か
ら
そ
の
報

な

や

た

八
幡

優
里
奈
ち

ん
の
事
を
宜
し
く
ね

任
せ
ろ

な

南

や

ぱ
り
今
の
お
前
は
い
い
奴
だ
よ
な

え
え

う

う
ち
は
そ
ん
な

南
さ
ん
は
い
つ
も
私
に
優
し
い
で
す
よ

優
里
奈
ち

ん

ほ
れ
み
ろ

れ
ず
に
た
ま
に
は
素
直
に
褒
め
ら
れ
と
け

て

う

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
社
⻑
室
を
後
に
し

女
子
ロ

カ

に
寄

て

た
服
を
し
ま
い
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優
里
奈
が
元
の
制
服
に
着

え
た
後
に

裏
口
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
ビ
ル
の
外
に
出
た

 
結
衣
は
も
う
帰

た
ら
し
く

正
面
入
り
口
が

め
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ

あ
の

八
幡
さ
ん

ん
 
そ
の
時
優
里
奈
が

張
し
た
様
子
で
深
呼

を
し
た
後

八
幡
に
話
し

け
て
き
た

私

今
日
は
帰
り
た
く
な
い
ん
で
す
け
ど

 
こ
れ

て
私
が
八
幡
さ
ん
の
事
を
好
き

て
事
な
ん
で
し

う
か

い
や

違
う
だ
ろ

 
八
幡
は
そ
れ
を
即
座
に
否
定
し

気
合
い
が
空
回
り
と
な

た
優
里
奈
は
困
惑
し
た
よ
う
に

言

た
ち

違
う
ん
で
す
か

 
そ
ん
な
優
里
奈
に

八
幡
は
優
し
い
目
を
向
け
な
が
ら
こ
う
言

た

優
里
奈
は
何
と
な
く
俺
を
通
し
て
優
里
奈
の
お
兄
さ
ん
と
お

さ
ん
の

を
見
て
い
る
気
が

す
る二

人
の

で
す
か
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だ

て
お
前

家
で
自
分
専
用
の

 
簡
易

相
手
に
同
じ
よ
う
な
会
話
を
す
る
だ
け
の
ゲ

ム
を
自
作
し
て

日
プ
レ
イ
し
て

る
だ
ろ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
図
星
を
突
か
れ
た
優
里
奈
は

ド
キ
リ
と
し
た

知

て
た
ん
で
す
ね

お
う

悪
い
が
勝
手
に
優
里
奈
の
部
屋
に
入
ら
せ
て
も
ら

た

も
ち
ろ
ん
女
性
だ
け
で
な

な
る
ほ
ど

私
は
そ
ん
な
に
怪
し
か

た
で
す
か

 
優
里
奈
は
身

調
査
で
も
し
た
の
か
な
と
考
え

八
幡
に
そ
う

ね
た

ん

そ
う
い
う
ん
じ

ね
え
よ
ま
あ
説
明
は
落
ち
着
い
て
か
ら
だ
な
優
里
奈
こ

ち
だ

あ

は
い

て

こ
の
マ
ン
シ

ン
は

会
社
の
向
か
い
に
あ
る
こ
の
マ
ン
シ

ン
に

実
は
俺
の
部
屋
が
確
保
し
て
あ
る
ん
だ
よ

 
ど
う
し
て
も
帰
れ
な
い
時

て
の
が
あ
る
か
ら
な

あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

 
優
里
奈
は
何
か
を
納
得
し
た
よ
う
に
一
人

く
と

そ
の
ま
ま

て
八
幡
の
後
を
付
い
て

い

た
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よ
し

こ
こ
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
と
あ
る
部
屋
の
前
で
立
ち
止
ま
る
と

そ
の
部
屋
の
扉
を
開
け
た

と
言
う

で

は
い

今
夜
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
優
里
奈
は
八
幡
が
何
か
言
い
か
け
た
の
を

て
そ
う
言

た

ん

お

お
う

 
八
幡
は

首
を

げ
な
が
ら
そ
の
言
葉
に

き

優
里
奈
を
中
へ
と
案
内
し
た

結

広
い
だ
ろ

ま
あ
一
人
だ
と
少
し
持
て
余
す
ん
だ
よ
な

こ
の
広
さ

一
人
な
ら
そ
う
か
も
で
す
ね
ま
あ
こ
れ
か
ら
は
二
人
で
す
し
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か

ん

ま
あ
確
か
に
今
は
二
人
だ
が

こ
こ
が
ト
イ
レ
で
こ
こ
が
お
風
呂

わ

広
い
で
す
ね

気
に
入

た
か

は
い

と
り
あ
え
ず
シ

ワ

を

び
て
き
て
も
い
い
で
す
か

ま
あ
今
日
は
色
々
動
い
た
か
ら
そ
う
す
る
と
い
い

時
間
は
ま
だ
ま
だ
余

だ
し
な

は
い
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そ
し
て
優
里
奈
は
風
呂
場
に
消
え

八
幡
は
と
り
あ
え
ず
ソ
フ

に
横
に
な

た

 
ど
う
や
ら
八
幡
も
疲
れ
て
い
た
よ
う
で
八
幡
は
い
つ
の
間
に
か
ス

ス

と

息
を
た
て
は

じ
め
た

 
ど
こ
か
ら
か
声
が

こ
え
る

 
八
幡
の
意
識
は

そ
の
声
に
よ

て
徐
々
に

か
び
上
が

て
き
た

 
ど
う
や
ら
誰
か
が
独
り
言
を
言

て
い
る
よ
う
だ

こ
う
し
て
見
る
と

お
兄
ち

ん
と
も
お

さ
ん
と
も
全
然
似
て
な
い
や

 
私

本
当
に
八
幡
さ
ん
に
二
人
の

を
重
ね
て
る
の
か
な

 
ま
あ
い
い
や
こ
の
人
に
身
を
任
せ
れ
ば
き

と
何
も
か
も
上
手
く
い
く
そ
ん
な
気
が
す

る 
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た

間

八
幡
の
意
識
は
一
気
に
覚

し
た

何
か
お
か
し
い
と
思

て
い
た
が

優
里
奈

お
前
何
か
勘
違
い
し

て

 
そ
し
て
八
幡
が
目
を
開
く
と
そ
の

界
に
バ
ス
タ
オ
ル
一

の
優
里
奈
の

が
飛
び
込
ん
で

き
た
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八
幡
は

て
て
そ
ち
ら
か
ら
目
を
背
け
ハ
ン
ガ

に
か
け
て
お
い
た
自
分
の
ジ

ケ

ト
を

手
に
と
り

 
優
里
奈
の

に
か
け

可
能
な
限
り
優
里
奈
の

色
成
分
を

ら
そ
う
と
し
た

あ
れ

お
前

絶
対
に
何
か
勘
違
い
し
て
る
だ
ろ

そ
も
そ
も
お
前
は
今
の

況
に
つ
い
て

 
一
体
ど
ん
な
風
に
理
解
し
て
る
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
優
里
奈
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
な
が
ら

こ
う
答
え
た

え

と

こ
こ
は
八
幡
さ
ん
の
部
屋
で
今
後
私
は
八
幡
さ
ん
に

て
も
ら
い
な
が
ら
学

校
に
通
う

 
愛
人
み
た
い
な
立
場
に
な

て
同
時
に
八
幡
さ
ん
の

に
働
く
感
じ
に
な
る
ん
で
す
よ
ね

 
二
人
は
無
言
で
見
つ
め
合
い

八
幡
が
先
に
口
を
開
い
た

あ

こ
れ
は
俺
が
全
面
的
に
悪
い

心
か
ら
謝
罪
す
る
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八
幡
は
そ
う
言

て

を
下
げ
た
が

そ
ん
な
八
幡
に
優
里
奈
は
キ

パ
リ
と
言

た

い
え

別
に
私

そ
う
い
う
生
活
も
全
然

じ

な
い
で
す
か
ら

 
そ
れ
に
こ
う
い
う
強
引
な
の
に
も
ち

と
憧
れ
る

て
い
う
か

そ

ち
に
つ
い
て
の
謝
罪
じ

ね
え
よ

て

え

じ

な
い
の
か

は
い

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

む
し
ろ
八
幡
さ
ん
と
こ
れ
か
ら
一

に
い
る
事
で

 
ど
ん
な
面
白
い
も
の
に
出
会
え
る
の
か
楽
し
み
で
す

お
前
は
も

と
自
分
を
大
事
に
し
ろ

し
て
ま
す
よ

私
だ

て
ち

ん
と
相
手
を
選
ん
で
ま
す

ア

ア

キ
コ
エ
ナ
イ
キ
コ
エ
ナ
イ

子

で
す
か

 
そ
し
て
八
幡
は
優
里
奈
の
手
を
取

て

室
ら
し
き
部
屋
へ
と
放
り
込
み
ド
ア
を

め
る

と 
ド
ア
越
し
に
優
里
奈
に
向
か

て
言

た

と
り
あ
え
ず
優
里
奈
は
着

え
ろ
服
は
そ
の
部
屋
の

服
ダ
ン
ス
の
中
に
入

て
る
は
ず
だ

か
ら
な
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あ

は
い

 
そ
の
直
後
に
部
屋
の
中
か
ら
優
里
奈
の
驚
き
の
声
が

こ
え
て
き
た

更
に
も
う
少
し
し
て

か
ら

 
優
里
奈
が
大
人
し
め
で
な
お
か
つ
楽
な
格
好
で

て
き
た

八
幡
は
安

し
た

あ
の

ど
う
し
て
私
の
服
が
こ
の
部
屋
に
あ
る
ん
で
し

う

言
葉
通
り

こ
こ
が
お
前
の
部
屋
だ
か
ら
だ

え風
呂
場
に
あ

た
シ

ン
プ

と
か
も
全
部
お
前
が
普

か
ら
使

て
る
や
つ
だ

た
だ
ろ

あ

は
い

八
幡
さ
ん
も
同
じ
の
を
使

て
る
ん
だ

て
思

て

 
ち

と
一
人
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
た
り
し
ち

た
ん
で
す
け
ど

そ
れ
は

か
な
か

た
事
に
し
と
く

ま
あ
要
す
る
に
そ
う
い
う
事
だ

 
そ
こ
の
キ

チ
ン
と
か
も
よ
く
見
て
み
な

 
そ
し
て
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
通
り
キ

チ
ン
に

ん
で
い
る
食
器
や
調
味
料
を
確
認
し
始
め

た
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こ
れ

全
部
う
ち
の
だ

の
中
身
も
な

本
当
だ

今
朝
家
を
出
た
時
と
何
も

あ
あ
れ

私
ハ

ゲ
ン
ダ

ツ
な
ん
て

た
か
な

そ
れ
は
サ

ビ
ス
だ

俺
の
趣
味
だ

 
そ
の
言
葉
に
優
里
奈
は
思
わ
ず

き
出
し

八
幡
は
顔
を

く
し
た

ま
あ
そ
れ
は
い
い

要
す
る
に
こ
こ
が
こ
れ
か
ら
お
前
の
部
屋
に
な
る
と
い
う
事
だ

あ
の

え

と

こ
れ
は
一
体

ま
あ
戸
惑
う
よ
な

勝
手
に
こ
ん
な
事
を
し
て
悪
か

た

 
家

の
差

分
は
う
ち
が
出
す
か
ら

そ
れ
で
何
と
か
納
得
し
て
く
れ

 
ど
う
し
て
も

だ

た
ら
全
部
元
に

す
か
ら

い
え

ま
あ
そ
れ
は
い
い
ん
で
す
け
ど

 
あ
そ
こ
は
何
と
な
く

自
分
の
家

て
感
じ
じ

な
か

た
で
す
し
ね

 
そ
の
優
里
奈
の
セ
リ
フ
を

い
た
八
幡
は

優
里
奈
に
こ
う
確
認
し
た

お
兄
さ
ん
と
ご
両
親
の
事
が
あ

て
か
ら

今
ま
で

ん
で
た
マ
ン
シ

ン
を
引
き

て
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新
し
い
部
屋
に
引

越
し
た
ん
だ

た
よ
な

は
い

よ
く
知

て
ま
す
ね

ゴ
ド

い
や

相
模
の
お

さ
ん
に

い
た
か
ら
な

な
る
ほ
ど

確
か
に
お
じ
様
に
保
証
人
に
な

て
も
ら
い
ま
し
た
し
ね

ま
あ
こ
の
事
は
お

さ
ん
も

済
だ
か
ら
問
題
な
い

 
な
ん
な
ら
お

さ
ん
に

話
で

い
て
み
る
と
い
い

あ

は
い

一
応
確
認
し
ま
す
ね

 
そ
し
て
優
里
奈
は
自
由
に

話
を

け
自
由
は

話
の
向
こ
う
か
ら
優
里
奈
に
こ
う
言

た

優
里
奈
ち

ん
や

今
回
の
事
は
納
得
い
か
な
い
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
頼
む
か
ら
参
謀

い
や

八
幡
君
の
言
う
通
り
に
し
て
や

て
く
れ
な
い
か

あ
大
丈
夫
で
す
ま
だ
納
得
は
し
て
な
い
で
す
け
ど
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
す
る
予
定
で
す
か

ら
そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が
な

私
か
ら
一
つ
だ
け
言
え
る
事
は

 
八
幡
君
は
仲
間
を
失
う
事
が
何
よ
り
も

な
ん
だ
そ
の
事
だ
け
は
分
か

て
や

て
く
れ

仲
間
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優
里
奈
は
そ
の
言
葉
に
自
分
も
八
幡
の
仲
間
扱
い
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
少
し
胸
が
熱

く
な

た

分
か
り
ま
し
た

納
得
し
ま
す

ま

ま
あ
そ
れ
は
話
を

い
て
か
ら
に
し
な
さ
い

あ

は
い

 
そ
し
て
優
里
奈
は

自
由
に
お

を
言

て

話
を
切

た

ど
う
だ

確
認
出
来
た
か

は
い

確
認
出
来
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
今
回
の

を
説
明
す
る
か
ら
な
先
ず
優
里
奈
お
前
死
銃
事
件

て
知

て
る
か

 
そ
の
突
然
の
言
葉
に

優
里
奈
は
目
を
見
開
い
た
の
だ

た
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第
４
３
９
話
 
優
里
奈

お
宝
を
得
る

死
銃
事
件

て

あ
の
相
模
の
お
じ
様
が
解
決
し
た

て
い
う

殺
人
事
件
の
事
で
す
か

お
う

ま
あ
大
体
合

て
る
な

実
は
あ
れ
な

俺
も
思
い

き
り
関
わ

て
た
ん
だ
よ

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
優
里
奈
は
そ
の
説
明
に
驚
い
た

で
な

ま
だ
一
人
犯
人
が
捕
ま

て
な
い
の
は
知

て
る
だ
ろ

あ

は
い

そ
い
つ
の
標
的
の
一
人
は

確
実
に
俺
な
ん
だ

 
だ
か
ら
も
し
か
し
た
ら

俺
の

り
の
仲
間
達
も
狙
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

 
お

さ
ん
も
頑
張

て
く
れ
て
い
る
が

そ
の

り
の
心
配
が
ど
う
し
て
も
そ
の

な

な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
事
情
が
あ

た
ん
で
す
ね
で
も
そ
れ
と
私
の
引
越
し
に
ど
ん
な
関
係

が
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お
前
の

ん
で
た
ア
パ

ト
の
セ
キ

リ
テ

が

か

た
か
ら

て
言
え
ば
分
か
る
か

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

凄
く
納
得
し
ま
し
た

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

 
そ
し
て
八
幡
は

め
て
優
里
奈
に
言

た

と
い
う

で

俺
は
俺
が
少
し
で
も
安
心
出
来
る
よ
う
に

 
優
里
奈
に
は
こ
こ
に

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

て
い
る

 
ち
な
み
に
隣
は
さ

き
言

た
俺
の
部
屋
で
そ
の
反
対
は
ア
ル
ゴ

て
い
う
う
ち
の
社
員
の

部
屋
だ
か
ら

 
そ
の
分
更
に
安
全
性
は

し
て
い
る
ん
じ

な
い
か
と
思
う

 
そ
の
言
葉
に

優
里
奈
は
何
故
か
目
を

か
せ
な
が
ら
言

た

分
か
り
ま
し
た

私
こ
こ
に

み
ま
す

い
え

是
非

み
た
い
で
す

そ
う
か

そ
れ
な
ら
俺
も
一
安
心
だ
わ

そ
こ
ま
で
気
を
遣

て
も
ら

て
す
み
ま
せ
ん

い
や

ま
あ
こ
れ
か
ら
俺
が

優
里
奈
の
保
護
者
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
事
だ
し
な
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名
目
上
は
相
模
の
お

さ
ん
だ
が

実
質
的
に
は
俺
が
優
里
奈
の
保
護
者
と
い
う
事
に
な
る

そ
う
な
ん
で
す
か

何
か
ら
何
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

少
々
お
せ

か
い
が
過
ぎ
る
気
も
す
る
ん
だ
け
ど
な

 
で
も
ま
あ
俺
も
優
里
奈
と
は

少
し
接
点
が
あ
る
事
だ
し
な

接
点
で
す
か

 
優
里
奈
は
そ
の
接
点
と
や
ら
に
ま

た
く
心
当
た
り
が
無
か

た

き

と
ん
と
し
た

実
は
な

い
や

や
は
り
最
初
に
俺
は

優
里
奈
に
謝
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
と
思
う

謝
る

何
を
で
す
か

俺
は
お
前
の
兄

ヤ
ク
モ
の
事
は
よ
く
知
ら
な
い

 
た
だ
し

ど
う
い

た

で

何
に
殺
さ
れ
た
の
か
は
知

て
い
る

え

と

仲
間
を

て
死
ん
だ

て

い
て
は
い
る
ん
で
す
が

 
も
し
か
し
て
八
幡
さ
ん
は

そ
れ
以
上
の
事
を
知

て
る
ん
で
す
か

お
う

 
そ
し
て
八
幡
は

居

ま
い
を
正
し
た
後

優
里
奈
に
向
か

て

を
下
げ
た

知
ら
な
か

た
と
は
い
え
お
前
の
兄
さ
ん
を
守

て
や
れ
な
く
て
本
当
に
す
ま
な
か

た
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え

ど

ど
う
い
う
事
で
す
か

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
説
明
す
る

 
そ
し
て
八
幡
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
七
十
四
層
で
一
体
何
が
あ

た
の
か
を
優
里
奈
に
説
明
し
始
め

た 

何
と
か
ボ
ス
で
あ
る
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
は
倒
し
た
も
の
の

 
俺
達
は
優
里
奈
の
兄
さ
ん
を
助
け
る
事
が
出
来
な
か

た
と

そ
う
い
う

な
ん
だ

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
で
す
ね

だ
か
ら
俺
は

あ
る
意
味
お
前
に
と

て
は

に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

な
り
ま
せ
ん

 
突
然
優
里
奈
は
そ
う
声
を
荒
げ

八
幡
は
驚
い
て
ビ
ク

と
し
た

い
や

で
も
な

 
あ
く
ま
で
も

し

な
さ
そ
う
な
八
幡
に
対
し
優
里
奈
は
決
然
と
し
た
態
度
で
こ
う
言

た

そ
う
や

て
何
で
も
自
分
の
せ
い
に
し
な
い
で
下
さ
い

 
八
幡
さ
ん
は
神
か
何
か
に
で
も
な

た
つ
も
り
で
す
か

ど
う
考
え
て
も
悪
い
の
は
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馬

な
上

の
命
令
に
反
抗
し
つ
つ
も
最
終
的
に

て
し
ま

た
私
の
兄
じ

な
い
で
す

か 

察

だ
か
ら
不
本
意
な
命
令
に
も

て

仲
間
を
守
ろ
う
と
し
た

本
当
に
そ
の
つ
も

り
が
あ

た
ら

 
そ
れ
こ
そ
事
前
に
八
幡
さ
ん
な
り
に
相
談
す
れ
ば
良
か

た
じ

な
い
で
す
か

 
悪
い
の
は
全
部
兄
さ
ん
と

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
当
時
の

部
連
中
で
あ

て

 
そ
れ
が
唯
一
絶
対
の
真
理
で

他
の
人
達
に
は
何
の

任
も
あ
り
ま
せ
ん

 
優
里
奈
は
一
気
に
そ
う
ま
く
し
た
て
た
後

荒
い
息
を

い
た

 
そ
ん
な
優
里
奈
に

八
幡
は
素
直
に
謝

た

優
里
奈
の
言
う
通
り
だ

俺
が
悪
か

た

分
か

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す

今
後
は
も
う
こ
の
話
は
禁
止
で
す
か
ら
ね

分
か

た

約
束
す
る

 
即
座
に
そ
う
言

た
八
幡
に

逆
に
優
里
奈
が

を
下
げ
た

で
も
そ
こ
ま
で
私
の
事
を
考
え
て
も
ら
え
て

と
て
も
嬉
し
い
で
す

 
八
幡
さ
ん
が
私
の
保
護
者
役
を
し
て
く
れ
る
気
に
な

た
の
も
そ
れ
が
原
因
な
ん
で
す
よ
ね



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

い
や
い
や
優
里
奈
が

力
的
だ
か
ら
こ
の
チ

ン
ス
に
モ
ノ
に
し
て
や
ろ
う
と
思

た
の

さ
そ
の
冗
談
は
面
白
く
な
い
で
す

ま

た
く
ウ
ケ
ま
せ
ん

八
幡
さ
ん

 
優
里
奈
に
そ
う

目
出
し
さ
れ

八
幡
は

を
落
と
し
た

お

お
う

冗
談
を
言
う
の
は

か
ら
苦
手
な
ん
だ
よ
な

 
そ
ん
な
八
幡
に

優
里
奈
は
茶
目

気
た

り
に
言

た

何
故
な
ら
も
う
と

く
に
モ
ノ
に
な

て
る
か
ら
で
す

 
自
力
で
モ
ノ
に
出
来
な
く
て
残
念
で
し
た
ね

八
幡
さ
ん

い
い

 
そ
し
て
優
里
奈
は

て
て
顔
を
上
げ
た
八
幡
の
目
を
真

直
ぐ
に
見
な
が
ら
こ
う
言

た

冗
談

て
い
う
の
は
こ
う
や

て
言
う
ん
で
す
よ

優
里
奈
は
俺
よ
り
も
遥
か
に
冗
談
が
上
手
い
な

本
当
に
冗
談
だ
と
思
い
ま
す

え

え

と

お

お
う
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じ

あ
そ
う
思

て
て
下
さ
い
ね

 
優
里
奈
は
そ
う
八
幡
に
ウ

ン
ク
し
八
幡
は
こ
れ
は
敵
わ
な
い
な
と
両
手
を
上
げ
て
降
参
し

た 
こ
う
し
て
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な

た
と
こ
ろ
で

八
幡
は
優
里
奈
に
こ
う
切
り
出
し
た

な

優
里
奈
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期

部
候
補
生
育
成
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
最
初
の
候
補
生
に
な
ら

な
い
か

私
が
ソ
レ
イ
ユ
の

部

で
す
か

ま
あ
そ
う
い
う
名
目
が
あ
れ
ば

俺
と
し
て
も

援
し
や
す
い

て
の
も
あ
る
し

 
何
よ
り
優
里
奈
な
ら

う
ち
が
間
違

た
方
向
に
進
も
う
と
し
た
時
に

 
そ
れ
を
キ

チ
リ
止
め
て
く
れ
る
ん
じ

な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
と
い
う
面
も
あ
る

私
が
お
目
付
け
役
で
す
か

ま
あ
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
だ
ろ
う
と
は
思
う
が

そ
れ
は
俺
も
同
じ
だ
し
な

ど
う
だ

そ
う
で
す
ね

私

や

て
み
た
い
で
す

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
頼
む
な

は
い
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こ
う
し
て
優
里
奈
は
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
最
初
の
候
補
生
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
る
事
と
な

た 
も

と
も
そ
ん
な
に
お
堅
い
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
は
な
く

 
あ
く
ま
で
必
要
な
知
識
を
中
心
に
学
ん
で
い
こ
う

度
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
あ
る
の
で

 
当
分
優
里
奈
の
生
活
に

何
ら
変
わ
り
は
無
い
だ
ろ
う

 
そ
し
て
八
幡
は

こ
の
日
は
隣
に
あ
る
自
分
の
部
屋
で

る
と
言

て
去

て
い
き

 
優
里
奈
は
い
き
な
り
新
居
で
一
人
の
夜
を
過
ご
す
事
と
な

た

そ
れ
に
し
て
も

い
く
ら
物
が
少
な
か

た
と
は
い
え

 
よ
く
一
日
で
こ
ん
な
に

麗
に
引
越
し
出
来
た
な

 
そ
う

き
な
が
ら

優
里
奈
は
室
内
の
設
備
を
見
て
回

た

う
わ

よ
く
見
る
と
ど
れ
も
こ
れ
も
凄
い
な

 
キ

チ
ン
な
ん
か

使
い
方
が
よ
く
分
か
ら
な
い
設
備
が

山
あ
る

 
優
里
奈
は
今
度
の
休
み
の
時
に
で
も
色
々
研
究
し
て
み
よ
う
と
思
い
つ
い
で
に

の
中

を

い
た

さ
し
あ
た
り
明
日
の
朝
食

二
人
分
は
問
題
無
い
か
な
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ど
う
や
ら
優
里
奈
は
八
幡
と
一

に
朝
食
を
と
る
気
が
満
々
の
よ
う
で
あ

た

 
さ
て

そ
ろ
そ
ろ
卒
業
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
分
か

て
る
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
か
ぶ
り

自
作
の
ゲ

ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
そ
こ
に
は
優
里
奈
が
か
な
り
力
を
入
れ
て
完
全
再
現
し
た

 
幸
せ
だ

た

の
家
族
の
風
景
が
広
が

て
い
た

お

さ
ん

お
兄
ち

ん

ま
た
将

し
て
る
の

 
優
里
奈
は

の

と
兄
に
そ
う
話
し
か
け
た

ま
た

て
言
う
な
よ

非
番
の
時
く
ら
い
別
に

わ
な
い
だ
ろ

お
兄
ち

ん
く
ら
い
の
年

の
人
は
非
番
の
時
は
デ

ト
と
か
を
し
て
い
る
ん
じ

な

い
か
な

 
そ
の
言
葉
を
受
け

キ

チ
ン
か
ら
⺟
親
が
顔
を
出
し
た

そ
う
よ
そ
う
よ

あ
な
た
も

く
彼
女
を
作

て
家
に
連
れ
て
き
な
さ
い

 
も
し
優
里
奈
が
彼
氏
を
連
れ
て
き
た
ら

お

さ
ん
が
卒
倒
し
ち

う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
あ
な
た
が
連
れ
て
く
る
分
に
は
大
歓
迎
よ
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そ
の
言
葉
に
兄
は

を

め

親
が
心
配
そ
う
に
優
里
奈
に

ね
て
き
た

お
い
優
里
奈

ま
さ
か
と
は
思
う
が

ま
だ
お
前
に
は
そ
う
い
う
人
は
い
な
い
よ
な

彼
氏
と
呼
べ
る
人
は
い
な
い
け
ど

興
味
を
持

て
い
る
人
な
ら
い
る
よ

何
 
そ
う
言
い
な
が
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る

親
を

兄
と
⺟
親
が
制
し
た

ま
あ
ま
あ

さ
ん

優
里
奈
も
お
年

な
ん
だ
か
ら
さ

そ
う
よ
そ
う
よ

世
の
中
の

親
の
誰
も
が
通
る
道
よ

 
む
し
ろ
覚
悟
す
る
時
間
が
も
ら
え
て
良
か

た
じ

な
い

く
 
そ
し
て

親
は
う
な

れ

優
里
奈
は
ソ
フ

に

け
る
と

 
ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の
事
を
色
々
と
調
べ
始
め
た

こ
の
急
成
⻑

り
や

ぱ
り
凄
い
な

あ
の
社
⻑
さ
ん
や
り
手
な
ん
だ
な

 
優
里
奈
は
記
事
に
載

て
い
た
陽
乃
の
写
真
を
見
な
が
ら
そ
う

い
た

 
そ
し
て
写
真
の

に

見
切
れ
て
い
る
八
幡
の

を
見
付
け

と

き
出
し
た

出
会

て
か
ら
こ
こ
ま
で

思
い
も
し
な
か

た
事
の
連
続
だ

た
な
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こ
の
先
私

一
体
ど
う
な

ち

う
ん
だ
ろ
う

き

と
幸
せ
に
な
れ
る
さ

彼
と
一

な
ら

そ
う
よ
そ
う
よ

優
里
奈

し

か
り

の

を
狙
う
の
よ

お
前
も
そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
を
卒
業
し
な
い
と
な

え
 
突
然
そ
ん
な
声
が

こ
え

優
里
奈
は

て
て
家
族
の
方
を
見
た

 
だ
が
三
人
と
も
こ
ち
ら
を

て
い
る
様
子
は
無
く

優
里
奈
は
首
を

げ
た

幻

で
も
今
確
か
に

卒
業

 
そ
し
て
優
里
奈
は
虚
空
を
見
つ
め
て
考
え
込
ん
で
い
た
が
意
を
決
し
た
よ
う
に
三
人
に

言

た
お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

お
兄
ち

ん

私

そ
ろ
そ
ろ

る
ね

 
次
に
会
え
る
の
は

も
し
か
し
た
ら
当
分
先
に
な
る
か
も

 
そ
の
言
葉
に
三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

笑
顔
で
言

た

そ
う
か

し

か
り
な

頑
張
り
な
さ
い

優
里
奈
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お
前
も
や

と
ブ
ラ
コ
ン
を
卒
業
だ
な

お
兄
ち

ん
が
シ
ス
コ
ン
な
の
を

変
に

変
し
な
い
で

 
優
里
奈
は
兄
に
そ
う
反

し
た
後
に

小
さ
く
手
を

り
な
が
ら

小
声
で
言

た

バ
イ
バ
イ

  
優
里
奈
は
ベ

ド
で
目
覚
め
る
と
何
と
な
く
外
の
空
気
を

い
た
く
な
り
ベ
ラ
ン
ダ
へ
と

出
た

 
そ
ん
な
優
里
奈
に
話
し
か
け
る
者
が
い
た

何
だ
優
里
奈

ま
だ

き
て
た
の
か

あ

は
い

ち

と
家
族
と
会

て
た
の
で

そ
う
か

 
隣
の
ベ
ラ
ン
ダ
で

む
八
幡
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
か

た

そ
ん
な
八
幡
に
優
里
奈
は

言

た
で
も

し
ば
ら
く
あ
そ
こ
に
は
行
か
な
い
つ
も
り
で
す

そ
う
か
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二
度
目
の

そ
う
か

は

先
ほ
ど
よ
り
も
少
し
優
し
く

こ
え
た

 
そ
し
て
優
里
奈
は

八
幡
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た

八
幡
さ
ん
は
そ
こ
で
何
を

広
い
部
屋
は
落
ち
着
か
な
い
ん
で

ち

と
外
の
空
気
を

お
う
と
思

て
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
も
う
い

そ

私
と
一

に

ら
し
ち

い
ま
す
か

 
そ
ん
な
言
葉
が
突
然
優
里
奈
の
口
を
つ
い
て
出
て

八
幡
は
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
た

は

お
前
熱
で
も
あ
る
の

そ
れ
と
も

教
の

誘
か
何
か

も
う

何
で
そ
う
な
る
ん
で
す
か

お

お
う

悪
い

 
優
里
奈
は

そ
ん
な
八
幡
を
見
て

仕
方
な
い
な

と
思
い
な
が
ら
こ
う

ね
た

明
日
の
朝
は
朝
食
を
作
り
に
行
き
ま
す
ね

い
や

別
に
そ
ん
な
の
は
い
ら

 
八
幡
が
断
ろ
う
と
す
る
気
配
を
感
じ

優
里
奈
は

に
言
葉
を
か
ぶ
せ
た

そ
の
お

に

私
を
学
校
ま
で
送

て
下
さ
い

お

お
う

そ
う
い
う
事
か

分
か

た
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こ
う
や

て
交
換

件
を
出
す
と

案
外
素
直
に
受
け
て
く
れ
る
の
か
な

メ
モ
メ
モ

と

そ
れ
じ

あ
鍵
を

し
て
お
く
わ

つ
い
で
に
明
日
の
朝

俺
を

こ
し
て
く
れ

 
俺
一
人
だ
と
二
度

す
る
か
も
し
れ
ん

 
そ
う
言

て
八
幡
は

一
度
部
屋
の
中
に
入
る
と

 
部
屋
の
鍵
ら
し
き
物
を
手
に
持

て
現
れ

優
里
奈
に
向
け
て
放

て
き
た

えんこ

こ
ん
な
に
簡

に
鍵
を

し
ち

て
い
い
ん
で
す
か

 
も
し
か
し
た
ら
私

暗
殺
者
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

え

何
お
前

そ
う
見
え
て
謎
の
暗
殺
拳
の
使
い
手
だ

た
り
す
ん
の

す

す
み
ま
せ
ん

少
し
動

し
ま
し
た

ま
あ
あ
れ
だ

俺
は
滅
多
に
こ
こ
に
来
な
い
と
思
う
し

そ
れ
は
合
い
鍵
だ
か
ら

 
ど
う
し
て
も
や
る
事
が
無
く
て
暇
で
仕
方
な
い

て
時
く
ら
い
で
い
い
か
ら

 
こ
の
部
屋
の
換
気
く
ら
い
は
し
て
や

て
く
れ

い

い
い
ん
で
す
か
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そ
の
八
幡
の
説
明
に

優
里
奈
は
食
い
ぎ
み
に
そ
う
言

た

い
い
ん
で
す
か

て

俺
は
む
し
ろ

し

な
い
気
持
ち
で
い

ぱ
い
な
ん
だ
が

あ

そ

そ
う
で
す
ね

仕
方
な
い
か
ら
そ
の
仕
事

引
き
受
け
て
あ
げ
ま
す

悪
い
な

そ
れ
じ

あ
俺
は
そ
ろ
そ
ろ

る
わ

ま
た
明
日
な

あ

は
い

ま
た
明
日
で
す

 
そ
し
て
優
里
奈
も
さ
す
が
に
眠
く
な

て
き
た
の
か

今
日
は

る
事
に
し
た

 
優
里
奈
は
直
ぐ
に

息
を
た
て
は
じ
め
た
が

 
そ
の
胸
に
は
し

か
り
と

八
幡
の
部
屋
の
合
い
鍵
が

か
れ
て
い
た
の
だ

た
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第
４
４
０
話
 
優
里
奈

行

て
き
ま
す

う

が
重
い

風

で
も
ひ
い
た
か

 
八
幡
は
次
の
日
の
朝

ま
ど
ろ
み
な
が
ら
そ
う
感
じ
て
い
た

 
だ
が
そ
れ
は

何
故
か

く
も
苦
し
く
も
な
く

た
だ
心
地
よ
い
感
触
だ
け
が
感
じ
ら
れ

 
八
幡
は
矛
盾
す
る
感
覚
に
と
ら
わ
れ
な
が
ら
も
徐
々
に
そ
の
意
識
を
覚

さ
せ
身
じ
ろ
ぎ

し
たう

う
ん

 
そ
の

間
に

に
か
か

て
い
た
圧
力
が
消
失
し

八
幡
の
意
識
は
再
び

ん
で
い

た

 
八
幡
さ
ん

ち

と

い
け
ど
朝
で
す
よ

 
そ
ん
な
声
と
同
時
に
体
を

さ
ぶ
ら
れ

八
幡
は
目
を
覚
ま
し
た

ん

こ
こ
は

そ
う
か

日
は
こ
こ
に

ま

た
ん
だ

た
か

朝
食
が
出
来
ま
し
た
か
ら

顔
を
洗

て
き
て
下
さ
い
ね

ん

あ
あ
そ
う
か

そ
う
い
え
ば
そ
う
い
う
約
束
だ

た
な
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は
い

 
そ
こ
に
は
エ
プ
ロ
ン

の
優
里
奈
が
笑
顔
で
立

て
お
り

八
幡
は
一

悩
ん
だ
の
だ
が

 

夜
に
交
わ
し
た
約
束
の
事
を
思
い
出
し

納
得
し
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

 

ぼ
け

を
こ
す
り
な
が
ら

洗
面
所
へ
行

て
顔
を
洗

た

ふ
う

そ
う
い
え
ば
優
里
奈

風

と
か
ひ
い
て
な
い
か

大
丈
夫
か

え

ど
う
し
て
で
す
か

い
や
今
朝
一

が
重
く
て

き
か
け
た
ん
だ
よ
な
だ
か
ら
も
し
か
し
た
ら
風

か
な
と

思

て

 
そ
れ
で
優
里
奈
に
う
つ
し
ち
ま

て
た
ら
悪
い
と
思

て
な

大
丈
夫
で
す
よ
も
う
す
ぐ
準
備
が
出
来
ま
す
か
ら
と
り
あ
え
ず
着

え
て
き
ち

て
下
さ
い

お
う

そ
れ
な
ら
良
か

た

こ
ん
な
事
ま
で
さ
せ
ち
ま

て
何
か
悪
い
な

い
え

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

 
優
里
奈
は
八
幡
に
背
を
向
け
た
ま
ま
そ
う
言
い

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を
受
け

着

え
る

に

室
へ
と
向
か

た
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ち
な
み
に
こ
の
時
優
里
奈
は

顔
を
真

に
し
て

を
だ
ら
だ
ら
か
い
て
い
た
の
だ
が

 
幸
い
に
も
そ
の

が
八
幡
に
気
付
か
れ
る
事
は
無
か

た

 
も
う
お
分
か
り
だ
と
思
う
が
八
幡
の

が
重
か

た
の
は
優
里
奈
が
と
あ
る
事
を

し
た

せ
い
で
あ
る

  
一
応
着

え
は

室
に
常
備
し
て
あ
る
ら
し
く

 
八
幡
は
テ
キ
パ
キ
と
着

え
終
わ

た
後

部
屋
の
外
に
出
る
と

 
洗

物
を
洗
面
所
の
カ
ゴ
に
放
り
込
ん
だ

そ
れ
を
見
て
い
た
優
里
奈
が
八
幡
に
こ
う

ね

た
あ
こ
こ
に
も
着

え
が
用
意
し
て
あ
る
ん
で
す
ね
洗

物
は
い
つ
も
ど
う
し
て
る
ん
で
す

か
持
ち
帰

て
洗

て
る
な

で

暇
を
見
て
ま
た
持

て
く
る
感
じ
か
な

 
そ
の
説
明
を

い
た
優
里
奈
は

笑
顔
を
崩
さ
な
い
ま
ま
八
幡
に
言

た

そ
れ

て
面
倒
く
さ
く
な
い
で
す
か

ま
あ
な

確
か
に
ず
ぼ
ら
な
俺
に
は
面
倒
く
さ
い
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そ
の
答
え
を
予
期
し
て
い
た
の
か

優
里
奈
は
即
座
に
こ
う
提
案
し
て
き
た

そ
れ
じ

あ
洗

も
私
が
や

て
お
き
ま
す
よ
ど
う
せ
シ

ツ
も

さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

し
ねん

い
や

そ
こ
ま
で
し
て
も
ら

え

と

実
は
私

テ
ス
ト
が
近
い
ん
で

 
そ
の
お

に
私
に
勉
強
を
教
え
て
く
れ
る
と
い
う
の
は
ど
う
で
し

う

 
と
い
う
か
教
え
て
下
さ
い
今
回
は
ち

と
自
信
が
無
い
ん
で
す
お
願
い
し
ま
す

 
洗

は
そ
の
お

と
い
う
事
で
ど
う
で
し

う

 
優
里
奈
に
そ
う
ま
く
し
た
て
ら
れ

八
幡
は
思
わ
ず
反
射
で
こ
う
答
え
た

お

お
う

そ
う
い
う
事
な
ら
別
に

わ
な
い
ん
だ
が

 
さ
す
が
に
俺
も
ま
だ
高
校
生
を
や
り
直
し
て
る
所
な
ん
で
な
先
生
を
連
れ
て
く
る

て
事
で

い
い
か

先
生

で
す
か

お
う

日
会

た
だ
ろ

間
宮
ク
ル
ス

あ
い
つ
は

門
の
学
生
だ
か
ら
な

そ
う
な
ん
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す
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ち
な
み
に
も
ち
ろ
ん
八
幡
さ
ん
も
来
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね

え

お

お
う

場
所
は
こ
の
部
屋
で
い
い
か

は
い

そ
れ
じ

あ
ち

と
連

す
る
わ

俺
の

は

ん

メ

ル
が
来
て
る
な

詩

乃
か
ら
か

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
メ

ル
を
確
認
す
る
と

 
そ
の
内
容
が
今
の
会
話
内
容
と
合
致
し
て
い
た
事
に
驚
い
た

そ
の
メ

ル
に
は
こ
う
書
い

て
あ

た
て
る
か
も
し
れ
な
い
の
を

こ
す
の
は
悪
い
か
ら
通
話
じ

な
く
メ

ル
で

 
や
ば
い
ゲ

ム
と
バ
イ
ト
に
集
中
し
す
ぎ
ち

た
テ
ス
ト
が
近
い
の
で
勉
強
を
教
え
な

さ
い

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
報

の
お
出
か
け
も
今
は
厳
し
い
の
で
テ
ス
ト
の
後
ま
で
我
慢
し
て
あ
げ
る

わ
何
を
や

て
る
ん
だ
あ
い
つ
は

ま
あ
色
々
あ

た
し
仕
方
な
い
か

 
そ
し
て
八
幡
は

優
里
奈
に
も
う
一
人

え
て
も
い
い
か

ね
た
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え

と

そ
の
人

て
ど
ん
な
人
で
す
か

仲
間
だ
な

ち
な
み
に
女
の
子
で

優
里
奈
と
は
同
い
年
の
は
ず
だ

仲
間
で
す
か

 
そ
の
言
葉
に
優
里
奈
は
目
を

か
せ
た

ど
う
や
ら
知
り
合
い
が

え
る
事
は
大
歓
迎
の
よ
う

だ 
し
か
も
今
回
は

同
じ
高
校
生
な
の
で
あ
る

 
実
は
優
里
奈
は
両
親
が
事
故
に
あ

た
時

一

に
そ
の

に
乗
り
合
わ
せ
て
お
り

 
た
だ
一
人
生
き
残

た
の
だ
が

そ
の
せ
い
で
し
ば
ら
く
入
院
す
る
事
と
な
り

 
そ
の
分
高
校
へ
の
入
学
時
期
が
少
し
ず
れ
込
ん
で
い
た

 
幸
い
受
験
は
終
わ

て
い
た

入
学
す
る
事
自
体
は
出
来
た
の
だ
が

 
友
達
作
り
の
ス
タ

ト
ダ

シ

に
失
敗
し
た

友
達
は
一
応
い
る
の
だ
が

 
そ
こ
ま
で
親
し
く
な
れ
な
い
ま
ま
こ
こ
ま
で
き
て
し
ま

て
お
り

 
こ
こ
か
ら
劇
的
に
仲
良
く
な
れ
る
か
ど
う
か
も
怪
し
か

た

 
先
日
メ
イ
ク
イ

ン
で
会

た

フ

イ
リ
ス

ま
ゆ
り

奈
に
次
ぐ

 
四
人
目
の
年
の
近
い
仲
が
い
い
と
言
え
る
友
達
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
た
よ
う
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だ
是
非
お
願
い
し
ま
す

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ち

と
連

し
て
み
る
わ

 
も
し
も
し

八
幡

お
う

メ

ル
の
件
で

り
返
し
た
ん
だ
が

今
大
丈
夫
か

う
ん
ち

と
ま
だ
下
着

だ
け
ど

話
だ
か
ら
問
題
な
い
わ
ね
ま
だ
下
着

だ
け
ど

何
で
二
度
言

た

そ
も
そ
も
何
の
ア
ピ

ル
だ
よ

で

ど
う
な
の

教
え
て
く
れ
る
の

く
れ
な
い
の

お
前
は
相
変
わ
ら
ず
せ

か
ち
だ
よ
な

 
そ
し
て
八
幡
は

詩
乃
に
事
情
を
説
明
し
た

あ
あ

の
子
ね

オ

ケ

よ

私
も
会

て
み
た
い
し

そ
れ
じ

あ
今
日
学
校
が
終
わ

た

そ
の
子
を
連
れ
て
迎
え
に
行
く
わ

分
か

た
わ

待

て
る

 
そ
し
て
八
幡
は

オ

ケ

が
も
ら
え
た
事
を
優
里
奈
に
伝
え
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そ
れ
を

い
た
優
里
奈
は
と
て
も
喜
ん
だ

何
か

凄
く
楽
し
み
に
な

て
き
ま
し
た

そ
れ
な
ら
良
か

た

そ
れ
じ

あ
生
徒
が
二
人
に
な

た
分
先
生
役
も
一
人

や
す
か
な

 
そ
ん
な
八
幡
の

に

か
ん
だ
の
は

当
然
雪
乃
だ

た

ま
あ
他
に
い
な
い
よ
な

 
そ
し
て
八
幡
は

雪
乃
に
連

を
と

た

お
う

俺
だ

こ
ん
な
朝

く
か
ら
珍
し
い
わ
ね

一
体
ど
う
し
た
の
か
し
ら

実
は
な

 
そ
し
て
八
幡
は
勉
強
会
の
先
生
役
を
や

て
く
れ
な
い
か
と
雪
乃
に
事
情
を
話
し
な
が
ら

頼
ん
だ

そ
う

別
に

わ
な
い
わ
よ

で
も
今
日
は
う
ち
の
学
校
で

 
ど
う
し
て
も

い
て
お
き
た
い

会
が
開
か
れ
る
か
ら

午
後
六
時
以
降
で
お
願
い

オ

ケ

だ
そ
の
く
ら
い
に
迎
え
に
い
く

ち
な
み
に
マ

ク
ス
に
も
頼
む
つ
も
り
な
ん
だ

が
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あ
あ

そ
れ
な
ら
問
題
無
い
わ

今
日
の

会
に
一

に
行
く
か
ら

そ
う
な
の
か
そ
れ
じ

あ
あ
い
つ
に
も
頼
ん
で
お
い
て

い
や
や

ぱ
り
自
分
で
頼
む

わ
あ
ら

ち

ん
と
自
分
で
判
断
出
来
た
の
ね

よ
く
出
来
ま
し
た

 
雪
乃
は
ま
る
で
教
師
の
よ
う
に

八
幡
に
そ
う
言

た

人
の
上
に
立
つ
者
は
や
は
り
そ
う
じ

な
い
と

お
う

危
な
く
間
違
え
る
と
こ
ろ
だ

た
け
ど
な

ま
あ
そ
う
な

た
ら
な

た
で

私
が
ち

ん
と

て
あ
げ
た
わ

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な

い
つ
も
あ
り
が
と
な

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
し
て
次
に
八
幡
は

ク
ル
ス
に
連

し
た

お
う

マ

ク
ス
か

こ
ん
な
朝

く
に
悪
い
な

い
え

問
題
無
い
で
す

で

実
は
お
前
に
頼
み
が
あ
る
ん
だ
が

分
か
り
ま
し
た

任
せ
て
下
さ
い
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ク
ル
ス
は
そ
う
即
答
し

八
幡
は

れ
た
よ
う
に
ク
ル
ス
に
言

た

即
答
か
よ

俺
は
ま
だ
頼
み
の
内
容
を
言

て
な
い
ん
だ
が

え

朝
か
ら
ム
ラ
ム
ラ
し
て
し
ま

て

今
す
ぐ
そ
こ
へ
来
い

 
私
に

を
し
ろ
と
か
そ
う
い
う
頼
み
で
は
無
い
ん
で
す
か

 
そ
の
ク
ル
ス
の
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け

八
幡
は
反
射
的
に
こ
う

き
返
し
た

お
前

そ
ん
な
性
格
だ

た
か

す
み
ま
せ
ん
朝
か
ら
八
幡
様
の
声
が

け
た
の
で
テ
ン
シ

ン
が
上
が

て
し
ま
い
ま
し

た
お

お
う

そ
う
ス
ト
レ

ト
に
言
わ
れ
る
と
ち

と
恥
ず
か
し
い
な

 
そ
し
て
八
幡
は

何
を
頼
み
た
い
の
か
ク
ル
ス
に
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

や

ぱ
り
そ
う
で
し
た
か

も
ち
ろ
ん
先
ほ
ど
言

た
通
り
オ

ケ

で
す

や

ぱ
り

て
お
前
な

さ

き
の
は
も
ち
ろ
ん
冗
談
で
す

ど
ん
な
頼
み
で
も

 
八
幡
様
の
頼
み
な
ら
オ

ケ

だ
と
い
う
私
の

心
を

し
た
つ
も
り
で
し
た

お
前
さ

き

テ
ン
シ

ン
が
上
が

て
勢
い
で
言

た
風
な
事
を
言

て
た
よ
な
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ま
あ
い
い
や

い
つ
も
悪
い
な

頼
り
に
し
て
る
ぞ

は
い

お
任
せ
下
さ
い

そ
れ
で
は
八
幡
様

雪
乃
と
一

に
お
待
ち
し
て
ま
す
ね

 
そ
う
言

て
ク
ル
ス
は
機

良
さ
そ
う
に

話
を
切

た

ふ
う

よ
し

教
師
を
二
人

確
保
完
了
だ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

さ
て

朝
食
に
し
ま
し

う
か

お

美
味
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ

く
と
す
る
か

 
そ
し
て
二
人
は
雑
談
を
し
な
が
ら
優
里
奈
の
作

た
朝
食
を
食
べ
て
い
た
が

 
八
幡
は
ふ
と
こ
ん
な
事
を
思
い
つ
き

優
里
奈
に

ね
た

そ
う
い
え
ば
こ
こ
か
ら
学
校
に
行
く
の
は
初
め
て
に
な
る
と
思
う
け
ど
行
き
方
と
か
大
丈
夫

な
の
か

 
も
し
や
ば
そ
う
な
ら
キ

ト
で
送
る
が

大
丈
夫
で
す

い
つ
も
送

て
も
ら
え
る

じ

な
い
で
す
し

 

日
ど
う
や

て
行
け
ば
い
い
か
調
べ
て
お
い
た
の
で

一
人
で
行
け
ま
す

 
実
は
前
の
ア
パ

ト
か
ら
行
く
よ
り
も
こ
こ
か
ら
の
方
が
学
校
に
近
い
ん
で
す
よ
ふ
ふ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が
な

と
り
あ
え
ず
片
付
け
は
俺
が
し
て
お
く
か
ら
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優
里
奈
は
学
校
に
行
く
準
備
を
し
て
く
る
と
い
い

あ

大
丈
夫
で
す
よ

も
う
準
備
は
終
わ

て
ま
す
か
ら

 
帰

た
ら
洗
い
物
を
し
て
エ
プ
ロ
ン
を
回
収
し
て
お
く
の
で

直
ぐ
に
出
ち

い
ま
し

う

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
も
う
い
い
時
間
だ
し

こ
の
ま
ま
行
く
事
に
す
る
か

 
そ
し
て
優
里
奈
は
エ
プ
ロ
ン
を
キ

チ
ン
に
残
し
そ
の
ま
ま
八
幡
と
共
に
マ
ン
シ

ン
を
出

た 
他
人
が
見
た
ら
完
全
に
誤
解
さ
れ
る
シ
チ

エ

シ

ン
だ
が

 
事
前
に
関
係
者
に
は
事
情
を
説
明
し
て
あ
る
の
で
そ
う
い

た
ハ
プ
ニ
ン
グ
は

こ
り
よ
う

が
な
い

そ
れ
じ

あ
行

て
き
ま
す
ね

八
幡
さ
ん

お
う

行

て
ら

し

い

気
を
つ
け
て
な

 
優
里
奈
は
誰
か
に
行

て
き
ま
す
と
言
い

 
行

て
ら

し

い
と
返
し
て
も
ら
う
の
は
久
し
ぶ
り
で
あ
り

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
手
を

り
な
が
ら

い
足
取
り
で
学
校
へ
と
向
か

て
い

た

さ
て

俺
も
行
く
か
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そ
し
て
八
幡
は
ソ
レ
イ
ユ
の
敷
地
内
に

め
て
あ

た
キ

ト
に
乗
り
込
み

 
自
ら
も
帰
還
者
用
学
校
へ
と
向
か

た



 第４４１話 解放軍の者に告ぐ

 
第
４
４
１
話
 
解
放
軍
の
者
に
告
ぐ

お
は
よ
うお

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
教
室
に
入

た
八
幡
が

誰
に
向
け
て
と
い
う
事
も
な
く
そ
う

を
す
る
と

 
あ
ち
こ
ち
か
ら
そ
ん
な

が
返

て
き
た

 
か
つ
て
の
高
校
時
代
の
八
幡
か
ら
は

と
て
も
考
え
ら
れ
な
い

態
で
あ
る

お
は
よ
う
八
幡
君

八
幡

今
日
は

い
な

八
幡
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡

お
は
よ
う

 
い
つ
も
の
四
人
か
ら
そ
う

を
さ
れ
八
幡
も
い
つ
も
通
り
ぶ

き
ら
ぼ
う
に
こ
う
答
え

た
お
う

 
そ
し
て
い
つ
も
の
通
り

始
業
前
の
雑
談
が
始
ま
る
か
と
思
い
き
や
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い
き
な
り
八
幡
が
和
人
と
明
日
奈
に
こ
う
言

た

和
人

明
日
奈

ち

と

き
た
い
ん
だ
が

こ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
見
覚
え
は
無
い
か

 
そ
う
言

て
八
幡
が
見
せ
て
き
た
の
は
自
由
に
も
ら

た
ヤ
ク
モ
こ
と
櫛
稲
田
大
地
の
写

真
だ

た

こ
れ
は

七
十
四
層

 
そ
の
言
葉
に
和
人
は
ピ
ク

と
し

明
日
奈
は
じ

と
八
幡
を
見
つ
め
た

あ
の
時
の
軍
の
連
中
の
中
の
一
人
で

そ
の
時
に
死

し
た
そ
う
だ

 
プ
レ
イ
ヤ

名
は
ヤ
ク
モ

ど
う
だ

こ
れ

て
あ
れ
だ
ろ

八
幡
が
ど
う
し
て
も
援
助
し
た
い

て
言

て
た
女
の
子
の
お
兄
さ

ん
だ
ろ

あ
あ
そ
う
だ

あ
の
時
死
ん
だ
奴
の
妹

て

い
た
ら

 
さ
す
が
に
何
も
し
な
い
な
ん
て
俺
に
は
出
来
な
か

た
か
ら
な

ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る

俺
も
同
じ
気
持
ち
だ
し
な

う
ん

私
も
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そ
の
八
幡
の
言
葉
に

和
人
と
明
日
奈
も
同
意
し
た

私
は
直
接
関
係
な
い
け
ど

そ
の
話
を

い
た
ら
さ
す
が
に
ち

と
ね

私
も
で
す

 
里
香
と
珪
子
も
そ
う
言
い

四
人
は
そ
の
写
真
を
じ

と

め
た

う

ん

悪
い

俺
は
見
覚
え
が
無
い
な

ま
あ
そ
れ
は
仕
方
な
い
だ
ろ
あ
の
時
の
あ
い
つ
ら
は
顔
が

れ
る
よ
う
な
格
好
を
し
て
た

し
な

 
八
幡
の
言
う
通
り

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
制
服
の

子
は

 
目
ま
で

れ
る

色
の
金
属
製
の
甲

の
よ
う
な
装
備
で
あ
り
個
々
の
顔
は
識
別
出
来
な
い

こ
の
顔

ど
こ
か
で

七
十
四
層
の

あ

明
日
奈

何
か
思
い
出
し
た
か

 
そ
う

か
れ
た
明
日
奈
は

逆
に
八
幡
に

き
返
し
た

ね

八
幡
君
ち

と
そ
の
前
に
も
う
一
度
確
認
さ
せ
て

そ
の
妹
さ
ん
の
名
前

て

櫛
稲
田
優
里
奈
だ
な

優
里
奈

ゆ

り

そ

か

あ
の
時
の
言
葉
は
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ
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も
し
か
し
て

ヤ
ク
モ
と
話
し
た
の
か

正
確
に
は

最
期
の
言
葉
を

い
た

て
事
に
な
る
の
か
な

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
身
を
乗
り
出
し

明
日
奈
は
当
時
の

況
を
話
し
始
め
た

ほ
ら

あ
の
時

て

ボ
ス
部
屋
の
中
か
ら
凄
い

鳴
が

こ
え
て

 

て
て
み
ん
な
で
中
に
突

込
ん
だ
じ

な
い

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に

八
幡
と
和
人
は

い
た

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ

た
よ
な

 
明
日
奈
は
そ
の
事
を
確
認
す
る
と

そ
の
ま
ま
説
明
を
続
け
た

あ
の

鳴
を
上
げ
た
人
そ
の
直
後
に
入
り
口
の
方
に
飛
ば
さ
れ
て
き
た
の
私
の
す
ぐ
近
く

に
ね

 
そ
の
時
は
直
ぐ
に
結

ア
イ
テ
ム
を
使
お
う
と
思

た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
人

も
う

が
全

し
て
て
ね

そ
れ
で
結

ア
イ
テ
ム
を
使
う
の
を

め
た
ん
だ
よ

ね 
あ
れ
は
悔
し
か

た
な



 第４４１話 解放軍の者に告ぐ

 
八
幡
は

そ
の
時
の
明
日
奈
の
気
持
ち
を

り

苦
し
げ
な
表
情
で
こ
う
言

た

そ
れ
は
つ
ら
か

た
な

明
日
奈

う
ん

ま
あ
そ
の
せ
い
で

 
結

ア
イ
テ
ム
禁
止
エ
リ
ア
だ

て
気
付
く
の
が

れ
た

て
の
も
あ
る
ん
だ
け
ど

 
と
り
あ
え
ず
そ
れ
は
置
い
と
い
て

で

そ
の
時
そ
の
人
が
こ
う
言

た
の

ご
め
ん
な

ゆ

り

て

そ
う
か

優
里
奈
の
名
前
を
最
後
ま
で
言
え
な
か

た

て
事
か

 
そ
の
明
日
奈
の
説
明
に
四
人
は
下
を
向
い
た

そ
し
て
最
初
に
顔
を
上
げ
た
の
は
八
幡
だ

た
明
日
奈

今
度
機
会
を
作
る
か
ら

そ
の
事
を
優
里
奈
に
話
し
て
や

て
く
れ

う
ん
分
か

た

今
日
は
ち

と
お

さ
ん
に
頼
ま
れ
た
用
事
が
あ
る
か
ら

目
と
し
て

 
八
幡
君
に
任
せ
る
か
ら

当
な
日
に
セ

テ

ン
グ
し
て
く
れ
て
い
い
よ

お
う

分
か

た

で

用
事

て
何
が
あ
る
ん
だ

う
ん

 

に
明
日
奈
の
表
情
が
暗
く
な
り

四
人
は
何
事
か
と
い
ぶ
か
し
ん
だ
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実
は
ね

今
日
は
レ
ク
ト

み
の
パ

テ

に
出
な
い
と
い
け
な
い
の

 
要
す
る
に
三
時
間
く
ら
い
ど
う
で
も
い
い
話
を

き
な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
な
い
と
い
け

な
い
の

そ

そ
う
か

ま
あ
頑
張
れ

 
そ
う
明
日
奈
を

ま
す
八
幡
に

和
人
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
言

た

お
い
八
幡

い
ず
れ
は
我
が
身

だ
ぞ

う
 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
図
星
を
突
か
れ

苦
々
し
げ
な
表
情
を
し
た

お
い
明
日
奈

そ
う
い
う
の

て
ど
れ
く
ら
い
の

度
で
あ
る
ん
だ

う

ん

月
一
く
ら
い

ま
じ
か
よ

ふ
ふ

そ
う
な

た
ら
少
し
は
私
の
苦
労
も
分
か

て
も
ら
え
そ
う
だ
ね

 
そ
ん
な
明
日
奈
に

今
度
は
里
香
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
こ
う
言

た

何
言

て
ん
の
よ
明
日
奈

そ
の
場
合

 
妻
と
し
て
明
日
奈
も
八
幡
に
同

す
る
事
に
な
る
に
決
ま

て
る
じ

な
い
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つ

妻

や
だ
も
う
里
香

た
ら

妻
だ
な
ん
て

 
明
日
奈
は
そ
の
妻
と
い
う
言
葉
の
方
に
反
応
し

と
て
も
恥
ず
か
し
そ
う
に

 
や
ん
や
ん
と
体
を

す

て
い
た
の
だ
が

や
が
て
言
葉
の
後
半
の
意
味
に
気
付
い
た
の
か

 
愕
然
と
し
た
顔
で
八
幡
を
見
た

え

そ
う
す
る
と

レ
ク
ト

み
の
方
は

私
は
お

さ
ん
の
付
き

い
だ
か
ら

 

純
計
算
で
私
の
負
担
が
倍
に
な
る
の

お

お
う

そ
う
な
の
か
な

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ

八
幡
君

治
家
に
な

て
パ

テ

禁
止
令
を
出
し
て

そ
し
た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で

妻
同

の
色
々
な
集
ま
り
が
あ
り
そ
う
だ
け
ど
な

 
和
人
が

静
に
そ
う
突

込
み

明
日
奈
は
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

私

終
わ

た

 
そ
ん
な
明
日
奈
の

を
見
て

さ
す
が
に
か
わ
い
そ
う
だ
と
思

た
の
か

 
和
人
が
明
日
奈
に
助
け
船
を
出
し
た

ま
あ
八
幡
の
方
は

誰
か
に
代
わ
り
を
頼
め
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 

え
ば
そ
う

小
町
ち

ん
と
か

後
は

陽
乃
さ
ん
と
か
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そ
の
言
葉
に
明
日
奈
は
パ

と
明
る
い
表
情
を
し
た

そ
う
か

そ
の
手
が
あ

た
ね

八
幡
君

妻
と
し
て
命
じ
ま
す

 
今
後
パ

テ

に
は

小
町
ち

ん
か
姉
さ
ん
を
同

し
な
さ
い

そ
ん
な
に

な
ん
で
す
ね

あ
の
明
日
奈
が

八
幡
と
い
ち

い
ち

で
き
る
機
会
を
棒
に

る
な
ん
て

 
そ
ん
な
明
日
奈
を
か
ら
か
い
た
く
な

た
の
か

 
八
幡
は

し
そ
う
な
表
情
を
作
り

明
日
奈
に
言

た

そ
う
か

明
日
奈
は
俺
と
一

に
い
て
く
れ
な
い
の
か

え
 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
は

を
だ
ら
だ
ら
流
し
な
が
ら

す
る
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は

腹
の

か
ら

り
出
す
よ
う
な
声
で
言

た

や

や

ぱ
り

私
が
一

に
行
く
か
ら

だ

大
丈
夫

だ
よ

ち
な
み
に
明
日
奈

こ
こ
ま
で
の
遣
り
取
り
は
全
部
冗
談
だ
か
ら
な

 
そ
ん
な
明
日
奈
を
見
て
い
ら
れ
な
く
な

た
の
か

 
八
幡
は
あ

さ
り
と
そ
う
言
い

他
の
三
人
も
う
ん
う
ん
と

い
た
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明
日
奈
は
そ
れ
を

い
て

再
び
パ

と
明
る
い
表
情
に
な

た

そ
う
だ
よ
ね

冗
談
だ
よ
ね

や
だ
も
う
私

た
ら

お
か
し
な
心
配
を
し
ち

た

 
ご
め
ん
ね

変
な

を
見
せ
ち

て

さ
あ

話
を
元
に

そ
う

 
こ
の
一
連
の
遣
り
取
り
の
お
か
げ
で

暗
く
な
り
か
け
た
場
は
明
る
く
な

た
が

 
実

問
題
明
日
奈
の
負
担
に
つ
い
て
は
何
も
解
決
し
て
お
ら
ず

 
い
ず
れ
先
ほ
ど
の
言
葉
通
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
事
に

明
日
奈
は
気
付
い
て
い
な
か

た

  

業
中
も
八
幡
は

何
か
優
里
奈
の

に
伝
え
て
や
れ
る
事
は
無
い
か
考
え
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は

と
あ
る
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
き

ガ
タ

と
立
ち
上
が

た

あ
ら
珍
し
い
わ
ね
八
幡
君

ど
う
か
し
た
の

あ

と

す
み
ま
せ
ん

何
で
も
な
い
で
す

 
教
師
に
そ
う
突

込
ま
れ
た
八
幡
は
そ
う
言

て

に
座
り
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

き
始
め

た 
和
人
や
明
日
奈
ら
四
人
は

そ
の
八
幡
の

を
見
て
何
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
感
じ
て
い
た
が

 
昼
休
み
に
な

た

間

八
幡
は

目
も

ら
ず
に
教
室
を
飛
び
出
し
て
い
き
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残
さ
れ
た
四
人
は

然
と
し
た

八
幡
の
奴

一
体
ど
う
し
た
ん
だ

う
ん

業
中
か
ら
何
か
お
か
し
か

た
よ
ね

何
な
ん
だ
ろ
う
ね

凄
く
急
い
で
ま
し
た
ね

 
そ
の
直
後
に
校
内
放
送
の
ス
ピ

カ

か
ら
八
幡
の
声
が

こ
え

四
人
は
と
て
も
驚
い
た

あ

俺
だ

解
放
軍
の
者
に
告
ぐ

す
ま
な
い
が
ち

と
頼
み
が
あ
る

 
以
前
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
所
属
し
て
た
者
は

き
た
い
事
が
あ
る
か
ら
俺
の
所
ま
で

来
て
く
れ

 
ち
な
み
に
こ
れ
は
強
制
で
は
な
い

た
だ
の
お
願
い
だ

 
そ
の

間
に

学
校
中
で

当
す
る
生
徒
達
が

ガ
タ

と
立
ち
上
が

た

 
ど
う
や
ら
八
幡
の
お
願
い
は

誰
も
無

出
来
な
い
よ
う
だ

 
そ
し
て
そ
の
放
送
を
教
室
で

い
て
い
た
四
人
は
思
わ
ず

き
出
し
た

お

俺
だ

と
か

解
放
軍
の
者
に
告
ぐ

て
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八
幡
さ
ん

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い

そ
れ
は
無
い
で
す
よ

で
も
あ
い
つ
が
何
を
考
え
て
い
た
か
は
こ
れ
で
分
か

た
な

う
ん

直
接
ヤ
ク
モ
さ
ん
の
事
を

元
解
放
軍
の
人
に

く
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
ね

 
直
後
に
八
幡
が
教
室
に
駆
け

り
い
き
な
り
で
す
ま
ん
と
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に

を
下
げ
た

 
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
そ
の
謝
罪
を
や
め
さ
せ
る
と

 
自
主
的
に
八
幡
の

に

集
ま

て
く
る
元
解
放
軍
の
者
達
を
案
内
し
始
め
た

 
ク
ラ
ス
メ

ト
達
の
八
幡
に
対
す
る

心
は
相
変
わ
ら
ず
限
界
突
破
し
て
い
る
よ
う
だ

 
い
き
な
り
で
悪
い
な

さ
す
が
に
放
送
で
個
人
名
を
出
す

に
は
い
か
な
か

た
か
ら

 
無

足
に
な

ち
ま
う
奴
も
何
人
か
は
い
る
だ
ろ
う
と
思
う
が

そ
れ
は
勘

し
て
く
れ

 
さ
て
本
題
だ
こ
の
中
で
ヤ
ク
モ
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

の
事
を
知

て
い
る
奴
は
い
る
か

 
知
ら
な
い
奴
は
帰

て
く
れ
て
い
い

本
当
に

し

な
い

 
そ
の
言
葉
に

半

以
上
の
生
徒
達
が

 
問
題
な
い

気
に
し
な
い
で
と
口
々
に
言
い
な
が
ら
帰

て
い

た

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
者
達
に

八
幡
は
言

た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

実
は
先
日

ヤ
ク
モ
の
リ
ア
ル
妹
と
知
り
合

た
ん
だ
が

 
そ
い
つ
に
兄
の
事
を
教
え
て
や
り
た
い
ん
だ

悪
い
が
協
力
し
て
も
ら

て
も
い
い
か

 
そ
の
八
幡
の
頼
み
を

残

た
者
達
は

し
た

 
そ
し
て
明
日
奈
が
書
記
を
努
め

様
々
な
エ
ピ
ソ

ド
を
メ
モ
し
始
め
た

 

番
待
ち
の
者
達
は
交
代
で
食
事
を
取
り
に
い
き

 
明
日
奈
も

中
で
書
記
を
里
香
と
珪
子
に
代
わ

て
も
ら
い

昼
食
を
と

た

 
こ
う
し
て
ヤ
ク
モ
に
関
す
る
エ
ピ
ソ

ド
が
ど
ん
ど
ん
た
ま

て
い

た

 
八
幡
は

自
分
に
は
人
を
集
め
た

任
が
あ
る
か
ら
と

 
食
事
も
せ
ず
に
そ
の
話
を
全
て

き

う
ん
う
ん
と

い
て
い
た

 
こ
れ
で
全
員
か
な

 
集
め
ら
れ
た
者
達
は

一
部
の
用
事
が
あ
る
者
を

い
て
ま
だ
そ
こ
に

ま

て
お
り

 
そ
の
者
達
に

八
幡
は
そ
う
言

た

 
そ
し
て
集
め
ら
れ
た
者
達
の
中
の
一
人
が

立
ち
上
が

て
八
幡
に
言

た

八
幡
さ
ん

実
は
こ
の
中
に
も

ヤ
ク
モ
に
助
け
て
も
ら

た
人
が

山
い
る
ん
で
す
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な
の
で
そ
の
妹
さ
ん
に

こ
う
伝
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

ヤ
ク
モ
は
何
度
も
仲
間
の
命
を
救

て
く
れ
た

人
で
す
い
く
ら
感
謝
し
て
も
感
謝
し
き
れ

ま
せ
ん

 
そ
れ
な
の
に
ヤ
ク
モ
を
守
れ
な
く
て

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

と

分
か

た

必
ず
伝
え
る
と
約
束
す
る

今
日
は
集
ま

て
も
ら

て
本
当
に
あ
り
が
と
な

  
そ
し
て
放
課
後

八
幡
は
集
ま

た
情
報
を
ま
と
め
る
作
業
に
入

て
い
た

 
明
日
奈
達
四
人
も
そ
の
作
業
を
手
伝

て
い
た
の
だ
が
明
日
奈
だ
け
は

中
離
脱
し
て
い
た

 

中
で
章
三
が
現
れ

八
幡
に
謝
り
な
が
ら
明
日
奈
を
ド
ナ
ド
ナ
し
て
い

た
の
だ

八
幡
く

ん

か
わ
い
い
明
日
奈
が

ら
れ
て
行
く
よ

お
い
明
日
奈

意
味
が
分
か
ら
な
い
か
ら
な

ま
あ
頑
張
れ

 
章
三
さ
ん

遠

な
く
連
れ
て

ち

て
下
さ
い

ご
め
ん
ね
八
幡
君

ほ
ら
明
日
奈

行
く
ぞ

う
う
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そ
し
て
そ
の
後
も

調
に
作
業
は
進
み

つ
い
に
全
て
の
情
報
が
ま
と
ま

た

よ
し

こ
れ
で
全
部
だ
な

速
こ
れ
か
ら
伝
え
に
い
く
の
か

い
や

実
は
優
里
奈
と
詩
乃
が

も
う
す
ぐ
テ
ス
ト
が
あ
る
ら
し
く
て
な

 
今
日
は
こ
れ
か
ら
二
人
の
勉
強
を
見
て
や
る
事
に
な

て
る
ん
だ
よ

 
で
さ
す
が
に
俺
に
は

が
重
い
か
ら
マ

ク
ス
と
雪
乃
に
先
生
役
を
頼
ん
で
あ
る
ん
だ
よ

な 
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
全
員
を

番
に
迎
え
に
行

て

そ
の
後
勉
強
会

て
事
に
な
る
か
ら

 
後
日
明
日
奈
に
直
接
出
向
い
て
も
ら

た
時
に
で
も

ま
と
め
て
報
告
す
る
わ

 
そ
の
説
明
を

い
た
里
香
は

感
心
し
た
よ
う
に
言

た

そ

か

八
幡
は
優
里
奈
ち

ん
の
い
い
お
兄
さ
ん
役
を
し
て
る
の
ね

俺
は
多
分
ヤ
ク
モ
の
代
わ
り
に
は
な
れ
な
い
け
ど
面
倒
く
ら
い
は
ち

ん
と
見
て
や
り
た

い
か
ら
な

八
幡
さ
ん
が
お
兄
さ
ん
か

い
い
な

 
そ
う

ま
し
そ
う
に
言
う
珪
子
に

和
人
が
言

た
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そ
れ
な
ら
珪
子
も
一

に
勉
強
を
教
え
て
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 
勉
強
と

い
て

珪
子
は

て
な
が
ら
和
人
に
言

た

う

大
丈
夫
で
す

う
ち
の
テ
ス
ト
は
ま
だ
先
で
す
か
ら
ね

む
し
ろ
あ
ん
た
が
教
え
て
も
ら
い
な
さ
い
よ

 
そ
う
里
香
に
突

込
ま
れ
た
和
人
は

こ
う
即
答
し
た

え

い
い
よ

そ
の
メ
ン
バ

の
中
に
混
ざ
る
の
は

さ
す
が
に
危
険
す
ぎ
る
か
ら
な

あ
 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
納
得
し
た

雪
乃
と
ク
ル
ス
と
詩
乃
が
い
る
と
な
る
と

 
ど
う
考
え
て
も
激
し
い
八
幡
の
取
り
合
い
に
な
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
だ

 
ち
な
み
に
こ
の
日
は
さ
す
が
の
詩
乃
も

つ
い
で
に
優
里
奈
も
切

詰

て
い
た

 
真
面
目
に
勉
強
す
る
事
に
な
り

雪
乃
と
ク
ル
ス
も
そ
れ
に

い

 
か
な
り
真
面
目
に
勉
強
を
教
え
る
事
に
な
る
の
だ
が
さ
す
が
の
和
人
も
そ
ん
な
事
ま
で
は
分

か
ら
な
い

 
そ
し
て
和
人
達
は
逃
げ
る
よ
う
に
そ
の
場
を
去

て
い
き

 
残
さ
れ
た
八
幡
は

そ
れ
を
気
に
す
る
事
も
な
く
キ

ト
に
乗
り
込
み
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最
初
に
詩
乃
の
学
校
へ
と
向
か

た

 



 第４４２話 引き締める

 
第
４
４
２
話
 
引
き
締
め
る

な

キ

ト

あ
の
人
だ
か
り
は
何
だ

索
し
ま
す

当
イ
ベ
ン
ト
特
に
無
し

不
明
で
す

そ
う
か

ま
あ
普
通
高
校
で
イ
ベ
ン
ト
と
か
は
無
い
よ
な

何
な
ん
だ
あ
れ
は

 
詩
乃
の
学
校
に
着
く
と

校
門

に
は
何
故
か
凄
ま
じ
い
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
た

キ

ト
は
ち

と
こ
こ
で
待

て
て
く
れ

俺
は
こ
こ
か
ら
歩
い
て
こ

そ
り
近
付
い
て

 
何
が

こ

て
る
の
か
様
子
を
探

て
く
る
わ

は
い

お
気
を
つ
け
て

 
そ
し
て
八
幡
は
こ
そ
こ
そ
と
校
門
へ
と
近
付
き
人
だ
か
り
の
背
後
か
ら
そ

と
中
の
様
子

を

た

 
そ
こ
に
は
詩
乃
が
所
在
無
げ
に
立

て
お
り
Ａ
Ｂ
Ｃ
が
そ
の

護
に
つ
い
て
い
る
よ
う
に
見

え 
更
に
そ
の

り
を

山
の
生
徒
達
が
囲
ん
で
い
る
様
子
が

え
た

何
だ
こ
り
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八
幡
は

が
分
か
ら
ず

近
く
に
い
た
生
徒
に
こ
う

ね
た

な

こ
れ
は
一
体
何
の
集
ま
り
な
ん
だ

お
前

知
ら
な
い
で
こ
こ
に
い
る
の
か

 
姫
が
校
門
前
で
誰
か
を
待

て
い
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
て
い
る
か
ら

 
久
々
に
ブ
ラ

ク
プ
リ
ン
ス
の

場
か
と

 
み
ん
な
色
め
き
た

て
る
ん

て

ブ
ラ

ク
プ
リ
ン
ス

 
そ
の
生
徒
が
そ
う
大
き
な
声
を
上
げ

囲
の
生
徒
達
が
ざ
わ

と
し
た

 
八
幡
は
内
心
動

し
て
い
た
が

特
に
敵
意
の

は
感
じ
な
か

た

 
何
と
か
平
然
と
し
た
顔
を
作

て
そ
の
生
徒
に

ね
た

な

姫

て
も
し
か
し
て

詩
乃
の
事
か

は

は
い

そ
れ
じ

あ
ブ
ラ

ク
プ
リ
ン
ス

て
の
は

も
し
か
し
て
俺
の
事
か

で

で
す

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
呼
び
名
が

ま
あ
さ
す
が
に
恥
ず
か
し
い
か
ら

 

ほ
ど
に
し
て
お
い
て
く
れ
る
よ
う
に
他
の
奴
ら
に
も
言

と
い
て
く
れ
る
と
助
か
る
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あ

す

す
み
ま
せ
ん

い
や

悪
気
が
無
い
の
は
分
か

て
る
か
ら

そ
の

ア
レ
だ

 
と
に
か
く
俺
が
恥
ず
か
し
い
だ
け
だ
か
ら

ま
あ
宜
し
く
頼
む
わ

分
か
り
ま
し
た

 
八
幡
は
表
立

て
文

を
言
う
の
も
ど
う
か
と
思
わ
れ

一
応
そ
の
生
徒
に
そ
う
頼
む
と

 
開
き
直

た
気
持
ち
で
詩
乃
の
方
へ
と
歩
い
て
い

た

は

八
幡

悪
い

待
た
せ
た
な

姫

勉
強
の
準
備
は
出
来
て
る
の
か

あ

あ
ん
た
ま
で

も
う

も
う

 
そ
う
言
い
な
が
ら
詩
乃
は

八
幡
の
胸
を
ポ
カ
ポ
カ
と
叩
い
た

と
ま
あ
見
れ
ば
分
か
る
通
り
こ
い
つ
は
俺
と
同
じ
で
褒
め
ら
れ
る
事
に
慣
れ
て
な
い
ん
だ

 
あ
と
ツ
ン
デ
レ
な
上
に
友
達
が
少
な
い
か
ら
出
来
れ
ば
こ
い
つ
の
事
は
名
前
で
呼
ん
で
や

て
く
れ

 
そ
れ
じ

あ
俺
は
こ
の
後
こ
い
つ
に
勉
強
を
教
え
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
こ
の
場
は
解
散
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
で
そ
の
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
生
徒
達
は
心
得
た
と
い
う
感
じ
で
解
散
し
て
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い

た
さ
て

お
い
こ
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ

え

Ａ
Ｂ
Ｃ

は

い

で

す

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
の
意
味
を
直
ぐ
に
理
解
し
た

奈
が
手
を
上
げ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
さ
す
が
に

奈
は
抜
け
目
が
な
い

あ

抜
け
駆
け
す
ん
な

奈

少
女

で
す

み

美
衣
と

は
微

に
違
う
け
ど

で
す

御
身
の
前
に

 
八
幡
は
そ
の
美
衣
の
言
葉
に

ん

と
な

た
が

 
と
り
あ
え
ず
そ
ち
ら
は
様
子
見
す
る
事
に
し

先
に
映
子
に
突

込
ん
だ

と
り
あ
え
ず
映
子

少
女
と
か
つ
け
る
な

い
か
が
わ
し
く

こ
え
る
ぞ

そ
れ
が
狙
い
な
の
で

お
前
は
優

生
だ

た
と
思

た
が

こ
れ
も
友
達
が
い
け
な
い
ん
だ
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

奈
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た

え

私
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お
前
以
外
に
誰
が
い
る

そ

そ
ん
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ま

た
く
へ
こ
ん
で
い
る
様
子
も
な
い

奈
を
見
て
八
幡
は
た
め
息
を

つ
く
と

 

組
み
を
し
な
が
ら
三
人
に
言

た

お
前
ら

ち

と
最
近
た
る
ん
で
い
る
よ
う
だ
な

えそ

そ
ん
な
事
は

い
い
か
俺
を
プ
リ
ン
ス
と
持
ち
上
げ
た
上
で
こ
の
ツ
ン
デ
レ
が
姫
と
か
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
と

 
さ
す
が
に
や

か
み
と
か
そ
う
い
う
の
を

く
奴
が
出
て
く
る

 
だ
か
ら
お
前
達
に
求
め
ら
れ
る
の
は

そ
の
事
を
想
定
し

 
こ
う
い

た
事
態
を
事
前
に
収

す
る
手

と
い
う
事
に
な
る

分
か
る
か

 
詩
乃
は
ツ
ン
デ
レ
扱
い
さ
れ

反

を
し
よ
う
と
思

た
が

 
八
幡
の
雰
囲
気
が
珍
し
く
真
面
目
だ

た
の
で
と
り
あ
え
ず
何
か
言
う
の
は

え
る
事
に
し
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た 
そ
し
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
人
は
目
に
見
え
て
落
ち
込
み

し

ぼ
ん
と
し
た

ご

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
調
子
に
乗
り
す
ぎ
ま
し
た

こ
れ
か
ら
は
も

と
気
を
付
け
ま
す

 
そ
ん
な
三
人
を
見
て

八
幡
は
言

た

ま
あ
詩
乃
も

点
を

服
し
て

多
少

つ
い
た
気
持
ち
に
な

て
い
た
ん
だ
ろ
う

 
お
前
が
も

と

が

た
そ
ぶ
り
を
見
せ
て
い
れ
ば

 
さ
す
が
の
こ
い
つ
ら
も
気
付
い
て
お
前
の

に
動
い
た
だ
ろ
う
し
な

 
当
然
詩
乃
が
銃
に
関
す
る
ト
ラ
ウ
マ
を

服
し
た
事
は

 
仲
の
良
い
こ
の
三
人
に
は

に
報
告
済
で
あ

た

そ

そ
れ
は

そ

そ
う
い
う
気
持
ち
も
少
し
は
あ

た
か
も
だ
け
ど

 
詩
乃
も
そ
う
言

て
落
ち
込
み

八
幡
は
そ
ん
な
四
人
の

を

で
た

ま
あ
お
前
ら
は
ま
だ
高
校
生
な
ん
だ
し
そ
こ
ま
で
気
を
遣
え
と
い
う
の
も

か
も
し
れ
な
い

な
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間
違

て
も
俺
が
ち

ん
と
今
み
た
い
に
注
意
し
て
や
る
か
ら

 
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
間
違
え
て

そ
れ
を

に
成
⻑
し
て
い

て
く
れ
る
と
嬉
し
い

 
さ
て

お
説
教
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ

俺
は
こ
れ
か
ら
み

ち
り
と
こ
い
つ
を
し
ご
く
か
ら

 
お
前
達
も
テ
ス
ト
前
く
ら
い
は
ち

ん
と
勉
強
を
す
る
ん
だ
ぞ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
と
態
度
で
や

と
気
が
楽
に
な

た
の
か
三
人
は
い
つ
も
の
調
子
で
こ
う

言

た
あ

私
達
は
詩
乃

ち
と
違

て
ち

ん
と
備
え
て
る
ん
で

う詩
乃
と
は
違
う
の
だ
よ
詩
乃
と
は

うお
い
美
衣

さ

き
も
思

た
が

お
前
も
し
か
し
て

え

何
の
事
で
す
か

美
衣
分
か
ん
な

い

あ

そ
う

ま
あ
い
い
や

私
も
準
備
は
万

だ
け
ど

個
人
的
に
は
八
幡
さ
ん
に
色
々
と
チ

ク
し
て
欲
し
い
な

な
ん
て
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そ
う
上
目
遣
い
で
言

て
く
る

奈
は

だ
が
残
り
の
三
人
に
制
圧
さ
れ
た

奈

色
仕

け
禁
止

ち

と
身
体
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら

て
調
子
に
乗
ん
な

ね

そ
れ
ち

と
も
い
で
い
い

ひ
い

 
そ
し
て
そ
ん
な

奈
に
八
幡
が
こ
う
言

た

ま
あ

奈
く
ら
い
の
奴
は

俺
の

り
に
は
結

多
い
か
ら
な

 
思
い
つ
く
だ
け
で
も

奈
を
超
え
る
奴
は
四

五
人
い
る
か
ら

 
別
に

奈
が
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を

て
い
る

て
事
は
無
い
か
ら
な

 
だ
が
そ
の
言
葉
は

奈
よ
り
も
他
の
三
人
を
直
撃
し
た
よ
う
だ

わ

私

勉
強
す
る

お

お
う

私
も

今
日
は
ア
ニ
メ
見
る
の
を
や
め
て
勉
強
す
る

美
衣

や

ぱ
り
お
前

八
幡

と
り
あ
え
ず
私
達
も
行
き
ま
し
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あ

お

お
う

 
八
幡
は
そ
の

を
見
て

余
計
な
事
を
言

た
か
と
少
し
反
省
し

 
一
人
平
気
な
顔
を
し
て
い
る

奈
に
近
寄
り
わ
ず
か
ば
か
り
の
軍
資
金
を
そ
の
手
に

ら
せ

た
お
い

奈

あ
い
つ
ら
に
こ
れ
で

い
物
で
も
食
べ
さ
せ
て
や

て
く
れ

あ

う
ん

任
さ
れ
ま
し
た

で
も
私
の
分
の
お

は
ど
う
す
れ
ば

何
で
も
そ
う
や

て
貸
し

り
で
考
え
る
ん
じ

ね
え
よ

で
も
そ
う
だ
な

 
あ
の
呼
び
方
を
ど
う
に
か
す
る
よ
う
に
お
前
は
お
前
で
テ
ス
ト
後
で
い
い
か
ら
何
と
か
し
て

く
れ了

解

ほ
ら
映
子

美
衣

八
幡
さ
ん
に

し
な
さ
い

 
そ
し
て
二
人
は
ハ

と
し
た
様
子
で
顔
を
上
げ

三
人
は
八
幡
に
手
を

り
な
が
ら
去

て

い

た

 
そ
し
て
詩
乃
は
キ

ト
に
乗
り
込
み

次
に
ど
う
す
る
の
か
八
幡
に

ね
た

次
は

門
に
行
く

マ

ク
ス
と
雪
乃
を
迎
え
に
行
く
か
ら
な

え

先
生
が

が
い
い
の
は
何
と
な
く
感
じ
て
た
け
ど

イ
ク
ス
も
そ
う
な
ん
だ
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お
う

な
の
で
教
師
役
の
事
は
心
配
し
な
く
て
い
い

今
回
は
本
気
で
や
ば
い
と
思

て
た
か
ら
助
か
る
イ
ク
ス
に
会
う
の
は
初
め
て
ね
楽
し
み

か
もあ

い
つ
は
本
当
に
ゲ

ム
の
中
と
同
じ
顔
を
し
て
い
る
か
ら

 
会

て
も
そ
ん
な
に
違
和
感
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

そ
の
話
は

い
て
る
け
ど

ど
れ
く
ら
い
似
て
る
の
か
凄
く
楽
し
み

 
そ
し
て
二
人
は

門
へ
と
向
か
い

当
な

場
に
キ

ト
を
止
め

 
そ
ち
ら
に
向
け
て
歩
き
始
め
た

そ
う
い
え
ば
雪
乃
が

今
日
は
誰
か
の

会
が
あ

て

 
そ
れ
を
ど
う
し
て
も

き
た
い
と
か
言

て
た
ん
だ
よ
な

へ

門
で

会
と
か

そ
の
人
も
凄
そ
う
だ
よ
ね

だ
な

平

な
成

の
俺
が

い
て
も
多
分
分
か
ら
な
い
と
思
う

あ
ん
た
は
成

は
い
い
方
な
ん
で
し

私
も
そ
れ
な
り
に
い
い
方
だ
と
思
う
け
ど

 
さ
す
が
に
こ
の
学
校
に
入
れ
る
よ
う
な
成

は
し
て
い
な
い
か
ら
私
に
も
理
解
出
来
な
さ
そ

う
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二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

門
の
前
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
丁
度
そ
の
時

中
か
ら
か
な
り
多
く
の
者
達
が
出
て
き
た

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

な

分
人
が
多
く
な
い
か

こ
れ

て
全
員

会
を

き
に
来
た
連
中
か

同
じ
よ
う
な
パ
ン
フ
レ

ト
を
持

て
る
み
た
い
だ
し

そ
う
な
ん
じ

な
い
か
し
ら

凄
い
な

ど
ん
な
大
物
が
来
た
ん
だ

あ

あ
そ
こ
に

が
あ
る
よ

え

と

天
才

学
者
来
た
る

だ

て

 
そ
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は

驚
き
の
あ
ま
り
そ
の
場
で
足
を
止
め
た

い
や

ま
さ
か
な

え

と

今
そ
う
呼
ば
れ
る
人

て
一
人
し
か
い
な
く
な
い

ま
じ
か
よ

 
丁
度
そ
の
時

雪
乃
か
ら
八
幡
に
着
信
が
入

た

お

雪
乃
か
ら
だ

お
う

俺
だ

今
ど
こ
だ

悪
い
の
だ
け
れ
ど

の
裏
に
来
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら

 
表
か
ら
出
る
と

多
分
囲
ま
れ
て
し
ま
う
か
ら

紅
莉
栖
か
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え
え

今
一

な
の
よ

そ
れ
じ

あ
お
願
い
ね

あ
あ

分
か

た

 
そ
し
て
八
幡
は

詩
乃
に
言

た

や

ぱ
り
紅
莉
栖
だ

た
わ
表
か
ら
出
る
と
囲
ま
れ
ち
ま
う
か
ら

の
裏
に
来
て
く
れ

だ
そ
う
だ

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
二
人
は
目
的
地
へ
と
向
か
い

人
目
を
避
け
る
よ
う
に

む
三
人
の

を
見
付
け
た

よ

凄
い
人
気
だ
な

紅
莉
栖

そ
う
ね

さ
す
が
に
ち

と

張
し
た
わ

う

か
り

ル
ポ
と
か
言
わ
な
か

た
だ
ろ
う
な

ガ

あ

お
前
そ
れ

も
う

に

り
込
ま
れ
て
る
ん
じ

な
い
の
か

 
八
幡
は

れ
た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言
い

さ
す
が
の
紅
莉
栖
も
気
ま
ず
そ
う
に
目
を
背
け
た

ま
あ
い
い
や

と
り
あ
え
ず
こ
れ
が
シ
ノ
ン

こ

ち
は
ク
リ
シ

ナ
だ

 
マ

ク
ス
は
詩
乃
と
会
う
の
は
初
め
て
だ
よ
な
そ
う
い
え
ば
詩
乃
と
紅
莉
栖
は
多
分
同
い
年
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だ
な

 
八
幡
は
二
人
を
簡

に
そ
う
紹
介
し
た

朝
田
詩
乃
よ

宜
し
く
ね

紅
莉
栖

紅
莉
栖
よ

同
年
代
の
友
達
が

え
る
の

て
凄
く
嬉
し
い

宜
し
く
ね

詩
乃

う
わ

イ
ク
ス

て
本
当
に
ゲ

ム
の
中
と
同
じ
顔
な
ん
だ

シ
ノ
ン
は
思

て
た
の
と
違
う

も

と
気
が
強
そ
う
な
の
か
と
思

て
た

 
ま
あ
雪
乃
の
時
ほ
ど
の
衝
撃
は
無
い
け
ど

も

も
う
そ
の
話
は
い
い
じ

な
い

さ
あ
八
幡
君

行
き
ま
し

う

 
雪
乃
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は
紅
莉
栖
に
こ
う

ね
た

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
行
く
が

紅
莉
栖
は
こ
の
後
ど
う
す
る
ん
だ

主

者
の
人
に

を
し
て
帰
る
だ
け
な
ん
だ
け
ど

 
そ
の
後
は
特
に
予
定
も
無
い
し
せ

か
く
だ
か
ら
私
も
そ
の
勉
強
会
に
お

魔
し
よ
う
か

し
らお

そ
う
す
る
か

そ
れ
じ

あ
こ
こ
で
待

て
る
わ

う
ん

ち

と
待

て
て
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こ
う
し
て
紅
莉
栖
も
勉
強
会
に
参
加
す
る
事
と
な
り

五
人
は
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
へ
と
向

か

た



 第４４３話 優里奈、管理人になる

 
第
４
４
３
話
 
優
里
奈

管
理
人
に
な
る

 
雪
乃
は

到
着
し
た
場
所
が
ソ
レ
イ
ユ
だ

た

 
顔
に
疑
問

を

か
べ
な
が
ら
八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

こ
こ

て
ソ
レ
イ
ユ
じ

な
い

こ
こ
で
勉
強
す
る
の

い
や

隣
の
マ
ン
シ

ン
だ

 
そ
ち
ら
に
目
を
や

た
雪
乃
は

そ
こ
が
見
覚
え
の
あ
る
マ
ン
シ

ン
だ

た

 
少
し
前
に
あ

た
事
を
懐
か
し
む
よ
う
に

八
幡
に
言

た

あ
ら

あ
そ
こ
な
の

あ
そ
こ

て
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

ん
で
る
マ
ン
シ

ン
よ
ね

 
私
も
あ
の
時

三
日
目
に
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
て
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
け
ど

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
音
を
上
げ
て

れ
た
時
は

ち

と
笑

て
し
ま

た
わ

 
ま
さ
か
あ
ん
な
方
法
を
と
る
な
ん
て
ね

あ
の
時
は
本
当
に
苦
労
し
た
わ

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
に

残
り
の
三
人
は
説
明
を

き
た
が

た

 
そ
し
て
雪
乃
の
説
明
を

い
た
ク
ル
ス
は

い
き
な
り
こ
う
言

た
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八
幡
様

私

こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
開
発
室
の
仮
眠
室
で

ら
し
ま
す

絶
対
に
や
め
ろ
よ

八
幡

私
も
そ
こ
に
引

越
そ
う
か
と
思
う
ん
だ
け
ど

お
前
ま
で
乗

て
く
る
ん
じ

ね
え
よ

 
詩
乃
も
そ
れ
に
乗
り

八
幡
は

れ
た
顔
で
二
人
を
止
め
た

も
う
す
ぐ
社
員
寮
が
完
成
す
る
が
そ
の
寮
は
普
通
に
マ
ン
シ

ン
タ
イ
プ
に
な

て
る
か
ら

 
そ

ち
で
我
慢
し
ろ
ク
ル
ス

詩
乃
は
う
ち
に
入
る
な
ら
そ
こ
に
入
れ
て
や

て
も
い
い

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
し
た
仕
方
な
い
寮
が
完
成
し
て
入
社
し
た
ら
仮
眠
室
に
こ
も
り
ま
す

お
前
今

俺
の
話
を
ち

ん
と

い
て
た
か

八
幡

私
も
私
も

お
前
も
そ
ろ
そ
ろ
自
重
し
よ
う
な

と
い
う
か
お
前
は
勉
強
の
事
だ
け
考
え
と
け

八
幡

私
は

だ
か
ら

ん

 
そ
の
言
葉
に
驚
い
た
八
幡
は

思
わ
ず
押
し

た

 
何
故
な
ら
そ
う
言

て
き
た
の
が
紅
莉
栖
だ

た
か
ら
だ
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え

お
前

も
し
か
し
て
う
ち
の
会
社
に
入
る
つ
も
り
な
の
か

違
う
の
よ

ほ
ら

私

て
ず

と
ホ
テ
ル

ま
い
じ

な
い

 
さ
す
が
に
そ
れ
だ
と
無

な
部
分
が
多
く
な

ち

う
か
ら

 
多
少
家
事
と
か
を
す
る
手
間
が
か
か
る
と
し
て
も

 
も
し
可
能
な
ら

私
の
部
屋
も
寮
に
用
意
し
て
も
ら
え
た
ら
な

て
思

た
の
よ

 
将
来
的
に
は

年

年
何
度
も
こ

ち
に
来
る
事
に
な
り
そ
う
じ

な
い

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
一
理
あ
る
わ
ね

 
雪
乃
も
そ
の
言
葉
に
同
意
し

八
幡
も
真
面
目
な
顔
を
し
て
考
え
込
ん
だ

オ

ケ

だ

姉
さ
ん
と
も
相
談
し
て

紅
莉
栖
に
都
合
が
い
い
よ
う
に
何
か
考
え
る
わ

あ
り
が
と
う

八
幡

ち
な
み
に
紅
莉
栖
の
予

と
し
て
仮
に
今
後
も
日
本
に
来
た
時
は
ホ
テ
ル

ま
い
を
続
け
た

と
し
て

 
年
間
で
か
か
る
だ
ろ
う

用
の
予

て
ど
れ
く
ら
い
だ

え

と

こ
の
く
ら
い

 
そ
の
紅
莉
栖
が
提

し
た
金

に

八
幡
は
目
を
見
張

た
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ま
じ
か

確
か
に
こ
れ
は
や
ば
い
な

う
ち
に
協
力
す
る
事
に
な

た
後
の
ホ
テ
ル
代
も

 
こ
ち
ら
で
持
た
せ
て
も
ら
う
が

と
に
か
く

急
に
対
処
さ
せ
て
も
ら
う
か
ら
な

正
直
助
か
る
わ

あ
り
が
と
う

八
幡

お
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て
だ
な

 
そ
し
て
八
幡
は
紅
莉
栖
の
事
で
相
談
が
あ
る
か
ら
後
で
部
屋
に
来
て
く
れ
と
陽
乃
に
連

し

た
後

 
四
人
を

て
自
分
の
部
屋
へ
と
向
か

た

 
こ
こ
が
ア
ル
ゴ
の
部
屋

そ
し
て
こ
こ
が
優
里
奈
の
部
屋
だ
な

 
と
り
あ
え
ず
優
里
奈
に
到
着
し
た
事
を
知
ら
せ
て
お
か
な
い
と
だ
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

優
里
奈
の
部
屋
の
チ

イ
ム
を
押
し
た
が

反
応
は
無
い

あ
あ

も
し
か
し
た
ら
先
に
俺
の
部
屋
に
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
あ
い
つ
に
は

日

俺
の
部
屋
の
合
い
鍵
を

し
て
お
い
た
か
ら
な

 
八
幡
は
無
意
識
に
地

を

ん
だ

無
意
識
と
い
う
よ
り
は
無
自
覚
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ

な
い
が



 第４４３話 優里奈、管理人になる

 
八
幡
に
と

て
幸
い
だ

た
の
は

雪
乃
が
こ
こ
に
い
た
事
だ
ろ
う

 
雪
乃
は

々
の
八
幡
の
無
自
覚
な
や
ら
か
し
に
つ
い
て

知
し
て
お
り

 
そ
の
セ
リ
フ
に
一

驚
い
た
後
八
幡
が
合
い
鍵
を

す
に
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
る
の
か
考
え

 
一

に
し
て
そ
の
答
え
に
た
ど
り
着
い
た

 
そ
し
て
八
幡
に
詰
め
寄
ろ
う
と
し
て
い
た
ク
ル
ス
と
詩
乃
を
制
し

の
あ
る
態
度
で
一
歩

前
に
出
た

 
こ
の

り
は

さ
す
が
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
団
⻑
と
い

た
所
で
あ
ろ
う

 
ち
な
み
に
正
式
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
は
団
で
は
無
い
の
で

 
副
団
⻑
と
い
う
言
い
方
は
お
か
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
明
日
奈
が
そ
の
呼
び
方
に
慣
ら
さ
れ
て
し
ま

て
い
る

 
雪
乃
も
和
人
も
明
日
奈
に
合
わ
せ
て
自
分
の
事
を

副
団
⻑
と
呼
称
し
て
い
る
の
で
あ
る

八
幡
君

あ
な
た

こ
こ
に
は
ほ
と
ん
ど
来
な
い

て
言

て
た
わ
よ
ね

だ
な

ま
あ
学
校
を
卒
業
し
た
ら

多
少
は
こ
こ
に
来
る

度
が

え
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
今
は
本
当
に
た
ま
に
し
か
使
わ
な
い
な

ち

と
も

た
い
な
い
と
は
思
う
が

な
る
ほ
ど

だ
か
ら
優
里
奈
さ
ん
に

こ
こ
の
管
理
を
任
せ
た
の
ね
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お
う
ま
あ
管
理

て
い

て
も
た
ま
に
換
気
だ
け
し
て
く
れ

て
頼
ん
だ
だ
け
な
ん
だ
け
ど

な 
そ
う
し
た
ら
シ

ツ
く
ら
い

し
ま
す

て
言
わ
れ
た
け
ど

ま
あ
そ
の

度
だ
な

 
あ
ん
ま
り
色
々
と
頼
ん
じ
ま
う
と

優
里
奈
に
迷
惑
を
か
け
ち
ま
う
か
ら
な

納
得
し
た
わ

 
そ
れ
で
ク
ル
ス
と
詩
乃
も
大
人
し
く
後
ろ
に
下
が
り
八
幡
は
自
ら
の
知
ら
ぬ
所
で
命

い
し

た 
紅
莉
栖
は
内
心
で

そ
ん
な
八
幡
の
女
性
関
係
で
の

さ
に
一

危

を
覚
え
て
い
た
が

 
雪
乃
が
そ
う
や

て
フ

ロ

し
た
事
で
ソ
レ
イ
ユ
と
い
う
会
社
の
強
さ
を

め
て
実
感
し

た
よ
う
だ

 
も

と
も
将
来
八
幡
に

多
く
の
女
難
が

り
か
か
る
で
あ
ろ
う
事
は
確
信
し
て
い
た
の
だ

が 
こ
こ
が
俺
の
部
屋
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

部
屋
の
鍵
を
開
け
た



 第４４３話 優里奈、管理人になる

 
案
の
定

関
に
は
い
か
に
も
女
子
高
生
が

い
て
い
そ
う
な
靴
が
置
か
れ
て
お
り

 
中
か
ら
パ
タ
パ
タ
と
ス
リ

パ
の
音
が
し

直
ぐ
に
優
里
奈
が
顔
を
出
し
た

あ

お
帰
り
な
さ
い

八
幡
さ
ん

お
う

や

ぱ
り
こ

ち
に
い
た
ん
だ
な

優
里
奈

は
い

勉
強
会
の
準
備
を
し
て
お
か
な
い
と

て
思

て

 
ど
う
や
ら
優
里
奈
は
朝
の

か
ら
こ
の
部
屋
の
リ
ビ
ン
グ
が
勉
強
に
は
不
向
き
だ
と

し
て
お
り

 
ソ
フ

を
少
し
後
ろ
に
下
げ
て

そ
の
場
所
に
ク

シ

ン
タ
イ
プ
の
座
布
団
を
配
置
し

 
部
屋
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
い
じ

て
い
た
よ
う
だ

そ
の
ク

シ

ン
と
か
は

ど
う
し
た
ん
だ

収
納
の
中
に
入

て
ま
し
た
よ

え

ま
じ
で
か

全
然
知
ら
な
か

た
わ

本
当
に
何
で
こ
ん
な
も
の
が

山
用
意
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
ね

 
お
茶
の
用
意
も
し
ま
し
た
け
ど

テ

カ

プ
も
か
な
り
多
く
あ
り
ま
す
し

 
そ
れ
に
八
幡
さ
ん
の
ベ

ド

て

普
通
じ

考
え
ら
れ
な
い
大
き
さ
じ

な
い
で
す
か
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こ
の
ソ
フ

も
実
は
ソ
フ

ベ

ド
で
す
し

分
お
か
し
な
部
屋
で
す
よ
ね

そ
れ
は
俺
も
思

て
た
ん
だ
よ
な

 
そ
の
会
話
を

い
た
一
同
は

興
味

々
で
八
幡
の
部
屋
を
見
て
回

た

 
確
か
に
不
自
然
な
く
ら
い
そ
の
場
に
は
不
釣
合
い
な
物
が
満
載
で
あ
り
八
幡
は
首
を

げ

た
確
か
に
言
わ
れ
て
み
る
と

色
々
と
お
か
し
い
よ
な

そ
も
そ
も
ベ

ド
の
他
に
ソ
フ

ベ

ド
を
用
意
す
る
意
味

て

普
通
に
考
え
れ
ば

室
と
こ
こ
で
分
か
れ
て

ろ
と
い
う
事
に
な
る
わ
ね

ベ

ド
の
広
さ
や
こ
の
ク

シ

ン
の
多
さ
か
ら
考
え
る
と
つ
ま
り

 
八
幡
は

考
え
た
く
な
い
と
い
う
よ
う
に
押
し

た
が

 
そ
こ
に
優
里
奈
が

何
も
考
え
ず
に
ニ
コ
ニ
コ
と
こ
う
言

た

つ
ま
り

こ
こ
に
複

の
女
性
が

ま
る
事
が
想
定
さ
れ
て
る
ん
で
す
ね

な
る
ほ
ど

や
る
わ
ね
姉
さ
ん

し
ま

た

お

り
セ

ト
を
持

て
き
て
な
い

待

て
こ
の

室
の
ク
ロ

ゼ

ト
何
で
こ
ん
な
に
大
き
く
て
無

に
引
き
出
し
が
多
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い
の

 
こ
れ

て
最
大
十
六
人
ま
で
の
下
着
や
着

え
を
別
々
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
設
計
に
見
え
な

い
予
備
の
一
着
分
だ
け
あ
れ
ば
い
い

な
の
で

確
か
に
十
分
か
も
で
す
ね

こ
こ
で
洗

し
て
そ
の
ま
ま
仕
舞
え
ば
洗

物
を
持
ち
歩
く
必
要
も
な
い

八
幡
様
と
の
ラ

キ

ス
ケ
ベ
も
期
待
で
き
ま
す
ね

個
人
個
人
の
洗

物
の
管
理
は
私
に
任
せ
て
下
さ
い

ち

ち

と
あ
な
た
達

一
体
何
を

 
こ
こ
で
た
だ
一
人

の
外

態
の
紅
莉
栖
が
そ
う
声
を

け
て
き
た

 
そ
ん
な
紅
莉
栖
の

を

ク
ル
ス
が
ポ
ン
と
叩
い
た

も
ち
ろ
ん
紅
莉
栖
も
仲
間
に
入

て
く
れ
る
よ
ね

え
え

 
そ
し
て
雪
乃
も
同
じ
く
紅
莉
栖
の

元
で
こ
う

い
た

大
丈
夫
よ

一
人
で
こ
こ
に
来
る
の
は
禁
止
だ
と
い
う
ル

ル
を
作
る
か
ら

 
も
し
誰
も
捕
ま
ら
な
い
時
は

優
里
奈
さ
ん
に
来
て
も
ら
え
ば
い
い
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あ
な
た
も
八
幡
君
の
事
は
信
用
し
て
い
る
で
し

う

 
こ
れ
で
明
日
奈
さ
え
引
き
込
め
ば

こ
こ
を
運
用
し
て
い
く
の
に
何
も
問
題
は
無
く
な
る
わ

た

確
か
に
信
用
し
て
る
け
ど

そ
れ
に
ほ
ら

こ
こ
な
ら
ソ
レ
イ
ユ
と
は
目
と

の
先
だ
か
ら

 
会
社
で
実
験
を
す
る
時
間
が
か
な
り

え
る
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
そ
の
言
葉
に
紅
莉
栖
は
目
を

か
せ
た

そ

そ
れ
は
確
か
に

力
的
ね

う
ん

八
幡
が
相
手
な
ら
特
に
危
険
も
無
い
だ
ろ
う
し

 

的
に
明
日
奈
を
誘
え
ば
何
の
問
題
も
無
い
わ
よ
ね

私
は

成
よ

 
唯
一
こ
の

況
を
外
か
ら
判
断
出
来
る
紅
莉
栖
が
陥
落
し
た
時
点
で
こ
の
事
は
決
定
事

と

な

た

 
お
そ
ら
く
明
日
奈
で
す
ら

反
対
す
る
事
は
無
い
で
あ
ろ
う

 
何
故
な
ら
明
日
奈
自
身
が

的
に
こ
こ
に
来
れ
ば
い
い
だ
け
の
事
だ
か
ら
だ

 
逆
に

日
が
キ

ン
プ
の
よ
う
な

態
に
な
り

喜
ぶ
ま
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
考
え
た
八
幡
は

反
対
す
る
事
を

め

 
本
来
の
目
的
で
あ
る
勉
強
会
を
行
う
よ
う
に

呼
び
か
け
る
事
に
し
た
の
だ

た
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な

お
前
ら

も
う
そ
れ
で
い
い
か
ら

そ
ろ
そ
ろ
勉
強
会
を
開
か
な
い
か

あ

そ
う
だ

た
そ
う
だ

た

そ
の
前
に
自

紹
介
よ
ね

あ

そ
う
だ

た
な

す
ま
ん

 
そ
し
て
自

紹
介
が
始
ま

た

め
ま
し
て
櫛
稲
田
優
里
奈
で
す
こ
こ
の
隣
の
部
屋
に
お
世
話
に
な
る
事
に
な
り
ま
し
た

 
今
後
は
こ
こ
の
管
理
も
し

か
り
頑
張
り
ま
す
の
で

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

雪
ノ
下
雪
乃
よ

ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
の
妹
で

八
幡
君
と
は
高
校
の
元
同
級
生
よ

間
宮
ク
ル
ス
で
す

今
は
大
学
で
雪
乃
の
同
級
生

将
来
は
八
幡
様
の
秘
書
に
な
り
ま
す

朝
田
詩
乃
優
里
奈
と
は
同
い
年
だ
か
ら
呼
び

て
で
い
い
わ
よ
ね
そ
の
方
が
友
達

い
し
ね

 
私
の
事
も
今
後
は
気

に
詩
乃

て
呼
ん
で
ね

宜
し
く

優
里
奈

私
は

紅
莉
栖
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
の
研
究
室
で

学
の
研
究
を
し
て

い
ま
す

 
私
は
こ
の

で
大
学
院
生
だ
け
ど

優
里
奈
や
詩
乃
と
は
同
い
年
だ
か
ら
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私
の
事
も
気

に
紅
莉
栖

て
呼
ん
で
ね

宜
し
く
ね

二
人
と
も

 
そ
し
て

の

優
里
奈
の
質
問
タ
イ
ム
が
訪
れ
た

あ
の

雪
乃
さ
ん
は
八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん
で
す
か

そ
う
ね

そ
う
で
あ

た
ら
ど
れ
だ
け
良
か

た
か

で
も
残
念

私
は
敗
残
兵
よ

ご
自
分
の
事
を
そ
ん
な
風
に

ら
な
い
で
下
さ
い

頑
張

て
下
さ
い
雪
乃
さ
ん

え

と

詩
乃
は
八
幡
さ
ん
の
彼
女
さ
ん

将
来
は
ね

な
る
ほ
ど

頑
張

て

詩
乃

任
せ
て

 
優
里
奈
は
紅
莉
栖
に
は
質
問
し
な
か

た

こ
の

り

優
里
奈
の

力
は
中
々
で
あ
る

と
り
あ
え
ず
私

人

分
の
お
茶
を
入
れ
ま
す
ね

い
や
そ
れ
は
雪
乃
に
任
せ
て
お
前
は
詩
乃
と
一

に
勉
強
す
る
準
備
に
入

た
方
が
い
い

 
せ

か
く
い
い
教
師
を
二
人
揃
え
た
上
に
紅
莉
栖
ま
で
い
る
ん
だ
今
日
は
存
分
に
勉
強
す

る
と
い
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡
さ
ん
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そ
し
て
八
幡
は

雪
乃
と
共
に
キ

チ
ン
へ
と
向
か

た

こ
こ
で
私
を
指
名
し
た
事
に

何
か
意
図
は
あ
る
の
か
し
ら

あ

い
や

そ
う
い
え
ば
こ

ち
に

て
き
て
か
ら

 
雪
乃
の
入
れ
て
く
れ
た
お
茶
を
飲
む
機
会
が
ま

た
く
無
か

た
な
と
思

て
な

 
道

も
揃

て
る
み
た
い
だ
し

せ

か
く
だ
か
ら
久
々
に
飲
ま
せ
て
も
ら
お
う
か
な
と

あ
ら

敗
残
兵
に
対
し
て
嬉
し
い
事
を
言

て
く
れ
る
じ

な
い

そ
の
ネ
タ

ま
だ
使
う
の
か
よ

 
そ
し
て
雪
乃
は
楽
し
そ
う
に
お
茶
を
入
れ
始
め

そ
ん
な
雪
乃
に
八
幡
は
言

た

な

さ

き
の
話

本
気
な
の
か

え
え

本
気
よ

そ
う
な

た
ら

優
里
奈
さ
ん
も

し
く
な
い
で
し

う

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
意
表
を
突
か
れ
た

そ
う
か

そ

ち
の
意
図
も
あ

た
の
か

え
え
確
か
に
あ
の
子
は
少
し
お
か
し
い
わ
い
く
ら
な
ん
で
も
知
り
合

た
ば
か
り
の
男
の

家
に

 
い
く
ら
合
い
鍵
を

さ
れ
た
か
ら
と
い

て

無
防
備
に
上
が
り
こ
む
な
ん
て



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
普
通
な
ら
多
少

い
が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
よ

で
も
あ
の
子
は
平
然
と
そ
れ
を

す
る

 
ど
こ
か
感
情
の
一
部
が
抜
け
落
ち
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な

象
を
受
け
る
の
よ

 
ど
う
や
ら
他
人
の
世
話
を
焼
く
事
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
し

 
今
は
そ
の
部
分
で
彼
女
の
心
を
充
足
さ
せ
つ
つ

 
そ
の
過

で
こ
こ
で

山
の
仲
間
の
女
性
と
触
れ
合
い
彼
女
か
ら
も
色
々
な
話
を

く
事
で

 
誰
か
が
上
手
い
事
彼
女
が

え
る
闇
に
つ
い
て
理
解
出
来
れ
ば

 
私
達
が
彼
女
の

に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
事
も
何
か
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
し

う

 
そ
の
雪
乃
の
言
葉
に

八
幡
は
深
く

い
た

確
か
に
な

あ
な
た
を
出

に
し
て
し
ま

て

し

無
い
と
は
思
う
の
だ
け
れ
ど

 
最
悪
将
来
彼
女
が
世
間
に
出
た
時
に

上
手
く
自
分
で
自
分
を
守
る

 
今
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
信
頼
出
来
る
人
に

役
に
立
つ
話
を
色
々
と

け
る
よ
う
に

 

を
整
え
て
あ
げ
る
事
が
必
要
な
の
だ
と
思
う
わ

分
か

た

そ
う
い
う
事
な
ら
俺
も
協
力
を

し
ま
な
い
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明
日
奈
に
も
こ
の
事
を
話
し
て

こ
こ
に
多
く
来
れ
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
事
に
す
る
わ

こ
の
話
は
後
で
仲
間
の
女
性

の
間
で
も
共

し
て
お
く
わ
話
が
⻑
く
な

て
し
ま

た
わ

ね 
そ
れ
じ

あ
こ
の
お
茶
を

向
こ
う
ま
で
運
ん
で

了
解
だ

本
当
に
お
前
に
は

が
上
が
ら
な
い
よ

い
つ
も
あ
り
が
と
な

私
と
あ
な
た
の
仲
じ

な
い

お

な
ん
か
い
ら
な
い
わ
よ

 
そ
う
雪
乃
に
に
こ
や
か
に
言
わ
れ

八
幡
は
恐

し
た
が

 
居
間
に

た

間
に
雪
乃
が

変
す
る
と
は

さ
す
が
の
八
幡
に
も
予
想
出
来
な
か

た
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第
４
４
４
話
 
夏
か
ら
秋
は
忙
し
い

ん
雪
乃
と
詩
乃
と
紅
莉
栖
は
さ

き
か
ら
チ
ラ
チ
ラ
と
ど
こ
を
見
て
る
ん
だ

 
居
間
に

た
後

雪
乃
は
優
里
奈
の
横
で

真
面
目
に
勉
強
を
教
え
て
い
た

 
詩
乃
に
は
ク
ル
ス
が
付
き

紅
莉
栖
は
両
方
を
見
て

た
ま
に
横
か
ら
口
を

ん
で
い
た

 
八
幡
は
三
人
の

線
の
先
を
追
い
そ
の

線
が
優
里
奈
の
胸
の

り
に
注
が
れ
て
い
る
事
に

気
が
付
い
た

 
優
里
奈
は
先
ほ
ど
ま
で
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
て
お
り
そ
の
胸
の
大
き
さ
は

さ
れ
て
い
た
の
だ

が 
今
は
エ
プ
ロ
ン
を
脱
い
で
い
る

そ
の
破
壊
力
が
遺

な
く
発

さ
れ
て
い
た

ま
さ
か
胸
の
事
を

 
八
幡
は
う

か
り
小
さ
い
声
で
そ
う

い
て
し
ま
い

 
そ
の
言
葉
は
普
通
は

こ
え
な
い

の
小
さ
な
も
の
だ

た
の
だ
が

 
そ
れ
に
三
人
は

感
に
反
応
し

八
幡
の
方
を
見
た
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ご
め
ん
な
さ
い
ク
ル
ス

ち

と
優
里
奈
さ
ん
の
事
を
お
願
い

 
私
達
は
ち

と
八
幡
君
に
お
話
が
あ
る
の

了
解

お

俺
に
は
無
い
ん
で
す
が

い
い
か
ら
い
い
か
ら

ち

と
こ

ち
に
来
な
さ
い

さ
す
が
の
私
も
こ
れ
に
は
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
い
わ
ね

 
そ
し
て
詩
乃
と
紅
莉
栖
に
引
き
ず
ら
れ

八
幡
は
雪
乃
の
先

で

室
へ
と
連
れ
込
ま
れ
た

ち

と
八
幡
君

優
里
奈
さ
ん
の
あ
の
胸
は
ど
う
い
う
事
な
の
か
し
ら

 
ま
さ
か
分
か

て
て

当
て
つ
け
の

に
私
を
呼
ん
だ
の
か
し
ら
ね

違
う

誤
解
だ

そ
ん
な
意
図
は
ま

た
く
無
い

あ
の
胸
を

日
一

見
て
い
た
の
よ
ね

本
当
に
何
も
無
か

た
の

あ
る

な
い
だ
ろ

詩
乃

落
ち
着
け

あ
の
ル

ク
ス
に
あ
の
胸

八
幡
は
あ
あ
い
う
子
の
足
⻑
お
じ
さ
ん
を
や

て
い
る
の
ね

 
そ
れ
に
マ
ン
シ

ン
ま
で
提

ち

て

こ
の
変
態

お
い
紅
莉
栖

お
前
ま
で
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八
幡
は
身
の
危
険
を
感
じ

番
に
三
人
を
持
ち
上
げ
に
か
か

た

雪
乃
俺
が
優
里
奈
に
対
す
る
援
助
を
決
め
た
の
は
自
由
の
お

さ
ん
に
話
を

い
た

で
だ

 
そ
し
て
お
前
を
誘
う
事
に
し
た
の
は
俺
に
は
お
前
し
か
勉
強
面
で
頼
れ
る
奴
が
い
な
か

た
か
ら
だ

 
俺
は
そ
れ
く
ら
い
お
前
の
事
を
信
頼
し

大
切
に
思

て
い
る

 
だ
か
ら
胸
の
事
な
ん
か
ま

た
く
関
係
な
い

そ
の
事
だ
け
は
分
か

て
く
れ

そ

そ
う

そ
う
い
う
事
な
ら
仕
方
が
無
い
わ
ね

詩
乃

お
前
は
か
つ
て

心
に

を
負

て
い
た

 
そ
ん
な
お
前
な
ら

優
里
奈
の
い
い
友
人
に
な

て
く
れ
る
ん
じ

な
い
か
と
俺
は
考
え
た

 
俺
と
お
前
は
戦
友
だ

戦
友

て
の
は
普
通
の
友
達
よ
り
も
繋
が
り
が
強
い

 
だ
か
ら
俺
は
お
前
を
深
く
信
頼
し

一
番
最
初
に
こ
こ
に
呼
ぶ
事
を
決
断
し
た

 
だ
か
ら
胸
の
事
な
ん
か
ま

た
く
関
係
な
い

そ
の
事
だ
け
は
分
か

て
く
れ

ふ

ん

戦
友

戦
友
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら

紅
莉
栖

俺
は
お
前
と
い
る
時
は

常
に
リ
ラ

ク
ス
し
た

態
で
い
ら
れ
る
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前
に
も
言

た
が

そ
れ
は
お
前
が
俺
に
恋
愛
感
情
を
持

て
い
な
い
せ
い
だ

 
同
時
に
俺
は

お
前
か
ら
色
々
教
え
て
も
ら
う
の
が
と
て
も
楽
し
い
ん
だ

 
お
前
の
知
性
は
俺
に
は
と
て
も
い
い

激
に
な
る
し
お
前
と
は
死
ぬ
ま
で
い
い
友
人
で
あ
り

た
い
と
思
う

 
だ
か
ら
胸
の
事
な
ん
か
ま

た
く
関
係
な
い

そ
の
事
だ
け
は
分
か

て
く
れ

そ
う
ね

確
か
に
私
も
八
幡
と
一

に
い
る
の
は
い
い

激
に
な
る
の
よ
ね

ふ
う

こ
れ
で
乗
り
切
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が

い
ざ
と
な

た
ら
土
下
座
だ
な

 
そ
の
八
幡
の
期
待
通
り

三
人
は
納
得
し

大
人
し
く

室
か
ら
出
て
い
こ
う
と
し
た

ま
あ
い
い
わ

確
か
に
あ
な
た
が
そ
ん
な
事
を
考
え
る
は
ず
も
な
い
し

そ
う
ね

八
幡
は
そ
う
い
う
奴
よ
ね

今
度
実
験
に
付
き
合
う
の
よ

い
い

セ

フ

 
八
幡
は
心
の
中
で

を
叫
ん
だ
が

そ
の
時
三
人
は

り
返

て
こ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
後
で

全
員
分
の
予
備
の
下
着
を

い
に
い
く
わ
よ

そ
こ
の
ク
ロ

ゼ

ト
は
基
本
開
け
る
の
は
禁
止
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あ
な
た
の
分
の
着

え
は

別
に
何
か

て
き
て
そ
こ
に
収
納
し
ま
し

う

あ
る

度
の

の
タ
オ
ル
も
必
要
よ
ね

⻭
ブ
ラ
シ
と
か
コ

プ
も
ね

一
人
手
が
あ
く
と
思
う
か
ら

ロ

テ

シ

ン
で
そ
の
人
が
休
ん
で
い
る
間
に

 
必
要
な
物
を
リ
ス
ト
ア

プ
し
て
い
く
の
が
い
い
と
思
う
わ

お

お
い

 
八
幡
は
困

た
顔
で
三
人
に
そ
う
声
を

け
た

と
り
あ
え
ず
今
日
は
お

り
会
ね

反

は
認
め
な
い
わ
よ

ち

と
楽
し
そ
う
ね

あ

は
い

を
食
べ
た
ら
後
で
出
か
け
る
わ
よ

分
か
り
ま
し
た

ピ
ザ
で
も
出
前
で
注
文
し
て
お
き
ま
す

 
こ
の
話
は
ク
ル
ス
と
優
里
奈
に
も
伝
え
ら
れ

二
人
も
楽
し
そ
う
だ
と
や
る
気
を
出
し
た

 
も
ち
ろ
ん
詩
乃
も
そ
の
事
で
集
中
す
る
事
が
出
来

食
事
前
に
か
な
り
勉
強
は
進
ん
だ
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そ
し
て
ピ
ザ
が

き
休

が
て
ら
の
食
事
が
終
わ

た

に
陽
乃
が
部
屋
に

ね
て
き
た

八
幡
君

話

て

あ

す
み
ま
せ
ん
姉
さ
ん

実
は
今
か
ら

い
物
に

あ
ら

そ
う
な
の

事
情
は
私
が
説
明
す
る
わ

姉
さ
ん

 
そ
し
て
雪
乃
の
話
を

い
た
陽
乃
は

い
き
な
り

手
し
た

さ

す
が
雪
乃
ち

ん

部
屋
の
家

か
ら
私
の
意
図
を
く
ん
で
く
れ
る
な
ん
て

 
さ
す
が
は
私
の
自
慢
の
妹
ね

や

ぱ
り
そ
う
だ

た
の
ね

姉
さ
ん

あ
あ
つ
い
に
こ
の
時
が
来
た
わ
誰
が
最
初
に
気
付
く
の
か
正
直
ず

と
待

て
た
の
よ

 
そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

必
要
な
分
の
下
着
と
か

々
を

い
に
行
き
ま
し

う
か

 
さ
あ

頑
張

て
こ
の
部
屋
を

し
て
い
く
わ
よ

く

そ

馬

姉
め

調
子
に
乗
り
や
が

て

 
そ
し
て
陽
乃
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
用

の
大
型
の
ワ
ゴ
ン
を
手
配
し

 
七
人
は
そ
の
ま
ま

い
物
へ
と
出
か
け
る
事
に
な

た
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だ
が
八
幡
の
本
当
の
受
難
は

こ
れ
か
ら
な
の
で
あ
る

 
え

と

そ
れ
じ

あ
俺
は
こ
こ
で

 
下
着

り
場
を
前
に

八
幡
は
そ
う
言

て
逃
げ
よ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
れ
は
当
然
の
よ
う
に

陽
乃
の
手
に
よ

て

止
さ
れ
た

あ
な
た
が
選
ば
な
く
て
誰
が
私
達
の
下
着
を
選
ぶ
の

自
分
達
で
選
べ
よ

俺
を

き
込
む
な

別
に
下
着

を
見
ろ
な
ん
て
言
わ
な
い
わ
よ

い
い
か
ら
さ

さ
と
こ

ち
に
来
な
さ
い

勘

し
て
く
れ
よ

 
そ
の
後
四
人
は
か
わ
る
が
わ
る
八
幡
に
ハ
ン
ガ

に

か

た
上
下
セ

ト
の
下
着
を
見
せ

に
来
た

 
紅
莉
栖
は
自
分
だ
け
で
さ

さ
と
決
め
て
し
ま
い
優
里
奈
は
家
が
隣
な
の
で
選
ぶ
必
要
が
無

い 
そ
し
て
八
幡
は

々
と
こ
う
言
い
続
け
た

そ
れ
よ
り
は
さ

き
の
方
が
い
い
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こ

ち
の
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

お
う

か
わ
い
い
か
わ
い
い

 
そ
ん
な
セ
リ
フ
を
口
に
出
す
度

八
幡
の
精
神
は
ゴ
リ
ゴ
リ
と

ら
れ
て
い
き

 
そ
ろ
そ
ろ
倒
れ
る
ん
じ

な
い
か
と
思
わ
れ
た

や

と
全
員
が
チ

イ
ス
を
終
え

 
八
幡
は
つ
い
に
下
着
鑑
定
士
の
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ

自
由
の
身
に
な

た

 
そ
ん
な
八
幡
に

紅
莉
栖
が
自

で

た
の
で
あ
ろ
う

飲
み
物
を
手

し
て
き
た

お
疲
れ
さ
ま

お
う

地
獄
の
よ
う
な
時
間
だ

た
ぞ

お
前
だ
け
が
俺
の
味
方
だ

ど
う
せ
ま
た
来
る
事
に
な
る
ん
だ
か
ら

頑
張

て
慣
れ
る
事
ね

会
社

み
で
う
ち
に
来
る
可
能
性
が
あ
る
の

て

あ
と
何
人
い
る
ん
だ

会
社
が

ま
な
く
て
も
公
平
性
を
重

し
て

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は
ほ
ぼ
全
員
呼
ぶ
ん
じ

な
い
か
し
ら

そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
ん
な

他
に
も
会
社

み
で
ち
ら
ほ
ら
ま
あ
気
を
し

か
り
持
ち
な
さ
い
死
ぬ
ん
じ

な
い
わ
よ

あ
あ

考
え
た
く
ね
え



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
ち
な
み
に

定
的
に

八
幡
の
部
屋
に
自
分
の
居
場
所
を
確
保
す
る
の
は

 
明
日
奈
を

に

結
衣

優
美
子

い
ろ
は

里
香

珪
子

 
め
ぐ
り

小
猫

南

か
お
り

イ
ヴ
と
な
り

 
遠

離
に

ん
で
い
る
フ
カ
次
郎
以
外
の
メ
ン
バ

全
員
と

妹
組
以
外
と
な
る

 
ち
な
み
に
こ
の
人

は

こ
の
後
若

え
る
事
に
な
る

 
八
幡
に
と

て
は
災
難
と
も
い
え
る
が
優
里
奈
に
と

て
は
知
り
合
い
が

え
て
嬉
し
い
事

態
で
あ
る

 
よ
し

勉
強
し
ろ
勉
強

 
部
屋
に

る
と

八
幡
は
詩
乃
と
優
里
奈
に
は

ぱ
を
か
け
た

う
ん

こ
こ
か
ら
は
ち

と
真
面
目
に
い
く
わ

は
い

私
も

点
は
ま
ず
い
の
で

頑
張
り
ま
す

 
そ
の
二
人
に
は
ク
ル
ス
と
雪
乃
が
付
き
残
り
の
三
人
は
八
幡
の

室
で
密
談
を
す
る
事
に

し
たで

紅
莉
栖
ち

ん

み
の
案
件

て
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そ
れ
な
ん
で
す
が

 
そ
し
て
八
幡
の
説
明
を

い
た
陽
乃
は

そ
の
頼
み
を

し
た

問
題
な
い
わ

寮
の
中
で
も
い
い
部
屋
を
キ

プ
し
て
お
く
わ
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
こ
ろ
で
紅
莉
栖
ち

ん

さ

き
レ
ス
キ
ネ
ン
教

か
ら
連

が
あ

て
ね

 
私
達
の
秋
の

の
件

オ

ケ

だ
そ
う
よ

そ
れ
じ

あ
私
も
そ
の
時
一

に
向
こ
う
に

り
ま
す
ね

一
応
予
定
メ
ン
バ

は

私

八
幡
君

明
日
奈
ち

ん

雪
乃
ち

ん

薔
薇

ク
ル
ス
の

六
人
ね

明
日
奈
も
で
す
か

 
八
幡
は

予
定
メ
ン
バ

に
明
日
奈
の
名
前
が
入

て
い
る
事
に
少
し
驚
い
た

当
た
り
前
じ

な
い

当
た
り
前
で
す
か

当
た
り
前
で
し

い
や

え

と

ま
あ
そ
う
な
ん
で
す
か
ね
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当
た
り
前
よ

う

す

 
以
前
か
ら

討
さ
れ
て
い
た

レ
ス
キ
ネ
ン
教

の
研
究
室
へ
の

援
の
話
と

 
ザ
ス
カ

社
と
の
提

の
話
そ
れ
に
加
え
て
結
城

と
情
報
交
換
を
す
る

の

の
話

が 
ど
う
や
ら
こ
こ
に
来
て
正
式
に
決
定
し
た
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
雪
乃
と
ク
ル
ス
は
英
語
が

能
な

通

を

ね
る
事
と
な
る

そ
れ
と
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
話
だ
け
ど

企
業
ブ

ス
を
出
す
ん
で
す
よ
ね

ね

八
幡
君
八
幡
君

み
で
何
人
か
コ
ス
プ
レ
を
し
て
く
れ
る
子
を

集
出
来
な
い
か
し

ら
そ
れ

て
バ
イ
ト

て
事
で
す
よ
ね

分
か
り
ま
し
た

い
て
お
き
ま
す
ね

う
ん

お
願
い
ね

で
も
確
か

結
衣
と
優
美
子
は
そ
の
日

同
人

の

り
子
を
す
る
ら
し
い
ん
で
す
よ
ね

 
八
幡
は

先
日
結
衣
に
説
明
さ
れ
た
話
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た
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そ
う
な
ん
だ

な
の
で
残
り
の
メ
ン
バ

で
や
れ
そ
う
な
の
は

 
そ
し
て
二
人
は
同
時
に
こ
う
言

た

い
ろ
は
だ
な

い
ろ
は
ち

ん
ね

 
ど
う
や
ら
二
人
の
中
で
は
こ
う
い
う
時
に

任
な
の
は
い
ろ
は
の
よ
う
で
あ
る

小
猫
は
当
然
参
加
で
す
よ
ね

え
え

会
役
ね

ク
ル
ス
は
ど
う
で
す
か

ま
だ
正
式
な
社
員
じ

な
い
か
ら

に
は
入
れ
て
な
い
わ

じ

あ
あ
い
つ
で
す
ね

後
は

 
紅
莉
栖

お
前
は
キ

マ
達
と
一

に
別
口
で
参
加
す
る
ん
だ
ろ

ふ

え

え
え

多
分
そ
う
な
り
そ
う
ね

そ
う
す
る
と

 
そ
し
て
八
幡
は
考
え
込
ん
だ
後

首
を

た
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ヴ

ル
ハ
ラ
の
女
性

の
う
ち

明
日
奈
と
里
香
と
珪
子
は
正
直
無
理
で
す
か
ら
ね

 
あ
の
三
人
は
見
る
奴
が
見
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
俺
の

に
い
た
メ
ン
バ

だ
と
直
ぐ
に
バ
レ
ち

ま
う
し

 
ジ

ニ

ブ
ラ

ク
が
ま
だ
捕
ま

て
い
な
い
こ
の

況
で
話
題
に
な
る
の
は
避
け
た
い
で

す
し
ね

そ
う
な
の
よ
ね

め
ぐ
り
ん
は
眠
り
の
森
を
安
易
に
離
れ
ら
れ
な
い
し

雪
乃
で
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
が

 
あ
い
つ
は
こ
う
い
う
の

が
り
そ
う
で
す
か
ら
ね

こ
う
な
る
と

ガ
ハ
マ
ち

ん
と
優
美
子
ち

ん
を
取
ら
れ
た
の
は

い
わ
ね

で
す
ね
小
町
は
俺
が
許
さ
な
い
し
直
葉
は
和
人
が
許
さ
な
い
し
詩
乃
は
高
校
生
で
す
し

ね
同
じ
理
由
で
フ

イ
リ
ス
ち

ん
や
優
里
奈
ち

ん
も

目
よ
ね

う

ん

 
そ
し
て
八
幡
は

々
と
こ
う
言

た

仕
方
な
い

旅

を
出
し
て
や
る
か
ら
と
い

て

美
優
を
呼
び

あ
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美
優
と
口
に
出
し
た

間

八
幡
は

役
が
い
る
事
を
思
い
出
し
た

そ
う
だ
そ
う
だ

一
人
ス

パ

モ
デ
ル

の
知
り
合
い
が
い
た
ん
で
し
た

え

八
幡
に
そ
ん
な
知
り
合
い
が
い
る
の

お
う

ま
あ
な

あ
あ

で
も

が
る
か
も
し
れ
な
い
な

何
か
問
題
が

そ
の
子
自
分
の
身
⻑
が
高
い
事
を

分
気
に
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
俺
は
何
度
も
褒
め
て
る

の
に
な

と
り
あ
え
ず
フ
カ
ち

ん
を
呼
べ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら
友
達
が
い
た
方
が
い
い
と
思

う
しそ

う
し
ま
す
か

ち
な
み
に
エ
ル
ザ
ち

ん
は

モ
ニ
タ

越
し
に
参
加
す
る
わ
よ

そ
れ
は
良
か

た
で
す

あ
い
つ
が
現
地
に
い
た
ら

一
体
何
を
や
ら
か
す
か
心
配
で

 
こ
の
後
八
幡
は

雪
乃
に
も
一
応

ね
た
が

雪
乃
は
当
然
そ
れ
を
断
り

 
ス
タ

フ
と
し
て
の
参
加
と
な

た

ア
ル
ゴ
の
名
前
が
出
な
い
の
は
当
然
だ
ろ
う

 
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
係
を
仕
切
る
立
場
に
あ
る
か
ら
だ
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ち
な
み
に
詩
乃
と
優
里
奈
は
客
と
し
て
訪
れ
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 
一

に
勉
強
し
た
事
で

二
人
は
か
な
り
仲
良
く
な

て
い
た

 
そ
れ
だ
け
で
今
回
の
勉
強
会
を
企
画
し
た
八
幡
の
意
図
は
か
な
り
達
成
さ
れ
た
と
言
え
よ

う  
そ
の
日
の
夜

女
性

は
当
然
の
よ
う
に
八
幡
の

室
を

し
た

 
陽
乃
は
会
社
に

り
残
る
は
五
人

少
し

い
が
五
人
と
も
が
川
の

に
な

て

れ
る

 
陽
乃
が
手
配
し
た
八
幡
の
ベ

ド
は
大
き
か

た

 
そ
れ
を
疑
問
に
思
わ
ず
に
使

て
い
た
八
幡
は
感
覚
が
麻

し
て
き
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い

 
ど
う
や
ら
五
人
は
ま
だ

き
て
お
り

色
々
と
話
を
し
て
い
る
よ
う
だ

 
内
容
は
分
か
ら
な
い
が
笑
い
声
が

こ
え
る

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
勉
強
も
か
な
り
は
か
ど
り
詩
乃
も
優
里
奈
も

験
に
向
け
て
か
な
り
の
自
信
を

か
せ
て

い
た
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そ
の
事
も

こ
の
場
の
楽
し
さ
を

す
一
因
に
な

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

 
八
幡
は
そ
の
事
に
満
足
し
つ
つ
香
蓮
に

話
を

け
た
の
だ
が
香
蓮
は

話
に
出
な
か

た
こ
れ
は
多
分
香
蓮
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
い
る
な

 
そ
う
考
え
た
八
幡
は

次
に
美
優
に

話
を

け
た

は
い
は

い
こ
ち
ら
は
リ

ダ

が
愛
し
て
や
ま
な
い
プ
リ
テ

で
キ

ト
な
フ
カ
ち

ん
で
す

す
み
ま
せ
ん

間
違
え
ま
し
た

 
そ
う
言

て
八
幡
は

即
座
に

話
を
切

た

 
直
後
に
美
優
か
ら
着
信
が
あ
り

八
幡
は
直
ぐ
に

話
に
出
た

ち

リ

ダ

何
で

話
を
切

ち

う
の

 
そ
う
抗
議
し
て
く
る
美
優
に

八
幡
は

た
く
こ
う
答
え
た

自
分
の
胸
に

け

 
そ
の
言
葉
に

美
優
は
何
か
ご
そ
ご
そ
し
た
か
と
思
う
と

こ
う
答
え
て
き
た

え

リ

ダ

も
知

て
い
る
通
り
の
い
つ
も
と
同
じ
柔
ら
か
さ
だ
け
ど
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切
る
ぞ

あ

ご
め
ん
な
さ
い
調
子
に
乗
り
ま
し
た

こ
ん
ば
ん
は

美
優
で
す

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

さ
す
が
の
美
優
も

て
た
の
か

普
通
に
話
す
事
に
し
た
よ
う
だ

最
初
か
ら
普
通
に
し
て
ろ

つ

の

で
美
優
お
前
さ
お
台
場
で
バ
イ
ト
し
な
い
か

 
も
ち
ろ
ん
旅

は
出
し
て
や
る

ち
な
み
に
ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
だ

企
業
ブ

ス

そ

そ
れ
は
も
し
か
し
て

お
う

ア
レ
だ

ア
レ
で
す
か

し
か
も
旅

は
リ

ダ

持
ち
と

分
か
り
ま
し
た

是
非
参
加
さ
せ
て
下

さ
い

 
そ
う
興
奮
ぎ
み
に

し
た
美
優
に

八
幡
は
こ
う
確
認
し
た

ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
ス
プ
レ
を
す
る
事
に
な
る
け
ど
い
い
か

ま
じ
で
す
か

お
う

ま
じ
だ

ち
な
み
に
香
蓮
に
も
頼
む
つ
も
り
だ

リ

ダ

は
あ
の
お
堅
い
コ
ヒ

を
口
説
き
落
と
せ
る
自
信
が

い
や

ま
あ
自
信
な
ん
か
無
い
け
ど

こ
れ
か
ら
頼
ん
で
み
る
つ
も
り
だ
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リ

ダ

に
コ
ス
プ
レ
を
頼
ま
れ
て
顔
を

く
す
る
コ
ヒ

む

は

な
ん
て
フ
カ
得

な 
リ

ダ

コ
ヒ

を
絶
対
に
口
説
き
落
と
し
て
下
さ
い
ね

お

お
う

 
そ
し
て

話
を
切

た
後

八
幡
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
記
念

す
べ
き
第
４
４
４
話

実
質

は

フ
ラ
グ
が
乱
立
す
る
話
と
な
り
ま
し
た
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第
４
４
５
話
 
ピ
ン
ク
の
悪
魔

さ
て

レ
ン
は
ど
こ
か
な

 
シ

ナ
は
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
か
ら
レ
ン
の
居
場
所
を
調
べ

 
前
回
案
内
し
た
砂
漠
地

に
い
る
事
を
突
き
止
め
た

闇
風
は
い
な
い
か

と
な
る
と

こ
れ
は
多
分

こ
の
前
と
同
じ
所
で
ソ
ロ
狩
り
だ
な

 
と
り
あ
え
ず

中
ま
で
は
ブ
ラ

ク
で
行

て

レ
ン
に
奇
襲
を
か
け
て
み
る
か

 
シ

ナ
は
平
然
と
そ
う
言
い
ブ
ラ

ク
に
乗
り
込
む
と
レ
ン
の
い
る
で
あ
ろ
う
場
所
へ
と

向
か

た

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
は

レ
ン
が
ど
の

度
成
⻑
し
た
の
か
チ

ク
す
る
つ
も
り
ら
し
い

 
そ
し
て
目
的
地
が
う

す
ら
と
見
え
る
く
ら
い
の

置
で
シ

ナ
は
ブ
ラ

ク
を
下
り

 
そ
の
ま
ま
ほ
ふ
く
前
進
で
レ
ン
の
い
る
方
へ

じ
り
じ
り
と
近
付
い
て
い

た

 
ふ
う

こ
こ
で
の
戦
闘
に
も
も
う
す

か
り
慣
れ
た
か
な

 
レ
ン
は
モ
ブ
を
片
付
け
終
え
る
と

満
足
そ
う
な
顔
を
し
た



 第４４５話 ピンクの悪魔

四
方
に
敵
影
無
し

よ
し

休

し
よ
う

 
レ
ン
は
元
気
よ
く
そ
う
言
う
と

ス
ト
レ

ジ
か
ら
飲
み
物
と
お
や
つ
を
取
り
出
し

 
美
味
し
そ
う
に

ば

た

こ
こ
だ
と
い
く
ら

い
物
を
食
べ
て
も
太
ら
な
い
か
ら
嬉
し
い
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ン
は

音
楽
プ
レ
イ
ヤ

を
取
り
出
す
と

イ
ヤ
ホ
ン
を

に
付
け

 
最
近
お
気
に
入
り
の
神
崎
エ
ル
ザ
の
曲
を
流
し
始
め
た

ふ
う

至
福
至
福

 
レ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
目
を

り

首
を

に

り
な
が
ら

 
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

歌
を
歌
い
始
め
た

 
そ
ん
な
レ
ン
の
後

部
に
い
き
な
り
銃
口
が
突
き
つ
け
ら
れ
片
方
の
イ
ヤ
ホ
ン
が
外
さ
れ
た

死
に
た
く
な
か

た
ら
手
を
上
げ
ろ

え

い

一
体
ど
こ
か
ら

 
そ
の
声
は

変
声
機
の
よ
う
な
物
を
通
し
た
声
で
あ
り

敵
の
正
体
は
分
か
ら
な
か

た
が

 
レ
ン
は
相
手
を

激
し
な
い
よ
う
に

大
人
し
く
両
手
を
上
げ
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
レ
ン
の

の
下
に
手
が
差
し
込
ま
れ

レ
ン
の
体
は
高
く
持
ち
上
げ
ら
れ
た
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ひＧ
Ｇ
Ｏ
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
る
み
た
い
だ
な

レ
ン

そ

そ
の
声
は

シ

ナ
さ
ん

お
う

正
解
だ

は

恥
ず
か
し
い
か
ら
下
ろ
し
て

え

や
だ
よ

こ
ん
な
じ
た
ば
た
す
る
珍
し
い
レ
ン
の

は
滅
多
に
見
る
機
会
は
無
い
か
ら

 
こ
の
機
会
に
存
分
に
見
て
お
き
た
い
し
な

う
う

 
そ
の
後
も
レ
ン
は

シ

ナ
の
手
か
ら
逃
れ
よ
う
と
色
々
頑
張

た
の
だ
が

 
シ

ナ
は
体
さ
ば
き
を
駆
使
し
て
レ
ン
を
逃
が
さ
な
か

た

 
レ
ン
は
も
う
ど
う
に
で
も
し
て
と
い
う
風
に
ぐ

た
り
と
力
を
抜
い
た
が

 
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
ハ

と
し
た
表
情
を
す
る
と

シ

ナ
に

い
口
調
で
言

た

シ

ナ
さ
ん

敵
影

 
そ
れ
を

い
た

間
に
シ

ナ
は
レ
ン
と
共
に
地
面
に
伏
せ

 
そ
の
体
の
上
に

フ

サ

と
ピ
ン
ク
の
布
が

い
か
ぶ
さ

た
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い
つ
の
間
に

慣
れ
だ
よ
慣
れ

で

レ
ン

敵
は
ど

ち
だ

あ

ち

 
シ

ナ
は

を
取
り
出
し

そ
の
レ
ン
が
指
差
す
方
向
を
見
た

 
確
か
に
そ
ち
ら
に
人
影
の
よ
う
な
黒
い
点
が
複

見
え

シ

ナ
は
レ
ン
を
褒
め
た

よ
く
あ
の
大
き
さ
で
気
付
い
た
な

え
ら
い
ぞ
レ
ン

え

へ
ん

で

ど
う
だ

戦
闘
に
は
慣
れ
た
か

う
ん

あ
れ
か
ら
か
な
り
プ
レ
イ
ヤ

と
遭
遇
し
た
け
ど

全
部
殲
滅
に
成
功
し
て
る
よ

ほ
う

全
部
か

 
シ

ナ
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

 
達
成

パ

セ
ン
ト
と
い
う
の
は
中
々
出
来
る
事
で
は
な
く

 
シ

ナ
は

レ
ン
に
と

て
の
こ
の
キ

ラ
と
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
は

 
ま
さ
に
天
が

え
た
配

の
よ
う
に
う

て
つ
け
の
組
み
合
わ
せ
な
の
だ
ろ
う
と

し
た

ど
う
や
ら
敵
は
三
人
み
た
い
だ
な

レ
ン

ど
う
す
る
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そ
れ
く
ら
い
な
ら
余

余

私
が
ど
れ
く
ら
い
成
⻑
し
た
か
こ
こ
で
見
て
て

分
か

た

で
も
一
応
狙
撃
体
制
は
と

て
お
く
か
ら
な

心
配
性
だ
な

石
橋
は

し
い
調
査
を
し
て
か
ら

る
主
義
な
ん
で
な

シ

ナ
さ
ん
は
確
か
に
そ
ん
な
感
じ
の
イ
メ

ジ

だ
ろ

よ
し

そ
ろ
そ
ろ
敵
に
備
え
る
ぞ

う
ん

 
レ
ン
は
大

に
も
地
面
に
伏
せ
た

態
で

特
に

れ
た
り
せ
ず
に
そ
の
身
を

し
た
ま
ま

 

々
と
そ
の
三
人
組
を
待
ち

え
て
い
た

三
人
は
レ
ン
に
は
ま

た
く
気
付
か
ず

 
そ
れ
で
い
て
何
か
を

す
る
よ
う
に

囲
に
気
を
配

て
い
た

な

こ
の

り
だ
ろ

ピ
ン
ク
の
悪
魔
が
出
る
の

て

ん

ピ
ン
ク
の
悪
魔

ま
さ
か
レ
ン
の
事
か

あ
あ

ま

た
く

界
で
捕
ら
え
切
れ
な
い

素

い
ピ
ン
ク
の
魔
物
だ

て
話
だ

魔
物

ま
あ
ま
と
も
に
見
れ
な
い
の
な
ら

そ
ん
な
噂
も
立
つ
か

ま
あ
常
に

囲
を

し
て
お
け
ば
大
丈
夫
だ
ろ

さ
あ

準
備
し
よ
う
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お
前
ら
そ
れ
で

し
て
い
る
つ
も
り
か

ほ
れ

レ
ン
が
じ
り
じ
り
と
近
付
い
て
る
ぞ

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
通
り

ま
る
で
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
で
遊
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に

 
レ
ン
は
進
ん
で
は
止
ま
り

止
ま

て
は
進
ん
で
い
た

 
そ
れ
を

果
音
で
表
す
と

サ
サ
サ
サ
サ

ピ
タ

サ
サ
サ
サ
サ

ピ
タ

と
い

た
感

じ
で
あ
り

 
当
の
レ
ン
が

顔
を
ほ
と
ん
ど
上
げ
ず
に
平
行
移
動
し
て
い
る

 
シ

ナ
は
そ
の
レ
ン
の
動
き
の
コ
ミ
カ
ル
さ
に

き
出
し
そ
う
に
な
る
の
を

え
つ
つ

 
こ
れ
か
ら
確
か
に
余

だ
ろ
う
な
と
考
え
な
が
ら
引
き
続
き
レ
ン
の
動
き
を
観
察
し
て
い
た

 
そ
し
て
レ
ン
は

三
人
の

線
が
自
分
か
ら
切
れ
た

間
に

 
叫
び
な
が
ら
三
人
に

ち

ん
を
乱
射
し
た

誰
が
魔
物
よ

こ
ん
な
に
な
ま
ら
か
わ
い
い
魔
物
な
ん
か
い
る
か

う
ぎ

う
お

ま

ま
さ
か

ピ

ピ
ン
ク
の
悪
魔

プ
レ
イ
ヤ

だ

た
の
か

 
一
人
が
あ

さ
り
と
や
ら
れ
他
の
二
人
が

り
向
い
た
時
に
は
も
う
レ
ン
は
そ
こ
に
は
い
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な
か

た

 
レ
ン
は
そ
の
速
度
を
存
分
に
生
か
し

に
二
人
の
横
手
へ
と
回
り
こ
ん
で
い
た

速
い
な

だ
が
特

す
べ
き
は
そ
の
思
い
切
り
の
良
さ
か

 
そ
し
て
も
う
一
人
が
や
ら
れ

最
後
の
一
人
は

て
て
横
を
見
た
の
だ
が

 
レ
ン
は
当
然
の
よ
う
に
そ
こ
に
は
お
ら
ず

に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
背
後
へ
と
回
り
込
ん
で

い
たく

そ

ど
こ
だ

後
ろ

な
 
そ
の

間
に
再
び

ち

ん
か
ら
銃

が
乱
射
さ
れ
最
後
の
一
人
も
バ

タ
リ
と
倒
れ
た

 
そ
し
て
レ
ン
は

得
意
げ
に
シ

ナ
の
方
へ
と
走

て
き
た

ほ
ら

余

だ

た
で
し

お
う

確
か
に
な
ま
ら
か
わ
い
い
余

だ

た
な

 
シ

ナ
が
そ
う
言

た

間
に

レ
ン
は

て
て
自
分
の
口
を
塞
い
だ

わ

私

ま
た
言

ち

て
た
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お
う

レ
ン
は
な
ま
ら
か
わ
い
い
な

う
う
う

 
レ
ン
は
シ

ナ
の
隣
で
う
ず
く
ま
り

を

え
た

そ
の
レ
ン
を
シ

ナ
は
再
び
持
ち
上

げ
たよ

く
や

た
ぞ
レ
ン

本
当
に
強
く
な

た
ん
だ
な

わ

わ

わ

は
は
は
は
は

誰
の

界
に
も
入
ら
な
い
ピ
ン
ク
の
悪
魔
か

い
い
ぞ

レ
ン

あ

悪
魔
な
ん
て

い
や
い
や

な
ま
ら
か
わ
い
い
悪
魔
だ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ

え
 
レ
ン
は

予
想
外
の
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

そ

そ
う
か
な

実

に
悪
魔
を
見
た
事
の
あ
る
奴
な
ん
て
誰
も
い
な
い
ん
だ

 
だ
か
ら
レ
ン
は
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
イ
メ

ジ
し
て

そ
の
通
り
に

舞
え
ば
い
い

 
他
人
の
持
つ
イ
メ

ジ
な
ん
か
気
に
す
る
な

お
前
は
お
前
の
イ
メ

ジ
を

け



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

そ

か

う
ん

私

こ
れ
か
ら
も
気
に
せ
ず
暴
れ
ま
く
る
よ

お
う

そ
の
意
気
だ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
レ
ン
を
下
ろ
し

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
レ
ン
に

ね
た

う

ん

シ

ナ
さ
ん
は
こ
こ
に
ど
う
や

て
来
た
の

も
ち
ろ
ん
ブ
ラ

ク
で
来
た
ぞ

少
し
遠
く
に

め
て
あ
る
け
ど
な

だ

た
ら
せ

か
く
シ

ナ
さ
ん
に
送

て
も
ら
え
る
ん
だ
し

今
日
は
街
に

ろ
う
か
な

そ
う
か

そ
れ
じ

送
ろ
う

俺
も
頼
み
た
い
事
が
あ
る
し
な

頼
み

私
に

あ
あ

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
行
こ
う

 
そ
し
て
二
人
は
ブ
ラ

ク
の
所
ま
で
歩
き

そ
の
ま
ま
街
へ
と
向
か

た

 
で

頼
み

て

実
は
な

も
う
す
ぐ
東
京
ビ

グ
サ
イ
ト
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
を
知

て
る
か

あ

う
ん

行

た
事
は
な
い
け
ど

ニ

ス
で
見
た
事
も
あ
る
し
知

て
る
よ
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で
な

ち

ん
と
言

て
な
か

た
と
思
う
が

俺
は
ソ
レ
イ
ユ
の
関
係
者
で
な

 
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に

ソ
レ
イ
ユ
も
企
業
と
し
て
参
加
す
る
ん
だ
が

 
あ

何
と
言
え
ば
い
い
の
か

う

ん

 
シ

ナ
は

え
切
ら
な
い
態
度
で
そ
う
言
い

レ
ン
は
そ
れ
で

 
シ

ナ
が
言
い
に
く
い
事
を
自
分
に
頼
も
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
気
が
付
い
た

私
は
気
に
し
な
い
か
ら
ハ

キ
リ
言

て
み
て

お

お
う

そ
の
な

そ
の
イ
ベ
ン
ト
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
ス
プ
レ
を
し
て
く
れ
る

 
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
的
な
バ
イ
ト
を

集
し
て
る
ん
だ
が

 
そ
の
言
葉
に
レ
ン
は
ビ
ク

と
し
た

先
日
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
よ
う
と

み
て

 

手
な
失
敗
を
し
た
ば
か
り
だ

た
か
ら
だ

 
そ
の
レ
ン
の
反
応
を
見
た
シ

ナ
は
や
は
り
頼
む
べ
き
じ

な
か

た
と
考
え

て
て
レ

ン
に
言

た

わ

悪
い

や

ぱ
り
今
の
は
無
し
だ

フ
カ
に
頼
ん
だ
し

他
に
誰
か
し
ら
捕
ま
え
る
か
ら

大
丈
夫
だ

え

美

フ
カ
が
来
る
の



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

お
う

さ

き
頼
ん
で
オ

ケ

を
も
ら

た

そ
う
な
ん
だ

う
ん

分
か

た

前
に
出
る
の
は
フ
カ
に
や

て
も
ら

て

 
私
は
後
ろ
の
方
で
ニ
コ
ニ
コ
す
る
く
ら
い
で
良
け
れ
ば

 
そ
の
レ
ン
の
予
想
外
の
言
葉
に

シ

ナ
は
喜
ん
だ

い
い
の
か

う

う
ん

そ
う
か

そ
れ
は
助
か
る
わ

ち
な
み
に
ど
ん
な
格
好
を
す
る
の

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

レ
ン
の

力
を
存
分
に
引
き
出
す

あ

い
や

で
も
そ
う
な
る
と

な
そ

か

私
が
倒
れ
た
時
み
た
い
な
格
好
に
な
る
可
能
性
が
高
い
ん
だ

か
も
し
れ
ん

レ
ン
は
ま
る
で
ス

パ

モ
デ
ル
だ
か
ら
な

ス

パ

 
レ
ン
は
複
雑
な
表
情
を
見
せ
な
が
ら
も
シ

ナ
に
そ
う
言
わ
れ
る
の
は
嬉
し
か

た
よ
う
で

 
シ

ナ
に
こ
ん
な

件
を
出
し
て
き
た
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え

と

そ
れ
じ

あ
私
の
衣
装
は
シ

ナ
さ
ん
に
選
ん
で
も
ら

て

 
私
が
変
に
な
ら
な
い
よ
う
に

見
守

て
て
も
ら
え
れ
ば

分
か

た

そ
う
な
る
よ
う
に
手
配
し
て
お
く

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に
即
答
し
た

わ
が
ま
ま
ば

か
り
言

て
ご
め
ん
な
さ
い

い
や

問
題
な
い

無
理
な
頼
み
を
し
て
い
る
の
は
こ

ち
だ
か
ら
な

 
と
り
あ
え
ず
フ
カ
に
は

必
ず
レ
ン
を
口
説
き
落
と
し
て
下
さ
い
ね

て
言
わ
れ
て
た
か
ら

 
こ
れ
で
あ
い
つ
に
も
言
い

が
た
つ

も
う

フ
カ

た
ら

 
こ
う
し
て
無
事

に
レ
ン
に
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

し
て
も
ら

た
シ

ナ
は

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
美
優
に
そ
の
事
を
伝
え

か
い
事
は
薔
薇
に

投
げ
す
る
事
に
し
た
の

だ

た
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第
４
４
６
話
 
ク
ル
ス
の
提
案

 
今
日
は
少
し

め
で
す

こ
の

の
せ
い
で

色
々
仕
事
が
立
て
込
ん
で
し
ま

た
の
で

 
明
日
の
投
稿
は
お
休
み
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
可
能
性
と
し
て
は
半
々
く
ら
い
で
す

し

あ
り
ま
せ
ん

と
い
う

で
小
猫

香
蓮
に
関
し
て
は

上
手
く
調
整
し
て
く
れ

あ
あ

は
い
は
い

あ
ん
た
の
お
気
に
入
り
と
い
う
噂
の
香
蓮
ち

ん
ね

 
大
丈
夫
よ

目
立
た
な
い
よ
う
な
ポ
ジ
シ

ン
を
や

て
も
ら
う
事
に
す
る
わ

 
衣
装
に
関
し
て
は

に
決
定
し
て
い
た
よ
う
で

八
幡
は
そ
の
中
か
ら

 
香
蓮
に
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
物
を
チ

イ
ス
し
て
い
た

 
こ
れ
な
ら
セ
ン
ス

々
は
関
係
な
い
し

八
幡
が
選
ん
だ
事
に
変
わ
り
は
無
い

 
当
の
八
幡
自
身
も
正
直
一
安
心
と
い

た
所
で
あ

た

八
幡
様
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そ
こ
に
ク
ル
ス
が
通
り
か
か
り

八
幡
に
声
を

け
て
き
た

 
ク
ル
ス
は

に
ソ
レ
イ
ユ
内
に
入
り

て
お
り

三
日
に
一
度
は
社
内
で

を
見
か
け
る

あ
の

八
幡
様

ち

と
ご
相
談
が

お
う

ど
う
し
た

何
か
あ

た
の
か

学
校
の
方
の
レ
ポ

ト
関
連
も
終
わ

た
の
で

そ
ろ
そ
ろ

の
約
束
を

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

別
に

わ
な
い
ぞ

ど
こ
か
行
き
た
い
所
は
あ
る
か

そ
う
で
す
ね
そ
ろ
そ
ろ

く
な

て
き
ま
し
た
し
近
場
の
避

地
と
か
は
ど
う
で
す
か

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

そ
ん
な
場
所
が
あ

た
か
な
と
考
え
込
ん
だ

避

地
な

俺
は

く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
な
い
が

遠
い
で
す
か
ね

い
や

新

線
で
一
時
間
ち

と
の
は
ず
だ

 

で
も
高
速
で
二
時
間
く
ら
い
だ
と
思
う
し

下
手
な
都
内
に
行
く
よ
り
も
近
そ
う
だ
な

そ
う
な
ん
で
す
か

な
ら
ソ
レ
イ
ユ
の
保

所
も
あ
る
わ
よ

つ
き
の

 
そ
の
時
そ
の
話
を

い
て
い
た
薔
薇
が

横
か
ら
そ
う
言

て
き
た
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そ
う
な
の
か

え
え

こ
の
時
期
な
ら
ま
だ
利
用
者
も
い
な
い
は
ず
だ
し

問
題
な
く
使
え
る
は
ず
よ

で
も
日
帰
り
だ
し
な

な

マ

ク
ス

 
そ
う
話
を

ら
れ
た
ク
ル
ス
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

八
幡
様

ピ
ト
と
シ
ノ
ン
と
の
約
束
は
ど
う
な

て
ま
す

よ
く
知

て
る
な
ど
う
し
て
も
ピ
ト
と
一

に
出
か
け
て
や

て
く
れ
と
ア
イ
に
頼
ま
れ

た
か
ら

 
仕
方
な
く
あ
い
つ
に
連

し
た
ん
だ
が
し
ば
ら
く
忙
し
い

て
事
で
保

に
な

て
る
ん
だ

よ
な

 
詩
乃
の
場
合
は

テ
ス
ト
後

て
事
に
な

て
る
な

も
う
終
わ

た
だ
ろ
う
か
ら

 
そ
ろ
そ
ろ
何
か
言

て
く
る
ん
じ

な
い
か

な
る
ほ
ど

 
ク
ル
ス
は
再
び
何
か
考
え
込
ん
だ
か
と
思
う
と

や
が
て
顔
を
上
げ

八
幡
に
言

た

八
幡
様

も
し
あ
の
二
人
が
オ

ケ

し
て
く
れ
る
な
ら

 
約
束
の
お
出
か
け
を

三
人
同
時
に
し
て
も
ら

て
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五
人
で
二

く
ら
い
で

の
保

所
に
行
き
ま
せ
ん
か

 
金
曜
の
夜
に
出
発
し
て
日
曜
の
夜
帰

て
く
る
み
た
い
な

さ
す
が
に
そ
れ
は

明
日
奈
が
許
す
か
ど
う
か
微

な
ラ
イ
ン
だ
な

 
八
幡
の
そ
の
慎
重
な
意
見
に

ク
ル
ス
は

き
な
が
ら
言

た

え
え

だ
か
ら
五
人
と
言
い
ま
し
た

明
日
奈
も
誘
い
ま
し

う

あ

と

そ
う
い
え
ば
五
人

て
言

て
た
な

俺
も
久
し
ぶ
り
に
ゆ

く
り
し
た
い
し

 
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

と
り
あ
え
ず
み
ん
な
に

い
て
み
る
か

は
い

い
い
な

私
も
行
き
た
か

た

 
話
を

い
て
い
た
薔
薇
が
そ
う

き

八
幡
は
薔
薇
に
言

た

ま
あ
そ
の
う
ち
な

今
は
忙
し
い
時
期
だ
ろ
う
し

今
回
は
お
前
は
仕
事
を
頑
張
れ

絶
対
よ

約
束
だ
か
ら
ね

分
か

て
る

て

と
こ
ろ
で
ピ
ト
な
ら
今
丁
度
こ
こ
に
来
て
い
る
わ
よ

お

そ
う
な
の
か

ど
こ
だ
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多
分
社
⻑
室
ね

て

噂
を
す
れ
ば

 
丁
度
そ
こ
に

パ
タ
パ
タ
と
足
音
が

こ
え

エ
ル
ザ
が
秘
書
室
に
飛
び
込
ん
で
き
た

こ
こ
か
ら
八
幡
の
気
配
が
す
る

お
前
は
相
変
わ
ら
ず
だ
よ
な
そ
れ
に
小
猫
も
よ
く
足
音
だ
け
で
こ
い
つ
だ

て
分

か

た
な

連

無
し
で
こ
こ
に
来
る
の
は
あ
ん
た
か
ピ
ト
く
ら
い
だ
か
ら
ね

 
薔
薇
は
そ
の
八
幡
の
質
問
に
あ

さ
り
と
そ
う
言

た

な
る
ほ
ど

八
幡
様

そ
れ
じ

あ

速
オ
フ

を

だ
な

お
い
ピ
ト

の
ど
こ
か
に
連
れ
て
け

て
話
な
ん
だ
が

 
そ
し
て
八
幡
は
エ
ル
ザ
に
先
ほ
ど
の
企
画
の
話
を
し
た

な
る
ほ
ど

二
人
で
お
出
か
け
も

て
難
い
け
ど

そ
れ
も
楽
し
そ
う
ね

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
ス
ケ
ジ

ル
の
チ

ク
を
し
て
い
た
が

 
や
が
て
嬉
し
そ
う
に
顔
を
上
げ

八
幡
に
言

た

う
ん

今
度
の
週
末
な
ら
大
丈
夫
か
も
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そ
う
か
そ
う
か

残
る
は
詩
乃
だ
な

あ

シ
ノ
の
ん
な
ら

さ

き
下
で
見
た
よ

バ
イ
ト
だ

て

 
エ
ル
ザ
が
そ
う
言
い

八
幡
は
驚
い
た

あ
い
つ
が
こ

ち
で
バ
イ
ト
な
ん
て
珍
し
い
な

い
中

家
ま
で
帰
る
の
が

だ

た
み
た
い
よ

ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る

 
そ
し
て
八
幡
と
ク
ル
ス
と
エ
ル
ザ
は

直
接
詩
乃
の
下
へ
と
向
か

た

よ

詩
乃

頑
張

て
る
か

あ
れ

八
幡

そ
れ
に
ピ
ト
と
イ
ク
ス
も
来
て
た
ん
だ

た
ま
た
ま
な

そ
れ
で
詩
乃

お
前
に
話
が
あ
る
ん
だ
が

 
そ
し
て
八
幡
は
詩
乃
に

先
ほ
ど
エ
ル
ザ
に
し
た
の
と
同
じ
説
明
を
し
た

い
い
わ
ね

是
非
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
わ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
残
り
は
明
日
奈
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い

さ
す
が
に
明
日
奈
は
こ
こ
に
は
い
な
か

た

直
接

話
を

け
た

 
当
然
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
の
だ
が
意
外
な
事
に
明
日
奈
は
そ
の

し
出
を
断

た
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ご
め
ん

実
は
そ
の
日
は
バ
タ
バ
タ
し
て
る
ん
だ
よ
ね

何
か
あ
る
の
か

実
は
兄
さ
ん
に
結
婚
話
が
持
ち
上
が

て
い
て
ね
先
方
の
実
家
に

ま
り
で

に
行
く

の 
八
幡
は
そ
の
予
想
外
の
言
葉
に
と
て
も
驚
い
た

ま
じ
か
よ

つ
い
に
か

う
ん

で
も

ま
り

て

遠
い
所
な
の
か

北
海
道
だ

て
さ
せ

か
く
だ
し
つ
い
で
に
家
族
で
ち

と
回

て
み
よ
う

て
話
に

な

た
の

 
だ
か
ら
私
の
事
は
気
に
せ
ず

そ

ち
は
そ

ち
で
行

て
き
ち

て

 
二
人

き
り
と
か
じ

な
い
ん
だ
し

ま
り
で
も
問
題
無
い
か
ら

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
と
は

そ
の
う
ち
二
人

き
り
で
行
け
ば
い
い
な

う
ん

そ
の

に
も
私
を
案
内
出
来
る
よ
う
に
色
々
見
て
き
て
ね

お
う

任
せ
と
け
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そ
し
て
八
幡
は

三
人
に
そ
の
事
を
伝
え
た

そ
う
な
ん
だ

北
海
道
は
行

た
事
な
い
な

そ
う
い
え
ば
北
海
道
に
は
フ
カ
が
い
る
わ
ね

案
外
偶
然
向
こ
う
で
会

た
り
し
て
な

そ
ん
な

無
い
じ

な
い

広
い
ん
だ
か
ら

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
も

四
人
は
一
度
秘
書
室
へ
と
移
動
し

旅
行
の
予
定
を
立
て
て

い

た
ま
あ
こ
ん
な
感
じ
か

保

所
の
予
約
も
と
れ
た
わ
よ

小
猫

悪
い
な

問
題
な
い
わ

そ
れ
じ

あ
私
は
今
日
は
帰
る
ね

こ
れ
か
ら
レ
コ

デ

ン
グ
な
の

頑
張
れ
よ

エ
ル
ザ

う
ん

週
末
楽
し
み
だ
な
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エ
ル
ザ
は
そ
う
言

て
帰

て
い
き

続
け
て
詩
乃
も
言

た

私
も
バ
イ
ト
に

る
わ
ね

ち

ん
と
ま
め
に
水
分
は
と
る
ん
だ
ぞ

う
ん

気
を
付
け
る

 
こ
う
し
て
詩
乃
も
バ
イ
ト
に

て
い
き

残
さ
れ
た
ク
ル
ス
は
八
幡
に
言

た

八
幡
様

た
ま
に
は

く
飲
み
に
で
も
い
き
ま
せ
ん
か

 
八
幡
は

ま
さ
か
ク
ル
ス
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
す
と
は
思
わ
な
か

た

少
し
驚
い
た

お
前
が
そ
ん
な
事
を
言
う
の
は
初
め
て
じ

な
い
か

か
も
し
れ
ま
せ
ん

ど
こ
か
行
き
た
い
店
で
も
あ
る
の
か

い
え

特
に
は

そ
う
か

ま
あ
た
ま
に
は
い
い
か

せ

か
く
だ
し

室
⻑
も
行
き
ま
す
か

 
ク
ル
ス
は
薔
薇
に
そ
う
声
を

け

薔
薇
は
驚
い
た
顔
で

い
た

わ

私
も
誘

て
く
れ
る
の
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お
前

そ
の
答
え
方

い
か
に
も
友
達
が
い
な
い
奴
の
返
事
だ
か
ら
な

な

そ

そ
う
で
す
が
何
か

開
き
直
る
ん
じ

ね
え
よ

今
日
は
も
う
少
し
で
仕
事
が
終
わ
る
か
ら

あ
と
一
時
間
く
ら
い
待

て
て

オ

ケ

だ

お
い
マ

ク
ス

そ
れ
ま
で
ど
こ
か
で
時
間
を
潰
す
か

そ
れ
じ

あ
少
し
近
場
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
ま
し

う

た
ま
に
は
そ
う
い
う
の
も
い
い
か
も
な

 
八
幡
は
そ
の
提
案
を
オ

ケ

し

ク
ル
ス
と
共
に
ソ
レ
イ
ユ
本
社
ビ
ル
の
外
に
出
た

そ
う
い
え
ば

こ
の

り
に
ど
ん
な
店
が
あ
る
か
と
か

全
然
知
ら
な
い
な

そ
う
い
え
ば
私
も
あ
ま
り

ま
あ
と
り
あ
え
ず

当
に
歩
い
て
み
る
か

は
い

 
こ
う
し
て
二
人
は
歩
き
出
し
た
の
だ
が

そ
の
時
ち

う
ど
正
面
の
マ
ン
シ

ン
か
ら

 
優
里
奈
が
出
て
く
る
の
を
発
見
し
た

お
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あ

八
幡
さ
ん
に
ク
ル
ス
さ
ん

ど
こ
か
に
お
出
か
け
で
す
か

お
う

一
時
間
後
に
小
猫
と
三
人
で
飲
み
に
行
く
ん
だ
が

 
そ
れ
ま
で
の
時
間
潰
し
に
こ
の

り
を
ブ
ラ
ブ
ラ
し
よ
う
と
思

て
な

優
里
奈
は
ど
こ
に
行

く
ん
だ

特
に
何
も
決
め
て
ま
せ
ん
で
し
た

こ
の

り
の
事
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
で

 
ち

と

を
回

て
み
よ
う
か
な

て

そ
れ
な
ら
優
里
奈
ち

ん
も
一

に
行
く

 
ク
ル
ス
が
そ
う
提
案
し

優
里
奈
は
そ
の

し
出
を
嬉
し
そ
う
に
受
け
た

い
い
ん
で
す
か

是
非
お
願
い
し
ま
す

俺
達
も
こ
の

に
は

し
く
な
い
か
ら

近
場
を
回

て
み
よ
う

て
思

て
た
ん
だ
よ

あ

一

で
す
ね

ふ
ふ

 
こ
う
し
て
三
人
は

ソ
レ
イ
ユ

の
探
索
に
出
か
け
る
事
に
な

た

 
こ
の

の
せ
い
で

色
々
仕
事
が
立
て
込
ん
で
し
ま

た
の
で
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明
日
の
投
稿
は
お
休
み
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
可
能
性
と
し
て
は
半
々
く
ら
い
で
す

し

あ
り
ま
せ
ん
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第
４
４
７
話
 
八
幡
の
部
屋
に
て

 

日
は
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

今
日
は
文

多
目
で
お
送
り
し
ま
す

 
い
つ
も
よ
り
お
か
し
な
内
容
が
多
い
の
は
気
の
せ
い
で
す

胸

み
の
ネ
タ
も
今
日
で
ひ
と

落
で
す

優
里
奈
ち

ん

テ
ス
ト
は
ど
う
だ

た

そ
れ
が

 
優
里
奈
は
そ
う
言

て
下
を
向
き
八
幡
と
ク
ル
ス
は
も
し
や
成

が
思
わ
し
く
な
か

た

の
か
と

 
心
配
そ
う
な
顔
を
し
て
優
里
奈
の
言
葉
を
待

た

私

あ
ん
な
い
い
点

を
と

た
の
は
初
め
て
で
す

 
優
里
奈
は
突
然
明
る
い
顔
で
そ
う
言
い

二
人
は
ホ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

雪
乃
さ
ん
と
ク
ル
ス
さ
ん
に
教
わ

た
教

は
平

を
遥
か
に
超
え
ま
し
た
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そ
れ
だ
け
で
も
常
に
平

を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
私
に
と

て
は
本
当
に
凄
い
ん
で
す
け
ど

 
問
題
は
紅
莉
栖
さ
ん
に
教
わ

た
物
理
で
す
ね
私
物
理
と
か
本
当
に

か

た
ん
で
す
け

ど 
今
回
物
理
が
学
年
一

だ

た
ん
で
す
よ

そ
れ
で
先
生
も
驚
い
ち

て

 
こ

そ
り
理
由
を

か
れ
て
紅
莉
栖
さ
ん
に
教
わ

た

て
言

た
ら
サ
イ
ン
を
ね
だ
ら
れ

ま
し
た

 
何
な
ん
で
す
か
学
年
一

と
か

あ
の
人
は
神
の
使
い
か
何
か
で
す
か

 
暇
そ
う
な
時
に

ノ

ト
に

ノ

カ
イ
バ

と
か
書
い
て
た
時
は

 
や

ぱ
り
同
い
年
の
女
の
子
な
ん
だ
な
と
か
思
い
ま
し
た
け
ど

 
そ
の
後
に
教
え
て
く
れ
た
想
定
問
題
が
全
部
当
た
る
と
か
本
当
に
天
才
な
ん
だ
な

と
驚
き

ま
し
た

ま
じ
か
よ

凄
え
な
紅
莉
栖

お
お

 
そ
の
言
葉
に

ク
ル
ス
で
さ
え
も
感

し
た
よ
う
に
見
え
た

実

お
前
や
雪
乃
か
ら
見
て

紅
莉
栖
は
ど
う
な
ん
だ
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あ
れ
は
一
種
の
化
け
物

多
分
本
気
を
出
し
た
ら
タ
イ
ム
マ
シ
ン
と
か
完
成
さ
せ
て

 
世
界

服
を
狙
え
る
よ
う
な
人

も
し
く
は
そ
の
発
明
を
元
に
世
界
大
戦
が

こ
る
レ
ベ
ル

あ
は
は
は
は

そ
ん
な
事
あ
る

無
い
だ
ろ

 
八
幡
は
そ
の
ク
ル
ス
の
言
葉
を
冗
談
だ
と
思
い

そ
ん
な
反
応
を
し
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
に
ク
ル
ス
は
言

た

彼
女
は
そ
ん
な
事
は
絶
対
に
望
ま
な
い
け
ど

り
の
人
は
そ
う
じ

な
い
か
も
し
れ
な
い

 
八
幡
様
も
ご
存
知
の
通
り

彼
女
は
実
験
と
な
る
と
目
の
色
を
変
え
る
性
質
が
あ
る

 
だ
か
ら
そ
の
よ
う
に
彼
女
の
思
考
を
誘

し
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
い
る
か
も
し
れ
な
い

あ
あ

そ
う
い
う
事
も
あ
る
か

こ
の
前
も
紅
莉
栖
さ
ん

実
験
を
エ
サ
に
釣
ら
れ
て
ま
し
た
ね

 
ハ
チ
マ
ン
と
優
里
奈
は
先
日
八
幡
の
部
屋
で

り
広
げ
ら
れ
た
光
景
を
思
い
出
し

 
紅
莉
栖
な
ら
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た

だ
か
ら
八
幡
様
は

め
に
彼
女
の
手

を
彼
女
の
教

ご
と

る
べ
き

 
そ
の
教

ご
と
と
い
う
言
葉
に
反
応
し
た
八
幡
は
ス

と
目
を

め
な
が
ら
ク
ル
ス
に

ね
た
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お
前

ア
ル
ゴ
か
ら

い
て
た
の
か

は
い

ア
メ
リ
カ
行
き
の
メ
ン
バ

で
あ
る

私
と
雪
乃
と
室
⻑
は
知

て
い
ま
す

そ
う
か

ま
あ
そ
の
事
は
他
言
無
用
で
な

ま
だ
レ
ス
キ
ネ
ン
教

は

 
そ
こ
ま
で
そ
の
組

に
は

倒
し
て
い
な
い
み
た
い
だ
か
ら

 
実

に
教

に
会

て

こ
ち
ら
側
に
引
き
寄
せ
る
つ
も
り
な
ん
で
な

分
か
り
ま
し
た

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

い
て

優
里
奈
は
目
を
白
黒
さ
せ
た

あ

あ
の

今
何
か

普
通
の
女
子
高
生
が

い
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
事
を

 
思
い

き
り

い
て
し
ま

た
気
が
す
る
ん
で
す
が

 
そ
ん
な
優
里
奈
に

ク
ル
ス
は
真
顔
で
言

た

優
里
奈
が
普
通
の
女
子
高
生

八
幡
様
に
関
わ

た
時
点
で
そ
れ
は
な
い

で
す
か

 
そ
し
て
八
幡
も
優
里
奈
に
こ
う
言

た

と
か
言
い
な
が
ら
お
前

そ
こ
ま
で

が

て
は
い
な
い
み
た
い
だ
よ
な

ま
あ

興
味
は
あ
り
ま
す
し
ね
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頑
張

て
成
⻑
し
て

俺
を

え
て
く
れ
よ

何
か
私

も
う
す

か
り
取
り
込
ま
れ
て
ま
せ
ん

 
優
里
奈
は
今
更
な
が
ら
そ
の
事
に
気
付
い
た
の
か

そ
う
言

た

は
は

笑

て
誤
魔
化
さ
な
い
で
下
さ
い

は
は
は
は
は

だ
か
ら
笑

て
誤
魔
化
さ
な
い
で
下
さ
い

は
は
は
は
は
は
は
は

も
う

 
そ
し
て
優
里
奈
は

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
八
幡
に
言

た

仕
方
な
い
で
す
ね

し
ば
ら
く
は
付
き
合

て
あ
げ
ま
す

八
幡
様

私
は
最
後
ま
で
お
付
き
合
い
し
ま
す

お
う

俺
一
人
じ

何
も
出
来
な
い
か
ら
頼
む
わ

は
い

あ

最
後

い
え

は

は
い
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こ
の
時
優
里
奈
の

内
に
最
後
ま
で
八
幡
の
世
話
を
や
か
な
い
と
と
い
う
使
命
感
が
刻
ま
れ

た 
こ
の
後
優
里
奈
は

的
に
八
幡
の
部
屋
の
管
理
を
こ
な
す
よ
う
に
な
る

 
あ
れ

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ゲ

ム
屋
が
あ

た
の
か

そ
う
い
え
ば

今
の
ザ
・
シ

ド
の
ゲ

ム
市
場

て
ど
う
な

て
る
ん
で
す
か
ね

う
ち
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
一

で

二

は
確
か
こ
れ
だ

 
そ
う
言

て
八
幡
が
手
に
と

た
の
は

ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
と
い
う
ゲ

ム
だ

た

こ
れ
で
す
か

何
か
和
風
な
ゲ

ム
で
す
ね

若

ホ
ラ

系
も
入

て
る
み
た
い
だ
な

ま
あ
日
本
に
は

神
様
も

怪
も

山
い
ま
す
し
ね

だ
な

ネ
タ
を
作
ろ
う
と
思

た
ら
い
く
ら
で
も
い
け
る
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
が
そ
ん
な
事
を
言
う
中

優
里
奈
は
そ
の
ゲ

ム
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た

ど
う
し
た
優
里
奈

興
味
が
あ
る
の
か

あ

は
い

そ
う
で
す
ね
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ま
あ
機
会
が
あ

た
ら
や

て
み
る
と
い
い

暇
な
ら
付
き
合

て
や
る
か
ら

は
い

そ
の
時
は
お
願
い
し
ま
す
ね

 
そ
し
て
三
人
は
店
を
出
る
と

再
び
歩
き
始
め
た

思

た
よ
り
も
色
々
な
店
が
あ
る
な

で
す
ね

あ

こ
ん
な
所
に
ス

パ

が
あ

た
ん
だ

色
々

い
込
む
の
に

利
か
も

そ
う
い
え
ば
部
屋
の
管
理
に
か
か

た

用
は
ち

ん
と
ま
と
め
て
俺
に

求
す
る
ん
だ
ぞ

 
つ
い
で
に
何
か

う
物
が
あ
る
な
ら
今

て
く
か

あ

そ
れ
じ

あ
ち

と
だ
け
寄
り
た
い
で
す

丁
度

物
持
ち
の
俺
も
い
る
し
な

そ
ん
な

悪
い
で
す
よ

別
に
俺
の
部
屋
の
管
理
の

な
ん
だ
か
ら

悪
い

て
事
は
無
い
だ
ろ

遠

す
ん
な

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
ス

パ

に
入

た

 
一
人

ら
し
が
そ
れ
な
り
に
⻑
い
ク
ル
ス
や
優
里
奈
は
と
も
か
く
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こ
う
い

た
所
で

い
物
を
し
た
事
が
ほ
と
ん
ど
無
い
八
幡
に
と

て
は
新
鮮
な
体
験
だ

た

よ
う
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
お
酒
が
置
い
て
あ
る
コ

ナ

に
差
し
か
か

た
時
思
わ
ず
声
を
上
げ
た

お
お

こ
れ
は
中
々

そ
ん
な
に
珍
し
い
で
す
か

お
う

凄
く
新
鮮
な
気
分
だ

い
つ
も
は
コ
ン
ビ
ニ
ば

か
り
だ
し
な

八
幡
さ
ん

て
確
か
に
基
本
コ
ン
ビ
ニ
で
全
部
済
ま
せ
て
そ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
け
ど

 
で
も
コ
ン
ビ
ニ
に
だ

て
お
酒
は
置
い
て
あ
る
は
ず
じ

意
識
し
て
見
た
事
が
無
か

た
ん
だ
よ
な

 
う

ん

の
酒
一
つ
と

て
も
こ
れ
だ
け
種

が
あ
る
の
か

 
そ
ん
な
八
幡
の

が
珍
し
か

た
の
か

ク
ル
ス
は
興
味
深
そ
う
に
八
幡
に

ね
た

八
幡
様

何
か
気
に
な
る
も
の
で
も

こ
の

り
の

そ
う
な
酒
を

ち

と
ず
つ
飲
み
比
べ
し
て
み
た
い
か
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら
今
日
は
宅
飲
み
に
し
ま
す
か

お
お

そ
の
手
が
あ

た
か

宅
飲
み
は
初
め
て
だ
な



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
そ
う
だ

も
し
良
か

た
ら
優
里
奈
も
ジ

ス
で
参
加
す
る
か

い
い
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
せ

か
く
だ
か
ら

料
理
も
色
々
作
り
ま
す
ね

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は
他
の
食
材

り
場
へ
と
向
か

た

私
は
室
⻑
に
連

し
て
お
き
ま
す
ね

せ

か
く
だ
か
ら
明
日
奈
も
呼
び
ま
す
か

そ
う
だ
な

い
て
み
る
か

 
だ
が
明
日
奈
は
残
念
な
が
ら
旅
行
の
準
備
で
色
々
忙
し
い
よ
う
で
参
加
出
来
な
い
と
の
事

だ

た
行
き
た
か

た
な

噂
の
優
里
奈
ち

ん
に
も
会
い
た
か

た
し

ま
あ
結
婚
式
か
ら
帰

て
き
た
ら

め
て
企
画
す
れ
ば
い
い
さ

う
ん

楽
し
み
に
し
と
く
ね

 
こ
う
し
て
優
里
奈
が
明
日
奈
を
見
る
機
会
は

今
回
は
訪
れ
な
か

た

 
ま
だ
当
分
は
優
里
奈
の
い
つ
も
の
質
問
が
他
の
女
性

に
投
げ
か
け
ら
れ
る
事
に
な
る
の

で
あ
ろ
う

 
ち
な
み
に
明
日
奈
の
着

え
一
式
は

一
番
大
き
な
ス
ペ

ス
に

に
準
備
さ
れ
て
い
た

 
ち
な
み
に
下
着
を
選
ん
だ
の
は
陽
乃
で
あ
る

確
実
に
八
幡
以
外
に
は
見
せ
ら
れ
な
い
の
が
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難
点
で
あ
る

 
八
幡
さ
ん

は
こ
れ
く
ら
い
で
い
い
で
す
か

四
人
だ
し

十
分
じ

な
い
か

そ
れ
じ

あ
会
計
し
て
く
る
わ

あ

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
優
里
奈
は

少
し
く
ら
い
は
自
分
で

う
な
ど
と
こ
こ
で
言
う
事
は
無
意
味
だ
と
悟
り

 

い
の
全
て
を
八
幡
に
任
せ
る
事
に
し
た

そ
の
事
に
よ

て
優
里
奈
の

の
中
で
は

 

い
た
食
事
の
分

き

ち
り
と
八
幡
の
世
話
を
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
巡

て
お
り

 
こ
う
し
た
事
が
重
な

て

優
里
奈
は

々
八
幡
の
世
話
に
の
め
り
こ
ん
で
い
く
事
に
な
る

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
小
猫
も
仕
事
が
終
わ
る
は
ず
だ

と
り
あ
え
ず
部
屋
に

る
か

あ

も
う
来
て
る
み
た
い
で
す
ね

だ
な

 
マ
ン
シ

ン
の
前
で
待

て
い
た
薔
薇
も
無
事
に
合
流
し
四
人
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の
部
屋
へ

と

た

さ
て

何
を
作
る
ん
だ

も
ち
ろ
ん
俺
も
手
伝
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い
い
か
ら
八
幡
さ
ん
は
座

て
て
下
さ
い

 
優
里
奈
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

る
と
い
つ
も
の
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
て
キ

チ
ン
に
立

た

 
そ
れ
を
薔
薇
と
ク
ル
ス
が
手
伝
い
八
幡
は
何
も
す
る
事
が
無
く
居
間
で
暇
を
も
て
あ
ま
し

て
い
た

性
な
せ
い
か

こ
う
い
う
の
は
落
ち
着
か
な
い
な

 
明
日
奈
が
キ

チ
ン
に
立

て
い
る
時
は

こ
ん
な
事
は
思
わ
な
い
の
だ
が

 
や
は
り
勝
手
が
違
う
の
だ
ろ
う

八
幡
は
立
ち
上
が
る
と

 
再
び
キ

チ
ン
へ

何
か
手
伝
う
事
は
無
い
か
お

い
を
た
て
に
い

た

な

優
里
奈

や

ぱ
り
俺
に
も
何
か

大
丈
夫
で
す
よ
で
も
そ
う
で
す
ね
そ
ろ
そ
ろ
料
理
が

番
に
出
来
上
が

て
い
く
と
思
う

の
で

 
そ
れ
を
居
間
の
テ

ブ
ル
に

べ
て
い

て
も
ら
え
ま
す
か

お
う

お
安
い
御
用
だ

 
八
幡
は

や

と
自
分
に
も
仕
事
が
出
来
た
と
喜
び

ど
ん
ど
ん
料
理
を
運
ん
で
い

た

さ
て

こ
れ
で
全
部
で
す
ね
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優
里
奈
は
手

が
い
い

あ
ま
り
手
伝
う
事
が
無
か

た

そ
ん
な
事
な
い
で
す
よ

ク
ル
ス
さ
ん
に
は
助
け
ら
れ
ま
し
た
よ

く

胸
の
差
は
ほ
と
ん
ど
無
い
け
ど

女
子
力
の
差
が

 
そ
う

い
た
薔
薇
に

八
幡
は

た
く
言

た

ち
な
み
に
俺
は
お
前
に
女
子
力
が
あ
る
と
一
度
で
も
感
じ
た
事
は
無
い
か
ら
な

い
つ
も
私
の
胸
を
見
て
興
奮
し
て
い
る

に

風
評
被
害
広
め
ん
な
コ
ラ

街
中
で
で
か
い
声
で

お

い
小
猫

て
呼
ん
で
や
ん
ぞ

ご
め
ん
な
さ
い
調
子
に
乗
り
ま
し
た

 
そ
の
コ
ミ
カ
ル
な
雰
囲
気
に

優
里
奈
と
ク
ル
ス
は
笑
い
を

え
切
れ
な
か

た

 
だ
が
そ
ん
な
空
気
は

い
ざ
飲
み
会
が
始
ま

た

間
に
一
変
し
た

小
猫

そ
れ
を
取

て
く
れ

は
い

こ
れ
ね

あ
と
ア
レ
だ

は
い
は
い

ア
レ
ね

お
う

悪
い
な
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会
話
の
合
間
に

り
広
げ
ら
れ
る
こ
ん
な
遣
り
取
り
に

二
人
は
目
を
見
開
い
た

 
八
幡
と
明
日
奈
は
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
だ
け
で
同
じ
よ
う
な
遣
り
取
り
を
す
る

 
比

対
象
に
す
ら
な
ら
な
い
が
世
間
の
一

的
な

年
夫

が

し
出
す
よ
う
な
雰
囲
気
を

 
こ
の
二
人
は
自
然
と

て
い
た
か
ら
だ

薔
薇
さ
ん

凄
い

こ
れ
も
あ
る
意
味
女
子
力

い
や

八
幡
様
力

さ
す
が
は
室
⻑

私
も
見

わ
な
け
れ

ば
ん

私
の
何
を
見

う

て

い
え

こ

ち
の
話
で
す

室
⻑
は
女
子
力
は
無
い
け
ど

女
子
力
は
凄
い

ち

と
ク
ル
ス

あ
ん
た
ど
さ
く
さ

れ
に
何
を
言

て
る
の
よ

今
の
は
褒
め
言
葉

褒
め
言
葉

な
ら
い
い
わ

い
い
ん
だ

 
そ
ん
な
驚
く
優
里
奈
に

薔
薇
は
そ

と

い
た
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い
い

優
里
奈

こ
の

度
の
事
で
い
ち
い
ち
目
く
じ
ら
を
た
て
る
よ
う
な
女
は

 
彼
の

に
い
た
と
し
て
も
⻑
く
も
た
な
い
わ
よ

分
か
り
ま
し
た

に

じ
ま
す

今
な
ら
ま
だ
引
き
返
せ
る
わ
よ

い
え

私
は
今

と
て
も
楽
し
い
で
す
か
ら

こ
の
出
会
い
に
全
力
で
し
が
み
つ
き
ま
す
よ

そ
う

残
念
ね

 
そ
の
薔
薇
の
言
葉
を

い
た
優
里
奈
は

微
笑
み
な
が
ら
言

た

ふ
ふ

残
念
で
し
た
ね

ま

た
く
よ

ラ
イ
バ
ル
を
一
人
潰
そ
う
と
思

た
の
に

八
幡
さ
ん
の
お
世
話
係
は

し
ま
せ
ん
よ

え
 
薔
薇
は
そ
の
言
葉
に

然
と
し
た
が

優
里
奈
が
そ
れ
で
満
足
し
て
い
る
よ
う
だ

た
の
で

 
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
か
と
思
い
直
し

冗
談
め
か
し
て
言

た

私
の
よ
う
に

こ
の
胸
を
使

て
八
幡
の
お
世
話
を
す
る
事
が
出
来
る
の
か
し
ら
ね

自
分
の
妄
想
を
事
実
の
よ
う
に
他
人
に
語
る
ん
じ

ね
え
よ
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ふ
ぎ

 
ど
う
や
ら
薔
薇
の
言
葉
が

こ
え
た
ら
し
く
八
幡
が
い
き
な
り
薔
薇
の

に
拳
骨
を
落
と
し

た 
そ
の
八
幡
の
後
ろ
で
は
ク
ル
ス
が
自
分
の
胸
を
押
さ
え
な
が
ら
何
か
ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
お
り

 
優
里
奈
は
薔
薇
を

め
な
が
ら

そ

と

い
た

そ
の
技
術
も

研
究
し
て
必
ず
モ
ノ
に
し
て
み
せ
ま
す

 
そ
の
優
里
奈
の
真
面
目
な
表
情
を
見
て

薔
薇
は
優
里
奈
の
天
然
さ
に

れ
た
が

 
面
白
そ
う
だ
か
ら
と
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
事
に
し
に
こ
り
と
微
笑
む
だ
け
に

め
た
の
だ

た  
こ
う
し
て
飲
み
会
は
終
わ
り

三
人
は
八
幡
の
部
屋
で
眠
り
に
つ
い
た

 
八
幡
は
当
然
居
間
の
ソ
フ

ベ

ド
で

る
事
に
な

た
の
だ
が

 
そ
ん
な
八
幡
の
部
屋
の
扉
を
開
け
る
者
が
い
た

ん

誰
だ

 
八
幡
は
こ
の
部
屋
の
鍵
が
他
に
存
在
し
て
い
た
事
に
驚
き
つ
つ
も
入
り
口
へ
と
向
か

た
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そ
こ
に
い
た
の
は

興
味
深
そ
う
に
き

ろ
き

ろ
し
て
い
る
明
日
奈
の

だ

た

お

明
日
奈
何
で
こ
こ
に

て
い
う
か
ど
う
や

て
こ
こ
の
鍵
を
手
に
入
れ
た
ん
だ

あ

う
ん

実
は
私
専
用
の
鍵
だ

て
い

て

前
に
姉
さ
ん
に

さ
れ
て
た
ん
だ
よ
ね

 
も

と
も
今
ま
で
こ
れ
を
使
う
機
会
が
中
々
無
か

た
ん
だ
け
ど

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
あ
が

て
く
れ

う
ん

 
そ
し
て
明
日
奈
は
居
間
に
入
る
と

そ
の
意
外
な
広
さ
に
驚
い
た

へ

い
い
部
屋
だ
ね

色
々
と
お
か
し
な
所
が
満
載
だ
け
ど
な

あ

今
日
は
こ
こ
で

て
る
ん
だ

お
う

こ
う
い
う
時
は

室
は
取
ら
れ
ち
ま
う
か
ら
な

三
人
は
も
う

て
る
の

だ
な

俺
が

く

に
は
い
か
な
い
か
ら

こ

そ
り

い
て
み
る
と
い
い

 
あ

ち
な
み
に
ク
ロ

ゼ

ト
も
女
性

に

さ
れ
て
て
な

 
個
人
の
着

え
が

か
ば
か
り
入

て
る
ら
し
い
ん
だ
が

一
番
大
き
な
引
き
出
し
に
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明
日
奈
の
予
備
の
下
着
も
用
意
さ
れ
て
る
ら
し
い
ぞ

ち
な
み
に
選
ん
だ
の
は
姉
さ
ん
だ

そ
う
な
の

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 
明
日
奈
は
最
初
に
八
幡
に
説
明
さ
れ
た
ク
ロ

ゼ

ト
を
開
け

面
し
な
が
ら

い
た

姉
さ
ん
こ
れ
を
私
に
着
ろ
と

ま
ま
あ
ど
う
せ
八
幡
君
し
か
見
な
い
ん
だ
か
ら
い
い
け

ど 
そ
し
て
明
日
奈
は
次
に
大

に
も
ベ

ド
の
近
く
に
行
く
と
優
里
奈
の
顔
を

き
込
ん
だ

あ

や

ぱ
り
お
兄
さ
ん
の
面
影
が
あ
る
や

 
そ
の
直
後
に
明
日
奈
は
目
を
横
に
向
け
わ
ず
か
に
ぎ

と
し
た
よ
う
な
雰
囲
気
を
見
せ
た

後 
居
間
に
い
る
八
幡
の
所
へ
と

た

ク
ロ

ゼ

ト
の
中

確
認
し
た
か

あ

う

う
ん

八
幡
君
の
え

ち

え

そ
ん
な
に
か

俺
は
ど
ん
な
の
か

よ
く
知
ら
な
い
ん
だ
が

あ

う
ん

大
丈
夫
大
丈
夫

多
分

そ

そ
う
か
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実

は
大
丈
夫
と
は
と
て
も
言
え
な
い
の
だ
が

知
ら
ぬ
が
花
で
あ
る

で

ど
う
だ

優
里
奈
の
顔
は
見
れ
た
か

あ

う
ん

確
か
に
お
兄
さ
ん
の
面
影
が
あ

た
か
な

そ
う
か

ま
あ
知
ら
な
け
れ
ば

別
に
優
里
奈
の
事
は
放
置
し
て
も
良
か

た
ん
だ
が

 
や

ぱ
り
知

ち
ま

た
以
上
は

可
能
な
限
り
面
倒
を
み
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に

い
た
明
日
奈
は

次
に
予
想
外
の
事
を
八
幡
に
言

た

そ
う
だ
ね

や

た

小
町
ち

ん
に
続
い
て
私
に
も
う
一
人
妹
が
出
来
る

ん

俺
は
し

か
り
と
自
立
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思

て
た
け
ど

 
明
日
奈
は
そ
う
い
う
認
識
な
の
か

そ
れ
な
ら
そ
う
い
う
方
向
で
も
別
に

わ
な
い
か

う
ん

そ
の
方
向
で

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
は
優
里
奈
の
顔
を
見
て

⺟
性
本
能
が

激
さ
れ
た
よ
う
だ

 
そ
の
事
を
八
幡
に
告
げ
ら
れ
た
明
日
奈
は

突
然
落
ち
込
ん
だ

を
見
せ
た

⺟
性
本
能
ね

は
は

ど

ど
う
し
た
明
日
奈

そ
ん
な

い
た
笑
い
を
し
て

だ

て

あ
の
八
幡
山
脈
を
見
ち

た
ら
ね
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八
幡
山
脈

て
何
だ
よ

優
里
奈
山
が
二
つ

薔
薇

が
二
つ

そ
れ
に
ク
ル
ス
連

で
八
幡
山
脈
だ
よ

あ
 
八
幡
は
や

と
そ
の
意
味
を
悟
り

問
題
な
い
と
い
う
風
に
明
日
奈
を

き
寄
せ
る
と

 
優
し
い
声
で
明
日
奈
に
言

た

俺
に
は
明
日
奈
が
一
番
だ

本
当
に

お
う

本
当
だ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
明
日
奈
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
微
笑
み

 
八
幡
に
馬
乗
り
に
な

て
キ
ス
を
せ
が
ん
だ

 
八
幡
は
明
日
奈
を
し

か
り
と

き
し
め

明
日
奈
に
そ

と
キ
ス
を
し
た

ふ
う

八
幡
君
成
分
補

と

姉
さ
ん
や
理
事
⻑
み
た
い
な
事
を
言
う
な

て

そ
れ
じ

あ
外
に
お

さ
ん
の

を
待
た
せ
て
あ
る
か
ら

今
日
は
行
く
ね

お
う

落
ち
着
い
た
ら
ま
た
こ
こ
に
来
れ
ば
い
い
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う
ん

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
は
準
備
の

い
物
の
帰
り
に

 
章
三
に
頼
ん
で
少
し
だ
け
こ
こ
に
寄

て
も
ら

た
ら
し
い

 
そ
し
て
明
日
奈
は
帰
り

に

八
幡
に
言

た

ね

北
海
道
の
お
土
産
は
何
が
い
い

白
い
恋
人
ド
リ
ン
ク
が
い
い
マ

ク
ス
コ

ヒ

と
飲
み
比
べ
を
し
た
り
混

た
り
し
て

み
た
い

 
そ
の
い
か
に
も
八
幡
ら
し
い
言
葉
に
明
日
奈
は
微
笑
ん
だ

分
か

た

多
分
送
る
事
に
な
る
と
思
う
か
ら

期
待
し
て
待

て
て
ね

お
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
も
う
一
度
キ
ス
を
し

明
日
奈
は
そ
の
ま
ま
去

て
い

た

さ
て

俺
も

る
と
す
る
か

 
八
幡
は
ソ
フ

ベ

ド
に
横
に
な
り
明
日
奈
の
香
り
を

か
に
感
じ
な
が
ら
眠
り
に
つ
い
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た  
そ
し
て
二
日
後

明
日
奈
は
北
海
道
へ
と
旅
立

て
い
き

 
八
幡
達
も
ま
た

へ
と
向
か

た
の
だ

た



 第４４８話 北国と山国

 
第
４
４
８
話
 
北
国
と
山
国

 

田
空
港
で
飛
行
機
を
待

て
い
る
間

 
明
日
奈
は
Ａ
Ｃ
Ｓ

ア
ル
ゴ
製

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
シ
ス
テ
ム

で

仲
間
達
と
会
話

し
て
い
た

 
今
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
の
は

詩
乃

優
美
子

紅
莉
栖
だ

た

田
空
港
な
う

あ

し

北
海
道

て
行

た
事
無
い
わ

私
も
無
い
な

私
も

こ
こ
か
ら
一
時
間
半
な
ん
だ

て

い
よ
ね

う

そ

そ
ん
な
近
い
ん
だ

時
間
的
に
は
そ
ん
な
も
の
な
の
ね

そ
ろ
そ
ろ

乗
時
間
だ

楽
し
み
だ
な

 
そ
し
て
明
日
奈
は
ス
マ
ホ
を
機
内
モ

ド
に
設
定
し

飛
行
機
へ
と
乗
り
込
ん
だ
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座

な
う

気
を
付
け
て
行

て
く
る
し

お
土
産
も
宜
し
く
ね

う
ん

頑
張

て
何
か
見
付
け
る
ね

八
幡
は
何
だ

て

白
い
恋
人
ド
リ
ン
ク
だ

て

八
幡
ら
し
い
わ
ね

こ

ち
も
今
出
発

八
幡
が
陽
乃
さ
ん
か
ら
鍵
を
も
ら

て
る

管
理
人
さ
ん

て
い
な
い
ん
だ

も
う
す
ぐ

う
み
た
い

て
事
は
新

な
ん
だ
ね

い
い
な

私
も
行
き
た
か

た
な

八
幡
が

ま
し
い
か

て
紅
莉
栖
に
言

て
る
よ

ノ

カ
イ
バ
え
ぐ
る
ぞ
ご
る

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

ぬ
る

だ

て
さ

ガ
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紅
莉
栖

何
そ
れ

え

あ

え

と

い

一

的
な
お
約
束
み
た
い
な

ふ

ん

八
幡
は

ネ
ラ

乙

て
言

て
る
け
ど

八
幡

帰

て
き
た
ら
本
当
に
海
馬
を
え
ぐ
る
か
ら
ね

と
こ
ろ
で
詩
乃

テ
ス
ト
は
ど
う
だ

た

あ

そ
う
だ

あ
り
が
と
う
紅
莉
栖

凄
く
い
い
点
が
取
れ
た

そ
う

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

友
達
に
あ
ん
た
本
当
に
詩
乃

実
は

だ

た
り
し
な
い

て
散
々
い
じ
め
ら
れ
た

ノ

カ
イ
バ
の
チ
カ
ラ
ね

紅
莉
栖
の
そ
の
ネ
タ

意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

え

と

カ
イ
バ

て
の
は

あ

ス
ト

プ
ス
ト

プ
あ

し
達
に
は
難
し
す
ぎ
る
か
ら
今
度
明
日
奈
に
直
接
説
明
し

て
あ
げ
て

オ

ケ

明
日
奈

今
度
キ

チ
リ
時
間
を
か
け
て
説
明
し
て
あ
げ
る
わ

突

込
ん
だ
の
は
や
ぶ

だ

た
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あ

も
う
す
ぐ
目
的
地
に
着
く
み
た
い

も
う
そ
ん
な
に

た

実
は
こ

ち
も
そ
ろ
そ
ろ

よ

と
北
海
道
が
同
じ

離
に

こ
え
る
わ
ね

も
う
同
じ

て
事
で
い
い
ん
じ

ね

そ
ん
な

無
い
か
ら
ね

で
も
本
当
に

い
な

 
四
人
で
雑
談
を
し
て
い
る
う
ち
に
飛
行
機
は
あ

と
い
う
間
に
と
か
ち

広
空
港
へ
と
到
着

し
た

 
明
日
奈
は
Ａ
Ｃ
Ｓ
に

北
海
道
な
う

と
打
ち
込
む
と

 
飛
行
機
が

止
す
る
の
を
待

て
そ
の
ま
ま
飛
行
機
を
降
り
た

 
そ
し
て
今

明
日
奈
達
は

先
方
か
ら
の
迎
え
を
待

て
い
る
所
で
あ
る

 
明
日
奈
は
今
の
う
ち
に
ト
イ
レ
に
行

て
お
こ
う
と
思
い

し
ば
ら
く

を
外
す
事
に
し
た

 

て
く
る
と

一
人
の
女
性
が
両
親
と
兄
に
話
し
か
け
て
い
る
所
だ

た
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あ

迎
え
の
人
が
来
た
の
か
な

急
が
な
い
と

 
明
日
奈
は
そ
う
思
い

小
走
り
に
両
親
達
の
所
に

た

ご
め
ん
な
さ
い

お
待
た
せ
し
ま
し
た

明
日
奈

こ
ち
ら
は

原
さ
ん
だ

先
方
の
ご
親

だ
そ
う
だ

初
め
ま
し
て

結
城
明
日
奈
で
す

今
日
は
お
世
話
に
な
り
ま
す

こ
れ
は
こ
れ
は
ご
丁

に

て

副
団
⻑

え
 
明
日
奈
は
い
き
な
り
そ
う
呼
ば
れ

驚
い
て
顔
を
上
げ
た

 
そ
こ
に
あ

た
の
は

先
月
東
京
で
会

た

原
美
優
こ
と
フ
カ
次
郎
の
顔
だ

た

あ
れ

え

フ
カ
ち

ん

明
日
奈

原
さ
ん
と
知
り
合
い
か

 
兄
で
あ
る

一
郎
に
そ
う

か
れ

明
日
奈
は
仕
方
な
く
こ
う
答
え
た

あ

う
ん

え

と

う
ち
の
メ
ン
バ

う
ち

て
い
う
と

最
強
と
名
高
い
八
幡
君
の
ギ
ル
ド

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の
メ

ン
バ



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
そ

か

原
さ
ん

て
凄
く
強
い
ん
だ

兄
さ
ん

何
で
そ
ん
な
事
を
知

て
る
の

お
前
が
思

て
る
よ
り
も

遥
か
に
あ
の
ギ
ル
ド
は

名
だ
か
ら
な

そ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
う
す
る
と

手
な
戦
闘
と
か
を
し
た
ら
直
ぐ
に
家
族
に
バ
レ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
と

 
明
日
奈
は

や

を
か
い
た

そ
ん
な
明
日
奈
の
手
を

美
優
は
感
激
し
た
よ
う
に

た

と
い
う
事
は

副
団
⻑
が
う
ち
の
親

に

あ

う
ん

そ
う
い
う
事
に
な
る
ね

ま
あ
兄
さ
ん
が
ふ
ら
れ
な
け
れ
ば
だ
け
ど

お
い
明
日
奈

縁

の
悪
い
事
を
言
う
な
よ

じ

じ

あ

 
そ
し
て
美
優
は

若

興
奮
し
た
様
子
で
明
日
奈
に

ね
た

も

も
し
か
し
て

い
ず
れ
私
も
リ

ダ

の
一
族
に

あ

う
ん

そ
れ
は
間
違
い
な
い
ね

も
う
確
定
事

そ

ち
は
確
定
な
の
か
よ

 

一
郎
に
そ
う
言
わ
れ
た
明
日
奈
は

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
こ
う
言

た
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当
た
り
前
じ

な
い

ね

お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

だ
な

言
う
ま
で
も
な
い
事
だ

お
い

一
郎

お
前
は
一
体
何
を
言

て
る
ん
だ

そ
う
よ
そ
う
よ

だ
か
ら

一
郎
は

目
な
の
よ

も

と
色
々
と
精
進
し
な
さ
い

八
幡
君
を
基
準
に
さ
れ
て
も

 

一
郎
は
落
ち
込
ん
だ
よ
う
に

そ
の
場
で
い
じ
け
始
め
た

 
そ
ん
な
家
族
の
会
話
を

き
な
が
ら

美
優
は
興
奮
し
た
よ
う
に
い
き
な
り
叫
び
だ
し
た

来
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ボ
タ
で
強
力
な
コ
ネ
来
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

フ
カ
ち

ん
大
勝

利
ふ
ふ

相
変
わ
ら
ず
正
直
だ
ね

フ
カ
ち

ん

 
ま
あ
八
幡
君
を
裏
切
ら
な
い
限
り
は
大
丈
夫
だ
と
思
う
よ

そ
ん
な
事
は
絶
対
に
し
な
い
よ

私
の

心
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

に
強

だ
よ

そ

そ
れ
な
ら
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
し
て
美
優
は

落
ち
込
む

一
郎
の
手
を
取
り
な
が
ら
言

た

お
兄
さ
ん

お
願
い
し
ま
す
よ

絶
対
に
う
ち
の

姉
妹
を
も
の
に
し
て
下
さ
い
ね

 

成
事
実
が
必
要
な
ら
協
力
は

し
み
ま
せ
ん
か
ら
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あ

は
い

さ
す
が
に
こ
の

で
破
局
に
な
る
事
は
無
い
と
思
う
の
で

 
ま
あ
そ
れ
は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す

多
分

で
も

成
事
実

て

さ
す
が
に
そ
れ

は
ほ
ら

も

と
自
信
を
持

て

い
ざ
と
な

た
ら
名
目
だ
け
は
私
が

い
で

 
仮
面
夫

生
活
を
送
る
と
い
う
手
が
あ
り
ま
す
か
ら

あ

あ
は

 
そ
の
言
葉
に

一
郎
は
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

よ
し
も
し
そ
う
な

た
ら
八
幡
君
と
明
日
奈
の
子

を

子
に
も
ら
う
ん
だ
ぞ

一
郎

こ
れ
で
う
ち
も
安

ね

さ
ん
も
⺟
さ
ん
も
何
言

て
る
の

て
い
う
か
八
幡
君
の
事
を
好
き
す
ぎ
で
し

兄
さ
ん

私
と
八
幡
君
の
子
の
ど
こ
に
不
満
が
あ
る
の

お
前
も
か

明
日
奈

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
も

明
日
奈
は
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
こ
の
事
を
報
告
し
て
お
り

 
そ
れ
を
見
た
美
優
も
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
ロ
グ
イ
ン
し
二
人
は
記
念

影
を
し
た
後
同
時
に
報
告
を

行

た
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北
海
道
で
フ
カ
ち

ん
と
遭
遇

ラ
ブ
ラ
ブ
な
こ
の

を
見
よ

 
そ
し
て
二
人
が
写

た
写
真
が
表

さ
れ

他
の
三
人
は
驚
い
た

え

何
そ
れ

凄
い
偶
然
だ
し

空
港
に
フ
カ
が
い
た
の

そ
れ
が
偶
然
じ

な
い
ん
だ
な

 
そ
し
て
美
優
は

続
け
て
こ
う
書
き
込
ん
だ

フ
カ
は
今
度

リ

ダ

と
副
団
⻑
の
親

に
な
り
ま
す

え

ど
う
い
う
事

ま
さ
か
明
日
奈
の
お
兄
さ
ん
の
お
相
手
が

フ
カ
の
親

だ

た
の

う
ん

姉
妹

本
当
に

そ
れ
は
凄
い
偶
然
ね

空
港
に
い
た
の
は
偶
然
じ

な
い
け
ど

そ

ち
は
本
当
に
偶
然
だ

た

今
八
幡
が

そ
れ
は
御
免
だ

今
す
ぐ
こ

ち
に

て
こ
い
明
日
奈

て
言

て
る

リ

ダ

は
こ
の
か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん
の
事
が
好
き
だ
か
ら
わ
ざ
と
い
じ
め
て
く
る
ん
で
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す
ねう

え

だ

て
さ

は
い
は
い

八
幡
君
も

そ
の
く
ら
い
に
し
て
あ
げ
て
ね

明
日
奈
が
そ
う
言
う
な
ら
仕
方
な
い
が

調
子
に
乗
る
な
よ

だ

て
さ

か
し
こ
ま
り

あ

そ
れ
な
ら
明
日
奈

フ
カ
に
北
海
道
を
案
内
し
て
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

ね

案
内

任
せ
て
任
せ
て

い
い
の

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
よ

か
な

 
そ
し
て
明
日
奈
は
顔
を
上
げ

笑
顔
で
美
優
に
言

た

先
ず
最
初
に
白
い
恋
人
ド
リ
ン
ク
を

て
る
お
店
を
教
え
て

八
幡
君
の
希
望
な
の

ガ

テ
ン

知

 
そ
し
て
二
人
は
未
だ
に
両
親
に
か
ら
か
わ
れ
て
い
る

一
郎
に
声
を

け
た

ほ
ら
兄
さ
ん

そ
ろ
そ
ろ
行
く
よ

お

様
も
お
⺟
様
も

う
ち
の

姉
妹
も
私
同
様
ち

ろ
い
で
す
か
ら

 
何
も
心
配
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
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フ
カ
ち

ん

凄
い
自

ネ
タ
だ
ね

 
そ
し
て
五
人
は
美
優
の

に
乗
り
込
み

美
優
の

姉
妹
の
家
へ
と
向
か

た

  
一
方
そ
の
少
し
前
詩
乃
は
八
幡
に
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
画
像
を
見
せ
な
が
ら
今
の

況
を
説
明
し
て

い
たは

一
郎
さ
ん
の
相
手
が
美
優
の

姉
妹
だ
と

う
ん

何
か
そ
う
み
た
い

そ
れ
は
御
免
だ

今
す
ぐ
こ

ち
に

て
こ
い
明
日
奈

と
で
も
言

と
け

分
か

た

そ
う
す
る

 
エ
ル
ザ
と
ク
ル
ス
も
後
ろ
か
ら

興
味
深
そ
う
に
そ
の
画
面
を

き
込
ん
だ

本
当
だ

凄
い
偶
然
だ
よ
ね

Ａ
Ｃ
Ｓ
か

私
の

型

じ

使
え
な
い
ん
だ
よ
な

ス
マ
ホ
に

い
換
え
た
ら

こ
れ
が
壊
れ
た
ら
ね

し
か
し
ま
あ

こ
れ
が
美
優
の
陰
謀
だ
と
し
て
も

俺
は
驚
か
ん
が
な
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さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い
で
し

 
そ
し
て
画
面
に

か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん

々
の

美
優
の
セ
リ
フ
が
表

さ
れ
た

間

 
八
幡
は
間

入
れ
ず
に
こ
う
言

た

う

え

 
そ
の
言
葉
を
詩
乃
が
素
直
に
打
ち
込
ん
だ

間

明
日
奈
に
た
し
な
め
ら
れ
た
八
幡
は

 
苦
々
し
い
表
情
を
し
な
が
ら
こ
う
言

た

明
日
奈
が
そ
う
言
う
な
ら
仕
方
な
い
が

調
子
に
乗
る
な
よ

て
あ
い
つ
に
言

と
け

了
解

 
丁
度
そ
の

イ
ン
タ

に
着
い
た

四
人
は
一

Ａ
Ｃ
Ｓ
の
画
面
か
ら
目
を
離

し
たト

ン
ネ
ル
を
抜
け
て
直
ぐ
出
口
に
な
る
の
か

道

も

め
だ
し

凄
い
所
だ
な

て
何
の
表

か
と
思

た
ら

ト
ン
ネ
ル
の
本

な
ん
だ
ね

ち
な
み
に
こ
こ
は

ま
だ

馬

で
す
よ

八
幡

キ

ト

そ
う
な
の
か

は
い

前
ま
で
は

ま
だ
か
な
り

離
が
あ
り
ま
す
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そ
う
な
の
か

さ
す
が
に
避

地
で
あ
り
観
光
地
な
だ
け
あ

て

 

前
に
イ
ン
タ

は
作
れ
な
か

た
ん
だ
ろ
う
な

で
し

う
ね

 
そ
し
て
一

道
に
出
た
あ
と
う
ね
る
山
道
を
進
ん
で
い
く
と
前
方
に
ゴ
ル
フ
場
が
現
れ
た

も

も
ゴ
ル
フ
関
連

設
ば

か
り
だ
な

だ
ね

あ

々
開
け
て
き
た
ね

間
山

て
何
か
微

 
エ
ル
ザ
が
景
色
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

 
確
か
に
目
の
前
に
見
え
る

間
山
の
フ

ル
ム
は
中
腹
に
大

が
開
い
て
い
て
微

に
見
え

る
隣
の
町
か
ら
見
る
と

ま

た
く
違
う
よ
う
に
見
え
ま
す
よ

今
画
像
を
出
し
ま
す

 
そ
う
言

て
キ

ト
が
映
し
出
し
た

間
山
の
風
景
は

 
と
て
も
雄
大
な

野
の
広
が
る
山
に
見
え
た

わ

本
当
だ

全
然
違
う
山
に
見
え
る

ど
こ
か
ら
見
て
も
雄
大
に
見
え
る

士
山
が

そ
れ
だ
け
偉
大

て
事
だ
な
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だ
ね

で

キ

ト

う
ち
の
保

所
は
ど
こ
に
あ
る
ん
だ

の
近
く
で
す
ね

よ
く
そ
ん
な
所
を

た
な

実
は
雪
ノ
下

設
の
元
所

地
だ

た
ら
し
い
で
す
ね

い
手
が
つ
か
な
く
て
困

て
い
た

よ
う
で
す

そ
う
い
う
事
か

 
そ
し
て
キ

ト
が

ま
も
な
く
到
着
す
る
事
を
告
げ
た

 
そ
の
直
後
に

八
幡
達
の
目
の
前
に

特
徴
の
あ
る
ロ

タ
リ

が
現
れ
た

こ
れ
は

六
本

で
す
ね

時
計

り
に
し
か
走
れ
な
い
の
で
注
意
し
て
下
さ
い

ほ
う
ほ
う

 
そ
し
て
六
本

を
抜
け
た
後

少
し
先
を

に
入
る
と

八
幡
達
の
前
に

 
新

の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
の

物
が
見
え
て
き
た

こ
こ
か
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は
い

こ
こ
で
す
ね

庭
は

麗
に
木
で
囲

て
あ
る
が

中
央
部
分
に
は
木
が
少
な
い
ん
だ
な

木
が
多
い
と
特
に

の
木
の
葉
と
か
が

す
る
と

物
の
屋

の
部
分
を
ひ
ど
く

め

ま
す
か
ら

な
る
ほ
ど
な

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か

バ

ベ
キ

と
か
も
出
来
そ
う
だ

ち
な
み
に
セ
キ

リ
テ

は
か
な
り

い
よ
う
で
す
よ

そ
う
は
見
え
な
い
が

実
は
外
か
ら
中
が
見
え
な
い
よ
う
に
こ
の

物
は
立
体
映
像
を
駆
使
し
て

さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す

 
そ
の
キ

ト
の
説
明
に
八
幡
は

然
と
し
た

何
だ
そ
れ

も
し
か
し
て

さ
ん
の

れ
家
に
使
わ
れ
て
い
た
技
術
か

ら
し
い
で
す
ね

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
持

て
き
た
と
か

ま
じ
か
よ

そ
こ
ま
で
す
る
の
か

ま
あ
要
人
と
の
会
談
に
使
わ
れ
る
事
も
あ
る
み
た
い
で

 
保

所
と
は
名
ば
か
り
の
簡
易
要
塞
と
い

て
も
い
い
く
ら
い
ら
し
い
で
す
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ち
な
み
に
一

社
員
用
の

設
も
別
に
あ
り
ま
す
よ

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
必
要
だ
か
ら
作

た
ん
だ
と
思
う
が

あ
の
馬

姉
め

 
ち
な
み
に
こ
の

設

オ
フ
シ

ズ
ン
に
は
ソ
レ
イ
ユ
の
技
術
力
を
ア
ピ

ル
す
る

の

 
観
光

設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
で
あ

た

ま
あ
い
い
や

と
り
あ
え
ず
中
に
入

て
み
よ
う

う
ん

一
々
や
る
事
が
凄
い
で
す
ね

本
当
に
そ
う
よ
ね

さ
す
が
魔
王
様
と
い
う
か
何
と
い
う
か

ま
あ
で
も
そ
の
お
か
げ
で
こ
う
し
て
観
光
に
来
れ
た
ん
だ
し

社
⻑
様
々
だ
ね

だ
な

 
こ
う
し
て
四
人
は

物
に
入
る
と

部
屋
決
め
を
し
た
後

中
の

設
を
見
て
回

た

こ
の

物

二

は

の

回

み
た
い
に
な

て
ん
の
か

中
央
の
こ
れ

て
お
風
呂
じ

な
い

し
か
も
こ
れ

上
の
屋

が
開
く
の

ら
し
い
な

露
天
風
呂
風
の
イ
メ

ジ
に
な

て
ん
の
か

中
身
は
色
々
と
最
新
技
術
で

れ
て
ま
す
ね
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と
り
あ
え
ず
部
屋
に

物
を
置
い
た
後

当
に
の
ん
び
り
し
て
か
ら
出

け
る
か

私

モ
カ
ソ
フ
ト
が
食
べ
た
い

好
き
な
だ
け
食
べ
る
と
い
い

自
分
の
金
で
な

当
た
り
前
じ

な
い

私
を
誰
だ
と
思

て
る
の

変
態

も
う

だ
か
ら
褒
め
す
ぎ
だ

て
ば

お
前
は
相
変
わ
ら
ず
だ
な

 
こ
う
し
て
四
人
は

し
ば
ら
く
く
つ
ろ
い
だ
後

歩
い
て
街
へ
と

り
出
す
事
に
し
た

 

は
地
元
な
の
で
そ
れ
な
り
に
書
け
ま
す
が
北
海
道
は
未
知
の
土
地
な
の
で

写
は

し
く
は
な
り
ま
せ
ん
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第
４
４
９
話
 
露
天
風
呂
と
ス

パ

銭
湯

こ
う
し
て
見
る
と

基
本
こ
こ
は
観
光
地
じ

な
く
て
避

地
な
ん
だ
な

そ
う
ね

観
光
地
と
い
う
に
は

そ
う
じ

な
い

設
が
交
じ
り
す
ぎ
よ
ね

ま
あ
明
日

で
色
々
と
回

て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

八
幡
様

私
は
白
糸
の

に
行

て
み
た
い
で
す

 
四
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

銀
座
通
り
の
一
番
奥
ま
で
行

た
後

 
元
来
た
道
を

て
い
た

通
り
の
⻑
さ
は
大
し
た
事
は
無
く
も
う

ま

て
い
る
店
も
多

か

た
ほ
と
ん
ど
の
店
が
も
う

ま

て
る
の
か

で
も
当
た
り
は
付
け
ら
れ
た
な

ど
う
や
ら
十
七
時
に
は

ま

て
し
ま
う
み
た
い
で
す
ね

残
念
で
す

で
も
ま
あ
も
う
夜
の
六
時
だ
し

ま
だ
明
る
い
と
は
い
え
仕
方
な
い
よ
ね

 
さ
す
が
に
金
曜
に
学
校
が
終
わ

て
か
ら
出
て
き
た
だ
け
の
事
は
あ
り

 
到
着
が

れ
た
事
が

か

た
よ
う
だ

と
り
あ
え
ず
明
日
の
午
後
に
で
も
来
て

モ
カ
ソ
フ
ト
が
食
べ
た
い
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モ
カ
ロ

ル
も

て
難
い
が

あ

待

て
八
幡

前
に
あ
る
お
店
は
ま
だ
や

て
る
み
た
い

そ
う
な
の
か

だ
が

も
ま
だ
だ
し
な

ど
う
す
る

さ
す
が
に

は
ち

ん
と
食
べ
て
お
き
た
い
け
ど

夜
に

く
何
か
食
べ
た
い
よ
ね

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

そ

ち
に
行

て
何
か

て
お
い
て
か
ら

 
ど
こ
か
の
店
で
食
事
を
と
る
事
に
す
る
か

成
そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い

モ
カ
ソ
フ
ト
は
明
日
で
い
い
ね

 
四
人
は
そ
う
話
し
な
が
ら

一
度
保

所
に

り

キ

ト
で

前
へ
と
向
か

た

 
歩
い
て
も
良
か

た
の
だ
が
若

離
が
あ
る

今
は
移
動
時
間
の

を
優
先
さ
せ
た

の
だ

た

 
う
わ

何
て
い
う
か

ブ
ラ
ン
ド
物
の
店
が
多
い
ね

一
応
エ
リ
ア
ご
と
に
あ
る

度
ジ

ン
ル
分
け
さ
れ
て
る
の
か

ど
う
す
る
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お
土
産
コ

ナ

で
お
土
産
を

て

夜
に
品
評
会
を
す
る

て
の
は
ど
う

 
ど
れ
を
誰
に

て
帰
る
の
か
決
め
る
参
考
に
も
な
る
と
思
う
し

そ
う
す
る
か

そ
の
後
は
一
度
キ

ト
に

て

物
を
置
い
て

フ

ド
コ

ト
で

食
で
す
ね

 
そ
し
て
四
人
は
そ
の
相
談
通
り
に
土
産
物
を
物
色
し
始
め
た

 
ク
ル
ス
と
エ
ル
ザ
は
あ
ち
こ
ち
を
う
ろ
う
ろ
と
し
て
お
り
詩
乃
は
あ
ま
り
八
幡
か
ら
離
れ
な

か

た

 
ち
な
み
に
エ
ル
ザ
は
サ
ン
グ
ラ
ス
を

け
て
い
る
だ
け
で
あ

た
が

 
幸
い
な
事
に

ク
ル
ス
が
い
る

に
ま

た
く
目
立

て
は
い
な
い

 
ク
ル
ス
の
見
事
な
プ
ロ
ポ

シ

ン
と
ル

ク
ス
の
影
に

れ
て
し
ま

て
い
る
の
だ

ク
ル
ス
ち

ん

あ
り
が
と
う
ね

男
達
の

線
を
集
め
て
く
れ
て

問
題
な
い

た
ま
に

な

線
も
あ
る
け
ど

八
幡
様
も
い
る
か
ら
心
配
は
無
い
し

 
と
り
あ
え
ず
一
番
怖
い
の
は
ピ
ト
の
身
バ
レ
だ
か
ら

私
が
盾
に
な
る

ま
あ
盾
に
な

て
る
部
分
に

は
あ
る
け
ど
ね

大
丈
夫

そ
れ
で
も
ピ
ト
は
か
わ
い
い
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え

そ
そ
う

と
こ
ろ
で
ク
ル
ス
ち

ん
私

て
ば
男
も
女
も
イ
ケ
る
口
な
ん
だ
け
ど

ご
め
ん
な
さ
い

そ
れ
じ

あ
私
は
こ
れ
で

あ

待

て
待

て

冗
談

冗
談
だ
か
ら

 
こ
の
会
話
か
ら
分
か
る
通
り

人
前
で
エ
ル
ザ
の
名
前
は
出
さ
な
い
事
に
な

て
お
り

 
全
員
が
今
は
エ
ル
ザ
の
事
を

ピ
ト
と
呼
ぶ
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ

た

 
そ
し
て
そ
ん
な
二
人
を
見
な
が
ら

八
幡
は
詩
乃
に
言

た

詩
乃
は
見
に
行
か
な
い
の
か

あ

う
ん

八
幡
を
一
人
に
す
る
の
は
や

ぱ
り
ま
ず
い
と
思
う
か
ら

 
選
ぶ
の
は
あ
の
二
人
に
任
せ
る
事
に
す
る
わ

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

詩
乃
に
抗
議
を
し
た

俺
は
別
に
子

じ

な
い
ん
だ
か
ら

そ
ん
な
気
を
回
さ
な
く
て
も
平
気
だ
ぞ

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
は

首
を
横
に

り
な
が
ら
言

た

何
を
言

て
る
の

八
幡
を
一
人
に
す
る
と

 
誰
も
手
を
出
さ
な
い
よ
う
な
微

な
お

子
を

う
に
決
ま

て
る
か
ら

 
私
が
そ
れ
に
対
す
る

止
力
と
し
て
残

て
る
の
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れ
衣
だ

謝
罪
と

償
を
要
求
す
る

 
そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
は

と

き
出
す
と

面
白
そ
う
な
顔
で
言

た

何

私
の
真
似

お
う

そ
の
通
り
だ

何
度
も
言
わ
れ
て
る
か
ら
な

 
即
座
に
そ
う
返
さ
れ
た
詩
乃
は

微

な
顔
に
な

た

私

て

そ
ん
な
に
あ
ん
た
に
謝
罪
と

償
を
要
求
し
て
た
か
し
ら
ね

そ
れ
で
何
度
お
前
を
遊
び
に
連
れ
て

た
と
思

て
る
ん
だ
よ

自
業
自
得
ね

そ
う
じ

な
い
事
も
多
々
あ

た
と
思
う
が

気
の
せ
い
よ

あ

ほ
ら

二
人
が

て
き
た
わ
よ

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
の
手
を
引
き

店
の
方
へ
と
引

張

て
い

た

目
星
は
付
け
た
か
ら

ま
と
め
て

て
し
ま
い
ま
し

う

八
幡
様

さ
さ

こ

ち
だ
よ

お

布

じ

な
か

た

八
幡

お
い
こ
ら
ピ
ト

お
前
今
何
て
言
お
う
と
し
た

気
の
せ
い
だ

て
ば

後
で
性
的
に
サ

ビ
ス
す
る
か
ら

ね



 第４４９話 露天風呂とスーパー銭湯

そ
ん
な
サ

ビ
ス
は
い
ら
ん

別
に
い
い
わ
よ

押
し

り
す
る
か
ら

押
し

ら
れ
て
も
絶
対
に

わ
な
い
け
ど
な

え

も
う

仕
方
な
い
な

そ
の
代
わ
り

後
で
私
に

声
を

び
せ
て
ね

な
交
換

件
だ
な
お
い

 
そ
ん
な
八
幡
の
両

を

ク
ル
ス
と
詩
乃
が
幸
せ
そ
う
な
顔
で
さ
り
げ
な
く

き

 
店
の
方
へ
と
引

張

て
い

た

し
ま

た

出

れ
た

残
念
だ

た
わ
ね
ピ
ト

も
う
八
幡
の

は
ど

ち
も
開
い
て
な
い
わ
よ

い
い
も
ん

前
の
下
の
方
を
掴
む
か
ら

そ
ん
な
事
を
し
た
ら

お
前
を
道

に

て
て
い
く
か
ら
な

え

い
き
な
り
放
置
プ
レ
イ

そ
れ
は
願

て
も
な
い

マ
ジ
で
何
を
言

て
も
通
用
し
ね
え
な

 
今
の
一
連
の
遣
り
取
り
で

四
人
は
か
な
り
注
目
さ
れ
て
し
ま

て
い
た

 
特
に
八
幡
に
注
が
れ
る

の

線
は
大
き
か

た
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や
べ

お
い

さ

さ
と

て
移
動
し
よ
う

だ
ね

お
前
の
せ
い
だ
か
ら
な

も
う

好
き
な
子
を
い
じ
め
た
く
な
る
そ
の
心

分
か
る
な

だ
か
ら
お
前
は
少
し

れ

マ

ク
ス

案
内
を
頼
む

分
か
り
ま
し
た

あ

待

て

私
も
真
面
目
に
案
内
す
る
か
ら

 
そ
し
て
四
人
は
手

く
お

子

を
仕
入
れ
る
と
そ
れ
を
一
度
キ

ト
の
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ

 
次
に
フ

ド
コ

ト
へ
と
向
か

た

さ
て

ど
こ
に
入
る

肉肉
ね

肉
が
い
い
で
す

は
い
は
い
そ
れ
じ

あ
こ
こ
な

ま

た
く
ど
う
し
て
こ
う
肉
食
系
の
詩
乃
ば
か
り
揃

た

ん
だ
か
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ち

と

今
あ
ん
た

私
の
名
前
し
か
言
わ
な
か

た
わ
よ
ね

気
の
せ
い
だ

お
ら

さ

さ
と
入
る
ぞ

 
そ
し
て
い
ざ
注
文
す
る
事
に
な
る
と

三
人
は
声
を
揃
え
て
一
番
高
い
物
を
頼
ん
だ

信

ス
テ

キ
セ

ト
で

い
や

別
に
い
い
け
ど
な

す
み
ま
せ
ん

そ
れ
を
四
つ
下
さ
い

八
幡
も
そ
う
す
る
ん
だ

あ
あ

ま
あ
せ

か
く
⻑
野
に
来
た
ん
だ
し
な

 
注
文
を
待

て
い
る
間

詩
乃
は
Ａ
Ｃ
Ｓ
を

動
し

メ
ニ

の
写
真
を

る
と

 
そ
の
ま
ま
ア

プ
し
た
よ
う
だ

ち
な
み
に
今
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
の
は
明
日
奈
と
薔
薇
と

結
衣
だ

た

肉
待
ち
な
う

ま
し
い
わ
ね

た
ま
に
は
私
も
ボ
ス
に
ね
だ

て
み
よ
う
か
し
ら

薔
薇
さ
ん

ま
た
命
知
ら
ず
な
事
を

あ
ら

結

連
れ
て

て
く
れ
る
の
よ

そ
う
な
ん
だ
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こ

ち
は
当
然
海
の
幸

今
写
真
を
ア

プ
す
る
ね

 
そ
し
て
そ
の
少
し
後
に

明
日
奈
は
写
真
を
ア

プ
し
た

 
そ
こ
に
は
明
日
奈
達
四
人
と
一

に

一
人
の
見
知
ら
ぬ
女
性
と

美
優
が
写

て
い
た

ね

八
幡

こ
れ

ん

あ
あ

こ
れ
が

一
郎
さ
ん
の
お
相
手
か

優
し
く
て
穏
や
か
そ
う
な
い
い
人
だ
な

 
そ
れ
に
し
て
も
美
優
の
奴

し
れ

と
参
加
し
て
や
が
る
な

何
か
言

と
く

い
や

今
回
は
い
い

迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
は
事
実
だ
ろ
う
し

 
章
三
さ
ん
が

う
ん
だ
ろ
う
か
ら
何
の
心
配
も
無
い
し
な

章
三
さ
ん

て
明
日
奈
の
お

さ
ん
よ
ね

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ

当
た
り
前
だ

あ

ち
は
大

豪
だ
ぞ

こ
ん
な
の

く
も
か
ゆ
く
も
な
い
に
決
ま

て
る

な
る
ほ
ど

フ
カ

八
幡
が

そ
こ
に
混
じ

て
も
今
回
は
許
す

て

は
は

あ
り
が
た
き
幸
せ

て
言

て
る

そ

ち
は
海
鮮
祭
り

こ

ち
は
肉
祭
り
ね
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ど

ち
も

ま
し
い

こ

ち
は
姫
菜
の
お
ご
り
だ
け
ど

フ

ミ
レ
ス
だ
よ

あ

姫
菜
と
一

な
ん
だ

の
集
ま
り

う
ん

優
美
子
も
今
こ
こ
に
い
る
け
ど

 
安
易
に
手
伝
う
な
ん
て
言
う
ん
じ

な
か

た

て
二
人
で
ち

と
後
悔
し
て
る

あ

あ
は

二
人
は

ま
ら
な
い
で
ね

う

う
ん

頑
張
る

 
あ

美
味
し
か

た

や

ぱ
こ
う
い
う
所
で
食
べ
る
と
ま
た
違
い
ま
す
ね

余
は
満
足
じ

へ
い
へ
い

そ
れ
じ

あ

お
城
へ

り
ま
す
か

ご

走

で
し
た

 
三
人
は
店
員
に
そ
う

し

先
に
外
へ
と
出
て
い

た

 
八
幡
は
会
計
を
終
え
て
店
の
外
に
出
る
と

三
人
を

て
キ

ト
の
所
へ
と
向
か

た

そ
う
い
え
ば
結

⻑
い

離
を
走

た
し

キ

ト
に
も
食
事
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
な
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お
手

を
お
か
け
し
ま
す

八
幡

ハ
イ
オ
ク
満
タ
ン
な

は
い

 
そ
し
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
寄

た
後

四
人
は
そ
の
ま
ま
保

所
へ
と

り

 
そ
の
ま
ま
露
天
風
呂
に
入
る
事
に
し
た

俺
は
後
で
い
い
か
ら

お
前
ら
先
に
入

て
い
い
ぞ

え
え

今
日
は
⻑
い

離
を
運
転
し
て
も
ら

た
ん
だ
し

八
幡
が
入

て
い
い
よ

ね

う
ん

部
屋
に

衣
が
あ
る
み
た
い
だ
か
ら

そ
れ
を
着
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

八
幡
様

遠

な
く
ど
う
ぞ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
ま
あ
遠

な
く

 
そ
し
て
八
幡
は
自
室
に

り

衣
を
探
し
た

お

こ
れ
か

ち

と
場
所
が
分
か
り
に
く
い
な

 

衣
は
少
し
分
か
り
に
く
い
場
所
に
か
け
て
あ
り

 
八
幡
は
そ
れ
を
着
る
と

そ
の
ま
ま
風
呂
に
向
か

た
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さ
て
と

ん

あ
い
つ
ら
は
洗

し
て
る
の
か

さ
て
は
あ
い
つ
ら
も

衣
に
着

え
た
な

 
着

え
は
持

て
き
て
る
は
ず
だ
が

ま
あ
洗

て
お
く
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
よ
な

 
風
呂
の
横
に

設
さ
れ
て
い
る
ラ
ン
ド
リ

ル

ム
か
ら
洗

機
の
動
く
音
が
し
た

 
八
幡
は
そ
う
考
え

一
応
乱
入
を

し
て
そ
の
部
屋
の
中
を

い
た

ふ
う

誰
も
い
な
い
か

以
後
こ
の
部
屋
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か

 
あ
い
つ
ら
は
俺
に
平
気
で

れ
衣
を
き
せ
た
上
で
色
々

件
を
出
し
て
く
る
か
ら
な

 
八
幡
は
そ
う

く
と

そ
の
ま
ま
風
呂
場
に
入
り

一
応
中
か
ら
鍵
を

め
た

お
お

広
い
な

 
八
幡
は

の
広
さ
に
感
心
し

そ
う

い
た

さ
て

先
に
体
を
洗

て
と

 
八
幡
は
先
ず
体
を
洗

て
さ

ぱ
り
し
た
後

へ

か

て
天

を
見
上
げ
た

し
か
し
か
な
り
湯
気
が

い
な
こ
れ
じ

あ
上
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
も
星
が
見
え
な
い
か

 
そ
う
思

た
八
幡
は

し
て
み
な
い
と
何
と
も
言
え
な
い
と
考
え

 

り
を
見
回
し

の

に
ス
イ

チ
が
あ
る
事
に
気
が
付
い
た
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こ
れ
か

天

開

と

 
八
幡
が
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と

天

が
ゆ

く
り
開
い
て
い

た

や

ぱ
り
見
え
に
く
い
な

て
事
は

こ
れ
だ
な

 
そ
し
て
八
幡
は

換
気
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

お

い
い
感
じ
に
湯
気
が
晴
れ
て
い
く
な

 
八
幡
は
狙
い
通
り
だ
と
喜
び
も

と
よ
く
見
よ
う
と
体
を

ば
し
し
き
り
に
上
を

き
込

ん
だお

お

絶
景
だ
な

 
そ
こ
に
は
満
天
の
星
が

い
て
お
り

八
幡
は
一
気
に
疲
れ
が

え
て
い
く
の
を
感
じ

 
リ
ラ

ク
ス
し
た
様
子
で
座
り
な
お
し

満
足
そ
う
な
た
め
息
を
つ
い
た
後

 

界
を
水
平
に

し
た

そ
の

間
に

八
幡
の

界
は

色
で

わ
れ
た

う
お

油
断
し
た
わ
ね

し

詩
乃

作
戦
通
り
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エ

エ
ル
ザ

そ
し
て
私
が
背
も
た
れ
で
す

 
そ
ん
な
声
が
背
後
か
ら

こ
え

八
幡
の
背
中
に
柔
ら
か
い
物
が
当
た

た

う
わ

マ

ク
ス

お
前
何
や

て
ん
だ
よ

で
す
か
ら
背
も
た
れ
で
す

お
い

そ
れ
は
ま
ず
い

ま
ず
い

て

て
か
お
前
ら
ど
う
や

て
こ
こ
に
入

た

 
確
か
に
入
り
口
の
鍵
は

め
た
は
ず
だ

最
初
か
ら
入

て
い
ま
し
た
が
何
か

最
初
か
ら
だ
と

ほ
ふ
く
前
進
で
近
付
い
た
ん
だ
け
ど
上
に
ば
か
り
気
を
と
ら
れ
て
気
付
か
な
か

た
み
た
い

ね
普
通
そ
こ
ま
で
す
る
か

と
い
う
か
お
前
ら

先
に
入
れ
と
俺
を
騙
し
た
な

 
八
幡
が
そ
う
言
う
の
も
も

と
も
だ
ろ
う

だ
が
三
人
は

得
意
げ
な
顔
で
八
幡
に
言

た

八
幡
が
入

て
い
い
よ
と
は
言

た
け
ど

先
に
と
は
言

て
ま
せ
ん

私
は

衣
を

め
た
だ
け



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

私
は
遠

な
く
私
達
と
一

に
ど
う
ぞ
と
い
う
つ
も
り
で
遠

な
く
ど
う
ぞ
と
言
い
ま
し
た

く
 
八
幡
は

勢
を
悟
り

こ
の
場
か
ら
何
と
か
逃
げ
だ
そ
う
と
し
た

 
そ
の
気
配
を
察
し
た
エ
ル
ザ
が
八
幡
に
言

た

今
立
つ
と

八
幡
の
は
ち
ま
ん
く
ん
が

見
え
に
な
る
わ
よ

何
だ
よ
そ
れ

ま
あ
意
味
は
分
か
る
が

八
幡
様

ま
だ
湯
気
が

い
の
で
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

 
心
配
し
な
く
て
も
水
着
を
着
て
い
ま
す

何

そ
う
な
の
か

は
い

だ
か
ら
安
心
し
て
リ
ラ

ク
ス
し
て
下
さ
い

一

に
星
を
見
ま
し

う

そ
う
か

な
ら
ま
だ
い
い
か

 
目
を

ら
す
と

確
か
に
詩
乃
と
エ
ル
ザ
は
白
い
水
着
を
着
て
い
た

 
そ
れ
で
八
幡
は
安

し

体
の
力
を
抜
い
た

 
か
な
り
危
険
な

況
だ

た
は
ず
が

少
し
そ
の

況
が
緩
和
さ
れ
る
と

 
人
は
そ
の

況
を
受
け
入
れ
て
し
ま
う
も
の
ら
し
い

そ
れ
は
八
幡
も

に

れ
な
い
よ
う
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だ

た
洗

機
が
動
い
て
い
た
よ
う
だ

た
が

あ
れ
は

も
ち
ろ
ん
水
着
に
着

え
た
後
の
証

滅
だ
よ

お
風
呂
か
ら
出
た
後
は

当
然

衣
を
着
ま
す

後
は
さ

き
言

た
通
り

必
ず
八
幡
が

を
見
せ
る
と
思

た
か
ら

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ほ
ふ
く
前
進
で
近
付
い
た

て

星
を
よ
く
見
よ
う
と
し
て
い
た
の
が

に
な

た
か

こ
ん
な
の
学
校
の
水

の

業
と
変
わ
ら
な
い
わ
よ

ほ
ら

め
な
さ
い

て

は

分
か

た
分
か

た

も
う
好
き
に
し
ろ

 
そ
し
て
詩
乃
と
エ
ル
ザ
は
八
幡
の
両
隣
に
座

た
が
ク
ル
ス
は
そ
の
場
を
動
こ
う
と
は
し
な

か

た
お
い
マ

ク
ス

そ
ろ
そ
ろ
そ
の
場
か
ら
ど
か
な
い
か

私
は
と
り
あ
え
ず
足
湯
だ
け
で
い
い
で
す

 
確
か
に
今
の

態
だ
と

八
幡
の

で
ク
ル
ス
の
足
が
湯
に

か

て
い
る

俺
の
背
中
が
色
々
と
困
る
ん
だ
が
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私
が
正
面
に
回
る
と

八
幡
様
は
も

と
困

た
事
に
な
る
と
思
い
ま
す

何
で
だ
よ

ま
あ
ク
ル
ス
は

お
風
呂
に
水
着
は

道

て
言

て
た
か
ら
ね

う
ん
う
ん

そ
れ
は
も
う
頑
な
だ

た
か
ら
ね

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

ま
さ
か
と
思
い

や

を
か
い
た

 
確
か
に
先
ほ
ど
の
ク
ル
ス
は
水
着
を
着
て
い
ま
す
と
は
言

た
が
誰
が
と
は
言

て
い
な

い
お

お
い

今
俺
の
背
中

て
ど
う
な

て
る
ん
だ

色
ね

一
面
の

色
だ
よ

お

お
い
マ

ク
ス

は
い

命
令
だ

水
着
を
着
て
こ
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
の
背
中
か
ら

力
が
消
え

八
幡
は
心
の

か
ら
安

し
た
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背
後
に
い
た
の
が
マ

ク
ス
で
良
か

た

む

ど
う
せ
私
達
じ

背
も
た
れ
に
は
な
り
ま
せ
ん
よ

だ

全
体
的
な
柔
ら
か
さ
じ

負
け
て
な
い
か
ら
ね

そ
う
い
う
意
味
じ

ね
え
よ

  
一
方
そ
の

明
日
奈
は
何
故
か
美
優
と
共
に
風
呂
に
入

て
い
た

 
ど
う
や
ら
顔
合
わ
せ
が
終
わ

た
後

二
人
は

広
市
内
の
ス

パ

銭
湯
に
来
た
ら
し
い

私

ス

パ

銭
湯

て
初
め
て
来
た
か
も

そ
れ
は
案
内
し
た
甲
斐
が
あ

た
ね

さ
す
が
に
家
の
お
風
呂

て
の
は
味
気
な
い
し

 
ち
な
み
に
普
通
の
銭
湯
に
は
入

た
事
が

あ

え

と

 
明
日
奈
は
美
優
に
そ
う

か
れ

顔
を

く
し
な
が
ら
こ
う
言

た

八
幡
君
と
一

に

神
田
川
ご

こ
を
し
て
み
よ
う

て

前
に
何
度
か

う
わ
あ

ず

ぱ
い

も
う

恥
ず
か
し
い
か
ら
そ
の
く
ら
い
で

ね
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か
わ
い
い
の
う
か
わ
い
い
の
う

あ

ち

と

そ
こ
は

目

 
こ
う
し
て

と
北
海
道

そ
れ
ぞ
れ
の
夜
は
更
け
て
い
く
の
で
あ

た
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第
４
５
０
話
 
連
合
の
襲
撃

 
い
つ
も
誤

報
告
を
下
さ
る
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
八
幡
達
や
明
日
奈
が
風
呂
に

か

て

か

て
リ
ラ

ク
ス
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
は
ク
リ
シ

ナ
や
フ

イ
リ
ス
を

い
キ

ラ
の
育
成
の

に
戦
闘
を

り
返
し
て

い
た

 
こ
の
日
の
メ
ン
バ

は

他
は
リ

フ

と
レ
コ
ン
で
あ

た

 
キ
リ
ト
は

人
に
目
標
を
設
定
す
る
事
で
全
体
の
レ
ベ
ル
ア

プ
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
の

だ

た
ク
リ
シ

ナ
さ
ん
は
静
止

態
だ
と
問
題
無
い
が
動
き
な
が
ら
の

が
ま
だ
苦
手
だ
よ
な

ク
リ
シ

ナ
で
い
い
わ
よ

そ
う
ね

特
に
補
助
魔
法
は

 

果
は
高
い
け
れ
ど

文
が
⻑
い
分
大
変
な
の
よ
ね

魔
法
を
使
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
完

だ
か
ら

あ
と
は
そ

ち
の
練

あ
る
の
み
だ
な
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え
え

頑
張
る
わ

そ
れ
に
し
て
も
な

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
が
フ

イ
リ
ス
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た

 
ク
リ
シ

ナ
も
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
フ

イ
リ
ス
の
方
を
見
た

言
い
た
い
事
は
分
か
る
わ

魔
法
使
い

て

も
し
か
し
て
フ

イ
リ
ス
さ
ん
の
天
職
か

そ
う
み
た
い
ね

ど
ん
な
難
し
い

文
で
も
一
度
で
覚
え
ち

う
し

 
正
直
ど
う
や

て
い
る
の
か
教
え
て
欲
し
い
く
ら
い
よ

ニ

ニ

 
二
人
の

線
に
気
付
い
た
フ

イ
リ
ス
が

 
戦
闘
が
落
ち
着
い
た
の
を
見
計
ら

て
二
人
の
方
に
近
付
い
て
き
た

二
人
と
も

こ

ち
を
見
て
ど
う
し
た
の
ニ

い
や

フ

イ
リ
ス
さ
ん
は
ど
う
や

て

文
を
覚
え
て
る
の
か
な

て

一
応
部
下
な
ん
だ
か
ら

フ

イ
リ
ス

て
呼
び

て
に
す
る
の
ニ

よ

副
団
⻑

 
先
ず
フ
レ

ズ
を
覚
え
た
ら

ど
う
い
う
ポ

ズ
に
す
る
か
決
め
て

体
全
体
で
覚
え
る
の
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ニ
中
二
病
乙

ネ
ラ

乙
ニ

ぐ
ぬ
ぬ

や
る
の
ニ

受
け
て
た
つ
の
ニ

 
二
人
は
そ
う
言

て

み
合

た
が

も
ち
ろ
ん
冗
談
で
あ
る

 
キ
リ
ト
も
そ
れ
が
分
か

て
い
る
か
ら
こ
そ

何
も
言
わ
な
か

た

キ
リ
ト
さ
ん

大
変
で
す

 
丁
度
そ
こ
に

囲
の

に
あ
た

て
い
た
レ
コ
ン
が
駆
け
込
ん
で
き
た

ど
う
し
た

何
か
あ

た
の
か

連
合
の
奴
ら
が
真

直
ぐ
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
ま
す

連
合
が

あ
い
つ
ら
は
一
度
総
崩
れ
に
な

た
ん
じ

な
か

た
か

 

の
信

ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
の
運
用
と
共
に

 
散
々
叩
き
の
め
さ
れ
た
反
ヴ

ル
ハ
ラ
ギ
ル
ド
連
合
は

い
く
つ
か
の
ギ
ル
ド
が
潰
れ

 
今
は
か
な
り

体
し

組

的
な
反
抗
は
不
可
能
に
な

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
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最
近
加
入
し
た
七
人
の
メ
ン
バ

を
中
心
に
ま
た
動
き
が
活
発
に
な

て
き
た
み
た
い
で
す

 
噂
で
は
元
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ
と
か
何
と
か

あ
あ
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

が
あ
り
が
た
が
ら
れ
る

の
風
潮
の
せ
い
か
名
前
は
分
か

て

る
の
か

ゴ

グ
ル

コ
ン
タ
ク
ト

フ

ク
ス

テ

ル

ビ
ア

ド

ヤ
サ

バ
ン
ダ
ナ

だ
そ

う
で
す

覚
え
が
無
い
名
前
ば

か
り
だ
な

ま
あ

と
同
じ
名
前
と
は
限
ら
な
い
か

一
応
こ
れ
が
写
真
で
す

 
最
近
で
は
密
偵
と
し
て
の
技
術
に

き
が
か
か

て
き
た
レ
コ
ン
は

 
色
々
と
そ
う
い

た
情
報
を
収
集
し
て
い
る
よ
う
で
即
座
に
キ
リ
ト
に
写
真
を
見
せ
て
き
た

当
た
り
前
だ
け
ど

や

ぱ
り
見
覚
え
が
無
い
な

で
す
よ
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
と
は
違
う
顔
に
な

て
い
る

で
す
し
ね

ま
あ
俺
達
ナ

ヴ
ギ
ア
で
ス
タ

ト
し
た
組
は
か
な
り
似
た

に
な

て
い
る
ん
だ
け
ど

な 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

レ
コ
ン
に
こ
う

ね
た
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で

今
こ

ち
に
向
か

て
い
る
奴
ら
の
中
に

こ
い
つ
ら
は
い
た
の
か

は
い

先

を
飛
ん
で
ま
し
た

そ
う
か

よ
し

と
り
あ
え
ず
叩
い
て
お
く
か

敵
は
何
人
だ

三
十
人
く
ら
い
で
す
ね

結

多
い
な

ま
あ
頑
張
れ
ば
問
題
無
い
だ
ろ

 
ち
な
み
に
レ
コ
ン

今
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
誰
か
い
る
か

待

て
下
さ
い

え

と

ユ
キ
ノ
さ
ん
が
い
ま
す
ね

お

ナ
イ
ス
だ

悪
い
が
ユ
キ
ノ
に
一
応
こ

ち
の
フ

ロ

を
頼
ん
で
お
い
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
こ
う
し
て
キ
リ
ト
達
は

し
く
動
き
始
め
た

 
フ

イ
リ
ス
と
ク
リ
シ

ナ
に
は
レ
コ
ン
が
付
き

前
衛
を
リ

フ

と
キ
リ
ト
が
努
め
る

 
作
戦
と
し
て
は
ク
リ
シ

ナ
が
全
体
を
強
化
し
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
突

込
ん
で
敵
を
集

め
つ
つ

 

を
見
て
フ

イ
リ
ス
と
リ

フ

が
魔
法
攻
撃
を
叩
き
込
む
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ

り
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も
し
近
く
に
敵
が
来
た
場
合
は
リ

フ

と
レ
コ
ン
が
そ
の
ま
ま
撃
退
す
る
事
に
な

て
い

た
お

あ
れ
か

確
か
に
さ

き
の
七
人
が
い
る
な

で
す
ね

何
の

夫
も
し
な
い
で
た
だ
こ

ち
に
向
か

て
き
て
る
み
た
い
で
す
が

も
し
か
し
て
な
め
ら
れ
て
る
の
か
な

ま
あ
戦
力
差
は
六
倍
で
す
か
ら
ね

何
と
か
な
る
と
思

て
る
ん
じ

な
い
で
す
か

だ
そ
う
だ

ど
う
す
る

 
キ
リ
ト
は
あ
え
て

三
人
の
女
性

に
そ
う
話
を

た

い
い
度
胸
よ
ね

な
め
た
態
度
を
と

た
事
を
後
悔
さ
せ
て
や
る
ニ

久
々
に
暴
れ
ら
れ
る
わ
ね

が
鳴
る
わ

 
元
々
そ
う
い

た
素

が
あ

た
フ

イ
リ
ス
だ
け
じ

な
く

 
ク
リ
シ

ナ
も
好
戦
的
な
様
子
で
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら

調
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
空
気
に

ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ

さ
て

ま
あ
と
り
あ
え
ず
話
し
て
み
る
わ
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と
か
言
い
な
が
ら

煽
る
気
満
々
で
し

さ
す
が
は
副
団
⻑

よ
く
分
か

て
る
の
ニ

ま
あ
仲
良
く
す
る
理
由
も
意
味
も
無
い
か
ら
な

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は

一
歩
前
に
出
た

 
同
時
に
ク
リ
シ

ナ
は

ゆ

く
り
と
強
化
魔
法
の

を
開
始
し

 

正
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
動
出
来
る
よ
う
に

速
度
の
調

を
始
め
た

よ

一
応

い
て
お
く
が

俺
達
に
何
か
用
か

ひ
よ

こ
ど
も

 
そ
の
キ
リ
ト
の
セ
リ
フ
を

い
た
フ

イ
リ
ス
と
リ

フ

は

ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

い
き
な
り
煽

た
ニ

ね

私
が
言
う
の
も
ア
レ
だ
け
ど

お
兄
ち

ん
は
う
ち
で
一
番
好
戦
的
だ
し
ね

 
そ
し
て
そ
の
キ
リ
ト
の
煽
り
を
受
け
フ

ク
ス
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

が
一
歩
前
に
出

て
言

た

け

相
変
わ
ら
ず

な
野
郎
だ
だ
が
あ
の
時
と
は
違
う
今
度
こ
そ
目
に
も
の
を
言
わ
せ

て
や
る

今
度
こ
そ

ど
こ
か
で
会

た
か
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レ
ベ
ル
制
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

残

な
ま
で
の
現
実

て
奴
は

も
う
通
用
し
ね
え

他
の
ゲ

ム
で
そ
れ
な
り
に
鍛
え
て
き
た
か
ら
な

今
度
は
負
け
ね
え

 
そ
の
言
葉
に
キ
リ
ト
は

一

の
記
憶
を

激
さ
れ
た
気
が
し
た
が

 
や
は
り
何
も
思
い
出
す
事
は
出
来
な
か

た

何
だ
そ
れ

そ
ん
な
事
あ

た
か

な覚
え
て
な
い
の
か

お
う
覚
え
て
な
い
な
お
前
は
今
ま
で

み
潰
し
て
き
た
ア
リ
の

な
ん
か
覚
え
て
な
い
だ

ろ
く

そ

ロ
ザ
リ
ア
の
奴
と
い
い
お
前
と
い
い

む
か
つ
く

あ
の
ク
ソ
女

現
実
に
帰
還
し
て
し
ば
ら
く
し
た
ら

私
は
勝
ち
組
で
す

て
な
感
じ
で

 
ま

た
く
連

が
と
れ
な
く
な

た
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
を

い
て

キ
リ
ト
は
相
手
が
誰
な
の
か
ハ

キ
リ
と
思
い
出
し
た

あ
あ

お
前
ら
ロ
ザ
リ
ア
の
取
り

き
だ

た

Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｅ
Ｆ
Ｇ
か
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ふ
ざ
け
る
な

俺
達
は
そ
ん
な
名
前
じ

ね
え

く
そ

フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や
る

敵
は
た

た
の
五
人
だ

こ

ち
は
三
十
人

負
け
る
は
ず
が
ね
え

行
く
ぞ

フ

カ
ス
ラ
イ
ト

 
そ
の

間
に
ク
リ
シ

ナ
の
強
化
魔
法
が
発
動
し
ヴ

ル
ハ
ラ
の
五
人
は
光
に
包
ま
れ
た

お
お

力
が

て
く
る
こ
の
感
じ

に
な
り
そ
う
だ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
キ
リ
ト
は
敵
の
集
団
へ
と
突

込
み
ま
た
た
く
間
に
三
人
の
敵
を

り

伏
せ
た

でく
そ

こ
い
つ
さ
え
倒
せ
ば
残
る
は
雑

だ

の
力
で
押
し
切
れ

誰
が
雑

で
す

て

エ
ア
・
ブ
レ
イ
ズ

な
め
る
ん
じ

な
い
ニ

ナ
パ

ム
・
フ
レ
ア

 
そ
の
言
葉
に
フ

ク
ス
が
反
応
し
た

間
に

そ
の
顔
の
横
を

と
風
が
通
過
し

 
二
人
の
味
方
が
直
撃
を
く
ら
い
そ
の
動
き
を
止
め
た

ど
う
や
ら
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
を
受

け
た
よ
う
だ

ち
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フ

ク
ス
は

打
ち
す
る
と

仲
間
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

た

 
そ
れ
を
受
け
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
が
フ

イ
リ
ス
に
テ

ル
と
ビ
ア

ド
が
リ

フ

に
襲

い
か
か

た

さ
せ
な
い
わ
よ

イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
ハ
ン
ド

 
そ
の
時
ク
リ
シ

ナ
が

そ
の
四
人
に
動
き
を

害
す
る
魔
法
を

け
た

 
そ
の
魔
法
を
受
け

四
人
の
動
き
は
明
ら
か
に

く
な
り

 
リ

フ

は
自
ら
の
剣
で
そ
の
二
人
を
余

を
持

て
迎
え
撃
ち

 
フ

イ
リ
ス
は
少
し
後
方
に
下
が
り

レ
コ
ン
が
代
わ

て
前
に
出
た

お
前
ら
の
相
手
は
僕
だ

 
フ

イ
リ
ス
は

そ
の
ま
ま
敵
の
集
団
に
ど
ん
ど
ん
魔
法
を
撃
ち
込
ん
で
い
く

 
何
人
か
は
そ
れ
を
見
て

フ

イ
リ
ス
の
方
へ
と
向
か
お
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
れ
ら
の
敵
に
は
キ
リ
ト
が

み
を
き
か
せ

絶
対
に
フ

イ
リ
ス
の
方
へ
は
向
か
わ
せ
な

か

た

 
レ
コ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
直
伝
の

剣
さ
ば
き
を
見
せ
二
人
を
相
手
に
ど
ん
ど
ん

を

え
て
い

く
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そ
し
て
そ
の
直
後
に

リ

フ

は
テ

ル
を

レ
コ
ン
は
ヤ
サ
を
倒
す
事
に
成
功
し
た

テ

ル

ヤ
サ

よ
そ
見
を
し
て
い
る
暇
が
あ
る
の

自
分
の
心
配
を
し
た
方
が
い
い
と
思
う
な

 
残
さ
れ
た
バ
ン
ダ
ナ
と
ビ
ア

ド
も

徐
々
に
二
人
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

大
人

相
手
に
大
立
ち
回
り
を
続
け
て
い
た
が

 
仲
間
の
方
に
敵
を
行
か
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

中
々
キ
ル
人

を

ば
せ
な
い
で
い
た

 
そ
ん
な
中

突
然
ク
リ
シ

ナ
が

と
黒
の
信

を
上
げ

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
で

ユ
キ
ノ
が
近
く
ま
で
来
て
い
る
事
を
理
解
し
た

よ
し

ユ
キ
ノ
が
来
た
ら

も
う
少
し
敵
を
倒
す
事
に
集
中
出
来
る
な

 
ク
リ
シ

ナ

近
く
に
来
た
わ

信

を
お
願
い

了
解

 
ユ
キ
ノ
は

今
日
の
メ
ン
バ

の
中
で
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お
そ
ら
く
戦
闘
中
に
一
番
余

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
ク
リ
シ

ナ
に
通
信
を
入
れ

 
直
ぐ
に
返
事
を
も
ら
う
事
に
成
功
し
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に

と
黒
の
信

が
上
が
る
の
を
見
て
ユ
キ
ノ
は
そ
ち
ら
へ
と
全
力
で

向
か

た
と
黒

攻
撃
し
ろ

救
援
求
む

ね

要
す
る
に
敵
を
攻
撃
中

場
所
は
あ
そ
こ

て
事

か
し
ら

 

勢
に
は
ま

た
く
な
い

て
い
な
い
よ
う
ね

さ
す
が
は
キ
リ
ト
君
だ
わ

だ
な

 
ユ
キ
ノ
に
は
ど
う
や
ら
連
れ
が
い
た
よ
う
で
そ
の
連
れ
は
笑
顔
で
ユ
キ
ノ
に
そ
う
返
事
を
し

た 
そ
し
て
前
方
に

争
う
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

の

が
見
え
て
き
た

あ
れ
み
た
い
ね

先
に
行
く

了
解
よ

気
を
付
け
て
ね

あ
あ

リ
ズ
に
鍛
え
て
も
ら

た
こ
の
剣
の
デ
ビ

戦
だ

負
け
る

に
は
い
か
な
い
な
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そ
し
て
戦
場
に
一
筋
の
黒
い
光
が
走
り

 
キ
リ
ト
の
背
後
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

の
一
人
が
真

二
つ
に
さ
れ
そ
の
光
は
そ
の
ま
ま
着
地

し
た

 
キ
リ
ト
が
チ
ラ
リ
と
見
る
と
そ
こ
に
は
キ
ズ
メ
ル
が
キ
リ
ト
の
背
中
を
守
る
よ
う
に
立

て
い
た

お

来
て
く
れ
た
の
か

あ
あ

今
は
ハ
チ
マ
ン
が
い
な
い
か
ら

妻
で
あ
る
私
が
代
わ
り
に
出
る
べ
き
だ
ろ
う

 
夫
の

守
は
妻
た
る
私
が
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
ら
し
い
か
ら
な

そ
れ
は
何
か
ら
学
ん
だ
ん
だ

先
日
見
た
時
代
劇
だ

な
る
ほ
ど

誰
だ
お
前
は

 
そ
の
時
フ

ク
ス
の
後
ろ
に

え
て
い
た
コ
ン
タ
ク
ト
が
一
歩
前
に
出
た

 
コ
ン
タ
ク
ト
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

を
全
て

し
て
お
り
今
の
会
話
の
妻
と
い
う
部
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分
に
反
応
し

 
乱
入
し
て
き
た
の
が
ア
ス
ナ
で
は
な
い
事
を
理
解
し
た
上
で
キ
ズ
メ
ル
に
そ
う
叫
ん
だ

 
ち
な
み
に
今
の
キ
ズ
メ
ル
は

目
元
を

の
ア
イ
マ
ス
ク
で

し
て
お
り

 
そ
の
正
体
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

ヴ

ル
ハ
ラ
の
秘
密
兵
器

仮
面
の
美
女

黒
ア
ゲ
ハ
だ

 
と
名
乗
る
よ
う
に

ハ
チ
マ
ン
か
ら
言
わ
れ
て
い
る

な

何
だ
そ
れ
は

考
え
る
な

感
じ
る
ん
だ

お
前
は
今

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
事
を

 
と
言
え
と
も
言
わ
れ
て
い
る

何
を
教
え
て
る
ん
だ
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
君

黒
ア
ゲ
ハ

避
け
て

む下
が
る
ぞ
キ
リ
ト

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
合
わ
せ

そ
の
ま
ま
後
ろ
に
下
が

た

 
そ
の
直
後
に
上
空
か
ら
巨
大
な
剣
が
降

て
き
て

コ
ン
タ
ク
ト
の
体
を

き
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コ
ン
タ
ク
ト
は
地
面
に
叩
き
付
け
ら
れ

そ
の
ま
ま
死

マ

カ

が
表

さ
れ
た

 
そ
の
剣
は
そ
の
ま
ま
地
面
に
突
き

さ
り

上
空
か
ら
降
り
て
き
た
一
人
の
少
女
が

 
そ
の
剣
の
上
に
ふ
わ
り
と
降
り
立

た

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
ユ
キ
ノ
で
あ
る

う
わ
お

手
な

場
ニ

ね

や
ば
い

ユ
キ
ノ
さ
ん
格
好
い
い

ユ
キ
ノ
に
全
部
持

て
か
れ
た

ユ
キ
ノ
さ
ん

最
高
で
す

 
そ
し
て
キ
リ
ト
も

苦
笑
し
な
が
ら
ユ
キ
ノ
に
声
を

け
た

分

手
な

場
だ
な

絶
対

度

以
前
彼
に
も
ら

た
こ
の
剣
は

こ
う
い
う
風
に
も
使
え
る
ん
だ
ぞ

て

 
前
に
彼
か
ら
教
わ

て
い
た
の
よ

黒
の
剣
士

確
か
に

果
的
だ
な

あ
い
つ
ら
み
ん
な

お
前
に
見

れ
て
や
が
る

彼
以
外
に
見

れ
ら
れ
て
も
意
味
が
無
い
の
だ
け
れ
ど

 
そ
の
巨
大
な
剣
は

ユ
キ
ノ
が
以
前
ハ
チ
マ
ン
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

 
ゼ
ク
シ

ド
を
ぶ

飛
ば
す
の
に
使
わ
れ
た

の
剣
だ

た
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そ
し
て
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
通
り

敵
は
度

を
抜
か
れ

放
心
し
た
よ
う
に
な

て
い
た

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は

を
始
め
そ
れ
を

い
た
キ
リ
ト
と
キ
ズ
メ
ル
は
ユ
キ
ノ
の
近
く
に
移

動
し

 
逆
に
レ
コ
ン
達
は

少
し
ユ
キ
ノ
か
ら

離
を
と

た

ア
イ
ス
・
フ

ル
ド

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
の

が
完
成
し
ユ
キ
ノ
を
中
心
に
ド

ナ
ツ
型
の

の
フ

ル
ド
が

成
さ
れ

 
そ
こ
に
立

て
い
た
敵
は

そ
の
場
か
ら
動
け
な
く
な

た

 
こ
れ
は
自
身
の
攻
撃
力
不
足
を

感
し
ユ
キ
ノ
が
覚
え
た
攻
撃
魔
法
の
う
ち
の
一
つ
だ

た

今
よ

ヴ

ル
キ
リ

・
パ
ワ

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
ク
リ
シ

ナ
が
攻
撃
力
を
上
げ
る
魔
法
を
発
動
さ

せ
た了

解
行
く
わ
よ
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黒
ア
ゲ
ハ

い
ざ
参
る

リ
ン
グ
・
ス
ラ
イ
サ

別
名
ク
リ
リ
ン
の
ア
レ

気

ニ

ン

 
リ

フ

と
レ
コ
ン
は

棒
立
ち
に
な

た
ビ
ア

ド
と
バ
ン
ダ
ナ
を
倒
す
事
に
成
功
し

 
キ
リ
ト
は
名
も
知
ら
ぬ
プ
レ
イ
ヤ

達
を
片

か
ら
殲
滅
し
て
い
き

 
フ

イ
リ
ス
の
放

た

盤

の
光
の
刃
物
は

ゴ

グ
ル
の
体
を

り

い
た

 
そ
し
て
仲
間
を
全
て
失

た
フ

ク
ス
が

然
と

い
た

ま

ま
た
勝
て
な
い
の
か

当
た
り
前
だ
ろ
ヴ

ル
ハ
ラ
が
最
強
と
呼
ば
れ
て
い
る
意
味
を
も

と
よ
く
考
え
る
ん
だ

な 
キ
リ
ト
は
フ

ク
ス
に

た
い
声
で
そ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
ま
た
の
機
会
に
出
直
し
て
き
て
く
れ
良
か

た
な
こ
こ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

な
く

て
く

く
そ
お
お
お
お

今
度
は
絶
対
に
勝

て
や
る
か
ら
な

最
後
ま
で
無
様
ね

雑

ら
し
い

て
ゼ
リ
フ
に
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格
好
悪
い

フ
ラ
グ
立
て
ん
な

テ
ン
プ
レ
乙

て
感
じ
か
し
ら

 
そ
の
女
性

か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
る
言
葉
を

い
て

レ
コ
ン
は
こ
う

い
た

僕

こ

ち
側
で
本
当
に
良
か

た

 
そ
し
て
フ

ク
ス
も
キ
リ
ト
に
倒
さ
れ

 

囲
は
三
十
個
の
死

マ

カ

で
あ
る
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
で

め
尽
く
さ
れ
た

 
そ
の
マ

カ

に
向
け

キ
リ
ト
が
言

た

ち
な
み
に
お
前
ら
が

う
ロ
ザ
リ
ア
も
今
は
こ

ち
側
だ
も

と
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
や

て
な

い
け
ど
な

 
お
前
ら
と
違

て
あ
い
つ
は
今
は
凄
く

能
で
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
信
頼
も

い
出
来
る
女

だ
か
ら
な

 
お
前
ら
が
元
仲
間
扱
い
し
て
る
の
を

く
と
イ
ラ

と
す
る
な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
続
け
て
仲
間
達
に
言

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
今
日
は
そ
ろ
そ
ろ

る
か

俺
達
の
庭
に

キ
リ
ト
君

あ
な
た

分
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さ

さ
あ
行
く
ぞ

キ
ズ
メ
ル
の
入
れ
て
く
れ
た
お
茶
を
飲
ん
で
一
息
つ
こ
う

 
ユ
キ
ノ
が
何
か
い
い
か
け
る
の
を

て

キ
リ
ト
は
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
れ
を
見
た
仲
間
達
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
と
共
に
去

て
い

た

 
残
さ
れ
た
死

マ

カ

は
一
つ
ま
た
一
つ
と
消
え
て
い

た
が
彼
ら
の
戦
意
は
消
え

る
事
も
な
く

 
今
後
彼
ら
は

何
度
も
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
に

が
ら
せ
を
仕

け
て
く
る
事
と
な
る

 
解
説

ア
ニ
メ
Ｓ
Ａ
Ｏ
一
期
第
四
話
よ
り

全
員
集
合
直
後
の
立
ち

置

か
ら

 
ゴ

グ
ル
 

ゴ

グ
ル
を
し
て
る
か
ら

 
コ
ン
タ
ク
ト

最
近

か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
に
変
え
た

 
フ

ク
ス

キ
ツ
ネ
顔

 
ロ
ザ
リ
ア

立
ち

置
こ
こ

 
テ

ル
 

し

の
あ
る

型

 
ビ
ア

ド

あ
ご
ヒ
ゲ
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ヤ
サ
 
 

ヤ
サ
ぐ
れ
て
い
る
優
男

 
バ
ン
ダ
ナ

バ
ン
ダ
ナ
を
し
て
る
か
ら

 

タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド



 第４５１話 更なるトラブル

 
第
４
５
１
話
 
更
な
る
ト
ラ
ブ
ル

ふ
う

ひ
ど
い
目
に
あ

た

こ
れ
だ
か
ら
あ
い
つ
ら
は
困
る

 
八
幡
は
少
し
の
ぼ
せ
た
の
か

上
半
身

の
ま
ま
ベ

ド
に
横
た
わ
り

そ
う

い
た

 
丁
度
そ
の
時
和
人
か
ら
着
信
が
あ
り
八
幡
は
手
を

ば
し
て
ス
マ
ホ
を
持
ち

話
に
出
た

お
う

ど
う
か
し
た
か

旅
行
中
に
悪
い
な

実
は
さ

 
そ
し
て
和
人
は

今
日
の
出
来
事
を
八
幡
に
説
明
し
た

ほ
う

元
タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド
の
メ
ン
バ

ね

あ

そ
れ
だ
そ
れ

確
か
そ
ん
な
名
前
だ

た
よ
な

ま
あ
ど
ん
な
敵
が
来
て
も

俺
達
が
や
る
事
は
一

な
ん
だ
け
ど
な

殲
滅
あ
る
の
み
だ
な

 
八
幡
と
和
人
は

話
を

ん
で

き
合

た

だ
な

し
か
し
そ
う
い
う
事
な
ら

小
猫
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
さ
せ
る
べ
き
か

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

和
人
は
少
し
考
え
た
後
に
こ
う
答
え
た
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確
か
に
直
接
話
す
く
ら
い
は
さ
せ
た
方
が
い
い
か
も
だ
し

 
決

し
て
も
本
人
に
叩
き
の
め
さ
れ
た
方
が
あ
い
つ
ら
の
心
は

り
や
す
い
か
も
し
れ
な

い
な

 
あ
い
つ
ら
明
ら
か
に
ロ
ザ
リ
ア
を
下
に
見
て
る
よ
う
な
態
度
を
と

て
た
し

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
一

し
た
後

イ
ラ

と
し
た
口
調
で
言

た

う
ち
の
小
猫
が
そ
い
つ
ら
よ
り
下
だ
と

許
せ
ん
な

あ
あ
だ
か
ら
俺
も
つ
い
お
前
ら
と
ロ
ザ
リ
ア
を
一

に
す
ん
な

て
言

ち
ま

た
ん
だ

よ
よ
く
や

た
和
人

さ
す
が
は
俺
の
親
友
だ

だ

て
よ

ロ
ザ
リ
ア

薔
薇
さ
ん

凄
く
頑
張

て
働
い
て
る
じ

な
い
か
よ

 
表
情
も
目
付
き
も

と
違

て
柔
ら
か
く
な

た
し

何
よ
り
一

に
い
て
面
白
い
し

そ
れ
を

い
た
ら
小
猫
も
喜
ぶ
だ
ろ
う
な

ま
あ
そ
れ
が
絶
対
的
な
事
実
だ
か
ら
な

 
八
幡
と
和
人
は

再
び

話
を

ん
で

き
合

た

そ
れ
じ

あ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
小
猫
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
さ
せ
る
と
す
る
わ
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Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
は
コ
ピ

キ

ト
を
残
せ
ば
と
り
あ
え
ず
い
い
だ
ろ

コ
ピ

キ

ト

何
だ
そ
れ

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
時
に
小
猫
が
使

て
た
キ

ラ
だ
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で

お
う

わ
ざ
わ
ざ
連

あ
り
が
と
う
な

 
八
幡
は

話
を
切
る
と

直
ぐ
に
薔
薇
に

話
を

け
た

お
う

い
時
間
に
悪
い
な

あ
ら

も
う
私
の
声
が

き
た
く
な

た
の

す
み
ま
せ
ん

け
間
違
え
ま
し
た

あ

ち

と

 
そ
し
て
八
幡
は

話
を
切
る
と

め
て
薔
薇
に

話
を

け
た

お
う

い
時
間
に
悪
い
な

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

ど
う

は

し
い

何
だ

や
れ
ば
出
来
る
じ

な
い
か

普
通
の
受
け
答
え
が

何
の
事

小
猫
分
か
ん
な

い
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お
前
さ

ち

と
は
自
分
の

を
考
え
ろ
よ
な

し

失

ね

ま
だ
若
い
わ
よ

で
も
ご
め
ん
な
さ
い

 

話
の
向
こ
う
の
薔
薇
が
本
当
に
反
省
し
て
い
る
よ
う
だ

た
の
で

 
八
幡
は
先
ほ
ど
中

半

に

切
れ
た
会
話
を
再
開
し
た

そ
う
だ
な
日
向
は
そ

ち
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
日
陰
の

し
さ
は
全
然
違
う
な

 
あ
と

夜
は
少
し

寒
い
く
ら
い
で

だ
な

い
い
わ
ね

私
も
行
き
た
か

た
な

ま
あ
そ
の
う
ち
そ
う
い
う
機
会
も
あ
る
だ
ろ

そ
う
ね

そ
れ
を
楽
し
み
に
生
き
て
い
く
わ

大
げ
さ
だ
な
お
い

で

何
か
用
事
で
も
あ
る
の

お
う

さ

き
和
人
に

い
た
ん
だ
け
ど
な

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

今
日
あ

た
戦
闘
に
つ
い
て

薔
薇
に
説
明
し
た

あ
の
馬

ど
も

実

ど
う
な
ん
だ

今
で
も
お
前
と
そ
い
つ
ら
は
繋
が

て
る
の
か
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う
う
ん

と

く
に
番

も
消
し
ち

た
し

ま

た
く
繋
が
り
は
無
い
わ
ね

そ
う
な
の
か

ま
あ
あ
い
つ
ら
は
私
の
事
が
大
好
き
だ

た
か
ら
裏
切
ら
れ
た
と
思
う
の
も
仕
方
が
無
い

と
思
う
わ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
一

ま
り

確
認
す
る
よ
う
に
薔
薇
に

ね
た

お
い
小
猫

そ
れ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
話
か

も
ち
ろ
ん
そ
う
よ

の
お
前
を

当
た
り
前
じ

な
い

ま
じ
か
よ

何
で
そ
ん
な
に
驚
く
事
が
あ
る
の
よ

 
薔
薇
は

が
分
か
ら
な
い
と
い

た
口
調
で
そ
う
言

た

い
や

だ

て
よ

あ
の

の
お
前
が
今
俺
の
目
の
前
に
現
れ
て

何
か

た
と
し
た
ら

 
俺
は
間
違
い
な
く
全
力
で
お
前
を
ぶ

飛
ば
す

て
い
う
確
信
が
あ
る
ぞ

ま

ま
あ
そ
れ
は
私
自
身
思
わ
な
く
も
な
い
け
ど
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ま
あ
い
い
や

と
い
う

で
小
猫

お
前
し
ば
ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
し
て

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ゲ
ス
ト
に
な

て

自
ら
の
口
で
そ
い
つ
ら
と
話
は
し
て
お
け
よ

 

て
い
な
く
な
る
よ
う
な
の
は

感
情
的
に
や

ぱ
り
良
く
な
い
か
ら
な

あ
ら
珍
し
く
敵
に
も
優
し
い
の
ね
そ
の
中
の
誰
か
と
私
が
く

つ
い
た
ら
ど
う
す
る
の

 
薔
薇
は
そ
の
指
令
に
対
し

そ
う
答
え
た

あ
あ
ん

誰
か
気
に
な
る
奴
で
も
い
る
の
か

そ
う
い
う

じ

な
い
ん
だ
け
ど

な
ら
正
式
に
引

を

す
だ
け
の
話
だ
ろ

そ
の
方
向
で
話
を
進
め
て
く
れ

 
も

と
も
あ
く
ま
で
ゲ
ス
ト
だ
し

余

の
あ
る
時
で
い
い
か
ら
な

 
そ
の
ゲ
ス
ト
を
強
調
す
る
八
幡
の
態
度
に
引

か
る
も
の
を
感
じ
た
薔
薇
は

 
な
ん
と
な
く
八
幡
に

こ
う

ね
て
み
た

前
か
ら
た
ま
に
思

て
た
け
ど
私
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
正
式
メ
ン
バ

に
な
ら
な
く
て
も
い
い

の
不
要
だ

そ
う
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そ
の
薔
薇
の
言
葉
に

か
に
残
念
そ
う
な

き
を
感
じ
た
八
幡
は

 
仕
方
な
い
と
い

た
感
じ
で
こ
う
言

た

ラ
フ
コ
フ

み
の
案
件
が
大
体
落
ち
着
い
た
ん
だ
お
前
を
ゲ

ム
の
中
で
遊
ば
せ
て
お
く
余

は
な
い

 
お
前
の
代
わ
り
は
い
な
い
ん
だ
か
ら
お
前
は
常
に
現
実
で
俺
の
声
が

く
所
に
い
る
ん
だ

ぞ 
そ
の
言
葉
に

薔
薇
は
思
わ
ず
ド
キ
リ
と
し
た

 
ま
る
で
プ
ロ
ポ

ズ
の
言
葉
の
よ
う
に

こ
え
た
か
ら
だ

 
薔
薇
は
ド
キ
ド
キ
す
る
気
持
ち
を

え
な
が
ら

八
幡
に
言

た

そ
れ
は
一
生

い
や
お
前
自
身
が
望
ん
だ
上
で
お
前
に
ふ
さ
わ
し
い
と
俺
が
認
め
ら
れ
る
相
手
が
現
れ
た

ら 
そ
の
時
は
別
に
結
婚
退
職
し
て
も
ら

て
も
一
向
に

わ
な
い
ぞ

 
そ
の
時
は
お
前
は
う
ち
か
ら

に
出
し
て
や
る
さ

そ
う

や

ぱ
り
一
生
な
の
ね

ま
あ
別
に
い
い
ん
だ
け
ど
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お
前

俺
が
今
言

た
事
を
ち

ん
と

い
て
た
か

も
ち
ろ
ん

い
て
た
わ
よ

そ
れ
な
ら
い
い

あ

ち

ん
と
休
み
は
や
る
か
ら

そ
の
時
は
し

か
り
休
む
ん
だ
ぞ

福
利

生
の
一

と
し
て

た
ま
に
は
私
と
ど
こ
か
に
出

け
て
く
れ
て
も
い
い
の
よ

ま
あ
福
利

生
な
ら
仕
方
な
い
か

だ
が
あ
く
ま
で
俺
の
気
が
向
い
た
ら
だ
ぞ

う
ん

 
そ
し
て

話
を
終
え
た
後

薔
薇
は
一
人

い
た

ち

ん
と
ふ
れ

て
事
で
い
い
の
か
し
ら

も
う

素
直
じ

な
い
ん
だ
か
ら

 
そ
れ
に
私
が
誰
か
と
く

つ
い
て
も

て

い
た
時

微

に
イ
ラ
つ
い
て
た
よ
う
な
気

も
す
る
わ
ね

 
そ
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら

薔
薇
は
嬉
し
そ
う
な
顔
を
す
る
と

今
度
は
こ
う

い
た

お
前
の
代
わ
り
は
い
な
い
ん
だ
か

も
う
仕
方
な
い
わ
ね
ど
れ
だ
け
私
の
事
が
好
き

な
の
よ

  
そ
の

明
日
奈
と
美
優
は

夜
の
街
を
二
人
で
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
た
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ふ
う

お

が

々
に
な

た
よ

明
日
も
ま
た
行

ち

う

そ
れ
で
も
い
い
ん
だ
け
ど

で
も
い
い
な

あ

で
も
家
族
の
団
欒
の

魔
を
し
ち

悪
い
か

今
回
の
主
役
は
兄
さ
ん
だ
し
そ
う
い
う
の
は
別
の
機
会
で
い
い
よ
せ

か
く
美
優
と
会
え

た
ん
だ
し

そ
れ
じ

あ
明
日
は

だ
ね

う
ん

 
そ
し
て
ホ
テ
ル
へ
向
か
う

中

美
優
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に

道

に

を

め
た

ど
う
し
た
の

う
う
ん

あ
そ
こ

て
私
の
友
達
の
コ
ヒ

の
家
な
ん
だ
け
ど

 
お
じ
さ
ん
が
い
た
か
ら
ち

と

し
て
も
い
い

あ
あ

そ
う
い
う
の

て
大
事
だ
も
ん
ね

コ
ヒ

て

香
蓮
さ
ん
の
事
だ
よ
ね

 
学
校
に
も
来
て
た
し

歓
迎
会
に
も
い
た
よ
ね

ま
あ
そ
の
二
度
し
か
会

た
事
は
無
い
ん

だ
け
ど



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

あ

う
ん

そ
う
そ
う

そ
の
コ
ヒ

だ
ね

で
も
そ
の
時
は

ど

ち
も
あ
ま
り
話
せ
な
か

た
ん
だ
よ
ね

そ
う
だ

た
ん
だ

ご
め
ん

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る

 
そ
し
て
美
優
は

を
降
り
る
と

香
蓮
の

親
に
近
付
い
て

を
し
た

お
じ
さ
ま

こ
ん
ば
ん
は

お

美
優
ち

ん
じ

な
い
か

久
し
ぶ
り
だ
ね

は
い

今
そ
こ
を

で
通
り
か
か

た
ん
で

を
と
思
い
ま
し
て

 
そ
う
美
優
に
言
わ
れ
た
香
蓮
の

親
は

相
好
を
崩
し
た

そ
れ
は
そ
れ
は
ご
丁

に
あ
り
が
と
う
ね

あ

そ
う
だ
美
優
ち

ん

 
ち

と
変
な
事
を

い
て
も
い
い
か
い

あ

は
い

え
え
と

こ
の
前
美
優
ち

ん
は

香
蓮
の
所
に
遊
び
に
い

た
だ
ろ
う

 
あ
の
子
の
様
子
で

何
か
変
わ

た
事
は
無
か

た
か
い

そ
の

恋
人
が
い
る
と
か

 
そ
の
質
問
に

美
優
は
あ

さ
り
と
こ
う
答
え
た

コ
ヒ

に
恋
人
で
す
か

い
え

い
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
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リ

ダ

の
事
は

好
き
な
人

て
だ
け
で

恋
人
じ

な
い
し
ね

そ
う
か
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
一
応
話
を
進
め
て
み
る
か

話あ
あ

実
は
今
度

香
蓮
に
お
見
合
い
の
話
が
持
ち
上
が

て
い
て
ね

 
少
し
前
に

東
京
で
香
蓮
に
パ

テ

に
同

し
て
も
ら

た
ん
だ
が

 
そ
の
時
そ
の
会
場
に
い
た
若
者
か
ら

そ
う
問
い
合
わ
せ
が
あ

た
ん
だ
よ

あ
 
そ
う

い
た
美
優
は

困

た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

何
か
気
に
な
る
事
で
も

あ

え

と
で
す
ね

多
分
コ
ヒ

に
は

好
き
な
人
が
い
る
ん
じ

な
い
か
と

そ

そ
う
な
の
か
い

あ

は
い

多
分
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す

そ
う
か

ま
あ
あ
の
子
の
好
き
に
さ
せ
て
や
り
た
い
が
断
る
に
し
て
も
手

が
あ
る
か
ら

な
お
相
手
は
ど
ん
な
人
な
ん
で
す
か
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う
ち
の
業
界
の

な
ん
だ
が

将
来
性
は
抜

な
男
だ
よ

将
来
性

で
す
か

 
美
優
は

う
ち
の
リ

ダ

の
将
来
性
は
無
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
も

 
将
来
性
は
恐
ろ
し
く
高
い
が

結
婚
出
来
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
皆
無
な
八
幡
と

 
将
来
性
は
そ
れ
な
り
だ
け
ど

ほ
ぼ
確
実
に
結
婚
出
来
る
そ
の
相
手
と
で
は

 
ど
ち
ら
が
い
い
の
か
判
断
に
迷
う
な

と
考
え
て
い
た

親
と
し
て
は
香
蓮
の
将
来
の

に
も
よ
り

件
の
い
い
方
と
く

つ
い
て
欲
し
い
ん
だ
け

ど
ねあ

そ
れ
な
ら
東
京
に
い
る
コ
ヒ

の
好
き
な
人
の
方
が
遥
か
に
上
で
す

 
美
優
は
そ
う
断
言
し

香
蓮
の

親
は
驚
い
た
顔
を
し
た

え
え

本
当
に
か
い

香
蓮
が
好
き
な
人
は

美
優
ち

ん
の
知
り
合
い

あ

え

と

そ
う
で
す
ね

ど
ん
な
人
な
ん
だ
い

え

と

あ
ま
り

し
く
は
言
え
な
い
ん
で
す
が

 
誰
で
も
名
前
を
知

て
い
る
よ
う
な
大
企
業
の
後
継
者
で

私
も
凄
く
大
好
き
な
ん
で
す
が
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結
婚
出
来
る
可
能
性
は

い

で
も
と
て
も
私
達
に
良
く
し
て
く
れ
る

そ
ん
な
人
で
す

ま
る
で
王
子
様
だ
ね

そ
う
か

そ
ん
な
人
が

 
そ
し
て
香
蓮
の

親
は

少
し
考
え
た
後
に

美
優
に
こ
う
言

た

よ
し

実

に
会
い
に
行

て
み
る
か

そ
の
上
で
ど
う
す
る
か
決
め
る
事
に
し
よ
う

え
 
美
優
は

こ
れ
は
ま
ず

た
か
も
と
一

考
え
た

ち

直
接
会
い
に
行
く
ん
で
す
か

八
幡
さ
ん
に

そ
の
彼
は
八
幡
君
と
言
う
の
か
い

あ
あ

そ
の
つ
も
り
だ
よ

 
も
し
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
う
な
ら
良
か

た
ら
美
優
ち

ん
も
一

に
来
て
く
れ
な
い
か
い

 
私
一
人
だ
と

香
蓮
に

さ
れ
そ
う
で
ね

あ

は
い

私
で
良
け
れ
ば

 
美
優
は

ま
た
八
幡
に
会
え
る

し
か
も
他
人
の
お
金
で

と
現
金
な
事
を
考
え
な
が
ら

 
そ
の
頼
み
を

し
た

そ
れ
じ

あ
ま
た
連

す
る
よ

宜
し
く
ね

美
優
ち

ん

あ

は
い

分
か
り
ま
し
た
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そ
し
て

に

た
美
優
は

明
日
奈
に
今
の
遣
り
取
り
を
説
明
し
た

あ

あ
は

ご
め
ん
明
日
奈

何
か
お
か
し
な
事
に
な

ち

て

う

う
う
ん

彼
女
と
し
て
は
複
雑
だ
け
ど

 
で
も
望
ま
ぬ
結
婚
を
強
い
ら
れ
る
の
は
絶
対
に
良
く
な
い
と
思
う
し
ね

 
明
日
奈
は
一

須

の
事
を
思
い
出
し
て
そ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
を
送

た
ら

私
が
リ

ダ

に
説
明
し
て
お
く
ね

う
ん

私
が
そ
の
話
を
も
う
知

て
て

内
容
を

し
て
る

て
事
も
伝
え
と
い
て

本
当
に
ご
め
ん
ね

明
日
奈

う
う
ん

い
い
よ

だ

て
私
達

親

じ

な
い

 
そ
の
言
葉
に
美
優
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
た

う
ん

 
こ
う
し
て
八
幡
は

更
な
る
ト
ラ
ブ
ル
に

き
込
ま
れ
る
事
と
な

た
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作
者
は
と
ん
で
も
な
い
方
向
に
爆
走
中
で
す
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第
４
５
２
話
 
二
つ
の
事
案
と
朝
の
事
故

あ

コ
ヒ

大
変
だ
変
態
だ
大
変
だ

美
優

い
き
な
り
自

紹
介
を
始
め
て
ど
う
し
た
の

ち

が

う

私
は
変
態
じ

な
い

愛
の
狩
人
だ

罠
を
仕

け
て
待
ち
伏
せ
オ
ン
リ

の
狩
人

く

言
う
よ
う
に
な

た
じ

な
い
か
コ
ヒ

だ
が
今
回
罠
に
は
ま

た
の
は
コ
ヒ

な

の
だえ

 
香
蓮
は
そ
の
美
優
の
言
葉
に
戸
惑

た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
何
か
罠
に
は
ま

た
記
憶
が
無
い
か
ら

だ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
罠
に
は
め
る
事
は
あ

て
も
は
め
ら
れ
た
事
は
無
い
よ

ゲ

ム
の
話
じ

な
い
ん
だ
コ
ヒ

 
先
日
コ
ヒ

は
お

さ
ん
に
頼
ま
れ
て

東
京
で
パ

テ

に
出

し
た

オ

ケ

あ

う
ん

よ
く
知

て
る
ね

美
優
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そ
こ
で

⻄
山
田

て
人
と
知
り
合

た

オ

ケ

知
り
合

た

て

じ

な
い
か
な

し
た
く
ら
い
だ
よ

で
も
覚
え
て
は
い
る
ん
だ

ま
あ

個
性
的
な
名
前
だ

た
か
ら

て
書
い
て
フ

イ
ヤ

て

む
し
ね

実

コ
ヒ

か
ら
見
て

そ
の
フ

イ
ヤ
君
は
ど
う
だ

た
の
か
ね

 
香
蓮
は
そ
う

ね
ら
れ

フ

イ
ヤ
の
顔
を
思
い
出
そ
う
と
し
た
が

 
な
ん
と
な
く
し
か
思
い
出
す
事
は
出
来
な
か

た

顔
す
ら
ハ

キ
リ
と
は
思
い
出
せ
な
い
し

ど
う
だ

た
と
言
わ
れ
て
も

何
か
言
葉
を
交
わ
し
た
り
し
な
か

た
の

う
う
ん

別
に

あ

で
も
私
を
見
る
目
が
普
通
だ

た
か
な

 
他
の
人
達
は

ど
う
し
て
も
私
の
背
の
高
さ
を
見
て
ぎ

と
し
た
り
す
る
し
ね

な
る
ほ
ど

そ
こ
は
好

象
だ
と

そ
こ
ま
で
じ

な
い
よ

他
に
も
そ
う
い
う
人
が
い
な
い

じ

な
い
し

 
名
前
と
身
⻑
が
普
通
だ

た
ら
覚
え
て
な
か

た
と
思
う

身
⻑
が
何
か
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⻄
山
田
さ
ん

凄
く
背
が
小
さ
か

た
の

 
ま
あ
本
人
は
ま

た
く
気
に
し
て
な
い
み
た
い
だ

た
か
ら
そ
こ
は
凄
い
な
と
は
思

た
け

ど
ねふ

む

 
美
優
は
香
蓮
の
そ
の
興
味
が
無
さ
そ
う
な
態
度
を
見
て
こ
れ
は
脈
が
無
い
な
と
思
い
つ
つ

 
一
応
八
幡
に
対
す
る
態
度
と
比

し
て
み
る
事
に
し
た

ね

コ
ヒ

う
ん

何

う
ち
の
リ

ダ

が

は

八
幡
君
が
ど
う
し
た
の

も
し
か
し
て
私
の
事

何
か
言

て
た

 
そ
の
香
蓮
の
食
い
つ
き
の
良
さ
に

美
優
は
若

引
き
ぎ
み
に
な

た

う
わ

分
か
り
や
す

え

何
が

刀
直
入
に

き
ま
す

コ
ヒ

に
は
今
好
き
な
人
が
い
ま
す
ね

え
え

い

い
き
な
り
何
を
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い
ま
す
ね

う

う
ん

 
香
蓮
は
恥
ら
い
な
が
ら
も
そ
う
答
え
た

そ
し
て
今
コ
ヒ

に
は
リ

ダ

以
外
に
親
し
く
し
て
い
る
男
友
達
は
誰
も
い
ま
せ
ん
ね

失

ね

わ

私
に
だ

て
男
友
達
く
ら
い

い

い

いい
な
い

け
ど

あ
あ

も
う

何
で
私
は
ラ
イ
バ
ル
の
応
援
な
ん
か
し
ち

て
る
ん
だ

 
意
味
が
分
か
ん
ね
え
え
え
え
え
え

み

美
優

 
美
優
は
ジ
レ
ン
マ
に
陥

た
の
か

そ
う
絶
叫
し
た

で
も
大
親
友
だ
か
ら
仕
方
な
い

仕
方
な
い
ん
だ

 
何
と
か
二
人
と
も
幸
せ
に
な
れ
る
ル

ト
を
探
さ
ね
ば

今
日
は
ど
う
し
ち

た
の
美
優

や

ぱ
り
変
態
な
の
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誰
が
変
態
か

救
い
の
神
に
向
か

て

い
い
か
い
コ
ヒ

日
中
に

 
コ
ヒ

の
お

さ
ん
か
ら
コ
ヒ

に
と
ん
で
も
な
い
話
が
告
げ
ら
れ
る
と
思
う
け
ど

 
落
ち
着
い
て

静
に
そ
の
話
を
受
け
な
さ
い

大
丈
夫

私
も
そ

ち
に
行
く
か
ら

え

美
優
が
ま
た
こ

ち
に
来
る
の

近
い
う
ち
に
ね

と
い
う

で

首
を
⻑
く
し
て
待

て
い
る
の
だ
よ

コ
ヒ

う

う
ん

別
に
い
い
け
ど

来
る
前
に
は
ち

ん
と
連

し
て
ね

ア
イ
ア
イ
サ

そ
れ
じ

あ
お
や
す
み

コ
ヒ

う

う
ん

お
や
す
み

 
美
優
は

話
を
切
る
と

深
呼

を
一
つ
し
た
後

八
幡
に

話
を

け
た

 
や
は
り
ま
だ
少
し

張
す
る
ら
し
い

あ

リ

ダ

私

え
と

フ
カ
ち

ん
で
す

も
ち
ろ
ん
分
か

て
る
が

お
前
そ
ん
な
遠

が
ち
な
キ

ラ
だ

け

え
と

今
日
は
大
事
な
お
話
が
あ
る
の
で
す

大
事
な
話

ま
あ
い
い
か

こ
う

あ
り
が
と
ご
ざ
ま
す
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そ
し
て
美
優
は

つ
い
さ

き
あ

た
出
来
事
を
八
幡
に
説
明
し
た

あ
あ

香
蓮
に
見
合
い
話
だ
と

し
か
も
俺
を
香
蓮
が
好
き
な
人
と
し
て
紹
介
し
た
だ

は
い
で
ふ

と
い
う
か
香
蓮
が
好
き
な
の
が
俺
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ

 
好
き
な
奴
な
ん
か
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
じ

な
い
か

 
八
幡
は

生

が
悪
く
そ
う
言
い

美
優
は
そ
れ
を
真

向
か
ら
否
定
し
た

今
好
き
な
人
は
確
か
に
い
る
そ
う
で
ふ

さ

き
コ
ヒ

に

き
ま
し
た

そ

そ
う
か

更
に
今

コ
ヒ

と
親
し
い
男
性
は

リ

ダ

し
か
い
な
い
そ
う
れ
ふ

 
男
友
達
も
他
に
誰
も
い
な
い
そ
う
れ
ふ

さ

き
コ
ヒ

に

き
ま
し
た

お

お
う

と

い
う
事
は
つ
ま
り

分
か

た
分
か

た

俺
が
悪
か

た

分
か
れ
ば
い
い
の
だ
よ
分
か
れ
ば

調
子
に
乗
ん
な
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は
ひ

 
そ
し
て
八
幡
は

美
優
に
言

た

で

俺
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ

何
も

何
も

先
方
か
ら
の

し
込
み
を
受
け
て

会
う
だ
け
会

て
も
ら
え
れ
ば

何
も

そ
れ
で
事
が
収
ま
る
の
か

コ
ヒ

の
お

さ
ん
が

リ

ダ

に
対
す
る
コ
ヒ

の
態
度
を
見
た
ら

 
そ
れ
で
全
て
解
決
す
る
と
思
う
の
で
す

そ

そ
う
か

そ
れ
で
い
い
な
ら

お
前
の
言
う
通
り
に
す
る
わ

我
が
友
の

に

お
手

を
お
か
け
し
ま
す

 
そ
う
神

に
言
う
美
優
に

八
幡
は
珍
し
く
優
し
い
声
で
言

た

お
前
は
友
達
思
い
の
い
い
奴
だ
よ
な

美
優

へ

そ

そ
そ
そ
そ
れ
は
も
し
か
し
て

フ
カ
ち

ん
の
事
を
褒
め
て
ま
す
か

そ
れ
以
外
の
意
味
に

こ
え
た
の
か



 第４５２話 二つの事案と朝の事故

も

も
う
一
回
お
願
い
し
ま
す

お
前
は
友
達
思
い
の
い
い
奴
だ
よ
な

美
優

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

録
音
し
ま
し
た

お
前

そ
う
い
う
と
こ
抜
け
目
な
い
よ
な

 
八
幡
は
苦
笑
し
つ
つ

そ
う
美
優
に
言

た

で

お
前

今
度
俺
の
遠
い
親

に
な
る
事
が
ほ
ぼ
決
定
ら
し
い
な

は
い

も
し

姉
妹
が
し
く
じ

て
も

私
が
仮
面
夫

と
し
て

い
で

 

一
郎
さ
ん
と
は
そ
の
ま
ま
別
居
し
て

ず

と
リ

ダ

の
所
に
い
る
つ
も
り
で
す

お
前

そ
う
い
う
と
こ
手

を
選
ば
な
い
よ
な

似
た
よ
う
な
事
を
よ
く
言
わ
れ
ま
す

主
に
リ

ダ

に

確
か
に
何
度
か
言

て
る
気
も
す
る
な

 
そ
し
て
八
幡
は

め
て
美
優
に
こ
う
言

た

ま
あ
そ
れ
が
お
前
の
個
性
な
ん
だ
ろ
う

一
度
決
め
た
ら
何
が
な
ん
で
も
目
的
を
達
成
す
る

 
お
前
の
そ
う
い
う
所
を
俺
は
き
ち
ん
と
評
価
し
て
る
か
ら
な

リ

リ

ダ
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と
り
あ
え
ず
香
蓮
の
事
は
任
さ
れ
た

お
前
は
北
海
道
で
ど
ん
と

え
て
待

て
て
く
れ

あ

私
も
同

す
る
ん
で

お
前
も
来
る
の
か
よ

 
八
幡
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
み

美
優
は

話
の
向
こ
う
で

に
ひ
ひ
と
笑

た

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
お
前

大
学
を
卒
業
し
た
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

仲
間
達
と
共
に
歩
み
た
い
と
思

て
い
ま
す

 
何
ら

う
事
な
く
そ
う
答
え
た
美
優
に

八
幡
は
し
ば
し

し
た
後
に
こ
う
告
げ
た

う
ち
は
能
力
主
義
だ

入
る
時
こ
そ
俺
と
の
関
係
も
考

さ
れ
る
だ
ろ
う
が

 
あ
る

度
の
能
力
を

せ
な
い
場
合
は
簡

に
切
ら
れ
る
ぞ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
を
ク
ビ
に
な
る
事
は
無
い
が
も
し
そ
う
な

た
ら
気
ま
ず
い
思
い
を
す
る
事
に

な
る

 
お
前
に
そ
の
覚
悟
は
あ
る
の
か

あ
り
ま
せ
ん

だ
か
ら
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
手

を
選
ば
ず
ガ
ン
ガ
ン
い
き
ま
す

そ
う
か

く
れ
ぐ
れ
も
法
は
犯
す
な
よ

 
八
幡
が
い
き
な
り
そ
う
言
い

美
優
は
最
初
何
の
事
か
分
か
ら
な
か

た
が
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そ
れ
が
八
幡
の
お

付
き
だ
と
い
う
事
を
理
解
し
た

間

美
優
は
歓
喜
に
包
ま
れ

 
思
わ
ず
余
計
な
一
言
が
口
を
つ
い
て
出
た

リ

ダ

愛
し
て
ま
す

俺
は
愛
し
て
な
い
け
ど
な

そ
う
い
う
の
は
い
い
か
ら
勉
強
し
ろ
勉
強

ち
な
み
に
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
ん
な
人
材
で

俺
の
使
い

ぱ
し
り
だ

 
そ
の
言
葉
に
美
優
は

し
た
後

自
分
な
り
の
解

で
こ
う
答
え
た

機
転
が
き
い
て

あ
る

度
オ

ル
マ
イ
テ

な
人
材
で
す
か

お
前
が
そ
う
思
う
な
ら
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

了
解

命
令
を
受

し
ま
し
た

卒
業
ま
で
死
ぬ
気
で
頑
張
れ

は
い

私
と
リ

ダ

の
未
来
の

に

お
前
の
未
来
の

な

  
次
の
日
の
朝

八
幡
は

前
日
に
二
つ
の
事
案
を

え
て
し
ま

た
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疲
れ
が
完
全
に
は
抜
け
切
れ
て
い
な
い
事
を
自
覚
し
て
い
た

い
か
ん

と
り
あ
え
ず
風
呂
だ
な

 
八
幡
は
そ
う

く
と

重
い
足
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
部
屋
を
出
て

室
へ
と
向
か

た

さ
す
が
に
こ
の
時
間
だ
と
誰
も
い
な
い
よ
な

 
八
幡
は
誰
も
い
な
い
事
を
何
度
も
確
認
し
て
か
ら
服
を
脱
ぎ

室
へ
と
入

て
鍵
を

め
た

ふ
う

や
は
り
広
い
風
呂
は
い
い
な

疲
れ
が
と
れ
る

 
か
な
り
疲
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

八
幡
は
そ
の
ま
ま

て
し
ま

た

  
ど
こ
か
遠
く
で
バ
タ
ン
と
い
う
音
が
し
て
直
後
に

室
の
ド
ア
が
開
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が

し
た

 
八
幡
は

め
た
は
ず
の

室
の
鍵
が

ど
う
し
て
開
い
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思

た
が

 

が
上
手
く
働
い
て
い
な
い
の
か

直
ぐ
に
そ
の
意
識
は
深
く

ん
で
い

た

 
そ
の
直
後
に

八
幡
の
体
が
激
し
く

さ
ぶ
ら
れ

八
幡
の
意
識
は
完
全
に
覚

し
た

何
だ

八
幡
様

八
幡
様
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八
幡

大
丈
夫

う
わ

ん

八
幡

え

 
気
が
付
く
と
目
の
前
に
は
全

の
三
人
が
お
り

三
人
は

鳴
を
上
げ
る
事
も
な
く

 

そ
う
と
す
る
そ
ぶ
り
も
ま

た
く
見
せ
ず
た
だ
ひ
た
す
ら
心
配
そ
う
に
八
幡
を
見
つ
め
て

い
た

 
八
幡
は

て
て
そ
ち
ら
か
ら
目
を
背
け
な
が
ら
言

た

お

お
前
ら
ど
う
し
て

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
で
す
八
幡
様
ど
う
や
ら
こ
こ
の
お
風
呂
は
事
故
対

の

に

 
中
に
入

た
人
が
五
分
以
上
ま

た
く
動
か
な
い
と

自
動
で

報
が
鳴

て

 
入
り
口
の
鍵
が
開
く
仕
組
み
に
な

て
い
る
み
た
い
で
す
よ

え

そ

そ
う
な
の
か

だ
か
ら

て
て
三
人
で
駆
け
つ
け
た

て

大
丈
夫

体
は
何
と
も
な
い

あ
あ
ち

と
う
と
う
と
し
ち
ま

た
だ
け
だ
迷
惑
を
か
け
て
す
ま
ん
今
度
か
ら
気
を

付
け
る
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そ

か

良
か

た

で
も
そ
れ

こ
こ
を
利
用
す
る
全
員
に
言
え
る
事
よ
ね

脱
衣
所
に
注
意
書
き
が
必
要
だ
ね

だ
な

で

お
前
ら
の
そ
の
格
好
は

 
八
幡
は
顔
を

ら
め
な
が
ら

三
人
に
そ
う

ね
た

あ

実
は
私
達

全
員

衣
一

で

て
た
ん
で
す
よ
ね

室
に
入
る
の
に

衣
の
ま
ま

て

に
も
い
か
な
い
し

 
水
着
を
取

て
く
る
暇
な
ん
か
無
か

た
の
で
そ
の
ま
ま

衣
を
脱
い
で
中
に
入

た
ん
で

す
も
う

そ
れ
く
ら
い
本
当
に

て
た
ん
だ
か
ら
ね

す

す
ま
ん

 
八
幡
は
抗
議
し
よ
う
に
も
す
る

に
も
い
か
ず
た
だ
ひ
た
す
ら
目
を
背
け
な
が
ら
恐

し
て

い
たク

シ

ン

 
そ
の
時
エ
ル
ザ
が
く
し

み
を
し

八
幡
は

苦

に
満
ち
た
表
情
で
三
人
に
こ
う
言

た

せ

か
く
風
呂
に
い
る
ん
だ
し

三
人
と
も
一

に
入

て

た
ら
ど
う
だ
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そ
の
ま
ま
風

を
ひ
い
た
り
し
た
ら
ま
ず
い
か
ら
な

 
三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

そ
の
提
案
を
あ

さ
り
と
受
け
た

あ

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
せ

か
く
だ
し

お
言
葉
に

え
ま
す

せ

か
く
だ
し

こ

ち
を
じ
ろ
じ
ろ
見
て
も
い
い
ん
だ
よ

れ
変
態
今
は
本
当
に

し

な
い
と
思

て
る
か
ら
仕
方
な
く
我
慢
し
て
い
る
だ
け
だ

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
言
わ
れ

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

え

嬉
し
く
な
い
の

 
八
幡
は

ご
ろ
の
男
と
し
て

内
心
嬉
し
く
な
い

で
も
な
か

た
が

 
そ
う
答
え
る

に
は
絶
対
に
い
か
な
か

た

顔
を
背
け
た
ま
ま
こ
う
抗
議
し
た

と
い
う
か
お
前
ら

鳴
く
ら
い
あ
げ
ろ

て
の

 
そ
ん
な
に

々
と
さ
れ
る
と
こ

ち
が
恥
ず
か
し
い
だ
ろ
う
が

え

や
だ

八
幡
が
か
わ
い
い

こ
れ
は
も
う

や
る
し
か
な
い
で
す
ね
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な
 
八
幡
は
不
穏
な
気
配
を
感
じ

脱

の

く
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た

バ
ス
タ
オ
ル
は
用
意
し
と
い
て
や
る
か
ら

お
前
ら
は
そ
こ
で
ゆ

く
り
し
て
ろ

 
こ
ん
な
時
で
も
そ
ん
な
気
遣
い
に

れ
る
言
葉
を
言
い
つ
つ
八
幡
は
脱
衣
所
へ
と
逃
げ
て
い

き 
残
さ
れ
た
三
人
は

れ
な
が
ら
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

ま
あ
無
理
や
り
何
か
す
る
つ
も
り
は
無
か

た
け
ど

恐
ろ
し
い
逃
げ
足
の

さ
ね

ま
あ
八
幡
様
が
無
事
だ

た
の
で
問
題
な
し

私
は
こ
の
ま
ま

成
事
実
を
作

ち

い
た
か

た
け
ど
ま
あ
そ
れ
は
そ
の
う
ち
で
い
い
か

な
そ
れ
に
し
て
も
八
幡
に
何
も
な
く
て
良
か

た
わ
ね

本
当
に

た
ね

さ
て

今
日
は
ど
こ
に
連
れ
て

て
も
ら
お
う

何
か
楽
し
い
ね

う
ん
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今
後
は
他
の
み
ん
な
と
一

に
こ
こ
に
来
た
い
よ
ね

 
ふ
う

や

や
ば
か

た

も
う
絶
対
に
風
呂
で
は

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
だ

な 
八
幡
は
三
人
分
の
バ
ス
タ
オ
ル
を
用
意
し
脱
ぎ
散
ら
か
し
て
あ

た

衣
を
ハ
ン
ガ

に

け
る
と

 
リ
ビ
ン
グ
へ
と
移
動
し

ソ
フ

に
越
し
か
け
て
一
息
つ
い
た

ま

た
く
あ
い
つ
ら

少
し
は
恥
じ
ら
い
を
持
て

て
ん
だ
よ

 
と
は
い
え
あ
の

況
な
ら
俺
も
同
じ
事
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
し

れ
な
い
よ
な

 
そ
し
て
八
幡
は

を

り

り
と
か
き
な
が
ら
立
ち
上
が

た

さ
て
朝
食
の
準
備
く
ら
い
俺
が
や

て
お
く
か
後
で

め
て
御

も
言
わ
な
い
と
だ
し
な

 
こ
う
し
て
さ
さ
や
か
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
と
共
に

旅
行
二
日
目
の
幕
が
上
が
る
事
と
な

た
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第
４
５
３
話
 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン

 
八
幡
が

へ

明
日
奈
が
北
海
道
へ
と
旅
立

た
日

 
ア
イ

め
ラ
ン
と
ユ
ウ

め
ユ
ウ
キ
は
仲
間
達
と
共
に
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
地
に
い

た
こ
れ
が
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
か

で

ど
う
す
る

ラ
ン

そ
う
ね
と
り
あ
え
ず
情
報
収
集
か
ら
始
め
ま
し

う
全
て
の
ゲ

ム
の
基
本
で
す
も
の
ね

 
そ
し
て
可
能
な
ら

め
に
私
達
の

点
を
手
に
入
れ
た
い
と
思
う
の

 
ラ
ン
は

八
幡
か
ら

い
た
話
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
何
が
良
か

た
か

て
言

た
ら

め
に

点
を
確
保
出
来
た
事
だ
な

 
帰
る
家
が
あ
る

て
の
は
や

ぱ
り
安
心
感
が

違
い
な
ん
だ
よ
な
覚
え
て
お
け
よ
ア

イ
も
し
情
報
屋
な
ん
か
を
や

て
る
奴
が
い
た
ら

め
に
仲
良
く
な

て
お
く
ん
だ
ぞ

 
だ
が
そ
の
友

に

え
て
あ
れ
こ
れ
要
求
す
る

て
の
は

外
だ
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あ
く
ま
で
相
手
に
利

を
も
た
ら
す
存
在
だ
と
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う
に
気
を
付
け
る
ん
だ

ぞ
も
し
情
報
収
集
の
過

で

情
報
屋
か
何
か
を
や

て
る
プ
レ
イ
ヤ

を
見
付
け
た
ら

 
必
ず
私
に
連

す
る
事
そ
う
い

た
プ
レ
イ
ヤ

は
出
来
れ
ば
味
方
に
付
け
て
お
き
た
い

か
ら
ね

了
解

バ
ラ
バ
ラ
に
分
か
れ
た
方
が
い
い

そ
う
ね

見
逃
し
が
あ
る
と
い
け
な
い
し

二
人
一
組
で
行
き
ま
し

う
か

 
私
と
ユ
ウ
キ
シ
ウ
ネ

と
テ

チ
タ
ル
ケ
ン
と
ノ
リ
ジ

ン
と
ク
ロ

ビ
ス
で
別
れ
ま

し

う

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
ス
タ

ト
地
点
で
あ
る
八

万

や
お
よ
ろ
ず

は

 
現
在
進
行

で
街
中
に
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
が
ど
ん
ど
ん
追
加
さ
れ
て
い
る
成
⻑
す
る
街

で
あ
る

 
街
の
外
に
は
当
然
戦
闘
フ

ル
ド
が
広
が

て
い
る
が

街
か
ら
出
な
い
で
一
生
遊
べ
る

と
言
わ
れ
る

に

八

万
の
中
は
複
雑
怪
奇
で
あ
り



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
ま
る
で
迷
宮
の
よ
う
な
作
り
に
な

て
い
る
の
だ

た

 
こ
れ
は
予
想
以
上
ね

マ

ピ
ン
グ
し
な
が
ら
じ

な
い
と
迷
子
に
な
り
そ
う

だ
ね

で
も
情
報
収
集

て

何
を
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

一
番
簡

な
の
は

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し
か
け
て

そ
の
言
葉
を
き
ち
ん
と
メ
モ
し
て
お
く
事
ね

な
る
ほ
ど

あ

ラ
ン

あ
そ
こ
に
八
幡
通
り

て
の
が
あ
る
よ

あ
ら

こ
れ
は
何
か
の

き
か
し
ら
ね

ま
る
で
私
達
を
誘

て
い
る
み
た
い
じ

な
い

 
さ
す
が
は
誘
い
受
け
の
八
幡
ね

そ
れ
本
人
に
は
絶
対
に
言
わ
な
い
方
が
い
い
と
思
う
な
ま
あ
と
り
あ
え
ず
入

て
み
る

も
し
ひ
ど
い
目
に
あ

た
ら
今
度
八
幡
に
文

を
言

て
や
り
ま
し

う
か
性
的
な
感
じ

で
ねう

ん

性
的
な
感
じ
で

 
そ
ん
な
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
な
が
ら

二
人
は
八
幡
通
り
へ
と
足
を

み
入
れ
た

こ
こ
は

え
て
言
う
な
ら
雑
居
ビ
ル
み
た
い
な
も
の
か
し
ら

か
な

雑

屋

飛
脚

り
は
ま
あ
分
か
る
け
ど

遊

ラ
ン

こ
れ

て
え

ち
な
奴
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か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ま
あ
こ
の
ゲ

ム
は
成
人
限
定
じ

な
い
か
ら

 
も
し
か
し
た
ら
た
だ
の
ゲ

ム
セ
ン
タ

み
た
い
な
物
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

入

て
み
る

そ
う
ね

確
か
に
興
味
を
引
か
れ
る
け
ど

 
二
人
は
そ
う
言

て
遊

の
入
り
口
を
見
た

あ
ら

こ
こ
は

 
そ
の
横
に
は

い
路
地
が
あ
り

二
人
は
そ
の
路
地
の
突
き
当
た
り
に

 
も
う
一
件
店
の
よ
う
な
物
が
あ
る
事
に
気
が
付
い
た

何
だ
ろ

暗
く
て
見
え
な
い
わ
ね

も
う
少
し
近
付
い
て
み
ま
し

う
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
路
地
に
入
り

物
の
入
り
口
に
書
い
て
あ
る
文

を
見
た

こ
れ

て

情
報
屋
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そ
こ
だ
け
日
本
語
じ

な
い
の
ね

何
か
の
略
か
し
ら

も
し
か
し
て
ガ
ン
プ
ラ

フ

ス
ト
グ
レ

ド
だ

け

ど
う
す
る

入

て
み
る

そ
う
ね

ま
あ
私
と
ユ
ウ
キ
が
一

な
ん
だ
か
ら

何
か
あ

て
も
大
丈
夫
で
し

だ
ね

 
二
人
は

き
合
い

情
報
屋

の
中
に
入

て
い

た

中
に
は

が
あ
り

 
そ
の

を
上
る
と

正
面
に
あ
る
扉
に

情
報
屋

と
い
う

が
か
か

て
い
た

 
そ
し
て
ラ
ン
は

た
め
ら
い
な
く
そ
の
扉
を
ノ

ク
し
た

ど
う
ぞ

 
中
か
ら
そ
う

若
い
男
の
声
が

こ
え

二
人
は
そ
の
言
葉
に

い
中
に
入

た

俺
の
名
は

こ
ん
な
場
末
の
情
報
屋
に
何
か
用
か

お
嬢
さ
ん
方

あ
の

こ
こ

て
本
当
に
情
報
屋
さ
ん
で
い
い
ん
で
す
よ
ね

あ
あ

う
ち
は
間
違
い
な
く
情
報
屋

だ

ま
あ
客
な
ん
か
滅
多
に
来
な
い
ん
だ
け
ど
な

良
か

た

ガ
ン
プ
ラ
屋
さ
ん
じ

な
く
て

 
え
え
と

実
は
私
達

今
日
こ
の
ゲ

ム
を
始
め
た
ば

か
り
な
ん
で
す
け
ど

 
い
ず
れ

点
を
持
ち
た
い
と
思

て
い
る
ん
で
す
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で

今
の
所
持
金
は
初
期

態
の
ま
ま
な
ん
で
す
け
ど

そ
の
金

で

 
そ
う
い

た
物
件
の
情
報
を
教
え
て

く
事
は
可
能
で
す
か

い
ず
れ

入
す
る
時
の
参
考

に 
ど
う
い

た
物
件
が
あ

て

ど
の
く
ら
い
の

な
の
か
知
り
た
い
ん
で
す

な
る
ほ
ど
な

ち

と
待

て
て
く
れ

 
男
は
そ
う
言

て

何
か
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
そ
の

間
に
現
実
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
キ

ボ

ド
と
モ
ニ
タ

が

に
投

影
さ
れ

 
男
は
キ

ボ

ド
を
叩
き
な
が
ら

う
う
む
と
う
な
り
始
め
た

う
わ

凄
い
ね

こ
の
部
屋
実
は
か
な
り
手
を
入
れ
て
あ
る
わ
ね
こ
う
い
う
事
も
出
来
る
と
は
知

て
た
け

ど 

め
て
見
せ
ら
れ
る
と
感

深
い
も
の
が
あ
る
わ
ね

 
そ
う
感
心
す
る
二
人
に

は
言

た

そ
の

点
は

何
人
く
ら
い
で
利
用
す
る
予
定
だ
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今
は
八
人
で
す
け
ど

余

を
持

て
十
二
人
く
ら
い
は
入
れ
る
と
助
か
り
ま
す

そ
れ
だ
と
ゲ

ム
内
通

で
六

万
Ｙ
Ｅ
Ｎ
前
後

て
と
こ
ろ
か
な

六

万
で
す
か

今
そ
の
金

で
ど
う
い
う

の
家
が

え
る
か
情
報
を
そ

ち
に
送
る

 
ま
あ
頑
張

て

ぐ
ん
だ
な

情
報
料
は
千
Ｙ
Ｅ
Ｎ
で
い
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ラ
ン
は

に
お

を
言
う
と

ト
レ

ド
画
面
を
開
き

に

定
の
金

を

お
う
と
し

た 
そ
の
画
面
を
見
た

間
に

の
手
が
止
ま

た

君
の
名
前
は
ラ
ン
と
言
う
の
か

そ
れ
じ

あ
君
は

ユ
ウ
キ
だ
よ

ふ
む
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
か

見
た
と
こ
ろ
今
日
ゲ

ム
を
始
め
た
ば
か
り
だ
と
言

て
い

た
が

 
実
は
他
の
ゲ

ム
で
か
な
り
鍛
え
て
あ
る
ん
だ
ろ

お
じ
さ
ん

分
か
る
の
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お
じ
さ
ん
で
は
な
い

お
兄
さ
ん
だ

ま
あ
一
応
情
報
屋
だ
し

そ
れ
く
ら
い
は
な

 
ず
ぶ
の
初
心
者
と

そ
う
じ

な
い
人
の
違
い
く
ら
い
は
分
か
る

は
い

な
の
で

お
金
は
そ
れ
な
り
に

く

げ
る
と
思
い
ま
す

な
る
ほ
ど

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

は

急
モ

ド
で

 
定
め
ら
れ
た
通
り
の
文
章
を
ど
こ
か
に
送
信
し
た

 
直
後
に

に

と
あ
る
指
令
が

え
ら
れ

は

て
そ
れ
を
実
行
し
た

と
こ
ろ
で
二
人
と
も

さ

き
六

万
と
言

た
が

 
実
は
同
じ
グ
レ

ド
で

今
す
ぐ
手
に
入
る
家
が
あ
る

 
そ
れ
に
は
私
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
ん
だ
が

乗
る
か

 
突
然

に
そ
う
言
わ
れ

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

件
次
第
で
す
ね

い
言
葉
に
は
安
易
に
乗
る
な
と
と
あ
る
人
に
教
え
て
も
ら

て
い
る

の
で

い
言
葉
に
は
必
ず
裏
が
あ
る
だ
が
そ
れ
に
乗

て
も
必
ず
し
も

す
る
ば
か
り
じ

な

い
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え
ば
罠
だ
と
し
て
も

そ
れ
を
力
ず
く
で
突
破
出
来
る
実
力
が
あ
れ
ば

 
そ
れ
が
チ

ン
ス
に
な
る
事
も
あ
る

し

か
り
見

め
ろ
よ

八
幡
の
教
え
の
通
り

見

め
な
い
と
い
け
な
い
場
面
な
ん
だ
け
ど

 
そ
う
は
言

た
も
の
の

も
う
答
え
は
出
ち

て
る
の
よ
ね

ま
あ
当
然
だ
な

こ
ち
ら
か
ら
の
依
頼
は
こ
う
だ

 
君
達
に
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
ク
エ
ス
ト
を
攻
略
し
て
も
ら
い
そ
の
情
報
を
こ

ち
に
流

し
て
も
ら
う

 
そ
の
代
わ
り

俺
は
俺
の
持
ち
物
件
の
一
つ
を
君
達
に
無
償
で
提

し
よ
う

 
ほ
と
ん
ど
が
ク
エ
ス
ト

式
で
進
む
の
が
こ
の
ゲ

ム
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
で
ね

 
結

い
い
金
に
な
る
ん
だ
よ

家
の
代
金
く
ら
い
は
直
ぐ
に
ペ
イ
出
来
る
く
ら
い
に
は
ね

 
も
し
情
報
料
の
合
計
が
六

万
を
超
え
た
ら
次
か
ら
は

正
な
金

を
き
ち
ん
と

わ
せ

て
も
ら
う

私
達
が
直
接
そ
の
情
報
を
ど
こ
か
に

て
も
同
じ
く
ら
い
の
金

が
手
に
入
る
ん
じ

な
い

で
す
か

 
ラ
ン
の
そ
の
質
問
に

は

き
な
が
ら
こ
う
言

た
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い
い
質
問
だ

そ
う
し
た
け
れ
ば
そ
う
し
て
く
れ
て
も
い
い

 
そ
の
場
合
君
達
は

点
の
入
手
が

れ
そ
の
上
私
か
ら
の
情
報
は
今
後
一
切
期
待
出
来
な

く
な
る

 
私
は
そ
れ
で
も

わ
な
い
か
ら

ど
ち
ら
が
い
い
か
相
談
し
て
決
め
る
と
い
い

な
ら
契
約
成
立
と
い
う
事
で
結

で
す

い
い
の
か
い

家
も
ま
だ
見
て
い
な
い
の
に

い
え

問
題
あ
り
ま
せ
ん

ね

ユ
ウ
キ

ま
あ
ラ
ン
が
そ
う
言
う
な
ら
い
い
ん
じ

な
い
か
な

い
い
だ
ろ
う

そ
れ
で
は
物
件
へ
案
内
し
よ
う

仲
間
を
こ
こ
に
呼
ぶ
事
は
可
能
か
い

大
丈
夫
で
す

ち

と
お
待
ち
下
さ
い

 
そ
し
て
ラ
ン
は

メ
ン
バ

に
召
集
を
か
け
た

 
待

て
い
る
間

は
二
人
に

飲
料
の
よ
う
な
も
の
を
差
し
出
し
て
き
た

う
ち
に
は
こ
れ
し
か
な
い
ん
だ
が

良
か

た
ら
飲
む
か
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
れ

こ
れ

て

選
ば
れ
し
者
の
知
的
飲
料
を
知

て
い
る
の
か
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は
い

私
も
好
き
で

よ
く
飲
ん
で
ま
し
た

私
も
私
も

そ
う
か

君
達
と
は
気
が
合
い
そ
う
だ
な

 
そ
ん
な
話
を
し
て
る
う
ち
に

続
々
と
仲
間
達
が
こ
の
場
に
集
結
し
て
き
た

ラ
ン

家
を
手
に
入
れ
た

て
本
当

え
え

こ
ち
ら
が
家
主
の

さ
ん
よ

だ

宜
し
く
な

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

で

ど
ん
な

件
で
契
約
し
た
の

ク
エ
ス
ト
の
情
報
を

る
約
束
に
な

て
い
る
わ

 
な
の
で
当
分
は

色
々
な
ク
エ
ス
ト
の
攻
略
を
行
う
事
に
な
る
わ
ね

わ
お

一
石
二

だ
ね

楽
し
み
な
が
ら
出
来
る
し

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ

さ
ん

案
内
を
お
願
い
し
ま
す

あ
あ

任
せ
た
ま
え

 
そ
し
て

は

八
人
を

外
に
あ
る
立

な
屋
敷
に
案
内
し
た

う
わ

凄
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マ
ジ
で
こ
こ

本
当
にさ

ん

こ
こ
で
合

て
ま
す
か

あ
あ

い
い
物
件
だ
ろ

さ
す
が
に
こ
れ
が
六

万
と
は
と
て
も

は
家
主
が
決
め
る
物
だ

そ
う
だ
ろ
う

そ
れ
は
そ
う
で
す
が

も
う

過
保
護
な
ん
だ
か
ら

そ
れ
じ

あ
こ
れ
が
こ
こ
の
鍵
だ
人

分
複
製
し
て
お
い
た
か
ら
後
は
自
由
に
し
て
く
れ

何
か
ら
何
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
あ

じ

あ
な

 
そ
う
言

て
去

て
行
こ
う
と
す
る

に

ラ
ン
は
そ

と
駆
け
寄
り

こ
う

い
た

八
幡
に
宜
し
く
ね

さ
ん

何
だ

こ
れ
が
八
幡
の
差
し
金
だ

て
バ
レ
て
た
の
か
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え
え

さ

き

さ
ん
が
操
作
し
て
た
仮
想

に

ソ
レ
イ
ユ
の
ロ
ゴ
が
あ

た
の
が
見
え

た
の目

ざ
と
い
な

だ
か
ら
こ
ん
な
怪
し
い

件
の
話
に
簡

に
乗

た
ん
だ
な

ま
あ
そ
う
い
う
事

で

こ
れ
は
偶
然

そ
れ
と
も
必
然

今
は
仲
間
を
優
先
す
る
ん
だ

後
で
説
明
し
て
や
る
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
た
ら

こ
こ
に
メ

セ

ジ
を
送

て
く
れ

種
明
か
し
を
す
る

う
ん

そ
れ
じ

あ
今
後
と
も
宜
し
く
ね

さ
ん

お
う

頑
張
れ
よ

 
そ
し
て
ラ
ン
は
仲
間
達
の
所
に

り
ユ
ウ
キ
を
残
し
て
六
人
を
再
び
情
報
収
集
へ
と
向
か
わ

せ
た

 
今
度
は
ク
エ
ス
ト
情
報
の
収
集
を
メ
イ
ン
に
と
い
う

件
で
だ

私
と
ユ
ウ
キ
は

こ
こ
の

設
を
確
認
し
て
お
く
わ

了
解

こ

ち
は
任
せ
て

お
願
い
ね

み
ん
な
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ね

ラ
ン

本
当
に
こ
れ
で
良
か

た
の

い
い
の
よ
ユ
ウ
キ

こ
れ
は
八
幡
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ん
だ
か
ら

え

そ
う
な
の

そ
う
よ

今

さ
ん
に
説
明
し
て
も
ら
う
わ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ラ
ン
は

に
設
置
さ
れ
て
い
た
仮
想

の
メ

セ

ジ
機
能
を
使
い

 

に
教
え
ら
れ
た
ア
ド
レ
ス
へ
と
メ

セ

ジ
を
送

た

 
そ
の
直
後
に
こ
ん
な
メ

セ

ジ
が
送
ら
れ
て
き
た

ビ
デ
オ
通
話
の

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た

 
ラ
ン
は
イ
エ
ス
の
ボ
タ
ン
を
押
し

そ
の
直
後
に
画
面
に

の
顔
が
映
し
出
さ
れ
た

よ

さ

き
ぶ
り
だ
な

二
人
と
も

あ

さ
ん

さ

き
ぶ
り

さ
ん

 

は
二
人
に
手
を

り

こ
ち
ら
に
向
か

て
話
し
始
め
た

そ
れ
じ

あ
事
情
を
説
明
す
る
ぞ

始
ま
り
は

八
幡
が
考
え
た
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
だ

ア
ル
バ
イ
ト
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お
う

俺
も
実
は
バ
イ
ト
で
な

そ
の
バ
イ
ト

て
の
は

基
本
社
員
限
定
な
ん
だ
が

 

ま
あ
俺
は
社
員
じ

な
く

あ
い
つ
の
直
接
の
友
達
な
ん
だ
け
ど
な

 
一
日
三
時
間
ま
で

て
い
う

件
で

ザ
・
シ

ド
で
リ
リ

ス
さ
れ
て
い
る
ゲ

ム
を

 
何
で
も
い
い
か
ら
プ
レ
イ
し
て

情
報
収
集
と
金

を
行
う

て
も
の
な
ん
だ

 
こ
れ
が
結

い
い
収
入
に
な
る
ん
だ
よ
ノ
ル
マ
も
無
い
し
好
き
な
時
に
好
き
な
よ
う
に
出

来
る
か
ら
な

 
も
ち
ろ
ん
や
ら
な
く
て
も
ま

た
く
問
題
な
い

何
そ
れ

そ
の
バ
イ
ト
に
ど
ん
な
意
図
が

新
し
い
ゲ

ム
を
作
る
時

パ
ク
リ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
か

 
逆
に
パ
ク
リ
じ

な
い
が

参
考
に
し
た
り
と
か

い
く
ら
で
も
情
報
の
使
い
道
は
あ
る
さ

 
イ
ベ
ン
ト
の

向
と
か
か
ら
も

客
の
ニ

ズ
を
あ
る

度

出
来
る
し
な

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
ね

 
ラ
ン
は
そ
の
言
葉
に

い
た

で

そ
の
バ
イ
ト
に
は
ボ

ナ
ス
が
あ

て
な

 
最
初
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
と
い
う
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

に
出
会
い
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本
部
に
連

を
入
れ
た
者
に
は
ボ

ナ
ス
が
つ
く
事
に
な

て
た
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
お
め
で
と
う

さ
ん

あ
あ

あ
り
が
と
な

で

本
部
に
連

し
た
ら

指
令
が
来
た
ん
で
な

 
そ
の
通
り
に
さ
せ
て
も
ら

た
と

そ
う
い
う
事
だ

そ
う
だ

た
ん
だ

そ
し
て
ラ
ン

ユ
ウ
キ

二
人
に
メ

セ

ジ
が
あ
る

八
幡
か
ら
だ

え

八
幡
か
ら

本
当
に

こ
れ
は
実
は
な

自
力
で
俺
が
ソ
レ
イ
ユ
の
手
の
者
だ
と
発
見
し
た
時
に
し
か

 
再
生
し
ち

い
け
な
い
事
に
な

て
る
ん
だ
よ

そ
う
な
の
ね

そ
れ
じ

あ
再
生
す
る
ぞ

 
そ
し
て
画
面
に

八
幡
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
た

ラ
ン

ユ
ウ
キ

頑
張

て
る
か

こ
れ
は
俺
か
ら
の
サ

ビ
ス
だ

 
も
し
か
し
た
ら
全
て
自
力
で
進
め
た
か

た
か
も
し
れ
な
い
が
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そ
こ
は
我
慢
し
て
く
れ

俺
は
過
保
護
な
ん
で
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

二
人
は
ク
ス

と
笑

た

ま
あ
サ
ポ

ト
す
る
の
は

か
な
情
報
だ
け
だ
か
ら
多
少
攻
略
が

ま
る
だ
け
だ
と
思
え
ば

い
い

 
そ
の
情
報
を
生
か
し
て
ガ
ン
ガ
ン
強
く
な

て

く
俺
が
待

て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
殴
り
こ

ん
で
こ
い
よ

 
他
の
ゲ

ム
に
も
同
じ
よ
う
な
奴
が
い
る
が

ま
あ
頑
張

て
探
し
て
み
て
く
れ

 
そ
う
い
う
の
も
楽
し
そ
う
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
待

て
い
る
ま
た
な
ラ
ン
ユ

ウ
キ

 
そ
し
て
画
面
に
は

再
び

が
現
れ
た

と
い
う

ら
し
い

理
解
し
た
か

う
ん

ま

た
く
過
保
護
よ
ね

八
幡
は

二
人
が
そ
れ
だ
け
大
事
な
ん
だ
ろ
う
さ

ね

あ
の
八
幡
通
り

て

狙

て
あ
そ
こ
に
い
た
の
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お
う

た
ま
た
ま
い
い
地
名
が
あ

た
ん
で

利
用
さ
せ
て
も
ら

た
ん
だ
が

 
今
回
そ
れ
が
ま
ん
ま
と
は
ま

た
感
じ
だ
な

ま

た
く
八
幡
様
々
だ
よ

 
そ
れ
じ

あ
何
か
欲
し
い
情
報
が
あ

た
ら
い
つ
で
も
連

し
て
く
れ
よ
な

あ
り
が
と
う

さ
ん

あ

ね
え

て
何
の
略

フ

チ

ガ
ジ

ト
さ
ん
の
略
だ

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

 
そ
し
て

は
画
面
か
ら
消
え

二
人
は
苦
笑
し
な
が
ら
こ
う
言

た

自
分
に
さ
ん
付
け
と
か

面
白
い
人
だ
ね

フ

チ

ガ
ジ

ト
さ
ん

八
幡
の
友
達

て
言

て
た
わ
ね

い
つ
か
会
え
る
と
い
い
な

で
さ

こ
の

点
の
名
前

何
か
付
け
る

そ
う
ね

八
幡
の
真
似
に
な

て
し
ま
う
け
ど

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン

で
い

い
か
し
ら

オ

ケ

眠
り
の
庭
ね

 
そ
し
て
二
人
は

や
る
気
に
満
ち
た
目
で
言

た
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名
前
負
け
し
な
い
よ
う
に

頑
張

て

く
強
く
な
ら
な
い
と
ね

で
も
楽
し
み
な
が
ら
強
く
な
ら
な
い
と

八
幡
に

ら
れ
そ
う
だ
よ
ね

そ
う
ね

可
能
な
限
り
自
力
で
進
め
つ
つ

困

た
ら

さ
ん
に
連

し
ま
し

う
か

だ
ね

そ
れ
じ

あ
ボ
ク
ら
は
こ
の

の

設
を
調
査
し
よ
う
か

そ
う
ね

み
ん
な
が
帰

て
こ
な
い
う
ち
に
さ

さ
と
調
べ
て
し
ま
い
ま
し

う

 
ふ
う

お

オ
カ
リ
ン
お
帰
り

い
た
お

運
よ
く
ボ

ナ
ス
を
ゲ

ト
し
た
み
た
い
じ

ん
か

 
こ
の
後
オ
カ
リ
ン
の
お
ご
り
で
メ
イ
ク
イ

ン
に
で
も
行
く

そ
れ
く
ら
い
は

わ
な
い
ぞ

全
然
余

だ
か
ら
な

フ

ハ
ハ
ハ

 

フ

チ

ガ
ジ

ト
さ
ん
こ
と

院
凶
真
は

機

良
さ
そ
う
に
そ
う
笑

た 
こ
の
日
か
ら

ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
向
け
バ
イ
ト
案
内
の

目
が
少
し
変
わ
る
事
と
な
る

現
在
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア

奨
中
 

八
幡

と



 第４５４話 旅行の終わり、そして夏の到来

 
第
４
５
４
話
 
旅
行
の
終
わ
り

そ
し
て
夏
の
到
来

フ
カ
ち

ん

連
日

を
出
し
て
も
ら

ち

て
ご
め
ん
ね

い
い

て
い
い

て

な
ん
た

て
私
達

親

だ
か
ら

そ
ん
な
に
嬉
し
か

た
ん
だ
ね

も

ち
ろ
ん

 
美
優
は
満
面
の
笑
顔
で
そ
う
言

た

で

今
日
は
お
み
や
げ
を

い

る
日

て
事
で
い
い
の
か
な

う
ん

片

か
ら
送

ち

う
つ
も
り
な
の

い

一
体
い
く
つ

う
つ
も
り

え

と

た
く
さ
ん

た

た
く
さ
ん
ね

オ

ケ

オ

ケ

ど
ん
と
こ
い
だ

そ
れ
じ

あ
レ

ツ
ゴ

お
う

 
二
人
は
ノ
リ
ノ
リ
で

い
物
に
出
か
け
た

明
日
奈
と
美
優
の
相
性
は
意
外
と
良
い
よ
う
で
あ
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る 

で

何
で
ス

パ

い
よ
フ
カ
ち

ん

地
方
の
ス

パ

て
の
は
ね

り
出
し
物
の
宝

な
ん
だ
よ

そ

そ
う
な
の

え
ば
こ
の
お

子

知

て
る

う
ん

ど
こ
に
で
も

て
る
し

私
も
た
ま
に

う
け
ど

こ
れ
は
東
京
に
は

て
ま
せ
ん

え
え

そ
う
な
の

う
ん

こ
れ
も
こ
れ
も
こ
れ
も
そ
う

マ
ジ
か
あ
あ
あ
あ

ス

パ

凄
え
え
え
え
え
え

え

へ
ん

 
明
日
奈
は
得
意
げ
に
胸
を
張
り

片

か
ら

い
物
カ
ゴ
に

色
々
な
物
を
詰
め
始
め
た

お
お

大
人

い

そ
も
そ
も
お
土
産
物
屋
に
あ
る
よ
う
な
物
な
ん
て
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
物
ば
か
り
で
し
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あ

う
ん

確
か
に
そ
れ
は
思
う

で
も
ス

パ

な
ら
変
わ

た
物
が
よ
り
ど
り
み
ど
り
な
上
に
お

布
に
も
優
し
い
エ
コ
仕

様
おま

あ
も
ち
ろ
ん
お
土
産
物
屋
に
も
行
く
け
ど
ね

あ

行
く
ん
だ

だ

て
ほ
ら

一
応

と
か
気
を
遣
わ
な
い
と
い
け
な
い
人
も
い
る
じ

な
い

あ
 
美
優
は
そ
の
明
日
奈
の
説
明
に

と
て
も
納
得
し
た

ま
あ
こ
の
く
ら
い
か
な

そ
れ
じ

あ
フ
カ
ち

ん

 
白
い
恋
人
ド
リ
ン
ク
が

て
い
る
お
店
に
案
内
し
て
も
ら

て
い
い

オ

ケ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
直

店
に
行
き
白
い
恋
人
ド
リ
ン
ク
を
大
人

い
し
直
接
家
へ
と
送

た
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三
十

入
り
を
二

と
か

も
し
か
し
て
リ

ダ

て

い
物
好
き

う
ん

凄
く

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
私
が
持

て
く
お
土
産
も

い
物
に
し
な
い
と

メ
モ
メ
モ

 
そ
う
言

て

の
メ
モ
に
書
き
込
み
始
め
た
美
優
に

明
日
奈
は
言

た

と
こ
ろ
で
そ
ろ
そ
ろ
お
昼
だ
け
ど

ど
う
す
る

何
か
食
べ
た
い
物
が
あ
る
な
ら
案
内
す
る
よ

う

ん

そ
れ
じ

あ
ラ

メ
ン

明
日
奈

て

結

的
な
ん
だ
ね

い
い
意
味
で

 
明
日
奈
の
そ
の
答
え
に

美
優
は
感
心
し
た
よ
う
に
言

た

だ

て
普

あ
ん
ま
り
食
べ
る
機
会
が
無
い
ん
だ
も
ん

前
言

回

や

ぱ
り
お
嬢
様
は
存
在
し
た

い
や
い
や
い
や

寮

ま
い
の
女
子
高
生
に
そ
ん
な
機
会

て
あ
ん
ま
り
無
い

て
ば

 
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
を

い
た
美
優
は
何
か
を
想
像
す
る
よ
う
に
じ

と
明
日
奈
の
顔
を

見
たな

何
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そ

そ
の

で
女
子
高
生
は

と
て
も
背

的
な
香
り
が

あ

う
ん

自
分
で
も
た
ま
に
そ
れ
は
思
う

だ
よ
ね

ま
あ
い
い
や

と
り
あ
え
ず
ラ

メ
ン

ラ

メ
ン

 
そ
し
て
二
人
は

美
優
の
案
内
で
お
奨
め
の
ラ

メ
ン
店
へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
あ
ら

明
日
奈
か
ら

話

あ
の
子
は
確
か
今

北
海
道
じ

な
か

た
か
し
ら

 
土
曜
日
と
い
う
事
も
あ
り
家
で
の
ん
び
り
し
て
い
た
雪
乃
は
そ
う
思
い
な
が
ら

話
に
出

た
あ

雪
乃

ど
う
し
た
の

ま
だ
北
海
道
よ
ね

う
ん

凄
い
の

も
う
び

く
り
な
の

ど
う
し
た
の

何
が
そ
ん
な
に
凄
い
の

え

と

凶
暴
な
旨
み
で
し
た
ね
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そ
う
言
わ
れ
た
雪
乃
は

明
日
奈
が
今
ど
う
い
う

況
に
あ
る
の
か
理
解
し
た

 
お
そ
ら
く
ラ

メ
ン
の
旨
み
に

我
を
忘
れ
て
喜
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
う
思

た
雪
乃
は

優
し
い
声
で
明
日
奈
に
言

た

ね

明
日
奈

う
ん

私
へ
の
お
土
産
は

ラ

メ
ン
の

で
お
願
い

出
来
れ
ば
生

タ
イ
プ
の

あ

お

お

け

任
せ
て

ふ
ふ

お
願
い
ね

 
こ
の

話
を

け
て
き
た
の
が
八
幡
だ

た
ら
雪
乃
は
間
違
い
な
く
八
幡
に
お
仕
置
き
を
し

た
だ
ろ
う

 
だ
が
相
手
が
明
日
奈
で
は

悪
気
が
あ
る
と
は
到

思
え
ず

 
雪
乃
は
穏
や
か
な
気
持
ち
で
相
手
を
す
る
事
が
出
来
た
よ
う
だ

本
場
の
味

楽
し
み
だ
わ

上
手
く
作
れ
る
か
し
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら
雪
乃
は
台
所
に
向
か
う
と

一
つ
の

を
取
り
出
し
た

つ
い
に
あ
な
た
の
出
番
ね

八

く
ん

ふ
ふ

う
ふ
ふ
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そ
し
て
雪
乃
は

し
ば
ら
く
使

て
い
な
か

た
八

く
ん
を

麗
に
す
る

に

 
た
わ
し
で
丁

に
ご
し
ご
し
と
こ
す
り
始
め
た

 
す
い
ま
せ
ん

モ
カ
ソ
フ
ト
を
四
つ
お
願
い
し
ま
す

 
エ
ル
ザ
に

い
に
行
か
せ
る

に
は
当
然
い
か
ず

 
ク
ル
ス
は
エ
ル
ザ
の
盾
と
し
て
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

 
必
然
的
に

い
物
は

八
幡
と
詩
乃
の
役
目
に
な

て
い
た

 
二
人
は
恐

し
て
い
た
が

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

に
も
こ
れ
は
必
要
な
事
な
の
だ
と

 
八
幡
は
二
人
を
説
得
し

こ
う
い
う
事
に
な

て
い
る
の
だ

た

美
味

お
い
し
い

う
ん

い
い
ね

そ
れ
は
何
よ
り
だ

 
八
幡
達
は

目
立
た
な
い

置
に
あ
る
テ

ブ
ル
に
座
り

色
々
と
名
物
を
楽
し
ん
で
い
た

ソ
フ
ト
ク
リ

ム

て
色
々
な
所
で
色
々
な
種

の
奴
が

て
る
よ
な
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こ
の
近
く
に
も

信

味

ソ
フ
ト

て
の
が
あ
る
み
た
い
よ

食
べ
て
み
た
い
け
ど

さ
す
が
に
連
続
だ
と
お
腹
を
壊
し
そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
ク
ル
ス
が

⻑
野

に
存
在
す
る
ソ
フ
ト
ク
リ

ム
を

し
始
め
た

 
ど
う
や
ら
事
前
に
調
べ
て
い
た
ら
し
い

リ
ン
ゴ
ソ
フ
ト

巨

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

黒

ソ
フ
ト

あ
ん
ソ
フ
ト

 
と
う
も
ろ
こ
し
ソ
フ
ト
チ

ズ
ソ
フ
ト
わ
さ
び
ソ
フ
ト
そ
ば
ソ
フ
ト
バ

タ
ソ
フ
ト

待
て
待
て

後
半
に
怪
し
い
名
前
の
製
品
が

ん
で
い
た
気
が
す
る
ぞ

バ

タ
ソ
フ
ト

て
何

 
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
叫
ん
だ
詩
乃
に

ク
ル
ス
は

々
と
言

た

系
が
苦
手
な
人
は

絶
対
に
ぐ
ぐ

て
は

目

う

そ
う
言
わ
れ
る
と
見
て
み
た
く

見
て
み
な
よ
シ
ノ
の
ん

私
は
見
な
い
け
ど

詩
乃

頑
張

て

私
も
見
な
い
け
ど

さ
す
が
は
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者
の
勇
者
詩
乃
だ

ま
あ
俺
も
見
な
い
け
ど
な

や

や
め
と
く
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そ
し
て
詩
乃
は

話
題
を
変
え
よ
う
と
思

た
の
か
こ
う
言

た

わ
さ
び
ソ
フ
ト
と
そ
ば
ソ
フ
ト
は
興
味
が
あ
る
わ
ね

い
つ
か
食
べ
て
み
た
く
は
あ
る
ね

通

と
か
出
来
な
い
の
か

無
理
で
し

だ
よ
な

 
こ
の
時
よ
ほ
ど
悔
し
く
思

た
の
か

東
京
に

た
後

八
幡
は

 
社
員
食

に
強
引
に
業

用
の
ソ
フ
ト
ク
リ

ム
メ

カ

を
三
台
入
れ

 
普
通
の
ソ
フ
ト
ク
リ

ム
と
フ
ル

ツ
系
の
ソ
フ
ト
ク
リ

ム
の
他
に
ご
当
地
系
の
ソ
フ
ト

ク
リ

ム
を

 
社
員
食

限
定
で
一

は
し
な
い
と
い
う

件
で
メ

カ

と
交

の
上
仕
入
れ
る

事
に
成
功
し

 
夏
限
定
商
品
と
し
て

社
員
達
に
好
評
を

す
事
に
な
る

 
ち
な
み
に
バ

タ
ソ
フ
ト
が
仕
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
無
い
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明
日
奈

夜
の
予
定
は

う
ん

明
日
の
午
前
中
に
帰
る
事
に
な

て
る
し

さ
す
が
に
実
質
最
終
日
だ
か
ら

 
義
姉
さ
ん
を
交
え
て
先
方
の
ご
家
族
と
一

に
食
事
会
か
な

も
う
結
婚
は
ほ
ぼ
確
定
と
考
え
て
も

む
し
ろ
こ
の

態
か
ら
ふ
ら
れ
る
よ
う
じ

兄
さ
ん
は
一
生
結
婚
出
来
な
い
ん
じ

な
い
か

な
確
か
に

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
明
日
奈

 
確
実
に
あ
の
二
人
が
く

つ
く
よ
う
に
く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
ね

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
美
優
は

時
間
ま
で
明
日
奈
に

広
を
満

し
て
も
ら
お
う
と
考
え

 
明
日
奈
を
様
々
な
場
所
へ
と
連
れ
て
い

た

 
初
め
て
カ
ヤ

ク
に
乗

た
明
日
奈
は
実
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
同
じ
よ
う
な
船
に
乗

た
事
が
あ

た 
美
優
も
驚
く
よ
う
な

の

え
を
見
せ
た

 
釣
り
教
室
に
行

た
時
は

生

こ
そ
苦
手
の
よ
う
だ

た
が
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釣
り
の

前
自
体
は
ニ
シ
ダ
の
教
え
を
受
け
て
い
た

 
そ
れ
な
り
に

験
の
あ
る
美
優
よ
り
遥
か
に
多
く
の

の

を
釣
り
あ
げ
て
い
た

 
最
後
に
二
人
は
普
通
の
場
所
に
も
行
こ
う
と
相
談
し

カ
ラ
オ
ケ
に
行

た
の
だ
が

 
少
し
で
も
い
い
所
を
見
せ
よ
う
と
張
り
切

て
神
崎
エ
ル
ザ
の
新
曲
を
歌

た
美
優
に
対
し

て 
古
い
曲
な
が
ら

明
日
奈
は
神
崎
エ
ル
ザ
の
曲
を

り
つ
き
で
完

に
再
現
し

 
美
優
は
そ
の
ク
オ
リ
テ

に

を

い
た

 
ち
な
み
に
明
日
奈
の
歌

た
曲
は
以
前
同
窓
会
で
エ
ル
ザ
と
一

に
披
露
し
た
曲
で
あ

た

副
団
⻑
が
完

超
人
す
ぎ
る

出
来
な
い
事
な
ん
か
無
い
ん
じ

な
い
の

何
で
も
は
出
来
な
い
よ

出
来
る
事
だ
け
だ
よ

そ
の
出
来
る
事
が
多
い
ん
じ

な
い
か

て
事
な
ん
だ
け
ど

ど
う
だ
ろ
う

自
分
じ

意
識
し
た
事
無
か

た
な

ち
な
み
に

の
免
許
と
か
は

あ

免
許
は
持

て
な
い
け
ど
マ
ニ

ア
ル

の
運
転
は
出
来
る
よ

え

何
で
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ゲ

ム
の
中
で
練

し
た
ん
だ
よ
ね

ほ
ら

法

と
か
関
係
な
い
じ

な
い

あ

そ

か

私
も
そ
れ
で
練

だ
け
し
て
お
こ
う
か
な

う
ん

あ
り
だ
と
思
う
よ

 
そ
し
て
美
優
は

明
日
奈
に
次
々
と
言
葉
を
投
げ
か
け
た

乗
馬
は

乗
れ
る
よ

馬

て
か
わ
い
い
よ
ね

ピ
ア
ノ

そ
れ
な
り
に
は

華
道
と
か

す
ぐ
に
や
め
ち

た
け
ど
基
本
く
ら
い
は

茶
道

そ
れ
も
大
丈
夫

む
む
む
む
む

が
無
い

そ
ん
な
事
な
い
よ

私
な
ん
て

だ
ら
け
だ
よ

ど

ど
こ
が
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え
と

よ
く
八
幡
君
に
よ
だ
れ
を
た
ら
し
な
が
ら
て
い
る
所
を
見
ら
れ
た
り
と
か

か

え
え
え
え
え
え
え

 
美
優
は
そ
う
言
い
な
が
ら

を

え
な
が
ら
そ
の
場
で

絶
し
始
め
た

私
も
リ

ダ

に

優
し
く
よ
だ
れ
を

い
て
も
ら
い
て
え
え
え
え
え

そ

そ
れ
く
ら
い
は
機
会
が
あ
れ
ば
し
て
も
ら
え
る
ん
じ

な
い
か
な

ほ

本
当
に

う

う
ん

ま
あ
多
分

明
日
奈
様
お
願
い
し
ま
す
私
に
も
そ
う
い

た
イ
ベ
ン
ト
が
欲
し
い
で
す

 
朝
リ

ダ

に
優
し
く
よ
だ
れ
を

い
て
も
ら
い
な
が
ら

き
て
み
た
い
で
す
う
う
う
う
う
う

う
うそ

そ
れ
な
ら
私
と
一

に
今
度
千
葉
に
来
る
時
に

 
八
幡
君
が

り
て
い
る
マ
ン
シ

ン
に

ま
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

 
明
日
奈
は
美
優
の
剣
幕
に
押
さ
れ

苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

あ
で
も
そ
の
日
は
コ
ヒ

の
家
に

ま
る
事
に
な

て
る
ん
だ

ど
ど
う
し
よ
う

 

す
る
美
優
に

明
日
奈
は
こ
ん
な
提
案
を
し
た
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そ
れ
な
ら
香
蓮
さ
ん
も
一

に

ま

て
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

な
い

 
何
度
か
会

た
け
ど
じ

く
り
と
話
し
た
事
は
無
い
か
ら
ど
ん
な
人
な
の
か
興
味
が
あ
る

し
で

で
も
コ
ヒ

は
明
ら
か
に
リ

ダ

を
狙

て
ま
す
よ

あ

あ
は

今
更

て
感
じ
じ

な
い

今
の
八
幡
君
の

り
の
子
は
大

そ
う
だ
し

た

確
か
に

そ
れ
に

手
元
に
置
い
て
管
理
し
て
お
い
た
方
が
色
々
と
対

も
と
り
や
す
い
し
ね

え
 
一

明
日
奈
か
ら
黒
い

動
を
感
じ
た
気
が
し
て
美
優
は

て
て
明
日
奈
の
顔
を
見
た
が

 
明
日
奈
は
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
の
ま
ま
で
お
り

 
美
優
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
と
思
い

そ
の
ま
ま
明
日
奈
と
お

り
の
予
定
を
立
て
始
め
た

も
う
安
定
し
て
い
る

か
ら
の
知
り
合
い
と
違

て

 
シ
ノ
の
ん
と
香
蓮
さ
ん
と
優
里
奈
ち

ん
の
動
向
に
は
ま
だ
ち

と
注
意
が
必
要
な
ん
だ

よ
ね

 
今
回
の
件
は

私
に
と

て
も

り
に
船
だ

た
よ
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こ
の
旅
行
後

明
日
奈
は
噂
の
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
へ
の
訪
問
が
決
ま

て
お
り

 
上
手
く
調
整
し
て

そ
こ
に
美
優
も
連
れ
て
行
く
事
を
決
め
た

 
こ

こ
れ
は

ま
さ
に
雪
乃
の

に
あ
る
よ
う
な
商
品
ね

あ
い
つ
へ
の
土
産
は
こ
れ
に
変
更
だ
な

 
八
幡
が
見
付
け
た
そ
の
ア
イ
テ
ム
は

ね
こ
カ

プ
と
い
う

 
色
々
回

て
い
る
最
中
に

と
あ
る

店
で
見
付
け
た
も
の
だ

た

こ
れ

て

東
京
の
方
で
も

て
い
る
ら
し
い
で
す
ね

そ
う
な
の
か

ま
あ
し
か
し

こ
れ
以
上
の
土
産
は
も
う
考
え
ら
れ
な
い
な

だ
ね

八
幡
様

そ
ろ
そ
ろ
白
糸
の

に
行
き
ま
せ
ん
か

そ
う
だ
な

時
間
も
押
し
て
る
し

そ
ろ
そ
ろ
行
く
か

 
そ
し
て
四
人
は
あ
ち
こ
ち
の
自
然
の
風
景
を
見
て
ま
わ
り
存
分
に
リ
フ
レ

シ

す
る
事

が
出
来
た
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土
産
関
係
も
オ

ケ

だ
し

見
た
い
所
は
大
体
見
れ
た
か
な

い
時
間
だ

た
け
ど

楽
し
か

た
ね

今
度
は
他
の
人
も
誘

て
ど
こ
か
に
旅
行
出
来
た
ら
い
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
ど
こ
か
で

を
食
べ
て
か
ら

る
か

 
明
日
の
昼
に
は
向
こ
う
に

る
か
ら
他
に
や
り
た
い
事
や
行
き
た
い
場
所
が
あ

た
ら
今
の

う
ち
に
な

 
こ
う
し
て

組
も
北
海
道
組
も

存
分
に
旅
行
を

能
し
た

 
東
京
に

た
ら
香
蓮
の
お
見
合
い
問
題
と
夏
コ
ミ
が
待

て
い
る
が
今
は
そ
の
事
は
置

い
て
お
き

 
八
幡
は

帰

た
ら
明
日
奈
と
一

に
今
回
の
旅
行
中
に

影
し
た
写
真
を

め
な
が
ら

 
い
ず
れ
一

に
来
る
時
の

の
相
談
で
も
し
よ
う
か
と
の
ん
び
り
と
考
え
て
い
た
の
だ

た

  
そ
し
て

日
後
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
に
明
日
奈
を

に
多
く
の
女
性

が
集
ま

て

い
た
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第
４
５
５
話
 
こ
れ
は
た
だ
の
布
だ
×

 
こ
れ
は

め
上
で
は
あ
り
ま
せ
ん

た
だ
の
暴
走
で
す

み
ん
な

そ
れ
じ

あ
こ
の
部
屋
を

一

に

す
る
よ

 
明
日
奈
の

の
一
声
で

女
性

は
一

に
動
き
出
し
た

八
幡
君

こ
の
ボ

ク
ス
を
ク
ロ

ゼ

ト
に
設
置
し
て
お
い
て

え

あ
そ
こ
に
か

今
あ
る
奴
に

何
人
か
の
下
着
が
入

て
て

色
と
か
薄

す
ら
見
え

て
る
か
ら

 
出
来
れ
ば
遠

し
た
い
ん
だ
が

だ
か
ら
こ
そ
八
幡
君
が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ

 
そ
れ
は
一
度
出
し
て

新
た
に
こ

ち
を
設
置
ね

ほ
ら

動
い
て
動
い
て

お

お
う

 
八
幡
は
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ

々
動
き
出
し
た
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和
人
君
は

洗
面
所
の
壁
に

こ
れ
の
設
置
を
お
願
い

こ
れ
は

あ
あ

⻭
ブ
ラ
シ
と
コ

プ
と
⻭

き

を
置
く

の
台
か

う
ん

任
せ
ろ

完

に
仕
上
げ
て
や
る

お
願
い
ね

 
そ
の
間
に
も

明
日
奈
の
所
に
色
々
と
報
告
が
あ
が

て
い
た

通
常
の

器
の
他
に

大
型
の

器
の
設
置
も
完
了

明
日
奈

色
々
な
種

の
食
器
を

て
く
る
ね

お
茶

と
箸
だ
け
は

 

自
カ
タ
ロ
グ
か
ら
選
ん
で
も
ら

て
る
か
ら
も
う
す
ぐ
宅
配
で

く
と
思
う

バ
ス
タ
オ
ル
や
普
通
の
タ
オ
ル
は
共
通
で
い
い
で
す
よ
ね
そ
れ
な
り
の

を
揃
え
て
お
き
ま

す
必
要
な
消

品
の
チ

ク
終
了

ス

パ

へ
の

い
出
し
部

行
く
ね

 
女
性

が

し
く
動
き
回
る
中

八
幡
が

て
き
て
明
日
奈
に
こ
う
言

た

お
い
明
日
奈

設
置
を
完
了
し
た
ぞ

二
十
八

の
引
き
出
し
型
ボ

ク
ス

そ
れ
じ

あ
こ
れ

こ
こ
に
来
る
予
定
に
な

て
い
る
人
の
リ
ス
ト
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こ
れ
を
見
な
が
ら

こ
の
シ

ル
に
全
員
の
名
前
を
書
い
て

 
八
幡
君
が
自
分
の
手
で
場
所
を
決
め
て
シ

ル
を

て
お
い
て
ね

え

俺
が
書
く
の
か

そ
の
方
が
み
ん
な
喜
ぶ
ん
じ

な
い
か
な

て

古
い
引
き
出
し
に
入

て
る
分
は

 
八
幡
君
が
入
れ

え
て
お
い
て
ね

そ
の
リ
ス
ト
は
こ
れ
ね

い
い

ま

ま
じ
か
よ

ほ
ら
ほ
ら

く

く

お

お
う

 
八
幡
は

を
落
と
し
な
が
ら
再
び

室
に
消
え
て
い
き

明
日
奈
は
次
に
舞
衣
を
呼
ん
だ

イ
ヴ

そ
れ
じ

あ
お
願
い
ね

了
解

任

を

行
し
ま
す

 
そ
し
て
イ
ヴ
は
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
物
を
持
ち

ベ
ラ
ン
ダ
へ
と
消
え
て
い

た

 
さ
て

明
日
奈
が
新
し
く
作

た
リ
ス
ト

て
の
は
こ
れ
か

 
八
幡
は
そ
の
リ
ス
ト
を

め
て

め

大

に
名
前
が

え
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た
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姉
さ
ん
が
決
め
た
時
よ
り
も

え
て
る
な

こ
れ
が
明
日
奈
の
判
断
か

 

て

小
町
に
直
葉
は
ま
あ
分
か
る
が

香
蓮
と
美
優
だ
と

更
に
優
里
奈
も
か

 
当
初
の
予
定
と
比
べ

明
日
奈
は
大

に
人

を

や
し
て
い
た

優
里
奈
は
隣
の
部
屋
に
行
け
ば
い
い
だ
け
な
ん
だ
が

 
一
々
移
動
し
て
も
ら
う
の
は
面
倒
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
だ
ろ
う
か

 
そ
し
て
香
蓮
は

歩

る
と
し
て

美
優
の
名
前
が
あ
る
の
は
今
後
に
備
え
て
か

 
八
幡
は
ま
だ

香
蓮
と
美
優
が

日
後
に
こ
こ
に

ま
る
予
定
な
事
は
知
ら
な
い
よ
う
だ

う

ん

配
置
は
ど
う
す

か
な

 
八
幡
は
考
え
込
ん
だ
後
横
四

七

の
引
き
出
し
に

に
シ

ル
を

て
い

た

 
一
番
上
の

か
ら

明
日
奈

里
香

珪
子

陽
乃

 
二

目
の

か
ら

雪
乃

結
衣

い
ろ
は

小
町

 
三

目
の

か
ら

直
葉

め
ぐ
り

優
美
子

美
優

 
四

目
の

か
ら

詩
乃

マ

ク
ス

フ

イ
リ
ス

紅
莉
栖

 
五

目
の

か
ら

小
猫

南

舞
衣

か
お
り

 
そ
し
て
一

飛
ば
し
て
七

目
の

下
に
香
蓮
一
番

下
に
優
里
奈
と
い
う
配
置
と
な
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た
こ
ん
な
も
ん
か

し
か
し
マ

ク
ス
と
フ

イ
リ
ス
だ
け
あ
だ
名
な
ん
だ
な

 
ま
あ
あ
の
二
人
は
そ
の
方
が
い
い
の
か

 
八
幡
は
そ
う

く
と

次
に
先
ほ
ど
出
し
た
古
い
ボ

ク
ス
に
目
を
向
け
た

う

む

こ
れ
を
俺
が
移
動
す
る
の
か

 
し
か
し
他
の
奴
ら
の
分
は
と
も
か
く

紅
莉
栖
と
南
と
イ
ヴ
と

本
の
分
を
俺
が
触
る
の
は

な 
前
回
の
メ
ン
バ

の
分
に
加
え

本
社
勤

の
者
達
の
着

え
は

 

に
部
屋
に
収
め
ら
れ
て
い
た

八
幡
は
激
し
く
悩
む
事
に
な

た

あ

て
い
う
か
今
本
人
が
い
る
な

明
日
奈
に
断

て
移
し
て
も
ら
お
う

 
八
幡
は
そ
う
決
め
る
と

リ
ビ
ン
グ
に

り

明
日
奈
に
相
談
を
持
ち
か
け
た

と
い
う

な
ん
だ
が

あ
あ

う

ん

と
り
あ
え
ず
本
人
達
に
そ
う
言

て
み
れ
ば

お
う

そ
う
す
る
わ

 
八
幡
は
こ
れ
で
明
日
奈
に
も
了
解
し
て
も
ら
え
た
と
思
い

当
す
る
四
人
に
声
を
か
け
た
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な

紅
莉
栖

ち

と
相
談
が
あ
る
ん
だ
が

 
そ
う
言

て
八
幡
は

紅
莉
栖
に
事
情
を
説
明
し
た

あ
あ

そ
う
い
う
事
ね

了
解
よ

自
分
の
分
は

今
自
分
で
移
動
さ
せ
る
わ
ね

お
う

あ
り
が
と
な

後
は

と

南

イ
ヴ

本

ち

と
い
い
か

 
八
幡
に
そ
う
呼
ば
れ
何
事
か
と
思

て
集
ま

た
三
人
は
そ
の
話
を

い
て
顔
を
見
合
わ

せ
た

 
そ
の

間
に
三
人
の
間
で
何
か
し
ら
の
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
交
わ
さ
れ

 
代
表
し
て
南
が
八
幡
に
こ
う
言

た

ご
め
ん

私
達

今
か
ら
大
事
な

い
出
し
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

そ

そ
う
な
の

だ
か
ら
凄
く
不
安
で
は
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
は
比
企
谷
を
信
頼
し
て
任
せ
る
事
に
す
る

後
は
お
願
い
し
ま
す

イ
ヴ
の
ぱ
ん
つ
は
八
幡
様
の
お
好
き
な
よ
う
に
し
て
下
さ
い

な

お

お
前
ら

ち

と
待
て

ご
め
ん

急
ぐ
か
ら

う
ん

そ
れ
あ
る
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に
か
ぶ

て
も

い
ま
せ
ん
か
ら
ね

 
そ
う
言

て
三
人
は

脱

の

く
逃
げ
出
し

八
幡
は

然
と
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
の

を

紅
莉
栖
が

ん
と
叩
い
た

あ
ん
た
も
大
変
ね

八
幡

そ

そ
う
だ

す
ま
な
い
が
紅
莉
栖

あ
い
つ
ら
の
分
を

任
さ
れ
た
の
は
あ
ん
た
で
し

自
分
で
や
り
な
さ
い

ま
じ
か
よ

別
に
イ
ヴ
さ
ん
の
ぱ
ん
つ
を

に
か
ぶ

て
も
私
は
何
も
言
わ
な
い
け
ど

 
そ
の
後
は
あ
ん
た
の
事
を

変
態
仮
面

て
呼
ぶ
事
に
す
る
か
ら
ね

す
る
わ
け
ね

だ
ろ

 
そ
し
て
八
幡
は

紅
莉
栖
と
共
に
と
ぼ
と
ぼ
と

室
に

り

 
紅
莉
栖
に
作
業
を
し
て
も
ら

た
後
に

を
落
と
し
な
が
ら
下
着
の
移
動
を
始
め
た

ま
あ
問
題
な
い

今
こ
こ
に
あ
る
の
は
た

た
九
人
分
で
し
か
な
い

 
は
は

余

じ

な
い
か

た

た
九
回
我
慢
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
事
だ

 

静
に
分

し
な
が
ら
し
ま
う
事
に
し
よ
う

そ
う

あ
く
ま
で

静
に
だ
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こ
れ
は
た
だ
の
布
だ
こ
れ
は
た
だ
の
布
だ
こ
れ
は
た
だ
の
布
だ

 
八
幡
は
そ
う

く
と

深
呼

を
し

作
業
を
開
始
し
た

 
こ
れ
は
姉
さ
ん
の
か
さ
す
が
の
大
き
さ
と
言
う
べ
き
だ
が
思

た
よ
り
も
地
味
で
驚
い
た

な 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

こ
れ
は
雪
乃
の
だ
な

デ
ザ
イ
ン
が
姉
さ
ん
の
と
似
て
る
の
が
興
味
深
い

 
や

ぱ
り
姉
妹
だ
か
ら
こ
う
い
う
所
も
似
る
の
か
な
で
も
や

ぱ
り
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
は
ネ

コ
な
ん
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

こ
れ
は
詩
乃
の
か

あ
い
つ
は
一
見
地
味
に
見
え
る
が

実
は

手
な
下
着
を
好
む
の
か

 
う
ん

詩
乃
は
や

ぱ
り
む

つ
り
だ

ま
あ
知

て
た
け
ど
な

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

こ
れ
を
マ

ク
ス
が

う

ん

あ
い
つ
は
俺
の
前
と
他
人
の
前
で
は
態
度
が
変
わ
る
か
ら

な
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こ
の
生
地
の
少
な
さ
は

そ
れ
故
だ
と
考
え
て
お
こ
う

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

こ
れ
は
南
の
か

あ
あ

何
か
安
心
す
る
な

普
通
が
一
番
だ

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

こ
れ
は
イ
ヴ
の
か

機
能
性
重

て
感
じ
だ
な

う
ん

い
い
と
思
う
ぞ

 
で
も

に
か
ぶ

た
り
は
し
な
い
か
ら
な

イ
ヴ

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

こ
れ
は

本
の
か

ま
さ
か
こ
ん
な
日
が
来
る
と
は
な

 

は
そ
れ
あ
る

だ
の
う
け
る
し
だ
の
言

て
た
の
に
大
人
に
な

た
ん
だ
な

本 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

こ
れ
は
め
ぐ
り
ん
の
か

ど
こ
か

さ
れ
る
な

 
ま
る
で
下
着
か
ら

先
輩
の
優
し
い
人

が

み
出
る
よ
う
で
と
て
も
良
い
な

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

こ
れ
は
小
猫
の
だ
な

見
覚
え
が
あ
る

う
ん

何
と
も
思
わ
な
い
な
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病
の
時
と
か
に
見
た
り
し
て
る
し

我
な
が
ら
慣
れ
た
も
ん
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

当
に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

さ
て

小
猫
の
だ
け

当
だ
が

ま
あ
い
い
だ
ろ
う

 
き

と
あ
い
つ
は
こ
の
方
が
喜
ぶ
に
違
い
な
い
か
ら
な

さ
て
終
わ

た
終
わ

た
明
日
奈

に
報
告
だ

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

明
日
奈
の
所
に
向
か

た

お
い
明
日
奈

終
わ

た
ぞ

あ

八
幡
君

こ
れ
も
今

い
た
か
ら

追
加
で
お
願
い
ね

な
ん

だ
と

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

名
前
の
書
か
れ
た
袋
の
山
を
見
て

然
と
し
た

あ

リ
ズ
の
は
和
人
君
に
任
せ
た
方
が
い
い
ね

 
珪
子
の
は
八
幡
君
に
任
せ
る

て
言
わ
れ
て
る
か
ら
お
願
い
ね

え

ま
じ
で
か

う
ん

あ

で
も
小
町
ち

ん
と
直
葉
ち

ん
は
後
で
自
分
で
や
る

て
さ

 
ま
あ
当
た
り
前
だ
よ
ね
私
も
お
兄
ち

ん
の
下
着
を
し
ま
え

て
言
わ
れ
た
ら
ち

と
や
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だ
しこ

小
町
ち

ん

お
兄
ち

ん
に
任
せ
て
も
い
い
ん
だ
ぞ

 
そ
ん
な
八
幡
の

に

遠
く
か
ら
小
町
の
声
が

こ
え
て
き
た

き
も

お
兄
ち

ん
の
手
を
そ
ん
な
事
で
わ
ず
ら
わ
せ
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
気
に

し
な
い
で

 
そ
の
言
葉
で
八
幡
の
心
は
打
ち

か
れ

八
幡
は

て
和
人
の
手
を

た

わ

な

何
だ
よ
八
幡

い
い
か
ら
来
い

お
前
は
こ

ち
で
里
香
の
ぱ
ん
つ
で
も
か
ぶ

て
ろ

何
だ
よ
そ
れ

意
味
が
分
か
ら
な
い
よ

 
そ
し
て
二
人
は
一

に

室
へ
と
消
え
て
い

た

 
こ

こ
れ
を
こ
こ
に
し
ま
え
ば
い
い
の
か

お
う

頼
む
わ

さ
す
が
に
里
香
の
分
は
俺
が
や
る

に
も
い
か
な
い
か
ら
な

逆
に
言
え
ば
残
り
は
ほ
と
ん
ど
八
幡
が
や
る
ん
だ
ろ

ま
あ
頑
張
れ

 
そ
し
て
和
人
は

心
か
ら
八
幡
に
同
情
し
た
よ
う
な
様
子
を
見
せ
な
が
ら
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さ

さ
と
自
分
の
仕
事
を
済
ま
せ

部
屋
の
外
に
出
て
い

た

 

力
他
の
人
の
引
き
出
し
の
方
を
見
な
い
そ
の

は

 
さ
す
が
は
英
雄
と
呼
ば
れ
る
だ
け
の
事
は
あ
る
よ
う
に
見
え
た

は

仕
方
な
い

や
る
か

 
八
幡
は
そ
う

く
と

く
仕
事
を
終
え
て
し
ま
お
う
と
思
い

作
業
を
開
始
し
た

こ
れ
は
珪
子
の
か

う
ん

素
直
に
か
わ
い
い
と
賞

す
る
ぞ

珪
子

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

結
衣
は
何
と
い
う
か
イ
メ

ジ
通
り
だ
な
こ
の
フ
リ
ル
の

合
と
か
が
い
か
に
も
そ
れ

い
 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

優
美
子
の
こ
れ
は

見
覚
え
が
あ
る
色
だ
な

 
そ
う
い
え
ば

事
故
で
あ
い
つ
の
下
着
を
見
ち
ま

た
事
が
あ

た
が

 
い
か
ん
い
か
ん
バ
レ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
殺
さ
れ
る

し
か
し
意
外
だ
よ
な

こ
の

ピ
ン
ク
は

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た
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い
ろ
は
は
相
変
わ
ら
ず
あ
ざ
と
い
な

普
通
こ
ん
な
下
着
を
選
ぶ
か

絶
対
に
狙

て
る
だ

ろ
こ
れ

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

え

こ
れ

て
美
優
の
か

何
で
こ
れ
が
こ
こ
に
あ
る
ん
だ

 
あ
あ

明
日
奈
が
先
日
北
海
道
に
行

た
時
に

か

て
き
た
の
か

 
そ
れ
に
し
て
も
何
と
い
う
か

こ
の

に

手
だ
よ
な
ま
さ
に
肉
食
系

て
感
じ
か

 
見
た
事
は
無
い
が

香
蓮
を
見

え

て
ん
だ
よ
ま

た
く

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

え

お
い

フ

イ
リ
ス
の
は
ま
ず
い
だ
ろ

い
い
の
か
こ
れ

 
し
か
し
あ
い
つ

あ
の
言
動
は
や

ぱ
り
計
算
な
ん
だ
な

 
下
着
か
ら
中
二

い
感
じ
が
ま

た
く
伝
わ

て
こ
ね
え
な

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

ち

と
待
て
何
故
優
里
奈
の
下
着
が
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
こ
れ
も
俺
が
や
ら
な
い
と
な
の

か 
は

し
か
も
迫
力
が
姉
さ
ん

み
と
か

凄
ま
じ
い
戦
闘
力
だ
な
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任
を
持

て
俺
が
社
会
に
出
し
た
上
で
あ
い
つ
が
変
な
男
に
引

か
ら
な
い
よ
う
に
注

意
せ
ね
ば

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

さ
て
お
待
ち
か
ね

明
日
奈
の
下
着
か

ふ
う

落
ち
着
く
し
安
心
す
る
わ

 
ま
あ
実
は

着
で
見
せ
ら
れ
た
か
ら
知

て
る
ん
だ
よ
な

 
何
度
見
て
も

明
日
奈
に
凄
く
似
合

て
て
い
い
と
思
う
ぞ

 
八
幡
は
そ
う
口
に
出
し
て
言
う
と

丁

に
下
着
を
た
た
み

引
き
出
し
に
収
納
し
た

こ
れ
で
終
わ
り
か

Ｓ
Ａ
Ｎ

を

て
く
る
下
着
も
あ

た
が

よ
く

え
た
ぞ

俺

 
八
幡
は
満
足
そ
う
に
そ
う
言
う
と

明
日
奈
の
下
に

た

終
わ

た
ぞ

明
日
奈

こ

ち
も
大
体
オ

ケ

か
な

そ
れ
じ

あ

た
い
物
で
も
用
意
す
る
か
ら

 
八
幡
君
と
和
人
君
は
自
分
達
の
着

え
を
そ
こ
の
ボ

ク
ス
に
し
ま

た
後

 
二
人
で
雑
談
で
も
し
な
が
ら
お
茶
で
も
飲
ん
で
て
ね
私
達
は
こ
れ
か
ら
ミ

テ

ン
グ
が
あ

る
か
ら

ミ

ミ

テ

ン
グ

何
の
だ
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こ
こ
の
利
用
に
関
し
て
の
ル

ル
の
確
認
だ
よ

八
幡
君

そ

そ
う
か

分
か

た

 
そ
し
て
女
性

は
集
合
し

ミ

テ

ン
グ
が
始
ま

た
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第
４
５
６
話
 
乙
女
達
の
一
喜
一
憂

そ
れ
で
は
ミ

テ

ン
グ
を
始
め
ま
す

会
を
努
め
さ
せ
て

き
ま
す
結
城
明
日
奈
で
す

 
明
日
奈
は
ど
こ
か
ら
か

を
取
り
出
し
て
か
け
る
と

そ
う

を
し
た

最
初
に
現

報
告
で
す

男
性
二
名

女
性
二
十
二
名

 
こ
れ
が
現
在
こ
の
部
屋
を
利
用
す
る
可
能
性
の
あ
る
人

と
な
り
ま
す

男
女
比
が
凄
い
わ
ね

ま
あ
今
更
だ
し

む
し
ろ

き
込
ま
れ
る
和
人
君
が
気
の

ま
あ

男
同
士
で
語
り
た
い
時
も
あ
る
ん
じ

な
い

そ
う
い
う
時
は

魔
し
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
ね

私
と
珪
子
と
小
町
ち

ん
と
直
葉
は

あ
ん
ま
り
利
用
す
る
事
は
無
さ
そ
う
だ
け
ど
ね

ま
あ
パ

テ

ル

ム
的
な
使
い
方
も
あ
る
し

学
校
の
行
事
の
後
と
か

 
女
性

が
口
々
に
そ
う
言
い

明
日
奈
は
そ
れ
に

う
ん
う
ん
と

い
て
い
た

 
現
在
こ
の
部
屋
に
い
る
の
は
二
十
人

さ
す
が
に
そ
れ
だ
け
集
ま
る
と

観
で
あ
る
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八
幡
君
が
い
な
い
時
に

こ
こ
を
一
人
で
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
時
は

 
優
里
奈
ち

ん
に
一
言
断
る
事

こ
の
場
合
は
一
人
で

ま

て
も
オ

ケ

と
し
ま
す

 
そ
し
て
優
里
奈
ち

ん
と
私
以
外
が
夜
に
八
幡
君
と
二
人
に
な
る
の
は
禁
止
と
な

て
い
ま

す 
こ
れ
は
こ
こ
の
管
理
を
し
て
も
ら
う
報

も

ね
て
い
ま
す
が

 
部
屋
の
管
理
を
す
る
と
い
う
性
質
上
二
人
き
り
に
な
る
可
能
性
は
避
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
す

 
ち
な
み
に
昼
な
ら
二
人
き
り
に
な

て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん

 
八
幡
君
が
い
る
日
に

ど
う
し
て
も
夜
に
一
人
で
来
な
い
と
い
け
な
い
場
合
は

 
優
里
奈
ち

ん
と
一

に

ま
る
事

こ
こ
ま
で
を
基
本
ル

ル
と
し
ま
す

ま
あ

当
じ

な
い

そ
う
ニ

ね

問
題
な
い
の
ニ

ま
あ
こ
こ
を
利
用
す
る
時
は

会
社
関
係
で
何
か
あ

た
時
が
多
い
と
思
う
し
ね

そ
れ
以
外
は
何
か
の
イ
ベ
ン
ト
的
な
集
ま
り
の
後
と
か

そ
う
い
う
時
か
な

そ
う
で
す
ね

大
体
そ
ん
な
感
じ
に
な
る
と
思
い
ま
す

 
明
日
奈
は

を
ク
イ

と
し
な
が
ら
そ
う
言
う
と

次
に
こ
う
言

た
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こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は

現
役
高
校
生
の
三
人
な
の
で
す
が

そ
れ

て
私
達
は
入

て
な
い
わ
よ
ね

 
里
香
の
質
問
に

明
日
奈
は

き
な
が
ら
こ
う
答
え
た

も
ち
ろ
ん

私
達
な
ん
ち

て
高
校
生
は

に
入

て
い
ま
せ
ん

明
日
奈

ひ
ど
い

確
か
に
自

ネ
タ
で
す
け
ど

で
も
ま
あ
そ
れ
が
事
実
な
ん
で
す
よ
ね

 
里
香
と
珪
子
は
そ
う

い
た

そ
し
て
対
象
と
な
る
三
人
が

口
々
に
言

た

私
の
親
は
い
る
よ
う
で
い
な
い
よ
う
な
も
の
だ
し

 
お

ち

ん
も
お

ち

ん
も
そ
う
い
う
事
に
は

容
だ
か
ら

問
題
無
い
か
な

 
む
し
ろ
後
ろ
盾
を
得
ら
れ
る
事
に
喜
ん
で
い
る
フ
シ
が
あ

た
し
ね

 
最
初
に
詩
乃
が
こ
う
言

た

フ

イ
リ
ス
は
当
主
だ
か
ら

そ
う
い
う
の
は
自
分
の
判
断
で
決
め
て
い
い
の
ニ

 
次
に
フ

イ
リ
ス
が
こ
う
言

た

私
は
八
幡
さ
ん
の
娘
み
た
い
な
も
の
な
の
で

問
題
な
い
で
す

 
最
後
に
優
里
奈
が
そ
う
言

た
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そ
れ
な
ら
問
題
な
い
で
す
ね

こ
の
問
題
は
そ
れ
で
解
決
と
し
ま
す

 
明
日
奈
は
す
ま
し
た
顔
で
そ
う
言
う
と

次
に
自
由
討

が
始
ま

た

お
酒
の
持
ち
込
み
は
ど
う
す
る

過
度
の
飲
酒
を
し
た
ら

一

月
ペ
ナ
ル
テ

で
お

り
禁
止
に
す
る
の
は
ど
う
か
し
ら

 
ま
あ
何
か
お
酒
で
問
題
が
あ
る
と
し
た
ら

ぱ
ら
い
に

ま
れ
て

 
八
幡
君
が
迷
惑
す
る

て
事
だ
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

え

て
全

に
な
る
の
は
禁
止

姉
さ
ん

自
重
し
な
さ
い

ち

は

い

験
前
に
こ
こ
で
勉
強
し
た
ら
集
中
出
来
そ
う
ね

そ
れ
は
ち

と
助
か
る
か
も

こ
こ
に
は
い
い
先
生
が
揃

て
る
し
ね

洗

物
と
か
の
ル

ル
は
ど
う
す
る

あ

基
本
脱
ぎ

ぱ
な
し
で
い
い
で
す
よ

私
が
き
ち
ん
と
管
理
し
て
お
く
の
で

そ
れ
は
さ
す
が
に
優
里
奈
ち

ん
に
悪
い
か
ら
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夜
に
お
風
呂
に
入
る
の
と
同
時
に
洗

機
に
入
れ
て

朝

き
た
ら
回
す
事
に
し
た
ら

 
そ
う
し
た
ら
一

に

す
か

優
里
奈
ち

ん
に
任
せ
る
に
し
て
も
楽
に
な
る
だ
ろ
う
し

成議
な
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

助
か
り
ま
す

 
他
に
も
生
理
用
品
の
ス
ト

ク
は
と
か
八
幡
が

い
た
ら
即
逃
げ
出
す
よ
う
な
会
話
が
続

け
ら
れ

 
一
通
り
問
題
が
出
尽
く
し
た
と
思
わ
れ
た

明
日
奈
が
言

た

そ
れ
で
は
最
後
に

こ
ち
ら
の
モ
ニ
タ

を
ご

下
さ
い

 
興
味
の
無
い
方
も
い
ら

し

る
か
と
思
い
ま
す
が

 
こ
れ
は
今
日
集
ま

て
い
た
だ
い
た
事
へ
の
サ

ビ
ス
で
す

 

影
し
て
く
れ
た
の
は
イ
ヴ
だ
よ

み
ん
な

手

 
一
同
は

一
体
何
が
始
ま
る
ん
だ
ろ
う
と
興
味

々
で
見
て
い
た
の
だ
が

 
映
像
が
始
ま

た

間

色
い
声
が
上
が

た

き

あ
あ
あ
あ
あ
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ん

何
だ

今
の

鳴
は

鳴
と
い
う
か

い
わ
ゆ
る

色
い
声

て
奴
だ
ろ

な

和
人

な
予
感
が
す
る
ん
だ
が

俺
は
別
に
し
な
い
け
ど
な
ど
う
せ
明
日
奈
が
八
幡
の
体
を
景
品
に
ビ
ン
ゴ
と
か
を
始
め
て

 
み
ん
な
が
歓
声
を
上
げ
た
と
か
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
の
か

怖
い
事
を
言
う
ん
じ

ね
え
よ

 
八
幡
は

室
の
中
が
気
に
な

て
仕
方
が
な
か

た
が

 
い
き
な
り

み
入
む
の
も

わ
れ

そ
の
場
を
う
ろ
う
ろ
し
始
め
た

心
配
性
だ
な

冗
談

冗
談
だ

て
ば

冗
談
で
済
め
ば
い
い
ん
だ
け
ど
な

 
今
流
れ
て
い
る
の
は
先
ほ
ど
の
八
幡
君
の
様
子
で
す
頑
張

て
み
ん
な
の
下
着
を
し
ま

て
い
ま
す

 
そ
れ
で
は
彼
が
一
体
ど
ん
な
反
応
を

す
の
か

是
非
ご

き
ま
し

う
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そ
し
て
画
面
に
は

八
幡
が
何
人
か
の
下
着
を
し
ま

て
い
る

が
映
し
出
さ
れ
た

こ
れ
は
姉
さ
ん
の
か
さ
す
が
の
大
き
さ
と
言
う
べ
き
だ
が
思

た
よ
り
も
地
味
で
驚
い
た

な
え

そ
ん
な
に
地
味

ま
あ
普
通
だ
と
思
う
け
ど
姉
さ
ん
の
場
合
は
プ
ロ
ポ

シ

ン
と
比
べ
る
と

て
事
ね

 
く

言

て
て
何
か
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
た
わ
姉
さ
ん
ち

と
殴

て
も
い
い
か
し
ら

で
も
や

ぱ
り
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
は
ネ
コ
な
ん
だ
な

あ

し
ま

た
わ

勝
負
下
着
な
の
が
バ
レ
て
し
ま

た
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ゆ
き
の
ん

冗
談
だ
よ
ね

何
が
か
し
ら

あ

え

と

雪
乃

勝
負
下
着

て
い
う
の
は
ね

そ
う
な
の

詩
乃
は
や

ぱ
り
む

つ
り
だ

ま
あ
知

て
た
け
ど
な

し

失

ね

私
の
ど
こ
が
む

つ
り
な
の
よ
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い
や

だ

て
ね

凄
い
ね
詩
乃

よ
く
あ
ん
な
下
着
を

え
た
ね

え

ち
だ
ね

う
ん

くこ
の
生
地
の
少
な
さ
は

そ
れ
故
だ
と
考
え
て
お
こ
う

雪
乃

勝
負
下
着

て
の
は
こ
う
い
う
の

く

こ

今
度

い
に
行
く
の
を
付
き
合
い
な
さ
い

分
か

た

付
き
合
う

あ
あ

何
か
安
心
す
る
な

普
通
が
一
番
だ

普
通
で
悪
か

た
わ
ね

う
う
ん
南

あ
れ
は
多
分

最
大
級
の
褒
め
言
葉
だ
と
思
う
わ

八
幡

凄
く
穏
や
か
な
表
情
を
し
て
る
じ

な
い

そ

そ
う
な
の
か
な

で
も

に
か
ぶ

た
り
は
し
な
い
か
ら
な

イ
ヴ
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ち舞
衣
ち

ん
今

ち

て

て
い
う
か

今
の
は
ど
ん
な
流
れ
で
の
発
言

は
そ
れ
あ
る

だ
の
う
け
る
し
だ
の
言

て
た
の
に
大
人
に
な

た
ん
だ
な

本
今
で
も
た
ま
に
出
る
わ
よ
ね

え

そ
れ
は
う
け
な
い

ほ
ら
ね

あこ
れ
は
め
ぐ
り
ん
の
か

ど
こ
か

さ
れ
る
な

う

私
が
い
な
い
所
で
も

め
ぐ
り
ん

て
呼
ん
で
く
れ
て
る

嬉
し
い

喜
ぶ
の
そ
こ

さ
す
が
は
め
ぐ
り
ん

こ
う
い
う
人
が
最
後
に
勝
ち
を

う
の
よ
ね

れ
な
い
わ

う
ん
何
と
も
思
わ
な
い
な

病
の
時
と
か
に
見
た
り
し
て
る
し
我
な
が
ら
慣
れ
た
も
ん
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だ
なち

と
私
の
下
着
だ
け
何
で
丁

に
た
た
ま
な
い
の
よ
扱
い
が
お
か
し
い
じ

な
い

う
わ

室
⻑

そ
れ
は
な
い

な
い
で
す

ま
し
い

ど

ど
こ
が
よ

一
人
だ
け
特
別
扱
い
じ

な
い
で
す
か

と

特
別

私
が

ど
う
見
て
も
そ
う
だ
よ
ね

そ

そ
う
か
し
ら

う
ん

そ
う
よ
ね

私
は
特
別
な
の
よ
ね

あ

調
子
に
乗

た

逆
に
言
え
ば
残
り
は
ほ
と
ん
ど
八
幡
が
や
る
ん
だ
ろ

ま
あ
頑
張
れ

う
わ

和
人
君

士
ね

で
も
私
と
し
て
は
私
の
下
着
を
し
ま
う
時

に
事

的
な
の
が
気
に
な
る
ん
だ
け
ど

里
香
に
し
て
み
れ
ば
そ
の

り
は
難
し
い
よ
ね



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

う
ん

う
ん

素
直
に
か
わ
い
い
と
賞

す
る
ぞ

珪
子

や

た

平
和
ね

平
和
が
一
番
な
の
か
も

イ
メ

ジ
通
り
だ
な

こ
の
フ
リ
ル
の

合
と
か
が
い
か
に
も
そ
れ

い

あ
た
し

て
そ
ん
な
に
フ
リ
ル

フ
リ
ル
ね

フ
リ
ル

し

そ
う
い
え
ば

事
故
で
あ
い
つ
の
下
着
を
見
ち
ま

た
事
が
あ

た
が

 
い
か
ん
い
か
ん
バ
レ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
殺
さ
れ
る

し
か
し
意
外
だ
よ
な

こ
の

ピ
ン
ク
は

え

い

い
つ

い
つ
見
た
の

さ
あ

優
美
子

覚
え
が
無
い
の
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う

う
ん

と
り
あ
え
ず
殺
し
と
く

う

う
う
ん

別
に

う
わ

優
美
子
顔
が
真

だ
よ

普
通
こ
ん
な
下
着
を
選
ぶ
か

絶
対
に
狙

て
る
だ
ろ
こ
れ

あ

あ
ざ
と
く
な
ん
か
無
い
で
す
し

あ
ざ
と
い
わ
ね

い
ろ
は
先
輩

あ
ざ
と
い
で
す

違
う
か
ら

普
通
だ
か
ら

そ
れ
は
そ
れ
で
問
題
が
あ
る
と
思
う

ま
さ
に
肉
食
系

て
感
じ
か

見
た
事
は
無
い
が

香
蓮
を
見

え

て
ん
だ
よ
ま

た
く

ま
あ
確
か
に
フ
カ
は
肉
食
系
だ
け
ど

む
し
ろ
何
で
そ
こ
で
他
の
人
の
名
前
が

香
蓮

て
誰

ほ
ら

そ
こ
の

下
に
名
前
が
あ
る
で
し



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

え

と
ね

ス

パ

モ
デ
ル

い
人

ラ
イ
バ
ル
は
強
大
だ

り
返
す

ラ
イ
バ
ル
は
強
大
だ

こ
れ
は
要
注
意
ね

あ
の
言
動
は
や

ぱ
り
計
算
な
ん
だ
な
下
着
か
ら
中
二

い
感
じ
が
ま

た
く
伝
わ

て

こ
ね
え
な

ふ
ふ
ん

全
て
は
自
分
を
大
人
し
く
見
せ
る

技
な
の
ニ

て
い
う
設
定
ニ

設
定
な
の

一
体
ど

ち

で
も
も
う
少
し

手
な
の
で
も
良
か

た
か
ニ

ま

ま
あ
入
れ

え
ち

い
け
な
い
決
ま
り
は
無
い
し

次
が
あ
る
わ
よ

フ

イ
リ
ス
さ
ん

ど
ん
ま
い

し
か
も
迫
力
が
姉
さ
ん

み
と
か

凄
ま
じ
い
戦
闘
力
だ
な

じは

優
里
奈
ち

ん

ち

と
胸
を

ん
で
も
い
い
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え
え

て

も
う

ん
で
る
じ

な
い
で
す
か

ふ
む
ふ
む

確
か
に
私
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
わ
ね

戦
闘
力
五
十
三
万
ニ

任
を
持

て
俺
が
社
会
に
出
し
た
上
で
あ
い
つ
が
変
な
男
に
引

か
ら
な
い
よ
う
に
注

意
せ
ね
ば

パ
パ
だ

パ
パ
が
い
る

パ
パ
だ
ね

何
度
見
て
も

明
日
奈
に
凄
く
似
合

て
て
い
い
と
思
う
ぞ

う
ふ

う
ふ
ふ
ふ
ふ

明
日
奈
が
壊
れ
た

嬉
し
そ
う
な

や

ぱ
り
明
日
奈
に
は
敵
わ
な
い
か

 
八
幡

私
を
特
別
扱
い
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
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う
わ

は

離
せ
小
猫

意
味
が
分
か
ら
ん

 
薔
薇
は
部
屋
を
出
る
と

そ
う
言
い
な
が
ら
い
き
な
り
八
幡
に

き
つ
い
た

 
そ
れ
を
見
た
残
り
の
一
同
は

思
わ
ず
顔
を
見
合
わ
せ
て

き
合

た

あや
ば
い

バ
レ
ち

う
予
感

し
ま

た

室
⻑
の
テ
ン
シ

ン
が
ま
だ
上
が

た
ま
ま
だ

た

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
者
の
何
人
か
は
と
ば

ち
り
を
受
け
る
の
を
避
け
る

そ
そ
く
さ
と
帰

り
だ
し
た

八
幡

そ
れ
じ

あ
ま
た
学
校
で
ね

ほ
ら
和
人

行
く
わ
よ

お

お
い
里
香

せ
か
す
な
よ

急
が
な
い
と
や
ば
い
か
ら

逃
げ
る
わ
よ

ま
じ
か

分
か

た

 
最
初
に
里
香
と
和
人
が
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た

お
兄
ち

ん

ま
た
ね

先
輩
も

く
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あ

待

て
小
町
ち

ん

私
も
行
く
か
ら

私
も
私
も

い
ろ
は
先
輩

直
葉
ち

ん

珪
子
さ
ん

急
い
で

 
そ
し
て
次
に

い
ろ
は
と
小
町
と
直
葉
と
珪
子
が
脱
出
に
成
功
し
た

そ
れ
じ

あ
私
は
仕
事
に

り
ま
す

室
⻑

同
じ
く
私
も

私
も
受
付
の
仕
事
に

り
ま
す
ね

私
も
眠
り
の
森
に
行
か
な
く
ち

フ

イ
リ
ス
も
お
店
に

る
の
ニ

 
南
と
舞
衣
と
か
お
り
と
め
ぐ
り
と
フ

イ
リ
ス
は

上
手
く
仕
事
を
盾
に
し

離
脱
し
た

さ

さ

て
優
美
子

姫
菜
の
手
伝
い
に
行
か
な
い
と
だ
ね

あ

し
は
ち

と
八
幡
に

き
た
い
事
が
あ
る
し

あ

わ

分
か

た

頑
張

て

う
ん

 
結
衣
は
優
美
子
を
置
い
て

そ
そ
く
さ
と
そ
の
場
を
後
に
し
た
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ボ
ス

そ
ろ
そ
ろ
会
議
の
時
間
で
す

そ

そ
う
ね

と
り
あ
え
ず
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
室
に
行
き
ま
し

う

は
い

急
ぎ
ま
し

う

ボ
ス

 
最
後
に
陽
乃
と
ク
ル
ス
が
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で
部
屋
を
出
る
事
に
成
功
し
た

な

何
だ

 
八
幡
は
戸
惑
い
つ
つ
も

明
日
奈
の
表
情
を
見
て
何
か
を
感
じ
た
よ
う
だ

優
里
奈
ち

ん
足
り
な
い
物
を

い
出
し
に
行
こ
う

く
し
な
い
と
ス

パ

が

ま

ち

う
ま
あ
ま
あ
明
日
奈

そ
れ
は
明
日
で
も
い
い
か
ら
ゆ

く
り
し
て
い
け

て

あ
 
明
日
奈
は
優
里
奈
を
連
れ
て
逃
げ
だ
そ
う
と
し
た
し
か
し
八
幡
に
回
り
込
ま
れ
て
し
ま

た

え

と

大
丈
夫
だ
明
日
奈

た
り
し
な
い
か
ら

中
で
何
が
あ

た
か
言

て
み
る
ん
だ

ほ

本
当
に
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あ
あ

本
当
だ

た
り
は
し
な
い

ま
あ

た
り
す
る
事
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

 

る
の
と

る
の
は
別
物
だ
か
ら
な

さ
あ
明
日
奈

大
人
し
く
白

し
よ
う
な

ひま
あ
小
猫
の
反
応
で
何
と
な
く
分
か
る
け
ど
な

特
別
扱
い
ね

 
お
い
明
日
奈

い
つ
か
ら
録
画
し
て
た
ん
だ

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
で
完
全
に
バ
レ
て
い
る
と
悟

た
明
日
奈
は

め
た
よ
う
に
こ
う
言

た
え

と

最
初
か
ら

最
初
か
ら

か

 
そ
し
て
八
幡
は

残

た
メ
ン
バ

の
顔
を
見
回
し
た

 
残

て
い
た
の
は

明
日
奈

雪
乃

優
美
子

詩
乃

小
猫

紅
莉
栖
で
あ
る

ち
な
み
に
私
は
た
だ
の
野
次
馬
だ
か
ら
ね

ま
あ
紅
莉
栖
は
そ
う
だ
よ
な

八
幡
君

 
最
初
に
八
幡
に
声
を

け
た
の
は
雪
乃
だ

た
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ち

違
う
の

私
は
勝
負
下
着
の
意
味
を
分
か

て
い
な
か

た
の

 
だ
か
ら
私
が
い
つ
も

猫
の
下
着
を
付
け
て
い
る
な
ん
て
思
わ
な
い
で
欲
し
い
の

え

あ

い
や

雪
乃
ら
し
く
て
い
い
ん
じ

な
い
か

猫

か
わ
い
い
よ
な

ほ

本
当
に

お
う

本
当
だ

良
か

た

 
次
に
声
を

け
て
き
た
の
は
詩
乃
だ

た

ち

と

私
の
ど
こ
が
む

つ
り
な
の
よ

え

え

と

全
部

な大
丈
夫
だ

多
分
学
校
で
気
付
い
て
る
の
は

奈
く
ら
い
だ
ろ

だ
か
ら
何
も
問
題
は
無
い

私
が
む

つ
り
な
の
を

成
事
実
み
た
い
に
言
わ
な
い
で

で
も
あ
の
下
着
は
な

う
 
次
に
声
を

け
て
き
た
の
は
優
美
子
だ

た
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さ
す
が
に
こ
れ
は

ら
れ
る
の
を
覚
悟
せ
ね
ば
と
思

た
八
幡
だ

た
が

 
そ
の
予
想
に
反
し
て
優
美
子
は

顔
を
真

に
し
な
が
ら
八
幡
に

ね
て
き
た

い

い
つ
見
た
し

あ
え

と
だ
な

以
前
俺
と
葉
山
が
か
お
り
達
と
一

に
出
か
け
た
日
が
あ

た
だ
ろ

 
そ
の
時
葉
山
に
気
付
い
た
優
美
子
が
あ
い
つ
に
声
を

け
よ
う
と
し
て
転
ん
だ
時
に
そ
の

な

あ

 
ど
う
や
ら
優
美
子
は

そ
の
時
の
事
を
覚
え
て
い
た
よ
う
だ

な
る
ほ
ど

あ

あ
り
が
と

お

お
う

お

を
言
わ
れ
る
よ
う
な
事
じ

な
い
け
ど
な

 
そ
し
て
優
美
子
は

八
幡
の

元
で
こ
う

い
た

え

ち

 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

大
に
顔
を

く
し
た

わ

悪
い
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う
う
ん

別
に

 
最
後
に
八
幡
は

ま
だ
び
く
び
く
し
て
い
る
明
日
奈
の
所
に
行
く
と

 
満
面
の
笑
顔
で
明
日
奈
の

を

で
た

で

ど
う
い
う
意
図
で
や

た
ん
だ

え

と

な

仲
間
意
識
の

成
と

私
か
ら
の
サ

ビ
ス

 
み
ん
な

八
幡
君
の
か
わ
い
い
所
が
見
た
い
ん
じ

な
い
か
と
思

て

な
る
ほ
ど

 
そ
う
言

て
八
幡
は

明
日
奈
の

に
乗
せ
て
い
る
手
に
ぎ

と
力
を
入
れ
始
め
た

い

い

い

ご
め
ん
な
さ
い
だ

明
日
奈

ご

ご
め
ん
な
さ
い

ま
あ
実

そ
ん
な
に

て
は
い
な
い
が

ほ
ど
ほ
ど
に
な

う

う
ん

 
八
幡
は
そ
れ
で
明
日
奈
を
許
し

ま
だ
自
分
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
小
猫
に
目
を
向
け
た

お
い
小
猫
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わ

私
は
特
別
な
の
よ
ね

そ
れ
で
い
い
の
よ
ね

あ
あ

も
ち
ろ
ん
お
前
は
特
別
だ

だ
か
ら
俺
に
迷
惑
を

け
た
分

 
一
人
で
特
別
な
お
仕
置
き
を
受
け
る
べ
き
だ
な

わ

分
か

た
わ

特
別
な
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
わ
よ
ね

お
う

そ
れ
じ

あ

話

と

 
そ
し
て
八
幡
は

ど
こ
か
に

話
を

け
た

あ

下
着
が
地
味
な
姉
さ
ん
で
す
か

あ

あ
れ

て
そ
ん
な
に
地
味
だ

た
か
し
ら

い
や
普
通
で
し
た
よ
今
の
は
ほ
ん
の
冗
談
で
す
で
も
よ
く
ギ
リ
ギ
リ
で
逃
げ
ま
し
た
ね

文

を
言
お
う
か
と
も
思

た
け
ど

そ
れ
は
後
日
実

に
見
せ
れ
ば
い
い
か
な

て

見
せ
な
く
て
い
い
で
す
か
ら
ね

で

頼
み
が
あ
る
ん
で
す
が

 
小
猫
の
ネ

ム
プ
レ

ト
を

フ
ル
ネ

ム
に
変
え
て
も
ら
え
ま
す
か

分
か

た
わ

用
意
し
て
お
く

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言

て

話
を
切

た
八
幡
を

薔
薇
は
愕
然
と
見
つ
め
て
い
た
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な

な
な
な
何
を
す
る
の
よ

お
前
が
俺
に
と

て
特
別
な
事
を

他
人
に
ア
ピ

ル
す
る
ん
じ

ね
え

 
そ
う
い
う
の
は
俺
と
お
前
の
心
の
中
に
だ
け
し
ま

て
お
け
ば
い
い
ん
だ

 
分
か

た
ら
明
日
か
ら
し
ば
ら
く
罰
を
受
け
ろ

一
週
間
し
た
ら
解
放
し
て
や
る
か
ら

ほ

本
当
に

本
当
に
一
週
間
だ
け
で
い
い
の
ね

お
う

一
週
間
だ
け
だ

 
一
生
そ
の
ま
ま
な
の
か
と
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
た
薔
薇
は

そ
の
言
葉
に
す
が
り
つ
い
た

 
そ
し
て
そ
の
事
で

逆
に
八
幡
に
感
謝
す
ら
し
て
い
た

 
紅
莉
栖
は
そ
ん
な
二
人
の

を
見
て

れ
て
い
た

相
変
わ
ら
ず
上
手
く
や
る
も
の
ね

 
こ
う
し
て
話
は
落
ち
着
い
た
か
と
思
わ
れ
た
が
そ
ん
な
八
幡
に
明
日
奈
が
爆

を
落
と
し

た
あ

八
幡
君

香
蓮
さ
ん
の
お
見
合
い
の
話
は

い
た
よ
ね

あ

お
う

い
て
る
ぞ

そ
の
事
で
今
夜
フ
カ
ち

ん
と
香
蓮
さ
ん
が
私
と
一

に
こ
こ
に

ま
る
か
ら
宜
し
く
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ね
は

は
あ

 
ど
う
や
ら
こ
の
日
の
バ
タ
バ
タ
は

ま
だ
終
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
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第
４
５
７
話
 
優
里
奈

述
懐
す

え

明
日
奈

ま
じ
で
か

う
ん

朝
の
う
ち
に
連

が
来
て
た
と
思
う
ん
だ
け
ど

や
べ

を
キ

ト
に
放
置
し

ぱ
な
し
だ

た
わ

 
八
幡
は

て
て
そ
う
言
い

キ

ト
の
所
に
向
か

た

 
そ
し
て
残

て
い
た
少
女
達
は

明
日
奈
に
事
情
を

い
た

な
る
ほ
ど

お
見
合
い
を
ね

本
人
が
望
ん
で
い
な
い
ん
だ

た
ら
ま
あ

そ
れ
は
問
題
だ
し

で
も
断
る
事
も
出
来
る
ん
で
し

う

普
通
に
断
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
の

美
優
が
言
う
に
は

も
し
そ
う
な

た
ら

 
な
し
崩
し
的
に
話
が
進
ん
じ

う
可
能
性
が
否
定
出
来
な
い
ん
だ

て

で
も
そ
こ
で
八
幡
が
出
て
行
く
の
は
ど
う
な
の
か
し
ら
ね

ど
う
な
ん
だ
ろ
う

確
実
に
先

ば
し
に
は
な
り
そ
う
だ
け
ど

ま
あ
と
に
か
く
香
蓮
さ
ん
に
と

て
悪
い
話
で
あ
る
な
ら
八
幡
君
は
確
実
に
潰
そ
う
と
す
る
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で
し

う

 
私
達
は
そ
の
意
向
に

う
だ
け
よ

ま
あ
今
回
は

私
達
の
出
番
は
無
さ
そ
う
だ
け
れ
ど

ち
な
み
に
相
手
は

⻄
山
田
フ

イ
ヤ

て
人
み
た
い

 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

Ａ
Ｃ
Ｓ
で

索
を
始
め
た

こ
の
人
だ
よ

 
さ
す
が
は
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
あ
り

そ
の
情
報
は
普
通
に

索
す
る
よ
り
も

か
い
物
だ

た

と
こ
ろ
で
フ

イ
ヤ

て
何
の
事
か
し
ら

て
書
い
て
フ

イ
ヤ

て

む
ら
し
い
よ

凄
い
名
前
だ
よ
ね

え

フ

イ
ヤ

て
名
前
だ

た
の

芸
名
か
何
か
だ
と
ば
か
り

ご
両
親
も
馬

な
事
を
し
た
も
の
ね

本
人
の
苦
労
が

ば
れ
る
わ

で
も

こ
の
名
前
を
自
分
の
名
前
を

る
事
に
逆
に
利
用
も
し
て
る
み
た
い
ね

た
く
ま
し
い
の
ね

尊
敬
に

す
る
わ

 
そ
し
て
六
人
は

ハ

と
し
た
よ
う
に

る
の
を
止
め
た

ね
え

何
か
さ

き
か
ら
褒
め
言
葉
し
か
出
て
こ
な
い
ね
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そ
う
い
え
ば
そ
う
ね

こ
れ
は
も
し
か
し
て
良
縁
な
の
か
し
ら

そ
れ
だ
と
ち

と
ま
ず
く
な
い

で
も
香
蓮
さ
ん
は

彼
に
は
ま

た
く

か
れ
な
い
ら
し
い
よ

逆
に
言
う
と

香
蓮
さ
ん
は
何
故
八
幡
君
を

身
⻑
の
事
を
気
に
し
な
い
人
だ

た
か
ら
と
し
か

い
て
な
い
け
ど

あ
そ
れ
な
ら
こ
の
フ

イ
ヤ
さ
ん
も
八
幡
君
と
同
じ
よ
う
な
態
度
だ

た

て

い
て
る

よ
何
が
違
う
の
か
し
ら

 
そ
し
て
詩
乃
が

身
も

も
な
い
事
を
言

た

や

ぱ
り
顔

で
も
こ
の
人
も
そ
れ
な
り
に
整

て
な
い

そ
う
ね

考
え
る
な

感
じ
る
ん
だ

 
そ
の
時
い
き
な
り
紅
莉
栖
が
言

た

理
屈
じ

な
い
の
よ
き

と
初
め
て
八
幡
に
会

た
時
に
体
中
に

気
が
走

た
ん
だ
と
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思
う
わ

わ
お

ロ
マ
ン
チ

ク

ね

紅
莉
栖
さ
ん

そ
れ
は

学
的
に
説
明
出
来
る
も
の
な
の

理
屈
を
付
け
よ
う
と
思
え
ば
い
く
ら
で
も
付
け
ら
れ
る
け
ど

 
で
も
そ
う
し
な
い
の
が
花
だ
と
思
わ
な
い

確
か
に
そ
う
ね

こ
う
し
て
話
し
て
て
も
仕
方
が
な
い
わ
ね

最
後
に
決
断
す
る
の
は
香
蓮
さ
ん
だ
し
ね

後
は
八
幡
君
に
任
せ
ま
し

う

 
六
人
は
そ
う
言

て

き
あ

た

で
も
明
日
奈

ち

ん
と

過
と
結
果
は
教
え
る
の
よ

う
ん
う
ん

面
白
そ
う
だ
し
ね

あ

あ
は

 
ど
う
や
ら
恋
す
る
乙
女
達
は

他
人
の
恋
愛
に
も
興
味

々
の
よ
う
で
あ

た

  
そ
し
て
八
幡
が

る
の
を
待
た
ず

明
日
奈
以
外
の
五
人
は

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

帰

て
い
き

 
そ
の
場
に
は
明
日
奈
だ
け
が
残
さ
れ
た

否
実
は
も
う
一
人

室
に
残

て
い
る
者
が
い

た 
い
き
な
り

室
の
扉
が
開
く
音
が

こ
え

明
日
奈
は
驚
い
た

あ

優
里
奈
ち

ん

明
日
奈
さ
ん

皆
さ
ん
は
も
う
お
帰
り
で
す
か

あ

う
ん

優
里
奈
ち

ん

そ

ち
に
い
た
ん
だ

全
然
気
付
か
な
か

た
よ

 
で
も
一
人
で

室
で
何
を
し
て
た
の

あ

は
い

皆
さ
ん
の
下
着
の
見
た
目
を
メ
モ

て
ま
し
た

 
洗

を
し
た
後

し
ま
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で

あ

そ

か

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね

 
そ
の
優
里
奈
の
よ
く
気
が
付
く
所
に

明
日
奈
は
感
心
し
た

 
そ
ん
な
明
日
奈
に

優
里
奈
は
い
つ
も
と
は
微

に
違
う
質
問
を
し
た

あ

あ
の

い
て
も
い
い
で
す
か

ん

何
か
な
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明
日
奈
さ
ん
が

八
幡
さ
ん
の
彼
女
で
す
よ
ね

う
ん

そ
う
だ
よ

あ
れ

誰
か
か
ら

い
て
な
か

た

あ

は
い

実
は
私

八
幡
さ
ん
と
出
会

て
か
ら

会
う
人
会
う
人
に
同
じ
質
問
を
し
て
た

ん
で
す
よ

 
で
も
今
日

や

と
彼
女
さ
ん
に
た
ど
り
着
く
事
が
出
来
ま
し
た

あ

そ
う
な
ん
だ

で
も
何
で
そ
ん
な
質
問
を

最
初
は
特
に
意
味
は
無
か

た
ん
で
す
が

中
か
ら

そ
の

 

く
人

く
人
み
ん
な

八
幡
さ
ん
の
事
が
大
好
き
み
た
い
で

 
で
公
式
の
彼
女
さ
ん
が
私
が
見
て
き
た
人
達
よ
り
も
八
幡
さ
ん
の
事
を
好
き
じ

な
い
と

感
じ
た
ら

 
何
と
か
別
れ
さ
せ
て

自
分
も

め
て
残
り
の
誰
か
を
好
き
に
な

て
も
ら
お
う
だ
な
ん
て

 
お
か
し
な
事
を
考
え
て
ま
し
た

 
明
日
奈
は
そ
の
答
え
に
何
と
な
く
納
得
し
た

あ

そ
う
い
う
事
か

八
幡
君
に
相
応
し
く
な
い
相
手
だ

た
ら

し
た
か

た
ん
だ

ね
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で
も
こ
う
し
て
会

て
み
て

あ

こ
れ
は
無
理
だ
な

て
感
じ
ま
し
た

脱

で
す

お
手

上
げ
で
す

 
ど
う
し
て
も
別
れ
さ
せ
る
未
来
が
見
え
ま
せ
ん

そ

か

そ
う
思

て
く
れ
た
ん
だ

た
ら
ま

良
か

た
か
な

ま
あ
私
に
と

て
は
残
念
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね

 
そ
う

ら
し
た
優
里
奈
に

明
日
奈
は
笑
顔
で
こ
う

ね
た

優
里
奈
ち

ん
も

八
幡
君
の
事
が
好
き
な
の

ど
う
な
ん
で
し

う

で
も
多
分

そ
う
な
ん
だ
と
思
い
ま
す

ど
う
し
て

ど
う
し
て
で
し

う

初
め
て
相
模
の
お
じ
様
に
紹
介
さ
れ
た
時
は

 
普
通
に
格
好
良
く
て
お
金
持
ち
な
ん
だ
な
と
し
か
思
わ
な
か

た
ん
で
す
け
ど

 
最
初
か
ら
相
模
の
お
じ
様
を
部
下
扱
い
な
ん
か
し
て
ふ
ふ

思
い
出
す
と
笑

ち

い
ま

す
ね

 
明
ら
か
に

が
あ
る
の
は
お
じ
様
の
方
な
の
に
八
幡
さ
ん
の
方
が
ず

と
大
き
く
見
え

ち

て
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あ
あ

ゴ
ド
フ
リ

は

八
幡
君
に
心

し
て
る
か
ら
ね

直
接
の
命
の

人
だ
し

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

う
ん

部
下
に
殺
さ
れ
そ
う
に
な

た
の
を

私
達
が
助
け
た
ん
だ
よ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

ま
あ

そ
れ
は
自
作
自

だ

た
ん
だ
け
ど
ね

え
え

 
そ
し
て
明
日
奈
は

そ
の
時
の

況
を
優
里
奈
に
説
明
し
た

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

ま
あ
そ
の
情
報
が
無
か

た
ら

多
分
か
な
り
危
険
な

況
に
な

た
と
思
う
け
ど
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
や

ぱ
り
命
の

人
で
す
ね

だ
ね

ふ
ふ

 
明
日
奈
は
そ
れ
に

き

微
笑
ん
だ

話
が
そ
れ
ち

い
ま
し
た
ね

そ
れ
で
で
す
ね

八
幡
さ
ん
な
ん
で
す
が

 
会

て
直
ぐ
に

私
に
お
説
教
を
し
て
き
た
ん
で
す
よ

無
防
備
す
ぎ
る

と
か

天
然
だ

と
か



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

あ

あ
は

八
幡
君

そ
ん
な
事
を
言

た
ん
だ

正
直
最
初
は
え

と

私
も
そ
れ
な
り
に
色
々
な
人
か
ら
告
白
さ
れ
た

験
が
あ
る
ん

で 
あ
あ

こ
の
人
に
も
ま
た
口
説
か
れ
ち

う
の
か
な

で
も
お
じ
様
の
顔
も
立
て
な
い
と
な

 
な
ん
て
考
え
な
が
ら
話
し
て
た
ん
で
す
よ
で
も
八
幡
さ
ん
は
そ
ん
な
態
度
じ

な
い
で

す
か

 
あ
げ
く
の
果
て
に
私
が
ち

と
近
付
い
た
だ
け
で
す

ご
く

れ
て
逃
げ
ち

う
ん

で
す
よ

あ
あ

そ
れ
分
か
る
な

ち

と
仲
良
く
な

た
後
だ
と
そ
う
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
ね

そ
れ
で
で
す
ね

私
は
そ
の
時
点
で

八
幡
さ
ん
に
興
味

々
だ

た
ん
で
す
け
ど

 
八
幡
さ
ん
が

私
の
天
然
さ
を
直
す
の
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

て
悩
ん
で
た
ん
で

 
こ
れ
か
ら
ち

く
ち

く
私
を
色
々
な
所
に
連
れ
ま
わ
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

て
私
が

言

た
ら

 
八
幡
さ
ん
は

い
き
な
り
私
に
こ
う
言

た
ん
で
す

 
そ
し
て
優
里
奈
と
明
日
奈
は

同
時
に
同
じ
セ
リ
フ
を
口
に
し
た
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え

や
だ
よ

め
ん
ど
く
さ
い

 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
大
笑
い
し
た

あ
は
は
は
は

明
日
奈
さ
ん

八
幡
さ
ん
の
真
似
が
上
手
で
す
ね

優
里
奈
ち

ん
も
ね

 
そ
し
て
笑
い
が
お
さ
ま

た
後

優
里
奈
は
こ
う
言

た

そ
の
時
思

た
ん
で
す

私
の
事
を
心
配
し
つ
つ
も

一

に
行
動
す
る
の
は
面
倒

が
る

 
こ
の
人

何
な
ん
だ
ろ
う

て

そ
し
た
ら
そ
の
直
後
に
八
幡
さ
ん
が
言

た
ん
で
す

 
私
を
八
幡
さ
ん
の
特
別
臨
時
秘
書
に
任
命
す
る

て

 
私
を
色
々
連
れ
回
す

て
の
は

要
す
る
に
デ

ト
じ

な
い
で
す
か

 
で
も
秘
書
扱
い
し
て
お
け
ば

少
な
く
と
も
デ

ト
と
は
言
わ
れ
な
い

 
仕
方
な
く
だ

て
言
い

出
来
る

そ
れ
で
分
か

た
ん
で
す

 
八
幡
さ
ん
は

き

と
デ

ト
扱
い
さ
れ
る
の
が

恥
ず
か
し
く
て
仕
方
な
い
ん
だ
な

て

 
彼
女
さ
ん
に
遠

し
て
る
の
か
な
と

思
わ
な
く
も
な
か

た
ん
で
す
け
ど

 
で
も
そ
れ
に
し
て
は

そ
の
後
の
私
に
対
す
る
態
度
が

親
身
に
な
り
す
ぎ
て
て
で
す
ね

 
で
最
終
的
に
私
が
感
じ
た
の
は
あ
こ
の
人
は
私
の
家
族
に
な
ろ
う
と
し
て
く
れ
て
る
ん
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だ 

て
事
だ

た
ん
で
す

 
そ
の
優
里
奈
の
⻑
い
説
明
を

い
た
明
日
奈
は

八
幡
君
ら
し
い
と
感
じ
て
い
た

そ

か

優
里
奈
ち

ん
は
そ
う
思

た
ん
だ
ね

は
い

実
は
私

家
族
を
可
能
な
限
り
現
実
に
似
せ
て

で
再
現
し
て

 
そ
こ
で
⻑
い
時
間
過
ご
し
て
た
り
し
た
ん
で
す
よ
要
す
る
に
ゲ

ム
の
中
に
ず

と
い
る
よ

う
な
感
じ
で

う
わ

そ
れ
は
凄
い
ね

で
も
八
幡
さ
ん
と
会

て

こ
れ
じ

あ
い
け
な
い

て
思

て

 
今
は
も
う
ま

た
く
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
ま
せ
ん
次
に
入
る
の
は
私
が
結
婚
す
る
時
で
す
か

ね
あ
は

そ
う
か
も
ね

 
優
里
奈
の
そ
の
冗
談
に

明
日
奈
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

で
八
幡
さ
ん
の
事
を
お
兄
ち

ん
み
た
い
に
思

て
る
う
ち
に
気
付
い
ち

た
ん
で
す

 
こ
の
お
兄
ち

ん
と
私
は

結
婚
出
来
る
ん
だ

て
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も
し
か
し
た
ら
私

実
は
ブ
ラ
コ
ン
の
気
が
あ

た
の
か
も
で
す
ね

そ

か

な
る
ほ
ど
ね

あ

ご
め
ん
な
さ
い

彼
女
さ
ん
の
前
で
お
か
し
な
事
を

う
う
ん

い
い
ん
だ
よ

今
日
の

況
を
見
た
で
し

 
優
里
奈
ち

ん
み
た
い
な
人
が

他
に
も
二
十
人
近
く
い
る
ん
だ
よ

ま

た
く
女

か
せ
で
す
よ
ね

八
幡
さ
ん
は

だ
ね

ま
あ
姉
さ
ん

あ

陽
乃
さ
ん
は

限
定
的
な
一
夫
多
妻
制
を
実
現
し
よ
う
と

 
本
気
で
考
え
て
い
る
フ
シ
が
あ
る
ん
だ
け
ど
ね

え
え

本
気
で
す
か

ど
う
だ
ろ
う

で
も
姉
さ
ん
な
ら
や
り
そ
う
じ

な
い

確
か
に

 
そ
し
て
二
人
は

再
び
大
き
な
声
で
笑
い
あ
い

丁
度
そ
こ
に
八
幡
が

て
き
た

お

も
う
仲
良
く
な

た
の
か

そ
れ
は
良
か

た

 
優
里
奈

明
日
奈
の
事
は
お
姉
ち

ん
だ
と
思

て
い
い
か
ら
な

は
い

お
義
姉
ち

ん

だ
と
思
う
事
に
し
ま
す
ね
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文

に
す
る
と
分
か
る
が

こ
の
二
つ
は
ま

た
く
違
う
意
味
と
な
る

 
そ
れ
は
優
里
奈
の
密
か
な
宣
言
だ

た
の
だ
が

明
日
奈
は
何
と
な
く
そ
の
事
を
察
し
た
が

 
さ
す
が
の
八
幡
も

そ
の
事
に
は
ま

た
く
気
付
か
な
か

た

そ
う
か

は
い

私

頑
張
り
ま
す

 
そ
し
て
優
里
奈
の
協
力
を
得
て
八
幡
と
明
日
奈
は
香
蓮
と
美
優
を
迎
え
入
れ
る
準
備
を
始
め

た
あ
と
一
時
間
く
ら
い
で
美
優
を
空
港
に
迎
え
に
行

て
く
る
わ

 
そ
の
帰
り
に
香
蓮
も

て

こ
こ
に
連
れ
て
く
る
か
ら
な

私
は
ど
う
し
ま
し

う

そ
う
だ
な

況
に
よ

て
は
呼
ぶ
か
も
し
れ
な
い
が
香
蓮
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
に
関
す
る
事

だ
し
な

 
と
り
あ
え
ず
自
分
の
部
屋
で
の
ん
び
り
し
て
て
く
れ

何
か
あ

た
ら
連

す
る
か
ら

連

が
無
か

た
ら

合
い
を
見
て
洗

物
だ
け
回
収
し
ち

い
ま
す
ね

あ
あ

二

す
る
可
能
性
も
あ
る
し

シ

ツ

は
と
り
あ
え
ず
そ
の
ま
ま
で
い
い
だ
ろ
う
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分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
一
時
間
後

八
幡
は
美
優
を
迎
え
る

に
空
港
へ
と
向
か

た

 
そ
の
間

明
日
奈
と
優
里
奈
は

の

度
を
し
て
い
た

ね

優
里
奈
ち

ん

さ

き
の
お
義
姉
ち

ん

て

あ

分
か
り
ま
し
た
か

う
ん

何
と
な
く
ニ

ア
ン
ス
が
違
う
な

て
ね

す
み
ま
せ
ん

 
そ
う
恐

し
た
様
子
を
見
せ
る
優
里
奈
に

明
日
奈
は
明
る
い
声
で
言

た

ま
あ
そ
れ
は
置
い
と
い
て
私
の
事
は
本
当
の
お
姉
ち

ん
み
た
い
に
思

て
く
れ
て
い
い

か
ら
ね

い
い
い
ん
で
す
か

私
お
兄
ち

ん
し
か
い
な
か

た
か
ら
と
て
も
嬉
し
い
で
す

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は

花
の
よ
う
に
微
笑
ん
だ
の
だ

た

 
で
も
お
姉
ち

ん
よ
り
胸
の
大
き
い
妹
か

も

い
し
な

な

な
ん
か
ご
め
ん
な
さ
い
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第
４
５
８
話
 
拳
骨
ソ
ム
リ
エ

ル

 
八
幡
は

美
優
を
迎
え
る

に

田
空
港
へ
と
到
着
し
て
い
た

 
そ
し
て
デ

キ
の
向
こ
う
か
ら

美
優
が
こ
ち
ら
に
手
を

て
い
る
の
が
見
え

 
八
幡
も
そ
れ
に
答
え
る
べ
く

手
を

り
返
し
た

 
美
優
は
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
駆
け
寄
る
と

開
口
一
番
に
こ
う
言

た

リ

ダ

か
わ
い
い
フ
カ
次
郎
が

再
び
や

て
き
ま
し
た
よ

お
う

よ
く
来
た
な

か
わ
い
い
フ
カ
次
郎

速
香
蓮
の
家
に
向
か
う
ぞ

え
 
美
優
は
そ
の
八
幡
の
態
度
に

を

め
な
が
ら
喜
ん
だ

つ

つ
い
に
リ

ダ

の

愛
を
手
に
入
れ
た
ぞ

う

え

 
八
幡
は
即
座
に
そ
う
言
い

美
優
は
愕
然
と
し
た
顔
で
八
幡
を
見
た

い

今
ワ
タ
ク
シ
の
事
を
か
わ
い
い
と

そ
ん
な
の
冗
談
に
決
ま

て
る
だ
ろ

ほ
ら
さ

さ
と
行
く
ぞ
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え
え
え
え
え
え
え
え
え

冗
談
だ

 
八
幡
は
再
び
そ
う
言
い

美
優
の
表
情
は

ハ
テ
ナ

と
な

た

ど

ど

ち
の
意
味
の
冗
談

さ
あ
な

ほ
ら
い
く
ぞ

ち

ち

と
リ

ダ

 
美
優
は

て
て
八
幡
の
後
を
追

た
が

そ
の
と
き
八
幡
が
微
笑
ん
で
い
た
事
に
は

 
背
後
に
い
た
美
優
は
気
付
か
な
か

た

  
そ
し
て
二
人
は
香
蓮
の
マ
ン
シ

ン
に
着
き

美
優
が
イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
し
た

は
い

小
比

で
す

コ

ヒ

ち

ん

あ

そ
び

ま
し

 
美
優
が
い
き
な
り
そ
う
言
い
八
幡
は

が
し
た
の
か
こ
め
か
み
を
押
さ
え
な
が
ら
言

た

お
前
さ

ガ
キ
じ

な
い
ん
だ
か
ら
さ

え

だ

て
お

り
会
の
誘
い
だ
し

大
体
合

て
る
じ

な
い
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八
幡
は
そ
ん
な
美
優
を
ス
ル

し

香
蓮
に
声
を
か
け
た

あ

香
蓮

待
た
せ
て
悪
い
な

俺
も
い
る
か
ら

八
幡
さ
ん

今
す
ぐ
そ

ち
に
行
く
ね

ち

と
コ
ヒ

親
友
の
事
は
ス
ル

あ

美
優

い
た
の

え
え
え
え
え
え
え
え
え

冗
談
だ

て
ば

く

今
日
は
リ

ダ

と
コ
ヒ

に

ば
れ
て
る

 
や

ぱ
り
二
人
と
も

私
の
体
だ
け
が
目
的
だ

た
の
ね

う

え

 
そ
し
て
扉
が
開
き

中
か
ら
香
蓮
が
顔
を
出
し
た

お
待
た
せ
し
て
ご
め
ん
ね

で
も
美
優
が
来
る
事
は
分
か

て
た
け
ど

 
八
幡
さ
ん
は
今
日
は
ど
う
し
て
う
ち
に

も
し
か
し
て
美
優
を
迎
え
に
行

て
た
の

話
は
ど
こ
ま
で

い
て
る
ん
だ

え

と

う
ち
の
お

さ
ん
か
ら

い
た
の
は
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⻄
山
田
さ
ん
と
い
う
方
か
ら
縁
談
を

し
込
ま
れ
た
か
ら

 
他
の
候
補
と
一

に
会

て
欲
し
い

て

あ

で
も
も
ち
ろ
ん
断
る
つ
も
り
だ
よ

断
り
き
れ
る
の
か

そ
れ
は

何
と
か
す
る
つ
も
り
だ
け
ど

 
香
蓮
は

い
表
情
で
そ
う
言

た

や
は
り
断
り
き
れ
な
い
可
能
性
も
若

あ
る
の
だ
ろ
う

そ
の
他
の
候
補

て
の
が
誰
な
の
か
知

て
る
の
か

う
う
ん

そ
れ
は
教
え
て
も
ら
え
な
か

た
の

俺
だ

え

最
初
に
応
対
し
た
の
は
美
優
だ

た
ん
だ
が
ど
う
や
ら
そ
の
時
俺
の
名
前
を
出
し
た
み
た

い
で
な

 
そ
れ
で
香
蓮
の
親

さ
ん
が

俺
に
も
会

て
み
る
と
言
い
出
し
た
ら
し
い

 
ま
あ
俺
と
し
て
は
香
蓮
が
望
ま
な
い
な
ら
今
回
の
件
は
い
く
ら
で
も
協
力
す
る
つ
も
り

だ

あ
あ

そ
う
い
う
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一

喜
ん
だ
よ
う
に
見
え
た
香
蓮
だ

た
が

直
後
に
香
蓮
が
目
に
見
え
て
落
ち
込
ん
だ

 
八
幡
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
思

た
が

直
ぐ
に
香
蓮
は
笑
顔
を
見
せ

八
幡
に
言

た

事
情
は
分
か

た

と
り
あ
え
ず
ど
う
す
れ
ば
い
い

色
々
と

し
い
話
を

き
た
い
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
今
日
は
美
優
と
一

に
俺
の
マ
ン
シ

ン
に

ま

て
く
れ

え

八
幡
君
の
マ
ン
シ

ン
に

分
か

た

直
ぐ
に
準
備
す
る
か
ら

 
香
蓮
は
そ
う
言
う
と
部
屋
の
中
に
駆
け

り
直
ぐ
に
バ

グ
を
一
つ
持

て

て
き
た

準
備
お

け

は

い
な
香
蓮

 
そ
ん
な
香
蓮
に

い
き
な
り
美
優
が
言

た

コ
ヒ

予
備
の
ぱ
ん
つ
は
持

た

一
応
後
で

し
く
説
明
す
る
け
ど

 
一
組
は
リ

ダ

の
部
屋
に
常
時
置
い
て
お
く
事
に
な

て
る
か
ら

宜
し
く
ね

ぱ

ち

ち

と
美
優

ん

ど
う
な
の

ほ
ら
ほ
ら

勝
負
ぱ
ん
つ
は
持

た

だ
か
ら
美
優
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香
蓮
は

る

る

え
な
が
ら
再
び
そ
う
言
い
八
幡
は

て
美
優
の

に
拳
骨
を
落
と
し

た
い

た

い

あ
り
が
と
う
八
幡
君

い
い

美
優
は
も
う
少
し
デ
リ
カ
シ

を
持
ち
な
さ
い

え

こ
れ
で
も
親
切
で
言

た
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
な

い
い
か
ら
ち

と

て

も
し
か
し
て

れ
て
る
の

も
う
大
学
生
な
ん
だ
し

 
勝
負
ぱ
ん
つ
く
ら
い
で
恥
ず
か
し
が

て
ど
う
す
る
の

あ
あ

も
う

と
に
か
く

て
な
さ
い

 
そ
し
て
香
蓮
は
一
度
家
の
中
に

り

今
度
は
や
や
時
間
を
か
け
た
後
に
再
び

て
き
た

お

勝
負
ぱ
ん
つ
を
選
ぶ
の
に
時
間
が
か
か

た
の
か

 
後
で
ち

ん
と
チ

ク
す
る
か
ら
な

コ
ヒ

さ

八
幡
さ
ん

行
き
ま
し

あ

ち

と

無

す
ん
な

あ

リ

ダ

私
を
置
い
て
か
な
い
で

知
ら
な
い
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香
蓮
は
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
の

を
と

て
ス
タ
ス
タ
と
歩
い
て
い
き

 
美
優
は

て
て
二
人
を
追
い
か
け
る
と

八
幡
の
開
い
て
い
る

に
す
が
り
つ
い
た

も
う

ご
め
ん

て
ば

今
の
は
お
前
が
悪
い
ぞ

美
優

そ
う
よ
そ
う
よ

は
い
は
い

コ
ヒ

は

れ
屋
さ
ん
で
ち

ね

違
う
か
ら

常
識
だ
か
ら

で

勝
負
ぱ
ん
つ
は
持

た
の

も
う

も
う

そ
ろ
そ
ろ
や
め
ろ
美
優

香
蓮
は
お
前
と
は
違

て
普
通
の
子
な
ん
だ
か
ら
な

私
だ

て
普
通
だ
よ

お
前
の
中
で
は
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

お
前
の
中
で
は

 
そ
し
て
三
人
は
キ

ト
に
乗
り
込
み

八
幡
の
マ
ン
シ

ン
へ
と
向
か

た

 
美
優
は
何
も
言
わ
ず
に
自
発
的
に
助
手

を
香
蓮
に

て
お
り

 
な
ん
だ
か
ん
だ
言

て
も
二
人
は
仲
良
し
な
ん
だ
ろ
う
な
と
八
幡
は
感
じ
て
い
た
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香
蓮
ち

ん

フ
カ
ち

ん

い
ら

し

い

明
日
奈

北
海
道
ぶ
り

あ

明
日
奈
さ
ん

久
し
ぶ
り

二
人
と
も
い
ら

し

い

さ
あ
上
が

て
上
が

て

 
マ
ン
シ

ン
に
着
く
と

明
日
奈
が
三
人
を
笑
顔
で
出
迎
え
た

 
ど
う
や
ら
優
里
奈
は

に
自
分
の
部
屋
に

た
よ
う
だ

そ
う
い
え
ば
美
優
は

北
海
道
で
明
日
奈
さ
ん
と
ず

と
一

だ

た
ん
だ
よ
ね

う
ん

明
日
奈
の
お
兄
さ
ん
と
う
ち
の

姉
妹
が
今
度
結
婚
す
る
予
定
だ
か
ら

 
そ
う
し
た
ら
私
達
は
親

に
な
る
ん
だ
よ

え

へ
ん

そ
う
な
ん
だ

す
ご
い
偶
然
だ
ね

つ
ま
り
こ
こ
は
も
う

私
の
家
と
言

て
も
過
言
で
は
な
い
ね

調
子
に
乗
る
な

 
即
座
に
八
幡
が

美
優
に
拳
骨
を
落
と
し

美
優
は
涙
目
に
な

た

い

た

い

も
う

何
度
も
何
度
も
殴
ら
れ
た
ら

私
が
馬

に
な

ち

う
じ

な
い
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心
配
し
な
く
て
も
お
前
は
最
初
か
ら
馬

だ

え
え

そ

そ
ん
な
事
は
無
い

よ
ね

コ
ヒ

ええ

て

何
で
顔
を
背
け
る
の

明
日
奈
ま
で

 
二
人
は
困

た
よ
う
に
美
優
か
ら
顔
を
背
け
て
お
り
美
優
は
涙
目
で
八
幡
に

り
返

た

 
八
幡
は

美
優
の

線
を
受
け

笑
顔
で
こ
う
言

た

く
人
間
に
な
れ
よ

美
優

ち

畜
生

家
出
し
て
や
る

 
美
優
は
そ
う
言
い
な
が
ら

室
へ
と
駆
け
込
ん
だ

そ
れ
を
見
て
い
た
香
蓮
は
八
幡
に
こ

う

ね
た

え

と

あ
の
部
屋
は

室
だ
な

室
に
家
出
ね

ま
あ
丁
度
い
い
さ
明
日
奈
香
蓮
を

室
に
案
内
し
て
や
る
と
い
い

物
も
整
理
し
な
い
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と
だ
し
な

あ

そ
う
だ
ね

丁
度
い
い
ね

そ
れ
じ

香
蓮
ち

ん

こ

ち

あ

う
ん

 
香
蓮
は
明
日
奈
に
手
を
引
か
れ

室
へ
と
入

た

そ
し
て
中
を
見
た
二
人
は
完
全
に

ま

た
こ
こ
れ
が
リ

ダ

が
使

て
い
る
ベ

ド

む

は

マ

キ
ン
グ
し
て
お
か
な
い

と 
か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん
の
残
り
香
を
君
に

そ
し
て
こ
こ
は
ク
ロ

ゼ

ト

 
も

も
し
か
し
て
こ
こ
に
リ

ダ

の
ぱ
ん
つ
が

こ

こ
れ
は
か
ぶ
ら
ね
ば

フ
カ
ち

ん

ご

ご
め
ん
な
さ
い

馬

な
友
達
で

う

う
う
ん

大
丈
夫
だ
よ
香
蓮
ち

ん

 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

美
優
に
呼
び
か
け
た

フ
カ
ち

ん

そ
の
ベ

ド
を
今
日
使
う
の
は
私
達
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
そ
の
ク
ロ

ゼ

ト
に
は

私
達
の
下
着
が
入

て
る
だ
け
だ
よ
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も
ち
ろ
ん
フ
カ
ち

ん
の
下
着
も
も
う
収
納
済
だ
よ

な

何
と

 
そ
し
て
美
優
は
ク
ロ

ゼ

ト
を
開
け
た

間
に

ま

た

こ

こ
り
は

何
と

観
な

め

ど

ど
う
し
た
の

美
優

コ

コ
ヒ

こ
れ
を
見
る
ん
だ

こ
れ
が
秘
宝

配
者
の
ク
ロ

ゼ

ト
だ
よ

ひ

秘
宝

え

こ

こ
れ
は

あ
は

ち

と
人

が
多
い
よ
ね

ち
な
み
に
二
人
の
名
前
が
書
い
て
あ
る
引
き
出
し
が

 
そ
れ
ぞ
れ
二
人
専
用
に
な
る
か
ら
覚
え
と
い
て
ね

ち
な
み
に
名
前
は
八
幡
君
に
書
い
て
も
ら

い
ま
し
た

わ

私
の
名
前
を
リ

ダ

が
自
ら

わ

私
の
名
前
を
八
幡
君
が
自
分
で

 
二
人
は
そ
う
言

て

じ

と
自
分
の
名
前
が
書
か
れ
た
シ

ル
を
見
た

 
二
人
は

に
感

深
げ
で
あ
り
明
日
奈
は
八
幡
に
書
い
て
も
ら

た
の
は
成
功
だ

た
と
確

信
し
た
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フ
カ
ち

ん
は
自
分
の
下
着
が
ち

ん
と
入

て
る
か
確
認
し
て
ね

 
ち
な
み
に

ん
で
し
ま

て
く
れ
た
の
も
八
幡
君
だ
か
ら
ね

な

何
で
す
と

そ

そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ

う
ん

ち
な
み
に
そ
の
時
の
コ
メ
ン
ト
は

ま
さ
に
肉
食
系

て
感
じ
か

見
た
事
は
無
い
が

香
蓮
を
見

え

て
ん
だ
よ
ま

た
く

だ

た
よ

が

ん

ま
た
コ
ヒ

に
持

て
か
れ
た

 
美
優
は

そ
の
八
幡
の
言
葉
が
期
待
と
ま

た
く
違

た

落
ち
込
ん
だ

ま
あ
さ
す
が
に
こ
れ
は

美
優

や
り
す
ぎ

く

計
算
を
間
違
え
た

 
さ
す
が
の
美
優
も

明
日
奈
と
香
蓮
に
そ
う
評
さ
れ
た
事
で

自
分
の
失
敗
を
悟

た

 
だ
が
さ
す
が
は
美
優
で
あ
る
女
ゼ
ク
シ

ド
と
言
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

メ
ン
タ
ル
が

強
い決

め
た

今
す
ぐ
そ
れ
を
着
け
て

今
着
け
て
い
る
下
着
を
リ

ダ

に
し
ま

て
も
ら
う
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そ
う
言

て
い
き
な
り
脱
ぎ
だ
し
た
美
優
を

二
人
は
必
死
に
止
め
た

フ
カ
ち

ん

落
ち
着
い
て

さ
す
が
の
八
幡
君
も

そ
れ
は
絶
対

否
す
る
と
思
う
か
ら

言
わ
な
け
れ
ば
バ
レ
な
い
は
ず

私
達
が
言
う
か
ら
無
理
だ

て
ば

う

裏
切
り
者
ど
も
め

人
と
し
て
当
た
り
前
の
行
動
だ
か
ら

 
そ
の
時
扉
が
ノ

ク
さ
れ

八
幡
が
呼
び
か
け
る
声
が

こ
え
て
き
た

お
い
明
日
奈

バ
タ
バ
タ
し
て
る
み
た
い
だ
が
大
丈
夫
か

あ

ご
め
ん

大
丈
夫

大
丈
夫
だ
か
ら
今
は
中
に
入

て
こ
な
い
で

 
フ
カ
ち

ん
の
格
好
が
危
な
い
か
ら

そ

そ
う
か

着

え
中
だ

た
か

 
八
幡
は
ど
う
や
ら
そ
の
言
葉
を
素
直
に
受
け
取

た
よ
う
で

 
扉
か
ら
離
れ
て
い
く
足
音
が

こ
え
て
き
た
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リ

リ

ダ

リ

ダ

今
の
私
を
見
て

は
い
は
い
も
う

め
な
さ
い

く

コ
ヒ

め

余

を
見
せ
や
が

て

私
に
何
の
余

が
あ
る
の
よ

コ
ヒ

は
ま
だ

そ
の
バ

グ
の
中
に
眠

て
い
る
下
着
を

 
リ

ダ

に
し
ま

て
も
ら
え
る
チ

ン
ス
が
あ
る
じ

な
い
か

し
な
い

て
ば

 
香
蓮
は
そ
う
否
定
し
た
が

そ
ん
な
香
蓮
に
明
日
奈
は
言

た

そ

か

香
蓮
ち

ん
も
八
幡
君
に
し
ま

て
も
ら
う

え

あ
の

そ
の

大
丈
夫
だ
よ
実
は
こ
こ
に
あ
る
下
着
の
ほ
と
ん
ど
は
八
幡
君
に
し
ま

て
も
ら

た
物
だ

か
ら
ね

そ

そ
う
な
の

う
ん

で
も
ま
あ
あ
く
ま
で
個
人
の
希
望
に

て
や

て
も
ら

 
明
日
奈
が
そ
う
言
い
か
け
た

間
に

香
蓮
は
顔
を

く
し
な
が
ら
こ
う
言

た
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お

お
願
い
し
ま
す

え

あ

う

う
ん

分
か

た

 
そ
ん
な
戸
惑
う
明
日
奈
に

美
優
が
そ

と

い
た

明
日
奈

コ
ヒ

は
こ
う
見
え
て

か
な
り
負
け
ず

い
な
の

あ
あ

そ
う
い
う

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
に
納
得
す
る
と

ど
こ
か
ら
か
ペ
ン
と

袋
を
取
り
出
し

 
そ
の

袋
に
香
蓮
の
名
前
を
書
き

そ
の
中
に
香
蓮
の
下
着
を
入
れ
て
も
ら
う
と

 
そ
の
袋
を
ク
ロ

ゼ

ト
の
前
に
置
い
た

 
そ
し
て
二
人
の
手
を
引
く
と

室
の
外
に
出
て

八
幡
に
声
を
か
け
た

八
幡
君

ち

と
い
い

ん

物
整
理
は
終
わ

た
の
か

う
ん

大
丈
夫
だ
よ

と
こ
ろ
で
八
幡
君

平

て
大
事
だ
よ
ね

ん

お

お
う

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
お
願
い
ね

 
そ
う
言

て
明
日
奈
は
八
幡
を

室
に
押
し
込
み
三
人
は
部
屋
の
外
か
ら
そ

と
中
を

い
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た

お
い
三
人
と
も

何
で
あ
か
ら
さ
ま
に
中
を

い
て
る
ん
だ

 
そ
の
質
問
に
は
誰
も
答
え
ず
八
幡
は
首
を

げ
つ
つ
も
き

ろ
き

ろ
を

り
を
見
回
し

 

に
置
い
て
あ
る

袋
の
存
在
に
気
が
付
い
た

何
だ
こ
れ

香
蓮

 
そ
し
て
八
幡
は
何
気
な
く
袋
の
中
を

き

そ
れ
が
何
か
理
解
し
た

間
に

ま

た

 
同
時
に
香
蓮
も
恥
じ
ら
い
の
あ
ま
り

ま
り
明
日
奈
と
美
優
は
必
死
に
香
蓮
を
呼
び

そ

う
と
し
た

香
蓮
ち

ん

ほ
ら

再

動
し
て

お
い
コ
ヒ

こ
こ
か
ら
が
大
事
な
場
面
だ
し
か
と
そ
の
目
で
リ

ダ

の
雄

を
見

け

る
ん
だ

 
そ
の
言
葉
で
香
蓮
は
意
識
を
取
り

し

恥
じ
ら
い
な
が
ら
も
じ

と
八
幡
を
見
つ
め
た

 
同
じ

八
幡
も
再

動
し
た
の
だ
が

何
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
は
理
解
し
た
が

 
ど
う
し
て
も
背
後
か
ら
の

線
が
気
に
な

て
八
幡
は
ま

た
く
動
く
事
が
出
来
な
か

た

動
か
な
い
ね
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ど
う
す
る

こ
の
ま
ま
だ
と
コ
ヒ

だ
け
一
歩
後
退

む
う

 
そ
の
言
葉
が
香
蓮
の
心
に

を
付
け
た

香
蓮
は
い
き
な
り
立
ち
上
が
り

 

室
の
扉
を
バ
タ
ン
を
開
け

つ
か
つ
か
と
八
幡
に
歩
み
寄
る
と

 
八
幡
の
手
に
自
分
の
下
着
が
入

た

袋
を
し

か
り
と

ら
せ
る
と
ク
ロ

ゼ

ト
の

前
に
行
き

 
自
分
の
名
前
が
書
い
て
あ
る
引
き
出
し
を
開
け
そ
の
ま
ま
部
屋
を
出
て
い
き
元
の
体
勢
に

た

 
そ
れ
を
見
た
明
日
奈
と
美
優
は

思
わ
ず

手
し
た

お
お

勇
者
が
こ
こ
に
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は

三
人
に
じ

と
見
つ
め
ら
れ
る
プ
レ

シ

に
負
け

 
深
呼

を
一
つ
し
た
後

思
い
切

て
袋
の
中
か
ら
香
蓮
の
下
着
を
取
り
出
し
た

 

日
は
一
日
下
着
ソ
ム
リ
エ
を
し
て
い
た
八
幡
に
と

て
も
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こ
の
シ
チ

エ

シ

ン
は
中
々
き
つ
い
も
の
が
あ

た

 
だ
が
こ
こ
で
た
だ
立

て
い
て
も

何
も

況
は
変
わ
ら
な
い

 
八
幡
は
そ
う
考
え
何
と
い
う
べ
き
か
下
着
を
見
つ
め
な
が
ら
真
面
目
な
顔
で
考
え
て
い
た

 
実
に
シ

ル
な
光
景
で
あ
る

そ
し
て
八
幡
が

つ
い
に
口
を
開
い
た

や

と
自
分
の

力
に
気
付
き
つ
つ
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
わ
い
い
だ
け
で
も
格
好
い
い
だ
け
で

も
な
く

 
あ
く
ま
で
自
然
体
で
選
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
下
着
が

今
の
香
蓮
を
象
徴
し
て
い
る
な

 
出
来
れ
ば
そ
の
ま
ま
真

直
ぐ
歩
い
て
い

て
く
れ
よ

香
蓮

 
そ
う
言

て
八
幡
は

下
着
を
丁

に

む
と

引
き
出
し
へ
と
し
ま

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ

室
を
出
る
と
す
る
か

 
そ
の
言
葉
を
合
図
と
し
て

三
人
は
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ

に
座
り

 
そ
し
て

室
を
出
た
八
幡
も

何
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
ソ
フ

に
座
り

 
先
に
座

て
い
た
三
人
に
声
を
書
け
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
明
日
奈
は
難
し
い
顔
で
考
え
込
ん
で
お
り

ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
て
い
た

や
は
り
香
蓮
ち

ん
は

四
天
王
の
中
で
は
最
強

心
の
注
意
を

わ
な
い
と
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お

い
明
日
奈

お

い

 
美
優
も
難
し
い
顔
で
考
え
込
ん
で
お
り

ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
て
い
た

や
ば
い

こ
の
ま
ま
だ
と
コ
ヒ

に
負
け
る

そ
し
て
友
情
と
恋
愛
の

ば
さ
み
に

お
い
美
優

こ
え
て
る
か

お

い

 
一
方
香
蓮
も

難
し
い
顔
で
考
え
込
ん
で
お
り

ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
て
い
た

か
わ
い
い
だ
け
で
も
格
好
い
い
だ
け
で
も
な
く

あ
く
ま
で
自
然
体

う

ん

難
し
い

 
で
も
八
幡
君
は

今
の
ま
ま
で
い
い
と
言

て
く
れ
た

私
は
多
分
正
し
い
道
を
歩
い
て
る

 
う
ん

き

と
こ
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ

と
に
か
く

を
空

に
し
て
前
に
進
ん
で
い
こ

う
香
蓮
も
か

お
い
香
蓮

お

い

 
そ
し
て
八
幡
は
仕
方
な
い
と
い
う
風
に
立
ち
上
が
る
と
三
人
の

に

に
拳
骨
を
落
と
し

て
い

た

きぎ

ふ
ん
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お
い
三
人
と
も

落
ち
着
い
た
ら
今
日
の
本
題
に
入
る
ぞ

 
そ
の
言
葉
で
三
人
は
居

ま
い
を
正
し

こ
う
し
て
情
報
交
換
が
始
ま

た
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第
４
５
９
話
 
ソ
レ
イ
ユ
や
ば
い

最
初
に
俺
が
調
査
さ
せ
た
結
果
を
発
表
し
て
お
く

 
⻄
山
田
フ

イ
ヤ

フ

イ
ヤ
・
ロ

タ
ス
の
社
⻑
で
あ
り

 
北
海
道
の

設
業
界
の
中
で
は
急
成
⻑
中
の
注
目

 
そ
の

勢
は
基
本
ワ
ン
マ
ン
で
あ
り

力
を
背
景
に
し
た
強
引
な
手
法
も
目
立
つ

 
香
蓮
の
実
家
の
小
比

設
と
も
い
く
つ
か
の
事
業
で
提

し
た
り
と

 
そ
れ
な
り
に
関
係
は
深
い
よ
う
だ
な

純
に

件
と
し
て
は

実
は
悪
く
な
い

力
と
将
来
性
の
面
か
ら
考
え
る
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

 
正
直
本
人
に
会

て
み
な
い
と
何
と
も
言
え
な
い
な

 
そ
し
て
俺
の
知
る
限
り
に
お
い
て
は

ど
う
や
ら
フ

イ
ヤ
は
今

 
香
蓮
の
情
報
を
し
き
り
に
集
め
て
い
る
よ
う
だ
な

つ
い
で
に
言
う
と

 
お
前
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
い
る
事
は

に
掴
ん
で
い
る
よ
う
だ

 
中
々
優

だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
な
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そ

そ
う
な
ん
だ

ち
な
み
に
パ

テ

の
時
に
香
蓮
と
会

て

運
命
を
感
じ
た
ら
し
い
ん
だ
が

え

何
そ
れ

そ
ん
な
事
ま
で
分
か
る
の

 
香
蓮
は
そ
ん
な
事
ま
で
分
か
る
の
か
と

逆
に
八
幡
の
持
つ
情
報
力
に
驚
い
た

香
蓮
ち

ん

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
る
の

良
か

た
ら
今
度
一

に
遊
ば
な
い

明
日
奈
さ
ん
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
い
る
の

う
ん

ち
な
み
に
明
日
奈
も
お
前
と
同
じ

Ｐ
９
０
使
い
だ
ぞ

香
蓮

え

そ
う
な
ん
だ

香
蓮
ち

ん
も

う
ん

そ

か

 
二
人
は
そ
う
言
う
と

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
見
つ
め
あ

た

 
同
じ
銃
を
使
う
者
同
士
の
シ
ン
パ
シ

と
い
う
奴
で
あ
ろ
う

そ
れ
じ

コ
ヒ

パ

テ

の
日
の
流
れ
を
教
え
て
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あ

う
ん

普

は
お

さ
ん

み
の
パ

テ

は

う
ち
の
お
姉
ち

ん
二
人
の
う
ち

 
ど

ち
か
が
同
行
す
る
事
が
多
い
ん
だ
け
ど

そ
の
日
は
た
ま
た
ま
都
合
が
つ
か
な
く
て

 
仕
方
な
く
現
地
に
い
る
事
も
あ

て

私
が
同
行
す
る
事
に
な

た
の

香
蓮
に
は
お
姉
さ
ん
が
二
人
い
た
の
か

う
ん
ま
あ
う
ち
の
会
社
は
お
姉
ち

ん
二
人
の
う
ち
ど

ち
か
と
結
婚
す
る
人
が
継
ぐ
だ

ろ
う
し

 
私
は
比

的
自
由
に
さ
せ
て
も
ら

て
る
か
ら
お

さ
ん
の
こ
う
い
う
頼
み

て
断
り

ら

い
ん
だ
よ
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事

て
あ
る
よ
ね

コ
ヒ

は
特
に
進
学
の
時

か
な
り
強
引
に
頼
み
込
ん
で
た
し
ね

う
ん

な
る
ほ
ど

 
八
幡
は

確
か
に
そ
れ
だ
と
お
見
合
い
の
話
も
断
り

ら
い
だ
ろ
う
な
と
感
じ
た

 
実

香
蓮
は

進
学
の
事
で
多
少
な
り
と
も
親
に
負
い
目
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

で
ね

同
じ
北
海
道
の

同
じ
業
種
の
人
だ

て
言

て
あ
の
人
を
紹
介
さ
れ
た
か
ら
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私
は
普
通
に
自

紹
介
だ
け
し
た
ん
だ
よ
ね

そ
れ
以
外
の
接
触
は
ま

た
く
無
か

た
よ

ふ
む

そ
れ
じ

あ
香
蓮

こ
れ
を
見
て
く
れ

 
八
幡
は

を
リ
ビ
ン
グ
の
モ
ニ
タ

に
接
続
し

何
か
操
作
を
始
め
た

 
そ
し
て
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
そ
の
パ

テ

当
日
の
香
蓮
と
フ

イ
ヤ
の

だ

た
こ

こ
れ
は

こ
れ
が
さ

き
説
明
し
た
事
の

だ

 
ち
な
み
に
こ
れ
は
当
日
の
会
場
の
監

カ
メ
ラ
を
ハ

キ
ン
グ
し
た
映
像
だ
こ
こ
を
よ
く

見
て
く
れ

 
そ
し
て
八
幡
は

香
蓮
が

の

に

を
下
げ
た

間
の

 
フ

イ
ヤ
の
口
元
を
ア

プ
に
し

ス
ロ

で
再
生
し
た

こ
こ
だ

香
蓮
は

を
下
げ
て
い
る
か
ら
見
え
な
か

た
か
も
し
れ
な
い
が

 
こ
こ
で
フ

イ
ヤ
は

こ
れ
は
運
命
か

と
言

て
い
る

こ
れ
は

術
に
よ

て
判
明

し
たハ

キ
ン
グ
に

術
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ソ
レ
イ
ユ
や
ば
い
ソ
レ
イ
ユ
や
ば
い

そ
れ
を

ま
え
て
香
蓮

ど
う
だ

あ

確
か
に
何
か
ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
た
気
は
す
る

 
そ
れ
に
私
が
名
乗

た
時

一

ハ

と
し
た
気
も
す
る

な
る
ほ
ど

名
前
か

 
八
幡
は

き
な
が
ら

説
明
を
続
け
た

う
ち
の
ス
タ

フ
の
分

だ
と

フ

イ
ヤ
・
ロ

タ
ス
の
ロ

タ
ス
は
蓮
の
事
で

 
香
蓮
の
蓮
と
一
致
す
る
事
か
ら

お
そ
ら
く
運
命
と
は

 
二
人
の
名
前
の
組
み
合
わ
せ
の
事
だ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

が
さ
れ
て
い
る
ん
だ

が

ど
う
だ

あ

安
直
だ
け
ど
確
か
に
そ
れ

い

で
も
ま
あ
恋
の
始
ま
り

て
そ
う
い
う
も
の
じ

な
い

そ
れ
は
否
定
出
来
な
い
け
ど

ま
あ

況
か
ら
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
だ
け
の
事
だ
実

そ
う
な
の
か
は
分
か
ら
な

い



 第４５９話 ソレイユやばい

で
も
本
当
に
そ
れ

い
よ
ね

 
こ
う
し
て
今
回
の
件
の
背
景
に
対
す
る

は
成
さ
れ
た

 
そ
し
て
当
日
の
対
応
に
つ
い
て
だ
が

当
然
恋
人
の
フ
リ
を
す
る
事
な
ど
出
来
な
い

 
香
蓮
が
直
接
断
り
を
入
れ
る
の
を

八
幡
が

て
見
守
る
と
い
う
事
に
な

た

 
香
蓮
の

親
に
対
す
る
対
応
は

本
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
強
調
し
つ
つ

 
相
手
を

め
な
い
よ
う
に

無
難
に
進
め
る
事
と
決
定
さ
れ
た

 
正
直
ち

と
物
足
り
な
い
気
が
し
な
い

そ
う
だ
ね

で
も
ま
あ

が
た
た
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
だ
し
ね

で
も
こ
れ
で
相
手
が
引
く
か
な

ま
あ

強
く
断
る
し
か
な
い
ん
じ

な
い
か
な

 
明
日
奈
と
美
優
は

お
風
呂
場
で
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
一

に
入

て
い
た
香
蓮
は

苦
笑
し
な
が
ら
そ
の
会
話
を

い
て
い
た

ま
あ
私
の
問
題
だ
し

何
と
か
説
得
し
て
み
る

無
理
だ

た
ら
ど
う
す
る
の
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そ
う
ね

家
出
で
も
し
て
や
ろ
う
か
な

え

本
当
に

ま
あ

況
が
許
せ
ば
だ
け
ど
ね

学

と
か
色
々
あ
る
も
ん
ね

ま
あ
ほ
ら

そ
れ
は
奨
学
金
的
な
扱
い
で

ソ
レ
イ
ユ
か
ら

り
る

て
手
も
あ
る
し

ま
あ
本
当
に
そ
う
な

た
ら
ま
た
考
え
る

 
そ
し
て
三
人
は
仲
良
く
風
呂
に

か
り

お
風
呂
で
女
子
ト

ク
を
し
た

 
一
方
そ
の

八
幡
は

ア
ル
ゴ
の
来
訪
を
受
け
て
い
た

よ

ハ

オ
レ

ち
の
情
報
は
役
に
立

た
カ

微

に
引
か
れ
ち
ま

た
か
も
し
れ
な
い
が

役
に
は
立

た
ぞ

ま
あ
そ
れ
は
仕
方
な
い
だ
ロ

で

今
日
は
何
の
用
だ

ボ
ス
に
頼
ま
れ
て

こ
れ
を
持

て
き
た
ん
だ

あ
あ

ア
ミ

ス
フ

ア
か

悪
い
な
ア
ル
ゴ

な

に

家
に
帰
る
つ
い
で
だ
か
ら
問
題
な
イ
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八
幡
は

ア
ル
ゴ
が
ち

ん
と
家
に
帰

て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
少
し
安
心
し
た

ち

ん
と
家
に
帰

て
る
ん
だ
な

え
ら
い
ぞ

ま
あ
さ
す
が
に
あ
ん
な
羞
恥
プ
レ
イ
は
も
う
ご
免
だ
か
ら
な

 
で

今
日
は
ア

ち

ん
達
が
い
る
ん
だ
よ
な

今
は
風
呂
か
何
か
カ

ご
明
察
だ

今
三
人
で
風
呂
に
入

て
る
よ

お
前
も
乱
入
す
る
か

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

ア
ル
ゴ
は
部
屋
を
チ
ラ

と

き
こ
ん
だ
後

こ
う
言

た

そ
う
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま
だ
け
ど

最
近
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
凄
く
眠
い
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
帰

て
直
ぐ
に

た
い
ん
だ
よ
ナ

そ
う
か

悪
い
な

余
計
な
事
を
頼
ん
で
負
担
を
か
け
ち
ま

て

 
そ
う
謝
る
八
幡
に

ア
ル
ゴ
は

揚
に
首
を

た

問
題
な
い
か
ら
気
に
す
ん
ナ

別
に
お
前
も
こ
こ
を
利
用
し
て
も
ら

て
も
い
い
ん
だ
ぞ

も
う
ち

と
こ

ち
の
仕
事
が
落
ち
着
い
た
ら
考
え
て
お
く

 
オ
レ

ち
の
部
屋
は
近
い
し

そ
れ
ほ
ど
必
要
性
が
あ
る

で
も
な
い
し
ナ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ゆ

く
り
休
ん
で
く
れ

く
れ
ぐ
れ
も
無
理
は
す
る
な
よ

ア
ル
ゴ



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

お
う

お
や
す
み
ハ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
二
つ
隣
の
部
屋
に
去

て
い
き

 
八
幡
は

室
と
リ
ビ
ン
グ
で
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使
え
る
よ
う
に
手

く
セ

テ

ン
グ
を

済
ま
せ
た

 
丁
度
そ
こ
に

三
人
が
お
揃
い
の

衣

で
現
れ
た

お
お

ど
う

似
合
う

リ

ダ

か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん
が
参
上
だ
よ

は

八
幡
君

ど
う
か
な

お
う

三
人
と
も
凄
く
か
わ
い
い
と
思
う
ぞ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

三
人
は
手
を
取
り
合

て
喜
ん
だ

実
に
微
笑
ま
し
い

で

そ
れ
は
ど
う
し
た
ん
だ

夏
場
に
パ
ジ

マ
の
代
わ
り
に
着
る
の
も
い
い
か
な

て

 
サ
イ
ズ

種
を
み
ん
な
で
共
用
出
来
る
よ
う
に

何
着
か
揃
え
て
み
た
ん
だ
よ
ね

 
着
る
の
は
簡

で
ね

た
ら
前
を
合
わ
せ
て
こ
の
マ
ジ

ク
テ

プ
の

で
止
め
る



 第４５９話 ソレイユやばい

だ
け
な
の

 
八
幡
は

そ
ん
な
物
も
あ

た
の
か
と
感
心
し
た

ほ
う
ほ
う

そ
れ
を
着
て
外
に
出
る

じ

な
い
し

そ
れ
は
お
手

で
い
い
な

う
ん

か
わ
い
い
し
ね

あ

そ
れ

ア
ミ

ス
フ

ア

ど
う
し
た
の

 
明
日
奈
は
目
ざ
と
く
ア
ミ

ス
フ

ア
を
見
つ
け

八
幡
に
そ
う

ね
た

つ
い
さ

き

ア
ル
ゴ
が

け
て
く
れ
た
ん
だ

こ
の
部
屋
に
は
無
い
方
が
お
か
し
い
し
な

な
る
ほ
ど

で

ア
ル
ゴ
さ
ん
は

眠
い
か
ら

る

て
さ

そ

か

忙
し
そ
う
だ
も
ん
ね

だ
な

も

と
負
担
を

し
て
や
り
た
い
ん
だ
が
な

 
そ
し
て
美
優
が

ア
ミ

ス
フ

ア
を
見
て

つ
り
と
言

た

あ

せ

か
く
こ

ち
に
来
た
ん
だ
し

こ
こ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

 
み
ん
な
に

し
て
来
よ
う
か
な

あ

そ
れ
じ

私
も
付
き
合
う
よ

も
し
誰
も
い
な
か

た
ら

し
い
し
ね

 
八
幡
君
と
香
蓮
ち

ん
も

せ

か
く
だ
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
ち

と
遊
ん
で
く
れ
ば
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明
日
奈
は

香
蓮
を
一
人
に
す
る

に
は
い
か
な
い
と
思
い

そ
う
言

た

そ
う
だ
な

ち

と
ひ
と
狩
り
す
る
か

香
蓮

る
前
の

い
運
動
だ
ね

ま
あ
実

に
体
を
動
か
す

じ

な
い
け
ど
ね

 
こ
う
し
て
二
組
に
分
か
れ

ロ
グ
イ
ン
す
る
事
が
決
定
し
た

と
り
あ
え
ず
今
は

リ
ビ
ン
グ
と

室
で
二
台
ず
つ
設
置
し
て
あ
る
ぞ

設
置
し
な
お
す
の
も
面
倒
だ
し

そ
の
ま
ま
分
か
れ
れ
ば
い
い
か
な

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
香
蓮
は
こ
の
ソ
フ

ベ

ド
で

 
俺
は
こ

ち
の
普
通
の
ソ
フ

で
ロ
グ
イ
ン
す
る
か

え

そ
ん
な

悪
い
よ

い
や
俺
は
ソ
フ

で

る
の
は
慣
れ
て
る
し
そ
ん
な
⻑
時
間
や
る

じ

な
い
か
ら
問

題
な
い

 
遠

し
な
い
で
そ

ち
を
使

て
く
れ

う

う
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
明
日
奈
と
美
優
は

室
へ
と
移
動
し

八
幡
は
香
蓮
に
こ
う

ね
た

俺
は
ち

と
ト
イ
レ
に
行

て
く
る
か
ら

先
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
お
い
て
く
れ
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あ
あ

香
蓮
は
ト
イ
レ
と
か

大
丈
夫
か

う
ん

大
丈
夫

そ
れ
じ

あ
先
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
る
ね

 
八
幡
は
言
い
に
く
そ
う
に
そ
う
言

た
が

香
蓮
は
平
気
な
顔
で
そ
う
答
え
た

 
八
幡
が
変
な
意
味
で
言

て
い
る
の
で
は
な
い
事
を
香
蓮
は
ち

ん
と
理
解
し
て
い
た
か
ら

だ 
そ
し
て
香
蓮
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

八
幡
は
ト
イ
レ
へ
と
向
か

た

 
さ
て

香
蓮
が
待

て
る
だ
ろ
う
か
ら

く
ロ
グ
イ
ン
し
な
い
と
な

 
八
幡
は
そ
う

き
な
が
ら
リ
ビ
ン
グ
へ
と

た

よ

と

て

ま
じ
か

 
八
幡
は

ロ
グ
イ
ン
す
る
前
に
香
蓮
の
方
を
チ
ラ

と

め
た
の
だ
が

 

衣
が
若

小
さ
め
だ

た
せ
い
か

香
蓮
の
ス
ラ
リ
と

び
た
生
足
が

 
太
も
も
ま
で
露
出
さ
れ
て
い
る
事
に
気
が
付
き

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
激
し
く

し
た

困

た
な

こ
こ
で
放
置
す
る
と
香
蓮
が

た
後
恥
ず
か
し
が
ら
せ
て
し
ま
う
事
に

な
る
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だ
が
直
そ
う
に
も

的
に
俺
の
手
が
香
蓮
の
足
に
触
る
事
は
避
け
ら
れ
な
い

 
そ
し
て
そ
の

子
に
見
え
て
は
い
け
な
い
物
が
見
え
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い

 
と
い
う
か
今
で
も
か
な
り

ど
い

こ
こ
は
素
直
に
明
日
奈
に
頼
る
べ
き
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え

室
の
扉
を
ノ

ク
し
た

だ
が
返
事
は
無
い

も
う
ロ
グ
イ
ン
し
ち
ま

た
の
か
な

 
八
幡
は
一
応
も
う
一
度
ノ

ク
を
し

返
事
が
無
い
事
を
確
認
す
る
と

 
困

た
顔
で
リ
ビ
ン
グ
へ
と

た

ま
ず
い

ま
ず
い
ぞ

て

そ
う
か

 
八
幡
は
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

部
屋
の

に
あ
る
カ
ラ

ボ

ク
ス
を
開
い
た

 
そ
こ
に
は
タ
オ
ル
ケ

ト
の
よ
う
な
物
が
収
納
さ
れ
て
お
り

 
八
幡
は
そ
れ
を

香
蓮
の
下
半
身
が

れ
る
よ
う
に
か
け
た

 
ち
な
み
に
こ
れ
は

八
幡
が
リ
ビ
ン
グ
で

る
時
に
使

て
い
る
物
で
あ
る

ふ
う

こ
れ
で
良
し

と

さ
て
行
く
か

  
シ

ナ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
降
り
立
つ
と

と
り
あ
え
ず
レ
ン
の

を
探
し
た
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あ
の
ピ
ン
ク
は
目
立
つ
か
ら

直
ぐ
に
見
つ
か
る
と
思

た
ん
だ
が
な

 
近
く
に
レ
ン
の

は
無
く

シ

ナ
は
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
か
ら

レ
ン
の
居
場
所
を
探
し
た

総
督

何
で
あ
ん
な
場
所
に

 
シ

ナ
は
そ
の
事
を

し
く
思
い
な
が
ら
レ
ン
に
メ

セ

ジ
を
送

た
が
返
事
は
な
い

何
か
ト
ラ
ブ
ル
か

 
そ
う
思
い
な
が
ら

シ

ナ
は
総
督

へ
の
道
を
急
い
だ

 
そ
し
て
総
督

に
着
い
た
シ

ナ
の
目
に

⻑
身
で
ガ

シ
リ
と
し
た
体
格
を
し
て

 
整

た
顔
を
し
た
プ
レ
イ
ヤ

が

レ
ン
に
話
し
か
け
て
い
る

が
映

た

 
レ
ン
が
と
て
も
困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
た

シ

ナ
は
や
は
り
ト
ラ
ブ
ル
だ

た
か
と
思

い
な
が
ら

 
二
人
に
近
付
い
て
い
き

声
を
か
け
よ
う
と
し
た

で
す
か
ら
香
蓮
さ
ん

だ
か
ら

そ
の
名
前
で
私
を
呼
ば
な
い
で

フ

イ
ヤ
さ
ん

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
を

き

一

然
と
し
た

何
で
リ
ア
ル
の
名
前
で
呼
び
合

て
る
ん
だ
よ
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シ

ナ
は
そ
う
思
い

二
人
に
声
を

け
た

分
と
危
険
な
会
話
を
し
て
い
る
が

こ
こ
は
公
の
場
だ

ち

と

た
方
が
い
い
な

シ

ナ

 
レ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
シ

ナ
に
駆
け
寄
り

シ

ナ
に
ひ
そ
ひ
そ
と
話
し
か
け
た

シ

ナ
こ
の
人
⻄
山
田
さ
ん
み
た
い
な
ん
だ
け
ど
私
の
事
を
本
名
で
呼
ぶ
か
ら
困

て
る

の 
そ
の
上

自
分
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
も
本
名
の
フ

イ
ヤ
に
し
て
る
み
た
い
な
の

ま
じ
か
よ

本
人
か

分
か

た

何
と
か
す
る

で

レ
ン
は
何
で
こ
こ
に
い
た
ん
だ

ほ
ら
あ
れ

 
そ
の
レ
ン
の
指
差
す
先
に
は

開

ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム

の
文

が
躍

て
い
た

 
シ

ナ
は
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
知
り
た
い
と
思

た
が

 
と
に
か
く
先
ず
は
移
動
し
な
い
と
ま
ず
い
と
考
え
先
に
フ

イ
ヤ
に
近
付
き
こ
う
言

た

こ
こ
は
人
目
が
多
い
か
ら

会
話
を
す
る
の
に
向
い
て
い
る
場
所
じ

な
い

 
誰
に
も

魔
さ
れ
ず
に
話
せ
る
場
所
が
近
く
に
あ
る
か
ら

そ
こ
に
移
動
し
な
い
か

あ

あ
あ

分
か

た
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さ
す
が
の
フ

イ
ヤ
も

り
の
目
を
多
少
気
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

素
直
に
そ
う
答
え

 
シ

ナ
は

て
二
人
を
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ス
へ
と
案
内
し
た
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第
４
６
０
話
 
一
言
多
い
男

俺
は
こ
の
レ
ン
の
友
人
の

シ

ナ
と
言
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

俺
は
⻄
山
田
フ

イ
ヤ
だ

宜
し
く

で
も
君
は
ど
う
し
て
本
名
で
名
乗
ら
な
い
の

 
僕
に
失

だ
と
は
思
わ
な
い
の
か
い

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に

シ

ナ
と
レ
ン
は
激
し
い

に
襲
わ
れ
た

ド
素
人
か

み
た
い
だ
ね

 
そ
し
て
レ
ン
が

た
よ
う
な
口
調
で
フ

イ
ヤ
に
言

た

こ
の
人
は
シ

ナ

私
は
レ
ン

あ
あ
そ
う
い
う

技
か
ゲ

ム
の
中
だ
か
ら
そ
う
す
る
し
か
な
い
ん
だ
ね
実
に
気
の

だ 
そ
の
言
葉
に

二
人
は
再
び

を
覚
え
た

い
く
ら
素
人
で
も

こ
う
い
う

名
の
場
で

 
本
名
を
連
呼
す
る
事
の
危
険
性
く
ら
い
は
分
か
り
ま
す
よ
ね



 第４６０話 一言多い男

ん

何
か
問
題
が

人
と
し
て
当
た
り
前
の
事
だ
ろ
う

そ
れ
と
も
君
は
人
じ

な
い
の
か

い 
シ

ナ
は
イ
ラ

と
し

思
わ
ず
ア
ハ
ト

を
抜
き
そ
う
に
な

た
が

す
ん
で
の
所
で
我

慢
し
た

分
か
り
ま
し
た
こ
の
話
し
合
い
が
終
わ

て
こ
の
ゲ

ム
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後

に 
ネ

ト
な
り
な
ん
な
り
で
調
べ
る
か

貴
方
に
レ
ン
が
小
比

香
蓮
だ
と
教
え
た
人
に

 
そ
の
事
を

ね
て
み
て
下
さ
い

今
は
そ
れ
だ
け
約
束
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
で
す

分
か

た

必
ず

ね
る
し

君
の
無

に
も
こ
こ
は
目
を

ろ
う

 
ど
う
や
ら
フ

イ
ヤ
は

一
言
多
い
性
格
の
よ
う
で
あ
る

そ
れ
は
ど
う
も

殺
す

 
今
度
は
そ
の
言
葉
を

い
た
レ
ン
が

小
さ
な
声
で
そ
う

い
て

ち

ん
を
抜
こ
う
と
し

た
が

 
シ

ナ
は
レ
ン
の

に
手
を
置
き

そ
れ
を
制
し
た
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そ
し
て
フ

イ
ヤ
は

笑
顔
で
レ
ン
に
こ
う
言

た

そ
れ
に
し
て
も
香
蓮
さ
ん

ま
た
会
え
て
嬉
し
い
よ

 
こ
ん
な
く
だ
ら
な
い
場
所
だ

て
の
は

残
念
だ
け
ど
ね

私
は
別
に
嬉
し
く
な
い
で
す

ん

お

さ
ん
か
ら
何
も

い
て
な
い
の
か
い

先
日
確
か
に

し
入
れ
を
し
た
ん
だ
け
ど

ね 
な
の
で
こ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
は

喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思

て
い
た
ん
だ
け
ど
ね

 
レ
ン
は
そ
の
言
葉
に
眩

が
し
た
が

言
う
べ
き
事
は
言
う
べ
き
だ
と
思
い

こ
う
言

た

い
て
ま
す
よ
で
も
返
事
は
ノ

で
す
明
日
お

さ
ん
の
前
で
も
言
い
ま
す
が
返
事
は

ノ

で
す

そ
う
な
の
か
い

お

さ
ん
の
様
子
だ
と

ま
ん
ざ
ら
で
も
無
さ
そ
う
だ

た
け
ど
ね

 
も
ち
ろ
ん
う
ち
の
親
は
大

成
さ

君
の
友
人
達
も

多
分
大

成
な
ん
じ

な
い
か
な

私
と
お

さ
ん
は
違
い
ま
す
か
ら

う

ん

で
も
僕
は

め
な
い
よ

必
ず
君
と
結
婚
す
る

 
そ
の
上
で
こ
ん
な
野

な
ゲ

ム
も
必
ず
や
め
さ
せ
る



 第４６０話 一言多い男

や

ぱ
り
さ

き
か
ら
一
言
多
い

 
レ
ン
は
そ
う
言

て

フ

イ
ヤ
を
指
差
し
た

人
を
指
差
す
と
は
マ
ナ

が
良
く
な
い
ね

ま
あ
大
丈
夫

僕
が
先
生
を

て

 
香
蓮
さ
ん
が
立

な

女
に
な
れ
る
よ
う
に
手
伝
い
を
す
る
か
ら
ね

殺
す

 
レ
ン
は
そ
う

き

再
び

ち

ん
を
抜
こ
う
と
し
た
が

シ

ナ
が
そ
れ
を
制
し

一
歩

前
に
出
た

フ

イ
ヤ
さ
ん
は

こ
の
ゲ

ム
を
野

だ
と

あ
あ
誰
で
も
自
由
に
人
を
撃
ち
殺
せ
る
な
ん
て
正
直
怖
い
と
思

た
ね
ま

た
く
理
解

出
来
な
い

 
だ
か
ら
将
来
俺
の
妻
に
な
る
香
蓮
さ
ん
に
は

こ
ん
な
ゲ

ム
は

 
い
や

ゲ

ム
そ
の
も
の
を
や
め
て
も
ら

て

 
香
蓮
さ
ん
が
望
む
よ
う
な
立

な

女
に
な

て
も
ら
い
た
い
と
思
う

 
ま

た
く
ソ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
教
訓
を
何
故
生
か
せ
な
い
の
か

 
こ
ん
な
も
の
は
直
ぐ
に
で
も
法

制
す
る
べ
き
だ
よ
ね

君
達
も
そ
う
思
う
だ
ろ
う
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ほ
う
ほ
う

そ
れ
は
過
激
な
意
見
で
す
ね

 
シ

ナ
は

強
く
そ
う
言

た

過
激
か
い

普
通
だ
ろ
う

名
無
し
君

名
無
し
君
ね

ま
あ
あ
な
た
に
と

て
は
普
通
な
ん
で
し

う
ね

 
シ

ナ
も
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
独

的
な
男
に
会
う
の
は
初
め
て
だ

た

口
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
香
蓮
さ
ん

明
後
日
な
ん
だ
が

デ

ト
を

し
込
ん
で
も
い
い
か
い

だ
と
言

た
ら

そ
れ
じ

あ
そ
の
次
の
日
は
ど
う
だ
ろ
う

そ
れ
も

だ
と
言

た
ら

そ
し
た
ら
更
に
そ
の
次
の
日
と
い
う
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
ね

は
 
レ
ン
も
そ
の
フ

イ
ヤ
の
独

的
な
や
り
方
に

口
し
た

 
シ

ナ
は
フ

イ
ヤ
は
基
本
こ
う
い

た
や
り
方
で
の
し
上
が

て
き
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思

い
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こ
の
ま
ま
だ
と
も
う
す
ぐ
行
き
詰
る
な
と

フ

イ
ヤ
の
評
価
を
下
方

正
し
た

何
か
用
事
で
も
あ
る
の
か
い

も
ち
ろ
ん
無
い
よ
ね

用
事
が
無
か

た
ら

デ

ト
す
る
の
が
普
通
だ
と

時
間
は

意
義
に
使
う
も
の
だ
ろ
う

 
用
事
が
無
い
ん
だ

た
ら

俺
と
一

に
い
る
事
は
君
の
利

に
な
る
じ

な
い
か

私
に
と

て
の
利

は

こ
の
人
と
一

に
い
る
事
だ
け
だ
よ

 
つ
い
に
我
慢
し
き
れ
な
く
な

た
の
か

レ
ン
は
シ

ナ
を
指
差
し
て
そ
う
言

た

そ
し
て
私
達
は

二
人
で
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
に
出
場
す
る
の
で

 
そ
の

に
一

に
訓
練
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の

 
だ
か
ら
貴
方
と
無

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
暇
は
ま

た
く
無
い
の

ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム

何
だ
い
そ
れ
は

チ

ム
ご
と
に
戦

て
優
勝
者
を

う
大
会
だ
よ

 
そ
の
レ
ン
の
言
葉
で
シ

ナ
は
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
が
ど
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
な
の
か
理
解

し
たそ

う
か

香
蓮
さ
ん
は
勝
負
ご
と
が
好
き
な
ん
だ
ね
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ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら

結
婚
後
も
趣
味

度
な
ら
認
め
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

だ
か
ら
一
言
多
い
の

そ
う
ね

少
な
く
と
も
負
け
る
の
は
大

い
だ
よ

そ
う
か
つ
ま
り
君
に
言
う
事
を
き
か
せ
る

に
は
何
ら
か
の
勝
負
に
勝
つ
必
要
が
あ
る
と

 
そ
れ
な
ら
こ
う
し
よ
う

も
し
そ
の
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
と
い
う
大
会
で

 
君
達
二
人
が
優
勝
出
来
た
ら

俺
は
香
蓮
さ
ん
の
事
は

め
る

 
だ
が
も
し
優
勝
出
来
な
か

た
ら

俺
と
デ

ト
し
て
も
ら
お
う

 
た
だ
し
一
つ

件
を
付
け
る

ど
う
だ
い

件
次
第
だ
ね

何

簡

な
事
さ

君
達
に
は
多
分
他
に
も
仲
間
な
り
知
り
合
い
が
こ
こ
に
い
る
だ
ろ
う

 
そ
の
人
達
と
組
ん
で
八

⻑
み
た
い
な
事
を
さ
れ
た
ら
た
ま
ら
な
い
か
ら

 
そ
う
い
う
の
は
一
切
禁
止

必
ず
二
人
だ
け
で
勝
ち
抜
く

件

て
の
は
そ
れ
だ
け
さ

分
か

た

そ
れ
で
い
い
よ

 
シ

ナ
は

レ
ン
の
敗
北

件
が

結
婚
す
る
事
だ

た
ら
介
入
す
る
つ
も
り
で
い
た
が

 
デ

ト
す
る
事
だ

た

そ
れ
な
ら
負
け
て
も
大
し
て
リ
ス
ク
は
無
い
と
考
え

 
こ
こ
は

て

認
す
る
事
に
し
た
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し
か
し
こ
い
つ
な
ら

件
を
結
婚
に
設
定
す
る
と
思

た
が

 
デ

ト
さ
え
出
来
れ
ば
満
足
な
の
か

そ
れ
と
も
一
度
の
デ

ト
で

 
結
婚
ま
で
持

て
い
け
る
自
信
が
あ
る
の
か

そ
の
ど
ち
ら
か
な
ん
だ
ろ
う
か
な

 
ち
な
み
に
答
え
は
後
者
で
あ
る

ま
あ
こ
い
つ
に
と

て
は
た
だ
の
遊
び
な
ん
だ
ろ
う
が

 
こ
こ
は
香
蓮
を
褒
め
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
な

最
高
の

件
だ

 
ま
あ
本
人
は

に
血
が
の
ぼ

て
カ

と
な

て
言

た
だ
け
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

 
シ

ナ
は
賞

す
る
気
持
ち
で

り
に

え
る
レ
ン
の

に
手
を
置
き

 
レ
ン
を

か
せ
な
い

に
も

も
う
一
押
し
す
る
事
に
し
た

さ
て

フ

イ
ヤ
に
と

て
は

分
と
利
が
少
な
い

け
に
乗

た
も
ん
だ

 
と
い
う
事
は
勝
て
る
自
信
が
あ
る

て
事
な
ん
だ
ろ
う
が

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

を

収
で
も
し
て
全
員
味
方
に
付
け
る
く
ら
い
は
や
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
う
考
え
な
が
ら

シ

ナ
は
一
歩
前
に
出
た

な

フ

イ
ヤ
さ
ん
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
勝
手
に
味
方
し
て
く
れ
る
場
合
は
ど
う
な
る
ん
だ
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も
し
そ
う
な

た
ら
俺
達
に

そ
れ
を
防
ぐ
の
は
不
可
能
だ
し

 
繋
が
り
が
無
い
事
を
証
明
す
る
事
も
ま
た
不
可
能
な
ん
だ
が

確
か
に
ね

さ
す
が
に
悪
魔
の
証
明
を
求
め
る
の
は

だ
し
ね

 
フ

イ
ヤ
は
そ
の
事
に
は
同
意
し
何
か
考
え
込
ん
で
い
た
が
や
が
て
顔
を
上
げ
シ

ナ

に
言

た

そ
の

り
は
不
問
と
い
う
事
に
す
る
よ
こ
ち
ら
で
も
そ
れ
な
り
に
調
査
は
出
来
る
と
思
う
し

 
ま
あ
俺
は
二
人
が
そ
ん
な
事
は
し
な
い
と
信
じ
て
る
し
ね

そ
れ
な
り
に

ね

仲
間
を
動
員
す
る
の
は
禁
止
と
言
い
な
が
ら
信
じ
て
る
か
や
は
り
こ
い
つ
の
言
葉
は

い
な

 
シ

ナ
は
そ
う
思
い
つ
つ
も

て
そ
れ
に

い
た

 
レ
ン
も
同
じ
事
を
考
え
た
よ
う
だ
が
レ
ン
は
ず

と
フ

イ
ヤ
に
対
し
て

て
い
た
の
で

 
今
更
一
つ
理
由
が
加
わ

た
と
こ
ろ
で
大
差
無
い
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
俺
は
こ
れ
で
失

す
る
よ

香
蓮
さ
ん

当
日
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

 
そ
し
て
フ

イ
ヤ
は
レ
ン
の
答
え
も
待
た
ず
に
そ
の
場
を
立
ち
去

た

 
残
さ
れ
た
二
人
は

と
て
も
疲
れ
た
顔
で

レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ス
の

に
へ
た
り
こ
ん
だ
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何
だ
あ
の
馬

は

う
ん

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
そ
の
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
と
や
ら
に

し
込
み
に
行
く
か

う
ん

て

あ
あ

 
そ
こ
で
レ
ン
は

自
分
が
何
を
し
て
し
ま

た
の
か
今
更
な
が
ら
気
が
付
い
た

ふ

二
人

私

二
人

て
言

ち

た

あ
あ

そ
う
だ
が

何
か
問
題
が
あ

た
か

え

と

実
は
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
参
加
人

は

最
大
六
人
な
の

あ
あ
そ
う
い
う
事
か
ま
あ
何
と
か
な
る
だ
ろ
こ
う
な

た
ら
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い

し
なご

ご
め
ん
な
さ
い

誰
か
他
の
奴
も
チ

ム
に
入
れ
る
予
定
だ

た
の
か

あ

う
ん

師
匠
と
か

あ
あ

確
か
に
そ
れ
が

当
だ
よ
な

 
と
り
あ
え
ず
今
日
は
落
ち
て

明
日
奈
と
美
優
に
も
意
見
を

い
て
み
る
か
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う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

明
日
奈
と
美
優
が

る
の
を
待

た

 
幸
い
二
人
も
直
ぐ
に

て
き
た

八
幡
と
香
蓮
は
今
あ

た
出
来
事
を
二
人
に
語

て

か
せ
た

何
そ
の
お
か
し
な
生
き
物
は

フ

イ
ヤ
君
は
バ
イ
ヤ
君
だ

た
の
か

バ
イ
ヤ

て
何
だ
よ

ヤ
バ
イ
か
ら
バ
イ
ヤ

美
優

お
前
も
昭
和
の
生
ま
れ
か

失

な

バ
リ
バ
リ
平
成
だ
よ

そ
の
バ
リ
バ
リ

て
の
も
ど
う
か
と
思
う
ん
だ
が

か
い
事
は
気
に
し
な
い

意
味
が
分
か
れ
ば
い
い
の
だ
よ

 
で

お
前
も

て

他
に
誰
か
昭
和
を
愛
す
る
女
子
が
い
る
の

詩
乃
だ
な

な
る
ほ
ど

さ
す
が
は
我
が
友
だ
ね
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ま
あ
と
り
あ
え
ず
そ
れ
は
置
い
て
お
い
て

ち

と
真
面
目
に
考
え
て
み
よ
う

 
そ
し
て
四
人
は
何
か
い
い
手
は
無
い
か
考
え
始
め
た

最
初
に
顔
を
上
げ
た
の
は
美
優
だ

た
ね

リ

ダ

私

い
い
手
を
思
い
つ
い
ち

た

ん

何
だ
美
優

か
わ
い
い
か
わ
い
い
フ
カ
次
郎
ち

ん
を

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
す
る
の

コ
ン
バ

ト
か

お
い
美
優

お
前
三
日
あ
れ
ば
銃
の
扱
い
に

出
来
る
か

う
ん

無
理

ま
あ
普
通
は
そ
う
な
ん
だ
よ
な

優
里
奈
は
ま
だ
レ
ベ
ル
が
足
り
な
い
し

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

も
ち

と
な

目
な
の

あ
あ

理
由
は
後
で
説
明
す
る

も
う
銃
の

に
は
目
を

て

か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん
に
頼
る
し
か
な
い
の
で
は

い
や

そ
れ
な
ん
だ
が
な

 
そ
し
て
八
幡
は

真
顔
で
こ
う
言

た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

相
手
は
レ
ン
の
事
を
か
な
り
調
べ
て
い
る
だ
ろ

 
と
い
う
事
は

お
前
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
と
思

た
方
が
い
い

あ
あ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
か
も

つ
つ
ま
り
私
が
ヴ

ル
ハ
ラ
期
待
の
ル

キ

で
あ
る
フ
カ
ち

ん
だ
と
い
う
事
も
バ
レ
て

い
る
と

期
待
の
ル

キ

な
ん
て
存
在
し
な
い
が

そ
の
可
能
性
は
高
い
と
思
う

 
そ
の
上
で

コ
ン
バ

ト
し
て
も
名
前
は
フ
カ
次
郎
の
ま
ま
だ
か
ら

 
お
そ
ら
く
仲
間
扱
い
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
否
定
出
来
な
い

リ

リ

ダ

フ
カ
ち

ん
は
期
待
の
大
型
新
人
で
す
よ
ね

ね

あ

は
い
は
い

大
型
な

大
型

 
で
さ

き
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
話
な
ん
だ
が
な
相
手
は
お
そ
ら
く
俺
の
名
前
も
も
う
知

て
い
る

 
香
蓮
の
親

さ
ん
か
ら
話
が
い

て
る
と
思
う
か
ら
な

 
そ
し
て
あ
い
つ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
情
報
に
触
れ
ハ
チ
マ
ン
と
い
う
名
前
に
た
ど
り
着
い
た
時

 
俺
と
同
一
人
物
な
ん
じ

な
い
か
と
考
え
る
ん
じ

な
い
か

フ
カ
次
郎
も
メ
ン
バ

に
い
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る

だ
し
な

あ
あ

 
三
人
は
そ
の
説
明
に
納
得
し
た

と
い
う

で

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
る
の
も
リ
ス
ク
が

う

 

件
的
に
は
負
け
て
も
問
題
な
い
ん
だ
が

そ
れ
は
俺
が

だ
し
な

香
蓮
ち

ん
を

に
す
る
み
た
い
に
な

ち

う
し
ね

私
は
最
悪
そ
れ
で
も
い
い
で
す
け
ど

香
蓮
ち

ん

八
幡
君
は

そ
う
い
う
の
は
大

い
だ
か
ら

何
を
言

て
も
無

だ
よ

 
香
蓮
は
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
の
顔
を
見
た

 
八
幡
は
そ
れ
に
対
し

少
し
怖
い
顔
を
し
て

い
た

外
だ

う

う
ん

あ
り
が
と
う

ま
あ
大
丈
夫
だ

手
が
無
い

じ

な
い

ど
ん
な
手
が

ゼ
ク
シ

ド
を
味
方
に
引
き
込
む
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そ
の
ま
さ
か
の
シ

ナ
の
言
葉
に

明
日
奈
は
自
分
の

を
疑

た

え
え

あ

こ
の
前
ご
一

し
た
人
で
す
ね

あ
い
つ
は
公
式
に
は
俺
の

敵
扱
い
だ
か
ら
あ
い
つ
が
仲
間
だ
と
は
絶
対
に
認
定
さ
れ
な
い

は
ず
だ

確
か
に

香
蓮
と
も
面
識
が
あ
る
し
な

と
い
う

で

速
あ
い
つ
に

を
下
げ
て
く
る
わ

 
三
人
は
先
に

て
て
く
れ
て
い
い
か
ら
な

あ

ち

ち

と
八
幡
君

 
八
幡
は
速
攻
で
ア
ミ

ス
フ

ア
を
か
ぶ
り

再
び
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
て
い

た

行

ち

た
ね

リ

ダ

ね

明
日
奈
さ
ん

シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て
仲
が
悪
い
の

う

ん

今
は
そ
う
で
も
な
い
と
思
う
よ

だ
よ
ね

こ
の
前
一

に
遊
ん
で
た
し
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え

そ
う
な
の

う
ん

 
そ
し
て
香
蓮
は

先
日
あ

た
出
来
事
を

二
人
に
説
明
し
た

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ

う
ん

だ
か
ら
普
通
に
仲
良
し
だ
と
思

て
た
の

ま
あ
悪
く
は
な
い
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
な
ら

も
確
か
だ
し

 
味
方
に
な

て
く
れ
る
な
ら
心
強
い
と
思
う

そ

か

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

私
の
事
を
覚
え
て
て
く
れ
る
と
い
い
な

  
そ
の

シ

ナ
は

首
尾
よ
く
ゼ
ク
シ

ド
を
捕
ま
え
る
事
に
成
功
し
て
い
た

よあ

シ

ナ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

シ

ナ
か

珍
し
い
な

僕
に
何
か
用
事
で
も

お
う

内
密
の
話
が
あ
る
ん
だ
が

今
ち

と
い
い
か
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内
密
の
話

分
か

た

話
く
ら
い
は

く
よ

悪
い
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ス
を

り

 
ゼ
ク
シ

ド
と
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
と
共
に

そ
こ
へ
移
動
し
た
の
だ

た
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第
４
６
１
話
 
強
化
外
骨
格

で

話

て
の
は
何
だ
い

こ
の
前
一

に
遊
ん
だ
ピ
ン
ク
の
女
の
子

覚
え
て
る
か

当
た
り
前
だ

レ
ン
ち

ん
だ
ろ

実
は
そ
の
レ
ン
が
ピ
ン
チ
な
ん
だ

力
を
貸
し
て
ほ
し
い

レ
ン
ち

ん
が

ど
う
い
う
事
だ
い

実
は
な

 
シ

ナ
は
ゼ
ク
シ

ド
達
三
人
に

フ

イ
ヤ
と
い
う
男
の
事
を

 
リ
ア
ル
情
報
を
ぼ
か
し
な
が
ら
説
明
し
た

何
そ
れ
気
持
ち
悪
い

同
じ
女
と
し
て
は
も
し
自
分
が
そ
ん
な
立
場
に
な

た
ら

て
思
う
と
ぞ

と
す
る
ん
だ
け

ど 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
そ
う
感
想
を
述
べ

ゼ
ク
シ

ド
も
そ
れ
に
同
意
し
た

と
い
う
か

同
じ
世
界
を
生
き
て
い
る
人
間
だ
と
は
思
え
な
い
よ
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俺
も
そ
れ
に
は
激
し
く
同
意
す
る
が

と
い
う
か

そ
の
態
度
が
あ
り
え
な
い

ま
あ
私
達
も

の
事
を
考
え
る
と

人
の
事
は
言
え
な
い
か
も
だ
け
ど
さ

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
自

的
に
そ
う
言

た

お
前
ら
は
あ
い
つ
と
は
違
う

一

に
す
る
な

そ
れ

本
来
は
私
達
が
言
う
べ
き
セ
リ
フ
だ
よ
ね

で
も
あ
り
が
と
う

 
二
人
は
シ

ナ
に

そ
う
お

を
言

た

分
と

く
な

た
も
の
で
あ
る

で

僕
達
は
君
達
を
優
勝
さ
せ
る
手
伝
い
を
す
れ
ば
い
い
の
か
い

い
や
そ
れ
は
さ
す
が
に
悪
い
か
ら

的
に
他
の
チ

ム
を
潰
し
て
い

て
く
れ
る
だ
け

で
い
い

 
そ
し
て
最
後
に
俺
達
二
チ

ム
が
残

た
ら

そ
こ
で

雄
を
決
し
よ
う

オ

ケ

そ
れ
な
ら
こ
ち
ら
と
し
て
も
何
も
言
う
事
は
無
い
よ

悪
い
な

に
着
る

な

に

君
に
は
何
と
な
く

り
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か

た
か
ら
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こ
れ
で
お
あ
い
こ

て
事
で
い
い
さ

り

そ
ん
な
も
の
あ

た
か

い
や

無
い
は
ず
な
ん
だ
が

ど
う
し
て
も
そ
ん
な
気
分
に
な

て
し
ま
う
と
い
う
か

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
を

シ

ナ
達
三
人
は

面
白
そ
う
に

め
て
い
た

ま

ま
あ
そ
ん
な
話
は
ど
う
で
も
い
い
じ

な
い
か

と
に
か
く
話
は
分
か

た

 
そ
れ
じ

あ

速

し
込
み
を
し
て
く
る
よ

す
ま
ん

頼
む

 
こ
う
し
て
あ

さ
り
と
ゼ
ク
シ

ド
の
協
力
を
と
り
つ
け
る
事
に
成
功
し
た
シ

ナ
は

 
三
人
に
報
告
す
る

に
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
話
が
ま
と
ま

た
ぞ

今
回
に
限
り

ゼ
ク
シ

ド
は
味
方
と
い
う
事
に
な
る

分
ス
ム

ズ
に
決
ま

た
ん
だ
ね

あ
あ

あ
ま
り
の
物
分
り
の
良
さ
に

別
人
か
と
思

た
く
ら
い
だ

 
と
に
も
か
く
に
も
話
が
ま
と
ま

た
と
い
う
事
で
香
蓮
は
若

明
る
い
表
情
を
取
り

す
事

と
な

た
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だ
が
次
の
話
に
移

た

間

香
蓮
の
顔
は
再
び

た

あ
と
は

明
日
を
ど
う
乗
り
切
る
か
な
ん
だ
が

も
う
行
く
の
を
や
め
ち

お

か

八
幡
君

気
持
ち
は
分
か
る
が

そ
う
い
う

に
も
い
か
な
い
だ
ろ

香
蓮

 
そ
う
言
わ
れ
た
香
蓮
は

ど
よ
ん
と
落
ち
込
ん
だ

は

は
言
わ
な
い
か
ら

 
と
に
か
く
日
本
語
が
通
じ
て
一

常
識
を
そ
れ
な
り
に
備
え
て
い
る
人
と
会
う
ん
だ

た
ら

 
こ
こ
ま
で
落
ち
込
ま
な
く
て
い
い
ん
だ
け
ど
な

ま
る
で

人
だ
し
な

八
幡
君
が
そ
こ
ま
で

が
る
な
ん
て
珍
し
い
ね

 
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
と
て
も

そ
う
な
顔
で
言

た

そ
う
だ
な

あ
い
つ
は
自
信
に
そ
れ
な
り
に

の
あ
る
ク
ラ
デ

ル
か
ら

 
ネ

ト
リ
テ
ラ
シ

を
取
り

た
よ
う
な
奴
だ
か
ら
な

ク
ラ
デ

ル

て

く
だ
け
で

も
う
近
寄
り
た
く
な
く
な
る
ね

だ
ろ

ど
う
し
た
も
ん
か
な



 第４６１話 強化外骨格

ま
あ
明
日
は
仕
事
モ

ド
で
行
け
ば
い
い
ん
じ

な
い

 
別
に
仲
良
く
な
ろ
う

て

じ

な
い
ん
だ
し

そ
う
す
る
か

 
八
幡
は
明
日
奈
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

明
日
は
そ
れ
で
い
こ
う
と
素
直
に
決
断
し
た

あ

あ
の

リ

ダ

の
仕
事
モ

ド

て

そ
う
だ
ね

今
ち

と
練

し
て
み
れ
ば

そ
う
だ
な

い
き
な
り
だ
と
香
蓮
が
驚
く
か
も
し
れ
な
い
し
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

微
笑
を
た
た
え
な
が
ら
美
優
に
手
を
差
し
出
し
た

よ
う
こ
そ
北
海
道
か
ら
遥
々
お
い
で
下
さ
い
ま
し
た

原
さ
ん

あ

ど

ど
う
も

 
美
優
は
い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ

反
射
的
に
手
を
差
し
出
し

八
幡
と

手
し
た

噂
通
り
の
お

麗
な
方
だ

こ
う
し
て
お
会
い
出
来
た
事
を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す

え

あ

は

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ど
う
ぞ

張
な
さ
ら
ず
に

リ
ラ

ク
ス
し
て
下
さ
い

 
私
の
事
は

お
気

に
八
幡
と
呼
ん
で

い
て

い
ま
せ
ん
の
で
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あ

は

は
い

そ
れ
で
は

八
幡
さ
ん

は
い

今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

美
優
さ
ん

よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
美
優
は

大
に
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
の

間
に
八
幡
は
ど
ん
よ
り
と
し
た
表
情
を

か
べ
な
が
ら
ソ
フ

に
ど

と

を
下

ろ
し
た

は

思

て
も
い
な
い
事
を
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
は
疲
れ
る
わ

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
そ
う

を

え
る
美
優
に

八
幡
は
再
び
微
笑
し
な
が
ら
こ
う
言

た

冗
談
で
す
よ

美
優
さ
ん
は
本
当
に
か
わ
い
ら
し
い
で
す
ね

 
そ
れ
に
と
て
も
感
情
豊
か
で
僕
は
凄
く
好
き
で
す
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
美
優
は

に
復
活
し

嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
返
事
を
し
た

は

は
い

あ

と

美
優
さ
ん
動
か
な
い
で

こ
ん
な
所
に
大
福
が
付
い
て
ま
す
よ

は
い

え

大
福
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こ
れ
で
す

 
そ
の

間
に
八
幡
は

美
優
の
ほ

た
を
ぎ

と
つ
ま
ん
だ

い

い

い

あ
れ

こ
の
大
福
取
れ
ま
せ
ん
ね

そ

そ
れ
は
大
福
じ

な
い
で
す

か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん
の
ほ

た
で
す

あ
あ

ど
う
や
ら
逆
の
ほ

た
に
も
大
福
が
ぶ
ら
下
が

て
い
る
よ
う
で
す
ね

い

い

で
も
リ

ダ

に
つ
ま
ま
れ
て
い
る
と
思
う
と
ち

と
気
持
ち
い
い
不
思
議

 
そ
の

間
に

八
幡
は
凄
く

そ
う
に
手
を
離
し
た

お
前
も
そ

ち
系
か
よ

失

な
誰
の
事
か
は
知
ら
な
い
け
ど
フ
カ
ち

ん
は
オ
ン
リ

ワ
ン
の
フ
カ
ち

ん
で
す

よ
う

え

 
そ
し
て
八
幡
は

美
優
を
放
置
し

香
蓮
の
方
に
向
き
直

た

香
蓮
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す
ね

お
元
気
で
し
た
か
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え

あ

は

は
い

元
気
で
す

そ
う
で
す
か

そ
れ
は
良
か

た

ま
た
お
会
い
出
来
る
と

い
て

 
実
は
と
て
も
楽
し
み
に
思

て
い
た
ん
で
す
よ

あ

わ

私
も
で
す

そ
う
で
し
た
か

そ
れ
は
光
栄
で
す
ね

い

い
え

私
な
ん
か

た
だ
背
が
高
い
だ
け
の

 
そ
う
自
分
を

下
す
る
よ
う
な
事
を
言
い
か
け
た
香
蓮
の

に
八
幡
の
人
差
し
指
が
当
て
ら

れ 
香
蓮
は
そ
れ
以
上
何
も
言
え
な
く
な

た

そ
れ
は
⻑
所
だ

て
言

た
じ

な
い
で
す
か

い
い
ん
で
す
よ

そ
の
ま
ま
で

 
む
し
ろ
そ
の
ま
ま
が
い
い
ん
で
す

は

は
い

 
香
蓮
は
目
を

ま
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

八
幡
は
に
こ
に
こ
と
微
笑
し
た
ま
ま
で
お
り

 
そ
れ
を
見
て
い
た
美
優
が

八
幡
に
言

た

リ

リ

ダ

そ
こ
か
ら
い
つ
落
と
す
ん
で
す
か
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あ

何
で
落
と
さ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

オ
チ
な
ん
か
無
い
ぞ

え

で
も
さ

き
は

こ
の
フ
カ
ち

ん
を
調
教
し
よ
う
と
し
て
き
た
じ

な
い
で
す
か

 
八
幡
は
た
め
息
を
つ
く
と

再
び
美
優
の
両

を
つ
ま
ん
だ

お
前
は
と
り
あ
え
ず
し
ば
ら
く

て
よ
う
な

き

気
持
ち
い
い

今
度
は
離
さ
な
い
か
ら
な

リ

リ

ダ

の
顔
が
近
い

こ
れ
は
千
載
一
遇
の
チ

ン
ス
で
ち

 
ア

ン
ド
だ
い
ち

き
ホ

ル
ド

 
そ
う
言
い
な
が
ら
美
優
は
強
引
に
八
幡
の

の
上
に

る
と
八
幡
の

の
後
ろ
に
手
を
回

し 

を

ら
せ

八
幡
の

に
自
分
の

を
徐
々
に
近
付
け
て
い

た

お
い
て
め
え

そ
れ
以
上
顔
を
近
付
け
る
ん
じ

ね
え

欲
望
の
力
で

フ
カ
ち

ん
の
戦
闘
力
は
上
が
る
の
だ
よ

は

面
倒

え
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八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
両
手
を

に
広
げ

美
優
の

を
外
し
て
立
ち
上
が

た

 
そ
の
せ
い
で
美
優
は
後
ろ
に
倒
れ
そ
う
に
な
り

て
て
八
幡
の

を
足
で
ガ

チ
リ
と
ホ

ル
ド
し
た

 
そ
の
せ
い
で
美
優
の

衣
の

が
め
く
れ
あ
が
り

下
着
が
八
幡
に

見
え
に
な

た
が

 
八
幡
は
ま

た
く
興
味
を

さ
な
い
ま
ま
美
優
を
お

様

こ
し
そ
の
せ
い
で
美
優
の
足

が
外
れ
た

な

な
ん
で
す
と

香
蓮

室
の
ド
ア
を
開
け
て
く
れ

あ

は

は
い

 
香
蓮
は
い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ

て
て

室
の
ド
ア
を
開
け
た

 
そ
し
て
八
幡
は

室
の
ベ

ド
に
美
優
を
放
り
投
げ

そ
の
ま
ま
バ
タ
ン
と
ド
ア
を

め

 
そ
の
ド
ア
の
前
に
座
り
込
ん
だ

直
後
に
ド
ン
ド
ン
と
ド
ア
が
叩
か
れ
た

ち

ち

と
リ

ダ

あ

こ
え
な
い

こ
え
な
い

察
だ

こ
の
ド
ア
を
開
け
ろ

開
け
な
い
と
コ
ヒ

の
命
は
無
い
ぞ
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美
優

私
は
こ

ち
側
に
い
る
か
ら
ね

な
ら
ば
コ
ヒ

の
子

の

の
嬉
し
恥
ず
か
し
ち

と
え

ち
な
エ
ピ
ソ

ド
を
披
露
す
る

ぞ
だ
そ
う
だ
ぞ

香
蓮

そ
ん
な
エ
ピ
ソ

ド
は
無
い
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

く
そ

万

尽
き
た

お
前
の

は
ペ
ラ

ペ
ラ
だ
な
お
い

ぐ
す

も
う
し
ま
せ
ん
許
し
て
下
さ
い

仕
方
な
い

今
回
だ
け
は
許
し
て
や
る

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は

明
日
奈
と
香
蓮
を
手

き
し

ド
ア
の
前
で
待
機
さ
せ
た

 
そ
し
て
八
幡
は
ド
ア
の
前
か
ら
ど
き

美
優
に
声
を
か
け
た

も
う
い
い
ぞ

美
優

ジ

・
テ

ム

 
そ
の

間
に
ド
ア
が
開
き
中
か
ら

衣
を
脱
い
で
下
着

に
な

た
美
優
が
飛
び
出
し
て
き

た
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そ
の
突
進
を
八
幡
は
ひ
ら
り
と
避
け
明
日
奈
と
香
蓮
が
ガ

シ
リ
と
美
優
の
両
手
を
ホ

ル

ド
し

 
そ
の
ま
ま
二
人
は

室
へ
と
入

て
い

た

そ
れ
じ

あ
香
蓮

明
日
は
さ

き
み
た
い
な
態
度
を
と
る
か
ら

当
に
合
わ
せ
て
く
れ

合
わ
せ
る

て

ど
う
す
れ
ば

コ
ヒ

は
普
通
に
し
て
れ
ば
そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

香
蓮
ち

ん
は
素
の

態
で
受
け
答
え
し
て
い
れ
ば
い
い
と
思
う
よ

そ

そ
う
な
の

分
か

た

そ
う
す
る
ね

お
う

そ
れ
じ

あ
そ
の
ま
ま

ち
ま

て
く
れ

も
う
い
い
時
間
だ
し
な

そ
う
だ
ね

そ
う
す
る
よ

お
や
す
み
な
さ
い

八
幡
君

お
う
お
や
す
み

明
日
奈

香
蓮

リ

ダ

私
に
お
や
す
み
の

は

お
う

美
優
も
ぐ

す
り
と

眠
し
ろ
よ

生
き
て
る

私
ま
だ
生
き
て
る
か
ら
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そ
の
後
し
ば
ら
く
部
屋
の
中
は
バ
タ
バ
タ
し
て
い
た
が
直
後
に
ひ
そ
ひ
そ
と
会
話
を
す
る
声

が

こ
え

 
や
が
て
室
内
は
静
か
に
な
り

八
幡
も
疲
れ
た
体
を
ソ
フ

ベ

ド
に
横
た
え
た

 
さ

き
の
リ

ダ

ま
る
で
別
人
み
た
い
だ

た
ね

あ
あ

強
化
外
骨
格
の
事
か
な

多
分
そ
れ
か
な

で
も
あ
れ
な
ら
明
日
も
大
丈
夫
だ
ね

コ
ヒ

む
し
ろ
私
の
方
が
対
応
を
ミ
ス
り
そ
う
で
心
配
な
ん
だ
け
ど

コ
ヒ

な
ら
大
丈
夫

い
つ
も
通
り
で
い
い
の
だ
よ

い
つ
も
通
り
で

そ
う
な
の
か
な

だ

て

ね
 
二
人
は
先
ほ
ど
の
光
景
を
思
い
出
し
な
が
ら
こ
う
言

た

香
蓮
ち

ん

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
恋
す
る
乙
女
に
見
え
た
し
ね

 
ま
あ
彼
女
と
し
て
は
複
雑
だ
け
ど

今
回
は
ま
あ
仕
方
な
い
ね
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コ
ヒ

さ

き
顔
が
に
や
け
て
た
よ

あ

え

と

そ

そ
ん
な
に

う
ん

だ
か
ら
明
日
も
何
も
考
え
な
い
で

 
目
の
前
の
八
幡
君
に
素
直
に
返
事
を
し
て
お
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

ま
し
い
ぞ

コ
ヒ

め

 
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
三
人
は
雑
談
を
し
て
い
た
が

や
が
て

に
眠
く
な

た
の
か

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
深
い
眠
り
へ
と
落
ち
て
い

た
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第
４
６
２
話
 
世
の
中

て
理
不
尽
な
ん
だ
ね

 
次
の
日
の
朝

八
幡
と
香
蓮
と
美
優
は

 
香
蓮
の

親
で
あ
る
小
比

蓮
一
と
の
約
束
の
場
所
へ
と
向
か

て
い
た

服
装
と
か
は
ど
う
し
よ
う

今
の
ま
ま
で
十
分
か
わ
い
い
か
ら
問
題
な
い

む
し
ろ
も

と
地
味
で
も
い
い

 
あ
ん
な
馬

に
見
せ
る
の
は
も

た
い
な
い

そ

そ
れ
は
も
し
か
し
て

フ
カ
ち

ん
を
褒
め
て
ま
す
か

あ

今
の
は
香
蓮
に
言

た
ん
だ

お
前
に
は
何
も
言

て
な
い

も
う

リ

ダ

た
ら

れ
屋
さ
ん
な
ん
だ
か
ら

お
前
は
本
当
に
メ
ン
タ
ル
が
強
い
よ
な

 
そ
し
て
三
人
は

ホ
テ
ル
の
ロ
ビ

で
蓮
一
と
面
会
し
た

ど
う
も
ど
う
も

小
比

蓮
一
で
す

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
ご
足
労

い
て
す
み
ま
せ
ん

こ
ん
な
若
輩
に
ご
丁

な

み
入
り
ま
す
で
も
さ
す
が
に
居
心
地
が
悪
く
な

て
し
ま

う
の
で
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僕
に
対
し
て
は
も

と
普
通
に
話
し
て
下
さ

て
結

で
す
か
ら

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
蓮
一
は

揚
に
笑

た

ど
う
や
ら
第
一

象
は
良
い
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
八
幡
の
一
人
称
も

今
は
強
化
外
骨
格
全
開
の

僕
な
の
で
あ

た

美
優
ち

ん
も
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
遠
く
ま
で
す
ま
な
か

た
ね

い
え
い
え
お
じ
様

観
光
の
つ
も
り
で
楽
し
ん
で
ま
す
か
ら
全
然
問
題
な
い
で
す
よ

こ
れ
か
ら
も
香
蓮
と
仲
良
く
し
て
や

て
く
れ

 
私
が
言
う
の
も
な
ん
だ
が

こ
の
子
は
ど
う
も
内
に
こ
も
る
所
が
あ
る
か
ら
ね

は
い

色
々
と
連
れ
ま
わ
し
ま
す
ね

も
ち
ろ
ん
健
全
な
所
に
限
り
ま
す
け
ど

お
願
い
ね

美
優
ち

ん

 
そ
の
蓮
一
の
言
葉
に

香
蓮
は
不
満
そ
う
に
口
を

ら
せ
た

も
う

お

さ
ん

私
だ

て
も
う
子

じ

な
い
ん
だ
か
ら
ね

は
は

比
企
谷
君
に
頼
ん
だ
方
が
良
か

た
か
な

も

も
う

お

さ
ん

そ
う
い
う
事
を
言
わ
な
い
で

 
香
蓮
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
八
幡
の
方
を
ち
ら

と
見
た
後

そ
う
言

た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
と
美
優
は

ひ
そ
ひ
そ
と

き
あ

た
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お
い
美
優

香
蓮
の
親

さ
ん

分
フ
レ
ン
ド
リ

じ

な
い
か

そ
う
だ
ね

普
通
は
娘
が
好
き
な
男
を
連
れ
て
き
た
ら

 
も

と
頑

親

み
た
い
な
態
度
を
と
る
も
の
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

香
蓮
の
親

さ
ん

て
ど
う
い
う
人
な
ん
だ

普
通
の
商

人
か
な

や
り
手
だ
と
思
う

な
ら
俺
の
事
を
調
べ
た
の
か
も
し
れ
な
い
な

か
も
し
れ
な
い
ね

 
こ
う
い
う
時
は
息
が
ピ

タ
リ
な
二
人
で
あ
る

 
普

は
上
下
関
係
が
キ

チ
リ
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が

 
そ
れ
は
美
優
が
わ
ざ
と
そ
う
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
比
企
谷
君

香
蓮
の
エ
ス
コ

ト
を
頼
ん
で
も
い
い
か
な

 
⻄
山
田
君
が

先
に
部
屋
で
待

て
い
る
か
ら
ね

 
八
幡
は

こ
う
い
う
場
合
の
エ
ス
コ

ト
は
普
通
蓮
一
が
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い

 
か
ま
を
か
け
る
つ
も
り
で

蓮
一
に
こ
う

ね
た

エ
ス
コ

ト
で
す
か

そ
れ
は
別
に

い
ま
せ
ん
が

仮
に
も
企
業
の
社
⻑
を
待
た
せ
て
い
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る
の
に

 
一
介
の
社
員
で
あ
り

学
生
で
も
あ
る
僕
が
香
蓮
さ
ん
を
エ
ス
コ

ト
す
る
の
は

 
少
々
こ
ち
ら
へ
の

入
れ
が
過
ぎ
る
気
も
し
ま
す
が

 
そ
の
問
い
に

蓮
一
は

笑
顔
を
崩
さ
ず
に
微

に
違
う
答
え
を
返
し
た

美
優
ち

ん
か
ら
は
将
来
性
が
⻄
山
田
君
よ
り
も
圧
倒
的
に
上
の
若
者
だ
と

い
て
い
る
ん

だ
け
ど
ね

そ
の
言
葉
を

み
に
す
る

社
⻑
は

い

者
じ

な
い
で
す
よ
ね

は
は

ハ

キ
リ
言
う
ね

実
に
心
地
よ
い
よ

 
ま
あ
そ
の
通
り
だ
ね

実
は
君
の
事
は

雪
ノ
下
さ
ん
か
ら

い
た
ん
だ
よ
ね

雪
ノ
下
さ
ん

で
す
か

僕
に
は

当
す
る
知
り
合
い
が
三
人
い
る
ん
で
す
が

ふ
む

さ
し
ず
め
雪
ノ
下
ご
夫
妻
と

⻑
女
さ
ん
か
な

は
い

ま
あ
そ
う
で
す
ね

正
解
は

奥
さ
ん
だ
よ

理
事
⻑
で
す
か

な
る
ほ
ど

 
八
幡
は

同
じ

設
業
な
の
だ
し

面
識
く
ら
い
は
あ
る
か
と
納
得
し
た
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一
応
ね
僕
も
君
の
事
は
調
べ
た
ん
だ
よ
で
も
出
て
く
る
情
報
が
荒

無
稽
な
も
の
ば
か
り

で
ね

 
君
が
学
生
に
し
て
あ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
だ
と
か

ま

た
く
他
人
の
は
ず
な
の
に

 
結
城
家
の
次
期
当
主
に
指
名
さ
れ
て
い
る
と
か

色
々
と
な
ん
だ
け
ど
ね

そ
れ
は
確
か
に
荒

無
稽
な
話
に
し
か

こ
え
ま
せ
ん
よ
ね

な
の
で
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
さ
ん
の
ご
⺟

で
あ
り
面
識
も
あ
る
雪
ノ
下
さ
ん
に
直
接

ね

た
と

 
ま
あ
そ
う
い
う

か
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
で
あ
の
人
は
何
と

あ
ま
り
大
き
な
声
じ

言
え
な
い
ん
だ
け
ど
ね

雪
ノ
下
さ
ん
は
こ
う
言

た
よ

 
そ
れ
は
全
て
事
実
で
す
と
ね

そ
の
上
で
こ
う
言

た
か
な

あ
ら

そ
れ
じ

あ
う
ち
の
娘
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
つ
も
り
で
す
の
ね

 
最
悪
私
自
身
が
離
婚
し
て
彼
の
所
に

ぐ
事
も
想
定
し
て
い
る
の
で

 
私
の
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
事
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど

て
ね

あ

あ
の
馬

理
事
⻑
め



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
八
幡
は
思
わ
ず
そ
う
言
い

直
後
に
し
ま

た
と
い
う
顔
で
口
を
塞
い
だ

 
そ
れ
を
見
た
蓮
一
は

我
慢
出
来
な
い
と
い
う
風
に
大
笑
い
し
た

あ
は

あ
は
は
は
は
は

あ
の
人
を
馬

呼
ば
わ
り
出
来
る
な
ん
て
凄
い
ね

 
最
近
は

く
な

た
け
ど

の
あ
の
人
は

そ
れ
は
そ
れ
は
怖
い
人
だ

た
ん
だ
よ

そ
れ
は
知

て
ま
す
で
も
今
で
は
も
う
す

か
り
か
わ
い
い
お
ば
さ
ん

て
感
じ
で
す
ね

 
ち

と
色
気
が
過

な
の
が
困
り
も
の
で
す
が

か
わ
い
い
お
ば
さ
ん
ね

君
は
凄
い
な

で
も
香
蓮
の
結
婚
相
手
と
し
て
は

 
そ
う
な

た
ら
な

た
で
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

実
現
性
が

し
い
と
も

い
て
い
る
よ

は

そ
れ
は
ま
あ
そ
う
で
す
ね

な
の
で
今
日
は
ま
あ
じ

く
り
と
見
さ
せ
て
も
ら
う
よ
君
だ
け
じ

な
く
香
蓮
の
態
度

も
ね

 
蓮
一
は
そ
う
言
い
な
が
ら

ち
ら
り
と
香
蓮
の
方
を
見
た

俺
が
こ
う
言
う
の
は
筋
が
通
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

 
彼
女
を

し
ま
せ
る
事
だ
け
は
や
め
て
下
さ
い
ね

も
し
そ
う
な

た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
い
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そ
う
で
す
ね

香
蓮
を
う
ち
の

子
に
も
ら

て

う
ち
か
ら

に
出
し
ま
す

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
蓮
一
は
絶

し
た

そ
そ
れ
は
ま
た
凄
い
発
想
を
す
る
ね
君
は

て

き
り
駆
け
落
ち
で
も
す
る
の
か
と
思

た
ん
だ
が

ま
あ
僕
も

色
々
と
し
が
ら
み
が
あ
る
ん
で

駆
け
落
ち
と
か
は
出
来
な
い
で
す
か
ら
ね

 
で
も
す
み
ま
せ
ん
友
人
を
守
る
事
と
な
る
と
ち

と

か
ら
や
り
す
ぎ
ち

う
所
が
あ

る
ん
で
す
よ

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
だ
け
香
蓮
の
事
を

大
事
に
思

て
く
れ
て
い
る
ん
だ
ね

は
い

そ
れ
だ
け
は
確
か
で
す
ね

 
蓮
一
は

そ
れ
を

い
て
う
ん
う
ん
と

い
た

そ
し
て
蓮
一
は

香
蓮
に
言

た

香
蓮

や

ぱ
り
香
蓮
は
私
が
エ
ス
コ

ト
す
る
事
に
す
る
よ

 
中
立
の

態
か
ら
ど
う
な
る
か
見
て
み
た
い
か
ら
ね

え

そ

そ
う

 
そ
の
と
て
も
残
念
そ
う
な
香
蓮
の
顔
を
見
て

蓮
一
は
困

た
顔
を
し
た

こ
れ
は

速
香
蓮
を

か
せ
て
し
ま

た
か
な
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香
蓮
⻄
山
田
さ
ん
の
手
前
も
あ
る
し
や
は
り
僕
が
エ
ス
コ

ト
す
る
の
は

番
が
違
う
と

思
う

 
帰
り
で
良
か

た
ら
僕
が
エ
ス
コ

ト
す
る
か
ら
そ
れ
で
何
と
か
納
得
し
て
く
れ
な
い
か

う

う
ん

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら

 
そ
れ
で
香
蓮
は
納
得
し
た
の
か

大
人
し
く
蓮
一
の
隣
に

ん
だ

ね

美
優
ち

ん

今
日
の
セ

テ

ン
グ

す
る
必
要
が
あ

た
の
か
な

お
じ
様
が
リ

八
幡
君
の
事
を
知

た
の
は

日
く
ら
い
な
ん
で
し

う

 
そ
れ
な
ら
⻄
山
田
さ
ん
が
候
補
に
上
が
る
の
も
ま
あ
仕
方
な
い
で
す
よ

 

件
と
し
て
は

一
見
悪
く
な
い
よ
う
に
見
え
ち

い
ま
す
し
ね

美
優
ち

ん
も
意
外
と
ハ

キ
リ
言
う
よ
ね

 
蓮
一
は
そ
の
美
優
の
言
葉
に
苦
笑
し
た

ま
あ
私
が
思
う
に
こ
れ
は
多
分
通
過
儀

み
た
い
な
も
の
で
す
八
幡
君
の
事
を
知
る

の

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
今
日
は
そ
う
思

て

大
人
し
く

観
さ
せ
て
も
ら
う
と
す
る
か
な

本
当
に
仕
方
な
い
で
す
よ
こ
ん
な

格
外
な
人
が
存
在
し
て
い
る
事
自
体
普
通
あ
り
え
ま
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せ
ん
か
ら

人
を
お
か
し
な
人
間
扱
い
し
な
い
で
下
さ
い
よ

美
優
さ
ん

 
笑
顔
で
そ
う
言
う
八
幡
に

何
故
か
美
優
は
背
筋
が

ク

と
し
た

 
面
会
終
了
後
に
美
優
に
お
仕
置
き
が
さ
れ
る
か
ど
う
か
は

こ
の
後
の
美
優
次
第
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

⻄
山
田
さ
ん
を
あ
ま
り
待
た
せ
る
の
も
悪
い
で
す
し
ね

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
行
こ
う
か

 
そ
し
て
歩
き
な
が
ら

八
幡
と
美
優
は
ひ
そ
ひ
そ
と
会
話
を
し
て
い
た

リ

ダ

コ
ヒ

の
事

く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
ね

ま
あ
今
日
は
無
難
に
終
わ
ら
せ
る
さ

本
番
は
あ
く
ま
で
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
だ

 

件
が
交
わ
さ
れ
た
以
上

何
が
あ

て
も
も
う
そ
れ
は

ら
な
い
か
ら
な

つ
い
で
に
か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん
の
事
も
ち

と
は
考
え
て
く
れ
て
も
い
い
よ

わ
ざ
わ
ざ
こ

ち
ま
で
来
て
も
ら

た
ん
だ

そ
れ
な
り
に
何
か
考
え
て
お
く
わ

そ

そ
れ
な
ら
神
崎
エ
ル
ザ
の
コ
ン
サ

ト
チ
ケ

ト
と
か

 
美
優
は

目
元
で
そ
う
言

た

エ
ル
ザ
の
チ
ケ

ト
は

今
や
か
な
り
入
手
困
難
で
あ
り

 
コ
ネ
が
一
切
き
か
な
い
と
噂
に
な
る
く
ら
い

入
手
難
易
度
が
高
い
の
だ
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そ
し
て
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
一

変
な
顔
を
し
た
が

そ
れ
な
ら
簡

だ
と
思

た
の
か

 

い
調
子
で
美
優
に

い
た

ま
あ
八
幡
の
立
場
な
ら

実

容
易
な
の
は
間
違
い
な
い

別
に
い
い
ぞ

多
分
簡

だ
と
思
う
か
ら

任
せ
て
お
け

香
蓮
の
分
と
二

で
い
い
か

え

リ

リ

ダ

ま
じ
で
言

て
る

お
う

そ
れ
と
も
何
か
他
の
物
の
方
が
良
か

た
か

是
非
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

お
う

分
か

た

手
配
し
て
お
く
わ

 
そ
し
て
八
幡
は
失

と
断

た
上
で
エ
レ
ベ

タ

の
中
で
素

く
ど
こ
か
に

話
を
か

け
た忙

し
い
と
こ
悪
い
な

ち

と
頼
み
が
あ
る

 
神
崎
エ
ル
ザ
の
ラ
イ
ブ
チ
ケ

ト

二

確
保
出
来
な
い
か

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

蓮
一
と
香
蓮
は
ぎ

と
し
た
顔
で
八
幡
の
方
を
見
た

 
蓮
一
は

以
前
香
蓮
に
そ
の
事
を
頼
ま
れ
て

ど
う
し
よ
う
も
な
か

た

験
が
あ
り

 
香
蓮
は
香
蓮
で

同
じ

験
か
ら

そ
の
困
難
さ
を
よ
く
知

て
い
た
か
ら
だ

 
ち
な
み
に
今
は

香
蓮
も
美
優
も

完
全
に

選
頼
み
に
な

て
お
り
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し
か
も
い
ま
だ
に

選
に
当
た

た
事
は
無
い

え

そ
れ

て
本
気
で
言

て
る
の
か

 
ま
あ
多
分
大
丈
夫
だ
と
思
う
け
ど

一
応
確
認
し
て
お
く

 
そ
の
言
葉
に

一
体
何
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
と
三
人
は
思

た
が

 
次
の
八
幡
の
言
葉
を

い
た

間
に

三
人
は

か
ん
と
口
を
開
け
て

ま

た

悪
い

今
日
の
分
の
最
前

で
い
い
か

て
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど

 
香
蓮

美
優

こ
の
後
は
何
か
予
定
が
入

た
り
し
て
る
か

 
ち
な
み
に
二
人
は
今
日
の
分
の
チ
ケ

ト

し
込
み
を
し
て
見
事
に

選
で
外
れ
て
い
た

 
そ
れ
が
何
と
取
れ
た
上
に

そ
の

は
ま
さ
か
の
最
前

で
あ
る

よ

世
の
中

て

思

た
よ
り
も
理
不
尽
な
も
の
な
ん
だ
ね

 
香
蓮
は
そ
う
言

て
う
な

れ

さ
す
が
の
蓮
一
も
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

か

香
蓮

も
し
か
し
て
嬉
し
く
な
か

た
か

 
そ
う
お
ろ
お
ろ
す
る
八
幡
に
ハ

と
顔
を
上
げ
た
香
蓮
は
迷
わ
ず
八
幡
の
胸
に
飛
び
込
ん

だ
う

嬉
し
い
に
決
ま

て
る
よ

あ
り
が
と
う
八
幡
君
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お

お
い
香
蓮

親

さ
ん
が
見
て
る
か
ら

嬉
し
い
の
は
分
か

た
か
ら

な

あ
 
八
幡
は
真

な
顔
で

り
な
が
ら
そ
う
言
い

香
蓮
は

て
て
八
幡
か
ら
離
れ
た

 
そ
の

に

美
優
が
代
わ
り
に
八
幡
に

き
つ
い
た

う
わ

ん
嬉
し
い
で
す
リ

ダ

一
生
つ
い
て
い
き
ま
す

う
う

あ

分
か

た

分
か

た
か
ら

二
人
で
楽
し
ん
で
こ
い
よ

行
き
帰
り
は
送

て
や
る

か
らあ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

愛
し
て
ま
す

と
に
か
く
落
ち
着
け

今
は
切
り

え
て

と
に
か
く
僕
か
ら
離
れ
て
く
れ

は

は
ひ

 
そ
し
て
美
優
が
離
れ
た
後

八
幡
は
蓮
一
に

を
下
げ
た

す
み
ま
せ
ん

お

が
せ
し
ま
し
た

い

い
や

い
き
な
り
で
び

く
り
し
た
だ
け
だ
か
ら
気
に
し
な
く
て
い
い
よ

 
そ
れ
に
し
て
も

あ
の
美
優
ち

ん
で
も
あ
ん
な
態
度
を
と
る
事
が
あ
る
ん
だ
ね

 
そ
し
て
蓮
一
は
二
人
で

り
上
が

て
い
る
香
蓮
と
美
優
を

目
に
八
幡
に
そ

と

ね
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た
で
も
す
ご
い
ね

一
体
ど
う
や

て
あ
の
レ
ア
チ
ケ

ト
を
と

た
ん
だ
い

あ
ん
ま
り
大
き
な
声
じ

言
え
ま
せ
ん
が

本
人
と
知
り
合
い
な
ん
で

 
今
は
う
ち
の
秘
書

由
で
直
接
本
人
に

い
て
も
ら
い
ま
し
た

そ

そ
う
な
の
か
い

は
い

で
も
エ
ル
ザ
に
は
あ
ん
ま
り

り
を
作
り
た
く
な
い
ん
で

 
こ
の
事
は

力
秘
密
に
し
て
る
ん
で
す
よ
今
回
は
ま
あ
美
優
へ
の
お

て
事
で
特
別
で

す
な
る
ほ
ど
ね

彼
は
本
当
に

格
外
な
ん
だ
な

 
蓮
一
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も

者
と
し
て
は

 
出
来
れ
ば
香
蓮
に
は
多
少

婚
に
な

て
も
い
い
か
ら
八
幡
と
結
婚
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
と

 
期
待
の
こ
も

た
目
で
香
蓮
を
見
つ
め
た

や

ぱ
り
今
日
の
会
の
セ

テ

ン
グ
は
無

だ

た
か
な

 
別
に
香
蓮
が
直
ぐ
に
結
婚
し
な
い
と
い
け
な
い
理
由
な
ん
て
無
い
も
の
な
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ど
う
や
ら
こ
の
時
点
で

蓮
一
の
心
は
か
な
り
八
幡
寄
り
に
な

て
し
ま

た
ら
し
い

 
そ
し
て
蓮
一
は

気
を
取
り
直
し
て
部
屋
へ
の
案
内
を
再
開
し
た
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第
４
６
３
話
 
情
報
を
生
か
す
も
殺
す
も

こ
こ
だ
よ

さ
て

⻄
山
田
君
が
お
待
ち
か
ね
の
は
ず
だ

そ
う
で
す
ね

 
そ
し
て
四
人
が
部
屋
に
入

た

間
に

フ

イ
ヤ
が
余

た

り
に
こ
う
言

た

や

比
企
谷
君

香
蓮
さ
ん

日
ぶ
り
だ
ね

は
い

お
待
た
せ
し
て
す
み
ま
せ
ん

い
や
い
や

僕
が

く
来
す
ぎ
た
だ
け
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
い
い
よ

 
ま
あ

君
よ
り
も
僕
の
方
が
ち

と
だ
け

意
を
多
め
に
見
せ
た

て
だ
け
の
話
さ

 
相
変
わ
ら
ず
一
言
多
い
男
で
あ
る

あ
と

君
と
香
蓮
さ
ん
に
謝
罪
し
な
い
と
い
け
な
い

 

日
言
わ
れ
た
通
り
に
彼
に

い
て
み
た
ん
だ
け
ど

外
だ

て
大
説
教
さ
れ
て
し
ま

た

よ 
僕
も
ま
だ
ま
だ
だ

て
事
だ
ね

本
当
に

し

な
か

た

今
後
は

め
る
よ

い
え

分
か

て

け
れ
ば
そ
れ
で
十
分
で
す

ど
う
か
お
気
に
な
さ
ら
ず
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ど
う
や
ら
フ

イ
ヤ
は

か
な
り
厳
し
い
調
子
で

日
の
事
を

ら
れ
た
ら
し
く

 
こ
の
話
題
に
関
し
て
は

特
に
一
言
付
け
加
え
る
事
も
無
く

素
直
に
そ
う
謝

て
き
た

 
そ
し
て
唯
一
面
識
が
無
か

た
美
優
が
フ

イ
ヤ
に
自

紹
介
を
し
よ
う
と
し
た
が

 
フ

イ
ヤ
は
や
は
り
美
優
の
事
を
調
べ
て
い
た
ら
し
く

に
美
優
の
名
前
を
知

て
い
た

 
八
幡
は

や
は
り

し
て
お
い
て
良
か

た
と
感
じ
た

 
蓮
一
は

事
前
に
フ

イ
ヤ
に
ゲ

ム
内
で
二
人
と
会

た
事
を

い
て
い
た
の
か

 
そ
の
事
に
関
し
て
は
何
も
言
う
事
は
無
か

た

 
お
じ
様

私

お
茶
の
用
意
を
し
て
き
ま
す
ね

す
ま
な
い
ね
美
優
ち

ん

お
願
い
す
る
よ

 
そ
し
て
美
優
が
気
を
利
か
せ
た
の
か

そ
う
言

て
お
茶
の
準
備
を
始
め

 
八
幡
と
フ

イ
ヤ
は
横
⻑
の
ソ
フ

の

に
向
か
い
合

て
座
り

 
香
蓮
は
当
然
の
よ
う
に
八
幡
の
隣
に
座

た

 
そ
の
あ
ま
り
に
も
自
然
な
態
度
に
苦
笑
し
た
蓮
一
は

フ

イ
ヤ
の
隣
に
座

た

 
美
優
は
お
茶
を
出
し
た
後

少
し
離
れ
た
所
に
あ
る

子
に

け
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特
に
話
に
参
加
す
る
事
も
な
く

き

を
立
て
て
い
た

  
世
間
話
か
ら
始
ま

た
そ
の
会
話
は

今
は
仕
事
の
話
へ
と
差
し
か
か

て
い
た

比
企
谷
君
は

今
は
ど
ん
な
仕
事
を

ま
だ
学
生
の
身
で

部
⻑
ら
し
い
事
は
ほ
と
ん
ど
出
来
て
い
ま
せ
ん
が

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
関
連
が
今
は
主
で
す
ね

あ
あ

療
機
器

て
奴
だ

け

ま
あ
う
ち
の
業
界
に
は
関
係
無
い
か
な

 
ど
う
や
ら
フ

イ
ヤ
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
名
前
だ
け
は
知

て
い
た
よ
う
だ

 
ま
あ
認
識
は
微

に
違
う
気
も
す
る
が

知

て
い
る
だ
け
ま
し
な
の
だ
ろ
う
か

比
企
谷
君

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
設
置
に
は

何
か
特

な
設
備
が
必
要
な
の
か
い

そ
う
で
す
ね

強
力
な
ネ

ト

は
必
要
で
す
し

そ
れ
に
無

室
と

 
そ
れ
を
モ
ニ
タ

す
る
部
屋
は
確
実
に
必
要
に
な
り
ま
す
ね

 
興
味
が
お
あ
り
で
し
た
ら

後
で
資
料
を
秘
書
に
送
ら
せ
ま
し

う
か

是
非
頼
む
よ

興
味
が
あ
る
の
で
ね

分
か
り
ま
し
た

い
方
が
い
い
で
す
か
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ま
あ
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
ね

 
そ
の
時

八
幡
と
蓮
一
が

は
か

た
よ
う
に
同
時
に
フ

イ
ヤ
を
チ
ラ
リ
と
見
た
の
だ
が

 
フ

イ
ヤ
が
反
応
し
な
か

た

八
幡
は
一
言
断

て

を
立

た

 
ど
う
や
ら
資
料
が
二
部
必
要
に
な
る
の
か
ど
う
か

確
認
し
た
ら
し
い

分
か
り
ま
し
た

で
は
ち

と
失

し
て

直
ぐ
に
用
意
さ
せ
ま
す
ね

 
八
幡
は
そ
う
言

て

薔
薇
に

話
を
か
け
る

に
そ
の
場
を
少
し
離
れ
た

⻄
山
田
君
は
反
応
無
し
か

ま
あ
さ

き

関
係
無
い
と
自
分
で
言

て
た
か
ら
な

 
で
も
果
た
し
て
本
当
に
そ
う
か
な

お

さ
ん

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

て
何

者
さ
ん
を

世
界
に
接
続
し
た
ま
ま
の

態
を

持
し
て

そ
の
ま
ま
治
療
を
行
う
機

だ
ね

 
そ
れ
の

る
無
し
が

今
後
そ
の
病
院
の
格
と
密
接
に
関
係
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
ね

そ
う
な
る
と

最
初
か
ら
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
あ
り
き
の
設
計
が
出
来
る
人
材
を

 
今
の
う
ち
か
ら
育
成
す
る
必
要
が
出
て
く
る
ん
だ
け
ど
ね

 
い
ず
れ
は
在
宅
で
使
え
る
簡
易
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
な
ん
て
の
も
出
て
く
る
可
能
性
は
否
定
出
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来
な
い
し

そ
う
な
ん
だ

そ
れ

て
す
ご
い
の

そ
う
だ
ね

え
ば
香
蓮
ア
ミ

ス
フ

ア
を
か
ぶ

た
ま
ま
手
術
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る

と
思
う

ゲ

ム
を
し
て
い
る
間
に
手
術
を
受
け
ら
れ
る

残
念

体
調
の
変
化
と
か

何
か
に
反
応
し
て
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
る
ん
だ
よ

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね

で
も
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
は
そ
れ
が
無
い

今
こ
の
技
術
を
確
保
し
て
い
る
の
は

 
世
界
で
も
ソ
レ
イ
ユ
だ
け
な
ん
だ

そ

か

ソ
レ
イ
ユ

て
凄
い
ん
だ
ね

 
そ
の
会
話
の
間

蓮
一
は
フ

イ
ヤ
の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
と

て
い
た
が

 
フ

イ
ヤ
は
つ
ま
ら
な
そ
う
に
そ
の
話
を

い
て
い
る
だ
け
だ

た

蓮
一
は
失
望
し
た

興
味
無
し
か

ま
あ
香
蓮
の

那
は
う
ち
の
会
社
を
継
ぐ
事
は
無
い
だ
ろ
う
か
ら

 
自
分
の
会
社
を
し

か
り

持
し
て
香
蓮
を
不
幸
に
し
な
い

度
の
甲
斐
性
が
あ
れ
ば
そ
れ
で

い
い
ん
だ
が
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さ
す
が
に
こ
う
い
う

を
見
る
と

少
し
心
配
に
な
る
な

 
も
し
比
企
谷
君
が

に
来
て
く
れ
る
な
ら
彼
を
後
継
者
に
指
名
す
る
の
は
間
違
い
無
い
ん
だ

が 
丁
度
そ
の
時
八
幡
が

て
き
て

蓮
一
に
言

た

直
ぐ
持

て
こ
れ
る
ら
し
い
の
で

フ
ロ
ン
ト
に

け
て
お
く
よ
う
に
伝
え
て
お
き
ま
し
た

お
お

あ
り
が
と
う
比
企
谷
君

い
え

大
し
た
手
間
じ

あ
り
ま
せ
ん
か
ら

 
そ
し
て
八
幡
は

こ
う
付
け
加
え
た

ち
な
み
に
専
用

設
を
作
る
予
定
も
あ
る
ん
で
す
が
主

は
雪
ノ
下

設
の
予
定
な
ん
で
す

よ
ね

 
基
本
設
計
と
か

あ
そ
こ
に
は
色
々
助
け
ら
れ
て
い
ま
す

 
八
幡
は
そ
う
言

た
後

何
か
言
い
た
げ
な
顔
で

蓮
一
の
目
を
じ

と
見
つ
め
た

 
蓮
一
は
何
だ
ろ
う
と
思
い

今
の
八
幡
の
言
葉
を

内
で
も
う
一
度
再
生
し
た
後

 
ハ

と
し
た
顔
で
八
幡
の
目
を
見
返
し
た

八
幡
は
小
さ
く
そ
れ
に

い
た

 
蓮
一
は
そ
の
意
図
を
ハ

キ
リ
と
理
解
し
た
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さ
す
が
の
雪
ノ
下

設
も

北
海
道
で
は

設
実

が
ま

た
く
無
い

 
要
す
る
に
八
幡
君
は
い
ず
れ
将
来
を
見

え
て
雪
ノ
下

設
と

め
に
協
力
関
係
を

き

 
設
計
関
係
で
も
技
術
交
流
を
持

て
お
け
と
言
い
た
い
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
か

 
そ
う
す
れ
ば
い
つ
か
北
海
道
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
関
連

設
が
出
来
る
時

 
主

会
社
は
間
違
い
な
く
う
ち
と
い
う
事
に
な
る
ん
じ

な
い
の
か

 
蓮
一
は
そ
う
考
え
な
が
ら

手
に

を

た

 
こ
れ
は
も
う
一
度
雪
ノ
下
さ
ん
に
連

を
取
ら
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
な
が
ら

 
蓮
一
は
今
も
ま

た
く
こ
の
話
に
興
味
を

さ
な
い
フ

イ
ヤ
を
完
全
に
見
限

た

所

は
そ
の
場
そ
の
場
で
の
対
応
の
み
で
上
手
く
い

て
い
る
だ
け
と
い
う
事
か

 
そ
う
考
え
込
む
蓮
一
を
見
て

香
蓮
は
逆
に

少
し
不
安
を
覚
え
て
い
た

 
八
幡
が
資
料
を
用
意
し
て
く
れ
た
後

蓮
一
の
態
度
が
急
に
お
か
し
く
な

た
か
ら
だ

 
香
蓮
は
不
安
を
覚
え

テ

ブ
ル
の
下
で

無
意
識
に
八
幡
の
手
を

た

 
八
幡
は
一

ビ
ク

と
し
香
蓮
の
顔
を
見
た
の
だ
が
香
蓮
が
と
て
も
不
安
そ
う
な
顔
を
し

て
い
た
の
で

 
八
幡
は
安
心
さ
せ
る

に
も

香
蓮
の
手
を
し

か
り
と

り
返
し
た
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そ
れ
で
香
蓮
は

今
自
分
が
八
幡
と
手
を
繋
い
で
い
る
事
に
気
が
付
き

 

が

く

ま
る
の
を
必
死
で
我
慢
す
る
事
と
な

た

 
横
に
い
た
美
優
だ
け
は
そ
れ
に
気
付
い
て
お
り
香
蓮
は
そ
の
事
で
後
で
散
々
美
優
に
か
ら

か
わ
れ
た

 
そ
の
後
は
八
幡
の
学
校
の
話
や
フ

イ
ヤ
の
仕
事
の
苦
労
話
と
い
う
名
の
自
慢
話
に
終
始
し

 
こ
の
日
の
話
は
そ
の
ま
ま
穏

に
終
了
す
る
事
と
な

た

 
そ
れ
じ

あ
比
企
谷
君

香
蓮
さ
ん

大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

 
そ
う
言

て
フ

イ
ヤ
は
大
人
し
く
帰

て
い

た

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
四
人
の
う
ち

美
優
が
蓮
一
に
話
し
か
け
た

お
じ
様

楽
し
め
ま
し
た
か

あ
あ

う
ん

そ
う
見
え
た
か
い

え
え

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

て
の
の
話
の
後
く
ら
い
は
特
に

バ
レ
て
た
か

こ
の
後
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
が
い
く
つ
か

え
て
し
ま

た
よ

 
そ
の
蓮
一
の
言
葉
に

八
幡
は
笑
顔
で
こ
う
言

た
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理
事
⻑
に
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い

あ
あ

僕
の
考
え
た
事
は
や

ぱ
り
正
解
だ

た
み
た
い
だ
ね

で
す
ね

 
そ
し
て
蓮
一
は

八
幡
の
手
を
取
り
な
が
ら
言

た

比
企
谷
君

う
ち
の
香
蓮
と
結
婚
し
て

う
ち
の
会
社
を
継
い
で
く
れ
な
い
か
い

ち

ち

と
お

さ
ん

は
は

冗
談

冗
談
だ

て
ば

 
そ
う
言

て
蓮
一
は
手
を
離
し

笑
顔
で
八
幡
達
を
見
送

た

香
蓮
美
優
ち

ん
せ

か
く
の
比
企
谷
君
の
好
意
な
ん
だ
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
く
る
ん

だ
よ

  
こ
の
日
の
会
談
か
ら
そ
の
後
蓮
一
は
香
蓮
の
結
婚
話
に
つ
い
て
自
分
か
ら
は
一
切
触
れ
る

事
は
無
く

 
家
族
が
冗
談
め
か
せ
て
そ
の
事
に
触
れ
た
時
も

蓮
一
は
笑
顔
の
ま
ま

 
香
蓮
に
任
せ
て
お
け
ば
何
も
問
題
な
い
と
し
か
言
わ
な
く
な

た
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一
方
そ
の

ソ
レ
イ
ユ
社
内
で
は

ち

と
し
た

ぎ
が
持
ち
上
が

て
い
た

お

敵
性
存
在
を
確
認

相
手
が
罠
に
か
か

た
お

つ
い
に
か

ハ

か
ら
話
を

い
て

 
い
ず
れ
う
ち
に
ハ

キ
ン
グ
を
か
け
て
く
る
と
思

て
た
け
ど

正
解
だ

た
ナ

ま
あ
こ
の
防
御
は
三
人
で
作

た
も
の
だ
し

そ
う
簡

に
は
破
ら
れ
な
い
よ
ね

し
か
も
罠
も
豊

で
す
し

そ
れ
じ

あ
仕
事
に
か
か
る
と
す
る
か

ダ
ル

イ
ヴ

サ
ポ

ト
を
宜
し
く
ナ

あ
い
よ

了
解

 
ど
う
や
ら
フ

イ
ヤ
の

た
情
報
屋
が

 
ソ
レ
イ
ユ
に
進
入
し
よ
う
と
ハ

キ
ン
グ
を
か
け
て
き
た
ら
し
く

 
ア
ル
ゴ

ダ
ル

イ
ヴ
の
三
人
は

相
手
の

に
逆
ハ

キ
ン
グ
を
か
け
て
い
る
真

最
中

だ

た
よ
し

捕
ま
え
タ
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お

け

だ
お

そ
の
ラ
イ
ン
か
ら
攻
勢
を
か
け
る
お

こ
い
つ

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
駆
け
出
し

い
ね

個
人
情
報
も
か
な
り
抜
け
た

よ

し

も
う
相
手
の
名
前
も

所
も
押
さ
え
た
し

リ
ア
ル
で
も
ア
タ

ク
出
来
る
お

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
メ

セ

ジ
を
送
る

次
は
無
い

て
ナ

ま
あ
そ
の

り
が

当
か
な

今
の
と
こ
ろ
は

と
り
あ
え
ず
社
の
ブ
ラ

ク
リ
ス
ト
に
突

込
ん
で
お
く
お

 
そ
し
て
情
報
屋
の

に

突
然
次
の
メ

セ

ジ
が
表

さ
れ
た

次
は
無
い

 
そ
の
下
に
は
情
報
屋
の
個
人
情
報
が
ず
ら
り
と
書
か
れ
て
お
り

 

を

や
し
た
情
報
屋
は
そ
の
ま
ま
夜
逃
げ
し

 
フ

イ
ヤ
は
八
幡
と
香
蓮
に
対
し

今
以
上
の
情
報
を
得
る
事
が
出
来
な
く
な

た

 
何
で
連

が
繋
が
ら
な
い
ん
だ

ま
あ
い
い

こ
こ
ま
で
情
報
が
集
ま

て
れ
ば

 
後
は
計
画
を
進
め
る
だ
け
だ
し
ね
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そ
う
言

て
フ

イ
ヤ
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
て
い

た

  
そ
の

香
蓮
と
美
優
は

思
い

き
り
神
崎
エ
ル
ザ
の
ラ
イ
ブ
を

能
し

 
今
ま
さ
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
所
だ

た

い
や

最
前

て
や

ぱ
凄
い
ね

う
ん

感
動
し
た

さ
て

リ

ダ

に
迎
え
を
頼
む

だ
ね

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
二
人
を

舞
台

か
ら
こ

そ
り
見
つ
め
て
い
る
者
が
い
た

 
も
ち
ろ
ん
神
崎
エ
ル
ザ
本
人
で
あ
る

豪

あ
の
二
人
に
見
覚
え
あ
る

あ
り
ま
せ
ん
ね

八
幡
さ
ん
の
ご
学
友
で
す
か
ね

か
も
し
れ
な
い
ね

い
ず
れ
関
わ
る
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し

覚
え
て
お
こ

か

八
幡
さ
ん
は

索
す
る
な

て
言

て
ま
し
た
け
ど

う
ん

だ
か
ら

索
は
し
な
い
よ

覚
え
て
お
く
だ
け
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は

ま
あ
そ
う
で
す
ね

八
幡
だ

て

そ
れ
く
ら
い
は
想
定
内
で
し

な
ん
た

て
私
が

を
用
意
し
た
上
に

 
最
前

な
ん
だ
か
ら

顔
を
覚
え
て
い
な
い
方
が
逆
に
不
自
然
じ

な
い

確
か
に

 
こ
う
し
て
香
蓮
と
美
優
は

エ
ル
ザ
に
顔
を
覚
え
ら
れ
る
事
と
な

た

 
次
に
二
人
が
会
う
の
は

お

い
の
事
を
認
識
し
な
い
ま
ま
敵
対
す
る
事
に
な

た

 
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
後
と
い
う
事
に
な
る
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第
４
６
４
話
 
や
は
り
理
事
⻑
に
は
敵
わ
な
い

二
人
と
も

ど
う
だ

た

凄
く
楽
し
め
た

大
迫
力
だ

た

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た
な

 
二
人
が
本
当
に
楽
し
そ
う
だ

た

八
幡
は
満
足
そ
う
に

い
た

や

ぱ
り
神
崎
エ
ル
ザ

て

天
使
か
も

す

ご
く
か
わ
い
か

た
よ

お

お
う

そ
う
か

あ
い
つ
は
な

外
見
と
性

は
関
係
無
い
し
な

 
突
然
八
幡
が

そ
の
言
葉
に
困

て
い
る
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た

 
香
蓮
と
美
優
は
何
故
だ
ろ
う
と
首
を

げ
た

エ
ル
ザ
を
知
る
者
と
知
ら
な
い
者
の
差
で
あ

ろ
う

 

 
そ
し
て
そ
の
日
も
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
に

ま
る
事
に
し
た
二
人
は
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前
日
の
洗

物
が

麗
に
収
納
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
驚
い
た

は

八
幡
君

こ
の
部
屋

霊
が
い
る

し
か
も
女
子
力
が
高
い

霊

あ
あ
ん

二
人
と
も

何
を
言

て
る
ん
だ

 
そ
し
て
事
情
を

い
た
八
幡
は

こ
の
機
会
に
優
里
奈
を
二
人
に
紹
介
し
て
お
く
事
に
し
た

そ
れ
は
優
里
奈
の
仕
事
だ
な

待

て
て
く
れ

今
呼
ん
で
く
る
か
ら

 
そ
う
言

て
八
幡
は
外
に
出
て
い
き

す
ぐ
に
一
人
の
少
女
を

て

て
き
た

櫛
稲
田
優
里
奈
だ

こ
の
部
屋
の
管
理
を
頼
ん
で
い
る

初
め
ま
し
て

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う

を
下
げ
る
優
里
奈
を
見
て

美
優
は
興
奮
し
た
よ
う
に
言

た

む

は

優
里
奈
ち

ん
か
わ
い
い

お
持
ち
帰
り
し
た
い

言

て
お
く
が

そ
ん
な
事
を
し
た
ら
拳
骨
く
ら
い
じ

済
ま
な
い
か
ら
な

も
う

冗
談
だ

て
ば

さ
さ

優
里
奈
ち

ん

今
日
は
お
姉
さ
ん
と
一

に

よ

か

お
前
な

な

仲
良
く
な
り
た
い
だ
け
だ
か
ら

特
に
性
的
な
事
は
考
え
て
な
い
か
ら
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当
た
り
前
だ

香
蓮

こ
い
つ
が
暴
走
し
な
い
よ
う
に
頼
む
な

う
ん

い
ざ
と
な

た
ら
殴

て
止
め
る
ね

 
そ
れ
を

い
た
美
優
は

愕
然
と
し
た
顔
で
香
蓮
に

ね
た

コ

コ
ヒ

は
親
友
と
リ

ダ

ど

ち
の
味
方
な
の

え

ハ

キ
リ
言

た
方
が
い
い

こ

怖
い
か
ら
や

ぱ
り
い
い

さ
さ

優
里
奈
ち

ん
こ

ち
こ

ち

あ

は
い

 
こ
ん
な

で

今

室
で
は

三
人
が
楽
し
そ
う
に
会
話
を
し
て
い
た

ま
あ
楽
し
そ
う
で
何
よ
り
だ
香
蓮
も
前
よ
り
も
身
⻑
の
事
は
気
に
し
な
く
な

て
き
た
み
た

い
だ
し
な

 
八
幡
は
そ
う

く
と

ソ
フ

ベ

ド
に
横
に
な

た

 
い
つ
し
か
隣
の
部
屋
か
ら
の
声
も

こ
え
な
く
な
り

八
幡
も
そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た

 
八
幡
君

き
て

八
幡
君

ん

も
う
朝
か

お
は
よ
う
香
蓮
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着

え

こ
こ
に
置
い
て
お
く
か
ら

着

え
た
ら
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ち

て
ね

あ
り
が
と
な

香
蓮

 
そ
し
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
八
幡
の

界
に
洗

物
を

し
て
い
る
優
里
奈
の

が
目
に

入

た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

反
射
的
に
優
里
奈
に
声
を
か
け
た

お
は
よ
う
優
里
奈

俺
も
手
伝
お
う
か

え

あ

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
八
幡
さ
ん

手
伝
い
は
そ
の

え

と

 
そ
こ
に
キ

チ
ン
に
い
た
ら
し
い

美
優
が
走

て
き
て

八
幡
に
言

た

リ

リ

ダ

が
フ
カ
ち

ん
の
ぱ
ん
つ
を

し
て
く
れ
る
ん
で
す
ね

 
フ
カ
ち

ん
に
興
味

々
で
す
か

や

と

れ
ち

い
ま
し
た
か

朝

ぱ
ら
か
ら
う

え

 
そ
し
て
八
幡
は

目
を
覚
ま
そ
う
と

を

り
な
が
ら

優
里
奈
に
言

た

悪
い
優
里
奈

今
の
は
間
違
い
だ

そ

ち
は
任
せ
た

は

は
い

 
そ
し
て
八
幡
は

部
屋
の

に
用
意
さ
れ
た
衝
立
の
中
で
着

え
を
済
ま
せ
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洗
面
所
で
顔
を
洗

た
後

キ

チ
ン
へ
と
向
か

た

 
ち
な
み
に
美
優
が
そ
の
着

え
を

こ
う
と
頑
張

て
い
た
が

 
八
幡
が
ま

た
く

を
見
せ
な
か

た

そ
れ
は
失
敗
に
終
わ

て
い
た

さ
て

食
べ
た
ら

田
空
港
に
行
く
か

コ
ヒ

し
ば
ら
く
お
別
れ
だ
け
ど
私
が
い
な
い
間
に
リ

ダ

に
手
を
出
す
ん
じ

な
い

ぞ
も
う

美
優

た
ら

そ
ん
な
事
無
い

よ
ね

何
で
こ

ち
を
見
な
が
ら
言
う
ん
だ
香
蓮

そ
ん
な
事
あ
る
わ
け
な
い
だ
ろ

そ

そ
う
だ
よ
ね

な

無
い
ん
だ

 
そ
う
言

て
あ
か
ら
さ
ま
に
落
ち
込
む
香
蓮
を
見
て

八
幡
は
困
り
果
て
た

 
だ
が
お
か
し
な
事
も
言
え
な
い

八
幡
は
慎
重
に
言
葉
を
選
び
な
が
ら
香
蓮
に
言

た

ま
あ
今
日
か
ら
し
ば
ら
く
は
ず

と
一

な
ん
だ

特
訓
し
な
い
と
い
け
な
い
し
な

 
そ
ん
な

で

頑
張
ろ
う
な

香
蓮

そ

そ
う
だ
ね

頑
張
ろ
う
ね

 
そ
れ
で
香
蓮
は
い
つ
も
の
調
子
に

た
の
か

元
気
な
声
で
そ
う
言

た
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そ
し
て
朝
食
が
終
わ

た
後
三
人
は

田
空
港
に
行
く
前
に
優
里
奈
の
学
校
へ
と
向
か

て
い
た

八
幡
さ
ん

わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん

気
に
す
る
な

て

せ

か
く
う
ち
に

ま

た
時
く
ら
い

送

て
や
る
さ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
の

り
で
い
い
か

あ

は
い

 
そ
し
て
学
校
か
ら
少
し
離
れ
た
所
で

八
幡
は
キ

ト
を

さ
せ

ド
ア
を
開
い
た

 
だ
が
今
は

校
時
間
で
あ
り

そ
の
場
所
に
も
そ
れ
な
り
に

校
中
の
生
徒
の

が
多
い

 
そ
の
上
キ

ト
の
ド
ア
は
ガ
ル
ウ

ン
グ
で
あ
り

恐
ろ
し
く
目
立
つ

 
そ
の

優
里
奈
は
こ
の
後

優
里
奈
が
八
幡
に
エ
ス
コ

ト
さ
れ

 
キ

ト
を
降
り
る
シ

ン
を
目
撃
し
た
ク
ラ
ス
メ

ト
達
か
ら

 
激
し
い
質
問
攻
め
に
あ
う
事
に
な
る

そ
の
質
問
に

優
里
奈
が

を

め
な
が
ら

 
い
つ
も
お
世
話
に
な

て
い
る
大
切
な
人
だ
と
説
明
し
た

そ
れ
が
校
内
で
憶

を
生
み

 
そ
の
日
か
ら

優
里
奈
に
告
白
し
て
く
る
男
子
の

が
激

し
た
の
は
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優
里
奈
に
と

て
は
嬉
し
い
副
産
物
だ

た

 
美
優

ま
た
来
て
ね

何
言

て
る
の

お

に
ま
た
来
る
よ

 
そ
の
美
優
の
言
葉
で
香
蓮
は

ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
に

 
バ
イ
ト
と
し
て
参
加
す
る
予
定
に
な

て
い
る
事
を
思
い
出
し
た

ど
う
や
ら
完
全
に
忘
れ
て

い
た
ら
し
い

あ

そ

そ
う
だ

た
ね

 
そ
ん
な
香
蓮
に

美
優
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
こ
う
言

た

い
や

リ

ダ

が
本
当
に
コ
ヒ

を
口
説
き
落
と
し
て
く
れ
る
と
は
ね

 
コ
ヒ

の
コ
ス
プ
レ

楽
し
み
だ
な

わ

私
は
後
ろ
の
方
に
立

て
る
だ
け
で
い
い

て

八
幡
君
が
言

て
く
れ
た
も
ん

で
も
コ
ヒ

そ
こ
で
コ
ヒ

の
か
わ
い
い
コ
ス
プ
レ

を
見
せ
た
ら
さ

 
も
し
か
し
た
ら
リ

ダ

も
ド
キ

と
し
て
く
れ
る
か
も
よ

え

あ

そ

そ
う
か
な
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コ
ヒ

は
ス
タ
イ
ル
い
い
か
ら

果
は
抜

だ
ろ
う
ね

抜

な
の
か
な

う
ん
う
ん

ま
あ
と
り
あ
え
ず

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
行
く
ね

 
ま
た
ね

コ
ヒ

リ

ダ

も

そ
の
う
ち

広
に
来
て
ね

美
優

ま
た
ね

 
そ
し
て
二
人
の
会
話
に
ど
う
突

込
ん
で
い
い
か
分
か
ら
ず
知
ら
ん

り
を
し
て
い
た
八
幡

も 
笑
顔
で
美
優
に

を
返
し
た

お
う

機
会
が
あ

た
ら
な

ま
た
な

美
優

 
そ
し
て
美
優
の

が
見
え
な
く
な
る
と

二
人
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗
り
込
み

 
香
蓮
の
部
屋
へ
と
向
か

た

 
送

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

八
幡
君

お
う

気
に
す
る
な

て

そ
れ
じ

あ
ま
た
夜
に
な

香
蓮

う
ん

ま
た
夜
に
ね
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そ
し
て
八
幡
が
去

た
後

香
蓮
は
嬉
し
そ
う
に

い
た

し
ば
ら
く
一

か

こ
の
点
だ
け
は
フ

イ
ヤ
さ
ん
に
感
謝
か
な
ま
あ
絶
対
に
負
け
な
い

け
ど
ね

  
学
校
に
着
い
た
後

八
幡
は
時
間
ギ
リ
ギ
リ
で
教
室
に
滑
り
込
ん
だ

危
ね
え

何
と
か
間
に
合

た

 
そ
ん
な
八
幡
を
見
て

和
人
が

れ
た
よ
う
に
言

た

全
然
間
に
合

て
な
い
け
ど
な

 
ち
な
み
に
今
は

三
時
限
目
の
開
始
直
前
で
あ
る

 
そ
も
そ
も

田
空
港
ま
で

復
し
て

一
時
限
目
に
間
に
合
う
は
ず
が
な
い

八
幡
君

日
は
ど
う
だ

た

う

ん

多
分
上
手
く
い

た
と
思
う
ぞ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た
ね

 
明
日
奈
は
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
な
が
ら
言

た

あ

そ
う
い
え
ば
朝
に
理
事
⻑
が

教
室
ま
で
八
幡
君
を
探
し
に
き
た
よ
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理
事
⻑
が
俺
を

あ
あ
そ
う
か

多
分
そ
れ

み
の
話
だ
な

理
事
⻑
に
何
の
関
係
が

 
首
を

げ
る
明
日
奈
に

八
幡
は
香
蓮
の

と
理
事
⻑
の
関
係
を
説
明
し
た

香
蓮
の
親

さ
ん
う
ち
の
理
事
⻑
と
知
り
合
い
だ

た
ん
だ
よ
ま
あ
同
じ

設
関
係
だ
し

な
あ

そ
う
な
ん
だ

で

俺
の
事
を
理
事
⻑
に

ね
た
ら
し
く
て
な

多
分
そ
れ

み
の
話
で
も
あ

た
ん
だ
ろ

な
る
ほ
ど
ね

と
り
あ
え
ず
昼
休
み
に
で
も
顔
を
出
し
て
く
る
わ

う
ん

  
そ
し
て
昼
食
を
と

た
後
八
幡
は
理
事
⻑
室
に
向
か
い
コ
ン
コ
ン
コ
ン
と
ノ

ク
を
し

た
は
い

ど
う
ぞ

 
そ
う
声
が

こ
え

八
幡
は
部
屋
の
扉
を
開
け
た
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あ
ら
八
幡
君

今
日
は
重
役
出
勤
だ

た
み
た
い
ね

す
み
ま
せ
ん

ち

と
知
り
合
い
を
空
港
に
送

て
い
た
の
で

あ
あ

小
比

さ
ん
の
娘
さ
ん
の
お
友
達
ね

あ

は
い

そ
う
で
す
ね

あ
な
た

分
小
比

さ
ん
に
気
に
入
ら
れ
た
の
ね

日
の
夜
に

話
が
か
か

て
き
て

 
ベ
タ
褒
め
だ

た
わ
よ

そ
れ
こ
そ
私
を
敵
に
回
し
て
も

娘
さ
ん
を
あ
な
た
に

が
せ
た

い
勢
い
で
ね

あ
 
そ
の
言
葉
で

八
幡
は

日
の
蓮
一
の
言
葉
を
思
い
出
し
た

だ
か
ら
あ
ん
た
は
人
妻
な
ん
だ
か
ら

冗
談
で
も
あ
あ
い
う
事
を
他
人
に
言
う
な

て
の

あ
ら

速

ら
れ
ち

た
わ

 
で
も
私
を
面
と
向
か

て

て
く
れ
る
の
は
八
幡
君
だ
け
な
の
よ
ね

 
こ
れ
は
も
う
愛
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
の
が
自
然
の
流
れ
な
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
八
幡
は
何
か
言
い
か
け
た
が

中
で
そ
れ
を
や
め

深
呼

し
た
後
に
こ
う
言

た

も
ち
ろ
ん
愛
し
て
ま
す
よ

さ
あ

二
人
で
ど
こ
か
に
逃
げ
ま
し

う
か
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も
ち
ろ
ん
そ
う
言
う
事
で
八
幡
は
理
事
⻑
が
本
気
じ

な
い
と
証
明
し
よ
う
と
し
た
の
だ

が 
理
事
⻑
が
そ
ん
な
手
に
引

か
か
る

が
な
か

た

 
理
事
⻑
は
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た

間

デ
ス
ク
の
下
か
ら
大
き
な
バ

グ
を
取
り
出
し

 
顔
を

す
よ
う
に
大
き
め
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
な
が
ら
言

た

き

と
そ
う
言

て
く
れ
る
と
思

て

に

物
を
ま
と
め
て
お
い
た
わ

 
き

と
陽
乃
も
雪
乃
も
分
か

て
く
れ
る
わ

さ
あ

今
す
ぐ
高
飛
び
し
ま
し

う

今
の
は
冗
談
で
す
勘

し
て
下
さ
い
本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
の

間
に

八
幡
は
フ
ラ
イ
ン
グ
土
下
座
を
し

理
事
⻑
に
謝

た

え

そ

そ
う
な
の

ご

ご
め
ん
な
さ
い

私

た
ら
一
人
で
舞
い
上
が

ち

て 
そ
う
言

て
理
事
⻑
は

す
す
り

き
な
が
ら
手
で
顔
を

た

さ
す
が
に
そ
の
手
に
は
乗
ら
な
い
ぞ

ど
う
考
え
て
も
そ
こ
ま
で
い

た
ら

技
だ
ろ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

理
事
⻑
の
顔
を
こ
ち
ら
に
向
け
さ
せ
た

 
だ
が
理
事
⻑
は
本
当
に
涙
を
流
し
て
お
り

八
幡
は
再
び
土
下
座
を
す
る
は
め
に
な

た
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す

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

あ
ら
や
だ

こ
ん
な
の

技
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
い
い

八
幡
君

世
間
に
は

自
分
の
意
思
で
簡

に
涙
を
流
せ
る
女
が

山
い
る
の
よ

 
だ
か
ら

技
か
ど
う
か

見

め
る
目
を
こ
れ
か
ら

て
い
き
な
さ
い

は
は

せ
の
通
り
に

 
八
幡
は

こ
う
い
う
部
分
は
さ
す
が
理
事
⻑
だ
と
素
直
に
感
心
し

そ
う
返
事
を
し
た

 
そ
れ
を
理
事
⻑
は

満
足
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

素
直
で
よ
ろ
し
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
あ
と
り
あ
え
ず

座

て
座

て

こ
れ
か
ら
は
朝
出
来
な
か

た
話
を
し
ま
し

う

は
い

 
そ
し
て
理
事
⻑
は

珍
し
く
真
面
目
な
顔
で

八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

で

小
比

さ
ん
に
何
を
仕

け
た
の

雪
ノ
下

設
に
は
設
計
と
か
で
色
々
と
お
世
話
に
な

て
い
ま
す
と
だ
け
言
い
ま
し
た

な
る
ほ
ど

で

八
幡
君
は

小
比

さ
ん
の
事
を
ど
う
思

た
の
か
し
ら
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は
い
先
の
事
を
よ
く
考
え
て
い
る
な
と
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
も
興
味

々
の
よ
う
で
し

た
し
ね

で

し
に
雪
ノ
下

設
の
名
前
を
出
し
た
と

は
い

小
比

社
⻑
は

そ
の
場
で
は
表
立

て
何
か
言

た
り
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が

 
や

ぱ
り
何
か
打

が
あ
り
ま
し
た
か

業

提

を
求
め
ら
れ
た
わ

な
る
ほ
ど

当
で
す
ね

だ
か
ら
私
は
こ
う
答
え
た
わ
う
ち
は
い
ず
れ
ソ
レ
イ
ユ
の

下
に
入
る
可
能
性
が
高
い
の

だ
け
れ
ど

 
あ
な
た
に
そ
の
覚
悟
は
あ
る
の
か
し
ら

と
ね

そ
こ
ま
で

み
込
み
ま
し
た
か

 
八
幡
は

そ
の
返
事
に
う
う
む
と

た

 
さ
す
が
に
理
事
⻑
が

そ
こ
ま
で
す
る
と
は
予
想
外
だ

た
か
ら
だ

で

小
比

社
⻑
は
何
と

少
し

し
た
後
そ
う
い
う
未
来
も
選
択
肢
と
し
て
持

て
お
く
べ
き
で
す
ね
と
言

て
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い
た
わ

な
る
ほ
ど

さ
す
が
で
す
ね

 
こ
の
時
点
で

蓮
一
は
何
も
言
質
を
と
ら
せ
て
お
ら
ず

 

者
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
な
と
八
幡
は
感
心
し
た

で
も
そ
の
後
に

そ
う
な

た
ら

う
ち
の
社
⻑
は
比
企
谷
君
に
や

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

ね 

て

か
な
り
本
気
で
言

て
た
わ
よ

だ
か
ら
私
は
こ
う
言

て
や

た
わ

 
八
幡
君
な
ら
今
私
の
隣
で

て
る
か
ら

め
な
さ
い
と
ね

最
後
で
台
無
し
に
し
や
が

た
の
か

あ
ん
た
は
自
重
を
覚
え
ろ
自
重
を

ま
あ
話
は
そ
れ
だ
け
よ

さ
あ

も
う
す
ぐ

業
の
時
間
に
な
る
か
ら

 
今
度
来
る
時
は
お
土
産
を
持

て
遊
び
に
来
な
さ
い
な
出
来
れ
ば
ア
イ
ス
と
か
が
い
い
わ
ね

 
も
う
最
近

く
て

く
て
た
ま
ら
な
い
の
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

理
事
⻑
が
和
服
の
前
を
パ
タ
パ
タ
さ
せ
た
の
で

 
八
幡
は

て
て
理
事
⻑
の
胸
元
か
ら
目
を
背
け

悔
し
そ
う
に
言

た

く
そ

色
気
ば
か
り
ア
ピ

ル
し
や
が

て
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分
か
り
ま
し
た

ま
た
何
か
あ

た
ら
い
つ
で
も
声
を
か
け
て
下
さ
い

え

呼
ば
な
い
と
来
て
く
れ
な
い
の

そ
れ
じ

あ
お
土
産
を
用
意
し
て
い
る
時
間
が
無
い

じ

な
い

そ
ん
な
に
ア
イ
ス
が
食
べ
た
い
の
か
よ

仕
方
な
い
か
ら
放
課
後
に
持

て
き
て
や
る
よ

 

と

失

し
ま
し
た

で
は
後
ほ
ど

ま

た
く
何
だ
か
ん
だ
優
し
い
ん
だ
か
ら

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

八
幡
君

は
い

貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
が
部
屋
を
出
て
い
こ
う
と
し
た

間
理
事
⻑
は
八
幡
の
背
中
に
こ
う
声
を
か
け

た
提

は
す
る
わ
よ

分
か
り
ま
し
た

覚
え
て
お
き
ま
す

  
そ
し
て
八
幡
は

無
事
に

業
を
終
え
た
後

近
く
に
あ
る
ス

パ

で
ア
イ
ス
を

い

 
再
び
理
事
⻑
室
を
訪
問
し

そ
の
ア
イ
ス
を
差
し
入
れ
し
た

 
ち
な
み
に
わ
た
あ
め
味
の
ア
イ
ス
だ

た
の
だ
が
理
事
⻑
が
ま
る
で
子

の
よ
う
に
喜
ん
だ
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八
幡
は

め
て
こ
の
人
に
は
敵
わ
な
い
な
と

感
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は

今
日
は
自
宅
へ
と

り

久
し
ぶ
り
に
ナ

ヴ
ギ
ア
を
装
着
し
た

さ
て

香
蓮
を
鍛
え
る
と
す
る
か
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第
４
６
５
話
 
開
幕

第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム

 
す
み
ま
せ
ん

明
日
は
出
張
な
の
で
投
稿
を
一
日
お
休
み
さ
せ
て

き
ま
す

シ

ナ
さ
ん

悪
い

待
た
せ
た
か

レ
ン

う
う
ん

今
来
た
と
こ
ろ
だ
か
ら

 
レ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

だ
が
実
は
レ
ン
は
一
時
間
前
か
ら
も
う
こ
こ
に
来
て
お

り 
シ

ナ
が
来
る
の
を
今
か
今
か
と
待

て
い
た
の
だ

 
レ
ン

く

必
ず
来
て
く
れ
る
人
を
待
つ
の
は
楽
し
い

と
の
事
だ

そ
れ
じ

あ
行
く
か

う
ん

最
初
は

場
だ
な

色
々
と

し
て
お
き
た
い
事
も
あ
る
し
な
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分
か

た

 

場
に
着
く
と

最
初
に
シ

ナ
は

レ
ン
に
普
通
に
立

た
ま
ま
射
撃
を
さ
せ
た

と
り
あ
え
ず
あ
の
的
を
撃

て
み
て
く
れ

最
初
は
十
発

次
は
フ
ル
オ

ト
で
だ

今
の
最
高
速
度
を
知
り
た
い

あ
の
ト
ラ

ク
を
目

に

全
力
で

復
し
て
み
て
く
れ

次
は
全
力

走
の
ま
ま

あ
の
的
を
狙

て
フ
ル
オ

ト
射
撃
だ

 

が
切
れ
た

間
に

可
能
な
限
り

く
リ
ロ

ド
し
て
く
れ

目
を

た
ま
ま
一
定
速
度
で
移
動
だ

俺
が
方
向
と

を
言
う
か
ら

 
そ
の
方
向
と

度
に
目
を

た
ま
ま
曲
が

て
み
て
く
れ

俺
が
手
を
叩
い
た
ら
そ
の
場
で
伏
せ
る

次
に
手
を
叩
い
た
ら
立
ち
上
が

て
前
進
だ

 
常
に
射
撃
体
勢
を
と

た
ま
ま
で
な

後
ろ
向
き
に
な
る
べ
く

く
走

て
く
れ
転
ん
で
も

て
ず
に
そ
の
ま
ま
転
が

て
腹
ば
い

に
な

て

 
そ
の
ま
ま
射
撃
体
勢
を

持
す
る
ん
だ

し

が
ん
で

ま

て

道
を
転
が
る
ん
だ

そ
し
て
あ
の

み
に
近
付
い
た
ら

 
体
制
を
立
て
直
し
て
中
に
飛
び
込
み

そ
の
ま
ま
あ
の
的
を
射
撃
だ
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そ
ん
な
事
を
し
ば
ら
く
続
け
た
後

シ

ナ
は
レ
ン
の

を
な
で
な
が
ら
言

た

よ
し

レ
ン
の
能
力
は
大
体

し
た

次
は
高
速
戦
闘
の
注
意
点
だ
な

 
い
い
か

レ
ン

複

の
敵
を
相
手
に
す
る
時
は

何
が
あ

て
も
絶
対
に
足
を
止
め
る
な

 
と
に
か
く
動
い
て
動
い
て
動
き
な
が
ら
射
撃
だ

う
ん

そ
し
て
安
易
に
飛
び
上
が
る
な

ど
ん
な
に
速
い
奴
で
も

飛
ん
で
し
ま
え
ば
た
だ
の
的
だ

 
た
だ
し
上
下
の
動
き
が
必
要
な
い
と
い
う
意
味
じ

な
い
ぞ

 

の

を
使

て

上
下
の
動
き
も
必
ず
混

る
ん
だ

の

よ

ほ

そ
ん
な
感
じ
だ
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は
次
に

一
本
の
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
た

と
こ
ろ
で
レ
ン

レ
ン
は
ナ
イ
フ
で
人
が

せ
る
か

う

ん

た
ぶ
ん
大
丈
夫

は
そ
れ
な
り
に

験
し
て
き
た
し

 
そ
の

で
こ
れ
は
あ
く
ま
で

み
と
か
は
何
も
な
い
ゲ

ム
の
中
の
出
来
事
だ

て

り

切

た
し
ね
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そ
う
か

そ
れ
じ

あ
次
に

レ
ン
に

し
た
ナ
イ
フ
の
使
い
方
を
教
え
る

う
ん

最
初
に
レ
ン

基
本
的
に
相
手
を
突
く
の
は

 
相
手
が
完
全
に
行
動
不
能
の
静
止

態
に
な

て
な
お
か
つ
背
後
を
と

た
時
だ
け
に
す
る

ん
だふ

む
ふ
む

え
ば
こ
う

相
手
を
正
面
か
ら
突
い
た
と
す
る
だ
ろ

 
そ
う
す
る
と
慣
れ
た
相
手
な
ら
そ
の
ま
ま
レ
ン
の

を
掴
ん
で
銃
撃
し
て
く
る
ケ

ス

も
あ
る

 
シ

ナ
は
レ
ン
の
正
面
に
ナ
イ
フ
を
突
き
入
れ

直
前
で
静
止
さ
せ
る
と

 
そ
の
手
を
レ
ン
の
手
で

ら
せ
た

あ
え
て

さ
せ
た
後
に
そ
う
さ
れ
る
と
か
な
り
や

か
い
だ
か
ら
な
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

て
く
れ

う
ん

そ
う
す
る
と

基
本
は

る
感
じ
で
い
い
の

そ
う
だ

レ
ン
は
そ
の
速
度
を
生
か
し
て

相
手
の

を
す
り
抜
け
つ
つ
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そ
の
勢
い
の
ま
ま
に
相
手
を

り

く
ん
だ

な
る
ほ
ど

す
れ
違
い
ざ
ま
に
か

狙
う
の
は
相
手
が
立

て
い
た
ら
太
も
も

も
し
く
は
ア
キ
レ
ス

だ
な

 
太
も
も
に
は
動
脈
が
あ
る
か
ら

出
血
に
よ
る
継
続
ダ
メ

ジ
を
狙
え
る

 
ア
キ
レ
ス

は
相
手
を
一
定
時
間
歩
け
な
く
出
来
る

そ
れ
じ

あ
座

て
た
場
合
は

銃
を
持
つ

も
し
く
は
首
だ
な

銃
さ
え

て
し
ま
え
ば
ど
う
と
で
も
な
る
し

 
首
を
う
ま
く

る
事
が
出
来
れ
ば

即
死
さ
せ
る
事
も
可
能
だ

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
あ
の
人

相
手
に
練

だ

う
ん

 
そ
し
て
レ
ン
は

色
々
な
体
制
か
ら
一
気
に
敵
の
懐
に
飛
び
込
み

 
ナ
イ
フ
で

り
つ
け
る
練

を

り
返
し
た

 
何
度
目
か
の
突
撃
の
後

シ

ナ
が

て
き
た
レ
ン
の

を
な
で
な
が
ら
言

た

よ
し

上
出
来
だ

て
い
る
時
ほ
ど
今
の
事
を
思
い
出
す
ん
だ
ぞ
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う

う
ん

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
は
レ
ン
が
上
手
く
動
け
た
時
を
狙

て
レ
ン
の

を
な
で
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
れ
に
よ
り

レ
ン
は
成
功
し
た
ら
シ

ナ
に

を
な
で
て
も
ら
え
る
と

 
無
意
識
の
う
ち
に
考
え
る
よ
う
に
な
り

そ
の
上
達
速
度
は
飛
躍
的
に
上
が

て
い

た

 
シ

ナ
の
狙
い
通
り
で
あ
る

 

  
そ
し
て
二
人
は

今
日
は
砂
漠
地

を
越
え

 
森

地

と
砂
漠
地

の

目
に
あ
た
る
場
所
へ
と
向
か

た

今
日
は
遠
出
す
る
ん
だ
ね

あ
あ

他
の
プ
レ
イ
ヤ

の

魔
が

力
入
ら
な
い
よ
う
に
な

 
レ
ン
は
も
う
砂
漠
地

で
の
動
き
に
は
慣
れ
て
い
る
と
思
う
か
ら

 
森

地

で
も
ス
ム

ズ
に
動
け
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
ま
ず
い
と
思
う
し
な

確
か
に
木
の

と
か
が

山
あ
る
場
所
は
歩
き
に
く
い
よ
ね

し
ば
ら
く
き
つ
い
だ
ろ
う
け
ど
頑
張
れ

う
ん

絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
か
ら
頑
張
る
よ
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こ
の
日
か
ら

レ
ン
の
戦
闘
能
力
は
格

に
上
が

た

 
闇
風
や
シ
ズ
を
交
え
徹

的
に
色
々
な
シ
チ

エ

シ

ン
の
実
戦
を

り
返
し
た
レ
ン
は

 
そ
れ
で
も
戦
闘
を
楽
し
む
事
が
出
来
て
い
た

 
あ
る
い
は
シ

ナ
が
い
な
か

た
ら
レ
ン
は
戦
闘
マ
シ
ン
に
な

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

が 
自
分
を
見
つ
め
る
シ

ナ
の

線
が
あ
る
限
り

レ
ン
は
常
に
前
を
向
い
て
い
ら
れ
た

  
そ
し
て

密
な
二
日
間
が
終
わ
り

そ
の
日
シ

ナ
と
レ
ン
は

 
第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
に
参
加
す
る

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
も
使
わ
れ
た

え
室
の
一

室
に
い
た

レ
ン

調
子
は
ど
う
だ

う
ん

す
ご
く

調

し
か
し
ま
さ
か

フ

イ
ヤ
本
人
が
参
加
し
て
く
る
な
ん
て
な

う
ん

本
当
に
ま
さ
か
だ
よ
ね

と
い
う
か
あ
い
つ

ま
と
も
に
戦
え
る
の
か
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出
て
く
る
以
上

戦
え
る
ん
じ

な
い
か
な

し
か
し
こ
の
メ
ン
バ

が
な

 
フ

イ
ヤ
の
チ

ム
メ
イ
ト
は

子
王
リ

チ

に
ス
ネ

ク

 
残
り
の
三
人
は

元
平
家
軍
の
中
級
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

で
あ

た

ま
あ
こ
の
メ
ン
バ

か
ら
見
る
に

金
で
も
掴
ま
せ
て
集
め
た
ん
だ
ろ
う
と
は
思
う
が

 
他
の
チ

ム
も
か
な
り
の

が

収
さ
れ
て
い
る
と
み
て
お
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
な

者

ま
あ
金
の
力
も
本
人
の
実
力
の
一
部
だ

て
考
え
方
も
あ
る
か
ら
な

 
ま
あ
こ

ち
が
そ
れ
に
付
き
合
う
事
は
無
い
か
ら
と
に
か
く
こ

ち
は
敵
を
倒
し
ま
く
る
だ

け
だだ

ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は

め
て
出
場
者
リ
ス
ト
に
目
を
や

た

参
加
者
の
中
に
知
り
合
い
も
何
人
か
い
た
が

 
フ

イ
ヤ
が
何
も
言

て
こ
な
い
以
上

ど
う
ら
や
セ

フ
だ
と
認
定
さ
れ
た
み
た
い
だ
な

知
り
合
い

ど
の
人
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こ
の
チ

ム
だ
な

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

へ

そ
う
な
ん
だ

言

て
お
く
が
レ
ン
こ
の
チ

ム
を
見
た
ら
と
り
あ
え
ず

退
だ
安
易
に
近
寄
る
ん
じ

な
い
ぞ

え
 
レ
ン
は
そ
の
シ

ナ
の

に
と
て
も
驚
い
た

そ
ん
な
シ

ナ
の
言
葉
は
初
め
て

い
た
か

ら
だこ

の
人
達

て
ど
う
い
う
人
な
の

本
職
だ

そ
れ
で
察
し
て
く
れ

 
参
加
者
名

に
記
載
さ
れ
た
名
前
は

全
部
で
五
人

 
コ
ミ
ケ

ト
ミ

ケ
モ
ナ

ク
リ
ン

ブ
ラ

ク
キ

ト
と
な

て
い
た

え
え

銃
で
戦
う
の
が
本
職

て

そ
う
い
う
事
だ

な
の
で
や
り
合
う
に
し
て
も

を
整
え
て
か
ら
じ

な
い
と
危
険
だ

 
く
れ
ぐ
れ
も
そ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て
く
れ

分
か

た
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他
に
も
ゼ
ク
シ

ド
と
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の
チ

ム
セ
ク
シ

ド
も
ち

ん
と
参
加
し
て

い
た

 
薄
塩
た
ら
こ
や
闇
風

エ
ヴ

達
や

女
連

そ
れ
に
ダ
イ
ン
達
ら

元
源
氏
軍
所
属
プ
レ

イ
ヤ

は

 
今
回
は
参
加
せ
ず
観
客
に
徹
し
て
い
る
よ
う
だ

こ
れ
は
速
い

で
シ

ナ
が
出
場
を
表

明
し
た

だ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
本
番
だ
な

頑
張
ろ
う
ね

シ

ナ
さ
ん

レ
ン

合
中
は
シ

ナ
と
呼
び

て
に
す
る
ん
だ
ぞ

 
そ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
死
を
分
け
る
事
も
あ
る
か
ら
な

う

う
ん

え

と

シ

ナ

 
そ
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
中
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

こ
れ
よ
り

第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
を
開

致
し
ま
す

 
そ
れ
で
は
一
分
後
に
選
手
の
皆
様
を

合
の
舞
台
へ
転
送
致
し
ま
す
今
の
う
ち
に
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
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レ
ン

準
備
は
ど
う
だ

問
題
な
し

ぶ
ち
か
ま
す
よ

転
送
し
た
ら

と
り
あ
え
ず
最
初
の
ス
キ

ン
ま
で
は
待
機
だ
な

 
だ
が
近
く
に

利
に
戦
え
そ
う
な
フ

ル
ド
が
あ

た
ら
そ
ち
ら
へ
の
移
動
も

討
だ

了
解

 
そ
し
て
一
分
後

二
人
は
フ

ル
ド
へ
と
転
送
さ
れ
た

 
そ
こ
は
運
良
く
砂
漠
フ

ル
ド
で
あ
り

レ
ン
は
そ
の
幸
先
の
良
さ
に
喜
ん
だ

運
が
い
い
ね

シ

ナ

だ
な

俺
も
着

え
る
と
す
る
か

 
そ
し
て
シ

ナ
も
今
日
の

に
用
意
し
た
ピ
ン
ク
の
戦
闘
服
に
身
を
包
み

 
二
人
は

囲
の
様
子
を
観
察
す
る
事
に
し
た

と
こ
ろ
で
レ
ン
が
リ

ダ

で

本
当
に
良
か

た
の
か

う
ん

だ

て
そ
の
方
が

的
で
し

私
が

に
な

て

シ

ナ
が
敵
を
狙
撃

 
ど
う
考
え
て
も
こ
れ
が
ベ
ス
ト
で
し

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
が
な
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そ
の
微

に
不
満
そ
う
な
シ

ナ
の
顔
を
見
て

レ
ン
が
言

た

も
し
か
し
て

私
が

付
く
の
を
見
る
の
が

な
の

そ
れ
は
ま
あ

に
決
ま

て
る
だ
ろ

ふ
ふ

そ
う
な
ん
だ

お
う

そ
う
だ

そ

か

ふ
ふ

で
も
私
は
や
る
よ

ま
あ
レ
ン
な
ら
そ
う
言
う
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
二
人
は

囲
を
見
回
し

さ
れ
た
砦
の
跡
の
よ
う
な

物
を
見
付
け

 
そ
こ
へ
と
移
動
す
る
事
に
し
た

こ
こ
な
ら
見
晴
ら
し
も
い
い
し

と
り
あ
え
ず
問
題
な
い
な

さ
て

ど
う
い
う
配
置
に
な

て
る
の
か
な

 
砦
へ
の
移
動
後

少
し
し
て
か
ら
ス
キ

ン
時
間
が
訪
れ

二
人
は

末
に
見
入

た

光
点
の

は
十
六

ま
だ
ど
の
チ

ム
も
や
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
が

こ
れ
は

マ

プ
中
央
に

ド

ナ
ツ

に
光
点
が
集
ま

て
る

シ

ナ

こ
れ

て

ご
明
察
だ
な

や
は
り
敵
は
組
ん
で
い
る
よ
う
だ
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お
そ
ら
く

合
開
始
直
後
に
中
央
に
集
ま
る
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
な

 
今
は
移
動

中
と
い

た
所
だ
な

こ
の
離
れ
た
所
に
あ
る
光
点
は

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
み
た
い
だ
ね

中
央
に
い
る
の
は

ゼ
ク
シ

ド

ま
ず
い
ぞ

ゼ
ク
シ

ド
の
奴

囲
ま
れ
て
や
が
る

 
敵
も
今
の

況
を
見
て
先
ず
は
中
央
の
ゼ
ク
シ

ド
達
を
包
囲
殲
滅
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う

 
だ
が
こ
の

置

お
そ
ら
く
ゼ
ク
シ

ド
達
は

ビ
ル
内
に
立
て
こ
も

て
い
る
は
ず
だ

救
出
に
行
か
な
き

だ
な

走
る
ぞ
レ
ン

う
ん

 
こ
う
し
て
シ

ナ
達
は

マ

プ
中
央
へ
と
全
力
で
走
り
出
し
た

 
前
書
き
に
も
書
き
ま
し
た
が

明
日
は
出
張
な
の
で
投
稿
を
一
日
お
休
み
さ
せ
て

き
ま
す
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第
４
６
６
話
 
脱
出

 

日
は
す
み
ま
せ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

こ
い
つ
は
ど
う
も
参

た
な

こ
れ
が
シ

ナ
の
言

て
た
可
能
性

て
奴
か

 
ス
タ

ト
直
後
に
近
く
に
身
を

め
る
の
に
丁
度
い
い
ビ
ル
を
見
付
け

 
そ
の
中
で
待
機
し
て
い
た
ゼ
ク
シ

ド
は

ス
キ

ン
結
果
を
見
て
そ
う

い
た

か

完
全
に
囲
ま
れ
て
ま
す
よ
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ど
う
し
ま
す

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

た
よ
う
に
そ
う
言

た

ま
だ
完
全
に
囲
ま
れ
る
ま
で
に
は
若

の
時
間
の
余

が
あ
る

 
先
ず
予
備
の
装
備
を
使

て
屋
上
に
三
人
分
の
ダ
ミ

を
設
置
し
て
そ
こ
ま
で
の
ル

ト
に

罠
を
設
置
だ

 
そ
う
す
れ
ば
敵
は

そ

ち
に
僕
達
が
い
る
と
思

て
屋
上
に
向
か
う
だ
ろ
う
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こ
ち
ら
は
一

に

み

そ
の

を
見
て
離
脱
だ

シ

ナ
さ
ん
達
の
い
る
⻄
に
向
か
う
ん
で
す
ね

あ
あ

他
の
奴
ら
は
僕
と
シ

ナ
の
関
係
を
よ
く
知

て
る
か
ら

 
ま
さ
か
そ

ち
に
逃
げ
る
な
ん
て
思
い
も
し
な
い
だ
ろ
う
か
ら
ね

分
か
り
ま
し
た

急
ぎ
ま
し

う

 
そ
う
言

て
三
人
は
作
業
を
開
始
し
た

時
間
の
余

は
あ

て

分

 
そ
れ
ま
で
に
雑
で
も
い
い
か
ら
と
に
か
く

多
く
の
罠
を
設
置
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

 
三
人
は
そ
う
考
え

外
の
監

を
し
つ
つ
作
業
を
進
め
た
の
だ
が

 
そ
れ
は
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
わ
な
か

た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

敵
の
集
団
が
見
え
ま
し
た

離
は

メ

ト
ル

ち

今
か
ら
じ

一

に

む
の
は
間
に
合
わ
な
い
か
仕
方
な
い
こ
の
付
近
に
身
を

め
よ
う

 
組
ん
で
い
る
せ
い
か

い
な
く
集
結
し
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
思

た
よ
り
も
敵
の
進

軍
は

く



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
ゼ
ク
シ

ド
は
予
定
を
変
更
し
て

三

に
身
を

め
る
事
を
決
断
し
た

僕
は
上
か
ら
入
り
口
に
手

を
落
と
し
て
か
ら

れ
る
か
ら

二
人
は
こ
こ
に
い
る
ん
だ

は
い

お
気
を
つ
け
て

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

独
で
二

に
下
り
る
と

 
入
り
口
に
敵
が

を
現
し
た

間
に
そ
ち
ら
に
何
個
か
手

を
投
げ
込
み

 
直
ぐ
に
三

へ
と
退
避
し
た

 
君
達
を

い
た
い

報

は
こ
の
く
ら
い
で

 
街
中
で
突
然
そ
う
声
を

け
ら
れ
た

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

全
日
本
マ
シ
ン
ガ
ン
ラ
ヴ

ズ

の 
リ

ダ

で
あ
る
シ
ノ
ハ
ラ
は

し
く
話
を

い
て
小
躍
り
し
な
が
ら
仲
間
達
の
所
へ
と
向

か

た

と
い
う

で

そ
い
つ
に

わ
れ
る
事
に
し
た

 
報

は
こ
の
く
ら
い

マ
シ
ン
ガ
ン
の

を
大

に

し
て
く
れ
る
上
に
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シ

ナ
達
さ
え
リ
タ
イ
ヤ
さ
せ
ら
れ
れ
ば

後
は
好
き
に
し
て
い
い
そ
う
だ

ま
じ
か
よ
リ

ダ

あ
の
シ

ナ
と
敵
対
す
ん
の

何
か
問
題
が
あ
る
か

い
や

無
い
な

 
そ
の
メ
ン
バ

は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
の
通
り

何
故
な
ら
俺
達
は

 
そ
し
て
残
り
の
五
人
は

口
を
揃
え
て
言

た

マ
シ
ン
ガ
ン
さ
え
撃
て
れ
ば
あ
と
は
何
で
も
い
い
か
ら
な

 
そ
ん
な
方
針
で
プ
レ
イ
を
し
て
い
る

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
は
屋
内
で
の
戦
闘
を

避
し
て
い
る

 
そ
の

彼
ら
は
今
回
は
命

い
す
る
事
と
な

た

 
入
り
口
に
不
用
意
に
突
入
し
よ
う
と
し
た
チ

ム
が
手

で

き
飛
ば
さ
れ
た
の
だ

う
お

危
ね
え

セ

フ

い
き
な
り
ビ
ル
に
突

込
む
と
か
馬

か

つ

の

リ

ダ

俺
達
は
ど
う
す
る



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

待
機
だ
待
機

と
い
う
か
屋
内
な
ん
て
入
り
た
く
な
い
し

だ
よ
な

や

ぱ
り
全
力
で
マ
シ
ン
ガ
ン
が
撃
て
る
屋
外
じ

な
い
と
な

 
こ
う
し
て

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
面
々
は
東
口
方
面
へ
と
移
動
し
そ
こ
で
布

す
る
事
に
な

た

 
一
応
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
に
も

し
な
い
と
い
け
な
い
が

 
こ
れ
は
ゼ
ク
シ

ド
が
シ

ナ
の
い
る
方
へ
向
か
う
は
ず
が
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
だ

た

 
リ

チ

さ
ん

あ
の
セ
ク
シ

ド

て
の
は
ど
ん
な
チ

ム

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
者
で
あ
る

ゼ
ク
シ

ド
の
チ

ム
だ
な

強
敵
だ

ほ
う
ほ
う

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
者
だ

た
ん
だ

で

ボ
ブ

て
何
な
の

こ
の
ゲ

ム
内
の
ト

プ
を
決
め
る
大
会
だ

 

子
王
リ

チ

は

ボ
ブ

て
何
だ
よ
と
思
い
な
が
ら
も
そ
う
答
え
た

ワ

ル
ド
カ

プ
み
た
い
な
も
の

 
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
れ
で
お
山
の
大
将
を
決
め
る
ん
だ

 
リ

チ

は
Ｂ
ｏ
Ｂ
は
個
人
戦
な
の
で
あ
え
て
ワ

ル
ド
カ

プ
を
引
き
合
い
に
出
す
な

ら
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そ
れ
に

当
す
る
の
は
こ
の
大
会
じ

な
い
だ
ろ
う
か
と
思

た
が

 
フ

イ
ヤ
に
対
し
て
特
に
追
加
で
何
か
説
明
す
る
事
は
無
か

た

 
リ

チ

が
こ
の
チ

ム
に
参
加
し
た
の
は
あ
く
ま
で
報

の

で
あ
り

 
フ

イ
ヤ
個
人
は
正
直

い
だ

た
か
ら
だ

ま
あ
あ
の
チ

ム
は

置
的
に

魔
だ
か
ら

さ

さ
と
倒
し
ち

お
う

 
そ
れ
く
ら
い
は
当
然
い
け
る
よ
ね

残
り
の
十
二
チ

ム
の
う
ち

半

を

に
差
し
向
け
ま
し
た

 
残
り
は
シ

ナ
に
備
え
て

囲
に
布

さ
せ
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
念
の
た
め

僕
達
は
ど
の
チ

ム
も
い
な
い
方
向
に
少
し
離
れ
よ
う
か

 
前
の
め
り
に
な
り
す
ぎ
て

背
後
か
ら
ズ
ド
ン
と
か
怖
い
し
ね

 
フ

イ
ヤ
は
フ

イ
ヤ
で
そ
れ
な
り
に

況
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
で

 
言

て
い
る
事
は
意
外
と
ま
と
も
の
よ
う
だ

た

だ
が
基
本
一
言
多
い
事
に
変
わ
り
は
な

い
も
う
一
チ

ム
は
ど
う
な
の

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
だ

け

源
平
合
戦
の
時
に
ち

と
だ
け
見
ま
し
た
が

ぱ

と
し
な
い
チ

ム
で
し
た
ね
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最
終
日
に
は
い
な
か

た
で
す
し

ふ

ん

ま
あ

ん
で
く
る
よ
う
な
ら

の
力
で
押
し
潰
せ
ば
い
い
ね

 
力
が

る
メ
ン
バ

な
の
を

知
で

を
集
め
た
の
は
そ
の

だ
し
ね

 

子
王
リ

チ

は

そ
の
言
葉
に
イ
ラ

と
し
つ
つ
も
我
慢
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

ま
あ
そ
う
で
す
ね

  
一
方
チ

ム
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は
と
い
う
と

中
央
へ
向
か

て
い
る
真

最
中
だ

た

さ
て

こ
の

況
を
ど
う
思
う

 
そ
う
コ
ミ
ケ
に
問
わ
れ
ス
キ

ン
結
果
を
思
い
出
し
な
が
ら
ブ
ラ

ク
キ

ト
が
言

た
ど
う
や
ら
中
央
の
チ

ム
は
全
部
組
ん
で
ま
す
ね

動
き
が
組

的
で
す

だ
よ
な

⻑

ど
う
す
る

あ

と
り
あ
え
ず
シ

ナ
の

那
は

力
ス
ル

で
お
仕
事
が
果
た
せ
な
く
な

た
ら

困
る
し
ね
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そ
の
シ

ナ

て
の

そ
ん
な
に
や
ば
い
の

 
そ
ん
な
コ
ミ
ケ
を
見
て

ク
リ
ン
が
き

と
ん
と
し
な
が
ら
そ
う

ね
た

お
う
あ
れ
は
化
け
物
だ
な
と
り
あ
え
ず
や
り
合
う
と
し
て
も
ノ
ル
マ
を
果
た
し
て
か
ら

だ
なへ

そ
れ
は
興
味
が
あ
る
ね

是
非
お
手
合
わ
せ
願
い
た
い
わ

ま
あ

料
分
の
仕
事
を
片
付
け
て
か
ら
な

 

な
顔
で
そ
う
言
う
ク
リ
ン
に

コ
ミ
ケ
は
そ
う
言

た

⻑

ノ
ル
マ

て
何
組
で
し
た

け

サ
ン
プ
ル
と
し
て
最

限
相
手
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
三
組
だ
な

な
る
ほ
ど

 
今
回
の
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
チ

ム
の
目
的
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
が
訓
練
に
使
え
る
か
ど
う
か
調
べ
る

で

あ

た

 
ど
う
や
ら
そ
の

に

三
組
以
上
を
相
手
に
し
た
戦
闘
の
サ
ン
プ
ル
が
必
要
な
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ

⻑

四
組
目
は
あ
の

て
チ

ム
ね

 
ち
な
み
に

と
は

シ

ナ
と
レ
ン
の

文

を
合
わ
せ
た
だ
け
の

シ
ン
プ
ル
な
チ

ム
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名
で
あ
る

は

ま
あ
確
か
に
一
番
い
い
デ

タ
が
取
れ
そ
う
だ
し

あ
く
ま
で
四
組
目
以
降
に
な

よ

し

あ

や
る
気
出
て
き
た

 
そ
う
嬉
し
そ
う
に
言
う
ク
リ
ン
に

微
笑
み
な
が
ら
ブ
ラ

ク
キ

ト
が
言

た

ち
な
み
に
合
コ
ン
を
お
願
い
し
た
の
も
あ
の
人
よ

 
以
前
八
幡
と
交
わ
し
た
約
束
を
思
い
出
し
な
が
ら

 
ブ
ラ

ク
キ

ト
こ
と
黒
川
は

ク
リ
ン
に
そ
う
言

た

 
そ
も
そ
も
誰
で
も
い
い
か
ら
合
コ
ン
が
し
た
い
と
強
く
望
ん
で
い
た
の
は
ク
リ
ン
な
の
で
あ

た
え

そ

そ
う
な
の

ま
じ
で

大
将
と

ブ
ラ

ク
姉
さ
ん
い
つ
の
間
に

姉
さ
ん
言
わ
な
い
で

え
え
そ
う
よ
私
あ
の
人
と
は
別
の
仕
事
で
一
応
面
識
が
あ
る
の
よ

ね
ど

ど
ん
な
人
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う

ん

守
秘
義

て
も
の
が
あ
る
し
ね

お

大
雑

で
い
い
か
ら

そ
う
ね

 
ブ
ラ

ク
キ

ト
は

少
し
迷
う
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
後
に
ク
リ
ン
に
言

た

ま
あ
今
回
の
合
コ
ン
は

元
々
あ
な
た
に
頼
ま
れ
て
い
た
ん
だ
し

仕
方
な
い
わ
ね

 
あ
の
人
は

や
ば
い
わ
よ

も
し
結
婚
出
来
た
ら
あ
な
た

勝
ち
組
ね

 
も

と
も
彼
女
持
ち
だ
か
ら

多
分
無
理
だ
と
思
う
け
ど

彼
女
持
ち

で
も
合
コ
ン
し
て
く
れ
る
の

優
し
い
人
だ
か
ら
ね

お
友
達
に
な
れ
た
と
し
た
ら

そ
れ
だ
け
で
も
あ
な
た

勝
ち
組
よ

そ
こ
ま
で
言
う

う
わ

凄
く
興
味
が

い
て
き
た
わ

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

い
た
コ
ミ
ケ
達
は

目
を

い
た

大
将

て
そ
う
な
の
か

え
え

そ
う
で
す
け
ど

⻑
は
知
ら
な
か

た
ん
で
す
か

い
や

ま
あ
俺
も
会

た
事
は
無
い
し
な

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
ノ
ル
マ
を
達
成
し
て

彼
と
話
し
に
行
き
ま
し

う
か
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成
そ
れ
じ

あ
お
仕
事
を
始
め
ま
す
か

 
そ
の
時
前
方
か
ら
爆
発
音
が

こ
え

五
人
は
直
ぐ
に
戦
う
者
の
顔
に
な

た

⻑

前
方
に
爆
発
音

ど
う
や
ら
手

の
よ
う
で
す

速
始
ま

た
か

ま
あ

置
的
に
は
こ
ち
ら
に
都
合
が
い
い

と
り
あ
え
ず
急
ぐ
ぞ

了
解

 
こ
う
し
て
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
も
目
的
地
に
近
付
き
中
央
付
近
は
混

と
し
た

況
に
な

て
き

た 
シ

ナ

爆
発
音
が

あ
あ

そ
う
み
た
い
だ
な

多
分
あ
れ
は

ゼ
ク
シ

ド
が
や

た
ん
だ
と
思
う

 
シ

ナ
は

静
な
口
調
で
そ
う
言
う
と

レ
ン
に
こ
う
言

た

あ
い
つ
の
事
だ
か
ら

何
と
か
し
て
こ

ち
と
合
流
し
よ
う
と
す
る
は
ず
だ

 
レ
ン

先
行
し
て
ビ
ル
の
入
り
口
を
監

し

情
報
を
こ
ち
ら
に

一
伝
え
て
く
れ

了
解
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く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
な

う
ん

 
そ
し
て
レ
ン
は

全
速
力
で
走
り
出
し
た

 
シ

ナ
は
そ
れ
を
追
い
か
け
な
が
ら

信

を
ひ
と
つ
用
意
し
た

こ

ち
の
場
所
が
バ
レ
る
リ
ス
ク
は
あ
る
が

合
流
さ
え
出
来
れ
ば
何
と
か
な
る
だ
ろ

 
シ

ナ
は
そ
う

き
な
が
ら

走
り
続
け
た

そ
こ
に
レ
ン
か
ら
の
連

が
来
た

シ

ナ

今
い
く
つ
か
の
チ

ム
が
ビ
ル
の
中
に
入

て

た

一
組
だ
け
は
外
で
待
機
中

 

置
は
ビ
ル
の
こ

ち
側
か
な

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
が
東

こ

ち
が
⻄
だ

た
か
ら

残
る
は
北
か
南
か

 
レ
ン

そ
の
ど
ち
ら
か
に
敵
影
は
見
え
な
い
か

待

て
ね

あ

北
に
今
フ

イ
ヤ

い
人
影
が
見
え
た

南
は
多
分
敵
影
無
し

フ

イ
ヤ
の
奴
は
何
チ

ム
か
連
れ
て
北
に
逃
げ
た
の
か

 
よ
し
レ
ン

俺
は
南
に
移
動
し
て
信

を
上
げ
る

お
そ
ら
く
ゼ
ク
シ

ド
の
奴
は

 
そ
れ
を
合
図
に
飛
び
出
し
て
く
る
は
ず
だ
か
ら

そ
の
ま
ま
こ

ち
に
誘

し
て
く
れ

う
ん
任
せ
て

あ

今
ビ
ル
の
上
の
方
か
ら
爆
発
音
で
も
こ
れ
多
分
ト
ラ

プ
の
音
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か
もほ

う

分
か
る
の
か

う
ん

き
な
れ
た
音
だ

た
か
ら

銃
声
は

こ
え
る
か

う
う
ん

何
も

 
そ
の
レ
ン
の
報
告
を

い
て
シ

ナ
は
ゼ
ク
シ

ド
が
ト
ラ

プ
と
同
時
に
仕

け
な
い

の
な
ら

 
お
そ
ら
く
ゼ
ク
シ

ド
は
ビ
ル
の
下
の
方
に

ん
で
お
り

 
敵
を
あ
る

度
や
り
過
ご
し
た
後
に

強
行
離
脱
を
は
か
る
つ
も
り
だ
と
予
想
し
た

分
か

た

時
間
が
無
い
か
ら
と
に
か
く
急
ぐ

 
レ
ン
は
も
し
ゼ
ク
シ

ド
が
先
に
ビ
ル
か
ら
出
て
き
た
ら

そ
れ
を
援
護
し
て
や

て
く
れ

う
ん

 
そ
し
て
シ

ナ
は
全
力
で
南
に
向
か
い

信

を
上
げ
た

 
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

南
に
今

信

が
上
が
り
ま
し
た
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信

そ
う
か

よ
し

全
力
で
入
り
口
か
ら
離
脱

 
そ
の
ま
ま
信

が
上
が

た
方
向
へ
と
向
か
う
ぞ

そ
の
先
に
シ

ナ
さ
ん
が

お
そ
ら
く
ね

よ
し

行
こ
う

は
い

 
ビ
ル
の
中
に
入

て
き
た
敵
は

ま
だ
四
チ

ム

だ

た
が

 
そ
の
全
て
が

ゼ
ク
シ

ド
達
が
仕

け
て
お
い
た
予
備
の
装
備
で
作

た
人

を
見
て

 
ビ
ル
の
上
へ
と
駆
け
上
が

て
い

た

そ
れ
を
し

か
り
と
見
た
後
後
続
が
無
い
事
を
一

応
確
認
し

 
三
人
は
意
を
決
し
て

を
現
す
と

下
へ
と
走
り
出
し
た

 
そ
れ
を
上
の

か
ら
見
付
け
た
プ
レ
イ
ヤ

が

り
場
の
上
か
ら
銃
を
撃

て
き
た
が

 
そ
の
時
に
は

に

ゼ
ク
シ

ド
達
は
外
へ
飛
び
出
し
て
た
後
だ

た

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
の

界
に

先
日
見
た
ピ
ン
ク
の

が
映
り

 
ゼ
ク
シ

ド
は
迷
わ
ず
に
そ
ち
ら
に
向
か

て
走
り
出
し
た

レ
ン
ち

ん
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ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

こ

ち
で
す

了
解

ユ

コ

ハ
ル
カ

味
方
だ

や
り
ま
し
た
ね

い
や

ま
だ
分
か
ら
な
い

く
れ
ぐ
れ
も

囲
の

を

ら
な
い
よ
う
に
ね

は
いに

敵
影

く

ま
だ
い
た
の
か

 
丁
度
そ
の
時

ぎ
を

き
つ
け
た

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

が

て
て
こ
ち
ら
に

を
現

し
たい

た
ぞ

敵
だ

よ

し

あ

俺
達
の
マ
シ
ン
ガ
ン
の
力
を
見
せ
て
や
れ

ヒ

ハ

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

達
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
答
え
ゼ
ク
シ

ド
達
に
向
け
て
銃
を

え
た



 第４６７話 広い心で許します

 
第
４
６
７
話
 
広
い
心
で
許
し
ま
す

ま
ず
い

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
叫
ぶ
と

に
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
を
地
面
に
押
し
倒
し
た

き
 
そ
し
て
地
面
に
伏
せ
た
三
人
の

上
を

多

の

が
通
過
し
て
い

た

あ
は
は
は
は
は

撃
て
撃
て

や

ぱ
り
マ
シ
ン
ガ
ン
こ
そ
至
高
に
し
て
最
強

 
幸
い
な
事
に

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

達
は

 
高
笑
い
し
な
が
ら
水
平
に
マ
シ
ン
ガ
ン
を
連
射
し
て
い
た
だ
け
だ

た
の
で

 
そ
の

は
ゼ
ク
シ

ド
達
に
ま

た
く
命
中
す
る
事
は
無
か

た
が
そ
れ
も
時
間
の
問
題

で
あ
ろ
う

 
少
し

静
に
な
れ
ば
銃
口
を
少
し
下
に
下
げ
る
だ
け
で
ゼ
ク
シ

ド
達
は

の

に
な
る

の
ださ

せ
な
い
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そ
こ
に
突

込
ん
で
き
た
の
は
レ
ン
だ

た

 
レ
ン
は
横
合
い
か
ら

ち

ん
を
フ
ル
オ

ト
で
連
射
し
つ
つ

 
一
番
手
前
に
い
た

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

を

の

に
し
た

う
お

何
だ
こ
い
つ
は

ま
さ
か

噂
に
な

て
る
ピ
ン
ク
の
悪
魔

て
こ
い
つ
な
の
か

反
撃

反
撃

あ

あ
れ

 

て
て
そ
ち
ら
に
銃
口
を
向
け
た
時

そ
こ
に
レ
ン
の

は
も
う
無
か

た

 
だ
が
よ
く
見
る
と

地
面
す
れ
す
れ
に
ピ
ン
ク
色
が
見
え
る

上
下
の
動
き
は

の

で

 
レ
ン
は
先
日
シ

ナ
に
教
え
ら
れ
た
事
を

実
に
こ
な
し

 
凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
で
体
制
を

く
す
る
事
で

自
分
を
一

消
え
た
よ
う
に
見
せ
か
け

 
そ
の
ま
ま
一
気
に
横
へ
と
飛
ん
だ

ど

ど
こ
だ

い



 第４６７話 広い心で許します

 
そ
し
て
レ
ン
は

敵
の
後
方
か
ら
再
び
射
撃
を
加
え

更
に
一
人
の
メ
ン
バ

を

た

く
そ

後
ろ
だ

 
残

た
四
人
の
メ
ン
バ

が

り
向
い
た
時

ま
た
し
て
も
そ
こ
に
レ
ン
は
い
な
か

た

えど
こ
に

れ
や
が

た

 
そ
の
時
レ
ン
は

背
面
走
り
で
下
が
り
つ
つ

た
ま
た
ま
地
面
の

に

き

 
そ
の
ま
ま
転
が

て
物
陰
に

れ
た
所
だ

た

射
撃
体
勢
は
崩
さ
な
い

そ
し
て
今
の
う
ち
に
リ
ロ

ド

 
レ
ン
は
そ
う

き
な
が
ら

ち

ん
に

を
補
充
し
た

 
そ
の

間
に

明
ら
か
に
マ
シ
ン
ガ
ン
と
は
違
う
銃
声
が

こ
え

 
レ
ン
は
チ
ラ
リ
と
顔
を

か
せ

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
様
子
を
探

た

 
ど
う
や
ら
今
の
一
連
の
や
り
取
り
で
チ

ム
セ
ク
シ

ド
は
体
制
を
整
え
る
事
が
出

来
た
よ
う
で

 
三
人
は
物
陰
か
ら

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
を
け
ん
制
し
つ
つ

後
退
し
て
い
る
よ
う
だ

た
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よ
し

こ
の
ま
ま
合
流
だ

 
そ
し
て
レ
ン
は
一
気
に
セ
ク
シ

ド
の
横
合
い
に
移
動
し
道
を

ん
で
反
対
側
か
ら

 
同
じ
よ
う
に

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
に
け
ん
制
射
撃
を
始
め
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

大
丈
夫
で
す
か

レ
ン
ち

ん

助
か

た

あ
り
が
と
う

い
え
い
え

敵
の

援
が
来
る
前
に

を
見
て
こ
の
ま
ま
後
退
し
ま
し

う

了
解
だ

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
け
ん
制
を
続
け

じ
り
じ
り
と
後
退
し
て
い

た

 
だ
が
あ
る

度
下
が

た
所
で

今
度
は
ビ
ル
の
上
か
ら
の
攻
撃
が
始
ま
り

 

度
が
あ
る
せ
い
で

四
人
は
そ
れ
以
上
後
退
す
る
事
が
出
来
な
く
な

た

ち

ま
ず
い
な

レ
ン
ち

ん

ど
う
す
る

大
丈
夫
で
す

多
分
そ
ろ
そ
ろ
で
す

そ
ろ
そ
ろ

 
シ

ナ
の
事
を
信
じ
き

て
い
た
レ
ン
は
シ

ナ
か
ら
の
援
護
が
来
る
事
を
ま

た
く
疑

て
お
ら
ず



 第４６７話 広い心で許します

 
ゼ
ク
シ

ド
を
安
心
さ
せ
る
よ
う
に
そ
う
叫
ん
だ

 
そ
の
直
後
に
ビ
ル
の
上
か
ら
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
落
下
し
て
き
た
ど
う
や
ら
撃
た
れ
た
ら

し
い

 
そ
し
て

れ
て
銃
声
が
四
人
の

に

い
た

こ
の
音
は

Ｍ
８
２
か

さ
す
が
シ

ナ
さ
ん

タ
イ
ミ
ン
グ
バ

チ
リ

 
そ
し
て
再
び
プ
レ
イ
ヤ

が
落
下
し
そ
れ
と
同
時
に
一
時
的
に
上
か
ら
の
銃
声
が
や
ん
だ

よ
し

レ
ン
ち

ん

あ
の
マ
シ
ン
ガ
ン
野
郎
共
に
全
力
射
撃

直
後
に
離
脱
し
よ
う

は
い

 
そ
し
て
四
人
は

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
に
向
け
て

激
し
い
面
攻
撃
を
加
え

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
が

て
て
物
陰
に

れ
た

間
に

全
力
で
後
方
へ
と
走
り
出
し
た

今
だ

は
い

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
離
脱
し

シ

ナ
の
い
る
南
を
目
指
し
た

 
そ
し
て
レ
ン
に

シ

ナ
か
ら
の
通
信
が
入

た
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レ
ン

に
十
五
度
だ

は
い

 
レ
ン
は
訓
練
の
成
果
を
遺

な
く
発

し
微

に

度
を

正
し
な
が
ら
ゼ
ク
シ

ド
達
を

先

し
た

 
そ
し
て
前
方
の
小
さ
な

の
上
で

を

く
シ

ナ
の

を
見
付
け
た
四
人
は

 
そ
れ
で
や

と
落
ち
着
く
事
が
出
来

そ
の
ま
ま
シ

ナ
と
合
流
し
た

 
ゼ
ク
シ

ド

大
丈
夫
か

も
う
追

手
は
い
な
い
か
ら

安
心
し
て
少
し
休
ん
で
く
れ

お
か
げ
さ
ま
で
ね

正
直
助
か

た
よ

シ

ナ

シ

ナ
さ
ん

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も
大
丈
夫
か

ど
こ
か
怪
我
は
し
て
な
い
か

う
ん

大
丈
夫

あ
り
が
と
う
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
は

嬉
し
そ
う
に
駆
け
寄

て
き
た
レ
ン
の

を

で
た

ち

ん
と
見
て
た
ぞ

教
え
た
事
を
ち

ん
と
生
か
せ
て
た
な

え
ら
い
ぞ

レ
ン
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シ

ナ

私

頑
張

た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ン
は

飛
び
上
が

て
シ

ナ
に

き
つ
い
た

お

と

や

ぱ
シ

ナ
は
力
持
ち
だ
ね

 
シ

ナ
は
レ
ン
を

々
と

え

レ
ン
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

ま
あ

た
だ
の
ス
テ

タ
ス
の
せ
い
だ
け
ど
な

 
そ
れ
よ
り
も
レ
ン

そ
の

俺
の
手
の

置
が
ま
ず
い
ん
だ
が

手
の

置

て

き

 
レ
ン
は

自
分
の
体
重
を

え
る

に

 
シ

ナ
の
手
が
レ
ン
の
お
し
り
を
ま
と
も
に
掴
ん
で
い
る
事
に
今
更
な
が
ら
気
が
つ
き

 

て
て
シ

ナ
の

の
中
か
ら
飛
び
降
り
た

も
う

シ

ナ
さ
ん
の
え

ち

今
の
は

パ

セ
ン
ト
お
前
の
せ
い
だ
か
ら
な

う

ま

ま
あ
い
い
や

広
い
心
で
許
し
ま
す

お

お
う

あ
り
が
と
な
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レ
ン
は
恥
ず
か
し
そ
う
に

そ
れ
で
い
て
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

 
シ

ナ
も
微
笑
し
な
が
ら
そ
う
お

を
言

た

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

ゼ
ク
シ

ド
は
少
し

ま
し
そ
う
に

 
そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
微
笑
ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た
が

 
や
が
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が

何
か
に
気

い
た
よ
う
に
ハ

と
し
た

あそ
う
い
え
ば

 
そ
の
二
人
の
言
葉
を

い
て

シ

ナ
と
レ
ン
は
何
事
か
と
思
い

二
人
に
注
目
し
た

 
そ
し
て
二
人
は

次
の

間
ゼ
ク
シ

ド
に
詰
め
寄

た

そ
う
い
え
ば
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ん

ど
う
し
た
二
人
と
も

さ

き
助
け
て
く
れ
た
時

さ
り
げ
な
く
私
の
胸
に
触

て
ま
し
た
よ

私
の
お
し
り
に
も
触
り
ま
し
た
よ
ね

え
 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
言
わ
れ
て
戸
惑

た

の
事
だ

た
の
で



 第４６７話 広い心で許します

 
そ
の
時
の

況
を

し
く
覚
え
て
い
な
い
か
ら
だ

 
し
か
し
こ
の
二
人
が
言
う
な
ら
そ
う
な
の
だ
ろ
う
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
考
え
素
直
に
二
人

に
謝
罪
し
た

そ

そ
う
だ

た
の
か

す
ま
な
か

た

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
を
二
人
は
笑
顔
で
見
つ
め
て
お
り

 
ゼ
ク
シ

ド
は

先
ほ
ど
の
シ

ナ
と
レ
ン
の

を
思
い
出
し

 
二
人
の
許
し
の
言
葉
に
備
え
て
お

を
言
う
準
備
を
し
た

 
だ
が
二
人
の
言
葉
は

ゼ
ク
シ

ド
の
予
想
と
は
微

に
違
う
も
の
だ

た

も
う

仕
方
な
い
で
す
ね

十
万
ク
レ
ジ

ト
で
許
し
て
あ
げ
ま
す

う
ん
う
ん

そ
の
く
ら
い
が

当
か
な

広
い
心
で
十
万
ク
レ
ジ

ト
で
許
し
ま
す

あ
り
が

と
う

 
思
わ
ず
疑
問
系
で
そ
う
言

た
ゼ
ク
シ

ド
に
対
し

二
人
は
き

と
ん
と
し
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ど
う
し
て
疑
問
系
な
ん
で
す
か

あ

い
や

別
に
何
で
も
な
い
よ

 
た
だ
ち

と

シ

ナ
と
レ
ン
ち

ん
の

を
見
た
後
だ

た
か
ら
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ど
う
な
の
か
な

て

あ

あ
は
は

や
だ
な

よ
そ
は
よ
そ

う
ち
は
う
ち
で
す
よ

本
当
に
頼
り
に
し
て
る
ん
で
す
か
ら
ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

そ

そ
う
か

う
ん

そ
う
だ
ね

つ
ま
ら
な
い
事
を
言

て
悪
か

た

 
僕
は
二
人
に
頼
り
に
さ
れ
て
る
ん
だ
よ
な

 
よ
し

こ
の
大
会
が
終
わ

た
ら
三
人
で
リ
ア
ル
で
食
事
に
で
も

 
ゼ
ク
シ

ド
が

そ
う
不
穏
な
事
を
言
い
か
け
た

間
に

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
目
配
せ
す
る
と

い
き
な
り
シ

ナ
に
し
な
だ
れ
か
か
り

 
さ
り
げ
な
く
そ
の
手
を
自
分
達
の
胸
に
当
て

シ

ナ
に
こ
う
言

た

あ

と

い
き
な
り
眩

が
あ
あ

き

シ

ナ
さ
ん

手
が

手
が
私
達
の
胸
に

う
お

何
だ
お
前
ら
い
き
な
り

ふ
え

 
驚
く
シ

ナ
と
レ
ン
を
よ
そ
に

二
人
は
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
た
が

 
や
が
て
シ

ナ
か
ら
離
れ

こ
う
言

た
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も
う

シ

ナ
さ
ん
の
え

ち

仕
方
な
い
か
ら

広
い
心
で
許
し
て
あ
げ
ま
す

 
そ
の
二
人
の
言
葉
に

シ

ナ
は
戸
惑
い
を

せ
ず

 
レ
ン
は
二
人
に
真
似
を
さ
れ

恥
ず
か
し
そ
う
に

を

え
た

う
ひ

私

て
ば
あ
ん
な
事
を
し
て
た
ん
だ

う

恥
ず
か
し
い

 
そ
し
て
二
人
は
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
ゼ
ク
シ

ド
に
駆
け
寄
る
と

 
笑
顔
で
ゼ
ク
シ

ド
に
言

た

さ
あ
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

頑
張
り
ま
し

う

こ
こ
か
ら

き
返
し
ま
す
よ
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
事
は
本
当
に
頼
り
に
し
て
ま
す
か
ら
ね

あ

う
ん

そ

そ
う
だ
ね

 
納
得
し
が
た
い
表
情
を

か
べ
な
が
ら
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
言
い

 
同
じ
く
顔
に
疑
問

を

か
べ
て
い
た
シ

ナ
が

ゼ
ク
シ

ド
の
横
に

ん
だ

よ
く
分
か
ら
な
い
が

と
り
あ
え
ず
ゼ
ク
シ

ド

こ
の

況
を
ど
う
思
う

そ
う
だ
ね
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そ
し
て
二
人
は
会
話
し
な
が
ら
と
り
あ
え
ず
南
⻄
に
移
動
を
始
め

 
そ
の
後
を
レ
ン
と
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も
会
話
を
し
な
が
ら
付
い
て
い

た

あ

あ
の

お
二
人
と
も

さ

き
の

て

あ

ご
め
ん
ね
レ
ン
ち

ん

び

く
り
さ
せ
ち

た

は

は

ほ
ら

あ
の
時
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
が

ま
た
お
か
し
な
事
を
言
い
か
け
た
で
し

あ

リ
ア
ル
で
食
事

々

て
や
つ
で
す
ね

あ
あ
い
う
の
は
う
ち
ら
興
味
が
無
い
か
ら

シ

ナ
さ
ん
を
だ
し
に
使
わ
せ
て
も
ら

た
の

ご
め
ん
ね

ま
と
も
に
断
る
と

チ

ム
と
し
て
気
ま
ず
く
な
る
事
も
あ
る
か
ら
ね

あ

そ
う
い
う

 
レ
ン
は

そ
の
説
明
に
納
得
し
た

確
か
に
ち

と
や
り
す
ぎ
ち

た
気
も
す
る
け
ど

 
シ

ナ
さ
ん
に
は
何
度
か
高
い
食
事
を

て
も
ら

て
る
か
ら

 
ま
あ
ち

と
く
ら
い
な
ら
い
い
か
な

て



 第４６７話 広い心で許します

 
そ
の
言
葉
を

い
た
レ
ン
は

た
よ
う
に
二
人
に

ね
た

お

お
二
人
は
シ

ナ
と
リ
ア
ル
で
会
う
く
ら
い
の
仲
だ

た
ん
で
す
か

 
そ
ん
な
レ
ン
を
見
て

二
人
は
笑
い
な
が
ら
レ
ン
に

い
た

違
う
違
う

実
は
私
達

シ

ナ
さ
ん
と
同
じ
学
校
だ

た
の
よ

だ
か
ら
元
々
顔
見
知
り
だ

た
の

で
も
心
配
し
な
い
で
高
校
の
時
は
何
も
無
か

た
か
ら

む
し
ろ
私
達

シ

ナ
さ
ん
の
事
を

て
た
し
ね

ほ
え

 
レ
ン
は
そ
の
言
葉
に
驚
い
た

と
て
も
今
は
そ
う
は
見
え
な
い
か
ら
だ

あ

あ
の

今
は
シ

ナ
の
事

い
じ

な
い
ん
で
す
か

そ
う
ね

ま
あ
別
に

い
じ

な
い
か
な

好
き
で
も
な
い
け
ど
ね

な
る
ほ
ど

 
事
情
を

い
て

納
得
し
つ
つ
も
安
心
し
た
よ
う
な
表
情
を

か
べ
る
レ
ン
を
見
て

 
二
人
は
面
白
そ
う
な
顔
を
し
て
言

た

レ
ン
ち

ん
は

シ

ナ
さ
ん
の
事
が
大
好
き
な
ん
だ
ね
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ふ
え

え

え

と

あ
の
で
す
ね

あ
あ

い
い
の
よ
い
い
の
よ

私
達

レ
ン
ち

ん
と
同
じ
よ
う
な
目
を
し
た
人
を

 
何
度
も
何
人
も
見
て
き
て
る
か
ら
ね

あ

え
と

は

は
い

ま
あ
苦
難
の
道
の
り
に
な
る
だ
ろ
う
け
ど

頑
張

て
ね

応
援
す
る
か
ら

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
三
人
は
笑
い
合
い

丁
度
そ
の
時
レ
ン
に

シ

ナ
が
声
を
か
け
て
き
た

レ
ン

楽
し
そ
う
な
と
こ
ろ
を

魔
し
て
悪
い
が
ち

と
い
い
か

 
さ

き
の
戦
闘
に
つ
い
て

ゼ
ク
シ

ド
が
い
く
つ
か

き
た
い
事
が
あ
る
そ
う
だ

あ

今
行
き
ま
す

 
そ
し
て
レ
ン
の
代
わ
り
に
下
が

て
き
た
シ

ナ
が

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
話
し
か
け
た

お
い
お
前
ら

さ

き
の
は
一
体
何
だ

た
ん
だ
よ

と
か
言
い
な
が
ら

嬉
し
か

た
ん
で
し

あ
あ
い
う
の
は
間
に
合

て
る
か
ら
別
に
嬉
し
く
は
な
い
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じ

あ
何
で
そ
ん
な

い
顔
を
し
て
い
る
の

あ

い
だ
け
だ

あ

い

い

今
年
の
夏
も

く
な
り
そ
う
で
困

た
も
ん
だ
な

気
候
と
か
が
関
係
な
い
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
そ
ん
な
事
言
わ
れ
て
も
ね

 
そ
し
て
二
人
は
レ
ン
に
言

た
説
明
と
同
じ
事
を
シ

ナ
に
説
明
し
た

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
で
も

や
り
方
く
ら
い
は
も
う
少
し
考
え
て
く
れ
よ

ご
め
ん
ご
め
ん

さ
す
が
に
ち

と
や
り
す
ぎ
ち

た
ね

い
や
そ
う
い
う
事
じ

な
く
お
前
ら
が
そ
の

俺
な
ん
か
に
胸
を
触
ら
れ
て

だ

た
ろえあ

う
ち
ら
の
事
を
考
え
て
く
れ
た
ん
だ

べ

別
に

 
そ
う
顔
を
背
け
る
シ

ナ
が
か
わ
い
く
思
え
た
の
か
二
人
は
両

か
ら
再
び
シ

ナ
に

き

つ
い
た

う
わ

今
度
は
何
だ
よ

お
い
こ
ら
離
せ

離
し
ま
せ
ん
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こ
れ
は

素
直
じ

な
い
シ

ナ
さ
ん
へ
の
罰
な
の
で
す

罰

て
お
前
ら
な

 
そ
し
て
二
人
は
シ

ナ
の

元
で

い
た

レ
ン
ち

ん
を

か
せ
ち

目
な
ん
だ
か
ら
ね

そ
の

に
も
こ
の
大
会

絶
対
に
優
勝
す
る
ん
だ
よ

 
二
人
は
そ
う
言

て

前
を
歩
い
て
い
る
ゼ
ク
シ

ド
と
レ
ン
の
方
へ
と
走

て
い

た

ま

た
く
あ
い
つ
ら
は

も
う

の
面
影
が
ま

た
く
無
い
じ

な
い
か
よ

 
シ

ナ
は
そ
う

き
な
が
ら

前
に
い
る
四
人
の
方
へ
と
走

て
い

た

 
そ
の
表
情
は

と
て
も
穏
や
か
な
な
も
の
だ

た

  
ち
な
み
に
大
会
後

八
幡
は
こ
の
事
で
明
日
奈
と
南
に

め
ら
れ

 
そ
の
ご
機

を
と
る

に
色
々
要
求
さ
れ
る
事
に
な
る
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第
４
６
８
話
 
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
実
力

 
そ
の

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

達
は

そ
の
戦
闘
の
一
部
始
終
を
観
察
し
て
い
た

ど
う
だ

ブ
ラ

ク
キ

ト

相
変
わ
ら
ず
あ
の
人
の
狙
撃
は
反

で
す
ね

本
当
に
素
人
と
は
思
え
ま
せ
ん

ク
リ
ン
は

あ
の
ピ
ン
ク
の
ち
び

こ

何
あ
の
動
き

こ
の
仕
事
を
命
令
さ
れ
た
時
は

 
素
人
相
手
に
戦
う
な
ん
て

正
直
ど
う
か
と
思

た
け
ど

こ
れ
は

が
鳴
り
ま
す
ね

ま
あ
や
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
な

あ
の
動
き
を
す
る
奴
の
相
手
を
す
る
の
よ

や
り
す
ぎ
る
く
ら
い
が
丁
度
い
い
と
思
い
ま
す

同
じ
ち
び

こ
同
士

気
が
合
い
そ
う
だ
け
ど
な

 
そ
う

口
を
叩
い
た
ケ
モ
ナ

は

い
き
な
り
ク
リ
ン
に
殴
ら
れ
た

て

い
き
な
り
何
を
す
る
ん
す
か

ふ
ん

デ
リ
カ
シ

が
無
い
か
ら
あ
ん
た
は
モ
テ
な
い
の
よ

俺
は
ネ
コ

少
女
と
出
会
え
さ
え
す
れ
ば

そ
れ
で
い
い

す
も
ん
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そ
う
い
え
ば
あ
の
子
の

子
は

ま
る
で
う
さ

の
よ
う
で
し
た
ね

 
ト
ミ

が

静
な
口
調
で
そ
う
言

た

確
か
に

 
ケ
モ
ナ

は
そ
う
言
わ
れ

レ
ン
の

を
思
い
出
し
な
が
ら
言

た

あ
れ
は

り
か
無
し
か
で
言
え
ば

り

い
や
い
や
し
か
し
真
の
ケ
モ
ナ

道
の

に
は

 
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

協
す
る
の
は

 
そ
ん
な
ケ
モ
ナ

に

ブ
ラ

ク
キ

ト
は

れ
た
声
で
言

た

何

ち

と
で
も
自
分
に
チ

ン
ス
が
あ
る
と
で
も
思

て
る
の

 
あ
の
子
は
ど
う
見
て
も

あ
の
人
に

れ
て
る
で
し

や

ぱ
り

く
そ

相
変
わ
ら
ず
大
将
は
モ
テ
る
な

あ
あ

あ
や
か
り
た
い

す 
ケ
モ
ナ

は
そ
う

い
た
が
そ
ん
な
彼
を
見
つ
め
る
女
性

の

線
は
そ
れ
は

た
い
も

の
だ

た

 
そ
の

線
に
は

あ
ん
た
に
は
絶
対
に
無
理
よ
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
が

 
他
人
の
目
を
気
に
し
な
い
で
生
き
て
き
た
ケ
モ
ナ

に
は

ま

た
く
通
じ
て
い
な
か

た
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ま
あ
ク
リ
ン
は
大
将
の
事
が
ま
だ
よ
く
分
か

て
な
い
か
ら
そ

ち
に
目
が
い
く
ん
だ
ろ
う
が

 
大
将
は
接
近
戦
で
も
や
ば
い
か
ら

油
断
だ
け
は
し
な
い
よ
う
に
な

了
解

そ
れ
で

今
後
の
方
針
だ
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら

コ
ミ
ケ
は
仲
間
達
の
顔
を
見
回
し
た

も
ち
ろ
ん
分
か

て
ま
す

て

こ
の

況
だ

た
ら
ま
あ
一
択

す
ね

他
に
は
あ
り
え
ま
せ
ん

あ
い
つ
ら

純
に
気
に
入
ら
な
い
し
ね

 
そ
ん
な
答
え
を
受
け

コ
ミ
ケ
は

き
な
が
ら
こ
う
宣
言
し
た

そ
う
い
う
事
だ

さ
え
揃
え
れ
ば
い
い
な
ん
て
思

て
る
奴
ら
は
こ
の
手
で
叩
き
の
め
す

 
誰
を
倒
し
て
も
仕
事
に

障
は
無
い
以
上

や
る
事
は
一
つ
し
か
な
い

 
あ
そ
こ
で
ふ
ん
ぞ
り
返

て
る
奴
ら
を

片

か
ら
殲
滅
す
る
ぞ

了
解

 
こ
う
し
て
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
も
フ

イ
ヤ
達
を
目
標
と
し
て
動
き
出
す
事
に
な

た
の
だ

た
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空

り

あ
の

で
攻
撃
し
た
の
に

い
や
い
や

セ
ン
ス
の

い
冗
談
だ
よ
ね

は

ま
さ
か
あ
の
シ

ナ
が
ゼ
ク
シ

ド
を
助
け
に
来
る
と
は
想
定
外
で
し
て

え

じ

あ
本
当
に

あ
の

況
か
ら
こ
ち
ら
は
四
人
も
倒
さ
れ
て

向
こ
う
の
被
害
は

ゼ
ロ

 
参

た
な

思

た
以
上
に

合
の

だ

た
の
か
な

し

あ
り
ま
せ
ん

 

子
王
リ

チ

は

フ

イ
ヤ
か
ら
の
報

を
失
い
た
く
な
い

に

 
何
を
言
わ
れ
て
も
ひ
た
す
ら
我
慢
し
て

を
下
げ
続
け
て
い
た

ま
あ

況
の
せ
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
な

仮
に
何
も
な
い
平
原
と
か
で

 
相
手
の
二
チ

ム
と
こ

ち
の
全
軍
が
ま
と
も
に
ぶ
つ
か

た
ら
さ
す
が
に
勝
て
る
よ
ね

そ
れ
は

そ
の

ま
さ
か
勝
て
な
い
の

 
フ

イ
ヤ
は
愕
然
と
し
た
顔
で
そ
う

ね
て
き
た
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え
え
と

何
も

れ
る
場
所
が
無
い
所
で
シ

ナ
と
戦
う
と
い
う
の
は
で
す
ね

 
要
す
る
に
戦

で
ミ
サ
イ
ル
を
相
手
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
で
す
ね

遠
く
か
ら
一
方
的
に
撃
た
れ
て
全
滅
す
る

て
事

そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
ま
せ
ん

そ
う
か

事
前
に
そ
の
事
は
知

て
た
け
ど

そ
れ
ほ
ど
な
の
か

 
さ
す
が
の
フ

イ
ヤ
も
い
く
ら
か
情
報
収
集
は
し
て
い
た
だ
け
の
事
は
あ
り

 
そ
の
事
に
つ
い
て
は

肉
も
付
け
加
え
ら
れ
な
か

た
よ
う
だ

よ
し

そ
れ
じ

あ
要
塞
化
出
来
る
地
点
を
探
し
て

そ
こ
で
敵
を
待
ち

え
よ
う
か

 
あ
と
は
兵
力
の
半

を
外
に
出
し
て

そ
の

点
か
ら
離
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に

 
内
と
外
で
連

し
て
敵
の
接
近
に
備
え
る
事
に
し
よ
う

分
か
り
ま
し
た

次
の
ス
キ

ン
の
結
果
を
元
に

そ
の
事
を

に
入
れ
な
が
ら

 
全
員
で
そ
れ
に
相
応
し
い
地

を
探
す
事
に
し
ま
し

う

 
そ
の
言
葉
で

子
王
リ

チ

は
フ

イ
ヤ
の
事
を
少
し
見
直
し
た

 
同
時
に

と
に
か
く
突
撃
し
て
敵
を
倒
せ
と
言
わ
れ
な
か

た
事
に
安

し
て
い
た

 
ま
あ
さ
す
が
の
フ

イ
ヤ
も
そ
こ
ま
で
馬

で
は
な
い
の
で

そ
の
心
配
は
無
用
な
の
だ
が
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そ
れ
じ

あ
次
の
ス
キ

ン
ま
で
待
機
だ
ね

 
今
別
行
動
を
し
て
い
る
六
チ

ム
は
こ
こ
に
移
動
さ
せ
て
休
ん
で
も
ら

て

 
残
り
の
七
チ

ム
の
う
ち
三
チ

ム
を
セ

ト
と
し
て
二
交
代
で
外
の

に
あ
た

て
も

ら
お
う
か

 
も
ち
ろ
ん
僕
ら
の
チ

ム
は
こ
こ
で
待
機
ね

分
か
り
ま
し
た

そ
う
し
ま
す

 

子
王
リ

チ

は
そ
の
言
葉
に

て
チ

ム
分
け
を
し

番
に
外
へ
と
送
り
出
し
た

 
だ
が
そ
の

物
を
見
逃
す
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
面
々
で
は
な
か

た

 
彼
ら
は
シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
の
存
在
に
気
を
と
ら
れ
る
あ
ま
り
も
う
一
組
の
敵
の
存
在
を

忘
れ
て
い
た

 
⻑
敵
の
三
チ

ム
ほ
ど
が
移
動
を
開
始
し
ま
し
た
ど
う
や
ら

囲
の

に
あ
た
る

模
様そ

う
か

ど
う
だ

個
撃
破
は
出
来
そ
う
か

楽
勝
で
す
ね

あ
い
つ
ら
連

の
れ
の

も
あ
り

し
ま
せ
ん
よ
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よ
し

俺
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
は
狙
撃
ポ
イ
ン
ト
に
移
動
す
る

 
そ

ち
は
付
か
ず
離
れ
ず
の

置
を
キ

プ
し
な
が
ら

そ
の
時
に
備
え
て
く
れ

了
解

対
象
を
ア
ル
フ

ブ
ラ
ボ

チ

リ

と
設
定

情
報
共

に
入
り
ま
す

 
そ
し
て
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
チ

ム
は
行
動
を
開
始
し

前
衛
か
ら
の
情
報
か
ら

 
コ
ミ
ケ
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
は
と
あ
る
ビ
ル
の
五

に

取

た

配
置
に
つ
い
た

こ
ち
ら
か
ら
は
今

ブ
ラ
ボ

チ

ム
が

見
え
だ

 
あ
い
つ
ら
完
全
に
気
を
抜
い
て
や
が
る
な

そ
ち
ら
は
ど
う
か

そ
ち
ら
の
狙
撃
と
同
時
に
殲
滅
行
動
を
開
始
可
能

ク
リ
ン
が
殺
る
気
満
々
で
す

オ

ケ

だ

ヒ
ト
マ
ル
サ
ン
マ
ル
で
行
動
に
移
る

ヒ
ト
マ
ル
サ
ン
マ
ル

了
解

  
そ
し
て
時
間
に
な
り

コ
ミ
ケ
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
は

 
の
ん
び
り
と
立
ち
話
を
し
て
い
た
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を
ビ
ル
か
ら
狙
撃
し
た

命
中
を
確
認

敵
は
即
死
し
ま
し
た

こ
ち
ら
も
命
中

即
死
を
確
認

て

ク
リ
ン
の
奴
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二
人
が
そ
う
報
告
し
た
時
に
は

に
ク
リ
ン
は
残
る
四
人
の
所
へ
と
突
入
し
て
い
た

 
そ
の

は
ど
う
や
ら
コ
ミ
ケ
に
は

見
え
だ

た
よ
う
だ

 
そ
の
手
に
持
つ
銃
に
は
銃
剣
が
付
け
ら
れ
て
お
り
最
初
か
ら
接
近
戦
を
す
る
気
満
々
だ

た

の
が

え
た

ト
ミ

と
ケ
モ
ナ

は
ク
リ
ン
を
援
護

こ
ち
ら
は

援
の

無
を
確
認
し
て
お
く

了
解

 
お
ら
お
ら
お
ら
お
ら

 
さ
す
が
に
実

に
叫
ぶ
よ
う
な
事
は
し
な
か

た
が

ク
リ
ン
は
高
揚
し
た

態
で

 
心
の
中
で
そ
う
叫
び
な
が
ら
敵
目

け
て
突
入
し
た

 
ゲ

ム
の
中
と
は
い
え

初
め
て
の
人
相
手
の
実
戦
な
の
だ

 
格
闘

章
ま
で
と

た
ク
リ
ン
に
と

て
は

高
揚
し
な
い
は
ず
が
な
い

況
だ

た

 
実

に
こ
の
戦
闘
デ

タ
が
上
へ
と
提
出
さ
れ
た
ら
何
ら
か
の
ペ
ナ
ル
テ

を

え
ら
れ
る

だ
ろ
う
が

 
ク
リ
ン
は
そ
ん
な
事
は
気
に
し
な
か

た

こ
れ
は
自
分
の
力
を

す
絶
好
の
チ

ン
ス
な
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の
で
あ
る

 
タ
タ
ン

 
ク
リ
ン
は
ま
ず
の
ん
び
り
と
座

て
い
た
四
人
組
に
銃
を
撃
ち
か
け
一
番
手
前
に
い
た
一
人

を

る
と

 
相
手
が
ま
と
も
に
銃
を

え
ら
れ
て
い
な
い
事
を
確
認
し

 
そ
の
ま
ま
突

込
む
と

銃
剣
で
敵
の
体
を

し
に
し
た

何
だ

敵
襲

敵
襲

く
そ

こ
の

置
か
ら
じ

お
前
ら
俺
に

う
な

俺
ご
と
撃
て

撃
て

す

す
ま
ん

 
ク
リ
ン
に

さ
れ
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

決
死
の
覚
悟
で
そ
う
言
い

 
残
さ
れ
た
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

も
そ
の
意
気
に
応
え
て
味
方
ご
と

の

に
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
ク
リ
ン
は

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
盾
に
し
て

そ
の
二
人
に
突

込
む
と

 
そ
の
体
を
二
人
目
が
け
て
投
げ
つ
け
た
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う
わ

て

敵
は

ク
リ
ン

下
が
れ

 
突
然
そ
ん
な
声
が

こ
え

ク
リ
ン
が
後
方
に
飛
ん
だ

間

 
ト
ミ

と
ケ
モ
ナ

が
横
合
い
か
ら
銃

を
連
射
し

 
一
歩
後
ろ
に
下
が

た
ク
リ
ン
も
先
ほ
ど
投
げ
つ
け
た
プ
レ
イ
ヤ

越
し
に
銃

を
叩
き
こ
ん

だ 
そ
し
て
ま
た
た
く
間
に
三
人
の
死
体
が
出
来
上
が
り
そ
の
チ

ム
は
一

で
壊
滅
す
る
事
と

な

た
北
か
ら
ア
ル
フ

チ

ム
が
接
近
中

物
陰
に
身
を

し

 
合
図
が
あ
り
次
第
フ
ル
オ

ト
射
撃
を
実
行
せ
よ

 
そ
の
追
加
の
指

が

こ
え
て
直
ぐ
に

三
人
は
素

く
物
陰
に

れ
つ
つ

銃
の

を
リ

ロ

ド
し
た

 
直
後
に
五
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
し
死
体
の
山
を
見
て
ぎ

と
し
立
ち
止
ま

た

 
実
に

な
行
動
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
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そ
の

を
見
逃
さ
ず

コ
ミ
ケ
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
は
再
び
狙
撃
を
し

 
仕

め
る
事
は
出
来
な
か

た
も
の
の

二
人
に

を
負
わ
せ

 
五
人
の
意
識
を
ビ
ル
の
方
に
向
け
さ
せ
る
事
に
成
功
し
た

撃
て

 
そ
の
コ
ミ
ケ
の
通
信
を
合
図
と
し
三
人
は
意
識
が
反
れ
た
五
人
に
フ
ル
オ

ト
射
撃
を
叩
き

こ
み

 
そ
の
五
人
は
あ

け
な
く
死
体
と
化
し
た

こ
こ
ま
で
実
に

三
分
間
の
出
来
事
で
あ

た

遠
く
に
敵
の

援
を
確
認

最
初
に
チ

リ

次
に
三
チ

ム
が
連
続
で
来
る
ぞ

 

予
は
三
分

置
き
土
産
を
設
置
後

そ
の
ま
ま
北
へ
と
全
力
で
離
脱
せ
よ

 
こ
ち
ら
も
確
認
後
に
ビ
ル
を

て

そ
ち
ら
に
移
動
す
る

了
解

 
そ
し
て
目
的
を
達
し
た
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
面
々
は

正
確
に
三
分
後
に
そ
の
場
を
離
脱
し
た

 
後
に
は
十
一
人
分
の
死
体
が

り
重
な
る
よ
う
に
残
さ
れ
て
お
り
銃
声
を

い
て
駆
け
つ
け

た 
通
称
チ

リ

チ

ム
は

そ
の
光
景
を
見
て
戦

し
た
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お
い

こ
れ

て
ど
こ
が
や

た
ん
だ

シ

ナ
の
仕
業
じ

な
い
よ
な

て
事
は

東
に
い
た
も
う
一
チ

ム
か

ま
じ
か
よ

今
の
一

で
こ
れ
か
よ

 
そ
し
て
死
体
に
近
付
い
た
誰
か
の
足
に

何
か
引

か
か
る
感
触
が
あ

た

えお
い

や
べ

 
そ
し
て
死
体
に
仕

け
ら
れ
て
い
た
ブ

ビ

ト
ラ

プ
が
発
動
し

 
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
に
よ

て
チ

リ

と
名
付
け
ら
れ
た
チ

ム
は

 
そ
の
ま
ま
全
員

き
飛
ば
さ
れ
る
事
と
な
り

直
後
に
駆
け
つ
け
た
交
代
組
の
三
チ

ム
は

 

て
て
そ
の
場
か
ら
引
き
返
し

本

へ
と
合
流
す
る
事
に
し
た

チ

リ

の
殲
滅
と
敵
援
軍
の

退
を
確
認

こ
の
場
を
離
脱
す
る

  
そ
し
て
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は

を

し
フ

イ
ヤ
は
苦

を

み
潰
し
た
表
情
で
そ
の
報
告
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を
受
け
た

そ
う
で
す
か
三
チ

ム
も
の
戦
力
が

こ
れ
は
皆
さ
ん
本
気
で
か
か
ら
な
い
と
ま
ず
い
か

も
で
す
ね

え

今
ま
で
も
本
気
で

い

い
え

何
で
も
あ
り
ま
せ
ん

 
そ
う
で
す
ね

本
気
を
出
さ
な
い
と
で
す
ね

ま
あ
倒
さ
れ
た
三
チ

ム
は

所

四
天
王
の
中
で
も
最

て
奴
で
す
よ
ね

 
そ
う
言
わ
れ

一

然
と
し
た

子
王
リ

チ

は

直
ぐ
に

て
た
顔
で
言

た

は

は
い

そ
の
通
り
で
す

だ
よ
ね

う
ん

的
確
な
表
現
を
学
ん
で
お
い
て
良
か

た
よ

 
さ
て

は
出
た
が
時
間
は

げ
た

そ
ろ
そ
ろ
ス
キ

ン
の
時
間
だ

 
敵
の

置
を

し
て

今
度
は
こ
ち
ら
か
ら
攻
め
さ
せ
て
も
ら
う
と
し
よ
う
か

 
そ
の
直
後
に

二
回
目
の
ス
キ

ン
が
始
ま

た
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第
４
６
９
話
 
ス
ネ

ク

 
今
日
の
話
で

ス
ネ

ク
の

象
が
め
ち

め
ち

変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

 
ス
キ

ン
結
果
が
表

さ
れ
た

間

そ
の
場
は
大
混
乱
に
包
ま
れ
た

な

が
い
な
い
ぞ

セ
ク
シ

ド
も
だ

ど
こ
だ

 
何
故
な
ら
最
初
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は
予
想
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

置
に
表

さ
れ
た
の
だ

が 
今
ざ
わ
つ
い
て
い
る
よ
う
に

と
セ
ク
シ

ド
の

が
表

さ
れ
な
か

た
か
ら
だ

ど

ど
う
い
う
事
だ

メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
光
歪
曲
迷

マ
ン
ト
は

さ
れ
た
よ
な

ま
さ
か
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

て
チ

ム
が
や

た
の
か
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い
や
い
や

置
的
に
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
大
混
乱
の
中

フ

イ
ヤ
は
じ

と

組
み
を
し
て
考
え
込
ん
で
い
た
が

 
や
が
て
決
断
し
た
の
か

顔
を
上
げ
て
こ
う
言

た

こ
れ
以
上
考
え
て
い
て
も
始
ま
り
ま
せ
ん

 
こ
こ
は

囲
に

し
つ
つ

全
力
で
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
を
潰
し
ま
し

う

 
こ
う
し
て
方
針
が
決
定
さ
れ
一
同
は
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
が

伏
し
て
い
る
北
を
目
指
し
て
進
軍

を
始
め
た

 
一
方
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
も

こ
の
事
態
を
受
け

混
乱
し
て
い
た

お
い
お
い

大
将
は
や
ら
れ
ち
ま

た
の
か

そ
ん
な
気
配
は
微

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど

そ
う
で
す
よ

あ
の
大
将
に
限

て
あ
り
え
ま
せ
ん

て

で
も
こ
れ

ま
ず
く
な
い

 
じ

と
マ

プ
を
見
て
い
た
ク
リ
ン
が

突
然
そ
う
言

た

確
か
に
ま
ず
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
ブ
ラ

ク
キ

ト
も
そ
う
言
い

そ
の
二
人
の
言
葉
で
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れ
ば
せ
な
が
ら
コ
ミ
ケ
も
事
態
の
ま
ず
さ
に
気
が
付
い
た
よ
う
だ

確
か
に
ま
ず
い
な

今
明
確
に
表

さ
れ
て
る
敵
は

う
ち
だ
け
と
い
う
事
に
な
る

 
全
員
急
い
で
⻄
に
離
脱
だ

全
部
の
敵
が
こ

ち
に
殺
到
し
て
く
る
か
も
し
れ
ん

 
こ
こ
で
一
つ
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
に
は
誤
算
が
生
じ
て
い
た

 
フ

イ
ヤ
軍
団
は

だ
け
は
多
い
の
で

無
理
の
無
い

囲
で

に
進
軍
し
て
い
た

 
そ
の
一
番
⻄
よ
り
の
チ

ム
が

か
に
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の

を

え
る
事
に
成
功
し
た
の

だ

た

 
そ
し
て
そ
の
報
告
は

ま
た
た
く
間
に
全
員
に
共

さ
れ
た

⻄
に
向
か
う
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
を
発
見

よ
し

一

こ
こ
で
合
流
し

慎
重
に
追
い
詰
め
て
い
き
ま
し

う

後
方
へ
の
備
え
は
ど
う
し
ま
す

俺
達
に
行
か
せ
て
く
れ

 
そ
の
時
突
然
そ
う
叫
ぶ
者
が
い
た

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
シ
ノ
ハ
ラ
で
あ
る

う
ち
は
人

が
少
な
い
し

何
よ
り
こ
の

物
の
少
な
い
地

は
俺
達
に
最

だ

 
ひ
た
す
ら
物
陰
に

れ
な
が
ら
近
付
い
て
き
た
シ

ナ
に
マ
シ
ン
ガ
ン
を
ぶ

放
し
て
や
る
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す
ま
ん

頼
め
る
か

任
せ
て
く
れ

見
せ
場
は
も
ら
う

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
頼
む

で
も
報
告
だ
け
は

ら
な
い
よ
う
に
な

分
か

て
る

て

仕
事
は
果
た
す

 
こ
う
し
て

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
が

を

め
る
事
に
な

た

 
さ
て

上
手
く
ス
キ

ン
は
誤
魔
化
せ
た
よ
う
だ
な

ま
さ
か
こ
ん
な
手
が
あ

た
な
ん
て
な

前
回
俺
の
仲
間
が
実
証
し
て
く
れ
た
ん
だ
よ
そ
の
場
面
は
中
継
さ
れ
な
か

た
ら
し
い
か
ら

 
多
分
他
の
チ

ム
は
こ
の
事
は
知
ら
な
い
は
ず
だ

何
に
せ
よ

こ
れ
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
に
な
る
ね

だ
な

ほ
ら
レ
ン

こ
の
手
を
掴
め

あ
り
が
と
う

シ

ナ

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て

川
の
中
に
い
る
レ
ン
に
手
を

ば
し
た
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同
じ
く
川
の
中
に
い
た
ゼ
ク
シ

ド
は

平
気
な
顔
で
自
力
で
川
を
出
て
い
た

ふ
う

貴
重
な
体
験
だ

た
よ

全
然

れ
た
感
じ
も
し
な
い
し

 
ま
あ
さ
す
が
に
息
は
止
め
た
け
ど
ね

面
白
か

た
で
す
ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

そ
う
だ
ね

レ
ン
ち

ん

 
そ
し
て
二
人
が
無
事
に
川
か
ら
出
る
事
に
成
功
し
た
後

一
同
は
北
を
目
指
し
た
の
だ
が

 
そ
こ
に
フ

イ
ヤ
達
の

は
当
然
無
か

た

や

ぱ
り
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
方
に
向
か

た
み
た
い
だ
な

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

て
チ

ム

実
は
か
な
り
強
い
で
す
よ
ね

 
今
の
ス
キ

ン
で
三
チ

ム
も

て
ま
し
た
し
ね

ま
あ
あ
の
チ

ム
な
ら

別
に
驚
か
な
い
ぞ

シ

ナ

知
り
合
い
な
の
か
い

 
ゼ
ク
シ

ド
に
そ
う

ね
ら
れ

シ

ナ
は
こ
う
答
え
た

戦
争
の
時

お
前
が
俺
に

で
奇
襲
を
か
け
て
き
た
時
が
あ

た
だ
ろ

 
あ
の
時
に
乱
入
し
て
き
た
人
達
だ
よ

あ
と
一
の
砦
の
戦
い
の
時
に



 第４６９話 スネーク

 
門
に
ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

を
撃
ち
こ
ん
だ
り
も
し
て
た
な

あ
い
つ
ら
か

 
ゼ
ク
シ

ド
は

そ
の
説
明
で
ど
う
や
ら
コ
ミ
ケ
達
の
事
を
思
い
出
し
た
よ
う
だ

ま
あ
今
回
は

い
き
な
り
参
加
し
て
た
か
ら

会
話
を
す
る
機
会
も
無
か

た
し

 
多
分
敵

て
事
に
な
る
ん
だ
と
思
う

 
ま
あ
あ
の
チ

ム
に
は

力
最
後
ま
で
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
た
方
が
い
い

彼
ら
は
強
い
の
か
い

お
う

知
ら
な
い
プ
レ
イ
ヤ

が
二
人
い
た
が

恐
ろ
し
く
強
い
ぞ

理
由
は
察
し
て
く
れ

な
る
ほ
ど

プ
ロ
の
サ
バ
ゲ

マ

か

あ
る
い
は
本
職

て
所
か

ま
あ
ノ

コ
メ
ン
ト
だ
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
最
中
に

や
や
先
行
し
て
い
た
レ
ン
が

こ
う
声
を
上
げ
た

シ

ナ

敵
影
発
見

お

ど
こ
だ

あ
そ
こ
か
な

 
そ
う

置
を

さ
れ
た
シ

ナ
は

最
初
敵
が
ど
こ
に
い
る
か
分
か
ら
な
か

た
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ど
こ
だ

ほ
ら

銃
の
先
が
少
し
顔
を
出
し
て
る
で
し

本
当
だ

あ
ん
な
の
よ
く
見
つ
け
た
な

レ
ン

え

へ
ん

 
そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も

そ
ん
な
レ
ン
を
賞

し
た

レ
ン
ち

ん
は

目
が
い
い
ん
だ
ね

そ
う
い
え
ば
確
か
に
あ
の
速
さ
で
動
い
て
て
も
き
ち
ん
と
色
々
見
え
て
た
み
た
い
だ
し
ね

も
し
か
し
て
レ
ン
は

本
的
に
目
が
い
い
の
か

う

ん

動
い
て
る
物
を
見
る
の
は
得
意
だ
け
ど

力
自
体
は
普
通
か
も

そ
れ
じ

あ
観
察
力
に
優
れ
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
が

シ

ナ
に
こ
う
言

た

ど
う
や
ら
あ
れ
は

マ
シ
ン
ガ
ン
の
先

の
よ
う
だ
ね

マ
シ
ン
ガ
ン

あ
い
つ
ら
か

確
か

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
と
か
言

た
か

ど
う
す
る

他
に
見
張
り
の

は
見
え
な
い
し

こ
の
機
会
に
本

に
ダ
メ

ジ
を

え
て
お
き
た
い
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こ
こ
は
一

⻄
に
向
か
い

そ
こ
か
ら
北
上
だ
な

僕
も
そ
の
意
見
に

成
か
な

そ
れ
じ

あ
行
こ
う
か

 
そ
し
て
五
人
は
進
路
を
変
え

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
に
見
つ
か
ら
な
い
ル

ト
で
敵
本

へ
と
着
実
に
近
付
い
て
い

た

 
ど
う
や
ら
し
ば
ら
く

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
に
は

マ
シ
ン
ガ
ン
を
撃
つ
機
会
は
無
さ
そ
う
だ

 

⻑

や
ば
い
か
も

ど
う
や
ら
補
足
さ
れ
て
た
み
た
い

ど
う
し
た

何
か
見
つ
け
た
の
か

四
時
の
方
向
に
敵
影
多

こ
の
ま
ま
だ
と
マ

プ
の

に
追
い
詰
め
ら
れ
る

マ

プ
の

か

こ
の
ま
ま
行
く
と
森

地

か

 
ん

何
か

物
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
み
た
い
だ
が

何
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
そ
こ
に
立
て
こ
も
る

そ
う
だ
な

こ
の

況
だ
と
そ
れ
以
外
に
無
い
だ
ろ
う
な

幸
い
森

地

な
ら

ト
ラ

プ
も
仕

け
放
題
だ
し
ね

よ
し

と
り
あ
え
ず

急
避
難
だ

俺
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
で

点
を
確
保
す
る
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残
り
の
三
人
は
ト
ラ

プ
の
設
置
を
急
い
で
く
れ

  
そ
の
少
し
後

フ

イ
ヤ
軍
は

森

前
の
広
場
で

止
し
て
い
た

こ
こ
か
ら
森

地

か

や

か
い
だ
な

 

子
王
リ

チ

は

ゲ
リ
ラ
戦
が
苦
手
な

そ
う

い
た

 
今
ま
で
の
戦
闘
を
見
て
い
て
も

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
実
力
は
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ

 
当
然
ゲ
リ
ラ
戦
に
も
精
通
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
可
能
性
は
否
定
出
来
な
か

た

そ
う
い
え
ば
ス
ネ

ク
は

こ
う
い
う
地

が
得
意
な
ん
だ
よ
な

 
ん

ス
ネ

ク

い
な
い
の
か

 
気
が
付
く
と
い
つ
の
間
に
か
ス
ネ

ク
は

そ
の
場
か
ら

を
消
し
て
い
た

ま
あ
い
い
か

あ
い
つ
は
忍
ぶ
の
が
仕
事
み
た
い
な
も
ん
だ
し
な

 

子
王
リ

チ

は
そ
う

く
と

気
は
向
か
な
い
が

森

で
の
不
正

戦
に
備
え

 
突
撃
す
る
チ

ム
を
選
抜
す
る

に

味
方
を
集
め
て
あ
る
広
場
へ
と
向
か

た

  
ト
ラ

プ
を
仕

け
て
い
た
ク
リ
ン
は

い
き
な
り
背
後
に
人
の
気
配
を
感
じ
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銃
を
抜
き
つ
つ

て
て

り
向
い
た

 
そ
の
目
の
前
に
は
白
旗
を

げ
た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
立

て
お
り

 
ク
リ
ン
は
戸
惑
い
な
が
ら
も

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
捕

に
し

コ
ミ
ケ
に
通
信
を
入
れ
た

⻑

敵
を
一
人
捕

に
し
た
ん
だ
け
ど

ど
う
し
よ
う

捕

ど
ん
な

況
で
だ

そ
れ
が

こ
の
人
白
旗
を
上
げ
て

い
つ
の
間
に
か
私
の
後
ろ
に
立

て
た
の
よ

は

意
味
が
分
か
ら
ん

と
り
あ
え
ず
こ

ち
に
連
れ
て
き
て
く
れ

了
解

 
そ
し
て

分
後

コ
ミ
ケ
の
前
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
の
は

何
と
フ

イ
ヤ
軍
の
ス
ネ

ク

だ

た
あ
ん
た
は
見
た
事
が
あ
る
な

確
か
あ
れ
は
そ
う

前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
だ

た
か

 
決
勝
に
出
て
た
よ
な

そ
う

確
か
ス
ネ

ク
さ
ん
だ

け
か

 
ス
ネ

ク
は
そ
の
問
い
に

こ
く
り
と

い
た

そ
う
い
え
ば

無
言
キ

ラ
な
ん
だ

け
か

 
ま
あ
答
え
て
も
ら
え
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
時
間
が
無
い
の
で
簡

に

く
よ
何
で
白
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旗
を

 
そ
の
問
い
に
ス
ネ

ク
は

組
み
を
し
な
が
ら
こ
う
言

た

 
ち
な
み
に
ス
ネ

ク
が
公
式
に
言
葉
を
発
す
る
の
は
初
め
て
の
事
で
あ
る

お
う

ち

ん
と
仕
事
し
て
る
み
た
い
じ

ね
え
か

えだ

誰

そ
の

り
方

い
や
い
や

あ
り
え
な
い
で
し

う

 
コ
ミ
ケ
は

や

を
か
き
な
が
ら
そ
う

い
た

⻑

こ
の
人
の
事

知

て
る
ん
で
す
か

あ

あ
の

ス
ネ

ク
さ
ん
は

も
し
か
し
て

下
で
す
か

お
う

俺
だ

し
か
し

い
や

こ
こ
で
は
コ
ミ
ケ
か

 
名
前
が
そ
の
ま
ま
す
ぎ
て

思
わ
ず

き
出
し
ち
ま

た
ぞ
お
い

う
わ

や

ぱ
り

下

こ
ん
な
所
で
一
体
何
を
し
て
る
ん
で
す
か

ん

俺
は
こ
の
ゲ

ム
は
そ
れ
な
り
に
古
参
だ
ぞ

 
俺
の
趣
味
が
狩

と
ク
レ

射
撃
だ

て
知

て
る
だ
ろ
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あ

そ
う
い
え
ば

オ
リ
ン
ピ

ク
の
日
本
代
表
に
も
な

た
ん
で
し
た

け

 
コ
ミ
ケ
は
以
前
ス
ネ

ク
の
中
の
人
に

か
さ
れ
た
話
を
思
い
出
し
た

そ
う
か

銃
は
得
意
な
ん
で
し
た
よ
ね

 
で
も
ま
さ
か

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ

当
た
り
前
だ
ろ

俺
は
ス
ネ

ク
な
ん
だ
か
ら
な

い
や

意
味
は
分
か
り
ま
す
け
ど

そ
ん
な
ド
ヤ
顔
で
言
わ
れ
て
も

ま
あ
俺
は
こ
の
ゲ

ム
は
古
参
な
ん
で
な

多
分
お
前
よ
り
は

し
い
ぞ

よ
く
そ
ん
な
時
間
の
余

が
あ
り
ま
す
ね

何
か
あ

た
ら
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
も
ら
う
よ
う
に
言

て
あ
る
か
ら
な

 
後
は
や
る
気
だ
け
だ

そ
う
だ
ろ

は

ま
あ
そ
う
で
す
ね

戦
争
の
時
は
そ

ち
の
味
方
に
な
れ
な
く
て
悪
か

た
な
国
会
の
方
が
ど
う
し
て
も
忙
し
く

て
なう

わ

本
当
に

し
い
ん
で
や
ん
の

 
そ
の
国
会
と
い
う
言
葉
を

い
た
ク
リ
ン
が

た
口
調
で
コ
ミ
ケ
に

ね
て
き
た
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あ

あ
の

⻑

こ
の
方
は
も
し
か
し
て

お
う
俺
達
の
上

で
こ
の
お
仕
事
の
命
令
を
出
し
た
人

嘉
納
太
郎
防
衛
大
臣
通
称

下
だ

 
そ
の
言
葉
に
ク
リ
ン
は
完
全
に

ま

た

ま
あ
今
は
時
間
が
無
い

色
々
と
話
は
あ
る
が

こ
の

況
を
何
と
か
し
て
か
ら
だ

 
さ

さ
と
敵
に
備
え
ろ

俺
も
味
方
し
て
や
る
か
ら
な

い

い
い
ん
で
す
か

お
う

何
か

い
物
い
じ
め
し
て
る
み
た
い
で

あ
の
中
に
は
い
た
く
ね
え
ん
だ
よ

 
ま
あ
今
の
と
こ
ろ
お
前
ら
を

め
て
敵
の
方
が
圧
倒
的
に
強
い
ん
だ
け
ど
な
が
は
は
は
は

 
ス
ネ

ク
は
そ
う
豪

に
笑
う
と

中

離
狙
撃
銃
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
た

そ
れ

て
も
し
か
し
て

豊
和
Ｍ
１
５
０
０
で
す
か

お
う

ゲ

ム
の
中
で
く
ら
い

国
産
の
銃
を
使

て
や
り
た
い
じ

ね
え
か

下
ら
し
い
で
す
ね

 
そ
し
て
ス
ネ

ク
は

通
信
機
を
取
り
出
す
と

子
王
リ
チ

ド
と
通
信
を
始
め
た
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お

ス
ネ

ク
か

今
ど
こ
だ

悪
い

俺
は
今
回
は
敵
に
付
く
事
に
し
た

ま
た
戦
場
で
会
お
う

お
前

れ
た
の
か
よ

て
か
ど
う
い
う
事
だ

お
い

お
い

 
そ
こ
で
ス
ネ

ク
は
通
信
を
切
り

そ
の
ま
ま
通
信
機
を
破
壊
し
た

こ
れ
で
よ
し

と

そ
れ
じ

あ
お

ぱ
じ
め
ん
ぞ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ス
ネ

ク
は
ク
リ
ン
の
お
し
り
を
パ

ン
と
叩
き
そ
れ
で
ク
リ
ン
は
覚

し
た

きお
ら
お
ら

い
つ
ま
で
も

ま

て
る
ん
じ

ね
え

さ

さ
と
配
置
に
付
け

は

は
い
い

や
れ
や
れ

無
理
し
な
い
で
下
さ
い
よ

ま
だ
ま
だ
若
い
も
ん
に
は
負
け
ん

 
こ
う
し
て
戦
い
は

次
の
局
面
へ
と
移
行
し
た
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ち
な
み
に
本
物
の

下
は

本
当
に
銃
が
得
意
で
す
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第
４
７
０
話
 
逃
げ
る
ん
だ
よ

 
す
み
ま
せ
ん

急
用
が
入

た
の
で
少
し

め
で
す

 

も

い
の
で
帰

て
か
ら
少
し
直
し
ま
す
ね

し

あ
り
ま
せ
ん

そ
の
仕
事

俺
達
が
先

を
努
め
て
も
い
い
か

リ

チ

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
メ
メ
ン
ト
モ
リ

か
確
か
お
前
ら
は
室
内
戦
闘
が
得
意
な
ん
だ

た
か

ダ

ヴ

ド
俺
は
デ
ヴ

ド
だ

ピ
ト
フ

イ
と
同
じ
呼
び
方
を
す
る
ん
じ

ね
え

お
う

悪
い
悪
い

で
も
大
丈
夫
な
の
か

 
敵
は
確
か
に
地
図
に
表

さ
れ
て
る

物
に
こ
も

て
る
と
思
う
が

 
多
分
そ
こ
ま
で
の
間
に
は

罠
が
か
な
り
仕

け
ら
れ
て
い
る
と
思
う
ぞ

大
丈
夫
だ

そ
う
い
う
訓
練
も
し
て
き
た
か
ら
な

そ
う
か
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俺
達
も
行
く

 
そ
ん
な
二
人
に
も
う
一
人

声
を
か
け
て
き
た
者
が
い
た

の
リ

ダ

エ
ル
ビ
ン
で
あ
る

俺
達
は
重
装
備
だ
か
ら
な

多
少
攻
撃
を
く
ら

て
も
問
題
な
い

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
援
護
は
俺
達
が

役
だ
ろ
う

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
他
に

三
チ

ム

参
加
し
て
も
ら
う
と
す
る
か

 
現
在
フ

イ
ヤ
チ

ム
の
総

は
十
チ

ム
そ
の
半

が
今
回
の
戦
い
に
投
入
さ
れ
る
事
に

な
る

 
そ
の
時

子
王
リ

チ

の
通
信
機
に
通
信
が
入

た

ん

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
か
ら
か

い
や

こ
れ
は
ス
ネ

ク
か
ら
か

 
あ
い
つ
は
今
一
体
ど
こ
に
い
や
が
る
ん
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
通
信
に
出
た

子
王
リ

チ

は

 
ス
ネ

ク
の
離
反
を

か
さ
れ

然
と
し
た
が
直
ぐ
に
気
を
取
り
直
し
一
同
に
言

た

ス
ネ

ク
が
敵
に
つ
い
た

ま
じ
か
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あ
の
ス
ネ

ク
さ
ん
が

こ
れ
は
や
ば
い

の
か

ど
う
な
ん
だ
ろ
う

 
実

ス
ネ

ク
は

戦
闘
で
目
立
つ
よ
う
な
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
で
は
遊
ん
で
お
ら
ず

 
そ
の
実
力
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か

た

 
そ
の

こ
の
離
反
は
さ
ほ
ど
一
同
に
衝
撃
を

え
な
か

た
の
だ
が

 
彼
ら
が
そ
れ
を
間
違
い
だ
と
知
る
の
は

ま
も
な
く
の
事
で
あ
る

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
ダ
ヴ

ド

指

は
頼
む
わ

だ
か
ら
俺
は
デ
ヴ

ド
だ

て
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
デ
ヴ

ド
は

仲
間
達
を
ま
と
め

森
へ
と
入

て
い

た

 
そ
し
て
フ

イ
ヤ
達
も
罠
を

し
つ
つ
広
場
に
見
張
り
を

人
残
し
森
の
中
へ
と
入

る
事
に
し
た

 
こ
れ
は
シ

ナ
の
狙
撃
を

し
て
の
処
置
だ

た

 

⻑

罠
が
か
な
り
回
避
さ
れ
た

敵
の
中
に
そ
う
い
う
の
に

し
い
チ

ム
が
い
る
模
様
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そ
う
か

そ
れ
は
き
つ
い
な

 
罠
に
よ
る
爆
発
音
は
何
度
か
し
て
い
た
が

そ
の
回

が
か
な
り
少
な
か

た

 
コ
ミ
ケ
は
そ
の
可
能
性
を
事
前
に
予
想
し
て
お
り
平
然
と
し
た
口
調
で
ケ
モ
ナ

に
そ
う
答

え
たそ

れ
は
多
分

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
だ
な

あ
い
つ
ら
は
そ
う
い
う
の
が
得
意
な
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

し
か
も
あ
い
つ
ら
は

室
内
戦
闘
が
得
意
だ
か
ら
な

注
意
し
ろ
よ

情
報
助
か
り
ま
す

 
ス
ネ

ク
は
そ
の
言
葉
に

い
た
後

笑
い
な
が
ら
こ
う
言

た

も

と
も
シ

ナ

じ

な
い
が
な
あ
い
つ
は
そ
も
そ
も
罠
が
あ
る
の
が
分
か
る

て
話
だ

し
な分

か
る

て

う
へ

大
将
は
や

ぱ
り
化
け
物
だ
な

 
ス
ネ

ク
は
そ
の
言
葉
に
同
意
し
た

だ
な

あ
い
つ
に
は

ま

た
く
勝
て
る
気
が
し
ね
え
よ

俺
達
が
一

で
も
で
す
か
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お
う

一

で
も
だ

ち
な
み
に
実
は

 
あ
い
つ
に
国

栄

賞
を

え
よ
う

て
話
も
あ

た
ん
だ
け
ど
な

 
さ
す
が
に
名
前
と
そ
の
功

を
公
開
す
る
の
は
ま
ず
い

て
事
で
取
り
や
め
に
な

た
事
が

あ

た
な

 
そ
の
想
像
も
し
な
か

た
言
葉
に

コ
ミ
ケ
は
と
て
も
驚
い
た

ま
じ
で
す
か

大
将
は
一
体
何
を
や

た
ん
で
す

秘
密
だ

だ
が
大
勢
の
人
間
の
命
を
救

た
の
は
確
か
だ

人
助
け
で
す
か

そ
し
て
今
後
も
別
方
面
で
多
く
の
人
の
命
を
救
う
だ
ろ
う
な

別
方
面

ま
あ

索
は
無
し
だ

と
に
か
く
面
白
い
奴
だ
よ

会

た
事
は
な
い
が
な

そ
れ
な
ら
呼
び
出
し
て
会
え
ば
い
い
じ

な
い
で
す
か

ん

そ
う
か

そ
れ
は
考
え
た
事
が
無
か

た
な

ふ
む

 
真
面
目
な
顔
で
考
え
込
ん
だ
ス
ネ

ク
に

コ
ミ
ケ
は

て
て
言

た

今
の

冗
談
だ

た
ん
で
す
け
ど
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い
や
い
や

確
か
に
あ
い
つ
に
は

会
う
だ
け
の
価

は
あ
る
気
も
す
る
な

 
何
か
口
実
を
作

て
呼
び
出
す
事
に
す
る
よ

う
へ

大
将
は
何
者
だ
よ

 
そ
の
言
葉
を
通
信
で

い
て
い
た
の
だ
ろ
う

ケ
モ
ナ

が
嬉
し
そ
う
に
言

た

ま
あ
い
い
じ

な
い
で
す
か

⻑
俺
達
が
大
将
に
味
方
し
た
の
は
間
違

て
な
か

た

て

事
でだ

な

よ
し

大
将
の

に
も

出
来
る
だ
け
多
く
の
敵
を
道
連
れ
に
し
て
や
る
か

で
す
ね

や

て
や
り
ま
し

う

 
そ
の
言
葉
に

ク
リ
ン
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
も
乗

た

そ
う
で
す
ね

彼
と
の
合
コ
ン
の

に
も
こ
こ
で

を

て
お
か
な
い
と

お
い
ブ
ラ

ク
キ

ト

お
前
笑
顔
で
黒
い
事
を
言
う
な
よ

ん

そ

ち
の
嬢
ち

ん
は

シ

ナ
と
合
コ
ン
を
す
る
の
か

は
い

実
は
私

彼
と
は
別
口
の
仕
事
で
知
り
合
い
に
な

た
も
の
で

そ
い
つ
は
ラ

キ

だ

た
な

ま
あ
楽
し
ん
で
こ
い
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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私
も
参
加
す
る
ん
で
す

ブ
ラ

ク
キ

ト

合
コ
ン
の

に
頑
張
ろ
う
ね

お
前
ら

一
応
今
は
仕
事
中
だ

て
事
を
忘
れ
る
ん
じ

な
い
ぞ

 
コ
ミ
ケ
は

れ
た
顔
で
そ
う
言
い

め
て
敵
が
向
か

て
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
方

を
見
つ

め
た

 
さ
て

こ

ち
も
そ
ろ
そ
ろ
動
く
か

今
回
は
狙
撃
の
機
会
が
多
い
ね

シ

ナ

そ
う
だ
な

正
直
最
近
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
も
剣
を

る

て
ば
か
り
だ

た
か
ら
な

 
ま
あ
た
ま
に
は
い
い
ん
じ

な
い
か

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
僕
達
は

て
る
敵
を

出
来
る
だ
け
倒
し
て
く
る
と
す
る
よ

お
う

頼
ん
だ

ゼ
ク
シ

ド

ま
あ
期
待
し
て
待

て
て
く
れ
よ

 
そ
う
言

て
ゼ
ク
シ

ド
は

シ

ナ
か
ら

り
た
ピ
ン
ク
の
布
を
か
ぶ
り

 
レ
ン
と
共
に
ほ
ふ
く
前
進
を
開
始
し

敵
の
い
る
方
へ
と
進
ん
で
い

た

 
今
回
は
珍
し
く

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
シ

ナ
の
ガ

ド
を
努
め
て
い
た
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こ
れ
は
予
備
の
ピ
ン
ク
の
布
が
一

し
か
無
か

た

で
あ
り

 
実
力
的
に
レ
ン
と
一

に
行
動
す
る
の
は
ゼ
ク
シ

ド
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
に
な

た

で
あ

た

そ
れ
じ

あ
始
め
る
か

 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と
や
や

り
上
が

た
小
さ
な

に

そ
べ
り
狙
撃
体
制
を
と

た

 
そ
し
て
そ
の
シ

ナ
を

む
よ
う
に

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も
逆
向
き
に
伏
せ
た

何
だ

シ

ナ
さ
ん
を
敵
の
攻
撃
か
ら
守
り
つ
つ

 
敵
に
簡

に
発
見
さ
れ
な
い
よ
う
に
体
制
を

く
し
て

囲
を
監

し
て
る
の
よ

ま
あ
確
か
に

的
で
は
あ
る
が

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

に

え
る
二
人
の

を
見
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
目
に

二
人
の
太
も
も
が
飛
び
込
ん
で
き
た

 
シ

ナ
は

て
て
目
を
背
け
つ
つ

ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

二
人
が
ミ
ニ
ス
カ

ト
じ

な
く
ホ

ト
パ
ン
ツ
で
ま
だ
良
か

た

 
シ

ナ
は
そ
う
思
い
な
が
ら
気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に
狙
撃
体
制
に

た
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や
は
り
森
の
中
か

ど
う

狙
え
そ
う

 
い
つ
の
間
に
か
二
人
が

き
込
ん
で
き
て
お
り

シ

ナ
に
そ
う

ね
て
き
た

問
題
な
い

こ
れ
だ
け
木
の

間
が
開
い
て
い
れ
ば
大
丈
夫
だ

間

 
ハ
ル
カ
が

を

き
込
み
な
が
ら

首
を

げ
た

お
う

間
だ
な

見
え
な
い
ん
だ
け
ど

ま
あ
見
て
ろ

て

う
ん

 
そ
し
て
シ

ナ
は

何
の
気
負
い
も
無
く
あ

さ
り
と
引
き
金
を
引
い
た

命
中
だ

よ
し

次
だ
な

 
シ

ナ
は
二
人
の
反
応
は
ま

た
く
気
に
せ
ず

々
と
引
き
金
を
引
き
続
け
た
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フ

イ
ヤ
軍
は
今

混
乱
の

み
に
あ

た

ど

ど
こ
か
ら
撃

て
き
て
る
ん
だ
よ

こ
こ
は
森
の
中
だ
ぞ

何
で
当
た
る
ん
だ
よ

こ
ん
な
の
ど
う
す
れ
ば

逃
げ
ろ

逃
げ
る
ん
だ

ど
こ
へ
だ
よ

と
に
か
く

の
当
た
ら
な
い
所
だ

 
フ

イ
ヤ
は
そ
の

況
の
中
そ
れ
で
も
何
と
か
場
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
苦
心
し
て
い
た
が

 
実
力
の
無
い
リ

ダ

の
言
う
事
に

う
者
は
い
な
い

 
度
重
な
る
攻
撃
を
受
け

多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

は

も
う
ほ
と
ほ
と

気
が
さ
し
て
い
た
の

だ

た
ち

ち

と
君
達

落
ち
着
い
て

フ

イ
ヤ
さ
ん

こ
う
な

た
ら
も
う

目
だ

も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ま
だ
戦
力
的
に
は
こ

ち
の
方
が
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ま
あ
確
か
に
な

で
も
も
う
こ
い
つ
ら

こ

ち
の
言
う
事
な
ん
か

き
や
し
ね
え
よ

 
ほ
ら

ど
ん
ど
ん
逃
げ
て
く
だ
ろ

く

な
何
で
こ
ん
な
に
上
手
く
い
か
な
い
ん
だ
せ
め
て
こ
こ
に
う
ち
の
社
員
が
い

れ
ばそ

れ
が
何
の
役
に
た
つ
ん
だ
よ

そ
も
そ
も
あ
ん
た

銃
で
の
戦
い
の
事
を

少
し
は
学
ん

だ
の
か

そ
ん
な
の

の
力
で

ん
で
押
せ
ば
い
い
だ
け
だ
ろ
う

自
明
の
理
じ

な
い
か

 
こ
の
言
葉
に
は
さ
す
が
の
リ

チ

も
イ
ラ

と
し
た
ら
し
い

だ
か
ら
あ
ん
た
は

目
な
ん
だ
よ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
な
め
ん
な
よ

 
そ
し
て
リ

チ

は

フ

イ
ヤ
の
手
を
引
き
な
が
ら

東
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た

な

何
を
す
る
ん
だ

も
う
う
ち
の
チ

ム
の
残
り
三
人
は
や
ら
れ
ち
ま

た

残

て
る
の
は
俺
だ
け
だ

 
仕
方
な
い
か
ら
俺
く
ら
い
は
最
後
ま
で
残

て
や
る
か
ら

 
こ
の
混
乱
を
生
か
し
て
今
の
う
ち
こ
こ
か
ら
逃
げ
る
ん
だ
よ

そ

そ
ん
な

僕
は

僕
は
ま
だ
負
け
て
な
い
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そ
う
だ
よ

だ
か
ら
逃
げ
る
ん
だ
よ

ま
だ
負
け
て
な
い
う
ち
に
な

 
今
の
シ

ナ
の
攻
撃
で

に
十
人
近
く
が
や
ら
れ
て
い
た

 
そ
し
て
逃
げ
だ
そ
う
と
し
た
者
達
の
う
ち

二
チ

ム

が

 
待
ち
伏
せ
を
し
て
い
た
ゼ
ク
シ

ド
と
レ
ン
に
倒
さ
れ
て
い
た

今
だ

あ
い
つ
ら
を

に
し
て
俺
達
も
逃
げ
る
ぞ

あ

あ
あ

 
こ
う
し
て
居
残
り
を
し
て
い
た
五
チ

ム
は

 
今
近
く
に
い
な
い

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
を
合
わ
せ
る
と
残
り
三
チ

ム
七
名
と
な
り
実
質
壊
滅
し
た

 
フ

イ
ヤ
は

子
王
リ

チ

と
共
に
い
ず
こ
か
へ
消
え
て
い

た
が

ま
だ
生
き
て
い
る

 
戦
い
は
激
動
し

更
な
る
局
面
を
迎
え
る
事
と
な
る
の
だ

た
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第
４
７
１
話
 
レ
ン
の
咆
哮

 

月

日
は
Ｍ
８
２
の
日

で
も
活
躍
し
た
の
は

日
で
し
た
ね

シ

ナ
さ
ん
フ

イ
ヤ
と
思
し
き
人
物
が

子
王
リ

チ

と
二
人
で
離
脱
し
て
い
き
ま

す
レ
ン
と
ゼ
ク
シ

ド
は

今
別
口
の
敵
と
交
戦
中
ど
う
や
ら
そ

ち
を
自
分
が
逃
げ
る

の

に
し
た
ん
じ

な
い
か

し
ら

 
当
然
フ

イ
ヤ
に
そ
ん
な
芸
当
は
出
来
な
い
の
だ
が

さ
す
が
は

子
王
リ

チ

で
あ
る

 
源
平
合
戦
に
引
き
続
き

ま
た
も
仲
間
を
上
手
く
使

て
逃
げ
出
す
事
に
成
功
し
た
よ
う
だ

 
だ
が
こ
れ
も
ま
た

必
ず
生
き
残
る
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
に
必
要
な
技
術
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
更
に
付
け
加
え
る
な
ら

子
王
リ

チ

は
ヴ

カ

ス
重
機
関
銃
の
せ
い
で
と
て
も

足
が

い
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そ
の

無
し
で
は
絶
対
に
逃
げ
切
れ
な
い
と
い
う
の
が
真
実
だ

ま
あ
と
り
あ
え
ず

こ
れ
で

以
上
に
は
な

た
か

 
出
来
れ
ば
こ
こ
で
仕

め
た
か

た
が
仕
方
な
い

と
り
あ
え
ず
レ
ン
達
と
合
流
だ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
立
ち
上
が

た
シ

ナ
を

二
人
が
手
を
上
げ
て
待
ち

え
て
い
た

 
シ

ナ
は
一

し
た
が

い
な
が
ら
も
二
人
の
手
に
ハ
イ
タ

チ
を
し
た

イ

イ

イ

イ

イ

 
そ
し
て
シ

ナ
は
恥
ず
か
し
そ
う
な
表
情
で

二
人
に
言

た

お
ら

さ

さ
と
行
く
ぞ
二
人
と
も

 
レ
ン
ち

ん

シ

ナ
の
狙
撃
が
始
ま

た

そ
ろ
そ
ろ
敵
が
追
い
立
て
ら
れ
て
く
る

だ

 
油
断
せ
ず
き

ち
り
仕

め
て
い
こ
う

う
ん

 
二
人
は
腹
ば
い
の
ま
ま

敵
の
出
現
を
待
ち
続
け
た

 
最
初
こ
そ

飛
び
出
し
て
く
る
者
は
い
な
か

た
が
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や
が
て
一
定
時
間
を

て

を
切
る
よ
う
に
敵
が
ど
ん
ど
ん
森
の
中
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た

来
た

撃
て

了
解

ち

ん

お
願
い
ね

 
そ
し
て
二
人
は
一
方
的
に
敵
に
激
し
い
銃
撃
を

び
せ
た

 
二
人
の

は

落
ち
着
い
て
じ

と
観
察
す
る
と

 
ど
こ
に
い
る
か
ハ

キ
リ
認
識
出
来
る

度
の
カ
モ
フ
ラ

ジ

し
か
さ
れ
て
い
な
い
の
だ

が 
今
回
は
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
い
る
者
が
ま

た
く
い
な
か

た

 
敵
か
ら
す
れ
ば

敵
の

は
見
え
な
い
の
に
銃

は
大

に
飛
ん
で
く
る
と
い
う

 
一
種
ホ
ラ

な

態
に
な

て
お
り

そ
れ
が
混
乱
に

を
か
け
る
結
果
と
な

て
い
た

ま

た
く
反
撃
が
来
な
い
ね

レ
ン
ち

ん

う
ん

一
応
す
ぐ
に
森
の
中
に
駆
け
込
め
る
よ
う
に

備
え
て
お
い
た
の
に
ね

お

レ
ン
ち

ん

か
ら
出
て
き
た
あ
の
モ
ヒ
カ
ン
野
郎
と
そ
の
後
ろ
の
二
人
は
必
ず
仕

め
て

 
あ
い
つ
ら
は
フ

イ
ヤ
パ

テ

の
メ
ン
バ

だ
か
ら
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え

あ

了
解

 
そ
し
て
首
尾
よ
く
そ
の
三
人
組
を
倒
し
た

に
は

逃
げ
出
し
て
く
る
敵
の

は

絶
え

 
そ
こ
に
は
死
体
の
山
が

か
れ
て
い
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

よ
く
フ

イ
ヤ
チ

ム
の
人
の
顔
を
覚
え
て
た
ね

 
レ
ン
は
そ
う
言

て

素
直
に
ゼ
ク
シ

ド
を
賞

し
た

ま
あ
レ
ン
ち

ん
も

そ
う
い
う
の
は

力
覚
え
て
お
い
た
方
が
い
い
ね

 
敵
が
二
人
い
る
時
に

ど

ち
を
倒
す
か
迷
わ
な
い
よ
う
に
ね

う
ん

頑
張
る

 
即
座
に
そ
う
答
え
た
レ
ン
を
見
て

ゼ
ク
シ

ド
は
目
を

め
な
が
ら
微
笑
ん
だ

は
は

レ
ン
ち

ん
は
本
当
に
素
直
で
い
い
子
だ
よ
ね

 
そ
れ
が
多
分

レ
ン
ち

ん
の
強
さ
を

え
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
よ

 
で
も
正
直
に
告
白
す
る
と

今
の
僕
の
判
断
は
少
し
ミ
ス

た
か
も
し
れ
な
い

ど
う
い
う
事

心
の

敵
の
ボ
ス
を
逃
が
し
ち

た
か
ら
さ

気
付
く
の
が

れ
た
か
ら

 
仕
方
な
い
と
い
え
ば
仕
方
な
い
ん
だ
け
ど
さ

き
の
三
人
か
な
り

か
ら
出
て
き
た
だ
ろ
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う
う
ん

そ
の
少
し
後
に

か
ら
も
敵
が
二
人
出
て
き
て
た
ん
だ

 
で
三
人
を
倒
し
た
後
も
う
か
な
り
遠
く
に
離
れ
て
い
た
そ
の
二
人
組
を
チ

ク
し
た
ん

だ
け
ど

 
そ
れ
が
フ

イ
ヤ
と

子
王
リ

チ

だ

た
ん
だ
よ
ね

あ
あ

そ
う
い
う

だ
か
ら
ま
あ

判
断
が

す
ぎ
る
の
も
良
し
悪
し

て
事
か
な

 
で
も
ま
あ

い
よ
り
は
絶
対
に
い
い

そ
の
事
だ
け
は
覚
え
て
お
く
と
い
い
よ

分
か

た

に

じ
る
よ

 
そ
う
ゼ
ク
シ

ド
に
教
え
を
受
け
た

後
ろ
か
ら
シ

ナ
達
が
合
流
し
て
き
た

よ

大
し
た
戦
果
だ
な

二
人
と
も

敵
を
狙
撃
し
ま
く

て
い
た

に
よ
く
言
う
よ

 
こ

ち
が
戦
果
を
あ
げ
ら
れ
た
の
は

君
が
相
手
を
大
混
乱
さ
せ
て
く
れ
た
か
ら
だ
よ

 
で
も
ご
め
ん

フ

イ
ヤ
と

子
王
リ

チ

に
は
逃
げ
ら
れ
た
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い
や
い
や
上
出
来
だ
ろ

さ
す
が
だ
な
ゼ
ク
シ

ド

そ
れ
に
レ
ン
も
よ
く
や

た
ぞ

え
へ
へ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

い
つ
も
の
通
り
に
レ
ン
の

を
な
で
た

 
そ
れ
を
見
て
い
た
ゼ
ク
シ

ド
は
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の
方
を
見
な
が
ら
手
を
所
在
な
さ
げ
に

上
げ
た

 
だ
が
ユ

コ
も
ハ
ル
カ
も
ゼ
ク
シ

ド
に

を
な
で
ら
れ
て
も
別
に
嬉
し
く
な
い

 
レ
ン
を
褒
め
つ
つ

決
し
て
ゼ
ク
シ

ド
の
手
の

く

囲
に
入
ろ
う
と
は
し
な
か

た

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
が

め
た
顔
で
手
を
下
げ
た

 
そ
ん
な
彼
を
観
察
し
て
い
た
シ

ナ
が

ゼ
ク
シ

ド
に
こ
う
言

た

よ
し

ゼ
ク
シ

ド

ど
の

度
敵
を
倒
せ
た
か

調
べ
て
み
よ
う

あ
あ

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
う
ち
の
チ

ム
が
こ

ち
を
調
査
す
る
か
ら

 
シ

ナ
と
レ
ン
ち

ん
は
森
の
中
を
頼
む
よ

了
解
だ

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ

レ
ン

う
ん

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
森
に
入

て
い
き

ゼ
ク
シ

ド
達
は

そ
の
場
で
チ

ク
を
始
め
た
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い
わ
ゆ
る
首
実

と
い
う
や
つ
で
あ
る

 
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ

ち
の
三
人

や

ぱ
り
フ

イ
ヤ
チ

ム
の
メ
ン
バ

で
し
た

奥
の
三
人
は

三
チ

ム
の
人
が
一
人
ず
つ
か
な

こ
こ
に
三
人
だ
か
ら

そ
う
す
る
と
森
の
外
で
倒
し
た
の
は
九
人

度
か

 
逃
げ
た
の
が
二
人

あ
と
は
中
が
ど
う
な

て
い
る
か
だ
が

 
そ
の
時

森
の
中
か
ら
レ
ン
が

を
現
し

こ
ち
ら
に
走

て
き
た

ゼ
ク
シ

ド
さ

ん

調
べ
終
わ

た
よ

レ
ン
ち

ん

中
に
は
ど
の
く
ら
い
死
体
が
あ

た
ん
だ
い

全
部
で
十
人

シ

ナ
が
教
え
て
く
れ
た
所
属
チ

ム
は

え

と
ね

な
る
ほ
ど

そ
う
す
る
と

残
り
は

 
そ
の
時
ゼ
ク
シ

ド
は

レ
ン
の
後
方

顔
の
横
の
森
の
中
で

何
か
が
光
る
の
を
見
た

 
そ
の

間
に
ゼ
ク
シ

ド
は

無
意
識
に
レ
ン
を

て
一
歩
前
に
出
た

 
直
後
に
銃
声
と
共
に

ゼ
ク
シ

ド
は

を
撃
ち
ぬ
か
れ
た

え
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ま

ま
だ
生
き
残
り
が
い
た
の

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ユ

コ

け
ん
制

レ
ン
ち

ん

気
を
付
け
て

 
そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
向
け

フ
ル
オ

ト
射
撃
を
放

た

 
レ
ン
は
そ
ん
な
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の
声
を

凄
く
遠
く
感
じ
て
い
た

 

の
中
が
真

白
に
な
り

況
が
い
ま
い
ち
理
解
出
来
な
い

 
何
発
か
の
敵
の
銃

が
レ
ン
の
体
を
か
す
め
て
い
た
が
レ
ン
は
ま

た
く
動
く
事
が
出
来

な
か

た

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

最
後
の
力
を

り
絞

て

り
返
り

レ
ン
に
言

た

レ
ン
ち

ん

五
チ

ム
が
多
分
奥
の

物
に
侵
攻
中

可
能
な
ら
倒
し
た
方
が
い
い

 
あ
と
俺
は
こ
こ
ま
で
だ
け
ど
お
前
は
絶
対
に
レ
ン
ち

ん
を
勝
た
せ
ろ
と
シ

ナ
に
伝

え
てゼ

ク
シ

ド
さ
ん

 
そ
の
言
葉
で
再

動
し
た
レ
ン
は

き
そ
う
な
顔
で
ゼ
ク
シ

ド
の
名
前
を
呼
ん
だ
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そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
ゼ
ク
シ

ド
は

の
ろ
の
ろ
と
手
を
上
げ

レ
ン
の

を
な
で
た

頑
張
れ

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
再
び

り
返
る
と

王
立
ち
し
た
ま
ま
死

し
た

 
そ
の

間
に

今
ま
さ
に
レ
ン
目

け
て
飛
ん
で
き
て
い
た
敵
の
銃

は

 
全
て
ゼ
ク
シ

ド
の
死
体
に
よ

て
防
が
れ
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
お
け
る
こ
う
い

た
大
会
で
は
死
体
は
絶
対
無
敵
の
障
害
物
と
し
て
扱
わ
れ
る

だ
う

う
お

う
お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
レ
ン
が
雄
た
け
び
を
上
げ

敵
も
ユ

コ
も
ハ
ル
カ
も
思
わ
ず
そ
の
手
を
止
め
た

 
そ
の

間
に
ピ
ン
ク
の

が
飛
び
出
し

行
し
な
が
ら
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

目

け
て
飛
び

か
か

た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

て
て
レ
ン
を
狙
お
う
と
し
た
が

 
そ
の
速
さ
の
せ
い
で

レ
ン
に
狙
い
を
付
け
る
事
す
ら
出
来
な
か

た

よ
く
も

う

う
わ
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一

で
か
な
り
の

離
を
詰
め
ら
れ
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

 
目
の
前
に
来
た
レ
ン
に
向
け

て
て
銃
口
を
向
け
た

 
だ
が

に
レ
ン
の

は
そ
こ
に
は
無
く
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
直
後
に
太
も
も
に
衝
撃
を
感

じ 
そ
の
ま
ま
立

て
い
ら
れ
ず
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

な
 

て
て
自
分
の
太
も
も
を
見
る
と
太
も
も
の
内
側
が
大
き
く

り

か
れ
て
い
る
の
が
見
え

た 
そ
こ
に
は
大
動
脈
が
走

て
お
り
そ
の

出
血
ダ
メ

ジ
も
か
な
り
の
速
度
で
受
け
て
い

る
よ
う
だ

 
そ
し
て
次
の

間

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の

に
銃
口
が
突
き
つ
け
ら
れ
た

ぐ

何
だ
よ
そ
れ

速
す
ぎ
だ
ろ

私
は
レ
ン

あ
な
た
の
名
は

ク

ク
ラ
レ
ン
ス

そ
う
そ
れ
が
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の

の
名
前
な
の
ね
そ
れ
じ

あ
さ
よ
う
な
ら
ク
ラ
レ
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ン
ス
さ
ん

く

く
そ

俺
に
も
せ
め
て

信
頼
出
来
る
相
棒
が
い
れ
ば

 
そ
し
て
レ
ン
は
引
き
金
を
引
き

ク
ラ
レ
ン
ス
は
ど

と
そ
の
場
に
倒
れ
た

  
ク
ラ
レ
ン
ス
は

当
然
報

目
当
て
で

今
回
の
戦
い
に
参
加
し
て
い
た

 
チ

ム
メ
ン
バ

は
ク
ラ
レ
ン
ス
が
所
属
し
て
い
た
ス
コ

ド
ロ
ン
の
メ
ン
バ

で
あ

た

が 
実
は
信
頼
関
係
は
ま

た
く
無
い

ク
ラ
レ
ン
ス
が
メ
ン
バ

達
の

み
を

り

 
好
き
勝
手
に

舞

て
い
る
と
い
う
の
が
現

だ

た

 
そ
し
て
シ

ナ
の
狙
撃
が
始
ま

た
時

そ
の
影

が
も
ろ
に
出
た

 
彼
女
の
チ

ム
メ
イ
ト
達
は

彼
女
の
事
な
ど
一

だ
に
せ
ず

 
好
き
勝
手
に
逃
げ
出
そ
う
と
し
て

あ
る
者
は
森
の
中
で
シ

ナ
に
狙
撃
さ
れ

 
ま
た
あ
る
者
は

レ
ン
と
ゼ
ク
シ

ド
に

の

に
さ
れ

 
ク
ラ
レ
ン
ス
は

あ

と
い
う
間
に
一
人
に
な

て
い
た
の
だ

た

く

そ

役
立
た
ず
ど
も
め

し
か
し
こ
れ
は
や
ば
い

内
も
外
も
地
獄
み
た
い
だ
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そ
し
て
ク
ラ
レ
ン
ス
が
選
ん
だ
の
は

と
に
か
く

れ
て
じ

と
し
て
い
る
事
だ

た

 
幸
い
一
人
く
ら
い
な
ら
身
を

せ
る
岩
陰
を
見
つ
け
た
ク
ラ
レ
ン
ス
は

 
銃
声
が

こ
え
な
く
な
る
ま
で

ひ
た
す
ら
そ
こ
で
我
慢
し
て
い
た

 
そ
し
て
少
し
後
に

銃
声
が
パ

タ
リ
や
ん
だ

お
 
そ
し
て
ク
ラ
レ
ン
ス
は
動
き
出
そ
う
と
し
た
の
だ
が

 
遠
め
に
ピ
ン
ク
色
の
服
が
見
え

そ
の
隣
に
シ

ナ
の

を
見
つ
け
た

シ

シ

ナ
さ
ん
と
ピ
ン
ク
の
悪
魔

や
ば
い

や
ば
い

 
そ
し
て
ク
ラ
レ
ン
ス
は

息
す
ら
し
な
い
よ
う
に

 
口
を
塞
ぎ
な
が
ら
反
対
方
向
へ
と
ほ
ふ
く
前
進
し
て
い

た

 
片
方
の
手
は
口
に

え
ら
れ
て
い
た

片
手
で
前
進
す
る
事
と
な
り

 
そ
の
歩
み
は
ひ
ど
く
の
ろ
の
ろ
し
た
も
の
と
な

て
し
ま

た
が

 
と
に
も
か
く
に
も

ク
ラ
レ
ン
ス
は
死
地
か
ら
脱
出
す
る
事
に
成
功
し
た

 
あ
と
は
森
か
ら
出
て

ひ
た
す
ら
走
る
だ
け
で
あ
る

 
そ
し
て
ク
ラ
レ
ン
ス
は

外
で
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
ゼ
ク
シ

ド
達
の

を
見
つ
け
た
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く

前
門
の
ゼ
ク
シ

ド

後
門
の
シ

ナ
さ
ん
か

ど
う
し
よ
う

 
こ
の
ま
ま

れ
て
い
れ
ば
い
ず
れ
逃
げ
ら
れ
る
と
思
う
け
ど
今
の
俺
は
一
人
だ
し
な

 
前
金
は
も
ら

た
し

も
う
報

の
残
り
は

め
て

手
に
死
ん
で
や
ろ
う
か
な

 
は

俺
に
も
信
頼
出
来
る
仲
間
が
い
れ
ば
こ
ん
な

況
で
も
何
と
か
な
る
と
思
う
ん
だ
け

ど
な

 
ク
ラ
レ
ン
ス
は
そ
う
考
え
な
が
ら

じ

と
そ
の
場
で

え
て
い
た

 
そ
の
時
森
の
中
か
ら
レ
ン
が
現
れ

ク
ラ
レ
ン
ス
は
そ
れ
を
天

の
よ
う
に
感
じ
た

こ
こ
で

り
出
し
中
の
あ
い
つ
を
倒
せ
れ
ば
ま
あ
ス
コ

ド
ロ
ン
の
奴
ら
に
対
し
て
も
面
子

は
立
つ

 
よ
し

や
る
か

無
防
備
に
こ

ち
に
背
中
を
向
け
て
い
る
し
な

 
そ
し
て
ク
ラ
レ
ン
ス
は
レ
ン
を
狙

て
銃
の
引
き
金
を
引
い
た

 
そ
し
て
結
果
的
に
ク
ラ
レ
ン
ス
は

当
初
の
目
的
こ
そ
果
た
せ
な
か

た
が

 
ゼ
ク
シ

ド
を
倒
す
と
い
う
そ
れ
を
補

て
余
り
あ
る
戦
果
を
手
に
す
る
事
が
出
来
た
の
だ

た 
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レ
ン
が
ク
ラ
レ
ン
ス
を
倒
し
た
直
後

 

ぎ
を

き
つ
け
た
シ

ナ
が
森
か
ら
出
て
き
て

レ
ン
の
名
前
を
呼
ん
だ

レ
ン

ど
う
し
た

シ

シ

ナ
さ
ん

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
が

ゼ
ク
シ

ド
が

 
そ
し
て
シ

ナ
は
遠
く
で

王
立
ち
し
て
い
る
ゼ
ク
シ

ド
の

を
見
て
目
を
見
張

た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
が
助
け
て
く
れ
た
の

レ
ン
の
身
代
わ
り
に
か

う
ん

そ
う
か

敵
は

倒
し
た
よ

こ
の
人

シ

ナ

知

て
る

 
シ

ナ
は
そ
う
言
わ
れ

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
顔
を
見
た

ど
こ
か
で
見
た
記
憶
が

確
か
ク
ラ
レ
ン
ス

だ

た
か

 
そ
う
か

今
回
は
敵
味
方
に
分
か
れ
ち
ま

て
た
ん
だ
な

知
り
合
い
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前
に
こ
の
木
な
ん
の
木
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
た
ん
だ
よ

ま
あ
顔
見
知
り

度
だ
な

な
る
ほ
ど

 
シ

ナ
の
ク
ラ
レ
ン
ス
に
対
す
る
感
想
は
そ
の

度
だ

た

 
そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
と
共
に

シ

ナ
は
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
死
体
の
前
に
立

た

 
そ
し
て
レ
ン
が

そ
の
シ

ナ
の
背
中
に
こ
う
言

た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
か
ら
の
伝
言
だ
よ
五
チ

ム
が
多
分
奥
の

物
に
侵
攻
中
可
能
な
ら
倒

せ

て

 
そ
れ
と

俺
は
こ
こ
ま
で
だ
け
ど

お
前
は
絶
対
に
レ
ン
ち

ん
を
勝
た
せ
ろ

だ

て

 
あ
と

最
後
に
私
の

を
な
で
て
く
れ
た
よ

 
そ
う
レ
ン
に
言
わ
れ
た
シ

ナ
は

そ
の
ま
ま
ゼ
ク
シ

ド
に
話
し
か
け
た

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
声
は

死
体
と
な

て
い
て
も

ゼ
ク
シ

ド
に
は
き
ち
ん
と

い
て
い
る

た
く

何
て
顔
を
し
て
る
ん
だ
よ
お
前
は

 
言
わ
れ
な
く
て
も
勝
た
せ
る
さ

と
り
あ
え
ず
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
を
し
ば
ら
く

り
る
ぞ

 
退
屈
だ
ろ
う
が
お
前
は
そ
こ
で
俺
達
の
名
前
が
優
勝
者
と
し
て
表

さ
れ
る
の
を
待

て

て
く
れ
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そ
し
て
シ

ナ
は

次
に
ぼ
そ

と
こ
う
言

た

レ
ン
を
守

て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

 
そ
れ
に
し
て
も
お
前

レ
ン
の

を
な
で
る
と
か

俺
が

ま
し
か

た
の
か

 
ど
う
だ

う
ち
の
レ
ン
は
な
で
甲
斐
が
あ
る
だ
ろ

教
え
た
事
を
何
で
も

収
し
ち
ま
う
か

ら
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

レ
ン
に
声
を

け
た

よ
し

ゼ
ク
シ

ド
の
遺
言
だ

そ
の
五
チ

ム
を
倒
し
に
行
く
ぞ

レ
ン

う

う
ん

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

私

頑
張
る
か
ら

そ
こ
で
見
て
て
ね

 
そ
し
て
二
人
は
再
び
森
へ
と
入

て
い
き
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も
そ
の
後
を
追
お
う
と
し
た

 
だ
が
二
人
は
一
歩

み
出
し
た
後
に
足
を
止
め

ゼ
ク
シ

ド
の
所
に

る
と

 
そ
の
手
を
自
分
達
の

の
上
に
乗
せ
な
が
ら
言

た

ち

と
格
好
良
か

た
で
す
よ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
分
ま
で
頑
張
り
ま
す
か
ら

応
援
お
願
い
し
ま
す
ね

あ
の
二
人
は
死
ぬ
気
で
守
り
ま
す
か
ら

 
そ
し
て
二
人
も
去

て
い
き

そ
の
場
に
は
一
人

ゼ
ク
シ

ド
の
死
体
だ
け
が
残
さ
れ
た
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そ
の
顔
は

と
て
も
満
ち
足
り
た
よ
う
な
笑
顔
を

か
べ
て
い
た
の
だ

た
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第
４
７
２
話
 
奇
襲

待
ち
伏
せ

殲
滅

 
そ
の

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
立
て

も
る

物

で
は
激
し
い
戦
闘
が

り
広
げ
ら
れ
て
い

た
く
そ

こ
い
つ
ら
手
ご
わ
い

ま
だ
入
り
口
は
突
破
出
来
な
い
の
か

バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
ぞ

ど
う
な

て
る
ん
だ

 
フ

イ
ヤ
軍
の
五
チ

ム
連
合
軍
は

か
な
り
苦
戦
し
て
い
る
よ
う
で

そ
ん
な
声
が
飛
び

交

て
い
た

こ
の
ま
ま
じ

ら
ち
が
明
か
な
い

俺
達
が
裏
に
回

て
突
入
す
る

 
正
面
に
攻
撃
を
集
中
し
て

そ
ち
ら
に
敵
を
引
き
付
け
て
く
れ
な
い
か

 
そ
ん
な
中
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
か
ら
そ
ん
な
提
案
が
成
さ
れ
そ
の
ま
ま
実
行
に
移
さ
れ
る
事
と
な

た
分
か

た

頼
む

突
入
ま
で
は
俺
達
が
フ

ロ

す
る
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か

頼
む

お
う

 
残
る
三
チ

ム
は

こ
こ
が
勝
負
ど
こ
ろ
だ
と
ば
か
り
に

手
に
正
面
を
攻
撃
し
始
め
た

 
そ
の
甲
斐
も
あ

た
の
か

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
と

は

 
あ

け
な
い

簡

に
裏
門
へ
と
到
着
す
る
事
が
出
来
た

 
一
応
罠
の
存
在
も
確
認
し
た
が

罠
は
仕

け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た

こ
ん
な
に
簡

で
い
い
の
か

お
か
し
く
な
い
か

陽
動
作
戦
が
き
い
て
る
ん
じ

な
い
の
か

そ
れ
に
し
て
も
な

罠
の
一
つ
も
無
い
と
か

だ
が
も
う
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま

た
ん
だ

や
る
し
か
な
い
だ
ろ

だ
な

何
と
か
こ
こ
で

悪
い
流
れ
を
止
め
て
み
せ
る

 
デ
ヴ

ド
も
彼
な
り
に
こ
の
ま
ま
だ
と
負
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
こ
の
時

に

居
残

て
い
た
フ

イ
ヤ
軍
の
本

は
壊
滅
し
て
い
た
の
だ
が

 
彼
は
そ
の
事
を
ま
だ
知
ら
ず

こ
こ
で
何
と
か
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
を
叩
け
れ
ば

 
ま
だ
勝
ち
目
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
た

だ
が
そ
の

本

だ
け
で
は
な
く
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表
門
に
残

て
い
た
別
働

の
三
チ

ム
も

壊
滅
の
危
機
に

し
て
い
た

 
お
ら
お
ら

撃
て

撃
て

敵
の
目
を
こ

ち
に
向
け
る
ん
だ

 
そ
う
叫
び
な
が
ら

張
り
切

て
攻
撃
中
の
プ
レ
イ
ヤ

達
を

 
背
後
か
ら
忍
び
寄

た
シ

ナ
達
が
じ

と
観
察
し
て
い
た

全
部
で
十
三
人
か

少
し

て
る
な

う
ん

そ
の
く
ら
い
だ
と
思
う

三
チ

ム
か
な

て
事
は

残
り
の
二
チ

ム
は
裏
に
で
も
回

た
か

敵
の
目
を
こ

ち
に
向
け
る
ん
だ

と
か
叫
ん
で
る
し
ね

だ
な

あ
い
つ
ら
は
馬

な
ん
だ
ろ
う
か

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
シ

ナ
は

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
様
子
も
チ

ク
し
て
お
こ
う
と
思
い

 

物
の
方
へ
と

を
向
け
た

物
の
中
に
は

ぱ

と
見
で
は
分
か
ら
な
い
が

 

で
目
の
前
の
敵
を
観
察
す
る
コ
ミ
ケ
の

が
チ
ラ
リ
と
見
え
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シ

ナ
は
懐
か
し
さ
で
胸
を
熱
く
し
た

丁
度
そ
の
時
た
ま
た
ま
コ
ミ
ケ
が
シ

ナ
の
方
を

見
た

 
コ
ミ
ケ
は
驚
い
て

を
一
度
下
ろ
し

も
う
一
度
見
直
し
た
の
で

 
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
事
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
確
認
し
た
シ

ナ
は

し
に
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を

み
て

み
たお

久
し
ぶ
り
で
す

久
し
ぶ
り

元
気
か

 
こ
の

い
や
り
と
り
で

会
話
が
可
能
だ
と
判
断
し
た
シ

ナ
は

 
引
き
続
き
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
の
会
話
を

み
た

敵
の
二
チ

ム
が
背
後
に
向
か

て
い
る
み
た
い
で
す
よ

知

て
る

今
ど
う
し
よ
う
か

討
中

正
面
の
三
チ

ム
は

こ
ち
ら
で
処
理
し
て
お
き
ま
し

う
か

背
後
か
ら
襲
え
る
チ

ン

ス
で
す
し

助
か
る

頼
む
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了
解

 
シ

ナ
は
会
話
の
結
果
を
仲
間
達
に
伝
え

三
本
の

光
剣
を
取
り
出
し
た

ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
は
ユ

コ
に

ア
ハ
ト
レ
フ
ト
は
ハ
ル
カ
に

 
そ
し
て
こ
の
エ
リ

シ
デ

タ
は
レ
ン
が
使
う
ん
だ

俺
は

剣
を
使
う
か
ら

 
前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
後
キ
リ
ト
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

る
時
そ
の
装
備
は
シ

ナ
に
返

さ
れ
て
い

た
こ
れ

い
い
の

こ
の
方
が

人
を

る
の
に
精
神
的
に
楽
だ
ろ
う
か
ら
な

ゲ

ム
感
覚
で
い
け
る

あ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
ね

レ
ン
に
は
一
応

剣
の
使
い
方
は
レ
ク
チ

し
た
が

 
今
回
必
要
に
な
る
の
は
フ

ン
タ
ジ

的
運
用
だ
か
ら
こ

ち
の
方
が

し
て
い
る
と
思

う
じ

あ
シ

ナ
は
ど
う
す
る
の

俺
か

俺
は
普
通
の

剣
を
二
本
使
う
さ

第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
時
み
た
い
に
な
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あ

そ
の
動
画
な
ら
見
た
わ

何
か
懐
か
し
い

 
そ
し
て
四
人
は
森
の
中
で
バ
ラ
け
な
が
ら
銃
を
乱
射
し
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
に
こ

そ
り

近
付
き

 
一
人

ま
た
一
人
と

静
か
に

て
い

た

 
ど
う
や
ら
大
将
が
正
面
の
敵
を
倒
し
て
く
れ
る
ら
し
い

 
と
い
う

で

俺
達
は
背
後
の
敵
を
殲
滅
す
る
ぞ

え
え

こ
こ
に
来
て
る
の

敵
の
本

を

回
で
も
し
て
き
た
の

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
よ
な

大
将
で
す
も
ん

き

と

く
一

り
し
て
き
た

す
よ

あ
は
は
は
は

そ
う
だ

た
ら
い
い
ね

い
や

で
も
分
か
ら
ん
ぞ

あ
い
つ
ら
は
そ
こ
そ
こ
出
来
る
奴
ら
ば
か
り
だ

た
が

 
何
せ
ト

プ
が
ア
レ
だ
か
ら
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
も
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
メ
ン
バ

達
は
着
実
に
迎
撃
準
備
を
整
え

て
い
た
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そ
し
て
準
備
が
整
い

一
同
は
配
置
に
付
く
と

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
を
待
ち
伏
せ
し
た

お
い
コ
ミ
ケ

正
面
の
銃
声
が

ど
ん
ど
ん
少
な
く
な

て
な
い
か

き

と
大
将
の
仕
業
で
す
よ

下

そ
れ
な
ら
普
通

銃
声
が

え
る
も
ん
な
ん
じ

な
い
の
か

普
通
な
ら
そ
う
で
す
け
ど

多
分
銃
を
使

て
な
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

あ

光
剣
か

な
る
ほ
ど
な

 
丁
度
そ
の
時

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
メ
ン
バ

が

室
内
に
滑
り
込
ん
で
き
た

お
お

中
々
ス
ム

ズ
だ
な

よ
く
訓
練
さ
れ
て
る
み
た
い
だ
な

で
す
ね

素
人
さ
ん
も
中
々
や
る

で
も
こ
う
い
う
侵
入

路
が
バ
レ
バ
レ
な

況
だ
と

 
待
ち
伏
せ
さ
れ
た
ら
も
う
終
わ
り
な
ん
で
す

よ

と

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が

逃
げ
場
の
無
い
や
や
⻑
い
通
路
に
侵
入
し
た

間

 

れ
て
い
た
者
達
が
一

に
射
撃
を
開
始
し
そ
れ
に
よ

て
一

に
し
て
三
人
が
倒
さ
れ
た

 
こ
れ
は
結
果
を

く
出
そ
う
と

た
デ
ヴ

ド
の
ミ
ス
で
あ
る

ま
ず
い

一

退
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で
も
そ
う
上
手
く
は
い
か
な
い
ん
だ
よ
ね

ご
め
ん
ね

 
そ
う
指

を
出
し
た
デ
ヴ

ド
の
背
後
か
ら
そ
ん
な
声
が
し

 
デ
ヴ

ド
が

て
て

り
向
く
と

い
つ
の
間
に
回
り
こ
ん
だ
の
か

 
そ
の
目
の
前
に
は
ク
リ
ン
が
い
た

ク
リ
ン
は
デ
ヴ

ド
の
心

を
銃
剣
で
一
突
き
し

 
そ
の
ま
ま
デ
ヴ

ド
を

り
倒
す
と
そ
の
ま
ま
銃
を
乱
射
し
そ
の
後
ろ
に
い
た
二
人
を

た

 
あ
ま
り
に
も
あ

け
な
い
決
着
で
あ
る

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
プ
ロ
と
ア
マ
チ

ア
の
差
が
出

た
格
好
だ

 
表
門
の
三
チ

ム
が
健
在
で

そ
ち
ら
に
何
人
か
人
手
が

か
れ
て
い
れ
ば

 
も
う
少
し
い
い
勝
負
が
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
後

の
憂
い
無
く
全
戦
力
を
投
入
さ
れ
そ
の
上
地
の
利
ま
で
と
ら
れ
た
ら
も
う
ど
う
し
よ

う
も
な
い

ク
リ
ア

ク
リ
ア

ク
リ
ア
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さ
て

残
る
一
チ

ム
だ
が

表
門
の
方
は
ど
う
な

た

 
そ
の
ま
ま
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
メ
ン
バ

は

ト
ミ

と
ク
リ
ン
を
見
張
り
に
残
し
つ
つ

 
二

か
ら
表
門
の
様
子
を

た

そ
の
直
後
に
銃
声
が

こ
え

 
そ
れ
以
降

急
に
表
門
が
静
か
に
な

た

ま
さ
か
三
チ

ム
も
い
た
の
に

も
う
終
わ

た
の
か

そ
の
ま
さ
か
の
よ
う
だ
な

ス
ネ

ク
さ
ん

ど
う
で
し
た

最
初
に
五
人
だ

た

側
に

取

て
い
た
チ

ム
が
急
に

し
て
な

 
そ
い
つ
ら
以
外
の
銃
声
は

こ
え
な
か

た
か
ら
て

き
り
リ
ロ

ド
中
だ
と
で
も
思

た

ん
だ
ろ
う
な

 
中
央
と

側
の
奴
ら
は
気
に
せ
ず
そ
の
ま
ま
攻
撃
を
続
け
て
い
た
ん
だ
が

 
次
に

の
奴
ら
が
静
か
に
な

て
最
後
は
そ
の
ま
ま
中
央
を
背
後
か
ら
ズ
ド
ン

で
終
わ

た
ぞ

 
ほ
れ

シ

ナ
の
お
出
ま
し
だ

見
て
み
ろ

 
そ
う
ス
ネ

ク
に
説
明
さ
れ
た
コ
ミ
ケ
は

さ
れ
た

を

い
た
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そ
こ
に
は

光
剣
を

え
る
三
人
の
女
性
を

え
た
シ

ナ
が
お
り

 
コ
ミ
ケ
は

相
変
わ
ら
ず
大
将
は
女
性
に
囲
ま
れ
て
る
な
と
思
い
つ
つ
も

 
い
つ
見
て
も

光
剣
の

力
は
え
ぐ
い
な
と

息
し
た

そ
し
て
コ
ミ
ケ
は
平
然
と

を

し 
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
シ

ナ
に
回
り
込
ん
で
裏
門
に
向
か
う
よ
う
に
頼
ん
だ

裏
門

撃
頼
む

残
り
は
一
チ

ム

了
解

 
そ
の

急
に
戦
場
が
静
か
に
な

て

不
安
に
思
い
つ
つ
も

 
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
判
断
に
迷

て
い
た

は

 
そ
の
ま
ま
二
チ

ム
に
包
囲
さ
れ

こ
れ
ま
た
あ

さ
り
と

全
滅
す
る
事
と
な

た

 
銃
で
の
戦
い
は

ど
ん
な
強
い
者
で
も
こ
う
や

て
一
方
的
に
や
ら
れ
る
事
が
あ
る

 
今
回
こ
の
戦
闘
に
参
加
し
た
者
達
は

そ
の
事
を
こ
れ
で
も
か
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
結
果
と

な

た

 
ま
あ
今
回
は
相
手
が
悪
か

た
上
に

況
が
彼
ら
に
は
不
利
す
ぎ
た

 
要
は
本

が
あ

さ
り
と
壊
滅
し
た
の
が
敗
因
で
あ
り
そ
れ
は
決
し
て
彼
ら
の
せ
い
で
は
な
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い 
コ
ミ
ケ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

よ

大
将

と
ん
だ
再
会
に
な

た
な

で
も
助
か

た
よ

い
え
い
え
気
に
し
な
い
で
下
さ
い
こ

ち
こ
そ
助
か
り
ま
し
た

で
何
で
ス
ネ

ク
が

こ
こ
に

 
シ

ナ
は
ス
ネ

ク
の
方
を
ち
ら
り
と
見
て
そ
う

ね
た

あ

実
は
な

こ
の
人

俺
達
の
知
り
合
い
だ

た
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

ち

ん
と
話
す
の
は
初
め
て
だ
な

ス
ネ

ク
だ

宜
し
く
な

 
そ
う
ス
ネ

ク
に

さ
れ
た
シ

ナ
は

と
て
も
驚
き
な
が
ら
言

た

お

お
前

れ
た
ん
だ

ま
あ
普

は

力

ら
な
い
よ
う
に
し
て
る
か
ら
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ス
ネ

ク
は
シ

ナ
に

手
を
差
し
出
し

シ

ナ
も
そ
の
手
を

た

 
そ
し
て
ス
ネ

ク
は
シ

ナ
の

元
で
こ
う
言

た



 第４７２話 奇襲、待ち伏せ、殲滅

今
度
呼
び
出
す
か
ら

そ
の
時
は
宜
し
く
な

え

あ

は
い

 
シ

ナ
は
こ
の
言
葉
で
相
手
が
そ
れ
な
り
の
地

に
い
る
人
物
だ
と
確
信
し
素
直
に
そ
う

答
え
た

そ
れ
じ

あ
俺
は

疲
れ
た
か
ら
先
に
リ
タ
イ
ア
し
と
く
わ

 
あ
と
は
若
い
者
同
士
で
好
き
に
し
て
く
れ

お
疲
れ
様
で
し
た

 
そ
う
言

て
ス
ネ

ク
は
あ

さ
り
と
大
会
か
ら
リ
タ
イ
ア
し
た

実
に
フ
リ

ダ
ム
で
あ

る
相
変
わ
ら
ず
自
由
な
人
だ
な

ト
ミ

さ
ん
と
ケ
モ
ナ

さ
ん
も
お
久
し
ぶ
り
で
す

え

と

そ
ち
ら
の
お
二
人
は

ク
リ
ン
で
す

君

強
い
ね

え

あ

ど
う
も

 
ク
リ
ン
に

な
笑
顔
を
向
け
ら
れ

シ

ナ
は
困

て
し
ま

た
の
だ
が

 
そ
ん
な
ク
リ
ン
を
制
し
て
ブ
ラ

ク
キ

ト
が
前
に
出
た
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お
久
し
ぶ
り
ね

シ

ナ
君

え

あ
の

ど
ち
ら
様
で
す
か

ね

先
日
会

た
ば
か
り
じ

な
い

え

と

俺
に
そ

ち
系
の
女
性
の
知
り
合
い
は

確
か
に
二
人
い
ま
す
け
ど

 
そ
う
言
わ
れ
た
ブ
ラ

ク
キ

ト
は

満
面
の
笑
顔
で
言

た

美
人
な
方
が
私
よ

う
わ

間
違
え
た
ら
死
ぬ
選
択
肢
だ
こ
れ

大
将

頑
張
れ

 
ケ
モ
ナ

と
コ
ミ
ケ
が
そ
う
言
い

シ

ナ
は
必
死
な
顔
で
考
え
込
ん
だ

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
キ

ト
の
顔
を
チ
ラ
チ
ラ
見
な
が
ら

 
シ

ナ
は
ブ
ラ

ク
キ

ト
の

元
で
こ
う
言

た

え

と

黒
川
さ
ん

正
解
よ

や

ぱ
り
私
の
方
が
美
人
だ
と
思

て
く
れ
て
い
る
の
ね

あ

え

と

も

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

は
は

 
シ

ナ
は
そ
う
答
え
る
他
な
く

そ
ん
な
シ

ナ
に

黒
川
は
笑
顔
で
言

た
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ま
あ
今
日
は
お
仕
事
だ
か
ら

後
日
ま
た
連

す
る
わ
ね

え

あ

分
か
り
ま
し
た

 
こ
こ
へ
来
て
か
ら
シ

ナ
は

ず

と
こ
ん
な
感
じ
で
戸
惑

て
ば
か
り
で
あ
る

 
そ
の

を
気
の

そ
う
に
見
つ
め
て
い
た
コ
ミ
ケ
に

シ

ナ
は
言

た

で

こ
の
後
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か

俺
達
は
残
る
敵
に
攻
撃
を
仕

け
に
行
き
ま
す
け
ど

 
こ
の
後
な

も
う
十
分
に
サ
ン
プ
ル
は
と
れ
た
か
ら

 
俺
達
も
こ
の
ま
ま
リ
タ
イ
ア
し
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
言
葉
で

シ

ナ
は
今
回
の
お
仕
事
と
や
ら
の
内
容
を

な
ん
と
な
く
理
解
し
た

な
る
ほ
ど

サ
ン
プ
ル
で
す
か

あ
あ

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ん
だ
よ
ね

 
そ
う

く
コ
ミ
ケ
に

シ

ナ
は
こ
う

ね
た

俺
達
も
サ
ン
プ
ル
に
し
ま
す
か

俺
は
正
直
気
が
乗
ら
な
い
ん
だ
け
ど

こ
い
つ
が
な

⻑

私

こ
の
人
達
と
や
り
あ

て
み
た
い
で
す
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そ
れ
と
は
別
に
シ

ナ
君
と

近
接
戦
闘
で
タ
イ
マ
ン
し
て
み
た
い
で
す

 
コ
ミ
ケ
に

線
を
向
け
ら
れ
た
ク
リ
ン
は

勢
い
込
ん
で
そ
う
言

た

だ
そ
う
だ

優
勝
は

る
か
ら

相
手
を
し
て
も
ら

て
も
い
い
か
な

 
も
し
こ

ち
が
勝
ち
そ
う
に
な

た
ら

即
チ

ム
と
し
て
リ
タ
イ
ア
す
る
か
ら

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
フ

イ
ヤ
達
を
倒
し
た
後
で
も
い
い
で
す
か

あ
あ

そ
れ
で
い
い
よ

せ

か
く
だ
し
手
伝
お
う
か

う

ん

そ
れ
じ

あ
フ

ロ

だ
け
お
願
い
し
て
も
い
い
で
す
か

決
着
は
自
分
の
手
で
付
け
る

て
か

ま
あ
そ
う
し
な
い
と
あ
い
つ
は
納
得
し
な
さ
そ
う
で
す
し
ね

分
か

た

そ
れ
じ

あ
こ
こ
で
次
の
ス
キ

ン
を
待
と
う
か

あ

そ
れ
じ

あ
そ
れ
ま
で
ク
リ
ン
さ
ん
の
相
手
を
し
ま
し

う
か

い
い
の

は
い

ま
だ
多
少
時
間
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね

よ

し

あ

 
こ
う
し
て
シ

ナ
は

ス
キ

ン
結
果
を
待
つ
間

ク
リ
ン
と
戦
う
事
に
な

た
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第
４
７
３
話
 
激
闘

シ

ナ

ク
リ
ン

シ

ナ

大
丈
夫

本
職
相
手
に
あ
ま
り
自
信
は
無
い
が

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
実
力
が
ど
の

度
か

 
い
い
比

に
な
る
だ
ろ
う
し

ま
あ
楽
し
ん
で
く
る
わ

 
レ
ン
は
当
然
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
事
は
知
ら
な
か

た
の
で
き

と
ん
と
し
な
が
ら
シ

ナ
に

ね
た

サ
ト
イ
モ

何

ど
こ
か
ら
イ
モ
が
出
て
来
た

そ
も
そ
も
二
文

し
か
合

て
な
い
か
ら
な

レ
ン

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

て
の
は

ま
あ
俺
の
ラ
イ
バ
ル
だ

ラ
イ
バ
ル

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
知

て
る
ん
だ
よ
な

え
え

何
度
も
見
た
か
ら
ね

第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
あ
の
映
像

レ
ン
ち

ん
も

今
度
見
て
み
る
と
い
い
わ
よ

シ

ナ

サ
ト
ラ
イ
ザ

で

索
ね

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は
一
歩
前
に
出
る
と

ク
リ
ン
と
対
峙
し
た
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私
は
銃
剣
を
使
う
わ
よ

俺
は
こ
の

剣
で
い
い
で
す

あ
の
光
る
剣
は
使
わ
な
い
の

あ
れ
は
俺
の
ス
タ
イ
ル
だ
と

実
は
使
い

ら
い
ん
で
す
よ
ね

そ
う
な
ん
だ

ま
あ
い
い
わ

射
撃
は
無
し

武
器
格
闘
の
み
の
ガ
チ
ン
コ
勝
負

い
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
二
人
は
三
歩
ず
つ
後
退
し

え
を
と

た

 
お

い
の

離
は

め
て
近
く
い
き
な
り
激
し
い
戦
い
が

り
広
げ
ら
れ
る
事
が
予
想
さ
れ

た
よ

し
カ
ウ
ン
ト
す
る
ぞ

三

二

開
始

今

 
コ
ミ
ケ
が
そ
う
カ
ウ
ン
ト
し
た

間
に

ク
リ
ン
は

に
銃
を

え
た
ま
ま
突
撃
し
た

 
シ

ナ
は
様
子
見
と
ば
か
り
に
い
き
な
り
目
の
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
銃
剣
を

剣
の
腹
で

き 
上
手
く

度
を
付
け
て

自
身
の

に
ク
リ
ン
の
体
を
流
そ
う
と
し
た

 
だ
が
ク
リ
ン
は
岩
の
よ
う
に
動
か
ず

同
時
に
自
身
の

か
ら
迫

て
い
た
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も
う
片
方
の

剣
を
持
つ
シ

ナ
の
手
を
拳
で

き

 
そ
の
ま
ま
一
歩

み
込
ん
で
シ

ナ
に
ア

パ

を
く
ら
わ
そ
う
と
し
た

 
だ
が
シ

ナ
は

剣
を

か
れ
た
勢
い
の
ま
ま
後
方
に
体
を
反
ら
し

そ
れ
を
回
避
し
た

 
そ
の
ま
ま
後
方
に
飛
ん
で
バ

ク
ス
テ

プ
を
し
た
シ

ナ
は

 
し
か
し
そ
の
ま
ま
ク
リ
ン
の
タ

ク
ル
を
く
ら
い

後
方
に
倒
さ
れ
た

シ

ナ

ク
リ
ン

た
ら

ガ
ン
ガ
ン
い
く
わ
ね

う
お

ま
じ
か

大
将
が
あ
ん
な
倒
さ
れ
方
を
す
る
の
を
見
る
の
は
初
め
て
だ

ク
リ
ン
も
や

ぱ
り
強
い

す
ね

 
そ
れ
で
い
て

自
分
よ
り
強
い
奴
じ

な
い
と
付
き
合
え
な
い
な
ん
て
言
う
か
ら

 
あ
の
凶
悪
な
胸
の
性
能
を
生
か
せ
ず
に

い
つ
ま
で
も
彼
氏
が
出
来
な
い
ん

す
ね

あ

見
て

 
だ
が
シ

ナ
は

そ
の
勢
い
の
ま
ま
後
方
に
転
が
り

 
逆
に
ク
リ
ン
の
上
に
な
り

マ
ウ
ン
ト
ポ
ジ
シ

ン
を
と

た

う
お

凄
え
な
大
将
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あ
の

態
か
ら
だ
と

み
放
題

す
ね

ケ
モ
ナ

ち

と
落
ち
着
け

 
そ
し
て
ク
リ
ン
が

雄
た
け
び
を
上
げ
た

ま
だ
ま
だ

チ
 
だ
が
ク
リ
ン
は
ま
だ

手
に
持

て
い
た
銃
を
手
放
し
て
は
お
ら
ず

 
そ
の
ま
ま
シ

ナ
に
銃

を
叩
き
つ
け
よ
う
と
し
た

 
シ

ナ
は
即
座
に
ク
リ
ン
の
上
か
ら
飛
び
退
き
そ
の

に
ク
リ
ン
は
素

く
立
ち
上
が

た

ふ
う

さ
す
が
に
や
る
わ
ね

お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す

ふ
う
ん

士
な
の
ね

そ
れ
な
の
に
あ
ん
な
に
荒
々
し
く
私
を
押
し
倒
し
た
り
し
て

 
う
ん

悪
く
な
い

む
し
ろ
そ
う
い
う
の
は
大
好
物
ね

風
評
被
害
が
広
が
る
か
ら
や
め
て
下
さ
い
よ

 
ク
リ
ン
は
そ
れ
に
は
答
え
ず
い
き
な
り

り
か
ぶ
る
と
手
に
持
つ
銃
を
シ

ナ
に
投
げ
つ

け
た
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否

そ
う
思
え
る

凄
ま
じ
い
速
度
で
銃
を
前
に
突
き
出
し
た
の
だ

 
そ
の

間
に

ク
リ
ン
は
銃
を
持
つ
手
に
凄
ま
じ
い
衝
撃
を
受
け

た
た
ら
を
ふ
ん
だ

ま
じ
か

凄
い

よ
く
今
の
速
度
に
対
応
出
来
た
わ
ね

 
見
る
と
シ

ナ
が

剣
を

り
ぬ
い
て
お
り

 
ク
リ
ン
は

ど
う
や
ら
シ

ナ
に
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら

た
の
だ
と
理
解
し
た

 
だ
が

に
体
制
は
崩
さ
れ
て
お
り
ク
リ
ン
の
意
思
に
反
し
て
体
は
自
由
に
は
動
か
な
か

た

 
シ

ナ
は
そ
の

を
見
逃
さ
ず

ク
リ
ン
の
銃
を
持
つ
手
を
狙

て

剣
を

り
下
ろ
し
た

 
ク
リ
ン
は
た
ま
ら
ず
銃
か
ら
そ
の
手
を
離
し

に
な

た

こ
れ
は
勝
負
あ

た
か

ま
だ
よ

 
ク
リ
ン
は
そ
う
叫
ぶ
と
何
と
落
下
中
の
自
ら
の
銃
を
シ

ナ
目

け
て
思
い

き
り

り

つ
け
た

う
お

こ
こ
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そ
し
て
ク
リ
ン
は

正
面
か
ら
シ

ナ
に

き
つ
い
た

 
そ
の

ク
リ
ン
は
シ

ナ
の
両

の
上
か
ら
シ

ナ
を

束
し
た

 
シ

ナ
は
思
わ
ず

剣
を
取
り
落
と
し
た

だ
が
一
番
の
問
題
は
そ
こ
で
は
な
か

た

 
こ
の
結
果

ク
リ
ン
の
胸
が
シ

ナ
に
押
し
当
て
ら
れ
る
結
果
と
な

た
の
だ

 
ち
な
み
に
そ
の
サ
イ
ズ
は
ケ
モ
ナ

が
評
し
た
通
り
凶
悪
で
あ
り
現
実
と
ま

た
く
変
わ

ら
な
い

く
 
さ
す
が
に
こ
の
体
制
は
ま
ず
い
と
思
い

何
と
か
逃
れ
よ
う
と
す
る
シ

ナ
で
あ

た
が

 
動
け
ば
動
く
ほ
ど
胸
の
感
触
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ

て
く
る

シ

ナ
は
ほ
と
ほ
と
困

り
果
て
た

 
ち
な
み
に
ク
リ
ン
の
狙
い
は
さ
ば

り
だ

た
の
だ
が

生

こ
こ
は
ゲ

ム
の
中
な
の
で

 
シ

ナ
の
方
が
遥
か
に
パ
ワ

が
あ
る

そ
の
狙
い
は
完
全
に
失
敗
し
て
い
た

 
だ
が
シ

ナ
に
と

て
は
困

た
事
に

シ

ナ
が
力
で
ク
リ
ン
の

を
外
そ
う
と
す
る
と

 
ク
リ
ン
が
外
さ
れ
ま
い
と
余
計
に
体
を
密
着
さ
せ
て
く
る

 
そ
の
度
に
力
を
抜
か
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う

況
に
な

て
い
た
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そ
う
や

て

み
あ

て
い
る
二
人
の
様
子
は
あ
る
意
味
い
ち

つ
い
て
い
る
よ
う
に
も
見

え 
こ
れ
は
千
日
手
に
な
る
と
判
断
し
た
コ
ミ
ケ
が

合
を
止
め
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
の
時
シ

ナ
が

た
め
息
を
付
き
な
が
ら
こ
う
言

た

は

こ
れ
だ
け
は
や
り
た
く
な
か

た
ん
だ
が
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

に
力
を
入
れ
る
の
と
同
時
に

を

り
曲
げ

 
そ
の
せ
い
で
シ

ナ
の
体
は
ず
ず

と
下
に
ず
れ
た

 
そ
の

シ

ナ
の
顔
は

当
然
ク
リ
ン
の
胸
に

ま
る

と
な

た
が

 
シ

ナ
は
気
に
せ
ず
そ
の
ま
ま

み

完
全
に
下
か
ら
抜
け
出
し
た

あ
れ
は

ま
し
い

の
か

後
で
感
想
を
教
え
て
欲
し
い

す

 
コ
ミ
ケ
と
ケ
モ
ナ

か
ら
そ
ん
な
茶
々
が
入

た
が

シ

ナ
は
気
に
せ
ず

 
そ
の
ま
ま
ク
リ
ン
の
太
も
も
を

え
込
ん
で
立
ち
上
が

た

き
 
そ
の
時
ク
リ
ン
が
そ
ん
な

鳴
を
上
げ
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
メ
ン
バ

は
思
わ
ず
顔
を
見
合
わ
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せ
たお

い

今
の

て
ク
リ
ン
の
声
か

あ
い
つ

女
だ

た
ん
だ
な

ク
リ
ン
の
あ
ん
な
声
は
私
も
初
め
て

く
わ
ね

大
将

さ
す
が
エ
ロ
い

す

 
レ
ン
は
そ
の
光
景
に
思
わ
ず
顔
を

た

ど
う
や
ら
恥
ず
か
し
か

た
よ
う
だ

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
シ

ナ
ら
し
く
な
い
そ
の
行
動
に

か
ん
と
し
て
い
た

 
当
の
シ

ナ
は

そ
ん
な

囲
の
反
応
は
ま

た
く
気
に
せ
ず

 
そ
の
ま
ま
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
始
め
た

ま
さ
か
の
ジ

イ
ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
で
あ
る

ち

ち

と

さ
て

ど
こ
ま
で

え
ら
れ
る
か
な

目

目
が

 
ク
リ
ン
は
し
ば
ら
く
も
が
い
て
い
た
が

や
が
て
動
か
な
く
な

た

 
そ
れ
を
確
認
し
た
シ

ナ
は

器
用
に
ク
リ
ン
の
体
を

え
込
み

 
お
姫
様

こ
の
体
制
に
な
る
と

そ
の
ま
ま
コ
ミ
ケ
の
前
へ
と
歩
き
始
め
た
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ち
な
み
に
誤
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
を

知
で
お

様

こ
に
し
な
か

た
の
は

 
背
中
に
胸
が
当
た

て
し
ま
う
か
ら
だ

た

 
そ
し
て
目
の
前
に
シ

ナ
が
立

た
時

コ
ミ
ケ
は
ク
リ
ン
の

態
を
確
認
し

 
そ
の
ま
ま
シ

ナ
の
勝
利
を
宣
言
し
た

勝
者

シ

ナ

お
お

 
こ
う
し
て
ク
リ
ン
は
破
れ

強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
こ
そ
さ
せ
ら
れ
な
か

た
が

 
完
全
に
目
を
回
し
て
し
ば
ら
く
立
ち
上
が
れ
な
く
な

た

 
ク
リ
ン
に
と

て
は
不
本
意
か
つ
不
完
全
燃
焼
か
も
し
れ
な
い
が

 

中

過
を
見
れ
ば

そ
れ
な
り
に
満
足
出
来
る
内
容
だ

た
だ
ろ
う

 
こ
う
し
て
戯
れ
の
勝
負
は
終
わ

た
が

シ

ナ
は
こ
こ
で
一
つ
の
ミ
ス
を
犯
し
て
い
た

 
ク
リ
ン
が
回
復
す
る
ま
で
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は
こ
の
場
で
待
機
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

た
の
だ

 
誰
か
が
担
い
で
連
れ
て
行
く
事
も

討
さ
れ
た
の
だ
が

 
そ
の
場
合
は
安
全
を
確
保
す
る

に
ス
キ

ン
直
後
が
望
ま
し
か

た

 
シ

ナ
達
は
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
援
護
無
し
に
フ

イ
ヤ
達
の
下
へ
と
向
か
う
事
と
な

た
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悪
い
な
大
将

こ
の
戦
闘
馬

が
回
復
し
次
第

す
ぐ
に
追
い
か
け
る
か
ら
よ

こ

ち
の
都
合
に
合
わ
せ
て
も
ら

て
た

で
す
か
ら

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

 
も
し
そ
ち
ら
が
間
に
合
わ
な
い
う
ち
に
こ

ち
の
決
着
が
つ
い
ち

た
ら

 
そ
の
ま
ま
チ

ム
戦
に
移
行
し
て
勝
負
し
ま
し

う

分
か

た

頑
張

て
な

は
い

そ
れ
じ

あ
ク
リ
ン
さ
ん
に
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い

 
そ
し
て
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
メ
ン
バ

に
見
送
ら
れ
な
が
ら
シ

ナ
達
四
人
は
東
へ
と
向
か

た 
し
か
し
シ

ナ
の
奴

ち

と
も

を
見
せ
な
い
よ
な

シ
ノ
ハ
ラ
よ

さ
す
が
に
こ
れ
は

く
な
い
か

そ
う
だ
な

で
も
こ
こ
で
勝
手
に
動
く
の
も
な

 
そ
の

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
生
き
残
り
四
人
は
と
て
も
迷

て
い
た

 
シ

ナ
達
に
対
す
る

え
を

願
し
た
の
は
い
い
が

 
当
の
シ

ナ
達
が
ち

と
も

を
見
せ
な
い
か
ら
だ
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と
り
あ
え
ず
本

に
連

し
て
み
る
か

さ
す
が
に

す
ぎ
る

待

た
待

た

後
ろ
か
ら
誰
か
来
る
み
た
い
だ

本
当
だ

あ
れ
は

あ
れ

フ

イ
ヤ
さ
ん
と
リ

チ

さ
ん

何
で
二
人
だ
け
な
ん
だ

ま
あ
い
い

本

に
連

す
る
手
間
が
省
け
た

て
事
で

と
り
あ
え
ず
合
流
し
よ
う

 
そ
し
て

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

は
立
ち
上
が
り

フ

イ
ヤ
の
下
へ
移
動
を
開
始
し
た

 
え

本

が
壊
滅
で
す
か

あ
あ

ど
う
や
ら
別
働

も
や
ら
れ
た
よ
う
だ

さ

き
か
ら
ま

た
く
連

が
と
れ
な
い

マ
ジ

す
か

 
シ
ノ
ハ
ラ
は

子
王
リ

チ

に
そ
う
説
明
を
受
け

然
と
し
た

で
も
俺
達

ず

と

を

し
な
が
ら
監

し
て
た
ん
で
す
け
ど

何
ら
か
の
手

で
見
破

て

回
避
す
る
ル

ト
を
通

た
ん
だ
ろ
う
な

 
さ
す
が
と
い
う
か

本
当
に
シ

ナ
は
敵
に
回
す
と
や

か
い
な
奴
だ
よ

 

子
王
リ

チ

は

そ
う
言

て
た
め
息
を
つ
い
た
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シ

ナ
を
敵
に
回
し
た
事
を
後
悔
し
て
い
る
と
か

い
や

そ
れ
は
別
に
無
い
が

問
題
は
あ

ち
で
な

あ
あ

な
る
ほ
ど

 

子
王
リ

チ

が
親
指
で
指
し

し
た
先
に
は
フ

イ
ヤ
が
い
た

 
フ

イ
ヤ
に
と

て
は
こ
ん
な
に
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
事
態
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の

験

だ

た
ら
し
く

 
フ

イ
ヤ
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
な
が
ら

あ
る
意
味
放
心

態
に
あ
る
よ
う
に
見
え
た

初
め
て
の

て
奴
で
す
か
ね

か
も
し
れ
な
い
な

ど
う
し
ま
す

こ
う
な

た
ら
も
う
俺
達
だ
け
で

シ

ナ
を
迎
撃
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な

 
幸
い
俺
も
お
前
ら
も

点
防
衛
に

し
た
銃
を
持

て
い
る

 
狙
撃
さ
れ
な
い
よ
う
な

点
を
何
と
か
見
つ
け
て
そ
こ
で
待
ち
伏
せ
す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
ろ

う
なよ

し

や

と
マ
シ
ン
ガ
ン
が
撃
て
る
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今
回
ば
か
り
は
残

た
の
が
お
前
ら
で

本
当
に
良
か

た
と
思
う
よ

 
こ
う
し
て
フ

イ
ヤ
軍
の
残

も
方
針
を
決
め

 
近
く
に
あ

た
待
ち
伏
せ
に

し
た

に
立
て

も
る
事
と
な

た
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第
４
７
４
話
 
絶
対
防
御
再
び

あ
そ
こ
か

 
残

て
い
る
で
あ
ろ
う
メ
ン
バ

と

敵
が
逃
げ
た
方
向
を
考

し

 
シ

ナ
が
多
分
こ
こ
だ
ろ
う
と
マ

プ
を
見
な
が
ら
結

け
た
場
所
に
確
か
に
フ

イ
ヤ

達
は
い
た

ね

あ
そ
こ
を
攻
め
る
の
は
少
し
き
つ
く
な
い

敵
の
武
器
が

機
関
銃
と
マ
シ
ン
ガ
ン

て
の
が
ち

と
ね

だ
な

こ
ん
な

物
の
何
も
な
い
場
所
じ

避
け
る
に
し
て
も
限
界
が
あ
る
か
ら
な

 
敵
が
立
て
こ
も
る
岩
山
は

微

に
人

物
の
よ
う
な
手
が
加
え
ら
れ
て
お
り

 
高
さ
も
あ
る

度
あ
る

に
狙
撃
も
上
手
く
出
来
な
い

や

か
い
な
場
所
に
あ

た

さ
て

ど
う
す
る
か

 
シ

ナ
は
そ
う

い
た
が

実
は
も
う
結

は
出
て
い
た

 
シ

ナ
が
突

込
み

と
心

へ
と

く

だ
け
出
来
る
だ
け
防
ぎ
な
が
ら

 
そ
の
後
ろ
を
三
人
に
付
い
て
き
て
も
ら
い

シ

ナ
が

え
切
れ
ず
に
死
ん
だ
ら
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そ
の
ま
ま
シ

ナ
の
死
体
を
運
べ
る

け
と
し
て
使

て
も
ら
い

 
そ
れ
を
利
用
し
て
敵

に
突

込
ん
で
も
ら
う

と
い
う
の
が

 
今
シ

ナ
が
考
え
て
い
る
作
戦
だ

た

シ

ナ

ど
う
す
る
の

一
応
作
戦
は
考
え
た

今
説
明
す
る

 

て
な
感
じ
だ

な
る
ほ
ど

で
も
こ
の
後
の
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
と
の
戦
い
は
ど
う
す
る
の

ま
あ
あ
れ
は
後
日
で
も
い
い
だ
ろ
う
し

そ
こ
は

び
を
入
れ
る
さ

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
準
備
し
ま
し

う
か

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
あ

さ
り
と
そ
う
言
い

即
座
に
準
備
に
入

た

え

え

本
当
に

 
レ
ン
は
納
得
し
が
た
い
の
か

戸
惑

て
い
た
よ
う
だ
が

 
他
の
三
人
が
何
も
言
わ
な
い

仕
方
な
く
自
分
も
準
備
を
始
め
た
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シ

ナ
は
ア
ハ
ト

を
持
ち

可
能
な
限
り
敵
の

を

り
落
と
す
つ
も
り
だ

た

さ
す
が
に
キ
リ
ト
み
た
い
に
上
手
く
い
く
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
そ
れ
で
も
何
発
か
は
こ
れ
で
叩
き
落
せ
る
だ
ろ

 
は

こ
こ
に
あ
い
つ
が
い
れ
ば

最
高
の

け
に
し
て
や
る
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
他
の
三
人
も
準
備
が
整

た
よ
う
で
最
後
に

く
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
事
に
な

た 
そ
こ
で
ユ

コ
が
い
き
な
り
こ
ん
な
質
問
を
し
て
き
た

ね

シ

ナ
さ
ん

そ
の
前
に
さ

人
を
盾
と
し
て
運
ぶ
の

て

ど
う
持
て
ば
い
い
の

う

ん

そ
う
だ
な

 
シ

ナ
は

そ
う
言
わ
れ
て
困

て
し
ま

た

人
を
盾
に
使

た

験
は
無
い
し

 
運
ぶ
と
い

て
も

お
姫
様

こ
と
お

様

こ
以
外
の

験
が
無
い
か
ら
だ

 
そ
ん
な
迷
う
シ

ナ
を
見
て

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
言

た

そ
れ
じ

あ
今

私
達
の
ど

ち
か
を
盾
に
す
る
つ
も
り
で
持

て
み
て
よ

今
ジ

ン
ケ
ン
で
ど

ち
に
す
る
か
決
め
る
か
ら

 
二
人
は
そ
う
言

て
ジ

ン
ケ
ン
を
し

勝

た
ユ

コ
が
一
歩
前
に
出
た
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よ
し

勝

た

く

負
け
た

な

そ
う
い
う
の

て
普
通
負
け
た
方
が
や
る
も
ん
じ

な
い
か

い
い
の
い
い
の

そ
れ
じ

あ
持

て
み
て

分
か

た

 
シ

ナ
は
言
わ
れ
た
通
り
背
中
側
か
ら
ユ

コ
の
両

を
手
で
持
ち
そ
の
ま
ま
上
に
持
ち

上
げ
た

こ
ん
な
感
じ
か

う

ん

で
も
こ
れ

持

て
い
る
方
が
走
り
に
く
く
な
い

確
か
に
ち

と
走
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
シ

ナ
は
実

に
や

て
み
て

思

た
よ
り
も
難
し
い
な
と
感
じ
て
い
た

こ
う
い
う
時

映
画
と
か
だ
と
こ
う
持
た
な
い

 
そ
う
言

て
前
に
一
歩
出
た
ハ
ル
カ
が

ユ

コ
の
正
面
に
立
ち

 

手
を
ユ

コ
の

に
通
し

手
を
ユ

コ
の

の
間
に
通
し

々
と
持
ち
上
げ
た

ほ
ら

安
定
安
定
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い
や
い
や
い
や

ど
ん
な
罰
ゲ

ム
だ
よ
そ
れ

え

何
が

い
や
ほ
ら

そ
う
な
る
と

俺
の

手
が
そ
の

な

 
そ
ん
な
も
じ
も
じ
す
る
シ

ナ
を
見
て

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
驚
い
た

あ
あ
ん
た
い
つ
も
あ
ん
な
に
女
の
子
に
囲
ま
れ
て
る
の
に
意
外
と
ピ

ア
ピ

ア
な
の

ね
て

き
り

日
と

か
え
ひ

か
え
や
り
ま
く
り
だ
と
思

て
た
の
に

ん
な

あ
る
か

 
シ

ナ
は
そ
う
言
わ
れ

激
し
く
抗
議
し
た

ま
あ
で
も
こ
れ
は
勝
利
の

に
必
要
な
事
だ
か
ら

我
慢
し
て

し
て
も
ら
わ
な
い
と

い
や
い
や
い
や

今
ハ
ル
カ
が
ユ

コ
を
持
ち
上
げ
ら
れ
た
ん
だ
か
ら

 
わ
ざ
わ
ざ
俺
が

す
必
要
は
も
う
無
い
は
ず
だ
ろ

あチ
 
ハ
ル
カ
は
し
ま

た
と
い
う
風
に
そ
う
言
い

ユ

コ
は

打
ち
し
た
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チ

て
何
だ
よ
チ

て

い
や

こ
れ
く
ら
い
の
ご
褒
美
は
あ

て
も
い
い
か
な

て

別
に
そ
ん
な
の
ご
褒
美
じ

な
い
だ
ろ

え

レ
ン
ち

ん

ご
褒
美
よ
ね

え
 
そ
う
突
然
話
を

ら
れ
た
レ
ン
は

シ

ナ
に
じ

と
見
つ
め
ら
れ

 
も
じ
も
じ
と
恥
ず
か
し
そ
う
に
身
を
よ
じ
ら
せ
な
が
ら

真

な
顔
で
こ
う
答
え
た

う

う
ん

ご
褒
美

か
な

 
そ
れ
を
見
た
シ

ナ
達
三
人
は
レ
ン
の
恥
ず
か
し
さ
が
伝

し
た
の
か
同
じ
よ
う
に
顔
を

く
し
た

ま

ま
あ
い
い
だ
ろ

こ
れ
で
目
的
は
達
成
だ
な

あ

で

で
も
シ

ナ

そ
う
す
る
と

シ

ナ
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ン
は

線
を
下
に
向
け

思
わ
ず
手
で
顔
を

た

 
シ

ナ
も
そ
の
意
図
を
理
解
し
た
の
か

ハ

と
し
た
顔
で
ユ

コ
を
見
た

チ
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お
前

ま
た
チ

て

は

い

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

反
省
し
て
ま

す

 
ユ

コ
は
ま

た
く
反
省
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
態
度
で
そ
う
言

た

お
前
な

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

れ
た
顔
で
下
を
向
き

か
ぶ
り
を

た

 
そ
の

間
に
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
目
配
せ
す
る
の
を
レ
ン
は
目
撃
し
た

あ
れ

何
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
レ
ン
の
目
の
前
で

い
き
な
り
ユ

コ
が
動
い
た

 
ユ

コ
は

そ
ん
な

だ
ら
け
の
シ

ナ
に
い
き
な
り
飛
び
か
か
り

 
い
わ
ゆ
る
だ
い
し

き
ホ

ル
ド
の

で
シ

ナ
に

き
つ
い
た

う
お

な

何
す
る
ん
だ
よ

う
わ

う
わ

 
シ

ナ
は
そ
の

況
に

が
付
い
て
い
か
ず
に
動

し

 
レ
ン
は
手
で
顔
を

た
ま
ま

指
の
間
か
ら
そ
れ
を

き
見
て
い
た

 
だ
が
レ
ン
は
最
初
こ
そ
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
た
が
ユ

コ
の
表
情
を
見
て
ハ

と
し
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た 
そ
し
て
ユ

コ
は
落
ち
着
い
た
声
で
ハ
ル
カ
に
言

た

ハ
ル
カ

や

て

あ
い
よ

は

ジ

ン
ケ
ン
で
勝
ち
た
か

た
な

ド
ン
マ
イ

 
そ
し
て
ハ
ル
カ
は

い
つ
の
間
に
か
手
に
持

て
い
た
銃
で
ユ

コ
の

を
打
ち
抜
い
た

な

何
や

て
る
ん
だ
よ
お
前
ら

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

今
に
も
死
に
そ
う
な
ユ

コ
が
こ
う
言

た

こ
れ
で
あ
ん
た
の
両
手
が
開
い
た

態
で

私
が
盾
に
な
れ
る

し

 
こ
れ
が
勝
利
の
方

式

て
や
つ
よ

 
後
は
任
せ
た
わ

女
の
子
に
こ
こ
ま
で
さ
せ
た
ん
だ
か
ら

絶
対
に
勝

て
ね

お

お
い

お
前
ら
ま
さ
か

最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
で

 
だ
が
ユ

コ
か
ら
の
返
事
は
無
い

ど
う
や
ら
も
う
死
体
に
な

て
し
ま

た
よ
う
だ

 
代
わ
り
に
ハ
ル
カ
が
シ

ナ
に
返
事
を
し
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
が

い
い
お
手
本
に
な

て
く
れ
た
か
ら
ね
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だ
か
ら
何
か
あ

た
ら
私
達
も
同
じ
事
を
し
よ
う

て
話
し
て
た
ん
だ

 
で
も
ま
さ
か
こ
う
な
る
と
は

本
当
に
ジ

ン
ケ
ン
に
負
け
て
悔
し
い
よ

あ
の
な

で
も
こ
う
な

た
ら
も
う
や
る
し
か
な
い

で
し

そ
れ
は

 
そ
ん
な
シ

ナ
に
レ
ン
が
言

た

シ

ナ

こ
こ
ま
で
し
て
く
れ
た
二
人
の
気
持
ち
に
応
え
な
き

 
そ
れ
に
ユ

コ
さ
ん

さ

き
凄
く
真
面
目
な
顔
を
し
て
た
よ

 
だ
か
ら
絶
対
に
ふ
ざ
け
て
や

た
と
か
じ

な
い

 
ユ

コ
さ
ん
の
死
を
無

に
し
な
い

に
も

絶
対
に
こ
の
戦
い

勝
と
う

 
そ
ん
な
レ
ン
の

を
見
て
ハ
ル
カ
も
う
ん
う
ん
と

き
シ

ナ
も
真
面
目
な
顔
で
こ
う
答

え
た分

か

た

こ
え
る
か
ユ

コ

恥
ず
か
し
い
思
い
を
さ
せ
て
本
当
に
す
ま
な
い

 
こ
の

り
は
必
ず
返
す
か
ら
な

あ

そ
れ
は
も
う

今
度
ご

を

て
も
ら
う

て
事
で
決
ま

て
る
か
ら
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む
し
ろ
そ
れ
が
メ
イ
ン
目
的

あ
い
や
違
う
違
う
私
達
は
あ
く
ま
で
義

に
か
ら
れ

て 
そ
う
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
そ
う
に
な

た
ハ
ル
カ
を
見
て
シ

ナ
は
苦
笑
し
な
が
ら
言

た

仕
方
な
い

ま
た
今
度
な

べ

別
に
お

な
ん
か

そ
ん
な
の
い
い

て

で
も
ご
ち
そ
う
さ
ま

は
い
は
い

分
か

て
る

て

 
そ
ん
な
ハ
ル
カ
を

レ
ン
は

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

 
そ
れ
に
気
付
い
た
ハ
ル
カ
は

シ

ナ
に
言

た

あ

シ

ナ
さ
ん

レ
ン
ち

ん
も
一

で
も
い
い

ん

そ
う
だ
な

打
ち
上
げ
み
た
い
な
も
ん
だ
し

レ
ン
も
一

に
ど
う
だ

い

い
い
の

や

た

ご
ち
そ
う
さ
ま

 
レ
ン
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
ジ

ン
プ
し
ハ
ル
カ
は
シ

ナ
に
近
付
き

元
で
こ
う

い

た
あ

で
も
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
は
誘
わ
な
く
て
い
い
か
ら
ね

い
い
の
か
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だ

て

こ
こ
で
下
手
に
会

て
あ
げ
た
ら

あ
の
人
調
子
に
乗

ち

う
か
も
し
れ
な
い

じ

な
い

な
る
ほ
ど

納
得
し
た

ゼ
ク
シ

ド
に
は
悪
い
が

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
仕
方
な
い
な

う
ん
う
ん

仕
方
な
い
仕
方
な
い

 
そ
し
て
次
に
ハ
ル
カ
は
レ
ン
の
所
に
行
き

こ
う
言

た

レ
ン
ち

ん
ど
う

こ
れ
が
シ

ナ
さ
ん
に

を
押
し

り
す
る
コ
ツ
よ

な
る
ほ
ど

最
初
に
シ

ナ
さ
ん
の

に
何
か
を
し
て
あ
げ
て

 
で

後
か
ら

ご

で
も

て
く
れ
れ
ば
い
い
よ

て
言
う

 
こ
れ
が
私
達
が
考
え
た

必
殺
の
シ

ナ
メ
ソ

ド
よ

勉
強
に
な
り
ま
す

お
前
ら

全
部

こ
え
て
る
か
ら
な

 
そ
し
て
三
人
は

め
て
作
戦
を
立
て
直
し
た

俺
が
先

で
突

込
む
の
は
同
じ
だ

だ
が
と
り
あ
え
ず
二
人
に
は
こ
れ
を

し
て
お
く

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

ス
ト
レ

ジ
か
ら
ゴ

グ
ル
の
よ
う
な
物
を
三
つ
取
り
出
し
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一
つ
を
自
分
が
付
け

二
つ
を
二
人
に

し
た

こ
れ
は

防

ゴ

グ
ル
だ

二
人
と
も
こ
れ
を
装
備
し
て
く
れ

何
に
使
う
の

こ
の
ア
ハ
ト
な

実
は
こ
う
繋
げ
ら
れ
る
ん
だ

 
シ

ナ
は
ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
と
レ
フ
ト
を
平
行
に
組
み
合
わ
せ
た

ふ
む
ふ
む

こ
の

態
だ
と

散
レ

ザ

い
感
じ
で
射
撃
が
出
来
て

 
そ
う
す
る
と
凄
ま
じ
い
砂

が
上
が
る
ん
だ

あ

そ
う
い
う
事
か

こ
れ
で
こ

ち
の
同
士
討
ち
の
危
険
も

る
は
ず
だ
ろ

う
ん

色
々
持

て
る
ん
だ
ね

 
二
人
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言
い

そ
し
て
シ

ナ
は
こ
う
宣
言
し
た

よ
し

さ

さ
と
決
着
を
つ
け
に
い
く
か



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

う
ん

ユ

コ

あ
ん
た
の
分
も
頑
張
る
か
ら

そ
こ
で
応
援
し
て
て
ね

 
こ
う
し
て
三
人
は

フ

イ
ヤ
達
の

へ
と
攻
め
込
ん
だ
の
だ
が

 
シ

ナ
の
正
面
に
ユ

コ
が

き
つ
い
た
ま
ま
死
ん
で
い
る
せ
い
で

 
見
て
い
る
者
達
に
と

て
は

そ
れ
は
と
て
も
シ

ル
な
光
景
と
な

た
の
だ

た

 
明
日
奈
さ
ん
が
ア

プ
を
始
め
ま
し
た
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第
４
７
５
話
 
道
化
退
場

 
シ

ナ
達
の

を
発
見
し
た
時

子
王
リ

チ

と

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
生
き
残
り
達
は
色
め
き

た

た

 
だ
が
シ

ナ
の

が
伝
え
ら
れ
た

間

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

達
は
絶
叫
し
た

何
だ
よ
あ
の
格
好
は

俺
達
へ
の
当
て
付
け
か

ふ
ざ
け
ん
な

ふ
ざ
け
ん
な

そ
も
そ
も
あ
い
つ

て
ゼ
ク
シ

ド
の
女
だ
ろ

シ

ナ
に
乗
り
換
え
た
の
か

戦
い
を

辱
し
や
が

て

絶
対
に
マ
シ
ン
ガ
ン
の

に
し
て
や
る

 
ち
な
み
に

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
リ

ダ

の
シ
ノ
ハ
ラ
は

二
十
台
で

師
を
や

て
お
り

 
保
護
者
や
生
徒
か
ら
の
評
判
も
良
く

実
は
案
外
モ
テ
る
の
だ
が

 
彼
自
身
は
ベ

ド
に
マ
シ
ン
ガ
ン
の
モ
デ
ル
ガ
ン
を
持
ち
込
む
よ
う
な
男
で
あ
り

 
女
性
か
ら
の
好
意
に
ま

た
く
興
味
を

さ
な
い

 
ち
な
み
に
先
の
コ
メ
ン
ト
の
最
後
が
シ
ノ
ハ
ラ
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る

 
微

に
他
の
メ
ン
バ

と

度
差
が
あ
る
の
が
興
味
深
い
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そ
し
て
最
後
に

子
王
リ

チ

が

大
地
を

る
が
す

の
大
声
で
叫
ん
だ

絶
対
に
ミ
サ
キ
さ
ん
に
チ
ク

て
や
る
か
ら
な

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
間
に

シ

ナ
が
射

離
に
入

て
き
た

 
五
人
は
全

撃
ち
つ
く
す
つ
も
り
で

な
射
撃
を
開
始
し
た

 
そ
し
て
直
ぐ
に

お
か
し
な
事
に
気
が
付
い
た

あ
れ

な
ん
で

が

か
れ
る
ん
だ

背
中
に

の

船
の
装
甲

で
も
仕
込
ん
で
る
の
か

そ
れ
な
ら
普
通
に
後
ろ
向
き
で
走

て
く
れ
ば
い
い
だ
け
な
ん
じ

な
い
か

う
ん

あ
あ
す
る
理
由
が
分
か
ら
な
い
な

 
そ
ん
な
中

い
き
な
り
後
方
か
ら
一
同
に
声
が

け
ら
れ
た

 
そ
れ
は
一
人
戦
意

失
し

三

座
り
を
し
て
ず

と

て
い
た
フ

イ
ヤ
だ

た

 
フ

イ
ヤ
は
ど
う
や
ら

先
の

子
王
リ

チ

の
声
を

き

 
何
事
か
と
こ
ち
ら
を
観
察
し
に
来
た
よ
う
だ

た

君
達
馬

な
の

あ
れ
は
ど
う
見
て
も
死
体
で
し

 
ま
あ
伝
え

く
シ

ナ
の
性
格
だ
と

あ
ん
な
事
を
了

す
る
は
ず
が
な
い
か
ら
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多
分
彼
女
が
自
ら
進
ん
で
そ
の
身
を
差
し
出
し
た
ん
だ
ろ
う
ね

マ
ジ
か

普
通
そ
こ
ま
で
す
る
か

で
も
確
か
に
そ
れ
な
ら

は

か
れ
る
な

 
シ
ノ
ハ
ラ
は

静
に
そ
う
言

た
が

他
の
四
人
の
反
応
は
ま

た
く
違

た

彼
女
が

自
ら

進
ん
で
そ
の
身
を
差
し
出
し
た

ま
さ
か
ミ
サ
キ
さ
ん
も
そ
う
す
る
と
い
う
の
か

 
そ
し
て
四
人
は
今
ま
で
以
上
に

に
血
を
上
ら
せ
身
を
乗
り
出
し
て
激
し
い
攻
撃
を
開
始
し

た
う
お
お
お
お
お
お
お
お

撃
て

撃
て

ゲ
ム
充
の
存
在
を
許
す
な

ミ
サ
キ
さ
ん

あ
な
た
は
私
が
守
り
ま
す

お

お
前
ら

ま
あ
い
い
か

と
に
か
く
マ
シ
ン
ガ
ン
が
撃
て
れ
ば
そ
れ
で
い
い

 
シ
ノ
ハ
ラ
も
結
局
そ
れ
に
乗
り

一
同
は
ノ
リ
ノ
リ
で
射
撃
を
開
始
し
た
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フ

イ
ヤ
は

れ
た
顔
で
そ
れ
を
見
て
い
た
が

 
せ

か
く
だ
か
ら
こ
の
機
会
に
銃
を
撃

て
お
こ
う
と
で
も
思

た
の
か

 
Ａ
Ｋ
４
７
を
取
り
出
し

五
人
の
隣
で
射
撃
を
開
始
し
た

 
そ
の
う
ち
楽
し
く
な

て
き
た
の
か

フ

イ
ヤ
も
他
の
五
人
と
同
じ
よ
う
に

 
徐
々
に
身
を
乗
り
出
し
始
め
た

ち
な
み
に
彼
が
Ａ
Ｋ
４
７
を
選
ん
だ
理
由
は

 
世
界
で
一
番

名
な
銃
だ
と
ど
こ
か
に
書
い
て
あ

た
か
ら

と
い
う
だ
け
の
話
で
あ
る

 
お

撃

て
き
た
な

何
か
叫
ん
で
た
ね

ミ
サ
キ
が
何
と
か

て

そ
れ
は

子
王
リ

チ

だ
ろ
う
な

ま
あ
ど
う
で
も
い
い
話
だ
が

あ
ん
な
ペ

ス
で
撃

て
た
ら

す
ぐ

切
れ
に
な
り
そ
う
だ
よ
ね

だ
な

ま
あ
こ

ち
は
こ

ち
で
落
ち
着
い
て
敵
を
狙

て
い
こ
う

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
ト
レ
イ
ン

態
で
突
き
進
み

し
ば
ら
く
相
手
に
反
撃
は
し
な
か

た

 
ユ

コ
は
期
待
通
り
に
敵
の
攻
撃
を
は
ね
返
し
味
方
で
誰
も
攻
撃
を
く
ら

た
者
は
い
な
い

 
そ
ん
な
時

い
き
な
り
敵
の
攻
撃
が
や
ん
だ
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何
だ

あ

見
て

あ
の
フ

イ
ヤ

て
の
が
何
か
言

て
る
み
た
い

本
当
だ

何
だ
ろ

 
だ
が
そ
の
直
後
に
再
び
絶
叫
が

こ
え

先
ほ
ど
よ
り
も
更
に
激
し
い
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た

何
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
な

ま
た
ミ
サ
キ

て

こ
え
た
わ
ね

あ

で
も
見
て

さ

き
よ
り
も

分
身
を
乗
り
出
し
て
る
わ
よ

チ

ン
ス
だ
な

こ
こ
か
ら
こ

ち
も
攻
撃
開
始
だ

 
走
り
な
が
ら
だ
か
ら
当
た
り
に
く
い
と
思
う
が

狙
い
は
慎
重
に
な

 
そ
し
て
三
人
は

不
自
由
な
体
制
な
が
ら
も
射
撃
を
開
始
し
た

 
そ
れ
に
よ
り

三
人
の

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

が
倒
さ
れ

 
残
る
は
フ

イ
ヤ

子
王
リ

チ

シ
ノ
ハ
ラ
の
三
人
と
な
り

 
さ
す
が
の
三
人
も
危
険
を
感
じ
た
の
か

キ

チ
リ
と
物
陰
に
身
を

し

 
そ
れ
で
い
て
攻
撃
の
手
を
緩
め
な
い
よ
う
に

必
死
に
反
撃
し
て
き
た

 
だ
が
そ
の
時
点
で

彼
我
の

離
は
も
う
か
な
り
詰
ま

て
い
た
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ぎう

わ
ひ

 
立
て
続
け
に
そ
ん
な

鳴
と
共
に

仲
間
が
倒
れ
る
の
を
見
た
シ
ノ
ハ
ラ
は

 
そ
れ
で

が

え
た
の
か

フ

イ
ヤ
と

子
王
リ

チ

に
言

た

ま
ず
い

前
の
め
り
す
ぎ
だ

落
ち
着
い
て
少
し
下
が
ろ
う

 
二
人
は
そ
の

告
に

い
少
し
身
を
下
げ
た

そ
の
ま
ま

も
射
撃
を
継
続
し
て
い
た
三
人

だ

た
が

 
つ
い
に
そ
の
時
が
き
た

子
王
リ

チ

と
シ
ノ
ハ
ラ
が

切
れ
を

こ
し
た
の
だ

 
そ
の

間
に
シ

ナ
が

手
の
銃
を

て

手
に
持

て
い
た
棒

の
物
を
こ
ち
ら
に
向
け

て
き
た

あ
れ
は
何

 
フ

イ
ヤ
は
そ
う
二
人
に

ね
た
の
だ
が

の
補
充
で
忙
し
い
二
人
は
何
も
答
え
な
か

た

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
そ
の
棒

の
物
か
ら
光
の

水
が

れ
そ
の
場
は
凄
ま
じ
い
砂

に
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包
ま
れ
た

う
お

こ

こ
れ
は

戦
争
で
見
た

光
剣
の
散

か

 
だ
が
時

に

く

そ
の
場
の

界
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な

て
い
た

 
そ
の
時

子
王
リ

チ

が
こ
う
叫
ん
だ

ま
だ
だ

静
に
壁
の
上
だ
け
見
て
お
け
ば
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
く
る
奴
ら
を
見
つ
け
ら
れ

る
は
ず
だ

わ

分
か

た

了
解

壁
の
上
だ
け
で
い
い
な
ら
何
と
か
見
え
る

 
だ
が
そ
の
直
後
に
ゴ
ト

と
い
う
音
が

こ
え

 
先
ほ
ど
ま
で
壁
だ
と
思

て
い
た
場
所
か
ら

い
き
な
り
シ

ナ
が
そ
の

を
現
し
た

なよ

リ

チ

お
前
も
相
変
わ
ら
ず

り
な
い
奴
だ
よ
な

う
る
せ
え

ミ
サ
キ
さ
ん
を
さ

さ
と
解
放
し
ろ



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

俺
が
い
つ
あ
の
人
を

束
し
た

て
ん
だ
よ

ま

た
く

が
分
か
ら
な
い
奴
だ
な

 
ま
あ
い
い

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て

い
つ
の
間
に
分
離
し
た
の
か

 
両
手
に
持

た
ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
と
レ
フ
ト
で

子
王
リ

チ

を
真

二
つ
に
し
た

 
同
時
に
シ

ナ
の
後
ろ
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
ハ
ル
カ
が
フ

イ
ヤ
に
銃
を
付
き
つ
け

 
レ
ン
は
シ
ノ
ハ
ラ
の
懐
に
飛
び
込
み
教
わ

た
通
り
に
カ
ゲ
ミ
ツ
を
持

た
ま
ま
そ
の
横
を

通
過
し

 
そ
の
勢
い
で
シ
ノ
ハ
ラ
を
真

二
つ
に
し
た

ど

ど
う
し
て

 
そ
の
間
に
砂

が
晴
れ

最
後
に
シ
ノ
ハ
ラ
が
見
た
の
は

壁
に
開
け
ら
れ
た
大

だ

た

 
お
そ
ら
く
シ

ナ
が
ア
ハ
ト

で
開
け
た
の
だ
ろ
う

そ
そ
う
い
う
事
か

で
も
ま
あ
マ
シ
ン
ガ
ン
を

山
撃
て
た
か
ら
楽
し

か

た 
そ
し
て

子
王
リ

チ

と
シ
ノ
ハ
ラ
も
死
体
と
な
り
そ
こ
に
は
フ

イ
ヤ
だ
け
が
残
さ
れ

た
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シ

ナ
は
こ
こ
で
や

と
ユ

コ
を
下
ろ
し

そ
の
ま
ま
フ

イ
ヤ
と
対
峙
し
た

ま

ま
さ
か
こ
ん
な

フ

イ
ヤ
さ
ん

初
め
て
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
ど
う
で
し
た

楽
し
か

た
で
す
か

た

楽
し
い
わ
け
無
い
だ
ろ

何
で
こ
う
何
も
か
も
上
手
く
い
か
な
い
ん
だ
よ

 
フ

イ
ヤ
は
そ
う
言

て

最
後
の
意
地
と
ば
か
り
に
レ
ン
に
銃
を
向
け
た

せ
め
て
死
ぬ
時
は
レ
ン
ち

ん
と
一

に

何
を
言

て
る
ん
だ
お
前
は

お
前
に
は
レ
ン
と
一

に
死
ぬ
機
会
す
ら
や
ら
ね
え
よ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は

フ

イ
ヤ
の
銃
を
持
つ

を

か
ら

り
落
と
し

 
フ

イ
ヤ
は
が

く
り
と
そ
の
場
で
う
な

れ
た

僕
の
計
算
だ
と

今
こ
う
な

て
い
る
の
は
君
達
の
は
ず
だ

た
の
に

ど
う
い
う
計
算
を
し
た
の
か
は
知
ら
な
い
が
そ
ん
な

上
の
空

が
上
手
く
い
く

無
い
だ

ろ 
そ
も
そ
も
お
前

を
集
め
た
だ
け
じ

な
い
か
よ

を
集
め
て
ジ

イ
ン
ト
ベ
ン
チ

を
立
ち
上
げ

 
そ
こ
に
資
金
を
投
入
す
る
の
は
当
た
り
前
の
事
じ

な
い
か
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リ
ア
ル
と
一

に
す
ん
な

て
の

 
そ
し
て
シ

ナ
は

た
い
声
で
フ

イ
ヤ
に
言

た

と
い
う

で

け
は
ほ
ぼ
こ
ち
ら
の
勝
ち
だ

も
う
レ
ン
の
事
は

め
て

 
他
に
お
前
の
言
う
事
を
何
で
も

い
て
く
れ
る

素
敵
な
女
性
を
探
す
ん
だ
な

 
シ

ナ
が

肉
た

り
に
そ
う
言
う
と

 
フ

イ
ヤ
は
苦

に
満
ち
た
表
情
で

ぼ
そ
り
と
言

た

く

こ
う
な

た
ら
仕
方
な
い
結
婚
で
は
な
く

め
て
小
比

さ
ん
に
交

の
お
願

い
を別

の
頼
み
だ
か
ら

け
は
無

だ

て
か

格
好
悪
い
ぞ

お
前

そ
れ
も

め
て
実
力

て
も
の
だ
よ
小
比

さ
ん
な
ら
俺
の
頼
み
を

い
て
く
れ
る
は
ず

だ
し
ね

何
で
そ
う
思
う
ん
だ

あ

ち
の
方
が
大
手
な
ん
だ
ろ

そ
ん
な
の
関
係
無
い
さ

全
て
の

を
一
社
だ
け
で

え
る

じ

な
い

 
今
後
う
ち
を

め
た
関
連
会
社
が
仕
事
を

け
な
け
れ
ば

 
小
比

さ
ん
に
と

て
は
大
打
撃
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
ね
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他
に
も
仕
事
を

け
て
く
れ
る
会
社
は

山
あ
る
は
ず
だ
ろ

他
の
会
社
と
は
付
き
合
い
が
無
い
は
ず
だ

そ
う
上
手
く
は
い
か
な
い
と
断
言
出
来
る

個
人
の
問
題
に

ま
あ
レ
ン

気
に
す
る
な

大
丈
夫
だ
か
ら

 
シ

ナ
は

激
高
し
か
け
た
レ
ン
の

に
手
を
乗
せ

落
ち
着
か
せ
る
と

 

々
と
し
た
口
調
で
こ
う
言

た

そ
う
思
う
な
ら
や

て
み
る
と
い
い

お
前
が
誰
に
何
を
言
お
う
と
し
て
も

 
そ
れ
は
お
前
の
自
由
だ
か
ら
な

好
き
に
し
て
く
れ

ふ
ん

言
わ
れ
な
く
て
も

だ
が
そ
の
話
が

ま
る
ま
で
は

約
束
は
守
れ
よ

分
か

て
る

け
の
結
果
が
そ
の
通
り
に
な
れ
ば
ね

 
そ
の
微

な
言
い
方
に

シ

ナ
と
レ
ン
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

 
そ
の

を
突
く
格
好
で

フ

イ
ヤ
が
動
い
た

 
フ

イ
ヤ
は
残
さ
れ
た

手
を
懐
に
突

込
む
と

何
か
を
引
き
抜
く
よ
う
な
動
作
を
し
た

 
そ
の

間
に
一
人
だ
け
動
い
た
者
が
い
た
じ

と
そ
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た
ハ
ル
カ
で
あ
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る 
ハ
ル
カ
は
シ

ナ
と
レ
ン
を
突
き
飛
ば
す
と

フ

イ
ヤ
に

き
付
き

 
そ
の
ま
ま
強
引
に
走
り
出
す
と
フ

イ
ヤ
と
共
に
壁
の
手
前
に
あ

た
小
さ
な

を
駆

け
上

た

ハ

ハ
ル
カ

一
体
何
を

手

よ

 
ハ
ル
カ
は
シ

ナ
に
答
え

そ
う
叫
ん
だ

 
そ
れ
で
シ

ナ
は
何
が

こ

た
の
か
を
理
解
し
た

同
時
に
シ

ナ
は
自
分
の

さ
を
悔

い
て
い
た

く
そ

俺
が
も
う
片
方
の

も

て
お
け
ば

何
だ
よ
お
前

関
係
無
い
だ
ろ

離
せ
よ

り
な
さ
い

こ
の
う
じ

が

 
そ
う

声
を

び
せ

暴
れ
る
フ

イ
ヤ
を
押
さ
え
つ
け
な
が
ら

 
ハ
ル
カ
は
笑
顔
の
ま
ま

落
ち
込
む
シ

ナ
に
こ
う
言

た

あ

あ

ど
う
せ

き
付
く
な
ら

あ
ん
た
の
方
が
良
か

た
わ
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ハ
ル
カ

ハ
ル
カ
さ
ん

レ
ン
ち

ん
ま
た
ね

あ
と
あ
ん
た
は
食
事
の
約
束

忘
れ
な
い
で
ね

 
そ
う
言

て
ハ
ル
カ
は
フ

イ
ヤ
と
共
に
壁
か
ら
飛
び
降
り

 
そ
の
直
後
に
壁
の
向
こ
う
で
爆
発
が

こ

た

 
シ

ナ
と
レ
ン
は

そ
の
爆
発
が
収
ま
る
と
同
時
に
壁
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て
下
を
見
た

 
そ
こ
に
は
二
人
の

は
無
く

た
だ
二
つ
の
死

マ

カ

だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た

 
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
向
け

シ

ナ
は
言

た

分
か

て
る

て

確
か
に
約
束
し
た
か
ら
な

今
度
連

す
る
わ

ハ
ル
カ
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う

今
度
は
リ
ア
ル
で
会
お
う
ね

 
二
人
は
そ
う
言
い

ハ
ル
カ
の
死

マ

カ

へ
と
手
を

た

 
そ
し
て
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
お
別
れ
を
し
た
二
人
は
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
と
の
戦
い
に
つ
い
て
話

し
出
し
た

さ
て
後
は
最
後
の
戦
い
だ
が
さ
す
が
に
こ
こ
に

る
よ
う
な

な
真
似
は
し
た
く
な
い

よ
な
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シ

ナ

そ
れ
に
つ
い
て
は
私
に
考
え
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言

て
レ
ン
は

懐
か
ら
旅
行
バ

グ
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
た
の
だ

た
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第
４
７
６
話
 
最
後
に
し
て
お
ま
け
の
戦
い

 
次
の
ス
キ

ン
時
間
が
訪
れ
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
メ
ン
バ

は
シ

ナ
達
の

置
の
確
認
を

終
え
た

 
も

と
も
チ

ム
を

す
光
点
は
二
つ
し
か
な
い
の
だ
か
ら

簡

な
作
業
で
あ
る

お

大
将
達

無
事
に
敵
の
殲
滅
を
終
え
た
み
た
い
だ
な

あ
れ

で
も
セ
ク
シ

ド
も
消
え
て
な
い

本
当
だ

あ
の
お
姉
ち

ん
達

や
ら
れ
ち

た
ん
す
か
ね

さ
す
が
に
マ
シ
ン
ガ
ン
相
手
じ

き
つ
か

た
か

 
実

は

二
人
と
も
戦
闘
で
は
や
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
が

 
そ
こ
ま
で
は
さ
す
が
に
分
か
ら
な
い

分
か
る
は
ず
も
な
い

激
し
い
戦
い
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね

し
か
し
そ
う
す
る
と

五
対
二
か

さ
す
が
に
こ
れ
は
ハ
ン
デ
が
大
き
す
ぎ
る
か
ね

そ
ん
な

な
い
で
し

相
手
は
あ
の
シ

ナ
な
の
よ

 
シ

ナ
に
や
ら
れ
た
ク
リ
ン
は

そ
う
熱

を

る

た
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そ
う
だ
な

相
手
は
あ
の
大
将
だ

全
力
で
行
く
ぞ

了
解

目
標
は

こ
こ
の
近
く
の

に
な

た
市
街
地
だ

出
発

 
そ
し
て
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は

ス
キ

ン
結
果
に
映

た
シ

ナ
達
の
居
場
所
へ
と
向
か

た

 

い
な
い

ま
さ
か
逃
げ
た
の
か

い
や
い
や

大
将
に
限

て

て

い
た

ど
こ
ど
こ

あ
の
ビ
ル
の
上
だ

ビ
ル

て

一
キ
ロ
く
ら
い
離
れ
て
な
い

だ
が
大
将
に
と

て
は
射

離
だ

気
を
付
け
ろ

 
だ
が
シ

ナ
は
ま

た
く
狙
撃
体
制
を
と
ら
ず

た
だ
そ
こ
に
立

て
い
る
だ
け
だ

た

一
体
ど
う
い
う
事

そ
れ
に
レ
ン
ち

ん
は

あ
そ
こ
に
一

に
い
る
ん
じ

な
い
か
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で
も
移
動
時
間
を
考
え
る
と

さ
す
が
に
あ
そ
こ
に
行
け
る
と
は
思
え
な
い
の
だ
け
れ
ど

て
事
は

レ
ン
ち

ん
だ
け
は
こ
の
近
く
に

 
五
人
の
う
ち

コ
ミ
ケ
だ
け
は
シ

ナ
か
ら
目
を
離
さ
ず
に

 
そ
し
て
残
り
の
四
人
は
レ
ン
の
襲
撃
を

し
つ
つ

ゆ

く
り
と
前
に
進
ん
で
い

た

⻑

そ
こ
は

差
が
あ
る
か
ら
気
を
付
け
て
下
さ
い

了
解

も
う
三
歩
先
に
は
倒
れ
た
ゴ
ミ

そ
の
一
歩
先
に
は
旅
行
カ
バ
ン
が

ま

た
く

街
を

し
や
が

て

て

ゲ

ム
の
中
で
言

て
も
仕
方
な
い
か

ふ
ざ
け
て
な
い
で
足
元
に
注
意
し
て
下
さ
い
ね

す
み
ま
せ
ん

て

シ

ナ
の
隣
に
レ
ン
ち

ん
が
い
る
ぞ

 
コ
ミ
ケ
は
シ

ナ
の
隣
に
見
慣
れ
た
ピ
ン
ク
の
う
さ

子
を
見
付
け

そ
う
報
告
し
た

二
人
と
も
あ
そ
こ
か

勝
負
は
ビ
ル
で
の
攻
防
に
な
る
か

と
り
あ
え
ず
狙
撃
の
死

に
全
員
で
移
動
し
て

先
を
急
ぎ
ま
し

う

だ
な
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こ
の
五
人
は
シ

ナ
の
事
は
よ
く
知

て
い
る
が

レ
ン
の
事
は
あ
ま
り
知
ら
な
い

 
そ
れ
故
に

レ
ン
が
シ

ナ
の
近
く
に
い
る
と

い
て

そ
れ
が
普
通
だ
と
思
い
込
ん
で
し

ま

て
い
た

 
強
さ
か
ら
考
え
る
と

そ
れ
が

当
だ
か
ら
だ

 
そ
の

レ
ン
の

子
の
動
き
を

し
く
観
察
す
る
事
も
無
か

た

 
実

は
シ

ナ
が

自
作
自

で

子
を
見
え
る

置
に
置
い
た
だ
け
で
あ

た
が

 
五
人
は
そ
れ
を

完
全
に
本
人
な
の
だ
と
信
じ
て
し
ま
い

 
そ
れ
故
に
相
手
が
二
人
と
も
近
く
に
い
な
い
と

い
て

気
が
抜
け
て
し
ま

た

 
そ
ん
な
心
の

を
突
く
よ
う
に

シ

ナ
が
ゆ

く
り
と

 
横
に
立
て
か
け
て
あ

た
Ｍ
８
２
に
手
を

け
た

大
将
が
銃
を
手
に
持

た

注
意
し
ろ

 
そ
の

間
に
バ
ン

と
い
う
音
と
共
に
銃
声
が

こ
え
そ
こ
に
あ

た
旅
行
カ
バ
ン
が

け
た

 
そ
し
て
そ
の
一
番
近
く
に
い
た
ケ
モ
ナ

と
ト
ミ

が

ど
こ
か
ら
飛
来
し
た
の
だ
ろ
う
か

 
い
き
な
り
銃

で

の

に
さ
れ
た
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ぐ
あ

ま

ま
さ
か

そ
ん

 
ト
ミ

は
死
ぬ
前
に
何
か
を
言
お
う
と
し
た
が

そ
れ
は
果
た
さ
れ
な
か

た

 
口
の
高
さ
に
銃

を
受
け
た

上
手
く
口
が
動
か
な
か

た
の
だ

 
ト
ミ

が
言
い
か
け
た
セ
リ
フ
は
こ
う
だ

た

ま
さ
か
そ
ん
な
所
に

敵
は
旅
行
カ
バ
ン
の
中

 
加
え
て
旅
行
カ
バ
ン
の

ね
上
が
り
方
が

 
ま
る
で
ど
こ
か
ら
か
狙
撃
を
受
け
た
よ
う
な
動
き
に
見
え
た

 
残
る
三
人
が

そ
の
事
実
に
気
付
く
の
が

れ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る

 
こ
う
し
て
ケ
モ
ナ

と
ト
ミ

は
死
体
と
な

た

な

何

き
 
そ
し
て
次
に

ブ
ラ

ク
キ

ト
が

の

に
さ
れ

死
体
と
な

た

ま
さ
か
レ
ン
ち

ん

ど
こ
に
い
た

て
い
う
の

 
そ
れ
を
見
た
ク
リ
ン
が

れ
ば
せ
な
が
ら
迎
撃
体
制
に
入

た
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だ
が
ク
リ
ン
は
戦
う
事
は
出
来
な
か

た

レ
ン
が
飛
び
出
し
た

間
に

 
自
分
へ
の
注
意
が
外
れ
た
の
を
確
認
し
た
シ

ナ
が

す
ぐ
に
狙
撃
体
制
を
と
り

 
一
番
手
強
い
と
思
わ
れ
る
ク
リ
ン
に
向
か

て
狙
撃
を
行

た
か
ら
だ

 
そ
の

は

分
違
わ
ず
に
ク
リ
ン
の
心

を

き

ク
リ
ン
も
四
人
目
の
死
体
と
な

た

く
そ

 
コ
ミ
ケ
は
シ

ナ
に
撃
た
れ
る
の
を
覚
悟
で

レ
ン
に
銃
口
を
向
け
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の

間
に
レ
ン
の

が

界
か
ら
消
え
た

な
 
レ
ン
を
見
付
け
よ
う
と

て
て
ス
コ

プ
を
上
下
さ
せ
た
コ
ミ
ケ
の
太
も
も
に
衝
撃
が
走
り

 
コ
ミ
ケ
は
そ
の
場
に
倒
れ
伏
し
た

見
る
と
自
分
の

足
が
無
く
な

て
お
り

 
ど
う
や
ら
レ
ン
に
切
断
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

つ
ま
り
レ
ン
が
今
い
る
の
は

後
ろ
か

 
そ
う
言

て

り
向
こ
う
と
し
た
コ
ミ
ケ
の

に
衝
撃
が
走

た

 
レ
ン
が
回
転
し
な
が
ら
強

な

り
を
放

た
の
だ

 
そ
の
衝
撃
に
よ

て
コ
ミ
ケ
は
銃
も
手
放
し
て
し
ま
い

両
手
を
上
げ
て
こ
う
言

た
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参

た

降
参

 
そ
の
言
葉
で
レ
ン
は
そ
の
場
で

止
し

タ
タ

と
コ
ミ
ケ
の
方
へ
と
走

て
き
た

や

ぱ
り
レ
ン
ち

ん
だ

た
の
か

レ
ン
ち

ん
は
凄
く
速
い
ん
だ
な

 
ま
る
で
人
間
じ

な
い
み
た
い
だ

あ

こ
れ
悪
口
じ

な
い
か
ら
ね

分
か

て
ま
す

あ

で
も
師
匠
は
も

と
速
い
で
す
よ

コ
ミ
ケ
さ
ん

師
匠

て

誰

闇
風
師
匠
で
す

あ
あ

闇
風
君
か

そ
う
か
そ
う
か

そ
れ
な
ら
レ
ン
ち

ん
が
速
い

だ
よ
な

え

へ
ん

 
そ
う
得
意
げ
に
胸
を
張
る
レ
ン
を
見
な
が
ら

コ
ミ
ケ
は
別
の
事
を
考
え
て
い
た

と
い
う
か
あ
の
速
さ
で
動
き
な
が
ら
こ

ち
の

置
と
か
も
全
部

し
て
た
の
が
凄
え
な

 
一
体
ど
ん
な
目
を
し
て
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
は
レ
ン
が
自
分
の

界
に
ほ
と
ん
ど
入
ら
な
か

た
故
の
言
葉
で
あ

た

 
そ
れ
は
つ
ま
り
レ
ン
が
敵
の
動
き
に
対
応
し
て
ほ
と
ん
ど
の
時
間
死

に
い
た
事
を
意
味

す
る
か
ら
だ
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そ
れ
に
し
て
も
レ
ン
ち

ん
は

一
体
ど
こ
に
い
た
ん
だ
い

あ

そ
れ
は
で
す
ね

 
レ
ン
は
そ
う
言
う
と

転
が

て
い
た
力
バ
ン
を
持

て
き
て

コ
ミ
ケ
に
見
せ
た

こ
の
中
で
す

え

本
当
に

こ
ん
な
所
に
入
れ
る
の

や

て
み
せ
ま
し

う
か

う
ん

見
て
み
た
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
レ
ン
は

く
に

と
体
を

り
曲
げ

器
用
に
旅
行
カ
バ
ン
の
中
に
入
り

 
自
分
で
そ
の

を

め
た

う
わ

レ
ン
ち

ん

て

体
が
柔
ら
か
す
ぎ
な
い

あ

こ
れ
は
シ

ナ
に
教
わ

た
ん
で
す
よ

大
将
に

で
も
教
わ
る

て
何
を

え

と
で
す
ね

コ
ミ
ケ
さ
ん

て
体
は

い
方
で
す
か

う

ん

そ
こ
そ
こ
か
な

す
ぎ
る
と
怪
我
を
し
や
す
い
か
ら
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一
応
柔

は
い
つ
も
や
ら
さ
れ
て
る
よ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
を
見
て
下
さ
い

 
レ
ン
は
そ
う
言

て

コ
ミ
ケ
の
目
の
前
に
人
差
し
指
を
出
し

く
る
く
る
と
回
し
始
め
た

あ
な
た
の
体
は
な
ま
ら
柔
ら
か
い

あ
な
た
の
体
は
な
ま
ら
柔
ら
か
い

 
そ
う
ず

と
言
わ
れ
て
い
る
う
ち
に

コ
ミ
ケ
は
若

の
眠
気
に
襲
わ
れ

 
そ
れ
と
同
時
に
自
分
の
体
が
柔
ら
か
い
よ
う
に
思
え
て
き
た

 
そ
の

間
に
レ
ン
が
ジ

ン
プ
し
て
コ
ミ
ケ
の
背
中
側
に
回
り
コ
ミ
ケ
の
背
中
を
ゆ

く
り

と
押
し
た

 
そ
れ
に
よ

て
コ
ミ
ケ
は

胸
が
地
面
に
完
全
に
つ
く
ほ
ど
前
屈
し
た

は
い

出
来
ま
し
た

 
そ
の
言
葉
で
覚

し
た
コ
ミ
ケ
は

自
分
の

に
気
付
い
て
驚
い
た

う
お

俺
の
体

て
こ
ん
な
に
柔
ら
か
か

た

け

さ
あ

で
も
ど
う
で
す
か

い
つ
も
よ
り
も
柔
ら
か
い
で
す
か

う
ん

間
違
い
な
く
ね

で
も
こ
れ

て
ど
ん
な
魔
法

シ

ナ
が
言
う
に
は

こ
の
世
界
で
は
本
当
は
ど
こ
ま
で
だ

て
前
屈
出
来
る
は
ず
な
ん
で
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す

て

 
何
故
な
ら
こ
こ
は
現
実
じ

な
い
か
ら

で
も
人
に
よ

て
は
ま

た
く
曲
が
ら
な
い
人
も

い
る

 
そ
れ
は
何
故
か

本
人
が
そ
こ
ま
で
し
か
曲
が
ら
な
い
と
そ
う
思
い
込
ん
で
い
る
か
ら

 
だ
か
ら
そ
の
思
い
込
み
を
外
せ
ば

そ
う
か

そ
れ
さ
え
出
来
れ
ば
こ
ん
な
事
も
出
来
る
ん
だ

は
い

そ
の
通
り
で
す

 
コ
ミ
ケ
は
そ
の
言
葉
で
嬉
し
く
な
り

何
度
も
前
屈
し
て
地
面
に
ペ
タ

と
張
り
付
い
た

ど
う
だ

な
ま
ら
凄
い
で
す

そ

れ

ペ
タ

も
う
バ

チ
リ
で
す
ね

 
そ
う
無

気
に
喜
ぶ
二
人
の
所
に

や

と
シ

ナ
が
到
着
し
た

二
人
と
も

何
や

て
ん
の

シ

ナ
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よ

大
将

見
て
く
れ
よ

俺
の
体
が
こ
ん
な
に
柔
ら
か
い
ん
だ

え

あ
あ

レ
ン
に
教
え
て
も
ら

た
ん
で
す
ね

そ
う
そ
う

い
や

大
将
の
教
え

て
凄
い
ん
だ
な

目
か
ら
鱗
だ

た
よ

ま
あ
そ
う
で
す
ね

思
い
込
み

て
の
は
結

や

か
い
な
も
の
で
す
か
ら
ね

だ
な

 
そ
し
て
コ
ミ
ケ
が
リ
ザ
イ
ン
降
参
し
よ
う
と
し
た
時
シ

ナ
が
コ
ミ
ケ
に
こ
う

ね
た

コ
ミ
ケ
さ
ん

今
日
こ
こ
に
来
た
の

て

お
う

し
く
は
言
え
な
い
が

お
仕
事
な
ん
だ
よ
ね

つ
ま
り
あ
れ
で
す
か
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
戦
闘
シ
ミ

レ

シ

ン
が
出
来
な
い
か
と
か
そ
う
い
う

そ
の
質
問
に
対
す
る
答
え
は
ノ

コ
メ
ン
ト
だ
け
ど

 
仮
に
そ
う
だ
と
し
た
ら

結
果
は
思
わ
し
く
な
い

て
結

に
な
る
ん
だ
ろ
う
ね

ま
あ
そ
う
で
す
よ
ね
Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
リ
ア
ル
な
よ
う
で
実
は
ゲ

ム
的
要
素
が
少
し
強
す
ぎ
ま

す
か
ら

だ
な
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そ
し
て
シ

ナ
は

次
に
コ
ミ
ケ
に
こ
う
言

た

ま
あ
本
当
に
リ
ア
ル
な

を
お
望
み
な
ら

 
協
力
す
る
準
備
が
あ
り
ま
す
と
ス
ネ

ク
に
お
伝
え
下
さ
い

 
そ
の
言
葉
に
コ
ミ
ケ
は

目
を
パ
チ
ク
リ
し
な
が
ら
生
返
事
を
し
た

あ

う

う
ん

 
そ
ん
な
コ
ミ
ケ
に

続
け
て
シ

ナ
は
こ
う
言

た

コ
ミ
ケ
さ
ん

夏
コ
ミ
は
行
き
ま
す
か

 
そ
の
質
問
に
対
し
て
は

コ
ミ
ケ
は
パ

と
顔
を
明
る
く
し
て
こ
う
答
え
た

お
う

も
う

に
休
暇

は
済
ま
せ
た

そ
れ
じ

あ
ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
で
お
待
ち
し
て
ま
す
ね

 
そ
の
言
葉
に
コ
ミ
ケ
は
再
び
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た
後

今
度
は
納
得
し
た
よ
う
に
言

た

な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
事
か

分
か

た

必
ず
お

魔
す
る
よ

そ
れ
じ

あ
受
付
で

大
将
は
い
る
か

て

ね
て
も
ら
え
れ
ば

 
俺
の
所
に
案
内
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
手
配
し
て
お
き
ま
す
ね

お
お

了
解
だ

こ
れ
は
楽
し
み
に
な

て
き
た
ね
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そ
れ
じ

あ
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
ね

コ
ミ
ケ
さ
ん

お
う

ま
た
な
大
将

レ
ン
ち

ん
も

ま
た
ど
こ
か
で
会
え
た
ら
い
い
な

コ
ミ
ケ
さ
ん

ま
た
で
す

 
そ
し
て
コ
ミ
ケ
は
リ
ザ
イ
ン
し

そ
の

間
に

に
文

が
表

さ
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
 

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
 

 
同
時
に
大
音

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
出
し
た

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム

優
勝
は

 
何
と
二
人
組
で
参
加
し
た
チ

ム

が
勝
利
し
ま
し
た

 
こ
う
し
て
第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
は

 
そ
れ
ぞ
れ
に
色
々
な
思
い
を

か
せ
な
が
ら
も

シ

ナ
と
レ
ン
の
優
勝
で
幕
を

じ
た
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第
４
７
７
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
 
前
編

お
い
シ

ナ
が
あ
の
ピ
ン
ク
の
悪
魔
と
二
人
で
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
に
エ
ン
ト
リ

し
て

る
ぞ

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
る
よ
う
な
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

達
は

 
こ
ん
な
大
会
に
は
参
加
し
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で
あ

た
が

 
に
わ
か
に
注
目
を

び
る
よ
う
に
な

た
の
は

ま
さ
に
こ
の
一
言
が
キ

カ
ケ
だ

た

で
も
今
回
参
加
し
て
い
る
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
常
連
組

て
他
に
は
ゼ
ク
シ

ド
く
ら
い
じ

な
い

か
あ
い
つ
は
何
に
で
も
参
加
す
る
か
ら
参
考
に
な
ら
な
い
よ
な

十
狼
の
戦
い
は
も
う
見
ら
れ
な
い
の
か
ね

シ

ナ
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
い
る
の
も

十
狼
の
メ
ン
バ

じ

な
い
ル

キ

だ
し
な

ピ
ン
ク
の
悪
魔
か

俺

前
あ
い
つ
に
あ

さ
り
殺
さ
れ
た
ん
だ
よ
な

俺
も
俺
も

ま
あ
何
に
せ
よ

当
日
が
楽
し
み
だ
な
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そ
し
て
同
時
刻
の

Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
の
と
あ
る
酒
場
で
は

 
フ

イ
ヤ
が
ま
さ
に

子
王
リ

チ

を
ス
カ
ウ
ト
し
て
い
る
真

最
中
だ

た

や

君
が

子
王
リ

チ

さ
ん

誰
だ
お
前

僕
の
名
は
フ

イ
ヤ

君
に
仕
事
を
お
願
い
し
た
く

参
上
し
た

仕
事
だ

今
報

と
し
て
考
え
て
い
る
の
は

万
ク
レ
ジ

ト
だ

ど
う

興
味
が
出
て
き
た
ろ

話
を

こ
う

 
こ
ん
な
感
じ
で
フ

イ
ヤ
は
あ

さ
り
と

子
王
リ

チ

を
味
方
に
す
る
事
に
成
功
し
た

さ
て

他
に
は
誰
を
誘
え
ば
い
い
と
思
う

と
い

て
も

Ｂ
ｏ
Ｂ
組
は
ほ
と
ん
ど
が
敵
だ
か
ら
な

残
る
は
ス
ネ

ク
く
ら
い
か

じ

あ
そ
う
し
よ
う

 
そ
し
て
ス
ネ

ク
と
そ
れ
な
り
に
交
流
の
あ

た

子
王
リ

チ

の
仲
介
で

 
フ

イ
ヤ
は
ス
ネ

ク
を
チ

ム
に
迎
え
る
事
に
成
功
し
た
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ス
ネ

ク
は
ま

た
く

ら
な
か

た
が

 

交
の
あ
る

子
王
リ

チ

の
誘
い
を
断
れ
な
い
よ
う
に
見
え
た

 
そ
し
て
更
に
戦
争
繋
が
り
で

元
平
家
軍
の
中
堅
チ

ム
の
リ

ダ

三
人
を
仲
間
に
し
た

フ

イ
ヤ
は

 
そ
の
足
で

他
に
参
加
す
る
予
定
の
チ

ム
の
所
を

ね
歩
い
た

 
人
に
任
せ
ず

自
分
で
頼
み
に
い
く
所
は

フ

イ
ヤ
の
⻑
所
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う

マ
シ
ン
ガ
ン
が
撃
て
て

そ
の
上
報

ま
で
も
ら
え
る
な
ん
て
最
高
だ
な

ん

別
に
い
い
よ

シ

ナ
さ
ん
に
取
り
入
る

に
も

 
せ
め
て
敵
と
し
て
で
も
も

と
も

と
目
立
た
な
い
と
い
け
な
い
し
ね

シ

ナ
が
出
る
な
ら
ピ
ト
フ

イ
も
出
る
か
も
し
れ
な
い
し
な

別
に

わ
な
い
ぞ

重
装
備
を
揃
え
す
ぎ
て

丁
度
金
が
無
い
所
だ

た
ん
だ

そ
の

し
出
は

り
に
船
だ
な

 
さ
す
が
に
報

の

が

だ
け
に

断
る
チ

ム
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か

た

 
唯
一
断

た
の
が

ゼ
ク
シ

ド
達
の
チ

ム

セ
ク
シ

ド

で
あ
る

断
る

何
で
か
理
由
を

い
て
も
い
い
か
い
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自
分
よ
り
下
の
実
力
の
奴
と
組
む
と
ろ
く
な
事
が
な
い

 
フ

イ
ヤ
は
そ
う
答
え
た
ゼ
ク
シ

ド
を
じ

と
見
つ
め
た
後
あ

さ
り
と
引
き
下
が

た

了
解
だ

魔
し
た
ね

 
フ

イ
ヤ
は

子
王
リ

チ

に
シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
つ
い
て

い

て
お
り

 
放

て
お
い
て
も
勝
手
に
シ

ナ
と
敵
対
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え

 
こ
の
場
は
あ

さ
り
と
引
き
下
が

た
の
だ

た

 
そ
し
て

合
開
始
当
日

Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
は

な
噂
が
飛
び
交

て
い
た

シ

ナ
と
フ

イ
ヤ
が
ピ
ン
ク
の
悪
魔
を
取
り
合

て
い
る

て
本
当
か

お
う

い
た

い
た

そ
う
い
う
噂
が
流
れ
て
る
ら
し
い
な

て
い
う
か

ピ
ン
ク
の
悪
魔

て
女
性
プ
レ
イ
ヤ

だ

た
の
か

何
で
も
フ

イ
ヤ
は
こ
の
勝
負
に

ピ
ン
ク
の
悪
魔
と
の
デ

ト
を

け
て
い
る
ら
し
い

 
負
け
た
ら
も
う
ピ
ン
ク
の
悪
魔
に
は
関
わ
ら
な
い

て
い
う
不
公
平
な

け
み
た
い
だ
な

何
だ
そ
れ

何
で
フ

イ
ヤ
は
そ
ん
な

件
に
し
た
ん
だ

さ
あ
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こ
の
噂
は
フ

イ
ヤ
が
自
分
の
所
の
社
員
に
キ

ラ
を
作
ら
せ
て
故
意
に
広
め
た
物
だ

た 
こ
れ
は

純
に

レ
ン
の
逃
げ
道
を
塞
ぐ
の
と
同
時
に

 
自
分
が
い
か
に
不
利
な

況
で
戦

て
い
る
か
を

知
す
る
事
で

 
こ
れ
か
ら
自
分
が
と
る
戦
法
に
対
し
て
バ

シ
ン
グ
が

き
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う

 

息
な
考
え
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

た

だ
が
こ
れ
は

所

素
人
の

知
恵
で
あ
る

 
多
く
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

は

こ
の
話
を

い
て
こ
う
考
え
た

勝

た
ら
デ

ト
し
て
く
れ

て
言
わ
れ
て
シ

ナ
に
助
け
を
求
め
る

て

 
ピ
ン
ク
の
悪
魔
が
本
当
に

が

て
る

て
事
だ
よ
な

そ
も
そ
も
シ

ナ
が
味
方
し
て
る
時
点
で

ど

ち
が
正
義
か

て
い

た
ら

な

当
然
シ

ナ
だ
よ
な

 
丁
度
そ
こ
に

シ

ナ
と
共
に

マ
ン
ト
で
顔
を

し
た
レ
ン
が
入
場
し
て
き
た

 
ち
な
み
に
今
回
の
大
会
は

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
会
場
で
あ
る
ド

ム
が
流
用
さ
れ
て
お
り

 
中
継
も
そ
こ
で
見
ら
れ
る
事
に
な

て
い
た

 
そ
し
て
参
加
者
は
開
始
時
間
ま
で
に
そ
の
ド

ム
の
中
に
い
な
い
と
い
け
な
い
事
に
な

て
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お
り

 
間
に
合
わ
な
か

た
場
合
は
失
格
と
な
る
ル

ル
な
の
で
あ

た

来
た
ぞ

シ

ナ
だ

ピ
ン
ク
の
悪
魔
も
一

だ

あ
の
子

レ
ン

て
名
前
な
の
か

知
ら
な
か

た
わ

シ

ナ

フ

イ
ヤ
に
負
け
る
な
よ

そ
の
子
を
守

て
や
れ
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
二
人
は

光

に
表

さ
れ
て
い
る
参
加
予
定
チ

ム
の
リ
ス
ト

を

め
た

 
そ
こ
に
フ

イ
ヤ
の
名
前
を
見
付
け

驚
い
た
顔
を
し
た
二
人
は

 
声
援
を
送

て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

達
に
手
を

り
な
が
ら

え
室
へ
と
入

て
い

た

 
そ
の
直
後
に
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
と
銃
士

が
現
れ

会
場
に

張
が
走

た

お
い

闇
風
に
薄
塩
た
ら
こ

そ
れ
に
銃
士

だ

他
の
十
狼
の
メ
ン
バ

は
い
な
い
の
か

み
た
い
だ
な

 
実
は
銃
士

は

学
校
で
雪
乃
に
雪
ノ
下
家
で
一

に
観
戦
し
よ
う
と
誘
わ
れ
て
い
た
の
だ
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が 
前
日
に
た
ま
た
ま
闇
風
と
遭
遇
し

合
観
戦
に
誘
わ
れ
て
い
た

 
先
約
が
あ
る
か
ら
と
そ
の
誘
い
を
断
り

今
日
は
こ
こ
に
い
る
の
だ

た

 
そ
し
て
大
会
の
開
始
が
宣
言
さ
れ

最
初
の
ス
キ

ン
結
果
が
表

さ
れ
た

間
に

 
闇
風
が

た
様
子
で
立
ち
上
が

た

ち

こ
い
つ
ら
ま
た

れ
て
や
が
ん
の
か

闇
風

弟
子
が
心
配

 
銃
士

は

無
表
情
で
闇
風
に
そ
う

ね
た

お
い

い
た
か

ピ
ン
ク
の
悪
魔
は
闇
風
の
弟
子
ら
し
い
ぞ

ま
じ
か
よ

確
か
に
ス
タ
イ
ル
は
似
て
る
よ
な

 
そ
ん
な
外
野
の
声
を

き
な
が
ら

闇
風
は
銃
士

に
こ
う
答
え
た

い
や

ま

た
く

師
匠
の

に

た
い

だ

て
シ

ナ
が
一

な
ん
だ

何
と
か
し
て
く
れ
る
に
決
ま

て
ん
だ
ろ

 
そ
う
言
わ
れ
た
銃
士

は

手
を

ん
と
叩
き
な
が
ら
言

た
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真
理

私
が
間
違

て
い
た

確
か
に
シ

ナ
様
に
任
せ
て
お
け
ば
問
題
は
無
か

た

だ
ろ

 
そ
し
て
画
面
に

走
す
る
シ

ナ
と
レ
ン
の

が
映

た

間

会
場
中
が
ど
よ
め
い
た

 
お
い

シ

ナ
の
あ
の
格
好

お
揃
い
の
ピ
ン
ク
か

そ
れ
よ
り
も
見
ろ
よ

ピ
ン
ク
の
悪
魔
が
素
顔
を

し
て
る

 
そ
し
て
レ
ン
の
愛
ら
し
い

を
初
め
て
見
た
多
く
の
者
達
は

 
噂
と
の
ギ

プ
に
驚
き
つ
つ
も

一

に
レ
ン
の
応
援
を
始
め
た

ま
じ
か
よ

フ

イ
ヤ

て
の
は

あ
ん
な
子
に
迷
惑
か
け
て
ん
の
か

シ

ナ
の
保
護
者

り
が
半

な
い
な

二
人
と
も

頑
張
れ

で
も
あ
の
二
人

ど
こ
に
向
か

て
走

て
る
ん
だ

そ
う
い
え
ば
中
央
に

ゼ
ク
シ

ド
達
が
い
た
な

い
や

セ
ク
シ

ド
と
呼
ぶ
べ
き
か

ま
さ
か
ゼ
ク
シ

ド
を
自
ら
の
手
で
仕

め
る
つ
も
り
か
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あ
り
え
る
な

 
だ
が
そ
の
直
後
に
レ
ン
が

独
で
走
り
だ
し

シ

ナ
が
信

を
撃

た

 
観
客
達
の
顔
は

ハ
テ
ナ

と
な

た

今
の
は
何
の
信

だ

そ
も
そ
も
誰
に
向
け
た
信

だ
よ

 
観
客
達
が
戸
惑
う
中

薄
塩
た
ら
こ
が
銃
士

に

ね
た

な

今
の
信

て
ど
ん
な
意
味
な
ん
だ

あ
れ
は
シ

ナ
様
の
個
人
識
別
信

八
方
向
に
広
が
る
よ
う
に
な

て
い
る

通
称
お

信

何
だ
そ
れ

と
い
う

を
思
い
出
し
て
み
る
と
い
い

お
お

八
方
向

そ
う
い
う
事

 
そ
の
説
明
中
に

ど
う
や
ら
大
会
に
動
き
が
あ

た
よ
う
だ

お
い

見
ろ

ゼ
ク
シ

ド
が
動
き
出
し
た
ぞ
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移
動
す
る
つ
も
り
か

囲
ま
れ
て
る
の
に
ど
こ
に
行
こ
う

て
ん
だ
よ

 
そ
し
て
観
客
達
が
見
守
る
中

ゼ
ク
シ

ド
は
シ

ナ
が
撃

た
信

の
方
へ
と
向
か
い

 
何
と
レ
ン
に
向
か

て
手
を

た

えは

ま
じ
か

あ
の
ゼ
ク
シ

ド
が

シ

ナ
と
組
ん
だ

 
だ
が
驚
く
暇
も
な
く

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
が
現
れ
セ
ク
シ

ド
に
マ
シ
ン
ガ
ン
の
銃
口
を
向
け
た

 
観
客
達
は
ご
く
り
と

を
飲
み
込
み

況
の

移
を
見
守

た

 
そ
の
時
い
き
な
り
画
面
の
向
こ
う
に
ピ
ン
ク
の
閃
光
が
走
り

 
レ
ン
は
凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
で

ま
た
た
く
間
に
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を

た

や
る
な
愛
弟
子

ま
た
強
く
な

て
や
が
る

何
て
動
き
だ
よ

お
い
闇
風

お
前
が
教
え
た
の
か
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い
や
今
の
動
き
は
シ

ナ
だ
な
レ
ン
ち

ん
は
シ

ナ
に
徹

的
に
鍛
え
ら
れ
て
る
か

ら
なま

じ
か
よ

要
す
る
に
シ

ナ
と
お
前

二
人
の
弟
子

て
事
か

そ
り

強
い
わ
け
だ

よ
否

シ

ナ
様
の
教
え
が
良
か

た
だ
け

闇
風
は
お
ま
け

 
突
然
銃
士

が
そ
う
言
い

闇
風
は
そ
の
言
葉
に

を

め
た

お
前
は
相
変
わ
ら
ず
だ
な

自
明
の
理

私
の

心
は
変
わ
る
事
は
な
い

へ
い
へ
い

ご
立

ご
立

そ
れ
よ
り
も

私
の
勘
だ
と
そ
ろ
そ
ろ
シ

ナ
様
が
戦
場
に
介
入
す
る

 
そ
の

間
に
銃
声
が

き

ビ
ル
の
中
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

が
落
下
し
た

 
そ
し
て
闇
風
は

ド
ヤ
顔
を
し
て
い
る
銃
士

を

々
な
が
ら
賞

し
た

は
い
は
い

え
ら
い
え
ら
い

当
然

 
そ
し
て
画
面
の
中
で
は

シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
が
合
流
を
果
た
し
て
い
た
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そ
の
時
レ
ン
が
飛
び
上
が

て
シ

ナ
に

き
つ
い
た
の
を
見
て

 
観
客
達
は

や
は
り
レ
ン
は
シ

ナ
と
一

に
い
た
い
ん
だ
な
と
感
じ

 
そ
れ
に

い
フ

イ
ヤ
を
応
援
す
る
声
は

ま

た
く
無
く
な

た

な
手
を
使

た

に

簡

に
突
破
さ
れ
て
や
ん
の

ま
あ
あ
の
フ

イ
ヤ

て
奴
何
を

て
る
か
分
か
ら
な
い
が
い
か
に
も
素
人

い
し

な 
だ
が
そ
の
直
後
に

レ
ン
が
自
分
の
お
し
り
を
押
さ
え
な
が
ら
も
じ
も
じ
し

 
更
に
そ
の
直
後
に
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
シ

ナ
の
手
を
自
分
達
の
胸
に
押
し
付
け
る
に
至

て 
シ

ナ
に
対
す
る
声
援
も
ま
た

鳴
り
を

め
た

シ

ナ
の
野
郎

ま
し
い
ぞ
畜
生

 
だ
が
声
援
が
無
く
な

た
だ
け
で

観
客
達
は
や
は
り
シ

ナ
を
応
援
し
て
い
た

 
そ
の
流
れ
が
変
わ

た
の
は

闇
風
の
質
問
に
対
し

銃
士

が
こ
う
言

た
時
で
あ
る

な
あ

今
の
は
お
前
的
に
は

ま
し
く
な
い
の
か



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

別
に

今
度
シ

ナ
様
の
マ
ン
シ

ン
に
お

り
す
る
時
に

 
レ
ン
ち

ん
の
前
で
同
じ
事
を
す
れ
ば
い
い
だ
け

ホ
ワ
イ

何お

り

シ

ナ
の
マ
ン
シ

ン
に

定

何
か
お
か
し
い

レ
ン
と
二
人
で

再
び

定

ま
じ
か
よ

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
事
に

何
だ
よ
そ
の
ハ

レ
ム
マ
ン
シ

ン

 
そ
の
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
の
叫
び
に
よ

て

二
重
三
重
の
誤
解
が
生
ま
れ

 
そ
の
場
は
男
ど
も
の
絶
叫
に
包
ま
れ
た

 
そ
ん
な
中

い
き
な
り
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
が
動
き
出
し

 
ま
た
た
く
間
に
三
チ

ム
を
壊
滅
さ
せ
た

そ
れ
を
見
た
男
達
は

驚
き
の
声
を
上
げ
た

う
お

何
だ
今
の
は
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ち

と
プ
ロ

く
な
か

た
か

ま
さ
か
現
役
の
自
衛

員
の
チ

ム
だ

た
り
し
て
な

あ
は
は
は
は

無
い
無
い

中
に
は
コ
ミ
ケ
に
行
く
自
衛

や

ケ
モ
ナ

の
自
衛

が
い
た

て
い
い
だ
ろ

あ
は
は
は

そ
ん
な
の
い
る

無
い
だ
ろ

 
直
後
に
ス
キ

ン
が
開
始
さ
れ

と
セ
ク
シ

ド
の
不
在
が
確
認
さ
れ

観
客
達
は
再
び

絶
叫
し
た

 
本
当
に
忙
し
い
事
で
あ
る

あ

あ
れ

お

お
い

も
セ
ク
シ

ド
も
い
な
く
な
か

た
か

い
や
い
や
い
や

で
も
ど

ち
も
ち

ん
と
い
る
よ
な

 
お
り
し
も
中
継
カ
メ
ラ
が
シ

ナ
達
の
下
へ
と
到
達
し

そ
の
様
子
を
映
し
た
の
だ
が

 

に
メ
ン
バ

達
は
全
員
普
通
に
し
て
お
り
そ
の
か
ら
く
り
は
観
客
達
に
は
分
か
ら
な
か

た
ほ
ら
い
た
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ま
さ
か
の
バ
グ
か

あ

で
も
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
時

メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
光
歪
曲
迷

マ
ン
ト
は

さ
れ
た
し
な

い
や
そ

ち
じ

な
く

優
勝
者
の

あ
あ

あ

た
あ

た
確
か
に
一
度
だ
け
キ
リ
ト
の

が
見
え
な
か

た
事
が
あ

た
な

あ
い
つ

て
シ

ナ
の
親
友
な
ん
だ
ろ

つ
ま
り

何
か
ま
だ
秘
密
が
あ
る
ん
だ
な

さ
す
が
は
シ

ナ
だ

 
そ
ん
な
会
話
が
飛
び
交
う
中
画
面
の
中
で
は
フ

イ
ヤ
軍
が
続
々
と
移
動
を
開
始
し
て
い

た
お

ど
う
や
ら
フ

イ
ヤ
の
奴

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
を
攻
め
る
つ
も
り
だ
な

さ
て
さ
て
ど
う
な
る
事
や
ら

シ

ナ
に
背
後
を
突
か
れ
て
や
ら
れ
ち
ま
う
ん
じ

な
い
か

お

ど
う
や
ら
そ

ち
に
も
備
え
る

い
な

本
当
だ

一
チ

ム
だ
け
別
方
向
に
移
動
し
て
る
な
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て

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
か
よ

 
観
客
達
は

口
を
揃
え
て
そ
う
言

た

あ
い
つ
ら
に
守
ら
せ
る
と
か

フ

イ
ヤ
終
わ

た

い
や

で
も

物
の
無
い
場
所
だ
と
そ
れ
な
り
に
や
れ
る
ん
じ

な
い
か

問
題
は
そ
こ
じ

な
い

あ
い
つ
ら
は

一
度
マ
シ
ン
ガ
ン
を
撃
ち
始
め
る
と

 
そ
の
ま
ま

と
し
ち
ま

て

ち

と
も
敵
に
銃
を
向
け
直
さ
な
い
ん
だ
よ

そ
れ
じ

意
味
無
え
じ

ね
え
か
よ

 
だ
が

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
は

あ

さ
り
と
シ

ナ
に
見
つ
か
り

 
観
客
達
は
ひ
た
す
ら
待
ち
続
け
る

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
に

の

線
を
向
け
た

か
わ
い
そ
う
に

ど
う
せ
シ

ナ
に
や
ら
れ
る
な
ら

 
せ
め
て
あ
い
つ
ら
の
大
好
き
な
マ
シ
ン
ガ
ン
く
ら
い
撃
た
せ
て
や
り
た
い
よ
な

お

フ

イ
ヤ
軍
は
結
局
二
手
に
分
か
れ
た
の
か

さ
す
が
の
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
も
こ
れ
は
厳
し
い
か

 
そ
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
や

が
裏
へ
と
移
動
し
て
い
き

大
会
は
最
初
の
山
場
を
迎
え
る
事
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に
な
る
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第
４
７
８
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
 
中
盤
戦

 
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
が
フ

イ
ヤ
軍
の
包
囲
下
に
置
か
れ
よ
う
と
し
て
い
た
そ
の
裏
で

 

 
カ
メ
ラ
に
映

た
の
は

ス
ネ

ク
が
こ

そ
り
と
移
動
し
て
い
く

で
あ

た

お
お

ス
ネ

ク
が
ス
ネ

ク
し
始
め
た
ぞ

ス
ネ

ク
の
こ
う
い

た

が
見
ら
れ
る
の

て

そ
う
い
え
ば
初
め
て
だ
よ
な

と
い
う
か
あ
い
つ

ま

た
く

ら
な
い
よ
な

あ
い
つ

結

野
良
パ

テ

に
は
参
加
し
て
る
ん
だ
け
ど
な

 
そ
し
て
カ
メ
ラ
は
ス
ネ

ク
の
後
を
追
い

に
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の

む

物
近
く
ま
で
到
達

し
たス

ネ

ク
が
来
た
ぞ
お
お
お
お
お

こ
の
ま
ま

物
の
中
ま
で
ス
ネ

ク
す
る
の
か

何
か
取
り
出
し
て
る
み
た
い
だ
が

 
そ
の
直
後
に
ス
ネ

ク
が
白
旗
を

げ
な
が
ら
そ
れ
で
い
て
見
事
な

密

り
を
発

し
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ク
リ
ン
の
背
後
に
立

た
時

観
客

は

か
な
り
微

な
空
気
に
包
ま
れ
た

ど
う
考
え
て
も
今
な
ら
あ
の
ク
リ
ン

て
の
を
殺
れ
る
よ
な

で
も
選
ん
だ
選
択
肢
は
降
伏

意
味
が
分
か
ら
ん

て
い
う
か
ク
リ
ン
は
い
つ
ス
ネ

ク
に
気
付
く
ん
だ

あ

ス
ネ

ク
が
も
じ
も
じ
し
始
め
た
ぞ

不
安
そ
う
に
上
か
ら
ク
リ
ン
の
方
を

き
こ
ん
で
る
な

そ
れ
で
も
気
付
か
な
い
ク
リ
ン

お

つ
い
に
気
付
い
た
か

 
ク
リ
ン
は
や

と
気
付
い
た
の
か

て
て

り
向
く
と
ス
ネ

ク
に
銃
を
向
け
よ
う
と
し

 
目
の
前
に
広
が
る
白
旗
を
見
て

し
ば
ら
く
そ
の
場
で

ま

て
い
た

フ
リ

ズ
し
た
か

動
か
な
い
な

ま
あ
普
通

あ
あ
な

た
ら

が
働
か
な
い
よ
な

お

や

と
動
い
た

て

通
信
機

投
げ

ｔ

ｒ
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ク
リ
ン
か
わ
い
い
よ
ク
リ
ン

 
そ
し
て
ス
ネ

ク
は

物
の
中
へ
と
連
れ
ら
れ
て
い
き

 
カ
メ
ラ
は
次
に

そ
の

物
の
裏
門
の
方
へ
と
移
動
し
て
い

た

お

別
働

侵
攻
軍
を

更
に
二
つ
に
分
け
た
の
か

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
室
内
戦
が
上
手
い
か
ら

ま
あ
こ
れ
は

当
な
選
択
だ
よ
な

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
ピ

ン
チ

二
チ

ム
と
三
チ

ム
に

ま
れ
て
て

ど
ち
ら
か
に
戦
力
を
集
中
と
か
出
来
な
い
か
ら

 
さ
す
が
に
あ
の

前
で
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
だ
ろ
う
な

 
こ
こ
で
い
き
な
り
カ
メ
ラ
が
切
り

わ

た

 
こ
う
い

た
切
り

わ
り
方
を
す
る
時
は

大
体
何
か
大
き
な
事
件
が

こ

た
時
で
あ
り

 
観
客
達
は

何
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
と
画
面
に
注

し
た

 
そ
こ
に
は
フ

イ
ヤ
の
い
る
本

に
奇
襲
を
か
け
よ
う
と
す
る
ゼ
ク
シ

ド
と
レ
ン
の

が

あ

た
う
お

ま
じ
か
よ
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二
人
で
四
チ

ム
相
手
に
奇
襲

さ
す
が
に
無
理
だ
ろ

て
い
う
か
シ

ナ
は
ど
こ
だ

 
そ
の

間
に

カ
メ
ラ
の
前
を
何
か
が
横
切

た

お
お

今
横
切

た
の

て
何
だ

み
た
い
に
見
え
な
か

た
か

て
事
は

 
そ
し
て
カ
メ
ラ
の

度
が
変
わ
り

今
度
は
カ
メ
ラ
の
後
方
か
ら

 
前
方
に
向
か

て
何
度
も
何
度
も
一
定
間

で

が
撃
ち
こ
ま
れ
る
の
が
映
さ
れ
た

シ

ナ
の
狙
撃
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

こ
の
ア
ン
グ
ル

臨
場
感
あ
り
す
ぎ
だ
ろ

て
い
う
か

普
通
に
木
の
間
を
ス
イ
ス
イ
通
し
て
く
な

あ
り
え
な
い
だ
ろ

 
そ
し
て
再
び
画
面
が
切
り

わ
り
そ
こ
に
は

す
る
プ
レ
イ
ヤ

達
の

が
映
さ
れ

た
こ
れ

て
フ

イ
ヤ
軍
か



 第４７８話 観戦者達 ＳｉｄｅＧＧＯ 中盤戦

う
わ

び

く
り
し
た

 
画
面
の
中
の

木
の

間
か
ら
い
き
な
り

が
飛
び
出
し

 
丁
度
画
面
に
映

て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

の

を

飛
ば
し
た
の
を
見
て

 
観
客
達
は
皆
か
な
り
驚
い
た
よ
う
だ

今
度
は
こ

ち
側
か

運

さ
ん

能
す
ぎ
ん
ぞ

う
お
お
お

見
ろ
よ

人
が
ゴ
ミ
の
よ
う
だ

お
前

一
度
言

て
み
た
か

た
ん
だ
ろ

で
も
確
か
に
ゴ
ミ
み
た
い
に
あ

さ
り
と

飛
ば
さ
れ
て
く
な

 
そ
し
て
最
後
に
シ

ナ
の

が
映
さ
れ
た

 
シ

ナ
は
地
面
に

そ
べ
り
な
が
ら

々
と
狙
撃
し
て
お
り

 
そ
の

囲
を
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が

め
て
い
た

 
ち
な
み
に
シ

ナ
の

に
は

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の
生
足
が
あ
り

 
観
客
達
は

再
び
血
の
涙
を
流
し
た

何
だ
あ
の
リ

ト

い
雰
囲
気
は
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完
全
に
別
世
界
だ
ろ

そ
れ
に
ま

た
く
動
じ
な
い
シ

ナ
が
男
前
す
ぎ
る

 
ち
な
み
に
シ

ナ
は
現
在
進
行

で

思
い

き
り
動
じ
て
い
た

 
だ
が
狙
い
を
外
さ
な
い
の
は
さ
す
が
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う

な
あ
銃
士

シ

ナ

て
い
つ
も
あ
ん
な
風
に
女
性
に
は

白
な
の
か

そ
ん
な
事
は
な
い

シ

ナ
様
に
だ

て
性
欲
は
存
在
す
る

 
こ
の
場
合
は
対
象
の
性
能
に
問
題
が
あ
る

対
象
の
性
能
に
問
題

て

あ
の
二
人
の
生
足
の
事
か

も
ち
ろ
ん

に

ぶ
あ
の
大

の
事

 
そ
う
言
わ
れ
た
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
は

 
も

と
よ
く
見
よ
う
と
思
わ
ず
立
ち
上
が
り
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の
足
を
し
げ
し
げ
と
観
察
し

た
大

い
や
い
や

全
然
太
い
よ
う
に
は
見
え
な
い
だ
ろ

そ
う
だ
そ
う
だ

あ
れ
を
大

と
呼
ぶ
の
は
世
の
男
共
が
許
さ
ん

 
そ
う
言

て
再
び

り
返

た
二
人
の
目
に
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い
つ
の
間
に
か
下
を
ホ

ト
パ
ン
ツ
に
着

え
た
銃
士

の

が
飛
び
込
ん
で
き
た

 
二
人
は
目
を
見
開
き

銃
士

が
生
足
を
組
み
か
え
る
と

 
ふ
ら
ふ
ら
と
そ
ち
ら
に
向
か

て
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
き

そ
の
ま
ま
銃
士

に

り
飛
ば

さ
れ
た

ぐ
あ

ぶ
ほ

だ
か
ら
闇
風
も
た
ら
こ
も
モ
テ
な
い

そ
の
事
を
自
覚
す
べ
き

せ
の
通
り
で

で

で
も
よ

シ

ナ
だ

て
性
欲
は
あ
る
ん
だ
ろ

だ

た
ら
見
た
り
も
す
る
ん
じ

な

い
の
か定

そ
の
証

に
シ

ナ
様
か
ら
も
よ
く
私
の
生
足
に
注
が
れ
る
情
欲
の

線
を
感
じ

る 
そ
の
ス
ト
レ

ト
な
表
現
に

闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
だ
け
で
は
な
く

 

囲
で

き

を
た
て
て
い
る
者
達
も
思
わ
ず
銃
士

の
生
足
か
ら
目
を
背
け
た

 
さ
す
が
に
エ
ロ
キ

ラ
認
定
さ
れ
る
の
は
避
け
た
い
の
だ
ろ
う
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我
慢
出
来
る
時
点
で

あ
の
二
人
の
生
足
は
大

レ
ベ
ル
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

 
も
し
あ
そ
こ
に
私
と
シ
ズ
が
い
た
ら
シ

ナ
様
は
理
性
を
崩
壊
さ
せ
て
大
会
中
に
も
関
わ

ら
ず

 
私
達
の
体
を

ろ
う
と

の
よ
う
に

舞

た
事
は
間
違
い
な
い

 
さ
す
が
に
そ
の
あ
り
え
な
い
言
葉
に

二
人
は
苦
情
を

し
立
て
た

お
前

さ
す
が
に
そ
れ
は

り
す
ぎ
だ
ろ

そ
う
だ
そ
う
だ

さ
す
が
に
そ
れ
は
な
い

だ
よ
ね

て
へ

 
銃
士

は

い
き
な
り
自
分
の

を
コ
ツ
ン
と
叩
い
て
そ
う
言

た

え
え
え
え
え
え
え
え

な

何
だ
こ
の
破
壊
力
は

天
使
が
こ
こ
に
い
た

 
そ
ん
な
初
め
て
見
る
銃
士

の
態
度
に

そ
の
場
に
い
た
者
達
は
驚
愕
し
た
が

 
銃
士

は
即
座
に
い
つ
も
の
調
子
に

り

画
面
を
指
差
し
た

あ
そ
こ

今
何
か
い
た

一
人

れ
て
る
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そ
の
言
葉
に
一
同
は
思
わ
ず

り
向
い
た

画
面
の
中
で
は
レ
ン
と
ゼ
ク
シ

ド
が
発
砲
し
て

お
り

 
バ
タ
バ
タ
と
敵
が
倒
れ
て
い
く

が
見
え
た

そ
し
て
敵
の

が
見
え
な
く
な
る
と

 
二
人
は
シ

ナ
達
と
合
流
し

再
び
二
手
に
分
か
れ

敵
の

を

え
始
め
た

ま
ず
い

油
断
し
て
や
が
る

敵
は
ど
こ
だ

今
は
分
か
ら
な
い

で
も
一
人

れ
て
い
る
の
は
確
か

 
そ
し
て
レ
ン
を

て
ゼ
ク
シ

ド
が
死

す
る
と

そ
の
場
は
奇

な
静

に
包
ま
れ
た

 
そ
の
直
後
に

観
客
達
の
口
か
ら
驚
き
の
声
が
発
せ
ら
れ
た

ま
じ
か
よ

あ
の
ゼ
ク
シ

ド
が
ピ
ン
ク
の
悪
魔
を

た
ぞ

大

生

て
奴
か

畜
生

う

か
り
あ
い
つ
の
事

格
好
い
い
と
か
思

ち
ま

た

ゼ
ク
シ

ド
の
奴

変
わ

た
よ
な

あ
ん
な

麗
な
ゼ
ク
シ

ド
は
ゼ
ク
シ

ド
じ

ね
え

 
そ
し
て
さ
す
が
の
闇
風
も

こ
の
時
ば
か
り
は
ゼ
ク
シ

ド
に
感
謝
し
た
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ま
じ
か
よ

レ
ン
を
守

て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

ゼ
ク
シ

ド

 
そ
の
直
後
に
レ
ン
が
雄
た
け
び
を
上
げ
る
よ
う
な
仕

を
見
せ
敵
に
向
か

て
突

込
ん
で

い

た
う
わ

ま
じ
か

無
謀
じ

な
い
か

大
丈
夫
な
の
か

 
観
客
達
が
そ
う

き
合
う
中

師
匠
で
あ
る
闇
風
だ
け
は
こ
う
言

た

行
け

ゼ
ク
シ

ド
の

は
お
前
が
と
る
ん
だ

 
そ
の
言
葉
通
り
レ
ン
は
凄
ま
じ
い
機
動
を
見
せ
あ

さ
り
と
敵
の

に
銃
口
を
付
き
つ
け

 
一
言
二
言
言
葉
を
交
わ
し
た
後
に

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

た

う
お

凄
え
動
き
だ
な

よ
く
見
え
な
か

た
ぞ

さ
す
が
は
ス
ピ

ド
ス
タ

二
世

 
闇
風
は
そ
ん
な
感
想
に

さ
も
当
然
と
い
う
風
に

く
と

別
の
事
を
言

た

あ
い
つ
は
見
た
事
が
あ
る
な

確
か
ク
ラ
レ
ン
ス
と
か
言

た
よ
な
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定

性
別
は
一
応
女

で
も
実
は
男
よ
り
も
女
の
方
が
好
き

あ
あ

ま
あ
あ
の
見
た
目
だ
し

そ
れ
何
と
な
く
分
か
る
わ

 

て
銃
士

何
で
そ
ん
な
事
を
知

て
る
ん
だ

一
度
口
説
か
れ
た
事
が
あ
る
か
ら

な
る
ほ
ど

 
そ
の
銃
士

の
言
葉
は
と
て
も
説
得
力
の
あ
る
も
の
だ

た

皆
そ
の
答
え
に
納
得
し
た

 
そ
の
時
銃
士

が

画
面
を
見
な
が
ら
突
然
こ
う
言

た

 

敵
の
二
チ

ム
が
背
後
に
向
か

て
い
る

正
面
は
こ
ち
ら
で
処
理
す
る
か

こ
ち
ら
か
ら
は
背
後
か
ら
襲
え
る
チ

ン
ス

 
そ
の
言
葉
が
何
か
の
通

だ
と
感
じ
た
一
同
は

て
て
モ
ニ
タ

を
見
た

 
そ
こ
に
は
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
を
送
る
シ

ナ
の

が
あ
り
一
同
は
何
か
動
き
が
あ
り
そ
う
だ

と
感
じ
た

 
そ
の
直
後
に
シ

ナ
が

光
剣
を
三
本
取
り
出
し
た
の
を
見
て
観
客
の
興
奮
は
最
高
潮
に
達

し
た

光
剣
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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て

シ

ナ
は
使
わ
な
い
で

三
人
に

す
の
か

で
も
何
で
わ
ざ
わ
ざ
剣
を
使
う
ん
だ

 
そ
し
て
銃
士

に
再
び

線
が
集
ま
り

銃
士

は
こ
と
も
な
げ
に
言

た

音
を
立
て
た
ら

別
働

に
こ
ち
ら
の
存
在
が
バ
レ
て
し
ま
う

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
画
面
の
中
で
は
四
人
が
ま
る
で
暗
殺
者
の
よ
う
に

 
フ

イ
ヤ
軍
の
者
を
一
人

ま
た
一
人
と

て
い

た

う
わ

あ
ん
な
の
に
狙
わ
れ
た
く
な
い
な

連
続
で
倒
せ
る

て
の
が
ヤ
バ
イ
よ
な

銃
を
使
う
と
ど
う
し
て
も
最
初
の
一
人
を
倒
し
た

時
点
で

 
敵
に
そ
の
存
在
が
バ
レ
ち
ま
う
も
ん
な

 
そ
し
て
敵
は
全
滅
し

に

と
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は
合
流
を
果
た
す
事
と
な

た
の
だ

た
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第
４
７
９
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
 
終
盤
戦

 
明
日
は
お

前
最
後
の
追
い
込
み
な
の
で
投
稿
を
お
休
み
し
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん

 
そ
の
戦
い
は

突
に
始
ま

た

と
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
が
合
流
し

 
こ
の
大
会
も
ほ
ぼ
ど
ち
ら
か
の
優
勝
で
決
ま
り
だ
と
思
わ
れ
た
矢
先

 
シ

ナ
と
ク
リ
ン
が
い
き
な
り
対
峙
し
た
か
と
思
う
と

 
い
き
な
り

剣
と
銃
剣
で
戦
い
始
め
た

観
客
達
は
何
が

こ

て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
に

 
た
だ
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
て

そ
の
戦
い
を
見
て
い
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
の
戦
い
に
最
初
に
反
応
し
た
の
は
銃
士

だ

た

 
銃
士

は

シ

ナ
が
ク
リ
ン
に
対
し
て
マ
ウ
ン
ト
ポ
ジ
シ

ン
を
と

た

間
に

 
と
て
も
悔
し
そ
う
に
こ
う
言

た

ぐ
ぬ
ぬ

ま
だ
私
も
さ
れ
た
事
が
無
い
の
に

あ
の
ク
リ
ン

て
女

い
つ
か
殺
す

 
そ
の
セ
リ
フ
を

い
た
観
客
達
は
我
に
返
り

モ
ニ
タ

と
銃
士

を
交

に
見
た
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い
き
な
り
戦
い
始
め
た
と
思

た
ら

恐
ろ
し
く
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
攻
防
を
し
て
や
が
る

て
い
う
か
銃
士

ち

ん

て
あ
ん
な
キ

ラ
だ

け

ま
あ
で
も
た
だ
の
マ
ウ
ン
ト
ポ
ジ
シ

ン
だ
し
な

気
に
す
る
な
よ

銃
士

ち

ん

 
銃
士

は
そ
の
言
葉
に
は
反
応
せ
ず

り
と

り
が
混
ざ

た
よ
う
な
表
情
で

続
け
て

こ
う
言

た

も
し
こ
れ
で

シ

ナ
様
が
あ
の
女
の
胸
を
う

か
り

む
よ
う
な
事
が
あ
れ
ば

 
私
と
し
て
は
そ
の
感
触
を
上
書
き
す
る

に

 
こ
の
身
を
差
し
出
し
て
う

か
り
シ

ナ
様
の
手
を

て
私
の
胸
に
押
し
付
け
ざ
る
を
得
な

い
そ
れ
は
う

か
り
と
か
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
じ

ね
え
よ

完
全
に
わ
ざ
と
や

て
る
よ
な

な

 
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
は

血
を

く
よ
う
な
思
い
で
そ
う
突

込
ん
だ

 
だ
が
銃
士

は
そ
れ
も
無

し

画
面
の

に
映

て
い
た
ケ
モ
ナ

に
厳
し
い

線
を
向

け
た
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あ
の
男
が

シ

ナ
様
に

め
と
言

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る

えエ
ス
パ

 
そ
の

間
に
ケ
モ
ナ

の
背
筋
に

た
い
も
の
が
走

た
が

 
ケ
モ
ナ

は
多
分
気
の
せ
い
だ
と
思
い

気
に
し
な
か

た

 
そ
の
ま
ま
だ
と
恐
ら
く
ケ
モ
ナ

は

銃
士

の
制

対
象
に
な

て
し
ま

た
で
あ
ろ
う

が 
幸
い
な
事
に

シ

ナ
は
ク
リ
ン
の
胸
を

む
事
は
無
く

 
そ
の
ま
ま
ク
リ
ン
の
攻
撃
を
避
け
る

に
飛
び
退
い
た

銃
士

は
大
人
し
く
そ
の
場
に

座

た

 
画
面
の
中
で
は

シ

ナ
が
ク
リ
ン
の
攻
撃
に
カ
ウ
ン
タ

を
放
ち

 
銃
を
持
つ
手
を
狙
わ
れ
た
ク
リ
ン
は
思
わ
ず
銃
か
ら
手
を
離
し
て
い
た

 
そ
れ
を
見
た
観
客
達
は

こ
の
勝
負
は
こ
こ
ま
で
だ
と
判
断
し
た

お
お

完

な
カ
ウ
ン
タ

だ
な

こ
れ
は
勝
負
あ

た
か
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ま
あ
あ
の
ク
リ
ン

て
子
も
よ
く
や

た
よ

さ
す
が
は
シ

ナ
様

む

 
そ
の
直
後
に
ク
リ
ン
が
落
下
中
の
銃
を
シ

ナ
目

け
て

り
つ
け

 
そ
れ
を
避
け
た
シ

ナ
に

何
と
い
き
な
り

き
つ
い
た

え
え
え
え
え
え
え
え
え

何
だ
今
の

凄
え
判
断
と
反
応
の
速
さ
だ

た
な

で
も
こ
こ
か
ら
逆
転
出
来
る
手
が
あ
る
の
か

あ
の
ク
リ
ン
の

相

も
し
か
し
て
さ
ば

り
で
も
狙

て
る
の
か

 
だ
が
銃
士

は

ま

た
く
別
の
反
応
を

し
た

い
つ
私
が
シ

ナ
様
に

き
つ
く
事
を
許
し
た
か

 
隣
に
い
た
二
人
は
そ
の
言
葉
に
驚
き

銃
士

を

め
た

落
ち
着
い
て
銃
士

ち

ん

多
分
締
め
技
だ
よ
締
め
技

そ
う
そ
う

あ
ん
な
の
シ

ナ
な
ら
簡

に
外
せ
る

て

で
も
お
か
し
い
シ

ナ
様
が
外
さ
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
あ
ん
な
に
い
ち

つ
い
て

い
や

確
か
に
そ
う
見
え
る
け
ど
よ
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き

き

と
何
か
考
え
が
あ
る
ん
だ
よ

 
そ
の
直
後
に
シ

ナ
が
ク
リ
ン
の

束
か
ら
脱
出
す
る

に
下
に

み

 
ク
リ
ン
の
胸
に
顔
を

め
な
が
ら
し

が
み
こ
ん
だ

間

 
二
人
は
恐
ろ
し
く
て
銃
士

の
方
を
ま
と
も
に
見
れ
な
か

た

 
だ
が
案
に
相
違
し
て

銃
士

は

静
な
声
で
こ
う
言

た

な
る
ほ
ど

シ

ナ
様
は
胸
で
の

し
を
求
め
て
い
た
ご
様
子

 
次
に
会

た
時
に
は

私
の
無

に
成
⻑
し
た
胸
を
活
用
す
べ
く
動
く
事
に
す
る

銃
士

ち

ん
の
価

基
準
が
分
か
ら
な
い

い
や
い
や
銃
士

ち

ん

成
⻑
し
た
胸
は
無

な
ん
か
じ

ね
え
よ

突

込
む
と
こ
そ
こ
か
よ

 
そ
ん
な
闇
風
に

銃
士

は

れ
む
よ
う
な

線
を
向
け
な
が
ら
言

た

こ
の
機
会
に
一
つ
教
え
て
あ
げ
る

い
い

一
定
以
上
成
⻑
し
た
胸
と
い
う
の
は

 
と
て
も
重
く
て
つ
ら
い
も
の
な
の
よ

そ
れ
は
ま
あ

い
た
事
が
あ
る
け
ど
よ

つ
ま
り
世
の
中
の
女
性
は

常
に

に
重
し
を
乗
せ
て
い
る
よ
う
な

態
に
あ
る
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そ
し
て
そ
の
重
さ
は

シ

ナ
様
に

ん
で
も
ら
う
事
で

く
す
る
事
が
可
能

な
ん

だ
と

し

信
じ
る
な
よ
闇
風

そ
ん
な

無
い
だ
ろ

 
薄
塩
た
ら
こ
は
常
識
的
な
思
考
か
ら
そ
う
言

た

ち
な
み
に
私
は

そ
の
シ

ン
を
イ
メ

ジ
す
る
だ
け
で

こ
り
を
治
す
事
が
可
能

 
銃
士

に
真
顔
で
そ
う
言
わ
れ

薄
塩
た
ら
こ
は

々
と
自
信
が
無
く
な

て
き
た

 
こ
れ
は
彼
に
女
性

験
が
無
い

で
あ
り
そ
の
真

を
確
認
す
る
事
は
不
可
能
だ
か
ら
だ

た
故
に
シ

ナ
様
に

ん
で

け
な
い
成
⻑
し
た
胸
は
た
だ
の

肉
で
し
か
な
い
証
明
終
了

全
然
証
明
に
な

て
な
い
気
が

な
ら
ば
違
う
と
い
う
証
明
を

実
地
で

し
て
み
る
と
い
い

じ

実
地
だ
と

馬

な

な
 
そ
の
時
銃
士

が

画
面
を
見
な
が
ら
絶

し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た
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同
時
に
他
の
観
客
達
も

そ
の
予
想
外
の
展
開
に
声
を
上
げ
た

こ

こ
れ
は

う
お

ジ

イ
ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
か
よ

見
て
る
だ
け
で
目
が
回

ち
ま
う
な

な
る
ほ
ど

ふ
む

ふ
む

 
銃
士

は

画
面
を
見
な
が
ら
何
か
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
始
め
た

後
日
私
が
シ

ナ
様
に

ジ

イ
ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
凄
か

た
で
す
私
も
体
験
し
て
み
た
い

で
す

 
と
持
ち
か
け
表
面
上
は
ホ

ト
パ
ン
ツ
か
何
か
に
見
え
る
よ
う
な

を
ス
カ

ト
に

し

 
上
も
簡

に
め
く
れ
あ
が
る
よ
う
な

を
服
に

す

 
そ
う
す
れ
ば
技
を
か
け
ら
れ
た

間
に

私
の
胸
と
ぱ
ん
つ
が
露
出
し

 
そ
う
す
る
と
お
そ
ら
く
シ

ナ
様
は

そ
れ
で
も
表
面
上
は

静
な
風
を
装
い
な
が
ら

 
私
の
胸
と
ぱ
ん
つ
を
じ

く
り
と
鑑
賞
す
る
事
に
な
る

 
そ
し
て
技
を
終
わ
ら
せ
た
直
後
に

シ

ナ
様
と
私
は
足
が
フ
ラ
フ
ラ
に
な

て

 
そ
の
ま
ま
も
つ
れ
る
よ
う
に
ベ

ド
に
倒
れ
こ
む
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そ
の

で

に
興
奮
が

点
に
達
し
て
い
る
シ

ナ
様
は
我
慢
出
来
ず
に
目
の
前
の
私
に

手
を
出
す

 
う
ん

こ
れ
は
い
け
る
か
も
し
れ
な
い

な
た
ら
こ
今
と
て
つ
も
な
く
ま
し
く
も

な
計
画
が
こ
え
た
気
が
す
る
ん
だ
が

突

込
ん
だ
ら
負
け
だ
ぞ
闇
風

ス
ル

だ
ス
ル

 
二
人
は
こ
の

態
に
な

た
銃
士

に
は
何
を
言

て
も
無

だ
と
思
い

 

て
画
面
に
集
中
す
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 
や
が
て
銃
士

も
落
ち
着
い
た
の
か

何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に

に
座
り
な
お
し
た

 
画
面
は
別
カ
メ
ラ
に
切
り

わ

て
お
り

フ

イ
ヤ
達
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た

 
フ

イ
ヤ
は
三

座
り
を
し
な
が
ら
何
か
ぶ
つ
ぶ
つ

い
て
い
る
よ
う
に
見
え

 
観
客
達
は
そ
の
子

じ
み
た
態
度
に
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

何
だ
あ
れ
は

ガ
キ
か
よ

ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る
よ

普
通
あ
の

態
か
ら
負
け
る
と
か
思
わ
な
い
も
ん
な

ま
あ
こ
の
前
の
戦
争
で

ま

た
く
同
じ
事
が
あ

た
ん
だ
け
ど
な
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そ
こ
に

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
残

が
合
流
し
五
人
は

点

い
場
所
に

取
り
武
器
を

え

た 
戦
力
に
な
ら
な
そ
う
な
フ

イ
ヤ
の
事
は

無

す
る
事
に
し
た
よ
う
だ

こ
の
場
所

開
け
た
場
所
だ
け
ど

微

に
見
張
り
台
と
い
う
か

 
敵
か
ら
の
攻
撃
を
防
ぐ
作
り
に
な

て
る
な

こ
こ
に
ヴ

カ

ス
重
機
関
銃
と
マ
シ
ン
ガ
ン

壁
じ

ね
え
か

こ
れ
は
ま
さ
か
の
逆
転
が
あ
る
か

シ

ナ
が
ど
う
す
る
か
見
物
だ
な

 
そ
し
て
再
び
カ
メ
ラ
が
切
り

わ

た

に
四
人
は
フ

イ
ヤ
達
が
見
え
る

置
ま
で
移
動

し
て
お
り

 
ど
う
対
処
す
る
か
話
し
合

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

あ
い
つ
ら
何
や

て
る
ん
だ

シ

ナ
が
ユ

コ
を
持
ち
上
げ
て
る
な

意
味
が
分
か
ら
ん

体
重
チ

ク
か

シ

ナ
様

私
の
体
重
も

そ
の
や
り
方
で
計

て
下
さ
い
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そ
の
直
後
に
ハ
ル
カ
が
ユ

コ
を
別
の
体
制
で
持
ち
上
げ

 
シ

ナ
が
も
じ
も
じ
し
た

観
客
達
は
驚
愕
し
た

 
シ

ナ
の
そ
ん
な

を
見
る
の
は
初
め
て
だ

た
か
ら
で
あ
る

察
す
る
に

シ

ナ
に

こ
う
持
つ
の
よ

と
か
言

て
る
よ
う
な
感
じ
か

確
か
に
あ
ん
な
持
ち
方
は

同
性
相
手
じ

な
い
と
ち

と
厳
し
い
も
の
が
あ
る
よ
な

シ

ナ
様
が
お
か
わ
い
い

と
て
も
お
か
わ
い
い

銃
士

ち

ん

よ
だ
れ

よ
だ
れ

て

お
い
い
い
い

 
画
面
の
中
で
は

ユ

コ
が
い
き
な
り
シ

ナ
に
だ
い
し

き
ホ

ル
ド
を
か
け
て
い
た

 
薄
塩
た
ら
こ
と
闇
風
は

や
ば
い
と
思

て
銃
士

を
な
だ
め
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
二
人
を
銃
士

は

ひ
ど
く
真
面
目
な
顔
で
制
し
た

て

ど
う
し
た

多
分
ユ

コ
が
死
ぬ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
一
同
は

驚
い
て
画
面
を
見
た
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茶
化
し
た
り
す
る
者
は
一
切
お
ら
ず
そ
の
場
の
全
員
が
何
が

こ
る
の
か
と
画
面
に
集
中

し
て
い
た

あ
の
顔
は
決
意
を

め
た
女
の
顔

今
回
ば
か
り
は
私
も
冗
談
を
言

て
い
る
場
合
じ

な

い
い
や

さ

き

い
て
た
の

絶
対
に
本
気
だ
よ
ね

そ
う
だ
そ
う
だ

て
か
銃
士

ち

ん
の

さ

き
ま
で
の

態
と
の
ギ

プ
が

い
い
か
ら

て
見
て
な
さ
い

は
い

て

ま
じ
か

う
お

本
当
に
死
ん
だ

 
銃
士

の
予
想
通
り

ユ

コ
が
ハ
ル
カ
に
撃
た
れ
た
の
を
見
て

そ
の
場
に
い
た
全
員
が

驚
愕
し
た

何
で
あ
ん
な
事
を

シ

ナ
も
驚
い
て
た
し

こ
れ

絶
対
に
あ
の
二
人
の
作
戦
だ
よ
な

で
も

こ
れ
に
何
の
意
味
が

盾
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銃
士

は
そ
の
観
戦
者
の
問
い
に

く
そ
う
答
え
た

し
か
も
最
強
の

 
そ
の
言
葉
通
り

そ
の
ま
ま
一

に

ん
で
フ

イ
ヤ
軍
に
突
撃
を
開
始
し
た
シ

ナ
達
は

 
全
て
の
攻
撃
を

ユ

コ
の
お
か
げ
で
防
ぐ
事
に
成
功
し
て
い
た

 
同
時
に

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

も
三
人
倒
し
て
い
る

そ

そ
う
い
う
事
か

凄
え
な
あ
の
二
人

思
い
つ
い
て
も
普
通
実
行
す
る
か

ゼ
ク
シ

ド
も
レ
ン
ち

ん
を

て
た
し
今
回
の
あ
い
つ
ら
は
一
体
ど
う
し
ち
ま

た
ん

だ
あ
の
二
人

中
々
や
る

か
な
り
参
考
に
な
る

 
あ
れ
を
真
似
出
来
れ
ば

私
と
シ

ナ
様
の

離
も
も
う
少
し

ま
る
か
も
し
れ
な
い

 
最
後
の
銃
士

の
言
葉
に
は

も
う
誰
も
突

込
ま
な
か

た

 
そ
し
て
皆
が
ざ
わ
つ
い
て
い
る
と

い
き
な
り
そ
の
場
に
閃
光
が
走
り

 
画
面
が
砂

で
い

ぱ
い
に
な

た

う
お
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シ

ナ
の
仕
業
か

ど
う
な

て
る
ん
だ

見
え
な
い
ぞ

い
や

黒
い
光
が
見
え
る

あ
れ
は

光
剣
だ

て
事
は

 
そ
し
て
砂

が
晴
れ
る
と

そ
こ
に
は
フ

イ
ヤ
に
銃
を
突
き
つ
け
る
ハ
ル
カ
の

が
あ
り

 
他
に
は
死
体
が
五
つ
転
が

て
い
る
だ
け
だ

た

ま
じ
か
よ

今
の
一

で
二
人
仕

め
た
の
か

シ

ナ
は
と
も
か
く
レ
ン
ち

ん
も
凄
く
ね

ど
う
だ
お
前
ら

俺
の
弟
子
も
凄
い
だ
ろ

 
突
然
闇
風
が
立
ち
上
が
り

自
慢
げ
に
そ
う
言

た

お

お
う

悔
し
い
が

認
め
ざ
る
を
え
な
い

こ
の
戦
い
で

ピ
ン
ク
の
悪
魔
レ
ン
の
名
前
が
一
気
に
広
ま
る
な

 

 
そ
の
直
後
に
最
後
の
山
場
が
訪
れ
た

ハ
ル
カ
が
フ

イ
ヤ
の
自
爆
を
察
知
し

 

点
の
壁
を
乗
り
越
え
そ
の
ま
ま
一

に
死

し
た
の
だ
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う
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
の

間
に

観
客
達
は
絶
叫
し
た

ハ
ル
カ
ち

ん
ま
で

ど
う
な

て
る
ん
だ
よ
今
回
の
あ
い
つ
ら
は

こ
れ
は
も
う
Ｍ
Ｖ
Ｐ
も
の
だ
ろ

三
人
と
も
仲
間
を
守
る

に
死
ん
で
い

た
よ
な

セ
ク
シ

ド
な
ん
て
ふ
ざ
け
た
名
前
だ
と
思

た
け
ど

正
す
る

お
前
ら
最
高
だ

残
る
は

と
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
最
後
の
戦
い
だ
け
だ
な

ん

レ
ン
ち

ん
は
何
を
出
そ
う
と
し
て
る
ん
だ

秘
密
兵
器
か

 
そ
ん
な
観
客
達
の
期
待
を
背
負
い
な
が
ら
レ
ン
が
取
り
出
し
た
の
は

た
だ
の
旅
行
バ

グ

だ

た
はシ

ナ
と
旅
行
で
も
行
く
つ
も
り
か

い
や
い
や

あ
そ
こ
に
実
は

マ
シ
ン
ガ
ン
と
か
が
仕
込
ん
で
あ
る
ん
だ
ろ

 
ほ
ら

よ
く
映
画
と
か
で
見
る
だ
ろ
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そ
れ

意
味
あ
る
の
か

 
そ
し
て
二
人
は
街
の
方
へ
と
向
か

て
移
動
し

 
十

路
で
レ
ン
は

子
を
シ

ナ
に

す
と

そ
の
旅
行
カ
バ
ン
の
中
に
入

た

中
に
入

た

 
ま
さ
か
そ
ん
な
用

で
使
う
と
は
誰
も
思

て
お
ら
ず

場
は
か
な
り

り
上

て
い
た

そ
う
か

だ
か
ら
旅
行
カ
バ
ン
が
落
ち
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
街
中
に
移
動
し
た
の
か

シ

ナ
は
少
し
離
れ
た
ビ
ル
に

取
る
み
た
い
だ
な

お

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
が
来
た

あ
い
つ
ら
驚
く
だ
ろ
う
な

完

な
奇
襲
に
な
る
な

 
そ
し
て
シ

ナ
が
銃
を
持

た

間
に
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
が
全
員
そ
れ
に
反
応
す
る
の
を
見
て

 
観
客
達
は

完

に
奇
襲
が
決
ま

た
と
確
信
し
た

 
そ
の
確
信
の
通
り
レ
ン
が
旅
行
カ
バ
ン
か
ら
飛
び
出
し
ま
た
た
く
間
に
三
人
を
倒
す
の
を

見
て

 
観
客
達
は
そ
の
戦
闘
の
凄
ま
じ
さ
に
驚
愕
し
た
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速
え

ま
る
で
闇
風
だ
な

そ
う
だ
ろ
う
そ
う
だ
ろ
う

ま
る
で
俺
だ
ろ

闇
風

調
子
に
乗
ん
な
よ

は

は

は

何
と
で
も
言
え

今
の
俺
は
と
て
も
気
分
が
い
い

く
そ

で
も
本
当
に
凄
え
よ

残
る
は
ク
リ
ン
と
コ
ミ
ケ
か

で
も
今
は

シ

ナ
が
フ
リ

な
ん
だ
よ
な

あ
 
そ
し
て
ク
リ
ン
が
レ
ン
を
迎
撃
し
よ
う
と

え
た

間
に
狙
撃
さ
れ
る
の
を
見
て

 
観
客
達
は

や

ぱ
り
か
と
天
を

い
だ

で
す
よ
ね

せ
め
て
足
を
止
め
な
け
れ
ば
な

ま
あ
で
も
仕
方
な
い
だ
ろ

今
は
レ
ン
ち

ん
が
凄
す
ぎ
た

 
そ
し
て
最
後
に
残

た
コ
ミ
ケ
に
対
し

レ
ン
は
す
れ
違
い
ざ
ま
に
足
を
切
断
す
る
と

 
コ
ミ
ケ
の
背
後
に
到
達
し
た

間
に
い
き
な
り
コ
ミ
ケ
の

に
回
し

り
を
放
ち
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そ
れ
で
銃
を
手
放
し
て
し
ま

た
コ
ミ
ケ
は
た
ま
ら
ず
両
手
を
上
げ
た

レ
ン
ち

ん
凄
え
え
え
え
え
え
え
え

今
の
動
き
は
シ

ナ

か

た
な

こ
れ
で
優
勝
は

で
決
ま
り
だ
な

は
い
解
散

皆
お
疲
れ

お
う

お
疲
れ

 
こ
う
し
て
第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
は

の
優
勝
で
幕
を

じ

 
レ
ン
の
名
前
は
一

プ
レ
イ
ヤ

達
の
間
で

急
上
昇
の
キ

ワ

ド
と
な
る
の
だ

た

 
明
日
は
お

前
最
後
の
追
い
込
み
な
の
で
投
稿
を
お
休
み
し
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん
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第
４
８
０
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
雪
ノ
下
家
 
前
半
戦

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
こ
の
日

雪
ノ
下
家
に
は

第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
観
戦
を
行
わ
う

 
次
の
メ
ン
バ

が
集
ま

て
い
た

明
日
奈

陽
乃

雪
乃

南

薔
薇
で
あ
る

い
よ
い
よ
始
ま
る
ね

明
日
奈
ち

ん

う
ん
姉
さ
ん

で
も
手
伝
え
な
い
の
は
は
が
ゆ
い
よ

ま
あ
仕
方
な
い
わ
ね

事
情
が
事
情
で
す
も
の

ゆ

こ
も
遥
も
大
丈
夫
か
な

大
丈
夫
よ
南

あ
の
二
人
は
も
う

の
二
人
じ

な
い
か
ら

室
⻑

だ
と
い
い
ん
で
す
け
ど

 
そ
し
て
大
会
が
始
ま
り

画
面
に

チ

ム
の

置
が
表

さ
れ
た

あ
ら

チ

ム
が

分

麗
な

に
散
ら
ば

て
い
る
わ
ね
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最
初
か
ら
こ
の
配
置
な
の
か
し
ら

ね

明
日
奈

こ
う
い
う
大
会
で
は

 
最
初
の
ス
キ

ン
ま
で
は
あ
ま
り
動
く
の
は

奨
さ
れ
な
い
仕
様
な
の
よ
ね

う
ん

Ｂ
ｏ
Ｂ
と
同
じ
で
そ
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど

こ
れ

元
は
こ
う
だ

た
ん
じ

な
い

 
そ
し
て
陽
乃
が
こ
れ
は
こ
こ
こ
れ
は
こ
の

り
と

チ

ム
を

番
に
指
差
し
始
め
た

こ
れ
は

結

し
て
最
初
に
中
央
の
チ

ム
を
叩
こ
う
と
し
て
い
る
の

そ
れ
は
違
う
わ
ね
ス
キ

ン
結
果
が
分
か
る
ま
で
は
そ
こ
に
チ

ム
が
い
る
と
は
分
か
ら

な
い
は
ず

 
な
の
で
中
央
で
合
流
し
よ
う
と
し
て
い
た
結
果
包
囲
す
る
事
に
な

た
と
い
う
の
が
正
確
ね

 
そ
れ
に
中
央
の
チ

ム
が
敵
と
は
限
ら
な
い
わ
よ

案
外
仲
間
か
も
し
れ
な
い
わ

ど
こ
の
チ

ム
な
の

 
家
庭

で

を
使

て
観
戦
す
る
場
合

ス
キ

ン
結
果
は
い
つ
で
も
呼
び
出
す
事
が
出
来

 
チ

ム
名
も
簡

に
分
か
る
仕
様
と
な

て
い
た

 
そ
れ
を
利
用
し

陽
乃
は
そ
の
チ

ム
名
を
表

さ
せ
た
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セ
ク
シ

ド
ね

セ
ク
シ

ド

て

ま
さ
か
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
チ

ム

多
分
そ
う
だ
と
思
う
け
ど

参
加
者
名

を
表

さ
せ
て
み
る
わ

 
そ
れ
で
セ
ク
シ

ド
は

ゼ
ク
シ

ド
の
チ

ム
だ
と
確
認
さ
れ
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は

他
に
は
誰
が
参
加
し
て
い
る
の
か
何
と
な
く

め
て
い
た
が

 
そ
こ
に
い
く
つ
か
の
知

て
い
る
名
前
を
見
付
け

驚
い
た

え

こ
れ

ね

雪
乃

こ
れ

て

あ
ら

コ
ミ
ケ
さ
ん
に
ト
ミ

さ
ん

そ
し
て
ケ
モ
ナ

さ
ん
じ

な
い

知
り
合
い

う
ん

戦
争
の
時
一

に
戦

た
仲
間
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

 
こ
う
い
う
事
に
慣
れ
て
い
な
い
南
に

明
日
奈
は
そ
う
説
明
し
た

 
そ
の
時
ロ
ザ
リ
ア
が

驚
い
た
様
子
で
突
然
こ
う
言

た

明
日
奈

こ

こ
れ

え

え

フ

イ
ヤ

そ
れ

て
ま
さ
か
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ど
う
や
ら
敵
の
親

が

身
の

も
知
ら
ず
に
参
加
し
て
き
た
み
た
い
ね

で
も
チ

ム
メ
ン
バ

が

子
王
リ

チ

に
ス
ネ

ク

 
他
の
三
人
の
名
前
も

い
た
事
が
あ
る
か
も

と
い
う
事
は
こ
の
動
き
は

彼
の
意
思
が
働
い
て
い
る
結
果
と
い
う
可
能
性
が
高
い
わ
ね

つ
ま
り
セ
ク
シ

ド
と
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
以
外
は
全
員
結

し
た
敵
だ
と
い
う
事
な
の
か
な

そ
の
よ
う
ね

あ
る
意
味
戦
争
の
再
現
よ

八
幡
君

ど
う
す
る
ん
だ
ろ

 
明
日
奈
は
少
し
心
配
そ
う
に
そ
う

い
た

戦
争
の
時
と
違
い
今
回
八
幡
の

に
は
レ
ン
し

か
い
な
い

 
誰
も
助
け
る
事
は
出
来
な
い
の
だ

多
分
最
初
に
セ
ク
シ

ド
の
救
出
に
向
か
う
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は
当
面
安
全
だ
と
思
う
し

そ
れ
が
最
初
の
山
場
に
な
る
ね

そ
う
ね

ま
あ
ゼ
ク
シ

ド
の
奴
も
強
い
の
だ
し

そ
う
簡

に
は
や
ら
れ
な
い
で
し

う

 
こ
こ
は
と
り
あ
え
ず
ど
う
な
る
の
か
八
幡
君
の
お
手

み
拝
見
と
い
こ
う
で
は
な
い
か
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え

奴

い
こ
う
で
は
な
い
か

雪
乃
ち

ん

あ
 
そ
う
声
を

け
ら
れ
雪
乃
は
う

か
り
先
生
が
混
じ

た
口
調
で

て
し
ま

た
事
に
気

が
付
い
た

 
そ
し
て
雪
乃
は

南
と
陽
乃
に
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
を
向
け
な
が
ら
言

た

南

姉
さ
ん

一
体
何
を
言

て
い
る
の

え

今
う
ち
の

に
は
確
か
に
雪
乃

く
な
い
セ
リ
フ
が

こ
え
た
気
が

う
ん

確
か
に

こ
え
た
わ
ね

 
そ
う
言
う
二
人
に

雪
乃
は
笑
顔
を
崩
さ
な
い
ま
ま
再
び
こ
う
言

た

南

姉
さ
ん

一
体
何
を
言

て
い
る
の

デ
ト

ク
ス
し
て
あ
げ
ま
し

う
か

ひそ

そ
う
ね

気
の
せ
い
だ

た
み
た
い

 
そ
の
圧
力
を
受
け

二
人
は
そ
れ
以
上
突

込
む
事
を
や
め
た

 
そ
し
て
五
人
は
画
面
に
目
を

し
た

そ
こ
で
は

況
を

し
た
セ
ク
シ

ド
の
面
々
が
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し
き
り
に
何
か
動
い
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
た

こ
れ
は

迎
え
撃
と
う
と
し
て
い
る
の

う
う
ん

多
分
脱
出
の
準
備
だ
と
思
う

そ
う
な
ん
だ

さ
す
が
に
あ
の
人

が
相
手
だ
と

狙
撃
を
交
え
な
い
と
き
つ
い
は
ず
だ
か
ら
ね

ど
う
や
ら
屋
上
に
立
て
こ
も

た
風
を
装
う
み
た
い
ね

 
そ
れ
で
突
入
し
て
き
た
敵
を
や
り
過
ご
し
て
そ
の

に
脱
出
す
る
の
か
し
ら

あ

コ
ミ
ケ
さ
ん
だ

 
そ
の
時
画
面
が
変
わ
り

コ
ミ
ケ
達
が
相
談
し
て
い
る

が
見
え
た

 
陽
乃
と
雪
乃
は
そ
の
画
面
を
じ

と
見
つ
め
何
を

て
い
る
の
か
知
ろ
う
と
し
て
い
る
よ

う
だえお

仕
事

ど
う
し
た
の

え
え
と

今
日
は
コ
ミ
ケ
さ
ん
達
は
ど
う
や
ら
お
仕
事
で
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
い
る
み
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た
い
な
の

え

で
も
コ
ミ
ケ
さ
ん
達
の
仕
事

て

明
日
奈
は
知

て
る
の
ね

そ
う

あ
ま
り
大
き
な
声
じ

言
え
な
い
け
ど

自
衛

よ

じ

自
衛

本
職

う
ん

 
五
人
は

自
衛

が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
仕
事
と
は
一
体
何
の
事
だ
ろ
う
と
考
え

 
し
ば
ら
く
し
て
答
え
に
た
ど
り
着
い
た

姉
さ
ん

こ
れ

て

多
分
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
訓
練
の
一

と
し
て
使
え
な
い
か
ど
う
か
調
べ
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か

し
ら
ね

で
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
射
撃
の
シ
ス
テ
ム
が

そ
う
ね

あ
れ
は
訓
練
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
け
ど

 
で
も
同
じ
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
う
ち
で
開
発
し

限
ま
で
リ
ア
ル
に
近
付
け
る
事
は
可
能
ね

 
薔
薇
至
急
ア
ル
ゴ
ち

ん
に
連

し
て
そ
う
い
う
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

て
伝
え
と
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い
て分

か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
薔
薇
は
ア
ル
ゴ
に
連

を
入
れ

直
ぐ
に

を
得
た
旨
を
陽
乃
に
伝
え
た

さ
す
が
よ
ね

ア
ル
ゴ
ち

ん
が
い
な
か

た
ら
と
思
う
と

正
直
ぞ

と
す
る
わ

八
幡
君
と
私
の
お
か
げ
か
な

そ
う
ね

本
当
に
い
い
人
材
と
知
り
合

て
く
れ
た
と
思
う
わ

 
そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
も
そ
こ
ま
で
だ

た

ご合
コ
ン

あ
 
明
日
奈
は
二
人
が
そ
う
言
う
の
を

い
て

内
心

て
い
た

 
明
日
奈
は
そ
の
事
を

に
八
幡
に

い
て
い
た
が

そ
の
事
は
秘
密
だ

た
か
ら
だ

ま
ず
い

ど
う
い
う
事
な
の

明
日
奈
は
こ
の
事
を
知

て
い
る
の

え

え

と

う

う
ん

多
分
名
前
か
ら
し
て

こ
の
ブ
ラ

ク
キ

ト

て
人
が
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黒
川
さ
ん

て
い
う
八
幡
君
が
お
世
話
に
な

た
人
な
ん
だ
と
思
う

で

そ
れ
を
認
め
た
の

ど
う
し
て

え

え

と

そ
れ
は

 
そ
し
て
明
日
奈
は

と
て
も
気
ま
ず
そ
う
に
こ
う
言

た

わ

私
も
参
加

す
る
か
ら

何
で
す

て

そ
う
な
の

う

う
ん

ど
う
し
て
そ
ん
な
事
に

そ
れ
は
え

と

 
そ
し
て
明
日
奈
は

そ
の
理
由
を
語
り
始
め
た

最
初
そ
の
話
を

い
た
時
に
私
が
思

た
の
は

私
も
行
き
た
い
な

だ

た
の

 
何
故
な
ら
私

そ
う
い
う
の
に
は
縁
が
無
か

た
か
ら

 
で

そ
ん
な
私
の
気
持
ち
に
気
付
い
て
く
れ
た
八
幡
君
が

そ
う
い
え
ば
俺
達
そ
う
い
う
の
に
は
縁
が
無
い
よ
な
そ
れ
な
ら
明
日
奈
も
一

に
行
く
か
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て
言

て
く
れ
て

そ
れ
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
る
事
に
な

た
の

そ
う
い
う
事

あ
あ

確
か
に
明
日
奈
は
合
コ
ン
と
か
行

た
事
が
無
く
て
当
然
だ
よ
ね

南
は
あ
る
の

う
ん

う
ち
は
あ
る
よ

ま
あ
今
時
の
学
生
な
ら
そ
れ
く
ら
い
は
ね

そ
う
な
ん
だ

薔
薇
さ
ん
は

学
生
の
時
に
普
通
に
あ
る
わ
よ

こ
れ
で
も
そ
れ
な
り
に
モ
テ
た
ん
だ
か
ら
ね

な
る
ほ
ど

私
も
当
然
あ
る
わ
よ

 
そ
こ
で
口
を

ん
で
き
た
の
は
陽
乃
だ

た

ま
あ
楽
し
く
は
な
か

た
け
ど

付
き
合
い
と
し
て
そ
れ
な
り
に
は
ね

姉
さ
ん
は
楽
し
く
な
か

た
の

 
明
日
奈
が
不
安
そ
う
に
そ
う

ね
て
き
た
の
を
見
て
陽
乃
は
言
葉
が
足
り
な
か

た
と
思
い
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笑
顔
で
明
日
奈
に
言

た

私
は
ほ
ら

事
情
が
特

だ
か
ら
ね

あ
く
ま
で
付
き
合
い
で
参
加
し
て
た
だ
け
だ
か
ら

 
正
直

々
だ

た
し
私
と
二
人
き
り
に
な
ろ
う
と
す
る
男
を
上
手
く
あ
し
ら
う
の
も
面
倒

か

た
し

 
そ
も
そ
も
興
味
が
持
て
る
男
が
ま

た
く
い
な
か

た
か
ら
ね

そ

か

ま
あ
今
回
は
そ
ん
な
事
は
無
い
と
思
う
し

仮
に
飲
ん
で
潰
れ
た
と
し
て
も

 
帰
り
は
八
幡
君
も
い
て
安
心
だ
し

友
達
を

や
す
つ
も
り
で
楽
し
ん
で
く
る
と
い
い
わ

う
ん

楽
し
ん
で
く
る
ね

 
そ
ん
な
明
日
奈
を

雪
乃
が

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

く

ま
さ
か
明
日
奈
に
合
コ
ン
デ
ビ

の
先
を
越
さ
れ
る
と
は

ご

ご
め
ん
ね
雪
乃

今
か
ら
予
約
を

や
す
の

て
無
理
ら
し
く

て

ま
あ
大
丈
夫
よ

そ
も
そ
も
私
が
そ
う
い
う
所
で
楽
し
め
る
と
も
思
え
な
い
も
の
ね

あ

あ
は

雪
乃
は
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね

 
そ
の
時
画
面
の
中
か
ら
爆
発
音
が
し
た
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何あ

見
て

セ
ク
シ

ド
が
い
た
ビ
ル
が

 
そ
の
直
後
に
信

が
上
が
り

陽
乃
と
南
以
外
の
三
人
が

思
わ
ず
あ

と
叫
ん
だ

あ

お

信

何
そ
れ

八
幡
君
が

自
分
が
こ
こ
に
い
る

て
知
ら
せ
る

の
信

よ

ほ
ら

お

て

は
八
方
向
に
広
が

て
い
る
で
し

う

あ
あ

そ
う
い
う

 
そ
の
後
多
少
の
窮
地
は
あ

た
が

と
セ
ク
シ

ド
が
無
事
合
流
し
た

 
一
同
は
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

良
か

た
良
か

た

こ
れ
で
と
り
あ
え
ず
の
窮
地
は
脱
し
た
ね

レ
ン
ち

ん

あ
ん
な
に
か
わ
い
い
の
に
強
い
な

あ
の

が
ネ
コ

だ

た
ら
最
高
な
の
だ
け
れ
ど

絶
対
に
お
持
ち
帰
り
し
て
み
せ
る
わ

雪
乃
ち

ん

自
重
し
な
さ
い
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さ
て

こ
こ
か
ら
ど
う
す
る
か
だ
け
ど

 
そ
の
後

レ
ン
が
シ

ナ
に

き
付
い
た
時
は

そ
れ
ほ
ど

風
は
立
た
な
か

た

何
か
微
笑
ま
し
い
わ
ね

ま
あ
あ
の
見
た
目
だ
と
ね

私
と
し
て
は

あ
の
大
人
し
い
香
蓮
さ
ん
が
あ
ん
な
態
度
を
と
る
な
ん
て

 
凄
く
意
外
で
び

く
り
し
た
よ

み
ん
な
心
が
広
い
ん
だ
ね

う
ち
な
ん
か
や
き
も
き
し
ち

う
ん
だ
け
ど

そ
の
う
ち
慣
れ
る
わ
よ

南

慣
れ
て
い
い
も
の
な
の
か
な

 
直
後
に
レ
ン
が

お
し
り
を
押
さ
え
て
も
じ
も
じ
し
た
時
も

 
一
同
は

容
な
態
度
で
そ
れ
を
見
守

て
い
た

初
々
し
い

そ
れ
に
か
わ
い
い

ま
あ
で
も
今
の
は
仕
方
な
い
わ
よ
ね

あ
そ
こ
で
レ
ン
ち

ん
を

え
な
い
よ
う
な
男
な
ら

私
達
の
中
心
に
は
な
れ
な
い
わ

だ
ね
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で
も
ち

と

ま
し
い

 
だ
が
そ
の
直
後
に

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
よ
ろ
け
た
よ
う
に
シ

ナ
に
す
が
り
つ
き

 
あ
ま
つ
さ
え
シ

ナ
の
手
を
自
分
達
の
胸
や
お
し
り
に
当
て
た
時
そ
の
場
は
シ
ン
と
な

た

ゆ

こ

遥

う

う
ち
だ

て
そ
う
い
う
事
を
し
た
い
の
に

落
ち
着
い
て
南
ち

ん

欲
望
が
だ
だ

れ
よ

南

あ
の
二
人
の
家
は
も
ち
ろ
ん
知

て
る
よ
ね

今
か
ら
襲
撃
に
行
く
よ

明
日
奈
ち

ん
も
落
ち
着
い
て

あ
の
二
人
が
八
幡
君
の
事
を
何
と
も
思

て
い
な
い
の
は

 
明
日
奈
ち

ん
も
よ
く
知

て
い
る
は
ず
よ

 
明
日
奈
と
南
が
動

す
る
中

陽
乃
が

静
な
口
調
で
そ
う
言

た

な

何
で
姉
さ
ん
は
そ
ん
な
に
落
ち
着
い
て
い
る
の

そ
れ
に
雪
乃
も

会
話
の
内
容
を
知

て
い
る
か
ら
よ

そ
う
そ
う
そ
う
い
う
事

あ
の
二
人
が
何
で
い
き
な
り
あ
ん
な
行
動
に
出
た
か

 
何
と
な
く
分
か

ち

う
ん
だ
な

ど
う
い
う
事

さ

き
ゼ
ク
シ

ド
君
が
こ
う
言

た
の
こ
の
大
会
が
終
わ

た
ら
三
人
で
リ
ア
ル
に
食
事
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で
も

て

 
だ
か
ら
そ
れ
を
う
や
む
や
に
す
る

に

あ
の
二
人
は
あ
ん
な
態
度
に
出
た
ん
だ
と
思
う
わ

姉
さ
ん
の
言
う
通
り
よ

私
も
そ
う
思
う
わ

ぐ
ぬ
ぬ

気
持
ち
が
分
か
る
分

そ
れ
は
微

に

り
に
く
い
内
容
だ
ね

 
だ
が
そ
の
直
後
に

し

な
さ
そ
う
な
シ

ナ
と
二
人
が
何
か
言
葉
を
交
わ
し
た
か
と
思
う

と 
突
然
二
人
が
再
び

き
付
い
た

南
は
再
び
エ
キ
サ
イ
ト
し
か
け
た
が

 
明
日
奈
は
こ
こ
で
は
意
外
に
も
余

を
見
せ
た

明
日
奈

二
人
が
あ
ん
な
事
を

待

て
南

あ
れ
は
私
的
に
は
セ

フ
だ
よ

え
え

今
の
八
幡
君
の
表
情

あ
れ
は

自
分
が
悪
い
と
謝
る
時
の
表
情
な
の

 
で
も
さ

き
の

況
で

八
幡
君
が
謝
る
余
地
な
ん
か
ま

た
く
無
か

た
で
し

 
と
い
う
事
は
つ
ま
り

あ
の
二
人
は
謝
ら
れ
る
必
要
が
な
い
部
分
で
謝
ら
れ
て
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八
幡
君
を
い
さ
め
る
つ
も
り
で
あ
ん
な
事
を
し
た
ん
だ
と
思
う
の

 
事
実
あ
の
二
人

八
幡
君
に
何
か

い
て

直
ぐ
に
離
れ
た
じ

な
い

つ
ま
り
そ
う
い
う

事
な
ん
だ
よ

 
ね

そ
う
で
し

姉
さ
ん

雪
乃

 
そ
う
話
を

ら
れ
た
二
人
は

明
日
奈
に

い
た

八
幡
君
は
あ
の

況
で

俺
な
ん
か
に
胸
を
触
ら
れ
て

だ

た
だ
ろ

て
謝

た

の 
本
当
に
彼
ら
し
い
と
は
思
う
け
ど

そ
の
場
に
い
た
ら

れ
る
し
か
な
い
言
葉
よ
ね

だ
か
ら
二
人
は

こ
れ
は
シ

ナ
さ
ん
へ
の
罰
な
の
で
す

て
言
い
な
が
ら

 
彼
に

き
つ
い
た
と
い
う
の
が
真
相
の
よ
う
ね

ふ
ふ
ん

ほ
ら
ね

私
の
言

た
通
り

 
明
日
奈
は

高
々
に
そ
う
言
い

南
は
明
日
奈
の

察
力
に
感
心
し
た

明
日
奈
は
凄
い
ね

あ
の
場
面
で
そ
こ
ま
で
観
察
出
来
る
な
ん
て

八
幡
君
と
付
き
合
う
上
で
の
必
須
技
能
だ
よ
た
ま
に

れ
る
く
ら
い
本
当
に
素
直
じ

な

い
も
ん
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だ
ね

で
も
油
断
し
て
な
け
れ
ば

さ

き
の
は
色
々
と
避
け
ら
れ
た
と
思
う
ん
だ
よ
ね

え
 
突
然
手
の
平
を
返
し
た
明
日
奈
を

南
は
驚
い
た
顔
で
見
つ
め
た

な
の
で
今
度
お
仕
置
き
を

ね
て

八
幡
君
に
お
説
教
だ
ね

 
胸
や
お
し
り
を
触

た
事
は
事
実
な
ん
だ
し
そ
う
い
う
の
は
私
だ
け
に
し
て
も
ら
わ
な
い
と

 
明
日
奈
は

て
い
る
様
子
は
無
か

た
が

少
し

い
顔
で
そ
う
言

た

え

と

ね

明
日
奈

も
し
か
し
て
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
て
る

ま

ま
さ
か

そ

そ
そ
そ
ん
な
事
あ
る

無
い
じ

な
い

目
が

い
で
る
わ
よ

明
日
奈

も
う

明
日
奈
ち

ん
は
か
わ
い
い
な

あ

見
て

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
が
動
き
出
し
た
わ

 
明
日
奈
が
三
人
に
い
じ
ら
れ
て
い
た
時
そ
れ
を
笑
顔
で
見
て
い
た
薔
薇
が
突
然
そ
う
言

た

 
画
面
の
中
で
は
今
ま
さ
に
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
が
フ

イ
ヤ
軍
の
哨

部

に
襲
い
か
か
る
と
こ

ろ
だ

た
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第
４
８
１
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
雪
ノ
下
家
 
中
盤
戦

 
観
戦
者
編
が
予
定
よ
り

び
て
し
ま

た
の
で

今
日
一
日
で
終
わ
ら
せ
よ
う
と
思
い
ま
す

 
な
の
で

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い

フ

イ
ヤ
軍
の
人
達
は

ど
う
や
ら
か
な
り
油
断
し
て
る
み
た
い
ね

緩
ん
で
る
よ
ね

が
多
い
と
や

ぱ
り
あ
あ
な
る
の
か
な

素
人
の
私
が
見
て
も

だ
ら
だ
ら
し
て
る
よ
う
に
見
え
る
よ

ど
う
だ

個
撃
破
は
出
来
そ
う
か

楽
勝
で
す
ね

あ
い
つ
ら
連

の
れ
の

も
あ
り

し
ま
せ
ん
よ

よ
し

俺
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
は
狙
撃
ポ
イ
ン
ト
に
移
動
す
る

 
そ

ち
は
付
か
ず
離
れ
ず
の

置
を
キ

プ
し
な
が
ら

そ
の
時
に
備
え
て
く
れ

了
解

対
象
を
ア
ル
フ

ブ
ラ
ボ

チ

リ

と
設
定

情
報
共

に
入
り
ま
す

だ

そ
う
よ
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う
わ

さ
す
が
本
格
的

さ
て

お
手

み
拝
見
だ
ね

ど
う
や
ら
中

離
狙
撃
か
ら
開
始
す
る
み
た
い
ね

 
そ
し
て
五
人
が
見
守
る
中

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は
敵
に
襲
い
か
か

た

う
わ

あ
の
ク
リ
ン

て
子

女
の
子
だ
よ
ね

勇

ね

あ
ら
ま
あ
あ

さ
り
と

や

ぱ
り
銃
で
の
戦
い
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
は
違

て
決
着
が

い
わ
ね

あ

罠
を
仕

け
る
み
た
い

 
そ
し
て
そ
の
罠
に
か
か

た
も
う
一
チ

ム
が
壊
滅
し
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は
素

く

収
し
て

い

た
引
き
時
も
見
事
の
一
言
に
尽
き
る
わ
ね

こ
の
人
達
が
敵
じ

な
く
て
良
か

た
ね

で
も
ま
だ
味
方
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
し
ら
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あ

ス
キ

ン
の
時
間
だ
ね

 
そ
し
て
表

さ
れ
た
マ

プ
に
は

か
り
と
抜
け
て
い
る
も
の
が
あ

た

あ
れ

と
セ
ク
シ

ド
が
い
な
い

あ
あ

こ
れ

前
に
キ
リ
ト
君
が
言

て
た
奴
だ

 
水
の
中
と
か
に
い
た
ら

ス
キ

ン
が
通
用
し
な
く
な
る

て
奴

こ
れ
で
八
幡
君
は

一
時
的
に
自
由
に
動
け
る
よ
う
に
な

た
わ
ね

あ

で
も

て
事
は

 
そ
の
明
日
奈
の

線
の
先
に
は

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
を

す
光
点
が
あ

た

 
そ
の
言
葉
通
り

フ

イ
ヤ
軍
が
北
の
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
目
が
け
て
移
動
を
始
め
た

や

ぱ
り

当
然
そ
う
な
る
わ
よ
ね

八
幡
君

ど
う
す
る
の
か
な

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
に
は
悪
い
け
ど

に
な

て
も
ら

て

 
そ
の
間
に
敵
を
片

か
ら
殲
滅
し
に
か
か
る
と
思
う
わ

 
薔
薇
が
そ
う
言
い

四
人
も
そ
れ
に

い
た
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Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は
森

地

に
移
動
し
た
わ
ね

見
て

物
が
あ
る
よ

あ
そ
こ
に

て
迎
え
撃
つ
つ
も
り
な
の
か
し
ら

あ

ま
た
罠
を
設
置
し
て
る

あ

 
五
人
は
そ
う
言

て

か
ん
と
画
面
を
見
つ
め
た

 
画
面
の
中
で
は
ク
リ
ン
が
罠
を
設
置
し
て
お
り

そ
の
背
後
に
白
旗
を
持

た
ス
ネ

ク
が

 
い
き
な
り

を
現
し
た

だ

ク
リ
ン

後
ろ
後
ろ

ク
リ
ン

後
ろ
後
ろ

し
む
ら

後
ろ
後
ろ

ク
リ
ン

後
ろ
後
ろ

ク
リ
ン

後
ろ
後
ろ

 
五
人
は

口
同
音

に
そ
う
言
い

は
た
と
止
ま

て
お

い
顔
を
見
合
わ
せ
た

今
何
か

お
か
し
な
言
葉
が
混
ざ

て
い
な
か

た
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雪
乃
が
そ
う
言
い

う
ん

確
か
に
別
の
言
葉
が

こ
え
た

 
南
が
そ
れ
を
受
け
て
そ
う
言

た

こ
の
中
に
一
人

昭
和
の
女
が
い
る
わ
ね

 
陽
乃
が
面
白
そ
う
な
顔
で
そ
う
言
い

で
で
も
そ
れ
だ
と
三
十
代

て
事
に
な

ち

う
け
ど
今
こ
こ
に
い
る
全
員
二
十
代
だ

よ 
明
日
奈
が
そ
れ
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
た

誰
よ

し
む
ら
な
ん
て
言

た
の
は

 
そ
し
て
最
後
に
薔
薇
が
そ
う
言
い

残
り
の
四
人
は
じ

と
薔
薇
を
見
つ
め
た

な

何

薔
薇
ち

ん

今
の

況
で

よ
く
し
む
ら

て

語
を
ハ

キ
リ
と

き
取
れ
た
わ
ね

あ犯
人
は
お
前
か

 
陽
乃
は
そ
う
言
い
な
が
ら

い
き
な
り
薔
薇
の
胸
を

ん
だ
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そ
れ
で
決
着
が
つ
い
た
と
思

た
の
か

残
り
の
三
人
は

 

合

合
し
い
陽
乃
と
薔
薇
を
そ
の
ま
ま
放
置
し

再
び
画
面
へ
と

線
を

し
た

ス
ネ

ク
と
コ
ミ
ケ
さ
ん

ど
う
や
ら
知
り
合
い
だ

た
み
た
い
ね

 
雪
乃
が
そ
う
言
い

陽
乃
が
そ
れ
に
興
味
を
引
か
れ
た
の
か

顔
を
上
げ
た

お
う

ち

ん
と
仕
事
し
て
る
み
た
い
じ

ね
え
か

 
そ
う

コ
ミ
ケ
さ
ん
の
本
名
は

て
言
う
の
ね

そ
ん
な
事
ま
で
言

て
る
ん
だ

て
事
は

あ
の
ス
ネ

ク

て
人
も
自
衛

の
人

そ
う
ね

で
も
そ
れ
に
し
て
は
ち

と
言
い
方
が
お
か
し
い
わ
ね

ま
る
で
上

が
部
下

に 
そ
う
言
い
か
け

雪
乃
は
ハ

と
し
た
顔
で
陽
乃
を
見
た

 
陽
乃
は
そ
れ
に

き

薔
薇
を
放
置
し
て
画
面
に
見
入

た

あ

あ
の

ス
ネ

ク
さ
ん
は

も
し
か
し
て

下
で
す
か

下
で
す

て

何
そ
れ
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し
 
陽
乃
に
そ
う
言
わ
れ

明
日
奈
と
南
は
押
し

た

 
そ
し
て
そ
の
会
話
が
通

さ
れ
る
度

一
同
は
顔
を

く
し
て
い

た

国
会
と
か
言

て
る
ん
だ
け
ど

オ
リ
ン
ピ

ク
の
元
日
本
代
表
で

治
家

嘉
納
太
郎
防
衛
大
臣

通
称

下

 
最
後
に
陽
乃
が
そ
う

き

一
同
は
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
だ

こ
れ
は
大
物
の
名
前
が
出
て
き
た
わ
ね

確
か
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
時

ク
ル
ス
に
倒
さ
れ
た
ん
だ
よ
ね

ま
さ
か
そ
ん
な
え
ら
い
人
だ

た
な
ん
て

 
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
間
に

ど
う
や
ら
敵
が
攻
め
て
き
た
よ
う
だ

 
爆
発
音
が
何
度
か

こ
え

そ
れ
で
も

の
動
き
を

ん
で
い
た
陽
乃
と
雪
乃
が

 
驚
い
た
様
子
で
顔
を
見
合
わ
せ
た

ち

ち

と
姉
さ
ん
今

下
が
凄
く
場
違
い
な
言
葉
を
口
に
し
た
気
が
し
た
の
だ
け

れ
ど
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間
違
い
な
い
わ
よ
雪
乃
ち

ん

私
も
ハ

キ
リ
見
た
か
ら

何

ど
う
し
た
の

こ
れ
は
言

て
い
い
の
か
し
ら

い
い
ん
じ

な
い

も
し
他
人
に
言

て
も

信
じ
て
も
ら
え
な
い

の
話
だ
け
ど

そ
う
ね

彼
が
言
う
に
は
八
幡
君
に
国

栄

賞
を

え
よ
う
と
い
う
動
き
が
一
時
あ

た
よ
う
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
残
り
の
三
人
は

こ
い
つ
何
言

て
る
の

と
い
う

線
を
雪
乃
に
向
け
た

えこ

国

え

え

で
も

さ
す
が
に
あ
の
事
件
の
内
幕
を
全
て
公
に
す
る
事
は

 
余
計
な
個
人
情
報
を
開

す
る
事
に
な

て
し
ま
う
か
ら

取
り
や
め
に
な

た
ら
し
い
わ

 
あ
の
事
件

と
い
う
言
葉
を

い
た
三
人
は

 
そ
れ
が
冗
談
で
も
何
も
な
く

真
実
な
の
だ
と
こ
の
時
理
解
し
た

え

え

本
当
に

ま
さ
か
そ
ん
な
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で
も
確
か
に

八
幡
君
と
和
人
君
は

千
人

の
人
間
を
救

て
る
も
ん
ね

そ
れ
は
明
日
奈
も
で
し

私
は
ほ
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
時
は
捕
ま

て
た
だ
け
だ
か
ら

ち
な
み
に
ど
う
や
ら
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
事
も
加
味
さ
れ
て
い
る
よ
う
ね

今
後
も
別
方
面
で
多
く
の
人
の
命
を
救
う
だ
ろ
う

て
言
わ
れ
て
る
わ

う
わ

そ
こ
ま
で
知

て
る
ん
だ

さ
す
が
と
い
う
か

あ
 
そ
こ
で
雪
乃
が
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ

陽
乃
は

て
て
薔
薇
に
こ
う
言

た

薔
薇
ち

ん

さ

き
の
話

前
倒
し
で
進
め
る
よ
う
に
ア
ル
ゴ
ち

ん
に
伝
え
て

ど

ど
う
し
た
ん
で
す
か

下
が
八
幡
君
を
呼
び
出
す
事
を
決
め
た
ら
し
い
の

話
が
し
た
い
ん
だ

て

 
そ
こ
で
今
回
の

お
仕
事

に
つ
い
て
の
話
が
出
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
わ

分
か
り
ま
し
た

す
ぐ
連

し
ま
す

 
こ
う
し
て
一

し
く
な

た
後

雪
乃
が
さ
ら

と
こ
う
言

た

あ
ら

こ
の
ク
リ
ン

て
子
も

の
合
コ
ン
に
参
加
す
る
み
た
い
ね
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そ
う
な
ん
だ

そ

か

ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ

楽
し
み
が

え
た
わ
ね

う
ん

 
そ
こ
に
薔
薇
も

て
き
て

陽
乃
に
こ
う
言

た

オ

ケ

だ
そ
う
で
す

ダ
ル
君
を
呼
び
出
し
て
し
ば
ら
く
こ
き
使
う
と
か
な
ん
と
か

ダ
ル
君
も

す

か
り
ア
ル
ゴ
ち

ん
に
使
わ
れ
ち

て
る
わ
ね

ま
あ
本
人
は
喜
ん
で
い
る
み
た
い
だ
か
ら
い
い
ん
じ

な
い
で
し

う
か

 
こ
の
前
も
部
⻑
に
向
か

て

と
て
も
嬉
し
そ
う
に

イ
エ
ス

マ
ム

て
言

て
ま
し

た
しア

ル
ゴ
さ
ん

ダ
ル
君
の
事
を
本
当
に
上
手
く
操

し
て
る
ね

こ
の
ま
ま
だ
と

コ
ミ
ケ
が
終
わ
る
ま
で
く
ら
い
は
ず

と

束
す
る
事
に
な
り
そ
う
ね

 
ち
な
み
に
こ
の
流
れ
で
コ
ミ
ケ
の
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
に
も
参
加
す
る
事
に
な

た
ダ
ル
は

 
そ
こ
で
ソ
レ
イ
ユ
の
バ
イ
ト
と
し
て
コ
ス
プ
レ
を
し
て
い
た
と
あ
る
女
性
と

 
運
命
的
な
出
会
い
を
果
た
す
事
に
な
る

あ

見
て

八
幡
君
が
狙
撃
体
制
を
と

て
る
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つ
い
に
始
ま
る
の
ね

で
も

の

色
の
物
体
は
何
な
ん
だ
ろ

 
八
幡
君
も

ち

と
そ

ち
を
気
に
し
て
る
み
た
い
だ
け
ど

 
そ
し
て
画
面
が
引
き

そ
の
物
体
が
何
な
の
か
を

五
人
は
理
解
し
た

あ

こ
れ

二
人
の
足
だ

た
ん
だ

防
御
体
制

な
の
か
し
ら

ま
あ
そ
れ
は
分
か
る
ん
だ
け
ど

で
も
あ
い
つ

あ
ま
り
気
に
し
て
な
く
な
い

う
う
ん
南

一
見
そ
う
見
え
る
か
も
だ
け
ど

八
幡
君

分
気
に
し
て
る
よ

そ
う
な
ん
だ

私
に
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
そ
ん
な
二
人
に

薔
薇
が
こ
う
言

た

こ
れ
は
も
う

罪
で
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

そ
う
ね

そ
れ
で
い
い
と
思
う
わ

 
雪
乃
も
そ
れ
に
同
意
し

明
日
奈
は
そ
れ
を
受
け

い
た

そ
う
だ
ね

こ
れ
で
前

二
犯
か

こ
れ
は
い
じ
り
が
い
が
あ
り
そ
う

 
八
幡
の
運
命
は

ど
う
や
ら
こ
の
時
点
で

に
決
ま

て
い
た
よ
う
だ
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う

う
ち
に
は
何
も
無
い
の
に

何
で
あ
の
二
人
ば

か

そ
の
分
今
度

八
幡
君
に
言
う
事
を
を

か
せ
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

う
ん

そ
う
し
て
み
る

南
も
言
う
よ
う
に
な

た
わ
ね

そ
う
じ

な
い
と

あ
い
つ
の
秘
書
は
や

て
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で

ま
あ
そ
う
ね

 
そ
し
て
戦
闘
が
始
ま
り
画
面
の
中
の
シ

ナ
は
森
の
中
へ
ど
ん
ど
ん
銃

を
送
り
込
ん
で

い

た

ど
う
し
て
あ
ん
な

い
木
の
間
に

を
通
せ
る
の

そ
れ
は
八
幡
君
だ
か
ら
と
し
か

あ

で
も
多
分
シ
ノ
の
ん
に
も
出
来
る
の
か
も

二
人
と
も
化
け
物
ね

あ

場
面
が
変
わ

た

そ
し
て
銃

が
奥
か
ら
飛
ん
で
く
る

ち

と
怖
い
わ
ね
こ
れ

森
の
中
か
ら
い
き
な
り
即
死
級
の

が
飛
ん
で
く
る
と
か

八
幡
君
に
敵
対
す
る
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
事
な
の
ね

 
そ
し
て
つ
い
に

子
王
リ

チ

が

フ

イ
ヤ
の
手
を
引
い
て
逃
げ
出
し
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森
の
中
の
フ

イ
ヤ
軍
は
壊
滅
す
る
事
と
な

た

内
と
外
で

ほ
ぼ
全
滅
さ
せ
た
わ
ね

ゼ
ク
シ

ド
君
も
レ
ン
ち

ん
も

楽
だ

た
で
し

う
ね

も
ぐ
ら
叩
き
み
た
い
な
も
の
だ

た
し
ね

あ
れ

で
も
ほ
ら
こ
こ

一
人
プ
レ
イ
ヤ

が
生
き
残

て
な
い

あ
ら
本
当

よ
く
見
つ
け
た
わ
ね
明
日
奈

う
ん

自
分
で
も
そ
う
思
う

で
も
こ
れ

て
危
な
く
な
い

も
し
こ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
仕

け
て
き
た
ら

一
人
く
ら
い
は
や
ら
れ
ち

う
か
も
ね

 
そ
の
心
配
は
的
中
す
る
事
に
な
る

と
セ
ク
シ

ド
が
敵
の
殲
滅

合
を
確
認
す
る

に

分
か
れ

 
レ
ン
が
連

役
と
し
て

遣
さ
れ
た
時

そ
れ
は

こ

た

あ

こ
こ

狙

て
る

レ
ン
ち

ん
が
危
な
い

誰
か

レ
ン
ち

ん
を
守

て

あ
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そ
の
声
が

こ
え
た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が
ゼ
ク
シ

ド
が
レ
ン
を

い
そ
の
ま
ま
死
体

と
な

た

 
彼
を
よ
く
知
る
雪
乃
が
絶

し
て
い
た

そ
の
死
ぬ
直
前
の
言
葉
を
陽
乃
が
三
人
に
伝
え
た

レ
ン
ち

ん

五
チ

ム
が
多
分
奥
の

物
に
侵
攻
中

可
能
な
ら
倒
し
た
方
が
い
い

 
あ
と
俺
は
こ
こ
ま
で
だ
け
ど
お
前
は
絶
対
に
レ
ン
ち

ん
を
勝
た
せ
ろ
と
シ

ナ
に
伝

え
て頑

張
れ

だ
そ
う
よ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ゼ
ク
シ

ド
が
最
後
に
男
を
見
せ
た
わ
ね

ち

と
格
好
良
か

た
か
も

い
つ
も
の
彼
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ギ

グ
担
当
だ

た
は
ず
な
の
に
変
わ
れ
ば
変
わ
る

も
の
ね

あ

見
て

レ
ン
ち

ん
が

 
画
面
の
中
で
は
レ
ン
が
雄
叫
び
を
上
げ

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
突

込
ん
で
い
く
所
だ

た

 
レ
ン
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の

下
を
く
ぐ
り
い
つ
の
間
に
か
背
中
に
差
し
て
い
た

剣
を
抜
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き 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
太
も
も
を

り

い
て
い
た

速よ
く
見
え
な
か

た

レ
ン
ち

ん

や

ぱ
り
凄
い

あ
ら

こ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
確
か

ク
ラ
レ
ン
ス

だ

た
か
し
ら

あ
あ

確
か
戦
争
後
に
こ
の
木
な
ん
の
木
の

点
防
衛
戦
に
い
た
人
だ

今
回
は
敵
に
付
い
た
み
た
い
ね

あ

見
て

八
幡
君
が
動
く
よ

 
ゼ
ク
シ

ド
に
お
別
れ
を
言
い

そ
の
死
体
に
ハ

キ
リ
と
勝
利
を
宣
言
し
た
シ

ナ
は

 
そ
の
遺
言
と
も
い
え
る
言
葉
を
実
行
に
移
し
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
と
連

し
て
敵
を
殲
滅
し
た

 
観
戦
者
編
が
予
定
よ
り

び
て
し
ま

た
の
で

今
日
一
日
で
終
わ
ら
せ
よ
う
と
思
い
ま
す

 
な
の
で

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
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第
４
８
２
話
 
観
戦
者
達
 
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
雪
ノ
下
家
 
終
盤
戦

 
本
日
は

時
に
先
に

話
投
稿
さ
れ
て
い
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

分
あ

さ
り
と
合
流
出
来
た
も
の
ね

ま
あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ
と

先
手
さ
え
取
れ
れ
ば
一
方
的
な
展
開
に
な

た
り
す
る
か
ら
ね

あ

二
人
と
も
凄
く
嬉
し
そ
う

あ
の
二
人

気
が
合
い
そ
う
だ
も
の
ね

 
シ

ナ
と
コ
ミ
ケ
が
手
を

り

再
会
を
喜
び
あ

て
い
る
の
が
手
に
と
る
よ
う
に
分
か
り

 
五
人
は
ほ

こ
り
と
し
た

そ
う
い
え
ば

八
幡
君
に
は
お
兄
さ
ん
的
ポ
ジ
シ

ン
の
人
が
い
な
い
わ
よ
ね

コ
ミ
ケ
さ
ん
が
そ
う
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど

そ
れ
な
ら
こ
の
私
が
男
装
を
し
て

 
突
然
そ
う
言
い
出
し
た
陽
乃
に

雪
乃
は

た
い
目
を
向
け
な
が
ら
言

た



 第４８２話 観戦者達 Ｓｉｄｅ雪ノ下家 終盤戦

 

体
的
に
は
そ
の
陽
乃
の
胸
に

そ
う
ね

手
始
め
に
ま
ず
は
そ
の
重
し
を
も
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し

う
か

ち

ち

と
雪
乃
ち

ん

顔
が
本
気
に
見
え
る
ん
だ
け
ど

私
は
い
つ
で
も
本
気
よ

姉
妹
な
の
だ
か
ら
分
か
る
で
し

う

ひ
い

 
そ
ん
な
陽
乃
を
助
け
よ
う
と
し
た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が

明
日
奈
が
雪
乃
に
こ
う
言

た

あ

見
て

下
が
八
幡
君
に
何
か
話
し
て
る

さ

き
言

て
た
呼
び
出
し
か
し
ら
ね

ど
う
や
ら
八
幡
君
も

何
か
を
感
じ
取

た
の
か

素
直
に

い
て
い
る
よ
う
ね

い
つ
く
ら
い
に
な
る
ん
で
す
か
ね

嘉
納
さ
ん
は
せ

か
ち
な
人
だ
と

い
て
い
る
か
ら

 
も
し
か
し
た
ら
明
日
と
か
に
い
き
な
り

い
や
こ
の
大
会
の
直
後
に
オ
フ

が
く
る
可

能
性
も

 
そ
し
て
ス
ネ

ク
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

分
後

陽
乃
の

が
着
信
を
告
げ
た

あ
れ

お
⺟
さ
ん
か
ら
だ
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そ
し
て
陽
乃
は

話
に
出
る
と

開
口
一
番
に
こ
う
言

た

お
⺟
さ
ん
ど
う
し
た
の

ち
な
み
に
雪
乃
ち

ん
と
明
日
奈
ち

ん
な
ら

 
今
私
の
隣
で

て
い
る
わ
よ

も
ち
ろ
ん
全

で

なご
ほ

ご
ほ

 
雪
乃
は
そ
の
言
葉
に
目
を

き
明
日
奈
は
丁
度
飲
み
物
を
口
に
運
ん
で
い
た
と
こ
ろ
だ

た

の
で

 
そ
れ
を

き
出
す
ま
い
と

え
た

む
せ
て
し
ま

た

え

私
も
混

ろ

娘
達
と

の
付
き
合
い
が
し
た
い

 
そ
ん
な
事
し
た
ら
私
が
八
幡
君
に
殺
さ
れ
ち

う
か
ら

下

て
八
幡
君
も
呼
べ
ば
い

い 
そ
れ
な
ら

く
収
ま
る

い
や
そ
れ
は

力
的
な
提
案
だ
け
ど

 
こ
こ
に
は
今

薔
薇
と
南
ち

ん
も
い
る
か
ら
ね

え

一

で
い
い

 
う
ん
ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
み
ん
な
で
一
に
彼
に
愛
さ
れ
る
の
も
ア
リ
か
も
だ
け
ど

だ

目
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た
明
日
奈
が
陽
乃
に
詰
め
寄
り

陽
乃
は
明
日
奈
の

を

で
な
が
ら
言

た

明
日
奈
ち

ん

冗
談

冗
談
だ

て
ば

で

お
⺟
さ
ん

本
題
は

 
ふ
む
ふ
む

あ
あ

も
う
動
い
た
ん
だ

本
当
に
せ

か
ち
な
人
だ
な

 
分
か

た

大
会
が
終
わ
り
次
第
八
幡
君
に
伝
え
て

 
そ
の
ま
ま
予
定
を
組
む
事
に
す
る
か
ら

先
方
に
は
そ
う
伝
え
と
い
て

 
そ
う
言

て
陽
乃
は

話
を
切

た

姉
さ
ん

今
の
は
や

ぱ
り

う
ん

う
ち
の
お
⺟
さ
ん
は

下
と
知
り
合
い
だ

た
み
た
い
で

 
明
日
八
幡
君
に
会
わ
せ
て
も
ら
え
な
い
か

て
う
ち
の
お
⺟
さ
ん
に
直
接
連

し
て
き
た

て
凄
ま
じ
い
行
動
力
ね

自
由
な
人
で
す
ね

と
り
あ
え
ず
部
⻑
に
連

を
入
れ
て
お
き
ま
す

 
プ
ラ
ン
だ
け
で
も
提

出
来
れ
ば
い
い
と
思
う
の
で

ま
あ
そ
の
話
も
前
進
し
た

て
事
で

今
は
と
り
あ
え
ず
大
会
を
楽
し
み
ま
し

う

 
丁
度
そ
の
時
画
面
の
中
で
は
ブ
ラ

ク
キ

ト
が
シ

ナ
に
話
し
か
け
て
い
る
最
中
だ
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た
美
人
な
方
が
私
よ

う
わ

ち

と
姉
さ
ん

こ
こ
に
姉
さ
ん
と
同
じ
性
格
の
人
が
い
る
わ
よ

ち

と
雪
乃
ち

ん

そ
れ
ど
う
い
う
意
味

私
は
全
然
そ
ん
な
性
格
じ

な
い
わ
よ

ね 
そ
う
同
意
を
求
め
ら
れ
た
他
の
三
人
は

気
ま
ず
そ
う
に
陽
乃
か
ら
目
を
背
け
た

あ

あ
れ

ね

ち

と

私

て
そ
ん
な
に

か
ま
し
く
な
い
よ
ね

姉
さ
ん
は
本
当
に

い
つ
も

麗
だ
よ
ね

ス
タ
イ
ル
も
い
い
し

ボ
ス

私
は
ボ
ス
の

力
を
ち

ん
と
分
か

て
ま
す
か
ら

社
⻑
は
凄
く
気
が
強
く
て

そ
う
い
う
所

う
ち

憧
れ
ま
す

三
人
と
も

否
定
も

定
も
し
な
い
の
ね

当
た
り
前
じ

な
い

姉
さ
ん
は
自
分
の
胸
に
手
を
当
て
て

 
今
ま
で
の
自
分
の
行
い
に
つ
い
て

よ
く
考
え
る
べ
き
ね

う
ん

聖
人
君
子
の
よ
う
な
女
性
が
見
え
る
わ

あ
と
胸
が
大
き
い

本
当
に
も
ぐ
わ
よ
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冗
談

冗
談
だ

て
ば

い

い
か
ら

ご
め
ん
な
さ
い

も
う

 
そ
し
て
シ

ナ
が
ブ
ラ

ク
キ

ト
に
何
か
言
い
ブ
ラ

ク
キ

ト
は
満
面
の
笑
み
を

か
べ
た

正
解
よ

や

ぱ
り
私
の
方
が
美
人
だ
と
思

て
く
れ
て
い
る
の
ね

う
わ

ぐ
い
ぐ
い
来
る
な

ま
あ
で
も
女

て
そ
う
い
う
も
の
だ
よ
ね

ね

姉
さ
ん

い
い
加

に

め
な
さ
い

 
そ
し
て
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
シ

ナ
と
ク
リ
ン
が
対
峙
し
五
人
は

気
に
と
ら
れ

た
こ
の
男

何
を
の
ん
び
り
と
相
手
を
し
て
い
る
の
か
し
ら

優
勝
を

る
か
ら

て

件
に
乗

た
の
か
な

八
幡
君
ら
し
く
な
い
気
も
す
る
け
ど
ね

今
回
は
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
か
ら
か
な

 
だ
が
そ
の
疑
問
は

次
の
シ

ナ
の
一
言
で
解
消
さ
れ
た

本
職
相
手
に
あ
ま
り
自
信
は
無
い
が

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
実
力
が
ど
の

度
か



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
い
い
比

に
な
る
だ
ろ
う
し

ま
あ
楽
し
ん
で
く
る
わ

で
す

て
よ

あ
あ

サ
ト
ラ
イ
ザ

確
か
に
同
じ
軍
人
が
相
手
だ
と
過

す
る
と

参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

八
幡
君

や

ぱ
り
あ
の
負
け
が
相
当
悔
し
か

た
ん
だ
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
興
味
が
あ
る
わ

こ
こ
は
じ

く
り
と
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

う

ね

サ
ト
ラ
イ
ザ

て
何

 
南
に
そ
う
問
わ
れ

明
日
奈
は
南
に
解
説
を
始
め
た

そ
ん
な
人
が
い
た
ん
だ

確
か
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
強
さ
は

常
だ

た
ん
だ
よ
ね

 
こ
の
戦
い
で

八
幡
君
が
何
か
掴
ん
で
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

あ

始
ま
る
み
た
い

 
そ
し
て
シ

ナ
と
ク
リ
ン
の
戦
い
が
始
ま

た

カ
ウ
ン
タ

狙
い

受
け
流
そ
う
と
し
た
だ
け
か
し
ら
ね

で
も
動
か
な
い
ね

重
心
が
し

か
り
し
て
る
の
か
な
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と

ア

パ

ま
あ
八
幡
君
な
ら
避
け
る
よ
ね

て

こ
こ
で
タ

ク
ル

さ

き
と
は
別
の
意
味
で
ぐ
い
ぐ
い
く
る
な

で
も
あ
い
つ
が
こ
ん
な
に
簡

に
倒
さ
れ
る
な
ん
て

初
め
て
見
た
か
も
し
れ
な
い
わ

ク
リ
ン

て
人

技
の
繋
ぎ
が
上
手
い
な

ま
だ
続
い
て
る
わ
よ

 
そ
の
言
葉
通
り

ク
リ
ン
の
体
を
足
で
締
め
付
け
た
ま
ま

 
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
後
方
に
転
が

た
シ

ナ
は

 
逆
に
ク
リ
ン
に
対
し
て
マ
ウ
ン
ト
ポ
ジ
シ

ン
を
と

た

上
手
い

で
も
ま
だ
相
手
は
銃
を
持

た
ま
ま
よ

銃
を
手
放
さ
せ
る

に

み
ま
く
る
手
も
あ
る
わ
ね

姉
さ
ん

八
幡
君
が
そ
ん
な
事
す
る

な
い
で
し

あ

銃
で
殴

て
き
た
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さ
す
が
に
一

離
れ
た
わ
ね

こ
れ
で

り
出
し
か

ふ
う

さ
す
が
に
や
る
わ
ね

お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す

ふ
う
ん

士
な
の
ね

そ
れ
な
の
に
あ
ん
な
に
荒
々
し
く
私
を
押
し
倒
し
た
り
し
て

 
う
ん

悪
く
な
い

む
し
ろ
そ
う
い
う
の
は
大
好
物
ね

風
評
被
害
が
広
が
る
か
ら
や
め
て
下
さ
い
よ

だ
そ
う
よ

ク
リ
ン
さ
ん

て
肉
食
系

ま
あ
見
る
か
ら
に
そ
う
よ
ね

て

武
器
を
投
げ
た

違
う
わ

凄
い
速
さ
の
突
き
ね

で
も
八
幡
君
に
は
通
じ
な
い

 
シ

ナ
は
そ
の
突
き
に
も
対
応
し

見
事
な
カ
ウ
ン
タ

を
放

て
い
た

 
ク
リ
ン
の
手
は
今
は
自
由
に
動
か
す
事
は
出
来
な
い

 
だ
が
ク
リ
ン
は

う
じ
て
動
く
足
を
思
い
切
り

り
ぬ
き

 
落
下
中
の
銃
を
シ

ナ
目
が
け
て

り
つ
け
た

う
わ

凄
い
事
す
る
な
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て

何
で
そ
こ
で
八
幡
君
に

き
付
く
の

 
明
日
奈
は
思
わ
ず
そ
う
絶
叫
し
た

む
し
ろ
他
に
選
択
肢
が
無
か

た
よ
う
に
も
見
え
た
わ
ね

で
も

で
も

よ
く
見
な
さ
い
明
日
奈

二
人
と
も
凄
く
真
剣
よ

ま
あ
力
は
八
幡
君
の
方
が
上
だ
ろ
う
し
す
ぐ
に

束
を
力
ず
く
で
外
す
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
そ
の
雪
乃
の
予
想
は
見
事
に
外
れ
た

シ

ナ
は
力
を
こ
め
て
は
緩
め
る
の
を

り
返
し

 
そ
の
表
情
は
困

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

ど
う
し
た
ん
だ
ろ

何
か
困

て
な
い

ま

ま
さ
か
八
幡
君

ク
リ
ン
さ
ん
の
胸
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
る
と
か

も
し
そ
う
だ

た
ら

生
き
て
い
る
の
が

い
よ
う
な
目
に
あ
わ
せ
て
あ
げ
る
の
だ
け
れ
ど

雪
乃

ど

ち
を

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い

う
ふ

う
ふ
ふ
ふ
ふ

姉
さ
ん

雪
乃
を
止
め
て
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こ
う
な

た
雪
乃
ち

ん
は
も
う
止
ま
ら
な
い
わ
よ

そ

そ
ん
な

 
そ
う

る
明
日
奈
を

八
幡
相
手
に
胸
を
押
し
当
て
た

験
が
豊

で

 
こ
う
い
う
時
の

況
を
的
確
に
判
断
出
来
る
薔
薇
が
い
さ
め
た

 
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
は
口
に
は
出
せ
な
い
の
だ
が

落
ち
着
い
て
多
分
あ
れ
は
下
手
に
動
く
と
余
計
に
胸
を
押
し
付
け
ら
れ
る
結
果
に
な
る
か

ら 
外
す
に
外
せ
な
い
ん
だ
と
思
う
わ

そ

そ

か

さ

す
が

士

で
も
ど
う
す
る
の
か
し
ら

そ
う
な
る
と
ず

と
こ
の
ま
ま
と
い
う
事
に
な
る
わ
よ

八
幡
君
な
ら
き

と
な
ん
と
か
し
て
く
れ
る
よ

あ

見
て

 
そ
の
時
突
然
シ

ナ
の
体
が

み
こ
み

ク
リ
ン
の
胸
に
顔
を

め
な
が
ら

 
シ

ナ
は
脱
出
に
成
功
し
た

直
後
に
シ

ナ
が
ク
リ
ン
の
太
も
も
を

え
込
み

 
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
始
め
た

い
わ
ゆ
る
ジ

イ
ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
で
あ
る
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こ
れ
に
よ
り

目
を
回
し
た
ク
リ
ン
は
そ
こ
で
ぐ

た
り
し
た
が

 
そ
ん
な
ク
リ
ン
を
強
引
に
お
姫
様

こ
し
た
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
ク
リ
ン
を
下
に
下
ろ
し

た 
そ
れ
を
見
た
五
人
は

皆
押
し

た
ま
ま
だ

た

 
そ
し
て
雪
乃
が

る

る

る
え
な
が
ら
明
日
奈
に
話
し
か
け
た

ね

明
日
奈

う
ん

あ
の
男
仕
方
な
い
と
は
い
え
と
ん
で
も
な
い
事
を
し
で
か
し
た
よ
う
に
見
え
た
の
だ
け
れ
ど

胸
に
顔
を

め
て
か
ら
太
も
も
を
ま
さ
ぐ
り

最
後
は
お
姫
様

こ
だ

た
ね

 
無
表
情
で
そ
う
言
う
二
人
に
危
機
感
を
覚
え
た
の
か

 
八
幡
に
対
し
て
一
番

心
が
高
い
薔
薇
が

て
て
八
幡
の
フ

ロ

に
回

た

ま
あ
ほ
ら

胸
に
顔
を

め
た
の
は

そ
の
一

で
済
め
ば
多
少
ま
し

て
考
え
で

 
足
を
持

た
の
は
多
分

ガ
チ
の
格
闘
だ
と
不
利
か
も

て
考
え
た
か
も
だ
し

 
最
後
の
お
姫
様

こ
は

目
を
回
し
た
相
手
の
体
を
心
配
し
て

 
乱
暴
に
持
ち
あ
げ
る
の
を
避
け
た
ん
じ

な
い
か
し
ら
ね
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ま
あ
理
屈
は
そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

納
得
出
来
な
い
部
分
も
か
な
り
あ
る
わ
ね

そ

そ
れ
は

 
薔
薇
は
困
り
果
て
少
し
で
も
八
幡
の

が
少
な
く
な
る
よ
う
に
逆
に
自
分
か
ら
こ
う
言

た
そ

そ
れ
じ

あ
前

三
犯
と
い
う
事
で

こ
こ
は
一
つ

野

な
ら
ス
リ

ア
ウ
ト
ね

ま
あ
い
い
や

後
で
ち

ん
と
お
話
し
す
れ
ば
い
い
だ
け
だ
よ
ね

納
得
の
い
く
説
明
を
期
待
し
て
お
き
ま
し

う
か

で

で
も
良
か

た
事
も
あ
る
よ
ね

 
こ
こ
で
同
じ
く
危
機
感
を
覚
え
た
南
が

て
て
そ
う
言

た

南

ど
の
あ
た
り
が

ク
ク
リ
ン
さ
ん
が
ス
カ

ト
じ

な
か

た
か
ら
被
害
は
少
な
か

た
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
と
雪
乃
は
思
わ
ず

き
出
し
た
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南

そ

ち

あ
は
は
は
は

確
か
に
そ
う
だ
ね

も
し
ク
リ
ン
さ
ん
が
ス
カ

ト
だ

た
ら

 
そ
し
て
二
人
は
再
び
真
顔
に
な

て
言

た

も
ぐ
の
は
確
定
だ

た
よ

も
ぐ
の
が
確
定
だ

た
わ
ね

ひ

ひ

 
そ
し
て
大
会
は

次
な
る
山
場
を
迎
え
る
事
に
な
る

さ
て

い
よ
い
よ
フ

イ
ヤ
軍
の
討
伐
ね

敵
は
マ
シ
ン
ガ
ン
や
ら
機
関
銃
や
ら

点
防
衛
向
き
の
装
備
を
持
つ
人
が
残
て
る
け
ど

ど
う
や
ら
あ
の

点

い
場
所
に
立
て
こ
も
る
み
た
い
ね

フ

イ
ヤ

て
人

三

座
り
し
ち

て
る
よ

現
実
逃
避
か
し
ら

情
け
な
い
男
ね

 
そ
し
て
シ

ナ
が
ア
ハ
ト

を
取
り
出
す
の
を
見
て
一
同
は
何
を
す
る
つ
も
り
な
の
か
薄
々

察
し
た

あ

ど
う
や
ら
キ
リ
ト
君
戦
法
を
と
る
つ
も
り
み
た
い
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は

こ
こ
に
あ
い
つ
が
い
れ
ば

最
高
の

け
に
し
て
や
る
ん
だ
が

だ
そ
う
よ

あ
あ
は
は
は
は

確
か
に
そ
れ
が
出
来
れ
ば
楽
そ
う
だ
ね

ア
ハ
ト

を
ぐ
る
ぐ
る
し
て
敵
の

を
防
ぐ
つ
も
り
な
の
か
し
ら

れ
が
無
け
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
も
想
定
し
て

自
分
が
死
ん
だ
ら
盾
に
し
ろ

て
言

て
る
わ
よ

う
わ

そ
れ
も
込
み
な
ん
だ

で
も
他
に
手
が
無
い

じ

な
い
わ
よ
ね

ま
あ
八
幡
君
に
は
実
行
出
来
な
い
と
思
う
け
ど

 
陽
乃
が
そ
う
言
い

他
の
四
人
は
首
を

げ
た

八
幡
君
に
は
実
行
出
来
な
い
事

え
え
そ
う
よ

彼
は

女
性
を

に
し
て
盾
に
す
る
事
な
ん
か
出
来
な
い
も
の
ね

あ
あ

そ

か

そ
の
手
が

 
一
同
は
納
得
し

南
は
友
達
付
き
合
い
し
て
い
た
二
人
の
性
格
を
考
え
な
が
ら
言

た

ゆ

こ
と
遥
が
自
主
的
に
そ
れ
を
や
る
と
は
思
え
な
い
し
ね

 
一
同
は
そ
れ
に

き
相
手
を
持
ち
上
げ
あ

て
い
る
画
面
の
中
の
四
人
を
見
な
が
ら
言

た
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今
は
二
人
が

八
幡
君
に
人
の
運
び
方
を

い
て
る
の
か
な

何
と
い
う
か

は
た
か
ら
見
て
い
る
と
間
抜
け
な
光
景
ね

で
も

の
下
に
手
を
入
れ
て
持
ち
上
げ
る
と
か

厳
し
く
な
い
か
し
ら

あ

同
じ
事
を
考
え
た
の
か
な

ハ
ル
カ
さ
ん
が
別
の
持
ち
方
を
ア
ピ

ル
し
て
る
ね

八
幡
君
が
何
か
言

て
る
け
ど

ど
う
や
ら
手
を
女
の
子
の

の
間
に

ら
せ
る
の
が

だ
と
言

て
い
る
よ
う
ね

さ
す
が

士

疑
問
系
な
の
ね

 
そ
の
時
陽
乃
が
突
然

き
出
し

通

を
始
め
た

あ

あ
ん
た

い
つ
も
あ
ん
な
に
女
の
子
に
囲
ま
れ
て
る
の
に

意
外
と
ピ

ア
ピ

ア
な

の
ねて

き
り

日
と

か
え
ひ

か
え
や
り
ま
く
り
だ
と
思

て
た
の
に

ん
な

あ
る
か

だ

て
さ

あ
あ

ま
あ
そ
う
見
え
て
も
仕
方
な
い
よ
ね
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女
の
子
三
人
が
何
か
話
し
て
る
け
ど

口
元
が
見
え
な
い
わ
ね

残
念

で
も
レ
ン
ち

ん
が
顔
を

く
し
て
る

か
わ
い
い

あ
れ

今
ゆ

こ
と
遥
が
目
配
せ
し
た

ま
さ
か
裏
切
る
つ
も
り
じ

て

え
え
え
え
え

何
で

き
付
く
の

 
あ
ま
り
の
展
開
の

さ
に
つ
い
て
い
け
な
か

た
五
人
は

 
次
の

間
に
ハ
ル
カ
が
ユ

コ
の

を
撃
ち
ぬ
い
た
の
を
見
て

度

を
ぬ
か
れ
た

なま

ま
さ
か
こ
れ

て

ま
さ
か
の
ま
さ
か

あ
の
二
人
が
自
主
的
に
さ
き
言
て
た
事
を
実
行
す
る
な
ん
て

で
も
事
実
ね
目
の
前
で
こ
れ
だ
け
の
覚
悟
を
見
せ
ら
れ
た
ら
さ
す
が
に

る
に

れ
な
い

よ
そ
う
ね

あ
の
二
人

や
る
じ

な
い

ゆ

こ

遥

裏
切
る
つ
も
り
な
の
か

て
疑

た
り
し
て
ご
め
ん
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そ
の
直
後
に

ハ
ル
カ
が
食
事
を

て
も
ら
う
と
言
い
出
し
た
の
を

い
て

 
五
人
は
微

な
雰
囲
気
に
な

た

ご

目
当
て

ど
う
だ
ろ
う

案
外
そ

ち
は

れ

し
か
も
し
れ
な
い
し

何
と
も
い
え
な
い
ね

で
も
彼
女
達
の
決
意
は
評
価
に

す
る
よ
ね

 
そ
の
直
後
に
ハ
ル
カ
が
レ
ン
に
説
明
し
た
シ

ナ
メ
ソ

ド
の
話
を

い
た
五
人
は

 
も
う
直
前
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
ど
う
で
も
よ
く
な
り

お
お

と
手
を
叩
い
た

そ
ん
な
手
が

確
か
の
あ
の
男
に
は

か
も
し
れ
な
い
わ
ね

を
押
し

り
す
る
方
法
か

そ
の
発
想
は
無
か

た
ね

八
幡
君
の
事
を

性
と
し
て
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
が
故
の
発
想
な
の
で
し

う
し

 
私
達
に
は
思
い
つ
か
な
く
て
当
然
だ
と
思
う
わ

で
も
こ
れ
は

使
え
る

 
五
人
は
そ
う

き
合

た

今
後
の
八
幡
の

布
の
中
身
が
心
配
で
あ
る
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さ
て

い
よ
い
よ
か
な

も
う
さ

さ
と
片
付
け
ち

て

し
か
し
シ

ル
な
光
景
よ
ね

今

Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
の
中
継
を
見
て
る
人
達
は

大

ぎ
だ
ろ
う
ね

ま
あ
も
う
勝
負
は
あ

た
わ
ね

 
そ
の
言
葉
通
り

フ

イ
ヤ
軍
は
あ

さ
り
と
殲
滅
さ
れ

残
る
は
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
み
と

な

た
ま
さ
か
遥
ま
で

う
ち

本
当
に
あ
の
二
人
に
謝
ら
な
い
と
い
け
な
い
な

い
い
友
情
を
保
て
る
と
い
い
わ
ね

南
ち

ん

は
い

し
か
し
最
後
ま
で

生

が
悪
い
男
だ

た
わ
ね

ま
あ
こ
れ
で

レ
ン
ち

ん
の
安
全
は
確
保
さ
れ
た
の
か
な

一
応
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
と
決
着
は
つ
け
る
の
で
は
な
い
か
し
ら

そ

か

そ
れ
じ

あ
こ

ち
が
本
番

て
事
に
な
る
の
か
な

本
職
相
手
に
あ
の
二
人
は
ど
う
戦
う
の
か
し
ら
ね
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ん

旅
行
バ

グ

 
レ
ン
が
旅
行
バ

グ
を
取
り
出
し
た
の
を
見
て

一
同
は
何
を
す
る
つ
も
り
な
の
か

 
興
味

々
に
観
察
し
て
い
た

あ
れ
に
爆

を
詰
め
て
も

爆
出
来
な
い
よ
ね

手

を
詰
め
て
狙
撃
す
れ
ば
あ
る
い
は

で
も
そ
こ
ま
で

か
く
設
定
し
て
あ
る
の
か
謎

ね
不
発

と
か
も
無
い
し
ね

銃
の

常
は

知
さ
れ
る
み
た
い
だ
け
ど
ね

ま
あ
元
か
ら
故
障
が
あ
る
の
だ
か
ら

そ
れ
は

当
で
は
な
い
か
し
ら

 
そ
う
わ
い
わ
い
話
し
て
い
る
五
人
の
目
の
前
で
レ
ン
は
す
る

と
旅
行
カ
バ
ン
の
中
に
入

た

て

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

物
理
法

を
無

し
ち

て
な
い

レ
ン
ち

ん

て

体
柔
ら
か

あ
そ
れ
は
多
分
八
幡
君
の
教
育
の
せ
い
か
も
ゲ

ム
内
だ
と
体
が

い
の
は
う
ん
ぬ
ん
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て
い
う

こ
れ
は
相
手
に
バ
レ
な
け
れ
ば
勝
ち

バ
レ
た
ら
負
け
と
い
う

け
に
な
り
そ
う
ね

レ
ン
ち

ん
の
力

本
職
の
人
達
に
通
用
す
る
か
な

す
る
で
し

銃
で
の
戦
い
は

奇
襲
が
決
ま
れ
ば
ほ
ぼ
勝
ち
だ
も
の

 
そ
し
て
五
人
が
見
守
る
中

シ

ナ
と
レ
ン
は

け
に
勝
ち

見
事
優
勝
す
る
事
が
出
来
た

や

た

レ
ン
ち

ん
凄
い

八
幡
君
と
の
コ
ン
ビ
も
完

だ

た
ね

こ
れ
は
明
日
奈
ち

ん
も
う
か
う
か
し
て
い
ら
れ
な
い
わ
ね

や

や

ぱ
り
そ
う
か
な

ま
あ
八
幡
君
が

気
す
る
と
は
思
え
な
い
け
ど
ね

八
幡
君
と
い
え
ば

お
仕
置
き
も
し
く
は
何
を
要
求
す
る
の
か
は

考
え
て
お
か
な
い
と
だ

あ
ま
り
無
理
な
お
願
い
を
し
ち

目
よ

明
日
奈

う
ん

ま
あ
今
回
は
レ
ン
ち

ん
の

に
頑
張

た
ん
だ
し

ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
お
く
よ

そ
れ
じ
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五
人
は
祝

を
あ
げ
な
が
ら

二
人
の
優
勝
と
香
蓮
の
無
事
を
祝

た

 
こ
う
し
て
第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
は
終
わ
り

 
レ
ン
の
名
前
が

名
に
な
る
の
と
同
時
に

こ
う
し
た
公
式
の
大
会
で

 
最
強
と
言
わ
れ
な
が
ら
未
だ
に
無

だ

た
シ

ナ
が
つ
い
に
そ
の
栄

を
手
に
入
れ
る
事

と
な

た

 
本
日
は

時
に
先
に

話
投
稿
さ
れ
て
い
ま
す

ご
注
意
下
さ
い
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第
４
８
３
話
 
大
会
を
終
え
た
仲
間
達

 
無
事
優
勝
を
果
た
し
た
シ

ナ
と
レ
ン
は

え
室
で
勝
利
を
喜
ん
で
い
る
最
中
だ

た

や

た
ね
シ

ナ

レ
ン
も
凄
か

た
ぞ

も
う
闇
風
を
超
え
た
ん
じ

な
い
か

そ
ん
な

私
な
ん
か
ま
だ
ま
だ
だ
か
ら

そ
う
か

少
な
く
と
も
高
速
で
動
き
な
が
ら
の
反
応
の

さ
は

闇
風
以
上
だ
と
思
う
ぞ

そ
う
か
な

必
死
に
や

て
る
だ
け
な
ん
だ
け
ど

ま
あ
闇
風
を
超
え
る
く
ら
い
の
意
気
込
み
が
無
い
と

目
だ
と
思
う
し
な

 
俺
も
ま
だ
ま
だ
教
え
な
い
と
い
け
な
い
事
も
あ
る
し

こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
な

う
ん

 
シ

ナ
は

レ
ン
が
教
え
た
事
を
ど
ん
ど
ん

収
し
て
い
く
の
を
見
て

 
教
師
と
し
て
目
覚
め
て
し
ま

た
よ
う
だ

 
闇
風
も
同
じ
事
を
感
じ
て
お
り

こ
れ
か
ら
レ
ン
は
ど
ん
ど
ん
強
く
な

て
い
く
で
あ
ろ
う

 
そ
ん
な
時

シ

ナ
の
ウ

ン
ド
ウ
に
メ

セ

ジ
の
着
信
が
告
げ
ら
れ
た
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ん

こ
れ
は
外
部
か
ら
だ
な

て

は

お
い
お
い
ま
じ
か
よ

ど
う
し
た
の

ス
ネ

ク
か
ら
呼
び
出
し
を
く
ら

た
わ

ど
う
い
う
事

実
は
リ
ア
ル
知
り
合
い
だ

た
と
か

い
や

あ
の
人
は
コ
ミ
ケ
さ
ん
達
の
上

か

た
か
ら

 
多
分
そ
れ
な
り
の
地

に
あ
る
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思

て
た
ん
だ
が

 
予
想
以
上
に
大
物
だ

た
ら
し
く
て
な

さ

き
落
ち
る
時
に

 
今
度
呼
び
出
す
か
ら
宜
し
く

て
言
わ
れ
て

一
応
覚
悟
は
し
て
た
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
俺
に
は
ま
だ
覚
悟
が
足
り
な
か

た
み
た
い
だ

 
そ
う
大
げ
さ
な
事
を
言
う
シ

ナ
に

レ
ン
は
首
を

げ
た

 
そ
も
そ
も
シ

ナ
に
呼
び
出
し
を
か
け
ら
れ
る
と
い
う
の
が
お
か
し
い

 

え
自
衛

の
上
の
役
職
の
人
で
も

そ
ん
な

限
は
無
い
は
ず
だ

呼
び
出
し

て

強
制

い
や

要

だ
が

こ
れ
は
断
る

に
は
い
か
な
い
ん
だ
よ
な

そ
う
な
の

ス
ネ

ク
さ
ん

て
何
者
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そ
う
だ
な

な

レ
ン

嘉
納
太
郎

て
知

て
る
か

 
そ
の
質
問
に

レ
ン
は
当
然
の
よ
う
に
こ
う
答
え
た

防
衛
大
臣
の
人
だ
よ
ね

て
ま
さ
か

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
答
え
た
後
で

ど
う
や
ら
レ
ン
は

そ
の
質
問
の
意
味
に
気
が
付
い
た
よ
う
だ

お
う

そ
の
ま
さ
か
だ

本
人
だ

た
そ
う
だ

そ

そ
う
な
の

さ

き
シ

ナ

て
ば

お

お
前

れ
た
の
か

 
と
か
失

な
事
を
言

て
な
か

た

だ
な

つ
い
で
に
言
う
と
前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
あ
の
人
を
倒
し
た
の
は
う
ち
の
マ

ク
ス

だ
なそ

う
な
ん
だ

大
丈
夫
な
の

ま
さ
か
お

参
り
と
か

い
や
あ
の
人
は
そ
ん
な
人
じ

な
い
と
思
う

ま
あ
話
の
内
容
は
想
像
が
つ
く
か
ら
大
丈
夫

だ
そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

ま
あ
こ
の
話
は
大
丈
夫
だ
そ
ん
な

で
ユ

コ
達
に
連

を
と

て
お

を
言
い
に
い

く
か
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あ

そ
う
だ
ね

う
ん

行
こ
う

 
そ
し
て
二
人
は
ユ

コ
に
連

を
し

 
フ

ド
を
か
ぶ

て
ゼ
ク
シ

ド
達
が
使

て
い
る

え
室
へ
と
移
動
し

 
コ
ン
コ
ン
コ
ン
と
ノ

ク
を
し
た

 
ち
な
み
に
何
故
ユ

コ
に
連

を
と

た
の
か
と
い
う
と

 
シ

ナ
は
ゼ
ク
シ

ド
と
は
ま
だ

フ
レ
ン
ド

録
を
し
て
い
な
い
か
ら
だ

た

ど
う
ぞ

 
そ
う
返
事
が
あ
り

二
人
は
素

く
中
に
入

た

 
そ
こ
に
は
微

に
疲
れ
た
顔
を
し
た
ゼ
ク
シ

ド
と
元
気
そ
う
な
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
い
た

や

シ

ナ

レ
ン
ち

ん

優
勝
お
め
で
と
う

ゼ
ク
シ

ド

今
回
は
本
当
に
助
け
ら
れ
た

あ
り
が
と
う
な

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ
り
が
と
う

君
に
お

を
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
な
い
よ
僕
は
あ
く
ま
で
レ
ン
ち

ん
を
助
け
た
ん
だ
か
ら

ね

だ
な
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ゼ
ク
シ

ド
が
少
し

れ
た
よ
う
な
様
子
を
見
せ
て
い
た

シ

ナ
は
た
だ
そ
う
返
事
を
し

た
で

フ

イ
ヤ
の
事
は
解
決
し
た
の
か
い

あ
あ

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の
お
か
げ
で
な

そ
う
か

レ
ン
ち

ん
の

に
役
に
た
て
た
な
ら

本
当
に
良
か

た
よ

 
だ
が
次
は
本
気
で
や
る
か
ら

覚
悟
し
て
お
く
と
い
い
よ

だ
な

そ
の
う
ち
ま
た
勝
負
だ

ま
あ
次
も
負
け
た
ら
そ
の
次
そ
こ
で
も
負
け
た
ら
そ
の
次

て

々
と
続
く
ん
だ
け
ど
ね

お
前
も
本
当
に
負
け
ず

い
な
ん
だ
な

も
ち
ろ
ん
さ

闇
風
と
も
ま
た
戦
う
つ
も
り
だ
し
ね

そ
う
か

ま
あ
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な

 
二
人
が
そ
う
話
し
て
い
る
横
で

レ
ン
も
ま
た

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
と
仲
良
く
話
し
て
い
た

ユ

コ
さ
ん

ハ
ル
カ
さ
ん

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

い
い
の
よ
レ
ン
ち

ん

凄
く
楽
し
か

た
し

そ
う
そ
う
そ
れ
に
何
て
い
う
か
う
ち
ら
こ
う
い
う
大
会
で
活
躍
出
来
た
の

て
初
め
て
だ
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か
ら

 
凄
く
満
足
し
て
る

て
い
う
か

達
成
感
が
あ
る
よ

ま
あ
表
舞
台
に
出
た
最
初
の
大
会
で
優
勝
し
ち

う
レ
ン
ち

ん
ほ
ど
じ

な
い
け
ど
ね

わ

私
な
ん
か

シ

ナ
が
い
な
か

た
ら
と
て
も
と
て
も

そ
ん
な
事
無
い
わ
よ

レ
ン
ち

ん
は
強
か

た

ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

 
ハ
ル
カ
に
そ
う
話
を

ら
れ
た
ゼ
ク
シ

ド
は

レ
ン
の
顔
を
見
て
う
ん
う
ん
と

い
た

そ
う
だ
ね

少
な
く
と
も
闇
風
相
手
で
も
い
い
戦
い
が
出
来
る
と
思
え
る
く
ら
い

 
今
回
の
レ
ン
ち

ん
は
い
い
動
き
を
し
て
い
た
と
思
う
よ

本
当
で
す
か

嬉
し
い
で
す

こ
れ
か
ら
ス
テ

タ
ス
や
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
け
ば

 
い
ず
れ
シ

ナ
す
ら
倒
せ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ね

 
そ
う
か
な
り
本
気
で
言
う
ゼ
ク
シ

ド
に
対
し

レ
ン
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
言

た

い
や
そ
れ
は
ど
う
で
す
か
ね
だ

て
私
シ

ナ
を

つ
け
る
事
な
ん
か
出
来
そ
う
に
な

い
し

 
そ
ん
な
レ
ン
を

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
い
き
な
り

き
し
め
た
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う
わ

レ
ン
ち

ん
か
わ
い
い

だ
よ
ね
だ
よ
ね

や

ぱ
り
愛
す
る
人
は

つ
け
ら
れ
な
い
よ
ね

ひ

ひ

べ

べ
べ
べ
別
に
私
は
そ
ん
な
つ
も
り
じ

い
い

て
い
い

て

あ
あ
も
う

お
持
ち
帰
り
し
た
い

う
ん
う
ん

レ
ン
ち

ん
は
本
当
に
か
わ
い
い
な

 
一
方
シ

ナ
は

微

に
疲
れ
た
表
情
を
し
て
い
る
ゼ
ク
シ

ド
の
事
を
気
に
し
て
い
た

な

ゼ
ク
シ

ド

ど
こ
か
調
子
で
も
悪
い
の
か

微

に
だ
る
そ
う
に
見
え
る
が

ん

あ
あ

実
は
ブ
ラ
ン
ク
の
影

が
あ
る
の
か

 
ま
あ
本
来
は

体
調
が

に
そ
こ
ま
で
影

す
る
と
は
思
え
な
い
ん
だ
け
ど

 
で
も
ま
だ
ち

と
疲
れ
や
す
い
気
が
す
る
ん
だ
よ
ね

精
神
的
な
疲
れ
が
ま
だ
残

て
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
遠

し
な
い
で
落
ち
て

ゆ

く
り
休
ん
で
く
れ
よ

そ
う
だ
ね

表

式
は
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
任
せ
て

僕
は
先
に
落
ち
る
と
す
る
よ

 
ユ

コ

ハ
ル
カ

後
は
任
せ
て
も
い
い
か
な

別
に
い
い
で
す
よ
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

体
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
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で
す
で
す
優
勝
し
た
な
ら
と
も
か
く
三

の
表

く
ら
い
は
私
達
が
立

に
こ
な
し
て
み

せ
ま
す

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
頼
む

シ

ナ

レ
ン
ち

ん

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

お
う

ま
た
な

ゼ
ク
シ

ド

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ま
た
一

に
遊
び
ま
し

う
ね

う
ん

ま
た
遊
ぼ
う
ね

レ
ン
ち

ん

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

な

あ
い
つ
大
丈
夫
か

何
か
変
わ

た
事
は
無
い
か

う
ん

い
つ
も
平
気
だ
か
ら

多
分
大
丈
夫
だ
と
思
う

今
日
は
慣
れ
な
い
事
を
し
て

余
計
疲
れ
た
ん
じ

な
い
か
な

ま
あ
確
か
に
今
日
の
あ
い
つ
は
今
ま
で
の
あ
い
つ
と
全
然
違

た
と
思
う
し
そ
れ
も
そ
う

か
う
ん
う
ん

大
丈
夫
大
丈
夫

で

食
事
の
話
だ
け
ど

 
ハ
ル
カ
が
話
題
を
変
え

シ

ナ
は

き
な
が
ら
こ
う
答
え
た
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明
日
は
ち

と
用
事
が
出
来
ち
ま

た
ん
で
な

明
後
日
以
降
な
ら
い
つ
で
も
い
い
ぞ

 
レ
ン
と
相
談
し
て
も
ら

て

決
ま

た
ら
連

し
て
く
れ

や

た

ご
ち
そ
う
さ
ま

い
や

体
を
張

た
甲
斐
が
あ

た
わ

あ
あ
そ
う
だ

ユ

コ
に
は
恥
ず
か
し
い
思
い
を
さ
せ
ち
ま

て
本
当
に
す
ま
な
か

た

 
ユ

コ
の
そ
の
言
葉
を

い
た
シ

ナ
は

に
そ
う
謝

た

い
い

て
い
い

て

て
い
う
か
あ
れ
よ

 

い
な
奴
に

き
つ
か
な
い
と
い
け
な
か

た
ハ
ル
カ
よ
り
は
マ
シ
だ
か
ら
さ

も
う

な
気
分
に
な
る
か
ら
言
わ
な
い
で

て

ご
め
ん
ご
め
ん

ま
あ
そ
ん
な

で

気
に
し
な
く
て
い
い
か
ら
さ

て

 
何
で
あ
ん
た

そ
ん
な
に
顔
を

く
し
て
る
の

 
ユ

コ
は
シ

ナ
が
少
し
顔
を

く
し
な
が
ら
微

に
下
を
向
い
て
い
る
事
に
気
付
き
そ
う

言

た

 
そ
ん
な
ユ

コ
に
答
え
た
の
は
ハ
ル
カ
だ

た

ち

と
ユ

コ

当
た
り
前
じ

な
い

今
の
言
い
方
だ
と
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ど
う

い
て
も
ユ

コ
が
シ

ナ
さ
ん
の
事
を
好
き
み
た
い
に

こ
え
る
よ

え

ど
こ
が

だ

て
ほ
ら

い
な
奴
に

き
つ
か
な
い
と
い
け
な
か

た
ハ
ル
カ

て

 
そ
れ
じ

あ
ユ

コ
は
別
に

い
じ

な
い
相
手
だ

た
か
ら
オ

ケ

だ

て
事
に
な
る

じ

な
い

あ
あ

 
そ
れ
で
納
得
し
た
の
だ
ろ
う

ユ

コ
は

あ
は
は
と
笑
い
な
が
ら

シ

ナ
に
言

た

え

と

そ
う
い
う
意
味
じ

な
く
て

少
な
く
と
も
今
は
も
う

私
達
は
あ
ん
た
の
事

 
そ
れ
な
り
に
好
ま
し
く
思

て
い
る

て
い
う
か

 
と
に
か
く
そ
う
い
う
好
き
じ

な
く
て

仲
の
良
い
友
達
だ

て
思

て
る

て

 
そ
れ
だ
け
の
話
だ
か
ら
さ

本
当
に
ご
め
ん

ご
め
ん

て
ば

 
か
ら
か
う
で
も
な
く

む
し
ろ
謝

て
く
る
ユ

コ
に
対
し

 
シ

ナ
も
そ
の
言
葉
が
本
心
だ
と
悟

た
の
か

逆
に
ユ

コ
に
謝

た

そ

そ
う
か

こ

ち
こ
そ
す
ま
ん

気
を
遣
わ
せ
ち
ま

た

 
こ
れ
か
ら
も
友
達
と
し
て
宜
し
く
な

二
人
と
も
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う
ん

も
ち
ろ
ん

そ
れ
そ
れ
ね

今
度
ま
た
同
窓
会
が
あ
る
ら
し
い
か
ら
そ
こ
で
他
の
人
を
驚
か
せ
て
や

ろ
う
よ

お
お

そ
れ
は
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
な

そ
う
す
る
か

お

ノ
リ
が
い
い
ね

楽
し
み
だ
ね

ま
あ
も
う
身
内
に
は
バ
レ
ち
ま

て
る
け
ど
な

あ
は
は
は
は

そ
れ
も
そ
う
だ
ね

 
そ
ん
な
三
人
を

レ
ン
が

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

 
そ
ん
な
レ
ン
の
態
度
に
気
付
い
た
の
か

シ

ナ
が
レ
ン
に
手

き
し
た

今
日
は
本
当
に
よ
く
頑
張

た
な
レ
ン

も
う
大
丈
夫
だ

何
も
心
配
は
な
い
は
ず
だ

 
こ
れ
で
何
か
あ

た
ら

も
う
家
出
す
る
な
り
な
ん
な
り
し
ち
ま
え

て

そ
れ
で
レ
ン
ち

ん
は

比
企
谷
家
の
子
に
な
る
と

も
し
く
は
雪
ノ
下
家
で
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

う
う
ん

そ
れ
は
大
丈
夫
だ
と
思
う
か
ら

心
配
し
な
い
で
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で
も
そ
う
な

た
ら
宜
し
く
ね

シ

ナ

お
う

任
せ
て
お
け

て

 
そ
し
て
四
人
は
連
れ
立

て

表

式
へ
と
向
か

た

 
そ
こ
に
は
一

か
ら
三

の

が
表

さ
れ
て
い
た
が
セ
ク
シ

ド
が

独
三

と
な

て
お
り

 
そ
こ
に
は
フ

イ
ヤ
の
フ

の

も
何
も
無
か

た

あ
れ

お
前
ら
が

独
三

な
の
か

あ
あ
そ
れ
ね

の
差
で

私
の
方
が

く
死
ん
だ
か
ら

こ

ち
が

独
三

に
な

た

み
た
い
よ

あ
あ
そ
う
か

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ
よ
な

お
か
げ
で
賞
金
を
分
け
な
く
て
済
ん
だ
よ

本
当
に
ラ

キ

だ
な

お

コ
ミ
ケ
さ
ん
達
が
い
る
な

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
コ
ミ
ケ
に
手
を

た

 
コ
ミ
ケ
も
シ

ナ
に
手
を

り
返
し

そ
こ
で
表

式
が
始
ま
り

 
観
客
達
の
や

か
み
を
受
け
な
が
ら
も
シ

ナ
は
初
め
て
こ
う
い

た
大
会
で
の
栄

を
手
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に
し
た

こ
れ
で
名
実
共
に

シ

ナ
が
こ
の
ゲ

ム
の
ト

プ

て
事
に
な
る
の
か

次
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
優
勝
し
た
ら

間
違
い
な
く
そ
う
な
る
な

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
出
て
き
た
上
で
そ
う
な

た
ら
い
い
ん
だ
け
ど
な

出
て
こ
な
く
て
も

シ

ナ
が
強
い
事
に
変
わ
り
は
な
い
け
ど
な

で
も
や

ぱ
り

シ

ナ
に
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

を
倒
し
て
欲
し
い
じ

な
い
か
よ

だ
な

 
そ
ん
な
表

式
の
様
子
を

フ

イ
ヤ
は
影
か
ら
こ

そ
り
と
見
て
い
た

く
そ

絶
対
に
こ
こ
か
ら

き
返
し
て
や
る

先
ず
は
小
比

さ
ん
に
連

を
と

て

 
後
は

治
力
を
生
か
し
て
何
が
何
で
も
香
蓮
さ
ん
を
こ
の
手
に

 
そ
う
言

て
フ

イ
ヤ
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
が

 

に
小
比

設
と
雪
ノ
下

設
の
間
で
業

提

の
話
が
進
ん
で
い
る
事
を
彼
は
ま

だ
知
ら
な
い

 
そ
し
て
彼
が

意
に
し
て
い
る

治
家
が

嘉
納

に
所
属
し
て
お
り

 
そ
ち
ら
か
ら
も
手
が
回
る
事
を
彼
が
知
る
の
は
も
う
少
し
先
の
事
に
な
る
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な

大
将

ち

と
話
が
あ
る
ん
だ
が
い
い
か

待

て
下
さ
い

⻑

こ

ち
に
先
に
話
を
さ
せ
て
下
さ
い

す
ぐ
済
み
ま
す
か
ら

 
横
か
ら
ブ
ラ

ク
キ

ト
に
そ
う
言
わ
れ

コ
ミ
ケ
は
大
人
し
く
引
き
下
が

た

お

お
う

そ
れ
じ

あ
先
に
話
し
て
い
い
ぞ

と
い
う

で
シ

ナ
君

合
コ
ン
の
話
だ
け
ど

あ
あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
し
た
ね

い
つ
が
い
い
と
か
希
望
は
あ
り
ま
す
か

私
達
は
い
つ
で
も
大
丈
夫
だ
け
ど

ク
リ
ン
は
ど
う

今
週
中
な
ら
ど
こ
で
も
大
丈
夫

次
の
日
休
み
に
す
る
か
ら

あ
あ

ク
リ
ン
さ
ん
も
参
加
者
に
入

て
る
ん
で
す
ね

う
ん
そ
う
な
の
当
日
は
宜
し
く
ね
あ
そ
の
ま
ま
私
の
マ
ウ
ン
ト
を
と

て
く
れ
て
も
い

い
の
よ

 
そ
う
あ

け
ら
か
ん
と
言
う
ク
リ
ン
に
対
し
シ

ナ
は
返
事
に
困
り
何
と
か
こ
う
答
え
た

は

は
は

そ
の
お
気
持
ち
だ
け
で

そ
れ
じ

あ
ブ
ラ

ク
キ

ト
さ
ん

 
決
ま
り
次
第
す
ぐ
に
連

を
入
れ
ま
す
ね
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え
え

お
願
い
ね

あ
あ

楽
し
み
ね

ク
リ
ン

だ
ね

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

シ

ナ
君

は
い

お
二
人
と
も
ま
た
で
す

 
こ
う
し
て
ブ
ラ

ク
キ

ト
と
の
話
は
あ

さ
り
と
終
わ
り
そ
の
日
は
レ
ン
も
ロ
グ
ア
ウ

ト
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
と
コ
ミ
ケ
は
そ
の
ま
ま
連
れ
立

て

馬
山
へ
と
向
か

た

お
お

こ
こ
が
大
将
の

点
か

は
い

こ
こ
な
ら
ど
ん
な
話
を
し
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
の
で

そ
う
か

そ
れ
は
助
か
る
な

そ
れ
じ

あ
中
へ
ど
う
ぞ

 
そ
し
て
中
に
入

た
二
人
は

そ
の
ま
ま
話
を
始
め
た

と
り
あ
え
ず

今
日
は
驚
い
た
だ
ろ

俺
達
も

日
突
然
こ
の
話
を
命
じ
ら
れ
て
さ

 
本
当
は
コ
ミ
ケ
ト
ミ

ケ
モ
ナ

の
三
人
は
別
に
育
成
さ
れ
た
キ

ラ
が
用
意
さ
れ
て

た
ん
だ
け
ど

 
名
前
が
気
に
入
ら
な
く
て

自
分
の
キ

ラ
を
使
う
事
に
し
た
ん
だ
よ
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そ
う
だ

た
ん
で
す
か

ど
ん
な
名
前
だ

た
ん
で
す
か

エ
ス
ケ

プ

ノ

ポ

ド
ラ
イ
バ

か
な

 
そ
の
何
と
も
言
え
な
い
名
前
を

い
て

シ

ナ
は
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
気
に
な

た

 
ブ
ラ

ク
キ

ト
と
い
う
名
前
が
黒
川
と

似
し
て
い
た

 
お
そ
ら
く
メ
ン
バ

あ
り
き
で
決
め
ら
れ
た
名
前
だ
と

し
た
か
ら
だ

ち
な
み
に
何
か
由
来
が

エ
ス
ケ

プ
は
俺
だ
け
ど

俺

て
ば
逃
げ
る
の
が
得
意
だ
か
ら
さ

 
で
ノ

ポ
は
そ
の
ま
ん
ま
ド
ラ
イ
バ

は
ケ
モ
ナ

が

の
運
転
と
か
が
得
意
だ
か
ら

か
な

 
ち
な
み
に
ク
リ
ン
は

あ
い
つ
の

か
ら
き
て
る
ん
だ

な
る
ほ
ど

ま
あ
担
当
の
人
が

頑
張

て
考
え
た
名
前
な
ん
で
し

う
ね

多
分
ね

で

本
題
な
ん
だ
け
ど

明
日
の
事
な
ん
だ

あ

そ
れ

さ

き
外
部
か
ら
の
メ

ル
で

き
ま
し
た

 
ス
ネ

ク

て

嘉
納
大
臣
だ

た
ん
で
す
ね

話
が

く
て
助
か
る
よ
で
そ
の
場
に
は
護
衛
を

ね
て
俺
だ
け
が
同

す
る
事
に
な
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た
か
ら

 
そ
れ
を
伝
え
て
お
こ
う
と
思

て
さ

そ
う
な
ん
で
す
か

コ
ミ
ケ
で
初
め
て
会
う
作
戦
が
失
敗
し
ち

い
ま
し
た
ね

ま

た
く
だ
そ

ち
の
方
が
俺
と
し
て
は
楽
し
み
が
大
き
く
な

て
嬉
し
か

た
ん
だ
け

ど
なで

す
ね

で

話

て
や

ぱ
り

今
回
の
お
仕
事
に
関
す
る
話
で
す
か
ね

 
そ
の
言
葉
に
コ
ミ
ケ
は

真
面
目
な
顔
で
考
え
込
ん
だ

確
か
に
そ
の
話
も
出
る
と
思
う
よ
俺
自
身
大
会
中
に
話
し
た
事
は
報
告
し
な
い
と
い
け
な
い

し 
今
日
の
シ
ミ

レ

シ

ン
結
果
に
つ
い
て
も
レ
ポ

ト
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
し
ね

あ
れ

て
事
は

そ
の
報
告
の
前
に

俺
は
呼
び
出
さ
れ
た

て
事
に
な
り
ま
す
よ
ね

そ
う
な
ん
だ
よ

多
分

興
味
本

で
の
呼
び
出
し
な
ん
じ

な
い
か

て
思
う
ん
だ
よ
ね

 
ほ
ら

あ
の
人
は
そ
う
い
う
人
だ
か
ら
さ

だ
か
ら
呼
び
出
し
と
い
う
か

要

だ

た
ん
で
す
ね

本
当
に
自
由
な
人
な
ん
で
す
ね

 
シ

ナ
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た
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そ
う
な
ん
だ
よ

で
も
ま
あ
話
の
分
か
る
面
白
い
人
だ
よ

 
あ
あ
見
え
て
オ
リ
ン
ピ

ク
の
日
本
代
表
に
な

た
事
も
あ
る
ら
し
い
し

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

だ
か
ら
ま
あ
こ
の
ゲ

ム
に
興
味
を
持

た
ん
だ
ろ
う
ね
訓
練
の
件
も
あ
の
人
の
発
案

ら
し
い
し

な
る
ほ
ど

と
い
う

で

話
は
そ
れ
だ
け
だ

明
日
は
宜
し
く
頼
む
よ

大
将

は
い

必
ず

い
ま
す
ね

 
こ
う
し
て
二
人
の
話
は
終
わ
り

 
八
幡
は
次
の
日

何
故
か
香
蓮
と
二
人
で
嘉
納
大
臣
の
下
を
訪
れ
る
事
に
な

た
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第
４
８
４
話
 
大
臣
室
に
て

香
蓮

い
き
な
り
お
か
し
な
事
を
頼
ん
で
ご
め
ん
な

 
こ

ち
か
ら
大
丈
夫
な
時
間
を
連

し
た
ら
可
能
な
ら
香
蓮
に
も
会
い
た
い

て
頼
ま
れ
ち

ま

て
な

う
う
ん

丁
度
大
丈
夫
な
時
間
だ

た
か
ら
問
題
な
い
よ
八
幡
君

 
で
も
こ
ん
な
格
好
で
大
丈
夫
か
な

問
題
な
い
さ

ま
る
で
お
姫
様
み
た
い
に
見
え
る
ぞ

も
う

そ
れ
は
言
い
す
ぎ
だ
よ

ま
あ
で
も
一
応
持

て
る
中
で

 
一
番
高
く
て
フ

マ
ル
な
服
装
を
選
ん
だ
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
ね

た
だ
こ
う
い
う
服
装

て

夏
に
は

い
の
が
難
点
だ
よ
な

だ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も

ク

ラ

の

い
た

内
で
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
か
わ
し
て
い
た

 
そ
し
て
守
衛
に
パ
ス
を
見
せ

議
事

の
指
定
さ
れ
た

場
に

を

め
る
と

 
そ
こ
で
は
嘉
納
大
臣
の
秘
書
が

に
二
人
の
事
を
待

て
い
た
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比
企
谷
八
幡
様
と

小
比

香
蓮
様
で
す
ね

は
い

そ
う
で
す

で
は
こ
ち
ら
へ

大
臣
が
お
待
ち
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
二
人
は

防
衛
大
臣
嘉
納
太
郎
と
面
会
す
る
事
と
な

た

 
失

し
ま
す

お
二
人
を
お
連
れ
し
ま
し
た

入
り
た
ま
え

 
秘
書
が
ノ

ク
を
し
て
そ
う
声
を
か
け

二
人
は
そ
の
ま
ま
中
へ
と
通
さ
れ
た

 
そ
こ
に
は
少
し
緩
め
の
表
情
を
し
た
自
衛

と
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る
嘉
納
太
郎
そ
の
人
が
お

り 
二
人
は

張
し
な
が
ら
指

に

い

そ
の
ま
ま
ソ
フ

に

を
下
ろ
し
た

 
そ
し
て
秘
書
が
出
て
い
く
と

に
嘉
納
は
態
度
を
崩
し
ざ

く
ば
ら
ん
な
口
調
で
こ
う

言

た
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さ
て

お

い
の
は
こ
こ
ま
で
だ

初
め
ま
し
て
だ
な

シ

ナ

そ
れ
に
レ
ン
ち

ん

初
め
ま
し
て

大
臣

は

初
め
ま
し
て

そ
う

く
な
る
な

て

こ

ち
は
コ
ミ
ケ
こ
と

だ

で
す

や

と
会
え
た
な

大
将

ま
さ
か
こ
ん
な
会
い
方
を
す
る
と
は
思

て
な
か

た
で
す
け
ど
ね

予
定
が
狂

ち
ま

た
な

 
そ
う
苦
笑
し
合
う
二
人
を
見
て

嘉
納
が
こ
う

ね
て
き
た

何
だ

俺
に
内

で
二
人
で
会
う
予
定
を
立
て
て
た
の
か

一
体
ど
こ
で
会
う
予
定
だ

た

ん
だえ

え
と

コ
ミ
ケ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
で
と
い
う
話
だ

た
ん
で
す
よ

そ
う
な
ん
で
す
よ

下

本
当
は
そ
こ
で
劇
的
な
出
会
い
を
す
る
予
定
だ

た
ん
で
す

コ
ミ
ケ
で
劇
的

て

な
る
ほ
ど

お
前
ら
し
い
な

よ
し

俺
も
見
に
い

て
み
る
か

 
そ
の
意
外
な
言
葉
に
八
幡
と
香
蓮
は
目
を

い
た

え
え
と

大
臣
も
コ
ミ
ケ
に
行

た
り
す
る
ん
で
す
か
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お
う
俺
は
ほ
ぼ

年
行

て
る
ぞ
行
け
な
い
年
で
も
カ
タ
ロ
グ
だ
け
は

年

て
る

な
そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
そ
れ
で
八
幡
は

嘉
納
の
事
を

思

た
以
上
に
話
せ
る
人
物
だ
と
感
じ
て
い
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず
雑
談
の
前
に

お
仕
事
だ
け
は
済
ま
せ
ち
ま
お
う
か

あ

は
い

そ
う
で
す
ね

で

か
ら
報
告
を
受
け
て

こ
ち
ら
か
ら

日
連

し
た
件

実

ど
う
な
ん
だ

は
い

問
題
あ
り
ま
せ
ん

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
仕
様
を
銃
対
応
に
変
更
す
る
だ
け
で
済
む
の
で

 
今
年
中
に
は
ご
満
足

け
る
商
品
を
ご
提

出
来
る
と
思
い
ま
す

今
年
か

い
な

 
そ
の
返
事
に
満
足
そ
う
に

い
た
嘉
納
は

次
に
こ
う

ね
て
き
た

さ
す
が
仕
事
が

い

で

ア

プ
グ
レ

ド
と
か
そ
の

り
は
ど
う
な
ん
だ

え
ば
銃
で
す
が

こ
れ
は
現
物
が
手
に
入
れ
ば
お
そ
ら
く
す
ぐ
に
再
現
出
来
ま
す

 
さ
す
が
に
他
の
兵
器

の
再
現
は

可
能
な
も
の
と
そ
う
じ

な
い
物
が
あ
り
ま
す
が

 
仕
様
書
さ
え
あ
れ
ば

大
体
の
物
は
再
現
出
来
る
と
思
い
ま
す
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設
計
図
と
か
は
必
要
な
い
の
か

は
い

だ
と

こ
こ
を
動
か
せ
ば
こ
う
動
く

と
か

 
こ
の
兵
器
は
ど
れ
く
ら
い
の
射

と

力
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
部
分
だ
け
分
か
れ
ば
問
題

な
い
の
で

 
機
密
に

当
す
る

か
い
部
分
の
設
計
図
と
か
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

 
ほ
と
ん
ど
が
公
開
情
報
だ
け
で
い
け
る
と
思
い
ま
す

 
後
は
自
衛

の
方
に

か
く
指
定
し
て
も
ら

て
微
調
整
で
す
ね

な
る
ほ
ど

凄
い
も
ん
だ
な

な

で
す
ね

ま
あ

ゲ

ム
は
俺
達
の
夢
を
体
現
し
た
物
で
す
か
ら
ね

 
そ
の
言
葉
に

き
つ
つ

嘉
納
は
更
に
こ
う
言

た

そ
れ
に
し
て
も
な

ま
あ
ザ
・
シ

ド
の
お
か
げ

て
事
か

な

シ

ナ

い
や

ハ
チ
マ

ン
君
か
な

は
い

正
直
あ
れ
が
公
開
さ
れ
た
時
は

こ

ち
も

へ

へ
の
大

ぎ
だ

た
か
ら
な

 
ま
あ
主
に
総

省
が
だ
が
ね
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何
か
す
み
ま
せ
ん

い
や

い
い
ん
だ

あ
れ
に
よ

て

人

の
進
歩
は

十
年
は

ま

た
と
思
う
し
な

 
そ
れ
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
も

よ
く
日
本
に

め
て
く
れ
た
ね

 
管

外
な
ん
だ
が

そ
の
事
は
本
当
に
感
謝
す
る

い
え

全
て
は
成
り
行
き
と
い
う
か

偶
然
の
産
物
な
ん
で

ち

ち

と
待

て
下
さ
い
大
臣
俺
が
こ
ん
な
会
話
を

い
ち

て
い
い
ん
で
す
か

 
そ
こ
で

が
そ
う
突

込
ん
で
き
た

そ
ん
な

に
嘉
納
は
笑
い
な
が
ら
言

た

良
く
な
い
に
決
ま

て
る
だ
ろ

だ
か
ら
誰
に
も
言
う
な
よ

ま
じ
で
す
か

お
う

こ
こ
で
の
話
は
オ
フ
レ
コ
で
な

レ
ン
ち

ん
も
宜
し
く
頼
む
よ

は

は
い

 
そ
し
て
嘉
納
は

に
説
明
を
始
め
た

と
い
う

で

さ

き
も
言

た
と
思
う
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
て

千
人
の
命
を
救

た
の
が

こ
こ
に
い
る
比
企
谷
君
だ
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ま
あ
他
に
も
三
人
功
労
者
が
い
る
ん
だ
が
な

 
ち
な
み
に
そ
の
後

須

て
の
が

捕
さ
れ
た
事
件
の
功
労
者
も
彼
だ

い
や
い
や

そ
の
話
は
初

な
ん
で
す
け
ど

ん

そ
う
だ

た
か

ま
あ

か
い
事
は
気
に
す
る
な

 
で
茅
場

か
ら
ザ
・
シ

ド
を

さ
れ
安
全
性
を
確
認
し
た
上
で
世
の
中
に
広
め
た
の

も
彼
で
あ
り

 
つ
い
最
近
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
技
術
者
を
発
見
し
そ
の
技
術
の
海
外
へ
の
流
出
を
防
い
だ

の
も
彼
だ

ま
じ
か

大
将
は
凄
い
人
だ

た
ん
だ
な

あ

い
や

必
ず
し
も
俺
だ
け
の
手

て

じ

す
る
な

て

ね

下

だ
な

だ
か
ら
国

栄

賞
を

し
よ
う

て
話
が
出
た

だ
が

あ
 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

い
て

嘉
納
に
こ
う

ね
た

そ
れ

て
本
当
の
事
だ

た
ん
で
す
か
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お
う

本
当
だ
ぞ

あ
の

も
し

す
る

て
話
に
な

た
ら

絶
対
に
止
め
て
下
さ
い
ね

大
臣

や

ぱ
り
も
ら
う
の
は

か

は
い

さ
す
が
に
身
バ
レ
す
る
の
は
避
け
た
い
で
す
し

 
マ
ス
コ
ミ
と
か
に

ぎ
付
け
ら
れ
る
の
は
も

と

で
す
か
ら

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

だ
か
ら

し
な
い
事
に
な

た
ん
だ
し
な

是
非
そ
の
ま
ま
無
し
で
お
願
い
し
ま
す

は
は

分
か

た
分
か

た
と
こ
ろ
で
シ

ナ
レ
ン
ち

ん
が

ま

て
る
み
た
い
だ

が
え

 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

て
て
香
蓮
の
方
を
見
た

 
そ
こ
で
は
香
蓮
が

点
の
合

て
い
な
い
目
を
し
て
お
り
八
幡
は

て
て
香
蓮
の

を
叩
い

た
お
い
香
蓮

お
い

あ

八
幡
君

う
ん

ど
う
し
た
の



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

い
や

お
前
が

ま

て
た
み
た
い
だ

た
か
ら

あ

ご
ご
め
ん
ね
ち

と
あ
ま
り
に
も
予
想
外
の
展
開
に

が
付
い
て
い
か

な
く
て

悪
い

す
つ
も
り
は
無
か

た
ん
だ
が

あ
え
て
言
う

の
事
で
も
な
い
と
思

て
な

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

八
幡
君
が
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
と

私
に
は
関
係
な
い
か
ら

そ
う
か

あ
り
が
と
な

香
蓮

う
う
ん

 
そ
ん
な
二
人
を
生

か
く
見
て
い
た
嘉
納
と

は

二
人
で

い
を
し
た

あ

す

す
み
ま
せ
ん

ご
め
ん
な
さ
い

私

び

く
り
し
ち

て

い
や
い
や
気
に
し
な
く
て
い
い

仲
良
き
事
は
美
し
き
か
な

だ

そ
う
そ
う

気
に
し
な
く
て
い
い

て

 
で
も

ま
し
い

大
将

香
蓮
ち

ん
は
本
当
に
美
人
さ
ん
だ
し
な

そ

そ
ん
な

私
な
ん
か

背
も
こ
ん
な
だ
し

別
に
美
人
な
ん
か
じ

ん

背

あ
あ

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど
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別
に
気
に
す
る
よ
う
な
事
じ

な
い
だ
ろ

実

言
わ
れ
て
か
ら
気
付
い
た
し
な

えそ
う
そ
う

レ
ン
ち

ん
は
美
人
だ
と
思
う
ぞ

ま
あ
う
ち
の
か
み
さ
ん
の
次
に
だ
け
ど
な

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
恥
じ
ら
う
香
蓮
に

三
人
は
ず

と
笑
顔
を
向
け
て
い
た

 
そ
し
て
嘉
納
が

思
い
出
し
た
よ
う
に
八
幡
に
言

た

そ
う
い
え
ば
シ

ナ
に
は

も
う
一
つ
言

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
ん
だ

た

何
で
す
か

大
臣

い
や
な

前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
事
な
ん
だ
が

あ

ま
さ
か

お

参
り
で
す
か

 
そ
の
言
葉
に
嘉
納
は

き
出
し

笑
い
は
じ
め
た

は

は

は

そ
ん
な

無
い
だ
ろ

あ
の
時
俺
も
大
会
に
参
加
し
て
い
た
の
に

 
知
ら
な
か

た
と
は
い
え

目
の
前
で
プ
レ
イ
ヤ

を
殺
さ
れ
ち
ま

た
か
ら
な

 
あ
の
事
件
を
解
決
し
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
な

シ

ナ

あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

そ
れ
は
俺
の
仲
間
の
命
も
か
か

て
た
ん
で
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突
き
詰
め
れ
ば
自
分
の

で
す
か
ら

気
に
し
な
い
で
下
さ
い
大
臣

そ
れ
で
も
あ
の
ま
ま
だ
と

者
の

は
も

と
も

と

え
た
は
ず
だ
か
ら
な

 
本
当
に
感
謝
す
る

シ

ナ

は
い

お
役
に
た
て
て
何
よ
り
で
す

 
そ
の
会
話
を

い
て

と
香
蓮
が
八
幡
に
言

た

殺
人
事
件

て

あ
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
か

大
将
は
そ
ん
な
事
も
し
て
た
ん
だ
な

八
幡
君

殺
人
事
件

て

こ
の
前
報
道
さ
れ
た
あ
れ
だ
よ
ね

 
も
し
か
し
て

危
な
い
事
を
し
た
の

お

お
う

そ
う
だ
が
も
う
し
な
い

約
束
す
る

 
そ
の

も
う

と
い
う
部
分
に
反
応
し

香
蓮
は
目
に
う

す
ら
と
涙
を

め
た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

て
て
香
蓮
に
謝

た

す

す
ま
ん

も
う
危
な
い
事
は
二
度
と
し
な
い
か
ら
許
し
て
く
れ

う
ん

う
ん

 
そ
の

を
見
た
嘉
納
も

香
蓮
に
謝

た

こ
れ
は
俺
が

だ

た
な

す
ま
な
い
レ
ン
ち

ん
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い
え

私
こ
そ
ご
め
ん
な
さ
い

い
や
い
や

ち

と
レ
ン
ち

ん
に
は

激
が
強
す
ぎ
る
話
だ

た

勘

な

は
い

も
う
大
丈
夫
で
す

八
幡
君
も
こ
う
言

て
く
れ
ま
し
た
か
ら

 
香
蓮
は
そ
う
言

て
涙
を

く
と

気
丈
に
も
顔
を
上
げ
た

 
そ
し
て
話
は
雑
談
に
移
り

先
日
の
大
会
の
話
に
な

た

し
か
し
シ

ナ
と
レ
ン
ち

ん
は
何
故
二
人
で
大
会
に
参
加
を

明
ら
か
に
不
利
だ
よ
な

 
シ

ナ
に
は
他
に
も

名
な
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
だ
し
そ
こ
が
疑
問
だ

た
ん
だ
よ

な

名

で
す
か

そ
り

な

十
狼
の
名
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
知
ら
ぬ
者
が
い
な
い
く
ら
い
だ
し
な

 
最
強
の
シ

ナ

戦
姫
シ
ズ
カ

の
死
神
シ
ノ
ン

神
職
人
イ
コ
マ

 
メ
ジ

な
タ
レ
ン
ト
揃
い
じ

な
い
か

シ
ズ
と
シ
ノ
ン
の
二
つ
名
は
初
め
て

き
ま
し
た
が

ま
あ
そ
ん
な
も
ん
だ
ろ

二
つ
名
な
ん
て

は

ま
あ
そ
う
で
す
ね
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で

何
で
だ

そ
う
で
す
ね

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
代
わ
り
に

そ
の
問
い
に
は
香
蓮
が
答
え
は
じ
め
た

八
幡
君

私
が
話
す
か
ら

ん

そ
う
か

う
ん

そ
も
そ
も
の
発

は
私
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
な
問
題
だ
し
ね

 
そ
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
と
い
う
言
葉
を

い
て

嘉
納
は

て
て
言

た

い
や

無
理
に
話
さ
な
く
て
も
い
い
か
ら
な

あ
く
ま
で
た
だ
の
雑
談
だ
か
ら

は
い

話
せ
な
い
部
分
は
省
き
ま
す
ね

 
え
え
と

う
ち
は
北
海
道
で

設
会
社
を

ん
で
い
る
ん
で
す
が

 
先
日

の
お

で
パ

テ

に
出

し
た
ん
で
す
そ
の

で
と
あ
る
会
社
の
社
⻑
に
見

初
め
ら
れ
て

 
そ
の

プ
ロ
ポ

ズ

い

し
込
み
を
さ
れ
た
ん
で
す
よ

ほ
う
ほ
う

そ
ん
な
事
が

香
蓮
ち

ん
は
美
人
だ
か
ら
な
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で
私
は
断

た
ん
で
す
け
ど
会
社
の
関
係
で
や
は
り
断
り

ら
い
部
分
も
あ
り
ま
し
て

 
そ
こ
で
八
幡
君
に
話
し
て
も
ら

て

今
回
の
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で

 
も
し
私
達
が
優
勝
出
来
た
ら

も
う
二
度
と
私
に
近
付
か
な
い

 
も
し
優
勝
出
来
な
か

た
ら

先
方
と
一
度
デ

ト
を
す
る

て
い
う

け
を
す
る
事
に

な

た
ん
で
す

 
そ
の
あ
ま
り
に
も
不
公
平
な
内
容
に

二
人
は

れ
た
よ
う
に
言

た

何
だ
そ
り

分
不
利
な

件
の

け
を
飲
ん
だ
も
ん
だ
な

そ
の
男
は

ど
う
や
ら
自
信
が
あ

た
み
た
い
で
す

今
回
も
大
人

で
組
ん
で
ま
し
た
し

 
そ
の
言
葉
で

二
人
は
そ
れ
が
誰
な
の
か
思
い
つ
い
た
よ
う
だ

て

ま
さ
か
そ
れ
が
フ

イ
ヤ
な
の
か

あ

え

と

は
い

 
そ
の
言
葉
を

い
た
嘉
納
と

は
顔
を
見
合
わ
せ
た

だ
か
ら
シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド

そ
れ
に
う
ち
以
外
の
全
チ

ム
が
組
ん
で
た
の
か

う
お

危
な
く
レ
ン
ち

ん
を

し
ま
せ
ち
ま
う
事
に
加
担
す
る
と
こ
ろ
だ

た
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あ
は

大
丈
夫
で
す
よ

そ
の
時
は
大
臣
を

こ
の
手
で
倒
し
て
あ
げ
ま
し
た
か
ら

 
そ
う
言
わ
れ
た
嘉
納
は

と
て
も
楽
し
そ
う
に
笑

た

は

は

は
確
か
に
レ
ン
ち

ん
の
実
力
な
ら
そ
う
な

た
か
も
し
れ
ね
え
な
実
に

な
話
だ

そ
れ
で
ま
あ

け
は

さ
ん
達
の
協
力
も
あ

て
私
達
の
勝
ち
に
な

た
ん
で
す
け
ど

 
フ

イ
ヤ
さ
ん
は
ど
う
や
ら

ま
だ

め
て
い
な
い
み
た
い
で

そ
う
な
の
か

何
だ
あ
い
つ

生

の
悪
い
野
郎
だ
な

完
敗
し
た

に
よ

ま
あ
仕
事
関
係
で
圧
力
が
か
か
る
可
能
性
も
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
す
が

 
大
丈
夫
で
す

手
は
打
ち
ま
し
た
か
ら

そ
れ

て
犯
罪
じ

な
い
よ
な

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

嘉
納
が
そ
う
問
い
か
け
て
き
た

は
い

至

真

当
な
方
法
を
と

た
だ
け
で
す

 

体
的
に
は
雪
ノ
下

設
と
小
比

設
の
業

提

で
す
ね

 
そ
れ
に

い

定
期
的
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
設
置
す
る
病
院
の

設
の
仕
事
を

 
北
海
道
に
回
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
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待
て
待
て

レ
ン
ち

ん
の
実
家
は
小
比

設
な
の
か

 
そ
こ
で
嘉
納
が

意
外
な
所
に
食
い
つ
い
て
き
た

は
い

そ
う
で
す
が

そ
れ

み
で
う
ち
の

の
奴
か
ら

そ
れ

い
話
を

い
た
よ
う
な

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う

ち

と
待

て
て
く
れ
な

 
そ
し
て
嘉
納
は
デ
ス
ク
に

り

何
や
ら
が
さ
が
さ
と
探
し
始
め
た

お

こ
れ
だ
こ
れ
だ

フ

イ
ヤ
＆
ロ

タ
ス
社
か
ら

 
遠
ま
わ
し
に
小
比

設
へ
回
す
仕
事
の

を

ら
せ
な
い
か
と
の

し
入
れ
あ
り

 
違
法
性
が
無
い
か
調
査
中

注
意
さ
れ
た
し

な
る
ほ
ど

速
動
い
て
き
ま
し
た
か

八
幡
君

私

ど
う
す
れ
ば

 
そ
う
不
安
そ
う
に

ね
て
く
る
香
蓮
に

八
幡
は
力
強
く
言

た

大
丈
夫
だ

う
ち
の
会
社
は
強
い
か
ら
な

ソ
レ
イ
ユ

だ
よ
ね

う
ん

分
か

た

八
幡
君
を
信
じ
る
よ
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潰
す
つ
も
り
か

 
嘉
納
に
そ
う

ね
ら
れ
た
八
幡
は

首
を
横
に

た

そ
ん
な
必
要
は
無
い
で
す
よ

普
通
に
小
比

設
に

 
雪
ノ
下

設
か
ら
の
仕
事
を
優
先
的
に
回
す
だ
け
で
す
向
こ
う
は
向
こ
う
で
勝
手
に
や

て

も
ら
い
ま
す

 
あ
と
は
他
の
社
が
ど
ん
な
対
応
を
す
る
か
で
す
が

そ
こ
は
好
き
に
さ
せ
る
つ
も
り
で
す

 
も
し
こ

ち
の

魔
を
し
て
く
る
よ
う
な
ら
そ
の
会
社
を

て
こ

ち
の
味
方
に
引
き

入
れ
ま
す

 
そ
の
言
葉
に
嘉
納
や

だ
け
じ

な
く

香
蓮
も
目
を
見
張

た

は

八
幡
君

そ
こ
ま
で
し
て
も
ら
う

に
は

大
丈
夫
だ
香
蓮

ち

ん
と
利

は
出
す
か
ら
な

 
つ
い
で
に
言
う
と

香
蓮
の
親

さ
ん
は

ち

ん
と
先
が
見
え
る
立

な

者
だ

 
だ
か
ら
何
が
あ
ろ
う
と
も

う
ち
が

を
す
る
事
は
無
い

こ
れ
で
安
心
し
た
か

う

う
ん

分
か

た

私
は
八
幡
君
を
信
じ
る
よ

お
う

任
せ
ろ

誰
も
不
幸
に
せ
ず

く
収
め
て
や
る
さ
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も

と
も
フ

イ
ヤ
＆
ロ

タ
ス
の
成
⻑
は

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

 
そ
ん
な
八
幡
に

嘉
納
が
こ
う
言

た

な
る
ほ
ど

誰
も
不
幸
に
な
ら
な
い
よ
う
に
か

は
い

そ
れ
は
絶
対
で
す

え
フ

イ
ヤ
だ
ろ
う
と
で
す
ね

そ
う
か

な
ら
俺
も
協
力
さ
せ
て
も
ら
う
と
す
る
か

い
い
ん
で
す
か

何
別
に
そ

ち
に

入
れ
す
る

じ

な
い
何
が
あ

て
も
ど
ち
ら
も
公
平
に
扱
う
よ
う

に
と

 
う
ち
の

の
議
員
に
連

を
入
れ
る
だ
け
だ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

さ
す
が
は

下
だ
と
一
人

い
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
臣

な

に

公
正
中
立
こ
そ
が
正
義
だ
か
ら
な

俺
は
自
分
の
正
義
を
果
た
し
た
だ
け
さ

俺
は
公
正
中
立
に
は

舞
い
ま
せ
ん
け
ど
ね

そ
れ
は
そ
ち
ら
の
自
由
だ
か
ら

ま

た
く
問
題
な
い

 
そ
も
そ
も
提

先
に
仕
事
を
任
せ
る
の
は

至

当
た
り
前
の
事
じ

な
い
か
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で
す
ね

 
そ
し
て
二
人
は

手
を
し

香
蓮
は
嘉
納
に

を
下
げ
た

大
臣

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
う

中
立
を
保
つ
事
が
レ
ン
ち

ん
の
役
に
た
つ
な
ら

こ
れ
ほ
ど
楽
な
事
は
無
い

で
す
ね

 

も
そ
う
言

て
笑
い
こ
れ
に
よ

て
こ
の
件
で
フ

イ
ヤ
が
出
来
る
事
は
何
も
無
く

な

た
さ
て

そ
ろ
そ
ろ
時
間
か

今
日
は
楽
し
か

た

二
人
と
も

は
い
大
臣

是
非
ま
た
い
つ
か
お
会
い
し
ま
し

う

大
臣

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

二
人
と
も

元
気
で
な

さ
ん
も

ま
た
で
す

お
う

ま
た
コ
ミ
ケ
で
な

で
す
ね

 
そ
し
て
帰
り
か
け
た
八
幡
に

嘉
納
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
声
を
か
け
た
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あ

と
こ
ろ
で
シ

ナ
よ

あ

は
い

何
で
す
か

今
度
黒
川
や

と
合
コ
ン
を
す
る
ん
だ

て
な

は
い

そ
の
予
定
で
す
が

 
八
幡
は

い
き
な
り
そ
ん
な
話
を

ら
れ
て
戸
惑

た

く
れ
ぐ
れ
も

に
襲
わ
れ
な
い
よ
う
に
な

あ
い
つ
に
力
で
こ
ら
れ
た
ら
や
ば
い
か
ら
な

 
そ
う
言

て
嘉
納
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

は

は
い

気
を
付
け
ま
す

仕
事
に
関
し
て
は

 
ソ
レ
イ
ユ
の
担
当
者
か
ら
こ
ち
ら
に
連

を
入
れ
さ
せ
ま
す
の
で

お
う

頼
む
な

 
そ
し
て
嘉
納
の
下
を

し

外
に
出
た
二
人
は

ふ

と
息
を

い
た

面
白
い
人
だ

た
な

香
蓮

面
白
い
人
だ

た
ね

八
幡
君

ま
あ

下
の
協
力
も
得
ら
れ
た
し

こ
れ
で
全
て
解
決
か

そ
う
だ
ね

そ
う
な
る
と
い
い
ね
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こ
う
し
て
こ
の
日
の
実
り
多
き
会
談
は
終
わ

た

 
明
日
は
ゆ

こ
と
遥
と
の
食
事
会

明
後
日
は
黒
川
達
と
の
合
コ
ン
で
あ
る

 
八
幡
は
ま
だ
し
ば
ら
く
は

の
ん
び
り
と
は
出
来
な
い
よ
う
で
あ
る
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第
４
８
５
話
 
乗
り
込
む
女
傑

 
今
日
は
お

休
み
の
最
終
日
な
の
で

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す

 
フ

イ
ヤ
は
そ
の
日
の
午
前
中

議
員
へ
の

情
と
い
う
名
の
一
方
的
な
要

を
終
え

 
ま
あ
こ
れ
は
遠
ま
わ
し
に
小
比

設
に
回
す
仕
事
を

ら
し
て
く
れ
と
の
要

だ

た

の
だ
が

 
そ
れ
に
同
じ
く
遠
回
し
に
了

の
返
事
を
も
ら
う
と

 
会
社
に
帰

て
関
係

所
へ
連

を
入
れ
た
後

小
比

設
へ
の
道
を
急
い
で
い
た

こ
れ
で
小
比

設
は

い
ず
れ
そ
の
日
の
仕
事
に
も
困
る
事
に
な
る
は
ず
だ

 
そ
う
す
れ
ば
俺
は
き

と
香
蓮
さ
ん
と

 
フ

イ
ヤ
の
香
蓮
へ
の

着
は

も
は
や
病
的
レ
ベ
ル
へ
と
達
し
て
い
た

 
今
回
の

は
フ

イ
ヤ
に
と

て
は
初
め
て
の

験
で
あ
り

 
彼
は
そ
の

を
乗
り
越
え
る
だ
け
の
心
の
強
さ
を
持
た
な
か

た
の
だ
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ど
う
や
ら
彼
の
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
は
自
分
が

利
だ
と
確
信
し
て
い
る
時
の
み
発

さ
れ
る

よ
う
だ

 
つ
ま
り
現
在
彼
の
そ
の
強
さ
が
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
は

 
今
が
窮
地
だ
と

彼
が
無
意
識
の
う
ち
に
感
じ
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ

 
そ
れ
ほ
ど
東
京
で
会

た
八
幡
の
存
在
は

彼
に
プ
レ

シ

を

え
て
い
た

 
彼
に
と

て
は
初
め
て
会
う
自
分
よ
り
強
い
オ
ス

そ
れ
が
八
幡
な
の
で
あ

た

 
も

と
も
彼
よ
り
強
い
者
は
そ
れ
こ
そ
星
の

ほ
ど
お
り

 
彼
が

の
中
の

だ
と
い
う
事
実
は
動
か
し
が
た
い
も
の
で
あ
る

 
だ
が
彼
は
そ
の
事
実
を
見
よ
う
と
せ
ず
地
元
に

た
事
で
こ
こ
か
ら

き
返
そ
う
と
あ

が
い
て
い
た

 
や

フ

イ
ヤ
君

よ
く
来
た
ね

今
日
は
何
か
話
が
あ
る
と
い
う
事
だ

た
が

は
い
社
⻑

今
日
は
お
願
い
と

況
の
説
明
に
参
り
ま
し
た

そ
う
か

こ
ち
ら
か
ら
も
話
が
あ

た
か
ら
丁
度
良
か

た
よ

ま
あ
入

て
く
れ
た
ま
え

は
い

お

魔
し
ま
す
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そ
の
言
葉
を

自
分
に
都
合
良
く
解

し
た
フ

イ
ヤ
は

得
意
顔
で
こ
う
考
え
て
い
た

こ
れ
は
先
方
か
ら

め
て
話
が
あ
る
パ
タ

ン
か
な

そ
れ
な
ら
話
が

く
て
助
か
る
ん
だ

け
ど
ね

 
そ
し
て
応
接
室
に
通
さ
れ
た
フ

イ
ヤ
は

蓮
一
か
ら

 
ま

た
く
予
想
外
な
先
制
パ
ン
チ
を
く
ら
う
事
と
な

た

は

今
何
と

に

し

な
い
と
は
思
う
ん
だ
が

残
念
な
が
ら

 
君
の
所
の
仕
事
を

け
ら
れ
る
余

が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
そ
う
だ
と
言

た
ん
だ
よ
フ

イ
ヤ
君

そ

そ
れ
は
ど
う
い
う

ど
う
い
う
も
何
も

言
葉
通
り
の
意
味
な
ん
だ
が

 
秋
口
か
ら
仕
事
が

え
そ
う
で
ね

こ
ち
ら
も
人
手
の
確
保
に
て
ん
や
わ
ん
や
な
ん
だ
よ

 
あ

も
ち
ろ
ん
今

け
て
い
る
仕
事
に
関
し
て
は

き

ち
り
や
ら
せ
て
も
ら
う
か
ら

 
そ
の
点
に
関
し
て
は
心
配
し
な
い
で
く
れ

し

失

で
す
が

ど
こ
か
ら
そ
ん
な
仕
事
を
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う
ん

ま
あ
い
ず
れ
分
か
る
事
だ
か
ら

こ
れ
は
話
し
て
も
い
い
の
か
な

 
実
は
今
度

う
ち
は
千
葉
の
雪
ノ
下

設
と
業

提

す
る
事
に
な

た
ん
だ
よ

雪
ノ
下

設

で
す
か

 
フ

イ
ヤ
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
名
前
は
知

て
い
た
が

 
雪
ノ
下

設
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
い
う

で
も
な
く

ま
し
て
や
千
葉
の
会
社
が

 
北
海
道
に
多
く
の
仕
事
を
持
つ
意
味
が
分
か
ら
な
か

た

千
葉
の
会
社
が

何
故
北
海
道
に

そ
れ
は
私
か
ら
話
し
ま
し

う
か

ね

小
比

さ
ん

雪
ノ
下
さ
ん

 
突
然
そ
ん
な
声
が

こ
え

部
屋
の
中
に
一
人
の
美
し
い
女
性
が
入

て
き
た

 
年
齢
は
不

だ
が
三
十
台
前
半
く
ら
い
だ
ろ
う
か
少
な
く
と
も
フ

イ
ヤ
は
そ
う
感
じ
た

 
実

は
四
十
台
後
半
な
の
だ
が

若
い
フ

イ
ヤ
に
は

 
ま
だ
そ
こ
ま
で
女
性
を
見
る
目
は

わ
れ
て
い
な
い
の
だ

た

 
そ
し
て
そ
の
女
性
雪
ノ
下

乃
に
見

れ
て
い
た
フ

イ
ヤ
は

て
て

乃
に

手
を
差

し
出
し
た
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に

⻄
山
田
フ

イ
ヤ
で
す

初
め
て
お
目
に
か
か
り
ま
す

え
え

あ
な
た
の
お
名
前
は
よ
く

に
し
て
ま
す
わ

フ

イ
ヤ
さ
ん

え
え

よ

く
ね

は

お
そ
れ
い
り
ま
す

 
そ
の

よ

く
の
意
味
を
理
解
し
な
い
ま
ま

フ

イ
ヤ
は
そ
う

乃
に

を
下
げ
た

 
そ
し
て

乃
は
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
ま
ま
フ

イ
ヤ
に
言

た

何
故
北
海
道
に

千
葉
の
会
社
で
あ
る
私
達
が
出
張

て
き
て
い
る
の
か

 
実
は
真
相
は
そ
う
で
は
な
く

私
達
に
し
か
出
来
な
い
仕
事
だ
か
ら
と
い
う
の
が
正
し
い
わ

雪
ノ
下

設
さ
ん
じ

な
い
と
出
来
な
い
仕
事

で
す
か

え
え
そ
う
よ

あ
な
た

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
事
は
ご
存
知
か
し
ら

は

に
は
し
て
お
り
ま
す

下
で
運
用
さ
れ
る

療
機
器
で
す
よ
ね

そ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の

利
を
持

て
い
る
会
社
が
ど
こ
か
は
ご
存
知
か
し
ら

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
で
す
よ
ね

そ
う

そ
し
て
こ
れ
は
ま
だ
公
に
は
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど

 
我
が
雪
ノ
下

設
は

そ
の

下
に
入
る
事
が

も
う
内
定
し
て
い
る
の
よ

そ

そ
れ
は
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フ

イ
ヤ
は
そ
う
言
わ
れ

何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
か

た

 
フ

イ
ヤ
の
認
識
で
は

ソ
レ
イ
ユ
は
ゲ

ム
会
社
で
あ
り

設
業
に
手
を
出
す
理
由
に

 
皆
目

討
が
つ
か
な
か

た

だ

あ
ら

知
ら
な
か

た
の
ね

あ
そ
こ
の
今
の
社
⻑
は

私
の
娘
な
の
よ

そ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
さ
す
が
に

業
種
の
社
⻑
の
名
前
ま
で
は

フ

イ
ヤ
は
知
ら
な
か

た
よ
う
だ

う
ち
の
娘

た
ら

次
の
社
⻑
に
引
き
継
ぐ
ま
で
に

 
も

と
会
社
を
大
き
く
す
る
ん
だ

て
張
り
切

て
い
て
ね

 
そ
の
手
始
め
に
う
ち
の
会
社
と
関
⻄
の
結
城
病
院
を
グ
ル

プ
企
業
化
す
る
事
に
し
た
み
た

い
な
の

 
そ
の
最
初
の
仕
事
が

こ
の
全
国
展
開
と
い
う

全
国
展
開
で
す
か

 
フ

イ
ヤ
は

分
簡

に
言

て
く
れ
る
も
の
だ
な
と
逆
に
感
心
し
た

 
他
の
会
社
が
い
わ
ゆ
る

張
り
に
し
て
い
る
地

に
そ
う
簡

に
入

て
い
け
る
は
ず
が
な

い
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ま
し
て
や
病
院
の
展
開
な
ど
は
そ
う
簡

に
は
い
か
な
い
は
ず
だ

 
フ

イ
ヤ
は
そ
う
思

た
が

次
の

乃
の
言
葉
を

い
た

間

が
真

白
に
な

た

う
ち
が
予
定
し
て
い
る
の
は
東
京
名
古
屋
大

新

台

広
福
岡

広 

山
へ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド

の
設
置
よ

合
す
る

も
存
在
し
な
い
し

 
ど
の
地

で
も

是
非
進
出
し
て
下
さ
い
と

 
地
元
の
病
院
や
議
員
さ
ん
に
全
面
的
に
協
力
し
て
も
ら

て
い
る
わ
も
ち
ろ
ん
こ
の

広
で

も
ね

全
面
的
に
協
力
で
す
か

 
フ

イ
ヤ
は
驚
き

思
わ
ず
大
き
な
声
で
そ
う
言

た

え
え
そ
う
よ

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
総
合
病
院
な
ら
反
対
の
声
も
上
が

た
で
し

う
け
ど

 
他
の
病
院
へ
は
簡
易
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
以
外
の

入
は
不
可
能
だ
と
い
う
事
が
分
か

た

の 
現

で
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
よ

な
の
で
専
門

設
を
作
る
し
か
な
い
の

 
そ
し
て
そ
の
本
格
的
な

設
が
必
要
な
の
は

ど
の
地

も
一

で
す
も
の
ね
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で

話
を

す
と

そ
の
北
海
道
に
お
け
る
仕
事
の
管
理
を

 
こ
ち
ら
の
小
比

設
さ
ん
に
お
願
い
す
る
事
に
し
た
の
よ

 
だ
か
ら
今
日
は

そ
の
話
に
来
た
と
い
う

ど
う

理
解
し
た
か
し
ら

あ

は

は
い

そ
の

に
は

存
の

設
を
一
部
壊
し
た
り

し
た
り
と
い
う
事
も
必
要
に
な
る
し

 
簡
易
で
い
い
か
ら
欲
し
い
と
色
々
な
総
合
病
院
か
ら
オ
フ

も
多
く
て

番
待
ち
だ
か
ら

 
し
ば
ら
く
う
ち
は

他
に
回
す
余
力
が
無
く
な

て
し
ま
う
と

ま
あ
そ
う
い
う

な
ん
だ

そ
う
で
す
か

そ
れ
は

大
仕
事
で
す
ね

 
こ
こ
に
至

て
フ

イ
ヤ
は
ま
だ

事
の
深
刻
さ
に
気
付
い
て
は
い
な
か

た

 
自
分
が
普

け
て
い
る
仕
事
と
は

ま

た
く
別
系

の
仕
事
だ
と
感
じ
た
か
ら
だ

 
新
た
な
仕
事
が

え
る
事
は

地

の
活
性
化
に
と

て
は

だ

 
フ

イ
ヤ
は
ま
だ

そ
こ
ま
で
考
え
る
余

が
あ

た

そ
う
な
ん
だ
よ

か
ら
も
事
の
重
要
性
を
鑑
み
て
最
優
先
で
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

 
こ
れ
は
北
海
道
全
体
で
の
一
大
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ね

さ

最
優
先
で
で
す
か
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あ
あ

な
の
で

し

な
い
が

他
の
仕
事
に
つ
い
て
は
宜
し
く
頼
む
よ

 
協
力
出
来
な
く
て
本
当
に
済
ま
な
い
と
思

て
い
る

 
最
優
先

そ
れ
は
要
す
る
に

フ

イ
ヤ
が
持
ち
込
む
仕
事
を

 
他
に
も
何
社
か
は

け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
を
意
味
す
る

 
幸
い
今
の
仕
事
に
つ
い
て
は
契
約
が
あ
る
の
で
問
題
な
い
だ
ろ
う
が

 
今
後
新

で
発
生
す
る
仕
事
に
関
し
て
は
こ
な
し
た
く
て
も
他
社
の
協
力
は
ほ
と
ん
ど
得
ら

れ
ず

 
フ

イ
ヤ
＆
ロ

タ
ス
の
成
⻑
は

確
実
に

く
な
る
の
は
間
違
い
な
い

 
潰
れ
た
り
す
る
心
配
は
ま

た
く
無
い
の
だ
が

 
少
な
く
と
も
今
後
業
界
内
で
の
フ

イ
ヤ
の
発
言

は
相
当
下
が
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

た
い

い
え

気
に
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い

別
の

要
に
関
し
て
は

 

客
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

頑
張

て
回
し
て
い
き
ま
す
の
で

さ
す
が
は
フ

イ
ヤ
君
だ

頼
り
に
し
て
い
る
か
ら
ね

 
そ
の
言
葉
は

フ

イ
ヤ
に
は
も
う

肉
以
外
の
何
物
に
も

こ
え
な
か

た
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そ
ん
な
フ

イ
ヤ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に

乃
が
こ
う
言

た

し
か
し
縁
と
は
分
か
ら
な
い
も
の
ね

本
来
北
海
道
で
の
展
開
は

 
他
の
社
に
任
せ
る
つ
も
り
だ

た
の
だ
け
れ
ど

そ
う
で
す
ね

う
ち
の
香
蓮
が
い
い
仕
事
を
し
て
く
れ
ま
し
た

 
本
当
に
あ
の
子
に
は

が
上
が
り
ま
せ
ん
よ

か

香
蓮
さ
ん
が
何
か

あ

そ
う
だ
社
⻑

実
は

 
フ

イ
ヤ
は
香
蓮
の
名
前
が
出
た

最
初
の
目

見
は
破

し
た
が

 
雪
ノ
下
系
の
仕
事
が
無
く
な

た
後
の
事
も
考
え

 
そ
の

に
は
ま
た
自
分
が
優

に
立
て
る
だ
ろ
う
と
確
信
し

 
こ
の
機
会
に
香
蓮
と
の
話
を
認
め
て
も
ら
お
う
と
思
い
そ
の
事
を
蓮
一
に
伝
え
よ
う
と
し
た

 
だ
が
蓮
一
は
そ
の
フ

イ
ヤ
の
言
葉
が

こ
え
な
か

た
の
か

 
実

は
香
蓮
か
ら
話
を

い
て
お
り

故
意
に
無

し
た
の
だ
が

 

ら
か
な
顔
で
フ

イ
ヤ
に
語
り
か
け
た

い
や

フ

イ
ヤ
君

今
回
の
事
が
無
か

た
ら

 
私
は
香
蓮
の
意
思
を
無

し
て
し
ま
う

に
な
り
あ
の
子
に

わ
れ
て
し
ま

た
と
思
う
か
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ら 
こ
の
提

話
そ
の
も
の
が
無
く
な

て
し
ま
う
所
だ

た
よ

 
そ
の
点
で
は
結
果
的
に
ま
あ

君
の
お
か
げ
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
ね

 
そ
の
言
葉
を
受
け

乃
が
蓮
一
に
こ
う
言

た

小
比

社
⻑

う
ち
も

そ
う
だ

た
か
ら
分
か
る
け
ど

 
娘
に

わ
れ
る
と
い
う
の
は
本
当
に

い
わ
よ
ね

雪
ノ
下
さ
ん
も
そ
う
だ

た
ん
で
す
か

え
え

四
年
く
ら
い
前
ま
で
は

私
も
娘
達
に
色
々
と
強
制
し
て
し
ま

て

 
そ
れ
で
特
に
下
の
娘
に
は

色
々
と
不
自
由
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

て
い
た
の
よ

今
は
も
う
大
丈
夫
な
ん
で
す
か

え
え
あ
の
子
達
の
将
来
を

せ
る
子
に
出
会
え
た
か
ら
も
う
う
る
さ
く
す
る
の
は
や
め
た

の
よ

 
む
し
ろ
私
達
の
将
来
も
そ
の
子
に

し
て
い
る
よ
う
な

態
ね

 
も
う
私
も
あ
の
子
に
は
メ
ロ
メ
ロ
で

成
事
実
を
作
ろ
う
か
迷

て
い
る
く
ら
い
な
の

 
そ
の

乃
の
言
葉
に
蓮
一
は
驚
き
つ
つ
も

さ
も
あ
り
な
ん
と

ら
か
に
笑

た
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あ
は
は
は
は

そ
こ
ま
で
で
す
か

ま
あ
本
気
で
や
る
と
ま
た
娘
達
に

わ
れ
ち

う
か
ら
や
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
ね

 
だ
か
ら
今
の
私
は
娘
達
と
は
も
う

満

態
ね

ラ
ブ
ラ
ブ
と
言

て
も
い
い
く
ら
い
よ

な
る
ほ
ど

で
は
娘
さ
ん
達
も
彼
の
事
を

え
え
そ
う
ね
な
の
で
小
比

社
⻑
の
娘
さ
ん
と
は
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
事
に
な
る
の
か
し
ら

 

気
に
と
ら
れ
な
が
ら
二
人
の
会
話
を

い
て
い
た
フ

イ
ヤ
は

 
そ
の
部
分
に
過

に
反
応
し

に
こ
う
口
に
出
し
た

そ

そ
の
娘
さ
ん
と
い
う
の
は
ま
さ
か

 
そ
の
時

乃
の

に
着
信
が
入

た

あ
ら
ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
失

す
る
わ

 
そ
し
て

乃
は

に
表

さ
れ
た
名
前
を
見
た

間
に
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
し

 
そ
の

は
ま
る
で
十

く
ら
い
は
若
返

た
よ
う
に
見
え
た

あ
ら
あ
ら

噂
を
す
れ
ば
あ
の
子
か
ら
だ
わ

ふ
ふ

ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
よ

 
そ
れ
で
蓮
一
は

乃
が
さ

き
冗
談
め
か
せ
て
言

て
い
た
言
葉
が
若

本
気
だ

た
の
だ

と
悟
り
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つ

話
の
相
手
が
誰
な
の
か
を
理
解
し
た

私
よ

ど
う
し
た
の

私
が
い
な
く
て

し
く
な

ち

た
の

 
あ
ら
や
だ

ま
た
ま
た

れ
ち

て
そ
ん
な

ま
れ
口
を

 
え

あ
あ

大
丈
夫
よ

こ

ち
の
話
は
全
て
問
題
な
い
わ

当
然
で
し

 
こ
の
私
が
直
々
に
来
て
る
の
よ

問
題
が
あ
る

無
い
じ

な
い

 
え

そ
こ
は
信
頼
し
て
る

て

あ
ら
あ
ら

そ
れ
じ

あ
帰

た
ら

 
私
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
も

と
私
に
優
し
く
す
る
の
よ

 
え

い
つ
も
優
し
く
し
て
る

て

だ
わ
も
う

恥
ず
か
し
い
じ

な
い

 
く
ね
く
ね
と
嬉
し
そ
う
に

話
を
す
る

そ
の

乃
の
あ
ま
り
の

変

り
に

 
フ

イ
ヤ
は
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け

蓮
一
は
笑
い
を

え
る
の
に
必
死
に
な

た

そ
れ
じ

あ
明
日
帰
る
け
ど

お
土
産
は
何
が
い
い
の

 
え

何
そ
れ

ま
あ
い
い
わ

小
比

社
⻑
に

い
て
み
る
か
ら

 
そ
れ
じ

あ
楽
し
み
に
待

て
て
ね

八
幡
君

 
そ
の
名
前
が
出
た

間
に

フ

イ
ヤ
は
思
わ
ず
叫
ん
で
い
た

な

何
故
そ
の
名
前
が
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そ
ん
な
フ

イ
ヤ
を
チ
ラ
リ
と
見
た

乃
は

フ

イ
ヤ
に
向
か

て
言

た

⻄
山
田
社
⻑

ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
の
八
幡
君
か
ら
伝
言
よ

一
時
的
に
負
担
を
か
け
る
事
に
な

て
す
ま
な
い

 

か
ら
も
頼
ま
れ
て
い
る
か
ら

色
々
と
落
ち
着
い
た
ら
仕
事
の
半
分
は
受
け
持
つ
か
ら

 
そ
れ
ま
で
頑
張

て

え
て
く
れ

だ
そ
う
よ

そ

そ
れ
は

あ
ら
や
だ

い
て
な
い
の

う
ち
の
八
幡
君
は

先
日
嘉
納
さ
ん
と
お
友
達
に
な

た
み
た

い
で
ね

 
ほ
ら

こ
こ
の
選
出
議
員

て
嘉
納
さ
ん
の
所
の
人
じ

な
い

 
な
の
で

仕
事
を
公
平
に
回
す
観
点
か
ら

 
う
ち
も
あ
る

度
の
仕
事
を
こ
な
す
よ
う
に
頼
ま
れ
て
い
る
の
よ

 
小
比

さ
ん
も
休
む
暇
も
無
く
て
大
変
よ
ね

も
ち
ろ
ん
う
ち
も
全
面
的
に
協
力
し
ま

す
か
ら
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

雪
ノ
下
さ
ん

 
そ
れ
に
釣
ら
れ
フ

イ
ヤ
は
敗
北
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
な
が
ら

々
し
い
声
で
こ
う
答
え
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た
は

は
い

彼
に
も
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い

 
そ
し
て
フ

イ
ヤ
は
よ
ろ
よ
ろ
と
そ
の
場
を
後
に
し
そ
の
場
に
残

た
二
人
は

を

め

た
ち

と

が

き
す
ぎ
ち

た
か
し
ら

仕
事
は
出
来
る
男
な
ん
で
す
け
ど
ね

を

る
相
手
が
悪
か

た
わ
ね
ま
あ
彼
自
身
に
は
そ
ん
な
意
識
は
無
か

た
か
も
だ
け

ど
彼
は

力
と
い
う
も
の
を

少
し
勘
違
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね

ま
あ
今
回
広
い
世
界
を
知

た
事
で

少
し
は
成
⻑
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
し
ら

で
す
ね
こ
こ
か
ら

き
返
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
彼
も
大
事
な
仕
事
仲
間
に
は
違
い
な
い

で
す
か
ら

 
そ
の
言
葉
に

き
つ
つ

乃
は

に
表
情
を
変
え

 
再
び
恋
す
る
少
女
の
よ
う
な
表
情
で
言

た

と
こ
ろ
で
社
⻑

ち

と
お
願
い
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
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実
は
八
幡
君
に
頼
ま
れ
た
お
土
産
が

何
の
事
か
よ
く
分
か
ら
な
く
て

 
ど
こ
で

え
る
か
教
え
て
欲
し
い
の

あ
あ

さ

き
言

て
ま
し
た
ね

で

何
で
す

え
え
と

ド
ラ
キ

ラ
の

ソ
フ
ト
カ
ツ
ゲ
ン

リ
ボ
ン
ナ
ポ
リ
ン

だ
そ
う
よ

え
え
と

ド
ラ
キ

ラ
の

は
知
り
合
い
に
頼
ん
で
お
き
ま
す

 
他
の
二
つ
は
ス

パ

に

て
る
と
思
い
ま
す
よ

全
部
飲
み
物
で
す
ね

あ
ら
そ
う
な
の
ね

あ
あ

こ
れ
で
彼
に
褒
め
て
も
ら
え
る
わ

う
ふ
ふ

 
そ
ん
な

乃
の
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
て

蓮
一
も
何
故
か
嬉
し
く
な

た

本
当
に
彼
の
事
が
好
き
な
ん
で
す
ね

え
え

も
ち
ろ
ん
よ

あ

で
も
そ
う
し
た
ら

私
も
娘
さ
ん
の
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
事
に
な
る

の
か
し
ら

は
は

お
手
柔
ら
か
に
お
願
い
し
ま
す
よ

で
も
香
蓮
も

 

分
と
高

の
花
を
好
き
に
な

た
も
ん
で
す
ね

あ
ら

そ
の
表
現
は
普
通
逆
な
の
で
は
な
く
て

い
や
ま
あ
そ
う
な
ん
で
す
が
ど
う
も
話
を

い
て
い
る
と
そ
ん
な
イ
メ

ジ
が

く
ん
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で
す
よ
ね

 
ま
あ
香
蓮
が

く
事
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
ん
で
す
が

 
そ
う
心
配
す
る
蓮
一
に

乃
は
笑
顔
で
言

た

大
丈
夫
よ

ど
ん
な
結
果
に
な
ろ
う
と

彼
が
娘
さ
ん
を

か
せ
る
よ
う
な
事
は
無
い
わ

 
あ

で
も
一
つ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
く
わ

凄
く
大
事
な
事
よ

 
そ
う

乃
に
言
わ
れ
た
蓮
一
は

真
面
目
な
顔
で

乃
に
言

た

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て

乃
は

い
た
ず
ら
め
い
た
表
情
で
こ
う
言

た

あ
な
た
の
上
二
人
の
娘
さ
ん
を

八
幡
君
に
会
わ
せ
ち

目
よ

 
も
し
そ
う
な

た
ら

い
ず
れ
会
社
の
跡
継
ぎ
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

 
凄
く
困
る
事
に
な
る
と
思
う
わ

そ

そ
れ
は
ど
う
い
う

だ

て
ほ
ら
三
人
と
も
結
婚
し
な
い
で
彼
の

に
い
る
と
か
言
い
出
し
た
ら
困
る
で
し

う
あ

あ
あ
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蓮
一
は
そ
れ
で
納
得
し
た
の
か

大
き
な
声
で
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は

た

確
か
に
そ
う
で
す
ね

ま
あ
で
も
親
と
し
て
は

 
あ
の
子
達
が
も
し
そ
う
望
む
な
ら
叶
え
て
や
り
た
い
で
す
し

 
そ
の
時
は
八
幡
君
に

う
ち
の
社
も
継
い
で
も
ら
う
事
に
し
ま
す
よ

あ
ら

蓮
一
さ
ん
も
意
外
と
言
う
わ
ね

ま
あ
会
社
よ
り
も

娘
達
の
幸
せ
が
一
番
で
す
か
ら
ね

 
こ
の
後

乃
は
地
元
の
選
出
議
員
の
下
に
乗
り
込
み

 
理
由
も

か
さ
れ
な
い
ま
ま
謝
罪
さ
れ

そ
れ
を

て
受
け
入
れ
る
事
と
な

た

 
ど
う
や
ら
こ
れ
に
よ
り

彼
の
首
は
繋
が

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
フ

イ
ヤ
は
そ
の
後

子
抜
け
す
る
く
ら
い
大
人
し
く
な
り

 
二
度
と
蓮
一
の
前
で

香
蓮
の
名
を
出
す
事
は
無
か

た

 
こ
れ
に
よ
り
香
蓮
は
何
の
憂
い
も
無
く
八
幡
の

に
居
続
け
ら
れ
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
今
日
は
お

休
み
の
最
終
日
な
の
で

時
に
も
う

話
投
稿
し
ま
す
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第
４
８
６
話
 
食
事
会

 
本
日
は
お
昼
の

時
に
先
に

話
投
稿
し
て
い
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

や

比
企
谷

噂
は
色
々

い
て
る
よ

分
活
躍
し
て
る
み
た
い
じ

な
い
か

悪
い
な
葉
山

い
き
な
り
呼
び
出
し
た
り
し
て

い
や
別
に
問
題
な
い
よ
そ
れ
に
し
て
も
食
事
会
な
ん
て
比
企
谷
ら
し
く
な
く
て
少
し
驚

い
た相

談
に
乗

て
も
ら
う
の
に

手
土
産
無
し
じ

悪
い
と
思

て
な

 
と
は
い
え
ま
あ

つ
い
で
だ
つ
い
で

を
食
わ
せ
な
い
と
い
け
な
い
奴

が
い
る
か
ら

 
そ
れ
に

乗
し
て
今
日
来
て
も
ら

た

て

か
な

な
る
ほ
ど

そ
こ
に
俺
を
呼
ぶ

て
事
は

他
の
参
加
者
も
俺
の
知
り
合
い

て
事
か

一
人
は
違
う
け
ど
な

さ
あ
こ

ち
だ

テ

ブ
ル
に
着
い
て
も
驚
か
な
い
で
く
れ
よ

は
は

ご
期
待
に

え
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
心
の
準
備
だ
け
は
し
て
お
く
よ
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下
と
面
会
し
た
次
の
日
八
幡
は
こ
の
機
会
に
つ
い
で
に
同
窓
会
の
事
を
相
談
し
よ
う
と

思
い

 
食
事
会
の

に
葉
山
を
呼
ん
で
い
た

こ
れ
は
ま
あ
至

当
然
の
事
で
あ
る

 
何
故
な
ら
同
窓
会
を
開
こ
う
に
も
八
幡
が
連

先
を
知
る
同
窓
生
の

な
ど
た
か
が
し
れ

て
い
る
の
だ

 
そ
の

は
十
人

度
し
か
お
ら
ず
八
幡
が
頼
り
に
出
来
る
の
は
葉
山
く
ら
い
の
も
の
な
の

だ

た

 
そ
し
て
テ

ブ
ル
に
案
内
さ
れ
た
葉
山
は
さ
す
が
に
心
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
け
の
事
は
あ

り 
そ
こ
に
い
た
二
人
の
顔
を
見
て
も

表
面
上
は
顔
色
一
つ
変
え
な
か

た

え
え
と

ゆ

こ
さ
ん
に
遥
さ
ん

お
久
し
ぶ
り

あ

葉
山
君

久
し
ぶ
り

そ
し
て
前
回
の
同
窓
会
の
時
は

 
私
達
の
せ
い
で
不

な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

て

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

う
ん

あ
れ
は
完
全
に
私
達
が
悪
か

た
で
す

心
の

か
ら
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
い
き
な
り
二
人
に
そ
う
謝
ら
れ
た
葉
山
は

さ
す
が
に
驚
き
で
顔
色
を
変
え
た
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そ
し
て
葉
山
は

口
を
ぱ
く
ぱ
く
さ
せ
な
が
ら

八
幡
に

ね
た

え
え
と

な

比
企
谷

一
体
何
が

い
や

そ
う
言
わ
れ
る
と
俺
も
困

ち
ま
う
ん
だ
が

 
何
か
キ

カ
ケ
に
な
る
よ
う
な
事

て

あ

た
か

 
そ
う

め
て
言
わ
れ
た
二
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
る
と

を
組
ん
で
考
え
こ
ん
だ

ハ

キ
リ
認
識
し
た
の

て

い
つ
だ

け

え
え
と

あ

あ
れ
だ
よ

戦
争
の
時

あ

銃
士

ち

ん
の
時
だ

あ
あ

あ
の
時
か

八
幡
君

戦
争

て

 
そ
の
時
横
か
ら
香
蓮
が
八
幡
に
そ
う

ね
て
き
た

あ
あ

香
蓮
も
知
ら
な
い
の
か

ま
あ
説
明
す
る
前
に

と
り
あ
え
ず
香
蓮

 
こ
ち
ら
は
葉
山

人

俺
の
高
校
時
代
の
同
級
生
で

友
達
だ

葉
山

人
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

香
蓮
さ
ん

私
は
小
比

香
蓮
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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そ
し
て
葉
山
が
着

し
た
所
で

事
前
に
注
文
し
て
い
た
料
理
が
運
ば
れ
て
き
た

う
わ

豪
勢
だ
ね

ま
あ
今
日
は
祝
勝
会
だ
か
ら
な

祝
勝
会

そ
ん
な
所
に
俺
が
来
て
も
良
か

た
の
か
い

あ
あ
よ
く
分
か
ら
な
く
て
困

ち
ま
う
と
思
う
が
気
に
せ
ず
一

に
勝
利
を
祝

て
く
れ

あ
は
は
は
は

う
ん

そ
れ
じ

あ
気

ね
な
く

乗
さ
せ
て
も
ら
う
よ

 
そ
し
て
食
事
を
し
な
が
ら

八
幡
は
な
る
べ
く
複
雑
に
な
ら
な
い
よ
う
に

 
葉
山
に
事
の
次
第
を
説
明
し
た

こ
の
前
Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
い
う
ゲ

ム
で

殺
人
事
件
が
あ

た
だ
ろ

あ
あ

あ

た
ね

て

ま
さ
か
あ
れ
に
関
わ

て
た
の
か
い

実
は
こ
こ
に
い
る
四
人
全
員

あ
の
ゲ

ム
を
や

て
た
ん
だ
よ

 
ま
あ
香
蓮
が
始
め
た
の
は
事
件
の
後
だ
か
ら

関
係
無
い
ん
だ
け
ど
な

比
企
谷
な
ら
分
か
る
け
ど

二
人
も
あ
の
ゲ

ム
を

う
ん

こ
れ
で
も
そ
こ
そ
こ
メ
ジ

な
プ
レ
イ
ヤ

に
な

た
ん
だ
よ

う
ち
ら
結

頑
張

た
も
ん
ね
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そ
う
な
の
か

で
も
何
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
初
め
よ
う
と
思

た
ん
だ
い

そ
う
い
え
ば

そ
れ
は
俺
も

い
た
事
が
無
か

た
な

 
そ
う
問
わ
れ
た
二
人
は

き
ま
り
悪
そ
う
に
ぼ
そ
ぼ
そ
と

あ
の
時
の
事
を
話
し
始
め
た

あ

え

と

あ
の
時
は
さ

同
窓
会
直
後
で
む
し

く
し

し
て
て
帰
り
に
た
ま
た
ま
ゲ

ム
屋
の
前
を
通
り
か
か

て
そ
の

現
実
じ

絶
対
無
理
だ
ろ
う
け
ど

銃
で
戦
う
ゲ

ム
だ

た
ら

 

え
ば
あ
ん
た
み
た
い
な
人
を
倒
す
事
も

ワ
ン
チ

ン
あ
る
か
な

て

お
金
も

げ
る
み
た
い
だ

た
し
そ
れ
じ

あ
や

て
み
る
か

て
そ
の

ノ
リ
で

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

思
わ
ず

き
出
し
た

は
は

ま
じ
か

そ
ん
な
理
由
だ

た
の
か

倒
さ
れ
て
や
れ
な
く
て
悪
か

た
な

う

ご
め
ん

て
ば

も
う
そ
ん
な
事
ま

た
く
考
え
て
な
い
か
ら

純

に
楽
し
ん
で
る
し
ね

い
や
い
や

気
に
し
な
い
で
く
れ

て

あ
の
ゲ

ム
は
そ
う
い

た
番
狂
わ
せ
が
多
い
し
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そ
の
判
断
は
的
確
だ

た
と
思
う
ぞ

で
も
動
機
は
そ
れ
か
く
く

こ
れ
は
予
想
外
だ

た
わも

う

か
ら
か
わ
な
い
で
よ

今
考
え
る
と
私
達

本
当
に
馬

だ

た
な

て
思

て
る
ん
だ
か
ら

悪
い
悪
い

も
う
笑
わ
な
い

て

 
そ
し
て
八
幡
は

葉
山
に
説
明
を
続
け
た

で

あ
の
事
件
の
犯
人
に
は
め
ら
れ
て

ま
あ
こ
こ
は

だ
け
ど
な

 
俺
と
そ
の
仲
間
の
悪
い
噂
が
ゲ

ム
内
で

さ
せ
ら
れ
て
な
仲
間
が
一
人

問
に
あ

た
ん
だ
よ

問

そ
れ
は
穏
や
か
じ

な
い
な

ま
あ
そ
れ
で
死
ぬ

じ

な
い
し

く
も
な
ん
と
も
な
い
か
ら
そ
れ
は
い
い
ん
だ
が

 
さ
す
が
に
そ
れ
で
俺
も
カ
チ
ン
と
き
て
な
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
開
発
を
し
て
い
る
ザ
ス
カ

に
ね
じ
込

ん
で

 
戦
争
イ
ベ
ン
ト
を
発
生
さ
せ
て
も
ら

て

つ
い
で
に
自
分
達
の
正
当
性
を

 
声
高
に
叫
ば
せ
て
も
ら

た
ん
だ
よ
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そ

そ
れ
は
ま
た

手
な
事
を

 
葉
山
は

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
い

八
幡
は
困

た
顔
で
言

た

今
思
え
ば
か
な
り
や
り
す
ぎ
た
感
が
あ
る
の
は
否
定
出
来
ん

ま
あ
い
い
じ

な
い

く
収
ま

た
ん
だ
し

そ
う
そ
う

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

戦
力
比
に
し
て
二
十
五
倍
の
敵
に
勝

た
ん
だ
し

二
十
五
倍

 
香
蓮
は
そ
の
言
葉
に
驚
い
た

あ
あ

レ
ン
ち

ん
は
知
ら
な
か

た
ん
だ

あ
の
時
の
動
画

て
結

存
在
す
る
か
ら

 
今
度
機
会
が
あ

た
ら
見
て
み
る
と
い
い
よ

う
ん

そ
う
す
る

ま
あ
そ
ん
な

で

い
く
つ
か
の
戦
い
を

て

最
終
決
戦
の
直
前
の
戦
い
の
時
に
な

う
ち
ら
が

に

シ

ナ

あ

シ

ナ

て
の
は

比
企
谷
の
ゲ

ム
の
中
の
名
前
ね

そ
の
シ

ナ
を

狙
撃
す
る
チ

ン
ス
を
掴
ん
だ
の

で

一
発
逆
転
を
狙

て
狙
撃
し
た
ん
だ
け
ど
ね

そ
ん
な
シ

ナ
を

銃
士

て
い
う
女
の
子
が

そ
の
身
を

に
し
て
か
ば

て
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そ
の
時
う
ち
ら
も
シ

ナ
の
逆
襲
に
あ

て

倒
さ
れ
ち

た
の

ほ
う

 
そ
う
興
味
深
げ
に
言
う
葉
山
に

八
幡
が
補
足
説
明
を
し
た

あ
い
つ
は
何
故
か
俺
に
好
意
を
持

て
い
て
な

何
と
か
俺
の
仲
間
に
な
ろ
う
と
し
て

 
俺
の
窮
地
に
格
好
良
く

場
し
よ
う
と
機
会
を

て
た
ら
し
い
ん
だ
が

 
敵
の

部
を
倒
し
て
俺
の
所
に
来
る

中
に

そ
の
場
面
に
遭
遇
し
て

 
そ
の
ま
ま
俺
を
か
ば

て
死
ん
で
そ
れ
で
戦
争
か
ら
リ
タ
イ
ア
す
る
事
に
な

ち
ま

た
ん

だ
あ
の
子

街
に

て
か
ら
凄
く

い
て
た
ん
だ
よ

私
は
良
く
や

た

 
シ

ナ
様
の
前
に
は
立
て
な
か

た
け
ど

で
も
凄
く
頑
張

た

て

そ
し
た
ら
そ
こ
に

比
企
谷
が
別
キ

ラ
で
現
れ
た
の

わ
ざ
わ
ざ
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
キ

ラ
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
て
ま
で
ね

ま
あ
あ
い
つ
を
そ
の
ま
ま
放

て
お
く
事
な
ん
て
出
来
な
か

た
か
ら
な

 
そ
ん
な
八
幡
に

葉
山
は
微
笑
み
な
が
ら
言

た

そ
れ
は

そ
の
銃
士

て
子
か
ら
す
れ
ば

と
て
も
嬉
し
か

た
だ
ろ
う
ね
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そ
の
時
に

う
ち
ら
も
初
め
て
シ

ナ
さ
ん
が
比
企
谷
だ

た

て
知

た
の

そ
ん
な
場
面
を
見
せ
ら
れ
た
ら

も
う
比
企
谷
の
事

悪
く
言
え
な
い
じ

な
い

な
る
ほ
ど

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ
ね

 
葉
山
は
一
人

き

香
蓮
は
感
動
の
あ
ま
り

目
を

ま
せ
て
い
た

あ

ち
な
み
に
そ
の
直
後
の
動
画
が
こ
れ

比
企
谷
が
そ
の
子
を
お
姫
様

こ
し
て
運
ん
で
い
る

中
で

 
敵
対
す
る
勢
力
の

部
に

ま
れ
た
時
に

そ
れ
を

散
ら
し
た
映
像
ね

そ
ん
な
の
が
あ
る
の
か

ど
れ

私
も
見
た
い
で
す

 
突
然
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は
狼

し
た

べ

別
に
面
白
い
も
の
じ

な
い
と
思
う
が

高
い
高

い

 
突
然
ゆ

こ
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は
思
わ
ず
羞
恥
で
顔
を

ら
め
た

何
の
事
だ
い
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見
て
れ
ば
分
か
る
よ

葉
山
君

 
そ
し
て
そ
の
場
面
が
訪
れ
レ
ン
は
目
を
点
に
し
葉
山
は
苦
笑
し
な
が
ら
八
幡
の

を
叩
い

た
比
企
谷
は

そ
の
女
の
子
を
立

に
守

た
ん
だ
な

お

お
う

フ

ロ

あ
り
が
と
な

し
か
し
こ
れ

何
度
見
て
も
凄
い
よ
ね

人
が
サ

カ

ボ

ル
み
た
い
に
飛
ん
で
く
な
ん

て 
そ
ん
な
ハ
ル
カ
の
言
葉
に

八
幡
は

々
と
言

た

ま
あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
じ

リ
リ

ス
時
期
の
関
係
で
そ
も
そ
も
の
ス
テ

タ
ス
が
違
う

か
ら
な

な
る
ほ
ど

だ
か
ら
こ
ん
な
に
強
い
ん
だ
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

 
そ
し
て
動
画
を
見
終
わ

た
後

葉
山
は
真
面
目
な
顔
で
八
幡
に
言

た

で

あ
の
殺
人
事
件
に
関
わ

た

て

ど
う
い
う
事
だ

実
は
あ
の
事
件
で
狙
わ
れ
た
奴
の
中
に

俺
の
仲
間
が
一
人
い
た
ん
だ
よ
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そ
れ
と
は
別
に

こ
の
ゆ

こ
と
遥
の
仲
間
が
現
実
で
殺
さ
れ
そ
う
に
な

て
な

そ

そ
う
な
の
か

う
ん
そ
の
人
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

て
言
う
ん
だ
け
ど
大
丈
夫
比
企
谷
に
助
け
て
も
ら

た
か
ら

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

て
の
の
力
で
ね

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

そ
う
か

あ
れ
を
使

た
の
か

で

俺
の
仲
間
の
方
は

今
ま
さ
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な

て
い
た
所
に
乗
り
込
ん
で

 
無
事
助
け
る
事
に
成
功
し
た
ん
だ
よ

実
行
犯
の
少
年

て
の
が
そ
い
つ
の
事
だ

そ
う
か

少
年

は

比
企
谷
が
捕
ま
え
た
の
か

あ
い
つ
も
俺
達
の
仲
間
だ

た
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な

残
念
だ
よ

 
そ
ん
な
八
幡
の
手
を

香
蓮
が
き

と

た

 
そ
の
顔
は
と
て
も
心
配
そ
う
で
あ
り

八
幡
は
そ
ん
な
香
蓮
に
笑
顔
で

ね
た

ん

ど
う
し
た
香
蓮

そ
の
人
を
助
け
る

に
仕
方
な
か

た
ん
だ
ろ
う
と
は
い
え
あ
ん
ま
り
危
な
い
事
は
し
な
い

で
ね
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あ
あ

ご
め
ん
な
心
配
さ
せ
て

気
を
つ
け
る

 
そ
ん
な
二
人
の

を
見
て

葉
山
は
ゆ

こ
と
遥
に
そ

と

い
た

な

香
蓮
さ
ん

て
も
し
か
し
て

う
ん

そ
う
い
う
事
み
た
い
だ
よ

相
変
わ
ら
ず
比
企
谷

て
モ
テ
る
よ
ね

そ
う
か

明
日
奈
さ
ん
が

し
ん
で
い
な
け
れ
ば
い
い
ん
だ
が

あ

そ
れ
は
大
丈
夫

い
よ

仲
良
し
だ

て

い
た

あ
の
子
も
大
変
だ
よ
ね

比
企
谷
の
大
奥
を
仕
切
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
し

大
奥
か

 
そ
の
言
葉
に
葉
山
は
苦
笑
し
な
が
ら

再
び
八
幡
の

を
叩
き

こ
う
言

た

比
企
谷

頑
張
れ
よ

ん

何
が
だ

ま
あ
色
々
だ
な

お

お
う

よ
く
分
か
ら
な
い
が

頑
張
る
わ

 
そ
し
て
暗
い
話
は
そ
こ
ま
で
と
な
り

話
は
次
の
同
窓
会
の
話
へ
と
移

た
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な
る
ほ
ど

サ
プ
ラ
イ
ズ
を
ね

お
か
し
な

が
出
来
な
い
よ
う
に

俺
達
が
仲
直
り
し
て

 
今
は
友
達
だ

て
事
を

知
さ
せ
た
い

て
の
も
あ
る
ん
だ
よ
な

そ
う
だ
ね

せ

か
く
の
同
窓
生
な
ん
だ

出
来
れ
ば
仲
良
く
し
た
い
し
ね

だ
な

 
そ
う
八
幡
が
同
意
し
た
の
を
見
て

葉
山
は

め
て

八
幡
の
変
化
を
感
じ
た

ま
さ
か
比
企
谷
の
口
か
ら

他
人
と
仲
良
く
な
ん
て
言
葉
が
出
る
と
は
ね

だ
よ
ね
だ
よ
ね

も
う
高
校
の
時
と
は
別
人
だ
よ
ね

も
し
か
し
て

中
の
人
が
変
わ

た

中
の
人

て
何
だ
よ

ま
あ
俺
も
そ
れ
な
り
に
苦
労
し
て
き
て
る
か
ら
な

 
敵
対
す
る
人
間
は
少
な
い
方
が
い
い
と
い
う
の
は

骨
身
に
し
み
て
る

 
そ
の
微

に

く
れ
た
言
い
方
に

ゆ

こ
と
遥
が
反
応
し
た

そ
こ
は
ま
だ
打
算
が
入
る
ん
だ
ね

ま
あ
で
も
あ
ん
た
ら
し
く
て
い
い
ん
じ

な
い

全
て
の
人
と
心
か
ら
仲
良
く

て
の
は
俺
に
は
無
理
だ
か
ら
な
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そ
れ
な
ら
せ
め
て

普
通
の
関
係
で
い
ら
れ
れ
ば

仲
間
を
守
る
事
も
容
易
く
な
る

 
そ
う
思
う
よ
う
に
な

た
だ
け
だ

は
い
は
い

そ
う
だ
ね

こ
れ
か
ら
も
頑
張
ん
な
よ

仲
間
の

に

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

だ
か
ら
お
前
ら
も

困

た
ら
い
つ
で
も
俺
を
頼

て
く
れ
よ

 
俺
に
助
け
ら
れ
る
事
な
ら

や
か
さ
な
い

囲
で
助
け
る
か
ら
な

 
突
然
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
た
ゆ

こ
と
遥
は

驚
き
の
あ
ま
り

ま

た

ん

ど
う
し
た
ん
だ

あ

い
や

え

と

不
意
打
ち
す
ぎ
る
で
し

何
が
だ

何
か
お
か
し
な
事
を
言

た
か

て
お
い

ど
う
し
ち
ま

た
ん
だ
よ
お
前

ら 
二
人
は
目
を

ま
せ
て
お
り

八
幡
は
そ
れ
を
見
て
狼

し
た

わ

悪
い

ま
た
俺
は

何
か
お
前
ら
を

し
ま
せ
る
事
を
言

ち
ま

た
か

も
う

そ
ん
な
ん
じ

な
い

て
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う
ん
う
ん
仲
間
認
定
が
ち

と
嬉
し
か

た
だ
け
だ
か
ら

し
い
と
か
じ

な
い
か
ら

そ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が

 
そ
ん
な
三
人
を

葉
山
と
香
蓮
が

か
い
目
で
見
つ
め
て
い
た

 
そ
れ
じ

あ
比
企
谷

戸
部
と
相
談
し
て

い
う
ち
に
同
窓
会
を
企
画
す
る
よ

悪
い
な

仕
事
を
押
し
付
け
る
事
に
な

ち
ま

て

大
丈
夫

戸
部
に
色
々
頑
張

て
も
ら
う
か
ら

 
葉
山
は
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言
い

そ
ん
な
葉
山
に
八
幡
は
言

た

ま
あ
あ
い
つ
と
は

明
日
会
う
ん
だ
け
ど
な

そ
う
な
の
か

じ

あ
戸
部
に
も
宜
し
く
な

今
日
は
貴
重
な
話
を

け
て
楽
し
か

た

 
本
当
に
ご
ち
そ
う
さ
ま

ま
た
な

比
企
谷

う
ち
ら
も
あ
り
が
と
ね

比
企
谷

ご
ち
そ
う
さ
ま

あ
あ

二
人
も
ま
た
な

 
そ
し
て
三
人
と
別
れ
た
後

八
幡
は
香
蓮
を
自
宅
へ
と
送
る
事
に
し
た
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そ
う
い
え
ば
今

は

う
ち
の
学
校
の
理
事
⻑
が
北
海
道
で

 
香
蓮
の
親

さ
ん
と
話
を
し
て
い
る

だ
な

え

そ

そ
う
な
の

あ
あ

色
々
と
仕
事
の
話
で
な

理
事
⻑
さ
ん
と
は
一
度
会

た
け
ど
学
校
の
理
事
⻑
が
ど
う
し
て
う
ち
と
お
仕
事
の
話
を

 
そ
う
香
蓮
に
言
わ
れ
た
八
幡
は

そ
の
疑
問
に
納
得
し

こ
う
説
明
し
た

ん
あ
あ
香
蓮
は
知
ら
な
か

た
の
か
う
ち
の
理
事
⻑
な
雪
ノ
下

設
の
人
な
ん
だ
よ

あ

あ
あ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

ま
あ
あ
の
人
に
任
せ
て
お
け
ば

交

事
は
ど
ん
な
事
で
も
問
題
な
い
は
ず
だ

そ
ん
な
に
凄
い
人
な
の

ま
あ
そ
う
だ
な

で
も
ま
あ
と
り
あ
え
ず

進

況
を

話
で

ね
て
み
る
わ

 
そ
し
て
八
幡
は
北
海
道
に
い
る

乃
に
連

を
入
れ
た

あ
あ

理
事
⻑
で
す
か

は

お
い

最
初
の
言
葉
が
そ
れ
か
よ

し
い

な
い
だ
ろ
う

が
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で

小
比

社
⻑
と
の
話
は
ど
う
で
す
か

は

は

ま
あ
当
然
で
す
よ
ね

 
何
も
心
配
は
し
て
ま
せ
ん
で
し
た
よ

俺
は
理
事
⻑
を
信
頼
し
て
ま
す
か
ら
ね

 
え

ご
褒
美

い
つ
も
優
し
く
し
て
る
じ

な
い
で
す
か

あ
れ
以
上
ど
う
し
ろ
と

 
あ
あ

お
土
産
で
す
か

何
か
気
を
遣
わ
せ
て
す
み
ま
せ
ん

そ
れ
じ

あ
え
え
と

 
ド
ラ
キ

ラ
の

ソ
フ
ト
カ
ツ
ゲ
ン

リ
ボ
ン
ナ
ポ
リ
ン
を
お
願
い
し
ま
す

 
調
べ
て
興
味
が

い
た
の
で

ど
ん
な
味
な
の
か

し
て
み
た
い
ん
で
す
よ

 
無
理
な
ら
何
も
無
し
で
も
い
い
で
す
か
ら
ね

て
今
フ

イ
ヤ
の
声
が

こ
え
ま
し
た
け

ど 
今
そ
こ
に
い
る
ん
で
す
か
ね

も
し
そ
う
な
ら
こ
う
伝
え
て
下
さ
い

一
時
的
に
負
担
を
か
け
る
事
に
な

て
す
ま
な
い

 

か
ら
も
頼
ま
れ
て
い
る
か
ら

色
々
と
落
ち
着
い
た
ら
仕
事
の
半
分
は
受
け
持
つ
か
ら

 
そ
れ
ま
で
頑
張

て

え
て
く
れ

て

 
ま
あ

肉
で
す
け
ど

理
事
⻑
そ
う
い
う
の
得
意
で
す
よ
ね

言
い
方
と
か
は
お
任
せ
し
ま

す
か
ら

 
そ
れ
じ

あ
今
か
ら
香
蓮
を
家
ま
で
送

て
い
く
の
で

話
を
切
り
ま
す
ね
は
い
ま
た
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学
校
で

 
こ
う
し
て
理
事
⻑
と
の

話
を
終
え

八
幡
は
香
蓮
に
向
き
直

た

ど
う
や
ら
話
は
ま
と
ま

た
み
た
い
だ

て

香
蓮

は

八
幡
君

な
ま
ら
か
わ
い
い

 
香
蓮
が
そ
う

き
な
が
ら

必
死
に
笑
い
を

え
て
い
た

 
八
幡
は
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
つ
つ
も

香
蓮
に

ね
た

な

何
か
お
か
し
か

た
か

お

お
土
産
で
そ
の
名
前
が
出
て
く
る
な
ん
て
思
わ
な
か

た
か
ら

あ

そ
う
い
う
事
か

香
蓮
に
は
あ
り
ふ
れ
た
物
ば
か
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
調
べ
て
み
て
興
味
が

い
た
ん
だ
よ

べ

別
に
い
い
だ
ろ

う

う
ん

別
に
悪
く
な
い
よ

な
ま
ら
か
わ
い
い

て
思

ち

た
だ
け
だ
か
ら

そ

そ
う
か

 
こ
う
し
て
食
事
会
も
終
わ
り

明
日
は
い
よ
い
よ
合
コ
ン
の
日
で
あ
る

 
八
幡
は

今
日
み
た
い
に
平
和
に
終
わ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
つ
つ

 
何
も
問
題
が

こ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
と

神
に

る
の
だ

た
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本
日
は

時
に
も
う

話
投
稿
し
て
い
ま
す

ご
注
意
下
さ
い
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第
４
８
７
話
 
初
め
て
の
合
コ
ン

ヒ

キ
タ

ニ
く

ん

戸
部

今
日
は
あ
り
が
と
な

戸
部
君

久
し
ぶ
り
だ
ね

明
日
奈
さ
ん
も
ご
機

う
る
わ
し

う

お
久
し
ぶ
り
ぶ
り

戸
部
君
は
相
変
わ
ら
ず
元
気
だ
よ
ね

そ
れ
だ
け
が
俺
の
取
り

し

そ
れ
に
し
て
も
今
回
は
い
き
な
り
連

が
来
て
何
か
と

思

た
ら

 
ま
さ
か
の
合
コ
ン
の
誘
い
で
ひ

く
り
返

た

し

だ
よ
な

や

ぱ
り
俺
が
合
コ
ン
な
ん
て

イ
メ

ジ
が
合
わ
な
い
よ
な

あ

二
人
と
も

も
し
か
し
て
合
コ
ン
は
初
め
て

 
戸
部
の
そ
の
質
問
に

八
幡
と
明
日
奈
は

い
た

ま
あ
そ
れ
も
当
然
か

扱
い
と
し
て
は
ま
だ
高
校
生
だ
し
ね

戸
部
は
合
コ
ン
と
か
よ
く
誘
わ
れ
る
よ
な
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そ
り

ま
あ
ね

基
本
は

り
上
げ
役

て
感
じ
か
な

そ
の
調
子
で
今
日
も
頼
む
わ

ま
あ
今
日
の
相
手
は
ち

と
特

だ
け
ど
な

そ
う
そ
う
そ
れ
そ
れ

さ
す
が
の
俺
も

 
自
衛

の
お
姉
さ
ん
方
と
何
を
話
し
て
い
い
か
は
ち

と
分
か
ら
な
い

し

 
一
応
そ
れ

い
事
は
色
々
調
べ
て
き
た
け
ど
ね

 
さ
す
が
の
戸
部
も

今
回
ば
か
り
は
勝
手
が
違
う
よ
う
で

自
信
無
さ
そ
う
に
そ
う
言

た

ま
あ

え
ば
銃
の
話
題
で
も

知
ら
な
い
な
ら
知
ら
な
い
な
り
に

 
質
問
を
し
て
答
え
て
も
ら

た
ら
褒
め
る
と
か

色
々
や
り
よ
う
は
あ
る
ん
じ

な
い
か

他
の
二
人
も
そ

ち
系
は

し
い
か
ら

戸
部
君
も
気
楽
に
ね

と
な
る
と
俺
だ
け
ジ

ン
ル
違
い

て
事
に
な
る
の
か
ま
あ
で
も
何
と
か
な
る

し

だ
な

な
る
な
る

う
ん
う
ん

な
る
な
る

 
二
人
は
戸
部
に
同
意
し

そ
れ
に
よ

て
自
身
の
不
安
を
も
打
ち
消
そ
う
と
し
た

 
さ
す
が
の
二
人
も

合
コ
ン
は
初
め
て
な

や
は
り
不
安
が
あ
る
よ
う
だ

そ
れ
よ
り
も
俺
と
し
て
は

ど
ん
な
人
が
来
る
の
か
興
味

々
な
ん
だ
よ
ね
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そ
の
戸
部
の
疑
問
に

八
幡
は
自
信
を
持

て
こ
う
答
え
た

一
人
は
分
か
ら
な
い
が

残
り
二
人
は
間
違
い
な
く
美
人
だ
か
ら
安
心
し
て
く
れ
て
い
い

八
幡
君
は

そ
の
中
で
も
黒
川
さ
ん
押
し
な
ん
だ
よ
ね

 
明
日
奈
が
先
日
の
中
継
の
事
を
思
い
出
し
て
そ
う
言

た

い
や

あ
の
人
は
か
な
り
の

家
ら
し
い
か
ら
な
ん
と
も

 

て
明
日
奈

ま
だ

ね
て
る
の
か

も
う
そ
ろ
そ
ろ
勘

し
て
く
れ

 
八
幡
は

明
日
奈
が
ほ
ほ
を

ら
ま
せ
て
い
る
の
を
見
て
そ
う
言

た

つ

ん

 
だ
が
明
日
奈
は
あ
え
て
口
に
出
し
て
そ
う
言
い

不
満
を
表
明
し
た

 
そ
の
行
動
を
見
る
に

ど
う
や
ら
本
気
で

て
い
る

で
は
無
さ
そ
う
だ

お
い

え

な
に
な
に

ヒ
キ
タ
ニ
君
何
か
や
ら
か
し
た
ん

ち

と
他
の
女
の
子
の
胸
や
お
し
り
を
触

た
り
胸
に
顔
を

め
た
り
し
た
だ
け
だ
よ
ね

 
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
を

き

戸
部
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た
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う
わ
お

ヒ
キ
タ
ニ
君

た
ら
だ
い
た

ん

ち
違
う
あ
れ
は
あ
く
ま
で
不
可
抗
力
だ
俺
は
そ
ん
な
事
ま

た
く
望
ん
だ
り
は
し
て
い

な
いふ

ふ

ま
あ
私
と
南
の
お
願
い
を
何
か

い
て
く
れ
る

て
約
束
し
て
も
ら

た
し

 
こ
れ
以
上

し
返
す
の
は
や
め
て
お
い
て
あ
げ
よ
う
か
な

お

お
う

そ
う
し
て
く
れ
る
と
助
か
る
わ

 
そ
し
て
二
人
の
話
が
落
ち
着
い
た
の
を
見
計
ら

て

戸
部
が
八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

で

ヒ
キ
タ
ニ
君
が

さ

き
言

て
た
黒
川
さ
ん
に
そ
う
い
う
事
を
し
た

て
事

ち

違
う

さ

き
言

た
の
は

全
部
ゲ

ム
の
中
で
の
事
故
で
あ
り

 
俺
に
は
や
ま
し
い
気
持
ち
は
ま

た
く
無
い

黒
川
さ
ん
の
件
に
つ
い
て
は
実
は
先
日
ゲ

ム
の
中
で

 
今
日
の
参
加
者
の
安
岐
さ
ん
か
黒
川
さ
ん

ど
ち
ら
か
だ
と
思
わ
れ
る
人
物
と
遭
遇
し
て
な

ふ
む
ふ
む

で

そ
の
時
こ
う
言
わ
れ
た
ん
だ
よ

二
人
の
う
ち

美
人
な
方
が
私
よ

て
な

う

わ

そ
れ

て
間
違
え
た
ら
死
ぬ
パ
タ

ン
じ

ね
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お

お
う

だ
よ
な

で

結
果
は
ど
う
だ

た
ん

ま
あ
何
と
か
当
て
て

命

い
し
た
わ

お
お
う

そ
れ
は
ま
さ
に
奇
跡
の
生
還

し

 
そ
ん
な
雑
談
を
し
て
い
る
う
ち
に

二
人
の

年
が

八
幡
達
に
声
を

け
て
き
た

八
幡

明
日
奈
さ
ん

待
た
せ
て

し

な
い

ふ
う

間
に
合

た
わ

い
や

二
人
は
バ
イ
ト
だ

た
ん
だ
ろ

一
応
余

を
持

て
時
間
設
定
し
て
あ
る
か
ら
大

丈
夫
だ

 
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
闇
風
こ
と
山
田
風
太
と

薄
塩
た
ら
こ
こ
と
⻑
崎
大

で
あ

た

い
や

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

女
性
を
待
た
せ
る

に
は
い
か
な
い
も
ん
な

 
そ
ん
な
二
人
に
八
幡
は

戸
部
の
事
を
紹
介
し
た

こ
ち
ら
は
戸
部

俺
の
高
校
の
同
級
生
だ
こ
ち
ら
は
山
田
風
太
と
⻑
崎
大

ま
あ
戦
友

か
な
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お
お

と

戦
友
来
た
あ

戸
部

で
す

今
日
は
ヨ
ロ
シ
ク

山
田
風
太
だ

宜
し
く

⻑
崎
大

で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
黒
川
さ
ん
達
も
来
る
と
思
う
ん
だ
が

ち

ち

と

張
す
る
な

俺

筋
肉
に
は
自
信
無
い
し

 
そ
う

く
風
太
の

を
叩
き
な
が
ら

八
幡
は
笑
顔
で
言

た

心
配
す
る
な

て

そ
ん
な
部
分
を
気
に
す
る
の
は
多
分
一
人
だ
け
だ
と
思
う
し
な

一
人
は
す
る
の
か

あ

ほ
ら

お
前
ら
も
見
た
だ
ろ

 
あ
の
ク
リ
ン

て
人

自
分
よ
り
強
い
人
が
好
み
ら
し
い
か
ら
な

あ

あ
あ

あ
の
人
か

あ
の
人
な
ら

凄
い
筋
肉
と
か
し
て
そ
う
だ
け
ど

そ
こ
は
正
直
俺
も
ま
だ
見
た
事
が
無
い
か
ら
分
か
ら
な
い
け
ど
な

怖
い
人
じ

な
け
れ
ば
い
い
け
ど
な
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何

そ
ん
な
に
強
い
人
が
来
る
ん

 
そ
の
二
人
の
ビ
ビ
リ

り
に

八
幡
と
明
日
奈
は
苦
笑
し

 
戸
部
は
話
が
分
か
ら
な
い
の
で

そ
う

ね
て
き
た

そ
う
だ
な

多
分

な
ら
こ
の
中
で
一
番
強
い
だ
ろ
う
な

 
い
や

見
え
る

囲
に
い
る
人
の
中
で
一
番
強
い
か
も
し
れ
ん

う

は

格
好
い
い
じ

な
い

ま
あ
楽
し
く
話
せ
れ
ば
い
い
な

八
幡
く

ん

ご
め
ん
な
さ
い

お
待
た
せ

 
そ
の
時
八
幡
に

そ
う
声
が

け
ら
れ
た

そ
こ
に
は
黒
川

莉
と

安
岐
ナ
ツ
キ
が
お
り

 
そ
の
後
ろ
に
も
う
一
人
い
た
の
だ
が
そ
の
女
性
は
小
さ
す
ぎ
て
八
幡
か
ら
は
よ
く
見
え
な

か

た
い
え
い
え
ま
あ
今
来
た

じ

な
い
で
す
が
全
然
待

て
な
い
で
す
か
ら
気
に
し
な
い
で

下
さ
い

ご
め
ん
ね
出
る
直
前
に

察
に
来
て
い
た

下
に
捕
ま

ち

て
色
々

か
れ
て
た
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の
よあ

あ

あ
の
人
ら
し
い
で
す
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

二
人
の
後
ろ
に
い
た
女
性
に
目
を
向
け
た

え
え
と

そ
れ
で
そ
ち
ら
が
も
し
か
し
て

あ
あ

え
え
そ
う
よ

ク
リ
ン
こ
と

乃

 
そ
の
言
葉
を
合
図
に

莉
の
後
ろ
か
ら
ひ

こ

と

乃
が
顔
を
出
し
た

 

乃
は
八
幡
の
顔
を
見
て
に
ひ

と
笑
う
と

物
を
見
つ
け
た

の
よ
う
な
目
で
八
幡
の

手
を

り

 
ぶ
ん
ぶ
ん
と
上
下
に

た

い
や

や

と
会
え
た
ね

ま
さ
か
私
が
負
け
る
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た
よ

 
う
ん
う
ん

い
い
ね
い
い
ね

今
日
は
と
こ
と
ん
殺
り
あ
お
う
ね

や
り
あ
お
う
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
上
に

発
音
が
微

に
気
に
な
り
ま
す
が

 
楽
し
も
う
の
間
違
い

て
事
で
い
い
で
す
か
ね

あ
あ

う
ん

楽
し
ん
で
殺
り
あ
え
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
事
は
無
い
よ
ね

あ

え
え
と

そ
う
で
す
ね
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八
幡
は
色
々
と
突

込
み
た
い
の
を
我
慢
し
た

そ
し
て
お

い
の
メ
ン
バ

の
事
を
紹
介

し 
最
後
に
明
日
奈
が

を
す
る
と

莉
達
三
人
は
目
を

か
せ
て
明
日
奈
を
取
り
囲
ん
だ

う
わ

自
衛

に
は
い
な
い
タ
イ
プ
い
い
な

私
も
こ
う
い
う
子
に
生
ま
れ
た
か

た

な
何
を
言

て
る
ん
で
す
か

乃
さ
ん
は
凄
く
か
わ
い
い
じ

な
い
で
す
か

私
も

は
こ
ん
な
感
じ
だ

た
ん
だ
け
ど
な

私
が
も
う
少
し
年
を
と

て

を
か
け
た
ら
ナ
ツ
キ
さ
ん
み
た
い
に
な
る
ん
じ

な
い
で

す
か
ねま

し
い
わ

私
は
ど
う
し
て
も
き
つ
い
女
だ

て
思
わ
れ
が
ち
だ
か
ら

そ
ん
な
事
無
い
で
す

莉
さ
ん
の
そ
の

や
か
な
黒

凄
く
素
敵
で
す

 
さ
す
が
と
い
う
か

明
日
奈
は
三
人
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
そ
つ
な
く
対
応
し

 
そ
れ
で
三
人
は
笑
顔
に
な
り

場
の
雰
囲
気
も
和
や
か
さ
を
キ

プ
し
て
い
た

そ
れ
じ

あ
予
約
し
た
店
に
案
内
し
ま
す
ね

 
六
人
は
歓
談
し
な
が
ら
八
幡
と
明
日
奈
の
後
に
続
き
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店
に
到
着
す
る
と

そ
の
ま
ま
個
室
に
案
内
さ
れ
た

と
り
あ
え
ず

当
に
座

ち

い
ま
す
か

え
は
い
つ
で
も
出
来
ま
す
し
ね

 
八
幡
の
言
葉
で

当
に
男
女
別
に
座
る
と

 
そ
の
直
後
に
い
く
つ
か
の

め
の
料
理
が
運
ば
れ
て
き
た

口
が

し
く
な
ら
な
い

度
に

あ
ら
か
じ
め
い
く
つ
か
料
理
を
注
文
し
て
お
き
ま
し
た

 
ま
あ
全
然
足
り
な
い
と
思
う
の
で

残
り
は
好
き
な
物
を
頼
ん
で
下
さ
い

 
そ
う
い
う
の
を
わ
い
わ
い
選
ぶ
の
も

楽
し
い
と
思
う
ん
で

 
そ
の
直
後
に
と
り
あ
え
ず
と
い

た
感
じ
で
ビ

ル
が
運
ば
れ
一
同
は
そ
の
ま
ま

を
し

た 
八
幡
は
明
日
奈
に
ビ

ル
が
飲
め
る
の
か
気
に
し
て
お
り

 
も

と
飲
み
や
す
い
も
の
を
注
文
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
の
だ
が

 
明
日
奈
が
ビ

ル
の
味
が
ど
ん
な
も
の
か
知
り
た
い
と
主
張
し
た
の
で

 
そ
の
ま
ま

と
い
う
事
に
な

た
の
だ

た

 
そ
し
て
ビ

ル
を
一
口
飲
ん
だ
明
日
奈
は

い
顔
で
言

た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

苦
い

あ
ん
ま
り
無
理
す
る
な
よ
別
に
ど
う
し
て
も
飲
ま
な
い
と
い
け
な
い
も
の
で
も
な
い
か
ら
な

そ
う
そ
う
明
日
奈
さ
ん

好
き
な
物
を
飲
め
ば
い
い
ん
だ

て

う
ん

あ
り
が
と
う

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
ね

 
そ
の
半

な
ビ

ル
は

八
幡
が
飲
む
事
に
な

た

 
そ
し
て
始
ま

た
会
は

思

た
よ
り

調
で
あ

た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
話
題
な
ど
一

的
で
は
な
い
話
題
が
混
じ
る
の
は
こ
れ
は
も
う
仕
方
な
い
と
思

わ
れ
た
が

 
そ

ち
方
面
に

し
く
な
い
戸
部
も

さ
す
が
は
場

を

ん
で
い
る
だ
け
の
事
は
あ
り

 
上
手
く
そ
の
話
に
合
わ
せ

場
が

り
下
が
ら
な
い
よ
う
に
上
手
に
調
整
し
て
く
れ
て
い
た

で

さ
ん
は
最
初
は

々
や

て
た
け
ど
や

て
る
う
ち
に
楽
し
く
な

て
き
ち

た
とそ

う
な
の

最
初
は
正
直

こ
ん
な
の
所

ゲ

ム
で
し

て
馬

に
し
て
た
ん
だ
け
ど

 
や

て
る
う
ち
に

や
り
す
ぎ
て
も
こ
こ
じ

ら
れ
な
い
ん
だ

て
分
か

て

 
そ
れ
か
ら
楽
し
く
な

ち

た
ん
だ
よ
ね

に
ひ
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俺
達
も
あ
の
大
会
は
見
て
た
け
ど

さ
ん

す
ご
い
活
躍
し
て
た
も
ん
な

結
局
八
幡
君
に
負
け
ち

た
け
ど

あ
の
戦
い
は
本
当
に
楽
し
か

た
な

 

乃
が
八
幡
の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
言
い

そ
れ
を
見
て
い
た
戸
部
が
こ
う

ね
て
き
た

ヒ
キ
タ
ニ
君
が
強
い
の
は
知

て
る
け
ど

さ
ん
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
強
さ
な
ん

こ
の
子
は
格
闘

章
持
ち
だ
か
ら

か
な
り
強
い
わ
よ

そ
れ

て
免
許
み
た
い
な
も
ん

そ
う
ね

柔
道
の
黒

み
た
い
な
物
か
し
ら
ね

な
る
ほ
ど

分
か
り
や
す
い

し

 
そ
の
時
風
太
が

乃
を
じ

と
見
な
が
ら
こ
う
言

た

 

で
も

さ
ん

て

体
格
は
小

だ
し

 
こ
う
し
て
見
て
る
と

と
て
も
そ
こ
ま
で
強
そ
う
に
は
見
え
な
い
ん
だ
け
ど
な

明
る
く
て
か
わ
い
い
し
ね

ね

八
幡
君

ん

あ
あ

そ
う
だ
な

 
明
日
奈
に
そ
う
褒
め
ら
れ
た

乃
は

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
言

た

ま
た
ま
た

お
世

ば

か
り
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お
世

じ

な
い
さ

お
前
ら
も
そ
う
思
う
よ
な

う
ん

思
う
思
う

間
違
い
な
い
ね

ス
タ
イ
ル
良
す
ぎ
で
し

う

ま
あ
確
か
に

こ
の
子
の
胸
は
も
は
や
凶
器
よ
ね

ち

ち

と
ナ
ツ
キ
ち

ん

 
突
然
ナ
ツ
キ
が

乃
の
胸
を

み
だ
し

男
性

は
思
わ
ず
目
を
背
け
た

あ
な
た
達
も
そ
う
思
う
わ
よ
ね

ね

八
幡
君

お

俺
に

ら
な
い
で
下
さ
い
よ

お
い
明
日
奈

何
と
か
言

て
や

て
く
れ

 
そ
う
話
を

ら
れ
た
明
日
奈
は

目
を

か
せ
な
が
ら

乃
に
言

た

う
わ

う
わ

私
も
触

て
も
い
い
で
す
か

も
ち
ろ
ん
い
い
わ
よ

ち

ち

と

何
で

莉
ち

ん
が
許
可
す
る
の
よ

や

た

 
明
日
奈
は
許
可
を
得
て

乃
の
胸
を
も
み
始
め
た
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う
わ

う
わ

姉
さ
ん
や
優
里
奈
ち

ん
ク
ラ
ス
か
な

あ
ら

明
日
奈
ち

ん
の

り
に
こ
の
ク
ラ
ス
の
胸
の
持
ち
主
が
い
る
の

う
ん

ま
あ
何
人
か
は

や

ぱ
り

ま
し
い

う

ん

確
か
に
ち

と
前
ま
で
は

ま
し
か

た
け
ど

 
私
の
胸
で
す
ら

八
幡
君
は
あ
ま
り
見
て
こ
な
い
し

 
他
の
子
に

い
て
も

線
を
感
じ
な
い

て
言
う
か
ら

 
八
幡
君
は
胸
の
大
き
さ
に
あ
ま
り

り
が
無
さ
そ
う
だ
な

て
思

て

 
そ
う
考
え
た
ら

今
の
私
く
ら
い
で
い
い
か
な

て
思
う
よ
う
に
な

た
か
も

 
胸
の
大
き
い
仲
間
を
見
て
る
と

や

ぱ
り

こ
り
と
か
し
ん
ど
そ
う
だ
し

え

八
幡
君

て
も
う

れ
て
る
の

悩
み
が
あ
る
な
ら
私
が
相
談
に
乗
る
わ
よ

 
ナ
ツ
キ
と

莉
は
驚
い
た
様
子
で
八
幡
に

ね
た

八
幡
は
そ
の

し
出
を

て
て
断

た

い
や
い
や

全
然
問
題
な
い
で
す
か
ら

俺
は
大
丈
夫
で
す
か
ら

本
当
に

さ
な
く
て
も
い
い
の
よ
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本
当
に
で
す

大
丈
夫
で
す

 
そ
の

や

と
解
放
さ
れ
た

乃
も

そ
の
会
話
に
加
わ

て
き
た

確
か
に
八
幡
君
か
ら
は

そ
う
い

た

線
を
あ
ま
り
感
じ
な
か

た
わ
ね

他
の
人
か
ら
は

あ

明
日
奈
さ
ん

そ
の
質
問
は

だ
か
ら

 
だ
が
時

に

し

乃
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
明
日
奈
に
こ
う
答
え
た

一
番

線
を
感
じ
る
の
は
風
太
君

次
が
大

君

最
後
に
戸
部
君
の

番
ね

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ど
れ
く
ら
い
の
差
な
ん
だ
ろ
う

よ

し

俺

士

し

ナ
ツ
キ
ち

ん
と

莉
ち

ん
は
ど
う

私
も

番
で
言
え
ば
そ
の

番
だ
け
ど

ま
あ
そ
ん
な
に
気
に
な
ら
な
い
か
な

 
何
て
い
う
の

た
ま
に
街
で
感
じ
る
よ
う
な

不

な

線
じ

な
い
し
ね

私
は
顔
を
見
ら
れ
て
い
る
事
の
方
が
多
く
感
じ
る
わ
ね
ほ
ら
私

て

乃
よ
り
も
美
人
だ

か
ら
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う
わ

そ
う
い
う
事
自
分
で
言
う

仕
方
な
い
わ
ね

事
実
な
ん
だ
か
ら

あ
な
た
達
も
そ
う
思
う
で
し

 
そ
う
言
わ
れ
て
素
直
に

け
る
は
ず
も
な
く
三
人
は
顔
を
引
き
つ
ら
せ
な
が
ら
も
何
と
か
誤

魔
化
し
た

 
八
幡
は
自
分
に

の

が
飛
ぶ
の
を
恐
れ
目
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
メ
ニ

で
顔
を

し
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
ま
ま
助
け
を
求
め
る
か
の
よ
う
に
明
日
奈
の

を
ち

ん
ち

ん
と

つ
つ
き

 
そ
れ
を
受
け
て
明
日
奈
は

話
題
を
変
え
る

に
こ
う
言

た

こ

こ
の
中
だ
と
ナ
ツ
キ
さ
ん
が
一
番
戦

て
る
イ
メ

ジ
が

か
な
い
ん
で
す
け
ど

 
や

ぱ
り
後
方
勤

が
メ
イ
ン
な
ん
で
す
か

そ
う
ね

私
は
そ
ん
な
感
じ
か
な
で
も
二
人
に
は
悪
い
け
ど
ま
あ

莉
と

乃
よ
り
は

 
私
の
方
が
男
性
と
の
出
会
い
の
機
会
は
多
い
と
思
う
わ

私
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
後
方
勤

の
方
が
多
い
と
思
う
け
ど

 
ナ
ツ
キ
ほ
ど
じ

な
い
の
は
確
か
ね

だ
か
ら
こ
う
い
う
機
会
は
本
当
に
貴
重
な
の
よ
ね
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私
は
そ
う
い
う
の
は
ま

た
く
無
い
か
ら
今
日
誘

て
く
れ
た

莉
ち

ん
に
は
感
謝
し
か

な
い
よ

あ
な
た
は
そ
れ
な
り
に

男
連
中
と
飲
み
に
行

た
り
し
て
る
じ

な
い

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど

み
ん
な
私
よ
り

い
ん
だ
も
ん

 
そ
の

乃
の
言
葉
に

男
性

は

を
ひ
く
つ
か
せ

莉
は

れ
た
顔
で
こ
う
言

た

あ
な
た
は
人
一
倍
恋
愛
に
憧
れ
て
い
る

に

回
そ
の
相
手
に

し
を

し
込
ん
で

 
そ
の
ま
ま
勝

ち

て
い
い
相
手
が
い
な
い
い
な
い

て

い
で
る
だ
け
じ

な
い

だ

て

私
を
守

て
く
れ
る
よ
う
な
人
が
好
き
な
ん
だ
も
ん

田
君
と
か

い
く
ら
で
も
強
そ
う
な
相
手
は
い
る
じ

な
い

あ
あ
い
う
の
は
好
み
じ

な
い
の

私
は
も

と
精

で

 
そ
れ
で
い
て
こ
う
ス
ラ

と
し
た

面
な
人
が
い
い
の

ほ
ら
ね

こ
う
い
う
子
な
の
よ

 

莉
は
苦
笑
し
な
が
ら

を

め

他
の
者
達
も
困

た
よ
う
な
顔
を
し
た

と
に
か
く
筋
肉
ダ
ル
マ
は

な
の

 
そ
う
じ
た
ば
た
す
る

乃
に
苦
笑
し
な
が
ら
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そ
れ
で
も
何
と
か
し
て
や
り
た
い
と
思

た
の
か

八
幡
が
こ
う
言

た

さ
ん
そ
の
強
さ

て
何
て
い
う
か
肉
体
的
な
強
さ
だ
け
が
基
準
で
い
い
ん
で
す
か

ね
と
い
う
と

え
ば
今
あ
り
え
な
い
け
ど
こ
こ
で

ン
ビ
パ
ニ

ク
が

こ

た
と
す
る
じ

な
い
で
す

か
ふ
む
ふ
む

そ
う
す
る
と

戦
う
手

て
の
は

え
ば
そ
の

り
に
転
が

て
る

パ
イ
プ
と
か

 
交
番
の

が
持

て
る
銃
と
か

そ
の
く
ら
い
で
す
よ
ね

う
ん
う
ん

確
か
に
間
違

て
も
格
闘
は
出
来
な
い
よ
ね

触
る
の
は
気
持
ち
悪
い
し

そ
の

況
だ
と

格
闘
技
術

て
必
ず
し
も
重

す
べ
き
要
素
じ

な
い
で
す
よ
ね

で

で
も

い
よ
り
は
強
い
方
が

 
そ
の
反

に

八
幡
は

き
な
が
ら
言

た

俺
が
言
い
た
い
の
は

ケ

ス
に
よ

て
求
め
ら
れ
る
強
さ
が
変
わ
る

て
事
で
す

 

え
ば
平
和
な
時
に
は

済
力

戦
争
時
に
は
銃
の
扱
い
の
上
手
さ
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ン
ビ
が
相
手
な
ら
的
確
な
判
断
力
と
サ
バ
イ
バ
ル
能
力

そ
れ
に
勇
気

 
だ
か
ら

さ
ん
も
直
接
的
な
強
さ
だ
け
じ

な
く
色
々
な
面
か
ら
相
手
の
強
さ
を
見
る
よ

う
に
す
れ
ば

 
そ
の
中
に
は
き

と

さ
ん
の
事
を
心
か
ら
大
切
に
思
い

守

て
く
れ
た
上
で

 
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
い
い
男
が
混
じ

て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

お

お
お

 

乃
は
そ
の
言
葉
に
感
動
し
た
よ
う
に

い
た

 

莉
と
ナ
ツ
キ
は

そ
ん
な
八
幡
を
感
心
し
た
よ
う
に
見
つ
め
て
い
た

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い

ま
あ
そ
う
い
う
ピ
ン
チ
の
時
に
発

さ
れ
る
能
力
は

普

は
表
に
出
て
き
ま
せ
ん
か
ら

 
探
す
の
は
ち

と
苦
労
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
ね

あ
は

確
か
に
ね

ま
あ
そ
れ
で
も

 
私
と
そ
れ
な
り
に

相

と
か
で
張
り
合
え
る
く
ら
い
の

力
は
欲
し
い
か
な

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
で
す
よ
ね

も
し
あ
れ
な
ら

こ
い
つ
ら
で

し
て
み
ま
す

お

い
い
ね
い
い
ね

私
は
誰
の
挑
戦
も
受
け
る
わ
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こ
う
し
て

乃
と

風
太

大

の
三
人
が

相

を
す
る
事
に
な

た

 
そ
ん
な
四
人
を
見
な
が
ら

八
幡
は

莉
と
ナ
ツ
キ
に
言

た

そ
れ
じ

あ
俺
達
は

そ
れ
を

に
ち

と
の
ん
び
り
し
ま
す
か

そ
う
ね

少
し
は

て
く
れ
る
と

り
上
が
る
の
だ
け
れ
ど

ど
う
で
す
か
ね

銃
で
の
戦
い
な
ら

 
風
太
と
大

は
そ
う
簡

に
は

さ
ん
に
は
負
け
な
い
は
ず
な
ん
で
す
け
ど
ね

あ
の
二
人

て
そ
れ
な
り
に

名
な
プ
レ
イ
ヤ

だ

た
り
す
る
の

あ
あ

お
二
人
は
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
時
に
見
た
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

風
太
君
が
闇
風
で

大

君
が
薄
塩
た
ら
こ
だ
よ

あ
ら

凄
い
じ

な
い

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
る
プ
レ
イ
ヤ

だ

た
の
ね

そ
う
い
う
事
で
す
ね

お

始
ま
り
ま
す
よ

あ

今
の
う
ち
に
次
の
お
酒
の
注
文
し
よ

莉

そ
う
ね

食
べ
物
も
追
加
し
て
お
き
ま
し

う

 
そ
し
て
四
人
は

の
ん
び
り
と
そ
の
様
子
を
観
戦
し
始
め
た
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第
４
８
８
話
 
明
日
奈
さ
ん
お
気
を
確
か
に

 
そ
し
て
始
ま

た

相

先

の
風
太
は

案
の
定

乃
に

殺
さ
れ
た

く

そ

速
度
重

の
俺
に
は
や

ぱ
り
き
つ
か

た
か

ふ
ふ
ん

ま
だ
ま
だ
だ
ね

相
手
が
相
手
だ
か
ら
ま
あ
仕
方
な
い
ん
だ
が

 
お
前
も
も
う
ち

と
鍛
え
て
お
け
よ

体
が
資
本
だ
か
ら
な

返
す
言
葉
も
無
い
わ

 
次

の
大

は

思

た
よ
り

た
が

そ
れ
で
も
風
太
と
は

の
差
し
か
な
か

た

う
う

強
え

も
う
ち

と
⻭
ご
た
え
が
欲
し
い
わ
ね

大

一

に
少
し
で
も
ト
レ

ニ
ン
グ
し
よ
う

そ
う
す
る
か

 
最
後
の
戸
部
は

さ
す
が
は
運
動
部
だ
け
あ
り

そ
れ
な
り
に
い
い
勝
負
を
し
た

く

女
の
子
に
負
け
た
の
は
初
め
て

し
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で
も
い
い
線
い

て
た
よ

戸
部
君

て
何
か
や

て
る
の

俺

て
ば
サ

カ

部
だ
か
ら

や

ぱ
り

よ
り
は
足
の
方
が
得
意
な
ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら

乃
は

飲
み
か
け
の
ビ

ル
を
飲
み

し

力
こ
ぶ
を
作

た

ま
あ

力
な
ら
そ
う
そ
う
負
け
な
い
わ
よ

お
お

ち

ち

と
触

て
み
て
い
い
で
す
か

う
ん

い
い
よ

 
三
人
は

乃
に
許
可
を
も
ら
い

乃
の

を
さ
す

た

く

く
す
ぐ

た
い

凄
い
筋
肉
だ
な

お
う

こ
れ
は
負
け
る
わ

俺
も
そ
れ
な
り
に
上
半
身
も
鍛
え
て
る
ん
だ
け
ど
な

も

も
う
無
理

 

乃
は
く
す
ぐ

た
さ
に

え
ら
れ
ず

そ
こ
で
力
を
抜
い
た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
そ
の

間
に

乃
の

が

女
性
ら
し
い
柔
ら
か
さ
を
取
り

し

三
人
は

天
し
た

う
お

こ

こ
れ
は

凄
え

し

ん

三
人
と
も
ど
う
し
た

 
そ
の
三
人
の
様
子
を
見
て

八
幡
が
そ
う

ね
た

ど
う
し
た
も
こ
う
し
た
も
な
い

し

ヒ
キ
タ
ニ
君
も
触
ら
せ
て
も
ら
い
な

て

ん

よ
く
分
か
ら
な
い
が

分
か

た

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
後
ろ
に
下
が
り

入
れ

わ
る
よ
う
に
八
幡
が
前
に
出
た

さ
ん

俺
も
確
認
さ
せ
て
も
ら

て
い
い
で
す
か

う
ん

も
ち
ろ
ん
い
い
よ

 
そ
し
て

の

を
触

た
八
幡
も

そ
の
柔
ら
か
さ
に
驚
い
た

う
わ

さ
ん

明
日
奈
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
く
ら
い

柔
ら
か
い
で
す
ね

ふ
ふ
ん

そ
う
で
し

う
そ
う
で
し

う

と
こ
ろ
が
こ
う
す
る
と

 

は
そ
う
言

て

に
力
を
込
め

さ
す
が
の
八
幡
も

そ
の
違
い
に
驚
い
た
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う
わ

何
だ
こ
れ

ま
さ
に
人
体
の
神
秘

て
や
つ
で
す
か

分
か
る
分
か
る

本
当
に
不
思
議
だ
よ
ね

た
ま
に

乃
と
一

に

る
と

そ
の
柔
ら
か
さ
に
驚
く
の
よ
ね

 
ナ
ツ
キ
と

莉
も
そ
う
同
意
し

八
幡
は

乃
に
お

を
言

て

そ
の
手
を
離
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
当
に
驚
き
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
つ
い
で
に

私
と

相

や

て
み
る

え

あ

そ
う
で
す
ね

胸
を

り
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

い
た

間
に

乃
は
自
分
の
胸
を
ア
ピ

ル
す
る
よ
う
に
前
に
突
き

出
し

 
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

え

八
幡
君
は

こ
の
私
の
胸
を
貸
し
て
ほ
し
い
と

そ
う
言
う
の
ね

い

い
や

今
の
は
た
だ
の
言
葉
の
使
い
方
の
せ
い
で
す

て

 

そ
う

を

り
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

少
し
心
配
そ
う
な
顔
で
明
日
奈
の
方
を
見
た

 
だ
が
明
日
奈
は
特
に

て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ず

逆
に
大
笑
い
し
て
い
た
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あ
は
は
は
は

八
幡
君
の

点

て

や

ぱ
り
そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
よ
ね

お
い
明
日
奈

そ
の
く
ら
い
で

あ

八
幡
君

て

や

ぱ
り
こ
う
い
う
お
色
気
攻
撃
に

い
ん
だ

ふ

ん

そ
う
な
の
ね

で
も
い
ざ
と
な

た
ら
平
気
で
ク
リ
ン
ち

ん
の
胸
に
顔
を

め
た
り
出
来
る
よ
な

あ

そ
れ
分
か
る
わ

八
幡

て
普

は
本
当
に
女
性
の
色
気
に

い
け
ど

 
い
ざ
戦
い
の
時
と
か
に
な
る
と

平
気
で
胸
に
触

た
り
出
来
る
よ
な

ヒ
キ
タ
ニ
君

男
ら
し
い

し

あ

こ
え
な
い

こ
え
な
い

何
も

こ
え
な
い
わ
あ

 
八
幡
は
棒

み
で
そ
う
言
う
と

平
然
と
し
た
様
子
で

乃
と
向
か
い
あ

た

 

乃
も
不
敵
に
笑
い
そ
の
手
を
と

た
が
そ
ん
な
八
幡
の
手
が
羞
恥
で

る

る
と

え

て
い
た

 

乃
は
思
わ
ず

き
出
し

そ
の

を
突
い
て

八
幡
は

に
力
を
こ
め

 

乃
の
手
の
甲
を
一
気
に
テ

ブ
ル
に
触
れ
さ
せ
た

わ
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は
い

俺
の
勝
ち

と

ず

ず
る
い

今
の
な
し

挑
戦
は
受
け
な
い
事
に
し
て
る
ん
で

だ

だ

た
ら
私
の
腹
筋
を
八
幡
君
に
だ
け
触
ら
せ
て
あ
げ
る
か
ら

そ
れ
が
ど
う
し
て
交

材
料
に
な
る
と
思

た
ん
で
す
か
ね

 
八
幡
は

れ
た
声
で
そ
う
言

た
が

そ
ん
な
八
幡
に
明
日
奈
が
言

た

そ

そ
れ
な
ら
私
が
代
わ
り
に

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
は

乃
の

に
も
興
味

々
だ

た
ら
し
く

 
こ
の
機
会
に
と
思
い
切

て
そ
う
言

て
み
た
よ
う
だ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
に
任
せ
る
わ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

い
て
す
ぐ
に

明
日
奈
は
興
味

々
で

乃
の
腹
筋
を

で
始
め
た

ふ
わ

い

そ
し
て
柔
ら
か
い

八
幡
君

こ
れ

凄
い
よ

そ

そ
う
か

良
か

た
な
明
日
奈

ほ
ら

八
幡
君
も

く
触

て
触

て

ち

明
日
奈

何
を

お
わ
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明
日
奈
に
強
引
に
引

張
ら
れ

八
幡
は

乃
の
腹
筋
に
手
を
押
し
当
て
る
格
好
と
な

た

 
そ
ん
な
八
幡
の
手
を

乃
が
掴
み

自
慢
げ
に
自
分
の
腹
筋
を

で
さ
せ
た

ど
う

力
強
さ
の
中
に

女
ら
し
さ
の
残
る

ナ
イ
ス
な
腹
筋
で
し

は

は

結

な
お
手
前
で

だ
よ
ね

結

な
お
手
前
だ
よ
ね

八
幡
君

 
こ
の
時
点
で
八
幡
は

明
日
奈
の
変
化
に
気
付
く
べ
き
だ

た
の
だ
ろ
う
が

 
ま
さ
か
の
八
幡
も
ハ

キ
リ
し
た
口
調
で
話
し
て
い
る
明
日
奈
の
記
憶
が

に
飛
ん
で
い
る

な
ど
と
は

 
想
像
す
る
事
だ
に
出
来
な
か

た

先
ほ
ど
の
笑
い
も

実
は
そ
の
せ
い
で
あ

た

 
そ
し
て
明
日
奈
の
願
い
を
叶
え
た

八
幡
は
負
け
が
確
実
の
勝
負
に
挑
む
事
に
な

た

さ
て

レ
デ

ゴ

 
そ
の
ま
ま
明
日
奈
が
勝
負
開
始
の
合
図
を
出
し

八
幡
は
今
度
こ
そ
本
気
で
勝
負
に
挑
ん
だ

 
八
幡
は
今
で
も
そ
れ
な
り
に
鍛
え
て
お
り

実
は
脱
ぐ
と
い
い
体
を
し
て
い
る
の
だ
が

 
そ
ん
な
八
幡
で
も

乃
の
ミ
ラ
ク
ル
マ

ス
ル
に
は
敵
わ
な
か

た
よ
う
だ

お

こ
れ
は
中
々
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余

あ
り
ま
す

ね

い
や

実
は
そ
こ
ま
で
余

は
無
い
よ

気
を
抜
く
と
持

て
い
か
れ
そ
う
に
な
る
し

そ
う

で
す

か

 
こ
こ
で
八
幡
は
勝
負
に
出
た

そ
の
甲
斐
あ

て
か

徐
々
に

乃
の
手
が
押
さ
れ
て
い
く

 
だ
が
こ
こ
で

乃
も
本
気
を
出
し
た

負
け
な
い
わ
よ

 
そ
し
て
徐
々
に
八
幡
が
押
さ
れ
て
い
き

に
八
幡
の
手
の
甲
が
テ

ブ
ル
に
付
い
た

くよ

し

私
勝
利

で
も
八
幡
君

か
な
り
鍛
え
て
る
ん
だ
ね

必
要
な
い
気
も
す
る
け

ど

何
で

あ

そ
れ
は
で
す
ね

え

と

い
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど

 
俺

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ

た
ん
で
こ

ち
に

て
き
た
直
後
は
ガ
リ
ガ
リ
だ

た

ん
で
す
よ

 
で

そ
ん
な
自
分
の
体
を
見
て
怖
く
な

ち

て

 
そ
れ
か
ら
鍛
え
て
な
い
と
不
安
で
仕
方
な
く
な

ち

た
ん
で
す
よ
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あ

そ

か

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

 
そ
の
説
明
を

い
て

ナ
ツ
キ
が
こ
う
言

た

若

Ｐ
Ｔ
Ｓ

ぎ
み
に
な

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

で
す
ね

ま
あ
で
も
こ
の

度
で
済
ん
で
る
ん
で

健

の

に
も
ま
あ
い
い
事
で
す
し

 
こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
か
な

て
思
い
ま
す

で
も
そ
れ
だ
け
鍛
え
て
て
も
敵
い
ま
せ
ん
で
し

た
ねま

あ
八
幡
君
も
い
い
線
い

て
た
わ
よ

 
う
ん

私
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
そ
う
だ
し

結
婚
し
て
も
い
い
く
ら
い
に
ね

え

あ

い
や

冗
談
は
そ
の
く
ら
い
で

別
に
冗
談
じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

そ
れ
は
許
し
ま
せ
ん

 
そ
の
時
横
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

突
然

乃
の
目
の
前
に

箸
が
突
き
出
さ
れ

 

乃
は
そ
れ
に
驚
き

思
わ
ず
し
り
も
ち
を
つ
い
た

 
そ
こ
に
は

厳
た

り
の
表
情
で

乃
を
見
下
ろ
す
明
日
奈
の

が
あ
り

 

乃
は
そ
の
気
迫
に
飲
ま
れ

少
し
後
じ
さ

た
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や

や
だ
な

冗
談
だ

て
ば

い
い
え

今
の
は
六
十
六
パ

セ
ン
ト
の

合
で
本
気
が
混
じ

て
い
た
は
ず

こ

か

そ
し
て

み
が
正
確
す
ぎ
る

お

お
い
明
日
奈

冗
談
に
決
ま

て
る
だ
ろ

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け

な

八
幡
君
は

て
て

 
明
日
奈
は
八
幡
に
そ
う
言
い
放
つ
と

一
歩
前
に
出
た

 
後
ろ
か
ら
は
他
の
者
達
が
必
死
に

乃
に
誤
魔
化
す
よ
う
に
ゼ
ス
チ

を
送

て
い
た

 
そ
し
て

乃
は

目
元
の
つ
も
り
で
こ
う
言

た

あああ

愛
人
で
我
慢
す
る
の
で
勘

し
て
下
さ
い

 
そ
の
言
い

を

い
た
他
の
五
人
は

乃
の
ポ
ン
コ
ツ

り
に
天
を

い
だ
が

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
を

い
た

間

天
使
の
よ
う
な
笑
顔
に
な
り

乃
に
言

た

な
ん
だ

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
よ

速

乃
さ
ん
の
着

え
を

 
八
幡
君
の
マ
ン
シ

ン
に
置
い
て
お
か
な
い
と
ね

今
は
二
十
二
人
分
の
着

え
が
置
い
て
あ
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る
ん
だ
け
ど

 
ち

ん
と

乃
さ
ん
の
分
の
ス
ペ

ス
は
空
い
て
る
か
ら

安
心
し
て
ね

あああ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

う
う
ん
そ
う
い
う
の
の
管
理
は
私
の
仕
事
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
何
か
あ

た
ら
気

に
相

談
し
て
ね

あ

う
ん

分
か

た

 
こ
の
展
開
に
は

八
幡
を

め
て
誰
も
つ
い
て
い
け
な
か

た

 
そ
の
直
後
に
明
日
奈
は
元
の

に

り
何
も
な
か

た
か
の
よ
う
に
平
然
と
し
た
顔
を
し

て
い
た

ん

み
ん
な
ど
う
し
た
の

い

い
や

明
日
奈
さ
ん
ま
じ
ぱ
ね
え

し

え

そ

そ
う
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実
は
八
幡
よ
り
強
い
ん
じ

ね
え
の

い
や

ま
あ
力
関
係
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

 
一
方

乃
は

ナ
ツ
キ
と

莉
に

め
ら
れ
て
い
た

ふ
え
え
え
ん

怖
か

た

も
う

調
子
に
乗
る
か
ら
よ

明
日
奈
さ
ん

恐
ろ
し
い
子

  
そ
の
個
室
の
様
子
を
こ

そ
り

う
者
達
が
い
た

い
や

ま
さ
か
あ
い
つ
が
あ
ん
な
事
に
な
る
と
は
な

あ
の

を
怖
が
ら
せ
る
と
は

い
や

俺
も
一

び
び
り
ま
し
た
も
ん

あ
れ
は
や
ば
い

す
よ

ま
あ
あ
れ
な
ら

の
事
は
放

て
お
い
て
も
大
丈
夫

で
す
か
ね

 
そ
の
四
人
組
は

そ
う
言

て

隣
の
個
室
へ
と
入

て
い

た

で
も
何
か
お
か
し
な
話
に
な

て
ま
せ
ん
で
し
た
か

愛
人
と
か
何
と
か
言

て
た
な

し
か
も
二
十
二
人
の
着

え

て

ど
う
い
う
事
だ
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事
情
を
知

て
る
人
に

い
て
み
る
べ
き
じ

な
い

す
か
ね

よ
し

ト
イ
レ
に
行
く
の
を
見
計
ら

て

こ

ち
に
引
き
込
も
う

顔
を
出
す
つ
も
り
は
無
か

た
で
す
け
ど
仕
方
な
い

そ
う
し
ま
す
か

 
す
ま
ん

ち

と
ト
イ
レ
に
行

て
く
る

あ

行

て
ら

し

い

八
幡
君

 
場
の
雰
囲
気
も
元
に

り

八
幡
達
一
行
は

和
気

々
と
し
た
雰
囲
気
に

て
い
た

 
先
ほ
ど
の
明
日
奈
の
件
に
つ
い
て
は

後
で
事
情
を

く
事
に
し
よ
う
と

 
明
日
奈
以
外
の
六
人
の
中
で
は
意
見
が
一
致
し
て
お
り
そ
の
事
は
一
時
的
に

上
げ
さ
れ
て

い
た

 
そ
し
て
八
幡
が

を
立

た
事
で

六
人
に
好
機
が
訪
れ
た

 
最
初
に
口
を
開
い
た
の
は

も
ち
ろ
ん

乃
だ

た

 
他
な
ら
ぬ
彼
女
自
身
の
今
後
に
関
す
る
事
で
も
あ
り
残
り
五
人
か
ら
の
プ
レ

シ

も
あ

り 

乃
は
勇
気
を
出
し
て

明
日
奈
に
話
し
か
け
た
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ね

ね

明
日
奈
ち

ん

ど
う
し
た
ん
で
す
か

乃
さ
ん

 
そ
の
明
日
奈
の
顔
は

先
ほ
ど
の
迫
力
を
ま

た
く
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
穏
や
か
で
あ
り

 

乃
は
安
心
し
つ
つ
も

言
葉
を
選
び
な
が
ら
先
ほ
ど
の
件
に
つ
い
て
明
日
奈
に
質
問
し
た

え

と

ち

と
確
認
し
て
お
き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

は
い

何
で
す
か

さ

き
言

て
た
マ
ン
シ

ン
と
か
二
十
二
人
と
か
い
う
の
の

し
い
説
明
が
ま
だ
だ

た

か
ら

 
こ
の
機
会
に
勉
強
し
て
お
き
た
い
な

な
ん
て

あ
あ

そ
の
説
明
が
ま
だ
で
し
た
ね

マ
ン
シ

ン

て
い
う
の
は

 
八
幡
君
が
ソ
レ
イ
ユ
の
近
く
に

り
て
い
る
帰
れ
な
く
な

た
時
用
の
マ
ン
シ

ン
で
す
ね

 
ま
あ
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
か

た
ん
で
す
け
ど

 
今
度
部
屋
の
管
理
人
を
し
て
く
れ
る
仲
間
が
出
来
た
ん
で

 
こ
の
機
会
に
他
の
子
も
気

に

ま
れ
る
よ
う
に
し
よ
う

て
み
ん
な
で
色
々
手
を
入
れ
た

ん
で
す
よ
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そ
の
女
の
子
の
総

が

全
部
で
二
十
二
人
い
る
ん
で
す
よ
ね

あ

そ
れ
じ

あ
簡
易

設
み
た
い
な
も
の

そ
う
で
す
ね

八
幡
君
と
二
人
き
り
で

ま
る
の
は
禁
止
で
す
し

 
も
し
そ
う
な

て
も
隣
の
部
屋
に

ん
で
い
る
そ
の
管
理
人
の
子
が
一

に

ま

て
く
れ

ま
す
し

 
女
の
子
が

ま
る
時
は
八
幡
君
は
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ

ベ

ド
で

る
か
ら

理
的
に
も

セ

フ
だ
し

 
ま
あ
無
料
で
気

に
使
え
る
ホ
テ
ル
み
た
い
な
も
の
で
す
ね

 
そ
の
説
明
を
受
け

ナ
ツ
キ
と

莉
は

そ
の

常
性
に
驚
き
つ
つ
も

 
八
幡
な
ら
さ
も
あ
り
な
ん
と
あ
る
意
味
納
得
し
た

ち
な
み
に
風
太
と
大

は
血
の
涙
を

流
し
て
い
た

な

何
だ
そ
の
ハ

レ
ム
は

で
も

る
時
の
部
屋
は
別
々
な
ん
だ
よ
な

ば

か
お
前

そ
れ
ま
で
は
一

て
事
じ

な
い
か
よ

 
し
か
も
プ
ラ
イ
ベ

ト
ス
ペ

ス
だ
か
ら
女
の
子
達
も
相
当
無
防
備
な
格
好
を
し
て
る
だ
ろ
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そ

そ
う
か

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

何
故
俺
達
の
間
に
こ
こ
ま
で
の
差
が

く

俺
も
い
つ
か
そ
ん
な
マ
ン
シ

ン
を
持

て
み
て
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
し
て
戸
部
は

一
人
う
ん
う
ん
と

い
て
い
た

ヒ
キ
タ
ニ
君
は
も
う

ヒ
キ
タ
ニ
さ
ん
と
か
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
を

く
ぶ

ち
ぎ

て
る

し 
こ
れ
は
ヒ
キ
タ
ニ
神
と
言

て
も
い
い
レ
ベ
ル
だ
べ

 
ち
な
み
に
こ
の
反
応
の
差
は

女
性

験
の
差
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い

 
う
わ

な

何
だ

大
人
し
く
こ
ち
ら
に
来
て
く
れ

大
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
な

 
そ
し
て
ト
イ
レ
か
ら
の
帰
り

八
幡
は

屈
強
な
男
達
に
隣
の
部
屋
へ
と
押
し
込
ま
れ
た

く

油
断
し
た

ま
さ
か
ジ

ニ

ブ
ラ

ク
か

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と
懐
に
忍
ば
せ
て
あ

た

棒
を
抜
き
シ

コ

と
そ
れ
を

ば
し
た
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待

た
待

た
大
将

俺
だ
よ

俺

あ
れ

さ
ん

そ
れ
に

え

下

 
そ
こ
に
は

と
共
に

先
日
会

た
嘉
納
の

が
あ
り

八
幡
は
目
を
見
開
い
た



 第４８９話 嘉納の願い

 
第
４
８
９
話
 
嘉
納
の
願
い

さ
す
が
だ
な
比
企
谷
君

常
在
戦
場

て
か

い
い
心

え
だ

ど

ど
う
し
て

下
が
こ
こ
に

い
や
実
は
な

が
暴
走
し
た
時
に
止
め
よ
う
と
思

て
隣
の
部
屋
で
待
機
し
て
た
ん

だ
よわ

わ
ざ
わ
ざ
そ
の

に
で
す
か

何
か
す
み
ま
せ
ん

い
や

ま
あ
こ
い
つ
ら
の

労
も

ね
て
だ
か
ら

そ
れ
は
別
に
い
い
ん
だ

 
で

き
た
い
事
が
出
来
ち
ま

た
か
ら
こ
こ
に
来
て
も
ら

た
と
ま
あ
そ
う
い
う

だ

な

き
た
い
事

で
す
か

ほ
ら

さ

き
言

て
た
だ
ろ

マ
ン
シ

ン
が
ど
う
だ
と
か

あ

あ
あ

 
そ
し
て
八
幡
は

マ
ン
シ

ン
の
事
を
説
明
し
始
め
た

と
い
う

で
あ
の
部
屋
は
も
う
ほ
と
ん
ど
あ
い
つ
ら
の
好
き
に
さ
れ
ち

て
る
ん
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で
す
よ

ほ
う
ほ
う

そ
れ
は
そ
れ
は

う
わ

大
将
凄
い
な

さ
す
が
に
そ
ん
な
リ
ア
ル
ハ

レ
ム
話
は

い
た
事
が
無
い
わ

い
や

ハ

レ
ム
じ

な
く

た
だ
の

所
み
た
い
な
も
ん
な
ん
で
す
け
ど
ね

大
将

ま
し
い

す

で
も
そ
こ
に

れ
る
憧
れ
る

す

 
そ
ん
な
八
幡
に

倉
田
が

き
な
が
ら
す
が
り
つ
い
た

あ

そ
の

り
方

も
し
か
し
て
ケ
モ
ナ

さ
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
そ

ち
は
ト
ミ

さ
んそ

う

す
よ

ケ
モ
ナ

こ
と
倉
田

す

 
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
大
将
じ

な
く

兄
貴
と
呼
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す

え

あ

は

は
い

田
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

大
将

あ

こ
れ
は
ご
丁

に

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は
二
人
に
そ
う

を
し

嘉
納
の
方
へ
と
向
き
直

た

ま
あ
そ
ん
な

で
す
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な
る
ほ
ど
な

て
事
は

も
そ
こ
の
メ
ン
バ

に

い
や

俺
も

に
水
な
ん
で
す
け
ど

明
日
奈
が
あ
あ
言

た
か
ら
に
は

 
許
可
が
出
た
も
同
然

て
事
に
な
る
ん
だ
と
思
い
ま
す

大
将
に
は
決
定

は
無
い
の

い
や

俺
が
何
か
言
え
ば
そ
の
通
り
に
な
る
と
は
思
い
ま
す
け
ど

 
や

ぱ
り
女
性

の
自
治
に
任
せ
た
方
が

色
々
と
上
手
く
い
く
と
思
う
ん
で

 
そ
も
そ
も
俺
は
メ
ン
バ

を

や
す
気
は
無
い
で
す
し
ね

ふ

ん

あ
の
子

の
事
を
そ
ん
な
に
気
に
入

た
の
か
ね

分
か
り
ま
せ
ん

会

た
の
は
今
日
が
初
め
て
の
は
ず
で
す
し

 
そ
し
て
嘉
納
は

少
し
考
え
た
後

こ
う
決
断
を
下
し
た

よ
し

は
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
さ
せ
よ
う

え

下

本
気
で
す
か

 
驚
く

に

嘉
納
は
こ
う
答
え
た

ち

う
ど
あ
い
つ
は
手
が
空
い
た
と
こ
ろ
だ
し

よ
く
考
え
て
も
み
ろ

 
ソ
レ
イ
ユ
に
発
注
し
た
シ
ス
テ
ム
の

か
い
調
整
を
す
る

の
要
員
も
必
要
だ
ろ
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そ
れ
に
は
あ
の
ゲ

ム
を

験
し
た
お
前
達
の
誰
か
が

任
な
の
は
間
違
い
な
い

あ
あ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
で
す
ね

こ
れ
は
ま
さ
に
天
の
配

て
奴
だ

で
も
あ
い
つ
一
人
じ

不
安
だ
な

 
ナ
ツ
キ
君
は
別
の
仕
事
が
あ

て
無
理
だ
し

そ
う
な
る
と
黒
川
君
だ
な

 
黒
川
君
も
セ

ト
で
出
向
さ
せ
た
い

と
い
う

で
比
企
谷
君

そ
の
線
で
頼
め
な
い
か

う
ち
は
大
丈
夫
で
す

分
か
り
ま
し
た

そ
の
線
で
会
社
に
も
手
配
し
て
お
き
ま
す
ね

さ
す
が
話
が

い
ね

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
頼
む
よ

は
い

お
引
き
受
け
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
あ
ま
り
⻑
く
引
き
止
め
て
も
怪
し
ま
れ
ち
ま
う
し
と
り
あ
え
ず
向
こ
う
に

て
く
れ

 
こ

ち
は
こ

ち
で

当
に
飲
ん
で
る
か
ら
何
か
あ

た
ら
ま
た
こ

そ
り
こ

ち
に
来
て

く
れ
な

分
か
り
ま
し
た

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

き

自
分
の
部
屋
へ
と

て
い

た

悪
い

仕
事
の

話
が
あ

た
か
ら

ち

と

く
な

ち
ま

た
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あ
ら

こ
ん
な
時
ま
で

大
変
ね

ま
あ
仕
方
な
い
で
す
ね

任
あ
る
立
場
な
ん
で

そ
れ
じ

あ
俺
達
も

ち

と
ト
イ
レ
に

お
う

行

て
こ
い
行

て
こ
い

 
そ
し
て
三
人
の
男
性

は

を
立
ち

八
幡
は
自
分
の

に

た

 
見
る
と
明
日
奈
が

乃
に
こ
ん
こ
ん
と
何
か
説
明
し
て
お
り

 
八
幡
は
首
を

げ
な
が
ら

莉
に
こ
う

ね
た

黒
川
さ
ん

明
日
奈
は
一
体
何
を

あ
あ
明
日
奈
さ
ん
が
マ
ン
シ

ン
の

か
い
使
用
ル

ル
を

乃
に
説
明
し
て
い
る
の
よ

え

あ
あ

え
え
と

そ
れ

黒
川
さ
ん
も

い
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
で
す

え実
は
さ

き

話

て
言

た
の
は

で
し
て

隣
に

下
や

さ
ん
が
い
て

 
そ

ち
に
引

張
り
込
ま
れ
た
ん
で
す
よ
ね

 
そ
の
予
想
外
の
言
葉
に

莉
と
ナ
ツ
キ
は
驚
い
た

そ

そ
う
な
の
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下
も
来
て
た
ん
だ

は
い

多
分
ま
だ
隣
で
飲
ん
で
ま
す

何
で
そ
ん
な
事
に

え

と

さ
ん
が
暴
走
し
た
時
の
備
え
だ
そ
う
で

あ
あ

そ
う
い
う
事

そ
れ
な
ら
納
得
だ
わ

だ
ね

乃
は
よ
く
や
ら
か
す
も
ん
ね

 
そ
の
説
明
に

二
人
は
驚
く
ほ
ど
簡

に
納
得
し
た

 
ど
う
や
ら
ナ
ツ
キ
の
口
ぶ
り
だ
と

過
去
に
何
か
あ

た
の
だ
ろ
う

で

下
は
何
て

え

と
マ
ン
シ

ン
の
話
を

い
て
そ
う
い
う
事
な
ら
ソ
レ
イ
ユ
に

さ
ん
を
出
向
さ

せ
る
と

 
で
ナ
ツ
キ
さ
ん
は
仕
事
が
あ

て
今
は
無
理
で
黒
川
さ
ん
を

さ
ん
と
一

に
出
向
さ

せ
る
か
ら

 
そ
の
面
倒
を
見
て
く
れ
と
言
わ
れ
ま
し
た

え

本
当
に
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は
い

そ

そ
う

 

莉
は
そ
う
言
う
と

困

た
顔
で
八
幡
に

ね
た

わ

私
も
仲
間
に
入
れ
て
と

明
日
奈
さ
ん
に
頼
む
べ
き
か
し
ら
ね

あ
あ

そ
れ
な
ら

お
い

明
日
奈

 
八
幡
が
そ
う
呼
ん
だ

間

明
日
奈
は
バ

と

り
向
き

八
幡
の
懐
に
飛
び
込
ん
で
き
た

な
 
そ
し
て
明
日
奈
は
ご
ろ
ご
ろ
と

え
な
が
ら

八
幡
に
言

た

な

に

八
幡
君

あ
あ

実
は

黒
川
さ
ん
も

さ
ん
と
一

に

 
う
ち
の
マ
ン
シ

ン
の
仲
間
に
入
れ
て
欲
し
い
そ
う
な
ん
だ
が

え

い
い
の

や

た

そ
れ
じ

あ

莉
さ
ん
も
私
達
の
仲
間
に
な

て
く
れ
る
ん
で
す

ね
え

え
え

そ
う
ね

仲
間
に
入
れ
て

そ
れ
じ

あ
一

に
説
明
を
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い
や
明
日
奈

そ
れ
は
ま
あ

後
で
い
い
だ
ろ

そ
れ
も
そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
私
も
ト
イ
レ
に
行

て
く
る
ね

お
う

気
を
つ
け
て
な

 
そ
し
て
明
日
奈
が
去

た
後

残
さ
れ
た
者
達
は

ひ
そ
ひ
そ
と
話
し
始
め
た

今
の
明
日
奈
の
様
子

何
か
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か

あ
や

ぱ
り
八
幡
君
も
そ
う
思

た
ん
だ
時
々
常

を

し
た
行
動
に
出
る
わ
よ
ね

ね

も
し
か
し
て

実
は
も
う

ち

て
る
ん
じ

な
い

う

ん

で
も
話
し
方
は
普
通
だ
よ
ね

足
取
り
も
し

か
り
し
て
る
し
ね

う

ん

 
そ
し
て
八
幡
は

三
人
に
言

た

実
は
明
日
奈
が
ち

ん
と
お
酒
を
飲
む
の

て

今
日
が
初
め
て
な
ん
で
す
よ

え

そ
う
な
の

だ
か
ら
明
日
奈
が

う
と
ど
う
な
る
か

俺
に
も
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね

な
る
ほ
ど
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ま
あ
と
り
あ
え
ず
も
う
少
し
様
子
を
見
て
み
ま
し

う
予
約
終
了
ま
で
あ
と
三
十
分
く
ら
い

で
す
し
ね

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う
か

 
そ
し
て
全
員

て
き
た
後

一
同
は
再
び
歓
談
を
続
け
た

 
ち
な
み
に
さ
す
が
に
王
様
ゲ

ム
を
し
よ
う
な
ど
と
言
い
出
す
者
は
い
な
か

た

戸
部
な
ど

も

り
上
が

て
る
ん
だ
し
無
理
に
や
る
事
は
無
い

し

 
と
大
人
の
意
見
を
言

て
い
た

風
太
も
大

も
と
に
か
く
自
分
の
好
き
な
事
に
つ
い
て

 
ま
あ
言

て
し
ま
え
ば
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
関
す
る
事
な
の
だ
が

 
そ
れ
に
つ
い
て
ち

ん
と
理
解
し
つ
つ
話
を

い
て
も
ら
え
る
事
が
と
て
も
嬉
し
い
よ
う
で

 
逆
に

ゲ

ム
な
ん
か
や

て
い
る
暇
は
無
い
と

会
話
す
る
事
を
望
む

様
だ

た

 
女
性

も
そ
れ
は
同
じ
だ

た
よ
う
で
一

男
性
と
の
会
話
で
は
得
ら
れ
な
い
充
足
感
を
味

わ

て
い
た

そ
う
そ
う

あ
の
銃

て
ば

装

が
少
な
い
ん
だ
よ
ね

で
す
ね

実

に
戦

て
み
る
と

そ
こ
が
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
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や

ぱ
り
あ

ち
の
方
が

だ
よ
ね

あ

あ

あ

ち
を
制
式

用
し
て
く
れ
れ
ば
な

 
風
太
と
大

は

そ
ん
な
感
じ
で
と
て
も
楽
し
そ
う
に
会
話
を
し
て
い
た

 
戸
部
も
戸
部
で

そ
れ
な
り
に
予

は
し
て
き
た
よ
う
で

 
分
か
ら
な
か

た
点
を
質
問
す
る
事
で

き
ち
ん
と
会
話
を
成
り
立
た
せ
て
い
た

 
そ
ん
な
個
人
個
人
の
相
性
や

か
い
努
力
の
お
か
げ
で

 
こ
の
日
の
合
コ
ン
は
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を

じ
る
事
と
な

た

 
い
や

想
像
以
上
に
楽
し
か

た
ね

と
に
か
く
マ
ニ
ア

ク
な
話
が
通
じ
る

て
の
が

ス
ト
レ
ス
も
無
く
て
も
う
最
高
ね

是
非
ま
た
や
り
ま
し

う

そ
う
ね

こ

ち
か
ら
お
願
い
し
た
い
く
ら
い
だ
わ

帰
り
は
大
丈
夫
で
す
か

あ
あ

う
ん

こ
ち
と
ら
自
衛

だ
か
ら
ね

下
手
に
暴

に
襲
わ
れ
て
も
返
り
討
ち
よ

あ
は
は
は
は

確
か
に
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そ
し
て
風
太
と
大

そ
し
て
戸
部
は

意
気
投
合
し
た
の
か

 
も
う
一

別
の
店
に
行
く
と
言

て

去

て
い

た

 
ナ
ツ
キ
は
す
ぐ
近
く
に
友
達
の
家
が
あ
る
ら
し
く

今
日
は
そ
こ
に

ま
る
ら
し
い

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
四
人
は

さ
あ
八
幡
君

マ
ン
シ

ン
に
レ

ツ
ゴ

ん

ま
あ
こ
こ
か
ら
な
ら
そ
う
だ
な

運
転
は
キ

ト
に
任
せ
れ
ば
い
い
し
な

そ
れ
じ

あ

莉
さ
ん
と

乃
さ
ん
も
一

に
レ

ツ
ゴ

え本
当
に

お

お
い

明
日
奈

え

別
に
い
い
じ

な
い

ね

い
や

ま
あ
お
二
人
が
迷
惑
じ

な
け
れ
ば

俺
は
別
に

わ
な
い
が

せ

か
く
の
機
会
だ

こ
れ
か
ら
た
ま
に
お
世
話
に
な
る
ん
だ
ろ
う
し

 
ど
ん
な
所
か
知

て
お
く

に
も
行

て
こ
い
行

て
こ
い

下
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そ
こ
に

場
し
た
の
は

防
衛
大
臣
嘉
納
太
郎
そ
の
人
で
あ

た

話
は

い
て
る
よ
な

と
い
う

で
し
ば
ら
く
出
向
だ

頼
む
ぞ
二
人
と
も

 
い
い
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
く
れ
よ

は

は
い

意
努
力
し
ま
す

 
さ
す
が
に
敬

ま
で
は
し
な
か

た
が

二
人
は
キ
リ

と
し
た
顔
で
そ
う
返
事
を
し
た

そ
れ
じ

あ
比
企
谷
君

あ
と
は
任
せ
て
い
い
か
な

は
い

あ

キ

ト

こ
こ
だ
こ
こ
だ

 
丁
度
そ
の
時
キ

ト
が
現
れ

八
幡
は
キ

ト
に
手
を

た

ん

比
企
谷
君
は

運
転
手
付
き
の

で
こ
こ
に
来
て
た
の
か

あ

違
い
ま
す

こ
れ
は
自
動
で
動
く
ん
で
す
よ

名
前
は
キ

ト
と
言
い
ま
す

ほ
う

さ
す
が
は
ソ
レ
イ
ユ
だ
な

 
そ
う
感
心
し
た
よ
う
に

く
嘉
納
に

キ

ト
が
丁

な

を
し
た

 
ど
う
や
ら
嘉
納
の
顔
に
関
す
る
知
識
は

に
持

て
い
た
ら
し
い

始
め
ま
し
て
大
臣

私
は
キ

ト
と

し
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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そ
う
キ

ト
に

を
さ
れ
た
嘉
納
は

と
て
も
驚
い
た

く

が

た

比
企
谷
君

こ

こ
れ
は

あ

は
い

キ

ト
に
は
高
度
な

が

載
さ
れ
て
る
ん
で
す
よ

こ
の
前
の
事
件
の
時
も

 
現
場
に
間
に
合

た
の
は
キ

ト
が
完

に
混
雑

況
や
速
度
を
調

し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
す
し
ね

し
か
も
そ
の
名
前
に
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
も
し
か
し
て

あ
は
い
元
ネ
タ
は
ナ
イ
ト
ラ
イ
ダ

ら
し
い
で
す
外
見
ま
で
完

に
再
現
し
て
あ
り
ま

す 
そ
れ
を

い
た
嘉
納
は

と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
出
し
た

や

ぱ
り
そ
う
か

な

八
幡
君

物
は
相
談
な
ん
だ
が

 
キ

ト
と
同
じ
タ
イ
プ
の

を
俺
に

て
も
ら
う
事
は
可
能
か

キ

ト
と
同
じ
タ
イ
プ
の

で
す
か

う
わ

下

本
気
で
す
か

 
そ
れ
を

い
た

は

天
し
そ
う
言

た

確
か
に
キ

ト
は
格
好
い
い
し
自
分
も
欲

し
い
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だ
が
こ
れ
を
作
る
の
に
い
く
ら
か
か
る
の
か

 
少
な
く
と
も

の
お
金
が
必
要
な
の
は

に
も
想
像
出
来
た
か
ら
だ

当
た
り
前
だ
ろ
俺
達
の
世
代
じ

こ
れ
を
手
に
入
れ
る
の
が
一
生
に
一
度
の
夢
だ

た

ん
だ
よ

 
そ
ん
な
嘉
納
の
本
気
度
を
悟

た
八
幡
は
そ
の
願
い
の

に
可
能
な
限
り
尽
力
す
る
事
を

決
め
た

分
か
り
ま
し
た

可
能
か
ど
う
か
確
認
し
て
み
ま
す
ね

お
お

頼
む

こ
の
通
り
だ

 
こ
う
し
て
嘉
納
か
ら

キ

ト
二

機
の

を
頼
ま
れ
た
八
幡
は

 
そ
の
ま
ま
陽
乃
に
連

を
と
り

時
間
は
か
か
る
が
オ

ケ

と
の
返
事
を
も
ら

た

 
そ
れ
を

い
た
嘉
納
は
小
躍
り
し
な
が
ら
喜
び

達
は
そ
れ
を

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て

い
た

 
そ
し
て
四
人
と
別
れ
た
後

八
幡
は

明
日
奈
達
三
人
を
キ

ト
に
乗
せ

 
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
へ
と
向
か
う
事
に
し
た
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第
４
９
０
話
 
枕

 
今
日
明
日
は

文

が
少
し
多
め
に
な

て
お
り
ま
す

は

出
向
か

朝
満
員

に

ら
れ
る
の
は
き
つ
い
わ
ね

ま
あ
俺
が
い
な
く
て
も

い
つ
で
も
好
き
な
時
に

ま

て
く
れ
て
い
い
ん
で

 
そ
れ
は
あ
る

度
回
避
出
来
る
と
思
い
ま
す

マ
ン
シ

ン
は
会
社
の
目
の
前
な
ん
で

 
八
幡
は
二
人
に

し

な
さ
そ
う
に
そ
う
言

た

そ
ん
な
顔
し
な
い
で

私
達
も

し

な
い
と
思

て
い
る
の
だ
し

い

そ
出
向
の
間
だ
け

近
く
に
マ
ン
シ

ン
で
も

り
て

二
人
で
一

に

む

 
に
こ
に
こ
と
笑
顔
で
そ
う
言

た

乃
に

莉
は

た
く
こ
う
言
い
放

た

よ
え
え
え
え
え
え
え
え

莉
ち

ん

た
い
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だ

て
あ
な
た

家
事
と
か
出
来
な
い
で
し

う

うそ
ん
な
罰
ゲ

ム
み
た
い
な
同
居
は
ご
め
ん
こ
う
む
る
わ

 
そ
う
言
わ
れ
た

乃
は

と
て
も
情
け
な
さ
そ
う
な
顔
で

つ
り
と
言

た

う

い
つ
か
強
く
て
お
金
持
ち
で
家
事
が
出
来
る
男
の
人
を
捕
ま
え
て
や
る

そ
こ
ま
で
の
相
手
だ
と
釣
り
合
う
に
は
女
性
に
も
そ
れ
な
り
の
格
が
必
要
に
な
る
と
思
う
の

だ
け
れ
ど

 
あ
な
た
に
そ
ん
な
セ

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の

あ

あ
る
わ
よ

こ
の
胸
で

し
て
あ
げ
ま
す

 
そ
う
言
い
な
が
ら

乃
は

そ
の
豊
満
な
胸
を
ド
ン
と
叩
い
た

そ
う
ね

不
本
意
だ
け
れ
ど

そ
れ
が

な
事
は
認
め
る
わ

 

身
で
ス
タ
イ
ル
は
い
い
が
あ
く
ま
で
も
一

的
な
サ
イ
ズ
の

囲
に
収
ま

て
い
る

莉

は 
微

に
不
満
そ
う
で
は
あ

た
が

そ
の
点
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か

た

で

他
に
は
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ほ

他

え

と

じ

銃
の
撃
ち
方
を
教
え
て
あ
げ
る
と
か

一

人
が
銃
を
撃
つ
機
会
な
ん
て

ど
れ
だ
け
あ
る
と
思
う
の

え

と

ほ
ら

謎
の
研
究
室
が

秘
に
開
発
し
て
い
た
ウ

ル
ス
が

れ
だ
し
て

 
街
が
ソ
ン
ビ
で

れ
て
パ
ニ

ク
に

 

乃
は
先
ほ
ど
八
幡
に
言
わ
れ
た
セ
リ
フ
が

に
残

て
い
た
の
だ
ろ
う
お
ず
お
ず
と
そ
う

言

た
ね

乃

あ
な
た
馬

な
の

そ
れ
と
も
本
来

に
行
く
は
ず
の
栄

が

 
全
部
こ
の
胸
に
行

て
る
と
で
も
言
い
た
い
の

ひ

ひ
ど
い

ひ
ど
い
の
は
あ
な
た
の

よ

最

限
も
う
少
し

討
の
余
地
が
あ
る
意
見
を
言
い
な
さ
い

う相
手
に
求
め
る
前
に
ま
ず
は
自
分
の
事
を
な
ん
と
か
し
な
さ
い
私
に
言
え
る
の
は
そ
れ
だ

け
よは

は
ひ

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

い
て

八
幡
は
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黒
川
さ
ん
お

か
ね
え

と
内
心
恐
れ
を

い
て
い
た
の
だ
が

 
幸
い

の

が
八
幡
に
飛
び

す
る
事
も
な
く

 
一
行
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
へ
と
た
ど
り
着
い
た

え

こ
こ

あ

は
い

そ
う
で
す
け
ど

い
か
に
も
高
そ
う
ね

凄

い

本
当
に
こ
こ
に
お
世
話
に
な

て
い
い
の

も
ち
ろ
ん
で
す

う
わ

う
わ

同

に
自
慢
し
た
い
か
ら

写
真
を

て
も
い
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
か
に
上
げ
な
け
れ
ば
別
に

い
ま
せ
ん
よ

そ
ん
な
事
し
な
い

て

直
接
見
せ
て
自
慢
す
る
の

中
は
ど
ん
な
感
じ
な
ん
だ
ろ
う

楽

し
み
だ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら

乃
は

マ
ン
シ

ン
の
外
観
を
パ
シ

リ
と

影
し
た

そ
れ
じ

あ
案
内
す
る
ね

乃
さ
ん

莉
さ
ん

行
こ
う

 
明
日
奈
は
そ
う
言
い
な
が
ら
マ
ン
シ

ン
の
中
へ
と
入

て
い
き
そ
の
あ
と
に

乃
が
続
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い
た

 
そ
の
後
を

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大
人
な
二
人
が

ん
で
つ
い
て
い

た

八
幡
君

乃
が
は
し

い
じ

て
ご
め
ん
な
さ
い
ね

い
え
い
え

気
に
い

て
も
ら
え
た
み
た
い
で
良
か

た
で
す
よ

も
し
あ
の
子
が
部
屋
を

し
た
ら

私
が

任
を
も

て

を
殴

て
お
く
わ
ね

え

あ

え

と

お
手
柔
ら
か
に

 
そ
し
て
た
ど
り
着
い
た
八
幡
の
部
屋
は

明
か
り
が

て
い
た

 
隣
の
優
里
奈
の
部
屋
の
明
か
り
は
消
え
て
い
る

 
お
そ
ら
く
優
里
奈
が
何
か
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

ど
う
や
ら
優
里
奈
が
い
る
み
た
い
だ
な

か
な

ち

と
チ

イ
ム
を
鳴
ら
し
て
み
よ

か

あ

そ
れ
じ

あ
私
が

 

乃
は
そ
う
言

て

チ

イ
ム
を
鳴
ら
し
た

は
い

こ
ち
ら
比
企
谷
で
す

あ

え

と
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乃
は
特
に
何
も
考
え
て
い
な
か

た
ら
し
く
そ
う
声
を

け
ら
れ
て
あ
た
ふ
た
し
だ
し

た
ど
ち
ら
様
で
す
か

え
と

え
と

し

幸
せ
の
ツ
ボ
を

い
ま
せ
ん
か

 

乃
は

が
混
乱
し
た
の
か

突
然
そ
ん
な
事
を
口
走

た

え
 
そ
の

間
に

莉
が

乃
の

に
拳
骨
を
落
と
し
た

ぎあ
な
た
ね

ま
あ
ま
あ

子

の
し
た
事
で
す
か
ら

は

八
幡
君
が

莉
ち

ん
の
影

を
受
け
て
る

 
拳
を

て

る

る

え
る

莉
を

そ
う

め
な
が
ら

 
八
幡
は
イ
ン
タ

ホ
ン
に
向
か

て
言

た

悪
い
優
里
奈

俺
だ

あ

八
幡
さ
ん
で
し
た
か

今
開
け
ま
す
ね
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そ
し
て
ド
ア
が
開
い
た

間

莉
か
ら
逃
れ
よ
う
と

乃
が
入
り
口
に
向
か

て
突
撃
し

た

莉
ち

ん

も
う
勘

し
て

あ

ち

と
待
ち
な
さ
い

きう
 
そ
し
て

乃
は

ド
ア
の
向
こ
う
に
い
た
優
里
奈
に
突

込
ん
で
し
ま
い

 
そ
の
胸
に
顔
を

め
る

と
な

た

や
ん

は

八
幡
さ
ん

だ

目
で
す

ま
だ
心
の
準
備
が

何
を
言

て
る
ん
だ
優
里
奈

え

あ
れ

 
そ
し
て
優
里
奈
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら
下
を
向
き

 
優
里
奈
の
胸
か
ら
逃
れ

何
と
か
顔
を
上
げ
た

乃
と
目
が
合

た

あ

え

と

初
め
ま
し
て

あ

こ
れ
は
ご
丁

に

て

え

や
だ

あ
な
た
も
し
か
し
て
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乃
は

然
と
そ
う
言
う
と

じ

と
優
里
奈
の
顔
を
見
た

う

や

や
ば
い
か
わ
い
い

え
 
そ
し
て

乃
は

優
里
奈
に
向
か

て
こ
う

ね
た

あ

あ
の

料
理
は
得
意
で
す
か

あ

は
い

得
意
で
す
け
ど

お

や
お
洗

は

そ
ち
ら
も
得
意
な
方
だ
と
思
い
ま
す

ち

ち
な
み
に
お
勉
強
の
方
は

こ
の
部
屋
に
は
成

の
い
い
人
が
た
く
さ
ん
来
る
の
で

最
近
凄
く
上
が
り
ま
し
た

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
突
然

乃
は
そ
う
言

て
後
じ
さ
り

莉
の
胸
に
顔
を

め
な
が
ら
言

た

ま

莉
ち

ん
ど
う
し
よ
う

こ
の
子

完
全
に
私
の
上

換
だ
よ

女
子
力
強
者
だ

よ 

に
戦
え
る
の
は
胸
だ
け
か
も
し
れ
な
い
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そ
う
言
わ
れ
て

莉
は

し
げ
し
げ
と
優
里
奈
の
胸
を
見
た
後

乃
に
こ
う
言

た

そ
う
ね

そ
の
認
識
は
正
し
い
と
思
う
わ

だ
よ
ね
だ
よ
ね

う

こ
う
し
て
い
て
も

や

ぱ
り

莉
ち

ん
の
胸
と
は
感
触
が

違 
そ
の

間
に

莉
は
再
び

乃
の

に
拳
骨
を
落
と
し

乃
は

絶
し
た

ぎ
 
そ
う
言
い
な
が
ら

を

え
る

乃
を
放
置
し

莉
は
優
里
奈
に
優

に

を
し
た

初
め
ま
し
て
私
は
黒
川

莉
と

し
ま
す
こ
れ
か
ら
た
ま
に
こ
ち
ら
に
お
世
話
に
な
り
ま

す
が

 
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

私
は
櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
の

が
済
ん
だ
の
を
見
計
ら

て

八
幡
は
優
里
奈
に
言

た

と
り
あ
え
ず
事
情
を
説
明
す
る
か
ら
中
で
話
す
と
す
る
か

は
い

今
丁
度
洗

物
を
片
付
け
終
わ

た
と
こ
ろ
な
の
で

お
茶
の
用
意
を
し
ま
す
ね

悪
い
な

頼
む
わ
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そ
し
て
八
幡
達
は

リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ

に

を
下
ろ
し
た

 
そ
こ
に
優
里
奈
が
お
茶
を
持

て
現
れ
た

ど
う
や
ら
事
前
に
お
湯
は

か
し
て
お
い
た
ら
し

い
お

い
な

は
い

一
応

日
こ
の
く
ら
い
の
時
間
に
は

お
湯
を

か
し
て
お
く
事
に
し
て
る
ん
で
す

 
八
幡
さ
ん
が
来
る
の

て
大
体
こ
の
く
ら
い
の
時
間
で
す
し
ね

さ
す
が
優
里
奈
は
気
が
利
く
な

そ
ん
な
事
な
い
で
す

私
も
お
茶
を

い
て
ま
す
し

 
優
里
奈
の
話
だ
と

こ
の
部
屋
に
誰
も
来
な
い
日
で
も

 
換
気
を
す
る

に

優
里
奈
は

日
一
時
間

度
は
こ
の
部
屋
で
過
ご
し
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
日
に
よ

て

一
人
で
ネ

ト
を
し
な
が
ら
お
茶
を
し
た
り

 
勉
強
を
し
た
り
し
て
い
る
ら
し
い

そ
う
か

で
も
一
人
だ
と

し
く
な
い
か

は
い

し
い
で
す

な
の
で
ち

こ
ち

こ
顔
を
出
し
て
下
さ
い
ね

 
知

て
ま
す
か

八
幡
さ
ん

私

も
う
す
ぐ
夏
休
み
に
入
る
ん
で
す
よ
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え

あ

お

お
う

 
そ
の

ス
ト
レ

ト
に
休
み
で

日

し
い
ア
ピ

ル
を
す
る
優
里
奈
に

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
返
事
を
し
た

そ
れ
で
事
情
と
い
う
の
は

今
度
こ
ち
ら
の
二
人
が

自
衛

か
ら
う
ち
に
出
向
し
て
く
る
事
に
な

て
な

 
そ
の
間
帰
る
の
が
面
倒

い
時
と
か
に
こ
の
部
屋
を
自
由
に
使

て
も
ら
お
う
と
思

て

な
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

自
衛

の
方
だ

た
ん
で
す
ね

う
わ

格
好
い
い
な

さ

き
自

紹
介
し
て
た
と
思
う
が
こ
ち
ら
が
黒
川

莉
さ
ん
そ
し
て
こ
ち
ら
が

乃
さ
ん
だ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

宜
し
く
ね

優
里
奈
ち

ん

 

乃
は
先
ほ
ど
の

態
を
忘
れ
た
よ
う
に
元
気
に
そ
う
言

た

実
に
ポ
ジ
テ

ブ
で
あ
る

ち
な
み
に
優
里
奈
ち

ん
二
人
の
着

え
と
か
は

の
場
所
に
し
ま

て
お
く
事
に
し
た

か
ら
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分
か
り
ま
し
た

ネ

ム
プ
レ

ト
を
八
幡
さ
ん
に
書
い
て
も
ら
わ
な
い
と
で
す
ね

ま
た
俺
が
書
く
の
か

 
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ
優
里
奈
は
つ
ま
り
は
そ
う
い
う
事
な
の
だ
と
す
ぐ
に
理
解
し
た
よ
う

で 
特
に
疑
問
を
差
し

む
事
な
く
そ
う
言

た

そ
の
直
後
に
優
里
奈
は

八
幡
に
言

た

で
も
明
日
奈
さ
ん

多
分
こ
の
事
を
覚
え
て
な
い
ん
じ

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど

ん

ど
う
い
う
事
だ

だ

て
多
分
明
日
奈
さ
ん

て
記
憶
を
無
く
し
て
ま
す
よ

え本
当
に

だ

て
ほ
ら

私
が
こ
ん
な
事
を
言

て
る
の
に
反
応
し
な
い
じ

な
い
で
す
か

た

確
か
に

お
い
明
日
奈

お
い

ん

八
幡
君
ど
う
し
た
の

私
は
元
気
だ
よ

 
そ
の
微

に
お
か
し
い
返
事
を

い
て
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八
幡
は

優
里
奈
の
言

て
る
事
は
本
当
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
始
め
た

何
で
そ
う
思

た
ん
だ

う
ち
の
兄
が

す
る
と

こ
ん
な
感
じ
だ

た
ん
で
す
よ

 
今
日
八
幡
さ
ん
と
明
日
奈
さ
ん
が
飲
み
に
行
く
事
は
知

て
ま
し
た
し
ね

そ
う
い
う
事
か

と
り
あ
え
ず

こ
し
ま
す
か

出
来
る
の
か

兄
と
同
じ
な
ら

多
分

や

て
み
て
く
れ

は
い

 
そ
し
て
優
里
奈
は

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
明
日
奈
の
目
の
前
で

パ
チ
ン
と
手
を
叩
い
た

 
い
わ
ゆ
る
猫
だ
ま
し
で
あ
る

きそ
し
て

こ
う
で
す

 
そ
う
言
い
な
が
ら
優
里
奈
は

明
日
奈
の

に
チ

プ
を
し
た
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い

い

明
日
奈
さ
ん

私
で
す

優
里
奈
で
す

 
八
幡
さ
ん
が
女
の
子
に
言
い
寄
ら
れ
て
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
の
で

き
て
下
さ
い

ち

お
ま

 
そ
の
突
然
の
言
葉
に

八
幡
は
思
わ
ず
そ
う
声
を
上
げ
た

え

え

ど

ど
こ

八
幡
君
は
今
度
は
誰
に
ア
タ

ク
さ
れ
て
る
の

私
で
す

ゆ

優
里
奈
ち

ん
が

て

あ
れ

優
里
奈
ち

ん
も
合
コ
ン
に
参
加
し
た
の

り
ま
し
た
ね

え

こ

こ
こ

て
八
幡
君
の
マ
ン
シ

ン

い
つ
の
間
に
こ
こ
に

う
わ

本
当
に
記
憶
無
か

た
ん
だ

今
度
は
誰
に

て
言

た
わ
よ
ね

 
そ
ん
な
明
日
奈
の
様
子
を
見
て

莉
と

乃
は
半
ば

れ
た
顔
を
し

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は
思
わ
ず
目
を
背
け
た

こ
れ
ぞ
必
殺

テ
レ
ビ
が
壊
れ
た
時
は
叩
け
ば
直
る
戦
法
で
す
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だ
が
八
幡
は

そ
う
宣
言
し
た
優
里
奈
に
突

込
ま
ざ
る
を
得
な
か

た

今
時
そ
ん
な
テ
レ
ビ
無
い
だ
ろ

ど
こ
か
ら
学
ん
だ
知
識
だ
よ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
に
ア

プ
さ
れ
て
る

ド
リ
フ
の
コ
ン
ト
で
学
び
ま
し
た

お
前

そ
う
い
う
古
い
お
笑
い
が
好
き
だ

た
の
か

は
い

今
度
一

に
見
ま
し

う
ね

八
幡
さ
ん

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
が

さ

き
の
セ
リ
フ
は
そ
の

い
や

ま
あ
い
い
や

 
八
幡
は

優
里
奈
の
笑
顔
に
気
圧
さ
れ

そ
う
言
葉
を

し
た

 
そ
し
て
八
幡
は

明
日
奈
に
こ
う

ね
た

で

明
日
奈

ど
こ
ま
で
覚
え
て
る

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

モ

ツ

ル
ト
ミ
ル
ク
も

 
あ
と
カ
ル
ピ
ス
サ
ワ

も
美
味
し
か

た
よ

そ
の

り
か

明
日
奈
の
限
界
は
三

く
ら
い
と
い
う
事
か

え

え

何
が

実
は
な

 
そ
し
て
明
日
奈
は

今
日
何
が
あ

た
の
か
説
明
さ
れ
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そ
の
事
を
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
な
か

た

シ

ク
を
受
け
た
顔
を
し
た

ほ

ほ
と
ん
ど
覚
え
て
な
い
よ

ほ
と
ん
ど

て
事
は

少
し
は
覚
え
て
る
の
か

う
ん
八
幡
君
が

相

を
し
て
い
た
事
と
二
人
を
こ
の
部
屋
に

く
事
に
し
た
事
は
覚
え

て
るそ

う
か
じ

あ
こ
の
二
人
の
着

え
を
こ
の
部
屋
に
常

さ
せ
る

て
話
は
そ
れ
で
い
い
ん

だ
なあ

そ
れ
は
問
題
な
い
よ

分
か

て
て
言

た
か
ら

そ
れ
な
ら
問
題
な
い

 
そ
れ
で
話
が

ま

た
と
思

た
の
か

優
里
奈
は
二
人
を

室
へ
と
案
内
し

 
そ
こ
で
色
々
と
説
明
を
始
め
た
よ
う
だ

 
そ
の
間
八
幡
は

明
日
奈
が

が
す
る
と
言
い
出
し
た

そ
の

を
な
で
て
い
た

大
丈
夫
か

う
ん

で
も
ま
さ
か

私
が
こ
ん
な
に
お
酒
に

い
な
ん
て
思
わ
な
か

た
な

ま
あ
初
め
て
だ

た
せ
い
か
も
だ
し

ま
だ
何
と
も
だ
け
ど
な
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ま
あ

今
後
は
絶
対
に
八
幡
君
が
い
る
時
し
か
お
酒
は
飲
ま
な
い
事
に
す
る
よ

そ
う
し
て
く
れ

そ
の
方
が
俺
も
安
心
だ

 
そ
の
時
風
呂
場
の
方
か
ら
チ

イ
ム
が

こ
え
た

 
ど
う
や
ら
優
里
奈
が
風
呂
を
わ
か
し
て
お
い
て
く
れ
た
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ
明
日
奈

先
に
風
呂
に
入

て
こ
い
よ

 
も
し
一
人
が

し
い
な
ら

黒
川
さ
ん
と

さ
ん
を
誘

て
も
い
い
し
な

そ
う
だ
ね

う
ん

そ
う
す
る

 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

室
か
ら
二
人
を
引

張
り
出
し

室
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
八
幡
と
優
里
奈
は

ソ
フ

で
の
ん
び
り
と
会
話
し
て
い
た

そ
う
い
や
成

が
上
が

た
み
た
い
だ
な

え
ら
い
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
も
雪
乃
さ
ん
や
ク
ル
ス
さ
ん

 
そ
れ
に
紅
莉
栖
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
ね

幸
い
教
師
役
に
は
事

か
な
い
か
ら
な

で

夏
休
み
か

は
い

夏
休
み
で
す

何
か
予
定
は
あ
る
の
か
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い
え

特
に
は

あ

で
も

ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
を
や

て
み
よ
う
か
な

な
ん
て

そ
う
い
え
ば
前

興
味
が
あ
り
そ
う
に
し
て
た
よ
な

和
風
な
の
が
好
き
な
の
と

怪
と
か
に
興
味
が
あ
る
の
で

そ
う
か

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か

他
に
も
ど
こ
か
行
き
た
い
所
が
あ
れ
ば

 
い
つ
で
も
俺
が
連
れ
て

て
や
る
か
ら

気

に
言
う
ん
だ
ぞ

い
い
ん
で
す
か

は
い

分
か
り
ま
し
た

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
が
ま
だ
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
い
る
は
ず
だ

 
そ
れ
と
な
く
優
里
奈
の
事
を
頼
ん
で
お
く
か

そ
れ
じ

あ
私
は

何
か

い
物
で
も
作

て
き
ま
す
ね

 
そ
ろ
そ
ろ
小
腹
が
す
く
時
間
だ
と
思
い
ま
す
し

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ

は
い

 
そ
し
て
風
呂
か
ら
上
が

た
三
人
は

優
里
奈
の
料
理
に

を
う

た
後

 
仲
良
く
四
人
で

室
へ
と
消
え
て
い

た

ど
う
や
ら
優
里
奈
も
今
日
は
こ
ち
ら
に

ま
る
よ

う
だ
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さ
て

俺
も
ア
ル
コ

ル
の
せ
い
で
い
い
感
じ
に
眠
く
な

て
き
た
事
だ
し

 
今
日
は
こ
の
ま
ま

る
と
す
る
か

 
八
幡
は
そ
う

き
そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た

だ
が
八
幡
は
こ
の
時
気
付
い
て
い
な
か

た 
明
日
奈
は
完
全
に
覚

し
た

で
は
な
く

て
い
る
事
に
変
わ
り
は
な
い
事
を

  
そ
し
て
そ
の

時
間
後
八
幡
は
自
分
の
体
が

い
た
よ
う
に
感
じ

て
て
目
を
開
け
た

な

何
だ

地

か

あし
ま

た

気
付
か
れ
ち

た

 
そ
こ
に
は
八
幡
を
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
複

の
女
性
の

が
あ
り

 
四
人
は
ば
つ
が
悪
そ
う
な
顔
を
し
て

八
幡
を
そ

と
下
に
お
ろ
し
た

お

お
前
ら
一
体
何
を

ま

枕
が
欲
し
く
て

そ
の

八
幡
君
を

室
に
運
ぼ
う
か
な

て

 
明
日
奈
が
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言

た
が
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そ
の
顔
は

く

ま
だ

い
が
覚
め
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た

お
い
明
日
奈

ま
さ
か
俺
を
枕
に
し
よ
う
と

ち

ち

と
し
た
冗
談
だ
よ
た
だ
い
つ
も
よ
り
も
ち

と
ふ
わ
ふ
わ
し
て
楽
し
い
か

ら 
い
つ
も
や
り
た
く
て
も
出
来
な
い
事
が
出
来
る
よ
う
な
気
は
し
て
た
け
ど
で
も
冗
談
冗
談

だ
か
ら

え
え
い

ま
ど
ろ

こ
し
い

男
な
ら
彼
女
の
願
い
は
素
直
に
叶
え
て
あ
げ
な
さ
い

 
突
然
横
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

八
幡
の
体
は
力
強
い

に
持
ち
上
げ
ら
れ
た

 
ま
さ
か
の
逆
お
姫
様

こ
で
あ
る

う
わ

さ
ん

ち

ち

と

つ
い
で
に
お
こ
ぼ
れ
を
も
ら
お
う
な
ん
て
考
え
て
な
い
よ

う
ん

本
当
に

う
わ

ま

待

て
下
さ
い

て

黒
川
さ
ん

助
け
て
下
さ
い

大
丈
夫
よ

い
の
は
最
初
だ
け
だ
か
ら
チ
ク

と
し
た
後
は
直
ぐ
に
気
持
ち
よ
く
な
る

か
らチ

ク

て
何
だ
よ

意
味
が
分
か
ら
な
い
ぞ

お
い
優
里
奈

こ
い
つ
ら
を
何
と
か
し
て
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く
れご

め
ん
な
さ
い
八
幡
さ
ん
私
に
も
そ
ろ
そ
ろ
大
人
の
社
会
勉
強
が
必
要
だ
と
思
う
ん
で
す

 
黒
川
さ
ん
に
色
々
と
説
得
さ
れ
て

私

そ
の
事
に
気
付
き
ま
し
た

 
ど
う
や
ら
一
番
の
常
識
人
で
あ
る
優
里
奈
は

に
黒
川
に
懐
柔
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

だ

騙
さ
れ
る
な

こ
ん
な
の
は
大
人
の
社
会
勉
強
で
も
何
で
も
な
い

う
わ

こ
ら

は

離
せ離

し
て
も
ら
い
た
か

た
ら
私
に

相

で
勝

て
み
な
さ
い

そ
ん
な
の
絶
対
無
理
じ

ね
え
か

あ
あ

も
う

生

が
悪
い

品
を
ど
う
し
よ
う
と
私
の
勝
手
よ

 
自
衛

に
は
そ
ん
な

定
は
無
い
ん
だ
か
ら

人
を
戦
利
品
扱
い
す
る
な

は

い

お
一
人
様

ご
案
内

 
そ
し
て
八
幡
は

室
に
運
ば
れ

バ
タ
ン
と
ド
ア
が

じ
ら
れ

 
ベ

ド
に
投
げ
出
さ
れ
た
八
幡
は
言
葉
通
り
四
人
の
枕
に
さ
れ
た

も
ち
ろ
ん

き
枕
で
あ

る
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う

動
け
ね
え

ほ
ら

じ
た
ば
た
す
る
と

触

ち

い
け
な
い
所
に
触
る
事
に
な

て

 

任
を
と
ら
さ
せ
る
事
に
な
る
わ
よ

ぐさ
て
両
手
と
両
足
を
四
人
で
分
け
て
と
そ
れ
じ

あ
明
日
も

い
し

る
と
し
ま
す
か

 
八
幡
は
四
肢
を
ガ

チ
リ

め
ら
れ
ま

た
く
動
け
な
い

態
で
朝
を
迎
え
る
事
に
な

た

 
幸
い
か
な
り
眠
か

た

八
幡
は

め
に
も
似
た
気
持
ち
で

々
に
意
識
を
手
放
し

 
一
応

眠
を
と
る
事
は
出
来
た
の
だ
が

 

朝

手
と

足
が

れ

最
初
は
ま
と
も
に
立
ち
上
が
る
事
が
出
来
な
か

た

 
ち
な
み
に

乃
と
優
里
奈
が

き
し
め
て
い
た
場
所
で
あ

た
が

れ
た
理
由
は
謎
で
あ
る

 
何
か
に

ま
れ
て
血
行
が
悪
く
な

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
と
に
か
く
理
由
は
謎
で
あ

た 
そ
し
て
八
幡
は

解
放
さ
れ
る
と
同
時
に
四
人
を
正
座
さ
せ

 
そ
の

に
拳
骨
を
落
と
し

こ
れ
で
こ
の
話
は
終
わ
り
と
な

た

ご

ご
め
ん
ね
八
幡
君

私

て
た
み
た
い
で
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私
も

て
調
子
に
乗

て
た
み
た
い

ご
め
ん

私
は
全
然

て
い
な
か

た
け
ど

た
フ
リ
を
し
て
し
ま

た
わ

ご
め
ん
な
さ
い

 

て
そ
ん
な
顔
し
な
い
で

怖
い

怖
い
か
ら

き

私
も
全
然

て
な
か

た
で
す
け
ど

こ
の
場
の
空
気
に

て
ま
し
た

ご
め
ん
な
さ

い 

て
八
幡
さ
ん

目
が

の
目
に
な

て
ま
す
よ

あ

や
ん

 
八
幡
は

ま

た
く
反
省
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
た
約
二
名
に
追
加
で
拳
骨
を
落
と
し

 
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
言

た

ま
あ
実
害
は
無
か

た
し
今
回
は
不
問
に
し
ま
す
が
今
後
は
全
員
気
を
つ
け
て
下
さ
い
ね

 
そ
れ
じ

あ
い
い
時
間
な
ん
で

出
か
け
る
準
備
を
し
ま
し

う

は

い

 
そ
し
て
四
人
は
仲
良
く
着

え
を
始
め
八
幡
は
そ
ち
ら
を
見
な
い
よ
う
に

て
て
外
に
飛
び

出
し

 
リ
ビ
ン
グ
に

た
後

深
い
た
め
息
を
つ
く
の
だ

た
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第
４
９
１
話
 
何
で
す
か
そ
の
格
好
は

 
そ
の
後

仲
良
く
部
屋
を
出
た
一
行
は

八
幡
と
明
日
奈
と
優
里
奈
は
そ
の
ま
ま
学
校
へ

 
そ
し
て

莉
と

乃
は

一

家
に
着

え
や
ら
何
や
ら
を
取
り
に

り

 
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
へ
向
か
う
事
と
な

た

俺
も
学
校
が
終
わ

た
ら
顔
を
出
し
ま
す
の
で

待

て
て
下
さ
い
ね

う
ん

分
か

た

そ
れ
じ

あ
後
で
ね

八
幡
君

 
そ
し
て
学
校
に
着
く
と

和
人
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
八
幡
に
話
し
か
け
て
き
た

よ

八
幡

初
め
て
の
合
コ
ン
は
ど
う
だ

た

そ
れ
が
な

明
日
奈
が
色
々
と
や
ら
か
し
て
く
れ
て
な

 
明
日
奈
は
そ
の
声
が

こ
え
た
の
か

た
よ
う
に
八
幡
の
口
を
塞
い
だ

な

何
で
も
な
い
よ
和
人
君

あ
あ

合
コ
ン
楽
し
か

た
な

な
る
ほ
ど

明
日
奈
が
あ

さ
り
記
憶
を
無
く
し
た
の
か

ど

ど
う
し
て
分
か
る
の
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い
や

今
八
幡
が

ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
教
え
て
く
れ
た
か
ら
さ

な
 
明
日
奈
は
愕
然
と
し
た
顔
で
八
幡
の
方
を
見
た

 
八
幡
は
く
す
く
す
笑
い
な
が
ら

日
の
出
来
事
を
和
人
に
教
え
た

ま
じ
か

明
日
奈

て

う
と
そ
う
な
る
の
か

ち

違
う
の
和
人
君

あ
れ
は
私
の

な

技
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
よ

ふ

ん

八
幡

技
だ

た
の
か

俺
に
も
明
日
奈
の
記
憶
が
プ

ツ
ン
し
て
る
な
ん
て
ま

た
く
分
か
ら
な
か

た
の
は
確
か

だ
なそ

れ
く
ら
い

な

技
だ

た
ん
だ
よ

意
識
を
失
う
く
ら
い
の

 

て

も
う

二
人
と
も
私
の
話
を
ち

ん
と

い
て

は
い
は
い

だ
な

う
う
う

 
そ
の
時
教
室
に

里
香
と
珪
子
が
入

て
き
た
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お
は
よ
う

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

あ

明
日
奈
さ
ん

合
コ
ン
は
ど
う
で
し
た
か

う
う

や

ぱ
り
そ
の
話
に
な
る
よ
ね

も
う
い
い
や

好
き
に
話
し
ち

て

ど

ど
う
し
た
の
よ
明
日
奈

八
幡

何
が
あ

た
の

お
う

実
は
な

 
里
香
と
珪
子
に
そ
う

ね
ら
れ

八
幡
は
二
人
に
も

日
の
事
を
説
明
し
た

あ
は
は
は
は
は
は
は

も
う
明
日
奈
は

ウ

ロ
ン
茶
以
外
は
禁
止
だ
ね

も

も
う
ち

と
強
く
な
る
予
定
だ
も
ん

挑
戦
す
る
の
は

わ
な
い
け
ど

八
幡
が
一

の
時
以
外
は
飲
む
ん
じ

な
い
わ
よ

も
う

分
か

て
る
よ

 
そ
し
て
昼
休
み

八
幡
の

に

こ
ん
な
校
内
放
送
が

こ
え
て
き
た

比
企
谷
八
幡
君
比
企
谷
八
幡
君
私
が
あ
な
た
へ
の
お
土
産
を
持

て
朝
か
ら
お
待
ち
か
ね

よ 
さ

さ
と
理
事
⻑
室
に
来
て
私
に
死
ぬ
ほ
ど
感
謝
し
た
上
で
そ
の
気
持
ち
を
行
動
で

し

な
さ
い
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八
幡
は
そ
の
放
送
を

い
た

間
に
立
ち
上
が

た

く

そ

度
の
事
な
が
ら
調
子
に
乗
り
や
が

て

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

こ
れ
は
も
う
こ
の
学
校
の
名
物
だ
な

八
幡

し

か
り
ね

八
幡
さ
ん

頑
張

て
下
さ
い

八
幡
君

屋
上
で
待

て
る
ね

今
日
は
優
里
奈
ち

ん
が
お

当
を
持
た
せ
て
く
れ
た
の

お

そ
う
な
の
か

分
か

た

後
で
向
か
う
か
ら
待

て
て
く
れ

う
ん

 
こ
の
時
八
幡
の

に
は

か
な
か

た
が

こ
ん
な
指
令
が

 
他
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
の
間
で
交
わ
さ
れ
て
い
た

い
た
か

今
日
は
屋
上
が
シ

ト
ア
ウ
ト
だ

す
ぐ
に

ク
ラ
ス
の
代
表
に
伝
え
ろ

 
そ
し
て
他
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
か
ら
も

八
幡
に
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
き
た

参
謀

フ

イ
ト
で
す

理
事
⻑
だ
け
じ

な
く

私
に
も
優
し
く
し
て
下
さ
い

八
幡
様

頑
張

て
下
さ
い
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そ
し
て
八
幡
は

理
事
⻑
室
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た

 
道
中
で
も

山
の
声
が
八
幡
に

け
ら
れ

八
幡
は
気
合
を
入
れ
つ
つ
理
事
⻑
室
の
ド
ア
を

ノ

ク
し
た

あ
ら

も
し
か
し
て
八
幡
君

は
い

呼
び
出
し
を
受
け
て
参
上
し
ま
し
た

か

た
わ
ね

ど
う
ぞ

入

て

そ
れ
じ

あ
遠

な
く
入
り
ま
す

 
そ
し
て
八
幡
は
ド
ア
を
開
け

中
に
突
入
す
る
と

 
先
ほ
ど
の
放
送
に
つ
い
て

苦
情
を
述
べ
よ
う
と
し
た

だ
か
ら
あ
ん
た
は
ど
う
し
て
あ
あ
い
う
放
送
を

て

何
で
す
か
そ
の
格
好

あ
ら

八
幡
君
は

こ
れ
が
何
の
格
好
か
分
か
ら
な
い
の

そ
ん
な
露
出
の
激
し
い
格
好
の
事
な
ん
か
分
か

ん

あ
れ

 
も
し
か
し
て
そ
れ

て

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
チ

ト
リ
ア
ル
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
す
か

正
解
よ

ど
う

似
合
う
か
し
ら

 
理
事
⻑
は
し
な
を
作

て
ポ

ズ
を
と
り
な
が
ら

八
幡
に
そ
う

ね
て
き
た
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そ
し
て
八
幡
は
苦

に
満
ち
た
表
情
で

ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
始
め
た

理
事
⻑
の
年
齢
だ
と
似
合
う
は
ず
が
な
い
の
に

似
合
う
は
ず
が
な
い
の
に

 
う
ち
の
⺟
さ
ん
よ
り
も
年
上
な
の
に

く
そ

く
そ

 

でに

似
合

て
ま
す

 
そ
の
言
葉
が
投
げ
か
け
ら
れ
た

間

理
事
⻑
の
顔
は

花
の
よ
う
に
ほ
こ
ろ
ん
だ

そ
う
私
も
ま
だ
ま
だ

て
た
も
ん
じ

な
い
と
い
う
事
ね
ど
う

興
奮
し
ち

た

そ
う
い
う
事
言
う
な
よ

あ
ん
た
は
い
つ

え
る
ん
だ
よ

八
幡
君
が
い
つ
も
私
を
女
扱
い
し
て
優
し
く
し
て
く
れ
る
か
ら

え
て
る
暇
が
無
い
の
よ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

だ
か
ら
あ
ん
た
は
た
ち
が
悪
い
ん
だ
よ

 
い
つ
も
優
し
く
し
て
ま
す

て
言

た
手
前

お
か
し
な
事
は
言
え
な
い
じ

な
い
か
よ

ね

あ
り
の
ま
ま
に
思

た
事
を
言

て
く
れ
て
も
い
い
の
よ

と
り
あ
え
ず
お
土
産
を
も
ら
い
ま
す

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
こ
で
八
幡
は

問
い
か
け
に
対
し
て

秘
す
る
戦
法
に
出
た

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
は
い

こ
れ
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そ
う
言

て
理
事
⻑
は

懐
か
ら
何
か
を
取
り
出
し

八
幡
に

し
た

ん

何
で
す
か
こ
れ

て

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
八
幡
は

そ
の
お
土
産
と
い

て
手

さ
れ
た

生

か
い
布
の
よ
う
な
物
を

 
一
体
何
だ
ろ
う
と
思

て
開
い
て
み
た

そ
れ
は
所

ブ
ラ
ジ

と
呼
ば
れ
る
物
体
で
あ

り 
八
幡
は

て
そ
れ
を
手
放
そ
う
と
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
の
手
を

い
つ
の
間
に
近
く
に
来
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
理
事
⻑
が
ブ
ラ
ジ

ご
と
そ

と

り

八
幡
の

元
で
こ
う

い
た

あ
ら

目
じ

な
い
せ

か
く
北
海
道
で

て
つ
い
さ

き
ま
で
私
が
付
け
て
お
い
た

の
に何

だ
よ
そ
れ

意
味
が
分
か
ら
ね

よ

て
か
誰
も
頼
ん
で
ね
え
よ

相
手
の
言
葉
の
裏
が

め
な
い
女
は
二
流
な
の
よ

心
の
中
で
も
思

た
事
は
ね
え
よ

人
の
言
葉
の
裏
を

す
ん
な

 
そ
う
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
八
幡
に

理
事
⻑
は
自
愛
の
こ
も

た
笑
顔
を
見
せ
た

は
い
は
い
落
ち
着
い
て
落
ち
着
い
て

も
ち
ろ
ん
頼
ま
れ
た
物
は

て
あ
る
わ
よ
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こ
こ
で
別
に
こ
れ
を

し
た
事
に
は

理
由
が
あ
る
の

一
応

い
て
あ
げ
ま
す
け
ど

そ
の
理
由
と
は

こ
れ
は
私
の
心

か
ら
一
番
近
い
所
に
付
け
て
い
た
物
じ

な
い

 
要
す
る
に
こ
の
ぬ
く
も
り
が

私
の
あ
な
た
に
対
す
る
情
熱
の

度
な
の
よ

だ
か
ら
意
味
が
分
か
ん
ね
え
よ

い
い
か
ら
さ

さ
と
土
産
を
よ
こ
せ

も
う

れ
な
く
て
も
い
い
の
よ

 
せ

か
く
北
海
道
で
も

小
比

社
⻑
に
ラ
イ
バ
ル
宣
言
を
し
て
き
た
の
だ
し

 
突
然
理
事
⻑
が

そ
う
お
か
し
な
事
を
言
い
出
し
た

 
八
幡
は
首
を

げ
な
が
ら
理
事
⻑
に
こ
う

ね
た

は
い

ラ
イ
バ
ル
宣
言

何
の
で
す
か

香
蓮
ち

ん
に
は
負
け
な
い
わ
よ

て
宣
言
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
八
幡
君
と
こ
う
し
て
い
ち

い
ち

す
る

利
は
他
人
に
は

さ
な
い
わ

俺
が
い
つ
あ
ん
た
と
い
ち

い
ち

し
た
ん
だ
よ

そ
ん
な
事
一
度
も
し
た
事
無
え
よ

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

今
ま
さ
に
い
ち

い
ち

し
て
る
よ
う
に
見
え
る
ん
だ
が

え
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突
然
横
か
ら
そ
う
声
が
か
け
ら
れ

八
幡
は

て
て
そ
ち
ら
を
見
た

 
そ
こ
に
は
何
と

下
が
ソ
フ

に

け

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
こ
ち
ら
を
見
て
お
り

 
八
幡
は

に
の
ぼ

た
血
が
一
気
に
下
が
る
の
感
じ
た

か

下

い
つ
か
ら
こ
こ
に

と

こ

こ
ん
に
ち
は

お
う

こ
ん
に
ち
は
だ
な

ま
あ
実
は

最
初
か
ら
い
た
ん
だ
が
な

そ
う
な
ん
で
す
か

す
み
ま
せ
ん

全
然
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た

ま
あ
あ
ん
な
衝
撃
的
な

を
見
せ
ら
れ
た
ら

他
の
奴
は
目
に
入
ら
な
く
て
当
然
だ
な

 
俺
で
す
ら

目
の

だ
と
感
じ
た
し
な

 
そ
の
言
葉
を

き
と
が
め
た
の
か

理
事
⻑
が
そ
の
言
葉
を
こ
う

正
し
た

目
の

じ

あ
り
ま
せ
ん
わ

福
で
し

う

は
は
は
は
は

そ
う
で
す
な

福
で
し
た
な

で

下
は
何
故
こ
こ
に

 
そ
う
問
わ
れ
た
嘉
納
は

八
幡
に
事
の
次
第
を
説
明
し
始
め
た

い
や
な

ソ
レ
イ
ユ
か
ら
も
ら

た
資
料
に

 
キ

ト
は
元
は
雪
ノ
下
さ
ん
の
持
ち
物
だ

た

て
書
い
て
あ

た
か
ら



 第４９１話 何ですかその格好は

 
ど
こ
を

し

何
が
苦
労
し
た
の
か
と
か

色
々
と

い
て
お
こ
う
と
思

て

 
仕
事
か
ら
逃
げ

あ
あ
い
や
仕
事
の
合
間
を

て
こ
う
し
て
話
を

き
に
き
た

て

だ
 
で

比
企
谷
君
に
も
会
い
た
い
な

て
言

た
ら
雪
ノ
下
さ
ん
が

そ
れ
じ

あ
直
ぐ
に
こ
こ
に
来
て
も
ら
い
ま
す
わ

て
言

て
出
て
い

て
即
あ
の
放
送

だ
ろ

 
そ
れ
で
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
ど
う
な
る
の
か
見
て
た

な
ん
だ
が

 
ま
さ
か
こ
う
い
う
展
開
に
な
る
と
は

い
や

興
味
深
い
物
を
見
せ
て
も
ら

た

仕
事
か
ら
逃
げ
て
き
た

て
言
い
か
け
た
事
は

か
な
か

た
事
に
し
て
お
き
ま
す
ね

 
と
こ
ろ
で
も
し
か
し
て
理
事
⻑
は

下
が
来
た
時
か
ら
こ
の
格
好
だ

た
ん
で
す
か

い
や

放
送
室
に
行

た
後
に
こ
の
格
好
で

て
来
た
ん
だ
よ

 
そ
れ
で
俺
も
び

く
り
し
ち
ま

て
な

理
由
を

い
た
ら

こ
の
方
が
八
幡
君
が
喜
び
ま
す
の
よ

て
な

別
に
喜
ん
で
は
い
ね
え
よ

て
か
あ
ん
た
そ
ん
な
理
由
で
そ
の
格
好
に
な

た
の
か
よ

 
八
幡
は

嘉
納
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

そ
う
絶
叫
し
た
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違
う
わ
よ

陽
乃
か
ら

い
て
な
い
の

 
コ
ミ
ケ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に

私
も
こ
の
コ
ス
プ
レ
で
参
加
す
る
の
よ

は

 
八
幡
は

た

り
三
十

ほ
ど
開
け
た
後

何
と
か
そ
う
言

た

だ

て
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に
は
香
蓮
ち

ん
も
コ
ス
プ
レ
を
し
て
参
加
す
る
ん
で
し

う

 
だ

た
ら
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
私
も
そ
れ
な
り
の
格
好
を
し
て
参
加
し
な
い
と
勝
負
出
来
な
い

じ

な
い

何
の
勝
負
を
す
る
つ
も
り
だ
よ

お
客
さ
ん
か
ら
の
人
気
勝
負

何
で
そ
ん
な
事
を
す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
よ

だ

て
香
蓮
ち

ん

自
分
に
自
信
が
無
い
ん
で
し

う

小
比

社
⻑
が
言

て
た
わ

よ 
そ
の
せ
い
で

地
元
か
ら
逃
げ
出
す
よ
う
に
東
京
の
学
校
に
行

た

て

 
だ

た
ら
自
信
を
付
け
さ
せ
て
あ
げ
る
の
が

先
達
と
し
て
の
努
め
で
し

う



 第４９１話 何ですかその格好は

 
そ
の
言
葉
は
確
か
に
八
幡
の
胸
に

い
た

そ
し
て
八
幡
は
悔
し
そ
う
に
理
事
⻑
に
言

た

こ

こ
れ
だ
か
ら
あ
ん
た
は

ど
う

参

た

は
い
は
い
参
り
ま
し
た

今
日
も
俺
の
負
け
で
す
よ

ふ
ふ

負
け
を
素
直
に
認
め
ら
れ
る
の
は

八
幡
君
の
い
い
所
ね

く
そ

い
つ
か
絶
対
に
勝

て
や
る

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

嘉
納
は
感
心
し
た
顔
で
言

た

何
と
な
く
し
か
事
情
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

雪
ノ
下
さ
ん
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
な

あ
ら

私
も
変
わ
り
ま
し
た
の
よ

今
は
こ
の
子
に
ど
う
使
わ
れ
て
あ
げ
よ
う
か
と

 
そ
れ
ば
か
り
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
わ

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
若
返
り
ま
す
な

え
え

彼
か
ら
若
い
エ
キ
ス
を
た

り

い
て
ま
す
か
ら
ね

は
は

そ
れ
は

ま
し
い
で
す
な

私
の
立
場
だ
と

 
そ
ん
な
事
は

え
冗
談
で
も
言
え
ま
せ
ん
か
ら
ね

下
も
こ
の
人
を
あ
ま
り

や
か
さ
な
い
で
下
さ
い

褒
め
る
と
つ
け
上
が
る
ん
で
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八
幡
は

い
顔
で
そ
う
言

た
の
だ
が

理
事
⻑
は
そ
れ
に
こ
う
反

し
た

あ
ら

部
下
を
褒
め
て
気
持
ち
よ
く
働
か
せ
る
の
も
あ
な
た
の
努
め
な
の
じ

な
い
か
し
ら

理
事
⻑
は
ま
だ
俺
の
部
下
じ

あ
り
ま
せ
ん
な
の
で
褒
め
る
の
は
ず

と
先
で
い
い
は
ず
で

す
あ
ら

こ
れ
は
一
本
取
ら
れ
た
わ
ね

ま
あ

こ
れ
く
ら
い
は

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
じ

あ
は
い
こ
れ

頼
ま
れ
て
い
た
お
土
産
よ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
事
⻑
は
そ
う
言

て

中
サ
イ
ズ
の
ク

ラ

ボ

ク
ス
を

八
幡
に
手

し
て
き
た

 
中
を
確
認
す
る
と
確
か
に
頼
ん
だ
物
が
全
て
入

て
お
り
八
幡
は
こ
こ
で
や

と
顔
を

ば
せ
た

探
す
の

大
変
じ

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か

い
い
え

全
然
大
変
じ

な
か

た
わ
よ

 
そ
れ
に
し
て
も
八
幡
君
は

分

的
な
お
土
産
を
頼
む
の
ね

 
ほ
と
ん
ど
街
の
ス

パ

に

て
た
わ
よ



 第４９１話 何ですかその格好は

こ
う
い
う
の
が
好
き
な
ん
で
す
よ

そ
れ
じ

あ
理
事
⻑

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
俺
は
屋
上
に
明
日
奈
達
を
待
た
せ
て
る
ん
で

そ

ち
で
昼
食
を
と
り
ま
す
ね

あ

ち

と
待

て
く
れ

比
企
谷
君

あ

は
い

 
そ
こ
で
嘉
納
が

八
幡
に
声
を
か
け
て
き
た

 
八
幡
は
何
だ
ろ
う
と
思

た
が
次
の
嘉
納
の
発
言
は
八
幡
に
と

て
は
意
外
な
も
の
だ

た
比
企
谷
君
は

桐

谷
君
と
仲
が
い
い
だ
ろ
う

 
も
し
良
か

た
ら

俺
に
会
わ
せ
て
く
れ
ね
え
か
な

和
人
に
で
す
か

屋
上
に
一

に
い
る
と
思
い
ま
す
か
ら

そ
れ
は

い
ま
せ
ん
け
ど

 
何
か
大
事
な
話
で
も
あ
る
ん
で
す
か

な

先
日
比
企
谷
君
に
も
お

を
言

た
が

ほ
ら

あ
の
大
会
の
件
で

 
桐

谷
君
に
も
是
非
お

が
言
い
た
く
て
な

せ

か
く
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
し

 
そ

ち
の
用
事
も
一

に
済
ま
せ
ち
ま
い
た
い
と
思

て
な

 
八
幡
は
そ
の
答
え
に
納
得
し
た
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そ
う
い
う
事
で
す
か

別
に

い
ま
せ
ん
け
ど

理
事
⻑
と
の
話
は
も
う
い
い
ん
で
す
か

お
う

朝
か
ら
来
て
た
か
ら
な

欲
し
い
情
報
は

も
う
全
部
教
え
て
も
ら

た
よ

朝
か
ら
で
す
か

ま
あ
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
下
さ
い
ね

な

に

何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
連

す
る
よ
う
に
言

て
お
い
た
か
ら

大
丈
夫
だ

 
な
べ
て
世
は
事
も
な
し

て
や
つ
だ
な

そ
れ
じ

あ
案
内
し
ま
す
ね

理
事
⻑

お
土
産

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ど
う
い
た
し
ま
し
て

そ
れ
じ

あ
雪
ノ
下
さ
ん

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

は
い

嘉
納
さ
ん
も
お
体
に
は
お
気
を
つ
け
て

 
そ
し
て
八
幡
は

嘉
納
と
一

に
部
屋
を
出
た
の
だ
が

 
ド
ア
を

め
て
少
し
歩
い
た
後

嘉
納
が
八
幡
に
こ
う
言

た

比
企
谷
君
も

あ
の
人
の
相
手
を
す
る
の
に
苦
労
し
て
る
み
た
い
だ
な

そ
う
で
す
ね

あ
の
人
は
本
当
に

も
う
少
し
年
相
応
に

け
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
が

 
ま

た
く
そ
ん
な
気
配
が
見
え
な
い
か
ら

こ

ち
も
余
計
に
困
る
ん
で
す
よ
ね

 

て
か

下
も

理
事
⻑
に
は
丁

な
対
応
を
と
る
ん
で
す
ね

少
し
驚
き
ま
し
た



 第４９１話 何ですかその格好は

あ
の
人
は
二
十
以
上
も
年
下
だ
け
ど

何
か

が
上
が
ら
な
い
ん
だ
よ
な

 
あ
の
人
怖
か

た
し
な
で
も
今
日
久
し
ぶ
り
に
会

て
み
た
け
ど

分

象
が
変
わ

て
た
な

そ
う
で
す
ね

俺
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
前
と
後
で

八
十
度

象
が
違
い
ま
す

 
で
も
ま
あ
今
の
方
が

親
し
み
や
す
く
て
助
か
り
ま
す
け
ど
ね

は
は

違
い
な
い

 
そ
し
て
八
幡
と
嘉
納
は

屋
上
へ
と
続
く

を
上
り

扉
を
開
け
た

 
そ
こ
に
は
明
日
奈
達
以
外
誰
も
お
ら
ず

嘉
納
は
驚
い
た
顔
で

八
幡
に
こ
う

ね
た

昼
休
み
の
学
校
の
屋
上

て
の
は

も

と
人
が
い
る
も
ん
じ

な
い
の
か

そ
れ
な
ん
で
す
け
ど

ど
う
も
俺
達
が
い
る
と
い
う
情
報
が
伝
わ
る
と

 
他
の
奴
ら
が
勝
手
に
遠

し
て

最
初
か
ら
他
の
場
所
に
向
か
う
み
た
い
な
ん
で
す
よ

な
る
ほ
ど
な

ま
あ
今
日
は
助
か
る
け
ど
な

で
す
ね

 
そ
し
て
二
人
が
近

い
て
く
る
の
を
見
て

明
日
奈
が
八
幡
に
手
を

て
き
た

あ

八
幡
く

ん

て

え
え
と

こ
ん
に
ち
は
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ん

あ
ら

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

ど

ど
も

 
他
の
三
人
も
そ
う

し

嘉
納
は
に
こ
や
か
に
こ
う

を
返
し
た

お
う

こ
ん
に
ち
は

こ
う
い
う
時
に

が
ち

ん
と
出
来
る

て
事
は

 
雪
ノ
下
さ
ん
の
教
育
が
い
い

て
事
だ
な

え

と

八
幡
君

こ
ち
ら
の
方
は

ん

お
嬢
ち

ん
は

日
俺
と
会

て
る
よ
な

あ

す

す
み
ま
せ
ん

実
は
私

日
は
す
ぐ
に

て
し
ま

て

 

日
あ

た
事

て
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す

 
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
に

嘉
納
は
が
は
は
と
笑

た

そ
う
か
そ
う
か

ま
あ

ほ
ど
に
な

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
自

紹
介
と
い
く
か

 
俺
は
嘉
納
太
郎

一
応
こ
の
国
の

防
衛
大
臣
な
ん
て
も
の
を
や
ら
せ
て
も
ら

て
い
る

か

嘉
納
大
臣
で
す
か

あ

テ
レ
ビ
で
見
た
事
あ
る
か
も

 
私
は
結
城
明
日
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す



 第４９１話 何ですかその格好は

き

桐

谷
和
人
で
す

私
は

崎
里
香
で
す

野
珪
子
で
す

初
め
ま
し
て

 
他
の
三
人
も
釣
ら
れ
て
自

紹
介
を
し

嘉
納
は

ま

た
態
度
で
こ
う
言

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
時
は

私
達

が
何
も
役
に
た
て
な
く
て
す
ま
な
か

た
ね

 
み
ん
な
よ
く
帰

て
き
て
く
れ
た

心
か
ら
嬉
し
く
思
う

い
え

そ
ん
な

速
に
俺
達
の
体
を
保
護
し
て
も
ら
い
ま
し
た
し

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
よ

そ
う
で
す
よ

そ
の
事
に
は
凄
く
感
謝
し
て
る
ん
で
す

そ
の
後
も
こ
ん
な
学
校
ま
で

て
て
も
ら

た
し
な

で
す
で
す

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
言
わ
れ
た
嘉
納
は
嬉
し
そ
う
に

く
と

和
人
に
向
か

て
言

た

そ
れ
で
だ

今
日
こ
こ
に
来
た
の
は

君
に
会
い
た
か

た
か
ら
な
ん
だ
よ

キ
リ
ト
君

和
人
と
し
て
の
俺
じ

な
く

キ
リ
ト
に
で
す
か

あ
あ
そ
う
だ

そ
の
前
に
俺
も

め
て
自

紹
介
さ
せ
て
も
ら
う
よ
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俺
の
名
は
ス
ネ

ク
だ

ど
う
だ

覚
え
て
る
か

ス
ネ

ク

あ

ま
さ
か

Ｂ
ｏ
Ｂ
に
参
加
し
て
た

あ
の

お
う

そ
の
通
り
だ

で

今
日
は
君
に
お

を
言
う

に
こ
こ
に
寄

た

て

だ

お

で
す
か

あ
あ

俺
の
目
の
前
で

こ

ち
ま

た
殺
人
事
件
を

 
比
企
谷
君
と
協
力
し
て
解
決
し
て
く
れ
た
だ
ろ

今
日
は
そ
の
お

に
来
た

て

だ

そ
う
い
う
事
で
す
か

あ
れ
は

岡
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
バ
イ
ト
を
し
た
つ
も
り
で
し
た
し

 
俺
自
身
は
特
に
危
な
い
目
に
は
あ

て
な
い
ん
で
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

 
本
当
に

を
か
い
た
の
は

八
幡
の
方
で
す
か
ら

も
ち
ろ
ん
比
企
谷
君
に
も
お

は
言

た
さ
で
も
君
が
最
後
時
間
を

い
で
く
れ
た
か
ら

 

者
の

を

ら
せ
た
と
俺
は
そ
う
思

て
い
る
よ

本
当
に
あ
り
が
と
な
キ
リ
ト
君

あ

そ
の

は

は
い

 
和
人
は
嘉
納
に
そ
う

を
下
げ
ら
れ

困
り
な
が
ら
も
素
直
に
そ
う
言

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
俺
は
行
く
よ

俺
も
腹
が

ち
ま

た
ん
で
な

あ

そ
れ
な
ら
大
臣

良
か

た
ら
一

に
こ
こ
で
お
昼
に
し
ま
せ
ん
か



 第４９１話 何ですかその格好は

 
今
日
は
優
里
奈
ち

ん

え
え
と

友
達
が
お

当
を
持
た
せ
て
く
れ
た
ん
で
す
け
ど

 
ち

と

が
多
く
て

ど
う
考
え
て
も
残

ち

い
そ
う
な
ん
で
す
よ

 
こ
の
季

で
す
し

持

て
帰

て
悪
く
な

ち

う
と
困
る
ん
で

 
助
け
る
と
思

て
是
非
ご
一

し
て
下
さ
い

 
さ
す
が
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

嘉
納
に
断
る
と
い
う
選
択
肢
は
無
か

た
よ
う
だ

お

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

は
い

ど
う
ぞ

八
幡
君
も

く
食
べ
て
ね

お
う

そ
れ
じ

あ

く
わ

 
こ
う
し
て
六
人
は

楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら
昼
食
を
と

た

 
嘉
納
は
こ
う
い

た
食
事
は
久
し
ぶ
り
だ

た
ら
し
く

と
て
も
楽
し
そ
う
に
し
て
お
り

 
そ
の
態
度
も
え
ら
ぶ

た
所
も
な
く

想
像
以
上
に
話
も
分
か
る
人
だ

た

 
そ
ん
な
嘉
納
に

八
幡
以
外
の
者
達
も
皆

好
感
を
持

た
よ
う
だ

 
そ
れ
じ

あ
も
し
機
会
が
あ

た
ら
ま
た
な

は
い

ま
た
で
す
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お
仕
事
頑
張

て
下
さ
い

は
は

君
達
も
勉
強
を
頑
張

て
将
来
こ
の
国
を
し

て
立
つ
大
人
に
な

て
く
れ
よ

そ
う
い
う
の
は
八
幡
に
任
せ
て
ま
す

そ
う
か
そ
う
か

任
重
大
だ
な

八
幡
君

が

は

は

 
こ
う
し
て
嘉
納
は
去

て
い
き
五
人
は

業
の
時
間
に

れ
な
い
よ
う
に
教
室
へ
と

た

面
白
い
人
だ

た
ね

そ
う
だ
な

で
も
大
臣
が
何
故
う
ち
の
学
校
に

実
は
な
キ

ト
の
二

機
が
欲
し
い
ら
し
く
て
理
事
⻑
に
色
々
話
を

き
に
き
て
た
ら
し

い
え

キ

ト
の
二

機
を

そ
れ

て
凄
く
高
く
な
る
ん
じ

い
や

ま
あ
ガ
ル
ウ

ン
グ
に
は
し
な
い
し

防

仕
様
に
す
る
く
ら
い
だ
か
ら

 
あ
あ

で
も
や

ぱ
り
そ
れ
な
り
に
は
か
か
る
な

元
々
高
い

で
は
あ
る
し
な

う
わ

お
金
持
ち
だ
ね

ま
あ
あ
の
人
の
夢
だ

た
ら
し
い
か
ら

そ
の
夢
に
ふ
さ
わ
し
い

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
さ
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八
幡
は

嘉
納
の
乗

た

が
遠
ざ
か

て
い
く
の
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

 
嘉
納
は
窓
か
ら
こ
ち
ら
に
手
を

て
く
れ

五
人
は

業
が
始
ま
る
ま
で

 
い
つ
ま
で
も
嘉
納
の
乗
る

に
向
か

て
手
を

り
返
し
て
い
た
の
だ

た
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第
４
９
２
話
 
新
シ
ス
テ
ム
開
発
中

 
ネ
タ
に
詰
ま
り
ぎ
み
な
の
で

明
日
は
一
日
お
休
み
を
い
た
だ
き
ま
す
ｏ
ｒ

 

し

あ
り
ま
せ
ん
ｏ
ｒ

 
放
課
後

一

に
帰
ろ
う
と
誘

て
き
た
和
人
に

八
幡
は
こ
う
言

た

悪
い

実
は
今
日
も
ソ
レ
イ
ユ
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ

そ
う
か

八
幡
も
も
う
す

か
り
半
社
会
人
だ
な

俺
は
本
当
は

働
き
た
く
な
い
で
ご
ざ
る

だ

た
ん
だ
け
ど
な

そ
う
言
う

り
に
は

熱
心
に
働
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
よ
な

こ
れ
は
将
来
楽
を
す
る

の
布
石
だ
会
社
を
大
き
く
し
て
会
⻑
な
り
な
ん
な
り
に
収
ま

て

 
あ
と
は

団

で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に

今
や
る
べ
き
事
を
や
る

て
感
じ
だ
な

そ
れ
に
は
後
継
者
を
育
て
な
い
と
な

そ
れ
は
俺
と
明
日
奈
の
子

に
任
せ
る
さ

子

の

か
ら
英
才
教
育
を

し
て
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立

な
後
継
者
に
育
て
あ
げ
る

俺
以
外
の
誰
か
が

確
か
に
教
師
役
は

山
い
る
か
ら
な

紅
莉
栖
さ
ん

雪
乃

ク
ル
ス

 
明
日
奈
も
教
育
マ
マ
に
な
り
そ
う
な
気
が
す
る

ま
あ
俺
は

子

の
ガ
ス
抜
き
係
に
で
も
な
る
さ

俺
に
は
相
応
し
い
役

だ
ろ

悪
い
事
ば

か
教
え
そ
う
だ
け
ど
な

良
い
事
と
悪
い
事
の
判
断
は
自
分
で
さ
せ
る
か
ら

 
う
ち
の
子

が
良
い
事
だ
と
判
断
す
れ
ば

そ
れ
は
全
て
良
い
事
だ

投
げ
か
よ

 
二
人
は
笑
い
合
い

こ
の
日
は
こ
こ
で
別
れ
た

そ
し
て
八
幡
は
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
い

 
自
衛

に
頼
ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
テ
ス
ト
を
し
て
い
る
開
発
室
に
入

た

 
ち
な
み
に
い
つ
も
詩
乃
達
が
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
部
屋
は

こ
こ
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え

 
こ
の
部
屋
で
常
に
モ
ニ
タ

さ
れ
て
い
た

 
そ
の
部
屋
が

今
日
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
テ
ス
ト
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ

よ

ア
ル
ゴ

イ
ヴ

仕
事
を
急
が
せ
ち
ま

て
悪
か

た
な

問
題
な
い

ダ
ル
を
こ
き
使

た
か
ら
ナ
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私
も
頑
張
り
ま
し
た
よ

お
お

え
ら
い
ぞ
イ
ヴ

で

当
の
ダ
ル
の

が
見
え
な
い
み
た
い
だ
が

今
は
そ
こ
の
仮
眠
室
で
ダ
ウ
ン
し
て
る
ぞ

ま
あ
そ
の
う
ち

き
て
く
る
ん
じ

な
い
カ

こ
れ
は
報

を
は
ず
ま
な
い
と
い
け
な
い
な

気
に
す
ん
な

美
女
に
囲
ま
れ
て
働
け
た
ん
だ
か
ら

ダ
ル
も
本
望
だ
ロ

美
女

 
そ
う
言

て
首
を

げ
る
八
幡
に
ア
ル
ゴ
と
イ
ヴ
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
こ
う
ア
ピ

ル

し
て
き
た

お
い
お
い

目
の
前
に
い
る
じ

ね
え
か
ヨ

そ
う
で
す
よ

こ
こ
に
二
人
も
い
る
じ

な
い
で
す
か

囲
ま
れ
て

で

め
ば

十
分
囲
ま
れ
て
ま
す
よ

そ
う
い
う
も
ん
か

そ
う
い
う
も
ん
だ
ろ

ほ
れ

囲
ん
で
や
ろ
ウ

囲
ん
で
や
ん
よ
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そ
し
て
ア
ル
ゴ
と
イ
ヴ
は

八
幡
の

に
ピ

タ
リ
く

つ
い
た

お
前
ら
何
か

テ
ン
シ

ン
高
く
ね

ま
あ

て
な
い
か
ら
ナ

内
麻

出
ま
く
り
で
す
よ

ろ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
二
人
の

に
手
を
回
し

け
声
と
共
に
持
ち
上
げ
二
人
を

に

え
た

 
変

お

様

こ
で
あ
る

ま
あ
さ
す
が
に
完
全
に
持
ち
上
げ
る
事
は
不
可
能
で
あ
り

 
二
人
と
も

地
面
に
ず
る
ず
る
と
足
を
引
き
ず

た

態
で
あ
る

う
ぐ

お

重
い

ハ

さ

レ
デ

相
手
に
そ
れ
は
ね
え
だ
ロ

そ
う
で
す
よ

私
な
ん
て
め
ち

め
ち

い
で
す
よ

一
度
に
二
人
だ
か
ら
重
い
ん
だ
よ

だ

た
ら
一
人
ず
つ
運
べ
ば
い
い
じ

ね
え
か
ヨ

め
ん
ど
く
さ
い

ほ
れ

ド
ア
は
自
分
で
開
け
ろ
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そ
し
て
八
幡
は
二
人
に
仮
眠
室
の
ド
ア
を
開
け
さ
せ
そ
の
ま
ま
二
人
を
中
に
放
り
こ
ん
だ

何
か
あ

た
ら
呼
ぶ
か
ら

そ
れ
ま
で

て
ろ

て

仕
方
な
い
な

こ
す
時
は
ち

ん
と
優
し
く

こ
す
ん
だ

私
は
荒
々
し
く

こ
し
て
く
れ
て
も
い
い
で
す
よ

言

て
お
く
が

普
通
に

こ
す
か
ら
な

チさ

さ
と

ろ

 
丁
度
そ
の
時

仮
眠
室
か
ら
ダ
ル
が

き
て
き
た

お

八
幡

来
て
た
ん
だ

あ
あ

丁
度
今
来
た
と
こ
ろ
だ
な

日
は
無
理
を
さ
せ
た
み
た
い
で
悪
か

た
な

別
に
い
い
お

そ
れ
だ
け
の
報

を
も
ら

て
る
し

 
そ
も
そ
も
い
つ
も

明
け
方
近
く
ま
で
普
通
に

き
て
る
し

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が

 
そ
し
て
八
幡
は

ダ
ル
に
今

莉
と

乃
が
ど
う
い
う

態
な
の
か
を

ね
た

え
え
と

ど
う
や
ら
二
人
は
射
撃
練

を
し
て
い
る
み
た
い
だ
お
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中
の
様
子
は
見
れ
る
の
か

う
ん

こ
れ
を
こ
う
し
て

今
そ
こ
の
モ
ニ
タ

に
映
す
お

 
ダ
ル
の
操
作
に
よ
り

モ
ニ
タ

に
二
人
の

が
映

た

 
二
人
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
色
々
な
銃
の

し
撃
ち
を
し
て
お
り

 
次
か
ら
次
へ
と
レ
ア
な
銃
を
出
現
さ
せ
て
は
消
し

の
消

を
気
に
せ
ず
撃
ち
ま
く

て
い

た
こ
れ
は
ど
う
な

て
る
ん
だ

銃
の
デ

タ
は
ザ
ス
カ

社
か
ら
入
手
出
来
た
か
ら

 
そ
れ
を
ボ
タ
ン
一
つ
で
実
体
化
出
来
る
よ
う
に
し
た
だ
け
だ
お

な
る
ほ
ど

さ
す
が
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
開
発
会
社
と
い
う
べ
き
か

う
ん

と
に
か
く
ラ
イ
ン
ナ

プ
が
凄
い
ん
だ
よ
ね

俺
も
撃

て
み
る
か
な

そ
れ
な
ら
そ
こ
に
ア
ミ

ス
フ

ア
が
置
い
て
あ
る
か
ら

そ
れ
を
使
う
と
い
い
お

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

ん

あ
れ
は

 
そ
の
時
八
幡
の

界
に

見
覚
え
の
あ
る
女
性
の

が
映

た

詩
乃
で
あ
る
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今
日
は
詩
乃
が
来
て
る
の
か

家
に
い
る
よ
り
も
こ
こ
の
方
が

し
い
ら
し
い
お

飲
み
物
も
タ
ダ
だ
し

そ
う
か

詩
乃
の
バ
イ
ト
を
中
断
さ
せ
て

こ

ち
に
つ
き
合
わ
せ
る
か

そ
れ
な
ら
こ

ち
の
テ
ス
ト

て
事
で
残
り
の
時
間
は
こ

ち
で
バ
イ
ト

て
事
に
す
れ
ば

い
い
お

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ち

と
呼
ん
で
く
る
わ

そ
れ
な
ら
こ
の
マ
イ
ク
で
話
せ
る
お

お

そ
れ
じ

あ
そ
れ
を
使
う
か

そ
こ
の
二
つ
の
ボ
タ
ン
の
う
ち

こ
れ
か

ち

最
後
ま
で

 
そ
の
マ
イ
ク
に
は
ボ
タ
ン
が
二
つ
あ
り

片
方
は
詩
乃
が
い
る
室
内
に

 
そ
し
て
も
う
一
つ
は

ソ
レ
イ
ユ
の
全
社
内
に
放
送
す
る

の
も
の
な
の
だ
が

 
八
幡
は
ダ
ル
の
説
明
を
最
後
ま
で

か
ず

ボ
タ
ン
を
二
つ
と
も
押
し
て
話
し
始
め
た

お
い

の
ん
び
り

ん
で
る
そ
こ
の
ツ
ン
デ
レ
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今
日
は
仕
事
の
内
容
を
変
更
す
る
か
ら
ち

と
こ

ち
に
来
い

 
何
を
知
ら
ん

り
し
て
や
が
る

ツ
ン
デ
レ

て
言

た
ら
お
前
し
か
い
な
い
だ
ろ

 
そ
う
だ
お
前
だ
詩
乃

分
か

た
ら
さ

さ
と
こ

ち
に
来
い

 
そ
の
直
後
に
バ
タ
ン
と
ド
ア
が
開
け
ら
れ

詩
乃
が
中
に
入

て
き
た

ち

と
あ
ん
た

誰
が
ツ
ン
デ
レ
な
の
よ

お
前
以
外
に
い
る

な
い
だ
ろ
う

別
に
私
は
ツ
ン
デ
レ
な
ん
か
じ

な
い
わ
よ
そ
も
そ
も
そ
れ
も
う
ほ
と
ん
ど
死
語
じ

な

い
の実

に
こ
こ
に
い
る
ん
だ
か
ら

そ
う
言
う
し
か
な
い
だ
ろ

そ
ん
な
の
い
な
い
わ
よ

あ
あ
は
い
は
い

と
り
あ
え
ず
仕
事
だ
仕
事

私
に
一
体
何
を
さ
せ
る
つ
も
り

ま
さ
か
え

ち
な
事
を
さ
せ
る
つ
も
り
じ

な
い
わ
よ
ね

 
べ

別
に
そ
れ
で
も
い
い
け
ど

心
の
準
備

て
も
の
が

リ
ア
ル
ツ
ン
デ
レ
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
詩
乃
の
反
応
を
見
て

ダ
ル
が
そ
う
叫
ん
だ
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そ
ん
な
の
い
な
い
わ
よ
と
言
い
つ
つ
八
幡
の
前
で
は
ど
う
し
て
も
こ
う
な
り
が
ち
な
詩
乃
で

あ
るち

違

今
の
は
別
に

そ
し
て
ご
め
ん

実
は
今
の
会
話

全
部
社
内
に
流
れ
ち

て
る
ん
だ
お

えおそ
の
マ
イ
ク
の
ボ
タ
ン

の
方
は

全
社
内
に
向
け
て
放
送
す
る

の
ボ
タ
ン
な
ん
だ
お

ま
じ
か

な
の
で
お
そ
ら
く
朝
田
氏
の
声
も

全
部

わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

な

な

な
ん
て
事
す
る
の
よ

 
詩
乃
は
そ
う
言

て

八
幡
に
詰
め
寄

た

 
だ
が
そ
の
目
は
ぐ
る
ぐ
る
回

て
お
り

詩
乃
が

静
さ
を

い
て
い
る
事
は
明
白
だ

た

ま
あ
終
わ

ち
ま

た
事
は
仕
方
な
い
よ
な

仕
方
な
い
で
済
ま
さ
な
い
で
よ

あ
あ
せ

か
く
作

て
き
た
私
の
お
し
と
や
か
な
イ
メ

ジ
が
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言

て
お
く
け
ど
ま
だ
お
前
の
そ
の
声
は

全
社
中
に

い
て
る
か
ら
な

な

な
ん
で
ス
イ

チ
を
切

て
な
い
の
よ

切
る
前
に

お
前
が

ん
で
き
た
か
ら
だ
ろ

あ
あ
も
う
あ
あ
言
え
ば
こ
う
言
う

そ
も
そ
も
あ
ん
た
最
近
私
の
扱
い
が
ぞ
ん
ざ
い
じ

な
い

 
も
う
ち

と
私
に
優
し
く
し
な
さ
い
よ

ほ
ら

ほ
ら

ち

お
い
馬

や
め
ろ

変
な
所
に
触
る
な

 
そ
こ
で
放
送
は
切
れ

社
員
達
は
そ
れ
に
よ
り

妄
想
を

ら
ま
せ
る
事
と
な

た

 
変
な
所
と
い
う
の
は
マ
イ
ク
の
ス
イ

チ
で
あ
り

何
も
や
ま
し
い
事
は
無
い
の
だ
が

 
切
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
け
に

そ
の
後
し
ば
ら
く

 
八
幡
は
女
子
社
員
か
ら
も
れ
な
く

操
の
心
配
を
さ
れ
る
事
と
な
り
そ
れ
が
八
幡
の

の

種
と
な

た

 
落
ち
着
い
た
か

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と

静
さ
を
失

て
た
わ
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ま

た
く
だ

お
前
は
も
う
少
し

落
ち
着
き
を
持
つ
よ
う
に
し
た
方
が
い
い

一
体
誰
の
せ
い
だ
と
思

て
る
の
よ

ほ
れ
そ
こ

そ
う
い
う
と
こ
な

一
体
誰
の
せ
い
だ
と
お
思
い
な
の
で
す
か

丁

に
言
え
ば
い
い

て
も
ん
じ

な
い

し
か
も
叫
ん
で
る
じ

ね
え
か
よ

 
詩
乃
も
さ
す
が
に
自
覚
が
あ

た
の
か

そ
う
指
摘
さ
れ

思
わ
ず
口
ご
も

た

ま
あ
い
い
ん
じ

ね

そ
れ
が
朝
田
氏
の

力
で
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
し

さ

す
が
ダ
ル
君

よ
く
分
か

て
る
わ
ね

お
前

ダ
ル
を
君
呼
ば
わ
り
か
よ

相
変
わ
ら
ず
態
度
が
で
か
い
ん
だ
な

あ
あ
も
う

い
い
か
ら
さ

さ
と
私
に
何
を
さ
せ
る
つ
も
り
か
言
い
な
さ
い
よ

こ
れ
を
か
ぶ

て
銃
を
撃
て

えほ
れ

と
り
あ
え
ず
か
ぶ
れ
か
ぶ
れ

俺
も
か
ぶ
る
か
ら

よ
し

リ
ン
ク
ス
タ

ト

 
八
幡
は
説
明
す
る
の
が
面
倒

く
な

た
の
か

 
ア
ミ

ス
フ

ア
を
か
ぶ
る
な
り

す
ぐ
に
そ
う
言

た
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ち

ち

と
待

て
よ

も
う

リ
ン
ク
ス
タ

ト

 
そ
ん
な
二
人
を

れ
た
顔
で
見
て
い
た
ダ
ル
は

ぼ
そ

と
言

た

何
だ
か
ん
だ
こ
の
二
人

や

ぱ
り
仲
が
い
い
ん
だ
よ
な

 
そ
し
て
ダ
ル
は

中
の
様
子
を
見
る

に

モ
ニ
タ

に
目
を
向
け
た

 
こ
こ
は

自
衛

の
依
頼
で
製
作
し
て
る

訓
練
用
の
ス
ペ

ス
だ

そ
ん
な
仕
事
も
し
て
る
の
ね

防
衛
大
臣
に
頼
ま
れ
た
か
ら
な

う
ち
と
し
て
も
可
能
な
依
頼
だ

た
し

 

け
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
無
か

た
か
ら
な

防
衛
大
臣
に

直
接

お
う

実
は
今
日
も
学
校
で
会

て
き
た
ぞ

へ

や

ぱ
り
あ
ん
た

て
実
は
大
物
な
の
ね

ま

た
く
自
覚
は
無
い
け
ど
な

 
そ
し
て
二
人
は

楽
し
そ
う
に
射
撃
訓
練
を
し
て
い
る

莉
と

乃
と
合
流
し
た
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あ
れ

八
幡
君
も
来
た
ん
だ

凄
く
楽
し
そ
う
だ

た
ん
で

来
て
み
ま
し
た

え
え
と

そ
ち
ら
の
方
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
俺
の
仲
間
の
一
人
で

朝
田
詩
乃
で
す

 
そ
う
い
え
ば

は
違
い
ま
す
が

さ
ん
も

乃

て
名
前
で
し
た
ね

そ
う
な
ん
だ

よ
ろ
し
く
ね

詩
乃
ち

ん

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

乃
さ
ん

私
は
黒
川

莉
よ

宜
し
く
ね

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
二
人
は

黒
川
に
案
内
さ
れ
て

射
撃
場
に
足
を

み
入
れ
た

ふ
む
ふ
む

お

ヘ
カ

ト

も
あ
る
ん
だ
な

本
当
に

ど
れ

 
詩
乃
は
ヘ
カ

ト

を
選
択
し

そ
れ
を
実
体
化
さ
せ
た

う
わ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ヘ
カ

ト

と
そ

く
り
ね

ま
あ
同
じ
デ

タ
を
使

て
る
か
ら
な
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あ
あ

そ
う
な
の
ね

 
そ
ん
な
詩
乃
を
見
て

二
人
は
少
し
驚
い
た

詩
乃
と
対
物
ラ
イ
フ
ル
の
組
み
合
わ
せ
が

 
ど
う
考
え
て
も
不
釣
合
い
な
の
に

釣
り
合

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か
ら
だ

ち

と
撃

て
み
る
か

そ
う
ね

で
も
的
が
ち

と
近
い
わ
ね

あ

的
の

置
も
変
え
ら
れ
る
よ

ど
の
く
ら
い
に
す
る

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

一
キ
ロ
く
ら
い
で

い

い
ち

キ
ロ

ま
あ
そ
の

の
銃
で
す
し
ね

詩
乃
も
そ
れ
で
い
い
よ
な

問
題
な
い
わ

 
そ
し
て
詩
乃
は

い
つ
も
の
よ
う
に
地
面
に

そ
べ

て
的
に
狙
い
を
つ
け

 
ギ
リ
ギ
リ
そ
の
的
の

に

を
命
中
さ
せ
た

ふ
う

何
と
か
当
た

た
わ
ね

ど
う
だ

詩
乃

う
ん

バ
レ

ト
サ

ク
ル
に
慣
れ
ち

て
る
分

難
し
い
ね
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ま
あ
無
風
だ
か
ら
当
て
ら
れ
た
け
ど

風
が
あ

た
ら
多
分
外
れ
て
た
わ
ね

ま
あ
そ
の

り
の
感
覚
は
確
か
に
違
う
よ
な

で
も
こ
れ
を
続
け
て
た
ら

か
な
り
強
く
な
れ
そ
う
な
気
が
す
る
わ

相
手
に
し
て
み
れ
ば

バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
見
え
な
い
の
に

 

が
超
⻑

離
か
ら
飛
ん
で
く
る
の
は
悪
夢
だ
ろ
う
な

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

い
て

莉
と

乃
は
目
を
白
黒
さ
せ
た

ほ
え
え

朝
田
さ
ん

て
今
い
く
つ
な
の
か
し
ら

あ

え

と

十
七
で
す

高
校
二
年
生
で
す

最
近
の
女
子
高
生
は

銃
の
扱
い
が
上
手
い
の
ね

分
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や
り
込
ん
で
る
み
た
い
だ
け
ど

勉
強
の
方
は
大
丈
夫

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
な

お
い
詩
乃

お
前

学
校
の
成

は
大
丈
夫
な
の
か

大
丈
夫
よ

私

こ
れ
で
も
結

優

な
の
よ

ん

そ
う
だ

た
か

な
ら
い
い
が

ゲ

ム
も
バ
イ
ト
も

ほ
ど
に
な

う
ん

さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
ロ
グ
イ
ン
を

ら
さ
な
い
と
ま
ず
い
な
と
は
思

て
る
わ
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そ
の
詩
乃
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は

き
な
が
ら
言

た

自
覚
が
あ
る
な
ら
ま
あ
問
題
な
い
が

 
今
度
ま
た

紅
莉
栖
達
に
勉
強
を
教
え
て
も
ら
え
る
か

い
て
お
い
て
や
ろ
う
か

い
い
の

是
非
お
願
い

そ
う
い
え
ば
お
前
と
紅
莉
栖
は
同
い
年
な
ん
だ
よ
な

そ
う
ね

で
も
本
当
に
ど
う
す
れ
ば
あ
ん
な
に

が
良
く
な
る
の
か
謎
よ
ね

あ
い
つ
は
特
別
だ
か
ら
な

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た

莉
が

八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

八
幡
君

紅
莉
栖

て

も
し
か
し
て

紅
莉
栖
さ
ん
の
事

あ

は
い

そ
う
で
す

八
幡
君

て

さ
ん
と
も
知
り
合
い
な
ん
だ

あ
い
つ
は
友
達
で
す
ね

さ
ん
に
は

こ
の
前
う
ち
で
も

を
し
て
も
ら

た
の
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

え
え

そ
の
時
の
内
容
は

戦
闘
記
憶
の
側

葉
へ
の

に
つ
い
て

だ

た
わ



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

そ
ん
な
事
ま
で

せ

か
く
の
機
会
だ
し

難
し
い
話
は
置
い
と
い
て

 
と
り
あ
え
ず
も

と
色
々
な
銃
を
撃

て
み
な
い

 
そ
の
話
を
横
で

い
て
い
た
詩
乃
が

八
幡
に
そ
う
言

て
き
た

 
ど
う
や
ら
詩
乃
は

ず

と
射
撃
欲
を

激
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

そ
れ
も
そ
う
だ
な

と
り
あ
え
ず
色
々
や

て
み
る
か

詩
乃

う
ん

 
そ
の
時

乃
が

複
雑
そ
う
な
表
情
で
八
幡
に
話
し
か
け
て
き
た

八
幡
君
が

シ
ノ

て
言
う
度
に

何
と
も
い
え
な
い
気
分
に
な
る
ん
だ
け
ど

あ
あ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
で
す
ね

ま
あ
八
幡
君
は
私
の
事
を

さ
ん

て
呼
ぶ
か
ら
あ
く
ま
で
私
の
問
題
な
ん
だ
け
ど
ね

何
か
す
み
ま
せ
ん

い
え
い
え

話
の

を

て
悪
か

た
わ
ね

そ
れ
じ

あ
撃
ち
ま
く
り
ま
し

う
か

 
そ
の
後
四
人
は

銃
談
義
を
し
な
が
ら
色
々
な
銃
を

射
し
て
み
た

 
特
に
目
だ

た
問
題
は
無
か

た
が

か
い
変
更
を
し
た
方
が
い
い
点
な
ど
に
つ
い
て
話
し
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つ
つ

 

験
運
用
初
日
と
し
て
は

ま
ず
成
功
と
い
え
る
結
果
を
出
す
事
が
出
来
た

そ
れ
じ

あ
私
は
そ
ろ
そ
ろ
バ
イ
ト
が
終
わ
る
時
間
だ
か
ら

先
に
帰
る
わ
ね

お
う

俺
達
は
ダ
ル
を
交
え
て
ち

と
問
題
点
と
か
に
つ
い
て
話
し
て
く
る
わ

そ
れ
じ

あ
お
二
人
と
も

ま
た
機
会
が
あ

た
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ま
た
ね

詩
乃
ち

ん

ま

た
ね

は
い

ま
た
で
す

 
そ
し
て
ダ
ル
と
の
話
を
終
え
た
後
二
人
は

物
を
置
く

に
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
へ
と
向

か

た

 
実
質
二
日
目
と
は
い
え

一
応
初
日
で
も
あ

た

 
こ
の
日
は
八
幡
は
家
に
帰
る
事
に
し

二
人
だ
け
で
リ
ラ

ク
ス
し
て
も
ら
う
事
に
し
た

何
か
ら
何
ま
で
あ
り
が
と
う
ね

八
幡
君

い
や

楽
し
か

た
ね

で
す
ね

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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そ
し
て
二
人
は
優
里
奈
に
連

を
と
り

指
定
さ
れ
た
時
間
に
八
幡
の
部
屋
へ
と
向
か
い

 
そ
の
ま
ま
優
里
奈
も
交
え
て
色
々
と
話
し
つ
つ
ソ
レ
イ
ユ
へ
の
初
出
勤
を
終
え
る
事
と
な
た

 
ネ
タ
に
詰
ま
り
ぎ
み
な
の
で

明
日
は
一
日
お
休
み
を
い
た
だ
き
ま
す
ｏ
ｒ

 

し

あ
り
ま
せ
ん
ｏ
ｒ
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第
４
９
３
話
 
詩
乃
の
お
出
か
け

ね

ち

と
気
に
な

て
た
ん
だ
け
ど

最
近
詩
乃
の
成

が
急
に
上
が

て
な
い

あ

そ
れ
私
も
思

て
た

私
も
私
も

 
夏
休
み
直
前
の
と
あ
る
日

い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
人
は

そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
あ
れ
か
ら
詩
乃
は
何
度
か
紅
莉
栖
達
に
し
ご
か
れ
急
激
に
そ
の
成

を
上
げ
て
い
た
の
だ

 
私
生
活
が
充
実
し

色
々
な
事
に
打
ち
込
め
る

を
手
に
入
れ
た
事
も
大
き
い
が

 
少
な
く
と
も
勉
強
に
関
し
て
は
学
校
よ
り
も
紅
莉
栖
達
の
影

の
方
が
大
き
い
の
は
確
か
で

あ
るこ

の
前
の

験
な
ん
か

学
年
十
五

だ
よ

え

気
が
付
く
と
映
子
の
背
中
が
見
え
て
る

も
し
か
し
て

八
幡
さ
ん
に
手
取
り
足
取
り

取
り
勉
強
を
教
え
て
も
ら

て
る
と
か

い
や

は
と
も
か
く
八
幡
さ
ん
は
成

は
そ
こ
そ
こ
ら
し
い
か
ら

 
多
分
も

と
と
ん
で
も
な
い
人
が
背
後
に

え
て
る
は
ず
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こ
れ
は
調
査
の
必
要
が
あ
り
ま
す
な

だ
ね

 
こ
う
し
て
三
人
は

詩
乃
の
事
を
尾
行
す
る
事
に
し
た
の
だ

た

何
か
友
達
を
尾
行
す
る
の

て
ド
キ
ド
キ
す
る
ね

見
つ
か

た
ら
絶
対

ら
れ
る
ん
だ
ろ
う
な

そ
の
時
は
三
人
で
土
下
座
し
よ
う
ね

 
だ
が
初
日
は
空

り
だ

た

い
く
つ
か
先
の

で

を
降
り

 
詩
乃
は
コ
ン
ビ
ニ
で
飲
み
物
を

た
後
そ
れ
を
美
味
し
そ
う
に
飲
み
な
が
ら
ソ
レ
イ
ユ

に
到
着
し
た

あ

こ
こ

て
ソ
レ
イ
ユ

あ
あ

バ
イ
ト
か
あ

そ
う
い
や
最
近
バ
イ
ト
し
ま
く

て
る

て
言

て
た

け

夏
休
み
用
の
資
金
を

ぐ

て
言

て
た
も
ん
ね

 
二
日
目
は

詩
乃
は
真

直
ぐ
自
宅
に
帰
り

そ
の
ま
ま
出
て
こ
な
か

た

 

中
一
度
だ
け
コ
ン
ビ
ニ
に
行

て

当
を

た
が
外
に
出
た
の
は
そ
の
一
度
だ
け
だ
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た 
ち
な
み
に
そ
の
間
三
時
間
ほ
ど
で
あ

た
が
三
人
は
ず

と
詩
乃
の
部
屋
を
見
張

て
い

た 
実
に
ご
苦
労
な
事
で
あ
る

 
平
日
だ
と
楽
し
く
な
い
ね

詩
乃
の
あ
ら
れ
も
な
い

が
見
れ
る
と
思

た
の
に

と
は
い
え
や

ぱ
り

日
だ
と
き
つ
い
か
ら

次
の
日
曜
日
を
最
後
の
尾
行
に
し
な
い

 
そ
れ
で
収

が
無
か

た
ら

め
る

て
事
で

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

か

詩
乃

ち
の
い
つ
も
と
違
う
一
面
が
見
れ
た
ら
い
い
ん
だ
け
ど
ね

 
ど
う
や
ら

に
主
旨
が
変
わ

て
し
ま

て
い
る
よ
う
だ
が

 
と
に
か
く
三
人
は

日
曜
日
の
朝

詩
乃
の
部
屋
近
く
に
集
合
し
た

 
ち
な
み
に
こ
の
三
人
は

前
の
日
に
詩
乃
に
か
ま
を
か
け
て
い
た

詩
乃

明
日
は
ど
こ
か
行
く
の
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う
ん

ち

と
友
達
と

い
物
か
な

へ

朝
か
ら

う
ん

九
時
く
ら
い
に
家
を
出
る
つ
も
り

ほ
え

結

い
ん
だ
ね

 
自
分
達
も
参
加
し
た
い
と
は
言
わ
ず

 
あ
く
ま
で

々
と

日
常
会
話
を
装

て
得
た
情
報
が
こ
れ
で
あ
る

 
そ
し
て
朝
九
時

三
人
は
見
守
る
中

部
屋
か
ら
詩
乃
が
出
て
き
た

出
て
き
た
出
て
き
た

さ
て
ど
こ
に
行
く
の
か
な

そ
れ
じ

あ
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
レ

ツ
ゴ

 
こ
う
し
て
三
人
は

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
詩
乃
の
後
を
付
い
て
い

た

か

ど
こ
ま
で
行
く
ん
だ
ろ

こ
の
ま
ま
だ
と
千
葉

ま
さ
か
八
幡
さ
ん
の
家
に
通
い
妻
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詩
乃
に
そ
ん
な
度
胸
あ
る
か
な

い
や
い
や

詩
乃

ち
は
本
気
に
な

た
ら
ぐ
い
ぐ
い
い
く
で
し

あ
れ

降
り
る
み
た
い

こ
こ
は

秋
葉
原

 
詩
乃
は
予
想
に
反
し
て
秋
葉
原
で
下

し
た

え

詩
乃
が
秋
葉
原

て

心
当
た
り
は
メ
イ
ク
イ

ン
く
ら
い
し
か

方
向
は
そ
う
だ
よ
ね

付
い
て

て
み
よ
う

 
三
人
は
不
審
者

出
し
の
様
子
で
詩
乃
を
尾
行
し
て
い

た

 

中
で

に
職

質
問
さ
れ
な
か

た
の
は
幸
い
で
あ

た

あ

や

ぱ
り
そ
う

い

で
も
そ
れ
な
ら

メ
イ
ク
イ

ン
に
用
事
が
あ
る

て
言
う
よ
ね

 
で
も
友
達
に
会
う

て
言

て
た

て
事
は
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あ

フ

イ
リ
ス
さ
ん
だ

て
事
は

フ

イ
リ
ス
さ
ん
と
一

に
ど
こ
か
に
お
出
か
け
か

 
メ
イ
ク
イ

ン
の
前
で
は

フ

イ
リ
ス
が
メ
イ
ド
服
で
待

て
い
た

 

い
物
に
行
く
と
言

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
メ
イ
ド
服
で
あ
る

フ

イ
リ
ス
さ
ん

あ
の
格
好
の
ま
ま
行
く
ん
だ

さ
す
が
フ

イ
リ
ス
さ
ん
は
ブ
レ
な
い
な

 
詩
乃
と
フ

イ
リ
ス
は

そ
の
ま
ま
連
れ
立

て
歩
い
て
い

た

 
ど
ち
ら
か
か
と
い
う
と
フ

イ
リ
ス
が
前
に
い
る
と
い
う
事
は

 
フ

イ
リ
ス
が
案
内
役
な
の
だ
ろ
う

 
と
い
う
事
は

詩
乃
が
フ

イ
リ
ス
に
何
か
を
頼
ん
だ
の
だ
ろ
う

 
そ
う
会
話
し
な
が
ら
分

し
つ
つ

三
人
が
た
ど
り
着
い
た
の
は

 
大
人
び
た
き
わ
ど
い
デ
ザ
イ
ン
が

り
の

下
着
メ

カ

の
店
で
あ

た

えこ

こ
こ

て

ま

ま
さ
か
勝
負
下
着
を

い
に
来
た
と
か
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で
も
こ
の
ブ
ラ
ン
ド

て
そ
れ
な
り
に
お
高
い
よ
ね

ま
さ
か
そ
の

に
バ
イ
ト
を

と

と
に
か
く
入

て
み
よ
う

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
ね

 
そ
し
て
三
人
は

下
着
を
選
ん
で
い
る
よ
う
な
フ
リ
を
し
つ
つ

二
人
の
様
子
を

た

キ

マ
に

い
た
感
じ
だ
と

八
幡
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

 

に
見
え
て
実
は
大

な
感
じ
の
下
着
が
好
き
み
た
い
ニ

男
同
士
だ
と

や

ぱ
り
そ
う
い
う
話
も
す
る
ん
だ
ね

意
外
ニ

よ
ね

い
つ
も
は

俺
は
興
味
あ
り
ま
せ

ん

み
た
い
な
顔
を
し
て
い
る

に

 
や

ぱ
り
八
幡
も
男
の
子
ニ

ね

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
詩
乃
に
言

た

し

か
し
詩
乃
に

ん
も

八
幡
の
好
き
そ
う
な
下
着
が
欲
し
い
と
か

 
今
年
の
夏
は
何
か
を
狙

て
い
る
の
か
ニ

そ
う
い
う

じ

な
い
ん
だ
け
ど

ほ
ら

夏
休
み
だ
か
ら

 
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
に
行
く
機
会
が
そ
れ
な
り
に
あ
り
そ
う
じ

な
い

 
で

う

か
り
下
着

を
見
ら
れ
ち

う
か
も
し
れ
な
い
し
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そ
う
い
う
時
に
子

い
格
好
だ
と

ち

と

じ

な
い

確
か
に

よ
し

フ

イ
リ
ス
も

う
事
に
す
る
ニ

そ
れ
じ

あ
お

い
に
似
合
い
そ
う
な
の
を
選
び

こ
し
よ

か

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

い
て
い
た
三
人
は

完
全
に

ま

て
い
た

マ

マ
ン
シ

ン

今
マ
ン
シ

ン

て
言

た

と
い
う
か

下
着

を
見
ら
れ
る
事
が
前
提
み
た
い
に
言

て
な
か

た

し

し
か
も
今
の
会
話
だ
と

フ

イ
リ
ス
さ
ん
も
一

に
行
く

く
な
い

し

詩
乃

ち
が
い
つ
の
間
に
か
凄
く
大
人
に

い
き
な
り
戦
闘
力
が
上
が
り
す
ぎ
じ

な
い

も
し
か
し
て
死
に
か
け
た

と

と
に
か
く
詩
乃
が
ど
ん
な
下
着
を
選
ぶ
か
を
確
認
し
な
い
と

私

行

て
く
る

あ

ち

と

奈

一
体
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ

 
そ
し
て
詩
乃
と
フ

イ
リ
ス
が
更
衣
室
に
入

た

間

奈
が
そ
の
隣
の
更
衣
室
に
駆
け
込

ん
だ
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見
る
と

奈
は
下
か
ら

を

ば
し
詩
乃
の
入

て
い
る
更
衣
室
の
中
を
盗

し
て
い
る

よ
う
だ

 
音
が
し
な
い
の
は

動
画
を

影
し
て
い
る
か
ら
の
よ
う
だ

う
わ

あ
れ

て
完
全
に
犯
罪
だ
よ
ね

ま
あ
詩
乃
は
私
達
を

え
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
だ
ろ
う
け
ど

 
も
し
見
つ
か

た
ら
た
だ
の
土
下
座
じ

な
く
フ
ラ
イ
ン
グ
土
下
座
を
し
な
い
と
い
け
な

い
ねあ

詩
乃
が
顔
を
出
し
て

フ

イ
リ
ス
さ
ん
に
何
か
話
し
て
る

く
う

下
着

を
見
せ
合
い

こ
し
て
る
み
た
い
だ
け
ど

こ
こ
か
ら
じ

見
え
な
い

あ

顔
を
引

込
め
た

奈

今
よ

 
そ
の
声
が

こ
え
た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が

奈
は
音
で
脱
出
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

た

の
か

 
素

く
こ
ち
ら
に

て
き
た

多
分
上
手
く

れ
た
と
思
う

く
確
認
し
よ
う
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ど
れ
ど
れ

 
そ
し
て
三
人
は

急
い
で
そ
の
動
画
を
見
た

黒つ
ま
り
フ

イ
リ
ス
さ
ん
は

こ
れ
が
詩
乃
に
似
合
う
と
思

た
と

確
か
に
似
合

て
る
け
ど

似
合

て
る
け
ど

こ
れ
は
十
八
禁
す
ぎ
る
だ
ろ
お
お
お
お
お
お

 
丁
度
そ
の
時
詩
乃
と
フ

イ
リ
ス
が

更
衣
室
か
ら
出
て
き
た

 
二
人
は
お

い
の
チ

イ
ス
に
満
足
し
た
ら
し
く

そ
の
ま
ま
レ
ジ
の
方
へ
と
向
か
い

 
そ
れ
ぞ
れ
会
計
を
済
ま
せ
た

い
お

た

え

で
し

あ
れ
を
八
幡
さ
ん
に
見
せ
る
つ
も
り

や
る
気
ま
ん
ま
ん
じ

な
い

ち

と
映
子

言
い
方
が

え

あ

そ
う
だ
ね

え

と

や
ら
れ
る
気
ま
ん
ま
ん
じ

な
い
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そ
う
い
う
意
味
で
言

た
ん
じ

な
い
か
ら

 
そ
し
て
店
を
出
た
二
人
は
次
に
お
高
い
ス
イ

ツ
を
出
す
事
で

名
な
店
に
入

て
い

た

え

こ
こ

て

ど
う
す
る

私
達
も
入
る

女
子
高
生
の
お

布
に
は
優
し
く
な
い
店
だ
よ
ね

う

仕
方
な
い

こ
れ
は
行
く
し
か

や

安
い
品
を
頼
め
ば
な
ん
と
か

 
三
人
は

布
の
中
身
を
気
に
し
な
が
ら
も

首
尾
よ
く
詩
乃
達
の
近
く
の

を
確
保
し

 
二
人
の
会
話
に

を
す
ま
せ
た

本
当
に
こ
こ
で
良
か

た
の
ニ

う
ん

任
せ
て

今
は
懐
が

か
い
か
ら
全
然
平
気

ま

ま
さ
か
詩
乃
に

ん

何
か
犯
罪
行

を

い
や
い
や
い
や

バ
イ
ト
を
頑
張

た
だ
け
だ
か
ら

そ
う
な
の
ニ

 
そ
し
て
詩
乃
は

懐
が

か
い
理
由
を
フ

イ
リ
ス
に
説
明
し
た
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う
ん
ソ
レ
イ
ユ
の
バ
イ
ト

て
通
常
は
あ
ま
り
⻑
く
出
来
な
い
事
に
な

て
い
る
ん
だ
け

ど 
こ
の
前
ち

と
急
ぎ
の
事
案
が
色
々
あ

た
ら
し
く
て

 
何
日
か
連
続
で
か
な
り
⻑
い
時
間
頑
張

た
の

そ
の

料
日
が
丁
度

日
だ

た

て

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
か
ら
く
り
だ

た
の
ニ

ね

働
い
て
い
る
最
中
は
意
識
し
て
な
か

た
ん
だ
け
ど

 

明

を
見
て

思
わ
ず
金

が
間
違

て
ま
す
よ

て
言
い
そ
う
に
な

た
も
の

だ
か
ら
下
着
も
新
調
し
よ
う
と

フ

イ
リ
ス
さ
ん

て
い
い
下
着
を
着
て
そ
う
だ
か
ら

そ
う
い
う
の
に

し
い
か
な

て

思

て
健
気
ニ

ね

そ
ん
な
に
見
て
欲
し
い
の
ニ

べ

別
に
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
け
ど

や

ぱ
り
備
え
て
お
く
の
は
必
要
だ
と
思
う
か
ら

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
を

い
て
い
た
三
人
は
と
い
う
と

詩
乃

て
こ
ん
な
に
リ
ア
充
だ

た

け

恋
人
が
い
る

じ

な
い
け
ど

好
き
な
人
と
そ
れ
な
り
に
一

に
い
ら
れ
て
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お
金
も
と
ん
で
も
な
い

を
し
な
け
れ
ば
ま
あ
問
題
な
い

度
に
余

は
あ

て

 
最
近
成

が
急
上
昇
し
て

趣
味
の
ゲ

ム
も
楽
し
ん
で
い
て

 
こ
ん
な
に
い
い
友
達
に
も
恵
ま
れ
て

う
ん

私
が
言
う
の
も
ア
レ
だ
け
ど

い
い
友
達
は

尾
行
な
ん
か
し
な
い
と
思
う

い
や
い
や

こ
れ
は
詩
乃
を
心
配
し
て
の
行
動
だ
か
ら

愛
だ
か
ら

 
そ
の
間

な
お
も
詩
乃
達
の
会
話
は
続
い
て
い
た

最
近
八
幡
と
は
ど
う
な
の
ニ

う

ん

な
ん
と
か
現

持
し
て
る
感
じ

フ

イ
リ
ス
も
そ
ん
な
感
じ
な
の
ニ

 
ま
あ
ラ
イ
バ
ル
が

え
て
い
る

態
で
現

を

持
出
来
て
い
る
の
な
ら
御
の

か
ニ

相
手
の
負
担
に
は
な
り
た
く
な
い
か
ら
ま
あ

こ
の
く
ら
い
の

離
感
が
い
い
の
か
し
ら
ね

で
も
た
ま
に
は

が
欲
し
い
の
ニ

分
か
る
分
か
る

私
も
一

に
い
る
時
く
ら
い
は

よ
り
ド
キ
ド
キ
し
た
い

て
思
う
も
の

 
そ
の
時
詩
乃
達
が
注
文
し
た
ら
し
い
品
が
運
ば
れ
て
き
た

 
夏
ら
し
く
ア
イ
ス
ケ

キ
で
あ
る

ち
な
み
に
お
高
い
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美
味
し
そ
う
ね

こ
の
前
雑

で
紹
介
さ
れ
て
て

一
度
食
べ
て
み
た
か

た
の
ニ

そ
れ
じ

あ
半
分
こ
ね

ご

走
様
な
の
ニ

 
そ
の
二
人
の
様
子
は
い
か
に
も
楽
し
そ
う
で
あ
り

 
詩
乃
は
や

と

自
分
の
人
生
の
激
変
ぶ
り
に

応
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

詩
乃

ち
か
わ
い
い
な

学
校
で
の
姫

て
呼
び
名
に

や

と
中
身
が
追
い
つ
い
て
き
た
み
た
い
な

オ

ラ
と
い
う
か

雰
囲
気
出
て
き
た
よ
ね

私
達
も
も
う
ち

と
頑
張
ら
な
い
と
だ
ね

せ
め
て
こ
こ
で
普
通
に
ア
イ
ス
ケ

キ
を

べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う

 
三
人
は
詩
乃
の

を
見
て

そ
う

く
心
に

た
の
だ

た
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第
４
９
４
話
 
ぐ

偶
然
だ
ね

次
は
お
金
が
か
か
ら
な
い
所
に
入

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

あ

詩
乃
が
何
か
指
差
し
て
る

あ
れ

て
ゲ

セ
ン

 
そ
し
て
次
に
二
人
が
入

た
の
は
ゲ

セ
ン
だ

た

そ
う
い
え
ば
こ
う
い
う
ゲ

セ
ン

て
全
然
来
て
な
か

た
か
も

詩
乃
も
多
分
そ
う
だ
よ
ね

こ
れ

て
詩
乃
が
興
味
本

で
フ

イ
リ
ス
さ
ん
を
連
れ
込
ん
だ
み
た
い
な

確
か
に
フ

イ
リ
ス
さ
ん
を

質
問
攻
め
に
し
て
る
ね

あ

見
て

何
か
銃
で
撃
つ
ゲ

ム
に
興
味

々
み
た
い

ガ
ン
シ

テ

ン
グ

て
奴
だ

け

 
三
人
が
見
守
る
中

詩
乃
は
銃
を
手
に
持
ち
狙
撃
体
制
を
と

た

さ
す
が
様
に
な

て
る
わ
ね

あ

プ
レ
イ
す
る
み
た
い
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フ

イ
リ
ス
も
同
じ
く
銃
を
手
に
持
ち

そ
の
ま
ま

体
に
コ
イ
ン
を
入
れ
た

ど
れ
ど
れ

う
わ

気
持
ち
悪
い
く
ら
い
動
き
が
ス
ム

ズ
な
ん
だ
け
ど

ど
う
見
て
も
女
子
高
生
の
動
き
じ

な
い
よ
ね

フ

イ
リ
ス
さ
ん
も

付
い
て
い
く
の
が
精
一

て
感
じ

狙
い
が
正
確
な
上
に

行
動
が
的
確
す
ぎ
る

 
そ
し
て
二
人
は
と
ん
で
も
な
い
高
得
点
を
叩
き
だ
し

ハ
イ
タ

チ
を
し
た

普
通
に
楽
し
そ
う
だ
ね

私
達

何
や

て
る
ん
だ
ろ

今
思
え
ば

最
初
か
ら
混

て
も
ら
え
ば
良
か

た
ね

偶
然

て
事
に
し
て

今
か
ら
声
を
か
け
て
も
い
い
ん
じ

な
い

そ
れ
は
あ
り
か
も

ち

と
待

て

知
り
合
い
が
い
た

い

 
そ
の
言
葉
通
り

プ
ラ
イ
ズ
コ

ナ

に
差
し

か

た
時

 
詩
乃
と
フ

イ
リ
ス
は
一

驚
い
た
顔
を
し
た
後
と
あ
る

体
の
所
で
五

を

み
重
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ね 
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
女
性
に
声
を
か
け
た

紅
莉
栖
さ
ん

ク

ニ

ン

あ
ら

珍
し
い
組
み
合
わ
せ
ね

今
日
は
ど
う
し
た
の

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
ニ

そ
ん
な
に
五

を

み
重
ね
て

 
何
か
欲
し
い
も
の
で
も
あ
る
の
か
ニ

う
ん

ど
う
し
て
も
こ
れ
が
欲
し
い
の

 
そ
う
言

て
紅
莉
栖
が
指
差
し
た
の
は

ノ
と
顔
に
書
か
れ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
だ

た
カ
イ
バ

な

何
で
そ
の
呼
び
方
を

私
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
呼
び
方
な
の
に

 
詩
乃
は
勉
強
会
の
時
の
事
を
思
い
出
し

思
わ
ず
そ
う
口
に
し
た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
紅
莉
栖
は
そ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
カ
イ
バ

と
い
う
名
前
を
付
け
て
い
た
よ
う
だ

前
の
勉
強
会
の
時

ノ

ト
に
書
い
て
た
か
ら
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何
で
す
と

え

と

ノ

カ
イ
バ

て

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
気
も
す
る

ま
た
ネ
ラ

バ
レ
し
て
し
ま

た

 
紅
莉
栖
は
そ
う
言

て

そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

そ
ん
な
紅
莉
栖
に
詩
乃
が
言

た

で
も
そ
れ

て

そ
ん
な
に
気
に
す
る
事
な
の
か
な

えネ
ラ

て

確
実
に
五

万
人
以
上
い
る
ん
で
し

 

て
事
は

え
ば
街
を
歩
い
て
る
人
の
二
十
人
に
一
人
は
ネ
ラ

な
ん
じ

な
い

そ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

そ
ん
な
の
あ
り
ふ
れ
た
比

で
し
か
な
い
わ
む
し
ろ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の

の
方
が

 
よ
ほ
ど
レ
ア

て
事
に
な
る
ん
じ

な
い

う
ん

だ
か
ら
紅
莉
栖
さ
ん
が

そ
こ
ま
で
気
に
す
る
必
要
は
無
い
と
思
う

そ

そ
う
か
な
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そ
う
ニ

ク

ニ

ン
は
色
々
気
に
し
す
ぎ
ニ

そ

か

う
ん

確
か
に
そ
う
よ
ね

そ
れ
じ

あ
気
を
取
り
直
し
て

 
私

絶
対
に
カ
イ
バ

君
を
手
に
入
れ
て
み
せ
る
わ

そ
の
意
気
よ

ク

ニ

ン
フ

イ
ト
ニ

 
そ
れ
か
ら
の
紅
莉
栖
は
一
味
違

た

他
人
の
目
を
気
に
し
な
く
な

た
事
に
よ
り

 
こ
そ
こ
そ
と

て
ア

ム
を
動
か
す
事
が
無
く
な

た
紅
莉
栖
は

 
持
ち
前
の

の
回
転
の
速
さ
に
も
の
を
い
わ
せ

堅
実
に
カ
イ
バ

君
を
寄
せ
て
い
き

 
つ
い
に
カ
イ
バ

君
を
手
に
入
れ
る
事
に
成
功
し
た
の
だ

つ
い
に
カ
イ
バ

君
を
手
に
入
れ
た
ぞ

入
れ
た
ぞ

入
れ
た
の
ニ

 
そ
う
雄
た
け
び
を
上
げ
た
三
人
に

り
の
観
客
達
が

手
を
し

 
そ
れ
で
恥
ず
か
し
く
な

た
の
か

三
人
は
ペ
コ
ペ
コ
と

を
下
げ
な
が
ら

 
自

機
の
横
に
あ
る
ソ
フ

に

か
け
た
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そ
れ
を
見
て
い
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
人
は

こ
う

き
あ

て
い
た

何

今
の
一
連
の
流
れ

え

と

知
り
合
い
が
ネ
ラ

で
ぬ
い
ぐ
る
み
が
ネ
ラ

そ
し
て
私
も
ネ
ラ

で
す

え

奈
も
そ
う
な
の

ふ

ふ

ふ

私
は

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
・
フ

ン
ク
ラ
ブ

と
い
う
ス
レ

ド
の

人
な
の
だ

 
そ
う
ド
ヤ
顔
で
言
う

奈
に

美
衣
が
こ
う
言

た

え

と

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
な
い
の
に

何
の

に
そ
の
ス
レ

ド
を
見
て
る
の

そ
の
ス
レ

た
ま
に
動
画
や

が
あ
が
る
か
ら

 
そ
れ
で
八
幡
さ
ん
達
の
活
躍
を
見
て
ニ
マ
ニ
マ
す
る
と
か

あ
あ

そ
れ
な
ら
理
解
出
来
る

で
し

二
人
と
も

今
は
そ
ん
な
話
を
し
て
る
場
合
じ

な
い
わ
よ

 
そ
れ
よ
り
も
も

と
重
要
な
セ
リ
フ
が

こ
え
な
か

た
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重
要
な

何
て

あ
あ

勉
強
会

そ
う

詩
乃
は
さ

き
確
か
に

勉
強
会

て
言

た
わ

繋
が

た

で
も
ま
だ
情
報
が
足
り
な
い
わ

体
の
影
に

れ
な
が
ら
移
動
よ

了
解

 
三
人
は

そ
の
ま
ま
自

機
の
方
へ
と
進
ん
で
い

た

 
そ
し
て
首
尾
よ
く
死

に
入
り
込
み

そ
こ
で

を

ま
せ
た

は

楽
し
か

た

取
れ
て
良
か

た
ね

私
一
人
じ

絶
対
無
理
だ

た
か
も

二
人
と
も

あ
り
が
と
う

紅
莉
栖
さ
ん
に
は
い
つ
も
勉
強
を
教
え
て
も
ら

て
る
し
こ
う
い
う
時
く
ら
い
は
お
返
し
し

な
い
と

さ
て

ク

ニ

ン
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
ニ

私
は
ラ
ボ
に

る
つ
も
り
だ
け
ど
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ラ
ボ
に

で
も
あ
そ
こ

く
な
い
か
ニ

 
フ

イ
リ
ス
に
そ
う
言
わ
れ
た
紅
莉
栖
は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

う
う
ん

実
は
先
日

つ
い
に
ク

ラ

が
入

た
の
よ

に

に

に

ん
と

ま
あ
あ
る
意
味
八
幡
の
お
か
げ
と
い
う
か

岡
部
と
橋
田
が

 
ソ
レ
イ
ユ
で
の
バ
イ
ト
代
を
出
し
合

て

た
の
よ

さ
す
が
の
キ

マ
も
こ
の
と
こ
ろ
の

さ
に
は
音
を
上
げ
た
の
ニ

そ
れ
も
あ
る
け
ど
ク

ラ

な
ん
か
い
ら
な
い
と
一
歩
も

ろ
う
と
し
な
い
岡
部
相
手
に

 
困

た
顔
を
し
て
い
た
橋
田
を
見
て

八
幡
が
一
言
言

て
く
れ
た
の
が

い
た
の
か
も

八
幡
は
何
て

マ

ド
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト
が
ク

ラ

ご
と
き

配
下
に
置
け
な
く
て
ど
う
す
る
よ
だ

て 
そ
う
言
わ
れ
た
フ

イ
リ
ス
は

と

き
出
し
た

そ
の
時
の
キ

マ
の
反
応
が
目
に
見
え
る
よ
う
だ
ニ

ま
あ
お
金
に
余

が
出
た
の
が
一
番
大
き
か

た
と
思
う
け
ど
ね
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何
に
せ
よ

良
か

た
の
ニ

ね

ラ
ボ

て
何
を
し
て
い
る
所
な
の

 
そ
の
時
詩
乃
が

興
味
深
そ
う

ね
て
き
た

役
に
た
た
な
い
発
明
品
を
開
発
し
て
い
る
場
所
ね

役
に
た
た
な
い
の

ま
あ
趣
味
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
ね

で
も
そ
れ
で
い
て
実
は
技
術
力
は
か
な
り
あ
る
の
よ

ね
要
す
る
に
ア
イ
デ
ア
が
悪
い

ふ
ふ

そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

も
し
良
か

た
ら

こ
れ
か
ら
行

て
み
る

い

い
い
の

興
味
も
あ
る
し

そ
れ
じ

あ
行

て
み
よ
う
か
な

そ
れ
な
ら
フ

イ
リ
ス
も
行
く
ニ

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
で
行
き
ま
し

う
か

 
詩
乃
達
が

そ
う
言

て
去

て
い
こ
う
と
し
た
の
を
見
て

Ａ
Ｂ
Ｃ
は
か
な
り

て
た

今
の
会
話
だ
と

や

ぱ
り
あ
の
紅
莉
栖
さ
ん

て
人
が

詩
乃
の
先
生
な
ん
だ

で
も

分
若
そ
う
じ

な
い

そ
れ
に
あ
の
制
服

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
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院
女
子
学
園
の
制
服
じ

な
い

少
し
デ
ザ
イ
ン
を
い
じ

て
る
よ
う
に
も
見
え
る
け

ど
あ

そ
れ
だ
そ
れ

て
事
は

私
達
と
同
じ
く
ら
い
の

な
の
か
な

あ

行

ち

う
よ

ど

ど
う
す
る

ラ
ボ

て
所
に
向
か
う
つ
も
り
み
た
い
だ
け
ど
さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
は
侵
入
出
来
な
い
よ
ね

も
う
こ
う
な

た
ら

こ
こ
で
声
を
か
け
て

一

に
連
れ
て

て
も
ら
う
し
か

そ
れ
し
か
な
い
ね

よ
し

行
こ
う

 
そ
し
て
三
人
は
立
ち
上
が
り

偶
然
を
装
い

詩
乃
に
声
を
か
け
た

あ

あ
れ

詩
乃

う
わ

偶
然
だ
ね

フ

イ
リ
ス
さ
ん

久
し
ぶ
り

三
人
と
も

久
し
ぶ
り
ニ

え

あ

あ
れ

三
人
と
も
こ
ん
な
所
で
ど
う
し
た
の

ち

と
新
し
い
パ
ソ
コ
ン
が
欲
し
い
な

て
思

て
見
に
き
た
つ
い
で
に

 
街
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
て

で

休

が
て
ら
こ
こ
に
入

た
感
じ
か
な
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奈
が
機
転
を
き
か
せ

そ
う
言

て
上
手
く
誤
魔
化
し
た

あ

そ
う
だ

た
ん
だ

紅
莉
栖
さ
ん

 
こ
ち
ら
は
映
子

美
衣

奈

私
の
ク
ラ
ス
メ

ト
で
親
友
だ
よ

そ
う
な
の
ね

初
め
ま
し
て

私
は

紅
莉
栖

宜
し
く
ね

昼
岡
映
子
で
す

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
で
す

美
衣
だ
よ

宜
し
く
ね

夜
野

奈
で
す

ね

さ
ん

そ
れ

て

院
女
子
学
園
の
制
服
だ
よ
ね

 

奈
に
そ
う
問
わ
れ

紅
莉
栖
は

き
な
が
ら
言

た

よ
く
知

て
る
わ
ね

前
に
二
週
間
だ
け

学
し
て
た
事
が
あ

た
か
ら

 
そ
の
時

た
ん
だ
け
ど
デ
ザ
イ
ン
が
気
に
入

た
か
ら

し
て
そ
の
ま
ま
着
て
る
の
よ

え

り

学

ど
う
い
う
事

 
き

と
ん
と
す
る
三
人
に

詩
乃
が
こ
う
解
説
し
た

紅
莉
栖
さ
ん
は
私
達
と
同
い
年
だ
け
ど

 
飛
び
級
で
今
は
ア
メ
リ
カ
の
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
院
で
研
究
員
を
し
て
る
の
よ
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え
え

だ

大
学
院
生

凄
い

 
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
雑
談
を
し
て
い
た
六
人
だ

た
が

 
さ
す
が
に
こ
こ
で
⻑
く
話
を
す
る
の
は
ま
ず
い
と
思

た
の
だ
ろ
う
フ

イ
リ
ス
が
こ
う
提

案
し
て
き
た

私
達

こ
れ
か
ら
ラ
ボ

て
所
に
向
か
う
と
こ
ろ
だ

た
ん
だ
け
ど

 
良
か

た
ら
み
ん
な
で
こ
の
ま
ま
ラ
ボ
に
行

て
休

が
て
ら
お
話
を
続
け
な
い
か
ニ

 
そ
の
提
案
に
乗
る
事
に
な
り

六
人
は
ラ
ボ
を
目
指
し
た

こ
ん
な
に
近
い
ん
だ

怪
し
い

ふ
ふ

確
か
に
怪
し
い
ビ
ル
よ
ね

そ
れ
じ

あ
こ

ち
よ

 

を
上
り

最
初
の
ド
ア
を
紅
莉
栖
は
ノ

ク
し
た

誰
か
い
る
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氏

ド
ア
は
開
い
て
る
お

紅
莉
栖
ち

ん

橋
田
に
ま
ゆ
り

そ
れ
じ

入
る
わ
よ

 
紅
莉
栖
は
そ
の
ま
ま
ド
ア
を
開
け

中
に
入

た

 
そ
し
て
女
子
高
生
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
中
に
入

て
き
た
の
を
見
て

ま
ゆ
り
は
喜
び

 
ダ
ル
は
激
し
く
狼

し

そ
の
目
は
点
に
な

た

 
実
は
も
う
コ
ミ
ケ
編
に
入

て
い
る
事
に

誰
も
気

い
て
は
い
ま
い

フ

ハ
ハ
ハ
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第
４
９
５
話
 
橋
田
軍
曹

 
人
物
紹
介
と
か
も
全
て
合
わ
せ
る
と

今
日
で
５
０
０
話
に
到
達
し
ま
し
た

 
⻑
ら
く
ご
愛

き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
金
曜
日
に
は
実
質
的
な
５
０
０
話
で
そ
れ
ま
で
も
そ
れ
以
降
も
し
ば
ら
く
色
々
ア
レ
な
話

が
続
き
ま
す
が

 
ど
う
か
お
見

て
な
き
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

氏

こ
の

況
は

あ

ダ
ル
さ
ん

日
ぶ
り

あ
れ

朝
田
氏

ま
ゆ
り
さ
ん
も
い
つ
ぶ
り
か
な

久
し
ぶ
り

前
に
お
店
に
来
て
く
れ
た
時
以
来
か
な

詩
乃
ち

ん

久
し
ぶ
り

 
詩
乃
と
ま
ゆ
り
が

交
を

め
て
い
る
そ
の
横
で
紅
莉
栖
は
ダ
ル
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
人
を
紹
介
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し
た橋

田

こ
ち
ら
の
三
人
は

詩
乃
の
友
達
で
八
幡
の
友
達
だ
か
ら

失

の
無
い
よ
う
に
ね

あ

以
前
会

た
事
が
あ
る
お

三
人
と
も

お
久
し
ぶ
り
だ
お

 
ち
な
み
に
三
人
も

僕
の
知
ら
な
い
う
ち
に
朝
田
氏
同
様

八
幡
の
お
手
つ
き
に

い
き
な
り
何
を
言
い
出
す
の
よ

私
は
八
幡
の
お
手
つ
き
な
ん
か
じ

な
い
か
ら

 
ダ
ル
が
そ
う
言

た

間

詩
乃
は
マ

ハ
で
そ
う
突

込
ん
だ

え

詩
乃
は
違
う
の

えそ
う
で
す

私
が
八
幡
さ
ん
の
お
手
つ
き
の

昼
岡
映
子
で
す

同
じ
く
お
手
つ
き
の

美
衣
で
す

そ
し
て
同
じ
く
お
手
つ
き
に
し
て
夜

担
当
の

夜
野

奈
で
す

あ

こ
れ
は
こ
れ
は
ご
丁

に

そ
れ
じ

あ
お
返
し
に

僕
も

め
ま
し
て

 
僕
の
本
名
は
橋
田
至
だ
お

今
は
八
幡
の
ブ
レ
イ
ン
の
一
人

 

て
言

て
も
い
い
よ
ね

氏

別
に
そ
う
思
い
た
い
な
ら
そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い
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ち

氏

ひ
ど

 
そ
の
後
ろ
で

詩
乃
が
フ

イ
リ
ス
に

こ
そ
こ
そ
と
質
問
し
て
い
た

ね

フ

イ
リ
ス
さ
ん

よ
と
ぎ

て
何

詩
乃
に

ん
は
知
ら
な
い
の
に

夜

て
の
は

ふ
む
ふ
む

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
が
詩
乃
の

元
で
説
明
し
て
い
く
う
ち
に

 
詩
乃
の
顔
が
ど
ん
ど
ん

く
な

て
い

た

ち

ち

と

奈

夜

て
何
よ

私
だ

て
ま
だ
し
た
事
が
な
い
の
に

詩
乃
に

ん
ス
ト

プ
に

 
そ
ん
な
詩
乃
の
口
を

フ

イ
リ
ス
が
塞
い
だ

 
詩
乃
は
一

抗
し
か
け
た
が

り
の
者
達
の
生

か
い

線
を
受
け

 
自
分
が
何
を
口
走

た
の
か
気
が
付
き

顔
を
更
に
真

に
し
て

え
始
め
た

ま
だ

今
確
か
に

ま
だ

て
言

た
よ
ね

予
定
は
未
定
じ

な
く

も
う
決
定
だ
と

も
う

詩
乃

ち
は
か
わ
い
い
な
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も
う

も
う

 
そ
の
様
子
を
見
な
が
ら

ま
ゆ
り
は
と
て
も
楽
し
そ
う
な
表
情
で
言

た

う
わ

ダ
ル
君

こ
ん
な
に

や
か
な
ラ
ボ
は
初
め
て
だ
よ

う

う
ん

ま
あ
そ
れ
に
は
同
意
す
る
け
ど

ま
ゆ
氏
も
ま
ず
は
自

紹
介
し
な
い
と

あ

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
ま
ゆ
り
も

自

紹
介
を
始
め
た

え

と

名
ま
ゆ
り
で
す

趣
味
は
コ
ス
プ
レ
の
衣
装
作
り

 
好
き
な
物
は

ジ

シ

か
ら
あ
げ
で
す

ち
な
み
に
ま
ゆ
り
さ
ん
も
私
達
と
同
い
年
よ

 
詩
乃
に
そ
う
言
わ
れ

Ａ
Ｂ
Ｃ
は
次
々
と
ま
ゆ
り
に
話
し
か
け
た

そ
う
な
ん
だ

ま
ゆ
り
ち

ん

宜
し
く
ね

ど
こ
の
学
校

う
わ

自
分
で
衣
装
が
作
れ
る
ん
だ

凄
い
な

 
そ
の
様
子
を
見
て

ダ
ル
は
紅
莉
栖
に
ぼ
そ

と
こ
う
言

た

ね

氏

氏
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ん全
員
同
い
年
の
は
ず
な
の
に

氏
だ
け
が

い
て
い
る
件
に
つ
い
て

う

う
る
さ
い

私
は
ち

と
大
人

い
だ
け
だ
か
ら

て
い
う
か

れ
変
態

べ

別
に
今
は
変
態

い
事
は
何
も
言

て
な
い
お

 
で
も
も

と

て
下
さ
い

は

は

や

ぱ
り
変
態
じ

な
い

 
直
後
に
ダ
ル
は

静
な
顔
で

子
に
座
り

紅
莉
栖
に

ね
た

で

今
日
は
ど
し
た
ん

あ
ん
た
も
結

変
わ
り
身
が

い
わ
よ
ね

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
紅
莉
栖
は

こ
こ
に
来
た
理
由
を
説
明
し
よ
う
と
し

 
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

ド
ヤ
顔
で
ダ
ル
に
言

た

特
に

意
味
は
な
い

そ
れ

て
全
然
似
て
な
い
け
ど

オ
カ
リ
ン
の
真
似

う

う
る
さ
い

氏
も
か
な
り
オ
カ
リ
ン
の
影

を
受
け
ま
く

て
る
よ
ね

そ
れ
と
も
こ

ち
が
素
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い
い
か
ら

り
な
さ
い

て
ば

 
こ
う
し
て
自

紹
介
も
済
み
ひ
と

落
し
た
と
こ
ろ
で
ま
ゆ
り
が
紅
莉
栖
に
こ
う

ね
た

で

紅
莉
栖
ち

ん

今
日
は
ど
う
し
た
の

近
く
に
い
た
か
ら
ち

と
休

が
て
ら

み
に
ね

ち

僕
の
質
問
は
ス
ル

だ

た
の
に

 
そ
ん
な
ダ
ル
の
抗
議
は
完
全
に
流
さ
れ

ま
ゆ
り
は
の
ほ
ほ
ん
と
こ
う
言

た

な
る
ほ
ど

今
日
も

い
も
ん
ね

こ
こ
に
ク

ラ

が
無
か

た
ら

絶
対
来
な
か

た
と
思
う
け
ど
ね

そ
う
だ
ね

本
当
に
ま
ゆ
し
い
も

八
幡
さ
ん
に
は
感
謝
感
謝
だ
よ

 
そ
こ
に
何
と
か
会
話
に
加
わ
ろ
う
と
し
た
の
か

再
び
ダ
ル
が
口
を

ん
だ

そ
れ
そ
れ

ね

氏

あ
の
オ
カ
リ
ン
の
考
え
を

め
さ
せ
る
な
ん
て

 
八
幡
は
オ
カ
リ
ン
に
何
を
言

た
ん

ク

ラ

を

う
か
ら
お
前
も
金
を
出
せ

て
言
わ

れ
た
時
は

 
本
当
に
び

く
り
し
た
お

 
ダ
ル
が

本
当
に
驚
い
た
と
い
う
顔
で
そ
う

ね
て
き
た
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あ

そ
う
い
え
ば
橋
田
は

そ
の
場
に
は
い
な
か

た
わ
よ
ね

 
で
も
八
幡
は

困

て
る
橋
田
の
様
子
を
見
て

後
で
助
け
船
を
出
し
て
く
れ
た
の
よ

え

僕

そ
う
よ

前
ソ
レ
イ
ユ
で
そ
ん
な
会
話
が
出
た
じ

な
い

 
あ
の
時

橋
田
が
何
を
言

て
も
岡
部
は

く

を
持
た
な
く
て

 
橋
田
が
困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
た
の
を
見
て

八
幡
が
何
か
考
え
込
ん
で
た
の
よ

 
で
し
ば
ら
く
後
八
幡
と
岡
部
と
私
が
三
人
の
時
に
八
幡
が
岡
部
に
意
見
し
て
く
れ
た
の

そ

そ
う
だ

た
ん
だ

 
ダ
ル
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も

微

に
不
本
意
そ
う
な
表
情
を
み
せ
た

何

ク

ラ

が
あ
る
の
が

な
の

べ
別
に

じ

な
い
お
た
だ
僕
達
が
今
ま
で
何
を
言

て
も

か
な
か

た
オ
カ
リ
ン

が 
八
幡
に
何
か
言
わ
れ
た
だ
け
で
考
え
を
変
え
た
の
が
何
と
も
言
え
な
い
気
分
に
な
る
と
い
う

か
あ
あ

し
て
る
の
ね
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べ

別
に

と
か
そ
う
い
う
ん
じ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ダ
ル
は

わ
ず
か
に

を

め
た

く
な
る
な

変
態

ま
あ
い
い
わ

私
の

い
た
限
り
だ
と

八
幡
は
岡
部
に
こ
う
言

た
の
よ

な

キ

マ
マ

ド
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト
が
ク

ラ

ご
と
き
を

配
出
来
な
く
て
ど
う

す
る
よ

 
存
在
す
る
道

を
使
わ
な
い

て
の
は
結
局
そ
の
道

に
負
け
た
事
に
な
る
ん
じ

な
い
の

か 
そ
れ
と
も
俺
が

て
や
ろ
う
か

そ
の
代
わ
り

料
か
ら
天
引
き
す
る
が

 

て
ね

そ
れ
で
岡
部
は
顔
色
を
変
え
て

入
を
決
め
た
の
よ

ま
じ

め
ち

め
ち

煽

て
る
じ

ん

し
か
も
逃
げ
道
を
塞
い
で
る
し

さ
す
が
は
八
幡
ニ

ね

キ

マ
の

い
と
こ
ろ
を
的
確
に
突
い
て
き
た
の
ニ

八
幡
さ
ん

凄
い
凄
い

ち
な
み
に
キ

マ
さ
ん
は

何
て
返
事
を

 
キ

マ
と
ソ
レ
イ
ユ
で
何
度
か
遭
遇
し

顔
見
知
り
で
あ
る
詩
乃
が
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興
味

々
で
そ
う

ね
て
き
た

そ
れ
が
ね

そ
れ
に
は

ば
な
い

に
あ
い
つ
ら
は
俺
の

配
下
に
あ
る

 
ま
も
な
く
我
が
ラ
ボ
の

と
な
る
予
定
だ

だ

て

 
で

そ
の
後
は
知

て
る
通
り
よ

私
と
橋
田
と
三
人
で

設
置

事
の

し
込
み
を
し
に

行

た
わ
よ
ね

う
わ

オ
カ
リ
ン

キ

マ

ふ
ふ

オ
カ
リ
ン
ら
し
い
ね

 
そ
う

れ
る
ダ
ル
と
フ

イ
リ
ス
に

ま
ゆ
り
は
そ
う
言

て
微
笑
ん
だ

ま
あ
今
は
資
金
に
も
か
な
り
余

が
あ
る
し
ね

そ
こ
は
八
幡
様
々
だ
お

ま
ゆ
し
い
も
そ
こ
は
嬉
し
い
の
で
す

 
紅
莉
栖
は
そ
う
言

た
後

続
け
て
こ
う
言

た

そ
の
後

岡
部
が
八
幡
と
二
人
の
時
に
こ
う
言

て
た
の

 
や

ぱ
ク

ラ

が
あ
る
と
違
う
よ
な

て

あ
の
二
人

本
当
に
仲
良
し
よ
ね
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確
か
に
ち

と
引
く
く
ら
い
だ
お

橋
田

あ
ん
た
だ

て
仲
良
し
で
し

う

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど

ま
あ
こ
の
話
は
も
う
い
い
で
し

ね

ま
ゆ
り

何
か
飲
み
物
は
あ
る

え

え

と

今
は

選
ば
れ
し
者
の
知
的
飲
料

し
か

な
る
ほ
ど

橋
田

何
か

て
き
て

え

何
で
僕
が

 

る
ダ
ル
を
じ
ろ

と
見
な
が
ら

紅
莉
栖
は
フ

イ
リ
ス
に
言

た

フ

イ
リ
ス
さ
ん

お
願
い

ダ
ル
に

ん

お
願
い
な
の
ニ

う

ん

で
も
今
日
は
特
に

い
し
な

今
日
は
中
々
し
ぶ
と
い
わ
ね

さ
て
ど
う
す
る
か

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

一
同
の
顔
を
見
回
し

詩
乃
の
所
で
目
を
止
め
た

あ
あ

今
日
は
秘
密
兵
器
が
い
た
ん
だ

た
わ
ね

ひ

秘
密
兵
器

私
が
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え
え
そ
う
よ

詩
乃

ち

と

を
貸
し
て

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
詩
乃
に
何
か

打
ち
し

詩
乃
は
驚
い
た
顔
で
こ
う
言

た

え

ほ

本
当
に
私
が
そ
れ
を
言
う
の

え
え

そ
れ
で
全
て
解
決
よ

ほ

本
当
の
本
当
に

私
を
信
じ
な
さ
い

う

う
ん

 
そ
し
て
詩
乃
は

つ
か
つ
か
と
ダ
ル
の
前
に
歩
み
寄
り

少
し

巡
し
た
様
子
を
見
せ
た
後

 
キ

と

た
よ
う
な
顔
に
な
り

こ
う
言

た

お
前
は
い
つ
か
ら
そ
ん
な
ブ
タ
に
成
り
下
が

た
ん
だ

橋
田
軍
曹

へ

ぐ

軍
曹

い
い
か
ら
さ

さ
と
動
き
な
さ
い

こ
の
無
能

私
の
言
う
事
が

け
な
い
と
い
う
の
な
ら

 
こ
の
ヘ
カ

ト

で

の

に
す
る
わ
よ

サ

サ

イ
エ

サ

 
ダ
ル
は
そ
の

間
に
ピ
ン
と
背
筋
を

ば
し

敬

を
し
た
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そ
ん
な
お
前
に
は

速
に
行
動
出
来
な
か

た
事
へ
の
罰
を
一
つ
追
加
す
る

 
飲
み
物
と
一

に
ア
イ
ス
も
人

分

て
こ
い

十
分
以
内
に
よ

イ

イ
エ

サ

 
そ
し
て
詩
乃
は

に
相
好
を
崩
し

笑
顔
で
こ
う
言

た

お
前
に
は
期
待
し
て
い
る
か
ら
な

橋
田
軍
曹

イ
エ
ス

マ
ム

 
そ
う
言

て
ダ
ル
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
で

駆
け
足
で
ド
ア
か
ら
外
に
出
て
い

た

お
お

 
そ
し
て
一
同
か
ら

手
が

き

こ
り

詩
乃
は
困

た
よ
う
な
表
情
で
言

た

こ

こ
ん
な
感
じ
で
良
か

た

パ

フ

ク
ト
よ

し
か
も
最
後
の
笑
顔

あ
れ
ア
ド
リ
ブ
よ
ね

え

え

と

あ

あ
は

詩
乃

凄
い
凄
い

ど
こ
で
あ
ん
な
や
り
方
を

そ

そ
の

ア
ル
ゴ
さ
ん

て
人
の
真
似
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そ
れ
は
ア
ル
ゴ
が
ダ
ル
を
操

す
る
時
に
多
用
す
る
や
り
方
だ

た
ら
し
く

 
詩
乃
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

な
る
ほ
ど

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
ね

ね

詩
乃

そ
の
ア
ル
ゴ
さ
ん

て

 
そ
の
美
衣
の
質
問
に

詩
乃
は
こ
う
答
え
た

え

と

ハ

カ

の
人

 

え

ハ

カ

て
本
当
に
存
在
す
る
の

 
驚
く
美
衣
に

奈
が
こ
う
言

た

ま
あ
ソ
レ
イ
ユ
だ
し

そ
れ
く
ら
い
普
通
に
い
る
で
し

 
そ
し
て
ま
ゆ
り
が
横
か
ら
こ
う
言

た

ち
な
み
に
さ

き
の
ダ
ル
君
も

ハ

カ

の
人
だ
よ

え

ま

た
く
そ
う
は
見
え
な
か

た
け
ど

そ
ん
な
に
凄
い
人
だ

た
の

詩
乃

ち

そ
ん
な
人
に
あ
ん
な
事
を
言

て
大
丈
夫

 
美
衣
と
映
子
は
心
配
そ
う
に

詩
乃
に
そ
う
声
を
か
け
た

大
丈
夫
よ

橋
田
は
絶
対
に
喜
ん
で
た
か
ら
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ま
あ
ダ
ル
君
な
ら
そ
う
か
も
な
の
で
す

ダ
ル
に

ん
な
ら
間
違
い
な
く
そ
う
ニ

 
紅
莉
栖
と
ま
ゆ
り
と
フ

イ
リ
ス
は
そ
う
断
言
し

奈
は
詩
乃
を
こ
う
賞

し
た

さ
す
が
詩
乃

女
王
様
気
質

そ

そ
ん
な
ん
じ

な
い
わ
よ

い

ぱ
い
い

ぱ
い
だ

た
わ
よ

 
そ
の

間
に
い
き
な
り
ド
ア
が
開
き

ダ
ル
が

て
き
た

橋
田
軍
曹

た
だ
い
ま

り
ま
し
た

 
そ
の

間
に

て
た
詩
乃
は

に

組
み
を
し
な
が
ら
ダ
ル
に
こ
う
言

た

や

や
は
り
お
前
は
私
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
た
な

 
こ
れ
か
ら
も
お
前
の
働
き
に
は
期
待
し
て
い
る

イ
エ
ス

マ
イ
ロ

ド

 
そ
し
て
ま
ゆ
り
が
ダ
ル
に
タ
オ
ル
を
手

し

ダ
ル
は

子
に

か
け

 
二
重
の
意
味
で
は

は

し
な
が
ら
顔
に
タ
オ
ル
を
乗
せ
た

や

ぱ
り
女
王
様
気
質
だ
よ
ね

ち

違
う
わ
よ
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で
も
今
の

ど
う
考
え
て
も
ア
ド
リ
ブ
だ
よ
ね

う

う
う

 
こ
う
し
て
し
ば
ら
く
詩
乃
は
か
ら
か
わ
れ
続
け
た

 
ち
な
み
に
後
日

ソ
レ
イ
ユ
で
似
た
よ
う
な

況
が
あ
り

 
詩
乃
は

に
同
じ
よ
う
な
態
度
を
と

て
し
ま
い

々
と
八
幡
に
か
ら
か
わ
れ
る
事
に
な

る 

も
ラ
ボ
で
の
雑
談
は
続
く
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第
４
９
６
話
 
目
指
す
は
一
点
突
破

そ
う
い
え
ば

ま
ゆ
り
さ
ん

て
コ
ス
プ
レ
の
衣
装
を
作
る
の
が
得
意
な
ん
だ
よ
ね

う
ん

ま
ゆ
し
い
は

着
る
よ
り
作
る
方
が
好
き
な
の
で
す

て
事
は

今
度
の
コ
ミ
ケ
に
も
行
く
の

う
ん

ダ
ル
君
は
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に
駆
り
出
さ
れ
ち

う
か
ら
無
理
だ
け
ど

 
オ
カ
リ
ン
や
他
の
お
友
達
と
一

に
行
く
つ
も
り

あ
そ
う
い
え
ば
こ
の
前
ま
で
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
で
コ
ス
プ
レ
バ
イ
ト
を

集
し
て
た
よ

ね 
そ
の
美
衣
の
言
葉
に

詩
乃
は
こ
う
答
え
た

そ
う
ね

で
も
今
回
は

高
校
生
以
下
は
不
可

て
事
に
な

て
る
の
よ
ね

え

何
で

服
装
の
露
出
が
そ
れ
な
り
に
多
い
か
ら

て
事
で

八
幡
が
そ
う
決
め
た
み
た
い

あ

そ
れ
な
ら
ま
あ
仕
方
な
い
か
も
し
れ
な
い
ね

せ

か
く
の
ア
ピ

ル
の
チ

ン
ス
だ

た
の
に
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そ
う
詩
乃
は

き

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
人
は
目
を

く
し
た

え

詩
乃

も
し
か
し
て
コ
ス
プ
レ
し
た
か

た
の

そ
う
い
う
の

平
気
な
ん
だ

け

だ

て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
普

か
ら
コ
ス
プ
レ
し
て
る
よ
う
な
も
の
じ

な
い

 
だ
か
ら
偏
見
も

い
も
ま

た
く
無
い
わ
よ

確
か
に

い
つ
も
自
慢
げ
に

を
露
出
し
て
る
も
の
ね

特
に
足

そ

そ
ん
な
事
し
て
な
い
わ
よ

 
そ
う
反

す
る
詩
乃
に

奈
が
ス
マ
ホ
を
い
じ
り

一

の
画
像
を
見
せ
て
き
た

 
そ
れ
は
ゲ

ム
内
の
詩
乃
の
格
好
を
保
存
し
た
も
の
で
あ
り

 
そ
こ
に
は
露
出
過
多
な
詩
乃
の

が
バ

チ
リ
と
写

て
い
た

は
い

こ
れ

い

い
つ
の
間
に
こ
ん
な
も
の
を

こ
れ
で
も
露
出
が
少
な
い
と

そ

そ
れ
は
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そ
の
写
真
を
横
か
ら
チ
ラ
リ
と
見
た
ま
ゆ
り
は

目
を

か
せ
た

う
わ

う
わ

凄
く
か
わ
い
い

こ
れ

て
詩
乃
ち

ん
の
普

の
服
装

普

と
い
う
か
ま
あ

う
ん

ゲ

ム
の
街
中
で
普

着
て
い
る
服
装
だ
け
ど

 
で

で
も

戦
闘
中
は
こ
う
じ

な
い
の
よ

本
当
な
の

ま
ゆ
し
い
は
そ
う
い
う
の
は
分
か
ら
な
い
け
ど
こ
の
格
好
は
と
て
も
か
わ
い
い
と
思
う
の
で

す
あ

あ
り
が
と
う

 
詩
乃
は

気
を
抜
か
れ
た
よ
う
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
ま
ゆ
り
は

突
然
詩
乃
に
こ
ん
な
提
案
を
し
た

ま
ゆ
し
い

こ
の
服
な
ら
作
れ
る
と
思
う
か
ら

 
良
か

た
ら
詩
乃
ち

ん

コ
ミ
ケ
で
こ
の
服

着
て
み
る

え

そ

そ
う
な
の

う
ん

大
丈
夫
大
丈
夫

任
せ
て

ね

ま
ゆ
し
い

こ

ち
は
ど
う
か
ニ

 
横
か
ら
フ

イ
リ
ス
が
そ
う
言
い
な
が
ら

別
の
写
真
を
見
せ
て
き
た
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そ
こ
に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
詩
乃

紅
莉
栖

フ

イ
リ
ス
が
仲
良
く
写

た
写
真
だ

た

う
わ

こ

ち
も
か
わ
い
い

フ

リ
ス
ち

ん

こ
れ
は

私
達
三
人
の

街
で
の
格
好
ニ

本
当
は
制
服
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
と
は
別
に

簡

な
チ

ム
の
ロ
ゴ
マ

ク
だ
け
入

た
服
も
用
意
し
た
の
ニ

そ
う
な
ん
だ

う
ん

こ

ち
も
問
題
な
く
作
れ
る
よ

う
わ

凄
く

作
意
欲
が

い
て

き
た
よ

な
ら
決
ま
り
ニ

ね

材
料

は
フ

イ
リ
ス
が
出
す
か
ら

ま
ゆ
し
い
に
作

て
欲
し
い

ニ
分
か

た

任
せ
て

ち

ち

と
フ

イ
リ
ス
さ
ん

私
は

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
紅
莉
栖
が

困

た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

ク

ニ

ン
は

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ぶ
ら
れ
て

悔
し
く
は
な
い
の
か
ニ

え

べ

別
に
悔
し
く
は
な
い
け
ど

八
幡
に

お
前
達
の
体
な
ん
か
見
る
価

も
な
い

て
言
わ
れ
た
よ
う
な
も
の
な
の
ニ

よ

 
そ
れ
で
も
悔
し
く
な
い
の
か
ニ



 第４９６話 目指すは一点突破

フ

イ
リ
ス
た
ん

そ
れ
は

 
横
か
ら
口
を

も
う
と
し
た
ダ
ル
を

フ

イ
リ
ス
は

線
で
制
し
た

 
ダ
ル
は
そ
れ
を
見
て
押
し

り

も
ぐ
い
ぐ
い
と
紅
莉
栖
に
迫

た

こ
の
ま
ま
負
け

ぱ
な
し
で
本
当
に
い
い
の
か
ニ

ニ

そ

そ
れ
は

良
く
は
な
い
け
ど

詩
乃
に

ん
は
ど
う
か
ニ

絶
対
に
見
返
し
て
や
る
わ

映
に

ん
と
美
衣
に

ん
と

に

ん
は
ど
う
か
ニ

 
突
然
そ
う
話
を

ら
れ
た
三
人
は

逆
に
こ
う

き
返
し
て
き
た

そ
の
前
に

コ
ミ
ケ

て
い
つ
な
の

う
ん

そ
れ
次
第
か
も

え
え
と

お

の
週
の
金
曜
か
ら
日
曜
ま
で
ニ

ね

あ

ご
め
ん

私
は
そ
こ
は
田

の
お
ば
あ
ち

ん
家
に
帰
省
中
だ
わ

私
も
田

の
お
じ
い
ち

ん
の
家
だ
な

私
は
大
丈
夫

そ
も
そ
も
田

が
無
い
か
ら
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三
人
の
中
で

空
い
て
い
る
の
は

奈
だ
け
だ

た

 
そ
し
て

奈
は
キ
リ

と
し
た
顔
で

フ

イ
リ
ス
に
言

た

と
い
う

で

私
も
参
戦
す
る
わ

さ
す
が

に

ん
ニ

や
る
時
は
や
る
子
な
の
ニ

奈

私
達
の
分
も
頑
張

て

写
真
だ
け
は

て
お
い
て
ね

詩
乃

ち
の
恥
ず
か
し
が
る
顔
が
見
た
い
か
ら

任
せ
て

 

奈
は
そ
う
ド
ン
と
胸
を
叩
き
ダ
ル
は
思
わ
ず
そ
の
ぶ

い
胸
部
装
甲
に
目
を

わ
れ
た

が 
そ
ん
な
ダ
ル
に

紅
莉
栖
は

た
い

線
を
向
け
な
が
ら
こ
う
言

た

橋
田

目
を
潰
す
わ
よ

ひ

ひ
い

 
ダ
ル
は

鳴
を
上
げ

て
て
フ

イ
リ
ス
の
後
ろ
に

れ
た

 
そ
の
つ
い
で
に
ダ
ル
は

フ

イ
リ
ス
に
そ

と

打
ち
し
た

フ

イ
リ
ス
た
ん

八
幡
は
別
に
そ
ん
な
理
由
で
高
校
生
の
参
加
を

に
し
た

じ
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そ
ん
な
理
由

て

見
る
価

も
無
い

々
か
ニ

う

う
ん

そ
ん
な
の
た
だ
の
煽
り
に
決
ま

て
る
ニ

面
白
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
ニ

そ

そ
う

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
が

更
に
一
同
を
煽

た

こ
れ
は
八
幡
を
見
返
す

の
聖
戦
な
の
ニ

狙
う
は
八
幡
の
首
一
つ

 
ち

と
で
も

れ
た
よ
う
な
顔
を
さ
せ
た
ら
こ

ち
の
勝
ち
ニ

そ
う
ね

ぎ

ふ
ん
と
言
わ
せ
て
や
り
ま
し

う

ぎ

ふ
ん

て

今
日
び

か
な
い
言
い
方
だ
お

だ
か
ら

氏
は

く
と
思
わ
れ

橋
田

何
か
言

た

い

い
え

何
で
も
な
い
で
す

 
紅
莉
栖
の
剣
幕
に
押
さ
れ

ダ
ル
は
再
び
押
し

た

 
そ
ん
な
ダ
ル
に

フ

イ
リ
ス
は
猫
な
で
声
で
こ
う
言

た

と
こ
ろ
で
ダ
ル
に

ん

彼
を
知
り

を
知
れ
ば

戦

か
ら
ず

て
言
葉
を
知

て
る
か

ニ
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そ
れ

て

子
だ

け

そ
う
ニ

ち
な
み
に
ダ
ル
に

ん
は

 
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に
ス
タ

フ
と
し
て
参
加
す
る
ニ

よ
ね

う

う
ん

そ
う
だ
け
ど

そ
れ
じ

あ

軍
曹

さ

さ
と
敵
の
デ

タ
を
こ
ち
ら
に

し
な
さ
い

命
令
よ

今
す
ぐ

 
突
然
詩
乃
が
そ
う
言
い

に
ダ
ル
は
背
筋
を

ば
し
た

イ

イ
エ

い

い
や

さ
す
が
に
そ
れ
は

あ
ら

軍
曹
は
私
の
命
令
が

け
な
い
と
い
う
の

い

い
や

そ
ん
な
事
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が

し
か
し

大
丈
夫
よ

八
幡
に
は
私
が
説
明
す
る
か
ら

そ

そ
う
で
あ
り
ま
す
か

で

で
も
で
す
ね

 
ダ
ル
は

も

て
い
た

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は

当
然
リ
ス
ク
を

う
か
ら
だ

 
そ
ん
な
ダ
ル
に

奈
が
突
然
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

ね

ダ
ル
さ
ん

今
ち

と
ソ
レ
イ
ユ
の
公
式
サ
イ
ト
を
見
て
た
ん
だ
け
ど
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見
て

こ
の
ス
ペ
シ

ル
サ
ン
ク
ス
の
ペ

ジ

今
は
カ
ミ
ン
グ
ス

ン

態
だ
け
ど

 
も
し
か
し
て
こ
こ

て
参
加
し
て
く
れ
た
レ
イ
ヤ

さ
ん
達
の
写
真
が
載
る
ん
じ

な
い
の

え

そ

ち
は
僕
の
担
当
じ

な
か

た
か
ら
分
か
ら
な
い
け
ど

 
ち

と
見
せ
て
も
ら

て
も
い
い

こ
れ

こ
こ
な
ん
だ
け
ど

 
そ
し
て
ダ
ル
は

そ
の
ペ

ジ
を
確
認
し

あ

と
声
を
上
げ
た

ほ

本
当
だ

そ
の
通
り
だ
お

夜
野
氏

そ
れ
じ

あ
こ
こ
に
載
る
予
定
の
情
報
な
ら

ら
し
て
も
問
題
な
い

て
事
に
な
る
ん
じ

な
い確

か
に

 
そ
し
て
一
同
の
期
待
に
満
ち
た

線
を
受
け
た
ダ
ル
は

々

き

自
分
の

を
操
作
し

始
め
た

分
か

た
お

あ
く
ま
で
一
部
の
情
報
だ
け
だ
お

や

た

奈

ナ
イ
ス
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フ

イ
ン
プ
レ

ね

こ
の
前
写
真

影
を
し
て
た
の
は
知

て
る
か
ら

 
多
分
そ
の
時
の
写
真
が
こ
こ
に
収
ま
る
事
に
な
る
ん
だ
と
思
う
お
と
り
あ
え
ず
ソ
レ
イ
ユ
の

デ

タ
の

 
僕
の

限
で
行
け
る
部
分
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
る
か
ら
ち

と
待

て
て
お

も
し
そ
こ
に
そ
の
デ

タ
が
無
か

た
ら
ど
う
な
る
の

そ
れ
は

め
て
も
ら
う
し
か
な
い
お

 
あ
そ
こ
の
セ
キ

リ
テ

は

す
ぎ
る
か
ら

僕
に
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ん
だ
お

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ダ
ル
は

慣
れ
た
手
つ
き
で

の
操
作
を
続
け
て
い
た

 
そ
し
て
と
あ
る
デ

タ
に
行
き
つ
き

ダ
ル
は
そ
の
デ

タ
を
確
認
し

こ
う
言

た

あ

た
お

今
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
お

や

た

ど
れ
ど
れ

 
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
一

目
の
デ

タ
は

一
色
い
ろ
は
の
も
の
だ

た

う
わ

い
ろ
は
さ
ん
だ
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か
わ
い
い

こ
の
自
分
の
見
せ
方
は

プ
ロ
の
仕
事
ね

い
つ
も
戦
闘
中
に
見
せ
る
二
面
性
が

影
も

も
無
い
わ
ね

 
ち
な
み
に
そ
の
二
面
性
と
は

こ
う
い
う
事
で
あ
る

え

こ
ん
な
に

山
の
敵
に
囲
ま
れ
ち

う
な
ん
て

怖
い
で
す

 
そ
う
言
い
な
が
ら

文
を

し

 
い
か
に
も
守

て
あ
げ
た
く
な
る
よ
う
に
見
え
る
い
ろ
は
で
あ

た
が

 
い
ざ

文
が
発
動
す
る
と

こ
う
態
度
を

変
さ
せ
る

チ

し
つ
こ
い
ハ
エ
ど
も
で
す
ね

さ

さ
と
消
え
て
下
さ
い

 
そ
ん
な
場
面
を
何
度
も
見
て
き
た
ヴ

ル
ハ
ラ
組
は

 
猫
を
被

た
い
ろ
は
の
力

の
凄
ま
じ
さ
を

と
い
う
ほ
ど

知
し
て
い
る
の
だ

た

次
は

あ

香
蓮
さ
ん

え

ま
さ
か
あ
の
お
し
と
や
か
な
香
蓮
さ
ん
が

ニ

こ
れ
は
ま
ず
い
ニ

小
比

氏
は

八
幡
が
直
々
に
説
得
し
た
ら
し
い
お
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あ

そ
れ
は
出
る
わ

そ
う
ね

そ
れ
な
ら
仕
方
な
い
わ
ね

 
詩
乃
達
は
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
で
何
度
か
香
蓮
に
遭
遇
し
そ
の
ス
ペ

ク
を

知
し
て
い

た 
ま
る
で
ス

パ

モ
デ
ル

の
高
身
⻑
に
加
え

そ
の
笑
顔
は

力
的
で
あ
り

 
自
信
さ
え
付
け
ば

世
界
を
も
取
れ
る
器
だ
と

か
れ
て
い
た
の
だ

次
は
え

と

誰

そ
れ
は
八
幡
の
学
校
の
理
事
⻑
だ
お
う
ち
の
ボ
ス
の
お
⺟
さ
ん
で
も
う
す
ぐ
五
十
に
な
る

お 
そ
の
言
葉
に
一
同
は

き

と
ん
と
し
た
後
に

鳴
に
も
似
た
声
を
上
げ
た

う

こ
の
写
真

て

も
し
か
し
て
加

さ
れ
て
な
い

い
や

し
て
な
い
は
ず
だ
お

ま
さ
に
現
代
に
生
き
る
美
魔
女
だ
お

五

五
十

悪
く
て
三
十

良
く
て
二
十
代
じ

な
い

し
か
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
何

と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど

 
参
加
予
定
の
四
人
は

そ
う
言
い
な
が
ら

を

え
た
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そ
し
て
四

目
に
出
て
き
た
の
は

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
女
性
だ

た

 
だ
が
そ
の
正
体
は

誰
も
分
か
ら
な
か

た

こ
の
人
は

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な

あ
あ

そ
れ
は
薔
薇
氏
だ
お

えい
や
い
や

さ
す
が
に
こ
れ
は

え

こ
の
時
薔
薇
氏
は

最
初
は
い
つ
も
通
り
の
化

を
し
て
た
ん
だ
け
ど

 
八
幡
の

の
一
声
で
こ
う
な

た
ん
だ
お

の
一
声

 
そ
し
て
ダ
ル
は

つ
た
な
い
な
が
ら
も
八
幡
の
真
似
を
す
る
よ
う
に

技
を
始
め
た

お
い
薔
薇

お
前
ち

と
そ
の
化

は
ま
ず
い
ん
じ

な
い
か

子

が
怖
が
る
だ
ろ

な

し

失

ね

ち

と
大
人
び
た
化

て
だ
け
じ

な
い

こ
う
い
う
の
が
得
意
な
奴
は
誰
か
い
た

け
か
な

よ
し

誰
か

本
を
こ
こ
へ

 

て
な
感
じ
で

受
付
の

本
氏
に
柔
ら
か
な
メ
イ
ク
を
し
て
も
ら

た
ん
だ
お
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そ
う

か
お
り
さ
ん
に

ま
あ
で
も
薔
薇
さ
ん
は

会
の
は
ず
だ
し

私
達
の
戦
い
と
は
微

に
無
関
係
か
も
ね

 
五

目
は

コ
ス
プ
レ
を
し
て
い
な
い
通
常
の
立
ち

の
人
物
の
写
真
だ

た

あ
れ

フ
カ
ち

ん

フ
カ
氏
も
八
幡
に
呼
び
出
さ
れ
て
参
加
す
る
ん
だ
お

あ

そ
う
だ

た

け

そ
う
い
え
ば

い
て
た
か
も
し
れ
な
い

ど
う
な
る
か
は
ま
だ
未
知

ね

を
取

た
ら
化
け
そ
う
ニ

 
六

目
は

ク
ル
ス
だ

た

あ

こ
れ
も
ま
ず
い

ク
ル
ス
さ
ん
も
参
加
す
る
の

こ
の

さ
に
こ
の
ル

ク
ス

更
に
こ
の
胸
は

こ
こ
に
い
る
全
員
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
ハ
イ
ス
ペ

ク
ね

ど

ど
う
し
よ
う

ま
あ
で
も

あ
く
ま
で
私
達
の
相
手
は
八
幡
ニ
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そ

そ
う
よ
ね

何
も
直
接
対
決
す
る

じ

な
い
ん
だ
し

 
そ
し
て
最
後
の
七

目
は

誰
も
知
ら
な
い
人
物
だ

た

こ
れ
は

そ
れ
は
た
だ
一
人
の
一

公

の
人
だ
お

名
前
は

万
音
由
季

 

争

激
高
の
中
を
勝
ち
抜
い
た

つ
わ
も
の
だ
お

ね

橋
田

ど
う
し
て
顔
を

ら
め
て
い
る
の

怪
し
い

き

気
の
せ
い
だ
お

ち

と
話
し
た
事
が
あ
る
だ
け
だ
お

ダ
ル
に

ん
に
も
つ
い
に
春
が

そ

そ
れ
に
は
ま
だ

い
お

ま
だ

こ
れ
は
と

ち
め
る
必
要
が
あ
り
そ
う
ね

 
こ
う
し
て
ダ
ル
は

由
季
に
連

先
を
教
え
て
も
ら

た
事
を
白

し

 
場
は

色
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

ま
さ
か
橋
田
に
連

先
を
教
え
て
く
れ
る
聖
女
が
い
た
な
ん
て
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本
当
に
春
の
到
来
ニ

や

た
ね
ダ
ル
君

ダ
ル
君

お
め
で
と
う

あ

あ
り
が
と
だ
お

 
そ
う
お

を
言
う
ダ
ル
に

だ
が
紅
莉
栖
は
続
け
て
こ
う
言

た

敵
は
想
像
以
上
に
強
大
よ

だ
か
ら
私
達
が
目
指
す
の
は

八
幡
目
が
け
て
の
一
点
突
破

 
そ
の
た
め
に
も
橋
田
は

バ
イ
ト
に
手
を
出
し
て
い
た
事
を
バ
ラ
さ
れ
た
く
な
か

た
ら

 
本
番
ま
で
し

か
り
と
私
達
の

に
働
く
の
よ

え

い

今
の
感
動
的
な
シ

ン
は
一
体

そ
れ
は
そ
れ

こ
れ
は
こ
れ
よ

 
こ
う
し
て
女
子
高
生
達
は

険
し
い
戦
い
の
道
の
り
を
歩
み
始
め
た
の
だ

た
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第
４
９
７
話
 
何
故
私
な
ん
で
す
か

 
こ
こ
で
話
は
少
し
前
へ
と

る

一
色
い
ろ
は
は

久
し
ぶ
り
に
八
幡
か
ら
誘
わ
れ

 
か
な
り
気
合
を
入
れ
て
メ
イ
ク
を
し

服
装
に
も
気
を
遣

て
い
た

ま

た
く
も
う

先
輩

た
ら

急
に
呼
び
出
し
た
り
な
ん
か
し
て

 
最
近
あ
ん
ま
り
接
す
る
機
会
が
無
か

た
か
ら

し
く
な

た
の
か
な

な
ん
て

 
い
ろ
は
は
そ
う
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
つ
つ
も

満
面
の
笑
顔
で
家
を
出
た

  
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
に
は
も
う

に
八
幡
が
来
て
お
り

 
八
幡
は
特
に
き

ろ
き

ろ
す
る

で
も
な
く

然
と
キ

ト
に
背
を
も
た
せ
か
け
て
い
た

 
通
り
か
か
る
女
性
達
が

ち
ら
り
ち
ら
り
と
八
幡
の
方
を
見
て
お
り

 
そ
れ
だ
け
で
い
ろ
は
は

優
越
感
に
も
似
た
喜
び
を
感
じ
る
事
と
な

た

 
自
分
が
待
ち
合
わ
せ
て
い
る
男
が
他
の
女
性
か
ら
注
目
を

び
る
の
は

存
外
気
分
が
い
い

 
い
ろ
は
は
そ
う
考
え
つ
つ

八
幡
に
声
を
か
け
た

せ

ん
ぱ
い

待
ち
ま
し
た
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お
う

待

た
待

た

も
う
来
な
い
か
と
思

た
わ

ま

ま
だ
待
ち
合
わ
せ
時
間
よ
り
前
じ

な
い
で
す
か

 

て
か
何
で
そ
う
い
う
事
を
言
う
ん
で
す
か

 
そ
こ
は
ど
う
考
え
て
も

足
で
タ
バ
コ
の

の
山
を
も
み
消
し
な
が
ら

い
や

今
来
た
と
こ
ろ
だ

て
言
う
場
面
じ

な
い
で
す
か

お
前
さ
す
が
に
そ
れ
は
テ
レ
ビ
の
見
す
ぎ
だ
ろ

て
か
今
時
そ
ん
な
奴
が
い
る

な
い
だ

ろ 
待

て
る
間

ス
マ
ホ
で
も
い
じ

て
る
に
決
ま

て
る

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
で
す
ね

 
そ
し
て
い
ろ
は
は

八
幡
の

に

き
つ
き

満
面
の
笑
顔
で
言

た

で

今
日
は
ど
こ
に
連
れ
て

て
く
れ
る
ん
で
す
か

 
そ
ん
な
い
ろ
は
を
さ
り
げ
な
く

り
ほ
ど
き
な
が
ら

八
幡
は
こ
う
返
し
た

い
や

俺
は
た
だ

お
前
に
頼
み
が
あ

た
か
ら

 
話
を

い
て
も
ら
お
う
と
思

て
呼
び
出
し
た
だ
け
な
ん
だ
が

 
い
ろ
は
は
頼
み
と

き

特
に
深
く
考
え
ず
に
オ

ケ

し
よ
う
と
し
た
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頼
み
で
す
か

ど
ん
な
内
容
で
も

先
輩
の
頼
み
な
ら
別
に

い
ま
せ

い
え

え

と

 
あ

最
近
私
も
忙
し
い
し
な

ス
ト
レ
ス
解
消
し
な
い
と
何
か
頼
ま
れ
て
も
無
理
か
な

 
ど
こ
か
に
私
を
遊
び
に
連
れ
て

て
く
れ
る
よ
う
な
甲
斐
性
の
あ
る
八
幡
先
輩
は
い
な
い
か

な
お
前

今

も
ろ
に
俺
の
名
前
を
言

た
よ
ね

え

何
の
事
で
す
か

自
意
識
過

な
ん
じ

な
い
で
す
か

自
分
で
名
指
し
し
て
お
い
て

何
言

て
る
ん
だ
お
前
は

 
ま
あ
い
い
や

そ
れ
じ

あ
ち

と
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
み
る
か

 
そ
う

い
調
子
で
言

た
八
幡
に

い
ろ
は
は
こ
う
言

た

今
私
の
事
誘
い
ま
し
た

す
み
ま
せ
ん

私
は
そ
ん
な
安
い
女
じ

な
い
ん
で

 
ほ
い
ほ
い
付
い
て
い
く
な
ん
て
思

て
く
れ
て
い
い
で
す

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

か

そ
う
い
え
ば

は
こ
う
い
う
時

ご
め
ん
な
さ
い
と
か
言

て
な
か

た
か

あ

は

あ
の
時
に
逆
の
答
え
を
返
し
て
い
れ
ば
も
し
か
し
た
ら
今

先
輩
は
私
の

物
に

 
い
ろ
は
は
突
然
そ
う

い
て

落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
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わ

悪
い

何
か
ま
ず
い
事
を
言

ち
ま

た
か

 
八
幡
は

て
て
い
ろ
は
に
そ
う
謝

た
の
だ
が
い
ろ
は
は
す
ぐ
に
顔
を
上
げ
笑
顔
で
言

た
い
え
い
え

こ

ち
の
事
で
す

そ
れ
じ

あ

当
に
ぶ
ら
ぶ
ら
し
ま
し

か

お
う

そ
れ
じ

あ
キ

ト

ど
こ
か
の

場
で
待

て
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
キ

ト
は
走
り
去

て
い
き

そ
れ
を
見
な
が
ら
い
ろ
は
は
感

深
げ
に
言

た

や

ぱ
り
キ

ト

て
凄
い
ん
で
す
ね

だ
ろ

ち
な
み
に
今

二

機
を
作

て
る
ぞ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
に
は
誰
が
乗
る
ん
で
す
か

防
衛
大
臣
だ

ぼ
 
い
ろ
は
は
そ
う
言
い
か
け
て
絶

し
た

ど

ど
う
し
て
そ
ん
な
事
に

こ
の
前
ち

と
会
う
機
会
が
あ

て
な

ど
う
し
て
も

て
言
う
か
ら
オ

ケ

し
た
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く
言

て
く
れ
ま
す
ね

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

を
か
き
そ
れ
を
見
て
い
ろ
は
は

め
た
よ
う
な
口
調
で
言

た
も
う
今
の
先
輩
は

そ
う
い
う
立
場
だ

て
分
か

て
ま
す
か
ら
何
も
言
い
ま
せ
ん
け
ど

 

打
み
た
い
な
事
だ
け
は
し
ち

だ
め
で
す
よ

お
う

俺
は
堅
実
に
生
き
る
つ
も
り
だ
か
ら
問
題
な
い

 
そ
し
て
二
人
は

連
れ
立

て
歩
き
始
め
た

そ
う
い
え
ば
前
か
ら
思

て
た
ん
だ
が

お
前

高
校
の
時
か
ら
少
し
背
が

び
た
よ
な

あ

分
か
り
ま
す

こ
の
靴
と
合
わ
せ
て

今
な
ら
普
通
に
先
輩
と
キ
ス
出
来
ま
す
よ

そ
の

え
は
ど
う
な
ん
だ

 
そ
う
言
わ
れ
た
い
ろ
は
は
話
を

ら
す
よ
う
に
正
面
の

物
を
指
差
し
な
が
ら
こ
う
言

た

あ

先
輩
先
輩

卓

場
が
あ
り
ま
す
よ

少
し
や

て
き
ま
せ
ん

お
い
お
い

突
だ
な

別
に
い
い
け
ど

 
こ
う
い
う
時
は
普
通

ビ
リ
ヤ

ド
か
ボ
ウ
リ
ン
グ
じ

な
い
の
か

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
と
も
か
く

先
輩
ビ
リ
ヤ

ド
な
ん
て
出
来
る
ん
で
す
か
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ん

別
に
普
通
に
出
来
る
が

え
 
い
ろ
は
が
本
当
に
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た

八
幡
は
凄
く
情
け
な
さ
そ
う
な
顔
で
言

た

お
前
は
俺
を
何
だ
と
思

て
る
ん
だ

そ

そ
れ
じ

あ
ビ
リ
ヤ

ド
で
勝
負
で
す

私
が
勝

た
ら
ご

を

て
下
さ
い

い
い
ぞ

そ
れ
じ

あ
や
る
か

  
最
初
は
八
幡
の
ブ
レ
イ
ク
か
ら
ス
タ

ト
す
る
事
に
な
り

 
八
幡
は
最
初
と
い
う
事
も
あ
り

少
し
気
合
を
入
れ
て
キ

を

目
が
け
て
突
き
出
し
た

ガ
コ
ン

う
わ

さ
す
が
先
輩

鍛
え
て
る
だ
け
あ

て
力
強
い
で
す
ね

 
い
ろ
は
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言
い
八
幡
は
い
ろ
は
の
方
に

り
返
り
自
慢
げ
に
言

た
ま
あ
こ
れ
く
ら
い
は
な

コ

ン



 第４９７話 何故私なんですか

 
そ
し
て

が
ポ
ケ

ト
に
落
ち
た
音
が
し
て

二
人
は
台
の
方
を
見
た

お

九
番
が
落
ち
た
な

い

い
き
な
り
エ

ス

何
な
ん
で
す
か
そ
れ

ま
あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
だ
ろ

と
り
あ
え
ず
俺
の
一
勝
な

ぐ
ぬ
ぬ

 
こ
の
後
い
ろ
は
も
中
々
器
用
な
と
こ
ろ
を
見
せ

戦
し
た
の
だ
が

 
結
局
勝
負
は
八
幡
の
勝
利
で
幕
を

じ
た

ま

負
け
た

そ
れ
じ

あ
勝
負
は
俺
の
勝
ち
だ
な

せ

先
輩
待

て
下
さ
い

も
う
一
度

も
う
一
度
私
に
チ

ン
ス
を

ん

ま
あ
別
に

わ
な
い
が

ど
う
す
る
つ
も
り
だ

た

卓

で
勝
負
で
す

卓

か
さ
す
が
に
卓

は
何
年
ぶ
り
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
だ
が
別
に

わ
な
い

ぞ
そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
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お

お
う

 
そ
し
て
卓

の
受
付
で

八
幡
は
ち
ら

と
い
ろ
は
の
足
元
を
見
た
後
に
言

た

卓

台
を
一
時
間
貸
し
出
し
で

つ
い
で
に
靴
も
一
つ
お
願
い
し
ま
す

サ
イ
ズ
は

 
そ
う
言

て
八
幡
が
口
に
出
し
た
の
は

い
ろ
は
の
足
の
サ
イ
ズ
だ

た

 
そ
の
靴
を
受
け
取
り
な
が
ら

い
ろ
は
は
驚
い
た
顔
で
八
幡
に
言

た

先
輩

い
つ
私
の
足
の
サ
イ
ズ
を
調
べ
た
ん
で
す
か

ま

ま
さ
か

て
い
る
私
の
足
に

 
ガ
ラ
ス
の
靴
を
は
か
せ
よ
う
と
し
た
事
が

ん

そ
ん
な
の
見
れ
ば
分
か
る
だ
ろ

普
通
分
か
り
ま
せ
ん
よ

て
い
う
か
私
の

身
の
ボ
ケ
に
突

込
ん
で
下
さ
い
よ

あ

は
い
は
い

は
か
せ
た
は
か
せ
た

 
で
も
入
ら
な
か

た
か
ら

お
前
は
シ
ン
デ
レ
ラ
じ

な
か

た

そ

そ
ん
な

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

二
人
は
卓

台
を

ん
で
対
峙
し
た

行
き
ま
す
よ

あ

ち

と
待
て

お
い
い
ろ
は

ち

と
そ
こ
で

ね
て
み
ろ



 第４９７話 何故私なんですか

え

は

は
い

 
そ
し
て
い
ろ
は
は
そ
の
場
で

く

ね
た

そ
れ
を
見
た
八
幡
は
満
足
し
た
よ
う
に
言

た

よ
し

ち

と
心
配
だ

た
が

ど
う
や
ら
卓

台
に

れ
て

 
多
少
激
し
く
動
い
て
も

い
ろ
は
の
ス
カ

ト
の
中
が
見
え
る
事
は
無
さ
そ
う
だ

え

見
え
な
い
ん
で
す
か

お
う

大
丈
夫
だ

だ
か
ら
安
心
し
て
い
い
ぞ

せ

か
く
勝
負
ぱ
ん
つ
を
は
い
て
き
た
の
に

お
前
は
冗
談
で
も
そ
う
い
う
事
を
言
う
ん
じ

ね
え
よ

本
当
で
す
よ

見
て
み
ま
す
か

 
そ
う
言

て
い
ろ
は
は
自
分
の
ス
カ

ト
を
た
く
し
あ
げ
よ
う
と
し
た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

て
て
目
を

ら
し
た
の
だ
が

そ
の

間
に
い
ろ
は
が
サ

ブ
を

放

たあ
り

ね
え
よ

 
八
幡
は
そ
の
サ

ブ
を
あ

さ
り
と
返
し
た
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くほ
れ

次
い
く
ぞ
次

 
そ
の
後
も
い
ろ
は
は

死
ね

と
叫
び
な
が
ら
特
大
の
ホ

ム
ラ
ン
を
放

た
り

 
落
語
の
時
そ
ば
を
駆
使
し
て
何
と
か

抗
し
よ
う
と
し
た
が

結
局
大
差
で
敗
北
し
た

う

負
け
ま
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ

に
行
く
か

う

仕
方
な
い

そ
れ
じ

あ
私
の

り

と
言
う
と
で
も
思

た
か

ん

お
前

何
を
言

て
る
ん
だ

確
か
に
先
輩
が
負
け
た
ら

て
も
ら
う
と
言
い
ま
し
た
が
私
が
負
け
た
ら
ご

を

る
と

は
ほ
れ

て
や
る
か
ら

く
来
い

て

言

て
な
い

て

あ
れ

俺
が
お
前
に

ら
せ
る

な
い
だ
ろ

ほ
れ

こ

ち
だ
こ

ち

あ

ま

待

て
下
さ
い
よ

 
そ
し
て
い
ろ
は
は

八
幡
の
後
を
追
い
か
け
な
が
ら
ぼ
そ
り
と

い
た
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も
う

そ
う
い
う
と
こ

ず
る
く
な

た
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
い
ろ
は
の

は

終
始
緩
み

ぱ
な
し
な
の
で
あ

た

 
こ

こ
こ
で
す
か

お
う

た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
い
い
だ
ろ

は

は

 
八
幡
が
い
ろ
は
を
案
内
し
た
の
は

と
あ
る
ラ

メ
ン
屋
だ

た

こ
こ
は

よ
く
来
て
た
ん
だ
よ

あ

で
も
こ
こ
に
誰
か
を
連
れ
て
く
る
の
は
初
め
て
だ
な

先
輩

く
入
り
ま
し

う
今
す
ぐ
入
り
ま
し

う
さ

さ
と
入
り
ま
し

う

お

お
う

 
そ
し
て
い
ろ
は
は

再
び
ぼ
そ

と

い
た

先
輩
の
初
め
て

ふ
ふ

 
そ
し
て
中
に
入
り
注
文
し
た
ラ

メ
ン
が
目
の
前
に
置
か
れ
そ
れ
を
見
た
い
ろ
は
は
絶

し
た何

で
す
か
こ
れ

油
で
す
か

ま
じ
で
す
か
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い
た
だ
き
ま
す

 
八
幡
は
い
ろ
は
の
隣
で
そ
れ
を
平
然
と
食
べ
始
め
い
ろ
は
は
か
な
り

巡
し
た
後
そ
れ
を

口
に
し
た

 
そ
の

間
に
い
ろ
は
は
ハ

と
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た
後
大
人
し
く
ラ

メ
ン
を
口
に
運

び
始
め
た

 
ど
う
や
ら
お
気
に
召
し
た
ら
し
い

八
幡
は
そ
れ
を
見
て
一

笑
顔
を
見
せ
た
後
食
事
を

再
開
し
た

 
先
輩

悔
し
い
け
ど
美
味
し
か

た
で
す

そ
れ
は
良
か

た

私

こ
う
い
う
店
に
来
た
の
は
初
め
て
で
す

ま
あ
女
の
子
一
人
だ
と
入
り

ら
い
か
ら
な

そ
う
な
ん
で
す
よ

な
の
で
ま
た

こ
こ
に
連
れ
て
き
て
下
さ
い
ね

ん

あ
あ

そ
う
だ
な

別
に

わ
な
い
ぞ

よ
し
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い
ろ
は
は
小
さ
な
声
で
そ
う
言
う
と

密
か
に
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た

 
実
質
次
の
デ

ト
の
約
束
を
し
た
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
外
に
出
て

当
に
店
を
ま
わ

た
後
に

い
ろ
は
が
こ
う
言
い
出
し
た

先
輩
こ
の

り
に

よ
く
通

て
た
お
店
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
そ
こ
で

い
物
が
食
べ
た

い
で
す

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
休

が
て
ら

ち

と
寄

て
く
か

 
そ
し
て
い
ろ
は
の
案
内
で
店
が
見
え
る

置
ま
で
来
た
二
人
は
遠
く
に
意
外
な
人
物
を
見

つ
け
た

 
高
校
時
代

い
ろ
は
の
下
で
働
い
て
い
た

副
会
⻑
と
書
記
の
女
の
子
で
あ
る

ん

あ
の
二
人
に
は
見
覚
え
が

あ

あ
れ

て
副
会
⻑
と
書
記
ち

ん
で
す
よ

先
輩

覚
え
て
な
い
で
す
か

あ
あ

思
い
出
し
た

そ
う
だ
そ
う
だ

確
か
あ
ん
な
顔
だ

た
な

せ

か
く
で
す
し

追
い
か
け
て

し
ま
す
か

 
つ
い
で
に
私
の
彼
氏
面
し
て
く
れ
て
も
い
い
ん
で
す
よ

い
や

し
な
い
か
ら

ま
あ
そ
こ
ま
で
す
る
事
も
な
い
だ
ろ
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元
気
そ
う
だ

た
し

そ
れ
を
確
認
出
来
た
だ
け
で
十
分
だ

で
す
ね

 
そ
し
て
二
人
は

そ
の
ま
ま
店
に
入

た

  
注
文
の
品
が
来
る
と
い
ろ
は
が
急
に
も
じ
も
じ
し
出
し
八
幡
は
何
事
か
と
思
い
い
ろ
は

に

ね
た

ど
う
し
た

ト
イ
レ
か

せ

先
輩

も
う
少
し
デ
リ
カ
シ

と
い
う
も
の
を
持

て
下
さ
い
よ

す

す
ま
ん

ま
あ
別
に
い
い
で
す
け
ど

で
先
輩
あ
の
で
す
ね
良
か

た
ら
一

に
写
真
を

り

ま
せ
ん

え

写
真

正
直
面
倒

 
い
ろ
は
は
そ
の
言
葉
を
最
後
ま
で

か
ず

 
注
文
の
品
を
持

て
き
て
く
れ
た
店
員
に
向
か

て
こ
う
言

た

す
み
ま
せ

ん

写
真
を

て
も
ら

て
い
い
で
す
か
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俺
に
選
択

が
無
い
な
ら
最
初
か
ら

く
な
よ

て
へ

 
八
幡
は
そ
の
い
ろ
は
の
笑
顔
を
見
て

仕
方
な
い
な
と
苦
笑
し
な
が
ら

 
大
人
し
く
フ

イ
ン
ダ

に
収
ま

た

そ
れ
じ

あ

き
ま
し

か

そ
う
だ
な

そ
う
い
え
ば
先
輩

て

で
す
よ
ね

お
う

そ
う
だ
ぞ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
美
味
し
そ
う
に
デ
ザ

ト
を

張
る
八
幡
を
見
な
が
ら

 
い
ろ
は
が
嬉
し
そ
う
に
言

た

ふ
ふ

美
味
し
そ
う
に
食
べ
ま
す
よ
ね

そ
れ
が

い
物
に
対
す
る

儀
だ
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
私
も
敬
意
を
持

て
食
べ
る
事
に
し
ま
す

そ
う
し
ろ
そ
う
し
ろ

あ

先
輩

そ
れ
で
私
に
頼
み
と
い
う
の
は
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あ

す

か
り
忘
れ
て
た
わ

 
そ
れ
で
思
い
出
し
た
の
か
八
幡
は
い
ろ
は
に
コ
ミ
ケ
で
コ
ス
プ
レ
を
し
て
く
れ
な
い
か
と
依

頼
し
た

コ
ミ
ケ

て

私
行

た
事
な
い
ん
で
す
よ
ね

ま
あ
普
通
は
そ
う
だ
ろ
う
な

ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
が
出
て
て

そ
こ
で
愛
想
を

り
ま
け
ば
い
い
ん
で
す
ね

身
も

も
な
い
言
い
方
だ
が
ま
あ
そ
う
だ
な

そ
れ
に
お
前
こ
う
い
う
の
が
得
意
そ
う
だ

か
ら
さ

む

何
で
す
か
そ
れ

別
に
悪
い
意
味
じ

な
い
け
ど
な

ま
あ
そ
う
か
も
で
す
け
ど

 
そ
し
て
い
ろ
は
は

考
え
込
ん
だ
後
に
言

た

ち
な
み
に
ど
ん
な
格
好
を
す
る
事
に
な
る
ん
で
す
か

テ

タ

ニ
ア
だ

え

本
当
で
す
か
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お
う

本
当
だ
ぞ

で
も
テ

タ

ニ
ア
だ

た
ら

明
日
奈
さ
ん
が
や

た
方
が

分
か
る
だ
ろ

俺
達
が
顔
出
し
す
る
の
は
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る

あ

確
か
に
そ
う
か
も
で
す
ね

 
そ
し
て
い
ろ
は
は

真
剣
な
顔
で
再
び
八
幡
に
こ
う

ね
た

先
輩

一
つ
教
え
て
下
さ
い

他
に
も
色
々
な
キ

ラ
の
コ
ス
プ
レ
が
あ
る
中
で

 
ど
う
し
て
私
が
テ

タ

ニ
ア
な
ん
で
す
か

お
前
な
ら
出
来
る
と
俺
が
判
断
し
た
か
ら
だ

そ
う
で
す
か

 
い
ろ
は
は
そ
う
言

て
下
を
向
い
た
が

そ
の
顔
は
真

に

ま

て
い
た

 
ど
う
や
ら
嬉
し
か

た
の
だ
ろ
う

そ
し
て
い
ろ
は
は
顔
を
上
げ

笑
顔
で
八
幡
に
言

た

分
か
り
ま
し
た

や
り
ま
す

そ
う
か

悪
い
な

ち
な
み
に
先
輩
も
そ
の
ブ

ス
に
参
加
す
る
ん
で
す
よ
ね

お
う

も
ち
ろ
ん
だ
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そ
れ
じ

あ

ち

ん
と
私
の
事

見
て
て
下
さ
い
ね

あ
あ

ち

ん
と
出
来
る
か
心
配
だ
か
ら

し

か
り
と
見
て
る
さ

 
八
幡
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言
い

い
ろ
は
は
愕
然
と
し
た
顔
で
抗
議
し
た

え
え

も
う

さ

き
と
言

て
る
事
が
違
う
じ

な
い
で
す
か

は
は

ま
あ
気
に
す
る
な

そ
れ
じ

あ

し
い
事
が
決
ま

た
ら
連

す
る
わ

も
う

 
こ
う
し
て
い
ろ
は
は
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
大
事
な
役
を
任
さ
れ
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
こ
の
作
品
の
開
始
時
期
の
せ
い
で

幻
と
消
え
た
デ

ト
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

 
関
係
性
が
違
う
せ
い
で

反
応
も
ま

た
く
違
う
感
じ
に
な
り
ま
し
た
ね
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第
４
９
８
話
 
八
幡
発
熱
す

 
そ
の
後

キ

ト
の

置
を
確
認
し
た
二
人
は

そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗
り
込
み

 
八
幡
は
い
ろ
は
を
家
ま
で
送
り

け
た

先
輩

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
ち
ら
こ
そ
引
き
受
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

い
ろ
は

テ

タ

ニ
ア
に
関
す
る
設
定
資
料

忘
れ
ず
に
送

て
下
さ
い
ね

お
う

す
ぐ
に
ま
と
め
さ
せ
る
わ

 
そ
し
て
い
ろ
は
は

名
残

し
そ
う
に
家
に
入

て
い

た

さ
て
と

一
度
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
う
か

 
八
幡
は

あ
ら
た
め
て
自
分
も
テ

タ

ニ
ア
に
関
す
る
設
定
資
料
を
確
認
し
よ
う
と

 
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た

 
ア
ル
ゴ

資
料
は
用
意
出
来
て
る
か

あ
あ

と
い

て
も

ゲ

ム
独
自
の
設
定
と
か
は
特
に
残

て
な
く
て
な
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ど
う
や
ら

精
の
女
王

て
い
う
イ
メ

ジ
だ
け
で
キ

ラ
を

用
し
た

い
ん
だ
よ
ナ

 
ア
ル
ゴ
に
そ
う
言
わ
れ
八
幡
は
一
応
予
想
は
し
て
い
た
の
か
納
得
し
た
よ
う
に
こ
う
言

た
や

ぱ
り
か

確
か
に
北

神
話
の
要
素
が
多
い

り
に
は

 
テ

タ

ニ
ア
は
元
は
シ

ク
ス
ピ
ア
だ
し

そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
と
は
思

て
た
よ

ま
あ
須

の
事
だ

元
々
と
ん
ず
ら
す
る
つ
も
り
だ

た
は
ず
だ
し

 
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
の

か
い
部
分
の
設
定
を
決
め
る
気
な
ん
か
最
初
か
ら
無
か

た
ん
だ
ろ

う
ヨ

て
事
は

シ

ク
ス
ピ
ア
の
夏
の
夜
の
夢
を

む
か
見
る
か
し
た
方
が
い
い
の
か

あ
れ
は
オ
ベ
イ
ロ
ン
と
テ

タ

ニ
ア
が

子
を
巡

て
争

て
る
よ
う
な
話
だ
し

 
ま

た
く
参
考
に
な
ら
な
い
ん
じ

な
い
カ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
も
う
こ

ち
で
設
定
を
作
り
こ
ん
じ
ま

た
方
が
い
い
の
か
も
し
れ

な
い
な

そ
う
い
う
の
が
好
き
な
中
二
病

者
は

う
ち
の
会
社
に
は

山
い
る
か
ら

 
本
気
で
そ
う
す
る
な
ら
案
外
簡

に
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
ナ
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よ
し

そ
れ
じ

あ
チ

ム
を
編
成
し
て

速
設
定
を

め
て
く
れ

あ
い
ヨ

  
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
で
は

存
の
キ

ラ
を
紹
介
風
に
出
す
と
い
う
事
は
決
ま

て
い
た
が

 

種
族
は
と
も
か
く

イ
ベ
ン
ト
キ

ラ
で
あ
る
テ

タ

ニ
ア
に
つ
い
て
は

 
ど
う
い
う
見
せ
方
を
す
れ
ば
い
い
の
か

ま
だ
ハ

キ
リ
と
は
決
ま

て
い
な
か

た

 
そ
の

こ
の
設
定
作
り
は
急
ピ

チ
で
進
め
ら
れ

 
八
幡
も
そ
こ
に
参
加
し

わ
ず
か
三
日
で
そ
の
設
定
は
完
成
す
る
事
と
な

た

や

と
完
成
か

ハ

最
近
あ
ん
ま
り

て
な
い
ん
だ
ろ

今
日
は
も
う

い
し

 
と
り
あ
え
ず
マ
ン
シ

ン
で

て
き
た
方
が
い
い
ぞ

顔
色
も
悪
い
し
ナ

あ
あ

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

い
ろ
は
へ
の
資
料
の
送
付
だ
け

宜
し
く
頼
む
わ

任
せ
と
ケ

 
そ
し
て
八
幡
は

重
い
足
を
引
き
ず
る
よ
う
に

自
分
の
マ
ン
シ

ン
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
心
な
し
か
熱
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
八
幡
は
と
り
あ
え
ず

を
飲
も
う
と
常
備

を
探
し
た
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が 
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
分
か
ら
な
い

こ
れ
は
優
里
奈
に
頼

た
方
が
良
さ
そ
う
だ

 
そ
う
考
え
な
が
ら
八
幡
は

話
を
か
け
る
手
間
を

し
み
自
分
の
足
で
隣
の
部
屋
へ
と
向

か

た

 

話
で
呼
び
つ
け
る
の
も
何
か
え
ら
そ
う
で

し

な
い
と
い
う
気
持
ち
も
働
い
た
の
は
確

か
だ

た

 
だ
が
そ
の
判
断
は
失
敗
だ

た

八
幡
は
足
を
も
つ
れ
さ
せ
優
里
奈
の
部
屋
の
扉
に
ぶ
つ
か

り 
そ
の
ま
ま
意
識
を
失
う
事
と
な

た

  
気
が
つ
く
と

八
幡
は
ベ

ド
に

か
さ
れ
て
い
た

こ
こ
は

 
そ
ん
な
八
幡
の

に
は

れ
た
タ
オ
ル
が
乗
せ
ら
れ
て
い
た

 

り
を
見
回
す
と

ど
う
や
ら
こ
こ
は

八
幡
の
マ
ン
シ

ン
の

室
ら
し
く
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ク
ロ

ゼ

ト
に
は

八
幡
以
外
の
男
性
が
開
け
る
の
を
禁
ず

と
書
い
て
あ
り

 
八
幡
は

そ
れ
を
見
て
ぼ
そ

と

い
た

い
つ
こ
ん
な
張
り

を
作

た
ん
だ
よ

て
い
う
か

俺
も
開
け
ね
え
か
ら

 
そ
の
時
八
幡
は

眩

が
し
た

再
び
ベ

ド
へ
と
横
た
わ

た

参

た
な

ち

と
無
理
を
し
す
ぎ
た
か

 
そ
し
て
八
幡
は
せ
め
て

き
た
今
の
う
ち
に

で
も
飲
も
う
と
扉
の
向
こ
う
に
声
を
か
け

た
優
里
奈

い
る
の
か

 
そ
の
声
が

こ
え
た
の
か

扉
の
向
こ
う
か
ら
パ
タ
パ
タ
と
ス
リ

パ
の
音
が
し

 
優
里
奈
が
ひ

こ

と
顔
を

か
せ
た

あ

八
幡
さ
ん

気
が
つ
き
ま
し
た
か

お
う

こ
こ
ま
で
運
ん
で
く
れ
た
の
か

悪
か

た
な

苦
労
し
た
だ
ろ

い
え
い
え

こ
ち
ら
こ
そ
発
見
が

れ
ち

て

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

ん

そ
う
な
の
か

は
い

実
は
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優
里
奈
が
言
う
に
は

ド
ア
に
何
か
ぶ
つ
か
る
音
が
し
て

 

き

か
ら
外
を

い
た
が
誰
も

も
見
え
ず
ど
う
し
た
も
の
か
と
し
ば
ら
く
悩
ん
だ
末
に

 
ビ
ル
の
セ
キ

リ
テ

を
信
頼
し
て
ド
ア
を
開
け
て
み
る
事
に
し

 
そ
こ
で
や

と
八
幡
を
見
つ
け
た
そ
う
だ

私
の
力
じ

八
幡
さ
ん
は
運
べ
な
い
は
ず
な
ん
で
す
け
ど

 
何
故
か
運
べ
ち

い
ま
し
た

事
場
の
馬

力

て
や
つ
で
す
か
ね

ふ
ふ

 
そ
う
得
意
げ
に
笑
う
優
里
奈
を

八
幡
は
素
直
に
賞

し
た

 
そ
し
て
八
幡
は

常
備

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
優
里
奈
に

ね
た

実
は
こ
の
部
屋

常
備

て
置
い
て
な
い
ん
で
す
よ

 
で
も
と
り
あ
え
ず
こ
れ

空
腹
時
で
も
飲
め
る
お

を
家
か
ら
持

て
き
ま
し
た

あ
あ

そ
う
だ

た
の
か

そ
れ
じ

あ
今
度

い
に
行
か
な
い
と
な

そ
れ
じ

あ
一

に

い
に
行
き
ま
し

う
か
あ

つ
い
で
に

も
揃
え
な
い
と
で
す

ね
そ
う
す
る
か

絶
対
に
必
要
な
も
の
だ
し
な

 
こ
う
し
て
八
幡
と
二
人
で
出
か
け
る

利
を
自
然
体
で
手
に
入
れ
た
優
里
奈
は
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気
の
無
い
顔
で

い
か
に
も
嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

や

た

そ
れ
じ

あ
お
め
か
し
し
な
い
と
で
す
ね

え

い
や

あ

お

お
う

 
八
幡
は

ち

と
ス

パ

に

い
物
に
行
く
よ
う
な
ノ
リ
で
そ
う
言

た
の
だ
が

 
優
里
奈
が
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
な
の
で

そ
れ
以
上
何
か
言
う
の
は
や
め
た

ま
あ
い
い
か
せ

か
く
の
夏
休
み
だ
し
保
護
者
と
し
て
は
被
保
護
者
に
何
か
し
て
や
ら

な
い
と
な

 
そ
の
時
八
幡
は

再
び
眩

を
覚
え

を
お
さ
え
て
再
び
ベ

ド
に
横
た
わ

た

あ

だ

大
丈
夫
で
す
か

お
う

大
丈
夫
だ

と
り
あ
え
ず

を
く
れ

そ
れ
を
飲
ん
で

少
し
眠
る
事
に
す
る
わ

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
こ
れ
を

 
八
幡
は

を
受
け
取
り

そ
れ
を
口
に
す
る
と

ベ

ド
に
横
た
わ

て
目
を
つ
ぶ

た

 

の

果
な
の
か

八
幡
は
す
ぐ
に
眠
気
を
感
じ

そ
の
ま
ま
八
幡
の
意
識
は
暗
転
し
た

  
次
に
目
を
覚
ま
し
た
の
は
明
け
方
だ

た

ま
だ
少
し
だ
る
い
が
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体
調
は
か
な
り
良
く
な

て
お
り

に
乗
せ
ら
れ
た
タ
オ
ル
の

度
か
ら
し
て

 
ど
う
や
ら
優
里
奈
も

当
な
時
間
に

た
よ
う
で

八
幡
は
ほ

と
し
た

優
里
奈
が
徹
夜
し
て
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
思

た
が

憂
だ

た
か

 
八
幡
は
そ
う

き
優
里
奈
に
感
謝
し
つ
つ

か
ら
タ
オ
ル
を
ど
け
再
び
横
に
な

て
こ

う

い
た

ま

た
く

優
し
い
し
気
立
て
は
い
い
し

家
事
は
出
来
る
し
気
が
利
く
し

 
そ
の
上
美
人
で
ス
タ
イ
ル
が
い
い
と
か

優
里
奈
と
結
婚
す
る
奴
は
幸
せ
だ
よ
な

 
ま
あ
正
直
手
放
し
た
く
は
な
い
気
も
す
る
が

 
そ
の

間
に

誰
か
が
息
を

む
よ
う
な
気
配
が
し

 
八
幡
は

て
て

き
上
が
り

横
で
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た
優
里
奈
と
目
が
合

た

え

え

と

は

は
い

隣
で

て
た
の
か
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は
い

何
か
あ

た
ら
い
け
な
い
の
で

に
布
団
を
敷
い
て
こ
こ
で

そ

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て

気
ま
ず
そ
う
に
押
し

た

 
優
里
奈
は
優
里
奈
で

今
の
言
葉
は
多
分

い
て
い
た
と
思
う
の
だ
が

 
い
つ
も
通
り
の
笑
顔
の
ま
ま

静
か
に
そ
の
場
で

ん
で
い
た

あは
い

ま

ま
だ
そ
れ
な
り
に
熱
が
あ
る
み
た
い
だ
な

も
う
少
し

て
お
く
と
す
る
か

あ

そ
れ
な
ら
タ
オ
ル
を

ら
し
て
き
ま
す
ね

い
や

ま
あ
そ
こ
ま
で
じ

な
い
さ

本
当
で
す
か

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は

八
幡
の

に
自
分
の

を
押
し
付
け
て
き
た

 
そ
の
顔
の
近
さ
に
八
幡
は

直
し

ま

た
く
動
く
事
が
出
来
な
か

た

 
優
里
奈
は
す
ぐ
に
顔
を
上
げ

ほ

と
し
た
よ
う
な
顔
で
言

た

大
丈
夫
み
た
い
で
す
ね

で
も
ぶ
り
返
し
た
ら
い
け
な
い
し
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私
も
も
う
少
し

こ
こ
で
一

に

る
と
し
ま
す
ね

そ

そ
う
か

悪
い
な

 
そ
し
て
二
人
は
再
び
横
に
な
り

八
幡
は
す
ぐ
に

息
を
た
て
始
め
た

 
だ
が
優
里
奈
は

平
然
と
し
て
い
た
よ
う
で

そ
う
で
は
な
か

た
ら
し
い

 
布
団
の
中
で
顔
を
真

に
し
て

自
分
の
心

の

動
を
ひ
た
す
ら

い
て
い
た

手
放
し
た
く
な
い
だ

て

手
放
し
た
く
な
い
だ

て

 
優
里
奈
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う

く
と

そ
れ
で
も

よ
う
と

み
た
の
だ
が

 
ま

た
く
眠
く
な
ら
な
か

た

 
そ
し
て
優
里
奈
は
ど
う
し
よ
う
か
と
思
い

そ

と
立
ち
上
が

た

 
そ
の
時
優
里
奈
は

カ

テ
ン
が
ち

ん
と
し
ま

て
い
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
そ
の

間
か
ら
差
し
込
ん
で
く
る
光
が

 
も
う
す
ぐ
八
幡
の
顔
の
上
に
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
事
に
気
が
つ
き
カ

テ
ン
を
直
そ
う
と

し
た

 
そ
し
て
カ

テ
ン
の
前
で

チ
ラ
リ
と
八
幡
の
方
を

り
返

た
優
里
奈
は

 
自
分
の

の
影
が

八
幡
の
顔
の
す
ぐ
横
に
あ
る
事
に
気
が
つ
い
た
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こ
れ
く
ら
い
な
ら

 
そ
し
て
優
里
奈
は

八
幡
を
横
目
で
見
な
が
ら

そ

と

を
前
に
突
き
出
し

 
そ
の
影
の

を

八
幡
の

に
そ

と
触
れ
さ
せ
た

い
つ
か
本
当
に

出
来
れ
ば
い
い
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
優
里
奈
は

カ

テ
ン
を
き
ち
ん
と

め

 
そ
の
ま
ま
再
び
布
団
に
横
に
な

た

い
つ
の
間
に
は
動

は
収
ま

て
お
り

 
優
里
奈
は
幸
せ
な
気
分
に
包
ま
れ
な
が
ら

そ

と

い
た

こ
れ
が
幸
せ

て
事
な
の
か
な

こ
れ
が
好
き

て
事
な
の
か
な

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
後
に

優
里
奈
も
ス

ス

と

息
を
た
て
始
め
た
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第
４
９
９
話
 
優
里
奈

池
袋
へ

ん
 
そ
れ
か
ら

時
間
後

八
幡
は
目
を
覚
ま
し
た

 
体
感
だ
と
今
は
朝
の
九
時
く
ら
い
な
の
だ
ろ
う
か

日
の
高
さ
か
ら
そ
う
判
断
し

 
八
幡
は
ゆ

く
り
と
体
を

こ
し
た

幸
い
熱
は
も
う
下
が

て
お
り

 
八
幡
は
激
し
い
空
腹
感
を
覚
え

リ
ビ
ン
グ
に
通
じ
る
ド
ア
を
開
け
た

あ

八
幡
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

お
う

お
は
よ
う

日
は
迷
惑
か
け
た
な

い
え
い
え

こ
う
い
う
時
の

に
私
が
い
る
ん
で
す
よ

 
優
里
奈
は
台
所
で
料
理
を
し
な
が
ら

八
幡
に
そ
う
答
え
た

熱
は

も
う
大
丈
夫
そ
う
で
す
ね

 
優
里
奈
は
八
幡
に
質
問
し
か
け

顔
色
を
見
て
安
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

お
う

風

じ

な
か

た
み
た
い
で
幸
い
だ

た
な

多
分
過
労
だ

た
ん
じ

な
い
か

高
校
生
が
過
労
と
か
簡

に
言
わ
な
い
で
下
さ
い

休
む
時
は
ち

ん
と
休
ん
で
下
さ
い
ね
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悪
い
な

返
す
言
葉
も
無
い

 
八
幡
は
優
里
奈
に
そ
う
言
わ
れ

し

な
さ
そ
う
に
そ
う
答
え
た

と
り
あ
え
ず
お
か
ゆ
を
作

て
お
き
ま
し
た

お
昼
か
ら
は
様
子
見
で
す
ね

だ
な
こ
れ
で
普
通
の
物
を
食
べ
て
ま
た

込
ん
じ
ま

た
ら
優
里
奈
に

し

な
い
か
ら

な

私

八
幡
さ
ん
の
お
世
話
を
焼
く
の
は
別
に

い
じ

な
い
で
す
け
ど

い
じ

な
い
の
と
好
き
と
の
間
に
は

高
い
壁
が
あ
る
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
や

ぱ
り
迷
惑
は
か
け
ら
れ
ん

私

八
幡
さ
ん
の
お
世
話
を
焼
く
の
は
別
に
好
き
で
す
け
ど

そ

そ
う
か

は
い

 
八
幡
は

優
里
奈
が
す
ぐ
に
そ
う
言
い
な
お
し
た
の
を

き

そ
う
答
え
る
事
し
か
出
来
な

か

た

 

か
ら

ス
ト
レ

ト
な
好
意
に
は

い
八
幡
で
あ
る

 
そ
し
て
二
人
は
仲
良
く
朝
食
を
と
り
は
じ
め
た
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そ
う
い
え
ば
優
里
奈

今
日
は
学
校
は

う
ち
は
今
日
か
ら
夏
休
み
で
す
よ

八
幡
さ
ん

 
八
幡
は
優
里
奈
に
そ
う
言
わ
れ

ち
ら
り
と
カ
レ
ン
ダ

を
見
た

そ
う
か

そ
う
い
え
ば
も
う
八
月
か

は
い

八
幡
さ
ん
の
方
の
学
校
は

夏
休
み
の
期
間
が
少
し

い
ん
で
し
た

け

あ
あ

そ
の
代
わ
り

ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
と
シ
ル
バ

ウ

ク
が
少
し
⻑
い
ん
だ
よ

 
日
本
中
か
ら
希
望
者
が
集
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
帰
省
し
や
す
い
よ
う
に
と
い
う
配

だ
ろ
う

な
な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
理
由
だ

た
ん
で
す
ね

 
納
得
し
た
よ
う
に

く
優
里
奈
に

八
幡
は
言

た

ま
あ
優
里
奈
が
休
み
な
ん
だ

た
ら

を

い
が
て
ら

ど
こ
か
に
出
か
け
る
か

え

八
幡
さ
ん

学
校
は
い
い
ん
で
す
か

う
ち
は
普
通
の
学
校
じ

な
い
か
ら
な

出

日

よ
り
は
成

重

な
ん
だ
よ

ず

ず
る
い

 
優
里
奈
は

ま
し
そ
う
に
そ
う
言
い
つ
つ
も

や
は
り
楽
し
み
な
の
だ
ろ
う
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嬉
し
そ
う
に

を
立
ち

隣
の
部
屋
へ
向
か

た

そ
れ
じ

あ
私

着

え
て
き
ま
す
ね

八
幡
さ
ん
は
の
ん
び
り
し
て
て
下
さ
い

あ

そ
れ
じ

あ
俺
も
ち

と
シ

ワ

を

び
ち
ま
う
わ

あ

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
私
も

一
時
間
後
く
ら
い
で
い
い
で
す
か
ね

そ
う
だ
な

そ
れ
く
ら
い
で
頼
む

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
八
幡
さ
ん

ま
た
後
で

お
う

ま
た
後
で
な

 
八
幡
は
優
里
奈
を
見
送
る
と

シ

ワ

を

び

外
出
用
の
服
に
着

え

 
自
分
で
コ

ヒ

を
入
れ
る
と
ソ
フ

に

か
け
の
ん
び
り
と
優
里
奈
の
到
着
を
待

た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て

入
り
口
の
方
で
扉
が
開
く
音
が
し
た

お

優
里
奈

準
備
は
出
来
た
か

は
い

お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
そ
し
て
優
里
奈
の
方
へ

り
向
い
た
八
幡
は
一

目
を
見
張
る
と
す
ぐ
に
優
里
奈
か
ら
目

を
背
け
た

 
優
里
奈
は
白
の
ノ

ス
リ

ブ
に

色
の
ミ
ニ
ス
カ

ト
と
い
う
夏
ら
し
い
格
好
を
し
て
お
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り 
八
幡
は
直

し
続
け
る
の
は
ま
ず
い
と
直
感
し
た

八
幡
さ
ん

あ

あ
あ

そ
れ
じ

あ
行
く
か

は
い

 
そ
し
て
二
人
は
キ

ト
に
乗
り
込
み

そ
こ
で
は
た
と
止
ま

た

そ
う
い
え
ば
ど
こ
に
行
く
か
決
め
て
な
か

た
な

あ
 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

苦
笑
し
た

優
里
奈
は
ど
こ
か
行
き
た
い
所
と
か
な
い
の
か

そ
う
で
す
ね

あ

そ
れ
じ

あ
池
袋
に

池
袋

は
い

出
来
れ
ば
サ
ン
シ

イ
ン
水
族

に

何
か
見
た
い
も
の
で
も
あ
る
の
か

い
え
そ
う
い
う

じ

な
い
ん
で
す
け
ど
実
は
私
水
族

て
行

た
事
な
い
ん
で
す
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よ 
つ
い
で
に
展
望
台
に
も
上

て
み
た
い
で
す
し
あ
の

な
ら

局
も
あ
り
そ
う
で
す
し
ね

確
か
に
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
行

て
み
る
か

は
い

 
そ
し
て
二
人
は
池
袋
に
向
か
い

場
に

を

め

最
初
に
水
族

へ
と
向
か

た

う
わ

八
幡
さ
ん

あ
れ

て

カ
ワ
ウ
ソ
だ
な

あ
れ
が

私

初
め
て
見
ま
し
た

ま
あ
こ
う
い
う
所
に
来
な
い
限
り

見
る
機
会
は
無
い
だ
ろ
う
し
な

あ

向
こ
う
に
い
る
の
は
ア
シ
カ
み
た
い
で
す
ね

私

初
め
て
見
ま
し
た

 
八
幡
は

優
里
奈
の
初
め
て
見
ま
し
た
攻
撃
に
苦
笑
し
つ
つ
も

 
優
里
奈
が
子

の
よ
う
に
は
し

ぎ
な
が
ら

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
る
の
を
見
て

 
優
里
奈
に
も
こ
う
い
う
部
分
が
あ

た
ん
だ
な
と
意
外
に
思

た

八
幡
さ
ん

こ

ち
こ

ち

ペ
ン
ギ
ン
を
見
た
い
で
す

は
し

ぎ
す
ぎ
て

転
ば
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
ん
だ
ぞ

優
里
奈
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も
う

私
そ
ん
な
に
子

じ

あ

 
優
里
奈
は
そ
う
言
わ
れ

反

し
か
け
た
が

何
か
に
気

い
た
よ
う
に
ハ

と
し

 
そ
し
て
次
に

八
幡
の
手
を
し

か
り
と

た

こ
れ
な
ら
転
び
ま
せ
ん
ね

え

あ

い
や

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
が

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う

お

お
う

  
二
人
は
そ
の
後
も
サ
メ
や
エ
イ

マ
ン
ボ
ウ
な
ど
を
見
て
回
り

 

中
か
ら
は
八
幡
も
一

に
は
し

い
で
い
た

俺
も
こ
う
い
う
所
に
は
あ
ま
り
来
た
事
は
無
い
け
ど

中
々
い
い
も
ん
だ
な

で
す
ね

一
通
り
回
れ
ま
し
た
し

展
望
台
に
行

て
み
ま
し

う
か

そ
う
だ
な

あ

ち
の
ビ
ル
に
行
く
か

下
か
ら
じ

な
い
と
行
け
な
い
ん
で
す
ね

ま
あ
散
歩
に
は
丁
度
い
い
さ
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で
す
ね

 
そ
し
て
展
望
台
に
着
い
た
二
人
は

そ
の
様
子
を
見
て

目
を
見
開
い
た

ス
カ
イ
サ

カ
ス

遊
べ
る
展
望
台
で
す

て

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
ニ

ス
を

見
た
気
も
す
る
な

 
展
望
台
は
様
々
な
装

が

さ
れ
て
お
り

二
人
は
興
味
深
げ
に
色
々
と
見
て
回

た

そ
ろ
そ
ろ
昼
だ
し

つ
い
で
に
食
事
に
す
る
か

は
い

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
カ
フ

に
入
り

朝
食
が

か

た
事
も
あ
り

め
の
昼
食
を
と

た

そ
う
い
え
ば

こ
う
い
う
の
は
久
し
ぶ
り
だ
な

明
日
奈
さ
ん
と
は
出
か
け
た
り
し
な
い
ん
で
す
か

確
か
に
最
近

こ
う
い
う
風
に
出
か
け
た
り
は
し
て
い
な
い
な

も
う

目
で
す
よ

面
目
次
第
も
な
い

こ
の
休
み
の
間
に

ど
こ
か
に
行
く
事
に
す
る
わ

そ
れ
が
い
い
で
す
ね
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優
里
奈
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

注
文
の
品
が
来
る
と

美
味
し
そ
う
に
そ
れ
を

張

た

 
見
る
と
優
里
奈
の
口
の

り
に
ソ

ス
が
つ
い
て
い
る

優
里
奈

口
の

こ
こ
に
ソ

ス
が
つ
い
て
る
ぞ

あ
 
優
里
奈
は
恥
ら
い
な
が
ら

そ
の
ソ

ス
を

い
た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は
今
日
は
優
里
奈
の
い
つ
も
と
違
う

が
た
く
さ
ん
見
れ
る
な
と
思
い
な

が
ら

 
も

と
こ
う
い
う
年
相
応
な
部
分
を
普

か
ら
見
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

 
自
分
自
身
も
努
力
せ
ね
ば
と

保
護
者
的
観
点
か
ら
そ
う
考
え
た

 
そ
し
て
食
事
も
済
み
他
の
フ
ロ
ア
も
い
く
つ
か
回

た
所
で
時
刻
は
も
う
四
時
を
過
ぎ
て

い
たふ

う

こ
こ
だ
け
で
も
回
る
の
に
結

時
間
が
か
か
り
ま
す
ね

こ
ん
な
に
広
か

た
ん
だ
な

こ
こ

も

と
簡

に
回
り
き
れ
る
イ
メ

ジ
で
し
た
ね

だ
な
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そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ

局
を
探
し
ま
し

う
か

あ
そ
こ
に

て
文

が
見
え
る
な

あ

そ
れ
じ

あ
行

て
み
ま
し

う
か

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
こ
に
行
く

中
に

不
穏
な
気
配
を
感
じ
た

こ
こ
は

乙
女
ロ

ド

て
奴
か

え

こ
こ

て
そ
ん
な
名
前
な
ん
で
す
か

ど
ん
な
道
な
ん
で
す
か

そ
う
だ
な

ま
あ
優
里
奈
に
は
基
本
縁
が
無
い
場
所
だ
な

 
一
言
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
が

う
う
む

ち

と
見
て
き
ま
す

あ

お
い

 
そ
う
言
わ
れ
た
優
里
奈
は

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

た
た

と
近
く
の
店
に
近

寄

て

 
そ
の
中
を
ひ

い

と

い
た

そ
れ
で
理
解
し
た
の
か

 
優
里
奈
は
少
し
困

た
よ
う
な
顔
で

八
幡
の
所
に

て
き
た

私
は
そ
う
い
う
の
に
は

し
く
は
な
い
で
す
け
ど

そ
れ
な
り
に
理
解
し
ま
し
た
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そ

そ
う
か

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

も
し
か
し
て

何
か

な
思
い
出
で
も

知
り
合
い
に

こ
う
い
う
の
を
趣
味
に
し
て
い
る
人
が
い
て

ま
あ
ち

と
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
優
里
奈
は

驚
い
た
よ
う
な
表
情
で
こ
う

ね
て
き
た

そ
れ
じ

あ

も
し
か
し
て
八
幡
さ
ん
が
出
て
る
本
と
か
も
あ
る
ん
で
す
か

お
い

怖
い
事
言
う
な
よ

あ
は

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
し
て
二
人
は
ド
ラ

グ
ス
ト
ア
に
た
ど
り
着
き

中
に
入

た

さ
て

必
要
な
も
の
を

番
に
揃
え
る
か

解
熱

こ
れ
は
女
性
用
の
も
の
も
別
に
あ

た
方
が
い
い
で
す
ね

 
後
は

と

の

と

あ

あ
れ
の
予
備
も
常
備
し
な
い
と

 
優
里
奈
は
何
か
に
気

い
た
よ
う
に
そ
う
言
い

八
幡
に
こ
う
言

た

八
幡
さ
ん

い
物
カ
ゴ
は
私
が
持
ち
ま
す

お
会
計
も
私
が
し
ま
す
の
で

ん

ど
う
か
し
た
の
か

こ
こ
か
ら
先
は
私
に
任
せ
て
下
さ
い



 第４９９話 優里奈、池袋へ

ん

何
か
あ

た
か

え
え
と

 
優
里
奈
は
そ
う
言
い
よ
ど
み

気
ま
ず
そ
う
に
チ
ラ
リ
と
と
あ
る

を
見
た

 
そ
こ
に
は
生
理
用
品
が

ん
で
お
り
八
幡
は
す
ぐ
に
理
由
を
理
解
し

布
を
優
里
奈
に

し
たな

る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ

い
は
こ
れ
で
な

は
い

お

か
り
し
ま
す
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

栄

ド
リ
ン
ク
や
サ
プ
リ
の
あ
る

に
移
動
し

 
優
里
奈
が

い
物
を
終
え
る
の
を
待

た

 
そ
ん
な
八
幡
に

突
然
後
ろ
か
ら
声
が
か
け
ら
れ
た

あ

れ

も
し
か
し
て
比
企
谷
君

 
そ
の
声
を

い
た
八
幡
は

ビ
ク

と
し
た

 
そ
の
声
は

こ
う
い
う
場
所
で
は
一
番
会
い
た
く
な
い
人
の
声
で
あ

た

お

お
う

ひ

久
し
ぶ
り

 
八
幡
が
そ
う
言
い
な
が
ら

り
向
く
と
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そ
こ
に
は
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
こ
と

海

名
姫
菜
の
笑
顔
が
あ

た
の
だ

た

 
ど
う
や
ら
５
０
０
話
を

る
の
は

彼
女
の
よ
う
で
す



 第５００話 優里奈と腐海のプリンセス

 
第
５
０
０
話
 
優
里
奈
と
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

 
つ
い
に
５
０
０
話
到
達
で
す

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

り
返

た
八
幡
の
目
に
飛
び
こ
ん
で
き
た
の
は
間
違
い
な
く
海

名
姫
菜
の
笑
顔
だ

た

 
声
か
ら
し
て
も
そ
れ
は
間
違
い
な
い

だ
が
そ
の

は

 
か
つ
て
同
じ
ク
ラ
ス
に
在

し
て
い
た
時
と
は

ま

た
く
違
う
様
相
を

し
て
い
た

え

海

名
さ
ん

そ
の

は
ま
さ
か

デ
ス
マ

チ
中
か

正
解

よ
く
分
か

た
ね

さ

す
が
比
企
谷
君

い
や

ま
あ
コ
ミ
ケ
も
近
い
事
だ
し
な

 
姫
菜
の
目
の
下
に
は
ひ
ど
い
ク
マ
が
出
来
て
お
り
服
装
は
よ
れ
よ
れ
の

シ

ツ
に
ジ

ン
ズ
の
み

 
そ
し
て
そ
の
手
に
持
つ

い
物
カ
ゴ
の
中
は
栄

ド
リ
ン
ク
が
大

に
詰
め
込
ま
れ
て
い
た

 
ち
な
み
に
お
嬢
様
聖
水
で
あ
る

そ
し
て
そ
の
奥
に
は
激
強
打
破
も
何
本
か
見
え
た
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お
嬢
様
聖
水
と
は
ま
た
海

名
さ
ん
ら
し
い
と
い
う
か

お

Ｙ
Ｏ
Ｕ
お
嬢
様
聖
水
を
知

て
る
ん
だ

さ

す
が
お
嬢
様
殺
し

い
や

意
味
が
分
か
ん
ね
え
か
ら

お
待
た
せ
し
ま
し
た

八
幡
さ
ん

 
丁
度
そ
こ
に

り
悪
く
優
里
奈
が
駆
け
寄

て
き
た

お
や

ニ

カ
マ

優
里
奈

俺
の
後
ろ
へ

教
育
に
悪
い
か
ら
な

え

あ

は
い

 
八
幡
は

に
そ
う
言

て
優
里
奈
を

い
優
里
奈
は
言
わ
れ
た
通
り
八
幡
の
陰
に

れ

た
ふ

ん

 
姫
菜
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言
う
と

八
幡
の
顔
に
自
ら
の
顔
を
近
付
け
な
が
ら
こ
う

言

た
お
嬢
様
殺
し

一
応
言

て
お
く
が

優
里
奈
は
俺
の
被
保
護
者
だ
か
ら
な
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ん

足
⻑
お
じ
さ
ん
始
め
ま
し
た

そ
れ
と
も
光
源
氏
計
画

そ
の
二
択
な
ら
足
⻑
お
じ
さ
ん
だ
な

優
里
奈
ち

ん

て
言
う
ん
だ

私
は
海

名
姫
菜

比
企
谷
君
の
元
ク
ラ
ス
メ

ト
だ
よ

お
い

人
の
話
を

け
よ

 
優
里
奈
は
そ
う
言
わ
れ
お
ず
お
ず
と
八
幡
の
後
ろ
か
ら

を
現
す
と
姫
菜
に
丁

に

を
し
た

え

と

よ
く
分
か
ら
な
い
で
す
け
ど

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
ね

し
か
し
相
変
わ
ら
ず
比
企
谷
君
の
連
れ
て
い
る
子
は
レ
ベ
ル
高
い

ね 
明
日
奈
ち

ん
に
雪
ノ
下
さ
ん

優
美
子
に
結
衣

そ
れ
に
優
里
奈
ち

ん

 
も
う
い
つ
誰
に

さ
れ
て
も
不
思
議
じ

な
い
ね

い
や

さ
れ
ね
え
か
ら

ま
あ
で
ど
こ
ぞ
の
変
な
男
に
襲
わ
れ
た
ら
返
り
討
ち
に
す
る

け
ど
な

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

そ
の
懐
に
忍
ば
せ
て
い
る
モ
ノ
で
一
撃
だ
ね

何
で
そ
ん
な
事
が
分
か
る
ん
だ
よ
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そ
う
言
わ
れ
た
姫
菜
は

に
へ
ら

と
笑
い
な
が
ら
言

た

に
比
べ
て

の
方
が

か
に
下
に
下
が

て
る
じ

な
い

ど
こ
の
ゴ
ル
ゴ
だ
あ
ん
た
は

だ
な

相
方
が
自
衛

の
元
妻
だ
か
ら

そ
う
い
う
話
が
た
ま
に
出
る
だ
け
だ
よ

あ

そ
う
い
え
ば
そ
の
相
方

て

さ
ん
の
事
だ
よ
な

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

よ
く
知

て
る
ね

実
は

那
の
方
が
知
り
合
い
な
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

世
間
は

い

て
本
当
な
ん
だ
ね

 
姫
菜
は

さ
も
驚
い
た
と
い
う
口
調
で
そ
う
言

た

と
こ
ろ
で
今
日
は

他
の
ボ

イ
ズ
は

期
待
し
て
る
と
こ
ろ
を
悪
い
が

誰
も
い
な
い
ぞ

え
え

そ

か

資
料
が
欲
し
か

た
か
ら

 

那
の
キ
リ
ト
君
の
写
真
を

り
た
か

た
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

背
筋
に

た
い
も
の
が
走
る
の
を
感
じ
た

那

那

て
何
だ
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そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い

 
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言
う
姫
菜
に
対
し

八
幡
は
心

き
た
く
な
い
と
い
う
表
情
で

 
だ
が
し
か
し
一
応
確
認
の

に
こ
う

ね
た

ま
さ
か
新

か

え
え

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
の
一
人
で
あ
る
こ
の
海

名
姫
菜
の
新

地

 
キ
リ
×
ハ
チ
と
見
せ
か
け
て

実
は
ゼ
ク
×
ハ
チ
と
い
う
Ｎ
Ｔ
Ｒ
も
の
よ

海

名
さ
ん

本
当
に
自
重
し
な
く
な

た
な
お
い

 

て
い
う
か

ゼ
ク

ゼ
ク

て
何
だ

い
や

お
い
ま
さ
か

 

た
よ
う
に
そ
う
言

て
き
た
八
幡
に
対
し

姫
菜
は
キ
リ

と
し
た
顔
で
こ
う
答
え
た

ふ

結
衣
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
話
は

い
て
た
け
ど
い
い
資
料
を
発

出
来
た
の
は
幸
い
だ

た
よく

そ

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
実
は
私
が

最
近
比
企
谷
君
は
ど
う

て
カ
マ
を
か
け
て

 
色
々
な
話
を
引
き
出
し
た
ん
だ
け
ど
ね

や
り
方
が

ね
え
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お
ほ
ほ
ほ
ほ

目
的
の

に
は
手

は
選
ば
な
い

 
そ
の
お
か
げ
で

う
ち
の
サ

ク
ル
も
今
や
全
国
区
だ
よ

 
そ
う
得
意
げ
に
言
う
姫
菜
の
顔
を
見
な
が
ら

八
幡
は
深
い
た
め
息
を
つ
い
た

は

今
思
え
ば
高
校
の
時

 
海

名
さ
ん
の
手

を
し

か
り

て
た
優
美
子
は
偉
大
だ

た
ん
だ
な

は
解
き
放
た
れ
た
ん
だ
よ

今
の
私
は

か
ら
解
き
放
た
れ
た

腐

た

な
の

は
 
八
幡
は
再
び
深
い
た
め
息
を
つ
く
と

 
ま
だ
よ
く
分
か

て
な
い
よ
う
に
き

と
ん
と
し
て
い
る
優
里
奈
に
こ
う
言

た

優
里
奈
は
絶
対
に

こ
ん
な
大
人
に
な
る
ん
じ

な
い
ぞ

え

と

そ
も
そ
も
二
人
の
会
話
に
付
い
て
い
け
ま
せ
ん

さ

き
乙
女
ロ

ド
で
薄
い
本
が

て
る
の
を
見
た
だ
ろ

 
こ
の
人
は

あ
あ
い
う
の
の
作
者
さ
ん
だ

ど
う
も
ど
う
も

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
一

だ
よ

な
る
ほ
ど
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優
里
奈
は
そ
れ
で
納
得
し
た
の
か

そ
う
言

て

い
た
後

 
驚
い
た
よ
う
な
顔
で
八
幡
に
こ
う

ね
た

え

そ
れ
じ

あ
今
の
話

て

八
幡
さ
ん
と
キ
リ
ト
さ
ん
と
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
本
の

話
で
す
か

 
八
幡
さ
ん

よ
く

り
ま
せ
ん
ね

俺
も

は

た
さ

で
も
こ
の
人
は
な

そ
ん
な
事
で

め
る
人
じ

な
い
ん
だ
よ

 
八
幡
は

何
も
か
も

め
た
よ
う
な
口
調
で
言

た

そ
れ
で
比
企
谷
君
達
は

今
日
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

観
光
が
て
ら

ち

と
常
備

を
揃
え
に
来
た
ん
だ
よ

 
実
は

日

俺
が
過
労
か
ら
き
た
と
思
わ
れ
る
発
熱
で
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま

て
な

 
そ
れ
で
常
備

が
何
も
無
い
事
に
気
が
つ
い
て

そ
れ
で

い
に
来
た

て

だ

へ

な
る
ほ
ど
ね

で
も
そ
れ

て
優
里
奈
ち

ん
が
一

な
理
由
に
は
な

て
な
い

よ
う
な

実
は
俺
は
会
社
の
近
く
に
何
か
あ

た
時
に

ま
る

の
マ
ン
シ

ン
を

り
て
る
ん
だ
が

 
そ
の
隣
の
部
屋
に
優
里
奈
が

ん
で
る
ん
で
な

病
し
て
も
ら

た
ん
だ
よ
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あ
あ

そ
う
い
う

被
保
護
者

て
の
は
本
当
な
ん
だ

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

姫
菜
は
少
し

た
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
た

ち
な
み
に
明
日
奈
ち

ん
に
連

は

そ
れ
な
ら
夜
に
し
て
お
い
た
ぞ
ま
あ

い
時
間
だ

た
か
ら
こ

ち
に
は
来
れ
な
か

た

が 
優
里
奈
が
い
る
か
ら
安
心
と
か
言

て
た
な

そ
れ
で
今
日
も

話
を

お
う
朝
少
し
時
間
に
余

が
あ

た
か
ら
そ
の
時
に

い
物
に
行
く
と
は
伝
え
て
あ
る
な

見

な

た
よ
比
企
谷
君

お

 
突
然
姫
菜
が

り
出
し
八
幡
は
も
し
か
し
て
明
日
奈
も
連
れ
て
こ
い
と
言
い
た
い
の
だ
ろ

う
か
と

 
そ
の
剣
幕
に
一
歩
下
が

た

ま
あ
明
日
奈
は
学
校
に
行

て
い
る
の
で
そ
れ
は
無
理
な
の
だ

が 
だ
が
姫
菜
は

あ
る
意
味
彼
女
に
と

て
正
当
な
理
由
で

た
だ
け
だ

た
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ど
う
し
て
そ
こ
で

他
の
ボ

イ
ズ
に
頼
ら
な
い
の

 
そ
う
す
れ
ば
今
こ
の

間
に
も

私
の

の
中
で
色
々
妄
想
が

た
は
ず
な
の
に

 
こ
れ
は
も
う
凄
く
大
き
な

失
だ
よ
本
当
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も

と
考
え
て
欲
し
い
な

そ
ん
な
事
考
え
ね
え
よ

て
い
う
か
海

名
さ
ん
は
本
当
に
自
重
し
な
く
な

た
な

そ
ん
な
に
褒
め
ら
れ
て
も

何
も
出
な
い
よ

褒
め
て
ね
え
よ

 
八
幡
は
興
奮
ぎ
み
に

そ
う
ま
く
し
た
て
た

 
優
里
奈
は
そ
ん
な
八
幡
を
見
て

八
幡
に
も
苦
手
な
人
が
い
た
ん
だ
な
と
驚
い
た

 
も

と
も
こ
の

態
の
姫
菜
の
相
手
を
ま
と
も
に
出
来
る
人
間
は
そ
ん
な
に
い
な
い
の
だ
が

ま
あ
ま
あ
興
奮
し
な
い
で
よ

一
応
店
の
中
だ
し

ね

あ
ん
た
が
さ
せ
て
る
ん
だ
ろ
う
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

下
を
向
い
て
呼

を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
た

 
そ
の

姫
菜
の
持
つ

い
物
カ
ゴ
が

八
幡
の

界
に
入

た

そ
う
い
え
ば

分
不
健

な

い
物
を
し
て
る
よ
な

あ
あ

こ
れ

ま
あ
追
い
込
み
だ
か
ら
仕
方
な
い
ん
だ
よ
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比
企
谷
君
の
せ
い
で

か

い
乙
女
だ

た
私
も

も
う
す

か
り

け
だ
よ

人

き
の
悪
い
事
を
言
う
な
よ

そ
れ
に
し
て
も
お
嬢
様
聖
水
は
と
も
か
く

 
激
強
の
飲
み
す
ぎ
は
や
ば
い
だ
ろ

ん

大
丈
夫

こ

ち
は
一
日
一
本
に
し
て
る
か
ら

そ
れ
な
ら
い
い
が

体
調
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
く
れ
よ

大
丈
夫
大
丈
夫

優
美
子
も
結
衣
も
い
る
し

何
か
あ

て
も
誰
か
し
ら
対
応
出
来
る
よ

何

だ
と

 
八
幡
は
初

だ

た
の
か

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
を
見
る
目
で
姫
菜
の
方
を
見
た

な

何
で
あ
の
二
人
が

ふ
ふ

友
情
を
盾
に
お
願
い
し
た
ら

二
つ
返
事
で
手
伝

て
く
れ
る
事
に
な

た
の

 
ど
う
や
ら
あ
の
二
人

私
達
の
作
品
を

も

と
ソ
フ
ト
な
作
品
だ
と
考
え
て
た
み
た
い
で

 

日

か
ら
湯
気
を
出
し
な
が
ら
手
伝

て
く
れ
て
る
ん
だ
よ
ね

あ

悪
魔
め

ま
あ
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
だ
か
ら

確
か
に
似
た
よ
う
な
も
の
か
も
ね

 
姫
菜
は
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言
い

八
幡
に
別
れ
を
告
げ
た
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そ
れ
じ

あ
私
も
さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
ま
た
そ
の
う
ち
会
お
う
ね
比
企
谷
君

あ
あ

そ
れ
な
ら
今
葉
山
が

同
窓
会
の
予
定
を
組
ん
で
く
れ
て
る
は
ず
だ
ぞ

そ

か

そ
れ
じ

あ
ま
た
そ
こ
で
ね

お
う

優
里
奈
ち

ん
も
比
企
谷
君
の
お
世
話

頑
張

て
ね

 
で
も

え
た
い
時
は
と
こ
と
ん

え
る
と
い
い
よ
比
企
谷
君
そ
う
さ
れ
る
の
が
好
き
だ

か
らなは

い

そ
う
し
ま
す
ね

海

名
さ
ん

体
に
は
気
を
つ
け
て
下
さ
い
ね

う
ん

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
ま
た

 
そ
う
言

て
姫
菜
は

風
の
よ
う
に
去

て
い

た

 
そ
れ
を
見
送

た
後

八
幡
は
優
里
奈
に

々
と
説
い
た

い
い
か
優
里
奈

絶
対
に
あ
あ
な

て
は

目
だ
ぞ

俺
が
困
る
か
ら
な

は
い
大
丈
夫
で
す
よ
八
幡
さ
ん
私
は
あ
あ
い
う
世
界
に
は
あ
ま
り
興
味
が
無
い
で
す
か

ら
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そ

そ
う
か

そ
れ
を

い
て
安
心
し
た
わ

ふ
ふ

海

名
さ
ん
の
事

苦
手
な
ん
で
す
ね

普
通
に
し
て
て
く
れ
れ
ば
ど
う

て
事
は
な
い
ん
だ
が

あ
の

態
だ
と
な

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
店
を
出
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
の

中
で
激
強
打
破
が
置
い
て
あ
り
優
里
奈
は
何
と
な
く
そ
れ
を
手
に
取
り
成
分
を
確

認
し
たひ

ど

ど
う
し
た
優
里
奈

は

は

八
幡
さ
ん

こ
れ

あ
あ
そ
れ
か

見
ち
ま

た
ん
だ
な

サ

サ
ソ

そ
れ
に
馬

ま
あ
気
に
す
る
な

優
里
奈
が
そ
れ
を
飲
む
機
会
は
多
分
無
い
だ
ろ
う
か
ら

は

は
い

私
に
は
ハ

ド
ル
が
高
す
ぎ
で
し
た

 
こ
う
し
て
姫
菜
と
の
偶
然
の
遭
遇
も
あ

た
が

 
二
人
は
無
事
に
常
備

一
式
を
揃
え

マ
ン
シ

ン
へ
と
帰
還
す
る
事
に
し
た
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す
み
ま
せ
ん

今
仕
事
で
ひ
た
す
ら
壁
に

ヤ
ス
リ
を
か
け
て
い
る
の
で
す
が

 
そ
の
せ
い
で
指
先
が
パ
ン
パ
ン
で

上
手
く
タ
イ
ピ
ン
グ
出
来
ま
せ
ん

 
な
の
で
明
日
は
一
日
お
休
み
を
い
た
だ
き
ま
す

大
変

し

あ
り
ま
せ
ん

 
一
日
あ
れ
ば

れ
も
引
く
と
思
い
ま
す
の
で
少
し
だ
け
お
待
ち
下
さ
い
ｏ
ｒ
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第
５
０
１
話
 
Ｅ
Ｂ
Ｎ
サ
バ
イ
バ

 
や

と
指
の

れ
が
落
ち
着
き
ま
し
た

で
も
指
先
が

く
な

て
テ
カ
テ
カ
に
見
え
ま
す

 
お
待
た
せ
し
て
し
ま

た
の
で
日
曜
で
す
し

今
日
は

時
に
投
稿
し
ま
し
た

 
八
幡
と
優
里
奈
が
マ
ン
シ

ン
の

場
に
着
い
た
そ
の
時
キ

ト
が
突
然

告
を
発
し
た

私
の

ス
ペ

ス
に
人
が
二
人
座
り
込
ん
で
い
ま
す
そ
の

こ
こ
で

を
一

止
し

ま
すん

ど
こ
だ

て
あ
れ
は

結
衣
さ
ん
と
優
美
子
さ
ん
で
す
ね

だ
な

あ
い
つ
ら
あ
ん
な
所
で
何
や

て
ん
だ

普
通
に
考
え
れ
ば

八
幡
さ
ん
を
待

て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す

 
私
も
八
幡
さ
ん
も
不
在
だ

た
と
い
う
事
は

部
屋
に
入
る
手

が
無
い

て
事
で
す
か
ら

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
だ
な
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八
幡
は
そ
の
意
見
に

く
と

優
里
奈
を

て

を
降
り
た

あ

ヒ

キ

八
幡

 
二
人
は
疲
れ
た
顔
で

そ
う
八
幡
に
声
を
か
け
て
き
た

分
疲
れ
て
る
な

と
り
あ
え
ず
部
屋
に
行
く
か

キ

ト

後
は
任
せ
る

は
い

お
任
せ
下
さ
い

  
部
屋
に
入
る
と

二
人
は
ソ
フ

に
倒
れ
込
み

優
里
奈
は

て
て

に
走

た

す
ぐ
に

た
い
飲
み
物
を
用
意
し
ま
す
ね

優
里
奈
ち

ん

あ
り
が
と

優
里
奈

あ

し
は

で

は
い

 
そ
し
て
二
人
は
飲
み
物
を
受
け
取
る
と

そ
れ
を
ぐ
い

と
飲
み

 
そ
れ
で
や

と
落
ち
つ
い
た
の
か

そ
の
場
で
脱
力
し
た

は
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う
 
結
衣
は
ぐ

た
り
と
ソ
フ

に

向
け
に
な
り

 
優
美
子
も
天
を

ぎ
な
が
ら

両
手
を
ソ
フ

の
背
も
た
れ
の
上
に
か
け

 

緩
し
た
顔
で
目
を
つ
ぶ

て
い
た

二
人
と
も

八
幡
が
い
る
事
を
ま

た
く
気
に
せ
ず

 
ス
カ

ト
は
ま
く
れ
あ
が
り

か
な
り
だ
ら
し
な
い

を
見
せ
て
お
り

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

て
て
二
人
に
言

た

お

お
い
お
前
ら

ス
カ

ト
と
か
や
ば
い
か
ら

や
ば
い
か
ら

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
よ

ヒ

キ

そ
う
そ
う
見
た
け
れ
ば
い
く
ら
で
も
見
れ
ば
い
い
し
あ

し
は
今
そ
れ
ど
こ
ろ
じ

な
い

し
い
や
見
ね
え
か
ら

あ
あ
も
う

仕
方
な
い

俺
は
こ

ち
の

子
に
座
る
ぞ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

二
人
の
後
方
に
あ
る
キ

チ
ン
の

子
に
座

た

ま
あ
大
体
想
像
は
つ
く
が

今
日
は
一
体
ど
う
し
た
ん
だ

分
か
り
や
す
く
言
う
と

あ
た
し
達
は
Ｅ
Ｂ
Ｎ
サ
バ
イ
バ

な
の

Ｅ
Ｂ
Ｎ
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あ

し
達

さ

き
ま
で
姫
菜
の
所
に
い
た
ん
だ
け
ど

Ｅ
Ｂ
Ｎ

て
海

名
の
略
か
よ

逆
に
分
か
り
に
く
い
わ

え

そ
う
か
な

ま
あ
そ
ん
な

で

姫
菜
の
所
か
ら
無
事
生
還
し
て
き
た

て

姫
菜
が

い
出
し
に
行
く
時
に
後
は
二
人
に
は
き
つ
い
だ
ろ
う
か
ら

て
解
放
し
て
く
れ
た

し 
八
幡
は
そ
の
言
葉
を

き

ハ
テ
ナ
と
疑
問
に
思

た

き
つ
い

て

こ
れ
か
ら
佳

に
入
る

て
話
だ

た
が

え

何
で
知

て
る
の

さ

き
池
袋
の

屋
で
海

名
さ
ん
に
会

た
か
ら
な

確
か
に
色
々

え
て
た
が

え

本
当
に

と
は
い
え

お
嬢
様
聖
水
と
激
強
打
破
し
か
見
え
な
か

た
が

 
二
人
は
そ
れ
を

い
て
身

い
し
た

そ
れ

こ
こ
最
近
の
あ

し
達
の
食
事
だ
わ

はあ
と
は
カ

プ
ラ

メ
ン
か
な

で
も
今
日
は
そ
れ
す
ら
も
尽
き
て
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お
腹

た

あ

今
朝
作

た
お
か
ゆ
が
ま
だ
残

て
ま
す
よ

そ
れ
は
丁
度
い
い
な

優
里
奈

速
用
意
し
て
や

て
く
れ

は
い

 
そ
し
て
優
里
奈
は
二
人
に
お
か
ゆ
を
提

し

 
二
人
は
そ
れ
を
食
べ
て

や

と
少
し
は
落
ち
着
け
た
よ
う
だ

ふ
う

久
々
に
人
間
ら
し
い
も
の
を
食
べ
た
気
が
す
る

で
も
ど
う
し
て
お
か
ゆ
な
ん
か
作

た
の

俺
が

日
の
夜
少
し
熱
を
出
し
て
な

優
里
奈
が
朝
作

て
く
れ
た
ん
だ

え

大
丈
夫
な
の

あ
あ

体
を
休
め
た
ら
良
く
な

た
か
ら
大
丈
夫
だ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら

再
び
ソ
フ

で
ぐ

た
り
と
し

 
八
幡
は
気
に
な

て
い
た
事
を
優
美
子
に

ね
た
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な

優
美
子

お
前
か
ら
海

名
さ
ん
に
意
見
出
来
な
か

た
の
か

 
さ
す
が
に
そ
の

態
は
や
ば
い
と
思
う
ん
だ
が

姫
菜
は
も
う

態
す
る
必
要
も
な
く
な

た
か
ら

 
普

は
と
も
か
く

こ
う
い
う
時
は
あ

し
の
言
う
事
は

か
な
く
な

た
ん
よ

あ
あ

ま
あ
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

私
達
友
達
だ
よ
ね

て
笑
顔
で
言
わ
れ
て
引
き
受
け
た
け
ど
も
う
二
度
と
手
伝
い
は
し
な

い
そ
う
い
え
ば
さ

き
言
い
か
け
た
が

佳

な
の
に
抜
け
て
き
ち

て
良
か

た
の
か

 
八
幡
は
思
い
出
し
た
よ
う
に
二
人
に
そ
う
言

た

 
そ
れ
を

い
た
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
身

い
す
る
と

 
何
故
か
八
幡
の
手
を
取
り

ソ
フ

の
二
人
の
間
に
座
ら
せ
た

ん

何
だ

い
や

確
認
と
い
う
か

も
う
何
が
現
実
な
の
か
分
か
ら
な
く
な

ち

て

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
の

に

き
つ
き

ん
だ
目
で
八
幡
の
顔
を
至
近

離
か
ら
見
つ
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め
た

 
ち
な
み
に
優
里
奈
は
そ
れ
を
見
て

う
わ

う
わ

と
顔
を

く
し
て
い
た

 
八
幡
は

り

逃
げ
出
そ
う
と

を

か
せ
か
け
た
が

 
そ
の
二
人
の
目
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

き
そ
う
な
目
に
見
え
た
の
で

 
八
幡
は
思
い
と
ど
ま
り

二
人
に
事
情
を

ね
る
事
に
し
た

何
が
ど
う
し
た
ん
だ

え

と
ね

佳

て
事
は

要
す
る
に
そ
う
い
う
シ

ン
が

え
る

あ
あ

あ

し
達
が
手
伝

て
た
の
は
主
に
日
常
シ

ン
だ

た
け
ど

 
そ
れ
だ
け
で
も
精
神
的
に
か
な
り
く
る
も
の
が
あ

た
の
に

 
こ
こ
か
ら
は
い
よ
い
よ

み
の
シ

ン
が

え
て
き
て
さ

そ
れ
で
姫
菜
が
気
を
遣

て
く
れ
た
の

二
人
に
は
ま
だ
ち

と
無
理
か
な

て
言

て

ま
だ

ま
だ

て
言

た
の
か

お

お
い
お
前
ら

そ
う
い
う
の
に
興
味
な
ん
か

い
て

な
い
よ
な

 
八
幡
は

た
顔
で
そ
う
言
い

二
人
は
八
幡
の

を

く
力
を
強
め
た



 第５０１話 ＥＢＮサバイバー

 
結
衣
の
豊
満
な
胸
と

優
美
子
の
そ
れ
な
り
の
胸
が

 
そ
れ
に
よ

て
ぎ

と
八
幡
の

に
押
し
つ
け
ら
れ
る
事
に
な

た
が

 
そ
れ
を
ま

た
く
意
識
し
な
い
ほ
ど

八
幡
の
顔
は

て
い
た

あ

し
達
は
平
気
だ
け
ど

こ
う
い
う
言
い
方
は
ち

と
ア
レ
だ
け
ど

 
そ
う
い
う
事
を
あ
ん
た
と
し
た
い

て
普
通
に
思

て
る
し

あ
た
し
も
そ
う
だ
よ

で
も
ほ
ら

や

ぱ
り
不
安
に
な
る
じ

な
い

そ
の

 
そ
し
て
二
人
は
下
を
向
き

る

る

え
な
が
ら
こ
う
言

た

あ
ん
た
が

キ
リ
ト
君
と
あ
ん
な
事
を

ス
ト

プ

ス
ト

プ
だ

そ
う
い
う
事
を
思
い
出
す
ん
じ

ね
え

 
俺
に
は
そ
ん
な
趣
味
は
ま

た
く
無
え
か
ら

あ
は

だ
よ
ね

ヒ

キ

は

か
ら

よ
く
あ
た
し
の
胸
を
見
て
顔
を

く
し
て
た
し

あ
ん
た
は
高
校
の
時

あ

し
の
パ
ン
ツ
を
見
て
喜
ん
で
た
ん
だ
し
ね

い

今
は
そ
ん
な
事
無
え
よ

今
は
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確
か
に

は
そ
う
い
う
事
も
あ

た
か
ら
そ
れ
は
否
定
し
な
い

そ
う
い
う
意
味
で
の
今
は

で
あ
り

 

的
に
そ
う
い
う
事
を
し
て
い
た

じ

な
い
と
い
う
事
は
主
張
し
て
お
く

 

て
て
そ
う
抗
議
し
た
八
幡
だ

た
が

二
人
は
そ
れ
で
何
か
に
気
が
つ
い
た
の
か

 
ハ

と
し
た
様
子
で
顔
を
見
合
わ
せ
た

そ
う
い
え
ば
最
近

胸
に
ヒ

キ

の

線
を
あ
ま
り
感
じ
な
い

あ

し
も
パ
ン
ツ
を
見
せ
ろ

て
ま

た
く
言
わ
れ
な
く
な

た
し

お
い

結
衣
は
と
も
か
く
優
美
子
は
さ
す
が
に
話
を

り
す
ぎ
だ
ろ

も
し
か
し
て
ヒ

キ

や

ぱ
り
本
当
は

あ
ん
た

本
当
は

だ
か
ら
無
え
よ

何
で
俺
が
キ
リ
ト
に

 
そ
の
時
優
里
奈
が
突
然
八
幡
に

こ
ん
な
質
問
を
し
て
き
た

あ

あ
の

八
幡
さ
ん

そ
う
い
え
ば

キ
リ
×
ハ
チ
と
か
ゼ
ク
×
ハ
チ

て
ど
う
い
う
意
味

で
す
か

う
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八
幡
は
そ
の
質
問
に

思
わ
ず
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た
が

 
こ
こ
に
は
そ
れ
に

し
く
な

て
し
ま

た
者
が
あ
と
二
人
い
る

 
そ
の
質
問
に
対
す
る
答
え
は

ス
ム

ズ
に
行
わ
れ
た

男
同
士
の

み
で

最
初
の
名
前
の
人
が
男
性
役

後
の
人
が
女
性
役

て
事
だ
よ

え

と

つ
ま
り
そ
れ
は

う
ん

姫
菜
の
中
で
は
ヒ

キ

は

常
に
相
手
を
受
け
入
れ
る
役
み
た
い
な
ん
だ
よ
ね

う

受
け
入
れ
る

で
す
か

え

と

え

と

優
里
奈
は
そ
ん
な
世
界
と
は

遠
に
関
わ
ら
な
く
て
い
い

 
だ
か
ら
そ
う
い
う
事
を
深
く
考
え
る
必
要
は
無
い

こ
れ

ち
も
無
い
か
ら
な

そ

そ
う
で
す
ね

私
も
お
二
人
み
た
い
に

や

ぱ
り
そ
う
い
う
事
は

 
私
と
八
幡
さ
ん
の
間
で
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し

ば

お
前
何
を

 
優
里
奈
は
二
人
の
影

を
受
け
た
の
か

思
考
が
お
か
し
く
な

て
お
り

そ
ん
な
事
を
口

走

た

 
そ
れ
を

い
た
二
人
は
突
然
立
ち
上
が
り

優
里
奈
の
両

に

取

た
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え

え

そ
う
い
え
ば
優
里
奈
ち

ん

て

あ
た
し
と
同
じ
く
ら
い
胸
が
あ
る
よ
ね

 
も
し
か
し
た
ら
高
校
の
時
の
あ
た
し
よ
り
も
大
き
い
か
も

 
そ
う
言

て

結
衣
は
優
里
奈
の
胸
を
も
み
始
め
た

そ
れ
で
い
て

優
里
奈

て

い
よ
ね

あ

し
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
し

 
そ
う
言

て

優
美
子
は
優
里
奈
の
ス
カ

ト
を
た
く
し
上
げ

 
そ
の
太
も
も
を
ま
さ
ぐ
り
始
め
た

ち

ち

と
結
衣
さ
ん
優
美
子
さ
ん

目
で
す

八
幡
さ
ん
に
見
ら
れ
ち

い
ま

す 
優
里
奈
は

抗
し
よ
う
と
し
た
が
さ
す
が
に
相
手
が
二
人
だ
と

抗
も
ま
ま
な
ら
な
か

た
大
丈
夫
大
丈
夫

ヒ

キ

な
ら
ほ
ら

 
そ
う
言
わ
れ
て
八
幡
の
方
を
見
た
優
里
奈
の
目
に

目
を

り

を
塞
い
だ
八
幡
の

が

写

た
ほ
ら

大
丈
夫

し
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で
す
ね

で
も
こ
れ
は
こ
れ
で

少
し
残
念
な
気
も
し
ま
す
ね

 
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
優
里
奈
は
二
人
に
な
す
が
ま
ま
に
さ
れ
て
い
た
が

 
さ
す
が
に
⻑
い
と
思

た
の
か

突
然
八
幡
が
立
ち
上
が
り

一

目
を
開
け
る
と

 
二
人
の

に
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

を
か
ま
し
た

お
前
ら

そ
ろ
そ
ろ
や
め
よ
う
な

い

い

分
か

た

分
か

た

て
ば

と
違

て
あ
ん
た
も

し
く
な

た
し

 
そ
し
て
二
人
は
優
里
奈
を
解
放
し

優
里
奈
は
や

と
自
由
の
身
に
な

た

と
り
あ
え
ず
二
人
と
も

不
足
で
ハ
イ
に
な

て
ん
だ
ろ

 

室
を
使

て
い
い
か
ら
と
り
あ
え
ず

て
こ
い

て

あ

う
ん

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う

あ
ん
た
も
一

に

る

い
や

ね
え
か
ら

ふ
ん

相
変
わ
ら
ず
の
チ
キ
ン
ね

あ

し
が
あ
ん
た
な
ら

 

て
一

に

て
あ
げ
る
く
ら
い
す
る
の
に
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優
美
子
は
男
前
す
ぎ
る
ん
だ

つ
の

そ
れ
じ

あ
代
わ
り
に
優
里
奈
ち

ん

一

に
お
昼

し
よ

 
結
衣
が
突
然
そ
う
言
い

優
里
奈
は

て
て
そ
れ
を
断

た

わ

私
な
ら
大
丈
夫
で
す

で
も
少
し
眠
そ
う
じ

な
い

そ

そ
れ
は

 
優
里
奈
が
そ
れ
を
否
定
し
な
か

た
事
で

八
幡
も

日
自
分
の

病
を
し
た
せ
い
で

 
優
里
奈
が

不
足
だ
ろ
う
と
い
う
事
実
に
気
が
つ
い
た

だ
な

日
は
俺
の

病
を
し
て
く
れ
た
せ
い
で

眠
時
間
が
足
り
て
な
い
と
思
う
し

 
お
昼

度
な
ら
別
に

わ
な
い
だ
ろ

優
里
奈
も
一

に

て
く
る
と
い
い

え

と

は
い

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
ま
す

う
し

そ
れ
じ

あ

速
い
く
し

あ

お
二
人
と
も

自
分
で
歩
け
ま
す
か
ら

い
い
か
ら
い
い
か
ら

こ

ち
こ

ち

あ

ち

と
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そ
し
て
優
里
奈
は
二
人
に
両
手
を

束
さ
れ

そ
の
ま
ま

室
へ
と
連
れ
込
ま
れ
た

 
お
そ
ら
く
そ
の
ま
ま

二
人
に

ま
れ
て

る
事
に
な
る
の
だ
ろ
う

 
八
幡
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら

食
く
ら
い
作

て
や
る
か
と
思
い

 

を

い
た
後

い
出
し
に
出
よ
う
と
家
を
出
た

 
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

八
幡
の
事
を
心
配
し
た
明
日
奈
か
ら

話
が
か
か

て
き
た

 
ど
う
や
ら
今
学
校
が
終
わ

た
ら
し
い

八
幡
君

合
は
ど
う

お
う

心
配
か
け
た
な

ど
う
や
ら
疲
れ
が
た
ま

て
た
み
た
い
な
ん
だ
が

 
優
里
奈
に

病
し
て
も
ら

て
何
と
か
持
ち
直
し
た
わ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

で

今
優
里
奈
ち

ん
は

海

名
さ
ん
の
所
か
ら
脱
出
し
て
き
た
結
衣
と
優
美
子
と
一

に

 
マ
ン
シ

ン
の
ベ

ド
で
仮
眠
中
だ

脱
出

監
禁
で
も
さ
れ
て
た
の

正
確
に
は

詰
だ
な

ほ
ら

コ
ミ
ケ
が
近
い
だ
ろ

あ
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そ
れ
で
明
日
奈
は
事
情
を
察
し
た
よ
う
だ

な
る
ほ
ど
ね

八
幡
君
は
今
何
を
し
て
た
の

あ
い
つ
ら
が

き
た
時
の

に

食
で
も
作

て
お
い
て
や
ろ
う
か
と
思

て

 
こ
れ
か
ら

い
出
し
に
行
く
つ
も
り
だ

た
な

八
幡
君
一
人
で
大
丈
夫

私
も
今
か
ら
行
こ
う
か

そ
う
だ
な

俺
だ
と
簡

な
物
し
か
作
れ
な
い
し

そ
う
し
て
く
れ
る
と
助
か
る

分
か

た

そ
れ
じ

あ
学
校
に
迎
え
に
き
て
も
ら

て
も
い
い

あ
あ

す
ぐ
に
行
く
か
ら
待

て
て
く
れ

 
こ
う
し
て
八
幡
は

明
日
奈
を
迎
え
る

キ

ト
で
学
校
へ
と
向
か

た
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第
５
０
２
話
 
ま
た
や
ら
れ
た

悪
い

待
た
せ
た
か

う
う
ん

教
室
で
時
間
を
潰
し
て
た
か
ら
問
題
な
い
よ

里
香
と
珪
子
は
い
な
い
の
か

二
人
は
ち

と

い
た
い
物
が
あ
る
か
ら

て
先
に
帰

た
よ

そ
う
か

そ
れ
で
和
人
が
明
日
奈
の
時
間
潰
し
に
付
き
合

て
て
く
れ
た

か

そ
れ
よ
り
も
八
幡

熱
が
あ

た
ん
だ
ろ

も
う
大
丈
夫
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
和
人
は

心
配
そ
う
に
八
幡
の
顔
を

き
こ
ん
だ

あ
あ

心
配
は
い
ら
な
い
さ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
八
幡
の
事
を
心
配
す
る
和
人
の
顔
を
見
て

 
八
幡
は
何
を
思

た
か

い
き
な
り
和
人
の

を
引

ぱ
た
い
た

い

い
き
な
り
何
を
す
る
ん
だ
よ

い
や

何
か
無
性
に
殴
り
た
く
な

て
な



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

意
味
が
分
か
ら
な
い
よ

 
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は

姫
菜
の
書
い
て
い
る
作
品
の
影

だ

た

 
八
幡
の

の
中
に

一

キ
リ
×
ハ
チ
の
文

が

り

 
そ
れ
で
八
幡
は

ど
う
し
て
も
和
人
の

を
引

ぱ
た
き
た
く
な

た
と

そ
ん
な
理
由
だ

 
そ
の
時
い
き
な
り
校
内
放
送
の
チ

イ
ム
が
流
れ
出
し

八
幡
は

な
予
感
が
し
た

 
そ
の
予
感
は
正
し
か

た

直
後
に

き
な
れ
た
声
が
ス
ピ

カ

か
ら
流
れ
出
し
た
の
だ

あ
ら
あ
ら
あ
ら

放
課
後
だ
と
い
う
の
に

わ
ざ
わ
ざ
私
に
会
い
に
来
て
く
れ
た
の
か
し
ら

 
も
う

本
当
に
仕
方
の
な
い

え
ん

さ
ん
ね

 
で
も
今
日
は
残
念
な
が
ら

こ
れ
か
ら
お
客
様
を
お
迎
え
し
な
い
と
い
け
な
い
の

お
い
八
幡

理
事
⻑
が
か
ま

て
欲
し
そ
う
に
八
幡
の
事
を
見
て
い
る

い
ぞ

大
丈
夫
だ

こ
え
な
い
フ
リ
を
し
て
大
人
し
く
こ
こ
を
立
ち
去
れ
ば
問
題
な
い

 
い
い
か
二
人
と
も

絶
対
に
放
送
室
の
方
を
見
る
な
よ

そ
ん
な
事
を
し
た
ら

後
で
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
る
ん
じ

な
い

大
丈
夫

明
日
奈
が
い
う
ひ
ど
い
目

て

逆
セ
ク
ハ
ラ

い
意
味
で
だ
よ
な

 
そ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ

夏
休
み
に
入
る
ま
で
逃
げ
切
れ
ば

こ

ち
の
勝
ち
だ
か
ら
な
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夏
休
み
ま
で
逃
げ
切
れ
ば
こ

ち
の
勝
ち
だ
と
か
思

て
い
る
の
で
し

う
け
ど

 
そ
の
ま
ま

場
に
向
か

た
ら
き

と
後
悔
す
る
わ
よ

八
幡
君

 
そ
の

間
に

再
び
理
事
⻑
か
ら
そ
ん
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り

三
人
は
ぎ

と
し
た

お
い
お
い

エ
ス
パ

か
よ

こ
れ
だ
か
ら
あ
の
人
は

れ
な
い
ん
だ
よ
な

理
事
⻑

さ
す
が
す
ぎ
る

 
だ
が
こ
う
な

た
ら
八
幡
も

後
に
は
引
け
な
か

た

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま

を
返
し

キ

ト
の
下
へ
と
向
か

た

お
い

本
当
に
い
い
の
か

い
い
ん
だ

さ

さ
と
こ
こ
か
ら
逃
げ
出
す
ぞ

お

俺
の
バ
イ
ク
は
あ

ち
だ
か
ら

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

八
幡

明
日
奈

お
う

ま
た
な

ま
た
ね

和
人
君

 
和
人
は
何
か
感
じ
た
の
か

そ
う
言
い
な
が
ら
逆
方
向
へ
と
走

て
い

た

 

の
知
ら
せ
と
い
う
奴
だ
ろ
う
か

そ
し
て
そ
の
判
断
は

正
解
だ

た
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ち

ち

と

本
当
に
帰

ち

う
の

も
う

そ
ん
な
事
を
し
た
ら

む
わ
よ

 
八
幡
は
思
わ
ず

何
で
何
を

む
ん
だ
よ
と

り
返

て
突

込
み
た
く
な

た
が

 
そ
れ
も
理
事
⻑
の
作
戦
だ
と
思
い

必
死
で
そ
れ
を
我
慢
し
た

明
日
奈

絶
対
に
反
応
す
る
な
よ

も
う
し
ば
ら
く
の
我
慢
だ
か
ら
な

う

う
ん

で
も
何
か

な
予
感
が

大
丈
夫

放
送
室
か
ら
飛
び
降
り
で
も
し
な
い
限
り

こ
こ
に
は
間
に
合
わ
ん

そ

そ
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど

よ
し
着
い
た
ぞ

キ

ト

ド
ア
を
開
け
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
キ

ト
は
運
転

と
助
手

の
扉
を
同
時
に
開
け

二
人
は
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ

ふ
う

と
り
あ
え
ず
何
も
な
く
て
良
か

た

ひ
 
そ
の
時
明
日
奈
が
息
を

む
よ
う
な
声
を
発
し

 
八
幡
は
何
か
あ

た
の
か
と
外
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た

 
そ
の

間
に

八
幡
の

手
が
明
日
奈
に

ら
れ

直
後
に
八
幡
の
手
が
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何
か
に

ま
れ
る
よ
う
に

と
て
つ
も
な
く
柔
ら
か
い
物
に
包
ま
れ
た

明
日
奈

一
体
何

を

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

し
げ
に
明
日
奈
の
方
に

り
返

た
八
幡
の
目
の
前
に

理
事
⻑
の
顔
が
あ
り

 
八
幡
は
さ
す
が
に

を
潰
し
て
絶
叫
し
た

あ
ら

人
を
お
化
け
か
何
か
だ
と
で
も
思

た
の

失

し
ち

う
わ

な

な

な

な
な
な

ど
う
い
う
意
味
か
し
ら
ね

明
日
奈
ち

ん

あ

あ
は

な

何
で
あ
ん
た
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

 
八
幡
は

後
部
座

に
い
た
の
で
あ
ろ
う

理
事
⻑
に
対
し
て
そ
う
叫
ん
だ

何
で

て

言

た
通
り

み
に
き
た
の
だ
け
れ
ど

 
そ
の
言
葉
で
八
幡
は

自
分
の
手
が
理
事
⻑
に
胸
に

ま
れ
て
い
る
事
に
気
が
つ
い
た

お
わ

う
ふ
ふ

顔
を

く
し
ち

て
か
わ
い
い
わ
よ
ね

ね

明
日
奈
ち

ん

そ

そ
う
な
ん
で
す
よ

八
幡
君

て
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
か
わ
い
い
ん
で
す
よ
ね
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明
日
奈
は
そ
う
言
わ
れ

少
し
興
奮
ぎ
み
に
そ
れ
に
同
意
し
た

お
い
明
日
奈

懐
柔
さ
れ
る
ん
じ

な
い

あ

つ
い

で

何
故
こ
こ
に
あ
ん
た
が
い
る
ん
だ
よ

だ
か
ら

む

だ
と
言

て
い
る
じ

な
い

だ
か
ら
答
え
に
な

て
ね
え
ん
だ
よ

 
八
幡
は

荒
い
息
を

き
な
が
ら
そ
う
言

た

あ
ら
八
幡
君

分
息
が
荒
い
わ
ね

今
日
は
明
日
奈
も

乃
も
同
時
に
相
手
を
し
て
存
分
に
か
わ
い
が

て
や
る
ぐ
へ
へ
へ
へ

 
と
で
も
内
心
で
思

て
く
れ
て
い
る
の
か
し
ら
ね

 
そ
れ
な
ら
私
に
も
シ

ワ

を

び
る
く
ら
い
の
時
間
は
欲
し
い
の
だ
け
れ
ど

い
つ
も
の
事
だ
が

人
の
心
の
中
を
勝
手
に

す
ん
な

ち
な
み
に
今
ま
で
の
会
話
は

全
部
放
送
さ
れ
て
い
る
わ
よ

な

何
だ
と

 
八
幡
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
を
見
る
目
で
理
事
⻑
を
見
た
後
窓
を
開
け
て
外
を
見
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た 
そ
こ
に
は
帰

た
は
ず
の
和
人
の

が
あ
り
和
人
は
生

か
い
目
で
八
幡
に
話
し
か
け
た

八
幡
ず

と
放
送
で
お
前
達
の
声
が
流
れ
て
た
か
ら
心
配
に
な

て

て
き
ち
ま

た

ぞ
ま

ま
じ
か

 
見
る
と
理
事
⻑
の
手
に
は
マ
イ
ク
が

ら
れ
て
お
り
八
幡
は
そ
れ
で
去
年
の
事
を
思
い
出
し

た 
確
か
去
年
の
夏
休
み
前
も

理
事
⻑
は
こ
う
し
て
校
門
で
生
徒
達
を
見
送
り
な
が
ら

 
ま
た
夏
休
み
後
に
笑
顔
で
再
会
し
ま
し

う
な
ど
と
声
を
か
け
つ
つ

 
校
内
放
送
で
夏
休
み
中
に

目
を
は
ず
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に

 
優
し
い
声
で
全
校
生
徒
達
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
放
送
を
し
て
い
た
は
ず
だ

 
そ
れ
を

い
て
八
幡
は

一
層
理
事
⻑
へ
の
尊
敬
を
深
め
た
の
だ
が

 
理
事
⻑
の
説
明
に
よ
る
と
ど
う
や
ら
今
日
は
そ
の

の
マ
イ
ク
テ
ス
ト
を
行

て
い
た
よ

う
だ

た

と

と
り
あ
え
ず
マ
イ
ク
の
ス
イ

チ
を
切
れ
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仕
方
な
い
わ
ね

こ
れ
で
い
い

ふ
う

ひ
と
ま
ず
こ
れ
で
安
心
か

 
八
幡
は
あ
か
ら
さ
ま
に
ほ

と
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

 
さ
す
が
に
い
つ
ま
で
も
こ
の
理
事
⻑
と
の
や
り
取
り
を
残

て
い
る
生
徒
達
に

か
れ
る

の
は

 
精
神
衛
生
上
良
く
な
い
事
だ
か
ら
だ

そ
ん
な
八
幡
を

理
事
⻑
は
更
に
煽

た

 
と
は
い
え
悪
気
が
ま

た
く
無
い
の
が
困
り
物
で
あ
る

し
か
し
ま
さ
か
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

あ
な
た
が
重
役
出
勤
し
て
く
る
な
ん
て
ね

 
こ
れ
は
も
う
運
命
と
言

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

ね

明
日
奈
ち

ん

ま

ま
あ
あ
る
意
味
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

理
事
⻑

和
人
君
は
ど
う
思
う
か
し
ら

運
命
で
す

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

な
の
で
関
係
な
い
俺
は

先
に
帰

て
も
い
い
で
し

う
か

 
和
人
は
理
事
⻑
に
そ
う
問
わ
れ

々
し
く
も
そ
う
言
い
放

た

 
完
全
に
八
幡
を

る
気
満
々
で
あ
る
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あ

和
人

お
前
裏
切
り
や
が

た
な

裏
切
り

い
つ
か
ら
俺
が
お
前
の
味
方
だ
と
思

て
い
た

俺
は
強
い
方
に
付
く

く
そ

後
で
覚
え
て
ろ
よ

あ

ご
め
ん
な
さ
い
良
か

た
ら
和
人
君
も
ち

と
残

て
も
ら

て
も
い
い
か
し

ら
え

 
和
人
は
予
想
外
に
そ
う
言
わ
れ

た
よ
う
な
声
を
出
し
た

ほ
ら

さ

き
言

た
じ

な
い

人
を
待

て
る

て

 
実
は
マ
イ
ク
の
テ
ス
ト
は
そ
の
つ
い
で
だ

た
の
よ

え

と

待

て
る

て
誰
を
で
す
か

嘉
納
さ
ん
よ
今
日
は
嘉
納
さ
ん
と
八
幡
君
を
引
き
会
わ
せ
る
の
は
無
理
だ
と

め
て
い
た
か

ら 
本
当
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
八
幡
君
が
来
て
く
れ
た
の
は

運
命
よ
ね

あ

運
命

て
そ
う
言
う

 
八
幡
は
自
分
の
間
違
い
に
気

き

ぼ
そ
り
と
そ
う

い
た
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だ
が
そ
れ
は

理
事
⻑
に

み
を
見
せ
る
事
に
他
な
ら
な
か

た

あ
ら
あ
ら
一
体
何
の
運
命
だ
と
思

た
の
か
し
ら
興
味
が
あ
る
わ
ね

明
日
奈
ち

ん
な

何
の
事
だ
か
さ

ぱ
り

お

俺
も
何
の
事
や
ら

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て
何
と
か
誤
魔
化
し
た

だ
が
八
幡
は
当
然
逃
げ
ら
れ
な
か

た

あ
ら
あ
な
た
は
分
か

て
る
わ
よ
ね

さ

き
ま
で
手
が
幸
せ
な

態
だ

た
の
だ
か
ら

あ
ん
た
が
勝
手
に
や

た
ん
だ
ろ

そ
れ
に
別
に
幸
せ
な
ん
か
じ

ね
え
よ

ま
た
ま
た

恥
ず
か
し
が
り
や
さ
ん
な
ん
だ
か
ら

で
も

目
よ

 
も
う
す
ぐ
嘉
納
さ
ん
が
来
る
の
だ
か
ら

色

い
話
は
そ
の
後
で
ね

そ
ん
な
話

す
る
予
定
は

遠
に
無
え
よ

あ
ら
あ
ら

う
ふ
ふ

突

張

ち

て
か
わ
い
い
わ
ね

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

明
日
奈
と
和
人
は
苦
笑
し
な
が
ら

め
て
い
た

 
二
人
は
内
心

こ
の
二
人

本
当
に
仲
良
し
だ
よ
な
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
そ
れ
を
言
う
と
八
幡
が
気
の

な
の
で

さ
す
が
に
口
に
は
出
さ
な
か

た
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そ
の
代
わ
り
に
和
人
は

別
の
言
葉
で
八
幡
に
助
け
船
を
出
し
た

理
事
⻑

お
楽
し
み
の
と
こ
ろ
を
す
み
ま
せ
ん

あ
の

嘉
納
さ
ん
と
い
う
の
は
も
し
か
し

て
お
い
和
人

別
に
何
も
楽
し
ん
で
ね
え
か
ら
な

分
か

て
る

分
か

て
る

て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
和
人
は
八
幡
を
落
ち
着
か
せ
る

に
そ
の

を

ん

ん
と
叩
き
な
が
ら

 
返
事
を
待
つ
か
の
よ
う
に

理
事
⻑
の
方
を
見
た

そ
う
ね

あ
の
嘉
納
さ
ん
よ

先
日
会

た
わ
よ
ね

や

ぱ
り
で
す
か

そ
う
ほ
い
ほ
い
会
え
る
人
じ

な
い
は
ず
な
ん
で
す
け
ど
ね

 
理
事
⻑
が
そ
う
言

て
校
門
の
方
を
指
差
し
た

和
人
は
そ
ち
ら
に

り
返

た

 
校
門
か
ら

ち

う
ど
年
配
の

士
が
歩
い
て
入

て
く
る
の
を
見
て

 
和
人
は
ま
さ
か
と
思
い

目
を
こ
ら
し
た
が

秘
書
や

の

は
見
当
た
ら
な
か

た

ま

ま
さ
か
歩
い
て

お
う

下
は
身

だ
か
ら
な

秘
書
も

も
無
し
だ
な
ん
て
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あ
の
人
は
そ
う
い
う
人
な
ん
だ
よ

さ
あ
明
日
奈

出
迎
え
よ
う

う

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
と
明
日
奈
は

を
降
り

理
事
⻑
も
一

に

を
降
り
た

嘉
納
さ
ん

こ

ち
こ

ち

下
お

八
幡
君
じ

ね
え
か

今
日
は
い
な
い

て

い
て
た
か
ら

 
会
え
な
い
だ
ろ
う
な
と

し
く
思

て
た
ん
だ
が

こ
れ
は
と
ん
だ
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
な

は
い

実
は
ち

と
熱
を
出
し
ち

い
ま
し
て

 
と
り
あ
え
ず
下
が

た
ん
で
明
日
奈
を
迎
え
に
来
た
ん
で
す
よ

 
そ
し
て
明
日
奈
も
嘉
納
に
丁

な

を
し
た

 
さ
す
が
は
い
い
と
こ
ろ
の
お
嬢
様
で
あ
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う

嘉
納
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

お
う

明
日
奈
さ
ん

元
気
そ
う
で
何
よ
り
だ

和
人
君
も
な

嘉
納
大
臣

お
久
し
ぶ
り
で
す

お
う

久
し
ぶ
り
だ
な

そ
れ
と
和
人
君
も

八
幡
君
み
た
い
に

俺
の
事
は

下
で
い
い
か
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ら
なは

は
い

 
そ
し
て
嘉
納
は
理
事
⻑
の
方
へ
と

り
返

た

そ
ん
な
嘉
納
に
理
事
⻑
は
笑
顔
で
言

た
と
い
う

で
嘉
納
さ
ん

せ

か
く
だ
し

こ
の
ま
ま
理
事
⻑
室
で
お
茶
に
し
ま
し

う
か

 
こ
の
三
人
に
も
話
を

い
て
も
ら
え
ば

い
い
ア
イ
デ
ア
も
出
る
か
も
し
れ
な
い
わ
よ

そ
う
し
ま
す
か

せ

か
く
だ
し
三
人
と
も

俺
の
相
談
に
乗

て
く
れ

相
談
で
す
か

何
か
あ
り
ま
し
た
か

あ
あ

先
日
提

し
て
も
ら

た
シ
ス
テ
ム
の
事
で
ち

と
ね

そ
う
い
う
事
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

明
日
奈
と
和
人
も
そ
れ
で
い
い
よ
な

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

こ
ん
な
機
会
は
め

た
に
無
い
か
ら
別
に
い
い

私
も
大
丈
夫
だ
よ

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

 
こ
う
し
て
五
人
は

理
事
⻑
室
へ
と
向
か

た

 

中
で
八
幡
は

生
徒
達
に
先
ほ
ど
の
会
話
に
つ
い
て

や
か
さ
れ
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理
事
⻑
も
そ
れ
に
乗
り

他
の
生
徒
達
と
一

に
八
幡
を
と
こ
と
ん
か
ら
か

た

 
そ
の

を
見
て
い
た
嘉
納
は

苦
笑
し
な
が
ら
和
人
に
言

た

あ
の
人
は

学
校
だ
と
本
当
に
少
女
み
た
い
な
態
度
を
と
る
ん
だ
な

学
校
だ
か
ら
と
い
う
か

八
幡
が
一

の
時
は

で
す
ね

 
俺
達
が
相
手
だ
と

さ
す
が
に
あ
そ
こ
ま
で
じ

あ
り
ま
せ
ん
よ

そ
う
か

ま
あ
楽
し
そ
う
で
何
よ
り
だ

で
す
ね

 
そ
し
て
理
事
⻑
室
に
入
り

嘉
納
は
三
人
に

悩
み
事
を
打
ち
明
け
始
め
た
の
だ

た
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第
５
０
３
話
 
ゲ

ム
的
発
想

 

 
追
記
 
台
風
の
せ
い
で
色
々
手
間
取
り

時
間
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

 

日
の
投
稿
は
お
休
み
に
な
り
ま
す
す
み
ま
せ
ん
ｏ
ｒ

実
は
な

ま
だ
仮
シ
ス
テ
ム
の

な
の
に

あ
れ
が

に
大
人
気
で
な

そ
れ
は
い
い
事
じ

な
い
ん
で
す
か

ま
あ
い
い
事
で
は
あ
る
ん
だ
が

一
つ
危

し
て
い
る
事
が
あ
る
ん
だ
よ

危

で
す
か

訓
練
内
容
が

に
偏
る
事
で

現
実
で
の
体
力
が
落
ち
て
し
ま
う
ん
じ

な
い
か

て
な

あ
あ

そ
れ
は
確
か
に

 
八
幡
は

今
後
は
別
の
種

の
訓
練
も

の
比

が
上
が
る
事
を
確
信
し
て
お
り

 
と
い
う
か

に
開
発
中
な
の
だ
が

確
か
に
体
力
作
り
と
い
う
面
に
関
し
て
は

 
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

そ
の
危

に
同
意
し
た
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和
人
君
は
ど
う
思
う
か
ね

そ
う
で
す
ね

確
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
現
実
に
帰
還
し
た
時
は

 
こ
れ
が
自
分
の
体
だ
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
し

 
そ
の
点
に
関
し
て
は

確
実
に
落
ち
る
と
思
い
ま
す
ね

明
日
奈
さ
ん
は
ど
う
だ
い

そ
う
で
す
ね

私
も
あ
の
時
は

え
え
と

ち

と
ダ
イ
エ

ト
し
す
ぎ
ち

た
か

な

て

 
そ
の
明
日
奈
の
ユ

モ
ア
の

い
た
言
葉
に

嘉
納
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

は
は
は
は
は

過
ぎ
た
る
は

ば
ざ
る
が

し
と
い
う
奴
だ
ね

 
で

ど
う
だ
い

何
か
い
い
ア
イ
デ
ア
は
あ
る
か
い

純
に
時
間

に
な

た
分
を

そ
う
い

た
訓
練
に
回
せ
な
い
ん
で
す
か

そ
う
だ
な

だ
が
そ
う
す
る
と

訓
練
そ
の
も
の
の
時
間
が
⻑
く
な
り
す
ぎ
て

 
負
担
だ
け
が

え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
ん
だ
よ
な

確
か
に
少
し
せ
わ
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

だ
ろ

か
か
る
コ
ス
ト
的
に
は
絶
対
に

用
だ
か
ら
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入
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
あ
り
え
な
い
ん
だ
が

 
そ
れ
で
技
術
面
に
ば
か
り
偏
重
し
て

体
力
面
が
落
ち
る
の
は
避
け
た
い
ん
だ
よ

で
す
ね

 
実

問
題

今
ま
で
主
に
防
衛

の
関
係
で
や
り
に
く
か

た
訓
練
を

 
ほ
ぼ
実

無
し
で
行
え
る
と
い
う
の
は
大
変
な
メ
リ

ト
で
あ
る

 
な
の
で
首

と
し
て
は

こ
の
機
会
に

て
い
た
訓
練
を

 
多
め
に
行
い
た
い
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う

う

ん
純
な
よ
う
で

難
し
い
問
題
で
す
ね

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は

体
力
作
り
の
質
を
上
げ
る
し
か
な
い
ん
じ

な
い
の
か

だ
よ
な

で
も
現

そ
ん
な
に
質
が
悪
い

が
な
い
し

 
専
門
家
じ

な
い
俺
達
に
は

に
わ
か
に
は
思
い
つ
か
な
い
な

確
か
に
君
達
に
は
畑
違
い
か
も
し
れ
な
い
な

ま
あ
そ
れ
は

乃
さ
ん
も
そ
う
な
ん
だ
が

 
と
に
か
く
別

点
か
ら
の
意
見
が
欲
し
い
ん
だ
よ

 
嘉
納
も
無
茶
な
事
を
言

て
い
る
自
覚
が
あ
る
の
か

し

な
さ
そ
う
に
そ
う
言

た
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ま
あ
確
か
に

俺
達
の
専
門
は
ゲ

ム
で
す
し
ね

そ
れ

専
門

て
言

て
い
い
の
か

別
に
い
い
ん
じ

な
い

職
業
と
か
じ

な
い
け
ど
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
し

は
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
そ
の

点
か
ら
何
か
気
付
く
事
は
あ
る
か
い

 
嘉
納
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
言
い

三
人
は
何
か
な
い
か
と
考
え
始
め
た

ゲ

ム
で
強
く
な
る
に
は

と
に
か
く
戦
う

そ
れ
だ
け
じ

目
だ
ろ

考
え
な
が
ら
戦
わ
な
い
と

強
く
な
ろ
う

て
意
欲
が
な
い
と
無
理
だ
よ
ね

意
欲
か

 
そ
し
て
八
幡
は
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

嘉
納
に
こ
う
問
い
か
け
た

下

実

そ
う
い

た
方
面
の
訓
練

て

人
気
は
無
い
で
す
よ
ね

ま
あ
そ
う
だ
な
あ
れ
は
つ
ら
そ
う
だ
か
ら
な

み
ん
な
よ
く
頑
張

て
く
れ
て
い
る
と
思

う
よそ

れ
は
正
直

が
あ
が
り
ま
せ
ん
ね
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だ
な

で
は
そ
れ
を

少
し
で
も
楽
し
い
も
の
に
変
え
ら
れ
た
ら

も
上
が
り
ま
す
か
ね

そ
れ
は
そ
う
な
る
と
思
う
が

何
か
思
い
つ
い
た
の
か

は
い

実
現
性
も
問
題
な
い
と
思
い
ま
す

な
る
ほ
ど

か
せ
て
も
ら
お
う
か

は
い

 
そ
し
て
八
幡
は

と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
出
し
た

自
衛

の
方
々
の
能
力
を

化
し
そ
れ
を
カ

ド
化
し
て
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
せ
ま
す

 
要
す
る
に

そ
の
能
力
通
り
の

本
当
に
自
分
の
分
身
と
言
え
る
キ

ラ
で

 

で
の
訓
練
を
出
来
る
よ
う
に
し
ま
す

場
合
に
よ

て
は
模

戦
も

そ

そ
れ
は

ま
さ
に
ゲ

ム
だ
な

 
嘉
納
は
そ
の
提
案
に

思
わ
ず
息
を

ん
だ

そ
う
か

キ

ラ
を
育
て
る
喜
び
か

そ
れ
は
確
か
に
楽
し
い
か
も
ね

希
望
す
れ
ば
直
ぐ
に
個
々
の
能
力
を

定
出
来
る
よ
う
な

を
作

て
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デ

タ
を
直
ぐ
に
反
映
出
来
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

し
ま
す

 
そ
う
す
れ
ば

自
分
に
足
り
な
い
部
分
を
鍛
え
る
人

⻑
所
を
更
に

ば
そ
う
と
す
る
人

 
場
合
に
よ

て
は
そ
の

に
仕
事
外
で
自
主
的
に
鍛
え
よ
う
と
す
る
人
も
出
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん

 
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
メ
デ

カ
ル
チ

ク
は
ち

ん
と
や
る
と
し
て

 
そ
う
な
れ
ば

能
力
の
向
上
も
見
込
め
る
ん
じ

な
い
で
し

う
か

で
も
八
幡

そ
れ
だ
け
だ
と

少
し

く
な
い
か

 
せ

か
く
キ

ラ
を
育
て
た
ら

そ
の
キ

ラ
を
活
躍
さ
せ
た
い

て
思
う
も
ん
だ
ろ

確
か
に
そ
う
だ
な

 
そ
の
言
葉
を

い
て

明
日
奈
が
笑
顔
で
こ
う
提
案
し
て
き
た

そ
れ
じ

あ
何
か
の

技
会
を
定
期
的
に
開
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
仕
事
と
の

ね
合
い
も
あ
る
か
ら
全
員
参
加
と
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
け
ど

 
そ
の

り
は

下
に
考
え
て

く
と
し
て

そ
う
い

た
場
が
あ
れ
ば

 
よ
り
一
層
意
欲
が

く
ん
じ

な
い
か
な

確
か
に
そ
れ
で

成

優

者
に
何
か
し
ら
の
報

を

え
れ
ば
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全
体
の
レ
ベ
ル
ア

プ
に
も
繋
が
り
そ
う
だ
な

 
嘉
納
は
そ
の
意
見
に

き

理
事
⻑
も
そ
の
議

に

う
ん
う
ん
と

い
て
い
た

そ
れ
は
技
術
的
に
は
可
能
な
の
か
い

は
い

案
外
簡

に
実
現
出
来
ま
す

 
初
期
投
資
の
分
の
資
金
は
か
か
り
ま
す
が

そ
れ
く
ら
い
で
済
み
ま
す
ね

ふ
む

ち

と
持
ち
帰

て

討
す
る
か

 
嘉
納
は
興
味
を

し
た
の
か

重
々
し
く
そ
う
言

た

 
そ
の
後
は

か
い
話
と
な
り

好
き
勝
手
に
色
々
な
提
案
が
成
さ
れ

 
嘉
納
は
そ
れ
を

一
つ
一
つ
メ
モ
し
て
い
た

 
実
現
性
の

い
提
案
も
あ

た
が

大
ま
か
な
ラ
イ
ン
と
し
て
は

 
お
そ
ら
く
そ
の
方
向
で
話
が
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
話
に
な
り

 
嘉
納
は
そ
の
後

満
足
そ
う
に
帰

て
い

た

 
本
当
に
あ
な
た
達
は

面
白
い
事
を
考
え
る
わ
ね

と
い
う
か
俺
達
に
は
こ
の
く
ら
い
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
方
が
正
解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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け
ど
ね

そ
う
そ
う

ど
こ
ま
で
い

て
も
俺
達
は

所

ゲ

マ

な
ん
で
す
よ

 
ま
あ
明
日
奈
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど

そ
れ
で
い
て
こ
の
中
で
一
番

正
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

て

ず
る
い
よ
な

和
人

お
前
も
大

だ
と
思
う
ぞ

そ
ん
な
事
を
言

た
ら
八
幡
も
だ
ろ

ま
あ
ま
あ
二
人
と
も

そ
の
く
ら
い
で

 
明
日
奈
は
自
分
の
事
に
は
触
れ
ず

二
人
を
そ
う

め
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
俺
達
も
帰
る
と
し
よ
う

 
会
社
に
は

帰

て
か
ら
連

を
入
れ
れ
ば
い
い
か

そ
う
だ
な

ず

と

張
し
て
た
か
ら

俺
も
少
し
疲
れ
ち

た
よ

八
幡
君

私
達
は
急
い
で

食
の

い
物
に
行
か
な
い
と

し
ま

た

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

あ
ら

今
日
の

食
は
明
日
奈
さ
ん
が
作
る
の

は
い
八
幡
君
の
マ
ン
シ

ン
に
お
腹
を
す
か
せ
て
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
人
が
二
人
い
る
ん
で
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す
よあ

ら

そ
れ
は
急
が
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

何
と
な
く
理
事
⻑
に
こ
う

ね
た

そ
う
い
え
ば
理
事
⻑
は

夏
休
み
中
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か

そ
う
ね

た
ま
に
は
か
わ
い
い
娘
達
と
バ
カ
ン
ス
に
で
も
行
き
た
い
の
だ
け
れ
ど

 
こ
の
分
だ
と
忙
し
く
て
無
理
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ま
あ
う
ち
に
も
夏
休
み
が
あ
り
ま
す
か
ら
そ
の
時
に
で
も
行
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か

ね 
と
い
う
か
俺
が
無
理
に
で
も
休
ま
せ
ま
す
か
ら

そ
う
し
た
ら
そ
う
し
た
で

あ
の
子
は
八
幡
君
の
所
に
入
り

り
そ
う
な
ん
だ
け
ど

い
や

そ
れ
は

 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

確
か
に
そ
う
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

内
心

や

を
か
い
た

 
も
し
そ
う
な

た
ら

八
幡
の

操
の
危
機
だ
と
本
能
的
に
感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
は
ち

ん
と
説
得
し
ま
す
よ
ま
あ
代
わ
り
に
何
か
要
求
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど

 
そ
こ
ら
へ
ん
は
上
手
く
や
り
ま
す
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そ
う

じ

あ
お
願
い
し
よ
う
か
し
ら

 
理
事
⻑
は
そ
う
言

て

嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す
ね

理
事
⻑

ま
た
明
日
で
す

八
幡
君

終
業
式
の
日
く
ら
い
は
ち

ん
と
学
校
に
顔
を
出
す
の
よ

明
後
日
で
す
よ
ね

は
い

そ
う
し
ま
す

て
い
う
か
八
幡
は
明
日
も
ち

ん
と
来
い
よ

あ
あ

多
分
大
丈
夫
だ

そ
の
多
分

て
の
が
信
用
出
来
な
い
ん
だ
よ

可
能
な
限
り
前
向
き
に

処
す
る

治
家
か
よ

 
そ
し
て
三
人
は
学
校
を
出
て

そ
れ
ぞ
れ
の
帰
る
方
向
へ
と
去

て
い

た

 

食
は

手

く
出
来
る
も
の
が
い
い
よ
ね

そ
う
だ
な

俺
も
空
腹
だ
し

そ
の
方
が

難
い

そ
れ
じ

あ
よ
し

肉
を
焼
こ
う
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ま
あ
カ
レ

と
か
よ
り
は
そ
う
い
う
の
の
方
が

い
か
も
し
れ
な
い
な

の
中
に
は
何
か
残

て
る
の

野
菜
関
係
は
あ

た
か
ら

 
も
し
か
し
た
ら
も
う
優
里
奈
が
サ
ラ
ダ
の
用
意
く
ら
い
は
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
な

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
と
こ
れ

そ
れ
に
こ
れ
く
ら
い
か
な

ま
あ
そ
ん
な
も
ん
じ

な
い
か

そ
れ
じ

あ

る
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
が
マ
ン
シ

ン
に
着
い
た
時

三
人
は

に

き

 
八
幡
の
言
葉
通
り

優
里
奈
は
ご

を

き

サ
ラ
ダ
を
用
意
し
て
い
る
真

最
中
だ

た

二
人
と
も

お
帰
り
な
さ
い

あ

明
日
奈

久
し
ぶ
り

明
日
奈

あ

し
凄
く
お
腹
が

た

待

て
て

す
ぐ
用
意
す
る
か
ら

お
願
い

も
う
空
腹
す
ぎ
て

手
伝
う
元
気
も
無
い
け
ど

 
そ
の
後

明
日
奈
は
手

く
準
備
を
終
え

五
人
は
仲
良
く

食
を
共
に
し
た
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結
衣
と
優
美
子
は

久
し
ぶ
り
の
ま
と
も
な

食
に

涙
を
流
し
て
い
た

は

や

ぱ
り
人
間
の
食
事
は
こ
う
じ

な
い
と

も
う
ド
リ
ン
ク
だ
け
の
食
事
と
か
は
勘

だ
し

二
人
と
も

災
難
だ

た
ね

ま
だ
も
う
少
し
手
伝
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

 
そ
の
時
は
自
分
で
食
材
を
持
ち
込
む
事
に
す
る

そ
う
だ
ね

そ
れ
が
い
い
か
も
ね

姫
菜
は
よ
く
あ
れ
で

体
が
持
つ
よ
ね

 
こ
う
し
て
二
人
は
多
少
な
り
と
も
生
気
を
取
り

し

 
五
人
は
そ
の
ま
ま
食
後
の
団
欒
を
迎
え
る
事
に
な

た
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第
５
０
４
話
 
陽
乃
の
贈
り
物

 

日
は
大
変
失

し
ま
し
た

庭
が
ひ
ど
い

様
に
な

て
し
ま

て
大
変
で
し
た
ｏ
ｒ

そ

か

他
の
み
ん
な
は
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に
い
る
ん
だ
ね

そ
れ
に
比
べ
て
あ

し
達
は

ま

ま
あ
俺
と
し
て
は
頑
張
れ
と
は
言
え
な
い
が

ほ
ど
に
な

 
団
欒
の
最
中

話
が
コ
ミ
ケ
の
話
に

ぶ
と

 
結
衣
と
優
美
子
の
二
人
は
そ
う
言

て
ど
よ
ん
と
落
ち
込
ん
だ

そ
も
そ
も
何
で
海

名
さ
ん
を
手
伝
う
事
に
な

た
ん
だ

え
え
と

最
近
あ
ん
ま
り
一

に
遊
べ
な
か

た
か
ら

今
年
く
ら
い
は
手
伝
お
う
か

て

美
し
い
友
情

て
や
つ
か

ま
さ
か
こ
ん
な
に
精
神
的
に
く
る
と
は
思

て
な
か

た
し

二
人
は
そ

ち
方
面
に
は

そ
う
だ
し
な
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あ
た
し
達
も
そ

ち
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
か

た
な

実
は
コ
ス
プ
レ
要
員
を
頼
む
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど

 
さ
す
が
に
当
日
は
手
伝
い
で
無
理
だ
ろ
う
と
思

て

め
た
ん
だ
よ
な

 
八
幡
に
そ
う
説
明
さ
れ

二
人
は
何
と
も
い
え
な
い
表
情
を
し
た

そ
れ

て
ナ

ス
と
か
バ
ニ

と
か

何
で
だ
よ

ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
な
の
に
そ
ん
な
格
好
を
す
る
必
要
は
無
い
だ
ろ

 
そ
も
そ
も
俺
は
あ
れ
を
コ
ス
プ
レ
と
は
認
め
ん

え

そ
れ
じ

あ
ヒ

キ

は

ど
う
い
う
の
が
コ
ス
プ
レ
だ
と
思

て
る
の

ア
ニ
メ
や
小
説

の

空
の
服
装
以
外

俺
は
認
め
ん

 
そ
も
そ
も
ナ

ス
だ
の
何
だ
の
は

仕
事
で
必
要
な
制
服
じ

な
い
か
よ

 
そ
ん
な
の
そ
の
職
業
の
方
に
失

だ
ろ

う
わ

偏

て
る

さ
す
が
と
い
う
か

と
に
か
く
そ
う
い
う
事
だ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

ぐ
び

と
飲
み
物
を
飲
ん
だ
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そ
し
て
二
人
は

今
度
は
明
日
奈
に
こ
う
質
問
し
た

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
は
そ
の
日

コ
ス
プ
レ
を
す
る
の

う
う
ん

私
や
里
香
や
珪
子
は
そ
う
い
う
の
は
ち

と

 
も
ち
ろ
ん
や
り
た
い

て
思
い
は
あ
る
ん
だ
け
ど

が
ど
う
し
て
も
ね

問
題
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
キ

ラ
が

現
実
の
顔
を
完
全
に
ト
レ

ス
し
て
る

て
部
分
だ
な

 
こ
う
言
え
ば
説
明
し
な
く
て
も
分
か
る
よ
な

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

二
人
は
ハ

と
し
た
顔
で

い
た

そ

か

確
か
に
そ
れ
は
危
な
い
か
も
ね

も
し
何
か
あ

た
ら
困
る
し
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

 
八
幡
は

き

結
衣
は
何
と
な
し
に

隣
に
い
た
優
里
奈
を
見
な
が
ら
言

た

そ
れ
じ

あ
優
里
奈
ち

ん
は

確
か
に
優
里
奈
な
ら

世
界
を
狙
え
る
器
だ
し

優
美
子
は
ど
こ
を
見
て
言

て
る
ん
だ
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胸お
前
は
相
変
わ
ら
ず
男
前
だ
よ
な

で

ど
う
な
の

高
校
生
に
そ
う
い
う
事
は
さ
せ
ん

う

わ

ヒ

キ

て
ば

が
昭
和
じ

な
い

何
と
で
も
言
え

目
な
も
の
は

目
だ

う
わ

頑
な
だ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
結
衣
は
明
日
奈
の
方
を
見
た

明
日
奈
は
そ
れ
に
対
し
て
首
を

り

 
こ
の
話
題
に
関
し
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
ゼ
ス
チ

を
し
た

で
も
何
で
高
校
生
は

目
な
の

ま
あ
こ
の
ご
時
勢

会
社
と
し
て
は
何
か
問
題
が
あ

た
ら
困
る
か
ら
な

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

昼
間
だ
け
な
ら
平
気
じ

な
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
装
備
は
そ
れ
な
り
に
露
出
が
激
し
い
か
ら
な

 
特
に
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
だ
と
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
か
ら
の
判
断
だ
な

そ

か

ま
あ
仕
方
な
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

優
里
奈
は
ど
う
思

て
る
の
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優
美
子
が
優
里
奈
に
そ
う

ね

優
里
奈
は
迷
い
の
無
い

で
こ
う
言

た

八
幡
さ
ん
に
頼
ま
れ
た
ら
普
通
に
や
り
ま
す
け
ど

だ

て
よ

少
な
く
と
も
卒
業
ま
で
は
頼
ま
な
い
か
ら
問
題
な
い

他
の
高
校
生
チ

ム
が
納
得
し
て
な
さ
そ
う

問
題
な
い

き

と
分
か

て
く
れ
て
い
る
は
ず
だ

 
そ
れ
に
あ
い
つ
ら
の
年
齢
的
に

我
慢
し
て
も
ら
う
の
は
今
年
だ
け
だ
し
な

 
八
幡
は
こ
う
考
え
て
い
た
が

高
校
生
チ

ム
は
も
ち
ろ
ん
納
得
し
て
い
な
い

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
こ
の
話
は
そ
れ
で
い

か

 
そ
れ
に
し
て
も
コ
ス
プ
レ
し
て
み
た
か

た
な

多
分
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ

ラ
の
服
装
な
ん
だ

よ
ねま

あ
そ
う
だ
な

あ

し
も
そ
れ
く
ら
い
な
ら
し
て
み
た
か

た
か
も

あ

私
も
私
も
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一

に
同
意
し
て
く
る
か
と
思
わ
れ
た
優
里
奈
は
こ
の
時
は
少
し
悩
ん
だ
よ
う
な
顔
で
無
言

だ

た

 
そ
れ
を

し
く
思

た
明
日
奈
が

優
里
奈
に
こ
う

ね
た

優
里
奈
ち

ん
も

機
会
が
あ

た
ら
着
て
み
た
い
よ
ね

あ

は
い

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
な
ん
で
す
け
ど

ん

ど
う
し
た
の

何
か
困

て
る
よ
う
に
見
え
る
け
ど

え
え
と
で
す
ね

 
そ
し
て
優
里
奈
は

明
日
奈
の

元
で
こ
し

こ
し

と
何
か

い
た

 
そ
れ
を

い
た
明
日
奈
は
目
を

く
し
た

え

そ
れ
本
当

は

は
い

少
し
前
に
直
接
こ
ち
ら
に

な
る
ほ
ど

そ
う
か
そ
う
か

結
衣

優
美
子

ち

と

室
に
来
て
も
ら

て
い
い

ん

何
か
あ

た

い
い
か
ら
い
い
か
ら

ほ
ら
結
衣

さ

さ
と
行
く
し
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優
美
子

行
動

す
ぎ

 
そ
し
て
四
人
は

室
の
方
へ
と
消
え
て
い
き

 
そ
の
場
に
は
ま

た
く
事
情
が
分
か
ら
な
い
八
幡
だ
け
が
残
さ
れ
た

説
明
く
ら
い
し
て
く
れ
て
も
い
い
だ
ろ
う
に
よ

 
八
幡
は
少
し

し
そ
う
に
そ
う

き

そ
の
直
後
に
目
を

く
し
て

囲
を
見
回
し
た

何
だ

窓
の
方
か
ら
何
か

線
を
感
じ
た
気
が
し
た
が

 
八
幡
は
そ
う

き

窓
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
た

 
と
は
い
え
こ
の

り
で
こ
の
部
屋
を

け
そ
う
な
ビ
ル
は
ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
ビ
ル
し
か
な
い

さ
す
が
に
こ
の
時
間
に
働
い
て
る
奴
は

あ
あ
開
発
室
と
社
⻑
室
の
明
か
り
は
ま
だ
点
い

て
る
な

 
あ
の
ワ

カ

ホ
リ

ク
ど
も
が

も
う
ち

と
休
め

て
の

 
八
幡
は
自
分
の
事
は

に
上
げ

そ
う
言
う
と

少
し

ん
だ
後
に
部
屋
に

た

 
そ
こ
に
広
が

て
い
た
の
は

思
い
も
よ
ら
な
い
光
景
だ

た

な

何
だ
そ
の
格
好
は

 
そ
こ
に
は
か
つ
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
が
出
来
る
前
に
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Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で
着
て
い
た
装
備
を
身
に
ま
と

た
結
衣
と
優
美
子
と

 
血
盟
騎
士
団
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
明
日
奈
の

が
あ

た

は

は

 
よ
く
見
る
と
色
々
と
お
か
し
い
部
分
が
あ

た
が

 
三
人
が
着
て
い
る
の
は

八
幡
が
言
う
と
こ
ろ
の
真
の
コ
ス
プ
レ
で
間
違
い
な
く

 
戸
惑
い
な
が
ら
も
八
幡
は

う
じ
て
三
人
を
褒
め
る
事
に
成
功
し
た

よ

よ
く
似
合

て
る
ぞ
三
人
と
も

だ

て
よ

い
え

い

や
り

 
三
人
は
手
を
取
り
合

て
喜
び
八
幡
は
そ
ん
な
三
人
に
何
が
ど
う
な

て
い
る
の
か
説
明

を
求
め
た

昼
間
に
姉
さ
ん
が
持

て
き
た
ん
だ

て
よ

に
な

た
衣
装
な
ん
だ

て

あ
の
馬

姉

何
を
考
え
て
血
盟
騎
士
団
の
制
服
な
ん
ぞ
を
発
注
し
や
が

た

 
八
幡
は
あ
き
れ
つ
つ
も

三
人
の
格
好
を
じ

と

め
た
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明
日
奈

何そ
れ

自
分
で
も
お
か
し
い

て
気
付
い
て
る
よ
な

ま
あ
ね
お
腹
の
部
分
の
布
が
バ

サ
リ
カ

ト
さ
れ
ち

て
る
か
ら
ま
あ
普
通
気
付
く

よ
ね

ち

と
露
出
が
激
し
く
な
い
か

ま
あ
夏
だ
か
ら
い
い
ん
じ

な
い

八
幡
君
以
外
が
見
る
事
は
無
い
と
思
う
し

そ
う
か

だ

て
こ
こ
に
持

て
き
た

て
事
は
そ
う
い
う
事
じ

な
い

 
さ
す
が
に
和
人
君
の
前
で
こ
ん
な
格
好
を
す
る
事
は
無
い
と
思
う
し

ま
あ
い
い

 
そ
の
会
話
通
り

今
明
日
奈
が
着
て
い
る
血
盟
騎
士
団
の
制
服
は

 
ビ
キ
ニ
タ
イ
プ
と
い
う
べ
き
か

上
下
で
分
か
れ
る
よ
う
な
作
り
に
な

て
い
た

 
そ
の
分
露
出
が
と
ん
で
も
な
い
が
そ
れ
が
似
合
う
分
八
幡
は
そ
れ
以
上
何
も
言
う
事
が
出

来
な
か

た
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で

結
衣

そ
の
格
好
さ

 
分
か

て
る

分
か

て
る
か
ら

自
分
で
も
ま
さ
か

あ
の
装
備
を
服
に
す
る
と

 
こ
う
な
る
な
ん
て
予
想
も
し
て
な
か

た
し

 
か
つ
て
の
結
衣
は

正
面
に
意
匠
の

さ
れ
た
ブ
レ
ス
ト
プ
レ

ト
に

 
剣
の
よ
う
な

り
が

を
ぐ
る

と
取
り

い
て
い
る

の
ス
カ

ト
を
は
い
て
お
り

 
全
体
的
に

シ

と

い
イ
メ

ジ
だ

た

 
そ
の
装
備
が
柔
ら
か
い
布
に
な
る
と
ど
う
な
る
か

結
果
は

を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る

と
い
う
か
こ
れ

た
だ
の
水
着
み
た
い
に
な

ち

て
る
ね

胸
の

り
も
歪
ん
で
る
し

 
時
間
が
無
か

た
と
は
い
え

も
う
少
し
素
材
を
ど
う
す
る
か
考
え
る
べ
き
だ

た
よ
ね

ま
あ
さ
す
が
は

衣
装
と
い
う
べ
き
だ
し

八
幡
君
も

目
の
や
り
場
に
困

て
る
よ

 
そ
し
て
最
後

優
美
子
の
衣
装
は
普
通
の
法
衣
だ

た
の
だ
が

 
元
々
の
デ
ザ
イ
ン
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

内
も
も
の
と
こ
ろ
が
大
き
く
露
出
さ
れ
て
い
る

 
こ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
装
備
に
よ
く
見
ら
れ
る

向
で
あ
る
が

 
今
回
の
場
合

そ
こ
か
ら

い
て
い
る
の
は

下
着
で
は
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
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ど
う
し
て
も
下
着
に
し
か
見
え
な
い

八
幡
は
さ
ら
に

動
不
審
に
な

た

あ
ん
た

ど
う
し
た
の

い
や

だ

て
お
前
そ
れ

色
々
と
ま
ず
い
だ
ろ

思
春
期
か

う

う
る
さ
い

 
そ
し
て
最
後

優
里
奈
の
出
番
で
あ
る
が

優
里
奈

準
備
は
出
来
た

優
里
奈
ち

ん

大
丈
夫

優
里
奈
ち

ん

こ
こ
に
は
ヒ

キ

し
か
い
な
い
か
ら
気
に
せ
ず
出
て
お
い
で

は

は
い

 
そ
う
言
い
な
が
ら

優
里
奈
は
お
ず
お
ず
と

室
か
ら
出
て
き
た

 
そ
の
格
好
は

ユ
イ
の

精
バ

ジ

ン
の
服
で
あ

た

う
わ

ユ
イ
ち

ん
が
成
⻑
す
る
と
こ
う
な
る
み
た
い
な

優
里
奈

ち

と
そ
の
胸
を
少
し
あ

し
に
分
け
ろ
し
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優
里
奈
ち

ん
と
結
衣
が

ぶ
と

迫
力
だ
ね

あ

し
と
明
日
奈
も
普
通
に
あ
る
方
で
は
あ
る
け
ど

こ
れ
は
さ
す
が
に

ほ
ら
八
幡
君

褒
め
て
褒
め
て

優
里
奈

よ
く
似
合

て
て
か
わ
い
い
と
思
う
ぞ

 
そ
し
て
四
人
は
お

い
の
格
好
を

評
し
合

て
い
た
が

 
そ
の
横
で
八
幡
は

下
を
向
き
な
が
ら
ガ
シ
ガ
シ
と

を
か
い
て
い
た

お
前
ら

か
わ
い
い
の
は
分
か

た
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
元
の
服
装
に
着

え
よ
う

 
さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
だ
と
ま
と
も
に
顔
を
上
げ
ら
れ
ん

あ

じ

あ
そ
の
前
に
写
真
を

ろ
う
よ

そ
う
だ
ね

せ

か
く
だ
し
ね

八
幡

シ

タ

お
願
い

ま

ま
あ
そ
れ
く
ら
い
な
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

ス
マ
ホ
ご
し
に
四
人
の

を
見
た
の
だ
が

 
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
大

な
ポ

ズ
を
と

て
い
た

ス
マ
ホ
で

れ
て
は
い
た
も
の
の

 
八
幡
の
目
は

大
に

ぎ
ま
く

て
い
た
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よ
し

は
い
チ

ズ

 
だ
が
そ
れ
で
終
わ
り
な

は
な
く

当
然
次
は

八
幡
と
一
対
一
で
の

影
が
始
ま

た

 
八
幡
は
そ
こ
で
強
化
外
骨
格
を
駆
使
し
そ
の
あ
る
種

問
の
よ
う
な
ご
褒
美
の
時
間
を

え
切

た

最
後
に
全
員
で
写
真
を

り
た
い
よ
ね

ど
う
し
よ

か

う

ん

 
そ
の
時
入
り
口
の
扉
が
突
然
ガ
チ

ガ
チ

と
音
を
立
て
そ
こ
か
ら
陽
乃
が
中
に
飛
び
込
ん

で
き
た

ね

姉
さ
ん

社
⻑

間
に
合

た

ほ
う
ほ
う

こ
れ
は
中
々

 
陽
乃
は
じ
ろ
じ
ろ
と
四
人
の
格
好
を
見
て

満
足
そ
う
に
う
ん
う
ん
と

い
て
い
た

 
そ
れ
で
八
幡
は

さ

き
感
じ
た

線
が

陽
乃
の
も
の
だ

た
事
を
確
信
し
た

お
い
馬

姉

お
前

社
⻑
室
か
ら
こ

ち
の
様
子
を

て
や
が

た
な
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当
た
り
前
じ

な
い

こ
の

に
昼
に
衣
装
を
持
ち
込
ん
だ
ん
だ
か
ら

開
き
直
り
や
が

て

さ
あ
八
幡
君

ス
マ
ホ
を
貸
し
て

私
が
写
真
を

て
あ
げ
る
わ

は

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
ま
す

任
せ
て

 
そ
し
て
写
真
を

り
終
わ
る
と
陽
乃
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
と
風
の
よ
う
に
去

て
い

た

 
五
人
は
目
を
点
に
し

陽
乃
の
背
中
を

然
と
見
送

て
い
た

こ
の

だ
け
に

走

て
き
た
の
か
な

ま
あ
本
人
が
嬉
し
そ
う
だ

た
か
ら
い
い
ん
じ

ね

確
か
に
社
⻑

絶
対
に
今
夜
着
る
よ
う
に

て
ほ
の
め
か
し
て
き
ま
し
た
し

ま
あ
い
い
だ
ろ

ほ
ら
お
前
ら

そ
ろ
そ
ろ
着

え
ろ
よ

え

そ
ん
な
の
も

た
い
な
い
よ

そ
う
そ
う

せ

か
く
か
わ
い
い

て
言

て
も
ら
え
た
ん
だ
し

八
幡

も
う
少
し
我
慢
し
ろ
し

ま
じ
か
よ
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こ
う
し
て
こ
の
日
の

結
衣
と
優
美
子
は
二

目
に
突
入
す
る
事
に
な
り

 
明
日
奈
と
優
里
奈
も
交
え

四
人
は

室
で
楽
し
そ
う
に
し
て
い
た

 
そ
し
て
次
の
日

さ
す
が
に
送

て
い
る
時
間
が
無
い
か
ら
と

 
八
幡
と
明
日
奈
だ
け
が
そ
の
ま
ま
学
校
に
向
か
い

優
里
奈
達
は
そ
れ
を
見
送

た
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第
５
０
５
話
 
八
月
八
日
・
ヴ

ル
ハ
ラ
の
出
撃

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は
全
員
知

て
い
る
事
だ
が
八
月
八
日
は
八
幡
の
誕
生
日
で
あ
る

 
だ
が
八
幡
は

常
日

か
ら
余
計
な
気
を
回
す
性
格
で
あ
り

 
今
回
の
誕
生
日
も
ま
た

メ
ン
バ

に
余
計
な
金
銭
的
負
担
を

え
る
事
を
よ
し
と
せ
ず

 
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
仲
間
達
と
楽
し
く
遊
ぶ
事
だ
と
言
い
放
ち

 

用
は
全
て
自
分
で
持
ち

食
と
飲
み
物
を
用
意
し
た
上
で

 
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
用
意
は
不
要
だ
と
重
ね
て
念
押
し
し
た
上
で
全
メ
ン
バ

を
集
合
さ
せ

 
交
代
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
可
能
と
い
う
事
に
し
て

外
で
交
流
を
深
め
る
事
を
可
能
に
し
つ
つ

 
中
の
様
子
を
外
で
モ
ニ
タ

出
来
る
よ
う
に
手
配
し

 
全
員
で
の
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
奥
地
で
の
定
点
狩
り
を
提
案
し
て
き
た

 
そ
れ
を
受
け

空
港
に
一
人
の
女
が
降
り
立

た

フ
カ
次
郎
こ
と

原
美
優
で
あ
る

コ
ミ
ケ
ま
で
あ
と

日

こ

ち
に
出
て
く
る
に
は
ま
あ
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
ね

 
さ
て

速
外
部
参
加
の
我
が
友
コ
ヒ

に
会
い
に
行
く
か

も
う
来
て
る
わ
よ
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う
わ

び

く
り
し
た

も
う

最
初
か
ら
迎
え
に
来
て
欲
し
く
て
ど
の

で
来
る
と
か

 
八
幡
さ
ん
に
事
前
に

し
く
教
え
て
た

に

い
や

半
信
半
疑
だ

た
け
ど

ま
さ
か
本
当
に
来
て
く
れ
る
と
は

さ
す
が
我
が
友

愛

し
て
る

 
美
優
は
上
機

で
そ
う
言

た

も
う

調
子
い
い
ん
だ
か
ら

で

リ

ダ

は

場
で
待

て
る
わ
よ

さ
あ

行
き
ま
し

あ

待

て

て
ば

 

場
で
は

八
幡
が
キ

ト
の
運
転

で
目
を

り

二
人
の
到
着
を
待

て
い
た

こ
ん
こ
ん
こ
ん

お
う

そ
の
わ
ざ
と
ら
し
い
口
で
の
ノ

ク
は
美
優
か

お
待
た
せ
リ

ダ

あ
な
た
の
フ
カ
ち

ん
が

再
び
こ
の
地
に
降
り
立

た
よ

俺
の
フ
カ
な
ん
て
奴
は
知
ら
な
い
か
ら
人
違
い
で
す
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部
下

部
下
を
省
い
た
だ
け
だ
か
ら

お
う

美
優
だ

た
か

最
初
誰
だ
か
分
か
ら
な
か

た
わ

つ
い
さ

き

美
優
か

て
言

て
た
か
ら

 
香
蓮
は
そ
ん
な
二
人
の
様
子
を
見
て

さ

さ
と
移
動
す
る
よ
う
に

し
た

は
い
は
い

い
つ
も
の

才
は
そ
の
く
ら
い
に
し
て

く
移
動
し
よ

そ
う
だ
な

と
り
あ
え
ず
う
ち
の
マ
ン
シ

ン
に

物
を
置
き
に
行
く
ぞ

美
優

ア
イ
ア
イ
サ

 
そ
し
て

物
を
置
く

で

美
優
は
部
屋
に
先
客
が
い
る
事
を
知

た

 
ク
ロ

ゼ

ト
の
引
き
出
し
の
名
前
が
二
つ

え

物
が
置
い
て
あ

た
か
ら
だ

リ

ダ

こ
の
方
々
は
ど
ち
ら
さ
ま
で

そ
れ
は
自
衛

の
お
姉
さ
ま
方
だ

お
前
も
知

て
る
と
思
う
が

 
今
う
ち
の
会
社
で
自
衛

の
訓
練
用
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
る
ん
だ
が

 
そ
の

に
出
向
し
て
も
ら

て
る
二
人
が
自
由
に
部
屋
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
あ
る
ん
だ
よ

 
も
ち
ろ
ん

日
じ

な
い
が
な

な
る
ほ
ど

さ

す
が
リ

ダ

愛
人
を

や
す
の
に
余
念
が
無
い
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そ
の

間
に

美
優
の

に
拳
骨
が
落
ち

美
優
は
そ
の
場
に

た

よ
し

会
場
ま
で
歩
い
て
行
く
ぞ

ア

ア
イ
ア
イ
サ

 
会
場
に
着
く
と

美
優
は
そ
の

様
な
光
景
に
目
を
疑
い
そ
う
に
な
り

 
直
後
に
八
幡
な
ら
ま
あ
当
た
り
前
か
と
納
得
し
た

自

完
結
し
た
の
で
あ
る

相
変
わ
ら
ず
女
性
比

が
多
い
で
す
な

い
や

絶
景
絶
景

お
い
フ
カ

さ

き
言

て
た
二
人
を
紹
介
し
て
お
く

乃
さ
ん
と

莉
さ
ん
だ

ん

八
幡
君

こ
の
方
は

こ
れ
は

原
美
優

俺
の
仲
間
の
一
人
で
す

北
海
道
に

ん
で
る
ん
で
す
が

 
こ

ち
で
は
し
ば
ら
く
俺
の
マ
ン
シ

ン
に

む
事
に
な
る
ん
で

 
お
二
人
に
紹
介
し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
し
て

な
る
ほ
ど

私
は

乃
よ

宜
し
く
ね

私
は
黒
川

莉
で
す

美
優
さ
ん

宜
し
く

こ
ち
ら
こ
そ

い
間
で
す
が
宜
し
く
お
願
い
す
る
で
す

 
そ
ん
な
三
人
の

を
見
な
が
ら
八
幡
は
出

者
の
管
理
を
し
て
く
れ
て
い
る
雪
乃
の
所
へ
向
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か

た
雪
乃

ま
だ
誰
か
来
て
な
い
奴
は
い
る
か

い
い
え

こ
れ
で
全
員
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
始
め
る
と
す
る
か

分
か

た
わ

 
そ
し
て
雪
乃
は
マ
イ
ク
を
持
ち

会
の
真
似
事
を
始
め
た

み
ん
な
そ
れ
じ

あ
八
幡
君
の
誕
生
日
会
を
始
め
る
わ

自
何
で
も
い
い
か
ら
飲
み
物
を

用
意
ね

 
と
い

て
も
ケ

キ
と
か
も
特
に
用
意
は
し
て
な
い
し
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
無
し
な
約
束
に
な

て
る
け
ど

 
彼
の
事
を
お
祝
い
し
つ
つ
こ
の
機
会
に
存
分
に
交
流
を
深
め
る
と
い
う
事
で
今
回
は
納
得
し

て 
そ
れ
じ

あ
お
祝
い
の
言
葉
だ
け
ご

和
を
お
願
い
ね
八
幡
君
誕
生
日
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

 
参
加
者
達
は
口
々
に
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

こ
う
し
て
本
当
に
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
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八
幡
の
誕
生
日
会
が
始
ま

た

 
ち
な
み
に
今
回
の
外
部
参
加
者
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
組
で
あ
る
か
お
り
舞
衣
薔
薇
南

 
メ
イ
ク
イ

ン
組
か
ら
は
オ
カ
リ
ン

ダ
ル

ま
ゆ
り

八
幡
親
衛

自
称

の
Ａ
Ｂ
Ｃ

 
自
衛

組
の
二
人
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
そ
し
て
最
後
に
優
里
奈
と
千
佳
で
あ

る 
エ
ル
ザ
は
今
回
は
そ
も
そ
も
呼
ば
れ
て
い
な
い
今
は
遠
く
九

の
地
で
ラ
イ
ブ
を
行

て
い

る
か
ら
だ

 
主
に
会
社
に
関
わ

て
い
る
者
達
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
格
好
と
な
る

さ
て
そ
れ
じ

あ
ヴ

ル
ハ
ラ
組
は

速
ロ
グ
イ
ン
よ
と
り
あ
え
ず
狩
場
へ
と
移
動
す

る
わ

 
そ
の
雪
乃
の
言
葉
に

い

会
場

に
用
意
さ
れ
た
ク

シ

ン
ス
ペ

ス
で

 
メ
ン
バ

達
は
続
々
と
ゲ

ム
内
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
て
い

た

 
そ
れ
と
同
時
に

モ
ニ
タ

に
八
幡
の
主
観
カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像
が
表

さ
れ

 
残
さ
れ
た
者
達
は

興
味
深
げ
に
そ
の
モ
ニ
タ

を

き
こ
ん
だ

こ
れ
が
比
企
谷
君
達
の
ギ
ル
ド

て
奴

制
服
ま
で
揃
え
て
る
ん
だ



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

う
ん

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

て
言
う
ん
だ

て
よ

千
佳

格
好
い
い
な

そ
れ
に
何
て
い
う
か

い
か
に
も
強
そ
う

ま
あ

達
に
最
強
ギ
ル
ド
な
ん
て
呼
ば
れ
て
な
い

て
事
だ
ね

観
だ
ね
オ
カ
リ
ン

ま
ゆ
し
い
も
何
か

作
意
欲
が

い
て
き
た
よ

こ
れ
が
ヴ

ル
ハ
ラ

八
幡
の
作
り
し
ギ
ル
ド
か

オ
カ
リ
ン
も
や

て
み
た
い

そ
う
だ
な

お

し
で
空
く
ら
い
は
飛
ん
で
み
た
い
な

ね

二
人
と
も

微

に
詩
乃
の
格
好
が
エ
ロ
く
な
い

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
時
も
太
も
も
の
内
側
だ
け
露
出
さ
せ
て
た
よ
ね
あ
あ
い
う
の
が
詩
乃
の
趣
味
な

の
か
な

こ
れ
は

て
き
た
ら
問
い
詰
め
て
み
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
な

う
わ

ま
る
で
軍

だ
ね

で
も
み
ん
な
凄
く
楽
し
そ
う
よ

あ

飛
ん
だ

麗
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う
ち
で
も
空
を
飛
ぶ
訓
練
が

入
さ
れ
な
い
か
な

あ
な
た
ね
ゲ

ム
内
で
空
を
飛
べ
る
よ
う
に
な

た
と
し
て
そ
れ
を
ど
こ
で
実

す

る
のい

言

て
み
た
だ
け
だ

て
ば

ま

た
く

乃
は
相
変
わ
ら
ず

優
里
奈
は
初
め
て
見
る
ん
だ

け

は
い
薔
薇
さ
ん

凄
く
興
味
深
い
で
す

舞
衣
と
南
は
見
た
事
く
ら
い
は
あ
る
ん
だ

た
か
し
ら

私
は
開
発
室
で
何
度
か

う
ち
は
ち

ん
と
見
る
の
は
始
め
て
か
も

開
発
の
手
伝
い
を
し
た
事
が
あ
る
く
ら
い

そ
う

じ

あ
と
て
も
楽
し
み
ね

な

た
ら
こ

俺
達

て
場
違
い
じ

ね

確
か
に
女
性
比

は
高
い
が

ま
あ
い
つ
も
の
事
だ
ろ

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
な
ん
だ
が

レ
ベ
ル
高
い
よ
な

ま
あ
こ
の
機
会
に

友
達
を

や
そ
う
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つ
い
で
に
目
の
保

だ
な

 
そ
れ
じ

あ
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
へ
と
進
軍
す
る

キ
リ
ト

ト
ン
キ

を

了
解

と
り
あ
え
ず
ト
ン
キ

の

処
へ
行
こ
う

 
本
当
に

の
事
で
は
あ
る
が
始
め
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

ア
ル
ン
に
向
か
う

中

で 
一
行
は
ト
ン
キ

と
い
う

神
モ
ン
ス
タ

と
交
流
を
深
め
る
事
と
な

た

 
そ
の
中
で
も
キ
リ
ト
は
ト
ン
キ

の
事
を
い
た
く
気
に
入
り

 
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
突
入
後
に
頑
張

て
ト
ン
キ

を
見
つ
け
出
し

 
そ
の
後
も
密
か
に
彼

と
交
流
を
深
め
て
い
た

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
討
伐
さ
れ
な
い
よ
う
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
な
場
所
に
ト
ン
キ

の

居
を
作
り

 
そ
こ
に
た
ま
に
足
を
運
ん
で

友
達
と
し
て
付
き
合

て
い
た
の
だ

た

キ
リ
ト

こ
こ
か

あ
あ

ち

と
待

て
て
く
れ

ト
ン
キ

い
る
か
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そ
の
キ
リ
ト
の
呼
び
か
け
が

こ
え
た
の
か
奥
か
ら

ウ
の
よ
う
な
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
な
モ
ン

ス
タ

が

 
こ
ち
ら
に
向
か

て
嬉
し
そ
う
に
ふ
わ
ふ
わ
と
移
動
し
て
き
た

う
わ

こ
れ
は
何
な
の
ニ

こ
れ
が
ト
ン
キ

だ

俺
の
友
達
だ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
う
と

ト
ン
キ

の
上
へ
と
飛
び
乗

た

ト
ン
キ

強
そ
う
な
敵
が
そ
れ
な
り
に

山
い
る
よ
う
な
狩
場
に
俺
達
を
案
内
し
て
く
れ
な

い
か

 
出
来
れ
ば
た
ま
に
休

出
来
る
よ
う
な
ス
ペ

ス
が
あ
る
と
嬉
し
い
な

 
そ
の
言
葉
を
理
解
し
た
の
か
ど
う
か

ト
ン
キ

は
キ
リ
ト
を
乗
せ
た
ま
ま

 
ふ
よ
ふ
よ
と
移
動
を
開
始
し
た

ま
だ
何
人
か
乗
れ
る
か
ら

乗
り
た
い
奴
は
乗

て
く
れ

 
そ
の
言
葉
で
フ

イ
リ
ス
ク
リ
シ

ナ
シ
ノ
ン
フ
カ
次
郎
の
新

組
が
ト
ン
キ

の

上
に
乗
り

 
他
の
メ
ン
バ

達
は

飛
び
な
が
ら
ト
ン
キ

の
後
を
追

た
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同
じ
新

組
で
も
セ
ラ
フ

ム
は
ハ
チ
マ
ン
の

に
い
る
事
を
望
み
そ
の
後
方
を
飛
ん
で

い
た

 
ち
な
み
に
今
回
は

ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
も
同
行
し
て
お
り

 

ん
で
飛
ぶ
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
す
ぐ
近
く
に
い
た

こ
の
ま
ま
だ
と
結

奥
地
に
行
く
感
じ
に
な
り
そ
う
だ
な

楽
し
み
だ

帰
り
に
迷
わ
な
い
よ
う
に

ち

ん
と
覚
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ

ち
方
面
は
ユ
キ
ノ
に
任
せ

今
回
の
主
役
と
し
て

 
他
の
メ
ン
バ

達
に
色
々
と
声
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
飛
ん
で
い
た

 
そ
の

後
方
へ
の

を

か
に
す
る
事
と
な
り

尾
行
し
て
く
る
者
の
気
配
に
気
付
か
な

か

た

 
お
い

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
が
ど
こ
か
に
出
撃
す
る
み
た
い
だ
ぞ

部
連
に
至
急
報
告
を

候
職
の
者

何
人
か
で
あ
い
つ
ら
を
尾
行
だ

 
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
連
合
と
呼
ば
れ
る
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

で
あ
り
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機
会
さ
え
あ
れ
ば

ヴ

ル
ハ
ラ
を

的
に
狙

て
く
る
者
達
で
あ
る

 
も

と
も
連
戦
連
敗
で
は
あ
る
の
だ
が
彼
ら
は
め
げ
ず
に
ヴ

ル
ハ
ラ
を
狙
い
続
け
て
い
る

の
だ

た

 
こ
う
し
て
連
合
も
動
き
出
し
た
が
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
う
い

た
リ
ス
ク
に
関
し
て
は
ま

た

く
気
に
せ
ず

 
ト
ン
キ

に

か
れ

狩
場
へ
と
向
か
う
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第
５
０
６
話
 
八
月
八
日
・
罠

お
い
キ
リ
ト

こ
れ
は
ど
こ
ま
で
行
く
ん
だ

さ
あ

ト
ン
キ

に

い
て
く
れ
よ

ト
ン
キ

ど
う
な
ん
だ

 
そ
う
言
わ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は

冗
談
の
つ
も
り
で
ト
ン
キ

に
そ
う
話
し
か
け
た

 
と
こ
ろ
が
案
に
相
違
し
て
ト
ン
キ

は
任
せ
ろ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
触
手
で
ハ
チ
マ
ン
の
前

方
を

し

 
そ
ち
ら
へ
向
か

て
ひ
た
す
ら
進
ん
で
い

た

ハ
チ
マ
ン
様
も
し
か
し
て
ト
ン
キ

は
こ

ち
の
会
話
を
理
解
し
て
い
る
ん
で
し

う
か

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ

屋
の
中
の
須

に

か
な
い
と
本
当
の
所
は
分
か
ら
な
い
が

 
実

通
じ
て
る
み
た
い
だ
か
ら
会
話
は
無
理
だ
が
意
思

通
は
あ
る

度
可
能

い
よ
な

 
そ
の
後
も
ひ
た
す
ら
突
き
進
む
ト
ン
キ

の
後
を
つ
い
て
い

た
一
行
は

 
や
が
て

か
り
と
口
を
開
け
る

の
入
り
口
へ
と
た
ど
り
着
い
た

ト
ン
キ

目
的
地
は
こ
こ
か
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そ
の
問
い
に

ト
ン
キ

は

定
の
つ
も
り
な
の
か

を
ひ
ら
ひ
ら
と
さ
せ

 
そ
の
ま
ま
そ
の
⻑
い

で

中
を
指
し

し
た

よ
し

俺
と
キ
リ
ト
が
先

に
立
つ

こ
こ
か
ら
は
お
そ
ら
く
飛
べ
な
い
か
ら
な

敵
の
領

に
入
る
し
な

 
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
お
い
て
は
プ
レ
イ
ヤ

は
基
本
敵
の
出
な
い
エ
リ
ア
し
か
飛
ぶ
事
は
出

来
な
い

 
つ
ま
り
こ
こ
か
ら
は

飛
行
で
の
移
動
は
不
可
能
に
な
る

 
そ
し
て
キ
リ
ト
と
ハ
チ
マ
ン
は
ト
ン
キ

の
前
を
歩
き
そ
の
後
を
仲
間
達
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
つ

い
て
い

た

こ
こ
は

神

み
た
い
な
雰
囲
気
の
場
所
だ
な

な

ハ
チ
マ
ン

と

の
奥
に

そ
こ
そ
こ
広
い
ス
ペ

ス
が
あ
る
ぞ

お

こ
こ
な
ら
安
全
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
そ
う
だ
な

問
題
は
敵
の

き
な
ん
だ
が

そ
れ
な
ら
問
題
な
い

あ
れ
を
見
ろ
キ
リ
ト
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お
 
正
面
に
は

ま
る
で
岩
山
に
作
ら
れ
た
都
市
の
よ
う
な

複
雑
な
地

が
広
が

て
お
り

 
そ
こ
を
多
く
の
巨
人
族
が

し
て
い
る
の
が
見
え
た

お
お

で
か
い
な

ん

お
い

敵
が
一
体

こ

ち
に
向
か

て
く
る
ぞ

い
き
な
り
か
よ

総
員
戦
闘
配
置

 
そ
の
指

を
受
け

メ
ン
バ

達
は
そ
れ
ぞ
れ
戦
闘
態
勢
を
と

た
の
だ
が

 
そ
の
巨
人
族
は
ハ
チ
マ
ン
達
に
は

目
も
ふ
ら
ず
ト
ン
キ

目
が
け
て
突
き
進
ん
で
い
く

 
そ
れ
を
迎
え
撃
つ

か
ト
ン
キ

も

え
二
体
の
モ
ン
ス
タ

は
そ
の
ま
ま
戦
い
始
め
た

ト
ン
キ

は

神
系
モ
ン
ス
タ

だ
と
思
う
が
も
し
か
し
て
巨
人
族
と
は
仲
が
悪
い
の
か

か
も
し
れ
な
い
な

と
り
あ
え
ず
巨
人
を
倒
し
ち
ま
お
う

 
さ
す
が
に
ト
ン
キ

の
力
も
あ
り

敵
は
あ

さ
り
と

ん
だ

ハ
チ
マ
ン

も
う
一
体
来
て
る

落
ち
着
か
な
い
な

狩
場
と
し
て
は
何
と
も
い
え
な
い
が
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そ
の
直
後
に
ト
ン
キ

が

ま
る
で
安
全
地

を
確
保
す
る
か
の
よ
う
に

 

と

の
間
に
人
が
通
れ
る
ス
ペ

ス
を
確
保
し
つ
つ

岩
に

態
し
た

 
そ
の

間
に
こ
ち
ら
に
向
か

て
き
て
い
た
巨
人
は
動
き
を
止
め
く
る
り
と
引
き
返
し
た

お
お

ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ

て

ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
ら
し
い
な

巨
人
は
と
に
か
く
ト
ン
キ

を
狙

て
く
る
か
ら

 
そ
の
狙
い
か
ら
逃
れ
る

に

ト
ン
キ

が

態
し
た
ん
だ
ろ
う

う
わ

ト
ン
キ

て

が
い
い
の
ね

ま
あ
こ
れ
で

安
全
が
一
定

度
確
保
出
来
た
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
そ
の
安
全
と
い
う
言
葉
に
ク
ラ
イ
ン
が
反
応
し
た

い
つ
も
な
ら
こ
こ
で
連
合
の
奴
ら
が

魔
し
に
く
る
と
こ
ろ
だ
け
ど
今
日
も
来
る
か
ね

あ
い
つ
ら
し
つ
こ
い
か
ら
な

ま
あ
来
る
と
思
う
が

 
背
後
か
ら
の
奇
襲
は
防
げ
そ
う
だ
し
気
に
せ
ず
い
こ
う
何
せ
今
日
は
フ
ル
メ
ン
バ

だ
か

ら
な
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こ
う
し
て
狩
り
が
始
ま

た

コ
マ
チ
や
レ
コ
ン

そ
し
て
ア
ル
ゴ
が
敵
を
釣
り

 
そ
れ
を
残

た
メ
ン
バ

が

ガ
ン
ガ
ン
狩

て
い
く

 
そ
れ
を
モ
ニ
タ

で
見
て
い
た
ゲ
ス
ト
組
は

そ
の
手

に
感

し
て
い
た

う
わ

凄
い
迫
力
だ
ね

最
強
ギ
ル
ド

て
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ

あ
の
魔
法
の

文

覚
え
ら
れ
る
気
が
ま

た
く
し
な
い
ん
だ
け
ど

 
丁
度
そ
の
時
巨
人
の
巨
体
が
ぐ
ら
り
と

れ

そ
の

が
後
方
に

け
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
カ
ウ
ン
タ

で
あ
る

な

何
で
あ
れ
だ
け
の
体
格
差
が
あ
る
の
に
カ
ウ
ン
タ

を
決
め
ら
れ
る
の

う
わ
キ
リ
ト
君
の
カ
ウ
ン
タ

が
決
ま
る
事
を
分
か

て
た
み
た
い
な
あ
り
え
な
い
追
い

討
ち

き
き
れ
な
い
敵
は

魔
法
と
遠

攻
撃
で

て
る
ね

本
当
に
え
げ
つ
な
い

 
こ
の
時

他
に
も
こ
の
戦
闘
を
見
て
い
る
者
が
い
た

連
合
の
先
遣

で
あ
る

フ
ル
メ
ン
バ

の
あ
い
つ
ら
に

を

る
の
は
自
殺
行

だ
な
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今
召
集
を
か
け
て
る
か
ら

最
大

人
は
集
め
ら
れ
る
は
ず
だ

 
い
つ
ま
で
も
あ
い
つ
ら
だ
け
に
で
か
い
面
を
さ
せ
て
お
か
な
い
さ

 
さ
て

そ
ろ
そ
ろ

当
に
休

を

ん
で
い
く
か

了
解

そ
れ
じ

あ
ペ

ス
を
落
と
そ
う

俺
は
ち

と
ト
イ
レ
だ
な

そ
ん
な
感
じ
が
す
る

あ

俺
も
俺
も

そ
れ
じ

あ
私
も

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
そ
れ
に
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
ト
ン
キ

の
陰
に
移
動
し
ロ
グ
ア

ウ
ト
し
た

 
一
方
残
る
者
達
の
中
で
は

熱
心
に
先
輩
に
教
え
を

う
者
が
多
く
見
ら
れ
た

 

え
ば
最
近
め
き
め
き
と
力
を
つ
け
て
き
た

タ
ン
ク
の
セ
ラ
フ

ム
で
あ
る

ユ
イ
ユ
イ

私
に
も

と

タ
ン
ク
の
技
術
を

セ
ラ
フ

ム
も

分
力
が
上
が

て
き
た
し

そ
ろ
そ
ろ
次
の

か
な

ヘ
イ
ト
管
理
が
少
し
苦
手
で
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Ａ
Ｌ
Ｏ
は

明
確
に
職
業
が
分
岐
し
て
る

じ

な
い
か
ら
大
変
だ
よ
ね

 
他
に
も
フ

イ
リ
ス
は

イ
ロ
ハ
や
ユ
ミ

と
熱
心
に
魔
法
談
義
を
し
て
い
た

何
か
魔
法
の

文
を
覚
え
る
コ
ツ
は
あ
る
の
か
ニ

う

ん

や

ぱ
り
慣
れ

私
も
勉
強
は
そ
ん
な
に
得
意
じ

な
い
け
ど

い
つ
の
間
に
か
覚
え
て
ま
し
た
ね

 
歌
の
歌

を
覚
え
る
み
た
い
な
感
じ

フ

イ
リ
ス
は
で
も

覚
え
が
い
い
方
だ
と
思
う

う
ん

種
族
的
に
不
得
意
だ
と
言
わ
れ
て
る
魔
法
も
か
な
り
覚
え
て
る
み
た
い
だ
し

多
く
の
魔
法
を
駆
使
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
が
理
想
な
の
ニ

 
こ
こ
に
来
て
か
ら
フ

イ
リ
ス
が
日
ご
ろ

え
て
た
欲
求
が
ど
ん
ど
ん
叶
え
ら
れ
て
い
く
か

ら 
今
は
と
に
か
く
楽
し
く
て
仕
方
な
い
の
ニ

う
ん

楽
し
い
よ
ね

ハ
チ
マ
ン
と
出
会
え
た
事
は

フ

イ
リ
ス
の
人
生
の
中
で
一

二
を
争
う
大
き
な
出
来
事

ニ

よ
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ク
リ
シ

ナ
は

シ
ノ
ン
や
リ
ズ
ベ

ト
と

援
魔
法
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た

ク
リ
シ

ナ
の
魔
法

Ａ
Ｌ
Ｏ
じ

今
ま
で
専
門
に
使
う
人
は
い
な
か

た
け
ど

 
や

ぱ
り
あ
る
と
無
い
と
じ

違
い
だ
よ
ね

私
と
し
て
は

命
中
に
補
正
が
か
か

て
く
れ
る
の
は

本
当
に
助
か
る

前
衛
的
に
も

ど
う
し
て
も
敵
の
攻
撃
を
被

し
ち

う
タ
イ
ミ
ン
グ

て
あ
る
か
ら

 
そ
う
い
う
の
が

さ
れ
る
の
は

難
い
か
な

他
に
も
実
は
使
え
る
魔
法
が
あ
る
ん
じ

な
い
か

て

色
々

し
て
い
る
ん
だ
け
ど

そ
う
だ
ね

カ
タ
ロ
グ
ス
ペ

ク
だ
け
じ

計
れ
な
い
部
分

て
あ
る
し
ね

も

と
色
々

し
て
み
よ
う
ね

 
そ
の
間
も
ペ

ス
こ
そ
落
と
し
た
が

レ
コ
ン
が
敵
を
釣
り
続
け
て
お
り

 
そ
の
間
に
コ
マ
チ
は

ア
ル
ゴ
と
密
偵
の
役

に
つ
い
て

談
義
を
交
わ
し
て
い
た

情
報
収
集
の
他
に
も

や

ぱ
り
先
に
敵
を
見
つ
け
て
先
手
を
と
る
の
が
大
事
だ
よ
ナ

で
す
ね

コ
マ
チ
も
も
う
少
し

そ

ち
系
の
技
術
を
学
び
た
い
で
す

魔
法
も

よ
く
使
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
ナ

そ

ち
は
レ
コ
ン
君
が
得
意
な
ん
で
す
よ
ね
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ま
あ
コ
マ

ち
は

か
な
り
優

な
方
だ
と
思
う

で
も
ア
ル
ゴ
さ
ん
と
比
べ
る
と

ま
あ

験
の
差
だ
な

そ
の
う
ち
オ
レ

ち
な
ん
か

く
超
え
て
く
だ
ロ

そ
う
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す

と
り
あ
え
ず
そ
う
だ
な

今
こ
の
神

の
入
り
口
に
ど
ん
ど
ん
集
結
中
の

 
敵
集
団
の
事
く
ら
い
は
察
知
出
来
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
い
い
ナ

 
突
然
そ
う
言
わ
れ
た
コ
マ
チ
は

明
に
も
そ
ち
ら
に
顔
を
向
け
る
事
は
せ
ず

 
横
目
で
そ
ち
ら
を
チ
ラ

と
見
た

ま
じ
で
す
か

そ
れ
は
ま
ず
い
で
す
ね

別
に
ま
ず
く
な
い
さ

も
う
仲
間
達
に
は
密
か
に
伝
え
て
あ
る
か
ら
な

 
コ
マ

ち
と
レ
コ
レ
コ
に
は

釣
り
が
忙
し
そ
う
だ

た
か
ら
伝
え
る
の
が
最
後
に
な

ち

ま

た
け
ど
ナ

そ
れ
じ

あ
お
兄
ち

ん
も
こ
の
事
は

あ
あ

も
ち
ろ
ん
知

て
る
ぞ

ど
う
や
ら
あ
え
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

 
誘
い
を
か
け
る
事
に
し
た
み
た
い
だ
ナ
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な
る
ほ
ど

ち
な
み
に
そ
れ
だ
け
じ

な
い
ん
だ
が

そ
れ
は
後
の
お
楽
し
み
だ

 
お
い

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
落
ち
た
み
た
い
だ
ぞ

問
題
は
ソ
レ
イ
ユ
と
ユ
キ
ノ
だ
が

お

あ
の
二
人
も
落
ち
る
ん
じ

な
い
か

よ
く
見
え
な
い
が

あ
そ
こ
に
移
動
し
た

て
事
は
そ
う
い
う
事
だ
な

仲
間
は
何
人
集
ま

て
る

今

人
を
超
え
ま
し
た

よ
し
そ
ろ
そ
ろ
襲
撃
だ
主
だ

た
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

を
集
め
て
く
れ
役

分
担
を
相

談
し
よ
う

 
ね

八
幡
さ
ん

んあ
の
人
達

た
ま
た
ま
狩
場
が
か
ち
あ

た
別
の
ギ
ル
ド
の
人
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い
や

あ
い
つ
ら
は

俺
達
を
襲
お
う
と
し
て
る
敵
対
ギ
ル
ド
の
奴
だ
な

 
ア
ル
ゴ
が
発
見
し
て
く
れ
て

ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
時
に

 
モ
ニ
タ

で
入
り
口
が
見
え
る
よ
う
な

置
で
落
ち
て
き
た
ん
だ
よ

ど
う
見
て
も

発
見
さ
れ
て
い
る
事
に
気
付
い
て
ま
せ
ん
よ
ね

う
ち
の

候
は
優

だ
か
ら
な

 
八
幡
は

Ａ
Ｂ
Ｃ
に
質
問
さ
れ

そ
ん
な
説
明
を
し
て
い
た

ま
あ
見
て
ろ

て

こ
れ
か
ら
面
白
い
事
が

き
る
か
ら
な

あ
ん
た
達
が
い
な
く
て
大
丈
夫
な
の

小
猫
お
前
は

大
勢
で
キ
リ
ト
を
囲
ん
だ
が
そ
の
時
何
が
あ

た
か
覚
え
て
る
だ
ろ

う

ひ

人
の
黒
歴

を
こ
ん
な
所
で
披
露
し
な
い
で
よ

ま
あ
あ
の
時
み
た
い
に
と
ん
で
も
な
い
差
が
あ
る

じ

な
い
が

 
戦
闘
は

じ

な
い
と
こ
ろ
を
今
回
は
あ
い
つ
ら
に
思
い
知
ら
せ
て
や
る
さ

 
そ
れ
に
俺
達
も

中
か
ら
ち

ん
と
戦
闘
に
参
加
す
る
し
な

 
そ
ろ
そ
ろ
あ
い
つ
ら
に
も

ヴ

ル
ハ
ラ
の

力
を
し

か
り
と
見
せ
つ
け
て
や
る

相
手
が
気
の

に
な
る
わ
ね
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そ
ろ
そ
ろ
敵
が
突
入
し
て
く
る

合
い
だ
な

ま
あ
お
前
は
の
ん
び
り
と
見
物
し
て
ろ

 
そ
し
て
モ
ニ
タ

の
中
で

つ
い
に
敵
が
動
い
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
わ

八
幡
君

頑
張

て
ね

 
香
蓮
が
八
幡
に
声
援
を
送
る

お
う

任
せ
ろ

今
日
は
徹

的
に
や

て
や
る
さ

罠
も
は

て
あ
る
し
な

罠
 
そ
の
時
水
分
補

を
し
て
い
た
雪
乃
が

横
か
ら
そ
う
言

た

分
か
ら
な
い

こ
こ
に
い
る
は
ず
な
の
に

い
な
い
人
が
い
る
で
し

う

雪
乃
さ
ん

そ
れ

て

あ

 
そ
れ
を
隣
で

い
て
い
た
優
里
奈
が

き

ろ
き

ろ
し
な
が
ら
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に

言

た
ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

行
く
ぞ

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

お
う

う
ん
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え
え

 
こ
う
し
て
敵
は
奇
襲
を
仕

け
た
つ
も
り
で

逆
に
罠
の
中
に
飛
び
込
む
事
と
な

た



 第５０７話 八月八日・超えられない壁

 
第
５
０
７
話
 
八
月
八
日
・
超
え
ら
れ
な
い
壁

い
く
ぞ

今
日
こ
そ

き
ヴ

ル
ハ
ラ
に

を
下
し
て
や
れ

突
撃

突
撃

敵
の
主
力
は
不
在
だ

今
が
チ

ン
ス
だ
ぞ

 
連
合
の
中
の

ま
と
め
役
を
努
め
て
い
る
何
人
か
が

メ
ン
バ

達
を
そ
う
煽
り

 

プ
レ
イ
ヤ

は

殺
せ
殺
せ
と
叫
び
な
が
ら
突
撃
し
て
い

た

 
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
は
ア
ル
ゴ
に
言
わ
れ
て
い
た
通
り
即
座
に
敵
を
釣
る
の
を
や
め
引
き

返
し
た

敵
襲

フ

メ

シ

ン
を
組
め

先

は
ユ
イ
ユ
イ
と
セ
ラ
フ

ム

 
中
央
に
私
と
ク
リ
シ

ナ
物
理
ア
タ

カ

は

に
展
開
魔
法
ア
タ

カ

は
後
方
へ

私
も
回
復
を
補
助
す
る
わ

私
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
し
ま
す

私
も
こ
こ
は

回
復
メ
イ
ン
で
い
き
ま
す
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現
在
残

た
唯
一
の
専
門
ヒ

ラ

で
あ
る
メ
ビ
ウ
ス
が
そ
う
指

を
出
し

 
リ

フ

と
ユ
イ
と
シ
リ
カ
が
そ
う

し
出
た

 
ど
う
や
ら
ユ
イ
は
そ
の
戦
闘
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の
能
力
を
ヒ

ル
関
係
に
特
化
さ
せ
た
よ
う

だ 

精

態
の
ま
ま
メ
ビ
ウ
ス
の

に
乗
り
回
復
対
象
が
か
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
声
を
出
し
つ

つ 
ユ
イ
は
と
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は
思
え
な
い

的
確
な
回
復

援
を
行

て
い
た

敵
の
魔
法
部

を
散

で

え
る
わ

援
護
よ
ろ
し
く

 
シ
ノ
ン
の
そ
の
宣
言
に
答
え
た
の
は
コ
マ
チ
だ

た

お
待
た
せ

そ
の
援
護

コ
マ
チ
に
任
せ
て

 
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
も
無
事
に
仲
間
の
下
へ
と

り

後
衛

の
ガ

ド
に
つ
い
た

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
攻
撃
を
開
始
す
る
わ
ね

そ
の
背
中

コ
マ
チ
が

か

た

 
そ
の

間
に
ク
リ
シ

ナ
か
ら

遠

攻
撃
関
連
の
バ
フ
が
飛
ぶ

 
射
撃
の

間
に
シ
ノ
ン
の
体
が
光
り

シ
ノ
ン
が
放

た

は
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敵
の
魔
法
使
い
達
が

に
集
中
出
来
な
い
よ
う
に

散

と
な

て
敵
に
降
り
注
い
だ

 
こ
れ
は

の

以
前
ハ
チ
マ
ン
に
も
ら

た

の

果
で
あ
る

く
そ

あ
の

使
い
を
狙
え

下

こ
こ
は
通
さ
な
い

お
ら
お
ら
お
ら

通
れ
る
も
の
な
ら
通

て
み
な
よ

 
セ
ラ
フ

ム
と
ユ
イ
ユ
イ
は
近
場
を
通
過
し
よ
う
と
す
る
敵
に
シ

ル
ド
バ

シ

を
か
ま

し 
敵
の
進
路
を
塞
ぎ
な
が
ら

戦
闘
を
行

て
い
た

く
そ

二
人
し
か
い
な
い
く
せ
に

大
き
く
回
り
こ
め

敵
は
少

だ

の
力
で
押
せ

俺
達
が
お
前
ら
を
簡

に
通
す
と
で
も

こ
れ
で
も
タ
ン
ク

験
だ

て
あ
る
ん
だ

な
め
ん
な
よ

時
代
劇
で
学
ん
だ
殺

の
技
術
が

を

く

い
や
ク
ラ
イ
ン

力
が
抜
け
る
事
を
言
う
な
よ

 
そ
う

才
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
も

エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
は

 
敵
を
ノ

ク
バ

ク
さ
せ
る
事
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
敵
の
侵
入
を
ほ
と
ん
ど
防
い
で
い
た
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く
そ

主
力
が
い
な
い
く
せ
に
手
ご
わ
い

中
々
突
破
出
来
ね
え

 
連
合
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
口
々
に
そ
う
叫
ぶ
中

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
は
そ
れ
に
反

し
た

主
力
が
い
な
い

お
前
ら
何
を
言

て
る
ん
だ

う
ち
は
全
員
が
主
力
だ

つ
の

俺
達
な
ら
簡

に
倒
せ
る
と
で
も
思

た
の
か

 
そ
ん
な

た
れ
た
奴
ら
に

俺
達
が
倒
せ
る

が
無
い
だ
ろ

そ
う
そ
う

君
達

き
の
相
手
は

私
達
で
十
分
だ
よ

私
達
で
十
分
だ
か
ら
ね

 
メ
ビ
ウ
ス
が
何
故
か
そ
の

な
セ
リ
フ
を
二
度
言
い

 
連
合
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

皆

に
血
を
の
ぼ
ら
せ
た

く
そ
が

絶
対
に
全
滅
さ
せ
て
や
る

進
め

進
め

突
破
さ
え
す
れ
ば
こ

ち
の
勝
ち
だ

 
ど
う
し
よ
う
か
な

久
々
に
大
き
い
の
を
撃
ち
た
い
ん
だ
け
ど
な

 
で
も
仲
間
の
成
⻑
も
見
守
り
た
い
し

で
も
そ
ろ
そ
ろ
か
な

う

ん

 
一
人
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
フ
リ
を
し

そ
の
場
に
残

て
い
た
ソ
レ
イ
ユ
は

し
て
い
た
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ハ
チ
マ
ン
の
予
定
だ
と

こ
こ
で
ソ
レ
イ
ユ
が
奇
襲
ぎ
み
に
大
き
な
魔
法
を
ぶ
つ
け
る
予
定

だ

た
の
だ
が

 
ソ
レ
イ
ユ
は
仲
間
達
が
奮
戦
し
て
い
る
の
を
見
て

 
ど
う
や
ら
介
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て
し
ま

た
よ
う
だ

 
そ
れ
で
も
そ
ろ
そ
ろ

を
現
そ
う
か
と
考
え
た
矢
先
メ
ビ
ウ
ス
の
先
ほ
ど
の
セ
リ
フ
が

こ

え
たそ

う
そ
う

君
達

き
の
相
手
は

私
達
で
十
分
だ
よ

私
達
で
十
分
だ
か
ら
ね

う
わ

先
を
越
さ
れ
た
上
に
二
回
言
わ
れ
た

も
し
か
し
て
念
を
押
さ
れ
ち

た

 
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
う
考
え

々
動
け
な
く
な

て
い
た

 
丁
度
そ
こ
に

ハ
チ
マ
ン
達
が
再
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た

 
 

お
い
馬

姉

何
を
や

て
や
が
る

あ

み
ん
な

て
き
ち

た
ん
だ

そ
れ
が
さ

 
ソ
レ
イ
ユ
は
ハ
チ
マ
ン
達
に

況
を
説
明
し

判
断
を
ハ
チ
マ
ン
に

投
げ
す
る
事
に
し
た

な
る
ほ
ど

そ
う
な
る
と
ど
う
す

か
な

確
か
に
新

加
入
組
の
実
戦

験
が
足
り
な
い
の
は
確
か
な
ん
だ
よ
ね
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だ
よ
ね
だ
よ
ね

ユ
キ
ノ
ち

ん
は
ど
う
見
る

回
復
は
足
り
そ
う

見
た
感
じ

ま
だ
魔
法
ア
タ

カ

が
ほ
と
ん
ど
動
い
て
い
な
い
か
ら

 
こ
こ
で
敵
を
引
き
付
け
て

大
き
い
の
を
く
ら
わ
す
つ
も
り
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
う
な

た
ら
回
復
の
負
担
も

る
と
思
う
わ

俺
も
そ
う
思
う
な

あ
い
つ
ら
何
か
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
る
し

あ

ほ
ら

 
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
よ
う
に

を
始
め
た

そ
ろ
そ
ろ
く
る
ぞ

 
キ
リ
ト
も
そ
れ
に
同
意
し

ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず

そ
の
時
を
待
つ
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
も
う
少
し
様
子
を
見
る
か

そ
う
だ
ね

お

つ
い
に
か

 
そ
し
て
五
人
が
見
守
る
中
イ
ロ
ハ
ユ
ミ

フ

イ
リ
ス
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
の
魔
法
が
発

動
し
た

も
う
す
ぐ
突
破
出
来
る
と
か
思

ち

い
ま
し
た
か

 
す
み
ま
せ
ん
が

そ
う
は
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね

囲

大
ア

ス
ウ

ル

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
が
そ
う
言

て

敵
を
囲
む
よ
う
に
土
壁
を

さ
せ
た
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う
わ

今
の

い
た
か

あ
い
つ
の
性
格
の
悪
さ
が

み
出
て
る
よ
な

も
う
ハ
チ
マ
ン
君

た
ら

そ
う
い
う
事
を
言
わ
な
い
の

ユ
キ
ノ
ジ

ベ
リ
ン

も
と
い
ア
イ
ス
ジ

ベ
リ
ン

 
そ
し
て
イ
ロ
ハ
の

魔
法
で
作
り
出
さ
れ
た

が

上
空
か
ら
敵
に
降
り
注
い
だ

ね

今
イ
ロ
ハ
さ
ん

私
の
名
前
を
魔
法
名
扱
い
し
て
な
か

た

あ
あ

そ
う
い
え
ば
こ
の
前

ア
イ
ス
ジ

ベ
リ
ン
を
使
う
お
前
の

を
見
て

 
私
も
あ
れ
を
使
い
た
い
と
か
熱
心
に
言

て
た
な

だ
か
ら
と
い

て

名
前
ま
で
変
え
な
く
て
も

あ
あ
も
う
き
も
い

う
ざ
い

し
つ
こ
い

さ

さ
と
消
え
な

回
転
型
ゲ
ヘ
ナ
フ
レ
イ
ム

 
そ
し
て
ユ
ミ

が

た
い
目
で
放

た
魔
法
は

通
常
の

魔
法
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え

 
ま
る
で
ミ
キ
サ

の
刃
の
よ
う
に

が
回
転
す
る
魔
法
で
あ

た

お

珍
し
い
魔
法
だ
な

文
を
ア
レ
ン
ジ
出
来
る
よ
う
に
な

た
ん
だ

や
る
な

ユ
ミ

も
強
く
な

た
も
の
ね

最
後
は
フ

イ
リ
ス
か

ま
あ
ア
レ
だ
ろ
う
な
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う
ん

ア
レ
だ
よ
ね

あ
れ
は
フ

イ
リ
ス
ち

ん
の
お
気
に
入
り
だ
し
ね

 
そ
し
て
最
後
に
フ

イ
リ
ス
が

高
ら
か
に
こ
う
叫
ん
だ

リ
ン
グ
ス
ラ
イ
サ

要
す
る
に
気

ニ

ン

お

今

て
言

た
か

ど
う
な
る
の
か
し
ら

 
フ

イ
リ
ス
が
放

た
光
の

は

敵
の
中
央
に
達
し
た

間

い
く
つ
も
の

に
分
か
れ

 
四
方
八
方
へ
と
飛
ん
で
い
き

敵
を
切
り

い
た

こ
れ

広
い
所
だ
と
避
け
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
こ
う
し
て

い
フ

ル
ド
に

じ
込
め
ら
れ
る
と
か
な
り
え
げ
つ
な
い
な

高
さ
も
太
も
も
の

り
の
一
番
避
け
に
く
い
所
を
通
過
し
て
る
し
ね

そ
こ
ま
で
考
え
て

文
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
の
か

さ
す
が
研
究
熱
心
だ
な

し
か
も
あ
れ

中
々
消
え
な
い
ん
だ
よ
ね

 
そ
の

間

自

か
ら
何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

が
飛
び
出
し
た

 
フ
カ
次
郎

ア
ル
ゴ

キ
ズ
メ
ル

リ
ズ
ベ

ト

リ

フ

で
あ
る
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お
待
た
せ
し
ま
し
た

フ
カ
ち

ん
降
臨

た
ま
に
は
オ
レ

ち
も
運
動
し
な
い
と
ナ

キ
ズ
メ
ル

参
る

あ
ん
た
達

一
人
も
逃
が
さ
な
い
わ
よ

回
復
メ
イ
ン
は
こ
こ
ま
で
よ

こ
の
私
の
剣
の

に
な
り
な
さ
い

 
そ
し
て
混
乱
す
る
敵
の
魔
法
使
い
を
中
心
に

五
人
は
思
う
ま
ま
に
蹂
躙
し

 
他
の
仲
間
達
も

フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
遣
い
な
が
ら

 
残
る
敵
に
激
し
い
攻
撃
を
加
え
た

今
の
攻
撃
で

敵
は
半
分
く
ら
い
に
は
な

た
か
な

 
そ
の
時
敵
の
方
か
ら

き

て
な
ら
な
い
言
葉
が

こ
え
た

お

お
い

こ
れ
は
さ
す
が
に
や
ば
く
な
い
か

大
丈
夫
だ

援
軍
の
第
二

が
も
う
す
ぐ
到
着
す
る

 
五
十
人
く
ら
い
は
確
保
す
る
事
に
成
功
し
た
ら
し
い

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
人
海
戦
術
で
押
し
だ
な

 
そ
れ
を

い
た
ソ
レ
イ
ユ
は

う
ず
う
ず
し
た
表
情
で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た
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ハ
チ
マ
ン
君

だ

て
よ

は

分
か
り
ま
し
た
よ

ユ
キ
ノ

俺
達
が
外
に
出
た
ら
入
り
口
を
塞
い
で
く
れ

 
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は
そ
の
後
ユ
キ
ノ
と
三
人
で
こ

ち
の
敵
を
さ

さ
と
全
滅
さ
せ
て
く
れ

了
解

そ
れ
じ

あ
二
十

後
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ソ
レ
イ
ユ
の
手
を

り

文
を

え

そ
の

を
消
し
た

 
そ
の
き

か
り
二
十

後

ユ
キ
ノ
の
魔
法
が
発
動
し

 
い
き
な
り
連
合
の
プ
レ
イ
ヤ

の
背
後
に
巨
大
な

の
壁
が
作
り
出
さ
れ
た

ブ
リ
ザ

ド
ウ

ル

 
そ
の
壁
は

触

た
者
を

り
つ
か
せ

き
飛
ば
す
仕
様
に
な

て
お
り

 
飛
行
が
不
可
能
な
こ
の
場
所
で
は

凶
悪
す
ぎ
る
性
能
を

て
い
た

な

何
だ

ま

ま
さ
か
絶
対

度
が

だ

て
あ
い
つ

ヒ

ラ

だ
ろ

馬

野
郎

プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
を
決
め
る
の
は
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
り



 第５０７話 八月八日・超えられない壁

 
別
に
そ
う
い
う
職
業
が
あ
る

じ

ね
え
よ

た
だ

宜
的
に
分

さ
れ
て
る
だ
け
だ

 
変
な
思
い
込
み
を
持
つ
と

死
ぬ
ぞ

す

す
ま
ね
え

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
が

を
現
し

連
合
の
プ
レ
イ
ヤ

の
中
か
ら
こ
ん
な
声
が

こ
え
た

く
そ

主
力
の
一
人
が

て
き
ち
ま

た

い
や

最
初
か
ら
い
た
け
ど
見
物
し
て
た
だ
け
だ
ぞ

 
そ
の
声
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に

キ
リ
ト
が
続
い
て

を
現
す

く

黒
の
剣
士

 
そ
し
て
最
後
の
一
人
も

を
現
し
た

そ
う
そ
う

う
ち
の
仲
間
達
は
頼
り
に
な
る
か
ら

 
何
も
し
な
く
て
も
あ
な
た
達
は
全
滅
し
て
た
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
だ
と
暇
す
ぎ
る
か
ら

参
加
す
る
事
に
し
た
だ
け
だ
よ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

ま
で

 
そ
し
て
三
人
は
先

に
歩
み
出
て

攻
撃
体
制
を
と

た

さ
て

第
二
ラ
ウ
ン
ド
だ
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ち

し

し
か
し
ま
だ
こ

ち
に
は
援
軍
が
い
る
ん
だ

 
あ
の

の
壁
が

果
時
間
を
過
ぎ
て
消
え
た
時
が

お
前
ら
の
最
後
だ

ん

そ
れ
な
ら
ハ
チ
マ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
が
も
う
対
処
し
て
る
と
思
う
け
ど
な

な

何
だ
と

 
そ
の

間
に

す
さ
ま
じ
い

音
と
共
に

大
地
が

れ
た

ほ
ら
な

ま

ま
さ
か

 
そ
し
て

の
壁
が
消
え

そ
の
向
こ
う
に
立

て
い
た
人
物
が

 
連
合
の
生
き
残

た
プ
レ
イ
ヤ

達
に

い
調
子
で

を
し
た

よザ
・
ル

ラ

だ

く
そ

ハ
チ
マ
ン
め

も
ち
ろ
ん
私
も
い
る
わ
よ

絶
対
暴
君

い
つ
の
間
に
後
ろ
に



 第５０７話 八月八日・超えられない壁

 
そ
し
て
連
合
の
プ
レ
イ
ヤ

達
を
見
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
に
や
り
と
笑
い
な
が
ら
言

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
大
人
し
く
こ
こ
で
死
ん
で
く
れ

今
日
は
オ
レ
の
誕
生
日
な
ん
で
な
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第
５
０
８
話
 
八
月
八
日
・
そ
の
戦
い
の
裏
側
で

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
が
ロ
グ
イ
ン
し

残
さ
れ
た
者
達
は

 
興
味

々
で
モ
ニ
タ

に
見
入

て
い
た

Ａ
Ｌ
Ｏ

て
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
し
か
知
ら
な
い
か
ら
新
鮮
だ
ね

そ
う
い
え
ば
こ
こ
に
い
る
全
員

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
事
し
か
知
ら
な
い
か

 
も
し
く
は
ど

ち
も
知
ら
な
い
人
ば

か
り

す
か

 
闇
風
が

メ
ン
バ

を
ぐ
る
り
と
見

し
な
が
ら
そ
う
言

た

あ
た
し
も
千
佳
も

ど

ち
も
や

て
な
い
よ
ね

う
ん

そ
の
う
ち
余

が
出
来
た
ら
や

て
み
た
い
気
は
す
る
け
ど
ね

そ
の

に
は

千
佳
の
代
わ
り
に
店
を
き
り
も
り
し
て
く
れ
る

 
素
敵
な

那
様
を
捕
ま
え
る
の
が
必
須

件
だ
よ
ね

 
千
佳

そ
う
い
う
チ

ン
ス
が
あ

た
ら
絶
対
に
逃
さ
な
い
よ
う
に
ね

そ
れ
は
そ
の
通
り
な
ん
だ
け
ど
人
生
最
大
の
チ

ン
ス
を
棒
に

た
か
お
り
が
そ
れ
を
言

う



 第５０８話 八月八日・その戦いの裏側で

そ

そ
れ
は
言
わ
な
い
で

 
千
佳
が
言

た
の
は

当
然
中
学
の
時
に

八
幡
か
ら
の
告
白
を
断

た
時
の
事
な
の
だ
が

 
か
お
り
が
あ
ま
り
に
も
落
ち
込
ん
だ
様
子
を
見
せ
た

 
誰
も
そ
の
事
に
つ
い
て

ね
て
く
る
者
は
い
な
か

た

う
ち
も

験
は
無
し
か
な

今
は
と
に
か
く

秘
書
に
な
る

の
勉
強
が
忙
し
い
ん
だ
よ
ね

南
は
本
当
に
頑
張

て
い
る
か
ら

入
社
し
た
ら
少
し
は
の
び
の
び
す
る
と
い
い
わ
よ

い
え
室
⻑

う
ち
に
は
比
企
谷
を

え
る
と
い
う
使
命
が
あ
る
の
で

ま
あ
あ
ま
り
気
を
張
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
ね

は
い

 
南
は
元
気
よ
く
そ
う
言

た

目
標
が
あ
る
せ
い
か

 
今
の
南
は

日
の
生
活
が
と
て
も
充
実
し
て
い
る
よ
う
だ

 
だ
が
真
面
目
す
ぎ
る
の
も
良
く
な
い

い
ず
れ
八
幡
が
そ
の

り
を
何
と
か
し
よ
う
と
動

く
だ
ろ
う

俺
と
ダ
ル
は
こ
こ
の
仕
事
で
多
少
は

験
は
あ
る
が

ま
ゆ
り
は
未

験
だ
よ
な

 
そ
の
キ

マ
の
言
葉
に

ま
ゆ
り
は
反
応
し
な
か

た
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だ
が
シ

タ

音
が
立
て
続
け
に

こ
え

し
く
思

た
キ

マ
が
ま
ゆ
り
の
様
子
を

う
と

 
ま
ゆ
り
は
目
を

か
せ
な
が
ら
モ
ニ
タ

に
向
け
て

の
シ

タ

を
何
度
も
押
し
て

い
た

 
ど
う
や
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

の
制
服
に
興
味

々
ら
し
い

見
て

オ
カ
リ
ン

全
員
の
マ

ク
の
デ
ザ
イ
ン
が
違
う
よ

 
他
に
も
色
々

人
に
よ

て

し
て
る
み
た
い
だ
よ

凄
い
凄
い

 
ほ
ら

フ

リ
ス
ち

ん
の
マ

ク
は
ヘ

ド
ド
レ
ス
に
ネ
コ

だ
し

 
ク
リ
ス
ち

ん
の
マ

ク
は

ね

オ
カ
リ
ン

あ
れ

て
何

何
だ
ろ
う
な

ダ
ル

知

て
る
か

あ
の

い
の
は
人
の

で

の
部
分
に

マ

ク
を
配
置
し
た
ら
し
い
お

さ
し

め

の
イ
メ

ジ

て
感
じ
か

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

氏
ら
し
い

ち

ら
し
い
け
ど

 
僕
な
ん
か
か
ら
す
れ
ば
も
う
少
し
か
わ
い
ら
し
い
マ

ク
で
も
良
か

た
と
思
う
ん
だ
よ
ね

ま
あ
本
人
が
決
め
た
な
ら
そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な



 第５０８話 八月八日・その戦いの裏側で

あ
い
つ
は
実
験
大
好
き

子
だ
か
ら
仕
方
な
い
な

 
そ
し
て
最
後
に
残

た
Ａ
Ｂ
Ｃ
は

珍
し
く
真
面
目
な
顔
で
こ
う
言

た

私
達
は
今
年
受
験
だ
し

さ
す
が
に
余

が
無
い
か
な

詩
乃
に

分
差
を
つ
け
ら
れ
ち

た
し
ね

職
は
八
幡
さ
ん
の
コ
ネ
が
あ
る
か
ら
も
う
心
配
無
い
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
に

え
て
出

目
な
生
活
を
送
る

に
は
い
か
な
い
し
ね

大
学
に
い

て

ソ
レ
イ
ユ
に
入
る
の
に
必
要
な
事
を
し

か
り
勉
強
し
て

 
そ
の
息
抜
き
に
何
か
や
る
か
も
し
れ
な
い

て

度
か
な

三
人
と
も

将
来
の
事
を
ち

ん
と
考
え
て
る
の
ね

え
ら
い
わ

 
そ
う
宣
言
し
た
三
人
に

薔
薇
が
感
心
し
た
様
子
で
そ
う
言

た

 
三
人
は
嬉
し
そ
う
に

き

い
ず
れ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
薔
薇
に

を
下
げ
た

 
丁
度
そ
の
時
モ
ニ
タ

の
中
で
動
き
が
あ

た

ど
う
や
ら
狩
場
に
着
い
た
よ
う
だ

う
わ

あ
の
ト
ン
キ

て
モ
ン
ス
タ

岩
に

態
な
ん
か
出
来
る
ん
だ

ど
う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
あ
い
う
デ
ザ
イ
ン
と
能
力
に
し
た
ん
だ
ろ

確
か
に
謎
だ
よ
な
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き

と

の
お
か
し
い
人
が
考
え
た
ん
だ
ろ
う
ね

 
ち
な
み
に
そ
の

の
お
か
し
い
人
は

今
は

捕
さ
れ
て

の
中
で
あ
る

狩
り
が
始
ま

た
ね

さ
く
さ
く
倒
し
て
い
く
な

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
狩
り

て
こ
ん
な
も
ん
か

そ
う
見
え
る
か
も
だ
け
ど

ヴ

ル
ハ
ラ
の
狩
り
は
本
当
に
特

な
の
よ

 
参
考
ま
で
に

他
の
人
が
ネ

ト
に
ア

プ
し
た
狩
り
の
動
画

見
て
み
る

お

そ
ん
な
の
が
あ
る
ん
す
か

お
願
い
し

す

 
そ
の
闇
風
の
頼
み
に
薔
薇
は

く
応
え

別
の
モ
ニ
タ

に
呼
び
出
し
た
動
画
を
流
し
た

え
え
と

こ
の
敵

強
く
な
い
す
か

そ
の
敵
は

今
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
狩

て
い
る
敵
と
比
べ
る
と

 
ア
ン
ギ
ラ
ス
と
ゴ
ジ
ラ
く
ら
い
の
差
が
あ
る
わ
よ

薔
薇
さ
ん

そ
の

え

凄
く
分
か
り
に
く
い
で
す

あ
と
古
い

す

 
そ
う
言
わ
れ

一

言
葉
に
詰
ま

た
薔
薇
は

何
か
思
い
つ
い
た
の
か

ド
ヤ
顔
で
こ
う

言

た



 第５０８話 八月八日・その戦いの裏側で

メ
タ
ル
ス
ラ
イ
ム
と
は
ぐ
れ
メ
タ
ル
く
ら
い
の
差
が
あ
る
わ
よ

あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
が

さ

き
よ
り
は
分
か
り
や
す
い
で
す

 
そ
の

え
な
ら
理
解
出
来
た
の
か

闇
風
だ
け
で
は
な
く

他
の
者
達
も
驚
い
た

 
一
部
分
か

て
い
な
い
者
も
い
た
が

そ
の
者
に
は

薔
薇
が
別
の
説
明
を
し
た

 
ち
な
み
に
ま
ゆ
り
に
は

サ

ク
ル
と
壁
サ

ク
ル

 
千
佳
に
は
ホ
ワ
イ
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
と
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
バ
ラ

 
か
お
り
に
は
ソ
レ
ア
ル
と
ソ
レ
イ
ケ
ル
で
比

し
て
い
た

 
か
お
り
は
そ
れ
で
理
解
し
た
よ
う
だ
が
そ
の

え
は
他
の
者
に
は
当
然
ま

た
く
理
解
出
来

な
いま

あ
こ
れ
で
全
員

何
と
な
く
何
が

こ

て
る
の
か
は
分
か

て
も
ら
え
た
か
し
ら

う
ん

わ
か

た

で
も
室
⻑
の
説
明
は
本
当
に
ウ
ケ
ル
し

私
に
は
か
お
り
の

の

の
方
が
ウ
ケ
ル
ん
だ
け
ど
ね

で
も
千
佳
な
ら
何
と
な
く
分
か
る
で
し

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

あ
あ
も
う

こ
の
何
と
も
言
え
な
い
感
情
を

比
企
谷
君
と
共

し

た
い
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あ
た
し
に
は

千
佳
へ
の
説
明
の
方
が
ま

た
く
意
味
不
明
な
ん
だ
け
ど

薔
薇
の
品
種
よ

ま
あ
分
か
ら
な
く
て
当
然
ね

薔
薇
さ
ん
だ
け
に

て
か
そ
ん
な
名
前
の
薔
薇
が
あ
る
ん
だ

 
こ
う
し
て
一
通
り
説
明
が
終
わ

た
と
こ
ろ
で
モ
ニ
タ

を
見
な
が
ら
一
同
は
口
々
に
言

た
あ
れ
が
普
通
の
狩
り

本
当
に

ヴ

ル
ハ
ラ
の
狩
り
と

ん

ん
違
う

同
じ

件
で
比

し
な
い
と
ア
レ
だ
け
ど

八
幡
の
奴

平
然
と
見
物
し
て
や
が
る

ん

 
そ
の
時
画
面
の
中
で

ア
ル
ゴ
が
ハ
チ
マ
ン
に
何
か
話
し
か
け
て
い
る
の
が
見
え
た

 
そ
れ
を
受
け

ハ
チ
マ
ン
は
悪
そ
う
な
顔
を
す
る
と

ア
ル
ゴ
に
何
か
指

を
出
し

 
ア
ル
ゴ
も
そ
れ
を
受
け

他
の
仲
間
に
何
か
を

打
ち
し
て
い

た

あ
れ

何
を
し
て
る
ん
だ
ろ

さ
あ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
が
ほ
ぼ
全
員
の
所
に
行

た
の
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
突
然
こ
う
言
い
出



 第５０８話 八月八日・その戦いの裏側で

し
たさ

て

そ
ろ
そ
ろ

当
に
休

を

ん
で
い
く
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
先
に
落
ち
た

 
そ
の

モ
ニ
タ

は

ハ
チ
マ
ン
の
正
面
に

定
さ
れ
る
事
と
な

た

 

体
的
に
は
そ
の
広
場
の
入
り
口
に
向
い
て
い
る

ふ
う

休

休

と

あ

あ
の

八
幡
さ
ん

画
面
の
向
き
が

そ
う
よ
そ
う
よ

こ
れ
じ

あ
み
ん
な
の
戦
う

が
見
え
な
い
じ

な
い

 
あ
ん
た
に
し
て
は
珍
し
い
ミ
ス
よ
ね

そ
れ
が
実
は
ミ
ス
じ

な
い
ん
だ
な

お
前
ら

画
面
を
よ

く
見
て
み
ろ

画
面
を

 
そ
し
て
一
同
は

じ

と
画
面
を
見
つ
め

最
初
に

乃
が

そ
の
事
に
気
が
つ
い
た

あ

も
し
か
し
て
対
抗
部

が
来
て
る

さ
す
が
で
す
ね

そ
う
い
う
事
で
す

敵
襲
で
す

敵
が
来
て
る
の
か
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こ
ん
な
所
で
の
ん
び
り
し
て
て
い
い
の
か
よ

問
題
な
い

あ
い
つ
ら
は
そ
う
簡

に
や
ら
れ
た
り
し
な
い

 
そ
れ
に
敵
が
突
撃
し
て
き
た
ら

こ
の
画
面
で
す
ぐ
に
分
か
る
し
な

そ
れ
で
カ
メ
ラ
を
こ
の
向
き
に
し
た
の
か

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

さ

す
が
比
企
谷
君

ち

ん
と
保
険
も
か
け
て
あ
る
も
の
ね

雪
乃

 
そ
こ
に
雪
乃
も
合
流
し

こ
れ
で
こ
こ
に
リ

ダ

と
副
⻑
三
人
が
揃
う
事
と
な

た

保
険

一
体
何
を
し
た
ん
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

画
面
を
指
差
し
な
が
ら
言

た

こ
の
後
ろ
で
姉
さ
ん
が
待
機
中
だ

要
す
る
に
落
ち
た
フ
リ
を
さ
せ
て
あ
る

 
う
ち
の
最
大
戦
力
に

当
に
奇
襲
を
か
け
て
く
れ
と
伝
え
て
あ
る
ん
だ
よ

あ

そ
う
い
え
ば
社
⻑
が
い
な
い



 第５０８話 八月八日・その戦いの裏側で

な
る
ほ
ど

さ
す
が
と
い
う
か

あ

見
て

 
そ
し
て
画
面
の
中
で
は

次
々
と
敵
が
乗
り
込
ん
で
き
て
い
た

う
わ

凄
い

じ

な
い

本
当
に
大
丈
夫
な
の

大
丈
夫
だ

こ
こ
じ

飛
べ
な
い
か
ら

平
面
的
な
戦
い
に
な
る
し
な

ど
う
い
う
事

タ
ン
ク

え
え
と

盾
役
が
機
能
し
や
す
く
な
る

て
事
だ
な

で
も
あ
の

相
手
に
大
丈
夫
な
の
か

セ
ラ
フ

ム
も
成
⻑
し
て
き
た
か
ら
な

そ
れ
に
多
少
取
り
こ
ぼ
し
て
も

 
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
が
何
と
か
す
る
さ

リ
ズ
や
フ
カ
も
後
ろ
に

え
て
い
る
し
な

 
何
よ
り
姉
さ
ん
の
攻
撃
で

ほ
と
ん
ど
の
敵
が
行
動
不
能
に
な
る
ん
じ

な
い
か

 
だ
が
そ
の
八
幡
の
予
想
は
外
れ
た

い
つ
に
な

て
も
ソ
レ
イ
ユ
は
動
か
な
か

た
の
だ

社
⻑
が
動
か
な
い
ね

何
を
や

て
る
ん
だ
あ
の
馬

姉
は

仕
方
な
い

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

俺
達
も
行
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く
ぞ心

配
は
無
さ
そ
う
だ
け
ど

こ
ん
な
楽
し
そ
う
な
戦
い
に
参
加
し
な
い
手
は
な
い
し
な

さ

す
が
キ
リ
ト
君

相
変
わ
ら
ず
の
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

ね

ユ
キ
ノ
も
大

だ
と
思
う
け
ど
な

ほ
ら
二
人
と
も

行
こ

待

て
ア
ス
ナ

今
行
く
わ

お
う

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

行

て
く
る

 
四
人
は
そ
う
言

て

再
び
ロ
グ
イ
ン
し
て
い

た

 
そ
の
直
後
に
モ
ニ
タ

の
画
面
が
動
き

戦
闘
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た

お
う

戦
線
が
完

に

持
さ
れ
て
る
な

て
か
敵
の

が

分

て
る
ね

ハ
チ
マ
ン
達
は
外
に
移
動
す
る
の
か

 
ち
な
み
に
ソ
レ
イ
ユ
は

こ
の

で
も
う

文
の

を
開
始
し
て
い
た

ど
れ
ど
れ

お
お

ま
だ
遠
い
け
ど

敵
の
援
軍
が
結

来
て
る
ね

こ
の

は

つ
い
に
社
⻑
の
出
番
か



 第５０８話 八月八日・その戦いの裏側で

陽
乃
さ
ん

て
超

名
な
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
だ
よ
ね

ら
し
い
な

さ
て
ど
う
な
る
ん
だ

 
そ
し
て
一
同
が
見
守
る
中

ソ
レ
イ
ユ
の

文
の

が
完
了
し

 
最
後
に
ソ
レ
イ
ユ
は

文
名
を
高
ら
か
に
叫
ん
だ

ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
ネ
ビ

ラ

 
そ
の

間
に

が

を

き

近
く
に
い
る
者
達
を
引
き
寄
せ
始
め
た

う

う
わ

何
だ

敵
が
引
き
寄
せ
ら
れ
て

い
込
ま
れ

う

わ

え
げ
つ
な

 
そ
し
て
死

マ

カ

が
大

に
発
生
し

わ
ず
か
な
生
き
残

た
敵
も

 
ハ
チ
マ
ン
の
手
に
よ

て
殲
滅
さ
れ
た

姉
さ
ん

大
丈
夫
か

魔
力
が
切
れ
た
上
に

集
中
し
す
ぎ
て

が
ガ
ン
ガ
ン
す
る

中
の
連
中
を
片
付
け
て
る
ま
で
我
慢
し
て
く
れ
よ

 
と
り
あ
え
ず
俺
か
ら
絶
対
に
離
れ
な
い
よ
う
に
な
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う
ん

め
に
お
願
い
ね

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

部
屋
の
中
に
入
り

敵
に

を
し
た

よ



 第５０９話 八月八日・幸せな時間

 
第
５
０
９
話
 
八
月
八
日
・
幸
せ
な
時
間

よザ
・
ル

ラ

だ

く
そ

ハ
チ
マ
ン
め

も
ち
ろ
ん
私
も
い
る
わ
よ

 
先
ほ
ど
ま
で
ぐ

た
り
と
し
て
い
た
は
ず
の
ソ
レ
イ
ユ
が

 
こ
こ
で
余

た

り
な
表
情
で
そ
う
言
う
の
を
見
て

 
ハ
チ
マ
ン
は

さ
す
が
姉
さ
ん
は
よ
く
分
か

て
る
な
と

を
ま
い
た

つ
ら
い
だ
ろ
う
に

こ
う
い
う
所
は
や

ぱ
り
姉
さ
ん
だ
よ
な

 
そ
う
考
え
つ
つ
も

ハ
チ
マ
ン
は
敵
を

圧
す
る

に
こ
う
言

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
大
人
し
く
こ
こ
で
死
ん
で
く
れ

今
日
は
オ
レ
の
誕
生
日
な
ん
で
な

 
そ
の
お
か
げ
で
ハ
チ
マ
ン
に
殺
到
し
か
け
て
い
た
敵
も
足
を
止
め

 
そ
の
場
は
一

の
膠
着

態
に
陥

た

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
が
魔
法
の

を
開
始
し

ハ
チ
マ
ン
は
内
心

天
し
た
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そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
平
気
だ
ぞ

 
そ

と
ソ
レ
イ
ユ
に
そ
う

打
ち
し
た
ハ
チ
マ
ン
の

を

 
ソ
レ
イ
ユ
が

く
押
し
出
す
よ
う
に
ポ
ン
と
叩
い
た

 
そ
の

間
に
魔
法
が
発
動
し

敵
の
中
央
で

一

い

の
よ
う
な
も
の
が
発
生
し
た

 
魔
力
が
ほ
と
ん
ど
無
い

本
当
に
一

で
あ

た
が

 
そ
れ
は
十
分

と
い
え
る
も
の
に
な
り

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

間
に

 
ソ
レ
イ
ユ
の
手
を
引
き
な
が
ら

敵
の
中
央
へ
と
突

込
ん
だ

ひう
わ
あ
あ
あ
あ

 
敵
は
ど
う
や
ら

く

直
し
て
い
る
よ
う
で

目
だ

た
動
き
を
見
せ
ず

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
間
を
突
破
し

無
事
に
味
方
の
所
へ
と
合
流
す
る
事
が
出
来
た

ハ
チ
マ
ン

援
軍
は
ど
う
な

た

て

く
ま
で
も
な
い
か

姉
さ
ん
が

に
殲
滅
済
だ
た
だ
相
当
き
つ
い
ア
レ
ン
ジ
を
し
た
大
き
な
魔
法
を
使

た
ん
で

 
も
う
魔
力
が
空

ら
し
い
コ
マ
チ
姉
さ
ん
を
後
方
に
連
れ
て
い

て
ガ

ド
に
つ
い

て
く
れ



 第５０９話 八月八日・幸せな時間

分
か

た

ソ
レ
イ
ユ
お
姉
ち

ん

こ

ち
こ

ち

ご
め
ん
ね
コ
マ
チ
ち

ん

あ
り
が
と
う
ね

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
敵
に
向
き
直
り

々
と
中
央
で
宣
言
し
た

さ
て

第
二

い
や

第
三
ラ
ウ
ン
ド
開
始
だ

 
さ

さ
と
か
か

て
こ
い

時
間
が
も

た
い
な
い
か
ら
な

く

く
そ

い
つ
ま
で
も
な
め
ら
れ
て
た
ま
る
か

行
く
ぞ
お
前
ら

 
こ
こ
で
何
と
し
て
も

ハ
チ
マ
ン
を
討
ち
取
る
ぞ

無
理

無
謀

無
能

そ
ん
な
事
出
来
る
と
思

て
る
の

 
そ
の

に
セ
ラ
フ

ム
と
ユ
イ
ユ
イ
が
立
ち
は
だ
か
り
ハ
チ
マ
ン
の
両
翼
を
ガ

チ
リ
と

め
た

 
そ
の
更
に
隣
に
は
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
が

み
を
き
か
せ
た
ま
ま
で
あ
り

 
二
人
の
後
方
に
は
ユ
ミ

と
イ
ロ
ハ
が
そ
れ
ぞ
れ
付
い
て
い
る

 
専
門
の
タ
ン
ク
で
は
な
い
二
人
も

こ
う
し
て
魔
法
職
と
組
む
事
に
よ

て

 
囲
ま
れ
な
い

態
を
作
る
事
に
成
功
し
て
お
り

敵
の
突
破
を
完
全
に

め
る
と
思
わ
れ
た
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こ
う
な
る
と
連
合
に
と

て
は
つ
ら
い

ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
そ
の
足
も

く
な

る 
当
然
そ
の

況
で
ハ
チ
マ
ン
が
何
も
し
な
い

は
な
く

 
ハ
チ
マ
ン
は
ゆ

く
り
と
前
に
歩
き
出
し

こ
と
さ
ら
に
自
分
が
標
的
に
な
る
よ
う
に

 
完
全
に

騎
で
敵
の
前
へ
と
突
出
し
た

ど
う
し
た

か
か

て
こ
な
い
の
か

も

も
ち
ろ
ん
行
く
さ

お
前
ら

攻
撃
を

だ
か
ら
い
ち
い
ち
行
動
が
と
ろ
い
ん
だ

つ
の
少
し
は
自
分
で
考
え
て
行
動
出
来
な
い
の
か

 
こ

ち
は
い
ち
い
ち
ア
レ
を
し
ろ
コ
レ
を
し
ろ
な
ん
て
指

は
ま

た
く
出
し
て
い
な
い
ん
だ

が
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
一

で
敵
先

と
の

離
を
詰
め

 
敵
が

に
戦
闘
体
制
を
と
ろ
う
と
剣
を

え
よ
う
と
し
た
そ
の

態
で
カ
ウ
ン
タ

を
く

ら
わ
せ
た

ん
な
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そ
の

態
で
も
カ
ウ
ン
タ

は
出
来
る
ん
だ
ぞ

ほ
れ

次
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

り
飛
ば
し

次
に

か
ら

り
か
か

て
き
た
敵
に

 
二
刀
で
同
時
に
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら
わ
せ
た

 
そ
の

間
に

ハ
チ
マ
ン
の
背
後
か
ら
キ
リ
ト
と
フ
カ
次
郎
が
飛
び
出
し

 
敵
二
人
は
バ

サ
リ
と
両
断
さ
れ

キ
リ
ト
と
フ
カ
次
郎
は
敵
の
体
が
消
滅
し
な
い
う
ち
に

 
そ
の
敵
二
人
を
激
し
く
後
方
へ
と

り
つ
け

中
央
に

か
り
と

が
あ
い
た

 
そ
こ
に
飛
び
込
ん
だ
の
が

ア
ス
ナ
と
リ

フ

で
あ
る

 
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
で
あ
る
二
人
は

中
央
の
ス
ペ

ス
で

横
無
尽
に
剣
を

る
い

 
そ
れ
に
よ

て
そ
の

は

ど
ん
ど
ん
と
広
が

て
い

た

 

に
広
が

た
敵
は

魔
法
攻
撃
を
く
ら

て
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
て
い
き

 

て
て
魔
法
の

を
始
め
た
敵
は
シ
ノ
ン
の

に

か
れ
残
り
の
仲
間
達
も
そ
こ
に
殺
到

し 
連
合
の
生
き
残
り
達
は

の
優

を
ま

た
く
生
か
せ
ず
そ
の

を
加
速
度
的
に

ら
し

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

々
と
前
進
を
続
け
て
お
り

そ
の

は
タ
ン
ク
二
人
が
守
り
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連
合
の
生
き
残
り
は

も
は
や
ヴ

ル
ハ
ラ
と
同

の

二
十
人

度
と
な

て
い
た

であ
の

い
路
地
な
ら
敵
を
簡

に
は
通
さ
な
い
は
ず
だ

 
中
に
入

た
ら

タ
ン
ク
は
前
で
防
御
を

め
ろ

い
路
地

あ

お
前
ら

そ
こ
は

 
ハ
チ
マ
ン
が
制
止
し
よ
う
と
し
た
が

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
そ
れ
に

を
貸
さ
ず

 
我
先
に
と
そ
の
路
地
へ
と
逃
げ
込
ん
だ

ハ
チ
マ
ン

ど
う
す
る

ど
う
も
こ
う
も

こ
う
な

た
ら
見
て
る
だ
け
で
終
わ
る
だ
ろ
う
さ

だ
よ
な

 
そ
こ
で
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は
足
を
止
め

そ
の
場
に
ゆ

く
り
と

を
お
ろ
し
た

 
完
全
に
く
つ
ろ
ぎ
ム

ド
で
あ
る

な

何
の
つ
も
り
だ

何

て
言
わ
れ
て
も

な

 
ハ
チ
マ
ン
の

線
が
か
な
り
上
を
向
い
て
い
る
の
を
見
て

連
合
の
生
き
残
り
達
は
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釣
ら
れ
て
自
分
達
の
上
を
見
た

よ
く
見
る
と

分
と
天

が
近
く
に
迫

て
い
る

な

何
だ
こ
れ

ヴ

ル
ハ
ラ
は

こ
ん
な
仕

け
ま
で
作
れ
る
の
か

そ
ん
な

無
い
だ
ろ

馬

か
お
前
は

ほ
れ

良
く
見
ろ

 
そ
う
言
わ
れ
て

め
て
上
を
観
察
し
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

あ
る
事
に
気
が
つ
い
た

 
天

に
は
突

が
二
本
あ
り
そ
の
突

は

の
先
が
平
ら
に
な

て
い
る
よ
う
に
見
え

る
こ

こ
れ
は

ま
さ
か

生
き
物
の
足

正
解

ま
あ
も
う

い
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
の

間
に

ト
ン
キ

の
足
が
連
合
の
生
き
残
り
の
上
に

り
下
ろ
さ
れ
た

 
ト
ン
キ

は
何
度
も
何
度
も
そ
の
場
で
足

み
を
し
や
が
て
そ
の
場
は
静

に
包
ま
れ

た
よ
し

そ
れ
じ

あ
ま
た
交
代
で
休

し
な
が
ら
狩
り
を
続
行
な

ち

と
落
ち
る
場
所
を
変
え
よ
う

あ
そ
こ
だ
と
共
同
墓
地
に
い
る
み
た
い
で
落
ち
着
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か
な
い

だ
な

そ
れ
じ

あ
ト
ン
キ

に
は

今
度
は
反
対
側
の

に
移
動
し
て
も
ら
お
う

ト
ン
キ

こ

ち
こ

ち

 
一

で
敵
を

た
ト
ン
キ

は

そ
の
キ
リ
ト
の
呼
び
か
け
に
嬉
し
そ
う
に
答
え

 
言
わ
れ
た
通
り
に
逆
の
ス
ペ

ス
に
移
動
し

そ
こ
で
ま
た
岩
に

態
し
た

そ
れ
じ

あ
ま
だ
元
気
な
奴
は
残
る
と
し
て

疲
れ
た
奴
は
落
ち
て
休
ん
で
き
て
く
れ

 
ち
な
み
に
俺
は
残
る
か
ら
な

ハ
チ
マ
ン
様
が
残
る
な
ら

私
も
残
り
ま
す

セ
ラ
フ

ム
ち

ん
は
元
気
だ
な

私
は
一
度
落
ち
よ
う
か
な

フ

イ
リ
ス
は
ま
だ
ま
だ
い
け
る
ニ

私
は
も
ち
ろ
ん
大
丈
夫

ユ
キ
ノ
と
キ
リ
ト
君
も
だ
よ
ね

お
う

ま

た
く
問
題
な
い

私
も
興
が
乗

て
き
た
所
だ
し

も
う
少
し

に
慣
れ
た
い
か
ら

し
ば
ら
く
残
る
わ

コ
マ
チ
も
ま
だ
ま
だ
平
気
か
な

 
残
り
の
メ
ン
バ

は
一
度
落
ち
て
休

す
る
よ
う
で

結
局
八
人
だ
け
が
残
る
事
に
な

た
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そ
れ
じ

あ
コ
マ
チ
が
敵
を
釣

て
く
る
ね

頼
む

 
そ
の
ま
ま
平
然
と
狩
り
が
続
行
さ
れ
死

マ

カ

い
わ
ゆ
る
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
に
な

た
者
達
は

 
そ
れ
を

め
し
そ
う
に
画
面
の
向
こ
う
で
見
つ
め
て
い
た

 

あ
ら
ま
あ
あ

さ
り
と

ヴ

ル
ハ
ラ

て
強
い
ん
だ
ね

ゲ

ム
全
部
を
合
わ
せ
て
も

最
強
な
ん
じ

な
い

て
事
は
日
本
最
強

世
界
最
強
じ

な
い
で
す
か
ね

い
や

そ
う
言
わ
れ
て
も
全
然
想
像
が
つ
か
な
い
よ
な

 
観
客
達
は

そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
そ
し
て
次
々
と
プ
レ
イ
ヤ

が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
た

場
は
い
き
な
り
に
ぎ
や
か
に
な

た
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紅
莉
栖
ち

ん

お
疲
れ
様

う
う
む

お
前
も
も
う
す

か
り
ヴ

ル
ハ
ラ
の
戦
士
な
の
だ
な

ク
リ
ス
テ

ナ

テ

ナ
言
う
な

で
も
そ
う
ね

自
分
で
も
驚
い
て
い
る
ん
だ
け
ど

 
私
に
こ
ん
な
好
戦
的
な
部
分
が
あ

た
な
ん
て

思
い
も
し
な
か

た
わ

 
そ
う
言
わ
れ
た
キ

マ
と
ダ
ル
は

思
わ
ず
顔
を
見
合
わ
せ
た

氏
は

か
ら
そ
う
だ

た
よ
う
な

なだ
な

俺
が
何
度

い
目
に
合
わ
さ
れ
て
き
た
事
か

そ

そ
ん
な
事
無
い
わ
よ

無
い
わ
よ
ね

ま
ゆ
り

あ
は

紅
莉
栖
ち

ん
は
い
つ
も
元
気
だ
よ
ね

フ

ロ

に
な

て
な
い

 
一
方

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
大
人
し
い
似
た
者
同
士
と
し
て

 
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
優
里
奈
と
会
話
し
て
い
た
香
蓮
は

 
美
優
が

て
き
た
の
を
見
て

そ
ち
ら
へ
と
駆
け
寄

た

美
優

お
疲
れ
様
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お
う
コ
ヒ

ど
う
だ

た

フ
カ
ち

ん
は
格
好
良
か

た
だ
ろ
う

ふ
ふ

そ
う
ね

と
言
う

で

を
も
ん
で
く
れ
い

仕
方
な
い
な

別
に

わ
な
い
わ
よ

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
モ
ニ
タ

を
見
上
げ

ぎ

と
し
た

何
あ
の
敵
の

さ
す
が
と
い
う
か

 
人

が

た
に
も
関
わ
ら
ず

画
面
の
中
で
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
連
が

 
多
く
の
敵
を
同
時
に
相
手
ど
り

手
な
戦
闘
を

り
広
げ
て
い
た

さ

き
は
全
員
が
主
力
と
か
言

た
け
ど

や

ぱ
り
あ
い
つ
ら
は
ち

と
違
う
ん
だ
よ

な 
遼
太
郎
が
一
歩
進
み
出
て
そ
う
言
い

他
の
者
も
そ
れ
に
同
意
し
た

そ
れ
に
し
て
も
や
り
す
ぎ
じ

な
い

何
で
こ
ん
な

が

ト
ン
キ

が
一

を
現
し
た
せ
い
で

敵
が
こ

ち
に
多
く
向
か

て
る
最
中
に

 
小
町
が
釣
り
に
い

ち
ま

て

そ
れ
で
ト
レ
イ
ン
み
た
い
な
感
じ
に
な

た

い
ぞ
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あ
あ

そ
う
い
う

 
画
面
の
中
で
は
問
題
な
く
狩
り
が
成
立
し
て
い
そ
う
な
雰
囲
気
に
見
え
た
が

 
実

に
戦

て
い
る
者
達
は
必
死
だ

た

コ
マ
チ

多
い

ご
め
ん

ま
さ
か
こ
ん
な
に
い
る
と
は

ト
ン
キ

に
手
伝

て
も
ら
う
か

そ
し
た
ら
も

と
た
く
さ
ん
の
敵
が
来
ち

う
ん
じ

な
い

あ

そ

か

ま
あ
何
と
か
な
る
で
し

ユ
キ
ノ
さ
え
生
き
て
れ
ば

だ
な

頼
む
ぞ
ユ
キ
ノ

え
え

そ
こ
は
任
せ
て

気

ニ

ン

 
必
死
な
が
ら
も

ハ
チ
マ
ン
は
と
て
も
楽
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
お
り

 
彼
に
と

て
は
こ
の
日
の
狩
り
は

と
て
も
い
い
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な

た
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
今
日
が
ハ
チ
マ
ン
の
誕
生
日
だ
と
い
う
事
は
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町
に

た
連
合
の
プ
レ
イ
ヤ

の
間
で
広
め
ら
れ

 
狩
り
を
終
え
て
町
に

た
後

ハ
チ
マ
ン
は
多
く
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
囲
ま
れ

 

々
と
お
め
で
と
う
と
言
わ
れ
続
け
る
事
に
な

た

 
最
初
は
そ
れ
を
ニ
コ
ニ
コ
と
見
て
い
た
ア
ス
ナ
だ

た
が

 
さ
す
が
に
そ
の

の
多
さ
に
た
ま
り
か
ね
た
の
か

中
で
そ
こ
に

て
入
り

 
加
え
て
他
の
女
性

も
ガ

ド
に
付
き
そ
れ
で
や

と
そ
の

は
終
了
す
る
事
と
な

た

 
ふ
う

大
変
な

態
だ

た
ね

だ
な

何
か
す
ま
ん

八
幡
君

あ
ん
ま
り
表
に
出
て
こ
な
い
の
に

凄
い
人
気
だ

た
よ
ね

だ
な

何
で
だ
ろ
う
な

逆
に
そ
れ
が
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
い
い
ん
じ

な
い

な
る
ほ
ど

 
八
幡
達
は
ぐ

た
り
し

今
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
ソ
フ

に

を
下
ろ
し
て
い
た

 
そ
こ
に
陽
乃
が
手
配
し
て
い
た
バ

ス
デ

ケ

キ
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
運
ば
れ
て
き
て
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八
幡
は
目
を

く
し
つ
つ
も

ロ
ウ
ソ
ク
の

を

き
消
し
た

ハ

ピ

バ

ス
デ

 
こ
の
後
の
八
幡
の
誕
生
日
は

仲
間
達
に
囲
ま
れ
た

と
て
も
穏
や
か
な
時
間
と
な

た
の

だ

た
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第
５
１
０
話
 
八
月
八
日
・
宴
の
終
わ
り

比
企
谷
君

明
後
日
に
ま
た

観
葉

物
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
お

魔
す
る
ね

ち
な
み
に
俺
も
ま
た
バ
イ
ト
と
し
て
参
加
す
る
か
ら
な

八
幡

 
千
佳
が
八
幡
に
そ
う
言
い

和
人
が
横
か
ら
そ
う
言

た

俺
達
は
そ
の
日

こ
こ
で
バ
イ
ト
の
予
定
が
入

て
る
ん
だ
よ
な

く

そ

千
佳
ち

ん
の

に
働
き
た
か

た

ふ
ふ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
そ
ん
な
に
大
変
じ

な
い
か
ら

大
丈
夫
だ
よ
二
人
と
も

 
で
も
そ
の
気
持
ち
は
本
当
に
嬉
し
い
よ

本
当
に
あ
り
が
と
ね

 
そ
の
風
太
と
大

と
千
佳
の
仲
の
良
い
様
子
を
見
て
八
幡
は

 
将
来
こ
の
二
人
は
千
佳
を
巡

て
の
恋
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
漠
然
と
考
え
た

 
だ
が
千
佳
に
そ
の
気
は
無
く

あ
え
て
誰
か
一
人
を
選
ぶ
と
し
た
ら

 
八
幡
が
い
い
な
と
考
え
て
い
た
の
は
前
に
語
ら
れ
た
通
り
で
あ
る

 
そ
れ
が
実
現
す
る
可
能
性
は
限
り
な
く

い
の
だ
が
当
の
八
幡
は
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
は
知

ら
な
い
し
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千
佳
も
他
の
ラ
イ
バ
ル
達
を
乗
り
越
え
て
ま
で
何
ら
か
の
行
動
を

こ
す
気
は
ま

た
く
無

か

た

 
千
佳
の
望
み
は
八
幡
と
た
ま
に
お
話
し
し
て
食
事
に
で
も
行
け
れ
ば
そ
れ
で
十
分
か
な
と

い
う

 
ま

た
く
欲
の
無
い
物
で
あ
り

そ
れ
は

に
実
現
し
て
い
る

 
千
佳
は

今
で
も
自
分
は
十
分
幸
せ
だ
と
感
じ
て
い
た

お
い
和
人

仲
町
さ
ん
に
絶
対
に
迷
惑
は
か
け
る
な
よ

大
丈
夫
だ

て

仲
町
さ
ん

力
仕
事
は
全
部
俺
に
任
せ
て
く
れ
て
い
い
か
ら
な

あ
り
が
と
う

正
直
凄
く
助
か
る

そ
う
そ
う

好
き
な
だ
け
和
人
を
こ
き
つ
か

て
い
い
か
ら
ね

う
ん

あ
り
が
と
う

里
香
ち

ん

 
里
香
も
横
か
ら
そ
う
言
い

千
佳
は
里
香
に
微
笑
ん
だ

 
千
佳
は
生
来
の
社
交
的
な
性
格
を
存
分
に
活
用
し
八
幡
の

囲
の
多
く
の
者
と
仲
良
く
な

て
い
た

 
高
校
の
時
は
八
幡

み
で
や
ら
か
し
た

験
の
あ
る
千
佳
で
あ

た
が
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今
の
彼
女
が
も
う
か
つ
て
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
事
は
無
い

 
千
佳
は
も
う
二
度
と
間
違
う
ま
い
と
心
に

て
お
り
正
し
い
道
を
真

直
ぐ
歩
ん
で
い
る

の
だ

た

 
そ
の
一
方
で

千
佳
の
親
友
で
あ
る

本
か
お
り
は
悩
ん
で
い
た

 
い
わ
ゆ
る
八
幡
フ

ミ
リ

の
中
へ
の
食
い
込
み
方
は
千
佳
よ
り
も
か
お
り
の
方
が
明
ら
か

に
上
で
あ
る

 
だ
が
こ
う
い
う
場
に
な
る
と

で
も
気
付
か
さ
れ
る
事
が
あ
る

 
八
幡
は
基
本
女
性
を
下
の
名
前
で
呼
ぶ

だ
が
か
お
り
と
千
佳
に
対
し
て
は

で
呼
ぶ

の
だ

 
こ
れ
は

純
に

中
学
時
代
の

を
引
き
ず

て
い
る

で
あ
り

 
実
は
千
佳
は
そ
の
と
ば

ち
り
を
受
け
て
い
る

 
か
お
り
の
事
は

で
呼
ん
で
い
る
の
に

千
佳
の
事
だ
け
を
名
前
で
呼
ぶ
の
は
不
自
然
だ

 
八
幡
は
そ
う
考
え

何
か
困
る
事
が
あ
る

で
も
な
い

 
二
人
の
呼
び
方
に
つ
い
て
は
ず

と
そ
の
ま
ま
で
放
置
し
て
い
る
の
だ

た

ね

千
佳

ち

と
い
い
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そ
し
て
か
お
り
は

そ

と
千
佳
に

打
ち
し

人
気
の
無
い
一

へ
と
連
れ
出
し
た

か
お
り

ど
う
し
た
の

う
ん
明
後
日
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

て
事
は
そ
の
後
比
企
谷
に
ご

を

て
も
ら
う
ん
だ
よ

ね
今
ま
で
の

だ
と
多
分
そ
う
な
り
そ
う
だ
ね

そ
の
時
に
さ

出
来
れ
ば
あ
た
し
も
誘

て
欲
し
い
の

か
お
り
を

 
千
佳
は
一

そ
の
事
を
残
念
だ
と
感
じ

て
て

を

て

そ
の
考
え
を
追
い

た

 
千
佳
に
と

て
は
八
幡
と
の
二
人
き
り
の
時
間
は
確
か
に
貴
重
で
は
あ
る
の
だ
が

 
そ
う
い

た
機
会
は
今
後
も
月
に
一
回
の
ペ

ス
で
訪
れ
る
事
は
確
実
で
あ
り

 
何
か
親
友
が
困

て
い
る
の
な
ら

今
月
は
そ
の
力
に
な
ろ
う
と
考
え
直
し
た
の
だ

 
そ
し
て
千
佳
は
自
身
の
中
に
芽
生
え
た
罪
悪
感
を

り

お
う
と
笑
顔
で
か
お
り
に
言

た
う
ん

い
い
よ

で

今
回
は
何
が
目
的
な
の

え

と

比
企
谷

あ
あ
そ

か
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あ
た
し
自
身
が
こ
う
し
て

で
呼
ん
で
る
の
が
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
比
企
谷

て

他
の
人
の
事
は
名
前
で
呼
ぶ
じ

な
い

 
で

こ
の
機
会
に
そ
れ
を
何
と
か
出
来
な
い
か
な

て

 
か
お
り
は

大
に

を

ら
め
な
が
ら
そ
う
言

た

ソ
レ
イ
ユ
に

職
し
て
か
ら
の
か
お
り
は
本
当
に
か
わ
い
い
な

 
千
佳
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も

確
か
に
そ
う
だ
と
思
い

 
こ
の
機
会
に
そ
う
な
れ
る
よ
う
に
何
か
手
伝
え
れ
ば
い
い
な
と
そ
の
提
案
に

い
た

確
か
に
そ
う
だ
よ
ね

う
ん

そ
れ
じ

あ
上
手
く
比
企
谷
君
に
頼
ん
で
み
る
ね

あ
り
が
と
う
千
佳

頑
張
ろ
う
ね

 
そ
の
か
お
り
の
言
い
方
に

千
佳
は
少
し
引

か
か
り
を
覚
え
た
が

 
か
お
り
が
か
な
り
の
や
る
気
を
見
せ
て
い
た

 
千
佳
は
ま
あ
い
い
か
と
思
い

明
後
日
は
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
始
め
た

 
え

そ
れ
じ

あ

院
さ
ん
は

ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
い
る
ん
で
す
か

あ
あ

八

万
の
八
幡
通
り
で
情
報
屋
を
や

て
る
ん
だ
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も
し
何
か
困

た
ら

俺
を
訪
ね
て
く
る
と
い
い

そ
う
な
ん
で
す
か

い
ず
れ
そ
の
時
が
来
た
ら

必
ず
顔
を
出
し
ま
す
ね

 
優
里
奈
は
キ

マ
と
ダ
ル
が
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
事
を
話
し
て
い
る
の
を

き
つ
け

 
自
分
も
も
う
す
ぐ
プ
レ
イ
を
開
始
す
る
つ
も
り
だ
と

二
人
に
話
し
か
け
た
の
で
あ

た

ち
な
み
に
正
確
な
場
所
は
遊

の
あ
る
雑
居
ビ
ル
の
横
に
あ
る

い
路
地
の
突
き
当
た
り

だ 
そ
こ
に
我
が
城

情
報
屋

は
存
在
す
る

分
か
り
ま
し
た

と
こ
ろ
で

て
何
か
の
略
で
す
か

よ
く
ぞ

い
て
く
れ
た

と
は

フ

チ

ガ
ジ

ト
の
略
だ

 
な
の
で
俺
の
事
は

気

に
フ

チ

ガ
ジ

ト
さ
ん
と
呼
ぶ
が
い
い

⻑
い
で
す
ね

で
は

さ
ん
で
も

わ
ん

好
き
な
呼
び
方
を
し
て
く
れ

は
い

そ
れ
じ

あ

さ
ん

て
呼
び
ま
す
ね

 
そ
ん
な
キ

マ
に

す
か
さ
ず
ダ
ル
が
突

込
ん
だ

さ
す
が
オ
カ
リ
ン

自
分
に
さ
ん
付
け
と
か
社
会
性
が
皆
無
だ
お
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ネ

ネ
タ
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 
キ

マ
は
そ
う
言
い

し
た
が

ど
う
に
も
後
付
け
感
は

え
な
い

 
当
然
ダ
ル
も
そ
う
思

た
の
か

は
い
は
い
と

き
流
し
て
い
た

ぐ
ぬ
ぬ

ま

た
く
ど
う
し
て
あ
ん
た
は
い
つ
も
そ
ん
な
子

み
た
い
な
態
度
し
か
と
れ
な
い
の
よ

 
私
の
事
も

絶
対
に
紅
莉
栖
と
は
呼
ば
ず
に

ク
リ
ス
テ

ナ
呼
ば
わ
り
だ
し

う

う
る
さ
い

ク
リ
ス
テ

ナ
は
ク
リ
ス
テ

ナ
な
の
だ
か
ら

仕
方
な
い
だ
ろ
う

ま

た
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
か
ら

 
そ
ん
な
キ

マ
と
紅
莉
栖
の
や
り
取
り
を
見
て
い
た
優
里
奈
が
ま

た
く
悪
気
無
く
こ
う

言

た
な
る
ほ
ど
キ

マ
さ
ん
は
紅
莉
栖
さ
ん
の
事
を
紅
莉
栖

て
呼
ぶ
の
が

れ
く
さ
い
ん

で
す
ね

なち

ち

と
優
里
奈
ち

ん

ふ
ふ

私
の
同
級
生
に
も
同
じ
よ
う
な
態
度
を
と
る
人
が
い
る
ん
で
す
よ
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で
も
そ
の
人
は

ど
う
見
て
も
私
の
友
達
の
事
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね

 
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

頑
張

て
下
さ
い
ね

お
二
人
と
も

ち
違
う
か
ら

こ
い
つ
の
事
な
ん
か
別
に
な
ん
と
も
思

て

な
い

じ

な
い
け
ど

 
で
も
ま

た
く
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
か
ら

そ

そ
う
だ
ぞ

ま

た
く
そ
う
い
う
ん
じ

な
い

そ
う
な
ん
で
す
か

お
か
し
い
な

私
の

験
だ
と
確
か
に

 
優
里
奈
は
そ
う

い
て
考
え
込
ん
だ
の
だ
が

そ
ん
な
優
里
奈
の

を

で
る
者
が
い
た

 
そ
ん
な
事
を
す
る
人
間
は
こ
の
場
に
は
一
人
し
か
い
な
い

当
然
八
幡
で
あ
る

お
い
優
里
奈

あ
ま
り
こ
の
二
人
を
い
じ
め
る
な

 
こ
い
つ
ら
は
揃
い
も
揃

て
絶
滅
危

種
の
ツ
ン
デ
レ

て
奴
だ
か
ら
な
ま
あ
あ
れ
だ
詩

乃
と
一

だ

ち

と

今

き

て
な
ら
な
い
セ
リ
フ
が

こ
え
た
ん
だ
け
ど

う
お

お
前
い
つ
の
間
に

 
八
幡
が

り
向
く
と

そ
こ
に
は
当
の
詩
乃
が

を
組
ん
で
立

て
い
た

誰
が
ツ
ン
デ
レ
な
の
よ

別
に
私
は
そ
ん
な
ん
じ

な
い
ん
だ
か
ら
ね
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で
も
ま
あ
も
し
謝
罪
す
る
つ
も
り
が
あ
る
な
ら

一
回
で
謝
罪
の
代
わ
り
に
し
て
あ
げ
て

も
い
い
わ
よ

朝
田
氏
の
い
つ
も
の
テ
ン
プ
レ
乙

 
そ
れ
を

い
た
ダ
ル
が
即
座
に
そ
う
突

込
み
キ

マ
と
紅
莉
栖
は
思
わ
ず
詩
乃
に

手

し
たな

何
で
そ
こ
で

手
が
出
る
の

い
や

だ

て
な

こ
ん
な
教

書
通
り
の
ツ
ン
デ
レ
が

ま
だ
生
き
残

て
い
た
な
ん
て

言

て
お
く
け
ど

氏
も
同
じ

の
ム
ジ
ナ
だ
か
ん
ね

橋
田

殴
る
わ
よ

と
か
言
い
つ
つ
も

僕
が

氏
に
殴
ら
れ
た
事
は

一
度
も
無
い
の
で
あ

た

何
を
ナ
レ

シ

ン
風
に
言

て
る
ん
だ
よ

 
と
い
う

で

空

降
下
や

降
下
の
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
完
成
し
た
か
ら

 
今
度
二
人
に

し
て
も
ら
う
事
に
な
る
と
思
う
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ア
ル
ゴ
の
そ
の
言
葉
に

乃
と

莉
は
驚
愕
し
た

ち

ち

と
待

て

降
下
は
と
も
か
く
空

降
下
は
無
理
無
理
無
理
だ

て

で
も
こ
れ
は

下
の
お

付
き
ら
し
い

下

て

嘉
納
防
衛
大
臣
の
事
よ
ね

だ
ナ下

が
直
接
そ
ん
な
事
を

う
ん
に

下
は
う
ち
の
ボ
ス
の
お
⺟
上
と
仲
が
い
い
ら
し
く
て
な

 
そ
の
お
⺟
上
か
ら
う
ち
に
連

が
来
た
と

そ
う
い
う

な
ん
だ
ぞ

 
実
は

下
も
最
初
は
無
茶
じ

な
い
か

て
考
え
て
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど
よ

 
そ
の
お
⺟
上

ち
な
み
に
ハ

の
学
校
の
理
事
⻑
な
ん
だ
が

 
理
事
⻑
の
一
声
で
納
得
し
て

ゴ

サ
イ
ン
が
出
た
ら
し
い

そ
の
理
事
⻑
さ
ん

一
体
何
を
言

た
の
よ

 

乃
は

然
と
そ
う

き

莉
も
そ
の
言
葉
に

い
た

私
も
さ
す
が
に
無
茶
だ
と
思
う
け
ど
ア
ル
ゴ
さ
ん
理
事
⻑
さ
ん
が
何
て
言

た
か
知

て

る
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そ
れ
を

い
て
も
命
令
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
ん
だ
が

そ
れ
で
も

き
た
い
カ

 
そ
う
逆
に

か
れ
た

莉
は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
ア
ル
ゴ
に
言

た

納
得
の
い
か
な
い
理
由
だ

た
ら

令
部
に
乗
り
込
ん
で
抗
議
す
る
か
ら
大
丈
夫
よ

お
う
お
う

さ
す
が
は

で

名
な

莉
ち

ん
だ
ナ

 
あ

さ
り
と
そ
う
返
さ
れ
た

莉
は

絶

し
た
後
に
何
と
か
こ
う
言

た

私

て
そ
ん
な
に

名
な
の

ま
あ
そ
れ
な
り
に

ま
あ
い
い
わ

と
に
か
く
教
え
て

 

莉
は
色
々
と

め
た
様
子
で
そ
う
言

た

ど
う
や
ら
自
覚
は
あ
る
よ
う
だ

何

簡

な
理
屈
だ
ぞ

こ
れ
は
新
兵
の
訓
練
を
す
る

の
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら

 
素
人
に
や
ら
せ
て
何
の
問
題
が
あ
る
の
か
し
ら

だ
そ
う
ダ

 
そ
の
限
り
な
く
正

な
言
葉
に

二
人
は
ぐ
う
の
音
も
出
な
か

た

正

ね

や
る
し
か
な
い
ね

ま
あ
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
て
も

く
も
何
と
も
な
い
か
ら

気
楽
に
や

て
く
れ
よ
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ま
あ
も
し
精
神
的
な
シ

ク
が
あ
る
と
い
け
な
い
か
ら

 
や
ば
そ
う
な
ら
地
上
二
十
メ

ト
ル
く
ら
い
で
制
動
が
か
か
る
よ
う
に
し
と
い
て
や
る
サ

そ
れ
は
切
実
に
お
願
い
し
た
い
わ

う
ん

さ
す
が
の
私
も
そ
れ
は
本
当
に
お
願
い
し
た
い

任
せ
ろ

二
人
を
立

な
空

兵
に
育
成
し
て
や
る

私
達
は
別
に
空

兵
に
な
る
必
要
は
無
い
か
ら

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
言
い

ア
ル
ゴ
は
に

は
は
と
笑

た

 
そ

か

香
蓮
と
フ
カ
は

ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に
参
加
す
る
ん
だ

う
ん

コ
ス
プ
レ
で
案
内
役
や
説
明
役
を
や
る
事
に
な

て
る
の

 
美
優
な
ん
か

そ
の

に
北
海
道
か
ら
出
て
き
た
ん
だ
よ
ね

そ
う
そ
う

そ
の
通
り

実
は
あ
た
し
達
も

コ
ス
プ
レ
を
す
る
事
に
は
な

た
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
の

う
ん

こ
の
前
あ
た
し
と
優
美
子
ね

ヒ

キ

の
マ
ン
シ

ン
で
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お

し

て
感
じ
で
生
ま
れ
て
初
め
て
コ
ス
プ
レ
し
て
み
た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
話
を
友
達
に
し
た
ら

そ
の
友
達
が

 
そ
れ
じ

あ
こ

ち
も
当
日
は
コ
ス
プ
レ
で

り
子
を
し
よ
う

て

 
ど
う
や
ら
姫
菜
の
独
断
で
そ
う
い
う
事
に
な

た
ら
し
い

 
だ
が
そ
う
語
る
二
人
は

微

に

そ
う
な
顔
を
し
て
い
た

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ

で
も
ち

と

そ
う
だ
け
ど

ど
う
し
て
な
の

う
ん

そ
れ
が
さ

あ

し
達
の
コ
ス
プ
レ

て

男
装
な
ん
よ

男
装

え

本
当
に

 
香
蓮
と
フ
カ
次
郎
は
当
然
驚
い
た

当
た
り
前
で
あ
る

 
優
美
子
は
ギ
リ
ギ
リ
何
と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
結
衣
は
ど
う
見
て
も
男
装
が
不
可
能
な
体
型
を
し
て
い
る
か
ら
だ

そ

そ
れ

ど
う
す
る
の

 
美
優
は
あ
か
ら
さ
ま
に
結
衣
の
胸
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た
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さ
ら
し
を

く
事
に
な
る
と
思
う
け
ど

さ
ら
し
で
収
ま
る
の

あ
は
は

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
ね

ち
な
み
に
も

と
困

た
事
が
あ

て
ね

ふ
む
ふ
む

そ
の
友
達
の
作
品

て

ヒ

キ

が
主
人
公
な
の

だ
か
ら
ね

ま

ま
さ
か

 
香
蓮
は
そ
う
言
わ
れ
て
さ
す
が
に
驚
い
た

う
ん

あ
た
し
が
ヒ

キ

の
コ
ス
プ
レ
を
す
る
事
に
な

ち

た
の

全
然
似
て
な
い
と
思
う
け
ど

だ
よ
ね

ち
な
み
に
あ

し
は
和
人
役

う
わ

 
さ
す
が
の
二
人
も
そ
の
言
葉
に
絶

し

ち
ら
り
と
八
幡
と
和
人
の
方
を
見
た

そ
れ

本
人
に
バ
レ
た
ら
大
変
な
事
に
な
り
そ
う
だ
ね

う
ん

や
ば
い

絶
対
に
や
ば
い
ね
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も
ち
ろ
ん
こ
ん
な
事
言
え
な
い
よ

ま
あ
さ
す
が
に
あ

し
達
の
ブ

ス
に
は
来
な
い
で
し

 
そ
の
優
美
子
の
希
望
的
観

は

も
ち
ろ
ん
外
れ
る
事
と
な
る

 
八
幡
は

薄
い
本
に
は
絶
対
に

線
を
向
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

い
な
が
ら
も

 
せ
め
て
そ
の
苦
労
を
労
お
う
と

二
人
に
差
し
入
れ
を
す
る
事
を
決
め
て
い
た
か
ら
だ

ま

ま
あ
頑
張

て

う
ん

は

何
で
こ
ん
な
事
に

 
ち
な
み
に
そ
の
衣
装
は

が
得
意
な
高
校
時
代
の
友
人
に
頼
ん
だ
ら
し
い

 
そ
の
名
前
も
教
え
て
も
ら

た
が

香
蓮
も
美
優
も
知
ら
な
い
名
前
で
あ

た

 
さ
て

宴
も
た
け
な
わ
だ
と
思
う
が

今
日
は
そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
に
し
た
い
と
思
う

 
さ
す
が
に
人

が
多
い
の
で
送

て
や
れ
な
い
が

気
を
つ
け
て
帰

て
く
れ

 
八
幡
の
そ
ん
な

で

今
日
の
集
ま
り
は
終
わ
り
と
な

た

 
一
部
の
メ
ン
バ

は

こ
の
後
飲
み
に
行

た
り
す
る
よ
う
だ
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ち
な
み
に
こ
の
後

明
日
奈
だ
け
は
八
幡
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

す
事
に
な

て
い
た

 
八
幡
と
明
日
奈
は

小
町
を

て
今
日
は
身
内
で
の
ん
び
り
す
る
と
言

て
自
宅
に
帰
り

 
そ
の
日
は
そ
の
言
葉
通
り

何
も
せ
ず
に
過
ご
し
た

 
こ
う
し
て
今
年
の
八
月
八
日
は

穏
や
か
に
終
了
す
る
事
と
な

た
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第
５
１
１
話
 
情
報
屋

に
て

ふ

む

こ
こ
が
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
首
都

八

万
か

 
そ
の
日
八
幡
は

優
里
奈
の
事
を
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
に
頼
む

に

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
地
へ
と
降
り
立

て
い
た

ち
な
み
に
キ

ラ
は
キ

マ
に

り

た 
つ
ま
り
今
の
八
幡
は

フ

チ

ガ
ジ

ト
さ
ん
な
の
で
あ
る

え
え
と

こ
こ
が
キ

マ
の

点
か

う
ん

よ
く
こ
ん
な
所
を
見
つ
け
た
も
ん
だ

 
だ
が

い
じ

な
い
な

遊

の
裏
だ
と
い
う
所
が
ま
た
趣
深
い

 
八
幡
は
そ
う

き
な
が
ら

情
報
屋

の
事

所
へ
と
入

て
い

た

 
あ
る
い
は
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
誰
か
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
が

 
残
念
な
が
ら
事

所
の
中
に
は
誰
も
い
な
か

た

さ
て

何
と
な
く
来
て
み
た
も
の
の

あ
い
つ
ら
は
ど
こ
に
い
る
ん
だ
ろ
う
か

 
八
幡
は
そ
う
思
い
な
が
ら

仮
想

の
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
動
向
に
つ
い
て

情
報
を
集
め
始
め
た
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な
に
な
に

ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に

星
の
よ
う
に
現
れ
た
実
力

の
ギ
ル
ド

 

点
に
し
て
い
る
の
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン

ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
名
前
だ
な

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら

も
情
報
を
集
め
よ
う
と
仮
想
キ

ボ

ド
に
手
を

ば
し
た

 
そ
の

間
に
入
り
口
の
方
か
ら
複

の
人
の
声
が
し

 
八
幡
は

こ
ん
な
場
末
の
情
報
屋
に
来
る
客
が
い
る
の
か
と
少
し
驚
い
た

ま
あ
商
い
中
の

は
裏
返
し
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
し

当
に
追
い

え
ば
い
い
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え
誰
が

ね
て
き
た
の
か
確
認
し
よ
う
と
入
り
口
へ
と
一
歩
を

み
出
し
た

 
そ
し
て
ド
ア
が
開
き

外
か
ら
ご
ろ
つ
き
の
よ
う
な
二
人
組
が
中
に
入

て
き
た

お

あ

さ
り
と
中
に
入
れ
た
な

Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
ち

ん
と
い
る
み
た
い
だ

さ
て

こ
こ
に
は
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
る
ん
だ
か

最
初
に
金
目
の
物
を

る
か

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
そ
の
二
人
組
に
こ
う
言

た

俺
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
じ

な
い
し

こ
こ
は
立

な
店

な
ん
だ
が
な

う
お

し

失

し
ま
し
た



 第５１１話 情報屋 にて

 
そ
の
二
人
組
は

そ
う
言
う
と

て
て
外
へ
と
逃
げ
出
し
た

た
く

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
入
り
口
に
背
を
向
け

デ
ス
ク
へ
と

ろ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に

い
き
な
り
八
幡
は

背
中
を
押
さ
れ
た

ど

ん

お
わ

 
八
幡
は
そ
の
場
で
た
た
ら
を

み

何
と
か

み
と
ど
ま
る
と

た
顔
で

り
返

た

 
そ
こ
に
は
見
覚
え
の
あ
る
二
人
組
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
立

て
お
り

 
八
幡
は

労
せ
ず
し
て
目
的
を
達
成
出
来
た
事
を
悟

た

さ
ん

こ
ん
に
ち
は

何

今
の
二
人
組

こ
こ
が
何
か
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
地
点
だ
と
で
も
思

た
ん
じ

な
い

あ
あ

確
か
に
こ
こ
の

物
は
ボ
ロ
い
も
の
ね

 
ふ
う

そ
れ
に
し
て
も
今
日
は

分
く
た
び
れ
た
よ
う
な
表
情
を
し
て
る
の
ね

さ
ん

ま

る
で
八
幡
ね



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

え

俺

て
い
つ
も

そ
ん
な
表
情
を
し
て
る
の
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え

は
無
い
か
と
き

ろ
き

ろ
し
た
が
生

そ
ん
な
物
は
こ
こ
に
は
無

い 
そ
ん
な
八
幡
を
見
て

ラ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
言

た

何
を
き

ろ
き

ろ
し
て
る
の

冗
談
よ

冗
談

ラ
ン
は

最
近
八
幡
に
か
ま

て
も
ら
え
て
な
い
か
ら
欲
求
不
満
な
ん
だ
よ
ね

べ
別
に
そ
ん
な
の
じ

な
い
け
ど
で
も

さ
ん
八
幡
が
今
何
を
し
て
る
か
知

て
る

あ
あ

も
う
す
ぐ
コ
ミ
ケ
が
近
い
か
ら

ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
の
準
備
や
ら

 
外
部
か
ら
頼
ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
ら
で

忙
し
い
み
た
い
だ
ぞ

 
八
幡
は

キ

マ
の
口
調
に
近
付
け
よ
う
と
努
力
し
な
が
ら
そ
う
言

た

へ

で
も
そ
れ

て
私
達
を
か
ま
う
事
よ
り
も
優
先
し
な
い
と
い
け
な
い
事
な
の
か
し
ら
ね

ラ
ン

き

と
八
幡
も
大
変
な
ん
だ
よ

分
か

て
い
る
わ
よ
ユ
ウ

言

て
み
た
だ
け
よ

ラ
ン
も
い
ろ
い
ろ
た
め
こ
ん
じ

て
る
よ
ね

や
べ
俺
そ
ん
な
に
顔
を
出
し
て
な
か
た
け
か
最
近
時
間
の
つ
の
が
い
か
ら
な
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八
幡
は
そ
う

り
つ
つ
も

さ
す
が
に
こ
こ
で

実
は
八
幡
で
し
た

を
や

て
し
ま

う
と

 
何
か
ま
ず
い
事
に
な
り
そ
う
な
気
が
し
た
の
で
そ
の
ま
ま
キ

マ
の
フ
リ
を
続
け
る
事
に

し
たそ

う
か

今
度
奴
に
は
ち

ん
と
顔
を
出
す
よ
う
に
伝
え
て
お
く
と
し
よ
う

う
ん

宜
し
く
ね

あ
り
が
と
う

さ
ん

で

今
日
は
何
の
情
報
が
欲
し
い
ん
だ

 
八
幡
は
話
を

ら
そ
う
と

二
人
に
そ
う
言

た

あ

今
日
は
そ
う
い
う
ん
じ

な
く
て
ね

さ
ん
の
知
り
合
い
だ
と
い
う
子
を
連
れ
て
き
た
の
よ

さ
あ

こ

ち
こ

ち

あ
の

失

し
ま
す

 
そ
し
て
中
に
入

て
き
た
の
は

巫
女
装
束
を
着
た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
女
性
だ

た

 
そ
の
体
の
一
部
分
が
と
て
も
特
徴
的
だ

た
の
で
八
幡
は
そ
れ
が
誰
な
の
か

で
も
理
解
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さ
せ
ら
れ
た

こ
れ
は
優
里
奈
か
ま

た
く
何
で
あ
い
つ
は
ど
こ
の
ゲ

ム
で
も
現
実
と
同
じ
体
型
に
な
る

ん
だ

 
実
は
そ
れ
は

ア
ミ

ス
フ

ア
の
機
能
で

 
リ
ア
ル
の
体
型
を
ゲ

ム
内
に
反
映
さ
せ
る
機
能
が
オ
ン
に
な

て
い
る
か
ら
な
の
だ
が

 
八
幡
は
そ
の
事
を
知
ら
ず

優
里
奈
も
深
く
考
え
ず
に

 
そ
の
ま
ま
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使
用
し
続
け
て
い
た
の
だ

た

え
え
と

君
は

先
日
お
会
い
し
た
ナ
ユ
タ
で
す

 
こ
ち
ら
の
お
二
人
に
案
内
し
て
も
ら

て

や

と
こ
こ
に
来
れ
ま
し
た

さ
ん

本
名
を
言
わ
な
い
と

キ

マ
に
は
分
か
ら
な
い
と
思
う
が

 
こ
こ
は
ゲ

ム
内
で
本
名
を
出
さ
な
い
よ
う
に

 
ち

ん
と
気
を
遣

て
い
る
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
な
と
り
あ
え
ず
近
く
で

打
ち
す

れ
ば
い
い
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え

ナ
ユ
タ
の

元
で
こ
う

い
た
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も
し
か
し
て
優
里
奈
か

は
い

キ

マ
さ
ん

そ
う
か
そ
う
か

よ
く
来
た
な

歓
迎
す
る
ぞ

 
そ
し
て
八
幡
は
入
り
口
の
扉
を

し

他
人
が
入

て
こ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と

 
そ
の
ま
ま
デ
ス
ク
に

り

三
人
に
ソ
フ

に
座
る
よ
う

し
た

こ
れ
で
他
人
は
入

て
こ
れ
な
い
は
ず
だ

案
内
す
ま
な
い
な

ラ
ン

ユ
ウ
キ

 
実
は
こ
の
子
は
俺
の
リ
ア
ル
知
り
合
い
で
な

当
然
八
幡
と
も
面
識
が
あ
る

 
だ
か
ら
気
に
せ
ず
そ
の
つ
も
り
で
話
す
と
い
い

え

そ
う
だ

た
ん
だ

凄
い
偶
然
ね

お
二
人
も
八
幡
さ
ん
の
お
知
り
合
い
だ

た
ん
で
す
か

本
当
に
偶
然
で
す
ね

 

り
上
が
る
三
人
を

目
に

八
幡
は
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
に
こ
う
話
を
切
り
出
し
た

で

二
人
に
八
幡
か
ら
の
伝
言
だ

こ
の
ナ
ユ
タ
に

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
基
本
を
教
え
て
や

て
く
れ
な
い
か

別
に
ボ
ク
は

わ
な
い
よ
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私
も
別
に

わ
な
い
わ

た
だ
も
う
す
ぐ
私
達
は
他
の
ゲ

ム
に
移
動
し
て
し
ま
う
か
ら

 
そ
ん
な
に
⻑
く
は
一

に
遊
べ
な
い
の
だ
け
れ
ど
ね

そ
う
な
の
か

 
八
幡
は
そ
の
事
は
初

だ

た
の
で

き

と
ん
と
し
た
顔
で
そ
う

ね
た

え
え

現
時
点
で
の
主
だ

た
ボ
ス
は
討
伐
し
た
わ

な
の
で
他
の
ゲ

ム
に
殴
り
込
み
を
か
け
よ
う
か

て
話
に
な

て
ね

八
幡
に
も
ま
だ
言

て
な
い
の
だ
け
れ
ど
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
も
う
こ
こ
で
の
や
り
残
し
は
ほ
と
ん
ど
無
い
の
か

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
首
を

た

山
あ
る
よ

で
も
戦
闘
面
で
の
や
る
事
は

現

は
あ
ま
り
無
い
の
よ
ね

ま
あ

月
後
に

怪
談

い
連
続
イ
ベ
ン
ト
が

入
さ
れ
る

い
か
ら

 
ま
た

て
く
る
か
も
だ
け
ど
ね

そ
の
間
に

他
の
ゲ

ム
を
色
々

験
し
て
お
こ
う
と
思

た
の

 
色
々
な
戦
闘
シ
ス
テ
ム
を

験
し
て
お
き
た
い
し
ね
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そ
う
か

ま
あ
楽
し
ん
で
く
る
ん
だ
ぞ

さ
ん
も

し
い
と
思
う
け
ど

て
く
る
時
は
八
幡
に
連

を
入
れ
る
か
ら

 
ま
た
そ
の
時
は

私
達
の
相
手
を
し
て
ね

あ
あ

そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

 
そ
し
て
三
人
は

を
立

た

そ
れ
じ

あ
ナ
ユ
タ

仲
間
達
に
も
紹
介
し
た
い
し

ボ
ク
達
の

点

 
ス
リ

ピ
ン
グ
ガ

デ
ン
に
案
内
す
る
よ

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

あ

私
は
ま
だ

さ
ん
に
少
し
話
が
あ
る
か
ら

二
人
は
外
で
待

て
て

う
ん
分
か

た

外
で
待

て
ま
す
ね

二
人
と
も

ま
た
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

二
人
を
見
送

た

 
そ
し
て
そ
の
場
に
は

八
幡
と
ラ
ン
だ
け
が
残
さ
れ
た

で

何
の
用
事
が
あ
る
ん
だ

ラ
ン
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ア
イ
よ

お
い
お
い

リ
ア
ル
ネ

ム
を
ゲ

ム
内
で
出
す
の
は
や
め
て
お
け

て

 
そ
の

間
に
ラ
ン
は
八
幡
に
飛
び
つ
き
八
幡
は
そ
の
ま
ま
ソ
フ

に
押
し
倒
さ
れ
る
事
に

な

た
う
お

い

い
き
な
り
何
だ
よ

や

ぱ
り

歩
き
方
が

さ
ん
と
は
少
し
違
う
な

て
思

て
た
の
よ

 
そ
も
そ
も

さ
ん
は

ア
イ
が
私
の
名
前
だ
な
ん
て
知
ら
な
い
は
ず
だ
し
ね

八
幡

うま

た
く
も
う

あ
ま
り
自
分
の
女
を
待
た
せ
る
も
の
じ

な
い
わ
よ

 
そ
の
分
こ
こ
で

え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
か
ら
ね

ハ

ハ

口
で
わ
ざ
と
ら
し
く
ハ

ハ

言
う
ん
じ

ね
え
よ

仕
方
な
い
じ

な
い

子
宮
が

く
ん
だ
も
の

相
変
わ
ら
ず
の

年

だ
な
お
前
は

そ
れ
じ

あ
い
た
だ
き
ま
す

い
た
だ
き
ま
す

て
何
を

お
わ
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ラ
ン
は

を
前
に
突
き
出
し
な
が
ら

八
幡
の

を

お
う
と
迫

て
き
た

こ
い
つ

あ
ま
り
放
置
し
て
お
く
と
ヤ
バ
イ
タ
イ
プ
な
の
か

 
八
幡
は
そ
う

り
な
が
ら
ラ
ン
の

を
押
さ
え
何
と
か
そ
の
突
撃
を

止
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の
時
ガ
ラ

と
入
り
口
の
扉
が
開
き

ユ
ウ
キ
と
ナ
ユ
タ
が
中
に
入

て
き
た

そ
う
い
え
ば

さ
ん

き
た
い
事
が
も
う
一
つ

て
ラ
ン

何
し
て
る
の

う
わ

う
わ

 
ユ
ウ
キ
は
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言
い

ナ
ユ
タ
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
手
で
顔
を

た

 
だ
が
そ
の
指
の

間
か
ら
し

か
り
こ
ち
ら
を

い
て
い
る
事
に
八
幡
は
気
が
つ
い
て
い
た

ラ
ン

八
幡
か
ら

さ
ん
に
乗
り
換
え
る
事
に
し
た
の

そ
ん
な

無
い
で
し

う

私
が
こ
う
し
て
い
る
事
で

事
情
を
察
し
な
さ
い

こ
う
し
て
い
る
事

あ

ま
さ
か

そ
う

そ
の
ま
さ
か
よ

ず
る
い

ボ
ク
も
ボ
ク
も

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
も
八
幡
に
飛
び
つ
き

ラ
ン
の
隣
で
八
幡
に
迫
り
始
め
た

 
八
幡
は
も
う
片
方
の
手
で
ユ
ウ
キ
の

を
押
さ
え

ナ
ユ
タ
に
助
け
を
求
め
た
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ナ

ナ
ユ
タ

こ
の
二
人
を
何
と
か
し
て
く
れ

で

で
も
私
に
は
事
情
が
さ

ぱ
り

ナ
ユ
タ

こ
の

さ
ん
の
中
の
人
は
八
幡
よ

え

ほ

本
当
に
で
す
か

え
え

間
違
い
な
い
わ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
で
す
か

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
は
八
幡
の
所
に
つ
か
つ
か
と
歩
み
寄
り

 
八
幡
の
上
に
乗

て
い
る
二
人
の

を
く
す
ぐ

た

きく

く
す
ぐ

た
い

 
そ
し
て
二
人
は
や

と
離
れ

八
幡
は
一
息
つ
く
事
が
出
来
た

た

助
か

た
ぞ
ナ
ユ
タ

も
う

二
人
と
も

無
理
や
り
は

目
で
す
よ

 
二
人
は
そ
の
言
葉
で
少
し
反
省
し
た
の
か

ば
つ
が
悪
そ
う
に
下
を
向
い
た

 
そ
ん
な
二
人
を
八
幡
は
自
分
の
両
隣
に
座
ら
せ
る
と

に
手
を
回
し
て
そ
の

を

で
た
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ま
あ
俺
も
最
近
忙
し
く
て
ほ
と
ん
ど
来
れ
な
か

た
か
ら
な

ご
め
ん
な

二
人
と
も

も
う

私
達
を
あ
ま
り

し
が
ら
せ
る
も
の
じ

な
い
わ
よ

そ
う
だ
よ
そ
う
だ
よ

も

と
ボ
ク
達
を
か
ま

て
よ

分
か

た
分
か

た

今
夜
お
前
ら
の
家
に
行
く
か
ら
勘

し
て
く
れ

本
当
に

あ
あ

約
束
す
る

仕
方
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
今
は
こ
の
く
ら
い
で
勘

し
て
あ
げ
よ
う
か
し
ら

と
り
あ
え
ず
ナ
ユ
タ
の
事

く
れ
ぐ
れ
も
頼
む
な

 
俺
や
お
前
ら
が
い
な
い
時
で
も
問
題
な
く
一
人
で
や

て
い
け
る
よ
う
に

 
基
本
を
し

か
り
と
教
え
て
あ
げ
て
く
れ

う
ん

 
そ
し
て
三
人
は

今
度
こ
そ
仲
良
く
外
に
出
て
い
き

八
幡
も
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
そ
の
日
の
夜

八
幡
は

仮
想
世
界
に
あ
る
ア
イ
と
ユ
ウ
の
家
を

ね
た

 
二
人
は
ナ
ユ
タ
か
ら

い
た
の
だ
ろ
う

日
が
八
幡
の
誕
生
日
だ
か
ら
と
言

て

 
自
分
達
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
よ
と
体
に
リ
ボ
ン
を

い
て
待
ち

え
て
い
た
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八
幡
は
二
人
の

に
拳
骨
を
落
と
し

そ
の
日
は
二
人
の
家
に

ま
り

 
二
人
が
今
ど
ん
な

態
な
の
か

色
々
と
話
を
し
た

そ
う
か

頑
張

て
る
ん
だ
な

私
達
を
労

て
く
れ
て
も
い
い
の
よ

そ
う
だ
よ
そ
う
だ
よ

本
当
に
頑
張

た
ん
だ
か
ら

は
は

分
か

た
分
か

た

 
二
人
は
ベ

ド
で
ご
ろ
ご
ろ
し
な
が
ら
八
幡
に
そ
う
言

た

 
八
幡
は
そ
ん
な
二
人
の
話
に
付
き
合
い

や
が
て
二
人
が

て
し
ま
う
と

 
二
人
に
そ

と
布
団
を
か
け

そ
の
ま
ま
ソ
フ

で
眠
り
に
つ
い
た
の
だ

た
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第
５
１
２
話
 
あ
く
る
日
の
朝
の
ひ
と
コ
マ

八
幡

き
て

朝
だ
よ

ん

ユ
ウ

も
う
そ
ん
な
時
間
か

ア
イ
は
ど
こ
だ

ア
イ
は
今

シ

ワ

を

び
て
る
よ

あ

あ
と
ア
イ
か
ら
の
伝
言
ね

絶
対

か
な
い
で

絶
対
よ

で
も
ち

ん
と
空
気
く
ら
い
は

ん
で
ね

だ

て
さ

そ
れ
じ

あ
空
気
を

ん
で

シ

ワ

ル

ム
を

き
に
行
く
か

え
 
ユ
ウ
キ
は

そ
の
予
想
外
の
言
葉
に
驚
い
た

そ
し
て
八
幡
は
ユ
ウ
キ
の
手
を
引
き

 
シ

ワ

ル

ム
の
扉
を
開
け

そ
の
中
に
ユ
ウ
キ
を

い

と
放
り
込
ん
だ

 
そ
の

間
に
シ

ワ

ル

ム
の
中
か
ら
こ
ん
な
声
が

こ
え
た

あ
ら
主
様
お
い
で
な
ん
し

そ
ん
な
に
我
慢
出
来
な
か

た
で
あ
り
ん
す
ね

 
よ
ご
ざ
ん
す

さ
あ

さ

さ
と
私
を
手

て
下
さ
い
ま
し

和
風
の
ゲ

ム
だ
か
ら

原
言
葉
を
無
理
に
使

て
ん
の
か

相
変
わ
ら
ず
ア
イ
の
考
え
は

分
か
ら
ん
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中
か
ら

こ
え
て
き
た
そ
の
セ
リ
フ
を

い
て

八
幡
は
た
め
息
を
つ
い
た

て

ユ
ウ

八
幡

八
幡
は
ど
こ

さ
あ

ボ
ク
を
こ
こ
に
突

込
ん
だ
後
の
事
は
分
か
ら
な
い
か
な

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

ま
さ
か
こ
の
ま
ま
逃
げ
る
つ
も
り

絶
対
に
逃
が
す
も
ん
で
す
か

行
く
わ

よ
ユ
ウ

あ

ち

と
ア
イ

そ
の
格
好
の
ま
ま
外
に
出
る
つ
も
り

 
そ
の
会
話
を

い
て

や
ば
い
と
思

た
八
幡
は

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

 
大
き
め
の
タ
オ
ル
を
見
つ
け
る
と
そ
れ
を

え
な
が
ら
シ

ワ

ル

ム
の
中
に
声
を

け

た
俺
は
逃
げ
ち

い
な
い
ぞ

ま
だ
こ
こ
に
い
る

 
そ
の

間
に
バ
タ
ン
と
ド
ア
が
開
き

中
か
ら

色
の
物
体
が
飛
び
出
し
て
き
た

 
八
幡
は
そ
の

色
を
直

し
な
い
よ
う
に
タ
オ
ル
で
包
む
と

 
す
か
さ
ず
背
後
か
ら
ア
イ
の
お
腹

り
の

置
に
手
を
回
し
て
持
ち
上
げ

 
そ
の
ま
ま
ソ
フ

へ
と
運
び

を
お
ろ
し
た

 
要
す
る
に
今
ア
イ
は
両
手
を

束
さ
れ
た
ま
ま
八
幡
の

の
上
に

け
て
い
る

と
な
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る
こ

こ
れ
は
こ
れ
で
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

動
け
な
い

わ

凄
い
ね

あ
の

態
の
ア
イ
を
完

す
る
な
ん
て
び

く
り
だ
よ

自
分
で
選
択
肢
を

め
て
い
た
か
ら
な

あ
の

態
だ
と
全

で
突
撃
以
外
な
い
だ
ろ

 
そ
ん
な
ワ
ン
パ
タ

ン
な
攻
撃
は

俺
に
は
き
か
ん

く

さ
す
が
に
や
る
で
あ
り
ん
す
ね

ま
だ
そ
の
言
葉
使
い
を
続
け
て
ん
の
か
よ

 
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
ア
イ
は
も
ぞ
も
ぞ
し
て
い
た
が
や
が
て

め
た
の
か
動
く
の
を
や
め

た
で

二
人
は
今
日
は
ど
う
す
る
ん
だ

ナ
ユ
た
ん
を
あ
ち
こ
ち
に
連
れ
ま
わ
す
つ
も
り

ね

八
幡

あ
の
子
は
八
幡
と
ど
う
い
う
関
係
な
の

 
ア
イ
は
八
幡
の
質
問
に
は
答
え
ず

い
き
な
り
そ
う

ね
て
き
た

ん

ナ
ユ
タ
は
何
と
い
う
か

今
は
俺
の
被
保
護
者
み
た
い
な
扱
い
だ
な

あ
ら

私
達
の
仲
間
と
い
う
事
な
の
ね
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あ

お
前
ら
は
別
に

俺
の
被
保
護
者

て

じ

な
い
だ
ろ

 
誰
が
そ
う
か
と
い

た
ら

子
さ
ん
が
お
前
ら
の
保
護
者
だ
ろ

そ
う
い
う
意
味
じ

な
い
わ
よ

だ

て
ナ
ユ
た
ん
も

八
幡
の
愛
人
な
ん
で
し

 
被
保
護
者

て
事
は

八
幡
が
パ
パ

て
意
味
よ
ね

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

た
ま
ま

に
思
い

き
り
力
を
こ
め
た

く

苦
し
い

中
身
が
出
ち

う

そ
の
ま
ま
お
前
の
中
の
ピ
ン
ク
色
の
部
分
が
全
部
出
ち
ま
え
ば
い
い
な

ち

本
当
に
無
理

無
理
だ
か
ら

お
願
い

私
を
解
放
し
て

服
を
着
た
ら
解
放
し
て
や
る

そ
れ
じ

あ
八
幡
を
興
奮
さ
せ
ら
れ
な
い
じ

な
い

興
奮
し
な
く
て
い
い
か
ら
さ

さ
と
服
を
着
ろ

実
は
服
を
着
た
ら
死
ん
で
し
ま
う
病
気
な
の

 
じ

あ
そ
の
ま
ま
死
ね
と
は
八
幡
は
決
し
て
言
わ
な
い

二
人
の
病
気
の
事
が
あ
る
か
ら
だ

 
代
わ
り
に
八
幡
は

ア
イ
に
こ
う
言

た

そ
の
病
気
は
俺
が

に
治
し
て
お
い
た

だ
か
ら
俺
を
信
じ
る
な
ら

し
に
服
を
着
て
み
ろ
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う
ぬ
ぬ

ま
さ
か
そ
う
く
る
と
は

い
い
加

め
て

さ

さ
と
服
を
着
ろ

は

仕
方
な
い
わ
ね

今
日
の
と
こ
ろ
は
私
の
負
け
に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
わ

解
放
し
た

間
に
タ
オ
ル
を
わ
ざ
と
落
と
す
の
は
分
か

て
る
ぞ

さ

さ
と
服
を
着
ろ

は

手
だ
け
解
放
し
て

メ
ニ

か
ら
服
を
着
る
か
ら

 
ア
イ
は
本
当
に

め
た
の
か
そ
の
ま
ま
メ
ニ

を
操
作
し

日
と
同
じ
格
好
に
着

え

た
ま

た
く

お
前
も
そ
ろ
そ
ろ
他
の
芸
風
を
身
に
つ
け
ろ
よ
な

了
解
で
あ
り
ん
す
え

そ
の
芸
風
は
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
だ
か
ら
な
の
か

そ
う
で
あ
り
ん
す

で

あ
る
か

 
八
幡
も

田
信
⻑
風
に
そ
う
言
い
二
人
は
じ

と
見
つ
め
あ

た
後
ニ
ヒ
ル
に
笑

た

そ
れ
じ

あ
も
う
す
ぐ
約
束
の
時
間
だ
か
ら

私
達
は
行

て
く
る
わ

パ
パ

お

い

誰
の
事
だ
か
分
か
ら
な
い
が

パ
パ

て
奴

呼
ん
で
る
ぞ
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そ
れ
じ

あ
も
う
す
ぐ
約
束
の
時
間
だ
か
ら

私
達
は
行

て
く
る
わ

八
幡
パ
パ

 
ア
イ
は
す
ぐ
に
そ
う
言
い
直
し

八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
言

た

お
前
は
本
当
に
め
げ
な
い
よ
な

今
度
は
私
達
が

し
が
ら
な
い
う
ち
に
顔
を
出
す
の
よ

出
す
の
よ

分
か

て
る

て

そ
れ
じ

あ
ア
イ

ユ
ウ

ま
た
な

う
ん

ま
た
ね

ナ
ユ
た
ん
の
事
は
ボ
ク
達
に
任
せ
て
ね

お
う

頼
む
わ

 
そ
し
て
八
幡
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

ち
な
み
に
目
を
覚
ま
し
た
の
は

 
詩
乃
達
が
い
つ
も
バ
イ
ト
の
時
に
使

て
い
る
モ
ニ
タ

ル

ム
で
あ
る

 
そ
し
て
目
を
覚
ま
し
た
八
幡
の

界
に

見
慣
れ
た
顔
が
飛
び
込
ん
で
き
た

ひ

お
前
は
一
体
何
を
や

て
る
ん
だ

な

何
よ

別
に
あ
ん
た
の

顔
を
見
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
な
ん
て
し
て
な
か

た
わ
よ
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そ
う
か

お
前

た

た
今
ま
で
俺
の
顔
を
見
な
が
ら
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
た
ん
だ
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
は

愕
然
と
し
た
顔
で
こ
う
言

た

い

今
否
定
し
た
じ

な
い

お
前
の
場
合
は
そ
れ
は
否
定
じ

な
く
自
白
な
ん
だ

つ

の

 
八
幡
は
そ
の
返
事
を

き

何
だ
か
な

と

れ
な
が
ら

 
そ
れ
で
も
ス
ト
レ

ト
に
詩
乃
に
突

込
ん
だ

お
前

実
は
馬

な
の
か

い

い
き
な
り
何
よ

こ
れ
で
も
学
校
の
成

は
最
近
凄
く
い
い
ん
だ
か
ら

地

は
い
い

て
事
な
ん
だ
よ
な

や
は
り
テ
ン
パ

た
時
に
お
か
し
く
な
る
ん
だ
な

 
八
幡
は
そ
う

い
た
が

そ
の
時
八
幡
の
お
腹
が

手
に
鳴

た

あ
ら

分
空
腹
み
た
い
ね

今
丁
度
休

だ
し

社
食
に
で
も
何
か
食
べ
に
行
く

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
連
れ
立

て

社
員
食

へ
と
向
か

た

 
そ
こ
に
は
丁
度
休

し
て
い
た
の
だ
ろ
う

千
佳
と
和
人
が
い
た
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お

二
人
と
も
今
は
休

か

お
い
和
人
仲
町
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
な
い
だ
ろ
う
な

か
け
て
な
い
よ

ち

ん
と
頑
張

て
る
か
ら

あ
は

和
人
君
に
は
頑
張

て
も
ら

て
る
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

 
千
佳
が
そ
う
言
う
の
を

い
て
和
人
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
だ
し
た
の
が
何
か
む
か
つ
い
た
の
か

 
八
幡
は
和
人
の

に
手
を
置
き

ぎ

と

り
締
め
な
が
ら
言

た

仲
町
さ
ん
こ
い
つ
は
こ
う
し
て
俺
が

え
て
る
か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
る
事
は
絶
対
に
無

い 
安
心
し
て
正
直
に
教
え
て
く
れ
実

の
と
こ
ろ
和
人
に
は
ど
の
く
ら
い
迷
惑
を
か
け
ら
れ

た
ん
だ

人
を
犯
罪
者
扱
い
す
ん
な
よ

あ
は
は
は
は

本
当
に
大
丈
夫
だ

て
ば

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
今
日
の
と
こ
ろ
は
勘

し
て
や
る

だ
が
明
日
は
許
さ
ん

意
味
が
分
か
ら
な
い
け
ど

明
日
は
バ
イ
ト
じ

な
い
か
ら
な

 
だ
が
八
幡
は
そ
の
和
人
の
言
葉
を
無

し

詩
乃
に
言

た

さ
て
詩
乃

食

を

い
に
行
く
か
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オ

ケ

 
和
人
は
一

然
と
し
た
後
に

顔
を

く
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

む

無

す
る
な
よ

も
う
お
前
に
は

き
た
ん
だ

本
当
に
す
ま
ん

や
め
ろ
よ

そ
う
い
う
ボ
ケ
は
突

込
む
の
に
困
る
ん
だ
よ

お
前
は
俺
と
い
る
時
は

突

込
み
ば

か
り
だ
な

た
ま
に
は
ボ
ケ
て
も
い
い
ん
だ
ぞ

い
つ
も
八
幡
が
先
に
ボ
ケ
ち
ま
う
か
ら
だ
ろ

 
和
人
は
ハ

ハ

と

荒
い
息
を

き
な
が
ら
そ
う
言

た

お
い
お
い
和
人

血
圧
に
は
気
を
つ
け
ろ
よ

詩
乃

さ

さ
と
行
こ
う

あ

う
ん

 
そ
し
て
詩
乃
は

和
人
の

を

ん
と
叩
き
な
が
ら
言

た

和
人
君

ド
ン
マ
イ

う
が
あ
あ
あ
あ
あ

あ
は
は
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

 
和
人
は
そ
の
ま
ま
絶
叫
し

千
佳
は
楽
し
そ
う
に
大
笑
い
し
た
の
だ

た
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お
い
詩
乃

お
ご

て
や
る
か
ら
好
き
な
も
の
を
頼
ん
で
い
い
ぞ

う

ん

で
も
時
間
が
時
間
だ
し

私
は
ホ

ト
コ

ヒ

で
い
い
わ

分
か

た

マ

ク
ス
コ

ヒ

だ
な

 
そ
し
て
八
幡
は
詩
乃
の
返
答
を
待
た
ず
に
ボ
タ
ン
を
押
し

 
詩
乃
は
一

れ
て
そ
の
事
実
に
気
が
つ
き

て
て
八
幡
に
言

た

え

そ

そ
ん
な
物
が
メ
ニ

に
あ
る
の

て

本
当
に
あ
る

何
だ

不
満
な
の
か

う

う
う
ん

別
に
そ
れ
は
い
い
ん
だ
け
ど

ち

と
驚
い
た
だ
け

 
ま
あ
普
通
は
驚
く
よ
な
と
思
い
つ
つ

八
幡
は
詩
乃
に
理
由
を
説
明
す
る
事
に
し
た

ま
あ
タ
ネ
を
明
か
す
と

俺
が
飲
み
た
い
か
ら
と
い
う
理
由
で

 
強
引
に
メ
ニ

に
入
れ
て
も
ら

た

て
だ
け
な
ん
だ
け
ど
な

無

に

力
を
使
い
ま
く
り
ね

ち
な
み
に
こ
れ
は

実
は
社
食
で
一
番
多
く
出
て
い
る
飲
み
物
だ

た
り
す
る

本
当
に

ど

ど
う
い
う
事
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う
ち
は

労
働
だ
か
ら
な

み
ん
な

い
飲
み
物
が
飲
み
た
く
な
る
ん
だ
ろ

あ
あ

の
栄

う
ん
ぬ
ん

て
い
う
ア
レ
ね

 
実

の
答
え
は

そ
れ
が
八
幡
の
お
気
に
入
り
な

 
そ
れ
を
キ

カ
ケ
に
八
幡
に
話
し
か
け
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
と

 
社
員
達
が
期
待
し
て
い
る

で
あ

た

 
ま
あ
実

が
疲
れ
た
時
に

な
の
は
間
違
い
な
い

何
も
問
題
は
無
い
の
だ
が

俺
は
モ

ニ
ン
グ
セ

ト
だ
な

受
け
取

た
ら
と
り
あ
え
ず
和
人
達
の
所
に

る
か

 
そ
し
て
八
幡
は
注
文
を
終
え

モ

ニ
ン
グ
セ

ト
を
受
け
取
る
と

 
再
び
和
人
と
千
佳
の
前
に

何
事
も
な
か

た
か
の
よ
う
に

け

こ
う
言

た

お
い
和
人

仲
町
さ
ん
に
迷
惑
は
か
け
て
な
い
だ
ろ
う
な

そ
の
話
題

ル

プ
し
て
る
か
ら
な

何
を
言

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
が

迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
な
ら
そ
れ
で
い
い

 
さ
て

俺
は

い
朝
食
と
し

れ
こ
む
か

あ

あ
れ

 
和
人
は
そ
の
八
幡
の
反
応
に

何
故
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
な
が
ら
そ
う

い
た
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ど
う
や
ら
和
人
は
そ
う
感
じ
る
ほ
ど

突

込
み
役
が
体
に

み
付
い
て
い
る
ら
し
い

 
八
幡
だ
け
で
は
な
く
明
日
奈
や
雪
乃

更
に
は
理
事
⻑

り
は
確
実
に
ボ
ケ
属
性
を
持
つ

 
こ
れ
か
ら
も
和
人
の
そ
の
技
術
は

か
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
じ

あ
私
達
は
仕
事
に

る
ね

あ
あ

仲
町
さ
ん

そ
れ
じ

あ
終
わ

た
ら
連

し
て
く
れ

 
確
か
今
日
は

本
も
来
る
ん
だ
よ
な

う
ん
そ
う
な
の

え

と

大
丈
夫
だ

た

あ
あ

問
題
な
い

そ
れ
じ

あ
ま
た

方
に
な

う
ん

ま
た
ね

和
人
も
頑
張
れ
よ

あ
あ

任
せ
と
け

て

 
そ
し
て
二
人
が
去

た
後

詩
乃
も
八
幡
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
私
も
バ
イ
ト
を
再
開
す
る
か
ら

そ
ろ
そ
ろ
行
く
わ

そ
う
か

ち
な
み
に
今
日
は
何
を
す
る
ん
だ
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そ
こ
ま
で
は

い
て
な
い
け
ど

乃
さ
ん
と

莉
さ
ん
が
一

よ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

八
幡
は

ま

た

い
や

ま
さ
か
な

だ
が
確
か
に
ズ
ブ
の
素
人
の
サ
ン
プ
ル
は
欲
し
い
は
ず
だ

 
ま
さ
か
詩
乃
に
空

降
下
を
さ
せ
る
と
は

ア
ル
ゴ

あ
い
つ
⻤
だ
な

ん

何
を
ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
る
の

あ

い
や

お
い
詩
乃

何ま
あ
そ
の
あ
れ
だ
バ
イ
ト
を
再
開
す
る
前
に
ト
イ
レ
に
は
絶
対
に
行

て
お
く
ん
だ
ぞ

い

い
き
な
り
セ
ク
ハ
ラ
し
て
く
る
ん
じ

な
い
わ
よ

任
と
ら
せ
る
わ
よ

い
や

俺
は
純

に
心
配
し
て
だ
な

あ
あ
も
う

分
か

た
わ
よ

ち

ん
と
行
く
か
ら

 
そ
し
て
詩
乃
は

プ
リ
プ
リ

り
な
が
ら
去

て
い

た

 
ち
な
み
に
詩
乃
は
こ
の
後

八
幡
の

告
に

て
お
い
て
本
当
に
良
か

た
と

 

空
間
の
飛
行
機
の
中
で

心
の

か
ら
思
う
事
に
な
る



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
第
５
１
３
話
 
二
つ
の
レ
ポ

ト

 
八
幡
は
詩
乃
が
去

た
後

開
発
室
へ
と
向
か
い

そ
こ
に
い
た
ア
ル
ゴ
に
話
し
か
け
た

詩
乃
か
ら

い
た
ぞ

お
前
も
大

無
茶
な
事
を
す
る
よ
な

大
丈
夫

い
の
は
最
初
だ
け
だ

か

た
ら
ま
ず
い
だ
ろ

即
死
確
定
コ

ス
じ

ね
え
か
よ

い
や

オ
レ

ち
も
こ
れ
は
ど
う
か
な

て
思
わ
な
い
で
も
な
か

た
ん
だ
け
ど
な

 
ま
あ
詩
乃

ち
な
ら
優

だ
か
ら
こ
れ
く
ら
い
平
気
か
な

て
思
い
な
お
し
て
ナ

ま
あ

平
気
と
い
え
ば
平
気
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

モ
ニ
タ

へ
と

線
を
走
ら
せ
た

 
そ
こ
に
は
リ
ラ

ク
ス
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

乃
と

莉
と

 
明
ら
か
に
テ
ン
パ

て
い
る
詩
乃
の

が
写
し
出
さ
れ
て
い
た

 
あ

あ
の

大
丈
夫
大
丈
夫

気
楽
に
い
こ
う
よ

飛
ぶ

番
は
最
後
に
し
て
あ
げ
る
か
ら
さ
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実
は
私
達
も
空

降
下
は
初
め
て
な
の
よ

だ
か
ら
安
心
し
て
ね

で

で
も
で
も

詩
乃
ち

ん
大
丈
夫

や

ぱ
り
怖
い

 
こ
こ
で
詩
乃
の
負
け
ず

い
が
作
用
し
た
の
か

画
面
の
中
の
詩
乃
は

こ
う
口
走

た

べ

別
に
全
然
怖
く
な
い
お

全
然
平
気
だ
お

何
故
ダ
ル
の
口
真
似
を

詩
乃
は
こ
う
い
う
時
ま
で
強
が
ら
な
く
て
も
い
い
ん
だ
が
な

 
明
ら
か
に
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る
詩
乃
を
見
て

八
幡
は

れ
た
よ
う
に
そ
う
言

た

な
ら
良
か

た
ほ
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
出
て
く
る
わ
よ
今
回
は

令
だ
け
か
け
て
く
れ
る
み
た

い
だ
か
ら

 
最
後
に
飛
ぶ
朝
田
さ
ん
は

反
対
扉

機
内
よ
し

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 

て
言

て
か
ら
飛
び
降
り
て
ね

う

う
ん

分
か

た

 
詩
乃
は
こ
の
時
ほ
ど
自
分
の
負
け
ず

い
さ
を

た
事
は
無
か

た
と
後
に
語

て
く
れ

た 
そ
し
て

送
機
の
扉
が
開
き

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

場
し
て
こ
う
言

た
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コ

ス
よ
し

コ

ス
よ
し

用
意
用
意
用
意

降
下
降
下
降
下

お
お

リ
ア
ル
だ
な

ア
ル
ゴ

訓
練
な
ん
だ
か
ら

部
ま
で
こ
だ
わ
ら
な
い
と
ナ

う
う
む

ち

と
興
奮
し
て
き
た
ぞ

ハ

も
や

ぱ
り
男
の
子
な
ん
だ
ナ

空

降
下
に
興
奮
し
な
い
男
が
こ
の
世
に
存
在
し
て
た
ま
る
か
よ

ま
た

な
意
見

 
そ
し
て
画
面
の
中
で
は

乃
と

莉
が
そ
の
声
に
応
じ
出
口
か
ら
身
を
乗
り
出
す
所
だ

た

そ
れ
じ

あ
先
に
行
く
ね

下
で
待

て
る
わ

朝
田
さ
ん

 
実
は
こ
の
時
二
人
と
も

内
心
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
た
ら
し
い
の
だ
が

 
八
幡
が
見
た
感
じ
は
そ
ん
な
気
配
は
ま

た
く
感
じ
な
か

た

さ
す
が
は
本
職
と
い

た

所
で
あ
る

 
そ
し
て
二
人
は
度
胸
よ
く

送
機
の
外
へ
と
飛
び
出
し
て
い

た

う

う
う

う
う
う
う
う
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実
は
こ
こ
で
飛
ば
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
な
ん
だ
け
ど
な

詩
乃

ち
な
ら

き
な
が
ら
で
も

ち

ん
と
飛
ぶ
ん
じ

な
い
カ

だ
な

ま
あ
こ

ち
と
し
て
は
助
か
る
ん
だ
が

何
か
ち

と

し

な
い
な

ま
あ
ハ

が
後
で
詩
乃

ち
に
よ
く
頑
張

た
な
と
か
声
を

け
て
や
れ
ば
問
題
な
い
だ

ロ

そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か

そ
れ
以
上
の
事
を
し
て
や

て
も
い
い
と
思
う
が
そ
の

り
は
ハ

の
好
き
に
し
ろ

テ

ま
あ
そ
れ
く
ら
い
な
ら
い
く
ら
で
も
だ
が

そ
れ
は
多
分
後
日
に
な
る
だ
ろ
う
な

ん

何
で
ダ

 
そ
の
会
話
の
間
に
覚
悟
を
決
め
た
の
か

詩
乃
は
ヤ
ケ
に
な

た
表
情
で
こ
う
叫
ん
だ

ハ

ハ
ク
サ
イ
と
ニ
ラ

器

よ
し

オ
セ
ア
ニ
ア
ま
し
た

 
ま

た
く
意
味
不
明
で
あ
る

こ
こ
は

か
な
か

た
事
に
し
て
お
く
か

オ
レ

ち
も
付
き
合
う

ま
あ
こ
れ
で
詩
乃
の
名

は
守
ら
れ
る
な
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そ
し
て
詩
乃
は
空
中
へ
と
身
を
躍
ら
せ
た

う

う
わ
あ
あ
あ
あ

ト
イ
レ
に
行

て
お
い
て
本
当
に
良
か

た

 
八
幡

文

を
言

て
ご
め
ん
な
さ
い

ハ

も
ま
あ
よ
く
そ
こ
ま
で
気
が
き
く
よ
ナ

そ
の
せ
い
で

バ
イ
ト
の
内
容
を
知

て
た
事
が
バ
レ
ち
ま
う
だ
ろ
う
か
ら

 
多
分
後
で
詩
乃
の
奴

も
の
す
ご
い
顔
で
オ
レ
に
突

か
か

て
く
る
だ
ろ
う
な

ま
あ
頑
張
れ
ヨ

ま
あ
余

だ
余

れ
て
や
り
す
ご
す
か
ら
な

さ

き
言

て
た
の
は
そ
う
い
う
事
か
ヨ

俺
は
平
和
主
義
者
な
ん
で
な

も
の
は
言
い
よ
う
だ
ナ

 
そ
し
て
二
人
が
見
守
る
中

詩
乃
の
パ
ラ
シ

ト
は
見
事
に
開
い
た

お

上
手
い
じ

な
い
か

あ
あ

あ
れ
は
自
動
で
開
く
よ
う
に
な

て
る
ん
だ

そ
う
な
の
か

そ
れ
は
楽
で
い
い
な



 第５１３話 二つのレポート

 
丁
度
そ
こ
に

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

ダ
ル
を
先

に
舞
衣
と
紅
莉
栖
が
部
屋
に
入

て
き
た

お

八
幡

お
は
よ
う
だ
お

八
幡
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
ら
八
幡

お
は
よ
う

お
う

三
人
と
も
お
は
よ
う
だ
な

 
そ
し
て
ダ
ル
は

モ
ニ
タ

を
見
て
感
心
し
た
よ
う
に
言

た

わ
お

さ
す
が
は
本
職

初
め
て
な
の
に

々
と
し
て
る
ん
じ

な
い

あ
れ

で
も
三
人
い
ま
す
ね

あ
あ

最
後
の
一
人
な

あ
れ

詩
乃
な
ん
だ
わ

えマ
ジ
で
す
か

 
ダ
ル
と
舞
衣
は
そ
う

か
さ
れ
て
驚
き
紅
莉
栖
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら
こ
う

ね
て
き
た

こ
れ

て
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
か
何
か

空

降
下
だ

空

え

本
当
に
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あ
あ

初
め
て
な
の
に

詩
乃
の
奴
見
事
に
飛
び
や
が

た

で
も
詩
乃
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
い
つ
も
空
を
飛
ん
で
る
わ
よ
ね

そ
れ
な
ら
楽
勝
な
ん
じ

な
い

の
お
前
み
た
い
に
そ
う
や

て
理

的
に
考
え
ら
れ
る
奴
ば
か
り
じ

な
い

て
こ

た

 
お
前
の
場
合
は

で
分
か

て
れ
ば
体
も
つ
い
て
く
る
が

 
詩
乃
の
場
合
は

で
分
か

て
て
も

や

ぱ
り
体
が

ん
じ
ま
う
ん
だ
ろ
う

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

で

ダ
ル
と
舞
衣
は
分
か
る
が

お
前
は
今
日
は
ど
う
し
て
こ
こ
に
来
た
ん
だ

こ
れ

 
八
幡
に
そ
う
問
わ
れ
た
紅
莉
栖
は

分

い

の
束
を
デ
ス
ク
へ
と
投
げ
出
し
た

こ
れ
は

あ
あ

レ
ス
キ
ネ
ン
教

に
関
す
る
レ
ポ

ト
か

そ
れ
に
あ
な
た
の
提
案
し
て
き
た
ア
レ
の
レ
ポ

ト
も
あ
る
わ
よ

な
る
ほ
ど
な

で

こ
れ
が
ど
う
し
た
ん
だ

こ
れ

私
は
ど
こ
ま
で
信
じ
た
ら
い
い
の

そ
う
だ
な

お
い
舞
衣

部
屋
の
入
り
口
の
鍵
を

め
て
お
い
て
く
れ
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了
解

 
舞
衣
は
元
気
よ
く
そ
う
返
事
を
す
る
と

扉
の
鍵
を

め
て

て
き
た

さ
て

お
次
は

と

教

の
件
に
つ
い
て
は
僕
が
説
明
す
る
お

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ

 
ダ
ル
は
八
幡
に

く
と

紅
莉
栖
の
方
に
向
き
直

て
言

た

残
念
な
が
ら

全
て
事
実
だ
お

で

で
も

最
初
に
僕
は

教

に
関
す
る
金
の
流
れ
を
調
べ
た
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
で
定
期
的
に
多

の
お
金
が
教

の
口
座
に

り
込
ま
れ
て
い
る
事
に
気
が
つ
い
て

 
そ
れ
で
そ
の
線
か
ら
と
あ
る
企
業
に
た
ど
り
着
い
た
ん
だ
お

 
で

そ
こ
を
ハ

キ
ン
グ
し
て
見
つ
け
た
音
声
デ

タ
が
こ
れ

 
ダ
ル
は
そ
う
言

て

を
操
作
し

そ
こ
か
ら
複

の
男
に
よ
る
会
話
が
流
れ
始
め
た

で
は

特
に
目
立

た
動
き
は
無
い
ん
だ
な

今
の
と
こ
ろ

う
ち
の
優

な
愛
弟
子
か
ラ
ハ
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茅
場
製

を
手
に
入
れ
た
と
い
う
報
告
し
か
来
て
い
な
イ
ヨ

ま
だ
現
物
は

い
て
い
な
い
の
か

実
は
も
う
ア
マ
デ
ウ
ス
に
は
茅
場
製

が
使
用
さ
れ
て
る
ん
だ
け
ド
ネ

 
で
も
そ
れ
だ
け
だ
よ

こ
ち
ら
か
ら
は
ア
マ
デ
ウ
ス
と
会
話
は
出
来
る
け
ど

 
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
強
力
な
プ
ロ
テ
ク
ト
が
か
け
ら
れ
て
い
テ
ネ

 
ま

た
く
ア
ク
セ
ス
出
来
な
い

態
な
ん
だ
ヨ
ネ

 
予
定
で
は
先
方
が
秋
に
来

し
た
時
に
提

し
て
も
ら
え
る
手
は
ず
に
な

て
る
ん
だ
け
ド

ネ
そ
う
か
そ
れ
じ

あ
引
き
続
き
何
か
目
ぼ
し
い
情
報
が
入

た
ら
こ
ち
ら
に
報
告
し
て
く

れ 
こ

ち
は
あ
ん
た
に
高
い
金
を

て
い
る
ん
だ
か
ら
な

も
ち
ろ
ん
ダ
ヨ

報

分
の
働
き
は
し
て
み
せ
ル
ヨ

い
い
情
報
が
得
ら
れ
た
ら

被
験
者
の
提

に
つ
い
て
も
力
に
な
れ
る
と
思
う

そ
れ
は
助
か
ル
ネ

人
体
実
験
は
ど
う
し
て
も
必
須
だ
か
ラ
ネ

と

い
う

で

ど
う
や
ら
あ
ち
ら
さ
ん
は

う
ち
に
興
味

々
ら
し
い
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そ
し
て
レ
ス
キ
ネ
ン
教

は
向
こ
う
の
ス
パ
イ
と
い
う
か

報
員
ま
が
い
の
事
を
し
て
い

る
よ
う
だ

 
そ
し
て
今
は

人
体
実
験
の
可
能
性
を
探

て
い
る
よ
う
だ
な

そ

そ
ん
な

で
も
今
の
は
確
か
に
教

の
声

で

今
の
会
話
内
容
を

ま
え
た
上
で

お
前
は
教

を
ど
う
し
た
い

 
紅
莉
栖
は
八
幡
に
そ
う
問
わ
れ

苦

の
表
情
を
し
た

私
と
し
て
は

ま
だ
ま
だ
教

に
教
え
て
欲
し
い
事
が

山
あ
る
し

 
出
来
れ
ば
味
方
に
引
き
入
れ
た
い
と
思
う

人
体
実
験
に
つ
い
て
は

め
て
も
ら
う

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
予
定
通
り
そ
う
す
る
か

よ

予
定
通
り

あ
あ

予
定
通
り
だ
が
何
か
問
題
が
あ
る
か

別
に
無
い
け
ど

じ

あ
何
で
私
に
さ

き
の
質
問
を

お
前
が

が

た
ら

予
定
を
変
更
し
て
教

は
切
る
つ
も
り
だ

た
か
ら
だ
が

あ
あ
そ

か

私
に
決
め
さ
せ
て
く
れ
た
の
ね

そ
う
い
う
事
だ
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紅
莉
栖
は
八
幡
に
感
謝
し
つ
つ
も

不
安
だ

た
の
だ
ろ
う

次
に
こ
う

ね
て
き
た

で
も

に
金
銭
の

受
が
成
立
し
て
し
ま

て
る
以
上

 
こ
ち
ら
の
味
方
に
引
き
込
む
の
は
か
な
り
大
変
だ
と
思
う
け
ど

ど
う
す
る
つ
も
り
な
の

も
う
一
つ
の
レ
ポ

ト
を
エ
サ
に
す
る
さ

エ
サ

確
か
に
あ
れ
が
実
現
し
た
ら

世
界
が
変
わ
る
と
思
う
け
ど

 
紅
莉
栖
は
そ
の
レ
ポ

ト
の
内
容
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た

お
前
は
あ
の
レ
ポ

ト
を
見
て
ど
う
思

た
ん
だ

子

の
作
文
ね

あ
れ

八
幡
が
書
い
た
ん
で
し

う

 
八
幡
は
自
覚
が
あ

た
の
か

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
紅
莉
栖
に
こ
う
返
し
た

子

の
作
文
で
悪
か

た
な

ま
あ
文
章
の

式
が
そ
う

て
だ
け
で
内
容
は
実
現
性
も
高
い
し
か
な
り
面
白
い
と
思
う

わ
レ
ス
キ
ネ
ン
教

が
あ
れ
を
見
た
ら
ど
う
な
る
と
思
う

そ
う
ね

決
し
て

略
に
は
扱
わ
な
い
と
思
う
わ

そ
し
て
あ
な
た
を
質
問
攻
め
に
す
る
で

し

う
ね
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な
ら
そ
れ
で
問
題
な
い

説
得
は
こ

ち
で
ど
う
に
か
す
る
さ

 
紅
莉
栖
は
秋
の
訪

ま
で
に
あ
の
レ
ポ

ト
を
き
ち
ん
と
し
た

式
の
も
の
に
書
き
換
え
て

く
れえ

え

分
か

た
わ

 
そ
う
言

た
八
幡
は

直
後
に
あ
る
事
に
気
が
つ
き

て
て
紅
莉
栖
に
こ
う

ね
た

と
い
う
か
も
し
そ
う
な

た
場
合
お
前
と
教

は
ア
メ
リ
カ
に
い
る
の
は
危
な
い
か

そ
う
ね

少
な
く
と
も
日
本
に
い
る
よ
り
は
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

教

と
お
前
を
ま
と
め
て
ソ
レ
イ
ユ
に
引
き
抜
く
事
は
可
能
か

私
は

わ
な
い
わ
よ

大
学
よ
り
も
こ

ち
の
方
が
研
究

は
整

て
い
る
し
ね

 
教

は
あ
ん
た
の
説
得
次
第
と
い

た
所
か
し
ら

ま
あ
努
力
は
す
る
さ

ま
あ
も
し
失
敗
し
た
ら

ア
マ
デ
ウ
ス
は
私
だ
け
の
研
究
と
い
う

じ

な
い
か
ら

 
ア
マ
デ
ウ
ス
抜
き
で
こ

ち
の
話
を
進
め
る
事
に
な

ち

う
ん
だ
け
ど
ね

そ
れ
は
困
る
か
ら

最
大
限
努
力
す
る
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あ
ん
た
が
そ
う
言
う
と

簡

に
実
現
し
ち

い
そ
う
な
の
が
困
り
物
ね

俺
は
ま

た
く
困
ら
な
い
が
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
紅
莉
栖
は

ク
ス
ク
ス
笑
い
な
が
ら

八
幡
に
こ
う
切
り
出
し
た

そ
れ
じ

あ
困
ら
な
い
つ
い
で
に

も
う
一
人
引
き
抜
き
た
い
人
が
い
る
ん
だ
け
ど

ん

誰
だ

比
屋
定
真
帆

日
本
人
で

私
の
先
輩
よ

お
前
と
同
じ
研
究
室
に
い
る
の
か

え
え

と
て
も
優

で

と
て
も
か
わ
い
い
先
輩
よ

 
そ
の
言
い
方
に
違
和
感
を
覚
え
た
八
幡
は

素
直
に
そ
の
疑
問
を
口
に
出
し
た

先
輩
に
対
し
て
そ
の
言
い
方
は
ど
う
な
ん
だ

見
れ
ば
分
か
る
わ

 
紅
莉
栖
は
笑
顔
で
そ
う
言
う
ば
か
り
で

し
い
話
を
し
よ
う
と
は
し
な
か

た

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
れ
以
上
の
情
報
を
引
き
出
す
の
を

め

紅
莉
栖
に

い
た

分
か

た

そ
の
線
で
話
を
進
め
よ
う

紅
莉
栖
は
レ
ポ

ト
の
作
成

 
ダ
ル
は
専
属
で

の
企
業
の

み
を
探

て
く
れ

出
来
れ
ば
脱

関
係
が
ベ
ス
ト
だ
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も
し
く
は

治
家
と
の
黒
い

着
で
も
何
で
も
い
い
ぞ

任
さ
れ
た
お

と
い
う
か
実
は
も
う
そ
れ

い
フ

イ
ル
は
見
つ
け
て
あ
る
ん
だ
よ
ね

さ
す
が
は
ス

パ

ハ
カ

だ
な
キ

マ
の
フ

イ
バ
リ

ト
ラ
イ
ト
ア

ム
だ
け
の
事

は
あ
る

ハ
カ

言
う
な

て

八
幡
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん

う
お

 
こ
う
し
て
話
が
ま
と
ま

た
と
思
わ
れ
た
そ
の
時

モ
ニ
タ

の
中
か
ら

 
ま
る
で
八
幡
を

す
る
よ
う
な
声
が

こ
え

八
幡
は

て
て
モ
ニ
タ

に
目
を
向
け
た

よ
く
考
え
た
ら

ト
イ
レ
に
行

て
お
け
だ
な
ん
て

 
最
初
か
ら
こ
う
な
る

て
分
か

て
た

て
事
じ

な
い

 
よ
く
も

て
た
わ
ね

絶
対
に
と

ち
め
て
や
る
ん
だ
か
ら

や
べ

詩
乃
の
奴

つ
い
に
気
付
い
て
し
ま

た
か

八
幡

大
丈
夫
な
ん

朝
田
氏

て
ば
か
な
り
キ
テ
る
表
情
を
し
て
る
み
た
い
だ
け
ど

俺
は
マ
ン
シ

ン
に
避
難
す
る
事
に
す
る
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何
か
あ

た
ら
直
ぐ
に
連

し
て
く
れ

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

脱

の

く
逃
げ
出
し
た

そ
ん
な
に
怖
か

た
ん
だ
ナ

 
こ
の
日
詩
乃
は

バ
イ
ト
が
終
わ

た
後

結
局
八
幡
を
見
つ
け
出
す
事
が
出
来
ず

 
コ
ミ
ケ
の
日
に
絶
対
と

ち
め
て
や
る
と

い
つ
つ

家
へ
と
帰
る
事
に
な

た
の
だ

た



 第５１４話 和人の気遣い

 
第
５
１
４
話
 
和
人
の
気
遣
い

 
ふ
う

何
と
か

時
に
間
に
合
い
ま
し
た

八
幡
さ
ん

八
幡
さ
ん

そ
ろ
そ
ろ

き
る
時
間
で
す
よ

ん

お
う

優
里
奈
か

こ
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

い
え
い
え

こ
ち
ら
こ
そ
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
優
里
奈
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

八
幡
は
首
を

げ
た

ん

何
が
だ

い
え

顔
が
そ
の

か
わ
い
か

た
の
で

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

俺
は
て

き
り

て
る
間
に
俺
が
突
然
動
き
出
し
て

 
お
前
に
食
事
か
何
か
を

た
の
か
と

あ
れ

 
最
初
は
そ
ち
ら
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
い
た
八
幡
は
こ
の
時
優
里
奈
の
言
葉
の
意
味
に
気

き
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少
し
気
ま
ず
そ
う
な
顔
で
優
里
奈
に
こ
う

ね
た

え
え
と

俺
の

顔

ど
こ
か
お
か
し
か

た
り
し
た
か

大
丈
夫
で
す
よ

ま

た
く
普
通
で
し
た
か
ら

そ

そ
う
か

 
八
幡
は
何
と
も
い
え
な
い
気
分
に
な

た
が

 
優
里
奈
に

顔
を
見
ら
れ
る
の
は
い
つ
も
の
事
だ
し

そ
の
ま
ま
流
す
事
に
し
た

 
優
里
奈
は
優
里
奈
で

無
防
備
に

と
て
も
リ
ラ

ク
ス
し
て

て
い
る
八
幡
の
顔
を
見
て

 
自
分
の
事
を
そ
れ
だ
け
信
頼
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思

て
嬉
し
く
な

た
事
や

 
少
し

を
か
い
て
い
た
八
幡
の
顔
を
そ

と
タ
オ
ル
で
ぬ
ぐ

た
事
は

て
お
い
た

 
八
幡
の

顔
を
い
つ
で
も
鑑
賞
出
来
る
特

を
万
が
一
に
も
手
放
す
事
は
出
来
な
か

た
か

ら
だ

 
優
里
奈
は
今
の
自
分
の
生
活
が
充
実
し
て
お
り

と
て
も
幸
せ
だ
と
感
じ
て
い
た

 
こ
の
生
活
を
壊
す
よ
う
な
事
は

力

え

更
に
は
一
歩

み
込
ん
で

 
こ
の
生
活
を
壊
そ
う
と
す
る
者
と
は

徹

的
に
戦
う
覚
悟
を
決
め
て
い
た
の
だ

た

 
そ
ん
な
事
は
そ
う
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
が

無
い
と
い
う
保
証
は
ま

た
く
無
く
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々
に
し
て
そ
う
い

た
ト
ラ
ブ
ル
は
突
然
訪
れ
る

 
優
里
奈
は
そ
の
事
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
お
り

や
か
に
神

を
使
い

 
問
題
に
な
り
そ
う
な
事
が
な
い
か
注
意
深
く
観
察
を
続
け
日
々
の
チ

ク
を

ら
な
い

 
こ
の
事
が

こ
の
部
屋
を
訪
れ
る
者
達
に
と

て

 
常
に

な

が

持
さ
れ
る
と
い
う

恵
に
も
な

て
い
る
の
だ

た

そ
う
い
え
ば

詩
乃
ち

ん
が
必
死
で
八
幡
さ
ん
の
事
を
探
し
て
ま
し
た
よ

う

ま

ま
さ
か
こ
こ
に
来
た
の
か

い
い
え

問
い
合
わ
せ
が
あ

た
だ
け
で
す
け
ど

 
八
幡
さ
ん
が

る
前
に
詩
乃
ち

ん
に
こ
こ
に
い
る
事
を
教
え
る
な

て
言
わ
れ
て
ま
し
た

か
ら

 

し

な
い
な
と
思
い
つ
つ
も

上
手
く
誤
魔
化
し
て
お
き
ま
し
た

そ

そ
う
か

無
理
を
言

て
悪
か

た
な

い
え

詩
乃
ち

ん
に
は
後
で
謝

て
お
き
ま
す
か
ら

そ
う
し
て
く
れ

 
そ
し
て
八
幡
は
時
計
を
見
て
あ
と
一
時
間
ほ
ど
で
千
佳
と
か
お
り
の
仕
事
も
終
わ
る
な
と
考
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え 
出
か
け
る
準
備
を
先
に
済
ま
せ
て
し
ま
う
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
俺
は
ち

と
シ

ワ

を

び
て

夜
出
か
け
る
準
備
を
し
ち
ま
う
わ

そ
れ
じ

あ
私
は
八
幡
さ
ん
が
シ

ワ

を

び
て
い
る
間
に

 
洗

物
を
回
収
し
て
洗

し
ち

い
ま
す
ね

つ
い
で
に
着

え
も
出
し
て
お
き
ま
す
か
ら

い
つ
も
す
ま
な
い
な

宜
し
く
頼
む

 
そ
の
時
八
幡
は

優
里
奈
が
後
ろ
手
に
洗

カ
ゴ
を
手
に
し
て
い
る
事
に
気
が
つ
い
た

優
里
奈

そ
の
手
に
持

て
い
る
の
は

あ

今

室
で

乃
さ
ん
と

莉
さ
ん
が

て
て

そ
の
洗

物
で
す

 
ど
う
や
ら
今
日
は
か
な
り
疲
れ
た
み
た
い
で

 
二
人
は
八
幡
さ
ん
を

こ
さ
な
い
よ
う
に
そ

と
シ

ワ

を

び
て
そ
の
ま
ま

ち

い

ま
し
た

 
一
体
何
が
あ

た
の
か

八
幡
さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か

あ
あ

飛
行
機
か
ら
何
度
も
飛
び
降
り
た
ん
だ
よ

空

降
下

て
奴
だ

く
う
て
い
こ
う
か

で
す
か
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そ
の
子

の
よ
う
な
優
里
奈
の
言
い
方
を
微
笑
ま
し
く
思

た
八
幡
は

 
優
里
奈
に
空

降
下
の
説
明
を
し

シ

ワ

に
向
か
お
う
と
し
て

 
た
ま
た
ま
優
里
奈
の
持
つ
洗

カ
ゴ
の
中
身
を
見
て
ぎ

と
し
た

 
そ
こ
に
は
特
大
サ
イ
ズ
の
ブ
ラ
が
チ
ラ
リ
と

を

か
せ
て
お
り

 
八
幡
は
思
わ
ず
口
に
出
し
て
こ
う
言

た

さ

さ
す
が
は

さ
ん
と
言
う
べ
き
か

え

あ

も
う

八
幡
さ
ん

目
で
す
よ

 
優
里
奈
は
洗

カ
ゴ
を
後
ろ
に

し

子

を

る
よ
う
な
口
調
で
そ
う
言

た

お

お
う

す
ま
ん

ち

と
そ
の
大
き
さ
に
び

く
り
し
ち
ま

た
も
ん
で
な

あ

え

と
で
す
ね

こ
れ
は

乃
さ
ん
の
じ

な
く
て

え
え
と

 
優
里
奈
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言
い
八
幡
は
そ
れ
で
そ
の
持
ち
主
が
誰
な
の
か
を
理

解
し
た

ま

ま
さ
か
そ
れ

優
里
奈
の

な
の
か

も
う

八
幡
さ
ん
の
え

ち

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は
八
幡
を

か

か
と
叩
い
た

八
幡
は

て
て
優
里
奈
に
謝
る
と
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そ
の
ま
ま
シ

ワ

室
に
駆
け
込
も
う
と
し
て

あ
る
事
に
気
が
つ
き

再
び
止
ま

た

え

あ
れ
ま
待
て
よ

て
事
は
俺
の
洗

物
と
優
里
奈
達
の
洗

物
を
一

に
洗

う
の
か

 
そ
の
問
い
に

優
里
奈
は

れ
た
顔
を
し
て
こ
う
答
え
た

今
更
で
す
か

ず

と
前
か
ら
そ
う
で
す
よ

ま
じ
か

い
や

で
も
あ
い
つ
ら
が

が

た
り
し
な
い
の
か

む
し
ろ
一

で
い
い

て
皆
さ
ん
言

て
ま
す
よ

そ

そ
れ
じ

あ
今

て
る
あ
の
二
人
は

普

か
ら
そ
う
い
う
生
活
を
し
て
る
か
ら
正
直
も
う
慣
れ
て
る
か
ら
ど
う
で
も
い
い
み
た
い

で
すあ

あ

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
な

 
そ
し
て
八
幡
は
先
ほ
ど
見
た
優
里
奈
の
ブ
ラ
と
自
分
の
下
着
が

ん
で

し
て
あ
る
光
景

を
想
像
し

 
ぶ
ん
ぶ
ん
と

を

て
そ
の
映
像
を
消
す
と
何
も
考
え
な
い
よ
う
に
シ

ワ

室
へ
消
え

て
い

た
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そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る

は
い
五
分
後
く
ら
い
に
洗

物
を
取
り
に
入

て
代
わ
り
の
着

え
を
置
い
て
お
き
ま
す

か
ら
ね

い
つ
も
悪
い
な

 
八
幡
は
こ
の
時
気

い
て
い
な
か

た
が
そ
も
そ
も
八
幡
の
下
着
は
優
里
奈
が
管
理
し
て
い

る 
そ
れ
は
一

に
洗

を
す
る
事
よ
り
も
よ
ほ
ど
大
き
な
問
題
の
は
ず
な
の
だ
が

 
八
幡
は
そ
の
事
に
は
も
う
慣
れ
て
し
ま

て
い
る
の
か

感
覚
が
麻

し
て
い
る
の
か

 
そ
の
事
に
は
ま

た
く
気

か
な
か

た

こ
う
い
う
所
は
抜
け
て
い
る
八
幡
で
あ
る

 
そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
わ

守
の
事
は
任
せ
た
ぞ

 
今
日
は

本
を
家
ま
で
送

て
そ
の
ま
ま
家
に
帰
る
か
ら

 
あ
の
二
人
が

き
た
ら
い
い
物
で
も
食
わ
せ
て
や

て
く
れ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は
再
び
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か
い

優
里
奈
は
笑
顔
で
そ
れ
を
見
送

た
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か
ら
見
る
と

ま
る
で
新
婚
夫

の
よ
う
な
の
だ
が

 
明
日
奈
が
何
も
言
わ
な
い
事
も
あ
り

そ
の
事
に
は
誰
も
突

込
ま
な
か

た

 
む
し
ろ
明
日
奈
は
優
里
奈
を
い
い
お
手
本
と
し
て

 
い
ず
れ
必
ず
来
る
八
幡
と
の
新
婚
生
活
に
備
え
る
事
が
出
来
て
お
り

 
今
の
と
こ
ろ
こ
の
関
係
は
誰
に
と

て
も
ウ

ン
ウ

ン
な

態
と
な

て
い
る
よ
う
だ

た 
あ

比
企
谷
く

ん

お
う
八
幡

詩
乃
が
凄
い
剣
幕
で
八
幡
の
事
を
探
し
て
た
ぞ

 
千
佳
と
和
人
の
二
人
が
仕
事
を
し
て
い
る
場
所
へ
と
向
か

た
八
幡
は

 
和
人
に
そ
う
報
告
さ
れ

い
顔
を
し
て
こ
う
答
え
た

あ
あ

知

て
る
知

て
る

と
り
あ
え
ず
今
度
フ

ロ

し
て
お
く
わ

何
が
あ

た
ん
だ
よ

直
接
は
俺
の
せ
い
じ

な
い

た
だ
今
日
の
バ
イ
ト
の
内
容
を
教
え
な
か

た
だ
け
だ

バ
イ
ト
の

今
日
の
メ
ニ

は
何
だ

た
ん
だ
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空

降
下
だ

 
和
人
は

に
そ
れ
が
何
か
分
か
ら
ず
考
え
て
込
ん
だ
が

 
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た

間
に

驚
い
た
顔
で
八
幡
に
言

た

く

空

マ

マ
ジ
で

あ
あ

大
マ
ジ
だ

あ
い
つ

送
機
か
ら
見
事
に
飛
び
降
り
て
た
ぞ

う
は

詩
乃
の
奴

度
胸
が
あ
る
な

 
で
も
そ
れ
を
内

に
さ
れ
て
た
の
な
ら

八
幡
に
文

の
一
つ
も
言
い
た
く
な
る
わ

で
も
あ
い
つ

い
つ
も
ア
ル
ゴ
に
は
文

を
言
わ
な
い
ん
だ
ぞ

不
公
平
だ
よ
な

比
企
谷
君

女
心

て
の
は
そ
う
い
う
も
ん
だ
よ

そ

そ
う
か

 
千
佳
に
そ
う
諭
さ
れ

八
幡
は
理
不
尽
だ
と
思
い
つ
つ
も

 
そ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
ろ
う
な
と
無
理
や
り
自
分
を
納
得
さ
せ
た

仲
町
さ
ん

仕
事
の
調
子
は
ど
う
だ

後
は
こ
の
フ
ロ
ア
で
終
わ
り
だ
か
ら

も
う
少
し
か
な

 
そ
れ
で
そ
の

ま
た
今
日
も
お
願
い
し
て
も
い
い
か
な
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あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

シ

ワ

ル

ム
は
自
由
に
使

て
く
れ
て
い
い

う
ん

あ
り
が
と
う

 
や
は
り
千
佳
も
年

の
女
の
子
な
の
で
あ
る
今
日
は
ち

ん
と
着

え
も
持

て
き
て
お
り

 
し
か
も
い
つ
も
よ
り
も
気
合
い
の
入

た
準
備
を
し
て
き
て
い
た

 
八
幡
と
和
人
は
そ
の
ま
ま
社
食
に
向
か
い
雑
談
を
し
な
が
ら
千
佳
が

て
く
る
の
を
待

て
い
た

 
和
人
は

こ
の
後
ど
う
す
る
か
は
決
め
て
お
ら
ず

 
八
幡
に
誘
わ
れ
れ
ば
そ
の
ま
ま
付
い
て
い
く
つ
も
り
だ

た
の
だ
が

 
案
の
定
八
幡
が
誘

て
き
た

そ
の
ま
ま
行
動
を
共
に
す
る
つ
も
り
で
あ

た

 
だ
が

て
き
た
千
佳
の

を
見
て
こ
れ
は
別
行
動
を
と

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た

 
ち
な
み
に
い
つ
も
の
和
人
は
こ
う
い
う
場
合
は
別
行
動
を
と
る

何
故
な
ら
空
気
の

め
る

男
だ
か
ら
だ

 
和
人
は
千
佳
が

八
幡
と
一

の
時
間
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
事
を
知

て
お
り

 
普

千
佳
と
一

に
い
る
事
で
千
佳
が
そ
の
レ
ベ
ル
で
満
足
し
て
い
る
事
も
知

て
い
た
の
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で 
何
か
問
題
が
発
生
す
る
と
も
思
え
ず

内
心
千
佳
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
れ
ば
い
い
な
と

思

て
も
い
た

 
和
人
は

今
日
は
か
お
り
も
一

と

い
て
い
た
の
で

 
逆
に
俺
も
い
た
方
が
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
思

て
残

て
い
た
の
だ

が 
今
日
は
多
分

か
お
り
と
の

ね
合
い
で
何
か
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ

 
八
幡
に
断

て
帰
ろ
う
と

を
立
と
う
と
し
た

だ
が
そ
ん
な
和
人
を
千
佳
が

線
で
止
め

た
和
人
君

今
日
は
残

て

オ

ケ

事
情
は
分
か
ら
な
い
が
そ
う
す
る

 
こ
の

り
は
何
度
も
バ
イ
ト
で
一

に
行
動
し
て
い
る
事
が
幸
い
し
た
の
だ
ろ
う

 
和
人
は
千
佳
の

線
の
意
味
を
正
確
に
理
解
し

子
か
ら

か
せ
か
け
て
い
た

を

し
た

 
そ
し
て
千
佳
の
気
合
い
の
入

た
お
め
か
し

り
を
見
た
八
幡
は

お
ど
お
ど
し
な
が
ら

言

た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

あ
れ
仲
町
さ
ん
今
日
は
何
と
い
う
か
え
え
と
あ
あ
れ
だ
そ
の
服
装
凄
く
似
合

て
る
な

 
あ

い
や

普

が
似
合

て
な
い
と
か
そ
う
い
う
事
じ

な
く

 
今
日
は
特
に

て
意
味
で
言

た
つ
も
り
な
ん
だ
が

う
ん

あ
り
が
と
う
比
企
谷
君

 
千
佳
は
そ
ん
な
八
幡
の

を
微
笑
ま
し
く
思
い
な
が
ら

素
直
に
そ
う
お

を
言

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ

本
の
準
備
も
整
う

だ
な

受
付
に
顔
を
出
し
に
行
こ
う

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
受
付
へ
と
向
か
う
道
中
で

和
人
は
そ

と
千
佳
に

ね
た

仲
町
さ
ん

今
日
は
何
か
あ
る
の
か

実
は
ね
今
日
は
か
お
り
が
比
企
谷
君
に
何
と
か
名
前
で
呼
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
ろ
う

と 
頑
張

て
み
る
つ
も
り
ら
し
い
の

で

お
め
か
し
し
て
く
る
み
た
い
だ
か
ら

 
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
思

て
私
も
こ
ん
な
格
好
を
ね
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バ
ラ
ン
ス
ね

 
そ
の
和
人
の
言
い
方
で
千
佳
は
あ
こ
れ
は
自
分
も

乗
し
て
そ
う
し
て
も
ら
お
う
と
し

て
る
事
が

 
和
人
に
確
実
に
バ
レ
て
る
な
と
感
じ
た

じ

あ
俺
も
頑
張

て
二
人
を
手
伝
う
よ

 
千
佳
は
そ
の
言
葉
に
や

ぱ
り
な
と
思
い
つ
つ
も
少
し

い
顔
で
そ
れ
で
も
と
ぼ
け
な
が

ら 
和
人
に
対
し
て
こ
う
お

を
言

た

う
ん

か
お
り
の
事

宜
し
く
ね

あ
あ

二
人
の

に
出
来
る
だ
け
の
事
は
す
る
よ

 
千
佳
は
そ
う
言
わ
れ

く
な

て
下
を
向
き

 
和
人
は
そ
ん
な
千
佳
に
も
心
の
中
で
エ

ル
を
送

た
の
だ

た

 

本
あ

比
企
谷

丁
度
つ
い
さ

き
準
備
が
出
来
た
と
こ
ろ
だ
よ
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そ
う
か

そ
れ
は
丁
度
良
か

た
な

 
そ
し
て
か
お
り
と
話
し
て
い
た
受
付
の
女
の
子
が

か
お
り
に
何
か

き

 
か
お
り
は
顔
を

く
し
な
が
ら

何
か
気
合
い
を
入
れ
て
い
る

が
見
え

 
八
幡
は
何
だ
ろ
う
と
思

た
が
か
お
り
の
格
好
も
千
佳
と
同
じ
く
気
合
い
の
入

た
も
の

だ

た
の
で

 
服
装
に
つ
い
て
同

に
褒
め
て
も
ら

た
ん
だ
ろ
う
か
な
ど
と
の
ん
き
な
事
を
考
え
な
が
ら

 
先
ほ
ど
千
佳
に
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に

か
お
り
の
服
装
を
褒
め
た

今
日
は

本
も
お
し

れ
し
て
る
ん
だ
な

凄
く
似
合

て
て
い
い
と
思
う
ぞ

う
ん

あ
り
が
と
う

て
事
は

地
味
な
の
は
和
人
だ
け
か

俺
は
普
通
だ
よ

と
い
う
か
俺
を
引
き
合
い
に
出
す
な
よ

仕
方
な
い
だ
ろ
う

他
に
い
じ
る
奴
が

り
に
い
な
い
ん
だ
か
ら

く

ま

ま
あ
い
い
や

さ

さ
と
行
こ
う

八
幡

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
こ
う
し
て
か
お
り
と
千
佳
の
決
意
を
秘
め
た
戦
い
が
始
ま

た
の
だ
が



 第５１４話 和人の気遣い

 
結
果
的
に
は
そ
の
決
意
は
空
回
り
す
る
事
と
な
る
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第
５
１
５
話
 
ま
た
明
日
ね

今
日
は
こ
こ
に
し
よ
う
と
思
う

な
る
ほ
ど

か

あ
あ

い
か
ら
ち

と
で
も
元
気
に
な

て
も
ら
お
う
と
思

て
な

あ
た
し

て
大
好
物
な
ん
だ
よ
ね

で
も
食
べ
る
の
は
久
し
ぶ
り
か
も

そ
う
い
え
ば
最
近
食
べ
て
な
か

た
な

 
八
幡
の
チ

イ
ス
は

三
人
に
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
た

 
ち
な
み
に
今
日
の
チ

イ
ス
は
千
佳
の
好
み
を
リ
サ

チ
し
た
結
果
で
あ
る

す
み
ま
せ
ん

予
約
し
て
あ

た
比
企
谷
で
す
が

あ

は
い

よ
う
こ
そ
い
ら

し

い
ま
し
た

こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

 
そ
の
店
は

カ
ウ
ン
タ

の

に
テ

ブ
ル
が
あ
る
タ
イ
プ
の
店
で
は
あ

た
が

 
別
に
個
室
も
用
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

四
人
は
そ
ち
ら
へ
と
案
内
さ
れ
た

 
だ
が
心

い
事
に

個
室
の
方
に
も

の
い
い
香
り
が

て
く
る
作
り
と
な

て
お
り

 
千
佳
は
お
腹
が
鳴
り
そ
う
に
な
る
の
を

女
の
意
地
で

え
て
い
た
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さ
て

そ
れ
じ

あ
好
き
な
物
を
注
文
し
て
く
れ

あ

う
ん

メ
ニ

メ
ニ

と

そ
れ
じ

あ
あ
た
し
も
遠

な
く

て

こ
れ

ん

ど
う
か
し
た
か

う
う
ん

何
で
も
な
い
よ
ね
か
お
り

ほ
ら

待
て
だ
よ

待
て

千
佳

私
を

扱
い
し
な
い
で

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

八
幡
は
面
白
そ
う
に
笑

た

そ
ん
な
に
そ
わ
そ
わ
し
な
く
て
も

は
逃
げ
な
い
ぞ

ま
あ
ゆ

く
り
決
め
る
と
い
い

う

う
ん

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
ね

そ
の
前
に
俺
は
ち

と
ト
イ
レ
に

う

う
ん

行

て
ら

し

い

 
そ
し
て
八
幡
が
い
な
い
う
ち
に

三
人
は

卓
会
議
を
始
め
た

 
も

と
の
こ
こ
の
テ

ブ
ル
は

卓
で
は
な
い
の
だ
が

か
お
り

比
企
谷
君
と
月
一
で
食
事
を
し
て
き
た
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
よ

 
比
企
谷
君
と
こ
う
い

た
お
出
か
け
を
し
た
場
合
は

の

は
決
し
て
見
な
い
事
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そ
れ
が
精
神
衛
生
的
に
も

と
も
か
し
こ
い
選
択
よ

わ

分
か
り
ま
し
た
先
輩

俺
か
ら
も

告
だ

下
手
に
気
を
遣

て
安
い
物
を
注
文
す
る
と

 
逆
に
あ
い
つ
が
気
を
遣

て
こ

ち
の
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か
と
か
言

て
く
る
事
が
多

い 
代
わ
り
が
な
い
物
な
ら
大
丈
夫
だ
が
そ
う
じ

な
い
場
合

て
一
番
高
い
物
を
選
択
す

る
と
い
い

う

う
ん

あ
り
が
と
う
和
人
君

 
そ
こ
で
和
人
は
何
か
に
気
が
つ
い
た
よ
う
に

あ
れ

と
い
う
顔
で
首
を

げ
た

な

二
人
は
今
日
八
幡
に
名
前
で
呼
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
し
て
る
ん

だ
よ
な

 
で

出
来
れ
ば
自
分
達
も
あ
い
つ
の
事
を
名
前
で
呼
び
た
い
と

あ

う
ん

そ

そ
う
だ
ね

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の

何
で
俺
の
事
は
名
前
で
呼
ん
で
る
ん
だ

い
つ
か
ら
だ

け
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あ

あ
れ

そ
う
い
え
ば

 
二
人
も
首
を

げ

和
人
と
ど
う
や

て
出
会

た
の
か
思
い
出
そ
う
と
し
た

 
そ
し
て
千
佳
が
あ
る
事
に
気
が
つ
い
た

最
初
は
確
か
に
桐

谷
君

て
呼
ん
で
た
と
思
う
ん
だ
よ
ね

確
か
に
そ
の
は
ず
な
ん
だ
よ
な

多
分
だ
け
ど

比
企
谷
君
と
和
人
君

て

ソ
レ
イ
ユ
だ
と
基
本
セ

ト
じ

な
い

 
で

比
企
谷
君
は
常
に
和
人

て
呼
ん
で
る
か
ら

 
⻑
く
同

し
て
い
る
と

桐

谷
君

て
呼
び
続
け
る
の

て
難
し
く
な
い

 
ど
う
し
て
も
他
人
の
影

を
受
け
る
か
ら

う

か
り
移

ち

た
り

あ

そ
れ
あ
る

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
だ
な

な
る
ほ
ど
ね

そ
れ
で
知
ら
な
い
う
ち
に

て
事
ね

ウ
ケ
る
し

で
も
さ

だ

た
ら
か
お
り
は
何
で
他
人
の
影

を
受
け
て
な
い
の
か
な

 
そ
の
当
然
の
疑
問
に

か
お
り
は
こ
う
答
え
た
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ほ
ら
受
付
に
い
る
と
さ
比
企
谷
の
事
を
名
前
で
呼
ぶ
人
よ
り

で
呼
ぶ
人
の
方
が
多

い
ん
だ
よ

 
で
会
社
の
他
の
人
も
私
の
事
は
基
本

本
さ
ん

て
呼
ぶ
か
ら
そ
の

だ
と
ま
あ
そ

う
い
う
事

 
そ
し
て
か
お
り
は
直
後
に

二
人
に

こ
え
な
い
音

で
ボ
ソ
リ
と

い
た

も
ち
ろ
ん
中
学
の

の
苦
い
思
い
出
の
せ
い
で
あ
た
し
が

し
ち

う

て
の
も
あ
る
と

思
う
け
ど

あ
あ

逆
に
そ
う
な
の
か

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

こ
の

は
自
分
じ

ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
よ
ね
な
の
で
今
日
は
覚
悟
を
決
め
な
い
と

 
か
お
り
は
そ
う
言

て
気
合
い
を
入
れ
直
し
た

そ
し
て
和
人
は
二
人
に
言

た

そ
し
た
ら
俺
も

八
幡
が
二
人
の
呼
び
方
を
変
え
た
後
は

 
そ
れ
に

て
呼
び
方
を
変
え
た
方
が
い
い
の
か
な

あ

そ
う
か
も
ね

私
達
が
名
前
で
呼
ん
で
る
ん
だ
か
ら

確
か
に
今
の
ま
ま
だ
と
変
だ
よ
ね

で
も
何
て
呼
べ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
か



 第５１５話 また明日ね

そ
の
ま
ん
ま

か
お
り
と
千
佳
で
い
い
ん
じ

な
い

 
そ
う
提
案
さ
れ
た
和
人
は

迷
う
よ
う
な
表
情
で
こ
う
言

た

そ
れ
で
も
い
い
ん
だ
け
ど

実
は
俺

二
人
よ
り
一
つ
年
下
な
ん
だ
よ
な

あ

そ
う
だ

た
ん
だ

そ
れ
じ

あ
慣
れ
る
ま
で
は

当
に
さ
ん
と
か
ち

ん
と
か
付
け
れ
ば
い
い
よ

 
付
け
て
も
付
け
な
く
て
も

あ
た
し
達
は
そ
こ
ま
で

か
く
気
に
し
た
り
し
な
い
け
ど
ね

だ
ね

そ
れ
が
い
い
と
思
う

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
か
と
り
あ
え
ず
今
日
は
頑
張

て
二
人
の
事
を
名
前
で
呼

ん
で
み
て

 
そ
れ
で
八
幡
を
上
手
く
釣

て
み
る
努
力
を
し
て
み
る
よ

本
当
に

あ
り
が
と
う

そ
れ
は

果
が
期
待
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
ね

 
三
人
の
話
は
そ
れ
で
ま
と
ま
り

話
は
元
に

た

そ
れ
で
注
文
の
話
だ
け
ど

そ
う
だ

た
そ
う
だ

た

と
い
う

で
俺
は

何
も
考
え
ず
に
特
上
を
頼
む
事
に
す
る
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あ

そ
れ
じ

あ
私
も

あ
た
し
も
そ
う
す
る

あ
ま
り
考
え
る
余
地
も
無
い
し
ね

 
三
人
は
そ
う
決
断
し

八
幡
が

て
く
る
と

三
人
と
も
同
じ
物
に
す
る
と
伝
え
た

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
俺
も
そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
八
幡
が
注
文
を
済
ま
せ

四
人
は
料
理
が
来
る
ま
で
雑
談
に
移

た

そ
う
い
え
ば
仲
町
さ
ん

お
店
の

の
方
は
最
近
ど
う
な
ん
だ

う
ん

は

調
だ
よ

今
は
私
が
店
⻑
だ
か
ら

あ
る

度
好
き
に
出
来
る
し
ね

え

千
佳

そ
う
だ

た
の

凄
い
な
千
佳
さ
ん

ふ
ふ
ん

ソ
レ
イ
ユ
の
仕
事
を

け
た
時
の
功

で

出
世
し
ま
し
た

 
和
人
は
そ
こ
で
初
め
て

し
に
千
佳
を
名
前
で
呼
び

密
か
に
八
幡
の
様
子
を
観
察
し
た
が

 
八
幡
は
何
の
反
応
も

さ
な
か

た

気

い
て
な
い
の
か

あ
る
い
は
気
に
し
て
な
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
な

 
当
然
他
の
二
人
も
そ
の
事
に
気
付
き

期
待
の
こ
も

た
目
で
八
幡
の
方
を
見
た
の
だ
が

 
八
幡
は
何
の
反
応
も

さ
ず
に

か
お
り
に
向
か

て
言

た
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そ
う
い
え
ば
仲
町
さ
ん
の
好
み
に
合
わ
せ
て
こ
の
店
を
選
ん
で
み
た
ん
だ
が

 

本
は

は
平
気
だ

た
の
か

 
か
お
り
は
内
心
ガ

カ
リ
し
つ
つ
も

笑
顔
で
八
幡
に
答
え
た

う
ん

平
気
平
気

む
し
ろ
大
好
物
だ
し

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

ち
な
み
に
和
人
は

い
な
物
で
も

て
食
え
よ

そ
の
扱
い
の
差
は
何
だ
よ

た
ま
に
は
俺
に
も
気
を
遣
え
よ

気
を
遣

て
い
る
か
ら
こ
そ
誘

て
や

た
ん
じ

な
い
か

そ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

 
そ
し
て
八
幡
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
和
人
に
言

た

と
い
う

で
ピ

マ
ン
で
も
追
加
で
頼
む
か

何
で
お
前
は
俺
の

い
な
物
を
知

て
る
ん
だ
よ

直
葉
か
ら
教
え
て
も
ら

た

あ
あ
そ
う
か

も
し
く
は

の
味

で
も
い
い
ぞ

そ
れ
も
ス
グ
に

い
た
の
か

い
や

里
香
に

い
た

俺
の

り
は
敵
ば

か
か
よ
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好
き

い
を
無
く
し
て
欲
し
い
と
い
う
あ
い
つ
ら
の
愛
に
対
し
て
ひ
ど
い
事
を
言
う
ん
だ

な
お
前
は

ぐ

畜
生

口
じ

八
幡
に
は
敵
わ
な
い

 
か
お
り
と
千
佳
は
そ
の
会
話
に
爆
笑
し

丁
度
そ
の
時
注
文
の
品
が
運
ば
れ
て
き
た

さ
て

そ
れ
じ

あ

く
と
す
る
か

う
わ

美
味
し
そ
う
だ
ね

い
た
だ
き
ま
す

い
た
だ
き
ま
す

て
こ
れ
美
味
し
い

や
ば
い

や
ば
い

て

の
一
つ
一
つ
が
歓
喜
の
声
を
上
げ
て
い
る
ね

大
げ
さ
だ
な

グ
ル
メ
番
組
じ

な
い
ん
だ
か
ら

 
八
幡
は

れ
な
が
ら
も

三
人
が
嬉
し
そ
う
な
の
を
見
て
心
を
和
ま
せ
た

 
そ
し
て
食
後
の
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

と
り
と
め
の
な
い
話
を
し
て
い
た
四
人
で
あ

た
が

 
か
お
り
は
八
幡
の
事
を
名
前
で
呼
ぶ
キ

カ
ケ
が
中
々
掴
め
ず
に

て
い
た
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ど

ど
う
し
よ
う
千
佳

何
か
そ
れ

い
話
題
で
も
あ
れ
ば
ね

 
二
人
は
目
で
そ
う
会
話
を
し
な
が
ら

和
人
に
期
待
の
こ
も

た
目
を
向
け
た

 
和
人
は
こ
の
時
ば
か
り
は
空
気
を

ま
な
い
事
に
し

 
チ

ン
ス
が
あ
れ
ば
ガ
ン
ガ
ン
突

込
も
う
と
密
か
に
心
に

て
い
た

 
そ
の
チ

ン
ス
と
は
要
す
る
に
八
幡
が
二
人
の
う
ち
ど
ち
ら
か
の

を
呼
ぶ
事
だ

た
の

だ
が

 
八
幡
は
今
は
三
人
全
員
に
向
か

て
何
と
な
く
話
題
を

て
い
る
だ
け
で
あ
り

 
名
前
を
呼
ぶ
よ
う
な
特
定
の
話
題
は
ま

た
く
出
て
こ
な
か

た

こ
う
な

た
ら
仕
方
が
な
い
も
し
か
し
た
ら
八
幡
だ
け
じ

な
く
二
人
も

が
る
か
も
し

れ
な
い
が

 
禁
断
の
中
学
も
し
く
は
高
校
の
時
の
話
題
を

る
し
か
な
い
か

 
和
人
は
そ
う
決
意
し

思
い
切

て
八
幡
に
こ
う
言

た

そ
う
い
え
ば
八
幡
は
か
お
り
さ
ん
と
は
中
学
か
ら
一

だ

た
ん
だ
よ
な

 
千
佳
さ
ん
は
か
お
り
さ
ん
と
は
高
校
か
ら
な
ん
だ

け
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ん

あ
あ

そ
う
だ
な

う
ん

そ
う
だ
ね

懐
か
し
い
な

他
に
中
学
高
校
か
ら
の
友
達
で
今
も
続
い
て
る
人

て
い
る
の
か

 
俺
は
正
直
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ん
だ
よ
な

和
人
は
ま
あ

事
情
が
特

だ
か
ら
な

和
人
の
場
合
は

そ
う
い

た
関
係
の
友
達
は

 
俺
や
明
日
奈
や
里
香

そ
れ
に
珪
子
が
そ
れ
に

当
す
る
事
に
な
る
ん
じ

な
い
か

あ

確
か
に
そ
う
か
も
な

二
人
は
他
に
誰
か
い
る
の
か

 
そ
う
話
を

ら
れ
た
二
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
言

た

う

ん

高
校
に
関
し
て
い
え
ば

い
関
係
の
人
ば

か
り
か
も
ね

か
お
り
は
目
立
つ
分
敵
も
多
か

た
し
ね

表
だ

て
敵
対
と
か
は
し
て
な
か

た
け
ど
基
本
あ
た
し
達
は
二
人
で
行
動
し
て
た
か
な

じ

あ
噂
に

い
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
時
と
か
千
佳
さ
ん
は
少
し

し
か

た
ん
じ

な
い

の
か

 
ほ
ら

の
八
幡
と
偶
然
再
会
し
た

て
い
う
あ
の
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あ
あ

あ
の
時
は
そ
う
だ
ね

か
お
り
は
一
度
興
味
を
引
か
れ
る
と
そ

ち
に
突

走

ち

う
し

 
そ
の

は
確
か
に
一
人
で
い
る
事
の
方
が
多
か

た
か
も

あ
の
時
の

本
は
中
学
の
時
か
ら
ま

た
く
変
わ

て
な
か

た
な

 
そ
れ
あ
る

と
か

そ
れ
い
け
る

と
か

ウ
ケ
る
し
と
か
の

本
語
ば
か
り
使

て
た
し

な
ま

真
似
し
な
い
で
よ

正
直
あ
の
時
は

そ
の
せ
い
で

分
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
な

 
そ
の

間
に

和
人
が
即
座
に
突

込
ん
だ

本
語

て
語
呂
が
悪
い
な
そ
れ
を
言
う
な
ら
か
お
り
語
の
方
が

こ
え
が
い
い
ん
じ

な

い
か

 
そ
の
凄
ま
じ
く
強
引
で
力
技
な
突

込
み
に

千
佳
も
乗

た

そ
う
だ
ね

確
か
に
⻑
す
ぎ
て
言
い
に
く
い
よ
ね

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
の
方
を
じ

と
見
つ
め
た

そ
れ
に
対
し
て
八
幡
は
あ

さ
り
と
こ
う

言

た
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ん

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
か
お
り
語
と
言
い
な
お
す
か

 
こ
う
し
て
八
幡
の
口
か
ら

初
め
て
か
お
り
と
い
う
言
葉
が
発
せ
ら
れ
た

か
お
り
語

て
何
よ

別
に
普
通
の
言
葉
じ

な
い

使
い
ど
こ
ろ
の
問
題
だ

お
前
ち

と
難
し
く
て
理
解
し
に
く
い
言
葉
に
対
し
て
は

 
全
部
そ
う
言

と
け
ば
問
題
な
い

て
感
じ
で
連
呼
し
て
た
だ
ろ

う
し
い

お
前

だ

た
か

 
八
幡
が
流
れ
で
か
お
り
と
呼
び
か
け
る
事
を
期
待
し
て
い
た
二
人
は

 
そ
の
言
葉
を

い
て
残
念
に
思

た

も
う
こ
う
な

た
ら
か
お
り
に
八
幡

て
呼
ば
せ
る
し
か

そ
う
だ
そ
う
だ

こ
の
流
れ
な
ら
い
け
る

い
け
い
け

 
二
人
は
か
お
り
に
そ
ん
な
期
待
の
こ
も

た

線
を
向
け

 
か
お
り
は
深
呼

を
す
る
と

決
意
の
こ
も

た
目
で
八
幡
に
言

た

し

仕
方
な
い
じ

な
い

シ
ナ
ジ

と
か
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
か
イ
ニ
シ
ア
テ

ブ
と
か
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君
だ
け
じ

な
く
は

は

は

は

お

お
い
大
丈
夫
か

く
し

み
で
も
出
る
の
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て
バ

グ
の
中
か
ら
テ

シ

を
取
り
出
そ
う
と
下
を
向
い
た

 
そ
の

間
に
八
幡
か
ら
の

線
が
無
く
な

た
事
で
プ
レ

シ

が
消
え

 
勇
気
が
出
た
か
お
り
は

そ
の
ま
ま
一
気
に
こ
う
言
う
事
が
出
来
た

八
幡
の
言

た
事
も

難
し
す
ぎ
て
ま

た
く
意
味
不
明
だ

た
ん
だ
か
ら

お
お

つ

つ
い
に
言

た
ね

 
二
人
は
感
動
し

八
幡
の
反
応
を
見
よ
う
と
そ
ち
ら
に
目
を
向
け
た

 
だ
が
八
幡
は
ご
そ
ご
そ
と
バ

グ
の
中
を

て
い
た
か
と
思
う
と

 
す
ぐ
に
顔
を
上
げ
か
お
り
に
テ

シ

を
差
し
出
し
な
が
ら
あ

さ
り
と
こ
う
口
に
出

し
たあ

れ
は
か
お
り
が
悪
い

分
か
ら
な
い
事
は
す
ぐ
に
他
人
に

か
な
い
と
な

い

言

た

や

た
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だ
が
そ
の
後
も

八
幡
は
何
の
疑
問
そ
う
な
顔
も

特
に
何
か
気
負

た
様
子
も
な
く

 

々
と
か
お
り
の
事
を
か
お
り
と
呼
び
続
け
た

そ
も
そ
も
あ
い
つ
ら
意
味
不
明
す
ぎ
た
か
ら
な
そ
の
点
で
は
か
お
り
に
同
情
す
る
気
持
ち

も
あ
る

 
あ
ん
な
会
議
に
参
加
さ
せ
ら
れ
て

さ
ぞ

か

た
だ
ろ
う
な
と
想
像
も
出
来
る

そ

そ
れ
は
ま
あ

今
思
え
ば

あ
の
時
俺
に
質
問
し
て
く
れ
て
い
れ
ば

 
か
お
り
を
介
し
て
あ
い
つ
ら
に
影

力
を
発

出
来
る
事
も
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
な

 
も
し
く
は
俺
か
ら
か
お
り
に
接
触
す
る
と
か

別
の
や
り
よ
う
は
あ

た
か
も
し
れ
な
い

 
そ
こ
は
俺
と
し
て
も
反
省
す
べ
き
点
だ
と
思
う

ち

ち

と
待

て
ち

と
待

て

そ

そ
う
だ
よ
八
幡

お
前
さ

き
か
ら
さ

ん

二
人
と
も
ど
う
か
し
た
か

 
千
佳
と
和
人
が
驚
い
て
会
話
を

り

八
幡
は
首
を

げ
な
が
ら
二
人
に
そ
う
返
事
を
し
た

 
そ
し
て
か
お
り
が
体
を
前
に
乗
り
出
し

八
幡
に
こ
う

ね
た
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ね

ね

今
あ
た
し
の
事

普
通
に
名
前
で
呼
ん
で
た
よ
ね

ん

あ
あ

そ
う
だ
が
そ
れ
が
ど
う
か
し
た
か

で

で
も
今
ま
で
は
頑
な
に

本

て

あ
あ

そ
の
事
か

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

く
と

三
人
に
説
明
を
始
め
た

そ
も
そ
も
俺
自
身
は

目
上
の
人
相
手
な
ら
と
も
か
く

 
自
分
の
事
は
名
前
で
呼
ん
で
も
ら

た
方
が
楽
な
ん
だ
よ
こ
れ
は

和
人
に
も
説
明
し
た

け
かあ

あ
あ
確
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

常
に
誰
も
が
八
幡
の
事
は
ハ
チ
マ
ン

て
呼
ん
で
た
し
な

だ
が
か
お
り
の
場
合
は
中
学
か
ら
の
流
れ
も
あ

て

 
俺
だ
け
が
か
お
り
と
呼
ぶ
の
は
不
自
然
な
気
が
し
て
な

 
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
か
お
り
に
合
わ
せ
る
事
に
し
て
た
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
比
企
谷
と
呼
ば
れ
れ
ば

本
と
返
し

八
幡
と
呼
ば
れ
れ
ば
か
お
り
と
返
す

 

て
な

な
ん
だ
が

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の
か

も
し
か
し
て
迷
惑
だ

た
か

 
三
人
は
そ
の
言
葉
に
絶

し
た

そ
れ
で
は
要
す
る
に
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て
事
は

気
に
し
て
た
の
は
あ
た
し
だ
け

気
に
し
て
た

て

何
が
だ

そ

そ
の

あ
た
し
の
事
だ
け
ず

と

で
呼
ん
で
た
か
ら

確
か
に
中
学
の

か
ら
ず

と
そ
う
だ

た
か
ら
そ
う
い
う
気
持
ち
も
あ

て
そ
の
ま
ま
に

し
て
た
が

 
別
に
そ
れ
に
こ
だ
わ
り
が
あ

た

じ

な
い
か
ら
な

そ

そ
ん
な

そ
れ
じ

あ
私
の
今
日
の
決
意
は

 
か
お
り
は
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち

代
わ
り
に
千
佳
が
前
に
出
た

え

と

じ

あ
八
幡
君

私
の
事
は

か
お
り
だ
け

で
呼
ん
で

千
佳
さ
ん
だ
け
名
前
呼
び

て
の
は
変
だ
か
ら
な

 
そ
れ
に
合
わ
せ
て
た
だ
け
だ
俺
と
し
て
は
千
佳
さ
ん
も
し
く
は
千
佳
と
呼
ぶ
方
が
楽
な
ん

だ
け
ど
な

こ

こ
れ
か
ら
は
ず

と
千
佳
で
い
い
よ

八
幡
君

 
千
佳
は
身
を
前
に
乗
り
出
し
て
そ
う
言

た

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
が
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う
ん

是
非
そ
れ
で
お
願
い

ほ
ら
か
お
り

か
お
り
も

く
復
活
し
て

え

あ
う
う
ん
あ
た
し
の
事
も
も
う
こ
れ
か
ら
は
名
前
で
呼
び

て
に
し
て
く
れ
て

い
い
よ

そ
う
か

そ
れ
は
楽
で
い
い
な

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
こ
う
し
て
あ

さ
り
と

二
人
は
目
的
を
達
成
し
た

 
結
局
八
幡
は
相
手
に
合
わ
せ
て
い
た
に
す
ぎ
ず

 
今
回
の
問
題
は

結
局
か
お
り
が
勇
気
を
出
せ
な
か

た
せ
い
だ
と
判
明
し
た

 
そ
れ
に
よ

て
か
お
り
は
自
分
の
今
ま
で
の
悩
み
は
何
だ

た
の
か
と

大
に
落
ち
込
む
事

と
な

た

 
そ
れ
じ

あ
俺
は
自
分
の
バ
イ
ク
で
帰
る
ぞ

良
か

た
な
二
人
と
も

和
人
君

今
日
は
本
当
に
ご
め
ん
ね

ま
あ
ド
ン
マ
イ
だ

か
お
り

う
ん

ま

ま
あ
俺
も
悪
か

た
か
ら

あ
ま
り
気
に
病
む
な
よ
か
お
り
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八
幡
は
事
情
を

い
て
気
ま
ず
そ
う
に
そ
う
言
い

 
自
分
の

で
帰
る
千
佳
を
か
お
り
と
二
人
で
見
送

た
後

 
か
お
り
を
家
ま
で
送
る

中
の

の
中
で

か
お
り
に
こ
う
話
し
か
け
た

ど
う
だ

ち

と
は
落
ち
着
い
た
か

う

う
ん

ご
め
ん
ね

ち

と
気
が
抜
け
ち

て
さ

ま
あ
俺
も
悪
か

た
ん
だ

気
に
す
る
な

そ
う
は
言

て
も
ね

あ
う
ち
こ
こ
だ
か
ら

て
あ
れ

何
で
う
ち
の
場
所
を

悪
い

実
は
俺
と
親
し
い
奴
ら
の
家
の
場
所
は

基
本
キ

ト
に

録
し
て
あ
る
ん
だ
よ

 
い
つ
家
に
送
ら
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
事
が
あ

て
も
い
い
よ
う
に
な

あ

そ
う
だ

た
ん
だ

さ
す
が
そ
う
い
う
所

八
幡
は
気
を
遣
う
よ
ね

性
分
な
ん
だ

仕
方
が
な
い
だ
ろ

仕
方
な
い

う
ん

仕
方
な
い
よ
ね

今
回
も
ド
ジ

ち

た
け
ど

 
こ
れ
が
あ
た
し
な
ん
だ
か
ら

上
手
に
自
分
と
付
き
合

て
い
か
な
い
と
ね

お
う

そ
の
意
気
だ

 
そ
し
て
か
お
り
は
キ

ト
を
降
り
る
と

万
感
の
思
い
を
込
め
て



 第５１５話 また明日ね

 
今
ま
で
言
え
な
か

た
八
幡
の
名
前
を
呼
び
な
が
ら
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
八
幡

ま
た
明
日
ね
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第
５
１
６
話
 
そ
の
お
針
子
の
名
は

 
す
み
ま
せ
ん

今
思
い

き
り
風

で
ダ
ウ
ン
中
で
し
て

 
何
と
か
今
日
の
話
は

い
な
が
ら
も
書
き
上
げ
ま
し
た
が

 
ま
だ
こ
の
先
を
書
く
体
力
が
無
い
の
で

治
る
ま
で
し
ば
ら
く
お
休
み
し
た
い
と
思
い
ま
す

 
楽
し
み
に
し
て
下
さ

て
る
方
々
に
は
本
当
に

し

な
く
思
い
ま
す
が

 
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ｏ
ｒ

 
こ
こ
に
一
人
の
少
女
が
い
る

彼
女
は
元
々
苦
学
生
で
あ

た
が

 
高
校
を
卒
業
と
同
時
に

趣
味
の

で
作

た
服
を
ツ
イ

タ

に
投
稿
し
た
と
こ
ろ

 
そ
れ
が
と
あ
る
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

の
目
に
と
ま
り
そ
の
依
頼
で
コ
ス
プ
レ
衣
装
を
製
作
す
る

事
と
な

た

 
そ
の
服
が
三
年
前
の
コ
ミ
ケ
で
大
反

を
呼
び

製
作
要
望
が
殺
到
し
た
結
果

 
い
つ
し
か
彼
女
は
コ
ス
プ
レ
衣
装
の
受
注
製
作
を
専
門
に
行
う
知
る
人
ぞ
知
る
職
人
と
な
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て
い
た

 
そ
ん
な
彼
女
は
大
学
四
年
に
な

た

受
注
分
の
製
作
を
終
え
た
後

 
衣
装
の
製
作
を
一
時
休
業
し

今
は
学
業
に
専
念
し
て
い
た

 
そ
ん
な
彼
女
の
所
に
一
通
の
メ

ル
が

い
た

高
校
時
代
の
同
級
生
か
ら
で
あ
る

だ
か
ら
衣
装
作
り
は
し
ば
ら
く
や
ら
な
い

て
言

て
る
で
し

う
が

 
衣
装
製
作
を
依
頼
す
る
そ
の
メ

ル
を

そ
の
少
女
は
そ
の
ま
ま
ス
ル

し
よ
う
と
し

 
写
真
が

付
さ
れ
て
い
る
事
に
気
が
つ
い
た

こ
れ
は

こ
の
衣
装
を
作
れ
と

 
そ
の
写
真
は

と
あ
る
イ
ラ
ス
ト
を

影
し
た
物
だ

た
の
だ
が

 
そ
の
モ
デ
ル
と
な

て
い
る
男
性
に

彼
女
は
見
覚
え
が
あ

た

そ
う

も
う
夏
休
み
に
入

た
事
だ
し

 
少
し
く
ら
い
な
ら
息
抜
き
の
つ
も
り
で
作

て
あ
げ
て
も
い
い
か
な

 
そ
れ
に
あ
い
つ
に
会
え
る
か
も
だ
し

 
実
は
彼
女
は

会
お
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
そ
の
彼
に
会
え
る
の
だ
が

 
そ
の
性
格
上
ど
う
し
て
も
素
直
に
な
れ
な
い

ず

と
そ
の
彼
に
連

す
る
事
が
出
来
な
い
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で
お
り

 
こ
う
し
て
偶
然
に
頼
る
く
ら
い
し
か

そ
の
望
み
を
叶
え
る
手

を
持
た
な
い
の
で
あ

た

よ
し

運
を
天
に
任
せ
て
行

て
み
よ
う
か

ど
う
せ
こ
の
ま
ま
だ
と

 
下
手
を
す
る
と
あ
い
つ
に
一
生
会
え
な
い
可
能
性
も
あ
る
ん
だ
し

 
ま
あ
同
窓
会
が
企
画
さ
れ
て
る
み
た
い
だ
か
ら

そ
れ
に
行
く
手
も
あ
る
け
ど

 
そ
こ
に
あ
い
つ
が
来
る
か
ど
う
か
な
ん
て
分
か
ら
な
い
し
ね

 
そ
う
言

て
そ
の
少
女
は

友
人
に
連

を
と

た

メ

ル
を
見
た
ん
だ
け
ど

こ
の
話

や

て
も
い
い
よ

 
こ
う
し
て
そ
の
少
女
川
崎
沙
希
は
ま
ん
ま
と
海

名
姫
菜
の
罠
に
は
ま

た
の
で
あ

た

  
指
定
さ
れ
た
マ
ン
シ

ン
に
着
い
た
沙
希
は

イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
し
た

 
沙
希
は
両

に
大
き
め
の
バ

グ
を
下
げ
そ
の
中
に
は
中
々
の
自
信
作
だ
と
自
負
し
て
い
る

 
送
ら
れ
て
き
た
通
り
の
デ
ザ
イ
ン
で
製
作
し
た
衣
装
が
入

て
い
た

あ
い
つ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
い
る
の
は
知

て
る
け
ど

 
ま
さ
か
そ
れ
に
似
た
衣
装
を
私
が
作
る
事
に
な
る
な
ん
て
ね
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そ
う

い
た
時

丁
度
部
屋
の
ド
ア
が
開
き

中
か
ら
見
知

た
少
女
が
顔
を

か
せ
た

あ

サ
キ
サ
キ

サ
キ
サ
キ
言
う
な

て

何
で
由
比

が
こ
こ
に

え

と

こ
の
と
こ
ろ
ず

と
手
伝
い
に
来
て
る
ん
だ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事

 
沙
希
は
そ
の
言
葉
に

そ
れ
だ
け

れ
て
る

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な
と
素
直
に
感
心
し
た

 
ち
な
み
に
沙
希
は

姫
菜
が
ど
ん
な
作
品
を
書
い
て
い
る
の
か
ま

た
く
知
ら
な
い

そ
れ
じ

あ
入
ら
せ
て
も
ら
う
わ

う
ん

入

て
入

て

 
そ
し
て
部
屋
の
中
に
入

た
沙
希
は

そ
こ
に
天
敵
の

を
見
つ
け

思
わ
ず
身

え
た

 
そ
の
相
手
と
は

も
ち
ろ
ん
三

優
美
子
で
あ
る

 
そ
れ
で
沙
希
の
好
戦
性
が

激
さ
れ
た
の
か
沙
希
は
目
に
力
を
込
め
優
美
子
を
じ
ろ

と

ん
だ

 
要
す
る
に
ガ
ン
を
と
ば
し
た
の
で
あ
る

だ
が
優
美
子
は
そ
れ
に
は
応
じ
ず

 
ま
る
で

れ
む
よ
う
な

線
を
沙
希
に
向
け

こ
う
言

た
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サ
キ
サ
キ

来
ち

た
ん
だ

あ
ん
た
ま
で
サ
キ
サ
キ
言
う
な

て
い
う
か
あ
ん
た

分

く
な

た
ん
じ

な
い

そ
う

あ

し
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど

変
わ
ら
な
い
の
は
そ
の
一
人
称
く
ら
い
ね

何
だ
か
懐
か
し
い

あ

し
か
ら
す
る
と

サ
キ
サ
キ
も

く
な

た
と
思
う

だ
か
ら
サ
キ
サ
キ
言
う
な

 
そ
し
て
沙
希
は

気
に
な

て
い
た
事
を
優
美
子
に

ね
た

ね

さ

き
の
あ
ん
た
の
目
付
き
の
意
味
が
気
に
な
る
ん
だ
け
ど

そ
の
前
に

ね

サ
キ
サ
キ

あ
ん
た

姫
菜
が
ど
ん
な
本
を
書
い
て
る
か
知

て
る
の

 
沙
希
は
も
う
突

込
む
の
に
疲
れ
た
の
か

サ
キ
サ
キ
と
い
う
そ
の
呼
び
方
を
ス
ル

し
た

そ
れ
く
ら
い
知

て
る
わ
よ

同
人

て
奴
で
し

あ

し
は
内
容
に
つ
い
て

い
て
る
ん
だ
け
ど

そ
う
い
え
ば
知
ら
な
い
わ
ね

そ
う

 
そ
し
て
優
美
子
は

一

の
本
を
沙
希
に

し
た
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こ
れ
が
そ
の
本
な
の

え
え
そ
う
よ

ふ

ん

 
そ
し
て
沙
希
は
パ
ラ
パ
ラ
と
そ
の
本
を
め
く
り

と
あ
る
ペ

ジ
で
ピ
タ

と
止
ま

た

 
そ
の
後
の
沙
希
の
顔
は
見
物
だ

た

最
初
は
ギ

と
し
た
表
情
に
な

た
か
と
思
う
と

 
次
に
は
顔
を

く
し

最
後
に
は
顔
が

く
な

た

な

な

な

ど
う

理
解
し
た

こ

こ
れ

て

え
え

姫
菜
の
趣
味
は

か
ら
そ
ん
な
感
じ

高
校
の
時
気
付
か
な
か

た

そ

そ
う
い
え
ば

に
男
同
士
の
友
情
に

て
い
た
よ
う
な

ま
あ
そ
う
い
う
事

か

帰
る

 
沙
希
は

て
て
こ
の
場
を
逃
げ
出
そ
う
と

く
る
り
と

り
向
き

ピ
タ
リ
と
止
ま

た

 
そ
こ
に
は

い
物
袋
を
下
げ
た
姫
菜
が

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
立

て
お
り
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沙
希
は
ビ
ク

と
し
た
か
と
思
う
と

姫
菜
に
抗
議
し
た

ち

ち

と
あ
ん
た

こ
れ
は
ど
う
い
う

サ
キ
サ
キ

も
う
完
成
さ
せ
て
く
れ
た
ん
だ

本
当
に
あ
り
が
と
ね

い
や

そ
れ
は
仕
事
だ
か
ら

う
ん
仕
事
だ
よ
ね
サ
キ
サ
キ
は

中
で
仕
事
を
投
げ
出
し
た
り
す
る
よ
う
な
人
じ

な
い

よ
ねそ

そ
れ
は

 
沙
希
は
そ
の
姫
菜
か
ら
の
プ
レ

シ

に
気
圧
さ
れ

一
歩
後
ろ
へ
と
下
が

た

サ
キ
サ
キ

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
の

へ
よ
う
こ
そ

サ
キ
サ
キ

逃
げ
た
り
し
な
い
よ
ね

サ
キ
サ
キ

も
う
あ

し
ら
一
蓮

生
だ
し

被
害
者
は
多
い
方
が
被
害
が
分
散
す
る
し

ち

ち

と

そ
れ
じ

あ

速
持

て
き
た
服
に
着

え
て
み
よ

か

 
サ
キ
サ
キ

か
い
所
の
直
し
と
か
お
願
い
ね

う

う

う
あ
あ
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こ
う
し
て
沙
希
は

逃
げ
出
す
事
も
出
来
ず
に
部
屋
の
一
番

に
追
い
詰
め
ら
れ

 

々
な
が
ら
も
姫
菜
達
の
手
伝
い
を
す
る
事
を

し
た

言

て
お
く
け
ど

本
の
内
容
に
は
一
切
関
わ
ら
な
い
か
ら
ね

分
か

て
る

て

衣
装
を
作

て
く
れ
た
だ
け
で
十
分
だ
よ

当
日
も
行
か
な
い
わ
よ

で
も
そ
う
す
る
と

ヒ

キ

に
会
え
な
い
よ

サ
キ
サ
キ

あ
い
つ
も
来
る
の

ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
に
い
る
は
ず
だ
よ

設

だ
け
手
伝

て
く
れ
れ
ば

 
後
は
好
き
に
し
て
い
い
か
ら
会
い
に
い

て
み
れ
ば

別
に
興
味
な
い
け
ど

ま
あ
手
伝
う
く
ら
い
な
ら

 
こ
う
し
て
沙
希
は

ど
ん
ど
ん

め
と
ら
れ
て
い

た

そ
し
て

着
が
始
ま
り

 
沙
希
は
自
分
の
作

た
服
を
着
る
の
が
結
衣
と
優
美
子
だ
と
知

て
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け

た
あ

あ
ん
た
達
が
こ
れ
を
着
る
の

う
ん

正
直
ど
う
か
な

て
思
う
ん
だ
け
ど

さ
す
が
に
本
人
に
は
頼
め
な
い
し
ね
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そ
う

 
そ
う
色
々
と

め
た
口
調
で
言

た
沙
希
は

お
も
む
ろ
に

道

を
取
り
出
し
た

え

着
る
前
か
ら
い
き
な
り

当
た
り
前
で
し

あ
ん
た
の
胸
で
こ
の
衣
装
が
す
ん
な
り
着
れ
る
と
で
も
思

て
る
の

あ

あ
は

な
ん
か
ご
め
ん
な
さ
い

あ

三

は
大
丈
夫
だ
か
ら

一
言
多
い
し

 
沙
希
は
二
人
の
前
で

見
事
な
手

み
で
色
々
調
整
を
し
て
い

た

う
わ

手
付
き
が
凄
い
ね

か
ら
器
用
だ
と
思

て
た
け
ど

ま
あ

は
好
き
だ
か
ら
ね

学

の
足
し
に
も
な
る
し

 
趣
味
と
実

が
両
立
し
て
る
か
ら

ま
あ
助
か

て
る
か
な

凄
い
ね

将
来
は
ど
う
す
る
の

ま
だ
そ
こ
ま
で
深
く
考
え
て
は
い
な
い
け
ど

服
の
デ
ザ
イ
ン
も

め
て



 第５１６話 そのお針子の名は

 
こ
う
い
う
事
は
続
け
て
い
き
た
い
と
思

て
る
わ

そ

か

頑
張

て

サ
キ
サ
キ

え
え

な
の
で
こ
う
い
う
気
が
進
ま
な
い
仕
事
で
も
ち

ん
と
や
る
わ
よ

ま
あ
気
が
進
ま
な
い
よ
ね

あ
ん
た
ら
も

変
な
友
達
を
持
つ
と
大
変
だ
ね

そ
れ

思
い

き
り
ブ

メ
ラ
ン
だ
か
ら
ね

サ
キ
サ
キ

 
何
だ
か
ん
だ

仲
良
し
な
三
人
で
あ
る

 
丁
度
そ
こ
に

五
人
目
の
人
物
が
奥
の
仕
事
場
か
ら
の
そ
り
と

を
現
し
た

で
あ
る

あ

あ
な
た
が
サ
キ
サ
キ
さ
ん

ど
う
も
ど
う
も

初
め
ま
し
て

 
姫
菜
ち

ん
の
相
方
の

だ
よ

ど
う
も

う
わ

ス
ラ

と
し
て
格
好
い
い
ね

 
も
し
良
か

た
ら

性
転
換
し
て
私
達
の
作
品
に

場
し
て
み
な
い

あ

あ
は

 
沙
希
は

や
は
り

は
友
を
呼
ぶ
の
だ
な
と
納
得
し

苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た
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こ
う
し
て
腐
海

の
準
備
も

着
々
と
進
ん
で
い
く
事
と
な
る
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第
５
１
７
話
 
五
人
目

 
熱
は
あ
る

度
下
が
り
ま
し
た
が

が

目
な
の
で

を
す
る
度
に
熱

い
感
じ
に
な
る

況
で
す
復
調
ま
で
は
も
う
少
し
か
か
り
そ
う
で
す
が

を

ら
し
て
ち

と
ず
つ
書
い

て
い
き
ま
す
の
で

次
の
投
稿
は

日
木
曜
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん
ｏ

ｒ 
一
方
未
来
ガ
ジ

ト
研
究
所
の
ラ
ボ
に
集
ま
る
女
子
高
生
チ

ム
で
あ
る
が

 
こ
ち
ら
は
衣
装
の
決
定
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た

一
応
ま
だ
仮

い
の

だ
け
ど

ど
う
か
な

 
ま
ゆ
り
が
様
子
を

う
よ
う
に

そ
う

ね
て
き
た

う

ん

フ

イ
リ
ス
的
に
は

ま
だ
ま
だ
攻
め
ら
れ
る
気
が
す
る
ニ

え

わ

私
と
し
て
は

こ
れ
で
も
攻
め
す
ぎ
な
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

ク

ニ

ン
は

い
ニ

こ
こ
は
コ
ス
プ
レ
一
級
鑑
定
士
の
ダ
ル
ニ

ン
の
意
見
を

く
の
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ニ 
そ
し
て
衝
立
の
向
こ
う
に
い
た
ダ
ル
が
呼
び
出
さ
れ
た

 
ど
う
や
ら
ダ
ル
が

い
た
り
す
る
可
能
性
は
誰
も
考
え
て
い
な
い
ら
し
い

 
こ
う
い
う
所
は
信
頼
度
の
高
い
変
態

士
で
あ
る

そ
し
て
ダ
ル
は
大
真
面
目
な
顔
で
こ
う

評
し
た

別
に
い
い
ん
じ

な
い

か
な
り
レ
ベ
ル
高
い
と
思
う
お

う

ん

フ

イ
リ
ス
た
ん

何
か
気
に
な
る
の

今
回
は
相
手
が
相
手
だ
か
ら
ニ

 
そ
し
て
詩
乃
が

フ

イ
リ
ス
の
危

を
代

し
て
ダ
ル
に
こ
う
質
問
し
た

要
す
る
に
こ
う
い
う
事
ね

ね

ダ
ル
君

 
今
の
私
達
を

え
ば
い
ろ
は
さ
ん
は
ク
ル
ス
さ
ん
と
比
べ
た
と
し
て

 
ダ
ル
君
が
心

か
れ
る
の
は
ど

ち

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
い
ろ
は
た
ん
と
ク
ル
ス
た
ん
だ
お

や

ぱ
り
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あ

そ
う
考
え
る
と
確
か
に
何
か
が
足
り
な
い
気
は
す
る
か
も

何
が
足
り
な
い
の
か
し
ら
ね

露
出
は
そ
こ
ま
で
変
わ
ら
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
ダ
ル
は
そ
う
問
わ
れ

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
答
え
た

そ
れ
は
や

ぱ
り
プ
ロ
意
識
だ
と
思
う
お

あ

ち
の
メ
ン
バ

は
何
と
い
う
か

 
人
に
見
ら
れ
る
事
に
慣
れ
て
い
る
人
が
大
半
だ
け
ど

 
こ

ち
は
フ

イ
リ
ス
た
ん
は
そ
れ
な
り
に
場

を

ん
で
い
る
と
は
思
う
け
ど

 
メ
イ
ク
イ

ン
も
や

ぱ
り
そ
こ
そ
こ

じ
た
コ
ミ

ニ
テ

の
カ
テ
ゴ
リ

だ
し

 
常
に
他
人
の
目
を
意
識
し
て
動
い
て
る
い
ろ
は
た
ん
と
か

 
時
に
は
広
報
と
し
て
表
に
出
る
薔
薇
た
ん
や

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

 
賞
を
と

た
事
も
あ
る
ら
し
い
由
季
さ
ん
と
比
べ
る
と
ち

と
ね

何
故
由
季
さ
ん
だ
け
さ
ん
付
け
な
の
か
は
こ
の

置
い
て
お
い
て

 
確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
私
な
ん
か
外
と
の
接
点
は

雑

の
イ
ン
タ
ビ

と
か
だ
け
だ
し

 
紅
莉
栖
は
そ
の
言
葉
に
あ

さ
り
と
同
意
し
た

私
も
そ
も
そ
も
他
人
と
話
す
よ
う
に
な

た
の
は
最
近
だ
し
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私
も
社
交
的
な
方
だ
と
は
思
う
け
ど

基
本
学
校
内
で
の
事
だ
か
ら

 
不
特
定
多

の
人
相
手

て
な
る
と
ど
う
だ
ろ
う
ね

 
詩
乃
と

奈
の
感
想
は
そ
ん
な
感
じ
で
あ

た

そ
れ
だ
け
じ

な
く
敵
の
精
神

態
を
語
る
上
で
外
せ
な
い
要
素
が
他
に
も
あ
る
ニ

ね

 
こ
れ
が
あ
る
の
と
無
い
の
と
で
は

テ
ン
シ

ン
が
ま

た
く
違

て
く
る
は
ず
な
の
ニ

そ
ん
な
に
大
事
な
要
素
が
他
に
あ

た
か
し
ら
ね

分
か
ら
な
い
か
ニ

八
幡
の
目
ニ

あ確
か
に

打
ち
合
わ
せ
や
練

で
あ
の
八
幡
の
け
だ
も
の
の
よ
う
な
目
で
な
め
ま
わ
す
よ
う
に
見

ら
れ
た
ら

 
も
う
そ
れ
だ
け
で

確
実
な
く
ら
い
テ
ン
シ

ン
が
爆
上
げ
ニ

 
そ
の
フ

イ
リ
ス
の
言
葉
に

紅
莉
栖
以
外
の
二
人
は
う
ん
う
ん
と

い
た
が

 
当
然
八
幡
に
そ
ん
な
特

能
力
は
備
わ

て
い
な
い

 
仕
事
と
し
て
見
学
し
て
は
い
る
も
の
の

別
に
け
だ
も
の
の
よ
う
な
目
は
し
て
い
な
い
し
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な
め
ま
わ
す
よ
う
に
じ
ろ
じ
ろ
と
見
て
も
い
な
い

と
ん
だ
風
評
被
害
で
あ
る

つ

か
さ

 
ダ
ル
は
お
か
し
な
方
向
に
進
ん
だ
議

を
ま
と
も
な
方
向
に

そ
う
と

 
一
つ
の
問
題
点
を
提

す
る
事
に
し
た
よ
う
だ

そ
も
そ
も

が
足
り
な
く
な
い

ダ
ル
ニ

ン
の
そ
の
意
見
は
よ
く
分
か
る
の
ニ

 
で
も
八
幡
の

り
で
当
日
フ
リ

の
高
校
生
と
な
る
と

こ
の
四
人
く
ら
い
し
か
い
な
い
の

ニ
な
る
ほ
ど

あ

そ
う
い
え
ば

 
そ
の
言
葉
で
ダ
ル
は
何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
だ

そ
う
い
え
ば

前
に

い
た
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
八
幡
の
⺟
校
の
部
活
に

美
少
女
の
後
輩
が
い
る

て

そ
う
な
の

そ
の
子
を
何
と
か
ス
カ
ウ
ト
出
来
な
い
か
な

で
も
伝
手
が
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そ
れ
な
ら
ク
ラ
イ
ン
さ
ん

由
で
サ
イ
レ
ン
ト
さ
ん
に
頼
め
ば
い
け
る
か
も

 
確
か
八
幡
の

師
の
は
ず
だ
し

そ
れ
ニ

よ
し

思
い
つ
い
た
ら
即
行
動
あ
る
の
み

 
詩
乃
は
自
ら
の
提
案
を
実
現
す
べ
く

即
座
に
ク
ラ
イ
ン
に
連

し

 
ク
ラ
イ
ン
は
保
証
は
出
来
な
い
が

話
だ
け
は
伝
え
る
と
約
束
し
て
く
れ
た

 
予
想
に
反
し
て
す
ぐ
に
連

が
あ
り

今
日
は
夏
休
み
な
が
ら
静
が
学
校
に
お
り

 
た
ま
た
ま
そ
の
女
生
徒
が
夏
期

で

校
し
て
い
る
と
の
事
で

 
幸
運
に
も
直
ぐ
に
ア
ポ
を
と
る
事
が
出
来
た

と
い
う

で

い
ざ
総
武
高
校
へ
突
撃
よ

お

 
ま
ゆ
り
と
ダ
ル
を

守
番
と
し
て
残
し

四
人
は
そ
の
日
の
午
後

 
八
幡
の
⺟
校
で
あ
る
総
武
高
校
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

 
ち
な
み
に
目

と
さ
れ
た
の
は
フ

イ
リ
ス
の
ネ
コ

メ
イ
ド
服
だ

た

 
四
人
は
問
題
な
く
静
と
合
流
す
る
事
が
出
来
た
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君
達
と
現
実
で
会
う
の
は
初
め
て
だ
ね

夜
野
君
だ
け
は
本
当
に
初
め
ま
し
て
だ
が

 
と
に
か
く
総
武
高
校
へ
よ
う
こ
そ

う
わ

静
先
生

て
大
人

て
感
じ
で
素
敵
で
す
ね

麗
ニ

ふ
ふ

は
そ
う
言
わ
れ
る
と
婚
期
に
つ
い
て
考
え
て
し
ま

て
落
ち
込
み
も
し
た
も
の

だ
が

 
私
も
も
う
す
ぐ
結
婚
す
る
身
だ
し

今
は
素
直
に
そ
う
言

て
も
ら
え
て
嬉
し
い
と
思
う
よ

 
そ
し
て
詩
乃
が
代
表
し
て
お

を
言
い

三
人
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
静
に

を
下
げ
た

静
先
生

今
日
は
急
な
頼
み
を

い
て

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ニ

お
手

を
お
か
け
し
て
す
み
ま
せ
ん

あ
り
が
と
で
す

 
そ
う
言
わ
れ
た
静
は

微
笑
み
な
が
ら
四
人
に
言

た

ま
あ
私
も
実
は

あ
の
子
の
内
向
的
な
部
分
に
は
手
を
焼
い
て
い
た
と
こ
ろ
で
ね

 
こ
の
提
案
は

り
に
船
だ

た
よ
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凄
く
大
人
し
い
子
な
ん
で
す
か

大
人
し
い
と
い
う
か

そ
う
だ
な

 
ち

ん
と
仲
の
良
い
友
達
は
い
る
か
ら
別
に

立
し
て
い
る
と
か
で
は
な
い
の
だ
が

 
ど
う
に
も
世
界
が

い
と
い
う
か

性
に

け
る
と
い
う
か
そ
こ
が
と
て
も
気
に
な
る

の
だ
よ

 
ま
あ
比
企
谷

み
で
多
少
煽

て
く
れ
れ
ば

負
け
ず

い
だ
し

 
す
ぐ
に
乗

て
く
る
と
思
う
か
ら

そ
の

り
は
何
と
か
や

て
み
て
く
れ
た
ま
え

 
別
に
失
敗
し
て
も
何
か
問
題
が
あ
る

じ

な
い
か
ら
気
楽
に
な

分
か

た
の
ニ

は
い

や

て
み
ま
す

大

の
事
は
私
が
言
い
負
か
し
て
み
せ
ま
す
か
ら

は
は

さ
す
が
の
あ
の
子
も

君
の
相
手
を
す
る
の
は

が
重
い
だ
ろ
う
ね

 
ど
う
や
ら
静
は
紅
莉
栖
の
事
を
よ
く
知

て
い
る
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
こ
れ
は
彼
女
の
正
体
を
八
幡
か
ら

か
さ
れ
同

に
彼
女
の
事
を

ね
た
結
果

で
あ
る
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そ
の
同

は
紅
莉
栖
の
事
を

二
十
年
に
一
度
の
天
才
と
評
し
て
い
た

 
こ
れ
は

足
だ
が
そ
の
同

は
茅
場

の
事
は

年
に
一
度
の
天
才
と
評
し
て
い
た
ら

し
い微

力
を
尽
く
し
ま
す

八
幡
を
ぎ

ふ
ん
と
言
わ
せ
る
の
に

 
仲
間
は
一
人
で
も
多
い
方
が
い
い
で
す
か
ら
ね

は
は

君
も
か
な
り
の
負
け
ず

い
な
よ
う
だ
ね

 
静
は
面
白
そ
う
に
そ
う
笑
う
と

四
人
を
奉
仕
部
の
部
室
へ
と
案
内
し
た

こ
こ
が
奉
仕
部

始
ま
り
の
場
所

 
紅
莉
栖
が
思
わ
ず
そ
う

い
た
の
を

き

静
は
興
味
深
げ
に
言

た

面
白
い
事
を
言
う
ね

始
ま
り
の
場
所
か

 
確
か
に
こ
こ
は
比
企
谷
に
と

て
は
始
ま
り
の
場
所
と
言

て
も
差
し

え
な
い
か
も
し
れ

な
い実

は
本
人
が
そ
う
言

て
た
ん
で
す

な
る
ほ
ど
な

さ
て

そ
れ
じ

あ
ご
対
面
と
い
く
か

私
だ

入
る
ぞ
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静
は
そ
う
言

て

ノ

ク
と
同
時
に
奉
仕
部
の
部
室
の
扉
を
開
け
た

先
生

い
き
な
り
扉
を
開
け
る
の
は
や
め
て
下
さ
い

ち

ん
と
ノ

ク
を
し
た
じ

な
い
か

同
時
に
扉
を
開
け
た
ら
ノ

ク
の
意
味
が
無
い
で
す

 
意
味
が
無
い
と
い
う
事
は

つ
ま
り
ノ

ク
を
し
た
事
実
は
無
か

た
と
言

て
も

 
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
と
い
う
事
で
す

ほ
ら

い
き
な
り
こ
れ
だ

な

理
屈

く
て
負
け
ず

い
だ
ろ

 
静
は

美
に
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

先
生

私
は
そ
ん
な
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん

先
生
に
人
の
道
を
説
い
て
い
る
だ
け
で
す

分
か

た
分
か

た

今
後
気
を
付
け
る

 
と
い
う

で

見
君

君
に
会
い
た
い
と
い
う
人
達
を
連
れ
て
き
た

 
さ

き
説
明
し
た
と
思
う
が

比
企
谷
に
近
し
い
人
達
だ

仲
間
と
言
い
換
え
て
も
い
い

は
い

も
ち
ろ
ん
覚
え
て
い
ま
す

 
そ
し
て

美
は
立
ち
上
が
り

四
人
に

を
し
た

初
め
ま
し
て

奉
仕
部
部
⻑
の

見

美
で
す
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え

と

雪
乃
ニ

驚
い
た

雰
囲
気
が
凄
く
似
て
い
る
わ
ね

よ
く
言
わ
れ
ま
す

 

美
は
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言
い

静
が
出
て
行

た
後

四
人
に
お
茶
を

め
た

ど
う
ぞ

あ
り
が
と
う

う
わ

美
味
し
い

う
ち
の
お
店
で
も
出
せ
る
レ
ベ
ル
ニ

こ
の
テ

セ

ト
も

雪
ノ
下
先
輩
が
残
し
て
い

て
く
れ
た
物
ら
し
い
で
す
よ

 

美
は
そ
う
言
い
な
が
ら

自
分
の
分
の
お
茶
を
入
れ

四
人
に
こ
う
切
り
出
し
た

で

今
日
は
私
に
何
の
用
事
で
し

う
か

う
ん

実
は
ね

刀
直
入
に
言
う
ニ

コ
ミ
ケ
の
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
に
乱
入
し
て

 
八
幡
に
高
校
生
チ

ム
の

力
を
見
せ
つ
け
て
や
る
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
ニ



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

コ
ス
プ
レ
し
て
乱
入
す
る
ん
だ
よ

私
達
の
不
参
加
を
決
め
た
事
を
後
悔
さ
せ
て
や
る
ん
だ
か
ら

 

美
は
そ
う
言
わ
れ

し
ば
ら
く

し
た
後
に
首
を

げ
た

 
紅
莉
栖
は
三
人
の
説
明
の
下
手
さ
に

を

え
な
が
ら
事
の
次
第
を

美
に
説
明
し
始
め
た

 
な
る
ほ
ど

お
話
は
よ
く
分
か
り
ま
し
た

ご
め
ん
な
さ
い
ね

こ
の
三
人
は
感
覚

だ
か
ら

う返
す
言
葉
も
な
い
ニ

ご
も

と
も
で

で

ど
う

や

て
み
な
い

 
こ
こ
で

美
は

予
想
に
反
し
て
考
え
込
む
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
予
想
だ
と

こ
こ
で
あ

さ
り
と
断
ら
れ
る
と
思

て
い
た
四
人
は

 
ど
う
や

て
説
得
す
る
か
だ
け
を
考
え
て
い
た

一

言
葉
に
詰
ま

た

そ
う
で
す
ね
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こ
の
と
こ
ろ
の

美
は

密
か
に
ス
ト
レ
ス
を

め
て
い
た

 
知
り
合
い
連
中
で
遊
び
に
い
こ
う
と
い
う
八
幡
と
の
約
束
が
ま
だ
果
た
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

だ 
こ
の
機
会
に
八
幡
を
問
い
詰
め
れ
ば

そ
の
約
束
は
限
り
な
く
実
現
に
近
く
な
る
だ
ろ
う

 
だ
が

美
と
し
て
は

か
つ
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
そ
う
だ

た
よ
う
に

 
八
幡
の
方
か
ら
誘

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
た

 
今
回
の
提
案
を
受
け

自
分
か
ら
お
ね
だ
り
を
す
る
よ
う
な

に
な

た
ら

 
ま
る
で
自
分
が
八
幡
に
好
意
を
持

て
い
る
み
た
い
で
は
な
い
か

 

美
は
そ
う
考
え

さ
り
と
て
待
ち
き
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る

 

に

を
重
ね

ハ

キ
リ
と
返
事
を
す
る
事
が
出
来
な
い
で
い
た

 
そ
ん
な

美
の
心
に

ア
ド
リ
ブ
の
き
く

奈
が
ス
ル
リ
と
入
り
込
ん
だ

迷

て
る
み
た
い
だ
け
ど

い
く
ら
考
え
て
も
答
え
は
出
な
い
と
思
う
よ

 
そ
う
い
う
時
は

と
り
あ
え
ず
会

て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

と
り
あ
え
ず

会
う

そ
う

美
ち

ん
と
八
幡
さ
ん
の
間
が
ど
ん
な
関
係
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
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一
人
で

め
込
む
く
ら
い
な
ら
言
い
た
い
事
を
バ
シ

と
直
接
言

て
み
て
そ
れ
で
も

目
な
ら目

な
ら

め
る
の

 

美
が
か

い
声
で
そ
う

ね
て
き
た

 
そ
れ
に
対
し
て

奈
は
ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を

り

悪
そ
う
な
顔
で
言

た

八
幡
さ
ん
の

を
引

ぱ
た
い
て

無
理
や
り
言
う
事
を

か
せ
る
の
よ

 
他
に
も
色
々
な
手

は
あ
る
と
思
わ
れ
た
が

奈
が
選
択
し
た
の
は
こ
の
言
葉
だ

た

 
そ
し
て
そ
れ
は
負
け
ず

い
で
や
や
好
戦
的
な
と
こ
ろ
の
あ
る

美
の
好
み
に
ピ
タ
リ
と
は

ま

た
八
幡
さ
ん
と

知
り
合
い
だ

た

て
言
う
な
ら

五
年
前
と
か
だ
よ
ね

 
そ
の

の

美
ち

ん
は
多
分
小
学
生
で
し

 
多
分
八
幡
さ
ん
は

ま
だ
そ
の

の
イ
メ

ジ
が
抜
け
て
な
い
と
思
う
し

 
こ
の

り
で
一
つ

バ
シ

と
言

て
や
る
べ
き
だ
と
思
う
な

 
私
は
も
う
子

じ

な
い

立

な
レ
デ

よ

て
ね

や

や

ぱ
り
そ
う
か
な
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そ
う
そ
う

八
幡
は
言
わ
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
ニ

普

は
理
屈

い

に
ね

時
々
女
心
を
ま

た
く
分
か

て
な
い
ん
じ

な
い
か

て
思
う
わ
よ
ね

 
他
の
三
人
も
そ
れ
に
同
意
し

美
も
そ
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
た
の
か
笑
顔
で
四
人
に

い
た

分
か
り
ま
し
た

そ
の
イ
ベ
ン
ト

私
も
参
加
し
ま
す

や

た

こ
れ
で
一
人
確
保
ニ

あ
り
が
と
う

美
ち

ん

さ
て

あ
と
は
も
う
一
人

ど
う
し
て
も
確
保
し
た
い
子
が
い
る
わ
ね

 
喜
ぶ
三
人
を

目
に

紅
莉
栖
が
突
然
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
紅
莉
栖
に
は

他
に
も
誘
い
た
い
者
が
い
る
よ
う
だ

他
に
高
校
生
な
ん
か
い
た

け

い
る
じ

な
い

と
ん
で
も
な
い
最
終
兵
器
が

え

と
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そ
し
て
紅
莉
栖
は

そ
の
女
性
の
名
を
口
に
出
し
た

今
お
そ
ら
く
明
日
奈
さ
ん
の
次
に
八
幡
に
近
い
存
在

 
そ
し
て
い
つ
も
私
達
も
お
世
話
に
な

て
い
る
あ
の
子
よ

あそ

そ
う
だ

た
ニ

あ
の
子
も
高
校
生
だ

た
の
ニ

ね

だ

誰

 
唯
一
接
点
の
無
い

奈
以
外
の
二
人
は

そ
の
言
葉
に
ハ

と
し
た

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

厳
し
い
顔
つ
き
で
こ
う
言

た

櫛
稲
田
優
里
奈

あ
の
子
の
参
加
の
是
非
が
勝
敗
を
分
け
る
事
に
な
る
わ

 
熱
は
あ
る

度
下
が
り
ま
し
た
が

が

目
な
の
で

を
す
る
度
に
熱

い
感
じ
に
な
る

況
で
す
復
調
ま
で
は
も
う
少
し
か
か
り
そ
う
で
す
が

を

ら
し
て
ち

と
ず
つ
書
い

て
い
き
ま
す
の
で

次
の
投
稿
は

日
木
曜
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん
ｏ

ｒ
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第
５
１
８
話
 
か
く
し
て
優
里
奈
は
陥
落
す

 
大
変
お
待
た
せ
し
ま
し
た

だ
け
ま
だ
治
り
ま
せ
ん
が
多
少
ま
し
に
な

て
き
ま
し
た

 
次
の
投
稿
は

日
日
曜
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
が

そ
の

り
か
ら
ペ

ス
を
徐
々
に
上
げ

て
い
き
た
い
と
思

て
い
ま
す

お
待
た
せ
し
て

し

あ
り
ま
せ
ん

 
櫛
稲
田
優
里
奈
は

い
き
な
り
自
宅
に
三
人
の
知
り
合
い
と

 
二
人
の
見
知
ら
ぬ
少
女
が

ね
て
き
た

と
て
も
戸
惑

て
い
た

初
め
ま
し
て

私
は
夜
野

奈

詩
乃
の
同
級
生
に
し
て
親
友
だ
よ

見

美
で
す

八
幡
の
後
輩
で

総
武
高
校
で
奉
仕
部
の
部
⻑
を
や

て
い
ま
す

こ
れ
は
こ
れ
は
ご
丁

に

私
は
櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

 
え
え
と

今
は
八
幡
さ
ん
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す

 
優
里
奈
は

知
ら
な
い
者
が

い
た
ら
間
違
い
な
く
誤
解
さ
れ
そ
う
な
事
を
平
然
と
言

た

 
幸
い
二
人
は
事
前
に
説
明
を
受
け
て
い
た
の
で
誤
解
は
し
な
か

た
の
だ
が
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あ

あ
の

見
さ
ん
は

雪
乃
さ
ん
の
ご
親

か
何
か
で

や

ぱ
り
そ
こ
か
ら
き
ま
す
か

え

あ

は
い

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
違
い
ま
す

あ

そ
う
で
し
た
か

何
か
す
み
ま
せ
ん

い
え

慣
れ
て
い
る
の
で
平
気
で
す
が

い
つ
か
は
こ
の
関
係
を
逆
に
し
た
い
で
す
ね

 
要
す
る
に

美
が
雪
乃
に
似
て
い
る
の
で
は
な
く
雪
乃
が

美
に
似
て
い
る
と
言
わ
せ
た
い

の
だ
ろ
う

 

美
の
表
情
か
ら
察
す
る
に

こ
れ
は
ど
う
や
ら

美
の
密
か
な
野
望
で
あ
る
よ
う
だ

 
だ
が
こ
の
時
の

美
は

本
当
に
冗
談
の
つ
も
り
で
そ
う
発
言
し
て
い
た

雪
乃
さ
ん
は
手
ご
わ
い
で
す
よ

頑
張

て
下
さ
い
ね

 
し
か
し
優
里
奈
は

美
に
応
援
す
る
よ
う
な
事
を
言
い

美
は
内
心
ぎ

と
し
た

 
ど
う
見
て
も
優
里
奈
が
本
気
で
言

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か
ら
だ

 
こ
の
時
点
で

美
は

優
里
奈
に
は
冗
談
が
通
じ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
た

 
そ
れ
は
正
確
で
は
な
い
の
だ
が

優
里
奈
は
そ
の
真
面
目
さ
故
に
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冗
談
を
冗
談
だ
と
感
じ
る

囲
が

い
の
は
確
か
で
あ
る

で

今
日
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か

八
幡
さ
ん
の
マ
ン
シ

ン
に
集
合
じ

な
く

 
わ
ざ
わ
ざ
こ

ち
の
部
屋
に
来
る
な
ん
て

そ
の
前
に
優
里
奈
ち

ん

ち

と
い
い

え

や

あ

ち

ち

と

 

奈
が
突
然
優
里
奈
の
胸
を

み
始
め

一
同
は

気
に
と
ら
れ
た

 
そ
し
て

奈
は
優
里
奈
の
胸
か
ら
す
ぐ
に
手
を
離
し

次
に
自
分
の
胸
を

み

 
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
表
情
で
こ
う
言

た

ま

負
け
た

あ

あ
の

 
困

た
よ
う
な
顔
を
す
る
優
里
奈
に

奈
が
勢
い
こ
ん
で
こ
う

ね
た

一
体
何
を
ど
う
す
れ
ば
そ
こ
ま
で
立

に
な
れ
る
の

 
そ
の
問
い
に

残
り
の
者
達
は
そ
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
た
が

 

に
神

を
集
中
さ
せ

一
言
も

き

ら
す
ま
い
と
し
て
い
る
の
が

分
か
り
で
あ

た

 
唯
一
の

外
が

美
で
あ
る

美
は
小
学
生
の
時
の
イ
メ

ジ
が
あ
り
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八
幡
も
再
会
し
た
時
に
そ
ん
な
目
で
見
て
い
た

気
付
か
な
か

た
の
だ
が

 
胸
に
関
し
て
は
そ
れ
な
り
に
あ
る

そ
の
点
は
完
全
に
同
じ

の
雪
乃
を
越
え
て
い
た

別
に
変
わ

た
事
は
何
も

 
優
里
奈
の
答
え
か
ら
は
特
に
何
か
参
考
に
な
る
よ
う
な
事
は
何
も
引
き
出
せ
ず

 
そ
の
場
は
が

か
り
と
し
た
よ
う
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

 
そ
し
て
そ
の
場
の
重
苦
し
い
雰
囲
気
に

え
ら
れ
な
く
な

た
の
か

 
優
里
奈
は
本
題
に
つ
い
て

ね
て
き
た

で

そ
の

今
日
の
ご
用
件
は
一
体

 
そ
れ
で
我
を
取
り

し
た
の
か

紅
莉
栖
と

美
が

二
人
で
優
里
奈
に
説
明
を
始
め
た

 
こ
れ
は
先
ほ
ど
感
覚
系
と
言
わ
れ
た
二
人
が

説
明
す
る
事
を
遠

し
た
結
果
で
あ
る

実
は

優
里
奈
に
私
達
と
一

に
コ
ミ
ケ
に
コ
ス
プ
レ
で
参
加
し
て
欲
し
い
の

全
員
で
コ
ス
プ
レ
し
て

ソ
レ
イ
ユ
の
イ
ベ
ン
ト
に
乱
入
す
る
つ
も
り

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
面
白
そ
う
で
す
ね

と
り
あ
え
ず

し
い
お
話
を
お
願
い
し
ま
す

 
こ
の
時
点
で
五
人
は
内
心
で
勝

た
と
思

て
い
た

だ
が
そ
れ
は
苦
難
の
始
ま
り
で
あ

た
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お
話
は
分
か
り
ま
し
た

そ

そ
れ
じ

あ

参
加
し
て
も
ら
え
ま
す
か

ご
め
ん
な
さ
い

ど
う
や
ら
私
は
ご
期
待
に
は

え
な
い
よ
う
で
す

ど

ど
う
し
て

え

と
私
が
そ
う
い
う
格
好
を
す
る
の
は
多
分
八
幡
さ
ん
が

く
思
わ
な
い
と
思
う
ん
で

す
よ

 
そ
れ
に
そ
も
そ
も
八
幡
さ
ん
が

目
と
い
う
な
ら
私
は
そ
れ
に

う
だ
け
で
す
し

 
私
と
し
て
は

可
能
な
限
り
八
幡
さ
ん
の
要
望
に
は
答
え
た
い
と
思

て
い
る
の
で

 
今
回
は
ご
め
ん
な
さ
い
と
い
う
事
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
優
里
奈
の
優

生
的
な
返
事
に
五
人
は
天
を

い
だ

 
優
里
奈
と
ほ
と
ん
ど
接
点
の
無
い

奈
と

美
で
さ
え
こ
れ
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ

せ
る

 
そ
う
語
る
優
里
奈
の
表
情
は

八
幡
へ
の
信
用
と
信
頼
と
信

に

れ
て
い
た
の
だ
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こ
れ

ち

と
ま
ず
い
流
れ
じ

な
い

そ
れ
で
も
彼
女
が
い
る
い
な
い
で
は
私
達
の
戦
闘
力
が
違
い
す
ぎ
る
わ
何
と
か
説
得
し
な
い

と
努
力
し
て
み
ま
し

う

 
そ
し
て
彼
女
達
は

優
里
奈
を
説
得
し
よ
う
と
必
死
で
頑
張

た

八
幡
は
ネ
コ

が
好
き
な
の
ニ

だ
か
ら
一

に
ネ
コ

を
付
け
て
コ
ス
プ
レ
し
て
み
な
い

か
ニあ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
今
度
そ
れ
で
八
幡
さ
ん
の
お
世
話
を
し
て
み
よ
う
か

な

よ

よ
も
好
き
の
内

て
言
う
じ

な
い

 
だ
か
ら
案
外
八
幡
も
優
里
奈
の
多
少
露
出
の
あ
る
コ
ス
プ
レ

を
喜
ぶ
ん
じ

な
い
か
な

ゲ

ム
内
で
の
私
の
体
型
ま
で
気
に
す
る
八
幡
さ
ん
で
す
よ

 
家
な
ら
と
も
か
く
外
で
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
で
す

必
ず
心
配
が
先
に
た
ち
ま
す

ほ
ら

私
達

て
似
た
体
型
同
士
じ

な
い

だ
か
ら
優
里
奈
ち

ん
も
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好
き
な
人
に
色
々
セ
ク
シ

な
格
好
を
見
せ
つ
け
た
い

て
い
う
私
の
気
持
ち
分
か
る
よ
ね

そ
れ
に
は
同
意
し
ま
す
け
ど

そ
の

に
プ
ラ
イ
ベ

ト
の
服
装
で

夫
し
て
い
る
の
で

 
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
間
に
合

て
ま
す
ね

八
幡
が
ぎ

ふ
ん
と
さ
せ
ら
れ
る

を
見
て
み
た
い
の
お
願
い
協
力
し
て
も
ら
え
な
い
か

な
あ

そ
れ
な
ら
今
度
紅
莉
栖
さ
ん
が
隣
の
部
屋
に

ま
る
時

 
そ
う
な
る
よ
う
に
色
々
仕
込
ん
で
み
ま
す
ね

楽
し
み
に
し
て
て
下
さ
い

私
は
八
幡
に

私
は
も
う
子

じ

な
い

て
と
こ
ろ
を
見
せ
付
け
て
や
り
た
い
の

 
優
里
奈
さ
ん
も
そ
う
い

た
気
持
ち

あ

た
り
し
な
い

私
は
家
事
を
担
当
し
て
る
分

 
た
ま
に
自
分
が
八
幡
さ
ん
の
お
⺟
さ
ん
に
な

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
事
が
あ
る
ん
で
す
よ

ね 
子

さ
を
見
せ
る

に
た
ま
に
は
思
い

き
り

え
て
み
る
べ
き
な
ん
で
す
か
ね

 
五
人
が
何
を
言

て
も

中
々
優
里
奈
の
心
の

線
に
触
れ
る
事
は
出
来
な
か

た
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だ
が
必
ず
何
か

説
得
の
手

が
あ
る
は
ず
な
の
だ

 
優
里
奈
は
大
人
び
て
見
え
て
も

ま
だ
自
分
達
と
同
じ
高
校
生
な
の
だ
か
ら

こ
う
い
う
時
は

ら
せ
る

て
の
も
あ
り
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

喜

楽
の

て
事
ね

煽
る
に
し
て
も

煽
り
ど
こ
ろ
が
謎
よ
ね

 
そ
れ
に
対
し
て
フ

イ
リ
ス
が

こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

で
も
優
里
ニ

ン
が

た
と
こ
ろ
な
ん
て

今
ま
で
一
度
も
見
た
事
が
無
い
ニ

よ
ね

確
か
に
私
も
無
い
わ

確
か
に
優
里
奈
ち

ん

滅
多
に

ら
な
さ
そ
う
に
見
え
る

そ
う
す
る
と

こ
の

況
か
ら
の

き
落
と
し

て

い
か
に
も

て
感
じ
で
わ
ざ
と
ら
し
く
思
わ
れ
そ
う

じ

な
い

そ
う
す
る
と

喜
か
楽

 
そ
の
言
葉
に

奈
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
こ
う
言

た

楽
は
楽
で
も

楽

て
の
は
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奈

あ
な
た
ね

で
も
あ
り
か
も
し
れ
な
い
ニ

よ

優
里
ニ

ン
は
絶
対
に
八
幡
の
事
が
大
好
き
な
の
ニ

で
も
そ
れ
だ
と

プ
ラ
イ
ベ

ト
で
二
人
き
り
の
時
に
い
く
ら
で
も
可
能
な
の
よ
ね

そ
れ
を
言
わ
れ
る
と
打
つ
手
無
し
だ
ね

 
そ
う
話
し
合
う
五
人
に

優
里
奈
は
お
茶
を
差
し
出
し
て
き
た

ま
あ
無
理
に
私
を
誘
わ
な
く
て
も
い
い
じ

な
い
で
す
か

 
五
人
と
も
凄
く

力
的
な
ん
だ
し

き

と
八
幡
さ
ん
も
何
か
感
じ
て
く
れ
ま
す
よ
き

と

 
と
い
う

で
皆
さ
ん

お
茶
を
ど
う
ぞ

 
五
人
は
そ
れ
ぞ
れ
優
里
奈
に
お

を
言
い

お
茶
を
飲
ん
で
一
息
い
れ
た

 
そ
れ
で
落
ち
着
い
た
の
か

美
が
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

要
は
つ
ま
り

こ
こ
で
優
里
奈
さ
ん
が
参
加
し
な
い
と

 
八
幡
が
困
る

て
思
わ
せ
な
い
と

目
と
い
う
事
よ
ね

そ
う
い
う
事
に
な
る
ニ

ね

そ
の
理

の

は

さ
す
が
に
無
理
が
あ
る
と
思
う

確
か
に
ね
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そ
こ
で

奈
が

首
を

げ
な
が
ら
こ
ん
な
提
案
を
し
て
き
た

正
攻
法
じ

無
理
筋
か
も
だ
け
ど

こ
こ
は

理
屈
で
も
い
い
ん
じ

な
い
か
な

理
屈
か

確
か
に

八
幡
に
反
抗
す
る
事
を
正
当
化
す
る

て

反
抗
期
の

出

そ
の
線
で
押
し
て
み
ま
し

う
か

こ
こ
は
優
里
ニ

ン
の
勉
強
の
先
生
で
あ
る

ク

ニ

ン
に
お
願
い
す
る
の
が
い
い
か
も

理
屈
か

分
か

た
わ

優
里
奈
の
真
面
目
さ
に
つ
け
こ
ん
で

何
と
か
し
て
み
る

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

に
こ
や
か
な
笑
顔
で
優
里
奈
に
語
り
か
け
た

ね

優
里
奈
優
里
奈
は
八
幡
の
言
う
事
は
基
本
ち

ん
と

い
て
い
き
た
い

て
思

て
る

の
よ
ね

え

は
い

そ
う
で
す
ね

で
も
そ
れ

て
本
当
に
い
い
事
な
の
か
な

え八
幡
か
ら
し
て
み
れ
ば

内
心
で
優
里
奈
に
断

て
欲
し
い
と
思
い
つ
つ
も

 
仕
方
な
く
何
か
無
理
な
お
願
い
を
す
る

て
ケ

ス
も
も
し
か
し
た
ら
あ
る
ん
じ

な
い
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そ
の
発
想
は
優
里
奈
に
は
無
か

た
よ
う
で

優
里
奈
は
難
し
い
顔
を
し
て
考
え
込
ん
だ

そ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
か
も
で
す
ね

え
ば
お
世
話
に
な

て
る
知
り
合
い
に
優
里
奈
と
デ

ト
し
た
い
と
言
わ
れ
て
困

た

八
幡
が

一
応
本
人
に

い
て
み
ま
す
が

目
だ

た
ら

め
て
下
さ
い
ね
と
か
返
事
を
し
た
と
し

て 
そ
れ
で
優
里
奈
に

こ
う

い
が
ち
に

あ
い
つ
と
出
か
け
て
み
た
り
す
る
気
は
あ
る
か

 

て

い
て
き
た
と
す
る
じ

な
い
そ
れ
で
優
里
奈
が
は
い
分
か
り
ま
し
た

て
返

事
を
し
た
ら

 
八
幡
と
し
て
は
何
と
も
い
え
な
い
気
分
に
な
る
と
思
う
の

そ

そ
れ
は

そ
の

に
も

こ
こ
は
一
つ

い
つ
も
素
直
な
優
里
奈
で
も

 
八
幡
の
意
思
に
逆
ら

て
で
も
や
る
時
は
や
る

て
と
こ
ろ
を
見
せ
て
お
く
事
も
必
要
な
ん

じ

な
い
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そ
れ
が
今
回
の
ケ

ス
だ
と

え
え
今
回
の
ケ

ス
人
前
に
出
る
時
は
優
里
奈
は
大
人
し
め
の
格
好
で
い
れ
ば
い
い
と
思

う 
そ
れ
で
も
優
里
奈
は
目
立
つ
と
思
う
し
参
加
だ
け
し
て
く
れ
れ
ば
何
も
問
題
は
無
い
と
思
う

の 
そ
の
上
で

八
幡
と
二
人
き
り
に
な

た
時
に

上
に
着
て
い
た
服
を
一

脱
ぐ
と
か
し
て

 
若

露
出
の
高
め
な
格
好
に
変
身
し
て
そ
の

を
八
幡
だ
け
に
見
て
も
ら
う
と
い
う
の
は
ど

う 
多
分
八
幡
は

顔
を

く
し
な
が
ら
も

優
里
奈
の
事
を
褒
め
て
く
れ

 
か
つ
優
里
奈
も
自
立
し
て
い
る
事
を
確
認
出
来
て
内
心
で
安
心
す
る
ん
じ

な
い
か
な

て

思
う
の

な
る
ほ
ど

 
優
里
奈
が
ぐ
ら
つ
い
て
い
る
の
を
見
た
他
の
四
人
も
こ
こ
で

み

け
る
よ
う
に
説
得
を
始

め
たそ

れ
に
都
合
の
い
い
衣
装
は

う
ち
の
ま
ゆ
し
い
が
キ

チ
リ
仕
上
げ
て
く
れ
る
ニ
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確
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
大
人
し
め
の
衣
装
は

山
あ
る
し
ね
何
な
ら
う
ち
の
制
服
で
も
い
い
と

思
うい

い
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
の
軍
服
風
の
制
服

あ
れ
を
優
里
奈
ち

ん
が
着
た
ら

 
八
幡
さ
ん
も
き

と
驚
き
つ
つ
も

嬉
し
く
思

て
く
れ
る
ん
じ

な
い
か
な

娘
の
心
配
を
す
る
の
も
保
護
者
の
努
め
だ
け
ど

 
娘
の
か
わ
い
い

を
見
れ
る
の
も
ま
た
保
護
者
の
特

と
言
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
わ

ね
八
幡
は

か
ら
押
し
に

い
か
ら
将
来
の
幸
せ
の

に
も
こ
こ
で
優
里
奈
さ
ん
も
押
す
べ

き

八
幡
さ
ん
そ
れ
で
私
の
事
を
少
し
は
意
識
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ね

 
こ
の

間
に

五
人
は
勝
利
を
確
信
し

同
時
に
優
里
奈
に
こ
う
言

た

も
ち
ろ
ん

分
か
り
ま
し
た

今
回
は
あ
え
て
八
幡
さ
ん
の
指

に
逆
ら
い
ま
す

 
私
も
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
下
さ
い

喜
ん
で
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そ
し
て
つ
い
に
優
里
奈
も

れ

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

し

 
つ
い
に
女
子
高
生
チ

ム
の
戦
力
が

全
て
揃
う
事
と
な

た
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第
５
１
９
話
 
か
く
し
て
祭
り
は
始
ま

た

 
体
調
も
だ
い
ぶ

し
ま
し
た

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た

 
次
の
投
稿
は
二
日

そ
の
次
は
四
日
木

そ
こ
か
ら
は

日
投
稿
に

る
予
定
で
す

 
も
し
か
し
た
ら
投
稿
出
来
な
い
日
も
た
ま
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
迎
え
た
コ
ミ
ケ
当
日

ソ
レ
イ
ユ
の
ス
タ

フ
達
は

前
の
日

く
か
ら
集
合
し

 
会
場
設

の
準
備
を
着
々
と
進
め
て
い
た

ふ
う

こ
ん
な
も
ん
か

そ
う
だ
な

オ
レ

ち
の
方
の
準
備
は
大
体
オ

ケ

だ

こ
ん
な
時
間
か
ら
悪
い
な
ア
ル
ゴ
そ
れ
じ
あ
ち

と
食
で
も
と
り
な
が
ら
休
を

 
そ
う
言

て

り
向
い
た
八
幡
の
目
に

見
知
ら
ぬ
女
性
の

が
飛
び
込
ん
で
き
た

誰
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今
自
分
で
名
前
を
呼
ん
で
お
い
て
そ
れ
は
無
い
だ
ロ

え

お
前
も
し
か
し
て
ア
ル
ゴ
な
の

お
い
お
い

他
の
誰
に
見
え
る
ん
だ

て
言
う
ん
だ
ヨ

む
し
ろ
他
の
誰
か
に
し
か
見
え
な
い
ん
だ
が

 
表
に
立
つ
事
を

に

し
て
い
る
ア
ル
ゴ
は

 
ど
う
や
ら
会
場
に
着
い
た
後
に
変
装
す
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 

い
サ
ン
グ
ラ
ス
に
金

の
ウ

グ

顔
の
ペ
イ
ン
ト
は
消
し

 
不
健

そ
う
な
白
い

は
化

で
完

に

さ
れ
て
お
り
何
と

い
口
紅
を
引
い
て
い
た

て
い
う
か
何
で

い
口
紅
を

オ
レ

ち
に
は

い
血
が
流
れ
て
い
る
か
ら

も

く
な
る
の
サ

そ

そ
う
か

 
気
取

た
感
じ
で
そ
う
い
う
ア
ル
ゴ
を

残
念
な
人
を
見
る
目
で

め
な
が
ら

 
八
幡
は
他
に
言
う
べ
き
言
葉
を
見
つ
け
ら
れ
ず

た
だ
そ
う
言
う
事
し
か
出
来
な
か

た

八
幡

夢
乃
氏

こ

ち
の
準
備
も
大
体
終
わ

た
お

あ
あ

な
る
ほ
ど

今
日
は
夢
乃
な
ん
だ
な
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そ
れ
に
し
て
も
さ
す
が
は
ダ
ル
仕
事
が

い
な
そ
れ
じ

あ
一

に

く

で
も
食
う
か

お

何
か
用
意
し
て
あ
る
ん

日
明
日
奈
が
用
意
し
て
く
れ
た
サ
ン
ド
イ

チ
が
あ
る
か
ら

一

に
食
お
う

お
お

明
日
奈
さ
ん
の
手
作
り

当
た
り
前
だ
ろ

神
よ

こ
の
素
晴
ら
し
い
恵
み
に
感
謝
し
ま
す

八
幡

僕
達
ず

と
友
達
だ
お

大
げ
さ
だ

つ
の

 
そ
し
て
三
人
は

ん
で
座
り
も
ぐ
も
ぐ
と
サ
ン
ド
イ

チ
を

張
り
な
が
ら
雑
談
を
始
め

た
一
年
前
は
ま
さ
か
コ
ミ
ケ
に
こ
う
い
う

で
参
加
す
る
事
に
な
る
な
ん
て
思
い
も
し
な
か

た
お何

か
う
ち
の
仕
事
ば

か

け
て
も
ら

て
悪
い
な

ダ
ル

い
や
い
や

こ
ん
な
貴
重
な

験

望
ん
で
も
簡

に
出
来
る
も
の
じ

な
い
か
ら
ね

オ
レ

ち
だ

て

と
今
の
生
活
の
ギ

プ
が
大
き
す
ぎ
て

時
々
戸
惑
う
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俺
達
の
受
け

を
用
意
し
て
く
れ
た
姉
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
だ
よ
な

確
か
に
な

そ
の
ボ
ス
を

め
て

他
の
連
中
も
あ
と
三
時
間
く
ら
い
で
到
着
す
る
ナ

サ

ク
ル
入
場
と
一

く
ら
い
の
時
間
に
入

て
く
る
は
ず
だ
お

ど
う
す
る

そ
れ
ま
で
仮
眠
し
て
お
く
か

う

ん

確
か
に

日

め
に

て
は
き
た
け
ど

さ
す
が
に
⻑
丁
場
だ
し

そ
う
す
る
カ

先
は
⻑
い
し
な

そ
の

に
一
応

れ
る
準
備
は
し
て
お
い
た
か
ら

 
そ
こ
の
タ
オ
ル
ケ

ト
と
マ

ト
を
使

て
く
れ

あ
い
お

そ
れ
じ

あ
お
休
み
だ
お

ま
た
後
で

お
う

ま
た
後
で
な

 
そ
し
て
三
人
は

直
ぐ
に

息
を
立
て
始
め
た

 
ア
ル
ゴ
は

て
い
る
う
ち
に
転
が

た
の
か

八
幡
に
寄
り

う
よ
う
に

て
お
り

 
ダ
ル
は
大
の

に
な
り

そ
の
巨
体
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
ア
ピ

ル
し
て
い
た

 
他
の
ス
タ

フ
達
も
近
く
で
交
代
で
仮
眠
を
と
り
つ
つ
そ
の
三
人
の

を
微
笑
ま
し
く

め
て
い
た
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う

が
し
び
れ
る

そ
れ
に
腹
が
重
い

 
そ
れ
か
ら
三
時
間
後

八
幡
は

苦
し
さ
を
感
じ
て
目
を
覚
ま
し
た

 
見
る
と
ダ
ル
が
八
幡
の
腹
を
枕
に
し
て

て
お
り

 
ア
ル
ゴ
は
八
幡
の

を
枕
に
し

八
幡
の
方
を
向
い
て

ま

て

て
い
た

そ
う
い
う
事
か

 
そ
し
て
八
幡
は
先
に
ダ
ル
を

こ
そ
う
と

そ
の
体
を

す

た

お
い
ダ
ル

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

ん

お
お

ご
め
ん
ご
め
ん

僕

て
ば

か
ら

相
が
悪
い
か
ら

 
ダ
ル
は
自
分
が
八
幡
の
腹
を
枕
に
し
て
い
た
事
に
気
付
き

す
ま
な
そ
う
に
そ
う
言

た

い
や

中
で
目
を
覚
ま
し
ち
ま

た

じ

な
い
か
ら
問
題
な
い
さ

 
そ
れ
よ
り
こ
れ

ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

目
で
ア
ル
ゴ
の
方
を
指
し

し

 
そ
れ
を
見
た
ダ
ル
は

自
身
の
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て

パ
チ
リ
と
そ
の
写
真
を
と

た

お
お

チ

ン
ス
到
来
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何
故
そ
こ
で
写
真
を

後
で
夢
乃
氏
に

る
ん
だ
お

商
魂

し
い
な
お
い

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら

そ
の
ま
ま
ア
ル
ゴ
の

の
裏
に
手
を
回
し

 
ア
ル
ゴ
を

き
上
げ
る
と

そ
の
ま
ま
壁
に
ア
ル
ゴ
を
も
た
れ
か
け
さ
せ
る
よ
う
に
下
ろ
し

 
優
し
く
ア
ル
ゴ
の

を

す

た

お
い
ア
ル

じ

な
い

夢
乃

そ
ろ
そ
ろ

き
る
時
間
だ
ぞ

ん

お
お

ハ

オ
レ

ち
に
夜
這
い
と
は
思
い
切

た
な

ま
あ
ウ

ル
カ
ム

だ
け
ど
ナ

お
前
は
何
を
言

て
る
ん
だ

お
ら

さ

さ
と
覚

し
ろ

て

あ
れ

こ
こ
は

あ
あ
そ
う
か

お
仕
事
の
時
間
カ

 
ア
ル
ゴ
は
少
し

ぼ
け
て
い
た
の
か

 
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら
ハ

キ
リ
し
た
口
調
で
そ
う
言
い

 
ス

と
立
ち
上
が
る
と

首
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
し
た

さ
て
さ
て

仕
上
げ
と
い
く
カ
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そ
う
だ
ね

さ

さ
と
仕
上
げ
ち

お
う

そ
れ
じ

あ
俺
は
他
の
奴
ら
を
迎
え
に
行

て
く
る
わ

後
は
任
せ
た

あ
い
ヨ

任
さ
れ
た

 
八
幡
は
そ
う
言

て
企
業
関
係
者
の

入
口
へ
と
向
か
お
う
と
し
チ
ラ
リ
と
後
ろ
を

り

返

た

 
見
る
と
ダ
ル
が
ア
ル
ゴ
に
ス
マ
ホ
を
見
せ

何
か
言

て
い
る
所
だ

た

さ

き

た
写
真
か

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
そ
の
画
面
を
見
て
即
座
に

布
か
ら
金
を
取
り
出
し
ダ
ル
に
差
し
出
し

た
即
決
で

う
の
か
よ

 
八
幡
は

れ
な
が
ら
そ
の
ま
ま
前
を
向
き

移
動
を
開
始
し
た

 
そ
し
て
サ

ク
ル
入
場
者
の
通
る
ル

ト
に
通
り
か
か
り

 
少
し
離
れ
た
所
か
ら

大
勢
の
人
達
の
入
場
す
る

を
し
ば
ら
く

め
て
い
た

こ

ち
も
凄
い
人
な
ん
だ
な
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八
幡
は
感
心
し
な
が
ら

何
と
な
く
そ
の
人
の

を

め
て
い
た

 
そ
し
て
見
覚
え
の
あ
る
人
物
を
見
つ
け
た
八
幡
は

に
目
を

ら
そ
う
と
し
た
が

 
そ
れ
は
少
し

く

バ

チ
リ
と
そ
の
人
物
と
目
が
合

て
し
ま

た

う
げ

や

ボ

イ
ズ
凄
く
久
し
ぶ
り
だ
ね
相
変
わ
ら
ず
色
々
な
少
年
達
と
イ
チ

イ
チ

し
て

る
ボ

イ
ズ

て

海

名
さ
ん
の
目
に
は

エ
ア
男
子
で
も
見
え
て
ん
の
か

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ
も

表
面
上
は

静
に

姫
菜
に
こ
う
返
し
た

こ
の
前
ぶ
り
だ
な

海

名
さ
ん

こ
の
前
偶
然
会
わ
な
か

た
ら

私
は
同
窓
会
に
も
行
け
な
か

た
か
ら

何
年
ぶ
り
か
に

な

て
た
ね

今
度
ま
た
や
る
予
定
だ
か
ら

そ
の
時
参
加
す
れ
ば
い
い
さ

 
そ
れ
に
し
て
も
そ

ち
は
サ

ク
ル
の
方
が
忙
し
い
み
た
い
だ
な
大
人
気
の
よ
う
で
何
よ
り

だ
よ内

容
に
は
あ
ま
り
触
れ
た
く
な
い
が
な
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八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

姫
菜
に
対
し
て
大
人
の
反
応
を
し
た

う
ん
う
ん

お
か
げ
さ
ま
で
ね

こ
れ
も
み
ん
な
比
企
谷
君
の
お
か
げ
だ
よ

何
が
俺
の
お
か
げ
な
の
か
サ

パ
リ
分
か
ら
な
い
が

ま
あ
ほ
ど
ほ
ど
に
な

や
だ
な

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い

新

に
比
企
谷
君
が

そ

そ
の
説
明
は
別
に
し
て
く
れ
な
く
て
い
い
か
ら

本
当
に
大
丈
夫
だ
か
ら

そ
う

残
念
だ
な

こ
の
熱
い
思
い
を
是
非
共

し
て
も
ら
い
た
か

た
ん
だ
け
ど
な

い
や
い
や

そ
の
気
持
ち
だ
け
で
十
分
だ

ま
あ
頑
張

て
く
れ

 
八
幡
は
顔
を
引
き
つ
ら
せ
な
が
ら
も
大
人
の
反
応
を
続
け
て
い
た
が

 
そ
の
時
横
か
ら
ハ

ハ

と
興
奮
し
た
女
性
が
八
幡
の
前
に
立
ち

 
い
き
な
り
顔
を
近
付
け
て
き
た
の
で

た
ま
ら
ず
一
歩
後
ろ
に
下
が

た

う
わ

リ
ア
ル
八

万
様
来
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

や

や
お
よ
ろ
ず

一
体
何
の

 
そ
の
八
幡
の
質
問
を
無

し
そ
の
女
性
は

も
興
奮
し
た
様
子
で
八
幡
と
の

離
を
詰
め
た

え

海

名
さ
ん

こ
の
方
は
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八
幡
は
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
そ
う
言
い

姫
菜
の
後
ろ
に
い
た
男
性
が

 
そ
の
女
性
の

を

ん

ん
と
叩
き
そ
れ
で
そ
の
女
性
は
ど
う
や
ら
我
に
返

た
よ
う
だ

あ

あ
れ

さ
ん

よ

大
将

い
ん
だ
な

何
で

さ
ん
が
こ
こ
に

あ
あ

ま
あ

物
持
ち

て
奴
だ

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
女
性
か
ら
逃
げ
出
す
よ
う
に

の
前
に
さ
り
げ
な
く
移
動
し

 
し

か
り
と

手
を
し
つ
つ

を
盾
に
す
る
よ
う
に
自
身
の

置
を
変
え
た

 

は
そ
ん
な
八
幡
に
苦
笑
し
な
が
ら

そ
の
女
性
の
事
を
説
明
し
た

怖
が
ら
せ
ち
ま

て
悪
い
な

こ
れ
は
俺
の
元

さ
ん
の

 
ま
あ
基
本
無
害
だ
か
ら

あ
ま
り
怖
が
ら
な
い
で
や

て
く
れ

初
め
ま
し
て
い
き
な
り
取
り
乱
し
ち

て
ご
め
ん
な
さ
い
い
つ
も
お
世
話
に
な

て
ま

す 

は
そ
う
言

て
ペ
コ
リ
と
八
幡
に

を
下
げ
た
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八
幡
は

お
世
話
に
つ
い
て
は
何
も
言
わ
ず

た
だ
自

紹
介
を
す
る
だ
け
に
し
た

海

名
さ
ん
の
元
同
級
生
の
比
企
谷
八
幡
で
す

初
め
ま
し
て

う
ん

宜
し
く
ね

大
将

後
で
そ

ち
に
顔
を
出
す
か
ら
宜
し
く
な

は
い

お
待
ち
し
て
ま
す
ね

そ
れ
じ

あ
私
達
は
先
を
急
ぐ
か
ら

ま
た
後
で
ね

 
結
衣
と
優
美
子
と
サ
キ
サ
キ
も
後
で
合
流
す
る
予
定
だ
か
ら

ま
あ
楽
し
み
に
し
て
て

川
崎
も

 
驚
く
八
幡
を
よ
そ
に

姫
菜
達
は
準
備
が
忙
し
い
ら
し
く

そ
の
ま
ま
移
動
し
て
い

た

あ

や
べ

行
く
つ
も
り
は
無
か

た
の
に

約
束
さ
せ
ら
れ
た

に
な

ち
ま

た

 
八
幡
は
そ
う
言

て

を
落
と
し
な
が
ら
陽
乃
達
を
迎
え
る

に
再
び
移
動
を
開
始
し
た

 
八
幡
君

お
う
明
日
奈

日
は
よ
く

れ
た
か

う
ん

大
丈
夫

バ

チ
リ

た
か
ら
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あ
れ

和
人
も
来
た
の
か

お
う

バ
イ
ト
だ
バ
イ
ト

お
前
も
何
気
に
よ
く
働
く
よ
な

リ
ズ
達
と
出
か
け
る
資
金
を

が
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ

お
前

の
事
件
の
時
に
そ
れ
な
り
に

い
だ
は
ず
だ
ろ

何
に
使

た
ん
だ
よ

い
や

新
し
い

と
か

色
々
と
そ
の

な

相
変
わ
ら
ず
だ
な

 
そ
し
て
後
ろ
に
い
た
陽
乃
が
八
幡
に
進

況
を

ね
て
き
た

大
体
準
備
は
オ

ケ

で
す

交
代
で
仮
眠
も
と
り
ま
し
た
し
ね

そ
う

夜

く
か
ら
あ
り
が
と
う
ね

姉
さ
ん
に
徹
夜
な
ん
か
さ
せ
た
ら

た
だ
で
さ
え
お

の
曲
が
り

な
姉
さ
ん
の

が

 

々
荒
れ
ち

い
ま
す
か
ら
ね

 
そ
の

間
に
陽
乃
は
マ

ハ
で
八
幡
の
足
を

み

八
幡
は
涙
目
に
な

た

ふ
ん

ぐ
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そ
ん
な
八
幡
に

薔
薇
が

れ
た
口
調
で
言

た

く
く
ら
い
な
ら
言
わ
な
け
れ
ば
い
い
の
に

う
る
せ
え
小
猫
お
前
は

会
の
お
姉
さ
ん
プ
レ
イ
の
イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
で
も
し
て
ろ

プ
レ
イ

て
何
よ

私
は
正
真
正

会
の
お
姉
さ
ん
よ

あ
あ

は
い
は
い

ち

ん
と
子

達
に
怖
が
ら
れ
な
い
よ
う
な
メ
イ
ク
を
し
ろ
よ

ど

ど
う
し
て
私
に
対
す
る
態
度
だ
け
そ
う
お
ざ
な
り
な
の
よ

い
い
か
ら
さ

さ
と
移
動
す
る
ぞ
移
動

く
 
そ
し
て
八
幡
は

最
初
に
唯
一
身
内
で
は
な
い
由
季
の
前
に
行
き

丁

に

を
し
た

由
季
さ
ん

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

は
い

頑
張
り
ま
す

 
そ
し
て
そ
の
後
に
身
内
達
の
所
へ
行
き

そ
れ
ぞ
れ
に
声
を

け
た

理
事
⻑

今
日
は
ま
た
一

と
若
々
し
い

す
ね

あ
ら

そ
ん
な
に
褒
め
ら
れ
た
ら
後
で
ご
褒
美
を
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

い
え

結

で
す
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い
ろ
は

ま
た

み
た
い
な
あ
ざ
と
さ
を
期
待
し
て
る
か
ら
な

わ

私
は
別
に
あ
ざ
と
く
な
い
で
す
し

ク
ル
ス

お
前
に
は
期
待
し
て
い
る
か
ら
な

は
い

任

を
完

し
ま
す

美
優

は

ま
あ
い
い
か

ち

ち

と
リ

ダ

こ
の
か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん
に
も
何
か
お
言
葉
を

香
蓮

露
出
の
少
な
い
格
好
と
は
い
え

恥
ず
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
ち

ん
と
見
て
て
や
る
か
ら

今
日
は
し

か
り
頼
む
ぞ

う

う
ん

私

頑
張
る
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

女
性

を
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
引
き
つ
れ

ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
へ
と

り

 
一
同
は
そ
れ
ぞ
れ
の
準
備
を
開
始
し
た

  
こ
う
し
て
こ
の
夏
最
大
の
祭
り
が
始
ま

た
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第
５
２
０
話
 
万
全
の
ソ
レ
イ
ユ

 
次
の
投
稿
は

十
月
四
日
の
予
定
と
な

て
お
り
ま
す

 
ブ

ス
に
着
い
た
ソ
レ
イ
ユ
一
行
は

急
ピ

チ
で
最
後
の
準
備
を
行

て
い
た

こ
れ
は
そ
こ

こ
れ
は
こ
こ

残
り
は
向
こ
う
に
頼
む

は
い

分
か
り
ま
し
た

次
期
社
⻑

お
い
小
猫

コ
ス
プ
レ
チ

ム
の
準
備
は
ど
う
だ

 
い
つ
も
の
よ
う
に
薔
薇
に
そ
う

ね
た
八
幡
だ

た
が

そ
の
問
い
に
返
事
は
無
か

た

て

あ
い
つ
も
準
備
中
だ

た
か

 
小
猫
も
ま
た

会
と
し
て
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
う
気
付
い
た
八
幡
は

他
に
や
り
残
し
た
事
は
無
い
か
と
考
え
な
が
ら

 
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
見
知
ら
ぬ
女
性
が
ブ

ス
の
中
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
の
を
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見
つ
け

 
関
係
者
以
外
は
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
よ
う
と
思
い

そ
の
女
性
に
声
を

け
た

あ

す
み
ま
せ
ん

こ
こ
は
関
係
者
以
外
立
ち
入
り
禁
止
な
ん
で
す
よ

 
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
パ
ン
フ
レ

ト
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
興
味
が
あ

た
ら
開
場
後
に
お

い
で
下
さ
い

 
八
幡
は
そ
う
丁

に
言
い

そ
の
女
性
に
パ
ン
フ
レ

ト
を
差
し
出
し
た

 
そ
の
女
性
は
と
て
も

な

ま
い
を
し
て
お
り

 
八
幡
は

こ
ん
な
場
所
に
は
場
違
い
な
人
だ
な
と
い
う
感
想
を

い
た

 
事
実
そ
の
女
性
は
き

と
ん
と
し
た
顔
を
す
る
ば
か
り
で

何
の
反
応
も

さ
な
か

た

 
だ
が
一

れ
て
そ
の
女
性
は

ニ
タ

と
し
た
顔
で
笑

た

う
わ

何
だ
こ
い
つ
の
こ
の
顔

美
人
が
台
無
し
だ
な

 
ん

残
念
美
人

そ
ん
な
奴
が
俺
の

り
に
い
た
よ
う
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え

そ
の
言
葉
を
思
わ
ず
口
に
出
し
た

残
念
美
人

誰
が
残
念
な
の
よ

と
い
う
か
あ
ん
た

今
絶
対
に

私
だ

て
分
か

て
な
か

た
わ
よ
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ね

ね

 
ふ
ふ
ん

や

と
あ
ん
た
も
こ
の
私
の
真
の

力
に
気
付
い
た
の
ね

 
そ
の
声
は
ど
う

い
て
も
薔
薇
の
声
で
あ
り

八
幡
は
内
心
の
動

を

し
な
が
ら

 
平
静
を
装

て
薔
薇
に
話
し
か
け
た

あ

当
た
り
前
だ

俺
は
お
前
の
事
を

て
い
れ
ば
美
人
だ
と
認
識
し
て
る
か
ら
な

だ
か
ら
そ
れ

絶
対
に
褒
め
て
な
い
わ
よ
ね

最
高
に
褒
め
て
る
だ
ろ

お
前
は
何
を
言

て
る
ん
だ

え本
当
に
お
前
は

て
い
れ
ば
美
人
だ
よ
な

だ
か
ら

あ
れ

て
い
れ
ば
美
人
だ
よ
な

う
ん

や

ぱ
り
美
人
だ
な

や

や

ぱ
り
そ
う
思
う

残
念
美
人
か
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お
お

や

ぱ
り
美
人
だ
な

 
こ
う
し
て
薔
薇
を

ら
せ
る
事
に
成
功
し
た
八
幡
は

 
薔
薇
に
気
付
か
な
か

た
と
い
う
不
名

を

何
と
か
回
避
す
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
し
て
明
日
奈
の
先

で

他
の
者
達
も
続
々
と
こ
ち
ら
に
集
合
し
て
き
た

八
幡
君

み
ん
な
の
事
も
見
て
あ
げ
て

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
八
幡
は
明
日
奈
の
隣
で
説
明
を

き
な
が
ら

人
の
コ
ス
プ
レ
を
見
せ
て
も
ら
う
事

に
し
た

最
初
は
私
よ

八
幡
君

理
事
⻑

や

ぱ
り
チ

ト
リ
ア
ル
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
格
好
な
ん
で
す
ね

え
え

今
日
は
薔
薇
ち

ん
の
黒
子
に
徹
す
る
つ
も
り
だ
し
ね

そ
れ
に
し
て
も
何
て
い
う
か

二
人
の
成
人
し
た
お
子
さ
ん
が
い
る
よ
う
に
は
と
て
も

 
理
事
⻑

て
正
確
に
は
一
体
い
く
つ
な
ん
で
す
か
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や
だ
も
う
八
幡
君

た
ら

陽
乃
と
雪
乃
の

親
に
な
り
た
い
の

そ
ん
な
事
一
言
も
言

て
ね
え
よ

相
変
わ
ら
ず
だ
な
あ
ん
た
は

お
ほ
ほ
ほ
ほ

八
幡
君
が
女
性
に
年
を

い
た
り
す
る
か
ら
よ

 
理
事
⻑
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

八
幡
は
困

た
顔
で
そ

を
向
い
た

 
そ
ん
な
八
幡
の

を

ん
と
叩
い
た
者
が
い
た

雪
乃
で
あ
る

 
雪
乃
は
こ
う
い

た
雰
囲
気
の
場
所
に
来
る
の
は
初
め
て
ら
し
く

 
常
日

の
態
度
と
は
違
い

今
日
は
到
着
し
た
時
か
ら
び
く
び
く
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

 
終
始
無
言
で
あ

た

だ
が
こ
の
時
ば
か
り
は
雪
乃
も
い
つ
も
以
上
に
迫
力
の
あ
る
態
度
を
見

せ
て
い
た

八
幡
君

今
う
ち
の
⺟
さ
ん
を
口
説
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
だ
け
れ
ど

い
や
待
て

誤
解
だ

そ
ん
な
事
実
は
ま

た
く
な
い

本
当
か
し
ら

 
そ
の
問
い
に

八
幡
の
後
ろ
か
ら
理
事
⻑
が
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

本
当
よ
雪
乃
ち

ん

本
当
の
本
当
に
口
説
か
れ
て
い
た
わ

い
い
か
ら
あ
ん
た
は

て
て
く
れ

て
の
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で

結
局
ど

ち
な
の
か
し
ら

て
何
も
無
い

本
当
だ

俺
を
信
じ
て
く
れ

 
八
幡
は
別
に
言
い

す
る
必
要
は
ま

た
く
無
い
の
だ
が

雪
乃
の
迫
力
に
押
さ
れ
て
そ
う

言

た
雪
乃

ほ
ら

理
事
⻑
の
あ
れ
は
い
つ
も
の
事
だ
か
ら

そ
う

ま
あ
明
日
奈
が
そ
う
言
う
な
ら

 
雪
乃
は
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ
て
大
人
し
く
引
き
下
が
り
明
日
奈
は
八
幡
に
親
指
を
立
て
た

 
八
幡
は
そ
れ
に
親
指
を
立
て
て
返
し

理
事
⻑
に
向
き
直

た

は

危
な
か

た

理
事
⻑

娘
さ
ん
の
手

く
ら
い
ち

ん
と

て
下
さ
い
よ

ご
め
ん
な
さ
い
ね

ど
う
も
あ
の
子
は
八
幡
君
の
事
に
な
る
と

冗
談
が
通
じ
な
い
の
よ
ね

 
で

私
の
こ
の
格
好

ど
う
か
し
ら

こ
の
前
も
思
い
ま
し
た
け
ど

何
と
い
う
か
理
事
⻑

て

 

麗
系
の
フ

マ
ル

い
格
好
が
凄
く
似
合
う
上
に
更
に
そ
れ
が
可
愛
く
見
え
ま
す
よ

ね
あ
ら
あ
ら

八
幡
君

た
ら
も
う

上
手
な
ん
だ
か
ら
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そ
し
て
理
事
⻑
は
上
機

で
去

て
い
き
次
に
八
幡
の
前
に
出
て
き
た
の
は
ク
ル
ス
と
美
優

だ

た
お

二
人
は
領
主
の
格
好
か

正
式
に
は
種
族
ご
と
の

族
衣
装
み
た
い
だ
け
ど
ね

八
幡
様

評
価
を

 
ど
う
や
ら
ク
ル
ス
の
衣
装
は
普

サ
ク
ヤ
が
着
て
い
る
服
の
マ
イ
ナ

チ

ン
ジ

 
美
優
の
衣
装
は
ア
リ
シ

が
着
て
い
る
服
の
マ
イ
ナ

チ

ン
ジ
の
よ
う
だ

な
る
ほ
ど
な

こ
れ

て

族
衣
装
だ

た
の
か

実

に
領
主
様
が
着
て
い
る
の
と
は
ち

と
違
う
ん
だ
け
ど
ね

 
あ

ち
は
戦
闘
も
出
来
る
用
の
高
性
能
の
や
つ
だ
か
ら

確
か
に
こ

ち
の
方
が

ち

と
露
出
が
多
い
な

で
も
初
心
者
に
は

こ

ち
の
方
が
一

的
ら
し
い
よ

確
か
に
街
で
見
た
記
憶
が
あ
る
な

で

ど
う
で
す
か
八
幡
様

ふ
む
マ

ク
ス
の
方
は

下
が

く
な

て
よ
り
足
が
見
え
る
よ
う
に
な

て
る
の
か
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こ
れ
は
確
か
に
動
き
や
す
そ
う
だ
な

胸
の
部
分
は

 
あ

い
や

ス
ラ
リ
と
し
つ
つ
も
出
る
と
こ
ろ
は
出
て
い
る
マ

ク
ス
に
は
ピ

タ
リ
だ
な

 
う
ん

よ
り
美
人
に
見
え
る
ぞ

マ

ク
ス

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ク
ル
ス
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
そ
う
言
い

 
次
に
八
幡
は

期
待
に
満
ち
た
顔
を
し
て
横
で
待

て
い
た
美
優
に
こ
う
言

た

お
い
美
優

ふ

ふ

ネ
コ

が
無
い

チ

ン
ジ
で

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

忘
れ
て
た

 
美
優
は
そ
う
絶
叫
す
る
と

バ

ク
ヤ

ド
へ
と
駆
け
込
み

 
今
度
は
ち

ん
と
ネ
コ

を
付
け
た

態
で
現
れ
た

こ

こ
れ
で
完

で
し

や
れ
や
れ

ふ
ふ

フ
カ
ち

ん
ら
し
い
ね
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八
幡
は
苦
笑
し

一

に
明
日
奈
も
ク
ス
ク
ス
と
笑
い

 
そ
し
て
八
幡
は

め
て
美
優
の
格
好
を
観
察
し
た

ふ
む

下
が
ミ
ニ
ス
カ

ト

く
全
体
を

う
よ
う
に
な

て

 
ウ

ス
ト
の
部
分
が
露
出
し
て
い
る
の
か

そ
う
み
た
い

ア
リ
シ

さ
ん
の
格
好
は
ほ
ら

下
着
が

見
え
み
た
い
に
見
え
る
か
ら

 
さ
す
が
の
私
も
ち

と
恥
ず
か
し
か

た
け
ど
こ
れ
な
ら
私
で
も
大
丈
夫
だ

た
よ
リ

ダ
え

お
前
に
恥
ず
か
し
い
と
か
い
う
感
情
な
ん
て
あ

た
の
か

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
八
幡
は
本
気
で
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言
い

美
優
は

し
た
よ
う
に
そ
う
叫
ん
だ

お
前
は
い
ち
い
ち
叫
ぶ
な

て
の

だ

だ

て
だ

て

あ
あ
も
う
せ

か
く
似
合

て
て
か
わ
い
い
ん
だ
か
ら
お
前
は
ち

と
静
か
に
し
て
ろ

え

リ

リ

ダ

今
の
セ
リ
フ

も
う
一
度
プ
リ

ズ

あ

気
の
せ
い
だ

く
次
の
三
人
に
場
所
を

れ
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あ

ち

ち

と

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
フ
カ
次
郎
は
大
人
し
く
引
き
下
が
る
と

の
方
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た

 
ど
う
や
ら
言
葉
自
体
は
ハ

キ
リ

こ
え
て
い
た
ら
し
い

 
明
日
奈
も
そ
ん
な
美
優
に

良
か

た
ね
と
声
を

け
て
お
り

 
美
優
は
明
日
奈
に

き
つ
き

わ
ん
わ
ん
と
嬉
し
涙
を
流
し
て
い
た

さ
て
と

次
は

の
三
人
か

 
八
幡
の
言
う

の

と
は

本
人
達
の
事
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く

 
コ
ス
プ
レ
内
容
に
対
す
る
表
現
で
あ

た

 
そ
し
て
い
ろ
は
と
香
蓮
と
由
季
が

そ
の
格
好
を
し
て
八
幡
の
前
に

を
見
せ
た

こ
れ
が
今
回
の
目

来
年
実
装
さ
れ
る
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
の
重
要
キ

ラ

 
ウ
ル
ド

ヴ

ル
ダ
ン
デ

ス
ク
ル
ド
か

ほ
ら
ほ
ら
先
輩

ど
う
で
す
か

女
神

い
で
す
か

八
幡
君

ど
う

か
な

キ

ラ
の
イ
メ

ジ
を
き
ち
ん
と
表
現
出
来
て
い
る
と
い
い
ん
で
す
が

 
一
見
こ
う
い
う
の
は

身
⻑

に
役

を

る
の
が
正
解
だ
と
思
わ
れ
が
ち
な
の
だ
が
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八
幡
は
あ
え
て
い
ろ
は
を
ウ
ル
ド

香
蓮
を
ヴ

ル
ダ
ン
デ

由
季
を
ス
ク
ル
ド
に
し
た

 
い
ろ
は
は
最
近
と
て
も
大
人
び
て
き
て
お
り

生
徒
会
⻑
を

験
し
た
せ
い
か

 
リ

ダ

的
雰
囲
気
も
全
身
か
ら
か
も
し
だ
さ
れ
て
い
る

 
ウ
ル
ド
は
三
人
の
中
で
は
一
番
露
出
も
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
キ

ラ
で
あ
り

 
色
々
と
そ
つ
の
な
い
対
応
が
出
来
る
者
が

役
と
な
る

 
な
の
で
い
ろ
は
が
⻑
姉
た
る
ウ
ル
ド
役
に
相
応
し
い

 
そ
し
て
物
静
か
で
ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
ん
で
い
る
イ
メ

ジ
の
ヴ

ル
ダ
ン
デ

を
香
蓮
に
任

せ 
見
た
目
か
ら
し
て

に

を
付
け

よ
り
活
動
的
に
見
え
る
ス
ク
ル
ド
を

 
ア
ク
シ

ン
も
こ
な
せ
る
由
季
に
任
せ
る

こ
れ
が
八
幡
の
判
断
だ

た

い
ろ
は

な

何
で
す
か

お
前
は
気
が
付
く
と

ど
ん
ど
ん

麗
で
大
人
び
て
き
て
る
ん
だ
な

ふ

ふ
え

や

や

と
先
輩
も
私
の

力
に
気
が
付
き
ま
し
た
か

 
そ
う
で
す
か
そ
う
で
す
か

ま
あ
今
日
は
安
心
し
て

私
の
活
躍
を
見
て
い
て
下
さ
い
ね
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い
ろ
は
は
そ

を
向
き
な
が
ら
も

顔
一
面
を
紅
潮
さ
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

お
う

期
待
し
て
る
わ

い
ろ
は
ち

ん

フ

イ
ト

は
い

頑
張
り
ま
す

 
い
ろ
は
は
そ
う
声
を

け
て
く
れ
た
明
日
奈
に
ピ

ス
サ
イ
ン
を
し
な
が
ら
そ
う
答
え

 
香
蓮
に
そ
の
場
所
を

た

香
蓮

う

う
ん

 
ヴ

ル
ダ
ン
デ

に

す
る
香
蓮
は

そ
の
容
貌
と

 
決
し
て
大
げ
さ
に
な
ら
な
い

度
の
穏
や
か
な
微
笑
み
の
せ
い
で

 
神
秘
的
な
雰
囲
気
を

し
出
し
て
い
た

い
わ
ゆ
る
ア
ル
カ
イ

ク
ス
マ
イ
ル
で
あ
る

恥
ず
か
し
く
な
い
か

大
丈
夫
か

も

も
ち
ろ
ん
恥
ず
か
し
い
よ

だ
か
ら
ち

ん
と
見
て
て
ね

あ
あ

任
せ
ろ

麗
な
香
蓮
の
事
を
ち

ん
と
見
て
る
か
ら
な

 
八
幡
は
力
強
く

き

香
蓮
は
そ
れ
だ
け
で
満
た
さ
れ
た
気
分
に
な
り
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こ
の
仕
事
を
引
き
受
け
て
良
か

た
と
感
じ
て
い
た

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
香
蓮
を
見
て

さ
す
が
に
手
ご
わ
い
と
感
じ
て
い
た

香
蓮
は

他
の
人
よ
り
幸
せ
を
感
じ
る
ラ
イ
ン
が

い
よ
う
に
感
じ
る
ね

 
さ
す
が
に
香
蓮
と
優
里
奈
ち

ん
は
一
筋

で
は
い
か
な
い
な

 
ま
あ
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
が

よ
り
私
を

か
せ
て
く
れ
る
は
ず

私
も
頑
張
ろ

と

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
事
を
漠
然
と
考
え
な
が
ら

香
蓮
に
心
か
ら
の
声
援
を
送

た

頑
張

て
ね

香
蓮

あ
り
が
と
う
明
日
奈

私

頑
張
る
ね

 
そ
し
て
最
後
は
由
季
で
あ
る

八
幡
も
由
季
に
対
し
て
は
慎
重
に
言
葉
を
選
ん
で
い
た

さ
す
が
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
ね

由
季
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

で
も
女
と
し
て
は

 
も

と
ス
ト
レ

ト
に
褒
め
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
も
あ
る
ん
で
す
け
ど

い
や

ま
あ
色
々
と
賞

す
る
気
持
ち
は
あ
る
ん
で
す
け
ど

 
他
に

任
が
い
る
と
思
う
の
で

そ
の
役
目
は
そ
い
つ
に
任
せ
ま
す
ね

あ

は

は
い
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由
季
は
少
し
残
念
そ
う
に

そ
れ
で
い
て
何
か
を
期
待
す
る
よ
う
に
そ
う
答
え

 
八
幡
は
明
日
奈
に
頼
ん
で
ダ
ル
を
呼
ん
だ

八
幡

ど
し
た
ん

て

ゆ

由
季
さ
ん

橋
田
さ
ん

こ
の
格
好

ど
う
で
す
か

 
由
季
は
ダ
ル
を
見
て
嬉
し
そ
う
に
微
笑
む
と

そ
の
場
で
く
る
り
と
回

た

 
そ
し
て
ダ
ル
は

な
語

な
が
ら

思

た
事
を
正
直
に
由
季
に
告
げ
た

と

と
て
も
似
合

て
ま
す

ま
さ
に
ス
ク
ル
ド

て
感
じ
で
す

そ
う
で
す
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

あ
と
そ
の

す

凄
く

麗
で
す

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

橋
田
さ
ん

 
そ
ん
な
二
人
を
見
な
が
ら

明
日
奈
が
八
幡
に

い
た

ね

八
幡
君

あ
の
二
人

い
い
感
じ
だ
ね

あ
あ

上
手
く
い

て
く
れ
る
と
い
い
ん
だ
が
な

大
丈
夫
だ
よ

ダ
ル
君
は
い
い
人
だ
も
ん

由
季
さ
ん
は
ど
う
や
ら
男
を
見
た
目
じ

な
く
内
面
で
見
る
人
み
た
い
だ
が
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そ
れ
で
も
ダ
ル
に
は
多
少
努
力
し
て
も
ら

て

少
し
は

せ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
な

ふ
ふ

ま
あ
そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
一
同
に
こ
う
言

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
リ
ハ

サ
ル
を
開
始
す
る
か

夢
乃

ダ
ル

仕
切
り
を
頼
む

あ
い
ヨ

り

了
解
だ
お

 
そ
し
て
リ
ハ

サ
ル
が
始
ま
り

八
幡
と
明
日
奈
は
一
度
バ

ク
ヤ

ド
に
引

込
む
と

 
二
人
と
も

達
メ
ガ
ネ
を
か
け
た

ま
あ
一
応
俺
達
も
な

見
た
目
は
少
し
変
え
て
お
い
た
方
が
い
い
よ
ね

つ
い
で
に

子
で
も
か
ぶ

と
く
か

う
ん

そ
う
し
よ

か

俺
は
と
も
か
く

明
日
奈
は
少
し

型
も
変
え
と
く
か

あ

そ
れ
じ

あ
八
幡
君

お
願
い

お
う

任
せ
ろ
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こ
う
し
て
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
の
準
備
は
全
て
整
い
後
は
開
場
時
間
を
待
つ
ば
か
り
と
な

た
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第
５
２
１
話
 
イ
ベ
ン
ト

開
幕

 
明
日
は
ち

と
仕
事
が
忙
し
い
の
で
次
の
投
稿
は

日

土

を
予
定
し
て
お
り
ま
す

 
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
一

入
場
口
で
は

結
衣
と
優
美
子
と
沙
希
が

 
激
し
く

張
し
な
が
ら
開
場
時
間
を
今
か
今
か
と
待
ち

え
て
い
た

何
こ
の
人
の

は

凄
い
ね

あ

し
も
ニ

ス
で

い
て
は
い
た
け
ど

こ
こ
ま
で
と
は
思
わ
な
か

た
し

あ

そ
ろ
そ
ろ
み
た
い

 
そ
し
て
つ
い
に
開
場
時
間
が
訪
れ
三
人
は

く
姫
菜
達
と
合
流
し
て
少
し
で
も
落
ち
着
こ
う

と 
正
面
入
り
口
前
の

を
駆
け
上
り

そ
こ
で
ち
ら

と

り
向
い
た
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う
わ

一
面

だ
ね

何
こ
れ

あ

し
ち

と

い
や

か
な
り
怖
い
ん
だ
け
ど

や
ば
い
や
ば
い

く
行
こ

 
三
人
は
そ
の
圧
迫
感
に

え
ら
れ
ず

ま
る
で
逃
げ
出
す
よ
う
に
そ
の
場
を
離
れ

 
中
へ
と
急
い
で
入

て
い

た

そ
の
少
し
後
ろ
を

倉
田
が
慣
れ
た
感
じ
で
歩
い
て
い
た

今
年
は
い
い
ケ
モ

ち

ん
に
会
え
る
と
い
い
な

 
倉
田
は
そ
う

き
つ
つ

三
人
と
同
じ

置
で
く
る
り
と
後
ろ
を

り
返

た

今
年
も

況

す
な

さ
て

く

⻑
と
合
流
し
な
い
と

 
そ
し
て
倉
田
は
目
を

か
せ
な
が
ら
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

こ
の

り
は
慣
れ
の
差
な
の
だ

ろ
う

 
そ
の
少
し
後
に
和
人
が
会
場
に
駆
け
込
ん
で
き
た

 
和
人
は

今
日
の
事
が
楽
し
み
で

付
け
ず
に

今
朝
は
思
い

き
り

し
た

 
つ
い
で
と
ば
か
り
に
飲
み
物
の

い
出
し
を
頼
ま
れ
今
や

と
会
場
に
到
着
し
た
の
だ

た

 
和
人
は
か
な
り
人
が

た
と
は
い
え

い
ま
だ
に
混
雑
し
て
い
る
入
り
口
付
近
を
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重
い

物
を
両
手
に
ぶ
ら
下
げ
な
が
ら
進
ん
で
い
た

 
そ
し
て

の
上
に
到
達
し
た
時

和
人
は
誰
か
の

線
を
感
じ

て
て

り
向
い
た

ど
こ
か
か
ら
見
ら
れ
て
る
気
が
す
る
な

 
和
人
の
後
ろ
に
は
ま
だ
ま
だ
か
な
り
の
人

の
入
場
待
ち
の
人
が
お
り

 
和
人
は
何
人
も
の
見
知
ら
ぬ
者
と
目
が
合
い

自

気
味
に
こ
う

い
た

こ
れ
だ
け
人
が
い
る
ん
だ
か
ら

そ
り

ま
あ
俺
を
見
て
る
奴
だ

て

山
い
る
よ
な

 
他
人
の

線
に

感
な
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
の
悪

だ
な

 
そ
し
て
和
人
は
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た

 
ふ
う

び

く
り
し
た

さ
す
が
と
い
う
か

見
つ
か
ら
な
く
て
良
か

た
ニ

く
変
装
し
て
き
て
正
解
だ

た
ね

 
実
は
和
人
の
感
じ
た

線
は
一

人
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
女
子
高
生
チ

ム
か
ら
の

線

で
あ

た
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何
故
和
人
が
簡

に
ス
ル

し
た
か
と
い
う
と
そ
こ
に
敵
意
や
殺
意
が
ま

た
く
無
か

た

か
ら
で
あ
る

 
こ
れ
は
ま
あ
身
内
な
の
だ
か
ら
当
た
り
前
で
は
あ
る
の
だ
が
と
り
あ
え
ず
女
子
高
生
チ

ム

は 
入
場
前
に
関
係
者
に
発
見
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
を
ギ
リ
ギ
リ
で
回
避
す
る
事
に
成
功
し

た
誰
に
も
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

め
に
来
た
の
に
危
な
く
ニ
ア
ミ
ス
す
る
と
こ
ろ
だ

た
わ

ね

子
と
サ
ン
グ
ラ
ス
だ
け
で
も
結

分
か
ら
な
い
も
の
な
ん
で
す
ね

和
人
さ
ん
と
目
が
合

た
か
と
思

て
ま
ゆ
し
い
は
一

心

が
止
ま
る
か
と
思

た
の
で

す
そ
の
時
は
ま
ゆ
り
に

独
で
接
触
し
て
も
ら

て

私
達
は
他
人
の
フ
リ
を
し
た
け
ど
ね

あ

確
か
に
そ
れ
な
ら
誤
魔
化
せ
た
か
も

ま
あ
セ

フ
だ

た

だ
し

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
入
場
し
て
し
ま
い
ま
し

う

 

美
が
そ
う
言
い

一
行
は
そ
の
ま
ま

を
上
り

何
と
な
く

り
向
い
た
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こ

こ
れ
は

見

す
限
り
人
の

し
か
見
え
な
い
わ

迫
力
満
点
な
光
景
だ
ね

う
わ

こ
れ
は
一
生
に
一
度
し
か
味
わ
え
な
い
感
動
か
も

確
か
に
そ
う
か
も
ニ

年
通
り

今
年
も
凄
い
人

だ
よ
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

ビ

グ
サ
イ
ト
よ

私
は
帰

て
き
た

 
ま
ゆ
り
の
そ
の
言
葉
を
受
け

女
子
高
生
チ

ム
に
同
行
し
て
い
な
が
ら

 
こ
こ
ま
で
遠

し
て
何
も

ら
ず
に
い
た
キ

マ
が

そ
う
大
き
な
声
を
出
し
た

 
ど
う
や
ら
彼
の
中
二
心
が

い
た
よ
う
だ

ち

ち

と
岡
部

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
大
声
を
出
す
な
ん
て

 
恥
ず
か
し
い
か
ら
や
め
て
よ
ね

何
を
言

て
い
る
の
だ
ク
リ
ス
テ

ナ

誰
が
我
ら
を
笑

て
い
る
の
だ

テ

ナ
言
う
な

誰
が

て
そ
れ
は

 
紅
莉
栖
は
そ
う
言
い
な
が
ら

り
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た
が
笑

て
い
る
者
は
誰
も
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い
な
い

え

あ
れ

こ
こ
は
そ
う
い
う
場
所
だ

覚
え
て
お
く
の
だ
な

助
手
よ

え

え
ら
そ
う
に

で
も
ま
あ
こ
こ
が
普
通
じ

な
い
事
は
実
感
出
来
た
わ

ま
た
一
つ
成
⻑
す
る
事
が
出
来
て
良
か

た
で
は
な
い
か

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

あ
ん
た
に
言
わ
れ
る
と

に
む
か
つ
く
の
よ
ね

 
そ
ん
な
二
人
の
や
り
取
り
を

き
つ
つ

詩
乃
が
ぼ
そ
り
と
言

た

年
ニ

ス
で
見
て
た
だ
け
で
特
に
興
味
は
無
か

た
け
ど

 
さ
す
が
は
日
本
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
よ
ね

 
詩
乃
の
そ
の
言
葉
に

他
の
者
達
も

い
た

 
確
か
に

の
下
と
上
の
景
色
の
差
は

初
参
加
の
者
に
と

て
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い

ね

誰
か

見
ろ

人
が
ゴ
ミ
の
よ
う
だ

て
言

て
み
て

奈

い
く
ら
な
ん
で
も
そ
ん
な
事
言
え
る

が

 

見
ろ

人
が
ゴ
ミ

ち

ち

と
優
里
奈

真
に
受
け
な
く
て
い
い
か
ら
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ご
ご
め
ん
な
さ
い
あ
ま
り
の
人
の
多
さ
に
つ
い
言
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
分

に
確
か
に
こ
ん
な
人

見
た
事
無
い
か
ら

そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
な
い
わ
ね

 
そ
の
優
里
奈
の
言
葉
に

美
も
同
意
し
た

フ

イ
リ
ス
は
中
二
の

か
ら
来
て
る
か
ら

も
う
何
と
も
思
わ
な
い
ニ

ね

ま
ゆ
し
い
も
人

の
事
よ
り

気

の
事
く
ら
い
し
か
気
に
な
ら
な
い
か
も
だ
よ

確
か
に
そ
れ
は
大
事
よ
ね

今
日
が
比

的

し
く
て
良
か

た
わ

う
ん
う
ん

か

た
ら
地
獄
な
の
で
す

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

一
行
は

物
の
中
へ
と
進
み

 
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
確
認
を
始
め
た

狙
い
は
ソ
レ
イ
ユ
の
三
回
目
の
ス
テ

ジ
と
し
て

こ
の
時
間
は
と
り
あ
え
ず
自
由
行
動
ね

 
み
ん
な
は
ど
う
す
る
つ
も
り

 
そ
の
紅
莉
栖
の
問
い
に

最
初
に

美
が
こ
う
答
え
た

部
活
の

の
先
輩
が
サ

ク
ル
の
手
伝
い
に
来
て
る
み
た
い
な
の
で

 
ち

と
様
子
を
見
に
い

て
く
る
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何
て
サ

ク
ル

え
え
と

い
た
話
だ
と

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

と
か

 
ま
ゆ
り
の
質
問
に

美
は
そ
う
答
え

そ
れ
を

い
た
ま
ゆ
り
と
フ

イ
リ
ス
は

ま

た

え

何
そ
の
反
応

ち

ち

と
待
つ
の
ニ

サ

ク
ル
名
は
本
当
に
そ
れ
で
合

て
る
の
ニ

う

う
ん

ま
あ
部
活
の

の
先
輩
は

り
子
で
駆
り
出
さ
れ
た
だ
け
み
た
い
だ
け
ど

 
書
い
て
る
人
と

も
う
一
人
の

り
子
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
人
と
も
面
識
が
あ
る
の

な

な
る
ほ
ど
ニ

で
も
初
心
者
が
あ
そ
こ
に
一
人
で
行
く
の
は
ち

と

そ

そ
う
だ
ね

危
険
か
も

 
フ

イ
リ
ス
の
そ
の
言
葉
に
ま
ゆ
り
も
同
意
し

美
は
顔
色
を
少
し
悪
く
し
た

そ

そ
ん
な
に
凄
い
と
こ
ろ
な
の

ま
あ
色
々
な
意
味
で
凄
い
ニ

ね

ど

ど
う
し
よ
う

な
ら
俺
が
付
い
て
い
く
と
し
よ
う

そ
れ
な
ら
ま
あ
何
か
あ

て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う

 
キ

マ
が
そ
う

し
出
て
く
れ
た

ま
ゆ
り
は
安
心
し
た
よ
う
に
言

た
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オ
カ
リ
ン

お
願
い
し
て
い
い

ま
ゆ
し
い
は
更
衣
室
で
衣
装
の
見
直
し
を
し
な
い
と
な
の

で
任
せ
て
お
け

美
も
そ
れ
で
い
い
か

キ

マ
さ
ん

お
手

を
お
か
け
し
ま
す
が
お
願
い
し
ま
す

う
む

こ
の
俺
が
一

な
の
だ

大
船
に
乗

た
つ
も
り
で
い
る
が
い
い

あ

な
ら
私
も
一

に
行
こ
う
か
な

女
の
子
が
も
う
一
人
い
た
方
が

 
何
か
あ

た
時
に

美
も
安
心
だ
ろ
う
し

 

奈
が
そ
う
言
い

キ

マ
も
そ
れ
に
同
意
し
た

 

美
は

奈
に
も
お

を
言
い

こ
う
し
て
三
人
の
即

チ

ム
が
出
来
上
が

た

ま
ゆ
し
い
は
さ

き
言

た
通
り

先
に
更
衣
室
に
行

て
る
の
で
す

私
は
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
の
偵
察
に
行

て
く
る
わ

あ

そ
れ
じ

あ
私
も

そ
れ
な
ら
フ

イ
リ
ス
も

詩
乃
ニ

ン
と
ク

ニ

ン
に
付
き
合
う
か
ニ

 
案
内
役
も
必
要
だ
と
思
う
し

 
こ
う
し
て
二
つ
目
の

験
者
と
初
心
者
の
チ

ム
が
出
来
上
が
り



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
七
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

 
し
か
し

く
な

て
き
た
ニ

ね

 
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
へ
向
か
う

中
で

フ

イ
リ
ス
は

さ
に

え
か
ね
た
の
か

 
手
で
パ
タ
パ
タ
と
自
分
の
顔
を

い
だ

そ
ん
な
フ

イ
リ
ス
に
声
を

け
る
者
が
い
た

あ
れ
君
は
も
し
か
し
て
メ
イ
ク
イ

ン
の
メ
イ
ド

確
か
フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
さ
ん

 
フ

イ
リ
ス
は
い
き
な
り
正
体
を
当
て
ら
れ

天
し
た

 
ネ
コ

は

子
で

し
て
い
る
し

服
も
メ
イ
ド
服
で
は
な
く
私
服
で
あ
り

 
サ
ン
グ
ラ
ス
で
顔
を

し
て
い
る
の
だ

セ
リ
フ
か
ら
す
る
と

お
客
様
の
誰
か
の
よ
う
だ

が 
そ
う
考
え

フ

イ
リ
ス
は

り
向
い
た

あ

確
か
前
に
店
に
来
て
く
れ
た
人
ニ

ね

覚
え
て
る
ニ

自
分
は
倉
田

す

お
久
し
ぶ
り

す

倉
田
さ
ん

ど
う
も
ニ

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
会
う
な
ん
て
偶
然
ニ

ね
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と
い
う
か

よ
く
フ

イ
リ
ス
の
事
が
分
か

た
ニ

ね

自
分

見
え
な
く
て
も
ネ
コ

の
気
配
に
は

感
な
ん
す

 
ち
な
み
に
自
分
は
こ
こ
で
う
ち
の

⻑

あ

と
し
知
り
合
い
と
待
ち
合
わ
せ
し
て

る

す
お

い
倉
田

悪
い

待
た
せ
た
な

あ

⻑

 
倉
田
は
直
前
で

正
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

の
事
を

⻑
と
呼
び

 
フ

イ
リ
ス
は
思
わ
ず
ク
ス

と
笑

た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

茶
目

気
た

り
に

に
こ
う
言

た

⻑
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
な
の
ニ

 
い
き
な
り
フ

イ
リ
ス
に
そ
う
呼
ば
れ
た

は

自

紹
介
を
す
る
事
も
忘
れ

 

て
て

を
返
す
と

倉
田
の
事
を
じ
ろ

と

ん
だ

あ

お

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

て
お
い

こ
ん
な
所
で

⻑
と
か
呼
ぶ
な
よ
倉
田

あ

す

す
み
ま
せ
ん

⻑

て
呼
ぶ
く
ら
い
な
ら
せ
め
て
コ
ミ
ケ

て
呼
べ
よ
も
し
く
は

で
い
い
ぞ
ケ
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モ
ナち

⻑

そ
の
呼
び
方
は
さ
す
が
に
女
性
の
前
で
は
ま
ず
い

す

や
め
て
く
れ

す
お
お

悪
い
悪
い

じ

あ
俺
の
事
も
普
通
に

て
呼
べ
よ
倉
田

分
か
り
ま
し
た

さ
ん

 
そ
し
て

は
興
味
深
げ
に
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
フ

イ
リ
ス
に
気
付
き

 

て
て
居

ま
い
を
正
し

自

紹
介
を
し
た

あ

と
す
み
ま
せ
ん

初
め
ま
し
て

俺
は

で
す

え
え
と

倉
田
の
お
知
り
合
い
で
す

か
ち

ち

と
待

て
ち

と
待

て
も
も
し
か
し
て
コ
ミ
ケ
さ
ん
と
ケ
モ
ナ

さ

ん
な
の

 
横
か
ら
突
然
詩
乃
が

そ
う
言

て
会
話
に

り
込
ん
で
き
た

ん

え

も
し
か
し
て
君
は

源
氏
軍
の
誰
か
か

 

は
一

で

況
を

し
た
の
か

そ
う
的
確
な
質
問
を
詩
乃
に
返
し
た

私
は
シ
ノ
ン
よ

お
久
し
ぶ
り
ね

コ
ミ
ケ
さ
ん

ケ
モ
ナ

さ
ん
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ま
じ
か

シ
ノ
ン
な
の
か

い
や

本
当
に
偶
然
だ
な

よ

久
し
ぶ
り

ま
じ

す
か

凄
い
偶
然

す
ね

お
久
し
ぶ
り

す

本
当
に
ね

お
二
人
は
も
し
か
し
て

こ
れ
か
ら
八
幡
の
所
に

 
詩
乃
は
内
心
で
や
ば
い
と
思
い
つ
つ

二
人
に
そ
う

ね
た

お
う

も
ち
ろ
ん
大
将
の
所
に
最
初
に
顔
を
出
す
つ
も
り
だ

俺
は
大
将
に
会
う
の
は
初
め
て
な
ん
す
よ

い
や

楽
し
み

す

や

ぱ
り
そ
う
な
の
ね

あ

あ
の

二
人
に
お
願
い
が
あ
る
の

ん

ど
う
し
た
ん
だ
シ
ノ
ン

じ

実
は

 
そ
し
て
詩
乃
は
自
分
達
が
こ
こ
に
い
る
事
は
八
幡
に
内

に
し
て
ほ
し
い
と
二
人
に
頼
ん
だ

何
で
ま
た

え
え

と
実
は
私
達
三
回
目
の
ス
テ

ジ
に
コ
ス
プ
レ
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
乱
入
す
る
つ
も

り
であ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

な
る
ほ
ど

了
解

す
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二
人
は
面
白
そ
う
な
顔
で

即
座
に
そ
の
頼
み
を
了

し
た

オ

ケ

オ

ケ

大
将
に
は
内

に
し
て
お
く

あ
り
が
と
う

二
人
と
も

で

そ
ろ
そ
ろ
ち

ん
と

そ
ち
ら
の
彼
女
に
も
自

紹
介
を
し
て
お
き
た
い
ん
だ
が

 

は
紅
莉
栖
の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
言
い
紅
莉
栖
は
そ
れ
を
受
け
笑
顔
で
こ
う
言

た

初
め
ま
し
て

お
二
人
の
事
は
映
像
で
見
た
事
が
あ
り
ま
す

 
私
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ク
リ
シ

ナ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
紅
莉
栖
が
そ
う
自

紹
介
し
た

詩
乃
と
フ

イ
リ
ス
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

 
紅
莉
栖
に
合
わ
せ
て
こ
う
自

紹
介
し
た

フ

イ
リ
ス
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
フ

イ
リ
ス
ニ

私
も
今
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
シ
ノ
ン
か
し
ら
ね

 
そ
う
言
わ
れ

今
度
は

と
倉
田
が
顔
を
見
合
わ
せ
た

 
二
人
と
も
八
幡
を
知
る
過

で
Ａ
Ｌ
Ｏ

み
の
知
識
も
し

か
り
と
持
ち
合
わ
せ
て
お
り

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と

し
て
い
た
の
だ

ま
じ
か

伝
説
の
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

の
う
ち
三
人
に
会
え
る
な
ん
て

び

く
り
だ
な
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あ

て
事
は
も
し
か
し
て
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に
も

え
え

え
え
と

多
分
八
人
は
い
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

あ

も
ち
ろ
ん
オ
フ
レ
コ
で
ね

 
ち
な
み
に
そ
の
八
人
と
は

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

ソ
レ
イ
ユ

 
ユ
キ
ノ

イ
ロ
ハ

セ
ラ
フ

ム

フ
カ
次
郎
の
八
人
で
あ
る

分
か

て
る

て

し
か
し
ま
じ
か
よ

そ
れ
は
凄
い
な

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
最
強
と
か

や

ぱ
り
大
将
に
は
憧
れ
る

す
ね

そ
れ
じ

あ
俺
達
は

速
大
将
に
会
い
に
行
く
け
ど

そ

ち
は
ど
う
す
る
ん
だ

私
達
も
偵
察
に
行
く
つ
も
り
だ
か
ら

中
ま
で
一

に
行
き
ま
し

か

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

近
く
に
行

た
ら
他
人
の
フ
リ
を
す
る

て
事
で

了
解

す

い
や

楽
し
く
な

て
き
た

す
ね

 
こ
う
し
て
偶
然
再
会
し
た
詩
乃
達
と

達
は
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
へ
と
向
か
う
事

と
な

た

  
一
方

美
と

奈
と
キ

マ
は

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

の
ブ

ス
に
着
い
て
い
た
が
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そ
の
あ
ま
り
の
混
雑

り
に

天
し
て
い
た

何
こ
れ

カ
タ
ロ
グ
か
ら
壁
サ
ク
ル
だ
と
い
う
の
は
分
か
て
い
た
が
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
と
は
な

し
か
も

ん
で
る
の
が
全
部
女
の
子
な
ん
だ
け
ど

本
当
だ

 

美
は

然
と
そ
う

き
ブ

ス
の
方
へ
と
顔
を

か
せ

り
子
を
し
て
い
る
女
性
と
目

が
合

た

 

に
そ
の
女
性
が
驚
い
た
顔
で
立
ち
上
が
り
見
た
事
の
あ
る
女
性
と

り
子
を
交
代
し
て

 

美
の
方
へ
と
走

て
く
る

が
見
え
た

ゆ
き
の
ん

来
て
く
れ
た
ん
だ
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第
５
２
２
話
 
知
ら
な
い
世
界

 
明
日
か
ら
普
通
の
投
稿
に

り
ま
す

大
変
お
待
た
せ
し
ま
し
た

ゆ
き
の
ん

来
て
く
れ
た
ん
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
近
付
い
て
く
る
男
装
の
麗
人
を
見
て

美
は
ぎ

と
し
た

他
の
人
な
ら
と
も
か
く
雪
乃
先
輩
の
親
友
の
結
衣
先
輩
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
間
違
え
を

も
し
か
し
て

サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
る
か
ら
な
ん
じ

な
い

あ

そ
う
い
う
事

 

美
は
結
衣
が
自
分
を
雪
乃
と
間
違
え
る
事
は
さ
す
が
に
無
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

 
完
全
に
油
断
し
て
い
た

そ
の
せ
い
で
何
を
言
え
ば
い
い
か

に
出
て
こ
ず

 
ま
ご
ま
ご
し
た

美
に

結
衣
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
こ
う
言

た

い
や

ま
さ
か
ゆ
き
の
ん
が
来
て
く
れ
る
な
ん
て
思
わ
な
か

た
よ

 
ゆ
き
の
ん
は
こ
う
い
う
の
苦
手
だ
と
思

て
た
か
ら

ま
あ
あ
た
し
も
苦
手
な
ん
だ
け
ど
ね
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あ

あ
の

そ
の

ん

ど
う
し
た
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら
結
衣
が

美
に
顔
を
近
付
け
た

間

囲
が
悪
い
意
味
で
ざ
わ

と
し
た

 
そ
う
悪
い
意
味
で
で
あ
る

体
的
に
は
声
に
な
ら
な
い

鳴
が

こ
え
た
感
じ
だ
ろ
う

か
あ

ち

と
ま
ず

た
か
も
ゆ
き
の
ん
達
は
全
部
で
三
人

ち

と
こ

ち
に
来
て

 
結
衣
は
そ
う
言

て

美
の
手
を
引
き
人
気
が
少
な
い
裏
の
方
へ
と
三
人
を
連
れ
て
い

た

ご
め
ん
ご
め
ん

ほ
ら

こ
の

に
い
る
人

て
ば

 
ヒ

キ

に

し
た
あ
た
し
に
は
基
本
的
に
は
男
の
子
と
だ
け
接
し
て
欲
し
い
み
た
い
で
さ

 
あ
あ
い
う
風
に
女
の
子
と

む
と
あ
あ
い
う
雰
囲
気
に
な

ち

う
ん
だ
よ
ね

 
違
う

そ
れ
じ

な
い

み
た
い
な

は

は

 

美
は
結
衣
が
言

て
い
る
事
が
あ
ま
り
理
解
出
来
な
か

た
の
か

に
そ
う
返
事
を
し

た

何
か
今
日
の
ゆ
き
の
ん
は
い
つ
も
と
違
う
ね

何
か
あ

た
の



 第５２２話 知らない世界

い
え

あ
の

私
は

あ
れ

何
か
声
も
い
つ
も
と
違
う
よ
う
な

当
た
り
前

し

結
衣

そ
の
子
は
ど
う
見
て
も
雪
乃
じ

な
い
で
し

 
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
し
て
そ
の
子
の
胸
を
よ
く
見
て
み
ろ
し

 
そ
の
時
後
方
か
ら
そ
ん
な
声
が
投
げ
か
け
ら
れ

結
衣
は
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
し

 
目
を
ご
し
ご
し
と
こ
す
り
な
が
ら

美
の
顔
か
ら
下
へ
と

線
を
動
か
し
た

あ
 
そ
し
て
結
衣
は
そ
こ
に
明
ら
か
に
雪
乃
と
は
違
う

ら
み
を
見
付
け

て
て

美
に
謝

た
ご

ご

め

ん

あ
た
し

て
ば

知
ら
な
い
人
に
と
ん
だ
勘
違
い
を

ほ
ん
と
ご
め
ん
ね

こ
の
子

て
ば

か
ら
天
然
で
さ

 
先
ほ
ど
後
ろ
か
ら
結
衣
に
声
を

け
た
人
物

三

優
美
子
が
そ
う

美
に
謝
り

 

美
は
優
美
子
に
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

い
え

別
に
大
丈
夫
で
す

そ
れ
に
私
達
は
初
対
面
じ

な
い
で
す
よ

先
輩

せ

先
輩
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だ

誰

 
結
衣
と
優
美
子
は
そ
う
言
い
な
が
ら

美
の
顔
を
見
て
目
を

め
た

んど
こ
か
で
見
た
よ
う
な

 
そ
ん
な
二
人
に

美
は
す
ま
し
た
顔
で
こ
う
言

た

お
二
人
と
は
小
学
生
の
時
の
千
葉
村
や
ク
リ
ス
マ
ス
以
来
で
す
ね

 
そ
ん
な
私
も
今
は
総
武
高
校
の
二
年
生
で

奉
仕
部
の
部
⻑
で
す
よ

先
輩
方

 
そ
の
言
葉
で
二
人
は

美
の
正
体
に
気
付
く
事
が
出
来
た

 
二
人
は
今
の
奉
仕
部
の
部
⻑
が

美
だ
と
い
う
事
を
以
前
八
幡
か
ら

い
て
知

て
い
た
の

だ
あ

あ
あ

も

も
し
か
し
て
ル
ミ
ル
ミ

そ
う
そ
う

ル
ミ
ル
ミ
だ
ル
ミ
ル
ミ

ル
ミ
ル
ミ
言
う
な

あ

ご
め
ん

 

美
は
反
射
で
そ
う
言
い

二
人
は
そ
う
ハ
モ
り
な
が
ら
謝
り
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そ
し
て
三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
思
わ
ず

き
出
し
た

今
日
は
お
二
人
が
こ
こ
に
い
る
と

い
て

に
来
ま
し
た

 
そ
れ
に
し
て
も
お
二
人
の
そ
の
格
好
は

あ

そ
う
だ

た
ん
だ

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
ね

 
で

こ
の
格
好
は
何
て
い
う
か

ヒ

キ

の
つ
も
り
と
い
う
か

あ

し
は
そ
の
親
友
の
和
人
の
つ
も
り

な

何
で
そ
ん
な
事
を

そ
れ
は
二
人
が
姫
菜
の
書
い
て
る
本
の
主
人
公
だ
か
ら

あ
あ
そ
う
だ

あ

し
も
一

も
ら

た
ん
だ
け
ど

い
ら
な
い
か
ら
こ
れ
あ
げ
る
わ

 
あ
ん
ま
り
お

め
し
な
い
け
ど

ま
あ

ん
で
み
て

あ

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

で

そ
ち
ら
の
お
二
人
は

あ
あ

こ
ち
ら
は

 

美
は
そ
う
言

て
連
れ
の
二
人
の
方
を
見
た

初
め
ま
し
て

詩
乃
の
親
友
の
夜
野

奈
で
す

結
衣
さ
ん

優
美
子
さ
ん
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あ

詩
乃
か
ら

い
た
事
が
あ
る

な
る
ほ
ど

宜
し
く
ね

奈

そ
し
て
こ
の
俺
は
八
幡
の
親
友
で
あ
り
狂
気
の
マ

ド
・
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト

院
凶

真
だ

 
キ

マ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
決
め
ポ

ズ
を
と

た

 
二
人
は
そ
ん
な
キ

マ
を
見
て
も
平
然
と
し
た
ま
ま

笑
顔
で
言

た

ヒ

キ

か
ら

い
て
た
通
り
の
人
だ
ね
由
比

結
衣
で
す
初
め
ま
し
て
キ

マ

さ
んへ

本
当
に
そ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
ね

あ

し
は
三

優
美
子

宜
し
く
ね

 
キ

マ
は
真
顔
で
そ
う
言
わ
れ

恥
ず
か
し
く
な

た
の
か

 
や
や
顔
を

く
し
な
が
ら
二
人
に
こ
う
言

た

へ
平
然
と
し
す
ぎ
だ
ろ
う

さ
す
が
は
八
幡
の
仲
間
と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

ま
あ
ほ
ら
あ
た
し
達
は
も

と
ど

り
と
ロ

ル
プ
レ
イ
に
は
ま

た
人
達
と
日
々
戦

て
る
し

そ
う
い
う
の
に
は
も
う
慣
れ
た

て
い
う
か
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二
人
は
自

ぎ
み
に
そ
う
言
い

キ

マ
は

て
て
二
人
に
抗
議
し
た

お

俺
の
こ
れ
は
別
に
ロ

ル
プ
レ
イ
で
は
な
い

真
の

な
の
だ

あ

う
ん

そ
う
だ
ね

う
ん
う
ん

宜
し
く
ね

狂
気
の
マ

ド
・
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト

お

お
う

分
か
れ
ば
良
い
の
だ
分
か
れ
ば

 
二
人
に
そ
う
生

か
い
目
で
言
わ
れ
キ

マ
の
虚
勢
も
若

す
ぼ
み
と
な

た
よ
う
だ

て
事
は

詩
乃
も
こ
こ
に
来
て
る
の

は
い

来
て
ま
す
よ

な
る
ほ
ど

ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
が
目
当
て
な
の
か
な

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
で
す
ね

 

奈
は
そ
の
質
問
に

あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
答
え
た

 
本
来
は

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

奈
や

美
の
共
通
見
解
で
は

 
八
幡
が
自
分
の
痴
態
が

か
れ
た
薄
い
本
を

て
い
る
場
所
に
の
こ
の
こ
と

を
現
す
と
は

考
え
に
く
く

 
こ
の
二
人
も
こ
の
混
雑

合
か
ら
し
て
当
分
こ
こ
を
離
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
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お
り

 
こ
こ
で
詩
乃
や

美
や

奈
が
来
て
い
る
事
を

す
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
に
な

て

い
た
の
だ

由
比

三

海

名
が
ま
た

の
奴
を
お
願
い
だ

て
さ

 
そ
の
時

り
場
の
方
か
ら

先
ほ
ど
結
衣
と

り
子
を
交
代
し
て
い
た
女
性
が

を
現
し

 
そ
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
た

美
は

そ
の
女
性

川
崎
沙
希
に
こ
う
言

た

あ

や

ぱ
り

け

ち

ん
の
お
姉
さ
ん
で
し
た
か

う

あ

あ
ん
た

も
し
か
し
て
け

ち

ん
の
友
達

 
ち
な
み
に
け

ち

ん
と
い
う
の
は

沙
希
の
妹

川
崎
京
華
の
事
で
あ
る

は
い

知
り
合

た
の
は
五
年
前
く
ら
い
で
す
が

今
で
も
仲
良
く
さ
せ
て
も
ら

て
ま
す

 
で
も
沙
希
先
輩
に
も
そ
の
時

衣
装
作
り
の
関
係
で
会

て
ま
す
よ

 
私
は
総
武
高
校
二
年
の

見

美
で
す

お
久
し
ぶ
り
で
す

五
年
前
に
衣
装

て

も

も
し
か
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

 

て
事
は
あ
ん
た
は
あ
の
時
の
小
学
生

は
い

そ
う
で
す
ね
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な
る
ほ
ど

雪
ノ
下
似
の
美
人
に
な

た
ん
だ
ね

よ
く
言
わ
れ
ま
す

さ

き
結
衣
も
間
違
え
た
く
ら
い
だ
か
ん
ね

ち

と
優
美
子

そ
れ
は
サ
ン
グ
ラ
ス
の
せ
い
な
ん
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
結
衣
と
優
美
子
の
二
人
が
表
に
出
て
い

た
後

 

奈
と
キ

マ
も
沙
希
に
自

紹
介
を
し

沙
希
は
二
人
に
自

紹
介
を
返
し
た

私
は
川
崎
沙
希
だ
よ

よ
ろ
し
く
ね

か

川
崎
沙
希
だ
と

 
そ
の
時
キ

マ
が
そ
う
大
声
を
出
し

沙
希
は

か
ん
と
し
た

あ
ん
た
も
し
か
し
て
私
の
事
を
知

て
る
の

ど
こ
か
で
会

た

い
や

会

た
事
が
あ
る

じ

な
い
ん
だ
が

 
あ
ん
た
は
ネ

ト
シ

プ
の

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
コ
ス
・
川
崎

の
店
主
だ
よ
な

あ
あ

そ

ち
か

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

マ
イ
ナ

な
活
動
な
の
に
よ
く
知

て
る
わ
ね

俺
の

が
あ
ん
た
の
大
フ

ン
で
な

あ
ん
た
を
目
標
に
い
つ
も
頑
張

て
る
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
は
光
栄
ね
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沙
希
は
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
さ
そ
う
に
そ
う
言
い
そ
ん
な
沙
希
に
キ

マ
は
お
ず
お
ず
と

言

た
も

も
し
良
か

た
ら

手
が
空
い
た
時
に
で
も
そ
い
つ
に
会

て
や

て
く
れ
な
い
か

 
そ
い
つ
も
今
こ
の
会
場
に
来
て
る
ん
だ
よ

 
沙
希
は
そ
う
言
わ
れ

少
し

し
な
が
ら
こ
う
言

た

そ
れ

て
女
の
子

あ
あ

そ
い
つ
の
名
は

名
ま
ゆ
り
と
い
う

あ
あ

そ
の
子
と
は
何
度
か
メ

ル
の
や
り
取
り
を
し
た
事
が
あ
る
わ

 
そ
う
い
う
事
な
ら

わ
な
い
わ

後
で
手
が
あ
い
た
ら
メ

ル
す
る

て
伝
え
て
お
い
て

そ
う
か

す
ま
な
い

に
き
る

う
う
ん

私
も
あ
の
子
に
は
興
味
が
あ

た
か
ら
別
に
気
に
し
な
い
で

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
た
最
中
に

表
か
ら

色
い
声
が

こ
え

 
キ

マ
達
は
何
事
か
と
気
に
な
り

沙
希
に
そ
の
事
を

ね
た

あ
あ

あ
れ
ね

由
比

と
三

が

あ
の
格
好
で
宣
伝
活
動
を
し
て
る
の
よ

あ
れ

て
八
幡
と
和
人
だ
よ
な
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あ

キ

マ
は
あ
の
二
人
と
知
り
合
い
な
ん
だ

 

て
い
う
か
あ
の
格
好
だ
け
で
よ
く
分
か

た
わ
ね

何
と
な
く
雰
囲
気
が
あ
の
二
人

か

た
か
ら
な

そ
れ
だ
け
で
分
か
る
な
ん
て

本
当
に
あ
の
二
人
と
か
な
り
親
し
い
ん
だ
ね

ま
あ
な

 
沙
希
は
八
幡
の
入
院
中
に
何
度
か
病
院
に
行

た
関
係
で
和
人
と
も
面
識
を
持

て
お
り

 
最
近

遠
に
な

て
い
た
事
も
あ
り

キ

マ
に
二
人
の
事
を

ね
た

八
幡
と
和
人
君
は
元
気

あ
あ

二
人
と
も
元
気
だ
ぞ

今
日
も
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
に
来
て
る
は
ず
だ

そ
う
な
ら
後
で
会
い
に
い

て
み
よ
う
か
な
も
う
私
が
こ
こ
に
い
な
く
て
も
大
丈
夫
み
た

い
だ
し

そ
う
す
る
と
い
い

あ
の
二
人
も
喜
ぶ
だ
ろ
う

そ
う
か
な

 
そ
の
恥
ず
か
し
げ
な
表
情
が
気
に
な

た
キ

マ
は
ど

ち
が
本
命
だ
ろ
う
と
思
い
な
が

ら
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か
ま
を
か
け
る
つ
も
り
で
こ
う
言

た

特
に
八
幡
は
そ
う
だ
ろ
う
な

そ

そ
う
な
の
か
な

八
幡
の
方
だ

た
か

ま
あ
元
々
八
幡
の
ク
ラ
ス
メ

ト
だ

た
ら
し
い
し

 
当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
だ
な

 
キ

マ
が
そ
ん
な
事
を
考
え
た
時

ま
た
表
か
ら

色
い
声
が
し
た

何
か
凄
い
な

あ
あ

ま
あ
海

名
達
は
人
気
作
家
ら
し
い
か
ら
ね

八
幡
と
和
人
に
は
こ
の
光
景
は
見
せ
ら
れ
な
い
な

ま
あ
ね

は

疲
れ
た

今
回
は
前
回
よ
り
も
確
実
に
お
客
さ
ん
が
多
い
ね

 
そ
の
時
表
か
ら

姫
菜
と

が
こ
ち
ら
に
入

て
き
た

 
そ
し
て
二
人
は
結
衣
達
か
ら

い
た
の
か
フ
レ
ン
ド
リ

な
態
度
で

美
達
に

し
て
き

た
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あ

ど
も
ど
も

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
一

こ
と
海

名
姫
菜
だ
よ

同
じ
く
二

の

だ
よ
ん

 
そ
し
て
自

紹
介
が
再
び

り
返
さ
れ

姫
菜
は
驚
い
た
顔
で

美
と
の
再
会
を
喜
ん
だ

そ

か
そ

か

美
人
さ
ん
に
成
⻑
し
た
ん
だ
ね

 
で
も
あ
の

の
面
影
も
少
し
は
残

て
る
か
な

感

深
い
な

ま
あ
一
番
成
⻑
す
る
時
期
で
す
し
ね

う
ん
う
ん

そ
う
だ
ね

と
こ
ろ
で
キ

マ
君

ん

何
だ

比
企
谷
君
の
事

好
き

あ
 
沙
希
は
そ
れ
を

い
て

に
キ

マ
を
止
め
よ
う
と
し
た
が

時

に

か

た

ん

ま
あ
あ
い
つ
と
は
親
友
と
言

て
も
差
し

え
な
い
間

だ
し

も
ち
ろ
ん
好
き
だ
ぞ

 
そ
の
セ
リ
フ
を

い
た
姫
菜
と

は

下
を
向
い
て

る

る
と

え
だ
し
た

ど

ど
う
か
し
た
の
か

二
人
と
も

 
沙
希
は
あ
ち

と
顔
に
手
を
当
て

キ

マ
は
心
配
そ
う
に
二
人
に
そ
う

ね
た
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そ
し
て
顔
を
上
げ
た
二
人
を
見
て
キ

マ
だ
け
で
は
な
く

美
と

奈
も
ぎ

と
し
た

 
姫
菜
と

が
だ
ら
し
な
い
顔
で
興
奮
し
た
よ
う
に
は

は

と
荒
い
息
を

い
て
い
た
か

ら
だこ

こ
れ
は
新
作
の
予
感

み
な
ぎ

て
き
た
あ
あ
あ
あ
あ

は
い
は
い

分
か

た

分
か

た
か
ら

一

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
ね

 
沙
希
は

て
て
二
人
の
前
に
立
ち
ち
ら
り
と

り
返
る
と
三
人
に
逃
げ
ろ
と
目
で
合
図
を

送

た

 
そ
れ
を
見
た
三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

も
そ
こ
そ
こ
に
そ
の
場
を
逃
げ
出
し
た

そ

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
顔
を
出
し
ま
す
の
で

お
二
人
と
も

頑
張

て
下
さ
い
ね

で
は
ま
た
な

さ
ら
ば
だ

あ

ま

待

て

キ

マ
さ
ん

カ
ム
バ

ク

は
い
は
い

あ
ん
た
達
は
と
り
あ
え
ず
休
ん
で
な

て
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こ
う
し
て
沙
希
が
二
人
を
食
い
止
め
て
い
る
間
に
三
人
は
何
と
か
安
全

ま
で
到
達
す
る
事

が
出
来
た

こ

怖
か

た

だ
ね

な

あ
そ
こ
は
初
心
者
に
は
危
険
だ

た
だ
ろ

 
そ
の
言
葉
に

美
と

奈
は
こ
く
こ
く
と

い
た

そ
れ
じ

あ
一
度
ま
ゆ
り
の
所
に

る
と
す
る
か

う
ん

だ
ね

 
こ
の
時
の
体
験
の
せ
い
で

微

に
二
人
の
心
に
ト
ラ
ウ
マ
が
残
る
事
と
な

た
が

 
と
に
も
か
く
に
も
こ
う
し
て
美
達
と
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
チ
ム
は
邂
逅
す
る
事
と
な
た
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第
５
２
３
話
 
詩
乃
の
最
終
兵
器

 
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
の
物

は
の

け
か
ら
大

況
で
あ

た

か
お
り

ど
ん
な
感
じ

あ

明
日
奈

小
物

が
そ
ろ
そ
ろ
無
く
な
り
そ
う

和
人
君

商
品
の
追
加
を
お
願
い

了
解

す
ぐ
に
用
意
す
る

 
基
本
表
に
出
れ
な
い
明
日
奈
と
和
人
は
裏
方
に
回
り

か
お
り
は

り
子
と
し
て

 
八
面
六

の
活
躍
を
し
て
い
た

 
か
お
り
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
の
シ

プ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
格
好
を
し
て
い
る
の
も
と
て
も
好
評
の
よ
う
だ

 
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば

そ
の
格
好
が
や
や
露
出
が
多
い
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

か
お
り
は
さ
す
が
だ
よ
な

ち

と
問
題
が
あ
り
そ
う
な
お
客
様
も

問
題
な
く
さ
ば
い
て
い
る
わ
ね

だ
が
疲
れ
に
関
し
て
は
さ
す
が
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
な
雪
乃
悪
い
が
交
代
し
て
や

て
く
れ
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分
か

た
わ

着

え
て
く
る
わ
ね

 
雪
乃
は
平
然
と
し
た
顔
で
そ
う
言
う
と

着

え
る

に

え
室
へ
と
消
え
て
い

た

 
お

い

大
将

 
雪
乃
の
着

え
を
待

て
い
る
間

八
幡
を
そ
う
呼
ぶ
声
が
し
た

こ
の
声
は

あ

さ
ん

来
て
く
れ
た
ん
で
す
ね

 
そ
れ
に
そ

ち
は

も
し
か
し
て
ケ
モ
ナ

さ
ん
で
す
か

倉
田

す

宜
し
く

す
大
将

や

ぱ
り
で
し
た
か

い
て
た
通
り
で
す
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

二
人
と

い

手
を
交
わ
し
た

と
黒
川
は
ど
う

ち

ん
と
や

て
る

は
い

こ
の
間
は
空

降
下
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
け
ど

頑
張

て
も
ら

て
ま
す
ね

空

降
下

あ
の
二
人
が

す
か

は
い

そ
れ
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
ん
で

テ
ス
ト
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
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最
初
は
内
容
を
伝
え
ず
に
い
き
な
り
や

て
も
ら

た
ん
で
す
け
ど

 
特
に
怖
が
り
も
せ
ず

楽
し
そ
う
に
飛
び
降
り
て
ま
し
た
ね

ま
じ
か

さ
す
が
と
い
う
か

て
や
ら
せ
る
な
ん
て
⻤
畜
な
所
業
を
平
然
と
行
え
る
な
ん
て

さ
す
が
大
将

あ
は
は
は
は

倉
田
さ
ん

そ
ん
な
に
褒
め
な
い
で
く
だ
さ
い
よ

い
や
い
や
さ
す
が

す

一
生
つ
い
て
い
く

す

お
前
ら
二
人
と
も

微

に
ズ
レ
て
る
よ
な

 

は
そ
う
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
言

た
時

着

え
た
雪
乃
が

て
き
た

 
そ
の
美
し
い

に

は
思
わ
ず
た
め
息
を
つ
い
た

こ

こ
れ
は
ま
た

八
幡
君

お
待
た
せ
し
た
か
し
ら

え

と

お
客
さ
ん

あ

い
や

こ
ち
ら
は
コ
ミ
ケ
さ
ん
と
ケ
モ
ナ

さ
ん
だ

先
生

 
雪
乃
は
八
幡
が
自
分
を
先
生
と
呼
ん
だ
事
で
ス
イ

チ
が
入

た
の
か

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
口
調
で
二
人
に
話
し
か
け
た

何
だ

お
前
ら
だ

た
の
か

久
し
ぶ
り
だ
な
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い
や
先
生

こ
こ
で
は
普
通
の

り
方
で
い
い
か
ら
な

そ
う

な
ら
初
め
ま
し
て
お
二
人
と
も

私
が
ニ

ン
ゴ
ロ

こ
と
雪
ノ
下
雪
乃
で
す

 
二
人
は
そ
の
雪
乃
の
ギ

プ
に

気
に
取
ら
れ
な
が
ら
も

雪
乃
に
手
を
差
し
出
し
た

は

初
め
ま
し
て

で
す

く

倉
田

す

宜
し
く

す

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

 
雪
乃
は
そ
う
言

て
微
笑
み

は
顔
を

ら
め
な
が
ら

を
か
い
た

ま
さ
か
先
生
が

こ
ん
な
に
美
し
い
方
だ

た
と
は

大
将
も

に
お
け
な
い
な

 
だ
が
倉
田
は
微

に
不
満
そ
う
に

ぼ
そ
り
と
こ
う

い
た

こ
れ
で
ネ
コ

だ

た
ら
完

だ

た

す
ね

 
そ
の
言
葉
に
雪
乃
が
反
応
し
た

雪
乃
は
倉
田
の
手
を
と
り
な
が
ら
満
面
の
笑
み
で
言

た

や

ぱ
り
倉
田
さ
ん
も
そ
う
思
う

そ
う
よ
ね

ネ
コ

は
絶
対
に
必
要
よ
ね

も

も
ち
ろ
ん

す

ネ
コ

は
至
高

す
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こ
ん
な
事
も
あ
ろ
う
か
と

ち

ん
と
用
意
し
て
お
い
た
わ

 
そ
し
て
雪
乃
は
ど
こ
に

し
て
い
た
の
か

ネ
コ

を
つ
け
て
ド
ヤ
顔
を
し
た

お
お
お
お
お

さ
す
が
は
先
生

完

す

ど
う
や
ら
あ
な
た
と
は

美
味
し
い
お
酒
が
飲
め
そ
う
ね

ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

う
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

 
そ
ん
な
二
人
を
見
な
が
ら

八
幡
は
深
い
た
め
息
を
つ
く
と

雪
乃
に
言

た

雪
乃

も
う
そ
れ
で
い
い
か
ら

く
か
お
り
と
代
わ

て
や

て
く
れ

そ
う
だ

た
わ
ね
そ
れ
じ

あ
許
可
も
出
た
事
だ
し
こ
の
ま
ま

り
子
を
交
代
す
る
わ
ね

 
お
二
人
と
も

楽
し
ん
で
い

て
下
さ
い
ね

そ
れ
じ

あ
俺
達
も
予
定
通
り
の
ル

ト
を
回
る
と
す
る
か

二
人
と
も

ま
た
で
す

先
生

頑
張

て
下
さ
い
ね

 
そ
し
て

と
倉
田
は
少
し
他
を
回

て
か
ら

最
初
の
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を
出
す
と
言

て

去

て
い
き

 
二
人
を
見
送

た
八
幡
は

め
て
雪
乃
の

を
じ

と
見
つ
め
た
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ど
こ
を
見
て
い
る
の
か
し
ら

目
を
え
ぐ
ら
れ
た
い
の

あ

い
や

な

雪
乃

お
前
さ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

雪
乃
の

元
で
こ
う

い
た

最
近
遺
伝
子
が
目
を
覚
ま
し
て
き
て
る
よ
な

セ
ク
ハ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

言
い
回
し
に
努
力
し
て
い
る
の
は
認
め
る
け
ど

 
そ
の
心
配
は
無
用
よ

ハ

キ
リ
言
い
な
さ
い

雪
乃

胸
が
少
し
大
き
く
な

た
な

と

 
そ
う
言
う
雪
乃
の
ド
ヤ
顔
は

か
つ
て
な
い

の
喜
び
に

れ
た
も
の
で
あ
り

 
八
幡
は
気
圧
さ
れ
つ
つ
も

言
わ
れ
た
通
り
の
セ
リ
フ
を
棒

み
で
言

た

雪
乃

胸
が
少
し
大
き
く
な

た
な

え
え

そ
の
通
り
よ

こ
の
服
装
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
脚
を
強
調
す
る
デ
ザ
イ
ン
だ
か
ら

 
胸
が
あ
ま
り
目
立
た
な
い
よ
う
に
な

て
い
る
の
に

そ
れ
で
も
そ
の
事
に
気
付
く
な
ん
て

 
い
つ
も
私
の
事
を

欲
望
に

れ
た
目
で
観
察
し
て
い
た
成
果
が
出
た
わ
ね

そ
の
風
評
被
害
に
は
断

と
し
て
抗
議
さ
せ
て
も
ら
う
俺
は
そ
ん
な
目
で
お
前
を
見
て
い
な
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い
あ
ら

じ

あ
ど
ん
な
目
で
見
て
い
る
の
か
し
ら

い
つ
も
美
人
な
お
前
が

々

力
を

し
た
な
と

そ
う
思

て
い
る

あ
ら

あ
ら
あ
ら
あ
ら

あ
な
た
も
や

と
少
し
は
素
直
に
な
れ
た
の
ね

俺
は
い
つ
も
素
直
だ

て
の

ほ
ら

さ

さ
と
行

て
こ
い

え
え

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
わ
ね

お
う

頼
む
な

任
せ
て

 
そ
し
て
雪
乃
と
交
代
で

て
き
た
か
お
り
が

驚
い
た
よ
う
な
表
情
で
八
幡
に
言

た

ね

雪
乃
が
か
つ
て
見
た
事
も
な
い
よ
う
な
満
面
の
笑
み
で
交
代
し
て
く
れ
た
ん
だ
け
ど

 
八
幡
は
雪
乃
に
何
を
言

た
の

ん

あ
あ

ち

と
褒
め
た
だ
け
だ
ぞ

ふ

ん

そ
れ
に
し
ち

い
つ
も
と
違
い
す
ぎ
な
気
も
す
る
け
ど

ま
あ
俺
も
大
人
に
な

た

て
事
だ

大
人

ね
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ま
あ
と
り
あ
え
ず
休
ん
で
く
る
と
い
い

ほ
ら

飲
み
物
だ

ま
た

い
も
の
を
チ

イ
ス
し
て
く
れ
た
わ
ね

八
幡
の
好
物
な
ん
だ

け

そ
の
通
り
だ
が

ひ
と
つ
だ
け
間
違

て
る
ぞ

 
そ
れ
を
チ

イ
ス
し
た
ん
じ

な
い

そ
れ
し
か
持

て
き
て
い
な
い
だ
け
だ

何
そ
れ
ウ
ケ
る
し

ま
あ
い
い
や

あ
り
が
と

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
か
お
り
は
八
幡
に
お

を
言
い

え
室
へ
と
下
が

て
い

た

 
そ
し
て
八
幡
は

に
こ
に
こ
と
接
客
し
て
い
る
雪
乃
に
目
を
や

た

ま
さ
か
あ
そ
こ
か
ら
姉
さ
ん
や
理
事
⻑
み
た
い
に
な

た
り
す
る
の
か

 
い
や
さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い
か
で
も
ま
あ
見
た
感
じ
確
か
に
大
き
く
な

て
い
た
よ
う

だ
し

 

を
つ
い
た

じ

な
い
か
ら

も
し
何
か
あ
い
つ
が
機

を
そ
こ
ね
た
時
は

 
し
ば
ら
く
は
こ
の
ネ
タ
で
雪
乃
の
機

を
直
す
と
す
る
か

 
八
幡
は

と
違
い
そ
う
い

た
方
面
の
セ
リ
フ
を
簡

に
口
に
出
せ
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
大
人
に
な

た
と
い
う
本
人
の

は

そ
れ
に
関
し
て
は
正
し
い
と
言
え
よ
う

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
う

い
た
後
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
し
て
い
る
チ

ム
の
方
へ
と
向
か

た
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ふ
う

本
当
に
こ
の
仕
事
は
や
り
が
い
が
あ
る
な

凄
く
楽
し
い
し

か
お
り
さ
ん

か
お
り
さ
ん

 

え
室
に
入

た
か
お
り
を
そ
う
呼
ぶ
声
が
し
た

か
お
り
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見

回
し

 
物
陰
か
ら
ち

こ
ん
と
詩
乃
が
顔
を

か
せ
て
い
る
の
を
見
付
け

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
で
詩
乃
の
方
へ
と
近
付
い
た

詩
乃

来
て
た
ん
だ

う

う
ん

フ

イ
リ
ス
さ
ん
と
紅
莉
栖
さ
ん
も
一

ハ
イ

か
お
り
さ
ん

や

ほ

な
の
ニ

あ

や

ほ

も
し
か
し
て
三
人
と
も
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に
遊
び
に
来
て
く
れ
た
の

え

と

実
は

 
そ
し
て
詩
乃
は
高
校
生
組
が
八
幡
に
ス
タ

フ
と
し
て
の
参
加
の
禁
止
を
言
い

さ
れ
た
事

 
そ
れ
で
リ
ベ
ン
ジ
す
る

に
イ
ベ
ン
ト
に
乱
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
な
ど
を
か
お
り
に
伝
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え
た何

そ
れ
ウ
ケ
る
し

ま
あ
確
か
に
高
校
生
に
こ
う
い
う
格
好
を
さ
せ
る
の
は

 
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

て
判
断
し
た
の
か
も
ね

 
ま
あ
そ
れ
は
い
い
と
し
て

何
故
私
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
き
た
の

え

と

情
報
収
集
の
一

と
し
て

実
は
か
お
り
さ
ん
に

 
イ
ベ
ン
ト
中
に
八
幡
が
何
に
感
心
し
た
り

反
応
を

し
た
か

 
気
付
い
た
事
が
あ

た
ら
教
え
て
も
ら
お
う
と
思

て

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

別
に
い
い
よ

任
せ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
更
に
詩
乃
は

か
お
り
に
こ
う

ね
た

そ
れ
で
か
お
り
さ
ん

そ
の

イ
ベ
ン
ト
の

会
は
薔
薇
さ
ん
で
す
よ
ね

 
他
に

明
と
か
は
誰
が
担
当
す
る
ん
で
す
か

あ

そ
れ
は
雪
乃
が
や
る
ら
し
い
よ

で
も
そ
ん
な
事
を

い
て
ど
う
す
る
の

乱
入
す
る
に
し
て
も

イ
ベ
ン
ト
自
体
を
壊
す

に
は
い
か
な
い
か
ら

 
そ
の
二
人
に
は
話
を
通
し
て
味
方
に
し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
な

て
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あ

そ
う
い
う
事
か

も
ち
ろ
ん
か
お
り
さ
ん
を

め

三
人
に
は
お

を
用
意
し
て
い
ま
す

 
詩
乃
の
そ
の
言
葉
に

か
お
り
は
笑
い
な
が
ら
言

た

お

な
ん
て
そ
ん
な
の
別
に
い
い
の
に

い
え

八
幡
を

と
し
て
は
裏
切
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
そ
れ
相
応
の
報

を
用
意
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

そ

そ
う
な
ん
だ

ち
な
み
に
何
を

は
ち
ま
ん
く
ん
の
一
日
レ
ン
タ
ル

で
す

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
を

い
た
か
お
り
は

か
つ
て
な
い

や
る
気
に
満
ち
た
表
情
で
言

た

任
せ
て

完

に
情
報
収
集
を
し
て
み
せ
る
か
ら

 
そ
し
て
あ
の
二
人
を
絶
対
に
説
得
し
て
完
全
な
る
こ
ち
ら
の
味
方
に
引
き
入
れ
て
み
せ
る
わ

お
願
い
し
ま
す

目
指
す
は
打
倒
八
幡
よ

お

お
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そ
し
て
四
人
は
簡

に
打
ち
合
わ
せ
を
し

か
お
り
は
八
幡
の
目
を
気
に
し
な
が
ら

 
薔
薇
と
雪
乃
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
二
人
は
血
走

た
目
で
す
ぐ
に

え
室
に

を
現
し
た

話
は

い
た
わ
よ

詩
乃

い
る

は

い

こ

こ
こ
で
す

 
そ
し
て
薔
薇
と
雪
乃
は

こ
れ
ま
た
か
つ
て
な
い

の
満
面
の
笑
顔
で

詩
乃
に
言

た

も
う

水

い
わ
よ
詩
乃

詩
乃
の
頼
み
を
私
達
が
断
る

が
な
い
じ

な
い

ま
あ
で
も
そ
の
詩
乃
の
気
持
ち
を
尊
重
し
て
そ
の
報

難
く
受
け
取
ら
せ
て
も
ら
う
わ

み
ん
な
で
打
倒
八
幡
よ

頑
張
り
ま
し

う

そ
ち
ら
の
事
は

完

に
サ
ポ

ト
さ
せ
て
も
ら
う
わ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

  
そ
し
て
話
が
ま
と
ま

た
後

薔
薇
と
雪
乃
は
ス
キ

プ
す
る
か
の
よ
う
に

い
足
取
り
で

 
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
へ
と

て
い

た

そ
し
て
観
客

へ
と
移
動
し
た
詩
乃
達
三
人
は

 
作
戦
に
手
ご
た
え
を
感
じ

喜
ん
で
い
た
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こ
れ
で
八
幡
を
ギ

フ
ン
と
言
わ
せ
る
目
処
が
た

た
ニ

ね

そ
れ
に
し
て
も
あ
の
三
人
の
食
い
つ
き
よ
う
は
凄
か

た
わ
ね

ま
あ
は
ち
ま
ん
く
ん
は

こ
う
い
う
時
の
最
終
兵
器
だ
し
ね

あ
る
意
味
詩
乃
も

そ
の
点
に
関
し
て
は
チ

ト
キ

ラ
よ
ね

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

最
初
の
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま

た
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第
５
２
４
話
 
か
お
り

八
幡
を
観
察
す

 
ど
う
や
ら
グ

ズ
関
連
は
一
通
り

り
切
れ
た
ら
し
く
次
の

は
十
二
時
か
ら
と
書
か

れ
て
お
り

 
そ
れ
で
手
が
空
い
た
の
だ
ろ
う
か
お
り
も
舞
台

で
八
幡
と
一

に
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を

め
て
い
た

 
そ
の

線
は

ま
る
で

の
よ
う
に
舞
台
と
八
幡
に
注
が
れ
て
お
り

 
か
お
り
の
意
欲
の

が
よ
く
見
て
と
れ
た

は
ち
ま
ん
く
ん
は
ち
ま
ん
く
ん
は
ち
ま
ん
く
ん

ん

お
い
か
お
り

何
で
俺
の
名
前
を
君
付
け
で
連
呼
し
て
る
ん
だ

へ

あ

う

う
う
ん

気
の
せ
い
じ

な
い

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が

 
八
幡
は
か
お
り
の
様
子
を

し
く
思
い
な
が
ら
も

 
今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

ス
ル

す
る
事
に
し
た

 
そ
も
そ
も
か
お
り
が
今
更
自
分
の
事
を
君
付
け
で
呼
ぶ
な
ど
と
は
到

思
え
な
い
し
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も
し
本
当
に
君
付
け
で
呼
ん
だ
と
し
た
ら
そ
れ
は
自
分
に
対
し
て
で
は
な
く
何
か
他
の

あ
あ

あ
い
つ
が
い
た
か

 
八
幡
は

共
に
詩
乃
を
助
け
た
自
分
の
分
身
と
も
呼
べ
る
存
在
の
事
を
思
い
出
し

 
自
然
と

が
緩
む
の
を
感
じ
た

そ
う
い
や
最
近
会

て
な
い
な
今
度
詩
乃
の
家
に
行
く
機
会
が
あ

た
ら
ち

と
話
し
て

み
る
か

 
八
幡
は

ち

と
前
の
事
な
の
に

ま
る
で
遠
い

に
あ

た
事
の
よ
う
に

 
先
日
の
事
件
の
事
を
懐
か
し
く
感
じ
な
が
ら

再
び
イ
ベ
ン
ト
に
集
中
し
た

 
第
一
回
目
の
ス
テ

ジ
で
は

ゲ

ム
の
紹
介
が
主
に
さ
れ
る
予
定
で
あ
り

 
第
二
回
第
三
回
と
ス
テ

ジ
が
進
む
ご
と
に
情
報
が
ど
ん
ど
ん
開

さ
れ
て
い
く
ス
タ
イ

ル
で
あ
る

 
そ
の
事
が
あ
ら
か
じ
め
告
知
さ
れ
て
い
た
せ
い
か
今
の
客
層
は
初
心
者
の

が
多
く
見
受
け

ら
れ
た

は
い

押
さ
な
い
で

番
に
入

て
下
さ
い
ね

え

私
で
す
か

ふ
ふ

い
く
つ
に
見

え
ま
す
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入
り
口
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

八
幡
は
思
わ
ず
そ
ち
ら
に
目
を
向
け
た

 
見
る
と
そ
こ
に
は
モ
テ
モ
テ
の
理
事
⻑
の

が
あ
り

八
幡
は
天
を

い
だ

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

あ
の
見
た
目
じ

騙
さ
れ
て
当
た
り
前
だ
よ
な

凄
い
よ
ね

乃
さ
ん

あ
あ

私
も
あ
あ
い
う
風
に

を
と
り
た
い
な

 
八
幡
が
見
て
い
る
も
の
が
何
か
気
付
い
た
の
か

横
に
い
た
か
お
り
が
そ
う
言

た

ど
う
考
え
て
も
無
理
だ
ろ

同
じ
人

と
は
思
え
ん

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
の
通
り
す
ぎ
て
微

に
ウ
ケ
な
い
わ

あ
と
胸
を
ア
ピ

ル
し
す
ぎ
だ
な

実
に
あ
ざ
と
い

む
 
か
お
り
は
チ
ラ
リ
と
自
分
の
胸
に
目
を
や
る
と

悔
し
そ
う
に
そ
う

た

あ
の
見
た
目
で
ぐ
い
ぐ
い
く
る
か
ら

正
直
始
末
に
負
え
な
い
ん
だ
よ
な

 
せ
め
て
も
う
少
し
普
通
に
し
て
て
く
れ
れ
ば
な

で
も
い
つ
も
楽
し
そ
う
じ

ん

ま
あ
あ
れ
は
あ
れ
で
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら

ま
ん
ざ
ら
で
も
な
さ
そ
う
な
表
情
を
見
せ
る
八
幡
を
見
て
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か
お
り
は
心
の
メ
モ
に

八
幡
は
ぐ
い
ぐ
い
迫

て
く
る
胸
の
大
き
な
女
性
に

い

と
書

き
記
し
た

ま
あ
あ
れ
は
予
想
通
り
だ
が

予
想
以
上
だ

た
の
は
あ

ち
の
方
だ
な

ど
れ
ど
れ

あ
れ
だ
あ
れ

あ
あ

秘
書
室
⻑
ね

 
二
人
が
目
を
向
け
た
先
で
は

薔
薇
が
ま
る
で
バ
ス
ガ
イ
ド
の
お
姉
さ
ん
の
よ
う
に

 
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で

会
を
行

て
い
る

が
あ

た

 
そ
の
見
た
目
は

さ
に

れ
て
お
り

普

の
薔
薇
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
か

た

八
幡
は
あ
の
室
⻑
と
い
つ
も
の
室
⻑

ど

ち
が
好
み
な
の

あ
ん
な

者
の

を
普

か
ら
見
せ
ら
れ
た
ら
じ
ん
麻

が
出
ち
ま
う
だ
ろ
う
な

そ
れ
じ

い
つ
も
の
室
⻑
の
方
が
好
み
な
の

小
猫
は
俺
の
前
と
他
の
奴
の
前
じ

全
然
態
度
が
違
う
み
た
い
だ
か
ら

 
い
つ
も
の
あ
い
つ
を
ど
う
定
義
す
る
か
に
よ

て

ま
た
違
う
だ
ろ
う
け
ど
な

 
ま
あ
小
猫
を
い
じ
る
の
は
別
に

い
じ

な
い
ぞ
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か
お
り
は
そ
の
言
葉
を
自

流
に
解

し

同
時
に
八
幡
の

線
の
先
に
あ
る
物
に
気
付
き

八
幡
は

の

が
強
い

そ
れ
に
よ
く
見
る
と

や
は
り

線
が
室
⻑
の
胸
に
向
い
て
い
る

 
と

心
の
メ
モ
に
追
加
で
書
き
記
し
た

は
い

そ
れ
じ

あ
こ
こ
で

皆
さ
ん
が
新
し
く
新

の
キ

ラ
を
作

た
時
に

 
装
備
す
る
機
会
が
あ
る
で
あ
ろ
う
服
装
を
紹
介
し
ま
す
ね

 
そ
の
言
葉
を
受
け

ク
ル
ス
と
美
優
が
前
に
進
み
出
た

ね

八
幡

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た

ネ
コ

と
か
好
き
な
の
よ
ね

あ

お
前
は
い
き
な
り
何
を
言

て
る
ん
だ

失

な

 
八
幡
が
心
外
そ
う
な
表
情
で
そ
う
返
し
て
き
た
の
で

 
か
お
り
は
以
前
明
日
奈
か
ら

い
て
い
た
情
報
が
間
違

て
い
た
の
か
と

か
に
動

し
た

俺
が
好
き
な
の
は
ネ
コ

じ

な
い

ネ
コ

を
付
け
た
明
日
奈
だ

 
そ
こ
だ
け
は
間
違
え
て
も
ら

ち

困
る
な

そ

そ
う
な
ん
だ

だ
が
ま
あ
世
の
中
の
男
で
ネ
コ

が

い
な
奴
は
い
な
い

 
な
の
で
俺
も
男
と
し
て

別
に
ネ
コ

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
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う
わ

そ

そ
れ
じ

あ
美
優
の
あ
の
格
好
も
問
題
無
い
の

ネ
コ

に
罪
は
無
い
か
ら
当
然
問
題
な
い

問
題
は
た
だ
一
つ

あ
い
つ
の
性
格
に
あ
る

あ

あ
は

確
か
に
美
優
は

事
あ
る
ご
と
に
八
幡
の
体
を
狙

て
る
し
ね

普
通
そ
う
い
う
の
は
男
女
逆
だ
と
思
う
ん
だ
が
な

美
優

て
そ
う
い
う
と
こ

お

さ
ん

い
よ
ね

 
だ
が
八
幡
は

口
で
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も

か
い
目
で
美
優
を
見
た
後

こ
う
言

た

ま
あ
あ
い
つ
は
頑
張

て
る
と
思
う
ぞ

 
そ
れ
を

い
た
か
お
り
は

笑
顔
で
こ
う
答
え
た

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
か
お
り
は
心
の
メ
モ
に

容

な
く
こ
う
書
き
記
し
た

八
幡
は
や

ぱ
り
ネ
コ

が
好
き

あ
と
ま
た

線
が
少
し
下
を
向
い
て
い
る

 
巨

じ

な
く

に
胸
が
好
き
な
だ
け
か
も

 
そ
し
て
二
人
は
次
に
ク
ル
ス
に
目
を
向
け
た

ク
ル
ス
は
薔
薇
に
マ
イ
ク
を
向
け
ら
れ

 
丁
度
自
分
の
服
装
の
説
明
を
し
て
い
る
所
だ

た

こ
れ
は
シ
ル
フ
の
伝

的
な
衣
装
で

こ
れ
を

良
し
た
も
の
が
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今
の
領
主
さ
ん
が
着
て
い
る
服
装
だ
よ

ち
な
み
に
そ
の
写
真
が
こ
れ
ど
う

美
人
で
し

う

な
あ

う

う
ん

あ
い
つ
は
実
は

あ
あ
い
う

り
方
が
デ
フ

な
の
か
な

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
ね

い
つ
も
の

い

り
方
も

い
じ

な
い
ん
だ
け
ど

こ
う
い
う
場
で
や

ぱ
り
思
う
の
は

女

て
の
は
本
当
に
化
け
る
よ
な

ま
あ
こ
こ
に
い
る
人
達
は

特

な

だ
と
思
う
け
ど
ね

 
そ
の
時
観
客
達
に
手
を

て
い
た
ク
ル
ス
が

チ
ラ
リ
と
八
幡
に
目
を
向
け

 
恥
じ
ら
い
つ
つ
も
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
一

だ
け
見
せ
た

ク
ル
ス

て

本
当
に
八
幡
の
事
を
信

と
い
う
か

拝
し
て
る
よ
ね

そ
う
だ
な

何
で
俺
な
ん
だ
ろ
う
な

さ
あ

何
で
だ
ろ
う
ね

 
か
お
り
は
茶
目

た

り
に
そ
う
言
い
八
幡
は
か
お
り
を
じ
ろ

と

ん
だ
後
に
こ
う

言

た
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ま
あ

て
も
ら

て
い
る
以
上
幸
せ
な
人
生
を
送

て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
ら
な
い
と

な
そ
れ
に
は
八
幡
が
二
十
人
以
上
必
要
に
な
る
と
思
う
け
ど

 
そ
う
思
い
な
が
ら
も
か
お
り
は

そ
の
中
に
自
分
も
入

て
る
の
か
な

と
考
え
つ
つ

 
先
ほ
ど
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
八
幡
の

線
の
先
を
追

た

あ
れ

ん

ど
う
か
し
た
か

あ

う
う
ん

何
で
も
な
い

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
か
お
り
は
八
幡
の

線
が
ク
ル
ス
の
脚
の
方
に
向
い
て
い
る
事
に
戸
惑

て
い
た

あ
れ

法

性
が
分
か
ら
な
い

純
に
女
の
子
の
パ

ツ
が
好
き

て
事

 
明
ら
か
に
理
事
⻑
や
薔
薇
と
比
べ
て
も
見

り
し
な
い
ク
ル
ス
の
胸
を
し
か
し
八
幡
は
見
な

か

た
ま
あ
い
い
わ

メ
モ
メ
モ

と

 
そ
し
て
か
お
り
は

心
の
メ
モ
に
こ
う
記
し
た
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八
幡
は
美
脚
が
好
き

も
し
か
し
た
ら
そ

ち
の
方
が
好
き
な
の
か
も

 
八
幡
は
コ
ス
チ

ム
の
様
子
を
チ

ク
し

色
気
が
過

す
ぎ
た
り
し
な
い
よ
う
に

 

良
点
を
自
分
な
り
に
チ

ク
し
て
い
た
だ
け
な
の
だ
が

 
そ
ん
な
事
は
分
か
ら
な
い
か
お
り
の
心
の
メ
モ
は

最
終
的
に
こ
う

め
ら
れ
た

八
幡
は

気
質
で

興
味
が
あ
る
の
は
胸
と
脚
と
ネ
コ

胸
の
大
き
さ
に
は
あ
ま
り

て
い
な
い

 
結

え

ち

で
も
知
り
合

た
女
の
子
全
員
を
幸
せ
に
し
た
い
と
思

て
く
れ
て
い
る

 
こ
う
し
て
残
り
の
三
人
の
出
番
の
無
い
ま
ま

最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
し
た

 

は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
の
一
番
の
違
い

空
を
飛
べ
る
事
に
興
味

々
の
よ
う
だ

た

 
や
は
り
自
由
に
大
空
を
舞
え
る
と
い
う
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
大
き
な
強
み
な
の
だ
ろ
う

 
倉
田
は
ケ

ト
シ

に

し
た
美
優
が
出
て
き
た
時
以
外
は
基
本
大
人
し
か

た

 
た
だ

ク
ル
ス
が
出
て
き
た
時
は
何
か
に
見

れ
る
よ
う
に
そ
の

に
見
入

て
い
た

 
ど
う
や
ら

内
で
ク
ル
ス
に
ネ
コ

を
付
け

間
違
い
な
く
似
合
う
と
判
断
し
た
よ
う
だ

 
こ
れ
は

倉
田
は
ク
ル
ス
ち

ん
の
首
か
ら
上
し
か
見
て
い
な
か

た

 
と
い
う

の
証
言
に
よ

て

後
に
判
明
し

本
人
も
そ
れ
を
認
め
た
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そ
し
て
詩
乃
達
三
人
は

ね

ど
う
思

た

一
体
何
な
の
ニ

あ
の
プ
ロ
ポ

シ

ン
は

あ
り
え
な
い
の
ニ

戦
闘
力
高
す
ぎ
で
し

う

や

ぱ
り
そ
う
思
う
よ
ね

 
こ
の
三
人
は

ス
タ
イ
ル
は
少
し
大
人
し
め
で
あ
り

ス
レ
ン
ダ

な
タ
イ
プ
で
あ
る

 
そ
し
て
三
人
と
も

関
係
が
近
い
友
人
に
ス
タ
イ
ル
の
良
い
者
が
お
り

 
そ
の
破
壊
力
の
凄
ま
じ
さ
を

知
し
て
い
る
者
ば
か
り
だ

 
ま
ゆ
り
然
り

奈
し
か
り

そ
ん
な
二
人
と
一

に
プ

ル
に
で
も
行
け
ば

 
二
人
は
間
違
い
な
く
複

の
男
に
声
を

け
ら
れ
る
事
だ
ろ
う

か
お
り
さ
ん
の
話
を

い
て

そ
れ
で
対

を
考
え
る
し
か
な
い
わ
ね

ど
ん
な
結
果
が
出
て
く
る
事
や
ら

八
幡
の
性

が
分
か
れ
ば
対
応

も
き

と
見
つ
か
る
の
ニ

 
そ
し
て
詩
乃
の
所
に
か
お
り
が
メ

ル
を
送

て
き
た

八
幡
は

気
質
で

興
味
が
あ
る
の
は
胸
と
脚
と
ネ
コ

胸
の
大
き
さ
に
は
あ
ま
り
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て
い
な
い

 
結

え

ち

で
も
知
り
合

た
女
の
子
全
員
を
幸
せ
に
し
た
い
と
思

て
く
れ
て
い
る

お大
き
さ
に
は

ら
な
い
け
ど
え

ち
と
い
う
事
は

こ
れ
は
チ

ン
ス
ね

露
出
を

や
す
方
向
で
ま
ゆ
り
に
調
整
し
て
も
ら
い
ま
し

う

ク

ニ

ン
は
ど
う
す
る
の
ニ

そ
う
ね

ち

と
恥
ず
か
し
い
け
ど

私
も
多
少
な
ら
容
認
す
る
わ

そ
う
こ
な
く

ち

味
方
も

え
た
し
頑
張
り
ま
し

う

 
三
人
は

そ
の
ま
ま
八
幡
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
ま
ゆ
り
の
所
に

収
し
た

 
倉
田
は
今
の
イ
ベ
ン
ト
で

が
点
い
た
の
か

ま
だ
見
ぬ
ケ
モ

少
女
を
求
め
て
旅
立

て

い

た

 
そ
し
て

も

下
に
頼
ま
れ
た
文
学
作
品
系
の
同
人
本
を
求
め
て

 
カ
タ
ロ
グ
を
見
な
が
ら
移
動
し
て
い

た

  
そ
の
後

無
事
に
二
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
も
終
わ
り

八
幡
達
は

い
昼
食
を
と

て
い
た
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さ
て

三
回
目
の
ス
テ

ジ
ま
で
ど
う
す
る
か

そ
う
い
え
ば
八
幡
君

姫
菜
の
所
に
行
か
な
く
て
い
い
の

あ
あ
そ
う
か

顔
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か

 
八
幡
は
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ

と
て
も

そ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

明
日
奈
も
一

に
行
く
か

う

う
う
ん

怖
い
か
ら
遠

し
と
く

ま
あ
そ
れ
が
い
い
だ
ろ
う
な

仕
方
な
い

和
人
と
後
は

 
そ
う
か

さ
ん
の
元
奥
さ
ん
も
い
た
ん
だ

た

さ
ん
と
三
人
で
行

て
く
る
か

が

頑
張

て
ね

念
の

に
変
装
し
て
い

た
方
が
い
い
か
も

そ
う
だ
な

色
々

夫
し
て
み
る
か

う
ん

そ
れ
が
い
い
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

が
る
和
人
を
連
れ

と
合
流
し
た
後

 
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
の
ブ

ス
へ
と
向
か

た

 
こ
の
少
し
後
に
八
幡
は
自
分
達
が
姫
菜
の
本
に
ど
ん
な
ビ
ジ

ア
ル
で

か
れ
て
い
る
の
か

 
事
前
に
調
べ
て
お
か
な
か

た
事
を
死
ぬ

後
悔
す
る
事
に
な
る
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第
５
２
５
話
 
逃
げ
ろ

な

八
幡

や

ぱ
り
行
く
の
は
や
め
な
い
か

何
か

な
予
感
が
す
る
ん
だ
よ

和
人

生

が
悪
い
ぞ

こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
か
ら
も
う

め
ろ

ま
あ
進
ん
で
近
寄
り
た
い
場
所
じ

な
い
の
は
確
か
だ
け
ど
ね

 
八
幡
と
和
人
そ
れ
に

は

り
か
ら
徐
々
に
男
の

が
消
え
て
い
る
事
に
気
付
き
な
が

ら
も

 
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
の
ブ

ス
へ
と
向
か

て
い
た

い
い
か
和
人

こ
う
い
う
時
は
ポ
ジ
テ

ブ
に
考
え
る
ん
だ

 
ほ
ら
よ
く
見
て
み
ろ

り
に
は
女
性
し
か
い
な
い
ぞ

そ
れ
が
逆
に
凄
く
怖
い
ん
だ
け
ど

何
か
俺
達

場
違
い
感
が
半

な
い
な

さ
ん
ま
で
そ
ん
な
事
を
言
わ
な
い
で
下
さ
い
俺
も
本
当
は
ち

と
足
が

ん
で
る
ん

で
す
か
ら

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
じ

な
い
か
よ

ほ
ら

も
う
帰
ろ
う



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

う
る
さ
い
和
人

俺
一
人
を
生
贄
に
し
よ
う
と
す
ん
な

お
前
も
道
連
れ
だ

そ
れ
が
本
音
か
よ

ま
あ
ま
あ
も
う
着
く
ん
だ
か
ら

め
よ
う

和
人
君
ま
あ
変
装
し
て
る
ん
だ
し
問
題
な
い

だ
ろそ

う
そ
う

大
丈
夫
だ

て

多
分

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
三
人
は
つ
い
に
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
の
ブ

ス
を

界
に
お
さ
め

た 
見
る
と
今
の
自
分
と
和
人
に
よ
く
似
た
格
好
を
し
て
い
る
二
人
組
が
プ
ラ
カ

ド
を
持

て

立

て
お
り

 
八
幡
は
偶
然
も
あ
る
も
ん
だ
な
と
足
を
止
め

じ
ろ
じ
ろ
と
そ
の
二
人
を
観
察
し
始
め
た

あ
の
プ
ラ
カ

ド
を
持

て
る
二
人

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
だ
よ
な

ん

こ
こ
か
ら
じ

よ
く
見
え
な
い
け
ど

で
も
男
な
ん
だ
ろ

じ

あ
知
ら
な
い
奴
な
ん

じ

な
い
か

 
こ
ん
な
場
所
に
来
る
よ
う
な
知
り
合
い
は
俺
達
に
は
い
な
い
は
ず
だ
し
な

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

多
分
海

名
さ
ん
か

さ
ん
の
知
り
合
い
な
ん
だ
ろ
う
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も
し
か
し
た
ら

の
同
級
生
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
お
そ
ら
く
俺
と
は
交
流
が
無
か

た
は

ず
だ
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
放
置
で
い
い
な

そ
れ
に
し
て
も
結
衣
と
優
美
子
そ
れ
に
川
崎
の

が
見
え
な

い
な

 
あ
そ
こ
で
愛
想
を

り
ま
い
て
い
る
の
は
海

名
さ
ん
み
た
い
だ
が

ち
な
み
に
そ
の
隣
に
い
る
の
が

だ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

あ

で
も

さ
ん

別
れ
た
奥
さ
ん
と

い
ま
だ
に
仲
が
い
い
ん
で
す

ね 
ち

と
び

く
り
で
す

確
か
に
世
間
一

的
に
は
そ
う
な
ん
だ
よ
な

ま
あ
男
と
女
に
は
色
々
あ
る

て
こ

た

色
々
で
す
か

 
八
幡
と
和
人
は

に
気
を
遣
い

そ
れ
以
上
突

込
む
の
を
や
め
た

 
そ
し
て
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
あ
ぐ
ね
た
末
に
プ
ラ
カ

ド
を
持
つ
二
人
に
こ

そ
り
と
話

し
か
け

 
元
同
級
生
組
の
誰
か
に
顔
繋
ぎ
を
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
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こ
こ
ま
で

況
だ
と
は
思
わ
な
か

た
か
ら
な

と
ん
で
も
な
く
⻑
い
行

だ
よ
な

 
二
人
は
ブ

ス
か
ら
⻑
く

び
る
行

に
気
圧
さ
れ
な
が
ら
そ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
誰
か
に
言
付
け
て

店
の
時
に
で
も
ま
た
連

し
て
も
ら

て

 
そ
の
時
に

だ
け
す
れ
ば
い
い
か

か
な

さ
す
が
に

魔
を
す
る
の
は

し

な
い
し

何
よ
り
本
人
バ
レ
が
怖
す
ぎ
る

二
人
は
立
場
的
に
そ
れ
く
ら
い
は
し
た
方
が
い
い
か
も
な

 
そ
れ
じ

あ
俺
も

を
紹
介
す
る
の
は
そ
の
時

て
事
に
し
て

 
そ
れ
ま
で
あ
ち
こ
ち
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
く
る
と
す
る
か
な

 
ま
あ
俺
は
作
品
に
は

場
し
て
な
い
か
ら
気
楽
な
立
場
だ
け
ど
そ
こ
は
二
人
の
都
合
に
合
わ

せ
な
い
と
ね

さ
ん

何
か
す
み
ま
せ
ん

い
や
い
や
気
に
し
な
い
で
く
れ
よ
む
し
ろ

の
せ
い
で
色
々
不
自
由
を
か
け
て
す
ま
な

い
ね

 
逆
に
恐

す
る

を
見
て

和
人
が
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
こ
う
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言

た
も
し
か
し
て

さ
ん
も

場
し
て
た
り
し
て

お

お
い
お
い
や
め
て
く
れ
よ

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い
だ
ろ

無
い

よ
な

ど
う
で
す
か
ね

見
て
み
な
い
と
何
と
も

ま
あ
進
ん
で
見
た
い
物
じ

な
い
で
す
け
ど
ね

う

ち

と
不
安
に
な

て
き
た
な

俺
も
変
装
す
る
か
な

に
バ
ン
ダ
ナ
で
も

き
ま
す
か

一
応
変
装
用
に
持

て
き
た
の
が
あ
る
ん
で

お

そ
れ
じ

あ

り
て
お
こ
う
か
な

後
で
返
す
よ

 
三
人
は

こ
れ
で
何
が
あ

て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
考
え

 
安
心
し
て
プ
ラ
カ

ド
を
持
つ
二
人
組
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
た

 
丁
度
そ
の
時

今
度
は
ハ

キ
リ
と
見
覚
え
の
あ
る
女
性
の

が

界
に
入
り

 
八
幡
と
和
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

あ
れ

て
川
崎
さ
ん
だ
よ
な

だ
な

こ
れ
で
手
間
が
省
け
た
か

お

知
り
合
い
か
い

は
い

高
校
の
時
の
同
級
生
で
す
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な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
三
人
は
沙
希
に
近
付
き

代
表
し
て
八
幡
が
沙
希
に
声
を

け
た

よ

久
し
ぶ
り
だ
な

は

ナ
ン
パ
な
ら
お
断
り
だ
よ

て

あ

あ
ん
た
は

 
沙
希
は
声
を

け
て
き
た
相
手
が
誰
な
の
か
気
付
き

驚
い
て
フ
リ

ズ
し
た

 
ち

う
ど
そ
の
時
そ
の
二
人
も
八
幡
達
に
気
付
い
た
の
か
驚
い
た
表
情
で
こ
う
声
を

け

て
き
た

ふ

二
人
と
も

来
ち

た
ん
だ

て

そ
の
格
好
は
ま
ず
い

ま
ず
い

て

結
衣

急
避
難
す
る
し

だ
ね

 
そ
の
言
葉
で
八
幡
と
和
人
は
そ
の
二
人
が
結
衣
と
優
美
子
で
あ
る
と
い
う
事
に
気
が
付
い
た

え

ま

ま
さ
か
お
前
ら

結
衣
と
優
美
子
な
の
か

え

気
付
い
て
な
か

た
の

て
か
何
で
気
付
か
な
い
し

結
衣

胸

自
分
の
胸
を
見
ろ
し

胸

あ
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結
衣
も
優
美
子
も
胸
を
さ
ら
し
で
ギ
チ
ギ
チ
に

め
て
い
た
の
で

 
八
幡
と
和
人
が
気
付
か
な
い
の
は
あ
る
意
味
仕
方
が
な
い

 
優
美
子
は
と
も
か
く
結
衣
の
イ
メ

ジ
に
多
大
な
影

を

え
て
い
る
部

が
平

だ

た

の
だ

 
そ
し
て
結
衣
は
驚
い
た
表
情
で
ま
だ
自
分
の
胸
を
ガ
ン
見
し
て
い
る
八
幡
に
向
か

て
言

た
も
う

え

ち

い
や
い
や

そ
も
そ
も
見
る
べ
き
所
が
今
は
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
か
だ
な

八
幡

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け

今
の
問
題
は
そ
こ
じ

な
い

ん

そ
れ
じ

あ
ど
こ
だ

こ
の
二
人
の
格
好
を
よ
く
見
ろ
よ

そ
し
て
さ

き
の
優
美
子
の
セ
リ
フ

 
こ
れ

て
ま
ず
く
な
い
か

格
好
に
セ
リ
フ

て

お
い
お
前
ら

そ
の
格
好
は
も
し
か
し
て

 
八
幡
は
そ
の
和
人
の
セ
リ
フ
で

結
衣
と
優
美
子
の
格
好
の
意
味
に
気
付
い
た
よ
う
だ

あ

あ
は

あ

あ
た
し
は
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そ
う
言

て
結
衣
は

気
ま
ず
そ
う
に
八
幡
を
指
差
し
た

そ
し
て
あ

し
は
も
ち
ろ
ん

 
そ
う
言

て
優
美
子
も
気
ま
ず
そ
う
に
和
人
を
指
差
し
た

 
そ
の

間
に
最
悪
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
沙
希
が
覚

し
た

比
企

あ

い
や

本
名
は
ま
ず
い
の
か

え
え
と

八

万

に

剣
人
君

 
沙
希
は
こ
う
い
う
場
所
で
本
名
を
出
す
べ
き
じ

な
い
と
気
を
遣
い

 
う

か
り
姫
菜
の
作
品
の
中
の
名
前
で
二
人
の
事
を
呼
ん
で
し
ま

た

 
そ
の

間
に

囲
の
女
性
達
が
ざ
わ

と
し
た

ね

今
八

万
様
の
名
前
が

剣
人
君
の
名
前
も

こ
え
た
わ
よ
ね

ね

ね

見
て
あ
れ

あ
の

り
子
さ
ん
が
指
差
し
て
い
る
人

八

万
様

剣
人
君
ま
で

ま
さ
か
の
降
臨

本
人
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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誰
か
が
そ
う
叫
び
そ
の

間
に
そ
の
場
に
い
た
全
員
が
八
幡
と
和
人
の
と
こ
ろ
に
殺
到
し

た 

に

ん
で
い
た
者
達
ま
で
殺
到
し
た

姫
菜
と

も
驚
い
て
こ
ち
ら
を
見

 
そ
の
せ
い
で
二
人
も
ど
う
や
ら
何
が

こ

て
い
る
の
か
理
解
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
姫
菜
は
商

に
な
る
と
思

た
の
か
ニ
タ

と
笑

た
後
八
幡
達
に
向
け
て
こ

う
言

た

あ

応
援
に
来
て
く
れ
た
ん
だ

や
・
お
・
よ
・
ろ
・
ず
・
さ
・
ま

 
そ
し
て

け
・
ん
・
と
・
く
・
ん

 
二
人
は
そ
う
呼
ば
れ

内
心
で

こ
い
つ
裏
切
り
や
が

た

と
思
い
つ
つ

 
じ
り
じ
り
と
迫

て
く
る
腐

た
集
団
に
向
け

て
て

解
し
た

き
期
待
に

え
な
く
て
悪
い
ん
だ
が
俺
達
に
は
そ
う
い
う
趣
味
は
ま

た
く
無
い
ん
だ

そ
う
そ
う

俺
も
こ
い
つ
も
彼
女
持
ち
だ
か
ら

 
だ

だ
か
ら
そ
れ
以
上
俺
達
を
そ
ん
な
目
で
見
な
い
で
く
れ

 
だ
が
そ
の
集
団
か
ら

即
座
に
こ
ん
な
反

が
飛
ん
で
き
た

何
を
言

て
る
ん
で
す
か

そ
ん
な
の
当
た
り
前
じ

な
い
で
す
か
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私
達
だ

て
そ
ん
な
関
係
の
人
が
ほ
い
ほ
い
と
簡

に
現
れ
て
く
れ
る
だ
な
ん
て
思

て
ま

せ
ん
よ

で
も
そ
う
い
う
絶
対
に
あ
り
え
な
い
組
み
合
わ
せ
を
妄
想
す
る
の
が
楽
し
い
ん
で
す

 
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
の
集
団
は

え
た

の
よ
う
な
目
で
じ
り
じ
り
と
二
人
に
迫

て
い

た 
ち
な
み
に
や
ら
か
し
た
沙
希
と

つ
い
で
に
結
衣
と
優
美
子
も
そ
の
半
包
囲
の
中
に
い
た

か

勘

し
て
く
れ

ま
ず
い

こ
れ
は
ま
ず
い
ぞ

ご

ご
め
ん

完
全
に
や
ら
か
し
た

 
沙
希
は
事
情
を
理
解
し

き
な
が
ら
そ
う
言

た

気
に
す
る
な
よ
川
崎

悪
い
の
は
全
部
あ
そ
こ
に
い
る
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
だ

 
お
前
に
何
か
悪
い
部
分
が
あ

た
と
す
れ
ば

そ
れ
は
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
け
だ

う

う
ん

 
沙
希
は
そ
う
言
わ
れ
た
も
の
の

も

い
て
お
り

 
和
人
は
こ
の
場
を
何
と
か
し
よ
う
と
助
け
を
求
め
て

り
を
見
回
し
な
が
ら
言

た
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だ

誰
か
助
け
を

助
け

て

俺
達
の
他
に
誰
が

あ
 
そ
し
て
八
幡
と
和
人
は

の
存
在
を
思
い
出
し
た

 
幸
い
に
も

は

に
逃
げ
出
す
事
に
成
功
し
て
お
り

 
今
は
二
人
の
後
ろ
で
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る

態
だ

た

 
二
人
は
す
が
る
よ
う
な
目
で

の
方
に

り
返

た
の
だ
が

 
そ
の

線
を
追

た
一
人
の
女
性
が

あ

と
い
う
顔
で
こ
う
叫
ん
だ

み
ん
な

見
て

あ
そ
こ
に
い
る
の
は
も
し
か
し
て

大

さ
ん
じ

な
い

え

ど
こ
ど
こ

あ

あ
の
バ
ン
ダ
ナ

間
違
い
な
い

大

さ
ん
よ

ミ
サ
イ
ル

間
の
ミ
サ
イ
ル
は

新

要
素
を
こ
こ
で
ぶ
ち
込
ん
で
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ

さ
す
が
は
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

い
い

 

は
急
に
自
分
に
矛
先
が
向
い
た

ざ
め
た
表
情
で
そ
う
叫
ん
だ
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そ
し
て
若

自
身
へ
の
圧
力
が

ま

た
の
を
感
じ
た
八
幡
は

結
衣
に

ね
た

な

な

大

さ
ん

て
何
だ

あ

こ
れ
を
見
れ
ば
分
か
る
よ

こ
れ
は

新

の
サ
ン
プ
ル

 
そ
う
言

て
結
衣
が
手

し
て
き
た
本
の
タ
イ
ト
ル
は

八

万
様
と
剣
人
君

第
八
話

襲
来

大

さ
ん
の

道
ミ
サ
イ
ル

 
で
あ

た

そ
し
て

そ
う
な
顔
で
ペ
ラ
リ
と
ペ

ジ
を
め
く

た
八
幡
の
目
に

 
今
の
自
分
達
と
そ

く
り
な
格
好
を
し
た
二
人
組
と

間
か
ら
ミ
サ
イ
ル
を
生
や
し
た

 
今
の

に
そ

く
り
な
バ
ン
ダ
ナ
を
付
け
た
軍
人
ら
し
き
人
物
の

が
目
に
入

た

は

は
は

ま
じ
か
よ

変
装
し
た
の
が
裏
目
に
出
た
な

は
は

 
そ
れ
を
横
で
見
た
和
人
も

い
た
笑
い
を
発
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

お

お
い
大
将

一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ

あ
あ

さ
ん

こ
れ
を
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こ
れ
は

う
お

り

の
奴

や
り
や
が

た

 
そ
し
て

は

然
と
し
た
顔
で

の
方
を
見
た

 

は
そ
の

線
を
受
け

気
ま
ず
そ
う
な
顔
で

線
を
反
ら
し
た

く

そ

大
将

ど
う
す
る

そ
う
で
す
ね

や

ぱ
り
こ
こ
は

逃
げ
る
し
か
な
い

 
そ
し
て
八
幡
は

た
だ
一
人

い
た
ま
ま
の
沙
希
の
手
を
取
り
後
方
へ
と
走
り
出
し
た

 
そ
れ
に
合
わ
せ

結
衣
と
優
美
子

そ
し
て
和
人
と

も
走
り
出
し

 
一

反
応
が

れ
た

達
の
集
団
も
す
ぐ
に
我
に
返
る
と
六
人
の
事
を
凄
い
勢
い
で
追
い

か
け
始
め
た

待

て

八

万
様

ひ
私
達
の
前
で

愛
の
受
け
の
ポ

ズ
を

剣
人
君

い
つ
も
通
り
の
や
ん
ち

攻
め
を
私
達
に
見
せ
て

大

さ
ん

ミ
サ
イ
ル
一
丁
お
願
い
し
ま
す

他
を
当
た

て
下
さ
い

 
そ
し
て
六
人
は

と
に
か
く
走

て
走

て
走
り
ま
く

た
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第
５
２
６
話
 
ま
る
で
同
窓
会

は

は

ま
い
た
か

う
ん

多
分

ま

た
く
と
ん
で
も
な
い
目
に
あ

た
な

ま
さ
か
俺
ま
で
あ
ん
な
扱
い
を
さ
れ
て
る
と
は

あ

し

も
う
走
れ
な
い

三

大
丈
夫

ち

と
こ
の
ベ
ン
チ
で
休

か
な

 
六
人
は

命
か
ら
が
ら
あ
の
場
か
ら
逃
げ
出
す
事
に
成
功
し

 
今
は
ベ
ン
チ
で
休

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

そ
れ
に
し
て
も

何
で
わ
ざ
わ
ざ
あ
ん
な
格
好
を

不
幸
な
偶
然
が

み
重
な

た
結
果
だ
な

今
回
の
件
に
関
し
て
は

 
と
に
か
く
俺
の
情
報
収
集
が

か

た

み
ん
な
本
当
に
す
ま
な
い

そ
れ
は
仕
方
な
い

し

こ
れ
を
本
人
に
見
ろ
な
ん
て
さ
す
が
に
言
え
な
い
し
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ま
あ
な

 
八
幡
は
疲
れ
た
表
情
で
差
し
出
さ
れ
た
本
を
手
に
と
り

 
パ
ラ
パ
ラ
と
中
を
見
た
後
に
そ
れ
を
優
美
子
に
返

し
た

う
ん

絶
対
に
無
理
だ

だ
よ
ね

こ
れ
は
姫
菜
に
返

し
と
く

そ
う
し
て
く
れ

 
そ
し
て
六
人
は

し
ば
ら
く
ベ
ン
チ
で
だ
ら
だ
ら
と
休

し
た

 
動
け
な
い
ほ
ど
で
は
な
か

た
が

と
に
か
く
精
神
的
疲
労
が
半

な
か

た
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
中

結
衣
の

に
着
信
が
入

た

ど
う
や
ら
姫
菜
か
ら
で
あ
る
よ
う
だ

も
し
も
し

姫
菜

あ

う
ん

こ

ち
は
も
う
大
丈
夫

 
え

あ

そ
う
な
ん
だ

分
か

た

優
美
子
に
も
伝
え
と
く
ね

 
そ
し
て
通
話
を
終
え
た
後

結
衣
は
嬉
し
そ
う
に
優
美
子
に
言

た

姫
菜
が

あ
の
後
直
ぐ
に
完

し
た
か
ら

も
う

て
こ
な
く
て
大
丈
夫
だ

て
さ

え

ま
じ
で

ま
だ
か
な
り
在

が
残

て
た
と
思

た
け
ど

さ

き
の
件
で
お
客
さ
ん
が
殺
到
し
て

一
気
に
全
部

り
切

た
み
た
い
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過
去
最
高
の

り
上
げ
ら
し
い
よ

そ
う
な
ら
こ
れ
で
義
理
は
立

に
果
た
し
た

し

も
う
当
分
手
伝
わ
う
必
要
も
な
い
ね

結
衣だ

ね

本
当
に
良
か

た

 
二
人
は
そ
れ
で
安

し
た
の
が
前
に
も

し
て
ぐ
た

と
そ
の
場
で
だ
ら
し
な
く

緩
し
た

こ
れ
に

り
て

も
う
二
度
と
俺
達
の
コ
ス
プ
レ
は
す
る
な
よ

 
い
や

コ
ス
プ
レ
と
い
う
よ
り

あ
れ
は
仮
装
か

ま
あ
そ
う
か
も
ね

言
わ
れ
な
く
て
も
二
度
と
や
ら
な
い
し

私
も
も
う
二
度
と
ご
め
ん
だ
わ

 
優
美
子
が
そ
う
言

た
直
後
に
沙
希
も
そ
う
言
い
八
幡
は
そ
ん
な
沙
希
を
見
な
が
ら
こ
う

ね
たそ

う
い
え
ば
川
崎
と
会
う
の
も
久
し
ぶ
り
だ
な

あ

う
ん

そ
う
だ
ね

 
沙
希
は

を
か
き
あ
げ
な
が
ら

少
し

れ
た
よ
う
に
そ
う
言

た
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で
も
川
崎
だ
け
格
好
が
普
通
だ
よ
な

川
崎
の
役
目
は
何
だ

た
ん
だ

お
針
子
よ

お
針
子

て
事
は

二
人
の
衣
装
は
川
崎
が
作

た
の
か

う
ん

そ
う
か

ま
あ
川
崎
は

か
ら
家
庭
的
だ

た
か
ら
な

あ

そ
う
だ

け

ち

ん
は
元
気

か
ち

と
あ
ん
た

ま
だ
う
ち
の
け

ち

ん
を
狙

て
た
の

ま
だ
と
か
言
う
な

そ
ん
な
事
実
は
一
切
存
在
し
な
い

冗
談
よ
冗
談

け

ち

ん
も
も
う
小
学
四
年
生
だ
し

 
今
は
も
う
大
分
手
が
か
か
ら
な
く
な

た
か
な

ま
あ
元
気
よ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
う
ん
う
ん
と

く
八
幡
に

沙
希
は
そ

と
ス
マ
ホ
を
差
し
出
し
て
き
た

ち
な
み
に
こ
れ

んこ
れ

私
が
や

て
る
サ
イ
ト
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川
崎
の

ま
じ
で

う
ん

ど
れ

 
そ
し
て
八
幡
は
沙
希
の
ス
マ
ホ
を
操
作
し
沙
希
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
理
解
し
た

な
る
ほ
ど

こ
う
い

た
衣
装
を
作

て
る
の
か

凄
い
な

そ
れ
ほ
ど
で
も

い
や

立

な
仕
事
に
は
正
し
い
評
価
が
必
要
だ

評
判
も
い
い
み
た
い
だ
し

 
こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
よ

川
崎

あ

あ
り
が
と

 
沙
希
は
八
幡
と
目
を
合
わ
せ
な
い
ま
ま

し
か
し

を

ら
め
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
二
人
を
生

か
い
目
で
見
つ
め
て
い
た
和
人
が
チ
ラ
リ
と
時
計
を
見
て
こ
う
言

た

八
幡

そ
ろ
そ
ろ

ら
な
い
と
い
け
な
い
時
間
だ

ん

そ
う
か

も
う
そ
ん
な
時
間
か

何
か
用
事

い
や

仕
事
だ
な

も
う
す
ぐ
ソ
レ
イ
ユ
の
三
度
目
の
ス
テ

ジ
が
始
ま
る
ん
だ
よ
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あ
あ

な
る
ほ
ど
ね

あ
ん
た
も

と
違

て
頑
張

て
る
み
た
い
じ

な
い

と
違
う

て
の
は
確
か
に
そ
の
通
り
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
素
直
に

き

沙
希
も
そ
ん
な
八
幡
に
微
笑
ん
だ

 
そ
ん
な
二
人
に

し
た
の
だ
ろ
う
か

結
衣
が
間
に

り
込
ん
で
き
た

ね

ヒ

キ

お
願
い
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ん

何
だ

ち

と
ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
で
着

え
て
も
い
い

 
着

え
は
ロ

カ

に

け
て
あ
る
か
ら
直
ぐ
に
持

て
こ
れ
る
し

あ
あ

別
に

わ
な
い
ぞ

つ
い
で
に
う
ち
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
見
て
い

て
く
れ

 
あ

ち
に
は
明
日
奈
や
雪
乃
も
い
る
し
な

あ

あ

し
も
お
願
い

さ
ら
し
が
き
つ
く

て
さ

も
ち
ろ
ん

わ
な
い
ぞ

あ
た
し
は
む
し
ろ

こ
こ
で
さ
ら
し
だ
け
取

ち

い
た
い

 
結
衣
の
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
う
ん
う
ん
と

い
た

だ
よ
な

結
衣
は
苦
し
い
よ
な

あ
り
え
な
い
く
ら
い
平

に
な

て
る
し
な
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も
う

ヒ

キ

の
え

ち

純

に
結
衣
を
心
配
し
て
の
言
葉
だ

下
心
と
か
は
ま

た
く
無
い
か
ら
な

本
当
に

当
然
だ

奉
仕
部
の

か
ら
散
々
見
て
き
た
ん
だ
か
ら

そ
り

心
配
も
す
る
だ
ろ
う

そ
ん
な
に
見
て
た
ん
だ

そ
う
い
う
話
に
持

て
く
ん
じ

ね
え

 
ほ
ら

川
崎
に
で
も
手
伝

て
も
ら

て
さ

さ
と
外
し
ち
ま
え

て

そ
う
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま
な
ん
だ
け
ど
ね

ん

何
か
問
題
が
あ
る
の
か

ま
あ
確
か
に
男
の
子
に
は
こ
う
い
う
悩
み
は
分
か
ら
な
い
よ
ね

何
が
だ

 
沙
希
の
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
き

と
ん
と
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
に
先
ん
じ
て

況
を

し
た
ら
し
い

が

八
幡
の

元
で
こ
う
言

た

大
将
大
将

ブ
ラ
だ
よ
ブ
ラ

ブ
ラ
も
ロ

カ

の
中
な
ん
だ
ろ

あ
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そ
し
て
八
幡
は

心
配
そ
う
に
結
衣
に
言

た

況
は
理
解
し
た

苦
し
い
だ
ろ
う
が
も
う
ち

と
我
慢
し
て
く
れ
よ
な

あ

う

う
ん

心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

 
結
衣
は
そ
ん
な
八
幡
の
気
遣
い
を
嬉
し
く
思
い
な
が
ら
そ
う
言
い

 
小
走
り
で
コ
イ
ン
ロ

カ

に
向
か
う
と

直
ぐ
に

物
を
持

て

て
き
た

ど
う
す
る

ト
イ
レ
と
か
で
着

え
る
か

う
う
ん

混
ん
で
る
し

ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
ま
で
我
慢
す
る

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
急
い
で
行
く
か

う
ん

 
八
幡
に

さ
れ

一
同
は
直
ぐ
に
移
動
を
開
始
し
た

 
そ
の
道
中
で
は
沙
希
と
結
衣
と
優
美
子
が

八
幡
に
と
あ
る
事
実
を
告
げ
て
い
た

と
こ
ろ
で
ル
ミ
ル
ミ
も
来
て
る
み
た
い
だ
け
ど

ヒ

キ

は
会

た

ル
ミ
ル
ミ

そ
れ

て
も
し
か
し
て

見

美
の
事
か

う
ん

ル
ミ
ル
ミ
言
う
な

て
突

込
ま
れ
ち

た

え
へ

へ

あ
い
つ

こ
う
い
う
の
に
興
味
が
あ

た
の
か

て

そ
れ
は
ま
ず
い
だ
ろ
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八
幡
は

た
よ
う
に
そ
う
言

た

あ

そ
れ
は
大
丈
夫

作
品
に
興
味
が
あ

た

じ

な
く
て

 
あ

し
達
に

し
に
来
て
く
れ
た
だ
け
み
た
い
だ
か
ら
ね

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が

あ
と
他
に
も
連
れ
の
人
が
い
た
ね

詩
乃
の
親
友
の

奈

て
子
と

院

て
奴

奈
だ
と

そ
れ
に

院

て

凶
真
の
事
か

あ
あ
そ
う
そ
う

狂
気
の
マ

ド
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト

あ
ん
た
の
親
友
だ

て
言

て
た

そ
れ
は
事
実
な
ん
だ
が
な

ま
あ
あ
い
つ
が
こ
こ
に
い
る
の
は
分
か
る

 
で
も

奈
が
こ
こ
に

ま
さ
か
詩
乃
も
こ
こ
に
来
て
る
の
か

う
ん

ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に
行
く
つ
も
り
だ

て
言

て
た

そ
う
か

ま
あ
客
と
し
て
来
る
分
に
は
別
に

わ
な
い
ん
だ
が

 
し
か
し
意
味
が
分
か
ら
な
い
組
み
合
わ
せ
だ
な

 
八
幡
は
そ
の
三
人
が
一

に
い
る
意
味
が
ま

た
く
分
か
ら
な
か

た

 
メ
イ
ク
イ

ン
に
行

た
事
が
あ
る

奈
は
そ
の
関
係
で
凶
真
と
共
に
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
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だ
が
分
か
ら
な
い
の
は
何
故

美
が
一

に
い
る
の
か
だ

う
う
む

ま
あ
い
い
か

ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に
来
る
つ
も
り
だ

て
い
う
な
ら

 
そ
の
時
に

け
ば
い
い
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て

特
に
そ
の
事
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
事
を
や
め
た

 
特
に
連

す
る
事
も
無
か

た

詩
乃
達
に
と

て
は
ギ
リ
ギ
リ
セ

フ
で
あ
る

 
よ
し

着
い
た
ぞ

へ

や

ぱ
り
企
業
の
ブ

ス
は

模
が
違
う
ん
だ
ね

あ
ら

ユ
イ
ユ
イ
に
優
美
子
じ

な
い

も
う

り
子
の
仕
事
は
終
わ

た
の
か
し
ら

二
人
と
も

こ

ち
に
来
て
く
れ
た
ん
だ

 
丁
度
手
が
空
い
た
ら
し
く
休

し
て
い
た
明
日
奈
と
雪
乃
が
二
人
を
見
て
そ
う
声
を

け

て
き
た

あ

い
や

終
わ

た
と
い
う
か
何
と
い
う
か

色
々
あ

て
逃
げ
て
き
た
し

そ
う
な
の

ま
あ
逃
げ
た
く
な
る
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

あ
ら
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そ
し
て
雪
乃
は
沙
希
に
気
付
き
懐
か
し
か

た
の
だ
ろ
う
ニ
コ
リ
と
微
笑
み
な
が
ら
言

た
サ
キ
サ
キ
じ

な
い

久
し
ぶ
り
ね

あ
ん
た
ま
で
サ
キ
サ
キ
言
う
な

あ
ら

久
し
ぶ
り
に
会

た
と
い
う
の
に
つ
れ
な
い
わ
ね

サ
キ
サ
キ

 
ふ
ふ

こ
れ
だ
け
集
ま
る
と

ま
る
で
同
窓
会
み
た
い
で
嬉
し
い
わ
ね

あ
ん
た
が
そ
ん
な
事
を
言
う
な
ん
て

絶
対
に
性
格
変
わ

た
よ
ね

そ
う
な
の
か
し
ら

自
分
で
は
分
か
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど

友
達
の
悪
い
影

を
受
け
て
る
ん
じ

な
い
の

え
ば
こ
い
つ
と
か
こ
い
つ
と
か
こ
い
つ

俺
を
三
回
指
差
す
ん
じ

ね
え
よ

 
八
幡
は
沙
希
に
抗
議
を
し
た
が

そ
れ
に

を
貸
す
沙
希
で
は
な
か

た

 
そ
し
て
沙
希
と
何
故
か
面
識
が
あ

た
ら
し
い
明
日
奈
が
笑
顔
で
沙
希
に

を
し
た

サ
キ
サ
キ

久
し
ぶ
り

ん

明
日
奈
は
サ
キ
サ
キ
と
知
り
合
い
だ

た
の
か

あ
ん
た
ら
ま
で
サ
キ
サ
キ
言
う
な
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う
ん

ま
あ
何
度
か
ね

へ

そ
う
だ

た
の
か

そ
れ
は
知
ら
な
か

た
な

 
八
幡
は
驚
い
た
顔
で
そ
う
言

た
が
そ
の
事
を
深
く
質
問
す
る
の
は
後
回
し
に
し
よ
う
と
思

い 
こ
の
日
は
そ
の
ま
ま
質
問
す
る
の
を
忘
れ
る
事
と
な

た

で

結
局
何
が
あ

た
の
か
し
ら

あ
あ

実
は
な

 
八
幡
は
こ
れ
ま
で
の

を
雪
乃
に
伝
え
雪
乃
は

れ
た
よ
う
に
結
衣
と
優
美
子
に
言

た

そ
う
い
う
事
と
り
あ
え
ず
あ
そ
こ
が
更
衣
室
に
な

て
い
る
か
ら
着

え
て
く
る
と
い
い

わ
う

う
ん

あ
り
が
と
う
ゆ
き
の
ん

世
話
に
な
る
し

 
二
人
は
雪
乃
に
そ
う
言
わ
れ

更
衣
室
へ
と
入

て
い

た

え

ち

ま

き

あ
あ
あ
あ

え

待

て

い

あ
あ
あ
あ
あ
あ
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な

何
だ

 
直
後
に
更
衣
室
の
中
か
ら
二
人
の

鳴
が

こ
え
た

 
八
幡
は

て
て
更
衣
室
の
ド
ア
に
駆
け
寄
り

中
へ
と
飛
び
込
ん
だ



 第５２７話 何故彼は私の胸を見ないの

 
第
５
２
７
話
 
何
故
彼
は
私
の
胸
を
見
な
い
の

 
ま
た
作
者
が
暴
走
し
ま
し
た

お
い

ど
う
し
た

何
が
あ

た
ん
だ

て

姉
さ
ん

あ
ら

八
幡
君
も
参
加
し
た
い
の

は

八
幡

今
は
入

て
く
ん
な
し

ヒ

キ

見
ち

目

わ

悪
い

 
そ
こ
で
八
幡
が
目
撃
し
た
の
は
陽
乃
が
二
人
を
背
後
か
ら

束
し

 
そ
の
胸
を
は
だ
け
さ
せ

直
接

ん
で
い
る

で
あ
り

 
八
幡
は

て
て
部
屋
の
外
に
飛
び
出
す
と

後
ろ
手
に
ド
ア
を

め
た

八
幡
君

何
が
あ

た
の

姉
さ
ん
が
二
人
を
襲

て
た
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姉
さ
ん
が

そ
う
い
う
事

と
い
う

で
男
は
今
は
中
に
入
れ
ん

明
日
奈

雪
乃

頼
む

分
か

た

任
せ
て

ま

た
く
あ
の
人
は

 
二
人
は
そ
う
言

て
中
へ
と
突
入
し
て
い

た

き
 
直
後
に
明
日
奈
の

鳴
が

こ
え

八
幡
は
即
座
に
中
に
突
入
し
よ
う
と
し

 
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
思
い
と
ど
ま

た

ぐ
ぬ

落
ち
着
け
八
幡

こ
う
な

た
ら
も
う
俺
達
に
出
来
る
事
は
何
も
な
い

そ
う
だ

大
将

別
に
命
の
危
険
が
あ
る

じ

な
い
ん
だ

 
こ
こ
は
じ

く
り

を

え
て
待
つ
し
か
な
い
だ
ろ

そ
れ
は
分
か
り
ま
す
が

 
八
幡
は

で
は
納
得
し
て
い
る
よ
う
だ
が

気
が
気
で
は
な
い
の
か



 第５２７話 何故彼は私の胸を見ないの

 
ド
ア
の
前
を
う
ろ
う
ろ
と
歩
き
回

た

く

や

ね

姉
さ
ん

 
そ
ん
な
雪
乃
の
声
が

こ
え

味
方
が
不
利
な
の
か
と
八
幡
は
心
配
に
な

た

 
そ
の
後
も
我
慢
し
て
ひ
た
す
ら
待
ち
続
け
て
い
た
八
幡
の
下
に
ク
ル
ス
が
駆
け
つ
け
て
き
た

八
幡
様

何
か
ト
ラ
ブ
ル
で
す
か

お
お
マ

ク
ス
実
は
こ
の
部
屋
の
中
で
は
姉
さ
ん
が
結
衣
と
優
美
子
相
手
に
セ
ク
ハ
ラ
三

で 
今
は
明
日
奈
と
雪
乃
が
姉
さ
ん
を
取
り
押
さ
え
よ
う
と
頑
張

て
く
れ
て
い
る
は
ず
な
ん
だ

な
る
ほ
ど

で
も
中
は

分
静
か
で
す
ね
も
し
か
し
て

況
は
こ
ち
ら
に
不
利
で
す
か

か
も
し
れ
ん
が

俺
が
中
に
入
る

に
も
い
か
な
い
し
な

分
か
り
ま
し
た

私
も
行

て
き
ま
す

す
ま
ん
マ

ク
ス

頼
む

お
任
せ
下
さ
い

そ
れ
で
は
戦
闘
力
の

上
げ
の

に

私
の

を

で
て
下
さ
い

ん

そ
う
か

分
か

た
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そ
し
て

り
の
者
が

気
に
と
ら
れ
る
中

八
幡
は
平
然
と
ク
ル
ス
の

を

で
た

む
ふ
う

八
幡
様
ど
う
で
す
か

今
の
私
の
戦
闘
力
は
い
く
つ
で
す
か

十
万
を
超
え
て

も
上
昇
中
だ

そ
れ
な
ら
い
け
そ
う
で
す

よ
し

行

て
こ
い

は
い

 
そ
し
て
ク
ル
ス
は
部
屋
の
中
へ
突
入
し

そ
れ
を
見
て
い
た
和
人
と

は
こ
う

い
た

ク
ル
ス

て
あ
ん
な
性
格
だ

た

け
か

あ
の
ル

ク
ス
に
あ
の
わ
が
ま
ま
ボ
デ

で
あ
の
ノ
リ

大
将
が

ま
し
い
な
畜
生

 
う
う

や

と
こ
の
サ
ラ
シ
を
外
せ
る
よ

あ

し
は
と
も
か
く
結
衣
は
つ
ら
か

た

し

よ
く
こ
こ
ま
で
我
慢
し
た
よ
ね

だ

て
ヒ

キ

の
前
で
ノ

ブ
ラ
に
な
る
の
は
や

ぱ
り
恥
ず
か
し
い
し

あ

し
は
別
に
気
に
し
な
い
け
ど

結
衣
は
ま
だ
ま
だ
乙
女
だ
ね

そ
こ
は
気
に
し
よ
う
よ

優
美
子
だ

て
乙
女
な
ん
だ
し
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乙
女
だ
か
ら
こ
そ

む
し
ろ
そ
う
い
う
目
で
見
て
欲
し
い

て
の
も
あ
る

し

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

 
部
屋
に
入

た
直
後
に
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ

着

え
る

に
上
半
身

に

な

た

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
う
よ
う
に

声
を

け
て
き
た
者
が
い
た

あ
ら

入

て
き
て
い
き
な
り

で
乙
女
対
決

あ

陽
乃
さ
ん
だ

あ
れ

陽
乃
さ
ん
何
で
こ
こ
に

私
は
た
だ
の
休

よ
ん
そ
れ
に
し
て
も
ガ
ハ
マ
ち

ん
相
変
わ
ら
ず
い
い
物
を
持

て
る

わ
ねひ

 
陽
乃
は
そ
う
言
い
な
が
ら

い
き
な
り
結
衣
の
胸
を

ん
だ

や

そ
こ
は

目
だ

て
ば

う
ん

こ
れ
は
中
々

 
陽
乃
は
結
衣
の
胸
か
ら
手
を
離
す
と
手
を
に
ぎ
に
ぎ
し
た
後
に
そ
の
手
を
自
分
の
胸
に
当
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て
たう

ん

ま
だ
ま
だ
負
け
て
な
い

か

う三

ち

ん
は
ど
う
か
な

ひ
 
優
美
子
は
一
応

し
て
は
い
た
の
だ
が

 
陽
乃
は
す
る
り
と
優
美
子
の
背
後
に
回
り
こ
む
と
両
手
で
優
美
子
の
胸
を
わ
し
掴
み
に
し
た

ちむ
む

こ
の
感
触

張
り

こ
れ
は
か
な
り
の
美

で
す
ね

か

鑑
定
す
る
な
し

確
か
に
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
持

て
い
る
な
ら

大
き
さ
に

ら
な
い
の
も

け
る
わ
ね

あ

し
は
八
幡
が
チ
ラ
チ
ラ
と
あ

し
の
胸
を
見
て
く
る
限
り
こ
れ
で
い
い
と
判
断
し
て
る

だ
け
だ
し

優
美
子
ち

ん
も

意
外
と
八
幡
君
の
事
を
よ
く
見
て
る
の
ね

 
陽
乃
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

優
美
子
の
胸
か
ら
手
を
離
し
た



 第５２７話 何故彼は私の胸を見ないの

ガ
ハ
マ
ち

ん
も
八
幡
君
の

線
を
胸
に
よ
く
感
じ
た
り
す
る
の
か
し
ら
ね

そ

そ
れ
は
ま
あ
い
つ
も
で
す
け
ど

む
む

最
近
私
は
八
幡
君
の

線
を
胸
に
は
あ
ま
り
感
じ
な
い
の
に

ど
う
い
う
事

さ

さ
あ

そ
ん
な
事

か
れ
て
も

 
そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る

八
幡
に
ち

か
い
を
出
し
す
ぎ
た
が
故
に

 
最
近
八
幡
は

陽
乃
に
会
う
度
に

陽
乃
が
い
き
な
り
お
か
し
な
行
動
に
出
る
事
を

し

 
常
に
全
体
を
ぼ

と
見
る

が
つ
い
て
い
る
か
ら
だ

要
す
る
に
陽
乃
の
自
業
自
得
で
あ

る 
だ
が
そ
ん
な
事
は
分
か
ら
な
い
陽
乃
は
こ
こ
で
二
人
に
対
し
直
接
的
な
手

で
原
因
を
探

る
事
に
し
た

こ
う
な

た
ら
と
こ
と
ん
リ
サ

チ
ね
さ
あ
二
人
と
も
も

と
よ
く
胸
を

ま
せ
な
さ
い

い

で
す

陽
乃
さ
ん

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い
わ

ま
あ
断
ら
れ
て
も
強
引
に

む
ん
だ
け
ど
ね
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え

ち

ま

き

あ
あ
あ
あ

え

待

て

い

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
陽
乃
は
二
人
を
ト
ン

と

く
押
し

ん
で

子
に
座
ら
せ
る
と
即
二
人
の
背
後
に
回
り

 
ど
う
い
う
理
屈
か
は
分
か
ら
な
い
が
自
ら
の

と

を
使

て
二
人
を
動
け
な
い
よ
う
に
し

 
そ
の
ま
ま
二
人
の
胸
を
好
き
放
題
に

み
し
だ
い
た

 
直
後
に
そ
の

鳴
を

い
て

八
幡
が
部
屋
に
入

て
き
た

お
い

ど
う
し
た

何
が
あ

た
ん
だ

て

姉
さ
ん

あ
ら

八
幡
君
も
参
加
し
た
い
の

 
陽
乃
は
そ
う
言
い
な
が
ら
手
の
動
き
を
止
め
た

そ
の

結
衣
と
優
美
子
は

る
余

が
出
来

た
が

 

肉
な
事
に

そ
の
事
が
逆
に
八
幡
を
追
い
出
す
結
果
と
な

た

は

八
幡

今
は
入

て
く
ん
な
し

ヒ

キ

見
ち

目

わ

悪
い

 
八
幡
が
そ
う
言

て
直
ぐ
に
部
屋
を
出
て
い

た



 第５２７話 何故彼は私の胸を見ないの

 
陽
乃
は
予
想
外
の
運
の
良
さ
に

思
わ
ず
こ
う

い
た

あ
り

勝
手
に
強
敵
が
出
て

ち

た

こ
れ
は
ラ

キ

あし

し
ま

た
し

一
時
的
に
見
ら
れ
る
事
に
な

て
も

ヒ

キ

に
助
け
て
も
ら
え
ば
良
か

た

三

ち

ん
は
む
し
ろ

八
幡
君
に
見
ら
れ
た
か

た
は
ず
な
の
に
ね

く

つ
い
反
射
的
に

ま
あ
今
八
幡
君
の
後
ろ
に
明
日
奈
ち

ん
と
雪
乃
ち

ん
の

が
見
え
た
し

 
あ
の
二
人
が
来
る
前
に

速
攻
で
二
人
の
胸
を
も
て
あ
そ

じ

な
い

研
究
し
ま
す
か

や

あ

だ

目

い

今

流
が
走

た
よ
う
な

う

う
あ

 
そ
し
て
二
人
は
陽
乃
の
持
つ
合
気
道
の
技
術
の
せ
い
な
の
か

 
は
た
ま
た
何
か
他
の
理
由
が
あ
る
の
か

く
に

り
と
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

さ
て
と

あ
の
二
人
は
実
力
的
に

こ
の
二
人
と
同
じ
と
い
う

に
は
い
か
な
い
わ
ね

 
と
り
あ
え
ず
奇
襲
で
一
人

め
ま
し

う
か
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そ
う

き
な
が
ら
陽
乃
は

ド
ア
の
後
ろ
に

れ
た

 
先
に
突
入
し
て
き
た
者
を
ス
ル

し

二
人
目
を
後
ろ
か
ら
捕
ま
え
る
つ
も
り
な
の
だ

出
来
れ
ば
雪
乃
ち

ん
が
後
ろ
だ
と
い
い
な

 
そ
の
方
が
明
日
奈
ち

ん
の
胸
を
⻑
く
研
究
出
来
る
し

 
陽
乃
が
言
い
た
い
の
は
要
す
る
に

先
に
捕
ま
え
た
方
は

 
も
う
一
人
に
備
え
て

時
間
で
胸
を

ん
で
落
と
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
事
な
の
で
あ

る 
そ
う
す
れ
ば

残
り
の
一
人
を
じ

く
り
と
研
究
す
る
事
が
出
来
る

 
陽
乃
に
と

て
は
そ
の
残
り
の
一
人
が
明
日
奈
な
の
が
ベ
ス
ト
だ

た
が

 
残
念
な
事
に
先
に
突
入
し
て
き
た
の
は
雪
乃
だ

た

姉
さ
ん

て

あ

あ
ら

 
雪
乃
は
陽
乃
に
気
付
か
ず

と
り
あ
え
ず
正
面
で
ぐ

た
り
し
て
い
る
二
人
に
駆
け
寄

た

 
直
後
に
明
日
奈
が
中
に
入

て
き
た

雪
乃

相
手
は
あ
の
姉
さ
ん
だ
よ

気
を
つ
け
て

そ
れ
は
む
し
ろ
明
日
奈
ち

ん
に
言
う
セ
リ
フ
か
な



 第５２７話 何故彼は私の胸を見ないの

え
 
そ
し
て
陽
乃
の
手
に
よ
り
ド
ア
が

め
ら
れ

息
を
つ
く
暇
も
な
く
明
日
奈
が
捕
ま

た

きそ
れ
じ

あ
い
た
だ
き
ま

す

え

な

何

や

や
だ
姉
さ
ん

ど
こ
に
手
を

て

あ

 
リ
ア
ル
で
も
そ
れ
な
り
に
戦
闘
力
の
あ
る
方
で
あ
る
明
日
奈
も

 
さ
す
が
に
素
手
で
は
何
も
す
る
事
が
出
来
ず
あ

さ
り
と
陽
乃
の

牙
に
か
か
り
一

で

落
と
さ
れ
た

ふ
む

し
分
の
な
い
バ
ラ
ン
ス
と
大
き
さ

 
で
も
こ
れ
な
ら
私
も
負
け
て
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

姉
さ
ん

一
体
何
を
言

て
い
る
の

と
い
う
か
何
を
や

て
い
る
の

ん

八
幡
君
に
チ
ラ
チ
ラ
と
見
て
も
ら
え
る
胸
の
研
究
だ
け
ど

 
雪
乃
ち

ん
に
は
ま
あ
当
分
関
係
が
無
い
事
か
な

 
陽
乃
は
久
々
に
生
身
で
戦

た
と
言

て
い
い
も
の
か
せ
い
か
気
分
が
高
揚
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
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迷
わ
ず
自
ら
雪
乃
の
地

を

み
に
い

た

 
あ
る
い
は
久
々
に
ガ
チ
ン
コ
で
姉
妹
の
ス
キ
ン
シ

プ
を

と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い 
だ
が
雪
乃
は
何
故
か
そ
の
言
葉
に
微
動
だ
に
せ
ず

陽
乃
は

し
げ
に
雪
乃
に

ね
た

あ

あ
れ

雪
乃
ち

ん

ら
な
い
の

え
え

な

何
で

だ

て
私
は
つ
い
さ

き

八
幡
君
に
胸
の
事
を
褒
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
す
も
の

な

何
で
す

て

彼
の
あ
の

欲
望
に

れ
た

の
よ
う
な
目

姉
さ
ん
は
最
近
彼
に

 
そ
ん
な

線
を
向
け
ら
れ
た
事
が
あ
る
の
か
し
ら

な

な

な

 
思
わ
ぬ
雪
乃
の
反
撃
に

陽
乃
は
思
わ
ず
放
心
し
た

 
そ
の

を
見
逃
さ
ず

雪
乃
は
陽
乃
を
制
圧
し
よ
う
と
静
か
に
動
い
た

 
だ
が
陽
乃
は
雪
乃
か
ら
見
て
も
恐
ろ
し
い

の
ス
ピ

ド
で
雪
乃
の

を
取
り



 第５２７話 何故彼は私の胸を見ないの

 
そ
の
ま
ま
背
後
に
回
る
と
雪
乃
の
服
の

か
ら
中
に
手
を
入
れ
そ
の
胸
を
激
し
く

み
始

め
たな

ま

ま
さ
か

く

や

ね

姉
さ
ん

こ
こ
れ
は
ま
さ
か
無
意
識
の
産
物
だ
と
で
も
言
う
の

そ
の

態
で
こ
こ
ま
で
の
速
度
を

 
さ

さ
す
が
は
姉
さ
ん

ま
だ
ま
だ
私
で
は
敵
わ
な
い
よ
う
ね

 
そ
う
言

て
雪
乃
も
ま
た

陽
乃
に
落
と
さ
れ
た

 
そ
の
重
み
で
意
識
を
取
り

し
た
陽
乃
は

現

を
理
解
し
て
き

と
ん
と
し
た

え

い

今
私
は
何
を

ま
あ
い
い
か

せ

か
く
だ
し

 
そ
し
て
陽
乃
は
せ

か
く
だ
か
ら
こ
の
機
会
に
と
で
も
思

た
の
だ
ろ
う

 
存
分
に
雪
乃
の
胸
を
研
究
し
確
か
に
雪
乃
の
胸
が

よ
り
大
き
く
な

て
い
る
事
を
確
認
し

た
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ふ
む

確
か
に
こ
れ
は

雪
乃
ち

ん
も
ち

と
大
人
に
な

た
の
ね

 
こ
れ
は
姉
と
し
て
は
実
に
喜
ば
し
い
事
だ
わ

で
も
八
幡
君
に
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
事
は

 
八
幡
君
も
こ
の
雪
乃
ち

ん
の
変
化
に
気
付
い
た
と
い
う
事
よ
ね

 
む
む
む

私
と
こ
の
四
人
と
で

何
が
違
う
の
か
し
ら

 
直
後
に
再
び
ド
ア
が
開
き

ク
ル
ス
が
中
に
入

て
き
た

 
ク
ル
ス
は

い
目
で

囲
に

線
を
走
ら
せ

一

で

況
を

す
る
と

 
正
面
か
ら
雪
乃
と
陽
乃
に
向
か

て
突

込
ん
だ

況

敵
は
強
大

死

か
ら
の
突
撃
を

行

ク

ク
ル
ス
ち

ん

う

う
わ

 
そ
の
行
動
に
虚
を
突
か
れ
た
陽
乃
は

ま
さ
か
雪
乃
を
突
き
飛
ば
す

に
も
い
か
ず

 
そ

と
横
に
あ
る

子
に
雪
乃
を
座
ら
せ
る
と

正
面
か
ら
ク
ル
ス
と
対
峙
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
ク
ル
ス
は
ス
ラ
イ
デ

ン
グ
の
要
領
で
陽
乃
の
ス
カ

ト
の
中
に
滑
り
込
ん
だ

き

な

な

何
を

 
こ
の
日
の
陽
乃
は
遠
い

マ
ス
タ

ド

ナ
ツ
で
偶
然
八
幡
と
会
い

 
そ
こ
に
か
お
り
と
千
佳
が
現
れ
会
話
の
流
れ
で
葉
山
を
呼
び
出
し
た
時
に
身
に
付
け
て
い
た



 第５２７話 何故彼は私の胸を見ないの

 

い
ロ
ン
グ
ス
カ

ト
を

い
て
い
た

 
そ
の
ス
カ

ト
の
丈
は
足
首
ま
で
あ

た

 
ク
ル
ス
は
そ
の
ス
カ

ト
の
中
に
す

り
入
り

そ
の
ま
ま
立
ち
上
が

た

ち

ち

と
ち

と

む

む
ぐ

 
ク
ル
ス
は
そ
の
ま
ま
陽
乃
を

交
い
絞
め
に
し

茶

り
の
要
領
で
陽
乃
を

束
し
た

 
ご
丁

に
何
故
か
持

て
い
た
結
束
バ
ン
ド
で

 
ス
カ

ト
の

を
陽
乃
の

の
上
で

る
用
意

到
さ
だ

た

ミ

シ

ン
・
コ
ン
プ
リ

ト

八
幡
様

ク
ル
ス
は
立

に
仕
事
を
果
た
し
ま
し
た

 
ク
ル
ス
は

ふ
ん
す

と
得
意
げ
に
そ
う
言
い

最
初
に
雪
乃
を
覚

さ
せ
た

 
ち
な
み
に
そ
の
手

は

雪
乃
の

に
チ

プ
を
入
れ
た
だ
け
で
あ

た

え
い

あ

あ
ら

雪
乃
の
覚

に
成
功

ク
ル
ス

来
て
く
れ
た
の
ね

と
こ
ろ
で
姉
さ
ん
は

束
中
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そ
う
言

て
ク
ル
ス
が
指
差
し
た
先
に
は
パ
ン
ツ

出
し
で
も
が
い
て
い
る
茶

の

が

あ

た
あ

あ
れ
は
あ
な
た
が
や

た
の

定
あ
の
茶

み
た
い
な
の
が
姉
さ
ん

定

あ
の
大
人
ぱ
ん
つ
が
そ
の
証
明

凄
い
わ
ね

よ
く
あ
ん
な
事
が
出
来
た
も
の
だ
と
感
心
す
る
わ

だ

て
八
幡
様
の
命
令
だ
よ

マ

ク
ス
的
に
は
そ
れ
だ
け
で
戦
闘
力

倍

て
い
う
か

 
不
可
能
な
事
な
ん
て
無
く
な
る
ん
だ
よ

こ
れ
こ
そ
八
幡
様
へ
の
愛
の
力
だ
よ
ね

 
ク
ル
ス
は
興
奮
し
た
の
か
思
わ
ず
そ
う
言
い

 
雪
乃
に
何
と
も
い
え
な
い
表
情
で
見
つ
め
ら
れ
て
い
る
事
に
気
付
き

こ
う
言
い
直
し
た

偶
然

幸
運

私
は
同
級
生
と
し
て
あ
な
た
の
そ
う
い
う
部
分
も
知

て
る
し

 
驚
い
た
り
も
気
に
し
た
り
も
し
な
い
か
ら

別
に
言
い
直
さ
な
く
て
も
い
い
わ
よ



 第５２７話 何故彼は私の胸を見ないの

羞
恥

恥
ず
か
し
い
な
ら
気
を
抜
か
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
知
ら
な
い
人
が

い
た
ら
驚
く
と
思
う

か
ら大

丈
夫
だ
よ
雪
乃

八
幡
様
に
さ
え
引
か
れ
な
け
れ
ば
他
の
人
の
評
価
は
ど
う
で
も
い
い
し

 
マ

ク
ス
的
に
は
全
然
オ

ケ

み
た
い
な

だ
か
ら
ク
ル
ス

そ
う
だ
と
し
て
も

恥
ず
か
し
い
な
ら
気
を
抜
く
な
と
言

て
い
る
の

 
と
い
う
か

そ
の

態
で
の
セ
リ
フ
は
滅
多
に

か
な
い
か
ら
忘
れ
て
た
け
ど

 
あ
な
た

自
分
の
事
を
そ
の
名
前
で
呼
ぶ
の
よ
ね

そ
れ
だ
け
は
凄
く
違
和
感
だ
わ

微
笑

そ
う
い
う
の
は
口
に
出
さ
な
く
て
も
良
い
の
だ
け
れ
ど

ま
あ
い
い
わ
三
人
を

こ
す
わ

よ 
あ
な
た
は
姉
さ
ん
を
見
張

て
て

 
そ
し
て
雪
乃
は
三
人
に
活
を
入
れ

そ
の
目
を
覚
ま
さ
せ
た
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第
５
２
８
話
 
何
だ
こ
の
マ
ネ
キ
ン
は

あ

あ
れ

ゆ
き
の
ん

ユ
イ
ユ
イ

大
丈
夫

う

う
ん

ゆ
き
の
ん
が
助
け
て
く
れ
た
の

あ
り
が
と
う

直
接
助
け
て
く
れ
た
の
は
ク
ル
ス
よ

お

な
ら
あ
の
子
に
言

て

そ
う
な
ん
だ

う
ん

 
最
初
に
結
衣
に
活
を
入
れ
た
後

次
に
雪
乃
は
優
美
子
に
活
を
入
れ
た

優
美
子

大
丈
夫

ん

あ
れ

雪
乃

陽
乃
さ
ん
は

 
優
美
子
は

を

り
な
が
ら
雪
乃
に
そ
う

ね
た

ク
ル
ス
が
倒
し
た
わ

え

本
当
に

よ
く
ま
あ
あ
の
陽
乃
さ
ん
を

優
美
子
も
災
難
だ

た
わ
ね

う
ち
の
姉
さ
ん
が
迷
惑
を
か
け
て
ご
め
ん
な
さ
い

で

陽
乃
さ
ん
は



 第５２８話 何だこのマネキンは

そ
こ
よ

そ
こ

て

ま
さ
か
こ
れ

え
え

う
わ

高
そ
う
な
下
着
だ
ね
こ
れ

最
初
に
出
て
く
る
感
想
が
そ
れ
な
の
ね

 
結
衣
と
優
美
子
は
と
り
あ
え
ず
と
い

た
感
じ
で
ブ
ラ
だ
け
着
用
し
た

 
服
装
は
と
り
あ
え
ず
ま
だ
男
装
の
ま
ま
で
あ
る

 
そ
し
て
陽
乃
の
太
も
も
を
つ
ん
つ
ん
し
て
遊
ん
で
い
る
優
美
子
を
残
し

 
雪
乃
は
最
後
に
明
日
奈
を
覚

さ
せ
た

 

雪
乃

ご
め
ん

よ
く
覚
え
て
な
い
ん
だ
け
ど

も
し
か
し
て
私

い
き
な
り
や
ら
れ

ち

た

い
い
の
よ

私
も
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
か
ら

え

雪
乃
も

そ
れ
じ

あ
一
体
誰
が
助
け
て
く
れ
た
の

ク
ル
ス
よ

あ

そ
う
な
ん
だ
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問
題
な
い

全
て
は
八
幡
様
に
褒
め
て
も
ら
う

だ
か
ら

あ

あ
は

そ
れ
じ

あ

山
褒
め
て
も
ら

て
く
る
と
い
い
よ

う
ん

速
行

て
く
る

行

て
ら

し

い

 
ク
ル
ス
は
そ
う
言

て

わ
く
わ
く
し
た
表
情
で
部
屋
の
外
に
出
て
い

た

 
そ
し
て
残

た
四
人
は
陽
乃
を
取
り
囲
ん
だ

で

姉
さ
ん

何
か

し
開
き
は
あ
る
か
し
ら

う

反
省
し
て
ま
す

 
陽
乃
は
こ
ん
な
格
好
を
さ
せ
ら
れ
た
事
で

が

え
た
の
か

素
直
に
そ
う
謝

た

そ
も
そ
も
何
で
こ
ん
な
事
に

だ

だ

て

み
ん
な
が
八
幡
君
に
胸
と
か
を
チ
ラ
チ
ラ
見
ら
れ
て
る
の
に

 
私
だ
け
ち

と
も
見
て
も
ら
え
な
い
か
ら

何
か
理
由
が
あ
る
の
か
な

て

え

い
や
い
や

さ

き
は
言
え
な
か

た
け
ど

そ
れ
は
無
い

し

そ
も
そ
も
こ
の
中
で
一
番
胸
が
大
き
い
の
は
姉
さ
ん
だ
し



 第５２８話 何だこのマネキンは

で
も
確
か
に
胸
を
見
ら
れ
て
い
る
と

直
ぐ
に
分
か
る
わ
よ
ね

 
そ
れ
な
の
に

線
を
感
じ
な
い

て
事
は

や

ぱ
り
見
て
い
な
い
と
い
う
事
な
の
か
し
ら

も
し
か
し
て
あ
の
男

あ
の
若
さ
で

れ
た
の
か
し
ら

明
日
奈

ど
う
な
の

ど
う
な
の

 
そ
う

ね
ら
れ
た
明
日
奈
は
顔
を
真

に
し
な
が
ら

り
出
す
よ
う
な
声
で
こ
う
答
え

た
う

う
う
ん

そ
ん
な
事
は
ま

た
く
無
い

よ

そ
う

そ
れ
は
い
つ

の
話
な
の
か
し
ら

え

そ

そ
れ
は
え
え
と
先

あ

 
明
日
奈
は
素
直
に
白

し
か
け
三
人
の
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
た

線
に
気
が
つ
き
言
う
の
を
や
め

た 
お
そ
ら
く
茶

の
中
の
陽
乃
も
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

も

も
う

も
う

 
明
日
奈
は
更
に
顔
を

く
し
な
が
ら
三
人
を
ポ
カ
ポ
カ
叩
い
た

ふ
ふ

ご
め
ん
な
さ
い
明
日
奈

さ
て

か
ら
か
う
の
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
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ど
う
や
ら
あ
の
男
の
性
欲
に
は
何
の
問
題
も
無
い
よ
う
ね

ゆ
き
の
ん

性
欲

て

そ
れ
じ

あ
何
か
他
に
理
由
が

こ
れ
は
も
う
本
人
に

く
し
か
な
い
よ
う
ね

ち

と
呼
ん
で
き
ま
し

う
か

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
私

八
幡
君
を
呼
ん
で
く
る
ね

そ
れ
ま
で
に
私
達
は

こ
の
姉
さ
ん
の

束
を
解
い
て
お
く
わ
ね

う
ん

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て
八
幡
を
呼
び
に
い
き

残
り
の
三
人
は

陽
乃
に
話
し
か
け
た

さ
て
姉
さ
ん

も
う
何
も
し
な
い
と
約
束
出
来
る
か
し
ら

ご
め
ん
な
さ
い

も
う
し
ま
せ
ん

本
当
に

本
当
の
本
当
に

ね
え
陽
乃
さ
ん

こ
れ

て
勝
負
ぱ
ん
つ

なゆ

優
美
子



 第５２８話 何だこのマネキンは

 
突
然
優
美
子
が
そ
ん
な
質
問
を
し

雪
乃
と
結
衣
は
驚
い
た

な

何
で
そ
ん
な
質
問
を

え

だ

て

陽
乃
さ
ん
の
下
着
を
見
る
機
会
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
無
い
し

興
味
な
い

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

む
む

 
そ
し
て
下
半
身
に
三
人
の

線
を
感
じ
た
の
か

陽
乃
は
足
を
も
じ
も
じ
さ
せ
始
め
た

あ

あ
ん
ま
り
見
な
い
で

て
ば

で

姉
さ
ん

ど
う
な
の
か
し
ら

え

え

と

ち

違
い
ま
す

違
う
の

違
う
ん
だ

こ
れ
で
違
う
の
ね

 
三
人
は
驚
き

再
び
し
げ
し
げ
と
陽
乃
の
下
着
を
観
察
し
始
め
た

普
通
で
こ
れ
と
は
驚
き
ね

勝
負
ぱ
ん
つ
が
ど
ん
な
の
か
想
像
出
来
な
い
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う
ん

お
前
ら

何
や

て
る
ん
だ

姉
さ
ん
は

 
そ
こ
に
い
つ
の
間
に
入

て
き
た
の
だ
ろ
う

八
幡
が
そ
う
声
を

け
て
き
た

 
後
ろ
に
は
明
日
奈
と
ク
ル
ス

そ
し
て
沙
希
の

も
あ
る

ん

何
だ
そ
れ

マ
ネ
キ
ン
か

あま

た
く
何
で
そ
ん
な
物
が

し
か
も
高
そ
う
な
下
着
ま
で

か
せ
て

 
と
り
あ
え
ず
こ
れ
は
横
に
片
付
け
て
お
く
か
ら
な

で

姉
さ
ん
は
ど
こ
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は
マ
ネ
キ
ン
を
片
付
け
よ
う
と
そ
の
太
も
も
を
わ
し
掴
み
に
し
た

ん

 
そ
し
て
八
幡
は
手
に
む
に

と
し
た
感
触
を
感
じ
不
思
議
そ
う
に
そ
の
太
も
も
を

で

回
し
た

や

ん

 
そ
の

間
に
ど
こ
か
ら
か
そ
ん
な
声
が

こ
え

八
幡
は
ビ
ク

と
し
て
手
を
離
し
た



 第５２８話 何だこのマネキンは

 
見
る
と
マ
ネ
キ
ン
の
足
が
も
じ
も
じ
し
出
し

八
幡
は
愕
然
と
し
た
顔
で

り
返

た

お

お
い

ま
さ
か
こ
れ

そ
う

姉
さ
ん
よ

姉
さ
ん
だ
よ

陽
乃
さ
ん
だ
ね

陽
乃
さ
ん
の
生
足
と
生
ぱ
ん
つ

さ
す
が
は
八
幡
様

男
ら
し
い

あ

あ
ん
た

何
で
気
付
か
な
い
の

 

り
返

た
八
幡
の

界
に

笑
い
を

え
て
い
る
一
同
の

が
う
つ

た

 
お
堅
い
沙
希
で
す
ら

我
慢
出
来
な
い
と
い
う
よ
う
に

る

る

え
て
い
た

ち

違
う

誤
解
だ

俺
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
姉
さ
ん
だ
と

ち

ん
と
気
付
い
て
い
た

へ

だ
が
み
ん
な
の
手
前
悪
い
事
を
し
た
姉
さ
ん
を
そ
の
ま
ま
普
通
に
扱
う
の
は
良
く
な
い
と
思

い 
あ
え
て
物
扱
い
し
た
ん
だ

そ
う

あ
え
て
だ
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ま
あ
そ
う
い
う
理
由
な

だ
が

も
ち
ろ
ん
お
前
ら
は
信
じ
て
く
れ
る
よ
な

つ
ま
り

分
か

て
て
姉
さ
ん
の
下
着
を
ず

と
直

し
て
い
た
の
ね

う
 
八
幡
は
雪
乃
に
そ
う
言
わ
れ

言
葉
に
詰
ま

た

え

ち

え

ち
だ
し

え

ち
ね

八
幡
君

見
た
い
な
ら
正
直
に
そ
う
言

て
く
れ
れ
ば

八
幡
様

水
く
さ
い

ク
ル
ス
は
い
つ
で
も
八
幡
様
に
全
て
を
見
せ
る
用
意
が
あ
り
ま
す

私
は
見
せ
な
い
わ
よ

 
六
人
に
そ
う

め
ら
れ

八
幡
は
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

す

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
を
見
て

さ
す
が
に
こ
れ
以
上
か
ら
か
う
の
は
や
め
よ
う
と
思

た
の
か

 
雪
乃
が
代
表
し
て
前
に
進
み
出
た

ご
め
ん
な
さ
い
私
達
も
悪
か

た
わ
本
当
な
ら
姉
さ
ん
の

束
を
も
う
解
い
て
い
る
は
ず



 第５２８話 何だこのマネキンは

な
の
に

 
姉
さ
ん
の
こ
の
下
着
が
勝
負
ぱ
ん
つ
か
ど
う
か
興
味
を
持

て
し
ま

て

 
そ
れ
で
こ
の

態
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
の
だ
か
ら

あ

そ
う
だ

た
ん
だ

な
る
ほ
ど

 
明
日
奈
と
ク
ル
ス
は

そ
う
言
わ
れ
て
陽
乃
の
横
に

き

し
げ
し
げ
と
観
察
を
始
め
た

で

姉
さ
ん

ど
う
な
の

ち

違
い
ま
す

違
う
ん
だ

さ
す
が
は
社
⻑

 
沙
希
は
さ
す
が
に
恥
ず
か
し
い
の
か
そ
の
会
話
に
は
入

て
こ
な
か

た

 
そ
し
て
二
人
は
と
り
あ
え
ず
疑
問
が
解
消
し
た

そ
の
ま
ま
陽
乃
の

束
を
外
そ
う
と
し
た

あ

あ
れ

外
れ
な
い

結
束
バ
ン
ド
を
切
ら
な
い
と

誰
か
ハ
サ
ミ
か
何
か
持

て
な
い
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あ

私

持

て
る
よ

 
沙
希
が
そ
う
言

て
バ

グ
の
中
か
ら

用
の
ハ
サ
ミ
を
取
り
出
し

明
日
奈
に

し
た

あ
り
が
と
う
サ
キ
サ
キ

サ
キ
サ
キ
言
う
な

あ

ご
め
ん
サ
キ
サ
キ

 
そ
し
て
明
日
奈
は
服
を
切
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
作
業
に
入

た

 
若

苦
労
は
し
た
が

そ
れ
で
陽
乃
は
無
事
に
解
放
さ
れ
た

さ
て

ま
だ
そ
こ
ま
で
差
し
迫

た
時
間
じ

な
い
が

 
準
備
に
時
間
が
か
か
る
奴
は
そ
ろ
そ
ろ
準
備
を
始
め
な
い
と
な

 
八
幡
が
切
り

え
る
よ
う
に
そ
う
言
い
そ
れ
で
雪
乃
と
明
日
奈
そ
れ
に
ク
ル
ス
は
表
情
を

め
た

結
衣
と
優
美
子
は

着

え
た
ら
ゆ

く
り
休
ん
で
て
く
れ

う

う
ん

あ
り
が
と

そ
こ
の
ク

ラ

ボ

ク
ス
に
飲
み
物
が
入

て
る
か
ら

好
き
に
飲
ん
で
ね



 第５２８話 何だこのマネキンは

う
ん

  
陽
乃
と
八
幡
と
沙
希
は
と
り
あ
え
ず
や
る
事
が
ま
だ
無
い

外
の

子
に

ん
で

け
て

い
たそ

れ
に
し
て
も
サ
キ
サ
キ

久
し
ぶ
り
だ
ね

サ

あ

は
い

ど

ど
う
も

 
沙
希
は
陽
乃
に
抗
議
し
か
け
た
が

さ
す
が
に
相
手
が
相
手
だ
け
に

 
い
つ
も
の
よ
う
に

サ
キ
サ
キ
言
う
な

と
は
言
え
な
か

た

サ
キ
サ
キ
言
う
な

ち

ち

と

何
で
あ
ん
た
が
言
う
の
よ

い
や

何
か
遠

し
て
る
み
た
い
だ

た
か
ら

俺
が
代
わ
り
に
言

て
や
ろ
う
と

余
計
な
事
は
言
わ
な
い
で
い
い
か
ら

お

お
う

す
ま
ん

 
八
幡
は
沙
希
に
気
圧
さ
れ
て
そ
う
謝

た

 
そ
し
て
陽
乃
は
そ
ん
な
二
人
を
面
白
そ
う
に
見
な
が
ら

沙
希
に

ね
た
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で

サ
キ
サ
キ
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

こ
ん
な
所
に
来
る
タ
イ
プ
だ
と
は
思
え
な
い
ん
だ
け

ど
サ

い
え

え
え
と

友
達
に
頼
ま
れ
て

コ
ス
プ
レ
の
衣
装
を
作
り
に

あ
そ
う
な
の

も
し
か
し
て
さ

き
の
ガ
ハ
マ
ち

ん
と
三

ち

ん
の
衣
装
が
そ
れ

あ

は
い

へ

あ
れ

て
お
手
製
な
ん
だ

凄
い
ね

川
崎
は
自
分
で
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て

色
々
衣
装
を

て
る
ん
だ
よ
な

ま

ま
あ

々
と
だ
け
ど
ね

そ
う
な
ん
だ

ど
ん
な
サ
イ
ト

あ

え
え
と

こ

こ
れ
で
す

 
沙
希
は
そ
う
言

て
自
分
の
ス
マ
ホ
を
い
じ
り

陽
乃
に
そ
の
サ
イ
ト
を
見
せ
た

ち

と
見
せ
て
も
ら

て
も
い
い

あ

は
い

 
そ
し
て
陽
乃
は
熱
心
に

沙
希
の
サ
イ
ト
の

を
始
め
た



 第５２９話 沙希の望みは

 
第
５
２
９
話
 
沙
希
の
望
み
は

へ

本
格
的
じ

な
い

こ
れ
な
ん
か
私
も
着
て
み
た
い

て
思
う
し

い
や

そ
れ
ほ
ど
で
も

し
な
く
て
も
い
い
の
よ

私
は
お
世

は
言
わ
な
い
か
ら

あ

は
い

 
陽
乃
の
沙
希
の
サ
イ
ト
に
対
す
る
評
価
は

ね
好
評
だ

た

だ
が
そ
れ
だ
け
だ

 
陽
乃
と
一

に
い
る
事
が
多
い
八
幡
は

 
陽
乃
の
こ
の
評
価
が
ご
く
ご
く
一

的
な
人
物
に
対
す
る
も
の
と
同
一
だ
と
理
解
し
て
い
た

 
だ
が
そ
の
直
後
に

そ
の
認
識
は
一
変
し
た

そ
れ
に
し
て
も

存
の
作
品
の
衣
装
ば
か
り
ね

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
か
は
無
い
の

前
は
や

て
た
ん
で
す
け
ど
ね

ほ
と
ん
ど

れ
な
か

た
ん
で

 
今
は
そ
の
リ
ス
ト
へ
の
リ
ン
ク
は
切

て
あ
る
ん
で
す
よ

へ

そ
う
な
ん
だ

見
せ
て
も
ら

て
も

い
い
で
す
よ

ち

と
待

て
下
さ
い
ね
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そ
う
言

て
沙
希
は

慣
れ
た
手
付
き
で
ス
マ
ホ
を
操
作
し

再
び
陽
乃
に

し
た

は
い

こ
れ
で
こ
こ
を
ク
リ

ク
し
て
も
ら
え
れ
ば
見
れ
ま
す
よ

 
ま
あ
わ
ざ
わ
ざ
見
て

く
よ
う
な
価

の
あ
る
も
の
じ

な
い
で
す
け
ど
ね

ど
う
か
な

ま
あ
見
て
み
な
い
と
な
ん
と
も

 
そ
う
言
い
な
が
ら
画
面
を
見
た
陽
乃
は

ス

と
目
を

め

無
言
で
ペ

ジ
を
め
く

て

い

た
悪
い

ち

と

を
外
す

あ

う
ん

 
八
幡
は
そ
ん
な
陽
乃
の

を
見
た

間
に
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

 
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
し
て
い
る
雪
乃
と
明
日
奈
の
所
へ
と
向
か

た

二
人
と
も

ち

と
い
い
か

何

八
幡
君

ど
う
し
た
の

悪
い
が
し
ば
ら
く
姉
さ
ん
か
ら
見
え
る

置
に
い
て
く
れ
な
い
か

 
八
幡
は
そ
う
言
い

雪
乃
は
確
認
す
る
よ
う
に
八
幡
に

ね
た



 第５２９話 沙希の望みは

姉
さ
ん
が
見
え
る

置
で
は
な
く

姉
さ
ん
か
ら
見
え
る

置
で
い
い
の
ね

あ
あ

そ
れ
で
い
い

分
か

た
わ

そ
れ
と
明
日
奈

ア
ル
ゴ
に
も
同
じ
事
を
伝
え
て
お
い
て
く
れ

ア
ル
ゴ
さ
ん
に
も

へ

何
か
あ
り
そ
う
な
の

あ
く
ま
で
俺
の
勘
だ
が

姉
さ
ん
が
川
崎
を
ス
カ
ウ
ト
す
る
気
配
が
あ
る

 
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

あ
ら

サ
キ
サ
キ
を

あ
あ

あ
の
川
崎
を
だ

へ

こ
れ
は
意
外
な
展
開
だ
ね

多
分
も
う
す
ぐ
何
か
し
ら
の
動
き
が
あ
る

急
い
で
く
れ

了
解
よ

そ

か

サ
キ
サ
キ
も
ソ
レ
イ
ユ
入
り
か

ま
だ
分
か
ら
な
い
け
ど
な

 
そ
し
て
八
幡
は

陽
乃
と
沙
希
の
所
に

た
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陽
乃
は
ま
だ
熱
心
に
沙
希
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
衣
装
の
ペ

ジ
を

し
て
い
た
が

 
八
幡
が

て
き
た
の
を
チ
ラ
リ
と
確
認
す
る
と

沙
希
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た

ね

サ
キ
サ
キ

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
全
部
自
分
で
考
え
た
の

そ
れ
と
も
何
か
参
考
に
し
た

そ
れ
は
初
期
の
作
品
な
ん
で

特
に
何
か
参
考
に
し
た
と
い
う
事
は
無
い
で
す
ね

 
全
部
自
分
で
考
え
て
作
り
ま
し
た

ふ
む

八
幡
君

ち

と
こ
れ
を
見
て
み
て

あ

は
い

 
陽
乃
が
そ
う
言

た

八
幡
は
沙
希
が

張
し
た
の
を
感
じ
た

 
も
し
か
し
た
ら
知
り
合
い
に
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
見
ら
れ
る
の
は
初
め
て
な
の
か
も

し
れ
な
い

そ
れ
じ

あ
拝
見

と

ほ
う

 
八
幡
は

そ
の
沙
希
作
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
衣
装
を
見
て

感
心
し
た
よ
う
な
声
を
あ
げ
た

ふ
む

こ
れ
は
中
々

着
て
み
た
く
な
る
と
い
う
か

い
い
な
こ
れ

ほ

本
当
に



 第５２９話 沙希の望みは

あ
あ

こ
ん
な
事
で

は
言
わ
な
い
さ

そ

か

実
は
そ
れ

あ
ん
た
を
イ
メ

ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
奴
だ
か
ら
さ

俺あ
あ
そ

か
私
も
さ

き
丁
度
目
の
前
に
い
た
八
幡
君
が
着
て
る
と
こ
ろ
を
イ
メ

ジ
し
て

み
た
け
ど

 

に
し

く
り
き
た
の
は
そ
の
せ
い
だ

た
ん
だ

 
沙
希
は
そ
う
言
わ
れ

顔
を

く
し
て

い
た

で
も
何
で
わ
ざ
わ
ざ
俺
を
イ
メ

ジ
し
た
ん
だ

あ

ほ
ら
そ
れ
に
い
て
は
勝
手
に
モ
デ
ル
み
た
い
に
し
て
悪
か

た
と
は
思
う
ん
だ
け

ど 
私
が
そ
れ
な
り
に
話
し
た
事
が
あ
る
男
の
人

て

あ
ん
た
だ
け
だ

た
か
ら
さ

ん

俺
と
接
点
が
あ

た
の
は

高
校
の
時
と
俺
の
リ
ハ
ビ
リ
の
時
く
ら
い
だ
ろ

あ

え

と

ほ
ら

私

て
女
子
大
だ
か
ら
さ

つ
ま
り
高
校
の
時
以
来

 
男
の
人
で
接
点
が
あ

た
の
は

あ
ん
た
だ
け
な
ん
だ
よ
ね

あ
あ

そ
れ
で
か
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八
幡
は
そ
の
説
明
を

い
て
納
得
し
た

 
そ
し
て
陽
乃
は

八
幡
に
も
好
評
な
の
を
確
認
す
る
と

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

 
八
幡
の

み
通
り
に
明
日
奈
と
雪
乃

そ
し
て
ア
ル
ゴ
を
呼
ん
だ

明
日
奈
ち

ん

雪
乃
ち

ん

ア
ル
ゴ
ち

ん

ち

と
い
い

何

姉
さ
ん

ど
う
か
し
た
の

本
当
に
オ
レ

ち
も
か

珍
し
い
ナ

三
人
と
も

ち

と
こ
れ
を
見
て

 
そ
し
て
三
人
は

差
し
出
さ
れ
た
ス
マ
ホ
を
見
て

 
き

き

言
い
な
が
ら
ペ

ジ
を
め
く
り
始
め
た

あ

こ
れ

八
幡
君
に
似
合
い
そ
う

う
わ

ん

サ
キ
サ
キ

ど
う
し
た
の

サ
キ
サ
キ
言
う
な

い
や

明
日
奈
は
さ
す
が
だ
な

て
思

て
ね

ん



 第５２９話 沙希の望みは

う
う
ん

こ

ち
の
話

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

八
幡
は
首
を

げ
な
が
ら
言

た

そ
う
い
え
ば
こ
の
前

き
そ
び
れ
た
け
ど
明
日
奈
と
川
崎

て
ど
こ
で
知
り
合

た
ん
だ

え

あ
ん
た
知
ら
な
か

た
の

姫
菜
主

の
女
子
会
に

よ
く
参
加
さ
せ
ら
れ
て
る
も
ん
ね

サ
キ
サ
キ
は

あ
あ

女
子
会
か

じ

あ
俺
が
知
ら
な
い
の
も
当
た
り
前
か

あ
ん
た
も
女
装
し
て
参
加
す
れ
ば

海

名
さ
ん
の
前
に
女
装
し
て

場
と
か

危
な
す
ぎ
ん
だ
ろ
サ
キ
サ
キ

あ
ん
た
の
そ
れ

絶
対
わ
ざ
と
で
し

そ
れ

サ
キ
サ
キ

て
呼
び
名
の
事
か

サ
キ
サ
キ

え
え
い

し
つ
こ
い

 
沙
希
は
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
の
顔
の
前
で
裏
拳
を

止
め
し
た

 
だ
が
八
幡
は
微
動
だ
に
せ
ず

平
然
と
こ
う
言

た

お
い
お
い

危
な
い
だ
ろ
サ
キ
サ
キ
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あ
ん
た
ど
う
し
て
防
御
し
な
い
の

だ

て
最
初
か
ら

止
め
す
る
つ
も
り
だ

た
だ
ろ

の
筋
肉
が
そ
う
い
う
動
き
だ

た

か
ら
な

あ
ん
た

い
つ
人
間
を
や
め
た
の

失

な

俺
は
間
違
い
な
く
人
間
だ

と
か

さ
れ
て
な
い

そ
れ
か
首
の
後
ろ
に
プ
ラ
グ
が
つ
い
て
る
と
か

本
当
に
大
丈

夫 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

一

た
よ
う
に
自
分
の
う
な
じ
に
触
り

 
何
も
無
い
事
を
確
認
し
て
安
心
し
た
よ
う
に
言

た

そ
ん
な
物
あ
る

が
な
い
だ
ろ

そ
れ
に
し
ち

分

て
た
よ
う
に
見
え
た
け
ど

 
八
幡
と
沙
希
が
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
る
間
に

 
ど
う
や
ら
三
人
は
す
べ
て
の
衣
装
を
見
終
わ

た
よ
う
だ

で

三
人
は
ど
う
思

た
の
か
し
ら

サ
キ
サ
キ

凄
か

た



 第５２９話 沙希の望みは

と
て
も
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
だ
と
思
う
わ

う
ん

素
直
に
良
か

た
と
思
う

あ

あ
り
が
と

で
も
そ
れ

れ
な
か

た
奴
だ
か
ら

 
沙
希
は
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
も

自

ぎ
み
に
そ
う
言

た

八
幡
君

何
で
こ
れ
が

れ
な
い
の

ん

そ
う
だ
な
明
日
奈

そ
う
い
う
コ
ス
を
す
る
人
が
望
む
事

て
何
だ
と
思
う

 
そ
う
言
わ
れ
た
明
日
奈
は
う

ん
と
小
首
を

げ

に
人
差
し
指
を
当
て
な
が
ら
こ
う
答

え
たえ

え
と

か
わ
い
い
服
を
着
た
い

ち

と
違
う
な

か
わ
い
い
服
を
着
て
い
る
自
分
を
見
て
欲
し
い

だ

あ
あ

そ

か

そ
の

に
は

知
名
度
の
高
い
作
品
の
服
を
着
る
の
が
一
番
手

取
り

い

 
で
す
よ
ね

現
役

名
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

の
由
季
さ
ん

あ

あ
ら

バ
レ
て
ま
し
た
か

 
八
幡
に
名
前
を
呼
ば
れ

物
陰
か
ら
こ
ち
ら
の
様
子
を

て
い
た
由
季
が

を
現
し
た
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そ
う
で
す
ね

そ
れ
は
か
な
り
大
事
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す

で
す
よ
ね

で

由
季
さ
ん

ど
う
し
た
ん
で
す

い
え

き
覚
え
の
あ
る
名
前
が

こ
え
た
の
で

ち

と
偵
察
に

き
覚
え

も
し
か
し
て
川
崎
の
事
で
す
か

 
八
幡
は

他
に

当
す
る
者
は
い
な
い
よ
な
と
思
い

そ
う

き
返
し
た

で
す

あ
の

も
し
か
し
て
あ
な
た
は

川
崎
沙
希
先
生
で
す
か

え

あ

は
い

先
生

て

じ

な
い
で
す
け
ど

確
か
に
私
は
川
崎
沙
希
で
す

や

ぱ
り

私

万
音
由
季
で
す

先
生
の
作
品
は
も
う
何
着
も

入
さ
せ
て

い
て
ま

す

万
音
由
季
さ
ん

あ
あ

 
沙
希
は
そ
の
名
前
に

き
覚
え
が
あ

た
の
か

驚
い
た
顔
で
そ
う
叫
ん
だ

川
崎

由
季
さ
ん
と
知
り
合
い
だ

た
の
か

あ

え

と

知
り
合
い
と
い
う
か

う
ち
の
お
得
意
様
か
な

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

で
す

私

川
崎
先
生
の
大
フ

ン
な
ん
で
す



 第５２９話 沙希の望みは

あ

あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す

 
由
季
に
そ
う
言
わ
れ
沙
希
は
顔
を

ら
め
て
下
を
向
い
た

沙
希
の
定
番
の
ポ

ズ
で
あ
る

サ
キ
サ
キ
は
か
わ
い
い
な

本
当
に
サ
キ
サ
キ
は
恥
ず
か
し
が
り
よ
ね

お
い
サ
キ
サ
キ

フ

ン
の
前
だ
ぞ

サ
イ
ン
く
ら
い
し
て
や
れ

サ
キ
サ
キ
言
う
な

何
で
俺
に
だ
け
そ
こ
を
突

込
む
ん
だ
よ

 
だ
が
残
念
な
事
に

由
季
は
今
か
ら
衣
装
合
わ
せ
が
あ
る
ら
し
く

 
沙
希
に

ま
た
後
で
お
話
し
ま
し

う
ね

と
言

て

名
残

し
そ
う
に
去

て
い

た

 
そ
れ
で
沙
希
は

張
が
解
け
た
の
か

ふ

と
た
め
息
を
つ
い
た

 
だ
が
そ
の
顔
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
だ

た

ま
さ
か
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

ね

 
沙
希
が
そ
う
言
い

一
同
は
何
の
事
か
と
思

て
沙
希
の
方
を
見
た
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そ
の

線
を
受
け

沙
希
は

れ
な
が
ら
こ
う
言

た

実
は
由
季
さ
ん
は

少
な
い
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
衣
装
を

て
く
れ
た
中
の
一
人
な
の

あ

そ
う
な
ん
だ

本
当
の
フ

ン

て
事
ね

だ
か
ら
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

て
言

た
ん
だ
ナ

う
ん

 
そ
ん
な
沙
希
に

陽
乃
が
ぼ
そ
り
と
こ
う

ね
て
き
た

ね

サ
キ
サ
キ

感

に
ひ
た

て
る
と
こ
ろ
を
悪
い
ん
だ
け
ど

ち

と
い
い

あ

は
い

や

ぱ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
衣
装
が

れ
る
の
は
嬉
し
い
わ
よ
ね

ま
あ
そ
う
で
す
ね

自
分
自
身
が
評
価
さ
れ
て
る

て
凄
く
思
う
ん
で

じ

あ
オ
リ
ジ
ナ
ル
衣
装
が

山

れ
る
方
が

や

ぱ
り
幸
せ

う

ん

問
題
は

れ
る

れ
な
い
じ

な
い
と
思
い
ま
す

 
一
番
は

も

と
自
由
に
色
々
な
服
を
作
り
た
い
ん
で
す

 
ま
あ

れ
な
い
と
次
が
作
れ
な
い
ん
で
中
々
自
由
な

作
活
動

て
出
来
な
い
ん
で
す
け
ど



 第５２９話 沙希の望みは

ね 
う
ち
の
家
は
ま
だ
ま
だ
余

が
無
い
ん
で

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
サ
キ
サ
キ
に
質
問

あ
な
た
は
八
幡
君
の

に
死

ち

ち

と
待

た

 
陽
乃
が
い
つ
も
の
質
問
を
沙
希
に
し
よ
う
と
し
た

間

八
幡
は

て
て
そ
れ
を
止
め
た

姉
さ
ん

ま
た
そ
れ
を
や
る
の
か

別
に
普
通
の
面
接
で
い
い
じ

な
い
か
よ

目
よ

こ
れ
は
八
幡
君
に
思
い
を
寄
せ
る
人
に
対
す
る

練
な
の

え

お

思
い

た

確
か
に
前
に

好
き
と
は
言

た
け
ど

あ

サ
キ
サ
キ

悪
い
が
姉
さ
ん
の
趣
味
に
付
き
合

て
や

て
く
れ

だ
か
ら
サ
キ
サ
キ
言
う
な

そ
れ
じ

あ

め
て

と

 
そ
し
て
陽
乃
は
沙
希
に

の
質
問
を
し
た

サ
キ
サ
キ

あ
な
た
は
八
幡
君
の

に
死
ね
る
か
し
ら
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第
５
３
０
話
 
ト

プ
シ

ク
レ

ト

え

い
き
な
り
何
を
言

て
る
ん
で
す
か
陽
乃
さ
ん

も
う

冗
談
が
過
ぎ
ま
す
よ

ね

み

ん
な

 
沙
希
は
陽
乃
に
そ
う
言

た
後

笑
顔
で
明
日
奈
達
の
方
へ
と

り
返

た

 
だ
が
誰
一
人
と
し
て
笑
顔
を
見
せ
ず

 
や
や

張
し
た
よ
う
な
顔
で
沙
希
の
方
を
見
て
い
る
ば
か
り
だ

た
の
で

 
沙
希
は
困

た
よ
う
な
顔
で
八
幡
の
方
を
見
た

 
当
然
こ
の
場
で
八
幡
が
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
よ
う
な
事
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い

 
八
幡
は
何
も
言
う
事
が
出
来
ず

た
だ
沙
希
に

く
事
し
か
出
来
な
か

た

 
だ
が
さ
す
が
に
こ
の
不
意
打
ち
は
意
味
不
明
す
ぎ
る
と
陽
乃
も
思

た
の
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も
沙
希
は
ソ
レ
イ
ユ

望
で
は
な
い
の
だ

 
な
の
で
陽
乃
は
た

た
一
言
だ
け

沙
希
に
こ
う
言

た

こ
の
質
問
は

サ
キ
サ
キ
に
と

て
今
後
の
人
生
を

す
る
か
も
し
れ
な
い
質
問
よ

 
な
の
で
そ
の
つ
も
り
で
正
直
に
答
え
て
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人
生
を

こ
れ
が

 
沙
希
は
そ
う

い
た
き
り
押
し

た

の
中
で
は
今
の
質
問
が
ぐ
る
ぐ
る
と
回

て
い

る
比
企
谷
の

に
死
ね
る
か
ど
う
か

 

い
た
話
だ
と

確
か
比
企
谷

て
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
に
抜

さ
れ
て
い
た
わ
よ
ね

 

て
事
は
ま
さ
か

こ
れ

て
噂
に

く
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
面
接

 
い
や
い
や
私
が
ソ
レ
イ
ユ
み
た
い
な
ゲ

ム
会
社
に
入

て
や
れ
る
事
な
ん
て
無
い
で
し

う 
で
も
さ

き
陽
乃
さ
ん
は
私
の
サ
イ
ト
を
見
て
か
ら
こ
の
質
問
を
し
た

て
事
は

 
い
や
い
や

や

ぱ
り
無
理

さ

ぱ
り
分
か
ら
な
い

 
も
し
か
し
た
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
ス
を
作

て

る
と
か
考
え
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
そ
れ
だ
と
私
の
望
み
と
は
合
致
し
な
い
う

も
う
い
い
や
考
え
て
も
仕
方
が
な
い

 
そ
し
て
沙
希
は

や
け
に
な

た
つ
も
り
で
陽
乃
に
こ
う
答
え
た

あ
の

こ
れ
が
答
え
に
な

て
る
か
は
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど

 
と
り
あ
え
ず
二
つ
の
ケ

ス
が

に
思
い

か
び
ま
し
た
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ふ
む
む

最
初
は
こ
い
つ
が
誰
か
に
命
を
狙
わ
れ
て
て
私
が
そ
れ
を
か
ば
う
か
ど
う
か
と
い
う
ケ

ス
で
す
が

ふ
む
ふ
む

こ
い
つ
は
殺
し
て
も
絶
対
に
死
な
な
い
か
ら

そ
ん
な

況
に
は
な
り
ま
せ
ん

殺
さ
れ
て
る
時
点
で
死
ん
で
る
だ
ろ
う
が

 
八
幡
は
思
わ
ず
沙
希
に
そ
う
突

込
み

然
と
し
て
い
た
残
り
の
者
達
は

 

え
き
れ
な
い
よ
う
に
一

に

き
出
し
た

くあ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は

ん
ぐ

く

そ
し
て
次
の
ケ

ス
こ
れ
は
こ
い
つ
の

に
死
ぬ
ほ
ど
何
か
を
頑
張
る
と
い
う
ケ

ス
で
す

が
な
る
ほ
ど
ね

つ

続
け
て
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陽
乃
は
笑
い
な
が
ら

何
と
か
沙
希
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
沙
希
は

晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
こ
う
言

た

と
り
あ
え
ず

こ
い
つ
が
殺
し
屋
に
襲
わ
れ
て
半
身
不

か
何
か
に
な

た
と
仮
定
し
ま
す

お

お
前

ど
う
し
て
も
俺
を
殺
し
屋
に
狙
わ
せ
た
い
み
た
い
だ
な

う
る
さ
い
わ
ね

あ
ん
た
の
今
の

況
で
誰
か
に

さ
れ
な
い
方
が
お
か
し
い
の
よ

 
主
に
女
性
関
係
で
ね

ん
な

あ
る
か

あ
る

の
か

な

無
い
よ
な

 
八
幡
は
始
め
こ
そ
キ

パ
リ
否
定
し
た
が

直
後
に
自
信
が
無
く
な

た
の
か

 
女
性

の
顔
色
を

う
よ
う
に
チ
ラ
チ
ラ
と
そ
ち
ら
を
見
て

最
後
に
は
そ
う

ね
た

 
明
日
奈
は
困

た
よ
う
な
顔
で

あ

と

い
て
お
り

 
雪
乃
は
完
全
に
八
幡
か
ら
目
を

ら
し
て
い
た

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は

八
幡
に
向
け
て
お

り
を

げ
て
い
た

成

し
ろ
よ
ハ

あ

死
な
な
い
ん
だ

た
か

じ

あ
リ
ハ
ビ
リ
し
ろ
よ

ハ

え

も
し
か
し
て
俺
の
命
が
今
ま
さ
に
ピ
ン
チ
だ

た
り
す
る
の
か

可
能
性
だ
け
は
誰
も
否
定
出
来
な
い
よ
う
ね

ほ
ら

私
の
言
う
通
り
で
し

う
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ぐ
ぬ
ぬ

 
そ
し
て
沙
希
は
陽
乃
に
向
き
直
り

こ
う
言

た

と
い
う

で

も
し
こ
い
つ
が
半
身
不

か
何
か
に
な

た
と
し
た
ら

 
今
度
こ
そ
私
が
ず

と
付
き

て

下
の
世
話
で
も
し
て
あ
げ
て

 
こ
い
つ
の
屈
辱
に

れ
る
顔
を
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
見
て
や
り
ま
す

 
も
し
そ
れ
が
一
生

て
な

た
ら

私
は
ま
と
も
に

職
も
出
来
な
い
だ
ろ
う
し

 
そ
れ
は
あ
る
意
味
私
が
社
会
的
に
は
死
ん
だ
も
同
然

て
事
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
ま
あ
そ
う
な

た
ら
な

た
で

病
室
で
コ
ス
作
り
で
も
し
て
お
金
を

げ
ば

 
生
き
て
い
く
く
ら
い
は
出
来
る
で
し

う
し

そ
ん
な
人
生
も
ま
あ
あ
り
な
ん
じ

な
い
で

し

う
か

 
沙
希
は
も
う
や
け
だ
と
い
う
風
に
口
調
は
乱
暴
だ
が
少
し

を

ら
め
な
が
ら
一
気
に
そ
う

言

た
さ

サ
キ
サ
キ

お
前

だ
か
ら
サ
キ
サ
キ
言
う
な

川
サ
キ
サ
キ

お
前
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合

て
る
け
ど
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
が
違
う

馬

に
す
る
ん
じ

な
い
わ
よ

お
前

実
は
俺
の
お
か
ん

ぐ
ほ

 
そ
の

間
に
八
幡
も
反
応
出
来
な
い

の
速
度
で
八
幡
の
腹
に
沙
希
の
拳
が
突
き

さ

た 
そ
れ
で
他
の
者
も
我
に
返
り

陽
乃
は
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら
言

た

サ
キ
サ
キ

ご
う
か

く

お
め
で
と
う

と
り
あ
え
ず
ど
う
も

で

何
が
も
ら
え
る
ん
で
す
か

幸
福
な
人
生

え

そ
れ
じ

あ
こ
れ

ソ
レ
イ
ユ
の
入
社
許
可
証
ね

 
も
し
そ
の
気
に
な

た
ら
う
ち
の
人
事
部
に
連

し
て
ね

入
社
許
可
証

姉
さ
ん

そ
ん
な
物
を
い
つ
の
間
に

だ

て
こ
の
方
が
楽
じ

な
い

 
陽
乃
は
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言

た
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こ
れ
は
一
応
も
ら

て
お
き
ま
す
け
ど

 
直
前
ま
で
の
会
話
と
こ
れ
と
の
整
合
性
が
私
に
は
と
れ
な
い
と
い
う
か

 
そ
も
そ
も
ソ
レ
イ
ユ

て
服

メ

カ

じ

な
く

ゲ

ム
メ

カ

で
す
よ
ね

ゲ

ム
メ

カ

が
服
を

ち

い
け
な
い
と
い
う
決
ま
り
で
も

る
ん
で
す
か

あ
な
た
が
う
ち
に
来
れ
ば

そ

ち
の
可
能
性
も
あ
る
わ
ね

そ

ち

私
が
あ
な
た
に
望
む
の
は

う
ち
で
開
発
す
る
ゲ

ム
関
連
の
装
備
全

の
デ
ザ
イ
ン
よ

 
そ
れ
は
服
に
限
ら
ず

と
か
も
全
て
対
象
に
な
る
わ
ね

ど
う

出
来
る

 
そ
の
言
い
方
に

沙
希
は
一

押
し

た
後

や
や
き
つ
い
目
で
こ
う
言

た

そ
れ
は
挑
戦
で
す
か

あ
な
た
へ
の
挑
戦
で
も
あ
り

あ
な
た
の
挑
戦
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

私
の
挑
戦

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
か
も
で
す
ね

と
か
の
デ
ザ
イ
ン
な
ん
て
し
た
事
無

い
で
す
し

 
沙
希
は
厳
し
い
目
で
そ
う
言

た



 第５３０話 トップシークレット

つ
い
で
に
副
業
の

利
も
認
め
ま
す

あ
な
た
が
も
し
普
通
の
服
も
作

て

り
た
い
な
ら

 

え

れ
な
く
て
も

好
き
な
デ
ザ
イ
ン
の
服
を
作
る

の
素
材
の
資
金
を
提

し
ま
す

至
れ
り
尽
く
せ
り
で
す
ね

も
ち
ろ
ん
マ

ジ
ン
は
と
る
わ
よ

ま
あ
そ
れ
は
当
然
で
す
ね

さ
て

こ
ち
ら
の
カ

ド
は
提

し
た
わ

後
は
一
人
で
ゆ

く
り
考
え
な
さ
い

 
だ
が
意
外
な
事
に

沙
希
の
答
え
は
こ
う
だ

た

そ
の
仕
事
内
容
だ
と

断
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

え
え

サ
キ
サ
キ

本
気

だ
て
そ
ん
な
忙
し
そ
う
な
仕
事
に
つ
い
ち

た
ら
家
の
事
が
か
に
な
ち
う
し

 
沙
希
は
苦

の
表
情
で
そ
う
言

た

お
前
が
働
き
に
出
る
代
わ
り
に

お
前
の
お
⺟
さ
ん
が
仕
事
を

め
て

 
お
前
の
代
わ
り
に
家
に
い
る

て
手
も
あ
る
ん
じ

な
い
か

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

多
分
無
理

も
し
く
は
か
な
り
時
間
が
か
か
る
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だ

て
う
ち
の
お
⺟
さ
ん

も
う
何
年
も
ま
と
も
に
家
事
を
し
て
な
い
も
の

あ
あ

確
か
に
ず

と
お
前
が
や

て
き
た
ん
だ
も
ん
な

 
八
幡
は
高
校
時
代
に
少
し

い
た

沙
希
の
家
の

況
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た

な
の
で
と
て
も
い
い
お
話
だ
と
思
い
ま
す
が

今
回
は
お
断
り
を

ね

サ
キ
サ
キ

別
に
う
ち
の
会
社
が

だ
と
か

そ
う
い
う
の
じ

な
い
の
よ
ね

 
そ
の
時
陽
乃
が
確
認
す
る
よ
う
な
口
調
で
そ
う
言

た

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
む
し
ろ
事
情
が
許
せ
ば
是
非
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思

て
ま
す
よ

な
ら
何
も
問
題
は
無
い
わ

あ
な
た
は
基
本
的
に
自
宅
で
仕
事
を
す
れ
ば
い
い

 
会
社
に
来
る
の
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
時
だ
け
で
い
い
の
よ

え

で
も
仕
事
内
容
的
に
そ
れ
は
さ
す
が
に

大
丈
夫
よ

う
ち
の
技
術
力
を
な
め
な
い
で
ほ
し
い
わ

 
そ
う
い

た
ケ

ス
に
も
何
の
問
題
な
く
対
応
出
来
る
わ
よ

ね

ア
ル
ゴ
ち

ん

 
沙
希
や
明
日
奈
そ
れ
に
雪
乃
が
き

と
ん
と
す
る
中
陽
乃
は
ア
ル
ゴ
に
そ
う
声
を

け
た

な
る
ほ
ど

あ
れ
を
使
う
つ
も
り
カ

え
え
そ
う
よ

八
幡
君

製
の
あ
れ
を
ね

今
お

し
で
出
来
る
の
は
何
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料
理
だ
な
一
番
メ
ジ

だ
し
味
の
デ

タ
も
ゲ

ム
内
か
ら
引

張

て
こ
れ
た
し
な

 
回
線
も
キ

ト
を

由
す
れ
ば
ま
あ
二
人
分
く
ら
い
は
い
け
ル

じ

あ
そ
れ
を

し
て
も
ら
い
ま
し

う

了
解
だ

ハ

と
り
あ
え
ず
暇
な
ん
だ
ろ

案
内
よ
ロ

ま
さ
か
あ
れ
の
最
初
の
利
用
者
が

川
崎
に
な
る
と
は
分
か
ら
な
い
も
ん
だ
よ
な

 
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に

よ
く
分
か
ら
な
い
話
が
進
行
し

 
沙
希
は
顔
に
疑
問

を

か
べ
な
が
ら
八
幡
に
質
問
し
た

ね

が
わ
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

そ
う
だ
よ
そ
う
だ
よ

八
幡
君

一
体
何
が
始
ま
る
の

ど
う
や
ら
裏
で
コ
ソ
コ
ソ
し
て
い
た
み
た
い
だ
け
ど

別
に
コ
ソ
コ
ソ
し
て
は
い
な
い
ぞ
た
だ
の
う
ち
で
開
発
し
て
る
別
の
シ
ス
テ
ム
の
お
披
露
目

だ 
八
幡
は

さ
も
心
外
だ
と
い
う
風
に
雪
乃
に
そ
う
言

た

新
シ
ス
テ
ム

本
来
は
首
に
付
け
る
別
の

末
専
用
の
シ
ス
テ
ム
な
ん
だ
が
そ

ち
は
ま
だ
開
発
中
な
ん
だ
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よ
な

 
ち
な
み
に
そ
の

に
実
は
レ
ク
ト
に
材
木
座
が
ず

と
出
向
し
て
る
ん
だ
よ
最
近
見
な
い

だ
ろそ

う
い
え
ば
確
か
に
そ
う
ね

そ
う

そ
ん
な
事
も
や

て
た
の
ね

ち
な
み
に
名
前
の
候
補
は
カ
イ
バ

リ
ン
カ

だ

そ
の
名
前

片
方
は
絶
対
紅
莉
栖
が
ギ

グ
で
考
え
た
わ
よ
ね

ま
あ
仮
だ
仮

最
終
的
に
は
紅
莉
栖
に
決
め
さ
せ
て
や
ろ
う
と
思
う

私
達
も
知
ら
な
か

た

て
事
は

ト

プ
シ

ク
レ

ト

ま
あ
そ
う
だ
な

明
日
奈
や
雪
乃
は
ま
だ
う
ち
の
社
員
じ

な
い
か
ら

 
公
開
出
来
る
情
報
と

出
来
な
い
情
報
が
あ
る

て
事
だ

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

反

出
来
な
い
わ
ね

あ
と
も
う
ち

と
の

だ
ね

雪
乃

え
え
そ
う
ね

こ
れ
は
入
社
し
た
時
が
楽
し
み
だ
わ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
か
ら
調
整
さ
れ
た
ア
ミ

ス
フ

ア
を
二
つ
手

さ
れ
た
八
幡
は

 
そ
の
片
方
を
沙
希
に
手

し
な
が
ら
言

た
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そ
れ
じ

川
崎

速
行
く
か

そ
れ
は
う
ち
で
開
発
し
た
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
し
か
繋
が
ら
な

い
か
ら

 
そ
れ
を

に
か
ぶ

て
リ
ン
ク
・
ス
タ

ト
と
言
う
だ
け
で
い
い

分
か

た

見
さ
せ
て
も
ら
う
わ

よ
し
行
く
ぞ

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

 
そ
の

間
に
沙
希
の

界
が
切
り

わ
り

 
い
つ
の
間
に
か
沙
希
は

見
た
事
も
な
い
マ
ン
シ

ン
の
一
室
に
い
た

こ

こ
こ
は

ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
近
く
に
あ
る
俺
の
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
の
キ

チ
ン
を
ト
レ

ス
し
た
物
だ

 
そ
れ
じ

あ

速

を
作
る
か

は

 
そ
し
て

か
ん
と
す
る
沙
希
を
手

き
し

八
幡
は

の
扉
を
開
い
た
の
だ

た
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相
変
わ
ら
ず

め
上
を
爆
走
中
で
す

 
あ
別
に
ア
ク
セ
ル
ワ

ル
ド
の
キ

ラ
は
出
ま
せ
ん
よ
そ
こ
ま
で
こ
の
話
は
続
き
ま
せ
ん

か
ら

 
こ
れ
は
別
の
展
開
で
必
要
な
も
の
な
の
で
す
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第
５
３
１
話
 
沙
希
の
決
断

 
し
ば
ら
く

日
残
業
し
な
い
と
い
け
な
く
な

た
の
で
と
り
あ
え
ず
今
週
は

日
で
の
投
稿

に
な
り
ま
す

 
次
の
投
稿
は
水
曜
を
予
定
し
て
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ｏ
ｒ

さ
て

何
を
作
る

何
で
も
い
い
ぞ

ち
な
み
に
俺
の
お

め
は

サ
ト
イ
モ
の

こ
ろ

が
し
だ
な

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間
に

沙
希
は
一

顔
を

く
し
た
の
だ
が

 
何
か
に
気
付
い
た
の
か

探
る
よ
う
な
目
を
八
幡
に
向
け
て
き
た

ど
う
し
て
私
の
得
意
料
理
を
知

て
る
の

も
し
か
し
て
調
べ
た
の

ん

あ
あ

そ
う
思
う
の
は
仕
方
が
な
い
が

 
種
を
明
か
す
と

お
前
が
自
分
で
言

て
た

て

い
た

え

私
あ
ん
た
に
そ
ん
な
事
言

た

け

い
つ
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確
か
俺
が
い
な
く
な

た
後
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
中
に

 
川
崎
が
そ
う
言

て
た

て
雪
乃
達
に

い
た
ん
だ
よ

あ

言

た
言

た

そ

か
そ

か

ご
め
ん

つ
ま
ら
な
い
事
を

い
た
ね

い
や

別
に
つ
ま
ら
な
く
は
な
い
さ

さ
て

何
を
作
る

と
い
う
か

食
材
は
何
が
あ
る
の

 
そ
う
言

て
沙
希
は

の
中
を

き
こ
ん
だ
が
そ
こ
に
は
何
も
入

て
い
な
か

た

何
こ
れ

殴
る
わ
よ

待
て

誤
解
だ

こ
れ
は

に
見
え
る
が

実
は
違
う
ん
だ

じ

あ
何

ど
ん
な
食
材
で
も
出
て
く
る
魔
法
の

だ

四
次
元

だ

そ
の
ネ

ミ
ン
グ
は
ど
う
な
の
よ

じ

あ
と
り
あ
え
ず

ラ
ン
ク
の

を
出
し
て

み
て部

は
か
い
わ
ね

と
り
あ
え
ず
バ
ラ
肉
で
い
い
わ

 
沙
希
は

当
に
そ
う
言
い

八
幡
は
扉
を

め
て
何
か
を
操
作
し
た
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よ
し

オ

ケ

だ

 
そ
し
て
八
幡
が
扉
を
開
け
る
と

中
か
ら
肉
の
入

た
パ

ク
が
出
て
き
た

なお
お

そ
れ

て
ど
う
や
る
の

こ
れ
は
な

 
そ
し
て
沙
希
は
八
幡
に
食
材
の
出
し
方
を
教
わ
る
と
楽
し
そ
う
に
い
く
つ
か
の
食
材
を
出

し
たジ

ガ
イ
モ
ニ
ン
ジ
ン
タ
マ
ネ
ギ

ま
る
で
何
か
の

み
た
い
な
ラ
イ
ン
ナ

プ
だ
な

 
も
し
か
し
て
カ
レ

で
も
作
る
つ
も
り
か

あ
ら

よ
く
分
か

た
わ
ね

ま
じ
か
よ

せ

か
く
高
い
肉
を
出
し
た
の
に
か

だ

て

こ
ん
な

リ
ア
ル
じ

絶
対
に
出
来
な
い
じ

な
い

 
ど
う
考
え
て
も
カ
レ

に
使
う
よ
う
な
肉
じ

な
い
し

ま
あ
確
か
に
な

ギ

プ
萌
え

て
や
つ
か

そ
の
表
現
は
絶
対
に
違
う

ま
あ
い
い
わ

と
い
う

で

包
丁
は
ど
こ
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こ
こ
だ
な

 
八
幡
は
足
元
の
開
き
か
ら

普
通
に
包
丁
を
取
り
出
し
て
沙
希
に

し
た

そ
こ
は
普
通
な
ん
だ

ま
あ
何
で
も
か
ん
で
も
魔
法
み
た
い

て
の
は

こ
こ
の
趣
旨
に
反
す
る
か
ら
な

こ
こ
の
趣
旨
ね

そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
の
事
を
も
う
少
し
教
え
て
く
れ
て
も
い
ん
じ

な
い

そ
う
だ
な
想
像
は
し
て
い
る
と
思
う
が
こ
こ
は
い
わ
ゆ
る
お
料
理
教
室
だ
た
だ
し

の

な
ま
あ
そ
う
い
う
事
よ
ね

今
日
は
た
ま
た
ま
俺
の
部
屋
に
設
定
し
て
あ
る
が

 
本
来
は
学
校
の
家
庭

室
み
た
い
な
作
り
に
な
る
の
が
普
通
だ
な

 
ま
あ
基
本
自
由
自
在
な
ん
だ
け
ど
な

 
沙
希
は
そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
い
い
点
を
あ
げ
た

材
料

が
か
か
ら
な
い

て
い
う
の
は
い
い
わ
よ
ね

 
そ
れ
で
い
て
ど
ん
な
特

調
理
道

も
自
由
自
在
し
か
も
日
本
中
ど
こ
か
ら
で
も
参
加
可

能

か
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そ
の
分

争
は
激
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

 
そ
れ
に
特

な
調
理
道

は
再
現
に
そ
れ
な
り
に
手
間
が
か
か
る

ま
あ
色
々
な
素
材
を
使
え
る

て
事
は

師
に
も
そ
れ
な
り
に
実
力
が
求
め
ら
れ
る
事
に
な

る
し

 
ジ

ン
ル
ご
と
に

分
化
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

さ
て

と
り
あ
え
ず
カ
レ

を
作
る
か

そ
う
し
ま
し

か

 
そ
し
て
食
材
を
切

て
用
意
し
た
後

八
幡
は
フ
ラ
イ
パ
ン
を
手
に
持
ち
沙
希
に
言

た

よ
し

後
は
任
せ
た

オ

ケ

め
れ
ば
い
い
の
ね

 
沙
希
は
慣
れ
た
手
付
き
で
フ
ラ
イ
パ
ン
を

り

八
幡
は
思
わ
ず
そ
れ
に
見
入

た

お
お

さ
す
が
に
上
手
い
な

あ
ん
た
も
そ
れ
な
り
に
出
来
る
ん
で
し

し
に

て
み
る

そ
う
だ
な

ち

と
や

て
み
る
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

フ
ラ
イ
パ
ン
を
受
け
取

て

り
始
め
た
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あ
は

あ
ん
た
も
上
手
い
じ

な
い

俺
も
そ
れ
な
り
に

俺
と
小
町

二
人
分
の

を
作

た
り
も
し
て
た
し
な

そ
ろ
そ
ろ
い
い
か
し
ら

込
み
に
入
り
ま
し

う

だ
な

 
そ
し
て
何
と
な
く
二
人
は
コ
ト
コ
ト
い
う

を
見
つ
め
て
い
た

リ
ア
ル
な
の
ね

ま
あ
た
だ
の
グ
ラ
フ

ク
だ
け
ど
な

そ
れ
に
し
て
も

し
て
る
感
じ
と
か

よ
く
再
現
さ
れ
て
る
わ
ね

そ
う
だ
な

こ
こ

て
現
実
じ

な
い
ん
だ

信
じ
ら
れ
る
か

私
は
ま
だ
こ
う
い
う
の
に
は
慣
れ
な
い
わ
ね
あ
ん
た
は
す

か
り
慣
れ
ち

て
る
み
た
い

だ
け
ど

ま
あ
俺
は
な

今
で
も
よ
く

て
こ
れ
た
と
思
う
事
も
あ
る
し
な

た

んう
う
ん

何
で
も
な
い
わ
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こ
の
時
沙
希
は

て
き
て
く
れ
て
本
当
に
良
か

た

と
言

た
の
だ
が

 
さ
す
が
に
小
声
す
ぎ
た

八
幡
の

に
は

か
な
か

た
よ
う
だ

さ
て

ル

は
ど
う
す
る

そ
れ
と
も
香

料
か
ら
作
る
か

今
日
は
お

し
だ
し

純
に
さ

き
の

の
ル

を
使
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
八
幡
は

当
す
る
ル

を
取
り
出
し
た

こ
れ
で
更
に

込
む

だ
け
ど

も
ち
ろ
ん
時
間

も
出
来
る
の
よ
ね

よ
く
分
か

た
な

そ
の
通
り
だ

ま
あ
そ
う
い
う
の
も
こ
こ
の
利
点
だ
よ
な

や

て
み
て

お
う

の
中
で
も
見
物
し
て
て
く
れ

 
八
幡
が
再
び
何
か
を
操
作
す
る
間

沙
希
は
興
味
深
げ
に
じ

と

の
中
を
見
つ
め
て
い
た

あど
う
だ

確
か
に
食
材
の
色
が
ち

と
変
わ

た
よ
う
に
見
え
た

そ
こ
ま
で
再
現
さ
れ
て
た
か
じ

と
見
て
な
い
と
気
付
か
な
い
く
ら
い
の
変
化
な
の
か
も
し
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れ
な
い
な

 
俺
に
は
サ

パ
リ
分
か
ら
な
い
ぞ

私
も
そ
こ
ま
で
自
信
が
あ
る

じ

な
い
か
ら

間
違

て
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

い
や

お
前
が
そ
う
言
う
ん
だ

き

と
変
わ

て
る
に
違
い
な
い
さ

本
当
に
そ
う
思
う

あ
あ

絶
対
だ
な

そ

そ
う

 
沙
希
は
そ
う
言

て
下
を
向
い
た
が

八
幡
の
言
葉
が
嬉
し
か

た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
顔
は
若

に
や
け
て
お
り

そ
れ
を
八
幡
に
見
ら
れ
な
い

の
行

で
あ

た

 
滅
多
に
見
せ
な
い
沙
希
の
女
心
が

こ
の
仕

に
表
れ
て
い
た

 
今
の

態
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
デ

ト
で
あ
り

 
そ
れ
を
意
識
す
る
と
沙
希
は
テ
ン
パ

て

れ
な
く
な
る

 
沙
希
は
そ
れ
を
考
え
な
い
よ
う
に
必
死
で
努
力
し
て
い
た
の
だ
が

 
こ
こ
に
き
て
落
ち
着
い
て
し
ま

た

そ
れ
を
意
識
し
て
し
ま

た
よ
う
だ

 
沙
希
は
下
を
向
い
た
ま
ま

ず

と
押
し

て
い
た
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ち
な
み
に
そ
の

内
で
は
何
か

ら
な
き

と
小

ち

な
沙
希
が
大

に
走
り
回

て

い
た

 
そ
ん
な
沙
希
を
見
て

八
幡
は
何
か
気
に
障
る
よ
う
な
事
を
し
て
し
ま

た
か
と
思
い

 
と
り
あ
え
ず
カ
レ

を
食
べ
て
も
ら

て
沙
希
の
機

を
と
ろ
う
と
考
え
た

あ

や
べ

ど

ど
う
し
た
の

 
そ
の
八
幡
の

た
よ
う
な
言
葉
に
沙
希
も
一

で
覚

し
心
配
そ
う
に
八
幡
に

ね
て

き
たい

や

を

い
て
ね
え

あ

す

か
り
忘
れ
て
た
ね

ど

ど
う
す
る

さ
す
が
に
今
か
ら
じ

そ
う
よ
ね

ど
う
頑
張

て
も
一
時
間
く
ら
い
は

あ

あ
 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

思
わ
ず

き
出
し
た

そ
う
だ

た

時
間
を

す
れ
ば
一

な
ん
だ

た
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そ
う
よ
ね

こ
こ
は
現
実
じ

な
か

た
わ
よ
ね

そ
れ
じ

あ

速

い
ち
ま
う
か

う
ん

 
作
業
は
一

だ

た

を
選
択
し
て

研
ぐ
作
業
を
省
略

 
そ
し
て

く
時
間
も
省
略
し
て
二
人
の
前
に
一

で
美
味
し
そ
う
に

か
れ
た

が
出
て
き

た
は
は

本
当
に

い
な

そ
れ
じ

あ

速
食
べ
て
み
ま
し

う

そ
う
だ
な

食
べ
な
が
ら
本
来
の
話
を
す
る
か

あ

そ
う
ね

そ
の
事
を
す

か
り
忘
れ
て
た
わ

 
そ
し
て
二
人
は
カ
レ

を

に
よ
そ
い

居
間
で
食
べ
な
が
ら
話
を
始
め
た

お
お

美
味
い
な

う
ん

特
に
肉
が

高
い
肉
だ
か
ら
な

ま
あ
そ
れ
だ
け
じ

な
く
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実
は

込
み
時
間
を
⻑
め
に
設
定
し
た
ん
だ
よ
な
だ
か
ら
し

か
り
味
が

み
て
る
は
ず
だ

そ
う
だ

た
ん
だ

ま

た
く
気
付
か
な
か

た
わ

 
沙
希
は
そ
う
言
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
笑

た

ま
あ
で
も

こ
れ
ま
で
の

で
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
事
は
大
体
理
解
し
て
く
れ
た
か

う
ん

要
す
る
に
私
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

自
宅
で
働
け
ば
い
い
の
ね

そ
う
い
う
事
だ
な

え
ば
け

ち

ん
が
川
崎
に
用
事
が
あ
る
時
は

 
そ
れ
専
用
の
ボ
タ
ン
を
家
に
設
置
し
て
お
け
ば
中
の
川
崎
と
直
接
話
せ
る
よ
う
に
出
来
る
し

な 
家
の
事
に
つ
い
て
も
問
題
な
く
こ
な
せ
る
と
思
う
ぞ

確
か
に
そ
れ
な
ら
そ

ち
の
問
題
は
解
決
よ
ね

 
で
も
こ
の
中
で
は
デ
ザ
イ
ン
は
出
来
て
も
実

に
服
を

た
り
す
る
事
は
出
来
な
い
わ
よ

ね
川
崎
が
本
当
に
作
り
た
い
も
の
は

時
間
を
作

て
家
で
や

て
く
れ

 
素
材
に
関
し
て
は
あ
る

度
融
通
す
る
し

普
通
に
素
材
を

て
も
問
題
な
い
く
ら
い

 
う
ち
の

料
は
高
い
ぞ
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い
き
な
り
そ
う
現
実
的
な
話
を
さ
れ
た
沙
希
は

笑
い
を

え
る
よ
う
に
八
幡
に
言

た

そ
れ

自
慢

お
う

自
慢
だ

し
か
も

料
は
今
後
ど
ん
ど
ん
上
が

て
い
く
だ
ろ
う

景
気
の
い
い
話
ね

ま
あ
油
断
は
し
な
い
け
ど
な

攻
め
る
時
は
攻
め

守
る
時
は
守
る
つ
も
り
だ

 
後
は
と
に
か
く
情
報
収
集
だ
な

そ
れ
が
一
番
大
事
な
部
分
だ

そ

ち
の
備
え
は
大
丈
夫
な
の

大
丈
夫
う
ち
に
は

能
な
ハ

カ

が
い
る
か
ら
な
そ

ち
の
組

も
着
々
と
整
備
中
だ

そ
う

本
当
に
色
々
考
え
て
る
の
ね

俺
の
本
来
の
望
み
は
こ
う
い
う
方
向
じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

 
八
幡
は
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言

た

あ
ん
た

ま
だ
そ
の
望
み
を

て
て
な
い
ん
だ

当
た
り
前
だ
ろ

愚
痴
こ
そ
こ
う
し
て

の
俺
を
知

て
る
奴
の
前
で
し
か
言
わ
な
い
が

 

後
は
絶
対
に
好
き
な
事
だ
け
し
て
の
ん
び
り
と

ら
し
て
み
せ
る
さ

 
そ
の

に
今
は
ほ
ん
の
少
し
頑
張
る
事
に
決
め
た
と

ま
あ
そ
う
い
う

だ
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そ
れ

て
ち

と
い
い
企
業
に
勤
め
る
普
通
の
人
と
同
じ
な
ん
じ

な
い

え
 
そ
う
言
わ
れ
て
八
幡
は

そ
の
事
に
気
付
い
た
の
か

愕
然
と
し
た
顔
を
し
た

た

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ん

あ
は
は
は
は

ま
あ
お
金
は
あ

て
困
る
物
じ

な
い
し

精
々
頑
張
り
な
さ
い

く
そ

今
の
俺
は
確
か
に
や
り
す
ぎ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ん

ま
あ
い
い
じ

な
い

精
々

後
に
一

に
遊
ん
で
く
れ
る
人
を

や
す

に

 
そ
の
人
達
の
分
ま
で
頑
張

て

ぎ
な
さ
い

私
も

め
て
ね

お

そ
れ
は
そ
う
い
う
事
で
い
い
の
か

え
え

卒
業
し
た
ら

御
社
で
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す

 
ど
う
ぞ
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
う

頑
張
れ
よ

平
社
員

調
子
に
乗
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
こ
う
し
て
川
崎
沙
希
は

自
ら
の
意
思
で
卒
業
後
の
進
路
を
決
め
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
向
こ
う
に

る
か

ち

と

く
な

ち
ま

た
か
ら
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も
う
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま

ち
ま

て
る
か
も
し
れ
ん

手
伝
わ
な
く
て
良
か

た
の

う
ち
は
俺
が
い
な
く
て
も
ち

ん
と
回
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な

て
る
か
ら
な

そ
う
な
ん
だ

凄
い
ね

俺
よ
り
も

り
の
奴
ら
が
凄
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
け
ど
な

さ
あ

ろ
う

あ
ん
た
も
大

だ
と
思
う
け
ど

 
そ
し
て
二
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

現
実
で
覚

し
た

 
そ
の

間
に

二
人
の

に

複

の
女
性
の
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た

あ
な
た
達
が
こ
の
世
界
に
降
臨
し
た
新
た
な
る
神
な
の
ね

え
神
と
い
え
ど
も

あ
な
た
達
の
好
き
に
は
さ
せ
な
い
わ

ん

何
だ

何

て

イ
ベ
ン
ト
の

出
じ

な
い
の

い
や

い
て
た
話
だ
と
こ
ん
な
シ

い
感
じ
じ

 
そ
う
首
を

げ
る
八
幡
の
下
に

明
日
奈
が

た
よ
う
に
走

て
き
た

八
幡
君

敵
襲
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敵
襲

え

何
が
ど
う
な

て
る
の

シ
ノ
の
ん
達
が

攻
め
込
ん
で
き
た
の

はと
に
か
く
こ

ち
に

お

お
う

 
そ
し
て
ス
テ

ジ

に
着
い
た
八
幡
の
目
に

見
慣
れ
た
服
が
飛
び
込
ん
で
き
た

あ

あ
れ
は
う
ち
の
制
服
じ

ね
え
か

う
ん

そ
う
な
の

個
人
マ

ク
は
何
も
付
い
て
な
い
け
ど
ね

ま
さ
か
顔
出
し
し
て
る
の
か

う
う
ん

そ
こ
は
ち

ん
と

し
て
る
み
た
い

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い
が

 
そ
し
て
八
幡
の
目
の
前
で

雪
乃
プ
ロ
デ

ス
の
特
別
シ

が
始
ま

た
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し
ば
ら
く

日
残
業
し
な
い
と
い
け
な
く
な

た
の
で
と
り
あ
え
ず
今
週
は

日
で
の
投
稿

に
な
り
ま
す

 
次
の
投
稿
は
水
曜
を
予
定
し
て
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ｏ
ｒ



 第５３２話 イベントの開始

 
第
５
３
２
話
 
イ
ベ
ン
ト
の
開
始

 
次
の
投
稿
は

日
の
予
定
と
な
り
ま
す

 

追
記

 
す
み
ま
せ
ん
時
間
が
無
さ
す
ぎ
て
間
に
合
わ
ず

日
に
は
何
と
か

 
一
色
い
ろ
は
は
さ
す
が
に
場

を

み
慣
れ
て
い
た

故
に
い
ろ
は
は
六
人
が
乱
入
し
て
き
た

間
 
台
本
を
完
全
無

し
て
自
分
が
一
番
目
立
つ

の
手
を
実
行
に
移
し
た

 
要
す
る
に
こ
の
流
れ
に
真

先
に
乗
り
一
歩
前
に
進
み
出
て
六
人
を

圧
し
た
の
で
あ
る

新
た
な
る
神
の
降
臨
を
言
祝
が
ぬ
愚
か
者
共

 

ら
が
今
ど
ん
な
狼

を
働
い
て
い
る
の
か
分
か

て
お
ろ
う
や

 
そ
う
大
音
声
を

か
せ
た
い
ろ
は
の
迫
力
に

六
人
は
そ
の
足
を
止
め
た

あ
れ

簡

に
乗

て
き
た
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雪
乃
さ
ん
の
言
う
通
り
に
な
り
ま
し
た
ね

こ
と
ほ
ぐ

ま
た
古
め
か
し
い
言
葉
を

そ
れ
じ

あ
や

て
や
り
ま
す
か

 
六
人
は
そ
う

き
合
う
と

香
蓮
と
由
季
の
方
に
目
を
や

た

さ
す
が
に
あ
の
二
人
は
出
て
こ
な
い
か

香
蓮
さ
ん
は
素
人
故
に

そ
し
て
由
季
さ
ん
は
プ
ロ
故
に
動
か
な
い
わ
ね

と
り
あ
え
ず
あ
い
つ
が
も
う
す
ぐ
前
に
出
て
く
る
は
ず

そ
れ
を
待
ち
ま
し

う

 
そ
し
て
こ
う
い
う
の
が
得
意
な
フ

イ
リ
ス
が
一
歩
前
に
進
み
出
て
い
ろ
は
と

戦
を
開
始

し
た狼

あ
な
た
は
少
な
く
と
も
我
ら
の
信
ず
る
神
で
は
な
い

な
の
で
そ
の
言
葉
は
当
た
ら

な
い
ニ

ほ
う

人
の
身
に
し
て
は

が

わ

て
る
で
は
な
い
か

 
で
は
そ
な
た

は
ど
ん
な
神
を
信

し
て
い
る
の
だ

何
も

ふ
む
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故
に
あ
な
た
方
が
神
た
る
に
相
応
し
い
力
を

る
え
ば

 
我
ら
が
あ
な
た
達
を
信

す
る
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ニ

ね

ほ
う

つ
ま
り
我
ら
の
事
を
見

め
に
き
た
と

そ
う
い
う
事
ニ

な
る
ほ
ど

 
そ
う
え
ら
そ
う
な
態
度
を
と
り
な
が
ら
も

い
ろ
は
は
か
な
り

て
い
た

雪
乃
先
輩

こ
れ

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か

 
力
を
見
せ
ろ
と
か
言
わ
れ
て
も

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
で
す
よ

 
雪
乃
は
詩
乃
達
六
人
に
は

を

け
て
い
た
が
い
ろ
は
達
に
そ
の
事
を
伝
え
て
は
い
な
か

た 
故
に
こ
う
な

た
場
合

い
ろ
は
が
自
分
を
頼

て
く
る
だ
ろ
う
と

し
て
い
た

 
雪
乃
は
チ
ラ
チ
ラ
と
こ
ち
ら
を
見
て
く
る
い
ろ
は
の

を
見
て

計
画
通
り

と
ニ
ヤ
リ
と

し
た

 
そ
し
て
雪
乃
は
い
ろ
は
に
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
を
送

た

情
報
を
集
め
よ
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り

了
解

う

情
報
を
集
め
ろ

て
言
わ
れ
て
も

何
の
情
報
で
す
か

 
そ
ん
な
い
ろ
は
に
助
け
船
を
出
し
た
の
は

ま
さ
に
今
対
峙
し
て
い
る
相
手
だ

た

で

あ
な
た
達
は
何
の
目
的
で
こ
の
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
に
現
れ
た
の

絶

の
ア
シ
ス
ト
来
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

詩
乃

後
で
何
か

る
よ

 
今
ま
さ
に
い
ろ
は
を
困
ら
せ
て
い
る
の
は
そ
の
詩
乃
達
な
の
で
あ
る
が

 
今
の
い
ろ
は
は

り
ま
く

て
い
た

そ
の
事
に
は
気
付
か
ず
逆
に
感
謝
す
る
事
に
な

た 
人
の
心
と
は

か
く
も
不
思
議
な
も
の
な
の
で
あ
る

今

ア
ル
ン
の
地
下
で

神
族
と
巨
人
族
が
争

て
い
る
の
は
知

て
お
ろ
う

え
え

確
か
に
そ
う
ね

そ
の
争
い
を
我
ら
は
静
観
し
て
お

た
所

あ
や
つ
ら
は
ど
ち
ら
も
我
ら
の
敵
だ
か
ら
な

 
共
倒
れ
に
な

て
く
れ
れ
ば
我
ら
に
と

て
は
好
都
合
だ
か
ら
の

で

で
も

神
族
に
も
心
を
通
わ
せ
ら
れ
る
者
は
確
か
に
存
在
し
ま
す

 
そ
し
て
も
し
か
し
た
ら
巨
人
族
に
も
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キ
リ
ト
と
仲
の
い
い

よ
う
に
見
え
る

ト
ン
キ

の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら

 
詩
乃
は
そ
う
言

て
い
ろ
は
に
反

し
た

 
そ
の
気
持
ち
を
正
確
に
理
解
し
た
い
ろ
は
は
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら
詩
乃
に
こ
う
答
え
た

そ
れ
故
の
静
観
じ

我
ら
が
安
易
に
介
入
し
て

 

精
達
に
友
好
的
な
者
ま
で
も

我
ら
が
殲
滅
し
て
し
ま
う

に
も
い
か
ぬ
で
な

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
で
す
か

う
む

だ
が
今
回

過
出
来
ぬ
事
が

こ

た
の
だ

何
か
あ

た
ん
で
す
か

い
ず
れ

精
達
に
下
賜
し
よ
う
と
思

て
い
た
我
ら
の
秘
宝
が

 

神
族
と
巨
人
族
に
盗
ま
れ
た
の
だ

 
こ
の
セ
リ
フ
が
出
た

間
に

観
客
達
が
わ

と

い
た

 
ど
う
や
ら
次
の
ア

プ
デ

ト
で

入
さ
れ
る
ク
エ
ス
ト
で

 
伝
説
ク
ラ
ス
の
武
器
が

入
さ
れ
る
ん
じ

な
い
か
と
判
断
し
た

だ

 
丁
度
こ
の
時
八
幡
も
舞
台

に
到
着
し

こ
の
流
れ
な
ら
ま
あ
問
題
な
い
か
と
安

し
た

一
応
整
合
性
も
と
れ
て
い
る
し

宣
伝
に
も
な

た
か
ら
良
か

た
が
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八
幡
は
そ
う
考
え
つ
つ

乱
入
し
て
き
た
六
人
の

を
し
げ
し
げ
と
見
つ
め
た

ア
イ
マ
ス
ク
で
顔
を

し
て
は
い
る
が

あ
れ
は
間
違
い
な
く
詩
乃

 
そ
の
隣
に
い
る
の
が
フ

イ
リ
ス

そ
の
後
ろ
は

あ
あ

奈
か

 
以
前
一

に
メ
イ
ク
イ

ン
に
行

た
事
も
あ
る
し

ま
あ
こ
こ
ま
で
は
い
い
が

 
お
か
し
い
な

あ
れ
は
雪
乃
じ

な
い
の
か

私
は
こ
こ
に
い
る
わ
よ

う
わ

い
き
な
り
声
を

け
て
く
る
な
よ

あ
な
た
ね

前
も
私
と
あ
の
子
を
間
違
え
た
み
た
い
だ
け
ど

 
ど
う
考
え
て
も
私
の
方
が
美
人
じ

な
い

そ
う
で
し

う

雪
乃
と
間
違
え
た

ま
さ
か
あ
れ

ル
ミ
ル
ミ
か

 
八
幡
は
雪
乃
の
言
葉
の
後
半
部
分
を
無

し

驚
い
た
表
情
で
そ
う
言

た

 
だ
が
雪
乃
は
そ
の
質
問
に
は
答
え
ず

た
だ
ひ
た
す
ら
八
幡
の
顔
を
見
つ
め
て
い
た

 
そ
の
表
情
か
ら

こ
れ
は
誤
魔
化
せ
な
い
と
思

た
八
幡
は

め
た
顔
で
雪
乃
に
言

た

お

お
う

そ
う
だ
な

よ
ろ
し
い
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そ
の

間
に
ス
テ

ジ
の
上
の

美
か
ら
八
幡
に
向
け
て
と
ん
で
も
な
い
殺
気
が
飛
ん
で

き
たお

い
お
い

こ
え
た
は
ず
は
な
い
ん
だ
が

 
だ
が
八
幡
は
見
た

見
て
し
ま

た

そ
し
て
理
解
し
て
し
ま

た

 

美
が
し

か
り
と
八
幡
の
目
を
見
つ
め
な
が
ら

口
パ
ク
で
こ
う
言

て
い
た
の
だ

ア
・
ト
・
デ
・
コ
・
ロ
・
ス

ま
じ
か
よ

あ
い
つ
は
エ
ス
パ

か
何
か
な
の
か

 
八
幡
は
そ
う
恐
れ
お
の
の
き
な
が
ら

残
り
の
二
人
を
じ

と
観
察
し
た

あ
れ
は
紅
莉
栖
か

あ
い
つ

コ
ス
プ
レ
と
か
好
き
だ

た
ん
だ
な

意
外
だ

 
こ
の
時
点
で
八
幡
の

内
に
紅
莉
栖
は
コ
ス
プ
レ
好
き
と
の
風
評
被
害
が

り
込
ま
れ
た

 
今
後
紅
莉
栖
は
事
あ
る
ご
と
に
八
幡
に

 
ゲ

ム
内
で
手
に
入

た
変
わ

た
デ
ザ
イ
ン
の
衣
装
を
着
せ
ら
れ
ま
く
る
事
に
な
る
の
だ

が 
そ
れ
は
こ
の
時
の

り
込
み
が
原
因
で
あ
る

そ
し
て
最
後
の
一
人
を
見
た
八
幡
は

 
思
わ
ず
遠
く
で
笑
い
な
が
ら
ス
テ

ジ
を
見
て
い
る
陽
乃
に
目
を
や

た
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ち
な
み
に
そ
の
隣
で

明
日
奈
も
腹
を

え
て
笑

て
い
る
の
が
見
え
た

姉
さ
ん
は
い
る
よ
な

小
猫
は

ち
な
み
に
そ
の
伝
説
ク
ラ
ス
の
武
器
の
情
報
は
徐
々
に
公
開
さ
れ
て
い
く
事
に
な
る
と
思
い

ま
す

 
こ
の
六
人
が
コ
ス
プ
レ
す
る

の

名
チ

ム
で
あ
る

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン

バ

に

 
全
部
の
武
器
を

わ
れ
な
い
よ
う
に

皆
さ
ん
も
奮

し
て
下
さ
い
ね

会
の
お
ば
さ
ん
を
や

て
る
な

 
そ
の

間
に
薔
薇
も
八
幡
を
す
ご
い
目
で

む
と

口
パ
ク
で
八
幡
に
こ
う
言

た

ア
・
ト
・
デ
・
コ
・
ロ
・
ス

俺
は
今
日
だ
け
で
何
回
殺
さ
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
よ

今
の
は
自
業
自
得
だ
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

ま
あ
小
猫
は
ど
う
で
も
い
い
か

問
題
は

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
体
の
一
部
が
と
て
も

象
的
な
最
後
の
一
人
に
再
び
目
を
や

た

姉
さ
ん
で
も
な
く
小
猫
で
も
な
い

あ
れ
は
や
は
り
優
里
奈
な
の
か
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あ
な
た
が
ど
こ
を
見
て
そ
う
判
断
し
た
の
か
分
か
る
の
が
と
て
も
屈
辱
な
の
だ
け
れ
ど

 
あ
れ
は
確
か
に
優
里
奈
さ
ん
の
よ
う
ね

だ
よ
な

ま
あ
と
り
あ
え
ず
八
幡
君
は
後
で
殺
す
と
し
て

お
前
も
か
よ

ど
う
す
る
つ
も
り

連
れ
て
帰
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

そ
れ
が
保
護
者
の
努
め
だ

 
特
に
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
の
ブ

ス
な
ん
か
に
は
絶
対
に
行
か
せ
ん

 
優
里
奈
に
関
し
て
は

か
な
り
過
保
護
な
八
幡
で
あ

た

あ
な
た

ま
さ
か
顔
出
し
す
る
つ
も
り

俺
が
こ
こ
で
出
て
い

た
と
こ
ろ
で

ハ
チ
マ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
が
関
係
し
て
い
る
と

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

連
中
に
ち

と
バ
レ
る
だ
け
だ

そ
れ
く
ら
い
何
の
問
題
も
な
い

目
よ

ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク
は
ま
だ
捕
ま

て
い
な
い
の
よ

そ
れ
は
そ
う
だ
が

 
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク
こ
と
金
本

は
豊

な
資
金
を
上
手
く
使
い
い
ま
だ
に
逃

中
で
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あ
るだ

が
行
く

あ
い
つ
が
家
族
と
呼
べ
る
の
は

今
は
俺
と
明
日
奈
だ
け
だ
か
ら
な

 
ち

か
り
明
日
奈
を

に
入
れ
て
い
る
八
幡
で
あ
る
が

ま
あ
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う

 
確
か
に
明
日
奈
も
そ
う
思

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
か
ら
だ

 
そ
し
て
一
歩
を

み
出
そ
う
と
し
た
八
幡
を

雪
乃
が
止
め
た

あ
な
た
ね

少
し
は

静
に
な
り
な
さ
い

こ
の
愚
か
者

 
い
く
ら
で
も
や
り
方
は
あ
る
で
し

う

と
り
あ
え
ず
変
装
く
ら
い
し
な
さ
い

た

確
か
に
そ
う
だ
な

俺
と
し
た
事
が

そ
れ
に
こ
こ
で
あ
な
た
が
出
て
い

て
し
ま
う
と

 
狙
わ
れ
る
の
は
優
里
奈
さ
ん
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
よ

 
も
う
少
し
そ
う
い

た
自
覚
を
持
ち
な
さ
い

今
の
あ
な
た
は
一
人
で
つ

ぱ

て
い
た

 
あ
の

の
あ
な
た
と
は
も
う
完
全
に
立
場
が
違
う
の
よ

返
す
言
葉
も
無
い

で

何
か
変
装
に
い
い
ア
イ
テ
ム
は
あ
る
か

あ
る
わ
よ

か
お
り

ち

と
い
い
か
し
ら

ほ
い
ほ
い

八
幡

は
い
こ
れ
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雪
乃
に
呼
ば
れ
た
か
お
り
は
そ
う
言

て
八
幡
に
何
か
衣
装
の
よ
う
な
も
の
を
差
し
出
し
て

き
た

 
ち

と
い
い
か
し
ら
だ
け
で
あ

さ
り
と
変
装
用
の
衣
装
が
出
て
く
る
時
点
で

 
八
幡
は
何
か
お
か
し
い
と
思
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
な
の
だ
が

 
今
の

静
さ
を

い
た
八
幡
に

そ
の
事
を
疑
問
に
思
う
精
神
的
な
余

は
無
か

た

こ
れ
は

神
ト

ル
の
衣
装

も
ち
ろ
ん
ヒ
ゲ
付
き

そ
れ
な
ら
俺
だ
と
は
ま
あ
分
か
ら
な
い
か

よ
し

着
る
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て

服
の
上
か
ら
そ
の
衣
装
を
付
け
始
め
た

 
こ
れ
は
体
型
を
や
や
太
め
に
見
せ
る

で
も
あ
り

 
二
人
の
前
で
下
着

に
な
る
の
を
た
め
ら

た
せ
い
も
あ
る

 
雪
乃
と
か
お
り
が
ど
こ
か
残
念
そ
う
な
の
は

多
分
気
の
せ
い
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
八
幡
が
着

え
て
い
る
間
も
ス
テ

ジ
上
で
は
会
話
が
続
け
ら
れ
て
い
た

そ
れ
で
は
そ
の
武
器
の
事
を
伝
え
る

に

今
回
こ
う
し
て
降
臨
す
る
事
に
し
た
の
で
す
か

ニ
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え
え

そ
の
通
り
よ

こ
の
私

ウ
ル
ド
と

 
あ
そ
こ
に

ん
で
い
る
ベ
ル
ダ
ン
デ

ス
ク
ル
ド
の
両
名
が

 
そ
の
呼
び
か
け
に
対
応
し

ベ
ル
ダ
ン
デ

た
る
香
蓮
は
に
こ
や
か
に
微
笑
み

 
ス
ク
ル
ド
た
る
由
季
は

活
発
そ
う
な
様
子
を
見
せ

観
客
達
に
手
を

た

 
香
蓮
は
微
笑
む
だ
け
で
い

ぱ
い
い

ぱ
い
で
あ

た
が

さ
す
が
由
季
は
プ
ロ
で
あ

た

世
界
の
ど
こ
か
で

そ
な
た

の
来
訪
を
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

 
そ
の

間
に

ブ

ス
の

明
が
や
や
落
ち

モ
ニ
タ

に
こ
ん
な
文

が
表

さ
れ
た

神
々
か
ら
の
贈
り
物

エ
ク
ス
キ

リ
バ

 
そ
の

間
に
観
客

が

き

ス
タ

フ
が
集
ま

て
い
る

り
か
ら
も
歓
声
が

こ
え
た

 
お
そ
ら
く
和
人
あ
た
り
が
興
奮
し
て
叫
ん
だ
の
で
あ
ろ
う

 
そ
し
て
ス
テ

ジ
上
で
は

も
会
話
が
続
い
て
い
た
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第
５
３
３
話
 
八
幡
矢
面
に
立
つ

 
次
は

日

に
は
何
と
か

 
感
想
返
信
も

て
い
ま
す
が
も
う
少
し
お
待
ち
下
さ
い
来
週
に
は
安
定
す
る
と
思
う
の

で
ｏ
ｒ

あ
な
た
方
の
目
的
は
分
か

た
わ

そ
れ
な
ら
神
が
三

も
降
臨
す
る
理
由
も
分
か
る

分
か

て
も
ら
え
た
よ
う
で
何
よ
り
ね

で
も
疑
問
も
あ
る

あ
な
た
達
は
基
本
戦
い
に
は
向
い
て
い
な
い
女
神
の
は
ず

 
な
ら
ば

神
族
や
巨
人
族
の
強
敵
を
相
手
に
す
る
の
に
は
少
し
問
題
が
あ
る
の
で
は

て
雪
乃
の
カ
ン
ペ
に
書
い
て
あ

た
ん
だ
け
ど
ね

よ
く
勉
強
し
て
い
る
わ
ね

確
か
に
そ
の
通
り
よ

詩
乃

て
も
し
か
し
て

神
様
オ
タ
ク
な
の

 
内
心
で
の
応

は
さ
て
お
き
本
来
の
シ
ナ
リ
オ
だ
と
他
の
神
の
情
報
を
出
す
予
定
は
な
い
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な
の
で
い
ろ
は
は

何
と
答
え
れ
ば
い
い
か
迷
い

雪
乃
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た

 
そ
こ
に
は
ヒ
ゲ
面
と
な

た
八
幡
が

厳
か
な
衣
装
を
着
て
い
る

が
あ
り

 
そ
し
て
か
お
り
が
客

か
ら
見
え
な
い
よ
う
に

プ
ラ
カ

ド
を

げ
て
い
る
の
が
見
え
た

 
そ
こ
に
は

ト

ル
出
す

と
シ
ン
プ
ル
に
一
言
だ
け
書
い
て
あ
り

 
い
ろ
は
は
こ
れ
で

投
げ
出
来
る
と
安
心
し
た

あ
な
た
達
の

場
は
今
回
の
予
定
に
無
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
け
れ
ど

 
私
達
も
そ
れ
に
応
え

一
つ
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
用
意
し
ま
し

う

 
今
日
こ
の
会
場
に
来
て
下
さ

た
方
々
へ
の
特
別
サ

ビ
ス
と
し
て

 
も
う
一

重
要
な
役

を
果
た
す
神
を
こ
こ
に

現
さ
せ
よ
う
と
思
い
ま
す

 
名
前
は
出
し
ま
せ
ん
の
で

誰
な
の
か
皆
さ
ん
が

し
て
下
さ
い

 
こ
こ
で
い
ろ
は
は
詩
乃
達
に
で
は
な
く
客

に
向
か

て
こ
う
発
言
し
た

 
見
上
げ
た
プ
ロ

性
で
あ
る

そ
し
て
そ
の
言
葉
を
受
け
八
幡
が
巨
大
な
ハ
ン
マ

を
持

て

場
し
た

 
多
少
北

神
話
を
か
じ

た
者
に
と

て
は
バ
レ
バ
レ
な
格
好
で
あ
る

ト

ル
だ
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ト

ル
だ
よ
な

く
そ

ヴ

ル
キ
リ

の
誰
か
だ
と
思

た
の
に

裏
を
か
い
て
ギ
リ
シ

神
話
系
か
と
も
思

た
が

そ
の
ま
ん
ま
だ

た
か

 
そ
し
て
ト

ル
に

し
た
八
幡
は

重
々
し
い
口
調
で
詩
乃
達
に
言

た

そ
な
た
達
の
よ
う
な
年

も
い
か
ぬ
者
達
が
何
故
こ
こ
に
い
る

 
こ
こ
に
は
そ
な
た
ら
を
た
ぶ
ら
か
そ
う
と
す
る
者
達
も
多
く
お
る
の
だ
ぞ

・
お
前
ら
何
で
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

 
高
校
生
に
は
教
育
に
悪
い
か
ら
イ
ベ
ン
ト
に
は
参
加
す
る
な

て
言

た
だ
ろ
う
が

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

一
歩
前
に

み
出
し
た
の
は
フ

イ
リ
ス
だ

た

神
た
る
者
が

ま
る
で
人
間
の
教
育
パ
パ
み
た
い
な
事
を
言
う
の
か
ニ

な
ん
と
も
心
の

い
事
ニ

ね

こ
れ
は

な
事
を

我
は
そ
な
た

の
事
を
心
配
し
て
言

て
お
る
だ
け
で
あ
る

・
う
る
せ

あ
ん
ま
り
俺
に
心
配
か
け
る
な

つ
の

心
配
し
て
も
ら
う
必
要
は
無
い
ニ

私
達
は
も
う
立

な
大
人
ニ

我
に
は
我
を
信
ず
る
者
全
て
を

し
む
義

が
あ
る
の
だ



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

・
仲
間
な
ん
か
だ
か
ら
心
配
す
る
に
決
ま

て
ん
だ
ろ

 
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
て

て
い
る
よ
う
な
や
わ
な
者
は
そ
の
場
に
は
い
な
い

 
む
し
ろ
そ
の
言
葉
を
利
用
し
て
主

を

ろ
う
と
す
る
よ
う
な
者
ば
か
り
な
の
だ

 
基
本
面
白
が

て
参
加
し
て
い
る
紅
莉
栖
は
別
と
し
て

 
そ
れ
以
外
で
こ
う
い
う
場
合
に
力
を
発

す
る
の
は

美
で
あ

た

達
に
総
武
高
校
生
な

で
は
な
い

そ
れ
は
つ
ま
り
神
ト

ル
は
私
達
の
事
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
な
い
と
い
う
事
で
す
よ
ね

あ

そ
う
だ
そ
う
だ

な
る
ほ
ど

さ
す
が
は
神

そ
の
愛
は
無
限
な
ん
で
す
ね

 
他
の
者
達
も
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言
い

八
幡
は

そ
の
言
葉
に

く
事
し
か
出
来
な

か

た

 
こ
こ
で
否
定
し
て
は
宣
伝
活
動
の
観
点
か
ら
も
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
か

ら
だ

た

あ

あ
あ

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
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見
る
と
明
日
奈
は

感
心
し
た
様
子
で

手
ま
で
し
て
お
り

 
陽
乃
は

私
は
私
は

と
い
う
風
に
自
分
を
指
差
し
て
ア
ピ

ル
し
て
い
た

 
か
お
り
は

ま
し
そ
う
に
指
を
く
わ
え
て
お
り

 
ク
ル
ス
と
美
優
は

出

れ
た
と
ば
か
り
に
じ
だ
ん
だ
を

ん
で
い
た

 
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
舞
台

で
見
物
し
て
い
た
ら
し
い
結
衣
と
優
美
子
は

 
態
度
か
ら
察
す
る
に
あ
た
し
達
が
着
れ
る
よ
う
な
衣
装
は
無
い
の
か
と
ア
ル
ゴ
に
詰
め
寄
り

 
首
を

ら
れ
て
落
ち
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
薔
薇
は

会
故
に

何
も
出
来
な
い
自
分
の
立
場
を

め
し
く
思

て
い
る
の
か

 
じ
と

と
し
た
目
で
八
幡
を
見
つ
め
て
お
り

 
沙
希
は
沙
希
で

八
幡
を
上
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
に

ん
で
い
た

今
の
俺
に
ど
う
し
ろ

つ

ん
だ
よ

 
神
の
役
目
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
八
幡
に
と

て
は
ジ
レ
ン
マ
だ

た

 
相
手
の
ペ

ス
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
感
が
半

な
い
が

 
さ
り
と
て
イ
ベ
ン
ト
の
進
行
の
都
合
上

お
か
し
な
事
を
言
う

に
は
い
か
な
い

 
八
幡
は
自
分
に
こ
ん
な
衣
装
を
着
せ
て
舞
台
に
立
た
せ
た
雪
乃
に
苦
情
を
言
い
た
く
て
た
ま
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ら
な
か

た

 
だ
が
八
幡
は

当
の
雪
乃
の

を
チ
ラ
リ
と
見
て
愕
然
と
し
た

 
雪
乃
が
特
に
何
か
指

を
出
し
た
り
す
る
事
も
な
く
む
し
ろ

歌
で
も
歌
う
よ
う
に
機

よ

く 
た
だ

々
と
詩
乃
達
に
ス
ポ

ト
を
当
て
て
い
る
だ
け
だ

た
か
ら
だ

あ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
に
乱
入
さ
れ
た

明
係
の
態
度
じ

な
い

 
ま
る
で
プ
ロ
デ

サ

の
よ
う
な

ま
さ
か

 
そ
し
て
八
幡
は

真
実
に
た
ど
り
着
い
た

あ
い
つ
が
裏
で
協
力
し
て
や
が
る
な

 
だ
が
八
幡
は

ど
う
し
て
も
そ
の
事
実
が
納
得
い
か
な
か

た

あ
い
つ
が
金
で
な
び
く
は
ず
が
な
い
ま
し
て
や
こ
う
い
う
曲
が

た
事
に
安
易
に

同
は
す

ま
い

 
な
ら
ば
何
を
報

に
提

さ
れ
た

あ
い
つ
の
価

観
を
ひ

く
り
返
す

の
報

ま

さ
か

 
そ
し
て
八
幡
は

過
去
の
雪
乃
の
行
動
と
言
動
か
ら

内
で
分

を
開
始
し
た
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そ
し
て
こ
れ
し
か
な
い
と
い
う
答
え
に
あ

さ
り
と
た
ど
り
着
い
た

そ
う
か

そ
う
い
う
事
か

猫
だ
な

 
そ
れ
は
確
か
に

当
な

だ
と
言
え
よ
う

だ
が
猫
は
所

猫
で
あ
る

 
両
者
を
比
べ
る
の
も
お
こ
が
ま
し
い

は
ち
ま
ん
く
ん
と
猫
の
価

に
は
違
い
が
あ
る

 
だ
が
自
分
が
そ
れ
ほ
ど
価

の
あ
る
人
間
だ
と
は
思

て
い
な
い
八
幡
は

 
そ
の
分
身
た
る
は
ち
ま
ん
く
ん
の
価

に
気
付
く
事
は
出
来
な
か

た

 
故
に
八
幡
は

雪
乃
に
対
す
る
報

が

猫

み
の
何
か
だ
と
断
定
し
た

 
だ
が
そ
う
思

た
か
ら
と
い

て

特
に
打
て
る
手
は
存
在
し
な
い

 

え
ば
世
界
の
ネ
コ
展

に
連
れ
て
い
く
事

を

件
と
し
て
提

し
た
く
と
も

 
今
こ
こ
で
バ

ク
ヤ

ド
に
引

込
む
事
は
出
来
な
い
か
ら
だ

く
そ

ど
う
し
よ
う
も
ね
え

せ
め
て
他
の
奴
に
伝
言
を
頼
め
れ
ば

ん

他

 
そ
し
て
八
幡
は

あ
る
事
に
気
付
い
て
愕
然
と
し
た

ま

ま
さ
か
他
に
も
協
力
者
が
い
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い

こ
の

況
に
至
る
ま
で
の

過
を
分

し
直
し
た

そ
う
い
え
ば

こ
の
衣
装
を
用
意
し
た
の
は
か
お
り
だ

た
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し
か
も
雪
乃
が

体
的
に
指

を
出
す
前
に

に
衣
装
を
準
備
し
て
い
た

 
だ
が
こ
れ
は
微

だ

も
し
か
し
た
ら
雪
乃
に

 
サ
プ
ラ
イ
ズ

出
だ
か
ら
と
説
明
さ
れ
て
や

た
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

 
後
は

小
猫
の

会
と
し
て
の
存
在
感
が
薄
い
の
は
気
に
な
る
が

 
ま
あ
あ
い
つ
は
所

小
猫
だ
し
な

と
り
あ
え
ず
主
犯
は
間
違
い
な
く
雪
乃
だ

 
他
の
奴
ら
に
つ
い
て
は
確
た
る
証

は
無
い

あ
あ

も
う
ど
う
す

か
な

 
こ
の
時
八
幡
は
女
子
高
生
チ

ム
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
禁
止
を
言
い

し
た
事
を
少
し
後
悔
し

て
い
た

ま
さ
か
あ
い
つ
ら
が

こ
こ
ま
で
コ
ミ
ケ
好
き
だ

た
と
は

予
想
外
だ

た

 
か
な
り
ズ
レ
た
認
識
で
は
あ

た
が

五
人

の
熱
心
さ
に

八
幡
は
か
な
り
押
さ
れ
て
い

た 
ち
な
み
に
唯
一
の

外
が
優
里
奈
で
あ
る

八
幡
は
こ
う
見
え
て
教
育
パ
パ
な

向
が
強
い

の
だう

ち
の
優
里
奈
ま
で
引

張
り
出
し
や
が

て

 
あ
あ
も
う

い

そ
神
ト

ル
の
言
葉
と
し
て
許
可
を
出
し
て

う
や
む
や
に
し
ち
ま
う
か
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結
局
八
幡
の
出
し
た
結

は
こ
う
で
あ

た

ふ
む

そ
な
た
ら
の
意
欲
は
よ
く
分
か

た

 
よ
く
よ
く
考
え
れ
ば

今
回
の
事
件
は

精
達
全
員
の
協
力
を
得
ら
れ
ね
ば
解
決
は
す
ま
い

 
こ
こ
は
一
つ

子
達
の
力
も

り

い
や
い
や
ち

と
待
つ
ニ

ぬ
 
そ
れ
以
上
言
わ
せ
ま
い
と

フ

イ
リ
ス
は
八
幡
の
言
葉
を

た

 
こ
こ
で
下
手
に
認
め
ら
れ
よ
う
も
の
な
ら

何
の

に
殴
り
こ
み
を
か
け
た
の
か

 
意
味
が
ま

た
く
無
く
な

て
し
ま
う
か
ら
だ

ク

ニ

ン

ど
う
す
る

誤
魔
化
そ
う
と
し
て
る
わ
ね

絶
対

止

や
り
方
は

任
せ
る
わ

い
け
る

大
丈
夫
ニ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
お
願
い
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そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

儀
に
待

て
い
た
八
幡
に
自
分
の
服
装
を
ア
ピ

ル
し
な
が
ら

言

た
神
ト

ル
よ

こ
の
制
服
を
着
る
者
達
の
事
は
ご
存
知
な
の
ニ

き
か
じ

て
は
い
る

大
層

名
な
ギ
ル
ド
だ
そ
う
だ
な

う
ひ
い

自
分
で
言
う
の
が
こ
ん
な
に
恥
ず
か
し
い
と
は
思
わ
な
か

た

私
達
の
こ
れ
は

り
物
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
あ
の
ギ
ル
ド
の

成
員
は
一
騎
当
千
の
つ
わ
も

の
揃
い

 
お
そ
ら
く
彼
ら
は

あ
な
た
方
と
協
力
せ
ず
と
も

独
で
強
敵
を
撃
破
し

 
難
な
く
神
器
を
入
手
す
る
事
で
し

う

私
達
も
彼
ら
の
よ
う
に
強
く
あ
り
た
い
と
思

て
い

ま
す

 
紅
莉
栖
は
微

に
自
分
達
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

じ

な
い
よ
と

 
観
客
達
に
ア
ピ

ル
す
る

に
そ
う
言

た

本
人
バ
レ
の
危
険
性
を
考

し
て
の
事
だ
ろ

う 
そ
の
言
葉
で
八
幡
を
安

さ
せ
た
後

紅
莉
栖
は
何
故
か
ク
ル
ス
と
美
優
に
声
を

け
た

そ
ち
ら
の
お
二
人

基
本
的
な
衣
装
な
が
ら

素
晴
ら
し
い
着
こ
な
し
で
す
ね
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多
分
名
の
あ
る
方
な
の
だ
と
お
見
受
け
し
ま
す
ち

と
こ
ち
ら
に
来
て
も
ら

て
も
い
い

で
す
か

 
八
幡
は

そ
の
言
葉
に

な
予
感
が
止
ま
ら
な
か

た
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第
５
３
４
話
 
進
撃
の
女
子
高
生
チ

ム

 
何
と
か
投
稿
出
来
ま
し
た

次
の
投
稿
は

日

そ
こ
か
ら
元
の

日
更
新
に

れ
る
予
定

で
す

 
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
ち
ら
の
お
二
人

基
本
的
な
衣
装
な
が
ら

素
晴
ら
し
い
着
こ
な
し
で
す
ね

 
多
分
名
の
あ
る
方
な
の
だ
と
お
見
受
け
し
ま
す
ち

と
こ
ち
ら
に
来
て
も
ら

て
も
い
い

で
す
か

 
そ
の
誘
い
に

乗
り

れ
た
と
地
団

を

ん
で
い
た
美
優
は

ま
ん
ま
と
乗

か

て
し

ま

た
や

と
私
達
の
出
番
か
な

待

て

八
幡
様
の
様
子
が
お
か
し
い

大
丈
夫
大
丈
夫

あ
の
子
達
を
ど
う
扱

て
い
い
か
困

て
る
だ
け
だ

て
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も
う
こ
う
な

た
ら
い
か
に
目
立

て
リ

ダ

の
記
憶
に
残
れ
る
か
ど
う
か
の
勝
負
だ
よ

記
憶
に
残
る

そ
う
そ
う

ク
ル
ス
も
せ

か
く
か
わ
い
い
格
好
を
し
て
る
ん
だ
か
ら

 
リ

ダ

の
記
憶
に
そ
の

を
ず

と

め
て
欲
し
い

て
思
う
で
し

お

思
う

 
ク
ル
ス
は
そ
の
言
葉
に

興
奮
し
た
よ
う
に
そ
う
答
え
た

な
ら
ば
こ

ち
も

あ
の
子
達
の
呼
び
か
け
に

々
と
応
え
な
い
と
ね

了
解

行
こ
う

そ
う
こ
な
く

ち

 
そ
し
て
二
人
は
六
人
の
前
に
進
み
出
た

ご
指
名
の
よ
う
だ
け
ど

私
達
に
何
の
用
事
か
し
ら

お
二
人
の
そ
れ

素
敵
な
衣
装
で
す
ね

実
は
領
主
様
達
が
着
て
い
る
バ

ジ

ン
よ
り
も

 
そ
ち
ら
の
方
が
い
い
デ
ザ
イ
ン
な
ん
じ

な
い
か
と
思
い
ま
す

えい

い
き
な
り
何
を
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皆
さ
ん
も
そ
う
思
い
ま
す
よ
ね

 
こ
こ
で
紅
莉
栖
は
い
き
な
り
観
客
に
声
を

け
た

 
観
客
達
は
口
々
に
二
人
に
声
援
を
送
り

そ
の
格
好
を
褒
め
称
え
た

 
観
客
達
に
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ヘ
ヴ

プ
レ
イ
ヤ

も

多
く

ま
れ
て
お
り

 
当
然
サ
ク
ヤ
は
ア
リ
シ

と
接
し
た
事
の
あ
る
者
も
大
勢
い
る

 
そ
の
者
達
か
ら
の
評
価
が
良
い
と
い
う
事
は

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
だ

 
彼
女
達
の
服
装
で
あ
る

冒
険
初
期
に
お
世
話
に
な
る
服
装
は

 
領
主
専
用
の
服
の
マ
イ
ナ

チ

ン
ジ
扱
い
で
あ
り
な
が
ら

 
ユ

ザ

か
ら
の
評
判
は
と
て
も
い
い
と
い
う
事
で
あ
る

お

や

ぱ
り
こ
の
服
装

て
好
評
な
ん
だ

さ
あ
八
幡
様

思
う
存
分
私
を
見
て
下
さ
い

 
美
優
は
そ
の
性
格
故
か

ポ

ズ
を
取
り

観
客
達
に
ア
ピ

ル
を
始
め
た

 
そ
し
て
ク
ル
ス
も
ポ

ズ
を
取

た
が
そ
の

線
は
さ
り
げ
な
く
八
幡
に
だ
け
注
が
れ
て
お

り 
自
分
を
見
て
も
ら
う
事
に
の
み
注
力
し
た
ク
ル
ス
は

な
予
感
を
感
じ
る
八
幡
の
心
情
を
察
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せ
な
か

た

さ
す
が
お
二
人
は

大
人
の

力
に

れ
て
ま
す
ね

 
そ
し
て
そ
ち
ら
の
女
神
様
達
は
フ

マ
ル
な
服
装
に
よ
り
そ
の
神
聖
さ
を
存
分
に
表
現

し
て
い
ま
す

 
女
神
三
人
の
リ

ダ

た
る
い
ろ
は
は
そ
の
言
葉
に
よ

て
逆
に
動
き
を

じ
ら
れ
ほ
ぞ

を

ん
だ

 
由
季
は
プ
ロ
故
に
こ
の
服
装
で
ど
う
い
う
ポ

ズ
を
取
れ
ば
観
客
受
け
が
い
い
か
を
分
か

て
い
る
分

 
逆
に
動
く
事
が
出
来
な
か

た

そ
し
て
香
蓮
は

八
幡
の
み
を
見
て
い
た

 
八
幡
に

線
を
注
が
れ
続
け
る
ほ
ど
満
足
し
て
し
ま
い

動
く
と
い
う
発
想
が
そ
も
そ
も
無

か

た

 
そ
こ
に
紅
莉
栖
は
つ
け
こ
ん
だ

そ
ん
な
五
人
に
対
抗
す
る

に
若
い
私
達
に
出
来
る
事
は
そ
の
勢
い
を
ア
ピ

ル
す
る
事

だ
け

 
今
こ
そ
こ
の

り
物
の
衣
装
を
脱
ぎ

て
る
時
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紅
莉
栖
は
そ
う
言

て

ヴ

ル
ハ
ラ
の
制
服
を
脱
ぎ

て
た

 
紅
莉
栖
は
何
故
か
白
衣

で
あ
り

そ
の
白
衣
の
下
は

 

作
品
の
爆

魔
法
の
使
い
手
の
服
装
に
近
い
い
わ
ゆ
る
魔
法
少
女
風
の
服
を
身
に
付
け
て

い
た

 
露
出
は
少
な
い
が

正
直
丈
の

い
ス
カ

ト
を

い
て
い
る
と
い
う
だ
け
で

 
紅
莉
栖
に
と

て
は
い

ぱ
い
い

ぱ
い
で
あ

た

ク
リ
ス
テ

ナ
の
奴

か

た
だ
ろ
う
に
無
茶
を
す
る
も
の
だ

ク
リ
ス
ち

ん

か
わ
い
い
ね

オ
カ
リ
ン

ま
あ
悪
く
は
な
い

 
そ
ん
な
紅
莉
栖
の

を
ま
ゆ
り
と
一

に
観
客

か
ら
見
て
い
た
キ

マ
は

 
服
装
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
差
し

え
た

 
ち
な
み
に
紅
莉
栖
が
着
て
い
る
服
は

実

に
ゲ

ム
の
中
に
存
在
す
る
が

 
あ
ま
り
に
そ
れ
ら
し
い
服
な
の
で

年
齢
層
の
プ
レ
イ
ヤ

が
主
に
装
備
し
て
い
る
服
で

あ

た

 
だ
が
紅
莉
栖
は
白
衣
こ
そ
着
て
い
る
が

々
と
そ
の
格
好
を
し
て
い
た
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こ
れ
は
観
客
達
の
中
の
現
役
プ
レ
イ
ヤ

に
は
新
鮮
だ

た
ら
し
い

お

悪
く
な
く
ね

こ
う
し
て
見
る
と

普
通
に
い
け
る
よ
な

 
こ
の
後
ゲ

ム
内
で
あ
ま
り
脚
光
の
当
た

て
い
な
か

た
服
が
見
直
さ
れ
て
い
く
事
に
な

る
の
だ
が

 
そ
れ
は
ま
た
別
の
話
で
あ
る

さ
あ

悪
の

学
者
た
る
私
が
命
じ
る
わ

み
ん
な

真
の

を
見
せ
て
あ
げ
な
さ
い

悪
の

学
者
の
つ
も
り
だ

た
の
か

 
観
客
達
の
み
な
ら
ず

八
幡
も
そ
う
思

た
が

そ
れ
を
合
図
に
他
の
者
達
も

 
次
々
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
制
服
を
脱
ぎ

て
た

や

と
こ
れ
が
お
披
露
目
出
来
た
わ

 
詩
乃
が
着
て
き
た
の
は

ア
ル
ン
式

兵
服
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ

た

 
こ
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
制
服
が
無
か

た
場
合

詩
乃
が
本
来
着
て
い
た
は
ず
の
服
で
あ
る

 
足
を
大

に
露
出
す
る
の
は
い
つ
も
の
詩
乃
の
ス
タ
イ
ル
だ
が

 
白
い
胸
当
て
に

を
引
く
の
に

魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に

が
完
全
に
カ

ト
さ
れ
た
そ
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の
服
装
は

 
ど
こ
か
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
服
装
を
思
わ
せ
る

完
全
に
遠

攻
撃
を
主

に
置
い
た
服
装
だ

た

ほ
う

 
思
わ
ず
八
幡
は
そ
う

い
た

確
か
に
ギ
ル
ド
の
団
結
力
を

う
の
に
共
通
装
備
は
必
要
だ

が 
そ
れ
は
ど
う
し
て
も
特
化
装
備
に
は
敵
わ
な
い

制
服
の

も
認
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
か

 
そ
ん
な
真
面
目
な
事
を
考
え
て
し
ま

た
八
幡
で
あ

た
が

 
詩
乃
は
た
だ

八
幡
が
自
分
の

を
じ
ろ
じ
ろ
見
て
い
る
事
に
喜
ん
で
し
ま

て
い
た

 
そ
の
二
人
の
考
え
の
差
は
打
ち
上
げ
で
発
覚
し

詩
乃
が
爆
発
す
る
事
に
な
る

次
は
私
ね

 
そ
し
て
歩
み
出
た

奈
が

ヴ

ル
ハ
ラ
の
制
服
を
脱
い
だ

お
お

 

奈
が
選
ん
だ
格
好
は

ま
さ
に
こ
れ
ぞ
フ

ン
タ
ジ

と
い
う
べ
き
服
で
あ

た

 
太
も
も
の
半
ば
ま
で

う
ブ

ツ
に

に
胸
を
強
調
し
た

と
ミ
ニ
ス
カ

ト
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は
完
全
に
露
出
さ
れ

か
ら
先
だ
け
手
甲
が
装
備
さ
れ
て
い
る

 

奈
は
観
客
達
の
色
よ
い
反
応
に
気
を
良
く
し
た
の
か
そ
ち
ら
に
手
を

て
ア
ピ

ル
し

て
い
た

次
は
フ

イ
リ
ス
の
番
ニ

ね

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
も
そ
の
真
の

を
観
客
達
に

し
た

お
お

 
フ

イ
リ
ス
は
や
は
り
フ

イ
リ
ス
だ

た

そ
ん
な
フ

イ
リ
ス
が
選
ん
だ
の
は

 
い
わ
ゆ
る
戦
闘
用
メ
イ
ド
服

メ
イ
ド
ア

マ

で
あ

た

ヴ

ル
ハ
ラ
の
制
服
も

メ
イ
ド
服
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は

い

そ
天
晴
れ
と
い
う
つ
も
り
で
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た

 
そ
し
て

美
が
一
歩
前
に
出
た

八
幡
に
と

て
は
あ
る
意
味
一
番
気
が
か
り
な
存
在
だ

 
何
故
な
ら

美
が
フ

ン
タ
ジ

系
ゲ

ム
に
縁
が
あ
る
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
い
か
ら

だ 
そ
し
て

美
は

八
幡
に
だ
け

こ
え
る
よ
う
に
こ
う
言

た

私
だ

て

も
う
小
学
生
だ

た
あ
の

と
は
違
う
の
よ
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そ
う
言

て

美
が
披
露
し
た
の
は
完
全
に
ビ
キ
ニ
ア

マ

と
言
う
べ
き
服
装
だ

た

 
八
幡
は
内
心

を

え
た

や

ぱ
り
微

に
ズ
レ
て
や
が
る

 
だ
が
一
番
声
援
が
多
い
の
も

美
に
対
し
て
で
あ

た

観
客
達
は
実
に
正
直
で
あ
る

ふ
ふ
ん

 

美
は
八
幡
に
対
し
て
そ
う

を
鳴
ら
し

 
八
幡
は

れ
な
が
ら
も

美
の
成
⻑
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か

た

確
か
に
あ
の

の
面
影
は

も
う
ほ
と
ん
ど
無
い
な

 
そ
の
体
一
つ
で
こ
れ
だ
け
声
援
を
も
ら
え
る
く
ら
い

成
⻑
し
た
ん
だ
な

 
あ

も
ち
ろ
ん
エ
ロ
い
意
味
じ

な
い
か
ら
な

 
八
幡
は
誰
に
対
し
て
言

て
い
る
の
か
意
味
不
明
な
言
い

を
し
つ
つ
最
後
の
一
人
に
目

を
向
け
た

 
八
幡
に
と

て

美
と
は
別
の
意
味
で
気
が
か
り
と
い
う
か
⻤
門
の
存
在
で
あ
る
優
里
奈
で

あ
る

 
優
里
奈
が
一
体
何
を
し
て
く
る
の
か
何
故
こ
こ
に
い
る
の
か
八
幡
に
も
ま

た
く
分
か
ら
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な
い

 
そ
れ
故
に
八
幡
は

か
つ
て
な
い

張
し

助
け
を
求
め
る
よ
う
に

 
何
度
も
明
日
奈
の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
て
い
た

 
だ
が
明
日
奈
は
あ
く
ま
で
も
見
守
る
体
制
を
崩
さ
ず

を
組
ん
で

王
立
ち
し
て
い
る
だ
け

だ

た

 
そ
し
て
優
里
奈
は
八
幡
だ
け
に

こ
え
る
声
で
言

た

八
幡
さ
ん

お

お
う

 
八
幡
は
優
里
奈
の
呼
び
か
け
に

最
大
限

し
た
様
子
で
と
り
あ
え
ず
そ
う
返
事
を
し
た

 
案
の
定
優
里
奈
は
そ
こ
で
足
を
止
め
ず
観
客
達
が

か
ん
と
す
る
中
八
幡
の
目
の
前
ま
で

歩
み
寄

た

わ

私
に
何
か
用
で
も
あ
る
の
か

 
八
幡
は

う
じ
て
神
の

厳
を
保
つ
よ
う
に

そ
う

技
を
し
た

あ
の

八
幡
さ
ん

ど

ど
う
し
た
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私

八
幡
さ
ん
に
と

て
い
い
子
で
す
か

お
前
が
い
い
子
じ

な
か

た
ら

世
の
中
に
い
い
子
な
ん
か
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
な

そ
う
で
す
か

 
こ
こ
で
否
定
す
る
選
択
肢
は
あ
り
え
な
い

八
幡
は
そ
う
言
う
し
か
な
か

た

 
そ
し
て
優
里
奈
は

ゆ

く
り
と
制
服
の
前
を
開
き
な
が
ら
こ
う
言

た

私

そ
ん
な
い
い
子
じ

な
い
で
す

ち

ん
と
八
幡
さ
ん
に
反
抗
だ

て
出
来
ま
す

ん

悪
い
優
里
奈

ち

と
意
味
が
分
か
ら
な

な

な

な

 
優
里
奈
は
制
服
の
中
に
か
な
り

ど
い
水
着
を
着
て
お
り
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

天
し
た

私

こ
ん
な
悪
い
子
な
ん
で
す

だ
か
ら
安
心
し
て
下
さ
い

私
は
大
丈
夫
で
す
か
ら

 
そ
の
見
た
目
の
破
壊
力
に

八
幡
は
一

眩

を
感
じ
つ
つ

優
里
奈
を
二
度
見
し
た

 
そ
し
て
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず

情
け
な
い
顔
で
明
日
奈
の
方
を
見
た

 
だ
が
明
日
奈
は
愕
然
と
し
た
顔
で

何
故
か
自
分
の
胸
を
持
ち
上
げ
な
が
ら

 
色
々
と
見
比
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
八
幡
の
方
に
は
ま

た
く
注
意
を
向
け
て
く
れ
な
か

た 
八
幡
は

き
そ
う
な
表
情
で

優
里
奈
に
こ
う
言
う
事
し
か
出
来
な
か

た
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わ

分
か

た

安
心
す
る
か
ら
と
り
あ
え
ず
後
で

し
い
話
を

か
せ
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
に
パ

と
顔
を

か
せ
再
び
制
服
を
着
込
み
舞
台

へ
と
走
り
去

て
い

た

 
そ
の

間
に

薔
薇
が
観
客
達
に
向
け
て
こ
う
言

た

は
い

ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

実
に
素
敵
な

を
見
せ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
に

 

大
な

手
を
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て

大
な

手
が

き

こ
り

 
詩
乃
達
は
八
幡
を
ニ
ヤ
ニ
ヤ
見
な
が
ら
舞
台

へ
と
引

込
ん
で
い

た

 
そ
し
て
八
幡
も

疲
れ
た
表
情
で
舞
台

へ
と
引

込
み

そ
し
て
そ
の
背
後
か
ら

 
神
崎
エ
ル
ザ
の
曲
が
流
れ
始
め
た
の
だ

た
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第
５
３
５
話
 
エ
ル
ザ
の
歌
で
イ
ベ
ン
ト
は
終
わ
る

 
神
崎
エ
ル
ザ
は
こ
の
日

北
海
道
に
あ
る
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の

え
室
で

 
モ
ニ
タ

ご
し
に
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
見
て
い
た

 
今
は
ツ
ア

の
真

最
中
で
あ
り

こ
こ
が
最
後
の
目
的
地
な
の
だ

知
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る

 
エ
ル
ザ
は
画
面
を
見
な
が
ら
興
味
深
げ
に
そ
う

い
た

凄
く
楽
し
そ
う

 
丁
度
そ
の
時

え
室
に
エ
ル
ザ
の
マ
ネ

ジ

の
エ
ム
こ
と

豪

が
入

て
き
た

エ
ル
ザ

そ
ろ
そ
ろ
出
番
で
す

 

中
で
ス
テ

ジ
と
ソ
レ
イ
ユ
の
イ
ベ
ン
ト
ブ

ス
が
中
継
で
繋
が
る
の
で

 
そ
ち
ら
の
方
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

う
ん

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
分
か

て
る
け
ど
さ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
エ
ル
ザ
は

豪

の
ボ
デ

を
思
い
切
り
殴

た

ぐ
ほ
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な

豪

何
で
私
は
あ
そ
こ
じ

な
く
こ
こ
に
い
る
の

 
ど
う
し
て
私
は
あ
ん
な
に
ま
ご
ま
ご
し
て
か
わ
い
い
八
幡
の
隣
に
い
ら
れ
な
い
の

そ

そ
れ
は

 
そ
し
て
豪

は
呼

を
整
え
る
と

何
か
を
期
待
す
る
よ
う
に
や
や
興
奮
し
た
口
調
で
こ
う

言

た
そ
れ
は
エ
ル
ザ
が
八
幡
さ
ん
に

ツ
ア

に
で
も
行
こ

か
な

て
言

た
か
ら
で
す

 
そ
し
た
ら
八
幡
さ
ん
が

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
う
ち
が
ス
ポ
ン
サ

に
な

て
や
る

 
と
言

て
く
れ
た
お
か
げ
で

今
エ
ル
ザ
は
こ
う
し
て
北
海
道
の
地
に

ふ
ん

ぐ
は

 
豪

の
言
葉
を
最
後
ま
で

か
ず
に
エ
ル
ザ
は
今
度
は
豪

の
顔
面
に
裏
拳
を
入
れ

 
豪

は
そ
の
ま
ま

飛
ん
だ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

や

ぱ
り
む
か
つ
く

 
八
幡
も
一

に
来
れ
る
よ
う
に
手
を
回
せ
な
か

た
お
前
が
全
て
悪
い

は
い
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豪

は

に
し
り
も
ち
を
つ
い
た

態
の
ま
ま
そ
の
理
不
尽
な
言
葉
に
一
切
反

せ
ず
そ

う
言

た

あ
あ
も
う
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
な

前
は
お
前
を
殴
れ
ば
あ
る

度
解
消
出
来
た
の
に

 
最
近
は
そ
れ
だ
け
じ

ち

と
も
イ
ラ
イ
ラ
が
お
さ
ま
ら
な
い

東
京
に
帰

た
ら

八
幡
さ
ん
に

や
か
し
て
も
ら
え
ば
い
い
の
で
は

 
も

と
も
レ
コ

デ

ン
グ
と
ラ
イ
ブ
の
予
定
が
て
ん
こ

り
で
す
け
ど
ね

ちが
 
エ
ル
ザ
は
そ
の
言
葉
に

打
ち
す
る
と

豪

の
側

部
に

り
を
入
れ
た

決
め
た

今
受
け
て
い
る
仕
事
を
全
部
こ
な
し
た
ら

し
ば
ら
く
休
む
よ

 
豪

絶
対
に
新
し
い
仕
事
を
入
れ
る
ん
じ

な
い
よ

そ
れ
で
も
あ
と
一

月
は

日
仕
事
に
な
り
ま
す
が

フ

ン
の
た
め
に
も
そ
れ
は
絶
対
に
こ
な
す

ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
は

 
仕
方
な
い
か
ら
夜
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
発
散
す
る
事
に
す
る

多
分
八
幡
も
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し

分
か
り
ま
し
た

そ
の
よ
う
に
手
配
し
ま
す



 第５３５話 エルザの歌でイベントは終わる

 
丁
度
そ
の
時
ノ

ク
の
音
が

こ
え

中
に
ス
タ

フ
の
一
人
が
入

て
き
た

エ
ル
ザ
さ
ん

そ
ろ
そ
ろ
出
番

て

マ
ネ

ジ

さ
ん

 
顔
面
血
だ
ら
け
じ

な
い
で
す
か

ど

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
そ
の
ス
タ

フ
は

血

れ
の
豪

の
顔
を
見
な
が
ら
心
配
そ
う
に
そ
う
言

た

大
丈
夫
で
す

ち

と
転
ん
で
し
ま

て

を
打
ち
つ
け
た
だ
け
な
の
で

ち

と

て
感
じ
じ

な
い
と
思
い
ま
す
が

時
間
も
無
い
事
で
す
し

僕
が
ス
テ

ジ
に
立
つ

じ

な
い
ん
で
問
題
な
い
で
す

 
と
り
あ
え
ず
テ

シ

で
も
詰
め
て
お
き
ま
す

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
す
み
ま
せ
ん

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
で
す
が

で
も

彼
の
事
な
ら
大
丈
夫
で
す

と
り
あ
え
ず
私
達
は
ス
テ

ジ
へ
行
き
ま
し

う

分
か
り
ま
し
た
マ
ネ

ジ

さ
ん
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね

 
エ
ル
ザ
は
直
前
の
不
機

さ
を
お
く
び
に
も
見
せ
ず

笑
顔
で
そ
の
ス
タ

フ
に
言
い

 
ス
タ

フ
も
そ
の
笑
顔
を
見
て
豪

の
身
を
案
じ
つ
つ
時
間
も
無
い
の
で
移
動
を
優
先
す

る
事
に
し
た

 
そ
し
て
二
人
は
ス
テ

ジ
へ
と
向
か
い

豪

も

血
を

き
つ
つ
そ
の
後
に
続
い
た
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は

も
う
何
が
ど
う
な

て
る
ん
だ
よ

お
疲
れ
様

八
幡
君

お
う

悪
い
な
明
日
奈

そ
う
だ

雪
乃
は
ど
こ
だ

と

ち
め
て
や
ら
な
い
と

雪
乃
な
ら

姉
さ
ん
と
一

に
ど
こ
か
に
出
か
け
て
い

た
よ

 
も
う
イ
ベ
ン
ト
も
終
わ
り
だ
か
ら

少
し
他
の
ブ

ス
も
回

て
く
る

て

く
そ

逃
げ
ら
れ
た
か

 
も
し
か
し
た
ら
事
情
を
知

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
お
り
は
グ

ズ
の

り
子
を

 
薔
薇
は
そ
の
ま
ま

会
を
続
け
て
お
り
八
幡
は
こ
う
な

た
以
上
本
人
達
に

く
し
か
な

い
と
考
え

 
き

ろ
き

ろ
と
詩
乃
達
の

を
探
し
た

明
日
奈

詩
乃
達
も
こ

ち
に
引
き
上
げ
て
き
た
よ
な

ど
こ
に
い
る
ん
だ

他
の
人
と
一

に
更
衣
室
に
い
る
と
思
う
け
ど

そ
う
か

よ
し

行
く
ぞ

あ

ち

と

ま
さ
か
更
衣
室
に
突

込
む
つ
も
り
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い
や

出
口
を

を
し
て
身

を
確
保
す
る
だ
け
だ

そ
の
前
に

八
幡
君
も
そ
の
格
好
を
何
と
か
し
た
方
が

あ

そ

そ
う
じ

な

口
調
が
ト

ル

く
な

て
る
よ

て

こ
こ
で
着

え
る
の

お
う

も
う

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
場
で
ぱ
ぱ

と
着

え
を
始
め
た

 
そ
ん
な
八
幡
の
前
を
さ
り
げ
な
く
明
日
奈
が
う
ろ
う
ろ
し

目

し
の
役
目
を
果
た
し
た

 
さ
す
が
に
パ
ン
ツ
一

の
八
幡
の

を

目
に

す
の
は

わ
れ
た
か
ら
だ

 
ち
な
み
に
明
日
奈
が
顔
を

く
し
な
が
ら

 
た
ま
に
チ
ラ
チ
ラ
と
八
幡
の
方
を
見
て
い
る
の
は
ご
愛

で
あ
る

お
い
明
日
奈

な

何

あ
ま
り
こ

ち
を
チ
ラ
チ
ラ
見
る
な

て

べ

別
に
八
幡
君
の
パ
ン
ツ
な
ん
か
見
て
な
い
よ
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そ
ん
な

体
的
な
事
は
何
も
言

て
な
い
ん
だ
が

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

八
幡
は
着

え
を
終
え
た

よ
し

オ

ケ

だ

も
う
着

え
終
わ

た
ん
だ

あ

そ

そ
れ
じ

行
こ

か

そ
ん
な
あ
か
ら
さ
ま
に
残
念
そ
う
な
顔
を
さ
れ
て
も
な

べ

別
に
そ
ん
な
顔
は
し
て
な
い
よ

さ

行
こ

お
う

 
そ
し
て
二
人
は
歩
き
な
が
ら

先
ほ
ど
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
し
た

そ
れ
に
し
て
も
ま
さ
か
イ
ベ
ン
ト
の
流
れ
が
あ
ん
な
風
に
な

て
た
な
ん
て
知
ら
な
か

た
よ俺

も
知
ら
な
か

た
ぞ

え

で

で
も
雪
乃
が

計
画
通
り

て
ニ
ヤ
リ
と
し
て
い
た
気
が
し
た
け
ど

や

ぱ
り
あ
い
つ
の
差
し
金
か

 
八
幡
は

後
で
絶
対
に
雪
乃
に
仕
返
し
し
よ
う
と
心
に
決
め
つ
つ

更
衣
室
の
前
に
立

た

 
そ
し
て
ノ

ク
を
し

中
か
ら
の
返
事
を
待

た
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返
事
が
な
い
な

悪
い
明
日
奈

ち

と
中
の
様
子
を
見
て
み
て
く
れ

う
ん

分
か

た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
ド
ア
を
開
け

中
の
様
子
を

た
後

八
幡
の
方
を
向
い
て
言

た

誰
も
い
な
い
よ

ま
じ
か

一
体
ど
こ
に
行

た
ん
だ

エ
ル
ザ
の
曲
で
も

い
て
る
ん
じ

な
い
か
な

と
す
る
と

ま
さ
か
客

か

か
も
ね

く
 
八
幡
は

て
て
引
き
返
し

客

の
方
を
チ
ラ
リ
と

い
た

 
そ
こ
に
は
い
つ
の
間
に
着

え
を
終
え
た
の
だ
ろ
う

 
詩
乃
達
に
加
え

結
衣
に
優
美
子

沙
希
に

美
優

香
蓮

ク
ル
ス

い
ろ
は

 
要
す
る
に
こ
こ
に
い
た
八
幡
の
身
内
的
存
在
が
全
員
そ
こ
に
い
た

 
一
同
は
エ
ル
ザ
が
モ
ニ
タ

越
し
に
観
客
達
に

を
す
る
の
を
わ
く
わ
く
し
た
顔
で

め

て
い
た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

全
員
集
合
か
よ

し
か
も
あ
ん
な
特

に

エ
ル
ザ
の
人
気
は
や

ぱ
り
凄
い
ん
だ
ね

し
か
し
あ
ん
な
前
に
い
る
の
な
ら

文

を
言
お
う
に
も
手
が
出
せ
ん
な

 
今
か
ら
行
こ
う
に
も
目
立
ち
す
ぎ
る
し
な

ま
あ

り
上
が

た
ん
だ
か
ら
い
い
ん
じ

な
い

雪
乃
も

知
の
上
だ

た
み
た
い
だ
し

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
が
な

く
そ

今
回
は
俺
の
負
け
か

ふ
ふ

一
本
取
ら
れ
た
ね

ま
あ
い
い

今
回
の
事
は
不
問
に
し
て
お
く

俺
も
悪
か

た
と
思
う
し
な

 
八
幡
は
悔
し
そ
う
な
表
情
を
し
つ
つ

ど
こ
か
満
足
し
た
よ
う
な
様
子
で
そ
う
言

た

 
仲
間
達
の
成
⻑

り
が
嬉
し
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
じ

あ
私
達
も
エ
ル
ザ
の
曲
を

こ

か

 
そ
の
明
日
奈
の

設
的
な
意
見
に

八
幡
は

い
た

そ
う
だ
な

ん

ど
う
し
た
の

い
や

エ
ル
ザ
の
奴

何
か
不
機

じ

な
い
か
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え

そ
う

特
に
お
か
し
な
よ
う
に
は
見
え
な
い
け
ど

い
や

確
か
に
不
機

だ
な

何
か
あ

た
の
か

も
し
か
し
て

八
幡
君
の

が
見
え
な
い
か
ら
だ

た
り
し
て

そ
う
い
え
ば
最
近
忙
し
く
て
あ
い
つ
の
相
手
を
し
て
な
い
な

あ
あ

確
か
に
そ
う
か
も

や

ぱ
り
そ
の
せ
い
な
ん
じ

な
い

仕
方
な
い

後
ろ
の
方
に
な

ち
ま
う
が

あ
い
つ
か
ら
見
え
る

置
に
行
く
か

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
二
人
は
観
客
達
の
最
後
尾
へ
と
移
動
し
た

 
八
幡
が
い
な
い
気
が
す
る

 
ス
テ

ジ
に
立

た
以
上
も
う
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
の
様
子
は
ま

た
く
見
え
な
い
は
ず
な
の

だ
が

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
野

性

の
勘
を
フ
ル
に
生
か
し

八
幡
の
不
在
を

破
し
て
い
た

 
そ
の
せ
い
か

微

に
不
機

だ

た
エ
ル
ザ
は

そ
れ
で
も
プ
ロ

性
を
発

し

 
モ
ニ
タ

の
向
こ
う
の
観
客
達
や

自
分
の
事
を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
仲
間
達
に
向
け
て
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満
面
の
笑
み
を
見
せ
な
が
ら
こ
う

し
た

ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
に

こ
し
下
さ

た
皆
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

 
残
念
な
が
ら
今
日
は
そ
ち
ら
の
会
場
に
は
行
け
な
か

た
の
で
す
が

 
遠
い
北
海
道
の
地
か
ら

私
の
大
切
な
人

が
ち

ん
と
私
を
見
て
く
れ
る
よ
う
に
精
一

歌
い
ま
す

 
そ
の

間
に
モ
ニ
タ

か
ら
見
え
る

置
に
着
い
た
八
幡
は
明
日
奈
と
顔
を
見
合
わ
せ
た

大
切
な
人
達
じ

な
く
て

人

て
言

た
ね

そ
う
だ
な

や

ぱ
り
八
幡
君
が
見
え
な
か

た
か
ら

不
満
だ

た
ん
じ

な
い

う

ん

よ
く
よ
く
考
え
る
と

今
の
あ
い
つ
は
ス
テ

ジ
の
上
に
い
る
ん
だ

 
と
い
う
事
は
こ

ち
が
見
え
る
は
ず
が
な
い
ん
だ
よ
な
あ

ち
の
会
場
に
は
モ
ニ
タ

は

無
い
ん
だ
し

で
も
エ
ル
ザ
だ
し

だ
よ
な

ま
あ
い
い

複

で
言
わ
な
か

た
事
に
関
し
て
は

今
度
お
仕
置
き
だ
な

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間

エ
ル
ザ
の
顔
が
い
き
な
り
紅
潮
し

体
が
ビ
ク
ン

と
し
た



 第５３５話 エルザの歌でイベントは終わる

お
い
お
い

ま
さ
か
今
の
が

こ
え
た
の
か

絶
対
に
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
ん
だ
が

で
も
エ
ル
ザ
だ
し

だ
よ
な

 
そ
し
て
八
幡
か
ら
見
て
も

不
機

さ
が
無
く
な

た
エ
ル
ザ
は

 
ノ
リ
ノ
リ
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

に
使
わ
れ
て
い
る
曲
を
歌
い
始
め
た
の
だ

た
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第
５
３
６
話
 
優
里
奈

自
分
の
足
で
歩
き
出
す

 
エ
ル
ザ
の
ラ
イ
ブ
の
中
継
が
終
わ
り

観
客
達
が
満
足
し
た
よ
う
に
帰

た
後

 
詩
乃
達
は
八
幡
の
目
の
前
で
や
さ
ぐ
れ
て
い
た

何
よ

文

が
あ
る
な
ら
さ

さ
と
言
い
な
さ
い
よ

チ

反
省
し
て
ま

す

ニ

フ
ン

何
じ
ろ
じ
ろ
見
て
る
の
よ

八
幡
先
輩

勢
い
で
や

た

反
省
は
し
て
い
な
い

は

反
抗
期
で
す
か
ら
ね

 
そ
ん
な
六
人
を
八
幡
は
特
に

め
る
事
も
な
く

つ
り
と
一
言
だ
け
言

た

お
疲
れ

片
付
け
は
ち

ん
と
手
伝

て
い
く
ん
だ
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
六
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

声
を
合
わ
せ
て
言

た

は

い

 
そ
し
て
片
付
け
が
終
わ
り

人
に
飲
み
物
が
配
ら
れ
た
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一
応
こ
の
後
は
打
ち
上
げ
の
予
定
だ

た
の
だ
が

 
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
一
同
は

ま
だ
誰
も
移
動
し
よ
う
と
し
な
い

 
そ
れ
を
幸
い
に

八
幡
は
個
別
訪
問
を
開
始
し
た

タ

ゲ

ト
は
も
ち
ろ
ん
雪
乃
で
あ
る

お
い

 
八
幡
が
そ
う
声
を

け
た

間

雪
乃
は
足

に
歩
き
去
ろ
う
と
し
た

 
そ
ん
な
雪
乃
の

を

八
幡
は
ガ

シ
リ
と
掴
ん
だ

お
い

な

何

俺
に
何
か
言
う
事
は
な
い
か

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
雪
乃
は
こ
こ
で
突

張
る
事
を
せ
ず

意
外
に
も
素
直
に
謝

た

 
そ
れ
に
驚
い
た
八
幡
は

気
を
抜
か
れ
た
の
か
こ
れ
ま
た
珍
し
く
雪
乃
の

を

で
た

何
の
つ
も
り
か
し
ら

あ
い
つ
ら
に
頼
ま
れ
た
ん
だ
ろ
う
が
よ
く
難
し
い
調
整
を
こ
な
し
て
く
れ
た
な
と
思

て
な

べ

別
に
大
し
た
事
じ

な
い
わ



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

だ
け
ど
こ
れ
か
ら
は

俺
に
も
一
言
伝
え
と
い
て
く
れ
よ

頼
む
ぞ

え

え
え

そ
れ
は
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

い
や

ま
あ
楽
し
か

た
な
ら
別
に
い
い
さ

そ

そ
う

 
そ
の
八
幡
の

き
分
け
の
良
さ
に

雪
乃
は
危

を
覚
え
た

 
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も

ら
し
く
な
さ
す
ぎ
る

そ
う
思

た

間
に

 
八
幡
が
手
を

か
ら

に
移
動
さ
せ
た

雪
乃
は

天
し
た

な

な
な
な
何
を

 
こ
れ
で
は
ま
る
で
八
幡
が

雪
乃
を
愛
お
し
ん
で
い
る
よ
う
で
は
な
い
か

 
そ
う
思

た
雪
乃
は

て
て
明
日
奈
の
方
を
見
た

 
だ
が
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
明
日
奈
が
雪
乃
と
目
が
合

た

間
に
謝
る
よ
う
に
両
手
を
合
わ

せ
た

 
雪
乃
は
や
ば
い
と
思
い

再
び
八
幡
に
目
を
向
け
た

 
そ
の

間
に
八
幡
が
い
つ
の
間
に
取
り
出
し
た
の
か
も
う
片
方
の
手
で
雪
乃
の

に
何
か

を
は
め
た
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で
も
そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
だ
よ
な

次
期
社
⻑
と
し
て
は
特
に
言
う
事
は
無
い
が

 
お
前
の
友
人
た
る
俺
と
し
て
は

や

ぱ
り
何
か
し
ら
仕
返
し
し
な
き

て
思
う
よ
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

今
度
は
ポ
ケ

ト
か
ら
小
さ
な

を
取
り
出
し
雪
乃
に
見
せ
た

 
そ
の

に
は

ヘ
ア
バ
ン
ド
が
装
着
さ
れ
て
お
り

雪
乃
は
愕
然
と
し
た

こ

こ
れ
は

お
う

か
わ
い
い
か
わ
い
い

た
ま
に
は

も
い
い
も
ん
だ
よ
な

 
そ
の
言
葉
で
二
人
の
様
子
に
気
付
い
た

囲
の
者
達
は
愕
然
と
し
た

 
雪
乃
が

を
苦
手
と
し
て
い
る
事
は

知
の
事
だ

た
か
ら
だ

 
案
の
定
雪
乃
は
少
し

を
引
き
ぎ
み
に

じ
り
じ
り
と
下
が
り
始
め
た

 
そ
の

間
に
八
幡
は

雪
乃
の

に
当
て
て
い
た
手
を

に
回
し

ガ

シ
リ
と
掴
ん
だ

お

と

ど
う
し
た
ん
だ

た
ま
に
は
俺
達
の
関
係
に
つ
い
て

と
こ
と
ん
話
し
合
お
う

わ

私
達
は
と
て
も
い
い
友
達
で
し

 
そ
れ
以
上
近
付
く
と

明
日
奈
が
不

に
思
う
の
で
は
な
い
か
し
ら

い
や
い
や

明
日
奈
は

ら
な
い
さ

俺
達
の
仲
が
い
い
の
は
い
い
事
だ

な

 
雪
乃
は
そ
の
言
葉
に
再
び
明
日
奈
の
方
を
見
た
が

明
日
奈
は
ま
だ
手
を
合
わ
せ
て
お
り
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雪
乃
は
何
も
か
も

め
た
よ
う
に
力
を
抜
い
た

そ

そ
う
ね

で

何
の
話
を
し
た
い
の
か
し
ら

 
雪
乃
が
そ
う
言

た

間
に

た
の
は
薔
薇
と
か
お
り
で
あ
る

 
も
し
こ
こ
で
雪
乃
が
何
も
か
も
白

し
て
し
ま

た
ら

 
は
ち
ま
ん
く
ん
の
レ
ン
タ
ル

が
フ
イ
に
な

て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い

室
⻑

こ
れ
は
や
ば
い

や
ば
い
よ

ま
ず
い
わ
ね

こ
の
ま
ま
う
や
む
や
に
す
る
つ
も
り
だ

た
の
に

 
ま
さ
か
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

こ
ち
ら
の

を

え
に
か
か
る
な
ん
て

 
更
に
内
心
穏
や
か
で
は
な
い
の
が
詩
乃
達
で
あ
る

 
八
幡
に
不
問
に
付
す
と
言
わ
れ
は
し
た
が

今
の
雪
乃
の

態
を
見
る
限
り

 
個
人
的
な
お
仕
置
き
を
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
か
ら
だ

 
優
里
奈
を

く
五
人
は

て
て

に
な

て

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
対
応

を

討
し
た

ど

ど
う
し
よ
う

何
と
か
誤
魔
化
す
し
か
な
い
わ
ね

で
も
ど
う
や

て
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こ
こ
は
私
に
任
せ
て

 
そ
う
言

て
一
歩
前
に
出
た
の
は

美
だ

た

 
そ
し
て

美
は
八
幡
に
つ
か
つ
か
と
歩
み
寄
り
大

に
も
そ
の

に

ん
と
手
を
か
け
た

八
幡

ん

お
お

ル
ミ
ル
ミ
か

ど
う
し
た

さ

き
私
が
言

た
事

忘
れ
て
な
い
わ
よ
ね

さ

き

あ

 
そ
れ
で
八
幡
は

美
に
ア
ト
デ
コ
ロ
ス
と
言
わ
れ
た
事
を
思
い
出
し

て
て
飛
び
退

い
たお

お
前
そ
れ
は

今
の
私
は
と
て
も
美
人

町
で
も
よ
く
声
を

け
ら
れ
る

 
そ
う
簡

に
雪
乃
先
輩
以
下
と
言
わ
れ
る
の
は
納
得
が
い
か
な
い

そ

そ
れ
は
だ
な

 
八
幡
は
一

で
守
勢
に
回
る

に
な
り

そ
れ
を
見
た
薔
薇
は
目
を
キ
ラ
リ
と
光
ら
せ
た

今
が
チ

ン
ス

か
お
り

後
は
私
に
任
せ
て
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室
⻑

頑
張

て

 
そ
し
て
薔
薇
は

素

く
八
幡
の
背
後
へ
と
回

た

 
そ
し
て
じ
り
じ
り
と
後
ろ
に
下
が
る
八
幡
は
背
中
に
柔
ら
か
い
感
触
を
感
じ

て
て

り

向
い
た

こ

今
度
は
何
だ

誰
が
お
ば
さ
ん
で
す

て

こ

小
猫

 
そ
う
言

て
薔
薇
も

ど
さ
く
さ
に
ま
ぎ
れ
て
こ
の
バ
ト
ル
に
参
戦
し
た

違
う

あ
れ
は
言
葉
の

で
あ

て

別
に
本
当
に
そ
う
思

て
い
る

じ

な
い

と
い
う
事
は

そ
う
言

た
事
は
否
定
し
な
い
の
ね

う
 
そ
れ
で
八
幡
は
た
じ
た
じ
と
な
り

二
人
に
よ

て

 
じ
り
じ
り
と
部
屋
の

へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い

た

きう

う
わ

今
度
は
誰
だ
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八
幡
は
再
び
背
中
に
柔
ら
か
い
感
触
を
感
じ

驚
い
て

り
返

た

 
そ
こ
に
い
た
の
は
優
里
奈
で
あ
り
そ
れ
を
見
た
詩
乃
達
五
人
は
や
ば
い
と
一

で
顔
を

く
し
た

何
だ

優
里
奈
か

あ
の

八
幡
さ
ん

今
日
の
私

ど
う
で
し
た
か

ど
う
と
言
わ
れ
て
も
な

い
き
な
り
あ
ん
な
事
を
言
い
出
す
か
ら
ち

と
驚
い
た
が

安
心
し
て
も
ら
え
ま
し
た
か

私
の
事

ち

と
は
気
に
な
り
ま
す
か

い
や

ま
あ
色
々
な
意
味
で
気
に
は
な

た
が

 
そ
し
て
八
幡
は
首
を

げ
な
が
ら

優
里
奈
に
こ
う

ね
た

そ
も
そ
も
反
抗
出
来
る
と
か
悪
い
子
だ
と
か

一
体
何
の
事
だ

今
の
私
は
あ
る
意
味
八
幡
さ
ん
の
娘
の
よ
う
な
も
の
で
す

違
い
ま
す
か

い
や

ま
あ
娘
だ
と
ま
で
は
思

て
な
い
が

家
族
み
た
い
な
も
の
だ
と
は
思

て
い
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

私
も
そ
う
思

て
い
ま
す

 
な
の
で
私
は

八
幡
さ
ん
の
頼
み
は

力

い
て
い
き
た
い
と
思

て
る
ん
で
す
よ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
こ
う
言

た
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無
茶
な
頼
み
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
が

 
俺
の
頼
み
で
も

な
事
は
も
ち
ろ
ん
断

て
も
い
い
ん
だ
か
ら
な

 
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
に

我
が
意
を
得
た
り
と
い
う
風
に

い
た

そ
こ
で
す

ん
え
ば
八
幡
さ
ん
が

日
ご
ろ
お
世
話
に
な

て
い
る
人
に

お
宅
の
優
里
奈
と
今
度
デ

ト
し
た
い
ん
だ
が
と
言
わ
れ
た
と
し
て
私
に
選
ば
せ
よ
う
と

 
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
私
に
伝
え
た
と
す
る
じ

な
い
で
す
か

 
そ
こ
で
私
が
八
幡
さ
ん
の

な
ら
と
思
い

素
直
に

は
い

と
言

た
ら

 
八
幡
さ
ん
は
何
と
も
言
え
な
い
気
分
に
な
り
ま
す
よ
ね

え
が
微

す
ぎ
て
よ
く
分
か
ら
な
い
が

そ
の
ケ

ス
だ
と
確
か
に
そ
う
だ
な

 
と
い
う
か
ま
あ

そ
も
そ
も
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
て
も

目
で
す
と
断
る
と
思
う
が

と
い
う
事
は

や

ぱ
り

な
ん
で
す
よ
ね

と
い
う
か

ま
あ

そ
う
だ
な

だ
か
ら
今
回
私
は

そ
う
い
う
場
合
に
は

余
計
な
気
を
回
さ
ず
に
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逆
に
八
幡
さ
ん
の
内
心
を

ん
で
ち

ん
と
断
れ
る
と
い
う
事
を
八
幡
さ
ん
に
伝
え
た
か

た
ん
で
す

ん

 
そ
の
超
理

を
完
全
に
理
解
し
て
い
た
の
は

詩
乃
達
五
人
だ
け
だ

た

 
そ
う
言

て
説
得
し
た
か
ら
当
た
り
前
な
の
だ
が

え

と
つ
ま
り

優
里
奈
が
今
回
あ
ん
な
事
を
し
た
の
は

 
最
初
に
言

て
い
た
通
り

俺
を
安
心
さ
せ
た
か

た
と

は
い

私
だ

て

ち

ん
と
八
幡
さ
ん
に
逆
ら
え
る

て
事
を
伝
え
た
か

た
ん
で
す

 
だ
か
ら
そ
う
い
う
時
も
私
は
ち

ん
と
自
分
の
意
思
で
断
れ
ま
す
か
ら
心
配
し
な
い
で
下
さ

い
ね

 
私
は
八
幡
さ
ん
以
外
の
男
の
人
と
と
ど
こ
か
に
出
か
け
た
り
す
る
つ
も
り
は
ま

た
く
あ
り

ま
せ
ん
か
ら

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
で

何
故
優
里
奈
が
こ
こ
に
い
る
の
か
や

と
理
解
し
た

な

優
里
奈

そ
の
理
屈
は
誰
に
教
え
て
も
ら

た
ん
だ
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こ
ん
な
力
技
の
面
倒

い
理
屈
を
立
て
ら
れ
る
奴
は
限
ら
れ
て
い
る
よ
な
と
思
い
つ
つ

 
八
幡
は
優
里
奈
に
そ
う

ね
た

見
る
と
詩
乃
達
は

美
も

め
て
全
員
紅
莉
栖
の
後
ろ
に

れ
て
お
り

 
八
幡
は
そ
れ
で

そ
れ
が
誰
の
差
し
金
だ

た
の
か
漠
然
と
理
解
し
た

え

え

と

自
分
で
考
え
ま
し
た

そ
う
な
の
か

は
い

本
当
に
か

は
い

も
ち
ろ
ん
で
す

そ
う
か

 
八
幡
は

優
里
奈
が
紅
莉
栖
達
を
か
ば

て
い
る
事
は
察
し
て
い
た
が

 
優
里
奈
が
そ
う
言
う
以
上
そ
う
い
う
事
に
し
て
お
く
か
と
考
え
そ
れ
以
上
の
追
求
を
や
め

た 
事
情
を
察
し
た
他
の
者
達
も

優
里
奈
の
聖
女

り
に
内
心
で
感

し
て
い
た

ま
あ
い
い

今
回
の
事
に
つ
い
て
は
も
う
何
も
言
う
の
は
や
め
だ



 第５３６話 優里奈、自分の足で歩き出す

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
後
打
ち
上
げ
を
や
る
か
ら

全
員
さ

さ
と

度
し
て
移
動
す
る
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は
わ

と

り
上
が
り

自
で
準
備
を
始
め
た

  

人
が
準
備
を
終
え
薔
薇
の
案
内
で
移
動
し
て
い
く
の
を
見
な
が
ら
八
幡
は
一
人

ん
で

い
た八

幡
君

も
う
い
い
の

そ
う
だ
な

明
日
奈

あ
れ
を
見
て
み
ろ
よ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

出
口
の
方
を
指
し

し
た

 
見
る
と
優
里
奈
が
と
て
も
楽
し
そ
う
に

詩
乃
達
と
談
笑
し
て
い
る
の
が
見
え
た

優
里
奈
ち

ん

楽
し
そ
う
だ
ね

な

明
日
奈

俺
は
過
保
護
す
ぎ
て

 
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
優
里
奈
を
束

し
ち
ま

て
た
の
か
も
し
れ
な
い
な

ど
う
だ
ろ
う
ね

ま
あ
で
も

優
里
奈
に
も
友
人
が

山
出
来
た
み
た
い
だ
し

良
か

た
よ

う
ん

そ
う
だ
ね
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ま
あ
紅
莉
栖
に
言
い
た
い
事
は
多
々
あ
る
が

と
り
あ
え
ず
最
初
に
お

を
言

て
お
く
か

凄
い
理
屈
だ

た
け
ど

で
も
確
か
に
優
里
奈
ち

ん
の

に
は
良
か

た
も
ん
ね

だ
な

 
そ
う
言

て

く
八
幡
の

を
取
り

明
日
奈
は
笑
顔
で
八
幡
に
言

た

そ
れ
じ

あ
私
達
も
行
こ

か

お
う

 
そ
し
て
二
人
も

出
口
へ
向
け
て
仲
良
く
歩
い
て
い

た
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第
５
３
７
話
 
打
ち
上
げ

詩
乃

香
蓮

紅
莉
栖
サ
イ
ド

 
打
ち
上
げ
の
会
場
は

何
と
メ
イ
ク
イ

ン
だ

た

ま
さ
か
の
貸
切
で
あ
る

 
も

と
も
か
な
り
前
か
ら
告
知
し
て
あ

た
の
で

混
乱
は
ほ
と
ん
ど
無
か

た
よ
う
だ

そ
れ
で
は
み
ん
な

今
日
は
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た

 
つ
き
ま
し
て
は
さ
さ
や
か
な
が
ら

宴

を
設
け
さ
せ
て

き
ま
し
た

 
今
日
は
無

と
い
う
事
で

時
間
の
許
す
限
り
楽
し
く
や

て
下
さ
い

 
陽
乃
の
そ
ん
な

か
ら

会
は
始
ま

た

参
加
メ
ン
バ

は
ほ
ぼ
全
員
で
あ
る

 
何
故
か
姫
菜
ま
で
参
加
し
て
い
る
の
は
謎
で
あ
る

 
ち
な
み
に

は

ど
う
や
ら

と
一

に
飲
み
に
行

た
ら
し
い

 

に
よ
る
と

今
ま
で
の

金
を
全
部
返
し
て
も
ら
う
の
を
勘

す
る
代
わ
り
に

 
今
日
は

の

り
で
飲
み
に
行
く

と
い
う
事
ら
し
い

 
そ
し
て
八
幡
は
と
い
う
と

和
人
を
相
手
に
く
だ
を
ま
い
て
い
た

し
か
し
和
人

今
回
は
お
前

本
当
に
空
気
だ

た
な

馬

言
う
な
今
回
の
裏
方
の
仕
事
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
続
出
で
め
ち

め
ち

忙
し
か

た
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ん
だ
ぞ

俺
は
悪
く
な
い

全
部
雪
乃
が
悪
い

あ
と
詩
乃
も
悪
い

 
ど
う
せ
言
い
出
し

は
あ
い
つ
に
決
ま

て
る

 
丁
度
そ
の
時
近
く
に
い
た
詩
乃
が
そ
れ
を

き
と
が
め

奈
を

て
八
幡
に

ん
で
き
た

何
よ

私
に
何
か
文

で
も
あ
る
の

 
八
幡
は
そ
れ
を
無

し

隣
に
い
る

奈
に
語
り
か
け
た

す
み
ま
せ
ん
マ
ネ

ジ

さ
ん

こ
の

子

ガ
ラ
が
悪
い
ん
で
す
け
ど

 
ど
う
考
え
て
も

子
業
界
の
中
で
は

な
ん
じ

な
い
で
す
か

チ

ン
ジ
で

す
み
ま
せ
ん

普
通
の

子
は
品
切
れ
で
す

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

奈
は
真
面
目
な
顔
で
そ
う
答
え
た

え

ま
じ
で

は
い

な
の
で
今
は

こ
の
気
の
強
い

子
で
我
慢
し
て

く
し
か

え
え

ク

リ
ン
グ
オ
フ
出
来
ま
せ
ん
か

知
り
合

て
か
ら
の
期
間
を
考
え
る
と

ク

リ
ン
グ
オ
フ
は
も
う
出
来
か
ね
ま
す

仕
方
な
い
我
慢
す
る
か

お
い

子
来
世
で
は
正

の

子
に
生
ま
れ
て
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来
い
よ

 
そ
う
八
幡
に
言
わ
れ
た
詩
乃
は

気
に
と
ら
れ
て
い
た
が

 
や
が
て

る

る
と

え
だ
し

こ
め
か
み
に

筋
を
立
て
な
が
ら
言

た

奈

こ
い
つ
の
相
手
を
す
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
そ
し
て
八
幡
は

子
を
連
呼
す
る
ん
じ

な
い
わ
よ

ち

ち

と
乗

て
み
た
だ
け
だ

て
詩
乃
の

は
と

て
も
キ

ト
で
か
わ
い

い
よと

て
つ
け
た
よ
う
に

本
当
だ

て
ば

ね

八
幡
さ
ん
も
そ
う
思
う
よ
ね

そ
う
だ
な

確
か
に

は
い
い
な

は
な

 
八
幡
が

だ
け
を
褒
め
称
え
る
事
に

詩
乃
は
イ
ラ

と
し
た
様
子
で
何
か
言
い
か
け

 
直
後
に
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
な
顔
を
し

フ
フ
ン
と
余

な
態
度
を
見
せ
た

お
い
八
幡

詩
乃
の
様
子
が
お
か
し
く
な
い
か

だ
よ
な

多
少
仕
返
し
を
と
思

た
が

何
だ
あ
の
余

は

 
八
幡
と
和
人
が
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う

き
合
う
中

詩
乃
は
余

な
態
度
の
ま
ま
こ
う
言

た
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そ
ん
な
事
言

て

さ

き
は
私
の
格
好
を

分
熱
心
に
見
て
い
た
じ

な
い

 
ま

た
く
も
う

あ
ん
た
も
も

と
素
直
に
な
り
な
さ
い
よ
ね

は

あ

 
詩
乃
に
そ
う
言
わ
れ
八
幡
は
先
ほ
ど
の

況
を
思
い
出
し
詩
乃
が
勘
違
い
し
て
い
る
事
に

気
付
い
た

お
前

そ
れ
は
な

お
前
の
コ
ス
プ
レ
が
遠

攻
撃
に

し
た
服
装
だ

た
か
ら

 
う
ち
の
制
服
も
あ
る

度
特
化
装
備
へ
の

を
認
め
る
べ
き
か
と

討
し
て
い
た
だ
け
だ

ぞ
え

は

 
詩
乃
は
一

か
ん
と
し
た
表
情
を
し
た
後
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
そ
う
声
を
上
げ

た
そ
う
い
う
意
味
で
は
確
か
に
熱
心
に
見
て
い
た
の
は
確
か
だ
な

 
そ
し
て
よ
く
そ
の
事
を
気
付
か
せ
て
く
れ
た

え
ら
い
ぞ
詩
乃

く

あ
れ
が
そ
う
い
う
意
味
の

線
だ

た
な
ん
て

何
だ
よ

言

て
お
く
が

本
気
で
褒
め
て
る
か
ら
な
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そ
の
褒
め
ら
れ
方
は
予
想
と
違
う

 
そ
う
言
い
な
が
ら
詩
乃
は

複
雑
な
表
情
で
去

て
い
き

 
そ
の
後
を
追
お
う
と
し
た

奈
に

八
幡
は
言

た

お
い

奈

う
ん

お
前
の
コ
ス
プ
レ
は
王
道
だ

た
な

良
か

た
と
思
う
ぞ

 

奈
は
そ
う
言
わ
れ

パ

と
顔
を

か
せ
た

う

う
ん

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
詩
乃
が
へ
こ
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
や

て
く
れ
な

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
二
人
が
去

た
後

和
人
は
八
幡
に
言

た

八
幡
も
意
地
悪
だ
よ
な

ち

ん
と
見
る
と
こ
は
見
て
た
ん
だ
ろ

い
や
ま
あ
そ
れ
は
否
定
は
し
な
い
が
詩
乃
が
足
を
強
調
す
る
の
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
散
々
見
て
る

か
ら
な

あ
あ

そ
れ
は
確
か
に
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そ
れ
に
さ

き
言

た
事
は
本
当
だ
か
ら
な
和
人
も
そ
の
つ
も
り
で
他
の
奴
ら
に

知
し
と

い
て
く
れ

制
服
の
大

な
ア
レ
ン
ジ
を
認
め
る

て
と
こ
ろ
な

で
も
そ
れ
よ
り
は
さ

 
普

は
上
に
制
服
を

と
い
て
戦
闘
時
に
は
ま

た
く
別
の
服
装
に
な
る
よ
う
に
し
た

方
が

 
イ
ン
パ
ク
ト
的
に
も
で
か
い
ん
じ

な
い
か

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
ん

そ
れ
も

め
て
今
度
総
会
を
開
く
か

総
会

そ
り

ま
た
お
お
げ
さ
な

一
応
新

メ
ン
バ

の
入
団
発
表
も

ね
る
つ
も
り
だ
か
ら
な

え

だ

誰
の

そ
れ
は
な

 
そ
し
て
八
幡
は

和
人
の

元
で

二
人
の
名
前
を

い
た

あ

あ
あ

そ
り

い
い
な

こ
れ
で
う
ち
は

々
強
く
な
る
な

だ
ろ

 
そ
う
笑
顔
で

き
合
う
二
人
の
下
に

今
度
は
香
蓮
と
美
優
が
や

て
き
た
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は

八
幡
君

私
の
格
好

ど
う
だ

た

お
う

最
高
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
親
指
を
立
て
香
蓮
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
も
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔

を
し
た

 
そ
こ
に
横
か
ら

り
込
ん
だ
美
優
が

私
は

私
は

と
ア
ピ

ル
し
て
き
た
の
で

 
八
幡
は
わ
ざ
と
面
倒

そ
う
な
顔
を
作
り

美
優
に
こ
う
言

た

お
前

意
外
と
い
い
体
を
し
て
る
よ
な

 
八
幡
は
そ
れ
で
美
優
が
い
つ
も
の
よ
う
に
調
子
に
乗
り

 
襲
い

か

て
く
る
事
も
想
定
し
い
つ
で
も
カ
ウ
ン
タ

が
と
れ
る
よ
う
に
身

え
て
い
た

の
だ
が

 
美
優
は
何
故
か
も
じ
も
じ
し
た
後

自
分
の
胸
を
押
さ
え
な
が
ら
恥
ず
か
し
そ
う
に
言

た

も
う

リ

ダ

の
え

ち

 
八
幡
と
和
人
が

す
る
中

八
幡
が
と
て
も
心
配
そ
う
に
美
優
に
言

た
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お

お
前

何
か
悪
い
も
の
で
も
食

た
の
か

え

普
通
で
し

世
間
一

的
に
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

困

た
顔
で
和
人
の
方
を
見
た

 
そ
の

間
に

美
優
は
八
幡
に
襲
い

か

た

り

や

と
こ
の
美
優
ち

ん
の
体
に
性
的
な
目
を
向
け
て
く
れ
ま
し
た
ね
リ

ダ

 
い
た
だ
き
ま
す

ジ

・
テ

ム

 
そ
の
声
を

い
た
八
幡
は

て
て
美
優
に
対
し
て
身

え
た
が

 
美
優
は
そ
の
体
制
か
ら
動
か
な
か

た

よ
く
見
る
と
香
蓮
が
美
優
の
首

こ
を
掴
ん
で

い
る

 
ど
う
や
ら
香
蓮
は

あ
ら
か
じ
め
こ
の
事
を
予
想
し
て
い
た
よ
う
だ

 
さ
す
が
は
美
優
と
の
付
き
合
い
が
⻑
い
だ
け
の
事
は
あ
る

八
幡
君

美
優
相
手
に
油
断
し
ち

目
だ
よ

お

お
う

あ
り
が
と
な
香
蓮

助
か

た
わ

コ

コ
ヒ

お
前
は
親
友
の
幸
せ
を

魔
す
る
の
か
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は
い
は
い

さ

他
の
人
に
場
所
を

る
わ
よ

あ

ち

待

て

リ

ダ

せ
め
て
こ
の
美
優
ち

ん
の
胸
を
ひ
と

み

す
る
か
馬

 
そ
し
て
二
人
は
去

て
い
き

八
幡
は

息
す
る
と

和
人
に
言

た

そ
う
い
え
ば

は

ク
ラ
ス
全
員
を
動
員
し
て
あ
い
つ
を
迎
撃
さ
せ
た

け
な

そ
ん
な
事
も
あ

た

け

や
は
り
あ
い
つ
は
要
注
意
だ
な

性
的
な
意
味
で
な

 
そ
こ
で
二
人
は

が

い
た
の
か

飲
み
物
を
取
り
に
い
く
事
に
し
た

フ

イ
リ
ス

ま
ゆ
さ
ん

飲
み
物
が
欲
し
い
ん
だ
が

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
ニ

何
が
い
い
か
ニ

ホ

ト
二
つ

一
つ
は
ブ
ラ

ク

も
う
一
つ
は
砂

と
ミ
ル
ク

し

し
で

相
変
わ
ら
ず

ニ

ね

は
い

ご
注
文
の
ホ

ト
二
つ
で

す

 
フ

イ
リ
ス
と
ま
ゆ
り
は
こ
ん
な
場
で
も
メ
イ
ド
服
を
着
て
接
客
の
よ
う
な
事
を
し
て
い
た
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八
幡
は
最
初

セ
ル
フ
で
い
い
と
言

た
の
だ
が

二
人
が

ら
な
か

た
の
だ

せ

か
く
の
打
ち
上
げ
の
場
な
の
に

何
か
悪
い
な

い
い
の
い
い
の

フ

イ
リ
ス
達
は
好
き
で
や

て
る
の
ニ

か
ら
ね

う
ん
う
ん

今
日
は
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た

 
そ
れ
じ

あ
テ

ブ
ル
ま
で
ホ

ト
を
二
つ
お
持
ち
し
ま
す
ね

 
そ
う
言

て
ま
ゆ
り
は
ト
レ
ン
チ
に
乗
せ
た
ホ

ト
二
つ
を
後
ろ
に
い
た
人
物
に
手

し
た

 
そ
こ
に
は
屈
辱
的
な
顔
を
し
た
紅
莉
栖
が

メ
イ
ド
服

で
立

て
い
た

く

殺
せ

お
前

何
や

て
ん
の

だ

だ

て
岡
部
と
橋
田
が

こ
の
格
好
で
あ
ん
た
に
謝
れ

て

キ

マ
と
ダ
ル
が

 
紅
莉
栖
の
背
後
で
は

そ
の
二
人
が
う
ん
う
ん
と

い
て
お
り

 
八
幡
は
な
ん
だ
か
な

と
思
い
つ
つ
も

そ
の
ま
ま
テ

ブ
ル
に

り

紅
莉
栖
の
到
着
を

待

た

 
そ
し
て
紅
莉
栖
が
危
な

か
し
い
手
付
き
で
ホ

ト
を
二
つ
運
ん
で
き
た
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こ
れ
は
や

て
み
る
と
分
か
る
が

慣
れ
な
い
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し
い

ご

ご
注
文
の
ホ

ト
コ

ヒ

で
す

ど
う
ぞ

 
そ
し
て
二
人
の
目
の
前
に

二
つ
の
ブ
ラ

ク
コ

ヒ

が
置
か
れ
た

あ
れ

俺
は
砂

と
ミ
ル
ク

し

し
で
頼
ん
だ
は
ず
な
ん
だ
が

わ

分
か

て
る
わ
よ

今
か
ら
そ
う
す
る
の
よ

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
か
な
り
の
時
間

た
後
に
八
幡
の
ホ

ト
に
大

の
砂

と
ミ
ル

ク
を
注
ぎ

 
顔
を
背
け
な
が
ら
も
ス
プ

ン
で
そ
れ
を
か
き
回
し
始
め
た

お

お
い

あ
ん
ま
り
無
理
す
ん
な
よ

俺
は
そ
こ
ま
で

て
な
い
か
ら
な

ち

と
や
り
す
ぎ
た
か
も

て
思
わ
な
い
で
も
な
か

た
か
ら

そ

そ
う
か

そ
う
い
え
ば
お
前
の
あ
の
コ
ス
プ
レ

何
と
い
う
か

新
機

だ

た
わ

い

言
わ
な
い
で

あ
の
時
の
私
は
ど
う
か
し
て
た
の
よ

お

お
う
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そ
し
て
無
言
で
か
き
混

続
け
る
紅
莉
栖
に

後
ろ
か
ら

目
出
し
が
飛
ん
だ

ク
リ
ス
テ

ナ

セ
リ
フ
を
さ
ぼ
る
な

ク

ニ

ン

頑
張
る
ニ

く

殺
せ

お
前

そ
の
セ
リ
フ
は
危
険
だ
か
ら
や
め
ろ

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

る

る

え
な
が
ら
こ
う
口
に
出
し
た

こ

こ
れ
が

私
の

ひ

必
殺

目

目
を
見
て
ま

ま

ニ

 
ま

ま

ま

ま

 
そ
ん
な
と
て
も
頑
張

た
紅
莉
栖
の

を
見
て

八
幡
と
和
人
は
思
わ
ず

手
を
し
た

 
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
店
中
が

手
の

に
包
ま
れ
た

ち

こ
ん
な
事
で
み
ん
な
で

手
す
ん
な

紅
莉
栖
さ
ん

ど
ん
ま
い

頑
張

た
ね

紅
莉
栖
さ
ん

か
わ
い
い
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そ
う
口
々
に
声
を

け
ら
れ
た
紅
莉
栖
は

羞
恥
に
ま
み
れ
な
が
ら
こ
う
叫
ん
だ

く

殺
せ

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

の
方
へ
と
走
り
去
り
代
わ
り
に
ダ
ル
と
キ

マ
が
二
人
の
所
へ
来

た
お
い
キ

マ

や
り
す
ぎ
じ

な
い
の
か

大
丈
夫
か

何

最
初
に
お
前
に
謝

た
方
が
い
い
か
な
と
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
た
の
は
あ
い
つ
だ
か
ら
な

 
俺
達
は
そ
の
背
中
を
ち

と
押
し
た
だ
け
だ

ち

ん
と
フ

ロ

は
し
て
お
い
て
く
れ
よ

あ
い
つ

本
気
で

る
と
怖
い
ん
だ
よ

分
か

て
い
る

任
せ
て
お
く
が
い
い

氏

メ
イ
ド
女
騎
士

乙

 
そ
し
て
二
人
も
去

て
い
き

八
幡
と
和
人
は
ホ

ト
を
口
に

ん
だ

ふ
う

ん

美
味
い
な

八
幡
の
そ
れ
は

ホ

ト
の
味
じ

な
く
砂

と
ミ
ル
ク
の
味
だ
と
思
う

 
ま
だ
ま
だ
打
ち
上
げ
は
続
く
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第
５
３
８
話
 
打
ち
上
げ

総
武
高
校
軍
団
マ
イ
ナ
ス

 
紅
莉
栖
が
去

た
後

次
に
八
幡
の
下
に
訪
れ
た
の
は

 
雪
乃

結
衣

い
ろ
は

美
の
奉
仕
部
チ

ム
で
あ

た

小
町
が
い
な
い
が

こ
う
し
て
奉
仕
部
員
が
揃
う
の
は
感

深
い
も
の
が
あ
る
な

あ
の

は

ま
さ
か
こ
ん
な
に
奉
仕
部
の
歴

が
続
く
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た
ね

 
絶
対
に
あ
た
し
達
の
代
で
終
わ
る
と
思

て
た
も
ん

ま
あ
次
の
年
に
小
町
さ
ん
が
入

て
三
年

⻑
さ
れ
た
け
ど

 
そ
れ
で
も
そ
こ
で
終
わ
り
だ
と
思

て
い
た
の
は
確
か
ね

で
も
厳
密
に
は
小
町
先
輩
が
卒
業
し
て
か
ら
私
が
入

た
の
で
一

切
れ
て
は
い
る
け
ど

ね
ま
あ

か
い
事
は
い
い
じ

な
い
か

今
は
と
に
か
く
ま
だ
奉
仕
部
が
あ
る
事
を
喜
ぼ
う

私
は
正
式
な
部
員
じ

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
ね

 
一
見
和
や
か
に
見
え
る
こ
の
風
景
だ
が

実
は
お
か
し
な
部
分
が
一
つ
だ
け
あ

た

な
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な

何
か
し
ら

和
人
君

何
で
雪
乃
は
ま
た

を
付
け
て
る
ん
だ

そ
れ
に
ユ
イ
ユ
イ
ま
で

そ

そ
れ
は
そ
の

反
省
の
意
を

そ
う
か
と
思

て

あ
た
し
は
ゆ
き
の
ん
が
か
わ
い
い
か
ら
そ
の
付
き
合
い

 
お
か
し
な
部
分
と
は
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
で
あ

た

だ
が
も
ち
ろ
ん
真
実
は
違

て

い
る

 
雪
乃
は
万
が
一
に
も
詩
乃
か
ら
の
特
別
報

の
存
在
を
悟
ら
れ
な
い

に

 
他
の
二
人
の
分
ま
で
体
を
張
り
八
幡
の
疑
惑
の
目
が
向
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ

た

そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
別
に
い
い
ん
じ

な
い
か

な

八
幡

俺
も
そ
う
思
う
ん
だ
が

雪
乃
が

ら
な
い
か
ら
ま
あ
い
い
か
な

て
な

 
特
に
実
害
が
あ
る

じ

な
い
し

他
人
の
目
も
無
い
し
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

雪
乃
が
付
け
て
い
る

を

で
た

 
実
は
こ
の

も

ふ
も
ふ
な
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
反
対
の

は

美
が
熱
心
に

で
て
い
た

隣
に

ぶ
と
ま
る
で
姉
妹
の
よ
う
で

あ
る
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そ
し
て
ユ
イ
ユ
イ
の

は

い
ろ
は
が
熱
心
に

で
て
い
た

 
い
ろ
は
は
雪
乃
相
手
に
そ
ん
な
事
は
出
来
な
い
が

結
衣
相
手
だ
と
平
気
な
よ
う
だ

そ

そ
う
い
う
事
よ

そ
れ
に
私
も
い
つ
ま
で
も

が
苦
手
な
ま
ま
だ
と

 

型
の
モ
ン
ス
タ

相
手
に
力
を
発

出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
ね

え

お
前

そ

ち
も

目
な
の

八
幡
君

お
前
じ

な
い

雪
乃
よ

ル
ミ
ル
ミ
の
真
似
し
て
ん
じ

ね
え
よ

ル
ミ
ル
ミ
言
う
な

あ
あ
も
う

お
前
ま
で

八
幡

お
前
じ

な
い

美

無
限
ル

プ
か
よ

 
和
人
は
こ
ん
な
雰
囲
気
の
部
活
だ

た
の
な
ら
さ
ぞ

は
楽
し
か

た
ん
だ
ろ
う
な
と
考

え
た
が

 
当
然

は
こ
ん
な
雰
囲
気
で
は
な
い

だ
が
和
人
が
そ
の
感
想
を
口
に
出
さ
な
か

た

 
そ
の
誤
解
が
解
け
る
事
は
一
生
無
か

た
の
だ
が
ま
あ
そ
れ
で
ま

た
く
問
題
は
無
か

た
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だ
が

そ
れ
と
は
別
に

一
つ

念
材
料
が
残

て
い
た

そ
れ
じ

あ
雪
乃
は

え
ば
北

神
話
定
番
の
フ

ン
リ
ル
と
か
が
相
手
だ
と
ど
う
な
る
ん

だ

そ
う
ね

敵
が
絶
対
見
え
な
い
所
で
ち
ま
ち
ま
と
回
復
す
る
だ
け
に
な
る
と
思
う
わ

 
も
ち
ろ
ん
誰
か
を
死
な
せ
た
り
と
か
い
う
事
は
絶
対
に
無
い
の
だ
け
れ
ど

そ
れ
で
も
さ
す
が
に

野
は

く
な
る
よ
な

え

え
え

そ

そ
う
ね

 
雪
乃
は
そ
の
質
問
に
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

話
の
進
み
方
が
ま
ず
い
と
思

た
か
ら
だ

そ
う
な
る
と

 
そ
し
て
八
幡
と
和
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
言

た

特
訓
だ
な

は
う

仮
に
も
副
団
⻑
と
も
あ
ろ
う
者
が

い
つ
ま
で
も
そ
ん
な
事
じ

ま
ず
い
か
ら
な

俺
と
明
日
奈
に
は

苦
手
な
物
な
ん
か
無
い
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い
や

明
日
奈
は
確
か

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
だ
ろ
う
か
遠
く
か
ら
明
日
奈
が
走

て
き
て
八
幡
の
口
を
押
さ

え
たは

八
幡
君

乙
女
の
秘
密
を
他
の
人
に
バ
ラ
す
の
は
ど
う
か
と
思
う
な

はあ
ん
な
遠
く
で
よ
く

こ
え
ま
し
た
ね

 
そ
し
て
雪
乃
が
立
ち
上
が
り

明
日
奈
を

交
い
絞
め
に
し
た

ち

ち

と
雪
乃

何
を
す
る
の

こ
う
な

た
ら
一
蓮

生
よ

こ
れ
く
ら
い
簡

に
外
し
て

う

雪
乃

て

見
た
目
と
違

て
意
外
と
力
が
強

い
こ
う
見
え
て
も
私
ス
ポ

ツ
は
万
能
な
の
よ
そ
れ
に

点
の
ス
タ
ミ
ナ
の
無
さ
を

服
す

る

に

 
一
応
そ
れ
な
り
に
朝
走

た
り
も
し
て
い
る
し
ね

 
そ
し
て
雪
乃
は
明
日
奈
の
手
を
八
幡
の
口
か
ら
引
き

が
し

笑
顔
で
明
日
奈
に
言

た
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さ
あ

一

に
地
獄
に
落
ち
ま
し

う

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
し
て
明
日
奈
の
手
が
八
幡
の
口
か
ら
離
れ
た

八
幡
は
さ

き
言
い
か
け
た
言
葉
を
口
に

し
た明

日
奈
は
確
か

オ
バ
ケ
と
か

霊
が
苦
手
だ

た
は
ず
だ

え

そ
う
な
の

意
外

う
う
う
う
う
う
う
う
う

と
い
う

で
結
衣

明
日
に
で
も
頼
む

任
せ
て

優
美
子

ち

と
こ

ち
に
来
て

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

結
衣
は
優
美
子
を
こ
ち
ら
に
呼
ん
だ

結
衣

ど
し
た
ん

明
日
な
ん
だ
け
ど

ゆ
き
の
ん
と
明
日
奈
と
一

に
遊
び
に
行
か
な
い

い
き
な
り
ど
し
た
ん

別
に
い
い
け
ど

ど
こ
に

え

と

実
は
ね
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そ
し
て
結
衣
の
説
明
を

い
て

優
美
子
は
な
る
ほ
ど
と

い
た

で
ね

あ
た
し
一
人
だ
と

二
人
の
う
ち
ど

ち
か
を
逃
が
し
ち

う
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
優
美
子
に
も
一

に
来
て
欲
し
い
な

て

な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら
オ
バ
ケ
屋
敷
の
場
所
選
び
は
あ

し
に
任
せ
ろ
し

そ
の
場
所
が
決
ま

た
ら
あ
た
し
が
そ
の

の
わ
ん
こ
に
触
れ
る
ス
ポ

ト
を
調
べ
る
ね

ふ

二
人
と
も

そ
ん
な
に
気
合
い
を
入
れ
な
く
て
も
い
い
の
よ

そ

そ
う
だ
よ

何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
が
一
番
だ
よ

 

る
二
人
を
横
目
に

八
幡
は
結
衣
と
優
美
子
に
言

た

夏
休
み
な
ん
だ
し

連
続
で
行

て
も
い
い
か
ら
ス
パ
ル
タ
で
頼
む

う
ん

了
解

あ

で
も

 
こ
こ
で
八
幡
は

優
美
子
に
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し

自
分
の
懐
を
指
差
し
た

 
優
美
子
は
そ
れ
に

き

手
の
手
の
平
を
外
側
に
向
け
て

く
動
か
し
再
び
八
幡
は
そ
れ

に

い
た

 
優
美
子
は
ま
だ
明
日
奈
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
た
時
期
に
一
番
多
く
八
幡
の
見
舞
い
に
訪
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れ 
そ
の
世
話
を
焼
い
て
い
た

こ
う
い

た
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
の
意
思

通
は
お
手
の
も
の

な
の
だ

 
ち
な
み
に
今
の
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
は

優
美
子
に
全
員
分
の
軍
資
金
を

す

今
は
さ
す
が
に
ア
レ
だ
か
ら
後
で

了
解

と
い
う
意
味
で
あ
る

 
そ
れ
を
受
け

優
美
子
は
言
い
か
け
た
言
葉
を
口
に
出
す
の
を
や
め
た

 
ち
な
み
に
そ
の
言
葉
は

あ
ん
ま
り
連
続
だ
と
ど
う
だ
ろ
資
金
に
も
限
り
が
あ
る
か
ん
ね

だ

た
先
輩
先
輩

そ
の
訓
練

私
も
一

に
行

て
も
い
い
で
す
か

い
ろ
は
の
予
定
が
空
い
て
る
な
ら
別
に

わ
な
い
ぞ

や

た

私

わ
ん
こ
を
も
ふ
も
ふ
す
る
の

好
き
な
ん
で
す
よ
ね

八
幡

私
も
い
い

お
う

行

て
先
輩
を
ビ
シ
ビ
シ
鍛
え
て
や
れ

そ
し
て
絶
対
に
二
人
を
逃
が
す
な

う
ん

 
そ
し
て
明
日
か
ら
の
計
画
を
立
て
る
か
ら
と
参
加
す
る
面
々
が
別
の
テ

ブ
ル
へ
と
移
動
し
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そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
八
幡
は

優
美
子
に
予
備
の

布
を

し
た

ん
じ

こ
の
予
備
の

布
を

し
て
お
く

 
カ

ド
で
も
い
い
ん
だ
が

場
所
に
よ

て
は
使
え
な
い
だ
ろ
う
し
な

あ
ん
た

い
つ
も
予
備
の

布
な
ん
か
持

て
ん
の

何
か
お
使
い
を
頼
む
の
に

利
だ
か
ら

ま
あ
一
応

ふ

ん

 
そ
し
て
優
美
子
は

布
の
中
を
確
認
し
た

う
わ

結

入

て
ん
ね

人

が

え
た
か
ら
な

ま
あ
全
部
使
い
切

て
も
問
題
な
い

あ

し
は
こ
う
見
え
て
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
キ

チ
リ
し
て
る
か
ら
無

遣
い
は
し
な
い

し 
そ
の
優
美
子
の
言
葉
に

八
幡
は
小
さ
く
首
を

げ
な
が
ら
こ
う
答
え
た

こ
う
見
え
て

俺
は

か
ら

優
美
子
が
し

か
り
し
て
な
い
と
か
思

た
事
は
一
度
も
無

い
ぞえ

そ
れ

て
い
つ
か
ら
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お
前
が
俺
の
事
を

い
だ

た
時
か
ら
だ
な

て
い
う
と

二
年
の

か
ら
ず

と

ま
あ
そ
う
だ
な

そ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
優
美
子
は
心
の

か
ら
嬉
し
そ
う
に
微
笑
む
と

や
る
気
に

れ
る
表
情
で
言

た

う

し

あ
の
二
人
の
事
は
あ

し
に
任
せ
て

お
う

頼
む
わ

  
こ
の
時
の
会
話
の
せ
い
で

あ

し
さ
ん
の
ス
パ
ル
タ

合
は
更
に
加
速
す
る
事
と
な

た

 
そ
の
時
の
話
は
特
に
は
語
ら
れ
る
事
は
無
い
が
こ
う
し
て
明
日
奈
と
雪
乃
は
地
獄
の
三
日
間

を
過
ご
し

 
次
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
時
に
は
そ
の

点
は
完
全
に

服
さ
れ
る
事
と
な

て
い
た

 
い
い
な

楽
し
そ
う
だ
よ
な

あ
れ

で
も
八
幡
は
行
か
な
い
の
か

 
そ
の
和
人
の
当
然
の
問
い
に

八
幡
は
真
顔
で
こ
う
答
え
た
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あ
い
つ
ら
と
一

に
行
く

て
事
は

何
日
間
か
の
間

 
あ
の
五
人
に
一
人
で
囲
ま
れ
続
け
る

て
事
に
な
る
が

和
人
は
そ
れ
で
平
気
な
の
か

あ

無
理
無
理
無
理

絶
対
に
死
ぬ

だ
ろ

そ
れ
に
和
人
に
は

ち

と
手
伝

て
も
ら
い
た
い
事
も
あ
る
し
な

ん

何
か
あ
る
の
か

さ

き
の
話
の
事
で
ち

と
な

あ
あ

新
メ
ン
バ

の
事
か

 
そ
し
て
八
幡
は

々
な
が
ら
姫
菜
に
付
き

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
沙
希
に
遠
く
か
ら
声

を

け
た

お

い
川
崎

ち

と
い
い
か

 
沙
希
は
そ
れ
に
気
付
く
と

姫
菜
に
一
言
断

て
こ
ち
ら
へ
と
や

て
き
た

悪
い
な

突
然
呼
ん
だ
り
し
て

い
い
よ

む
し
ろ
助
か

た
か
ら

 
そ
う
言

て
沙
希
は

ん
で
座
る
八
幡
と
和
人
の
向
か
い
で
は
な
く

 
自
然
な
態
度
で
八
幡
の
隣
に

け
た

こ
の

り
は
沙
希
も
乙
女
な
の
で
あ

た
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で

ど
う
し
た
の

な

川
崎

明
日

て
空
い
て
る
時
間
は
あ
る
か

明
日
な
ら
大
丈
夫
だ
け
ど

何
か
あ
る
の

あ

も

も
し
か
し
て

デ

ト

と
か

 
沙
希
は
そ
う
言

て
ほ
ほ
を

ら
め
て
下
を
向
き
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
八
幡
も
顔
を

く
し
た

い

い
や
ほ
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
服
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
の
に

 
世
界
観
と
か
を
ち

ん
と
知

て
お
い
た
方
が
い
い
と
思

て

そ
の
誘
い
だ

 
そ
う
言
わ
れ
て
沙
希
は
ハ

と
し
真
面
目
な
顔
を
し
た

仕
事
が
関
係
す
る
話
だ
と
理
解
し

た

だ

 
沙
希
は
元
々

仕
事
に
関
し
て
は
生
真
面
目
な
の
で
あ
る

あ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ
ね
あ
ん
ま
り
的
外
れ
な
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
の
も
ま
ず
い
し

ね
ま
あ
ま
だ
先
の
話
な
ん
だ
ろ
う
が

そ
れ
で
も
今
の
う
ち
か
ら

 
少
し
で
も
色
々
と
知

て
お
く
必
要
は
あ
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
な

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

沙
希
に
こ
う
切
り
出
し
た
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と
い
う

で
明
日
家
ま
で

で
迎
え
に
行
く
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
体
験
し
て
み
な

い
かう

う
ん

分
か

た

 
そ
の
言
葉
に

沙
希
は
二
つ
返
事
で

い
た
の
だ

た

 
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
は
別

で
す
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第
５
３
９
話
 
打
ち
上
げ

理
事
⻑
と
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

 
そ
の
後
の
和
人
と
三
人
で
の
話
し
合
い
の
結
果

 
沙
希
は
先
に
キ

ラ
だ
け
作

て
お
く
の
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
に
な
り

 
一
度
ソ
レ
イ
ユ
に
寄

て
予
備
の
ア
ミ

ス
フ

ア
と
ソ
フ
ト
が
提

さ
れ
る
事
と
な

た

ど
う
す
る
か

と
り
あ
え
ず
俺
が
送
る
か

そ
の
案
内

私
達
に
任
せ
て
も
ら
え
る
か
し
ら

そ
う
そ
う

私
達
に
お
任
せ

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
の
か
薔
薇
と
か
お
り
が
こ
こ
で
横
か
ら
ひ

こ
り
顔
を
出
し
た

お

そ
れ
は
助
か
る
が

い
い
の
か

問
題
無
い
わ

ど
う
せ
会
社
に
は

ら
な
い
と
い
け
な
か

た
ん
だ
し
ね

社
⻑
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
も
一

に

る
つ
も
り
だ

た
か
ら
つ
い
で
に
川
崎
さ
ん
も
案
内
す
る

わ
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
頼
む

え
え

任
せ
て

そ
れ
じ

あ
川
崎
さ
ん

行
き
ま
し

う
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あ

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
沙
希
は
薔
薇
に
丁

に

を
下
げ

そ
の
後
に
続
い
た

 
こ
う
し
て
薔
薇
と
か
お
り
は

上
手
い
事
こ
の
場
か
ら
逃
げ
出
す
事
に
成
功
し

 
八
幡
の
追
求
か
ら
完
全
に
逃
れ
る
事
に
成
功
し
た

 
げ
に
恐
ろ
し
き
は
は
ち
ま
ん
く
ん
を
求
め
る
女
の

念
で
あ
る

 
八
幡
君

和
人
君

今
日
は
本
当
に
お
疲
れ
様

ニ

ン

 
突
然
そ
う
声
を

け
ら
れ
そ
の
人
物
の
方
を
見
た
八
幡
と
和
人
は
何
も
言
え
ず

し
た

え

と

え

と
ね

あ

は
い

違
う
の

こ
れ
は
ち

と
好
奇
心
を

え
ら
れ
な
か

た
と
い
う
か

 
ま
だ
ま
だ
い
け
る
ん
じ

な
い
か
と
他
の
人
達
に
乗
せ
ら
れ
た
結
果
な
の

あ

い
や

違
う
ん
で
す

今
の

は
そ
う
い
う
意
味
じ

な
い
ん
で
す

な

和
人
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そ
う
で
す
よ

と
い
う
か
そ
の

ど
う
し
た
ん
で
す

達
で
す
よ
ね

え

と

こ
れ
も
何
と
な
く

そ
れ
の
せ
い
で
何
て
い
う
か

分
上
品
な
ネ
コ

メ
イ
ド
さ
ん
が
い
る
な

て
驚
い
た
だ

け
な
ん
で

で
す

本
当
に
最
初
は
誰
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ

 
二
人
に
そ
う
言
わ
れ
た
そ
の

ネ
コ

メ
イ
ド
雪
ノ
下

乃
は
ほ

と
し
た
よ
う
な
顔

を
見
せ
た

そ
う
な
の
ね
良
か

た
わ
ま

た
く
似
合

て
な
い
と
思
わ
れ
て
る
ん
じ

な
い
か

て

 
凄
く
心
配
に
な

て

思
わ
ず
お
か
し
な
事
を
口
走

ち

た
わ

い
え
い
え

そ
ん
な
事
は
ま

た
く
無
い
で
す
か
ら

む
し
ろ
驚
き
ま
し
た

そ
れ
に
し
て
も
理
事
⻑
は

い
つ
も
凄
く
お
若
い
で
す
よ
ね

あ
ら
あ
ら

そ
う
言

て
も
ら
え
る
の
は
女

利
に
つ
き
る
わ
ね

 
理
事
⻑
は
そ
う
言

て

沙
希
同
様
に
八
幡
の
隣
に

け
た

ど
う

今
日
は

り
回
さ
れ
た

え
え

ま
あ
そ
う
で
す
ね
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自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
⻭

が
回
り

そ
れ
に
乗
せ
ら
れ
る
感
覚
は
ど
う
だ

た

い
や

何
と
い
う
か

怖
か

た
の
は
怖
か

た
で
す
け
ど

 
何
と
か
な
る
も
ん
だ
な

と
驚
い
た

て
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
ね

そ
う
な
の
よ
ね

で
も
も
ち
ろ
ん
失
敗
す
る
可
能
性
も
あ

た

そ
う
で
し

う

は
い

戦
闘
で
い
う
な
ら
色
々
な
人
が

戦
線
を

持
出
来
る
よ
う
に

 
要
所
要
所
で
や
ば
い
敵
を
き

ち
り
押
さ
え
て
く
れ
た
よ
う
な

そ
ん
な
感
じ
で
す
か
ね

 
あ

理
事
⻑
に
こ
の

え
は
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど

そ
う
ね

で
も
分
か
る
事
も
あ
る
わ
よ

 
頼
り
に
な
る
仲
間
が
い
れ
ば
何
も
怖
く
な
い

そ
う
で
し

う

二
人
と
も

は
い

 
二
人
の
そ
の
し

か
り
と
し
た
返
事
を

き

理
事
⻑
は
微
笑
ん
だ

八
幡
君
が
大
ま
か
な

図
を

き

う
ち
の
雪
乃
ち

ん
が
そ
れ
を

か
く
調
整

 
そ
し
て
和
人
君
と
明
日
奈
ち

ん
が

要
所
要
所
を
押
さ
え
る

 
そ
れ
が
出
来
れ
ば
あ
な
た
達
は

こ
れ
か
ら
も
負
け
な
い
で
し

う

頑
張
り
な
さ
い

は
い
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二
人
は
再
び
元
気
に
そ
う
返
事
を
し

理
事
⻑
は
二
人
に
丁

な

を
し
た

そ
れ
で
は
ご
機

よ
う
で
す
ニ

 
そ
れ
は

麗
な
カ

テ
シ

で
あ

た
さ
す
が
は
い
い
と
こ
ろ
の
お
嬢
様
と
い
う
事
で
あ
ろ

う 
も

と
も
も
う
お
嬢
様
と
い
う
年
で
は
な
い
が

そ
し
て
そ
の
ま
ま
理
事
⻑
は
去

て
い

た
理
事
⻑
は
や

ぱ
凄
い
よ
な

一
歩
間
違
え
た
ら
色
物
扱
い
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
に
何
て
い
う
か
品
格
が
あ
る
よ
な

ま
あ
品
格
が
ま

た
く
感
じ
ら
れ
な
い
時
も
あ
る
の
は
確
か
だ
け
ど
な

特
に
学
校
で
は

そ
れ
は
八
幡
が

む
時
だ
け
だ
と
思
う
ぞ

 
八
幡
と
和
人
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
そ
こ
に
最
後
の
一
人
が
や

て
き
た
姫
菜
で

あ
るい

つ
の
間
に
や
ら
大
分
人

が

て
る
ね

海

名
さ
ん
は

今
ま
で
何
し
て
た
ん
だ
よ

い
や

布
教
活
動
と
か
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お

お
い

誰
に
何
を
見
せ
た
ん
だ

さ
て

誰
に
か
な

 
そ
う
言

て
一
歩
横
に
ず
れ
た
姫
菜
の
後
ろ
か
ら

ク
ル
ス
が

を
現
し
た

は

八
幡
様

大
変
で
す

こ
れ
を
見
て
い
る
と

何
か
胸
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
す

げ
 
八
幡
は

て
て
ク
ル
ス
の
手
に
持
つ
本
を
取
り
上
げ
る
と
諭
す
よ
う
な
口
調
で
ク
ル
ス
に

言

た
マ

ク
ス

こ
れ
は
腐

た

だ

こ
ん
な
も
の
を
見
て
は
い
け
な
い

で

で
も
ド
キ
ド
キ
が
お
さ
ま
り
ま
せ
ん

大
丈
夫
だ
お
前
に
は
い
つ
で
も
俺
が
つ
い
て
い
る
だ
か
ら
落
ち
着
け
と
に
か
く
落
ち
着

く
ん
だ

 
そ
れ
深
呼

て

い
て

て

い
て

ど
う
だ

大
丈
夫
か

は

は
い

大
丈
夫
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

 
そ
う
言

て
八
幡
は
姫
菜
に
そ
の
本
を
返
し
姫
菜
は
仕
方
な
い
な
と
い
う
顔
で
そ
れ
を
受
け
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取

た
ち

者
が

や
せ
る
い
い
機
会
だ
と
思

た
の
に

ま
あ
仕
方
な
い
か

 
比
企
谷
君
に
は
い
つ
も
お
世
話
に
な

て
る
し
ね

気
の
せ
い
だ

俺
は
お
世
話
な
ん
か
何
も
し
た
覚
え
は
な
い

和
人
君
も

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね

お

俺
も
別
に
世
話
な
ん
か
し
て
な
い
ぞ

て
い
う
か
そ
の
本
は
も
し
か
し
て

あ

見
た
い
の

見
た
い
よ
ね

見
た
い
ん
で
し

う

 
姫
菜
は

に
凄
い
迫
力
で
和
人
に
迫
り
始
め

和
人
は
そ
の
顔
を
見
て

鳴
を
上
げ
た

み

見
た
く
な
い

て

ひ
い

 
そ
し
て
姫
菜
は

さ

と
和
人
に
何
か
を
差
し
出
し
た

 
和
人
は
そ
れ
が
て

き
り
自
分
達
が

か
れ
て
い
る
本
だ
と
思

た
の
だ
が

 
そ
れ
は
普
通
の
茶

筒
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
は
い

こ
れ

え

何
こ
れ

モ
デ
ル
料
よ

比
企
谷
君
と
半
分
ず
つ
ね
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はだ

て
ほ
ら

空
の
人
物
が
モ
デ
ル
な
ら
と
も
か
く

 
二
人
を
モ
デ
ル
に
し
て
る
ん
だ
か
ら

そ
れ
に
対
す
る
対
価
は
必
要
で
し

う

 
も
ち
ろ
ん
お

び
も

ね
て
い
る
つ
も
り

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
驚
き
つ
つ
も

筒
を
受
け
取
り

そ
の
中
を
見
た

げこ

こ
れ
か
な
り
多
く
な
い
か

今
回
の
分
だ
け
じ

な
い
か
ら
ね
今
ま
で
の
分
も

め
て
お

び
だ
と
思

て
受
け
取

て
よ

 
む
し
ろ
返
さ
れ
る
と
困
る

て
い
う
か

と
二
人
で
話
し
合

て

 

回
こ
れ
く
ら
い
の
比

で

て
計
算
し
て
あ

た
分
だ
か
ら
正
当
な
報

だ
と
思

て
ね

 
も

と
も
今
ま
で
は
回
転
資
金
に
回
し
て
た
か
ら

今
日
ま
で

せ
な
か

た
ん
だ
け
ど
ね

も

も
う
資
金
は
回
る
よ
う
に
な

た
の
か

お
か
げ
さ
ま
で
ね

今
日
の

り
上
げ
が
凄
か

た
か
ら

や

と
余

が
出
た
よ

 
そ
し
て
今
ま
で
色
々
と

認
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね
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い
や

ま
あ
⻑
い
付
き
合
い
で
は
あ
る
し
な

別
に
顔
が
そ
こ
ま
で
そ

く
り
な

じ

な
い
し

実
害
は
無
い
か
ら
別
に

う
ん

ま
あ
そ
こ
は
ね

さ

き
は
運
悪
く
二
人
の
格
好
が
は
ま

ち

た
せ
い
で
あ
れ

だ

た
け
ど

 
姫
菜
は
そ
う
言

て
笑
い

ク
ル
ス
に
お

を
言

た

ク
ル
ス
ち

ん
も

二
人
の
前
に
出
る
の
に
付
き
合

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね

ど
う
い
た
し
ま
し
て

一
人
だ
と
や

ぱ
り
ち

と
怖
く
て
さ

何
せ
二
人
の
強
さ
は
動
画
と
か
で
よ
く
見
て
る

し
そ
う
な
の
か

ま
あ
資
料
と
し
て
見
て
た

て
面
も
あ
る
け
ど

 
そ
れ
で
も
や

ぱ
り
友
達
が
活
躍
し
て
る
の
を
見
る
の
は
楽
し
い
か
ら
ね

 
そ
し
て
姫
菜
は

笑
顔
で
二
人
に
言

た

そ
れ
じ

あ
私
も

と
合
流
す
る
か
ら
ま
た
ね

お

お
う
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海

名
さ
ん

ま
た
な

 
そ
し
て
姫
菜
は
店
の
入
り
口
で

り
返
り

二
人
に
言

た

今
日
の

も
し

か
り
と
資
料
に
さ
せ
て
も
ら
う
か
ら

色
々
い
い
も
の
を
見
せ
て
も
ら

た
よ

 
そ
し
て
姫
菜
は
走
り
去

て
い

た

は

資
料
ね

ま
あ
別
に

わ
な
い
だ
ろ

モ
デ
ル
料
も
も
ら

た
事
だ
し

あ
る
意
味
体
を
張

て

い
だ
金
だ
な

和
人

大
事
に
使
え
よ

お
う

で
も
こ
れ
で
か
な
り
余

が
出
来
た

正
月
く
ら
い
ま
で
は
こ
れ
で
安

だ
な

そ
し
た
ら
も
う

岡
さ
ん
が
持

て
く
る
危
な
い
仕
事
を

け
な
く
て
も
い
い
な

お
う

 
そ
し
て
二
人
は
笑
い
合

た
が
そ
の

間
に
悪
寒
を
感
じ
同
時
に
入
り
口
の
方
へ
と

り

返

た

 
そ
こ
に
は
ス
ケ

チ
ブ

ク
を
持

た
姫
菜
が
お
り
興
奮
し
た
様
子
で
二
人
の

を

い
て

い
た
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う
お

海

名
さ
ん

あ

や
ば

最
後
に
い
い
物
を
ご
ち
そ
う
さ
ま

 
そ
う
言

て
今
度
こ
そ
姫
菜
は

逃
げ
る
よ
う
に
去

て
い

た

は

は
は

油
断
も

も
無
い
な

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
か

だ
な

和
人
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ

今
日
は
ま

す
ぐ
家
に
帰
る
か
な

 
お
か
げ
さ
ま
で
か
な
り

げ
た
事
だ
し

帰

て
里
香
と
出
か
け
る
相
談
で
も
す
る
よ

そ
う
か

俺
は
一
度
会
社
に

て

今
日
は
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
に
で
も

ま
る
わ

 
そ
こ
に
話
し
合
い
を
終
え
た
優
美
子
達
も
や

て
き
た

八
幡

今
日
は
あ

し
達

雪
乃
の
家
に

ま
る
け
ど

明
日
奈
も
連
れ
て
く
か
ら
宜
し
く

そ
う
な
の
か

う
ん

今
日
か
ら
合

だ
よ
ヒ

キ
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あ
あ

な
る
ほ
ど
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

少
し

え
た
顔
の
明
日
奈
を
激

し
た

明
日
奈

頑
張
れ

は

八
幡
君

大
丈
夫
だ

明
日
奈
な
ら
出
来
る

頑
張
れ

う

う

雪
乃
も
そ
ん
な
顔
を
す
ん
な

大
丈
夫
だ

は
友
達
だ

怖
く
な
い

は
友
達

そ

そ
う
ね

友
達
よ
ね

あ
あ

二
人
の
健
闘
を

る

う

う
ん

え

え
え

 
そ
し
て
二
人
も
ド
ナ
ド
ナ
さ
れ
て
い
き

最
後
に
残

た
フ

イ
リ
ス
達
も

 
ど
う
や
ら
片
付
け
も
済
ん
だ
よ
う
で

こ
れ
か
ら
ラ
ボ
で
三
次
会
を
や
る
つ
も
り
の
よ
う
だ

 
優
里
奈
も
そ
の
片
付
け
を
手
伝

て
い
た
よ
う
で

笑
顔
で
八
幡
の
所
へ
と
合
流
し
た

八
幡
さ
ん

片
付
け
も
全
部
終
わ
り
ま
し
た
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優
里
奈
も
手
伝

て
た
の
か

悪
い
な

そ
ん
な
事
を
さ
せ
ち
ま

て

い
え

楽
し
か

た
で
す
か
ら

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
八
幡
と
優
里
奈
と
ク
ル
ス
は

共
に
会
社
に

る
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
行
く
か

は
い

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗
り

ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た
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第
５
４
０
話
 
儀
式

 
明
日
は
月
末
で
忙
し
い
の
で

ち

と
投
稿
出
来
る
か
微

か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
ソ
レ
イ
ユ
に
着
い
た
三
人
は

況
を
確
認
し
よ
う
と
先
に
着
い
て
い
る
は
ず
の
者
達
を
探
し

た
が

 
そ
こ
に
は
誰
も
い
な
か

た

あ
れ

誰
も
い
な
い
な

川
崎
は
キ

ラ
を
作

た
の
か

こ
こ
に
あ

た
予
備
の
ア
ミ

ス
フ

ア
が
一
台
無
く
な

て
ま
す
か
ら

 
そ
れ
を
持
た
せ
て
今
日
は
ひ
と
ま
ず
家
に
帰
し
た
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

確
か
に
も
う
か
な
り

い
時
間
で
す
し
ね

 
八
幡
は
そ
の
意
見
に

い
た

か
も
し
れ
な
い
な

と
り
あ
え
ず
今
日
は
俺
達
も
マ
ン
シ

ン
に

て
休
む
と
す
る
か

 
明
日
の
朝
一
で
報
告
を
受
け
れ
ば
い
い

マ

ク
ス
は
ど
う
す
る
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今
か
ら
家
に
帰
る
の
も
ち

と
面
倒
で
す
し

 
八
幡
様
が
ご
迷
惑
じ

な
け
れ
ば

そ
ち
ら
の
部
屋
に
お

魔
さ
せ
て
も
ら
え
ば
と

俺
は
も
ち
ろ
ん

わ
な
い
が

優
里
奈
は
大
丈
夫
か

は
い

も
ち
ろ
ん
大
丈
夫
で
す
よ

そ
れ
じ

あ
歩
い
て
移
動
す
る
と
す
る
か

 
ち
な
み
に
こ
の
時
陽
乃
は

自
ら
沙
希
を
家
ま
で
送

て
い
る
最
中
だ

た

 
ア
ル
ゴ
は
自
宅
で
爆

し
て
い
た

そ
し
て
薔
薇
と
か
お
り
は

密
か
に
詩
乃
と
合
流
し

 
ど
ち
ら
が
は
ち
ま
ん
く
ん
を
先
に

り
る
か

真
剣
勝
負
の
真

最
中
だ

た

み

こ
な
し
よ
と
は
い
え
一
日
ず
れ
る
だ
け
だ
か
ら
そ
こ
ま
で
重
要
な
勝
負
じ

な
い

け
ど
ね

室
⻑

負
け
ま
せ
ん
よ

せ

の
最
初
は
グ

ジ

ン
ケ
ン

ポ
ン

 
そ
の
結
果

勝

た
の
は
薔
薇
で
あ

た

よ

し

あ
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く

負
け
た

そ
れ
じ

詩
乃

明
後
日
に
は
ち
ま
ん
く
ん
を

り
に
家
に
行
く
わ
ね

 
明
日
は
さ
す
が
に
い
き
な
り
休
む
の
は
無
理
だ
し
ね

オ

ケ

薔
薇
さ
ん
お
め
で
と
う

か
お
り
さ
ん
は
ド
ン
マ
イ

ま
あ
私
は
大
丈
夫
と
り
あ
え
ず
私
も
明
日
会
社
で
三
日
後
の

を
し
て
お
か
な
い

と
詩
乃
こ
そ
二
日
も
は
ち
ま
ん
く
ん
が
不
在
で

し
く
な
い

大
丈
夫

に

る
だ
け
だ
か
ら

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
詩
乃
は
そ
の
二
日
間

し
さ
に

え
切
れ
ず
結
局
映
子
達
を
家
に
呼
ぶ

事
に
な
る

 
そ
し
て
雪
乃
が
は
ち
ま
ん
く
ん
を

り
ら
れ
る
の
は

 

の
合

も
ど
き
が
終
わ

た
後
に
な
る
と
い
う
事
が

に
確
定
し
て
い
た

 
さ
て

と
り
あ
え
ず

番
に
風
呂
に
入

ち
ま
う
か

あ

そ
れ
じ

あ
ク
ル
ス
さ
ん

一

に
入
り
ま
し

う
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う
ん

背
中
を
流
し
て
あ
げ
る

あ

そ
れ
じ

あ
私
も

 
そ
の
二
人
の
様
子
を
見
な
が
ら
八
幡
は

こ
の
二
人
の
組
み
合
わ
せ
だ
と

 
さ
ぞ
色
々

れ
る
事
だ
ろ
う
な
と
一

考
え

を

て
そ
の

内
の
光
景
を

り

た

い
か
ん
い
か
ん

俺
と
し
た
事
が

 
今
日
は
色
々
な
コ
ス
プ
レ
を
見
す
ぎ
て

内
の

色
成
分
が
上
が

て
や
が
る
な

 
頑
張

て
露
出
し
た
詩
乃
達
の
努
力
は
決
し
て
無

で
は
な
か

た
よ
う
で
あ
る

 
も

と
も
優
里
奈
以
外
の
者
は
こ
の
場
に
は
い
な
い
の
だ
が

 
そ
し
て
八
幡
は

二
人
が

に

ら
れ
る
よ
う
に

 
今
の
う
ち
に

度
を

正
に
保

て
お
こ
う
と
思
い

室
の
中
に
入

た

あ
れ

こ
の
ア
ミ

ス
フ

ア
確
か
会
社
に
あ

た
予
備
の
奴
だ
よ
な
こ
こ
に
あ

た

の
か

 
そ
こ
に
は
元
か
ら
置
い
て
あ
る
二
台
に
加
え
も
う
一
つ
の
ア
ミ

ス
フ

ア
が
置
か
れ
て
い

た
て
事
は
今
日
は
川
崎
に
何
も
持
た
せ
ず
説
明
だ
け
し
て
明
日
に
持
ち
越
し
た

て
事
な
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ん
だ
な

 
丁
度
そ
の
時
部
屋
の
チ

イ
ム
が
鳴

た

ん

こ
ん
な
時
間
に
誰
だ

ま
あ
身
内
の
誰
か
な
ん
だ
ろ
う
が

 
八
幡
は
そ
う
考
え
つ
つ
イ
ン
タ

ホ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
し
画
面
に
外
の
映
像
を
映
し
出
し

た
は
い

ど
ち
ら
様
で
す
か

あ

あ
た
し

だ
け
ど

え

か

川
崎

何
で
こ
こ
に

え
と

陽
乃
さ
ん
に
連
れ
て
き
て
も
ら

て

 
最
初
は
隣
の
部
屋
の
優
里
奈
ち

ん
の
所
に
顔
を
出
す
よ
う
に
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど

 
誰
も
い
な
い
み
た
い
だ

た
か
ら

直
接
こ

ち
に

そ

そ
う
か

と
り
あ
え
ず
今
ド
ア
を
開
け
る
か
ら
待

て
て
く
れ

 
八
幡
は

て
て
そ
う
言
う
と

入
り
口
の
ド
ア
を
開
け
た

 
そ
こ
に
は
所
在
な
げ
な
沙
希
が
立

て
お
り

沙
希
は

つ
り
と
八
幡
に
言

た

そ

そ
れ
じ

あ
お

魔
し
ま
す
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お
う

と
り
あ
え
ず
事
情
を

か
せ
て
く
れ

う

う
ん

 
八
幡
は
沙
希
を
居
間
に
案
内
し

沙
希
に
こ
う

ね
た

川
崎

ホ

ト
で
い
い
か

あ

う
ん

そ
れ
じ

あ
ち

と
待

て
て
く
れ

 
そ
し
て
八
幡
は
慣
れ
た
手
付
き
で
二
人
分
の
コ

ヒ

を
入
れ

 
沙
希
に
砂

と
ミ
ル
ク
は
ど
う
す
る
か

い
た

あ

ブ
ラ

ク
で

あ
い
よ

 
八
幡
は
そ
う
答
え
る
と
沙
希
の
目
の
前
で
ど
ば
ど
ば
と
コ

ヒ

に
砂

と
ミ
ル
ク
を
叩
き

こ
ん
だ
後

 
ブ
ラ

ク
の
方
を
沙
希
の
方
に
差
し
出
し
た

ふ
う

こ
れ
で
よ
し
と

あ

あ
ん
た

よ
く
そ
ん
な
の
飲
め
る
わ
ね



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

俺
に
言
わ
せ
れ
ば

そ

ち
こ
そ
よ
く
ブ
ラ

ク
で
飲
め
る
な

て
感
じ
な
ん
だ
が

男
ら
し
く
な
い
わ
ね

そ

ち
こ
そ
女
ら
し
く
な
い
ぞ

む
む
む
む
む

ま
あ
い
い

み
分
け
だ
な

そ
う
ね

 
そ
し
て
二
人
は
ホ

ト
を
一
口
飲
み

ほ

と
落
ち
着
い
た

で

あ
れ
か
ら
何
が
あ

て

今
こ
う
な

て
る
ん
だ

あ

う
ん

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
し
て
沙
希
は

自
分
が
ソ
レ
イ
ユ
に
着
い
て
か
ら
あ

た
事
を
話
し
始
め
た

 
ア
ル
ゴ
ち

ん
は
こ
の
ま
ま
帰

て
問
題
な
い
か
な

 
か
お
り
ち

ん
と
薔
薇
は
サ
キ
サ
キ
用
の
ア
ミ

ス
フ

ア
を
あ
そ
こ
に
持

て
い

て
お

い
て

 
そ
れ
が
終
わ

た
ら
今
日
は
帰

て
い
い
わ
よ

は
い

こ
れ
合
鍵
ね
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陽
乃
は

り
返

て
正
面
の

物
を
指
差
し
な
が
ら
そ
う
言

た

え

あ
そ
こ
に
で
す
か

何

何
か
問
題
で
も

私
達
に
と

て
は
特
に
問
題
な
い
で
す
が
沙
希
さ
ん
の
意
思
は
一
応
確
認
し
て
お
い
た
方
が

い
い
か
と

あ
あ

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
と
り
あ
え
ず
サ
キ
サ
キ

あ
そ
こ
の
ソ
フ

で
ち

と
話
し
ま
し

う
か

 
陽
乃
は
沙
希
の
事
を
ず

と
サ
キ
サ
キ
と
呼
ん
で
い
た
が

 
さ
す
が
の
沙
希
も

陽
乃
に

サ
キ
サ
キ
言
う
な

と
は
言
え
な
い
よ
う
だ

 
そ
し
て
陽
乃
は
い
き
な
り
沙
希
に
こ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
サ
キ
サ
キ

今
日
は
お

り
に
な
る
け
ど
大
丈
夫

え

あ

は
い

妹
も
そ
れ
な
り
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
し

 

食
の
事
は
弟
に
任
せ
れ
ば
大
丈
夫
な
ん
で

問
題
な
い
で
す

今
か
ら
私
が
サ
キ
サ
キ
を
家
ま
で
送

て
あ
げ
る
か
ら

 
何
か

て
い

て
あ
げ
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

そ
れ
は
そ
れ
で
助
か
り
ま
す
け
ど

特
に
寄
る
必
要
は
無
い
ん
じ

目
よ

ほ
ら

え
の
下
着
と
か
を
持

て
こ
な
い
と
だ
し

確
か
に
そ
う
で
す
け
ど

ど
う
せ
朝
帰
る
と
思
い
ま
す
し

別
に
無
く
て
も
問
題
は

違
う
違
う

そ
の
下
着
は
八
幡
君
に

す

の
も
の
よ

は

な

な
な
な
な
ん
で
あ
い
つ
に

 
沙
希
は
飛
び
上
が
ら
ん
ば
か
り
に
驚
い
た
が

陽
乃
は
い
た

て

静
で
あ

た

そ

そ
ん
な
事
常
識
的
に
出
来
る

が

こ
こ
じ

あ
そ
ん
な
常
識
は
通
用
し
な
い
の
よ

 
そ
し
て
サ
キ
サ
キ

今
か
ら
私
が
言
う
事
を
心
し
て

き
な
さ
い

 
こ
こ
で
の
選
択
が

あ
な
た
の
恋
心
に
と

て
の
分
水

よ

 
運
命
の
分
か
れ
道
と
言

て
も
い
い
わ

そ
れ
く
ら
い
の
気
持
ち
を
持

て
選
び
な
さ
い

意
味
が
さ

ぱ
り
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど

 
沙
希
は
困
惑
し
そ
う
言
う
事
し
か
出
来
な
か

た

そ
ん
な
沙
希
に
陽
乃
は
笑
顔
で
こ
う

言

た
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し
い
説
明
を
し
ち

う
と
つ
ま
ら
な
い
か
ら
し
な
い
け
ど

 
こ
れ
は
う
ち
に
関
わ
る
女
性
の
ほ
と
ん
ど
が
通

て
き
た
道
な
の
よ

そ
れ
は
陽
乃
さ
ん
も
で
す
か

当
然
よ

少
し
で
も
一

に
い
た
い
も
の

 
こ
こ
で
陽
乃
が
最
大
の
ヒ
ン
ト
を
出
し
沙
希
は
そ
の
言
葉
を

き
流
そ
う
と
し
て
ハ

と

し
た少

し
で
も
一

に

 
沙
希
は
そ
う

き

陽
乃
の
顔
を
見
た
が

陽
乃
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑

て
い
る
だ
け
だ

た

静
に
考
え
る
と

下
着
を

す
と
い

て
も

 
あ
い
つ
は
そ
れ
を
お
か
し
な
事
に
使

た
り
は
し
な
い
は
ず

 
他
の
人
も
や

て
い
る
と
い
う
な
ら

お
そ
ら
く
何
か
ま
と
も
な
理
由
が
あ
る

 
恋
心
の
分
水

つ
ま
り
こ
こ
で
断

た
ら

私
と
あ
い
つ
の
関
係
は

ほ
ぼ
終
わ
り

あ

ご

ご
め
ん
ね

か
せ
る
つ
も
り
は
無
か

た
ん
だ
け
ど

 
突
然
陽
乃
が
沙
希
に
そ
う
声
を

け
た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

え
 
沙
希
は
そ
う
言
わ
れ

て
て
自
分
の

に
手
を
触
れ
た

 
そ
こ
は
確
か
に

れ
て
お
り

沙
希
は
戸
惑

た
よ
う
に
陽
乃
に

ね
た

わ

私
今

い
て
ま
し
た

う

う
ん

そ
う
で
す
か

 
そ
し
て
沙
希
は

切
れ
た
よ
う
な
顔
で
言

た

分
か
り
ま
し
た

家
ま
で
送

て
下
さ
い

そ
う
こ
な
く

ち

 
そ
し
て
二
人
は
共
に
沙
希
の
家
に
向
か
い

下
着
を
持

て

て
き
た
後
に

 
こ
の
マ
ン
シ

ン
の
こ
の
部
屋
の
事
を
教
え
ら
れ
た
と

そ
う
い
う

だ

た

事
情
は
分
か

た

で

し
い
事
は
そ
れ
以
上
は
ま
だ
何
も

う
ん

そ
れ
な
の
に
よ
く
も
ま
あ
こ
こ
ま
で
来
た
よ
な

ま
あ
ね
自
分
で
も
ど
う
か
し
て
る
と
思
う
け
ど
そ
の

も
も
う
覚
悟
は
出
来
た
か
ら
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も
し
こ
こ
で
あ
ん
た
が
私
を

 
沙
希
は
そ
う
言
い

真

な
顔
で
下
を
向
い
た

て
事
に
な

て
も

べ

別
に
そ
れ
は
そ
れ
で

い
や
違
う
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
は
無
い
優
里
奈
と
ク
ル
ス
も
い
る
か
ら
ち

ん
と
説
明

す
るえ

そ
う
な
の

ど
こ
に

 
丁
度
そ
の
時
風
呂
場
の
方
か
ら
こ
ち
ら
を
呼
ぶ
声
が
し
た

八
幡
さ
ん

ち

と
通
り
ま
す
ね

あ

ち

と
待

て
く
れ

よ
し

オ

ケ

だ

 
そ
し
て
沙
希
の
目
の
前
で
八
幡
は
声
が
し
た
方
に
背
を
向
け
ぎ

と
目
を
つ
ぶ

た

よ
し

い
い
ぞ

は

い

 
そ
し
て
風
呂
場
か
ら
ラ
フ
な
格
好
の
優
里
奈
と
全

の
ク
ル
ス
が

を
現
し
沙
希
は
ギ

と
し
た

な

な

な



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

あ
れ

沙
希
さ
ん

そ

か

こ
こ
に
来
た
ん
で
す
ね

お
お

仲
間
入
り

ゆ

優
里
奈
ち

ん

こ
れ
は
一
体

あ

ご
め
ん
な
さ
い

上
に

る
ガ
ウ
ン
を
忘
れ
て
し
ま

て

私
は

え
の
下
着
ま
で
忘
れ
た

ち

と
待

て
て
下
さ
い
ね

今
す
ぐ
着

え
ち

い
ま
す
か
ら

あ

う

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は

室
の
ド
ア
を
開
け

中
に
入

て
八
幡
に
声
を

け
た

八
幡
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お

お
う

 
そ
し
て
八
幡
は
再
び
元
の
体
制
に

て
沙
希
を
見
た

こ
こ

て

あ
ん
た
の
部
屋
よ
ね

ま
あ
名
目
上
は
な

ハ

レ
ム

ん
な

あ
る
か
よ

お
前
も
何
と
な
く
察
し
て
る
だ
ろ
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う
う
ん
も
し
本
当
に
ハ

レ
ム
だ

た
ら
あ
ん
た
は
さ

き
後
ろ
を
向
か
な
か

た
は
ず

だ
し
ね

 
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
の
八
幡
の
態
度
の
せ
い
で

場
に
な
る
の
は
防
が
れ
た
よ
う
だ

た

つ
ま
り
色
々
な
人
が
お

り
に
利
用
し
て
る

て
事

お
う

ソ
レ
イ
ユ
に
来
て
帰
り
が

く
な

た
時
と
か
に
利
用
し
て
も
ら

て
い
る

 
俺
自
身
も
こ
こ
に

ん
で
る

じ

な
く

週
に
二
日
く
ら
い
し
か
利
用
し
て
な
い

 
優
里
奈
は
隣
に

ん
で
る
か
ら

こ
こ
の
管
理
人
み
た
い
な
事
を
や

て
も
ら

て
い
る

な
る
ほ
ど

お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
そ
の
時

室
の
中
か
ら
優
里
奈
と
ク
ル
ス
が
お
揃
い
の
ガ
ウ
ン
を
着
て
出
て
き
た

沙
希
さ
ん

こ
こ
の
ル

ル
を
説
明
し
ま
す
か
ら

こ
ち
ら
に
ど
う
ぞ

八
幡
様
は

の
物
を
書
い
て
お
い
て
下
さ
い
ね

え

ま
た
あ
れ
を
や
る
の
か

当
た
り
前
で
す

ま
じ
か
よ

ま
あ
川
崎
が
了
解
し
た
ら
な
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は
い

 
沙
希
は
そ
の
ま
ま

室
に
連
れ
込
ま
れ

部
屋
の
説
明
を
受
け

 
ロ

カ

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ク
ロ

ゼ

ト
の
名
前
を
し
げ
し
げ
と
見
た

う
わ

ほ
と
ん
ど
の
人
の
名
前
が
あ
る

こ

ち
は
実
質
私
達
の
部
屋
み
た
い
な
も
の
で
す
ま
あ
誰
も
い
な
い
時
は
八
幡
さ
ん
が

て

ま
す
け
ど

 
そ
れ
以
外
の
時
は

八
幡
さ
ん
は
居
間
の
ソ
フ

ベ

ド
で

て
ま
す
ね

抜
け
駆
け
防
止
の
ル

ル
も
し

か
り
し
て
る
わ
ね

は
い

み
ん
な
仲
良
し
で
す
よ

そ

か
う
ん
確
か
に
こ
こ
か
ら
家
に
帰
る
の
は
大
変
だ
か
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
助
か
る
か

も
そ
し
て
最
後
に
大
切
な
儀
式
が
あ
り
ま
す

儀
式

ま
あ
沙
希
さ
ん
に
選
ん
で
も
ら
い
ま
す
が

実
は
こ
の
ロ

カ

の
利
用
を
開
始
す
る
時

 
一
人
の

外
も
無
く
八
幡
さ
ん
に
下
着
を
入
れ
て
も
ら

て
る
ん
で
す
よ
こ
の
二
人
以
外
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は
え

ほ

本
当
に

は
い

こ
の
お
二
人
が

外
で
す

 
優
里
奈
は
そ
う
言

て

莉

乃
と
書
い
て
あ
る
ロ

カ

を
指
差
し
た

こ
の
二
人
は

自
衛

か
ら
出
向
し
て
も
ら

て
る
お
二
人
で
す

そ
ん
な
所
か
ら
も
来
て
る
ん
だ

は
い

そ
の

に
ロ

カ

を
一

設
し
ま
し
た

 
当
初
七

だ

た
ロ

カ

は

今
は
八

に
な

て
い
た

 
一
番
下
の

の

が

乃

そ
の

を

莉
が
利
用
し
て
い
る
よ
う
だ

で

ど
う
し
ま
す
か

ほ

本
当
に
一
人
の

外
も
無
く
そ
ん
な
事
を

は
い

雪
ノ
下
も

雪
乃
さ
ん
の
事
で
す
よ
ね

も
ち
ろ
ん
で
す
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て

相
模
の
名
前
ま
で

ま
さ
か
相
模
も

は
い

そ
う

そ
れ
じ

あ
私
も
お
願
い
す
る
わ

そ
う
こ
な
く
ち

で
す

 
そ
し
て
八
幡
が

室
に

か
れ

八
幡
は
優
里
奈
の
隣
の
ロ

カ

に

 
八
幡
お
手
製
の
沙
希
の
名
前
の
書
い
た

を
差
し
込
ん
だ

 
先
ほ
ど
ク
ル
ス
に
言
わ
れ
て
書
い
て
お
い
た
も
の
だ

さ
て

分
か

て
ま
す
ね

八
幡
さ
ん

え

ま
じ
か
よ

お
い
川
崎

お
前
は
そ
れ
で
い
い
の
か

い

い
い
か
ら
私
の
決
心
が
ぐ
ら
つ
か
な
い
う
ち
に
さ

さ
と
や
り
な
さ
い
よ

お

お
う

 
そ
し
て
八
幡
は

沙
希
か
ら
黒
の
レ

ス
の
下
着
を
受
け
取
り

 
何
か
を
思
い
出
し
た
の
か

感

深
そ
う
な
顔
を
し
た

な

川
崎

こ
れ

て

え
え

そ
う
よ
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そ
う
か

懐
か
し
い
な

 
そ
の
会
話
の
意
味
が
分
か
ら
ず

優
里
奈
は
八
幡
に
こ
う

ね
た

あ

あ
の

そ
の
下
着
に
何
か
思
い
入
れ
で
も

あ
あ

い
や

高
校
の
時
に
ち

と
な

こ
い
つ

先
生
に

ら
れ
て

に
倒
れ
て
た
ん
だ
け
ど

そ
の
時
私
が

い
て
た
こ
れ
を

 
思
い

き
り
観
察
し
て
た
の
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

八
幡
さ
ん

て

の
方
が
え

ち
だ

た
ん
で
す
ね

も
今
も
俺
は
え

ち
じ

な
い

あ
れ
は
事
故
だ

そ
れ
に
し
ち

目
を

ら
さ
な
か

た
み
た
い
だ
け
ど
ね

お
前

見
ら
れ
た
時
ま

た
く
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
な
か

た
じ

な
い
か
よ

内
心
恥
ず
か
し
か

た
に
決
ま

て
る
で
し

 
で
も
そ
ん
な
の
顔
に
出
せ
る

な
い
じ

な
い

私
の
キ

ラ
じ

な
い
し

そ

そ
う
か

す
ま
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

う
や
う
や
し
く
そ
の
下
着
を
受
け
取
り

沙
希
の
ロ

カ

に
し
ま

た

懐
か
し
さ
の
補
正
も
あ
る
が

う
ん

こ
れ
は
い
い
物
だ
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沙
希
は
そ
の
言
葉
に

大
に
顔
を

く
し

こ
う
し
て
沙
希
も

 
正
式
に
こ
の
部
屋
の

人
と
認
め
ら
れ
た
の
だ

た
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第
５
４
１
話
 
二
人
の
新
人

 
無
事
に
投
稿
出
来
ま
し
た

さ
て

こ
れ
は
川
崎
の
キ

ラ
を
こ
こ
で
作
れ
と
い
う
事
で
い
い
の
か

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に

沙
希
は
あ

け
ら
か
ん
と
こ
う
答
え
た

い
い
ん
じ

な
い
か
な

な
ん
だ
か
ん
だ
色
々
と
一
番

し
い
の
は
あ
ん
た
な
ん
だ
ろ
う
し

 
多
分
陽
乃
さ
ん
も
そ
の
つ
も
り
で
ア
ミ

ス
フ

ア
を
こ
こ
に
運
ば
せ
た
ん
だ
ろ
う
し
ね

 
ま
あ
そ
れ
以
外
に
無
い
よ
な
と
思
い
つ
つ

八
幡
は
ロ
グ
イ
ン
し
た
後
の
事
を
考
え

 
沙
希
に
事
前
に
色
々
と
必
要
な
事
を
決
め
て
も
ら
う
事
に
し
た

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
迎
え
に
い
く
関
係
も
あ
る
か
ら

最
初
に
種
族
を

レ
プ
ラ
コ

ン
で

て
か
予

済
か
よ

ど
う
考
え
て
も
こ
れ
一
択
で
し

う
に
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ま
あ
そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
よ

 
八
幡
は

相
変
わ
ら
ず
川
崎
は
た
め
ら
い
が
な
い
な
と
思
い
つ
つ

次
の
質
問
に
移

た

そ
れ
じ

あ
名
前
は

サ
キ
サ

サ
キ
サ
キ
に
は
し
な
い
わ
よ

か
ぶ
せ
ん
な
よ

あ
と

え
よ

あ
ん
た
が
何
を
言
う
か
な
ん
て
大
体
予
想
出
来
る
わ
よ

じ

あ
何
て
名
前
に
す
る
ん
だ
よ

ス
ク
ナ

 
そ
う
即
答
し
た
沙
希
を

八
幡
は
じ

と
見
つ
め
た
後
に
言

た

神
様
で
も
目
指
す
つ
も
り
か

 
そ
の
言
葉
に
沙
希
は

か
に
目
を
見
開
い
た

何
あ
ん
た

神
様
オ
タ
ク
な
の

ふ
ふ
ん

お
そ
れ
い

た
か

ス
ク
ナ

て
少

名
の
事
だ
ろ

本
の

の
神
様

て
言

わ
れ
て
る

驚
い
た

そ
こ
ま
で
知

て
る
ん
だ
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沙
希
は
心

感
心
し
た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

お
う

も

と
褒
め
て
く
れ

川
崎
に
褒
め
ら
れ
る
な
ん
て
滅
多
に
な
い
か
ら
な

え
ら
い

 
沙
希
は
そ
う
即
答
し

八
幡
は

白
ん
だ

お
前
さ

こ
う
い
う
時
は
も
う
少
し
言
葉
を

て
も
い
い
ん
だ
ぞ

え
ら
い

お

お
う

え
ら
い

あ

あ
り
が
と
な

 
沙
希
相
手
だ
と
何
か
と
押
さ
れ
ぎ
み
な
八
幡
で
あ

た

さ
て

次
に
個
人
マ

ク
だ
が

個
人
マ

ク

何

そ
れ
は
教
え
て
も
ら

て
な
い
の
か

う
ち
の
ギ
ル
ド
は
な

 
全
員
制
服
に
個
人
を
識
別
す
る
マ

ク
が
つ
い
て
い
る
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

え
ば
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ち

と
待

て
ろ

に
保
管
し
て
あ
る
か
ら
見
せ
て
や
ろ
う

 
八
幡
は
そ
う
言

て

沙
希
に
全
て
の
マ

ク
の
リ
ス
ト
を
見
せ
た

 
沙
希
は
ア
ス
ナ
の
ク
ロ
ス
レ
イ
ピ
ア

ユ
キ
ノ
の
ア
イ
ス
ク
ロ
ス

フ
カ
次
郎
の
愛
天
使
や

 
シ
ノ
ン
の
キ

ピ

ド
ア
ロ

ユ
ミ

の
ヘ
ル
フ

イ
ア
リ
ズ
ベ

ト
の
ス
タ

ハ
ン

マ

を

 
興
味
深
そ
う
に

め
て
い
た

こ
れ
は

あ

そ
れ
は
私
の
マ

ク
だ
よ

サ
キ
サ
キ

あ

間
宮
さ
ん
の
マ

ク
な
ん
だ

セ
ラ
フ

ム
か

素
敵
な
名
前
ね

私
の
事
は
ク
ル
ス
で
い
い

サ
キ
サ
キ

何
か
サ
キ
サ
キ
が

し
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
る
け
ど

ま
あ
い
い
や

 
こ
の
マ

ク
は

巨
大
な

の
生
え
た

を

た
盾

そ
う

私
は
タ
ン
ク
だ
し

セ
ラ
フ

ム
は
燃
え

る
天
使
の
事
ら
し
い
か
ら

名
前
は
セ
ラ
フ

ム
・
イ

ジ
ス
か

何
か
格
好
い
い
ね

う
ん

あ
り
が
と
う
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で

あ
ん
た
の
は

見
れ
ば
わ
か
る
だ
ろ

サ
キ
サ
キ

サ
キ
サ
キ
言
う
な

お
前
そ
れ

俺
に
だ
け
言
う
の
な

 
そ
し
て
沙
希
は

画
面
を
ス
ク
ロ

ル
さ
せ

あ
る
マ

ク
を
見
て
手
を
止
め
た

も
し
か
し
て

こ
れ

あ
あ

正
解
だ

そ
れ
じ

あ
和
人
君

キ
リ
ト
君
だ

け

の
マ

ク
が

も
し
か
し
て
こ

ち

お
う

あ
ん
た
達

本
当
に
仲
良
し
な
の
ね

 
そ
ん
な
沙
希
の
目
の
前
に
は

二
つ
の
文

が

ん
で
い
た

 
一
つ
は

も
う
一
つ
は

剣

の
文

で
あ

た

 
ど
ち
ら
も
達

な

で
書
か
れ
て
い
た
が

ど
ち
ら
も
陽
乃
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る

そ
れ
が
俺
の
マ

ク

王

と

和
人
の
マ

ク

剣
王

だ

 
俺
の
は
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
を

え
る

に

前
の
ト

プ

か
ら
最
近
変
更
し
た
ば
か
り
な
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ん
だ
け
ど
な

確
か
に
二
つ
と
も

王

の
中
に
書
か
れ
て
い
る
わ
ね

シ
ン
プ
ル
で
い
い
だ
ろ

そ
れ
は
認
め
る
け
ど

 
沙
希
は

シ
ン
プ
ル
と
い
う
か
地
味
な
の
で
は
と
い
う
疑
問
を
持

た
よ
う
だ

 
そ
ん
な
沙
希
に

ク
ル
ス
が
真
顔
で
こ
う
言

た

そ
の
マ

ク
は
死
の
象
徴

多
分
後
で
分
か
る

そ
う
な
の

う
ん

ふ

ん

そ
れ
は
楽
し
み
ね

で

川
崎
は
ど
う
す
る

ま
あ
別
に
今
決
め
な
く
て
も
い
い
け
ど
な

私
の
マ

ク
は
針
と
糸
で
い
い
わ

 
そ
う
言

て
沙
希
は

に
針
と

そ
こ
か
ら

び
る
糸
の

を

い
た

オ

ケ

だ

今
反
映
さ
せ
る

 
八
幡
が
即
座
に
何
か
操
作
し

そ
う
言

た

沙
希
は
と
て
も
驚
い
た
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え

そ
ん
な
に
す
ぐ
出
来
る
物
な
の

お
う

凄
い
だ
ろ

う

う
ん

ち

と
び

く
り
し
た

ち
な
み
に
マ

ク
の
名
前
は
ど
う
す
る

 
そ
う

ね
ら
れ
た
沙
希
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

そ
う
ね

ソ

イ
ン
グ

と
か
で
い
い
か
な

オ

ケ

だ

そ
の
ま
ん
ま
だ
が

シ
ン
プ
ル
で
い
い
よ
な

そ
う
い
う
の

う
ん

ご
て
ご
て
し
た
の
は
あ
ん
ま
り
好
き
じ

な
い
か
ら

そ
れ
じ

あ

速
ロ
グ
イ
ン
す
る
か

お

と
そ
の
前
に
何
人
か
他
の
メ
ン
バ

を
呼
ん

で
お
く
か

 
ち

と
は
川
崎
に

い
い
所
を
見
せ
た
い
し
な

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

任
せ
る
わ

お
う

見
て
驚
け

 
そ
し
て
八
幡
は

何
人
か
に

話
を

け
た

お
う

俺
だ

今
か
ら
入
れ
る
か

あ
あ

マ

ク
と
か
も
全
部
準
備
は
出
来
て
る
ぞ
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そ
う
だ
名
前
は
前

い
た
通
り
で
い
い
ん
だ
な

お
前
に
と

て
は
大
事
な
名
前
だ
し
い

い
と
思
う
ぞ

 
も
う
一
人
新
人
を
連
れ
て
く
か
ら

一

に
待

て
て
く
れ

名
前
は
ス
ク
ナ
だ

あ

和
人
か

今
か
ら

の
二
人
が
ロ
グ
イ
ン
す
る
ん
だ
が

今
か
ら
入
れ
る
か

 
お

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
レ
プ
ラ
コ

ン
領
の
首
都
に
集
合
な

明
日
奈
今
か
ら
新
人
を
二
人
迎
え
に
行
く
ん
だ
が
今
は
雪
乃
の
家
だ
よ
な
ロ
グ
イ
ン
出

来
る
か

 
ア
ミ

ス
フ

ア
が
二
つ
し
か
な
い
の
か

分
か

た

明
日
奈
と
雪
乃
が
来
る
ん
だ
な

 
そ
れ
じ

あ
レ
プ
ラ
コ

ン
領
の
首
都
に
集
合
で
頼
む

 
そ
し
て
八
幡
は
沙
希
に
向
き
直
り

ロ
グ
イ
ン
し
た
後
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
説
明
し
た

も
う
一
人
新
人
さ
ん
が
い
る
ん
だ

お
う

お
前
と
同
じ
職
人
だ

種
族
も
レ
プ
ラ
コ

ン
だ
ぞ

へ

そ
う
な
ん
だ

と
り
あ
え
ず
チ

ト
リ
ア
ル
は
飛
ば
し
て
く
れ

で

ロ
グ
イ
ン
し
た
ら

 
多
分
そ
い
つ
が
目
の
前
に
い
る
と
思
う
か
ら

二
人
で
待

て
て
く
れ
れ
ば
い
い
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そ
の
人
の
名
前
は

ナ
タ
ク
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
と
優
里
奈
に
一
言
断

て
ロ
グ
イ
ン
の
準
備
に
入

た
と
い
う

で
優
里
奈

悪
い
が
し
ば
ら
く
一
人
で
の
ん
び
り
し
て
て
く
れ

あ

家
事
と
か
が
ま
だ
残

て
る
ん
で
大
丈
夫
で
す
よ

悪
い
な

任
せ
た

は
い

 
そ
し
て
沙
希
と
ク
ル
ス
は

室
で
横
に
な
り

八
幡
は
居
間
で
横
た
わ

た

こ
え
る
か

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ

は
い

オ

ケ

楽
し
み
だ
わ

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

  
ス
ク
ナ
は
言
わ
れ
た
通
り
チ

ト
リ
ア
ル
を
断
り

光
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
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気
が
付
く
と
見
知
ら
ぬ
街
に
立

て
い
た

う
わ

こ
ん
な
に
リ
ア
ル
な
ん
だ

 
ス
ク
ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

手
を
に
ぎ
に
ぎ
し
た
り

前
屈
し
た
り
し
て
み
た
が

 
そ
の
感
覚
が
現
実
世
界
と
ま

た
く
変
わ
ら
な
か

た

安
心
し
た

 
そ
ん
な
い
か
に
も
初
心
者
で
す
オ

ラ
を
出
し
て
い
る
ス
ク
ナ
に
声
を

け
て
く
る
者
が
い

た
あ

す
み
ま
せ
ん

も
し
か
し
て
ス
ク
ナ
さ
ん
で
す
か

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
あ
な
た
が
ナ
タ
ク
さ
ん

で
す
で
す

初
め
ま
し
て

そ
れ
か
ら
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

う
ん

あ
い
つ
と
一

に
楽
し
ん
で
プ
レ
イ
し
て
い
き
ま
し

う
ね

は
い

本
当
に
楽
し
み
で
す

 
そ
し
て
二
人
は
色
々
雑
談
を
し
な
が
ら
八
幡
達
の
到
着
を
待

た

へ

そ
れ
じ

あ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
の
知
り
合
い
な
ん
だ

は
い

一

に
生
き
残

た
戦
友
で
す
ね

そ

か

私
は

ゲ

ム
自
体
初
め
て
な
ん
だ
よ
ね
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そ
う
な
ん
で
す
か
そ
れ
じ

あ
何
か
分
か
ら
な
い
事
が
あ

た
ら
何
で
も

い
て
下
さ
い
ね

う
ん

あ
り
が
と

 
そ
の
時

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
ざ
わ
つ
い
た

お

お
い

あ
れ

ま
さ
か
こ
ん
な

な
街
に

だ
ろ

で
も
あ
の
マ

ク
を
見
ろ
よ

ま
じ
か
よ

俺
初
め
て
見
た
わ

 
そ
ん
な
会
話
が

こ
え

二
人
は
迎
え
が
来
た
の
だ
と
確
信
し
た

こ
れ

て
あ
れ
よ
ね

マ

ク
と
か
言

て
る
し

噂
で
は

い
て
ま
し
た
け
ど

本
当
に
凄
い
ん
で
す
ね

 
あ

あ
そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が

て

人

が
多
い
な

あ
あ

そ
う
い
え
ば
あ
い
つ

ち

と
は
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
た
い
か
ら

 
何
人
か
呼
ぶ

て
言

て

キ
リ
ト
君
や
ア
ス
ナ
や
ユ
キ
ノ
を
呼
ん
で
た
わ
よ

 
そ
れ
に
セ
ラ
フ

ム
も
一

に
い
る
は
ず
よ

お
お
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ナ
タ
ク
は
そ
の
言
葉
に
感
動
し
た
の
か

少
し

ん
だ
目
で
空
を

め
て
い
た

や

ぱ
り
キ
リ
ト
君
や
ア
ス
ナ
と
も
知
り
合
い
な
の

実
は
ユ
キ
ノ
さ
ん
や
セ
ラ
フ

ム
さ
ん
と
も
で
す

そ
う
な
ん
だ

 
沙
希
は
そ
う
言

て
空
を
見
上
げ
た

 
そ
し
て
上
空
か
ら

五
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
二
人
の
目
の
前
に
降
り
立

た

悪
い

待
た
せ
た
な

ナ
タ
ク

ナ
タ
ク
君

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

キ
リ
ト
さ
ん

ア
ス
ナ
さ
ん

来
ち

い
ま
し
た

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

待

て
た
よ

本
当
に

よ
く
来
た
ね

ナ
タ
ク
君

は
い

 
そ
う
再
会
を
喜
び
あ
う
四
人
を
横
目
に
ユ
キ
ノ
と
セ
ラ
フ

ム
が
ス
ク
ナ
に
そ

と

打
ち
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し
たあ

の
四
人
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
に

い
た
英
雄
な
の
よ

う
ん

本
当
の
伝
説

え

そ
う
な
の

え
え
あ
の
四
人
の
絆
は
私
で
す
ら
入
れ
な
い
く
ら
い
強
い
の
よ
ね
ち

と

け
る
わ

定

微

に

そ
れ
を
言

た
ら
奉
仕
部
の
三
人
の
絆
だ

て
強
い
で
し

う

ち

と

け
る
わ

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

ユ
キ
ノ
に
も

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
に
ト
レ

ド
を

し
込
み
ヴ

ル
ハ
ラ
の
制
服
を

し
た

 
二
人
が
そ
れ
を
装
備
し
た

間

を
飲
ん
で
遠

き
に
見
守

て
い
た

集
か
ら

 
息
を
飲
む
よ
う
な
気
配
が
伝
わ

て
き
た

針
と
糸

そ
れ
に
あ
れ
は

か

て
事
は
職
人
な
の
か
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ま
た
ヴ

ル
ハ
ラ
が
強
く
な

ち
ま
う
な

 
そ
ん
な
会
話
が

こ
え

ス
ク
ナ
と
ナ
タ
ク
は
お

い
の
マ

ク
を
見
た

 
ナ
タ
ク
の
個
人
マ

ク
は

四

い

の
中
に

金

と

と
ペ
ン
チ
が
書
か
れ
た
マ

ク

だ

た

 
ス
ク
ナ
の
マ

ク
は
先
ほ
ど
決
め
た

針
と
糸
で
あ
る

私
の
マ

ク
は

ソ

イ
ン
グ
よ

僕
の
マ

ク
は
ツ

ル
ボ

ク
ス
で
す
ね

お

い
頑
張
り
ま
し

う

は
い

頑
張
り
ま
し

う

 
こ
う
し
て
顔
合
わ
せ
の

も
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
達
は
ア
ル
ン
へ
の
転
移
門
へ
と

向
か

た

と
り
あ
え
ず
こ
こ
か
ら
ア
ル
ン
へ
飛
ぶ

 
そ
こ
か
ら
飛
ぶ
練

も

ね
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
と
向
か
お
う

 
今
は
ア
ル
ン
へ
は
直
ぐ
に
飛
べ
る
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
は

 
一
度
自
力
で
行
か
な
い
と
シ

ト
カ

ト
は
出
来
な
い
か
ら
な
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は
い

オ

ケ

よ

 
二
人
は
こ
の
時
漠
然
と
や

ぱ
り
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は
目
立
つ
ん
だ
な

と
考
え
て

い
た

 
だ
が
そ
の
認
識
は
ま

た
く

か

た

二
人
は
そ
の
事
を
こ
の
後
二
度
ほ
ど
思
い
知
る
事

に
な
る
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第
５
４
２
話
 
そ
し
て
二
人
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
至
る

 
七
人
が
ア
ル
ン
へ
と
転
移
し

門
か
ら
出
た

間

 
転
移
門
広
場
に
い
た

達
は

ざ
ざ

と
後
ろ
に
下
が

た

え

何

だ
か
ら
言

た
だ
ろ

少
し
は
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
る

て
な

ど

ど
う
い
う
事

感
じ
る
だ
ろ

奴
ら
の
色
々
な
感
情
を

 
そ
う
言
わ
れ
て
沙
希
は

探
る
よ
う
な
目
で

囲
を
見
回
し
た

 
そ
こ
か
ら
感
じ
る
感
情
は

沙
希
の
感
覚
だ
と

 
敵
対
心
が
七

友
好
的
な
気
配
が
三

と
い

た
感
じ
だ

た

敵
対
心
を
多
く
感
じ
る
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

そ
う
だ
な
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ
と
共
闘
す
る
事
も
多
い
か
ら
そ
の
比

は
逆
転
す
る
が

 
こ
こ
は
俺
達
の
事
が

い
な
奴
ら
が
多
い
か
ら
そ
う
な
る
ん
だ
ろ
う
な

そ
う
な
ん
だ
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そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
間
も

囲
か
ら
は
ひ
そ
ひ
そ
と
色
々
な
声
が

こ
え
て
き
た

お
い
見
ろ

ザ
・
ル

ラ

だ

そ
れ
だ
け
じ

な
い

黒
の
剣
士
と
バ

サ
ク
ヒ

ラ

そ
れ
に
絶
対

度
ま
で
い
る
ぞ

部
が
勢
ぞ
ろ
い
か
よ

も
う
一
人
は
姫
騎
士
イ

ジ
ス
じ

な
い
か

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
は
驚
い
た
顔
で
セ
ラ
フ

ム
に
言

た

ん

セ
ラ
フ

ム
に
は
そ
ん
な
二
つ
名
が
つ
い
て
る
の
か

は
い

理
由
は
私
だ
け
が
普

か
ら
ハ
チ
マ
ン
様
を
様
付
け
で
呼
ん
で
い
る
の
と

 
ハ
チ
マ
ン
様
の
前
だ
と

私
が
タ
ン
ク
と
し
て

絶
対
に
崩
れ
な
い
か
ら
み
た
い
で
す

だ
か
ら
姫
騎
士
と
イ

ジ
ス
か

く

殺
せ

そ
れ
は
言
わ
な
く
て
い
い
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

れ
た
顔
で
セ
ラ
フ

ム
に
言

た

ち
な
み
に
ク
リ
シ

ナ
は

タ
イ
ム
キ

パ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

何
だ
そ
れ
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援
を
絶
対
に
切
ら
さ
な
い
か
ら
で
す
ね

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
な

で
す

他
に
は
誰
か
二
つ
名
が
付
い
た
奴
は
い
る
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
と
な
く
興
味
を
引
か
れ

そ
う
セ
ラ
フ

ム
に

ね
た

シ
リ
カ
ち

ん
が
⻯
使
い
な
の
は
定
番
と
し
て

ま
あ
そ
れ
は
付
く
よ
な

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
サ
ム
ラ
イ
マ
ス
タ

エ
ギ
ル
さ
ん
は
ア
ク
ス
ク
ラ

シ

と

そ
の
ま
ん
ま
だ
が
ま
あ
二
つ
名
が
付
く
く
ら
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

あ
と
シ
ノ
ン
は

最
近
必
中
と
呼
ば
れ
始
め
た
み
た
い
で
す

あ
い
つ
最
近

あ
り
え
な
い
く
ら
い
当
て
て
く
る
か
ら
な

二
つ
名
が
付
い
て
い
る
の
は
そ
の
く
ら
い
で
す
ね

な
る
ほ
ど
な

逆
に
リ

フ

と
か
に
は
付
い
て
な
い
の
が
不
思
議
だ
な

リ

フ

ち

ん
や
フ
カ
は

普
通
に
四
天
王
の

と
か
言
わ
れ
ち

て
ま
す
し
ね

あ
あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
か
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

何
と
な
く
一
歩
を

み
出
し
た

 
そ
の

間
に

そ
の
方
向
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
が
ざ
ざ

と
道
を
開
け
た

う
わ

す

凄
い
で
す
ね

 
ス
ク
ナ
と
ナ
タ
ク
は
そ
の
光
景
を
見
て

思
わ
ず
そ
う

ら
し
た

了
解

死
の
象
徴

う

う
ん

実
感
し
た

 
セ
ラ
フ

ム
に
そ
う
言
わ
れ
ス
ク
ナ
は
や

と
そ
の
言
葉
の
意
味
を
本
当
に
理
解
し
た
ら
し

い 
そ
し
て
ス
ク
ナ
の
見
た
と
こ
ろ

ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
知
ら
な
い
風
な
プ
レ
イ
ヤ

で
も

 
そ
の
胸
に
付
い
て
い
る
マ

ク
を
見
て

後
ず
さ
る
者
が
か
な
り
の

見
受
け
ら
れ
た

こ
こ
ま
で

名
な
ん
だ

ま
あ
俺
達
は

そ
れ
だ
け
の
戦
果
を
あ
げ
て
き
て
る
か
ら
な

 
だ
か
ら
今
は

ギ
ル
ド
の

章
自
体
が

止
力
に
な

て
い
た
り
も
す
る

と
白
の
剣
が
交
差
し
た
こ
れ
よ
ね
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そ
う
だ

は
流
れ
る
血
を

白
は
聖
な
る
力
を

人
呼
ん
で
ヴ

ル
ハ
ラ
十

だ

こ
れ
を
私
も
身
に
付
け
る
事
に
な
る
ん
だ

任
重
大
だ
ね

別
に
そ
ん
な
堅
苦
し
い
も
の
じ

な
い
さ

楽
し
ん
で
い
こ
う

う

う
ん

 
ス
ク
ナ
は

こ
ん
な
に
敵
が
多
い
ん
じ

 
戦
闘
面
で
も
多
少
は
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と

め
て
心
に

た

 
だ
が
そ
の

象
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
着
い
て
一
変
し
た

 
大
丈
夫
か

ま

す
ぐ
飛
べ
る
か

う
ん

々
慣
れ
て
き
た
み
た
い

ス
ク
ナ

フ

イ
ト

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
に
補
助
し
て
も
ら
い
な
が
ら

 
ス
ク
ナ
は
生
ま
れ
て
初
め
て
飛
ぶ
と
い
う
体
験
を
し
て
い
た

あ
は

あ
は
は

凄
い
凄
い

ま
さ
か
こ
ん
な
に
自
由
に
空
が
飛
べ
る
な
ん
て

楽
し
そ
う
だ
な
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う
ん

今
私

凄
く
自
由
だ

う
ん

自
由
だ
ね

あ
は
は
は
は

凄
く
楽
し
い

見
ろ

あ
れ
が

の
城

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ

あ
れ
が

あ
ん
た
達
を
二
年
以
上
も

じ
込
め
て
い
た

獄
な
の
ね

も
う

獄
な
ん
か
じ

な
い
さ
今
は
自
由
の
象
徴
に
し
て
俺
達
の
ホ

ム
が
あ
る
場
所
で

も
あ
る

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
だ

け

ど
ん
な
所
な
ん
だ
ろ

そ
れ
は
着
い
て
か
ら
の
お
楽
し
み
だ

 
そ
し
て
つ
い
に
ス
ク
ナ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
と
到
着
し

 
第
一
層
の
は
じ
ま
り
の
街
へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
そ
の

間
に

そ
の
場
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
が
わ

と

い
た

ヴ

ル
ハ
ラ
来
た
あ
あ
あ
あ

し
か
も

部
様
達
が
勢
ぞ
ろ
い
よ

 
そ
の

り
上
が
り
に
ス
ク
ナ
は
面
食
ら

た
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な

何

さ

き
言

た
だ
ろ

ア
ル
ン
と
こ
こ
じ

比

が
逆
転
す
る

て
な

 
ア
ル
ン
じ

敵
対
す
る
奴
の
方
が
多
い
か
ら
表
だ

て
声
を

け
て
く
る
奴
も
い
な
い
ん
だ

が 
こ
こ
じ

そ

ち
が
多

だ
か
ら
な
遠

な
く
声
援
を
送

て
く
る
よ
う
な
奴
ら
が
主
流

な
ん
だ

あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

 
そ
し
て
友
好
的
な
雰
囲
気
の
中

様
々
な
プ
レ
イ
ヤ

が
ハ
チ
マ
ン
に
声
を

け
て
き
た

 
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
だ

た

ス
ク
ナ
は
や
や

を

ら
ま
せ
て
の
移
動
と
な

た

ザ
・
ル

ラ

様

そ
の
お
二
人
は
新
メ
ン
バ

で
す
か

お
う

今
度
う
ち
に
新
し
く
入
る
職
人
の
二
人
だ

そ
う
な
ん
で
す
か

い
い
な

凄
く

ま
し
い

バ

サ
ク
ヒ

ラ

様

絶
対

度
様
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剣
王
様

お

剣
王

て
呼
ぶ
奴
も
い
る
ん
だ
な

み
た
い
だ
な

王

ハ
チ
マ
ン
様

デ

ト
し
て
下
さ
い

ハ
チ
マ
ン
様

そ
れ
な
ら
私
と

あ
ん
た
達

抜
け
駆
け
は
許
さ
な
い
わ
よ

そ
れ
じ

あ
私
と

い
え

私
と

私
は
黒
の
剣
士
様
と
デ

ト
し
た
い

あ
ん
た

凄
い
人
気
ね

う

ん

俺
は
滅
多
に
表
舞
台
に
顔
は
出
し
て
な
い
ん
だ
け
ど
な

そ
こ
が
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
い
い
ん
じ

な
い
か

そ
ん
な
も
ん
か

 

も
色
々
な
声
援
が
一
同
に
送
ら
れ
続
け
ス
ク
ナ
と
ナ
タ
ク
は

張
し
な
が
ら
転
移
門
に
入

り
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そ
の
ま
ま
二
十
二
層
へ
と
飛
ん
だ

そ
こ
で
も
ま
た
同
じ
よ
う
な

況
が
続
き

 
落
ち
着
い
た
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
メ
ン
バ

録
し
一
歩
中
へ
と
入

た

間
だ

た

ふ
う

な
ん
か

張
し
た

こ
ん
な
に
注
目
を

び
た
の
は

生
ま
れ
て
初
め
て
か
も

僕
も
で
す
よ

ど
う
だ

ス
ク
ナ

ナ
タ
ク

俺
達
は
凄
か
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
る
で
子

の
よ
う
に

自
慢
げ
に
そ
う
言

た

え
え

本
当
に
び

く
り
し
ま
し
た

私
達

今
日
か
ら
こ
こ
の
メ
ン
バ

に
な
る
ん
だ
ね

そ
れ
じ

あ

点
に
案
内
す
る

こ
の
上
だ

 
そ
し
て

を
上
り
な
が
ら

ナ
タ
ク
が
懐
か
し
そ
う
に
言

た

秘
密
基
地

懐
か
し
い
な

あ

こ
こ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
か
ら
あ

た
ん
だ

え
え

今
と
な

て
は
と
て
も
懐
か
し
い

春
の
一
ペ

ジ
で
す
ね

お
い
ナ
タ
ク

そ
の
言
い
方
は
ち

と
お

さ
ん
く
さ
い
な
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あ

確
か
に
そ
う
で
す
ね

あ
は
は
は
は

す
み
ま
せ
ん

ま
あ
で
も
中
は
あ
の

と
は
ま

た
く
違
う
け
ど
な

そ
う
な
ん
で
す
か

楽
し
み
で
す

 
そ
し
て

物
の
前
に
到
着
し

ナ
タ
ク
は
き

と
ん
と
し
た

あ
れ

あ
の

の
ま
ま
で
す
ね

こ
れ
は
こ
れ
で
懐
か
し
く
て
い
い
ん
で
す
け
ど

こ
じ
ん
ま
り
し
た

物
だ
ね

こ
れ
で
メ
ン
バ

全
員
入
れ
る
の

ま
あ
中
に
入

て
の
お
楽
し
み
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

二
人
を
中
へ
と
誘

た

え

な

何
こ
れ

お
城

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
や
は
り
初
見
の
者
は

外
見
と
の
ギ

プ
に
驚
い
て
し
ま
う
も
の
ら
し
い

そ
れ
じ

あ

設
を
案
内
す
る
か

お

い

ユ
イ

キ
ズ
メ
ル

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
を
呼
ん
だ

は
い
パ
パ

て
あ
れ

あ

あ
な
た
は
も
し
か
し
て
ネ
ズ
ハ
さ
ん
で
す
か

ふ
む

確
か
に
ネ
ズ
ハ
と
同
じ
気
配
を
感
じ
る
な
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ユ
イ
ち

ん

キ
ズ
メ
ル
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

ネ
ズ
ハ
で
す

 
ち
な
み
に
今
の
名
前
は
ナ
タ
ク
と
言
い
ま
す
こ
れ
か
ら
こ
ち
ら
に
お
世
話
に
な
る
事
に
な
り

ま
し
た

 
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

 
あ
ら
か
じ
め
二
人
の
事
を

い
て
い
た
ナ
タ
ク
は

落
ち
着
い
た
表
情
で
そ
う

し
た

そ
う
な
ん
で
す
か

嬉
し
い
で
す

ナ
タ
ク
さ
ん

ご
丁

な

み
い
る

今
後
と
も
宜
し
く
頼
む

ナ
タ
ク

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

引
き
続
き
二
人
に

設
の
案
内
を
し

 
最
後
に
新
し
く
作

た
と
い
う
部
屋
へ
と
二
人
を
案
内
し
た

こ
こ
は

だ

今
回
新
し
く
新
設
し
た

三
人
の

の
部
屋
だ

 
要
す
る
に
リ
ズ
と
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
の
ほ
ぼ
専
用
の

設
と
い
う
事
に
な
る

お
お

見
る
か
ら
に
凄
そ
う

ち
な
み
に
後
で
案
内
す
る
が
二
人
の
個
人
部
屋
の
奥
に
こ
こ
へ
の
直
通
の
扉
を
作

て
お

い
た
か
ら
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後
で

し
に
使

て
み
る
と
い
い

こ
こ
か
ら
自
分
の
部
屋
に

る
時
は

 
専
用
の
パ
ス
ワ

ド
の
入
力
が
必
要
だ
か
ら

後
で
自
分
の
部
屋
で
設
定
し
て
お
い
て
く
れ

う
ん

分
か
り
ま
し
た

さ
て

一

リ
ビ
ン
グ
に

る
か

 
一
通
り
案
内
が
終
わ

た

三
人
は
リ
ビ
ン
グ
へ
と

た

 
そ
こ
で
は
ユ
イ
や
ア
ス
ナ
が
作

た
料
理
が

ん
で
お
り

 
簡

な
歓
迎
会
の
よ
う
な
も
の
が
開
か
れ
る
事
と
な

た

そ
の
う
ち
全
員
を
集
め
て
二
人
を
紹
介
す
る
事
に
な
る
が

 
今
日
は
と
り
あ
え
ず
今
い
る
メ
ン
バ

だ
け
で
お
祝
い
だ
な

う
わ

こ
れ

て
本
当
に
食
べ
ら
れ
る
の

現
実
で
お
腹
が

れ
る

じ

な
い
け
ど
な

こ
う
い
う
の
初
め
て
だ
わ

凄
く
楽
し
み

 
そ
し
て
宴
会
が
始
ま
り

一
同
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
た
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一
方
そ
の

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
も
と
あ
る
出
会
い
が
あ

た

あ
ん
た
が
ピ
ン
ク
の
悪
魔

私
は
ピ
ト
フ

イ

良
か

た
ら
一

に
遊
ば
な
い
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第
５
４
３
話
 
ピ
ト
フ

イ
の
憂
鬱

 
エ
ル
ザ
は
ラ
イ
ブ
を
終
え
た
後

ホ
テ
ル
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た

 
最
近
は
他
の
事
を
優
先
し
て
あ
ま
り
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
か

た
の
だ
が

 
さ
す
が
に
ス
ト
レ
ス
が
や
ば
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う

さ
て
十
狼
の
メ
ン
バ

は

誰
も
い
な
い
か

 
ま
あ
当
た
り
前
よ
ね

コ
ミ
ケ
で
ブ

ス
を
出
し
て
た
ん
だ
し

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う

き

他
に
知
り
合
い
が
い
な
い
か
探
し
始
め
た

ヤ
ミ
ヤ
ミ
が
い
る
わ
ね

顔
で
も
見
に
行

て
み
ま
す
か

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

闇
風
が
い
る
で
あ
ろ
う
酒
場
へ
と
向
か

た

 

と
違

て
因
縁
を
つ
け
て
く
る
奴
も
い
な
い
か

何
か
つ
ま
ら
な
い
な

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う

き
な
が
ら

酒
場
の
ド
ア
を
開
け
た

 
中
に
い
る
者
達
が
じ
ろ

と
ピ
ト
フ

イ
の
方
を
見
た
が
大
半
は
闇
風
の
一

の
者
だ

た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
友
好
的
な

線
が
向
け
ら
れ
る
事
は
あ

て
も

敵

さ
れ
る
よ
う
な
事
は
な
く

 
ピ
ト
フ

イ
は
こ
こ
で
も
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た

お
お

こ

ち
だ
こ

ち

ヤ
ミ
ヤ
ミ

久
し
ぶ
り

お
前
も
な

ど
う
だ

あ

仕
事
は

調
か

て

く
ま
で
も
な
い
な

う
ん

調
な
は
ず
な
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は

退
屈
そ
う
に
グ
ラ
ス
を

け

く
る
く
る
と
回
し
た

何
か
不
満
が
あ
る

て
顔
だ
な

う

ん

何
が
不
満

て

じ

な
い
の
よ

顔
が

れ
た
せ
い
で
フ

ン
も

え
た
し

 
私
の
歌
を

い
て
く
れ
る
人
の

も
す
ご
く

え
た

の

り
上
げ
も

調

い
い
事
ず
く
め
に

こ
え
る
が

そ
う
じ

な
い

て
顔
だ
な

う
ん

よ
く
考
え
る
と

そ
こ
に
は
シ

ナ
が
い
な
い
の

 

人
の
シ

ナ
も
未
来
人
の
シ

ナ
も
超
能
力
者
の
シ

ナ
も
い
な
い
の

あ

そ
う
い
う
憂
鬱
か

 
ピ
ト
フ

イ
の
シ

ナ
に
対
す
る

着
を
知
る
闇
風
と
し
て
は
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そ
の
言
葉
に
と
て
も
納
得
が
い

た

確
か
に
こ
こ
で
の
お
前
は

シ

ナ
至
上
主
義
と
い
う
か

 
シ

ナ
が
い
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
み
た
い
な
感
じ
だ
し
な

う
ん

好
き

超
大
好
き

出
来
れ
ば
力
ず
く
で
犯
さ
れ
た
い

お
前
そ
う
い
う
事
を
真
顔
で
言
う
な
よ

今
後
お
前
を
リ
ア
ル
で
ま
と
も
に
見
れ
な
く
な

る
だ
ろ

ふ
ん

こ
れ
だ
か
ら

は

俺
は
真
実
の
愛
を
求
め
る
狩
人
だ
か
ら
な

ヤ
ミ
ヤ
ミ

一

回

て
ち

と
格
好
い
い

だ
ろ

 
久
し
ぶ
り
の
そ
の

口
の
応

に

ピ
ト
フ

イ
は
多
少
気
が

れ
る
の
を
感
じ
て
い
た

 
だ
が
こ
こ
に
は
シ

ナ
は
い
な
い
の
だ

そ
の
事
が
ど
う
し
て
も

を
よ
ぎ
り

 
ピ
ト
フ

イ
は
落
ち
込
ん
だ
よ
う
に
テ

ブ
ル
に
突

伏
し
た

は

何
か
面
白
い
事
は
無
い
か
な

お
前
が
い
な
い
時
な
ら
あ

た
ん
だ
け
ど
な
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そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
に
話
題
を
提

し
よ
う
と

闇
風
は
こ
う
切
り
出
し
た

え

何
か
あ

た
の

ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム

何
そ
れ

パ
ン
に
で
も
付
け
る
の

そ
れ
と
も
お
じ
さ
ん

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
の

口
を

闇
風
は
完
全
に
ス
ル

し
た

や

ぱ
り
知
ら
な
か

た
ん
だ
な

ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム

て
の
は

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
チ

ム
対
抗
戦
バ

ジ

ン
だ
な

第
一
回
の
優
勝
チ

ム
は

だ

何
か
の

文

お
う

シ

ナ
と
レ
ン
だ

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は

天
し
た

シ

シ

ナ
が
出
た
の

お
う

し
か
も
ま
さ
か
の
逆
包
囲
殲
滅
戦
で
な

え

ま
た
あ
の
戦
争
の
時
み
た
い
に

シ

ナ
が
多
勢
に
無
勢
で
無
双
し
た
の

一
応
味
方
も
い
た
ぞ

い
て
驚
け
あ
の
ゼ
ク
シ

ド
と
戦
争
の
時
に
い
た
コ
ミ
ケ
さ
ん

達
だ
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あ

あ
の
オ
タ
ク
の
人
達
ね

ゼ
ク
シ

ド
に
は
触
れ
な
い
ん
だ
な

ま
あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
で
し

も
う
和
解
し
た
ん
だ
ろ
う
し

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

一
番
興
味
を
引
か
れ
た
事
を

闇
風
に

ね
た

で

レ
ン

て

誰

そ
う
だ
な

お
前

ピ
ン
ク
の
悪
魔

て
知

て
る
か

ピ
ン
ク
の
悪
魔

何
そ
れ

最
近

り
出
し
中
の

待
ち
伏
せ
専
門
の
プ
レ
イ
ヤ

で
な

 
基
本
ス
タ
イ
ル
は
罠
を
使

て
の
モ
ブ
狩
り
な
ん
だ
が

 
つ
い
で
に
襲
い

か

て
く
る
敵
を
殲
滅
し
ま
く

て
い
る

 
ま
あ
化
け
物
み
た
い
に
強
い

か
わ
い
い
子
だ
よ

ち
な
み
に
俺
の
弟
子
だ

え

ヤ
ミ
ヤ
ミ
の
弟
子
な
の

お
う

シ

ナ
の
弟
子
で
あ
る
と
も
言
え
る
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
で

 
ピ
ト
フ

イ
は

弟
子
だ
か
ら
一

に
大
会
に
参
加
し
た
の
だ
と
そ
う
考
え
て
い
た
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闇
風
は
一
応
説
明
し
て
お
く
か
と
思
い

事
の

を
ピ
ト
フ

イ
に
説
明
し
始
め
た

あ

そ
も
そ
も
の
発

は

レ
ン
に
い
き
な
り
婚
約
者
候
補
が
現
れ
た
事
な
ん
だ

何
そ
の
ゴ
シ

プ

凄
く
興
味
あ
る

表
に
は
絶
対
に
出
な
い
話
だ
け
ど
な

お

い
の

に
な
ら
な
い
か
ら

ほ
ほ
う

で

レ
ン
と
た
ま
た
ま
知
り
合
い
だ

た
シ

ナ
が

 
レ
ン
の
意
思
を

ん
で

そ
の
案
件
に
介
入
す
る

だ
が

あ
何
と
な
く
分
か
ち

た
そ
の
レ
ン
ち

ん

て
子
は
シ

ナ
の
事
が
好
き
な
ん
だ

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な
も

と
も
今
の
シ

ナ
は
人
に
好
意
を
向
け
ら
れ
る
事
に
慣
れ
て

し
ま

て

 
か
な
り

感
系
主
人
公
に
な

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
な

わ
お

ら
し
く
な
い
的
確
な
指
摘
ね

恋
愛
に
関
す
る

内
シ
ミ

レ

シ

ン
は
完

だ

 
闇
風
は
そ
う
言

て
ド
ヤ
顔
を
し
た
が

正
直
ド
ヤ
顔
が
出
来
る
よ
う
な
事
で
は
な
い

で

半
強
制
の
結
婚
を
前
提
と
し
た
付
き
合
い
の

し
込
み
を

回
さ
せ
る

に



 第５４３話 ピトフーイの憂鬱

 
相
手
が

し
て
き
た
の
が

ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で
の
優
勝
だ

た
ん
だ

半
強
制
と
か
今
時
あ
る
ん
だ

て
い
う
か
そ
の

件

相
手
が
言

て
き
た
ん
だ

お
う

そ
い
つ
は
い
き
な
り
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
リ
ア
ル
ネ

ム
を
連
呼
す
る
よ
う
な
馬

で
な

 
さ
す
が
の
シ

ナ
も
か
な
り
困

て
た
み
た
い
だ
な

う
わ

ま
だ
そ
ん
な
人
が
い
る
ん
だ

レ
ン
の
親

さ
ん
も

最
初
は
そ
の
付
き
合
い
に

定
的
だ

た
み
た
い
だ
か
ら

 
そ
れ
な
り
に
出
来
る
奴
な
ん
だ
と
は
思
う
が

シ

ナ
と
比
べ
る
と
な

さ
す
が
に
無
理
ゲ

よ
ね

だ
よ
な

 
二
人
は
う
ん
う
ん
と

き
合

た

で

事
が
終
わ

た
後

め
き
れ
な
い
そ
い
つ
は

 
直
接
レ
ン
の
親

さ
ん
の
会
社
に
圧
力
を
か
け
よ
う
と
し
た
ん
だ
が

 
そ
れ
も
先
回
り
し
た
シ

ナ
の

力
に
潰
さ
れ
た
と

ま
あ
そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ
よ

う
わ

力
で
潰
し
た
ん
だ

さ

す
が
シ

ナ

腹
黒
い

あ

こ
れ
褒
め
て
る
か
ら

分
か

て
る

て

お
前
は
そ
う
い
う
奴
だ
も
ん
な
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お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す
わ

い
や
褒
め
て
ね
え
よ

 
二
人
は
ニ
ヒ
ル
に
笑
い

ピ
ト
フ

イ
は
再
び
た
め
息
を
つ
い
た

そ

か

私
は
ま
た
乗
り

れ
ち

た
の
か

も
う
歌
う
の
を
や
め
て

 
ソ
レ
イ
ユ
専
属
の
ゲ

ム
シ
ン
ガ

に
で
も
な
ろ
う
か
な

そ
れ

て
歌
う
事
を
や
め
て
な
く
な
い
か

あ

確
か
に

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

疲
れ
た
よ
う
に
笑

た

あ
は

結
局
私
に
は
歌
し
か
無
い

て
事
か

ま
あ
い
い
じ

ね
え
か

俺

お
前
の
歌
だ
け
は
好
き
だ

歌
・
だ
・
け
・
は

あ

い
や

え
え
と

顔
と
体
も

ち

こ
れ
だ
か
ら

は

そ
の
上
ロ
リ
コ
ン
か

ロ
リ
コ
ン
ち

う
わ

と
い
う
か
そ
の
理
屈
だ
と

シ

ナ
も

当
す
る
事
に
な
ら
な
い
か
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シ

ナ
は
守
備

囲
が
広
い
だ
け
だ
か
ら

く

こ
れ
が
決
し
て

め
ら
れ
な
い
俺
と
あ
い
つ
の
差
か

 
こ
う
し
て
闇
風
に
屈
辱
を
味
合
わ
せ
た
ピ
ト
フ

イ
は

 
そ
れ
が

技
め
い
て
い
る
事
を

知
で

多
少
気
を
良
く
し
た

ヤ
ミ
ヤ
ミ
は

こ
う
い
う
の
上
手
い
よ
ね

何
の
事
だ

本
当
に
何
で
モ
テ
な
い
ん
だ
ろ
う
ね

ぐ

そ
れ
を
言
う
な

て

は

シ

ナ
に
無
理
や
り
組
み
し
か
れ
た
い

こ
こ
で
出
て
く
る
言
葉
が
そ
れ
か
よ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

 
ピ
ト
フ

イ
は
久
し
ぶ
り
に
そ
う
楽
し
そ
う
に
笑

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
期
待
の
ル

キ

ち

ん
で
も
見
に
行
こ
う
か
な

は

お
い
お
前

い
き
な
り
何
を
言

ち

て
る
の

何

目
な
の
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目
じ

な
い
が

絶
対
に
レ
ン
に
迷
惑
を
か
け
る
な
よ

迷
惑

か
け
な
い
か
け
な
い

た
だ
ち

と
会

て
み
た
い
だ
け
よ

本
当
に
か

う
ん

本
当
の
本
当
に

そ
れ
な
ら
い
い
が

返
り
討
ち
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ろ
よ

あ
は

 
突
然
ピ
ト
フ

イ
が
興
奮
し
た
よ
う
な
声
を
あ
げ
た

闇
風
は
一
歩
後
ろ
に
下
が

た

ヤ
ミ
ヤ
ミ
が
こ
の
私
に
そ
ん
な
事
を
言
う
な
ん
て

々
興
味
が

い
て
き
た
わ

く
れ
ぐ
れ
も
友
好
的
に
な

分
か

て
る

て

で

そ
の
レ
ン
ち

ん
は
ど
こ
に
い
る
の

砂
漠
だ

砂
漠

あ
あ

あ
そ
こ
か

そ
う
だ

⻄
の
砂
漠
が
レ
ン
の

張
り
だ

う
ほ

公
的
ス
ペ

ス
を

張
り
と
ま
で
言

ち

う
ん
だ

 
そ
れ
じ

あ

で
行

て
み
よ
う
か
な
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嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
ピ
ト
フ

イ
に

闇
風
は
真
面
目
な
表
情
で
言

た

な

ん楽
し
く
な
い
な
ら

し
ば
ら
く
休
む
の
も
手
だ

あ
ら

私
を
心
配
し
て
く
れ
る
の

俺
は
十
狼
じ

な
い
が

そ
れ
で
も
お
前
は
同
士
だ
か
ら
な

ん
ふ

あ
り
が
と

も
し
本
当
に

詰
ま

た
ら

考
え
て
み
る

お
う

応
援
し
て
る
わ

ま
た
な

う
ん

ま
た
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

を
レ
ン
タ
ル
し
て
砂
漠
地

へ
と
向
か

た
の
だ
が

 
遠
く
で
罠
が
発
動
し
た
よ
う
な
煙
が
見
え

ピ
ト
フ

イ
は
そ
ち
ら
に
ハ
ン
ド
ル
を
き

た

あ
そ
こ
か
な

で
も
戦
闘
の

魔
は
し
た
く
な
い
し

こ
こ
か
ら
は
歩
い
て
行
こ
う
か
な

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う

き

ゆ

く
り
と
そ
ち
ら
へ
と
歩
い
て
い

た

 
ど
う
や
ら
罠
が
上
手
く
発
動
し

敵
に
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
を

え
ら
れ
た
よ
う
で

 
戦
闘
自
体
は
あ

と
い
う
間
に
終
わ

た
ら
し
く

も
う
戦
闘
の
気
配
は
感
じ
ら
れ
な
い
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ん

誰
も
い
な
い

誰う
わ

ス
ト

プ
ス
ト

プ

少
な
く
と
も
私
は
敵
じ

な
い
わ

 
ピ
ト
フ

イ
は
い
き
な
り
背
後
か
ら
銃
を
突
き
つ
け
ら
れ

両
手
を
上
げ
た

銃
は

持

て
な
い
み
た
い
ね

そ
の
ま
ま
ゆ

く
り
と
こ
ち
ら
に

り
向
い
て

オ

ケ

敵
意
は
無
い
わ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
ゆ

く
り
と

り
向
い
た

 
そ
こ
に
は
全
身
ピ
ン
ク
一
色
の
装
備
を
付
け
た
と
て
も
小
さ
な
少
女
が
立

て
お
り

 
ピ
ト
フ

イ
は
内
心
で

闇
風
の
事
を
や

ぱ
り
ロ
リ
コ
ン
じ

な
い
と

た

 
同
時
に
シ

ナ
に
対
し
こ
の
子
が
い
け
る
な
ら
や

ぱ
り
私
も
い
け
る
と
喜
び
も
感
じ
て

い
た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

し
げ
し
げ
と
そ
の
少
女
を
観
察
し
た

 
ピ
ト
フ

イ
の
見
た
と
こ
ろ

目
の
前
の
少
女
は

 
そ
の
ピ
ン
ク
色
の
装
備
を
砂
漠
地

で
の
保
護
色
と
し
て

に
活
用
し
つ
つ

 
多
大
な
戦
果
を
あ
げ
て
い
る
ら
し
い
と
予
想
さ
れ
た
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な
る
ほ
ど

そ
の
発
想
は
無
か

た
わ

偶
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
面
白
い
わ
ね

何
が

そ
の
装
備
よ
確
か
に
か
わ
い
い
色
だ
け
ど
そ
れ
だ
け
じ

な
く
実
戦
的
に
活
用
し
て
い
る

の
ね

 
レ
ン
は
い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ

き

と
ん
と
し
つ
つ
も
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
た

 
そ
ん
な
レ
ン
に

ピ
ト
フ

イ
は
満
面
の
笑
顔
で
言

た

あ
ん
た
が
ピ
ン
ク
の
悪
魔

私
は
ピ
ト
フ

イ

良
か

た
ら
一

に
遊
ば
な
い

え

わ

私
と

そ
う

ヤ
ミ
ヤ
ミ

あ

と

闇
風
に
噂
を

い
て
遊
び
に
き
た
の

あ

師
匠
の
お
知
り
合
い
で
し
た
か

う
ん
そ
う

も
し
疑
う
な
ら
確
認
し
て
く
れ
て
も
い
い
わ

い
え

そ
の
名
前
が
出
て
く
る
時
点
で
平
気
だ
と
思
う
の
で
大
丈
夫
で
す

そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
わ

で

ど
う
か
し
ら

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
レ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
は
こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
行
動
を
共
に
す
る
よ
う
に
な

た
の
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だ

た
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第
５
４
４
話
 
優
里
奈

押
し
通
す

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
交
流
を
深
め
た
後

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
八
幡
と
沙
希

そ
れ
に
ク
ル
ス
だ

た
が

 
八
幡
と
沙
希
が
ま
だ
入

し
て
い
な
か

た

沙
希
が
先
に
入

を
済
ま
せ
て
し
ま
う
事
に

な

た

 
そ
し
て
八
幡
は

る
前
に
ち

ん
と
優
里
奈
と
話
を
し
て
お
か
ね
ば
と
考
え

 
ク
ル
ス
が
遠

し
て
先
に

室
へ
と
入

た
後
優
里
奈
と
向
か
い
合

て
居
間
に
座

て
い

た
で

今
日
の
あ
れ
は
結
局
ど
う
い
う
意
図
だ

た
ん
だ

言

た
通
り
で
す

確
か
に
何
か
言

て
た
な

ち

ん
と
反
抗
出
来
ま
す
と
か

悪
い
子
で
す
と
か

 
八
幡
は
イ
ベ
ン
ト
中
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
言
い

優
里
奈
は

い
た

で

結
局
あ
れ
は

誰
に

き
込
ま
れ
た
ん
だ

自
分
で
考
え
ま
し
た
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ど
ん
な
思
考
を

て
あ
ん
な
言
葉
が
出
て
き
た
ん
だ

 
そ
の
問
い
に

し
ば
ら
く

し
た
後

優
里
奈
は
こ
う
切
り
出
し
た

私

八
幡
さ
ん
の
重

に
な
り
た
く
な
い
ん
で
す

ん

俺
が
そ
う
思

て
る
と
思

た
の
か

い
え

た
だ

八
幡
さ
ん
の
言
う
事
を

く
事
が

 
逆
に
八
幡
さ
ん
を
苦
し
め
る
結
果
に
な
る
事
も
あ
る
の
か
な
て
そ
う
思
う
事
が
あ
て

そ
ん
な
ケ

ス
に
何
か
心
当
た
り
が
あ
る
の
か

 
八
幡
は
誰
か
知
ら
な
い
が
面
白
い
事
を
考
え
る
な
と
思
い
つ
つ
優
里
奈
に
そ
う

ね
た

え
ば
こ
う
で
す

八
幡
さ
ん
が
お
世
話
に
な

て
る
知
り
合
い
が

 
た
ま
た
ま
私
の
存
在
を
知

て
デ

ト
を
セ

テ

ン
グ
し
て
く
れ
な
い
か
と
持
ち

け
る

 
そ
う
す
る
と
八
幡
さ
ん
は

だ
け
で
も
私
に
そ
の
気
は
あ
る
か

く
と
思
う
ん
で
す

 

え
内
心
で

だ
と
思

て
い
て
も

で
す

ほ
ほ
う

で

私
は
八
幡
さ
ん
の
お
願
い
だ
か
ら

オ

ケ

す
る

で
す
が

 
そ
う
す
る
と
八
幡
さ
ん
は

不

な
気
持
ち
に
な

た
り
す
る
ん
じ

な
い
で
す
か
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そ
こ
ま
で

い
て

八
幡
は

え
き
れ
ず
に

き
出
し
た

う

な

何
が
お
か
し
い
ん
で
す
か

い
や
す
ま
ん
そ
の
言
い
方
だ
と
優
里
奈
は
す
ご
く
自
信
に

れ
て
る
ん
だ
な
と
思

て
な

自
信

で
す
か

だ

て
そ
う
だ
ろ

優
里
奈
が
誰
か
と
デ

ト
し
た
り
す
る
と

 
俺
が
不
機

に
な
る

て
確
信
し
て
る
ん
だ
ろ

あ
 
優
里
奈
は
そ
う
指
摘
さ
れ

確
か
に
そ
う
だ
と
内
心

り
を
覚
え
た

 
ど
う
考
え
て
も
そ
れ
は
優
里
奈
の
キ

ラ
で
は
な
い

 
優
里
奈
は
迷
い
つ
つ
も
紅
莉
栖
の
名
を
出
す
の
も
は
ば
か
ら
れ
こ
の
ま
ま
押
し
通
す
事
に

し
た

 
キ

カ
ケ
は
紅
莉
栖
の
言
葉
か
ら
だ

た
が

優
里
奈
は
こ
れ
は

八
幡
と
自
分
の
関
係
に

と

て

 
絶
対
に
必
要
な
通
過
儀

の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
だ
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そ
う
で
す
よ

私

八
幡
さ
ん
に
凄
く
愛
さ
れ
て
ま
す
か
ら

そ
こ
ま
で
言
う
か

優
里
奈
は
決
し
て
誰
か
の
言
い
な
り
に
な

た
り
は
し
な
い

の
強
い
子
だ

 
そ
の
優
里
奈
が
こ
こ
ま
で
言
う
ん
だ

誰
に
何
を
言
わ
れ
た
か
は
問
題
じ

な
く

 
そ
の
理
屈
が
自
分
に
と

て
は
正
し
い
と
信
じ
て
の
行
動
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え

黒
幕
の
存
在
に
触
れ
る
の
は
や
め
る
事
に
し
た

な
る
ほ
ど

つ
ま
り
優
里
奈
も

俺
の
事
が
大
好
き
で
仕
方
が
な
い
と
い
う
事
か

は
い

そ
う
で
す
よ

う
 
八
幡
は
か
ら
か
う
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
が

優
里
奈
は
真
顔
で
そ
う
答
え
て
き
た

そ

そ
う
か

は
い

 
八
幡
は
守
勢
に
回

た
事
を
感
じ
つ
つ
も

話
を
元
に

す
事
に
し
た

ま

ま
あ
話
を
元
に

そ
う

要
す
る
に
反
抗
出
来
ま
す

て
の
は

 
俺
の
言
う
事
に
何
で
も
イ
エ
ス
と
答
え
る

じ

な
く
そ
の
話
の
良
し
悪
し
は
自
分
で
判
断



 第５４４話 優里奈、押し通す

出
来
ま
す
と

 
つ
ま
り
そ
う
い
う
ア
ピ

ル
を
し
た
か

た
と

そ
う
解

す
れ
ば
い
い
の
か

は
い

そ
う
い
う
意
図
で
し
た

 
そ
の
答
え
を
受
け

八
幡
は

組
み
し

次
に
こ
う
言

た

ま
あ
そ
れ
は
何
と
な
く
納
得
出
来
る
ん
だ
が
あ
ん
な
水
着
を
着
る
必
要
は
無
か

た
ん
じ

な
い
か

だ

て
あ
あ
で
も
し
な
い
と
八
幡
さ
ん
に
あ
あ
い
う

を
見
せ
る
機
会
は
無
い
じ

な
い
で

す
か

言

て
く
れ
れ
ば

海
く
ら
い
い
つ
で
も
連
れ
て

て
や
る
ぞ

で
も
私
が
海
で
あ
の

に
な
る
の
は

で
す
よ
ね

い

い
や

別
に

で
す
よ
ね

え

と

あ
の

は
八
幡
さ
ん
だ
け
が
独

し
た
い
で
す
よ
ね

は

は
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し
た
い
で
す
よ
ね

あ

は
い

 
八
幡
は
そ
れ
以
上
何
を
言

て
も
墓

に
な
る
と
悟
り

何
も
言
え
な
く
な

た

 
体
を
張

た
優
里
奈
の
勝
利
で
あ
る

そ
ん
な
優
里
奈
に
八
幡
は
少
し
だ
け
反
撃
す
る
事
に

し
たし

か
し
な
優
里
奈

お
前

一
つ
だ
け
間
違

て
る
ぞ

何
が
で
す

え
お
世
話
に
な

た
人
が
相
手
で
も

俺
が
そ
の
人
に
優
里
奈
を

 
ま
あ
一

的
な
意
味
で
の
紹
介
く
ら
い
は
す
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
デ

ト
と
か
の
仲
介
を
す
る
事
は
あ
り
え
ん

何
で
で
す
か

そ
ん
な
必
要
が
無
い
か
ら
だ

そ
れ
を
断

た
く
ら
い
で
不

に
思
う
よ
う
な
人
と

 
俺
は
そ
の
後
も
仲
良
く
し
て
い
く
つ
も
り
は
ま

た
く
無
い
か
ら
な

あ
あ

な
る
ほ
ど
で
す

 
優
里
奈
は
納
得
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
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そ
れ
じ

あ
私
は

今
後
も
八
幡
さ
ん
や
そ
の
お
仲
間
以
外
の
人
と

 
二
人
だ
け
で
一

に
行
動
す
る
よ
う
な
可
能
性
は
ほ
ぼ
皆
無
で
す
ね

 
学
校
で
も
私
に
声
を

け
て
く
る
よ
う
な
人
は
も
う
い
ま
せ
ん
し
こ
れ
で
全
て
解
決
で
す

優
里
奈
が
そ
れ
で
い
い
な
ら
俺
と
し
て
は
ま

た
く

わ
ん
が

も
ち
ろ
ん

い
ま
せ
ん
よ

そ
れ
よ
り
も

今
お
か
し
な
言
葉
が

こ
え
た
気
が
し
た
ん
だ
が

 
優
里
奈
は
学
校
で

男
ど
も
に
言
い
寄
ら
れ
た
り
誘
わ
れ
た
り
と
か
は
し
な
い
の
か

は
い

今
は
ま

た
く

前
は
あ

た
の
か

は
い

そ
う
で
す
ね

日
相
手
を
す
る
の
が

わ
し
か

た
で
す

そ
う
い
う
と
こ

優
里
奈
は
結

ハ

キ
リ
言
う
の
な

ま
あ
そ
う
で
す
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

首
を

げ
な
が
ら
優
里
奈
に
こ
う

ね
た

何
で
前
と
今
で
そ
ん
な
に
違
う
ん
だ
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上
手
く
断
れ
る
よ
う
に
な

て
そ
れ
を

り
返
し
て
た
ら
誰
も
声
を

け
て
こ
な
く
な
り
ま

し
たほ

う

そ
ん
な
上
手
い
手
が
あ
る
の
か

一
体
ど
う
や

て
断

た
ん
だ

 
今
ち

と
こ
こ
で
や

て
み
せ
て
く
れ
な
い
か

別
に

い
ま
せ
ん
け
ど
八
幡
さ
ん
は
何
と
も
い
え
な
い
気
分
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

そ
う
な
の
か

ま
あ
い
い

や

て
み
て
く
れ

そ
れ
じ

あ
私
を
口
説
い
て
下
さ
い

え

俺
も

技
に
参
加
す
る
の
か

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

そ
う
し
な
い
と
そ
の

力
を
確
か
め
ら
れ
な
い
じ

な
い
で
す
か

そ

そ
う
か

 
ち
な
み
に
こ
の
ほ
ん
の
少
し
前
に

沙
希
が

室
か
ら
出
て
き
た
の
だ
が

 
沙
希
も
ど
う
や
ら
優
里
奈
の
断
り
方
に
興
味
を
覚
え
た
ら
し
く
そ

と
物
陰
か
ら
こ
ち
ら
を

て
い
た

 
そ
ん
な
沙
希
の
存
在
に
は

二
人
と
も
気
付
い
て
は
い
な
か

た
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そ
し
て
八
幡
は

な
る
べ
く
高
校
生

く
見
え
る
よ
う
に
と
一
応
気
を
遣
い
な
が
ら
も

 
こ
ん
な
感
じ
で
い
い
だ
ろ
う
と

優
里
奈
に
声
を

け
た

優
里
奈

良
か

た
ら
放
課
後
に

ち

と
カ
ラ
オ
ケ
に
で
も
行
か
な
い
か

は
い

喜
ん
で

さ
あ
行
き
ま
し

う

直
ぐ
行
き
ま
し

う

い
や
お
前

そ
こ
は
断
る
と
こ
ろ
だ
よ
な

あ

す

す
み
ま
せ
ん

つ
い
嬉
し
く
て

 
優
里
奈
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
言
い

 
そ
れ
を
見
て
い
た
沙
希
は

声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
笑

て
い
た

も

も
う
一
回
お
願
い
し
ま
す

今
度
は
も

と
こ
う

告
白

い
感
じ
で

そ

ち
か

ま
あ
ど
う
断

て
る
か
を
見
る

だ
し

仕
方
な
い
か

 
そ
の
優
里
奈
の
お
願
い
を

き
八
幡
は
定
番
な
感
じ
の
告
白
の
セ
リ
フ
を
考
え
実
行
に

移
し
た

優
里
奈
さ
ん

ず

と
前
か
ら
好
き
で
し
た

俺
と
付
き
合

て
下
さ
い

は
い

喜
ん
で

付
き
合
う
だ
け
じ

な
く

そ
の
ま
ま
結
婚
を
前
提
に

だ

か

ら
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ご

ご
め
ん
な
さ
い

今
の
は
最
初
か
ら
狙

て
ま
し
た

だ
よ
な

絶
対
そ
う
だ
と
思

た
わ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

 
こ
こ
で
沙
希
も

え
き
れ
な
く
な

た
の
か

声
を
出
し
て
大
笑
い
し

 
同
時
に
ク
ル
ス
も
笑
い
な
が
ら

室
か
ら
出
て
き
た

ど
う
や
ら
ク
ル
ス
も

中
か
ら

い
て

い
た
ら
し
い

お

お
前
ら

ご
ご
め
ん
ご
め
ん
最
初
は
優
里
奈
ち

ん
が
ど
う
断

て
る
か

き
た
か

た
だ
け
な
ん

だ
け
ど

 
今
の

才
が
面
白
す
ぎ
て

つ
い
思
い

き
り
笑

ち

た
わ

私
も
同
じ
で
す

八
幡
様

別
に

才
を
し
て
い
た
つ
も
り
は
無
い
ん
だ
が
な

今
の
は
誰
が
見
て
も

才
で
し
た
よ

八
幡
さ
ん

お
い
優
里
奈

お
前
が
言
う
な

き

ご
め
ん
な
さ
い
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優
里
奈
は
そ
う
言

て
楽
し
そ
う
に
笑

た

そ
し
て
沙
希
と
ク
ル
ス
が
優
里
奈
に
質
問
し

て
き
た

で

本
当
の
と
こ
ろ

ど
う
や

て
る
の

興
味
が
あ
る

是
非
知
り
た
い

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
八
幡
さ
ん

今
度
こ
そ
真
面
目
に
や
り
ま
す
か
ら

 
も
う
一
度
だ
け
お
付
き
合
い
を
お
願
い
し
ま
す

や
れ
や
れ
仕
方
な
い
な

一
回
だ
け
だ
ぞ

そ
れ
で
十
分
で
す

 
そ
し
て
八
幡
は

再
び
優
里
奈
に
告
白
す
る

目
に
な

た

優
里
奈
さ
ん

ず

と
前
か
ら
好
き
で
し
た

俺
と
付
き
合

て
下
さ
い

ご
め
ん
な
さ
い
実
は
私
に
は
一

に

ら
し
て
る
男
性
が
い
る
ん
で
す
ち
な
み
に
こ
の

人
で
す

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は
こ
ち
ら
に
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
せ
て
き
た

 
そ
こ
に
は
八
幡
と
優
里
奈
が

ん
で
い
る

が
写

て
お
り

八
幡
は
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開

け

ま

た
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実
は
こ
の
後
も

夜
ま
で

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は
も
じ
も
じ
し

見
て
い
た
二
人
は

お
お

と

手
を
し
た

夜
ま
で

で
セ
リ
フ
を
や
め
て

も
じ
も
じ
す
る
と
こ
ろ
ま
で
完

ね

え
教
師
に
問
い
詰
め
ら
れ
て
も

保
護
者
に
夜
ま
で
勉
強
を
教
え
て
も
ら
う
予
定
で

 
と
か
言
え
ば
何
の
問
題
も
無
い
し
ね

余
計
な
事
を
想
像
す
る
の
は
告
白
相
手
の
勝
手
み
た

い
なは

い

小
町
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

た
手
口
で
す

な
る
ほ
ど

小
町
の
仕
業
か

 
そ
こ
で
八
幡
が
復
活
し
た

同
時
に
八
幡
は

素
直
に
感
心
も
し
て
い
た

確
か
に
小
町
と
優
里
奈
は

ま

た
く
同
じ
セ
リ
フ
を
相
手
に
言
う
事
が
出
来
る
よ
な

身
内
ス
ペ
シ

ル
だ

て
言

て
ま
し
た

ち
な
み
に
こ
の
写
真
は
ど
う
し
た
ん
だ

あ

合
成
ら
し
い
で
す

ま
じ
か
よ

そ
こ
ま
で
す
る
か

小
町
さ
ん
も
学
校
で
声
を

け
ら
れ
る
事
が
多
く
て
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困

た
あ
げ
く
に
明
日
奈
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
思
い
つ
い
た
の
が
こ
れ
だ

た
と
か

明
日
奈
も

ん
で
た
の
か

 
そ
ん
な
八
幡
に

沙
希
と
ク
ル
ス
が
同
時
に
こ
う
言

た

そ
れ

私
に
も
使
わ
せ
て

八
幡
様

是
非
私
に
も
そ
れ
を

ク
ル
ス
は
分
か
る
が
川
崎
も
か

卒
業
が
近
く
な

て
く
る
と

職
が
決
ま

た
組
が
余

が
出
て
く
る
か
ら
ど
う
し
て
も

ね
こ
の
時
期
は
意
外
と
そ
う
い
う
の
が

え
る
ん
で
す
よ

そ

そ
う
か

大
丈
夫

セ
リ
フ
は
ア
レ
ン
ジ
す
る
か
ら

ど
う
す
る
ん
だ

た
だ

お
付
き
合
い
し
て
い
ま
す

に
す
る
わ

私
の
場
合
は
友
達
付
き
合
い
ね

あ

そ
れ
じ

あ
私
の
場
合
は

部
下
付
き
合
い
と
い
う
事
で

 
二
人
の
目
が
本
気
の
目
だ

た

八
幡
は
こ
う
言
う
の
が
精
一

だ

た
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あ

明
日
奈
が
オ

ケ

だ
と
言
う
な
ら

別
に
い
い
ぞ

オ

ケ

今
度
頼
ん
で
み
る
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
八
幡
様

こ
れ
で
勝
利
は
確
定
で
す

お

お
う

そ
う
か

 
そ
し
て
三
人
は

ソ
フ

に
座

て
談
笑
し
た

そ
れ
じ

あ
優
里
奈
は
学
校
で
男
友
達
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の

そ
う
で
す
ね

正
直
ま
あ
必
要
な
い
か
ら
問
題
な
い
ん
で
す
け
ど

や

ぱ
り

ね

八
幡
さ
ん
の
お
友
達
の
男
性

と
知
り
合
い
に
な
る
く
ら
い
で
十
分
で
す

あ
ん
た
に
友
達
な
ん
か
い
た

け

失

な

今
は
そ
れ
な
り
に
い
る
ん
だ
よ

へ

そ
う
な
ん
だ

 
ち

う
ど
そ
の
時
八
幡
の

が
鳴

た

ん

戸
部
か
ら
か

戸
部

何
か
懐
か
し
い
ね

て
い
う
か
あ
ん
た

戸
部
と
交
流
が
あ

た
ん
だ
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葉
山
と
も
あ
る
ぞ

と
り
あ
え
ず
ち

と
す
ま
ん

 
そ
う
言

て
八
幡
は

話
に
出
た

あ

ヒ
キ
タ
ニ
君

久
し
ぶ
り

し

お
う

久
し
ぶ
り

今
日
は
ど
う
し
た
ん
だ

実
は
突
然
で
悪
い
ん
だ
け
ど
さ

の
同
窓
会
の
話

明
日
と
か
空
い
て
た
り
し
な
い

明
日

い
き
な
り
だ
な

ご
め
ん

調
整
が
難

し
ち

て
さ

明
日
く
ら
い
し
か
空
い
て
な
か

た
の
よ

ま
あ
俺
は
問
題
な
い

大
丈
夫
だ
な

お
お

や

た
ね

で

他
に
も
同
じ
学
年
で
誘
い
た
い
奴
が
い
た
ら

 
声
を
か
け
と
い
て
も
ら

て
い
い
か
な

優
美
子
に
は
こ

ち
か
ら
も
う
連

し
て

 
丁
度
一

に
い
た
雪
ノ
下
さ
ん
と
結
衣
に
も
オ

ケ

を
も
ら
い
済
姫
菜
や
戸

君
も
オ

ケ
あ

そ
れ
な
ら
今
丁
度

川
崎
が
一

だ
か
ら

い
て
み
る
わ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

沙
希
に
事
情
を
話
し
た

明
日

明
日
な
ら
大
丈
夫
よ
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オ

ケ

だ
そ
う
だ

オ

ケ

オ

ケ

場
所
と
か
は
後
で
メ

ル
す
る
わ

そ
れ
じ

あ
明
日
待

て
る

し
お
う

楽
し
み
だ
な

だ
ね

あ

す
ま
ん
戸
部

ち

と
い
い
か

ん

ま
だ
何
か
あ

た
ん

同
級
生
じ

な
い
ん
だ
が

一
人
俺
が
保
護
者
を
や

て
る
子
を
連
れ
て

て
も
い
い
か

 
丁
度
い
い
機
会
だ
か
ら

俺
の
友
達
と
知
り
合
わ
せ
て
お
き
た
い
ん
だ
よ
な

そ
う
な
ん

ま

た
く
問
題
な
い

し

お
お

何
か
悪
い
な

い
い

て
い
い

て

俺
達
の
仲
じ

な
い

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日

お
う

ま
た
な

 
そ
し
て

話
が
切
れ

き

と
ん
と
し
て
い
た
優
里
奈
に

八
幡
は
言

た

と
い
う

で
優
里
奈

気
分
転
換
に

明
日
は
俺
の
学
年
の
同
窓
会
に
参
加
な
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わ

私
な
ん
か
が
参
加
し
て
い
い
ん
で
す
か

問
題
な
い

丁
度
さ

き
の
話
を
そ
の
ま
ま
実
行
出
来
る
い
い
機
会
だ
し
な

確
か
に
そ
う
よ
ね

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
わ
ね

今
夜
は
楽
し
み
で

ら
れ
な
さ
そ
う
で
す

 
こ
う
し
て
優
里
奈
の
同
窓
会
へ
の
参
加
が
決
定
し
た
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第
５
４
５
話
 
帰

て
く
る
よ
ね

 
次
の
日
の
朝

沙
希
と
ク
ル
ス
を
送
り
出
し
た
八
幡
は

 
家
ま
で
送
る
と

し
出
た
が
遠

さ
れ

微

に
暇
を
持
て
余
し
て
い
た

あ
ん
ま
り

く
に
ソ
レ
イ
ユ
に
行

て
も
な

 
せ

か
く
だ
し

日
ご
ろ
の
感
謝
も
込
め
て

優
里
奈
の
家
事
で
も
手
伝
う
と
す
る
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え
ベ
ラ
ン
ダ
で
洗

物
を

し
て
い
る
優
里
奈
が

て
く
る
の
を
待

た

 
さ
す
が
の
八
幡
も

今
の

態
の
ベ
ラ
ン
ダ
に

み
込
む
度
胸
は
な
い
の
だ

お

優
里
奈

て
き
た
か

八
幡
さ
ん

ど
う
か
し
ま
し
た
か

い
や
な

家
事
を
手
伝
お
う
と
思

て
待

て
た
ん
だ
が

何
か
や
る
事
は
あ
る
か

特
に
手
伝

て
も
ら
う
よ
う
な
事
は

い
や
い
や

二
人
で
や
れ
ば
そ
の
分

く
終
わ
る
だ
ろ

 
そ
う
す
れ
ば
そ
の
分
二
人
で
の
ん
び
り
出
来
る
ん
だ
か
ら
遠

し
な
い
で
何
で
も
言

て
く

れ
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そ
う
で
す
か

そ
れ
じ

あ

布
団

し

は

ベ
ラ
ン
ダ
に
入
る
事
に
な

ち
ま
う
な

で
す
ね

ま
あ
ベ
ラ
ン
ダ
の
前
ま
で
運
ん
で
も
ら
え
る
だ
け
で
も
大
助
か
り
で
す

よ
し
分
か

た

任
せ
ろ

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

張
り
切

て

室
へ
と
向
か
い

ベ

ド
か
ら
布
団
を
持
ち
上
げ

 
え

ち
ら
お

ち
ら
と
ベ
ラ
ン
ダ
の
前
ま
で
運
ん
だ

優
里
奈

持

て
き
た
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

つ
い
で
に
マ

ト
も
お
願
い
し
て
い
い
で
す
か

お
う

任
せ
ろ

 
そ
し
て
八
幡
は
再
び

室
へ
と
消
え
て
い
き

優
里
奈
は
布
団
を

し
な
が
ら

 
ぼ
ん
や
り
と

晴
の
空
を

め
た

う

ん

い
い
天
気
だ
な

こ
う
い
う
の
を
幸
せ

て
言
う
の
か
な

 
こ
う
し
て
る
と
ま
る
で

八
幡
さ
ん
と
夫

に
な

た
み
た
い
な

 
う
う
ん

高
望
み
し
ち

目
だ

で
も
ち

と
く
ら
い
な
ら

何
を
ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
る
ん
だ
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き
 
優
里
奈
は
突
然
八
幡
か
ら
声
を

け
ら
れ

思
わ
ず

鳴
を
あ
げ
た

悪
い

驚
か
せ
ち
ま

た
か

い

い
え

ん

ん
大
丈
夫
で
す
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
は
に
か
む
優
里
奈
に

八
幡
は
マ

ト
を
差
し
出
し
た

ほ
い

お
待
た
せ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
う
い
う
時

ベ
ラ
ン
ダ
が
広
い
部
屋
は
い
い
よ
な

で
す
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
何
気
な
く
下
を
見
た
優
里
奈
の
目
に

 
こ
ち
ら
に
手
を

る

乃
と

莉
の

が
映

た

優
里
奈
は
そ
れ
を
見
て
二
人
に
手
を

り
返
し
た

ん

誰
か
い
た
の
か

は
い

乃
さ
ん
と

莉
さ
ん
が

そ
う
か

こ
の
時
間
に
出
勤

て
事
は

今
日
は
こ
こ
に

ま
り
か
も
な
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か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

ま
あ
今
夜
は
二
人
と
も
出
か
け
る
ん
だ
し

そ
の
時
間
ま
で
に

ね
て
こ
な
か

た
ら

 
鍵
だ
け

し
て
お
け
ば
い
い
な

で
す
ね

 
そ
し
て
二
人
は
室
内
に

り

ど
う
す
る
か
相
談
し

次
に

を
始
め
た

 
八
幡
は

機
を
か
け

優
里
奈
は
風
呂

で
あ
る

よ
し

と

 
家
事
に
関
し
て
は
ベ
テ
ラ
ン
の
優
里
奈
は
風
呂

を

良
く
終
え
風
呂
場
の
外
に
出

た

ん

 
そ
の
時
ど
こ
か
か
ら

歌
の
よ
う
な
も
の
が

こ
え

優
里
奈
は
思
わ
ず
ク
ス
リ
と
笑

た

八
幡
さ
ん
も

歌
な
ん
か
歌
う
ん
だ

で
も

い
た
事
の
無
い
曲
だ
な

何
の
曲
だ
ろ

 
優
里
奈
は
そ
う
思
い

八
幡
に
話
し

け
た

八
幡
さ
ん

そ
の
曲

何
の
曲
で
す
か

ん

こ
れ
か

そ
れ
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
な
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そ
う
な
ん
で
す
か

お
お

気
付
い
た
ら
覚
え
て
い
た
と
い
う
か

本
当
に
何
な
ん
だ
ろ
う
な

 
一
度
気
に
な

て
本
気
で
調
べ
た
事
が
あ
る
ん
だ
が

当
す
る
曲
が
無
か

た
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

ま
あ

い
つ
か
分
か
れ
ば
い
い
な
く
ら
い
に
考
え
て
る

そ
う
い
う
の

い
い
で
す
ね

そ
う
だ
な

死
ぬ
ま
で
の

題

て
感
じ
だ
な

先
の
⻑
い
話
で
す
ね

だ
な

 
そ
の
時

関
か
ら
チ

イ
ム
の
音
が

こ
え
優
里
奈
が
イ
ン
タ

ホ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

は
い

比
企
谷
で
す

あ

優
里
奈
ち

ん

こ

ち
に
い
た
ん
だ

今
夜
も
お
世
話
に
な
り
ま

す

あ
あ

美
優
さ
ん
で
し
た
か

今
開
け
ま
す
ね

 
美
優
は
ひ

こ

と
ド
ア
か
ら
顔
を
出
し

二
人
に

を
し
た

や

や

美
優
ち

ん
が
ま
た
リ

ダ

の
お
世
話
を
し
に
参
り
ま
し
た
よ
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お
世
話
さ
れ
る
の
間
違
い
じ

な
い
の
か

も
ち
ろ
ん
下
の
世
話
に
決
ま

て

帰
れ

あ
な
た

お

し
ま
す

お
洗

そ
れ
と
も
料
理

そ
の
三
択
な
ら
料
理
だ
な

残
り
は
丁
度
終
わ

た
と
こ
ろ
だ

そ
れ
じ

あ
今
日
は
美
優
ち

ん
の
手
料
理
で
お
昼
に
し
ま
し

う

お
う

そ
れ
じ

あ
宜
し
く

了
解

 
そ
し
て
美
優
は
料
理
を
始
め
八
幡
と
優
里
奈
は
の
ん
び
り
と
そ
の
料
理
風
景
を

め
て
い
た

思

た
よ
り
手

が
い
い
な

思

た
よ
り
は
余
計
で
す

 
美
優
は
手
を
止
め
ず
に
口
を

ら
せ
な
が
ら
八
幡
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
八
幡
は

何
と
な
く
美
優
に
こ
う

ね
た

そ
う
い
え
ば
お
前

日
は
香
蓮
の
部
屋
に

ま

た
ん
だ
よ
な

う
ん
私
は
疲
れ
て
直
ぐ
に

ち

た
け
ど
ね

そ
の
間
香
蓮
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
た
み
た
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い
香
蓮
も
意
外
と
タ
フ
だ
よ
な

で

新
し
い
知
り
合
い
が
出
来
た
ら
し
く

て

今
日
も
そ
の
人
と
一

に
遊
ぶ
ん
だ

て

ほ
う

女
の
人
だ

て
よ

珍
し
い
よ
ね

ま
あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
絶
対

が
少
な
い
か
ら

 
も
し
か
し
た
ら
俺
の
知
り
合
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
知
り
合
い
ど
こ
ろ
か
身
内
の
中
の
身
内
で
あ
る

さ
て
完
成

と

焼
き
う
ど
ん
か

見
た
目
は
美
味
そ
う
に
見
え
る
が

見
た
目
だ
け
じ

な
い
か
ら

そ
う
だ
と
い
い
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
美
優
に
生

か
い

線
を
向
け
た

実

そ
う
な
の
で
す

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
い
た
だ
き
ま
す



 第５４５話 帰ってくるよね

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
し
て
三
人
は

昼
食
を
と
り
な
が
ら
雑
談
を
始
め
た

美
優
は
明
日
帰
る
の
か

ん

普
通
に
美
味
い
な

え
へ
へ

そ
う
で
し

え

と

明
日
の
午
後
コ
ヒ

と
ち

と
観
光
し
て

 
そ
の
ま
ま
夜
の

で
向
こ
う
に
帰
る
つ
も
り

美
優
さ
ん

こ
れ
本
当
に
美
味
し
い
で
す
よ

後
で
味
付
け
を
教
え
て
下
さ
い

お

あ
り
が
と
う

い
い
よ

後
で
教
え
て
あ
げ
る

そ
う
か

今
回
は
わ
ざ
わ
ざ
こ

ち
に
出
て
き
て
も
ら

て
悪
か

た
な

う
う
ん

楽
し
か

た
し

何
よ
り
懐
も

か
く
な

た
か
ら

次
は
ま
た

に
で
も
や
る

の
や
る
か
も
し
れ
な
い
が

そ
の

は
多
分
俺
は
ア
メ
リ
カ
だ
な

ホ
ワ

ツ

ユ
ナ
イ
テ

ド
・
ス
テ

ツ
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ

オ

ケ

オ

オ

ケ

事
業

大

そ
う
だ
な

企
業
秘
密
だ
が

ま
あ
引
き
抜
き
だ
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そ
う
言

て
八
幡
は

ニ
ヤ
リ
と
笑

た

お
お
う

悪
い
顔

ち
な
み
に
そ
の

は

俺
と
は
連

が
と
れ
な
く
な
る
が

心
配
す
る
な
よ

え

何
か
あ
る
の

人
材
の
流
出
を
相
手
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に

情
報
を
制
限
す
る
か
ら
だ
な

そ
れ
と
連

が
と
れ
な
い
事
と
ど
ん
な
関
係
が

お
前

知

て
る
か

の
通
話
な
ん
か

や
ろ
う
と
思
え
ば
簡

に
盗

出
来
る
ん
だ

ぞ 
メ

ル
だ

て
そ
う
だ
と
言
う
か
実

に
ア
メ
リ
カ
の
大

領
が
会
話
を
盗

さ
れ
た
事

が
あ
る

ま
じ
す
か

こ
こ
れ
は
私
と
コ
ヒ
の
女
子
ト
ク
も
か
れ
て
い
た
可
能
性
が

安
心
し
ろ

お
前
は
そ
ん
な
大
物
じ

な
い
か
ら

デ
ス
ヨ
ネ

 
美
優
は
そ
う

き
つ
つ
も

お
ず
お
ず
と
こ
う
言

た

あ

あ
の

リ

ダ
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んそ
れ
く
ら
い
気
を
遣
う
ア
メ
リ
カ
行
き

て

危
険
じ

な
い
の

大
丈
夫
な
の

お
う

危
険
だ
な

な
の
で
今
そ
の
準
備

と
し
て

 
レ
ク
ト
に
出
向
し
て
い
た
俺
の
友
達
を
入
れ
て
三
人
ほ
ど
が

下
準
備
の

に
ア
メ
リ
カ
に

行

て
い
る

 
そ
の
言
葉
に
美
優
は
何
故
か

ま

た

八
幡
は
そ
ん
な
美
優
の
様
子
を

し
げ
に

た

が 
そ
の
八
幡
の

線
を
受
け

美
優
は
再
び
お
ず
お
ず
と
こ
う
言

た

あ

あ
の

お
う

リ

リ

ダ

に

和
人
君
以
外
の
同
世
代
の
男
の
友
達

て
い
た
の

い
き
な
り
失

だ
な
お
前
は

 
そ
の
言
葉
に
優
里
奈
は
笑
い

八
幡
は

面
を
作

た

だ

だ

て

リ

ダ

の

り
の
男
の
人

て

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
エ
ギ
ル
さ
ん
く
ら
い
し

か
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レ
コ
ン
君
は
部
下

て
感
じ
だ
し
後
は
恋
人
と
私
も

め
た
ハ

レ
ム
要
員
し
か
い
な
い

よ
ねハ

レ
ム
要
員

て
何
だ
よ

そ
れ
に
ち

か
り
自
分
ア
ピ

ル
し
て
る
ん
じ

ね
え
よ

 
俺
に
だ

て
男
友
達
く
ら
い
い
る

キ

マ
や
ダ
ル
に
は

日
会

た
だ
ろ

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
か

他
に
も
そ
の
ア
メ
リ
カ
に
行

て
る
材
木
座

て
奴
と
か
戸

だ
ろ
葉
山
だ
ろ
戸
部
だ

ろ 
そ
れ
に
大

と
風
太

和
人
も
入
れ
れ
ば
全
部
で
九
人
も
い
る

ひ

一

十
分
多
い
だ
ろ

そ

そ
う
な
の
か
な

 
美
優
は
困

た
顔
で
優
里
奈
の
方
を
見
た

八
幡
も
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
優
里
奈
の
方
を
見
た

が 
優
里
奈
が
気
ま
ず
そ
う
に
目
を
背
け
た

八
幡
は
や
や
シ

ク
を
受
け
た
よ
う
な
顔
を
し

た
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え

お

お
い
優
里
奈

は
い

九
人

て

じ

十
分
多
い

よ
な

大
丈
夫
で
す

八
幡
さ
ん
は

よ
り
質
な
ん
で
す

何
の
問
題
も
無
い
と
思
い
ま
す

 
優
里
奈
は
取
り

う
よ
う
に

口
で
そ
う
言
い
さ
す
が
の
八
幡
も
そ
れ
を

い
て
押
し

た 
そ
れ
を
見
た
美
優
が

て
て
フ

ロ

に
入

た

そ
う
そ
う

友
達
な
ん
か
多
く
て
も

年

と
か
大
変
な
だ
け
だ
か
ら

今
時
年

を
出
す
奴
な
ん
て
少

だ
と
思
う
が

そ

そ
れ
で
も

く
ら
い
す
る
で
し

う
ん

友
達
が
多
い
と
確
か
に

わ
し
い
よ
ね

 
だ
か
ら
大
丈
夫

リ

ダ

は
大
丈
夫

ま

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

大
丈
夫
だ
よ
な

 
様
子
を

う
よ
う
に
二
人
の
方
を
見
な
が
ら

八
幡
は
確
認
す
る
よ
う
に
そ
う
言

た

も

も
ち
ろ
ん
で
す

あ
優
里
奈
ち

ん
そ
う
い
え
ば
こ
の
部
屋

の

え
置
き
型
ゲ

ム
機
と
か
あ
る
よ
ね
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あ

は
い

ド
リ

ム
キ

ス
ト
と
か
セ
ガ
サ
タ

ン
と
か
プ
レ
イ
ス
テ

シ

ン
シ
リ

ズ
と
か

 
実
は
全
部
揃

て
る
ん
で
す
よ
ね

よ
し

そ
れ
で
遊
ぼ
う

み
ん
な
で
一

に
遊
ぼ
う

そ
う
し
ま
し

か

ほ
ら

リ

ダ

も
一

に
や
ろ
う

そ

そ
う
だ
な

あ

美
優

今
日
は
俺
と
優
里
奈
は

方
か
ら
同
窓
会
に
行
く
か
ら

 
俺
達
が
帰

て
く
る
ま
で

守
番
を
頼
む
わ

え

リ

ダ

の
同
窓
会
に
何
で
優
里
奈
ち

ん
が

 
き

と
ん
と
す
る
美
優
に

八
幡
は
簡

に
事
の

を
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

優
里
奈
ち

ん
の
将
来
の

に

い
ざ
と
い
う
時
頼
れ
る
奴
は
多
い
方
が
い
い
か
ら
な

そ
れ
は
確
か
に

と
い
う

で

あ
ま
り
時
間
が
か
か
る
ゲ

ム
は

目
だ
ぞ
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の
九
十
九
年
プ
レ
イ
と
か
は

帰

て
か
ら
や
ろ
う

実
は
ノ
リ
ノ
リ

今
夜
は

れ
ま
せ
ん
ね

 
ち
な
み
に
帰
宅
後
は

乃
と

莉
も
合
流
し
て
い
た

 
さ
す
が
に
九
十
九
年
は
⻑
す
ぎ
る
と
い
う
事
で
そ
の
プ
レ
イ
は
三
十
年
に

さ
れ
る
事
と

な

た

 
さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
そ
ろ
そ
ろ
準
備
し
て
行

て
く
る
わ

 
優
里
奈
も
自
分
の
部
屋
で
お
め
か
し
し
て
く
る
と
い
い

は
い

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
き
ま
す

 
そ
う
言

て
優
里
奈
が
出
て
い

た
後

八
幡
と
美
優
は
一
時
的
に
二
人
き
り
に
な
り

 
美
優
は
真
剣
な
表
情
で
八
幡
に
言

た

リ

リ

ダ

ア
メ
リ
カ
か
ら
ち

ん
と
帰

て
く
る
よ
ね

大
丈
夫
だ

点

の

に
以
前
ア
メ
リ
カ
へ
の

伏
を

討
し
て
た
凛
子
さ
ん

て
人

と
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う
ち
の
情
報
担
当
の
一
員
で
あ
る

舞
衣
を
一

に

遣
し
て
あ
る
か
ら
な

 
俺

姉
さ
ん

明
日
奈

雪
乃

小
猫

ク
ル
ス
の
六
人
で
行
く
事
に
な
る
が

 
ち

ん
と
武
装
も
す
る
か
ら
安
心
し
て
く
れ

ち
な
み
に
全
員
銃
は
撃
て
る
か
ら
な

じ

銃

お
う

姉
さ
ん
は
ま
あ
万
能
超
人
だ
か
ら
置
い
て
お
い
て

全
員
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
鍛
え
た
か
ら
な

 
も
ち
ろ
ん
実

に
人
を
撃
つ

て
の
は
ま

た
く
別
次
元
の
事
だ
と
は
思
う
が

 
そ
れ
で
も

く
ら
い
は
出
来
る
だ
ろ
う
し

多
分
ク
ル
ス
や
小
猫

そ
れ
に
俺

り
は

 
本
当
に
や
ば
く
な

た
ら
相
手
を
撃
て
る
か
ら
大
丈
夫
だ

そ

そ
れ

全
然
大
丈
夫
じ

な
い
か
ら

 
美
優
は
そ
う
言
い
な
が
ら

き
そ
う
な
顔
で
八
幡
に

き
つ
い
た

 
そ
こ
に
下
心
が
感
じ
ら
れ
な
か

た

八
幡
は
美
優
を
受
け
止
め

そ
の

を

で
た

心
配
す
る
な

て
言

て
も
す
る
よ
な

 
そ
れ
じ

あ
一
部
の
連
中
に
は

ア
ナ
ロ
グ
だ
が

週
手

を
送
る
事
に
す
る

 
そ
れ
を
見
れ
ば

お
前
も
安
心
出
来
る
だ
ろ

て

手
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手

な
ら

差
出
人
の
名
前
さ
え
書
か
な
け
れ
ば

簡

に
は
発
見
さ
れ
な
い
か
ら
な

う

う
ん

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
今
日
だ
け
じ

な
く

も
ち

ん
と
い
い
子
で

守
番
し
て
る

ん
だ
ぞ

う
ん

行

て
ら

し

い

  
そ
し
て
八
幡
が
出

け
た

時
間
後

乃
と

莉
が
仕
事
を
終
え
部
屋
に

ね
て
き
た
時

 
雑
談
と
し
て
そ
の
話
が
出
た

あ

う
ん
そ
れ
な
ら
知

て
る

ア
メ
リ
カ
に
行
く
ん
だ

て
ね

危
険
じ

な
い
の
か
な

危
険
か
ど
う
か
と
言
わ
れ
る
と

危
険
な
ん
じ

な
い
か
な

下
も
そ
う
言

て
た
し

や

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

で
も
大
丈
夫

ま
だ
非
公
式
だ
け
ど

私
達
も
⻑
期
休
暇
扱
い
で
一

に
行
く
か
ら

え

本
当
に

だ
か
ら
八
幡
君
の
事
は
絶
対
に
私
達
が
守
る
か
ら

安
心
し
て
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う

う
ん

 
ど
う
や
ら
八
幡
の
知
ら
な
い
所
で

下
が
手
を
回
し
て
い
る
よ
う
だ

 
こ
こ
で
万
が
一
八
幡
ら
に
死
な
れ
る
よ
う
な
事
に
な
る
と

 
日
本
に
と

て
の
巨
大
な

失
だ
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う

 
こ
う
し
て
八
幡
の
ア
メ
リ
カ
行
き
の
準
備
は

着
々
と
進
ん
で
い
く
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第
５
４
６
話
 
集
ま
る
友
人
達

お

こ
こ
だ
こ
こ
だ

ち

と

張
し
ま
す
ね

ま
あ
優
里
奈
は
本
来
な
ら

年
後
に
体
験
す
る
よ
う
な
事
だ
か
ら
な

さ
と
り
あ
え
ず
中

に
入
る
か

は
い

 
そ
し
て
二
人
は
店
の
中
に
入

た

ま
だ
開
始
予
定
時
刻
に
は
や
や

い

 
中
に
は
戸
部
を
始
め
と
し
て

人
し
か
い
な
か

た

お

ヒ
キ
タ
ニ
君

久
し
ぶ
り

よ

元
気
だ

た
か

モ
チ
の
ロ
ン
よ

そ
ち
ら
が
優
里
奈
ち

ん

始
め
ま
し
て

ヒ
キ
タ
ニ
君
の
友
達
の
戸
部

で

す

始
め
ま
し
て

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

今
日
は
部
外
者
の
私
の
参
加
を
認
め
て

い
て

 
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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い
や
い
や

こ
ん
な
か
わ
い
い
子
の
参
加
は
大
歓
迎

し

な

み
ん
な

 
そ
の
声
に

り
の

事
を

け
負

た
者
達
も

嬉
し
そ
う
に
同
意
し
た

お

お
前
ら

う
ち
の
娘
は
絶
対
に
や
ら
ん
ぞ

デ

ト
の
誘
い
と
か

外
だ

 
八
幡
は

た
よ
う
に
優
里
奈
を

そ
う
と
そ
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
り

 
戸
部
は

れ
た
顔
で
八
幡
に
言

た

ヒ
キ
タ
ニ
君
も

い
い
パ
パ
や

て
る
の
ね

パ
パ

て
言
う
な

せ
め
て
お

さ
ん
と
言

て
く
れ

優
里
奈
ち

ん

こ
の
お

さ
ん
は
良
く
し
て
く
れ
て
る

は
い

私

お

さ
ん
と
結
婚
し
ま
す
か
ら

 
小
さ
な
女
の
子
が
言
う
と
微
笑
ま
し
い
が

優
里
奈
の
よ
う
な
女
性
が
言
う
と

 
そ
の
言
葉
は
と
て
も
背

的
に

こ
え
る
も
の
ら
し
い

 
そ
ん
な
優
里
奈
の
無
自
覚
な

さ
に

戸
部
は
少
し

ま
し
そ
う
な
顔
で
八
幡
に
言

た

ヒ
キ
タ
ニ
君

今
度
は
光
源
氏
計
画
発
動
中

い
や
い
や

た
だ
の
冗
談
だ
ろ

な

優
里
奈

ふ
ふ
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ほ
ら
な

 
八
幡
は
そ
の
微
笑
を

定
と
受
け
取

た
よ
う
だ
が

 
戸
部
は
そ
ん
な
優
里
奈
の
表
情
を
見
て

こ
れ
結

本
気
な
や
つ
じ

ね

と
感
じ
た
よ
う

だ 
だ
が
放

て
お
い
た
方
が
面
白
そ
う
だ
と
思
い
戸
部
は
そ
れ
以
上
は
何
も
言
わ
な
い
事
に
し

た
ま
あ
い
い
や

ヒ
キ
タ
ニ
君
が
相
変
わ
ら
ず
ヒ
キ
タ
ニ
神
だ

て
事
で
安
心
し
た
わ

意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
が

と
り
あ
え
ず
そ
う
い
う
も
ん
だ

て
思

て
お
い
て
く
れ
れ
ば
い
い

て

 
そ
れ
じ

あ
ヒ
キ
タ
ニ
君
の

は
こ
こ
ね

ん

こ
こ
か

ち

と
広
く
な
い
か

 
八
幡
が
案
内
さ
れ
た

は

店
の
中
で
も
一
番
奥
ま

た
特

で
あ
り

 
テ

ブ
ル
も
か
な
り
広
め
な
も
の
だ

た

そ
り

あ
ま
あ

来
る
メ
ン
バ

的
に
こ
こ
し
か
無
い
ん
じ

ね

 
お
か
し
な
の
に

ま
れ
る
心
配
も
無
い
だ
ろ
う
し

り
も
ち

ん
と
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俺

人
君

優
美
子

り
が
し

か
り
ガ

ド
出
来
る
だ
ろ
う
し
ね

 
八
幡
は
こ
れ
は
多
分
ゆ

こ
と
遥

り
の
事
を

ま
え
て
言

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思

た
が

 
予
定
通
り

て
い
た
方
が
面
白
い
だ
ろ
う
な
と
そ
の
ま
ま

正
し
な
い
で
お
く
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

お
う

も
う
す
ぐ
他
の
奴
ら
も
来
る
と
思
う
か
ら

ち

ん
と

隣
は
開
け
て
お
い
て
な

だ

て
絶
対
に
も
う
片
方
の
隣
は
取
り
合
い
に
な
る

し

に
な
ら
な
い
よ
う
に
頼

む
よそ

れ
は
あ
い
つ
ら
に
言

て
く
れ

は
は

確
か
に
ね

ち

ん
と
し
た
飲
み
物
は
ま
だ
注
文
出
来
な
い
か
ら

 
ス
タ

フ
用
に
も
ら

た
こ
れ
で
も
飲
ん
で
て
開
始
を
待

て
て
よ
そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で

 
そ
う
言

て
戸
部
は

二
人
に
ウ

ロ
ン
茶
の
入

た
グ
ラ
ス
を

し

会
場
の
設

へ
と

た
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ち

と

く
来
す
ぎ
ち
ま

た
か
な

戸
部
さ
ん

て

明
る
く
て
ち

と

そ
う
だ
け
ど

い
い
人
で
す
ね

お
う

の
俺
に
も
そ
れ
な
り
に
普
通
に
接
し
て
く
れ
た

い
い
奴
だ

の
八
幡
さ
ん
が
今
と
ど
う
違
う
の
か

ま

た
く
想
像
出
来
な
い
ん
で
す
け
ど

そ
う
だ
な

何
で
も
一
人
で

え
込
ん
で

一
人
で
や
ろ
う
と
す
る

独
な
奴
だ

た
な

今
と
は
ま

た
く
違
う
ん
で
す
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
な
か

た
ら

今
で
も
あ
ま
り
変
わ

て
い
な
か

た
と
思
う
ぞ

ど
う
で
す
か
ね

雪
乃
さ
ん
と
結
衣
さ
ん
が
何
と
か
し
て
た
気
も
し
ま
す
け
ど

ど
う
だ
ろ
う
な

あ
の

の
俺
は
そ
れ
な
り
に
頑
な
だ

た
か
ら
な

 
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

ど
う
や
ら
準
備
が
終
わ

た
よ
う
で

 
ど
ん
ど
ん
同
窓
生
だ
と
思
わ
れ
る
者
達
が
入
店
し
て
き
た

 
ち
な
み
に
そ
の
ほ
ぼ
全
員
が

八
幡
に
は
見
覚
え
が
な
い
者
達
だ

た

う
わ

多
い
で
す
ね

時
間
も
無
か

た
は
ず
な
の
に
よ
く
こ
れ
だ
け
集
め
た
も
ん
だ

さ
す
が
は
戸
部

て
と
こ

ろ
だ
な
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友
達
多
そ
う
で
す
も
ん
ね

だ
な

俺
と
は
大
違
い
だ

多
け
れ
ば
い
い

て
も
ん
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

ま
あ
な

 
ち

う
ど
そ
の
時

一
人
だ
け
八
幡
が
見
覚
え
が
あ
る
者
が
入

て
き
た

お

あ
れ
は

え
え
と

名
前
が
思
い
出
せ
ん

ど
ち
ら
様
で
す
か

い
ろ
は
が
生
徒
会
⻑
を
や

て
た
時
の

生
徒
会
の
副
会
⻑
だ
な

え

八
幡
さ
ん

生
徒
会
だ

た
ん
で
す
か

い
や

奉
仕
部
の
関
係
で

ち

と
手
伝
い
を
な

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

 
そ
の
時
八
幡
と
副
会
⻑

本

の
目
が
合

た

本

は
前
回
の
同
窓
会
に
は
い
な
か

た
の

で 
こ
ち
ら
に

て
き
た
八
幡
に
会
う
の
は
初
め
て
で
あ
る

 
も

と
も
八
幡
は

少
し
前
に
い
ろ
は
と
出

け
た
時
に
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元
書
記
の
子
と
一

に
い
る
所
を
目
撃
し
て
い
た
の
で
完
全
な
初
見
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
八
幡
か
ら
見
た
場
合
で
あ
る

比
企
谷

久
し
ぶ
り

お

お
う

久
し
ぶ
り

噂
に
は

い
て
た
け
ど

無
事
に

て
き
て
く
れ
た
ん
だ
な

本
当
に
良
か

た
よ

悪
い

心
配
か
け
ち
ま

た
か

い
や
比
企
谷
な
ら
何
だ
か
ん
だ
絶
対
に
生
き
残
る

て
信
じ
て
た
か
ら
そ
れ
ほ
ど
で
も

な
い
か
な

そ
う
か

 
二
人
の
間
に
は

あ
の
地
獄
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
共
に
乗
り
き

た
と
い
う

 
戦
友
め
い
た
意
識
が
あ

た

そ
れ
故
に
八
幡
は
再
会
と
は
別
の
懐
か
し
さ
を
覚
え
て
い
た

 
本

は
本

で

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
直
後
に
八
幡
が
い
な
く
な

た

 
そ
の
時
の
苦
労
を
ま
だ
八
幡
と
共
に
喜
び
あ
う
事
が
出
来
て
い
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
り

 
そ
の
事
が
ま
る
で

に

さ

た
小
骨
の
よ
う
に

の
片

に
引

か
か

て
い
た
よ
う
だ

あ
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
だ
け
ど
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あ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
に

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
言
い

顔
を
見
合
わ
せ
て
笑

た

お
う

懐
か
し
い
よ
な

良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も

俺
達
あ
の
時
は

本
当
に
頑
張

た
よ
な

あ
あ

そ
れ
だ
け
は
間
違
い
な
い
な

 
二
人
は
し
み
じ
み
と
そ
う
言

た

そ
し
て
本

が

お
ず
お
ず
と
こ
う
切
り
出
し
た

実
は
俺

あ
の
イ
ベ
ン
ト
が
キ

カ
ケ
で

書
記
ち

ん
と
付
き
合
う
事
に
な

た

か

 
本

は
そ
の
言
葉
に
ぎ

と
し
た

な

何
で
知

て
る
ん
だ

実
は
こ
の
前
千
葉

近
く
の

茶
店
か
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
を
目
撃
し
た
ん
だ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

声
を

け
て
く
れ
れ
ば
良
か

た
の
に

い
や
な

そ
の
時
は
丁
度
い
ろ
は
が
一

で
な

追
い
か
け
る
に
は
ち

と
遠
か

た
し

 
元
気
そ
う
だ

た
か
ら
ま
あ
い
い
か
な
と
思

て

そ
う
だ

た
の
か

会
⻑
は
元
気
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お
う

去
年
開
か
れ
た
俺
達
世
代
の
同
窓
会
に
乱
入
し
て
く
る
く
ら
い
元
気
だ
ぞ

相
変
わ
ら
ず
そ
う
で
良
か

た
よ

 
本

は
そ
う
言

て

や
や

れ
つ
つ
も
感
心
し
た
よ
う
に
言

た

ま
さ
か
今
年
も
乱
入
し
て
く
る
と
か

い
や

今
年
は
一
切
情
報
を
流
し
て
な
い
は
ず
だ
か
ら

大
丈
夫
の
は
ず
だ

ま
あ
会

て
み
た
い
気
も
し
た
け
ど
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
か
ま
た
機
会
も
あ
る
だ
ろ
う

し
だ
な

そ
れ
じ

あ
機
会
が
あ

た
ら
ま
た

お
う

ま
た
な

 
そ
し
て
本

は

を
し

友
人
達
の
方
へ
と
去

て
い

た

 
本

は
こ
の
後

八
幡
を
取
り

く

の
激
変
ぶ
り
に
驚
く
事
に
な
る
の
だ
が

 
去
年
も
参
加
し
て
い
た

り
の
友
人
達
に
色
々
話
を

き

 
あ
の
比
企
谷
な
ら
そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
と

一
人
納
得
す
る
事
と
な

た
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八
幡

お

戸

戸

じ

な
い
か

 
少
し
後
に

八
幡
の
一
番
の
お
目
当
て
の
人
物
が
や

て
き
た

 
戸

は
優
里
奈
に
会

を
し

遠

が
ち
に
八
幡
の

め
前
に
座

た

何
で
そ
ん
な

置
に
座
る
ん
だ

今
の
八
幡
の
隣
や
正
面
に
座

た
ら

他
の
女
の
子
達
に

ま
れ
ち

う
じ

な
い

あ
あ

い
や
ど
う
か
な
ま
あ
誰
か
来
る
ま
で
は
別
に
隣
で
も
い
い
ん
じ

な
い
か

う

ん

ま
あ
そ
う
言
え
ば
そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
失

し
ま
す

お
う

遠

し
な
く
て
い
い
ぞ

 
そ
ん
な
八
幡
の

を
見
て

優
里
奈
は
少
し
驚
い
た

 
八
幡
が
そ
こ
ま
で
気
を
遣
う

女
性

は
初
め
て
見
た
か
ら
だ

あ

あ
の

八
幡
さ
ん

そ
ち
ら
の
女
性
は

あ

僕

こ
う
見
え
て
も
男
の
子

だ
よ

え
 
戸

の
そ
の
言
葉
に

優
里
奈
は
と
て
も
驚
い
た

誰
も
が
通
る
道
で
あ
る
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あ
あ

紹
介
し
よ
う

こ
ち
ら
は
戸

加

俺
の
高
校
時
代
の
一
番
の
親
友
だ

今
じ

ち

こ

と

遠
に
な

ち

て
る
け
ど
ね

学
校
が
遠
い
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
さ

そ
し
て
こ
ち
ら
は
櫛
稲
田
優
里
奈

 
今
日
は
戸

や
戸
部
や
葉
山
に
紹
介
し
て
お
こ
う
と
思

て
特
別
に
連
れ
て
き
た

 
俺
が
保
護
者
を
や

て
い
る
子
だ

え

八
幡

そ
ん
な
事
を
や

て
た
ん
だ

ま
あ
色
々
と
事
情
が
あ

て
な

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

戸

さ
ん

う
わ
あ

か
わ
い
い
子
だ
ね

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
ね

 
戸

は
そ
う
言

て
優
里
奈
に
微
笑
み

優
里
奈
は
内
心
で
こ
う
思

て
い
た

こ

こ
れ
が
姫
菜
さ
ん
の
言

て
た

こ
ん
な
に
か
わ
い
い
子
が
女
の
子
の
は
ず
が
な
い

 

て
事
な
の
か
な

ま
さ
か
実

に
存
在
す
る
な
ん
て

 
優
里
奈
も
先
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
せ
い
で

若

姫
菜
の
影

を
受
け
て
し
ま

た
よ
う
だ

 
だ
が
優
里
奈
は
至

真

当
な
恋
愛
観
を
持

て
い
た
の
で

 
あ
く
ま
で
知
識
と
し
て
以
上
の
影

を
受
け
る
事
は
無
か

た
よ
う
だ

八
幡
に
と

て
は
幸
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い
で
あ
る

 
あ

八
幡

み
ん
な
来
た
み
た
い
だ
よ

お

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
僕
は
ち

と

テ
ニ
ス
部
の
集
ま

て
る
と
こ
ろ
に
行

て
く
る
ね

あ
あ
そ
う
か

そ

ち
の
付
き
合
い
も
あ
る
も
ん
な

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
な

う
ん

ま
た
後
で
ね

 
そ
し
て
戸

は
他
の
テ

ブ
ル
へ
と
移
動
し
優
里
奈
は
そ
の
背
中
を
見
送
り
な
が
ら
八
幡
に

言

た
戸

さ
ん

て
何
て
い
う
か

か
わ
い
い
人
で
す
ね

そ
れ
戸

に
は
言
う
な
よ
戸

は
あ
あ
見
え
て
男
ら
し
く
あ
り
た
い
と
頑
張

て
い
た

か
ら
な

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う

テ
ニ
ス
部
で
も
部
⻑
と
し
て
頑
張

て
た
ぞ

さ
ぞ
か
し
モ
テ
る
ん
で
し

う
ね
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王
子
様
扱
い
だ

た
か
ら
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
優
里
奈
は
き

と
ん
と
し
た

つ
ま
り
今
の
八
幡
さ
ん
と
同
じ
扱
い
で
す
ね

え
 
そ
し
て
八
幡
は
我
が
身
を

り
返
り

優
里
奈
の
言
う
通
り
だ
と
気
が
付
い
た

な

俺

て
全
然
そ
ん
な

じ

な
い
よ
な

そ
れ
を
決
め
る
の
は

り
の
女
性
達
で
す
よ

八
幡
さ
ん

男
は

て
受
け
入
れ
る
し
か
な
い
と

そ
う
い
う
事
で
す

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

を

め
る
事
し
か
出
来
な
か

た
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第
５
４
７
話
 
一
触
即
発

い
え

予
定
調
和
で
す

 
そ
し
て
つ
い
に
雪
乃
達
が
合
流
し
た

雪
乃
結
衣
優
美
子
姫
菜
に
加
え
沙
希
の

も

あ
る

 
そ
の
参
加
者
達
の

線
を
独

す
る
一
団
は

目
も
ふ
ら
ず
に
八
幡
の
い
る
テ

ブ
ル
へ
と

歩
い
て
き
た

あ
ら

優
里
奈
さ
ん

あ

優
里
奈
も
来
た
ん
だ

お
う

何
事
も
社
会

験
だ

な

今
日
は
お

魔
し
て
し
ま

て
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

優
里
奈
さ
ん
な
ら
大
歓
迎
よ

ね

そ
う
そ
う

優
里
奈
ち

ん

今
日
は
楽
し
ん
で
い

て
ね

は

は
い

 
そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
も
そ
こ
ま
で
だ

た

突
然
雪
乃
が
こ
う
言
い
出
し
た
か
ら
だ

さ
て
優
里
奈
さ
ん
が
い
る
以
上
空
い
て
い
る
の
は
八
幡
君
の

だ
け
と
い
う
事
に
な
る
の
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だ
け
れ
ど

 
誰
が
勝
負
に
参
加
す
る
の
か
し
ら

あ

わ

私

を
移
動
し
ま
す
か
ら

そ
れ
に
は

ば
な
い
わ

変
な
ち

か
い
を
か
け
て
く
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
し

 
優
里
奈
さ
ん
は
基
本
八
幡
君
の
隣
に
い
る
べ
き
だ
と
思
う
わ

 
そ
う
じ

な
い
と

八
幡
君
も
心
配
で
い
て
も
た

て
も
い
ら
れ
な
い
で
し

う
し
ね

あ

は
い

 
そ
し
て
当
然
の
よ
う
に
結
衣
と
優
美
子
が
手
を
上
げ
た

姫
菜
は
面
白
そ
う
に
沙
希
の
方
を

見
た
が

 
沙
希
は
こ
の
三
人

と
い
う
か
雪
乃
と
優
美
子
の
間
に

て
入
る
勇
気
は
ま
だ
無
い
ら
し

く 
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
も

今
回
は
勝
負
へ
の
参
加
を
見
送

た
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ
行
く
わ
よ

最
初
は
グ

 
そ
の
雪
乃
の
言
葉
に
そ
の
場
に
い
た
者
全
員
が
卒
倒
し
そ
う
に
な

た

 
ど
う
見
て
も
雪
乃
は
ジ

ン
ケ
ン
の
時
に
最
初
は
グ

と
言
う
よ
う
な
キ

ラ
で
は
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な
い
か
ら
だ

 
去
年
そ
の

け
声
を

け
た
の
は
結
衣
だ

た

こ
と
さ
ら
に
違
和
感
が
感
じ
ら
れ
た
の
だ

ろ
う

 
だ
が
三
人
は

り
の
目
を
ま

た
く
気
に
せ
ず

本
気
で
勝
負
に
集
中
し
て
い
た

 
こ
れ
で
今
日
一
日
の
幸
せ
度
が

違
い
に
な
る

当
然
で
あ
ろ
う

こ
れ
は
何
の

ぎ
だ
い

あ
あ

決
め
か

お

葉
山

今
回
は
骨
を

て
も
ら

て
悪
か

た
な

い
や

ま
あ
言

た
通
り

俺
も
戸
部
に
ほ
ぼ

投
げ
し
ち

た
か
ら
ね

 
丁
度
そ
の
時
葉
山
も
到
着
し

八
幡
は
疲
れ
た
顔
で

葉
山
は
面
白
そ
う
に

 
そ
の
三
人
の
真
剣
勝
負
の
行
方
を
見
守

て
い
た

 
ち
な
み
に

に
姫
菜
と
沙
希
は

八
幡
の
正
面
は
避
け

に
分
か
れ
て
座

て
い
た

じ

ん
け
ん

ん

あ
い
こ
で
し

あ
い
こ
で
し

 
一
同
が

を
飲
ん
で
見
守
る
中

そ
し
て
勝
者
が
雄
た
け
び
を
上
げ
た

う
お
お
お
お

つ
い
に
あ
た
し
の
時
代
が
来
た

く
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あ

あ

負
け
ち

た
か

ま
あ
た
ま
に
は
い

か

 
激
戦
の
上
勝
者
と
な

た
の
は
結
衣
だ

た

結
衣
は
こ
の
三
人
で
の
勝
負
に
負
け
る
事
が

多
く

 
つ
い
に
勝
て
た
事
に
喜
び
を
爆
発
さ
せ
て
い
た

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

ヒ

キ

今
日
は
あ
た
し
が
隣
ね

お

お
う

お
手
柔
ら
か
に
な

ま
あ
仕
方
な
い
わ
ね

私
達
は
正
面
に
座
る
と
し
ま
し

う
か

八
幡

ま
た
今
年
も
ハ

レ
ム
だ
ね

お
い
優
美
子

ま
た

て
言
う
な

た
だ
で
さ
え

り
の

線
が

い
ん
だ
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
通
り

一
部
の
者
達
は
若

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た

 
だ
が
ト

プ
カ

ス
ト
の
全
員
が
八
幡
サ
イ
ド
に
立

て
い
る

 
表
立

て
は
何
も
言
え
な
い
と
い
う
の
が
現

だ

 
こ
う
い
う
時
に
期
待
さ
れ
る
の
が

去
年
の
よ
う
な

ゆ

こ
と
遥
の
暴
走
で
あ
る

 
も

と
も
去
年
そ
れ
に
加
担
し
て

い
目
を
見
た
者
達
は

 
今
年
は
ゆ

こ
と
遥
だ
け
を
矢
面
に
立
た
せ

観
す
る
腹

も
り
で
い
た
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そ
れ
で
ど
ち
ら
が
言
い
負
か
さ
れ
よ
う
と
も

彼
ら
に
と

て
は
そ
れ
で
満
足
な
の
で
あ
る

 
も
し
二
人
が
来
な
い
場
合
は

多
少
ス
ト
レ
ス
は
た
ま
る
が

 
と
り
あ
え
ず
あ
ち
ら
は
無

し
て
お
け
ば
何
の
問
題
も
な
い

 
彼
ら
は
そ
う
考
え

ゆ

こ
と
遥
の
到
着
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
期
待
通
り

つ
い
に
ゆ

こ
と
遥
が

を
現
し
た

 
そ
の
後
ろ
に
は

誰
も
が
驚
い
た
事
に
相
模
南
が
満
面
の
笑
み
を

か
べ
て
立

て
い

た
の
だ

た

ゆ

こ

遥

さ

入
ろ

う

う
ん

ち

と

張
す
る
ね

ま
あ
私
達
は
去
年

大
に
や
ら
か
し
た
か
ん
ね

 
そ
ん
な
三
人
の

を
見
て

感
を
強
め
た
者
が

人
い
た

 

体
的
に
は
戸
部

戸

優
美
子

結
衣
の
四
人
で
あ
る

 
反
対
に
内
心
で

し
た
の
が
反
八
幡

の
者
達
で
あ
る

 
彼
ら
は
自
分
の
身
を
安
全
な
場
所
に
置
い
た
ま
ま
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が

き
る
事
を
期
待
し
て
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い
たさ

て

最
初
は
ど
ん
な
態
度
を
と
れ
ば
一
番
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
る
か
な

 
八
幡
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
少
し
迷

た

ち

と
く
ら
い
何
か
考
え
て
く
れ
ば
良
か

た
な

ん

 
そ
の
時
八
幡
の

界
に

動
き
出
し
た
何
人
か
の
友
人
の

が
映

た

 
こ
の
時
の

人
の
動
き
は
こ
う
で
あ
る

 
八
幡
は

然
と
し

ま

た
く
動
こ
う
と
は
し
て
い
な
か

た

 
優
里
奈
は
こ
こ
の
人
間
関
係
に
は

い

た
だ

て
何
が

こ
る
の
か
を
観
察
し
よ
う
と

し
て
い
た

 
雪
乃
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
で
あ
り
こ
の
二
人
と
の
間
に
は
今
は
何
も
問
題
が
無
い
事
を
知

て
い
た

 
超
然
と
し
た
態
度
で
三
人
の

を

め
て
い
た

 
優
美
子
は

置
的
に
最
初
に
自
分
が
二
人
を

え
る
べ
き
だ
ろ
う
と
立
ち
上
が
り

を
組

ん
だ

 
結
衣
は
そ
の
優
美
子
の
動
き
を
見
て

自
分
が
八
幡
の
盾
に
な
ろ
う
と
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少
し
八
幡
に
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
体
を
そ
ち
ら
に
寄
せ
た

 
戸

は
友
人
達
に
断
り
を
入
れ

こ
ち
ら
に
向
か

て
歩
き
出
し
た

 
葉
山
は
内
情
を
知

て
い
た

技
と
し
て
優
美
子
を
フ

ロ

出
来
る

置
に
立

た

 
戸
部
は
何
か
問
題
が

こ

た
ら
直
ぐ
に
潰
そ
う
と

 
二
人
を
す
ぐ
に
表
に
連
れ
だ
せ
る
よ
う
に
即
応
体
制
を
と

た

 
姫
菜
は
去
年
の
出
来
事
を
知

て
い
た

何
か
あ

た
ら

味
の
一
つ
で
も
言

て
や
ろ
う

と 
ど
ん
な
セ
リ
フ
に
で
も
対
応
出
来
る
よ
う
に

を
フ
ル
回
転
さ
せ
始
め
た

 
沙
希
は
事
情
が
分
か
ら
な
か

た
が

不
穏
な
空
気
を
感
じ
取
り

 
何
か
あ

た
ら
自
分
も
参
加
し
よ
う
と
そ
れ
に
備
え
た

あ

比
企
谷

や

ほ

 
そ
ん
な
中

南
だ
け
が
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言

て
八
幡
に
手
を

り

 

し
て
い
た
者
達
は

が
分
か
ら
ず
若

戸
惑
う
事
と
な

た

 
そ
し
て
そ
の
心
の

を
突
く
か
の
よ
う
に
南
を
先

に
ゆ

こ
と
遥
は
ガ

ド
を
す
り
抜

け
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去
年
と
同
じ
よ
う
に
八
幡
の
前
に
立
つ
事
と
な

た

 
二
人
と
八
幡
は
見
つ
め
合
い

目
と
目
で
会
話
を
始
め
た

お
い

ど
う
す
る

そ
ん
な
事
言
わ
れ
て
も

何
も
考
え
て
な
か

た
わ
よ

ど
う
す
れ
ば
一
番
び

く
り
し
て
も
ら
え
る
か
だ
よ
ね

だ
な

で
も
ま
あ
こ
こ
ま
で
で
十
分

迫
し
て
い
る
し

 
さ

さ
と
ネ
タ
ば
ら
し
を
し
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か

成

成

の
三

さ
ん
と
川
崎
さ
ん

だ

け

の
プ
レ

シ

が
怖
す
ぎ
る

う
ん
う
ん

も
う
や
ば
い

て

と
に
か
く
助
け
て

確
か
に
こ
の
二
人
は
怖
い
か
ら
な

了
解
だ

 
そ
し
て

囲
が

張
す
る
中

お
も
む
ろ
に
八
幡
が
立
ち
上
が

た

 
こ
の
場
の

張
は
そ
の
せ
い
で
最
高
潮
に
達
し
た

こ
 
八
幡
が
そ
う
言
い
か
け

一
同
は
何
が
ど
う
な
る
の
か
と
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
だ
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こ
の
前
の

は
美
味
か

た
な

ま
た
行
こ
う

ゆ

こ

遥

は

 
そ
の
八
幡
の
セ
リ
フ
に

し
て
い
た
者
達
は
自
分
の

を
疑

た

え

い
い
の

や

た

そ
れ
じ

あ
ま
た
レ
ン
ち

ん
も
誘
う

い
い
ね
い
い
ね

是
非
そ
の
方
向
で
お
願
い

お
う

任
せ
て
お
け

と
い
う

で

こ
こ
に
い
る
全
員
に

 
も
う
俺
達
が
す

か
り
友
達
に
な

た

て
事
を
報
告
す
る
と
す
る
か

え
え

 
そ
し
て
八
幡
が
そ
う
言
う
に
至
り

一
同
は
八
幡
に
担
が
れ
て
い
た
事
を
理
解
し
た

う
ん

分
か

た

そ
れ
じ

あ
先
ず
手
始
め
に

 
そ
し
て
二
人
は

そ
の
場
に
い
た
者
達
に

を
下
げ
た

去
年
は
不

な
思
い
を
さ
せ
て
ご
め
ん
な
さ
い

今
は
も
う
う
ち
ら
は
す

か
り
友
達
で
す

張
さ
せ
て
し
ま

て
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
の
二
人
の

勝
な
態
度
を
見
た
八
幡
も

二
人
に
続
い
て
謝

た
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悪
い

驚
か
せ
よ
う
と
思

て

て
た
ん
だ
が

や
り
す
ぎ
た
か

 
そ
の
言
葉
に
最
初
に
反
応
し
た
の
は
雪
乃
だ

た

そ
う
ね
私
は
知

て
い
た
か
ら
ア
レ
だ
け
ど
ち

と

激
が
強
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い

わ
ねう

ち
も
い
き
な
り
二
人
か
ら
同
窓
会
の
誘
い
が
あ

て
び

く
り
し
た
よ

 
ま
さ
か
三
人
が
も
う
和
解
し
て
た
な
ん
て
知
ら
な
か

た
か
ら

で
も
ま
あ
南
も
そ
れ
で
二
人
と
和
解
出
来
た
ん
だ
ろ

良
か

た
じ

な
い
か

う
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
の
言
葉
に
戸
部
が
反
応
し
た

あ

あ

そ
れ
じ

あ

日

話
で
言

て
た

三
人
追
加

て

お
う

こ
の
三
人
だ

し
く
名
前
を
言
わ
な
く
て
悪
か

た
な

い
や

何
か
事
情
で
も
あ
る
ん
か
な

て
思

た
け
ど

 
ま
さ
か
こ
う
く
る
と
は
ち

と
驚
い
た

つ
か

え

え

い
つ
の
間
に

 
去
年
見
た
感
じ
じ

絶
対
に
和
解
な
ん
か
出
来
な
い
よ
う
に
見
え
た
ん
だ
け
ど

ま
あ
色
々
あ

た
ん
だ
よ

な
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え
え

本
当
に
色
々
と

ね

そ
う
だ
ね

本
当
に
色
々
あ

た
ね

 
そ
う
し
み
じ
み
と
言
う
三
人
を
見
て

疑
問
を
持

た
者
も
何
人
か
い
た

そ
の
口
ぶ
り
だ
と

何
度
も
接
触
し
て
た
み
た
い
だ
け
ど

そ
ん
な
時
間
あ

た

学
校
や
旅
行
以
外
だ
と

ヒ

キ

て
ば
ほ
と
ん
ど
ゲ

ム
に

あ

 
そ
こ
で
結
衣
が
何
か
を
思
い
出
し
た
の
か

そ
う
叫
ん
だ

お

気
付
い
た
か

う
う
ん
つ
い
こ
の
間
の
事
だ
し
ね

て
い
う
か
さ
よ
く
考
え
る
と
そ
の
前
か
ら
も

結
衣

何

何
の
話

ほ
ら
優
美
子

優
美
子
も
何
度
か
動
画
で
見
た
で
し

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
さ

あ

も

も
し
か
し
て

 
そ
れ
で
優
美
子
も
そ
の
事
に
気
付
い
た
よ
う
だ

確
か
に
動
画
の
中
で

 
シ

ナ
と
そ
の
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
ど
ん
ど
ん
仲
良
く
な

て
い
る
よ

う
に
見
え
た

そ

そ
れ
じ

あ
あ
ん
た
達
が

あ
の
ユ

コ
と
ハ
ル
カ



 第５４７話 一触即発 いえ、予定調和です

 
そ
の
セ
リ
フ
は
事
情
を
知
ら
な
い
者
に
は
何
の
事
か
分
か
ら
な
か

た
は
ず
だ

 
だ
が
少
し
で
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
シ

ナ
関
連
の
動
画
を
見
て
い
た
者
は
そ
の
言
葉
に
心
当
た
り

が
あ

た

あ

俺
も
ち

こ
ち

こ
見
て
た

し

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
動
画

俺
も
見
て
た
な

比
企
谷
か
ら
教
え
て
も
ら

て
た
し

そ
う
い
え
ば
私
も
知

て
る
か
も

 
戸
部

葉
山

姫
菜
も
口
々
に
そ
う
言

た

 
ち
な
み
に
沙
希
も

こ
の
前
八
幡
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
シ

ナ
だ
と
教
え
て
も
ら
い

 
元
々
シ

ナ
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

の
存
在
だ
け
は
知

て
い
た

 
驚
い
て
動
画
を
見
た
と
い
う

が
あ
る

 
だ
が
沙
希
は

去
年
の
同
窓
会
で
何
が
あ

た
か
は
知
ら
な
か

た

 
こ
の
二
人
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
だ
と
い
う
事
は
分
か

て
も

 
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
ま
で
は
分
か
ら
な
か

た

で
も
最
初
の
出
会
い
は
散
々
だ

た
と
思

た
け
ど

あ

も
し
か
し
て

一
番
最
初
の
シ

ナ
ゼ
ク
動
画
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あ
の
時
は
こ
ん
な
人
間
離
れ
し
た
プ
レ
イ
ヤ

も
い
る
ん
だ

て
内
心
び
び
り
ま
く
り
だ

た

よ

本
当
に

だ
ね

あ
れ
で
こ
の
世
に
は
本
当
に
や
ば
い
人
が
い
る
ん
だ
な

て
思

た
も
ん

 
戸
部
が
最
初
の
出
会
い
に
つ
い
て
そ
う
言

た
の
を
受
け
二
人
は
懐
か
し
む
よ
う
に
そ
う
答

え
たそ

れ
か
ら
も
何
度
か
動
画
に
は
出
て
た
と
記
憶
し
て
る
け
ど

 
俺
が
一
番

象
に
残

て
る
の
は

や

ぱ
り
あ
の
戦
争
の
終
盤
の

銃
士

て
子
が
死

ん
だ
時
か
な

 
ほ
ら

以
前
教
え
て
も
ら

て
一

に
見
た
あ
の
く
だ
り

あ
あ

比
企
谷
が
キ

ラ
を
入
れ

え
て
迎
え
に
い

た
時
の
話
ね

そ
う
そ
う

そ
れ
だ
そ
れ

私
達
が
あ
の
時
死
ん
で
街
に

て
直
ぐ
に

い
て
い
る
あ
の
子
と
接
触
し
た
時
の
話
ね

そ
の
時
初
め
て

シ

ナ
の
中
の
人
が
誰
な
の
か
を
知

た
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
話
を
皆
が

し
く

き
た
が

た

二
人
は
そ
の
時
の

況
を

し
く
説
明
し
た
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そ
う

そ
ん
な
事
が

そ
の

り
か
ら

も
う
無

に
敵
対
す
る
事
は
や
め
た
ん
だ
よ
ね

私
達

そ
う
だ
な

確
か
に
そ
の

り
か
ら
だ

た
と
記
憶
し
て
い
る

言
い
方
が
堅
い
よ
ね

ま
あ
恥
ず
か
し
い
の
は
分
か
る
け
ど
さ

俺
は
別
に
恥
ず
か
し
が

て
な
ど
い
な
い

高
い
高

い

 
そ
の
横
か
ら
突
然
結
衣
が
そ
う
言
い

八
幡
は
顔
を
真

に
し
た

お
い
馬

結
衣
や
め
ろ

む

あ
た
し
は
別
に
馬

じ

な
い
し

言
葉
の

だ

た
ま
た
ま
繋
が

た
だ
け
だ

な
ら
い
い
け
ど

問
題
は
そ
こ
じ

ね
え

そ
の
事
に
つ
い
て
触
れ
る
の
は
や
め
ろ

高
い
高

い

優
美
子
も
そ
れ
以
上
は
や
め
ろ

高
い
高

い

て

今
年
の
流
行
語
大
賞
に
な
ら
な
い
か
し
ら
ね
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雪
乃
も
突
然
お
か
し
な
事
を
言
い
出
す
ん
じ

ね
え

ふ
ふ

い
い
じ

な
い
で
す
か

そ
れ
く
ら
い
微
笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ

ド
な
ん
で
す
よ

ま
あ
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

 
そ
の

に
は

囲
の
同
窓
生
達
は
ほ

と
す
る
者
と
⻭

り
す
る
者
の
二
つ
に
分
か
れ
て

い
た

 
ト
ラ
ブ
ル
が
何
も
無
く
て
安
心
す
る
者
が
大
半
だ

た
が

 
一
部
の
者
は

何
も

こ
ら
な
か

た
事
に
⻭

り
し
て
い
た

 
だ
が
そ
う
い

た
者
は

人
間
社
会
の
ど
こ
に
で
も
い
る
も
の
だ

 
そ
し
て
そ
ん
な
者
達
が

今
後
八
幡
の
人
生
に
関
わ

て
く
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る

 
こ
う
し
て
八
幡
は

去
年
あ

た
ト
ラ
ブ
ル
を
仲
間
達
の
前
で
無
事
解
決
し
て
み
せ

 
安
心
さ
せ
る
事
に
成
功
し

そ
の
後
は
和
や
か
な
時
間
が
続
い
た

 
こ
う
し
て
今
年
の
同
窓
会
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
た
が
平
穏
無
事
に
幕
を
じ
る
事
と
な
た

 
前
に
ゆ

こ
と
遥
は
別
に

心
し
な
い
と
何
か
で
書
い
た
気
が
し
ま
す
が
結
局
こ
う
な
り
ま
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し
た
ね

 
キ

ラ
が
勝
手
に
動
く

と
い
う
か

本
当
に
あ
の
二
人
が
よ
く
こ
こ
ま
で
成
⻑
す
る
事
に

な

た
と

 
感

も
ひ
と
し
お
で
す
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第
５
４
８
話
 
肉
食
系
が
集
ま
る
と

優
里
奈
ち

ん

何
か
困

た
事
が
あ

た
ら
何
で
も
相
談
し
て
ね

は
い

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
あ
ほ
と
ん
ど
の
事
は

比
企
谷
が
解
決
し
ち

う
と
思
う
け
ど
ね

そ
れ
で
も
心
強
い
で
す

頼
り
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
ね

 
同
窓
会
が
終
わ
り
い
ざ
帰
る
と
い
う

に
な
り
優
里
奈
は
色
々
な
人
に
声
を

け
ら
れ
て

い
た

 
き

ち
り
連

先
も
交
換
し
て
お
り

今
後
は
色
々
な
者
が

 
優
里
奈
が
困

た
時
に
力
に
な
る
と
約
束
し
て
く
れ
て
い
た

良
か

た
な

優
里
奈

は
い

こ
ん
な
私
に
皆
さ
ん
優
し
く
し
て
下
さ

て

本
当
に
嬉
し
い
で
す

そ
れ
な
ら
ま
あ
良
か

た
よ

こ
こ
に
連
れ
て
き
た
甲
斐
が
あ

た
な

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
お
店

素
敵
な
お
店
で
し
た
ね

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
カ
ク
テ
ル
も
充
実
し
て
た
な
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は
い

あ
の

ぱ
い
ピ
ン
ク
色
の
飲
み
物
が
お
気
に
入
り
で
す

そ
う
か
そ
う
か

機
会
が
あ

た
ら
ま
た
来
よ
う
な

は
い

明
日
奈
さ
ん
も
一

だ
と
い
い
で
す
ね

明
日
奈
な

あ
い
つ

大
丈
夫
な
の
か
な

 
八
幡
は

中
で
明
日
奈
の
事
が
気
に
な
り
今
ど
う
な

て
い
る
の
か
を
結
衣
達
に

ね
て
い

た 
そ
れ
に
よ
る
と
明
日
奈
は
今
雪
乃
の
家
で

 
い
ろ
は
と

美
と
一

に
ホ
ラ

映
画
の
マ
ラ
ソ
ン
鑑
賞
会
を
し
て
い
る
ら
し
い

 
そ
し
て
今
雪
乃
の
家
に
は

結
衣
の

て
い
る
サ
ブ
レ
が
待
機
し
て
お
り

 
雪
乃
を
も
て
な
そ
う
と
そ
の
帰
り
を
今
か
今
か
と

尾
を

り

り
待

て
い
る
の
だ

た

 
そ
れ
故
に
雪
乃
は
二
次
会
に
行
く
と
強
行
に
言
い
張

た
が

 
結
衣
と
優
美
子
に
強
引
に
家
に
連
れ
帰
ら
れ
る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
て
い
た

は

八
幡
君

助
け
て

あ
の
家
に
は
今
は
帰
り
た
く
な
い
の

生

が
悪
い
ぞ
雪
乃

明
日
奈
も
頑
張

て
る
ん
だ

お
前
も
頑
張
れ

う

八
幡
君

八
幡
く

ん
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は
い
は
い

じ
た
ば
た
す
ん
な
し

行
く
よ
ゆ
き
の
ん

レ

ツ
ゴ

 
そ
う

き
な
が
ら
連
行
さ
れ
る
雪
乃
を
見
て

通
行
人
達
は
何
事
か
と
驚
い
て
い
た

 
そ
ん
な
通
行
人
達
に
戸
部
と
葉
山
が

を
下
げ
て
お
り
八
幡
は
そ
ん
な
二
人
に

し

な

い
と
謝

た

あ

い
い

て
い
い

て

事
情
は
さ

き

い
た
か
ら
さ

確
か
に

か
ら

が
苦
手
だ

た
か
ら
ね
こ
の
機
会
に

服
出
来
る
な
ら
し
て
お
い
た
方
が

い
い

 
こ
の
後
家
に
帰

た
雪
乃
は
過
去
最
大
級
の
お
も
て
な
し
を
サ
ブ
レ
か
ら
受
け
気
絶

前

と
な
る

 
こ
れ
は
サ
ブ
レ
が
雪
乃
か
ら
八
幡
の

い
を
感
じ
取

た

で
あ

た

 
サ
ブ
レ
は
本
能
的
に
八
幡
の
事
を
自
分
の
命
の

人
だ
と
強
く
認
識
し
て
お
り

 
あ
る
意
味
結
衣
以
上
に
八
幡
に
懐
い
て
い
る

張
り
切

て
雪
乃
を
も
て
な
そ
う
と
し
た
結

果
で
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は

二
人
と
再
会
を
約
し
て
別
れ
た
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ど
う
や
ら
姫
菜
と
沙
希
は

そ
の
ま
ま
二
人
と
一

に
二
次
会
に
行
く
ら
し
い

川
崎
も
案
外
付
き
合
い
が
良
く
な

た
も
ん
だ
な

 
そ
ん
な
感
想
を

き
つ
つ
も

八
幡
は
本
人
に
そ
の
事
を
言
う
と
ま
た

ま
れ
そ
う
な
の
で

て
い
た

 
南
達
は
久
し
ぶ
り
に
三
人
で
ど
こ
か
に
行
く
ら
し
い

ま
た
友
達
に

れ
て
本
当
に
良
か

た
な

う
ん

あ
ん
た
の
お
か
げ
だ
ね

本
当
に
あ
り
が
と
う
ね

そ
れ
じ

あ
ま
た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
遊
ぼ
う
な

う
ん

待

て
る
ね

ま
た
ね

比
企
谷

 
戸

は
テ
ニ
ス
部
の
連
中
と
久
し
ぶ
り
に
会

た

 
他
の
店
に
移
動
し
て
も
う
少
し
話
し
て
か
ら
帰
る
そ
う
だ

 
そ
し
て
優
里
奈
が
い
る

二
人
も
こ
の
後
ど
こ
か
に
行
く
事
を
遠

し
二
人
は
そ
の
ま
ま
帰

路
に
つ
い
た
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マ
ン
シ

ン
に
着
く
と

予
想
通
り
こ
の
日
は

乃
と

莉
が
訪
れ
て
き
て
い
た

あ

お
か
え
り

お
か
え
り
な
さ
い

二
人
と
も

話
は

い
て
る
わ
よ

リ

ダ

楽
し
か

た

ん

そ
う
だ
な

ま
あ
楽
し
か

た
な

優
里
奈
ち

ん
は
ど
う
だ

た

と

て
も
楽
し
か

た
で
す

八
幡
さ
ん
の
お
か
げ
で

 
大
人
の

を
ま
た
一
歩
上

た
気
が
し
ま
す

お
い
優
里
奈

そ
の
言
い
方
は
誤
解
を
生
む
か
ら
や
め
よ
う
な

あ

そ
の
セ
リ
フ

さ

き
と
同
じ
で
す
ね

こ
の
セ
リ
フ
な
ら

色
々
な
奴
に
何
度
も
言

て
る
か
ら
な

 
そ
の
会
話
を

き
と
が
め
た

乃
が

優
里
奈
に
こ
う

ね
た

何

何
か
あ

た
の

そ
う
い
う

じ

な
い
ん
で
す
け
ど

え
え
と
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そ
し
て
優
里
奈
は

ゆ

こ
と
遥
の

場
と

そ
の
後
の
出
来
事
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た

ふ
む
ふ
む

で

そ
れ
が
さ

き
の
セ
リ
フ
と
ど
う
繋
が
る
の

そ
れ
が
で
す
ね
八
幡
さ
ん
が

出
し
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
相
当

張
さ
せ
ら
れ
た
結
衣
さ
ん

が 
八
幡
さ
ん
に
こ
う
言

た
ん
で
す

も
う

凄
く
心
配
し
た
ん
だ
か
ら
ね

私
の
純
心
な
心
を
返
し
て
よ

て

 
そ
れ
に
八
幡
さ
ん
が
突

込
ん
だ
ん
で
す
よ

そ
れ

心
が
被

て
る
か
ら
な

て

あ
は
は
は
は

確
か
に
そ
う
だ
ね

で
も
さ

き
の
セ
リ
フ
と
違
う
み
た
い
だ
け
ど

 
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
に

き

続
け
て
こ
う
言

た

問
題
は
そ
の
後
で
す

続
い
て
優
美
子
さ
ん
が
こ
う
言

た
ん
で
す

八
幡

つ
い
で
に
あ

し
の
純

も
返
せ

て

う
わ

そ
れ
で
さ

き
の
セ
リ
フ
な
の
ね

は
い

そ
れ
で
八
幡
さ
ん
が

お
い
優
美
子

そ
の
言
い
方
は
誤
解
を
生
む
か
ら
や
め
よ
う

な
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て
突

込
ん
だ
と

そ
う
い
う

で
す

そ
れ
は
さ
す
が
に
突

込
む
わ

 

乃
は
八
幡
の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

だ
ろ

し
か
も
あ
い
つ
ら

ほ
と
ん
ど
の
場
合

 
わ
ざ
と
誤
解
さ
せ
る
よ
う
に
言

て
る
か
ら
始
末
が
悪
い
ん
で
す
よ

か
わ
い
い
も
ん
じ

な
い

わ
ざ
と
そ
う
い
う
事
を
言

て

八
幡
君
に

て
ほ
し
い

て
い
う
女
心
よ
ね

そ
う
い
う
の
は
俺
が
困
る
の
で
や
め
て
ほ
し
い
ん
で
す
け
ど
ね

 
八
幡
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
そ
う
言
う
と

次
に
三
人
に
こ
う

ね
た

で

俺
が
い
な
い
間

何
か
あ
り
ま
し
た
か

特
に
無
い
か
な

う
ん

三
人
で
仲
良
く
ご

を
食
べ
て

の
ん
び
り
ゲ

ム
と
か
を
し
て

 
そ
の
後
は

あ

そ
う
だ

莉
ち

ん
あ
の
事
は
言

て
お
い
た
方
が
い
い
か
な

そ
う
ね

下
か
ら
正
式
に
命
令
書
が

い
た

だ
し
伝
え
て
お
い
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
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い
わ
ね

何
の
事
で
す

 
八
幡
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら
そ
う
言

た

八
幡
君

も
う
す
ぐ
ア
メ
リ
カ
に
行
く
で
し

え
え

確
か
に
そ
の
予
定
で
す
が

そ
れ

私
達
も
正
式
に
一

に
行
く
事
に
な

た
わ

ソ
レ
イ
ユ
へ
の
出
向
社
員
と
し
て
ね

え

そ
う
な
ん
で
す
か

う
ん

そ
れ
な
ら
心
強
い
で
し

あ

は
い

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
で
す

で
も
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の
方
は
い
い
ん
で
す
か

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に

乃
と

莉
は
微

な
顔
で
こ
う
言

た

そ
れ
が
ね

詩
乃
ち

ん
と
か
大

君
に
風
太
君
が

思

た
よ
り
優

で
さ

詩
乃
ち

ん

て

あ
の
ツ
ン
デ
レ

子
の
方
の
詩
乃
の
事
で
す
よ
ね

 
そ
の
八
幡
の
言
い
方
に

二
人
は
思
わ
ず

き
出
し
た

あ
は
は
は
は

う
ん
そ
う

私
と
文

違
い
の
あ
の
詩
乃
ち

ん
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そ

そ
の

ツ
ン
デ
レ

子
の
詩
乃
ち

ん
達
が

 
思

た
よ
り
も
優

で

十
分
私
達
の
代
わ
り
が
努
め
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
み
た
い
な
の

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
い
つ
ら
や
る
な

今
で
は
空

降
下
も

々
と
こ
な
す
わ
よ

あ
の
三
人

ま
じ
で
す
か

ま
あ
最
初
は

鳴
を
上
げ
て
い
た
け
ど
ね

 
八
幡
は
三
人
の
苦
労
を
忍
び

思
わ
ず
こ
う

ら
し
た

ハ
ク
サ
イ
と
ニ
ラ
器

よ
し
オ
セ
ア
ニ
ア
ま
し
た

と
か
言

て
た
あ
の
詩
乃
が
ね

そ

そ
れ
は
言
わ
な
い
約
束
よ
お

つ

ん

だ

目
だ

て
ば

そ
れ
を
言

て
は

わ

笑

た
ら
失

だ
か
ら

 
二
人
は
必
死
に
笑
い
を

え

話
を

い
た
美
優
も

同
じ
く
笑
い
を

え
る
の
に
必
死
に

な

た
も
う

本
当
に
か
わ
い
い
な

そ
う
い
え
ば
お
前

詩
乃
と
仲
が
い
い
よ
な

う
ん

だ

て
し
の
の
ん
が
最
初
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
た
時
か
ら
の
付
き
合
い
だ
し
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そ
う
い
や
そ
う
だ

た
な
と

美
優
の
言
葉
で
八
幡
は
当
時
の
事
を
思
い
出
し
た

 
そ
の
詩
乃
も

今
で
は
二
つ
名
が
付
け
ら
れ
る
く
ら
い
成
⻑
し
て
い
る

あ
い
つ

何
気
に
努
力
家
だ
よ
な

う
ん

そ
れ
は
思
う

普
通
空

降
下
な
ん
て

そ
う
簡

に
慣
れ
る
も
ん
じ

な
い
し

そ
う
考
え
る
と
大

と
風
太
も
お
か
し
い
ん
で
す
か
ね

う
ん
あ
の
二
人
も
さ
す
が
度
胸
が
あ
る
よ

達
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

を
張

て
な
い
ね

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
で
す
ね

 
八
幡
は

自
分
の
友
人
達
が
褒
め
ら
れ
る
の
が

我
が
事
の
よ
う
に
嬉
し
い
ら
し
か

た

ま
あ
そ
ん
な

で

私
達
が
あ
な
た
達
の
護
衛
に
つ
く
わ

一
応
今
回
行
く
メ
ン
バ

は

全
員
銃
が
撃
て
ま
す
け
ど

そ
れ
も

い
て
る
わ

で
も
八
幡
君

生
き
て
る
人
間
を
普
通
に
撃
て
る

そ
う
で
す
ね

俺
は
多
分
撃
て
る
と
思
い
ま
す

俺
の
手
は

に
血
に

れ
て
ま
す
か
ら

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

乃
が
真

先
に
反
応
し
た

 

乃
は
八
幡
の

を
胸
に

き
寄
せ

諭
す
よ
う
に
こ
う
言

た
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そ
ん
な
自

的
な
事
を
言
わ
な
い
で

 
本
当
に
や
ば
い
時
は
そ
う
し
て
も
ら
う
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
け
ど

 
そ
う
じ

な
い
限
り

そ
の
役
目
は
私
達
が
担
う
か
ら

だ
か
ら
八
幡
君
は
安
心
し
て
ね

あ

あ
の

い
い
か
ら
い
い
か
ら

今
く
ら
い
は

て
私
の
胸
に
そ
の
体
を

ね
て
い
い
の
よ

 
で
も
そ
う
ね

落
ち
着
か
な
い
な
ら
こ
の
ま
ま

室
に
行
き
ま
し

う
か

そ
の
言
い
方
か
ら

下
心
が

け
て
見
え
る
ん
で
す
が

ち
 

乃
は

打
ち
す
る
と

八
幡
を
自
分
の
胸
か
ら
開
放
し
た

ち

じ

ね
え
あ
ん
た
は
自
分
の
胸
の
破
壊
力
を
も

と
自
覚
し
て
そ
う
い
う
事
に
使

う
な
よ

え

別
に
い
い
じ

な
い

八
幡
君
も
嬉
し
か

た
は
ず
だ
し

 
私
は

の

の

入
り
の
可
能
性
が
上
が
る

ウ

ン
ウ

ン
じ

な
い

は

莉
さ
ん

乃
さ
ん
を
何
と
か
し
て
下
さ
い
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

莉
の
方
を
見
た
八
幡
は
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そ
こ
に

愛
の
表
情
を

か
べ
な
が
ら
こ
ち
ら
に
向
か

て
手
を
広
げ
る

莉
の

を
見
て
絶

叫
し
た

あ
ん
た
も
か
よ

仕
方
な
い
の
だ

て
今
の

乃
の
言

た
作
戦
は
確
か
に

だ
と
認
め
ら
れ
る
ん
だ
も

の
ま
じ
か
よ

お
い
美
優

そ
れ
じ

あ
お
前
が
何
と
か

 
そ
う
言

て
八
幡
は

今
度
は
美
優
の
方
を
見
た

 
だ
が
美
優
は
教
育
上
よ
ろ
し
く
な
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
両
手
で
優
里
奈
の
目
を
塞
い

で
い
た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は

思
わ
ず
こ
う
言

た

お

お
前
に
し
ち

ナ
イ
ス
判
断
だ

え
ら
い
ぞ
美
優

そ
こ
は
エ
ロ
い
ぞ
と
言

て
欲
し
い
で
す

リ

ダ

今
の
お
前
の
ど
こ
に
そ
ん
な
要
素
が
あ
る
ん
だ

実
は
私
は
今

下
着
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん

え

へ
ん

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
絶

し
た

何
故
な
ら
今
の
美
優
は
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お

お
前
何
て
事
を
し
て
や
が
る
ん
だ

今
お
前

ス
カ

ト

じ

ね
え
か
よ

あ

し
ま

た

て
見
せ
て

任
を
と

て
も
ら
え
ば
良
か

た

て
へ

て
へ

じ

ね
え

さ

さ
と

室
に
行

て
下
着
を
つ
け
て
こ
い

ち
 
そ
し
て
美
優
は

優
里
奈
の
目
か
ら
手
を
離
す
と

残
念
そ
う
に

室
へ
と
向
か

た

 
そ
の

中
で
美
優
は

わ
ざ
と
ジ

ン
プ
し
た
り
し
た
の
だ
が

 
八
幡
は
頑
な
に
そ
ち
ら
を
見
よ
う
と
は
し
な
か

た

く
 
美
優
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言
い
な
が
ら

室
へ
と
消
え
て
い
き

 
八
幡
は
た
め
息
を
つ
く
と

優
里
奈
に
向
か

て
言

た

は

こ
れ
だ
か
ら
肉
食
系
が
集
ま
る
と
始
末
に
負
え
ね
え

 
優
里
奈

お
前
は
こ
ん
な
大
人
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な

え

私
と
し
て
は

そ
の
く
ら
い
の
大

さ
も
時
に
は
必
要
か
な

て
思
う
ん
で
す
が

必
要
な
い

優
里
奈
は
そ
の
ま
ま
で
い
い

は

は
い
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そ
ん
な
八
幡
に

乃
と

莉
は
抗
議
し
た
が

八
幡
は
取
り
合
わ
な
か

た

 
そ
こ
に
美
優
も
加
わ
り

三
人
が
か
り
で
抗
議
し
て
き
た

 
八
幡
は

歩

て
ゲ

ム
で
勝
負
し
負
け
た
ら
い
く
ら
か
の
主
張
を
認
め
る
と
言
い
出
し

た
分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
勝
負
し
ま
し

う

い
い
わ
よ

で

何
で
勝
負
す
る
の

九
十
九
年
で

えリ

ダ

方
言

て
た
事
は
本
気
だ

た
ん
だ

そ

そ
れ
は

さ
す
が
に
明
日
の
昼
く
ら
い
ま
で
終
わ
ら
な
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

さ
す
が
に
や
り
す
ぎ
か
と
思
い

こ
う
言
い
直
し
た

そ
れ
じ

あ
三
十
年
で

そ
れ
く
ら
い
な
ら
い
い
か
な

ま
あ
多
分

そ
れ
じ

あ

速
勝
負
し
ま
し

う
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優
里
奈

マ
ル
チ
タ

プ
と
予
備
の
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
用
意
し
て
く
れ

あ

は
い

 
そ
し
て
勝
負
が
始
ま

た
が

所

素
人
な
四
人
相
手
に

 

マ
ス
タ

を
自
称
す
る
八
幡
が
負
け
る
要
素
は
ま

た
く
無
く

 
こ
の
日
の
勝
負
は
八
幡
の
圧
勝
で
幕
を

じ
た

 
そ
し
て
次
の
日

五
人
は
昼
過
ぎ
ま
で
誰
も
目
覚
め
る
事
は
無
か

た
の
で
あ

た



 第５４９話 レンの強さ

 
第
５
４
９
話
 
レ
ン
の
強
さ

 
明
日
は
一
日
お
休
み
し
ま
す

す
み
ま
せ
ん

 
八
幡
が

手
始
め
に

岡
の
わ
ん
こ
そ
ば
や
を

い

め
て
い
た

 
レ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
は

日
の
出
会
い
を

て

今
日
は
一

に
狩
り
を
し
て
い
た

ハ
イ

レ
ン
ち

ん

今
日
は
宜
し
く
ね

ピ
ト
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

 
二
人
は
そ
う

を
し
た
後

一

に
罠
を
仕

け
始
め
た

こ
う
い
う
の
も
た
ま
に
は
い
い
も
の
ね

ピ
ト
さ
ん
は
罠
と
か
使
わ
な
い
ん
で
す
か

そ
う
ね

う
ち
の
狩
り
は

と
こ
と
ん
激
し
い
狩
り
だ

た
か
ら
ね

 
リ

ダ

の
見
つ
け
て
く
る
狩
り
場
が
あ
り
え
な
い

で

休
む
暇
も
無
か

た
わ
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

凄
い
で
す
ね
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ま
あ
二
人
だ
と
無
理
な
狩
場
だ
か
ら

今
案
内
す
る
の
は
ち

と
無
理
な
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

ま
あ
機
会
が
あ

た
ら
の
お
楽
し
み
で
す
ね

 
そ
の
レ
ン
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は

分
ポ
ジ
テ

ブ
な
子
だ
な

と
感
心
し
た

 
そ
し
て
レ
ン
は
メ
ニ

画
面
を
開
き
そ
こ
に
表

さ
れ
て
い
る
時
刻
を
見
な
が
ら
言

た
そ
れ
じ

あ
あ
と
五
分
後
く
ら
い
に
敵
が

回
し
て
く
る
の
で

 
そ
の
敵
が
罠
に
か
か
る
の
を
待
ち
ま
し

う

あ
ら

し
い
の
ね

私

ほ
ぼ
ず

と
こ
こ
に
い
ま
す
か
ら
ね

 
そ
し
て
レ
ン
は

仮
想
音
楽
プ
レ
イ
ヤ

を
取
り
出
し
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

で

い
つ
も
は
こ
の
曲
を

き
な
が
ら
待

て
る
ん
で
す
よ

へ

誰
の
曲

神
崎
エ
ル
ザ
で
す

私

大
フ

ン
な
ん
で
す

そ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は
背
中
が
む
ず
む
ず
し
て
仕
方
が
な
か

た
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自
分
の
フ

ン
だ
と
い
う
子
を
目
の
前
に

何
か
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
と

 
自
分
の
正
体
を
バ
ラ
す

に
は
い
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
の

ば
さ
み
に
あ

た

だ

せ
め
て
何
か

あ

そ
う
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

お
も
む
ろ
に
誰
か
に
連

を
取
り
始
め
た

レ
ン
ち

ん
ご
め
ん

も
し
か
し
た
ら
レ
ン
ち

ん
を

 
面
白
い
場
所
に
案
内
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ち

と
知
り
合
い
に
連

を
取

て
み

る
わ
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

う
わ

ど
ん
な
所
だ
ろ
う

 
レ
ン
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に
目
を

か
せ
た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

フ
ロ

リ
ア
に
連

を
と

た

 
十
狼
の
メ
ン
バ

は
全
員

フ
ロ

リ
ア
に
直
接
連

を
と
る
事
が
可
能
な
の
で
あ
る

あ

フ
ロ

リ
ア

私

ピ
ト
フ

イ
だ
け
ど

 
今
イ
ベ
ン
ト
の
発
生

況
は
ど
う
な

て
る
か
教
え
て
も
ら

て
も
い
い

あ

ピ
ト
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

え
え
と
今
は
で
す
ね

 
丁
度
も
う
少
し
で
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
と
こ
ろ
で
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今
は
そ
ろ
そ
ろ
だ
と
目
星
を
付
け
て
集
ま

て
き
た
プ
レ
イ
ヤ

で
ご

た
が
え
し
て
ま
す

ね
そ
う

今
は
⻄
の
砂
漠
地

に
い
る
ん
だ
け
ど

今
か
ら
行

て
も
間
に
合
う
か
な

そ
う
で
す
ね

な
ら
多
分
間
に
合
う
と
思
い
ま
す

 
歩
い
て
だ
と
ち

と
参
加
は
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

お
お

今
日
は

で
来
て
る
か
ら
大
丈
夫

そ
れ
じ

あ
今
か
ら
そ

ち
に
向
か
う
わ
ね

分
か
り
ま
し
た

お
待
ち
し
て
い
ま
す
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

満
面
の
笑
み
で
レ
ン
に
言

た

レ
ン
ち

ん

点
防
衛
イ
ベ
ン
ト

て
知

て
る

え

何
で
す
か

そ
れ

 
ピ
ト
フ

イ
は
レ
ン
に
簡

に
説
明
す
る
と

罠
に
か
か

た
敵
を
一
セ

ト
殲
滅
し
た
後

 
レ
ン
を

て
移
動
を
開
始
し
た

 
ピ
ト
さ
ん

今
日
は

で
来
て
た
ん
で
す
ね

 
一
キ
ロ
ほ
ど
歩
い
た
所
に
あ
る

に

を

め
て
い
た
ピ
ト
は
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そ
こ
に
レ
ン
を
案
内
し

今
は
ピ
ト
の
運
転
で

こ
の
木
な
ん
の
木

に
向
か

て
い
る
所

だ

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
景
色
を
見
な
が
ら
う
わ

う
わ

と
喜
ん
で
い
る
レ
ン
を
見
な
が
ら

 
前
日
の
出
来
事
を
思
い
出
し
て
い
た

 
レ
ン
ち

ん
は

私
の
事
を
知
ら
な
い
ん
だ

こ
れ
で
も
結

名
人
な
ん
だ
け
ど
な

ご

ご
め
ん
な
さ
い

私
そ
う
い
う
の

全
然
調
べ
て
な
く

て

 
ピ
ト
フ

イ
は

前
日
に
レ
ン
が
自
分
を
知
ら
な
い
事
を
確
認
し
て
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
か
な
り
メ
ジ

な
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る
が

 
レ
ン
は
そ
の
存
在
を
知
ら
ず

と
い
う
か

他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
事
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず

 
調
べ
た
り
動
画
を
見
た
り
は
し
な
い
の
か
と

ね
る
と

レ
ン
は
こ
う
答
え
た
も
の
だ

た

実
は
下
手
に
動
画
と
か
を
見
た
り
し
ち

う
と

自
分
の
動
き
が
思
い
込
み
に

ま

て

 
制
約
さ
れ
ち

う
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い

て
シ

ナ
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら

た
ん

で
すへ

シ

ナ
に
ね
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そ
の
言
い
方
で
レ
ン
は
も
し
か
し
た
ら
と
思

た
の
だ
ろ
う
ピ
ト
フ

イ
に
こ
う

ね
て

き
たも

も
し
か
し
て
ピ
ト
さ
ん
も

シ

ナ
の
お
知
り
合
い
な
ん
で
す
か

ま
あ
シ

ナ
は

名
人
だ
し
ね

あ

そ
う
い
う
事
で
し
た
か

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
問
い
に

ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
答
え
方
を
し
た

 
そ
れ
を

い
た
レ
ン
は

名
人
だ
か
ら
知

て
い
る
と
い
う
意
味
で
と
ら
え
た
よ
う
だ

そ
う
い
え
ば
レ
ン
ち

ん
は
シ

ナ
と
組
ん
で
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
に
出
場
し
た
の
よ
ね

あ

や

ぱ
り
知

て
た
ん
で
す
ね

あ
の
時
は
何
も
知
ら
な
く
て

 
シ

ナ
に
頼

て
ば

か
り
で
し
た
ね

今
は
も
う
少
し
役
に
た
て
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど

ピ
ト
さ
ん
は
そ
の
事
を
知

て
い
た
か
ら
た
ま
た
ま
見
か
け
た
私
に
声
を

け
て
く
れ
た
の

か
な

 
レ
ン
は
そ
う
思

た
が

そ
れ
以
上
深
く
考
え
た
り
は
し
な
か

た

 
せ

か
く
一

に
遊
ん
で
く
れ
る
と
い
う
の
だ
敵
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
事
を
言

た
り
せ

ず
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普
通
に
奇
襲
し
て
く
る
だ
ろ
う

事
実
ピ
ト
フ

イ
は
特
に
何
か
お
か
し
な
行
動
を
と
る
で
も

な
く

 
普
通
に
お
し

べ
り
し
な
が
ら
レ
ン
と
一

に
罠
に
か
か

た
敵
を
倒
し

 
今
日
は
疲
れ
て
る
か
ら
ま
た
明
日
来
る
と
言

て
直
ぐ
に
そ
の
場
か
ら
立
ち
去

て
い
た

 
そ
の
直
後
に
ピ
ト
フ

イ
は
知
り
合
い
に

き
込
み
を
し
レ
ン
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

の
情

報
を
集
め

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
か
ら
も

ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
関
連
の
動
画
を
目
を

の
よ
う
に
し
て

チ

ク
し
た

こ
う
し
て
見
て
い
る
と

ヤ
ミ
ヤ
ミ
よ
り

い
し

た
ら
お

の
堅
実
さ
も
無
い

 
ど
う
い
う
事

結
局
シ

ナ
頼
み
で
優
勝
し
た

て
事

 
エ
ル
ザ
は
全

で

の
画
面
を

め
な
が
ら

そ
う

い
た

 
ち
な
み
に
何
故
全

か
と
い
う
と

隣
に
八
幡

き
枕
が
あ
る
か
ら
だ

た

 
も
し
エ
ル
ザ
が
仲
間
の
誰
か
に
何
故
全

な
の
か
問
わ
れ
た
ら

こ
う
答
え
る
だ
ろ
う

 
そ
こ
に
八
幡

き
枕
が
あ
る
か
ら
だ

と

こ
こ
ま
で
は

こ
の
フ

イ
ヤ

て
の
の
馬

さ
加

が
面
白
い
と
い
え
ば
面
白
い
け
ど
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と
り
た
て
て
シ

ナ
以
外
に
見
る
べ
き
と
こ
ろ
は
無
い
か
な

 
で

時
系

的
に
こ
れ
が
最
後
の
動
画

と

ふ
む
ふ
む

Ｓ
Ｌ
ｖ
ｓ
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
か

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
見
た

誰
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
気
付
か
な
い
だ
ろ
う
が

 
レ
ン
が
敵
の
射
線
を
予

し

か
な
動
き
で
そ
れ
を
か
わ
し
て
い
た
事
を

 
実

に
発
砲
は
さ
れ
て
い
な
い

お
そ
ら
く
そ
れ
に
気
付
い
て
い
る
者
は

 
あ
る
い
は
シ

ナ
や
シ
ズ

そ
れ
に
キ
リ
ト

り
は
気
付
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
他
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か

た

実

画
面
に
流
れ
る
コ
メ
ン
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿

 
そ
れ
に
関
連
ス
レ

ド
の
書
き
込
み
を
見
て
も
そ
う
い
う
分

を
し
て
い
る
者
は
皆
無
だ

た 
だ
が
エ
ル
ザ
は
何
度
も
何
度
も
動
画
を
見
直
し

そ
れ
に
気
付
い
た

こ
の
子

未
来
で
も
見
え
て
る
の

そ
れ
と
も
た
だ
の
勘

 
い
く
ら
考
え
て
も
答
え
の
出
な
い
そ
の
問
い
を

エ
ル
ザ
は
一
時
保

す
る
事
に
し
た

ま
あ
今
度
じ

く
り
観
察
す
る
し
か
な
い
か

そ
れ
よ
り
今
は
こ

ち
か

 
そ
れ
は
レ
ン
が
コ
ミ
ケ
の

を

り

そ
の
ま
ま
回
し

り
を
く
ら
わ
せ
た
シ

ン
だ

た

こ
の
シ

ン
は
確
か
に
見
栄
え
も
す
る
し

コ
メ
ン
ト
が
一
気
に

え
る
の
も
分
か
る
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こ
の
人
間
離
れ
し
た
動
き
は

確
実
に
シ

ナ
や
シ
ズ

キ
リ
ト
レ
ベ
ル

 
で
も
こ
れ
は
そ
こ
ま
で
お
か
し
な
事
だ
と
思
わ
れ
て
は
い
な
い
何
故
な
ら
そ
の
三
人
の
前

が
あ
る
か
ら

 
で
も
シ

ナ
し
か
見
て
こ
な
か

た
私
に
は
分
か
る
こ
の
動
き
は
私
に
は
絶
対
に
出
来
な
い

 
お
そ
ら
く
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
誰
に
も
不
可
能

 
も
し
か
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

い
や

そ
れ
に
し
て
も
お
か
し
い

 
あ
の
三
人
ク
ラ
ス
の
プ
レ
イ
ヤ

は

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

の
中
に
は
存
在
し
な
い

 
い
た
と
し
て
も
今
は

き
ヒ

ス
ク
リ
フ
く
ら
い

こ
の
子
は
一
体
何
故
こ
こ
ま
で
の
動
き

を 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

色
々
な
サ
イ
ト
を
見
て
回
り

ヒ
ン
ト
を
探
し
続
け
た

 
そ
れ
が
見
つ
か

た
の
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
内
の
シ
ン
カ

に
よ
る
考
察
が
書
か
れ
た
場

所
で
あ

た

Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

多
く
見
て
き
た
私
の

験
だ
と

 
基
本
的
に
プ
レ
イ
ヤ

の
実
力
は

当
た
り
前
だ
が
ロ
グ
イ
ン
時
間
に
比

す
る

 
だ
が
い
く
つ
か
の
ゲ

ム
で
見
ら
れ
た
こ
れ
に
反
す
る
特

な
現
象
が
あ
る

そ
れ
は



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ど
こ
ろ
か
通
常
の
オ
フ
ゲ
す
ら
ほ
と
ん
ど
未

験
の
者
の
中
に

 
た
ま
に
と
ん
で
も
な
い
強
さ
を
発

す
る
者
が
い
る

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
文
を

わ
ざ
わ
ざ
口
に
出
し
て

ん
だ

こ
れ
は
仮
説
だ
が

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

普

ゲ

ム
を
ま

た
く
し
な
い
が
故
に

 
こ
れ
は
ゲ

ム
だ
と

完
全
に

り
切

て
考
え
る
事
が
出
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
は
ど
う
い
う
事
か
つ
ま
り
彼
ら
は
こ
ん
な
動
き
も
出
来
る
あ
ん
な
動
き
も
出
来
る

と 
人
間
の
常
識
で
は
あ
り
え
な
い
動
作
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
実
現
可
能
な
物
と
し
て
認
識
し
て

い
る
の
だ

 
な
の
で
そ
の
動
き
に
は
限
界
は
無
い

こ
れ
は
あ
く
ま
で
ゲ

ム
で
あ
り

 
現
実
世
界
と
は
ま

た
く
関
係
な
い

空
の
世
界
だ
と
い
う
確

た
る
思
い
込
み
が

 
ど
う
し
て
も
現
実
世
界
の
記
憶
に
引

張
ら
れ

 
自
分
で
自
分
の
動
き
に
限
界
を
設
定
し
て
し
ま
う
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
と
違

て

 
人
と
し
て
あ
り
え
な
い
動
き
を
実
現
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る

 
そ
う

Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
あ
く
ま
で
仮
想
現
実
で
あ
り

現
実
で
は
な
い
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故
に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が

自
分
が
出
来
る
と
確
信
し
て
い
る
動
き
は

 
シ
ス
テ
ム
上
の
制
限
が
か
か

て
い
な
い
限
り

必
ず
実
現
す
る
の
だ

 

世
界
を
た
か
が
ゲ

ム
と

る
な
か
れ

 
そ
こ
に
は
無
限
の
可
能
性
が
広
が

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

か

 
そ
こ
ま
で

ん
で

エ
ル
ザ
は
お
そ
ら
く
レ
ン
も
こ
の
中
の
一
人
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
た

確
認
し
て
み
る
か

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は

薔
薇
に
連

を
と

た

あ

も
し
も
し

迷
子
の
小
猫
ち

ん

ち

と
あ
ん
た
ね

珍
し
く

話
し
て
き
た
と
思

た
ら

 
い
き
な
り

を

て
く
る
ん
じ

な
い
わ
よ

ご
め
ん
ご
め
ん

冗
談
だ

て
ば

ま
あ
い
い
わ

で

何
の
用

あ

え

と
さ

レ
ン

て
子
の
事
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

個
人
情
報
は
も
ら
せ
な
い
わ

分
か
る
で
し

 
そ
れ
は
つ
ま
り
レ
ン
が
シ

ナ

八
幡
と
深
く
関
わ

て
い
る
人
物
だ
と
い
う

に
他
な
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ら
な
い

 
八
幡
に
ま

た
く
関
わ
り
が
な
い
人
物
の
情
報
で
あ

た
ら

 
薔
薇
は
お
そ
ら
く
簡

に
教
え
て
く
れ
る
事
だ
ろ
う

 
そ
れ
く
ら
い
薔
薇
は

八
幡
関
連
の
情
報
の
取
り
扱
い
に
は

心
の
注
意
を

て
い
た

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
一
つ
だ
け
教
え
て

あ
の
子

て

ゲ

ム
の
ド
素
人

 
そ
の
質
問
に
薔
薇
は
押
し

た

お
そ
ら
く
言

て
い
い
レ
ベ
ル
の
情
報
か
考
え
て
い
る

の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
薔
薇
は

そ
の
質
問
に

定
の
意
思
を

し
た

え
え

そ

あ
り
が
と

そ
れ
だ
け
分
か
れ
ば
十
分
よ

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
い
方
に

若

の
危

を
覚
え
た
薔
薇
は

エ
ル
ザ
に
こ
う
言

た

あ
の
子
に
ち

か
い
を
出
す
つ
も
り
な
ら
や
め
て
お
き
な
さ
い

 
あ
の
子
は
彼
の
最
近
の
お
気
に
入
り
の
一
人
よ
何
か
あ

た
ら
多
分
彼
本
気
で

る
わ
よ

へ

 
そ
の
返
事
に
薔
薇
は

自
ら
の
失
敗
を
悟

た
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そ
の
言
い
方
か
ら
は
ど
う

い
て
も
と
あ
る
一
つ
の
感
情
が
混
ざ

て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ

た
か
ら
だ

 
そ
れ
を
人
は

と
い
う

ち

と
あ
ん
た

本
気
で
や
め
な
さ
い

も
し
情
報
源
が
私
だ

て
バ
レ
た
ら

 
私
が
あ
い
つ
に
ど
ん
な
目
に
遭
わ
さ
れ
る
か

そ
の
時
は
一

に

ら
れ
て
あ
げ
る
か
ら

心
配
し
な
い
で
い
い
よ

あ
ん
た
と
一

に
し
な
い
で
よ
私
は
あ
ん
た
と
違

て

ら
れ
て
興
奮
す
る
タ
イ
プ
じ

な

い
の
よ

本
当
に

い
い
や
そ
れ
は
ま
あ
た
ま
に
興
奮
し
ち

う
事
も
無
く
は
無
い
け
ど

て
違
う

情
報
あ
り
が
と

そ
れ
じ

ね

あ

待
ち

 
そ
こ
で
エ
ル
ザ
は

話
を
切
り

薔
薇
は
ま
さ
か
八
幡
に
相
談
す
る

に
も
い
か
ず

 
自
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
ピ
ト
フ

イ
と
レ
ン
の
行
動
を
監

す
る
事
に
決
め
た

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は

特
に
レ
ン
に
危
害
を
加
え
る
気
は
な
か

た
の
だ
が
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シ

ナ
の
お
気
に
入
り
だ
と
い
う
レ
ン
と
し
ば
ら
く
一

に
行
動
し
て
み
る
事
に
し
た
の
だ

た
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第
５
５
０
話
 
サ
プ
ラ
イ
ズ

ピ
ト
さ
ん

ピ
ト
さ
ん

あ

ご
め
ん

考
え
事
を
し
て
た
わ

何

こ
の
木
な
ん
の
木

て

も
し
か
し
て
あ
れ
の
事
で
す
か

え

ど
れ
ど
れ

 
ピ
ト
フ

イ
は
レ
ン
が
指
差
す
方
向
を
見
て

笑
顔
で
レ
ン
に
言

た

そ
う
そ
う

あ
れ
よ
あ
れ

ど
う

大
き
い
で
し

は
い

凄
く
大
き
い
で
す

 
レ
ン
の
そ
の
言
葉
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
は

ハ

と
し
た
顔
で
レ
ン
に
言

た

レ

レ
ン
ち

ん

今
の
セ
リ
フ

も
う
一
度
言

て
み
て
く
れ
な
い

あ

は
い

え

と

凄
く
大
き
い
で
す

 
も
う
一
度
レ
ン
に
そ
う
言
わ
せ

少
し
興
奮
し
た
の
だ
ろ
う

 
ピ
ト
フ

イ
は
ハ

ハ

し
な
が
ら
気
取

た
口
調
で
次
に
こ
う
言

た

そ
う
か

体
的
は
ど
こ
が
大
き
い
ん
だ
い

さ
あ

そ
の
口
で
僕
に
ハ

キ
リ
言

て
ご
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ら
んど

こ
が

て

え

僕

え
え
と

そ
れ
は

あ

 
そ
し
て
レ
ン
は

顔
を
真

に
し
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

ピ
ト
さ
ん

そ
う
い
う
え

ち
な
事
は
言

ち

目
で
す

あ
ら

私
は
ど
こ
が
大
き
い
の
か

ね
た
だ
け
よ

当
然
あ
の
木
の
事
よ
ね

え

あ

そ
の

何

も
し
か
し
て

別
の
事
を
考
え
ち

た
の

や
だ

レ
ン
ち

ん

て
意
外
と
ム

ツ
リ
な
の
ね

ち
違
い
ま
す
誤
解
で
す

そ
う
木
あ
の
木
が
大
き
い
ん
で
す
他
の
何
か
の
事
じ

な

い
で
す

へあ

ほ
ら
ピ
ト
さ
ん
木
に
大
き
な

が
開
い
て
ま
す
よ
あ
そ
こ
に
入
る
ん
じ

な
い
で

す
か

 
そ
う
あ
か
ら
さ
ま
に
話
題
を

ら
す
レ
ン
を
ピ
ト
フ

イ
は
も
う
少
し
か
ら
か
い
た
い
な
と

思

た
が
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そ
の

間
に
イ
ベ
ン
ト
発
生
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

そ
れ
を
断
念
し
た

 
と
い
う
か
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
も
し
か
し
た
ら

 
二
人
が
イ
ベ
ン
ト
発
生
の
ト
リ
ガ

を
引
い
て
し
ま

た
の
か
も
し
れ
な
い

ま
ず
い
わ
ね

レ
ン
ち

ん

飛
ば
す
わ
よ

あ

は
い

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
は
勝
手
に

り
て
き
た
ニ

ン

の
ア
ク
セ
ル
を
思
い

き

り

ん
だ

 
イ
コ
マ
に
よ

て
強
化
さ
れ
た
ニ

ン

は
そ
れ
に
よ
り
二

キ
ロ
近
い
ス
ピ

ド
へ
と

到
達
し
た

う

う
お
お
お
お
お
お
お
お

 
レ
ン
は
興
奮
の
あ
ま
り
そ
う
絶
叫
し
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
外
見
に
似
合
わ
な
い
声
に
大
笑
い

し
たあ

は
は
は
は
は
は
は
は

何
そ
の
太
い
声

だ

て

こ
ん
な
ス
ピ

ド
が
出
る
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た
か
ら

ま
あ

し
て
あ
る
し

で
も
直
線
だ
か
ら
怖
く
は
な
い
で
し

囲
に
障
害
物
も
何
も
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無
い
し
ね

は
い

 
ど
う
や
ら
ニ

ン

は

イ
コ
マ
に
よ

て
更
に
魔

さ
れ
て
い
る
ら
し
い

 
そ
し
て
直
後
に
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た
レ
ン
が
後
ろ
を
見
て
驚
き
の
表
情
を

か
べ
た

え

え

何

ど
う
し
た
の

後
ろ
か
ら

同
じ
く
ら
い
の
ス
ピ

ド
で

が
追
い
か
け
て
き
て
ま
す

ピ
ト
さ
ん

 
そ
う
言
わ
れ
た
ピ
ト
フ

イ
は

き

と
ん
と
し
た
表
情
で
バ

ク
ミ
ラ

を
見
た

は

ま
さ
か
こ
の
ニ

ン

に
追
い
つ
け
る

な
ん
か
そ
う
そ
う
あ
る
は
ず
が

 
あ

あ
れ

あ
れ
は
ま
さ
か

ホ
ワ
イ
ト

乗

て
い
る
の
は

あ

や
べ

ロ
ザ
リ

ア
ち

ん
だ

ピ
ト
さ
ん
の
お
知
り
合
い
で
す
か

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
け
ど

は

ま
あ
い
い
か

あ

ち
と
合
流
し
ま
し

う
か

 
ピ
ト
フ

イ
は

こ
こ
で
逃
げ
出
し
て
も
絶
対
に
世
界
樹
要
塞
で
捕
ま
る
な
と
思
い
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逃
げ
る
の
は
や
め

素
直
に
ロ
ザ
リ
ア
と
合
流
す
る
事
に
し
た

 
そ
し
て
二
台
は

ん
で
世
界
樹
要
塞
へ
と
入

た

 
や

や

ほ

や

ほ

じ

な
い
わ
よ

あ
ん
た
ね

き

日
は
ご
め
ん

て

別
に
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
特

な
性

を
暴
く
つ
も
り
は

ど
の
口
が
そ
れ
を
言
う
の

ご

ご
め
ん
な
ひ

い

 
ピ
ト
フ

イ
は
ロ
ザ
リ
ア
に
ほ

を
摘
ま
れ
な
が
ら
も
そ
う
謝

た

初
め
ま
し
て

私
は
レ
ン
と
言
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
に

レ
ン
は
元
気
い

ぱ
い
に

を
し
た

え

あ

ど

ど
う
も

初
め
ま
し
て

ど
う
し
て
疑
問
系
な
ん
で
す
か

え

だ

て

別
に
私
達
は
初

め
ま
し
て

 
初
め
て
会

た

で
は
な
い

と
言
い
か
け
て

ロ
ザ
リ
ア
は
危
う
く
そ
う

正
し
た
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こ
れ
は
シ

ナ
の
指
令
で
十
狼
メ
ン
バ

が
レ
ン
に
リ
ア
ル
正
体
を
明
か
す
事
を
禁
じ
ら
れ

て
い
た

だ

 
シ

ナ
の
説
明
に
よ
る
と
こ
れ
は
レ
ン
に
お
か
し
な
影

を

え
な
い

だ
と
言
わ
れ
て
い

た 
ち
な
み
に
闇
風
も

今
は
レ
ン
に
対
す
る
指

は
感
覚
的
な
も
の
に

め
て
い
る

 
こ
の
時
期
シ

ナ
と
闇
風
は

ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で
の
レ
ン
の
活
躍
の
理
由
を
分

し

 
あ
る

度
レ
ン
の
ス
タ
イ
ル
が

ま
る
ま
で
余
計
な

を
は
め
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い

た 
要
す
る
に
シ
ン
カ

の
考
察
通
り
の
展
開
に
な

て
い
る

な
の
だ
が

 
実
は
シ
ン
カ

の
考
察
に
つ
い
て
は
シ

ナ
が
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
あ
い
う
考
察
に

な

た

 
結
局
ピ
ト
フ

イ
の
考
え
た
事
は

元
を

れ
ば
シ

ナ
が
考
え
た
事
な
の
で
あ

た

あ

は
い

初
め
ま
し
て

も
う
す
ぐ
敵
が
押
し
寄
せ
て
く
る
か
ら

頑
張

て
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

頑
張
り
ま
す
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レ
ン
は
そ
う
元
気
よ
く
言
い

興
味
深
げ
に
あ
ち
こ
ち
を
見
学
し
始
め

 
そ
の
案
内
は
フ
ロ

リ
ア
が
努
め
て
い
た

そ
れ
を
幸
い
に
ロ
ザ
リ
ア
は
ピ
ト
フ

イ
に
詰

め
寄

た

ち

と
ピ
ト

あ
ん
た
最
近

馬
山
に
行

た

そ
う
い
え
ば
最
近
は
忙
し
く
て
顔
を
出
し
て
な
か

た
か
も

 
誰
も
ロ
グ
イ
ン
し
て
な
か

た

て
の
も
あ
る
け
ど

あ
ん
た
ね

た
ま
に
は
顔
く
ら
い
出
し
て
お
き
な
さ
い
よ

 
そ
れ
じ

あ
あ
そ
こ
に
置
い
て
あ
る

シ

ナ
か
ら
の
メ

セ

ジ
も
見
て
な
い

ね

え

何
か
あ

た
の

そ
う
よ
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
後
シ

ナ
が
十
狼

て
に
メ

セ

ジ
を
置
い
て
る
の

よ 
そ
の
内
容
は

レ
ン
に
リ
ア
ル
で
の
正
体
を
教
え
る
事
を
禁
ず

よ

え

そ

そ
う
な
の

え
え

こ

ち
で
正
体
を
明
か
す
事
で

レ
ン
ち

ん
が
私
達
に
興
味
を
持

て

 
色
々
な
動
画
を
見
た
り
し
て
し
ま

て
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Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
戦
い
は
こ
う
い
う
も
の
だ

て
い
う
先
入
観
を
持
つ
事
を
防
ぎ
た
い
そ
う
よ

 
シ

ナ
は
ど
う
や
ら

レ
ン
ち

ん
に
は
常
識
に

わ
れ
な
い
プ
レ
イ
を
お
望
み
の
よ
う
ね

そ

そ
う
な
ん
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
言
葉
に

心
が

く
の
を

え
ら
れ
な
か

た

 
要
す
る
に
そ
れ
は
シ

ナ
が
レ
ン
に
対
し
て
か
な
り
興
味
を

い
て
い
る
事
に
他
な
ら
な
い

か
ら
だ

 
あ
る
い
は
こ
れ
が
ピ
ト
フ

イ
個
人
へ
の
メ

セ

ジ
な
ら

 
ピ
ト
フ

イ
は
興
奮
の
あ
ま
り
失
神
し
た
か
も
し
れ
な
い
が

こ
れ
は
十
狼
全
員
へ
の
メ

セ

ジ
で
あ
り

 
そ
こ
に
は
ピ
ト
フ

イ
を
特
別

す
る
よ
う
な
要
素
は
一
切
無
い

 
少
し
前
ま
で
の
ピ
ト
フ

イ
な
ら

そ
れ
で
も
興
奮
し
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
最
近
シ

ナ
と
ま

た
く
会

て
お
ら
ず
シ

ナ
成
分
に

え
て
い
る
ピ
ト
フ

イ
に
と

て
は

 
そ
れ
は
興
奮
す
る
材
料
と
は
な
ら
な
か

た
よ
う
だ

分
か

た

と
は
言

て
も
私
が
レ
ン
ち

ん
に
正
体
を
明
か
す
事
は
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そ
も
そ
も
あ
り
え
な
い
ん
だ
け
ど
ね

ま
あ
あ
ん
た
の
場
合
は
そ
う
よ
ね

と
に
か
く
伝
え
た
か
ら

私
は
も
う
落
ち
る
わ
よ

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は
驚
い
た

え

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
か
な
い
の

え
え
今
日
は
と
て
も
大
切
な
人
を
部
屋
に
待
た
せ
て
い
る
か
ら
今
は
一
分
一

で
も

し

い
の
よ

 
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
言
葉
に

ピ
ト
フ

イ
は
ま
さ
か
と
思
い

こ
う

ね
た

そ

そ
れ

て
ま
さ
か
シ

ナ

そ
ん
な

無
い
で
し

も
し
そ
う
な
ら
二
人
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
る
わ
よ

あ

そ
う
だ
よ
ね

と
い
う
か
よ
く
考
え
る
と
も
し
あ
い
つ
が
私
の
自
宅
に
来
る
な
ん
て
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ

た
な
ら

 
そ
も
そ
も
こ
こ
に
ロ
グ
イ
ン
な
ん
か
し
て
な
い
か
も

あ
は
は
は
は

確
か
に
そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
と
に
か
く

は

し
た
わ
よ

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
用
意
し
て
お
い
た
か
ら
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レ
ン
ち

ん
に
ピ
ト
の
格
好
い
い
と
こ
ろ
で
も
見
せ
て
あ
げ
る
の
ね

サ
プ
ラ
イ
ズ

そ
れ

て

 
だ
が

に
ロ
ザ
リ
ア
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
だ

た

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん

ま
さ
か

気

い
や
い
や

無
い
無
い

き

と
女
友
達
か
な

 
実

待
た
せ
て
い
た
の
は
は
ち
ま
ん
く
ん
で
あ

た
の
だ
が

 
も
し
そ
の
事
を
ピ
ト
フ

イ
が
知

た
の
な
ら

 
ピ
ト
フ

イ
は
ど
ん
な
手

を
使

て
も
ロ
ザ
リ
ア
の
家
に
向
か

た
事
だ
ろ
う

 
だ
が
幸
い
そ
う
は
な
ら
ず

ロ
ザ
リ
ア
は
あ
る
意
味
命

い
し
た

ピ
ト
さ
ん

こ
こ
の
シ

プ

て
凄
く
商
品
が
充
実
し
て
ま
す
ね

 

て

あ
れ

ピ
ト
さ
ん

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
は

あ
あ

彼
女
は
ち

と
用
事
が
あ
る
ら
し
く
て
落
ち
た
の
よ

 
と
り
あ
え
ず
レ
ン
ち

ん

上
の
部
屋
に
案
内
す
る
か
ら
こ

ち
に
来
て
も
ら
え
る

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

は
通
常
入
れ
な
い
所
な
ん
だ
け
ど

別
に
い
い
よ
ね

 
そ
の
言
葉
は
前
半
は
レ
ン
に
向
け
た
も
の
だ
が
最
後
の
言
葉
は
フ
ロ

リ
ア
に
向
け
た
も
の

だ

た
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は
い

問
題
あ
り
ま
せ
ん

そ
れ
じ

あ
フ
ロ

リ
ア

防
衛
戦
に
参
加
し
て
く
る
ね

は
い

ご
武
運
を

 
そ
し
て
二
人
は
連
れ
立

て
サ
ブ
マ
ス
タ

用
の
個
室
へ
と
移
動
し
た

こ
こ
が
私
専
用
の
部
屋
よ

え

こ
こ

て
公
的
な
場
所
じ

な
い
ん
で
す
か

さ

き
の
フ
ロ
ア
と
屋
上
は
そ
う
よ

で
も
そ
の
中
間
に
あ
る

こ
の
一
画
は
違
う
の

 
あ
え
て
誰
の
も
の
か
と
言
う
な
ら
ば
シ

ナ
の
物
ね

と
い
う
か
こ
の
要
塞
自
体
シ

ナ

の
持
ち
物
よ

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

え
え

ち
な
み
に
さ

き
の
フ
ロ

リ
ア
は

こ
こ
の
管
理
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ね

全
然
分
か
ら
な
か

た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
は
ま
だ
ま
だ
レ
ン
ち

ん
の
知
ら
な
い
不
思
議
な
事
が
い

ぱ
い
あ
る
の
よ

 
ま
あ
そ
う
い
う
の
は
調
べ
た
り
せ
ず

自
力
で
見
つ
け
る
事
ね

は

は
い
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ピ
ト
フ

イ
は

シ

ナ
の
意
思
に

え
る
よ
う
に

レ
ン
に
一
応

を

し
た

こ
れ
で
い
い
ん
で
し

フ
ン

今
度
会

た
時

こ
の
胸
の

き
を
存
分
に
ぶ
つ
け
て
や

る
ん
だ
か
ら

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
時
だ
け
神
崎
エ
ル
ザ
モ

ド
に

り

そ
う
考
え
た

さ
て
レ
ン
ち

ん

射
撃
練

の
始
ま
り
よ

存
分
に

験

を

い
で
い

て
ね

射
撃
練

レ
ン
ち

ん

さ

き
か
ら
驚
き
す
ぎ
よ

驚
か
す
の
は
ピ
ト
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

あ
は
は
は
は

ま
あ
そ
う
ね

今
か
ら
こ
の
要
塞
に

敵
が
わ
ん
さ
か
攻
め
て
く
る
の

 
敵
は
全
包
囲
か
ら
来
る
け
ど
最
終
的
に
は
こ
の
真
下
の
要
塞
入
り
口
を
壊
そ
う
と
集
ま

て

く
る
わ

 
だ
か
ら
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に

と
に
か
く
敵
を
殲
滅
よ

は

は
い

あ

で
も
も
し
中
に
乗
り
込
ま
れ
ち

た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か

そ
の
時
は

要
塞
内
部
で
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
殺
し
合
い
ね

 
ま
あ
も

と
も
そ
う
な

た
事
は
今
ま
で
一
度
も
無
い
け
ど
ね
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そ
う
な
ん
で
す
か

と

と
に
か
く
頑
張
り
ま
す

 
そ
の
時
フ
ロ

リ
ア
の
声
が
要
塞
内
部
に

い
た

敵

十
二
時
方
向
か
ら
接
近
中

離
五

 
そ
の
メ

セ

ジ
と
共
に

上
の
方
か
ら
大
歓
声
が

い
て
き
た

う
わ

凄
い
声

こ
こ
に
来
て
か
ら
ず

と
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
な
か

た
で
し

 
実
は
全
員
屋
上
で

敵
が
来
る
の
を
今
か
今
か
と
待

て
い
た
の
よ

な
る
ほ
ど

あ

レ
ン
ち

ん
ほ
ら

あ
そ
こ
を
見
て
み
て

あ
そ
こ

て

何
か
黒
い
物
が

て

え
え
え
え
え
え
え
え

あ
れ
が
全
部
敵
で
す
か

え
え
そ
う
よ

と
り
あ
え
ず
遠
い
う
ち
は
こ
の
銃
を
使
い
な
さ
い

 
こ
れ
な
ら
あ
の

離
で
も
問
題
な
く

く
か
ら

敵
が
近
く
ま
で
来
て
か
ら
が
ピ

ち

ん
の

出
番
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お

り
し
ま
す
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そ
し
て
二
人
は
中

離
狙
撃
を
開
始
し
た

ま
あ
狙
い
を
付
け
な
く
て
も
当
た
る
と
思
う
け
ど

特
に
余
計
な
事
は
言
わ
な
い
わ

 
と
に
か
く
撃

て
撃

て
撃
ち
ま
く
る
の
よ

は
い

 
レ
ン
は
中

離
狙
撃
は
初
め
て
の

験
だ

た
が
そ
れ
で
も
問
題
な
く
敵
に
命
中
さ
せ
る
事

が
出
来
た

 
と
に
か
く
敵
の

が
多
い
せ
い
で
あ

た
が

そ
れ
に
は
も
う
一
つ
別
の
理
由
が
あ

た

上
か
ら
の
狙
撃
が
少
な
い

ピ
ト
さ
ん

ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

い
つ
も
な
ら
も

と
屋
上
か
ら

こ
の

で
銃

が
飛
ぶ
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
ど

 
ど
う
や
ら
今
日
は

は
い
て
も
初
心
者
の
比

が
少
し
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
ち

と
こ
ち
ら
か
ら
の
攻
撃
の
密
度
が
薄
い
気
が
す
る

え
え
と

そ
れ
は
つ
ま
り

後
で
ピ
ン
チ
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
わ

が

頑
張
り
ま
し

う
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そ
う
ね

こ
れ
は
最
初
か
ら
本
気
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
み
た
い

 
ピ
ト
フ

イ
に
と

て

よ
り
に
よ

て
自
分
し
か
い
な
い
時
に

 
シ

ナ
の
持
ち
物
で
あ
る
世
界
樹
要
塞
を

え
所

に
変
化
は
無
く
一
時
的
に
だ
と
し
て

も 
む
ざ
む
ざ
と
失
う
事
に
な
る
の
は

え
難
い
苦

で
あ

た

い
ざ
と
な

た
ら

騎
で
敵
の
正
面
に

り
こ
ん
で
で
も

絶
対
に
守

て
み
せ
る

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
考
え
な
が
ら

無
言
で
引
き
金
を
引
き
続
け
た

 
レ
ン
も
本
気
に
な

た
の
か

一
心
不
乱
に
ピ

ち

ん
を
乱
射
し
続
け
て
い
た

ま
ず
い

や

ぱ
り

幕
が
薄
い
よ

何
や

て
ん
の

 
ピ
ト
フ

イ
は
少
し
イ
ラ
つ
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た

 
同
じ
よ
う
に

上
の
方
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
プ
レ
イ
ヤ

の
何
人
か
が
声
を
上
げ
て
い
た

お
前
ら
も

と
撃
て

撃
て

て

こ
の
ま
ま
じ

負
け
ち
ま
う
ぞ

ル

キ

共

は
事
前
に
用
意
し
て
お
か
な
い
と

目
だ
ろ
う
が

 
と
い
う
か
連
れ
て
き
た
奴
は

ち

ん
と
最

限
の
事
は
レ
ク
チ

し
て
お
け

て
の

 
そ
ん
な
ギ
ス
ギ
ス
し
た
声
が

こ
え
た
の
か

レ
ン
が
突
然
ピ
ト
フ

イ
に
こ
う
言

た
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ピ
ト
さ
ん

い
ざ
と
な

た
ら
二
人
で
こ
こ
か
ら
飛
び
降
り
て

 
ど
ん
な
手

を
使

て
で
も

と
に
か
く
敵
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
せ
ん
か

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は

さ
さ
く
れ
だ

て
い
た
心
が
落
ち
着
く
の
を
感
じ
た

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
わ
よ

い
い
の

い
ま
せ
ん

私

何
度
も
死
ん
だ
事
は
あ
り
ま
す
し

 
そ
れ
よ
り
も
シ

ナ
さ
ん
の
要
塞
を
目
の
前
で
取
ら
れ
る
な
ん
て
悔
し
い
じ

な
い
で
す
か

レ
ン
ち

ん

 
ピ
ト
フ

イ
は
感
動
し
た
面
持
ち
で
そ
う

い
た

 
先
ほ
ど
ま
で
感
じ
て
い
た

心
は

に
消
え
て
し
ま

て
い
る

 
今
ピ
ト
フ

イ
が
感
じ
て
い
る
の
は
た
だ
シ

ナ
を
囲
む
仲
間
と
し
て
の
シ
ン
パ
シ

だ
け

だ

た

分
か

た
わ

近
接
戦
闘
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し

う

は
い

 
そ
し
て
レ
ン
は
素

く
装
備
を
着

え

の
後
ろ
に
ナ
イ
フ
を
差
し

 
予
備
の
マ
ガ
ジ
ン
を
大

に
バ

グ
に
入
れ
た
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そ
の
レ
ン
の
服
装
を
見
た
ピ
ト
フ

イ
は
思
わ
ず
あ

と
叫
ん
だ

そ

そ
れ

て

そ
れ

ど
れ
で
す
か

そ
の
ボ
デ

ア

マ

だ
け
ど

あ
こ
れ
か
わ
い
く
な
い
で
す
か

イ
コ
マ
さ
ん

て
方
に
作

て
も
ら

た
ん
で
す

そ

そ
う

イ
コ
マ
き

ん
に
ね

イ
コ
マ

き

ん

本
当
に
レ
ン
ち

ん
は

今
日
は
驚
い
て
ば

か
り
ね

も

も
う
驚
き
ま
せ
ん
か
ら

 
そ
れ
は
色
こ
そ
ピ
ン
ク
だ

た
が

十
狼
専
用
の
ボ
デ

ア

マ

で
あ

た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

レ
ン
の
目
の
前
で

 
そ
れ
と
ま

た
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
ボ
デ

ア

マ

を
装
備
し
た

えや

ぱ
り
驚
い
た
じ

な
い

だ

だ

て

そ
れ
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ま
あ
こ
れ
も
イ
コ
マ
き

ん
製
だ
し
ね

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
で
す
か

え
え

で
も
こ
れ

本
当
は
私
達
の
専
用
装
備
な
の
よ
ね

専
用
装
備

あ
れ

で
も
こ
れ

て

い
い
の
よ

だ

て
シ

ナ
に
も
ら

た
ん
で
し

う

あ

は
い

そ
う
で
す
け
ど

な
ら
問
題
な
い
わ

さ
あ

準
備
が
整

た
ら
い
き
ま
し

う

は
い

 
二
人
は
そ
う
決
死
の
覚
悟
を
決
め

窓
か
ら
飛
び
降
り
よ
う
と
し
た

 
そ
の
時
外
か
ら
大
歓
声
が

こ
え

二
人
は
飛
び
降
り
る
の
を
一

や
め
た

う
わ

凄
い
大
歓
声

何
が
あ

た
の
か
し
ら
ね

 
二
人
は
そ
う
言

て
外
を
見
た
が

特
に
何
も
見
え
な
い

 

を
す
ま
す
と
ど
う
や
ら
プ
レ
イ
ヤ

達
は
遠
く
に
何
か
を
見
付
け
て

り
上
が

て
い

る
よ
う
だ
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あ

ピ
ト
さ
ん

も
し
か
し
て
あ
れ
じ

な
い
で
す
か

あ
れ

あ

 
そ
れ
が
何
か
を
理
解
し
た

間
に

ピ
ト
フ

イ
は
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
る
の
を
感
じ

 

て
て
そ
れ
を
ぬ
ぐ

た

あ
れ
が
何
か
分
か
る
ん
で
す
か

う
ん

あ
れ
は
ね

ブ
ラ

ク

て
名
前
の
軍
用

よ

ブ
ラ

ク

そ
ん
な
メ

カ

が
あ
る
ん
で
す
か

う
う
ん

そ
う
い
う
ん
じ

な
く
て

呼
び
名
ね

あ

な
る
ほ
ど

乗

て
い
る
の
は

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

を
取
り
出
し

誰
が
乗

て
い
る
の
か
確
認
し
た

運
転
し
て
い
る
の
は
先
生

他
に
二
人

シ
ズ

イ
ク
ス

 
そ
の
興
奮
し
た
よ
う
な
ピ
ト
フ

イ
の
様
子
を
見
て

 
レ
ン
は
あ
れ
は
か
な
り
強
力
な
援
軍
な
ん
だ
ろ
う
な
と
考
え
た

ピ
ト
さ
ん

あ
れ

て
援
軍
で
す
よ
ね
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え
え
そ
う
よ

こ
れ
を
貸
し
て
あ
げ
る
か
ら

ま
あ
見
て
な
さ
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
レ
ン
は

そ
の
ブ
ラ

ク
と
い
う

の
様
子
を
観
察
し
た

う
わ

麗
な
人
達
が
三
人
も

て

え
え
え
え
え
え
え

 
レ
ン
が
見
守
る
中

ブ
ラ

ク
は
敵
の
真

中
に
突

込
み

敵
を
は
ね
飛
ば
し
始
め
た

 
そ
し
て
同
時
に
白
い

の
女
性
が

の
屋

に
上
が
り
そ
こ
に

え
て
あ
る
銃
を
乱
射
し
始

め
たう

わ

う
わ

凄
い

 
敵
は
そ
の
ま
ま
蹂
躙
さ
れ
て
ゆ
き

要
塞
の
入
り
口
前
に

か
り
と
空
白
地

が
出
来

 
ブ
ラ

ク
は
扉
を
塞
ぐ
よ
う
に
そ
こ
に

し
た

 
そ
の

間
に
レ
ン
は

い
き
な
り
ピ
ト
フ

イ
に

き
か
か
え
ら
れ
た

ピ

ピ
ト
さ
ん

サ
プ
ラ
イ
ズ

確
か
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
わ

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
し
て
レ
ン
を

き
か
か
え
た
ま
ま

ピ
ト
フ

イ
は

へ
と
身
を
躍
ら
せ
た
の
だ

た



 第５５０話 サプライズ

 
役
者

場
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第
５
５
１
話
 
十
狼
四
天
王

自
称

の
戦
い

 
今
日
の
投
稿
は
な
ん
と
な
く

月

日

時

分
で

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は

 
絶
叫
す
る
レ
ン
を

え
た
ま
ま

ピ
ト
フ

イ
は
ダ
ン

と
地
面
へ
と
着
地
し
た

 
多
少
足
が
し
び
れ
る
感
じ
は
し
た
が
ピ
ト
フ

イ
は
そ
れ
に

え
レ
ン
を
地
面
に
下
ろ
す

と 
気
に
せ
ず
戦
い
続
け
て
い
る
三
人
の
横
に

ん
で

銃
撃
を
始
め
た

先
生

シ
ズ

イ
ク
ス

い
よ

ご
め
ん
ご
め
ん

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
ブ
ラ

ク
を
飛
ば
し
て
き
た
ん
だ
け
ど

 
こ
ん
な
ギ
リ
ギ
リ
に
な

ち

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
嬉
し
さ
を

す
よ
う
に
そ
う
抗
議
し

シ
ズ
が
そ
れ
に
そ
う
答
え
た
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う
う
ん
今
回
は
何
か
素
人
が
多
い
ら
し
く
て
ピ
ン
チ
だ

た
か
ら
実
は
凄
く
助
か

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
い
一
人
取
り
残
さ
れ
て
い
た
レ
ン
に
ニ

ン
ゴ
ロ

が
声
を

け

た
あ
な
た
が
レ
ン
さ
ん
ね

さ
あ

こ
こ
か
ら

き
返
す
わ
よ

あ

は

は
い

奮
闘

奨

え

が

頑
張
り
ま
す

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
は
全
員
に

こ
え
る
よ
う
に
ブ
ラ

ク
の
マ
イ
ク
を
使

て
こ
う
叫
ん
だ

こ
こ
は
十
狼
が
引
き
受
け
た

戦
士
達
よ

敵
を
殲
滅
せ
よ

お
お

 
そ
の
呼
び
か
け
に

プ
レ
イ
ヤ

達
は
気
合
い
の
こ
も

た
声
で
そ
う
答
え
た

シ
ズ
カ
さ
ん
に
ニ

ン
ゴ
ロ

さ
ん
に
銃
士

さ
ん
だ

ピ
ト
フ

イ
も
い
る
ぞ

十
狼

十
狼

 
そ
こ
か
ら
戦
い
は
続
け
ら
れ
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レ
ン
は
明
ら
か
に
先
ほ
ど
よ
り
も
戦
闘
が
楽
に
な

て
い
る
事
に
気
が
つ
い
た

 
プ
レ
イ
ヤ

達
は
先
ほ
ど
ま
で
の
鬱
屈
し
た
様
子
は

片
も
見
せ
ず

 
そ
の

り
上
が
り

り
に

レ
ン
は
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
を

え
ら
れ
な
か

た

 
た

た
一
人
の
言
葉
で
一
気
に

勢
が
逆
転
し

プ
レ
イ
ヤ

側
が

利
に
な
る
と
い
う

 
通
常
あ
り
え
な
い
奇
跡
の
よ
う
な
も
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら
だ

十
狼

て
一
体

 
そ
し
て
思
わ
ず
そ
う

い
た
レ
ン
に

シ
ズ
が
笑
顔
で
言

た

そ
う

私
達
は
シ

ナ
が
作

た
ス
コ

ド
ロ
ン

十
狼

の
メ
ン
バ

よ

 
私
は
シ
ズ
カ

宜
し
く
ね

レ
ン
ち

ん

ニ

ン
ゴ
ロ

よ

先
生
と
呼
ん
で

銃
士

呼
ぶ
な
ら
イ
ク
ス
で

そ
し
て
私
は
ピ
ト
フ

イ

こ
の
四
人
が

十
狼
の
美
人
四
天
王
よ

 
も
し
そ
の
言
葉
を
ロ
ザ
リ
ア
や
ベ
ン
ケ
イ
や
シ
ノ
ン
が

い
た
ら
絶
対
に
抗
議
し
た
で
あ
ろ
う

が 
こ
の
場
に
彼
女
達
は
い
な
い

そ
し
て
こ
う
い
う
の
は

言

た
者
勝
ち
で
あ
る
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も
ち
ろ
ん
シ
ズ
カ
達
が
抗
議
す
る
は
ず
も
な
い

四
天
王
の
一
人
に

え
ら
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
当
然
だ

ピ

ピ
ト
さ
ん
も
シ

ナ
の
仲
間
だ

た
ん
で
す
か

う
わ

う
わ

凄
い
な

 
一

リ
ア
ル
で
最
近
出
来
た
私
の
お
友
達
か
と
思

て
ち

と
び

く
り
し
ち

い
ま
し
た

 

り
方
と
か
が
そ

く
り
だ

た
ん
で

 
そ
の
言
葉
に
三
人
は

一

ビ
ク

と
し
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
れ
を
見
て
ニ
ヤ
リ
と
し
た
が

何
も
言
わ
な
か

た

 
そ
し
て
三
人
は
レ
ン
に
こ
う
言

た

気

気
の
せ
い
じ

な
い
か
な

だ

 
シ
ズ
カ
は
目
を

が
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
う
そ
う

気
の
せ
い
だ
と
思
う
の
ニ

ン

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は
む
し
ろ
口
実
が
出
来
た
と

嬉
々
と
し
て
語
尾
を
ニ

ン
に
変
え
た

ご
め
ん
ご
め
ん

ち

と
シ
ン
プ
ル
す
ぎ
た
ね

い
つ
も
は
こ
う
じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
私

て
ば
ほ
ら

一
度

り
だ
す
と
こ
ん
な
感
じ
で
止
ま
ら
な
い
か
ら
さ
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銃
士

は
滅
多
に
見
せ
な
い
素
の

り
方
で
そ
う
言

た

あ

よ
く

い
た
ら
全
然
違
い
ま
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

そ

そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
の

さ
あ
敵
を
殲
滅
し
よ
う

だ

行
く
の
ニ

ン

レ
ン
ち

ん

レ

ツ
ゴ

は
い

さ
あ
ピ
ト
さ
ん

散
ら
し
て
あ
げ
ま
し

う

そ
う
ね

敵
を
皆
殺
し
ま
し

う

 
そ
の
言
葉
を
合
図
に
ニ

ン
ゴ
ロ

は
ブ
ラ

ク
の
屋

の
上
に
上
り
ミ
ニ
ガ
ン
を
乱
射

し
始
め

 
シ
ズ
カ
は
レ
ン
の
隣
に

ん
で
Ｐ
９
０
の
連
射
を
始
め
た

あ

シ
ズ
さ
ん

そ
れ

て
私
の
ピ

ち

ん
と
同
じ

う
ん

お
揃
い
だ

わ

い

二
人
で
撃
ち
ま
く
り
ま
し

う

だ
 
銃
士

は
ニ

ン
ゴ
ロ

の
足
元
で
中

離
狙
撃
を

り
返
し
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ピ
ト
フ

イ
は
銃
を
コ
ロ
コ
ロ
変
え
な
が
ら

敵
を
殲
滅
し
て
い

た

 
だ
が
敵
の
圧
力
は
徐
々
に

大
し

次
第
に

勢
は

再
び
モ
ブ

利
な
情
勢
へ
と

い
て

い

た

 
そ
ん
な
中

敵
に
大
き
な
動
き
が
あ

た

ね

何
か
味
方
の
攻
撃
力
が
落
ち
て
な
い

だ

違
う
わ

シ
ズ

あ
れ
を
見
て
ニ

ン

あ
れ

て
カ
ブ
ト
ム
シ

い
や

が
な
い
か
ら

の
カ
ブ
ト
ム
シ

コ
ガ
ネ
ム
シ
と
い
う
発
想
は
無
い
の
か
ニ

ど

ち
で
も
い
い
じ

な
い

と
に
か
く

い
奴

要
す
る
に

一
体
を
倒
す

の
銃

の

が

大
し
た
と
い
う
事
ニ

 
敵
の
第
何

か
は
分
か
ら
な
い
が

迫
り
来
る
そ
の
い
か
に
も

そ
う
な

に
レ
ン
は

り

 
と
に
か
く
一
体
で
も
敵
を
多
く

ろ
う
と
全

撃
ち
つ
く
す
勢
い
で
ピ

ち

ん
を
撃
ち

ま
く

た

く

倒
れ
ろ

倒
れ
ろ

レ
ン
ち

ん
落
ち
着
い
て

大
丈
夫
だ
か
ら
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ピ
ト
さ
ん

で

で
も

と
り
あ
え
ず
こ
れ
を
使
い
な
さ
い

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
が
レ
ン
に

し
た
の
は

ピ
ト
フ

イ
の
愛
剣

⻤

だ

た

こ

こ
れ

て

光
剣

て
奴
で
す
よ
ね

凄
く
大
事
な
物
な
ん
じ

も
ち
ろ
ん
あ
げ
な
い
わ
よ

貸
す
だ
け

で
も
そ
れ
じ

あ
ピ
ト
さ
ん
の
分
が

私

実
は
も
う
一
本
持

て
る
か
ら

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
が
取
り
出
し
た
の
は
も
う
一
本
の

光
剣
で
あ

た

名
を
血
華

と
い
う

あ
ら
ピ
ト

も
う
一
本
作

て
も
ら

た
の
ニ

う
ん

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
景
品
で

光
ユ
ニ

ト
を
も
ら

た
の

名
前
は

血
華

へ

名
前
の
由
来
は
後
で

か
せ
て
も
ら
お
う
か
し
ら

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
ね

う
ん
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二
人
は
そ
う
言

て
シ
ズ
カ
の
方
を
見
た

レ
ン
も
釣
ら
れ
て
そ
ち
ら
を
見
た
が

 
こ
れ
か
ら
何
が

こ
る
の
か
は
ま

た
く
分
か
ら
な
い

だ
が
何
か
が

こ
る
事
だ
け
は
分

か

て
い
た

 
そ
ん
な

張
の
中

シ
ズ
カ
は
仲
間
達
を
チ
ラ
リ
と
見
る
と

 
レ
ン
が
手
に
剣
の

を
持

て
い
る
事
を
確
認
し

 
そ
の

に
差
し
て
い
た
剣
を
抜
き

高
ら
か
に
こ
う
叫
ん
だ

先
生
は
ブ
ラ

ク
の
運
転
を
お
願
い
ね

総
員
抜
刀

 
そ
の
言
葉
を
受
け

銃
士

は

い
刀
身
の
剣
を
抜
い
た

流
水

抜
刀

 
ピ
ト
フ

イ
も
手
に
持

て
い
た
剣
の

の
ス
イ

チ
を
入
れ

 
そ
の

か
ら
⻤

よ
り
も

い

色
の
刀
身
が

を
現
し
た

血
華

抜
刀

 
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
レ
ン
も
空
気
を

ん
で
同
じ
よ
う
に
叫
ぼ
う
と
し
た
が
剣
の
名
前
が
分

か
ら
な
い

 
そ
れ
を
察
し
た
ピ
ト
フ

イ
が

レ
ン
に

打
ち
し
た
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レ
ン
ち

ん

⻤

よ

⻤

き

⻤

抜
刀

 
そ
ん
な
レ
ン
を
見
て
ク
ス
リ
と
笑

た
シ
ズ
カ
は

レ
ン
に
こ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

レ
ン
ち

ん
そ
の
剣
は
シ

ナ
に
教
え
て
も
ら

た

剣
術
と
同
じ
よ
う
に
扱
え
ば
い
い

か
ら
だ

わ

分
か
り
ま
し
た

 
要
す
る
に

敵
の
側
面
を
駆
け
抜
け
な
が
ら

そ
の
体
を

り

け
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
レ
ン
は
そ
う
考
え

と
に
か
く
落
ち
着
い
て

言
わ
れ
た
事
を
確
実
に
実
行
に
移
そ
う
と

 
た
だ
ひ
た
す
ら
そ
れ
だ
け
を
考
え
た

総
員
乗

 
そ
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

が
運
転

に
座
り
レ
ン
達
三
人
が

の
屋

に
上

た
の
を
確
認
す

る
と

 
シ
ズ
カ
も
同
じ
よ
う
に
屋

に
上
り

再
び
高
ら
か
に
叫
ん
だ

十
狼

出
撃

お
う
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レ
ン
も
ノ
リ
で
そ
う
叫
ん
だ
が

ど
う
や
ら
間
違

て
い
な
か

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
は
敵
の
真

中
へ
と
突

込
み

最
初
に
銃
士

が
言

た

お
先
に

 
そ
し
て
銃
士

は
ブ
ラ

ク
か
ら
飛
び
降
り

近
場
の
敵
を
片

か
ら

り
始
め
た

 
当
然
ニ

ン
ゴ
ロ

は

ア
ク
セ
ル
を
緩
め
た
り
は
し
て
い
な
い

次

行
く
ね

 
次
に
ピ
ト
フ

イ
が
飛
び
降
り

同
じ
よ
う
に
敵
を

り
始
め

 
レ
ン
も
な
る
べ
く
敵
の
多
そ
う
な
所
を
選
ん
で
飛
び
降
り
た

目
の
前
か
ら
敵
の
巨
大
な

が

レ
ン
に
迫
る

こ

怖

で

で
も

と
に
か
く
言
わ
れ
た
通
り
に

 
そ
し
て
レ
ン
は

剣
を
水
平
に

え

何
も
考
え
ず
に
敵
の
横
を
通
過
し
た

あ

あ
れ

手
応
え
が
ほ
と
ん
ど
無
い

 
レ
ン
は
疑
問
に
思
い

り
向
く
と

そ
こ
に
は
動
き
を

止
し
た
敵
の

が
あ

た

こ

こ
れ

て

 
そ
し
て
レ
ン
が
敵
を
ち

ん
と
つ
つ
く
と

に
敵
の
上
部
と
下
部
が
ズ
レ
ゴ
ト
リ
と
落
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ち
た

 
直
後
に
敵
は
爆
散
し

そ
の
ま
ま

と
な

た

う
わ

う
わ

 
レ
ン
は
驚
き

次
の
敵
に
も
同
じ
事
を
し
た

 
そ
し
て
そ
の
敵
も
同
じ
よ
う
に
爆
散
し
た
事
で

レ
ン
は
調
子
に
乗

た

い
け
る

 
レ
ン
は
そ
う
考
え

戦
場
を
文

通
り

横
無
尽
に
走
り
回

た

レ
ン
ち

ん

や
る
な

私
も
負
け
て
ら
れ
な
い
ね

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
も
ブ
ラ

ク
か
ら
飛
び
降
り

敵
の
殺

を
開
始
し
た

 
四
色
の
光
が
戦
場
を
駆
け
巡
り

敵
は

々
と
そ
の

を

ら
し
て
い

た

 
だ
が
局
地
的
に
敵
の

が
多
く
な
る
事
は
あ
る

レ
ン
の

り
が
今
ま
さ
に
そ
の

態
で
あ

た
く

こ
の
ま
ま
だ
と
囲
ま
れ
る

 
そ
ん
な
レ
ン
の

に

ピ
ト
フ

イ
の
声
が
し
た

レ
ン
ち

ん

思
い

き
り
真
上
に
飛
ん
で
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そ
の
声
が

こ
え
た

間

レ
ン
は
言
わ
れ
た
通
り
真
上
に
飛
ん
だ

 
直
後
に
レ
ン
の
真
下
を
ブ
ラ

ク
が
通
過
し
そ
の
ま
ま
レ
ン
の
体
を
ピ
ト
フ

イ
が
空
中
で

受
け
止
め
た

お
お

 
ど
う
や
ら
ピ
ト
フ

イ
は
一
度
ブ
ラ

ク
に

て
い
た
よ
う
で

 
レ
ン
は
自
ら
の
足
で
立
つ
と

ピ
ト
フ

イ
に
お

を
言

た

ピ
ト
さ
ん

あ
り
が
と
う

危
な
く
な

た
ら
必
ず
先
生
が

を
ま
わ
し
て
く
れ
る
か
ら
今
度
は
一
人
で
上
手
く
飛
び
乗

る
の
よ

り

了
解

 
そ
う
伝
え
た
直
後
に
ピ
ト
フ

イ
は
再
び
ブ
ラ

ク
か
ら
飛
び
降
り
た

 
レ
ン
も
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
飛
び
降
り
こ
う
し
て
ニ

ン
ゴ
ロ

の
運
転
す
る
ブ
ラ

ク
が

走
り
回
る
中

 
四
人
は
上
手
く
ブ
ラ

ク
に
避
難
し
な
が
ら

調
に
敵
の

を

ら
し
て
い
き

 
つ
い
に
敵
は
全
滅
す
る
事
と
な

た

そ
し
て
そ
の
場
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
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敵
の
全
滅
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

皆
様

今
回
の
防
衛
戦
も
成
功
で
す

お
疲
れ
様
で
し
た

 
そ
の

間
に
大
歓
声
が
上
が
り
レ
ン
も
ブ
ラ

ク
の
上
で
喜
び
を
爆
発
さ
せ
た
の
だ

た



 第５５２話 久々の満足感

 
第
５
５
２
話
 
久
々
の
満
足
感

や

た

や

た

 
両
手
を
上
げ

あ
ち
こ
ち
走
り
回
り
な
が
ら
喜
ぶ
レ
ン
を
見
て

ピ
ト
フ

イ
は
苦
笑
し
た

レ
ン
ち

ん
は
元
気
だ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
座
り
込
む
ピ
ト
フ

イ
の

を

シ
ズ
カ
達
三
人
が

ん
と
叩
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
笑
顔
で
そ
ち
ら
に

り
向
い
た
の
だ
が

 
そ
こ
に
あ

た
の
は

ど
う
見
て
も

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
三
人
の
顔
だ

た

ひピ
ト

あ
な
た
ね

室
⻑
に
思
わ
せ
ぶ
り
な
事
を
言
う
の
は
不
許
可

あ
な
た
が
レ
ン
ち

ん
に
何
か
し
た
ら

 
八
幡
君
に
管
理
不
行
き

き
で

ら
れ
る
の
は
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
な
ん
だ
か
ら
ね

ご

ご
め
ん

ほ
ん
の
冗
談
の
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど

 
ピ
ト
フ

イ
は
さ
す
が
に
少
し
は
反
省
し
た
の
か

素
直
に
そ
う
謝

た
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他
人
に
は
ほ
と
ん
ど
謝
る
事
の
無
い
ピ
ト
フ

イ
も
仲
間
相
手
だ
と
多
少
は
変
わ
る
よ
う
だ

 
と
は
い
え
ど
こ
ま
で
本
気
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

三
人
と
も

ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
に
呼
ば
れ
て
来
た
の

室
⻑
が
ど
う
し
て
も
外
せ
な
い
用
事
が
あ
る
と
か
で
急

呼
ば
れ
た
の

ま
あ
で
も
幸
い
だ

た
わ
ね

息
抜
き
に

あ
の
場
か
ら
少
し
離
れ
た
か

た
か
ら

あ
の
場

何
か
や

て
る
の

今
私
と
明
日
奈
は
そ
の

合

中
な
の
よ
ね

 
ニ

ン
ゴ
ロ

は
言
い

そ
う
に
そ
う
言

た

え

何
の
合

え
え
と

そ
の

苦
手

服
の

と
い
う
か

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

あ
あ

わ
ん
こ
か

そ
れ
じ

あ
シ
ズ
は
オ
バ
ケ
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は
苦
手

服
と

い
て

そ
れ
が
何
の
事
か
す
ぐ
に
分
か

た
よ
う
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は
何
度
か

ニ

ン
ゴ
ロ

が

タ
イ
プ
の
敵
に
ひ
る
む
と
こ
ろ
や

 
シ
ズ
カ
が
ゴ

ス
ト
タ
イ
プ
の
敵
か
ら
目
を
背
け
る
場
面
を
目
撃
し
て
い
た

あ

そ
う
か
そ
う
か
確
か
に
そ
れ
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
ね
私
も
何
度
か
見
て
気
に
な
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て
た
し

ピ
ト
に
は
怖
い
も
の
は
無
い
の
か
し
ら

ん

あ
る
よ

シ

ナ
と
離
れ
離
れ
に
な
る
事

ピ
ト
は
そ
の

り

変
わ
ら
な
い
よ
ね

当
然
じ

な
い
シ
ズ
に
は
悪
い
け
ど
い
つ
か
絶
対
に
子
種
を

ぐ
ふ
ぐ
ふ
ふ
ふ
ふ

 
シ
ズ
カ
は
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
を
見
て

る
よ
り
も
む
し
ろ
ド
ン
引
き
し
た

そ

そ
う

が

頑
張

て

う
ん

も
ち
ろ
ん

 
丁
度
そ
こ
に

走
り
回

て
い
た
レ
ン
が

て
き
た

 
レ
ン
は
よ
ほ
ど
嬉
し
か

た
の
か

ピ
ト
フ

イ
に
飛
び
つ
き
な
が
ら
言

た

ピ
ト
さ
ん

や

た

や

た
ね

シ

ナ
の
大
切
な
も
の
を
守
れ
た
ね

 
そ
の
あ
ま
り
に
も
明
け

け
な
シ

ナ
へ
の
想
い
に

 
ピ
ト
フ

イ
は
自
身
が

し
て
い
た
事
も
忘
れ

レ
ン
と
一

に
な

て
喜
び
あ

た

あ
は
は
は
は

や

た
ね
レ
ン
ち

ん

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
調
子
に
乗

た
の
か

レ
ン
を

え
上
げ

上
に
放
り
投
げ
た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

ほ

ら

高
い
高
い

う

う
お
お
お
お

敵
を
相
手
に
す
る
よ
り
も
怖
え
え
え
え
え
え
え
え
え

何
言

て
る
の

さ

き
レ
ン
ち

ん
は

あ
の
窓
か
ら
飛
び
降
り
た
じ

な
い

そ
の
時
は
ピ
ト
さ
ん
に

え
ら
れ
て
ま
し
た
か
ら

あ
れ

そ
う
だ

け

ま
あ
い
い
わ

さ
て

験
と
戦
利
品
の
チ

ク
と
い
き
ま
し

う
か

 
ピ
ト
フ

イ
が
そ
う
言

た
の
を
キ

カ
ケ
に

 
結
衣
と
優
美
子
に
設
定
さ
れ
た

い
わ
ゆ
る
門
限
的
な
も
の
に
引

か
か
り
そ
う
な
時
間
に

な

た

 
シ
ズ
カ
と
ニ

ン
ゴ
ロ

は
二
人
に
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
と
言

て
そ
の
ま
ま
落
ち
て
い

き 
そ
の
場
に
は
銃
士

だ
け
が
残
る
事
と
な

た

イ
ク
ス
は
時
間
は
大
丈
夫
な
の

大
丈
夫
大
丈
夫

む
し
ろ
こ
こ
で
私
ま
で
落
ち
ち

た
ら

 
室

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
の

が
マ

ハ

て
い
う
か

そ
れ
は
さ
す
が
に
避
け
な
い
と
ま
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ず
い
と
思
う
し

 
銃
士

は
レ
ン
の
手
前

ロ
ザ
リ
ア
を
室
⻑
と
呼
ぶ
の
は
ま
ず
い
と
考
え

て
て
そ
う
言

い
直
し
た

別
に
大
丈
夫
な
の
に
な

ピ
ト
は
今
ま
で
の
自
分
の
行
い
を
胸
に
手
を
当
て
て
思
い
出
し
て
み
た
方
が
い
い
ん
じ

な

い
か
な

何
か
あ

た

け

ま

た
く
思
い
出
せ
ま
せ

ん

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
を
じ
ろ

と
見
な
が
ら

銃
士

は
こ
う
言

た

ま
あ
そ
う
い

た
記
憶
の

は

胸
の
大
き
さ
に
よ

て
そ
の

が
変
わ
る
と
い
う
か
ら

 
ピ
ト
が
思
い
出
せ
な
い
の
は
物
理
的
に
仕
方
が
な
い

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に
一

ま
る
と
迫
力
満
点
の

相
で
銃
士

に

凄
ん
だ

あ
ん
た
ね

ち

と
リ
ア
ル
で
胸
が
大
き
い
か
ら

て
調
子
に
乗
る
ん
じ

な
い
わ
よ

大
丈
夫

ピ
ト
の
胸
に
も

要
は
あ
る

気
を
落
と
さ
な
い
で

 
と
い
う
か
あ
ん
な

の

は

魔
で
し
か
な
い
か
ら
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く

言
う
に
事

い
て

け
て
い
る
の
は
ピ
ト
の
胸

そ
う
よ
ね

レ
ン
ち

ん

い
い

 
レ
ン
は
い
き
な
り
そ
う

ら
れ

二
人
の
間
で

み
に
な

た

え

え

と
そ
の

そ
う
い
う
の
は
あ
ま
り
気
に
し
な
く
て
も
い
い
ん
じ

つ
ま
り
ピ
ト
の
胸
の
事
は
否
定
し
な
い
と

そ
う
い
う

じ

な
い
で
す

そ
も
そ
も
私

ピ
ト
さ
ん
の
リ
ア
ル
知
り
合
い
じ

な
い
で

す
か
ら

 
レ
ン
は
ピ
ト
フ

イ
に
じ
と

と
し
た

線
を
向
け
ら
れ

て
て
そ
う
言

た

レ
ン
ち

ん
は
い
い
わ
よ
ね

リ
ア
ル
で
も
胸
が
あ

て

え

そ
ん
な
事
無
い
で
す
よ

普
通
で
す
よ
普
通

違
い
ま
す
よ

本
当
に
普
通
で
す
か
ら

 
ピ
ト
フ

イ
に
そ
う
言
わ
れ

レ
ン
は

て
て
そ
う
念
を
押
し
た

 
そ
ん
な
レ
ン
に
ピ
ト
フ

イ
は

更
に
じ
と

と
し
た

線
を
向
け
な
が
ら
言

た
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知

て
る

本
当
に
胸
の
あ
る
人
は

こ
ん
な
の
重
く
て

魔
で
し
か
な
い

て
言
う
の

 
そ
の
言
葉
に
レ
ン
は
思
わ
ず
銃
士

の
方
を
見
た

銃
士

は
そ
の

線
を
受
け

い
た

ま
あ
確
か
に
そ
う
か
も
ね

で

胸
の
無
い
人
は
ね

普
通
に
胸
が
小
さ
い

て
気
に
す
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
の

へ

へ

そ
れ
じ

あ
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
け
ど
巨

と
い
う

じ

な
い
人
は

 
そ
う
い
う
時
に
ど
ん
な
反
応
を
見
せ
る
と
思
う

え

え

と

ど
う
な
ん
で
す
か
ね

 
レ
ン
は
や
ば
い
と
思
い

目
を

ら
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

そ
う
い
う
人
は
ね

私
な
ん
か
普
通
だ
か
ら

て
言
う
の
よ

 
こ
の
事
に
つ
い
て

レ
ン
ち

ん
は
ど
う
思
う

そ

そ
れ
は

 
レ
ン
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
迫
力
に
恐
れ

き

一
歩
下
が
ろ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
ん
な
レ
ン
を
逃
が
す
ま
い
と

ピ
ト
フ

イ
は
素

く
レ
ン
の

の
下
に
手
を
入
れ

 
そ
の
ま
ま
レ
ン
を
上
へ
と
持
ち
上
げ
た

こ
う
な
る
と
も
う
レ
ン
に
は
何
も
成
す
術
は
無
い
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レ
ン
ち

ん

ど
う
し
て
後
ろ
に
下
が
ろ
う
と
す
る
の

私

し
い
わ

そ

そ
そ
そ
そ
ん
な
事
し
て
ま
せ
ん
よ

私
達

友
達
じ

な
い
で
す
か

 
そ
う
言
わ
れ
た
ピ
ト
フ

イ
は

ニ
タ

と
笑
い
な
が
ら
言

た

そ
う
ね

私
達
は
友
達
よ
ね

だ
か
ら
当
然
も
い
で
く
れ
る
わ
よ
ね

え

だ
か
ら

リ
ア
ル
で
レ
ン
ち

ん
の
胸
を
も
い
で
く
れ
る
わ
よ
ね

ひ
い

 
レ
ン
は
恐
怖
の
あ
ま
り

こ
の
場
を
逃
げ
出
し
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な

た
が

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
を
銃
士

が

何
か

の
棒
の
よ
う
な
物
で
ひ

ぱ
た
い
た

ピ
ト

い
い
加

に
す
る

本
気
で

い
よ
イ
ク
ス

何
そ
れ

こ
れ

こ
れ
は
ナ
ン
パ
撃
退
用
の

素
材
は

船
の
装
甲

は

あ
あ

 
そ
の
言
葉
に
本
気
で
驚
い
た
の
か

ピ
ト
フ

イ
は
思
わ
ず
レ
ン
を
離
し

 
レ
ン
は
そ
れ
を
幸
い
に

こ
そ
こ
そ
と
銃
士

の
後
ろ
に

れ
た
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何
そ
の
無

に
高
性
能
な
趣
味
武
器
は

そ
う
い
う
の
は
大
好
物
よ

私
に
も

ふ
ふ
ん

ま
し
い

 
そ
う

を
開
き
な
が
ら
ド
ヤ
顔
で
言
う
銃
士

に

ピ
ト
フ

イ
は
一

に
し
て
ぐ
ぬ
ぬ

態
と
な

た

ぐ
ぬ
ぬ

う

ま
し
い

ま
あ
素
材
が
取
れ
た
ら
作

て
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

な
い

う

う
ん

そ
う
す
る

あ

で

で
も

で
も

私

こ
の
顔
の

の
せ
い
で

ナ
ン
パ
と
か
さ
れ
な
い
わ

 
そ
も
そ
も
こ
れ

そ
う
い
う
目
的
の

に
シ

ナ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
付
け
た
ん
だ
し

 
ピ
ト
フ

イ
の
そ
の
言
葉
に

銃
士

は
き

と
ん
と
し
な
が
ら
言

た

え

シ

ナ
様
の
ア
ド
バ
イ
ス

そ
う
な
の

う

う
ん

 
そ
ん
な
押
し

る
銃
士

を
見
て

ピ
ト
フ

イ
は
こ
こ
が
反
撃
の
チ

ン
ス
だ
と
悟
り
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全
力
で
銃
士

に
攻
撃
を
加
え
始
め
た

そ
う
そ
う

こ
れ
は
そ
う
い
う
目
的
で
付
け
た
ん
だ

た
わ

 
い
や

や

ぱ
り
シ

ナ
は

私
が
他
の
男
に
声
を

け
ら
れ
る
の
が

な
の
か
し
ら
ね

 
愛
さ
れ
て
る

て
こ
う
い
う
事
な
の
か
し
ら

 
そ
う
い
え
ば
イ
ク
ス
は
そ
う
い

た
ア
ド
バ
イ
ス
と
か
さ
れ
た
り
し
て
い
な
い
の

ぐ
ぬ
ぬ

 
一

に
し
て
攻
守
は
逆
転
し

ピ
ト
フ

イ
は
自
分
の
優

を
感
じ
た

 
銃
士

は
ど
う
反

し
よ
う
か
考
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が

 
そ
ん
な
二
人
に

感
心
し
た
口
調
で
レ
ン
が
言

た

や

ぱ
り
お
二
人
は

凄
く
仲
良
し
な
ん
で
す
ね

えは
 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

苦
笑
し
た

や
れ
や
れ

レ
ン
ち

ん
に
は
敵
わ
な
い
な

さ
て

験
と
戦
利
品
の
チ

ク
で
も
し
ま
し

う
か
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あ

は
い

 
二
人
の
雰
囲
気
が
柔
ら
か
く
な

た
の
を
感
じ

レ
ン
は
ほ

と
し
つ
つ
も
そ
う
同
意
し
た

 
そ
し
て
三
人
は
世
界
樹
要
塞
の
上
の
フ
ロ
ア
へ
と

り

戦
利
品
の
報
告
が
始
め
ら
れ
た

う

ん

銃
が
い
く
つ
か
も
ら
え
た
け
ど

こ
れ

も
う
全
部
持

て
る
な

私
は
外
れ
か
な

一

的
な
素
材
と
予
備
の

が

山

 
ピ
ト
フ

イ
と
銃
士

は

そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ン
の
方
を
見
た

わ

私
は
こ
れ
み
た
い
で
す

あ
と
こ
れ

う
わ

レ
ア
だ
け
ど
何
と
も
い
え
な
い
物
が

グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

だ
ね

 
レ
ン
は
そ
の
言
葉
に
興
味
深
そ
う
に
自
ら
の
戦
利
品
を
見
つ
め
た
が

 
性
能
を
チ

ク
し
て
思
わ
ず
天
を

い
だ

ど
う
し
た
の

い
や
こ
れ
を
カ
バ
ン
に
入
れ
た
ら
重
さ
的
に
か
な
り
負
担
に
な

ち

う
な

て
思

て

そ
れ
じ

あ

ち

う

う

ん
そ
れ
も
も

た
い
な
い
と
い
う
か
せ

か
く
だ
か
ら
記
念
に
持

て
お
き
た
い
気
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も
そ
れ
な
ら
ロ

カ

を
紹
介
し
て
あ
げ
る
わ
そ
こ
に
突

込
ん
ど
け
ば
い
い
ん
じ

な
い

い
い
ん
で
す
か

是
非
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言
い
な
が
ら
次
に
レ
ン
が
見
せ
て
き
た
素
材
を
見
て
二
人
は
思
わ
ず
あ

と
声
を
上

げ
たそ

そ
れ

て

船
の
装
甲

じ

な
い

や

た
ね
レ
ン
ち

ん

大
当
た
り
だ
ね

こ
れ
が
そ
う
な
ん
で
す
か

う
わ

や

た

 
本
当
に
嬉
し
そ
う
な
レ
ン
の

を
見
て

ピ
ト
フ

イ
と
銃
士

は

ほ

こ
り
と
し
た
気

分
に
な

た

で

ど
う
す
る

剣
で
も
作

ち

う

あ

で
も

私
に
は
こ
の
シ

ナ
さ
ん
に
も
ら

た

剣
が
あ
る
ん
で

 
そ
う
言

て
レ
ン
が
見
せ
て
き
た

剣
も
ま
た

同
じ
素
材
で
出
来
た
も
の
で
あ

た

あ
あ

そ
れ
が
あ
る
な
ら
必
要
な
い
ね
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と
い
う
か
こ
れ

同
じ
素
材
で
出
来
て
る

あ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

そ
う
す
る
と

防

で
も
作
る

あ

そ

そ
れ
じ

あ
あ
の

 
そ
し
て
レ
ン
は

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
銃
士

に
言

た

私
も

さ

き
イ
ク
ス
さ
ん
が
使

て
た
そ
れ
が
欲
し
い
な

て

あ
あ

こ
れ

 
そ
う
言

て
銃
士

が
見
せ
て
き
た
先
ほ
ど
の

を
見
て

レ
ン
は
こ
く
こ
く
と

い
た

そ
れ
で
す

気
に
入

た
の

は
い

何
か
格
好
い
い
な

て

ま
あ
確
か
に
格
好
い
い
わ
よ
ね

そ
れ

 
私
も
素
材
が
手
に
入

た
ら
イ
コ
マ
き

ん
に
作

て
も
ら
お

と

 
ピ
ト
フ

イ
も
そ
う
レ
ン
に
同
意
し

銃
士

は
得
意
げ
に
そ
の

の
説
明
を
始
め
た

こ
れ

レ
ン
ち

ん
は
使
わ
な
い
か
も
だ
け
ど
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こ
う
し
て
地
面
に

す
と

ハ
リ
ス
バ
イ
ポ

ド
の
代
わ
り
に
な
る
の

は
り
す

銃
を

え
る
台
み
た
い
な
も
の
よ

こ
う
い
う
風
に
使
う
の

 
銃
士

は
そ
う
言

て
腹
ば
い
に
な
り

銃
を

え

そ
れ
を

え
る

に

を
置
い
た

あ
あ

な
る
ほ
ど

他
に
も
敵
の
攻
撃
か
ら
急
所
を
守
る
防

に
し
た
り
ち

と

い
け
ど
枕
の
代
わ
り
に
し

た
り

 
ま
あ
色
々
な
用

に
使
え
る
と
思
う
わ

で
す
ね

ち

と
わ
く
わ
く
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
は
い

交
換

え
 
そ
う
言

て
銃
士

が
差
し
出
し
て
き
た

を
見
て

レ
ン
は
戸
惑

た

今
か
ら
イ
コ
マ
君
に
頼
ん
だ
ら
ち

と
時
間
が
か
か
る
し

 
レ
ン
ち

ん
は
す
ぐ
使
え
た
方
が
い
い
で
し

だ
か
ら
私
の
を
今
日
の
記
念
に
あ
げ
る

 
そ
の
代
わ
り
に
そ
の
素
材
を
私
に

そ
れ
で
私
は

め
て
イ
コ
マ
君
に
依
頼
を
出
し
て
お
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く
か
ら

 
そ
れ
が
完
成
し
た
ら

私
と
レ
ン
ち

ん
は
お
揃
い

て
事
に
な
る
ね

お

お
揃
い
で
す
か

そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
レ
ン
は
そ
の

し
出
が
よ
ほ
ど
嬉
し
か

た
ら
し
く

小
躍
り
し
な
が
ら
喜
ん
で
い
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
戦
利
品
は
い
い
と
し
て

次
は

験
か

う
わ

凄
く

え
て
る

 
そ
う

然
と
す
る
レ
ン
に

銃
士

が
言

た

レ
ン
ち

ん

Ｓ
Ｔ
Ｒ
だ
け
ど

あ

は
い

レ
ン
ち

ん
の
方
針
は
分
か
る
け
ど
こ
の

ま
で
は
上
げ
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
う
わ

 
そ
う
言

て
銃
士

が

し
て
き
た

を
見
て

レ
ン
は
き

と
ん
と
し
た

そ
う
な
ん
で
す
か

う
ん

そ
の

が

Ｐ
９
０
を
使
う
上
で
一
番

し
た
Ｓ
Ｔ
Ｒ
の

だ
か
ら

あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

そ
れ
な
ら
納
得
で
す

残
り
は
気
に
せ
ず
Ａ
Ｇ

に

て
い
い
か
ら
ね
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は
い

 
そ
の
会
話
を

い
て

一
人
無
言
な
者
が
い
た

ピ
ト
フ

イ
で
あ
る

ピ
ト

ど
う
し
た
の

ま

待

て
イ
ク
ス

そ
れ
じ

あ
今
ま
で
の
レ
ン
ち

ん
は

 
ピ

ち

ん
の
性
能
を
完
全
に
は
引
き
出
せ
て
い
な
か

た

て
い
う
の

ま
あ

の
上
で
は
そ
う
い
う
事
に
な
る

 
ピ
ト
フ

イ
は
戦

し
て
い
た

レ
ン
は
要
す
る
に

シ

ナ
が
一

だ

た
と
は
い
え

 
実
力
を
発

し
き
れ
な
い

態
の
ま
ま
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
を
制
し
た
事
に
な
る
か
ら
だ

 
ち
な
み
に
こ
れ
は

シ

ナ
の
仕

け
だ

た

 
シ

ナ
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
足
り
な
い
事
を

知
の
上
で

レ
ン
に

を
付
け
て
い
た
の
だ

 
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
銃
士

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ

て

 
そ
の

が
外
さ
れ
る
事
に
な
る
と
は
思

て
い
な
か

た
と
思
う
が

 
要
す
る
に
レ
ン
が
よ
り
強
く
な
れ
る
よ
う
に
今
日
ま
で
あ
え
て
負

を
か
け
て
い
た
と
い
う

事
で
あ
る
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さ

き
の
戦
闘
も
凄
か

た
け
ど

あ
れ
よ
り
更
に
上
か

 
ピ
ト
フ

イ
は
こ
こ
で

本
人
も
自
覚
し
な
い
ま
ま

 
シ

ナ
と
シ
ズ
カ
と
キ
リ
ト
以
外
の
プ
レ
イ
ヤ

に

初
め
て
恐
怖
し
た

 
だ
が
そ
ん
な
感
情
の

れ
は
一

の
事
で
あ
り
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
ま
ま
二
人
と
お
し

べ

り
を
し

 
街
に

て
レ
ン
に
ロ

カ

を
紹
介
し

二
人
と
別
れ
た
後
も

 
楽
し
い
気
分
を
ず

と

持
す
る
事
が
出
来
た

は

今
日
は
久
々
に
楽
し
か

た
な

 
エ
ル
ザ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

そ
の
ま
ま
全

で
ベ

ド
に
横
た
わ
り

 
八
幡
君

き
枕
を

え
な
が
ら
そ
う

い
た

く
シ

ナ
に
会
い
た
い
け
ど

ま
あ
レ
ン
ち

ん
が
い
て
く
れ
る
か
ら

 
し
ば
ら
く
は
ず

と
楽
し
く
過
ご
せ
そ
う
か
な

 
そ
れ
に
ま
あ
他
の
皆
も

今
日
み
た
い
に
た
ま
に
は
一

に
遊
ん
で
く
れ
る
と
思
う
し
ね

  
エ
ル
ザ
は
そ
う
楽
観
的
に
考
え
て
い
た
が

こ
の
日
を

に
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八
幡

薔
薇

明
日
奈

雪
乃

ク
ル
ス
の
消
息
は

つ
り
と

絶
え
る
事
と
な
る

 
こ
れ
が
エ
ル
ザ
に
と

て

人
生
で
一
番
つ
ら
い
時
期
の
始
ま
り
で
あ

た
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第
５
５
３
話
 
た
だ
い
ま

お
か
え
り
な
さ
い

 
イ
ベ
ン
ト
の
二
日
後

詩
乃
は
存
分
に
朝

を
満

し
て
い
た

ん

八
幡

あ
ん
た
本
当
に
私
の
足
が
好
き
な
の
ね

何
て

言
を
言
い
や
が
る

 
何
も
せ
ず

て
詩
乃
の
横
に
座

て
い
た
は
ち
ま
ん
く
ん
も

 
思
わ
ず
詩
乃
の

言
に
そ
う
突

込
ん
だ

 
そ
ん
な
八
幡
が

い
た
ら

を
逆
立
て
そ
う
な

言
を
言
い
な
が
ら

て
い
た
詩
乃
で
あ

た
が

 
そ
ん
な
中

関
か
ら
チ

イ
ム
の
音
が

こ
え
た

誰

あ

そ
う
か

そ
う
い
え
ば
薔
薇
さ
ん
が
来
る
ん
だ

た

け

 
詩
乃
は
そ
う

き
な
が
ら

眠
い
目
を

て
体
を

こ
し
た

 
そ
し
て

関
に
向
か
お
う
と
す
る
詩
乃
に

は
ち
ま
ん
く
ん
が
言

た

お
い
詩
乃

そ
の
格
好
で
出
る
つ
も
り
か

来
た
の
が
小
猫
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ

そ
の
格
好

あ
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詩
乃
は
自
分
が
下
着

に
上
半
身
だ
け
パ
ジ

マ
を
着
た
格
好
だ

た
事
を
思
い
出
し

 
と
り
あ
え
ず
パ
ジ

マ
の
下
を

く
と

誰
が
来
た
の
か
確
認
だ
け
し
よ
う
と
思
い

 
目
を
ご
し
ご
し

り
な
が
ら
入
り
口
に
向
か

た

は

い

ど
ち
ら
様

俺
だ
詩
乃

ド
ア
を
開
け
て
く
れ

八
幡

 
外
か
ら

こ
え
て
き
た
の
は
ま
さ
か
の
八
幡
の
声
で
あ

た

詩
乃
は
何
も
考
え
ず
に
ド
ア

を
開
け
た

 
そ
の

間
に
詩
乃
の

に
銃
口
の
よ
う
な
も
の
が
押
し
付
け
ら
れ
詩
乃
は
完
全
に

ま

た
お
は
よ
う
詩
乃

で
も

目
じ

な
い

完
全
に
ア
ウ
ト
よ

そ

薔
薇
さ
ん

 
そ
こ
に
立

て
い
た
の
は

最
初
の
予
想
通
り
詩
乃
に
は
ち
ま
ん
く
ん
を

り
に
き
た
薔
薇

だ

た

 
よ
く
見
る
と

銃
口
だ
と
思

た
も
の
は
た
だ
の
差
し
入
れ
の

ジ

ス
で
あ

た
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そ
し
て
薔
薇
は
ス
マ
ホ
を
こ
ち
ら
に
見
せ
な
が
ら
ジ

ス
を
持
つ
手
で
画
面
に
タ

チ

し
た

 
そ
の

間
に

先
ほ
ど

こ
え
た
の
と
ま

た
く
同
じ
声
が

こ
え
て
き
た

俺
だ
詩
乃

ド
ア
を
開
け
て
く
れ

さ

さ

き
の
声
は
そ
れ
が

こ
の
ド
ア
を
開
け
さ
せ
る

に

こ
う
い
う
手
も
あ
る

て
事
よ

 
必
ず
外
は
自
分
の
目
で
確
認
す
る
事

い
い

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
詩
乃
は

今
回
は
完
全
に
自
分
が
悪
い
と
考
え

薔
薇
に
謝

た

 
そ
し
て
詩
乃
は
薔
薇
を
中
に
案
内
す
る
と

と
り
あ
え
ず
着

え
る
事
に
し
た

し
か
し
ま
さ
か

ノ

タ
イ
ム
で
ド
ア
を
開
け
て
く
る
な
ん
て
思
わ
な
か

た
わ

 
ま
あ
詩
乃
の
平
常
運
転
と
い
う
か

恋

て

ぱ
い
わ
よ
ね

う

薔
薇
さ
ん
の
意
地
悪

 
目
の
前
で
着

え
る
詩
乃
に
薔
薇
は
面
白
そ
う
に
そ
う
言
い
詩
乃
は

々
し
く
薔
薇
に
抗

議
し
た
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詩
乃
は
今
日
は
ど
う
す
る
の

夏
休
み
は
い
つ
も
よ
り
ち

と
⻑
く
働
け
る
か
ら

バ
イ
ト
に
で
も
行
こ
う
か
な

て

行
く

て
事
は
ソ
レ
イ
ユ
に
行
く
つ
も
り
な
の

う
ん

ま
あ
あ
そ
こ
は
確
か
に

だ
し

た
ま
に
八
幡
も
顔
を
出
す
し
ね

べ

別
に
そ
れ
が
目
的
と
い
う

じ

い
い
か
ら
い
い
か
ら

は
ち
ま
ん
く
ん
が
い
な
く
て

し
い
代
わ
り
に

 
八
幡
に
相
手
を
し
て
も
ら
え
ば
い
い
わ

今
日
は
あ
い
つ

会
社
に
い
る
は
ず
だ
し

本
当
に

 
そ
の

間
に
詩
乃
の
顔
は
パ

と
明
る
く
な
り

直
後
に
薔
薇
の
生

か
い

線
を
受
け

 
詩
乃
は
恥
じ
入

た
よ
う
に
下
を
向
い
た

く

ひ
ど
い
不
意
打
ち
を

あ
は
は
は
は

お

び
に
ひ
と
つ
だ
け
大
事
な
事
を
教
え
て
あ
げ
る
わ

 
私
達
が
も
う
す
ぐ
ア
メ
リ
カ
に
行
く
事
は
知

て
い
る
で
し

う

あ

う
ん

そ
う
言

て
た
わ
ね
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何
が
あ

て
も
八
幡
を
信
じ
な
さ
い

え誰
が
何
を
言

て
も
よ

そ

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
信
じ
て
る
け
ど

そ
れ
じ

あ
つ
い
で
に
会
社
ま
で
送
る
わ

家
に
帰
る

中
だ
し

あ

あ
り
が
と
う

 
詩
乃
は

が
分
か
ら
な
い
ま
ま
そ
う
答
え

薔
薇
は
詩
乃
を
自
分
の

の
所
へ
と
案
内
し
た

え

こ
れ

え
え
そ
う
よ

何
か
あ

た

い
や

私
の
中
で
は
こ
う

薔
薇
さ
ん
は
も

と
女
の
子
ら
し
い

に
乗

て
る
イ
メ

ジ

が
そ
う

で
も
小
さ
く
て
か
わ
い
い
で
し

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と

 
そ
し
て
詩
乃
は

体
に
書
い
て
あ
る
文

を
た
ど
た
ど
し
く

ん
だ

シ
・
エ
・
ラ

こ
れ
が
こ
の

の
名
前
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え
え
そ
う
よ

悪
路
も
バ
リ
バ
リ
走
る
わ
よ

へ
 
そ
し
て
助
手

に
乗
り
込
ん
だ
詩
乃
は

運
転

を
見
て
思
わ
ず
こ
う
口
に
出
し
た

あ

何
か
い
い
感
じ
か
も

で
し

ま
あ
で
も

確
か
に
男
の
人
が
乗
る

て
感
じ
に
思
わ
れ
る
の
は
仕
方
な
い
か

も
ねう

う
ん

一

回

て
か
わ
い
い
か
も

そ
う

あ
り
が
と

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
う

中
で

ナ
ビ
が

情
報
を
告
げ
た

間

 
詩
乃
は

然
と
し
て
薔
薇
の
顔
を
見
た

薔
薇
は
平
然
と
そ
の

線
を
受
け
止
め

 
何
で
も
な
い
よ
う
に
詩
乃
に
言

た

そ
う

詩
乃
も
つ
い
に
気
付
い
て
し
ま

た
の
ね

そ
ん
な
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
た
顔
で
言
わ
れ
た
ら

深
刻
そ
う
な
セ
リ
フ
が
台
無
し
よ

薔
薇
さ
ん

 
詩
乃
が
驚
い
た
の
も
無
理
は
な
い
薔
薇
の

の
ナ
ビ
の
声
は
八
幡
の
声
に
他
な
ら
な
か

た
か
ら
だ
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こ
れ

て
八
幡
の
声

え
え
そ
う
よ

合
成
だ
け
ど
ね

合
成

こ
れ
合
成
な
の

そ
れ
に
し
て
は
本
人
が

て
る
よ
う
に
し
か

こ
え
な
か

た

ん
だ
け
ど

ち
な
み
に
う
ち
の
会
社
の

持
ち
の
女
の
子
の
大
半
は

こ
の
ナ
ビ
を
使

て
る
わ
よ

 
こ
の
タ
イ
プ
の
ナ
ビ
の
ソ
フ
ト
を
い
じ

て
八
幡
の
声
に

し
て
い
る
の

こ
ん
な
所
に
技
術
力
の
無

遣
い
が

 
詩
乃
は
そ
の
事
実
に
愕
然
と
し
た

詩
乃
も
も
し

を
運
転
す
る
よ
う
に
な

た
ら
こ
の
ナ
ビ
を
使
う
と
い
い
わ

 
こ
れ
真
面
目
に

く
と
凄
く
笑
え
る
わ
よ

し
に
目
的
地
を
設
定
し
て
み
ま
し

う
か

う
ん

 
そ
し
て
薔
薇
は
ナ
ビ
の
目
的
地
を
ソ
レ
イ
ユ
に
設
定
し
た

 
そ
の

間
に
ナ
ビ
八
幡
が

ル

ト
の
案
内
を
開
始
し
た

こ
の
先

レ

ン
で
す
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そ
し
て
次
に
こ
う
言

た

ま
も
な
く

で
す

 
そ
の

間
に
詩
乃
は

き
出
し
た

 
そ
の
口
調
が
普

の
八
幡
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
真
面
目
く
さ

た
も
の
だ

た
か
ら
だ

こ

こ
れ

面
白
い

で
し

薔
薇
さ
ん

私
も
こ
れ
欲
し
い

え
え

そ
の
時
は
ち

ん
と
提

し
て
あ
げ
る
か
ら

頑
張

て
免
許
を
と
る
の
よ

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
ナ
ビ
八
幡
に
何
度
も
笑
わ
せ
ら
れ
な
が
ら

ソ
レ
イ
ユ
へ
と
到
着
し
た

あ
り
が
と
う
薔
薇
さ
ん

凄
く
楽
し
か

た

ほ
ん
の
お

よ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

詩
乃

う
ん

ま
た

 
そ
の

間
に

ど
こ
か
ら
か
八
幡
の
声
が
し
た

何
だ
お
前
ら

朝
か
ら
つ
る
ん
で
た
の
か
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あ

今
の
セ
リ
フ
は
ナ
ビ

く
な
く
て
ま
る
で
本
人
み
た
い
そ
ん
な
セ
リ
フ
も
言
う
の

あ

ナ
ビ

あ
あ

あ
れ
か

ま
あ
別
に
い
い
け
ど
な

 
顔
に
疑
問

を

か
べ
る
詩
乃
に
対
し

薔
薇
は
ち

ん
ち

ん
と
後
方
を
指
差
し
た

 

て
て
詩
乃
が

り
返
る
と

そ
こ
に
は
八
幡
本
人
が
い
た

う
わ

う
わ

て
何
だ

失

だ
ろ

ツ
ン
デ
レ

子

ど

ど

ち
が
失

な
の
よ

私
は
別
に
ツ
ン
デ
レ
じ

な
い
わ
よ

 
そ
ん
な
詩
乃
を
無

し

八
幡
は
薔
薇
に
話
し
か
け
た

お
い
小
猫

日
は
詩
乃
の
家
に
で
も

ま

た
の
か

う
う
ん

た
ま
た
ま
会

た
か
ら
送

て
き
た
だ
け
よ

 
薔
薇
は

ま
さ
か
は
ち
ま
ん
く
ん
を

り
に
行

た
と
は
言
え
ず

 
そ
う
言

て
誤
魔
化
す
事
に
し
た
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
当
の
は
ち
ま
ん
く
ん
は
ス
リ

プ
モ

ド
の
ま
ま
後
部
座

に
横
た
わ

て
い
た

 
薔
薇
の
バ

グ
に

れ
て
い
た
の
が
幸
い
で
あ
る
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ふ

ん

そ
う
い
や
お
前

今
日
は

だ

た
よ
な

 
た
だ
で
さ
え
お
前
は
働
き
す
ぎ
な
ん
だ

も
う
何
日
か

を
追
加
し
て
も
い
い
か
ら

 
と
に
か
く
た
ま
に
は
ゆ

く
り
休
め
よ

 
八
幡
は
薔
薇
に
そ
う
言
う
と

運
転

側
に
回
り

窓
か
ら
し
げ
し
げ
と
中
を

き
込
ん
だ

 
そ
の
八
幡
の
行
動
に

薔
薇
と
詩
乃
は
心

が
止
ま
る
思
い
が
し
た
が

 
幸
い
八
幡
は
は
ち
ま
ん
く
ん
の
存
在
に
は
一
切
触
れ
な
い
ま
ま

薔
薇
に
こ
う
言

た

お
お

格
好
い
い
な
こ
れ

え

え
え

い
い
で
し

特
に
こ
の

メ

タ

の
回
り
の
四

い
こ
の
部
分
と
か

 

い
こ
こ
と
か

エ
ア
コ
ン
の
口
と
か

も
う
最
高
だ
な

 

て
こ
れ

メ

タ

が

八
十
キ
ロ
ま
で
あ
る
の
か

ま
さ
か
シ
エ
ラ
か

え
え
そ
う
よ

気
が
付
か
な
か

た

さ
す
が
に
チ
ラ

と
見
た
だ
け
で
分
か
る
ほ
ど

し
く
は
な
い
な

 
こ
の

が
出
た
の

確
か
十
年
以
上
前
だ
よ
な

え
え

新
型
に
モ
デ
ル
チ

ン
ジ
し
た
の
が
そ
の
く
ら
い
ね
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そ
う
か

い
や
し
か
し
お
前

に
関
し
て
は
い
い
趣
味
を
し
て
る
な

 
生
ま
れ
て
初
め
て
お
前
を
認
め
て
も
い
い
か
な
と
い
う
気
が
し
て
き
た
ぞ

ふ

普

か
ら
認
め
な
さ
い
よ

ほ
ら

こ
の
胸
と
か

お
前
の
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
残
念
な
ん
だ
よ
な

何
で
す

て

 
そ
の
言
葉
に
抗
議
し
よ
う
と
す
る
薔
薇
に
背
を
向
け

八
幡
は
詩
乃
に
声
を

け
た

お
い
詩
乃

バ
イ
ト
す
る
ん
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
行
く
か

あ

う

う
ん

 
詩
乃
は
は
ち
ま
ん
く
ん
が
見
つ
か
ら
な
か

た
事
へ
の
安

の
せ
い
か

 
先
ほ
ど
の
ツ
ン
デ
レ

子
呼
ば
わ
り
に
対
す
る
抗
議
の
事
は
忘
れ

そ
う
返
事
を
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は
薔
薇
に
ひ
ら
ひ
ら
と
手
を

り
そ
の
ま
ま
詩
乃
と
一

に
立
ち
去
ろ
う
と

し
たあ

ち

と

い
い
か
ら
お
前
は

く
帰

て
休
め

て

も

も
ち
ろ
ん
そ
う
す
る
つ
も
り
よ



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

は
い
は
い

じ

あ
ま
た
な

あ

う
ん

ま

ま
た

 
薔
薇
の
抗
議
は
そ
れ
で

す
ぼ
み
に
な
り

薔
薇
は
そ
の
ま
ま

を
発
進
さ
せ

 
そ
の
ま
ま
ス

パ

へ
行
き
外
に
出
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
色
々

い
こ
む
と
自
宅
へ
と

た
た
だ
い
ま

と

 
薔
薇
は
一
人
そ
う

い
た
が
も
ち
ろ
ん
返
事
は
な
い

 
そ
こ
で
薔
薇
は
何
か
思
い
つ
い
た
の
か
家
に
は
上
が
ら
ず
に
先
に
は
ち
ま
ん
く
ん
を

動

さ
せ
た

ん

そ
う
か

こ
こ
は
小
猫
の
家
か

え
え
そ
う
よ

そ
れ
じ

あ
お
願
い
ね

あ

そ
れ
は
ど
う
い
う

 
そ
ん
な
は
ち
ま
ん
く
ん
の
疑
問
を
無

し
薔
薇
は
外
に
出
る
と
す
ぐ
に
ド
ア
を
開
け
な
お

し 
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
に
向
か

て
言

た
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た
だ
い
まお

お
う

お
か
え
り

小
猫

 
は
ち
ま
ん
く
ん
の
そ
の
言
葉
を

い
た

間

薔
薇
は
と
ろ
け
る
よ
う
な
笑
み
を

か
べ

 
ぶ
る
ぶ
る
と

え
な
が
ら
自
ら
の
手
で
自
ら
の
体
を

い
た

こ
れ
よ
こ
れ

こ
ん
な
日
が
来
れ
ば
い
い
な

て
ず

と
思

て
た
の
よ

お

お
う

そ
う
か

そ
れ
は
お
め
で
と
う

心
の

か
ら
本
当
に
あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
こ

ち
よ

は
ち
ま
ん
く
ん

あ
あ

お

魔
し

い
や

た
だ
い
ま

 
お

魔
し
ま
す
と
言
い
か
け
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は

空
気
を

ん
で
そ
う
言
い
直
し
た

 
そ
の

間
に
薔
薇
は
一

驚
い
た
よ
う
な
表
情
を

か
べ
た
後

き
そ
う
な
笑
顔
で
こ
う

言

た
う
ん

お
か
え
り
な
さ
い

 
こ
う
し
て
一
日
限
り
で
は
あ
る
が
は
ち
ま
ん
く
ん
の
薔
薇
家
の

人
と
し
て
の
生
活
が
始

ま

た
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一
方
詩
乃
は

薔
薇
と
別
れ
た
直
後
に
八
幡
に

こ
ん
な
事
を
言
わ
れ
て
い
た

お
い

あ
い
つ
を
薔
薇
に

し
ち
ま

て
良
か

た
の
か

え

あ

あ
ん
た

気
付
い
て
た
の

当
た
り
前
だ
ろ

で

何
で
あ
い
つ
を
貸
し
た
り
し
た
ん
だ

え

え

と

日

の
感
謝
の
気
持
ち
を

に
す
る
に
は
あ
れ
し
か
な
い
か
な

て
思

て 
詩
乃
は
中
々
苦
し
い
言
い

だ
な
と
思
い
な
が
ら

に
そ
う
答
え
た

そ
う
か
お
前
に
し
て
は
思
い
切

た
な
お
前
は
死
ぬ
ま
で
あ
い
つ
離
れ
出
来
な
い
と
思

て
た
が

何

自
分
か
ら
私
が
離
れ
て
い
く
み
た
い
で

し
い
の

 
幸
い
八
幡
が
詩
乃
の
言
い

に
特
に
疑
問
を
差
し

む
事
は
無
く

 
そ
の
安
心
感
か
ら
詩
乃
は

思
わ
ず
い
つ
も
の
調
子
で
そ
う
言

た

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

何
と
も
表
現
し

い
表
情
を

か
べ

こ
う
答
え
た

ど
う
か
な

そ
の
時
に
な

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
な

え
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そ
の
言
葉
に

詩
乃
は
漠
然
と
し
た
不
安
を
覚
え
た

 
今
の
は
ど
う
考
え
て
も
い
つ
も
の
八
幡
の
返
事
で
は
な
い

 
だ
が
八
幡
は

直
後
に
何
で
も
な
い
よ
う
に
こ
う
言

た

ほ
ら

今
日
も
し

か
り
働
く
ん
だ
ぞ

ツ
ン
デ
レ

子

あ

う

う
ん

 
八
幡
は
そ
の
一
切
抗
議
を
し
な
い
詩
乃
の
返
事
に
疑
問
を
感
じ
な
が
ら
も
そ
の
ま
ま
去

て
い

き 
詩
乃
は
そ
の
背
中
を
見
な
が
ら

先
ほ
ど
薔
薇
に
言
わ
れ
た
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
た

何
が
あ

て
も
八
幡
を
信
じ
な
さ
い

不
安
に
さ
せ
る
よ
う
な
態
度
を
と
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
も
ち
ろ
ん
信
じ
る
に
決
ま

て
る
じ

な
い

馬

 
結
果
的
に
こ
れ
が

八
幡
と
詩
乃
の

ア
メ
リ
カ
行
き
前
の
最
後
の
邂
逅
と
な

た

 
徐
々
に

迫
し
た
感
じ
に
な

て
参
り
ま
し
た
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第
５
５
４
話
 
小
猫
と
は
ち
ま
ん
く
ん

ね

私
に
は

ど
ん
な
服
装
が
似
合
う
と
思
う

あ

そ
の
前
に
と
り
あ
え
ず
化

を
変
え
て
み
ろ

 
映
像
を
見
た
が

コ
ミ
ケ
の
時
の
化

は

俺
か
ら
見
て
も
か
な
り
美
人
に
見
え
た
ぞ

え

や

や

ぱ
り

そ

か

そ
う
思

た
ん
だ

 
で
も
そ
う
す
る
と

実
は
ナ
ン
パ
が

え
る
の
よ

 
薔
薇
は
そ
の
は
ち
ま
ん
く
ん
の
言
葉
に

困

た
よ
う
に
そ
う
言

た

そ
う
な
の
か

え
え

だ
か
ら
ど
う
し
て
も
キ
ツ
い
感
じ
に

ね

お
前
も
色
々
と
苦
労
し
て
る
ん
だ
な

そ
う
な
の
よ

分
か

て
く
れ
る

い
や

男
だ
か
ら
ま

た
く
分
か
ら
ん

そ
う
よ
ね

当
た
り
前
よ
ね

何
で
そ
ん
な
に
嬉
し
そ
う
な
ん
だ
よ

意
味
が
分
か
ら
ん
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薔
薇
と
は
ち
ま
ん
く
ん
の
会
話
は

万
事
が
こ
う
い

た
調
子
で
あ

た

 
基
本
は
ち
ま
ん
く
ん
は

塩
対
応
ぎ
み
な
返
事
を
す
る
の
だ
が

 
そ
れ
に
対
し
て
薔
薇
が

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
反
応
す
る
の
だ

 
薔
薇
は
と
に
か
く

ど
ん
な
話
題
に
も
ち

ん
と
反
応
し
て
も
ら
え
る
事
が

 
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る

は

こ
う
い
う
の

新
鮮
で
い
い
わ

別
に
本
体
だ

て

話
く
ら
い

い
て
く
れ
る
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

基
本
会
社
で
し
か
会
え
な
い
か
ら

 
ど
う
し
て
も
仕
事
の
話
が
メ
イ
ン
に
な
る
じ

な
い

 
そ
ん
な
時
に
プ
ラ
イ
ベ

ト
の
話
を
下
手
に
持
ち
出
す
の
は
さ
す
が
に
ち

と
ね

た

だ
ら
お
前
も
マ
ン
シ

ン
に
押
し
か
け
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

だ

だ

て
そ
れ
だ
と
他
の
人
に
も
話
を

か
れ
ち

う
じ

な
い

 
そ
れ
は
さ
す
が
に
恥
ず
か
し
い
と
い
う
か
何
と
い
う
か

 
そ
う
も
じ
も
じ
す
る
薔
薇
を
見
て

は
ち
ま
ん
く
ん
は
ス
ト
レ

ト
に
こ
う
言

た

ま
あ
確
か
に
お
前
は
実
は
乙
女
だ
か
ら

そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
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え
 
そ
の
は
ち
ま
ん
く
ん
の
言
葉
に
薔
薇
は
少
し
驚
い
た

は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
う
思

て
る
の

あ

俺
だ
け
じ

な
い

本
体
も
そ
う
思

て
る
ぞ

そ

そ
う
な
の

あ
あ

実
は
前

本
体
と
二
人
で
色
々
話
す
機
会
が
あ

て
な

 
そ
れ
は
あ
の
事
件
の
後

ソ
レ
イ
ユ
で
は
ち
ま
ん
く
ん
の

理
が
行
わ
れ
て
い
た
時
の
事
だ

 
そ
の

の
八
幡
は
暇
を
持
て
余
す
と
は
ち
ま
ん
く
ん
と
色
々
な
話
を
し
て
い
た
の
だ

た

 
そ
れ
は
ア
ル
ゴ
の
頼
み
で
も
あ

た

ア
ル
ゴ
は
八
幡
と
は
ち
ま
ん
く
ん
の
言
動
を
近

け
る

に
 
は
ち
ま
ん
く
ん
の
定
期
メ
ン
テ
の

に
は
必
ず
八
幡
を
部
屋
に
呼
び

 
は
ち
ま
ん
く
ん
と
話
す
よ
う
に
八
幡
に
頼
ん
で
い
た
の
だ

た

つ
ま
り
そ
の

⻑
な
の
で
あ

る
そ
う
だ

た
の

あ
あ

い
く
ら
俺
が
あ
い
つ
の
コ
ピ

の
よ
う
な
も
の
と
は
い
え
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時
間
が

つ
に
連
れ

色
々
な
部
分
が
ズ
レ
て
い
く
の
は
当
然
だ
ろ

 
し
か
も
そ
も
そ
も
俺
の
元
に
な

て
い
る
の
は

あ
い
つ
の
記
憶
そ
の
も
の
じ

な
く

 
他
人
か
ら
見
た
あ
い
つ
だ
か
ら
な

ど
う
し
て
も
そ
う
な

て
い
く
の
は
仕
方
が
な
い

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
け
ど

そ
ん
な
事
を
し
て
い
た
ん
だ

で
そ
の
時
に
お
前
の
事
を
話
す
機
会
が
あ

て
な
そ
の
時
に
本
体
が
そ
う
言

て
た
ん

だ
よな

る
ほ
ど

そ
う
い
う
事

 
薔
薇
は
そ
の
言
葉
に
納
得
し
つ
つ
も
納
得
の
い
か
な
い
部
分
に
つ
い
て
こ
う

ね
て
き
た

で

で
も
そ
れ
じ

あ
ど
う
し
て

乙
女
だ
と
思

て
い
る
私
に
対
し
て

 
あ
い
つ
は
あ
ん
な
に
も
ぶ

き
ら
ぼ
う
な
の

き
た
い
の
か

え
え

ま
あ
別
に
い
い
が
ハ

キ
リ
そ
う
言
わ
れ
た
と
か
じ

な
い
か
ら
俺
な
り
の
分

も
入
る

ぞ
そ
れ
で
い
い
わ

か
せ
て
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分
か

た

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

薔
薇
に
こ
う
語
り
だ
し
た

あ
い
つ
は
お
前
の
事
を

た
と
主
張
し
て
い
る

こ
れ
に
は

は
無
い
な

そ

そ
こ
は
主
観
的
な
言
い
方
で
お
願
い

 
薔
薇
は
必
死
な
顔
で
そ
う
言
い

は
ち
ま
ん
く
ん
は

を

め
る
と

こ
う
言
い
直
し
た

俺
は
お
前
を

た

こ
れ
に
は

は
無
い
な

え

え
え

う
ん

い
い

凄
く
い
い
わ

 
興
奮
し
た
よ
う
に
そ
う
言
う
薔
薇
を
無

し

は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
の
ま
ま
説
明
を
続
け
た

そ
れ
に
よ

て
俺
は

後
に
引
け
な
く
な

た

え要
す
る
に

色
々
な
所
で
そ
う
宣
言
し
た
事
に
よ

て

 
そ
の
言
葉
を
後
か
ら
否
定
出
来
な
く
な

た
と
い
う
事
だ

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
ね

 
薔
薇
は
そ
の
言
葉
に
素
直
に
同
意
し
た

そ
の
結
果
ど
う
な

た
か
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ふ
む
ふ
む

お
前
は
俺
の

臣
だ

そ
う
だ
な

当
然
よ

正
直
命
を

け
て
も
い
い
く
ら
い
の
覚
悟
は
あ
る
の
よ

臣
は

主
人
と
一
心
同
体

常
に
一

に
い
る
の
が
普
通
だ

え
え

つ
ま
り
俺
は

一
生
お
前
と
一

に
い
る
事
に
な

た

だ

あ
り
が
と
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て

そ
れ
で
だ

こ
こ
か
ら
が
大
事
な
所
だ

 
そ
の
言
葉
に
薔
薇
は
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
だ

お
前
は
正
直
言

て
エ
ロ
い
そ
れ
は
も
う
と
ん
で
も
な
く
エ
ロ
い
そ
の
自
覚
は
あ
る
か

え目
の
前
に
自
分
が
何
を
し
て
も
受
け
入
れ
て
し
ま
う
エ
ロ
い
女
が
い
る

 
そ
ん
な

態
に
一
生
置
か
れ
た
場
合

男
は
ど
ん
な
行
動
を
と
る

え

と

押
し
倒
す
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ま
あ
普
通
は
そ
う
だ

だ
が
あ
い
つ
は
そ
ん
な
事
は
し
な
い

そ
の
結
果
ど
う
な
る
か

そ
う
な
る
と

う

ん

 
薔
薇
が
何
も
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
の
で

は
ち
ま
ん
く
ん
は
一
気
に
こ
う
続
け
た

必
要
以
上
に
く

つ
か
れ
な
い
よ
う
に

お
前
に
は
塩
対
応
を
す
る
事
に
す
る

 
そ
れ
に
よ

て
自
身
の
理
性
を
保
つ
よ
う
に
調
整
す
る

ああ
く
ま
で
一
部
は
俺
の
想
像
だ
が

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

え

え

と

 
そ
し
て
薔
薇
は

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
に
こ
う

ね
た

ど

ど
こ
か
ら
が
想
像
で

ど
の
部
分
が
あ
い
つ
が
言

た
部
分

そ
ん
な
事

さ
す
が
の
俺
で
も
言
え
る
か
よ

そ

そ
こ
を
何
と
か

ご
想
像
に
お
任
せ
だ

ノ

コ
メ
ン
ト

秘
す
る

う

う
う

 
薔
薇
は
こ
れ
以
降
も
事
あ
る
ご
と
に

は
ち
ま
ん
く
ん
に
誘

問
を
仕

け
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そ
れ
を
こ
と
ご
と
く
か
わ
さ
れ

欲
求
不
満
の
度
合
い
を
高
め
て
し
ま
う
事
に
な

た

  
チ

ン
チ

ン
と
雀
の
鳴
き
声
が

こ
え

薔
薇
は
愕
然
と
窓
の
外
を
見
た

も
う
こ
ん
な
時
間
に

一

中

り
や
が

て

ま
あ
色
々
な
話
が

け
た
か
ら
楽
し
か

た
け
ど
な

初
め
て
の
朝
チ

ン
は

せ
め
て
も

と
色

い
感
じ
が
良
か

た

ま
あ
ド
ン
マ
イ
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
な

仕
事

仕
事
の
準
備
を
し
な
い
と

 
薔
薇
は
目
に

を
作

た

態
で

そ
れ
で
も
仕
事
に
行
こ
う
と
準
備
を
始
め
よ
う
と
し
た

あ
あ

そ
れ
な
ら

日

お
前
が
風
呂
に
入

て
い
る
時
に

 
俺
が

を
一
日
追
加
す
る
よ
う
に
本
体
に
頼
ん
で
お
い
て
や

た
ぞ

 
と
い
う

で
今
日
も
休
み
だ

ゆ

く
り

る
と
い
い

え

そ

そ
う
な
の

お
う

事
実
だ

 
そ
の
言
葉
に
薔
薇
は
気
が
抜
け
た
の
か

へ
な
へ
な
と
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た
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だ
が
そ
の
直
後
に

そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
理
解
し

愕
然
と
こ
う
言

た

て

八
幡
本
人
に

そ

そ
れ
じ

あ
は
ち
ま
ん
く
ん
が
こ
こ
に
い
る
事
が

 
あ
い
つ
に
バ
レ
ち

う
じ

な
い

 
だ
が
は
ち
ま
ん
く
ん
は

そ
の
問
い
に
対
し

々
と
こ
う
言

た

そ
れ
な
ら
と

く
に
知

て
た
ぞ

え
日
ス
リ

プ
モ

ド
中
に

あ
い
つ
が

の
中
の
俺
を
見
て
い
た
事
は
動
画
で
確
認
済
だ

う心
配
す
る
な

別
に
そ
の
事
に
つ
い
て
は
何
も
言

て
な
か

た
か
ら
な

 
だ
が
一
つ
だ
け

こ
の
時
間
に
伝
え
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
言
葉
が
あ
る

あ

は
い

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

薔
薇
を
じ

と
見
つ
め
な
が
ら
こ
う
言

た

徹
夜
す
る
と

が
荒
れ
る
ぞ

 
薔
薇
は
そ
う
言
わ
れ

き

と
ん
と
し
た
顔
を
し
た

そ

そ
れ
だ
け
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ん

あ
あ

そ
の
後
に

麗
な
顔
が
台
無
し
だ
と
言

て
い
た
よ
う
な
い
な
か

た
よ
う

な
ど

ど

ち

さ
あ

直
接

い
て
み
た
ら
ど
う
だ

そ
ん
な
の
絶
対
に
答
え
て
く
れ
な
い
に
決
ま

て
る
じ

な
い

ま
あ
こ
れ
を
お
前
に
対
す
る
罰
の
代
わ
り
と
す
る

えだ
と
さ

も

も
う

も
う

 
薔
薇
は
地
団

を

ん
だ
が

こ
う
な
る
と
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

薔
薇
に
か
お
り
が
直
接
こ
こ
に
迎
え
に
来
る
事
を
伝
え
た

あ
そ
う
な
の
ね
良
か

た
ち

と
こ
の

態
で
の

の
運
転
は
危
な
い
か
な

て
思

て
た
の

ま
あ
そ
う
だ
な

と
い
う

で

そ
ろ
そ
ろ
お
迎
え
だ

あ

ね

は
ち
ま
ん
く
ん
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ん
 
そ
し
て
薔
薇
は

と
て
も
穏
や
か
な
笑
顔
で
は
ち
ま
ん
く
ん
に
言

た

日
は
一
日
中

私
の
話
し
相
手
を
し
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

八
幡

大
好
き
よ

 
明
ら
か
に
そ
れ
は

は
ち
ま
ん
く
ん
を
通
し
て
八
幡
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
で
あ

た
が

 
そ
れ
を
理
解
し
つ
つ
も
は
ち
ま
ん
く
ん
は

た
だ
一
言
だ
け
こ
う
答
え
た

お
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て
だ
な

俺
が
言
う
の
も
ア
レ
だ
が

幸
せ
に
し
て
も
ら
え
よ

小

猫
う
ん

そ
う
な
れ
る
よ
う
に
私
も
頑
張
る

頑
張
る
方
向
を
間
違
え
る
な
よ

 
そ
し
て
か
お
り
が
到
着
し

薔
薇
は
か
お
り
に
向
か

て
こ
う
言

た

か
お
り

を
一
日

ば
し
て
も
ら

て
お
い
た
方
が
い
い
わ
よ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
と
話
し
て
る
と

つ
い
つ
い
時
間
を
忘
れ
て
話
し
込
ん
じ

う
か
ら

え

室
⻑

分
眠
そ
う
に
見
え
る
と
思

た
ら

ま
さ
か
徹
夜
で
す
か

え
え

つ
い
つ
い
一

中
話
し
ち

た
わ

わ

分
か
り
ま
し
た

頼
ん
で
み
ま
す
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も
う
は
ち
ま
ん
く
ん
が
私
達
の
所
に
い
る
事
は
バ
レ
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら

 
恥
ず
か
し
か

た
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
に
連

し
て
も
ら
う
と
い
い
わ
よ

え

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
ち

 
そ
ん
な
か
お
り
を

ま
す
か
の
よ
う
に

薔
薇
は
言

た

大
丈
夫
よ

特
に
お

め
と
か
は
何
も
無
い
か
ら

そ
う
で
す
か

良
か

た

 
そ
し
て
薔
薇
は

続
け
て
か
お
り
に
こ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

ね

か
お
り

あ

は
い

秘
め
た
思
い
や
質
問
が
あ
る
な
ら
遠

し
な
い
で
は
ち
ま
ん
く
ん
に
話
し
て
み
る
と
い
い
わ

 
決
し
て
我
慢
し
ち

目
よ

そ
の
方
が
多
分

今
後
の

に
も
い
い
と
思
う
わ

し

室
⻑
は
話
し
て
み
ち

た
ん
で
す
か

え
え

そ
う
ね

そ

か

だ
か
ら
室
⻑

眠
そ
う
な
の
に
そ
ん
な
に

麗
な
ん
で
す
ね

え

そ

そ
う
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は
い

 
か
お
り
は
そ
う
思

た
ま
ま
の
感
想
を
口
に
し

 
薔
薇
は
戸
惑
い
な
が
ら
も

そ
う
い
う
も
の
か
と
納
得
し
た

そ

か

や

ぱ
り
私
は
あ
い
つ
が
い
な
い
と

目

て
事
な
ん
だ

ふ
ふ

困

ち

い
ま
す
よ
ね

ね
 
二
人
は
そ
う
言

て
笑
い
合
い

薔
薇
は
そ
の
ま
ま
眠
る
事
に
し

 
か
お
り
は
は
ち
ま
ん
く
ん
を
連
れ
て
外
に
出
た

そ
こ
で
待

て
い
た
の
は
千
佳
で
あ

た

あ
れ

千
佳
か

う
ん

千
佳
に

を
出
し
て
も
ら

た
の

な
る
ほ
ど

そ
う
だ

た
の
か

と
い
う

で

千
佳
は
午
後
か
ら
用
事
が
あ
る
み
た
い
だ
か
ら

 
午
前
中
は
う
ち
で
だ
ら
だ
ら
し
な
が
ら
三
人
で
お
話
し
し
よ
う

分
か

た

宜
し
く
な

千
佳

あ

う
ん
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千
佳

ど
し
た
の

 
そ
の
千
佳
の
様
子
に

か
お
り
は
首
を

げ
な
が
ら
そ
う
問
い
か
け
た

 
そ
の
や
り
取
り
で
ピ
ン
と
き
た
の
か

は
ち
ま
ん
く
ん
が
か
お
り
に
こ
う
問
い
か
け
た

な

か
お
り

も
し
か
し
て
千
佳
に

俺
の
事
を
説
明
す
る
の
を
忘
れ
て
な
い
か

 
さ
す
が
は
は
ち
ま
ん
く
ん

空
気
の

め
る
ぬ
い
ぐ
る
み
で
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
問
い
に
か
お
り
は
ハ

と
し
た
顔
に
な

た

こ
ち
ら
も
さ
す
が
は
か
お
り
と

言
う
べ
き
か

あ

あ
は

ご

ご
め
ん
千
佳

確
か
に
説
明
し
て
な
か

た
ね

ウ
ケ
る
し

私
は
ま

た
く
ウ
ケ
な
い
よ

か
お
り

そ
う
だ
ぞ
か
お
り

そ
れ
は
さ
す
が
に
俺
も
ウ
ケ
な
い
わ

 
こ
こ
で
は
ち
ま
ん
く
ん
も
千
佳
に
合
わ
せ
て
こ
う
言
い
千
佳
は
そ
の
言
葉
に
思
わ
ず

き

出
し
た

 
そ
の
お
か
げ
で
気
ま
ず
か

た
空
気
も
和
ら
ぎ
か
お
り
は
ス
ム

ズ
に
千
佳
に
説
明
す
る
事

が
出
来
た

 

り
返
し
て
言
う
が

さ
す
が
は
は
ち
ま
ん
く
ん

出
来
る
男
の
ぬ
い
ぐ
る
み
で
あ
る
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な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ
ぬ
い
ぐ
る
み
が
動
い
た
だ
け
で
も
ビ

ク
リ

し
た
の
に

 
そ
れ
が
い
き
な
り
八
幡
君
の
声
で

り
始
め
た
か
ら

さ
す
が
に
意
識
が
飛
び
そ
う
に
な

ち

た
よ

本

当
に
ご
め
ん
ね

千
佳

う
う
ん

別
に
悪
気
は
無
か

た
ん
だ
ろ
う
し

か
お
り
の
や
る
事
だ
か
ら
な

だ
よ
ね

 
千
佳
と
は
ち
ま
ん
く
ん
は

気
持
ち
が
通
じ
合

た
の
か

そ
う

き
合

た

むは
い
は
い

そ
れ
じ

あ
か
お
り
の
家
に
行
く
わ
よ

乗

て
乗

て

そ
う
だ
ぞ
か
お
り
お
前
を
か
ら
か
う
時
間
が
無
く
な

ち
ま
う
だ
ろ
さ

さ
と
行
こ
う

も

も
う

も
う

 
奇
し
く
も
今
朝
の
薔
薇
と
同
じ
セ
リ
フ
を
言
い
な
が
ら
そ
れ
で
も
か
お
り
は
楽
し
そ
う
に

に
乗
り
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は
ち
ま
ん
く
ん
を
そ
の

の
上
に
乗
せ
た

 
こ
う
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
の

レ
ン
タ
ル
二
日
目
が
始
ま

た
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第
５
５
５
話
 
そ
し
て
か
お
り
の
家
へ

さ
あ

あ
が

て
あ
が

て

か
お
り
の
家

久
し
ぶ
り
だ
な

お

魔
し
ま
す

お

魔
し
ま
す

 
三
人
は
か
お
り
の
家
に
到
着
す
る
と

そ
の
ま
ま
か
お
り
の
部
屋
へ
と
案
内
さ
れ
た

 
そ
の
部
屋
は

土
産
物
と
思
し
き
色
々
な
物
や

 
友
達
と
一

に
写

た
写
真
が

ら
れ
て
い
る
ス
ペ

ス
以
外
は

 
思

た
よ
り
質
素
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
部
屋
で
あ
り

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
れ
を
か
な
り
意
外
に
思

た
よ
う
だ

俺
の
記
憶

と
い
う
か

い
た
話
だ
と

 
も

と

手
な
生
活
を
送

て
い
る
イ
メ

ジ
だ

た
ん
だ
が
案
外
そ
う
で
も
な
か

た
の

か

手

手

て
ど
ん
な
感
じ

そ
う
だ
な

ち

ら
ち

ら
し
た
意
識
高
い
系
の
男
共
や
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い
か
に
も
遊
ん
で
ま
す

て
い
う
感
じ
の
女
友
達
に
囲
ま
れ
て
い
る
イ
メ

ジ
だ
な

そ
れ
絶
対
悪
口
だ
よ
ね

 
か
お
り
は
は
ち
ま
ん
く
ん
の
い
き
な
り
の

に
面
食
ら
い

そ
う
抗
議
し
た

あ
れ

も
し
か
し
て
そ
の
い
か
に
も
遊
ん
で
ま
す

て
い
う
感
じ
の
女
友
達

て

 
私
も

ま
れ
て
る
ん
じ

な
い

 
千
佳
が

た
よ
う
に
そ
う
言
い

は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
れ
を
否
定
し
た

い
や

そ
れ
は
無
い

千
佳
は
と
て
も
い
い
子
だ
と
い
う
の
が
本
体
と
俺
の
共
通
認
識
だ

本
当
に

良
か

た

 
千
佳
は
あ
か
ら
さ
ま
に
ほ

と
し
た
よ
う
な
顔
を
し
か
お
り
は

た
よ
う
な
顔
で
こ
う

ね
たわ

私
は

中
学
の
時
の
ふ
わ
ふ
わ
し
た

象
が
強
い
と
い
う
か

そ
れ
以
外
の

象
が
無
い

 
誰
と
で
も
す
ぐ
に
仲
良
く
な

て
ど
ん
な
男
と
で
も
か
な
り
近
い

離
感
で
接
し
て
い
た
感

じ
だ
な

 
高
校
の
時
の

象
は
あ
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
時
の
取
り

き
連
中
の
イ
メ

ジ
だ
し
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な
中
学
の
時

 
か
お
り
は
あ
か
ら
さ
ま
に
シ

ク
を
受
け
た
よ
う
な
顔
を
し

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
れ
を
見
て

フ

ロ

す
る
よ
う
に
こ
う
言

た

ま
あ
あ
く
ま
で
過
去
の
イ
メ

ジ
の
話
だ

そ
れ
を
解
消
し
た
か

た
ら

 
も

と
本
体
と

の
事
に
つ
い
て
話
を
す
る
べ
き
だ
ろ
う
な

の
話
か

だ

て
中
学
の
時
の
私

て

八
幡
に
と

て
は
本
当
に

な
子
だ

た

じ

な
い

 
そ
の
前
提
が
あ
る
限
り

の
話
な
ん
て
そ
う
簡

に
は
出
来
な
い
よ

高
校
の
時
も
そ
う
だ

た
け
ど
ま
あ
確
か
に
男
の
子
に
と

て
は

な
子
だ

た
か
も
し
れ

な
い
ね

 
千
佳
は
そ
ん
な
か
お
り
を
ま

た
く
フ

ロ

す
る
気
は
無
い
よ
う
で
ス
ト
レ

ト
に
そ
う

言

た
ひ

ひ
ど
い

だ

て
そ
う
じ

な
い

私
か
ら
見
て
も

男
友
達
と
の

離
感
が
か
な
り
近
く
て
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あ
れ

か
お
り
は
こ
の
人
の
事
が
好
き
な
の
か
な

と
思
わ
せ
て
お
き
な
が
ら

 
実
は

に
社
交
性
が
高
い
だ
け
で

親
し
い
友
達
と
し
て
接
し
て
た
だ
け
で

 
相
手
か
ら
告
白
さ
れ
て
は
び

く
り
し
て
断
る

て
事
を

り
返
し
て
た
ん
だ
し

 
か
お
り
は
そ
の
事
を
本
気
で
後
悔
し
て
い
る
の
か

き
そ
う
な
顔
で
言

た

そ

そ
れ
は
言
わ
な
い
で

今
は
ち

ん
と
自
覚
し
て
る
か
ら

 
そ
の
千
佳
の
説
明
に

ど
う
や
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
も
思
い
当
た
る
フ
シ
が
あ

た
よ
う
だ

な
る
ほ
ど
確
か
に
中
学
の
時
に
か
お
り
が
誰
か
と
付
き
合

た

て
話
は

か
な
か

た

な 
と
い
う
か
そ
ん
な
事
を

り
返
し
て
た
ら
女
友
達
か
ら
の
評
判
が
ガ
タ
落
ち
な
ん
じ

な

い
の
か

そ
れ
が
そ
う
で
も
な
か

た
ん
だ
よ
ね

か
お
り

て
ば
基
本
女
友
達
か
ら
の
誘
い
は
断
ら

な
い
か
ら

 
色
々
交
流
を
深
め
る
う
ち
に
あ
か
お
り

て
子

な
ん
だ

て
の
が
完
全
に

り
に
バ
レ

て
た
し
ね

 
と
い
う
か
女
子
の
立
場
と
し
て
は

自
分
の
好
き
な
人
が
か
お
り
を
好
き
だ

た
場
合



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
絶
対
に
カ

プ
ル
関
係
が
成
立
し
な
い
安
全
パ
イ
扱
い
だ

た
し

ふ
ん

彼
氏
い
な
い
歴
イ
コ

ル
年
齢
の
子

で
す
が
何
か

え

ま
じ
で

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
本
気
で
驚
い
た
の
か

目
を
大
き
く
開
き
な
が
ら
千
佳
の
顔
を
見
た

そ
れ
が
本
当
な
ん
だ
よ
ね

と
い
う
か
何
で
な
の

え

だ

て

付
き
合
う
の
も
ア
リ
か
な

て
思
う
人
は
確
か
に
結

い
た
け
ど

 
付
き
合
い
た
い

て
思
う
人
は
い
な
か

た
か
ら

仕
方
な
く
な
い

 
そ
ん
な

態
で
付
き
合

た
ら
相
手
に
失

で
し

だ

て
さ

意
外
と
真
面
目
な
ん
だ
な

意
外
と
は
余
計

 
か
お
り
は

ね
た
表
情
で
そ
う
言
い
つ
つ
も

露
骨
に
話
題
を
変
え
て
き
た

千
佳

ソ
レ
イ
ユ
で
の
仕
事
は
ど
う

も
う
慣
れ
た

あ

う
ん

お
か
げ
さ
ま
で

調
か
な

色
々
な
人
と
仲
良
く
な
れ
た
し

 

月
一
日
だ
け
だ
け
ど
男
の
子
と
デ

ト
し
て
る
気
分
に
な
れ
る
し
ま
あ
幸
せ
な
の
か
な
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へ

へ

ま

ま
あ
食
事
く
ら
い
は
普
通
か
な

う
ん

普
通
だ
よ
ね

そ
う
え
い
ば
た
ま
に
食
事
の
後

ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て

て
も
ら
う
ん
だ
け
ど

 
色
々
な
夜
景
を
見
せ
て
も
ら

た

け

そ

そ
う
な
ん
だ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

千
佳
が
微

に
か
お
り
を
煽

て
い
る
事
に
気
付
い
た
が

 
多
分
何
か
目
的
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と

て
い
た

ま
あ
私
に
は
誰
か
み
た
い
に
負
い
目
や
気
が
か
り
が
あ
る

じ

な
い
し

 
せ

か
く
の
好
意
な
ん
だ
か
ら

難
く
受
け
な
い
と

だ
し
ね

そ

そ
う
ね

 
か
お
り
は
そ
の
言
葉
に

を
ひ
く
つ
か
せ
た

 
そ
れ
を
見
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は

そ
う
い
う
事
か
と
納
得
し
た

な
る
ほ
ど

か
お
り
は
ま
だ
本
体
に

何
か
負
い
目
が
あ
る

て
事
か

 
と
い
う
か

必
要
以
上
に
何
か
に

病
に
な

て
る
気
も
す
る
な

だ
が
し
か
し

 
は
ち
ま
ん
く
ん
に
伝
わ

て
い
る
情
報
だ
と

八
幡
と
か
お
り
の
関
係
は

 
名
前
で
呼
び
合
え
る
よ
う
に
な

た
く
ら
い

調
の
は
ず
だ

た
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な
の
で
か
お
り
が
今
こ
う
な

て
い
る
原
因
が

は
ち
ま
ん
く
ん
に
は
さ

ぱ
り
分
か
ら
な

か

た
と
り
あ
え
ず
俺
に
出
来
る
事
が
あ
る
か
ど
う
か
話
を

い
て
み
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い

な 
ま
あ
話
し
て
く
れ
る
と
い
う
保
証
は
無
い
ん
だ
が

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
う
考
え

か
お
り
に
向
か

て
こ
う
言
い
か
け
た

何
か
助
け
に
な
れ
る
な
ら

俺
が
話
く
ら

か
お
り

て
本
当
に
馬

だ
よ
ね

い
つ
も
他
人
に
合
わ
せ
る
だ
け
で

 
自
分

て
も
の
が
無
い
ん
じ

な
い
の

い

て

千
佳

千
佳

そ
れ
は
言
い
す
ぎ

 
そ
の

ご
し
の
言
い
方
に

さ
す
が
の
か
お
り
も
カ
チ
ン
と
き
た
よ
う
だ

お

お
い

お
前
ら

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

さ
す
が
に
こ
の
雰
囲
気
は
ま
ず
い
と
思
い

二
人
の
仲

を
し
よ
う
と

思

た
が
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二
人
は
立
ち
上
が

て

み
合
い

ど
ち
ら
も
引
く
気
配
は
無
か

た

い
き
な
り
何
な
ん
だ

こ
の
二
人
が

す
る
な
ん
て
考
え
ら
れ
ん

 
そ
う
思
い
ま
ご
ま
ご
す
る
は
ち
ま
ん
く
ん
を
置
い
て
二
人
は
な
お
も
言
い
争
い
を
続
け
て

い
た

 
だ
が
そ
の
様
子
が
少
し
お
か
し
い

こ
れ
は

と
い
う
よ
り
は
言
葉
は
乱
暴
だ
が
千
佳
が
か
お
り
を
諭
し
て
い
る
よ
う
な

 
あ

あ
れ
か

俺
に
フ

ド
バ

ク
さ
れ
て
い
る

の
本
体
と
小
町
の

と
一

か

 
兄
に
変
わ

て
ほ
し
い
と
願
う
小
町
と

そ
れ
に
反
発
す
る
本
体

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
う
考
え

ち

こ
ち

こ
と
二
人
の
間
に
入
り
込
む
と

 
人
差
し
指
を
ち

ち

ち
と

り
な
が
ら

ま
る
で
女
性
の
よ
う
な

り
方
で
言

た

二
人
と
も

私
の
事
で
争
う
の
は
や
め
て

う
わ

無
表
情
で
言
わ
れ
る
と
怖
い

仕
方
な
い
だ
ろ

ぬ
い
ぐ
る
み
に
そ
こ
ま
で
求
め
る
な

 
そ
う
言

た
後
は
ち
ま
ん
く
ん
は

か
お
り
の
顔
を
じ

と
見
な
が
ら
言

た
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よ
く
分
か
ら
な
い
が

多
分
か
お
り
が
悪
い

うこ
こ
に
は
俺
と
千
佳
し
か
い
な
い
何
か
悩
み
事
で
も
あ
る
の
な
ら
思
い
の
丈
を
ぶ
ち
ま
け

ろ
そ
う
だ
そ
う
だ

ぶ
ち
ま
け
ろ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
う
言
い

千
佳
も
そ
れ
に
乗

た

 
か
お
り
は
困

た
よ
う
な
顔
で
下
を
向
い
て
い
た
が
や
が
て

つ
り

つ
り
と
話
し
始
め
た

え

と

さ

き
千
佳
に
も
言
わ
れ
た
け
ど
私
男
の
人
と
正
式
に
付
き
合

た
事
が
無

い
のふ

む
中
学
の
時
は

人
を
好
き

て
思
う
気
持
ち
が
ど
ん
な
も
の
か
分
か
ら
な
か

た

 
だ
か
ら
誰
と
も
付
き
合
わ
な
か

た
し

誰
か
ら
の
告
白
も
全
部
断

た

 
そ
の
中
の
一
人
が
八
幡
だ

た
け
ど
そ
の
せ
い
で
あ
い
つ
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
知

て

も 
私
は
特
に
何
か
し
よ
う
と
は
思
わ
な
か

た

言
い

に
な
る
け
ど

あ
の

の
私
は
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他
人
に
負
の
感
情
を
向
け
ら
れ
た
事
が
無
か

た
せ
い
で
そ
う
い

た
感
情
に
は

感
だ

た 
そ
れ
は
高
校
に
な

て
か
ら
も

一
年
以
上
も
続
い
た

 

り
に
い
た
の
は
今
思
え
ば
千
佳
以
外
は
友
達
と
も
言
え
な
い
薄

ら
い
関
係
の
人
ば

か
り

 
で
も
私
は
そ
れ
で
十
分
満
足
し
て
い
た

何
故
な
ら
普
通
に
楽
し
か

た
か
ら

 
そ
ん
な
時

偶
然
あ
い
つ
と
再
会
し
た

う
 
そ
の
時
の
事
は
千
佳
に
と

て
も
黒
歴

で
あ
り
千
佳
は
心
が

い
の
か
暗
い
顔
で
胸
を

押
さ
え
た

 
し
か
し
か
お
り
は
話
す
の
を
や
め
ず

千
佳
も
覚
悟
を
決
め
た
の
か

 
か
か

て
こ
い
と
ば
か
り
に
胸
を
張
り

か
お
り
の
言
葉
に

を

け
た

あ
の
時
あ
い
つ
は
う
ち
の
社
⻑
と
一

で

と
て
も
仲
が
良
さ
そ
う
に
見
え
た

 
だ
か
ら
私
は
ち

と
ば
か
り
の

心
も
あ

て

の
話
を
持
ち
出
し
て

 
あ
い
つ
の
反
応
を
見
る
事
に
し
た

で
も
あ
い
つ
は
至

て
普
通
に
見
え
た
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そ
れ
で
安
心
し
た
私
は

千
佳
と
よ
く
話
し
て
い
た
葉
山
君
の
話
を
無
神

に
持
ち
出
し

 
あ
ま
つ
さ
え
紹
介
し
て
く
れ
と
頼
ん
だ

そ
れ
で
も
あ
い
つ
は
表
面
上
は

 
ど
ん
な
負
の
感
情
も
表
に
出
さ
な
か

た

私
は
更
に
調
子
に
乗

て

 
約
束
の
日
に
あ
い
つ
に
失

な
事
を
し
ま
く
り

笑
い
物
に
し
た

 
そ
の
せ
い
で
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
他
人
か
ら
負
の
感
情
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
事
に
な

た

そ

そ
こ
は
私
達

て
言

て
い
い
よ
か
お
り

私
も
同
罪
だ
か
ら
さ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

で
も
今
は
私
の
話
だ
し

私
と
か
お
り
は
親
友
な
ん
だ
か
ら

こ
う
い
う
時
は

 
そ
う
い

た
悪
い
部
分
も
共

す
る
べ
き
だ
と
思
う

そ
れ
で
こ
そ
親
友
で
し

あ

う

う
ん

あ
り
が
と
う

 
か
お
り
は
少
し
目
を

ま
せ
な
が
ら

千
佳
に
そ
う
言
う
と

話
を
続
け
た

あ
の
時
は

あ
い
つ
も
変
わ

た
ん
だ
な
と

何
と
な
く
納
得
し
た
だ
け
だ

た

 
確
か
に
思
い
返
す
と
相
当
失

な
態
度
を
と

て
し
ま

た
と
反
省
も
し
た
け
れ
ど

 
で
も
や

ぱ
り
次
の
日
に
な

た
ら

面
白
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
ば
か
り
が
先
に
立

た

 
で
も
能
天
気
な
私
は

す
ぐ
に
そ
の
時
の

り
も
忘
れ
た
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そ
の
せ
い
で
そ
の
後
あ
い
つ
と
再
会
し
た
時
私
は
謝
る
と
い
う
選
択
肢
が

に

か
び
も
し

な
か

た

 
だ
か
ら
普
通
に
話
し
か
け
た
し
相
手
が
普
通
に
返
事
を
し
て
く
る
の
を
当
然
だ
と
さ
え
思

た 
あ
い
つ
と
色
々
話
す
の
は
中
学
の
時
よ
り
も

ん

ん
楽
し
か

た
し
友
達
に
す
ら
な
り
た

い
と
思

た

 
そ
の
せ
い
で
あ
い
つ
の
事
を
多
少
は
理
解
は
出
来
た
と
思
う
し

 
何
よ
り
あ
い
つ
は

そ
う
に
し
な
が
ら
も

ち

ん
と
私
の
話
を

い
て
く
れ
た

あ
の

は

急
に
か
お
り
が
八
幡
君
の
事
ば
か
り
話
し
始
め
た
か
ら

 
驚
い
た
の
と
同
時
に

り
す
ら

い
て
き
た
も
の
だ
け
ど

 
話
を

い
て
る
う
ち
に

い
て
た
の
と
違

て
い
い
人
な
の
か
も

て
思

た
の
は
確
か
だ

け
ど
ね

 
だ

て
今
思
い
返
せ
ば
八
幡
君
は
あ
の
時
葉
山
君
の
態
度
に
困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
た
も

ん
本
体
ら
し
い
な
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ふ
ふ

ま
あ
そ
う
だ
ね

今
な
ら
分
か
る
よ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
が
知
る
八
幡
と
か
お
り
の
エ
ピ
ソ

ド
は

 
こ
の
後

八
幡
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
事
を
知

た
か
お
り
が
死
ぬ
ほ
ど
心
配
し

 
そ
の
後
家
の
近
く
で
明
日
奈
と
出
会

た
時
に

八
幡
に
謝
罪
し
た
と
こ
ろ
ま
で
で
あ

た

 
な
の
で
は
ち
ま
ん
く
ん
は

こ
れ
か
ら
か
お
り
が
話
す
内
容
は

 
お
そ
ら
く
八
幡
本
人
に
と

て
も
初
め
て

く
話
な
の
だ
ろ
う
と

し
た

で

そ
の
直
後
な
ん
だ
け
ど
さ

あ
あ

や

ぱ
り
な

えお

と
す
ま
ん

何
で
も
な
い

続
け
て
く
れ

う

う
ん

 
か
お
り
は
は
ち
ま
ん
く
ん
を
見
て
首
を

げ
な
が
ら
も

話
を
続
け
た

で

そ
の
直
後
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
事
が
連
日
報
道
さ
れ
始
め
て

 
総
武
高
校
に
行

た
友
達
の
一
人
と

話
で
話
し
て
い
た
時
に

丁
度
そ
の
話
題
に
な

て

 
そ
こ
で
初
め
て
八
幡
の
事
を
知

た
私
は
次
の
日
の
朝
千
佳
に
も
そ
の
事
を
報
告
し
た
の
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あ
の
時
の
か
お
り

今
に
も

き
そ
う
な
顔
を
し
て
た
よ
ね

ま
あ
前
の
日
に
い

ぱ
い

い
た
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
だ

た
ん
だ

 
千
佳
は
そ
の
事
は
知
ら
な
か

た
の
か

少
し
驚
い
た
顔
を
し
た
後

 
そ
う
い
う
事
も
あ
る
だ
ろ
う
な
と
納
得
し
た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

で

そ
の
事
を
朝
教
室
で

千
佳
に
話
し
て
い
た
時
に

 
そ
れ
を

い
て
い
た
中
学
の
時
の
同
級
生
の
一
人
が
こ
う
言

た
の

え

あ
い
つ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
や

て
た
ん
だ

 
ま
あ
こ
れ
で
世
の
中
か
ら
迷
惑
な
オ
タ
ク
が
一
人

た
と
思
え
ば
良
か

た
の
か
な

て
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第
５
５
６
話
 
か
お
り
の
悩
み

ま
あ
正

だ
な

 
そ
の
か
お
り
の
言
葉
を

い
た
は
ち
ま
ん
く
ん
は

冗
談
め
か
し
て
そ
う
言

た

 
だ
が
か
お
り
は

本
気
で

た
よ
う
な
顔
で
は
ち
ま
ん
く
ん
に
詰
め
寄

た

全
然
正

じ

な
い

る
な

ほ
ん
の
冗
談
だ

冗
談
で
も

目

そ
う
だ
な

す
ま
な
い

今
の
は
か
お
り
の
気
持
ち
を
考
え
な
か

た
俺
が
悪
か

た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
か
お
り
の
真
剣
な
表
情
を
見
て

即
座
に
か
お
り
に
謝
罪
し
た

ま
あ
正
直
も

と
む
か
つ
く
の
は
あ
い
つ
自
身
が
同
じ
事
を
言
い
そ
う
な
所
な
ん
だ
け
ど
ね

あ
あ

八
幡
君
な
ら
間
違
い
な
く
言
う
ね

ま
あ
俺
も
そ
う
思

て
言

た
ん
だ
が
な

と
り
あ
え
ず
話
を
続
け
て
く
れ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
と
り
あ
え
ず
話
を
元
に

そ
う
と

そ
う
か
お
り
を

し
た

う
ん

そ
れ
で
ね

ま
あ
予
想
は
つ
く
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
ど
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か
お
り
が
ブ
チ
切
れ
た
ん
だ
ろ

え

何
で
分
か
る
の

そ
れ
は
ま
あ

俺
が
知
る
今
の
か
お
り
な
ら

間
違
い
な
く
そ
う
す
る
だ
ろ
う
か
ら
な

そ

そ
う

 
か
お
り
は
そ
う
言
わ
れ
た
事
が
嬉
し
か

た
の
か

少
し
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
れ
で
ま
あ

私
は
ブ
チ
切
れ
て

相
手
に
こ
う
言

た
の

あ
い
つ
が
い
つ
あ
ん
た
に
迷
惑
を
か
け
た
の

当
な
事
を
言

て
他
人
を

め
て
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
少
な
く
と
も
私
は
あ
い
つ
の
口
か
ら
他
人
の
悪
口
を

い
た
事
は
一
度
も
無
い
し

 
ど

ち
が

い
か

を
見
て
確
か
め
て
み
た
ら

て
ね

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
の
言
葉
を

い
て
無
言
に
な

た

 
そ
し
て
少
し
間
を
置
い
て

と
て
も
驚
い
た
よ
う
に
こ
う
言

た

え

ま
じ
で

俺
の
知

て
る
か
お
り
と
は
別
人
な
ん
だ
け
ど

え
え

い
や
い
や

あ
り
え
な
い
だ
ろ

な

千
佳
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う
ん

私
も
あ
ん
な
激
し
い
か
お
り
を
見
た
の
は
あ
れ
が
最
初
で
最
後
だ

た
よ

そ
ん
な
に
荒
ら
ぶ

て
た
の
か

う
ん

相
手
も
か
お
り
の
剣
幕
に

き
出
し
ち

た
し

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
ク
ラ
ス
メ

ト
が
か
お
り
の
事
を

れ
物
扱
い
し
て
た
か
な

ほ
う
ほ
う

や
る
な
か
お
り

だ

て
本
当
に
ム
カ
つ
い
た
ん
だ
も
ん

あ
い
つ
の
事
を
何
も
知
ら
な
い

に
さ

 
そ
う
言

た
後

か
お
り
は
自

し
な
が
ら
こ
う
付
け
加
え
た

で
も
そ
れ
は
私
も
一

だ

た
か
も

そ
れ
が
分
か

ち

た
か
ら

 
多
分
私
は
あ
の
時
自
分
に
対
す
る

り
も
合
わ
せ
て
あ
の
子
に
ぶ
つ
け
ち

た
気
が
す
る

そ
い
つ
に
と

て
は
災
難
だ

た
な

で
も
そ
の
後
謝

て
も
ら

た
よ

確
か
に
ひ
ど
い
言
い
方
だ

た

ご
め
ん
ね

て

そ
う
な
の
か

う
ん
そ
れ
以
降
教
室
で
被
害
者
に
対
す
る
悪
口
を
言
う
の
は
タ
ブ

に
な

ち

た
け

ど 
ま
あ
そ
れ
は
別
に
い
い
事
だ
よ
ね
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ま
あ
そ
う
だ
な

 
そ
う
同
意
し
た
は
ち
ま
ん
く
ん
に

千
佳
は
更
な
る
エ
ピ
ソ

ド
を
提

し
て
き
た

つ
い
で
に
そ
の
後

か
お
り
は
そ
の
人
の
事
が
好
き
な
の

て
言
わ
れ
て

 
か
お
り
が

大
に
テ
ン
パ

た
の
は
い
い
思
い
出
だ
よ
ね

ま
じ
か

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

そ
の
時
の
か
お
り
の

況
を
想
像
し

く
す
く
す
笑

た

 
そ
ん
な
は
ち
ま
ん
く
ん
に

か
お
り
は
言
い

が
ま
し
く
こ
う
言

た

だ

て
び

く
り
す
る
じ

な
い
そ
ん
な
質
問
が
く
る
な
ん
て
予
想
す
ら
し
て
な
か

た
ん

だ
か
ら

そ
こ
で
す
ぐ
否
定
出
来
る
く
ら
い

り
切

て
た
ら
問
題
な
か

た
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
こ
で
千
佳
が
そ
う
突

込
み

は
ち
ま
ん
く
ん
は
首
を

げ
な
が
ら
千
佳
に

ね
た

と
い
う
と

多
分
か
お
り
は
そ
こ
で

一

こ
う
考
え
ち

た
ん
だ
と
思
う
の

 
も
し
か
し
て
私
は

気
付
か
な
い
う
ち
に
八
幡
君
の
事
が
好
き
だ

た
ん
じ

な
い
か

て

で
も
違

た
ん
だ
ろ
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う
ん

確
か
に
そ
こ
ま
で
の
感
情
は
無
い

て
結

に
達
し
た
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
は
時

に

し
だ

た
ん
だ
よ
ね

ほ
ほ
う

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
興
味

々
で
そ
う
言
い

そ
れ
に
千
佳
が
こ
う
答
え
た

そ
の
時
に
は
ち

と
時
間
が

ち
す
ぎ
て
て
ね

 
か
お
り
は
八
幡
君
の
事
が
好
き

て
噂
が

に
学
校
中
に
流
れ
ち

て
て

 
か
お
り
が
そ
れ
を
否
定
し
な
か

た
も
ん
だ
か
ら
そ
れ
が
事
実
み
た
い
に
さ
れ
ち

て
さ

何
で
否
定
し
な
か

た
ん
だ

一
応
最
初
は
し
た
わ
よ

で
も
あ
ん
な
キ
レ
方
を
し
ち

た
せ
い
で

 
み
ん
な
全
然
信
じ
て
く
れ
な
か

た
ら

も
う
い
い
や

て
思

て
さ

そ
れ
は
ド
ン
マ
イ
だ
な

ま
あ
そ
の
せ
い
で

望
ま
ぬ
告
白
が

た
の
は
良
か

た
け
ど
ね

そ
れ
は
不
幸
中
の
幸
い
だ
な

ま
あ
ね

 
か
お
り
は

き
つ
つ

話
を
続
け
た
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で

進
学
し
て
か
ら
も

告
白
さ
れ
る
度
に
そ
の
事
を
考
え
ち

て
さ

 
結
局
オ

ケ

を
誰
に
も
出
す
こ
と
も
な
く

今
に
至
る

な
る
ほ
ど
な

で

か
お
り
の
悩
み
の
話
の
前
フ
リ
は
い
つ
終
わ
る
の

 
千
佳
は
そ
う
言

て

そ
ろ
そ
ろ
本
題
に
入
る
よ
う
に
か
お
り
に

し
た

 
か
お
り
は

き

次
に
こ
う
言

た

で

最
近
や

と

そ
う
い

た
一
連
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

 
八
幡
と
名
前
で
呼
び
合
え
る
よ
う
に
な

た
の
は
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の
か
お
り
の
深
刻
そ
う
な
表
情
に

は
ち
ま
ん
く
ん
と
千
佳
は
居

ま
い
を
正
し
た

ご

が

はえそ
の
せ
い
で

ご

が
美
味
し
く
て
仕
方
な
い
の

 

日
薔
薇
色
と
い
う
か

幸
せ
太
り
な
ん
て
本
当
に
あ
る
の
か
と
疑
問
だ

た
け
ど

 
や

ぱ
り
そ
う
い
う
の

て
あ
る
ん
だ
な

て

凄
く
納
得
は
し
た
ん
だ
け
ど



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
そ
の
せ
い
で
最
近
体
重
が

え

え

て

き
り
私
は

八
幡
君
と
よ
り
親
し
く
な

た
分

 

の
事
が
ト
ラ
ウ
マ
の
よ
う
に

て
き
て
気
付
か
な
い
う
ち
に
彼
を

付
け
て
い
や
し
な

い
か
と

 

病
に
な

て
彼
の
顔
色
を

う
よ
う
な
態
度
を
と

て
る
も
の
だ
と
ば
か
り

え
え

そ
ん
な

無
い
じ

な
い

だ

て
私
だ
よ

 
私
が
そ
ん
な

な
神

を
し
て
る

な
い
じ

な
い

 
か
お
り
は
そ
う
言
い

千
佳
は
拳
を

り
締
め
て

る

る
と

え
だ
し
た

わ

わ
ざ
と

ま
れ
役
を

て
出
よ
う
と
し
た
私
の
立
場
は

千
佳

ド
ン
マ
イ
だ
ぞ

ま
あ
確
か
に
俺
も
似
た
よ
う
な
気
分
だ
が

 
そ
も
そ
も
か
お
り
相
手
に
そ
ん
な
心
配
を
す
る
の
が
間
違
い
だ

た
ん
だ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

え

え

 
そ
し
て
千
佳
は

た
い
目
で
か
お
り
を

み
な
が
ら
言

た

か
お
り

前
あ
け
て
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え

前

い
い
か
ら
さ

さ
と
服
を
ま
く
り
あ
げ
て

そ
の
微

な
サ
イ
ズ
の
胸
を
見
せ
な
さ
い

び

微

て
言
わ
な
い
で

い
い
か
ら

く

は

は
い

 
そ
し
て
千
佳
は

何
か
を
確
か
め
る
よ
う
に
か
お
り
の
胸
を

み
な
が
ら
言

た

確
か
に
大
き
く
な

て
る

え

ほ

本
当
に

じ

あ
こ
の
ま
ま
で
も

 
そ
ん
な
か
お
り
を
無

し

千
佳
は
直
後
に
か
お
り
の
お
腹
の
肉
を
つ
ま
ん
だ

本
当
に

ち

千
佳

い

い

て
ば

 
か
お
り
の
お
腹
は
見
事
に

に

に
し
て
お
り

は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
れ
を
見
て

 
か
お
り
に
こ
う
宣
告
し
た

か
お
り

ア
ウ
ト

う
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そ
し
て
千
佳
は

い
き
な
り
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て

そ
の

を

影
し
た

こ
れ
で
よ
し

と

ち

ち

と
千
佳

何
で
写
真
な
ん
か

た
の

こ
れ
を
八
幡
君
に
見
て
も
ら

て

か
お
り
の
ダ
イ
エ

ト
に
協
力
し
て
も
ら
う
の
よ

う

さ
す
が
に
そ
れ
は

目
だ

て

も
う

い

た

た
今
送

た
か
ら

え
え
え
え
え
え
え
え

 
実

の
と
こ
ろ
千
佳
は

そ
の
写
真
を
メ

セ

ジ
付
き
で
明
日
奈
に
送

て
い
た

明
日
奈
お
願
い
八
幡
君
に
か
お
り
に
は
し
ば
ら
く
エ
サ
を

え
な
い
よ
う
に
伝
え
と
い
て

 
か
お
り
の
お
腹

今
こ
ん
な

態
だ
か
ら

 
直
後
に
明
日
奈
か
ら
返
信
が
来
た

う
わ

本
当
に
や
ば
い
ね

オ

ケ

オ

ケ

伝
え
と
く

 
そ
し
て
千
佳
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
か
お
り
に
言

た

オ

ケ

だ

て
よ

そ

そ
ん
な

も

も
う
お

に
行
け
な
い
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最
悪
私
が
も
ら

て
あ
げ
る
か
ら

と
に
か
く
か
お
り
は
そ
の

肉
を
何
と
か
し
な
さ
い

そ

そ
ん
な
事

出
来
る

な
い
じ

な
い

大
丈
夫
よ

か
お
り
を
性
転
換
さ
せ
れ
ば
済
む
事
だ
か
ら

せ

性
転
換

ま
あ
そ
れ
は
冗
談
と
し
て
ほ
ら
か
お
り
さ

さ
と
横
に
な
り
な
さ
い
ま
ず
は
腹
筋
か
ら

 
そ
し
て
千
佳
が
用
事
で
帰
る
時
間
に
な
る
ま
で

 
か
お
り
は
は
ち
ま
ん
く
ん
と
千
佳
の
監

の
下

種
ダ
イ
エ

ト
運
動
を
さ
せ
ら
れ
る
事
と

な

た

 
あ

そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
な
き

い
け
な
い
時
間
だ

え

あ

も
う
そ
ん
な
時
間

い
や

残
念
だ
な

も
う
少
し
や
り
た
か

た
の
に

 
か
お
り
の
そ
の
わ
ざ
と
ら
し
い
発
言
に
千
佳
は
カ
チ
ン
と
き
た
の
か

 
ギ
ロ

と
か
お
り
を

む
と

は
ち
ま
ん
く
ん
に
こ
う
言

た

は
ち
ま
ん
く
ん
か
お
り
も
こ
う
言

て
る
事
だ
し
私
が
帰

た
後
も
続
行
し
て
い
い
か
ら
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ね 
も
し
か
お
り
が

だ
と
言
い
出
し
た
ら

 
か
お
り
の
も

と
恥
ず
か
し
い
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア

プ
す
る
か
ら
す
ぐ
教
え
て

了
解
だ

え

も

も

と
恥
ず
か
し
い
写
真

心
当
た
り
が
あ
る
で
し

う

そ

そ
れ
は

 
か
お
り
は
あ
れ
で
も
な
い
こ
れ
で
も
な
い
と

記
憶
を
探
り
始
め
た
が

 
そ
も
そ
も
そ
ん
な
写
真
は
存
在
し
な
い

だ
が
千
佳
は

八
幡
と
接
す
る
中
で

 
こ
う
言
え
ば
相
手
が
勝
手
に
あ
れ
こ
れ
考
え
て
自

自

に
陥
る
と
い
う
手
法
を
学
ん
で
い

た
そ
れ
じ

あ
宜
し
く
ね

は
ち
ま
ん
く
ん

か
お
り

ま
た
ね

お
う

ま
た
な

千
佳

ち

千
佳

待

て

待

て

て
ば

待
た
な
い
か
ら
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そ
し
て
千
佳
は

は
ち
ま
ん
く
ん
に
こ

そ
り
ウ

ン
ク
し

そ
の
ま
ま
立
ち
去

た

 
残
さ
れ
た
か
お
り
は

す
が
る
よ
う
な
目
で
は
ち
ま
ん
く
ん
を
見
た
が

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
の

線
を
無

し

こ
う
言

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
次
は
背
筋
な

は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
⻤

悪
魔

ぬ
い
ぐ
る
み

お
い

何
で
今
そ
こ
で
ぬ
い
ぐ
る
み

て
言

た

悪
口
に
な

て
な
い
じ

な
い
か
よ

う
う

な
自
分
の
語

が

め
し
い

 
そ
れ
で
も
か
お
り
は
め
げ
な
か

た

少
し
で
も
つ
ら
い
ダ
イ
エ

ト
を
楽
し
く
し
よ
う
と

 

的
に
は
ち
ま
ん
く
ん
に
話
し
か
け

今
の

で
最
大
限
楽
し
も
う
と
努
力
し
て
い
た

は
ち
ま
ん
く
ん

高
校
の
時

こ
う
い
う
事
が
あ

た
ん
だ
け
ど

 
は
ち
ま
ん
く
ん
が
も
し
そ
の
場
に
い
た
ら
何
て
言

た

ね

こ
の
前
こ
う
い
う
お
客
様
が
い
た
ん
だ
け
ど
さ

そ
う
い
え
ば

日

い
物
に
行

た
ら
ね

で

そ
の
時
千
佳
が
ね

お
前
は
よ
く
そ
ん
な
に

り
続
け
ら
れ
る
よ
な
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え

そ
う

こ
れ
く
ら
い
普
通
じ

な
い

普
通
じ

な
い

え
え

普
通
だ
よ

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
今
日
は
こ
こ
ま
で
だ

お
疲
れ
さ
ん

 
い
き
な
り
は
ち
ま
ん
く
ん
が
そ
う
言
い

か
お
り
は
き

と
ん
と
し
た

も
う
い
い
の

あ
あ

こ
れ
以
上
一
気
に
カ
ロ
リ

を
消

す
る
の
は
逆
に
体
に
良
く
な
い
か
ら
な

え

そ
れ

て
ど
う
い
う
基
準

こ
こ
ま
で
お
前
の
と

た
行
動
で
消

さ
れ
た
カ
ロ
リ

は

全
て
計
算
済
だ
か
ら
な

凄
い

と
い
う

で
後
は

だ
が

立
か
ら
い
く
つ
か
引
く
か
ら
今
日
は
こ
こ
で
一
人
で
食
べ

る
よ
う
に

二
人
で
し

ん

あ
あ

ま
あ
俺
を
入
れ
れ
ば
二
人
だ
な

も

と
も
俺
は
何
も
食
べ
な
い
が

 
食
事
中
も
か
お
り
は

り
続
け
は
ち
ま
ん
く
ん
は

な
顔
一
つ
せ
ず
そ
れ
に
答
え
続
け
た
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も

と
も
は
ち
ま
ん
く
ん
に
は

な
顔
を
す
る
機
能
は
付
い
て
い
な
い
の
で
そ
の
真

は
不

明
で
あ
る

あ

今
日
は
い

ぱ
い
話
し
た
ね

だ
な

 
か
お
り
は
さ
す
が
に

り
疲
れ
た
の
か

首
を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
し
て
か
お
り
は
時
計
を
見
た
後

服
ダ
ン
ス
か
ら
下
着
や
タ
オ
ル
を
取
り
出
し
な
が
ら

言

た
そ
れ
じ

あ
私

お
風
呂
に
入

て
く
る
ね

そ
う
だ

は
ち
ま
ん
く
ん
も
一

に
入
る

お
前

俺
を
壊
す
気
か

あ

そ

そ
う
だ
ね

ご
め
ん
ご
め
ん

ま
あ
俺
は
こ
こ
で
静
か
に
待

て
る
か
ら
気
に
す
る
な

 
俺
に
は
待
つ
の
が
つ
ら
い
と
か

そ
う
い

た
感
情
も
機
能
も
付
い
て
な
い
か
ら
な

う
ん

分
か

た

あ

そ
う
だ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
で
も
見
て
て
よ

 
高
校
二
年
の
時
の

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
写
真

お

そ
ん
な
物
が
あ
る
の
か

そ
れ
は
興
味
深
い
な
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退
屈
し
の
ぎ
に
は
な
る
と
思
う
よ

そ
れ
じ

あ
ぱ
ぱ

と
入

て
く
る
ね

だ
か
ら
退
屈
と
か
い
う
感
情
も
無
い

て
の

あ
は

そ
う
だ

た
ね

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

 
そ
し
て
か
お
り
が
い
な
く
な

た
後

は
ち
ま
ん
く
ん
は

 
そ
の
写
真
が
収
め
ら
れ
た
ア
ル
バ
ム
を
ペ
ラ
ペ
ラ
と
め
く

て
い

た

や

ぱ
り
み
ん
な
若
い
な

か
お
り
は
今
よ
り
も
少
し

い
感
じ
か

 
ま
あ
も

と
も
一
番
変
わ

た
の
は

美
だ
ろ
う
な

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
コ
ミ
ケ
の
映
像
か
ら

も
う
現
在
の

美
の

も
知

て
い
た

よ
く
考
え
る
と
五
年
で
こ
の
差
か

本
当
に
驚
く
ほ
ど
変
わ
る
も
ん
だ
な

 
は
ち
ま
ん
く
ん
が
そ
う

い
た

か
お
り
が

て
き
た

 
か
お
り
は
下
着

で
あ
り

上
に
は
な
に
も
付
け
て
い
な
か

た

 
そ
ん
な
か
お
り
に

は
ち
ま
ん
く
ん
は

れ
た
よ
う
に
言

た

お
前
に
は
恥
じ
ら
い
と
い
う
も
の
が
な
い
の
か

だ

て
こ
こ
に
は
は
ち
ま
ん
く
ん
し
か
い
な
い
じ

な
い

あ
の
な

俺
の
見
た
映
像
は
保
存
さ
れ
て
い
る
か
ら
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あ
い
つ
が
後
で
そ
れ
を
確
認
す
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
ぞ

 
実

は
ま
あ

よ
ほ
ど
の
事
件
で
も
無
い
限
り
そ
ん
な
可
能
性
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
な
の
だ
が

 
ほ
ぼ
ゼ
ロ
は
ゼ
ロ
で
は
な
い

は
ち
ま
ん
く
ん
は
一
応
そ
う

告
し
た

 
そ
れ
を

い
た
か
お
り
は

大
に

を
ひ
き
つ
ら
せ
つ
つ
も
虚
勢
を
張
る
よ
う
に
こ
う
言

た
べ

べ
つ
に
八
幡
に
見
ら
れ
て
困
る
も
の
じ

な
い
し

む
し
ろ
ウ

ル
カ
ム
だ
し

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
今
度
見
せ
て
お
く
事
に
す
る

ご
め
ん
な
さ
い

で
す

勘

し
て
下
さ
い

 
は
ち
ま
ん
く
ん
に
そ
う
言
わ
れ
た
か
お
り
は
そ
う

変
し
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
れ
に

い
た

最
初
か
ら
そ
う
い
う
態
度
に
出
て
い
れ
ば
何
も
問
題
は
無
か

た
ん
だ

つ
の

あ
れ

 
そ
の
時
は
ち
ま
ん
く
ん
は

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
じ

と
か
お
り
の

の

り
を
見
た

え

な

何

か
お
り

お
前

ウ

ス
ト
が
三
ミ
リ

く
な

て
る
な

え

本
当
に

そ
ん
な
の
分
か
る
の

お
う

努
力
の
甲
斐
が
あ

た
な

え
ら
い
ぞ
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や

や

た

す
ご
く
嬉
し
い

ま
あ
ま
だ
肉
を
掴
め
る
の
に
変
わ
り
は
無
い
は
ず
だ
け
ど
な

で
も
ち

ん
と
違
い
が
出
て
る

て
分
か
る
の
は

凄
く
や
る
気
が
出
る
よ

 
私

こ
の
調
子
で
頑
張
る
か
ら

お
う

い
つ
見
ら
れ
て
も
平
気
な
よ
う
に
頑
張
れ

う
ん

 
ま
あ
そ
ん
な
機
会
は
実

無
い
の
で
あ
る
が

 
か
お
り
は
そ
れ
で

々
や
る
気
に
な

た
よ
う
な
の
で

良
か

た
の
だ
ろ
う

ま
あ
い
い
か

余
計
な
事
を
言
う
必
要
は
な
い

 
そ
し
て
満
足
し
た
か
お
り
は

そ
の
日
は
は
ち
ま
ん
く
ん
と
一

に

る
事
に
し
た

 
と
い

て
も
は
ち
ま
ん
く
ん
を

枕
元
に
座
ら
せ
た
だ
け
で
あ

た
が

ね

は
ち
ま
ん
く
ん

んも
し
も
さ

中
学
の
時

私
が
八
幡
の
告
白
を
受
け
て
い
た
ら

ど
う
な

て
た
か
な

そ
う
だ
な

直
ぐ
に
別
れ
て
た
ん
じ

な
い
か
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は
ち
ま
ん
く
ん
は
即
座
に
そ
う
言
い

か
お
り
も
そ
う
思

て
い
た
の
か

 
特
に
否
定
す
る
事
も
無
く
こ
う
言

た

あ

や

ぱ
り
そ
う
思
う

お
う

今
の
あ
い
つ
が
あ
る
の
は
あ
く
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
お
か
げ
で
あ

て

更
に
言
う
と

 
高
校
の
時
の
あ
い
つ
が
あ

た
の
は
か
お
り
に
フ
ラ
れ
た
影

が
必
ず
あ

た
は
ず
だ
か
ら

な
そ

か

あ
の
時
の
選
択
は

私
の
人
生
最
大
の
ミ
ス
か
も
と
思
う
事
も
あ

た
け
ど

 
結
果
的
に
間
違

て
な
か

た

て
事
に
な
る
の
か
な

今
の
あ
い
つ
が
好
き
な
の
な
ら
そ
う
だ
な
ま
あ
し
か
し
あ
い
つ
が
ま
あ
今

じ

な
く

と
も

 
か
お
り
と
付
き
合
う
事
で
そ
れ
な
り
に
変
わ

た
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
け
ど
な

で
も
そ
れ
は

今
の
八
幡
と
は
や

ぱ
り
別
人
だ
よ
ね

ま
あ
別
人
だ
ろ
う
な
高
校
の
時
と
比
べ
る
だ
け
で
も
ま

た
く
の
別
人
だ
と
か
お
り
も
思

う
だ
ろ

う
ん
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が
人
を
作
る

て
い
う
い
い

だ
な

 
あ
い
つ
は
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
変
わ

て
い
く
だ
ろ
う

も
ち
ろ
ん
か
お
り
も
な

う
ん

私

も

と
い
い
女
に
な
る

頑
張
れ

 
そ
の
ま
ま
か
お
り
は
徐
々
に
う
と
う
と
し
始
め

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
ん
な
か
お
り
の

顔
を

て

め
て
い
た

 
こ
う
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
の
レ
ン
タ
ル
二
日
目
は
終
わ

た



 第５５７話 あったかもしれない

 
第
５
５
７
話
 
あ

た
か
も
し
れ
な
い

も
し
も
し

詩
乃

や

と
手
が
空
い
た
か
ら

明
日
は
ち
ま
ん
く
ん
を

り
に
行

て
も

い
い
か
し
ら

あ

終
わ

た
ん
だ

オ

ケ

よ

待

て
る
わ

お
待
た
せ
し
て
し
ま

て
ご
め
ん
な
さ
い
ね

そ
れ
じ

あ
明
日

う
わ

 
か
お
り
に
は
ち
ま
ん
く
ん
を
貸
し
出
し
て
か
ら

日
後

 
雪
乃
か
ら
の

話
を
受
け

詩
乃
は
は
ち
ま
ん
く
ん
に
こ
う
言

た

は
ち
ま
ん
く
ん

雪
乃
が
明
日
迎
え
に
来
る

て

つ
い
に
き
た
か

何

な
の

 
は
ち
ま
ん
く
ん
の
戦

し
た
様
子
を
見
て

詩
乃
は
首
を

げ
な
が
ら
そ
う
言

た

い
や

別
に

じ

な
い
が

す
る
必
要
は
あ
る
と
思

て
る

何
を

あ
い
つ
も
最
近

り
に

さ
れ
て
い
る
の
か
時
々
お
か
し
な
行
動
を
と
る
事
が
あ
る
か
ら
な
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あ
あ

 
確
か
に
詩
乃
に
も
思
い
当
た
る
フ
シ
が
い
く
つ
か
あ

た
ら
し
い

 
だ
が
約
束
は
約
束
だ
し
あ
の
雪
乃
が
は
ち
ま
ん
く
ん
に
何
か
危
害
を
加
え
る
事
は
無
い
だ
ろ

う
と
思
い

 
詩
乃
は
特
に
そ
の
事
に
つ
い
て

深
く
考
え
た
り
は
し
な
か

た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
が
危

し
て
い
た
の
は
雪
乃
の
理
性
以
外
の
部
分
に
関
し
て
だ

た
の
だ
が

 
詩
乃
は
雪
乃
の
そ
う
い

た
部
分
を
し

か
り
と

し
て
い
た

で
は
な
か

た

 
そ
し
て
次
の
日

雪
乃
が
は
ち
ま
ん
く
ん
を
迎
え
に
詩
乃
の
家
ま
で
来
た

あ
れ

雪
乃

で
来
た
の

免
許
持

て
た

け

と

て
き
た
わ

そ
の
せ
い
で
こ
こ
に
来
る
の
が

日

れ
た
の

ご
め
ん
な
さ
い
ね

 
雪
乃
に
そ
う
言
わ
れ

驚
い
た
詩
乃
は

当
然
の
疑
問
を
口
に
し
た

い
つ
の
間
に
教

所
に
通

て
た
の

通

て
な
い
わ
よ

 
雪
乃
が
普
通
に
そ
う
答
え
た

詩
乃
は
目
を

い
た

え

本
当
に

教

所
に
通
わ
な
く
て
も
免
許

て
と
れ
る
も
の
な
の
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普
通
よ
り
も
厳
し
く
チ

ク
さ
れ
る
け
ど

可
能
は
可
能
よ

 
も

と
も
そ
れ
で
合
格
す
る
人
は

年
に
一
人
と
い
う
レ
ベ
ル
ら
し
い
け
ど

う
わ

さ
す
が
と
い
う
か

 
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
い
う
詩
乃
に

雪
乃
が
事
も
無
げ
に
言

た

ま
あ
運
転
技
術
自
体
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
散
々
鍛
え
ら
れ
た
し
ね

あ
あ

確
か
に
雪
乃
は
運
転
上
手
い
も
ん
ね

い
ず
れ
そ
う
い

た
免
許
関
連
も

で

験
が
行
わ
れ
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

わ
ね受

験
と
か
も
そ
う
か
も
ね

ふ
ふ

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
は
ち
ま
ん
く
ん

行
き
ま
し

う
か

一
応

く
が

俺
を
ど
こ
に
連
れ
て
い
く
つ
も
り
だ

 
そ
う

す
る
よ
う
に
言
う
は
ち
ま
ん
く
ん
に

雪
乃
は
首
を

げ
な
が
ら
言

た

も
ち
ろ
ん
私
の
部
屋
だ
け
ど

そ
う
か

了
解
だ

そ
れ
じ

あ
詩
乃

行

て
く
る

行

て
ら

し

い
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そ
し
て
雪
乃
の
乗

て
き
た

を
見
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

か
ん
と
し
た
口
調
で
雪
乃
に
こ

う

ね
た

こ
の

ま
さ
か
マ
ク
ラ

レ
ン
の

セ
ナ

か

あ
ら

よ
く
そ
ん
な
事
を
知

て
る
わ
ね

え
え
そ
う
よ

さ
ん
に

り
た
の

な
る
ほ
ど

お
前
の

さ
ん
は

相
変
わ
ら
ず
い
い
趣
味
を
し
て
る
よ
な

そ
う

娘
で
あ
る
私
と
し
て
は

こ
れ
は
ど
う
か
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

 
無

に

気

も
多
い
し

日
本
に
は
向
か
な
い

で
し

う

男
の
ロ
マ
ン
だ

あ
ま
り
い
じ
め
て
や
る
な

 
し
れ

と
そ
う
言
う
雪
乃
に

は
ち
ま
ん
く
ん
は
白
い
目
を
向
け
な
が
ら
言

た

ひ
ど
い
言
い
方
だ
が

初
心
者
の
く
せ
に
こ
れ
に
乗

て
る
お
前
も
大

だ
か
ら
な

そ
う
ね

さ
す
が
の
私
も
他
に

が
無
か

た
か
ら
仕
方
な
い
と
は
い
え

 
こ
れ
に
乗

て
る
私

て
ど
う
な
の
と
思

た
わ

無

に
注
目
も
集
め
て
し
ま

た
し

格
好
い
い

だ
と
思
え

名
人
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
と
一

だ

 
ま
あ
い
い
や

安
全
運
転
で
頼
む

お
前
に
怪
我
を
さ
せ
た
と
あ

ち

 
本
体
に

し

が
た
た
な
い
か
ら
な
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あ
ら

嬉
し
い
事
を
言

て
く
れ
る
じ

な
い

俺
は
壊
れ
て
も
直
せ
る
か
ら
な

バ

ク
ア

プ
も
常
に
と

て
あ
る
し
な

ま
あ
安
全
運
転
で
行
く
わ

こ
の

で
飛
ば
す
の
は

や

ぱ
り
怖
い
も
の

そ
う
し
て
く
れ

 
だ
が
雪
乃
は

そ
の
言
葉
と
は
裏
腹
に

か
な
り
の
ス
ピ

ド
で
街
中
を

走
し
て
お
り

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
さ
す
が
に
少
し
怖
く
な

た
の
か

恐
る
恐
る
雪
乃
に
こ
う
言

た

お

お
い

ち

と
飛
ば
し
す
ぎ
じ

な
い
か

あ
ら
そ
う

こ
れ
く
ら
い
な
ら
許
容

囲
じ

な
い
か
し
ら

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
が

こ
い
つ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
せ
い
で

ス
ピ

ド
に
関
す
る
感
覚
が
麻

し
て
や
が
る
な

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
う
思

た
が
今
更
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
の
で
我
慢
す
る
事
に
し

た 
そ
し
て
雪
乃
は
そ
の
ま
ま
自
宅
へ
と
無
事
た
ど
り
着
き
は
ち
ま
ん
く
ん
は
ほ

と
胸
を

で

下
ろ
し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
私
の
部
屋
に
行
き
ま
し

う
か
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そ
う
い
え
ば

雪
乃
の
部
屋
に
入
る
の
は
初
め
て
だ
な

ま
あ
当
た
り
前
な
ん
だ
が

 
ど
ん
な
部
屋
か
と
い
う
噂
話
も

い
た
事
が
な
い
気
が
す
る
な

そ
う

普
通
の
部
屋
だ
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

お
前
の
普
通
は
信
用
出
来
な
い
ん
だ
よ

ふ
ふ

八
幡
君
も
同
じ
事
を
言
い
そ
う
ね

何
か
面
白
い

 
そ
う
言

て

関
へ
向
か
う
雪
乃
と
は
ち
ま
ん
く
ん
を

一
匹
の

が
出
迎
え
た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
雪
乃
の
事
を
心
配
し

て
て
そ
ち
ら
を
見
た

 
だ
が
雪
乃
は
笑
顔
で
し

が
み
込
み

そ
の

は

え
る
よ
う
に
雪
乃
に
飛
び
つ
い
た

ま
じ
か

た
だ
い
ま
ブ
レ

ト

い
い
子
に
し
て
た

 
そ
の

の
名
前
は
ブ
レ

ト
と
い
う
ら
し
い

精

な
軍
用

で
あ
る

 
は
ち
ま
ん
く
ん
が
後
に

い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と

ど
う
や
ら
都

の

ら
し
い

お
前

本
当
に
苦
手
を

服
し
た
ん
だ
な

え
え

本
当
に
苦
労
し
た
わ

本
当
に
ね

 
雪
乃
は
ブ
レ

ト
の

を

で
な
が
ら
そ
う
言
う
と
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は
ち
ま
ん
く
ん
を
連
れ
て
自
分
の
部
屋
へ
と
向
か

た

 
部
屋
に
入

た

間

は
ち
ま
ん
く
ん
は
中
の
光
景
を
見
て
絶

し
た

 
そ
こ
は
猫

猫

猫

時
々
パ
ン
さ
ん
と
い
う

合
で
グ

ズ
が
置
か
れ
て
お
り

 
壁
の
一
画
に

八
幡
と
結
衣
と
一

に

た
写
真
が

て
あ
る
の
が

象
的
だ

た

お
前

こ
れ

悪
化
し
て
な
い
か

悪
化

何
が
か
し
ら

い
や

猫
関
連
グ

ズ
の

が
明
ら
か
に
お
か
し
い
だ
ろ

 
そ
ん
な
は
ち
ま
ん
く
ん
に

雪
乃
は
切
々
と
こ
う

え
た

苦
手
の

を

服
し
た
の
よ

そ
の
分
反
動
が
く
る
の
は
仕
方
な
い
事
な
の
で
は
な
く
て

い
や

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
だ
が

ま
あ
大
丈
夫
よ
私
だ

て
こ
の
子
達
に
話
し
か
け
る
な
ん
て
事
は
た
ま
に
し
か
し
な
い
か

ら
た
ま
に

な

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

そ
う
言
い
な
が
ら

こ
の
子
達

に

に
た
だ
い
ま
と
声
を

け
る
雪

乃
を
見
て
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ど
う
見
て
も
た
ま
に
じ

な
い
じ

な
い
か
と
心
の
中
で
突

込
ん
だ

 
さ
す
が
に
声
に
出
し
て
言
う
よ
う
な
事
は
し
な
か

た
が

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
の
ま
ま
ソ
フ

に
座
ら
さ
れ

 
猫
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
包
囲
さ
れ
た
上
猫

ま
で
装
着
さ
れ
る
に
至

て
さ
す
が
に
抗
議
し

た
お
い

何
だ
こ
れ
は

し
か
も

た
よ
う
に
サ
イ
ズ
が
俺
に
ピ

タ
リ
じ

な
い
か

そ
ん
な
の
見
れ
ば
分
か
る
じ

な
い
私
の
お
手
製
よ
気
に
入

て
く
れ
る
と
嬉
し
い
の
だ

け
れ
ど

え

ま
じ
で

ま
さ
か
の
お
手
製

え
え
実
は
本
人
用
も
あ
る
の
だ
け
れ
ど
さ
す
が
に
そ
れ
を
付
け
て
と
お
ね
だ
り
す
る
の
は

 
よ
ほ
ど
の
機
会
が
無
い
と
出
来
な
く
て

お

入
り
し
て
い
る
の
よ
ね

本
体

逃
げ
ろ

こ
い
つ

々
や
ば
く
な

て
る
ぞ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
遠
い
未
来
に
苦
い
顔
で
猫

を
装
着
さ
せ
ら
れ
て
い
る
八
幡
の
事
を
考
え

 
心
の
中
で
八
幡
に
向
け
て
そ
う
叫
ん
だ
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う

何
か
寒
気
が

大
丈
夫

風

い
や

何
と
い
う
か

背
筋
が
寒
く
な
る
系
の
寒
気
で
す
ね

ふ

ん

も
し
か
し
て

ま
た
ど
こ
か
の
女
の
子
が

 
八
幡
君
を
相
手
に
良
か
ら
ぬ
事
を
考
え
て
る
ん
じ

な
い
の

お
い
馬

姉

怖
い
事
を
言
う
な
よ

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
室
で
陽
乃
と
話
を
し
て
い
た
八
幡
は

 
陽
乃
に
そ
う
言
わ
れ

自
分
で
自
分
を

き
し
め
る
仕

を
し
な
が
ら
そ
う
抗
議
し
た

ま
あ
世
の
中

私
や
雪
乃
ち

ん
み
た
い
に
理
性
的
な
子
ば
か
り
じ

な
い
か
ら
ね

雪
乃
の

り
に
は

か
な
り
多
く
の
地

が
仕

け
ら
れ
て
い
る
気
が
す
る
ん
だ
が

雪
乃
ち

ん
に
限

て
そ
れ
は
無
い
無
い

 
雪
乃
ち

ん

て

結
局
理
性
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
子
じ

な
い

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

 
二
人
は
今
の
は
ち
ま
ん
く
ん
か
ら
見
て

突

込
み
所
満
載
の
会
話
を

り
広
げ
て
い
た
が

 
な
ん
だ
か
ん
だ
雪
乃
は
普

は
二
人
が
イ
メ

ジ
す
る
通
り
に
動
い
て
い
る
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雪
乃
の
こ
う
い

た
部
分
は
よ
ほ
ど
の
事
が
無
い
限
り
二
人
に
バ
レ
る
事
は
無
さ
そ
う
だ

た
さ
て

そ
れ
じ

あ
ア
メ
リ
カ
に
行

た
後
の
話
を
詰
め
て
い
く
と
し
ま
す
か
ね

あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
想
定
す
る
わ
よ

も
ち
ろ
ん
で
す

今
回
は
明
日
奈
も
連
れ
て
い
き
ま
す
か
ら
ね

 
そ
れ
で
文
化
祭
の
実
行

員
会
の
時
に
ね

ほ
ほ
う

で
ね

で
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
で
そ
の
時
ユ
イ
ユ
イ
が

ふ
む
ふ
む

と
い
う
事
が
あ

た
の
よ

そ
れ
は
何
と
い
う
か

俺
か
ら
す
る
と

感
想
が
言
い

い
話
だ
な

 
そ
れ
に
し
て
も
今
日
の
雪
乃
は
よ
く

る
な
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そ
れ
か
ら
の
雪
乃
は

主
に
高
校
時
代
の
話
に
つ
い
て

々
と

り
ま
く

て
い
た

あ
ら

そ
ん
な
に
珍
し
い

自
分
で
も
思
う
だ
ろ

そ
う
ね

で
も
私
は
友
達
付
き
合
い
が
下
手
だ

た
か
ら
あ
ま
り

れ
な
か

た
だ
け
で

 
子

の

は

そ
れ
な
り
に

る
子
だ

た
の
よ

ほ
ほ
う

そ
れ
に
し
て
も
今
日
の
雪
乃
は
実
に
楽
し
そ
う
に

る
な
ま
あ
悪
い
事
じ

な
い
か
ら
い
い

か 
そ
う
思
い
な
が
ら

に
こ
に
こ
と
雪
乃
の
話
を

い
て
い
た
は
ち
ま
ん
く
ん
に

 
雪
乃
は
話
が
ひ
と

落
し
た
と
こ
ろ
で

突
然
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

ふ
う

お
茶
で
も
入
れ
ま
し

う
か

は
ち
ま
ん
く
ん
も
ど
う

お
言
葉
に

え
た

間
に
壊
れ
ち
ま
う

て

い
や

や

ぱ
り

く
と
す
る
わ

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

飲
む
事
は
不
可
能
な
の
に
何
故
か
そ
う
答
え

 
雪
乃
は
意
外
そ
う
な
顔
で
は
ち
ま
ん
く
ん
の
方
を
見
た

本
当
に
い
い
の
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あ
あ

楽
し
み
だ

そ
う

そ
れ
じ

あ
準
備
す
る
わ

 
そ
し
て
雪
乃
は
ま

た
く
普
通
に
お
茶
を
入
れ
ま

た
く
普
通
に
は
ち
ま
ん
く
ん
に
差
し
出

し
て
き
た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
の
お
茶
を
じ

と
見
つ
め

こ
う

評
し
た

い
い
色
だ

度
も

正
だ
し
高
校
の
時
に
こ
れ
を

日
飲
む
事
が
出
来
た
俺
は
幸
せ
者
だ

な 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

そ
こ
で
あ
え
て

俺

と
い
う
表
現
を
使

て
そ
う
言

た

そ
こ
ま
で
褒
め
て
も
ら
え
る
な
ん
て

高
校
の
時
の
そ
の
彼
女
は
幸
せ
者
ね

 
雪
乃
も
あ
え
て

高
校
の
時
の
自
分
を
そ
う
表
現
し

 
は
ち
ま
ん
く
ん
に
向
か

て
微
笑
み
な
が
ら
言

た

も

と
も
八
幡
君
は

高
校
の
時
は

一
度
も
お
茶
の
味
に
つ
い
て
苦
情
を
言
う
事
も
な
く

 
そ
れ
で
い
て

感
想
を
言
う
事
も
一
度
も
無
か

た
の
よ
ね

 
ま
あ
私
も
特
に
感
想
を
求
め
て
い
た

で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
も

多
分
俺
は

内
心
じ

雪
乃
に
感
謝
し
て
た
と
思
う
ぞ
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本
当
に
そ
う
だ

た
ら
い
い
わ
ね

き

と
そ
う
さ

あ
な
た
が
言
う
な
ら
き

と
そ
う
な
ん
で
し

う
ね

 
一
見
茶
番
に
見
え
る
こ
の
や
り
と
り
は
お
そ
ら
く
雪
乃
に
と

て
は
大
切
な
事
な
の
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も
あ
の
雪
乃
が
は
ち
ま
ん
く
ん
が
飲
む
事
が
出
来
な
い
事
を

知
で
お
茶
を

め
て

き
た
の
だ

 
そ
れ
に
は
き

と
何
か
し
ら
の
意
図
が
あ
る
に
違
い
な
い

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
う
考
え

お
茶
を
提

し
て
も
ら
う
事
に
し
た
の
だ

た

 
さ
す
が
は
は
ち
ま
ん
く
ん

出
来
る
ぬ
い
ぐ
る
み
で
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
は
ち
ま
ん
く
ん
の
気
遣
い
に
よ
り

雪
乃
が
手
に
入
れ
た
物
は

 
あ
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
以
降
に

も
し
か
し
た
ら
あ

た
か
も
し
れ
な
い

 
関
係
性
の
変
化
し
た
後
の
幻
の
や
り
取
り
だ

た
か
も
し
れ
な
い

 
そ
の

り
は
全
て
は
ち
ま
ん
く
ん
の

で
し
か
な
い
が
確
か
に
雪
乃
が
今
回
の
や
り
取
り

に
よ

て

 
満
足
感
を
得
る
事
が
出
来
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
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そ
れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
雪
乃
は
柔
ら
か
く
微
笑
み
な
が
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
に
お

を
言

た

あ
り
が
と
う

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
な

 
そ
し
て
雪
乃
は
無
言
の
ま
ま

書
を
始
め
た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

同
時
に
雪
乃
が
そ

と
差
し
出
し
て
き
た
本
を
見
て

 
そ
れ
を
手
に
と

て
タ
イ
ト
ル
を

み
上
げ
た

や
は
り
俺
の

春
ラ
ブ
コ
メ
は
間
違

て
い
る

か

こ
れ

ん
で
み
た
か

た
ん
だ
よ

な
そ
う

書
店
で

を
悩
ま
せ
て
選
ん
だ
甲
斐
が
あ

た
わ

こ
う
い
う
の
の
素
人
の
雪
乃
に
し
ち

い
い
セ
ン
ス
だ

素
直
に
褒
め
ら
れ
た
と
思

て
お
く
わ

実

褒
め
て
る
か
ら
な

あ
り
が
と
う

 
そ
の
場
に
は

本
の
ペ

ジ
を
め
く
る
音
だ
け
が

き
続
け
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そ
れ
か
ら
ど
れ
く
ら
い

た
だ
ろ
う
か

雪
乃
は
や

と
顔
を
上
げ

 
珍
し
く
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
に
言

た

そ
ろ
そ
ろ
下
校
時
間
ね

そ
の

良
か

た
ら

た
ま
に
は
一

に
帰
ら
な
い

あ
あ

別
に

わ
な
い
ぞ

ふ
ふ

相
変
わ
ら
ず
え
ら
そ
う
ね

そ
う
思
わ
せ
た
ら
す
ま
ん

こ
う
い
う
時
に
何
と
言

て
了

す
れ
ば
い
い
の
か

 
慣
れ
て
な
い
か
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

そ
れ
も
あ
な
た
ら
し
い
わ

 
そ
し
て
雪
乃
は
は
ち
ま
ん
く
ん
を

に
乗
せ

再
び
ソ
フ

に

を
下
ろ
し
た

同
じ
部
の
仲
間
だ

た
ら

こ
う
い
う
事

て
普
通
に
あ
る
わ
よ
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

で
も
私
達
の
間
に
は

こ
ん
な
簡

な
事
す
ら
何
も
無
か

た
の
よ

お

い
性
格
的
に
無
理
だ

た
ろ
う
な

あ

で
も
お
別
れ
の

だ
け
は

比

的

い
う
ち
か
ら
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
よ
ね

ほ
ほ
う

い
つ

だ
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文
化
祭
の
時
に
彼
に
こ
う
言

た
の

ま
た
ね

て

 
彼
は
そ
れ
を

い
て

本
当
に
驚
い
た
顔
を
し
て
い
た
わ

そ
れ
は
驚
い
た
だ
ろ
う
な

ふ
ふ

あ
ん
な
彼
の
顔

初
め
て
見
た
わ

 
雪
乃
は
も
し
か
し
た
ら

高
校
時
代
の
落
と
し
物
を

 
今
は
ち
ま
ん
く
ん
を
相
手
に

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
で
雪
乃
が
喜
ぶ
の
な
ら

は
ち
ま
ん
く
ん
は
喜
ん
で
そ
の
相
手
を
努
め
よ
う
と
思

た

 
本
当
に
優
し
い
ぬ
い
ぐ
る
み
で
あ
る

 
そ
れ
か
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
は

ま
る
で
子

の
よ
う
な
雪
乃
の
態
度
に
驚
き
つ
つ
も

 
珍
し
く
雪
乃
が
喜
び
の
感
情
を
ス
ト
レ

ト
に
出
し
て
く
る
の
が
嬉
し
く
て
雪
乃
の
相
手
を

し
続
け
た

 
そ
し
て
夜
も
更
け

雪
乃
が
珍
し
く
う
と
う
と
し
始
め
た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
雪
乃
に
向
か

て
優
し
く
こ
う
言

た

風

を
ひ
か
な
い
よ
う
に

ち

ん
と
ベ

ド
で

ろ
よ

え
え

そ
れ
じ

あ
一

に

ま
し

か
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そ
う
だ
な

雪
乃
が
完
全
に

る
ま
で

で
も

で
て
て
や
る
よ

あ
り
が
と
う
そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
さ
せ
て
も
ら
う
わ
今
日
は
い
い
夢
が
見
れ
そ
う

あ
あ

よ
い
夢
を

 
こ
う
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
の
レ
ン
タ
ル
三
日
目
は
と
て
も
穏
や
か
に
過
ぎ
て
い
た
の
だ
た

 
さ
て

こ
れ
で

と
同
時
に
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
流
れ
で
こ
の
章
は
終
了
し
ま
す
が

 
雑
多
な
出
来
事
が
乱
立
す
る

そ
れ
を

め
る

に
二
日
ほ
ど
お
時
間
を

き
た
く
思
い
ま

す 
次
の
投
稿
は

曜
日
の
予
定
に
な
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
京
都
編
の
よ
う
な
感
じ
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で

色
々
妄
想
し
な
が
ら
お
待
ち
下
さ
い
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第
５
５
８
話
 
真
帆
の
来
日

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

シ
リ
ア
ス
の
時
間
で
す

教

お
土
産
に
は
期
待
し
て
い
て
下
さ
い
ね

真
帆

久
々
の
故

を
楽
し
ん
で
く
る
と
イ
イ
ヨ

は
い

そ
れ
じ

あ
行

て
き
ま
す

 
そ
の
日
一
人
の
小
さ
な
研
究
者
が
飛
行
機
で
日
本
へ
と
向
か

て
い
た
名
を
比
屋
定
真
帆

と
い
う

 

紅
莉
栖
の
先
輩
に
あ
た
る

優

な
女
性
で
あ
る

は

張
す
る
な

仮
想
世
界
で
は
何
度
も
会

て
た
け
ど

 
あ
そ
こ
じ

私
の
身
⻑
は
も

と
大
き
か

た
か
ら

 
会

た
ら
ま
た
身
⻑
に
つ
い
て
何
か
言
わ
れ
る
の
か
し
ら

 
何
故
真
帆
が
こ
ん
な
心
配
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
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実
は
真
帆
の
身
⻑
は

四
十

し
か
な
い
の
で
あ
る

ま

た
く
紅
莉
栖
の
奴

私
を
こ
ん
な
事
に

き
込
ん
で
く
れ
ち

て

 
絶
対
に
何
か

ら
せ
て
や
る
ん
だ
か
ら

 
真
帆
は
今
回

当
な
理
由
を
で

ち
上
げ
て

帰
国
の

に
つ
い
て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
真
の
理
由
は

師
で
あ
る
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン
教

に
は
秘
密
で
あ
る

 
こ
れ
は
ま
さ
か
本
人
に
貴
方
の
動
向
に
つ
い
て
の
対

を
話
し
に
日
本
に

り
ま
す
と
は
言

え
な
い

 
真
帆
的
に
は
少
し
心
が

む
の
だ
が
情
報
秘

の
面
か
ら
も
仕
方
な
い

置
な
の
で
あ

た

 
そ
し
て
真
帆
は
半
日
後

成
田
空
港
に
降
り
立
ち

直
接
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た

 
ち
な
み
に

体
的
な
ア
ポ
は
と

て
お
ら
ず

紅
莉
栖
に
も
時
間
を
伝
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
の

 
不
意
打
ち
で
の

撃
訪
問
で
あ

た

  
こ
こ
で
場
面
は
一
週
間
前
に

る

日

ま

た
く
片
付
け
が
出
来
な
い
真
帆
は

 
た
ま
た
ま
そ
の
日

紅
莉
栖
か
ら
の

話
で
こ
う
言
わ
れ
て
い
た

先
輩

今
は
そ

ち
に
私
が
い
な
い
ん
で
す
か
ら
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自
宅
の
ポ
ス
ト
は
自
分
で
片
付
け
な
い
と

目
で
す
よ

 
い
つ
も
先
輩
を

こ
し
に
行
く
つ
い
で
に
私
が
片
付
け
て
あ
げ
て
た
ん
で
す
か
ら

 
多
分
今

ポ
ス
ト
の
中
が

ひ
ど
い
事
に
な

て
ま
す
よ

 
久
々
に
紅
莉
栖
の
声
が

け
て
上
機

だ

た
真
帆
は

 
そ
の
言
葉
を
忘
れ
ず
に

ず

と
放
置
し
て
あ

た
自
分
の
部
屋
の
ポ
ス
ト
を

い
た

う

わ
ひ
ど

仕
方
な
い
こ
の
ま
ま
全
部
バ

グ
に
突

込
ん
で
部
屋
で
よ
り
分
け

る
か

 
そ
し
て
部
屋
に

た
真
帆
は
そ
の
ゴ
ミ
の
山
の
中
か
ら
差
出
人
不
明
の
一
通
の

筒
を

発
見
し
た

何
こ
れ

い
か
に
も
怪
し
い
け
ど

ま
さ
か

と
か
爆
発
物
じ

な
い
わ
よ
ね

 
真
帆
は

筒
を

た
が

中
か
ら
は

の
感
触
し
か
な
い

 
覚
悟
を
決
め
た
真
帆
は

そ
の
ま
ま

筒
を
開
け

中
に
何
が
入

て
い
る
の
か
確
認
し
た

え

こ
れ

て

紅
莉
栖
か
ら
の
手

 
そ
こ
に
は
見
慣
れ
た
紅
莉
栖
の
文

と
共
に

ノ

カ
イ
バ

と
書
か
れ

て
お
り
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真
帆
は
こ
れ
は
確
か
に
紅
莉
栖
か
ら
の
手

だ
と
確
信
し
た

一
体
何
故
こ
ん
な
回
り
く
ど
い
事
を

い
や

そ
う
か

秘
密
保
持
の

か

 
真
帆
も
馬

で
は
な
い

む
し
ろ
超
優

な
研
究
者
で
あ
る

 
も
し
何
か
用
事
が
あ
る
な
ら
つ
い
先
ほ
ど

話
で
直
接
言
葉
を
交
わ
し
た
ば
か
り
な
の
だ
か

ら 
そ
の
時
に
用
件
を
伝
え
れ
ば
何
も
問
題
は
無
い
は
ず
な
の
だ

 
だ
が
こ
ん
な
回
り
く
ど
い
前
時
代
的
な
方
法
を
と
る
と
い
う
事
は
何
か
秘
密
の
話
が
あ
る
に

違
い
な
い

 
真
帆
は
そ
う
考
え

そ
の
手

を
慎
重
に

み
進
め
た

何
こ
れ

ゲ

ム
の
案
内

 
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
た
真
帆
は

そ
れ
を
見
て

子
抜
け
し
た

開
発
は
ソ
レ
イ
ユ
コ

ポ
レ

シ

ン

て
い
う
か
こ
れ

テ
ス
ト
の
案
内
じ

な
い

 
紅
莉
栖
め

私
に
ゲ

ム
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
を
し
ろ
と

 
真
帆
は
そ
う

き
な
が
ら
も

興
味
が
あ

た

 
指
定
さ
れ
た

と
パ
ス
を
入
力
し

自
宅
に
置
い
て
あ
る
ア
ミ

ス
フ

ア
に
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そ
の
サ
イ
ト
か
ら
ゲ

ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ダ
ウ
ン
ロ

ド
し
た

 
ち
な
み
に
紅
莉
栖
は

真
帆
が
興
味
本

で
ア
ミ

ス
フ

ア
を

て

 
た
ま
に
気
晴
ら
し
に
ゲ

ム
を
し
て
い
る
事
を
知

て
い
た

ゲ

ム
に
し
て
は

分
ダ
ウ
ン
ロ

ド
時
間
が

い
わ
ね

 
ま
あ
い
い
わ

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
と
に
か
く
や

て
み
ま
し

う
か

 
そ
し
て
真
帆
は

そ
の
ま
ま
そ
の
ゲ

ム
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
こ
こ
は

応
接
間

何
か
の
オ
フ

ス

 
そ
こ
は
か
な
り
リ
ア
ル
に
作
り
込
ま
れ
た
会
社
の
一
室
の
よ
う
に
見
え

 
真
帆
は
驚
き
な
が
ら
も

興
味
深
げ
に
部
屋
の
中
を
あ
ち
こ
ち
見
て
回

た

う
わ

こ
の

と
か
も

分
リ
ア
ル
だ
な

ま
る
で
本
当
に
操
作
出
来
そ
う
な

出
来
ま
す
よ

う
わ

 
そ
ん
な
真
帆
に
ど
こ
か
ら
か
声
が

け
ら
れ
真
帆
は

て
て

り
を
見
回
し
た
が
誰
も
い

な
い
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え

今
確
か
に
声
が

あ

す
み
ま
せ
ん

上
で
す

上
 
そ
の
言
葉
に
真
帆
は

て
て
上
を
見
て

か
ん
と
し
た

え

よ

精
さ
ん

精
の
格
好
は
し
て
ま
す
け
ど
私
で
す
先
輩
の
か
わ
い
い
後
輩
の
紅
莉
栖
ち

ん
で
す

よ
自
分
で
自
分
に
ち

ん
を
付
け
る
そ
の

さ

あ
な
た
は
も
し
か
し
て

本
物
の
紅
莉
栖

べ

別
に
私
は

い
女
じ

な
い
で
す
か
ら

 
や

き
に
な

て
そ
う
主
張
し
何
も
考
え
ら
れ
な
い

態
の
紅
莉
栖
に
真
帆
は
素

く
こ

う
言

た

ぬ
る

ガあ

確
か
に
紅
莉
栖
だ
わ

う

せ

先
輩

そ
う
い
う
方
法
で
本
人
確
認
を
し
な
い
で
下
さ
い
よ
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本
人
確
認
の

に

二
人
だ
け
の
エ
ピ
ソ

ド
を
質
問

式
で
用
意
し
て
い
た
の
に

 
紅
莉
栖
は
そ
の
あ
ま
り
に
も
無

な
確
認
の
仕
方
に

顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
苦
情
を

言

た
ち
な
み
に
そ
の
質
問

て

え

と
最
初
に
先
輩
の
部
屋
に
お

り
し
た
時
に
先
輩
が

い
て
い
た
ぱ
ん
つ
の

は

は
い
ス
ト

プ

そ
れ
以
上
言

た
ら
今
度
会

た
時
に
殺
す
わ
よ

ご
め
ん
な
さ
い
ジ

ク
が
過
ぎ
ま
し
た

 
さ
す
が
の
紅
莉
栖
も
先
輩
で
あ
る
真
帆
に
は

い
よ
う
で
あ
る

で

何
故
こ
ん
な
や
り
方
を

万
が
一
に
も
情
報
を

ら
す

に
は
い
か
な
か

た
ん
で
す

や

ぱ
り
か

で
も
こ
の
ゲ

ム

て
そ
ん
な
に
大
事
な
物
な
の

違
い
ま
す
本
題
は
ま

た
く
別
で
す
こ
れ
か
ら
先
輩
に
は
私
達
の
共
犯
者
に
な

て
も

ら
い
ま
す

共
犯
者

犯
罪
な
ら
お
断
り
よ

 

し
な
が
ら
そ
う
言
う
真
帆
に

紅
莉
栖
は
首
を
横
に

り
な
が
ら
言

た
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レ
ス
キ
ネ
ン
教

が
お
か
し
な
道
に
は
ま
り
込
む
の
を
防
ぐ

の
共
犯
者

で
す

お
か
し
な
道

何
の
事

待

て
下
さ
い
ね

も
う
す
ぐ
あ
と
二
人

こ
こ
に
来
ま
す
の
で

誰
が
来
る
の

え
え
と

私
の
相
棒
と

そ
の
部
下
の
方
で
す
ね

 
そ
の
言
葉
に
真
帆
は
驚
い
た

あ

相
棒

も
し
か
し
て
あ
ん
た

恋
人
が
出
来
た
の

ち

違
い
ま
す
よ

カ
テ
ゴ
リ

で
言

た
ら
親
友
と
い
う
か

と
に
か
く
相
棒
で
す

れ

恋
愛
感
情
は
無
い
の

も
ち
ろ
ん
で
す

そ
も
そ
も
そ
の
人
に
は

素
敵
な
彼
女
さ
ん
と

 
他
に
も

り
に

山
の
女
性
達
が
い
ま
す
か
ら
ね

ホ
ス
ト
に
は
ま

た
の

だ
か
ら
違
い
ま
す

て

 
丁
度
そ
の
時

部
屋
の
入
り
口
付
近
に
二
人
の
人
物
が
い
き
な
り

を
現
し

 
真
帆
は
そ
れ
に
驚
い
て

て
て
ソ
フ

の
後
ろ
に

れ
た
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あ

と
す
み
ま
せ
ん

驚
か
せ
ち

い
ま
し
た
か

あ

い

い
え

大
丈
夫
で
す

 
真
帆
は
さ
す
が
に
自
分
で
も
驚
き
す
ぎ
だ
と
思

た
の
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
恥
ず
か
し
そ
う
に
ソ
フ

の
後
ろ
か
ら
出
て
き
た

い
え

何
も
説
明
し
て
い
な
い
上
に
い
き
な
り
で
し
た
か
ら
仕
方
な
い
で
す
よ

 
本
当
に
驚
か
せ
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん

俺
は
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
に

任
予
定
の

 
比
企
谷
八
幡
と
言
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

比
屋
定
さ
ん

ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
部
⻑
の
ア
ル
ゴ
だ

宜
し
く
な

ま
ほ
ま
ホ

ま

ま
ほ
ま
ほ

先
輩
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
他
人
を
呼
ぶ
時
は

 
い
つ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
あ
だ
名
を
使
う
人
な
の
で

あ

そ

そ
う
な
ん
だ

初
め
ま
し
て

比
屋
定
真
帆
と
言
い
ま
す

紅
莉
栖
も
そ
ろ
そ
ろ
普
通
の

に

た
ら
ど
う
だ

も
う
十
分
に
真
帆
さ
ん
を
驚
か
せ
た

だ
ろ
う

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う
か
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紅
莉
栖
の

精

は
も
ち
ろ
ん
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ピ
ク
シ

の
流
用
で
あ
る

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
真
帆
の
目
の
前
で

あ

と
い
う
間
に
い
つ
も
の
白
衣

に

り

 
四
人
は
ソ
フ

に
座
る
と

話
を
始
め
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
密
談
を
始
め
る
と
す
る
か

密
談

ね

こ
こ
な
ら
盗

さ
れ
る
心
配
は
無
い
か
ら
な

盗

な
ん
て
普
通
さ
れ
な
い
と
思
う
け
ど

万
が
一
に
も
エ
シ

ロ
ン
と
か
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
に
引

か
か
る
と
ま
ず
い
か
も
し
れ
な

い
ん
で
な

気
に
し
す
ぎ
じ

な
い

そ
れ
く
ら
い
気
を
遣

て
お
け
ば

何
が
あ

て
も
安
心
だ
ろ

ま
あ
確
か
に
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

テ

ブ
ル
を
い
じ

て
そ
こ
に
ノ

ト

の
よ
う
な
物
を
出
現
さ
せ

 
そ
の
画
面
を
真
帆
に
見
せ
て
き
た

先
ず
は
こ
れ
を
見
て
み
て
く
れ
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こ
れ
は

え
え

私
が
先
月
使

た
ク
レ
ジ

ト
カ

ド
の
明

あ
あ

内
容
は
合

て
る
か

 
そ
う
言
わ
れ
た
真
帆
は

た
顔
で
そ
の
明

の
確
認
を
始
め
た

あ

合

て
る

こ
の
ア
ル
ゴ
は

名
な
ハ

カ

で
な
そ
の
せ
い
で
本
名
を

し
て
い
る
と
い
う
面
も
あ
る

ん
だ
が

 
こ
れ
で
そ
の
事
は
信
じ
て
も
ら
え
る
か

あ

ア
ル
ゴ

て

名
な
ん
だ

で
も
こ
れ
だ
け
じ

ま
だ

そ
れ
じ

あ

日
の
夜
に
真
帆
さ
ん
が
見
た
サ
イ
ト
の
リ
ス
ト
で
も

日

あ

い

い
や

そ
れ
に
は

ば
な
い
わ

信
じ
る

信
じ
る
か
ら

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は
い
ら
な
い
な

 
真
帆
は
何
故
か

て
た
よ
う
に
そ
う
言
い

紅
莉
栖
は
そ
ん
な
真
帆
を
ジ
ト
目
で
見
な
が
ら

言

た
先
輩

何
を
見
て
た
ん
で
す
か

お

乙
女
の
秘
密
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は

乙
女
の
秘
密
な
ら
仕
方
が
な
い
で
す
ね

 
紅
莉
栖
は
よ
ほ
ど
都
合
が
悪
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
そ
れ
以
上
の
突

込
み
を
や
め
た

 
要
す
る
に
武
士
の
情
け
で
あ
る

ち
な
み
に
真
帆
が
見
て
い
た
サ
イ
ト
は

小

な
女
性
の
モ
テ
モ
テ
術

素
敵
な
彼
氏
を
ゲ

ト
し
よ
う

で
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は

真
帆
に
説
明
を
始
め
た

始
ま
り
は
紅
莉
栖
と
の
出
会
い
だ

た

そ
れ
で
俺
は
ア
マ
デ
ウ
ス
の
存
在
を
知
り

 
こ
ち
ら
が
持
つ
技
術
と
合
わ
せ
て

と
あ
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
事
に
し
た

 
事
に
よ

て
は
今
後
の
世
界
の

況
を

し
か
ね
な
い
プ
ロ
ジ

ク
ト
だ

 
な
の
で
そ
こ
に
参
加
し
て
も
ら
う
可
能
性
の
あ
る
人
物
の
身

調
査
を
徹

的
に
行

た

う
ち
の
研
究
室
の
メ
ン
バ

で
す

勝
手
に
そ
ん
な
事
を
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
先
輩

い
や

ま
あ
私
は
叩
い
て
も
何
も
出
な
い
か
ら

そ
れ
は
別
に
い
い
け
ど

本
当
は
私
と
先
輩
だ
け
で
も
い
い
か
な

て
思

た
ん
で
す

 
で
も
そ
う
な
る
と

や

ぱ
り
教

に

し

な
い
し

 
そ
も
そ
も
ア
マ
デ
ウ
ス
関
連
の
研
究
は

み
ん
な
で
進
め
て
き
た
も
の
で
す
し

ね

紅
莉
栖

そ
れ
さ

教

か
ら
は
さ
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ソ
レ
イ
ユ
に
研
究
の

援
を
し
て
も
ら
う
事
に
な

た

て

い
て
る
け
ど
そ
れ
と
は
違
う

話
な
の

い
え

基
本
は
そ
れ
で
合

て
る
ん
で
す
が

 
紅
莉
栖
は
そ
こ
で
言
い

そ
う
に
口
ご
も

た

う
ち
と
し
て
は
情
報

の
可
能
性
を
消
す

に
も
出
来
れ
ば
大
学
を
や
め
て
も
ら

て

 
最
終
的
に
は
日
本
に
研
究
室
ご
と
引
き
抜
き
た
い

て
思

て

し
い
調
査
を
さ
せ
て
も
ら

た
ん
だ
が

 
そ
の
過

で
ち

と
き
な

い
情
報
が
出
て
き
て
な

き
な

い

誰
か
に
何
か
問
題
が

レ
ス
キ
ネ
ン
教

だ

え
え

で
し

 
驚
く
真
帆
に

ア
ル
ゴ
は

を
操
作
し

そ
の
画
面
を
真
帆
に
見
せ
て
き
た

こ
れ
が
教

の
口
座
の
お
金
の
流
れ
だ

う
わ

そ
ん
な
物
ま
で

こ
こ
で
す
先
輩
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こ
こ

え
え
と

何
こ
れ

ス
ト
ラ
生
化
学
研
究
所

し
か
も
凄
い

じ

な
い

ペ

パ

カ
ン
パ
ニ

て
奴
だ

そ
の
実
態
は

 
ち
ま
た
で
影
の
Ｃ

Ａ
と
呼
ば
れ
て
い
る
企
業
の

れ

だ
な

そ
れ

て
ス
ト
ラ
ト

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
も
ち
ろ
ん
そ
の
研
究
所
を
直
接
調
べ
よ
う
と
し
て
も
何
も
出
て
こ
な

い 
な
の
で
俺
達
は

本
社
の
方
を
ハ

カ

三
人
が
か
り
で
徹

的
に
調
べ
る
事
に
し
た

 
そ
こ
で
出
て
来
た
の
が
こ
の
資
料
だ

こ
れ

お

と

グ
ロ
注
意
だ
か
ら
気
を
付
け
ろ
よ

え

本
当
に

分
か

た

 
真
帆
は
覚
悟
を
決
め
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

そ
の
情
報
を
精
査
し
始
め
た

人
の
洗

記
憶
の
書
き
換
え

ど
う
や
ら
そ

ち
の
研
究
は

今
は
中
断
し
て
る
ら
し
い
け
ど
な

そ

そ
う
な
ん
だ

て

こ
の
処
理
済

て
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実
験
サ
ン
プ
ル
に
し
た
人
を
殺
し
た

て
事
だ

そ
れ
が
こ
の
画
像

う
 
真
帆
は
そ
の
写
真
を
見
て
す
ぐ
に
顔
を
背
け

は

は

と

で
息
を
し
始
め
た

ち

と

こ
れ

本
当
な
の

あ
あ

ス
ト
ラ
生
化
学
研
究
所
と
や
ら
で
行
わ
れ
て
い
た

洗

実
験
の
記
録
だ

 
こ
の
写
真
を
見
て
み
て
く
れ

こ
こ
だ

あ
 
そ
こ
に
は
彼
女
達
の

師
で
あ
る
レ
ス
キ
ネ
ン
教

の

が
写

た
写
真
が
あ
り

 
真
帆
は
シ

ク
を
受
け

を

え
た

そ

そ
ん
な

だ
が
他
の
情
報
に
よ
る
と

多
分
教

は
ま
だ
一
線
を
越
え
て
い
な
い
と
思
う

 
お
そ
ら
く
被
験
者
が
殺
さ
れ
た
事
も
知
ら
な
い
だ
ろ
う

ど

ど
う
し
て
分
か
る
の

デ

タ
の
日
付
と
教

に

わ
れ
て
い
た
報

ら
し
い
金
の

り
込
ま
れ
た
日
付
か
ら
な

 
半
年
以
上
も
離
れ
て
る
か
ら
お
そ
ら
く
被
験
者
を
持
て
余
し
た
組

が
独
断
で
動
い
た
結
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果
だ
ろ
う

あ
あ

そ
う
な
ん
だ

 
少
し
ほ

と
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た
真
帆
は

次
に
八
幡
に
こ
う

ね
た

さ

き

研
究
が
中
断

て
言

た
だ
よ
ね

そ
れ

て
い
つ
く
ら
い
の
事

五
年
前
く
ら
い
に
な
る
か

ど
う
や
ら
そ
の

り
か
ら

 
ス
ト
ラ
生
化
学
研
究
所
は
他
の
研
究
に
移
行
し
た
ら
し
い
ん
だ
よ

 

他
の
研
究

何

タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
研
究
だ
そ
う
だ

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

て
知

て
る
か

あ
の
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
が
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
研
究
を

だ

て
あ
そ
こ

て

原
子

研
究
機

で
し

あ
あ

実
は
そ
こ
で

⻑
く
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
研
究
を
し
て
い
た
ら
し
い
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
最
近
そ
れ
を

め
る
事
に
し
た
ら
し
い
ん
だ
よ

 
で

同
時
に
ス
ト
ラ
生
化
学
研
究
所
も
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
研
究
を
中
断
し
た
ら
し
く
て
な

う
わ

そ
ん
な
裏
の
話

き
た
く
な
い

き
た
く
な
い

 
そ
う

を
塞
ぐ
真
帆
の
手
を
掴
み

こ
え
る
よ
う
に

か
ら
離
し
た
八
幡
は
真
帆
に
こ
う
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言

た
で

そ
の
せ
い
で

前
の
研
究
が
復
活
す
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
出
て
き
た
ん
だ
よ

あ

あ
あ

そ
う
な
る
と
今
度
は

教

が

知
し
た
上
で
犯
罪
に
加
担
す
る
事
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

 
も
し
そ
う
な

た
ら
ど
う
な
る
か
は

分
か
る
よ
な

そ
の
組

が
教

を
手
放
さ
な
く
な
る

 
そ
し
て
教

は
多
分

ず
る
ず
る
と
深
み
に
は
ま
る
事
に
な
る

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

今
な
ら
ま
だ
セ

フ
な
ん
で
な

 
な
の
で
こ

ち
と
し
て
は

教

が
完
全
に
お
か
し
な
道
に
入
る
前
に

 
身

を

え
て
お
き
た
い
と
思

て
な
そ
れ
で
比
屋
定
さ
ん
に
一
つ
お
願
い
が
あ
る
ん
だ

お
願
い

ね

教

が
怪
し
い
人
物
と
接
触
し
た
ら
教
え
て
欲
し
い
ん
だ

 
本
当
は
す
ぐ
に
俺
達
が
教

の
所
に
出
向
け
れ
ば
い
い
ん
だ
が

 
ま
だ
ち

と
準
備
が
整

て
な
い
ん
で
な

出
来
れ
ば
も
う
少
し
時
間
が
欲
し
い

 
そ
の
言
葉
に
真
帆
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後

こ
う
言

た
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分
か

た
わ

協
力
す
る

か
わ
い
い
後
輩
の
頼
み
で
も
あ
る
し

 
何
よ
り
教

が
犯
罪
者
に
な
る
の
は

過
出
来
な
い

あ
り
が
と
う

感
謝
す
る

 
こ
う
し
て
真
帆
は

八
幡
と
紅
莉
栖
の
協
力
者
と
な

た
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第
５
５
９
話
 
八
幡

動
き
出
す

 
ソ
レ
イ
ユ
の
本
社

関
前
で

真
帆
は
深
呼

を
一
つ
し

 
あ
あ

ま
た
何
か
言
わ
れ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
入
り
口
ド
ア
か
ら
中
に
入

た

 
そ
ん
な
真
帆
を
出
迎
え
た
の
は

こ
の
日
の
受
付
担
当
だ

た
か
お
り
だ

た

よ
う
こ
そ
ソ
レ
イ
ユ
へ

本
日
は
ど
の
よ
う
な
ご
用
件
で
す
か

あ
あ
の
ア
ポ
は
無
い
ん
で
す
け
ど
比
企
谷
八
幡
さ
ん
は
本
日
こ
ち
ら
に
い
ら

し

い

ま
す
か

 
真
帆
は
少
し
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
か
お
り
に
そ
う

ね
た

比
屋
定
真
帆
様
で
す
ね

お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た

え

あ

あ
な
た
私
の
名
前
を

は
い

も
ち
ろ
ん
存
じ
あ
げ
て
お
り
ま
す

で
は
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

 
か
お
り
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り
真
帆
は
紅
莉
栖
が
自
分
の
特
徴
を
伝
え
て
お
い
て
く
れ

た
の
か
と

 
受
付
で
子

扱
い
さ
れ
な
か

た
事
に
安

し
た
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ち
な
み
に
ソ
レ
イ
ユ
の
マ
ニ

ア
ル
で
は

用
件
を

ね
た
後
の
反
応
で

 
相
手
の
年
齢
が
お
お
ま
か
に
確
定
す
る
ま
で
は
丁

な
態
度
を
と
る
事
と
さ
れ
て
お
り

 

え
子

相
手
で
あ
ろ
う
と
も
い
き
な
り
子

扱
い
す
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
事
に
な

て

い
る

 
今
回
の
場
合
は

実
は
密
か
に
舞
衣
が
空
港
の
カ
メ
ラ
に
ハ

キ
ン
グ
で

を
し

 
画
像
の

合
で
真
帆
が
到
着
し
た
ら
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
な

て
い
た
の
だ
が

 
真
帆
は
当
然
そ
ん
な
事
は
知
ら
な
い
し

気
付
く
事
も
無
い

 
ア
ル
ゴ
と
ダ
ル
の
陰
に

れ
て
は
い
る
が
ハ

カ

子
の
イ
ヴ
は
健
在
の
よ
う
で
あ

る
あ

あ
の

受
付
さ
ん

私
は

本
か
お
り
と

し
ま
す

真
帆
様

あ

そ
れ
じ

あ
か
お
り
さ
ん
と
お
呼
び
し
て
も
い
い
で
す
か

は
い

そ
れ
じ

あ
か
お
り
さ
ん

こ
こ

て
も
う
会
社
の
外
で
す
よ
ね

一
体
ど
こ
に
行
く
ん
で

す
か
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あ
の
マ
ン
シ

ン
で
す

比
企
谷
は
今

あ
の
マ
ン
シ

ン
の
一
室
に
居
り
ま
す
の
で

あ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
で
す
か

 
そ
し
て
八
幡
の
部
屋
ま
で
真
帆
を
送

た
か
お
り
は

部
屋
の
チ

イ
ム
を
鳴
ら
し

 
イ
ン
タ

ホ
ン
越
し
に
何
か
話
し
た
後
真
帆
に

を
し
受
付
業

へ
と

て
い

た

 
そ
し
て
直
後
に
ド
ア
が
開
き

中
か
ら
紅
莉
栖
が
ひ

こ
り
と
顔
を
出
し
た

先
輩

お
久
し
ぶ
り
で
す

あ
れ

紅
莉
栖

驚
か
な
い
の
ね

し
か
も
ま
る
で
待
ち

え
て
た
み
た
い
に

 
も
し
か
し
て

私
が
来
る
の
が
前
も

て
分
か

て
た
の

 
子

扱
い
も
さ
れ
ず

す
ん
な
り
と
案
内
し
て
も
ら

た
し

企
業
秘
密
で
す
よ
先
輩

お
疲
れ
で
す
よ
ね

さ
あ

中
へ
ど
う
ぞ

お

お

魔
し
ま
す

 
そ
し
て
部
屋
に
入

た
真
帆
を

八
幡
が
ソ
フ

か
ら
立
ち
上
が

て
エ
ス
コ

ト
し
た

お
待
ち
し
て
ま
し
た
比
屋
定
さ
ん

今
何
か
飲
み
物
を
入
れ
ま
す
ね

 
紅
莉
栖

彼
女
の

物
を

室
へ

比
屋
定
さ
ん
は
こ
ち
ら
の
ソ
フ

に
ど
う
ぞ

あ

す

す
み
ま
せ
ん
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真
帆
は
顔
を
紅
潮
さ
せ
な
が
ら

く

を
下
げ
た
が

 
こ
れ
は
別
に
八
幡
に

れ
た
と
か
そ
う
い
う
事
で
は
な
く

 

に
こ
う
や

て
大
人
の
女
性
扱
い
を
さ
れ
る

験
が
少
な
く

れ
て
い
た
だ
け
で
あ
る

コ

ヒ

と
紅
茶

ど

ち
が
お
好
き
で
す
か

あ

え

と

ど

ど
ち
ら
で
も

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
コ

ヒ

を
入
れ
ま
す
ね
実
は
も
う
用
意
し
て
お
い
た
ん
で
す
よ

 
八
幡
は
ど
う
や
ら

ど
ち
ら
で
も
対
応
出
来
る
よ
う
に

 
サ
イ
フ

ン
で
コ

ヒ

を
落
と
し

カ

プ
も

め
て
お
い
た
ら
し
い

 
そ
し
て
コ

ヒ

を
受
け
取

た
後

真
帆
は
そ
れ
を
一
口
飲
み

 
や

と
落
ち
着
く
事
が
出
来
た
よ
う
で

部
屋
を
見
回
し
な
が
ら
こ
う
言

た

素
敵
な
お
部
屋
で
す
ね

あ
あ

ま
あ
何
と
い
う
か

こ
い
つ
ら
が
色
々
と
手
を
入
れ
て
る
み
た
い
な
ん
で
す
よ
ね

こ
い
つ

て
言
う
な

ク
リ
ス
テ

ナ
達
が

テ

ナ
言
う
な
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あ
あ
も
う
め
ん
ど
く
さ
い
な
お
前
は

こ
ち
ら
の

氏
達
が

あ
ん
た
に
そ
う
呼
ば
れ
る
と

が
立
ち
そ
う
な
ん
だ
け
ど

お
前
さ

人
が
せ

か
く
好

年
を

じ
て
い
る
ん
だ
か
ら

あ
ん
ま
り
茶
化
す
な
よ

じ
て
る

て
言

ち

て
る
わ
よ

ち
 
八
幡
は
そ
う

打
ち
す
る
と

じ
ろ

と
紅
莉
栖
の
方
を
見
た

何
で
お
前
は

魔
す
る
ん
だ
よ

こ
う
い
う
の
は
第
一

象
が
大
事
だ
ろ
う
が

私
が
見
て
て
気
持
ち
悪
い

だ
か
ら
い
つ
も
通
り
に
し
て

 
そ
の
方
が
多
分
先
輩
も
気
が
楽
な
は
ず

で
す
よ
ね

先
輩

 
そ
う
言

て
紅
莉
栖
は
真
帆
に
向
か

て
微
笑
ん
だ

真
帆
は
確
か
に

張
し
て
い
た

 
そ
れ
で
雰
囲
気
が
フ
ラ
ン
ク
な
感
じ
に
な
る
の
な
ら
そ
の
方
が
い
い
と
考
え
た
の
か

 
八
幡
に
向
か

て
お
ず
お
ず
と
こ
う
言

た

で

出
来
れ
ば
そ
れ
で

そ
れ
な
ら
ま
あ
い
い
か

真
帆
さ
ん

わ
ざ
わ
ざ
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
て
も
ら

て
悪
い
な

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

紅
莉
栖
の
事
が
心
配
だ

た
か
ら
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ど
う
せ
日
本
に
は
一
度
来
る
つ
も
り
だ

た
し
ね

 
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
う
ん
う
ん
と

い
た

あ
あ
分
か
る
分
か
る
紅
莉
栖

て
女
子
力
が
微

だ
か
ら
つ
い
つ
い
心
配
に
な

ち
ま

う
よ
な

そ
う
な
の

分
か

て
く
れ
る

分
か
る
さ

何
せ
こ
い
つ

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

の
存
在
す
ら
知
ら
な
か

た
ん
だ

え

本
当
に

そ
そ
れ
く
ら
い
知

て
た
わ
よ

た
だ
使
い
方
が
ま

た
く
分
か
ら
な
か

た
だ
け
で

あ
は
は
は
は
は

紅
莉
栖
ら
し
い
わ

 

小
説
風
に
言
う
と

光
年

の
事
に
し
か
興
味
が
無
い
の
よ
ね

紅
莉
栖
は

ちお

そ
の
セ
リ
フ
が
出
て
く
る
と
は

真
帆
さ
ん
は
通
だ
な

元
ネ
タ
が
分
か
る
あ
な
た
も
中
々
や
る
わ
ね

 
ど
う
や
ら
真
帆
は

張
が
解
け
た
よ
う
で

や
や

に
な

た

 
紅
莉
栖
も
押
さ
れ
気
味
の
よ
う
で
あ
り
八
幡
は
そ
ん
な
紅
莉
栖
の

を
珍
し
い
と
感
じ
た
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よ
う
だ

お
前

真
帆
さ
ん
に
は

い
の
な

当
然
で
し

だ

て
先
輩
な
の
よ

私
だ

て
先
輩
の
事
は
ち

ん
と
立
て
る
わ
よ

 
そ
れ
に
私
が
何
度

先
輩
の

に
ジ

ス
を

い
に
走

た
事
か

へ

お
前
に
も
そ
ん
な
し
お
ら
し
い
面
が
あ

た
の
か

と

す
ま
ん
着
信
だ

 
二
人
は
し
ば
ら
く
再
会
で
も
懐
か
し
ん
で
て
く
れ

 
八
幡
の
ス
マ
ホ
に
着
信
が
あ

た
よ
う
で
八
幡
は
そ
う
二
人
に
断
る
と

関
の
方
で
話
し

始
め
た

ね

紅
莉
栖

何
で
す
か

先
輩

あ
な
た
達

本
当
に
付
き
合

て
な
い
の

な

何
で
す
と

あ

当
た
り
前
じ

な
い
で
す
か

今
の
会
話
は
ど
う
見
て
も

年
夫

の
会
話
み
た
い
だ

た
ん
で
す
け
ど

そ

そ
ん
な
ん
じ

な
い
で
す
よ

た
だ
あ
い
つ
と
い
る
と
気
楽
な
ん
で

 
つ
い
つ
い

口
を
叩
い
て
し
ま
う
だ
け
で

好
き
な
人
は
他
に

き
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紅
莉
栖
は

鳴
を
上
げ

て
て
自
分
の
口
を
塞
い
だ

 
そ
ん
な
紅
莉
栖
を
真
帆
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
問
い
詰
め
た

お
や

今

き

て
な
ら
な
い
セ
リ
フ
が

こ
え
た
ん
だ
け
ど

 
紅
莉
栖

あ
ん
た
こ

ち
で
本
当
に
恋
人
を
作

た
の

べ

別
に
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
じ

な
い
で
す
か
先
輩

良
く
な
い

こ
れ
は

速
教

に
報
告
を

 
そ
う
言
い

け
て
真
帆
は

急
に
無
言
に
な

た

 
そ
ん
な
真
帆
に

紅
莉
栖
は
お
そ
る
お
そ
る
こ
う

ね
た

先
輩

や

ぱ
り
教

は

え
え

相
手
が
本
当
に

の
組

の
人
間
か
は
確
信
が
持
て
な
い
け
ど

 
先
日
怪
し
い
人
達
と
会

て
い
た
の
を
確
認
し
た
わ

そ
う
で
す
か

 
紅
莉
栖
は
と
て
も
残
念
そ
う
に
そ
う
言

た

 

師
が
道
を

み
外
す
の
は

や
は
り

え
難
い
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う

や
は
り

の
予
定
を

め
る
し
か
な
い
な
さ
す
が
に
こ
れ
以
上
接
触
さ
れ
る
と
や
ば
い
気
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が
す
る

 
そ
こ
に
丁
度

て
来
た
八
幡
が

す
る
り
と
会
話
に
加
わ

た

手

れ
に
な
る
前
に
何
と
か
教

を
説
得
し
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

真
帆
さ
ん

教

は
そ
の
後

ど
ん
な
様
子
で
し
た
か

 
そ
の
八
幡
の
質
問
に

真
帆
は

組
み
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

何
か
悩
ん
で
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
感
じ
に
見
え
た
わ

悩
ん
で
た
か
な
ら
ま
だ
大
丈
夫
だ
な
と
り
あ
え
ず
材
木
座
と
凛
子
さ
ん
に
動
い
て
も
ら

う
か材

木

何

そ

ち
の
大
学
の
近
く
で

う
ち
の
社
員
に
待
機
し
て
も
ら

て
る
ん
だ
よ

 
材
木
座

て
の
は
そ
い
つ
の
名
前
な

で

そ
の
二
人
に
教

と
面
会
し
て
も
ら

て

 
他
の
奴
と
会
う
時
間
が
無
く
な
る

度
に
時
間

ぎ
を
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ

 
ま
あ
茅
場
製

を
持
た
せ
て
あ
る
か
ら

し
ば
ら
く
は
そ
れ
に
か
か
り

き
り
に
な
る
事
だ

ろ
う
さ

な
る
ほ
ど
あ

ち
の
話
を
進
展
さ
せ
な
い
う
ち
に
こ

ち
か
ら
出
向
い
て
教

を
説
得
す
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る
作
戦
ね

で
も
さ

教

は
何
か
目
的
が
あ

て

向
こ
う
の
研
究
に
参
加
し
て
い
た
ん
じ

な
い

 
も
し
か
し
た
ら
報

が
凄
か

た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
そ
れ
以
上
の

件
を
提

す
る
事

て
可
能
な
の

 
そ
う

ね
て
き
た
真
帆
に

八
幡
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

あ
あ

で

か
い
釣
り
針
を
用
意
し
て
お
い
た

な

紅
莉
栖

そ
う
ね

先
輩

八
幡
の
用
意
し
た
釣
り
針
に

多
分
先
輩
も
引

か
か
る
と
思
い
ま
す
よ

へ
 
真
帆
は
そ
の
言
葉
に
目
を
キ
ラ
リ
と
さ
せ
た

 
そ
し
て
八
幡
と
紅
莉
栖
は

真
帆
に
そ
の
釣
り
針
に
つ
い
て
説
明
し
た

 

あ
な
た
達

そ
れ
本
気
で
言

て
る
の

あ
あ

基

理

は

に

済
だ

勝
算
は
か
な
り
高
い
と
思
う
ぞ

確
か
に
話
を

い
た
限
り
じ

そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
正
直
正
気
と
は
思
え
な
い
の
も
確

か
ね
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だ
が
教

は
必
ず
興
味
を

す

そ
う
思
わ
な
い
か

え

え
え

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
か
こ
れ

世
界
が
変
わ
る
わ
よ

そ
の
つ
も
り
で
や

て
る
か
ら
な

ど
う
だ

俺
達
も
中
々
や
る
も
ん
だ
ろ

え
え

本
当
に
度

を
抜
か
れ
た
わ
よ

ま
さ
か
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
な
ん
て
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
真
帆
さ
ん
の
お

付
き
も
と
れ
た
事
だ
し

 
真
帆
さ
ん
に
は
悪
い
が
明
日

す
る
事
に
し
よ
う

 
そ
の
言
葉
に
真
帆
は
き

と
ん
と
し
た

え

何
が
悪
い
の

急
い
だ
方
が
い
い
の
は
自
明
の
理
じ

な
い

い
や
久
々
に
日
本
に
帰

て
き
た
ん
だ
観
光
く
ら
い
は
し
た
か

た
ん
じ

な
い
か
な
と

そ
れ
は
本
格
的
に
こ

ち
に
来
た
時
に
紅
莉
栖
に
案
内
さ
せ
る
わ

 
勝
算
が
高
い
な
ら

そ
れ
で
問
題
な
い
で
し

そ
の
時
は
教

も
一

で
す
ね

先
輩

え
え

必
ず
教

に
は

正
し
い
道
に

て
も
ら
い
ま
し

う

 
こ
う
し
て

の
日
時
が
決
ま
り

八
幡
達
は

し
く
動
き
始
め
た
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第
５
６
０
話
 
社
員
教
育
の
賜
物

 
た
ま
に
ご
指
摘
を
受
け
ま
す
が

こ
の
小
説
は

な
る
べ
く

み
や
す
い
よ
う
に
と

 
基
本
文

ご
と
に
こ
ま
め
に

行
さ
せ
て

い
て
お
り
ま
す

ご
了

下
さ
い

 
次
の
日
の
朝

全
社
員
が
大
会
議
室
に
集
め
ら
れ
た

何
か
あ
る
の
か

う
ち
で
こ
う
い
う
の

て
珍
し
い
よ
な

て
事
は

お
そ
ら
く
大
事
な
話
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

今
日
の
集
ま
り
は

次
期
社
⻑
が
主

し
た
話
ら
し
い
ぞ

ま
じ
か

つ
い
に
本
格
始
動
か

ま
さ
か
い
き
な
り
社
⻑
交
代
は
無
い
よ
な

く
て
も
五
年
く
ら
い
後

て
言

て
た
し

お

来
た
み
た
い
だ
ぞ

 
そ
し
て
陽
乃
と
八
幡

そ
れ
に
ア
ル
ゴ
と
薔
薇
が

を
現
し
た

う
ち
の
ト

プ
が
そ
ろ
い

み
か
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と
い
う
か

こ
ん
な
の
初
め
て
じ

な
い
か

何
が

こ
る
ん
だ
ろ
う
な

 
社
員
達
が
わ
ざ
つ
く
中

最
初
に
陽
乃
が
口
を
開
い
た

さ
て
私
の
か
わ
い
い
社
員

君
忙
し
い
の
に
こ
ん
な
所
に
呼
び
出
し
て
本
当
に
ご
め
ん
ね

社
⻑
の

な
ら
ど
こ
に
だ

て
行
き
ま
す
よ

ソ
レ
イ
ユ
魂

て
奴
で
す

社
⻑

今
日
も
お

麗
で
す
ね

ま
し
い
で
す

部
⻑
の
顔
の
ペ
イ
ン
ト
が
無
い

室
⻑

今
度

ん
で
下
さ
い

お
願
い
し
ま
す

次
期
社
⻑

今
度
デ

ト
し
て
下
さ
い

 
そ
の

間
に
八
幡
が

そ
の
発
言
し
た
者
の
名
前
を
呼
ん
だ

 
そ
れ
は
こ
の
雰
囲
気
な
ら
バ
レ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
そ
の

ぎ
に

乗
し
た
か
お
り
だ

た

か
お
り
お
前
ど
さ
く
さ

れ
に
何
を
言

ち

て
る
ん
だ
よ
遠
ま
わ
し
に

の

か

 
お
前
に
美
味
い
も
の
を
食
わ
せ
る
の
は
し
ば
ら
く
禁
止

て
お
達
し
が
来
て
る
か
ら

め
ろ
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ち

ち

と

何
で
私
だ

て
分
か

た
の
よ

 

て
か
人
を
食
い
し
ん

み
た
い
に
言
わ
な
い
で

恥
ず
か
し
い
の
は
こ

ち
だ

つ
の

 
ま
あ
い
い

あ

み
ん
な

今
日
は
み
ん
な
に
大
事
な
話
が
あ

て
集
ま

て
も
ら

た

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間
に

社
員
達
は
シ
ン
と
な

た

い
て
い
た
奴
も
い
る
と
思
う
が

俺
達
は
明
日
か
ら
急

ア
メ
リ
カ
へ
飛
ぶ

 
な
の
で
そ
の
間

会
社
の
事
を
こ
ち
ら
の
方
に
お
願
い
す
る
事
に
し
た

 
姉
さ
ん
の
⺟
上
で
あ
ら
せ
ら
れ
る

雪
ノ
下

乃
さ
ん
だ

 
そ
し
て
薔
薇
が
扉
を
開
け

乃
が

を
現
し

社
員
達
に

を
下
げ
た

至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が

ど
う
か
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

 
無
難
に

守
を
守
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

乃
が
そ
う

し

社
員
達
は
一

に

手
を
し
た

 
八
幡
は
そ
れ
を
満
足
そ
う
に

め
た
後

再
び
口
を
開
い
た

実
は
今
回
の
ア
メ
リ
カ
行
き
は

少
し
リ
ス
ク
が
あ
る

 
そ
う
い
う
事
が
無
い
よ
う
に
色
々
準
備
し
て
き
た
つ
も
り
だ
が
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向
こ
う
で
敵
か
ら
の
襲
撃
を
受
け
る
可
能
性
も
あ
る
と
俺
は
見
て
い
る

 
そ
し
て
向
こ
う
は
銃
社
会
だ

そ
の
意
味
は
分
か
る
な

 
そ
の

間
に
社
員
達
は
ざ
わ
つ
き

女
性
社
員
の
間
か
ら

鳴
の
よ
う
な
声
が
上
が

た

だ
が
今
回
は

の
自
衛

か
ら
出
向
し
て
き
て
い
る
二
人
も
一

に
来
て
く
れ
る
事
に
な

た 
向
こ
う
で
自
衛
の

に
使
う
武
器
も
確
保
済
だ

で
も
ま
あ
心
配
だ
よ
な

 
そ
こ
で
だ

こ
こ
に
一
本
の
ナ
イ
フ
が
あ
る

 
そ
う
言

て
八
幡
は

一
本
の
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
た

 
料
理
用
の
ち

ち
な
ナ
イ
フ
で
は
な
い

軍
用
の
ナ
イ
フ
で
あ
る

こ
れ
を
こ
う
し
て

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
の
ナ
イ
フ
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
ビ

と
上
に
投
げ

 
正
面
を
向
い
た
ま
ま
そ
の
回
転
す
る
ナ
イ
フ
を
後
ろ
手
で
キ

チ
し
た

 
も
ち
ろ
ん
ナ
イ
フ
の
方
は
一
切
見
て
い
な
い

お
お

と
ま
あ
こ
の
よ
う
に

俺
は
そ
れ
な
り
に
ナ
イ
フ
が
使
え
る
と
自
負
し
て
い
る
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理
由
は
ま
あ

み
ん
な
が
知

て
い
る
通
り
だ

 
八
幡
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ
と
い
う
事
は

社
内
で
は
公
然
の
秘
密
だ

た

 
ま
あ
帰
還
者
用
学
校
に
通

て
い
る
時
点
で
当
た
り
前
な
の
で
あ
る
が

 
こ
れ
ほ
ど

み
に
ナ
イ
フ
を
使
え
る
事
は

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
知
ら
れ
て
は
い
な
か

た

 
も

と
も
名
前
か
ら
八
幡
が
あ
の
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る
事
は
普
通
に
予
想
さ
れ
て
い
た

が 
そ
の
情
報
は
外
に
は
一
切

れ
て
は
い
な
い

ソ
レ
イ
ユ
社
員
達
の

心
は
高
い
の
だ

と
い
う

で

俺
も
体
を
張

て
仲
間
を
守
る
か
ら
心
配
し
な
い
で
く
れ

 
そ
し
て
み
ん
な
は
俺
達
が
帰
る
場
所
が
無
く
な
ら
な
い
よ
う
に

守
の
間
会
社
を
守

て

く
れ

は
い

 
社
員
達
は

決
意
の
こ
も

た
声
で
一

に
そ
う
返
事
を
し
た

こ
こ
で
一
つ
注
意
な
ん
だ
が

俺
達
は
自
分
の
身
を
守
る

に

 
個
人
の

と
か
は
全
部
こ

ち
に
置
い
て
い
き
向
こ
う
で
飛
ば
し
の

を
使
う
つ
も
り

で
い
る
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そ
し
て
基
本
こ
ち
ら
の
人
間
に
は
そ
の

か
ら
連

は
し
な
い

 
こ
れ
は
俺
達
が
誰
と
連

を
と

て
い
る
の
か
そ
の
身
元
が

れ
る
の
を
防
ぐ

の
処
置
で

あ
り

 
し
ば
ら
く
俺
達
と
は
一
切
の
連

が
と
れ
な
く
な
る
が

 
そ
の
代
わ
り
に
無
事
を
知
ら
せ
る

の
手

を
送
る
事
に
す
る

ア
ナ
ロ
グ
だ
が
こ
れ
な
ら

安
全
だ
ろ

 
そ
の
言
葉
が
社
員
達
に
は
目
か
ら
鱗
だ

た
の
か

感

す
る
よ
う
な
声
が

れ
た

と
い
う

で

本
か
お
り
岡
野
舞
衣
こ
の
両
名
は
差
出
人
不
明
な
手

が

い
た
ら

 
そ
の
手

を

乃
さ
ん
に

す
よ
う
に
し
て
く
れ

は
い

以
上

何
か
質
問
は

 
八
幡
が
そ
う
言
う
と

当
然
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
者
が
手
を
上
げ
た

多
い
な
あ
ま
り
時
間
が
な
い
か
ら
と
り
あ
え
ず
部

ご
と
に
相
談
し
て
質
問
の

を

ら

し
て
く
れ

 
そ
の
指

を
受
け

社
員
達
は
即
座
に
行
動
に
移
り

ま
た
た
く
間
に
質
問
が
絞
ら
れ
た
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さ
す
が
の
八
幡
も
感
心
せ
ざ
る
を
得
な
か

た
が

 
そ
れ
だ
け
社
員
達
が
必
死
だ
と
い
う
事
に
は
さ
す
が
に
思
い
当
た
ら
な
か

た
よ
う
だ

 
目
の
前
で
自
分
達
が
尊
敬
す
る
者
が

自
身
の
死
を

め
か
す
よ
う
な
事
を
言

た
の
だ

 

て
必
死
に
な
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う

そ
し
て
質
疑
応
答
が
始
ま

た

ア
メ
リ
カ
行
き
の
目
的
を
教
え
て
下
さ
い

大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
る

一
つ

ザ
ス
カ

社
と
の
提

の
話
し
合
い

 
二
つ

ア
メ
リ
カ
で
難
病
の
特

を
開
発
し
て
い
る
知
人
へ
の

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
提

の

の
打
ち
合
わ
せ

 
三
つ

と
あ
る

学
者
へ
の
次
期
プ
ロ
ジ

ク
ト
へ
の
参
加
依
頼

だ
な

そ
の
内
容
で

危
険
な
旅
に
な
る
と
い
う
の
は
納
得
出
来
な
い
の
で
す
が

三
つ
目
に
少
し
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
く
れ
れ
ば
い
い

リ
ス
ク
回
避
の

に

三
つ
目
を
と
り
や
め
る
事
は
出
来
な
い
ん
で
す
か

す
ま
な
い

そ
れ
は
出
来
な
い

今
後

年
会
社
を
安

に
す
る

だ

 
可
能
な
限
り
の
対

も
と

て
あ
る
し

心
配
を
か
け
る
事
も
あ
る
と
思
う
が

 
俺
達
を
信
じ
て
会
社
の

守
を
守

て
い
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
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あ

あ
の

必
ず

て
き
て
く
れ
ま
す
よ
ね

 
最
後
に
放
た
れ
た
そ
の
質
問
に

八
幡
は
力
強
く

い
た

任
せ
ろ

約
束
す
る

 
そ
の
力
強
い
言
葉
を
受
け
や

と
社
員
達
は
安
心
し
た
の
か
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に

て
い

た

八
幡
君
に
駆
け
寄
る
女
子
社
員
が
い
な
か

た
の
が
意
外
ね

彼
女
ら
は
今
自
分
が
や
る
べ
き
事
は

俺
達
が
い
な
い
間

 
し

か
り
と
会
社
を
守
る
と
い
う
事
だ
と
理
解
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
さ

日

の
教
育
の
成
果
か
し
ら
ね

さ
す
が
は
姉
さ
ん
だ
と
い
う
事
に
し
て
お
く
か

 
だ
が
部
屋
を
出
た

間
に

八
幡
は
女
子
社
員
達
に
囲
ま
れ
た

次
期
社
⻑

絶
対
に
無
事
に
帰

て
き
て
下
さ
い
ね

お
み
や
げ
を
く
れ
な
ん
て
野

な
事
は
言
い
ま
せ
ん
か
ら
み
や
げ
話
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す

ね
あ
の

次
期
社
⻑

是
非
私
か
ら
の
い

て
ら

し

い
の
キ
ス
を
受
け
て
下
さ
い
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あ

抜
け
駆
け

そ
れ
じ

あ
私
も

私
も
私
も

何
そ
れ
ウ
ケ
る
し

そ
れ
じ

あ
私
も

 
ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
に
そ
の

に
乗
ろ
う
と
し
八
幡
に
じ
ろ

と

ま
れ
た
者
も
約
一
名
い
た

が 
八
幡
は
そ
の
女
子
社
員
達
の
顔
を

れ
た
表
情
で
見
回
し
た
後
陽
乃
の
方
に

り
返
り
な
が

ら
言

た

姉
さ
ん

こ
の

態
を

ま
え
て

さ

き
の
会
話
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を

反
省
し
て
ま

す

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

そ
れ
絶
対
反
省
し
て
な
い
よ
な

と
り
あ
え
ず
こ
の
場
を
何
と
か
し
て
く
れ

は

め
ん
ど
く
さ
い
な

い
い

あ
ん
た
達

 
実

に
し
ち

う
と
色
々
と
差
し
障
り
が
あ
る
か
ら
投
げ
キ

ス
く
ら
い
で
我
慢
し
て
お
き

な
さ
い

は

は

い
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そ
し
て
女
子
社
員
達
が
手
を
口
に
近
付
け
た

間

八
幡
は
脱

の

く
逃
げ
出
し
た

 
だ
が
女
子
社
員
達
の
投
げ
キ

ス
の
射

は
⻑
く
そ
の
全
て
が
八
幡
の
背
中
に
降
り
注
い
だ

よ
く
や

た
わ
み
ん
な
こ
れ
で
八
幡
君
に
は
人

分
の
女
神
の
加
護
が
付
い
た
事
に
な
る
わ

ね 
そ
の
セ
リ
フ
が

こ
え
た
の
だ
ろ
う
八
幡
は
く
る
り
と

り
返
り
こ
ち
ら
に

て
く
る

と 
開
口
一
番
に
こ
う
突

込
ん
だ

加
護

て
何
だ
よ

意
味
が
わ
か
ら
ね
え
よ

あ
ら

う
ち
の
女
子
社
員
達
は
み
ん
な
女
神
み
た
い
に
か
わ
い
い
で
し

 
ま
さ
か
そ
れ
を
否
定
し
た
り
は
し
な
い
わ
よ
ね

え

あ

 
女
子
社
員
達
の
期
待
の
こ
も

た

線
を
一
身
に
受
け
た
八
幡
は

 
ま
さ
か
こ
こ
で
否
定
す
る

に
も
い
か
ず

悔
し
そ
う
に
陽
乃
の
方
を
見
な
が
ら
言

た

み

み
ん
な

め

女
神
の
加
護
を
あ
り
が
と
う
な

は
い

よ
く
出
来
ま
し
た

手
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そ
の

間
に
陽
乃
が
そ
う
言
い

女
子
社
員
達
は
一

に

手
を
し
た

あ

あ
り
が
と
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
し
て
陽
乃
が
パ
ン

と
手
を
叩
く
と

 
女
子
社
員
達
は
き

あ
き

あ
言
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
部

へ
と

て
い

た

ど
う

こ
れ
が
私
の
教
育
の
成
果
よ

ど
う
考
え
て
も
褒
め
る
と
こ
ろ
じ

な
い
ん
だ
が
し
か
し

制
は

い
や
で
も

な 
そ
ん
な
ど
う
評
価
し
て
い
い
も
の
か
迷

て
い
る
八
幡
の
背
中
を

陽
乃
は
バ
ン

と
叩
い

た
さ
て

そ
れ
じ

あ
敵
地
に
向
か
う
と
し
ま
し

う
か

あ

あ
あ

そ
う
だ
な

お
い
小
猫

方
面
へ
の
連

の
方
は
ど
う
な

て
い
る

時
間
が
足
り
な
く
て
何
人
か
連

が
と
れ
な
い
人
が
い
る
わ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ
と
ピ
ト
イ
コ
マ
君

 
レ
ン
ち

ん
も
そ
の
カ
テ
ゴ
リ

か
し
ら
ね
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
は
和
人
君
か
ら
話
が
行
く
は
ず
だ
か

ら
い
い
か
な
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ま
あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
に
は
小
町
か
詩
乃
か
ら
話
が
伝
わ
る
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
個
人
の

は

社
⻑
室
に
充

器
ご
と
置
い
て
お
け
ば
い
い
か

み
ん
な

パ
ス
ポ

ト
は
忘
れ
ず
に
ね

 
だ
が
結
果
的
に

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
に
は
そ
の
話
は
伝
わ
ら
な
か

た

 
小
町
は
レ
ポ

ト
が
忙
し
く
て
し
ば
ら
く
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
イ
ン
出
来
ず

 
詩
乃
は
バ
イ
ト
を
し
す
ぎ
た

夏
休
み
明
け
の

験
の
成

が
か
な
り
落
ち
て
し
ま
い

 
そ
れ
を
取
り

す

に

し
ば
ら
く
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
人
と

 

日
放
課
後
ロ

テ

シ

ン
で

人
の
家
で
勉
強
会
を
行
う
予
定
に
な

て
い
た
か
ら
だ

  
そ
し
て
八
幡
達
が
ア
メ
リ
カ
に
飛
び
立

た
次
の
日
テ
レ
ビ
で
こ
ん
な
ニ

ス
が
流
れ
た

今
入

て
き
た
情
報
に
よ
り
ま
す
と

ア
メ
リ
カ
の

空
港
で

 
旅
客
機
に
対
す
る
ハ
イ
ジ

ク
が
発
生
し
ま
し
た

 
乗
客
リ
ス
ト
に
載

て
い
る
日
本
人
は
十
人

 
比
企
谷
八
幡
さ
ん

雪
ノ
下
陽
乃
さ
ん

雪
ノ
下
雪
乃
さ
ん

雪
ノ
下
夢
乃
さ
ん

 
結
城
明
日
奈
さ
ん

間
宮
ク
ル
ス
さ
ん

薔
薇
小
猫
さ
ん

紅
莉
栖
さ
ん



 第５６０話 社員教育の賜物

 

乃
さ
ん

黒
川

莉
さ
ん
で
す

安
否
が
気
遣
わ
れ
ま
す
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第
５
６
１
話
 
続
報

 
連

が
つ
か
な
か

た
者
の
う
ち

イ
コ
マ
は
学
校
の
下
見
の

に
色
々
回

て
お
り

 
こ
の
日
は
た
ま
た
ま

を
ホ
テ
ル
に
置
き
忘
れ
て
い
た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
と
レ
ン
は

そ
の
日
も
二
人
で
激
し
い
戦
い
を

り
広
げ
て
い
た

レ
ン
ち

ん

誰
か
罠
に
か
か

た
み
た
い

誰
か

で
す
か

モ
ブ
じ

な
く

え
え

あ
そ
こ
か
ら
モ
ブ
が
侵
入
し
て
く
る
事
は
あ
り
え
な
い
か
ら

 
ま
ず
間
違
い
な
く
敵
対
す
る
意
図
を
持

た
プ
レ
イ
ヤ

だ
と
思
う
わ

分
か
り
ま
し
た

今
日
も
返
り
討
ち
で
す
ね

い
い
ね
い
い
ね

そ
う
こ
な
く

ち

そ
れ
じ

あ
行
く
よ

レ
ン
ち

ん

は
い

 
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
と
先
日
の
防
衛
戦
の
結
果
を

ま
え

 
最
近
の
レ
ン
は

十
狼
の
メ
ン
バ

と
同
じ
立
場
に
見
ら
れ
て
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
と
つ
る
ん
で
い
る
せ
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
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そ
の
せ
い
で
二
人
を
狙

て
襲
撃
し
て
く
る
敵
の

は

日
に
日
に

え
つ
つ
あ

た

そ
れ
に
し
て
も

最
近
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
狙
わ
れ
る
事
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん

ま
あ

名

て
奴
よ

こ
れ
ば

か
り
は

め
る
し
か
な
い
わ
ね

で
す
か

で
す
で
す

そ
れ
じ

あ

散
ら
し
ま
し

う
か

そ
う
ね

い
つ
も
通
り
フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や
り
ま
し

う

 
最
近
二
人
は
砂
漠
地

の
オ
ア
シ
ス

に
あ
る

の

物
を
主
な

点
に
狩
り
を
し
て
い

た 
こ
の

物
は
意
外
と
広
く

そ
の
中
に

れ
ら
れ
る
と

か
な
り
厄
介
な

物
で
あ

た

そ
う
い
え
ば
ピ
ト
さ
ん

あ
の
防
衛
戦
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

て
か
ら

 
ピ

ち

ん
が
凄
く
手
に
な
じ
む
と
い
う
か

一
体
感
が
出
た
と
い
う
か

 
こ
の
前
な
ん
か

ピ

ち

ん
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
ち

た
ん
で
す
よ

へ

ピ

ち

ん
は
何
て

今
だ

突
撃
の
チ

ン
ス

て

こ
え
ま
し
た
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そ
の
声
に

た
ら
相
手
の
リ
ロ

ド
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
ん
な
り
と
敵
の
懐
に
入
れ
た
ん

で 
凄
く
ビ

ク
リ
し
ち

い
ま
し
た

ほ
ほ
う

験
を

ん
だ
せ
い
で

そ
れ
が
幻

と
し
て

こ
え
た
ん
だ
と
思
う
け
ど

 
今
の
レ
ン
ち

ん
は
本
当
に
や
ば
い
な

 
接
近
戦
だ
と
私
も
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

く
わ
ば
ら
く
わ
ば
ら

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も

こ
ん
な
感
想
を
述
べ
た

ま
あ
そ
う
い
う
事

て
あ
る
わ
よ
ね

は
い

Ｇ
Ｇ
Ｏ
あ
る
あ
る
で
す

そ
ん
な
あ
る
あ
る
あ

た

け

た

多
分

ま
あ
い

か

Ｇ
Ｇ
Ｏ
あ
る
あ
る
ね

は
い

 
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

襲

て
く
る
敵
を
片

か
ら
殲
滅
し
て
い

た
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ピ
ト
フ

イ
は
一
銃
一
殺
と
ば
か
り
に

況
に
よ

て
コ
ロ
コ
ロ
銃
を
変
え

 
レ
ン
は
そ
れ
を
見
て

感
心
し
た
よ
う
に
言

た

そ
れ
に
し
て
も
ピ
ト
さ
ん

て

本
当
に
色
々
な
銃
を
持

て
ま
す
よ
ね

趣
味
だ
か
ら
ね

ま
あ
一
番
の
宝
物
は

⻤

ち

ん
と
血
華
ち

ん
な
ん
だ
け
ど
ね

あ

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
言

て
た

血
華
の
名
前
の
由
来

て

あ
あ
こ
れ

⻤

が

き
こ
く

で
し

だ
か
ら
カ
行
の
残
り
二
文

か

と

け

を
組
み
合
わ
せ
て
み
ま
し
た
あ

う
わ

当
そ
う
に
見
え
て

本
当
に

当
だ

あ
ら

ア
ナ
グ
ラ
ム
は
名
前
を
付
け
る
時
の
基
本
よ

そ
れ

て
ア
ナ
グ
ラ
ム
な
の
か
な

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も

歌
を
歌
う
よ
う
な
雰
囲
気
で
銃
を
撃
ち
ま
く

て
い
た

く
そ

な
め
や
が

て

で
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ぞ
こ
れ

待
ち
伏
せ
で
殺
し
て
く
れ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
地

な
ん
だ
よ
な

こ
こ

目
だ

退
す
る
ぞ

認
識
が

か

た

こ
こ
は

を

る
の
に
は
全
く
向
か
ん
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そ
ん
な
会
話
と
共
に

敵
対
勢
力
の
襲
撃
者
達
は

々
と

退
を
始
め
た

あ
ら

も
う
終
わ
り

無
し
な
の

ま
だ
私
達
は
生
き
て
ま
す
よ

こ
の
ま
ま
帰

ち

て
い
い
ん
で
す
か

 
そ
の
煽
り
に
反
応
し
た
者
も
い
た
が
リ

ダ

格
ら
し
い
者
に

ま
れ
て
大
人
し
く
な

た

 
そ
し
て
敵
が

退
し
た
後

を

い
て
い
た
ピ
ト
フ

イ
が
レ
ン
に
言

た

レ
ン
ち

ん

ど
う
や
ら

い

了
解

爆
し
ま
す

 
レ
ン
が
そ
う
答
え

何
か
を
操
作
し
た

間

ど
こ
か
で
爆
発
音
が

こ
え
た

た

ま
や

か

ぎ
や

 
ど
う
や
ら
二
人
は

に
地

を
仕

け
そ
れ
を
座
標

で
自
在
に
爆
発
さ
せ
ら
れ
る
ら

し
い

 
こ
う
い

た
突
発
的
な
戦
闘
に
対
す
る
備
え
な
の
だ
ろ
う

 
こ
れ
は
今
の
よ
う
に

退
す
る
敵
に
お
土
産
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
目
的
の
他
に

 
こ
ち
ら
が

退
す
る

目
に
な

た
場
合

逃
走

路
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
も
あ
る
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多
少
戦
力
差
が
あ

て
も
こ
の
二
人
は
そ
れ
を

々
と

ね
返
し
打
ち
破

て
き
て
い
る

が 
そ
れ
は
こ
う
い

た

か
い
準
備
の
賜
物
で
も
あ
る
の
だ

レ
ン
ち

ん

今
の
爆
発
で

験

に
変
化
は
あ

た

え

と

あ
あ

結

え
て
ま
す
ね

も
し
か
し
た
ら
直
撃
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ふ
ふ
ん

こ
れ
は
私
の

爆
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
神
だ

た
と
い
う
事
ね

で
す
ね

ピ
ト
さ
ん
え
ら
い

 
そ
の
ま
ま
二
人
は

ニ

ン

で
意
気
揚
々
と
凱
旋
し
た

 
さ
て

私
は
今
日
は
と
り
あ
え
ず
落
ち
る
わ

レ
ン
ち

ん
は
ど
う
す
る

私
は
ち

と

師
匠
の
所
に
顔
を
出
し
て
お
こ
う
か
と

ヤ
ミ
ヤ
ミ
の
所
ね

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

は
い

今
日
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
気
分
良
く
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
直
後
に

エ
ル
ザ
の

に
豪

か
ら
着
信
が
あ

た

は

い

た

た
今
ま
で
レ
ン
ち

ん
と
遊
ん
で
て
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こ
れ
か
ら
シ

ワ

を

び
よ
う
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

何
か
急
ぎ
の
用
事

エ
ル
ザ

テ
レ
ビ

テ
レ
ビ
を

急
い
で

テ
レ
ビ

何
か
あ

た
の

ど
こ
の
チ

ン
ネ
ル

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
が
豪

に
教
え
ら
れ
た
チ

ン
ネ
ル
に
合
わ
せ
た

間

 
ア
ナ
ウ
ン
サ

の
声
が
エ
ル
ザ
の

に

い
た

り
返
し
お
伝
え
し
ま
す

今
入

て
き
た
情
報
に
よ
り
ま
す
と
ア
メ
リ
カ
の

空

港
で

 
旅
客
機
に
対
す
る
ハ
イ
ジ

ク
が
発
生
し
ま
し
た

 
乗
客
リ
ス
ト
に
載

て
い
る
日
本
人
は
十
人

 
比
企
谷
八
幡
さ
ん

雪
ノ
下
陽
乃
さ
ん

雪
ノ
下
雪
乃
さ
ん

雪
ノ
下
夢
乃
さ
ん

 
結
城
明
日
奈
さ
ん

間
宮
ク
ル
ス
さ
ん

薔
薇
小
猫
さ
ん

紅
莉
栖
さ
ん

 

乃
さ
ん

黒
川

莉
さ
ん
で
す

安
否
が
気
遣
わ
れ
ま
す

え
 
エ
ル
ザ
は
八
幡
か
ら

ア
メ
リ
カ
行
き
の
話
は

い
て
い
な
か

た

 

純
に
そ
の
機
会
が
無
か

た
せ
い
な
の
だ
が
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八
幡
が
明
確
に
連

を
指

す
る
の
を
忘
れ
た
せ
い
で
も
あ
る

 
本
来
は
少
し
前
に
薔
薇
か
ら
直
接
伝
え
ら
れ
た
は
ず
な
の
だ
が

 
エ
ル
ザ
は
生
来
の
面
倒

が
り
だ

た
せ
い
か
そ
の
着
信
に
対
し

け
な
お
し
た
り
は
し

て
い
な
い

エ
ル
ザ

見
ま
し
た
か

待

て

一
応
薔
薇
ち

ん
に
連

し
て
み
る
か
ら

 
だ
が
当
然
薔
薇
は

話
に
は
出
な
い
社
⻑
室
に
置
き

ぱ
な
し
な
の
だ
か
ら
当
た
り
前
な
の

だ
が

 
そ
ん
な
事
を
知
ら
な
い
エ
ル
ザ
は

た
だ
ひ
た
す
ら

て
い
た

ど

ど
う
し
よ
う

そ
う
だ

ソ
レ
イ
ユ

ソ
レ
イ
ユ
に
行
け
ば
何
か

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
思
い
立
ち

豪

に
そ
の
事
を
伝
え
る
と

 
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
タ
ク
シ

で
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た

 
社
内
は
さ
ぞ

し
い
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
エ
ル
ザ
は
そ
の
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
様
子

に
驚
い
た

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
受
付
に
向
か
い

八
幡
の
事
を

ね
よ
う
と
受
付
嬢
に
話
し
か
け
た
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こ
の
日
の
担
当
は

か
お
り
で
あ
る

あ

あ
の

よ
う
こ
そ
ソ
レ
イ
ユ
へ

ご
用
件
を
私

本
か
お
り
が

り
ま
す

 
か
お
り
は
表
面
上
は
平
然
と
そ
う
エ
ル
ザ
に
話
し
か
け
た
が

 
こ
れ
は

に
訓
練
の
賜
物
で
あ
り

内
心
で
は
激
し
く
動

し
て
い
た

い
つ
か
は
来
る
か
も

て
思

て
た
け
ど
や

と
私
の
担
当
の
時
に
エ
ル
ザ
さ
ん
が
来
た
あ

 
で
も
仕
事
中
だ
か
ら
サ
イ
ン
は
も
ら
え
な
い

そ
れ
が
悔
や
ま
れ
る

あ
の

ニ

ス
を
見
て
来
た
ん
で
す
け
ど

 
こ
ち
ら
に
何
か
八
幡
の
安
否
に
関
す
る
情
報
は
来
て
い
ま
せ
ん
か

 
そ
の
言
葉
に

か
お
り
の
乙
女
の
勘
が
反
応
し
た

ま

ま
さ
か
エ
ル
ザ
さ
ん
も
ラ
イ
バ
ル
な
の

 
う
わ

こ
れ
は
勝
て
な
い
わ

無
理
無
理

絶
対
無
理

 
だ
が
こ
こ
で
か
お
り
は
プ
ロ

性
を
発

し

エ
ル
ザ
に
こ
う
答
え
た

残
念
な
が
ら

こ
ち
ら
に
も
特
に
情
報
は
来
て
い
ま
せ
ん
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そ
う

で
す
か

 
そ
の
言
葉
に
エ
ル
ザ
は

を
落
と
し
た
が
そ
ん
な
エ
ル
ザ
に
か
お
り
は
ハ

キ
リ
し
た
口
調

で
言

た

大
丈
夫
で
す

八
幡
は
き

と
無
事
で
す
よ

そ

そ
う
か
な

え
え

こ
の
前
約
束

 
そ
こ
に
新
た
な
ニ

ス
が
入

た
の
か

社
員
の
一
人
が

鳴
を
上
げ
た

ど

ど
う
し
た
の

い

今
続
報
が

 
そ
の
言
葉
に
エ
ル
ザ
と
か
お
り
も
さ
す
が
に

を
チ

ク
し
た

 
か
お
り
は
仕
事
中
で
は
あ

た
が

続
報
と

い
て
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う

大
変
で
す
今
入

た
情
報
だ
と
ハ
イ
ジ

ク
さ
れ
た

空
機
が

落
し
た
よ
う
で
す

 

り
返
し
ま
す

日
本
人
が
十
人
乗

て
い
る
と
思
わ
れ
る

空
機
が

落
し
ま
し
た

 

は
分
か
り
次
第
お
伝
え
致
し
ま
す

 
そ
の
報
道
を
見
た

間

さ
す
が
の
か
お
り
も
動

し
た
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そ
し
て
エ
ル
ザ
は
涙
を

か
べ
な
が
ら

か
お
り
に
向
か

て
こ
う
言

た

つ
き

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
ま
ま
走
り
去
り
背
後
に

え
て
い
た
豪

は

こ

こ
と
か
お
り
に

を
下

げ
な
が
ら

 
エ
ル
ザ
の
後
を
追
い
か
け
て
外
に
出
て
い

た

そ
の
後
さ
す
が
に
社
内
も
大
混
乱
に
陥
り
か

け
た
が

 
そ
こ
で

乃
が
強
力
な
リ

ダ

シ

プ
を
発

し

表
立

て
の

ぎ
は
収
ま

た

 
そ
し
て
か
お
り
は
そ
の
後

終
業
時
間
ま
で
機

的
に
受
付
業

を
行
い

 
仕
事
中
の
記
憶
が

の
ま
ま

気
付
い
た
ら
自
宅
へ
と

て
い
た

 
そ
ん
な
何
も
考
え
ら
れ
ず

放
心

態
の
か
お
り
の
下
に

千
佳
が

ね
て
き
た

か
お
り

か
お
り

あ
れ

千
佳

何
で
こ
こ
に

や

ぱ
り

気
を
落
と
し
て
る
ん
じ

な
い
か

て
思

て

て
て
来
て
み
た
よ

う

う
ん

あ
り
が
と
う
千
佳

で
も
し
ば
ら
く
ち

と
無
理
か
も

 
か
お
り
は
そ
う
言

て

目
に
涙
を

か
べ
た
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違
う
の
か
お
り

そ
う
い
う
事
じ

な
く
て
ね

さ

き
八
幡
君
か
ら
手

が

い
た
の

 
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
出
発
前
に
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
こ
れ
を
見
れ
ば
き

と
か
お
り
も
安
心
す
る
と
思
う
の

え
 
ど
う
や
ら
先
日
指
名
さ
れ
た
か
お
り
と
舞
衣
以
外
に
も

 
八
幡
は
い
く
つ
か
の
ル

ト
で
ソ
レ
イ
ユ
に
手

を

け
る
つ
も
り
だ

た
よ
う
だ

 
そ
の
手

に
は

最
初
に
こ
れ
を
か
お
り

由
で

乃
に

し
て
く
れ
と
い
う
事
と

 
そ
の
後
社
員
達
に
厳
重
に
口
止
め
し
た
上
で
次
の
八
幡
の
言
葉
を
伝
え
る
よ
う
に
指

が
書

い
て
あ

た

ニ

ス
は
フ

イ
ク

 
そ
の
文

を
見
た
か
お
り
は
思
わ
ず
こ
う
口
に
出
し
た

良
か

た

 
そ
し
て
次
に
か
お
り
は

千
佳
に
こ
う
頼
み
込
ん
だ

お
願
い
千
佳

私
を
今
す
ぐ
に
ソ
レ
イ
ユ
に
連
れ
て

て

わ

分
か

た

任
せ
て
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ソ
レ
イ
ユ
に

て
直
ぐ
に

か
お
り
は

乃
に
事
情
を
説
明
し
た

八
幡
君
が

分
か

た
わ

舞
衣
ち

ん

今
す
ぐ
全
社
員
に

社
外
秘

は
セ

フ

明
日
会
議
室
に
集
合
の
事

て
い
う
メ

ル
を
入
れ
て

了
解
し
ま
し
た

社
⻑
代
理

 

と
は
オ
ペ
レ

シ

ン

か
ら
来
た

八
幡
を

す

丁
で
あ
り

 
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
社
員
は
ソ
レ
イ
ユ
に
は
存
在
し
な
い

さ
て

残
る
は
エ
ル
ザ
ち

ん
の
誤
解
を
解
く
事
な
ん
だ
け
ど

 
実
は
エ
ル
ザ
ち

ん
の
新
し
い
連

先

て

薔
薇
ち

ん
し
か
知
ら
な
い
の
よ
ね

 
あ
そ
こ
は
今
事

所
を
開
設
し
よ
う
と
準
備
中
だ
か
ら

 
ま
だ
個
人

で
し
か
連

が
と
れ
な
い
の
よ

彼
女
関
係
の
仕
事
を
仕
切

て
た
の
は
八
幡

君
だ
し

 
ど
う
し
ま
し

う
か
ね

困

た
わ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
は
参
り
ま
し
た
ね

ま
あ
ま
た
何
か
方
法
を
考
え
る
わ
と
り
あ
え
ず
か
お
り
ち

ん
千
佳
さ
ん
本
当
に
あ
り
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が
と
う
ね

 
さ
す
が
の
私
も
動

し
て
し
ま

て
い
た
か
ら

連

を
も
ら
え
て
助
か

た
わ

い
え

い
け
な
い
の
は
八
幡
で
す
か
ら

ふ
ふ

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
今
日
は
帰

て
ゆ

く
り
休
ん
で

は
い

 
そ
し
て
外
に
出
た
後

さ
す
が
に

い
時
間
と
い
う
事
も
あ
り

 
帰
る
の
が
面
倒

く
な

た
か
お
り
は

千
佳
に
こ
う
言

た

ね

千
佳
今
か
ら
帰
る
の
も
大
変
だ
し
今
日
は
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
に
一

に

ま
ら
な

い
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第
５
６
２
話
 
絶
望
の
ピ
ト
フ

イ

優
里
奈
ち

ん

あ
れ

い
な
い
の
か
な

か
お
り

こ
こ
が
八
幡
君
の
部
屋
な
の

う
う
ん
こ
こ
は
八
幡
の
部
屋
を
管
理
し
て
る
子
の
部
屋
な
ん
だ
け
ど

何
か
い
な
い
み
た

い 
ま
ず

た
な

優
里
奈
ち

ん
に
連

が
と
れ
な
い
と

部
屋
に
入
れ
な
い
ん
だ
よ
ね

 
そ
う
い
う
ル

ル
だ
か
ら
さ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ

話
し
て
み
れ
ば

待

て

そ
の
前
に

も
し
か
し
た
ら
八
幡
の
部
屋
の
方
に
い
る
か
も
だ
か
ら

 
そ

ち
の
チ

イ
ム
を
鳴
ら
し
て
み
る

あ

管
理
し
て
る

て
い
う
な
ら
そ
の
可
能
性
は
あ
る
ね

 
二
人
は
そ
う
話
し
な
が
ら

隣
の
部
屋
の
前
へ
と
移
動
し
た

さ
て

優
里
奈
ち

ん
は
い
る
か
な

 
そ
う

き
な
が
ら
か
お
り
は
チ

イ
ム
を
押
し

し
ば
ら
く
反
応
を
待

た
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そ
し
て
予
想
通
り
優
里
奈
の
声
が
イ
ン
タ

ホ
ン
か
ら

こ
え
二
人
は
ほ

と
胸
を

で
下

ろ
し
た

は
い

ど
ち
ら
様
で
す
か

あ

優
里
奈
ち

ん

私

か
お
り
だ
け
ど

あ

か
お
り
さ
ん
で
す
か

今
ド
ア
を
開
け
ま
す
ね

 
直
後
に
ド
ア
が
開
き

中
か
ら
優
里
奈
が
顔
を
出
し

二
人
は
中
に
入
る
事
が
出
来
た

優
里
奈
ち

ん

こ

ち
に
い
た
ん
だ

は
い

他
に
も
何
人
か
い
ら

し

て
ま
す
よ

あ

そ
う
な
の

お

と

こ
れ
は
私
の
友
達
の
仲
町
千
佳

 
八
幡
と
も
知
り
合
い
だ
か
ら

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思

て
連
れ
て
き
ち

た

初
め
ま
し
て

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

仲
町
千
佳
だ
よ

宜
し
く
ね

 
三
人
は
自

紹
介
を
済
ま
せ

そ
の
ま
ま
リ
ビ
ン
グ
へ
と
移
動
し
た

 
そ
こ
に
は
優
美
子

結
衣

南
の
三
人
が
居
り

か
お
り
に
手
を

て
き
た

あ

か
お
り

今
ニ

ス
を
見
て
た
と
こ
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あ
れ

千
佳
ち

ん
も
来
た
ん
だ

こ
こ
は
初
め
て
だ
よ
ね

う
ん

南
ち

ん

久
し
ぶ
り

優
美
子
ち

ん
に
結
衣
ち

ん
も

 
千
佳
は
ソ
レ
イ
ユ
に
仕
事
で
訪
れ
た

こ
の
三
人
と
面
識
を
持

て
い
た
よ
う
で

 
笑
顔
で
そ
う

を
し
た

ニ

ス

そ
の
後
何
か
言

て
る

続
報
を
お
待
ち
下
さ
い
の
ま
ま
か
な

ま
あ
そ
の
う
ち

正
報
道
が
出
る
と
思
う
け
ど
ね

あ

に
落
ち
着
い
て
る
な
と
思

た
け
ど

や

ぱ
り
知

て
た
ん
だ

あ

別
に
そ
う
い
う

じ

な
か

た
ん
だ
け
ど
ね

 
結
衣
は
お
茶
を

す
よ
う
な
言
い
方
で
そ
う
言
い

代
わ
り
に
優
里
奈
が
説
明
を
始
め
た

実
は
今
日
は

結
衣
さ
ん
達
に
そ
れ
ぞ
れ
が
通
う
大
学
に
連
れ
て

て
も
ら

て
た
ん
で
す

 
進
路
を
ど
う
す
る
か
で
参
考
に
な
る
か
な

て
思

て
そ
の
流
れ
で
こ
の
部
屋
に

ま
る
事

に
な

て

 
そ
こ
で
こ
れ
を
見
つ
け
て

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は
壁
を
指
差
し
た

 
そ
こ
に
は
八
幡
の

で

な
今
回
の
旅
の
予
定
が
書
か
れ
て
お
り
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か
お
り
と
千
佳
は
そ
れ
を
見
て

か
ん
と
し
た

こ

こ
こ
に
書
い
て
あ

た
ん
だ

は
い
そ
う
み
た
い
で
す
ね
他
に
も
何
人
か
か
ら

話
で
問
い
合
わ
せ
が
あ

た
ん
で
す
が

 
こ
の
事
を
説
明
し
た
ら

安
心
し
て
く
れ
ま
し
た

ま

た
く
事
前
に
言

て
く
れ
れ
ば
良
か

た
の
に
ね

今
回
の

に
関
し
て
は

八
幡
さ
ん
は
か
な
り
慎
重
に
計
画
を
練

て
ま
し
た
か
ら
ね

 
私
で
も
計
画
の
全
貌
は

こ
れ
を
見
る
ま
で
分
か

て
ま
せ
ん
で
し
た
よ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
う
言

て
か
お
り
は
今
日
の
予
定
が
書
か
れ
た
場
所
を
見
た

そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い

た
情
報
に
よ
る
と

初
日
が
一
番
危
険
だ
と
思
わ
れ
る

直
前
で
別

に
乗
り
換
え
て
移
動

 
キ

ン
セ
ル
は
し
な
い

何
か
事
件
が
あ

た
ら
間
違

た
情
報
が
報
道
さ
れ
る
可
能
性

り

ね

 
そ
し
て
そ
の
続
き
を

ん
だ
か
お
り
は

思
わ
ず
小
さ
な

鳴
を
上
げ
た

 
そ
れ
を
見
た
他
の
者
は

か
お
り
を

ま
し
な
が
ら

そ
の

を

ん

ん
と
叩
い
た
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大
丈
夫

き

と
大
丈
夫
だ
か
ら

で

で
も

こ
れ
は
あ
く
ま
で
可
能
性
の
話
だ
し

ち

ん
と
対

も
と

て
い
る
み
た
い
だ
か
ら

 
み
ん
な
で
八
幡
の
事
を
信
じ
て
待
と
う

う

う
ん

 
壁
に

て
あ

た

に
は

こ
う
書
か
れ
て
い
た
の
だ

現
地
到
着
後
に
襲
撃
さ
れ
る
可
能
性

り

現
地
協
力
者
の
所
に
た
ど
り
着
く
ま
で
要

 
あ
れ

ピ
ト
さ
ん

て
き
た
ん
で
す
か

お
う

ピ
ト
じ

ね
え
か

久
し
ぶ
り
だ
な

レ
ン
ち

ん

ヤ
ミ
ヤ
ミ

 
エ
ル
ザ
は
家
に
帰

た
後

豪

に
感
情
を
ぶ
つ
け
る
事
も
無
く

そ
の
ま
ま
豪

と
別
れ

 
一
人

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た

 
豪

は
そ
ん
な
今
ま
で
と
は
ま

た
く
違
う
エ
ル
ザ
の

に
驚
き

 
自
ら
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
に
し
て
い
た
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何
だ
よ

気

い
面
し
や
が

て

何
か
あ

た
の
か

何
か

う
ん

そ
う
ね

ま
あ
色
々

 
こ
の
時
点
で
ピ
ト
フ

イ
は
も
し
か
し
た
ら
八
幡
が
死
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
と
思

て
お
り

 
失
意
の
ど
ん

に
い
た
の
だ
が

さ
す
が
に
そ
ん
な
事
は
二
人
に
は
分
か
ら
な
か

た

二
人
と
も

ち

と
い
い

ん

別
に

わ
な
い
が

本
当
に
大
丈
夫
か

明
ら
か
に
様
子
が
お
か
し
い
ぞ

そ
う
で
す
よ
ピ
ト
さ
ん

合
が
悪
い
な
ら
落
ち
た
方
が

大
丈
夫

大
丈
夫
だ
か
ら

と
に
か
く
私
の
話
を

い
て

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
話
し
て
く
れ

ち

と
こ
こ
じ

話
を

か
れ
な
い
場
所
に
移
動
し
ま
し

う

 
そ
こ
に
エ
ム
も
到
着
し

ピ
ト
フ

イ
は
エ
ム
に
も
同
じ
事
を
告
げ

 
四
人
は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ス
へ
と
移
動
し
た

で

一
体
ど
う
し
た
ん
だ

う
ん

あ
の
ね

シ

ナ
が

シ

ナ
が
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乗

て
た
飛
行
機
が
ハ
イ
ジ

ク
さ
れ
て

落
し
た

て

ニ

ス
で

ええ
え

 
二
人
は
そ
の
事
は
初

だ

た
の
か

闇
風
は

て
て
室
内
に
あ
る
仮
想

を
操
作
し

 

当
す
る
ニ

ス
を
す
ぐ
に
見
付
け
た

ま
じ
だ

う
 
ち
な
み
に
こ
の
時
点
で
レ
ン
の
所
に
は

八
幡
か
ら
の
手

が

け
ら
れ
て
い
た
の
だ
が

 
レ
ン
が
そ
の
事
に
気
付
く
の
は

し
ば
ら
く
先
に
な
る

お
い
お
い
お
い

ど
う
な

て
る
ん
だ
よ
こ
れ

そ
ん
な

シ

ナ
が

シ

ナ
が

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
皆
無
言
に
な
り

そ
の
場
は
静

に
包
ま
れ
た

 
最
初
に
そ
の

を
破

た
の
は
ピ
ト
フ

イ
だ

た

も
う
私

生
き
て
る
意
味
が
無
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
ポ
ツ
リ
と
言

た
ピ
ト
フ

イ
を

他
の
三
人
は

て
て

め
た
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ち

お
前

待
て

て

目
で
す
よ
ピ
ト
さ
ん

そ
ん
な
事
を
言

ち

間
違
い
か
も
し
れ
な
い
じ

な
い
で
す

か
そ
う
で
す
よ
ピ
ト

頼
む
か
ら
そ
ん
な
事
を
言
わ
な
い
で
下
さ
い

 
だ
が
ピ
ト
フ

イ
は

く

を
持
た
ず

た
顔
で
三
人
に
反

し
た

シ

ナ
が
い
な
い
世
界
に
何
の
価

が
あ
る

て
い
う
の
よ

 
せ
め
て
私
が
シ

ナ
と
の
間
に
子

で
も

か

て
れ
ば
生
き
続
け
る
意
味
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
け
ど

 
こ
う
な

て
み
る
と

私
の
手
に
は
何
も
残

て
な
い

残

て
な
い
の

 
残

て
る
の
は
い
く
つ
か
の
思
い
出
だ
け
そ
れ
も
本
人
が
い
な
く
な

た
ら

い
だ
け
じ

な
い

 
そ
ん
な

態
で
生
き
て
る
事
に
何
の
意
味
が
あ
る
の

 
何
の
意
味
も
無
い
わ
よ

こ
の
世
界
は
今
日
か
ら
私
に
と

て
は
何
の
価

も
無
い
も
の
に

な

た
の
よ

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を

い
た
レ
ン
は
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自
分
の
知
ら
な
い
所
で
の
シ

ナ
と
ピ
ト
フ

イ
の
繋
が
り
の
深
さ
を
知
り

 
闇
風
は

を

え

エ
ム
は
お
ろ
お
ろ
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

で

で
も
ま
た
確
定
し
た

じ

な
い
だ
ろ

そ
う
で
す
よ

き

と
大
丈
夫
で
す
よ

気
休
め
を
言
わ
な
い
で

そ
も
そ
も
私
は
ア
メ
リ
カ
行
き
の
話
だ

て

い
て
な
か

た
の

よ 
私
は
き

と

と

く
に
シ

ナ
に

て
ら
れ
て
た
の
よ

も
う
い
い

何
も
か
も
も
う
い

い
か
ら

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
そ
れ
を

然
と
見
送

た
三
人
の

に

こ
ん
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

こ
え
て
き
た

第
二
回
・
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
開

が
決
定
し
ま
し
た

 
開

日
時
は
明
後
日
と
な
り
ま
す

し
込
み
は
お

め
に
お
願
い
し
ま
す

こ
ん
な
時
に
か
よ

師
匠

私
は
一
体
ど
う
す
れ
ば

参

た
な

あ
い
つ
が
あ
あ
な

た
ら
多
分

く

を
持
た
な
い
ぞ

だ
よ
な

エ
ム
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あ
あ

ピ
ト
は
こ
う
い
う
時

他
人
の
言
葉
は
ほ
と
ん
ど

か
な
い
と
思
う

 
三
人
は
そ
の
ま
ま

組
み
を
し

考
え
込
ん
だ

ま

た
く
ピ
ト
は

気
分
屋
で
負
け
ず

い
で
我

で

本
当
に
手
が
か
か
り
ま
す
よ

特
に
負
け
ず

い
が
な

ふ

む

 
そ
し
て
レ
ン
は

何
か
思
い
つ
い
た
の
か

ハ

と
顔
を
上
げ
た

し

師
匠

ん

ど
う
し
た
レ
ン

あ
の

ピ
ト
さ
ん

て
凄
く
負
け
ず

い
な
ん
で
す
よ
ね

お
う

シ

ナ
以
外
が
あ
い
て
だ
と
そ
う
だ
な

な

な
ら

ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で
勝
負
し
て

 
そ
の
勝
負
に
こ

ち
が
勝

た
ら
死
ぬ
の
を
や
め
て
も
ら
う

て
の
は
ど
う
で
す
か

で
す
か

 
そ
の
言
葉
が
判
断
し
か
ね
た
の
か

闇
風
は
エ
ム
の
方
を
見
た

 
エ
ム
は
そ
の
言
葉
に

き

続
け
て
こ
う
言

た
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確
か
に
あ
い
つ
は
勝
負
の
上
で
の
約
束
は
必
ず
守
る
か
ら

可
能
性
は
あ
る
と
思
う

や

ぱ
り
で
す
か

今
日
初
め
て
会

た
エ
ム
さ
ん
に
こ
ん
な
事
を
頼
ん
で
い
い
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が

 
そ
の
方
向
で
協
力
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

え
え

分
か
り
ま
し
た

ピ
ト
に
は
俺
か
ら
連

し
て
お
き
ま
す

 
と
い
う
か
こ
ち
ら
か
ら
お
願
い
し
た
い
く
ら
い
で
す

よ
し

よ
し

 
レ
ン
は
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し

闇
風
に
こ
う
言

た

師
匠
も
参
加
し
て
く
れ
ま
す
よ
ね

も
ち
ろ
ん
だ

残
り
四
人
を
ど
う
す
る
か
だ
が

こ

ち
は
ピ
ト
と
僕

残
り
は

当
に
人
を

う
事
に
し
ま
す

 
そ
れ
な
り
の

が
あ
り
つ
つ

信
用
の
お
け
る
誰
か
を
探
し
て
お
き
ま
す
ね

そ
れ
な
ら
ダ
イ
ン
の
所
の
メ
ン
バ

が
い
い
ん
じ

な
い
か

 
ギ
ン
ロ
ウ
あ
た
り
に
事
情
を
話
し
て
頼
め
ば
あ
い
つ
な
ら
上
手
く
や

て
く
れ
る
と
思
う

確
か
に

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で
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そ
し
て
エ
ム
は
そ
の
ま
ま
ギ
ン
ロ
ウ
の
所
に
向
か
う
事
に
し
部
屋
か
ら
出
て
行
く
直
前
で

り
向
い
た

そ
う
い
え
ば
お
二
人
は
シ

ナ
さ
ん
の
事
を

い
て
も
全
然
不
安
そ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
ね

 
僕
で
さ
え
不
安
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
だ

て
い
う
の
に

当
た
り
前
だ

俺
達
は
シ

ナ
が
死
ぬ

な
い

て
信
じ
て
る
か
ら
な

当
然
で
す

き

と
シ

ナ
な
ら
生
き
て
て
く
れ
ま
す
よ

 
エ
ム
は
二
人
の
そ
の
言
葉
に

驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
し
た
後

い
た

分
か
り
ま
し
た

僕
も
お
二
人
に

て
そ
う
信
じ
る
事
に
し
ま
す

そ
の
調
子
で
あ
い
つ
に
も

信
じ
さ
せ
て
や
て
く
れ
よ

そ
れ
が
出
来
た
ら
苦
労
は

 
そ
し
て
三
人
は
同
時
に
た
め
息
を
つ
き

笑

た

そ
れ
じ

あ
明
後
日
は
頑
張
り
ま
し

う

あ
い
つ
に
バ
レ
な
い
よ
う
に
上
手
く
協
力
し
て
く
れ
よ

も
ち
ろ
ん
で
す

で
も
ピ
ト
さ
ん
は
勘
が

い
か
ら
し
ば
ら
く
は
本
気
で
や
ら
な
い
と
す
ぐ
バ
レ
ち

い
そ
う
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で
す
ね

確
か
に
そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
直
接
対
決
ま
で
は
本
気
で
や
る

て
事
で

そ
う
し
ま
し

う

負
け
ま
せ
ん
よ

 
こ
う
し
て
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
へ
の
参
戦
が
決
ま
り

 
レ
ン
と
闇
風
は
残
り
四
人
の
メ
ン
バ

を
探
し
始
め
た

  
一
方
そ
の

目
的
地
へ
と
た
ど
り
着
い
た
八
幡
達
は

予
想
通
り
襲
撃
を
受
け
て
い
た

ち

や

ぱ
り
ハ
イ
ジ

ク
犯
か
ら
連

が
い

て
た
か

予
想
通
り
ね

ど
う
す
る

こ
こ
は
法
治
国
家
だ
ろ

い
き
な
り
銃
撃
を
受
け
る
と
か
ど
う
な

て
や
が
る

そ
れ
だ
け
相
手
の
力
が
大
き
い

て
事
で
し

う
ね

大
丈
夫

こ

ち
も
反
撃
す
る
か
ら
私
達
に
任
せ
て

 
空
港
を
出
て
し
ば
ら
く
進
ん
だ
先
で
い
き
な
り
襲
撃
を
受
け
た
一
行
は

 
防

仕
様
の

を

り
て
い
た

に
全
員
無
事
で
あ

た
が

 
土
地
勘
が
無
い

に

人
気
の
無
い
荒
野
へ
と
誘
い
出
さ
れ
て
い
た
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く

と
に
か
く
走
る
し
か
な
い
か

八
幡
君

こ
の
ま
ま
だ
と
燃
料
の
問
題
で
⻑
く
も
た
な
い
か
も

そ
れ
ま
で
に
戦
え
そ
う
な
場
所
を
見
付
け
る
し
か
な
い
な

あ

見
て

追

手
が

え
た

 
見
る
と
後
方
に
も
う
一
台
追
撃
し
て
く
る

が

え
て
お
り

一
行
は

た
が

 
そ
の

は
何
と
襲
撃
者
達
に
攻
撃
を
加
え
始
め
あ

と
い
う
間
に
勝
敗
が
つ
き
襲
撃
者
は

駆

さ
れ
た味

方
か

か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ふ
む

危
険
だ
け
ど

と
り
あ
え
ず
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

て
み
ま
し

う
か

 
そ
し
て
先
方
か
ら
一
人
の
男
が
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

 
八
幡
は
通

と
し
て
ク
ル
ス
だ
け
を

い

そ
ち
ら
に
歩
み
寄

た

本
当
に
助
か

た

に
着
る

い
や

こ
ち
ら
も
仕
事
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
く
れ

 
そ
し
て
先
方
が
出
し
て
き
た
名
前
は
こ
れ
か
ら
八
幡
達
が
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
ろ
う
と
し
て
い
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た 
敵
の
組

内
の
協
力
者
の
名
前
だ

た

 
そ
の
者
が
所
属
し
て
い
る
の
は

襲
撃
し
て
き
た
勢
力
と
は
別
の

に
当
た
る

な
る
ほ
ど

俺
の
名
は
比
企
谷
八
幡

目
的
地
ま
で
宜
し
く
な

俺
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

だ

一
応
プ
ロ
な
ん
で

安
心
し
て
く
れ

 
必
ず
お
前
達
を
目
的
地
ま
で
連
れ
て
い
く

 
こ
う
し
て
護
衛
を
加
え

一
行
は
目
的
地
を
目
指
す
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第
５
６
３
話
 
雪
乃
の
提
案

八
幡
君

あ
ん
な
に
簡

に

あ
の
人
の
事
を
信
用
し
ち

て
良
か

た
の

あ
あ
そ
う
か
明
日
奈
に
は
言

て
な
か

た
な
さ

き
あ
い
つ
が
出
し
た
協
力
者
の
名
前

な 
あ
れ
は
実
は
そ
の
人
物
の
本
名
じ

な
く
先
方
と
直
接
話
し
合

て
決
め
た
合
言
葉
な
ん
だ

よ
あ

そ
う
な
ん
だ

な
る
ほ
ど
ね

簡

に
信
用
し
す
ぎ
だ

て

し
て
た
け
ど

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

は
い

な
の
で
多
少
は

張
を
解
い
て
も
平
気
で
す
よ

乃
さ
ん

莉
さ
ん

オ

ケ

少
し
休
ん
で
お
く
事
に
す
る
わ

心
な
時
に
実
力
を
発

出
来
な
い
の
は
困
る

も
の
ね

そ
う
し
て
下
さ
い

 
そ
ん
な
中

突
然

が

止
し

八
幡
達
は
休
む
間
も
無
く
再
び

を
強
い
ら
れ
る
事
と

な

た
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そ
し
て
ト
ラ
ン
シ

バ

が
用
意
し
て
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
先

か
ら
降
り

こ
ち
ら
へ
と
歩
い
て
き
た

 
八
幡
は
直
接
話
す
必
要
が
出
た
の
だ
と
理
解
し

通

に
ク
ル
ス
を

て

を
降
り
た

 
ち
な
み
に
こ
ち
ら
の

の
運
転
は
紅
莉
栖
で
あ
る

何
か
あ

た
の
か

あ
あ

実
は
前
方
で

察
の

問
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
情
報
が
入

た

 
だ
が
こ

ち
の
情
報
だ
と

今
日
は

察
は
あ
ん
な
所
で

問
は
し
て
い
な
い
そ
う
だ

ほ
ほ
う

つ
ま
り
罠
の
可
能
性
が
高
い
と

そ
う
い
う
事
だ

選
択
肢
は
二
つ

回
す
る
か
強
行
突
破
す
る
か
だ

ど
う
す
る

 
そ
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
問
い
に

八
幡
は
即
座
に
こ
う
答
え
た

双
方
の
メ
リ

ト
と
リ
ス
ク
は

回
す
れ
ば
今
は
安
全
だ
が

回
先
に
敵
が
い
な
い
と
は
限
ら
な
い

 
と
い
う
か
お
そ
ら
く
奇
襲
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い

 
強
行
突
破
す
る
と
時
間

に
は
な
る
が
当
然
こ
ち
ら
に
も
被
害
が
出
る
リ
ス
ク
が
あ
る

 
だ
が
こ
れ
に
対
す
る

察
や
報
道
の
反
応
を
見
る
事
で
敵
の
影

力
の
強
さ
を

る
事
も
可



 第５６３話 雪乃の提案

能
だ

 
そ
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
返
答
に

八
幡
は
苦
笑
し
た

そ
れ

遠
ま
わ
し
に
強
行
突
破
し
よ
う

て
言

て
な
い
か

否
定
は
し
な
い

あ
い
つ
ら
に
は
何
度
か
仲
間
を
や
ら
れ
て
る

り
も
あ
る
し
な

そ
の
分
と

く
に
倍
返
し
し
て
る
ん
だ
ろ

そ
れ
も
否
定
は
し
な
い

 
八
幡
は

こ
い
つ
は
案
外
面
白
い
奴
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
つ
つ

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
言

た

ち

と
仲
間
と
十
分
ほ
ど
話
さ
せ
て
く
れ
な
い
か

分
か

た

十
分
だ
な

す
ま
ん

気
に
す
る
な

俺
達
は

わ
れ
の
身
だ
か
ら
な

 

と
い
う
話
な
ん
だ
が

ど
う
思
う

ど

ち
も
ど

ち
ね

ま
あ
強
行
突
破
の
方
が
お

め
だ
と
遠
ま
わ
し
に
言

て
い
る
ん
で

し

う
け
ど



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

乃
さ
ん

莉
さ
ん

実

あ
い
つ
ら
の
実
力

て
ど
の

度
だ
と
思
い
ま
す

そ
う
ね

正
直
言
え
ば

私
達
よ
り
も
ず

と
実
力
は
上
だ
と
思
う
わ

と
に
か
く
人
を
殺
し
慣
れ
て
い
る

て
言
え
ば
い
い
の
か
な

問
題
は
ど

ち
の
ル

ト
が
被
害
無
し
で
目
的
地
に
着
け
る
か

て
事
ね

 
そ
の
時
じ

と

組
み
を
し
て
い
た
雪
乃
が
八
幡
に
こ
う
言

た

八
幡
君
強
行
突
破
す
る
に
し
て
も
別
に
馬

正
直
に
敵
に
突

込
む
必
要
は
無
い
の
で
は

な
く
て

雪
乃

何
か
案
が
あ
る
の
か

ま
あ
無
く
も
な
い
わ

ね

紅
莉
栖

確
か
こ
の

り
に
は

ア

ス
ド

グ
ス

の

点
が
あ
る
ん
じ

な
か

た
か
し
ら

 
そ
の

き
慣
れ
な
い
言
葉
に

一
同
は
首
を

げ
た

何
だ
そ
れ

い
き
す
ぎ
た
人

保
護
団
体
の
一
つ
よ
か
な
り
偏

的
で
戦
場
に
介
入
し
た
り
も
よ
く
し

て
い
る
わ

ほ
ほ
う
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確
か
に
す
ぐ
近
く
に
そ
の
本
部
が
あ
る
は
ず
よ

 
紅
莉
栖
は
雪
乃
の
問
い
に

き

雪
乃
は
そ
れ
を
受
け
て
八
幡
に
こ
う
提
案
し
た

と
い
う

で
食
い
合
い
を
さ
せ
ま
し

う
私
に
直
接
あ
の

兵
さ
ん
と
話
を
さ
せ
て

お

お
い

任
せ
て
お
き
な
さ
い

あ

さ
り
と
こ
こ
を
突
破
さ
せ
て
あ
げ
る
か
ら

わ

分
か

た

み
ん
な
も
雪
乃
に
任
せ
る

て
事
で
い
い
か

 
他
の
者
の

同
も
得
ら
れ
雪
乃
は
八
幡
と
共
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

へ
と
向
か
い
話
し
始
め

た 
最
初
は
雪
乃
は

何
だ
こ
い
つ

み
た
い
な
目
で
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
の
だ
が

 
雪
乃
が
何
か
話
す
と

そ
の

兵
達
は
突
然
大
笑
い
し

 
雪
乃
に
親
指
を
立
て
た
り
そ
の
背
中
を
叩
き
始
め
た

ど
う
や
ら
喜
ん
で
い
る
ら
し
い

 
そ
し
て
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
笑
顔
で
雪
乃
に
何
か
言
い

雪
乃
が
そ
れ
に
答
え
た
所
で

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
雪
乃
は

手
を
し
た

何
だ

て

オ

ケ

そ
の
作
戦
で
い
こ
う
あ
い
つ
ら
は
よ
く
俺
達
の

魔
を
し
て
き
て
本
当
に
う
ざ
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い
ん
だ
が

 
こ
う
い
う
時
く
ら
い
は
役
に
た

て
も
ら
わ
な
い
と
な

は

は

は

だ
そ
う
よ

真
顔
で
は

は

は

と
か

す
な

て

了
解
だ

そ
れ
じ

あ
後
は
雪
乃
に
任
せ
る

 
そ
し
て

に

て
報
告
し
よ
う
と

を
返
し
た
八
幡
に

兵
の
一
人
が
声
を

け
て
き
た

 
そ
の

兵
は
雪
乃
を
指
差
し
な
が
ら
何
か
言

て
い
た
の
だ
が

 
八
幡
の
拙
い
英
語
力
で
は

口
す
ぎ
て

き
取
れ
な
か

た

八
幡
は
困

た
顔
で
雪
乃

の
方
を
見
た

 
雪
乃
は
そ
の

兵
に
笑
顔
で
マ
リ

ジ
う
ん
ぬ
ん
と
答
え

 
そ
の

兵
は
や
れ
や
れ
と
い
う
ゼ
ス
チ

を
し
た

そ
し
て
雪
乃
は
八
幡
に
こ
う
説
明
し

た
え
え
と

私
を
仲
間
に
し
た
い
ら
し
く
て

許
可
を
求
め
て
い
る
み
た
い

 
冗
談

く
言

て
る
か
ら
本
気
じ

な
い
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

 
な
の
で
と
り
あ
え
ず

私
は
も
う
あ
な
た
の
所
に
お
世
話
に
な
る
事
が
決
ま

て
い
る
か
ら

 
今
回
は
ご
め
ん
な
さ
い
と
断

て
お
い
た
わ

今

マ
リ

ジ
と
か
何
と
か

こ
え
た
気
が
し
た
ん
だ
が
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き

気
の
せ
い
よ

中

半

に
英
語
を
学
ん
で
い
る
か
ら
そ
ん
な
勘
違
い
を
す
る
の
よ

 
私
は
ち

ん
と

卒
業
後
の
予
定

を
伝
え
た
わ

そ

そ
う
だ
な

勉
強
不
足
で
す
ま
ん

帰

た
ら

前

学
し
な
さ
い

お

お
う

 
八
幡
は
微

に
納
得
し
難
い
表
情
で
そ
の
言
葉
に

く
と

の
方
へ
と

て
い

た
の
だ

が 
雪
乃
は
そ
の
背
中
を
見
て

い
た
ず
ら
め
い
た
表
情
で
一

ろ
り
と

を
出
し
た

 
雪
乃
は
そ
の

兵
に

自
分
の
中
で
の
理
想
の
卒
業
後
の
予
定

と
し
て

こ
う
伝
え
て
い

た
私
は
彼
に

ぐ
事
が
決
ま

て
い
る
か
ら

そ
の

し
出
は
受
け
ら
れ
な
い

と

 
そ
の
言
葉
は
少
し
後
ろ
に

え
て
い
た
ク
ル
ス
の

に
も

い
て
い
た
の
だ
が

 
ク
ル
ス
は
こ
れ
く
ら
い
な
ら
実
害
は
無
い
し
誰
か
に
伝
え
る
事
も
な
い
だ
ろ
う
と
ス
ル

し

て
い
た

 
さ
す
が
は
八
幡
の
側
近
に
な
る
予
定
の

空
気
が

め
る

デ
キ
る
女
で
あ
る
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そ
し
て
雪
乃
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
達
と
何
か
相
談
し
た
後
に
そ
の
人

団
体
の
本
部
に

話
を

け
た

 

分
後

突

と
し
て

山
の
一

人
達
が

問
に
詰
め
寄
る

が
見
え
た

お
お

い
な

丁
度
何
か
の
集
ま
り
が
あ

た
み
た
い
ね

う
わ

あ
の
お
ば
さ
ん

い
奴
の
胸
倉
を
掴
ん
で
る
ぞ

あ

後
ろ
か
ら
別
の

い
人
達
も
来
た
わ
ね

こ
れ
は
明
ら
か
に
人

侵
害
だ

お
前
ら
は
本
当
に

察
か

だ
そ
う
よ

 

兵
達
は

そ
れ
を
見
て
大
笑
い
し
て
い
た
が

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た
か
と
思
う
と

八
幡
に
何
か
話
し
か
け
て
き
た

察
に
も
違
法

問
じ

な
い
か
と
連

し
て
お
い
た
ん
だ
が

 
そ
ち
ら
の
通
報
じ

動
く
気
配
は
無
か

た
か
ら

 
ど
う
や
ら

察
内
部
に
も

敵
の
協
力
者
が
い
る
事
は
確
定
の
よ
う
だ

な
る
ほ
ど
さ
す
が
の
そ
い
つ
ら
も
あ
の
団
体
か
ら
の
圧
力
に
は
敵
わ
な
か

た

て
事
か
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あ
い
つ
ら
が
持
つ
影

力
は
大
体

出
来
て
い
る
か
ら

 
こ
れ
で
敵
の

模
も

可
能
と
な

た

君
は
い
い
軍
師
を
持

て
る
な

 
重
ね
重
ね

君
の

ぶ

部
下
に
な
る
予
定
だ
と
い
う
の
が
残
念
だ

 
ク
ル
ス
は

の

中
で
珍
し
く
言
い

ん
だ

 
そ
れ
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
が

君
の
妻
に
な
る
予
定
だ
と
い
う
の
が
残
念
だ

と
発
言
し
た
せ
い

で
あ
り

 
陽
乃
や
紅
莉
栖
や

乃

莉

は
そ
の
事
情
を
悟
り
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
の
様
子
を

め
て
い
た

 
明
日
奈
は
英
会
話
は
そ
こ
ま
で

能
で
は
な
い
の
か
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
を
崩
さ
な
か

た
の

で 
そ

と
そ
ち
ら
の
方
を
見
た
ク
ル
ス
と
雪
乃
は
安
心
し
た
よ
う
な
顔
を
見
せ
た

お

問
し
て
た
奴
ら

逃
げ
出
し
た
ぞ

や
る
な

人

保
護
団
体

よ
し

そ
れ
じ

あ
先
へ
と
進
も
う

了
解
だ
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一
行
は
そ
れ
を
見
て
安
心
し

再
び
目
的
地
へ
と
走
り
出
し
た

何
と
か
問
題
な
く
通
過
出
来
た
な

さ
す
が
は
雪
乃
と
言
う
べ
き
か

 
そ
う
賞

す
る
八
幡
を
見
て

明
日
奈
も
雪
乃
を
賞

し
始
め
た

う
ん
う
ん

さ
す
が
は
雪
乃
だ
よ
ね

さ

す
が

あ

あ
り
が
と
う

で
 
明
日
奈
は
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
ま
ま

そ

と
雪
乃
の
方
に
手
を

ば
し

 
雪
乃
は
何
か
を
感
じ
た
の
か

一

ビ
ク

と
し
た

雪
乃

妻

て
何
の
事
か
な

か
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
明
日
奈
は
雪
乃
の
ほ

た
を
ギ

と
つ
ま
ん
だ

 
ど
う
や
ら
実
は
明
日
奈
は
先
ほ
ど
の
会
話
を
そ
れ
な
り
に
理
解
出
来
て
い
た
ら
し
い

 
そ
し
て
雪
乃
は
涙
目
で
こ
う
言

た

ご
ご
め
ん
な
ひ

い
ほ
ん
の
れ
き
心
に

の

も
も
ひ
ろ
ん
じ

う
ら
ん
ら
か
ら

ん

何
の
事
だ

八
幡
様

雪
乃
は
さ

き

相
手
か
ら
の

誘
に
対
し
て
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私
は
彼
に

ぐ
事
が
決
ま

て
い
る
か
ら
そ
の

し
出
は
受
け
ら
れ
な
い
と
答
え
て
い
ま

し
たく

く
る
ふ

う
ら
い

た
わ
ね

裏
切

て
な
ど
い
な
い

表
返

た
だ
け

 
こ
こ
で
ク
ル
ス
が

況
の
変
化
を

ん
で
そ
う
言

た

 
さ
す
が
は
生
存
本
能
に
優
れ
る
デ
キ
る
女
で
あ
る

そ
し
て
腹
黒
い

や

や

ぱ
り
か

マ
リ

ジ
う
ん
ぬ
ん

て

こ
え
た
の
は
気
の
せ
い
じ

な
か

た
ん

だ
なご

ご
め
ん
な
ひ

い

 
そ
し
て
明
日
奈
は
や
れ
や
れ
と
い
う
感
じ
で
雪
乃
の

か
ら
手
を
離
し

 
そ
ん
な
明
日
奈
に
雪
乃
が

を
押
さ
え
な
が
ら
こ
う

ね
た

あ

明
日
奈
は
い
つ
の
間
に
英
会
話
の
勉
強
を

今

に
わ
か
の

前

学
中

そ

そ
う
だ

た
の
ね

さ
す
が
だ
わ

八
幡
君
と
は
心

え
が
違
う
わ
ね

ぐ
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そ
し
て

内
は
一
同
の
笑
い
声
に
包
ま
れ
た

 
そ
の

間
に

内
に
置
い
て
あ

た
ト
ラ
ン
シ

バ

が
ザ
ザ

と
音
を
立
て
一
同
は
シ
ン

と
し
た

多
分
ガ
ブ
リ
エ
ル
か
ら
だ
な

ク
ル
ス

頼
む

は
い

 
そ
し
て
ク
ル
ス
は
ト
ラ
ン
シ

バ

を
持
ち

何
か
話
し
た
後

一
同
に
こ
う
報
告
し
た

え
え
と

簡

に
言
い
ま
す
と

さ

き
の
場
面
で
も
し

回
し
て
い
た
場
合

 
待
ち
伏
せ
を
し
て
い
た
敵
部

が
い
た
と
し
た
ら

 
そ
い
つ
ら
が
こ
の
先
で
襲

て
く
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
注
意
し
て
く
れ
と
そ
う
い
う
連

で
し
た

と
い
う
事
は

こ
の
先
に
そ
う
い
う
場
所
が
あ
る

て
事
か

か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
確
か
に

囲
か
ら
は

ど
ん
ど
ん
人
の
気
配
が

て
い
た

 
こ
の

り
は
若

ゴ

ス
ト
タ
ウ
ン
気
味
に
な

て
る
場
所
の
よ
う
で

 
若

道

も

く
な

て
き
て
い
た
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員

囲
の

を
し
つ
つ
武
装
の
確
認
を

 
八
幡
は
そ
う
指

し

次
に
陽
乃
に
確
認
す
る
よ
う
に
こ
う

ね
た

姉
さ
ん

こ
の

の
性
能
は

予
定
通
り
で
す
か

え
え

大
丈
夫
よ

 
今
八
幡
達
が
乗

て
い
る

は
大
型
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
一
見
普
通

に
見
え
る
外
見
を
し
て

い
た
が

 
中
は
シ

ト
が
全
部
取
り

わ
れ

運
転

だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る

と
な

て
い
る

 

は
柔
ら
か
い
シ

ト
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
り
十
人
乗

て
い
て
も
不
自
由
な
く
移
動
が

可
能
で
あ
り

 
窓
も

め
て
全
部
が
防

仕
様
と
な

て
い
た

ち
な
み
に

下
に
は
収
納
が
あ
り

 
一
見
し
て
そ
れ
と
は
分
か
ら
な
い
が

そ
こ
に
銃
器
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る

な
ら
簡

に
は
破
ら
れ
な
い
な

さ
て

相
手
が
ど
う
出
る
か
だ
が

 
そ
の

間
に
前
を
走
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
達
の

の
更
に
前
方
に

 
い
き
な
り
横
か
ら

が
飛
び
出
し
て
き
て
道
を
塞
い
だ

 
前
方
の

が
急
ブ
レ

キ
を
か
け

紅
莉
栖
も
そ
れ
を
見
て

を
止
め
た
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そ
の

間
に
後
方
に

わ
ら
わ
ら
と
人
が
飛
び
出
し
て
き
た

ち

敵
の
人

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が

囲
ま
れ
た
か

や
る
し
か
な
い
ね

そ
う
だ
な

や
る
し
か
な
い

 
そ
の

間
に
再
び
ト
ラ
ン
シ

バ

が
鳴
り

そ
れ
に
答
え
た
紅
莉
栖
が
こ
う
叫
ん
だ

あ

ち
の
部

で
殲
滅
す
る
ら
し
い
か
ら

援
護
だ
け
頼
む

て

分
か

た

そ
の
言
葉
に

え
さ
せ
て
も
ら
う
と
す
る
か

 
仲
間
に
人
殺
し
を
さ
せ
た
く
な
い
と
思

た
八
幡
は

そ
の
言
葉
に

い
た

 
そ
し
て
リ
ア
ル
で
の
銃
撃
戦
が
始
ま

た
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第
５
６
４
話
 
何
が
親
友
か

 
銃
撃
戦
の
結
果
が
気
に
な
り
ま
す
よ
ね

で
も
今
回
は
別
サ
イ
ド
の
話
で
す
ね

と
い
う

で

協
力
を

ぎ
た
い
と

事
情
は
分
か

た

す

そ
う
い
う
事
な
ら
協
力
す
る

す

任
せ
て
下
さ
い

 
エ
ム
の
そ
の
頼
み
に

ギ
ン
ロ
ウ
は
力
強
く
そ
う

い
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
や
い
や

な
ん
か
下
げ
な
い
で
下
さ
い
よ

 
エ
ム
さ
ん
と
は
初
め
て
話
し
ま
し
た
け
ど

こ
ん
な
丁

な
態
度
を
と
ら
れ
る
と

 
こ

ち
の
タ
マ
が

こ
ま

ち
ま
い
ま
す

て

い
や

し
か
し

儀
と
し
て
で
す
ね

難
し
く
考
え
な
い
で
下
さ
い

て
シ

ナ
さ
ん
の
た
め
に
な
る
事
だ

た
ら
喜
ん
で
や
り
ま

す
か
ら
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せ
め
て
大
会
ま
で
は

俺
達
に
は
も

と
命
令
す
る
感
じ
で
お
願
い
し
ま
す

わ

分
か

た

す
ま
ん

い
え
い
え
シ

ナ
さ
ん
が
ピ
ト
フ

イ
の
事
で

し
む
の
は
避
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら

ね 
ギ
ン
ロ
ウ
は

や
か
な

と
本
人
が
信
じ
て
い
る

笑
顔
で
そ
う
言

た
が

 
ゲ

ム
内
で
の
ギ
ン
ロ
ウ
の
顔
つ
き
は

薄
そ
の
も
の
な
の
で

 
ど
う
し
て
も
他
人
か
ら
見
る
と

そ
う
い

た
イ
メ

ジ
で
と
ら
え
ら
れ
る
事
が
多
い

 
だ
が
こ
の
時
の
エ
ム
に
は
確
か
に
そ
の
ギ
ン
ロ
ウ
の
笑
顔
は
ま
る
で
天
使
の
微
笑
み
に
見

え
た
の
だ

メ
ン
バ

集
め
は
任
せ
て
下
さ
い

ダ
イ
ン
さ
ん
の
所
か
ら

 
シ

ナ
さ
ん
親
衛

み
た
い
な
奴
ら
を
集
め
て
お
き
ま
す
ん
で

頼
む

僕
は
こ
れ
か
ら
ピ
ト
フ

イ
を
説
得
し
て
く
る

上
手
い
事
あ
い
つ
を
乗
せ
て
下
さ
い
よ

 
こ
う
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
の
協
力
を
得
ら
れ
る
事
に
な

た
エ
ム
は
成
功
し
た
旨
を
レ
ン
に
連

し
た
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レ
ン
は
そ
れ
を

き

エ
ム
に
何
か
を
伝
え

そ
れ
を

い
た
後

 
エ
ム
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
す
ぐ
に
ピ
ト
フ

イ
に
連

を
と

た

何
豪

今
私

何
も
し
た
く
な
い
ん
だ
け
ど

て
い
う
か
死
に
た
い
ん
だ
け
ど

エ
ル
ザ

レ
ン
ち

ん
か
ら
挑
戦

が

き
ま
し
た

挑
戦

で

き

な
ピ
ト
さ
ん
ご
と
き
に
挑
戦
す
る

て
の
は
お
か
し
な
気
も
す
る
け
ど

 
と
り
あ
え
ず
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
先
輩
と
し
て

一
応
挑
戦
と
い
う

を
と

て
お
く

 
ピ
ト
さ
ん
を

絶
対
に
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で
ひ
い
ひ
い
言
わ
せ
て
や
る

だ
そ
う
で
す

ほ
う
ほ
う

あ
の
レ
ン
ち

ん
が
そ
ん
な
事
を
ね

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
声
色
に
豪

は
し
め
た
と
思

た

そ
の
声
に
力
強
さ
が

て
い
た
か
ら

だ 
そ
し
て
豪

は

先
ほ
ど
エ
ル
ザ
が
落
ち
た
後
に

 
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
開

が
宣
言
さ
れ
た
事
を
説
明
し
た

へ

そ
う
な
ん
だ

そ
こ
で
こ
の
私
を
倒
す
ね

 
こ
れ
は

め
に
叩
い
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
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そ
の
言
葉
に
豪

は
違
和
感
を
感
じ
た

め
に
叩
い
て
お
く
と
い
う
事
は

 
つ
ま
り
い
ず
れ
は
叩
く
気
が
あ

た
と
い
う
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か

 
そ
う
考
え
た
豪

は

エ
ル
ザ
に
こ
う

ね
た

あ
あ
の
エ
ル
ザ
は
レ
ン
ち

ん
の
事
が

い
だ

た
も
し
く
は
敵
認
定
し
て
い
た
の
で

す
かん

別
に

い
じ

な
い
わ
よ

む
し
ろ
好
き
よ

そ
れ
に
敵
だ
と
も
思

て
な
い
わ
よ

そ

そ
う
で
す
か

え
え

あ
の
子
が
敵
で
な
ん
か
あ
る
は
ず
が
な
い

 
シ

ナ
が
私
よ
り
も
あ
の
子
の
方
が
お
気
に
入
り
だ
と
か

そ
ん
な
は
ず
は
無
い
の
よ

あそ
う
い
う
事
だ

た
か

 
豪

は
そ
の
言
葉
に
エ
ル
ザ
の
本
心
は
こ
れ
か
と
思

た

そ
の

豪

は
気
付
か
な
か

た 
エ
ル
ザ
が
内
心
で

レ
ン
の
事
を

だ
と
感
じ

恐
れ
て
す
ら
い
た
事
を

 
だ
が
そ
れ
に
気
付
か
な
か

た
か
ら
と
い

て

特
に
何
も
問
題
は
な
い
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エ
ル
ザ
を
負
か
す
と
い
う
目
的
は
何
も
変
わ
ら
な
い
か
ら
だ

 
同
時
に
豪

は

よ
ほ
ど
の
場
面
で
な
い
限
り

手
を
抜
く
事
は
出
来
な
い
と
感
じ
て
い
た

 
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

勘
の

い
エ
ル
ザ
に
す
ぐ
バ
レ
て
し
ま
う
し

 
何
よ
り
そ
れ
に
よ

て
い
き
な
り
死
ぬ
と
言
い
出
す
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い

 
な
の
で
豪

は
ぐ

と
感
情
を

え

可
能
な
限
り
全
力
で
戦
え
る
よ
う
に
と

 
色
々
な
準
備
を
開
始
し
た
の
だ

た

 
師
匠

エ
ム
さ
ん
の
方
は
何
と
か
な

た
み
た
い

そ
う
か

さ

す
が
ギ
ン
ロ
ウ

シ

ナ
の
お
小

だ
け
の
事
は
あ
る

え

し

師
匠

も
し
か
し
て
そ
れ

せ

性
的
な
意
味
を

み
ま
す
か

 
レ
ン
は
何
を
思

た
の
か

闇
風
に
そ
う

ね
た

 
ど
う
や
ら
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

り
か
ら

悪
い
影

を
若

受
け
て
し
ま

た
ら
し
い

ん
な

あ
る
か

お
ぞ
ま
し
い
事
を
言
う
ん
じ

ね
え

ご

ご
め
ん
な
さ
い

ま

た
く
お
前
に
ま
で
影

を

ぼ
す
と
は

あ
の
業
界
は
こ
れ
だ
か
ら

れ
ね
え
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う

近
寄
り
た
く
な
い
近
寄
り
た
く
な
い

ほ

本
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
そ
し
て
闇
風
は

気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に
言

た

で

そ
れ

み
だ
が

こ

ち
は
悪
い
知
ら
せ
だ

 
俺
の
も
う
一
人
の
親
友
は

ど
う
や
ら
そ
の
日
は
用
事
が
あ
る
ら
し
く

ぐ

 
畜
生

何
が
合
コ
ン
だ

死
ね

ク
ソ
た
ら
こ
が

 
そ
の
闇
風
の

り
に

レ
ン
は
何
も
言
う
事
が
出
来
な
か

た

 
せ
め
て
シ

ナ
が
こ
ち
ら
に
い
れ
ば

自
分
主

で
合
コ
ン
を
開
い
て
あ
げ
て
も
い
い
と
も

思

た
が

 
レ
ン
は
基
本

シ

ナ
以
外
の
者
と
リ
ア
ル
で
同

す
る
気
は
ま

た
く
無
か

た

 
今
回
の
場
合
は
そ
の
選
択
肢
を
と
る
事
は
不
可
能
で
あ

た

そ

そ
う
で
す
か

う
ち
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
メ
ン
バ

も

何
か
し
ら
用
事
が
あ
る
ら
し
く

 
す
ま
な
い
が
こ
ち
ら
で
は
誰
も
用
意
出
来
な
か

た

す
ま
ん

い
え

仕
方
な
い
で
す

今
回
は
ち

と
い
き
な
り
す
ぎ
で
し
た
か
ら
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レ
ン
の
方
は
ど
う
な
ん
だ

誰
か
知
り
合
い
は
い
な
い
の
か

あ

は
い

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
ち

と

私

基
本
師
匠
と
ピ
ト
さ
ん
の
他
は

 
シ

ナ
と
し
か
一

に
遊
ん
だ
事
が
無
い
ん
で

 
一
応
レ
ン
に
は

優
里
奈

ナ
ユ
タ
と
い
う
選
択
肢
も
あ

た
の
だ
が

 
あ
れ
か
ら
ナ
ユ
タ
が
一
度
も

を
現
し
て
い
な
い
以
上

そ
の
選
択
肢
を
選
ぶ
事
は
出
来
な

か

た

 
そ
れ
で
も
相
談
く
ら
い
は
し
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
レ
ン
は

 
一
度
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

方
面
に
あ
た

て
み
る
事
に
し
た

師
匠

誰
か
い
な
い
か
リ
ア
ル
で
色
々

い
て
み
ま
す

お
う

の
ん
び
り
待

て
る
か
ら
頑
張

て
み
て
く
れ

は
い

報
を
お
待
ち
下
さ
い

 
レ
ン
は
ま

た
く
自
信
は
無
か

た
が

闇
風
に
そ
う
言
い

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
さ
て

ど
う
し
よ

と
り
あ
え
ず
優
里
奈
ち

ん
に

い
て
み
よ
う
か

 
香
蓮
は
自
信
無
さ
げ
に
そ
う
言
う
と

優
里
奈
に
連

を
と

た
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あ

香
蓮
さ
ん

今
日
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か

こ
れ
か
ら
こ
ち
ら
に
来
ま
す
か

う
う
ん

今
日
は
別
の
用
事
で

ち

と
相
談
が
あ
る
ん
だ
け
ど
さ

あ

は
い

明
後
日
に
は

第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
が
開

さ
れ
る
事
に
な

た
ん
だ
け
ど

 
誰
か

参
加
出
来
そ
う
な
メ
ン
バ

に
心
当
た
り
は
な
い

明
後
日
で
す
か

分
い
き
な
り
で
す
ね

そ
う
な
の

い
き
な
り
今
日
そ
う
や

て
発
表
さ
れ
て
さ

そ
れ
は
困
り
ま
し
た
ね

 
こ
の
時
点
で

優
里
奈
と
香
蓮
の
間
に
は
認
識
の

が
あ

た

 
優
里
奈
は
八
幡
が
無
事
だ
と
い
う
事
を
知

て
い
た

そ
の
前
提
で
香
蓮
と
話
を
し
て
お
り

 
香
蓮
は
香
蓮
で

相
手
が
い
つ
も
と
ま

た
く
様
子
が
変
わ
ら
な
い
事
か
ら

 
八
幡
の
話
を
口
に
出
し
て
よ
い
も
の
か
少
し
迷

て
い
た

優
里
奈
ち

ん
に
心
配
を
か
け
る
の
も
な

と
い
う
か
ニ

ス
は
見
て
い
る
と
思
う

し 
そ
れ
で
こ
の
態
度

て
事
は
優
里
奈
ち

ん
は
ま

た
く
心
配
し
て
い
な
い

て
事
に
な
る
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の
か
な

 
そ

か

優
里
奈
ち

ん
は

八
幡
君
の
事
を
心
か
ら
信
じ
て
い
る
ん
だ
な

 
そ
れ
で
も
一
応
そ
の
話
に
触
れ
て
お
こ
う
と
し
た
香
蓮
の
機
先
を
制
し
て

優
里
奈
は
こ
う

言

た
実
は
そ
の
日
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

層
更
新
の
大
事
な
集
ま
り
が
あ
る
み
た
い
で

 
残

た
メ
ン
バ

は

全
員
そ
ち
ら
に
参
加
す
る
ら
し
い
ん
で
す
よ

 
何
で
も
ク

タ

な
ん
と
か

て
い
う

か
な
り
き
つ
い

層
ら
し
く

て

あ

そ
う
な
ん
だ

必
ず
全
員
参
加
し
な
い
と
い
け
な
い

て
も
の
で
も
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね

 
と
い
う
か
香
蓮
さ
ん

美
優
さ
ん
に
は

い
て
み
た
ん
で
す
か

 
そ
の
言
葉
に

香
蓮
は
一

パ
ニ

ク
に
な

た

え

だ

て
美
優
は
今
北
海
道
に

そ
れ

て
何
か
関
係
あ
り
ま
す
か

あ

そ

そ
う
だ

全
然
関
係
無
い
じ

な
い

 
香
蓮
は
そ
の
優
里
奈
の
言
葉
に
ハ

と
し
た
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あ
り
が
と
う

美
優
に
直
接

い
て
み
る

で
す
ね

困

た
時
に
頼
れ
る
の
は

や

ぱ
り
親
友
だ
と
思
い
ま
す
し
ね

う
ん

優
里
奈
ち

ん
に

話
し
て
み
て
本
当
に
良
か

た

ま
た

ま
り
に
行
く
ね

は
い

お
待
ち
し
て
ま
す

 
そ
し
て

話
を
切

た
後
香
蓮
は
優
里
奈
に
八
幡
の
話
を
切
り
出
す
の
を
忘
れ
て
い
た
事
に

気
付
い
た

あ

ど

ど
う
し
よ

け
な
お
し
た
方
が
い
い
か
な

 
香
蓮
は
そ
の
事
で
し
ば
ら
く
迷

た
が

 

け
な
お
す
に
し
て
も

と
り
あ
え
ず
先
に
美
優
に
連

す
る
事
に
し
た

あ

美
優

私
だ
け
ど

お
う
コ
ヒ

今
日
は
ど
う
し
た

ま
さ
か
リ

ダ

の
不
在
に

し
く
な

て

 
私
に

話
で
性
的
に

め
て
欲
し
い
と
で
も
思

た
の
か
い

す
み
ま
せ
ん

間
違
え
ま
し
た

 
そ
し
て
香
蓮
は

話
を
切

た

に
香
蓮
の

に
着
信
が
あ
り

 
香
蓮
は
す
ぐ
に
そ
の

話
に
出
た
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は
い

何
で
切

ち

う
ん
だ
よ
コ
ヒ

ま
さ
か
図
星

ど
ち
ら
に
お
か
け
で
す
か

 
香
蓮
は
そ
う
言

て
再
び

話
を
切

た

そ
し
て
直
後
に
ま
た
着
信
が
あ
り

 
香
蓮
は
も
う
一
度

話
に
出
た

は
い

や

コ
ヒ

そ

ち
は

い
か
ら
大
変
だ
ろ
う

大
丈
夫

体
調
を
崩
し
て
い
な
い
か
ね

え
え

問
題
な
い
わ
よ

美
優

そ
れ
な
ら
良
か

た

で

今
日
は
何
の
用
事
だ
い

え
え
と

実
は

 
そ
し
て
香
蓮
は

美
優
に
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
に
出
場
出
来
な
い
か

恐
る
恐
る

ね
た

ほ
ほ
う

分
か

た

任
せ
ろ
コ
ヒ

我
が
親
友
よ

ご
め
ん

そ
の
日
は
大
事
な
攻
略
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
あ
る

て

い
た
ん
だ
け
ど

 
で
も
こ

ち
も
非
常
事
態
な
の

お
願
い
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だ
か
ら
任
せ
ろ

て
言

て
る
だ
ろ

コ
ヒ

そ
こ
を
何
と
か

て

え

い

い
い
の

い
い
に
決
ま

て
る
だ
ろ
コ
ヒ

こ
う
い
う
時
に
手
を
差
し

べ
な
い
で

何
が
親
友
か

美
優

あ

あ
り
が
と
う

い
や
い
や

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
香
蓮
は
そ
の
言
葉
に
心
か
ら
安
心
し
た
の
だ
が

直
後
に
美
優
が
こ
う
言

た

お

は
神
崎
エ
ル
ザ
の
コ
ン
サ

ト
の
チ
ケ

ト
で
い
い
か
ら
ね

チ
ケ

お

お
い
親
友

お

お

て
何
の
事

つ
い
で
に

特
上
で

あ
ん
た
ね

親
し
き
仲
に
も

儀
あ
り

て
こ
と
わ
ざ
は

日
本
人
の
美

だ
よ
ね

う

処
す
る

 

 
ち
な
み
に
美
優
は

れ

し
で
そ
う
言

た
だ
け
で
料
金
の
四

は
自
前
で

う
つ
も
り

だ

た

 
そ
し
て
香
蓮
は

る

る
と

え
な
が
ら
も
気
を
取
り
直
し
そ
し
て
あ
る

度
の

況
を
説
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明
し
た
後

 
八
幡
の
話
を
し
な
く
て
は
と
思
い

美
優
に
そ
の
事
を
伝
え
た

そ

そ
う
い
え
ば
美
優

ニ

ス
は
見
た

八
幡
君
が

 
だ
が
美
優
は
そ
の
言
葉
に

あ

さ
り
と
こ
う
言

た

あ

あ
れ

私
も

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
リ

ダ

代
理
に

い
て
み
た
け
ど

気
に
す
る
な

大
丈
夫
だ
か
ら

て
言
わ
れ
た
よ

リ

ダ

代
理

て

キ
リ
ト
君

う
ん

だ
か
ら
大
丈
夫
じ

な
い
か
な

ま
あ
無

任
な
事
は
言
え
な
い
け
ど

 
少
な
く
と
も
あ
の
飛
行
機
に
は
乗

て
な
か

た
ん
じ

な
い
か
な

そ

か

良
か

た

あ
く
ま
で
伝

だ
か
ら
確
定
す
る
ま
で
は
静
か
に
続
報
を
待

て
た
方
が
い
い
と
思
う
け
ど

 
と
に
か
く
キ
リ
ト
君
は
動

し
て
い
な
い

て
事
だ
け
覚
え
と
け
ば
い
い
と
思
う
よ

う
ん

と
り
あ
え
ず
そ
う
す
る

な
の
で
今
は
三
人
で
ど
う
や

て
そ
の
ピ
ト
フ

イ

て
人
を
倒
す
か

て
事
だ
け
を
考
え

よ
う
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う
ん

 
こ
う
し
て
三
人
と
六
人
と

チ

ム
と
し
て
の
人

に
差
は
つ
い
た
が

 
無
事
に
両
チ

ム
の
参
戦
が
決
定
す
る
事
と
な

た



 第５６５話 これが、わ・た・し

 
第
５
６
５
話
 
こ
れ
が

わ
・
た
・
し

 
香
蓮
と
の

話
を
終
え
た
後

美
優
は
す
ぐ
に
動
き
出
し
た

 
手
始
め
に
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
は

和
人
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
事
で
あ

た

さ
て

と
り
あ
え
ず

話
を

 
美
優
は
そ
う
思
い

和
人
に

話
を

け
た

だ
が
和
人
が

話
に
出
る
気
配
は
な
い

こ
れ
は
多
分
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
い
る

て
事
か
な

よ
し

私
も
行
く
か

 
そ
う
考
え
た
美
優
は

そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
こ
こ
は

あ

そ

か

前
回
は
確
か

 
剣
士
の
碑
の
二
十
四
層
の
所
に
自
分
の
名
前
が
載

た
の
を
見
て
満
足
し
て
落
ち
た
ん
だ

た

け

 
フ
カ
次
郎
は
そ
う
考
え

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
向
か

た

 
キ
リ
ト
が
そ
こ
に
い
る
事
も
確
認
済
で
あ
る

お

い
フ
カ
次
郎

元
気
か
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う
ん
元
気
だ
よ

こ
れ
か
ら
も
フ
カ
次
郎
と
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
を
宜
し
く

フ
カ

ま
た
一

に
狩
り
に
行
こ
う

こ
こ

日
ち

と

守
に
す
る
か
ら

ま
た
暇
に
な

た
ら
ね

フ
カ

フ
カ
次
郎

フ
カ
ち

ん

 
こ
の
よ
う
に
フ
カ
次
郎
は

自
他
共
に
認
め
る
人
気
者
で
あ
る

 
親
し
み
や
す
い
反
応
と

気
取
ら
な
い
性
格
の
せ
い
で

 
多
少

性

に
難
が
あ
ろ
う
と
も

そ
の
矛
先
が
ハ
チ
マ
ン
に
向
か

て
い
る
以
上

 
他
の
者
は
そ
う
い

た
面
を
目
撃
す
る
事
な
く
フ
カ
次
郎
と
普
通
の
友
人
関
係
を

い
て
い

る
の
だ

た

ほ
い
到
着

と

代
理

代
理
は
い
ま
す
か

あ

フ
カ
ち

ん

フ
カ
は
今
日
も
元
気
だ
ね

フ
カ

何
か
用
か
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そ
こ
に
は
キ
リ
ト
の
他
に
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
が
居
り

隣
に
は
ス
ク
ナ
の

も
あ

た

 
ど
う
や
ら
ス
ク
ナ
は
ナ
タ
ク
と
共
に

全
員
に

か
く
迎
え
入
れ
て
も
ら

た
後

 
時
間
の
許
す
限
り
リ
ズ
ベ

ト
に
師
事
し
て
職
人
プ
レ
イ
の

行
を
し
て
い
る
ら
し
い

 
ナ
タ
ク
に
関
し
て
は

本
人
が
受
験
に
備
え
て
い
る
と
い
う
事
も
あ
る
の
だ
が

 
禁
断
の
ナ

ヴ
ギ
ア
使
用
に
よ
る
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
を
し
て
い
る

 
そ
こ
ま
で
ス
キ
ル
上
げ
に
苦
労
は
し
て
い
な
い
よ
う
だ

 
遠

攻
撃
に
使
う
ス
テ

タ
ス
と

職
人
プ
レ
イ
に
使
う
ス
テ

タ
ス
が

 
同
じ
器
用
さ
で
あ

た
事
も
幸
い
し
た
ら
し
い

代
理

今
日
は
お
願
い
が
あ

て
来
ま
し
た

ん

お
願
い

次
の
二
十
五
層
の
攻
略
な
ん
で
す
が
大
変

し

な
い
ん
で
す
が
お
休
み
さ
せ
て
下
さ
い

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
が

フ
カ
が
攻
略
に
参
加
し
な
い
な
ん
て
珍
し
い
よ
な

 
キ
リ
ト
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

い
つ
も
の
フ
カ
次
郎
は

 

層
攻
略
に
関
し
て
は
過
去
に
あ
ま
り
縁
が
無
か

た
せ
い
か
か
な
り

着
し
て
い
た
か
ら
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だ
実
は
コ
ヒ

を
助
け
に
行
く
事
に
な
り
ま
し
て

ん

香
蓮
さ
ん
に
何
か
あ

た
の
か

は
い

な
の
で

日
間
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
さ
せ
て
下
さ
い

ほ
う

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

大
雑

に

況
の
説
明
を
始
め
た

 
香
蓮
が
今

レ
ン
と
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
事
は
皆
知

て
い
た
が

 
ピ
ト
フ

イ

み
の
ご
た
ご
た
に
つ
い
て
は

当
然
伝
わ

て
い
な
か

た

俺
か
ら
大
丈
夫
だ

て
言

て
や
ろ
う
か

 
キ
リ
ト
の
そ
の
言
葉
に

フ
カ
次
郎
は
激
し
く

し
た

 
だ
が
伝
え

く
限
り
そ
れ
で
は
解
決
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
も
ま
た
感
じ
て
い

た
問
題
は
リ

ダ

が
そ
の
ピ
ト
フ

イ
さ
ん

て
人
を
放
置
し
す
ぎ
た
せ
い
だ
と
思
う
の
で

 
多
分
他
の
誰
が
説
得
し
て
も

容
易
に
は
い
か
な
い
気
も
す
る
の
れ
す

確
か
に
こ
の
と
こ
ろ
の
あ
い
つ
は
忙
し
す
ぎ
た
か
ら
な
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そ
れ
に
前
か
ら
思

て
た
け
ど
あ
い
つ
は
ピ
ト
フ

イ
の
表
の
立
場
に
配

す
る
事
ば
か
り

考
え
て

 
感
情
面
に
つ
い
て
は
ち

と

い
な

て
気
は
し
て
た
ん
だ
よ
な

 
こ
の
中
で
唯
一
ピ
ト
フ

イ
の
正
体
を
こ

そ
り
ハ
チ
マ
ン
に
教
え
ら
れ
て
い
た
キ
リ
ト
は

 

組
み
し
な
が
ら
フ
カ
次
郎
に
そ
う
言

た

だ

代
理
は
そ
の
ピ
ト
フ

イ
さ
ん
と
い
う
方
の
リ
ア
ル
を
ご
存
知
で

ん

あ
あ

ち

と
難
し
い
奴
な
ん
だ
よ
な

あ
い
つ

な
る
ほ
ど

難
し
い
で
す
か

 
フ
カ
次
郎
は
そ
の
言
葉
を

何
か
私
生
活
に
問
題
が
あ
る
の
だ
と
解

し
た
が

 
当
然
そ
う
い

た
意
味
で
は
な
い

 
そ
し
て
キ
リ
ト
も
ピ
ト
フ

イ
が
神
崎
エ
ル
ザ
だ
と
い
う
事
し
か
ま
だ
知
ら
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
に

着
し
て
い
る
事
は

い
て
い
て
も
そ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
を
失

た
ら
死
ぬ
レ
ベ

ル
だ
と
は

 
思

て
も
い
な
か

た
よ
う
だ

だ
が
フ
カ
次
郎
が
そ
こ
ま
で
言
う
か
ら
に
は

 
か
な
り
ま
ず
い

況
な
の
だ
ろ
う
そ
う
思

た
キ
リ
ト
は
突
然
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た
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よ
し

そ
の
大
会

俺
も
参
戦
す
る

え
え

い

い
い
の

 
そ
の
言
葉
に

て
た
の
は

リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
だ

た

ち

ち

と
キ
リ
ト

あ
ん
た
何
言

ち

て
る
の

二
十
五
層
の
攻
略
は
ど
う
す

る
の
よ

そ
う
だ
な

そ
も
そ
も
今
回
の
攻
略
に
関
し
て
は

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
手
に
よ
る
完

な
攻
略
法
が
残
さ
れ
て
あ
る
し

 
こ
ち
ら
の
ス
テ

タ
ス
を
考
え
れ
ば

ほ
ど
の
難
易
度
じ

な
い

 
後
は
リ

ダ

シ

プ
を
と
れ
る
奴
が
い
れ
ば
問
題
無
い
ん
じ

な
い
か

エ
ギ
ル
と
か
ク

ラ
イ
ン
と
か

た

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

え
え

本
当
に

あ
あ

少
し
で
も
勝

を
上
げ
る
の
は
必
要
だ
ろ

な

フ
カ
次
郎

そ

そ
れ
は
助
か
り
ま
す
が

う

ん

ど
う
な
ん
だ
ろ
う

 
そ
う
言

て
考
え
込
む
フ
カ
次
郎
に

キ
リ
ト
は
あ

け
ら
か
ん
と
こ
う
言

た

な

に

俺
が
手
伝
う
の
は

レ
ン
ち

ん
を
ピ
ト
フ

イ
の
前
に
立
た
せ
る
ま
で
だ
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後
は
お
前
と
レ
ン
ち

ん
が

正
々

々
と
ピ
ト
フ

イ
と
エ
ム
の
二
人
に
勝
て
ば
い
い

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
で
す
か

あ
あ

中
で
事
故
が
あ

ち

い
け
な
い
か
ら
な
俺
は
レ
ン
ち

ん
を
徹

的
に
守
る
事

に
す
る
さ

分
か
り
ま
し
た

お
願
い
し
ま
す

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
は

れ
た
顔
で
言

た

や
れ
や
れ

こ
う
な

た
ら
も
う
キ
リ
ト
は
テ
コ
で
も
動
か
な
い
か
ら
仕
方
な
い
わ
ね

分
か
り
ま
し
た

攻
略
の
方
は
任
せ
て
下
さ
い

万
が
一
に
も
人
命
が
失
わ
れ
た
ら

 
多
分
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
凄
く

し
み
ま
す
か
ら
ね

と
い
う

で
フ
カ
エ
ギ
ル
に
引
継
ぎ
を
す
る
か
ら
俺
の
コ
ン
バ

ト
は
ギ
リ
ギ
リ
に
な

ち

ま
う
が

 
ま
あ
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
と
思

て

メ
ン
バ

表
に
俺
の
名
前
だ
け
記
入
し
て
お
い
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
す
ね

 
こ
う
し
て
ま
さ
か
の
キ
リ
ト
の
参
戦
が
決
ま

た

 
レ
ン

フ
カ
次
郎

闇
風
だ
け
で
も
お
そ
ら
く
過

戦
力
ぎ
み
な
の
で
あ
る
が
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そ
こ
に
キ
リ
ト
が
加
わ
る
と
な
れ
ば

も
う

い
た
笑
い
し
か
出
て
こ
な
い

さ
て

そ
れ
じ

あ
フ
カ
次
郎
は
先
に
コ
ン
バ

ト
し
て
お
い
て
く
れ
て
い
い
ぞ

 
風
太

じ

な
い

闇
風
と
の
顔
合
わ
せ
も
し
て
お
い
た
方
が
い
い
し
な

了
解
し
ま
し
た

行

て
き
ま
す

ち

ち

と
待

て

 
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
を

リ
ズ
ベ

ト
が

て
て
止
め
た

む
む

フ
カ

あ
ん
た
ね

そ
の
ま
ま
コ
ン
バ

ト
し
た
ら

装
備
も
何
も
か
も
失

ち

う
わ
よ

あほ
ら

さ

さ
と
持

て
る
物
を
全
部

ロ

カ

に
し
ま

て
き
な
さ
い

は

い

 
そ
し
て
今
度
こ
そ
フ
カ
次
郎
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
き

 
少
し
後
に

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の
フ
カ
次
郎
の
ス
テ

タ
ス
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ

に
変
化
し
た

 
コ
ヒ

私
だ

お
待
た
せ
し
た
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う
う
ん

シ

ワ

と
か

び
て
た
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

何

ち

ん
と
録
画
は
し
て
お
い
た
ん
だ
ろ
う
な

す
る

な
い
で
し

く

せ

か
く
リ

ダ

に
見
せ
て
あ
げ
よ
う
と
し
た
の
に

や

や
め
な
さ
い

や
れ
や
れ

本
当
は
リ

ダ

に
見
て
欲
し
い

に

わ

私
は
美
優
と
は
違
う
の

 
こ
う
し
た
い
つ
も
の
や
り
と
り
が
終
わ

た
後

美
優
は
香
蓮
に
言

た

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
コ
ン
バ

ト
の
儀
を
行
う

コ
ン
バ

ト
先
で
待

て
て
く
れ

え

も
う

分
か

た

直
ぐ
に
行
く
か
ら
え

と

 
そ
し
て
香
蓮
は
美
優
に
時
間
を
指
定
し

て
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
そ
し
て
闇
風
の
い
た
酒
場
の
す
ぐ
近
く
の
ロ
グ
イ
ン
地
点
に

を
現
し
た
レ
ン
は

 
そ
の
ま
ま
闇
風
の
居
る
酒
場
へ
と
駆
け
込
ん
だ

お
う
レ
ン

首
尾
は
ど
う
だ

 
酒
場
で
の
ん
び
り
と
仲
間
達
と
話
し
て
い
た
ら
し
い
闇
風
が
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目
ざ
と
く
レ
ン
を
見
付
け
て
そ
う
声
を

け
て
き
た

し
師
匠
今
か
ら
そ
の
友
人
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
る
の
で
迎
え
に
行
く
の
を
付
き
合

て

下
さ
い

お

了
解
だ

そ
れ
じ

あ
お
前
ら

ま
た
な

 
闇
風
は
友
人
達
に
そ
う

を
し

レ
ン
と
共
に
そ
の
場
所
へ
と
向
か

た

 
そ
ろ
そ
ろ
で
す

師
匠

さ
て
レ
ン

こ
こ
か
ら
が
一
番
楽
し
み
な
時
間
だ
ぞ

え

楽
し
み
で
す
か

お
前
も
知

て
の
通
り

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
キ

ラ
生
成
は
ラ
ン
ダ
ム
だ

 
な
の
で
お
前
の
友
人
が
ハ
リ
ウ

ド
ス
タ

ば
り
の
美
人
の

で
現
れ
る
可
能
性
も
あ
る
し

 
ま
る
で
⻤
の
よ
う
な

で
現
れ
る
可
能
性
も
あ
る

楽
し
み
だ
ろ

あ

そ
う
で
す
ね

ど
ん
な

で
現
れ
る
ん
だ
ろ

 
そ
し
て
そ
の
場
所
を
わ
く
わ
く
と
見
つ
め
る
二
人
の
前
に
つ
い
に
フ
カ
次
郎
が
そ
の

を
現

し
た



 第５６５話 これが、わ・た・し

う
わ

う
わ

お

小
さ
い
な

 
二
人
は
プ
レ
イ
ヤ

が
コ
ン
バ

ト
し
て
く
る
の
を
見
た
の
は
初
め
て
だ

た
の
で

 
感

し
た
よ
う
に
そ
の
光
景
に
見
入

て
い
た

私
よ
り
も
ち

と
大
き
い
く
ら
い
で
す
ね

こ
ん
な
の
は
珍
し
い
ん
だ
が
な

金

か

顔
つ
き
が
ち

と
生
意
気
そ
う

お
前
な

友
達
な
ん
だ
ろ
う
が

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
が

つ
い
に
そ
の

を
開
い
た

お

お

い
て
た
通
り
の
ピ
ン
ク
の
チ
ビ
が
い
る
な

へ
い
お
嬢
さ
ん

僕
と
一

に
殺

し
な
い

お
お

お
嬢
さ
ん

い
い
ノ
リ
だ
ね

俺
は
闇
風
だ

一
応
こ
い
つ
の
師
匠
の
一
人
だ

 
い
き
な
り
そ
ん
な
セ
リ
フ
を
レ
ン
に
言

た
フ
カ
次
郎
に
闇
風
が
嬉
し
そ
う
に
そ
う
声
を

け
たあ

初
め
ま
し
て

レ
ン
の
友
人
で

フ
カ
次
郎
と
言
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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そ
の
常
識
人
ぶ

た
態
度
に

レ
ン
は

か
ん
と
し
た

ど

ど
う
し
た
の
フ
カ

悪
い
物
で
も
食
べ
た
の

お
い
コ
ヒ

最
初
の

は
社
会
人
の
常
識
だ
ぞ

 
そ
し
て
そ
れ
が
済
ん
だ
ら
も
う
マ
ブ
ダ
チ
だ

な

ヤ
ミ
ヤ
ミ

お
う

マ
ブ
ダ
チ
だ
な

フ
カ

あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は

あ

あ
は
は
は
は

 
そ
う
笑
い
あ
う
二
人
を
見
て

レ
ン
も
釣
ら
れ
て
笑

た
が

 
そ
の
顔
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
愛
想
笑
い
で
あ

た

 
こ
の
三
人
の
中
で
は
一
番
常
識
人
な
レ
ン
は
ど
う
や
ら
そ
の
ノ
リ
に
付
い
て
い
け
な
い
よ
う

だ
え

と
師
匠

と
い
う

で

こ
れ
が
私
の
友
人
の
フ
カ
次
郎
で
す

オ

ケ

オ

ケ

な

フ
カ

ち

と
ス
テ

タ
ス
を
教
え
て
も
ら

て
い
い
か

オ

キ

ド

キ

え

と

こ
こ
か

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
が
開

し
た
ス
テ

タ
ス
を

い
て
闇
風
は
感
心
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ



 第５６５話 これが、わ・た・し

 
レ
ン
は
ぎ

と
し
た
の
か

ま

た

お
い
お
い
グ
レ

ト
だ
な
ス
テ

タ
ス
だ
け
な
ら
ピ
ト
フ

イ
と
タ
メ
を
張
る
ん
じ

な
い

か
Ａ
Ｇ

以
外
は
全
部
私
よ
り
も
遥
か
に
高
い

当
た
り
前
だ
ろ
レ
ン

こ
ち
と
ら
年
季
が
違
う
の
よ

う

ち

と
悔
し
い

で
も
嬉
し
い

 
レ
ン
は
頼
り
に
な
る
味
方
が
出
来
た
の
は
間
違
い
な
い
と
悔
し
さ
を

ま
せ
な
が
ら
も
そ

う
言

た

 
そ
し
て
闇
風
は

フ
カ
次
郎
に
言

た

と
こ
ろ
で
ま
だ
自
分
が
ど
ん
な

か
見
て
な
い
だ
ろ

 
ち

と
そ
こ
の
ビ
ル
に
写
し
て
自
分
が
ど
ん
な

に
な

た
か
見
て
み
る
と
い
い

お

了
解

 
そ
し
て
自
分
の

を
そ
こ
で
初
め
て
確
認
し
た
フ
カ
次
郎
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た
う
ひ

こ
れ
が

わ
・
た
・
し

い
い
ね
い
い
ね

あ

ち

と
胸
が
無
い
の
が
気
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に
な
る
け
ど

 
こ
れ

て
か
な
り
か
わ
い
い
ん
じ

ね

う
ん

凄
く
か
わ
い
い

お
う

本
当
に
か
わ
い
い
と
思
う
ぞ

ま
あ
俺
は

麗
系
の
方
が
好
き
だ
け
ど
な

 
そ
う

り
上
が
る
三
人
に

突
然
ブ
ロ

カ

ら
し
き
男
が
声
を

け
て
き
た

お

お
嬢
ち

ん

そ
の
ア
バ
タ

Ｆ
８
０
０
０
番
系
だ
ね

 
凄
い
な

も
し
良
か

た
ら
ア
カ
ウ
ン
ト
ご
と
そ
の
ア
バ
タ

て
く
れ
な
い
か
な

え

ど
う
し
よ

か
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
フ
カ
次
郎
は

チ
ラ
リ
と
闇
風
の
方
を
見
た

 
闇
風
は
そ
れ
に

き
い
か
に
も
ガ
ラ
が
悪
い
感
じ
で
そ
の
ブ
ロ

カ

の

を
掴
み
な
が
ら

言

た
お
う
お

さ
ん

俺
の
事
は
知

て
る
よ
な

う

や

闇
風

お
う
そ
の
闇
風
さ
ん
だ
で
俺
の
連
れ
に
声
を

け
る
意
味
も
当
然
分
か

て
る
よ
な



 第５６５話 これが、わ・た・し

し

失

し
ま
し
た

 
ブ
ロ

カ

の
男
は
そ
れ
で
逃
げ
出
し

三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑

た

 
そ
し
て
ひ
と
し
き
り
笑

た
後
に

闇
風
が
二
人
に
向
か

て
言

た

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な

で

フ
カ
の
装
備
を
選
ぶ
と
し
よ
う

 
レ
ン

ち
な
み
に
今

何
か
持

て
る
か

あ

え
え
と

フ
カ
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
高
い
ん
だ
よ
ね

お
う

女
は

て
Ｓ
Ｔ
Ｒ
だ

そ
う
す
る
と

あ

そ
う
い
え
ば
こ
の
前

 
そ
し
て
レ
ン
は
近
く
に
あ

た
レ
ン
タ
ル
ロ

カ

に
向
か
い
そ
こ
か
ら
何
か
を
取
り
出

し
て
き
た

師
匠

今
は
こ
れ
く
ら
い
し
か

 
そ
こ
に
あ

た
の
は

先
日

こ
の
木
な
ん
の
木

防
衛
戦
で
手
に
入
れ
た

 
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

で
あ

た

ほ
ほ
う

 
そ
れ
を
見
た
フ
カ
次
郎
の
目
が

キ
ラ
リ
と
光

た
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フ
カ
次
郎

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
大
地
に
立
つ



 第５６６話 てめえ……

 
第
５
６
６
話
 
て
め
え

お
お

い
い
モ
ン
持

て
る
じ

ね
え
か
コ
ヒ

こ
の
ご
つ
い
フ

ル
ム
が
何
と
も

 
そ
の
言
葉
に
レ
ン
は
少
し
驚
い
た

ま
さ
か
フ
カ
次
郎
が

 
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

の
事
を
知

て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
か
ら
だ

 
レ
ン
は
そ
の
事
を
フ
カ
次
郎
に

ね
よ
う
と
し
た
の
だ
が
そ
こ
に
闇
風
が
横
か
ら
口
を

ん

で
き
た

お

グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

じ

ね
え
か
レ
ン
は
何
で
こ
ん
な
物
を
持

て
る
ん
だ

あ
え

と
先
日
こ
の
木
な
ん
の
木
の
防
衛
戦
に
ピ
ト
さ
ん
と
一

に
参
加
し
て

ほ
う
ほ
う

そ
れ
で
こ
れ
が
出
た
の
か

な
る
ほ
ど
な

 
そ
ん
な
二
人
に

フ
カ
次
郎
が
き

と
ん
と
し
た
顔
で

ね
た

で

そ
の
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

て

何

え
え

フ
カ

知

て
る
ん
じ

な
い
の

お
い
お
い
レ
ン

私
が
そ
ん
な
物

知

て
る

が
な
い
だ
ろ

 
こ
ち
と
ら
生

の
フ

ン
タ
ジ

娘
よ
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ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

 
レ
ン
は
そ
う
言

て
た
め
息
を
つ
き

代
わ
り
に
闇
風
が
こ
う
言

た

な

に

は
一
見
に
し
か
ず
だ

と
り
あ
え
ず

射
し
て
み
よ
う

お

そ
う
し
よ
そ
う
し
よ

ほ
ら
レ
ン

行
く
ぞ

あ

ち

と
フ
カ

も
う

も
う

 
そ
し
て
三
人
は

場
に
向
か
い

グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

の

射
を
す
る
事
に
し
た

こ
れ
は
こ
う
使
う

レ
ン
も
初
め
て
だ
ろ

よ
く
見
て
る
ん
だ
ぞ

 
そ
れ
な
り
に
Ｓ
Ｔ
Ｒ
も
上
げ
て
あ
る
闇
風
が

二
人
に
そ
う
言

た

 
ち
な
み
に
レ
ン
に
は

街
中
で
こ
れ
を
持
つ
事
は
出
来
て
も

 
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
足
り
な
い
せ
い
で

ま
だ
こ
れ
を
撃
つ
事
は
出
来
な
い

こ
こ
に

を
込
め
る
だ
ろ

で

狙
い
を
付
け
て

引
き
金
を
こ
う

 
闇
風
が
そ
う
言

て
引
き
金
を
引
い
た

間

山
な
り
に

が
飛
ん
で
い
き

 
地
面
に
着

し
た

間
に

大
爆
発
が

こ

た

う

う
お
お
お
お

か

け

わ

わ
わ
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そ
し
て
二
人
に
見
せ
付
け
る
よ
う
に
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

を

げ
た
闇
風
が
こ
う
言

た
ふ
ふ
ん

ど
う
だ

凄
い
だ
ろ

す

凄
い

私

武
器
は
こ
れ
に
す
る

そ
う
か
そ
う
か

で

メ
イ
ン
武
器
の
話
だ
が

 
闇
風
は
常
識
的
に

こ
れ
を
サ
ブ
武
器
と

置

け
て
お
り

 
メ
イ
ン
武
器
を
選
ぶ

の
話
を
し
よ
う
と

そ
う
言
い
か
け
た

 
だ
が
フ
カ
次
郎
は
そ
の
言
葉
を

中
で

り

 
片
手
で
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

を
ブ
ン
ブ
ン

り
回
し
な
が
ら
そ
う
言

た

レ
ン

こ
れ
も
う
一
丁

も
う
一
丁
装
備
出
来
る

えは

 
そ
の
言
葉
に

か
ん
と
す
る
二
人
を
よ
そ
に
フ
カ
次
郎
は

く

く
と
急
か
す
よ
う
に
こ
う

言

た
よ
し
レ
ン

も
う
一
丁
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

を
仕
入
れ
に
行
く
ぞ
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え

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

ま
じ
か

そ
う
い
う
の
も
あ
り
な
の
か

 
し
か
し
ま
あ
普
通
在

は
無
い
だ
ろ

無
い
よ
な

う
ん

そ
う
し
た
ら
別
の
武
器
を

ほ
ら

り
切
れ
ち

う
か
も
だ
か
ら

く

く

う
う

分
か

た

分
か

た
か
ら

 
戸
惑
う
二
人
を
フ
カ
次
郎
は
更
に
急
か
し

そ
し
て
三
人
は
武
器
屋
へ
と
向
か

た

さ
す
が
に
無
い
か

ふ
う

セ

フ
だ

た
な

 
闇
風
は
も
し
こ
こ
に
無
か

た
ら
フ
カ
次
郎
を
説
得
し
て
別
の
武
器
を
持
た
せ
る
腹

も

り
だ

た

 
な
の
で
在

が
無
い
事
を
確
認
し

ほ

と
し
た

無
い
ん
じ

仕
方
な
い
な

と
り
あ
え
ず
他
に
メ
イ
ン
武
器
を
選
ぶ
と
し
よ
う

う
 
だ
が
店
内
に
は
フ
カ
次
郎
が
気
に
入
る
武
器
は
無
く

三
人
は

を

え
た

ど
う
し
よ
う
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フ
カ

好
み
に
う
る
さ
す
ぎ

ま
あ
仕
方
な
い
だ
ろ

武
器
選
び

て
の
は
そ
う
い
う
も
ん
だ

 
な
の
で
と
り
あ
え
ず

メ
イ
ン
武
器
の
事
は
お
い
て
お
い
て

 
今
は
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

に
慣
れ
る
事
を
優
先
さ
せ
よ
う

 
こ
れ
も
遠

離
攻
撃
の
カ
テ
ゴ
リ

だ
し

俺
達
二
人
が
近
接
攻
撃
の
⻤
だ
か
ら

 
そ
れ
で
バ
ラ
ン
ス
も
と
れ
る
し

仮
に
こ
れ
オ
ン
リ

に
な

て
も
何
と
か
な
る
だ
ろ

 
そ
う
言
う
闇
風
を
見
て

フ
カ
次
郎
は
ハ

と
し
た
顔
で
言

た

そ
う
だ
そ
う
だ

二
人
に
伝
え
て
お
く
事
が
あ

た
ん
だ

た

おフ
カ

何

実
は
も
う
一
人

メ
ン
バ

を
確
保
し
て
お
き
ま
し
た

私
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
友
達
で
す

お
お

え

本
当
に

凄
い
凄
い

 
そ
し
て
闇
風
は

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ど
ん
な
ス
テ

タ
ス
か
を
フ
カ
次
郎
に

ね
た

で

そ
い
つ
は
ど
ん
な
ス
タ
イ
ル
な
ん
だ
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私
と
一

だ
け
ど

ゴ
リ
ゴ
リ
の
近
接
ア
タ

カ

か
な

ほ
う
ほ
う

と
い
う
事
は

俺
達
の
ス
タ
イ
ル
は

フ
カ
の
遠

離
攻
撃
を

に

 
三
人
が
殴
り
こ
み
を
か
け
る
ス
タ
イ
ル
に
な
り
そ
う
だ
な

あ

こ
れ

て

援
に
も
使
え
る
ん
だ

お
う

煙
幕

と
か
閃
光

と
か
か
な
り
種

は
豊

だ
ぞ

お
お
う

テ
ク
ニ
カ
ル

ま
さ
に
私
向
き

ど

ど
こ
が
フ
カ
向
き

 
レ
ン
は
そ
の
言
葉
に

が
あ
り
そ
う
だ

た
が

 
と
に
も
か
く
に
も
こ
う
し
て
こ
の
チ

ム
の
方
針
は
決
ま

た
よ
う
だ

で

そ
の
子
は
い
つ
来
れ
る
ん
だ

え

と

そ
れ
が
ち

と
忙
し
い
ら
し
く

て

開

当
日
ギ
リ
ギ
リ
に
な
る
み
た
い

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
メ
ン
バ

表
に
名
前
だ
け
書
い
て
お
か
な
い
と
な

何
て
名
前
だ

そ
れ
は
来
て
か
ら
の
お
楽
し
み

て
事
で

私
が
名
前
を
書
い
て
お
く
よ

サ
プ
ラ
イ
ズ

出
か

さ
ぞ
か
し
面
白
い
名
前
の
奴
な
ん
だ
ろ
う
な

 
ど
う
や
ら
闇
風
は

そ
の
言
葉
を
そ
う
い
う
意
味
で
と
ら
え
た
よ
う
だ



 第５６６話 てめえ……

 
フ
カ
次
郎
は
ニ
コ
ニ
コ
し
た
ま
ま
何
も
言
わ
ず
レ
ン
も
そ
う
い
う
事
か
と
特
に
突

込
み
は

し
な
か

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
レ
ン

ひ
と
狩
り
行
こ
う
か

 
ち

と

い
で
お
か
な
い
と

り
た
お
金
も
返
せ
な
い
し
ね

い

今
か
ら

ま
あ
別
に
い
い
け
ど

俺
は

わ
な
い

そ
れ
じ

あ
レ
ン
の

張
り
に
行
く
か

師
匠

張
り

て

 
こ
う
し
て
三
人
は

戦
術
の
確
認
の

に

砂
漠
へ
と
向
か

た

  
一
方
八
幡
達
は

激
し
い
銃
撃
戦
の
中

援
護
射
撃
に
徹
し
て
い
た

 
狙
い
は
主
に

敵
の
手
や
足
な
ど
の
末

部
分
で
あ
る

味
方
に
当
て
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ろ
よ

オ
レ

ち
自
信
が
無
え
ん
だ
ガ

わ

私
も

ア
ル
ゴ
は
自
分
の
作
業
を
続
け
て
て
く
れ
れ
ば
い
い
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最
後
に
は
お
前
が
持

て
く
る
情
報
が
頼
り
な
ん
だ

頼
む
ぞ

こ
の

況
で
そ
れ
を
や
れ
と
や
れ
や
れ
相
変
わ
ら
ず
ハ

は
人
使
い
が
荒
い
な
了
解

だ
紅
莉
栖
は

れ
て
て
く
れ
れ
ば
問
題
な
い

も
し
お
前
を
死
な
せ
た
ら

 
世
界
の
進
歩
が

十
年

で

れ
る
か
ら
な

こ
ん
な

況
じ

な
け
れ
ば
素
直
に
喜
び
た
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
ど

き

 
さ
す
が
の
紅
莉
栖
も
こ
の

況
だ
と
大
人
し
く
そ
の
言
葉
に

う
事
し
か
出
来
な
い
よ
う
だ

 
も

と
も
ま
だ
ど
の

も

こ
の

の
ガ
ラ
ス
す
ら
抜
く
事
が
出
来
て
い
な
い
の
で

 
言
う
ほ
ど
怖
く
は
無
い
と
い
う
の
が
現

だ

た

そ
ん
な

況
の
中
八
幡
達
は

 

金
部
分
に
作
ら
れ
た
小
さ
な

か
ら

驚
く

の
精
度
で
援
護
射
撃
を
行

て
い
た

命
中

一
人
戦
闘
力
を

た

こ

ち
も
オ

ケ

こ
ち
ら
側
が
や
や
人
手
不
足
ね

ヘ
ル
プ
を
お
願
い

了
解

移
動

こ

ち
も
オ

ケ

よ
ん

う
ち
に
手
を
出
し
た
事
を
後
悔
さ
せ
て
や
ら
な
い
と
ね
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そ
の
八
幡

明
日
奈

雪
乃

ク
ル
ス

陽
乃
の

の

わ
り
方
に

 

乃
と

莉
は

気
に
と
ら
れ
る
事
し
か
出
来
な
か

た

さ

さ
す
が
と
い
う
か

本
当
に
み
ん
な
素
人

私
達
よ
り
当
て
て
な
い

 
一
方
同
じ
事
を

ガ
ブ
リ
エ
ル
達
も
思

て
い
た

あ
の
中
に
二
人

ジ
エ
イ
カ
ン
が
い
る
と

い
て
た
か
ら

 
さ
ぞ
か
し
正
確
な
援
護
を
し
て
く
れ
る
と
期
待
は
し
て
た
が

こ
れ
は
予
想
以
上
だ
な

ハ

ハ

あ
い
つ
ら

じ

あ
り
え
な
い
く
ら
い
当
て
て
く
る
か
ら
な

で
も
よ

明
ら
か
に
飛
ん
で
く
る

の

が
多
く
な
い
か

 
こ
の
感
じ
だ
と

七

八
人
で
撃

て
る
感
じ
な
ん
だ
が

だ
よ
な

日
本
じ

銃
は

制
さ
れ
て
る
は
ず
だ
ろ

一
体
あ
い
つ
ら
何
者
だ
よ

ま
あ
い
い
じ

ね
え
か

援
護
の
お
か
げ
で
楽
に
殲
滅
出
来
そ
う
だ
し
な

違
い
ね
え

 
歴
戦
の

兵
が
集
ま

て
い
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
達
は
誰
一
人

者
ど
こ
ろ
か
怪
我
人
す
ら
出

す
事
無
く
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着
々
と
敵
の
戦
力
を

ら
し
て
い
た

そ
れ
に
八
幡
達
の
援
護
が
か
な
り

し
て
い
る
事
も

間
違
い
な
い

 
だ
が
こ
う
い
う
時
は

得
て
し
て
事
故
が

こ
り
や
す
い
も
の
だ

 
油
断
大
敵
と
い
う
言
葉
か
ら
は
ど
う
や
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
も
逃
れ
ら
れ
な
か

た
と
思
わ
れ
た

ん

あ
い
つ

今
動
い
た
か

え

誰

さ

き
ガ
ブ
リ
エ
ル
が

を
命
中
さ
せ
て

倒
れ
た
敵
な
ん
だ
が

 
ど
う
も
今
ピ
ク
リ
と
動
い
た
よ
う
に
見
え
た
ん
だ
よ
な

今
は
そ
ん
な
様
子
は
確
認
出
来
な
い
け
ど

こ
の
ま
ま
だ
と
あ
の
敵
の
上
を
越
え
て
移
動
す
る

に
な
る
は
ず
だ

 
や
ば
い
と
思

た
ら
俺
が
飛
び
出
す
か
ら

援
護
し
て
く
れ

そ

そ
ん
な

八
幡
君

危
な
い
よ

動
い
た

間
に

こ
こ
か
ら
狙
撃
す
れ
ば
い
い
じ

な
い

 
八
幡
の
そ
の
宣
言
を

明
日
奈
は
必
死
に
止
め
よ
う
と
し
た

 
だ
が
次
の
八
幡
の
言
葉
に

明
日
奈
は

す
る
事
と
な

た
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そ
れ
で
も
い
い
ん
だ
が
多
分
あ
の
体
勢
だ
と
狙
撃
し
た
奴
が
あ
い
つ
を
殺
し
ち
ま
う
事
に

な
る

 
ど
う
し
て
も
仕
方
な
い

況
な
ら
ま
だ
し
も

こ
の

況
で
そ
ん
な
場
面
を
見
た
く
な
い

そ

そ
れ
は

 
そ
ん
な
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い

た
明
日
奈
の
苦
し
そ
う
な
顔
を
見
て

 
八
幡
は
安
心
さ
せ
る
よ
う
に

力
強
く
こ
う
言

た

心
配
す
る
な

あ
い
つ
を
無
力
化
し
た
ら
直
ぐ
に
こ

ち
に

て
く
る

 
な
の
で
オ
レ
が
飛
び
出
し
た
ら

囲
の

を
強
め
て
く
れ

 
紅
莉
栖
は
ド
ア
の
所
で
待
機
し
て

オ
レ
が
飛
び
出
し
た
ら
直
ぐ
に
ド
ア
を

め
て
く
れ

 
そ
し
て

て
き
た
ら

直
ぐ
に
開
け
て
く
れ

う

う
ん

了
解
よ

怪
我
し
た
ら

知
し
な
い
ん
だ
か
ら

防

チ

キ
は
着
て
る
か
ら
ま
あ
撃
た
れ
て
も
骨
に
ひ
び
が
入
る
く
ら
い
で
済
む
と
思
う

が
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そ
れ
で
も

目

絶
対
だ
か
ら
ね

お
う

分
か

た

任
せ
ろ

 
そ
し
て

を
飲
ん
で
外
の
様
子
を

て
い
た
一
同
の
目
の
前
で

 
そ
の
男
は
い
き
な
り
懐
に
手
を
突

込
ん
だ

行
く

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
目

け
て
飛
び

ろ
う
と
し
て
い
た
そ
の
男
に
向
か

て

走
り

 
持

て
い
た

棒
を

そ
の
男
の

目

け
て
投
げ
つ
け

 
そ
の
せ
い
で
そ
の
男
は
手
に
持

て
い
た
ナ
イ
フ
を
取
り
落
と
し
た

 
そ
の
時
八
幡
の

界
に

に
銃
を

え
そ
の
男
へ
の
迎
撃
体
勢
を
整
え
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

が
映
り

 
八
幡
は
内
心
で

何
だ
よ

気
付
い
て
や
が

た
の
か
よ

と
思

た
が

 
走
り
出
し
た
以
上
そ
の
ま
ま
止
ま
る

に
も
い
か
ず

そ
の
ま
ま
男
の
所
へ
走
り
続
け
た

ａ

ｎ
 
Ｓ
ｈ
ｉ
ｔ

 
そ
う
言

て
そ
の
男
は

て
て
ナ
イ
フ
を

お
う
と
し
た
が
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そ
の
ナ
イ
フ
を
そ
の
ま
ま
走

て
き
た
八
幡
が

い
上
げ
た

さ
ね
え
よ

 
だ
が
敵
も
さ
る
者
で
あ
り
そ
の
男
は
ナ
イ
フ
の
代
わ
り
に
八
幡
が
投
げ
つ
け
た

棒
を

い

上
げ
た

 
そ
の

間
に
八
幡
は
足
を
力
任
せ
に
無
理
や
り

止
し

そ
の
場
で
ク
ル
リ
と
回
転
す
る
と

 
裏
拳
を
放
つ
よ
う
な

で

手
に
持
つ
ナ
イ
フ
の

を
そ
の
男
の
手
に
当
て

 
再
び

棒
を
と
り
落
と
さ
せ

す
ぐ
に
バ

ク
ス
テ

プ
で
後
ろ
へ
と
下
が

た

 
そ
の

間
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
そ
の
男
に
向
か

て
銃
を
撃
ち

そ
の
男
は

を
撃
ち
ぬ
か
れ

 
そ
の
ま
ま
そ
の
場
に
ど

と
倒
れ
た

そ
の

間
に

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
こ
う

い
た

Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ａ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
が
気
に
な

た
が

約
束
を
優
先
さ
せ
る

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
に

く
手
を
上
げ

そ
の
ま
ま
急
い
で

へ
と

た

ふ
う

八
幡
君

お
疲
れ
様

間
も
な
く
殲
滅
も
終
わ
り
そ
う
ね

終
わ

た
ら
即
離
脱
し
な
い
と
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さ
す
が
に

察
が
来
て
や

か
い
な
事
に
な
り
そ
う
ね

ま
あ
何
も
俺
達
に
繋
が
る
証

は
何
も
出
な
い
だ
ろ
う
け
ど
な

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
奴

最
初
に
し

か
り
と
監

カ
メ
ラ
を
潰
し
て
た
み
た
い
だ
か
ら
な

あ
ら

監

カ
メ
ラ
が
あ

た
の

お
う

見
に
く
い
と
こ
ろ
に
一
つ
だ
け
な

 
そ
う
言

て
八
幡
が
指
差
し
た
先
に

確
か
に
壊
れ
た
監

カ
メ
ラ
が
あ

た

 
そ
し
て
敵
の
殲
滅
が
終
わ
り

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
こ
ち
ら
に

 
移
動
す
る
と
い

た
感
じ
の
ジ

ス
チ

を
送

て
き
た

 
紅
莉
栖
は
再
び
運
転

に
座
り

を
発

さ
せ
た

一
方
八
幡
は

も
話
を
続
け
て
い
た

し
か
も
あ
の
野
郎
死
ん
だ
フ
リ
を
し
て
い
た
あ
の
男
に
し

か
り
と
気
付
い
て
や
が

た
わ

 
ま

た
く
と
ん
で
も
な
い
奴

て
の
は
世
界
に
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
や
が
る
よ
な

あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

み
た
い
に
で
す
か

 
ク
ル
ス
は
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言

た
が
そ
の
言
葉
は
八
幡
の

に
天

の
よ
う
に
降
り

注
い
だ

サ
ト
ラ
イ
ザ

い
や

ま
さ
か
な

あ
い
つ
は
あ
の
大
会
の
時

日
本
語
を

て
や
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が

た
し
な

ど
う
し
た
の

さ

き
何
か
あ

た
の

 
明
日
奈
は
首
を

げ
な
が
ら
八
幡
に
そ
う

ね
て
き
た

 
八
幡
は
先
ほ
ど
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
が

い
た
セ
リ
フ
の
事
を
説
明
し
た

シ

ナ

シ

ナ

て
言

た
の

お
う

も
し
か
し
た
ら

き
間
違
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

似
た
よ
う
な

語
が
あ

た
か
し
ら
ね

ど
う
だ
ろ
う

後
で
直
接

い
て
み
る
し
か
な
い
わ
ね

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
し
ば
ら
く

を
走
ら
せ
た
後
先

す
る

は
と
あ
る
ビ
ル
の
地
下
へ
と
入

て
い
き

 
八
幡
達
も
そ
れ
に
続
い
た

そ
し
て
し
ば
ら
く
後

 

兵
達
と
八
幡
達
は

そ
の
ビ
ル
の
と
あ
る
部
屋
に
集
ま

て
い
た

今
日
は
こ
こ
に

ま
り
だ
そ
う
で
す

こ
こ
は
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
ら
と

オ

ケ

だ

俺
達
は
ど
こ
の
部
屋
を
使
え
ば
い
い
か

い
て
み
て
く
れ

こ
の
正
面
の
部
屋
だ
そ
う
で
す

一
部
屋
に
な

て
し
ま
う
が
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か
な
り
広
い
か
ら
そ
れ
で
我
慢
し
て
く
れ
と
の
事
で
す

ま
あ
そ
れ
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う
な
と
り
あ
え
ず
明
日
の
予
定
を

い
た
ら
移
動
す
る
と
伝
え

て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
ク
ル
ス
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
話
し
か
け
る
と

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
仲
間
の
一
人
を
呼
び

 
そ
の
男
が
ク
ル
ス
に
何
か
説
明
を
始
め
た

 
そ
し
て
彼
自
身
は
八
幡
の
前
に
立
ち

英
語
で
何
か
呼
び
か
け
て
き
た

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
何
と

あ
な
た
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
シ

ナ
か
ど
う
か

い
て
き
て
い
る
わ

ま
じ
か
よ

そ
れ
じ

あ
雪
乃

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
こ
う
言

て
く
れ

 
も
し
か
し
て
お
前
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

か

と
な

 
そ
の
言
葉
へ
の
返
事
は
明

で
あ
り

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
そ
の
言
葉
に

い
て
み
せ
た

雪
乃

次
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
こ
う
言

て
く
れ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
あ
の
時
日
本
語
で
話
し
か
け
て
き
た
か
ら
日
本
語
が
得
意
の
は
ず
な
ん
だ

が

て
な
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雪
乃
が
そ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
伝
え
る
と

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

を

め
な
が
ら
八
幡
に
向
か

て
こ
う
言

た

は

好
奇
心
に
負
け
た
か
ら
仕
方
な
い
と
は
い
え

 
日
本
語
が
分
か
る
事
は

出
来
れ
ば

し
て
お
き
た
か

た
ん
だ
が
な

て
め
え

 
こ
う
し
て
シ

ナ
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

は

八
幡
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
し
て

 
ア
メ
リ
カ
の
地
で
思
わ
ぬ
再
会
を
果
た
す
事
と
な

た
の
だ

た

 
バ
レ
ま
し
た
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第
５
６
７
話
 
大
丈
夫

だ

り
ん
が
い
る
か
ら

 
こ
の
話
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
オ
ル
タ
ナ
テ

ブ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ア
ニ
メ
第

話
を
見
た
後
に
見
て

け
れ

ば 
よ
り
面
白
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

 
レ
ン
達
は
そ
の
日
は
あ
ま
り
時
間
が
無
か

た

何
匹
か
モ
ブ
狩
り
を
す
る
に

め
た
が

 
と
に
も
か
く
に
も
最

限
の
連

を
確
認
す
る
事
が
出
来
た

そ
れ
じ

あ
師
匠

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
う
俺
は
ち

と
明
日
は
来
れ
な
い
か
ら
二
人
で
し

か
り
と
連

の
確
認
を
し
て
お

く
ん
だ

 
あ
と
グ
レ
ネ

ド
の

も
可
能
な
限
り
補
充
し
て
お
く
よ
う
に

は
い

分
か
り
ま
し
た

ヤ
ミ
ヤ
ミ

ま
た
ね
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お
う

ま
た
な

フ
カ

 
そ
し
て
闇
風
が
落
ち
た
後

レ
ン
と
フ
カ
次
郎
は
同
時
に
あ
く
び
を
し
た

ふ
わ

さ
す
が
に
眠
い

か
な

そ
う
だ
ね

今
日
は
こ
こ
ま
で
と
い
う
事
で

そ
う
し
よ

か
そ
れ
じ

あ
フ
カ

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ね

明
日
も
宜
し
く

お
う

任
せ
て
お
け
い

 
こ
う
し
て
そ
の
日
は
二
人
も
そ
の
ま
ま
落
ち
る
事
と
な

た

  
そ
し
て
次
の
日

フ
カ
次
郎
の
目
の
前
に

い
顔
を
し
た
レ
ン
が
立

て
い
た

レ
ン

ど
し
た
の

お
金
が
無
い

思

た
よ
り
も
遥
か
に
グ
レ
ネ

ド
の
特

系
の

が
高
か

た

 
し
か
も
在

が
あ
ま
り
無
か

た

え
え

そ
れ
は
ま
ず
い
な

 
レ
ン
は
ど
う
や
ら
朝

め
に

き
て

い
く
つ
か
の
店
を
回

て
い
た
ら
し
い

 
二
人
は

を
悩
ま
せ
た
が
そ
ん
な
時
レ
ン
の

に
か
つ
て
シ

ナ
と
過
ご
し
た
日
々
の
事
が
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か
ん
だ

あど
う
し
た
レ
ン

何
か
い
い
事
で
も
あ

た
の
か
い

う
ん

あ

た

シ

ナ
に

困

た
時
に
使
え

て
も
ら

た
鍵
が
あ

た

ん

何
の
鍵

分
か
ら
な
い

で
も
シ

ナ
の
事
だ
か
ら
き

と

 
そ
し
て
レ
ン
は
そ
の
鍵
の
説
明
文
を

ん
だ

そ
れ
は
か
つ
て
シ

ナ
に
案
内
し
て
も
ら

た 
会
員
制
の
ビ
ル
に
あ
る
レ
ン
タ
ル
ロ

カ

の
鍵
で
あ
る
ら
し
く
二
人
は
そ
こ
に
向
か
う
事

に
し
た

こ
こ
の
事

す

か
り
忘
れ
て
た
よ

こ
こ

て
い
か
に
も
高
そ
う
な
ビ
ル
だ
け
ど

ど
う
い
う
ビ
ル

会
員
制
の
ビ
ル
ら
し
い
よ
シ

ナ
に
こ
こ
に
入
る

利
は
も
ら

て
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
け

ど
ねさ

す
が
リ

ダ

い
や
シ

ナ

セ
レ
ブ
だ
な
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そ
し
て
二
人
は
目
的
の
ロ

カ

に
た
ど
り
着
き

恐
る
恐
る
そ
の
鍵
を
使

た

 
中
に
は
ボ
タ
ン
の
よ
う
な
物
が
あ
り
そ
れ
を
押
す
と
正
面
に
金

の
よ
う
な
物
が
表

さ

れ
たお

お

一

十

千

う

う
わ

い

一
千
万

さ

す
が
シ

ナ

こ
れ
は
も
う
シ

ナ
と
の
結
婚
を
本
気
で
狙
う
し
か
な
い
ね

だ

目

 
必
死
な
表
情
で
そ
う
叫
ん
だ
レ
ン
を

フ
カ
次
郎
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
見
つ
め
な
が
ら
言

た

ほ
う
ほ
う

レ
ン
は

目
と

す
か

え

あ

え

え

と

 
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言
い

む
レ
ン
に
ハ

ト
を
撃
ち
抜
か
れ
た
の
か

 
フ
カ
次
郎
は
レ
ン
に
い
き
な
り

き
つ
い
た

も
う

レ
ン
は
本
当
に
か
わ
い
い
な

フ
カ

か
ら
か
わ
な
い
で

お
う
お
う

愛
い
奴
愛
い
奴

と
い
う

で

と
り
あ
え
ず

い
物
に
行
こ
う
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切
り

え

あ

そ
れ
な
ら
こ

ち

 
そ
う
言

て
レ
ン
は

フ
カ
次
郎
を
以
前

い
物
を
し
た
店
に
連
れ
て
い

た

 
そ
こ
で
フ
カ
次
郎
は

目
的
の
物
を
発
見
す
る
事
が
出
来
た

あ

あ

た
あ
あ
あ
あ
あ

え

グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

が
あ

た
の

あ

た
あ

た

ほ
ら

こ
れ
こ
れ

こ
の
銃

や

ぱ
り
超
格
好
い
い

 

麗

美
し
い

ビ

テ

ホ

そ
れ
三
つ
と
も
同
じ
意
味
だ
か
ら
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ン
は

め
て
そ
の
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

を
見
て
内
心
で
こ
う
思

て
い
た

や

ぱ
り
こ
れ

ブ
サ
イ
ク

 
そ
ん
な
二
人
に
店
番
ら
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

恐
る
べ
き
愛
想
の
良
さ
で
話
し
か
け
て
き
た

そ
れ
は
最
近
実
装
さ
れ
た

連
発
式
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

格
好
い
い
よ
ね

 
最
大
射

は
四

メ

ト
ル

回
転
式
だ
か
ら

引
き
金
を
引
く
だ
け
で

 
一
気
に
六
発
の

を
三

で
発
射
出
来
る
優
れ
も
の
で
す
よ
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い
い
ね
い
い
ね

爆

の

あ
ら
れ
だ
ね

 
で

一
応
確
認
す
る
け
ど

こ
れ

て
こ
れ
と
同
じ
物
だ
よ
ね

 
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
は

レ
ン
が
持

て
い
た
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

を
取
り
出
し
た

何
と

お
客
様
は

に
こ
れ
と
同
じ
物
を
一
丁
お
持
ち
で
し
た
か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は
不

要
よ

し

同
じ
物
だ

ひ

ほ

こ
れ

う

て

は
 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
驚
く
事
が
あ
る
の
か
と

こ
の
時
レ
ン
は
そ
う
思

た
が

 
そ
の
事
は
口
に
出
さ
ず

別
の
言
葉
が
レ
ン
の
口
を
つ
い
て
出
た

や

ぱ
り
こ
う
な
る
ん
だ

 
そ
し
て
レ
ン
は

何
気
な
く
そ
の
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

の

を
見
た

 
そ
こ
に
は
三

万
と
書
か
れ
て
お
り

レ
ン
は
眩

を
感
じ
た

た

高

か

 
そ
の
言
葉
に
フ
カ
次
郎
は

あ

さ
り
と
こ
う
言

た

大
丈
夫

え
る

え
る

私
達
に
は
だ

り
ん
が
い
る
か
ら
ね
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い
や

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

こ
れ
で
二
丁
持
ち
だ
か
ら
バ
カ
ス
カ
撃
て
る
ね

も
あ
る
だ
け

う

ち

ち

と
フ
カ

 
そ
こ
に
は
か
な
り
多
く
の
グ
レ
ネ

ド
用
の

の
在

が
あ
る
の
が
見
て
と
れ

 
さ
す
が
に
全
部
と
な
る
と

ど
れ
ほ
ど
の
金

に
な
る
の
か
と
再
び
眩

が
し
た
レ
ン
は

 
フ
カ
を
な
だ
め
よ
う
と
声
を

け
よ
う
と
し
た
が

フ
カ
は
そ
ん
な
レ
ン
に
こ
う
言

た

あ
あ

お
金
は
大
丈
夫

だ

り
ん
が
い
る
か
ら

準
器
は
外
し
ま
す
か

ち

と
お
金
は
か
か
り
ま
す
け
ど

 
バ
レ

ト
サ

ク
ル
が
あ
れ
ば
い
ら
な
い
で
す
し

お
う

そ
う
し
て
く
れ
い

ち

と

大
丈
夫

だ

り
ん
が
い
る
か
ら

 
フ
カ
次
郎
は
最
後
ま
で

そ
れ
で
レ
ン
を

え
切

た

さ
す
が
の
レ
ン
も

 
ま
さ
か
フ
カ
次
郎
が
一
気
に
六

万
近
く
も

い
物
す
る
と
は
思

て
い
な
か

た

ま
あ
い
い
か

シ

ナ
は

で
持

て
る

て
言

て
た
は
ず
だ
し
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そ
ん
な
レ
ン
の
気
持
ち
を
知

て
か
知
ら
ず
か

フ
カ
次
郎
は
続
け
て
レ
ン
に
こ
う
言

た

よ

し
レ
ン

こ
の
調
子
で
装
備
を
整
え
る
ぞ

は
 
レ
ン
は
た
め
息
を
付
き
な
が
ら
も
心
の
中
で
シ

ナ
に
謝
り
つ
つ

い
物
を
続
行
す
る
事

に
し
た

 
も

と
も
シ

ナ
が

ゲ

ム
内
の
お
金
を
使
い
す
ぎ
た
か
ら
と
い

て

 
そ
れ
に
対
し
て
文

を
言
う
事
は

当
然
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
が

こ
れ

レ
ン
の
と
同
じ
奴
じ

な
い

ど
れ

あ

あ
れ

こ
れ

て

 
そ
れ
は
確
か
に
レ
ン
が
今
装
備
し
て
い
る
の
と
同
じ
十
狼
仕
様
の
防

ア

マ

で
あ

た

 
レ
ン
は
そ
れ
を

前
回
の
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の

シ

ナ
か
ら

え
ら
れ
て
い
た

 
ち
な
み
に
も
ち
ろ
ん
色
は
ピ
ン
ク
に
変
え
て
も
ら

て
い
た

な

何
で
こ
ん
な
も
の
が

れ
残

て
る
の

こ
れ

て
か
な
り
性
能
が
い
い
の
に

 
レ
ン
は
そ
う
考
え
た
が

そ
れ
は
当
た
り
前
な
の
で
あ
る

 
十
狼
の
お

元
で

あ
え
て
十
狼
専
用
装
備
を

う
よ
う
な
勇
者
は
い
な
い
の
だ
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ち
な
み
に
そ
の
せ
い
で

レ
ン
は
十
狼
の
準
メ
ン
バ

扱
い
さ
れ
て
い
る
の
だ
が

 
そ
の
事
に
レ
ン
は
気
付
い
て
い
な
い

よ
し

こ
れ
に
す
る

店
員
さ
ん

こ
れ
の
カ
ス
タ
ム
を
お
願
い

は
い

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
し
て
レ
ン
は

再
び

を
見
て
卒
倒
し
そ
う
に
な

た

こ

こ
れ

て
二

万
も
す
る
ん
だ

 
レ
ン
は
そ
の
金

を
見
て

金
銭
感
覚
が
狂
わ
な
い
よ
う
に
と

 
今
回
は
特
別

今
回
は
特
別
と

自
分
に
言
い

か
せ
た

大
丈
夫

だ

り
ん
が
い
る
か
ら

 
フ
カ
次
郎
は
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
は
せ
ず
他
に
も

を
収
納
す
る
ポ

チ
を

も
見
ず
に

い
 
ま
あ
そ
れ
は
大
し
て
高
い
物
で
は
な
い
の
だ
が

次
に

剣
の
コ

ナ

へ
と
向
か

た

あ

こ
れ

超
格
好
い
い

え

ど
れ
ど
れ

 
そ
ん
な
中
フ
カ
次
郎
が
選
ん
だ
の
は

り
の
部
分
に
ナ

ク
ル
ガ

ド
が
つ
い
た

剣
で
あ
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り 
素
材
は
何
と

の

船
の
装
甲

で
出
来
て
い
た

ち
な
み
に
製
作
者
は
イ
コ
マ
だ

た

だ
か
ら
何
で
こ
れ
が

れ
残

て
る
の

と
い
う
か
何
で
フ
カ
は

も
見
て
な
い
の
に

 
常
に
性
能
の
い
い
武
器
に
目
を
付
け
る
の

 
そ
の

剣
も
お

は

万
ほ
ど
で
あ
り

レ
ン
は
再
び
ク
ラ

と
し
た

こ

こ
れ
も

万

大
丈
夫

だ

り
ん
愛
し
て
る

ど
さ
く
さ
に

れ
て
何
言

て
る
の

た
だ
の
本
心
だ

て

言
い
た
け
れ
ば
レ
ン
も
言
え
ば

い

言
わ
な
い
か
ら

そ
れ
じ

あ
店
員
さ
ん

こ
れ
も
下
さ

い

あ

ち

と

度
あ
り

お

そ
れ
で
す
か

 
そ
し
て
店
員
は

そ
の

剣
の
説
明
を
始
め
た

 
 
 

そ
れ
は

日
入

し
た
ば
か
り
の
業
物
で
す
よ

お
客
さ
ん

目
が
高
い
で
す
ね
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ふ
ふ
ん

だ
ろ
う

こ
れ
か
ら
は
私
の
事
を

い
い
仕
事
し
て
ま
次
郎
と
呼
ん
で
く
れ

 
フ
カ
次
郎
は
そ
う
調
子
に
乗

た
が

レ
ン
は
別
の
事
を
考
え
て
い
た

 
そ
れ
は
先
ほ
ど
店
員
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
言

た

日
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
だ

た

た

た
ま
た
ま
イ
コ
マ
さ
ん
が

日
ロ
グ
イ
ン
し
て
て

た
ま
た
ま
こ
の
武
器
を
作
ろ
う
と

思

て

 
何
と
な
く
こ
の
店
に

た
と

な

何
と
い
う
偶
然

そ
し
て
フ
カ
の
強
運

 
実

偶
然
で
は
あ

た
が

確
か
に
フ
カ
次
郎
の
強
運
は
驚

的
だ

た

 
こ
の
店
以
外
だ
と
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

は
連
発
式
じ

な
い
物
が
置
い
て
あ

た
か
も

し
れ
ず

 
我
慢
出
来
な
い
フ
カ
次
郎
の
性
格
上

そ

ち
を

て
し
ま

た
可
能
性
が
高
い
か
ら
だ

 
そ
う
考
え
る
と
確
か
に
フ
カ
次
郎
の
強
運
は
恐
る
べ
き
も
の
だ

た

こ
の
強
運
が

私
達
に

利
に
働
い
て
く
れ
た
ら
最
高
な
ん
だ
け
ど
な

 
レ
ン
は
そ
う
思
い
つ
つ

フ
カ
次
郎
の
希
望
通
り
の
装
備
を
全
て

入
し
た

よ

し

こ
ん
な
も
ん
か
な

だ
ね

そ
れ
じ

あ

し
に
狩
り
に
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そ
れ
じ

あ
レ
ン

次
は
グ
レ
ネ

ド
の

を

め
に

他
の
店
に
行
く
ぞ

そ

そ
う
く
る
ん
だ

 
こ
う
し
て
他
の
店
も
く
ま
な
く
回

た
結
果

 
二
人
は
い
わ
ゆ
る

だ

り
ん
が
い
る
か
ら
資
金

を
全
て
使
い
切

た

す

す

か
ら
か
ん
に
な

た

よ

し
レ
ン

だ

り
ん
に
は
今
度
体
を
張

て
お

を
す
る
事
に
し
て

 
今
か
ら
狩
り
に
行

て
色
々

す
ぞ

え
い
え
い
お

か

体

て

は

突

込
む
元
気
も
無
い
よ

お

お

 
レ
ン
は
力
な
く
フ
カ
次
郎
に
合
わ
せ

よ
ろ
よ
ろ
と

を

り
上
げ
た

 
そ
し
て
二
人
は
い
わ
ゆ
る
レ
ン
の

張
り
の
砂
漠
地

へ
と
向
か
い
武
器
の
性
能
の

証
を

始
め
た

さ
あ

い
こ
う

 
フ
カ
次
郎
は
現
地
に
着
く
と

二
丁
の
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

を
両
手
で

え

 
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
そ
う
レ
ン
に
声
を

け
た

オ

ケ

い
つ
で
も
い
い
よ
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了
解

い
く

 
フ
カ
次
郎
は

遠
く
に
見
え
る
ア
ル
マ
ジ
ロ
の
よ
う
な
敵
を
見

え

 
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

の
引
き
金
に
指
を
触
れ
さ
せ
た

 
そ
の

間
に
地
面
に
バ
レ

ト
サ

ク
ル
が
写
り

 
フ
カ
次
郎
は
狙
い
を
付
け
て
両
手
の
引
き
金
を
三
度

連
続
し
て
引
い
た

 
ド
ン

ド
ン

ド
ン

 
直
後
に
三
発
の
銃

が
放
物
線
を

い
て
飛
び

敵
の
近
く
に
着

し
た
が

直
撃
は
し
な

か

た

 
そ
れ
で
も
ダ
メ

ジ
は

え
た
よ
う
で
そ
れ
を
確
認
し
た
フ
カ
次
郎
は
気
分
が
よ
く
な

た
の
か

 
こ
う
言
い
な
が
ら
再
び
三
度
引
き
金
を
引
い
た

ひ

ほ

物
は
消

だ

 
フ
カ
次
郎
は
更
に
続
け
て
引
き
金
を
引
い
た
が

四
度
目
の

は
発
射
さ
れ
ず

 
フ
カ
次
郎
は
そ
れ
を
見
て

思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
一

ハ

と
し
た
顔
を
し
た

 
こ
れ
は

純
に

こ
の
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

の
装

が
六
発
だ

た
か
ら
で
あ
る
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そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
ダ
メ

ジ
を
受
け
つ
つ
も
生
き
残

た
敵
を
見
て

す
よ
う
に
レ
ン

に
言

た

レ
ン

 
レ
ン
は
そ
の
言
葉
を
受
け

凄
ま
じ
い
速
さ
で
敵
に
肉
薄
す
る
と

 
敵
に
向
か

て
ピ

ち

ん
の
フ
ル
オ

ト
射
撃
を
か
ま
し

敵
を
殲
滅
し
た

や

ぱ
り
バ
レ

ト
サ

ク
ル

て
楽
で
い
い
ね

 
そ
の
フ
カ
次
郎
の
言
葉
に
興
味
を
引
か
れ
た
の
か

レ
ン
は
フ
カ
次
郎
に
こ
う
言

た

グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

の
バ
レ

ト
ラ
イ
ン

て
ど
う
見
え
る
の
か
な

 
フ
カ

し
に
私
に
狙
い
を
付
け
て
み
て

あ
い
よ

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
言
わ
れ
る
ま
ま
に
引
き
金
に
指
を
触
れ
さ
せ

 
そ
の

間
に
レ
ン
に
向
か

て

放
物
線

の

い
バ
レ

ト
サ

ク
ル
が

び
て
き
た

あ
あ

や

ぱ
り
こ
う
な
る
ん
だ

ま
あ
当
た
り
前
だ
よ
ね

 
う
ん
う
ん
と

く
レ
ン
に

フ
カ
次
郎
が
し
れ

と
こ
ん
な
事
を
言

た

ふ
む
ふ
む

そ
れ
じ

あ
今
度
は

ち

と
避
け
る
練

を
し
て
み
て
ね
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は
 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
た
め
ら
い
な
く
引
き
金
を
引
き

 
レ
ン
に
向
か

て
グ
レ
ネ

ド
の

が
発
射
さ
れ
た

い

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
レ
ン
は
必
死
で
そ
れ
を
避
け

足
を
飛
ば
し
て
⻤
の

相
で
フ
カ
次
郎
の
下
へ
と
た
ど
り
着

い
たお

お

見
事
だ
ね

足
速
い
ね

見
事
じ

な
い

危
な
い

怖
い

 
レ
ン
は
そ
う
言
う
フ
カ
次
郎
に

必
死
で
抗
議
し
た

 
そ
ん
な
レ
ン
に

フ
カ
次
郎
は
諭
す
よ
う
に
こ
う
言

た

何
言

て
る
の

ス
ク
ワ

ド
ジ

ム
の
時
は
も

と
怖
い
ん
で
し

あ
あ

ま
あ
そ
れ
は
確
か
に

 
レ
ン
は
そ
の
言
葉
に
簡

に
誤
魔
化
さ
れ

そ
う

い
た

 
ど
う
や
ら
レ
ン
に
は
チ

ロ
イ
ン
の
素
質
が
あ
る
よ
う
だ

し
か
し
こ
れ
だ
け
じ

戦
え
な
い
ね
や

ぱ
り
こ
れ
は
前
に
仲
間
が
い
て
こ
そ

く
銃
だ
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ね 
フ
カ
次
郎
は
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

を

ら

ら
さ
せ
な
が
ら
そ
う
言
い

 
レ
ン
は
思
わ
ず
驚
い
た
顔
で
フ
カ
次
郎
の
顔
を
見
た

ん
何

私
の
顔
に
何
か
つ
い
て
る

そ
れ
と
も
私
が
欲
し
く
な

た

レ
ン
の
え

ち

ど
う
し
て
そ
う
な
る
の

フ
カ
の
的
確
な
分

に
ち

と
驚
い
た
だ
け
だ

て
ば

ふ
ふ
ん

も

と
褒
め
て
く
れ
た
ま
え

こ
う
見
え
て

戦
歴
は
⻑
い
の
だ
よ

う
ん

素
直
に
凄
い
と
思
う

お
お
う

レ
ン
が
デ
レ
た

デ
レ
て
な
い
か
ら

と

と
こ
ろ
で
さ

 
今
の
を
見
て
て

し
て
み
た
く
な

た
戦
法
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ほ
う

こ
う
か

え

と
ね

て

や
ば
い

そ
ろ
そ
ろ
参
加

し
込
み
の
締
め
切
り
時
間
だ

 
フ
カ

の
友
達
の

録
を
お
願
い

お

と

も
う
そ
ん
な
時
間
か

あ
い
よ

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

レ
ン
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
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四
人
目
の

に
キ
リ
ト
と
名
前
を
書
く
と

レ
ン
の
顔
を
見
た

チ

ム
名
は
ど
う
す
る
の

あ

忘
れ
て
た

え

と

師
匠
の

レ
ン
の

フ
カ
次
郎
の

フ
カ
の
友
達

は
そ
の
法

だ
と

だ
ね

そ
れ
じ

あ
Ｙ
Ｋ
Ｌ
Ｆ

い
や

う

ん

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
で
し

ど
う
考
え
て
も

そ
の
心
は

レ
ン
フ
カ
空
気

め

あ
は
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

そ

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で

了
解

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

そ
の
ま
ま

し
込
み
を
完
了
さ
せ
た

オ

ケ

オ

ケ

こ
れ
で
良
し

良
か

た
良
か

た

そ
れ
で
思
い
つ
い
た
戦
法
な
ん
だ
け
ど

 
レ
ン
は
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
に
と
あ
る
提
案
を
し
フ
カ
次
郎
は
そ
の
提
案
を
直
ぐ
に
受
け
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入
れ
た

い
い
ね

や
ろ
う
や
ろ
う

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
し
ば
ら
く
そ
の
場
に

ま
り

し

か
り
と
連

を
確
認
し
た
後
に
街
に

た
外
で
や
れ
る
事
は
全
部
や
れ
た
か
な

多
分
ね

後
は
当
日
の
フ

ル
ド
が
ど
う
な

て
る
か
だ
け
ど

残
り
の
う
ち

今
出
来
る
事
は
全
部
や

て
お
こ
う

了
解

 
そ
し
て
二
人
は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ス
を

り
飲
み
物
と
食
べ
物
を
注
文
し
な
が
ら
相
談
を
は

じ
め
た

 
キ
リ
ト
を
出
す
と
か
空
気

め
よ

と
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第
５
６
８
話
 
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

ま
さ
か
あ
の
シ

ナ
が

君
み
た
い
な
若
者
だ

た
と
は
な

ま
だ
子

じ

な
い
か

俺
は
こ
れ
で
も
成
人
し
て
る
ん
だ
が

ま
あ
日
本
人
は
若
く
見
え
る

て
言
う
か
ら
な

 
間
違
え
て
も
仕
方
な
い
な

お

さ
ん

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
当
然
八
幡
の
デ

タ
は
入
手
し

目
を
通
し
て
い
る
は
ず
な
の
で

 
こ
れ
は

に

口
も
し
く
は
初

の
ジ

ブ
の
よ
う
な
物
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
対
し

八
幡
は

ま
れ
口
で
返
事
を
し

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
ふ
ふ
ん
と

で
笑

た

ま
あ
九
人
も
女
性
を
囲

て
る
ん
だ

若
く
見
え
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
な

い
や
囲

て
ね
え
か
ら

 
八
幡
は

に
そ
う
答
え

直
後
に

大
に

打
ち
し
た

 
こ
の
や
り
取
り
は

ど
う
や
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
勝
ち
の
よ
う
で
あ
る

チ

言

て
お
く
が

俺
は
負
け
た
と
は
思

て
な
い
か
ら
な

そ
れ
は
今
の
会
話
の
事
か

そ
れ
と
も
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
事
か

さ
て

ど

ち
だ
ろ
う
な
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八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

フ
ン

と

を
鳴
ら
し
た

あ
の
時
は

い
や
終
わ

た
事
は
も
う
い
い
か
今
回
は
助
け
ら
れ
た
な
あ
り
が
と
う

い
や
い
や

お
前
し

か
り
と
反
応
し
て
た
じ

ね
え
か
よ

そ
れ
で
も
助
け
ら
れ
た
事
に
は
変
わ
り
な
い
だ
ろ
う

い
い
動
き
だ

た

お
褒
め
い
た
だ
い
て
恐

だ
が

あ
ん
な
動
き

一

し
か
出
来
な
い

て

 
俺
は
所

素
人
だ
か
ら
な

今
も
ほ
ら

足
が
ガ
ク
ガ
ク
だ

そ
う
言
い
な
が
ら
し

か
り
立

て
い
る
よ
う
だ
が

か

こ
悪
い
と
こ
ろ
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
無
理
し
て
る
だ
け
だ

て

そ
う
か

無
理
を
さ
せ
て
し
ま

て
す
ま
な
い
な

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を
信
じ
た
の
か

素
直
に
そ
う
言

た

 
実

こ
の
時
八
幡
の
足
は
少
し

ぎ
み
で
あ

た

急
制
動
を
か
け
た
の
が

い
て
い
る

の
だ
ろ
う

 
だ
が
八
幡
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
前
で
は
死
ん
で
も

音
は

く
ま
い
と
虚
勢
を
張

て
い
る

の
だ

た

し
か
し
護
衛
対
象
に
助
け
ら
れ
る
と
は
俺
も
ヤ
キ
が
回

た
も
ん
だ
な
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貸
し
だ
か
ら
な

貸
し

貸
し
か

面
白
い

で

そ
の
貸
し
は
ど
う
や

て
返
せ
ば
い
い

そ
ん
な
の
は
自
分
で
考
え
ろ
ち
な
み
に
俺
は
第
四
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
は
エ
ン
ト
リ

す
る
つ
も

り
だほ

う

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
そ
の
言
葉
に
目
を

め
た

前
回
の
大
会
の
時
は

仕
事
が
入

て
い
た
上
に

 
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
接
続
が

断
さ
れ
て
い
た
か
ら
参
加
出
来
な
か

た
が

ふ
む

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
少
し
考
え
た
後
に

八
幡
に
こ
う
言

た

確
約
は
出
来
な
い
が

仕
事
が
入

て
い
な
か

た
ら
必
ず
参
加
す
る
と

約
束
し
よ
う

 
今
は
こ
の
く
ら
い
が
精
一

だ
が
そ
れ
で
い
い
か

ま
あ
仕
事
じ

仕
方
な
い

十
分
だ

し
か
し
こ
れ
は

り
を
返
す
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か

本
人
同
士
が
そ
う
思

て
る
な
ら

そ
う
な
る
ん
じ

な
い
か

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い
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今
度
は
絶
対
負
け
ね
え

今
度
も
絶
対
に
負
け
ん

 
そ
し
て
二
人
は
不
敵
に
笑
い
合
い

自
分
達
の
部
屋
に

ろ
う
と
し
た

 
だ
が

り
向
い
た
八
幡
の
目
の
前
に
黒
い
マ
ス
ク
を
被

た

兵
が
一
人
立
ち
は
だ
か

て
い
た

う
お

お
い
お
前

お
前
が
シ

ナ
な
の
か

 
い
き
な
り
そ
の
壁
か
ら
そ
ん
な
言
葉
が

こ
え
た

八
幡
は
ぎ

と
し
た

 
背
後
に
誰
か
い
る
気
配
は
感
じ
て
い
た

驚
い
た
と
い
う

で
は
な
い

 
八
幡
が
ぎ

と
し
た
の
は

自
分
よ
り
も
背
の
高
い
そ
の

兵
が

 
そ
の
声
で
女
性
だ
と
気
付
い
た
か
ら
だ

た

何
だ

気
付
い
て
た
ん
だ
ろ

何
故
驚
く

い
や

あ
ん
た
が
女
性
だ

て
い
う
の
は
さ
す
が
に
分
か
ら
な
か

た
か
ら

少
し
驚
い
た

ん

あ
あ

そ
う
か

 
そ
の
女
性
は
そ
う
言

て
マ
ス
ク
を
と

た
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そ
の
顔
は
ど
こ
か
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
似
た
顔
を
し
て
い
る
プ
ラ
チ
ナ
ブ
ロ
ン
ド
の
美
人
だ

た

あ
ん
た

そ
の
顔

俺
の
顔
に
何
か
つ
い
て
る
か

あ

い
や

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

チ
ラ
リ
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
方
を
見
た

そ
い
つ
は
俺
の
妹
だ

や

ぱ
り
か
よ

レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

だ

宜
し
く
な

少
年

お

お
う

宜
し
く

 
そ
う
言

て
レ
ヴ

カ
は
八
幡
に
手
を
差
し
出
し

二
人
は

手
を
交
わ
す
か
に
見
え
た

 
そ
の

間
に
八
幡
は
手
を
引
き

レ
ヴ

カ
は
驚
い
た
よ
う
な
顔
で
言

た

よ
く
分
か

た
な

何
だ
よ

や

ぱ
り
関

で
も

め
る
つ
も
り
だ

た
の
か

正
解
だ

お

い
ガ
ブ
リ
エ
ル

お
前
の
妹

手

が
悪
い
み
た
い
だ
ぞ
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者
で
す
ま
な
い
な

お
前

よ
く
そ
ん
な
日
本
語
を
知

て
る
な

 
八
幡
が
そ
う
言
い
な
が
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
方
に

り
向
い
た

間
に

 
レ
ヴ

カ
は
い
き
な
り
八
幡
の
首
に
手
を
回
し

自
分
の
胸
に
押
し
付
け
た

ふ
ふ
ん

捕
ま
え
た

お
い
こ
ら
や
め
ろ

色
々

落
に
な
ら
な
い
か
ら

 
レ
ヴ

カ
は

兵
ら
し
く

そ
の
肉
体
は
引
き
締
ま

て
い
た
が

 
こ
う
い
う
時
の
お
約
束
通
り

と
て
も
グ
ラ
マ

な
体
型
を
し
て
い
た

お
い
ガ
ブ
リ
エ
ル

何
な
ん
だ
よ
こ
い
つ

答
え
は
簡

だ

レ
ヴ

カ
は

お
前
の
フ

ン
な
ん
だ
よ

はＢ
ｏ
Ｂ
で
俺
と

に
や
り
合

た
の
を
見
て
フ

ン
に
な

た
ら
し
い

そ
う
い
う
事
か

 
そ
し
て
レ
ヴ

カ
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

お
前
本
当
に
格
好
い
い
よ
な

あ
の
ゲ
ン
ペ
イ
ガ

セ
ン

と
か
い
う
の
に
は
し
び
れ
た
し
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他
に
も
色
々
活
躍
し
て
る
よ
な
い
や

ま
さ
か
こ
ん
な
所
で
会
え
る
な
ん
て
思
わ
な
か

た
そ
り

ど
う
も

て
か
と
り
あ
え
ず
離
せ

て

い
い
じ

ね
え
か
少
し
く
ら
い

る
も
ん
じ

な
い
だ
ろ

俺
の
理
性
が
ゴ
リ
ゴ
リ

て
く
ん
だ
よ

と
か
言

て

本
当
は
嬉
し
い
ん
だ
ろ

ほ
れ
ほ
れ

ガ

ガ
ブ
リ
エ
ル

何
と
か
し
て
く
れ

レ
ヴ

カ

そ
の
く
ら
い
に

 
そ
の
時
二
人
の
背
後
か
ら

八
幡
が
一
番
恐
れ
て
い
た
声
が

こ
え
た

八
幡
君

さ

き
か
ら
見
て
る
と

分
楽
し
そ
う
だ
け
ど

 
ま
さ
か
そ
の
子
の
胸
の
感
触
を
楽
し
ん
だ
り
は
し
て
な
い
か
な

か
な

待
て
明
日
奈

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
俺
は
楽
し
ん
だ
り
は
し
て
い
な
い

 
む
し
ろ
最
初
か
ら

離
せ
と
連
呼
し
て
い
る
く
ら
い
だ

ん

誰
だ
お
前

 
レ
ヴ

カ
は
そ
の
声
を

き

や

と
八
幡
を
開
放
し

り
向
い
た
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そ
の

に
い
き
な
り
棒

の
物
が
突
き
つ
け
ら
れ

レ
ヴ

カ
は

に
は
反
応
出
来
ず

ま

た

 
よ
く
見
る
と
そ
れ
は
た
だ
の

で
あ
り

別
に
危
険
で
も
何
で
も
な
い
物
だ

た
の
だ
が

 
レ
ヴ

カ
は
そ
の

が
白
刃
に
見
え

思
わ
ず
懐
に
手
を
入
れ
た

 
だ
が
明
日
奈
は
そ
の
手
を

で
突
き

懐
の
銃
を
抜
か
せ
な
か

た

そ
ん
な
物
を
出
し
た
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
さ
ん
に

ら
れ
る
よ

ち

何
な
ん
だ
よ
お
前
は

私

私
は

 
そ
し
て
明
日
奈
は
満
面
の
笑
み
で
レ
ヴ

カ
に
言

た

彼
の
婚
約
者
に
し
て

遠
の
パ

ト
ナ

で
あ
る
結
城
明
日
奈
だ
よ

 
そ
の
言
葉
が

に

み
入

た
と
こ
ろ
で
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
レ
ヴ

カ
は
八
幡
と
雪
乃
を
交

に
見
た

 
そ
し
て
雪
乃
が

て
て
目
を
背
け
八
幡
が
ま

た
く
動
じ
な
い
の
を
見
て
事
情
を
察
し
た
の

か 
二
人
は
生

か
い
目
で
八
幡
の
方
を
見
た
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お
い
お
前
ら

俺
を
そ
ん
な
目
で
見
る
な

い
や

あ

は

は

そ
う
い
う
事
だ

た
の
か

君
も
大
変
だ
な

だ
か
ら
俺
を
そ
う
い
う
目
で
見
る
な

あ
あ

そ
れ
じ

あ
も
し
か
し
て

あ
ん
た
が
シ
ズ
カ
な
の
か

う
ん

そ
う
だ
よ

 
シ

ナ
の
フ

ン
を
自
称
す
る
レ
ヴ

カ
は
物
知
り
顔
で
そ
う
言
い
明
日
奈
も
そ
れ
を

定
し
た

な
ん
だ

て

き
り
あ

ち
に
い
る
の
が
シ
ズ
カ
だ
と
思

て
た

 
だ

て
ど
う
見
て
も
あ

ち
の
方
が
シ
ズ
カ

い
だ
ろ

あ

う
ん

そ
れ
は
確
か
に
ね

ち
な
み
に
雪
乃
は
ニ

ン
ゴ
ロ

だ
か
ら

え
 
そ
う

い
た
レ
ヴ

カ
は
光
の
速
さ
で
雪
乃
の
と
こ
ろ
に
行
き
じ
ろ
じ
ろ
と
そ
の
顔
を

き
込
ん
だ

ま

ま
じ
か
よ

あ
ん
た

本
当
に
あ
の
ニ

ン
ゴ
ロ

な
の
か

う

そ

そ
の
通
り
だ

ど
う
だ
驚
い
た
か

あ
は
は
は
は
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雪
乃
は
開
き
直

た
よ
う
に
微

に
先
生
が
混
じ

た
口
調
で
そ
う
言
い

 
レ
ヴ

カ
は
そ
ん
な
雪
乃
の
胸
を
見
な
が
ら
言

た

そ
れ
に
し
ち

こ

ち
は

分

し

失

な

ど
こ
を
見
な
が
ら
言

て
い
る
の
だ

お
う

悪
い
悪
い

あ
ま
り
の
ギ

プ
に
つ
い

な

レ
ヴ

カ

そ
の
く
ら
い
に

お
う

す
ま
ん
兄
貴

も
う
お
ふ
ざ
け
は
こ
の
く
ら
い
に
す
る
よ

 
レ
ヴ

カ
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
そ
う
言
わ
れ
大
人
し
く
八
幡
の
所
に

り
開
口
一
番
に
こ

う
言

た

う
し
兄
貴

俺
は
目
的
地
に
着
く
ま
で
こ
の
連
中
と
行
動
を
共
に
す
る

い
い
だ
ろ

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
八
幡
の
方
を
見
八
幡
は
仕
方
な
い
と
い
う
風
に
そ
れ
に

い
たお

許
し
が
出
た
ぞ

レ
ヴ

カ

難
て
え

う
し

シ
ズ
カ

ニ

ン
ゴ
ロ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
話
を
色
々

か
せ
て
く
れ
よ
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あ

う

う
ん

仕
方
な
い

付
き
合

て
や
る
か

 
そ
し
て
去

て
い
く
三
人
の
方
を
見
な
が
ら

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
八
幡
に
言

た

悪
い
な

あ
い
つ
は
ち

と
感
情
を
ス
ト
レ

ト
に
出
し
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ

て
な

い
や
ま
あ
あ
い
つ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で
い
い
友
人
が
出
来
た
と
思
え
ば
ま

た
く
問
題
な
い

職
業

今
後
敵
対
す
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら

あ
ま
り

奨
は
出
来
な
い
ん
だ
が
な

そ
の
時
は
お
前
だ
け
敵
対
し
て
く
れ
あ
い
つ
ら
が
殺
し
合
い
を
す
る
場
面
な
ん
ざ
見
た
く
な

い
だ
ろ

ま
あ
な

 
そ
し
て
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
八
幡
は
今
後
の
予
定
を
話
し
た
上
で
こ
の
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
へ

と

た

 
だ
が
八
幡
は
忘
れ
て
い
た

こ
れ
か
ら
自
分
が

十
人
の
女
性
に
囲
ま
れ
て

 
男
一
人
で

な
い
と
い
け
な
い
事
を

 
ジ

ン
ケ
ン

ポ
ン
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あ
い
こ
で
し

お
前
ら

何
ジ

ン
ケ
ン
な
ん
か
し
て
ん
の

決
ま

て
る
じ

な
い

誰
が
八
幡
君
の
隣
で

る
か
の
勝
負
だ
よ

片
方
は
明
日
奈
で
決
ま
り
だ
か
ら

も
う
片
方
を
ね

つ

か
何
で
レ
ヴ

カ
ま
で
参
加
し
て
る
ん
だ
よ

 
そ
の
勝
負
が
決
着
し
た
後
も

方
向

足
方
向
の
場
所
決
め
勝
負
が
行
わ
れ

 
八
幡
は
勝
負
に
不
参
加
の
紅
莉
栖
と
共
に
体
育
座
り
で
そ
の
光
景
を

め
て
い
る
事
し
か
出

来
な
か

た

俺
は

く

た
い
ん
だ
が

我
慢
し
な
さ
い

私
だ

て
我
慢
し
て
る
ん
だ
か
ら

お

お
う

何
か
悪
い
な

も
う
慣
れ
た
わ

そ
う
言
え
ば
先
輩

何
事
も
な
く
無
事
に
教

の
所
に
着
い
た

て
よ

そ
う
か

そ
れ
は

報
だ
な

い
よ
い
よ
明
日
か

え
え

明
日
ね

 
こ
う
し
て
八
幡
は

明
日
の
午
前
中
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

い
主
に
会

た
後
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つ
い
に
レ
ス
キ
ネ
ン
教

と
対
面
す
る



 第５６９話 ほんのちょっとの我慢だから

 
第
５
６
９
話
 
ほ
ん
の
ち

と
の
我
慢
だ
か
ら

お

う

調
子
は
ど
う
だ

準
備
は
整

た
か

師
匠

ヤ
ミ
ヤ
ミ

お
帰
り

 
二
人
が
二
人
で
の
連

を
色
々
と
話
し
合

て
い
る
と
そ
こ
に
闇
風
が
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

て
き
た

 
ど
う
や
ら
用
事
が

め
に
終
わ

た
ら
し
い

で

フ
カ
の
ス
タ
イ
ル
は
ど
う
な

た
ん
だ

う
ん

結
局
こ
れ
に
し
た

 
フ
カ
次
郎
は
そ
う
言

て

グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

を
二
丁

え
た

え
ま
じ
か
結
局
そ
う
な

た
の
か
と
い
う
か
よ
く
同
じ
の
が
も
う
一
丁
あ

た
な

 
そ
う
思

た
の
も
束
の
間

続
け
て
フ
カ
次
郎
が

 
ド
ン
ド
ン
と
グ
レ
ネ

ド
の

を

み
上
げ
て
い
く
に
連
れ
闇
風
の

は
徐
々
に
引
き

つ
り
始
め
た
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よ
く
見
る
と
装
備
も
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
装
備
だ
し
こ
れ
全
部
で
い
く
ら
か
か

た
ん

だ
レ
ン

い
く
ら

き

九

八
十
万

 
そ
の

違
い
の
金

は

さ
す
が
の
闇
風
も
予
想
し
て
い
な
か

た
よ
う
だ

ま
じ
か
よ

と
い
う
か
レ
ン

な
ん
で
お
前

そ
ん
な
に
金
持
ち
な
ん
だ

あ

師
匠

そ
れ
は
で
す
ね

だ

り
ん
が
い
る
か
ら
資
金

だ
よ
ね

レ
ン

だ

だ

り
ん

 
闇
風
は
意
味
が
分
か
ら
ず
き

と
ん
と
し
た

あ
の

師
匠

こ
れ
は
シ

ナ
に
も
ら

た
お
金
で
す

シ

ナ
に

あ
あ

そ
れ
な
ら
納
得
だ

 
闇
風
も
か
な
り
所
持
金
は
多
い
方
だ
が
さ
す
が
に
シ

ナ
と
比
べ
る
と
決
し
て
多
い
と
は

言
え
な
い

 
も
ち
ろ
ん
平

よ
り
は
遥
か
に
多
い
の
は
間
違
い
な
の
だ
が
今
回
は
比

対
象
が
悪
す
ぎ
た
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で

フ
カ
は
シ

ナ
を
だ

り
ん
扱
い
し
て

そ
れ
を
全
部
使
い
切

た
と

は

は
い

こ
れ
を
シ

ナ
が
知

た
ら
血
の

が
降
る
か
も
し
れ
な
い
な

で
す
ね

シ

ナ
は
フ
カ
に
は
結

容

な
い
で
す
か
ら

ん

何
か
言

た

い
や
い
や

何
で
も
な
い

強
く
生
き
ろ

そ
う
そ
う
フ
カ

何
で
も
な
い
よ

頑
張

て

お
う
よ

任
せ
て
お
け

 
そ
う
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
て
気
合
い
を
入
れ
る
フ
カ
次
郎
を
見
て

 
二
人
は
何
と
も
い
え
な
い
気
分
に
な

た
が
と
に
か
く
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
は
間
違

い
な
い

 
二
人
も
気
を
取
り
直
し

そ
し
て
闇
風
が

持

て
き
た
情
報
を
披
露
す
る
と
言
い
出
し
た

師
匠

情
報
収
集
し
て
く
れ
た
ん
で
す
か

お
う
合
コ
ン
に
向
か
う
友
達
を

刻
さ
せ
て
や
ろ
う
と
思

て
捕
ま
え
て
な
話
を

い
て

き
た
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師
匠

私

に
し
か

こ
え
ま
せ
ん

ヤ
ミ
ヤ
ミ
⻤
畜

何
と
で
も
言
え

俺
を
誘

て
く
れ
な
か

た
あ
い
つ
が
悪
い

 
闇
風
は
そ
う
言
う
と

二
人
に
今
回
の
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
に
参
加
予
定
の

 

力
チ

ム
の
情
報
を
語
り
始
め
た

先
ず
最

力
と
さ
れ
て
い
る
の
は

俺
達
ら
し
い

お
お

さ

す
が
私
達

最

力
候
補

あ

と
い

て
も
私
は
こ

ち
じ

無
名
か

 
そ
の
フ
カ
次
郎
の
言
葉
に

闇
風
は
ち

ち

ち
と
指
を
立
て
な
が
ら
言

た

い
や
そ
れ
が
そ
う
で
も
な
い
フ
カ
次
郎
な
ん
て
名
前
は
滅
多
に
あ
る
名
前
じ

な
い
か
ら

 
お
前
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ
カ
次
郎
じ

な
い
か
と
い
う
噂
は
す
で
に
広
が

て
い
る
よ
う
だ

そ

そ
う
な
の

お
う

な
の
で
そ
れ
も
加
味
し
て
の
評
価
だ
な

多
分

お
お

私

て
ば
そ
ん
な
に

名
人
だ

た
ん
だ

お
前
が
じ

な
い

ヴ

ル
ハ
ラ
が
だ
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実

は
キ
リ
ト
の
名
前
が
メ
ン
バ

表
に
あ
る
か
ら
な
の
だ
が

 
闇
風
は
そ
の
事
は
知
ら
ず

薄
塩
た
ら
こ
に
フ
カ
次
郎
の
事
だ
け
を
告
げ
た

 
そ
の
せ
い
で
薄
塩
た
ら
こ
も
あ
え
て
キ
リ
ト
の
事
に
は
触
れ
ず
フ
カ
次
郎
の
話
だ
け
を
し

た 
闇
風
は
そ
れ
が
キ
リ
ト
の
ネ

ム
バ
リ

に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
事
は
気
付
い
て
い
な
い

 
な
の
で
闇
風
は

フ
カ
次
郎
が
調
子
に
乗
ら
な
い
よ
う
に

を

す
と

 
続
け
て
色
々
な
チ

ム
の
名
前
を
上
げ
は
じ
め
た

次
は
ピ
ト
フ

イ
の
チ

ム

Ｐ
Ｍ
４
だ
な

 
ピ
ト
フ

イ
と
エ
ム

そ
れ
に
正
体
不
明
の
謎
の
四
人
組
の
チ

ム
だ

師
匠
は
正
体
を
知

て
る

に

そ

そ
の
方
が
面
白
い
だ
ろ
う
が

そ
れ
に
俺
も
ギ
ン
ロ
ウ
以
外
は
誰
な
の
か
知
ら
な
い
か

ら
な

 
闇
風
は
言
い

が
ま
し
く
そ
う
言

た

あ
と
は
前
回
レ
ン
も
戦

た
と
思
う
が
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
そ
し
て
今

り
出
し
中
の
チ

ム
Ｓ

Ｎ
Ｃ
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Ｓ

Ｎ
Ｃ

い
た
事
な
い
名
前
で
す
ね

お
前
に
と

て
は
そ
う
か
も
な

Ｓ

Ｎ
Ｃ

て
の
は

い
か
つ

 
い
や

ち

と
体
格
の
い
い
女
性
五
人
組
の
チ

ム
で

 
ま
あ
何
と
い
う
か

シ

ナ
の
お
小

み
た
い
な
奴

だ

えそ
ん
な
人
達
が
い
た
ん
だ

 
そ
し
て
闇
風
は

伝
え

い
た
シ

ナ
と
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
出
会
い
に
つ
い
て
語

た

う
わ

シ

ナ

容

な
さ
す
ぎ

だ

り
ん

て
意
外
と
そ
う
い
う
ト
コ
あ
る
よ
ね

 
そ
こ
ま
で
で
は
な
い
が

同
じ
よ
う
に
叩
か
れ
て
成
⻑
し
て
き
た
フ
カ
次
郎
は

 
感

深
げ
に
そ
う
言

た

ま
あ
そ
れ
を

み
に
思
う
事
な
く
シ

ナ
に
く

つ
い
て
る
よ
う
な
奴

だ

 
シ

ナ
に
対
す
る

心
は
高
い

前
回
大
会
の
時
は
用
事
が
あ

て
参
加
出
来
な
か

た

よ
う
だ
が

 
そ
の
分
今
回
の
大
会
に
か
け
る
意
気
込
み
も
高
い
よ
う
だ
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そ
し
て
何
よ
り

あ
い
つ
ら
は
ど
う
や
ら
レ
ン

お
前
の
首
を
狙

て
る
よ
う
だ
な

え

会

た
事
も
な
い
の
に
何
で
で
す
か

首
を
洗

て
待

て
ろ

態
で
す
か

レ
ン

大
人
気
だ
な

友
達
と
し
て

が
高
い
ぞ

そ
ん
な
人
気
欲
し
く
な
い
か
ら

 
レ
ン
は
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
に
抗
議
し
た

前
回
シ

ナ
の
役
に
た
て
な
か

た
の
が

本
当
に
悔
し
か

た
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
の
分
シ

ナ
の
役
に
た
ち
ま
く

て
し
ま

た
お
前
に
対
し
て
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
あ
る
ん

だ
ろ
う

と
い
う
か

そ
も
そ
も
私
の
問
題
だ

た
か
ら

お
前
の
主
観
は
そ
う
だ
ろ
う
が

他
の
奴
に
は
そ
ん
な
事
は
分
か
ら
な
い
か
ら
な

あ
あ
も
う

私
は
ピ
ト
さ
ん
を
倒
し
た
い
だ
け
な
の
に

仕
方
な
い
だ
ろ

デ

フ

ン
デ

ン
グ
チ

ン
ピ
オ
ン
と
し
て
受
け
て
立
て

 
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
仕
方
な
い
か
ら
あ
い
つ
ら
は
俺
と
も
う
一
人
の
参
加
予
定
の
奴
で

え
て
や
る

 
お
い
フ
カ

お
前
の
知
り
合
い

は

あ
る

度
信
頼
し
て
い
い
ん
だ
よ
な
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あ

う
ん

そ
れ
は
大
丈
夫

と
い
う
か
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
者
な
ん
だ
け
ど

 
フ
カ
次
郎
は
そ
う
思
い
つ
つ
も

 
サ
プ
ラ
イ
ズ
の

に
奥
⻭
に
物
の
つ
ま

た
よ
う
な
言
い
方
し
か
出
来
な
か

た

そ
れ
な
ら
問
題
な
い

あ
い
つ
ら
は

俺
が
や
る

お

お
願
い
し
ま
す

師
匠

お
う

任
せ
て
お
け

で
も
そ
う
な
る
と
ピ
ト
達
六
人
の
相
手
を

 
お
前
達
二
人
で
し
な
い
と
い
け
な
い
可
能
性
が
高
い
ん
だ
が

大
丈
夫
か

死
ぬ
気
で
や
り
ま
す

絶
対
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
名
に

を

ら
な
い
よ
う
に
す
る
つ
も
り

そ
う
か

な
ら
い
い

 
闇
風
は
そ
の
二
人
の
意
気
込
み
を

い

そ
れ
以
上
は
何
も
言
わ
な
か

た

ま
あ
可
能
な
ら
俺
達
も

Ｓ

Ｎ
Ｃ
だ
け
じ

な
く
他
の
奴
も

え
る
つ
も
り
だ
か
ら

 
二
人
だ
け
で
立
ち
向
か
う
事
に
な
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
な

あ

そ
れ
い
い
で
す
ね

と
い
う

で
師
匠

他
の
奴
ら
は
全
員
殺

ち

て
下
さ
い
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い
え

い

ヤ
ミ
ヤ
ミ
最
強

ヤ
ミ
ヤ
ミ
ジ

ノ
サ
イ
ド

お

い

い
え

い

俺
様
最
強

俺
様
ジ

ノ
サ
イ
ド

 
調
子
に
乗

た
フ
カ
次
郎
に
そ
う
言
わ
れ
闇
風
は
フ
カ
次
郎
に
合
わ
せ
ハ
イ
タ

チ
を
し

た 
し
か
し
そ
れ
は
ま
る
で
闇
風
が
ジ

ノ
サ
イ
ド
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な

き
を

て
お
り

 
微

に
フ
ラ
グ

い
セ
リ
フ
で
も
あ
る

そ
し
て
直
後
に
闇
風
は
我
に
返
り

て
て
こ
う

突

込
ん
だ

て
違
う

さ

き
は
ち

と
格
好
い
い
感
じ
で
意
欲
満
々
だ

た
の
に

 
い
き
な
り
俺
達
に
頼
る
よ
う
な
事
を
言
う
ん
じ

ね
え

え

で
も
そ
の
方
が
楽
だ
し

目
的
達
成
が
最
優
先
だ
し

レ
ン

お
前
な

ガ
キ
か

 
そ
の
言
葉
に
レ
ン
は

ぱ

と
顔
を

か
せ
た

は
い
師
匠

私

小
さ
な
ガ
キ
な
ん
で
す

何
故
そ
こ
で
喜
ぶ

 
事
情
を
知
る
フ
カ
次
郎
は

そ
の
や
り
取
り
に
突

込
み
た
く
て
う
ず
う
ず
し
て
い
た
が
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レ
ン
の
気
持
ち
も
分
か
る
の
で

そ
こ
は
空
気
を

ん
で
何
も
言
わ
な
い
事
に
し
た

他
に
も

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
と
か
前
回
の
大
会
に
参
加
し
て
た
奴
ら
が
ほ
と
ん
ど
出
場
し
て
く
る
か

ら 
雑

に
足
を

わ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
ん
だ
ぞ

は
い

お
う
よ

狙
う
は
優
勝

そ
れ
が
無
理
で
も
絶
対
に
そ
の
ピ
ト
さ
ん

て
人
は
倒
す

お
 
こ
う
し
て
三
人
は

高
い
士
気
の
ま
ま
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
当
日
を
迎
え
る
事
と
な
る

  
一
方
そ
の

八
幡
は
女
性
達
に
囲
ま
れ
て
し
ま
い
今
夜
は
本
当
に

れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
悩

ん
で
い
た

 
八
幡
の

に
は
明
日
奈
が
お
り

に
は
ジ

ン
ケ
ン
大
会
で
一

に
な

た
陽
乃
が
い
る

 

方
向
に
は

乃
が

取
り
足
元
に
は
レ
ヴ

カ
が
座
り
こ
み
八
幡
は
完
全
に
包
囲
さ

れ
て
い
た

な

俺

は
し

こ
の
方
が
よ
く

れ
る
ん
だ
け
ど
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何
言

て
る
の

私
の
勝
利
を
無
に
す
る
つ
も
り

で
す
よ
ね

 
八
幡
の
そ
の
主
張
は

陽
乃
に
よ

て
即

下
さ
れ
た

 
ち
な
み
に
負
け
組
は

を
操
作
し
て
い
る
ア
ル
ゴ
の

り
に
集
ま
り

 
何
か
話
し
合

て
い
る
よ
う
だ

た

実
に

い

大
丈
夫
大
丈
夫
ほ
ら
こ
の
メ
ン
バ

て
⺟
性
の
大
き
な
人
が
集
ま

て
る
じ

な
い

 
だ
か
ら
八
幡
君
も

き

と
安
眠
出
来
る
ん
じ

な
い
か
な

⺟
性

あ

 

り
返
し
て
言
う
が

今
八
幡
を
囲
ん
で
い
る
の
は

⺟
性
の
大
き
な
三
人
で
あ
る

 
そ
れ
は
胸
の
大
き
さ
に
比

し
て
い
る
と

乃
は
言
い
た
い
よ
う
だ

 
そ
う
察
し
た
八
幡
は

乃
の
格
好
を
見
な
が
ら
抗
議
し
た

言
い
た
い
事
は
何
と
な
く
分
か
り
ま
す
が

 
と
り
あ
え
ず

乃
さ
ん
は
も
う
少
し
胸
の

り
を
何
と
か
し
て
下
さ
い

 
そ
れ
は
さ
す
が
に
開
放
し
す
ぎ
で
す

え

だ

て

い
ん
だ
も
ん
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い
い
か
ら
胸
を

せ
つ

て
ん
だ
よ

俺
が
困
る
ん
だ
よ

 
そ
の

間
に
八
幡
の

が
ミ
シ
リ
と
音
を
立
て
た

そ
の

を
明
日
奈
が
笑
顔
の
ま
ま
掴

ん
で
い
た

八
幡
君

何
が
困
る
の
か
な

か
な

 
八
幡
君
は
ず

と
こ

ち
を
向
い
て

て
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

か
な

る
通
り
で
す

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
八
幡
は

の

み
に

え
つ
つ

正
座
で
明
日
奈
に
そ
う

を
下
げ
た

 
そ
し
て
明
日
奈
の
方
を
向
い
た
ま
ま
八
幡
が

を
上
げ
た

間
に

 
八
幡
の
後

部
が
柔
ら
か
い
物
に
包
ま
れ
上
半
身
が
背
後
か
ら
回
さ
れ
た
手
で

束
さ
れ
た

油
断
大
敵

て
こ
の
事
よ
ね

 
八
幡
の

を
胸
で
キ

チ
し
な
が
ら
陽
乃
は
そ
う
言
い
さ
す
が
の
明
日
奈
も
目
付
き
を

く
し
た

 
そ
し
て
八
幡
も
そ
ん
な
空
気
を
感
じ

即
座
に
陽
乃
に
こ
う
言

た

お
い
馬

姉

そ
の

肉
を
ど
け
ろ

え

せ

か
く
明
日
奈
ち

ん
に
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と

て
お
き
の
胸
を
大
き
く
す
る
方
法
を
教
え
よ
う
と
思

た
の
に

 
そ
の

間
に
明
日
奈
は
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
に
な
り

一
部
の
女
子
達
が

 
こ
ち
ら
の
言
葉
を
一
言
も

き

ら
す
ま
い
と

神

を

ら
せ
る
気
配
が
し
た

明
日
奈

騙
さ
れ
る
な

そ
れ
よ
り
も

く
こ
の

肉
を
ど
け
さ
せ
て
く
れ

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
は

し
た
様
子
を
見
せ

口
を
ぱ
く
ぱ
く
さ
せ
始
め
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
八
幡
の
顔
色
を

う
よ
う
に
こ
う
言

た

は
八
幡
君
と
り
あ
え
ず
言

て
も
ら

て
み
て
か
ら
判
断
す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
の
言
葉
に
一
部
の
女
子
達
は

う
ん
う
ん
と

い
た

い
や
い
や
ど
う
せ
俺
に

ん
で
も
ら
え
と
か
そ
れ
に
似
た
よ
う
な
事
を
言
う
に
決
ま

て

る 
こ
の
馬

姉
の
考
え
る
事
な
ん
て
所

そ
ん
な
も
ん
だ

 
八
幡
が
そ
う
言
い
返
す
と

一
部
の
女
子
達
か
ら
脱
力
し
た
よ
う
な
空
気
が
伝
わ

て
き
た

 
確
か
に
そ
れ
な
ら

果
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

 

か
ら
言
わ
れ
て
き
た
事
で
あ
り

特
に
真
新
し
さ
が
あ
る
意
見
で
は
な
い
か
ら
だ
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違
う
わ
よ

 
だ
が
そ
の
八
幡
の
意
見
を

い
た
陽
乃
が

す
ぐ
に
そ
の
言
葉
を
否
定
し
た

 
明
日
奈
は
目
を
見
開
き

一
部
の
女
子
達
は

再
び
こ
ち
ら
に
注
意
を
向
け
始
め
た

 
こ
う
な

た
ら
と
り
あ
え
ず
言
わ
せ
て
み
な
い
と
収
ま
ら
な
い
と
思

た
八
幡
は
仕
方
な
く

こ
う
言

た

は

分
か

た
分
か

た

言
う
だ
け
言

て
み
て
も
い
い
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
俺
の

を
離
し
て
く
れ

明
日
奈
も
そ
れ
で
い
い
か

あ

う

う
ん

 
だ
が
陽
乃
は
そ
の
言
葉
を
も
否
定
し
た

目
よ

む
し
ろ
明
日
奈
ち

ん
も

前
か
ら
八
幡
君
に
胸
を
押
し
付
け
な
さ
い

 
そ
れ
が
胸
を
大
き
く
す
る
方
法
の
第
一

よ

えは
 
こ
れ
は
剣

な

況
に
な

て
き
た
な
と
思

た
八
幡
は

 
仕
方
な
く
力
ず
く
で
陽
乃
の
手
を
引
き

が
そ
う
と
し
た
が
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そ
の

間
に
陽
乃
は
八
幡
の

を

め

そ
の
手
は
ど
う
や

て
も
引
き

が
せ
な
か

た

くふ
ん

未

者
め

 
そ
の
光
景
を
見
た

間
今
ま
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
成
り
行
き
を
見
守

て
い
た
レ
ヴ

カ
が

 
目
を

か
せ
な
が
ら
陽
乃
に
言

た

お
い
お
い
何
だ
そ
れ

関

技
か

姐
さ
ん

後
で
俺
に
も
そ
の
や
り
方
を
教
え
て
く
れ
な

い
か別

に
い
い
わ
よ

二
つ
ほ
ど
お
願
い
を

い
て
く
れ
る
な
ら

二
つ

ど
ん
な

 
レ
ヴ

カ
は
身
を
乗
り
出
し
な
が
ら

あ

さ
り
と
陽
乃
に
そ
う
言

た

そ
う
ね

一
つ
私
達
が
日
本
に
帰

た
後
も
し
手
が
空
い
た
ら
そ
の
ま
ま
契
約
を

⻑

し
て

 
う
ち
の
社
に
八
幡
君
の
ボ
デ

ガ

ド
と
し
て
出
向
し
て
く
れ
な
い

え

マ
ジ
で
か
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さ
す
が
の
八
幡
も
そ
の
言
葉
に
驚
い
た
が

よ
く
考
え
る
と

 
少
な
く
と
も
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク
が

捕
さ
れ
る
ま
で
は
護
衛
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
な
お
し

 
特
に
そ
れ
以
上
そ
の
提
案
に
突

込
む
事
は
し
な
か

た

そ
れ
は
楽
し
そ
う
だ
な

兄
貴
と
相
談
に
な
る
が

オ

ケ

が
出
た
ら
別
に
い
い
ぞ

 
で

も
う
一
つ
の
お
願
い

て
の
は
何
だ

そ

ち
は
今
こ
こ
で
解
決
す
る
わ
八
幡
君
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
を
手
伝

て

そ
ん
な
事
で
い
い
の
か

お
安
い
御
用
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ヴ

カ
は
何
故
か
陽
乃
と
同
じ
よ
う
に
八
幡
の
顔
に
胸
を
押
し
付

け
たよ

し

契
約
成
立
で
い
い

兄
貴
次
第
だ
が

そ
れ
で
オ

ケ

だ

お

お
い
レ
ヴ

カ

何
で
そ
う
な
る

あ
あ
ん

捕

が
文

を
言
う
な

て
の

俺
は
捕

じ
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そ
う
言
い
か
け
た
八
幡
の
顔
に

今
度
は
明
日
奈
が
い
き
な
り
そ
の
胸
を
押
し
付
け

 
驚
い
た
八
幡
は

何
と
か
や
め
さ
せ
よ
う
と
口
を
開
こ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
れ
に
先
ん
じ
て

明
日
奈
は
八
幡
に
こ
う
言

た

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

で
も
私
の
勘
が
ど
う
し
て
も

く
の

 
こ
れ
か
ら
姉
さ
ん
が
言
う
事
を

か
な
く
ち

い
け
な
い

て

 
だ
か
ら
ほ
ん
の
ち

と

本
当
に
ほ
ん
の
ち

と
で
い
い
か
ら
我
慢
し
て

八
幡
君

あ

明
日
奈

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

ほ
ん
の
ち

と
の
我
慢
だ
か
ら

 
そ
の
光
景
を
見
た

乃
も

大
笑
い
し
な
が
ら
自
ら
の
胸
を
八
幡
の

に
押
し
付
け
た

あ
は
は
は
は

こ
れ
か
ら
何
が

こ
る
の

 
そ
れ
じ

あ
私
も

乗

と

さ
て

こ
こ
か
ら
ど
う
な
る
の
や
ら
だ
ね

 
さ
す
が
に
こ
の

況
を
見
て
見
ぬ
フ
リ
な
ど
出
来
な
い
の
か

 
他
の
者
達
も
全
員
八
幡
を
囲
む
よ
う
に
集
合
し
始
め

 
陽
乃
が
口
を
開
く
の
を
今
か
今
か
と
待
ち

え
て
い
た

 
そ
し
て
陽
乃
は

八
幡
の

元
に
口
を
寄
せ

こ
う
言

た
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八
幡
君

今
か
ら
私
が
言
う
セ
リ
フ
を
復

し
た
ら
解
放
し
て
あ
げ
る
わ

 
な
の
で
何
も
考
え
ず
に

気
持
ち
を
込
め
て
そ
の
言
葉
を
復

し
な
さ
い

わ

分
か

た

こ
の

況
か
ら
解
放
さ
れ
る
な
ら
言
う
通
り
に
す
る

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

他
に
選
択
肢
は
無
い
と
ば
か
り
に
こ
く
こ
く
と

い
た

そ
れ
じ

あ
い
く
わ
よ

俺
の
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第
５
７
０
話
 
雪
ノ
下
流
豊
胸
術

 
陽
乃
が

俺
の

と
言
い
か
け
た

間
に

 
そ
の
場
に
い
た
者
達
は
そ
れ
に
続
く
言
葉
は
何
だ
ろ
う
と
思
い
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん

だ 
そ
し
て
陽
乃
は

め
に

め
た
後

一
気
に
八
幡
の

元
で
こ
う
言

た

俺
の
子
を
産
ん
で
く
れ

愛
し
て
る

俺
の
子
を
産
ん
で
く
れ

愛
し
て
る

 
陽
乃
の
そ
の
言
葉
を

八
幡
は
何
も
考
え
ず
に
感
情
を
込
め
る
事
だ
け
を
考
え

復

し
た

 
そ
し
て
直
後
に
今
自
分
が
何
を
言
わ
さ
れ
た
の
か
理
解
し

愕
然
と
し
た
の
だ
が

 
そ
の

間
に
明
日
奈
が
後
ろ
に
パ
タ
リ
と
倒
れ
次
に

乃
が
ぶ
る

と

え
な
が
ら
後
ろ

に
倒
れ
た

 
続
け
て
レ
ヴ

カ
と
陽
乃
も
パ
タ
リ
と
後
ろ
に
倒
れ

八
幡
は
そ
れ
で
解
放
さ
れ
た

 
さ
れ
た
の
だ
が
八
幡
は
何
が

こ

た
の
か
分
か
ら
ず
倒
れ
て
い
る
四
人
を
見
て

か
ん

と
し
た
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い

今
何
が

こ

た

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た
の
だ
が

 
驚
い
た
事
に

遠
く
に
い
た
者
達
も
全
員
ひ

く
り
返

て
い
た

お

お
い

 
だ
が
誰
か
ら
も
返
事
は
無
い

困

た
八
幡
は

て
て
背
後
に
倒
れ
て
い
た
陽
乃
を

さ

ぶ

た
お
い
馬

姉

今
の
は
何
だ

一
体
何
が

こ

た

 
そ
れ
で
や

と
覚

し
た
の
か

陽
乃
は

を

り
な
が
ら
体
を

こ
し

 
他
の
者
達
も
徐
々
に
覚

し
始
め
た

は

八
幡
君

ど
う

言

た
通
り
で
し

え

何
が

胸
が
大
き
く
な
る

て

な

て
な
い
よ
な

 
八
幡
は
驚
き
な
が
ら
も
そ
う
言

た
が

 
上
半
身
を

こ
し
た
明
日
奈
が

驚
い
た
よ
う
な
声
で
そ
れ
に
反

し
た
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な

何
だ
か
確
か
に
胸
が
大
き
く
な

た
気
が
す
る

え

ま
じ
で

 
さ
す
が
の
八
幡
も

そ
の
言
葉
に
は
驚
い
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
他
の
者
達
も

口
々
に
同
じ
よ
う
な
事
を
叫
ん
だ

た

確
か
に
そ
ん
な
気
が
す
る

ま
さ
か

で
も
こ
の
感
触
は

ど
う
い
う
事
な
ん
だ

学
的
な
説
明
求
ム

姉
さ
ん

あ
な
た
は
一
体
何
を
し
た
の

 
そ
し
て
陽
乃
は
そ
の
雪
乃
の
問
い
か
け
に

上
気
し
た
顔
で
こ
う
答
え
た

⺟
性
本
能
が
仕
事
を
し
た
の
よ

⺟
性
本
能

と
い
う
か

女
性
ホ
ル
モ
ン
か
な

女
性
ホ
ル
モ
ン

 
言
わ
れ
た
事
を

り
返
す
事
し
か
出
来
な
い
一
同
に

陽
乃
は
説
明
を
始
め
た

ね

胸
が
大
き
く
な
る
時

て
ど
ん
な
時
だ
と
思
う
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か

彼
氏
に

ま
れ
た
時

そ
れ
も
あ
る
け
ど

も

と
物
理
的
に
ほ
ら

胸
が
大
き
く
な
る
時
が
あ
る
で
し

う

物
理
的
に

あ

も
し
か
し
て

し
た
時

正
解

 
陽
乃
は
そ
の
答
え
に

満
足
そ
う
に

い
た

そ
れ
と
今
の
現
象
と
ど
ん
な

あ

ま
さ
か

 
興
味
本

で
参
加
し
な
が
ら
も
確
か
に
自
分
の
胸
が
大
き
く
な

た
と
感
じ
た
ら
し
い
紅
莉

栖
が

 
何
か
に
気
が
付
い
た
の
か

そ
う
言

た

多
分
そ
の
ま
さ
か
よ

要
す
る
に
今
私
は

八
幡
君
の
セ
リ
フ
に
よ

て

 
み
ん
な
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
こ
う

覚
さ
せ
た
の
よ

 
愛
す
る
人
か
ら
子

を
産
む
事
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
れ
は
も
う
胸
を
大
き
く
す
る
し
か
な

い

て
で

で
も
私
は
別
に
八
幡
の
事
を
愛
し
て
る

じ

な
い
ん
で
す
け
ど

 
紅
莉
栖
の
そ
の
反

に

陽
乃
は
あ

さ
り
と
こ
う
答
え
た
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紅
莉
栖
ち

ん
の
場
合
は

直
接
彼
に
触
れ
て
い
た

じ

な
い
か
ら

 
多
分

内
で
別
の
人
の
声
に
変
換
さ
れ
た
ん
だ
と
思
う
わ

あ
な
た
が
愛
す
る
彼
の
声
に
ね

な

な

な

 
紅
莉
栖
は
何
か
に
思
い
当
た

た
の
か

ひ
ど
く
動

し
た
態
度
で
そ
う
言

た

ど
う
や
ら
心
当
た
り
が
あ

た
よ
う
ね

ま
あ
そ
ん
な

で

こ
れ
が
私
が
考
え
た

 
雪
ノ
下
流
豊
胸
術
よ

ど
う

確
か
に

果
が
あ

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
で
し

う

お
い
馬

姉

そ
れ

て
た
だ
の
プ
ラ
シ

ボ

果
じ

な
い
の
か

 
八
幡
は

静
に
そ
う
突

込
ん
だ
が

そ
の
セ
リ
フ
は
誰
も

い
て
い
な
か

た

 
こ
の
場
に
い
た
者
達
が
皆

確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
し
ま

た

で
あ
ろ
う

 
そ
し
て
八
幡
を
囲
む

が
じ
り
じ
り
と

ま
り

身
の
危
険
を
感
じ
た
八
幡
は

 
女
性

を
説
得
し
よ
う
と
必
死
で

を
回
転
さ
せ
始
め
た

 
そ
の
間
に
も
包
囲
の

は

ま
り

た
八
幡
は
何
と
か
ロ
ジ

ク
を
組
み
立
て
る
事
に

成
功
し
た

お

お
前
ら

連
続
で
や
る
と

果
が
薄
れ
る
ぞ

 
こ
う
い
う
の
は
続
け
て
何
度
も
や

て
し
ま
う
と
慣
れ
ち
ま

て

果
が
薄
く
な
る
ん
じ
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な
い
の
か

そ
う
ね

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
わ

 
そ
の
理
屈
に
は
一
理
あ
る
と
思

た
の
か

陽
乃
が
最
初
に
同
意
し

 
他
の
者
達
も

そ
の
言
葉
に
納
得
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

そ

そ
れ
に

果
が

び
る
か
不
明
な
ん
だ
か
ら

先
ず
は
明
日
奈
に
実
験
台
に
な

て
も

ら

て

 
そ
の
結
果
を
見
て
か
ら
ど
う
す
る
か
判
断
す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

そ

そ
れ
は
確
か
に

そ
の
方
が
確
実
で
は
あ
る
わ
ね

 
こ
ん
な
事
で
胸
が
大
き
く
な
る
は
ず
が
な
い
と
確
信
し
て
い
た
八
幡
は

 
せ
め
て
明
日
奈
以
外
に
同
じ
セ
リ
フ
を
言
わ
な
く
て
い
い
よ
う
に
と
必
死
で
そ
う
言
い

を

し
た

 
だ
が
そ
の
八
幡
の
心
配
は
あ
ま
り
意
味
が
無
か

た

 
何
故
な
ら
直
後
に
陽
乃
が
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
そ
こ
か
ら

き
な
れ
た
自
分
の
声
が

こ
え

た
か
ら
だ
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俺
の
子
を
産
ん
で
く
れ

愛
し
て
る

う
お

大
丈
夫
大
丈
夫
何
も
問
題
な
い
わ
今
か
ら
さ

き
録
音
し
た
こ
の
音
声
を
無
料
で
配
る
か

ら 
そ
れ
で

自
が
実
験
す
れ
ば
い
い
の
よ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た

お
お

さ
す
が
陽
乃
さ
ん

ぬ
か
り
な
し
ね

ま
あ
紅
莉
栖
ち

ん
だ
け
は

自
力
で
何
と
か
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
け
ど

 
他
の
人
は
別
に
問
題
無
い
わ
よ
ね

無
い
で
す

む
し
ろ
ウ

ル
カ
ム

面
白
そ
う

何
度
か

し
て
み
よ

と

は
い

そ
れ
じ

あ

番
に
送
信
す
る
か
ら
ね

 
そ
し
て
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に

そ
の
音
声
デ

タ
は
全
員
に
行
き

り
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八
幡
が
気
付
い
た
時
に
は

事
態
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

態
に
な

て
い
た

お

お
い

馬

姉

何
よ

助
け
て
も
ら

た
ん
だ
か
ら

に
き
り
な
さ
い

あ

あ
り
が
と
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
れ
で
や

と
八
幡
は
こ
の
日

真
の
意
味
で
解
放
さ
れ
た

 
あ
と
は
明
日
奈
が
ど
う
動
く
か
だ
け
だ

た
が

明
日
奈
も
精
神
的
に
余

が
出
た
の
か

 
こ
の
日
は
特
に
何
も
し
て
こ
な
か

た

本
当
に
こ
れ
で
解
決
し
た
の
か

微

に
納
得
が
い
か
な
い
が

 
結
局
陽
乃
が

を
つ
け

自
ら
で

し
た
だ
け
な
の
だ
か
ら

 
八
幡
が
そ
う
思
う
の
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

だ
が
と
に
も
か
く
に
も
窮
地
を
脱
す
る
事
が
出
来

た
八
幡
は

 
こ
の
出
来
事
に
よ

て

を
し
た
者
は
い
な
い
は
ず
だ
と
自
分
に
言
い

か
せ
た

 
そ
し
て
そ
の
日
は
疲
れ
も
あ
り

ぐ

す
り
と
眠
る
事
が
出
来
た
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八
幡
が
気
が
付
く
と
他
の
者
達
は

に

き
て
お
り

自
が
色
々
と
や

て
い
る

が
目

に
入

た

 
そ
ん
な
八
幡
に
気
付
い
た
の
か

明
日
奈
が
八
幡
に
こ
う
話
し
か
け
て
き
た

八
幡
君

私
達
も
着

え
ち

う
ね

お

お
う

そ
れ
な
ら
俺
は
後
ろ
を

 
後
ろ
を
向
い
て
い
る
そ
う
言
い
か
け
る
前
に
紅
莉
栖
以
外
の
者
は
全
員
服
を
脱
ぎ
始
め
て

い
た

 
ち
な
み
に
紅
莉
栖
は

き
し
た
の
か

に

き
て
何
か

を
い
じ

て
い
た

ま

待
て

て

俺
が
後
ろ
を
向
く
ま
で
待

て
く
れ

え

別
に
必
要
な
く
な
い

も
う
す
ぐ
あ
な
た
の
子

が
産
ま
れ
る
ん
だ
し
ね

え
 
そ
れ
は

覚
だ

た
の
だ
ろ
う
が

確
か
に
八
幡
は
そ
ん
な
セ
リ
フ
を

い
た
気
が
し
た

 
見
る
と
他
の
者
達
は
じ

と
八
幡
の
方
を
見
て
お
り
八
幡
は
そ
の
迫
力
に
背
筋
を
寒
く
し

た
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そ
し
て
雪
乃
が
代
表
し
て
口
を
開
い
た

八
幡
君

く
着

え
た
い
か
ら

後
ろ
を
向
い
て
い
て

へ
 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

目
を
ご
し
ご
し
こ
す

た
後
に
も
う
一
度
女
性

の

を
見
た

 
そ
こ
に
は
ボ
タ
ン
に
手
を
か
け
な
が
ら
恥
じ
ら

て
い
る
者
や

 
一
部
に
も
う
着

え
始
め
て
い
る
者
も
い
た
が

 
ほ
と
ん
ど
の
者
は
八
幡
が
後
ろ
を
向
く
の
を
待

て
い
る
よ
う
に
見
え

 
八
幡
は

疲
れ
て
い
る
の
か
な
と
一
人
ご
ち
な
が
ら
も
後
ろ
を
向
い
た

も
う
い
い
わ
よ

お
う

て

い
い

 
八
幡
が

り
向
く
と

そ
こ
に
は
お
腹
を
大
き
く
し
た
女
性
達
が

ん
で
お
り

 
八
幡
は
そ
こ
で
目
が
覚
め
た

う
お

あ

八
幡
君

お
は
よ
う

ぐ

す
り

れ
た
み
た
い
で
良
か

た
よ

 
明
日
奈
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言
い

八
幡
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た
が



 第５７０話 雪ノ下流豊胸術

 
特
に
変
わ

た
様
子
は
何
も
な
い

ど
う
し
た
の

い
や

ち

と
お
か
し
な
夢
を
見
た
気
が
し
て
な

お
か
し
な
夢

悪
夢
と
か

お
う

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

そ
う
な
ん
だ

で
も
大
丈
夫

こ
こ
は
確
か
に
現
実
だ
よ

ふ
む

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

隣
で
ま
だ

て
い
る
陽
乃
の

を
摘
ん
だ

き

い

い

い

何
す
る
の
よ
八
幡
君

い
や

こ
こ
が
本
当
に
現
実
か
確
か
め
よ
う
と
思

て
な

そ
う
い
う
の
は
自
分
の

で
や

て
よ
ね

も
う

ご
め
ん
ご
め
ん

悪
か

た
よ
姉
さ
ん

ま

た
く
も
う

今
日
は
大
事
な
日
な
ん
だ
か
ら

し

か
り
し
て
よ
ね

分
か

て
る

任
せ
て
お
け

 
そ
し
て
一
同
が
着

え
た
後
に
今
日
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
の
ミ

テ

ン
グ
を
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始
め
た

 
レ
ヴ

カ
は
気
を
利
か
せ
た
の
か
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
話
を
す
る
と
言

て
部
屋
の
外
に
出
て

い

た
さ
て
ア
ル
ゴ

進
行

合
は
ど
う
だ

あ
の
組

の

を

げ

え
ら
れ
る

の
証

は
入
手
し
た
ぞ

 
い
つ
で
も
ア
メ
リ
カ
国

局
に
リ

ク
可
能
ダ

そ
れ
じ

あ
実
行
に
う
つ
し
て
く
れ

紅
莉
栖

プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
は
い
い
か

バ

チ
リ
よ

つ
い
で
に
さ

き
先
輩
に

話
し
て
お
い
た
わ

 
暗

会
話
に
よ
る
結
果
は
セ

フ
テ

つ
ま
り
教

は
あ
れ
か
ら
誰
と
も
接
触
し
て
な
い
み

た
いそ

う
か

報
だ
な

 
紅
莉
栖
と
真
帆
は
ど
の
質
問
に
対
し
て
ど
ん
な
答
え
を
返
し
た
ら
ど
う
い
う
意
味
に
な
る
か

 
事
前
の
話
し
合
い
で
決
め
て
あ

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
レ
ス
キ
ネ
ン
教

が
何
も
お
か
し
な
行
動
に
出
て
い
な
い
事
を
確
か
め
た
八
幡
は

 
仲
間
達
に
指

を
出
し
た
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そ
れ
じ

あ
俺
と
紅
莉
栖
と
ア
ル
ゴ

そ
れ
に

乃
さ
ん
で
予
定
時
刻
に
出
発
だ

 
敵
の
本

に
乗
り
込
む
ぞ

他
の
者
は
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
待
機
し
て
て
く
れ

 
こ
う
し
て
八
幡
達
四
人
は

レ
ス
キ
ネ
ン
教

の
研
究
室
へ
と
向
か

た

 
い
よ
い
よ
直
接
対
決
で
あ
る
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第
５
７
１
話
 
真
昼
の
誘
拐
劇

 
今
日
明
日
は
大
事
な
話
と
な
り
ま
す

さ
て

準
備
は
い
い
か

こ
ち
ら
は
オ

ケ

よ

 
そ
う
答
え
た
紅
莉
栖
の
顔
を
見
て

八
幡
は
思
わ
ず

き
出
し
た

な

何
で
笑
う
の
よ

そ
り

お
前

猫
の
目
出
し

と
か
ど
ん
な
雪
乃
だ
よ

し

仕
方
な
い
じ

な
い

こ
れ
し
か

て
な
か

た
ん
だ
か
ら

 
そ
れ
に
あ
ん
た
も
人
の
事
は
言
え
な
い
ん
だ
か
ら
ね

 
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
近
く
の
店
で
八
幡
達
は

 
人

分
の
目
出
し

を

入
し

紅
莉
栖
の
手
引
き
で
人
気
の
無
い
教
室
に

む
と
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真
帆
か
ら
の
合
図
を
今
か
今
か
と
待

て
い
た

ハ

そ
ろ
そ
ろ
予
定
時
刻
だ

お
う

ア
ル
ゴ
も
そ
の
ネ
ズ
ミ
の
目
出
し

似
合

て
る
ぞ

オ
レ

ち
実
は

何
を
着
て
も
似
合
う
美
少
女
だ
か
ら
な

ハ

も
そ
う
思
う
だ
ロ

は
い
は
い

美
少
女
美
少
女

よ
し

監

カ
メ
ラ
対

も
オ

ケ

だ

荒
事
の
方
は
頼
む

そ
れ
は
私
に
任
せ
と
い
て

 

乃
は
そ
う
言

て

そ
の
豊
満
な
胸
を
ド
ン
と
叩
き

 
八
幡
は
そ
の

れ
に
思
わ
ず
目
を

わ
れ

て
て
そ
こ
か
ら
目
を
背
け
た

 
こ
の
部
屋
の
窓
の
外
は

丁
度
横
の

物
と
の

で

い
通
路
に
な

て
お
り

 
滅
多
に
人
が
通
ら
な
い
死

に
な

て
い
る

 
そ
し
て

の
目
出
し

を
被

た

乃
が
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
合
図
を
し

 
一
同
は
息
を
殺
し
な
が
ら
外
の
気
配
に
集
中
し
た

ち
な
み
に
八
幡
が
被

て
い
る
の
は

 

か
ら

に
か
け
て

糸
が
ヒ
ゲ
の
よ
う
に
な

て
い
る
目
出
し

で
あ
る

教

こ
ち
ら
で
す
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ウ
チ
で
唯
一
フ
ル
ダ
イ
ブ

の
あ
る
会
議
室
を
使

て
プ
レ
ゼ
ン
な
ん
て

 
先
方
は

分
気
合
い
が
入

テ
ル
ヨ
ウ
だ
ね

で
す
ね

あ

と
す
み
ま
せ
ん

紅
莉
栖
か
ら
連

が

 
そ
う
言

て
真
帆
は

八
幡
達
が

む
教
室
の
前
で
立
ち
止
ま
り

 
レ
ス
キ
ネ
ン
も
そ
れ
に

せ
て
立
ち
止
ま

た

 
そ
の

間
に
音
も
無
く
ス

と
扉
が
開
き

口
を
押
さ
え
ら
れ
た
レ
ス
キ
ネ
ン
は

 

て
て
声
を
出
そ
う
と
し
た

間
に
意
識
を
失

た

目
出
し

は
必
要
な
か

た
か

と
り
あ
え
ず
手
は
ず
通
り
に
こ
の
ま
ま

ま
で
移
動
す
る

ぞ
先
輩

い
い

技
で
し
た
ね

こ
ん
な
事
は
も
う
こ
れ

き
り
に
し
た
い
わ

な
り
ま
す
よ

き

と

全
て
は
教

次
第
で
す
け
ど
ね

ま

た
く
こ
の
人
は

余
計
な
事
に
手
を
出
す
か
ら

 
真
帆
は

い
顔
で
眠
る
レ
ス
キ
ネ
ン
の
顔
を
見
な
が
ら
そ
う
言
い
そ
の
ま
ま
八
幡
達
に
続
い

た
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保
険
で
被

て
い
た
目
出
し

は
も
う
誰
も
被

て
い
な
い

そ
し
て
一
同
は
窓
か
ら
外
に

出
て

 
気
を
失

て
い
る
教

を

詰
め
し
た
後

そ
れ
を
カ

ト
で

場
ま
で
運
び

 
そ
の
ま
ま

で
ど
こ
か
へ
と
走
り
去

た

  
十
分
後
時
間
に
な

て
も
レ
ス
キ
ネ
ン
ら
が
現
れ
な
い
事
を

し
ん
だ
研
究
室
の
他
の
メ
ン

バ

は

 

て
て
校
内
を
探
し
回

た
が

そ
の

は
ど
こ
に
も
発
見
出
来
な
か

た

教

は
一
体
ど
こ
に

教

に
も
マ
ホ
に
も
連

が
繋
が
ら
な
い
ぞ

ま
さ
か
何
か
の
犯
罪
に

き
込
ま
れ
た

は

は

は

ま
さ
か
そ
ん
な
事
あ
る
は
ず
が

 
そ
ん
な
中

二
人
の
人
物
が

他
人
の
目
を
は
ば
か
る
よ
う
に

 
別
々
の
場
所
へ
連

し
て
い
る

が
あ

た

ご
め
ん
な
さ
い

も
し
か
し
た
ら
出
し
抜
か
れ
た
か
も
し
れ
な
い
わ
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す
み
ま
せ
ん

や
ら
れ
ま
し
た

 
ふ
う

上
手
く
い

た
わ
ね

さ
す
が
に
ス
パ
イ
の
前
で

プ
レ
ゼ
ン
を
す
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
な

ま
さ
か
あ
の
人
が
ね

 
今
回
の
会
議
に
参
加
す
る
予
定
の
メ
ン
バ

は

 
事
前
に
ア
ル
ゴ
に
よ

て

徹

的
に
身

調
査
が
成
さ
れ
て
い
た

 
そ
の
中
に
二
人

歴
を

ざ
ん
し
て
大
学
に
所
属
し
て
い
た
メ
ン
バ

が
い
た

 
一
人
は
ス
ト
ラ
研
究
所
の
更
に
下
部
組

の
出
身
で
あ
り

 
も
う
一
人
は
更
に
別
組

の
送
り
込
ん
で
い
た
ス
パ
イ
で
あ

た

 
そ
の
事
を
公
に
す
る

に
も
い
か
な
か

た

今
回
の
誘
拐
劇
が
実
行
さ
れ
る
事
に
な

た

の
で
あ
る

さ
て

到
着

と

無
事
に
帰

て
こ
れ
た
わ
ね

こ
の
ま
ま
部
屋
に

る
ぞ

あ
と
三
十
分
も
す
れ
ば
教

も
目
を
覚
ま
す
だ
ろ
う
か
ら
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そ
の
ま
ま
こ
こ
で
プ
レ
ゼ
ン
だ

ア
ル
ゴ

準
備
を
頼
む

あ
い
ヨ

紅
莉
栖
は
姉
さ
ん
と
一

に
資
料
の
確
認
を
真
帆
さ
ん
は
出
来
れ
ば
そ
の
手
伝
い
を
お
願
い

し
ま
す

分
か

た
わ

頑
張
ろ
う

紅
莉
栖

は
い
先
輩

教

の

に
も
頑
張
り
ま
し

う

 
そ
し
て
部
屋
に

た
後

レ
ス
キ
ネ
ン
は
布
団
に

か
さ
れ

 
そ
の

り
で
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
担
当
す
る
仕
事
を
始
め
た

 
そ
の
三
十
分
後

八
幡
の
言
葉
通
り
に
レ
ス
キ
ネ
ン
が
目
を
覚
ま
し
た

う

う
う
ん

コ
コ
ハ

教

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

ク
リ
ス

そ
れ
に
マ
ホ
も

こ
こ
は
一
体

ス
ト
ラ
研
究
所
の
手
が

か
な
い
場
所
で
す

教

 
そ
の
言
葉
に
レ
ス
キ
ネ
ン
は
ス

と
目
を

め
た
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だ
が

り
の

況
を
見
て

ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
悟

た
の
だ
ろ
う

 
レ
ス
キ
ネ
ン
は
ス

と
力
を
抜
き

ら
か
な
表
情
で
言

た

そ
う
か

二
人
は
知

て
た
ン
ダ
ネ

は
い

な
の
で
今
日
は

教

に
ス
ト
ラ
と
手
を
切

て
も
ら
お
う
と
思

て

 
こ
の
場
を
用
意
し
て
も
ら
い
ま
し
た

手
を
切
る

ね
あ
そ
こ
の
研
究
よ
り
も
興
味
深
い
物
を
君
達
は
僕
に
提

出
来
る
か
な

出
来
ま
す
よ

 
八
幡
が
横
か
ら
そ
う
言
い

レ
ス
キ
ネ
ン
は
興
味
深
げ
に
八
幡
の
方
を
見
た

君
は

そ
う
か

君
が
噂
の
ハ
チ
マ
ン
君
だ
ね

噂
の

て
の
が
ど
ん
な
噂
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

 
初
め
ま
し
て

比
企
谷
八
幡
と
言
い
ま
す

お
会
い
出
来
て
嬉
し
い
で
す

コ
チ
ラ
こ
そ
会
い
た
か

た
よ

あ
の
紅
莉
栖
が
親
友
付
き
合
い
を
シ
テ
イ
ル
と

い
て

 
凄
く
興
味
が
あ

た
ん
だ
よ

何
せ
ほ
ら
彼
女

優

ダ
ロ

な
の
で
大

の
男
は
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彼
女
と
色
々
話
す
う
ち
に

感
を
感
じ
て

離
を
置
い
ち

う
ん
だ
よ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

そ
れ
だ
け
じ

な
く

き

と
あ
の
性
格
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
よ

教

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
確
か
に
そ
の
通
り
だ
ね
ク
リ
ス
に
は
も
う
少
し
お

や
か
に
な

て
欲
し
い

よ
教

私
は
十
分
お

や
か
で
す
あ
と
八
幡
日
本
に
帰

た
ら
覚
悟
し
て
お
き
な
さ
い
よ

ほ
ら

そ
う
い
う
所
が

目
だ

て
の

目
で
結

い
い
か
ら
話
を
進
め
な
さ
い

へ
い
へ
い

 
そ
ん
な
二
人
の
や
り
取
り
を
レ
ス
キ
ネ
ン
は
微
笑
ま
し
く

め
て
い
た
が

 
そ
の
言
葉
を

い
て
表
情
を

め
た

さ
て

何
か
ら
話
す
つ
も
り
だ
い

そ
う
で
す
ね

ア
ル
ゴ

頼
む

あ
い
ヨ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
以
前
調
べ
た
ス
ト
ラ
研
究
所
の
実
験
記
録
を

に
表

し

 
八
幡
は
そ
れ
を
見
せ
な
が
ら
レ
ス
キ
ネ
ン
に

ね
た
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教

は
こ
の
事
を
ご
存
知
で
し
た
か

モ
チ
ロ
ン

私
も
こ
の
場
に
い
た
か
ら
ね

で
は
こ
ち
ら
は

 
そ
う
言

て
八
幡
は
実
験
の
サ
ン
プ
ル
に
さ
れ
た
被
害
者
が
ど
う
な
か

た
か
の
映
像
を
見

せ
た

 
そ
れ
を
見
た
レ
ス
キ
ネ
ン
は

か
に
ピ
ク
リ
と
し
た
後

平
然
と
し
た
顔
で
言

た

こ
こ
で

技
を
ス
ル
の
は
簡

だ
が
そ
ん
な

は
す
ぐ
に
見
破
ら
れ
そ
う
ダ
カ
ラ
正
直
に
言

う
と

 
こ
れ
が
ど
う
し
た

と
い
う
感
じ
だ
ね

学
に

は
ツ
キ
モ
ノ
だ
ろ
う

ま
あ
そ
れ
に
は
同
意
し
ま
す
が
ね

 
八
幡
は
そ
の
答
え
を
予
想
し
て
い
た
の
か

こ
れ
ま
た
平
然
と
そ
う
答
え

 
そ
ん
な
八
幡
を

レ
ス
キ
ネ
ン
は
興
味
深
そ
う
に
見
つ
め
た

で
も
そ
の
事
実
が
明
る
み
に
出
た

間
に
実
験
は

解
す
る

そ
う
じ

あ
り
ま
せ
ん
か

つ
ま
り
君
達
が
こ
の
事
を
リ

ク
す
る
と

必
要
と
あ
ら
ば
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八
幡
は

々
と
そ
う
言

た

ふ
む

そ
れ
は
僕
を

し
て
い
る
と
と

て
も

い
え

こ
の
資
料
か
ら
教

を

す
の
は
無
理
で
す

 
ど
う
や
ら
実
験
に
参
加
し
て
は
い
て
も
そ
の
後
の
事
に
は
関
わ

て
ら

し

ら
な
い
よ
う

で
す
し
ね

ま
あ
そ
う
ダ
ネ

な
の
で

す
よ
う
な
事
は
し
ま
せ
ん

 
そ
の
言
葉
に
レ
ス
キ
ネ
ン
は

意
外
そ
う
な
顔
を
し
た

ふ
む

で
は
何
の

に
こ
の
資
料
を

そ
う
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る
事
を
今
一
度
確
認
し
て
も
ら
う

で
す

あ
と
質
問
が
あ
り
ま
す

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

い
た
レ
ス
キ
ネ
ン
は

続
け
て
こ
う
言

た

続
け
タ
マ
エ

は
い

そ
れ
で
は

刀
直
入
に
お

き
し
ま
す

何
故
こ
ん
な
実
験
に
参
加
を

そ
う
だ
ね

君
も
知

て
の
通
り

研
究
に
は
金
が
カ
カ
ル

 
だ
か
ら
そ
の

の
資
金
が
欲
し
か

た

ソ
レ
ガ
一
つ
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は
い

そ
れ
は
分
か
り
ま
す

そ
し
て
も
う
一
つ

僕
は
コ
ノ
実
験
に

一
つ
の
未
来
を
見
た

そ
れ
は

私
が
世
界
の

配
者
の
一

を
担
え
る
カ
モ
し
れ
な
い
と
い
う
未
来
さ

確
か
に
成
功
す
れ
ば
そ
う
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

だ
ろ

ソ
レ
は
凄
く

力
的
な
事
だ
と
思
わ
な
い
か
い

そ
う
で
す
ね

世
界

服
は
男
の
ロ
マ
ン
で
す
よ
ね

 
八
幡
が
そ
う
レ
ス
キ
ネ
ン
に
同
調
す
る
よ
う
な
事
を
言

た

り
の
者
達
は
ギ

と
し

た 
だ
が
八
幡
は
続
け
て
こ
う
言

た

で
も
そ
の
実
現
に
何
年
か
か
り
ま
す
か

十
年
で
す
か

二
十
年
で
す
か

 
そ
う
い
う
や
り
方
だ
と
敵
も
多
く
な
る
で
し

う
し

 
も
し
か
し
た
ら
テ
ロ
の
標
的
に
さ
れ
る
ん
じ

な
い
で
す
か

 
そ
う
な
る
と

教

は
死
ん
で
る
可
能
性
も
あ
る
ん
じ

な
い
で
す
か

 
そ
ん
な

囲
に
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
世
界
の

配
者
を
や

て
そ
れ
で
満
足
出
来
る
ん
で
す
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か
さ
す
が
に
手
厳
し
い
ね

ソ
ウ
な
ら
な
い

に
も

シ

カ
リ
と
守
り
を

め
な
い
と
ね

で
も
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
る

特
に
こ
ん
な
世
の
中
で
は

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

じ

と
レ
ス
キ
ネ
ン
の
目
を
見
つ
め
た

 
そ
れ
に
応
え

八
幡
の
目
を
じ

と
見
つ
め
た
レ
ス
キ
ネ
ン
は

や
が
て

線
を

ら
し

 
両
手
を
上
げ
な
が
ら
こ
う
言

た

そ
の
通
り
だ

い
く
ら
ソ
ン
ナ
技
術
が
あ
る
か
ら
と
い

て

 
独

者
が
死
ぬ
ま
で
独

者
で
い
ら
れ
る
な
ん
て
事
は

通
常
ア
リ
エ
ナ
イ

で
も
や
は
り

そ
の
研
究
は
教

に
と

て
は

力
的
な
ん
で
す
よ
ね

ま
あ
そ
う
ダ
ネ

 
レ
ス
キ
ネ
ン
は
悪
び
れ
も
せ
ず
に
そ
の
言
葉
に

き
紅
莉
栖
と
真
帆
は
少
し

し
そ
う
に
目

を
伏
せ
た

そ
れ
で
は
俺
が
教

に
も

と

力
的
な
提
案
を
す
る
事
が
出
来
た
ら

 
こ
ち
ら
の

に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
か

も
ち
ろ
ん
だ

い
く
つ
か
の
ハ

ド
ル
を
越
え
ら
れ
る
の
ナ
ラ
と
い
う

件
付
き
だ
が
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そ
の
時
は
喜
ん
で
日
本
に
で
も
ド
コ
に
で
も
行
く
よ

な
ん
な
ら
帰
化
し
て
も
い
い

 
日
本
と
い
う
国
は

僕
に
と

て
は

力
的
な
国
ダ
カ
ラ
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

紅
莉
栖

説
明
を

え
え

 
そ
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ド
を
持
ち
出
し
た
紅
莉
栖
は
開
口
一
番
に
レ
ス
キ
ネ
ン
に
こ
う
言

た
教

も

と
⻑
生
き
し
た
く
な
い
で
す
か

 
そ
の
予
想
も
し
て
い
な
か

た
言
葉
に

レ
ス
キ
ネ
ン
は

か
ん
と
し
た
の
だ

た

 
次
回
第
５
７
２
話

遥
か
な
る
道
の
り

そ
の
第
一
歩

お
楽
し
み
に
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第
５
７
２
話
 
遥
か
な
る
道
の
り

そ
の
第
一
歩

す
ま
な
い

ど
う
や
ら

き
間
違
え
た
ヨ
ウ
だ

ク
リ
ス

も
う
一
度
頼
む

は
い
教

も

と
⻑
生
き
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
か

 
再
び

り
返
さ
れ
た
そ
の
言
葉
に
レ
ス
キ
ネ
ン
は

き
間
違
い
じ

な
か

た
か
と
た
め
息

を
つ
い
た

ど
う
や
ら

き
間
違
い
じ

な
か

た
よ
う
だ
ね
こ
れ
が
君
の
言
う

力
的
な
提
案

か
い言

い
方
は
あ
れ
で
す
が

ま
あ
そ
う
で
す
ね

ど
う
考
え
て
も
僕
の
研
究
シ
テ
ル
分
野
と
は
ま

た
く
違
う
研
究
に

こ
え
る
ん
だ
が

そ
れ
が
そ
う
で
も
な
い
ん
で
す
よ

教

 
そ
こ
に
横
か
ら
真
帆
が
口
を
出
し

レ
ス
キ
ネ
ン
は

組
み
を
し
た

こ
の
研
究
に
関
わ

て
い
な
か

た
マ
ホ
が
話
を

い
て
そ
う
思
う
な
ら
ソ
ウ
な
の
か
も
し

れ
な
い
ね

 
そ
れ
じ

あ
ク
リ
ス

説
明
を
続
け
て
く
れ
た
ま
え
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は
い

最
初
に
教

⻑
生
き
と

い
て

ど
ん
な
光
景
を
思
い

か
べ
ま
す
か

そ
う
ダ
ネ

よ
ぼ
よ
ぼ
に
な

て
も
管
ま
み
れ
に
さ
れ
て
生
命
活
動
を

止
さ
せ
な
い
よ
う

に
ス
ル

 
も
し
く
は

に
直
接

を
差
し
て

だ
け
の

で
生
き
続
け
る

と
か
カ
ナ

あ
あ

教

の
好
き
そ
う
な

い
イ
メ

ジ
で
す
ね

だ
ろ
う

で
も
君
達
の
ア
イ
デ
ア
は

ど
う
や
ら
ソ
レ
と
は
違
う
よ
う
ダ
ネ

 
紅
莉
栖
の
表
情
を
見
な
が
ら
そ
う
言
う
レ
ス
キ
ネ
ン
に

紅
莉
栖
は

き
つ
つ
続
け
て
こ
う

言

た
そ
れ
で
は
ご
提
案
さ
せ
て

き
ま
す

私
達
が
考
え
た
⻑
生
き
の
手

は

 
体
感
時
間
を

ば
し
て
人
生
の
密
度
を

く
す
る
事
で
す

教

人
生
の
密
度
を

く

そ
れ
は
一
体

 
レ
ス
キ
ネ
ン
は

そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
が

 
何
も
思
い
つ
か
な
か

た
の
か
首
を

げ
た

簡

な
理
屈
で
す
よ
教

フ
ル
ダ
イ
ブ
機
能
を
利
用
し
て
思
考
速
度
を

限
ま
で
上
げ
ま

す
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そ
う
す
る
と

体
感
時
間
は

び
る
は
ず
で
す

そ
う
じ

あ
り
ま
せ
ん
か

ソ
レ
は
ソ
ウ
だ
が

人
間
の

は
そ
ん
な
高
速
思
考
が
出
来
る
よ
う
に
は
出
来
て
イ
ナ
イ

そ
の
通
り
で
す

そ
こ
で
こ
れ
を

こ
れ
は

う
ち
の

作
品

カ
イ
バ

リ
ン
カ

で
す
よ

教

 
そ
の
紅
莉
栖
が
差
し
出
し
た

の
よ
う
な
物
に
対
し

 
八
幡
が
笑
い
を

え
な
が
ら
そ
う
説
明
を
補
足
し
た

カ
イ
バ

リ
ン
カ

こ

ち
に
い
る
時
に

た
ま
に
ク
リ
ス
が
そ
ん
な
事
を
叫
ん
で
い

た
け
ど

 
も
し
か
し
て
そ
こ
か
ら
と

た
の
か
い

え
え

そ
の
通
り
で
す

 
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
八
幡
は
そ
う
言
い
紅
莉
栖
は

議
あ
り
と
い
う
風
に
何
か
言
お
う
と
し

た
が

 
そ
れ
は
同
じ
く
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た
真
帆
に
止
め
ら
れ
た

 
そ
れ
を
見
た
レ
ス
キ
ネ
ン
は
や
れ
や
れ
と

を

め
た
後
に

い
目
つ
き
に
な
り
こ
う
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ね
て
き
た

し
か
し

作
品
だ

て

僕
に
今
コ
コ
で
人
体
実
験
を
ヤ
レ
と

い
え
そ
れ
は
も
う
済
ん
で
ま
す
か
ら

と
り
あ
え
ず
そ
れ
を

に
は
め
て
こ
う
叫
ん
で
下
さ

い
バ

ス
ト
リ
ン
ク

と

バ

ス
ト
リ
ン
ク

が
爆
発
で
も
ス
ル
の
か
い

 
冗
談
の
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

レ
ス
キ
ネ
ン
は
不
安
そ
う
な
そ
ぶ
り
は
一
切
見
せ
ず

 
笑
顔
で
八
幡
に
そ
う

ね
て
き
た

こ
の

り

弟
子
へ
の
信
頼
が

え
る

い
や

思
考
が
爆
発
的
に
広
が
る
イ
メ

ジ
で
そ
う
し
て
み
ま
し
た

な
る
ホ
ド

確
か
に
そ
の
イ
メ

ジ
は
ピ

タ
リ
か
も
し
れ
な
い
ね

作
品
は
三
つ
あ
る
ん
で

俺
と
紅
莉
栖
が
付
き
合
い
ま
す

 
姉
さ
ん

明
日
奈

そ
れ
に
小
猫
は
俺
達
三
人
に
付
い
て

 
約
三
十

後
に
呼

を
合
わ
せ
て
回
線
を
抜
い
て
く
れ

う
ん

任
せ
て

姉
さ
ん

合
図
お
願
い

合
図
ね

オ

ケ



 第５７２話 遥かなる道のり、その第一歩

分
か

た
わ

任
せ
て

 
レ
ス
キ
ネ
ン
は

三
十

と
は
ま
た

い
な
と
思

た
が

 
お

し
な
の
だ
し
そ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
直
し
た
の
か
そ
の
ま
ま
何
も
言
わ
な
か

た

さ
て

三
十

が
三
分
に
ナ
ル
の
か
五
分
に
ナ
ル
の
か

お
手

み
拝
見
と
い
こ
う
か

 
レ
ス
キ
ネ
ン
は
そ
う
考
え

八
幡
に
言
わ
れ
た
通
り

 
時
計
の
針
を
見
な
が
ら

針
が
十
二
時
の
所
を
指
し
た

間
に
言
わ
れ
た
通
り
に
叫
ん
だ

バ

ス
ト
リ
ン
ク

 
そ
の

間
に

レ
ス
キ
ネ
ン
の

界
は

く

ま
り

時
が
止
ま

た

 
そ
し
て
レ
ス
キ
ネ
ン
の
体
は
自
分
の
体
か
ら
飛
び
出
し

直
立
歩
行
す
る

の

と
な

た

こ

こ
れ
は

加
速
世
界
へ
よ
う
こ
そ

教

加
速
世
界

ソ
レ
に
コ
ノ
僕
の

は

こ
こ
で
は
事
前
に

録
し
た
ア
バ
タ

の

に
な
る
ん
で
す
よ

教

 
教

だ
け
そ
ん
な

で
何
か

し

な
い
で
す
が

あ
あ

確
か
に
君
と
僕
の

は
マ

タ
ク
違
う
み
た
い
ダ
ネ
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私
も
い
ま
す
よ

こ

ち
が
ク
リ
ス
か

胸
の
サ
イ
ズ
が
違
う
か
ら
一

別
人
か
と
思

た
ヨ

教

セ
ク
ハ
ラ
で

え
ま
す
よ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

そ
れ
は
勘

し
て
ク
レ

 
八
幡
は
こ
こ
で
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
の
ア
バ
タ

を
そ
の
ま
ま
流
用
し
て
い
た

 
同
様
に
紅
莉
栖
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ク
リ
シ

ナ
の

で
あ
り
レ
ス
キ
ネ
ン
は
冗
談
め
か
せ
て
二
人

に
抗
議
し
た

お
い
お
い
二
人
と
も
ず
る
い
じ

ナ
イ
か
僕
も
出
来
レ
バ
そ
う
い
う

に
な
り
た
か

た

よ
で
す
よ
ね

何
か
す
み
ま
せ
ん

ま
あ
次
の
機
会
に
は
宜
し
く
頼
む
ヨ

次
の
機
会

で
す
か

分
か
り
ま
し
た

 
そ
の
レ
ス
キ
ネ
ン
の
言
葉
は
重
要
な

を

ん
で
い
た

次
の
機
会
と
い
う
事
は
つ
ま
り

 
レ
ス
キ
ネ
ン
は
こ
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
参
加
す
る
意
思
が
あ
る
と
い
う
事
だ
か
ら
だ

前
向
き
に

討
し
て
も
ら
え
る
よ
う
で
こ
ち
ら
と
し
て
も
お
見
せ
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
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よ
教ま

あ
き
ち
ん
と
説
明
を

い
て
カ
ラ
決
め
る
ツ
モ
リ
だ
け
ど
ね

そ
れ
じ

あ

に
説
明
し
ま
す
ね

教

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

こ
の
世
界
の
事
を
レ
ス
キ
ネ
ン
に
丁

に
説
明
し
始
め
た

こ
の
光
景

こ
れ
は
時
間
が
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

 
実
は
よ
く
見
る
と
動
い
て
ま
す

そ
う
ナ
ノ
か
い

は
い

こ
れ
は
実
は

あ
そ
こ
に
設
置
し
て
あ
る
カ
メ
ラ
か
ら
見
た
映
像
を

 

映
像
に
再

成
し
た
物
な
ん
で
す

な
る
ほ
ど
で
は
ア
ノ
扉
は
開
け
ら
れ
な
い
し
ソ
ノ
外
に
も
何
も
無
い
と
い
う
事
に
な
る
ん

ダ
ネそ

の
通
り
で
す
教

も
し
自
由
に
動
き
回
り
た
い
の
な
ら

 

え
ば
町
中
に

山
あ
る
監

カ
メ
ラ
の
映
像
を
利
用
す
る
と
か

 
も
し
く
は
独
自
に
そ
う
い

た
世
界
を
一
か
ら
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す

 
ど
う
す
る
か
は
今
後
の
課
題
で
す
ね
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ま
あ
お
そ
ら
く

カ
メ
ラ
の
デ

タ
を
流
用
ス
ル
方
が
楽
ダ
ロ
ウ
ね

で
す
ね

 
紅
莉
栖
は
そ
の
言
葉
に

く
と

説
明
を
続
け
た

そ
し
て
こ
の
映
像
は

リ
ン
カ

で
思
考
を
加
速
さ
せ
た

が
見
て
い
ま
す

カ
イ
バ

リ
ン
カ

な

 
カ
イ
バ

の
部
分
を
誤
魔
化
し
て
発
音
し
な
か

た
紅
莉
栖
に
八
幡
は
即
座
に
そ
う
突

込

ん
だあ

あ
も
う

そ
の
仮
称
は
や
め
な
い

言

て
て
恥
ず
か
し
い
ん
だ
け
ど

代
わ
り
に
い
い
名
前
を
考
え
て
く
れ
る
な
ら

そ

ち
に
変
え
て
も
い
い
ぞ

代
わ
り
の
名
前

私

そ
う
い
う
セ
ン
ス
は
無
い
の
よ
ね

 
紅
莉
栖
は
困

た
顔
で
そ
う
言
い

組
み
を
し
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
出
し
た

仕
組
み
と
し
て
は

神

に
働
き
か
け
る
か
ら

ニ

ロ
ン
が

あ

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
顔
を
上
げ

八
幡
に
言

た

ニ

ロ
リ
ン
カ

て
の
は
ど
う

ニ

ロ
リ
ン
カ

ニ

ロ
ン
か
ら
と

た
の
か
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え
え
ニ

ロ
ン
リ
ン
カ

だ
と
ち

と
言
い
に
く
い
か
ら
少
し

め
て
ニ

ロ
リ

ン
カ

 
ど
う
か
し
ら

い
い
名
前
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

ま
あ
仮
称
だ
し

そ
れ
で
も
い
い
か

紅
莉
栖
に
し
て
は
い
い
セ
ン
ス
だ
と
思
う
ぞ

紅
莉
栖
に
し
て
は
は
余
計

ニ

ロ
リ
ン
カ

か

い
い
じ

な
い
か

 
ソ
レ
じ

あ
ク
リ
ス

残
り
時
間
が
何
分
か
は
知
ら
な
い
ガ

続
き
を
頼
む
よ

あ

は
い

 
そ
の
や
り
取
り
を

い
て
い
た
レ
ス
キ
ネ
ン
が

感
じ
入

た
よ
う
に
そ
う

き

 
紅
莉
栖
に
説
明
を
続
け
る
よ
う
に
そ
う

し
た

今
時
間
の
話
が
出
ま
し
た
が

残
り
時
間
は
約
四
十
分
で
す

 
つ
ま
り
今
の
加
速
レ

ト
は
通
常
の

倍
で
す
よ

教

ひ

倍
ダ

テ

そ
う
か

ソ
ウ
す
れ
ば
相
対
的
に

 
人

は

倍
以
上
の

命
を
得
る
事
が
可
能
に
ナ
ル
と
い
う
事
な
ん
だ
ね

は
い
教

に
参
加
し
て
も
ら
え
れ
ば
そ
の
時
間
は
ど
ん
ど
ん

び
て
い
く
と
思
い
ま
す
よ
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そ
の
言
葉
に
レ
ス
キ
ネ
ン
は
苦
笑
し
た

コ
レ
は
ま
た

力
的
な
お
誘
い
ダ
ネ

で
し

う

 
紅
莉
栖
は
そ
う
い
た
ず
ら

く
笑
い

レ
ス
キ
ネ
ン
も
釣
ら
れ
て
笑

た

だ
が
さ

き
も
言

た
が

人
間
の

は
そ
ん
な
高
速
の
思
考
に
は

え
ら
れ
な
い
ハ
ズ
だ

 
君
達
は
そ
の
問
題
を
一
体
ど
う
や

て
解
決
し
た
ん
ダ
イ

ア
マ
デ
ウ
ス
で
す

教

ア
マ
デ
ウ
ス

 
レ
ス
キ
ネ
ン
は
さ
す
が
は
一
流
の
研
究
者
ら
し
く
そ
う

い
た
だ
け
で
す
ぐ
に
結

に
た
ど

り
着
い
た

と
い
う
事
は

ま
さ
か
コ
コ
に
い
る
僕
は

ア
マ
デ
ウ
ス
な
の
か

 
驚
い
た
表
情
で
そ
う
言
う
レ
ス
キ
ネ
ン
に

二
人
は

い
た

そ
う

ア
マ
デ
ウ
ス
で
す

教

と
い
う
事
は
君
達
モ

は
い

自
覚
は
な
い
で
す
が

ア
マ
デ
ウ
ス
で
す
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私
も
で
す
よ

教

 
レ
ス
キ
ネ
ン
は
そ
の
説
明
を

い
て

こ
の
か
ら
く
り
に
納
得
す
る
事
が
出
来
た
よ
う
だ

 
だ
が
そ
う
す
る
と

別
の
問
題
も
ま
た

か
び
上
が

て
く
る

そ
う
か

ソ
ウ
い
う
事
だ

た
の
か

 
し
か
し
ソ
レ
だ
と

今
コ
コ
で
話
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
の
記
憶
は
ド
ウ
な
る
ん
だ
い

回
線
切
断
時
に

に
上
書
き
さ
れ
ま
す

教

上
書
き

そ

ソ
レ
は
ク
リ
ス
が
研
究
し
て
い
た
テ

マ
じ

な
い
か

そ
の
通
り
で
す
教

教

に
お
見
せ
す
る

に
頑
張

て
今
日
と
い
う
日
に
間
に
合
わ
せ

た
ん
で
す

間
に
合
わ
せ
た

か

し
か
し
ヨ
ク
人
体
実
験
を
ス
ル
気
に

 
教

に
と

て
は
そ
の
事
が
一
番
驚
き
だ

た
よ
う
だ

 
ま
さ
か
紅
莉
栖
が
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
人
体
実
験
を
行
う
と
は
思

て
も
い
な
か

た
か
ら
だ

そ
れ
に
は
ち

と
色
々
あ
り
ま
し
て

こ
い
つ
の
彼
氏
が

そ
の
事
で
悩
む
こ
い
つ
の

を
見
か
ね
て
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こ
い
つ
に

て
勝
手
に
人
体
実
験
を
し
ち
ま

た
ん
で
す
よ

教

 
ま
あ
正
直
助
か

た
ん
で
す
が
さ
す
が
に
そ
の
時
は
二
人
が
か
り
で
そ
い
つ
に
説
教
し
ま

し
た
よ

 
口
ご
も
る
紅
莉
栖
に
代
わ
り

八
幡
は
レ
ス
キ
ネ
ン
に
そ
う
ネ
タ
バ
レ
を
し

 
そ
れ
を

い
た
レ
ス
キ
ネ
ン
は

飛
び
上
が
ら
ん
ば
か
り
に
驚
い
た
表
情
を
し
た

か

彼
氏

ク
リ
ス
に
彼
氏
だ

て

本
当
カ
イ

驚
く
の
そ

ち
で
す
か

 
こ
の
時
今
日
一
番
の
衝
撃
が
レ
ス
キ
ネ
ン
を
襲

て
い
た

 
そ
の
驚
き
方
が

常
で
は
な
か

た

紅
莉
栖
は

を

ら
ま
せ
な
が
ら
開
き
直

た
よ

う
に
言

た

こ
ん
な
私
に
も
彼
氏
が
出
来
ま
し
た
が

そ
れ
が
何
か

い
い
や
そ
れ
は
オ
メ
デ
ト
ウ

い
や

ク
リ
ス
に
彼
氏
が
出
来
た
ト
ハ
実
に
喜
ば
し
い

 
娘
を

に
出
す

親
の
気
分
と
い
う
の
は
コ
ン
ナ
感
じ
な
の
か
ね

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

あ
り
が
と
う

パ
パ
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紅
莉
栖
は

肉

い
口
調
で
そ
う
言
い

レ
ス
キ
ネ
ン
は
そ
れ
で
も
嬉
し
か

た
よ
う
で

 
紅
莉
栖
に
う
ん
う
ん
と

い
た

そ
う
か

そ
う
か

幸
せ
に
ナ
リ
な
さ
い

ク
リ
ス

あ

は

は
い

 
そ
の
心
か
ら
の
言
葉
に
紅
莉
栖
は
恥
じ
ら
い
な
が
ら
そ
う

い
た

そ
し
て

か
い
説
明
が
続

け
ら
れ

 
い
ず
れ

張
現
実

末
と
し
て
の
役

も
持
た
せ
た
い
と
い
う
事
や

 
そ
う
な
る
と

に
装
着
す
る
タ
イ
プ
だ
と
激
し
い
動
き
が
出
来
な
い

 
い
ず
れ
装
着
場
所
を
首
に
変
え
た
い

の
説
明
が
成
さ
れ

 
八
幡
に
は
理
解
出
来
な
い
専
門
用
語
が
飛
び
交

た
後
ま
も
な
く
時
間
に
な
ろ
う
か
と
い
う

と
こ
ろ
で

 

力
を
感
じ
な
が
ら
も
や
や
迷
い
を
見
せ
て
い
た
レ
ス
キ
ネ
ン
に

八
幡
は
こ
う
言

た

教

最
後
に
一
つ
言
わ
せ
て
下
さ
い

 
こ
の
研
究
を
俺
達
と
一

に
完
成
さ
せ
て

い
ず
れ
教

書
に
名
前
が
載
る
よ
う
な

 
歴

に
名
を
残
す
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
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そ
の
言
葉
に
レ
ス
キ
ネ
ン
は

ハ

と
し
た
様
子
で
八
幡
の
顔
を
見
た
後

 
や

と
決
意
が
つ
い
た
と
い
う
表
情
を
し

こ
う
言

た

実
に

力
的
な
プ
レ
ゼ
ン
だ

た
よ
二
人
と
も

 
一

に
教

書
に
載

て

未
来
の
子

達
に
落
書
き
シ
テ
も
ら
う
と
し
よ
う

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

教

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

教

  
こ
う
し
て
三
人
は

く

手
を
交
わ
し

ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン
教

は

 
八
幡
や
紅
莉
栖
と
共
に

歴

に
名
を
残
す
道
を
歩
み
始
め
た

 
そ
の
結
果
ど
う
な

た
か
は

後
世
の
人
間
達
は
皆
知

て
い
る
が

 
そ
の
遥
か
な
る
道
の
り
の
第
一
歩
は
こ
こ
か
ら
始
ま

た

 
ち
な
み
に
ア
ク
セ
ル
・
ワ

ル
ド
と
本
格
的
に
ク
ロ
ス
す
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
あ
く
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
関
連
で
の
ク
ロ
ス
部
分
だ
け
を
今
回
使
わ
せ
て

き
ま
し
た
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第
５
７
３
話
 
貸
し

 
次
話
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ド
に
移
り
ま
す
が
一
日
お
休
み
を

き
次
の
投
稿
は
明
後
日
に
な

る
予
定
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
ろ
そ
ろ
時
間
よ

明
日
奈
ち

ん

薔
薇

そ
ろ
そ
ろ
準
備
し
て

姉
さ
ん

話
し
合
い

上
手
く
い

た
か
な

ど
う
か
し
ら
ね

ま
あ
八
幡
君
な
ら
上
手
く
や

た
で
し

う

そ
う
そ
う

こ
い
つ
は
や
る
時
は
や
る
男
だ
し
ね

 
陽
乃
の
呼
び
か
け
に
答
え

明
日
奈
と
薔
薇
は
そ
れ
ぞ
れ
八
幡
と
レ
ス
キ
ネ
ン
に
付
き

 
陽
乃
の
カ
ウ
ン
ト
に
合
わ
せ

三
人
は
ア
ル
ゴ
の

に
直
結
し
て
い
た
回
線
を
同
時
に
引
き

抜
い
た

五

四

三

二

一

切
断

 
そ
し
て
三
人
は
同
時
に
目
を
開
き

張
す
る
一
同
に

八
幡
は
親
指
を
立
て
て
み
せ
た
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そ
の

間
に
大
歓
声
が
上
が

た

教

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

マ
ホ

心
配
か
け
た
ね

こ
れ
か
ら
忙
し
く
ナ
ル
か
ら
覚
悟
し
て
お
く
ん
だ
よ

は
い

 
真
帆
は
レ
ス
キ
ネ
ン
と
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た
が

 
ど
う
や
ら
そ
れ
で

張
が
解
け
た
の
か

そ
の
目
は
少
し
涙
ぐ
ん
で
い
た

 
そ
し
て
雪
乃
も
ま
た

心
配
そ
う
な
顔
で
八
幡
に
話
し
か
け
て
い
た

ま
あ
心
配
は
し
て
い
な
か

た
の
だ
け
れ
ど

よ
く
や

た
わ
ね

八
幡
君

お
う

心
配
か
け
て
悪
か

た
な

雪
乃

だ

誰
が
心
配
な
ん
か

雪
乃
は
相
変
わ
ら
ず
素
直
じ

な
い

悪
い

ク

ク
ル
ス

別
に
私
は

私
は
心
配
し
て
い
た
わ
よ

薔
薇
さ
ん

 
そ
う
お
ろ
お
ろ
す
る
雪
乃
を
よ
そ
に

乃
と

莉
も
八
幡
に
声
を
か
け
た



 第５７３話 貸し

こ
れ
で
半
分
く
ら
い
は
終
わ

た
か
な

ま
あ
そ
う
で
す
ね

と
り
あ
え
ず
お
二
人
の

張
が
解
け
る
よ
う
に

 
最
後
の
仕
上
げ
を
し
ち
ま
い
ま
す
ね

さ
す
が
は
八
幡
君

敵
に
は
容

な
い
ね

 
そ
れ
を

い
た
陽
乃
が

八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

そ
れ
じ

あ
こ

ち
も
予
定
通
り
に
や

ち

て
い
い
か
し
ら
ね

は
い

や

ち

い
ま
し

う
か

安
全
は

め
に
確
保
し
な
い
と
で
す
し
ね

 
教

こ
れ
か
ら
教

の
元

い
主
の
と
あ
る
情
報
を
リ

ク
し
ま
す
か
ら

 
す
ぐ
に
向
こ
う
か
ら
の

は
無
く
な
る
は
ず
な
ん
で

安
心
し
て
下
さ
い
ね

 
そ
の
言
葉
に
レ
ス
キ
ネ
ン
は

驚
い
た
顔
で
言

た

よ
く
僕
が
唯
一
心
配
シ
テ
い
た
事
が
分
か

た
ネ

ま
あ
最
初
か
ら

り
込
み
済
で
し
た
か
ら
ね

で

何
を
ス
ル
つ
も
り
な
ん
だ
い

こ
の
デ

タ
を
こ
の
国
で
一
番
お

か
な
い
所
に
リ

ク
し
ま
す

こ
れ
は
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ス
ト
ラ
の
裏

で
す
ね

も
ち
ろ
ん
教

が
関

し
た
証

は

に
消
去
し
て
あ
り
ま
す

裏

ヨ
ク
そ
ん
な
物
を
入
手
出
来
た
ね

 
レ
ス
キ
ネ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
も

八
幡
達
な
ら
あ
り
え
る
か
と
納
得
し
た
よ
う
に
言

た

ま
あ
う
ち
に
は

の
い
い
ハ

カ

が
揃

て
ま
す
か
ら

 
そ
れ
に
ア
ル
ゴ
が

を
上
げ
て
応
え

八
幡
は
続
け
て
こ
う
言

た

と
い
う

で

敵
の

部
連
中
は
全
滅
す
る
事
で
し

う

 
容
疑
は
脱

リ

ク
す
る
の
は
当
然
国

局
で
す

な
る
ほ
ど

で
代
わ
り
に
ト

プ
に
な
る
の
は
今
俺
達
に

兵
団
を
付
け
て
く
れ
て
い
る
穏
健

の

一
人
で
す

も
し
か
シ
テ

そ
の
ト

プ

て
い
う
の
は
ド
ナ
ル
ド
か
な

 
そ
れ
が
誰
な
の
か
分
か

た
の
か

レ
ス
キ
ネ
ン
は
八
幡
に
そ
う
問
い
か
け
た

正
解
で
す
教

あ
の
人
は

得
で
動
い
て
く
れ
ま
す
か
ら
こ
う
い
う
時
は
頼
り
に
な
り
ま

す
あ
の
人
が
ト

プ
に
な
る
ナ
ラ

も
う
あ
ん
な
実
験
は
二
度
と
や
ら
な
い
ダ
ロ
ウ
ね
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一
時
的
に
評
判
が
落
ち
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

う
ち
も
援
助
し
ま
す
か
ら

な
る
ほ
ど

も
う
話
し
合
い
済
な
ん
ダ
ネ

は
い

い
ず
れ
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
こ

ち
で

す
る
事
に
な

た
ら

 
そ
の

先
は
全
て
ド
ナ
ル
ド
さ
ん
に
任
せ
る
つ
も
り
な
ん
で

ソ
レ
は
利

が
凄
い
事
に
な
り
そ
う
ダ
ネ

大

領
の
座
も
狙
え
る

度
に
は

 
八
幡
と
レ
ス
キ
ネ
ン
は
そ
う
言

て
笑
い
合

た
が

 
そ
こ
に
明
日
奈
が
き

と
ん
と
し
た
表
情
で
こ
う
質
問
し
て
き
た

八
幡
君

ニ

ロ
リ
ン
カ

て

あ
あ

カ
イ
バ

リ
ン
カ

て
名
前
は

だ

て
紅
莉
栖
が

々
を
こ
ね
る
ん
で
な

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

に
変
え
て
み
た

へ

で
も
何
か
い
い

き
だ
ね

そ
の
名
前

そ
れ

て
誰
の
提
案

紅
莉
栖
だ
な

え
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他
の
者
も
驚
い
た
よ
う
だ
が

そ
う
言

て
一
番
驚
い
た
の
は

 
こ
の
中
で
紅
莉
栖
と
の
付
き
合
い
が
一
番
⻑
い
真
帆
で
あ

た

あ

あ
の
紅
莉
栖
が
そ
ん
な
ネ

ミ
ン
グ
を

ま
さ
か

信
じ
ら
れ
な
い
わ

先
輩

紅
莉
栖
と
い
え
ば

そ
う
い
う
セ
ン
ス
が
無
い
事
で

名
な
の
に

 
日
本
に
行

た
事
で
紅
莉
栖
の
ク
リ
エ
イ
テ

ブ
な
部
分
が

激
さ
れ
た
の
か
し
ら
ね

先
輩

そ
れ
と
も
何
か
他
の
要
因
が

紅
莉
栖
も
最
近
色
気

い
て
き
た
み
た
い
だ
し

 
下
着
が

手
に
な
る
の
も
ま
あ
仕
方
な
い
か

せ

先
輩

ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
に
私
に
関
す
る
意
味
不
明
な
風
評
被
害
を
広
め
な
い
で
下
さ

い
ふ
ん

先
輩
を
差
し
置
い
て

一
人
で
男
を
作
る
か
ら
よ

な
 
紅
莉
栖
は
そ
の
言
葉
に
絶

し
つ
つ
も
日
本
に

た
ら
真
帆
に
誰
か
男
を
紹
介
し
よ
う
と

決
意
し
た
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だ
が
当
然
八
幡
や
キ

マ
は
そ
う
い

た
方
面
で
は
役
に
立
た
ず

 
紅
莉
栖
の
そ
の
決
意
は
空

り
に
終
わ
る
事
に
な
る

そ
れ
じ

あ
こ

ち
は
進
め
と
く
か
ら

 
八
幡
君
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
事
の

を
話
し
て
き
て
も
ら
え
る

そ
う
で
す
ね

話
を
通
し
て
き
ま
す

つ
い
で
に
レ
ヴ

カ
ち

ん
に

日
の
話
が
ど
う
な

た
か
確
認
し
て
も
ら
え
る

あ
あ

あ
の
ボ
デ

ガ

ド
の
話
で
す
か

 
四
六
時
中
あ
い
つ
に
張
り
付
か
れ
る
の
は
正
直
息
が
詰
ま
る
ん
で
す
け
ど
ね

出
来
る
だ
け
遠
く
か
ら
見
守
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
か
ら

 
せ
め
て
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク
が
捕
ま
る
ま
で
は
我
慢
し
て

や

ぱ
り
そ
れ
が
問
題
で
し
た
か

分
か
り
ま
し
た

そ
こ
は
我
慢
し
ま
す

 
八
幡
は
そ
の
陽
乃
の
言
葉
に
そ
う

き

外
に
出
た

 
廊
下
の

に
は

ガ
ブ
リ
エ
ル
の
部
下
が
立

て
お
り

八
幡
は
そ
の
一
人
に

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
取
り
次
い
で
も
ら
え
な
い
か
と
頼
み

し
て
も
ら
う
事
が
出
来
た

 
そ
し
て
す
ぐ
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
現
れ

八
幡
を
自
分
達
の
部
屋
へ
と
案
内
し
た
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そ
の
表
情
だ
と

ど
う
や
ら
色
々
と
上
手
く
い

た
よ
う
だ
ね

あ
あ

話
は

ま

た

こ

ち
の
勝
ち
だ

と
い
う
事
は

君
達
の
護
衛
も
も
う
必
要
な
い
と
い
う
事
だ
ね

そ
う
い
う
事
だ

正
直
助
か

た

に
着
る

ビ
ジ
ネ
ス
だ
か
ら
ね

を
言
う
必
要
は
な
い
さ

日
本
人

て
の
は
そ
う
い
う
生
き
物
な
ん
だ
よ

 
ま
あ
か
と
い

て

Ｂ
ｏ
Ｂ
で
手
を
抜
い
た
り
は
し
な
い
け
ど
な

む
し
ろ
手
を
抜
か
れ
た
ら

逆
に
不

に
な
る
だ
ろ
う
な

だ
よ
な

 
そ
し
て
二
人
は

手
を
交
わ
し

再
戦
を

た

確
約
は
出
来
な
い
が

も
し
そ
の
時
が
来
た
ら

そ
の
時
は
宜
し
く

俺
が
勝
つ
と
思
う
が

そ
う
な

て
も

み

こ
無
し
だ
か
ら
な

ま

た
く
君
は
子

だ
な

ま
あ
勝
つ
の
は
こ

ち
だ
が

ど

ち
が
子

だ
よ

 
そ
し
て
二
人
は
同
時
に

を

め

八
幡
は
部
屋
に

ろ
う
と
し
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レ
ヴ

カ
の
事
を

き
忘
れ
て
い
た
事
に
気
が
付
き

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
そ
の
事
を

ね
た

あ
あ

そ
の
話
か

そ
の
事
で
一
つ
頼
み
が
あ
る

頼
み

俺
に
か

あ
あ

君
に
し
か
頼
め
な
い
事
だ

分
か

た

こ
う

 
そ
し
て
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

八
幡
に
こ
う
切
り
出
し
た

実
は
レ
ヴ

カ
は

う
ち
か
ら
退
社
さ
せ
る
事
に
し
た

は

も
し
か
し
て
レ
ヴ

カ

て

が
悪
い
の
か

い
や

逆
だ

あ
い
つ
は
俺
の
次
く
ら
い
に
は

が
い
い
し

危
険
に
関
し
て
の

も
利
く

な
ら
ど
う
し
て

次
の
仕
事
が
少
し
う
さ
ん
く
さ
い
ん
で
な

あ
い
つ
を
安
全

に
置
い
て
お
き
た
い

何
関
連
の
仕
事
か

い
て
も
い
い
か

 
八
幡
は

目
元
で
そ
う
言

た
が

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
予
想
外
に

あ

さ
り
と
こ
う
言

た

関
係
だ

中
東
が
キ
ナ

い
ん
で
な

多
分
そ

ち
に
行
く
事
に
な
る
と
思
う

戦
争
に
な
る
の
か
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あ
く
ま
で
可
能
性
だ

あ
そ
こ
か
ら

種
が
消
え
る
事
は
無
い
か
ら
な

確
か
に

と
い
う

で

妹
思
い
の
俺
と
し
て
は

君
に
し
ば
ら
く
あ
い
つ
を

か

て
欲
し
い
と

 
そ
う
考
え
た
と
い
う

だ

 
そ
の
頼
み
に
八
幡
は

余
計
な
事
は
言
わ
ず
に
こ
う
即
答
し
た

オ

ケ

だ

 
そ
れ
に
対
し
て
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

き
な
が
ら
こ
う
言

た

君
が
日
本
人
で
良
か

た
よ

こ
う
い
う
時
だ
け
持
ち
上
げ
る
ん
じ

ね
え

と
い
う

で

レ
ヴ

カ
の
説
得
を
頼
む

説
得

 
八
幡
は

そ
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
ま
さ
か
の
言
葉
に
驚
い
た

ま
さ
か
ま
だ
レ
ヴ

カ
に
話
し
て
な
い
の
か

あ
あ

あ
い
つ
に
そ
ん
な
説
明
を
す
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
な

ま
じ
か
よ

ど
う
す

か
な
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ソ
レ
イ
ユ
の
社
内

定
で
外
部
の
人
間
は

え
な
い
か
ら

 
一
時
的
に

々
と
で
も
言

て
お
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

そ
れ
で
い
く
か

あ
く
ま
で
一
時
的
な

置
だ

て
ゴ
リ
押
し
だ
な

書

上
う
ち
と
関
係
が
無
い
体

だ
け
整
え
ら
れ
れ
ば
こ
ち
ら
と
し
て
も
問
題
な
い
か
ら

 
そ
の
方
向
で
話
を
進
め
て
も
ら
え
る
と
助
か
る

一
個
貸
し
だ
か
ら
な

分
か

た

り
て
お
こ
う

 
こ
う
し
て
レ
ヴ

カ
の
ソ
レ
イ
ユ
入
社
が

撃
的
に
決
ま
り

 
八
幡
は
そ
の
後
レ
ヴ

カ
に
そ
の
事
を
説
明
し

無
事
に
了
解
を
得
る
事
が
出
来
た

 
で

話
は
分
か

た
が

俺
の

書
き
は
ど
う
な
る
ん
だ

う

ん

ま
あ
考
え
て
お
く
わ

い
や

楽
し
み
だ
な

日
本

あ
ま
り

目
を
外
し
す
ぎ
る
な
よ

分
か

て
る

て

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

大
将
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そ
ん
な
彼
女
の
リ
ア
ル
戦
闘
力
は

オ

グ
マ

関
連
の
事
件
が

こ

た

に

 
八
幡
に
と

て
一
番
の
助
け
と
な
る

 
話
は
つ
け
て
き
た
ぞ

姉
さ
ん

そ

ち
の
調
子
は
ど
う
だ

驚
く

動
き
が

い
わ
ね

さ
す
が
は
ア
メ
リ
カ
国

局

大
し
た
も
の
ね

ま
じ
か
よ

や

ぱ
怖
え
な

 
そ
し
て
八
幡
も
陽
乃
に

し
く
説
明
を
し

陽
乃
は
冗
談
め
か
し
て
こ
う
言

た

戦
争
ね

死
の
商
人
で
も
し
ち

う

い
や

や
ん
ね
え
か
ら

冗
談
よ

と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
安
全
は
確
保
さ
れ
た
か
ら

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
達
に
護
衛
し
て
も
ら
う
の
は
今
日
ま
で
と
い
う
事
に
な
る
わ
ね

だ
な

今
夜
は
安
心
し
て
ぐ

す
り

れ
そ
う
だ

ま
あ
ま
だ

る
時
間
に
は
ち

と

い
け
ど
ね

だ
よ
な

さ
て
ど
う
す
る
か

 
そ
ん
な
八
幡
に

珍
し
く
ア
ル
ゴ
が
声
を

け
て
き
た
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そ
れ
な
ら
ハ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
で
も
行

て
き
た
ら
ど
う
だ

 
な
ん
か
今

ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
と
か
い
う
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
ら
し
い

え

ま
じ
か
よ

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
か

こ
れ
が
メ
ン
バ

表
な
ん
だ
が

見
て
み
ろ
よ
こ
こ

面
白
い
事
に
な

て
る
み
た
い
だ

 
そ
の
言
葉
に
他
の
者
も
集
ま

て
き
た

そ
し
て
メ
ン
バ

表
を
見
た
一
同
は
当
然
の

く

驚
い
た

え

何
こ
れ

キ
リ
ト
君
と
闇
風
君
と
レ
ン
ち

ん
と
フ
カ

こ

ち
に
は
ピ
ト
と
エ
ム
君
と
謎
の
四
人

誰
だ
ろ

意
味
が
分
か
ら
ん
な
お
い
ア
ル
ゴ
こ
こ
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
日
本
サ

バ

に
イ
ン
出
来
る
の

か
オ
レ

ち
を
誰
だ
と
思

て
る
ん
だ

ち

ろ
い
ち

ろ
イ

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ

て

ア
ミ

ス
フ

ア
が
無
え

一
つ
な
ら
あ
る
わ
よ

お
お
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八
幡
は
そ
の
言
葉
に
喜
び

続
け
て
紅
莉
栖
も
こ
う
説
明
し
て
き
た

ニ

ロ
リ
ン
カ

で
も
イ
ン
出
来
る
わ
よ

 
こ
れ
は
ア
ミ

ス
フ

ア
の
機
能
を
流
用
し
て
あ
る
か
ら
フ
ル
ダ
イ
ブ
機
能
が
付
い
て
る
の

よ
そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
残
り
三
人

新
し
く
キ

ラ
を
作

て
も
い
い
ん
だ
し

 
誰
か
希
望
者
は
い
る
か

 
そ
の
言
葉
に
は

当
然
全
員
が
手
を
上
げ
た

ち
な
み
に
モ
ニ
タ

で
大
会
の
様
子
も
見
れ
る
か
ら
ナ

だ
そ
う
だ

ま
あ
そ
れ
で
も
み
ん
な
行

て
み
た
い
よ
な

そ
れ
じ

あ
ジ

ン
ケ
ン
な

 
こ
う
し
て
ジ

ン
ケ
ン
大
会
が
行
わ
れ

勝
者
の
三
人
が
決
定
し
た

明
日
奈
と
ク
ル
ス
に
小
猫
か

ま
あ

当
な
と
こ
ろ
か

そ
れ
じ

あ
久
々
に

十
狼
活
動
と
い
き
ま
す
か

一
体
何
が

こ
る
ん
だ
い

 
安
全
の

こ
の
日
は
こ
こ
に

ま
る
事
に
な

た
レ
ス
キ
ネ
ン
が
面
白
そ
う
に
そ
う

ね

て
き
た
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た
だ
の
ゲ

ム
で
す
よ

教

も
そ
の
モ
ニ
タ

で
の
ん
び
り
と
観
戦
し
て
て
下
さ
い

 
雪
乃

教

へ
の
説
明
役
は
任
せ
た

え
え

任
さ
れ
た
わ

 
こ
う
し
て
八
幡
達
は
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
を
観
戦
す
る

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た
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第
５
７
４
話
 
集
う
参
加
者
達

 
ス
ク
ワ

ド
ジ

ム
当
日
の
昼

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
う
ち

レ
ン
と
フ
カ
次
郎
と
闇
風
は

 

に
会
場
入
り
し

や
る
気
満
々
で
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い
た

で

フ
カ

心
の

は
ど
こ
に
い
る

師
匠

て

仕
方
な
い
だ
ろ

フ
カ
が
名
前
を
教
え
て
く
れ
な
い
ん
だ
か
ら
よ

ま

ま

多
分
も
う
す
ぐ
来
る
か
ら

 
そ
う
答
え
つ
つ

フ
カ
次
郎
は
内
心
で
こ
う
思

て
い
た

う
わ

レ
ン
は
と
も
か
く
ヤ
ミ
ヤ
ミ
も
そ
う
い
う
の

調
べ
た
り
し
な
い
ん
だ

 
思
い

き
り
公
式
に
載

て
る
は
ず
な
の
に

 
絶
対
に
突

込
ま
れ
る
と
思

て
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
た
ん
だ
け
ど
な

 
実

闇
風
は

参
加
者
リ
ス
ト
を
調
べ
て
は
い
た

 
だ
が
ラ
イ
バ
ル
に
な
り
そ
う
な
者
の
事
を
調
べ
は
し
た
が

 
逆
に
自
分
達
の
チ

ム
の
情
報
が
載

て
い
る
ペ

ジ
は
見
て
い
な
か

た
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こ
れ
は

純
に
闇
風
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
で
あ
る

そ
の
時
遠
く
か
ら
大
歓
声
が

こ
え
て
き

た 
見
る
と
ど
う
や
ら

力
チ

ム
の
面
々
が

番
に
入
場
し
て
き
て
い
る
よ
う
だ

あ
い
つ
ら
も
来
た
か

結

人
気
あ
る
み
た
い
な

俺
達
ほ
ど
じ

な
い
さ

 
そ
し
て
Ｓ

Ｎ
Ｃ

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

な
ど
の
チ

ム
の
面
々
が

 
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
を
囲
む
よ
う
に
続
々
と
集
結
し
て
き
た

こ
れ
は
こ
れ
は

優
勝
候
補

の
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

の
ん
び
り
し
ち

て
余

そ
う

す
ね

 
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言

て
き
た

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
シ
ノ
ハ
ラ
と

の
エ
ル
ビ
ン
に

 
闇
風
は
ふ
ん
ぞ
り
返

た
ま
ま
こ
う
言

た

よ

五
番
手
以
下
ど
も

俺
達
の
サ
イ
ン
で
も
欲
し
い
の
か

 
色

が
あ
る
な
ら
い
く
ら
で
も
書
い
て
や
る
ぞ

俺
達
は
心
が
広
い
ん
で
な

サ
イ
ン
を
ね
だ

て
や

て
も
い
い
ん
だ
が
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そ
こ
ら
中
に
ゴ
ミ
を

き
散
ら
す
事
に
な
る
の
は
心
が

む
な

お
う
お
う

キ

ン
キ

ン
遠

え
が

こ
え
る
な

 
雑

は
雑

ら
し
く
お
山
の
大
将
を
気
取

て
内

で
き

き

う
ふ
ふ
し
て
り

い
い
も

の
をあ

あ
ん
た
達
の
時
代
は
今
日
で
終
わ
る

精
々
大
物
ぶ

て
い
る
と
い
い

そ
う
い
う
事
は

実
行
出
来
て
か
ら
言
わ
な
い
と

後
で
恥
ず
か
し
く
な
る
だ
け
だ
ぞ

チ

中
で
直
接
対
決
す
る
時
を
楽
し
み
に
し
て
お
け
よ

序
盤
で
あ

さ
り
と
死
な
な
い
よ
う
に
な

 
シ
ノ
ハ
ラ
と
エ
ル
ビ
ン
の
二
人
は
そ
れ
で
も
余

ぶ

て
い
た
が

 
レ
ン
と
フ
カ
次
郎
に
じ
ろ

と
見
ら
れ

す
ご
す
ご
と
退
散
し
て
い

た

 
そ
し
て
次
に
デ
ヴ

ド
と
エ
ヴ

が
先
ほ
ど
の
二
人
よ
り
は
丁

な
態
度
で
闇
風
に

し
て
き
た

闇
風
さ
ん

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

シ

ナ
さ
ん
が
い
な
い
の
が
残
念
で
す
が

 
今
度
会

た
時
に
褒
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に

今
日
は
頑
張
り
ま
す
ん
で
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お
う
二
人
と
も
さ
す
が
真
の
強
豪
は

儀
正
し
い
よ
な
ど
こ
か
の

と
は
大
違
い
だ
な

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
言

た

あ
れ
と
一

に
さ
れ
て
も

ま
あ
放

て
お
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か

 
あ
い
つ
ら
は
ど
う
せ

中
盤
ま
で
に
は
い
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
し
ね

お
前
ら
も
中
々

だ
な

 
そ
の
様
子
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
先
ほ
ど
の
二
人
が
悔
し
そ
う
に

め
て
い
た
が

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
実
力
が
全
て
で
あ
る

で
か
い
口
を
叩
き
た
い
の
で
あ
れ
ば
勝
つ
し
か
な
い
の
だ

 
丁
度
そ
こ
に

シ

リ

が
通
り
か
か

た

 
シ

リ

は
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
メ
ン
バ

の
後
ろ
を
つ
ま
ら
な
そ
う
に
歩
い
て
お
り

 
大
会
へ
の
意
欲
は
あ
ま
り
無
い
よ
う
に
見
え
た

 
シ

リ

は
そ
も
そ
も
対
人
プ
レ
イ
を
し
た
事
は
無
い
し

す
る
つ
も
り
も
無
い
か
ら
だ

 
そ
ん
な
シ

リ

に

闇
風
は
普
通
に
声
を
か
け
た

あ
ん
た
前
に

シ

ナ
に
Ｍ
８
２
を
貸
し
て
も
ら

て
た
お
嬢
ち

ん
だ
よ
な

あ

ど

ど
も
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シ

リ

は
防
衛
戦
の
時
に

闇
風
と
は
顔
見
知
り

度
に
は
な

て
い
た
の
で

 
ぶ

き
ら
ぼ
う
で
は
あ
る
が

そ
う

を
返
し
た

 
そ
し
て
シ

リ

は

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら

 
が

か
り
し
た
表
情
で
闇
風
に
言

た

あ

あ
の

今
日
は
や

ぱ
り
シ

ナ
さ
ん
は
い
な
い
ん
で
す
か

ん

あ
あ

そ
う
な
ん
だ
よ

シ

ナ
は
ち

と
リ
ア
ル
で
忙
し
い
ら
し
く
て
な

そ
う
で
す
か

シ

ナ
さ
ん
が
い
た
ら

や
り
た
く
な
い
対
人
も

 
少
し
は
頑
張
れ
る
か
も
し
れ
な
い

て
思

た
ん
で
す
け
ど

 
そ
の
言
葉
に
闇
風
は
き

と
ん
と
し
た
が

や
が
て
意
味
が
分
か

た
の
か

 
シ

リ

に
対
し

め
る
よ
う
な
事
を
言

た

そ
う
か

お
嬢
ち

ん
は
対
人
が

い
な
ん
だ
な

は
い

一
応
リ
ア
ル
で
銃
を
扱
う
仕
事
を
し
て
る
ん
で

 
人
に
銃
を
向
け
る
の
は
ち

と

抗
感
が
あ
る
ん
で
す

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
じ

あ
今
日
は
楽
し
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
い
ず
れ
ま
た
シ

ナ
が
い
る
時
に
で
も
声
を
か
け
る
か
ら

一

に
遊
ぼ
う
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は
い

そ
の
時
は
是
非

 
シ

リ

は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

何
度
も

を
下
げ

 
仲
間
達
を
追
い
か
け
て
走
り
去

て
い

た

ね

ヤ
ミ
ヤ
ミ

ん

ど
う
し
た

そ
ん
な
に
社
交
的
な
の
に

何
で
モ
テ
な
い
の

 
そ
の
フ
カ
次
郎
の
質
問
に

闇
風
は

き
そ
う
な
表
情
を
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

そ
ん
な
の
こ

ち
が

き
た
い
わ

ど
う
し
て
ど
の
女
の
子
も

俺
と
友
達
で
い
よ
う
と
す

る
ん
だ
よ

そ
の
言
葉

モ
テ
る
男
の
言
葉
に

こ
え
る
け
ど

よ
く
考
え
る
と
ま

た
く
モ
テ
て
な
い

ね
言
う
な

マ
ジ
で

き
た
く
な
る
か
ら

き

と
い
ず
れ

ヤ
ミ
ヤ
ミ
の
事
を
好
き
に
な

て
く
れ
る
人
が
現
れ
る
よ

頑
張

て

あ

ミ
サ
キ
さ

ん

 
そ
う
せ

か
く
優
し
く

め
て
く
れ
た
フ
カ
次
郎
を
放
置
し
て



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
闇
風
は

笑
顔
で
こ
ち
ら
に
歩
い
て
く
る
ミ
サ
キ
の

を
見
つ
け

 
嬉
し
そ
う
に
そ
ち
ら
へ
と
走

て
い

た

な

レ
ン

う
ん

言
い
た
い
事
は
分
か
る

確
か
に
あ
れ
は

ど
う
考
え
て
も
友
達
止
ま
り
だ
よ
ね

だ
ね

 
二
人
が
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
間
に

闇
風
は
熱
心
に
ミ
サ
キ
に
話
し
か
け
て
い
た

ミ
サ
キ
さ
ん

今
日
は
頑
張
り
ま
す
ん
で

応
援
お
願
い
し
ま
す

あ
ら
あ
ら
う
ふ
ふ

私
は
シ

ナ
様
親
衛

の
一
人
な
の
よ

 
な
の
で
シ

ナ
様
が
い
な
い
か
ら

て
簡

に
応
援
す
る
相
手
を
変
え
る
ほ
ど

 
私
は

気
性
じ

な
い
の
だ
け
れ
ど

ほ
ら

う
ち
に
は
前
回
シ

ナ
と
組
ん
で
い
た
レ
ン
が
い
ま
す
か
ら

 
き

と
遠
く
で
シ

ナ
も

レ
ン
の
勝
利
を

て

て

 
そ
う
言
い
か
け
た
ま
ま

闇
風
が
突
然
ど
ん
よ
り
と
し
た
暗
い
顔
を
し
た

 
ミ
サ
キ
は
驚
い
て
闇
風
に

ね
た
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ど

ど
う
し
た
の
か
し
ら

大
丈
夫

あ

い
や

す
み
ま
せ
ん

 
出
来
る
だ
け
シ

ナ
に
関
し
て
の
楽
し
い
事
だ
け
を
考
え
よ
う
と
し
て
自
分
を

ま
し
て
い

た
ん
で
す
が

 
今
の
自
分
の
言
葉
で
つ
い
余
計
な
事
を
考
え
ち
ま

て

 
ど
う
や
ら
闇
風
は
も
し
か
し
た
ら
シ

ナ
が

に
死
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
考
え

を 
明
る
く

舞
う
事
で
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
ら
し
い

 
も
ち
ろ
ん
心
の
奥
で
は
シ

ナ
が
生
き
て
い
る
と
信
じ
て
は
い
る
が

 
気
分
が
落
ち
込
む
と

や
は
り
余
計
な
事
を
考
え
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
闇
風
を
見
て

ミ
サ
キ
は
目
を

め
た

こ
の
態
度
は

常
ね

も
し
か
し
た
ら
シ

ナ
様
の
身
に
何
か
あ

た
の
か
し
ら

 
そ
う
考
え
た
ミ
サ
キ
は

職
業

身
に
つ
け
た
社
交
ス
キ
ル
を
総
動
員
し
て

 
闇
風
か
ら
少
し
で
も
情
報
を
引
き
出
そ
う
と
考
え
た

さ

き
の
言
葉
だ
と

も
し
か
し
て
今
シ

ナ
様
は

遠
く
に
出
か
け
て
い
る
の
か
し
ら



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

あ

は
い

し
い
話
は

い
て
い
な
い
ん
で
す
が

今
は
ア
メ
リ
カ
ら
し
い
で
す
ね

そ
う
な
の
ね

そ
れ
は
遠
い
わ
ね

ア
メ
リ
カ

旅
行
か
し
ら

で
も
そ
ん
な
事
で
こ
ん
な
に
落
ち
込
む
事
は
無
い
と
思
う
の
だ

け
れ
ど

 
さ
て
ど
う
や

て
か
ま
を
か
け
た
も
の
か
し
ら
ね
こ
こ
は
い

そ
何
か
あ

た
と
い
う
前

提
でや

ぱ
り
心
配
よ
ね

シ

ナ
様
か
ら
連

と
か
は

そ
れ
が
で
す
ね
今
あ
い
つ
と
は
連

が
取
れ
な
い
ん
で
す
よ
少
し
危
な
い
橋
を

る
と
か

で 

の

は
一
切
使
わ
な
い
よ
う
に
全
部
こ

ち
に
置
い
て
い

た
と
か

ど
う
や
ら
ソ
レ
イ
ユ
の
社
内
で
い
ろ
い
ろ
動
き
が
あ

た
み
た
い
ね

 
で
も
お
か
し
い
わ
ね
連

が
と
れ
な
い
の
な
ら
彼
は
そ
も
そ
も
何
を
心
配
し
て
い
る
の
か

し
ら

 
と
に
か
く
も

と
情
報
が
欲
し
い

こ
こ
は

け
に
出
る
一
手
か
し
ら
ね

そ
う

あ
ん
な
事
が
あ

た
上
に
そ
れ
だ
と

や

ぱ
り
心
配
よ
ね
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で
す
ね

ま
さ
か
ハ
イ
ジ

ク
と
は

ハ
イ
ジ

ク
で
す

て

そ
う
い
え
ば
確
か
こ
の
前

 
そ
う
か

あ
の
中
に
シ

ナ
様
の
名
前
が
あ

た
の
ね

比
企
谷
八
幡
君

そ
う

そ
う

い
う
事

 
で
も
こ
の
前
う
ち
の
店
に
た
ま
た
ま
お
客
さ
ん
と
し
て
来
て
い
た

筋
の
人
が

 
あ
の
報
道
は
誤
報
だ

た
と
断
言
し
て
い
た
は
ず

 
で
も
続
報
が
無
い
せ
い
で
彼
は
そ
の
事
を
知
ら
な
い
の
ね

 
こ
こ
は
こ

そ
り
教
え
て
あ
げ
て

安
心
さ
せ
て
あ
げ
る
べ
き
か
し
ら

い
え

こ
れ
は

チ

ン
ス

 
そ
し
て
ミ
サ
キ
は

笑
顔
で
闇
風
に
言

た

大
丈
夫
よ
彼
は
絶
対
に
生
き
て
る
わ
彼
が
帰

て
き
た
ら
一

に
お
祝
い
を
し
ま
し

う

 
他
の
人
に
は
内

だ
け
ど

実
は
私
は
銀
座
で
お
店
を
や

て
い
る
の

 
な
の
で
そ
の
時
は

あ
な
た
達
二
人
を
私
の
お
店
に

待
す
る
わ

 
だ
か
ら
元
気
を
出
し
て

闇
風
君

い
い
い
ん
で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
何
か
め

ち

元
気
が
出
て
き
ま
し
た
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そ
う
で
す
よ
ね

あ
い
つ
が
簡

に
死
ぬ
は
ず
が
な
い
で
す
よ
ね

あ
の
ニ

ス
も
続
報

が
来
な
い
し

 
き

と
間
違
い
だ

た
に
決
ま

て
ま
す

そ
う
か

よ
し

よ
し

 
闇
風
は
そ
の
ミ
サ
キ
の
言
葉
を

い
て

に
ポ
ジ
テ

ブ
に
な
り

 
ミ
サ
キ
は
こ
れ
で
シ

ナ
と
直
接
対
面
出
来
る
と
一
人
ほ
く
そ
笑
ん
だ

 
丁
度
そ
の
時
再
び
会
場
の
入
り
口
か
ら
大
歓
声
が

こ
え
た

あ
ら

何
か
し
ら

ピ
ト
フ

イ
が
来
た
み
た
い
で
す
ね

あ
あ
彼
女
達
も
優
勝
候
補
に
な

て
い
た
も
の
ね
そ
れ
じ

あ
私
は
行
く
わ
頑
張

て

ね
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
し
て
闇
風
は
レ
ン
達
の
所
に

り
三
人
は

し
合
わ
せ
た
よ
う
に
同
時
に
歩
き
出
し
た

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
三
人
は

然
と
歩
い
て
く
る
ピ
ト
フ

イ
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た



 第５７５話 役者、揃う

 
第
５
７
５
話
 
役
者

揃
う

あ
ら

レ
ン
ち

ん
に
ヤ
ミ
ヤ
ミ
じ

な
い

今
日
は
た
ら
お
は
い
な
い
の
ね

代
わ
り
に
ニ

フ

イ
ス
の
私
参
上

ピ
ト
さ
ん
は
こ
の
私
が
ぶ

倒
す

 
平
然
と
そ
う
話
し
か
け
て
き
た
ピ
ト
フ

イ
に
対
し

フ
カ
次
郎
が
そ
う
宣
戦
布
告
し
た
が

 
ピ
ト
フ

イ
は
立
ち
止
ま
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
去

て
い
き
平
然
と
ホ

ル
の
中
央
に
立
つ
と

 
集
ま

た
観
客
達
に
向
け

笑
顔
で
手
を

り
は
じ
め
た

キ

無

さ
れ
た

中
に
無
し

て
感
じ
だ
な

凄
い
人
気
で
す
ね

ま
あ
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
が

シ

ナ
の
お
か
げ
だ
ろ
う
け
ど
な

で
そ
う
な
ん
で
す
か

の
あ
い
つ
は

そ
れ
は
そ
れ
は

わ
れ
て
い
た
も
ん
さ

 
闇
風
は

の
事
を
思
い
出
し

苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
れ
が
シ

ナ
と
出
会
い

行
動
を
共
に
す
る
よ
う
に
な

て
か
ら
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大
勢
の
敵
を
少

で
打
ち
破
り
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
強
ス
コ

ド
ロ
ン
の

一
員
だ

 
あ
い
つ
も
ま
さ
か
こ
う
な
る
と
は

予
想
す
ら
し
て
い
な
か

た
だ
ろ
う
な

 
ま
あ
あ
い
つ
は
そ
う
い

た
名
声
よ
り
も

 
シ

ナ
と
一

に
い
ら
れ
る
事
だ
け
に

着
し
て
る
み
た
い
だ
け
ど
な

 
だ
が
そ
れ
故
に

そ
れ
が
失
わ
れ
た
と
判
断
し
た
時
は

意
外
と
も
ろ
い

そ
う
で
す
よ
ね

師
匠

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
だ
か
ら
誰
か
が
あ
い
つ
の

を
引

ぱ
た
い
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い

で
す
ね

全
力
で
引

ぱ
た
い
て
や
り
ま
し

う

頼
む
ぞ
レ
ン

俺
も
友
達
の
あ
ん
な

そ
う
な

を
見
た
く
は
な
い
か
ら
な

 
闇
風
の
そ
の
言
葉
に

フ
カ
次
郎
は
首
を

げ
た

そ
う

あ
の
人
ど
う
見
て
も
す
ご
く
余

た

り
に
見
え
る
ん
だ
け
ど

表
面
上
は
な

そ
う
な
の

そ
う
な
ん
で
す
か
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ピ
ト
フ

イ
の
事
を
そ
こ
ま
で

し
く
知
ら
な
い
レ
ン
と
フ
カ
次
郎
は

 
そ
の
発
言
に
ま

た
く
実
感
が

か
な
か

た

さ

き
も
お
前
が
煽

た
の
に

ま
る
で

こ
え
な
い
か
の
よ
う
に
ス
ル

し
た
だ
ろ

 
あ
れ
は
多
分

お
前
の
相
手
を
し
て
い
る
余

す
ら
無
か

た

て
事
だ
と
思
う
ぞ

え

そ
う
な
の

あ
れ

て
そ
う
い
う
事

お
う

多
分

の
中
は
も
う
ぐ
ち

ぐ
ち

な
ん
だ
ろ
う
よ

 
シ

ナ
の
生
存
を
信
じ
た
い
気
持
ち
と
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
が
ご

ち

に
な

て

 
考
え
が

ま
ら
な
い
ま
ま

の
あ
い
つ
に

ち
ま

て
る
感
じ
じ

な
い
か
な

の
ピ
ト
さ
ん

師
匠

何
か

が
あ

て
の
発
言
で
す
か

 
そ
の
レ
ン
の
質
問
に

闇
風
は
あ

さ
り
と
こ
う
答
え
た

勘
だ

勘
で
す
か

勘
な
ん
だ

馬

野
郎

こ
の
俺
様
の
勘
だ
ぞ

合

て
る
に
決
ま

て
る

う

ん
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合

て
る

の
か
な

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
懐
疑
的
だ

た
が
闇
風
ほ
ど
の
歴
戦
の
勇
者
の
勘
は

々
に
し
て
よ

く
当
た
る

ま
あ
お
前
ら
に
も
そ
の
う
ち
分
か
る
さ

そ
の
う
ち
で
す
か

お
う

そ
れ
が
分
か
る
よ
う
に
な

て

初
め
て
一
流
だ
な

 
そ
の
く
ら
い
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や
り
込
ん
で
み
ろ
よ

レ
ン

は

は
い

 
そ
ん
な
三
人
の

線
に
気
付
か
ず
ピ
ト
フ

イ
は
や

や

ど
う
も
ど
う
も

と
言

い
な
が
ら

 
愛
想
良
く
観
客
達
に
手
を

て
い
た

も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
を
悪
く
言
う
者
達
も

存
在
し
た

何
だ
よ
あ
れ

調
子
に
乗
り
や
が

て

ま
る
で
オ
タ
サ

の
姫
み
た
い
だ
な

チ

ゴ
リ
ラ
女
め



 第５７５話 役者、揃う

 
だ
が
そ
う
い

た
者
達
は
圧
倒
的
少

で
あ
る

 
ピ
ト
フ

イ
は
別
に
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に

び
た
り
ル

ク
ス
を

り
に
し
た
り
は
せ
ず

 
あ
く
ま
で
も
実
力
で
こ
こ
ま
で
這
い
上
が

て
き
た

 
そ
の
人
気
は
そ
の
実

に
対
す
る
評
価
の
現
れ
な
の
だ

 
故
に

え
性
格
が
最
悪
だ
ろ
う
と
も

ピ
ト
フ

イ
の
人
気
は
高
い

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
を
応
援
す
る
者
達
は

ま
さ
か
自
分
た
ち
の
応
援
が
実
り

 
ピ
ト
フ

イ
が
優
勝
し
た

間
本
人
の
死
が
ほ
ぼ
確
定
す
る
な
ど
と
は
夢
に
も
思

て
い
な

い 
ピ
ト
フ

イ
が
応
援
に
応
え
れ
ば
応
え
る

事
態
は
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

て
い
く
と
い
う
の

が 
こ
の
件
の
一
番

肉
な
部
分
で
あ
ろ
う

ピ
ト
の
様
子
が
お
か
し
い

だ
が
こ
れ
で
い
い

 
エ
ム
は
ピ
ト
フ

イ
の
お
か
し
な
様
子
に
当
然
気
付
い
て
お
り

内
心
で
そ
う
思
い
つ
つ
も

 
ピ
ト
フ

イ
が
こ
の
ま
ま
実
力
を
出
し
切
れ
な
い
ま
ま
負
け
る
事
を
望
ん
で
い
た

 
エ
ム
は
確
か
に
ピ
ト
フ

イ
と
共
に
生
き

共
に
死
ぬ
事
を
望
ん
で
い
た
が
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そ
の
死
因
は
あ
く
ま
で

で
あ
る
事
が
ベ
ス
ト
で
あ
り

 
こ
う
い

た

で
ピ
ト
フ

イ
が
死
ぬ
事
は
望
ん
で
い
な
か

た

 
い
ざ
と
な

た
ら
当
然
後
を
追
う
つ
も
り
は
あ
る
が

出
来
れ
ば
そ
れ
は
避
け
た
か

た

ピ
ト
は
誰
が
参
加
す
る
の
か
な
ん
て
興
味
な
い
か
ら
知
ら
な
い
だ
ろ
う
が

 
あ
の
人
ま
で
参
加
す
る
ん
だ

万
が
一
に
も
こ
ち
ら
が
勝
つ
事
は
無
い
だ
ろ
う

 
そ
う
考
え
な
が
ら
も

こ
こ
ぞ
と
い
う
時
以
外

手
を
抜
く

に
は
い
か
な
い
エ
ム
は

 
あ
く
ま
で
平
然
と
し
た
態
度
で
ピ
ト
フ

イ
同
様
に
応
援
し
て
く
れ
る
者
達
に
手
を

て

い
た

 
こ
こ
で
下
手
な
態
度
を
と

て
十
狼
の
評
判
を
下
げ
る
よ
う
な
事
は
し
な
く
な
い
と
い
う
気

持
ち
も
あ
り

 
エ
ム
は
あ
く
ま
で
も
余

そ
う
に
見
え
る
態
度
を
崩
さ
な
か

た

ね

エ
ム

シ

ナ
が
い
な
い
の
に
こ
ん
な
声
援
が
も
ら
え
る
な
ん
て

 

二
人
だ
け
で
行
動
し
て
い
た
時
に
は
思
い
も
し
な
か

た
わ
よ
ね

で
す
ね

変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
ん
で
す

こ

こ
れ
な
ら
シ

ナ
に
褒
め
て
も
ら
え
る
か
な



 第５７５話 役者、揃う

え

え
え

き

と
褒
め
て
も
ら
え
ま
す
よ

何
だ

予
想
以
上
に
ピ
ト
の
気
持
ち
が
高
ぶ

て
い
る

 
ま
さ
か
死
ん
だ
後
の
話
を
し
て
い
る
な
ん
て
事
は

 
も
し
く
は
や
や

乱
し
て
い
る
の
か

こ
れ
は
負
け
た
時
に
約
束
を
反
故
に
し
な
い
よ
う
に

 
何
か
説
得
出
来
る
よ
う
な
理
屈
を
組
み
立
て
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
エ
ム
は
ピ
ト
フ

イ
の
態
度
か
ら
最
悪
の

況
を
想
定
し
そ
れ
に
備
え
て
お
く
事
に
し
た
よ

う
だ

 
決
し
て
油
断
せ
ず
常
に
最
悪
の

況
を

に
入
れ
て
お
く
事
は
十
狼
内
で
の
共
通
認
識
で

あ
る

 
も

と
も
十
狼
は

最
悪
の

況
に
置
か
れ
た
事
な
ど
一
度
も
無
い
の
で
あ
る
が

 
こ
れ
は
か
つ
て
戦
争
終
盤
に

シ

ナ
が
ゼ
ク
シ

ド
に
暗
殺
さ
れ
そ
う
に
な

た
時
か
ら

 
十
狼
内
部
で
暗

の
了
解
と
し
て
決
め
ら
れ
た
ル

ル
な
の
で
あ
る

し
か
し
レ
ン
ち

ん
達
は
大
人
し
い
わ
ね
こ
の
ま
ま
た
だ
じ

と
開
始
を
待
つ
つ
も
り
な
の

か
し
ら

 
お
か
げ
で
私
達
に
対
す
る
声
援
が
一
番
大
き
い
わ
ね
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で
す
ね

 
エ
ム
は
お
か
し
な
事
を
言

て
ピ
ト
フ

イ
を
覚

さ
せ
る
事
を
避
け
る

に

 

力

く
そ
れ
に
同
意
す
る
に

め
た

そ
れ
じ

あ
ピ
ト
は

そ
の
ま
ま
観
客
達
の
声
援
に
応
え
て
い
て
下
さ
い

 
僕
は
ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん
と

色
々
話
を
詰
め
て
き
ま
す
の
で

分
か

た

そ

ち
は
任
せ
る
わ

は
い

 
そ
し
て
エ
ム
は

マ
ス
ク
で
顔
を

し
て
い
る
ギ
ン
ロ
ウ
に
話
し
か
け
た

ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん

せ

か
く
の
晴
れ
舞
台
な
の
に

顔
を

さ
せ
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん

気
に
し
な
く
て
い
い

す
よ

い
ざ
と
い
う
時
に
力
ず
く
で
あ
い
つ
を

え
ら
れ
る
よ
う
に

 
現
時
点
で
手
配
出
来
る
最
高
の
メ
ン
バ

を
揃
え
た
つ
も
り

す
け
ど

 
そ
の
せ
い
で
ピ
ト
フ

イ
に
違
和
感
を

か
せ
た
ら
元
も
子
も
な
い

す
か
ら

 
そ
の
ギ
ン
ロ
ウ
の
言
葉
に
残
り
の
三
人
も

い
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

し
か
し
最
高
の
メ
ン
バ

で
す
か

 
ど
な
た
が
参
加
し
て
い
る
の
か
い
ざ
と
い
う
時
の

に
僕
も
知

て
お
い
た
方
が
い
い
ん
で



 第５７５話 役者、揃う

す
か
ね

あ

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
え
え
と

そ
れ
じ

あ
皆
さ
ん

こ

そ
り
エ
ム
さ
ん
に

打
ち
し
て
も
ら
え
ま
す
か

 
そ
し
て
そ
の
三
人
の
名
前
を

い
た
エ
ム
は
あ
ま
り
に
も
予
想
外
の
そ
の
メ
ン
バ

に
驚
愕

し
たえ

あ

あ
の

ど
う
し
て
こ
ん
な
事
に

い
や
正
直
偶
然
の
要
素
が
大
き
い
ん
で
す
が
ダ
イ
ン
さ
ん
に
こ

そ
り
話
を
し
て
い
る
時

に 
た
ま
た
ま
酒
場
に
こ
の
お
二
人
が
居
合
わ
せ
た
ん
で

目
元
で
お
願
い
し
て
み
た
ん
す
よ

な
る
ほ
ど

ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
ま
で
豪
華
な
メ
ン
バ

が
揃
う
な
ん
て
思

て
も
い
ま
せ
ん

で
し
た

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
さ
ん

何

い
い

て
事
よ

正
直
も
う
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
人
死
に
は
勘

だ
か
ら
な

だ
な

見
過
ご
す

に
は
い
か
ん

ま

た
く
あ
い
つ
も
困

た
奴
だ
よ
ね
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そ
の
頼
も
し
い
三
人
の
言
葉
に
胸
を
熱
く
し
な
が
ら
も
エ
ム
は
い
く
つ
か
の
注
意
点
を
三
人

に
伝
え
た

本
当
に
面
倒
な
事
を
頼
ん
で
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん

 
と
り
あ
え
ず
あ
い
つ
を
背
後
か
ら
撃
つ
と
逆
に
ま
ず
い
気
が
す
る
ん
で

 
ピ
ト
と
僕

レ
ン
ち

ん
と
フ
カ
次
郎
さ
ん
の
二
対
二
の

況
に
す
る
の
を
目
標
と
し
て

 
そ
れ
ま
で
は
本
気
で
や

て

く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

 
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ダ
イ
ン
さ
ん

ス
ネ

ク
さ
ん

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

 
相
談
は
終
わ

た

は
い

り
な
く

で

あ
の
四
人
は
結
局
誰
な
の

そ
れ
は
秘
密
で
す

終
わ

た
後
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

て
事
で

ふ

ん

ま
あ
い
い
け
ど

信
用
出
来
る
人
達
な
ん
で
し

う
ね

に
関
し
て
は

十
狼
の
他
の
メ
ン
バ

に
も
引
け
は
と
り
ま
せ
ん
か
ら
安
心
し
て
下
さ
い

へ

そ
こ
ま
で
言
う
ん
だ

こ
れ
は
期
待
出
来
そ
う
ね



 第５７５話 役者、揃う

 
で
も
そ
う
な
る
と

レ
ン
ち

ん
達
が
三
人

て
の
が
ち

と
不
公
平
か
し
ら
ね

え

あ

ち
は
四
人
で
す
よ

 
そ
の
エ
ム
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は
き

と
ん
と
し
た

そ
う
な
の

も
う
一
人

て
誰

そ
れ
は

 
さ
す
が
に
こ
の

ま
で
き
た
ら
バ
ラ
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
と

 
エ
ム
が
キ
リ
ト
の
名
前
を
出
そ
う
と
し
た

間
に

 
突
然
一
部
の
観
客
達
が

あ
ら
ぬ
方
向
を
見
な
が
ら
大
歓
声
を
上
げ

 
そ
の
場
に
い
た
全
て
の
者
達
が

一
体
何
が

こ

た
の
か
と
そ
ち
ら
を
見
た

 
そ
し
て
徐
々
に
そ
の
歓
声
が
広
が

て
い
き

ピ
ト
フ

イ
の
目
に

 
そ
の
大
歓
声
を
受
け
て
い
る
者
の

が
徐
々
に
見
え
て
き
た

あ

あ
れ

て
も
し
か
し
て

本
当
に

 
さ
す
が
の
ピ
ト
フ

イ
も
そ
れ
が
誰
な
の
か
を
理
解
し
た

間
に

然
と
し
た
表
情
を
見
せ

た 
そ
し
て
観
客
達
が

そ
の
名
前
を
連
呼
し
始
め
た
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キ
・
リ
・
ト

キ
・
リ
・
ト

キ
・
リ
・
ト

 
そ
の
コ

ル
を
受
け

キ
リ
ト
は
ぎ

と
し
つ
つ
も

 
そ
れ
に
答
え
る
よ
う
に

手
を
上
げ

そ
の
代
名

と
も
な

て
い
る

 
カ
ゲ
ミ
ツ

エ
リ

シ
デ

タ

の
刃
を
出
し

高
く

げ
た

 
そ
の

間
に
会
場
の
ボ
ル
テ

ジ
は
最
高
潮
に
達
し
そ
の
中
を
進
ん
だ
キ
リ
ト
は
レ
ン
の

前
に
立

た

れ
て
す
ま
な
い

今
日
は
宜
し
く
な

レ
ン

あ

あ
の

も

も
し
か
し
て
フ
カ
の
言

て
た
四
人
目

て

あ
あ

俺
だ

ま
じ
か
よ

ま
さ
か
あ
ん
た
が
俺
達
の
チ

ム
メ
イ
ト
だ
な
ん
て

 
さ
す
が
の
闇
風
も

こ
の
事
は
ま

た
く
予
想
し
て
い
な
か

た
の
か

 
レ
ン
の
横
で

か
ん
と
口
を
開
け

そ
れ
以
上
何
も
言
え
な
か

た

 
レ
ン
も
同
様
に

か
ん
と
し
て
お
り

フ
カ
次
郎
は
ド
ヤ
顔
で
二
人
に
言

た

ね

ゴ
リ
ゴ
リ
の
近
接
プ
レ
イ
ヤ

で
し

う

う
ん



 第５７５話 役者、揃う

こ
れ
以
上
は
無
い

て
感
じ
だ
な

 
さ
す
が
の
レ
ン
も

キ
リ
ト
の
名
前
は
知

て
い
た
よ
う
で

 
そ
の
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
も
八
幡
か
ら

か
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
リ
ア
ル
知
り
合
い
と
い
う
事
も
あ
り

や

と

況
を

出
来
た
ら
し
い
レ
ン
は

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
キ
リ
ト
の
手
を

り
な
が
ら
言

た

キ
リ
ト
君

久
し
ぶ
り

今
日
は
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

え

二
人
は
知
り
合
い
な
の
か

そ
う
で
す
よ
師
匠

知
ら
な
か

た
ん
で
す
か

お

お
う

初

だ

て
か
ま
あ

俺
も
キ
リ
ト
と
は
リ
ア
ル
知
り
合
い
な
ん
だ
け
ど
な

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

そ
の
通
り
だ
な

世
界
は

い
よ
な

そ
う
だ

た
ん
だ

も
し
か
し
た
ら
師
匠
と
私
も
知
り
合
い
な
の
か
も
で
す
ね

ど
う
だ
ろ
う
な

 
ち
な
み
に
二
人
の
面
識
は
ま
だ
無
い

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
し

か
り
と
レ
ン
の
手
を

り
返
し
な
が
ら
言

た
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と
い
う

で

ピ
ト
フ

イ
の
前
に
立
つ
ま
で

俺
が
レ
ン
を
絶
対
に
守
る
か
ら

 

魔
す
る
奴
ら
は
容

な
く
皆
殺
し
に
し
て
や
ろ
う

う

う
ん

 
そ
ん
な
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
四
人
の

を
見
な
が
ら

ピ
ト
フ

イ
は
エ
ム
に
言

た

こ
れ
は
と
ん
だ
サ
プ
ラ
イ
ズ
ね

ま
さ
か
彼
が
レ
ン
ち

ん
の
味
方
だ
な
ん
て

え
え

そ
う
で
す
ね

何
か

が

え
た
わ

エ
ム

手
を
抜
い
た
り
す
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
も
し
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

即
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
お
前
を
殺
し
に
行
く
か
ら
ね

は

は
い

 
そ
の
言
葉
で

エ
ム
は
ピ
ト
フ

イ
が
完
全
に
覚

し
た
事
を
悟

た

 
こ
う
し
て
お

い
に
と
ん
で
も
な
い
メ
ン
バ

を
揃
え
た
両
チ

ム
は
遠
く
で
に
ら
み
合
い

 
そ
の
様
子
を
見
た
観
客
達
は
大
歓
声
を
あ
げ

つ
い
に
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
が
始

ま

た

 



 第５７６話 偶然

 
第
５
７
６
話
 
偶
然

 
参
加
者
達
は
知
ら
ぬ
事
だ
が

大
会
の
開
始
直
前
に
も
う
一
つ
別
の
出
来
事
が
あ

た

 
大
会
が
開
始
さ
れ
る
の
を

今
か
今
か
と

を
飲
ん
で
見
守

て
い
た
観
客
達
は

 
い
き
な
り
ド

ム
の
入
り
口
か
ら
キ
リ
ト
が

場
し
た
時
以
上
の
大
歓
声
が

こ
え
て
き
た

 
一
体
何
だ
ろ
う
と
思
い
そ
ち
ら
を
見
た

そ
し
て
そ
こ
に
立

て
い
た
四
人
の
人
物
の

を

見
て

 
そ
の
者
達
も
同
様
に
そ
の
大
歓
声
の

に
加
わ

た

う
わ

凄
い
歓
声

何
だ

分
場
が

ま

て
い
る
み
た
い
だ
な

合
開
始
に
は
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合

た
み
た
い
だ
け
ど

出
場
選
手
が
誰
も
い
な
い
わ
ね

副
⻑

降
臨

そ
う
だ
な

こ
れ
は
キ
リ
ト
の
奴
の

場
の
余

に
違
い
な
い
な

 
四
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
ど
こ
か
観
戦
用
の
個
室
は
空
い
て
い
な
い
か
探
す
事



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

に
し
た

さ
す
が
に
こ
の
時
間
だ
と
ど
こ
も
空
い
て
な
い
か

ギ
リ
ギ
リ
に
な

ち

た
し
ね

あ

あ
あ

い

生
き
て
た

 
丁
度
そ
の
時
個
室
の
一
つ
か
ら
顔
を
出
し
き

ろ
き

ろ
し
て
い
た
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が 
そ
ん
な
事
を
言
い
な
が
ら
シ

ナ
の
方
に
走

て
き
た

 
そ
し
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
シ

ナ
に

き
つ
き
お
い
お
い
と

き

出
し
た

も
う

も
う

心
配
し
た
ん
だ
か
ら
ね

無
事
な
ら
連

の
一
つ
く
ら
い
よ
こ
し
な
さ
い
よ

 
こ
こ

日
は
生
き
た
心
地
が
し
な
か

た
ん
だ
か
ら
ね

 
そ
の
二
人

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
心

嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い
な
が
ら

 

ろ

ろ
と
本
気
の
涙
を
流
し
て
い
た

こ
の
世
界
で
は
涙
は
我
慢
出
来
な
い
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間
違
い
な
く
こ
の
二
人
は

心
か
ら
シ

ナ
の
身
を
案
じ
て
い
た
ら
し
い

ご

ご
め
ん

謝
る

す
ま
な
か

た

 
シ

ナ
は
と
に
か
く
謝
罪
の
言
葉
を
重
ね
る
事
し
か
出
来
ず

し

な
さ
そ
う
に
二
人
に
謝

り
続
け
た

 
そ
し
て
シ

ナ
か
ら
離
れ
た
二
人
は

今
度
は
シ
ズ
カ
達
四
人
に
突
撃
し
た

きち

ち

と
あ
な
た
達

あ
ん
た
達
が
一

な
の
は
報
道
で
知

て
た
か
ら
別
に
心
配
し
て
な
か

た
け
ど
と
に
か
く

お
帰
り

本
当
に
も
う

こ
い
つ
の
秘
密
主
義
は
あ
ん
た
達
が
何
と
か
し
な
さ
い
よ
ね

 
二
人
は
口
で
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も

ず

と
涙
を
流
し
た
ま
ま
四
人
を
放
そ
う
と
は
せ
ず

 
四
人
は
困
惑
し
つ
つ
も
口
々
に
二
人
に
謝

た

ご

ご
め
ん
ね
二
人
と
も

す

す
ま
な
か

た

こ
の
通
り
だ

省

ご
め
ん
な
さ
い
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心
配
さ
せ
て
ご
め
ん
な
さ
い

私
達
は
全
員
無
事
だ
か
ら

 
そ
ん
な
六
人
の

を
他
の
観
客
達
は

良
く
分
か
ら
な
い
と
い

た
表
情
で
見
つ
め
て
い
た

 
そ
し
て
そ
れ
に
気
付
い
た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
シ

ナ
達
を
自
分
達
が
確
保
し
て
い
た
個
室

へ
と
誘

た

み
ん
な

こ

ち
こ

ち

さ
さ

中
に
入

て

お

す
ま
な
い
な

正
直
助
か
る

さ
す
が
に
今
の

況
は

人
前
じ

話
せ
な
い
も
ん
ね

 
そ
し
て
六
人
は
個
室
へ
と
入
り

や

と
一
息
つ
く
事
が
出
来
た

ふ
う

凄
く
注
目
を
集
め
ち

た
わ
ね

半
分
は
お
前
ら
の
せ
い
だ
か
ら
な

元
は
と
い
え
ば
あ
ん
た
の
せ
い
な
ん
だ
か
ら
ね

お

お
う

そ
う
だ
よ
な

お
前
が
言
う
な

て
感
じ
だ
よ
な

 
シ

ナ
は
自

的
に
そ
う
言
う
と

個
室
の
中
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た
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あ

今
飲
み
物
を
用
意
し
ま
す

 
ク
ル
ス
は
シ

ナ
の

線
の
意
図
を
そ
う
判
断
し

を
立

た

あ

お

お
う

す
ま
な
い
が
頼
む
わ

は
い

 
シ

ナ
は
飲
み
物
が
必
要
だ
と
い
う
事
も
ま
た
事
実
で
あ

た
の
で
そ
の
ま
ま
ク
ル
ス
に
そ

う
頼
ん
だ

 
そ
し
て
次
に
シ

ナ
は

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
こ
う

ね
た

 
こ
ち
ら
が
本
当
の
シ

ナ
が
気
に
し
て
い
た
事
で
あ
る

な
あ

ゼ
ク
シ

ド
は
い
な
い
の
か

あ
そ
こ

あ
そ
こ

う
ん

あ
そ
こ

 
シ

ナ
は
二
人
が
指
差
す
指
の
先
に
あ
る
モ
ニ
タ

を
見
な
が
ら
首
を

げ
た

シ

ナ
の
記

憶
だ
と

 
事
前
に
見
た
参
加
者
リ
ス
ト
の
中
に
は
ゼ
ク
シ

ド
の
名
前
は
無
か

た
は
ず
だ

た
か
ら
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だ
ま
さ
か
正
体
を

し
て
参
加
し
て
る
の
か

こ
れ

て

名
で
の

録
は
あ
り
だ

た
か

そ
こ
ら
へ
ん
は
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

し
に
や

て
み
た
ら
出
来
た
ん
だ

て

 
名
前
は

当
で
も

対
象
プ
レ
イ
ヤ

が
許
可
す
れ
ば

そ
の
ま
ま

録
出
来
る
み
た
い

Ｂ
ｏ
Ｂ
じ

出
来
な
か

た
は
ず
だ
け
ど
ま
あ
こ
の
大
会
は
日
本
サ

バ

限
定
み
た
い
だ

し 
お
祭
り
的
な
要
素
も
あ
る
か
ら
そ
う
し
た
の
か
も
な

ザ
ス
カ

の
運

も
中
々
や
る
な

戦
争
の
時
も
か
な
り
融
通
を
利
か
せ
て
く
れ
た
し
ね

日
後
に
ザ
ス
カ

の
運

と
話
し
合
い
を
す
る
予
定
だ
が

 
前
向
き
に
話
を
進
め
ら
れ
そ
う
で
良
か

た
よ

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
そ
の
言
葉
を
受
け

シ

ナ
に
こ
う

ね
た

ザ
ス
カ

て
こ
の
ゲ

ム
の
運

会
社
だ

け

そ
の

に
ア
メ
リ
カ
な
ん
か
へ

で

ハ
イ
ジ

ク
に

き
込
ま
れ
た

て
話
は
結
局
ど
う
な

て
る
の

 
ニ

ス
で
も
一
切
続
報
を
流
さ
な
い
か
ら
や
き
も
き
し
て
た
ん
だ
よ

あ

ハ
イ
ジ

ク
が
あ

た
ら
し
い
の
は
事
実
だ
し
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そ
れ
が
お
そ
ら
く
俺
達
を
狙

た
も
の
だ

た

て
い
う
の
も
確
か
だ
な

え
え

ど

ど
う
い
う
事

 
驚
く
二
人
に
シ

ナ
は

々
と
こ
う
言

た

実
は
チ
ケ

ト
は

て
あ

た
ん
だ
が
俺
達
は
誰
も
そ
の

に
は
乗

て
な
か

た
ん
だ

よ 
だ
か
ら
名
前
だ
け
が
乗
客
リ
ス
ト
に
残

て
て

そ
の
ま
ま
報
道
さ
れ
た

て
事
だ
な

あ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

で
も
そ
の
言
い
方
だ
と

襲
撃
を
予

し
て
た
よ
う
な
感
じ
に

こ
え
る
ん
だ
け
ど

あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
想
定
は
し
て
た
な

そ
う
な
の

襲
撃

て

映
画
じ

な
い
ん
だ
か
ら

 
シ

ナ
の

世
離
れ
し
た
そ
の
言
葉
に
二
人
は
シ

ナ
の

む
世
界
と
自
分
達
の

む
世
界

は 
や
は
り
ま

た
く
違
う
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
た
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も

と
も
そ
れ
で
友
達
付
き
合
い
を
や
め
る
ほ
ど

二
人
の
神

は

く
は
な
い

あ
あ
だ
か
ら
俺
達
は
慎
重
を
期
し
て
自
前
の

を
チ

タ

し
て
目
的
地
に
向
か

た
ん

だ 
そ
し
て
実
は

あ
の
海
に
落
ち
た

て
い
う
報
道
は
微

に
事
実
と
は
違
う

ど
う
い
う
事

実
は
あ
の
飛
行
機
に
は

乗
客
は
人

し
か
乗

て
い
な
か

た
ん
だ
よ

 
そ
も
そ
も
あ
の

に
乗
る
予
定
だ

た
奴
は
存
在
し
な
い
全
部
の
シ

ト
を
う
ち
で

い

め
た
か
ら
な

全
部

て

そ
し
て
そ
こ
に
乗

て
い
た
の
は

見
た
目
だ
け
は
精

に
作
ら
れ
た

載
型
の
人

だ

け 
犯
人
達
も
驚
い
た
だ
ろ
う
な

乗
客
リ
ス
ト
だ
と
満

な
の
に

 
実

乗

て
い
た
客

は
そ
の
半

以
下
だ

た
ん
だ
か
ら
な

そ
こ
ま
で
す
る

 
二
人
は
そ
の
話
を

い
て
全
部
で
い
く
ら
か
か

た
ん
だ
ろ
う
か
と
想
像
し
ク
ラ

と
し
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た
で

乗

て
い
た
の
は
機
⻑
達
三
人
だ
け

ん
で
あ

た
燃
料
も
必
要
最

限

 
も
ち
ろ
ん
機
⻑
達
の
コ
ク
ピ

ト
に
繋
が
る
扉
は
完
全
防

で

 
特
別
報

も

ま
せ
て
も
ら

た

 
そ
し
て
そ
の
小
型
ジ

ト
機
は

ハ
イ
ジ

ク
を
す
る
予
定
だ

た
犯
人
達
を
連
れ

 
と
あ
る

に
着

し
た

そ
の

に
は

偶
然

滑
走
路
が
あ
り

偶
然

中
だ

た
ア
メ
リ
カ
軍
が

し
て
い
た

 
で

そ
こ
で
待
ち

え
て
い
た
軍
の
人
間
が

偶
然

犯
人
を

束

 
そ
し
て

偶
然

同
時
に
リ

ク
さ
れ
た
情
報
に
よ

て

 
そ
の
バ

ク
に
い
た
会
社
に
国

の
査
察
が
入
り

偶
然

そ
こ
か
ら
そ
の
ハ
イ
ジ

ク
未

犯
達
に
繋
が
る
情
報
が
出
て
き
た
と

 
今
回
の
事
件
は
そ
う
い

た
流
れ
だ

た

だ

偶
然
偶
然
偶
然

ね

お
う

偶
然

て
怖
い
よ
な

そ

そ
う
ね

怖
い
わ
よ
ね
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二
人
は
シ

ナ
だ
け
は
も
う
二
度
と
敵
に
回
し
た
く
な
い
と

め
て
思
い

 
同
時
に
事
情
を
知

た

安
心
し
た
よ
う
な
顔
で
シ

ナ
に
言

た

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
じ

あ
危
険
な
事
は
何
も
無
か

た
の
よ
ね

良
か

た
良
か

た

ま
あ
さ
す
が
に
映
画
み
た
い
に

そ
の
後
他
の
場
所
で
襲
撃
を
受
け
て

 
銃
撃
戦
に
な

た
な
ん
て
事

あ
る

な
い
よ
ね

お
い
ハ
ル
カ

お
前
エ
ス
パ

か
よ

あ

や
べ

え
え

も
う

私
に
そ
ん
な
特

能
力
が
あ
る

え

 
ハ
ル
カ
は
そ
の
冗
談
に
対
し

い
つ
も
の
よ
う
に

く
返
そ
う
と
し
て

 
そ
の
言
葉
の
意
味
に
気
が
つ
き

ユ

コ
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

然
と
シ

ナ
に
詰
め

寄

た
ち

ち

と

今
の
ど
う
い
う
事

ま
る
で
映
画
ば
り
の
銃
撃
戦
を
ち

と
や

て
き
た
み
た
い
な
言
い
方
に

こ
え
る
ん
だ

け
どあ

え

と

 
シ

ナ
は
気
ま
ず
そ
う
に
目
を
背
け

他
の
者
達
は

そ
の

を
見
て
苦
笑
し
た
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シ

ナ
は

身
内
の
前
だ
と
こ
う
い

た
や
ら
か
し
を
す
る
事
が
意
外
と
多
い
の
だ

ほ

本
物
の
銃

て
意
外
と
重
い
よ
な

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

や

ぱ
り
こ
い
つ

や

て
や
が

た

お
い
こ
ら

こ
い
つ
言
う
な

あ
ん
た
な
ん
か
こ
い
つ
で
十
分
よ

も
う

も
う

 
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
二
人
に
事
の
次
第
を
説
明
し

あ
く
ま
で
自
衛
の

で
あ
り

 
十
分
準
備
は
し
た
と
言
い

し

何
と
か
そ
れ
で
納
得
し
て
も
ら

た

も
う

あ
ん
た
が
普
通
の
世
界
の
人
間
じ

な
い
の
は
分
か
る
け
ど

 
自
分
の
命
を
チ

プ
に
す
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
で
ね

お

格
好
い
い
言
い
回
し
だ
な

そ
れ

茶
化
さ
な
い
の

お

お
う

す
ま
ん

も
う
出
来
る
だ
け
こ
う
い
う
事
は
や
ら
な
い
か
ら

出
来
る
だ
け

ね

 
そ
れ
で
と
り
あ
え
ず
話
は
落
ち
着
き

合
開
始
ま
で
の

い
時
間
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六
人
は
雑
談
に
興
じ
る
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
今
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
る
ん
だ

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
接
続

て
出
来
な
い
ん
じ

な
か

た

け

ま
あ
色
々
手

は
あ
る
ら
し
い
ぞ

と
り
あ
え
ず
も
う
危
な
い
事
は
無
い
ん
だ
よ
ね

備
え
は

ら
な
い
け
ど

う
ん

も
う
大
丈
夫
だ
よ

次
は
ど
こ
に
行
く
の

予
定
だ
と
テ
キ
サ
ス
に
あ
る
ザ
ス
カ

本
社
だ
な

お
土
産

期
待
し
て
る
か
ら
ね

分
か

て
る
わ

任
せ
て

 
そ
ん
な
雑
談
を
し
な
が
ら
も
モ
ニ
タ

を
見
て
い
た
一
同
の
目
に

 
最
初
に
Ｐ
Ｍ
４
の

が
映
し
出
さ
れ
た

お

ピ
ト
の
チ

ム
か

エ
ム
も
一

な
ん
だ
な

そ
し
て
あ
の

面
の
四
人

 
動
き
方
に
ど
こ
か
見
覚
え
が
あ
る
よ
う
な

え
ば

あ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
だ
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そ
う
そ
う

え
ば
あ
れ
は
ゼ
ク
シ

ド

て

は
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
シ

ナ
は

こ
の
日
二
番
目
に
驚
愕
し
た

 
一
番
目
の
内
容
に
つ
い
て
シ

ナ
が
知
る
の
は

こ
の
直
後
で
あ
る
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第
５
７
７
話
 
ピ
ト
フ

イ
包
囲
網

リ
ア
ル

お
い
お
い

あ
の
ゼ
ク
シ

ド
が
ピ
ト
フ

イ
の
チ

ム
メ
イ
ト
だ
と

え
え

も

と
も
ピ
ト
フ

イ
は

そ
の
事
を
知
ら
な
い
と
思
う
け
ど
ね

 
そ
れ
は
つ
ま
り

人
選
に
別
の
人
物
の
思
惑
が

ん
で
い
る
と
い
う
事
で
あ
ろ
う

 
シ

ナ
は
そ
う
思
い

ス
ト
レ

ト
に
ユ

コ
に
こ
う

ね
た

そ
れ
は
誰
の
差
し
金
だ

え
え
と

ギ
ン
ロ
ウ

て
人
に
頼
ま
れ
た
ん
だ

て

ギ
ン
ロ
ウ
に

意
味
が
分
か
ら
ん

て
事
は
あ
の
中
の
一
人
は
ギ
ン
ロ
ウ
な
の
か

 
そ
れ
に
あ
れ
は

ダ
イ
ン
か

ダ
イ
ン
だ
な

し
か
し
あ
と
一
人
が
分
か
ら
な
い

あ
の
四
人
の
顔
合
わ
せ
の
時
に
私
達
も
い
た
か
ら
知

て
る
わ
よ
あ
れ
ス
ネ

ク

て
人

だ

た
わ

何
や

て
る
ん
す
か

下

お
遊
び
が
過
ぎ
る
で
し

う

 
ダ
イ
ン
や
ギ
ン
ロ
ウ

そ
れ
に
ゼ
ク
シ

ド
の
動
向
に
関
し
て
は

 
疑
問
で
は
あ
る
が
そ
こ
ま
で
反
応
し
な
か

た
シ

ナ
で
あ

た
が
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さ
す
が
に
そ
の
名
前
を
出
さ
れ
て
は

声
を
荒
げ
ざ
る
を
得
な
か

た
よ
う
だ

う
わ

驚
い
た

も
し
か
し
て
ス
ネ

ク
の
中
の
人
と
も
知
り
合
い
な
の

あ

あ
あ

ま
あ
そ
う
だ

あ
の
人
は
と
ん
で
も
な
い
大
物
で

 
ゲ

ム
ば
か
り
や

て
て
い
い
よ
う
な
人
じ

な
い

て
事
だ
け
覚
え
て
お
い
て
く
れ
れ
ば
い

い
そ

そ
う
な
ん
だ

深
く
突

込
ま
な
い
で
お
く
事
に
し
よ
う
ね

ユ

コ

 
二
人
に
と

て
は
大
物
の

り
に
入
る
シ

ナ
が
そ
こ
ま
で
言
う
人
物
と
は
何
者
か

 
二
人
は
怖
く
て
そ
れ
以
上
知
る
の
が

だ

た

そ
う
言
う
に

め
そ
れ
以
上
は
何
も

か
な
か

た

 
社
会
人
に
な
る
者
と
し
て
そ
れ
な
り
に

治

済
の
分
野
の
事
も
情
報
収
集
し
て
い
る
二
人

だ

た
が

 
実
は
先
ほ
ど

こ
え
た

下
と
い
う
言
葉
に
は
心
当
た
り
が
あ
り
ま
く
り
な
の
で
あ

た

 
だ
が
そ
の
事
に
つ
い
て
二
人
は
完

に
口
を
つ
ぐ
み
そ
の
言
葉
は
記
憶
か
ら
消
す
事
に
し

た
よ
う
だ
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で

ど
う
い

た

で
そ
ん
な
事
に
な

て
る
ん
だ

え
え
と

冗
談
な
の
か
本
気
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
何
か
ピ
ト
フ

イ
が
こ
の
戦
い
で
レ
ン
ち

ん
に
勝

た
ら
死
ぬ
と
か
何
と
か
言

て
る
ら

し
く

て
何
だ
と

私
達
が
あ
ま
り

み
入
る
べ
き
じ

な
い
と
思

た
か
ら

 
そ
の
四
人
と
エ
ム
さ
ん
の
五
人
だ
け
で
話
し
て
も
ら

た
ん
だ
け
ど

 
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
か
ら
さ
し
触
り
の
な
い
部
分
だ
け
教
え
て
も
ら

た
内
容
が
そ
れ
だ

た

の
あ
の
ゼ
ク
シ

ド
が
そ
ん
な
事
を

て
事
は
冗
談
じ

な
い

て
事
な
の
か

 
ピ
ト
の
野
郎

何
で
そ
ん
な
事
を

 
他
の
者
達
も
そ
の
話
を

い
て
困
惑
し
た
よ
う
で
特
に
ピ
ト
フ

イ
と
仲
の
い
い
ロ
ザ
リ
ア

は 
ま

た
く
心
当
た
り
が
無
か

た
せ
い
か

る
よ
う
な
目
で
シ

ナ
の
方
を
見
つ
め
て
い
た

 
そ
の

線
を
受
け

シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
に
こ
う

ね
た
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お
い
ロ
ザ
リ
ア

確
か
ピ
ト
フ

イ
に
も

事
前
に
手

を
出
し
て
お
い
た
は
ず
だ
よ
な

え
え

間
違
い
な
く

そ
の
手

が
あ
い
つ
の
手
に

て
な
い
と
い
う
可
能
性
は

あ
の
子
が
気
付
か
な
く
て
も

エ
ム
君
が
絶
対
に
気
付
く
は
ず
じ

な
い

そ
う
だ
よ
な
事

所

由
の
手

は
あ
い
つ
が
全
部
マ
ネ

ジ

と
し
て
処
理
し
て
い
る

は
ず
だ

 
そ
の
言
葉
に
ロ
ザ
リ
ア
は
ビ
ク

と
し
た

あ

ま

ま
さ
か

ど
う
し
た

何
か
心
当
た
り
で
も
あ

た
か

そ

そ
れ
が
私

あ
の
手

は
直
接
ピ
ト
フ

イ
の
家
の
ポ
ス
ト
に
投

し
た
の

 
だ
か
ら
事

所
と
か
は
通
し
て
な
い
の
よ
ね

直
接
家
に

お
前

あ
い
つ
と
そ
ん
な
に
仲
が
良
か

た
の
か

と
い
う
か

独
立
の
時
に
新
し
い
家
を
手
配
し
て
あ
げ
た
の
は
私
だ
か
ら

そ
う
い
う
事
か
で
私
生
活
が
だ
ら
し
な
い
あ
い
つ
は

物
を
放
置
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
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多
分
そ
う
い
う
事
な
ん
だ
と
思
う
わ

し
ま

た

情
報
を
制
限
し
た
事
が
こ
ん
な

で
裏
目
に
出
る
と
は

 
シ

ナ
は
そ
の
事
を
悔
や
ん
だ
が

同
時
に

り
も
こ
み
上
げ
て
き
た
ら
し
い

 
そ
し
て
シ

ナ
は

他
の
者
達
が
疑
問
に
思
う
ほ
ど

過

な
反
応
を
見
せ
た

確
か
に
も

と

く
に
正
確
な
情
報
を
流
す
べ
き
だ

た
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
れ
に
し
て
も
死
を
選
択
す
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

畜
生

お
い
ロ
ザ
リ
ア

 
今
か
ら
ザ
ス
カ

の
本
社
に
連

し
て

俺
を
参
加
者
と
し
て
中
に

さ
す
が
に
大
会
が
始
ま

て
し
ま

た
以
上

そ
れ
は
無
理
よ

 
も

と
現
実
的
な
手

を
考
え
ま
し

う

く

何
か
手
は
無
い
の
か

こ
の
ま
ま
だ
と
間
に
合
わ
な
く
な

ち
ま
う

 
そ
う
し
た
ら
あ
い
つ
は
俺
の
せ
い
で
死

 
そ
ん
な
ひ
ど
く
動

し
た
シ

ナ
の
背
中
を

シ
ズ
カ
が
そ

と

い
た

落
ち
着
い
て

シ

ナ

こ
こ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

な
い
ん
だ
か
ら

 
何
も
心
配
す
る
事
は
無
い

無
い
ん
だ
か
ら
ね

 
そ
の
言
い

か
せ
る
よ
う
な
口
調
に
他
の
者
達
は
ハ

と
さ
せ
ら
れ
た
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シ

ナ
の
言
動
が
少
し
お
か
し
な
事
に
気
付
い
て
は
い
た
が

 
ど
う
や
ら
シ

ナ
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
ピ
ト
フ

イ
が
死
ぬ
と
同
時
に

 
現
実
世
界
の
ピ
ト
フ

イ
も
死
ぬ
と
い
う
間
違

た
認
識
を

い
て
い
た
と
は
気
付
か
な
か

た
か
ら
だ

 
こ
の

り
の
機
微
は

こ
の
中
で
は
シ
ズ
カ
に
し
か
分
か
ら
な
い

 
そ
し
て

れ
ば
せ
な
が
ら

他
の
者
達
も
口
々
に
シ

ナ
に
言

た

そ
う
だ
ぞ
シ

ナ

勝
と
う
が
負
け
よ
う
が

大
会
を
終
え
て
外
に
出
て
き
た
あ
い
つ
を

 
全
員
で

束
し
て
正
座
さ
せ
て
大
説
教
を
か
ま
し
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ

そ
う
そ
う
あ
ん
た
が
何
か
心
配
す
る
よ
う
な
事
は
絶
対
に

こ
ら
な
い
か
ら
安
心
し
て
い
い

わ
よ一

番
ま
ず
い
の
は
ピ
ト
が
い
き
な
り
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
事
に

ぼ
う
と
す
る
事
の
は
ず
で
す

 
幸
い
大
会
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
か
ら

そ
の
間
に
直
接
ピ
ト
フ

イ
の
家
に

 
信
頼
出
来
る
人
員
を

遣
し
て
お
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す

そ

そ
う
か

そ
う
だ
よ
な

よ
し

速
誰
が
い
い
か
考
え
る

 
そ
の
言
葉
で
シ

ナ
も
や

と
落
ち
着
い
た
の
か

あ
あ
だ
こ
う
だ
と

を
悩
ま
せ
始
め
た
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そ
う
い
え
ば
ロ
ザ
リ
ア

あ
い
つ
の
家

て
ど
こ
に
あ
る
ん
だ

ア
キ
バ
よ

ア
キ
バ
だ
と

そ
う
す
る
と

 
当
然
シ

ナ
の

に
真

先
に

か
ん
だ
の
は

フ

イ
リ
ス
の

で
あ

た

 
フ

イ
リ
ス
な
ら
ば

あ
の

り
一

の
ビ
ル
の
オ

ナ

全
て
に
顔
が
き
く
は
ず
だ

フ

イ
リ
ス
な
ら

あ
い
つ
に
直
接
会

て
も
動

す
る
事
も
無
い
だ
ろ
う
か
ら
な

一

人
が
見
る
と
動

す
る
よ
う
な
人
が
ピ
ト
フ

イ
の
正
体
な
の

ん

二
人
は
一
度
会

た
事
が
あ
る
は
ず
だ
が

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

一
度
会

た

私
達
と
あ
ん
た
が
会

た
時
に
居
合
わ
せ
た

名
人

 
そ
し
て
二
人
の

の
中
に
同
窓
会
の
光
景
と
そ
の
時
に
居
た
一
人
の
人
物
の
名
前
が

か

ん
だや

や

ぱ
り
今
の
質
問
は
無
し

こ
れ
以
上
深
入
り
す
る
の
は
絶
対
に
ま
ず
い
気
が
す
る

そ
ん
な
裏
側
知
り
た
く
な
い
知
り
た
く
な
い
一

人
の
私
達
を
あ
ん
た
の
世
界
に

き
込
ま

な
い
で

 
二
人
は
同
窓
会
で
あ
ん
な
目
に
あ

て
か
ら
逆
に
神
崎
エ
ル
ザ
の
フ

ン
に
な

て
い
た
が
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同
時
に
ピ
ト
フ

イ
の
性
格
を

知
し
て
い
た

 
エ
ル
ザ
に
対
し
て

い
て
い
た
憧
れ
の
よ
う
な
イ
メ

ジ
を
崩
し
た
く
な
か

た
の
だ
ろ
う

 

を

り
な
が
ら
一
刻
も

く
今
の
言
葉
を
忘
れ
た
い
と
い
う
風
に
そ
う
言

た

で

残
り
の
人
選
だ
が

ど
う
思
う

普
通
に
キ

マ
君
じ

目
な
の

で
も
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

も
し
か
し
て
あ
の
子

全

で
プ
レ
イ
し
て
る
か
も
し
れ
な
い
よ

あ

そ
れ
は
あ
る
か
も

 
そ
し
て
シ

ナ
は

少
し
考
え
た
上
で
二
人
の
人
物
の
名
前
を
出
し
た

一
人
は
ま
ゆ
さ
ん
だ
な

ま
ゆ
さ
ん
な
ら

が
し

か
り
し
て
る
か
ら

 
あ
い
つ
を
き
ち
ん
と
説
得
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

あ

う
ん
そ
う
だ
ね

ま
ゆ
り
ち

ん
な
ら
信
頼
出
来
る
ね

そ
れ
と
も
う
一
人
フ

イ
リ
ス
と
面
識
が
あ

て

圧
感
の
あ
る
奴
が
い
て
く
れ
る
と
い

い
ん
だ
が

圧
感
ね

そ
れ
な
ら
あ
の
子
し
か
い
な
い
わ
ね

あ

う
ん

私
も
そ
れ
思

た
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同
意

奨

だ
な

よ
し

そ
れ
で
い
こ
う

問
題
は
ど
う
や

て
連

を
と
る
か
だ
が

 
四
人
は
そ
の
人
物
の
名
前
を
出
さ
な
か

た
が

そ
れ
で
話
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い

た

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
首
を

げ
な
が
ら
も
一
人
同
じ
よ
う
に

に

か
ん
だ
人
物
が
い
た

 
多
分
そ
の
子
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ

シ

ナ
に
言

た

え

と

シ
ノ
ン
な
ら
さ

き
見
か
け
た
わ
よ

多
分
こ
こ
の
隣
の
個
室
に
い
る
と
思
う

ま
じ
か
よ

あ
の
ツ
ン
デ
レ
メ
ガ
ネ

子

そ
ん
な
近
く
に
い
た
の
か

 
お
い
ロ
ザ
リ
ア

そ
れ
に
マ

ク
ス

あ
い
つ
を
こ
こ
に
拉
致

て
こ
い

オ

ケ

了
解
し
ま
し
た

 
そ
し
て
二
人
は
部
屋
を
出
て
い

た
か
と
思
う
と
直
ぐ
に
シ
ノ
ン
を
連
れ
て
部
屋
に

て

き
たち

ち

と
二
人
と
も

無
事
だ
と
思

て
安
心
し
た
ら
い
き
な
り
何
を

 

て

シ

ナ

シ

ナ
じ

な
い
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シ
ノ
ン
は
シ

ナ
を
見
た

間
に
恐
る
べ
き
力
で
二
人
を

り
ほ
ど
く
と
シ

ナ
に
飛
び

つ
き

 
わ
ん
わ
ん
と

き
始
め
た

本
当
に
良
か

た

ま

ま
あ
手

は

ん
で
た
か
ら
別
に
心
配
は
し
て
な
か

た
け
ど

お
前

こ
う
い
う
時
ま
で
ツ
ン
デ
レ
メ
ガ
ネ

子
プ
レ
イ
を
し
な
く
て
も
い
い
ん
だ
ぞ

プ

プ
レ
イ

て
何
よ

自
意
識
過

な
ん
じ

な
い
の

 
と
に
か
く
私
は
ま

た
く
心
配
な
ん
か
し
て
な
か

た
ん
で
す
か
ら
ね

あ
あ

は
い
は
い

分
か

た

分
か

た
か
ら
と
り
あ
え
ず
俺
の
話
を

け

あ

ま

待

て
シ

ナ

大
変
な
の

ピ
ト
が

ピ
ト
が

 
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
は

事
前
に
ピ
ト
フ

イ
に
接
触
し
て
い
た
ら
し
く

 
ピ
ト
フ

イ
か
ら
直
接
何
か
話
を

い
た
よ
う
で

自
分
が
ど
う
に
か
し
な
く
て
は
と

 
個
室
に
こ
も

て
大
会
の
様
子
を
注

し
て
い
た
ら
し
い

え
室
に
入
る
直
前
の
ピ
ト
に
偶
然
会

た
ん
だ
け
ど
そ
の
時
ピ
ト
が
突
然
こ
う
言

た
の

今
日
で
お
別
れ
ね

今
ま
で
あ
り
が
と
う

シ
ノ
ノ
ン

て

 
そ
し
て
あ
い
つ

そ
の
ま
ま
部
屋
に
入

ち

て
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そ
の
直
後
に
エ
ム
さ
ん
に

事
情
を
全
部

か
せ
て
も
ら

た
の
よ

そ
う
い
う
事
か

で

お
前
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

た
ん
だ

も
ち
ろ
ん
大
会
が
終
わ

た
直
後
に
ピ
ト
の

え
室
に
乗
り
込
ん
で
ぶ
ん
殴
る
つ
も
り
だ

た
わお

お
う

さ
す
が
と
い
う
か

そ
う
だ
ね

さ

す
が
シ
ノ
ノ
ン

や
は
り

役
ね

暴
力

好
意
的
小
悪
魔

ご
め
ん
イ
ク
ス

何
を
言

て
る
の
か
分
か
ら
な
い

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
シ

ナ
か
ら
説
明
を
受
け

そ
の
役
目
を

し
た

任
せ
て

リ
ア
ル
で
一
発
あ
い
つ
の
腹
に
パ
ン
チ
を
お
見
舞
い
し
て
や
る
わ

顔

て
言
わ
な
い
所
が
よ
く
分
か

て
る
と
い
う
か

お
前
そ
ん
な
武
闘

だ

た
か

ま
あ
私
は
や
ら
れ
る
方
だ

た
か
ら

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
を
理
解
し
た
シ

ナ
は

即
座
に

を
下
げ
た

す
ま
ん

俺
が
デ
リ
カ
シ

が
無
か

た

お

び
に
俺
に
も
一
発
入
れ
て
く
れ
て
い
い
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そ
う

じ

あ
遠

な
く

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
ス
ピ

ド
で

 
シ

ナ
の
腹
め
が
け
て
い
き
な
り
パ
ン
チ
を

り
出
し
た

 
だ
が
さ
す
が
と
い
う
か
シ

ナ
は
そ
の
パ
ン
チ
を
鮮
や
か
に
避
け
即
シ
ノ
ン
に
抗
議
し
た

お
い
馬

て
め
え
そ
う
い
う
時
は

を
パ
チ
ン
と
す
る
と
か
女
の
子

い
仕

を
す
る

も
ん
だ
ろ

 
ど
こ
の
世
界
に
そ
の
ゴ
リ
ラ

の
フ
ル
パ
ワ

で
男
に
腹
パ
ン
し
よ
う
と
す
る
女
子
高
生
が
い

る
ん
だ
よ

チ

避
け
ら
れ
た
か

チ

じ

ね
え
よ

お
前
は
何
を
考
え
て
る
ん
だ

た
ま
に
は
い
い
か
な

て
思

て

最
近
ち

と
も
一

に
遊
ん
で
く
れ
な
い
し

お
前
は
ガ
キ
か

ま
だ
ピ
チ
ピ
チ
の
高
校
生
の
ガ
キ
で
す
が
何
か

自
分
で
ピ
チ
ピ
チ
と
か
言
う
な

の
着
信
音
と
い
い
そ
う
い
う
所
が
お
前
は
昭
和
な
ん

だ
よ
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い
つ
も
こ
の
私
の
脚
線
美
に
見

れ
て
い
る
く
せ
に

だ
か
ら
自
分
で
言
う
な
よ

 
そ
ん
な
二
人
の

を

シ
ズ
カ
が
ガ

シ
リ
と
掴
み
な
が
ら
言

た

は
い
は
い
二
人
と
も

仲
が
い
い
の
は
分
か

た
か
ら

そ
の
く
ら
い
に
し
な
さ
い

うシ

シ
ズ
カ

今
の
は
別
に
仲
が
い
い
と
か
そ
う
い
う
ん
じ

ん

シ

ナ
は
私
の
判
断
が
間
違

て
る
と
言
い
た
い
の
か
な

か
な

い
え

何
で
も
な
い
で
す

 
そ
し
て
や

と
話
が
出
来
る

に
な

た
と
判
断
し
た
ロ
ザ
リ
ア
が

 
シ

ナ
の
代
わ
り
に
シ
ノ
ン
に
事
情
を
説
明
し
た

と

い
う

な
の

や

ぱ
り
ピ
ト

て
馬

な
の
か
し
ら

馬

と
い
う
よ
り
自
分
の
気
持
ち
に
馬

正
直
な
ん
だ
ろ
う
な

自

的
究

愛
戦
士

ご
め
ん
イ
ク
ス

何
を
言

て
る
の
か
分
か
ら
な
い
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そ
し
て
シ
ノ
ン
は
そ
の
頼
み
を

し
た

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
私
は
こ
の
ま
ま
落
ち
て

 
フ

イ
リ
ス
さ
ん
と
ま
ゆ
り
さ
ん
に
協
力
を
要

す
れ
ば
い
い
の
ね

そ
う
だ
結
果
的
に
説
教
が
俺
達
と
重
複
し
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
気
に
せ
ず
や

ち
ま

え
オ

ケ

が
鳴
る
わ
ね

頼
ん
だ
ぞ

 
こ
う
し
て
ピ
ト
フ

イ
を
取
り

く

が

移
し
て
い
く
中
つ
い
に

チ

ム
が
動
き
出

し 
六
人
は
シ
ノ
ン
を
見
送

た
後

そ
の
成
り
行
き
を
見
守
る
事
と
な

た
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第
５
７
８
話
 
フ
カ
次
郎
の
危
機

そ
れ
じ

あ
ス
キ

ン
を
待
つ
と
す
る
か

ま
あ
最
初
は
仕
方
な
い
よ
な

現
在

置
を

し
な
い
と
動
き
よ
う
が
な
い
し
な

フ
カ

囲
の
監

は

ら
な
い
よ
う
に
ね

ラ
ジ

て

も
し
か
し
て
こ
こ
じ

私
が
一
番
下

ぱ

今

気
付
い
た
の
か

げ
げ

こ
こ
は

く
下

上
せ
ね
ば

 
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
面
々
は

そ
う
言
い
な
が
ら
も

囲
の
監

を
行

て
い
た

 
も

と
も
こ
こ
は

物
の
少
な
い
荒
野
の
真
ん
中
で
あ
る

 
出
来
る
事
と
い

た
ら

体
制
を

く
し
て

む
ら
に
出
来
る
だ
け
体
を

し

 
た
だ
ひ
た
す
ら
最
初
の
ス
キ

ン
を
待
つ
事
だ
け
で
あ

た

色
々
話
を

い
た
感
じ
だ
と

ど
う
や
ら
こ
の
大
会
は

 

力
プ
レ
イ
ヤ

は
マ

プ
の
東
⻄
南
北
の

に
散
ら
さ
れ
る

向
が
あ
る
み
た
い
で
す
ね

だ
な

と
り
あ
え
ず
今
の
う
ち
に

マ

プ
情
報
か
ら
分
か
る
事
を

し
て
お
く
か
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そ
し
て
四
人
は
相
談
の
上

見
張
り
を
フ
カ
次
郎
と
闇
風
が

 
マ

プ
の
精
査
を
レ
ン
と
キ
リ
ト
が
担
当
す
る
事
に
な
り
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
の
作
業
を
開
始

し
た

 

労
働
が
出
来
る
出
来
な
い
に
関
し
て
は

材

所
だ
と
い
え
る

キ
リ
ト
君

こ
れ

て
何
か
な

卵
型
の

物

こ
れ

て
ド

ム

場
の
跡
地
と
か
な
ん
じ

な
い
か

 
他
に
そ
う
い

た

物

て

現
実
じ

見
た
覚
え
が
無
い
し
な

だ
よ
ね

ま
あ
ア
リ

ナ

い

物
か
も
し
れ
な
い
け
ど

基
本
は
同
じ
だ
よ
ね

だ
な
し
か
し
こ
れ
か
な
り
で
か
い
な
も
し
現
在

置
が
マ

プ

下
あ
た
り
だ
と
す
る

と 
ど
う
し
て
も
こ
こ
を
突

切
る
事
に
な
り
そ
う
だ

回
り
道
を
し
て
た
ら
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
も
ん
ね

 
他
に
も
マ

プ
内
に
は
色
々
な
地

が
あ

た

巨
大
な
岩
山
や

い
く
つ
か
の
小
さ
な

物

川

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
気
付
い
た
の
は
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な

レ
ン

こ
の
マ

プ
の

な
ん
だ
け
ど

こ
こ

何
も
無
い
よ
う
に
見
え
る
け
ど

こ
れ

表
現
が
お
か
し
く
な
い
か

何
で
二
重
線
な
ん
だ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

マ

プ
の
外

の
線
は
別
に
書
い
て
あ
る
し
ね

 
二
人
は
そ
れ
を
見
て

何
と
な
く
顔
を
上
げ

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

あ

あ
れ

て
ま
さ
か

 
そ
し
て
二
人
は
同
時
に

を
取
り
出
し

そ
ち
ら
の
方
を
見
た

 
ち
な
み
に
レ
ン
の
持
つ
そ
れ
は
シ

ナ
に
も
ら

た
物
で
あ
り
通
常
の
物
よ
り
倍

が
高
い

 
そ
し
て
キ
リ
ト
の
持
つ
物
も
も
し
キ
リ
ト
が
気
が
向
い
て
コ
ン
バ

ト
し
て
き
た
時
に
使
え

る
よ
う
に
と

 
シ

ナ
が
他
の
装
備

と
共
に
用
意
し
ロ

カ

に
入
れ
て
保
存
し
て
お
い
た
性
能
の
い
い

物
で
あ
る

 
そ
れ
故
に
二
人
の
目
に
は

通
常
よ
り
も
遠
く
の
景
色
が
よ
く
見
え
る

 
そ
し
て
そ
こ
に
は
ま
る
で
⻑
城
の
よ
う
な

物
が
立
ち
は
だ
か

て
い
る
の
が
見
え
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二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

マ

プ
と
こ
の

況
を
見
比
べ
な
が
ら

 
こ
こ
が
マ

プ
の

下
で
は
な
い
か
と
同
時
に
気
付
い
た

も
し
か
し
て

あ
の
壁
の
上

て
通
れ
る
の
か

か
も
し
れ
な
い
ね

で
も
ど
う
や

て
あ
そ
こ
に
上
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
な

戦
略
に
は
組
み
込
め
な
い
ね

あ
く
ま
で
最
終
手

て
感
じ
か
な

し
か
し
こ
れ
で
俺
達
が
ど
こ
に
い
る
か
は
分
か

た

こ
こ
は
進
撃
す
る
べ
き
だ
ろ
う
な

だ
ね

師
匠
と
フ
カ
は

 
そ
の
時
遠
く
で
爆
発
音
が
し
た

見
る
と
マ

プ
中
央
方
面
か
ら
煙
が
上
が

て
い
る

 
そ
こ
に
闇
風
が

凄
い
速
度
で
駆
け

て
き
た

お

お
い

今
の
音
は

フ
カ
が
い
な
い

ま
さ
か
あ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
偵
察
に

行
く
ぞ

 
キ
リ
ト
が
そ
う
言

て
先
に
走
り
出
し

そ
の
後
を
レ
ン
と
闇
風
が
追
い
か
け
た

 
驚
い
た
事
に

キ
リ
ト
の
速
度
は
二
人
よ
り
も
少
し

い
く
ら
い
で
あ
り
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い
か
に
キ
リ
ト
の
ス
テ

タ
ス
が

常
で
あ
る
の
か
が
そ
こ
か
ら
見
て
と
れ
た

 
そ
し
て
遠
く
に
両
足
を
失

て
四
つ
ん
ば
い
で
必
死
で
こ
ち
ら
に
逃
げ
て
く
る
フ
カ
次
郎
の

が
映

た

 
そ
の
後
を
や
や
遠
く
か
ら
敵
が
追
い
か
け
て
く
る

ど
う
や
ら
敵
も
一
応
罠
を
設
置
は
し

た
も
の
の

 
こ
の
時
間
に
動
き
出
す
者
が
い
る
と
は
思

て
い
な
か

た
よ
う
で

 
完
全
に
油
断
し
た

態
で
の
ん
び
り
と

い
で
し
ま

て
い
た
の
か

 
誰
か
が
罠
に
か
か

た
事
に
対
す
る
初
動
が

れ
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
が
今
に
も
敵
の
射

に
入
る
か
入
ら
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
で

 
キ
リ
ト
が
何
と
か
間
に
合
い

敵
と
フ
カ
次
郎
の
間
に
立
ち
は
だ
か

た

 
ギ
ン

ギ
ギ
ン

 
今
に
も
フ
カ
次
郎
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
そ
の
銃

は

 
キ
リ
ト
の
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
剣

き
に
よ

て
完

に
防
が
れ

 
フ
カ
次
郎
は
開
始

々
敵
に
倒
さ
れ
る
と
い
う
不
名

を
避
け
る
事
が
出
来
た

ふ

副
⻑
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ち

と
遠
く
に
来
す
ぎ
た
な

フ
カ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

だ
が
よ
く

め
ず
に
こ
こ
ま
で
這

て
き
た
な

え
ら
い
ぞ

 
ど
ん
な
時
で
も
決
し
て
生
存
を

め
な
い
ヴ

ル
ハ
ラ
魂
だ
な

う

う
ん

 
そ
の
間
に
も
キ
リ
ト
は
降
り
注
ぐ
敵
の
銃

を

り
続
け

 
敵
は
そ
れ
を
見
て

今
自
分
達
が
誰
を
相
手
に
し
て
い
る
の
か
を
そ
こ
で
初
め
て
理
解
し
た

あ
れ

あ
い
つ

倒
れ
な
い
ぞ

あ

あ
の
光
は

ま

ま
ず
い

あ
れ
は
キ
リ
ト
だ

て
事
は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
か

や
ば
い

逃
げ
ろ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
そ
う
言

て
後
ろ
を
向
い
て
逃
げ
出
し
た

間
に

 
そ
の
横
を
二
筋
の
風
が

き
抜
け
た

そ
し
て
彼
ら
の

め
前
方
に
突
然
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
現
れ

 
完
全
に
逃
げ

に
な

て
お
り

ま

た
く
対
応
出
来
な
い
様
子
の
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
に

 
そ
の
二
人
か
ら
一

に
銃

が
降
り
注
い
だ
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よ
く
も
フ
カ
を

こ
の

こ
の
お
お
お
お
お

お
前
ら
う
ち
に
手
を
出
し
て

生
き
て
帰
れ
る
と
思
う
な
よ

 
そ
し
て
敵
は
成
す
術
な
く
殲
滅
さ
れ

フ
カ
次
郎
は
九
死
に
一
生
を
得
た

フ
カ

フ
カ

も
う

無
茶
し
す
ぎ
だ
よ

ご

ご
め
ん

何
か
動
く
物
が
見
え
た
気
が
し
た
か
ら

つ
い
前
に
出
す
ぎ
た

地

を

ん
じ
ま

た
ん
だ
な

ま
あ
し
ば
ら
く
待
て
ば
足
も

る
は
ず
だ

 
レ
ン

今
は
と
り
あ
え
ず

く
治
療

を

あ

そ
う
で
し
た

フ
カ

こ
れ
を
使

て

す
ま
な
い
な
相
棒

に
き
る

お

な
ら
キ
リ
ト
君
に
言
い
な
さ
い

お

お
う

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
キ
リ
ト
の
方
を
向
く
と

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
こ
う
言

た

お

お

は
こ
の
体
で

で
も
リ

ダ

に
は
内

で
お
願
い
し
ま
し

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
は
フ
カ
次
郎
の

に
拳
骨
を
落
と
し

フ
カ
次
郎
の

が
微

に

た
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う
わ

し

死
ぬ

死
ん
じ

う
か
ら

生
き
て
る
だ
ろ

そ
れ
く
ら
い
問
題
な
い

お
前
が

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

た
時
は

 
こ
う
す
る
よ
う
に
と
日
ご
ろ
か
ら
ハ
チ

シ

ナ
に
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
な

そ

そ
ん
な

言

て
お
く
が

三
人
の
副
⻑
は
全
員
そ
う
言
わ
れ
て
る
か
ら
な

 
も
う
お
前
に
逃
げ
場
は
無
い
ぞ

フ
カ

う

リ

ダ

の
愛
が
重
い

こ
の

況
で
そ
う
言
え
る
な
ん
て

お
前
の
心

に
は
本
当
に

が
生
え
て
る
よ
な

失

な

心

の
お
手
入
れ
は
ち

ん
と
し
て
る
か
ら

 
キ
リ
ト
は
そ
の
抗
議
を
完
全
に
無

し

フ
カ
次
郎
を
そ
の
背
に
お
ぶ

た

ふ
わ

な

何
を

フ
カ

闇
風

実
は
現
在

置
が
判
明
し
た

マ

プ

下
だ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
南
東
方
向
を
指
差
し
な
が
ら
言

た

あ

ち
に
は
巨
大
な
壁
が
あ
る

多
分
そ
の
上
は
通
れ
る
と
思
う
ん
だ
が

 
そ
こ
に
行
く
道
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
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な
の
で
と
り
あ
え
ず
中
央
目
指
し
て
進
軍
し
て
お
く
の
が
い
い
と
思
う

な
る
ほ
ど

と
い
う

で

フ
カ
は
俺
の
背
中
で

を
使

て

囲
の

だ

 
落
ち
な
い
よ
う
に
俺
の
体
に

り
付
け
て
お
く
が
い
ざ
と
な

た
ら
お
前
を

け
に
使
う

か
ら
な

こ

こ
ん
な
体
で
宜
し
け
れ
ば
ご
自
由
に
お
使
い
下
さ
い

 
キ
リ
ト
の
そ
の
冗
談
に

フ
カ
次
郎
は
真
面
目
な
顔
で
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
本
当
に
反
省
し
て
い
る
様
子
な
の
が

そ
こ
か
ら
見
て
と
れ
た

い
つ
も
そ
れ
く
ら
い
素
直
だ
と
助
か
る
ん
だ
が
な

ご
め
ん
な
し

い

ま
あ
い
い
さ

お

い
見
て
る
か
シ

ナ

こ
い
つ
は
し

か
り
と

け
て
お
く
か
ら
な

あ
は
は
は
は

見
て
る
は
ず
は
無
い
で
す
け
ど
ね

そ
れ
じ

あ
行
く
か

お
う

 
そ
し
て
四
人
は

マ

プ
中
央
へ
向
か

て
進
軍
を
始
め
た
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そ
れ
が
見
て
る
ん
だ
よ
な

何
の
事

い
や
今
キ
リ
ト
の
奴
が
な
お

い
見
て
る
か
シ

ナ
こ
い
つ
は
し

か
り
と

け
て
お

く
か
ら
な

 

て
言

て
そ
れ
に
対
し
て
レ
ン
が
笑
い
な
が
ら
見
て
る
は
ず
は
無
い

て
言

た

ん
だ
よ

そ
う
だ

た
ん
だ

 
シ

ナ
は

え
室
で
唯
一

力
チ

ム
の
中
で
動
き
出
し
た
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
様
子
を

め
て
い

た 
他
の
チ

ム
も
分

さ
れ
た
モ
ニ
タ

に
映

て
い
た
が

特
に
動
き
は
無
い

 
そ
し
て
モ
ニ
タ

の
一
つ
が

に
黒
く

り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た

 
先
ほ
ど
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
に
殲
滅
さ
れ
た
チ

ム
が
映

て
い
た
ス
ペ

ス
で
あ
る

フ
カ
の
奴
は

ち

と
前
の
め
り
に
な
り
す
ぎ
る

が
あ
る
よ
な

ま
あ
そ
れ
が
フ
カ
ち

ん
の
持
ち
味
だ
か
ら

そ
れ
は
い
い
ん
だ
け
ど
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心
な
時
に
は

え
て
味
方
と
連

出
来
る
よ
う
に
教
育
し
な
い
と
い
け
な
い
ね

頼
む
ぞ
シ
ズ
カ

い
ざ
と
な

た
ら
容

な
く

拳
制

し
て
い
い
か
ら
な

ま
あ

ほ
ど
に
す
る
よ

う
ん

や
ら
な
い
と
は
言
わ
な
い
と
こ
ろ
が
さ
す
が
ね

私
は
も
ち
ろ
ん
容

な
く
や
り
ま
す
よ

シ

ナ
様

 
こ
う
し
て
最
初
の
ス
キ

ン
前
か
ら
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は
動
き
出
し
た

 
そ
の
進
路
上
に
い
る
他
の
チ

ム
は

ま
だ
そ
の
事
に
気
付
い
て
は
い
な
い

 
さ
て

基
本

は
原
作
通
り
に
な
り
ま
す
が

つ
い
に
動
き
始
め
ま
し
た
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第
５
７
９
話
 
四
強

そ
れ
ぞ
れ
の
動
き

副
⻑

二
時
の
方
向
に
敵
影

よ
し

ス
ト

プ
だ

こ
の
ま
ま
伏
せ
て
敵
の
様
子
を

う

ど
れ

お

確
か
に
い
や
が
る

フ
カ
は
目
が
い
い
ん
だ
な

と
い
う
か

敵
の
気
配
に
結

感

ふ

ふ

ふ

名
を
返
上
し
な
い
と

よ
し
奇
襲
出
来
そ
う
だ
な
俺
が
こ
の
ま
ま
突

込
む
二
人
は
取
り
こ
ぼ
し
が
無
い
よ
う

に 
逃
げ
だ
す
敵
を
全
滅
さ
せ
て
く
れ

了
解

ふ

副
⻑

私
は
ど
う
す
れ
ば

フ
カ
は
こ
の
ま
ま

け
に
使
う

そ

そ
り
は

い
や

体
を
張

て
頑
張
り
ま
し

 
丁
度
そ
の
時
フ
カ
次
郎
の
足
が
復
活
し
た
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お
お

お

た
か
そ
れ
じ

あ
予
定
変
更
だ
お
い
フ
カ
そ
の
グ
レ
ネ

ド
で
先
制
攻
撃
だ

 
俺
達
は
三
方
向
か
ら
敵
を
囲
み

逃
げ
て
く
る
敵
を
全
滅
さ
せ
る

お
お

フ
カ
ち

ん
大
活
躍
の
チ

ン
ス

と
い
う
か

俺
達
の
基
本
戦
術
は
そ
れ
し
か
な
い
か
ら
な

チ

ム
で
唯
一
の
遠

離
攻
撃
の
使
い
手
と
し
て
の
実
力
を
今
こ
そ
お
見
せ
し
ま
し

う

 
そ
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
四
人
は
配
置
に
付
き

 
フ
カ
次
郎
は
練

通
り
に
狙
い
を
定
め
て
敵
目

け
て
グ
レ
ネ

ド
を
発
射
し
た

た

ま
や

 
そ
の
射
撃
は
練

の
成
果
か

正
確
無
比
な

道
を

い
て
敵
の
中
央
で

し
た

 
そ
し
て
三
人
は
敵
が
ま

た
く

を
現
さ
な
い

慎
重
に
敵
が
い
た
場
所
へ
と
向
か

た

あ
り

お
い
お
い

や
る
な

フ
カ

完

に
敵
の
中
央
に
着

し
た
ん
だ
な

た

た
二
発
で
敵
を
全
滅
さ
せ
た
か

 
フ
カ
次
郎
は
両
手
の
グ
レ
ネ

ド
に
よ
る
同
時
発
射
で
一
気
に
六
人
の
死
者
を
生
み
出
し
て



 第５７９話 四強、それぞれの動き

い
た

 
そ
し
て

れ
て
到
着
し
た
フ
カ
次
郎
は

そ
れ
を
見
て
一
気
に
調
子
に
乗

た

よ

し

グ
レ
イ
ト

パ

フ

ク
ト

そ
し
て
エ
レ
ガ
ン
ト

 
嬉
し
そ
う
に
そ
う
ガ

ツ
ポ

ズ
す
る
フ
カ
に
キ
リ
ト
も
さ
す
が
に
表
情
を
和
ら
げ
な
が
ら

言

た
よ
く
や

た
な
フ
カ

次
か
ら
も
こ
の
調
子
で
頼
む
ぞ

は
い

こ
の
か
わ
い
く
て
プ
リ
テ

で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
フ
カ
ち

ん
に
お
任
せ
を

そ
う
い
え
ば
さ

き
も
最
後
に
エ
レ
ガ
ン
ト

て
言

て
た
な
何
で
エ
レ
ガ
ン
ト
に

る
ん

だ 
そ
の
キ
リ
ト
の
質
問
に

フ
カ
次
郎
は
や
や

を
落
と
し
な
が
ら
こ
う
言

た

え

と

リ

ダ

に
お
前
の
戦
い
に
は
エ
レ
ガ
ン
ト
さ
が
足
り
な
い
と
言
わ
れ
た
の
で

し 
そ
の
八
幡
ら
し
く
な
い
言
葉
に

キ
リ
ト
は
顔
に
疑
問

を

か
べ
な
が
ら
こ
う
言

た

そ
れ
は
お
前

か
ら
か
わ
れ
た
だ
け
だ
と
思
う
ぞ

え

と
い
う
事
は
つ
ま
り

フ
カ
ち

ん
は
元
々
エ
レ
ガ
ン
ト
だ
と
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そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
問
題
だ
あ
い
つ
は
お
前
の
事
を
陰
で
肉
食
メ
ガ
ネ

子

て
呼
ん
で

る
か
ら
な

 
そ
の
キ
リ
ト
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に

フ
カ
次
郎
は
意
外
に
も
笑
顔
を
見
せ
た

お

お
お
う

ツ
ン
デ
レ
メ
ガ
ネ

子
と
同
じ
レ
ベ
ル

同
じ
な
の
は

な
の
か

逆
で
す
よ
逆
思
わ
ぬ
リ

ダ

か
ら
の
高
評
価
に
フ
カ
ち

ん
の
テ
ン
シ

ン
は
爆
上
が
り

で
す
よ

お
前
の
中
じ

そ
れ
は
高
評
価
な
ん
だ
な

当
た
り
前
じ

な
い
で
す
か

ど
う
見
て
も
ツ
ン
デ
レ
メ
ガ
ネ

子
は
リ

ダ

の
お
気
に

入
り
だ
し

 
そ
れ
と
同

な
ん
て

こ
れ
は
私
に
も
チ

ン
ス
が
あ
り
そ
う
じ

な
い
で
す
か

そ
れ
は
否
定
し
な
い
が

ま
あ
そ
う
だ
な

が

頑
張
れ

 
キ
リ
ト
は

ど
う
考
え
て
も
無
理
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
も

 
夢
は
大
き
な
方
が
い
い
よ
な
と
考
え

否
定
す
る
よ
う
な
事
は
何
も
言
わ
な
か

た

 
そ
の
ま
ま
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は
待
機
し

ス
キ

ン
前
に
二
チ

ム
を
撃
破
し
た

態
で



 第５７９話 四強、それぞれの動き

 
開
始
十
分
の
最
初
の
ス
キ

ン
を
迎
え
る
事
と
な

た

や
は
り

下
か

そ
し
て
ル

ト
上
に
は

ん

こ
の
ド

ム
の
中

ど
う
な

て
る
ん

だ
じ

十
チ

ム
く
ら
い
い
る
ん
じ

な
い

だ
な

ラ
ン
ド
マ

ク
的
な

物
だ
か
ら

 
待
機
場
所
に
い
い
と
思

て
近
く
に
い
た
チ

ム
が
全
部
集
ま

た
ん
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
今
あ
の
中
は

と
ん
で
も
な
い
乱
戦

態
に
な

て
い
る
だ
ろ
う
な

 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
通
り

ド

ム

は

か
り
と
ど
の
チ

ム
も
い
な
い

態
と

な

て
い
た

さ
て

ど
う
す
る

こ
れ
か
ら
前
に
進
む

て
の
に
敵
を
残
し
て
お
く
の
は
ち

と
ま
ず
い
ん
じ

な
い
か
な

殲
滅
あ
る
の
み
だ

 
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は

そ
う
言

て
あ

さ
り
と
乱
戦
の
中
に
飛
び
込
む
事
を
決
め
た

 
あ
る
意
味
目
の
前
に
立
つ
者
を
全
員
倒
せ
ば
い
い
と
い
う
簡

な
仕
事
で
あ
る



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
実

は
全
く
簡

で
は
な
い
の
だ
が
こ
の
メ
ン
バ

が
揃
う
と
簡

に
見
え
て
し
ま
う
の
が

不
思
議
だ

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
か

作
戦
は

中
の
様
子
を
見
て
か
ら
考
え
る

了
解

 
四
人
は
そ
う
言

て

ド

ム
へ
向
か

て
走
り
始
め
た

  
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

は

ス
キ

ン
結
果
を
見
て
即
座
に
移
動
を
開
始
し
た

ま
ず
い

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
に
先
行
さ
れ
て
い
る

急
ぐ
ぞ

で
も
リ

ダ

こ
の
ド

ム
で
あ

ち
は
少
し
は
足
止
め
を
く
ら
う
ん
じ

な
い

だ
か
ら
急
ぐ
ん
だ
よ

待
ち
伏
せ
す
る
の
に
準
備
の
時
間
は
多
い
方
が
い
い
だ
ろ

ま
あ
そ
う
だ
ね

と
い
う

で
他
の
チ

ム
も
い
く
つ
か
ル

ト
上
に
残

て
い
る
か
ら
く
れ
ぐ
れ
も

を

る
な
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お
う

  
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
リ

ダ

で
あ
る
デ
ヴ

ド
は

 
配
置
を
見
て
普
通
に
Ｐ
Ｍ
４
が
中
央
へ
向
か
う
と
判
断
し

 
Ｓ

Ｎ
Ｃ
と
同
様
に
中
央
へ
向
か

て
移
動
を
開
始
し
た

リ

ダ

や

ぱ
り
Ｐ
Ｍ
４
を
潰
す
の
か

あ
あ

俺
に
付
き
合
わ
せ
ち
ま

て
悪
い
な

い
い

て
い
い

て
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
本
当
の
意
味
で
メ
ジ

チ

ム
に
の
し
上
が
る

に
は

 
結
局
通
ら
な
い
と
い
け
な
い
道
だ
し
な

 
こ
う
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
も
移
動

路
上
の
チ

ム
を
堅
実
に
倒
し
つ
つ
中
央
へ
と
向
か

た

  
一
方
ピ
ト
フ

イ
は

自
分
達
の
正
確
な

置
を

し
て
い
た

で
は
な
い
が

 
目
の
前
に
と
り
あ
え
ず
の

点
に
す
る
の
に

当
な
岩
山
が
あ

た

そ
ち
ら
に
移
動
し
て

い
たは

遠
く
ま
で
よ
く
見
え
る
わ
ね
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で
す
ね

こ
こ
な
ら
奇
襲
を
受
け
る
事
も
無
い
で
し

う

で
も

は

ち

目
よ

は
い
そ
う
い
う
の
が
得
意
な
人
が
い
る
ん
で
そ
の
人
に
全
て
お
任
せ
す
る
事
に
し
て
あ
り

ま
すへ

そ
う
な
ん
だ

誰
な
の
か
な

 
ピ
ト
フ

イ
は
チ

ム
メ
イ
ト
の

面
四
人
組
と
対
面
し
て

 
そ
の
動
き
か
ら
実
力
者
で
あ
る
事
は
疑
い
は
な
い
と
理
解
し
て
は
い
た
が

 
ま
だ
中
の
人
の
正
体
は

し
て
い
な
い
し

す
る
気
も
な
い

 
口
で
は
誰
な
の
か
な
と
は
言
い
つ
つ
も
ピ
ト
フ

イ
は
実
は
四
人
の
正
体
に
は
そ
こ
ま
で
興

味
は
無
い

 
ピ
ト
フ

イ
は
今
は
レ
ン
と
ど
う
戦
う
か
だ
け
を
考
え
て
お
り
他
の
敵
に
は
全
く
興
味
が
無

い
か
ら
だ

 
そ
し
て
最
初
の
ス
キ

ン
を
終
え

チ

ム
の
大
体
の

置
が

出
来
た

 
Ｐ
Ｍ
４
は
マ

プ

上
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は
マ

プ

下
Ｓ

Ｎ
Ｃ
が

上
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は

下
で
あ
る



 第５７９話 四強、それぞれの動き

へ

マ

プ
の
対

線
か

一
番
遠
い
と
こ
ろ
に
配
置
さ
れ
ち

た
の
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
マ

プ
を
じ

く
り
と

め
た
後
に
そ
の
場
に
座
り
込
み

 
さ
ば
さ
ば
と
し
た
表
情
で
メ
ン
バ

に
こ
う
言

た

多
分
こ
の
ま
ま
中
央
に
向
か
う
と
た
く
さ
ん
の
敵
に
囲
ま
れ
る

 
ち

と
こ
こ
で
待
機
し
て

の
敵
を
お

し
て
お
き
ま
し

う
か

 
そ
の
言
葉
に
エ
ム
は

ピ
ト
フ

イ
の
消

性
を
疑

た
が

 
ゼ
ク
シ

ド
が
そ
の
言
葉
に

い
た

エ
ム
は
そ
の
命
令
に
素
直
に

う
事
に
し

 
ギ
ン
ロ
ウ
達
と
共
に
岩
山

に
ト
ラ

プ
を
仕

け
ま
く
る
事
に
し
た

 
そ
の
努
力
は

次
の
ス
キ

ン
後
に
実
を
結
ぶ
事
に
な
る

 
そ
し
て
何
も

こ
ら
な
い
ま
ま

Ｐ
Ｍ
４
は
二
回
目
の
ス
キ

ン
を
迎
え
た

あ
ら

こ
れ
は

こ
れ
は
一
気
に
チ

ム
の

が

り
ま
し
た
ね

特
に
ド

ム
の
中
が
ひ
ど
い

残

た
の
は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
み
ね

さ
す
が
よ
ね

 
こ
の
間
に
ド

ム
内
の
敵
は
完
全
に
一

さ
れ
て
い
た

そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
の
予
想
通
り

 
何
チ

ム
か
が
Ｐ
Ｍ
４
が
立
て
こ
も
る
岩
山
を
囲
む
よ
う
な
配
置
に
つ
い
て
い
た
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予
想
通
り
で
し
た
ね

こ
の
配
置
だ
と

お

い
に
接
触
は
し
て
い
な
か

た
と
思
う
け
ど

 
こ
の
ス
キ

ン
で
同
じ
事
を
考
え
て
い
る
チ

ム
が
他
に
も
い
る

て
バ
レ
ち

た
か
ら

 
多
分
一
時
的
に
同
盟
を
組
ん
で

こ
ち
ら
に
向
か

て
く
る
ん
じ

な
い
か
な

で
し

う
ね

そ
の
前
に
中
央
の
部

を
潰
し
て
お
き
ま
す

 
そ
う
す
れ
ば
集
合
が
少
し

れ
る
と
思
い
ま
す
か
ら

そ
ん
な
事
可
能
な
の

は
い
実
は
も
う
偵
察
に
出
て
い
た
メ
ン
バ

が
一
人
で
そ
い
つ
ら
の
相
手
を
し
て
い
ま
す

へ

彼

て
強
い
の
ね

 
そ
の
言
葉
通
り

岩
山
の
下
で
は
ス
ネ

ク
が
本
領
を
発

し
て
い
た

い

今
ど
こ
か
か
ら
撃
た
れ
た
ぞ

敵
は
ど
こ
だ

分
か
ら
な
い

一
体
ど
こ
に

ぐ
わ

 
そ
の
チ

ム
の
メ
ン
バ

は

一
人
ま
た
一
人
と
ス
ネ

ク
に
倒
さ
れ
て
い
き

 
六
人
全
員
が
全
滅
し
た
と
こ
ろ
で

ス
ネ

ク
が
エ
ム
に
通
信
を
入
れ
た



 第５７９話 四強、それぞれの動き

こ
ち
ら
ス
ネ

ク
と
り
あ
え
ず
一
チ

ム
を
全
滅
さ
せ
た
こ
の
ま
ま
付
近
の

を
続
け

る 
で

白
旗
な
ん
か
上
げ
て
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
い

こ
ち
ら
と
そ
ち
ら
の
利
害
関
係
は
被
ら
な
い
は
ず
だ

だ
か
ら
話
が
し
た
く
て
な

へ

ま
あ
言
う
だ
け
言

て
ご
ら
ん

く
だ
け

い
て
や
る
か
ら

あ
あ

そ
れ
じ

あ
本
題
だ
が

 
二
度
目
の
ス
キ

ン
を

て

Ｓ

Ｎ
Ｃ
と
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
中
央
で
カ
チ
合

て
い
た

 
こ
の
ま
ま
お

い
戦
闘
に
な
る
か
と
思
わ
れ
た
矢
先
い
き
な
り
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
か
ら
白
旗
が
上
が

り 
Ｓ

Ｎ
Ｃ
は
そ
れ
を

し
み
な
が
ら
も

話
し
合
い
に
応
じ
る
事
に
し
た
の
だ

た

そ

ち
の
狙
い
は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
だ
ろ

こ

ち
は
Ｐ
Ｍ
４
だ

へ

何
で
そ
う
思

た
ん
だ
い

あ
ん
た
ら
は
シ

ナ
の
直
弟
子
と
呼
べ
る
チ

ム
だ

た
は
ず
だ

 
だ
が
今
で
は
シ

ナ
の
直
弟
子
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は

あ
の
レ
ン
だ
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こ
の

態
は
あ
ん
た
ら
に
と

て
は
面
白
く
な
い
ん
じ

な
い
か
と

し
た
ど
う
だ

ま
あ
確
か
に
面
白
く
は
な
い
ね

 
エ
ヴ

は
そ
う
指
摘
さ
れ

そ
れ
を
素
直
に
認
め
た

俺
達
は
こ
れ
か
ら
岩
山

に
集
ま

た
チ

ム
を

合
し
Ｐ
Ｍ
４
に
戦
い
を
挑
む
つ
も
り

だ 
な
の
で
三
度
目
の
ス
キ

ン
ま
で
だ
け
で
い
い
か
ら
俺
達
と
相

不
可
侵

約
を
結
ば
な
い

か 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
あ
ん
た
達
も
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
と
戦
闘
に
入
る
は
ず
だ
か
ら

 
後

の
憂
い
が
無
く
な

て

お

い
助
か
る
だ
ろ
う

ふ
む

そ
れ
は
確
か
に
そ
の
通
り
だ
ね

 
そ
し
て
エ
ヴ

は

そ
の
提
案
に

い
た

い
い
だ
ろ
う

次
の
ス
キ

ン
ま
で
は
そ
れ
で
い
い

そ
の
後
は
ま
た
敵
だ

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
そ
ち
ら
の
健
闘
を

る

そ

ち
も
ね
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そ
し
て
デ
ヴ

ド
と
分
か
れ
た
後

エ
ヴ

は
そ
の
後

に
向
け
て
ぼ
そ
り
と

い
た

デ
ヴ

ド

あ
ん
た

最
近
ち

と

治
的
な
動
き
ば
か
り
し
す
ぎ
じ

な
い
か
い

 
そ
ん
な
事
ば
か
り
や

て
い
る
と
チ

ム
と
し
て
の
総
合
力
は
全
然
上
が

て
い
か
な
い
と

 
私
は
そ
う
思
う
け
ど
ね

ま
あ

れ
た
い
奴
ら
は
好
き
に
す
る
と
い
い
さ

 
こ

ち
は
こ

ち
で

く

独
で
挑
ま
せ
て
も
ら
う

 
そ
し
て
エ
ヴ

は

仲
間
達
に
向
け
て
言

た

と
り
あ
え
ず
次
の
ス
キ

ン
ま
で
は
背
後
は
安
全
だ

な
の
で
背
後
に
設
置
し
た
罠
を

 
全
部
前
方
に
回
し
て
お
き
な

急
が
な
い
と
そ
ろ
そ
ろ
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
奴
ら
が
来
ち
ま
う
ぞ

了
解

 
こ
う
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
次
の
相
手
は
Ｓ

Ｎ
Ｃ

 
そ
し
て
Ｐ
Ｍ
４
の
初
戦
の
相
手
は
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
連
合
軍
と
決
ま

た

 
そ
の

当
の
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は

ド

ム
内
の
戦
い
の
総

を
し
な
が
ら

 
受
け
た
ダ
メ

ジ
を
回
復
さ
せ
る

に

ド

ム
の
入
り
口
に
罠
を
仕

け
つ
つ

 
中
で
小
休
止
し
て
い
た
の
だ

た

激
戦
だ

た
ね
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あ
あ

そ
も
そ
も
最
初
は



 第５８０話 ドームの戦い

 
第
５
８
０
話
 
ド

ム
の
戦
い

中
か
ら

山
の
銃
声
が

こ
え
る
な

り
上
が

て
ま
す
な

真
打
ち
と
し
て
は

く

場
し
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
よ
な

で

キ
リ
ト
君

何
か
作
戦
と
か
あ
る

そ
う
だ
な

 
キ
リ
ト
は
ド

ム
を
じ

く
り
と
観
察
し

時
々
コ
ン
コ
ン
と
壁
を
叩
い
た
り

 
エ
リ

シ
デ

タ
で
壁
が
破
壊
可
能
か
ど
う
か
調
べ
た
り
し
て
い
た

可
能
な
ら
上
か
ら
攻
撃
と
も
思

た
が

ち

と
こ
れ
を
上
る
の
は
大
変
そ
う
だ
な

 
せ
め
て
ベ
ラ
ン
ダ
的
な
物
が
あ
れ
ば
何
と
で
も
な
る
ん
だ
が

上

ロ

プ
で
も
持

て
る
の

い
や

こ
う
す
る

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
フ
カ
次
郎
の
首

こ
を
掴
み

い
き
な
り
上
へ
と
全
力
で
放
り
投
げ
た

ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

副
⻑

い
き
な
り
何
を
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お

余

が
あ
る
じ

な
い
か
掴
ま
れ
そ
う
な
所
が
あ

た
ら
ち

と
頑
張

て
み
ろ

よ
つ

掴
ま

ど

ど
こ
ど
こ

レ
ン

ど
こ
お
お
お
お
お
お
お
お

 
フ
カ
次
郎
は

乱
し

レ
ン
に
掴
ま
る
場
所
が
無
い
か

い
た
が

 
当
然
下
に
い
る
レ
ン
に
そ
ん
な
事
が
分
か
る
は
ず
が
な
い

頑
張
れ

は

薄
情
者

 
そ
れ
で
も
さ
す
が
は
フ
カ
次
郎
で
あ
る

に
背
中
に
差
し
て
い
た
ナ
イ
フ
を
抜
く
と

 
壁
と
壁
の

間
に
そ
の
ナ
イ
フ
を
突
き

し

片
手
で
ブ
ラ
リ
と
壁
面
に
ぶ
ら
下
が

た

お
お

や
る
な
フ
カ

剣
の
扱
い
の
方
が
や

ぱ
り
慣
れ
て
る
ん
だ
な

え

へ
ん

て

こ
の
ま
ま
じ

落
ち
る

落
ち
る
か
ら

副
⻑

こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ

ば
あ
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特
に
何
も
考
え
て
い
な
か

た
キ
リ
ト
は

 
そ
う
い
え
ば
こ
の
壁
は
破
壊
不
可
能
属
性
じ

な
か

た
な
と
先
ほ
ど
調
査
し
た
結
果
を
思
い

出
し

 
エ
リ

シ
デ

タ
を
フ
カ
次
郎
目

け
て
投
げ
つ
け
た

も
ち
ろ
ん
刃
は
出
し
た
ま
ま
で
あ

る
う

う
お
お
お
お

あ

危
な

副
⻑

い
き
な
り
何
す
る
ん
で
す
か

れ
えそ

れ
で

し
に
壁
を

て
み
ろ

あ

ラ

ラ
ジ

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

壁
に

さ

た
エ
リ

シ
デ

タ
を
片
手
で
引
き
抜
き

 
そ
の
ま
ま
逆
手
で
壁
を
く
り
抜
く
よ
う
に
動
か
し
た

お
お

で
も

て
る
み
た
い
に

い

ど
う
だ

待

て
下
さ
い
ね

お
ら
あ
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そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

に
切
断
し
た
壁
を

り

そ
こ
に

か
り
と

が
空
い
た

 
つ
い
で
に
フ
カ
次
郎
は
壁
に
深
め
の

を
付
け
ち

か
り
と
自
分
の
足
場
ま
で
確
保
し

て
い
た

う
わ

フ
カ

て
案
外
抜
け
目
な
い

ま
あ
日
ご
ろ
か
ら
ビ
シ
ビ
シ
鍛
え
て
る
か
ら
な

あ
れ

て
事
は
も
し
か
し
て

キ
リ
ト
君
は
フ
カ
の
師
匠
み
た
い
な
も
の

い
や

三
人
の
副
⻑
が
交
代
で
無
茶
な
ノ
ル
マ
を
課
し

 
出
来
な
か

た
ら
ハ
チ
マ
ン
が
お
仕
置
き
す
る

て
パ
タ

ン
だ
な

ブ

ブ
ラ

ク
ス
コ

ド
ロ
ン
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
じ

ス
コ

ド
ロ
ン
の
事
は
ギ
ル
ド

て
呼
ぶ
け
ど
な

ブ
ラ

ク
ギ
ル
ド
だ

あ

何
か
ち

と
格
好
い
い
か
も

 
キ
リ
ト
は
そ
の
言
葉
に
苦
笑
し
た

実

ヴ

ル
ハ
ラ
の
訓
練
は
ブ
ラ

ク
ぎ
み
な
所
が
あ

る
か
ら
だ

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

の
中
を

き

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

う

ん
と

あ
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そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
下
に
向
か

て
何
か
叫
ぼ
う
と
し
た
が

 

前
で
思
い
と
ど
ま
り

通
信
機
を
取
り
出
し
た

 
ど
う
や
ら
中
に
声
が

い
て
し
ま
う
事
を
危

し
た
ら
し
い

お

中
々
気
が
利
く
な

こ
れ
も
日
ご
ろ
の
訓
練
の
賜
物
か
な

ま
あ
索
敵
担
当
の
奴
が

い
つ
も
同
じ
よ
う
な
行
動
を
と

て
い
る
か
ら

 
そ
の
事
を
覚
え
て
た
ん
だ
ろ
う
な

な
る
ほ
ど

学

し
た
ん
だ

験
は
宝
だ
か
ら
な
だ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
も
ギ
ル
メ
ン
に
は
と
に
か
く
色
々
な
事
を
や
ら
せ

て
る
ぞ

な
る
ほ
ど

さ

す
が

ブ
ラ

ク
ぎ
み
に

だ
け
ど
な

 
キ
リ
ト
は
レ
ン
に

こ
え
な
い
よ
う
に
ボ
ソ
リ
と

い
た

 
そ
し
て
通
信
機
が
鳴
り

レ
ン
は
通
信
機
の
ス
イ

チ
を
入
れ
た

フ
カ

ど
う
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天

の

骨
の
上
に
乗
れ
そ
う
ど
こ
に
敵
が
い
る
か
こ
こ
か
ら
だ
と
凄
く
よ
く
見
え
る
よ

中
は
ど
う
な

て
る
の

中
は
何
て
い
う
か
プ
レ
イ
ヤ

の

が
完
全
に

れ
る
く
ら
い
の
背
の
高
い

が
一
面
に
生

え
て
るて

事
は
下
か
ら
突
撃
す
る
と

界
が
悪
す
ぎ
て

思
わ
ぬ
事
故
に
遭
い
そ
う
な
の
か
な

か
も
し
れ
な
い

そ
こ
で
提
案
が
あ
る

お
い
レ
ン

副
⻑
に
代
わ

て
く
れ

オ

ケ

 
そ
し
て
レ
ン
は
キ
リ
ト
に
通
信
機
を
差
し
出
し

フ
カ
次
郎
は
キ
リ
ト
に
何
か
提
案
を
し
た

ほ
ほ
う

お
い
フ
カ

本
当
に
や
れ
る
ん
だ
な

う
ん

さ

き
の
射
撃
を
見
た
で
し

う

ヴ

ル
ハ
ラ
式
で
余

そ
う
か

ち

と
待

て
て
く
れ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
レ
ン
と
闇
風
に
言

た

悪
い

こ
こ
を
突

切
る
予
定
だ

た
ん
だ
が

外

か
ら
回
り
込
ん
で
も
い
い
か

別
に

わ
な
い
が

そ
れ
で
中
の
敵
を
殲
滅
出
来
る
の
か

あ
あ

問
題
な
い
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そ
れ
な
ら
い
い
ん
じ

な
い
か
な

オ

ケ

だ

よ
し
フ
カ

そ
の
作
戦
で
い
く
ぞ

今
基
準
点
を
設
定
す
る

見
逃
す
な
よ

了
解

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
フ
カ
次
郎
か
ら
エ
リ

シ
デ

タ
を
受
け
取
る
と

 
ド

ム
の
壁
に
ゆ

く
り
と
そ
の
刃
を

し
て
い

た

確
認

了
解
だ

 
そ
の
よ
く
分
か
ら
な
い
作
業
を
レ
ン
と
闇
風
は
特
に
疑
問
を
差
し

む
事
も
な
く
見
物
し
て

い
たよ

く
分
か
ら
な
い
が

さ
す
が
と
い
う
か

師
匠

ヴ

ル
ハ
ラ
式

て
何
だ
ろ
う
ね

ま
あ
シ

ナ
の
奴
が
考
え
た
何
か
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
レ
ン
と
闇
風
に

作
戦
の
説
明
を
し
た

え

ま
じ
で
か

う
わ

そ
の
発
想
は
無
か

た
わ

そ
こ
か
ら
敵
が
出
て
く
る
の
は
避
け
た
い
か
ら
ア
タ

カ

は
レ
ン
が
い
い
と
思
う
ん
だ
よ
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な
い
い
ん
じ

な
い
か

俺
は
今
回
は
フ

ロ

に
回
る

悪
い
な

頼
む

任
せ
と
け

て

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
先
ほ
ど
空
け
た

の
横
に
立
ち

通
信
機
に
向
か

て
言

た

フ
カ

い
つ
で
も
い
い
ぞ

あ
い

計

計

と

八
十
三
歩
に
四
名

オ

ケ

だ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
い
つ
も
よ
り
も
や
や
小
さ
い
歩

で
外

を
回
り
丁
度
八
十
三
歩
の
所
で

止
ま

た

よ
し

 
次
に
キ
リ
ト
は
レ
ン
は
通
れ
る
が
通
常
サ
イ
ズ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
通
れ
な
い

度
の

を
壁

に
空
け

 
レ
ン
に
向
か

て

い
た

頼
む
ぞ
レ
ン
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任
せ
て

行
く
よ

ち

ん

 
そ
し
て
レ
ン
は
音
が
鳴
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
そ
の

か
ら
中
に
入
り

 
少
し
後
に
そ
の

の
中
か
ら
銃
声
が

こ
え
た

始
ま

た
な

一
人

え
た

十
五

オ

ケ

だ

 
そ
の
キ

カ
リ
十
五

後
に

の
中
か
ら

ち

ん
が
外
に
投
げ
出
さ
れ

 
さ
ら
に
レ
ン
が

の
中
か
ら
両
手
を

ば
し
て
き
た

引
く
ぞ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
そ
の
手
を
引
き

レ
ン
を
外
に
引

張
り
出
し
た

 
そ
し
て
闇
風
が
そ
の

に
向
け
て
銃
を

え

 
レ
ン
を
追
い
か
け
て
き
た
敵
が
そ
の

の
向
こ
う
に
見
え
た

間

 
闇
風
は
そ
の
敵
目

け
て
銃

を
放

た

敵
の
死

を
確
認

今
の
チ

ム
は
全
滅
し
た
よ

オ

ケ

だ

よ
し

次
を
頼
む
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あ
い

計

計

と

五
十
歩
に
三
名

案
外
近
い
ん
だ
な

混
戦
だ
し
ね

 
そ
し
て
次
の
ポ
イ
ン
ト
で
も
同
じ
光
景
が

り
広
げ
ら
れ
ま
た
チ

ム
が
一
つ
殲
滅
さ
れ
た

レ
ン

大
丈
夫
か

疲
れ
て
な
い
か

う
ん

一
撃
離
脱
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

師
匠

そ
う
か

疲
労
が
た
ま

た
ら
す
ぐ
に
言
う
ん
だ
ぞ

う
ん

七
十
二
歩
に
一
名

壁

に
寄
り
か
か

て
る

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
い
つ
は
俺
が
も
ら
う
か

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
エ
リ

シ
デ

タ
を

え

の
気
合
い
を
込
め
壁
を
横
一
文

に
切

り

い
た

う
お

凄
え
な

さ

す
が
キ
リ
ト
君

う
ひ

が
真

二
つ
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オ

ケ

だ

今
回
は

が
無
い
か
ら
こ
こ
で
基
準
点
を
設
定
し
な
お
す
ぞ

了
解

確
認

え
え
と

五
歩

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
慎
重
に
歩
く

を
見
な
が
ら
レ
ン
が
興
味
深
げ
に
キ
リ
ト
に
こ
う

ね
た

ね

キ
リ
ト
君

ヴ

ル
ハ
ラ
式

て

あ
あ

歩

を
正
確
に
二
十
五

に
合
わ
せ
て

歩

で

離
を
教
え
る
や
り
方
か
な

 
ま
あ
普

は
迷
宮
探
索
の
時
と
か
に

方

と
合
わ
せ
て
使

て
る
よ

へ

も
し
か
し
て

歩

を
合
わ
せ
る
訓
練
を
し
た
の

あ
あ

全
員
普
通
に
出
来
る
ぞ

凄ハ
チ
マ
ン
が
こ
う
い
う
事
に
は
厳
し
い
ん
だ
よ

あ
は

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
正
確
に

五
歩
の
地
点
で

再
び
同
じ
事
が
行
わ
れ

そ
れ
を

り
返
す
う
ち
に

 
ド

ム
内
の
敵
は
あ

さ
り
と
殲
滅
さ
れ
た

十
チ

ム
の
全
滅
を
確
認

見
逃
し
は
い
な
い
か
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大
丈
夫

静
ま
り
返

て
る

オ

ケ

だ

そ
れ
じ

あ
進
軍
を
続
け
る
か

あ

ま

待

て
副
⻑

フ
カ
ち

ん
は
ど
う
や

て
下
に
下
り
れ
ば

飛
び
降
り
ろ

 
キ
リ
ト
は
ノ

タ
イ
ム
で
そ
う
言
い

フ
カ
次
郎
は
一

無
言
に
な

た

ま

ま
じ
で
す
か

も
し
く
は
壁
を
走
れ

そ
ん
な
事

リ

ダ

と
副
⻑
三
人
に
し
か
出
来
な
い

て

多
分
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
も
出
来
る
け
ど
な

今
そ

ち
に
行
く
か
ら
自
分
で
ど
う
す
る
か
考
え
て

 
自
力
で
下
り
れ
る
よ
う
に
何
か
チ

レ
ン
ジ
し
て
み
ろ
そ
の

験
が
き

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
生
き

る
だ
ろ
う

ラ

ラ
ジ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
壁
に
大
き
め
の

を
空
け

三
人
は
そ
こ
か
ら
中
に
入

た

 
そ
こ
で
天

の

骨
の
上
に
フ
カ
次
郎
の

を
発
見
し
た
三
人
は

 
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
見
物
す
る
事
に
し
た

そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
見
て



 第５８０話 ドームの戦い

回

た
後
に

 
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

キ
リ
ト
に
エ
リ

シ
デ

タ
を
貸
し
て
く
れ
と
頼
ん
だ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
頼
み
を

し
エ
リ

シ
デ

タ
を
上
に
投
げ
フ
カ
次
郎
は
そ
れ
を
キ

チ
し
た

こ
れ
で
い
け
る
の
か

ま
あ
見
て
て
下
さ
い
よ

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

い
き
な
り
自
分
が
乗

て
い
る

骨
を

た

う
お

ま
じ
か
よ

う
わ

ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ

 
そ
し
て
次
に
フ
カ
次
郎
は

そ
の

骨
が
天

に
繋
が

て
い
る
部
分
を
切
り

 
一
目
散
に
反
対
の

へ
と
移
動
し
た

 
そ
の

骨
は

え
が
壁
と
繋
が

て
い
る
部
分
の
み
に
な

た

ギ
ギ

と

い
た

ど
う
や
ら
落
ち
な
い
な

ま
あ
フ
カ
も
素

く
移
動
し
た
し
な
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フ
カ

油
断
す
る
な
よ

あ

あ
い

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
徐
々
に
中
央
へ
と
移
動
を
始
め
た

そ
の
度
に

骨
は
ギ
ギ

と

い

て
い
き

 
フ
カ
次
郎
は
あ
る

度
進
ん
だ
後

反
対
を
向
い
て

骨
に

き
つ
く
と

 
そ
の
ま
ま
お

を
先

に
中
央
へ
と
向
か

て
い

た

 
ギ
ギ

ギ

ギ

 
そ
し
て

骨
は
徐
々
に

い
て
い
き

飛
び
降
り
て
も
平
気
そ
う
な
高
さ
ま
で

い
た

間

 
フ
カ
次
郎
は
地
面
に
向
け
て
ダ
イ
ブ
し
た

ス
カ
イ
・
ハ
イ

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

を
ク

シ

ン
の
よ
う
に
使
い

着
地
の

間
に

を
曲
げ

 
そ
の
ま
ま
ご
ろ
ご
ろ
と
転
が
り
な
が
ら
着
地
に
成
功
し
た

よ

し

あ

フ
カ
ち

ん
大
勝
利

 
フ
カ
次
郎
は
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し

そ
の
場
に

王
立
ち
し
た

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
が
フ
カ
次
郎
に
叫
ん
だ
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フ
カ

避
け
ろ

へ

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

骨
は
つ
い
に
そ
の
重
さ
を

え
ら
れ
な
く
な

た
の
か

壁
か
ら
ポ

キ
リ
と

れ

 
今
ま
さ
に
フ
カ
次
郎
を
押
し
潰
そ
う
と
上
か
ら
迫

て
き
て
い
た

 
フ
カ
次
郎
は
必
死
で
横
に
飛
び

間
一

で
フ
カ
次
郎
は
プ
レ
ス
さ
れ
ず
に
済
ん
だ

や

や
ば
か

た

だ
か
ら
油
断
す
る
な
と
あ
れ
ほ
ど

ご

ご
め
ん
な
し

い

 
し

げ
る
フ
カ
次
郎
の

を

し
か
し
キ
リ
ト
は

く

で
た

ま
あ
し
か
し
よ
く
自
力
で
下
り
れ
た
な
た
だ
の
冗
談
の
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が
ま
あ
よ

く
や

た

な

何
で
す
と

よ
く
考
え
て
も
み
ろ

Ａ
Ｌ
Ｏ
じ

お
前
は
飛
べ
る
ん
だ
ぞ

 
高
い
所
か
ら
飛
び
下
り
る
技
能
な
ん
て
必
要
な
い
じ

な
い
か

ひ

飛
行
禁
止
エ
リ
ア
も
一
応
あ
り
ま
す
し
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そ
う
い
う
所
は
絶
対
に
ハ
チ
マ
ン
が
ロ

プ
と
か
を
用
意
し
て
る
か
ら
な
飛
び
降
り
る
と
か

あ
り
え
ん

ふ

深

み
し
す
ぎ
た

フ
カ
だ
け
に
フ
カ

み
し
す
ぎ
た

ま
あ
素
直
な
の
は
い
い
事
だ
今
度
ハ
チ
マ
ン
に
報
告
し
て
褒
め
て
も
ら
う
と
い
い
俺
が
許

す
ス
ル

も
許
せ
る
く
ら
い
の
神
許
可
出
た
あ

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

カ
メ
ラ
に
向
か

て
絶
叫
し
た

今
は
リ

ダ

は
見
て
な
い
と
思
う
け
ど

い
ず
れ
映
像
で
見
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
映
像
を
見
て
フ
カ
ち

ん
の

を

ん
で
く
れ
る
事
を

て

 
リ

ダ

後
で
絶
対
に
褒
め
て
下
さ
い
ね

 
こ
う
し
て
ド

ム
の
戦
い
は
終
了
し
た

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の

進
撃
は
続
く
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第
５
８
１
話
 
そ
ん
な
事
言

た

け

キ
リ
ト
の
奴

何
か
に
気
付
い
た
み
た
い
だ
な

何
を
指
差
し
て
た
ん
だ
ろ
う
ね

ち

と
マ

プ
を
も
う
一
度
見
て
み
る
か

 
シ

ナ
は
そ
う
言
う
と

マ

プ
を
呼
び
出
し

六
人
は
じ

と
そ
の
マ

プ
を
見
つ
め
た

ね

こ
こ

て

こ
の
二
重
の
線
は

も
し
か
し
て
通
路
か
何
か
か

で
も
こ
ん
な
所
に
道
が
あ

た
ら
他
の
チ

ム
も
利
用
し
よ
う
と
す
る
は
ず
よ
ね

と
い
う
事
は

一
見
し
て
も
そ
れ
と
は
分
か
ら
な
い
よ
う
に
な

て
い
る
ん
じ

な
い

つ
ま
り
地
下
道
か

も
し
く
は
壁
の
上
と
か
に
な
る
の
か

壁
じ

な
い
か
し
ら

一
目
で
今
の

置
が
特
定
出
来
た
み
た
い
だ
し

か
も
し
れ
な
い
ね

 
そ
の
時
遠
く
に
爆
発
の
エ
フ

ク
ト
が
見
え
た

ん

爆
発
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フ
カ
が
い
な
い

お
い
お
い
ま
さ
か

 
そ
の

間
に
画
面
の
中
の
キ
リ
ト
が
走
り
出
し

一
同
は
ど
う
な
る
の
か

を
飲
ん
で
見

守

て
い
た

あ

危
な
か

た
ね

フ
カ
は
今
度
説
教
だ
な

今
の
は
さ
す
が
に
前
に
出
す
ぎ
よ
ね

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
が
キ
リ
ト
に
背
負
わ
れ
る
の
を
見
て

シ

ナ
は
ボ
ソ
リ
と

い
た

や
か
し
す
ぎ
な
気
も
す
る
が

ま
あ
こ
の
場
合
は
仕
方
な
い
な

 
直
後
に
い
き
な
り
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
動
き
出
し
た

シ

ナ
達
は

目
し
た

フ
カ
の
奴
は

ち

と
前
の
め
り
に
な
り
す
ぎ
る

が
あ
る
よ
な

ま
あ
そ
れ
が
フ
カ
ち

ん
の
持
ち
味
だ
か
ら

そ
れ
は
い
い
ん
だ
け
ど

 

心
な
時
に
は

え
て
味
方
と
連

出
来
る
よ
う
に
教
育
し
な
い
と
い
け
な
い
ね

頼
む
ぞ
シ
ズ
カ

い
ざ
と
な

た
ら
容

な
く

拳
制

し
て
い
い
か
ら
な

ま
あ

ほ
ど
に
す
る
よ

う
ん
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や
ら
な
い
と
は
言
わ
な
い
と
こ
ろ
が
さ
す
が
ね

私
は
も
ち
ろ
ん
容

な
く
や
り
ま
す
よ

シ

ナ
様

 
そ
し
て
一
同
は

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
動
き
を
見
て
う
う
む
と

た

 

や

ぱ
り
自
分
達
の

置
を
理
解
し
て
る
み
た
い
だ
ね

ア
ド
バ
ン
テ

ジ
に
な
り
そ
う
だ
な

お

フ
カ
が
敵
を
見
つ
け
た
み
た
い

さ

き
は
ミ
ス

た
け
ど

そ
れ
は

性
の
裏
返
し
だ
し

案
外

候
向
き

い
や

性
格
的
に
無
理
だ
ろ

あ
い
つ
は
我
慢
が
き
か
な
い
し
な

あ

グ
レ
ネ

ド
で
攻
撃
す
る
み
た
い
だ
ね

ま
あ
混
乱
さ
え
さ
せ
ら
れ
れ
ば

キ
リ
ト
が
一
人
で
全
員

ち
ま
う
だ
ろ
う
け
ど
な

こ
れ

て
銃
で
戦
う
ゲ

ム
な
ん
だ
け
ど
ね

ま
あ
俺
達
も
人
の
事
は
あ
ま
り
言
え
な
い
け
ど
な

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
が

た

ま
や

と
言

た
の
が
見
え
た
シ

ナ
は

 
一
人
へ
な
へ
な
と
そ
の
場
で
脱
力
し
た

ど
う
し
た
の
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フ
カ
が

た

ま
や

て
言

た
ん
だ
よ

せ
め
て
着

し
て
か
ら
に
す
れ
ば
い
い
の
に
ね

そ
の
シ
ズ
カ
の
感
想
も
少
し
ズ
レ
て
る
気
が
す
る
が

 
そ
し
て
グ
レ
ネ

ド
の

が
着

し
た

間

シ

ナ
は
目
を
見
張
り
な
が
ら
言

た

お

あ
い
つ

上
手
い
事
や
り
や
が

た
な

ど
う
し
た
の

あ
の

置
な
ら
多
分
一
撃
で
皆
殺
し
に
し
た
と
思
う
ん
だ
よ
な

凄
い
じ

な
い

え

本
当
に

驚
天
動
地

賞

ま
あ
見
て
て
み
ろ

て

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
通
り

敵
が
何
か
し
て
く
る
気
配
は
ま

た
く
無
い

 
そ
し
て
画
面
が
ズ

ム
さ
れ

そ
こ
に
六
人
の
死
体
が
発
見
さ
れ
た

本
当
だ

凄
い
凄
い

幸
先
が
い
い
わ
ね



 第５８１話 そんな事言ったっけ

で
も
あ
い
つ
は
調
子
に
乗
り
す
ぎ
だ
な

何
が
エ
レ
ガ
ン
ト
だ

フ
カ
が
そ
う
言

て
る
の

お
う

グ
レ
イ
ト

パ

フ

ク
ト

エ
レ
ガ
ン
ト

だ

て
よ

ま

た
く
意
味
が
分
か
ら

ん 
そ
の
言
葉
に
シ
ズ
カ
と
銃
士

が
顔
を
見
合
わ
せ
た

ね

そ
れ

て
前
に
シ

ナ
が
フ
カ
に
言

た
言
葉
の
せ
い
じ

な
い

ん

俺
が
あ
い
つ
に
何
か
言

た

け
か

う
ん
ち

と
前
に
お
前
の
戦
い
に
は
エ
レ
ガ
ン
ト
さ
が
足
り
ん

て
言

て
た
は
ず

え

俺
そ
ん
な
事
言

た

け

 
シ

ナ
が
本
気
で
驚
い
て
い
た
様
子
だ

た
の
で

二
人
は

を

め
た

つ
ま
り
あ
れ
は
ア
ド
バ
イ
ス
と
か
じ

な
く

た
だ
の
冗
談
だ

た

て
事
だ
ね

当
た
り
前
だ
ろ

戦
闘
に
エ
レ
ガ
ン
ト
さ
を
求
め
て
ど
う
す
る
よ

フ
カ
次
郎

本
気

だ
よ
ね

か
な
り
意
識
し
ま
く

て
た
気
が
す
る
よ

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
ど
う
や
ら
思
い
当
た
る
フ
シ
が
あ

た
よ
う
だ
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あ
あ

そ
の
せ
い
で
フ
カ
は
最
近
戦
闘
の
後
に

 
お
か
し
な
ポ

ズ
を
と
り
な
が
ら
こ

ち
を
見
て
や
が

た
の
か

本
人
に
バ
レ
た
ら
落
ち
込
み
そ
う
だ
け
ど

 
シ

ナ
は

確
か
に
さ
す
が
の
フ
カ
で
も
そ
う
思
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
つ
つ
も

 
自
分
に
言
い

か
せ
る
よ
う
に
こ
う
言

た

ま

ま
あ
大
丈
夫
だ
ろ

こ
の

況
で
バ
レ
る
心
配
は

 
そ
の
時
キ
リ
ト
が
フ
カ
次
郎
に
何
か
話
し
か
け

 
そ
の

の
動
き
を

ん
だ
シ

ナ
は

思
わ
ず

鳴
を
あ
げ
た

う
が

キ
リ
ト
の
奴

言

て
る

か
ら
バ
ラ
し
や
が

た

え

本
当
に

あ

で
も
フ
カ
の
奴

え

と
い
う
事
は
つ
ま
り

フ
カ
ち

ん
は
元
々
エ
レ
ガ
ン
ト
だ

と 
と
か

の
分
か
ら
な
い
返
し
を
し
て
や
が
る

さ
す
が
は
フ
カ
ね

ポ
ジ
テ

ブ
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天
然
よ
ね

 
そ
の
時
シ

ナ
が

再
び

鳴
を
上
げ
た

う
わ
あ
あ
あ
あ

こ

今
度
は
何

キ

キ
リ
ト
の
奴

俺
が
陰
で
フ
カ
の
事
を

 
肉
食
メ
ガ
ネ

子

て
呼
ん
で
る
の
を
バ
ラ
し
や
が

た

つ
ま
り
キ
リ
ト
君
の
中
で
は
特
に

す
よ
う
な
事
じ

な
い
と
認
識
さ
れ
て
る

て
事
だ
ね

で
も
フ
カ

喜
ん
で
な
い

は

何
で
ツ
ン
デ
レ
メ
ガ
ネ

子
が
俺
の
お
気
に
入
り
な
ん
だ
よ

ふ
ざ
け
る
な

えう何
そ
れ

 
シ

ナ
が
い
き
な
り
そ
ん
な
事
を
言

た

他
の
者
達
は

か
ん
と
し
た

い
や
な
フ
カ
が
喜
ん
で
る
の
は
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
が
俺
の
お
気
に
入
り
だ
と
勘
違
い
し
て

 
そ
れ
と
呼
び
方
が
似
て
い
る
か
ら
喜
ん
で
い
る
ら
し
い
ま

た
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
よ
な
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そ
の
言
葉
に
シ
ズ
カ

銃
士

そ
れ
に
ロ
ザ
リ
ア
の
三
人
は

ひ
そ
ひ
そ
と
内

話
を
始

め
た疑

問

無
自
覚

私

正
直
シ
ノ
ノ
ン
の
事
は
か
な
り

し
て
る
ん
だ
け
ど

シ

ナ
は
あ
の
子
の
事

か
な
り
優
遇
し
て
る
気
は
す
る
わ
よ
ね

疑
問

非
お
気
に
入
り

イ
ク
ス

疲
れ
る
か
ら
普
通
の
話
し
方
で

ど
う
考
え
て
も
お
気
に
入
り
じ

な
い

で
も
本
人
の
中
で
は
違
う
み
た
い
だ
ね

う

ん

 
そ
し
て
シ
ズ
カ
は

恐
る
恐
る
シ

ナ
に
こ
う

ね
た

ね

シ

ナ

シ

ナ
の
お
気
に
入
り

て

誰

そ
ん
な
の
お
前
に
決
ま

て
る
だ
ろ

ま
あ
そ
の
表
現
が

当
か
ど
う
か
は
別
だ
け
ど
な

あ

そ

そ
う
な
ん
だ

あ
は

も
う

不
意
打
ち
す
ぎ
る
よ

 
そ
の
言
葉
に
シ
ズ
カ
は
一
発
で
の
ぼ
せ
て
し
ま
い

ふ
に

ふ
に

に
な

た

 
そ
の

シ
ズ
カ
が
も
う
役
に
た
た
な
い
と
悟

た
ロ
ザ
リ
ア
は
代
わ
り
に
シ

ナ
に
こ
う
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ね
たね

そ
れ
じ

あ
シ
ノ
ン

て

あ
ん
た
に
と

て
ど
う
い
う
存
在
な
の

シ
ノ
ン
か

あ
い
つ
は
一
人

ら
し
で
苦
労
し
て
い
る
か
ら

 
過

に
な
ら
な
い

度
に
援
助
し
て
や
ら
な
い
と
な
と
は
思
う
が

え

そ
う
い
う
感
じ

本
当
に

で
も
本
気

い
し

う

ん

 
だ
が
そ
れ
で
引
き
下
が
る
ロ
ザ
リ
ア
で
は
な
か

た

ロ
ザ
リ
ア
は
少
し
考
え
た
後
次
に
こ

う
言

た

え
え
と

他
に
あ
ん
た
が
気
に
か
け
て
る
女
の
子

て

誰

そ
う
だ
な

レ
ン
は
気
分
が
落
ち
込
み
や
す
い
か
ら
気
を
つ
け
て
な
い
と
い
け
な
い
し

 
優
里

あ
あ

え
え
と

ナ
ユ
タ
に
対
し
て
は

任
を
感
じ
て
る
か
な

 
マ

ク
ス
は
そ
の

心
に
何
と
か
報
い
な
け
れ
ば
と
思
う
し

 
お
前
は
一
生
男
に
縁
が
無
い
か
ら

何
か
考
え
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思

て
る

難
き
幸
せ

 
銃
士

は
即
座
に
そ
う
答
え
た
が

ロ
ザ
リ
ア
は
わ
な
わ
な
と

え
た
後
に
絶
叫
し
た

最
後
の
は
余
計
よ

あ
ん
た
は
一
体
私
を
何
だ
と
思

て
る
の
よ
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た
小
猫

 
そ
の
言
葉
に
ロ
ザ
リ
ア
は

何
と
も
い
え
な
い
顔
を
し
て
押
し

り

 
そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
を

め
る
よ
う
に

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
そ
の

を

ん

ん
と
叩
い
た

うド
ン
マ
イ

ド
ン
マ
イ
だ
よ

あ

あ
り
が
と
う

 
そ
ん
な
ロ
ザ
リ
ア
を
見
て

シ

ナ
は

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
風
に
首
を

げ
る
と

 
モ
ニ
タ

へ
と
目
を

し
た

お

こ
こ
で
ス
キ

ン
か

無
名
の
チ

ム
が
結

潰
し
合

て
る

み
た
い
だ
な

ピ
ト
は
相
変
わ
ら
ず
動
か
ず
か

あ
れ

ね

ド

ム
の
中

 
こ
こ
で
や

と
復
活
し
た
シ
ズ
カ
が

モ
ニ
タ

の
一
点
を
指
差
し
な
が
ら
そ
う
言

た
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う
お

何
で
こ
ん
な
に
い
や
が
る

確
か
に
休
み
が
て
ら
ス
キ

ン
を
待
つ
に
は
最

か
も
し
れ
な
い
け
ど

う
わ

あ
い
つ
ら
や
る
気
満
々
じ

な
い
か
よ

真

直
ぐ
ド

ム
に
向
か
う
つ
も
り
か

で
も
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
こ
れ
だ
け
敵
が
い
る
と
事
故
の
危
険
は

出
来
な
い

よ
ねど

う
す
る
つ
も
り
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
一
同
が
事
の
成
り
行
き
を
見
守
る
中

 
到
着
直
後
に
キ
リ
ト
が
フ
カ
次
郎
を
上
に
投
げ
飛
ば
し
た
の
を
見
て
一
同
は
思
わ
ず

き
出

し
たえ

何
で
そ
う
な
る
の

フ
カ
が
必
死
で
ぶ
ら
下
が

て
る
わ
ね

あ
の

況
で
よ
く
や

た
と
は
思
う
け
ど
ね

ん

ド

ム
に

を
空
け
た
な

え

一
体
何
を
す
る
つ
も
り

フ
カ
は
中
に
入

ち
ま

た
し
キ
リ
ト
の
方
も
映

て
な
い
か
ら

況
が
分
か
ら
な
い
な
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あ

カ
メ
ラ
が
切
り

わ

た
よ

キ
リ
ト
の
奴

何
を
す
る
つ
も
り
だ

 
そ
し
て
直
後
に
キ
リ
ト
が
壁
に

を
空
け
中
に
レ
ン
が
突
撃
し
た
の
を
見
て
一
同
は
目
を

見
開
い
た

え

こ
れ

何
や

て
る
ん
だ

外
か
ら
の
奇
襲

し
か
し

外
か
ら
じ

敵
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
だ
ろ

も
し
か
し
て
フ
カ
が

ナ
ビ
を
し
て
い
る
ん
じ

な
い

 
ほ
ら

キ
リ
ト
君
は
通
信
機
を

に
当
て
た
後
に

ヴ

ル
ハ
ラ
式
で
歩
い
て
る
し

ヴ

ル
ハ
ラ
式

何
そ
れ

 
そ
う
首
を

げ
る
ユ

コ
と
ハ
ル
カ

つ
い
で
に
ロ
ザ
リ
ア
に
対
し

 
シ

ナ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
式
の
説
明
を
し
た

ヴ

ル
ハ
ラ
式

て
の
は

う
ち
で
や

て
る
色
々
な
事
の
や
り
方
の
総
称
だ
な

 
こ
の
場
合
は
ヴ

ル
ハ
ラ
式
歩
行
法
と
で
も
言
う
べ
き
か
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つ
ま
り
ど
う
い
う
事

 
シ

ナ
は
三
人
に
そ
の
や
り
方
を

し
く
説
明
し

三
人
は
感
心
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
れ
だ
と
記
録
さ
え
し

か
り
し
て
お
け
ば

迷
わ
な
い
で
済
む
わ
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

お

と

キ
リ
ト
の
奴

壁
越
し
に
敵
を

る
つ
も
り
か

え

見
て
み
た
い

前
に
あ
ん
た
が
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
を
助
け
る
時
に
や

て
た
奴
よ
ね

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
事
も
あ

た
な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

の
気
合
い
を
込
め
て
エ
リ

シ
デ

タ
を

り

 
直
後
に
カ
メ
ラ
が
気
を
利
か
せ
た
の
か

中
の
様
子
を
映
し
出
し
た

う
わ
真

二
つ
じ

ね
え
か

あ
の
時
俺
に

ら
れ
た
奴
ら
も
こ
ん
な
気
持
ち
だ

た
の

か
なあ

の
時
は
確
か
全
部
突
き
だ

た
の
よ
ね

な
ら
多
少
は
マ
シ
だ

た
ん
じ

な
い

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
気
も
す
る
け
ど
ね

ま
あ
や
ら
れ
た
人
達
は
ご

様
よ
ね

絶
対
に
防
げ
な
い
不
意
打
ち
だ
も
ん
ね
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そ
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
四
人
は
ド

ム
内
に
入

て
い
き

一
応

の

を
始
め
た

お

全
滅
さ
せ
た
か

み
た
い

あ
い
つ
ら
や
る
な

あ

ほ
ら

上
に
フ
カ
が
い
る

や

ぱ
り
フ
カ
が
ナ
ビ

て
た
ん
だ
ね

 
そ
れ
を
見
た
シ

ナ
が

ボ
ソ
リ
と
こ
う
言

た

あ
い
つ

あ
そ
こ
か
ら
ど
う
や

て
下
り
る
ん
だ

あえ

と

さ
あ

 
そ
し
て
一
同
が
再
び
見
守
る
中
フ
カ
次
郎
は
エ
リ

シ
デ

タ
を
使
い
強
引
に
下
に
下
り

た 
そ
の

上
に

骨
が
迫
り

一
同
は
思
わ
ず
ド
キ
リ
と
し
た

う
わ

危
な

あ
い
つ
は
や

ぱ
り
馬

な
の
か

飛
び
降
り
る
時
も

ス
カ
イ
ハ
イ

と
か
叫
ん
で
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や
が

た
し

何
そ
れ

何
か
の
ネ
タ

さ
あ

あ

キ
リ
ト
君
が
フ
カ
を
褒
め
て
る
ね

ま
あ
実

よ
く
や

た
と
思
う
し
な

あ
れ

フ
カ
が
し

げ
た

口
元
が
見
え
な
い
な

今
度
は

か
れ
た

何
や

て
ん
だ
あ
い
つ
ら

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
が
カ
メ
ラ
に
向
か

て
何
か
言
い

シ

ナ
は
苦
笑
し
た

何
だ

て

リ

ダ

今
は
見
て
な
い
と
思
う
け
ど
後
で
こ
の
映
像
を
見
た
ら
褒
め
て
く
れ
だ

て

よ 
ま
あ

に
こ
う
や

て
見
て
る

だ
が

そ
れ
じ

あ
後
で
褒
め
て
あ
げ
な
い
と
ね
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そ
う
だ
な

た
ま
に
は
い
い
か

 
そ
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は
少
し
休
む
よ
う
だ

た
の
で

一
同
は
他
の
モ
ニ
タ

に
目
を
や

た

あ

Ｓ

Ｎ
Ｃ
だ

エ
ヴ

ち

ん
に
も
頑
張

て
欲
し
い
な

あ
い
つ
ら
大
会
が
あ
る
と
か
で

し
ば
ら
く
来
て
な
か

た
し
な

そ
う
い
え
ば
結
果
は
ど
う
だ

た
ん
だ
ろ

今
度
調
べ
て
み
る
か

ピ
ト
は
動
か
な
い
わ
ね

待
ち
の
戦
術
を
と
る
つ
も
り
か

一
人
い
な
い
わ
ね

ど
う
せ
下
で
ス
ネ

ク
が
ス
ネ

ク
し
て
る
ん
だ
ろ

ス
ネ

ク

て
そ
う
い
う
使
い
方
も
す
る
言
葉
だ

た
ん
だ

 
そ
し
て
大
会
は

こ
こ
で
二
度
目
の
ス
キ

ン
を
迎
え
る
事
と
な

た
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第
５
８
２
話
 
止
ま
ら
ぬ
寒
気

 
当
初
は
三
十
組
い
た
出
場
チ

ム
は

に
半

を

て
い
た

こ
れ
は
か
な
り

い
ペ

ス
で
あ
る

い
な

い
き
な
り
十
一
チ

ム
も
潰
し
た

の
お
か
し
い
チ

ム
が
い
た
か
ら
な

あ

あ
は

他
は
Ｓ

Ｎ
Ｃ
が
多
分
一
チ

ム

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
も
一
チ

ム
潰
し
て
る
な

 
で

マ
イ
ナ

チ

ム
同
士
の
潰
し
合
い
で
消
え
た
チ

ム
が
四
チ

ム
か

残
り
は
十
三

チ

ム

 
意
外
と

く
決
着
が
つ
き
そ
う
で
は
あ
る
な

こ
の
ス
キ

ン
結
果
だ
と

六
チ

ム
が
マ

プ

上
に
集
ま

て
る
ね

ピ
ト
の
所
を
入
れ
る
と
七
チ

ム
だ
な

さ
す
が
に
こ
れ
は
密
集
し
す
ぎ
だ
か
ら

 
お
そ
ら
く
何
か
し
ら
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

 
ス
キ

ン
直
後
の
Ｓ

Ｎ
Ｃ
と
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
白
旗
を

げ
て
の
話
し
合
い
の
様
子
は



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
モ
ニ
タ

に
は
映

て
お
ら
ず

シ

ナ
は

況
か
ら

を
交
え
て
そ
う
言

た

 
現
在
の

況
は

マ

プ

下
の
ド

ム
内
に
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が

取
り

 
そ
の

で
生
き
残

て
い
る
チ

ム
は
皆
無
で
あ
る

 
そ
し
て
中
央
に
立
ち
は
だ
か
る
よ
う
に
Ｓ

Ｎ
Ｃ
が
布

し

 
そ
の
近
く
に
は

ど
う
や
ら

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
が
い
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
マ

プ

上
に

つ
ん
と

が
お
り

 
マ

プ

下
で
は
名
前
を

い
た
事
が
な
い
三
チ

ム
が

み
あ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る

 
そ
し
て

心
の
マ

プ

上
で
は

あ
れ
比

的
遠
く
に
い
た
一
チ

ム
が
移
動
を
始
め
た
な
あ
そ
こ
だ
け
は
組
ん
で
な
か

た
の
か

 
シ

ナ
は
モ
ニ
タ

を
見
な
が
ら
そ
う
言
い

シ
ズ
カ
も
じ

と
モ
ニ
タ

を
見
つ
め
た
が

 
直
後
に
何
か
思
い
出
し
た
よ
う
に
こ
う
シ

ナ
に
言

た

ね

シ

ナ

あ
の
一
番
後
ろ
に
い
る
子
に
見
覚
え
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の
シ
ズ
カ
の
言
葉
に
シ

ナ
を
目
を

め
て

 
一
番
後
ろ
を
つ
ま
ら
な
そ
う
に
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
て
い
る
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
見
つ
め
た
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フ

ド
を
被

て
て
よ
く
見
え
な
い
な

 
あ
で
も
あ
の
背
負

て
る
銃
は
ブ
レ
イ
ザ

Ｒ
９
３
か
そ
れ
な
ら
一
人
思
い
当
た
る
人
が

い
る
な

 
以
前

点
防
衛
戦
で
俺
が
Ｍ
８
２
を
貸
し
た
プ
レ
イ
ヤ

だ
名
前
は
確
か
シ

リ

さ
ん

あ
あ

あ
の
女
の
子
か

そ
う
か
そ
う
か

最
初
に
声
を
か
け
た
の
は
私
だ

た
よ

 
そ
し
て
ロ
ザ
リ
ア
も

思
い
出
し
た
よ
う
に
横
か
ら
会
話
に
参
加
し
て
き
た

そ
う
い
え
ば
シ
ノ
ン
が
言

て
た
わ

 
防
衛
戦
終
了
後
に
三
人
で
ス
ナ
イ
パ

談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
ら
し
い
じ

な
い

あ

戦
争
直
後
の
ア
レ

そ
う
い
え
ば
私
達
も
そ
の
場
に
い
た
わ

も

と
も
あ
の
子
と
会
話
は
し
な
か

た
け
ど

む
む
む

そ
の
時
私
は
ク
ラ
レ
ン
ス
と
か
い
う
の
に

ん
で
た
せ
い
で
覚
え
て
な
い

 
最
後
に
ク
ル
ス
が
悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た

自
分
の
そ
の
話
題
に
参
加
し
た
か

た
よ
う

だ
あ
れ

で
も
Ｋ
Ｋ

Ｃ

北
の
国
ハ
ン
タ

ズ
ク
ラ
ブ

だ

た
か

 
あ
そ
こ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
は

対
モ
ブ
専
門
じ

な
か

た
か
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そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね

ど
ん
な
心
変
わ
り
だ
ろ

ま
あ
あ
の
シ

リ

さ
ん
の
様
子
か
ら
し
て

 
ど
う
し
て
も
こ
う
い

た
大
会
に
参
加
し
て
み
た
か

た
メ
ン
バ

が
仲
間
内
に
い
て

 
話
し
合
い
の
結
果

押
し
切
ら
れ
た

て
感
じ
じ

な
い
か

か
も
し
れ
な
い
ね

 
そ
し
て
六
人
は
一
体
何
を
す
る
つ
も
り
だ
ろ
う
か
と
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
動
向
を
観
察
す
る
事
に

し
たも

し
あ
れ
が
レ
ン
や
キ
リ
ト
達
な
ら

何
を
す
る
つ
も
り
か
簡

に
分
か
る
ん
だ
が
な

正
面
か
ら

を

る
ん
だ
よ
ね

は
は

そ
れ
し
か
な
い
よ
な

で
も
Ｋ
Ｋ

Ｃ

て

い
わ
ゆ
る
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
に
頼
ら
な
い

 
ラ
イ
ン
無
し
射
撃
に
精
通
し
て
る
人
達
な
ん
で
し

 
下
か
ら
遠

離
射
撃
を

り
返
す
だ
け
で
も
い
い
勝
負
を
す
る
ん
じ

な
い

か
も
し
れ
な
い
な

て
あ
れ

一
人
だ
け

両
手
を
上
げ
て
前
に
出
た
な

え
え

ま
さ
か
の
話
し
合
い
希
望
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二
度
目
の
ス
キ

ン
後
に
動
き
出
し
た
か
ら
な

こ
の

況
で
話
す
内
容
と
い
え
ば

 
そ
し
て
六
人
は

同
時
に
こ
う
言

た

同
盟
の

し
込
み

 
六
人
は
声
が
揃

て
し
ま

た

に

顔
を
見
合
わ
せ
て
苦
笑
し
た
後

 
そ
の
是
非
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
始
め
た

多

に
付
く
ん
じ

な
く

小

の
味
方
を
す
る
つ
も
り
な
の
か
な

確
か
に
日
本
人
の
気
質
に
は
合

て
る
わ
ね

ま
あ
ピ
ト
達
が
前
に
出
て
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
メ
ン
バ

が
後
ろ
か
ら
狙
撃
で
フ

ロ

す
る

て

の
は

 
理
に

た
い
い
戦
法
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
そ
の
時
別
の
モ
ニ
タ

で
動
き
が
あ

た

五
チ

ム
が
集
ま

て
い
る
光
景
を
映
し
た
モ
ニ

タ

に

 
そ
の
中
の
一
人
が
ピ
ト
フ

イ
達
の
い
る
ほ
う
を
指
差
す
様
子
が
映

た
の
だ

お

残
り
五
チ

ム
の
同
盟
組
も

Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
動
き
に
気
付
い
た

い
な

結
局
あ
の
五
チ

ム
は
組
ん
だ
の
か
な



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

多
分
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
奴
が
話
を

め
た
ん
だ
ろ
う

確
か
デ
ヴ

ド
だ

た
か

 
あ
い
つ
は
ピ
ト
フ

イ
の
事
が
大

い
な
ん
じ

な
か

た
か

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
気
が
す
る

ど
ん
な
プ
レ
イ
ヤ

な
の
か
な

う
ち
と
の

み
は
ほ
と
ん
ど
無
い
か
ら

ど
う
い
う
奴
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
確
か
チ

ム
戦
術
を
と
こ
と
ん

い
て
る
ス
コ

ド
ロ
ン
な
ん
じ

な
か

た
か

な
る
ほ
ど

集
団
戦
に
も
精
通
し
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
ね

あ
あ

だ
が

 
そ
し
て
シ

ナ
は

気
に
入
ら
な
い
と
い

た
表
情
で
こ
う
言

た

の

件
で
や
り
合
う
選
択
肢
を
最
初
か
ら

て
て
る
奴
は
上
に
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
な

 
偶
然
に
も
シ

ナ
は

少
し
前
に
エ
ヴ

が
考
え
た
の
と
同
じ
事
を
口
に
し
た

あ

シ

ナ
は
そ
う
い
う
の

い
だ
よ
ね

ま
あ
私
も

い
だ
け
ど

私
も

私
も
で
す

私
は
前
は
そ
う
い
う
の
は
ま

た
く
気
に
し
な
か

た
け
ど
今
は
や

ぱ
り
ち

と
ね

て
思
う



 第５８２話 止まらぬ寒気

私
も
そ
ん
な
感
じ
か
な

て
事
は
こ
こ
に
い
る
全
員
そ
う
い
う
の
が

い

て
事
に
な
る

ね 
最
後
に
そ
う
言

た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
を
見
て

シ

ナ
は
嬉
し
そ
う
に
言

た

二
人
も
変
わ

た
よ
な

も
う
あ
の

の
面
影
は
ま

た
く
無
い
な

 
少
な
く
と
も
安
心
し
て
背
中
を
任
せ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
だ
な

ち

と

さ
り
げ
な
く
人
の
黒
歴

を
え
ぐ
ら
な
い
で
よ
ね

 
で
も
あ
り
が
と
う

今
は
そ
の
言
葉
を
素
直
に

ら
し
い
と
思
う
わ

だ

ね

こ
う
い
う
の

て
馬

ら
し
い
な
ん
て

は
思

て
た
け
ど

 
今
じ

こ
う
い
う
の
も
何
か
い
い
な

て
思
う

 
三
人
の
そ
の
や
り
取
り
に

場
は
と
て
も
い
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

 
そ
し
て
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
Ｐ
Ｍ
４
と
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
交

の
様
子
が
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ

れ
たお

ピ
ト
の
奴

ど
う
や
ら
同
盟
の
打

を
断

た
な

 
こ
こ
は
組
ん
で
も
い
い
場
面
だ
と
思

た
け
ど
な

ピ
ト
は
何
て
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Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
代
表

い
奴
が
こ

ち
に
背
中
を
向
け
て
た
か
ら
何
を
言

た
の
か
は
分
か

ら
な
い
が

 
少
な
く
と
も
ピ
ト
は
最
初
に
シ

リ

さ
ん
の
方
を
見
て

そ
ち
ら
の
紅
一
点
さ
ん
も
そ
れ
で
い
い
の
か
し
ら

て
言

た
な

 
彼
女
が
乗
り
気
じ

な
さ
そ
う
な
の
を
気
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
な

あ

確
か
に
何
と
も
い
え
な
い
表
情
を
し
て
る
ね

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
表
情
を
見
て

シ
ズ
カ
が
そ
ん
な
感
想
を
述
べ
た

て
事
は
や

ぱ
り
同
盟
の
打

だ

た
の
か
な

だ
ろ
う
な

そ
の
後
ピ
ト
は
相
手
に
こ
う
答
え
た

答
え
は
ノ

よ
こ
の
チ

ム
で
い
く

て
決
め
た
か
ら
に
は
そ
れ
を

か
な
い
と
だ
と
さ

へ

さ
す
が
よ
ね

 
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ピ
ト
フ

イ
と
話
し
て
い
た
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
代
表
ら
し
き
者
が

り

向
い
た

お

Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
リ

ダ
が
こ

ち
を
向
い
た
な

そ
れ
じ

あ
し
き
り
直
し
だ
な

俺
達
は
向
こ
う
の

み
の
奥
に
消
え
る
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次
の
ス
キ

ン
ま
で
は
攻
撃
し
な
い
よ

だ
そ
う
だ

ピ
ト
は
何
て

分
か

た

そ
れ
ま
で
は
休
戦
ね

男
の
約
束
よ

ん

ん

ど
う
し
た
の

い
や

何
か
違
和
感
が
な

違
和
感

何
だ
ろ

何
だ
ろ
う
な

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

銃
士

が

静
な
顔
で
言

た

シ

ナ
様

そ
こ
は
い
つ
も
の
よ
う
に

お
前
は
男
じ

ね
え
だ
ろ

と
突

込
む
場
面

で
すあ

あ

そ
れ
だ
そ
れ

て
い
つ
の
間
に
俺
は
突

込
み
担
当
に
さ
れ
て
る
ん
だ

で
も
キ
リ
ト
君
が
相
手
の
時
だ
け
ボ
ケ
に
な
る
よ
ね

シ

ナ
は

確
か
に
言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

 
あ
い
つ
が
持
つ

し
切
れ
な
い

の
強
大
な
突

込
み
オ

ラ
が
俺
に
ボ
ケ
さ
せ
る
ん
だ
ろ

う
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そ
ん
な
の
ん
び
り
し
た
会
話
が
交
わ
さ
れ
る
中

 
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
が
エ
ム
に
対
し
て
何
か
を
ね
だ
る
よ
う
な
動
作
を
し
た

 
あ
い
つ
は
一
体
何
が
し
た
い
ん
だ
と
首
を

げ
た

 
そ
の

間
に
エ
ム
が
一

天
を

ぎ

か
に
口
を
動
か
し
た
の
を

シ

ナ
は
見
逃
さ
な

か

た
な

今
エ
ム
に
助
け
を
求
め
ら
れ
た
ん
だ
が

え

ど
う
い
う
事

今
あ
い
つ
多
分
ピ
ト
が
反
応
し
な
か

た
か
ら
か
な
り
小
さ
い
声
で
言

た
と
思
う
ん
だ

が
シ

ナ
さ
ん
助
け
て
下
さ
い

て
言

た
ん
だ
よ

な

何
で

ピ
ト
が
何
か
し
た
の

い
や

ピ
ト
は
エ
ム
の
方
に
手
を

ん

 
そ
し
て
一
同
が
見
守
る
中
エ
ム
は

い
が
ち
に
ピ
ト
フ

イ
に
持

て
い
た
銃
を
手

し

た 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
銃
を
い
き
な
り

え
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
リ

ダ

の
背
中
に
狙
い
を
定
め
た
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え

ち

ち

と

ピ
ト

ま
さ
か

こ
こ
で
そ
う
く
る
の

本
気

 
シ
ズ
カ

ロ
ザ
リ
ア

ユ

コ

ハ
ル
カ
の
四
人
が
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た
中

 
銃
士

は

し
そ
う
な
表
情
で
こ
う

い
た

ピ
ト

そ
れ
は

目

シ

ナ
様
が
本
気
で

る

 
だ
が
そ
の
言
葉
も
空
し
く

ピ
ト
フ

イ
は
引
き
金
を
引
き

 
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
リ

ダ

は

背
中
か
ら
心

を
撃
ち
ぬ
か
れ

そ
の
ま
ま
即
死
し
た

な何
を
す
る
の

お

お
い

だ
ろ

約
束
が
違
う

約
束

私
は
さ

き

男
の
約
束

て
言

た
の
よ

 
で
も
残
念
で
し
た

私
は
男
じ

あ
り
ま
せ

ん
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シ

ナ
が

々
と
通

を
続
け
る
中

ピ
ト
フ

イ
は
残
り
の
メ
ン
バ

達
に
向
け

 
手
持
ち
の
銃
の
全

を
発
射
し

シ

リ

以
外
の
全
員
を
あ

さ
り
と
射
殺
し
た

 
だ
が
い
ち

く
リ

ダ

に
駆
け
寄

て
い
た
シ

リ

は

 
リ

ダ

の
死
体
が
破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
に
な

て
い
た

運
良
く
難
を
逃
れ
る
事
が

出
来
て
お
り

 
リ

ダ

の
死
体
を
盾
に
す
る
と
い
う
苦

の
選
択
を
迫
ら
れ
な
が
ら
も

 
絶
対
に
ピ
ト
フ

イ
に
一

ふ
か
せ
て
や
る
と
い
う
復

心
に
突
き
動
か
さ
れ

 
リ

ダ

の
死
体
を
背
負

た
ま
ま
そ
の
場
か
ら
一
目
散
に
逃
走
し
た

あ

ら

一
人
に
は
逃
げ
ら
れ
ち

た
み
た
い
だ
け
ど

ま
あ
い
い
か

 
も

と
も
大
会
終
了
ま
で
に
は
絶
対
に
仕

め
て
あ
げ
る
つ
も
り
だ
け
ど
ね

 
あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

 
そ
の

間
に

そ
の
光
景
を

然
と

め
て
い
た
シ
ズ
カ
達
五
人
は

 
い
き
な
り
寒
気
を
覚
え
て

た
様
子
で

り
向
い
た

 
そ
こ
に
は
ぼ

と
し
た
表
情
の
シ

ナ
が
い
る
だ
け
で
あ
り

 
特
に
寒
気
を
覚
え
る
要
素
は
何
も
な
い
よ
う
に
見
え
た
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だ
が
シ
ズ
カ
は
そ
れ
を
見
た

間

今
ま
で
見
た
事
が
な
い
よ
う
な

た
表
情
を

か
べ

 
必
死
で
シ

ナ
に
こ
う

願
し
た

シ

シ

ナ

ピ
ト
に
は
私
達
か
ら
よ
く
言
い

か
せ
て
お
く
か
ら

 
お
願
い
だ
か
ら
落
ち
着
い
て

ね

 
だ
が
シ

ナ
は

て
じ

と
モ
ニ
タ

の
中
の
ピ
ト
フ

イ
を
見
つ
め
て
い
る
だ
け
で
あ

り 
そ
の
後
に
投
げ
か
け
ら
れ
た

シ
ズ
カ
の
ど
ん
な
言
葉
に
も
ま

た
く
反
応
を

さ
ず

 
シ
ズ
カ
は
が

く
り
と
そ
の
場
に
う
な

れ
た

シ

ナ

シ
ズ
カ

こ

こ
れ

ど
う
な

て
る
の

あ

ま

ま
さ
か
こ
れ

 
そ
ん
な
中

何
か
心
当
た
り
が
あ

た
の
か

ロ
ザ
リ
ア
が
そ
う
言

た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
か
つ
て

自
分
が
拉
致
さ
れ
た
時
に

 
シ

ナ
が
同
じ
よ
う
な

態
に
な

た
と

い
た
覚
え
が
あ

た
の
だ

こ
れ
は
ま
ず
い
わ

ね

シ
ズ
カ
こ
れ

て
シ

ナ
が
本
気
で

て
る
時
の

態
よ
ね
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う
う
ん

私
も
こ
の

態
に
な

た
シ

ナ
を
見
た
の
は

え
る
事
し
か
な
い
け
ど

え

そ
う
な
の

こ
れ
で

と
て
も
そ
う
は
見
え
な
い
け
ど

で
も
確
か
に
さ

き
か
ら
寒
気
が
止
ま
ら
な
い

 
そ
し
て
唯
一
シ

ナ
と
同
じ
よ
う
に
無
言
だ

た
銃
士

が

一
歩
前
に
進
み
出
た

シ

ナ
様

も
う
こ
う
な

て
は
ピ
ト
は
十
狼
か
ら

名
す
る
し
か
な
い
か
と

えち

ち

と
イ
ク
ス

い
い
か
ら

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
や

と
反
応
を

し

銃
士

の
方
に

り
返

て

い
た

そ
う
だ
な

あ
い
つ
は
も
う
狼
じ

な
い

た
だ
の

だ

 
一
度
結
ん
だ
約
束
を
違
え
て
だ
ま
し
討
ち
を
す
る
よ
う
な
奴
は

俺
の
仲
間
に
は
い
ら
な
い

は
い

で
は
ピ
ト
が
狼
に

る
ま
で
は

名
と
い
う
事
で
宜
し
い
で
す
か

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
目
を
見
開
い
た
後

少
し
考
え
込
ん
だ
後
に
こ
う
言

た

狼
に

て
も

心
か
ら
反
省
し
て
い
る
と
今
回
の
被
害
者
達
に
認
め
て
も
ら
え
な
い
限
り
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十
狼

い
や

今
は
九
狼
か

九
狼
へ
の
復
帰
は
絶
対
に
許
さ
ん

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
シ

ナ
は

を

や
し
て
く
る
と
い

て
一
時
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

 
直
後
に
他
の
四
人
が
銃
士

を
取
り
囲
ん
だ

イ
ク
ス

今
の

て

ど
う
い
う
事

何
と
か
ピ
ト
が
復
帰
出
来
る
よ
う
な
道
は
残
せ
た
と
思
う

 
も
し
あ
そ
こ
で
介
入
し
な
か

た
ら
シ

ナ
様
は
ピ
ト
を
絶
対
に
許
さ
な
か

た
か
も
し
れ

な
い

 
そ
の
銃
士

の
言
葉
に

シ
ズ
カ
が
う
ん
う
ん
と

い
た

か
も
し
れ
な
い
ね

私
で
す
ら

ま
だ
ち

と
寒
気
が
す
る
も
の

シ
ズ
カ
が
そ
う
思
う
く
ら
い
な
ら

よ

ど

て
た
の
ね

 
同
じ
く
寒
気
が
す
る
の
か

ロ
ザ
リ
ア
が
自
分
で
自
分
を

き
な
が
ら
そ
う
言

た

う
ん

正
直
私
も
怖
か

た

ち

と
お
し

こ
チ
ビ

た
か
も

イ
ク
ス

女
の
子
が
そ
う
い
う
事
を
言
わ
な
い
の

で
も
確
か
に
ま
だ
ち

と

え
が
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一
歩
間
違
え
れ
ば

同
窓
会
の
時
に
私
達
も

ち

と
や
め
て
よ

ま
た
寒
気
が
し
て
き
ち

た
じ

な
い

 
そ
し
て
五
人
は
身
を
寄
せ
合
い

何
と
も
い
え
な
い
表
情
で

 
画
面
の
中
で
高
笑
い
を
続
け
て
い
る
ピ
ト
フ

イ
を
見
つ
め
た

ピ
ト
の
馬

本
当
に
馬

よ
ね

ど
う
や

て
反
省
さ
せ
よ
う
か

土
下
座
は
絶
対
よ
ね

色
々
と
考
え
て
お
か
な
い
と
ね

 
お
帰
り
な
さ
い

八
幡
君

お
帰
り

や

ぱ
り

て
き
た
わ
ね

あ
れ

二
人
と
も

俺
が

て
く
る

て
分
か

て
た
ん
で
す
か

ま
あ
あ
ん
な
場
面
を
見
ち

た
ら
ね

き

と

を

や
し
に
一
度
こ
こ
に

て
く
る

て
思

た
の
よ
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そ
う
か

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
八
幡
を
待
ち

え
て
い
た
の
は
陽
乃
と
雪
乃
だ

た

 
何
だ
か
ん
だ
八
幡
の
事
を
よ
く
分
か

て
い
る
二
人
で
あ
る

で

ど
う
す
る
の

あ
い
つ
は
十
狼
か
ら

名
す
る

そ
う

復
帰
の

件
は

今
回
の
被
害
者
達
に

ち

ん
と
反
省
し
た
と
認
め
て
も
ら
う
事
に
し
た

 
そ
れ
が
意
外
だ

た
の
か

二
人
は
き

と
ん
と
し
た
表
情
を
し
た

あ
ら

そ
こ
ま
で
考
え
ら
れ
る

静
だ

た
の

い
や

ま
あ
マ

ク
ス
が
そ
う
い
う
風
に
俺
の
思
考
を
誘

し
て
く
れ
た
ん
だ
よ

ピ
ト
が
狼
に

る
ま
で
は

名
で
い
い
で
す
か

て
な

そ
う
や
る
じ

な
い
あ
の
子

や

ぱ
り

め
に
う
ち
で
確
保
し
て
お
い
て
良
か

た
わ
ね

も

と
も
俺
も
今
回
の
被
害
者
扱
い

て
事
で

 
俺
を
認
め
さ
せ
ら
れ
な
い
限
り
は
復
帰
さ
せ
ま
せ
ん
け
ど
ね

あ
ら

厳
し
い
の
ね
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お
前
も
分
か
る
だ
ろ

あ
い
つ
は
十
狼
の
顔
に

を

た
ん
だ

簡

に
許
す
か
よ

 
そ
の
言
葉
に
雪
乃
は
素
直
に

い
た

確
か
に
そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
シ

ワ

に
行

て
く
る
わ

え
え

行

て
ら

し

い

ご
ゆ

く
り

 
そ
し
て
八
幡
が
シ

ワ

室
に
消
え
た
後

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

同
時
に
脱
力
し
た

た

間
の
八
幡
君
の
顔

凄
く
怖
か

た
わ
ね

え
え

な
の
で
私
は
今
の
う
ち
に
ク
ル
ス
を
着

え
さ
せ
て
お
く
わ

え

何
で
そ
う
な
る
の

ク
ル
ス
は
八
幡
君
の
矢
面
に
立

た
み
た
い
だ
か
ら
多
分
相
当
怖
い
目
に
あ

た
と
思
う
の

そ
れ
で
着

え

あ

そ
れ

て
パ
ン
ツ

姉
さ
ん

そ
う
い
う
事
は
ス
ト
レ

ト
に
言
わ
な
い
の

 
こ
う
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
十
狼
を

名
さ
れ
ク
ル
ス
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
に
自
分
の
下
着

を
確
認
し
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何
故
か
自
分
が
雪
乃
の
予
備
の
下
着
を
は
い
て
い
る
事
に
気
が
つ
き

 
雪
乃
に
対
し
て
し
ば
ら
く

が
あ
が
ら
な
く
な

た
の
だ

た
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第
５
８
３
話
 
騙
し
討
ち
の
対
価

 
ピ
ト
フ

イ
の
い
き
な
り
の
横

破
り
の
行

に

 
ダ
イ
ン

ギ
ン
ロ
ウ

ゼ
ク
シ

ド
の
三
人
は

て
い
た

あ
い
つ

も
う
引
き
返
せ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
ち
ま

て
な
い
か

そ
れ
で
も
シ

ナ
さ
ん
の

に
も
何
と
か
し
な
い
と

ま
あ
あ
れ
だ

結
局
シ

ナ
の
存
在
が
あ
い
つ
に
と

て
の
重
し
だ

た
ん
だ
ろ
う
ね

 
シ

ナ
と
共
に
行
動
し
て
い
る
時
の
ピ
ト
フ

イ
は

確
か
に
こ
ん
な
人
物
で
は
な
か

た

 
三
人
は
そ
の
事
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
お
り

依
頼
を

行
す
る

に
も

 
今
回
の
件
に
対
し
て
の
不

さ
を
飲
み
込
む
事
に
し
た
よ
う
だ

は

く
帰

て
き
て
く
れ
よ

シ

ナ

 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の

き
が

三
人
の
気
持
ち
を
雄

に
物
語

て
い
た

  
一
方

独
行
動
を
し
て
い
た
ス
ネ

ク
は

 
死
体
を
背
負

た
ま
ま
上
か
ら
駆
け
下
り
て
き
た
シ

リ

を
見
て

天
し
た
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交

の

に
と
い
う
理
由
を
信
じ
て
彼
ら
を
上
に
生
か
せ
た
の
は
他
な
ら
ぬ
ス
ネ

ク
だ

た
か
ら
だ

お

お
い
お
嬢
ち

ん

上
で
一
体
何
が
あ

た
ん
だ

 
突
然
ス
ネ

ク
に
そ
う
話
し
か
け
ら
れ
た
シ

リ

は

リ

ダ

の
死
体
を
盾
に
し

 
そ
の
ま
ま
ス
ネ

ク
へ
と
銃
口
を
向
け
た

来
な
い
で

そ
の
様
子
だ
と

上
で
戦
闘
に
な

た
の
か

交

す
る
ん
じ

な
か

た
の
か

し
た
わ
よ

で
も
あ
ん
な
騙
し
討
ち
み
た
い
な
事
を
し
て

 
だ
か
ら
対
人
プ
レ
イ
ヤ

て

い
な
の
よ

騙
し
討
ち

誰
に
や
ら
れ
た
ん
だ

て

あ
い
つ
し
か
い
な
い
か

 
ス
ネ

ク
は
お
そ
ら
く
や

た
の
は
ピ
ト
フ

イ
だ
ろ
う
と

し

 
足
元
に
自
分
の
銃
を
置
く
と

そ
の
場
に
座
り
込
み

シ

リ

に

を
下
げ
た

本
当
に
す
ま
ん

シ

ナ
に
代
わ

て
俺
が
謝
罪
す
る

こ
の
通
り
だ

な

何
で
あ
ん
た
が
謝
る
の

そ
れ
に
何
で
そ
こ
で
シ

ナ
さ
ん
の
名
前
が

あ
ま
り
大
き
な
声
で
言
う
事
じ

な
い
か
ら

ち

と

を
貸
し
て
も
ら

て
い
い
か
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そ

そ
ん
な
事
を
言

て

ま
た
私
を
罠
に
は
め
る
つ
も
り
じ

な
い
の

仕
方
な
い

こ
れ
が
証
明
に
な
る
か
は
分
か
ら
ん
が

 
そ
う
言

て
ス
ネ

ク
は
上
手
く
カ
メ
ラ
か
ら
死

に
な
る
よ
う
に
マ
ス
ク
を
わ
ず
か
に
ず

ら
し

 
マ
ス
ク
の
下
の
正
体
を
シ

リ

に
見
せ
た

 
そ
の
顔
に
見
覚
え
が
あ

た
シ

リ

は

あ

と
驚
い
た
顔
を
し
た

あ

あ
ん
た
は

シ

ナ
の
名
に

け
て

う

俺
は
あ
ん
た
に
何
も
し
ね
え

 
だ
か
ら
話
だ
け
で
も

い
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た

て

 
前
回
の
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で
は
シ

ナ
さ
ん
の
味
方
を
し
て
た
わ
よ
ね

 
そ
れ
に
何
だ
か
親
し
そ
う
に
も
見
え
た
し

お
う

大
き
な
声
じ

言
え
な
い
が

俺
は
あ
い
つ
の
三
倍
以
上
も
年
上
だ
が

 
あ
い
つ
は
俺
の
大
事
な
友
達
だ
何
な
ら
大
会
が
終
わ

た
後
に
直
接
確
認
し
て
く
れ
て
も

い
い
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え

あ
ん
た

て
そ
ん
な
お
じ
い
ち

ん
だ

た
ん
だ

そ

か

分
か

た
わ

話
を

か

せ
てす

ま
ね
え

あ
り
が
と
な

お
嬢
ち

ん

 
そ
し
て
ス
ネ

ク
は

シ

リ

の

元
で
こ
う

い
た

実
は
シ

ナ
の
奴
な

今
ア
メ
リ
カ
で
生
死
不
明
な
ん
だ
わ

 
そ
の
あ
ま
り
に
も
想
定
外
な
言
葉
に

シ

リ

は

天
し
た

え

ほ

本
当
に

あ
あ

ま
あ
お
そ
ら
く
無
事
だ
ろ
う
と
い
う
報
告
は
来
て
る
ん
だ
が

 
ど
う
も
シ

ナ
の
方
に
も
色
々
と
事
情
が
あ
る
ら
し
く
て
な

 
命
を
狙
わ
れ
る
危
険
を
と
こ
と
ん
避
け
る

に

 
あ
の
野
郎

か
な
り
き
つ
い
情
報

制
を
か
け
て
や
が
る
み
た
い
な
ん
だ
よ

い

命

シ

ナ

て
一
体
何
者

そ
れ
な
り
の
地

に
い
る
人
物
と
し
か
言
え
ん

 
で

ピ
ト
の
野
郎
は
シ

ナ
が
死
ん
だ
と
思
い
込
ん
で
て
な

 
今
は
か
な
り
自
暴
自

に
な

て
や
が
る
ん
だ
よ
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そ
の
ス
ネ

ク
の
説
明
で

自
分
が
知
る
防
衛
戦
の
時
の
ピ
ト
フ

イ
と

 
今
の
ピ
ト
フ

イ
と
の
ギ

プ
の
理
由
を
理
解
し
た
シ

リ

は

 
そ
れ
で
も
納
得
し
が
た
い
の
か

ス
ネ

ク
に
こ
う
言

た

じ

じ

あ
シ

ナ
さ
ん
が
無
事
だ

て
事
を
伝
え
れ
ば

そ
う
な
ん
だ
が
よ

そ
れ
を
証
明
す
る
手

が
何
も
無
え
ん
だ
よ
な

あな
の
で
今
回
ば
か
り
は
あ
い
つ
の
所
業
に
目
を

て
や

て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か

 
も
ち
ろ
ん
謝
罪
は
さ
せ
る
し

俺
の
名
に
か
け
て

あ
い
つ
と
タ
イ
マ
ン
が
し
た
い
な
ら

 
そ
の
場
も
き
ち
ん
と
設
定
さ
せ
て
も
ら
う

他
に

件
が
あ
れ
ば
飲
ん
で
も
い
い

 
だ
か
ら
こ
の
通
り
だ

頼
む

 
そ
の
言
葉
に
シ

リ

は

組
み
を
し

何
か
考
え
て
い
た
が

 
や
が
て
顔
を
上
げ

ス
ネ

ク
に
こ
う
言

た

分
か
り
ま
し
た

今
回
の
事
は
水
に
流
し
て
も
い
い
で
す

 
そ
の

件
は
三
つ

一
つ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で
い
い
の
で

ピ
ト
フ

イ
に
謝
罪
さ
せ
る
事

 
二
つ

私
と
ピ
ト
フ

イ
で
銃
の

比
べ
を
さ
せ
る
事
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こ
れ
は
対
人

式
じ

な
く

技

式
で
お
願
い
し
ま
す

対
人
は
得
意
じ

な
い
の
で

分
か

た

何
と
か
す
る

で

三
つ
目
は

え

と

そ
の

 
そ
の
シ

リ

の

少
し
も
じ
も
じ
し
た
様
子
に

ス
ネ

ク
は

な
予
感
が
し
た

あ
の
絶
対
に
誰
に
も
バ
ラ
し
ま
せ
ん
か
ら
シ

ナ
さ
ん
を
私
に
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か 
も
し
私
が
誰
か
に
そ
の
正
体
を
バ
ラ
す
危
険
性
が
あ
る
と
危

す
る
の
な
ら

 
リ
ア
ル
で
念
書
も
書
き
ま
す
し

ど
こ
へ
で
も
指
定
さ
れ
た
場
所
に
行
き
ま
す
か
ら

ど

ど
こ
へ
で
も
か

海
外
と
か
だ
と
ち

と
お
時
間
を

き
た
い
で
す
が
日
本
国
内
な
ら
ど
こ
へ
で
も
行
き
ま

す
そ

そ
う
か

ど
う
す

か
な

こ
れ
ば
か
り
は
シ

ナ
の
都
合
も
あ
る
し
な

 
さ
す
が
に
こ
の
件
に
関
し
て
は
ス
ネ

ク
で
あ
ろ
う
と
も
簡

に
安

け
合
い
す
る
事
は
出

来
な
い

ん

シ

ナ
に
い
い
か
ど
う
か

確
認
し
て
か
ら
で
も
い
い
か
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は
い

そ
れ
で
い
い
で
す

お

お
う

そ
う
か

で

で
も
シ

ナ
に
は
正
式
な
彼
女
が
い
る
ぞ

そ
れ
で
も
い
い
の

か
は
い

シ
ズ
カ
さ
ん
で
す
よ
ね

ま

た
く
問
題
な
い
で
す

 
別
に
付
き
合
い
た
い
と
か
略

し
た
い
と
か
そ
う
い
う
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん
か
ら

わ

分
か

た

必
ず
伝
え
る

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
シ

リ

の
そ
の
と
ん
で
も
な
い
食
い
つ
き
様
に

 
ど
う
や
ら
フ

ン
が
芸
能
人
に
会
い
た
が
る
よ
う
な
物
だ
と
判
断
し
た
ス
ネ

ク
は

 
特
に
害
は
無
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
も

心
の
中
で
シ

ナ
に
謝

た

悪
い
シ

ナ

今
度
何
か

る
か
ら
許
し
て
く
れ
な

 
ど
う
や
ら
ス
ネ

ク
の
中
で
は

シ

ナ
が
少
し
困

た
様
子
で

 
だ
が
し
か
し
自
分
の
頼
み
を
受
け
入
れ
る
未
来
が
見
え
て
い
る
よ
う
だ

や
れ
や
れ

ま
あ
い
い
か

復

心

て
の
は

意
外
と
や

か
い
な
も
ん
だ
し
な

 
ス
ネ

ク
は
こ
こ
で
シ

リ

の
復

心
を
緩
和
出
来
た
事
に
安

し
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続
け
て
シ

リ

に

確
認
す
る
よ
う
に
こ
う

ね
た

で
も
そ
れ
で

殺
さ
れ
た
お
嬢
ち

ん
の
仲
間
達
は
納
得
す
る
の
か

さ
せ
ま
す

対
人
な
ん
だ
か
ら
あ
れ
く
ら
い
当
た
り
前
で
し

 
過
ぎ
た
事
を
ぐ
だ
ぐ
だ
と

そ
れ
で
も

つ
い
て
ん
の
か

て
言

て
や
り
ま
す
よ

わ
は
は
は
は

勢
が
い
い
こ

た

そ
れ
に
自
分
の
利

だ
け
を
追
求
す
る
そ
の

勢

 
俺
は

い
じ

ね
え
な

い
つ
も
我
慢
し
て
あ
げ
て
る
ん
で
す
こ
う
い
う
時
く
ら
い
は
我
が

を
言

て
お
き
た
い
で

す
か
ら
ね

 
何
た

て
あ
の
シ

ナ
さ
ん
に
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
よ

 
当
然
仲
間
達
よ
り
も
優
先
し
ま
す

最
優
先
で
す

ま
あ
期
待
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
な

は
い

 
そ
し
て
シ

リ

は
そ
の
ま
ま
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
が
ス
ネ

ク
は
そ
の
背
中
に
声
を
か

け
たこ

れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ

お
嬢
ち

ん
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う

ん

と
り
あ
え
ず
対
人
は

い
だ
し

で
も
こ
の

況
だ
と
な

あ
あ

Ｋ
Ｋ

Ｃ
は
モ
ブ
専
門
チ

ム
だ

た

け
か
な

 
ま
あ
ゲ

ム
は
ゲ

ム
だ
と

り
切

ち
ま
え
ば
い
い
ん
じ

ね
え
か

 
シ

ナ
が
こ
の
場
に
い
た
ら
こ
う
言
う
と
思
う
ぞ

ゲ

ム
な
ん
だ
か
ら
楽
し
め
よ

シ

リ

て
な

あ

そ
れ

シ

ナ
さ
ん
が
凄
く
言
い
そ
う

ま
あ
強
制
は
し
な
い
が
な

 
そ
の
言
葉
に
シ

リ

は

の
力
が
抜
け
た
の
か

笑
顔
で
こ
う
答
え
た

分
か

た

一
人
に
な

た
事
だ
し

偏
見
の
な
い

点
で
他
の
人
の
戦
い
を
見
て
み
る

観
戦
か

い
い
ん
じ

な
い
か

楽
し
め
よ

う
ん

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
ね

お
う

ま
た
連

す
る

そ
れ
は
本
当
に
宜
し
く

 
そ
し
て
シ

リ

は

気
持
ち
が
楽
に
な

た
の
か

や
か
に
走
り
去

て
い

た

さ
て

俺
も
そ
ろ
そ
ろ
上
に

て

あ
い
つ
ら
の
イ
ラ
イ
ラ
を
解
消
し
て
や
る
か
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ス
ネ

ク
は
そ
う

く
と

ダ
イ
ン
達
三
人
に
今
の
出
来
事
を
報
告
を
す
る

に

 
対
ピ
ト
フ

イ
連
合
軍
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
つ
つ
岩
山
の
上
へ
と
ス
ネ

ク
し

て
い

た

 
さ
て

ス
キ

ン
も
終
わ

た
と
こ
ろ
で
そ
ろ
そ
ろ
先
に
進
む
か

当
面
の
敵
は

Ｓ

Ｎ
Ｃ
と

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

い
ね

あ
い
つ
ら
組
ん
で
る
の
か
ね

ど
う
だ
ろ
う

ま
あ
も
し
組
ん
で
い
て
も

 
そ
し
て
四
人
は
声
を
合
わ
せ
て
言

た

ま
と
め
て
ぶ

飛
ば
す

 
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は
そ
の
ま
ま
進
軍
を
開
始
し
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
光
点
が
あ

た
場
所
へ
と
た
ど
り
着

い
た
が

 
そ
こ
は

に
戦
場
と
化
し
て
お
り

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
が
横
合
い
か
ら
Ｓ

Ｎ
Ｃ
に
攻
撃
を
仕

け
た
よ
う
で

 
エ
ヴ

が

て
て
防
戦
の
指

を
出
し
て
い
る
の
が
遠
目
に
見
え
た
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Ｓ

Ｎ
Ｃ
は
ど
う
や
ら
レ
ン
を
意
識
し
す
ぎ
た
よ
う
で
そ
こ
を

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
に
つ
け
込
ま

れ
た
よ
う
だ

 
だ
が
完
全
に
奇
襲
を
受
け
た
に
し
て
は

さ
す
が
と
い
う
べ
き
か

 
Ｓ

Ｎ
Ｃ
は
整
然
と
そ
の
奇
襲
に
対
処
し
て
お
り
崩
れ
る
気
配
は
ま

た
く
見
せ
な
か

た 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
は
ま

た
く
も

て
い
つ
も
通
り
に

 
敵
を
見
付
け
た
か
ら
即
マ
シ
ン
ガ
ン
を
ぶ

放
す
と
い
う
プ
レ
イ
を
行

た
だ
け
な
の
だ
が

 
今
回
は
相
手
が
悪
か

た

そ
の
攻
撃
は
完
全
に
Ｓ

Ｎ
Ｃ
に
対
応
さ
れ
て
し
ま
い

 
一
人
ま
た
一
人
と
メ
ン
バ

は
倒
れ
て
お
り
残
る
は
リ

ダ

の
シ
ノ
ハ
ラ
だ
け
と
い
う

様
だ

た

お

戦
闘
中

片
方
は
Ｓ

Ｎ
Ｃ
か
な

も
う
片
方
は

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
だ
ね
前
回
の
大
会
の
時
に
見
た
覚
え
が
あ
る
よ
も
う
全
滅
し
そ

う
だ
け
ど

置
的
に
多
分

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
が
Ｓ

Ｎ
Ｃ
に
仕

け
た
ん
だ
ろ
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俺
達
に
備
え
て
た
で
あ
ろ
う
Ｓ

Ｎ
Ｃ
に
は
ご

様
だ
が
奇
襲
を
受
け
ち
ま

た

て

事
は

 
あ
い
つ
ら
が
俺
達
ば
か
り
見
て
い
た

て
事
だ
ろ
う
な

 
そ
の
せ
い
で
ま
あ
こ

ち
に
あ
い
つ
ら
の
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
見
え
る
よ
う
に
な

ち
ま

た
が

 
い
い
勉
強
に
な

た
と

め
て
も
ら
う
し
か
な
い
な

 
闇
風
の
そ
の
分

に

三
人
は

い
た

だ
そ
う
だ

ど
う
す
る

レ
ン

こ
の
ま
ま
ま
と
め
て
ぶ

飛
ば
す

了
解
だ

フ
カ

開
幕
の
花

を
上
げ
ろ

レ
ン
と
闇
風
は
俺
の
後
に
続
け

オ

ケ

手
に
ぶ

ぱ
な
す
よ

わ

分
か
り
ま
し
た

さ

き
の
戦
闘
じ

出
番
が
ほ
と
ん
ど
無
か

た
か
ら

今
度
は

手
に
暴
れ
て
や
る

そ
れ
じ

あ
撃
つ
よ

太

子

全

発
射

 

太
と

子
と
い
う
の
が
何
な
の
か
を
理
解
出
来
た
者
は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
中
に
は
い
な
か

た
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が 
そ
の
言
葉
を
受
け

三
人
は
突
撃
を
開
始
し
た

 
ち
な
み
に
後
で

い
た
話
に
よ
る
と

太
と
い
う
の
は
フ
カ
次
郎
が

手
に
持

た

 
そ
し
て

子
は

手
に
持

た
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

の
事
で
あ
り

 
特
に
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
と
い
う
決
ま
り
は
無
い
ら
し
い

 

え

が
逆
に
な

て
も

手
と

手
に
ど
ち
ら
を
持

た
か
で
名
前
が
決
定
さ
れ
る
よ

う
だ

 
さ
す
が
は
フ
カ
次
郎

そ
の

り
は
と
て
も
ア
バ
ウ
ト
で
あ
る

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

六
発
ず
つ
の

計
十
二
発
の
グ
レ
ネ

ド
を

 

し
み
な
く
Ｓ

Ｎ
Ｃ
に
向
け
て
発
射
し
た

 
ボ
ス

ま
ず
い

グ
レ
ネ

ド
だ

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
来
ち
ま

た

く
そ

間
に
合
わ
な
か

た
か

シ
ノ
ハ
ラ
に
向
け
て
全
力
射
撃

 
倒
し
た
ら

自

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
奴
ら
の
死
体
を
盾
に
し
な

了
解
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だ
が
さ
す
が
鍛
え
ら
れ
て
い
る
Ｓ

Ｎ
Ｃ
は

こ
の
奇
襲
に
も
対
応
し
て
き
た

ち

ず
る
く
な
い

く
そ

今
の
う
ち
に

の
補
充

 
自
分
の
攻
撃
が

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
死
体
で
防
が
れ
た
の
を
見
た
フ
カ
次
郎
は

 
そ
う

き
な
が
ら

太
と

子
に

の
補
充
を
始
め
た

ロ

ザ

敵
の
死
体
を
使

て

の
物
の
準
備
を

ト

マ

設
置
さ
れ
た
ら
直
ぐ
に
撃
ち

な 
ど
い
つ
を
狙
う
か
は
お
前
に
任
せ
る

了
解

あ
い
よ

任
さ
れ
た

 
お

あ
い
つ
ら
さ
す
が
対
応
が

い
な

何
か
準
備
し
て
い
る
な

あ
り

あ
れ

て
ば
デ
グ
チ

レ
フ

て
い
う
対
戦

ラ
イ
フ
ル
だ

 
当
て
ら
れ
た
ら
多
分
即
死
し
ち
ま
う

当
た
ら
な
け
れ
ば
ど
う
と
い
う
事
は
な
い
だ
ろ
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だ
な

頼
む

キ
リ
ト

あ
い
よ

お

と

速
き
た
か

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
の

に
向
け
て
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が

び
て
き
た

 
あ
る
い
は
レ
ン
を
狙
い
た
か

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
レ
ン
は
今
は
キ
リ
ト
の
背
後
に
い
る

狙
え
な
い

 
そ
し
て

が
高
速
で
飛
来
し
た
が
キ
リ
ト
は
走
り
な
が
ら
そ
の

を
あ

さ
り
と

り

て
た

ひ

さ

す
が

ま
だ
俺
の
後
ろ
か
ら
出
る
な
よ

今
度
は
ま
と
め
て
撃

て
く
る
み
た
い
だ
か
ら
な

だ

大
丈
夫

あ
あ

前
に
出
来
て
る
か
ら
多
分
問
題
な
い

で
も
一
応
身
は

く
し
て
お
い
て
く
れ

分
か

た

く
だ
ね

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

次
か
ら
次
へ
と
降
り
注
ぐ

の

あ
ら
れ
を

 
常
人
に
は
ま

た
く
理
解
出
来
な
い
動
き
で
全
て
叩
き
落
し

 
敵
の
攻
撃
が
一

切
れ
た

を
狙

て
レ
ン
と
闇
風
に
指

を
出
し
た
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よ
し

最
大
速
度
で
敵
に

か
ら
食
ら
い
つ
け

絶
対
に
足
を
止
め
ず

 
撃

た
ら
そ
の
ま
ま
敵
の
横
を
通
過
し
て

俺
の
背
後
に

て
く
れ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
二
人
は

返
事
も
せ
ず
に
全
力

走
を
開
始
し

 
Ｓ

Ｎ
Ｃ
目

け
て
凄
ま
じ
い
速
さ
で
襲
い

か

た
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第
５
８
４
話
 
ロ
ス
タ
イ
ム

ボ
ス

攻
撃
が
全
部
撃
ち
落
と
さ
れ
る
よ

や

ぱ
り
あ
の
人
は
化
け
物
だ

あ

二
人
こ

ち
に
来
る

く
そ

こ
の

離
な
ら
余

で
装

は
間
に
合
う
は
ず
だ

こ
の
チ

ン
ス
に
落
ち
着
い

て
狙
え

 
エ
ヴ

は
ス
コ

プ
か
ら
目
を
上
げ

ト

マ
に
そ
う
言

た

 
だ
が
今
の

況
は

そ
ん
な
生
易
し
い
も
の
で
は
な
か

た

目
だ
ボ
ス

も
う

ど

ど
う
し
た

ど
う
し
た
も
こ
う
し
た
も
ね
え
よ

色
々
と

え
ん
だ
よ
エ
ヴ

や

闇
風
さ
ん

と
り
あ
え
ず
く
ら
い
な

 
そ
う
言

て
闇
風
は

走
り
な
が
ら
狙
い
も
つ
け
ず
に
エ
ヴ

目

け
て
銃
撃
を

び
せ
た
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く

ぐ
あ

 
エ
ヴ

は
そ
の
闇
風
の
攻
撃
で

に
銃

を
く
ら
い
手
に
持

て
い
た
銃
を
取
り
落
と
し
た

 
だ
が
エ
ヴ

は

性
で
倒
れ
な
い
よ
う
に

ん
張
り

果

に
も
他
の
仲
間
に
声
を
か
け
た

撃
て
る
者
は
敵
に
向
か

て
反
撃
だ

ご
め
ん
ね

そ
れ
も
ち

と

い
ん
だ
よ
ね

お

お
前
は

 
続
け
て
レ
ン
が
襲
来
し

同
じ
よ
う
に
銃

を
バ
ラ

き
な
が
ら
そ
の
ま
ま
去

て
い

た

ボ
ス

無
理
だ

今
の
で
ロ

ザ
と
ソ
フ

ア
が
や
ら
れ
た

残
り
の
三
人
は
生
き
て
る
け
ど

タ

ニ

と
ア
ン
ナ
も
被

し
た

ご
め
ん

や
ら
れ
た

無
事
な
の
は
ト

マ
だ
け

く

く
そ

 
エ
ヴ

は
そ
の

況
に
一

然
と
し
な
が
ら
も

す
ぐ
に
我
に
返
り

 
残
さ
れ
た

手
で
銃
を
持
ち

ス
コ

プ
を

き
込
ん
だ

ど

ど
こ
だ

あ
の
二
人
は
ど
こ
に
行

た

も
う
キ
リ
ト
さ
ん
の
後
ろ
に

た
み
た
い
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何
だ
と

も
う
か

あ
の
速
さ

反

だ
よ

 
そ
し
て

目
元
で
デ
グ
チ

レ
フ
を
キ
リ
ト
目

け
て
撃
ち
続
け
て
い
た
ト

マ
が

 

め
た
よ
う
な
口
調
で
言

た

あ
無
理
こ

ち
の
攻
撃
は
全
部

ら
れ
ち

う
し
本
人
が
も
う
す
ぐ
こ
こ
に
着
い
ち

う 
キ
リ
ト
さ
ん
も
何
だ
か
ん
だ
足
が
速
い

ス
テ

タ
ス
が

次
元
す
ぎ
る

あ

め
る
な

ま
だ
き

と
何
か

そ
の
意
気
や
よ
し
だ
が
悪
い
こ

ち
に
も
今
回
ば
か
り
は

れ
な
い
理
由
が
あ
る
ん
で
な

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
が
エ
ヴ

に
エ
リ

シ
デ

タ
を
突
き
つ
け

 
他
の
三
人
も
レ
ン
と
闇
風
に
銃
を
突
き
つ
け
ら
れ

両
手
を
上
げ
た

ま

ま
さ
か
う
ち
が
こ
ん
な
に
あ

さ
り
と

 
エ
ヴ

は
そ
う
言

て
天
を

ぎ

他
の
者
と
同
様
に
両
手
を
上
げ
た

 
そ
ん
な
エ
ヴ

に
声
を
か
け
た
者
が
い
た

レ
ン
で
あ
る

初
め
ま
し
て
ボ
ス

兄
弟
子
に
会
え
て
光
栄
で
す
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そ
の
元
気
い

ぱ
い
な

に

エ
ヴ

は
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
自
分
達
は

シ

ナ
の
一
番
弟
子
の
座
を
か
け
て
戦

て
い
る
つ
も
り
だ

た
の
に

 
あ

さ
り
と
レ
ン
に

そ
の
座
を

ら
れ
て
し
ま

た
か
ら
だ

 
他
の
者
達
も
そ
の
レ
ン
の
言
葉
で
自
分
達
が
い
か
に
く
だ
ら
な
い
物
に
こ
だ
わ

て
い
た
の

か
を
自
覚
し

 
恥
じ
入

た
よ
う
に
下
を
向
い
た
り

を
か
い
た
り
し
た

そ
れ
を
言
う
な
ら
姉
弟
子
だ
ろ

あ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

別
に
変
な
意
味
じ

 
戦
闘
中
の
激
し
さ
と
は
裏
腹
の
そ
の

虚
な
態
度
に
エ
ヴ

は
好
感
を
覚
え
た
が
今
は
敵
同

士
で
あ
る

 
こ
の
大
会
で
遺

を
残
す
よ
う
な
事
は
無
い
が

 
さ
り
と
て
こ
の
ま
ま
和
気

々
と
会
話
を
続
け
る
の
は
ど
う
か
と
思

た
エ
ヴ

は
レ
ン
に

こ
う
言

た

今
度

め
て
ま
た
俺
達
と
戦

て
く
れ
よ

今
度
は
負
け
な
い
か
ら
な

あ

う

う
ん

分
か

た

約
束
ね
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レ
ン
は

い
調
子
で
そ
の

し
出
に

い
た

 
そ
れ
を
見
た
エ
ヴ

は

仲
間
達
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
て

 
仲
間
達
が
仕
方
な
い
な
と
い
う
風
な
ゼ
ス
チ

を
し
た
の
を
確
認
す
る
と
続
け
て
レ
ン
に

こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
ひ
と
思
い
に
や

て
く
れ

そ
れ
が
勝
者
の

利
だ
か
ら
な

え

あ

え

と

ど

ど
う
し
よ
う

 
困

た
顔
を
す
る
レ
ン
に

闇
風
が
横
か
ら
こ
ん
な
事
を
言

た

な

レ
ン
勝
者
の

利

て
な
ら
も
う
し
ば
ら
く
ロ
ス
タ
イ
ム
を
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

ロ
ス
タ
イ
ム

あ

 
そ
し
て
レ
ン
は

と
て
も

し

な
さ
そ
う
に
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
生
き
残
り
四
人
に
言

た

あ

え

と

そ
の

凄
く
言
い
に
く
い
事
を
言
う
け
ど

 
も
し
良
か

た
ら
私
達
が
ピ
ト
さ
ん
と
二
対
二
で
戦
え
る
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
え
な
い

か
なピ

ト
と

何
か
あ

た
の
か
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え

と
ね

ボ
ス

ち

と

を
貸
し
て
も
ら

て
い
い

あ
あ

分
か

た

 
そ
し
て
レ
ン
は

エ
ヴ

の

元
で
今
回
自
分
達
が
何
故
こ
こ
に
い
る
の
か
の
理
由
を
伝
え

 
エ
ヴ

は
驚
愕
し
た
表
情
を
し
た
後

重
々
し
い
声
で
仲
間
達
に
言

た

お
前
ら
理
由
は
大
会
が
終
わ

て
か
ら
言
う
け
ど
こ
れ
か
ら
う
ち
ら
は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の

石

に
な
る
よ

 
私
達
の
取
り
得
は
こ
の
で
か
い
図
体
だ
け
な
ん
だ

 
飛
ん
で
き
た

は
全
て
こ
の
体
で
受
け
止
め
る
つ
も
り
で
奮
戦
す
る
よ

覚
悟
を
決
め
な

お

急
事
態

オ

ケ

オ

ケ

Ｍ
Ｖ
Ｐ
が
と
れ
る
く
ら
い
の

手
な
散
り

り
を
見
せ
て
や
る

つ
い
で
に
何
人
か

敵
を
道
連
れ
に
し
て
あ
げ
ま
し

う

 
エ
ヴ

に
そ
う
言
わ
れ
た
ト

マ

タ

ニ

ア
ン
ナ
の
三
人
は

 
一
気
に
気
持
ち
が
高
ぶ

た
の
か
理
由
は
何
も

こ
う
と
は
せ
ず
に
そ
う
気
合
い
を
入
れ
た

あ
り
が
と
う
み
ん
な

こ
の
お

は
必
ず
す
る
か
ら
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そ
う
言
う
レ
ン
に

エ
ヴ

は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

そ
れ
な
ら

い
物
で
頼
む

こ
う
見
え
て
俺
達
は

女
な
ん
だ
か
ら
な

う
ん

分
か

た

任
せ
て

 
そ
し
て
ト

マ
は
自
分
で
は
絶
対
に
動
か
せ
な
い

態
に
な

て
し
ま

た
デ
グ
チ

レ
フ

を 
名
残

し
そ
う
に

で
な
が
ら
言

た

こ
こ
に
残
し
ち
ま
う
事
に
な
る
け
ど
悪
い
な

あ
ま
り
活
躍
さ
せ
て
や
れ
な
く
て
悪
か

た

 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
が

首
を

げ
な
が
ら
ト

マ
に
近
付
き

 
ま
る
で
重
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
様
子
で

デ
グ
チ

レ
フ
を
片
手
で
持
ち
上
げ
た

こ
れ
を
回
収
す
れ
ば
い
い
の
か

そ
れ
じ

あ
俺
が
持

て

て
や
る
よ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

あ

あ
れ
を
片
手
で

あ
り
え
な
い

連

の
黒
い
の
は
化
け
物
か

い
や
い
や

別
に
こ
れ
く
ら
い
は
問
題
な
い

て

ほ
ら

行
く
ぞ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
デ
グ
チ

レ
フ
を
収
納
し

先

に
立

て
歩
き
始
め
た



 第５８４話 ロスタイム

 
そ
の
背
中
を

エ
ヴ

達
四
人
は
憧
れ
の

線
で
見
つ
め
て
い
た

さ

さ
す
が
は
シ

ナ
さ
ん
の
親
友

あ
れ

確
か
親
友
な
ん
だ
よ
な

 
確
認
す
る
よ
う
に
レ
ン
に
そ
う

ね
て
き
た
エ
ヴ

に
レ
ン
は
に

こ
り
と
微
笑
み
な
が
ら

答
え
た

う
ん

そ
う
だ
よ

そ
う
か
そ
う
か

や

ぱ
り
シ

ナ
さ
ん
の

り
の
人
は
凄
え
な

弟
子
と
し
て
は

が
高
い
よ
ね

だ
な

シ

ナ
さ
ん
の
名
を

さ
な
い

に
も

お
前
ら
死
ぬ
気
で
い
く
ぞ

と
い
う
か
死
に
に
行
く
ん
だ
け
ど
ね

手
に
死
ん
で
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
名
を
観
客
達
の

に
叩
き
込
ん
で
や
ろ
う

 
こ
う
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
と
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
残

は
行
動
を
共
に
す
る
事
に
な
り

 
ピ
ト
フ

イ
が
立
て
こ
も
る
岩
山
を
目
指
し
て
進
軍
を
開
始
し
た

 
あ
ら

お
帰
り
な
さ
い

 
ス
ネ

ク
は
岩
山
の
上
へ
と

り
そ
ん
な
ス
ネ

ク
を
見
て
ピ
ト
フ

イ
が
そ
う
言

た



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
ス
ネ

ク
は
そ
の
言
葉
に
こ
く
り
と

き

ピ
ト
フ

イ
に
指
を
一
本
立
て
て
み
せ
た

一
チ

ム
潰
し
て
お
い
た

え

本
当
に

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に

ス
ネ

ク
は

て

い
た

そ
う

凄
い
わ
よ
ね

と
こ
ろ
で
上
か
ら
一
人

誰
か
降
り
て
い
か
な
か

た

 
そ
れ
が
シ

リ

の
事
だ
ろ
う
と
思

た
ス
ネ

ク
は

て
首
を
横
に

た

そ
う
逃
が
し
ち

た
か
ま
あ
い
い
わ
何
を
す
る
に
し
て
も
一
人
じ

た
か
が
知
れ
て

る
し
ね

 
ご
苦
労
様

敵
が
押
し
寄
せ
て
く
る
ま
で
ゆ

く
り
休
ん
で
て

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
労
い
に

ス
ネ

ク
は

て

く
と

ダ
イ
ン
達
の
方
へ
と
歩
い
て

い

た
よ

お
疲
れ

さ
す
が
だ
よ
な

コ

ヒ

で
も
飲
む
か

そ
ろ
そ
ろ
敵
の
動
き
が
キ
ナ

い
か
ら
あ
ん
ま
り
時
間
は
と
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

 
そ
う
ス
ネ

ク
を
労

て
く
る
三
人
に

ス
ネ

ク
は
ぼ
そ
ぼ
そ
と
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先
ほ
ど
シ

リ

と
遭
遇
し
た
時
の
事
を
伝
え
た

え

あ
ん
た

シ

ナ
と
リ
ア
ル
知
り
合
い
な
の
か

あ
の
子
の
フ

ロ

を
し
て
く
れ
た
の
か

あ
り
が
と
な

そ
う
か

あ
の
子
の
気
持
ち
が
少
し
で
も
安
ら
い
で
く
れ
た
な
ら
良
か

た
よ

む
し
ろ
ノ
リ
ノ
リ
だ

た
け
ど
な

 
そ
の
ス
ネ

ク
の
言
葉
に
三
人
は

声
を
出
さ
ず
に
笑

た

さ
て

こ

ち
の

況
は

ス
キ

ン
結
果
を
見
た
感
じ
だ
と
多
分
五

六
チ

ム
が
同
時
に
攻
め
て
く
る
ん
じ

な
い

か
な前

回
の
大
会
を
見
て
て
思

た
が

あ
い
つ
ら
は
本
当
に

れ
る
の
が
好
き
だ
よ
な

ま
あ
罠
は
仕

け
た
か
ら

あ
と
は
引

か
か
る
の
を
待
つ
だ
け

す

あ
と
は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
Ｓ

Ｎ
Ｃ
に
勝

て

 
ち

ん
と
こ

ち
に
向
か

て
き
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に

る
だ
け
か
な

 
丁
度
そ
の
時

を

し
て
い
た
エ
ム
が
ピ
ト
フ

イ
に
何
か
言
い

 
そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
へ
と
向
か

て
歩
い
て
き
た
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敵
が
来
た
み
た
い
で
す
多
分
六
チ

ム

中
心
に
い
る
の
は
や
は
り
と
い
う
か
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

で
す
ね

あ
い
つ
ら
か

デ
ヴ

ド
の
野
郎
は
本
当
に
ピ
ト
の
事
が

い
み
た
い
だ
か
ら
な

あ
れ

て
一

回

て
実
は
好
き
な
ん
じ

な
い
か

て
思
う
時
が
無
い

す
か

あ
い
つ
は
組

の
力
に

て

そ

ち
方
面
の
技
術
ば
か
り

い
て
る
か
ら
ね

 
僕
は
あ
あ
い
う
の
は
あ
ま
り
好
き
じ

な
い
な

 
敵
が
六
チ

ム
と

い
て
も
四
人
は
ま

た
く
動
じ
る
様
子
を
見
せ
な
か

た

 
エ
ム
は
そ
の
事
に
感
心
し
つ
つ

そ
れ
で
は
手
は
ず
通
り
に
と
言
い
残
し

 
自
分
の
持
ち
場
へ
と
向
か

て
歩
い
て
い

た

さ
て

シ

の
始
ま
り
ね

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
宣
言
し

四
人
も
そ
の
ま
ま
ピ
ト
フ

イ
の
後
に
続
き

 
自
分
達
の
持
ち
場
へ
と
向
か

て
歩
い
て
い

た
の
だ

た

 
敵
が
ど
こ
に
も
い
な
い
ぞ

探
せ

ど
こ
か
に
い
る
は
ず
だ
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お
い

あ
そ
こ

 
予
定
し
て
い
た
岩
山
の

上
で
敵
の

を
発
見
出
来
な
か

た
対
Ｐ
Ｍ
４
連
合
チ

ム
は

 

て
て

囲
を
探
し
回
り

の
近
く
で

の
裏
に
入

て
い
く
エ
ム
の

を
見
つ
け
た

あ
ん
な
所
に

だ
が
好
都
合
だ

あ
ん
な
逃
げ
場
の
無
い
所
に

ま

て
く
れ
た
ん
な
ら

 
こ
の
ま
ま
銃
撃
を

び
せ
れ
ば
全
滅
さ
せ
ら
れ
る

デ
ヴ

ド
さ
ん
に
報
告
す
る
ぞ

 
そ
し
て
デ
ヴ

ド
は

少
し
離
れ
た
岩
山
の

で
そ
の
報
告
を

い
た

の
裏

Ｐ
Ｍ
４
の
奴
ら
め

そ
こ
で
こ

ち
の
攻
撃
を
や
り
過
ご
す
つ
も
り
だ

た
か

 
だ
が
運
が
無
か

た
な

残
り
の
全
兵
力
を

に
展
開
し
て
皆
殺
し
だ

 
デ
ヴ

ド
は
自
身
を
安
全

に
置
い
た
ま
ま
そ
う
指

を
出
し
た

 
指

能
力
の
高
さ
で
い
え
ば
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
シ

ナ
薄
塩
た
ら
こ
デ
ヴ

ド
の
三
人
が

名
だ
が

 
そ
の
中
で
デ
ヴ

ド
の
声
望
だ
け
が
高
ま
ら
な
い
の
は
こ
う
い

た
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る

 
シ

ナ
や
薄
塩
た
ら
こ
で
あ
れ
ば

作
戦
を

行
す
る
に
あ
た

て
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平
気
で
自
分
達
の
身
を
危
険
に

し
て
仲
間
達
と
一

に
戦
う
が

 
デ
ヴ

ド
は
基
本
こ
う
い

た
集
団
戦
だ
と

滅
多
に
前
に
出
る
事
は
な
い

 
前
回
大
会
で
は
ト

プ
が
フ

イ
ヤ
だ

た

に
前
線
に
出
た
が

 
こ
れ
が
デ
ヴ

ド
と
い
う
男
の
限
界
で
あ

た

よ
し

攻
撃
を
開
始
せ
よ

 
そ
し
て
デ
ヴ

ド
は
そ
う
指

を
出
し
Ｐ
Ｍ
４
が

む
と
思
わ
れ
る

へ
の
銃
撃
が
開
始

さ
れ
た



 第５８５話 無双乱舞

 
第
５
８
５
話
 
無
双
乱
舞

撃
て

撃
て

絶
対
に
逃
す
な
よ

皆
殺
し
だ

 
そ
ん
な
言
葉
が
飛
び
か
う
中

に
は

あ
ら
れ
と
銃

が
撃
ち
込
ま
れ
て
い
た

 
最
初
こ
そ
散
発
的
に
反
撃
が
あ

た
が

や
が
て
そ
れ
も
止
ま
り

 
一
分
以
上
ま

た
く
反
撃
が
来
な
く
な

た
所
で
対
Ｐ
Ｍ
４
連
合
軍
は
攻
撃
の
手
を
止
め
た

よ
し

中
が
ど
う
な

て
い
る
か
調
べ
る
ぞ

気
を
つ
け
て
な

 
一
チ

ム
が
そ
う
言

て

滑
り
落
ち
な
い
よ
う
に
慎
重
に

の
裏
へ
と
入

て
い

た

 
そ
の

間
に

つ
ぼ
か
ら
爆
発
音
の
よ
う
な
物
が

こ
え
そ
の
チ

ム
の
死
体
が
飛
ば
さ
れ

て
き
た

な

何
だ

さ
あ

何
だ
ろ
ね
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え
 
そ
し
て

つ
ぼ

に
展
開
し
て
い
た
軍
勢
に

背
後
か
ら
ピ
ト
フ

イ
が
襲
い
か
か

た

 
こ
の

か

え
え

作
戦
は
こ
う
よ

中
に
エ
ム
が
一
人
だ
け
入

て

わ
ざ
と
敵
に
発
見
さ
れ
る

 
そ
し
て
私
達
全
員
が
こ
こ
に
い
る
と
敵
に
誤
認
さ
せ

一

攻
撃
を
さ
せ
る

 
そ
の

に
私
達
五
人
が
背
後
か
ら
襲
い
か
か

て
敵
を
全
滅
さ
せ
る

ど
う

そ
れ
だ
と
エ
ム
が
無
事
じ

済
ま
な
い
ん
じ

な
い
の
か

う
う
ん

そ
れ
は
大
丈
夫

エ
ム

見
せ
て
あ
げ
て

 
ピ
ト
フ

イ
に
そ
う

さ
れ

エ
ム
が
見
せ
て
き
た
の
は

 
以
前
十
狼
で
製
作
し
な
が
ら
未
だ
出
番
が
無
か

た

船
の
装
甲

で
作
ら
れ
た
盾
で

あ

た

 
こ
れ
は
い
く
つ
か
の
パ

ツ
で

成
さ
れ
て
お
り
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
で

に
応
用
が
き
く

そ
れ
は

そ
ん
な
物
を
用
意
し
て
い
た
の
か
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初
お
目
見
え
よ

こ
れ
で
安
心
し
た

 
そ
の
言
葉
に
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
と
ス
ネ

ク
は

い
た
が

 
こ
こ
で
ゼ
ク
シ

ド
が

慎
重
な
意
見
を
述
べ
た

だ
が
外
に
い
る
者
が
発
見
さ
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
も
あ
る
ん
じ

な
い
か

え
え
そ
う
ね

な
の
で
そ
れ
に
関
し
て
は

あ
な
た
の
指

に

う
か
ら

 
敵
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
上
手
く
私
達
を
誘

し
て
ね

ス
ネ

ク

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に
四
人
は
驚
い
た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

続
け
て
ゼ
ク
シ

ド
に
こ
う
言

た

そ
れ
に
し
て
も
ゼ
ク
シ

ド

何
で
あ
ん
た
が
私
に
協
力
し
て
く
れ
る
気
に
な

た
の

 
ま
あ
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
は
友
好
チ

ム
だ
か
ら
分
か
る
け
ど
さ

 
一
応
私
と
あ
ん
た
は

敵

て
事
に
な

て
る
ん
じ

な
い

お
前

い
つ
そ
れ
を

ま
あ
正
直
あ
ん
ま
り
興
味
は
無
か

た
ん
だ
け
ど

一
応
観
察
く
ら
い
は

ね

 
そ
れ
に
あ
ん
た
達
も

別
に
ど
う
し
て
も

そ
う
と
し
て
た

じ

な
い
ん
で
し

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
ね
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や
れ
や
れ

思

た
よ
り

く
バ
レ
ち
ま

た
な

ま
あ
仕
方
な
い

す

そ
も
そ
も
声
で
バ
レ
バ
レ
か
な

て
思

て
ま
し
た
し
ね

 
三
人
が
口
々
に
そ
う
言
う
横
で

ス
ネ

ク
は
ピ
ト
フ

イ
に

き
な
が
ら
言

た

分
か

た

指

に

う

俺
が
キ

チ
リ
と
ス
ネ

ク
さ
せ
て
や
る
さ

 
こ
う
し
て
Ｐ
Ｍ
４
側
の
作
戦
が
開
始
さ
れ
る
事
と
な

た

 
そ
し
て
敵
の
銃

を
全
て
盾
で

ね
返
し
た
エ
ム
は

で
多
少
の

を
負
い
は
し
た
が

 
無
事
に
敵
の
一

攻
撃
を
防
ぎ
き
り
侵
入
し
て
き
た
敵
に
手

の
攻
撃
を
お
見
舞
い
し
た

と 
そ
う
い
う

な
の
で
あ

た

 
は
い
一
丁
あ
が
り
思

た
よ
り
も
楽
み
た
い
だ
か
ら

三
人
は
フ

ロ

だ
け
お
願
い

分
か

た

今
の
攻
撃
は
手

の
爆
発
に
合
わ
せ
た
か
ら

 
ま
だ
他
の
敵
に
気
付
か
れ
て
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど
次
の
攻
撃
で
敵
に
気
付
か
れ
る
油
断

す
る
な
よ

次
は
⻤

を
使
う
か
ら

も
う
一
チ

ム
く
ら
い
は
こ
の
ま
ま
い
け
る
と
思
う
わ
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了
解

フ

ロ

に
入
る

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
の

殺
が
始
ま

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
手
始
め
に
た

た
今
出
来
上
が

た
敵
の
死
体
を
敵
の

上
か
ら
投
げ
込
み

 
そ
の
ま
ま
⻤

を

え

敵
に
襲
い

か

た

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

な

お

お
前
ど
こ
か
ら

さ
あ

ど
こ
か
ら
か
な

 
ピ
ト
フ

イ
は
と
ぼ
け
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

そ
の
ま
ま
敵
を
真

二
つ
に
し

 
チ
ラ
リ
と
横
目
で
他
の
敵
の

を
見
た

だ
が
そ
の
敵
は

に
逃
げ

に
な

て
お
り

 
ピ
ト
フ

イ
は
仕
方
な
く

た

た
今

た
敵
が
持

て
い
た
銃
を

 
そ
の
ま
ま
空
中
で
キ

チ
し

逃
げ
よ
う
と
す
る
敵
に
銃

を

び
せ
た

も
う

何
で
こ

ち
に
向
か

て
こ
な
い
の
よ

 
音
も
立
て
ず
に
敵
を
倒
す

て
い
う
予
定
が
狂

ち

た
じ

な
い

 
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
の
チ

ム
を
殲
滅
し
た
ピ
ト
フ

イ
は

 
音
に
気
付
い
て
こ

ち
を
見
上
げ
て
い
る
チ

ム
に
向
か
い
地
面
に
落
ち
て
い
る
死
体
を
盾
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に
突
撃
し
た

は
い

次
の

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
ま
ま
死
体
ご
と
敵
に
ぶ
つ
か
り

そ
の
敵
を
押
し
倒
す
と

 
そ
の

を
片
手
で
持
ち

ガ
ン
ガ
ン
と
地
面
に
打
ち
つ
け
た

 
そ
の
敵
は
そ
の
ま
ま

を
潰
さ
れ
て
死
体
と
な
り

 

て
て
ピ
ト
フ

イ
に
銃
を
向
け
た
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
攻
撃
は

 
ま
だ
ピ
ト
フ

イ
が
片
手
に
持

た
ま
ま
だ

た
そ
の
死
体
に
全
て
防
が
れ
て
い
た

死
体
の
く
せ
に
こ
ん
な
に
役
に
た

て
く
れ
て

あ
り
が
と

う

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言

て
そ
の
死
体
を
敵
に
投
げ
つ
け

 
先
ほ
ど

を
潰
し
た
敵
の
持

て
い
た
銃
を

い

そ
の
ま
ま
乱
射
し
た

 
そ
の
攻
撃
で
そ
の
場
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
が
全
て
死
体
と
な
り

 
ピ
ト
フ

イ
は
ニ
タ
リ
と
し
な
が
ら

下
を

き
込
ん
だ

こ
れ
で
三
チ

ム

残
り
は
あ
ん
た
達
だ
け
ね

 

つ
ぼ
の
横
の
川

い
の

一
番
下
の

に
布

し
て
い
た
そ
の
二
チ

ム
は

 
ピ
ト
フ

イ
を
見
て

乱
し

そ
の
ま
ま
滅
茶
苦
茶
に
発
砲
し
始
め
た
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う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

撃
て

と
に
か
く
撃
て

だ
か
ら
君
達
は
い
つ
ま
で
も
二
流
以
下
な
ん
だ
よ

 
そ
こ
に
横
合
い
か
ら
ゼ
ク
シ

ド
達
が
攻
撃
を
開
始
し

何
人
か
が
あ

さ
り
と
倒
さ
れ
た

う

上
じ

な
い

横
だ

 
そ
の

間
に

今
度
は

上
か
ら
ピ
ト
フ

イ
が
音
も
な
く
襲
い
か
か

て
き
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
敵
プ
レ
イ
ヤ

の

を

み
つ
け
て
そ
の
首
を
へ
し

る
と
そ
の
ま
ま

麗

に
着
地
し

 
混
乱
し
て
無
防
備
に
な

た
敵
に
向
か

て
銃

を

あ
ら
れ
と
降
ら
せ

 
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
殲
滅
す
る
事
に
成
功
し
た

も
ち
ろ
ん
ゼ
ク
シ

ド
達
の
フ

ロ

あ

て

の
事
で
あ
る

さ
て
と

こ
れ
で
お
し
ま
い

み
た
い
だ
ね

分
あ

さ
り
だ

た
わ
ね

そ
れ
じ

あ
エ
ム
と
合
流
し
て
次
に
向
か
い
ま
し

う
か

分
か

た

そ
う
し
よ
う
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そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
達
は

の
裏
か
ら
出
て
き
た
エ
ム
と
合
流
し
ど
こ
か
へ
去

て

い

た

 
お
い

誰
か

お
い

デ
ヴ

ド

ど
の
チ

ム
か
ら
も
返
事
が
無
い

こ
れ
は
や
ば
い
か
も
し
れ
な
い
ぞ

く
そ

何
が
あ

た
ん
だ

 
離
れ
た
場
所
に
い
た

唯
一
生
き
残

た
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
メ
ン
バ

達
は

 
通
信
機
を
前
に
と
て
も

た
様
子
を
見
せ
て
い
た

お
い
デ
ヴ

ド

ど
う
す
る

 
デ
ヴ

ド
は

組
み
を
し
た
ま
ま
動
か
な
か

た
が
や
が
て
決
断
し
た
の
か
顔
を
上
げ
た

一
時
離
脱
だ

味
方
は
全
滅
し
た
も
の
と
判
断
す
る

分
か

た

お
い
み
ん
な

す
ぐ
に
移
動
だ

こ
の
場
所
は
ま
だ
バ
レ
て
な
い
と
思
う
か
ら
敵
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
南
に

向
か
う
ぞ
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了
解

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は

こ
う
い

た
行
動
は
さ
す
が
に
鍛
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

 
そ
の
ま
ま
整
然
と
南
に
移
動
を
開
始
し
た

だ
が
そ
れ
を
見
て
い
た
者
が
い
た
ス
ネ

ク
で

あ
る

 
ス
ネ

ク
は
攻
撃
開
始
前
に

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
だ
け
が
そ
の
場
に
い
な
い
事
に
気
付
き

 
ピ
ト
フ

イ
に
断

て

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
居
場
所
を
探
る

別
行
動
し
て
い
た
の
だ

た

こ
ち
ら
ス
ネ

ク

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
を
発
見
し
た

現
在
敵
は
南
へ
と
移
動
中

場
所
は

 
こ
う
し
て
Ｐ
Ｍ
４
も

そ
の
ス
ネ

ク
の
誘

に

て
南
へ
と
移
動
を
開
始
し
た

 
そ
の

岩
山
を
目
指
し
て
い
た
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は

 
次
の
ス
キ

ン
結
果
が
表

さ
れ
る
ま
で
Ｐ
Ｍ
４
を
見
失
う
事
と
な
る

 
悪
い

今

た

あ

シ

ナ
お
帰
り

ち

と
は
落
ち
着
い
た

お
う

か
な
り
な

で

あ
れ
か
ら
ど
う
な

た

今
Ｐ
Ｍ
４
が

連
合
チ

ム
を
や

つ
け
た
と
こ
ろ
か
な
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ほ
う

あ
い
つ
は
あ
れ
か
ら

な
真
似
は
し
な
か

た
か

う
ん

そ
れ
は
大
丈
夫

全
て
戦
術
の

囲
内
だ

た
よ

そ
れ
な
ら
い
い
が

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て

組
み
を
し

銃
士

が
こ
れ
ま
で
あ

た
事
を

整
然
と
説
明
し

た
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
Ｓ

Ｎ
Ｃ
に
圧
勝
し
ま
し
た

圧
勝

そ
ん
な
に
差
が
あ

た
の
か

そ
の
直
前
に

Ｓ

Ｎ
Ｃ
が

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
に
襲
わ
れ
た
の
で

 
結
果
的
に
奇
襲
の
よ
う
な

と
な
り
ま
し
た

な
る
ほ
ど

エ
ヴ

め

少
し
油
断
し
た
か

ま
あ
今
度
そ
の

り
も

め
て
鍛
え
て
や
ら

な
い
と
な

 
次
に
銃
士

は

他
の
チ

ム
の
動
向
を
説
明
し
た

は
ど
う
や
ら

外

の
上
を
自
転

で
走

て
い
る
よ
う
で
す

自
転

で

ま
じ
で

で
も
ど
う
や
ら
下
に
下
り
る
道
が
分
か
ら
ず
に
困

て
い
る
よ
う
で
す
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案
外
最
後
ま
で
生
き
残
り
そ
う
で
す
が

戦
闘
は
一
切
せ
ず
に
終
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ま
あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

マ

プ

下
の
三
チ

ム
は
こ
う
着

態
で
す

ど
こ
も
動
き
ま
せ
ん

三

み
に
な

て
い
る
の
か

は
い
他
の
チ

ム
が
介
入
し
て
き
た
ら
あ

さ
り
三
チ

ム
と
も
全
滅
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね

 
銃
士

の
そ
の
言
葉
に

シ

ナ
は
再
び

い
た

こ
こ
ま
で
ど
の
チ

ム
も
何
も
打
開

を
出
せ
て
い
な
い

て
な
ら
多
分
そ
う
な
る
だ
ろ
う

な
そ
う
い
え
ば
シ

ナ

こ
こ
を
見
て

こ
こ

こ
こ

ん

こ
れ
は

か

 
シ
ズ
カ
の
指
差
す
先
に
は

二
台
の

が
あ

た

こ
れ

て
多
分
動
か
せ
る
よ
ね

だ
ろ
う
な

乗
り
物
系
は
意
外
と

山
マ

プ
内
に
点
在
し
て
る
か
ら
な

な
る
ほ
ど
ね

後
報
告
し
て
お
く
事
は
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シ

リ

さ
ん
は
そ
の
後
ど
う
な

た

あ
 
そ
れ
で
思
い
出
し
た
の
か

シ
ズ
カ
が
シ

ナ
に
こ
う
言

た

あ
の
ね

上
か
ら
逃
げ
て
き
た
シ

リ

さ
ん
と
ス
ネ

ク
さ
ん
が
何
か
話
し
て
た
よ

え

何
そ
の
組
み
合
わ
せ

も
し
か
し
て
知
り
合
い
だ

た
の
か

違
う
ん
じ

な
い
か
な

シ

リ

さ
ん

最
初
は
凄
い

し
て
た
み
た
い
だ
し

そ
う
か

で
も
話
し
て
る
う
ち
に
普
通
に
な

て
い

て
最
後
は
何
か
シ

リ

さ
ん
が
凄
く
元
気

に
な

て

 
凄
く
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
て
去

て
い

た
ん
だ
よ
ね

あ
れ

て
何
だ

た
ん
だ
ろ

ほ
ほ
う

何
か

み
と
か
を
ま

た
く
感
じ
さ
せ
な
い

や
か
な
顔
を
し
て
た
ん
だ
よ
ね

う
う
む

一
体
何
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
れ
が
分
か
る
の
は

大
会
後
の
事
で
あ
る

あ

あ
と
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
生
き
残
り
と
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が

一

に
行
動
し
て
る
ん
だ
よ
ね
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え

ま
じ
か

そ
れ
は
面
白
い
な

で
も
こ
の
ま
ま
だ
と

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
と
Ｐ
Ｍ
４
は
入
れ
違
い
に
な

ち

う
ん
だ
よ
ね

ま
だ
ま
だ
決
着
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
な

ま
あ
じ

く
り
と
見
さ
せ
て
も
ら
お
う

う
ん

 
そ
の
時
銃
士

が

お
花
を
摘
み
に
行

て
き
ま
す
と
言

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
シ

ナ
は
さ
す
が
に
何
か
言
う
の
は

ら
れ

て

く
に

め
た

 
ふ
う

あ
ら
ク
ル
ス

お
帰
り

あ

ゆ

雪
乃

何
故
こ
こ
に

 

き
た
直
後
に
自
分
の
す
ぐ

に
雪
乃
が
い
た

ク
ル
ス
は
驚
い
て
そ
う

ね
た

大
丈
夫

ち

ん
と
着

え
さ
せ
て
お
い
た
か
ら
心
配
し
な
い
で

 
怖
か

た
わ
よ
ね

よ
く
頑
張

た
わ
ね

え
 
見
る
と
今
の
ク
ル
ス
は
下
半
身
が
下
着

で
あ
り

そ
の
下
着
は
自
分
の
物
で
は
な
か

た
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そ
れ
に
ど
こ
か
見
覚
え
の
あ

た
ク
ル
ス
は

ま
さ
か
と
思
い
な
が
ら
雪
乃
に

ね
た

こ

こ
れ

て

あ

ご
め
ん
な
さ
い

そ
れ
は
私
の
予
備
の
下
着
よ

 
ク
ル
ス
の
予
備
の
下
着
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
か

た
か
ら
と
り
あ
え
ず
私
の
を
ね

 
そ
の
言
葉
に
ク
ル
ス
は
顔
を
真

に
し

そ
の
ま
ま

い
た

ご

ご
め
ん

あ
り
が
と

い
え
い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

あ

あ
の

こ
の
事
は
八
幡
様
に
は

も
ち
ろ
ん
内

に
決
ま

て
る
じ

な
い

あ

あ
り
が
と
う
雪
乃

 
そ
し
て
ク
ル
ス
は
そ
の
ま
ま
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と

た

 
自
分
の
下
着
の

態
を
確
認
し
た
か

た
か
ら
落
ち
た
だ
け
で
あ

て

 
別
に
ト
イ
レ
に
用
事
が
あ

た

で
は
な
か

た
か
ら
だ

 
そ
し
て

た
銃
士

に

シ
ズ
カ
と
ロ
ザ
リ
ア
が
こ

そ
り
と
話
し
か
け
た

大
丈
夫
だ

た
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う

う
ん

雪
乃
が
パ
ン
ツ
を
代
え
て
く
れ
て
た

え

そ
う
な
の

雪
乃

て
ば
エ
ス
パ

か
何
か

八
幡
様
が
落
ち
た
時

話
を

い
て
も
し
や
と
思

た
み
た
い

凄ち
な
み
に
私
が
ロ
グ
イ
ン
す
る
時
一
応
と
い

た
感
じ
で
二
人
の
下
着
も
調
べ
て
た
み
た
い

えそ

そ
う
な
の

う
ん

 
そ
の
言
葉
で

三
人
は
同
時
に
顔
を

く
す
る
事
に
な
り

 
シ

ナ
は
そ
ん
な
三
人
を
見
て
首
を

げ
な
が
ら
も
こ
う
言

た

そ
ろ
そ
ろ
三
度
目
の
ス
キ

ン
だ
な

 
こ
う
し
て
戦
場
は

再
び
動
き
出
す
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第
５
８
６
話
 
満
足

う
わ

や
ば

対
人
素
人
の
私
が
あ
ん
な
の
の
相
手
を
す
る
な
ん
て

無
理
無
理

 
シ

リ

は
遠
く
か
ら
Ｐ
Ｍ
４
の
戦
い
を
観
戦
し
な
が
ら
そ
う

い
た

で
も
確
か
に

験
を

ん
で
お
く
事
は
悪
い
事
じ

な
い

で
も
な

う

ん

 
そ
し
て
シ

リ

は

少
し
考
え
た
末
に
こ
う
言

た

そ

か

手
始
め
に
ま
ず
シ

ナ
さ
ん
に

狩
り
に
連
れ
て

て
も
ら
え
ば
い
い
ん
だ

 
そ
れ
な
ら
心
も

ま
な
い
し

正
義
の
味
方

い

 
そ
し
て
迎
え
た
三
度
目
の
ス
キ

ン
を

て

 
シ

リ

は
い
い
事
を
思
い
つ
い
た
と
ば
か
り
に
ポ
ン
と
手
を
叩
い
た

よ
し

私
は
こ
の

て
奴
ら
を
狙
お
う

 
ず

と
外

に
い
る

て
事
は
何
か
理
由
が
あ
る
は
ず
だ
し

 
あ
の
二
チ

ム
の
戦
い
に
水
を
差
さ
れ
る
の
は
い
い
事
じ

な
い
気
が
す
る

 
多
分
狙
撃
で
い
け
る
だ
ろ
う
し

対
人

く
な
い
感
じ
で
い
け
る
は
ず

 
そ
れ
で
何
人
か
倒
せ
た
ら

そ
れ
で
リ
タ
イ
ヤ
か
な

満
足
も
出
来
る
だ
ろ
う
し
ね
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そ
し
て
シ

リ

は

天
に
向
か

て
こ
う
叫
ん
だ

シ

ナ
さ
ん
見
て
て
下
さ
い

私
は
こ
れ
か
ら
一
人
で
戦
い
に

き
ま
す

 
も
し
こ
の
戦
い
に
勝

た
ら
私
が
い
つ
も
仕
事
で
使

て
る
ポ

チ
に
サ
イ
ン
し
て
下
さ
い

 
そ
う
言

て

シ

リ

は

ら
か
な
顔
で
移
動
を
開
始
し
た

 

と

シ

リ

さ
ん
が
叫
ん
で
た
ん
だ
が

 
こ
れ

て
さ

き
の
出
来
事
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
か

さ
あ

そ
れ

て
ピ
ト
へ
の

み
と
か

ま

た
く
感
じ
さ
せ
な
い
よ
ね

狩
り
に
連
れ
て
い
く
の
は
別
に
い
い
と
し
て

サ
イ
ン

て
何
の
事
だ

 
こ
れ
は

く

下
に
確
認
し
な
い
と
い
け
な
い
な

だ
ね

 
モ
ニ
タ

に
映
さ
れ
た
シ

リ

の
口
元
を

ん
で
シ

ナ
は

が
分
か
ら
ず
に
混
乱
し

て
い
た
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そ
の
当
の

下
は

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
に
完

に
張
り
付
い
て
る
な

多
分
ピ
ト
達
が
後
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
る
ん
だ
ろ
う
ね

し
か
し
さ
す
が
だ
よ
な

あ
の
ス
ネ

ク

り
な
ら
多
分
俺
で
も
気
付
か
な
い
ぞ

ス
ネ

ク
の
名
を

し
て
い
る
の
は

達
じ

な
い

て
事
だ
ね

 
そ
の
言
葉
通
り
山
を
降
り
た
Ｐ
Ｍ
４
の
残
り
の
メ
ン
バ

は
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
追
撃
に
移

て

い
た

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
と
や
り
合
う
の
は
今
回
の
事
件
の
本
筋
と
は
ま

た
く
関
係
な
い

 
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
と
ゼ
ク
シ

ド
も

こ
の
件
に
関
し
て
は
や
る
気
満
々
で
あ

た

 

純
に
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が

い
な
の
で
あ
ろ
う

あ
い
つ
ら
個
人
個
人
は
別
に
何
と
も
思
わ
な
い
け
ど
よ

 
チ

ム
と
し
て
考
え
る
と
い
つ
も
い
つ
も
カ
ン
に
触
る
行
動
し
か
し
て
こ
な
い
ん
だ
よ
な

基
本
多

に
味
方
し
ま
す
し
ね

そ
ろ
そ
ろ
方
向
転
換
し
な
い
と

 
古
参
連
中
か
ら
は
完
全
に
そ

を
向
か
れ
る
ん
じ

な
い

す
か
ね

あ
は
は
は
は

ダ
ビ
ド

て
そ
ん
な
に
煙
た
が
ら
れ
て
る
ん
だ

そ
う
い
え
ば
君
は

か
ら
あ
い
つ
の
事
を
ダ
ビ
ド

て
呼
ん
で
た
ね

何
か
理
由
で
も
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た
だ
の

が
ら
せ

あ
は
は
は
は

そ
う
い
う
事
か

 
走
る
Ｐ
Ｍ
４
の
メ
ン
バ

達
の
会
話
は
和
気

々
と
し
て
い
た
が

 
何
を

て
い
る
の
か
は
シ

ナ
に
も
分
か
ら
な
い

 
そ
れ
は

純
に
三
人
が
マ
ス
ク
を
被

て
い
る
か
ら
で
あ
る
が

 
そ
れ
で
も
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
は
見
て
と
れ

シ

ナ
は
そ
れ
を
意
外
に
思

た

ど
う
や
ら
多

の
敵
を
相
手
に
し
て

仲
間
意
識
で
も
出
来
た
の
か
な

か
も
し
れ
な
い
ね

ま
あ
戦
争
の
時
の
う
ち
も
そ
う
だ

た
か
ら
な

 
そ
う

き
な
が
ら
も
シ

ナ
は

心
の
中
で
レ
ン
に
呼
び
か
け
て
い
た

こ
う
い
う
日
常
を
守
る

に
も

レ
ン

頼
む
ぞ

 
ピ

ピ
ト
さ
ん
達
が
移
動
し
て
る

六
チ

ム
が
跡

も
な
い
な

残

て
る
の
は
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
だ
け
か
よ

一
体
何
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
な
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ま
あ
そ
れ
だ
け
Ｐ
Ｍ
４
が
強
い

て
事
だ
ろ
う
ち
と
し
て
は
と
り
あ
え
ず

く
追
い
つ
い
て

 

魔
が
入
ら
な
い
と
こ
ろ
で
決
着
を
つ
け
る
だ
け
だ

 
よ
し

南
に
進
路
を
変
え
る
ぞ

Ｐ
Ｍ
４
を
追
撃
だ

 
レ
ン
達
は
そ
う
言

て

と
り
あ
え
ず
マ

プ
に
表

さ
れ
た
座
標
へ
と
向
か
う
事
に
し
た

目
的
地
は
ど
こ
な
ん
で
す
か
ね

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
を
追
撃
し
て
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
多
分
こ
の
三
チ

ム
が

ま

て
い
る

り

で 
ド
ン
パ
チ
が
始
め
ら
れ
る
事
に
な
る
ん
じ

ね
え
か

か
な

ボ
ス
は
こ
の
三
チ

ム
の
事

何
か
知

て
る

い
や

た
だ
の
エ
ン
ジ

イ
勢
だ
ろ

名
前
を

い
た
事
の
あ
る
奴
が
一
人
も
い
ね
え

な
る
ほ
ど

 
リ

ダ

ど
こ
か
ら
降
り
れ
ば
い
い
の
か
ま

た
く
分
か
ら
ね
え
よ

ま
ず

た
な

ま
さ
か
通
路
が
あ
そ
こ
だ
け
な
ん
て
事
は
無
い
よ
な

も
し
そ
う
な
ら
ど
う
す
る
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時
間
は
か
か
る
が

る
し
か
な
い
よ
な

は

何
で
こ
ん
な
事
に

 

は
最
初

こ
ん
な
壁
の
上
に
上
る
予
定
は
ま

た
く
な
か

た

 
だ
が
壁
の
様
子
を
見
に
い

た

に
メ
ン
バ

の
一
人
が
偶
然

し

を
見
つ
け
て
し
ま

い 
そ
れ
が
壁
の
上
の
通
路
に
通
じ
て
い
た
の
を
見
て
メ
ン
バ

全
員
が
舞
い
上
が

て
し
ま

た 
更
に
悪
い
事
に

そ
こ
で
人

分
の
自
転

を
見
つ
け
て
し
ま

た
の
が

 

に
と

て
は
最
大
の
不
幸
だ

た

 
そ
れ
に
よ
り

こ
れ
は
も
は
や
天

で
は
な
い
か
と
考
え
た

の
六
人
は

 
こ
れ
で
戦
場
を
自
由
自
在
に
移
動
出
来
る
と

覚
し
て
し
ま
い
観
光
気
分
で
自
転

を
飛
ば

し
た
結
果

 
他
の
出
口
を
ど
こ
に
も
発
見
出
来
ず
今
は
マ

プ

上

り
を

て
い
る
と
そ
ん
な

で
あ
る

ま
ま
あ
こ
う
な

た
ら
仕
方
な
い
戦
闘
を
回
避
し
つ
つ
こ
こ
ま
で
生
き
残
れ
た
と
前
向
き
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に
考
え
て

 
最
初
の
場
所
に

て

め
て
参
戦
す
る
事
に
し
よ
う

も
う
そ
う
す
る
し
か
な
い
よ
ね

ポ
ジ
テ

ブ
に
考
え
よ
う

う
ん

結
果
的
に
生
き
残
れ
た

こ
れ
で
良
か

た

 
少
し
自

ぎ
み
に
そ
う
叫
ぶ
メ
ン
バ

達
の

界
に

 
先
ほ
ど
ピ
ト
フ

イ
達
が

取

て
い
た
岩
山
が
見
え
て
き
た

あ
そ
こ

て
結

高
さ
が
あ
る
ん
だ
な

こ
こ
は

物
も
無
い
し

あ
ん
な
所
か
ら
狙
わ
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
な

あ
は
は
は
は
Ｐ
Ｍ
４
が
ま
だ
あ
そ
こ
に
い
た
ら
逆
に
こ
こ
か
ら
狙
う
事
も
出
来
た
の
に
な

ピ
ト
の
野
郎

命

い
し
や
が

た
な

あ

あ
れ

で
も
あ
そ
こ

誰
か
い
な
い
か

 
そ
の
言
葉
に

の
メ
ン
バ

は
う

か
り
そ
こ
で
足
を
止
め
て
し
ま
い

 
自
転

か
ら
降
り
る
と

岩
山
の
方
を
も

と
よ
く
見
よ
う
と
壁
か
ら
身
を
乗
り
出
し
た

ど
こ
だ

ほ
ら

あ
そ
こ
あ
そ
こ
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誰
か

を
持

て
な
い
か

あ

俺
あ
る

今
見
て
み
る
わ

ど
れ

 
そ
し
て

越
し
に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

 
今
ま
さ
に
狙
撃
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
る
シ

リ

と
目
が
合

た

え
 
そ
の

間
に

シ

リ

は
狩

感
覚
で
ブ
レ
イ
ザ

Ｒ
９
３
の
引
き
金
を
引
き

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

を

飛
ば
さ
れ
て
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

 
間
の
悪
い
事
に
そ
の
時
に

ん
で
い
た
自
転

を
全
部
倒
し
そ
の
上
に
圧
し

か
る
よ
う

に
倒
れ
た

 
結
果
的
に

の
メ
ン
バ

は

す
ぐ
に
逃
走
に
移
る
事
は
出
来
な
く
な

た

な

な

な

 
そ
し
て

の
メ
ン
バ

は

次
々
と

を
撃
ち
ぬ
か
れ
て
い

た

そ
の

計
五
人

 
こ
れ
は
ブ
レ
イ
ザ

Ｒ
９
３
の
装

が

五
発
な
せ
い
で
あ

た

 
生
き
残

た
の
は
リ

ダ

の
エ
ル
ビ
ン
だ
け
と
い
う

様
で
あ
り

 
エ
ル
ビ
ン
は
シ

リ

が

込
め
を
し
て
い
る
間
に

何
と
か
体
制
を

て
直
し
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そ
の
場
か
ら
離
脱
す
る
事
に
ギ
リ
ギ
リ
で
成
功
し
た

う
お

危
ね
え

 
ギ
リ
ギ
リ
で
体
制
を

て
直
し
自
転

で
走
り
出
し
た
エ
ル
ビ
ン
の
背
後
に

が
撃
ち
こ

ま
れ

 
エ
ル
ビ
ン
は

を

や
し
な
が
ら
も
全
力
で
逃
走
を
続
け
た

す
ま
ん

お
前
ら

す
ま
ん

 
お
お

シ

リ

さ
ん

や
る
じ

な
い
か

発

中
か

 
い
い
感
じ
に

の
力
が
抜
け
て
る
み
た
い
だ
な

凄
い
凄
い

し
か
し

は
何
が
し
た
か

た
ん
だ
ろ
う
ね

さ
あ

あ

こ
こ
で
リ
タ
イ
ヤ
す
る
の
か
な

彼
女
に
と

て
は
い
い
終
わ
り
方
か
も
し
れ
な
い
な

今
後
の
活
躍
に
期
待
だ
な

 
シ

ナ
達
の
目
の
前
で

そ
し
て
シ

リ

は
リ
タ
イ
ヤ
し
た
が
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そ
の
顔
は
と
て
も
満
足
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
た

  
一
方

エ
ル
ビ
ン
は

と
て
も
不
幸
そ
う
な
顔
で
自
転

を
必
死
に
こ
い
で
い
た

は

は

も

も
う
大
丈
夫
か

畜
生

畜
生

 
エ
ル
ビ
ン
は
先
ほ
ど
向
か

て
い
た
方
向
と
は
正
反
対
に
向
か

て
し
ま

て
お
り

 
気
付
く
と
そ
の

下
に
は

い
く
つ
か
の
チ

ム
が
に
ら
み
合

て
い
る

が
見
え
た

こ
こ
は

マ

プ

下
か

 
そ
れ
で
気
が
抜
け
た
の
か

エ
ル
ビ
ン
は
自
転

か
ら
降
り

 
少
し
落
ち
着
こ
う
と
壁
に
背
を
も
た
れ
さ
せ
た

 
そ
し
て
顔
を
上
げ
た
エ
ル
ビ
ン
は
見
慣
れ
ぬ
取

手
の
よ
う
な
物
が
目
の
前
の
壁
に
あ
る
事

を
発
見
し
た

お
い
お
い
こ
れ

て
ま
さ
か

 
そ
れ
は
ど
う
や
ら
下
に
降
り
る

へ
と
つ
な
が

て
い
る
入
り
口
の
よ
う
で

 
エ
ル
ビ
ン
は
そ
の
中
を

き
こ
み
な
が
ら

一
人

い
た

く
そ

あ
れ
だ
け
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か

た
の
に
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こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
口
が
見
つ
か
る
か
よ

し
か
も
よ
り
に
よ

て
こ
こ
で
か

 
こ
う
な

た
ら
最
後
に

手
に
や

て
や
る

見
て
て
く
れ
よ
な
み
ん
な

俺
は
頑
張
る

 
そ
う
言

て
エ
ル
ビ
ン
は

そ
の

を
下
へ
と
降
り
て
い

た

 
さ
て
デ
ヴ

ド

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

こ
う
な

た
ら
も
う
う
ち

独
で
や
る
し
か
な
い
な
こ
の
先
に
い
る
三
チ

ム
は

合
の

だ 
仲
間
に
し
て
も
お
そ
ら
く
何
の
役
に
も
た
た
な
い
だ
ろ
う

 
実

マ

プ

下
で
戦

て
い
る
三
チ

ム
は

に
ど
こ
も
満
身

な

態
だ

た

 
フ
ル
メ
ン
バ

が
揃

て
い
る
所
は
ひ
と
つ
も
な
く
背
後
か
ら
奇
襲
さ
れ
る
事
を
恐
れ
た
Ｍ

Ｍ
Ｔ
Ｍ
は

 
そ
の
チ

ム
を
一
つ
一
つ
丁

に
潰
し
て
い

た

 
そ
し
て
三
チ

ム
目
を
潰
し
た
そ
の
場
所
に

そ
れ
は
あ

た

こ
れ
は

ハ
ン
ヴ

か
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こ
れ
が
こ
の
ま
ま
残

て
た

て
事
は
こ
い
つ
ら
誰
も
こ
れ
を
運
転
出
来
な
か

た
ん
だ
ろ

う
なみ

た
い
だ
な

ま
だ
う
ち
に
も
運
が
残

て
た
み
た
い
だ

誰
か
こ
れ
を
運
転
出
来
る
か

俺
が
出
来
る

そ
う
か

よ
し

こ
れ
を
使

て
ピ
ト
達
を
迎
え
撃
つ
ぞ

 
や
や
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
こ
れ
に
よ
り

死
回
生
を
目
指
す
事
に
な
た
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第
５
８
７
話
 
思
わ
ぬ
伏
兵

 
マ

プ

下
の
様
子
を
興
味
深
げ
に
観
戦
し
て
い
た
シ

ナ
に

 
突
然
外
部
か
ら
メ

セ

ジ
が

き

集
中
し
て
い
た
シ

ナ
は
ビ
ク

と
し
た

う
お

び

く
り
し
た

お

シ
ノ
ン
か
ら
か

 
ど
う
や
ら
ピ
ト
の
家
に
着
い
た
ら
し
い
な

今
か
ら
突
入
す
る
そ
う
だ

あ

そ
う
な
ん
だ

意
外
と

か

た
ね

こ
れ
で
と
り
あ
え
ず
大
会
の
様
子
が
ど
う
な
ろ
う
と

一
安
心

て
と
こ
ろ
だ
な

あ

ま
た
メ

セ

ジ
が
来
た
ん
じ

な
い

ん

そ
う
み
た
い
だ
な

て
何
だ
こ
れ

大

の
写
真

 
そ
れ
を
横
か
ら

き
込
ん
だ
シ
ズ
カ
が
笑
い
を

え
ら
れ
な
い
と
い

た
様
子
で
こ
う
言

た
こ
れ

て
ピ
ト
の
足
じ

な
い

大

て

 
そ
う
指
摘
さ
れ
た
シ

ナ
は
そ
の
写
真
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
自
分
の
間
違
い
を
悟

た

 
確
か
に
大

と
呼
ぶ
の
は
ど
う
か
と
思
う
く
ら
い
の

さ
を
保

て
お
り
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シ

ナ
は
誤
魔
化
す
よ
う
に
こ
う
言

た

お

お
う

足
だ
な
足

も
ち
ろ
ん
分
か

て
た
ぞ

冗
談
だ
冗
談

 
あ
で
も

え
冗
談
と
し
て
も
俺
が
ピ
ト
の
足
を
大

て
言

た
事
は
絶
対
に
内

だ

か
ら
な

 
シ

ナ
は

た
よ
う
に
そ
う
付
け
加
え
る
と
写
真
に

え
ら
れ
て
い
た
メ

セ

ジ
を
確

認
し
た

や

ぱ
り
ピ
ト

全

だ

た

ど
う
し
た
の

こ
れ

 
そ
し
て
シ

ナ
に
メ

セ

ジ
を
見
せ
ら
れ
た
一
同
は

天
を

い
だ

予
想
は
し
て
た
け
ど

や

ぱ
り
だ

た
ね

相
変
わ
ら
ず
よ
ね

や

ぱ
り
家
で
は

族
な
ん
だ

下
手
に
男
を
突
入
さ
せ
な
く
て
良
か

た
わ
ね

だ
な
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シ

ナ
は
あ
か
ら
さ
ま
に
ほ

と
し
た
様
子
を
見
せ

モ
ニ
タ

に
目
を

し
た

 
そ
こ
で
は
ス
ネ

ク
が
ど
こ
か
に
通
信
し
て
い
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
お
り

 
そ
の
奥
に
は
ハ
ン
ヴ

に
乗
り
込
む
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の

が
遠
目
に
見
え
た

お

下
が
ど
こ
か
に
連

し
て
い
る
な

ハ
ン
ヴ

の
存
在
に
気
付
い
た
か

せ

か
く

を
手
に
入
れ
て
も
そ
れ
が

に
活
用
出
来
な
い
場
所
に
行
か
れ
た
ら
元
も
子

も
な
い
ね

や

ぱ
り
偵
察

て
大
事
な
の
ね

 
そ
し
て
も
う
一
つ
の
モ
ニ
タ

で
は

 
ス
ネ

ク
か
ら
連

を
受
け
た
Ｐ
Ｍ
４
に
よ
る
地
図
を
開
い
て
の
相
談
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
こ
に
何
か

物
の
よ
う
な
物
が
あ
る
な

こ
こ
に
立
て
こ
も
る

て
の
は
ど
う
だ

防
衛
戦
か

で
も
ハ
ン
ヴ

に
機
動
力
を
発

さ
れ
る
よ
り
は
マ
シ
か
な

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
得
意
な
フ

ル
ド
だ
か
ら

少
し
こ
ち
ら
が
不
利
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
よ
り
大
き
な
不
利
を
背
負
う
よ
り
は
マ
シ
だ
ろ
う
な

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
こ
に
行
き
ま
し

う
か

 
Ｐ
Ｍ
４
は
す
ぐ
に
動
き
出
し

す
ぐ
に
そ
の

物
を
見
つ
け
る
事
が
出
来
た
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こ
こ
か

と
り
あ
え
ず
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
に
こ
こ
を
見
つ
け
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
け
ど

次
の
ス
キ

ン
ま
で
待
つ
か

最
悪
そ
れ
し
か
な
い
わ
よ
ね

も
し
く
は
信

で
も
上
げ
て
こ
こ
に
誘

す
る
か

あ
そ
れ
い
い
わ
ね
一
応
念
の
た
め
し
ば
ら
く
ス
ネ

ク
に
は
外
に
い
て
も
ら
お
う
か
な

そ
れ
が
い
い
と
思
い
ま
す

 
こ
う
し
て
Ｐ
Ｍ
４
は
そ
の

物
に
こ
も
る
事
に
し

 
ス
ネ

ク
が
た
だ
一
人
で
情
報
収
集
に
努
め
る
事
と
な

た

  
一
方
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
移
動
予

ル

ト
を
避
け
る
よ
う
に
少
し
回
り
道
を
し
な
が

ら
も

 
Ｐ
Ｍ
４
が
向
か

て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
向
へ
と
ハ
ン
ヴ

を
走
ら
せ
て
い
た

な

ち

と
も
そ
れ

い
気
配
が
し
な
く
な
い
か

ど
こ
か
で
追
い
抜
い
ち
ま

た
の
か
も
し
れ
な
い
な
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う

ん

こ
れ
は
ス
キ

ン
を
待
つ
し
か
な
い
か

い
や

ち

と
待
て

あ
そ
こ

 
メ
ン
バ

の
一
人
が
そ
う
言

て
後
方
の
空
を
指
差
し
た

 
そ
こ
に
は
信

が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
お
り
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
メ
ン
バ

は
そ
れ
を
見
て
い
き

り
た

た

私
は
こ
こ
に
い
る

て
か

て
事
は
待
ち
伏
せ

ま
あ
こ

ち
に
は
こ
の
ハ
ン
ヴ

が
あ
る
ん
だ

 
地

や
グ
レ
ネ

ド
に
だ
け
気
を
付
け
て
お
け
ば
そ
う
簡

に
奇
襲
を
受
け
は
し
な
い
だ
ろ

う
だ
な

よ
し

と
り
あ
え
ず
あ

ち
に
向
か

て
み
よ
う

そ
う
し
よ
う

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
そ
の
ま
ま

の
方
向
を
変
え

そ
ち
ら
へ
と
向
か

て
走
り
出
し
た

  
一
方
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は

三
チ

ム
が
に
ら
み
合

て
い
た
場
所
を
必
死
に

索
し
て
い
た
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さ
す
が
の
移
動
速
度
で
あ
る

フ
カ
次
郎
の
速
度
に
合
わ
せ
た
と
は
い
え

 
フ
カ
次
郎
の
Ａ
Ｇ

は
レ
ン
に
は

る
が
そ
れ
な
り
に
高
い
の
で
そ
の
移
動
速
度
は
か
な
り

速
いお

い
死
体
は

山
あ
る
が
Ｐ
Ｍ
４
と
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
ど

ち
の
メ
ン
バ

の
死
体
も
無
い
ぞ

こ
れ
は
行
き
違

た
か
な

も
し
く
は
場
所
を
変
え
た
か

な

ち

と
こ
れ
を
見
て
く
れ
よ

 
そ
の
時
闇
風
が
何
か
発
見
し
た
の
か

そ
う
全
員
に
通
信
を
送

て
き
た

 
そ
し
て
そ
の
場
所
に
集
ま

た
一
同
は

そ
こ
に
一
台
の
ハ
ン
ヴ

を
発
見
し
た

 
そ
れ
は
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
発
見
し
た

の
裏
側
に
あ

た
も
う
一
つ
の

の
中
に

座
し
て
お

り 
ハ
ン
ヴ

を
見
つ
け
た
事
に
よ
る
喜
び
の
せ
い
で
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
見
逃
し
て
し
ま

た
物
で

あ

た
お

こ
れ

て
シ

ナ
が
よ
く
乗

て
る
奴
か

お
う

ハ
ン
ヴ

だ

へ

こ
れ
は
使
え
そ
う
だ
な

誰
か
運
転
出
来
る
か



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

ふ
ふ
ん

こ
の
フ
カ
ち

ん
に
任
せ
な
さ
い

お

フ
カ
は
運
転
免
許
を
持

て
る
の
か

当
た
り
前
じ

な
い

北
海
道
で
免
許
が
無
か

た
ら
生
き
て
い
け
な
い
よ

あ
あ
確
か
に
そ
う
だ
な
東
京
に
い
る
と
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
発
想
に
な
ら
な
い
ん
だ
よ

な 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
運
転

に
乗
り
込
み

ハ
ン
ヴ

の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た

ど
う
だ

い
け
そ
う
か

う
ん

燃
料
も
満
タ
ン
だ
し

い
い
感
じ

よ
し

そ
れ
じ

あ
ド
ラ
イ
ブ
と
し

れ
込
む
か

あ

見
て

あ
そ
こ

 
そ
の
時
レ
ン
が

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

 
そ
の
指
差
す
先
に
は
か
な
り
遠
い
が
信

が
上
が

て
お
り
一
同
は
そ
れ
を
見
て

い
た

残
り
の
チ

ム
は
そ
う
多
く
は
な
い

壁
の
上
に
い
た

と

Ｐ
Ｍ
４
と
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
と

う
ち
だ
け

 
な
の
で
あ
れ
は
間
違
い
な
く

Ｐ
Ｍ
４

み
の
信

だ
ろ
う
な
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い
よ
い
よ
最
終
決
戦
で
す
ね

よ
し

あ
の
信

が
上
が

た
所
に
行
く
ぞ

フ
カ

出
発
だ

 
闇
風
は
Ｓ

Ｎ
Ｃ
に
連

を
頼
む

了
解

 
一
方
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
移
動
速
度
に
つ
い
て
い
け
ず
別
行
動
を
と

て
い
た
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
四
人

は 
や
や
離
れ
た
場
所
で
信

が
上
が
る
の
を
発
見
し
て
い
た

あ
れ
は

ど

ち
だ

ど

ち
か
な

Ｐ
Ｍ
４

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

ま
あ
行

て
み
れ
ば
わ
か
る
か

あ

闇
風
さ
ん
か
ら
通
信

向
こ
う
は
ハ
ン
ヴ

を
手
に
入
れ
た
か
ら

 
信

が
上
が

た
場
所
で
落
ち
合
お
う
だ

て

了
解
だ

行
く
ぞ
お
前
ら

 
あ

あ
れ
は

信
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エ
ル
ビ
ン
は
壁
の
上
か
ら
フ

ル
ド
に

た

間
に
目
の
前
に
信

の
煙
が
見
え

た 
驚
い
た
表
情
で

を
取
り
出
し
た

え

お
い
お
い

あ
れ

て
ピ
ト
か

 
す
ぐ
目
の
前
に
は
屋

に
上
り

を

い
て
い
る
ピ
ト
フ

イ
が
い
た

ど
こ
を
見
て
る
ん
だ

向
こ
う
に
は

え

あ
れ

て
ハ
ン
ヴ

か

乗

て
い
る
の

は 
デ
ヴ

ド

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
か

そ
う
か

そ
う
い
う
事
か

運
が
ま
だ
残

て
い
や
が

た

 
そ
し
て
エ
ル
ビ
ン
は

ピ
ト
フ

イ
に
向
け
て
銃
を

え
た

狙
撃
は
得
意
じ

な
い
が

こ
の

離
な
ら

落
ち
着
け

落
ち
着
け
俺

 
そ
し
て
エ
ル
ビ
ン
は
銃
の
引
き
金
を
引
き

発
射
さ
れ
た

は

 
見
事
に
ピ
ト
フ

イ
の
胸
に

い
込
ま
れ
た

 
そ
の

間
に
エ
ル
ビ
ン
は
横
か
ら

を
撃
ち
ぬ
か
れ

物
言
わ
ぬ
死
体
と
な

た

俺
だ

ス
ネ

ク
だ

す
ま
ん

し
く
じ

た

ま
さ
か
こ
ん
な
所
に
エ
ル
ビ
ン
が
い
る
と
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は 
す
ぐ
に
倒
そ
う
と
し
た
が
間
に
合
わ
な
か

た

本
当
に
す
ま
ん

  

物
に
こ
も

た
後
ピ
ト
フ

イ
は
屋

の
上
に
上
り

で

囲
の
様
子
を

て

い
たあ

も
し
か
し
て
あ
れ
か
な

ハ
ン
ヴ

が
こ

ち
に
走

て
き
て
る
ん
だ
け
ど

あ
れ
だ
な

間
違
い
な
い

助
手

に
ダ
ビ
ド
が
乗

て
る
な

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
だ

こ
れ
で
ハ
ン
ヴ

の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
は
無
く
な

た
わ
ね

 
も
し
こ

ち
を
攻
め
て
こ
な
く
て
も
そ
の
時
は
多
分
背
後
か
ら
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
に
攻
撃
さ
れ
る

 
さ
あ

覚
悟
を
決
め
て
か
か

て
ら

し

い

ダ
ビ
ド

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
ハ
ン
ヴ

を
止
め

ピ
ト
フ

イ
の
方
を
指
差
し
て
き
た

お

こ

ち
を
見
つ
け
た
み
た
い

来
る
わ
よ

準
備
し
ま
し

う

了
解

 
そ
の

間
に
ピ
ト
フ

イ
の
胸
に

が

い
込
ま
れ
た
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ピ
ト
フ

イ
は

直
し
た
後
に
前
の
め
り
に
倒
れ

一

放
心
し
て
い
た
エ
ム
が

 
ピ
ト
の
体
が
下
に
落
ち
な
い
よ
う
に

必
死
で
ピ
ト
フ

イ
に
飛
び
つ
い
た

ピ

ピ
ト

お
い

死
ぬ
な

死
ぬ
な

生
き
ろ

 
ど
ん
ど
ん

て
い
る
ピ
ト
フ

イ
の

ゲ

ジ
を
見
な
が
ら

エ
ム
は
そ
う
言

て

き

叫
ん
だ

 
シ
ノ
ン
達
が
ピ
ト
フ

イ
の
部
屋
に
い
る
事
を
知
ら
な
い

 
エ
ム
は
こ
れ
で
ピ
ト
フ

イ
の
大
会
が
終
わ

て
し
ま

た
ら

 
レ
ン
と
の
決
着
を
着
け
ら
れ
ず
に
自
暴
自

に
な

た
ピ
ト
フ

イ
が

 
そ
の
ま
ま
自
ら
の
命
を
絶
つ
可
能
性
を
危

し
た
の
だ

た

 
だ
が
ピ
ト
フ

イ
の

ゲ

ジ
は
ギ
リ
ギ
リ
で

か
に
残
り

 
エ
ム
は
安

し
つ
つ
も

て
て
救
急
セ

ト
を
ピ
ト
フ

イ
に
投

し

 
そ
の
ま
ま
ピ
ト
フ

イ
を

い
て
屋
内
へ
と
避
難
し
た

 
そ
し
て
屋

上
に
残

た
三
人
は

必
死
に
狙
撃
元
を
探
し
て
い
た

お

お
い

ど
こ
か
ら
の
狙
撃
だ

こ
の

り
に
は
も
う
他
の
敵
は
い
な
い
は
ず
だ
ろ

ま
さ
か
あ
の
シ

リ

て
子
が
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い
や

あ
の
子
は
も
う
事
情
を
知

て
る
は
ず
だ

こ
ん
な
事
を
す
る
は
ず
が
な
い
よ

じ

あ
一
体
誰
が

 
そ
の
時
ス
ネ

ク
か
ら
通
信
が
入
り

一
同
は
そ
れ
で
事
情
を
知

た

エ
ル
ビ
ン

か

あ
い
つ
ら
壁
の
上
に
い
た
ん
じ

な
い
の
か

何
で
こ
ん
な
所
に

ま
あ
過
ぎ
た
事
を
言

て
も
仕
方
が
な
い

く
そ
こ

ち
を
見
て
や
が

た
な
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
ハ
ン
ヴ

で
こ

ち
に
突
入
し
て
き
や

が

た
絶
対
に
守
り
き
る
ぞ

お
う

 
そ
し
て
三
人
は

し
く
防
衛
の

の
配
置
に
つ
い
た

 
お
い

見
た
か

ピ
ト
フ

イ
の
奴

ど
こ
か
か
ら
狙
撃
さ
れ
た
ぞ

ど
う
や
ら
ギ
リ
ギ
リ
生
き
残

た
み
た
い
だ
な

さ
す
が
は
タ
フ
だ
な

だ
が
ダ
メ

ジ
は
計
り
知
れ
な
い
く
ら
い
大
き
い
は
ず
だ

 
誰
が
や

た
か
は
知
ら
な
い
が
こ
れ
は
最
大
の
チ

ン
ス
だ
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こ
の
ま
ま
ハ
ン
ヴ

で
あ
の

物
に
接
近
す
る
ぞ

了
解

 
こ
う
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
そ
の
チ

ン
ス
を
見
逃
さ
ず

 
ハ
ン
ヴ

を

物
の
横
に
付
け
て
中
へ
の
突
入
を
開
始
し
た

こ
う
い
う
の
は
俺
達
の
得
意
な
フ

ル
ド
だ
こ
こ
で
絶
対
に
ピ
ト
フ

イ
に
止
め
を

す

ぞ 
こ
う
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
不
在
の
中
ピ
ト
フ

イ
を

い
た
Ｐ
Ｍ
４
と
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
戦
い
が
始

ま

た
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第
５
８
８
話
 
倒
れ
行
く
仲
間
達

く
そ

さ
す
が
は
展
開
が

い
な

こ
う
い
う
戦
闘
を
得
意
に
し
て
る
だ
け
の
事
は
あ
る

な

エ
ム

ピ
ト
は
ま
だ
目
を
覚
ま
さ
な
い
の
か

は
い

必
死
に
呼
び
か
け
て
は
い
る
ん
で
す
が

い
く
ら

が

て
い
よ
う
と
も

意
識
を
失
う
事
は
な
い
は
ず
だ

 
も
し
気
絶
し
た
と
い
う
な
ら
回
線
落
ち
し
て
い
る
は
ず

 
撃
た
れ
た
時
の
シ

ク
で
意
識
を

か
に
残
し
つ
つ
も
覚

出
来
な
い

態
に
な

て
い

る
の
か

 
今
の
ピ
ト
フ

イ
の

態
を

誰
も
説
明
出
来
る
者
は
い
な
か

た

 
通
常
あ
り
え
な
い

態
だ
か
ら
だ

何
に
せ
よ

守
り
き
る
し
か
な
い

て
事
だ

そ
う
す
れ
ば
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
か
も
だ
し
な

最
大
の
敵
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

て

結

つ
ら
い

況
だ
け
ど
ね

 
そ
し
て
三
人
を
代
表
し
て

ゼ
ク
シ

ド
が
エ
ム
に
言

た
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な

エ
ム

君
は
ハ
ン
ヴ

の
運
転
が
出
来
た
よ
ね

あ

は
い

出
来
ま
す

シ

ナ
さ
ん
に
叩
き
こ
ま
れ
ま
し
た
か
ら

そ
れ
じ

あ
い
ざ
と
な

た
ら
こ
こ
か
ら
飛
び
降
り
て
敵
の
ハ
ン
ヴ

を

て
逃
走
す

る
ん
だ

 
僕
達
は
こ
れ
か
ら
そ
の

の

石
に
な
る

 
も
ち
ろ
ん
ピ
ト
フ

イ
と
一

に
戦
闘
に
加
わ

て
く
れ
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
事
は
な
い
が

 
最
悪
の
場
合

絶
対
に
ピ
ト
フ

イ
の
生
存
を
優
先
し
て
く
れ
よ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

で
も
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で

 
そ
の
問
い
に
ダ
イ
ン
は
こ
う
答
え
た

俺
は
こ
い
つ
が
ど
れ
だ
け
シ

ナ
に
懐
い
て
い
る
の
か
そ
し
て
そ
の
事
で
ど
う
変
わ

た
か

 
最
初
か
ら
ず

と
見
て
き
た
か
ら
な
だ
か
ら
こ
い
つ
を
ど
う
し
て
も
シ

ナ
と
再
会
さ
せ
て

や
り
て
え

 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
も

続
け
て
こ
う
言

た

俺
は
シ

ナ
さ
ん
を

拝
し
て
る
ん
で

そ
の
役
に
立
て
る
な
ら

命
を
張
る
だ
け

す

 
次
に
ゼ
ク
シ

ド
が

少
し
困

た
顔
で
エ
ム
に
言

た
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僕
は
そ
こ
ま
で
ピ
ト
フ

イ
に
思
い
入
れ
は
無
い
ん
だ
け
ど
ね

 
で
も
あ
の
事
件
か
ら
こ

ち
ど
う
し
て
も
シ

ナ
に

返
し
を
し
な
く
ち

い
け
な
い

て

 
ず

と
そ
ん
な
気
が
し
て
凄
く
落
ち
着
か
な
い
ん
だ
よ
ね

 
今
後
も
ず

と
シ

ナ
と
対

に
や
り
合
う

に
も

 
こ
こ
で
そ
の

を
返
し
て
お
く
べ
き
か
な

て
思
う
ん
だ
よ

 
ま
あ
そ
の

て
の
の
正
体
が
サ

パ
リ
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
し
て
最
後
に
通
信
機
越
し
に
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
ら
し
い
ス
ネ

ク
が

 
そ
の
ま
ま
こ
う
通
信
し
て
き
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
以
来
の
一
連
の

劇
を
ま
た
こ
こ
で

り
返
さ
せ
る

に
は
い
か
ね
え
か
ら
な

 
そ
の

に
は
こ
の

体
の
命
な
ん
ざ

い
く
ら
で
も
く
れ
て
や
る
さ

 
そ
れ
を

い
た
者
達
は
こ
の

迫
し
た

況
に
も
関
わ
ら
ず
思
わ
ず
同
時
に
こ
う
突

込

ん
だ

体

何
だ
よ

何
か
俺

お
か
し
い
事
を
言

た
か

あ
い
や
自
分
の
事
を

体

て
ス
ネ

ク

て
本
当
は
い
く
つ
く
ら
い
な
の
か
な

て
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あ
ん

確
か
に
お
前
ら
の
二
倍
か
ら
三
倍
は
生
き
て
る
け
ど
な

こ
ち
と
ら
戦
後
す
ぐ
の
生

ま
れ
よ

二

二
倍
も
し
く
は
三
倍

ま
じ

す
か

そ
そ
う
だ

た
ん
で
す
か
今
ま
で
失

な
口
の

き
方
を
し
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん
で

し
た

 
恐

す
る
三
人
に

ス
ネ

ク
は

揚
な
態
度
で
こ
う
言

た

お
い
お
い

ゲ

ム
内
に
リ
ア
ル
年
齢
が
関
係
あ
る
か

今
ま
で
通
り
で
頼
む

戦
友
達

よ 
そ
の
言
葉
に
そ
の
場
に
い
た
者
達
は

胸
を
熱
く
し
た

 
仲
間
と
し
て
行
動
し
始
め
て
か
ら
こ
こ
ま
で
の
時
間
は
確
か
に

い
が

 
そ
こ
に
は
確
か
に
仲
間
と
し
て
の
絆
が
あ

た
か
ら
だ

確
か
に
そ
う
だ
な

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
頼
む

ス
ネ

ク

こ
の
大
会
で
は
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

出
来
る
だ
け
や

て
や
り
ま
し

う

僕
は
最
後
ま
で
生
き
残
る
つ
も
り
だ
け
ど
ね
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お
う
と
り
あ
え
ず
俺
が
外
か
ら
先

を
き
る
そ
れ
に
合
わ
せ
て
中
か
ら
攻
撃
を
頼
む

了
解

 
そ
ん
な
仲
間
達
の

を
見
て

エ
ム
は

ま
し
さ
を
覚
え
つ
つ
も

 
必
死
に
ピ
ト
フ

イ
を
覚

さ
せ
よ
う
と
頑
張

て
い
た

ピ
ト

く

き
て
く
れ

頼
む
よ
ピ
ト

頼
む
か
ら

 
そ
ん
な
エ
ム
に
断
り
を
入
れ

三
人
は
ス
ネ

ク
と
呼

を
合
わ
せ
て
攻
撃
す
べ
く

 
そ
の
部
屋
を
出
て
い

た

 
ク
リ
ア

ク
リ
ア

ク
リ
ア

こ
の
部
屋
に
も
い
な
い
か

 
そ
の

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は

一

の
部
屋
を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に

索
し
て
い
た

予
想
は
し
て
い
た
が

一

に
は
い
な
い
か

外
か
ら
見
た
感
じ

こ
の

物
は
三

立
て

だ

た
よ
な
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だ
な

多
分
敵
は
上
だ
ろ
う

こ
こ
か
ら
は
危
険
度
が
上
が
る

ど
ん
な

候
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
れ

 
そ
し
て
部
屋
を
出
た

間
に

横
合
い
か
ら
銃

が
撃
ち
こ
ま
れ

 
最
初
に
部
屋
を
出
た
メ
ン
バ

が
そ
の

食
と
な

た

く

下
に
も
敵
が
い
た
の
か

で
も
一
体
ど
こ
に

多
分
外
だ
ろ
う

し
か
も
こ
い
つ
の
射
撃
は
か
な
り
正
確
だ
ぞ

だ
が
こ

ち
に
も

 
そ
の
言
葉
通
り

直
後
に
ス
ネ

ク
は

背
後
か
ら
銃

を
受
け
て
そ
の
場
に
倒
れ
伏
し
た

く

く
そ

の
中
に
一
人
残

て
や
が

た
の
か

悪
い
が
そ
う
い
う
事
だ

あ
ば
よ

 
そ
し
て
ス
ネ

ク
は
そ
の
ま
ま

を
撃
ち
ぬ
か
れ
て
絶
命
し
た

Ｐ
Ｍ
４
の
最
初
の

者
で

あ
るこ

い
つ

一
体
何
者
だ

 
ふ
と
興
味
が

い
た
の
か
そ
の
メ
ン
バ

は
今
自
分
が
倒
し
た
敵
の
マ
ス
ク
を
は
ぎ
と
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た
ま

ま
じ
か
よ

そ
れ
じ

あ
中
に
い
る
の
は

 
そ
し
て
そ
の
メ
ン
バ

は

て
て
デ
ヴ

ド
に
通
信
を
送

た

お
い
デ
ヴ

ド
や
ば
い
ぞ
今
外
に
い
た
敵
は
あ
の
ス
ネ

ク
だ
ス
ネ

ク
だ

た

 

て
事
は
中
に
い
る
他
の
メ
ン
バ

も

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
ク
ラ
ス
の
強
敵
揃
い
か
も
し
れ
ん

注
意
し
ろ

 
そ
の
通
信
が

こ
え
は
し
て
い
た
が
デ
ヴ

ド
は
そ
れ
に
対
し
て
返
事
を
す
る
事
が
出
来

な
か

た

 
ス
ネ

ク
を
仲
間
の
背
後
か
ら
の
奇
襲
で
倒
し
た
直
後
に
二

か
ら
降
り
て
き
た
二
人
組
か

ら 
激
し
い
銃
撃
を

び
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ

て
事
は
こ
の
二
人
も

だ
が
こ
の
フ

ル
ド
で
俺
達
が
負
け
る

に
は
い
か
な
い

 
い
や

絶
対
に
負
け
な
い

 
そ
の
言
葉
通
り

こ
の
戦
闘
は
徐
々
に
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
押
し
始
め
た

 
元
々
五
対
二
の
戦
闘
と
い
う
事
も
あ
る
が
攻
め
る
立
場
の
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
基
本
思
い
切

た
攻
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撃
が
出
来
る

 
そ
れ
こ
そ
今
ま
さ
に
行
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
手

を
敵

に
平
気
で
投
げ
込
め
る
の

だ 
も
ち
ろ
ん
防
御
側
も
同
じ
事
が
可
能
で
は
あ
る
が

問
題
は
逃
げ
場
所
の
差
で
あ
る

 
防
御
側
は
下
が
る
に
し
て
も
限
界
が
あ
る
が

 
攻
撃
側
は
い
く
ら
で
も
下
が

て
仕
切
り
な
お
す
事
が
可
能
な
の
で
あ
る

そ
ろ
そ
ろ
や
べ
え
な

ギ
ン
ロ
ウ

す
ね
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
負
担
を

ら
す

に
も
こ
こ
で
二
三
人
は
倒
し
て
お
き
た

い

す
ね

 
三
人
で
戦

て
い
な
か

た
の
に
は
理
由
が
あ
る

 
こ
れ
は
三
人
が
同
時
に
倒
さ
れ
て
ピ
ト
フ

イ
ま
で
の
道
が
一
気
に
開
け
て
し
ま
う
の
を
防

ぐ

と

 
も
う
一
つ
は

純
に
三
人
が
同
時
に
展
開
出
来
る

こ
の

物
が
広
く
作
ら
れ
て
い
な
い

せ
い
で
あ
る

よ
し

命
を

て
る
か
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オ

ケ

す

そ
れ
じ

あ
俺
が

い
や
お
前
の
持

て
る
銃
の
方
が

通
能
力
が
高
い
な
の
で
こ
こ
は
俺
が
先
に
行
か
せ
て

も
ら
う

り

了
解

 
そ
し
て
ダ
イ
ン
は
咆
哮
を
上
げ

敵
の
真

中
へ
と
一
気
に
突

込
み

 
両

を
広
げ

一
気
に
三
人
の
敵
を

束
し
た

 
そ
れ
に
よ
り

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
手

の
投

は
中
断
さ
れ
た

ギ
ン
ロ
ウ

今
だ

俺
ご
と
や
れ

は

は
い

 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
が
飛
び
出
し
決
死
の
覚
悟
で
ダ
イ
ン
ご
と
三
人
に
銃

の

あ
ら
れ
を

び
せ
た

 
二
人
の
命
を

て
三
人
の
敵
を

る
作
戦
で
あ

た

だ
が
こ
こ
で
予
想
外
の
事
が

こ

た
デ
ヴ

ド

や
れ

分
か

た

任
せ
ろ
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デ
ヴ

ド
は
そ
の
ま
ま
ダ
イ
ン
を
完
全
に
無

し

 
味
方
の
体
越
し
に
ギ
ン
ロ
ウ
目

け
て
手

を
投
げ
た

な

ま
さ
か

 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
は
爆
発
に

き
込
ま
れ

そ
の
ま
ま
死

し
た

 

肉
な
事
に
ダ
イ
ン
の
大
き
な
体
が
敵
に
と

て
は
盾
と
な
り

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
三
人
は
銃

と
手

の
爆
発
に

さ
れ
な
が
ら
も

う
じ
て
生
き
残
る
事

に
成
功
し
た

く

し
く
じ

た

す
ま
ん

 
ダ
イ
ン
も
そ
れ
で
大
ダ
メ

ジ
を
食
ら
い

そ
の
ま
ま
そ
の
場
に
倒
れ

 
そ
の
止
め
は
デ
ヴ

ド
が

し
た

急
い
で
手
当
て
を

あ
い
つ
ら
と
違

て
こ

ち
に
は
ま
だ
戦
力
に
余

が
あ
る

 
今
の
う
ち
に
立
て
直
す
ぞ

 
そ
し
て
デ
ヴ

ド
は

素

く
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
の

面
を
外
し
た

ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ

と
い
う
事
は
こ
の
奥
に
い
る
の
は

そ
れ
以
上
の
奴
か

 

当
す
る
プ
レ
イ
ヤ

は

ゼ
ク
シ

ド
し
か
い
な
い
な
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前
回
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
出
場
選
手
の
顔
を
思
い

か
べ
な
が
ら

デ
ヴ

ド
は
そ
う
分

し
た

 
他
の

力
選
手
は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
り

当
す
る
男
性
プ
レ
イ
ヤ

は

 
シ

ナ
も
し
く
は
ゼ
ク
シ

ド
く
ら
い
し
か
存
在
し
な
い

 
そ
し
て
残
る
相
手
は
絶
対
に
シ

ナ
で
は
あ
り
え
な
い

も
し
シ

ナ
な
ら

俺
達
は
と

く
に
全
滅
さ
せ
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
な

 
デ
ヴ

ド
は
シ

ナ
と
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
間
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
る
と
確
信
し

て
い
た

 
キ
リ
ト
の
事
も
同
じ
く
ら
い
評
価
し
て
は
い
る
が
今
回
は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
に
参
加
し
て
い
る
事
が

確
認
済
だ

よ
し

俺
は
こ
の
く
ら
い
で
オ

ケ

だ

分
か

た

行
く
ぞ

 
ダ
メ

ジ
を
食
ら

た
三
人
の
う
ち
比

的
ダ
メ

ジ
が
少
な
か

た
一
人
が
戦
線
に
復
帰

し 
デ
ヴ

ド
は
無

だ

た
三
人
を

い
て
攻
撃
を
再
開
す
る
事
に
し
た

 
手
始
め
に
二

へ
の

に

を
少
し

か
せ

奥
の
様
子
を
観
察
し
よ
う
と
す
る
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そ
の

間
に

が
銃

に
よ

て
破
壊
さ
れ

奥
か
ら
こ
ん
な
声
が

こ
え
た

僕
に
そ
ん
な
手
は
通
用
し
な
い
よ

デ
ヴ

ド

そ
の
声
は

ゼ
ク
シ

ド

や

ぱ
り
お
前
か

久
し
ぶ
り
だ
ね

ま
あ
さ
す
が
に
こ
の
人

差
で
勝
て
る
と
は
言
わ
な
い
が

 
頑
張

て
三
人
く
ら
い
は
道
連
れ
に
さ
せ
て
も
ら
う
事
に
す
る
よ

ゼ
ク
シ

ド

お
前

 
そ
の
言
葉
で

ゼ
ク
シ

ド
が

に
死
ぬ
つ
も
り
だ
と
察
し
た
デ
ヴ

ド
は

 
こ
の

を
抜
く
困
難
さ
が
思
い
や
ら
れ

思
わ
ず
仲
間
達
の
方
を
見
た

 
そ
の
時
仲
間
達
の
中
か
ら
一
人
が
一
歩
前
に
出
て

デ
ヴ

ド
に
こ
う
言

た

こ
こ
は
俺
が

に
な
る
か
ら

必
ず
四
人
で
ピ
ト
フ

イ
の
奴
を
討
ち
取

て
く
れ
よ

す
ま
ん

気
に
す
る
な

て

勝
利
の

だ

 
そ
れ
は
特
攻
の

し
出
で
あ
り
デ
ヴ

ド
は
そ
の

し
出
を
苦

の
表
情
で
受
け
る
事

に
し
た

行
く
ぞ
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せ

せ
め
て
少
し
で
も
防
御
が
上
が
る
よ
う
に

体
に
色
々
と

き
付
け
て
い

て
く
れ

は
は

実
は
も
う

に
準
備
済
だ

 
そ
う
言

て
そ
の
メ
ン
バ

は

体
に

き
つ
い
た
手

の
束
を
見
せ
て
き
た

お

お
い

へ
へ

お
し

れ
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
行
く
わ

 
そ
う
言

て
そ
の
メ
ン
バ

は
体
を

く
し
て

を
駆
け
上
が

て
い

た

一
人
と
は

僕
も
な
め
ら
れ
た
も
の
だ
ね

さ
て

ど
う
だ
ろ
う
な

な

し
ま

 
そ
の
直
後
に
銃
声
が

き
同
時
に
ガ
ラ
ス
の

れ
る
音
と
爆
発
音
が
そ
の
場
に
こ
だ
ま
し

た 
そ
し
て
そ
の
場
に
静

が
訪
れ
デ
ヴ

ド
が

を

く
と
そ
こ
に
は
誰
も
い
な
か

た
あ
い
つ
の
マ

カ

は

こ
れ
か

あ
り
が
と
う
な

 
そ
こ
に
は
死
体
は
無
く

た
だ
マ

カ

だ
け
が

き
上
が

て
い
た
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ど
う
や
ら
爆
発
で

そ
の
体
は

々
に
な

た
と
思
わ
れ
る

 
デ
ヴ

ド
は
そ
の
マ

カ

に
そ
う
声
を

け
仲
間
と
共
に
上
へ
の

を
上

て
い

た 
こ
こ
で
デ
ヴ

ド
は
気
が

て
い
た
の
か

一
つ
ミ
ス
を
犯
し
た

 
そ
の
事
が
後
に
こ
の
勝
負
の
勝
敗
を
決
す
る
事
と
な
る



 第５８９話 その名はクックロビン

 
第
５
８
９
話
 
そ
の
名
は
ク

ク
ロ
ビ
ン

あ
の
爆
発
音
は

ま
ず
い

か
な
り
近
い

 
エ
ム
は
そ
う

き

必
死
で
ピ
ト
フ

イ
を

こ
そ
う
と

呼
び
か
け
を
続
け
て
い
た

こ
う
な

た
ら
ア
ド
バ
イ
ス
通
り

離
脱
も

野
に
入
れ
る
べ
き
か

 
だ
が
こ
こ
か
ら
飛
び
降
り
た
ら

あ
る
い
は
足
を
骨

す
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
ん
な
足
で
ハ
ン
ヴ

の
運
転
が
出
来
る
か
ど
う
か

 
そ
ん
な
エ
ム
の
迷
い
も
知
ら
ず
に

ピ
ト
フ

イ
は
ま

た
く
目
覚
め
る
そ
ぶ
り
も
見
せ
ず

 
た
だ
ひ
た
す
ら

々
と
眠
り
続
け
て
い
た

 
こ
こ
は

あ
れ

確
か
私
は
誰
か
に
撃
た
れ
て

 
気
が
付
く
と
ピ
ト
フ

イ
は

暗
く
て
広
い
部
屋
の
真
ん
中
に

転
が

て
い
た

 
そ
こ
は
か
な
り
巨
大
な

の
部
屋
で
あ
り

遠
く
に

の
よ
う
な
物
が
見
え
た

こ
こ
は
ど
こ

で
も
何
か
懐
か
し
い
よ
う
な

 
そ
こ
に
い
き
な
り
光
の
エ
フ

ク
ト
が
発
生
し
た
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な

何

 
そ
の
光
の
奥
に

何
か
巨
大
な
物
が

を
現
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
見
え

 
ピ
ト
フ

イ
は

に
銃
を

え
よ
う
と
し
て
そ
れ
が
平

な
片
手
直
剣
で
あ
る
事
に
気
が

付
い
た

あ

あ
れ

こ
れ

て
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な

そ
う
だ

 
こ
れ

て
ク
エ
ス
ト
で
手
に
入
れ
た

確
か
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
の
目
の
前
に

そ
の
巨
大
な
物
が
完
全
に

を
現
し
た

え

そ
れ
じ

あ
こ
こ
は

 
そ
れ
は
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

テ
ス
ト
で
見
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
一
層
の
ボ
ス

 
イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の

容
で
あ

た

い
や

待

て
待

て

一
人
で
こ
い
つ
の
相
手
は
無
理
だ

て

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
叫
び
つ
つ
も
迎
撃
体
制
を
と
り
何
と
か
そ
の
敵
の
攻
撃
を

ぎ
続
け
た

や

あ

ち

ち

と

無
理
死
ぬ
死
ん
じ

う

誰
か
誰
か
助
け
て

 
そ
の

間
に
入
り
口
か
ら

三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
中
に
突
入
し
て
き
た

俺
が
敵
の
攻
撃
を

く

二
人
は
カ
ウ
ン
タ

が
入

た

間
を
狙

て
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一
気
に
敵
を

て
く
れ

了
解

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
の
前
に

一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
立

た

魔
だ

後
方
に
下
が

て
ろ

 
言
葉
は
き
つ
い
が

そ
の
声
音
は
と
て
も
穏
や
か
な
物
で
あ
り

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
た
だ
口
下
手
な
だ
け
で
あ
る
事
を
ピ
ト
フ

イ
は
自
然
と
理
解
し
て
い

た
う

う
ん

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
ま
ま
後
方
で
回
復
に
努
め

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

々
と
敵
の
攻
撃
を

き

そ
の
間
に
二
人
の
ア
タ

カ

が

 
ど
ん
ど
ん
敵
の

を

り
取

て
い

た

す

凄
い

う
ん

凄
い
で
し

 
い
つ
の
間
に
隣
に
来
た
の
か
女
性
の
ア
タ

カ

の
方
が
ピ
ト
フ

イ
の
隣
に
座

て
い

た
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あ
の

あ
な
た
達
は
も
し
か
し
て

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
三
人
が

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
か
ど
う
か
を
そ
の
口
か
ら
確
認
し
た
く
て
そ
う

ね
た
の
だ

が 
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
そ
の
質
問
を
別
の
意
味
で
と

た
の
か

こ
う
答
え
た

あ
う
ん
私
達
は
攻
略
組
の
問
題

三
人
組
で
合

て
る
よ
や

ぱ
り
噂
に
な

て
た

え

あ

う

う
ん

 
ピ
ト
フ

イ
は
ど
う
答
え
よ
う
か
と
迷
い

た
だ

く
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
キ
リ
ト
君
と
交
代
し
て
く
る
ね
完
全
に
回
復
す
る
ま
で
何
も
し
ち

目
だ
よ

 
そ
の
言
葉
で
ピ
ト
フ

イ
は

ア
タ

カ

の
一
人
は
や
は
り
キ
リ
ト
な
の
だ
と
確
信
し
た

 
今
ま
で
確
信
出
来
な
か

た
の
に
は
理
由
が
あ
る

三
人
の
顔
が
ボ
ヤ
け
て
よ
く
見
え
な
い
か

ら
だ

 
だ
が
キ
リ
ト
の
名
が
出
た

間
に

男
性
ア
タ

カ

の
顔
が

 
一
度
だ
け
見
た
事
の
あ
る
キ
リ
ト
の
顔
に
変
化
し
た
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う

う
ん
分
か

た

ね

あ
の

ア
ス
ナ

ん

な

に

 
そ
の

間
に
そ
の
女
性
ア
タ

カ

の
顔
が

見
慣
れ
た
ア
ス
ナ
の
顔
に
変
化
し
た

あ
の

あ
の

き

気
を
つ
け
て
ね

あ
り
が
と
う

で
も
大
丈
夫

私
達
三
人
は

最
強
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
三
人
は

見
事
に
イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の

を

り
き
り

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
の
文

と
共
に
敵
は
光
の

子
と
な

て
消
え
た

お
疲
れ

お
う

お
疲
れ

お
疲
れ
様

 
そ
し
て
三
人
は
ピ
ト
フ

イ
を
置
い
て
そ
の
ま
ま
上
の

へ
と
向
か

て
歩
き
去
ろ
う
と
し

た 
そ
れ
を
見
た
ピ
ト
フ

イ
は

に
三
人
に
こ
う
言

た

ま

待

て

私
も
一

に
連
れ
て
い

て

 
そ
の
言
葉
に
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は
ま

た
く
反
応
し
な
か

た
が
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唯
一
ま
だ
顔
が
ぼ
や
け
て
い
る
真
ん
中
の
プ
レ
イ
ヤ

が

り
返

て
ピ
ト
フ

イ
に
こ
う

言

た目
だ

な

何
で

お
前
が
自
分
の
命
を

く
見
て
い
る
か
ら
だ

だ

だ

て
こ
こ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
し

私
は
こ
こ
で

命
を

る
よ
う
な
ギ
リ
ギ
リ
の
戦
い

を 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
に

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
言

た

ギ
リ
ギ
リ
の
戦
い

馬

か
お
前
は

そ
ん
な
の
は
負
け
と

一
重
じ

ね
え
か
よ

 
一
歩
間
違
え
た
ら
負
け
る
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
戦
い
は
こ
こ
で
は
絶
対
に
し
ち

い
け
な

い
ん
だ
よ

 
や
る
か
ら
に
は
絶
対
に
勝
つ

そ
れ
に
は
余

が
あ
る
方
が
望
ま
し
い

 
最
初
か
ら
ギ
リ
ギ
リ
の
戦
い
を
望
む
奴
な
ん
ざ
使
い
物
に
な
ら
ん

 
そ
う
い
う
奴
ほ
ど

力
を
出
し
切
ら
な
い
う
ち
に
す
ぐ
に

め
て
満
足
し
ち
ま

て

自
分
は
よ
く
や

た

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
頑
張

た

て
言

て
死
ん
で
く
か
ら
な
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わ

私
は
そ
ん
な
簡

に
自
分
の
命
を

め
た
り
な
ん
か
し
な
い

じ

あ
お
前

何
で
今
死
の
う
と
し
て
る
ん
だ

言

て
る
事
と
や

て
る
事
が
で
た
ら
め

だ
ろそ

そ
れ
は

話
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ

じ

あ
な

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
に
背
を
向
け
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
先
を
行
く
二
人
の
所
へ
向
か
お
う
と

し
たま

待

て

分
か

た

も
う
死
ぬ
な
ん
て
言
わ
な
い

言
わ
な
い
か
ら

 
そ
の
言
葉
に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
立
ち
止
ま
り

そ
の
ま
ま
の
体
制
で
こ
う
言

た

体
的
に
は

体
的
に

そ
れ

て
私
が
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

当
た
り
前
だ
ろ

象

は
今
は
無
意
味
だ

わ

分
か

た

ち

と
待

て
て

ち

と
だ
け
だ
ぞ

 
そ
の

体
的
に
の
内
容
を
ピ
ト
フ

イ
は
必
死
で
考
え
た

そ
し
て
出
て
き
た
の
は
こ
の
言
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葉
だ

た

わ

私
は
あ
な
た
が
死
ぬ
ま
で
あ
な
た
の

に
い
て

そ
し
て
一

に
死
ぬ

 
だ
か
ら
あ
な
た
が
死
な
な
い
限
り

私
は
絶
対
に
死
な
な
い

何
だ
よ

そ
れ
じ

あ
お
前

二

ま
で
生
き
る
つ
も
り
な
の
か

う

う
ん

当
然
そ
う
い
う
事
に
な
る
ね

 
さ
す
が
に
人
は
二

ま
で
は
生
き
ら
れ
な
い
と
思
う
が

ピ
ト
フ

イ
は
目
の
前
の
プ
レ
イ

ヤ

が

 
本
気
で
そ
う
思

て
い
る
の
だ
と
考
え

そ
れ
に
合
わ
せ
て
そ
う
言

た

は
は

面
白
い
奴

お
前

名
前
は

ピ

ピ
ト
フ

イ

の

か
よ

趣
味
が
悪
い
ぞ

も

と
か
わ
い
い

の
名
前
に
し
ろ
よ

わ

分
か

た

そ
れ
じ

あ

ク

ク
ロ
ビ
ン

ク

ク
ロ
ビ
ン

誰
が
殺
し
た
ク

ク
ロ
ビ
ン

て
か

微

に
縁

が
悪
い
気
も
す
る

が 
ま
あ
い
い
か

ピ
ト
フ

イ
よ
り
は
マ
シ
だ

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

ク

ク
ロ
ビ
ン
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あ

待

て

ね

名
前

私
ま
だ

あ
な
た
の
名
前
を

い
て
な
い

俺
か

俺
の
名
は

ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
だ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

と
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
同
時
に
そ
う
言
い

 
そ
の

間
に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
顔
が
鮮
明
に
な

た

 
そ
れ
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
今
す
ぐ
に
で
も
会
い
た
く
て
仕
方
が
な
い
者
と
同
じ
顔
を
し
て
お

り 
そ
の
顔
を
見
た
ク

ク
ロ
ビ
ン
の

を

一
筋
の
涙
が
流
れ
た

何
だ
よ
お
前

い
て
る
の
か

う

う
ん

は

仕
方
な
い
な

目
覚
め
た
ら
二
つ
隣
の
部
屋
を
ノ

ク
し
ろ

そ
れ
で
全
て
解
決
だ

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
二
つ
隣
の
部
屋
ね

分
か

た

そ
れ
じ

あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
待

て
る
ぞ
こ
の

を
上

た
所
は
も
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

な
い
か
ら

な
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そ

そ
う
な
の

こ
の
上
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
な
の

そ
う
だ

そ
こ
じ

あ
命
の
危
険
は
ま

た
く
無
い
か
ら

 
そ
の
事
を
き
ち
ん
と
覚
悟
し
た
上
で
来
る
ん
だ
ぞ

 
そ
の
今
ま
で
の
自
分
の
望
み
を
全
否
定
す
る
よ
う
な
言
葉
に

 
だ
が
ピ
ト
フ

イ
か
ら
生
ま
れ
変
わ

た
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

即
座
に
こ
う
答
え
た

分
か

た

必
ず
行
く
ね

そ
れ
ま
で
待

て
て

お
う

天
上
の
楽
園
で
待

て
る
わ

ヴ

ル
ハ
ラ
リ

ト
な

そ
れ

て
何

 
そ
の
質
問
に
ハ
チ
マ
ン
は
答
え
よ
う
と
は
し
な
か

た

そ
し
て
全
て
が
光
の

子
と
な

て
消
え

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
再
び
ピ
ト
フ

イ
に

り

目
を
覚
ま
し
た

 
ピ
ト

き
て
く
れ

頼
む
よ

エ
ム

う
る
さ
い

そ
の
名
前
で
私
を
呼
ぶ
な

ピ
ト

目
が
覚
め
た
の
か
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い
や

私
は

ま
あ
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
そ
の
名
前
で
い
い
か

で

況
は

 
ピ
ト
フ

イ
が
何
を
言
い
か
け
た
の
か
は
エ
ム
に
は
理
解
出
来
な
か

た
が

 
ピ
ト
フ

イ
が
即
座
に

況
を

し
よ
う
と
し
た
事
で

大
丈
夫
だ
と
確
信
し
た
エ
ム
は

 
今
の

況
を
手

か
に
ピ
ト
フ

イ
に
伝
え
た

多
分
私
達
以
外
は
全
滅
で
す

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
す
ぐ
下
に
迫

て
ま
す

全
滅

あ
の
メ
ン
バ

が
本
当
に

は
い

お
そ
ら
く
で
す
が

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は

感
心
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

へ

ダ
ビ
ド
も
や
る
も
の
ね

こ
う
い
う
戦
場
が
得
意
だ

て
話
は
本
当
だ

た
の
ね

み
た
い
で
す
ね

で

ど
う
し
ま
す

全
員
ぶ

殺
す

そ
の
後
の
事
は
そ
の
時
に
考
え
る

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
エ
ム
に
下
が

て
い
る
よ
う
に
指

を
し
自
ら
は
⻤

を
手
に
取

た
さ
て

こ
こ
か
ら
逆
転
す
る
わ
よ
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は
い

 
こ
う
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
無
事
に
目
覚
め
た

Ｐ
Ｍ
４
の
反
撃
が
始
ま
る

 
こ
こ
で
や

と
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
名
が
出
て
き
ま
し
た

 
人
物
紹
介
に
乗

て
か
ら
こ
こ
ま
で
⻑
か

た
で
す
ね
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第
５
９
０
話
 
運
命
を
感
じ
な
い
か

あ
の
部
屋
だ
な

あ
あ

 
デ
ヴ

ド
と
も
う
一
人
の
メ
ン
バ

は
部
屋
の
中
か
ら
ド
ア
越
し
に
銃
撃
を
く
ら
わ
な
い

よ
う
に

 

置
に
気
を
つ
け
な
が
ら
三

に
あ
る
唯
一
の
部
屋
の
入
り
口
を
観
察
し
て
い
た

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
あ
の
部
屋
の
前
に
手

を
転
が
し
て
ド
ア
を
破
壊
す
る

そ
の
直
後
に
中
に

飛
び
込
む

了
解

 
そ
し
て
二
人
は
部
屋
の
扉
の
前
に
上
手
く
手

を
転
が
し

 
そ
の
爆
発
に
よ

て
部
屋
の
ド
ア
を
破
壊
す
る
事
に
成
功
し
た

今
だ

行
く
ぞ

お
う
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そ
し
て
走
り
出
し
た
デ
ヴ

ド
は

後
方
か
ら
何
か
重
い
物
が
落
ち
る
音
を

い
た

お
い

ど
う
し
た

 
だ
が
す
ぐ
後
ろ
に
い
る
は
ず
の
仲
間
か
ら
の
答
え
は
無
い

 
こ
こ
で

り
向
く
の
は
そ
の

に
正
面
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
の
は
確
か
だ
が

 
さ
り
と
て
こ
の
ま
ま
後
方
を
確
認
し
な
い
で
前
に
進
む
の
は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
る

 
そ
う
判
断
し
た
デ
ヴ

ド
は

恐
る
恐
る

り
向
い
た

う

う
わ

 
そ
こ
に
は
首
の
無
い
仲
間
の
死
体
が
そ
の
ま
ま
立

て
お
り
デ
ヴ

ド
は
そ
の

を
見

て 
思
わ
ず

を
抜
か
し

そ
の
場
に
へ
た
り
込
ん
だ

い

一
体
何
が

 
そ
し
て
デ
ヴ

ド
は
見
た

 
丁
度
仲
間
の
首
の
高
さ
に

壁
か
ら
一
本
の

い
棒
の
よ
う
な
物
が

び
て
い
る
事
を

ま

ま
さ
か

 
デ
ヴ

ド
は
そ
う
言

て

て
て
立
ち
上
が
り

体
制
を

く
し
て
部
屋
の
入
り
口
へ
と
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走

た

 
そ
の

上
を

再
び
壁
か
ら
現
れ
た

い
棒
の
よ
う
な
物
が

め
た

く
 
そ
し
て
部
屋
の
入
り
口
に
到
達
し
よ
う
と
し
た

間
に

 
デ
ヴ

ド
の
目
の
前
に

三
度
目
の

い
棒
が
立
ち
は
だ
か
り

 
デ
ヴ

ド
は

て
て
そ
の
場
で
急

止
し
た

あ
ら

よ
く
止
ま

た
わ
ね

ピ
ト
フ

イ

そ
れ
に
そ
れ
は
確
か

⻤

よ
く
知

て
る
わ
ね

正
解

そ
れ
じ

あ
い
く
わ
よ
ん

く

さ
せ
る
か

 
そ
し
て
デ
ヴ

ド
の

に
ピ
ト
フ

イ
は
容

な
く
⻤

の
刃
を

り
下
ろ
そ
う
と
し
た

が 
デ
ヴ

ド
は

て
て
そ
の
手
を
掴
み
そ
の
身
が
両
断
さ
れ
な
い
よ
う
に

う
じ
て
防
い

だ 
だ
が
こ
の
体
制
は
ま
ず
い

ど
う
考
え
て
も
残
る
エ
ム
に
攻
撃
さ
れ
る
事
は
防
げ
な
い
の
だ
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事
実
エ
ム
は
動
こ
う
と
し
た
が

そ
ん
な
エ
ム
に
ピ
ト
フ

イ
は
言

た

エ
ム

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
来
る
か
も
し
れ
な
い

外
を

し
て
て

分
か
り
ま
し
た

な

な
め
や
が

て

な
め
て
な
い
わ
よ

だ

て
こ
の

況
は

私
に
と

て
は
特
に
問
題
な
い
も
の

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言

て

⻤

の
取

手
を
何
か
操
作
す
る
よ
う
な
動
き
を
見
せ
た

 
そ
の

間
に
⻤

の
刀
身
が
徐
々
に

ま

て
い
く
の
が
見
え

 
デ
ヴ

ド
は
そ
れ
が
ど
う
い
う
事
な
の
か
理
解
し

絶
叫
し
た

ま

ま
さ
か

や
め
ろ

お
い
や
め
ろ

て

ど
う
し
て
や
め
な
い
と
い
け
な
い
の

く

く
そ

何
か
打
つ
手
は

 
滅
多
に
使
う
事
は
無
い
が

光
剣
に
と
あ
る
機
能
が
あ
る
の
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
か

 
そ
れ
は
刀
身
を

か
ら
出
し

上
下
逆
に
す
る
と
い
う
機
能
だ

 
そ
れ
が
こ
の

況
で
今

存
分
に
そ
の
力
を
発

し
よ
う
と
し
て
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
が
じ
り
じ
り
と
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
度
に
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刀
身
が

く
な
る
代
わ
り
に

そ
の

か
ら
も
う
一
つ
の
刃
が

び
て
き
て
い
る
の
だ

 
そ
の
も
う
一
つ
の
刃
が
今
ま
さ
に

デ
ヴ

ド
の

に

こ
う
と
し
て
い
た

さ
て

覚
悟
は
い
い
か
し
ら
ね

く
 
そ
の
時
デ
ヴ

ド
の
持
つ
通
信
機
が
鳴

た

デ
ヴ

ド

や

と
回
復
し
た

今
か
ら
二
人
で
上
に
向
か
う

待

て
て
く
れ

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か

さ
す
が
の
ピ
ト
フ

イ
も
身
を

く
し
た

 
こ
の

況
で
敵
の
援
軍
が
現
れ
た
ら

逆
に
ピ
ト
フ

イ
が

の

に
さ
れ
る
か
ら
だ

勢
逆
転
だ
な

確
か
に
そ
う
ね

さ
て
ど
う
し
よ

か
な

 
そ
の

間
に

下
か
ら
銃
声
が

こ
え
た

な

何
だ

 
デ
ヴ

ド
は

況
が
分
か
ら
な
い

た
よ
う
に
そ
う
言

た
が

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
れ
を

い
て
何
か
が
分
か

た
の
か

ぼ
そ

と

い
た

へ

や
る
じ

な
い
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な

何
が
だ

さ

て

何
か
し
ら
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
⻤

を

る
手
に
力
を
込
め
刃
を
逆
に

ば
す
事
に
全
精
力
を

け
始
め
た

な

お
前

こ

ち
の
援
軍
が
来
る
の
が
怖
く
な
い
の
か

別
に

そ

そ
ん
な
強
が
り
を

 
そ
し
て
す
ぐ
近
く
の

か
ら
足
音
が
し
デ
ヴ

ド
は
期
待
す
る
よ
う
に
そ
ち
ら
に
目
を

向
け
た

 
だ
が
そ
こ
に
立

て
い
た
の
は

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
メ
ン
バ

で
は
な
か

た

間
に
合

た
か
い

え
え

最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
わ

ゼ
ク
シ

ド

ゼ

ゼ
ク
シ

ド

お
前
は
死
ん
だ
は
ず
じ

死

マ

カ

く
ら
い
は
確
認
し
な
よ

こ
れ
は
君
の
ミ
ス
が

い
た
結
果
さ

 
そ
の
デ
ヴ

ド
の
言
葉
に
ゼ
ク
シ

ド
は

を

め
な
が
ら
そ
う
言

た
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確
か
に
危
な
か

た
け
ど
ね

君
の
仲
間
さ

 
ち

と
切
り

を
見
せ
る
の
が

か

た
ん
じ

な
い
か
な

 
あ
ん
ま
り

く
に

に

き
つ
け
た
手

を
見
せ
付
け
て
く
る
も
ん
だ
か
ら

 
思
わ
ず
彼
を

り
つ
け
て

そ
の
反
動
で
窓
か
ら
外
に
飛
び
降
り
ち

た
よ

 
ま
あ
爆
発
と
同
時
に
そ
れ
を
や

た
か
ら

両
足
を

飛
ば
さ
れ
ち

て

 
こ
こ
に
こ
う
し
て

て
く
る
ま
で
に
ち

と
時
間
が
か
か

ち

た
ん
だ
け
ど
ね

そ

そ
ん
な
馬

な

な

デ
ヴ

ド

見
た
物
を
信
じ
な
い

て
の
は

さ
す
が
に
ど
う
か
と
思
う
よ

 
と
こ
ろ
で
ピ
ト
遠
く
に
砂
煙
が
見
え
た
か
ら
多
分
そ
ろ
そ
ろ
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
来
る
と
思
う
ん

だ
よ
ね

 

く
デ
ヴ

ド
を
楽
に
し
て
あ
げ
な
い
と

あ
ら
そ
う
な
ん
だ

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
ダ
ビ
ド

さ
よ
う
な
ら

く

く
そ
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
⻤

の
刃
は
完
全
に
逆
方
向
に

び
き
り

デ
ヴ

ド
は
そ
の
ま
ま
体
を

か
れ

絶
命
し
た
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し
か
し
よ
く
僕
が
こ
こ
に
向
か

て
る

て
分
か

た
よ
ね

 
ピ
ト
は
千
里

で
も
持

て
る
の
か
い

 
ゼ
ク
シ

ド
は
面
白
そ
う
に
そ
う
ピ
ト
フ

イ
に

ね
た

 
そ
れ
に
対
す
る
ピ
ト
フ

イ
の
答
え
は
こ
う
だ

た

う
う
ん

ゼ
ク
シ

ド
の
銃

て
ば

結

特
徴
的
な
音
が
す
る
じ

な
い

 
だ
か
ら
そ
れ
で
誰
が
発
砲
し
た
の
か
分
か

た
ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
だ

た
の
か

納
得
し
た
よ

 
そ
し
て
エ
ム
が

部
屋
の
中
か
ら
二
人
に
声
を
か
け
て
き
た

ピ
ト

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
来
た
ぞ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た

あ
れ

君
も
驚
か
な
い
ん
だ
ね

君
も
音
で
判
断
し
た
口

は
い

前
に
シ

ナ
さ
ん
に

そ
の

り
は
か
な
り
叩
き
こ
ま
れ
た
ん
で

な
る
ほ
ど
ね

シ

ナ
の
奴

て

案
外
そ
う
い
う
と
こ

か
い
よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
と
エ
ム
は
苦
笑
し

そ
し
て
三
人
は
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て

 
こ
ち
ら
に
迫

て
く
る
二
組
の
集
団
を
じ

と
見
つ
め
た

あ
の
ハ
ン
ヴ

は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
だ
ね

そ
し
て
も
う
一
組
は
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こ
れ
は
驚
い
た

Ｓ

Ｎ
Ｃ
と
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は
組
ん
で
た
の
か

 
こ

ち
は
三
人

あ

ち
は

八
人
か

さ
て

こ
の

況
で
ど
う
す
る

さ
て

ど
う
し
よ
う
か
し
ら
ね

 
少
し
迷

た
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
ピ
ト
フ

イ
に

 
ゼ
ク
シ

ド
は
い
き
な
り
そ
の
手
に
持

た
銃
を
突
き
つ
け
た

ど
う
い
う
つ
も
り

見
た
通
り
さ

ご
め
ん
ね

こ
れ
も
仕
事
さ

仕
事

こ
れ
が

あ
あ

君
と
エ
ム

そ
し
て
レ
ン
ち

ん
と
フ
カ
次
郎
ち

ん
を

 
二
対
二
で
戦
わ
せ
る

て
の
が
僕
の
仕
事
さ

そ
う
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ
ゼ
ク
シ

ド
が
私
に
味
方
す
る
な
ん
て
お
か
し
い
と
思

た
い
や
ね

他
の
敵
が
生
き
残

て
た
ら

も
う
少
し
一

に
戦
う
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど

 
今
生
き
残

て
い
る
の
は
こ
こ
に
い
る
三
組
だ
け
み
た
い
だ
か
ら
ね

 

技
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
さ

さ
と
君
を
救
う
と
い
う
本
来
の
目
的
の

に
動
こ
う
と
思
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て
さ私

を

救
う

そ
う

エ
ム

あ
ん
た
が
裏
切

た
の
ね

 
そ
の
言
葉
に
エ
ム
は
身
を

く
し
た
が

 
エ
ム
に
と

て
は
驚
い
た
事
に

ピ
ト
フ

イ
は
そ
れ
ほ
ど

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

二
人
に
向
か

て
こ
う
言

た

実
は
も
う

死
ぬ
の
は
や
め
に
し
た
の
よ
ね

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
う
な
の
か
い

そ
れ
な
ら
こ
れ
で
僕
の
仕
事
は
終
わ
り
だ
ね

 
で
も
君
が
簡

に
考
え
を
変
え
る
な
ん
て

一
体
何
が
あ

た
ん
だ
い

 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
言
葉
に

ピ
ト
フ

イ
は
穏
や
か
な
表
情
で
言

た

夢
の
中
で

シ

ナ
に
説
教
さ
れ
ち

た

え
へ

夢
の
中
で

ね

そ
れ
で
君
は
納
得
出
来
た
の
か
い

う
ん

凄
く
納
得
出
来
た

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た
よ

君
が
い
な
い
と

正
直
僕
も
少
し
つ
ま
ら
な
い
か
ら
ね

あ
ら

意
外
ね
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そ
う
か
な

ま
あ
そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
言
う
と

ま

た
口
調
で
次
に
こ
う
言

た

と
こ
ろ
で
君
は
さ

き

エ
ム
が
裏
切

た

て
言

た
け
ど

 
君
に
死
ん
で
ほ
し
く
な
い
と
彼
が
考
え
て
動
い
た
事

て

本
当
に
裏
切
り
な
の
か
な

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は
し
ば
ら
く
無
言
だ

た
が

や
が
て
そ
の
重
い
口
を
開
い
た

そ
う
ね

裏
切

て
な
ん
か
な
い
わ
ね

だ
ろ
う

勘
違
い
し
て
た
み
た
い
だ
け
ど

や

ぱ
り
違
う
よ
ね

え
え

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
エ
ム
に
こ
う
言

た

エ
ム
こ
れ
か
ら
も
私
が
間
違

て
る
と
思

た
時
は
気
に
せ
ず
自
分
の
思
う
ま
ま
に
動
き

な
さ
い

は

は
い

よ
ろ
し
い

そ
れ
じ

あ
レ
ン
ち

ん
と
の
決
着
を
つ
け
ま
し

う
か

 
エ
ム

絶
対
に
本
気
で
や
る
の
よ

手
加

は
許
さ
な
い
わ
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分
か
り
ま
し
た

全
力
で
や
り
ま
す

 
そ
の
二
人
の
様
子
を
見
て

ゼ
ク
シ

ド
は

手
を
し
た

頑
張

て
ね
二
人
と
も
も
し
二
人
が
勝

た
ら
僕
も
優
勝
賞
金
が
も
ら
え
る
は
ず
だ
か
ら

ね
あ
は
は
は
は

そ
う
い
う
と
こ
ろ

抜
け
目
な
い
よ
ね

ゼ
ク
シ

ド
は

 
で

こ
れ
か
ら
ゼ
ク
シ

ド
は
ど
う
す
る
の

決
ま

て
る
だ
ろ

闇
風
君
に
も
う
一
度
挑
戦
す
る
の
さ

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は
目
を
見
開
い
た

や

ぱ
り
負
け
ず

い
な
の
ね

あ
あ

君
と
一

さ

違
い
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ

を

か
け
に
行
く
と
し
よ
う
か

え
え

こ
れ
が
最
後
の
戦
い
ね

 
そ
し
て
生
き
残

た
Ｐ
Ｍ
４
の
三
人
は

到
着
し
た
レ
ン
達
の
前
に
立

た

ピ

ピ
ト
さ
ん

無
事
だ

た
ん
で
す
ね

良
か

た
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そ
の
レ
ン
の
様
子
が
面
白
か

た
の
か

ピ
ト
フ

イ
は
思
わ
ず

き
出
し
た

あ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は

な

何
で
笑
う
ん
で
す
か

ピ
ト
さ
ん

だ

て
レ
ン
ち

ん
が

こ
れ
か
ら
ガ
チ
で
殺
し
合
い
を
し
よ
う

て
い
う
相
手
の
事
を

 
本
気
で
心
配
し
て
る
ん
だ
も
の

そ
れ
は
そ
れ

こ
れ
は
こ
れ
で
す

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
存
分
に
や
り
合
い
ま
し

う
ね

絶
対
に
私
達
が
勝
ち
ま
す
か
ら
ね

そ
し
て
ピ
ト
さ
ん
に
は

死
ぬ
の
を
や
め
て
も
ら
い
ま

す
あ

そ
の
事
だ
け
ど

私
も
う

死
ぬ
の
は
や
め
た
か
ら

え
え

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
と
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

は

け
反

た

え

え

一
体
ど
ん
な
心

の
変
化
で
す
か

い
や

嬉
し
い
ん
で
す
け
ど

実
は
さ

き

く
死
に
か
け
た
ん
だ
け
ど
さ

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

う
わ

危
な
か

た
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実
は
そ
の
時
夢
の
中
で
シ

ナ
に
お
説
教
さ
れ
ち

て
そ
れ
で
目
覚
め
た

て
感
じ
か

な
な
る
ほ
ど

さ
す
が
は
シ

ナ
さ
ん
で
す
ね

ふ
ふ

そ
う
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

キ
リ
ト
の
方
に
向
か
い

そ
の
前
に
立

た

俺
に
何
か
用
か

ね

キ
リ
ト
君

何
だ

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

お

何
か
の
質
問
か

ま
あ
何
で
も

い
て
く
れ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

キ
リ
ト
の

元
に
口
を
寄
せ

こ
う

い
た

夢
の
中
で
ハ
チ
マ
ン
に

天
上
の
楽
園

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
で
待

て
る

 

て
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど

そ
れ

て
何
の
事
か
分
か
る

一
応
確
認
す
る
け
ど
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

て
の
が
何
の
事
か
本
当
に
知
ら
な

い
の
か
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う
ん

全
然

何
か
の
観
光
地
か
何
か

そ
う
か

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

天
を

ぎ
な
が
ら
こ
う

い
た

さ
て

不
思
議
な
事
も
あ
る
も
ん
だ
が

ハ
チ
マ
ン

本
当
に
生
き
て
る
ん
だ
よ
な

 
ま
さ
か
生
霊
と
か
に
な

て
な
い
よ
な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

ピ
ト
フ

イ
の

元
で
こ
う

い
た

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

て
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
俺
達
の
ギ
ル
ド
の
名
前
だ

 
不
思
議
な
事
も
あ
る
も
ん
だ
と
思
う
が

 
お
前
は
そ
こ
の
正
式
メ
ン
バ

に
な
る
運
命
だ

た

て
事
な
ん
だ
ろ
う

そ

そ
う
な
の

あ
あ

本
当
に
不
思
議
だ
よ
な

運
命
を
感
じ
な
い
か

感
じ
る

凄
く
感
じ
る

だ
ろ

 
そ
し
て
最
後
に
キ
リ
ト
は

ピ
ト
フ

イ
に
こ
う
言

た

と
い
う

で
ハ
チ
マ
ン
に
は
俺
か
ら
話
し
て
お
く
よ
普
通
う
ち
に
は
簡

に
は
入
れ
な
い
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ん
だ

 
入
団
お
め
で
と
う

ピ
ト
フ

イ

ク

ク
ロ
ビ
ン

ん夢
の
中
で
ピ
ト
フ

イ

て
名
乗

た
ら

ハ
チ
マ
ン
が
ね

の

か
よ
名
前
を
変
え
ろ

て
言
う
か
ら
そ
れ
じ

あ
ク

ク
ロ
ビ
ン
で

て
名
乗

た
のそ

う
い
う
事
か

オ

ケ

だ

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

ク

ク
ロ
ビ
ン

う
ん

宜
し
く
ね

キ
リ
ト
君

 
そ
し
て
二
人
は
離
れ

キ
リ
ト
は
重
々
し
く
こ
う
宣
言
し
た

Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
み
ん
な
に
は
悪
い
が

ど
う
や
ら
俺
も

め
て
出
番
は
こ
こ
ま
で
ら
し
い

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
大
会
に
関
し
て
は

 
ピ
ト
フ

イ
と
エ
ム
対
レ
ン
と
フ
カ
次
郎
の
勝
負
で
決
着
を
つ
け
た
い
と
思
う
が

 
み
ん
な
は
そ
れ
で
い
い
か

ち

と
待

て
く
れ

僕
も
お
願
い
が
あ
る



 第５９０話 運命を感じないか

 
こ
こ
で
ゼ
ク
シ

ド
が
前
に
出
て
そ
う
言

た

ど
う
し
た
よ
ゼ
ク
シ

ド

ま
た
俺
と
勝
負
し
た
い
の
か

 
そ
の
闇
風
の
冗
談
に

ゼ
ク
シ

ド
は
真
顔
で
こ
う
答
え
た

あ
あ

そ
う
だ

今
回
の
報

は
そ
れ

て
事
で

え

マ
ジ
で

あ
あ

大
マ
ジ
だ

オ

ケ

だ

い
つ
も
通
り
ガ
チ
で
や
り
合
お
う

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
行
こ
う
か

お
う

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

俺
達
の
勝
敗
は

後
で
録
画
で
も
見
て
く
れ
よ
な

勝

た
方
も
自
殺
す
る
か
ら

迎
え
は
必
要
な
い
か
ら
ね

 
こ
う
し
て
二
人
は
去

て
い
き

残
さ
れ
た
者
達
は

苦
笑
す
る
し
か
な
か

た

ま

た
く
あ
の
二
人
は
仲
が
い
い
ん
だ
か
悪
い
ん
だ
か

い
い
に
決
ま

て
ま
す
よ

ピ
ト
さ
ん

な
の
か
な

そ
れ
じ

あ
レ
ン
ち

ん

本
気
で
決
着
を
つ
け
ま
し

う
か

 
本
当
の
本
気
で
い
く
か
ら
覚
悟
し
て
お
き
な
さ
い
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は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
ん
な
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
触
発
さ
れ
た
の
か
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
四
人
も
こ
ん
な
事
を
言
い
出

し
たあ

あ
の

キ
リ
ト
さ
ん

ん

ど
う
し
た

せ

か
く
で
す
し

も
し
良
か

た
ら

私
達
と
ガ
チ
で
や
り
あ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

あ
あ

別
に

わ
な
い
ぞ

ど
う
せ
暇
だ
し
な

や

た

 
こ
う
し
て
ピ
ト
フ

イ
＆
エ
ム

レ
ン
＆
フ
カ
次
郎

闇
風

ゼ
ク
シ

ド

 
そ
し
て
Ｓ

Ｎ
Ｃ
ｖ
ｓ
キ
リ
ト
と
い
う

三
組
の
戦
い
が
行
わ
れ
る
事
が
決
定
し
た

 
さ
て

原
作
と
大
分
ズ
レ
ま
し
た
が

こ
う
い
う
事
に
な
り
ま
し
た



 第５９１話 ここからはプレーオフ

 
第
５
９
１
話
 
こ
こ
か
ら
は
プ
レ

オ
フ

 
書
き

め

況
に
も
よ
り
ま
す
が
出
来
れ
ば
今
年
中
も
し
く
は
一
月
一
日
に
６
０
０
話
を
投

稿
し
た
い
の
で
年
内
に
一
度
か
二
度
二
話
投
稿
を
考
え
て
い
ま
す

と
い
う

で
ク
リ
ス

マ
ス

と
か
を
書
か
な
い
主
義
な
俺
と
し
て
は

速
今
日
二
話
投
稿
を
し
た
い
と
思
い
ま
す

頑
張

て
５
９
７
話
ま
で
今
日
書
い
た
の
で

お

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
も
ハ
ン
ヴ

を
見
つ
け
た
な

入
れ
違
い
に
な

ち

た
み
た
い
だ
け
ど
ね

こ
れ
で
三
つ

が
く
る
か

 
そ
の
シ

ナ
の
予
想
は
至

当
然
の
予
想
だ

た

だ
が
展
開
は
思
わ
ぬ
方
向
へ
と
進
ん
で

い
くエ

ル
ビ
ン
が
や

と
外
壁
か
ら
脱
出
出
来
た
な

だ
ね

本
当
に
全
然
意
味
が
な
い
行
動
だ

た
よ
ね
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だ
よ
な

て

お
い

こ
こ
は
ま
さ
か

 
エ
ル
ビ
ン
を
映
し
た
モ
ニ
タ

に
は

遠
く
に
小
さ
く
ピ
ト
フ

イ
が
映

て
い
た

 
だ
が
シ

ナ
が
そ
れ
に
気
付
い
た
の
は
あ
く
ま
で
複

の
モ
ニ
タ

で
観
戦
し
て
い
る
か
ら

で
あ
り

 
現
地
に
い
て
も
気
付
か
な
い
可
能
性
が
高
い
と
い
う
レ
ベ
ル
の
話
で
あ

た

 
だ
が
こ
こ
で
ピ
ト
フ

イ
は

最
悪
の
選
択
を
し
た

こ
こ
で
ま
さ
か
の
信

か
よ

自
分
で
自
分
の

置
を
教
え
ち
ま

た

 
も
し
か
し
て
あ
い
つ

こ
こ
で
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
な

う

ん

ま
あ
そ
れ
な
ら
そ
れ
で

そ
う
だ
な

シ
ノ
ン
達
が
配
置
に
つ
い
た
以
上

そ
れ
で
も
い
い
ん
だ
が

 
そ
れ
で
も
あ
い
つ
は
一
度
レ
ン
に
ぶ
ち
の
め
さ
れ
た
方
が
い
い
と
思
う
ん
だ
よ
な

 
そ
し
て
シ

ナ
の
予
想
通
り
に
ピ
ト
フ

イ
は
凶

に
倒
れ
た

下
は
間
に
合
わ
な
か

た
か

こ
れ
は

な
結
末
に
な

た
な

い
や
あ
れ
は

 
シ

ナ
は
目
を

め
て
モ
ニ
タ

に
集
中
し

 
確
か
に
ピ
ト
フ

イ
の

が
ほ
ん
の

か
だ
け
残

て
い
る
事
を
確
認
し
て
と
て
も
驚
い
た
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ギ
リ
ギ
リ
残

た
か

あ
い
つ
は
悪
運
が
強
い
な

心
配
だ

た

い
や

別
に
心
配
な
ん
か
し
て
な
い
が

へ
 
シ

ナ
は
そ
の
シ
ズ
カ
の
笑
顔
で
の
問
い
か
け
に
は
答
え
ず
画
面
を
見
な
が
ら

々
と
こ
う

言

た
こ
れ
は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は
絶
対
に
間
に
合
わ
な
い
な

Ｐ
Ｍ
４
と
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
ガ
チ
戦
闘
だ

 
そ
の
表
情
か
ら
は

シ

ナ
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
は

い
知
れ
な
か

た
が

 
少
な
く
と
も
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
は
ま

た
く
見
え
な
か

た

 
あ
い
つ
ら
何
や

て
る
ん
だ
よ

 
ス
ネ

ク
の
死
は
仕
方
な
い
と

り
切

た
シ

ナ
で
あ

た
が

 
さ
す
が
に
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
の
ミ
ス
に
は
顔
を
し
か
め
て
い
た

ま
あ
し
か
し

今
の
は
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
上
手
く
や

た
と
言
う
べ
き
か

よ
く
防
い
だ
と
思
う
わ
よ
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だ
な

さ
す
が
に
こ
う
い

た

況
で
の
戦
闘
が
得
意
だ
と
豪
語
す
る
だ
け
の
事
は
あ
る

あ

次
は
ゼ
ク
シ

ド
が
出
て
く
る
ん
じ

な
い

だ
な

あ
い
つ
な
ら
多
分

人
は

て
自
爆
特
攻
か
よ

一
々
や
る
事
が
う

え

 
シ

ナ
は
そ
う
い

た
や
り
方
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
か

た
が

 
強
敵
相
手
だ
と
確
か
に

な
作
戦
で
は
あ
る
と
認
め
て
も
い
た

で
も
こ
れ
ゼ
ク
シ

ド
の
奴
は
生
き
て
る
な
ま
あ
足
が

飛
ば
さ
れ
た
の
が
見
え
た
か

ら 
し
ば
ら
く
は
動
け
な
い
だ
ろ
う
け
ど
な

に
上
手
く
反
応
し
て
ま
し
た
け
ど

こ
う
い
う
所
は
さ
す
が
で
す
ね

 
戦
争
の
時
シ

ナ
を
助
け
る

と
は
い
え
ゼ
ク
シ

ド
に
倒
さ
れ
た

験
の
あ
る
銃
士

は 
複
雑
そ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た

 
そ
の
時
丁
度
画
面
が
切
り

わ
り
必
死
に
ピ
ト
フ

イ
に
呼
び
か
け
を
す
る
エ
ム
の

が
映

し
出
さ
れ
た

お

画
面
が
変
わ

た
な

あ
の
馬

ま
だ

て
る
の
か



 第５９１話 ここからはプレーオフ

ね

シ

ナ

ピ
ト
は
何
で

き
な
い
ん
だ
ろ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
仕
様
上

こ
ん
な
事
は
あ
り
え
な
い
ん
だ
が
な

こ
の
ま
ま
だ
と
倒
さ
れ
ち

う
か
な

え
室
で
出
迎
え
る

そ
れ
で
も
い
い
ん
だ
が

あ
い
つ
の
使

て
る

え
室
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
か
ら
な

 
そ
の
疑
問
に
答
え
た
の
は
ユ

コ
だ

た

あ

そ
れ
な
ら
二
つ
向
こ
う
の
部
屋
よ

シ
ノ
ン
の
い
た
部
屋
の
向
こ
う

そ
う
な
の
か

そ
ん
な
に
近
い
な
ら

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
に
倒
さ
れ
た
後
で
も
十
分
間
に
合
う
な

 
今
は
と
り
あ
え
ず
意
味
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
こ
こ
か
ら
あ
い
つ
に
呼
び
か
け
て
お
こ

う 
シ

ナ
は
そ
う
冗
談
め
か
し
な
が
ら
も

ピ
ト
フ

イ
に
呼
び
か
け
始
め
た

い
つ
ま
で
も
め
そ
め
そ
し
て
な
い
で

さ

さ
と

き
ろ

 
も

と
も
も
し
負
け
て
も
俺
は
二
つ
隣
の
部
屋
に
い
る
か
ら
す
ぐ
に
笑
い
に
行

て
や
る
け

ど
な

 
シ
ズ
カ
は
そ
ん
な
シ

ナ
の

を
見
て
苦
笑
し
た

無
理
に
悪
ぶ

ち

て
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あ
 
そ
の
時
銃
士

が

く
叫
ん
だ

画
面
の
中
の
ピ
ト
フ

イ
が

 
今
ま
さ
に

き
上
が
ろ
う
と
し
て
い
た
か
ら
だ

今
の
シ

ナ
の
声
が

こ
え
た
と
か

い
や
い
や

そ
ん
な
事
あ
る

な
い
だ
ろ

だ
よ
ね

そ
れ
じ

あ
偶
然

だ
ろ
う
な

ま
あ
俺
に
笑
わ
れ
る
の
が
よ

ど

だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

そ
う
な

た
ら
ピ
ト
は

喜
び
そ
う
だ
け
ど

い
や
い
や

い
く
ら
あ
い
つ
が
変
態
で
も

そ
こ
ま
で
じ

な
い
だ
ろ
う

ピ
ト
は
そ
こ
ま
で
の
変
態
だ
と
思
う
け
ど
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
⻤

を
抜
く
と

壁
目

け
て
水
平
に

る

た

う
お

い
き
な
り
か
よ

こ
れ

て
ま
さ
に

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
が
拉
致
さ
れ
た
時
の
シ

ナ
の
行
動
の
再
現

え

そ
う
か

あ
の
時
の
俺

て
こ
ん
な
ん
だ

た
か
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さ
あ

私
は
目
を
潰
さ
れ
て
い
た
か
ら

そ
の

り
は
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

 
こ
れ
と
は
ま

た
く
違

た
気
が
す
る
わ

だ
ろ

俺
は
平
和
主
義
者
だ
か
ら
な

 
そ
う
強

す
る
シ

ナ
を
放
置
し
て

ロ
ザ
リ
ア
は

々
と
言

た

あ
の
時
の
方
が

何
て
い
う
か
よ
り
無
双

か

た
と
思
う
か
ら

 
こ
れ
と
は
ま

た
く
違
う
と
思
う
わ

無
双
な

 
シ

ナ
が
そ
う
言

て
若

目
を

が
せ
た

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
シ

ナ
が
気
ま
ず
さ
で
も
覚
え
て
い
る
の
か
と
考
え
た
の
か
明
る
い
笑

顔
で
言

た

い
や
い
や

あ
の
時
の
あ
ん
た
は
悪
く
な
い

む
し
ろ
胸
を
張
り
な
よ

そ
う
そ
う

負
け
組
に
つ
い
た
私
達
が
言
う
の
も
ア
レ
だ
け
ど

 
あ
れ
は
私
達
か
ら
見
て
も
胸

悪
い
事
件
だ

た
か
ら

セ

フ
だ
よ
セ

フ

い
や

ま
あ
別
に
ア
ウ
ト
だ
と
思

て
る

じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

 
た
だ

今
ピ
ト
が
実

に
俺
と
同
じ
よ
う
な
事
を
や

て
る
の
を
見
て
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や
は
り

光
剣
の
攻
撃
力

て
圧
倒
的
に
無

だ
な

て
思

た
だ
け
だ

銃

す
ら
全
て
撃

す
る
し
ね

そ
ん
な
変
態
は
キ
リ
ト
だ
け
だ

 
そ
ん
な
シ

ナ
を
見
て
一
同
は

み
笑
い
を
し
た
が

 
シ

ナ
は
実
は
こ
の
時

若

反
省
し
て
い
た
の
で
あ

た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
世
界
に

光
剣
を
こ
れ
以
上
広
め
ち
ま

て

 
ゲ

ム
性
が

な
わ
れ
で
も
し
た
ら

ザ
ス
カ

の
連
中
に

し

な
い
よ
な

 
明
日
あ

ち
の
お
え
ら
い
さ
ん
と
話
さ
な
い
と
い
け
な
い

て
い
う
の
に

 
シ

ナ
は
そ
う
思
い
つ
つ

画
面
の
中
の
ピ
ト
フ

イ
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

と
こ
ろ
で
あ
い
つ
刀
を
止
め
ら
れ
て
刃
を
逆
に
出
し
て
押
し
切
ろ
う
と
し
て
る
み
た
い
だ

け
ど

 
下
に
ま
だ
敵
が
二
人
残

て
る
事
を
忘
れ
た
り
し
て
な
い
よ
な

あそ
の
二
人
が
来
た
ら

逆
に
ピ
ン
チ

そ
れ
と
も
エ
ム
君
が
何
と
か
す
る
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な
エ
ム
は
こ
う
い
う
時
案
外
指

待
ち
に
な

ち
ま
う
悪
い

が
あ
る
か
ら
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な 
そ
の
時
二
人
が
一

下
に
注
意
を
向
け
る
よ
う
な
仕

を
し

 
直
後
に
ピ
ト
フ

イ
が
安
心
し
た
よ
う
な
顔
で
何
か
を
口
走

た

ピ
ト
は
今
何
て

へ

や
る
じ

な
い

だ
そ
う
だ

大
方
ゼ
ク
シ

ド

り
が
復
活
し
て

 
敵
の

で
も
し
た
ん
だ
ろ
う
さ

お

う
ち
の
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
も
中
々
や
る
じ

な
い

ま
あ
間
違

て
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ

た
だ
の

況
か
ら
の

だ
か
ら
な

 
シ

ナ
が
そ
う
言

た
直
後
に

そ
の

通
り
に
ゼ
ク
シ

ド
が

を
現
し

 
一
同
の
目
の
前
で
デ
ヴ

ド
が
⻤

に

か
れ

 
こ
こ
に
味
方

と
い
う
表
現
が
正
し
い
か
は
微

だ
が
そ
れ
以
外
の
勢
力
は
全
滅
し

た
終
わ

た
な

だ
ね

こ
れ
で
残

て
る
の
は
事
情
を
知

て
る
チ

ム
だ
け
だ
ね

て
か
あ
い
つ
死
ぬ
の
は
や
め
た
と
か
言

て
る
ぞ
あ
の
変
態
め
気
分
屋
す
ぎ
る
だ
ろ
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う
え

そ
う
な
の

そ

か

良
か

た

で
も
一
体
何
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
ね

い
や

そ
れ
が

夢
の
中
で
俺
に
説
教
さ
れ
た
と
か
言

て
や
が
る
ん
だ
が

 
そ
の
言
葉
に
他
の
五
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

え

と

こ
れ

て
想
い
の
強
さ

て
奴
な
の
か
な

あ
い
つ
は
勘
が

い
か
ら
な

無
意
識
に
何
か
を
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が

ピ
ト
の
場
合
は
妄

て
感
じ
よ
ね

ま

ま
あ
自
力
で
正
道
に
立
ち
返

た
と
思

て
褒
め
て
も
い
い
ん
じ

な
い

 

許
す

件
は
変
え
な
い
ぞ

そ

か

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

 
そ
の
事
に
つ
い
て
は
予
想
通
り
だ

た
の
か

誰
も
口
を

も
う
と
は
し
な
か

た

 
そ
こ
か
ら
の
展
開
は

に
語
ら
れ
た
通
り

ゼ
ク
シ

ド
が
ち

ん
と
仕
事
を
し

 
エ
ム
が
ピ
ト
フ

イ
に

め
ら
れ
る
事
も
な
く

最
後
の
決
戦
が
行
わ
れ
る
事
が
決
定
し
た

お
お

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

い
い
仕
事
し
た
ね
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あ
い
つ
も
た
ま
に
は
役
に
た
つ
ん
だ
な

ち

ん
と
褒
め
て
あ
げ
て
ね

あ
い
つ
は
別
に
俺
に
褒
め
ら
れ
た
い
な
ん
て
思

て
な
い
だ
ろ

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
間
に

生
き
残

た
者
達
は

 
三
組
に
分
か
れ
て
別
々
の
方
向
に
移
動
し
て
い

た

 
シ

ナ
の
通

が
無
い

今
の

況
が
分
か
ら
な
い
五
人
は

 
シ

ナ
に
一
体
ど
う
な

て
い
る
の
か
説
明
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ

あ
あ

ど
う
や
ら
三
組
で
対
戦
す
る
事
が
決
ま

た
み
た
い
だ

 
レ
ン
と
フ
カ
の
相
手
が
ピ
ト
と
エ
ム

キ
リ
ト
の
相
手
が
Ｓ

Ｎ
Ｃ

 
そ
し
て
闇
風
の
相
手
が
ゼ
ク
シ

ド

だ
そ
う
だ

あ

そ
う
な
ん
だ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

ま
た
闇
風
君
に
挑
む
ん
だ

ど

ち
が
勝

て
も

み

こ
な
し

て
感
じ
な
の
か
な

ま
あ
そ
う
だ
な

こ
れ
で
全
て
解
決

後
は
プ
レ

オ
フ
み
た
い
な
も
ん
だ

シ
ノ
ノ
ン
達
に
引
き
上
げ
て
も
い
い

て
連

し
と
く
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い
や

そ
れ
は
そ
れ
で
面
白
い
と
思
う
か
ら
放

と
こ
う

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

画
面
の
中
で
キ
リ
ト
と
ピ
ト
フ

イ
が
接
近
し

 
こ
そ
こ
そ
と
何
か
を
話
し
て
い
る
の
が
気
に
な

て
い
た
が

 
後
日
そ
の
時
の
会
話
の
内
容
を

い
て

ピ
ト
フ

イ
の
勘
が
人
間
離
れ
し
て
い
る
事
を

 

め
て
実
感
す
る
事
と
な

た

 
次
の
投
稿
は

本
日

時
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

お
気
を
つ
け
下
さ
い
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第
５
９
２
話
 
前
座
の
戦
い

 
本
日
二
話
目
と
な
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

 
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
ど
の
戦
い
も
正
直
そ
れ

独
で
客
が
呼
べ
る

の
対
戦
カ

ド
で
あ
る

が 
そ
の
う
ち
闇
風
と
ゼ
ク
シ

ド
の
戦
い
に
つ
い
て
は

後
に
録
画
を
見
た
者
達
も

あ
の
二
人

仲
が
い
い
よ
ね

度
の
感
想
く
ら
い
し
か
述
べ
る
事
は
な
か

た

 
二
人
の
戦
い
は
激
戦
だ

た
の
だ
が
実
は
こ
の
二
人
一
対
一
の
戦
い
を
何
度
も

り
広
げ

て
お
り

 
そ
の
せ
い
か
微

に
観
戦
者
達
も
い
つ
も
の
事
か
と
慣
れ
て
き
て
し
ま

て
い
る
の
だ

た 
こ
こ
ま
で
の
成

は
闇
風
の
四
勝
二
敗
ゼ
ク
シ

ド
と
し
て
は
こ
の
ま
ま
ズ
ル
ズ
ル
と
い
か

な
い
よ
う
に
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こ
の

り
で
一
矢
報
い
て
連
勝
の
流
れ
に
乗
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ

た

い
く
ぞ
ご
る

こ
ち
ら
も
い
く
よ

 
闇
風
は
い
き
な
り
全
力

走
で

的
を
絞
ら
せ
な
い
よ
う
に
無

序
に
動
き
な
が
ら

 
徐
々
に
ゼ
ク
シ

ド
に
接
近
し
て
い

た

し
か
し
ゼ
ク
シ

ド
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ

一
の
努
力
の
男

で
あ
る

 
何
だ
か
ん
だ
叩
か
れ
は
す
る
が

デ

タ
か
ら
敵
の
攻
略
法
を

き
出
す
そ
の
手

は

 
豊

な
知
識

と
も
相
ま

て

お
そ
ら
く
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
も
ト

プ
ス
リ

に
入
る

 
そ
し
て
そ
の
攻
略
法
に
基

い
た
動
き
を
何
度
も
反
復
練

す
る
だ
け
の
勤
勉
さ
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
た

 
ち
な
み
に
他
の
二
人
は
シ

ナ
と
ニ

ン
ゴ
ロ

で
あ
る
が

 
そ
の
二
人
と

び
称
さ
れ
る
時
点
で
ゼ
ク
シ

ド
の
能
力
の
高
さ
が

え
よ
う
と
い
う
も
の

だ 
ゼ
ク
シ

ド
は
闇
風
が
映

て
い
る

大
な

の
動
画
を
研
究
し

 

こ
れ
は
闇
風
が
古
参
で
あ
る
故
に
ネ

ト
に
か
な
り
の

が
ア

プ
さ
れ
て
い
る
の
だ
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そ
の
移
動
パ
タ

ン
を
い
く
つ
か

し
て
い
た

こ
れ
は
ゼ
ク
シ

ド
に
と

て
は
実
は
誤

算
で
あ
る

 
基
本
デ
ジ
タ
ル
な
感
覚
を
持
つ
ゼ
ク
シ

ド
は

闇
風
の
移
動
パ
タ

ン
は

 
突
き
詰
め
れ
ば
い
く
つ
か
の
パ
タ

ン
の
組
み
合
わ
せ
に
集
約
さ
れ
る
と
予
想
し
て
い
た

 
だ
が
研
究
し
て
み
る
と

パ
タ

ン
と
呼
べ
る
も
の
は

え
る

し
か
無
く

 
し
か
も
同
じ
動
き
出
し
か
ら
そ
の
パ
タ

ン
に
突
入
す
る

合
は
半
々

度
で
し
か
な
か

た
の
だ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
い
ず
れ
闇
風
を
完

に
攻
略
し
て
や
る
と
心
に

い
な
が
ら
も

 
今
日
の
戦
い
に
つ
い
て
は

五
十
パ

セ
ン
ト
の
確

に

け
る
事
し
か
出
来
な
か

た

こ
れ
だ
か
ら
感
覚

は

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う

き
な
が
ら
闇
風
の
攻
撃
を
防

の
性
能
に
も
助
け
ら
れ
な
が
ら
し

か
り
防
ぎ

 
急
所
だ
け
は
確
実
に
ガ

ド
し
つ
つ
闇
風
が
自
分
の
知

て
い
る
行
動
パ
タ

ン
を
と
る
の

を
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今
か
今
か
と
待
ち

え
て
い
た

こ
こ
だ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
闇
風
が

自
分
の
知
る
パ
タ

ン
に

す
る
動
き
を
し
た

間
に

 
練

通
り
の
地
点
に
向
け
て
銃
撃
を
開
始
し
た

本
人
に
は
不
本
意
だ
ろ
う
が
こ
れ
は
ま
さ
に

け
で
あ
り

 
そ
れ
は
見
て
い
る
者
か
ら
し
た
ら
見
当
違
い
の
方
向
に
攻
撃
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
事
だ

ろ
う

 
だ
が
そ
の
地
点
に

い
込
ま
れ
る
よ
う
に
闇
風
が
自
ら
動
き

 

線
の
中
に
そ
の
身
を

す
に
至

て

他
な
ら
ぬ
闇
風
自
身
が
驚
愕
し
た

う
お

何
で
俺
は
こ
ん
な

ぐ
あ

今
回
は
僕
の
勝
ち
だ
ね

も

と
も
運
任
せ
み
た
い
で
あ
ま
り
い
い
気
は
し
な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
で
も
勝
ち
は
勝
ち
だ

あ

く
そ
今
回
は
大
人
し
く
負
け
て
お
い
て
や
る

約
束
通
り
今
日
は
俺
の

り
だ

 
闇
風
は
そ
う
言

て
そ
の
ま
ま
死
体
と
な
り

ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
隣
に
へ
た
り
込
ん
だ

は

君
に
は
分
か
ら
な
か

た
だ
ろ
う
け
ど

今
回
は
恐
ろ
し
く
神

を
使

た
よ
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集
中
し
す
ぎ
て
も
う
足
が
ガ
ク
ガ
ク
だ
ね

 
見
て
い
る
者
に
と

て
は
勝
負
は
一

に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
強
者
同
士
の
戦
い
と
は
得
て
し
て
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る

 
決
着
に
至
る
ま
で
の
過

に
お
い
て
は
凄
ま
じ
い
主

争
い
が
あ
り

 
そ
こ
に
は
と
ん
で
も
な
い

の
集
中
力
が
要
求
さ
れ
る

 
そ
れ
こ
そ
今
の
ゼ
ク
シ

ド
の
よ
う
に

立

て
い
る
の
も

い

に

そ
れ
じ

あ
全
て
が
終
わ

た
後

い
つ
も
の
店
で
ね

 
そ
う
言

て
ゼ
ク
シ

ド
は
自
分
で
自
分
の

を
撃
ち
抜
い
た

 
そ
の
顔
は

と
て
も
満
ち
足
り
た
も
の
だ

た

 
よ
し

い
つ
で
も
い
い
ぞ

エ
ヴ

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
て

お
前
ら
行
く
ぞ

と
に
か
く
頑
張
れ

 
キ
リ
ト
に

さ
れ

エ
ヴ

は
仲
間
達
に
そ
う
声
を
か
け
た
が

 
そ
の
内
容
が
あ
ま
り
に
も
ア
レ
だ

た

生
き
残

た
三
人
の
メ
ン
バ

は

 
エ
ヴ

に
対
し
て
口
々
に
苦
情
を
言

た
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い
や

ま
あ
頑
張
る
つ
も
り
だ
け
ど
さ

ね

ボ
ス

も

と

体
的
な
指

と
か
は
な
い
わ
け

頑
張
れ

と
だ
け
言
わ
れ
て
ど
う
し
ろ
と

 
そ
の
三
人
に

エ
ヴ

も
負
け
じ
と
こ
う
言
い
返
し
た

仕
方
ね
え
だ
ろ
ど
ん
な
に
奇

を
練

て
攻
撃
し
て
も

を
全
部
撃
ち
落
さ
れ
ち
ま
う
ん

だ
ぞ

 
そ
れ
な
ら
下
手
に
作
戦
を
考
え
る
よ
り
勢
い
に
任
せ
て
と
に
か
く
押
す
し
か
ね
え
だ
ろ
う
が

ま
あ
そ
う
だ
け
ど

そ
う
だ
け
ど
さ

こ
う
な

た
ら
と
に
か
く

和
攻
撃

で
も
キ
リ
ト
さ
ん

マ
シ
ン
ガ
ン
の
攻
撃
と
か
全
部
撃
ち
落
し
て
な
か

た

し
て
た
し
て
た

正
直
人
間
を
や
め
ち

て
る
ん
じ

な
い
か

て
思

た
よ
ね

お

い
お
前
ら

全
部

こ
え
て
る
か
ら
な

 
キ
リ
ト
が

れ
た
よ
う
に
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

間

 
四
人
は
ビ
ク

と
背
筋
を

ば
し

キ
リ
ト
の
方
に
向
か

て
愛
想
笑
い
を
す
る
と
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そ
の
ま
ま

を
組
ん
で
対
キ
リ
ト
に
一
番

な
戦
法
は
何
か
を
相
談
し
始
め
た

私
は

和
攻
撃
に
一

で
す

ま
あ
そ
れ
し
か
な
い
か

デ
グ
チ

レ
フ
が
完

に
役
立
た
ず
だ
し

相
手
は
シ
ノ
ン
さ
ん
の
ヘ
カ

ト

の
攻
撃
も

々
と
叩
き
落
す
人
だ
か
ら
ね

そ
も
そ
も
こ
う
や

て
顔
を
合
わ
せ
て
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る

て
の
が
不
利
す
ぎ
る
ん
だ
よ

 
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
最
初
か
ら

見
え
で

奇
襲
の
余
地
が
ま

た
く
無
い
じ

ん
よ

ま
あ
負
け
て
も
と
も
と
こ
の
戦
い
か
ら
何
か
一
つ
で
も
学
べ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
ん
じ

な

い
そ
う
そ
う
も
う
胸
を

り
る
つ
も
り
で
と
に
か
く
攻
撃
攻
撃
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

で
も
そ
れ
で
何
か
学
べ
る
事
が
あ
る
の
か
と
言
わ
れ
る
と

絶
対
に
無
い
よ
ね

ま
あ
あ
れ
だ

近
接
戦
闘
を
挑
ん
で
く
る
敵
に
対
処
す
る
練

て
事
で

そ
れ
く
ら
い
し
か
な
い
な

よ
し

や
ろ
う

 
そ
し
て
四
人
は
立
ち
上
が
り

同
時
に
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

 
と
に
か
く
手

の
多
い
武
器
を
取
り
出
し

一

に
キ
リ
ト
に
向
か

て
銃
を

え
た
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準
備
は
終
わ

た
か

は
い

目
元
で

和
攻
撃
を
か
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

い
や

方
向
性
は
そ
れ
で
い
い
と
思
う
ぞ

 
さ
す
が
の
俺
も

一
刀
で
全
部
の
攻
撃
を
防
ぐ
の
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

そ
う
な
ん
で
す
か

勝
機
来
た

お
前
達

迷

て
る
暇
は
な
い
よ

撃
て

撃
て

 
そ
の
エ
ヴ

の

け
声
と
共
に

 
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
四
人
は
キ
リ
ト
に
向
け
て
フ
ル
オ

ト
射
撃
を
開
始
し
た

 
キ
リ
ト
は
平
然
と
そ
の

を
全
て
撃
ち
落
と
し
て
い
た
が
四
人
が
交
代
ぎ
み
に

込
め
を
し

 
切
れ
目
な
く
銃
撃
を
加
え
て
く
る
事
に

易
し
た
の
だ
ろ
う

 
い
つ
の
間
に
か

に
下
げ
て
い
た
筒
の
よ
う
な
物
を

手
に
持
ち
そ
の
ス
イ

チ
を
入
れ

た
え
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な

何
で

 
そ
の
手
に
は

二
本
目
の
黒
剣
が

ら
れ
て
い
た

そ
の
名
を
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
と
い
う

あ
の
野
郎

自
分
の
装
備
を
持
ち
に
い
く
つ
い
で
に
俺
の
ロ

カ

を

り
や
が

た
な

 
モ
ニ
タ

の
画
面
を
見
て
い
た
シ

ナ
が

ぼ
そ
り
と
そ
う

い
た

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が

キ
リ
ト
が
激
し
く
動
き
続
け
な
が
ら
こ
う

言

た
悪
い
な

こ
う
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と

事
前
に

り
て
お
い
た
ん
だ
よ

 
ま
あ
そ
も
そ
も
の
目
的
は
レ
ン
ち

ん
の
サ
ポ

ト
の

だ
か
ら
無
断

用
も
特
に
問
題
な

い
だ
ろ

に

二
刀
流

そ
ん
な
事
ぶ

つ
け
本
番
で
出
来
る
の

ぶ

つ
け
本
番

何
を
言

て
る
の
か
分
か
ら
な
い
が

俺
は
こ

ち
が
本
職
だ

え
て
事
は

今
ま
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
全
力
で
や

て
な
か

た

て
事

い
や
い
や

も
ち
ろ
ん
全
力
で
や

て
た
さ

た
だ
こ

ち
の
方
が
手

が

え
る
だ
け
だ
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手
 
そ
の
言
葉
に

な
予
感
が
し
た
の
だ
ろ
う

切
れ
目
な
く
銃
撃
を
加
え
る
事
で

 
攻
撃
が
当
た
ら
な
い
ま
で
も

キ
リ
ト
が
前
に
出

そ
う
に
し
て
い
る
事
で

 
こ
の
ま
ま
な
ら
い
け
る
か
も
と

か
な
希
望
を

い
て
い
た
四
人
に
と

て

 
そ
の
言
葉
は

静
さ
を
失
わ
せ
る
の
に
十
分
だ

た

う

撃
て

撃
て

や
ば
い

こ
の
ま
ま
だ
と
絶
対
に
や
ば
い
か
ら

 
四
人
は

た
よ
う
に
そ
の
ま
ま
銃
の
乱
射
を
続
け
た
が

予
想
外
な
事
に

 
キ
リ
ト
は
た

た
今
見
せ
付
け
る
よ
う
に
取
り
出
し
た
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
を
使
お
う
と
は
せ
ず

 
エ
リ

シ
デ

タ
の
み
で
攻
撃
を

ぎ
続
け
た

あ

あ
れ

使

て
こ
な
い

も
し
か
し
て
ハ

タ
リ
だ

た

ば

馬

お
前
ら
気
を
抜
く
な

 
仲
間
達
の
若

緩
し
た
表
情
を
見
て
エ
ヴ

は
ま
ず
い
と
思
い
気
合
い
を
入
れ
よ
う
と
そ



 第５９２話 前座の戦い

う
叫
ん
だ

 
だ
が
そ
の

を
見
逃
さ
ず

キ
リ
ト
は
い
き
な
り
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
を
四
人
に
向
け

 
そ
の

刀
身

を

敵
目

け
て
連
続
で
四
発
発
射
し
た

 
銃
に
よ
る
射
撃
は
苦
手
だ
が
剣
に
よ
る
射
撃
は
こ
の
上
な
く
正
確
な
の
が
実
に
キ
リ
ト
ら
し

い 
そ
し
て
黒
い
光
が
自
分
の
顔
面
に
迫

て
く
る
の
を
見
て

四
人
は
絶
叫
し
た

う

う
お
お
お
お

ダ
メ

ジ
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
分
か

て
て
も

こ
れ
は
怖
い

き

あ
あ
あ

い

い
か
ん

来
る
ぞ

ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
・
タ
イ
フ

ン

も
ど
き

 
そ
の

間
に
一
気
に

離
を
詰
め
た
キ
リ
ト
に
よ
り
エ
ヴ

の
銃
を
持
つ
手
は

り
落
と

さ
れ
た

 
ブ
ン

 
と
い
う
音
と
共
に

自
分
の

が
落
ち
る
の
を
見
た
エ
ヴ

は
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そ
の
あ
ま
り
の
速
さ
に
何
が

こ

た
の
か
理
解
出
来
ず

 

に
無
い

に
向
か

て
引
き
金
を
引
く
指
令
を

か
ら
出
し
続
け
た
が
当
然
何
も

こ
ら

な
い

 
ブ
ン

ブ
ブ
ン

 
直
後
に
ト

マ

タ

ニ

ア
ン
ナ
の
三
人
の

も

り
落
と
さ
れ

 
四
人
は

然
と
そ
の
場
に
へ
た
り
込
ん
だ

終
わ
り
だ
な

く
そ

う
ぐ

く

悔
し
い

簡

に
制
圧
さ
れ
ま
し
た

い
や
い
や

簡

じ

な
か

た
ぞ

二
刀
を
使
う

目
に
な

ち
ま

た
し
な

 
実
に
動
き
に
く
い
と
こ
ろ
に
的
確
に
攻
撃
し
て
き
て
い
た
し
い
い

を
し
て
い
る
な
四
人

と
も

 
キ
リ
ト
の
そ
の
言
葉
に

四
人
は
感
動
し
た
よ
う
な
面
持
ち
で

い
た
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外
見
は
ご
つ
い
が

中
身
は
ま
だ
花
の
女
子
高
生
で
あ
る

こ
う
い

た
場
面
で
は
微

に

ち

ろ
い

さ
て

こ
れ
で
決
着
で
い
い
か

俺
は
こ
の
ま
ま
他
の

合
観
戦
に
行
く
が

お
前
ら
は
ど

う
す
る

下
手
に
何
か
あ

て
最
後
ま
で
残

ち

て
も
困
り
ま
す
し

 

合
に
興
味
は
あ
り
ま
す
が

こ
こ
で
リ
ザ
イ
ン
し
て
お
き
ま
す

キ
リ
ト
さ
ん

ま
た
戦

て
下
さ
い
ね

出
来
れ
ば
六
人
で

六
人
に
一

攻
撃
を
さ
れ
る
の
は
ち

と
つ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
れ
な
ら
こ

ち
は
シ

ナ
を
助

人
に
呼
ん
で
も
い
い
か

 
そ
の
言
葉
に
四
人
は
目
を

か
せ
な
が
ら
言

た

願

て
も
な
い
で
す

そ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

は
い

ま
た
で
す

シ

ナ
さ
ん
に
も
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い

キ
リ
ト
さ
ん

今
度
リ
ア
ル
で
遊
び
に
行
き
ま
し

う
ね
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今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
な
ら
と

き

Ｓ

Ｎ
Ｃ
は
素
の
口
調
で
そ
う
言
う
と

 

に
リ
ザ
イ
ン
し

一
人

ま
た
一
人
と
退
場
し
て
い

た

さ
て

あ

ち
は
ど
う
な

た
か
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う

く
と

駆
け
足
で
レ
ン
達
が
戦

て
い
る
で
あ
ろ
う
戦
場
へ
と
向
か

た

 
本
日
二
話
目
と
な
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い



 第５９３話 空中戦と地上戦

 
第
５
９
３
話
 
空
中
戦
と
地
上
戦

 

日
は
二
話
投
稿
し
て
い
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

 
さ
て

こ
こ
か
ら
の
三
話
が
こ
の
章
最
後
の
山
場
と
な
り
ま
す

さ
て
レ
ン
ち

ん

決
着
を
つ
け
ま
し

う
か

望
む
と
こ
ろ
で
す

絶
対
に
ピ
ト
さ
ん
を

ぎ

ふ
ん
と
言
わ
せ
て
や
り
ま
す
か
ら

ぎ

ふ
ん

て
今
日
日

か
な
い
わ
ね

べ

別
に
い
い
じ

な
い
で
す
か

さ
あ

決
着
の
時
で
す
よ

 
レ
ン
は

ぐ
ぬ
ぬ
と
な
り
な
が
ら
も
そ
う
言
い

そ
れ
に
対
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

 
そ
こ
に

め
て
あ

た
二
台
の
ハ
ン
ヴ

を
見
て
何
か
思
い
つ
い
た
の
か

 
ド
ヤ
顔
で
レ
ン
と
フ
カ
次
郎
に
言

た

ね

二
人
と
も

空
中
戦
と
地
上
戦

ど

ち
が
い
い

く

空
中
戦
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レ
ン
は
そ
の
言
葉
に
首
を

げ
た
が
そ
ん
な
レ
ン
を
制
し
て
フ
カ
次
郎
が
レ
ン
の
前
に
出
た

出
展
と
は
違
う
け
ど

こ
こ
は
あ
え
て
空
中
戦
を
選
択
す
る

ピ
ト
さ
ん

空
中
戦
か

ど
う
や
ら
と
こ
と
ん
決
着
を

て

そ
れ
は
地
上
戦
の
方
だ

た
か
し
ら

 
ま
あ
い
い
わ

そ
れ
じ

あ
空
中
戦

て
事
に
し
ま
し

う

お
う

受
け
て
た
つ

 
フ
カ
次
郎
と
ピ
ト
フ

イ
は

そ
う
言

て
に
ら
み
合

た

 
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
の
背
中
に

き

と
ん
と
し
た
レ
ン
が
こ
う
質
問
し
て
き
た

ね

フ
カ

空
中
戦

て
何
を
す
る
の

お
う

そ
れ
は
な

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

ド
ヤ
顔
を
ま

た
く
崩
さ
な
い
ま
ま

ピ
ト
フ

イ
に
こ
う
言

た

ピ
ト
さ
ん

説
明
プ
リ

ズ

フ
カ

も
し
か
し
て
意
味
が
ま

た
く
分
か

て
な
か

た
の

 
レ
ン
は

を
こ
ら
え
る
よ
う
な
仕

を
し
な
が
ら
そ
う
言
い

 
フ
カ
次
郎
は
そ
れ
で
も
ド
ヤ
顔
を
崩
さ
ず

組
み
を
し
な
が
ら
言

た

け
え
事
は
い
い
ん
だ
よ

こ
ち
と
ら

戸

子
よ



 第５９３話 空中戦と地上戦

い
や

フ
カ
は
絶
対
に
違
う
よ
ね

 
そ
ん
な
二
人
の

け
合
い
を
見
て
笑
い
な
が
ら

ピ
ト
フ

イ
は
レ
ン
に
こ
う
言

た

そ
の
前
に
レ
ン
ち

ん
か
フ
カ
次
郎
ち

ん

ハ
ン
ヴ

の
運
転
は
出
来
る

あ
た
ぼ
う
よ

こ
ち
と
ら

戸

子
よ

フ
カ

そ
の
ネ
タ
は
も
う
い
い
か
ら

マ
ニ

ア
ル
だ
け
ど
大
丈
夫

問
題
な
い

む
し
ろ
得
意
だ

雪
国
で
培

た

た
路
面
を
ド
リ
フ
ト
す
る
技

見

せ
て
や
る

ち

フ
カ

そ
ん
な
危
な
い
事
は
し
ち

目

お

お
う

 
フ
カ
次
郎
は
レ
ン
に
本
気
で
そ
う

ら
れ

を

め
な
が
ら
こ
う
言

た

冗
談

冗
談
だ

て
相
棒

も
し
そ
ん
な
事
に
な

た
ら

 
コ
ン
ト
ロ

ル
が
き
か
な
く
て
路

に
激
突
し
ち
ま
う
よ

ま

た
く
も
う

本
当
に
や

て
る
ん
じ

な
い
か

て

本
気
で
心
配
し
た
ん
だ
か
ら
ね

お

お
う

す
ま
ね
え

私
の
体
を
そ
ん
な
に
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神

に
そ
う
言
う
フ
カ
次
郎
の
言
葉
を

り

レ
ン
は
続
け
て
こ
う
言

た

フ
カ
の

の

合
を

心
配
し
て
た
の
そ

ち
か
よ

ね

そ
の

才

確
か
に
面
白
い
ん
だ
け
ど

ま
だ
続
く
の

 
い
つ
の
間
に
移
動
し
た
の
か
ピ
ト
フ

イ
が
ハ
ン
ヴ

の
ル

フ
か
ら
顔
を

か
せ
な
が

ら
言

た

 
運
転

で
は

に
エ
ム
が
ス
タ
イ
バ
イ
し
て
い
る
よ
う
だ

い

い
つ
の
間
に

こ
ち
と
ら

戸

子
よ

気
が

い
ん
で
い

あ

私
の
ネ
タ
を
パ
ク
ら
れ
た

ふ
ふ
ん

そ
の
ピ
ト
さ
ん
の
ド
ヤ
顔
が
む
か
つ
く

レ
ン

こ

ち
も
行
く
よ

了
解

 
二
人
は
そ
う
言

て

も
う
一
台
の
ハ
ン
ヴ

に
乗
り
込
ん
だ

 
そ
し
て
レ
ン
が
ル

フ
か
ら
顔
を
出
し

ピ
ト
フ

イ
に
言

た
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ど

ち
が
勝

て
も

み

こ
な
し
で
す
か
ら
ね

い
い
わ
よ

何
な
ら
何
か

け
ま
し

う
か

い
い
で
す
よ

負
け
た
方
が
勝

た
方
の
言
う
事
を
一
つ

く

て
事
で
ど
う
で
す
か

え

そ
れ
で
い
い
の

も
ち
ろ
ん
で
す

そ
う

そ
れ
は
ご
ち
そ
う
さ
ま

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は

じ

と
レ
ン
を
見
な
が
ら

な
め
ず
り
を
し
た

 
そ
れ
を
見
た
レ
ン
は

一

人
の
感
覚
で
こ
う
言

た

分
か
り
ま
し
た

負
け
た
方
が
ご

を

れ
と
ピ
ト
さ
ん
は
言
い
た
い
ん
で
す
ね

い
い
え

私
が
食
べ
た
い
の
は
レ
ン
ち

ん
だ
け
ど

ん
 
レ
ン
は
そ
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
の
だ
が

 
多
分
自
分
の

き
間
違
い
だ
ろ
う
と
思
い

ピ
ト
フ

イ
に
こ
う
答
え
た

分
か

て
ま
す
よ

私
と
一

に
食
べ
ま
し

う

え
え

一

に
ね
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そ
う
言
い
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
は
人
差
し
指
を
ク
イ

ク
イ

と
前
方
に
曲
げ

 
つ
い
て
こ
い
と
い
う
風
に
先
に
ハ
ン
ヴ

を
ス
タ

ト
さ
せ
た

フ
カ

こ

ち
も
行
こ
う

お
う

そ
れ
に
し
て
も
レ
ン

勝
負
の
景
品
に
自
ら
の

操
を
差
し
出
す
な
ん
て

 
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い

て
自
分
を
追
い
込
ん
だ
ん
だ
な

 
と
い
う
か
レ
ン
は
男
も
女
も
い
け
る
口
だ

た
の
か

そ
れ
な
ら
今
度

し
に
私
と
も

は

い
き
な
り
何
を

の
分
か
ら
な
い
事
を

だ

て
さ

き
ピ
ト
さ
ん
が
言

た
の

て
そ
う
い
う
意
味
だ
ろ

 
レ
ン
を
食
べ
た
い

て

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
だ
よ
な

え

さ

き
の

て
ま
さ
か

性
的
な
意
味
で

う
ん

性
的
な
意
味
で

私

や
ら
か
し
ち

た

う
ん

操
的
な
意
味
で

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

あ

意
味
が
分
か

て
な
か

た
ん
だ
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フ
カ
次
郎
は
や
れ
や
れ
と
い
う
口
調
で
そ
う
言

た

え

え

ピ
ト
さ
ん

て
も
し
か
し
て
そ

ち
系
の
人

両
刀
な
ん
じ

ね

そ

そ
ん
な

私
の
初
め
て
は
シ

ナ
に

あ

 
そ
の
言
葉
に
フ
カ
次
郎
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

へ

高
校
の
時
は
男

い
だ

た
レ
ン
も

や

と
そ
う
い
う
事
が
言
え
る
よ
う
に

な

た
か

い

今
の
は
違
う
か
ら

気
の
せ
い

気
の
せ
い
だ
か
ら

ふ

ん

ま
あ
こ
の
勝
負
に
勝
て
ば
何
も
問
題
な
い
ん
だ
か
ら

気
に
し
な
く
て
も
別
に
良

く
ねそ

そ
う
だ
よ
ね

う
ん

そ
の
通
り

よ

し

燃
え
て
き
た
あ
あ
あ
あ

 
レ
ン
は
そ
う
気
合
い
を
入
れ

丁
度
そ
の
時
前
方
の
ハ
ン
ヴ

が
止
ま
り

 
ピ
ト
フ

イ
が
身

り
手

り
で
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
き
た

 
フ
カ
次
郎
も
ル

フ
か
ら
体
を
出
し

で
そ
ち
ら
を

き
な
が
ら
言

た

お
う

燃
え
て
き
た

レ
ン
の

操
を
守
る

に

死
ぬ
気
で
い
く
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あ

あ
り
が
と
う

で
も
そ
う
い
う
事
は
小
さ
な
声
で
ね

そ
し
て
い
ざ
そ
の
時
が
来
た
ら

レ
ン
と
一

に
私
も
同

し
ま
す
か
ら

 
二
人

め
て
お
願
い
し
ま
す
ね

リ

ダ

い

い
き
な
り
何
言

て
る
の

親
友
だ
ろ

ケ
チ
ケ
チ
す
ん
な

て

心
が

い
ぞ
レ
ン

そ
う
い
う
問
題
じ

な
い
で
し

よ
し

配
置
に
つ
く
ぞ
レ
ン

切
り

え
ろ

あ

う

う
ん

 
そ
の
時
ピ
ト
フ

イ
と
ゼ
ス
チ

で
や
り
と
り
し
て
い
た
フ
カ
次
郎
が

い
声
で
そ
う

言

た

 
そ
し
て
二
台
の
ハ
ン
ヴ

は

離
を
開
け

正
面
か
ら
向
か
い
合
う
よ
う
な

を
と

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
開
始
の
合
図
が
来
る

か
な

了
解

絶
対
に
勝
と
う
ね
フ
カ

当
然

そ
し
て
リ

ダ

に

を

で
て
も
ら
う

つ
い
で
に
胸
と
か
も

そ
れ
は
無
理
じ

な
い
か
な
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闇
風
と
ゼ
ク
シ

ド
の
戦
い
が
終
わ

た
後

シ

ナ
は
ぼ
そ

と
こ
う

い
た

今
回
は
ゼ
ク
シ

ド
が
上
手
く
や

た
な

本
人
は
納
得
し
て
な
い
み
た
い
だ
が

何
で
そ
こ

て
思

た
け
ど
闇
風
君
は
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
そ

ち
に
行

ち

た
ねよ

ど
闇
風
の
動
き
を
研
究
し
た
ん
だ
ろ
う
な

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

そ
う
い
う

か
い
と
こ
ろ
に
結

る
か
ら
ね

私
達
も

色
々
と

か
れ
た
り
す
る
も
ん
ね

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も

さ
も
あ
り
な
ん
と
い
う
風
に
そ
の
言
葉
に
同
意
し
た

で

キ
リ
ト
と
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
戦
い
だ
が

相
変
わ
ら
ず
だ
よ
ね

キ
リ
ト
君
は

何
で
あ
ん
な
事
が
出
来
る
の
か
し
ら
ね

い
く
ら
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
あ
る
か
ら

て
言

て
も
な

 
そ
し
て
銃
士

が

ぼ
そ

と
こ
う
言

た

う
ち
の
副
⻑
は
全
員
色
々
と
お
か
し
い
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ち

と
イ
ク
ス

そ
れ

て
絶
対
に
私
も
入

て
る
よ
ね

で
も
一
番
お
か
し
い
の
は
リ

ダ

だ

だ
よ
ね

う
ん

比
べ
た
ら
私
な
ん
か

ん

ん
普
通
だ
よ
ね

お
い
シ
ズ
カ

ナ
チ

ラ
ル
に
俺
に
精
神
攻
撃
を
加
え
る
の
は
や
め
て
く
れ

あ

ご

ご
め
ん

も
ち
ろ
ん
冗
談
だ
か
ら
ね

 
シ
ズ
カ
は

て
て
そ
う
言

た
が
そ
の
言
葉
に
は
シ

ナ
以
外
の
全
員
が
う
ん
う
ん
と

い

て
い
た

さ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
本
番
だ
な

 
シ

ナ
は
そ
の

き
を
完
全
に
ス
ル

し

画
面
を
見
な
が
ら
言

た

だ
ね

移
動
の
分

開
始
の
時
刻
が
他
の
戦
い
よ
り
も

く
な

た
ね

見
て
い
る
方
に
し
ち

そ
の
方
が

難
い
け
ど
な

 
そ
ん
な
シ

ナ
に

銃
士

が
こ
ん
な
質
問
を
し
て
き
た

シ

ナ
様

ピ
ト
達
は
出
発
前
に
何
の
話
を

あ
あ

何
か
勝
負
の

件
に
つ
い
て
話
し
て
た
み
た
い
だ
な

 
何
で
も
負
け
た
方
が
勝

た
方
の
言
う
事
を
一
つ

く
ら
し
い
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え

本
気

あ
の
ピ
ト
相
手
に
そ
ん
な

件
を
出
す
な
ん
て

レ
ン
ち

ん
の

操
が
危
な
い

 
自
分
が
説
明
す
る
必
要
も
な
く

三
人
が
正
解
を
言
い
当
て
た
の
で

 
シ

ナ
は
普

ピ
ト
フ

イ
が
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
か

め
て
実
感
し
た

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
目
の
前
で

レ
ン
と
フ
カ
次
郎
が
不
穏
な
言
葉
を
発
し

 
当
然
シ

ナ
は
そ
れ
を
ス
ル

し
た

香
蓮
も
美
優
も

そ
う
い
う
事
を
口
に
出
し
て
言
う
ん
じ

ね
え

て
の

 
い
く
ら
明
日
奈
が
そ
う
い
う
事
に
心
が
広
い

て
言

て
も
た
ま
に
反
動
が
あ
る
ん
だ
か
ら

な 
明
日
奈
が

に

え
て
く
る
時
が
あ

た
り

あ
ま
り
人
に
は
言
え
な
い
場
所
で

 
ず

と
離
れ
て
く
れ
な
い
事
が
あ
る
の
を
八
幡
は
そ
の
反
動
だ
と
考
え
て
い
た

全
て
終
わ

た
ら

久
々
に
二
人
で
ゆ

く
り
す
る
か
な

 
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
八
幡
は
シ

ナ
と
し
て
の
役

に
意
識
を

し
画
面
に
目
を
向

け
た
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ね
え

今
二
人
は
何
を

お

お
う

レ
ン
の

操
を
守
る

に
頑
張
ろ
う

て
さ

あ

や

と
意
味
を
理
解
し
た
ん
だ

ら
し
い
な

お

戦
い
が
始
ま
る
ぞ

本
当
だ

ピ
ト
が
信

を
上
げ
る
み
た
い
だ
ね

 
そ
し
て
一
同
の
目
の
前
で

ピ
ト
フ

イ
が
空
中
に
向
け
て
信

を
撃
ち

 
二
台
の
ハ
ン
ヴ

は
お

い
に
向
け

行
し
な
が
ら
一

に
走
り
出
し
た

 
一
方
レ
ン
達
の
下
に
向
か

て
い
た
キ
リ
ト
も

 
そ
の
信

で

置
が
分
か

た
の
か

そ
の
場
所
へ
と
方
向
を
変
え

 
戦
い
を
見
物
す
る
の
に
丁
度
い
い
高
台
を
見
つ
け

そ
の
上
に
ヒ
ラ
リ
と
飛
び
乗

た

 
だ
が
そ
ん
な
キ
リ
ト
の
目
に

二
台
の

は
ま

た
く
見
え
な
か

た

こ

こ
れ
は

ス
モ

ク
・
グ
レ
ネ

ド

て
奴
か

し
か
も
こ
の
色
は

考
え
た
な

二
人
と
も

 
そ
の
言
葉
通
り

り
一
面
は

々
と
立
ち
こ
め
る
ピ
ン
ク
の
煙
に
包
ま
れ
て
い
た
の
だ
た
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第
５
９
４
話
 
ス
モ

ク

フ
カ
と
り
あ
え
ず
す
れ
違

て
方
向
転
換
の
時
に
一

ス
ト

プ
そ
し
て

の
物
を
お

願
いお

そ
ろ
そ
ろ
や
る
の
か

了
解
了
解

太
と

子
の
力
を
ピ
ト
さ
ん
に
見
せ
つ
け
て

や
る

 
何
度
か
す
れ
違
い

お

い
に
決
定
打
の
無
い
ま
ま

 
レ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
に
よ
る
銃
の
撃
ち
合
い
が
行
わ
れ
た
後

 
二
台
の
ハ
ン
ヴ

は
何
度
目
か
の
銃

の
応

を
し
つ
つ
も

行
し
な
が
ら
す
れ
違

た

フ
カ

こ
こ

任
せ
ろ

 
そ
し
て
打
ち
合
わ
せ
通
り
に
フ
カ
次
郎
は

を
止
め

ル

フ
か
ら
体
を
出
し

 

太
と

子
を
天
に
向
か

て

え
た

さ
あ

天
の
神
々
も
ご

あ
れ

こ
こ
か
ら
が
シ

の
始
ま
り
だ

 
そ
う
叫
ん
だ
フ
カ
次
郎
に

レ
ン
が
即
座
に
突

込
ん
だ
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中
二
が
い
る

う
る
さ
い
レ
ン

こ
う
い
う
時
く
ら
い
お
前
も
私
に
合
わ
せ
ろ

え

う

ん

ま
あ
気
が
向
い
た
ら
ね

 
レ
ン
は
そ
う
言

て
何
故
か
ハ
ン
ヴ

を
降
り
た

そ
れ
じ

あ
頼
む

レ
ン

撃
た
れ
る
な
よ

う
ん

気
を
つ
け
る

 
そ
し
て
レ
ン
は

々
と
立
ち
こ
め
る
煙
の
中
に
全
力
で
突

込
ん
で
い

た

ピ
ト
さ
ん
達
が
戸
惑

て
い
る
今
の
う
ち
に

 
ち

と

何
あ
れ

ス
モ

ク
グ
レ
ネ

ド
で
す
ね

し
か
も
あ
の
色
は

あ
は

何
あ
の
ピ
ン
ク

特
注
品

良
く
あ

た
わ
ね
あ
ん
な
の

あ
は
は
は
は
は
は
は

 
そ
う
大
笑
い
す
る
ピ
ト
フ

イ
に

エ
ム
は
注
意
を
喚

す
る
よ
う
に

い
声
で
言

た

ピ
ト

笑

て
る
場
合
じ

そ
う
ね

と
り
あ
え
ず

を
出
し
て

最
悪
相
手
に
ぶ
つ
け
ち

て
も
い
い
か
ら
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分
か
り
ま
し
た

 
結
果
的
に
こ
の
一

の
静
止

態
が

レ
ン
に
味
方
す
る
事
と
な

た

 
コ
ン

 
ス
ピ

ド
が
ま
だ
乗
ら
な
い
時
点
で

ハ
ン
ヴ

の
背
後
か
ら
小
さ
な
音
が
し
た

 
そ
れ
を
ピ
ト
フ

イ
は

き

ら
さ
ず
不
思
議
そ
う
な
顔
で
後
方
を
見
た
が
そ
こ
に
は
何

も
見
え
な
い

ね

エ
ム

今
後
ろ
か
ら
何
か
音
が
し
な
か

た

僕
に
は

こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
が

う

ん

お
か
し
い
な

確
か
に
何
か

こ
え
た
気
が
し
た
ん
だ
け
ど

 
念
の
た
め
に
確
認
し
て
く
る
わ

気
を
つ
け
て

分
か
り
ま
し
た

気
を
つ
け
て
下
さ
い

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
大

に
も
ル

フ
か
ら
完
全
に
体
を
出
し
慎
重
に
後
部
へ
と
進
ん
で

い

た
確
か
こ

ち
か
ら

あ
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え
 
丁
度
そ
の
時

レ
ン
が
後
部
か
ら
ハ
ン
ヴ

に
よ
じ

て
く
る
の
が
見
え

 
二
人
は
バ

チ
リ
と
目
が
合

た

レ

レ
ン
ち

ん

や
ば

 
そ
し
て
レ
ン
は

に
手

を
そ
の
場
に
置
く
と

 
ハ
ン
ヴ

の
後
部
を
掴
ん
だ
ま
ま
地
面
に
足
を
つ
き

足
を
凄
い
速
さ
で
動
か
し
始
め
た

 
そ
し
て
直
ぐ
に
手
を
離
し
た
レ
ン
は

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
速
度
で
走

た
後
に

 
急
に
横
に
曲
が
り

煙
の
中
へ
と
消
え
て
い

た

て

ぼ

と
し
て
る
場
合
じ

な
い

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言

て
手

を

り
手

の
爆
発
に

き
込
ま
れ
る
事
は
防
が
れ

た
あ

ぶ
な

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
ン
ヴ

の
中
に

ろ
う
と
し
て

 
何
か
に
気

い
た
よ
う
に

り
返

た
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あ
れ

で
も
今
レ
ン
ち

ん

の
下
か
ら
出
て
き
た
よ
う
な

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の

は
正
し
か

た

 
レ
ン
は
煙
が
立
ち
こ
め
る
前
の
ピ
ト
フ

イ
の
ハ
ン
ヴ

の

置
に
全
速
力
で
向
か
い

 
ま
だ
ス
ピ

ド
が
乗
ら
な
い
う
ち
に

の
背
後
に
張
り
付
き

 
作
業
を
終
え
た
後
に
顔
を
出
し
た
所
を
ピ
ト
フ

イ
に
発
見
さ
れ
た
と
そ
う
い
う

な
の
で

あ

た
ま

ま
さ
か
何
か
仕

け
を

 
だ
が
確
認
し
て
い
る
暇
は
な
い

ピ
ト
フ

イ
は
ル

フ
か
ら
エ
ム
に
こ
う
呼
び
か
け
た

エ
ム

レ
ン
ち

ん
が
何
か
し
て
た

す
ぐ
に
飛
び
降
り
な

り

了
解

 
そ
し
て
エ
ム
は
扉
を
開
け

そ
の
ま
ま
飛
び
降
り
た

 
同
時
に
ピ
ト
フ

イ
も

の
屋

か
ら
身
を
躍
ら
せ
そ
の
直
後
に
ハ
ン
ヴ

は
少
し
暴
走

し
た
後

 
凄
ま
じ
い
大
爆
発
を

こ
し

二
人
は

に
エ
ム
が
出
し
た
盾
に
身
を

し

 
そ
の
爆
風
と

飛
ん
で
く
る
破
片
か
ら
何
と
か
身
を
守
る
事
に
成
功
し
た
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着
式
の
時
限
地

危
な
か

た
で
す
ね

よ
く
気

い
て
く
れ
ま
し
た

ね

念
の
た
め
に
確
認
し
て
良
か

た
わ

前
方
か
ら
エ
ン
ジ
ン
音

来
ま
す

了
解

こ
れ
は
仕
返
し
し
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言

て
⻤

と
血
華
を
抜
い
た

 
そ
こ
に
レ
ン
達
の
ハ
ン
ヴ

が
突

込
ん
で
き
た

乗

て
い
る
の
は
フ
カ
次
郎
だ
け

 
そ
の
ハ
ン
ヴ

は

他
に
攻
撃
手

が
無
い

に

二
人
を
ひ
き
殺
そ
う
と
動
い
た
が

 

置
が
悪
い

二
人
の
横
を
か
す
め
る
よ
う
に
走
る
事
し
か
出
来
な
さ
そ
う
だ

た

 
そ
し
て
エ
ム
を
そ
の
場
に
残
し

ピ
ト
フ

イ
だ
け
が
立
ち
上
が

た

ち

運
が
悪
い

助
手

側
か

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う

く

声
を

く
と
両
手
の
剣
を
い
き
な
り
ハ
ン
ヴ

に
突
き
立
て

た 
ま
る
で
バ
タ

で
も

る
か
の
よ
う
に

ハ
ン
ヴ

に
二
本
の
線
が
入

て
い
く

 
驚
い
た
の
は
フ
カ
次
郎
で
あ
る
自
分
の
す
ぐ

に
い
き
な
り
二
本
の
刃
が
突
き
立
て
ら
れ
た
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か
ら
だ

う
お
お
お
お

や
べ
え

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
も

先
ほ
ど
の
エ
ム
と
同
様
に
扉
を
開
け

外
に
身
を
躍
ら
せ
た

 
次
の

間
に
ハ
ン
ヴ

は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

後

が

飛
び

 
ス
ピ
ン
し
た
ハ
ン
ヴ

は

そ
の
ま
ま
ガ
ク
ン
と
動
き
を
止
め
た

く

さ

き
の
で
仕

め
ら
れ
な
か

た
の
か

く
レ
ン
と
合
流
し
な
い
と

 
フ
カ
次
郎
は
無

ら
し
き
敵
の
様
子
に

り

ハ
ン
ヴ

の
残

の
陰
に

れ
な
が
ら

 
一
刻
も

く
レ
ン
と
合
流
し
よ
う
と

晴
れ
て
き
た
煙
の
中
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た

く

ど
こ
だ

い
や

い

そ
こ

ち
か
ら

 
そ
こ
で
フ
カ
次
郎
が
思
い
つ
い
た
の
は

グ
レ
ネ

ド
の
爆
発
を
目

に
す
る
事
だ

た

ピ
ト
さ
ん
達
に
攻
撃
す
れ
ば

そ
の
爆
発
を
頼
り
に
レ
ン
が
来
て
く
れ
る
は
ず

 
フ
カ
次
郎
は
そ
う
考
え

感
覚
頼
り
で
ハ
ン
ヴ

越
し
に

 
一
発
だ
け
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

で
通
常

を
撃

た

当
た
れ
え

 
そ
し
て

後
に
爆
発
音
が

こ
え

フ
カ
次
郎
は
思
わ
ず
こ
う
言

た
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や

た
か

て
や
ば
い

こ
れ

て
死

フ
ラ
グ

 
そ
の

間
に
フ
カ
次
郎
の

が
撃
ち
ぬ
か
れ
フ
カ
次
郎
は

み
し
な
が
ら
そ
の
場
に
倒
れ

た
し

し
ま

た

先
人
達
の
知
恵
を
生
か
せ
な
か

た

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

何
と
か
ハ
ン
ヴ

の
残

に
身
を

め

 
そ

と
銃

が
飛
ん
で
き
た
方
を

た

あ
れ
は

エ
ム
さ
ん
か

 
見
る
と
エ
ム
が
腹
ば
い
に
な
り

こ
ち
ら
に
銃
口
を
向
け
て
い
た

 
そ
の

り
に
は

の
盾
が

ん
で
お
り

グ
レ
ネ

ド
の
攻
撃
は
そ
れ
で
防
い
だ
よ
う
だ

く
そ

万
能
だ
な
あ
れ

私
に
も
一
つ
下
さ
い

て
か
ま
ず
い

こ
れ
じ

あ
動
け
な

い 
こ
の
時
フ
カ
次
郎
は
ピ
ト
フ

イ
の
存
在
を
失
念
し
て
い
た

そ
の
ピ
ト
フ

イ
は
今
ま
さ

に 
反
対
側
か
ら
フ
カ
次
郎
の
目
の
前
に
あ
る
ハ
ン
ヴ

の
残

の
上
に
上
ろ
う
と
し
て
い
る
所

だ

た
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さ

て

こ
れ
で
残
る
は
レ
ン
ち

ん
の
み
か
な

 
そ
の
言
葉
は
少
し
気
が

か

た

ピ
ト
フ

イ
の
接
近
に
気

か
ず

 
今
ま
さ
に
死
地
に
置
か
れ
よ
う
と
し
て
い
た
フ
カ
次
郎
に

遠
く
か
ら
レ
ン
の
声
が

い
た

フ
カ

ス
モ

ク

 
そ
の
言
葉
に
フ
カ
次
郎
は
反
射
的
に
反
応
し

て
て
空
に
ス
モ

ク
グ
レ
ネ

ド
を
放

た

ち

先
手
を
と
ら
れ
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言

て
即
座
に

退
を
決
め
た

 
こ
の
ま
ま
で
は
格
好
の
的
に
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
か
ら
だ

 
そ
し
て
そ
の
声
で
す
ぐ
上
に
ピ
ト
フ

イ
が
い
た
事
を
知

た
フ
カ
次
郎
は

 
し
か
し
レ
ン
を
信
頼
し

下
手
に
動
か
ず
に
そ
の
場
に

ま
る
事
を
決
め
た

レ
ン
の
奴
な
ら
絶
対
に
こ
の

況
を
何
と
か
し
て
く
れ
る

 
そ
の

に
は
絶
対
に
こ
こ
で
お
か
し
な
動
き
を
し
ち

目
だ

 
そ
の

間
に

フ
カ
次
郎
の

に
手
が
置
か
れ
る
感
触
が
し
た

お
い

か

た
な
相
棒

待
ち
く
た
び
れ
た

さ
あ

こ
こ
か
ら
は
地
上
戦
だ

う
ん

こ
こ
で
決
着
を
つ
け
よ
う
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そ
し
て
レ
ン
は

大
き
く
息
を

い
込
み
な
が
ら
い
き
な
り
叫
ん
だ

ピ
ト
さ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
そ
の

間
に
レ
ン
は
確
か
に
ス
モ

ク
の
向
こ
う
か
ら
一

バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が

び
る
の

を
見
た

 
ど
う
や
ら
驚
い
た
ピ
ト
フ

イ
が

一
種
引
き
金
に
触

て
し
ま

た
ら
し
い

フ
カ

こ
の
方
向

離
は

歩

 
目
算
は
若

で
あ

た
が
レ
ン
は
ド

ム
で
何
度
も
フ
カ
次
郎
の
言
葉
を

い
て
お
り

 
感
覚
的
に

歩
が
ど
の
く
ら
い
の

離
に
な
る
の
か
は

し
て
い
た

お
う
よ

近
い
か
ら
上
に
向
か

て
撃
つ
事
に
な
る
か
ら
着

時
間
に
気
を
つ
け
な

 
い
い
か

十
五

だ

十
五

以
内
に
安
全

に
離
脱
し
な

了
解

 
そ
し
て
レ
ン
は

敵
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に

広
く

に
連
続
し
た
射
撃
を
行
い

 
そ
の
間
に
フ
カ
次
郎
は

太
と

子
を
高
く

げ
空
に
向
け
て
六
発
の
グ
レ
ネ

ド

を

打
ち
上
げ
た

フ
カ
は
撃

た
ら
そ
の
ま
ま
逃
げ
て
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お
う

向
こ
う
で
待

て
る

う
ん

 
そ
し
て
レ
ン
は

内
で
カ
ウ
ン
ト
を
し
な
が
ら
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
そ
の
場
で

た

 
一
方
ピ
ト
フ

イ
と
エ
ム
は

相
手
が
何
か
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
分
か

た
が

 
レ
ン
達
の
い
る
方
向
か
ら
断
続
的
に

が
飛
ん
で
く
る

身
動
き
が
取
れ
な
い

ま
ず
い
で
す
ね

こ
の
ま
ま
だ
と
確
実
に
や
ら
れ
ま
す

で
も
レ
ン
ち

ん
も
ま
だ
あ
そ
こ
に

み
と
ど
ま

て
る
み
た
い
だ
し
い
い
と
こ
共
倒
れ

そ
れ
で
い
い
な
ら
こ
の
ま
ま
こ
こ
で
死
に
ま
す
か

目
よ

そ
れ
じ

あ
引
き
分
け
に
な

ち

う
も
の

 
ピ
ト
フ

イ
は
ど
う
し
て
も
決
着
を
つ
け
た
い
の
か

そ
う
言

た

分
か
り
ま
し
た

僕
が
盾
に
な
り
ま
す

そ
の
間
に
ピ
ト
は
後
退
を

ど
う
す
る
の

こ
の
盾
を
組
み

え
て
立
ち
上
が

て

出
来
る
だ
け
広
い

囲
を
カ
バ

し
ま
す

 
一
対
二
の
戦
い
に
な

ち

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

絶
対
に
勝

て
下
さ
い
よ
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絶
対
と
は
言
え
な
い
け
ど

ベ
ス
ト
は
尽
く
す
わ

あ
と
一
応
こ
れ
を

 
エ
ム
は
そ
う
言

て
二

の
盾
を
組
み
合
わ
せ
た
物
を
ピ
ト
フ

イ
に

し
た

そ
れ
を

え
て
横
に
な
れ
ば

飛
ん
で
く
る
破
片

か
ら
身
を
守
れ
る
は
ず
で
す

 
ピ
ト
フ

イ
は

て
そ
れ
を
受
け
取
り

そ
の
エ
ム
の
言
葉
に

い
た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
エ
ム
の
背
後
か
ら
ま

す
ぐ
後
退
し

 
エ
ム
も
レ
ン
の
い
る
と
思
わ
れ
る
方

に
け
ん
制
射
撃
を
し
つ
つ

 
絶
対
に
ピ
ト
フ

イ
の
盾
に
な
る
と
い
う
決
意
を
持

て

そ
の
場
で

ん
張

て
い
た

五
 
そ
ん
な
時

そ
の
言
葉
と
共
に
レ
ン
か
ら
の
射
撃
が
止
ん
だ

そ
う
か

あ
と
五

の
命
か

 
エ
ム
は
そ
う

い
た
直
後
に

自
分
の

上
に
グ
レ
ネ

ド

が

て
く
る
の
を
見
た

あ
れ
は

ピ
ト

通
常

が
六
発
で
す

 
そ
れ
が
こ
の
大
会
で
エ
ム
が
発
し
た
最
後
の
言
葉
と
な

た

 
さ
す
が
の

船
の
装
甲

で
作
ら
れ
た
盾
と
い
え
ど
も
今
の
エ
ム
の
い
る
場
所
は
着

点
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に
近
す
ぎ
た

 
そ
し
て
エ
ム
は

き
飛
ば
さ
れ

そ
の
ま
ま
死
体
と
な

た

 
五

 
レ
ン
は
そ
う
叫
ぶ
と

脱

の

く
後
方
へ
と
全
速
力
で
走

た

五

も
あ
れ
ば
か
な
り
の

離
が

げ
る
は
ず

 
そ
の
言
葉
通
り
レ
ン
は
一
気
に
か
な
り
の

離
を
駆
け
抜
け
そ
の
場
で

を

え
て
横
に

な

た

 
直
後
に
爆
発
音
が

き

り
レ
ン
の
近
く
に
エ
ム
の
使

て
い
た
盾
の
パ

ツ
が
何

か
飛

ん
で
き
て

 
そ
の
ま
ま
地
面
に
突
き

さ

た

う
お

あ

危
な
い

 
一
歩
間
違
え
ば
自
分
も
死
ん
で
い
た
と

レ
ン
は
背
筋
を
寒
く
し
た
が

 
そ
ん
な
レ
ン
の

界
に

先
に
避
難
し
て
い
た
フ
カ
次
郎
の

が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
た

 
地
面
近
く
の
煙
は
少
な
い

体
制
を

く
し
た
せ
い
で

そ
の

が
見
え
た
の
だ

た
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そ
し
て
レ
ン
は
フ
カ
次
郎
の
所
に
向
か
い

二
人
は
無
事
に
合
流
す
る
事
が
出
来
た

よ

相
棒

無
事
に
逃
げ
ら
れ
た
み
た
い
だ
な

ピ
ト
さ
ん
達
は

多
分
あ
の
爆
発
の
中
心
に
い
た
と
思
う
ん
だ
け
ど

あ
の
二
人
は
足
は
そ
ん
な
に
速
く
な
い

し
ね

て
事
は
う
ち
の
優
勝
で
決
ま
り
か
な

い
や

終
わ

た
終
わ

た
頑
張

た

う

ん

 
そ
の
言
葉
に
レ
ン
は
違
和
感
を
感
じ
て
い
た

何
か
が
足
り
な
い

何
か
が
お
か
し
い

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
そ
れ
は

こ

た

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
無
い
ん
だ
か
ら
ま
だ
優
勝
が
決
ま

て
な
い
事
く
ら
い
分
か
ら
な
い
と

目

よ
ん

 
そ
の
言
葉
と
同
時
に
フ
カ
次
郎
の
胸
か
ら
い
き
な
り
見
た
事
の
あ
る

い
棒
の
よ
う
な
物
が

生
え
た



 第５９５話 また後で

 
第
５
９
５
話
 
ま
た
後
で

ピ
ン
ク
の
ス
モ

ク
・
グ
レ
ネ

ド

イ
コ
マ
作
か

色
を
つ
け
る
く
ら
い
な
ら

イ
コ
マ
君
じ

な
く
て
も
出
来
る
ん
じ

な
い
か
な

確
か
に
な

し
か
し
よ
く
あ
ん
な
事
を
考
え
つ
く
も
ん
だ

師
匠
が
優

な
ん
だ
ろ
う
な

何
故
そ
こ
で
自
分
を
持
ち
上
げ
た
の

シ

ナ
様

か
わ
い
い

 
そ
ん
な

才
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
る
中

 
シ

ナ
達
は
レ
ン
と
ピ
ト
フ

イ
の
決
戦
を
興
味
深
そ
う
に
観
戦
し
て
い
た

し
か
し
空
中
戦
と
は
よ
く
言

た
も
ん
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
空
中
戦

て
そ
の
ま
ま
の
意
味
な
ん
だ
け
ど
ね

さ
て

ど
う
な
る
事
や
ら

 
そ
し
て
レ
ン
が
や

た
事
を
見
て

シ

ナ
は
思
わ
ず
変
な
声
を
出
し
た

ふ
ひ

ど

ど
う
し
た
の
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い
や

空
中
戦
と
言
い
つ
つ
い
き
な
り

を
潰
し
に
い
く
と
は

 
レ
ン
も
え
げ
つ
な
い
な

て
思

て
な

ま
あ
で
も

こ
れ
で
圧
倒
的

利
に

て

え
え
え
え
え
え
え

ピ
ト
も
中
々
や
る
な
確
か
に
⻤

な
ら
走

て
く
る

の
前
に
刀
身
を
差
し
出
す
だ
け
で

 

を
破
壊
す
る
事
が
可
能
だ
か
ら
な

あ
れ

て
本
当
に
え
げ
つ
な
い
武
器
だ
よ
ね

 
そ
し
て
エ
ム
達
が
先
に
体
制
を
整
え

フ
カ
次
郎
が
ピ
ン
チ
に
陥

た

間
に

 
フ
カ
次
郎
は
空
に
向
け

ス
モ

ク
・
グ
レ
ネ

ド
を
放

た

お今
の
は
自
分
の
判
断
か

い
や

違
う
な

レ
ン
が

て
き
た
ん
だ
な

 
シ

ナ
は
ス
モ

ク
の
色
が
ピ
ン
ク
だ

た

そ
う
判
断
し
た
よ
う
だ

お

レ
ン
の
奴

歩
と
か
言

て
る
ぞ

 
こ
の
ま
ま
う
ち
に
入

て
も

候
と
し
て
や

て
い
け
そ
う
だ
な

離
感
は
ど
う
な
の
か
な

さ
あ
な

で
も
ま
あ
ド

ム
で
散
々
体
験
し
た
ん
だ

そ
う
デ
タ
ラ
メ
で
も
な
い
だ
ろ
う
よ
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そ
し
て
エ
ム
が
死

し

レ
ン
と
フ
カ
次
郎
が
上
手
い
事
合
流
し
た
の
を
見
て

 
ロ
ザ
リ
ア
が
シ

ナ
に
こ
う

ね
て
き
た

こ
れ
で
決
ま
り

そ
う
だ
な

で
も
ピ
ト
の
奴
は
絶
対
に

め
る
は
ず
が
な
い
し
な

で
も
ピ
ト
の
移
動
速
度
じ

こ
の

を
突
く
の
は
無
理
じ

な
い

だ
な

め
に
引
き
返
し
て
こ
な
い
と
無
理
だ
な

 
で
も
そ
れ
だ
と
爆
発
に
多
少
な
り
と
も

き
込
ま
れ
る
事
に

て
お
い

無
茶
し
や
が

る
ピ
ト
の

が
一
本
無
い
ね

よ
く
あ
の
中
に
突

込
ん
で
き
た
わ
ね

フ
カ

油
断
し
す
ぎ
だ
ね

後
で
説
教
だ
な

 
そ
し
て
場
面
は
現
在
へ
と
繋
が
る

 
フ
カ
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あ

ら

他
人
の
心
配

 
ピ
ト
フ

イ
は
フ
カ
次
郎
が
倒
れ
た
の
を
見
て

即
座
に
レ
ン
に
向
け
て
⻤

を

る

た

 
ど
う
や
ら
フ
カ
次
郎
に
ト
ド
メ
を

す
の
は
後
に
し
て

 
先
に
レ
ン
の
戦
闘
力
を

う
事
を
優
先
さ
せ
え
る
事
に
し
た
よ
う
だ

ピ
ト
さ
ん

ま
さ
か
こ
ん
な
に

く

く

 
レ
ン
は

に
ピ

ち

ん
を
前
に
出
し

そ
の
攻
撃
を

う
じ
て
避
け
た
が

 
そ
の
せ
い
で
ピ

ち

ん
は
両
断
さ
れ
て
し
ま
い

 
サ
ブ
武
器
と
し
て
の
銃
を
持
た
ぬ
レ
ン
は

銃
に
よ
る
攻
撃
手

を
全
て
失

た

 
そ
し
て
煙
が
晴
れ

ピ
ト
フ

イ
が
そ
の

を
現
し
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
何
と
片
手
を
失

て
お
り
更
に
片
目
に
は
何
か
の
破
片
が
突
き

さ

て

い
たピ

ピ
ト
さ
ん

そ
の

は

あ
あ
こ
れ

さ

き
ち

と
無
理
を
し
ち

た
の
よ
ね

 
煙
が
晴
れ
な
い
う
ち
に
こ
こ
に
来
た
か

た
か
ら

 
ピ
ト
フ

イ
は
エ
ム
が

通
常

で
す

と
叫
ん
だ
の
を

い
て
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め
に
足
を
止
め
エ
ム
か
ら

さ
れ
た
盾
を
急
所
だ
け
守
る
よ
う
に
持
ち
爆
発
に
備
え
て

い
た

 
そ
の

片
手
を
失
い

あ
げ
く
立
ち
上
が
る
の
が

す
ぎ
た

片
目
ま
で
も
失

た
が

 
そ
の
分
レ
ン
達
が
い
る
方
に

く
到
着
す
る
事
が
出
来
た
と

そ
う
い
う

だ

た

さ
て

成
逆
転
ね

レ
ン
ち

ん

そ
の
体

い
た
だ
き
ま

す

ひ

ひ

 
レ
ン
は
そ
の
欲
望
に

れ
た
ピ
ト
フ

イ
の
目
を
見
て

持
ち
を
つ
い
た

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
の
行
動
を

む
者
が
い
た

待

た
ピ
ト
さ
ん

レ
ン
の
初
め
て
は
私
の
モ
ン
だ

当
然
私
が
先
に
ヤ
ル

フ

フ
カ

て
か
私
の
体
は
私
の
物
だ
か
ら

へ

タ
フ
ね

コ
ン
バ

ト
組

て
や

ぱ
り
や

か
い
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ピ
ト
フ

イ
は

目
の
前
に
あ
る
レ
ン
の
足
を

か
ら

り
落
と
し
た

と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
良
し

と

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
レ
ン
を

界
に
入
れ
な
が
ら

 
自
分
の
足
を
掴
む
フ
カ
次
郎
に
止
め
を

そ
う
と
し
た

だ
が
こ
の
時
ピ
ト
フ

イ
も
油
断
し
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て
い
た

 
コ
ン
バ

ト
組
で
あ
る
フ
カ
次
郎
は

筋
力
に
お
い
て
は
ピ
ト
フ

イ
の
上
を
い
く
の
だ

き
 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
の
足
を

い
き
な
り
フ
カ
次
郎
が
引

張
り

 
ピ
ト
フ

イ
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
そ
の
場
に
倒
れ
そ
う
に
な

た

何
を

 
そ
の

間
に
フ
カ
次
郎
は
真
上
に
向
け

残

た

手
で

子
の
ト
リ
ガ

を
引
い
た

 
ど
う
や
ら
避
難
し
て
い
る
間
に
予
め

の
補
充
を
し
て
い
た
ら
し
い

な

ま
さ
か

を
装

済
だ

た
の

ふ
ふ
ん

油
断
し
た
ね
ピ
ト
さ
ん

 
リ

ダ

の
教
え
に

く

ど
ん
な
時
で
も
先
を
予

し
て

準
備
は

る
べ
か
ら
ず

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

を
な
め
て
も
ら

ち

困
る
ね
油
断
は
し
て
も

に
は
な
ら

な
い

 
そ
の
フ
カ
次
郎
の
口
の
動
き
を
見
て

シ

ナ
は
思
わ
ず
こ
う
突

込
ん
だ

だ
か
ら
油
断
も
す
ん
な

つ

て
ん
だ
よ
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え

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

フ
カ
の
奴
が

油
断
は
し
て
も
準
備
は

ら
な
い
風
な
事
を
言

て
た
か
ら

つ
い
な

あ
あ

今
の
グ
レ
ネ

ド
か
な

で
も
ま
あ

の
装

を
し
て
あ

た
の
は
え
ら
い
よ
ね

ま
あ
な

問
題
は
何
の

を
詰
め
た
か
だ
が

 
そ
の
時
フ
カ
次
郎
が
レ
ン
に
向
か

て
叫
ん
だ

レ
ン

真
上
だ
か
ら
三
十

だ

プ
ラ
ズ
マ
・
グ
レ
ネ

ド

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

そ
れ
だ
と
全
員
死
ん
じ

う
よ

何
と
か
お
前
だ
け
で
も
逃
げ
の
び
ろ
ピ
ト
さ
ん
は
こ
こ
で
私
と
相
打
ち
に
な

て
も
ら
う

わ

分
か

た

何
と
か
す
る

 
そ
し
て
レ
ン
は

両

を
使

て
ほ
ふ
く
前
進
の
体
制
に
な
り

 
出
来
る
だ
け
遠
く
へ
移
動
し
よ
う
と
移
動
を
開
始
し
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
ん
な
レ
ン
を

き
込
も
う
と
手
を

ば
し
た
が
そ
れ
は
果
た
せ
な
か

た

く

逃
が
し
た
か

ふ
ふ
ん

さ

ピ
ト
さ
ん

こ
こ
で
一

に
死
ん
で
も
ら
う
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さ
あ

そ
れ
は
ど
う
か
な

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

⻤

で
フ
カ
次
郎
の

を

り

片
手
で
立
ち
上
が

た

ず

ず
る
い
ぞ

予
想
し
て
な
か

た
フ
カ
ち

ん
が
悪
い

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は
レ
ン
を
追
い
か
け
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の

間
に
フ
カ
次
郎
が

も
う
片
方
の
手
で
ピ
ト
フ

イ
の
足
を
掴
ん
だ

さ
せ
ん

く

し
つ
こ
い

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
フ
カ
次
郎
の
も
う
一
本
の
手
を
切
断
し
再
び
レ
ン
を
追
い
か
け
よ

う
と
し
た

 
だ
が
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
の
足
に

フ
カ
次
郎
は
今
度
は
足
を

ま
せ
た

だ
か
ら
さ
せ
な
い

て
の

こ
の

 
ピ
ト
フ

イ
は
再
び
剣
を

る

た
が
そ
の
時
に
は
打
ち
上
げ
ら
れ
た
グ
レ
ネ

ド
の

は

 
か
な
り
近
く
ま
で
接
近
し
て
き
て
い
た
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く
そ
お
お
お
お
お
お
お
お
お

ピ
ト
さ
ん

女
の
子
な
ん
だ
か
ら
も

と
お

や
か
に
悔
し
が
り
な
よ

ま
だ
よ

ま
だ

め
な
い
わ

 
着

ま
で
は
残
り
十

だ
ろ
う

 
レ
ン
は
両
足
が
無
い

に
ま
だ
こ
こ
か
ら
五
十
メ

ト
ル
く
ら
い
し
か
離
れ
て
い
な
い

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
も
全
力
で
そ
れ
を
追
い
か
け
レ
ン
ま
で
あ
と

メ

ト
ル
の
地
点
ま
で

迫

た
レ
ン
ち

ん

ピ
ト
さ
ん

そ
の
ま
ま
だ
と
死
に
ま
す
よ

 
そ
し
て
レ
ン
は

近
く
に
突
き

さ

て
い
た

の
よ
う
な
物
の
陰
に

れ
た

 
こ
の
場
所
は

先
ほ
ど
レ
ン
が
最
初
に
逃
げ
て
き
た
場
所
で
あ
り

 
そ
こ
に
は
エ
ム
の
使

て
い
た
盾
が
突
き

さ

て
い
る
の
だ

ま
ず
い

ま
ず
い
ま
ず
い

 
ピ
ト
フ

イ
は

囲
を
き

ろ
き

ろ
と
し
レ
ン
が
い
る

置
の
真
横
の

地
で
ソ
レ
を
見

つ
け
た
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あ

た

ち

見
つ
か

ち

た
か

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

て
て
そ
の
も
う
一

の
盾
の
影
に
身
を

め
た

 
若

レ
ン
の
前
に
あ
る
物
よ
り
も
小
さ
い
が

そ
れ
で
も
何
と
か
急
所
は
守
れ
そ
う
だ

 
二
人
が
生
き
残
れ
る
か
は
こ
の

離
だ
と

け
に
な
る
が
二
人
は
決
し
て

め
ず
衝
撃
に

備
え
た

 
こ
の

置
関
係
だ
と

離
は
遠
い
と
は
い
え

地
の
縁
の
高
い

置
に
い
る
レ
ン
よ
り
も

 

い
と
は
い
え
完
全
に

地
の
中
に
い
る
ピ
ト
フ

イ
の
方
が
爆
風
の
影

を
受
け
に
く
い

と
思
わ
れ

 
ピ
ト
フ

イ
は
一
人
ほ
く
そ
笑
ん
だ

こ

ち
の
方
が
体
力
が
残
る
可
能
性
が
高
い

そ
れ
に
私
に
は

奥
の
手
が
あ
る
し
ね

レ

ン

勝
て
よ

 
身
を

く
す
る
レ
ン
の

に

そ
ん
な
フ
カ
次
郎
の
言
葉
が

こ
え
て
き
た

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
の
真
上
に
プ
ラ
ズ
マ
・
グ
レ
ネ

ド
が
落
下
し
フ
カ
次
郎
は
光
の
中
に
消

え
た



 第５９５話 また後で

 
直
後
に
衝
撃

が
二
人
を
襲

た

う

う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

き

つ

こ
れ
き

つ
い

 
そ
し
て
二
人
も
光
に
包
ま
れ

そ
れ
を
見
て
い
た
シ

ナ
達
は

 
一
体
ど
う
な

た
の
か
と
モ
ニ
タ

を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
た

ど

ち
だ

も
し
か
し
て
二
人
と
も
死

い
や
そ
れ
な
ら
キ
リ
ト
が
生
き
残

て
い
る
ん
だ
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

て
然
る
べ
き
だ
な

て
事
は

少
な
く
と
も
ピ
ト
は
生
き
て
い
る

だ
ろ
う
な

 
そ
の

に
な

て

や

と

界
が
元
に

て
き
た

そ
の
画
面
の
中
に
二
人
は
い
た

あ

レ
ン
の
奴

体
を
何
か
で

定
し
て
お
い
た
ん
だ
な

 
地
面
か
ら
ワ
イ
ヤ

い
の
が
レ
ン
の

に

び
て
る
の
が
見
え
る

確
か
に
さ

き
と
同
じ
場
所
に
い
ま
す
ね
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ピ
ト
も

地
に
い
た
せ
い
か
飛
ば
さ
れ
て
な
い
ね

同
じ

置
に
い
る

だ
が
こ
の

態
は

う
わ

二
人
と
も
両

と
両
足
を
失

た
か

そ
れ
に
不
利
な

置
だ

た
せ
い
か

 
レ
ン
の
方
が

が
少
な
く
見
え
る

レ
ン
ち

ん
あ

ち
の

地
の
方
を
選
べ
ば
良
か

た
の
に
ね
先
に
着
い
て
た
ん
だ
か
ら

大
き
さ
は
レ
ン
の
前
に
あ
る
物
の
方
が
大
き
い
か
ら

あ
る
い
は
そ
れ
で
選
ん
だ
の
か

 
そ
れ
と
も
他
に
理
由
が
あ
る
の
か

 
こ
う
な
る
と
何
も
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

事
実
二
人
は
何
も
せ
ず

声
を
か
け
あ

た
ピ
ト
さ
ん

生
き
て
ま
す

レ
ン
ち

ん

生
き
て
る

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
言
い

笑
い
合

た

こ
れ

て
引
き
分
け
か
な

今
の
と
こ
ろ
は
同
じ

態
で
す
ね



 第５９５話 また後で

こ
う
な

ち

う
と
も
う

何
も
出
来
な
い
わ
ね

 
仕
方
な
い

そ
れ
じ

あ
せ
め
て
キ
リ
ト
君
が
来
る
ま
で
雑
談
で
も
し
て
ま
し

う
か

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
提
案
に

レ
ン
は
答
え
な
か

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
ん
な
レ
ン
を
見
て

平
静
を
装

て

も
話
し
か
け
た

レ
ン
ち

ん

私
と
雑
談
す
る
の
は

な
の

う
う
ん

そ
う
じ

な
い
ん
で
す

た
だ

た
だ

こ
の
ま
ま
だ
と
一
番
最
初
に
失

た

ピ
ト
さ
ん
の

が
一
番
最
初
に
復
活
し
ま
す
よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は
ド
キ
リ
と
し
た

そ
れ
が
ピ
ト
フ

イ
の
切
り

だ

た
か
ら

だ 
ピ
ト
の
片

は
今
回
の
爆
発
で
失

た

で
は
な
く

も

と
前
に
失

た
物
で
あ
り

 
今
回
の
爆
風
の
影

は
一
切
受
け
て
い
な
い

実

あ
と
一
分

で
復
活
す
る

な

何
の
事
か
な

い
い
ん
で
す
よ
ピ
ト
さ
ん

と
ぼ
け
な
く
て
も
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そ
の
レ
ン
の
穏
や
か
な
言
い
方
に

ひ

か
か
る
物
を
感
じ
た
ピ
ト
フ

イ
は

 
高
い
所
に
い
て
よ
く
見
え
な
い
レ
ン
の
様
子
を
探
ろ
う
と

 
必
死
に
腹
筋
を
使

て

を
高
い

置
に
持

て
い
こ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
の
努
力
に
関
係
な
く

レ
ン
が
自
ら
顔
を

か
せ
た

 
そ
の
口
に
は

何
か
ピ
ン
の
よ
う
な
物
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
た

そ
れ

何

た
だ
の
ピ
ン
で
す
よ

ピ
ト
さ
ん

 
そ
し
て
次
に
レ
ン
は
顔
を
上
下
に
動
か
し

を
使

て
ピ
ト
フ

イ
の
方
に
何
か
を
転
が
し

た
こ
れ

何

た
だ
の
手

で
す
よ

ピ
ト
さ
ん

一
応
ナ
イ
フ
も
用
意
し
て
た
ん
で
す
け
ど

 
や

ぱ
り
と
い
う
か
両
方
と
も

を
持

て
か
れ
ち

た
ん
で
こ

ち
の
出
番
に
な
り

ま
し
た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
の
目
の
前
に

ピ
ン
の
抜
か
れ
た
手

が
転
が

て
き
た

 
そ
れ
を
見
た
ピ
ト
フ

イ
は

ど
う
に
か
し
よ
う
と
も
が
い
た
が

ど
う
し
よ
う
も
な
い
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さ

最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
そ
こ
に

は
い

急
所
だ
け
を
守
る
と
体
の
あ
ち
こ
ち
が
失
わ
れ
ち

う
と
思

た
ん
で

 
色
々
準
備
し
て
お
い
た
ん
で
す
よ

ピ
ト
さ
ん
の
方
に
小
さ
な
盾
を
置
い
た
ん
で

 
ピ
ト
さ
ん
の
戦
闘
力
は
ほ
と
ん
ど

え
る
と
確
信
は
し
て
た
ん
で
す
け
ど
ね

 
ま
さ
か
こ

ち
の
戦
闘
力
ま
で
ほ
と
ん
ど

わ
れ
る
な
ん
て
プ
ラ
ズ
マ
・
グ
レ
ネ

ド
を
な

め
て
ま
し
た

 
そ
の
レ
ン
の
説
明
に

ピ
ト
フ

イ
は

り
込
ん
だ

本
当
に
手

が
誘
爆
し
な
く
て
良
か

た
で
す
そ
う
な

た
ら
こ

ち
の
負
け
で
し
た
ね

レ
ン
ち

ん

参

た
わ

降
参

こ
の
爆
発
に

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
ね

は
い

そ
の

に
こ
の
少
し
高
い
所
を
選
ん
だ
の
で

多
分
大
丈
夫
で
す

そ
こ
ま
で
考
え
て
た
の
ね

本
当
に
参

た
わ

 
ち
な
み
に
も
し
私
の

な
り
足
な
り
が
残

て
た
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

た
の

そ
の
時
は
近
付
い
て
き
た
ピ
ト
さ
ん
の
欲
望
を
利
用
し
て

き
上
げ
で
も
し
て
も
ら

て

 
そ
の

に
色
ボ
ケ
な
ピ
ト
さ
ん
の

動
脈
を

み
切
る
つ
も
り
で
し
た

う
わ

何
そ
れ
怖
い

そ
れ
に
そ
の
言
い
方

言
い
方
が
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本
気
で
怖
が

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ピ
ト
フ

イ
に

レ
ン
は
笑
顔
で
言

た

ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
ピ
ト
さ
ん

約
束
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
ね

は

仕
方
な
い
な

何
を
私
に
命
令
す
る
の
か

ち

ん
と
考
え
て
お
く
の
よ

は
い

そ
れ
じ

あ
ま
た
で
す

ピ
ト
さ
ん

う
ん

ま
た
ね

レ
ン
ち

ん

 
そ
し
て
レ
ン
は
勢
い
を
つ
け
て
反
対
方
向
に
少
し
転
が
り
直
後
に
レ
ン
が
放

た
手

が

爆
発
し
た

 
そ
し
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
優
勝
が
宣
言
さ
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
 

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
 
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
に
勝
利
し
た
レ
ン
を
労
う

に

 
爆
発
に

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
遠
く
か
ら
見
守

て
い
た
キ
リ
ト
が

を
現
し
レ
ン
に
声

を
か
け
た

勝

た
な

は
い

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

く
あ
い
つ
に
会
え
る
と
い
い
な

今
日
の
事
を
報
告
し
な
い
と
い
け
な
い
し



 第５９５話 また後で

で
す
ね

 
そ
の
機
会
は
こ
の
直
後
に
訪
れ
る
の
だ
が

 
こ
の
時
の
二
人
に
は

当
然
そ
ん
な
事
は
予
想
出
来
な
い
の
で
あ

た

  
こ
う
し
て
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
は

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
優
勝
で
幕
を

じ
た
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第
５
９
６
話
 
そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い

ほ
う

そ
う
き
た
か

 
シ

ナ
は
一
人
感
心
し
つ
つ
も

今
の
や
り
取
り
を
通

し
た

お
お

レ
ン
ち

ん
凄
い
ね

色
々
考
え
て
た
ん
だ
ね

そ
れ
に
し
て
も

動
脈
を

み
切
る
つ
も
り
だ

た

て

 
レ
ン
ち

ん

て
そ
ん
な
に
激
し
い
気
性
だ

た

け

冗
談
か
も
し
れ
な
い
が

本
気
だ

た
と
し
た
ら

 
そ
う
い

た
気
持
ち
を
内
に
秘
め
て
る

て
事
だ
ろ
う
な

あ
の
子
は

れ
肉
食
系

フ
カ
よ
り
も
上

 
そ
の
銃
士

の
言
葉
に

シ

ナ
は
少
し
た
じ
ろ
ぎ
な
が
ら
こ
う
答
え
た

ま

ま
あ
ピ
ト
み
た
い
な
変
態
じ

な
け
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 
そ
の
名
前
が
出
た
事
で

他
の
者
達
の
顔
も
自
然
と
引
き
締
ま

た

そ
れ
じ

あ
ピ
ト
に
制

を
加
え
に
い
き
ま
し

う
か

お
い
ロ
ザ
リ
ア

制

て



 第５９６話 その可能性は否定出来ない

五
体
満
足
じ

帰
せ
な
い
ね

シ
ズ
カ
ま
で

シ

ナ
様

私
は

問
に
も
少
し

み
が
あ
り
ま
す

え

ま
じ
で

て
か
お
前
ら

何
で
そ
ん
な
に
気
合
い
入

て
ん
の

 
さ
す
が
の
シ

ナ
も

そ
の
言
葉
に
は
少
し
引
き
ぎ
み
に
な

た

 
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
三
人
の
作
戦
で
あ
る

最
初
か
ら
少
し
過

な
事
を
言

て
お
け
ば

 
逆
に
シ

ナ
が
遠

し
て

え
ら
れ
る
罰
が
少
し
は
マ
イ
ル
ド
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
計
算

だ

た
そ
れ
じ

あ
私
達
は
こ
こ
で
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
を
待

て
る
ね

も
う
す
ぐ
こ
こ
に

く
は
ず
だ
か
ら

 
そ
の
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
の
言
葉
で

シ

ナ
は
二
人
に
も
お

を
言
わ
な
い
と
と
思
い

 
そ
の
ま
ま
素
直
に
二
人
に

を
下
げ
た

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
な

二
人
と
も

今
日
は
本
当
に
助
か

た

あ
り
が
と
う

い
え
い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

も
し
あ
れ
な
ら

先
に
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
と
話
し
て
く



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

そ
う
だ
な

少
し
だ
け
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
お
く
か

 
正
式
な
感
謝
は
ま
あ
後
日
だ
な
急
が
な
い
と
ピ
ト
が
落
ち
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

 
そ
の
直
後
に
ゼ
ク
シ

ド
が
そ
の
場
に

を
現
し
た

 
大
会
が
終
わ

た

束
が
解
け
た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

シ

ナ
達
の

を
見
て
き

と
ん
と
し
た

え

何

こ
れ

て
ど
う
い
う

況

今
俺
達
は

無
理
や
り
ア
メ
リ
カ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
て
な

 
つ
い
さ

き
こ

ち
の
事
情
を
知

た
と
こ
ろ
な
ん
だ
よ

 
本
当
に
あ
り
が
と
う
な
ゼ
ク
シ

ド
ち

ん
と
し
た
お

は
後
日
き
ち
ん
と
さ
せ
て
も
ら
う

 
今
は
一
刻
も

く
ピ
ト
の
所
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
な

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
ね

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

 
そ
の
言
葉
に
ゼ
ク
シ

ド
は
直
ぐ
に
納
得
し
た
の
か

 
シ

ナ
に

き
た
い
事
も
あ

た
だ
ろ
う
が
そ
れ
を
飲
み
込
み
笑
顔
で
シ

ナ
達
を
送
り
出

し
た

 
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
は

一
言
だ
け
シ

ナ
に
言

た
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本
当
に
無
事
で
良
か

た
よ
君
と
闇
風
君
が
い
な
く
な

た
ら
張
り
合
い
が
無
く
な

ち

う
か
ら
ね

お
お

そ
う
い
え
ば
勝
利
お
め
で
と
う
だ
な

次
も
頑
張
れ
よ

あ
あ

こ
の
調
子
で
対
戦
成

を
五
分
に

す
つ
も
り
さ

 
そ
し
て
シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
は

く
ハ
イ
タ

チ
を
し
シ

ナ
達
は
そ
の
ま
ま
部
屋
を
出

て
い

た

 
残

た
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
機

良
さ
そ
う
に
し
て
い
る
ゼ
ク
シ

ド
に
こ
う
声
を
か
け
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

今
回
は
凄
い
活
躍
で
し
た
ね

や
れ
ば
出
来
る
じ

な
い
で
す
か

本
当
に
格
好
良
か

た
で
す
よ

 
そ
の
言
葉
が
予
想
外
だ

た
の
か

ゼ
ク
シ

ド
は
顔
を

く
し
て

い
た

 
そ
こ
に
は

の
よ
う
に

慢
で

持
ち
な
ら
な
い
ゼ
ク
シ

ド
の

は
な
い

 
シ

ナ
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
一
番
人
間
的
に
成
⻑
し
た
の
は
お
そ
ら
く
ゼ
ク
シ

ド
で

間
違
い
な
い

そ
れ
じ

あ
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

酒
場
に
行

て
闇
風
さ
ん
を
待
ち
ま
し

う
か

今
日
は
と
こ
と
ん
つ
き
合
い
ま
す
よ
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あ

あ
あ
そ
う
だ
ね

先
に
行

て
待

て
よ
う
か

 
彼
も
シ

ナ
と
話
し
た
い
事
が
い
く
つ
か
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
時
間
は
あ
げ
な
い
と
ね

  
Ｐ
Ｍ
４
の
中
で

最
初
に
シ

ナ
の

を
見
つ
け
た
の
は
ス
ネ

ク
で
あ

た

 
ス
ネ

ク
は
部
屋
を
出
る
な
り
シ

ナ
を
見
つ
け

て
て
シ

ナ
に
駆
け
寄

て
き
た

シ

シ

ナ

生
き
と

た
か

下

こ
の
度
は
ご
心
配
を
お
か
け
し
て

し

あ
り
ま
せ
ん

 
こ
の
通
り
無
事
で
す
の
で

ご
安
心
下
さ
い

そ
う
か
そ
う
か

そ
れ
は
本
当
に
良
か

た

 
う
ち
の
連
中
も

済
界
の
大
物
の
死

の
ニ

ス
に
や
き
も
き
し
て
て
な

 
必
死
で
情
報
収
集
に

ん
で
た
ん
だ
が

こ
れ
で
や

と
調
査
を
終
え
ら
れ
る
よ

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
も
と
ん
だ
ご
迷
惑
を

い
や
い
や

ま
あ
こ

ち
に
は
そ

ち
に
あ
れ
こ
れ
指
図
す
る

限
は
無
い
か
ら
な

 

し
い
説
明
は
後
日
ま
た
頼
む
わ

は
い

帰
国
し
た
ら
こ
ち
ら
か
ら
出
向
き
ま
す
ね



 第５９６話 その可能性は否定出来ない

 
そ
の
言
葉
に
ス
ネ

ク
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た

て
事
は
ま
だ
ア
メ
リ
カ
な
の
か

は
い

直
前
ま
で
ち

と
ド
ン
パ
チ
や

て
ま
し
て

今
日
や

と
落
ち
着
い
た
の
で

 
そ
れ
で
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で
も
観
戦
し
よ
う
か
と
思

て
こ
こ
に

ド
ン
パ
チ
だ
と

そ
れ
は
ま
さ
か

日
の
ス
ト
ラ

み
の
ア
レ
か

 
さ
す
が
は
防
衛
大
臣
で
あ
る

そ
う
い

た
ニ

ス
も
し

か
り
と
キ

チ
し
て
い
た
よ

う
だ

 
し
か
も

れ

に
し
た
ア

ス
ド

グ
ス
で
は
な
く
ス
ト
ラ
の
名
前
が
出
て
く
る

り

 
中
々
の
情
報
収
集
力
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い

あ

は
い

生
ま
れ
て
初
め
て
銃
な
ん
か
撃

ち

い
ま
し
た
よ

む

と
り
あ
え
ず
そ
れ
に
関
す
る
話
も
ま
た
今
度
だ
な
と
り
あ
え
ず
中
に
入
る
だ
ろ

で
す
ね

ピ
ト
は
ま
だ
中
に
い
ま
す
か

そ
の
は
ず
だ

だ
が
急
い
だ
方
が
い
い

あ
い
つ
は
気
分
屋
だ
か
ら
な

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
中
に
行
き
ま
し

う
か
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お
う
そ
う
し
て
や
ん
な

俺
は
こ
の
ま
ま
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
所
に
行

て
こ
こ
に
連
れ
て
く
る

つ
も
り
だ

 
そ
れ

み
で
急
ぎ
の
話
も
あ
る
か
ら

そ

ち
は
今
日
中
に
な

分
か
り
ま
し
た

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
シ

ナ
達
四
人
は
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
た

 
入
り
口
に
ギ
ン
ロ
ウ
が
い
た
が
驚
い
て
声
を
上
げ
よ
う
と
す
る
ギ
ン
ロ
ウ
を
シ

ナ
は
目

で
制
し
た

お
い
ギ
ン
ロ
ウ

ピ
ト
は
今
ど
う
し
て
る

じ

と
壁
に
向
か

て
座

て
ま
す
ね

ま
だ
何
も

て
ま
せ
ん

目
も

じ
て
る
み
た

い

す
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
と

と
と
あ
い
つ
を
叩
い
て
く
る
か

お
手
柔
ら
か
に

 
二
人
は
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う
言
葉
を
交
わ
し

 
そ
し
て
ギ
ン
ロ
ウ
は
エ
ム
と
ダ
イ
ン
に
シ

ナ
の
到
着
を
密
か
に
伝
え

 
驚
愕
す
る
二
人
を
よ
そ
に

四
人
は
静
か
に
室
内
に
入

た



 第５９６話 その可能性は否定出来ない

 
そ
し
て
シ

ナ
は

意
を
決
し
て
ピ
ト
フ

イ
の

を
ち

ん
ち

ん
と
叩
い
た

エ
ム

何

今
ど
う
や

て
Ｋ
Ｋ

Ｃ
に
謝
罪
す
れ
ば
い
い
か
必
死
に
考
え
て
る
ん

だ
か
ら

 
そ
の

魔
を
し
な
い
で

ほ
ほ
う

ち

ん
と
自
主
的
に
考
え
て
る
ん
だ
な

え
ら
い
ぞ
ピ
ト

当
た
り
前
じ

な
い

こ
の
事
で
シ

ナ
に

わ
れ
た
ら

私
生
き
て
い
け
な
い
も
ん

別
に

て
は
い
な
い
が

て
は
い
る
な

で
し

だ
か
ら
必
死
に
考
え
て
る
ん
じ

な
い

そ
れ
く
ら
い

え

 
ピ
ト
フ

イ
は
何
か
お
か
し
い
と
や

と
気
付
い
た
の
か

て
て

り
向
い
た

 
そ
し
て
そ
こ
に
シ

ナ
の

を
見
つ
け
た

間

ピ
ト
フ

イ
は
破
顔
し

 
同
時
に

ろ

ろ
と
涙
を
流
し
な
が
ら
シ

ナ
に

き
つ
い
た

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

う

え

だ

て

だ

て

だ

て
も
ク
ソ
も
な
い

今
日
の

中
ま
で
の
ア
レ
は
ど
う
い
う
事
だ
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だ

て
シ

ナ
が
死
ん
だ
ん
じ

な
い
か

て

本
気
で
思

て
た
か
ら

お
前
さ
あ
そ
の
件
に
関
し
て
は
ロ
ザ
リ
ア
が
お
前
の
家
の
ポ
ス
ト
に
手

を
入
れ
て
あ
る

ん
だ
が

 
自
分
の
部
屋
の
ポ
ス
ト
く
ら
い
少
し
は
チ

ク
し
ろ

て
の

え

本
当
に

俺
が

な
ん
か
つ
く
か

て
の

ま

た
く
お
前
は

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は
拳
を

り

ピ
ト
フ

イ
の
こ
め
か
み
を
ぐ
り
ぐ
り
と
し
た

 
ち
な
み
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ
と

み
が
無
い

そ
れ
は
た
だ
の
圧
力
に
よ
る
マ

サ

ジ
と
化
し
て

し
ま
う
事
を

 
シ

ナ
は
す

か
り
失
念
し
て
い
た

だ

目
だ

て
シ

ナ

そ
ん
な
気
持
ち
い
い

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に

シ

ナ
は
ズ
ザ

と
後
ろ
に
下
が

た

こ

こ
の
変
態
め

あ

ち

違
う
よ

本
当
に
気
持
ち
い
い
ん
だ

て

そ
ん
な

あ

も
し
か
し
て



 第５９６話 その可能性は否定出来ない

 
そ
し
て
シ

ナ
は

て
ピ
ト
フ

イ
の
前
に

を
差
し
出
し

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
こ
め
か
み
に
拳
を
ぐ
り
ぐ
り
し
た

お
お

確
か
に

で
し

お
う

こ
れ
は
俺
が
間
違

て
い
た

て

違
う

そ
う
じ

ね
え

 
シ

ナ
は
す

か
り
和
ん
で
し
ま

て
い
る
自
分
を
引
き
締
め
る

 
と
り
あ
え
ず
ピ
ト
フ

イ
に
正
座
を
さ
せ
る
事
に
し
ピ
ト
フ

イ
も

て
そ
れ
に

た

で

お
前
さ

俺
が
い
な
く
な

た
と
思

て
絶
望
す
る
の
は

 
ま
あ
俺
の
せ
い
も
あ

た
か
ら

歩

て
仕
方
な
い
と
し
て

 
そ
の
後
の
あ
の
態
度
は
何
な

あ
ん
ま
り
む
か
つ
い
た
か
ら

と
り
あ
え
ず
お
前

十
狼

か
ら

名
な

う

ご
め
ん
な
さ
い

本
気
で
反
省
は
し
て
る
ん
だ
ろ
う
が

口
じ

何
と
で
も
言
え
る
か
ら
な

 
と
り
あ
え
ず
お
前
は
Ｋ
Ｋ

Ｃ
に

意
を
見
せ
ろ
も
う
す
ぐ
こ
こ
に
来
る
予
定
に
な

て
る

か
ら
な
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え

そ
う
な
の

分
か

た

そ
れ
ま
で
に
必
死
に
考
え
る

言

て
お
く
が

ち

ん
と
謝

て
も
お
前
は
し
ば
ら
く

名
し
た
ま
ま
に
す
る
か
ら
な

 
そ
れ
く
ら
い
あ
の
行

は
俺
に
と

て
は
恥
ず
べ
き
行

だ
と
い
う
事
を
忘
れ
る
な

う

う
ん

 
最
初
は
案
外
問
題
な
く
話
が
進
む
か
な
と
思

て
い
た
三
人
は

 
シ

ナ
の
態
度
が
案
外
き
つ
か

た

助
け
船
を
出
す
つ
も
り
で
こ
う
言

た

シ

ナ

ち

と
生
ぬ
る
い
ん
じ

な
い
か
な

ん

そ

そ
う
か

ま
あ
そ
う
だ
な

ピ
ト
に
は
地
獄
す
ら
生
ぬ
る
い
と
思
う
わ

年
が
バ
レ
る
ぞ
ロ
ザ
リ
ア

し
か
し
そ
う
か

ま
あ
あ
れ
は
確
か
に
な

 
こ
こ
ま
で
の
受
け
答
え
で

三
人
は
何
か
お
か
し
い
と
気
付
く
べ
き
で
あ

た

 
シ

ナ
の
こ
の
三
人
に
対
す
る
信
頼
は

い

 
シ

ナ
は
何
と
な
く

そ
の
言
葉
を

定
し
て
し
ま

て
い
た
か
ら
だ

シ

ナ
様
こ
こ
で
簡

に
出
来
て

つ
即

性
の
あ
る

問
の
方
法
を

し
て
み
ま
す

か



 第５９６話 その可能性は否定出来ない

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
珍
し
く

し
た

 
そ
し
て
予
想
外
な
事
に

次
に
シ

ナ
が
こ
う
言

た

三
人
は
驚
愕
し
た

そ

そ
う
か

お
前
が
そ
う
提
案
す
る
な
ら

 
ち
な
み
に
三
人
の
中
で

そ
の
言
葉
に
一
番
驚
い
た
の
は
当
の
銃
士

で
あ

た

し
ま

た

み
間
違
え
た

 
銃
士

に
と

て

ま
さ
か
シ

ナ
が
自
分
の
言
葉
に
同
意
す
る
と
は
予
想
外
で
あ

た

 
そ
れ
が
自
分
達
に
対
す
る
信
頼
度
の
高
さ
故
だ
と
気
付
い
て
嬉
し
く
は
あ

た
が

 
今
回
の
そ
れ
は
困
り
物
以
外
の
何
物
で
も
な
い

ま
ず
い

何
か
考
え
な
き

 
だ
が
銃
士

は

問
の
方
法
に

し
い
な
ど
と
い
う
事
は
ま

た
く
無
い

何
も

か
ば

な
か

た

仕
方
な
い

ピ
ト
を

か
せ
て
誤
魔
化
そ
う

案
外
上
手
く
い
く
か
も
し
れ
な
い

 
銃
士

は
そ
う
覚
悟
を
決
め

ピ
ト
フ

イ
に
言

た

私
の

問
は
き
つ
い
か
ら

覚
悟
し
て
ね
ピ
ト

う

う
ん
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三
人
に
見
放
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
た
ピ
ト
フ

イ
は
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
そ
の
言
葉
に

い

た 
そ
し
て
銃
士

は

ピ
ト
フ

イ
の

元
で
こ
う

い
た

実
は
今
回
の
ア
メ
リ
カ
行
き
の
せ
い
で

ア
メ
リ
カ

社
を
出
す
事
が
決
定
し

 
向
こ
う
十
年
は
シ

ナ
様
は
そ
こ
の

社
⻑
と
し
て
卒
業
後
に
す
ぐ

任
す
る
事
に
な

た

 
な
の
で
凄
ま
じ
く
忙
し
く
な
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
引
退
す
る
事
が
決
ま

た

 
当
然
ピ
ト
と
会
う
時
間
な
ん
か
と
れ
な
い

そ
も
そ
も
日
本
に
帰
る
事
は
ほ
と
ん
ど
無
い

 
こ
こ
に
い
る
三
人
は
そ
れ
に
付
い
て
い
く
か
ら

必
然
的
に
ピ
ト
と
も
今
後
は

遠
に
な
る

 
下
手
を
す
る
と
も
う
一
生
会
え
な
い

だ
か
ら
も
う
シ

ナ
様
の
事
は

め
た
方
が
い
い

え

一
生

そ
う

一
生

も
う
会
え
な
い

う
ん

会
え
な
い

今
日
が
最
後

 
そ
の
言
葉
が

に

み

て
い
く
に
連
れ

ピ
ト
フ

イ
の
顔
は
歪
ん
で
い

た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
大
声
を
出
す
事
も
な
く
大

の
涙
を
流
し
始
め
た



 第５９６話 その可能性は否定出来ない

 
そ
れ
が

々
と
続
く
に
連
れ

さ
す
が
の
シ

ナ
も
心
配
に
な

た
の
か

銃
士

に
こ
う

ね
た

お
い
マ

ク
ス

こ
れ
が

問
の

果
か

は
い

こ
れ
で
も
ま
だ

中
で
す

ま
じ
か
よ

や
ば
い

想
像
以
上
に

い
た

く

正
し
な
い
と

 
そ
れ
に
は
先
に
シ

ナ
様
に
声
を
か
け
て
も
ら
わ
な
い
と

 
そ
し
て
銃
士

は

密
か
に
シ
ズ
カ
の
後
ろ
に
回
り

そ
の

元
で
そ

と

い
た

シ

ナ
様
に

こ
れ
に

り
た
ら
ち

ん
と
反
省
し
ろ

て
言

て
も
ら

て

 
そ
の
言
葉
に

く
事
も
な
く

シ
ズ
カ
は
一
歩
前
に
進
み
出
て

シ

ナ
に
言

た

シ

ナ
こ
こ
は
キ

チ
リ
謝
罪
し
な
い
と
絶
対
に
許
さ
な
い

て
ピ
ト
に
念
押
し
し
な
い
と

ね
そ
そ
う
だ
な
そ
う
い
う
事
だ
か
ら
と
に
か
く
ど
う
謝
罪
す
る
の
か
を
し

か
り
と
考
え

ろ
で

で
も
も
う
手

れ
な
ん
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ス
ト

プ
で
す

 
も
う
別
れ
は
確
定
な
の
で
は
と
い
う
意
味
で
そ
う
言
い
か
け
た
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
を

り

 
銃
士

が
再
び
前
に
出
た

シ

ナ
様

こ
こ
で
仕
上
げ
を

わ

分
か

た

お
前
に
任
せ
る

 
そ
し
て
銃
士

は

再
び
ピ
ト
フ

イ
の

元
に
口
を
寄
せ

今
度
は
こ
う
言

た

さ

き
の
話
は
実
は
全
部

そ
ん
な
話
は
今
の
と
こ
ろ
は
あ
が

て
な
い

 
で
も
そ
う
い
う
未
来
が
来
な
い
と
は
誰
に
も
言
い
切
れ
な
い

 
こ
れ
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
は
急
成
⻑
す
る
か
ら
似
た
よ
う
な
話
が
持
ち
上
が
る
可
能
性
は
実
は
か

な
り
高
い

 
だ
か
ら
そ
の
時
に

ピ
ト
が
シ

ナ
様
の

に
い
て

必
要
と
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

 
ピ
ト
は
本
気
の
本
気
で
反
省
し

謝
罪
す
る
方
法
を
考
え
な
い
と

目

 
そ
う
し
な
い
と
シ

ナ
様
は
ピ
ト
を
遠
ざ
け
て

い
つ
し
か
ピ
ト
の
事
を
忘
れ
る

 
だ
か
ら
頑
張
り
な
さ
い
ピ
ト
フ

イ

い
え

神
崎
エ
ル
ザ

 
そ
の
言
葉
で
ピ
ト
フ

イ
の
目
に
光
が

た

そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
銃
士

に
こ
う



 第５９６話 その可能性は否定出来ない

き
返
し
た

さ

き
の
は
全
部

う
う
ん

可
能
性
が
否
定
出
来
な
い
未
来
の
話

未
来

じ

あ
ま
だ
手

れ
じ

な
い

う
ん

大
丈
夫

私
達
三
人
も
ピ
ト
の
味
方

さ

き
は
き
つ
い
事
を
言

た
け
ど

 
あ
れ
は
そ
れ
で
シ

ナ
様
か
ら

え
ら
れ
る
罰
を
緩
和
し
よ
う
と
い
う
作
戦
だ

た

 
で
も
シ

ナ
様
の
私
達
に
対
す
る
信
頼
度
が
高
す
ぎ
た
せ
い
で
失
敗
し
た

信
頼
度

う
ん

ピ
ト
は
ま
だ
シ

ナ
様
に
と

て
そ
こ
ま
で
の
存
在
じ

な
い

て
事
だ
か
ら

 
そ
こ
は
も

と
頑
張
ろ
う
ね

そ

か

そ
う
だ
よ
ね

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
の
顔
つ
き
が
変
わ
り

ま
る
で
別
人
の
よ
う
に
真
面
目
な
顔
に
な

た

シ

ナ

私

本
当
に
本
気
で
あ
の
人
達
に
謝
り
た
い

お
う

そ
う
し
て
く
れ

そ
の

に
ま
ず
は
こ
う
す
る
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そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
何
か
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
始
め
次
の

間
ピ
ト
フ

イ
は

主

に
な

た



 第５９７話 何か素敵じゃない

 
第
５
９
７
話
 
何
か
素
敵
じ

な
い

お

お
前

勘
違
い
し
な
い
で
ね
シ

ナ

こ
れ
は
た
だ
の
け
じ
め
の
第
一
歩
だ
か
ら

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は

し
た
こ
こ
は
あ
る
い
は
笑

て
も
い
い
ケ

ス
だ

た
か
も
し

れ
な
い
が

 
だ
が
シ

ナ
は
同
時
に
こ
う
も
考
え
て
い
た

 
笑
え
る
ほ
ど
似
合
わ
な
い

そ
ん
な

に
ピ
ト
フ

イ
は
自
ら
な

た
の
だ
と

 
そ
う
考
え
る
と

笑
う
に
笑
え
な
か

た

こ
の
事
は
確
か
に
シ

ナ
に
衝
撃
を

え
た

 
丁
度
そ
の
時

ス
ネ

ク
に
連
れ
ら
れ
て
シ

リ

が
部
屋
に
入
室
し
て
き
た

 
シ

リ

は
シ

ナ
の

を
見
て
喜
ん
だ
が

同
時
に
表
情
を
引
き
締
め
て
も
い
た

 
気
持
ち
は
分
か
る
が
あ
ま
り

い
顔
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
と

 
事
前
に
ス
ネ

ク
に
頼
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ

 
そ
し
て
シ

リ

は

内
心
の
ド
キ
ド
キ
を

え
な
が
ら
シ

ナ
に
一

し

 
そ
の
ま
ま
ピ
ト
フ

イ
の
前
に
立

た
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さ

き
ぶ
り
ね

ピ
ト
フ

イ

う
ん

さ

き
ぶ
り

そ
れ
じ

あ
ち

と
中
央
広
場
に
移
動
を
お
願
い
し
て
も
い
い

中
央
広
場

 
シ

リ

を
は
じ
め
と
し
た
一
同
は

ピ
ト
フ

イ
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

か

た
が

 
お
そ
ら
く
何
か
考
え
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

そ
れ
に

た

 
移
動
し
た
先
に
は
野
次
馬
達
が
ひ
し
め
い
て
い
た
が

 
ピ
ト
フ

イ
の

型
を
見
て

更
に
シ

ナ
の
存
在
に
気
付
く
に
つ
れ

 
こ
れ
か
ら
何
が
始
ま
る
の
か
を
何
と
な
く
悟
り

そ
の
場
は
シ
ン
と
静
ま
り
返

て
い

た

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

麗
な
所
作
で
正
座
を
し

シ

リ

に

を
下
げ
た

今
回
は
本
当
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

不

な
思
い
を
さ
せ
て
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
の
あ
ま
り
に
も
丁

な

の
下
げ
方
に
シ

リ

は

気
に
と
ら
れ
野
次
馬
達
も
ど

よ
め
い
た

 

主

だ

た
の
も
衝
撃
的
だ

た
が
シ

リ

は
そ
の
事
を
笑
う
つ
も
り
は
ま

た
く

無
か

た



 第５９７話 何か素敵じゃない

 
同
じ
女
な
の
で
あ
る

ピ
ト
フ

イ
が

を

め
た
事
の
重
大
さ
を

 
シ

リ

は
シ

ナ
以
上
に
実
感
し
て
い
た

ね

ピ
ト
フ

イ

そ
の

さ

う
ん

や

ぱ
り

意
を
見
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
思

て

 
も
し
今
日
こ
こ
で
許
し
て
も
ら
え
る
と
し
て
も

当
分

は
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
つ
も
り

 

山
の
プ
レ
イ
ヤ

の
笑
い
物
に
な
る
と
思
う
け
ど
そ
れ
く
ら
い
の
事
を
私
は
あ
な
た
達

に
し
た

 
だ
か
ら
笑
い
物
に
な
る
事
を

私
は
自
分
へ
の
罰
だ
と
思

て
全
て
受
け
入
れ
る

そ
う

 
シ

リ

は
こ
の
時
点
で

も
う
許
し
て
し
ま
お
う
か
と
か
な
り
心
を

ら
し
た
が

 
そ
ん
な
シ

リ

に

ピ
ト
フ

イ
は
二
本
の
剣
を
差
し
出
し
て
き
た

そ
し
て
こ
れ
は

本
気
の
謝
罪
の

と
し
て
お
納
め
下
さ
い

 
そ
れ
は
⻤

と
血
華
で
あ
り
さ
す
が
の
シ

リ

も
平
然
と
し
た
態
度
を
続
け
る
事
は

出
来
ず

 
思
わ
ず
あ

と
声
を
上
げ
た

当
然
野
次
馬
達
も
そ
の
言
葉
に
驚
愕
し
た
様
子
を
見
せ
て
い
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た
で

で
も
こ
れ

こ
れ
を
手
放
し
た
後

も
う
私
は
新
し
く

光
剣
を
作
る
事
は
い
た
し
ま
せ
ん

 
こ
れ
で
そ
ち
ら
の
方
々
の
心
が
休
ま
れ
ば
い
い
ん
で
す
が

 
も
し
ま
だ
足
り
な
い
な
ら
何
な
り
と
お

し
付
け
下
さ
い

 
万
難
を

し
て
そ
れ
に
全
て
答
え
た
い
と
思
い
ま
す

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
言

て
再
び
丁

に

を
下
げ
た

さ

さ
す
が
に
そ
れ
は

 
や
り
す
ぎ
だ
と
シ

ナ
は
考
え
た
が
か
と
い

て
こ
こ
で
余
計
な
口
を

む
事
は
出
来
な

い 
こ
れ
は
他
な
ら
ぬ
ピ
ト
フ

イ
自
身
の
決
断
な
の
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は

も

を
下
げ
た
ま
ま
じ

と
動
か
な
い

 
そ
し
て
シ

リ

も
悩
ん
で
い
る
様
子
を
見
せ
た
が
や
が
て
ピ
ト
フ

イ
に
こ
う
言

た

分
か

た
わ

そ
こ
ま
で
さ
れ
て
断
る
事
は
私
に
は
出
来
な
い

謝
罪
を
受
け
入
れ
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



 第５９７話 何か素敵じゃない

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
立
ち
上
が
り

野
次
馬
達
に
向
か

て
大
き
な
声
で
言

た

十
狼
は
今
は
九
狼
に

た

抜
け
る
の
は
こ
の
私

ピ
ト
フ

イ

 
今
回
の
Ｋ
Ｋ

Ｃ
に
関
す
る
件
は

全
て
私
の
罪
で
あ
り

 
九
狼
は
決
し
て
あ
の
よ
う
な

な
真
似
は
し
な
い

 
だ
か
ら
不
満
や
文

は
全
て
こ
の
私
に
言

て
欲
し
い

 
そ
の
言
葉
を
全
て
私
は
受
け
入
れ

九
狼
の
信
頼
を

ね
た
事
を
み
ん
な
に
謝
罪
す
る

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は

野
次
馬
達
に
も
丁

に

を
下
げ
た

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
に
何
か
言
お
う
と
す
る
者
は
誰
も
い
な
か

た

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か

情
を
求
め
て
シ

ナ
の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
と

う
者
が
圧
倒
的
多

だ

た

 
シ

ナ
は
そ
の

線
に

え
切
れ
ず

困

た
顔
で
ピ
ト
フ

イ
に
言

た

い
一
応
そ
う
い
う
事
に
し
て
お
く
が
別
に
再
加
入
を
認
め
な
い

て
ル

ル
は
無
い
か
ら

な 
一

月
後
に
入
団
テ
ス
ト
を
行
う
そ
の

件
は
一

プ
レ
イ
ヤ

に
街

ア
ン
ケ

ト
を

と
り

 
そ
の
結
果

六

以
上
の

持
を
得
る
も
の
と
す
る

ま
あ
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
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そ
の
言
葉
に

観
客
達
は
わ

と

い
た

 
シ

リ

自
身
も
そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

い
て
お
り

 
ピ
ト
フ

イ
の
謝
罪
は
こ
う
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
事
と
な

た

こ
の
度
は

本
当
に
お

が
せ
し
ま
し
た

 
ピ
ト
フ

イ
は
最
後
に
そ
う
言
い

シ

ナ
達
は
再
び
元
の
部
屋
へ
と

る
事
に
な

た

 
丁
度
そ
れ
と
入
れ
違
い
に
な
る
よ
う
に
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
そ
の
場
に
現
れ
そ
の
場
は
わ

と

い

た
ん

何
の

ぎ
だ

 
そ
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
四
人
は
つ
い
さ

き
ま
で
こ
こ
で
何
が

こ

て
い
た
の
か
を
知

た

シ

ナ
さ
ん
が
こ
こ
に

そ
う
か

や

ぱ
り
無
事
だ

た
ん
だ
な

ど
こ

リ

ダ

ど
こ

ま
だ
ピ
ト
達
と
話
す
事
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

 

い
た
感
じ
だ
と

恐
ろ
し
く
厳
し
い

件
で
の
自
主
的
な
謝
罪
だ

た
み
た
い
だ
し

あ
ん
ま
り
厳
し
く
し
な
い
で
く
れ
る
と
い
い
な
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今
回
は
さ
す
が
に
度
を
越
え
た
事
を
し
ち
ま

た
み
た
い
だ
か
ら
あ
る

度
は
仕
方
な
い
だ

ろ
う
な

 
あ
い
つ
は
そ
う
い
う
の

大

い
だ
し
な

そ

か

ま
あ
み
ん
な
が
最
後
に
笑
え
て
れ
ば
い
い
ね

だ
な

と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
観
客
達
に
応
え
な
が
ら

あ
い
つ
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
か

は

い

 
そ
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
は

フ

ン
サ

ビ
ス
と
称
し
て
観
客
達
の
声
援
に
応
え
始
め
た

 
は

 
シ

ナ
は
部
屋
に

る
と

疲
れ
た
顔
で
そ
う
た
め
息
を
つ
い
た

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
れ
を
自
分
へ
の
非
難
だ
と
思

た
ピ
ト
フ

イ
は

再
び
シ

ナ
に
謝

た
が

 
シ

ナ
は
そ
の
謝
罪
を
や
め
さ
せ
た

ん

別
に
お
前
に
ど
う
こ
う

て
事
は
ま

た
く
無
い
か
ら

こ
れ
以
上
謝
る
必
要
は
な
い

ぞ
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と
い
う
か
お
前
さ

今
だ
か
ら
言
う
け
ど
さ
す
が
に
や
り
す
ぎ

う

で

で
も

あ
れ
く
ら
い
し
な
い
と

ま
あ
で
も
よ
く
自
主
的
に
あ
そ
こ
ま
で
考
え
て
や
り
き

た
な

え
ら
い
ぞ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
の

を

で
た

 
そ
れ
は
ピ
ト
フ

イ
が
欲
し
て
や
ま
な
か

た

久
し
ぶ
り
の
シ

ナ
と
の
接
触
で
あ

た

う
ん

う
ん

 
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
の

を
見
て

シ

リ

は
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も

 
自
分
が
持
つ
ピ
ト
フ

イ
の
イ
メ

ジ
と
か
け
離
れ
て
い
る
事
に
驚
い
た

 
こ
れ
で
は
ま
る
で

小
さ
な
子

の
よ
う
で
は
な
い
か

 
シ

リ

は
そ
う
思
い

自
分
の
中
の

り
が
完
全
に
消
え
た
事
を
知

た

 
そ
し
て
シ

リ

は

ピ
ト
フ

イ
に
⻤

と
血
華
を
差
し
出
し
な
が
ら
言

た

ね

ピ
ト
フ

イ

こ
れ

こ
れ

あ
ん
た
に
あ
げ
る
わ

え
え

そ
れ
は
さ
す
が
に
受
け
取
れ
な
い
よ
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そ
う
言
う
ピ
ト
フ

イ
に

シ

リ

は
ぶ

き
ら
ぼ
う
な
態
度
で
こ
う
言

た

べ

別
に
私
の
物
を
私
が
ど
う
し
よ
う
と
ピ
ト
フ

イ
に
は
関
係
な
い
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

 
そ
ん
な
二
人
に
シ

ナ
が
助
け
船
を
出
し
た

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
友
達
に
な
る

の
贈
り
物

て
事
に
で
も
し
て
お
け
ば
い
い
だ
ろ

そ
う
そ
う

そ
う
い
う
事
で
い
い
か
な

ほ
ら

さ

さ
と
受
け
取
り
な

大
事
な
物
な
ん
だ

ろ
う

う
ん

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

そ
れ
じ

あ
こ
れ

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は

血
華
を
シ

リ

に
差
し
出
し
た

こ
れ

あ
げ
る

え

そ
ん
な
の
受
け
取
れ
な
い

て

 
そ
の
光
景
に

そ
の
場
に
い
た
全
員
が

感
を
覚
え
た

 
ま
あ
つ
い
先
ほ
ど
の
光
景
と
ま

た
く
同
じ
な
の
だ
か
ら

当
然
で
あ
ろ
う

こ
れ
は
私
と
あ
な
た
の
友
好
の
証
兄
弟
剣
を
一
つ
ず
つ
持

て
る
の

て
何
か
素
敵
じ
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な
い

 
シ

リ

は
そ
の
言
葉
を
自
分
が
と
て
も
嬉
し
く
思

て
い
る
事
に
気
付
き

 
素
直
に
血
華
を
手
に
と

た

分
か

た

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は
も
ら

て
お
く
ね

う
ん

 
そ
ん
な
仲
の
い
い
二
人
の

を
見
て
シ

ナ
は
こ
れ
で
や

と

く
収
ま

た
と
思
い
安

し
た

 
だ
が
横
か
ら
シ

リ

に
こ
ん
な
質
問
を
投
げ
か
け
る
者
が
い
た
心
配
性
の
ロ
ザ
リ
ア
で

あ
る

 
ロ
ザ
リ
ア
は
ピ
ト
フ

イ
と
仲
が
い
い
分
ピ
ト
フ

イ
の
事
に
な
る
と
神

が

か
く
な
る

の
だね

シ

リ

さ
ん
の
事
は
そ
れ
で
い
い
と
し
て

他
の
メ
ン
バ

の
事
は
い
い
の

あ

は
い

今
回
は
私
以
外
は
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し

 
最
悪
殴

て
で
も
納
得
さ
せ
る
の
で
大
丈
夫
で
す

 
そ
の
男
前
な
言
葉
に

そ
の
場
に
い
た
者
達
は
苦
笑
し
た
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こ
う
し
て
ピ
ト
フ

イ
の
謝
罪
は
完
全
に
終
了
し

 
ピ
ト
フ

イ
は
一

月
の
間

見

い
生
活
を
送
る
事
と
な

た

 
そ
れ
に

い
今
後
し
ば
ら
く
ピ
ト
フ

イ
は

 
街
で
初
心
者
プ
レ
イ
ヤ

の
成
⻑
を
助
け
る
プ
レ
イ
を
す
る
事
と
さ
れ
た

そ
れ
じ

あ
俺
は

レ
ン
達
の
方
に
顔
を
出
し
て
く
る
わ

 
お
い
ピ
ト

俺
が
日
本
に

て
く
る
の
は

日
後
に
な
る
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
大
人
し
く
俺
か
ら
の
連

を
待

て
い
る
ん
だ
ぞ

う
ん

分
か

た

無
事
に
帰

て
き
て
ね

空
港
ま
で
出
迎
え
に
行
く
か
ら

目
だ

お
前
が
来
る
と
大

ぎ
に
な

ち
ま
う
か
ら
な

大
丈
夫

完

な
変
装
を
し
て
い
く
か
ら

変
装
か

仕
方
な
い

そ
れ
で
手
を
打
つ
か

う
ん

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で
ね

 
そ
の
会
話
の
意
味
を

事
情
を
知
ら
な
い
者
達
は
何
と
な
く
理
解
し
た
が

 
さ
す
が
に
シ

ナ
が
い
る
前
で
そ
の
事
を

ね
る
勇
気
の
あ
る
者
は
誰
も
い
な
か

た
よ
う

だ
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そ
し
て
シ

ナ
は
部
屋
を
出
た
所
で
ス
ネ

ク
に
捕
ま

た

お
う
シ

ナ

そ
れ
で
さ

き
の
話
だ
け
ど
な

あ

は
い

あ
の
シ

リ

て
嬢
ち

ん
と

約
束
し
ち
ま

た
ん
だ
よ

 
シ

ナ
が
い
い

て
言

た
ら

リ
ア
ル
で
紹
介
し
て
や
る

て
よ

マ
ジ
で
す
か

お
う

マ
ジ
だ
マ
ジ

す
ま
ん

こ
の
通
り
だ

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
考
え
込
ん
だ
が

す
ぐ
に
答
え
は
出
た

身
元
の
確
認
は
そ

ち
で
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね

お
う

そ

ち
は
任
せ
て
く
れ

つ
い
で
に

約
書
も
書
か
せ
る
つ
も
り
だ

そ
れ
な
ら
俺
と
し
て
は
別
に

い
ま
せ
ん

 
同
じ
北
海
道
在

の
フ
カ
次
郎
の
友
達
に
も
な

て
く
れ
そ
う
で
す
し

 
俺
に
と

て
も
知
ら
な
い
人
じ

な
い
ん
で

ま

た
く
問
題
な
い
で
す

 
も
し
あ
れ
な
ら
先
に
フ
カ
次
郎
に
紹
介
し
て
く
れ
て
も
い
い
で
す
よ

 
あ
い
つ
は
俺
の
リ
ア
ル
知
り
合
い
で
す
か
ら
ね
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ま
あ
お
前
は
そ
う
言

て
く
れ
る
と
思

て
た
よ

で
も

下
は
反
省
し
て
下
さ
い

お

お
う

悪
か

た

 
そ
し
て
シ

ナ
達
四
人
は
レ
ン
達
の
居
場
所
を
求
め
て
移
動
を
開
始
し

 
ス
ネ

ク
は
中
で
談
笑
し
て
い
る
Ｐ
Ｍ
４
の
メ
ン
バ

達
の
所
に

り

 
そ
の
中
に
混
じ

て
笑

て
い
た
シ

リ

に

交

の
結
果
を
伝
え
た

嬢
ち

ん

シ

ナ
の
許
可
が
出
た
ぞ

え

本
当
に
で
す
か

う
わ

ど
う
し
よ
う

服
と
か

い
に
行
か
な
い
と

シ

ナ
の
リ
ア
ル
知
り
合
い
の
フ
カ
次
郎

て
子
が
北
海
道
に
い
る
そ
う
だ

 
も
し
良
か

た
ら

そ

ち
を
先
に
紹
介
し
て
や

て
く
れ
と
シ

ナ
に
言
わ
れ
た
ん
だ
が

そ
う
な
ん
で
す
か

色
々
意
見
も

き
た
い
の
で

是
非
お
願
い
し
ま
す

お
う

分
か

た

そ

ち
の
交

も
俺
が
や

と
い
て
や
る
よ

お
願
い
し
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
う
し
て
シ

リ

の
フ
カ
次
郎
へ
の
紹
介
と
東
京
行
き
が

撃
的
に
決
ま

た

 
い
よ
い
よ
次
は

シ

ナ
達
と
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
と
の
対
面
で
あ
る
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第
５
９
８
話
 
お
め
で
と
う
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ

 
本
日
は
二
話
同
時
に
投
稿
い
た
し
ま
す
こ
ち
ら
は
一
話
目
に
な
り
ま
す
ご
注
意
下
さ
い

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
と
合
流
す
る
と
言

た
は
い
い
も
の
の

あ
い
つ
ら
の

え
室
が
ど
こ
か
分
か
ら

ん 
部
屋
を
出
て
三
十

ず
ん
ず
ん
と
先

を
歩
い
て
い
た
で
シ

ナ
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言

い
出
し
た

え

知

て
る
ん
じ

な
か

た
の

自
信
あ
り
そ
う
に
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
い

ち

う
か
ら
て

き
り
知

て
る
も
の
だ
と

シ

ナ
様

分
か
ら
な
い
事
は
恥
で
は
あ
り
ま
せ
ん

そ
う
い
う
時
は
人
に

ね
ま
し

う

だ
な

本
当
に
す
ま
な
か

た

と
い
う

で
シ
ズ
カ

 
シ
ズ
カ
は
手
を
前
に
出
し
て
ぶ
ん
ぶ
ん
降
り
な
が
ら
首
を

た

え
え
と

ロ
ザ
リ
ア
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い
く
ら
情
報
屋
の
真
似
事
を
し
て
い
た
私
で
も

さ
す
が
に
今
回
は
無
理
ね

マ

ク
ス

部
屋
に
こ
も

て
い
な
い
と
仮
定
す
る
と

一
番
声
援
の
多
い
場
所
に
い
る
ん
じ

な
い
で

し

う
か

そ
れ
だ

 
シ

ナ
は
パ
チ
ン
と
指
を
鳴
ら
す
と

に
手
を
当
て

囲
の
音
を

い
始
め
た

何
そ
の

果
音

何
と
な
く
気
分
で

て
か
シ
ズ
カ

突

込
み
が

い
な

キ
リ
ト
君
が
い
な
い
か
ら

そ
の
分
私
が
突

込
ま
な
い
と
い
け
な
い
と
思

て

な
る
ほ
ど

だ
が
キ
レ
が
い
ま
い
ち
だ
な

キ
リ
ト
を
よ
く
観
察
し
て
学
ぶ
と
い
い

別
に
私
突

込
み
役
に
な
り
た
い

じ

な
い
か
ら
そ
う
い
う
の
は
キ
リ
ト
君
に
任
せ
る

よ
そ

そ
う
か

 
シ

ナ
は
少
し
残
念
そ
う
に
そ
う
言
う
と

メ
イ
ン
ホ

ル
の
方
を
指
差
し
た
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こ

ち
だ
な

多
分
さ

き
ピ
ト
達
が
い
た
ホ

ル
だ

あ
れ

そ
れ
じ

あ
入
れ
違
い
に
な

た
の
か
な

だ
ろ
う
な

多
分
ピ
ト
の
手
前

気
を
遣

て
く
れ
た
ん
だ
ろ
う

 
そ
し
て
四
人
が
ホ

ル
を

き
込
む
と

果
た
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
が
そ
こ
に
い
た

や

ぱ
り
い
た
な

で
も
こ
れ
以
上
目
立
ち
た
く
は
な
い
よ
ね

だ
な

こ

そ
り
キ
リ
ト
に
合
図
す
る
か

合
図

て
ど
う
す
る
の

ふ
む

お
い
ロ
ザ
リ
ア

あ
い
つ
に
殺
気
を
飛
ば
し
て
み
ろ

 
シ

ナ
は
突
然
そ
う
言
い

ロ
ザ
リ
ア
は
ハ

と
い
う
感
じ
の
顔
を
し
て
シ

ナ
に
こ
う

ね
た

何
で
私
が

お
前
が
一
番
リ
ア
ル
の
見
た
目
が
怖
い

あ
と
化

が

い

そ
れ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の

に
一
切
関
係
な
く
な
い

て
か
今
は
ス

ピ
ン
よ

ス

ピ
ン
だ
と

あ
あ

だ
か
ら
お
前

今
日
は

が
見
え
な
か

た
の
か
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見
て
た
で
し

話
し
た
で
し

化

を
私
の
本
体
み
た
い
に
言
わ
な
い
で

い
い
か
ら
さ

さ
と
や
れ

く

後
で
覚
え
て
な
さ
い
よ
ね

 
そ
し
て
薔
薇
は
キ
リ
ト
を
じ

と

み
な
が
ら
一
生

命
死
ね
死
ね
殺
す
と
念
を
送
り
始
め

た 
だ
が
キ
リ
ト
は
ま

た
く
反
応
せ
ず
シ

ナ
は
や
れ
や
れ
と

を

め
な
が
ら
ロ
ザ
リ
ア
の

を
叩
い
た

お
い
そ
こ
の
ヤ
ン
キ

誰
が
殺
気
じ

な
く
ガ
ン
を
飛
ば
せ
と
言

た

自
分
じ

や

て
る
つ
も
り
な
の
よ

そ
も
そ
も
殺
気
な
ん
て
私
に
飛
ば
せ
る

が
無
い
で

し
お
か
し
い
な

ヤ
ン
キ

の
お
前
に
な
ら
出
来
る
と
思

た
ん
だ
が

と
い
う
か
誰
が
ヤ
ン
キ

な
の
よ

私
は
お

や
か
で
社
内
で
も
人
気
な
秘
書
さ
ん
な
の
よ

自
分
で
自
分
の
事
を
人
気
な
秘
書
さ
ん
と
か

い
事
を
言
う
な

々
婚
期
が
遠
ざ
か
る
だ
ろ

う
が
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ぐ
 
自
分
で
も
多
少
な
り
と
自
覚
が
あ
る
の
だ
ろ
う
ロ
ザ
リ
ア
は
言
葉
に
詰
ま
り
反

出
来
な

か

た
ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
お
手
本
を
見
せ
て
や
る

 
そ
う
言

て
シ

ナ
が
一
歩
前
に
出
た

 
シ

ナ
は
特
に
何
か
特
別
な
事
を
し
た
よ
う
に
は
見
え
な
か

た
が

 
事
実
キ
リ
ト
が
遠
く
で
何
か
を
感
じ
た
よ
う
に
き

ろ
き

ろ
と
し
だ
し

 
そ
れ
を
見
た
シ

ナ
は
キ
リ
ト
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

を

し
た

分
か

た
か

今
み
た
い
な
感
じ
だ

う

殺
気
を
飛
ば
す

て
本
当
に
出
来
る
も
の
な
の

出
来
る
よ

私
も
や

て
み
よ
う
か

う

う
ん

 
次
に
シ
ズ
カ
が
一
歩
前
に
出
た

シ
ズ
カ
も
ま

た
く
自
然
体
の
よ
う
に
見
え
た
が

 
再
び
キ
リ
ト
が
落
ち
着
か
な
い
様
子
で
そ
わ
そ
わ
し
出
し

 
そ
の
手
が
自
然
と
エ
リ

シ
デ

タ
に

び
て
い
る
の
が
確
認
出
来
た
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そ
し
て
シ
ズ
カ
も
キ
リ
ト
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

を

し
た

ど
う

ほ

本
当

い

分
か

た
か
結
局
お
前
の
未

さ
が
原
因
だ
と
い
う
事
だ
こ
れ
は
お
仕
置
き
が
必
要
だ
な

り

理
不
尽
よ

そ
も
そ
も
そ
ん
な
技
能

何
に
使
う
の
よ

キ
リ
ト
を
お
ち

く
れ
る
だ
ろ

そ
れ
に
何
の
意
味
が
あ
る
の
よ

俺
の
手
が
空
い
て
な
い
時
に
も
キ
リ
ト
を
お
ち

く
れ
る
そ
れ
に
よ

て
俺
が
楽
し
い
気
分

に
な
れ
る

 
ど
う
だ

ど
う
考
え
て
も
秘
書
の
役

だ
ろ

ど
こ
が
秘
書
の
仕
事
な
の
よ

本
気
で
意
味
が
分
か
ら
な
い
わ
よ

 
そ
ん
な
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
ロ
ザ
リ
ア
を
見
て
シ

ナ
も
さ
す
が
に
か
ら
か
い
す
ぎ
た
と
思

た
の
か

 
珍
し
く
素
直
に
ロ
ザ
リ
ア
に
謝

た

す
ま
ん

今
回
は
俺
が
間
違

て
い
た

番
を
間
違
え
て
い
た
よ
う
だ
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じ

番

あ
あ

キ
リ
ト
は
常
に
俺
の
目
の

く
所
に
い
る

じ

な
い
か
ら
な

 
こ
こ
は
代
わ
り
に
お
前
に
殺
気
を
感
じ
る
能
力
を
身
に
付
け
る
訓
練
を
さ
せ
て

 
仕
事
中
に
ふ

と
気
分
転
換
が
し
た
く
な

た
時
に

 
い
き
な
り
殺
気
を
飛
ば
し
て
ま
ご
ま
ご
す
る
お
前
を
見
る
の
が
ジ

ス
テ

ス
だ
と
い
う
事
に

気
が
付
い
た

ち

と
や
め
て
よ

そ
ん
な
技
能
は
身
に
付
け
た
く
な
い
わ
よ

そ
う
か

そ
れ
は
残
念
だ

凄
く
楽
し
い
の
に
な

俺
が

楽
し
い
の
は
あ
ん
た
だ
け
だ
か
ら

と
に
か
く
絶
対
に
そ
ん
な
技
能
は
身
に
付
け
ま
せ
ん
か

ら
ね仕

方
な
い
な

め
る
事
に
す
る
か

 
そ
の
時
横
で

え
て
い
た
銃
士

が

目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
シ

ナ
に
言

た

シ

ナ
様

そ
の
役
目

是
非
私
に

ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
今
度

ち

と
練

し
て
み
る
か

は
い

喜
ん
で
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ロ
ザ
リ
ア
は
銃
士

が
自
主
的
に
そ
の
役
目
を
引
き
受
け
て
く
れ
そ
う
だ

た

 

に
な
ら
な
い
よ
う
に
そ
の
会
話
に
は
参
加
し
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
内
心
で
ほ

と
し
て

い
た

  
だ
が
後
に
薔
薇
は

何
度
も
そ
う
い

た
場
面
に
遭
遇
す
る
に
あ
た
り

 
自
然
と
殺
気
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
し
ま
い
そ
の
度
に
ビ
ク

と
し
て
し
ま
う
事
に

な
る

 
そ
の
せ
い
で
殺
気
を
感
じ
る
技
能
を
身
に
付
け
た
事
が
八
幡
に
す
ぐ
に
バ
レ
て
し
ま
い

 
薔
薇
は
そ
の
後

八
幡
の
い
い
暇
潰
し
の
材
料
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ

た

 
人
を
散
々
心
配
さ
せ
と
い
て

楽
し
そ
う
だ
な
お
い

きロ
ザ
リ
ア

お
前

驚
き
す
ぎ

だ

て

 
い
つ
の
間
に
移
動
し
た
の
だ
ろ
う
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そ
の
時
キ
リ
ト
が
ロ
ザ
リ
ア
の
背
後
か
ら
い
き
な
り
声
を
か
け
て
き
た

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
れ
に
か
な
り
驚
い
て
し
ま

た
の
だ
が

 
銃
士

が
若

驚
い
た
よ
う
に
目
を
見
開
い
た
だ
け
で

シ

ナ
と
シ
ズ
カ
は
平
然
と
し
た

も
の
だ

た

あ
ん
た
達

何
で
驚
か
な
い
の

え

だ

て

少
し
前
か
ら
気
付
い
て
た
し
な

そ

そ
う
な
の

お
う

必
須
の
技
能
だ
ろ

必
須
じ

な
い
わ
よ

 
そ
ん
な
再
び
エ
キ
サ
イ
ト
し
た
ロ
ザ
リ
ア
の

を

め
る
よ
う
に
ポ
ン
ポ
ン
と
叩
く
キ
リ
ト

に 
銃
士

が
こ
う
話
し
か
け
た

副
⻑

よ
く
こ
こ
ま
で
一
人
で
来
れ
ま
し
た
ね

あ
ん
な
に
注
目
を
集
め
て
た
の
に

 
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
の
銃
士

の
驚
い
た
顔
の
意
味
は

そ
う
い
う
事
だ

た
ら
し
い
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レ
ン
達
が
注
目
を
集
め
て
る
間
に

間
を
外
す
よ
う
に
動
い
た
か
ら

 
多
分
ほ
と
ん
ど
の
奴
は
気
付
い
て
い
な
か

た
ん
じ

な
い
か
な

そ
れ
も
必
須
の
技
能

落
ち
着
け
ロ
ザ
リ
ア

お
前
は
さ

き
か
ら
技
能

み
の
事
で
興
奮
し
す
ぎ
だ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

つ
い

ま
あ
必
須
の
技
能
だ
け
ど
な

 
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
の
言
葉
に

と
て
も
悩
ま
し
そ
う
な
表
情
を
し
た

必
須
と
い
う
日
本
語
の
意
味
が
ち

と
分
か
ら
な
く
な

て
き
た
ん
だ
け
ど

俺
が
お
前
に
身
に
つ
け
ろ
と
命
令
す
る
の
が
必
須
の
技
能
だ

そ
れ

絶
対
に
私
を
お
ち

く
る

の

よ
ね

お
前
の
そ
う
い
う
反
応
が

俺
に
そ
う
い
う
事
を
言
わ
せ
る
ん
だ
よ
な

 
そ
の
言
葉
に
ロ
ザ
リ
ア
は
絶

し
た
が
そ
れ
に
同
意
す
る
よ
う
に
シ
ズ
カ
と
銃
士

が
言

た
う
ん
う
ん

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

て
そ
う
い
う
所

か
わ
い
い
よ
ね

室
⻑
は
完
全
に
突

込
み
担
当
で
す
ね
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そ
の
言
葉
に
ロ
ザ
リ
ア
は

め
し
そ
う
な
顔
で
シ

ナ
を
見
た
が

 
シ

ナ
は
当
然
ロ
ザ
リ
ア
の
そ
ん
な
態
度
は
意
に
介
さ
ず

キ
リ
ト
と
話
し
始
め
た

そ
ろ
そ
ろ
レ
ン
達
に
も
お
前
の
不
在
が
気
付
か
れ
る

か

だ
な

今
の
う
ち
に
移
動
し
よ
う

こ

ち
だ

オ

ケ

だ

お
ら

さ

さ
と
行
く
ぞ
突

込
み
担
当

誰
が
突

お

お
ほ
ん

そ
う
ね

行
き
ま
し

う
か

お
お

え
た
な

う
ん

え
た

え
た

そ
ん
な
面
白
が

は

く
行
き
ま
し

う

時
間
が
無
い
わ

 
そ
し
て
一
同
は
移
動
を
開
始
し
部
屋
の
中
に
入

た
後
シ

ナ
は
レ
ン
に
メ

セ

ジ
を

入
れ
た

 
そ
の

後
部
屋
に
レ
ン
が
飛
び
込
ん
で
き
た

そ
の

さ
に
は
さ
す
が
の
シ

ナ
も
驚
い

た
よ
う
だ

お

お
前

さ
す
が
に

す
ぎ
な
い
か

え

と

全
力
で
走

て
き
た
か
ら
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全
力

て

ま
だ
闇
風
も
来
て
な
い

て
の
に

あ

師
匠
に
こ
こ
に
来
る

て
伝
え
る
の
を
忘
れ
て
た

お
前
な

す

す
ぐ
に
呼
ん
で
く
る
ね

 
だ
が
そ
の
心
配
は
無
か

た

そ
の
更
に

後
に

 
闇
風
と
フ
カ
次
郎
が
部
屋
に
駆
け
込
ん
で
き
た
か
ら
で
あ
る

お
い
レ
ン

一
体
ど
う
し
た

ま

た
く
う
ち
の
相
棒
は
エ
キ
セ
ン
ト
リ

ク
で
困
る

て

だ

り
ん

誰
が
だ

り
ん
だ

 
そ
の

間
に
シ

ナ
は
素

く
そ
う
突

込
み

フ
カ
次
郎
の

に
拳
骨
を
落
と
し
た

う
ぎ

で
も

み
が

に
な
る

こ
の
カ
・
イ
・
カ
・
ン

き
め
え

 
被
せ
る
よ
う
に
そ
う
突

込
ん
だ
シ

ナ
に
フ
カ
次
郎
は
顔
色
一
つ
変
え
ず
続
け
て
こ
う

言

た
そ
ん
な
突
き

さ
る
言
葉
も

に
な
る

こ
の
カ
・
ン
・
カ
・
ク
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失
せ
ろ

 
そ
の
言
葉
は
さ
す
が
に
言
い
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
一
部
の
者
達
は
考
え
た
の
だ
が

 
フ
カ
次
郎
は
平
然
と
シ

ナ
に

を
差
し
出
し
た

何
の
真
似
だ

を

で
て
く
だ
し

い

フ
カ
ち

ん
は
凄
く
頑
張
り
ま
ち
た

 
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
の

に

り
の
者
達
は
感

し
た

さ
す
が
ね

め
げ
な
い
な

の
心

む
し
ろ
心

が
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
み
た
い
に
な

て
る
ん
じ

な
い

 
そ
し
て
シ

ナ
が

た
い
声
で
フ
カ
次
郎
に
言

た

ち

ん
言
葉
が
微

に
む
か
つ
く
が

 
そ
れ
は
俺
が
お
前
の
発
言
や
行
動
を
ず

と
見
て
た
と
い
う
事
を
分
か

て
の
言
葉
な
ん
だ
ろ

う
な

 
そ
の
言
葉
を

い
た
フ
カ
次
郎
は

ん
ん

と
考
え
込
ん
だ
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そ
し
て
大
会
中
に
自
分
が
何
を
言

た
の
か
次
々
と
思
い
出
す
に
連
れ

 
フ
カ
次
郎
は
若

顔
を

く
し

少
し
シ

ン
と
し
た
表
情
で
シ

ナ
に
言

た

ど
う
考
え
て
も
無
理
で
ち
た

今
回
は

め
ま
し

 
だ
が
シ

ナ
は

そ
ん
な
フ
カ
次
郎
の

に
ポ
ン
と
手
を
置
い
た

ま
あ
頑
張

た
の
は
確
か
だ
し
な

リ

リ

ダ

リ
ン

も
う
一
度
殴
ら
れ
た
い
の
か

そ
ん
な
ツ
ン
デ
レ
な
リ

ダ

に
ジ

・
テ

ム

 
フ
カ
次
郎
は
う
る
う
る
し
な
が
ら
シ

ナ
を
見
詰
め
感

ま

て
シ

ナ
に
飛
び

ろ
う
と

し
た

 
だ
が
そ
の
行
動
は
果
た
さ
れ
な
か

た

ど
う
や
ら
待
ち
き
れ
な
く
な

た
の
だ
ろ
う

 
横
か
ら

の
よ
う
に
飛
ん
で
き
た
レ
ン
が

い
き
な
り
シ

ナ
に

き
つ
い
た
か
ら
だ

シ

ナ

私

凄
く
頑
張

た

頑
張

た
よ

あ

ず
る
い
ぞ
レ
ン

私
も
混

ろ

 
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
の

を
ガ

チ
リ
と
ホ

ル
ド
し
て
近
寄
れ
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
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シ

ナ
は
笑
顔
で
レ
ン
に
言

た

お
う

よ
く
や

た
な
レ
ン

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
シ

ナ
の
生
き
て
い
る

を
見
て
ホ

と
し
た
の
も
あ

た
だ
ろ
う

 
レ
ン
は
い
き
な
り
正
面
か
ら

き
つ
く
と
い
う

 
リ
ア
ル
で
は
絶
対
に
出
来
な
い
よ
う
な
事
を
平
然
と
行

て
い
た

 
シ
ズ
カ
は
内
心
と
て
も
複
雑
な
気
持
ち
だ

た
が

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
レ
ン
は
ど
う
見
て
も
小
学
生
に
し
か
見
え
な
か

た

 
こ
こ
で
余
計
な
事
を
言

て
場
の
雰
囲
気
を
ぶ
ち
壊
す
よ
う
な
事
は
し
な
い
事
に
し
た

 
そ
の
代
わ
り
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
ら
今
度
は
自
分
が
思
う
存
分

よ
う
と
心
に

て
い
た
の

だ
がと

り
あ
え
ず
見
事
な

合
だ

た
な

優
勝
お
め
で
と
う

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に

Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の
メ
ン
バ

は

ニ
カ

と
笑

て

サ
イ
ン
を
出
し

た
の
だ

た
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本
日
は
二
話
同
時
に
投
稿
し
て
お
り
ま
す
こ
ち
ら
は
一
話
目
に
な
り
ま
す
ご
注
意
下
さ
い
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第
５
９
９
話
 
他
プ
レ
イ
ヤ

達
の
そ
の
後

 
本
日
は
二
話
同
時
に
投
稿
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
ち
ら
は
二
話
目
に
な
り
ま
す
ご
注
意
下
さ

い 
こ
こ
で
一

ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
に
参
加
し
て
い
た

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
動
向
に
つ
い
て
話
を
し
て
お
こ
う

 
な

エ
ル
ビ
ン
よ

お
う

ピ
ト
の
奴
を
撃

て
く
れ
た
の
は
良
か

た
と
思
う
け
ど

 
そ
れ
以
外
の
今
回
の
俺
達
は

目

目
だ

た
な

だ
な
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つ

か
お
前
が
上
へ
の

な
ん
か
見
付
け
ち
ま

た
の
が
悪
い
ん
だ
か
ら
な

俺
の
せ
い
か
よ

エ
ル
ビ
ン

何
と
か
言

て
や

て
く
れ
よ

ま
あ
ま
あ

あ
の
時
は
全
員
一
致
で
決
め
た

だ
し

 
ま
さ
か
あ
ん
な
に
も
下
に
降
り
る
道
が
見
つ
か
ら
な
い
な
ん
て
誰
も
思

て
な
か

た
ん
だ
か

ら 
も
う
終
わ

た
事
だ
と
思

て
次
か
ら
は
気
を
付
け
よ
う

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

悪
い

言
い
す
ぎ
た

 
エ
ル
ビ
ン
の
仲

に
よ
り

こ
の
言
い
争
い
は
す
ぐ
に
収
ま

た

問
題
は
あ
れ
か
な

あ
ま
り
に
も
あ

さ
り
と
狙
撃
さ
れ
ち
ま

た
よ
な
俺
達

だ
な

あ
あ
い
う
の
に
対
す
る
備
え
も

も
う
ち

と
し

か
り
さ
せ
な
い
と
だ
な

俺
達
は
自
分
で
言
う
の
も
ア
レ
だ
け
ど
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

だ

 
別
に

が
そ
こ
ま
で
悪
い
な
ん
て
事
は
無
い
し
実

そ
れ
な
り
に
や
る

て
い
う
評
価
も
さ

れ
て
る
よ
な

あ
の
時
は
さ

の
上

て
事
で
完
全
に
油
断
し
て
た
よ
な
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と
り
あ
え
ず
そ
こ
か
ら

し
て
い
こ
う

だ
な

 
そ
し
て
六
人
は

ど
う
す
れ
ば
チ

ム
が
強
く
な
る
か
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
始
め
た

や

ぱ
り
強
力
な
武
器
じ

な
い
か

え
ば

対
物
ラ
イ
フ
ル
と
か

 
そ
の
意
見
が
出
る
事
は
当
然
と
言
え
ば
当
然
な
の
だ
が

 
そ
れ
に
対
し
て
エ
ル
ビ
ン
は

首
を

げ
な
が
ら
仲
間
達
に

ね
た

こ
の
中
で
超
遠

離
射
撃
が
出
来
る
奴
な
ん
か
い
た

け
か

練

す
れ
ば
誰
か
し
ら
が
モ
ノ
に
な
る
か
も
し
れ
な
く
ね

そ
れ
以
前
に
そ
も
そ
も
対
物
ラ
イ
フ
ル
の
出
物
な
ん
て
皆
無
な
ん
だ
か
ら

 
中

離
射
撃
な
ら
今
で
も
出
来
る
ん
だ
し
そ

ち
で
良
く
ね

て
事
は
武
器
は
現

持
か
よ

そ
れ
じ

あ
防

だ

十
狼
ク
ラ
ス
と
ま
で
は
言
わ
な
い
け
ど
さ

 
せ
め
て
も
う
ち

と
強
力
な
防

を
だ
な
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そ
れ
だ
と
ど
の
ク
ラ
ス
だ

二
番
手
ク
ラ
ス
だ
と

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
が
装
備
し
て
る
防

り
か

あ
れ

て
確
か

二

万
く
ら
い
す
る
は
ず
だ
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
六
人
は
た
め
息
を
つ
い
た

武
器
も

目
防

も

目

そ
れ
じ

あ
後
は

を

く
し
か
な
く
ね

そ
れ
じ

あ
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ

も
う
ち

と
こ
う

 
何
て
い
う
か
強
く
な
れ
る
と
い
う
か
強
く
見
え
る
と
い
う
か
だ
な

あ

そ
れ
な
ら
全
身
を
プ
ロ
テ
ク
タ

で
ガ
チ
ガ
チ
に

め
て
み
る

て
の
は
ど
う
だ

そ
れ
い
い
な

い
か
に
も
強
豪

い
し

圧
感
も
出
る
し

も
手
ご
ろ

シ

プ
に
行

て
色
々
見
て
み
よ
う

 
こ
う
し
て

は

一
さ
れ
た
装
備
に
身
を
包
む
事
に
な

た
が

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
は
陰
で

個
性
だ
と
か
地
味
だ
と
か
散
々
な
評
価
を
も
ら
う
事
に
な

る



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
ク
ラ
レ
ン
ス

く
そ

最
初
に
ド

ム
な
ん
か
に
入

ち
ま

た
せ
い
で
全
然
活
躍
出
来
な
か

た

 
と
い
う
か
映
像
に
も
ま

た
く
映

て
ね

く
そ

く
そ

次
の
機
会
が
あ

た
ら

 
今
度
は
も
う
少
し
見
栄
え
の
す
る
奴
と
組
ん
で

絶
対
に
名
前
を

て
や
る

 
こ
う
し
て
ク
ラ
レ
ン
ス
の
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
は
誰
に
も
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
な
い
ま
ま

終
わ

た

 
Ｓ

Ｎ
Ｃ

ボ
ス

さ
す
が
に
ち

と
休

を
入
れ
な
い

こ
れ

部
活
の

囲
を
絶
対
超
え
て
る
よ
ね

も
う
こ
れ
は
ブ
ラ

ク
部
活
だ
よ

う
る
さ
い
お
前
ら
キ
リ
ト
さ
ん
に
あ
ん
な
に
あ

さ
り
と
や
ら
れ
て
悔
し
く
な
い
の
か
よ

えだ

て
あ
の
人
達
は
人
間
じ

な
い
じ

ん

人
外
じ

ん
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あ

 
そ
の
時
仲
間
達
の
方
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
た
が

 
ト

マ
は
そ
の
事
に
は
特
に
注
意
を
向
け
な
か

た

そ
し
て
そ
ん
な
ト

マ
に
話
し
か
け
る

者
が
い
た

達

達

て
誰
の
事
だ

そ
り

も
ち
ろ
ん
キ
リ
ト
さ
ん
と
シ

ナ
さ
ん
で
す
よ

ほ
う

俺
は
人
外
か

当
た
り
前
じ

ん

絶
対
に
体
の
一
部
を
サ
イ
ボ

グ
化
し
て
る
ん
だ

て

 
そ
う
じ

な
い
と
あ
ん
な
動
き

出
来
る

な
い

て

 

て
あ
れ

み
ん
な
何
で
そ
ん
な
顔
で
こ

ち
を
見
て
い
る
の

 
ト

マ
は
仲
間
達
が
全
員
驚
い
た
顔
を
し
て
い
る
事
に
気
付
き

 
今
自
分
は
誰
と
話
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思
い

何
気
な
く
顔
を
上
げ
た

 
そ
こ
に
は
シ

ナ
が
満
面
の
笑
み
で
立

て
お
り

ト

マ
は
き

と
ん
と
し
た
後

 
大
人
し
く
そ
の
場
で
正
座
し

を
下
げ
た

今
の
は
ほ
ん
の
冗
談
で
す

非
は
全
て
ボ
ス
に
あ
り
ま
す
の
で
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是
非
そ
の
事
を
ご
理
解
し
て

け
れ
ば
と
思
い
ま
す

お
う
そ
う
か

エ
ヴ

ト

マ
は
こ
う
言

て
る
み
た
い
だ
が

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
を
最
後
ま
で
言
え
な
か

た

 
直
後
に
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
全
員
が

シ

ナ
に
飛
び

て
き
た
か
ら
だ

う
お

お
前
ら
何
を

シ

ナ
さ
ん

無
事
で
良
か

た
で
す

会
い
た
か

た

会
い
た
か

た
ん
で
す
よ

無
事
だ
と
は

い
て
ま
し
た
け
ど

や

ぱ
り
直
で

を
見
な
い
と
や

ぱ
り

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

こ
の

さ
な
ら
言
え
る

シ

ナ
さ
ん

大
好
き
で
す

お
お
う
悪
い
心
配
か
け
た
な

て
か
ア
ン
ナ
全
部

こ
え
だ
か
ら
自
重
し
よ
う
な

 
ト

マ
は
そ
の
光
景
を
見
な
が
ら

一
人

い
て
い
た

し
ま

た

出

れ
た

 
そ
し
て
ト

マ
は
失
点
を
取
り
返
そ
う
と

て
余
計
な
事
を
言

た

シ

シ

ナ
さ
ん

せ

か
く
だ
か
ら

ボ
ス
の
代
わ
り
に
私
達
を
鍛
え
て
下
さ
い
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ん

久
々
に
再
会
し
た
ん
だ
か
ら
一

に

い
物
で
も
ど
う
か
と
思

た
ん
だ
が

 
ト

マ
が
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
仕
方
な
い
な
よ
し
久
々
に
俺
が
し
ご
い
て
や
る
と
す
る
か

あ
 
こ
の
後
ト

マ
は
狩
り
が
終
わ

た
後

全
員
に
袋
叩
き
に
さ
れ
た

 
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
か
ら
し
ば
ら
く
た

た
後
の
ひ
と
コ
マ
で
あ
る

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

な

デ
ヴ

ド

俺
達
良
く
や

た
よ
な

で
も
こ
ん
な
に
叩
か
れ
る
の
は
何
で
な
ん
だ
ろ
う
な

や

ぱ
り
最
初
に
仲
間
を
集
め
ち
ま

た
の
が
い
け
な
か

た
ん
じ

な
い
か

 

判
の
大
半
は
そ
ん
な
感
じ
だ
し

前
回
も
フ

イ
ヤ
の
下
に
つ
い
ち
ま

た
し
な

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
メ
ン
バ

は
少
し
落
ち
込
ん
だ
様
子
で
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
確
か
に
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
強
豪
な
の
だ
が
そ
れ
は
屋
内
限
定
で
あ
り
総
合
的
な
評
価
は
あ
ま
り
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し
く
な
い

 
そ
れ
は
ひ
と
え
に
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
持
つ

徒

を
組
み
た
が
る
性
質
に
よ
る
も
の
だ

た

仕
方
な
い
だ
ろ

俺
達
は
屋
外
戦
闘
は
若

苦
手
な
ん
だ
か
ら
よ

そ
の

り
も
も
う
ち

と
何
と
か
し
な
い
と
ま
ず
い
よ
な

と
り
あ
え
ず

も
し
次
が
あ

た
ら

独
で
動
く
の
は
絶
対
と
し
て

だ
な

苦
手
だ
か
ら

て
仲
間
を
集
め
よ
う

て
い
う
考
え
は
も
う

て
よ
う

お
い
デ
ヴ

ド

さ

き
か
ら
ず

と

て
る
け
ど
話
を
ち

ん
と

い
て
る
か

俺
達
に
足
り
な
い
も
の

て
他
に
は
何
が
あ
る
と
思
う

 
そ
の
問
い
を
受
け

や

と
デ
ヴ

ド
が
顔
を
上
げ
た

 
だ
が
そ
の
顔
は
ど
こ
か
遠
く
を
見
て
い
る
よ
う
で

若

放
心
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

お

お
い

だ

えカ
リ
ス
マ
の
存
在
だ

カ
リ
ス
マ
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デ
ヴ

ド
は
突
然
ぶ
つ
ぶ
つ
と
そ
う
言
い
出
し

他
の
仲
間
達
は
若

引
い
た

い

い
き
な
り
何
を

い
い
か

よ
く
考
え
て
み
ろ

シ

ナ
さ
ん
然
り

キ
リ
ト
さ
ん
然
り

 
強
豪
と
言
わ
れ
る
人
間
は

ほ
と
ん
ど
が

光
剣
を
持

て
い
る

 
俺
達
だ

て

チ

ム
の
中
心
に

光
剣
を
持

て
い
る
奴
が
い
れ
ば

 
前
回
の
戦
い
で
も
も

と
目
立
て
た
し

白
兵
戦
で
の
選
択
肢
も

え
た
は
ず
だ

だ
ろ

み
ん
な

 
そ
の
剣
幕
に
押
さ
れ
た
の
か

メ
ン
バ

達
は
そ
の
言
葉
に

に

い
た

お

お
う

そ
う
だ
な

そ

そ
う
い
う
側
面
も
あ
る
か
も
な

 
そ
ん
な
仲
間
達
の

を
見
て
デ
ヴ

ド
は
満
足
そ
う
に

き

こ
う
宣
言
し
た

よ
し

そ
の

の
素
材
を
集
め
に
し
ば
ら
く
こ
の
木
な
ん
の
木
に
こ
も
る
ぞ

 

光
ユ
ニ

ト
と
や
ら
を
入
手
す
る
ま
で

退
は
し
な
い

えま

マ
ジ
で
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目
だ

デ
ヴ

ド
の
奴
壊
れ
ち
ま

た

ま
あ
仕
方
な
い

こ

ち
の
世
界
に

て
く
る
ま
で
は
付
き
合
う
か

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
メ
ン
バ

達
は
苦
笑
し

デ
ヴ

ド
の
意
向
に

う
事
に
し
た

 
結
果
的
に
こ
の
時
努
力
し

つ
い
で
に

験

も
相
当

い
だ
事
に
よ

て

 
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
本
当
の
意
味
で
強
豪
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
事
に
な
る
の
だ
が

 
そ
れ
で
ピ
ト
フ

イ
を
倒
す
事
が
出
来
た
か
と
い
う
と
結
果
的
に
は
不
可
能
な
の
で
あ

た

 
頑
張
れ
デ
ヴ

ド

負
け
る
な
デ
ヴ

ド

光
剣
を
手
に
す
る
そ
の
日
ま
で

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

ヒ

ハ

撃
て

撃
ち
ま
く
れ

ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ

ダ

ン

や

ぱ
り
マ
シ
ン
ガ
ン
は
最
高

勝
敗
と
か
ど
う
で
も
い
い

 
Ｋ
Ｋ

Ｃ

 
シ

リ

こ
と

舞
は
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
メ
ン
バ

相
手
に
大
立
ち
回
り
を

り
広
げ
て
い
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た
そ
も
そ
も
こ
う
い
う
事
も
あ
る
だ
ろ
う

て
分
か

て
て

 
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
に
出
場
し
た
ん
で
し

そ
れ
を
後
で
文

を
言
う
な
ん
て
男
ら
し

く
な
い

そ

そ
う
は
言

て
も
よ

あ
れ
は
さ
す
が
に

あ
あ
も
う

誰
が
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
名

を
守

た
と
思

て
る
の
よ

 
私
は
一
人
で

を
壊
滅
に
追
い
込
ん
だ
の
よ

つ
ま
り
今
回
一
番
活
躍
し
た
の
は
私

 
そ
の
私
が
チ

ム
を
代
表
し
て
ピ
ト
フ

イ
か
ら
の
謝
罪
を
受
け
て
和
解
し
た
の

 
ぐ
だ
ぐ
だ
言

て
な
い
で

あ
ん
た
達
も
い
い
加

に
大
人
に
な
り
な
さ
い

が
一
番
年
下
な
ん
だ
が

さ

最
初
は

が
一
番
や
る
気
が
無
か

た
は
ず
な
の
に

一
体
何
が
あ

た
ん
だ
よ

 
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
が
終
わ

た
後
の
舞
の
変
化
は
劇
的
だ

た

 
ピ
ト
フ

イ
に
対
す
る
愚
痴
を
ず

と
言
い
な
が
ら

 
そ
れ
で
も
ま
あ
良
く
や

た
と

め
合
う
メ
ン
バ

を
相
手
に
舞
は
今
後
は
対
人
も

的
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に
や
り

 
そ
の

に
自
分
は
シ

ナ
さ
ん
に
色
々
教
え
て
も
ら
う
と
言
い
出
し
メ
ン
バ

達
を

天
さ

せ
た

 
舞
は
頑
な
に
対
人
プ
レ
イ
を
す
る
事
を

ん
で
お
り
今
回
の
大
会
に
参
加
さ
せ
る
だ
け
で
も

 
恐
ろ
し
く
苦
労
さ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ

そ
ん
な
舞
が

拳
制

も

さ
ず
と
い
う
強

な

勢
で

 
ピ
ト
フ

イ
と
の
事
を
水
に
流
す
よ
う
迫

て
き
た

 
大
人
で
あ
る
Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
他
の
メ
ン
バ

達
は
苦
笑
し
な
が
ら
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
事
に

し
た

 
そ
の

日
後

舞
は

広
ま
で
遠
出
を
し
て
い
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
け
ど

ど
ん
な
人
が
来
る
ん
だ
ろ

 
舞
は
現
在
二
十
四

自
他
共
に
認
め
る
狩
り
ガ

ル
で
あ
る

 
夏
は
ネ
イ
チ

ガ
イ
ド

は
エ

シ
カ

を
生
業
と
し
て
お
り

 
そ
れ
な
り
に
他
人
と
会
話
も
出
来
る
方
だ
が

そ
の
相
手
は
基
本
同
年
代
の
女
性
で
は
な
い

 
も
ち
ろ
ん
友
達
と
は
普
通
に
話
せ
る
が

若

人
見
知
り
な
の
は
確
か
で
あ
る
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だ
が
こ
の
時
は
今
後
の
期
待
に
胸
を

ら
ま
せ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
す
る
自
分
を
止
め
ら
れ
な
か

た 
そ
の

下
手
な
ナ
ン
パ

も
舞
に
寄

て
来
ず
そ
れ
が
舞
に
と

て
は
い
い
結
果
と
な

た

 
そ
の
時
そ
ん
な
舞
に
声
を
か
け
て
く
る
者
が
い
た
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
肉
食
メ
ガ
ネ

子
で
あ
る

す
み
ま
せ

ん

も
し
か
し
て
シ

リ

さ
ん
で
す
か

あ

は
い

え

と

も
し
か
し
て
フ
カ
次
郎
さ
ん

あ

う
ん
そ
う
そ
う

私
は

原
美
優

宜
し
く
ね

わ

私
は

舞
だ
よ

よ

宜
し
く

 
二
人
は
そ
う
自

紹
介
を
し

社
交
性
の
高
い
美
優
が
主

を

る
事
で

 
二
人
は
ど
ん
ど
ん
打
ち
解
け
て
い

た

ね

シ

ナ
さ
ん

て
ど
ん
な
人

う

ん

好
き
好
き
大
好
き

も
う
私
の
全
て
を
も
ら

て

て
感
じ

そ
れ

凄
く
分
か
り
に
く
い
上
に

体
的
な
事
は
何
も
言

て
な
い
よ
ね

あ

一

に

た
写
真
が
あ
る
よ

見
る
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み

見
る

是
非
見
せ
て

 
そ
し
て
そ
の
写
真
を
見
た
舞
は

名
前
の
通
り
舞
い
上
が

た

う
わ
う
わ
凄
く
格
好
い
い
ね

い
い
な

私
も
一

に
こ
ん
な
写
真
を

り
た
い

頼
め
ば
き

と

て
く
れ
る
よ

そ
れ
に
リ

ダ

は
凄
く
お
金
持
ち
だ
よ

ま
あ
正
直
見
た
目
と
か
お
金
の
事
は
別
に
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
け
ど
ね

 
シ

ナ
さ
ん

て
私
に
と

て
は
芸
能
人
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
サ
イ
ン
も
欲
し
い
し

手

も
し
た
い

舞
さ
ん

て
結

ミ

ハ

な
ん
だ

 
普

そ
う
い
う
事
に
縁
遠
い
舞
が
シ

ナ
相
手
に
そ
う
い
う
態
度
に
な
る
の
は
仕
方
が
な
い

だ
ろ
う

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
後

美
優
の
見
立
て
で
舞
が
東
京
行
き
の
時
に
着
る
服
を
選
び

 
北
海
道
か
ら
出
た
事
の
な
い
舞
の

と
い
う
名
目
に
加
え

 
ピ
ト
フ

イ
に
面
会
す
る
と
い
う
香
蓮
の
誘
い
も
あ
り

美
優
が
ガ
イ
ド
を
勝

て
出
て

 
二
人
は
共
に
東
京
へ
と
行
く
事
が
決
定
さ
れ
た

 
そ
し
て
後
日
舞
が

下
の
下
に
向
か

て
い
る
間
美
優
は
香
蓮
と
共
に
ピ
ト
フ

イ
に
会
う
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事
に
な
る

 
こ
れ
は
舞
と
八
幡
を
二
人
き
り
に
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
美
優
の

な
計
ら
い
で
あ

た

 
本
日
は
二
話
同
時
に
投
稿
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
ち
ら
は
二
話
目
に
な
り
ま
す
ご
注
意
下
さ

い 
明
日
が
今
年
最
後
の
投
稿
に
な
り
ま
す
が

明
日
で
こ
の
章
は
終
わ
り
と
な
り
ま
す

 
次
の
章
は
日
常
編
か
ら
徐
々
に
戦
い
の
日
々
に
突
入
し
て
い
き
ま
す
の
で

 
年
明
け
は
特
に
休
載
と
か
は
し
な
い
予
定
で
す

 
そ
の
う
ち
プ
ロ

ト
を
整
理
す
る

に
休
む
期
間
も
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
が

 
な
る
べ
く

く
済
ま
せ
ま
す
の
で
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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第
６
０
０
話
 
エ
ピ
ロ

グ

香
蓮
と
エ
ル
ザ

時
々
美
優

 
今
年
最
後
の
投
稿
で

つ
い
に
６
０
０
話
に
到
達
す
る
事
が
出
来
ま
し
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
タ

編
最
終
話
を
少
し
⻑
め
に
お
送
り
し
ま
す

 
同
時
に
人
物
紹
介
を

分
後
に
投
稿
し
ま
す
の
で

そ
ち
ら
も
お
暇
な
時
に
で
も
ご

下
さ

い

多
少
の
ネ
タ
バ
レ
を

む

 
そ
し
て
場
面
は
再
び
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
の

え
室
へ
と

る

 
そ
の
後
の
大
会
の
話
に
つ
い
て
は

実

に
シ

ナ
に
見
ら
れ
て
い
た
事
が
分
か

た

 
お

い
簡

に
感
想
を
述
べ
る
に

ま

た

 
こ
れ
は
Ｌ
Ｆ
Ｋ
Ｙ
組
に

も

と
気
が
か
り
な
事
が
あ

た
せ
い
で
あ

た

で

ア
メ
リ
カ
で
一
体
何
が

 
要
す
る
に
そ
う
い
う
事
で
あ
る

そ
う
だ
な

向
こ
う
で
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
会

た
わ
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シ

ナ
は
レ
ン
の
前
で
命
を
狙
わ
れ
た
事
を
伝
え
る
の
に
若

の

い
を
覚
え

 
最
初
に
そ
の
事
か
ら
報
告
す
る
事
に
し
た

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
は
い
く
ら
バ
レ
て
も
平
気
だ

た
シ

ナ
で
あ

た
が

 
さ
す
が
に
シ

ナ
を
取
り

く

に
そ
こ
ま
で

し
く
な
い
レ
ン
に
そ
の
事
を
知
ら
れ
る
の

は 
や
は
り

し
て
し
ま
う
事
案
の
よ
う
で
あ
る

マ
ジ
か
よ

あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

か

て
か
ど
う
し
て
あ
い
つ
だ

て
分
か

た
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
真

先
に
反
応
し
た
の
は
闇
風
で
あ
る

 
実
は
闇
風
も
第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
は
出
場
し
て
お
り
サ
ト
ラ
イ
ザ

に

殺
さ
れ
た
口
だ

た
お

お
お

取
引
先
が

た

あ

ガ

ド
マ
ン
の
中
に
あ
い
つ
が
い
た
ん
だ
よ

そ
れ
だ
け
で
サ
ト
ラ
イ
ザ

だ

て
分
か

た
の
か

顔
が
そ

く
り
だ

た
と
か

く

闇
風
の
奴

空
気
を

め

て
の

 
シ

ナ
は

も
興
味

々
で
そ
う
言

て
く
る
闇
風
に
内
心
で
悪
態
を
つ
い
た
が

 
こ
こ
で

を
言
う
の
も
ど
う
か
と
思
い

上
手
く
話
を
ぼ
か
し
な
が
ら
説
明
を
始
め
た
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た
ま
た
ま
ち

と
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

て
な

ガ

ド
マ
ン
に
お
世
話
に
な
る
事
が
あ

て

 
そ
の
時
俺
が
見
せ
た
動
き
を
見
て

サ
ト
ラ
イ
ザ

が

シ

ナ

て

ね
て
き
て
な

 
そ
の
せ
い
で
発
覚
し
た
と

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

凄
え
な

何
て
偶
然
だ
よ

と
い
う
か
も
う
こ
れ
は
再
戦
し
ろ

て
い
う
神
の
お
告
げ
だ
な

そ
れ
は
約
束
し
た
も
し
次
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
が
開

さ
れ
た
時
に
手
が
空
い
て
た
ら
参
戦
す
る
そ

う
だお

お

マ
ジ
か
よ

も
ち
ろ
ん
俺
が
倒
し
ち
ま

て
も
い
い
ん
だ
ろ
う

出
来
る
も
の
な
ら
な

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
に
事
情
の
分
か
ら
な
い
レ
ン
と
フ
カ
次
郎
は
き

と
ん
と
し
て
い
た

 
そ
の
時
前
回
の
事
件
の
せ
い
で

多
少
は
シ

ナ
の
事
を
調
べ

 
つ
い
で
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
た
キ
リ
ト
が
こ
う

ね
て
き
た

あ
れ

で
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
ロ
グ
イ
ン

て
今
は
出
来
な
い
ん
じ

な
い
の
か

今
俺
達
が
ま
さ
に
し
て
る
じ

な
い
か

や
り
よ
う
は
い
く
ら
で
も
あ
る

て
こ

た

な
る
ほ
ど
な

へ

あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
シ

ナ
に
言

た
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も
ち
ろ
ん
俺
が
倒
し
ち
ま

て
も
い
い
ん
だ
ろ
う

え

マ
ジ
で

お
前
も
次
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
も
出
る
つ
も
り
な
の

デ

フ

ン
デ

ン
グ
チ

ン
ピ
オ
ン
が
出
な
い
で
ど
う
す
る
よ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
ド
正

に

シ

ナ
は
苦
い
表
情
を
し
た

そ
れ
は
そ
う
だ
が

く
そ

言
う
ん
じ

な
か

た

最
近
は
手
応
え
の
あ
る
敵
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か

た
か
ら
な

り
に
船

て
奴
だ

あ
あ
も
う

分
か

た
分
か

た

い
者
勝
ち
な

 
ど
う
せ
俺
と
お
前
そ
し
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
シ
ノ
ン
が
四

に
配
置
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
な

問
題
な
い

ど
う
せ
な
ら
中
央
に
集
合

て
事
に
し
て
お
こ
う

バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
だ
な

ふ
ん

つ
い
で
に
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
も
ぶ

倒
し
て
や
る

 
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た
シ

ナ
に

キ
リ
ト
は
余

の
表
情
で
こ
う
言

た

そ
れ
ま
で
に
せ
い

い
シ

ナ
の
ス
テ

タ
ス
を
上
げ
て
お
く
ん
だ
な

 
自
分
で
言
う
の
も
ア
レ
だ
け
ど

今
の
ま
ま
の

態
だ
と

 
基
本
ス
テ

タ
ス
の
違
い
が
で
か
す
ぎ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
だ
ろ

 
さ
す
が
の
シ

ナ
も

そ
う
言
わ
れ
て
否
定
す
る
事
は
出
来
な
い
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他
な
ら
ぬ
自
分
が
戦
争
終
盤
で
ハ
チ
マ
ン
で
ロ
グ
イ
ン
し
た
時
に
そ
の
事
を
実
感
し
て
い

た
か
ら
だ

そ
う
な
ん
だ
よ
な

よ
し
レ
ン

合

だ

合

を
す
る
ぞ

え

合

う

う
ん

や
る
や
る

テ
ン
ト
を
張

て

点
に
し
て

 
食
事
と
か
も

山
持

て

て

あ

で
も
お
や
つ
は
千

ま
で
ね

 
レ
ン
が
明
る
い
表
情
で
そ
う
言

た

シ

ナ
は
こ
の
ま
ま
レ
ス
キ
ネ
ン
教

の
話
と

 
今
後
ど
う
す
る
か
の
話
だ
け
す
れ
ば
そ
れ
で
オ

ケ

だ
ろ
う
と
安

し
た
の
だ
が

 
レ
ン
は
そ
の
直
後
に
真
面
目
な
表
情
で

突
然
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

で

サ
ト
ラ
イ
ザ

て
い
う
強
い
人
が
い
て

 
み
ん
な
が
そ
の
人
と
戦
い
た
が

て
い
る
の
は
分
か

た
ん
だ
け
ど

 
シ

ナ
が
リ
ア
ル
で
シ

ナ
だ
と
バ
レ
る
よ
う
な
動
き
を
し
な
い
と
い
け
な
い

況

て
ど

ん
な

況

 
そ
の
問
い
を

シ

ナ
は

当
に
や
り
す
ご
そ
う
と
し
た
の
だ

た
が

 
レ
ン
は
誤
魔
化
し
は
許
さ
な
い
と
い
う
表
情
で
じ

と
シ

ナ
を
見
詰
め
て
い
た

 
シ

ナ
は
困

た
顔
で
シ
ズ
カ
と
銃
士

の
方
を
見
て

線
で
助
け
を
求
め
た
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二
人
は
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に

き
合

て
前
に
出
る
と
レ
ン
を

か
ら

ん
で

束
し

た
え

な

何

こ
れ
は
仕
方
の
な
い
処
置

と
に
か
く
落
ち
着
い
て

取
り
乱
さ
な
い
よ
う
に
ね

う

て
事
は
や

ぱ
り
危
な
い
事
を
し
た
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
気
ま
ず
そ
う
な
表
情
を
し
た
後

レ
ン
に
説
明
を
始
め
た

今
回
の

は

う
ち
の
社
に
と

て
は
か
な
り
重
要
な
事
案

み
で
な

 
そ
の
重
要
度
に
比

し
て

確
か
に
か
な
り
危
険
も
あ

た

 
実

俺
達
が
乗
る
予
定
だ

た
飛
行
機
は
ハ
イ
ジ

ク
さ
れ
そ
れ
を
回
避
し
た
後
も
命
を

狙
わ
れ
た

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は

俺
達
側
の
人
間
が

て
く
れ
た

兵
で
な

 
俺
達
は
奴
と
協
力
し
て

襲

て
き
た
奴
ら
を
撃
退
し
た

 
リ
ア
ル
の
銃

て
案
外
重
い
ん
だ
と

そ
の
時
実
感
す
る
事
に
な

た

銃
ま
で
撃

た
ん
だ
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だ

だ
け
ど
し

か
り
準
備
し
て
た
お
か
げ
で
も
う
何
も
危
険
は
無
い

 
仲
間
も
全
員
無
事
で

こ
の
後
の
日

に
関
し
て
は
何
も
心
配
す
る
事
は
な
い

 
そ
れ
で
も
一
応
凄

の

兵
を
一
人

サ
ト
ラ
イ
ザ

か
ら

り
て
あ
る
し

 
万
難
を

し
て
無
事
に
日
本
に
帰

て
く
る
つ
も
り
だ

 
だ
か
ら
心
配
を
か
け
ち
ま

て
本
当
に
悪
い
と
思
う
ん
だ
が
今
回
は
そ
れ
で
勘

し
て
く
れ

 
レ
ン
は
微

に
納
得
し
難
い
顔
で
そ
の
言
葉
を

い
て
い
た
が

 
そ
ん
な
レ
ン
に

シ
ズ
カ
と
銃
士

そ
れ
に
ロ
ザ
リ
ア
も
謝

た

ご
め
ん
ね

心
配
か
け
ち

て

本
当
に
も
う
大
丈
夫
だ
か
ら

も
う
こ
の
後
は
危
険
な
事
は
何
も
な
い
か
ら
安
心
し
て

 
そ
れ
で
や

と

自
分
の
心
の
中
で
あ
る

度
の

り
合
い
が
つ
い
た
の
か

 
レ
ン
は
ほ

と
し
た
表
情
で
や

と
笑
顔
を
見
せ

束
を
外
し
て
も
ら
う
事
と
な

た

そ
れ
な
ら
ま
あ
今
回
は
許
そ
う
か
な

あ
あ

あ
り
が
と
な

レ
ン

 
だ
が
そ
ん
な
レ
ン
に
苦
情
を
述
べ
る
者
が
い
た

フ
カ
次
郎
で
あ
る
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フ
カ
次
郎
は
若

レ
ン
に
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
た
の
か

レ
ン
の
前
に
立
ち

こ
う
言

た

心
が

い
ぞ
レ
ン

私
み
た
い
に
最
初
か
ら
リ

ダ

を
信
じ
て
待
て
な
い
の
か

あ

う

う
ん

確
か
に
そ
う
だ
よ
ね

 
だ
が
次
の

間
に

フ
カ
次
郎
は
シ

ナ
に

を
掴
ま
れ

持
ち
上
げ
ら
れ
た

そ
の
お
前
の
信
頼
は

難
い
が

あ
ん
ま
り
レ
ン
を
い
じ
め
る
な

つ
の

い
じ
め
て
な
い
か
ら

こ
れ
は
友
情
に
基

く

激

だ
か
ら

歩

て
今
回
は
そ
う
い
う
事
に
し
て
お
い
て
や
る
が

そ
れ
よ
り
お
前
さ

 
そ
し
て
シ

ナ
は

フ
カ
次
郎
の

か
ら
手
を
離
し

こ
ち
ら
を
向
か
せ
る
と

 
上
か
ら
じ
ろ

と
フ
カ
次
郎
の
顔
を

き
こ
み
な
が
ら
言

た

さ

き
俺
を
だ

り
ん

て
呼
ん
だ
の
は

一
体
何
の
つ
も
り
だ

あ

そ

そ
れ
は
そ
の
で
す
ね

 
そ
の
質
問
に
フ
カ
次
郎
は
口
ご
も

た
が

そ
こ
で
闇
風
が

 
本
人
は
好
意
の
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
が
横
か
ら
余
計
な
口
を

ん
で
き
た

お
お

今
回
の
戦
い
に
備
え
て
装
備
を
揃
え
る

に

 
レ
ン
が
シ

ナ
か
ら
も
ら

た
資
金
を
フ
カ
の

に
ほ
と
ん
ど
使

ち
ま

た
ら
し
い
か
ら
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な 
そ
れ
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
親
愛
の
表
現
と
し
て
表
す

に

そ
ん
な
呼
び
方
を
し
ち

ま

た
ん
だ
ろ

 
あ
く
ま
で
親
愛
の
表
現
で
あ

て

お
か
し
な
意
味
じ

な
い
よ
な

な

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間

フ
カ
次
郎
は
そ
の
場
を
逃
げ
だ
そ
う
と
し
た
が

 
そ
れ
は
当
然
シ

ナ
に

ま
れ
た

お
い

ど
こ
へ
行
く

え

と

ち

と
お
花
摘
み
に

そ
う
か
そ
う
か

お
前
は
花
が
欲
し
い
の
か

 
今
度
ハ
エ
ト
リ
ソ
ウ
と
か
ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ
を

て
や
ろ
う

ほ

他
の
人
の
時
は
ち

ん
と
気
を
遣

て

言
葉
の
意
味
を
理
解
し
て
く
れ
る

に

ま
あ
ま
あ
い
い
か
ら
い
い
か
ら

と
り
あ
え
ず

し
い
話
を

こ
う
か
ハ
ニ

う

そ
の
笑
顔
が
怖
い
の
で
す

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

調
子
に
乗

て

い
物
を
し
ま
く

た
事
を
告
白
し

 
レ
ン
は
そ
れ
に
対
し
て
お
か
し
な
事
を
言
う

に
も
い
か
ず
フ
カ
次
郎
を
遠
く
か
ら
見
守
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て
い
た

ほ
う
ほ
う

そ
う
い
う
事
だ

た
か

は

反
省
し
て
ま
し

 
フ
カ
次
郎
は
そ
う
言

て

お
ず
お
ず
と
シ

ナ
の
顔
を
見
上
げ
た
が

 
シ

ナ
が
特
に

た
様
子
で
は
な
か

た

そ
れ
を
意
外
に
思

た
よ
う
だ

リ

ダ

ら
な
い
の

ん

い
や

ま
あ
だ

り
ん

て
呼
び
方
に
つ
い
て
は
と
も
か
く

 
銃
に
ま

た
く

み
の
無
い
お
前
が

お
前
な
り
に
考
え
て
装
備
を
揃
え
た
ん
だ
ろ

 
そ
れ
に
ち

ん
と
活
躍
出
来
て
た
じ

な
い
か
俺
の
教
え
も
ち

ん
と
実

し
て
た
み
た
い

だ
し

 
そ
れ
な
の
に
俺
が
こ
こ
で
お
前
を

る

に
は
い
か
な
い
さ

 
シ

ナ
に
そ
う
言
わ
れ
た
フ
カ
次
郎
は

褒
め
ら
れ
慣
れ
て
い
な
い

一

直
し
た
が

 
そ
の
言
葉
が

に

み
入

て
く
る
に
連
れ
や

と
自
分
が
褒
め
ら
れ
た
事
が
分
か

た
の

だ
ろ
う

 
感

ま

た
よ
う
に
う
る
う
る
し
出
し

さ
す
が
に
学

し
た
の
か
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い
き
な
り
シ

ナ
に

き
つ
く
よ
う
な
真
似
は
せ
ず
レ
ン
の
方
に
向
か

て
そ
の
ま
ま

き

つ
い
た

や

と
リ

ダ

に
褒
め
て
も
ら
え
た

嬉
し
い
よ

う
ん
う
ん

良
か

た
ね

フ
カ

う
ん

良
か

た

本
当
に
良
か

た

 
そ
の

を
見
て
シ

ナ
は

う
ん
う
ん
と

い
て
い
た
が

 

り
の
者
達
は

全
員
が
同
じ
事
を
考
え
て
い
た

と

だ

 
そ
の
後
は
い
く
つ
か
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た

な

シ

ナ

兵
を
一
人

り
た

て

ま
さ
か
サ
ト
ラ
イ
ザ

本
人
じ

な
い
よ
な

ん

あ
あ

そ
れ
な

本
人
じ

な
い
が

妹
だ

え

あ
い
つ
の
妹

マ

ジ

で

お
う

あ

ち
に
も
色
々
事
情
が
あ
る
み
た
い
で
な

 
期
間
限
定
に
な
る
と
思
う
が

う
ち
の
会
社
で

う
事
に
な

た

へ

じ

あ
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
妹
が

も
う
す
ぐ
日
本
に
来
る
ん
だ
な
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そ
う
い
う
事
だ

で
よ

 
そ
し
て
闇
風
は

シ

ナ
の

に
手
を
回
し

こ
そ
こ
そ
と
こ
う

ね
て
き
た

そ
の
妹
ち

ん

て

美
人

そ
う
だ
な

そ
れ
に
ボ
ン

キ

ボ
ン
だ

マ
ジ
か

俺

将
来
サ
ト
ラ
イ
ザ

を

お
兄
さ
ん

て
呼
ん
で
も
い
い

ま

ま
あ
頑
張
れ

 
闇
風
は
そ
の
ま
ま
小
躍
り
を
続
け

次
に
キ
リ
ト
が
シ

ナ
に
こ
う

ね
て
き
た

で

い
つ
こ

ち
に
帰

て
く
る
ん
だ

そ
う
だ
な

残
る
は
シ
ズ
カ
の
親

の
お

者
さ
ん
の
所
に
顔
を
出
し
て

 
ザ
ス
カ

社
と
の
提

の
話
を

め
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
だ
か
ら
三
日
後

て
と
こ
ろ
か
な

そ
う
か

じ

あ
帰

て
き
た
ら

で
も
食
い
に
行
こ
う

お
う

と
り
あ
え
ず

し
い

は
ク
リ
シ

ナ
に
で
も

い
て
く
れ

 
あ
い
つ
と
ロ
ザ
リ
ア
だ
け
は
先
に
日
本
に
帰
す
つ
も
り
だ
か
ら

そ
う
な
の
か
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あ
あ

あ
い
つ
は
俺
達
と
は
別
行
動
に
な
る
か
ら
な

 
あ
い
つ
の
先
輩
と

師
と
一

に
先
に

て
も
ら

て

 
う
ち
の
社
内
に
研
究
所
を
開
設
し
て
も
ら
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
な

そ
う
い
う
事
か

分
か

た

 
そ
し
て
最
後
に
シ

ナ
は

レ
ン
の
成
⻑
を
褒
め
称
え
た
後

こ
の
日
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

い

た

 
そ
の
後

余

に

て
ぼ

と
し
て
い
る
レ
ン
に

残
る
三
人
が
話
し
か
け
た

お
い
レ
ン

大
丈
夫
か

し

か
り
し
ろ
相
棒

顔
が
ニ
ヤ
け
て
る
ぞ

ま
あ
実

今
回
は
本
当
に
頑
張

た
よ
な

え
ら
い
ぞ
レ
ン

私

シ

ナ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
た
か
な

 
そ
の
レ
ン
の
問
い
に

三
人
は
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

あ
あ

そ

か

私

ち

ん
と
出
来
た
ん
だ
ね

 
こ
う
し
て
一
連
の
ピ
ト
フ

イ

み
の
ご
た
ご
た
も
終
わ
り
平
穏
な
時
が
訪
れ
る
事
に
な
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た 
こ
の
後
も
レ
ン
は

シ

ナ
達
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
戦
い
続
け
る
事
に
な
る
の
だ
が

 
そ
の
戦
い
の
舞
台
が
あ
ん
な
所
ま
で
広
が
る
な
ど

 
こ
の
時
の
レ
ン
は
予
想
だ
に
し
て
い
な
か

た
の
で
あ

た

  
そ
し
て

日
後

レ
ン
は
い
つ
も
通
り
砂
漠
地

に
向
か
い

一
人
で
狩
り
を
し
て
い
た

レ

ン
ち

ん

遊
び
ま
し

ピ
ト
さ
ん

 
突
然
そ
う
声
を
か
け
ら
れ
た
レ
ン
は

そ
こ
に
ピ
ト
フ

イ
の

を
見
て

破
顔
し
た

今
日
は
新
人
さ
ん
の
手
伝
い
は
い
い
ん
で
す
か

さ

き
ま
で
や

て
た
ん
だ
け
ど
そ
の
新
人
チ

ム
の
何
人
か
に
リ
ア
ル
用
事
が
出
来
た
み

た
い
で

 
今
日
は
こ
こ
ま
で

て
感
じ
に
な

た
の
よ

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

レ
ン
に
こ
う

ね
て
き
た
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で

そ
ろ
そ
ろ
私
に
何
を
命
令
す
る
か

決
ま

た

う

ん
そ
れ
な
ん
で
す
け
ど
丁
度
明
後
日
に
フ
カ
が
こ

ち
に
来
る
事
に
な

た
ん
で

 
も
し
良
か

た
ら

そ
の
日
に
三
人
で
ご

で
も
食
べ
に
行
き
ま
せ
ん
か

 
そ
の
言
葉
に
ピ
ト
フ

イ
は
目
を

め
た

そ
れ

て
リ
ア
ル
で

て
事

あ

は
い

も
し
ピ
ト
さ
ん
が
良
か

た
ら
で
す
が

ふ
む

そ
う
ね

別
に

わ
な
い
わ
よ

本
当
で
す
か

や

た

ち

と
予
定
を
確
認
す
る
か
ら
明
日
に
で
も
こ

ち
か
ら
連

さ
せ
て
も
ら

て
も
い
い

は
い

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
悪
い
ん
だ
け
ど

今
日
は
そ
の
確
認
の

に
落
ち
る
わ
ね

あ

何
か
す
み
ま
せ
ん

い
い
の
よ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

レ
ン
ち

ん

は
い
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そ
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
エ
ル
ザ
は

す
ぐ
に
エ
ム
こ
と
豪

に
連

を
入
れ
た

あ

も
し
も
し
豪

明
後
日
な
ん
だ
け
ど

ど
ん
な
予
定
に
な

て
た

け

 
え

レ
コ

デ

ン
グ

そ
れ
じ

あ
そ
の
時
に

 
ち

と
時
間
が
空
け
ら
れ
る
よ
う
に
調
整
し
て
お
い
て
く
れ
な
い

 
レ
ン
ち

ん
と
フ
カ
ち

ん
が

私
に
会
い
た
い
ん
だ

て

  
そ
の
二
日
後

香
蓮
と
美
優
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
エ
ム
を
待

て
い
た

今
日
は
エ
ム
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
る
ん
だ
よ
ね

う
ん

そ
う
み
た
い

 
そ
の
会
話
中
に

が
横
付
け
さ
れ
中
か
ら
一
人
の

年
が

を
現
し
二
人
に
声
を
か
け
て

き
た香

蓮
さ
ん
と
美
優
さ
ん
で
す
よ
ね

始
め
ま
し
て

エ
ム
こ
と

豪

で
す

 
そ
う
自

紹
介
さ
れ
た
二
人
は
ポ
カ
ン
と
し
た

 
そ
こ
に
い
る

年
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ご
つ
い
エ
ム
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い

 

身
で
美

の

年
だ

た
か
ら
だ
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ほ

本
当
に
エ
ム
さ
ん

あ

は
い

そ
う
で
す
け
ど

お
お

格
好
い
い
ね

は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
二
人
は
豪

に
エ
ス
コ

ト
さ
れ

仲
良
く
後
部
座

へ
と
乗
り
込
ん
だ

そ
れ
じ

あ
ピ
ト
の
所
に
向
か
い
ま
す
ね

は
い

お
願
い
し
ま
す

宜
し
く
ね

 
そ
し
て
香
蓮
は

若

お
ど
お
ど
と
し
た
様
子
で
豪

に
こ
う

ね
た

あ

あ
の

私
を
見
て
も
驚
か
な
い
ん
で
す
ね

そ
れ
は
身
⻑
的
な
意
味
で
で
す
か

は

は
い

こ
れ
言

て
い
い
の
か
な

実
は
事
前
に
八
幡
さ
ん
に

い
て
た
ん
で

 
そ
う
言

て
豪

は

ポ
リ
ポ
リ
と

を
か
い
た

あ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

そ
れ
な
ら
納
得
で
す
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リ

ダ

は
何
て

え
え
と

ス

パ

モ
デ
ル
と

い
か
に
も
肉
食
系
に
見
え
る
メ
ガ
ネ

子
が
い
た
ら

 
そ
れ
が
香
蓮
と
美
優
だ
か
ら
な

と

わ

私
は
別
に
ス

パ

モ
デ
ル
な
ん
か
じ

な
い
で
す
か
ら

く
そ
お

こ
の
私
と
コ
ヒ

の
扱
い
の
違
い
は

ね

ま
し
い

美
優
も
そ
う
い
う
の
は
や
め
て
よ
ね

 
豪

は
そ
ん
な
二
人
に

く
微
笑
む
に
止
め

余
計
な
事
は
一
切
言
わ
な
か

た

 
こ
れ
は
絶
対
に
内

だ
が

豪

は
八
幡
に

こ
う
言
い

か
さ
れ
て
い
た
の
だ

い
い
か
香
蓮
の
身
⻑
に
つ
い
て
本
人
に
ち

と
で
も
ネ
ガ
テ

ブ
な

象
を

え
た
ら

 
絶
対
に
許
さ
な
い
か
ら
な

そ
れ
だ
け
は
忘
れ
る
な
よ

 
そ
の
言
葉
を

豪

は

実
に
守

て
い
る
の
だ

た

で
も
美
優
が
豪

さ
ん
を
ナ
ン
パ
し
な
い
な
ん
て
珍
し
い
ね

 
香
蓮
は
普

の
様
子
を
よ
く
知
る

何
と
な
く
美
優
に
そ
う

ね
た

美
優
さ
ん
は
い
つ
も
そ
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
か

あ

ま
あ

は
そ
う
だ

た
け
ど

こ
こ
最
近
は
そ
う
い
う
の
は
ま

た
く
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え

そ
う
な
の

お
う

だ

て
私
は
リ

ダ

に
メ
ロ
メ
ロ
の
エ
ロ
エ
ロ
だ
か
ら
ね

あ

あ
は

 
そ
の
言
葉
に
豪

は
う
ん
う
ん
と

き

香
蓮
は
苦
笑
し
た

 
そ
の
間
に

は
目
的
地
へ
と
到
着
し

エ
ム
は
そ
こ
で

を

め
た

こ
こ
で
す

こ
こ

て

音
楽
の
ス
タ
ジ
オ

ピ
ト
さ
ん

て
音
楽
関
係
の
人
な
ん
で
す
か

ま
あ
そ
う
で
す
ね

そ
れ
で
は
こ
ち
ら
へ

 
そ
し
て
二
人
が
案
内
さ
れ
た
部
屋
に
は

え
室
の
文

と
共
に
神
崎
エ
ル
ザ
の
名
前
が
書
か

れ
て
あ
り

 
二
人
は
そ
れ
を
見
て
激
し
く
動

し
た

こ

こ
こ

て

そ
れ
じ

あ
中
へ
ど
う
ぞ

 
豪

に

さ
れ

二
人
は
お
ず
お
ず
と
部
屋
の
中
に
入

た

 
そ
こ
で
見
た
も
の
は

エ
ル
ザ
に
馬
乗
り
に
な
ら
れ
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顔
を
近
付
け
て
て
く
る
エ
ル
ザ
を
必
死
に
押
し
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
八
幡
の

だ

た

八
幡
君

リ

ダ

二
人
と
も
い
い
所
に

こ
い
つ
を
何
と
か
し
て
く
れ

あ

う

う
ん

了
解

 
そ
し
て
二
人
は

か
ら
エ
ル
ザ
を

え
上
げ

八
幡
は
解
放
さ
れ
る
事
と
な

た

や
れ
や
れ
だ
な

お
い
エ
ル
ザ

お
前
は
後
で
お
仕
置
き
な

え

い
い
の

や

た

お
仕
置
き
だ

き
つ
い
の
を
お
願
い
ね

や

ぱ
り
優
し
く
す
る
事
に
す
る

え

い
い
の

や

た

一

中
か
わ
い
が

て
ね

く
そ

だ
か
ら
こ
い
つ
は
手
に
負
え
ね
え

 
そ
し
て
八
幡
は

香
蓮
と
美
優
に
こ
う
言

た

あ

何
で
俺
が
こ
こ
に
い
る
の
か
だ
が
今
日
こ
い
つ
が
二
人
に
会
う

て
言

て
き
た
か

ら
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香
蓮
の
事
が
心
配
で
と
り
あ
え
ず
来
て
み
た

リ

リ

ダ

私
は

ん

お
前
の
事
は
ど
う
で
も
い
い

存
分
に
エ
ル
ザ
に
食
わ
れ
て
く
れ

こ
い
つ
は
両
刀
ら

し
い
か
ら
な

ど
う
せ
な
ら
リ

ダ

が
食

て
よ

だ
が
断
る

 
あ

さ
り
と
そ
う
断
ら
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
美
優
は
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
よ
う
な
顔
を
し

て
い
た

 
い
ざ
と
な

た
ら
八
幡
は
ち

ん
と
自
分
の
事
も
大
切
に
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら

だ

た

 
そ
し
て
そ
ん
な
八
幡
に

香
蓮
が
ス
ト
レ

ト
に
こ
う

ね
た

え

と

そ
れ
じ

あ
も
し
か
し
て
神
崎
エ
ル
ザ
が
ピ
ト
さ
ん

お
う

そ
の
通
り
だ

こ
の
変
態
が
ピ
ト
で
間
違
い
な
い

も
う

八
幡

て
ば

こ
い
つ
が
俺
の
大
切
な
人
だ
な
ん
て
ス
キ

ン
ダ
ル
に
な

ち

う

よ
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時
々
こ
う
い
う
意
味
不
明
な
事
を
言
う
奴
だ
が
二
人
と
も
今
後
は
仲
良
く
し
て
や

て
く
れ

よ
なむ

む
し
ろ
喜
ん
で

サ

サ
イ
ン

サ
イ
ン
を
下
さ
い

あ

う

う
ん

 
そ
の
剣
幕
に

さ
す
が
の
エ
ル
ザ
も
少
し
押
さ
れ
た
よ
う
で

 
エ
ル
ザ
は
豪

に
色

を
持

て
こ
さ
せ

そ
こ
に
サ
イ
ン
を
し
た

は
い

ど
う
ぞ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
生
大
切
に
し
ま
す

二
人
と
も

も
う
ち

と
普
通
に
接
し
て
く
れ
た
方
が
私
と
し
て
は
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

ど

努
力
す
る

私
は
全
然
普
通
に
い
け
る
か
ら
な

頑
張
れ
よ

コ
ヒ

こ
う
い
う
時
は
そ
の
美
優
の
図
太
さ
が

ま
し
い

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
香
蓮
を
見
上
げ
な
が
ら
こ
う
言

た
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あ
あ

今
思
い
出
し
た
わ

そ
う
い
え
ば
二
人
と
も

 
前
に
八
幡
に
チ
ケ

ト
を
も
ら

て
私
の
コ
ン
サ

ト
を
見
に
来
て
く
れ
て
た
わ
よ
ね

知

て
た
ん
で
す
か

う
ん

八
幡
本
人
が
来
な
か

た
か
ら

関
係
者
だ
と
思

て
チ

ク
く
ら
い
は
ね

そ
ん
な
二
人
が
全
力
で
殺
し
合
い
と
か

不
思
議
な
縁
だ
よ
ね

ふ
ふ

本
当
に
ね

そ
れ
に
し
て
も
そ
の
身
⻑

あ

う
ん

 
そ
う
言
わ
れ
た
香
蓮
は
や
や
身
を

く
し
た
が
エ
ル
ザ
は
直
後
に
⻤
の

相
で
こ
う
言

た

ま
し
い

ま
し
い

私
に
そ
の
身
⻑
を
少
し
分
け
て

え
え
え
え
え
え
え
え

私
は
ほ
ら

何
て
い
う
か
八
幡
好
み
の
体
型
で
は
あ
る
け
れ
ど

 
そ
れ
で
も
や

ぱ
り
も
う
ち

と
八
幡
と
釣
り
合
う
身
⻑
で
あ
り
た
か

た
の
よ

お
前
さ

さ
り
げ
な
く
風
評
を
混

る
ん
じ

ね
え
よ

 
八
幡
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た
が
香
蓮
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
エ
ル
ザ
に
こ
う
返
事
を
し

た
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私
も
本
当
は

八
幡
君
に
釣
り
合
う

度
に
は
小
さ
く
な
り
た
い
の

お

い
悩
み
が
尽
き
な
い
よ
ね

う
ん

本
当
に
ね

 
そ
し
て
二
人
は
あ
は
は
と
笑
い

釣
ら
れ
て
八
幡
と
美
優
も
笑
い
始
め
た

 
こ
う
し
て
香
蓮
は
神
崎
エ
ル
ザ
と
知
り
合
い
に
な
り

 
エ
ル
ザ
の
コ
ン
サ

ト
の
チ
ケ

ト
の
確
保
に
は
不
自
由
し
な
い
事
と
な

た

 
こ
れ
が
香
蓮
に
と

て
の
こ
の
夏
一
番
の
収

で
あ

た

 
二
人
の
交
流
は

こ
の
後
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
リ
ア
ル
両
方
で
ず

と
続
い
て
い
く
事
に
な
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
タ

編
 
了

 
こ
れ
に
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
タ

編
は
終
了
と
な
り
ま
す
今
年
一
年
お
付
き
合
い

き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
明
日
か
ら
第
六
章
キ

リ
バ

・
ト
ラ
フ

ク
ス
編
が
開
始
と
な
り
ま
す
ま
た
来
年

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

良
い
お
年
を
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人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｔ
ｒ
ａ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｓ
ｅ
ｄ
ｉ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
人
物
紹
介
の
最
新
バ

ジ

ン
で
す

抜
け
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
そ
の

り
は

次

正
し

報
告
致
し
ま
す

 
人
物
紹
介

Ａ
Ｌ
Ｏ
組

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

 
・
ハ
チ
マ
ン

 
言
わ
ず
と
知
れ
た
主
人
公
そ
の
正
体
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

本
名
は
比
企
谷
八
幡

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に

任
予
定

銀
影

ザ
・
ル

ラ

主
に
指

担
当

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ア
ス
ナ

 
本
編
の
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
ス
ナ
で
あ
る

本
名
は
結
城
明
日
奈
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ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
⻑
に

任
予
定

閃
光

バ

サ
ク
ヒ

ラ

ヒ

ラ

物
理
ア

タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
コ
マ
チ

 
ハ
チ
マ
ン
の
妹

候

 
・
キ
リ
ト

 
本
名
は
桐

谷
和
人
八
幡
の
親
友
同
級
生

黒
の
剣
士
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
⻑
に

任

予
定

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

物
理
ア
タ

カ

 
・
リ
ズ
ベ

ト

 
本
名
は

崎
里
香
八
幡
の
同
級
生

和
人
と
付
き
合

て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
最
高
の
鍛
治
職
人

 
物
理
ア
タ

カ

 
・
シ
リ
カ

 
本
名
は

野
珪
子

現
在
は
年
齢
を
超
え
帰
還
者
用
学
校
で
八
幡
の
同
級
生

 
⻯
使
い

物
理
ア
タ

カ

ヒ

ラ

ピ
ナ
を
使
用
時
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・
ク
ラ
イ
ン

 
本
名
は

遼
太
郎

平

静
と
交

中

物
理
ア
タ

カ

 
・
エ
ギ
ル

 
本
名
は
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ

茶
店
ダ
イ
シ

カ
フ

を

中

 
物
理
ア
タ

カ

 
・
ユ
キ
ノ

 
本
名
は
雪
ノ
下
雪
乃

パ
ン
さ
ん
と
猫
が
大
好
き

ソ
レ
イ
ユ
の

部
⻑
に

任
予
定

 
絶
対

度

ヒ

ラ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
の

 
・
ユ
イ
ユ
イ

 
本
名
は
由
比

結
衣

八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部
に
所
属
予
定

 

コ
ミ
に
強
制
参
加
さ
せ
ら
れ
る

タ
ン
ク

 
・
ユ
ミ

 
本
名
は
三

優
美
子

八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部
に
所
属
予
定

 

コ
ミ
に
強
制
参
加
さ
せ
ら
れ
る

魔
法
ア
タ

カ
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・
イ
ロ
ハ

 
本
名
は
一
色
い
ろ
は

八
幡
の
元
後
輩

ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部
に
所
属
予
定

魔
法
ア
タ

カ 
・
リ

フ

 
本
名
は
桐

谷
直
葉

和
人
の
妹

剣
道
の

者

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

 
物
理
ア
タ

カ

 
・
レ
コ
ン

 
本
名
は
⻑
田
慎
一

直
葉
の
事
が
好
き

候

 
・
メ
ビ
ウ
ス

 
本
名
は
城

め
ぐ
り

ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
開
発
部
所
属

ヒ

ラ

 
・
ソ
レ
イ
ユ

 
本
名
は
雪
ノ
下
陽
乃

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の

設
者

絶
対
暴
君

魔
法
ア

タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ア
ル
ゴ
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本
名
は
不
明

主
要
キ

ラ
の
中
で
は
唯
一
本
名
を

し
通
す

 
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
⻑

影
の
情
報
部
⻑

候

 
・
シ
ノ
ン

 
本
名
は
朝
田
詩
乃

高
校
生

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

遠

ア
タ

カ

 
・
フ
カ
次
郎

 
本
名
は

原
美
優

北
海
道
在

物
理
ア
タ

カ

 
・
ク
リ
ス
ハ
イ
ト

 
本
名
は

岡

二
郎
総

省
通
信
ネ

ト
ワ

ク
内
仮
想
空
間
管
理
課
通
称
仮
想
課
職

員 
魔
法
ア
タ

カ

 
・
ク

ク
ロ
ビ
ン

 
本
名
は
神
崎
エ
ル
ザ
今
話
題
の
ア

テ

ス
ト

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ピ
ト
フ

イ
変
態

物
理
ア

タ

カ

 
・
セ
ラ
フ

ム

 
本
名
は
間
宮
ク
ル
ス

雪
乃
と
は
同
級
生
に
当
た
る
が
学
校
で
の
面
識
は
無
か

た
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シ

ナ
を
神
と

め
る
少
女

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

タ
ン
ク

 
・
ク
リ
シ

ナ

 
本
名
は

紅
莉
栖
天
才

学
者

彼
女
の
存
在
が
い
ず
れ
何
人
か
の
人
物
の
救
い
と

な
る

 

は

悟

と
カ
メ
ハ
メ

援

体
魔
法
担
当

ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
の

 
現
在
は
完
全
に
帰
国
し

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
に
所
属
も

八
幡
の
専
属
扱
い

 
・
フ

イ
リ
ス

 
本
名
は
秋
葉

未

最
初
は
見
学
用
ア
カ
ウ
ン
ト
と
し
て
作
成
さ
れ
た

 
現
在
メ
イ
ク
イ

ン
で
の
職

の
後
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
メ
イ
ド
プ
レ
イ
中

 
魔
法
戦
闘
も
こ
な
す
戦
う
メ
イ
ド
さ
ん

魔
法
ア
タ

カ

 
・
ナ
タ
ク

 
本
名
は
国
友

央

将
来
は

者
に
な
る
予
定
結
城
家
当
主
の

楓
の

に
ロ

ク
オ
ン

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
時
に
キ
リ
ト
と
ゲ

ム
内
で
再
会
し
た

 
物
理
ア
タ

カ

界
の
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
の
で
職
人
プ
レ
イ
メ
イ
ン
だ

た
が

 
魔
法
銃
の

入
に
よ
り

そ
の
問
題
は
解
決
さ
れ
た
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・
ス
ク
ナ

 
本
名
は
川
崎
沙
希

八
幡
の
元
同
級
生

夏
コ
ミ
を
契
機
に
ソ
レ
イ
ユ
と
関
わ
り
を
持
つ
事
に

な
る

 
物
理
ア
タ

カ

職
人
な
の
は
ナ
タ
ク
と
同
じ

 
ソ
レ
イ
ユ
の
グ

ズ
開
発
部
⻑
に

任
予
定

 
・
レ
ヴ

 
本
名
は
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

サ
ト
ラ
イ
ザ

こ
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
妹

 
八
幡
の
ボ
デ

ガ

ド

身
元
引
受
人
は
八
幡
だ
が

実
は
八
幡
と
同
い
年
で
あ
る

 
新
し
く

入
さ
れ
た
魔
法
銃
を

え
ら
れ
る

遠

ア
タ

カ

 
・
サ
イ
レ
ン
ト

 
本
名
は
平

静

プ
レ
イ
は
し
て
い
な
い

ゲ
ス
ト
扱
い

 
・
ユ
イ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
娘

 
・
キ
ズ
メ
ル

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
ダ

ク
エ
ル
フ
の
美
女

自
称
ハ
チ
マ
ン
の
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そ
の
他
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
サ
ク
ヤ

 
シ
ル
フ
領
主

 
・
ア
リ
シ

・
ル

 
ケ

ト
シ

領
主

 
・
ユ

ジ

ン

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

領
主
の
弟

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ト

プ

元
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
剣
士

 
・
カ
ゲ
ム
ネ

 
ユ

ジ

ン
の
側
近

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ナ
ン
バ

ツ

扱
い

 
・
シ
グ
ル
ド

 
元
シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

サ
ク
ヤ
に
追
放
さ
れ
た
後
は
不
明

 
・
ト
ン
キ

 

神
型
モ
ン
ス
タ

 
・
ユ
ウ
キ
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本
名
は

野
木
綿
季

絶
剣

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ラ
ン

 
本
名
は

野
藍
子

絶
刀

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ジ

ン

 
・
テ

チ

 
・
タ
ル
ケ
ン

 
・
ク
ロ

ビ
ス

 
・
ノ
リ

 
・
シ
ウ
ネ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
メ
リ
ダ

 
本
名
は
山
城
芽
衣
子

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
ゴ

グ
ル
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・
コ
ン
タ
ク
ト

 
・
フ

ク
ス

 
・
テ

ル

 
・
ビ
ア

ド

 
・
ヤ
サ

 
・
バ
ン
ダ
ナ

 
ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き
七
人

 
・
ル
ク
ス

 
・
グ
ウ

ン

 

不
明

十
狼

 
・
シ

ナ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

狙
撃
銃
Ｍ
８
２
を
所
持
使
用

光
剣
は
ア
ハ
ト

刀
身
は
黒

 
・
シ
ズ
カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
ス
ナ

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

夜

刀
身
は
ピ
ン
ク
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・
シ
ノ
ン

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ノ
ン

狙
撃
銃
ヘ
カ

ト

グ
ロ

ク
を

し
た
グ
ロ

ク

チ
ビ
ノ

ン
を
所
持

 
刀
身
は
水
色

 
・
ベ
ン
ケ
イ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
マ
チ

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

白
銀

刀
身
は
銀
色

 
・
ピ
ト
フ

イ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

⻤

刀
身
は

 
・
ロ
ザ
リ
ア

 
本
名
は
薔
薇
ソ
ウ
ビ
小
猫

な
ん
ち

て
ヒ
ロ
イ
ン

八
幡
の
秘
書
室
⻑
に

任
予
定

 
・
ニ

ン
ゴ
ロ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ユ
キ
ノ

 
・
イ
コ
マ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ネ
ズ
ハ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ナ
タ
ク

 
・
エ
ム
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本
名
は

豪

ピ
ト
フ

イ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
彼
女
の
秘
書

ド

 
・
銃
士

マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ラ
フ

ム

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

流
水

刀
身
は

 
・
セ
バ
ス

 
本
名
は
都

和

雪
ノ
下
家
の

事

八
幡
の
師
匠

元

兵

 
シ

ナ
に
近
い
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
薄
塩
た
ら
こ

 
本
名
は
⻑
崎
大

元
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
最
大
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト

中

 

 
・
闇
風

 
本
名
は
山
田
風
太

Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
高
の
ス
ピ

ド
ス
タ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

 
・
エ
ヴ

 
本
名
は
新

戸
咲

高
校
の
新
体
操
部
の
部
⻑

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
リ

ダ
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・
ソ
フ

 
本
名
は

カ
ナ

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ 
・
ロ

ザ

 
本
名
は
野
口
詩

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ 
狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
運

担
当

 
・
ア
ン
ナ

 
本
名
は
安
中
萌
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
タ

ニ

 
本
名
は

リ
サ
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
ト

マ

 
本
名
は
ミ
ラ
ナ
・
シ
ド
ロ
ワ

ロ
シ
ア
出
身

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン
バ

狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
狙
撃
担
当

 
・
ダ
イ
ン



 人物紹介 ｖｅｒ ＣａｌｉｂｅｒＴｒａｆｆｉｃｓ ｅｄｉｔｉｏｎ

 
本
名
は
台
場

一

シ

ピ

ゲ
ル
の
所
属
す
る
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ギ
ン
ロ
ウ

 
本
名
は

銀
治

シ

ナ
を

拝
す
る
よ
う
に
な

た

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
念
願
の
決
勝
進
出
を
果
た
す

 
・
お

か
さ
ん

 
本
名
は
田
中

子

女
性
だ
け
の
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｇ
Ｇ
Ｏ
女
性
連
合

通
称

女
連

の

リ

ダ

 
サ

シ

の
⺟
親

 
・
ミ
サ
キ

 
本
名
は
海
野
美
咲

女
連
の
メ
ン
バ

銀
座
で
ス
ナ

ク

美
咲

を

 
気
に
入

た
男
の
前
で
は
つ
い
下
ネ
タ
を
連
発
し
て
し
ま
う

な
女
性

 
最
初
の

那
は

治
家
だ

た
が
死
別
し
て
い
る

シ

ナ
に

想
中

海
野

の
⺟

 
か
な
り
の
実
力
者
で
あ
り

そ
の

前
は

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
に
進
出
す
る

 
・
イ
ヴ
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本
名
は
岡
野
舞
衣

女
連
の
メ
ン
バ

ハ

カ

ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部

び
に
影
の

情
報
部
所
属

 
⺟
は
発
明
家
の
岡
野
由
香

 
・
レ
ン

 
本
名
は
小
比

香
蓮

フ
カ
次
郎
こ
と

原
美
優
の
友
達

か
な
り
の
高
身
⻑

 
第
一
回
と
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
優
勝
者

  
・
フ
カ
次
郎

 
本
名
は

原
美
優

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ
カ
次
郎

レ
ン
に
頼
ま
れ
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
参
戦

 
・
コ
ミ
ケ

 
本
名
は

自
衛

三

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
リ

ダ

 
・
ケ
モ
ナ

 
本
名
は
倉
田
武
雄

自
衛

三

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ト
ミ

 
本
名
は

田
章

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ
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・
ク
リ
ン

 
本
名
は

乃

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
現
在
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中

 
・
ブ
ラ

ク
キ

ト

 
本
名
は
黒
川

莉

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
序
盤
で
八
幡
の
体
調
の
保
全
を
担
当

後
に
連

役
も
こ
な
し
た

 

女
王
だ
が
八
幡
の
事
を
気
に
入

て
い
る
ら
し
く
ま
だ
八
幡
に
は

は
発

さ
れ

て
い
な
い

 
現
在
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中

 
・
キ
リ
ト

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

エ
リ

シ
デ

タ

刀
身
は
黒

 
・
ゼ
ク
シ

ド

 
本
名
は

村
保

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者

の
メ
ン
タ
ル
の
持
ち
主

 
眠
り
の
森
に
て

空
間
に

在
し

治
療
を
受
け
復
活

そ
の
時
の
事
を
夢
だ
と
思

て
い

る
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最
近
で
は
シ

ナ

の
一

だ
と
目
さ
れ
て
い
る

 
・
ユ

コ

 
本
名
は

川

子

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
元
友
達

 
シ

ナ
と
の
和
解
後
は

的
に
交
流
を
重
ね
る

 
・
ハ
ル
カ

 
本
名
は

上
遥

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
元
友
達

 
シ

ナ
と
の
和
解
後
は

的
に
交
流
を
重
ね
る

 
・
ス
ネ

ク

 
本
名
は
嘉
納
太
郎

日
本
の
防
衛
大
臣

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
メ
ン
バ

の
一
人

Ｍ
Ｇ
Ｓ
プ
レ
イ
を
実

す
る

 
何
か
と
八
幡
の
事
を
気
に
か
け
る

最
大
の
協
力
者

 
・
シ

リ

 
北
海
道
で
実

に
銃
を
扱
う
仕
事
を
し
て
い
る
女
性

対
人
は

い
ら
し
い

 
使
用
銃
は
ブ
レ
イ
ザ

Ｒ
９
３

要
塞
防
衛
戦
で
シ

ナ
か
ら
Ｍ
８
２
を
貸
し
て
も
ら

た

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｋ
Ｋ

Ｃ

北
の
国
ハ
ン
タ

ズ
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
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シ

ナ
の
大
フ

ン
で
あ
り

つ
い
に
シ

ナ
と
の
対
面
を
果
た
す

 
使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

⻤

の
姉
妹
剣
で
あ
る
カ
ゲ
ミ
ツ

血
華

刀
身
は

 
そ
の
他
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
シ

ピ

ゲ
ル

 
本
名
は
新
川
恭
二
詩
乃
の
事
が
好
き
だ
が
気
付
い
て
も
ら
え
ず

劇
の
引
き
金
を
引
く

し
い
少
年

 
サ
ク
リ
フ

イ
ス
を
殺
害

現
在
収
監
中

 
・
ス
テ
ル
ベ
ン

 
本
名
は
新
川
昌
一

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

目
の
ザ
ザ

通
称
死
銃

デ
ス
ガ
ン

現
在
収
監
中

 
・
ノ
ワ

ル

 
本
名
は
金
本

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ジ

ニ

ブ
ラ

ク

通
称
ジ

 
ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

を
殺
害

現
在
逃

中

 
・
ギ

レ

ト

 
本
名
は

光
男

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死
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・
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

 
本
名
は
双
葉
駆

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・

子
王
リ

チ

 
ミ
サ
キ
に

れ
て
い
る
が
そ
の

界
に
は
入
ら
な
い

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ベ
ヒ
モ
ス

 
ミ
ニ
ガ
ン
使
い

 
・
シ
シ
ガ
ネ

 
Ｖ

Ｔ

り
プ
レ
イ
ヤ

 
・
デ
ヴ

ド

 
ピ
ト
フ

イ
の
事
が

い
ら
し
い

古
参
プ
レ
イ
ヤ

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

メ
メ
ン
ト
・
モ
リ

の
リ

ダ

 
使
用

光
剣
は
イ
コ
マ
に
頼
み
込
ん
で
作

て
も
ら

た
カ
ゲ
ミ
ツ

破

ハ
ト
リ

刀

身
は
緑

 
・
エ
ル
ビ
ン

 
ス
コ

ド
ロ
ン

の
リ

ダ
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・
シ
ノ
ハ
ラ

 
マ
シ
ン
ガ
ン
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

全
日
本
マ
シ
ン
ガ
ン
ラ
ヴ

ズ

の
リ

ダ

 
・
ク
ラ
レ
ン
ス

 
男
性
の
よ
う
な
見
た
目
を
持
つ
女
性
プ
レ
イ
ヤ

相
方

集
中

 
・
フ

イ
ヤ

 
本
名
は
⻄
山
田

フ

イ
ヤ

 
パ

テ

で
香
蓮
と
出
会
い

ひ
と
目

れ
を
し
た

年

 
身
⻑
は
１
５
０
ｃ

台
業
界
内
で
は
そ
の
名
前
と
身
⻑
の
せ
い
で

名
だ
が
優

な
若
手

 
第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で

に
破
れ

現
在
は
香
蓮
の
事
を

め

地
道
に

業
中

 
・

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
予
選
に
て
キ
リ
ト
と
対
戦
す
る
も
無
意
識
の
キ
リ
ト
に
あ

さ
り
倒
さ
れ

る 
・
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
本
名
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

シ

ナ
の

敵

第
四
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
場

都

と
面
識
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り 
ア
メ
リ
カ
で
八
幡
と
知
り
合
い

妹
で
あ
る
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

を
八
幡
に

す

 
現
在
中
東
で
転
戦
中

 
・
サ
ク
リ
フ

イ
ス

 
本
名
は

田
平

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
直
前
に
死

 
・
と
あ
る
作
家

 
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
を
提

し

第
一
回
の
ス
ポ
ン
サ

と
な
る

 
元
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
本
名
は
茅
場

天
才

学
者

Ｓ
Ａ
Ｏ
四
天
王
の
一
人

神
聖
剣

 
・
ゴ
ド
フ
リ

 
本
名
は
相
模
自
由

察

相
模
南
の

親

 
・
ク
ラ
デ

ル

 
本
名
は
倉
景
時

現
在
結
城

で
し
ご
か
れ
中
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・
ノ

チ
ラ
ス

 
本
名
は
後

二

ユ
ナ
の
元
同
級
生

オ

グ
マ

に
関
わ
る
事
件
の
首
謀
者
の
一
人

 
ユ
ナ
の
気
持
ち
を
曲
解
し

彼
女
の
意
思
に
反
す
る
行
い
を

り
返
し

 
最
後
に
は
ユ
ナ
の
気
持
ち
も
失
う

 
・
Ｐ
ｏ

プ

 
本
名
は
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

殺
人
ギ
ル
ド

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
リ

ダ

 
現
在
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
新
し
い
配
下
と
し
て
中
東
を
転
戦
中

 
・
ザ
ザ

 
ス
テ
ル
ベ
ン
の

目
を
参

 
・
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク

 
ノ
ワ

ル
の

目
を
参

 
・
キ
バ
オ
ウ

 
本
名

一
郎

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ

ダ

 
・
シ
ン
カ

 
本
名
足
立

ネ

ト
ゲ

ム
攻
略
サ
イ
ト

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
管
理
人
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・
ユ
リ
エ

ル

 
本
名
足
立
由
里
子

現
在
は
シ
ン
カ

の
妻

 
・
ヨ
ル
コ

 
本
名
は
明
星
夜
子

 
・
カ
イ
ン
ズ

 
本
名
は
明
星
優

 
・
サ

シ

 
本
名
は
田
中
沙

お

か
さ
ん
の
娘

現
在
総
武
高
校
で
教

を
と
る

奉
仕
部

問

 
・
ニ
シ
ダ

 
本
名
は
⻄
田

春

ソ
レ
イ
ユ
の
回
線
保
守
部
門
に
所
属

趣
味
は
釣
り

 
・
デ

ア
ベ
ル

 
故
人

 
・
リ
ン
ド

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
シ

ミ

ト
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聖
⻯
連
合
所
属

 
・
シ
ヴ

タ

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
コ

バ

ツ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
所
属

故
人

 
・
モ
ル
テ

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
所
属
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ア
シ

レ
イ

 
本
名
は
神
野
ア
リ
ス

Ｓ
Ａ
Ｏ
一
の

師
で
あ
り

Ａ
Ｌ
Ｏ
一
の

師
で
も
あ
る

 
・
ユ
ナ

 
本
名
は
重
村

那

ハ
チ
マ
ン
の
弟
子
だ

た
時
期
が
あ
る

 
彼
女
の
持

て
い
た
レ
ア
装
備
と

剣
ス
キ
ル
に
は
ハ
チ
マ
ン
が
関

し
て
い
た

 
通
称
歌
姫

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
直
前
三
十

丁
度
に
ゲ

ム
内
で
死

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
さ
故
に

に
多
少
の

を
負
い
現
在
は
病
院
で
眠
り
姫
と
な

て

い
る
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そ
の
存
在
は
重
村
徹
大
の
手
に
よ
り

に
も
完
全
に

さ
れ
公
式
に
は
死

扱
い
と
な

て
い
る

 
現
実
世
界
の
人
々

 
・
結
城

 
結
城
家
当
主

剣
豪

村
保
を
見
事
に
治
療
し
た

 
・
結
城

 
結
城
家
⻑
男

現
在

中

 
八
幡
の
依
頼
に
よ
り

藍
と
木
綿
季
の
病
気
を

え
る

の

品
の
研
究
に

中

 
・
結
城
知

 
結
城
家
次
男

前

の
あ
る
手
術
の
技
術
は
超
一
流

 
・
結
城

子

 
結
城
家
⻑
女

現
在
東
京
在

眠
り
の
森
の
園
⻑

 
・
結
城
楓

 

子
の
娘

難
病
を

服
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・
国
友
義

 
イ
コ
マ
の

親

 
・
倉
景

 
倉
エ

ジ

ン
シ

の
元
社
⻑

 
・
倉
朝
景

 
倉
エ

ジ

ン
シ

社
⻑

ソ
レ
イ
ユ
の

下
に
入
る
予
定

 
・
雪
ノ
下

乃

 
雪
ノ
下
姉
妹
の
⺟
親

帰
還
者
用
学
校
の
理
事
⻑
だ
が

八
幡
ら
の
卒
業
を
機
に
離
任

 
夫
で
あ
る
純
一
の

議
院
議
員
当
選
を
受
け

雪
ノ
下

設
の
社
⻑
に

任

 
・
雪
ノ
下
純
一

 
雪
ノ
下
姉
妹
の

親

千
葉

選
出

議
院
議
員

 
・
相
模
南

 
八
幡
の
元
同
級
生

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

 
・
戸

加

 
八
幡
の
元
同
級
生
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・
葉
山

人

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
法

部
⻑
に

任
予
定

 
・
戸
部

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
・
川
崎
沙
希

 
八
幡
の
元
同
級
生

夏
コ
ミ
を
契
機
に
ソ
レ
イ
ユ
と
関
わ
り
を
持
つ
事
に
な
る

 
ソ
レ
イ
ユ
の
グ

ズ
開
発
部
⻑
に

任
予
定

 
・
材
木
座
義

 
八
幡
の
元
同
級
生
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
帰
国
後
再
び
レ
ク
ト
に

出
向
中

 
・
海

名
姫
菜

 
八
幡
の
元
同
級
生

腐
女
子
業
界
で
人
気
作
家
と
な
る

サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む

 
・

見
由
美

 
八
幡
の
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
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・

見

美

 
か
つ
て
八
幡
と
知
り
合

た
少
女

総
武
高
校
一
年
生
で
奉
仕
部
所
属

由
美
の
娘

 
・

本
か
お
り

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
嬢

後
に
芸
能
部
所
属

 

コ
ミ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
の
受
付
担
当

 
・
仲
町
千
佳

 
か
お
り
の
親
友
実
家
は
花
屋

ソ
レ
イ
ユ
関
連
の
花
や

木
の
注
文
を
一
手
に
引
き
受
け
る

事
と
な
る

 
・
昼
岡
映
子

 
詩
乃
の
親
友

真
面
目

ソ
レ
イ
ユ
の
労

部
に
所
属
予
定

 
・

美
衣

 
詩
乃
の
親
友

調
整
役

ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
に
所
属
予
定

 
・
夜
野

奈

 
詩
乃
の
親
友

コ
ミ

力
の
⻤

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
そ
の

性
で

三
人
の
中
で
は
八
幡
に
一
番
近
い
存
在
と
な
る



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
・
海
野

 
ク
ル
ス
の
親
友

美
咲
の
娘

 
美
咲
は
十
代
で

を
産
ん
だ

は
美
咲
の
事
を
美
咲
ち

ん
と
呼
ん
で
い
る

 
・

春
樹

 
元
海

総
合
高
校
の
生
徒
会
⻑
ソ
レ
イ
ユ
の
入
社

験
に
落
ち
る

か
お
り
に
告
白
し

 
・
須

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
の

人
事
件
の
首
謀
者

第
一
審
で

罪
判
決
が
下
る
も

中

 
・
重
村
徹
大

 
東
都

業
大
学

気

子

学

教

オ

グ
マ

の
開
発
者

 
オ

グ
マ

の

メ

カ

で
あ
る
カ
ム
ラ
の
取
締
役
の
一
人

 
ア

ガ
ス
の
元
社
外
取
締
役

茅
場

須

神
代

比
嘉
は
い
ず
れ
も
彼
の
教
え
子

 
重
村

那
の

親

那
の
生
存
を
全
力
で
秘

し

 
オ

グ
マ

を
使

て

那
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
画

中

 
・
神
代
凛
子

 
ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
開
発
部
⻑
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・
比
嘉
健

 
オ

グ
マ

の
開
発
に
協
力

後
に
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

 
・
安
岐
ナ
ツ
キ

 
自
衛

付
属
の

護
病
院
の
卒
業
生

級
は
二

曹

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
和
人
の
体
調
の
保
全
を
担
当

 
・
結
城

三

 
明
日
奈
の

親

レ
ク
ト
社
⻑

 
・
結
城
京
子

 
明
日
奈
の
⺟
親

 
・
結
城

一
郎

 
明
日
奈
の
兄

 
・
遠

貴
子

 
詩
乃
を

し
て
い
た
一

の
リ

ダ

今
は
許
さ
れ
て
た
ま
に
一

に
行
動
し
て
い
る

 
・

 
コ
ミ
ケ
の
元
奥
さ
ん

姫
菜
と
共
に
サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む



 第五章 ＧＧＯ〜アフター〜編

 
・
ダ
ル

 
本
名
は
橋
田
至

ス

パ

ハ
カ

大
学
卒
業
後
は
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部

情
報
部
に
所
属

予
定

 
・

院
凶
真

 
本
名
は
岡
部

太
郎

あ
だ
名
は
オ
カ
リ
ン

八
幡
と
友
達
付
き
合
い
を
し
て
い
る

 
時
々
情
報
屋

と
し
て
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
を
プ
レ
イ
中

 
ナ
ユ
タ
の
事
を

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

と
共
に
見
守

て
い
る

 
・
ま
ゆ
し
い

 
本
名
は

名
ま
ゆ
り

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
で
バ
イ
ト
中

 
・
比
屋
定
真
帆

 

紅
莉
栖
の
先
輩

ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
の
学
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
の
部
員

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
に
邁
進
中

 
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン

 
元
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
教

で

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
の
部
⻑



 人物紹介 ｖｅｒ ＣａｌｉｂｅｒＴｒａｆｆｉｃｓ ｅｄｉｔｉｏｎ

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
に
邁
進
中

 
・
桐
生
萌
郁

 
自
殺
し
よ
う
と
し
て
い
た
所
を
八
幡
に

わ
れ
た
女
性

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
所
属
時
の
コ

ド
ネ

ム

は 
八
幡
直
属
の
ソ
レ
イ
ユ
の

報
員
と
し
て
活
動
す
る
事
に
な
る

 
・
ミ
ス
タ

ブ
ラ
ウ
ン

 
本
名
は
天
王

 
岡
部

太
郎
の
ラ
ボ
未
来
ガ
ジ

ト
研
究
所
の
一

の

気
店
の
店
⻑
に
し
て
ビ
ル
の

オ

ナ

 
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
エ

ジ

ン
ト
で
あ
り
桐
生
萌
郁
の
上

 
・
漆
原
る
か

 
岡
部

太
郎
の
弟
子

神
社
の
宮

の
息
子

 
・
漆
原
え
る

 

神
社
の
宮

の
娘

漆
原
る
か
の
年
の
離
れ
た
姉

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
と
し
て
勤

中

 
・

万
音
由
季
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夏
コ
ミ
の
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
に
参
加
し
た
女
性
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

橋
田
至
と
交

中

 
・
櫛
稲
田
優
里
奈

 
現
在
天

独
の
身

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
死

し
た
兄
大
地
が
相
模
自
由
の
部
下
だ

た
関
係
で

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
後
に
自
由
か
ら
相
談
を
受
け
た
八
幡
の
手
に
よ

て

 
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期

部
候
補
生
育
成
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
最
初
の
候
補
生
に
選
ば
れ
る

 
そ
の
お
か
げ
で
生
活
は
安
定

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
し
つ
つ
八
幡
と
交
流
を
深
め
る

 
・
小
比

蓮
一

 
香
蓮
の

親

北
海
道
で

設
業
を

む

香
蓮
の
他
に

息
子
が
二
人

娘
が
二
人
い
る

 
香
蓮
は
そ
の
末

子
で
あ
り

蓮
一
は
香
蓮
を

愛
し
て
い
る

 
・
は
ち
ま
ん
く
ん

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

詩
乃
が
所
持

  
・
参
考
資
料

現
在
の
社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会
の
メ
ン
バ

一

 
 
会
⻑

薔
薇
小
猫

 
一

メ
ン
バ

相
模
南
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間
宮
ク
ル
ス

 
 
 
 
 

本
か
お
り

 
 
 
 
 
岡
野
舞
衣

 
 
 
 
 
朝
田
詩
乃

 
 
 
 
 
雪
ノ
下
雪
乃

 
 
 
 
 
由
比

結
衣

 
 
 
 
 
三

優
美
子

 
 
 
 
 
一
色
い
ろ
は
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第
六
章
 
キ

リ
バ

・
ト
ラ
フ

ク
ス
編

 
第
６
０
１
話
 
集
ま
り
ゆ
く
仲
間
達
の
ト
ラ
フ

ク
ス

 
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
今
日
か
ら
新
し
い
章
の
始
ま
り
で
す

と
い

て
も
前
章
の
直
後
か
ら
開
始
で
す
が

 
お
正
月
は
俺
は
六
日
ま
で
休
み
な
の
で
そ
の
間
は
朝
八
時
投
稿
で
い
い
か
な
と
思
い
立

た

の
で

そ
う
い
う
事
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
大
会
を
終
え
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
神
崎
エ
ル
ザ
は
直
後
に
自
宅
の
ベ

ド
で
目

覚
め
た

は

今
日
は
色
々
や
ら
か
し
た

 
エ
ル
ザ
は
そ
う

き
な
が
ら
体
を

こ
し
た

よ
く
見
る
と
正
面
に
人
影
が
見
え

 
エ
ル
ザ
は
ギ

と
し
た
が

そ
れ
が
よ
く
知

て
い
る
顔
だ

た
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エ
ル
ザ
は
別
の
意
味
で
再
び
ギ

と
し
た

あ
れ

シ
ノ
の
ん

何
で
こ
こ
に

エ
ル
ザ

あ
ん
た
ね

 
そ
の
言
い
方
で

詩
乃
が
ど
う
や
ら
全
て
の
事
情
を
知

て
い
る
の
だ
と
悟

た
エ
ル
ザ
は

 
詩
乃
の
表
情
を
見
て

自
分
の
事
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
悟
り

 
目
に
涙
を

え
な
が
ら
詩
乃
に
謝

た

ご

ご
め
ん
ね

え

ち

ち

と

い
き
な
り
そ
う
く
る

う

う

え

と

 
詩
乃
は

が
分
か
ら
ず
困
惑
し
た
が
そ
ん
な
詩
乃
に
フ

イ
リ
ス
と
ま
ゆ
り
が
声
を
か
け
て

き
た中

で
何
か
あ

た
の
ニ

ね

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
て
も
ら
わ
な
い
と
か
ニ

そ
の
前
に
服
も
着
な
い
と
だ
ね

 
決
死
の
覚
悟
で
エ
ル
ザ
を
止
め
よ
う
と
し
て
い
た
三
人
は
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エ
ル
ザ
の
様
子
を
見
て
こ
れ
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
い
と
り
あ
え
ず
事
情
を

く
事
に
し
た

な
る
ほ
ど

八
幡
に
本
気
で

ら
れ
て

本
気
で
反
省
し
た
と

う
ん

ご
め
ん
ね
心
配
か
け
て

ま
あ
死
ぬ
の
を
や
め
て
く
れ
た
な
ら

全
然
い
い
わ
よ

そ
れ
は
も
う
や
め
た
か
ら
大
丈
夫

ち

ん
と
和
解
も
し
た
よ

そ
う

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

あ

ご
め
ん
ね

今
お
茶
を
入
れ
る
ね

 
エ
ル
ザ
は
自
宅
に
来
客
を
迎
え
る

に
な

て
い
る
事
に
気
が
付
き

て
て
台
所
へ
と
向

か

た

 
そ
ん
な
エ
ル
ザ
の

を
遠
目
で
見
な
が
ら
フ

イ
リ
ス
と
ま
ゆ
し
い
は
詩
乃
に
こ
ん
な
事
を

言

た
い
や

し
か
し
ま
さ
か
相
手
が
あ
の
神
崎
エ
ル
ザ
だ

た
な
ん
て
び

く
り
だ

た
ニ

ど
う
し
よ
う

ま
ゆ
し
い
は

名
人
の
全

を
見
て
し
ま

た
の
で
す

別
に
女
同
士
な
ん
だ
し
気
に
し
な
く
て
も
い
い
で
し

 
そ
し
て

て
き
た
エ
ル
ザ
は
三
人
に
お
茶
を
配
り

落
ち
着
い
た
所
で
エ
ル
ザ
は
詩
乃
に
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言

た
と
こ
ろ
で
シ
ノ
の
ん

私

今
度
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
す
る
事
が
決
ま

た
か
ら

そ

そ
う
な
の

ニ

ニ

ニ

ん
と

う
わ

そ
う
な
ん
だ

凄
い
凄
い

お
め
で
と
う

エ
ル
ザ
さ
ん

う
ん

あ
り
が
と
う

 
エ
ル
ザ
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
ま
ゆ
り
に
微
笑
み

 
そ
し
て
詩
乃
は

思
い
つ
い
た
よ
う
に
エ
ル
ザ
に
言

た

あ

エ
ル
ザ

ち
な
み
に
フ

イ
リ
ス
さ
ん
も

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

だ
か
ら
ね

あ

そ
う
な
ん
だ

こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

フ

イ
リ
ス
さ
ん

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
ニ

そ
れ
じ

あ
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

に
つ
い
て

く
レ
ク
チ

し
て
お
く
事
に
し
ま

し

か

シ
ノ
の
ん
先
生

お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
後

ヴ

ル
ハ
ラ
に
つ
い
て

く
レ
ク
チ

を
受
け
た
エ
ル
ザ
は
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思
い
出
し
た
よ
う
に
ポ
ス
ト
を

り

薔
薇
が
投

し
た
手

を
見
つ
け
出
し
た

 
そ
し
て
そ
れ
を

み

八
幡
が
言

て
い
た
事
が
事
実
だ
と
理
解
し

 
自
分
の

さ
に
落
ち
込
ん
だ

三
人
は

て
て
再
び
エ
ル
ザ
を

ま
す
事
と
な

た
の

だ

た

  
そ
し
て
そ
の
一
週
間
後

美
優
と
舞
は

仲
良
く
東
京
へ
と
向
か
う
飛
行
機
の
中
に
い
た

誘
い
が
い
き
な
り
に
な

て
し
ま

て
ご
め
ん
ね
美
優

 
ス
ネ

ク
さ
ん
か
ら
連

が
あ

た
の
が
お
と
と
い
だ

た
ん
だ
よ
ね

リ

ダ

が
日
本
に

て
き
て
く
れ
た
の
が
四
日
前
だ

た
か
ら
そ
れ
は
仕
方
な
い
よ
舞

さ
んで

も
美
優
も
丁
度
東
京
に
用
事
が
あ

た
ん
だ
よ
ね

一
石
二

で
良
か

た
ね

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

実
は
今
日

レ
ン
と
一

に
ピ
ト
さ
ん
に
会
い
に
行
く
ん
だ
よ
ね

え

そ
う
な
の

へ

そ
れ
は
楽
し
み
だ
ね

 
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言
う
舞
に

美
優
は

し
に
こ
ん
な
提
案
を
す
る
事
に
し
た

ね

も
し
良
か

た
ら
舞
さ
ん
も
ピ
ト
さ
ん
に
会
い
に
い

て
み
る
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い
や

そ
れ
は
い
い

 
舞
は
そ
う
即
答
し

美
優
は

白
ん
だ

あ
れ

ピ
ト
さ
ん
と
は
も
う
和
解
し
て

今
は
凄
く
仲
が
い
い
ん
だ
よ
ね

う
ん

そ
う
な
ん
だ
け
ど
ね

で
も
リ
ア
ル
で
会
う
の
は
ち

と

ま
だ
何
か
何
か
思
う
所
で
も
あ
る
の

い
や

何
か
凄
く

な
予
感
が
す
る
と
い
う
か
リ
ア
ル
で
関
わ
り
た
く
な
い
気
が
す
る
と

い
う
か

 
前
に
シ

ナ
さ
ん
が
気
に
な
る
事
を
言

て
た
か
ら

何
か
危
険
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の

ご
め
ん
ね

気
に
な
る
事

何
て

い
や

気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
さ

私
の
事
は
気
に
せ
ず
楽
し
ん
で
き
て

あ

う
ん

ま
あ
い
い
か

楽
し
ん
で
く
る

 
こ
の
時
の
シ

リ

の
言
葉
の
意
味
を
美
優
が
理
解
す
る
の
は

 
実

に
ピ
ト
フ

イ
こ
と
神
崎
エ
ル
ザ
と
対
面
し
た
直
後
の
事
に
な
る

 
美
優
個
人
と
し
て
は
神

エ
ル
ザ
と
知
り
合
い
に
な

た
事
は
喜
ぶ
べ
き
事
だ
が
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同
時
に
そ
れ
が
何
か
と
面
倒

い
事
態
を
呼
ぶ
可
能
性
も
否
定
出
来
な
か

た

 
美
優
は
舞
の
危
機
察
知
能
力
の

さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ

た

 
そ
し
て
空
港
に
着
い
た
二
人
は

夜
に
落
ち
合
う
事
を
約
束
し

 
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
へ
と
向
か

て
い

た

 
え

と

本
当
に
こ
こ
で
い
い
の
か
な

 
舞
は
指
定
さ
れ
た
場
所
の

置
情
報
を
頼
り
に
明
ら
か
に
場
違
い
な
場
所
に
ポ
ツ
ン
と
立

て
い
た

 
そ
こ
は
い
わ
ゆ
る
議
員
会

の
前
で
あ
り
い
か
に
も
と
い

た
高
級

が
ひ

き
り
な
し
に

出
入
り
し

 
ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ
う
な
人
が
何
人
も
出
入
り
し
て
い
た

 
そ
し
て
た
ま
た
ま
通
り
か
か

た
衛

の
一
人
が
舞
に
気
が
付
き
声
を
か
け
て
来
よ
う
と
し

て
き
た

 
さ
す
が
の
舞
も
身
を

く
し
た

だ
が
そ
こ
に
助
け

を
出
し
て
き
た
者
が
い
た

君

そ
ち
ら
の
お
嬢
ち

ん
は
俺
の
知
り
合
い
だ
か
ら
大
丈
夫
だ

お
役
目
ご
苦
労
さ
ん
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あ

そ
う
で
し
た
か

そ
れ
は
失

し
ま
し
た

 
舞
は
そ
の
声
に
ホ

と
し
た

治
家
に
知
り
合
い
は
い
な
い

多
分
人
違
い
だ
ろ
う
と
は

思
う
が

 
と
り
あ
え
ず
職

質
問
さ
れ
た
場
合

ス
ネ

ク
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
で
す

と
言

て

も 
信
じ
て
も
ら
え
る
は
ず
が
な
い
か
ら
だ

 
そ
し
て
舞
は

こ
の
人
が
話
の
分
か
る
人
だ
と
い
い
な
と
思
い
つ
つ

 
事
情
を
説
明
し
よ
う
と
そ
の
人
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
詰
め
た

 
だ
が
そ
こ
に
誰
で
も
知

て
い
る
大
物
国
会
議
員
の
顔
が
あ

た

舞
は
当
然
の

く

ま

た
シ

リ

の
お
嬢
ち

ん
だ
よ
な

 
悪
い
悪
い

待
た
せ
ち
ま

た
な

ち

と
総
理
に
呼
ば
れ
ち
ま

た
ん
で
な

ソ
ウ
リ

ソ
ウ
リ

て
何
だ

け

ま
あ
立
ち
話
も
ア
レ
だ
か
ら

と
り
あ
え
ず
俺
の
部
屋
に
行
こ
う
か

 
ど
う
し
た

も
し
か
し
て

合
で
も
悪
い
の
か

お

い
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そ
の
呼
び
か
け
で

舞
は
や

と
再

動
し
た

あ

は

は
い

ご
一

さ
せ
て

き
ま
す

お
う

そ
れ
じ

あ
行
く
か
ね

 
そ
れ
か
ら
ど
ん
な
ル

ト
で
部
屋
に
行

た
の
か

張
し
す
ぎ
て
ま

た
く
覚
え
て
い
な

か

た
舞
は

 
気
が
付
く
と
座
り
心
地
の
い
い
ソ
フ

に
座

て
お
茶
を
飲
ん
で
い
た

ど
う
だ
い

ち

と
は
落
ち
着
い
た
か
い

あ

は
い

す
み
ま
せ
ん

 
恐

し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
舞
に
日
本
国
防
衛
大
臣
嘉
納
太
郎
は
豪

に
笑
い
な
が
ら

言

た
い
や
す
ま
ん
す
ま
ん

い
き
な
り
俺
が
迎
え
に
行

た
ら
そ
り

驚
く
よ
な

は
い

凄
く
驚
き
ま
し
た

本
当
に
悪
か

た
な

と
い
う

で

俺
が
ス
ネ

ク
だ

宜
し
く
な

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ピ
ト
フ

イ
よ
り
も
こ

ち
の
方
が
や
ば
か

た
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舞
は
そ
う
思
い
な
が
ら

疑
問
に
思

て
い
た
事
を
嘉
納
に

ね
た

あ

あ
の

大
臣
は
何
故
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を

ん

あ
あ

俺
は

射
撃
で
オ
リ
ン
ピ

ク
に
出
た
事
が
あ

て
な

ま
あ
息
抜
き
だ
息

抜
きそ

う
な
ん
で
す
か

凄
い
凄
い

射
撃
が
お
得
意
な
ん
で
す
ね

ま
あ
な
そ
れ
に
あ
そ
こ
だ
と
体
力
を
使
わ
な
い
か
ら
な
こ
ん
な

人
で
も
楽
し
め
る

て

も
ん
よ

で
す
ね

 
二
人
は
年
の
差
な
ど
関
係
な
く
意
気
投
合
し
た
ら
し
い

そ
し
て
嘉
納
が

ま

た
顔
で
舞
に

言

た
そ
れ
じ

あ

速
本
題
に
入
る
と
す
る
か

と
り
あ
え
ず
悪
い
と
思

た
が

 
お
嬢
ち

ん
に
お
か
し
な
バ

ク
が
つ
い
て
な
い
か
ど
う
か
こ
ち
ら
で
確
認
さ
せ
て
も
ら

た 
結
果
は
問
題
な
し

こ
れ
で
第
一

は
ク
リ
ア
だ
な

あ

は
い

私
は
た
だ
の
ガ
イ
ド

ハ
ン
タ

な
の
で

そ
こ
ら
へ
ん
は
問
題
な
い
か
と
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し
か
し
そ
の
年
で
ハ
ン
タ

と
は

Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
事
は
知

て
た
が

本
当
に
驚
い
た

親
の
後
を
継
い
だ
だ
け
な
ん
で
す
よ

選
択
肢
が
無
か

た
と
い
う
か

 
気
付
い
た
ら
ハ
ン
タ

に
な

て
ま
し
た

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
じ

あ
次
は
こ
れ
を
よ
く

ん
で
納
得
し
た
ら
サ
イ
ン
し
て
く
れ
な

あ

は
い

 
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
た
の
は

約
書
で
あ
り

 

体
的
に
は
比
企
谷
八
幡
と
い
う
人
物
に
紹
介
し
て
も
ら
う
代
わ
り
に

 
そ
の
情
報
に
関
し
て
は
関
係
者
以
外
に
は
絶
対
に
何
も

ら
さ
な
い
事

 
そ
し
て
も
し
破

た
場
合
は

償

求
が
国
に
よ

て
成
さ
れ
る
事
が
明
記
さ
れ
て
い
た

あ
の

す
み
ま
せ
ん
大
臣

こ
れ
が
シ

ナ
さ
ん
の
名
前
だ
と
思
う
ん
で
す
が

 
こ
れ

て
何
て

む
ん
で
す
か

あ

い
や

 
会

た
時
に
間
違

た
呼
び
方
を
し
ち

た
ら
ま
ず
い
か
な
と
思

た
の
で

お
お
お
嬢
ち

ん
は
し

か
り
し
て
る
ん
だ
な

み
方
は
ひ
き
が
や
は
ち
ま
ん
だ
な

ひ
き
が
や
は
ち
ま
ん
さ
ん

分
か
り
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
舞
は

一
通
り
そ
の
文
章
に
目
を
通
し
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償

求
の

目
を
見
て
も
顔
色
一
つ
変
え
ず
に

い
な
く
サ
イ
ン
し
ハ
ン
コ
を
押
し
た

よ
し

こ
れ
で
全
て
の

件
は
ク
リ
ア
だ
な

待

て
て
く
れ

今
あ
い
つ
に
連

す
る

あ

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
嘉
納
は
八
幡
に

話
を
か
け

実
に
気
安
い
調
子
で
会
話
を
始
め
た

お
う

俺
だ
俺

の
話

今
ま
と
ま

た
ん
だ
が

こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い

 
お
う
お
う
そ
う
か
そ
う
か
そ
れ
じ

あ
お
前
さ
ん
が
着
く
ま
で
俺
が
も
て
な
し
て
お
く

か
ら

 
近
く
に
来
た
ら
連

し
て
く
れ
な

 
嘉
納
は
そ
う
言

て

話
を
切

た
後

笑
顔
で
舞
に
言

た

こ
こ
に
迎
え
に
来
て
く
れ
る

て
よ

良
か

た
な
お
嬢
ち

ん

そ
う
な
ん
で
す
か

土
地
勘
が
全
然
無
い
の
で
正
直
助
か
り
ま
す

ま
あ
あ
い
つ
の

に
乗

た
ら
驚
く
と
思
う
が

そ
れ
も
楽
し
み
に
し
て
お
く
と
い
い

そ
う
な
ん
で
す
か

ど
ん
な

な
ん
だ
ろ
う

実
は
俺
の

も
あ
い
つ
に
頼
ん
で
作

て
も
ら

た
ん
だ

え

比
企
谷
さ
ん

て

関
係
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
る
ん
で
す
か
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い
や

全
然
違
う
ぞ

あ
れ

 
舞
は
き

と
ん
と
し
て
首
を

げ
た
が
嘉
納
は
そ
ん
な
舞
に
お
茶
を
出
し
な
が
ら
豪

に

笑

た
ま
あ
そ
れ
も

め
て
今
日
は
色
々
話
し
て
も
ら
う
と
い
い

は
い

そ
う
し
ま
す

 
そ
し
て
嘉
納
と
舞
は
雑
談
を
し
な
が
ら

八
幡
の
到
着
を
待

た

多
分
そ
ろ
そ
ろ
じ

ね
え
か
な

と
か
言

て
る
間
に
あ
い
つ
か
ら
の
着
信
だ

 
嘉
納
は

話
に
出
て

く
返
事
を
す
る
と

舞
を

て

場
へ
と
向
か

た

お

あ
れ
だ
あ
れ
だ

お

い
比
企
谷
君

わ
ざ
わ
ざ
悪
い
な

い
え

こ
ち
ら
こ
そ
お
手

を
お
か
け
し
て
す
み
ま
せ
ん

い
い

て
事
よ

も
と
も
と
俺
が
勝
手
に
約
束
し
ち
ま

た
事
だ
か
ら
な

 
嘉
納
は
何
か
気
に
な

た
の
か

チ
ラ
リ
と
キ

ト
の
後
部
座

に
目
を
走
ら
せ
た
後

 
舞
に
そ
の
場
所
を

た

そ
し
て
舞
は
つ
い
に
念
願
通
り
に
八
幡
の
目
の
前
に
立
つ
事
と

な

た
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あ

あ
の

初
め
ま
し
て

シ

リ

こ
と

舞
で
す

俺
は
シ

ナ
こ
と
比
企
谷
八
幡
だ

宜
し
く
な

舞
さ
ん

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
俺
の
知
り
合
い
の
や

て
る
店
に
行
く
と
す
る
か
ま
あ
メ
イ
ド

茶
な
ん
だ
け

ど
なメ

イ
ド

茶
で
す
か

あ
あ

一
応
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
身
内
の
や

て
る
店
な
ん
で

融
通
が
き
く
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
に
舞
は
納
得
し

そ
し
て
二
人
は
嘉
納
に

を
し

移
動
し
よ
う
と
し
た

あ

と

ち

と
待

た
比
企
谷
君

名
前
な

カ

ト
に
決
め
た
わ

名
前

あ
あ

カ

ト

で
す
か

キ

ト
と
カ

ト

て
ち

と
危
険
な
感
じ
で
す

ね
わ
は
は
は
は

確
か
に
そ
う
だ
な

ち

と
今
こ
こ
に
呼
ぶ
か
ら

し
て

て
く
れ
や

そ
う
で
す
ね

分
か
り
ま
し
た

 
舞
は
何
の
話
だ
ろ
う
と
き

と
ん
と
し
た
が

そ
ん
な
舞
に
八
幡
が
言

た

ご
め
ん
舞
さ
ん

今
か
ら
こ
こ
に
嘉
納
さ
ん
の

が
来
る
か
ら
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ち

と

し
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ

少
し
だ
け
待

て
も
ら

て
い
い
か

に

で
す
か

そ
の
前
に
私
を
紹
介
し
て
下
さ
る
の
が
先
で
は
な
い
で
す
か

八
幡

あ

と

悪
い
キ

ト

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

え

と

今
の
声
は

 
そ
し
て
お
決
ま
り
の
や
り
取
り
が

り
返
さ
れ
舞
は
他
の
多
く
の
者
達
と
同
じ
く
と
て
も
驚

い
た

 
だ
が
そ
れ
は
ま
だ
序
の
口
だ

た

直
後
に
遠
く
か
ら
キ

ト
と
似
た
よ
う
な

が
走

て
き

て 
キ

ト
の
隣
に
止
ま

た

そ
の

は
無
人
で
あ

た
が
キ

ト
と
同
じ
く
い
き
な
り
話
し

か
け
て
き
た

お
久
し
ぶ
り
で
す
八
幡

や

と
私
も
名
前
を
付
け
て
も
ら
い
ま
し
た

カ

ト
で
す

お

久
し
ぶ
り
だ
な

そ
し
て
お
め
で
と
う

カ

ト

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の
や
り
取
り
に
舞
は
死
ぬ
ほ
ど
驚
い
た
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こ
ん
な

が
二
台
も
あ
る
な
ん
て

こ
れ
は
俺
が
比
企
谷
君
に
頼
み
込
ん
で
作

て
も
ら

た
ん
だ

キ

ト
の
二

だ
な

 
名
前
の
由
来
は

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
２
０
０
０

の

文

を
と

て
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｔ

カ

ト
だ

あ

そ
う
い
う
意
味
だ

た
ん
で
す
ね

チ

コ
じ

な
く

わ
は
は
は
は

当
た
り
前
だ
ろ

 
こ
う
し
て
二
人
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
嘉
納
と
別
れ

上
の
人
と
な

た

え

と

メ
イ
ド

茶
と
い
う
事
は

秋
葉
原

て
所
に
で
も
行
く
ん
で
す
か

あ
あ

正
解
だ
な

な
る
ほ
ど

ず

と
興
味
は
あ

た
ん
で
す
よ

ど
ん
な
所
な
の
か
な

て

ん

ま
あ
雑
然
と
し
た
街
だ
な

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
着
く
ぞ

う
わ

結

近
い
ん
で
す
ね

 
そ
し
て
二
人
は

分
後

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
の
前
に
立
つ
事
に
に
な
り

 
直
後
に
中
か
ら
一
人
の
メ
イ
ド
が
飛
び
出
し
て
き
て

八
幡
に

き
つ
い
た

八
幡

お
帰
り
な
さ
い
な
の
ニ
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第
６
０
２
話
 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
実
は
こ
こ
ま
で
の
話
に
は
い
く
つ
か

り
が
あ
り
ま
し
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
時
は
ラ
ス
ト
ま
で

シ
ノ
ン
と
キ
リ
ト
を
会
わ
せ
な
い
と
い
う

り
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
タ

で
は

中
は
ピ
ト
フ

イ
と
連

不
能
に
し
な
い
と
い
け
な
い

り

他
に
も
い
く
つ
か
あ

た
と
思
い
ま
す
が

 
こ
の
章
か
ら
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
ま
す
唯
一
あ
る
の
は
マ
ザ

ズ
ロ
ザ
リ
オ
ま

で
は
ラ
ン

ア
イ

と
ユ
ウ
キ
を
ア
ス
ナ
に
会
わ
せ
な
い
と
い
う

り
で
す

 
で
も
そ
れ
だ
と
ユ
ウ
キ
達
の
活
躍
の

囲
が

く
な

て
し
ま
い
ま
す
の
で
少
し

成
に
つ

い
て
お
話
し
て
お
き
ま
す

 
第
六
章
・
キ

リ
バ

・
ト
ラ
フ

ク
ス
編

 
第
七
章
・
マ
ザ

ズ
ロ
ザ
リ
オ
編

 
第
八
章
・
キ

リ
バ

・
ク
ロ

シ
ン
グ
編

 
第
九
章
・
オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル
編

 
こ
う
い

た
予
定
で
い
き
た
い
と
思

て
い
ま
す
の
で

今
後
に
ご
期
待
下
さ
い
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も
う

来
る
の
が

い
の
ニ

待
ち
く
た
び
れ
て
闇
堕
ち
す
る
と
こ
ろ
だ

た
ニ

悪
い
悪
い

て
き
て
か
ら
色
々
と
事

処
理
に
手
間
取

ち
ま

て
な

て
か
離
れ
ろ

フ

イ
リ
ス
は
敵
の
親

の
と
こ
ろ
に
行

て

見
事

心
さ
せ
て
き
た
の
ニ

 
そ
れ
に
対
す
る
報

だ
と
思
え
ば
気
に
も
な
ら
な
い
ニ

よ
ね

ピ
ト
の
事
か

そ
れ
に
は
感
謝
し
て
る
が

 
詩
乃
か
ら
は
あ
い
つ
が

き
た
時
に
は
全
て
解
決
し
て
た

て

い
て
る
け
ど
な

チ

あ
の
ツ
ン
デ
レ
メ
ガ
ネ

子
王
女
め

余
計
な
事
を

王
女

て
何
だ
よ

て
か
フ

イ
リ
ス
黒
い

黒
い
か
ら

仕
方
な
い
の
ニ

今
の
フ

イ
リ
ス
は
八
幡
の
不
在
で
闇
の
力
に
か
な
り
侵
食
さ
れ
て
る

の
ニお

前
の
そ
れ

い
つ
も
だ
よ
な

 
そ
ん
な
二
人
の
や
り
取
り
を

舞
は

か
ん
と

め
て
い
た

 
そ
ん
な
舞
に
気
付
い
た
八
幡
は

フ

イ
リ
ス
に
舞
の
事
を
紹
介
し
た
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フ

イ
リ
ス

こ
ち
ら
が
舞
さ
ん
だ

フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
で
す

舞
さ
ん

宜
し
く
ニ

あ

こ

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
い

た
事
に
慣
れ
て
い
な
い
舞
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
何
と
か

を
返
す
事
が
出
来
た

 
そ
し
て
二
人
は
個
室
に
通
さ
れ
注
文
を
済
ま
せ
る
と

最
初
に
八
幡
が
舞
に

を
下
げ
た

今
回
の
件

舞
さ
ん
に
は
不

な
思
い
を
さ
せ
て
本
当
に
す
ま
な
か

た

 
十
狼
の
代
表
と
し
て
心
か
ら
謝
罪
し
た
い
と
思
う

や

や
め
て
下
さ
い
よ

ピ
ト
フ

イ
と
は
和
解
し
ま
し
た
し

も
う
何
と
も
思

て
ま
せ

ん
か
ら

そ
う
か

で
も
な

そ
れ
な
ら
こ
れ
に
サ
イ
ン
し
て
下
さ
い

そ
れ
で
十
分
で
す

あ

の
ア
レ
か

 
舞
が
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
狩

に
使

て
い
る
ポ

チ
を
取
り
出
し
八
幡
に
差
し
出
し
て
き
た

 
八
幡
は

し
な
が
ら
も
素
直
に
そ
れ
を
受
け
取

た
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サ
イ
ン
な
ん
か
し
た
事
な
い
ん
だ
け
ど
な

て
事
は
私
が
初
め
て

て
事
で
す
か

う
わ

や

た

凄
く
嬉
し
い
で
す

て
い
う
か
俺
の
サ
イ
ン
な
ん
か
欲
し
い
も
ん
か

 
そ
れ
よ
り
も
普
通
に
芸
能
人
と
か
の
サ
イ
ン
の
方
が

比
企
谷
さ
ん
の
が
欲
し
い
ん
で
す

あ

そ

そ
う

 
八
幡
は
舞
の
勢
い
に
押
さ
れ

と
に
か
く
丁

に
と
い
う
事
を
心
が
け
て

 
そ
の
ポ

チ
に
普
通
に
自
分
の
名
前
を
書
い
た

 
そ
の
時
ポ

チ
の
中
か
ら
何
か
が
ゴ
ト

と
い
う
音
を
立
て
て
落
ち
て
き
た

 
八
幡
は
何
気
な
く
そ
れ
を
手
に
と

た

こ
れ

て
実

じ

あ

し
ま

た

一
つ
残

て
た

け

察
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
な

大
丈
夫
で
す
よ

狩

免
許
も
ち

ん
と
持

て
き
て
ま
す
か
ら

い
や

そ
れ
で
も
さ
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丁
度
そ
の
時
フ

イ
リ
ス
が
注
文
の
品
を
持

て
中
に
入

て
き
た

 
フ

イ
リ
ス
は
二
人
の
様
子
を
見
て

ニ

と
目
を
見
開
き
な
が
ら
言

た

そ

そ
れ
は
ご
禁
制
の
魔
力

な
の
ニ

た
だ
の
ラ
イ
フ
ル
の

だ

つ
の

舞
さ
ん
は
北
海
道
で
ハ
ン
タ

を
し
て
る
か
ら
な

ニ

ニ

ニ

ん
と

プ
ロ
の
モ
ン
ス
タ

ハ
ン
タ

の
方
だ

た
の
ニ

エ

シ
カ

て
モ
ン
ス
タ

の

り
に
な
り
ま
す
か
ね

す
ま
ん

見
た
事
が
な
い
か
ら
分
か
ら
ん

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は
優

な
仕

で
飲
み
物
を
二
人
の
前
に
置
き

 
舞
は
そ
ん
な
フ

イ
リ
ス
を

ぼ

と

め
て
い
た

舞
さ
ん

ど
う
か
し
た
か

あ

い
え

フ

イ
リ
ス
さ
ん
は
か
わ
い
い
な

て
思

て

え

そ
う
か

意
外
と
あ
ざ
と
く
ね

あ
ざ
と
く
な
ん
か
な
い
ニ

失

ニ

ね

い
え

あ
の
ほ
ら

私

て
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
る
じ

な
い
で
す
か

 
だ
か
ら
フ

イ
リ
ス
さ
ん
み
た
い
な
人
に
憧
れ
る
と
い
う
か

ま
し
い
と
い
う
か
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舞
は
先
ほ
ど
落
ち
た

を

び
な
が
ら
そ
う
言
い
八
幡
と
フ

イ
リ
ス
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

い
や

舞
さ
ん
も
普
通
に
美
人
だ
と
思
う
が

そ
う
ニ

よ

と

て
も
美
人
さ
ん
ニ

よ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

で
も
ほ
ら

仕

と
か
そ
う
い
う
部
分
が
ち

と

 
ど
う
し
て
も
ガ
サ
ツ
に
な

ち

て
職
場
じ

残
念
美
人
と
か
言
わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す

し
い
や
い
や

健

的
な
美
人

て
だ
け
だ
ろ

な

そ
う
そ
う

何
も
気
に
す
る
事
は
無
い
ニ

よ

方
向
性
の
違
い
ニ

で
も

 

も
下
を
向
く
舞
に

フ

イ
リ
ス
は
定
番
の
提
案
を
す
る
事
に
し
た

そ
れ
な
ら
舞
さ
ん
も

し
に
メ
イ
ド
服
を
着
て
み
る
ニ

え

い
い
ん
で
す
か

も
ち
ろ
ん
ニ

さ
さ

こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

 
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
舞
は
フ

イ
リ
ス
に
連
れ
て
い
か
れ

 
少
し
し
て
か
ら
メ
イ
ド
服

で

て
き
た
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ど

ど
う
で
す
か

お
お

か
わ
い
い

そ

そ
ん
な

か
わ
い
い
だ
な
ん
て

い
や
い
や

凄
く
か
わ
い
い
ニ

よ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
舞
は
普

美
人
と
言
わ
れ
る
事
は
あ

て
も
か
わ
い
い
と
言
わ
れ
る
事
は
ま

た
く
無
い
ら

し
く

 
も
し
も
じ
し
な
が
ら
も

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
は
に
か
ん
で
い
た

せ

か
く
だ
か
ら

二
人
で
写
真
で
も

る
の
ニ

写
真
で
す
か

は
い

是
非
お
願
い
し
ま
す

ち

と
待

て
て
ニ

ま
ゆ
し
い

ち

と
い
い
か
ニ

フ

リ
ス
ち

ん

ど
う
し
た
の

あ

八
幡
さ
ん

お

ま
ゆ
さ
ん

が

れ
て
す
ま
な
い
な

今
回
は
心
配
か
け
て
ご
め
ん
な

う
う
ん

ま
ゆ
し
い
は
無
事
だ

て
信
じ
て
た
か
ら
平
気
な
の
で
す

 
で

フ

リ
ス
ち

ん

ど
う
し
た
の
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ち

と
手
伝

て
ほ
し
い
の
ニ

え
え
と

 
フ

イ
リ
ス
は
ま
ゆ
り
に
何
か

打
ち
し

ま
ゆ
り
は
そ
れ
に

い
た

う
ん
分
か

た

任
せ
て

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

舞
か
ら
ス
マ
ホ
を
受
け
取
り

二
人
を

ば
せ
て

影
の
体
制
に

入

た
あ
れ

何
で
ま
ゆ
さ
ん
を
呼
ん
だ
ん
だ

こ
の

態
だ
と
特
に
必
要
な
い
よ
う
な

そ
れ
じ

あ

る
ニ

準
備
は
い
い
か
ニ

お
う

い
つ
で
も
い
い
ぞ

は
い

大
丈
夫
で
す

そ
れ
じ

あ
い
く
ニ

よ

ま
ゆ
し
い

は

い

 
そ
し
て
横
か
ら
ま
ゆ
り
が
舞
を
八
幡
の
方
に
そ

と
押
し
舞
は
八
幡
に
も
た
れ
か
か
る
格
好

に
な

た

きは
い

チ

ズ
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そ
し
て
そ
の

間
を
逃
さ
ず

フ

イ
リ
ス
は
ス
マ
ホ
の
シ

タ

を
押
し
た

よ
し

凄
く
い
い
出
来
ニ

フ

イ
リ
ス

お
前
な

ほ
ら
舞
さ
ん

見
て
み
て
ニ

 
そ
こ
に
は
恥
じ
ら
い
な
が
ら
も
八
幡
に
寄
り

て

 
そ
の
顔
を
見
上
げ
る
舞
の

が
バ

チ
リ
写

て
お
り

 
舞
は
ス
マ
ホ
を
と
て
も
大
切
そ
う
に
自
分
の
胸
に

い
た

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
生
の
宝
物
に
し
ま
す

ど
う
い
た
し
ま
し
て
ニ

ま
あ
本
人
が
い
い
な
ら
い
い
か

 
そ
し
て
舞
は
再
び

に
座
り

ド
キ
ド
キ
を

え
よ
う
と
お
茶
を
口
に
し
た

そ
れ
じ

あ
ご
ゆ

く
り
ニ

あ

あ
の

も
し
良
か

た
ら
フ

イ
リ
ス
さ
ん
も
一

に

 
舞
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

フ

イ
リ
ス
は
キ

ト
ン
と
し
た

ん

で
も
二
人
き
り
の
方
が
良
く
な
い
か
ニ



 第６０２話 ヴァルハラ・ウルヴズ

あ
い
や
私
こ
う
い
う
の
に
慣
れ
て
な
く
て
一
人
だ
と
会
話
に
困

て
し
ま
い
そ
う
な
の

で
あ
あ
そ
う
い
う
事
ニ

ね
分
か

た
ニ

フ

イ
リ
ス
が
バ

チ
リ
フ

ロ

し
て
あ

げ
る
ニ

 
そ
し
て
三
人
で
の
会
話
が
始
ま

た

言
葉
に
詰
ま
る
場
面
も
あ

た
が

 
そ
の
度
に
フ

イ
リ
ス
が
舞
に
助
け
船
を
出
し
会
話
は
と
て
も
ス
ム

ズ
に
流
れ
て
い

た

フ

イ
リ
ス
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
た
ら

も

と
色
々
話
せ
た
ん
だ
け
ど
ニ

ま
あ
そ
う
だ
な

フ

イ
リ
ス
は
と
こ
と
ん
フ

ン
タ
ジ

系
だ
か
ら

 
リ
ア
ル
系
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
話
と
か

合
わ
な
い
よ
な

い
え

そ
ん
な

私

今
凄
く
楽
し
い
で
す
か
ら
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

そ
れ
な
ら
い
い
ん
ニ

け
ど

 
丁
度
そ
の
時
ま
ゆ
り
が
追
加
の
飲
み
物
を
持

て
部
屋
に
入

て
き
た

 
八
幡
は
何
気
な
く
そ
ち
ら
を
見
た
の
だ
が
ま
ゆ
り
の
後
ろ
に
見
覚
え
の
あ
る
人
物
を
見
付
け

 
八
幡
は
思
わ
ず
あ

と
声
を
上
げ
た

八
幡
さ
ん

ま
ゆ
し
い
が
ど
う
か
し
ま
し
た
か
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あ

い
や

今
ま
ゆ
さ
ん
の
後
ろ
に
見
た
事
の
あ
る
奴
が
見
え
た
ん
で

今
帰

て
き
た
二
人
組
の
ご
主
人
様
の
事
か
な

帰
り

あ
あ

そ
う
か

確
か
に
こ
こ
は
帰
宅
す
る
場
所
だ
し
な

 
え

と
シ

リ

さ
ん
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
る
奴
が
二
人
ほ
ど
い
た
け
ど
話
し
て
み

る
か

 
舞
は
そ
の
言
葉
に

自
分
の
知

て
る
人
だ
ろ
う
か
と
首
を

げ
な
が
ら
八
幡
に

ね
た

誰
で
す
か

闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
だ

え

リ
ア
ル
で
も
お
知
り
合
い
な
ん
で
す
か

あ
あ

で

ど
う
す
る

そ
う
で
す
ね

興
味
が
あ
る
の
で
是
非
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
ま
ゆ
さ
ん

悪
い
が
二
人
を
こ
こ
に
呼
ん
で
く
れ

 
つ
い
で
に
こ
こ
か
ら
は

舞
さ
ん
の
事
は
シ

リ

て
呼
ぶ
事
に
す
る
か

そ
れ
じ

あ
私
も
シ

ナ
さ
ん

て
呼
ぶ
事
に
し
ま
す
ね

 
そ
し
て
ま
ゆ
り
に
案
内
さ
れ

部
屋
に
風
太
と
大

が
入

て
き
た
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お
う

二
人
と
も

こ

ち
だ
こ

ち

あ
れ

何
で
こ
こ
に

て

ま
た
違
う
女
の
子
を
連
れ
て
や
が
る

ど
う
い
う
事
だ
よ

し
か
も
こ
ん
な
美
人
メ
イ
ド
さ
ん
を
二
人
も

 
そ
の
言
葉
に
舞
は
も
じ
も
じ
し
た

そ
ん
な
舞
を

八
幡
は
二
人
に
紹
介
す
る
事
に
し
た

あ

闇
風

た
ら
こ

ん

お

お
う

む
 
そ
の
呼
び
方
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
だ
と
分
か

た
の
だ
ろ
う
二
人
は
居

ま
い
を
正
し

子

に
座

た

こ
ち
ら
は
シ

リ

さ
ん
だ

た
ら
こ
は
と
も
か
く
闇
風
は
よ
く
知

て
る
よ
な

え

あ
の
シ

リ

さ
ん
か

う
わ

初
め
ま
し
て

僕
が
闇
風
で
す

僕
と
か
気
持
ち
悪
い

俺
も
面
識
な
ら
あ
る
ぞ

 
シ

リ

さ
ん

初
め
ま
し
て
で
お
久
し
ぶ
り

薄
塩
た
ら
こ
で
す

は

初
め
ま
し
て

シ

リ

で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
舞
は

張
し
た
面
持
ち
で
そ
う
言

た

自
分
と
比
べ
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
常
連
で
あ
る
こ
の
二
人
は
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シ

ナ
も

め
て
か
な
り
格
上
の
プ
レ
イ
ヤ

だ
か
ら
だ

あ
と
こ
れ
は
フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ

イ
リ
ス
だ
お
前
ら
は
知

て

る
よ
な

え

そ
う
だ

た
の

二
人
と
も

宜
し
く
ニ

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く

宜
し
く
な

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
も

め
た
五
人
は
仲
良
く
会
話
を
始
め
た

 
さ
す
が
に
フ

イ
リ
ス
と
は
違
い

二
人
は
銃
の
話
に
も
普
通
に
つ
い
て
こ
れ
る

 
舞
も
自
然
と
打
ち
解
け

会
話
は
ど
ん
ど
ん

ん
で
い

た

そ
う
い
え
ば

く
の
を
忘
れ
て
た
が

二
人
は
何
で
こ
こ
に

い
や

今
日
は
二
人
と
も
バ
イ
ト
だ

た
ん
だ
け
ど
さ

 
ど
こ
か
で
お
茶
で
も
し
て
帰
る
か

て
話
し
て
た
ら
丁
度
そ
こ
に
ダ
ル
君
が
通
り
か
か

て

 
で

こ
こ
を
紹
介
さ
れ
た
か
ら

し
に
来
て
み
た

て
感
じ
か
な

そ
う
い
う
事
か
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し
か
し
凄
い
偶
然
だ
よ
な

だ
な

 
そ
し
て
風
太
が

突
然
思
い
出
し
た
よ
う
に
こ
う
言

た

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
の
陽
乃
さ
ん
の
会
見
に
は
驚
い
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
コ
ラ
ボ
す
る
な
ん
て
な

あ

そ
れ
私
も
見
ま
し
た

フ

イ
リ
ス
も
見
た
ニ

新
し
く
二
社
が
共
同
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
両
方
の
プ
レ
イ
ヤ

が
同
時
に
ロ
グ
イ
ン
出
来

る 
五
層
か
ら
な
る
迷
宮
に
挑
戦
す
る

て
奴
だ
よ
な

バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い

度
に
い
い
装
備
と
か

特

な
ス
キ
ル
が
手
に
入
る
と
か

興
味
が
あ
り
ま
す
よ
ね

 
そ
の
話
に
八
幡
は

き

続
け
て
こ
う
言

た

あ
あ

そ
の
話
か

ア
メ
リ
カ
で
上
手
く
提

話
が
進
ん
だ
ん
で
な

 
ア
ル
ゴ
が
一

だ

た
事
も
あ

て
と
ん
と
ん

子
に
話
が
進
ん
で
あ
あ
い
う
事
に
な
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た
ん
だ
よ

ア
レ
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
も
俺
達
の
仕
事
に
な
る
の
か

い
や

そ
れ
だ
と
ネ
タ
バ
レ
に
な

ち
ま
う
か
ら

他
の
奴
ら
に
や
ら
せ
る
事
に
し
た

そ
れ

て

せ

か
く
シ

リ

さ
ん
が
い
る
ん
だ

そ
れ
じ

あ
そ
の
話
を
す
る
か

 
そ
し
て
八
幡
は

真
面
目
な
顔
で
三
人
に
言

た

三
人
と
も
俺
が
そ
れ
用
に
臨
時
で
作
る
チ

ム
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
に
入
ら
な
い
か
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第
６
０
３
話
 
八
幡
の
護
衛

新
し
い
チ

ム

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
選
抜
攻
略
チ

ム

て
事
か

あ
あ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

か
ら
現
在
十
名
ほ
ど

 
あ
と
は
他
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の

力
メ
ン
バ

か
ら
何
人
か
で

成
す
る
予
定
だ

 
時
期
的
に
年
末
に
な

ち
ま
う
か
ら
リ
ア
ル
が
忙
し
い
奴
も
結

い
る
か
ら
人

は
少
な
め

だ
け
ど
な

俺
は
参
加
す
る

俺
も
だ
な

フ

イ
リ
ス
も
ニ

お
店
は
ま
ゆ
し
い
達
に
任
せ
る
の
ニ

お
前

そ
れ
で
い
い
の
か
よ

 
そ
し
て
舞
が

お
ず
お
ず
と
こ
う

ね
て
き
た

あ

あ
の

私
が
そ
ん
な
チ

ム
に
参
加
し
て
も
い
い
ん
で
す
か

 
と
い
う
か
さ

き
か
ら
た
ま
に
名
前
が
出
て
る
ヴ

ル
ハ
ラ

て

 
あ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
事
で
す
よ
ね
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Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
け
じ

な
く

ゲ

ム
全
部
で
最
強

て
言
わ
れ
て
る

そ
う
だ
よ
シ

リ

さ
ん

あ
そ
こ
の
リ

ダ

は

こ
の
シ

ナ
だ
か
ら
な

え

で
も
あ
そ
こ
の
リ

ダ

て

確
か
ハ
チ

あ

 
舞
は
そ
こ
で
つ
い
に
真
実
に
行
き
当
た

た

そ
う
い
え
ば
一
時
期
そ
ん
な
噂
が

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
二
人
が
同
時
に
出
場
し
た
せ
い
で
立
ち
消
え
に
な
り
ま
し
た
け
ど

あ
れ
は
実
は
中
身
だ
け
が
別
人
だ

た
ん
だ
よ
な

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

そ

か

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

 
シ

リ

は
こ
の
件
で

更
に
八
幡
に
心

す
る
事
と
な

た
よ
う
だ

と
こ
ろ
で
今
決
ま

て
る
参
加
予
定
メ
ン
バ

て

誰

あ

ネ

ト
に
公
開
さ
れ
て
る
う
ち
の
メ
ン
バ

リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
説
明
し
た
方
が

い
か
も
な

 
そ
し
て
八
幡
は

ス
マ
ホ
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

専
用
ペ

ジ
に
ロ
グ
イ
ン
し

 
画
面
を
見
せ
な
が
ら
説
明
を
始
め
た

俺

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

ユ
キ
ノ

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

セ
ラ
フ

ム

フ

イ
リ
ス
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レ
コ
ン

 
シ
ノ
ン

フ
カ
次
郎

そ
れ
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
レ
ヴ

職
人

で
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
だ

レ
ヴ

て
誰
な
の
ニ

新
人
だ
か
ら
フ

イ
リ
ス
が
知
ら
な
い
の
も
当
然
だ
な

そ
う
だ

た
の
ニ

ね

他
の
人
は
ど
う
し
た
ん
だ

い
や

そ
れ
が
な

 
八
幡
は

少
し
困

た
顔
で
説
明
を
始
め
た

実

に
開
発
に
関
わ

て
る
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
と
ア
ル
ゴ
は
無
理
と
し
て

 

大
生
の
コ
マ
チ
と
リ

フ

は
卒
業
旅
行

 
そ
れ
に
ユ
イ
ユ
イ
と
ユ
ミ

も
卒
業
を

え
て

が
ギ
リ
ら
し
く
て
無
理
だ

た
ん
だ
よ

あ
あ

今
三
年
生
の
イ
ロ
ハ
は

職
活
動
だ
そ
う
だ

 
エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
と
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
さ
す
が
に
年
末
は
仕
事
が
忙
し
く
て
無
理
ら
し
い

 
同
じ
理
由
で
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
と
ク
リ
シ

ナ
も
厳
し
い
そ
う
だ
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ク
リ
シ

ナ
は
次
世
代
技
術
研
究
部
の
立
ち
上
げ
も
あ
る
し
な

あ
れ

卒
業
組
の

職
活
動
と
か
は
い
い
の
か

そ
れ
は
も
う
終
わ

て
る
ら
し
い

う
ち
に
も
多
分
何
人
か
入
る
と
思
う
ぞ

 
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
か
ら
誰
が
入
る
の
か
は
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
な

全
員
だ

た
り
し
て

は
は

ま
さ
か

 
八
幡
は
そ
ん
な

無
い
だ
ろ
う
と
笑
い
そ
ん
な
八
幡
に
フ

イ
リ
ス
が
こ
う
質
問
し
て
き
た

そ
の

で
い
く
と

ユ
キ
ノ
と
セ
ラ
フ

ム
は

あ
の
二
人
が
そ
ん
な
事
で
苦
労
す
る
は
ず
が
な
い
だ
ろ

そ
う
だ

た
ニ

ね

 
次
に
風
太
が
八
幡
に
質
問
し
て
き
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
に
は
他
に
誰
に
声
を
か
け
る
つ
も
り
な
ん
だ

あ
と
は
レ
ン
に
ゼ
ク
シ

ド
と
ユ

コ

ハ
ル
カ
く
ら
い
か
な

 
後
で
落
ち
合
う
か
ら

そ
の
時
に
で
も
頼
ん
で
み
る
さ

 
も

と
も
そ
の
場
で
話
を
出
す

に
は
い
か
な
い
ん
だ
け
ど
な
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落
ち
合
う

そ
の
メ
ン
バ

で
集
ま
る
の
か

Ｐ
Ｍ
４
の
お
疲
れ
会
が
あ
る
ん
だ
よ
も

と
も
遠
く
に

ん
で
る
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
は
不

参
加
だ
が

あ
あ

そ
れ
じ

あ
俺
が
行
く

に
は
い
か
な
い
な

レ
ン
と
フ
カ
は
行
く
み
た
い
だ
け
ど
な

そ
れ
は
い
い
だ
ろ

あ
い
つ
ら
仲
良
し
だ
し
な

で

そ
の
場
で
話
を
出
せ
な
い

て
の
は

何
で
だ

ス
ネ

ク
が
チ

ム
に
参
加
す
る

て
言
い
出
す
と
困
る
か
ら
だ

 
八
幡
は
少
し
エ
キ
サ
イ
ト
し
た
感
じ
で
そ
う
言

た

ス
ネ

ク
が
来
る
と
何
か
困
る
の
か

シ

リ

さ
ん
は

俺
の
気
持
ち
を
分
か

て
く
れ
る
よ
な

 
あ
の
人
が
年
末
に
ゲ

ム
す
る

て
言
い
出
し
た
ら
ど
う
な
る
か

そ
れ
は
無
理

絶
対
に
無
理
だ
し
や
ば
い
で
す

だ
ろ

ま
あ
そ
う
い
う

だ

よ
く
分
か
ら
な
い
が

ス
ネ

ク

て
何
か

任
が
あ
る
立
場
の
人
な
の
か
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お
う

日
本
人
全
体
の
な

 
そ
の
言
葉
に
風
太
と
大

は

ま

た
後

た
顔
で
八
幡
に
抗
議
し
た

お

お
い
シ

ナ

余
計
な
事
を
俺
達
に
言
う
な
よ

ち

こ

と

い
ち
ま

た
じ

ね

え
かそ

う
い
う
の
に
は
関
わ
り
た
く
な
い
な

今
の
は

か
な
か

た
事
に
す
る

お
う

そ
う
し
て
く
れ

ス
ネ

ク
さ
ん
の
正
体
が

実
は
日
本
の

 
も
ち
ろ
ん
八
幡
は
二
人
を
お
ち

く
り
た
い
だ
け
だ

た
の
で

 
そ
こ
で
言
葉
を
止
め
る
つ
も
り
だ

た
が
二
人
は
そ
れ
に
過

反
応
し

を
塞
ぎ
な
が
ら

言

た
わ

わ

そ
れ
以
上
言
う
な

つ

の

心
配
す
ん
な

て

最
初
か
ら
言
う
つ
も
り
は
な
い
か
ら
な

 
俺
は
た
だ

二
人
を
お
ち

く
り
た
か

た
だ
け
だ

だ
か
ら
シ

ナ

お
前
は
ど
う
し
て
い
つ
も
い
つ
も

ほ
ん
の
冗
談
だ

て

お

び
に
レ
ヴ

を
こ
こ
に
呼
ん
で
や
る
か
ら
勘

な
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そ
れ
が
ど
う
し
て
お

び
に
な
る
ん
だ
よ

さ
あ

何
で
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
八
幡
は
ど
こ
か
に

話
を
か
け

キ

チ
リ
一
分
後
に
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ
た

え

ま
さ
か
も
う

実
は
レ
ヴ

は
ず

と
キ

ト
の
後
部
座

に
い
た
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に
一
番
驚
い
た
の
は
舞
だ

た

え

本
当
に

 
そ
ん
な
舞
に

八
幡
は
そ
こ
だ
け
声
を

め
て
こ
う

い
た

や

ぱ
り
気
付
い
て
な
か

た
の
か

嘉
納
さ
ん
は
気
付
い
た
み
た
い
だ

た
が

う
ん

全
然
ま

た
く

 
そ
し
て
舞
は
普
通
の
声

で
こ
う
続
け
た

と
い
う
か
レ
ヴ

さ
ん

て
ど
う
い
う
人
で
す
か

俺
の
護
衛
だ
な

ま
あ
日
本
じ

必
要
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

護
衛

や

ぱ
り
世
界
が
違
う
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あ

ま
あ
知
り
合
い
か
ら

か

た
の
を

 
遊
ば
せ
て
お
く

に
も
い
か
な
い
か
ら
護
衛
に
し
て
る

て
理
由
の
方
が
大
き
い
ん
だ
け
ど

な 
実

護
衛
向
き
の
人
材
な
の
は
間
違
い
な
い
し
な

そ
の

り
に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
遊
ば
せ
て
る
ニ

ね

そ
う
言
わ
れ
る
と
返
す
言
葉
も
な
い
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は
ド
ア
を
開
け
た

そ
こ
に
は
ま
ゆ
り
と
共
に
レ
ヴ

カ
が
立

て

お
り

 
レ
ヴ

カ
は
真
面
目
な
表
情
で
八
幡
に
こ
う
言

た

ボ
ス

何
か
あ

た
の
か

怪
し
い
奴
は
何
人
も
こ
こ
に
入

て
い

た
が

 
害
の
あ
り
そ
う
な
奴
は
特
に
見
か
け
な
か

た
が

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ

み
の
話
で
な
こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ

が
俺
達
の
仲
間
に
な
る
か
ら

 
レ
ヴ

に
も
紹
介
し
て
お
こ
う
と
思

て
な

そ
う
い
う
事
か

オ

ケ

オ

ケ

俺
は
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

宜
し
く

 
凄
ま
じ
い
美
人
で
ス
タ
イ
ル
も
良
く
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て
い
れ
ば
ど
こ
か
の
お
嬢
様
で
通
じ
る
レ
ヴ

が
乱
暴
な
口
調
で
そ
う
言

た

 
さ
す
が
の
フ

イ
リ
ス
も

め

四
人
は

然
と
し
た
が

 
四
人
は
我
に
返

た

か
ら
自

紹
介
を
始
め
レ
ヴ

は

く
と
そ
の
ま
ま
八
幡
の
隣
に

座

た
ボ
ス

が

い
た
か
ら
何
か
頼
ん
で
も
い
い
か

ト

キ

は

す
ぎ
る

キ

ト
が

度
を
調

し
て
て
く
れ
た
だ
ろ

あ
あ

キ

ト
は

に
し
て
お
く
の
が
も

た
い
な
い
く
ら
い
の
い
い
奴
だ
よ
な

 
だ
が

い
の
は
そ
の
せ
い
じ

な
い

こ
こ
に
来
る
ま
で
の

い
移
動
の
せ
い
だ

あ
あ

ま
あ
外
は
仕
方
な
い
よ
な

 
そ
し
て
レ
ヴ

カ
は

目
を

め
な
が
ら
四
人
を

に

め

少
し
驚
い
た
よ
う
な
顔
で

言

た
ボ
ス

日
本
じ

銃
は

制
さ
れ
て
る
よ
な

あ
あ

で
も
そ
い
つ
と
そ
い
つ

そ
れ
に
そ
の
子
は
明
ら
か
に
銃
に
慣
れ
て
る
よ
な

お
前

そ
う
い
う
の
が
分
か
る
の
か
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当
た
り
前
だ
ろ
ボ
ス

俺
を
誰
だ
と
思

て
る
ん
だ

手
の
か
か
る
妹
み
た
い
な

チ

兄
貴
面
す
ん
じ

ね
え
よ

で
も
ま
あ
悪
い
気
は
し
な
い
け
ど
な

 
そ
の
や
り
取
り
に

四
人
は

す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
八
幡
は
そ
れ
を
見
て

レ
ヴ

カ
の
事
を
少
し
説
明
す
る
事
に
し
た

あ

フ

イ
リ
ス
は
知
ら
な
い
と
思
う
が

レ
ヴ

カ
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
妹
だ

あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

の

妹え

マ
ジ
か
よ

サ
ト
ラ
イ
ザ

て
誰
ニ

第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で

シ

ナ
に
勝

た
恐
ろ
し
く
強
い
プ
レ
イ
ヤ

だ
な

本
当
ニ

う
わ

シ

ナ
に
勝
て
る
人
が
キ
リ
ト
君
以
外
に
も
い
た
の
ニ

次
は
負
け
ね
え
よ

い
つ
も
な
が
ら
負
け
ず

い
ニ

ね

 
即
座
に
そ
う
言

て
き
た
八
幡
に
フ

イ
リ
ス
は
や
れ
や
れ
と
い

た
表
情
で
そ
う
言

た
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ま
あ
次
や

た
ら
確
か
に
ボ
ス
が
勝
つ
か
も
し
れ
な
い
な

て
い
う
か
勝
て

お
前

兄
貴
の
応
援
を
し
な
く
て
い
い
の
か

忘
れ
た
の
か

俺
は
も
と
も
と
ボ
ス
の
フ

ン
だ

て
の

あ

レ
ヴ

さ
ん
も
そ
う
な
ん
で
す
か

私
も
で
す

 
そ
の
時
シ

リ

が

突
然
レ
ヴ

に
そ
う
言
い

 
レ
ヴ

は
そ
の
言
葉
に
に
ん
ま
り
す
る
と
い
き
な
り
シ

リ

と
シ

ナ
談
義
を
始
め
た

お
前
ら
俺
の
事
で
そ
ん
な
に

り
上
が
る
の
は
や
め
ろ

い
て
て
恥
ず
か
し
い
ん
だ
よ

何
で
だ
よ

別
に
い
い
じ

ね
え
か

そ
う
で
す
よ

シ

ナ
さ
ん
が
凄
い
の
は
至

当
た
り
前
の
事
で
す
か
ら

あ
あ
も
う

場
所
を
代
わ

て
や
る
か
ら
好
き
に
し
て
く
れ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
が
ト
イ
レ
に
立

た

に
風
太
と
大

は
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
八
幡
に
話
し
か

け
て
き
た

お

お
い
八
幡

何
だ
よ
あ
の
子

だ
か
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
妹
だ

て

あ
り
が
と
う

そ
し
て
あ
り
が
と
う
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い
や
マ
ジ

福
だ
わ
え
ら
い
ぞ
八
幡
よ
く
ぞ
あ
の
子
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
連
れ
帰

て
き
て

く
れ
た
わ

だ
か
ら
言

た
ろ

お

び
だ

て

お
釣
り
と
か
い
る
か

さ
す
が
に
も
ら
い
す
ぎ
な
気
が
す
る

気
に
す
ん
な

ま
あ
下
手
に
仲
良
く
な
ろ
う
と
し
た
ら
殴
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
な

い
や

見
て
る
だ
け
で
十
分
だ
わ

そ
う
そ
う

十
分
十
分

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
雑
談
が
続
け
ら
れ
た
後

そ
ろ
そ
ろ
約
束
の
時
間
だ
と
い
う
事
で

 
八
幡
達
は
移
動
す
る
事
に
な

た

そ
う
い
え
ば
シ

リ

さ
ん

今
夜
の

は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ

え

と

フ
カ
ち

ん
が
案
内
し
て
く
れ
る
と
か
何
と
か

そ
れ
ま
で
は
観
光
を

フ
カ
が
案
内

ま
さ
か
う
ち
か

か
も
し
れ
な
い
ニ

ね

ふ

ん

ま
あ
後
で

い
て
み
れ
ば
分
か
る
か

約
束
の
時
間
は
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え

と

夜
九
時
く
ら
い
か
な

今
か
ら
四
時
間
く
ら
い
か

丁
度
次
の
会
が
終
わ
る

だ
な

さ
て
ど
う
す
る
か
な

 
舞
を
一
人
に
す
る
の
が

わ
れ
た
八
幡
は

悩
む
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
そ
ん
な
八
幡
に

風
太
と
薄
塩
た
ら
こ
が
こ
う
提
案
し
て
き
た

あ

そ
れ
じ

あ
俺
達
が
そ
れ
ま
で
近
場
を
案
内
し
よ
う
か

女
の
子
が
行
く
よ
う
な

落
た
所
に
は
案
内
出
来
な
い
け
ど

 
一

的
な
観
光
レ
ベ
ル
な
ら
案
内
出
来
る

い
い
の
か

お
う

任
せ
と
け

て

 
そ
れ
に
俺
達
が
一

な
ら

変
な
奴
に

ま
れ
る
事
も
無
い
だ
ろ
う
し
安
全
だ
ろ

ま
あ
な

そ
れ
じ

あ
シ

リ

さ
ん
が
良
け
れ
ば
そ
ん
な
感
じ
で
い
い
か

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

こ

ち
の
会
が
終
わ

た
ら
ま
た
連

す
る
か
ら
そ
れ
じ

あ
後
で
な
シ

リ

さ
ん

あ

は
い

ま
た
後
で

 
八
幡
は
そ
う
言

て
レ
ヴ

カ
と
一

に
去

て
い
き
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舞
も
風
太
と
大

に
案
内
さ
れ
て

東
京
観
光
へ
と

り
出
し
た

ボ
ス

俺
の
隣
に
い
た
あ
の
子
だ
け
ど
よ

シ

リ

さ
ん
の
事
か

あ
あ

シ

リ

が
あ
の
中
で

一
番
銃
に
慣
れ
て
る
よ
な

か
も
な

あ
の
子
は
現
役
の
ハ
ン
タ

だ
か
ら
な

へ

そ
う
な
の
か

俺
の

が

ち
ま
わ
な
い
よ
う
に

 
今
度
あ
の
子
と
一

に
狩
り
に
連
れ
て

て
く
れ
よ

そ
う
だ
な

機
会
が
あ

た
ら
そ
れ
も
い
い
な

約
束
だ

ボ
ス

あ
い
よ

 
そ
し
て
八
幡
は

ほ
ど
な
く
し
て
目
的
の
場
所
に
到
着
し
た

え

マ
ジ
で
こ
こ

高
そ
う
な
店
だ
な
お
い

し
か
も
こ
の
店
の
名
前

 
そ
の
店
は
銀
座
の
ど
真
ん
中
に
あ
り

そ
の
名
前
を

美
咲

と
い

た
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第
６
０
４
話
 
そ
し
て

美
咲

へ

 
人
物
紹
介
に
以
下
の
人
物
を
追
加
し
ま
し
た

 
・
桐
生
萌
郁

 
・
ミ
ス
タ

ブ
ラ
ウ
ン

 
・
漆
原
る
か

 
・
漆
原
え
る

 
・

万
音
由
季

 
大
会
か
ら
四
日
後

八
幡
が
帰
国
し
た
直
後
に

 
ピ
ト
フ

イ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
で

た
ま
た
ま
ミ
サ
キ
と
遭
遇
し
て
い
た

あ
ら
ピ
ト
じ

な
い

ご
機

よ
う

あ
れ

ミ
サ
キ
チ
じ

な
い

凄
く
久
し
ぶ
り

こ
の
前
の

合
見
て
た
わ
よ
そ
の

は
や
り
す
ぎ
た
か
ら
反
省
し
て
る

て
事
な
の
か
し
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ら
う
ん

そ
ん
な
感
じ

シ

ナ
に
思
い

き
り

ら
れ
ち

て

 
そ
の
言
葉
に
家
の
モ
ニ
タ

で

合
を
見
て
お
り
当
日
現
地
に
い
な
か

た
ミ
サ
キ
は
目
を

見
開
い
た

シ

ナ
様
が
あ
の
日
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に

う
ん

ア
メ
リ
カ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
た
み
た
い

へ

そ
う
だ

た
ん
だ

 
ミ
サ
キ
は
内
心
し
ま

た
と
思
い
な
が
ら

同
時
に
安

し
て
い
た

や

ぱ
り
シ

ナ
様
は
凄
い
わ

ゲ

ム
の
中
だ
け
じ

な
く
リ
ア
ル
で
も
凄
い
な
ん
て

 
何
と
か
し
て
シ

ナ
様
と
お
近
付
き
に
な
れ
な
い
か
し
ら
ね
つ
い
で
に
そ
の
ま
ま

成
事
実

を 
こ
う
い
う
所
が
ミ
サ
キ
の
ミ
サ
キ
た
る
所
以
で
あ

た

と
に
か
く
現
実
的
な
の
で
あ
る

 
も

と
も
ミ
サ
キ
は
基
本
身
持
ち
が

く

こ
ん
な
感
情
を
持
つ
事
は
本
当
に
久
し
ぶ
り
で

あ

た
ん

ピ
ト
か

大
会
の
時
は
お
疲
れ
さ
ん
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あ
れ

ス
ネ

ク

こ
ん
な
時
間
に
珍
し
い
ね

ち

と
き
つ
い
交

が
終
わ

た
ん
で
な

息
抜
き
だ
息
抜
き

 
そ
こ
に
丁
度
ス
ネ

ク
が
通
り
か
か

た

 
ス
ネ

ク
は
ア
メ
リ
カ
軍
太
平

令
部
の

令

の
来
日
を
受
け

 
直
前
ま
で
話
し
合
い
を
し
て
た

か

少
し
お
疲
れ
の
よ
う
で
あ

た

 
そ
の
疲
れ
た
様
子
を
先
日
の
戦
い
の
せ
い
だ
と
思

た
ピ
ト
フ

イ
は

 

し

な
い
と
思

た
の
か

お
ず
お
ず
と
ス
ネ

ク
に
言

た

ス
ネ

ク

大
会
の
時
は
本
当
に
ご
め
ん
ね

ん

ま
あ
ち

ん
と
反
省
し
た
ん
だ

過
ぎ
た
事
は
別
に
い
い
じ

ね
え
か

ス
ネ

ク
さ
ん

今
日
は
珍
し
く
よ
く

り
ま
す
わ
ね

ん

あ
あ

こ
れ
は
ミ
サ
キ
さ
ん

す
み
ま
せ
ん
気
付
き
ま
せ
ん
で

 
確
か
に
無
口
キ

ラ
が
台
無
し
だ
ど
う
も
い
け
ね
え
や
疲
れ
て
る
せ
い
か
も
し
れ
ね
え
な

 
そ
の
ス
ネ

ク
の
様
子
と

し

な
さ
そ
う
な
ピ
ト
フ

イ
の

を
見
て
ミ
サ
キ
は
ピ
ン

と
き
た

こ
れ
は
チ

ン
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
わ
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そ
し
て
ミ
サ
キ
は
二
人
に
こ
う
提
案
し
て
き
た

二
人
と
も
そ
う
い
う
事
な
ら
今
度
う
ち
の
店
で
Ｐ
Ｍ
４
の
お
疲
れ
会
を
開
い
て
は
ど
う
か
し

ら 
つ
い
で
に
シ

ナ
さ
ん
も
呼
べ
ば

り
上
が
る
ん
じ

な
い

お
疲
れ
会

あ
あ

確
か
に
そ
れ
は
い
い
か
も

お
疲
れ
会

ま
あ
時
間
が
合
え
ば
別
に

わ
な
い
け
ど
よ

 
ピ
ト
フ

イ
は
シ

ナ
の
名
前
が
出
た
ら

基
本
こ
う
い

た
提
案
は
断
ら
な
い
し

 
シ

ナ
が
一

で
あ
る
限
り

自
分
が
身
バ
レ
す
る
事
も
も

わ
な
い

 
ス
ネ

ク
も
ス
ネ

ク
で

シ

ナ
と
も

と
仲
良
く
な
り
た
い
と
思

て
い
た

 
も
し
シ

ナ
の
参
加
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば

年
末
進
行
で
忙
し
く
な
る
前
に

 
シ

ナ
と
も

と
交
流
を
深
め
て
お
き
た
い
と

そ
う
考
え
た
の
だ

た

の
お

も
し
な
い
と
い
け
な
い
し
な

名
前
も
決
め
な
い
と
だ
し

で
も
ミ
サ
キ
チ

お
店

て
ど
こ
に
あ
る
の

銀
座
よ

そ
こ
に
私
の
店
が
あ
る
の

銀
座

へ

た
ま
に
は
い
い
か
も

ち

と
他
の
人
に
も
連

し
て
み
る
ね
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そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ

そ
れ
に
ゼ
ク
シ

ド
に
連

を
始
め
た

 
そ
の
横
で
ス
ネ

ク
が

少
し

た
顔
で
ミ
サ
キ
に
言

た

な

な
あ

も
し
か
し
て
そ
の
銀
座
の
お
店

て

美
咲

の
事
か
い

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に

ミ
サ
キ
は
や
ば
い
と
感
じ
た

 
ま
さ
か
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

の
中
に
自
分
の
店
の
事
を
知

て
い
る
者
が
い
る
と
は
思
わ
な

か

た
か
ら
だ

 
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
だ
が

美
咲

は
か
な
り
の
高
級
店
な
の
で
あ
る

 
そ
し
て
ミ
サ
キ
は

迷

た
末
に
ス
ネ

ク
に

い
た

や

ぱ
り
か

ミ
サ
キ
ち

ん

俺
だ
よ
俺

嘉
納
だ

嘉
納
太
郎

え

本
当
に

ス
ネ

ク
さ
ん

て
嘉
納
さ
ん
だ

た
の

お
う

凄
い
偶
然
だ
よ
な

い
や

驚
い
た
わ

本
当
に
驚
き
ま
し
た
わ

嘉
納
さ
ん

 
ミ
サ
キ
は
そ
の
ス
ネ

ク
の
告
白
に
安

し
た

 
嘉
納
な
ら
ば

ミ
サ
キ
の
事
を
変
に
広
め
た
り
す
る
心
配
は
ま

た
く
無
い
か
ら
だ

 
つ
い
で
に
嘉
納
は
美
咲
の
常
連
の
一
人
だ

た

そ
し
て
そ
こ
に
ピ
ト
フ

イ
が

て
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き
た

 
ピ
ト
フ

イ
が
言
う
に
は

ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
は
家
が
遠
い
ら
し
く

 
オ

ケ

を
も
ら
え
た
の
は
ゼ
ク
シ

ド
だ
け
だ

た
ら
し
い

 
そ
し
て
も
し
可
能
な
ら

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も
誘

て
や

て
く
れ
と
い
う
事
だ

た

な
の
で
と
り
あ
え
ず
今
の
参
加
人

は
五
人
か
な
あ

ち
は
い
つ
で
も
空
い
て
る
ら
し
い
か

ら 
後
は
ス
ネ

ク
次
第
な
ん
だ
け
ど

い
つ
く
ら
い
が
空
い
て
る

俺
か

そ
う
だ
な

確
か
三
日
後
の
土
曜
の
夜
な
ら
空
い
て
る
ぞ

あ
そ
の
日

て
レ
ン
ち

ん
達
と
会
う
約
束
を
し
た
日
だ
わ
一

に
呼
べ
ば
丁
度
い
い
か

も 
そ
れ
じ

あ
シ

ナ
に

い
て
く
る
ね

ミ
サ
キ
チ

ち

と
待

て
て
も
ら

て
い
い

え
え

い
ま
せ
ん
わ

あ
り
が
と

行

て
く
る

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

す
ぐ
に
八
幡
に

話
を
か
け
た
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こ
れ
は
八
幡
か
ら
言
い
出
し
た
事
で

今
回
の
よ
う
な
事
が
二
度
と
な
い
よ
う
に

 
二
人
は
つ
い
に
連

先
を
交
換
す
る
事
に
な

た
の
だ

た

あ

八
幡

エ
ル
ザ
だ
け
ど

お
う

い
き
な
り
ど
う
し
た

何
か
用
事
か

 
そ
の
言
葉
に
エ
ル
ザ
は
若

を

ら
ま
せ
た

用
事
が
無
い
と

話
し
ち

目

い
や

俺
が
暇
な
ら
別
に

わ
な
い
ぞ

用
事
が
あ

た
ら
容

な
く
切
る
け
ど
な

う
ん

そ
れ
で
い
い
よ

 
エ
ル
ザ
は

に
機

を
直
し

八
幡
に
お
疲
れ
会
の
事
を
説
明
し
た

別
に
平
気
だ
ぞ

い
い
の

あ
り
が
と
う

レ
ン
ち

ん
と
フ
カ
ち

ん
も
誘
う
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど

ど
う

か
なレ

ン
は
と
も
か
く
フ
カ
は
北
海
道
だ
ろ

丁
度
そ
の
日
に
二
人
と
こ

ち
で
会
う
約
束
な
の

ん

そ
う
な
の
か
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エ
ル
ザ
と
香
蓮
が

ち

と
香
蓮
の
事
が
心
配
だ
か
ら

俺
も
行
く
か

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
予
定
に
し
て
お
い
て
い
い

あ

お
い
エ
ル
ザ

そ
の
日
だ
け
ど
な

も
う
一
人
連
れ
て

て
も
い
い
か

い
い
け
ど
誰
を

レ
ヴ

カ
だ

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
妹
だ
な

え

何
そ
れ

何
で
そ
ん
な
事
に

し
い
説
明
は
そ
の
う
ち
な
と
り
あ
え
ず
今
そ
の
レ
ヴ

カ
が
俺
の
護
衛
に
つ
い
て
る

ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

ま
あ
い
い
や

そ
の
人
も
一

に
連
れ
て
き
て

相
変
わ
ら
ず

い
な
お
前

ま
あ
助
か
る
わ

サ
ン
キ

 
そ
し
て

話
を
切

た
後

エ
ル
ザ
は
即
座
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 

お
待
た
せ

あ
ら

か

た
わ
ね

う
ん

シ

ナ
に
連

先
を
教
え
て
も
ら

た
か
ら
ね

あ
ら
そ
う
な
の

ま
し
い
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へ
へ

で
し

何
と
か
私
も
そ
の
連

先
を

い
え

て
は

目
こ
う
い
う
の
は
じ

く
り
い
か
な

い
とそ

れ
で
ね

シ

ナ
が
護
衛
の
人
を
連
れ
て
き
た
い

て
言

て

 
私
も
丁
度
そ
の
日
に
レ
ン
ち

ん
達
と
会
う
か
ら

全
部
で
え

と

 
私
シ

ナ
レ
ヴ

カ
ち

ん
レ
ン
ち

ん
フ
カ
ち

ん
ゼ
ク
シ

ド
ユ

コ

ハ
ル
カ

 
ス
ネ

ク

全
部
で
九
人
で
予
約
す
る
事

て

可
能

え
え

問
題
な
い
わ
よ

今
度
の
土
曜
の
夜

 
時
間
は

方
五
時
く
ら
い
で
い
い
の
か
し
ら

を
用
意
し
て
お
く
わ
ね

い
き
な
り
な
の
に
本
当
に
大
丈
夫
な
の

週
末
だ
よ

え
え

大
丈
夫
よ

心
配
し
な
い
で

そ
の
日
は
確
か

い
時
間
は
予
約
が
結

入

て
た
と
思
う
け
ど

 

い
時
間
に
は
予
約
は
入

て
い
な
か

た
は
ず
そ
れ
な
ら
八
時
く
ら
い
ま
で
は
貸
し
切
り

に
し
て
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そ
の
日
は
他
の
女
の
子
も

い
時
間
に
出
勤
し
て
も
ら
う
事
に
し
ま
し

う
か

 
き

と
シ

ナ
様
は

女
の
子
が
横
に
付
い
て
も
決
し
て
喜
ば
な
い
は
ず
だ
し
ね

 
料
理
は

い
う
ち
か
ら
頑
張
る
と
し
て

そ
の
分
の
手
伝
い
は

に
し
て
も
ら

て

 
あ
あ

楽
し
み
だ
わ

本
当
に
楽
し
み

  
こ
う
し
て
美
咲
は
ま
ん
ま
と
八
幡
を
自
分
の
店
に
呼
ぶ
事
に
成
功
し
た

 
以
前
闇
風
と
別
に
約
束
は
し
て
は
い
た
が
そ
れ
は
ま
た
別
に
呼
べ
ば
い
い
だ
け
の
話
で
あ
る

 
も
し

さ
れ
て
次
が
無
か

た
と
し
て
も

美
咲
の
心
は
別
に

ま
な
い

 
闇
風
が
来
よ
う
が
来
ま
い
が
美
咲
に
は
ど
う
で
も
い
い
事
だ

た
か
ら
だ

 
そ
し
て
つ
い
に
八
幡
は

美
咲

と
い
う
女
郎

の

の
扉
を
開
け
た

い
ら

し

い
ま
せ

あ

ね

あ
の
お
客
さ
ん
は
私
が
相
手
を
す
る
か
ら
料
理
の
方
を
お
願
い
ね

え

あ

ち

と
美
咲
ち

ん

 
八
幡
が
店
に
入

て
き
た

間
に

美
咲
は

を
押
し
の
け
て
入
り
口
へ
と
向
か

た

 
も
し
こ
れ
が
ゼ
ク
シ

ド
で
あ
れ
ば

後
ろ
に
は
日
本
人
の
女
性
が
二
人
い
る
は
ず
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だ
が
こ
の

年
の
後
ろ
に
は
ア
メ
リ
カ
人
ら
し
き
女
性
が
一
人
し
か
い
な
い

 
そ
う
考
え
た
美
咲
は

こ
れ
が
八
幡
だ
と
確
信
し

胸
を
熱
く
し
た

や
だ

予
想
以
上
に
格
好
い
い
子
な
ん
だ
け
ど

 
美
咲
は
そ
ん
な

象
を
受
け

少
女
の
よ
う
に
胸
を
躍
ら
せ
な
が
ら
八
幡
の
前
に
立

た

 
八
幡
は
少
し

張
し
て
い
る
よ
う
で

や
や
言
葉
に
詰
ま
り
気
味
だ

た

こ

こ
う
い
う
店
は
初
め
て
で

す
み
ま
せ
ん

い
え

い
い
ん
で
す
よ

あ
ら
か
わ
い
い

 

あ
の

本
当
に
こ
れ
で
分
か
る
の
か
自
信
が
無
い
ん
で
す
が

 
ピ
ト
フ

イ
の
名
前
で
予
約
が
入

て
る
ん
じ

な
い
か
と

は
い

大
丈
夫
で
す
よ

て
お
り
ま
す

 
だ
が
そ
こ
に

予
想
外
の

魔
が
入

た

あ
れ

君
は
え

と

確
か
八
幡
君

え

あ
れ

え

と

そ
う
だ

雪
乃
と
ク
ル
ス
の
友
達
の

確
か

さ
ん

う
ん
そ
う

凄
い
偶
然
だ
ね

こ
こ

私
の
お
⺟
さ
ん
の
お
店
な
の

で

今
日
は
そ
の
手
伝
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い
あ

そ
う
な
の
か

今
日
は
土
曜
で
忙
し
い
は
ず
な
の
に
何
か
悪
い
な

え

う
う
ん

今
は
全
然
忙
し
く
な
い
よ

だ

て
今
日
は

準
備
は
終
わ

た
の

あ

い

け
ね

そ
れ
じ

あ
八
幡
君

ご
ゆ

く
り

あ

と

魔
し
ち
ま

て
ご
め
ん
な

 
こ
れ
で

張
が
解
れ
た
の
か

八
幡
の
表
情
が
リ
ラ

ク
ス
し
た
も
の
に
変
わ

た

 
知
り
合
い
が
い
た
事
で

度
に

す
る
必
要
は
な
い
と
悟

た
の
だ
ろ
う

 
美
咲
は
そ
ん
な
八
幡
を
見
て

も

と
話
し
た
か

た
な
と
思
う
の
と
同
時
に

 
こ
の
表
情
を
引
き
出
し
た

に
対
し
て
微

に

を
覚
え
た

あ
ら
や
だ

私

た
ら

 
美
咲
は
ち

と
ガ
ツ
ガ
ツ
し
す
ぎ
て
た
か
な
と
少
し
反
省
し
つ
つ

 
八
幡
と
レ
ヴ

カ
を
予
約

に
と
案
内
し
た

お

は
こ
ち
ら
に
な
り
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ミ
サ
キ
さ
ん
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そ
の
言
葉
に
美
咲
は
動
き
を
止
め
た

そ
し
て
美
咲
は
表
情
に
気
を
付
け
な
が
ら
八
幡
に
微

笑
ん
だ

あ
ら

や

ぱ
り
バ
レ
て
ま
し
た
の
ね

当
た
り
前
で
す
銀
座
で
ミ
サ
キ

て
名
前
の
店
な
ん
て
こ
こ
く
ら
い
し
か
無
い
で
す
よ
ね

こ
の
店
の
事
を
バ
ラ
す
の
を

ま

た
か
し
ら
ね

ま
あ
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
ら
な
か

た

て
だ
け
で
す
よ

 
そ
れ
に
し
て
も
貸
し
切
り
に
な
ん
か
し
ち

て
良
か

た
ん
で
す
か

 
こ
の
お
店
な
ら

こ
の
時
間
だ
と
い

て
も
か
な
り
の

り
上
げ
が
見
込
め
ま
す
よ
ね

ど
う
し
て
貸
し
切
り
だ
と

 
美
咲
は
そ
の
言
葉
に

か
に
動

し
た

貸
し
切
り
に
し
た
の
は
美
咲
の
独
断
で
あ
り

 
他
の
誰
に
も

そ
れ
こ
そ

に
す
ら
理
由
を
伝
え
て
な
か

た
か
ら
だ

 
し
か
も
今
日
は
料
理
も
変
に
高
い
物
は
選
ん
で
お
ら
ず

 
か
つ
味
の
ク
オ
リ
テ

は
落
と
さ
な
い
よ
う
に

心
の
注
意
を

て
用
意
さ
れ
て
お
り

 
お
酒
も
不
自
然
に

の
高
い
お
酒
は
チ

イ
ス
か
ら
外
し
て
あ

た
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さ

き
チ
ラ
リ
と
予
約

が
見
え
た
ん
で
す
よ

そ
れ
で
お
か
し
い
な

て
思

て

 

さ
ん
に
鎌
を
か
け
た
ん
で
す
よ
ね

そ
し
た
ら
案
の
定

今
は
忙
し
く
な
い

と

 
さ
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言
う
八
幡
を
見
て

 
美
咲
は
小

は
通
用
し
な
い
な
と
い
う

象
を
受
け
た

こ
れ
は
次
へ
の

み
を
持
た
せ
る
に

め
て
余
計
な
事
は
し
な
い
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い

わ 
と
に
か
く
今
日
は

心
を
無
く
し
て
も
ら
う
事
に
専
念
し
ま
し

う

 
美
咲
は
そ
う
考
え

い
ス
キ
ン
シ

プ
は

か
さ
ず
に

 
か
つ
下
品
に
な
ら
な
い
よ
う
な
態
度
を
心
が
け
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ

め
て
シ

ナ
様

い
え

八
幡
様
と
お
連
れ
様

美
咲

に
よ
う
こ
そ

今
日
は
お
世
話
に
な
り
ま
す

暴
れ
る
よ
う
な
奴
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
が

 
何
か
あ

た
ら
俺
が
力
ず
く
で
止
め
ま
す
の
で
ご
安
心
を

う
ふ
ふ

頼
れ
る
男
の
人

て
素
敵
で
す
わ
ね

 
美
咲
は
そ
う
言

て
一

八
幡
の

を

え
込
み

 
入
り
口
に

本
日

時
ま
で
貸
し
切
り

の

を
出
す
と

そ
の
ま
ま

の
方
へ
と
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て
い

た

 
そ
ん
な
美
咲
を

が
驚
い
た
よ
う
な
表
情
で
出
迎
え
た

う
わ

美
咲
ち

ん
が
初
見
の
人
に
あ
ん
な
事
を
す
る
の
を
初
め
て
見
た
よ

 
も
し
か
し
て
美
咲
ち

ん
八
幡
君
の
事
を
気
に
入

ち

た

私
の
恋
の
ラ
イ
バ
ル

さ
て

ど
う
か
し
ら
ね

 
実
は
私

に
話
を

く
前
か
ら
ゲ

ム
の
中
で
彼
の
事
を
知

て
た
ん
だ
け
ど

 
確
か
に
そ
の

か
ら
彼
と
な
ら
再
婚
し
て
も
い
い
か
な

て
漠
然
と
感
じ
て
た
の
は
確
か
だ

け
ど
ね

 
そ
の
言
葉
に

は
か
な
り
驚
い
た

 
美
咲
の
口
か
ら
再
婚
と
い
う
言
葉
が
出
た
の
を
一
度
も

い
た
事
が
無
か

た
か
ら
で
あ
る

そ
う
な
の

う
わ

や

ぱ
り
ラ
イ
バ
ル
だ

し
か
も
最
強
の

で
も
彼
に
は
決
ま

た
人
が
い
る
み
た
い
だ
し

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
れ

て
雪
乃
と
か
ク
ル
ス
の
事

い
い
え

そ
れ
以
上
に
手
ご
わ
い
正
妻
様
が
い
る
の
よ

そ
う
な
ん
だ
う
う
ま
あ
い
い
や
せ
め
て
も
う
ち

と
親
し
く
な

て
お
き
た
い
な
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お

い
頑
張
り
ま
し

う
ね

う
ん

美
咲
ち

ん

 
一
方
当
の
八
幡
は

レ
ヴ

カ
に
か
ら
か
わ
れ
て
い
た

ボ
ス

顔
が

い
ぞ

お

お
う

あ
の
人
は
苦
手
な
ん
だ
よ

色
気
が
あ
り
す
ぎ
て
な

確
か
に
そ
ん
な
感
じ
だ
な
で
も
下
品
じ

な
い
ア
メ
リ
カ
じ

滅
多
に
見
な
い
タ
イ
プ
だ

な
そ
ん
な
も
ん
か

あ
あ

そ
ん
な
も
ん
だ

 
レ
ヴ

カ
は
自
分
の
前
に
置
か
れ
た
箸
を

ん
で
お
り
八
幡
は
興
味
本

で
こ
う

ね
た

と
こ
ろ
で
レ
ヴ

箸
は
使
え
る
の
か

も
し
無
理
な
ら
フ

ク
と
か
を
用
意
し
て
も
ら

う
がん

余

余

う
ち
の
兄
貴
は
あ
れ
で
意
外
と
日
本
か
ぶ
れ
な
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
子

の

か
ら
た
ま
に
箸
も
使

て
た

 
そ
う
言

て
レ
ヴ

カ
は

麗
な
持
ち
方
で
箸
を
開
い
た
り

じ
た
り
し
た
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ほ
ほ
う
上
手
い
も
ん
だ
な
で
も
あ
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
な

そ
ん
な
風
に
は
見
え
な
か

た
がほ

ら
こ
れ

 
そ
う
言

て
レ
ヴ

カ
は
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
子

の

の
写
真
ら
し
き
物
を
見
せ
て
き

た 
そ
こ
に
は
背
中
に
海
が
好
き
と
書
い
て
あ
る

シ

ツ
を
着
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

が
写

て
お
り

 
八
幡
は
思
わ
ず

き
出
し
た

ぶ
ふ

笑
い
す
ぎ
だ
ぞ

ボ
ス

い
や
だ

て

海
が
好
き

て

こ
の

は
意
味
が
分
か

て
な
か

た
か
ら
な

 
日
本
語
が
書
い
て
あ
れ
ば
何
で
も
良
か

た
ん
だ
よ

兄
貴
は

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
戦
争
が
終
わ

た
ら
日
本
に
で
も
来
て
も
ら

て

 
古
き
良
き
日
本
文
化
を

能
さ
せ
て
や
る
と
し
よ
う
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ち
な
み
に
俺
も

そ
う
い
う
の
は
好
き
だ

ボ
ス

分
か

た
分
か

た

暇
を
見
て
色
々
連
れ
て

て
や
る
よ

最
初
は
カ
マ
ク
ラ
か
ら
な

へ
い
へ
い

ど
こ
で
調
べ
た
ん
だ
か

 
八
幡
は

の
予
定
が
レ
ヴ

カ
に
よ

て
ど
ん
ど
ん

え
て
い
き
そ
う
な
予
感
を
感
じ

 
つ
い
で
に
明
日
奈
と
他
に
も
う
一
人
く
ら
い
誰
か
を
誘

て

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ク
ロ
ス
が
正
式
に
始
ま
る
ま
で
は
少
し
の
ん
び
り
し
よ
う
と
心
に
決
め
た



 第６０５話 年齢差は友情には関係ない

 
第
６
０
５
話
 
年
齢
差
は
友
情
に
は
関
係
な
い

 
丁
度
そ
の
時
入
り
口
か
ら
誰
か
が
中
に
入

て
く
る
の
が
見
え
た

嘉
納
で
あ
る

お

比
企
谷
君

待
た
せ
た
な

ま
だ
時
間
に
は

い
で
す
し

俺
達
も
今
来
た
と
こ
ろ
で
す
よ

下

 
そ
こ
に
美
咲
が
再
び
現
れ

驚
い
た
よ
う
な
顔
で
言

た

あ
ら

お
二
人
は
リ
ア
ル
で
も
お
知
り
合
い
で
し
た
の

お
う
美
咲
ち

ん

そ
う
な
ん
だ
よ

こ
い
つ
は
中
々
見
ど
こ
ろ
の
あ
る
奴
で
な

 
実
は
前
か
ら
ち

こ
ち

こ
間
接
的
に
世
話
に
な

て
た
ん
だ
が

最
初
は
よ

下

そ
れ
以
上
言

た
ら
カ

ト
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す
よ

 
八
幡
は
そ
れ
以
上
言
わ
せ
ま
い
と

に
そ
う
言

た

お

と

そ
い
つ
は
い
け
ね
え

ま
あ
美
咲
ち

ん

 
と
に
か
く
こ
い
つ
は
今
後
の
日
本
に
必
要
な
奴
な
ん
だ

目
を
か
け
て
や

て
く
れ
な

も
う
と

く
に
か
け
て
ま
す
わ
よ

お
う
そ
う
か

さ
す
が
男
を
見
る
目
は
一
流
だ
な

わ
は
は
は
は
は
は
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そ
の
後
ろ
か
ら
入

て
き
た
の
は
ゼ
ク
シ

ド
こ
と

村
保
で
だ

た

 
後
ろ
に
は
当
然
ユ

コ
こ
と

川

子
と
ハ
ル
カ
こ
と

上
遥
の

も
あ

た

 
そ
れ
を
見
た

が
気
を
利
か
せ
て
代
わ
り
に
嘉
納
を

へ
と
案
内
し

 
そ
し
て
保
は
美
咲
に
案
内
さ
れ
八
幡
の
顔
を
じ

と
見
詰
め
な
が
ら
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き

た
え

と

初
め
ま
し
て

君
が
シ

ナ
か
い

お
う

初
め
ま
し
て
だ
な

ゼ
ク
シ

ド

ど
う
し
た

い
や

初
め
て

て
感
じ
が
ど
う
し
て
も
し
な
く
て
さ

気
の
せ
い
だ
ろ

な

ユ

コ

ハ
ル
カ

そ
う
で
す
よ
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

気
の
せ
い
気
の
せ
い

さ
さ

大
人
し
く

に
つ
き
ま
し

う

あ

あ
あ

そ
れ
じ

あ
今
日
は
宜
し
く
ね

シ

ナ

あ
あ

楽
し
く
い
こ
う
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だ
が

に
つ
い
た

間

保
だ
け
で
は
な
く

子
と
遥
も
思
わ
ず
動
き
を
止
め
た

え

え
テ
レ
ビ
で
昼
に
見
た

ま

ま
さ
か
嘉
納
防
衛
大
臣
で
す
か

お
う
俺
が
ス
ネ

ク
こ
と
嘉
納
太
郎
だ
宜
し
く
な
ゼ
ク
シ

ド
そ
れ
に
お
嬢
ち

ん
達

 
三
人
は
そ
の
言
葉
に
完
全
に

ま

た

 
そ
し
て
最
後
に
エ
ル
ザ
達
が
店
に
入

て
き
た

後
ろ
に
は
香
蓮
と
美
優
の

も
見
え
る

う
わ

私
こ
う
い
う
店
に
入
る
の
は
初
め
て
だ

当
た
り
前
で
し

美
優

普
通
こ
う
い
う
お
店
は
男
の
子
し
か
来
な
い
わ
よ

ミ
サ
キ
チ

ご
め
ん

ギ
リ
ギ
リ
に
な

ち

た

 
そ
ん
な
エ
ル
ザ
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
な
が
ら

 
美
咲
は
そ
れ
で
も
動

を
表
に
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
言

た

大
丈
夫
よ

そ
れ
に
し
て
も
ピ
ト

あ
な
た

神
崎
エ
ル
ザ
さ
ん
だ

た
の
ね

う
ん

正
解

驚
い
た

驚
い
た
よ
ね

そ
う
ね

驚
い
た
わ
よ
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う

ん

ミ
サ
キ
チ

て
ば
そ
ん
な
に
驚
い
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
け
ど
な

誰
が
来
て
も
驚
い
た
ら
失

に
当
た
る
か
ら

表
情
に
出
な
い
よ
う
に
訓
練
し
て
る
だ
け
で

 
心
の
中
で
は
と
て
も
驚
い
て
い
る
わ
よ

そ
う
な
ん
だ

で
も
分
か
る
よ
う
に
驚
い
て
欲
し
か

た
な

 
そ
う
残
念
そ
う
に
言
う
エ
ル
ザ
に

美
咲
は

み
笑
い
を
し
な
が
ら
言

た

で
も

に
つ
い
て

一
番
驚
く
の
は
あ
な
た
じ

な
い
か
な

て
気
は
す
る
わ

え

そ
ん
な
事
あ
り
ま
せ
ん
よ

だ

そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
の
だ
け
れ
ど

 
そ
し
て
美
咲
は
三
人
を

に
案
内
し
そ
の
顔
ぶ
れ
を
見
た

間
に
ピ
ト
フ

イ
が
絶
叫
し

た
え
え
え
え
え
え
え
え

も
し
か
し
て
防
衛
大
臣

誰

ス
ネ

ク

 
こ
う
し
て
エ
ル
ザ
の
強
が
り
は
一

で
破

し
八
幡
と
レ
ヴ

カ
そ
れ
に
嘉
納
は
思
わ

ず
笑

た

 
そ
の
直
後
に
エ
ル
ザ
の
声
で
覚

し
た
保
が

エ
ル
ザ
の
顔
を
見
て
再
び

直
し
た

え

か

神
崎
エ
ル
ザ
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そ
う
い
う
あ
な
た
は
ゼ
ク
シ

ド

私
は
ピ
ト
フ

イ
よ

宜
し
く

あ

あ

何
だ
よ
こ
の
集
ま
り

ど
う
な

て
ん
の

ま
あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
と
思

て
受
け
入
れ
ろ

ゼ
ク
シ

ド

シ

ナ
は
全
部
知

て
た
の
か
い

い
く
ら
な
ん
で
も
平
然
と
し
す
ぎ
で
し

 
ち
な
み
に

子
と
遥
は
平
気
だ

た

こ
の
事
を
以
前
八
幡
に

め
か
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ

レ
ン
ち

ん

食
事
会
以
来

だ

ね

元
気
そ
う
だ
ね

う
ん

凄
く
元
気

 
そ
し
て
香
蓮
は
八
幡
に

さ
れ
て
そ
の
隣
に
座

た

 
ち
な
み
に
レ
ヴ

カ
は
そ
の
反
対
で
あ
り

美
優
は
香
蓮
の
正
面
と
い
う
事
に
な

た

 

は
ち
な
み
に
こ
う
で
あ
る

正
面

か
ら
香
蓮

八
幡

レ
ヴ

カ

ス
ネ

ク

 
手
前
が
美
優

子
保
遥
で
あ
り
香
蓮
と
美
優
の
間
の
上
座
に
は
エ
ル
ザ
が
座
ら
さ
れ

た 
エ
ル
ザ
は
そ
れ
を

否
し
よ
う
と
し
た
が

八
幡
が
そ
れ
を
許
さ
な
か

た

 
ち
な
み
に
嘉
納
は
最
初
か
ら
上
座
に
座
る
気
は
ま

た
く
無
く
最
初
に
座

た

か
ら
動
か
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な
か

た

お
い
ピ
ト

お
前
は
そ
こ

一
番
え
ら
そ
う
な

な

え

八
幡
か
大
臣
が
座

て
よ

い
い
か
ら
さ

さ
と
座

て
会
を
始
め
ろ

ち

は

い

 
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
飲
み
物
を
頼
み

し
た
後

自

紹
介
か
ら
会
は
始
ま

た

そ
れ
じ

あ
私
か
ら

神
崎
エ
ル
ザ

ピ
ト
フ

イ
だ
よ

あ
の

小
比

香
蓮

レ
ン
で
す

比
企
谷
八
幡

シ

ナ
だ

八
幡
の
護
衛
を
し
て
い
る
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

だ

ヨ
ロ
シ
ク
な

ス
ネ

ク
こ
と
嘉
納
太
郎
だ

お
い
お
前
ら
俺
の
時
だ
け
そ
ん
な
に

く
な
る
な

て

私
は
フ
カ
次
郎
こ
と

原
美
優

宜
し
く
ね

川

子

ユ

コ
で
す

し

村
保

ゼ
ク
シ

ド
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

上
遥

ハ
ル
カ
で

す
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次
に
最
初
に
話
を

た
の
は

予
想
外
に

子
で
あ

た

い
や

し
か
し
レ
ン
ち

ん
に
は
び

く
り
だ
よ

 

分
成
⻑
し
た
よ
ね

も
う
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

の
一

じ

な
い

そ

そ
れ
ほ
ど
で
も

い
や

本
当
に
凄
い

て

そ
れ
に
そ
の
相
変
わ
ら
ず
の
高
身
⻑

 
香
蓮
は
そ
の
言
葉
に
反
射
的
に
ビ
ク

と
し
た
が

 
八
幡
は
そ
ん
な
香
蓮
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
優
し
く
微
笑
ん
だ

 
今
の

子
と
遥
が
香
蓮
を

つ
け
た
り
す
る
よ
う
な
事
を
言
う
は
ず
が
な
い
と
信
じ
て
い
た
か

ら
だ凄

く
格
好
い
い

ま
し
い

え
え

だ
よ
ね

ま
し
い
し

ま
し
い
よ
ね

 
こ
こ
で
エ
ル
ザ
も
そ
う
被
せ
て
き
た

八
幡
も
そ
う
思
う
で
し

あ

俺
は
別
に
身
⻑
と
か
関
係
な
く

香
蓮
は
か
わ
い
い
と
思
う
が
な
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そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

香
蓮
の

に
ポ
ン
と
手
を
置
き

 
次
の

間
香
蓮
の
顔
が
真

に

ま

て
い
る
事
に
気
付
き

て
て
そ
の
手
を
離
し
た

わ

悪
い

い
つ
も
の

で
つ
い

う

う
ん

大
丈
夫

い
つ
も
の
事
だ
か
ら

 
そ
の
言
葉
に
遥
が
反
応
し
た

あ

確
か
に
あ
ん
た

て
よ
く
女
の
子
に
そ
う
い
う
事
を
す
る
よ
ね

こ
れ
は
ジ
ゴ
ロ
だ
ね

う
ん
間
違
い
な
い

だ
な
よ
し
比
企
谷
君
俺
が
今
度
君
が
ジ
ゴ
ロ
だ
と

議
決
定
す
る
よ
う
に
提
案
し
て
や

ろ
う

下

も
う

て
ん
す
か

そ
う
い
う
の
は
冗
談
で
も
本
気
で
や
め
て
下
さ
い

わ
は
は
は
は
は

保
君
は
ど
う
思
う

そ
う
い
う
と
こ
ろ

は

い
だ

た
ん
で
す
け
ど

 
今
で
も

い
で
す

え
え

キ

パ
リ
と
ね

こ
い
つ

モ
テ
す
ぎ
る
ん
で
す
よ

意
味
不

明
で
し

う

お
前

い
き
な
り
キ

ラ
が
違
わ
な
い
か
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フ
ン

も
う
友
達
な
ん
だ
か
ら
好
き
な
事
を
言
う
事
に
決
め
た
ん
だ

 
君
も
こ
ん
な
僕
と
友
達
に
な

ち
ま

た
事
を

め
て

全
部
受
け
入
れ
る
ん
だ
な

そ
う
い
え
ば
お
前
最
近
自
分
の
事
俺

て
言
わ
な
い
よ
な
強
が
る
の
は
も
う
や
め
た
の

か
フ
ン

無
理
に
格
好
つ
け
て

俺

て
言
う
の
が
面
倒

く
な

た
の
さ

 
も
と
も
と
僕
は

自
分
の
事
を
僕

て
呼
ぶ
の
が
デ
フ

だ
か
ら
ね

へ

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か

べ

別
に
君
に
そ
う
言
わ
れ
て
も
嬉
し
く
な
ん
か
な
い
け
ど
ね

 
そ
の
言
葉
に
女
子
組
は

ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
や
り
だ
し
た

こ
れ

て
ツ
ン
デ
レ

う
ん

ツ
ン
デ
レ
だ
ね

間
違
い
な
い
よ
ね

で
も
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

本
当
に
変
わ

た
よ
ね

私

親
切
な
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
し
か
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど

あ

香
蓮
ち

ん
は
そ
う
か
も
ね

は
こ
の
二
人

本
当
に
仲
が
悪
か

た
ん
だ
よ
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そ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
の
横
で

レ
ヴ

カ
と
嘉
納
は
銃
談
義
を
し
て
い
た

お
お

や

ぱ
り
本
職
だ
け
あ

て

し
い
な

あ
ん
た
も
中
々
話
せ
る
ね

治
家
に
し
て
お
く
の
は
も

た
い
な
い
よ

そ
う
か

わ
は
は
は
は

ま
だ
ま
だ
若
い
者
に
は
負
け
ん
よ

 
そ
ん
な
一
同
を

美
咲
と

は

ま
し
そ
う
に

め
て
い
た

何
か
い
い
な

楽
し
そ
う

そ
う
ね

年
の
差
と
か

友
情
に
は
関
係
な
い

て
本
当
に
よ
く
分
か
る
わ
よ
ね

あ

美
咲
ち

ん
そ
の
発
言
は
お
ば
さ
ん

い

あ
ら

あ
な
た
よ
り
は
私
の
方
が
ま
だ
ま
だ
全
然
モ
テ
る
と
思
う
わ
よ

く

事
実
だ
け
に
言
い
返
せ
な
い

 
そ
し
て
会
は
進
み

ほ
ど
よ
く

い
も
回

た
と
こ
ろ
で

嘉
納
が
先
に
帰
る
事
に
な

た

す
ま
ん
な

明
日
は
色
々
や
る
事
が
あ

て
な

下

お
疲
れ
様
で
し
た

カ

ト
に
も
宜
し
く
伝
え
て
下
さ
い
ね

お
う

伝
え
と
く
わ

今
度
の
休
日
は
一
日
ド
ラ
イ
ブ
だ
な

楽
し
み
だ
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し
ば
ら
く
忙
し
い
と
思
う
ん
で
今
度
は

さ
ん
達
も
交
え
て
暇
な
時
に
飲
み
ま
し

う
ね

だ
な

今
日
は

い
時
間
し
か
参
加
出
来
な
く
て
本
当
に
す
ま
ん
か

た

あ

あ
と
エ
ル

ザ
ち

ん
や

あ

は
い

歌
 
嘉
納
は
そ
う

き

エ
ル
ザ
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

え

と

は
い

君
の
歌
俺
は
好
き
だ

何
が
あ

て
も
比
企
谷
君
を
信
じ
て
こ
れ
か
ら
も
歌
い
続
け
て

な 
そ
の
言
葉
に

エ
ル
ザ
は
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
元
気
に
返
事
を
し
た

は
い

頑
張
り
ま
す

 
そ
し
て
嘉
納
は
ど
こ
か
ら
か
現
れ
た

に
連
れ
ら
れ

帰

て
い

た

の
人
も
大
変
だ
よ
な

あ
れ
も
仕
事
だ

プ
ロ
な
ん
だ
か
ら
大
変
だ
と
か
思
わ
な
い
さ

あ
れ

で
も
私
達
が
同

す
る
事

危
な
い
と
思

て
な
か

た
の
か
な
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事
前
に
俺
達
の
身
元
の
調
査
く
ら
い
は
し
て
あ

た
は
ず
だ

 
そ
う
じ

な
い
と

レ
ヴ

カ
が
い
る
の
に

が
中
に
入

て
こ
な
い
理
由
が
説
明
出
来

な
い
だ
ろ

 
そ
の
言
葉
に
レ
ヴ

カ
も
同
意
し
た

あ
あ

確
か
に
私
な
ら
一

で
彼
を
殺
せ
る
か
ら
な

怖
い
事
を
真
顔
で
言
う
ん
じ

ね
え

ボ
ス
の
命
令
が
無
い
限
り
そ
ん
な
事
は
し
な
い

て
の

 
八
幡
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
み

レ
ヴ

カ
は
そ
う
言

て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た

ほ
え
え

と

使
い

て
感
じ

や

ぱ
り
八
幡
君
は
凄
い
ね

香
蓮

こ
ん
な
事
で
褒
め
ら
れ
て
も
ち

と
も
嬉
し
く
な
い
ん
だ
が

君
は
ほ
ら
あ
の
ピ
ト
フ

イ
ま
で
手
な
ず
け
た
じ

な
い
か
も
う
怖
い
物
な
ん
て
何
も
な

い
よ
ね

本
人
の
前
で

あ
の

と
か
言
わ
な
い
で
よ
ゼ
ク
シ

ド

君
ね

今
ま
で
の
自
分
の
行
い
を
胸
に
手
を
当
て
て
考
え
て
み
な
よ

い
や
今
回
の
事
だ
け
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じ

な
く
さ

ふ
ふ
ん

胸
が
無
い
か
ら
分
か
り
ま
せ
ん

ピ

ピ
ト
さ
ん

か
な
い
で

う
う

自

ネ
タ
は
自
分
に
も
ダ
メ

ジ
が
大
き
い

と
こ
ろ
で
今
更
で
す
が
今
日
舞
さ
ん
を
リ

ダ

の
マ
ン
シ

ン
に

め
て
も
い
い
で
す
か

あ
あ

別
に

わ
な
い
ぞ

あ
ざ

す

 
そ
の

間
に

カ
オ
ス

態
だ

た
場
の
会
話
が
ピ
タ
リ
と
止
ま

た

え

今
何
か

き

て
な
ら
な
い
言
葉
が

こ
え
な
か

た

ん

気
の
せ
い
だ
ろ

い

や

確
か
に

こ
え
た
ね

君
の
マ
ン
シ

ン
に
誰
か
を

め
る
と
か
何
と
か

あ
あ
ほ
と
ん
ど
使

て
な
い
ん
だ
が
実
は
会
社
の
近
く
に
俺
が

り
て
る
マ
ン
シ

ン
が

あ

て
な

 
帰
り
が

く
な

て
家
に
帰
れ
な
い
時
と
か
こ
う
し
て
遠
く
か
ら
美
優
み
た
い
な
の
が

ね
て
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き
た
時
の

 
女
性

の

り
場
に
な

て
る
ん
だ
よ
な

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
な
ら
安
心
ね

何
だ

勘
違
い
し
ち

た

 
八
幡
は
上
手
く
話
を
誤
魔
化
し
そ
れ
を

い
て
あ
は
は
は
は
と
笑
う
保
と

子
と
遥
で
あ

た
が

 
そ
の
中
に

空
気
を

め
な
い
者
が
一
人
い
た
の
を
八
幡
は
忘
れ
て
い
た

あ
あ

あ
の
ボ
ス
の
ハ

レ
ム
マ
ン
シ

ン
な

ま

て
み
て
驚
い
た

 
あ
れ

て
一
体
何
人
分
の
予
備
の
下
着
が
ス
ト

ク
し
て
あ
る
ん
だ

 
そ
し
て
八
幡
が
止
め
る
間
も
な
く

美
優
が
そ
れ
に
答
え
た

こ
の
前

え
た
か
ら
知

て
る

今
は
二
十
七
人
分
だ
ね

 
全
員
自
分
で
自
分
の
予
備
の
下
着
を
持
ち
込
ん
で
管
理
し
て
も
ら

て
る
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
管
理
と
い
う
言
葉
に
は

優
里
奈
に

と
い
う
主
語
が
抜
け
て
い
た

 
そ
れ
を

い
た
エ
ル
ザ
の
目
が
座
り

八
幡
は
そ
れ
を
見
て

や
ば
い

と
思

た

え

と

八
幡

説
明
し
て
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違
う
誤
解
だ
決
し
て
香
蓮
の
下
着
と
か
を
俺
が
管
理
し
て
る
と
い
う

で
は
断
じ
て
な
い

そ
こ
で
私
の
下
着
を
引
き
合
い
に
出
さ
な
い
で

は

恥
ず
か
し
い
か
ら

 
香
蓮
が
顔
を
真

に
し
て
そ
う
言
い
そ
れ
を
見
た
一
同
は
八
幡
を
問
い
詰
め
る
の
を
忘

れ
たか

わ
い
い

か
わ
い
い
ね

く

女
子
力
じ

負
け
な
い
と
思

て
た
の
に

コ
ヒ

め

お
前
の
ど
こ
に
女
子
力
が
あ
る
ん
だ
よ

そ
れ
よ
り
み
ん
な

 
エ
ル
ザ
と
美
優

そ
れ
に
レ
ヴ

カ
に
は
も
う
話
し
た
が

先
に
大
事
な
話
が
あ
る

 
突
然
八
幡
が
真
面
目
な
顔
で
そ
う
言
い

一
同
は
そ
の
顔
を
見
て

居

ま
い
を
正
し
た
の

だ

た

 
八
幡
は
果
た
し
て
こ
の
ま
ま
逃
げ
切
れ
る
の
か
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第
６
０
６
話
 
お
疲
れ
会
の
顛
末

 
あ
と

回
で
マ
ン
シ

ン

み
の
話
が
終
わ
り

そ
の
後
は

話
か
け
て
ゴ
ニ

ゴ
ニ

の
話
と
な
り
ま
す

 
人
物
紹
介
に

メ
リ
ダ
を
追
加
し
ま
し
た

あ

も
し
か
し
て
あ
の
話

あ
あ

幸
い
こ
こ
に
は
残
り
の
誘
い
た
か

た
メ
ン
バ

が
全
員
揃

て
い
る
か
ら
な

そ
う
だ
ね

先
に
そ
の
話
を
片
付
け
ち

い
た
い
ね

 
八
幡
は
そ
の
話
に

く
と

を
変
え

保

子

遥

香
蓮
に

ん
で
座

て
も
ら

た
悪
い
な

こ
の
方
が
説
明
し
や
す
い
ん
で
な

そ
れ
は

わ
な
い
け
ど

そ
れ

て
も
し
か
し
て

 
先
日
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
が
発
表
し
た
あ
の
話
に
関
係
が
あ
る
の
か
い
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お
お

ゼ

君

や

ぱ
り
お
前

て
凄
い
ん
だ
な

誰
が
ゼ

君
だ

ま
あ
し
か
し

名
前
の
呼
び
方
は
と
も
か
く

 
そ
う
言
わ
れ
る
と
悪
い
気
は
し
な
い
ね
情
報
収
集
は
常
に

か
さ
な
い

て
だ
け
な
ん
だ
け

ど
ねそ

れ
で
も
だ

ち

と
感
動
す
ら
覚
え
た
ぞ

ゼ

君

だ
か
ら
ゼ

君
言
う
な

て

ね

八
幡
君

そ
れ

て
何
の
話

 
そ
の
二
人
の
会
話
に
レ
ン
が

て
入

た

そ
れ
じ

あ
そ
こ
か
ら
説
明
す
る
か

先
日
こ
ん
な
発
表
が
あ

た

 
簡

に
言
う
と

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

を
し
て
る
ソ
レ
イ
ユ
と

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
運

を
し
て
い
る
ザ
ス
カ

が
提

し
た

て
話
だ

同
時
に
こ
ん
な
情
報
が
公
開

さ
れ
た

 
二
社
が
協
力
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ど
ち
ら
か
ら
も
コ
ン
バ

ト
無
し
で
ロ
グ
イ
ン
出
来

る 
全
五
層
の
ダ
ン
ジ

ン

式
の
サ

バ

を

入
し
よ
う

て
プ
ラ
ン
だ
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そ
う
な
の

う
わ

そ
れ
じ

あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
人
達
と
も
そ
の
ま
ま
一

に
遊
べ
る
ん
だ

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

要
す
る
に

剣
と
魔
法
と
銃
の
世
界
だ

う
わ

う
わ

凄
く
楽
し
そ
う

 
香
蓮
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
そ
う
言
い
そ
ん
な
香
蓮
の
態
度
に
他
の
者
達
は
萌
え
死

ん
だか

か
わ
い
い

比
企
谷
が
言

て
た
事
の
意
味
を

今
実
感
し
た
わ

だ
ろ

や

と
分
か

て
く
れ
た
み
た
い
で
何
よ
り
だ

 
そ
れ
が
自
分
の
事
だ
と
気
付
い
た
の
か
香
蓮
は
顔
を
真

に
し
て
八
幡
を
ポ
カ
ポ
カ
と
叩

い
たも

う

も
う

す
ま
ん
す
ま
ん

で

こ
こ
か
ら
が
話
の
本
題
だ
が

 
俺
は
両
方
の
ゲ

ム
に
持
て
る
人
脈
を
結
集
し

攻
略
チ

ム
を
作
る
事
に
し
た

 
そ
の
チ

ム
の
名
前
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
ま
あ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
と
十
狼
を
合
わ
せ
た
だ
け
の
名
前
だ
け
ど
な
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ち

と
待

て
く
れ

十
狼
は
と
も
か
く

ヴ

ル
ハ
ラ

て
あ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
ろ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
が
こ
こ
で
ど
う
関
係
し
て
く
る
ん
だ
い

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
ハ

と
さ
せ
ら
れ
た

あ

お
前
あ
れ
は
夢
だ
と
思

て

 
そ
ん
な
八
幡
を

子
と
遥
が
上
手
く
フ

ロ

し
た

あ

そ

か
そ

か
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
は
そ
の
事
ち

ん
と
は
知
ら
な
い
ん
だ

た
ね

そ
う
だ

た
そ
う
だ

た

え

と

私
が
説
明
し
て
も
い
い
の
か
な

 
遥
の
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

い
た

え

と
ね

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

こ
の
比
企
谷
は
ね

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
シ

ナ
で
あ
り

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
な
の

ご
め
ん
な
さ
い

さ
す
が
に
こ
の
事
は

 
い
く
ら
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
で
も
勝
手
に
教
え
る

に
は
い
か
な
く

て
さ

え

と
い
う
か

二
人
は
何
で
そ
の
事
を

 
ゼ
ク
シ

ド
に
と

て
は

そ
ち
ら
の
方
が
気
に
な
る
事
だ

た
ら
し
い

 
シ

ナ

ハ
チ
マ
ン
だ
と
い
う
事
は

夢
だ
と
思

て
い
た

の
事
件
の
時
か
ら
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彼
の
中
で
は
も
し
か
し
た
ら
そ
う
か
も
と
い
う
認
識
が
芽
生
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
ア
チ
マ
ン
の
出
撃
を
見
送

た
の
は

他
な
ら
ぬ
ゼ
ク
シ

ド
な
の
だ
か
ら

あ

あ
は

え

と

実
は
私
達

比
企
谷
と
同
じ
学
校
だ

た
の

え

そ
う
な
の
か
い

う

う
ん

実
は
最
初
か
ら
そ
の
事
を
知

た
上
で
僕
の
誘
い
を
受
け
た
と
か

あ

う
う
ん

そ
の
時
は
全
然
知
ら
な
く
て

最
初
に
知

た
の
は
戦
争
の
最
後
の
方

で
も
そ
の
時
は
ま
だ

全
然
友
達
と
か
じ

な
か

た
ん
だ
よ
ね

私
達

だ
な

そ
の

は
ま
だ
ま
し
だ

た
が

そ
の
前
は
完
全
に
敵
対
し
て
た
よ
な

そ
う
だ

た
の
か

世
間
は

い

て
本
当
だ
ね

 
ゼ
ク
シ

ド
は
二
人
の
そ
の
変
化
を
我
が
物
と
し
て
感
じ
た
ら
し
く
穏
や
か
な
口
調
で
そ
う

言

た
ま
あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
よ
ね

う
ん

で
す
よ
ね
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ま
あ
こ

ち
の
事
情
は
そ
ん
な
感
じ
で
す

オ

ケ

だ

悪
か

た
よ

中
で
口
を

ん
だ
り
し
て

い
や

疑
問
は
先
に
解
消
し
て
お
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
か
ら
問
題
な
い
さ

そ
れ
で
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

め
て
四
人
に
オ
フ

を
出
し
た

ゼ
ク
シ

ド

ユ

コ

ハ
ル
カ

そ
し
て
レ
ン

俺
の
作
る
チ

ム
に
参
加
し
て
く
れ
な
い

か 
そ
の
誘
い
に

四
人
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
う
答
え
た

僕
で
良
け
れ
ば
喜
ん
で

お

お
お

に
素
直
だ
な

ゼ

君

だ
か
ら
ゼ

君
言
う
な

言

た
ろ

 
僕
は
君
に

こ
の

度
じ

返
し
き
れ
な
い

り
が
あ
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
ん
だ
よ

気
の
せ
い
じ

な
い
か

も
し
そ
う
だ
と
し
て
も

僕
が
そ
う
し
た
い
ん
だ

だ
か
ら
君
の
作
る
チ

ム
に
参
加
す
る

そ
う
か

あ
り
が
と
な

ゼ

君

だ
か
ら
ゼ

君
言
う
な
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ゼ
ク
シ

ド
は
絶
叫
し

そ
の
横
で

子
と
遥
も
笑
い
な
が
ら
言

た

私
は
喜
ん
で

私
も
私
も

お
う

二
人
と
も
あ
り
が
と
な

い
い

て
い
い

て
何
よ
り
私
達
を
そ
ん
な
大
事
な
チ

ム
に
誘

て
く
れ
た
事
が
嬉
し

い
よそ

う
そ
う

じ

考
え
ら
れ
な
い
変
化
だ
よ
ね

比
企
谷
も
私
達
も
両
方
ね

だ
な

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
な

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
最
後
に
香
蓮
が

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
八
幡
に
手
を
差
し
出
し
た

八
幡
君
は
私
の
師
匠
の
一
人
な
ん
だ
か
ら

て
命
令
し
て
く
れ
て
も
い
い
の
に

俺
が
そ
ん
な
事
出
来
な
い
の
は
知

て
る
だ
ろ

う
ん

八
幡
君
は
優
し
い
も
ん
ね

 
そ
う
言

て
香
蓮
は
八
幡
の
胸
に
コ
ツ
ン
と

を

え
た
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頑
張
ろ
う
ね

お
う

頑
張
ろ
う
な

 
そ
ん
な
二
人
の

を
見
て

エ
ル
ザ
と
美
優
が

を

ら
ま
せ
た

何
こ
の
ラ
ブ
コ
メ

私
達
の
時
と
態
度
が
違
う

私
達
の
時
は

こ
れ
こ
れ
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
か
ら
お
前
ら
も
暇
な
ら
参
加
し
ろ

 
だ
け
だ

た
も
ん
ね

う

こ
れ
が
ヒ
ロ
イ
ン
力
の
差
と
で
も
言
う
つ
も
り
な
の

く
そ

コ
ヒ

め

今
夜
は
絶
対
に
ひ

ひ

言
わ
せ
て
や
る

 
そ
ん
な
二
人
に
八
幡
は

容

な
く
拳
骨
を
落
と
し
た

き

い

い
い

も

と

も

と

れ
こ
の
変
態
コ
ン
ビ
が

 
八
幡
は
二
人
に
そ
う
一

す
る
と

話
を
こ
う

め
た

何
に
せ
よ

も
う
少
し
先

年
末
く
ら
い
の
事
に
な
る
と
思
う
が

大
丈
夫
か
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問
題
な
い
よ

う
ち
ら
も

職
は
決
ま

て
る
し

余

だ

ね

私
も
大
丈
夫

こ
れ
で
も
優

だ
か
ら

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
て
く
れ

 
そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
い
い
時
間
だ
し
お
開
き
に
す
る
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て

を
立
と
う
と
し
た
が

そ
ん
な
八
幡
の

を

 
エ
ル
ザ
と

子
と
遥
が
ガ
シ

と
押
さ
え
保
が
八
幡
の
目
の
前
で

を
組
み
な
が
ら
言

た

そ
れ
じ

あ
大
事
な
話
が
終
わ

た
と
こ
ろ
で
も

と
大
事
な
さ

き
の
話
の
続
き
を
し
よ

う
かく

そ

誤
魔
化
せ
な
か

た
か

 
そ
し
て
八
幡
は
正
座
を
さ
せ
ら
れ

説
明
を
求
め
ら
れ
る
事
に
な

た

先
ず

正
さ
せ
て
く
れ

さ

き
の
こ
い
つ
の
言
葉
は
色
々
足
り
な
い

 
も
ち
ろ
ん
こ
い
つ
の

が
足
り
な
い
と
い
う
の
も
あ
る

ひ

ひ
ど
い
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事
実
だ
ろ
う
が

俺
が
女
性

の
下
着
を
管
理
し
て
い
る

じ

な
い

 
隣
に
俺
が
保
護
者
を
や

て
る
女
子
高
生
の
女
の
子
が
い
て
な

 
そ
の
子
が
部
屋
の
管
理
を
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ

俺
は
そ
れ
に
基
本
関
わ

て
は
い
な
い

 
た
ま
に
関
わ
る
事
が
あ

て
も

全

だ
け
で
他
に
は
タ

チ
し
て
い
な
い
こ
れ
が

事
実
だ

あ
あ

そ
う
い
う

て
か
女
子
高
生
を
囲

て
る
の

い
や
そ
の
子
は
お
兄
さ
ん
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

く
し
ご
両
親
を
事
故
で

く
し
た
天

独
な

子
な
ん
だ

 
そ
の
お
兄
さ
ん
の
死
に
俺
が
多
少
関
わ

て
い
て
な
そ
れ
で
俺
が
引
き
取
る
事
に
し
た

な

ん
だ

 
そ
の
話
に
一
同
は
シ
ン
と
し
た

さ
す
が
に
こ
こ
で
茶
化
し
た
り
す
る
事
は
誰
に
も
出
来
な

か

た
そ
う

え
ら
い
ね

え
ら
く
な
ん
か
な
い

俺
が
も
う
少
し

く
現
場
に
着
い
て
れ
ば
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あ
の
子
の
お
兄
さ
ん
は
生
き
て
た
か
も
し
れ
な
い
ん
だ

自
分
を

め
る
の
は
や
め
な
よ

事
実
と
し
て
あ
る
の
は

 
あ
ん
た
が

千
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を
生
還
さ
せ
た

て
事
だ
け

そ
れ
を

り
な
よ

い
や

し
か
し
な

も
う

任
が
あ
る
と
し
た
ら
茅
場

て
人
だ
け
で
し

 
あ
ん
た
に
は
何
も

任
は
な
い

は
い

こ
の
話
は
こ
こ
で
終
了

お

お
う

ま
あ
そ
う
だ
な

だ
が
俺
は
絶
対
に
忘
れ
な
い

絶
対
に
だ

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
の
会
話
を
遠
く
で
美
咲
と

が

て

い
て
い
た

ね
え
美
咲
ち

ん

こ
れ

て

一
時
期
話
題
に
な

て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
三
人
の
英
雄
そ
の
う
ち
の
一
人
が
彼
な
ん
で
し

う

ね
英
雄
な
の
に

凄
く
つ
ら
そ
う

し
て
あ
げ
た
い
よ
ね
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し
て
あ
げ
た
い
わ
ね

 
こ
の

り
は
さ
す
が
⺟
娘
で
あ
ろ
う

考
え
る
事
は
一

の
よ
う
で
あ

た

あ
ら

あ
な
た
に
彼
が

せ
る
の

せ
る
も
ん

私
は
美
咲
ち

ん
の
娘
だ
し

そ
れ
じ

あ
私
達

や

ぱ
り
ラ
イ
バ
ル
ね

う
ん

負
け
な
い
か
ら

 
だ
が
こ
の
二
人
に
チ

ン
ス
が
訪
れ
る
事
は

ほ
と
ん
ど
無
い
で
あ
ろ
う

 
同
じ
事
を
思

て
い
る
女
性
が

八
幡
の

り
に
は

山
い
る
の
だ
か
ら

 
だ
が
二
人
が
そ
う
思

て
く
れ
た
事
は
決
し
て
八
幡
に
と

て
マ
イ
ナ
ス
に
は
な
ら
な
い

 
こ
う
し
て
八
幡
の
人
脈
は
広
が

て
い
く
事
に
な
る

ま
あ
そ
ん
な

で

話
を
元
に

す
と
だ
な

誰
が
い
つ
来
て
も
平
気
な
よ
う
に

 
着

え
の
ス
ト

ク
を
部
屋
の

室
に
用
意
し
て
あ
る

だ

 
も
ち
ろ
ん
俺
が
そ
の
ク
ロ

ゼ

ト
を
開
け
る
事
は
な
い

な
る
ほ
ど

色
々
考
え
て
あ
る
ん
だ
ね

そ
れ

て
絶
対
女
の
子
の
発
想
だ
よ
ね

普
通
男
は
そ
こ
ま
で
考
え
な
い
し
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ま
あ
あ
い
つ
ら
が
考
え
て
決
め
た
事
だ

て
の
は
確
か
だ
な

う
ん
う
ん

ま
あ
い
く
つ
か
ル

ル
は
あ
る
け
ど
ね

ル

ル

 
美
優
が
そ
う
言

た
の
を

八
幡
は

ま
り
の
時
の
ル

ル
だ
と
勘
違
い
し
た
が

 
美
優
が
言

た
の
は

ク
ロ

ゼ

ト
の
場
所
決
め
の
ル

ル
だ

た

ク
ロ

ゼ

ト
に
は
リ

ダ

が
自
ら
名
前
を
書
い
て
シ

ル
を

て
く
れ
る
ん
だ
よ

ね 
で
持
ち
寄

た
下
着
に
一
言
感
想
を
述
べ
て
も
ら

て
自
ら
の
手
で
し
ま

て
も
ら
う
の

ち

お
ま

何
を
言

て

へ

そ
う
な
ん
だ

ふ

ん

そ
の
話

も
う
ち

と

し
く

 
そ
う
言
う
エ
ル
ザ
の
横
で

香
蓮
は
あ
わ
あ
わ
し
て
お
り

 
美
優
は
し
ま

た
と
思
い

自
分
の

を
コ
ツ
ン
と
叩
い
た

え
へ

ご
め
ん

こ
れ

て
言

ち

目
な
奴
だ

た

お

お
前
な

ね

八
幡

で
も
事
実
な
の
よ
ね
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俺
が
望
ん
で
や

て
る
事
じ

ね
え

あ
い
つ
ら
が
命
令
し
て
く
る
ん
だ
よ

 
あ
い
つ
ら
は
本
当
に
怖
い
ん
だ
ぞ

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
じ

あ
私
も
今
夜

そ
こ
に

ま
る
か
ら

 
エ
ル
ザ
が
そ
う
宣
言
し

八
幡
は
そ
れ
に

く
事
し
か
出
来
な
か

た

お
お

そ
れ
が
ジ

パ
ニ

ズ
風

て
奴
か

そ
れ
な
ら
一
丁
俺
の
も
頼
む

レ
ヴ

カ
ま
で

あ
舞
さ
ん
に
は
私
が
説
明
し
て
お
く
ね
き

と
二
つ
返
事
で
オ

ケ

す
る
と
思
う
ん
だ

 
何
せ
彼
女

リ

ダ

の
大
フ

ン
だ
か
ら
さ

ま
じ
か
よ

 
そ
の
名
前
に

き
覚
え
が
な
か

た
の
か

子
が
美
優
に
こ
う

ね
た

舞

て
誰

あ

え

と

シ

リ

さ
ん

あ
あ

あ
の
緑
の

の

Ｋ
Ｋ

Ｃ
の
人
だ

う
ん
そ
う

そ
の
人
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な
る
ほ
ど
ね

頑
張

て
ね

比
企
谷

 
そ
し
て

て
い
る
保
に

遥
が
こ

そ
り
と
こ
う

い
た

あ
あ
い
う
の
見
ち

う
と

全
然

ま
し
く
な
い
ん
じ

な
い

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ
あ

あ
あ
は
な
り
た
く
な
い
も
の
だ
な
と
心
か
ら
思
う
よ

 
ま
あ
ほ
ん
の
ち

と

ま
し
く
は
あ
る
け
ど
ね

あ

や

ぱ
り
そ
う
な
の

で
も
ま
あ
あ
れ
は
や

ぱ
り
無
い
な

う
ん

無
い

あ
は

だ
よ
ね

 
そ
し
て
こ
の
日
の
会
は
お
開
き
に
な
る
事
に
な
り

お
会
計
の
時
の
事
で
あ
る

あ

今
日
は
私
が

う
か
ら

俺
も
少
し
出
す
ぞ

い
い
か
ら
い
い
か
ら

こ
れ
で
も

れ

子
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
レ
ジ
に
向
か

た
八
人
に

美
咲
が
笑
顔
で
言

た

今
日
の
お
会
計
は

嘉
納
さ
ん
に
も
う

い
て
ま
す
わ
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お

 
さ
す
が
は
嘉
納
さ
ん
と
皆
が
口
々
に

え
る
中
美
咲
は
そ

と

袋
の
よ
う
な
物
を
八
幡
に

手

し
た

ん

何
で
す

え
え
と

私
と

の
そ
の

予
備
の
下
着
で
す
わ

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

き
そ
う
な
顔
で
そ
れ
を
美
咲
に
返
し
た

す
み
ま
せ
ん
美
咲
さ
ん

も
う
勘

し
て
下
さ
い

あ
ら
残
念

私
達
本
気
で
す
の
に

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
場
を
逃
げ
出
し

美
咲
と

が
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
う
中

 
他
の
者
達
は

て
て
八
幡
を
追
い
か
け
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
ち
な
み
に
後
日

こ
の
時
断

た
事
を
口
実
に

 
ミ
サ
キ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
へ
の
参
加
が
決
定
し
た
事
を
付
け
加
え
て
お
く

 
転
ん
で
も
た
だ
で
は

き
な
い
ミ
サ
キ
な
の
で
あ

た
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や
は
り
逃
げ
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ね

 
明
日
か
ら

時
投
稿
に

り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け
下
さ
い
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第
６
０
７
話
 
是
非
お
願
い
し
ま
す
む
し
ろ
喜
ん
で

 
今
日
か
ら
ま
た

時
投
稿
に
な
り
ま
す

 
人
物
紹
介
の
川
崎
沙
希
の

目
を
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
ス
ク
ナ
の

目
と
し
て
移
動

し
ま
し
た

キ

ト
に
乗
る
の
も
久
し
ぶ
り
だ
な

だ
な

そ
れ
に

じ

こ
ん
な
の
は
考
え
ら
れ
な
い
事
だ
よ
な

思
い

き
り
飲
酒
運
転
だ
し
ね

キ

ト
様
々
だ
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

な
る
べ
く

れ
な
い
よ
う
に
走
り
ま
す
の
で

 
気
分
が
悪
く
な

た
ら
す
ぐ
に
言

て
下
さ
い
ね

 
キ

ト
に
は
今

運
転

に
八
幡

助
手

に
レ
ヴ

カ

 
後
部
座

に
香
蓮

エ
ル
ザ

美
優
が
乗

て
い
た
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キ

ト
は
先
ず
最
初
に
エ
ル
ザ
の
自
宅
へ
と
向
か
い
そ
こ
で
エ
ル
ザ
は
部
屋
に
置
く
下
着
を

用
意
し
た

 
八
幡
は

そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
が
差
別
は
良
く
な
い
と
い
う
女
性

の
意
見
に
押
し
通
さ

れ
た

だ

 
レ
ヴ

カ
は
バ

グ
ご
と
下
着
を
部
屋
に
置
き

ぱ
な
し
だ

た
の
で
そ
れ
に
つ
い
て
は

問
題
な
い

 
問
題
は
舞
で
あ

た
が
そ
れ
に
関
し
て
は
本
人
に

況
を
説
明
し
て
か
ら
判
断
と
い
う
事
に

な

た

 
ち
な
み
に
キ

ト
に
六
人
乗
る
の
は
厳
し
い

舞
の
顔
を
知
る
八
幡
と
美
優
以
外
は

 
先
に
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
で
下
ろ
さ
れ
て
い
た

舞
さ
ん
ご
め
ん

お
待
た
せ

風
太
も
大

も

舞
さ
ん
の
事

あ
り
が
と
な

ど
う
い
た
し
ま
し
て
だ

そ
れ
じ

あ
舞
さ
ん

次
に
こ

ち
に
来
る
事
が
あ

た
ら

そ
の
時
は
ま
た
宜
し
く
ね

は
い
是
非

お
二
人
と
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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風
太
と
大

は
そ
う

を
し
て
去

て
い
き

舞
は
八
幡
と
美
優
に
笑
顔
で
言

た

お
か
げ
で
い
い
観
光
が
出
来
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
今
日
の

に
行
き
ま
し

う
か

そ
れ
な
ん
だ
が
な

何
か
あ
り
ま
し
た
か

舞
さ
ん

ち

と
私
と
一

に
キ

ト
の
中
に
お
願
い

あ

う
ん

 
舞
は
美
優
に
連
れ
ら
れ

そ
の
ま
ま
キ

ト
の
中
で
部
屋
の
説
明
を
受
け
て
い
た

 
さ
す
が
に
八
幡
は
そ
の
場
に
同

す
る
の
は

わ
れ
た

こ
う
い
う

に
な

た
の
だ

た
え
え

 
突
然
キ

ト
の
中
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

八
幡
は
チ
ラ
リ
と
そ
ち
ら
を
見
た

 
美
優
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に

正
確
に
伝
え
て
く
れ
と
頼
ん
で
あ

た
が

 
舞
は
驚
い
た
表
情
か
ら
一
転
し
て
明
る
い
顔
で
う
ん
う
ん
と

い
て
い
た

 
八
幡
は
美
優
の

に
ど
う
や
ら
ち

ん
と
説
明
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
と
安

し
た

 
そ
し
て
美
優
が
窓
を
開
け
て
八
幡
を
呼
ん
だ

八
幡
は
運
転

へ
と
乗
り
込
ん
だ
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で

ど
う
な

た

う
ん

リ

ダ

が
今
思

て
る
通
り
か
な

お
手

で
す
が

近
く
の
デ
パ

ト
も
し
く
は
商
業

設
ま
で
お
願
い
し
ま
す

 
是
非
お
願
い
し
ま
す
む
し
ろ
喜
ん
で

え
え
と

あ

は
い

 
八
幡
に
そ
ん
な
知
識
が
あ
る
は
ず
も
な
く

当
然
美
優
も
ま

た
く
土
地
勘
が
な
い

 
困

た
八
幡
は
案
内
を
キ

ト
に

投
げ
し

二
人
を
近
く
の
店
に
案
内
す
る
と

 
下
着
を
選
ん
で
い
る
現
場
に
同

す
る
の
は

だ

た

そ
の
ま
ま

の
中
で
待
つ
事
に
し

た 
八
幡
は
あ
る

度
の
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
が

 
思

た
ほ
ど
待
つ
事
も
な
く

二
人
は
結

く
に

て
き
た

あ
れ

も
う
い
い
の
か

う
ん

バ

チ
リ

私
こ
う
い
う
の
に
は

い
ん
で
美
優
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

て
す
ぐ
に
決
め
ち

い

ま
し
た
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そ

か

そ
れ
じ

あ
行
こ
う
か

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は
下
手
な
事
は
言
え
ず

そ
う
言
う
に

め
た

 
そ
し
て
キ

ト
は
マ
ン
シ

ン
へ
と
向
か
い

三
人
は
八
幡
の
部
屋
の
前
に
到
着
し
た

 
八
幡
は
一
応
優
里
奈
の
部
屋
の
チ

イ
ム
も
押
し
た
の
だ
が

 
反
応
が
無
か

た

優
里
奈
も
今
は
八
幡
の
部
屋
に
い
る
の
だ
ろ
う
と

さ
れ
た

さ
て

こ
こ
が
そ
の
部
屋
だ

す

凄
く
高
そ
う

ち

と
気
後
れ
し
ち

い
ま
す
ね

ま
あ
実
質
女
子
連
中
の

所
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら

気
楽
に
し
て
く
れ
れ
ば
い
い

私

そ
う
い
う
の
も
慣
れ
て
な
い
ん
で
凄
く
楽
し
み
で
す

 
普

男
社
会
の
中
で
生
活
し
て
い
る
舞
は

期
待
に
満
ち
た
目
で
そ
う
言
い

 
八
幡
は
そ
ん
な
舞
に
柔
ら
か
な
表
情
を
見
せ
な
が
ら

 
扉
に
鍵
が
か
か

て
い
る
事
を
確
認
し
て
か
ら
部
屋
の
チ

イ
ム
を
押
し
た

 
自
分
の
持

て
い
る
鍵
で
開
け
て
も
良
か

た
の
だ
が
何
か
あ

た
ら
困
る
の
で
一
応
そ
う

し
た
感
じ
だ
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は
い

ど
ち
ら
様
で
す
か

お
う
優
里
奈
か

俺
だ
俺

美
優
と
舞
さ
ん
を
連
れ
て
き
た
ぞ

す
み
ま
せ
ん

オ
レ
オ
レ

は
お
断
り
し
て
ま
す
の
で

む

そ
れ
く
ら
い
の
慎
重
さ
は
必
要
だ

え
ら
い
ぞ
優
里
奈

冗
談
だ

た
の
に
そ
う
真
面
目
に
返
さ
れ
る
と
恥
ず
か
し
く
な

ち

い
ま
す
よ

 
八
幡
さ
ん

お
待
ち
し
て
ま
し
た

今
そ
ち
ら
に

あ

明
日
奈
さ
ん
待

て

 
そ
れ
と
同
時
に
ど
た
ど
た
と
い
う
足
音
と
共
に
扉
が
開
か
れ
中
か
ら
明
日
奈
が
顔
を
出
し
た

八
幡
君

あ
れ

明
日
奈
も
来
て
た
の
か

う
ん
こ
う
い
う
場
に
は
や

ぱ
り
私
が
い
な
い
と
ね

て
事
に
な

た
み
た
い
で
呼
び
出
さ

れ
た
の

そ
う
か

今
は
中
に
俺
が
入

て
も
問
題
な
い

況
か

大
丈
夫
だ
よ

今
は
私
が
着

え
て
る
だ
け
だ
か
ら

そ
う
か

 
見
る
と
通
路
の
奥
か
ら
エ
ル
ザ
と
香
蓮

そ
れ
に
優
里
奈
が
ひ

こ

と
顔
を
出
し
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少
し
驚
い
た
顔
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
た

 
八
幡
は
一
体
何
を
驚
い
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
も

そ
の
ま
ま
奥
に
進
ん
だ

お
前
ら
何
を
そ
ん
な
に
驚
い
て
る
ん
だ

だ

だ

て

八
幡
は

何
で
そ
ん
な
平
然
と
し
た
顔
を
し
て
る
の

あ
ん

俺
が
何
に
驚
く
ん
だ
よ

だ

て

今
の
明
日
奈
は
思
い

き
り
下
着

じ

な
い

 
そ
う
指
摘
さ
れ
た
八
幡
と
明
日
奈
は

今
自
分
達
が
置
か
れ
た

況
に
気
が
付
い
た

 
普

自
宅
の
明
日
奈
の
部
屋
に
二
人
で
い
る
時
明
日
奈
は
八
幡
の
前
で
も
平
気
で
着

え
て

お
り

 
明
日
奈
が
八
幡
の
部
屋
に
い
る
ケ

ス
で
も
同
様
で
あ

た

 
以
前
の
京
都
旅
行
の
時
二
人
き
り
で
過
ご
し
て
い
た
時
か
ら
徐
々
に
こ
う
な

て
い
た
の
だ

が 
今
で
は
二
人
と
も
そ
の

況
に
す

か
り
慣
れ
て
し
ま
い
そ
の
事
に
気
付
か
な
か

た
と
い

う

で
あ
る
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ち
な
み
に
も
ち
ろ
ん
そ
う
い

た

況
に
ド
キ
ド
キ
し
な
く
な

た
と
い
う

で
は
な
く

 
過

に
反
応
し
な
く
な

た
だ
け
で
あ
り

当
然
今
も
正
面
か
ら
正

し
て
い
る

で
は
な

か

た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
他
の
者
達
に
は
そ
う
は
見
え
な
か

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
二
人
は
即
座
に
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
直
後
に
明
日
奈
が
わ
ざ
と
ら
し
い

鳴
を

上
げ
た

き

き

八
幡
君
の
え

ち

悪
い

わ
ざ
と
じ

な
か

た
ん
だ

す
ま
ん

 
だ
が
そ
ん
な

技
が
当
然
通
用
す
る
は
ず
も
な
い

こ
れ
は
遠
ま
わ
し
な
の
ろ
け

ぐ
ぬ
ぬ

ち

と

ま
し
い

で
も
二
人
と
も

な
ま
ら
か
わ
い
い

さ
す
が
は
八
幡
さ
ん

女
性
の
半

く
ら
い
で
は
動
じ
な
い
の
で
す
ね

 
二
人
は
そ
う
言
わ
れ

気
ま
ず
そ
う
に
目
を

ら
し
た
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そ
の
時
舞
が

あ

と
声
を
上
げ
た

そ
の

線
は
エ
ル
ザ
に
向
け
ら
れ
て
お
り

 
八
幡
は
そ
う
い
え
ば
と
思
い
つ
い
で
に
こ
の

況
を
何
と
か
し
よ
う
と
舞
の

を
ポ
ン
と
叩

い
た後

で
正
式
に
紹
介
す
る
け
ど
神
崎
エ
ル
ザ
本
人
だ

舞
さ
ん

驚
い
た
よ
な

話
か
ら

名
な
人
だ
ろ
う
と
思

て
は
い
ま
し
た
が

本
当
に
ま
さ
か
で
し
た

だ
よ
な

そ
う
い
え
ば
エ
ル
ザ
さ
ん
は

本
当
に
空
港
に
出
迎
え
に
来
た
ん
で
す
か

う
ん
も
ち
ろ
ん
行

た
よ

ち

ん
と
変
装
し
て
た
か
ら
お
か
し
な
事
に
は
な
ら
な
か

た
何
人
か
に
は
バ
レ
て
た

か

た
か
ら

 
写
真
と
か
に

ら
れ
な
い
う
ち
に
と
思

て

て
て
移
動
し
た
ん
だ
よ
な

そ
う
そ
う

危
な
か

た
よ
ね

そ
れ
は
や
ば
か

た
で
す
ね

 
そ
ん
な
和
気

々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
八
幡
は
一
人
足
り
な
い
事
に
気
付
き
香
蓮
に
こ
う

ね
た
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も
ち
ろ
ん
先
ほ
ど
の

技
の
事
を
も

と

無

に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

た
事
は

間
違
い
な
い

 
ま
だ
明
日
奈
は
下
着

の
ま
ま
で

ん
で
お
り
八
幡
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
明
日
奈
に
合
図

を
し

 
こ

そ
り
移
動
さ
せ
る
つ
も
り
で
い
た
の
だ
が

今
回
は
そ
れ
が
裏
目
に
出
た

あ

そ
う
い
え
ば
香
蓮

レ
ヴ

は
ど
う
し
た

あ

レ
ヴ

さ
ん
な
ら

室
で
着

え
て
る
よ

 
さ
す
が
に
こ
う
い
う
部
屋
で
普

着
て
い
る
男

い
服
を
着
た
ま
ま
で
い
る
の
は

で

 
も

と
楽
な
格
好
に
な
り
た
か

た
み
た
い

あ
れ

あ
い
つ
そ
ん
な
普
通
の
服
な
ん
か
持

て
た

け
か

う
ん

何
か
お
兄
さ
ん
に
持
た
さ
れ
た
服
が
あ
る
ら
し
く
て

そ
れ
に
着

え
る
ん
だ

て

ガ
ブ
リ
エ
ル
が

そ
う
か

こ
れ
で
あ
い
つ
の
趣
味
が
分
か
る
な

趣
味
で
決
め
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
ね

 

 
そ
の

間
に

室
の
ド
ア
が
開
き

中
か
ら
下
着

の
レ
ヴ

カ
が
顔
を
出
し
た

な

お
前
ら

こ
れ

て
ど
う
や

て
着
る
ん
だ

て

や

と
来
た
の
か
ボ
ス
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レ
ヴ

カ
は
そ
う
言
う
と
自
分
の
身
体
を
一
切

そ
う
と
も
せ
ず
八
幡
の
前
に
立

た

 
そ
の
胸
の
破
壊
力
は
抜

で
あ
り
こ
の
場
に
い
る
者
の
中
で
対
抗
出
来
る
の
は
優
里
奈
し
か

い
な
い

ロ
ケ

ト

い
い
な

私
も
あ
れ
く
ら
い
の
武
器
が
あ
れ
ば
も
と
モ
テ
て
る
は
ず
な
ん
だ
け
ど

私
は
そ
う
い
う
の
あ
ん
ま
り
気
に
し
な
い
け
ど

で
も
や

ぱ
り
も
う
少
し

う

ん

憧
れ
る
け
ど

狩
り
の

魔
に
な
り
そ
う

皆
さ
ん
落
ち
着
い
て
下
さ
い

 
た
だ
一
人
動
じ
て
い
な
か

た
優
里
奈
が
そ
う
声
を
か
け
レ
ヴ

カ
は
首
を

げ
な
が
ら

言

た
ん

こ
の
格
好
の
事
か

で
も
こ
れ

て
明
日
奈
と
同
じ
だ
ろ

何
か
問
題
あ
る
か

そ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
け
ど

で
も
や

ぱ
り
違
う
か
ら

そ
の

大

き
さ
と
か

 
明
日
奈
は
動

し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
が

 
す
ぐ
に
我
に
返

た
の
か

レ
ヴ

カ
の
手
を
引
い
て

室
へ
と
向
か

た
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レ
ヴ

私
が
服
を
着
さ
せ
て
あ
げ
る
か
ら

と
り
あ
え
ず

室
に
行
き
ま
し

お

助
か
る
わ

頼
む

明
日
奈

う
ん

 
そ
し
て
明
日
奈
は
近
く
に
あ

た
自
分
の
服
を
掴
む
と
レ
ヴ

カ
と
共
に

室
へ
と
消
え

て
い

た

 
こ
う
し
て
ロ
ケ

ト

の

は
去
り

室
内
は
平
穏
を
取
り

し
た

ロ
ケ

ト

か

確
か
に
そ
ん
な
感
じ
だ

た
な

 
八
幡
が
見
た
感
想
を
正
直
に
そ
う
言

て
し
ま
う

に
ロ
ケ

ト

の
破
壊
力
は
強
大
で
あ

た
が

 
そ
れ
に
対
し
て

め
る
者
は
誰
も
い
な
か

た

そ
の
場
に
い
た
者
達
も
全
員
そ
う
思

て
い

た
か
ら
だ

ぼ
ぼ

ん

あ
れ
が
本
当
の
ア
ル
プ
ス
か

く

べ

別
に

ま
し
く
な
ん
か
な
い
し

ね

あ
れ

て
優
里
奈
ち

ん
と
ど

ち
が
大
き
い
の
か
な
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ふ
え

 
美
優
が
そ
う

き

八
幡
も
思
わ
ず
そ
ち
ら
を
見
た

八
幡
さ
ん

八
幡
さ
ん
相
手
な
ら
別
に
見
ら
れ
て
も
い
い
ん
で
す
が

 
こ
れ
だ
け
他
の
人
の
目
が
あ
る
と
や

ぱ
り
ち

と
恥
ず
か
し
い
で
す

そ

そ
の
言
い
方
は
俺
も
恥
ず
か
し
い
か
ら
や
め
る
ん
だ

優
里
奈

 
八
幡
は
そ
う
言

て

て
て
目
を
背
け
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
に
は

わ
ず

美
優
は
優
里
奈
の
胸
を
ガ
ン
見
し
た
ま
ま
で
言

た

サ
イ
ズ
的
に
は
同
じ
く
ら
い
じ

な
い
か
な

ね

優
里
奈
ち

ん

あ

は
い

い
た
話
だ
と
そ
う
み
た
い
で
す
ね

 
真
面
目
な
優
里
奈
は

美
優
の
そ
ん
な
セ
ク
ハ
ラ
質
問
に
も

儀
に
そ
う
答
え
た

で
も
優
里
奈
ち

ん
の
方
が
胸
が
大
き
く
感
じ
な
い

あ

え
と

身
⻑
差
が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

体
格
も
違
い
ま
す
し

あ

そ
う
か

つ
ま
り
優
里
奈
ち

ん
の
方
が
カ

プ
が
大
き
い
ん
だ

 
さ
す
が
は
優
里
奈
ち

ん

大
和

子
だ
ね

優
里
奈
は
確
か
に
大
和

子
だ
が

一

的
な
大
和

子
に
そ
う
い
う
要
素
は
無
え
よ



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
こ
こ
で
や

と
調
子
を
取
り

し
た
の
か

八
幡
が
即
座
に
そ
う
突

込
ん
だ

 
そ
の
言
葉
は
一
同
の
笑
い
を
誘
い

そ
の
後
は
誰
も
そ
の
話
題
に
つ
い
て
触
れ
な
か

た

 
そ
れ
で
と
り
あ
え
ず
胸
の
話
題
か
ら
離
れ
る
事
が
出
来
た
と
判
断
し
八
幡
は
ほ

と
胸
を

で
下
ろ
し
た

 
そ
の
後
六
人
は
リ
ビ
ン
グ
に
移
動
し

香
蓮

エ
ル
ザ

優
里
奈
に
舞
が
紹
介
さ
れ
る
事
と

な

た
こ
ち
ら
が
シ

リ

こ
と

舞
さ
ん
ま
あ
エ
ル
ザ
と
香
蓮
は
よ
く
知

て
い
る
事
と
思

う
が

 
わ
ざ
わ
ざ
北
海
道
か
ら
俺
に
会
い
に
来
て
く
れ
た

大
切
な
仲
間
の
一
人
だ

 
そ
の
言
葉
に
舞
は
と
て
も
驚
い
た
顔
を
し
た
後

元
気
よ
く
三
人
に

を
し
た

八
幡
さ
ん
の
仲
間
の

舞
で
す

ふ
つ
つ
か
な
仲
間
だ
け
ど
こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

 
エ
ル
ザ
さ
ん

香
蓮
さ
ん

優
里
奈
ち

ん

あ

は
い

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

こ

ち
で
も
あ

ち
で
も
宜
し
く

ピ
ト
フ

イ
こ
と
神
崎
エ
ル
ザ
だ
よ

め
て
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

レ
ン
こ
と
小
比

香
蓮
で
す
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二
度
言
う
あ
た
り

舞
は
仲
間
扱
い
さ
れ
た
事
が
余

嬉
し
か

た
と
み
え
た

 
そ
し
て
着

え
終
わ

た
明
日
奈
と
レ
ヴ

カ
が
リ
ビ
ン
グ
に
顔
を
出
し

 
八
幡
は
レ
ヴ

カ
の
服
装
を
見
て

意
外
に
思

た

な

レ
ヴ

そ
れ

て
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
チ

イ
ス
だ
よ
な

あ
あ

そ
う
だ
け
ど
そ
れ
が
ど
う
か
し
た
か

の
露
出
し
た
ニ

ト
ト

プ
ス
に
ジ

ン
ズ
か

 
と
て
も
あ
の

シ

ツ
を
着
て
い
た
奴
の
チ

イ
ス
だ
と
は
信
じ
ら
れ
な
く
て
な

違
い
ね
え

 
レ
ヴ

カ
は
そ
う
言

て
面
白
そ
う
に
笑

た

 
そ
し
て
明
日
奈
と
舞
が
お

い
に
自

紹
介
し
た
と
こ
ろ
で

八
幡
の
お
腹
が
鳴

た

そ
う
い
え
ば
そ
ろ
そ
ろ

食
の
時
間
か

あ

み
ん
な
で
一

に
食
べ
よ
う
と
思

て
準
備
は
し
て
お
い
た
よ

お
お

す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
の
は
助
か
る

そ
れ
じ

あ
用
意
す
る
ね

み
ん
な
も
手
伝

て
も
ら

て
い
い

う
ん
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了
解

さ
さ

と
準
備
し
ち

い
ま
し

う

あ
の

私
も
手
伝
い
ま
す

 
そ
し
て
そ
の
場
に
は

八
幡
と
レ
ヴ

カ
だ
け
が
残
さ
れ
た

な

ボ
ス

ん

ど
う
し
た

ボ
ス
も
さ

や

ぱ
り
あ
る

度
の
家
事

て
出
来
た
方
が
い
い
と
思
う
か

ん

あ
る

度
は
や

ぱ
り
出
来
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
な

何
か
と

利
だ
し
な

や

ぱ
り
そ
う
か

俺
は
野
外
な
ら
そ
れ
な
り
に
料
理
も
し
て
き
た
け
ど

 
実
は
ま
と
も
に
キ

チ
ン
に
立

た
事
は
無
い
ん
だ
よ
な

な
ら
こ
の
機
会
に
学
べ
ば
い
い

今
度
明
日
奈
か
優
里
奈
に
教
え
て
も
ら
う
ん
だ
な

あ
の
二
人
は
料
理
が
得
意
な
の
か

お
う

今
日
の

は
期
待
出
来
る
ぞ

そ
う
か

そ
れ
は
楽
し
み
だ

う
ん

楽
し
み
に
し
て
て
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そ
の
会
話
が

こ
え
た
の
か

キ

チ
ン
か
ら
そ
う
明
日
奈
の
声
が

こ
え

 
直
後
に
若

過

か
な
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
の

の
料
理
が
ど
ん
ど
ん
リ
ビ
ン
グ
に
運
ば
れ
て

き
たお

お
い

さ
す
が
に
こ
れ
は
多
く
な
い
か

そ
う
か

普
通
だ
ろ

あ

そ
う
い
う
事
か

こ
れ
は
レ
ヴ

用
か

そ
う
い
う
事

 
そ
し
て
食
事
が
始
ま
り

レ
ヴ

カ
の
食
欲
に
驚
い
た
り
も
し
た
が

 
八
幡
以
外
は
全
員
女
性
だ
と
い
う
事
も
あ
り
一
同
は
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
時
間
を
過
ご
す
事

が
出
来
た

 
そ
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の
者
達
と
八
幡
と
の
関
係
の
簡

な
説
明
も
成
さ
れ
て
お
り

 
舞
は
そ
の
多
様
さ
に
驚
い
た

八
幡
の
素
性
に
つ
い
て
は
さ
す
が
に
平
静
で
は
い
ら
れ
な
か

た
よ
う
だ
が

 
事
前
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
に
つ
い
て
は
調
べ
た
ら
し
く

 
主
に
そ
れ
は
八
幡
の
リ
ア
ル
面
に
対
し
て
の
驚
き
で
あ

た
よ
う
だ
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さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
は
ち

と
休

さ
せ
て
も
ら
う
が

み
ん
な
は
好
き
に
し
て
く
れ

 
そ
う
言

て
ご
ろ
ご
ろ
し
よ
う
と
し
た
八
幡
に

エ
ル
ザ
が
言

た

ス
ト

プ

そ
の
前
に
や
る
事
が
あ
る
よ
ね

ん

何
か
あ

た
か

ぱ
・
ん
・
つ

お
前
さ

少
し
は
言
い
方

て
も
の
を
考
え
ろ

ぱ
・
ん
・
て

そ
う
い
う
意
味
じ

ね
え
よ

 
そ
う
突

込
み
つ
つ
も
八
幡
は
こ
れ
か
ら
何
を
さ
せ
ら
れ
る
の
か
思
い
出
し
て
意
気
消

し

た 
八
幡
に
と

て

今
日
最
後
の

練
は
こ
れ
か
ら
な
の
で
あ
る
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第
６
０
８
話
 
聖
布
収
納
の
儀

と
い
う
か

な

明
日
奈

も
う
こ
の
ル

ル

て
別
に
い
ら
な
く
な
い
か

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

最
高

力
者
た
る
明
日
奈
の
方
を
上
目
遣
い
に
見
た
の
だ
が

 
明
日
奈
は

外
だ
と
い
う
風
に
首
を

り

八
幡
に
言

た

そ
う
な
る
と
後
か
ら
入

た
人
が

し
む
か
ら

目

こ
う
い
う
の
は
公
平
じ

な
い
と

そ

そ
う
か

そ
れ
に
そ
も
そ
も
こ
れ
は

私
達
が
始
め
た

じ

な
く
八
幡
君
が
始
め
た
事
じ

な
い

え

そ
う
だ

た
か

う
ん
そ
う
だ
よ

見
て
た
の
は

し

な
い
と
思
う
け
ど

 
八
幡
君
が
最
初
の
時
に
自
主
的
に
感
想
を
言

た
の
が
始
ま
り
だ
よ

そ

そ
う
い
え
ば

 
八
幡
は
そ
の
自
業
自
得
さ
に
気
が
付
き

め
て
大
人
し
く
ク
ロ

ゼ

ト
の
前
に
正
座
し
た

 
そ
し
て
向
か

て

側
に
明
日
奈
と
優
里
奈
が

側
に
エ
ル
ザ
と
舞
と
レ
ヴ

カ
が
座

た
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香
蓮
と
美
優
は

の
片
付
け
を
引
き
受
け

そ
し
て
明
日
奈
が
厳
か
に
言

た

そ
れ
で
は
聖
布
収
納
の
儀
を
開
始
し
た
い
と
思
い
ま
す

 
見

け
人
は
私

結
城
明
日
奈
が

め
さ
せ
て

き
ま
す

こ
れ

そ
ん
な
名
前
の
儀
式
だ

た
の
か

 
当
然
そ
ん
な
事
は
な
く

こ
れ
は
レ
ヴ

カ
が
い
る
事
で
よ
り
気
分
を
出
そ
う
と
し
た

 

な
る
明
日
奈
の
悪
ノ
リ
で
あ
る

ち
な
み
に
優
里
奈
は
明
日
奈
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ

た
そ
れ
で
は
巫
女
優
里
奈
よ

聖

と
聖

を

巫
女

 
八
幡
は
突

込
み
た
く
て
仕
方
な
か

た
が

そ
の
場
の
雰
囲
気
で
そ
れ
を
我
慢
し
た

 
ち
な
み
に
聖

と
聖

と
は

た
だ
の

と
マ
ジ

ク
で
あ
る

で
は
神
崎
エ
ル
ザ
よ

聖
布
を
前
へ

は
 
そ
う
言

て
エ
ル
ザ
は
用
意
し
て
き
た
下
着
を
白
い

の
上
に
乗
せ
恭
し
く
八
幡
の
前
に
差

し
出
し
た
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こ
の
変
態

ノ
リ
ノ
リ
で
あ
る

そ
し
て
五
人
は
八
幡
に
注
目
し
た

 
八
幡
は
内
心

々
な
が
ら
も

そ
れ
を
外
面
に
出
さ
な
い
よ
う
に
強
化
外
骨
格
を
駆
使
し

 
エ
ル
ザ
が
差
し
出
し
て
き
た
そ
の

た
意
匠
の
シ
ル
ク
の
聖
布
を
手
に
と

た

こ
れ
は

て
る
な
ま
さ
に
技
術
の

を

し
た
職
人
気
質
の
ぱ

ぱ
ん

つ

だ
な

 
エ
ル
ザ
も
こ
の
ぱ

ぱ
ん
つ
の
よ
う
に
歌
う
事
に
技
術
を

ら
し

 
そ
の
歌
で
多
く
の
人
を
幸
せ
に
し
て
や

て
く
れ

は

せ
の
ま
ま
に

 
そ
し
て
八
幡
は

神
崎
エ
ル
ザ

と
名
前
を
書
き

 
そ
れ
を

乃
と

莉
用
に

設
し
た

最
下

の

に

り
付
け
そ
の
中
に
収
納
し
た

で
は
次

舞
よ

聖
布
を
前
へ

は
 
次
に
舞
が
エ
ル
ザ
の
真
似
を
し
て
先
ほ
ど

た
下
着
を
恭
し
く
八
幡
の
前
に
差
し
出
し
た

 
八
幡
は
別
に
真
似
を
し
な
く
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
な
と
思
い
つ
つ
も
そ
れ
を
丁

に
受
け

取

た
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こ

こ
れ
は

 
よ
く
見
る
と
そ
れ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
内
の
シ

リ

の

の
色
に
合
わ
せ
た
見
事
な
緑
の

パ
ン

で
あ

た

こ
れ
は
美
優
の
チ

イ
ス
だ
と
言

た
な
あ
い
つ
は
俺
の
事
を
何
だ
と
思

て
い
や
が
る

 
だ
が
こ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
の
が
来
る
と
安
心
す
る
な
そ
の
点
だ
け
は
褒
め
て
や

て
も
い

い 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

厳
か
な
口
調
で
こ
う
言

た

こ
れ
は
簡
素
な
が
ら
ま
さ
に
萌
え
を
体
現
す
る

品
だ
な

素
材
も
柔
ら
か
く
て
い
い
感
じ

だ
し

 
色
が
シ

リ

の

の
色
に
合
わ
せ
て
あ
る
の
も
実
に
い
い
選
択
だ

そ
こ
に
気
付
い
て
も
ら
え
て
嬉
し
い
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
舞
が
本
当
に
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

八
幡
も
嬉
し
く
な

た

色
々
と
問
題
が
あ
る
儀
式
だ
が

ま
あ
こ
ん
な
笑
顔
を
見
ら
れ
る
な
ら
い
い
か

 
俺
に
対
す
る

拝

が
や
や
過

な
の
は
気
に
な
る
け
ど
な

 
そ
し
て
八
幡
は

舞

と
名
前
を
書
き
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最
下

の

か
ら
二
番
目

エ
ル
ザ
の
隣
の
ス
ペ

ス
に

り
付
け
よ
う
と
し
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
に
舞
が
言

た

お
待
ち
下
さ
い

私
は
遠
く
に

ま
う
身

も
し
美
優
さ
ん
の
許
可
が
得
ら
れ
る
な
ら

 
美
優
さ
ん
と
同
じ
ス
ペ

ス
を
共
用
す
る
の
が

当
か
と
思
い
ま
す

な
る
ほ
ど
一
理
あ
る

し
ば
し
待
た
れ
よ

 
明
日
奈
は

き
な
が
ら
そ
う
言
う
と

優
里
奈
に
指

を
出
し
た

 
そ
れ
を
受
け
て
優
里
奈
は
リ
ビ
ン
グ
に
向
か
い
美
優
に
お

い
を
立
て
た
後
す
ぐ
に

て
き
た

美
優
さ
ん
は
そ
れ
で
い
い
そ
う
で
す

あ
い
わ
か

た

そ
れ
で
は
八
幡

そ
の
よ
う
に
お
願
い
い
た
す

 
そ
の
明
日
奈
の
セ
リ
フ
に
ノ
リ
ノ
リ
す
ぎ
だ
ろ
と
思
い
つ
つ
も

 
八
幡
は
言
わ
れ
た
通
り
に
美
優
の
名
前
の
下
に
舞
の
名
前
を

り
付
け

 
美
優
の
下
着
の
隣
に
丁

に
舞
の
下
着
を
収
納
し
た

最
後
に
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

ホ

リ

ラ
ン
ジ

リ

を
前
へ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
危
う
く

き
出
し
そ
う
に
な

た
が

ギ
リ
ギ
リ
で
我
慢
し
た
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明
日
奈
も
自
分
で
言

て
恥
ず
か
し
く
な

た
の
だ
ろ
う

そ
の
顔
は

く
な

て
い
た

は
 
そ
し
て
レ
ヴ

カ
も

他
の
二
人
同
様
に
自
分
の
下
着
を
恭
し
く
八
幡
に
差
し
出
し

 
八
幡
が
そ
れ
を
受
け
取

た
の
を
見
て

満
足
そ
う
に
微
笑
ん
だ

こ
い
つ
が
こ
の
事
を
兄
貴
に
報
告
し
な
い
よ
う
に

後
で
口
止
め
し
て
お
か
な
い
と
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い
な
が
ら

レ
ヴ

カ
の
下
着
を
開
い
た

面

が
大
き
い

そ
れ
に
結

丈
夫
な
素
材
で
出
来
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

 
そ
れ
で
い
て

か
い
部
分
の

り
は
手
が
込
ん
で
い
て
お
し

れ
だ

こ
れ
は

 
そ
し
て
八
幡
は

厳
か
な
口
調
で
こ
う
続
け
た

こ
れ
は
ま
さ
に
戦
士
の

の
常
在
戦
場
を
心
が
け
た
ラ
ン
ジ

リ

だ
な

 
こ
れ
を
見
て

俺
は
俺
の
命
を
安
心
し
て
レ
ヴ

に

け
る
事
が
出
来
る
と
確
信
し
た

は

キ

エ
ツ
シ
ゴ
ク
に
存
じ
ま
す

 
そ
し
て
八
幡
は

レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

と
名
前
を
書
き

 
下
か
ら
二
番
目
の

の

か
ら
二
番
目
香
蓮
と
沙
希
の
間
の
ス
ペ

ス
に
そ
れ
を

り
付
け

 
そ
の
中
に
丁

に
レ
ヴ

カ
の
下
着
を
収
納
し
た
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こ
れ
に
て
本
日
の
聖
布
収
納
の
儀
は
終
了
と
な
る

皆
の
者

大
儀
で
あ

た

 
同
時
に
こ
ち
ら
の
様
子
を
気
に
か
け
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
美
優
と
香
蓮
が
外
か
ら
パ
チ
パ
チ
パ
チ
と

手
を
し

そ
の
ま
ま

室
へ
と
入

て
き
た

無
事
に
終
わ

た
み
た
い
だ
ね

明
日
奈
が
ノ
リ
ノ
リ
で
笑

た

 
そ
の
美
優
の
言
葉
に
明
日
奈
は

を

ら
め
た

も
う
美
優

か
ら
か
わ
な
い
で

 
そ
の
横
で
エ
ル
ザ
は

満
た
さ
れ
た
表
情
で
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
て
い
た

私
の
知
ら
な
い
間
に
こ
ん
な
面
白
い
事
に
な

て
た
な
ん
て
ち

と
悔
し
か

た
け
ど

 
こ
れ
で
私
も
や

と
フ

ミ
リ

の
一
員
だ

や

た

 
そ
れ
を

い
た
舞
が

少
し
心
配
そ
う
な
顔
で
こ
う
言

た

私
な
ん
か
が
こ
の
フ

ミ
リ

に
入
れ
て
も
ら

て
い
い
の
か
な

 
だ
が
そ
の
言
葉
は
美
優
に
よ

て
否
定
さ
れ
た

舞
さ
ん

そ
う
い
う
の
は
言
い

こ
な
し
だ
よ

選
ば
れ
た
と
思

て
一

に
喜
ぼ
う

う

う
ん

そ
う
だ
ね

や

た
ね
美
優
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そ
し
て
最
後
に
レ
ヴ

カ
が

ぼ
そ
り
と
こ
う

い
た

ジ

パ
ニ

ズ
儀
式

は
エ
キ

チ

ク
だ
な

も

と
エ
ロ
チ

ク
な
感
じ
か
と
思

て

た
よそ

ん
な
大
し
た
も
ん
じ

な
い

が

 
八
幡
は
こ
の
機
会
に
レ
ヴ

カ
に
念
押
し
し
て
お
こ
う
と
思

た
の
か

 
言
葉
を
止
め
る
の
を
や
め

こ
う
続
け
た

こ
れ
は
秘
密
の
儀
式
だ
か
ら

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
も
絶
対
に
内

だ
か
ら
な

分
か

て
る

て

で
も
こ
れ
で
俺
も
や

と
こ
こ
の
一
員
に
な
れ
た
気
が
す
る
な

そ
う
だ
な

く
お
前
と
エ
ル
ザ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
へ
・
リ

ト
へ
の
入
団
式
も
済
ま
せ
な
い

と
な噂

だ
と
基
地
が
凄
い
ら
し
い
じ

な
い
か

く
見
て
み
た
い

基
地

あ
あ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
事
か

あ
そ
こ
は
凄
い
よ

楽
し
み
に
し
て
て
ね
レ
ヴ

私
も
私
も

そ
う
だ
ね

エ
ル
ザ
も
ね
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そ
ん
な
二
人
を
香
蓮
と
舞
が

ま
し
そ
う
に
見
て
い
た

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
か

一
度
く
ら
い
は
見
て
み
た
い
け
ど

だ
ね

い

そ
の
事
キ

ラ
を
作

て
見
せ
て
も
ら
う

あ

う
ん

そ
う
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま
な
ん
だ
け
ど
ね

 
言
い

む
香
蓮
を
見
て
舞
は
何
か
理
由
が
あ
る
ん
だ
と
悟
り
そ
れ
以
上
は
何
も
言
わ
な
か

た 
だ
が
舞
は
そ
れ
で
こ
の
話
を
終
わ
り
に
は
せ
ず

こ

そ
り
と
八
幡
に
そ
の
事
を
相
談
し
た

そ
う
か

教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
舞
さ
ん

い
え

香
蓮
さ
ん
の
様
子
が
少
し
気
に
な

た
ん
で

香
蓮
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
苦
手
意
識
を
持

て
る
ん
だ
よ
な
ま
あ
今
回
は
解
決

が
あ
る
か
ら
問
題

な
い

 
そ
う
言

て
八
幡
は
リ
ビ
ン
グ
へ
と
向
か
い
プ
ロ
ジ

ク
タ

の
ス
ク
リ

ン
を
下
ろ
し
た

 
そ
し
て
ノ

ト

を
取
り
出
し
て
そ
の
画
面
へ
と
接
続
し
た

こ
れ
で
よ
し
と

お

い
明
日
奈

ち

と
い
い
か

う
ん

ど
う
し
た
の
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そ
の
呼
び
か
け
を
受
け

明
日
奈
が
リ
ビ
ン
グ
へ
と
や

て
き
た

ど
う
や
ら
香
蓮
と
舞
さ
ん
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
を
見
て
み
た
い
ら
し
い
か
ら

 
今
こ
こ
に
映
そ
う
と
思
う
ん
だ
よ

な
の
で
ち

と
二
人
を
呼
ん
で
き
て
く
れ
な
い
か

 
あ
エ
ル
ザ
と
レ
ヴ

カ
は
先
に
見
ち
ま
う
と
本
番
の
時
に
つ
ま
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
か

ら 
し
ば
ら
く
こ

ち
に
来
な
い
よ
う
に
念
を
押
し
と
い
て
く
れ
な

オ

ケ

分
か

た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
去
り

に

八
幡
の

元
で
こ
う
言

た

さ

き
の
事

上
手
く
う
や
む
や
に
出
来
て
良
か

た
ね

 
そ
し
て
明
日
奈
は
つ
い
で
と
ば
か
り
に
八
幡
の

に
キ
ス
を
し
て
か
ら

室
へ
と
向
か

た

ど
う
せ
な
ら

の
方
が
良
か

た
な

そ
れ
は
今
度
ね

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま

す
ぐ
に
画
面
に
映
し
出
せ
る
よ
う
に
準
備
を
続
け
た

八
幡
君
本
当

こ
こ
で
見
れ
る
の

八
幡
さ
ん

わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん
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私
は
中
の
様
子
を
前
に
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
け
ど

せ

か
く
な
の
で

 
そ
う
言

て
現
れ
た
の
は

香
蓮

舞

優
里
奈
だ

た

 
明
日
奈
も
そ
の
隣
に
お
り

残
り
の
三
人
は

室
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ
映
す
ぞ

 
そ
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

だ
け
が
見
ら
れ
る
サ
イ
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
で
あ
り

 
映
像
で
完

に
再
現
さ
れ
た
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
内
を

 
自
由
に
移
動
し
て
見
学
出
来
る
と
い
う
物
だ

た

 
ち
な
み
に
こ
の
映
像
に
は
実

の
デ

タ
を
そ
の
ま
ま
コ
ピ

し
た
物
が
使
用
さ
れ
て
い
て

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
の
は
も

と
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
を
見
て
み
た
い
と
熱
望
し
た
ダ

ル
で
あ
る

う
わ

凄
い

こ
れ
が
誰
も
見
た
事
が
な
い

て
い
う

噂
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
な
ん
だ

や

ぱ
り
凄
い
で
す
よ
ね

こ
こ

 
香
蓮
と
舞
は
感
動
し
た
面
持
ち
で
画
面
に
見
入

て
お
り

 
優
里
奈
も
久
々
に
見
た

か

そ
の
後
ろ
で
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
画
面
を

め
て
い
た
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そ
の
後
二
人
は
操
作
方
法
を
八
幡
に

て
あ
ち
こ
ち
を
見
て
回
り
そ
の
度
に
歓
声
を
上
げ

た 
そ
し
て
キ

チ
ン
近
く
に
移
動
し
た
時

香
蓮
が
画
面
を
指
差
し
な
が
ら
こ
う
言

た

あ

あ
れ

精
が
二
人
飛
ん
で
る

あ
れ
は
ユ
イ
ち

ん
と
キ
ズ
メ
ル
さ
ん
で
す
ね

 
そ
の
画
面
を
見
て
優
里
奈
が
そ
う
解
説
し
た

名
前
が
つ
い
て
る
ん
だ

凄
く
か
わ
い
い
ね

 
直
後
に
二
人
の
目
の
前
で
そ
の
二
人
が

を
変
え

 
ユ
イ
は
少
女
の

に

そ
し
て
キ
ズ
メ
ル
は
ダ

ク
エ
ル
フ
の

に
な

た

わ

が
変
わ

た

あ
の
二
人
は
実

に
あ
あ
い
う
風
に

を
変
え
る
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

凄
い
ね

 
そ
の
後
も
二
人
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
他
の
設
備
を
見
て
回
り

 
伝
説
と
言
わ
れ
た
そ
の
凄
さ
を
存
分
に

能
し
た
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ち
な
み
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
内
部
に
関
し
て
は
二

だ
け
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る

 

物
の
外
観
と

そ
れ
に
似
合
わ
ぬ
豪
華
な
広
間
の
二

の
写
真
で
あ
る

ふ
う

楽
し
か

た

う
ん

楽
し
か

た
ね

私
も
久
し
ぶ
り
に
見
れ
て

め
て
感
動
し
ま
し
た

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

り
上
が

て
た
ね

私
も

く
見
て
み
た
い
な

 
そ
の
時

室
か
ら
エ
ル
ザ
が
そ
う
言
い
な
が
ら

を
現
し
た

後
ろ
に
は
レ
ヴ

カ
の

も

見
え
る

 
エ
ル
ザ
は
ち

こ
ち

こ
と
八
幡
の
前
に
移
動
し

八
幡
の
顔
を

き
込
み
な
が
ら
言

た

八
幡
ご
め
ん

私

今
日
は
そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
な
い
と
い
け
な
い
の

あ

そ
う
な
の
か

仕
事
か

う
ん
明
日
の
朝
一
で
移
動
し
な
い
と
い
け
な
く
て
ね
レ
ヴ

カ
が
送

て
く
れ
る

て

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
俺
が

を
出
し
て
や
ろ
う

本
当
に

や

た

あ
り
が
と
う
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そ
し
て
残
る
者
達
は

名
残

し
そ
う
に
エ
ル
ザ
に

を
し
た

お
気
を
つ
け
て

ま
た
こ
こ
で
お
待
ち
し
て
ま
す
ね

エ
ル
ザ

ま
た
ね

ま
た
こ

ち
に
来
る
か
ら

そ
の
時
は
一

に
お

ま
り
し
よ
う
ね

そ
の
時
は
私
も
是
非

エ
ル
ザ
さ
ん
今
日
は
会
え
て
嬉
し
か

た
で
す
今
度
は
コ
ン
サ

ト
を
見
に
行
き
ま
す
ね

う
ん

み
ん
な

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

ま
た
ね

 
こ
う
し
て
八
幡
は
エ
ル
ザ
と
レ
ヴ

カ
を

い

キ

ト
で
エ
ル
ザ
の
家
へ
と
向
か

た

 
作
者
は
た
ま
に
こ
う
や

て
暴
走
し
ま
す

と
い
う
話
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第
６
０
９
話
 
首
を
吊
る
女

 
こ
こ
か
ら
新
シ
リ

ズ
で
す

 
家
へ
向
か
う

中

エ
ル
ザ
は
と
て
も
上
機

だ

た

そ
れ
に
し
て
も
レ
ヴ

キ

エ
ツ
シ
ゴ
ク
だ
な
ん
て
難
し
い
言
葉
を
知

て
る
ん
だ
ね

兄
貴
が
日
本
か
ぶ
れ
ら
し
い
か
ら

時
代
劇
か
何
か
で
見
た
ん
じ

な
い
か

サ
ト
ラ
イ
ザ

て
そ
う
な
ん
だ

へ

 
そ
の
八
幡
の

を
レ
ヴ

カ
は

定
し
た

正
解

ア
バ
レ
ン
ボ

で
見
た
ん
だ

な
る
ほ
ど

あ
れ
か

ア
バ
レ
ン
ボ

て
将
軍

だ
な

お
前
も
名
前
く
ら
い
は
知

て
た
か

名
だ
し
ね
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そ
ん
な
の
ん
び
り
と
し
た
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
三
人
は
エ
ル
ザ
の
家
へ
と
た
ど
り
着
い
た

送

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て
だ
な
あ
と
エ
ル
ザ

る
前
に
ち

ん
と

受
け
は
チ

ク
し
ろ

よ
う
ぐ

う

う
ん

最
近
は

日
ち

ん
と
片
付
け
て
る
よ

も

と
も
俺
か
ら
の
手

が
入

て
る
な
ん
て
事
は
絶
対
に
無
い
が
な

も
う

た
ま
に
は
気
ま
ぐ
れ
で
い
い
か
ら
書
い
て
よ
ね

は
は

分
か

た
分
か

た

一
月
一
日
に
な

年

じ

な
い

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
エ
ル
ザ
は
と
て
も
楽
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
た

 
そ
こ
に
は
荒
れ
て
い
た
時
の
面
影
は
ま

た
く
無
い

次
に
レ
ヴ

カ
が
エ
ル
ザ
に
こ
う

言

た
さ

き
知
り
合

て
か
ら
あ
ん
た
の
歌
を
探
し
て

い
た
け
ど
俺
は
好
き
だ

あ
あ
い
う

の
本
当
に

あ
り
が
と
う
レ
ヴ
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今
度
は
是
非
あ
ん
た
の
歌
を
生
で

い
て
み
た
い
も
ん
だ

あ

そ
れ
じ

あ
今
歌
う

お
い
馬

や
め
ろ

近
所
迷
惑
だ
ろ

て
へ

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

エ
ル
ザ
は

ろ

と

を
出
し
た

冗
談
だ

て
ば

今
度
コ
ン
サ

ト
に

待
す
る
か
ら
そ
の
時
に
ね

 
八
幡
へ
の
ラ
ブ
ソ
ン
グ
を
書
い
て
そ
こ
で
歌
う
か
ら

お
前

そ
れ
は

落
に
な
ん
ね

か
ら

大
丈
夫
だ

て

名
前
を
出
し
た
り
な
ん
か
し
な
い
か
ら

そ
れ
な
ら
い
い

の
か

明
日
奈
の
許
可
を
と
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

う

ん

微

に
納
得
し
難
い
が

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
か

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
二
人
に
こ
う
言

た

せ

か
く
だ
か
ら
う
ち
に
あ
が

て
お
茶
で
も
飲
ん
で
く

ん

俺
は
特
に

は

い
て
な
い
が

レ
ヴ

は
ど
う
だ
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別
に
平
気
だ
な

特
に

は

い
て
な
い

だ
そ
う
だ

そ
う

残
念

そ
れ
じ

あ
代
わ
り
に
三
人
で
く
ん
ず
ほ
ぐ
れ
つ

下
だ

え

レ
ヴ

は

別
に
平
気
だ
な

問
題
な
い

ほ
ら

レ
ヴ

も

だ

て
言

て
る
か
ら

め
ろ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
当
の
レ
ヴ

カ
は
き

と
ん
と
し
た

ん

俺
は
別
に
平
気
だ

て
言

た
ろ

三
人
で
フ

そ
れ
以
上
言
う
な

そ

ち
の
意
味
か
よ

 
八
幡
は

て
て
レ
ヴ

カ
の
言
葉
を

た
が
時

に

し

 
エ
ル
ザ
は
ギ
ラ
つ
い
た
目
で
八
幡
の

を
と
り

 
呼

を
荒
く
し
な
が
ら
家
の
中
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
ぐ
い
ぐ
い
引

張

て
い
た

ほ
ら

レ
ヴ

も
あ
あ
言

て
る
事
だ
し

ね

 
大
丈
夫

先

だ
け

先

だ
け
で
満
足
す
る
か
ら
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離
せ
変
態

く
そ

華

な
く
せ
に
こ
う
い
う
時
だ
け
馬

力
を
出
し
や
が
る

あ
あ
ん
も
う

そ
ん
な
に
褒
め
ち

目
だ

て
ば

褒
め
て
ね
え
よ
相
変
わ
ら
ず
う

え
な

お
い
レ
ヴ

命
令
だ
こ
い
つ
を
家
に
放
り

込
め了

解

悪
い
な
エ
ル
ザ

ボ
ス
の
命
令
だ

あ

ち

と
レ
ヴ

や
め
て

て
ば

こ
の
裏
切
り
者

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
家
に
放
り
込
ま
れ

八
幡
は
そ
の

に
そ
の
場
を
離
脱
し
た

ふ
う

ま

た
く
手
が
か
か
る
奴
だ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は
微
笑
し
て
お
り
エ
ル
ザ
と
の
交
流
を
悪
く
思

て
い
な
い
よ
う

に
見
え
た

 
そ
し
て
レ
ヴ

は
八
幡
と
合
流
し

エ
ル
ザ
は
家
の
ド
ア
か
ら
顔
だ
け
出
し
て
言

た

八
幡

レ
ヴ

ま
た
ね

お
う

ま
た
な

ま
た
な
エ
ル
ザ

お
か
し
な
事
は
し
な
い
で
し

か
り

ろ
よ

お
か
し
な
事

て

ね

お
か
し
な
事

て
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い
い
か
ら
さ

さ
と

ろ

は

い

 
エ
ル
ザ
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
顔
を
引

込
め
八
幡
と
レ
ヴ

は
そ
の
ま
ま
キ

ト
に

た
お
疲
れ
様
で
し
た

八
幡

本
当
に
な

そ
れ
に
し
て
は
楽
し
そ
う
で
す
ね

ん

そ
う
か

は
い

セ
ン
サ

か
ら
そ
う
感
じ
ま
す

そ
れ
じ

あ
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な
願
わ
く
ば
こ
う
い

た
平
穏
な
日
々
が
続
い
て
欲
し
い
も

ん
だ

 
そ
し
て
二
人
は
マ
ン
シ

ン
に

る
べ
く

エ
ル
ザ
の
部
屋
を
後
に
し
た

八
幡

表
通
り
が
混
ん
で
い
る
の
で
少
し
裏
道
に
入
り
ま
す

エ
ン
ジ
ン
音
が
近
隣

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な

分
か
り
ま
し
た
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そ
し
て
キ

ト
は

宅
街
を

音
も
な
く
滑
る
よ
う
に
進
ん
で
い

た

こ
の

り
は
一
本
入
る
と
静
か
な
も
ん
だ
な

ボ
ス

こ
こ
も
本
当
に
ト

キ

か

当
た
り
前
だ
ろ

何
か
気
に
な
る
の
か

い
や

た
だ
ト

キ

に
も
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
ん
だ
な

て
な

ま
あ
ど
こ
の
都
市
も

全
部
が
栄
え
て
る

じ

な
い
だ
ろ

違
い
ね
え
な

 
そ
し
て
と
あ
る
ア
パ

ト
の
前
に
通
り
か
か

た
時
八
幡
は
突
然
あ

と
言

た
か
と
思
う

と 

い
声
で
キ

ト
に
指

を
出
し
た

キ

ト

ち

と
止
ま

て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
れ
ほ
ど
ス
ピ

ド
は
出
て
い
な
か

た

キ

ト
は
言
わ
れ
た
通
り
ス
ム

ズ
に

止

し
たボ

ス

ど
う
し
た
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今
あ
の
ア
パ

ト
の
二

の
部
屋
で

な
も
の
の
影
を
見
た

な
も
の

天

か
ら
吊

て
あ
る

首
吊
り
用
の
ロ

プ
だ

な
る
ほ
ど
自
殺
か

ボ
ス

行
く
の
か

あ
あ

見
ち
ま

た
以
上
は
仕
方
な
い

お
い
レ
ヴ

ナ
イ
フ
は
持

て
る
か

当
然

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ

あ
の
一
つ
だ
け
明
か
り
の
付
い
て
る
部
屋
だ

 
そ
の

間
に
部
屋
の
明
か
り
が
消
え
二
人
は
そ
れ
を
見
て
も
の
凄
い
ス
ピ

ド
で
走
り
始
め

た
や
べ

間
に
合
う
か

何
と
か
な
る
だ
ろ

 
そ
し
て
二
人
は
目
的
の
部
屋
の
前
に
た
ど
り
着
い
た

幸
い
な
事
に
鍵
は
開
い
て
い
た

お

ラ

キ

だ
な
ボ
ス

 
そ
ん
な
レ
ヴ

カ
の
感
想
に
答
え
る
事
も
な
く

八
幡
は
即
座
に
中
へ
と
突
入
し
た

 
ぶ
ら
ぶ
ら
と

れ
て
い
る
人
影
と

に
転
が
る

み
台
が
見
え
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八
幡
は
そ
の
シ
ル
エ

ト
を
見
て
即
座
に
レ
ヴ

カ
に
指

を
出
し
た

レ
ヴ

切
れ

あ
い
よ

ボ
ス

 
レ
ヴ

カ
は
即
座
に
行
動
に
移
り

躍
し
て
見
事
に
そ
の

を
ナ
イ
フ
で
切
断
し

 
八
幡
が
そ
の
人
物
を
下
で
受
け
止
め
た
が

八
幡
は
そ
の
思
わ
ぬ
体
の
柔
ら
か
さ
に
驚
い
た

あ
れ

女
性
だ

た
か

 
部
屋
の
中
に
物
が
ほ
と
ん
ど
無
く

と
て
も
地
味
だ

た

 
八
幡
は
ど
う
や
ら
こ
の
人
物
を
男
だ
と

し
て
い
た
よ
う
で
あ

た

 
そ
し
て
八
幡
は

い
な
く
そ
の
女
性
の
胸
に

を
当
て

心

の

動
を
確
か
め
た

音
が

こ
え

れ
え

こ
い
つ
は
お

ぱ
い
が
大
き
い
か
ら
な
ボ
ス

こ
の

況
で
言
う
事
が
そ
れ
か
よ

く
そ

目
だ
な

心

生
だ
レ
ヴ

了
解

ボ
ス
は
そ
の
ま
ま
お

ぱ
い
担
当
な

お
前
が
や
れ
よ

そ
れ
じ

あ
こ
い
つ
と
キ
ス
す
る
か
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あ
あ
く
そ

仕
方
な
い

も
う
こ
の
ま
ま
で
い
い

了
解
了
解

五
回
な

 
そ
し
て
レ
ヴ

が
一
回
人

呼

を
し
八
幡
が
五
回
心

を
圧
迫
す
る
と
い
う
作
業
が
開
始

さ
れ

 

回
目
に
し
て
そ
の
女
性
は

生
し

げ
ほ
げ
ほ
と
や
り
だ
し
た

お
い

大
丈
夫
か

 
だ
が
そ
の
女
性
は
何
も
言
わ
ず

み
が
ま
し
そ
う
な
目
で
じ

と
八
幡
を
見
詰
め
て
い
る
だ

け
だ

た

死
に
た
い
と
こ
ろ
を

魔
し
ち
ま

て
悪
か

た
よ

だ
が
も
う
助
け
ち
ま

た
ん
だ

 
こ
れ
を

だ
と
思
う
必
要
は
な
い
が

せ
め
て
俺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

 
俺
の
目
の

く
所
に
い
る
間
だ
け
は
死
ぬ
の
を

め
て
く
れ
よ
な

 
ま
あ
そ
れ
で
も
死
の
う
と
し
て
も

力
ず
く
で
止
め
る
が
な

 
そ
の
女
性
は
そ
の
言
葉
に
何
も
か
も

め
た
よ
う
な
表
情
で

い
た

さ
て
ど
う
す
る
か
な

と
り
あ
え
ず

察
に

 
そ
の

間
に

そ
の
女
性
は

り
つ
く
よ
う
に
八
幡
に
手
を

ば
し
な
が
ら
言

た
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そ
れ
は

や
め
て

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

深
い
た
め
息
を
つ
い
た

は

平
穏
な
日
々
を
送
れ
れ
ば
い
い
な

て
言

た

に
こ
れ
だ
ま
あ
仕
方
な
い

か 
直
後
に
そ
の
女
性
は
気
絶
し

 
八
幡
は
レ
ヴ

カ
に
頼
ん
で
そ
の
女
性
を
キ

ト
に
運
び
込
ん
で
も
ら

た

と
り
あ
え
ず
マ
ン
シ

ン
に

る
か

だ
な

俺
と
し
て
は
ポ
リ
ス
に
引
き

し
て
後
は
知
ら
ん
プ
リ
を
決
め
込
み
た
い
所
だ
が

 
ど
う
や
ら
そ
う
い
う

に
も
い
か
な
い
み
た
い
だ
し
な

ん

ど
う
し
た

こ
い
つ
何
か
の
訓
練
を
受
け
て
や
が
る
も
し
か
し
た
ら
ど
こ
か
の
エ

ジ

ン
ト
か
も
し
れ

ね
えマ

ジ
か
よ

 
レ
ヴ

カ
は
女
性
の
身
体
を
ま
さ
ぐ
り
な
が
ら
そ
う
言

た

 
こ
れ
は
性
的
な
意
味
で
は
な
く

ど
う
や
ら
筋
肉
の
付
き
方
を
調
べ
て
い
る
よ
う
だ
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見
た
目
よ
り
ち

と
重
い
か
ら
気
に
な

て
た
ん
だ
よ

 
こ
い
つ

思

た
よ
り
い
い
筋
肉
の
付
き
方
を
し
て
や
が
る

 
も

と
も
戦
場
に
立
つ
の
に
は
ま

た
く
不
足
し
て
る
か
ら
エ

ジ

ン
ト
の

だ
と
判
断

し
た

だ
が

そ
う
か

俺
は
と
り
あ
え
ず
部
屋
に

て
身
元
か
何
か
が
分
か
る
物
を
探
す

 
レ
ヴ

は
こ
こ
で
こ
い
つ
を
見
張
り
つ
つ
お
か
し
な
奴
が
来
な
い
か
ど
う
か
見
張

て
て
く

れ
あ
い
よ

 
そ
し
て
八
幡
は
悪
い
と
は
思
い
な
が
ら
も
そ
の
女
性
の
部
屋
を

り

 
ス
マ
ホ
と

布
そ
れ
に
着

え
の
つ
も
り
で

当
に
衣

を
そ
の
場
に
あ

た

バ

グ
に

放
り
込
ん
だ

鍵
は

あ

た

と
り
あ
え
ず

だ
け
し
て
お
け
ば
後
は
い
い
か

 
し
か
し
本
当
に
何
も
な
い
部
屋
だ
な

 
他
に
あ

た
の
は

し

度
の
調
理
器

と

に

か
な
食
材

 
日
曜
品
の
小
物
だ
け
で
あ
り
八
幡
は
ど
う
や
ら
レ
ヴ

カ
の

の
通
り
ら
し
い
と
感
じ
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て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は
キ

ト
に

り

マ
ン
シ

ン
へ
と
向
か

た

 
人
目
に
付
か
な
い
よ
う
に
普

は
使
わ
な
い
裏
口
か
ら
女
性
を
エ
レ
ベ

タ

に
乗
せ
た
二

人
は

 
そ
の
ま
ま
部
屋
に
い
る
者
達
に
連

し
そ
の
女
性
を
人
目
を
忍
ん
で
部
屋
に
運
び
込
む
事
に

成
功
し
た

八
幡
君

こ
の
人
は

悪
い

部
屋
で
自
殺
し
よ
う
と
し
て
る
の
が
見
え
た
ん
だ
が

 

察
が

だ
と
言
う
ん
で
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
連
れ
て
き
た

え

自
殺
未

だ

大
丈
夫
な
の

と
り
あ
え
ず
生
き
て
る
か
ら
大
丈
夫
だ

多
分

あ
り
な
の
か
な

だ
ろ
う
な

悪
い
優
里
奈

ア
ル
ゴ
の
部
屋
に
行

て
あ
い
つ
を
呼
ん
で
き
て
く
れ

 
こ
の
時
間
な
ら
多
分
部
屋
に
い
る
は
ず
だ

も
し
い
な
か

た
ら
会
社
だ
ろ
う
か
ら
こ
こ
に

呼
び
出
す
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分
か
り
ま
し
た

明
日
奈
と
レ
ヴ

は
こ
い
つ
の
見
張
り
を

絶
対
に
死
な
せ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く
れ

 
な
ん
な
ら

を
か
ま
せ
て
お
い
て
も
い
い

う
ん

任
せ
ろ

美
優
と
舞
さ
ん
と
香
蓮
に
は
迷
惑
を
か
け
て
す
ま
な
い

 
何
か
あ

た
ら
助
け
て
も
ら
う
か
も
し
れ
な
い
が
と
り
あ
え
ず

室
で
の
ん
び
り
と
待
機
し

て
て
く
れ

う
ん

分
か

た

リ

ダ

は
相
変
わ
ら
ず
ト
ラ
ブ
ル
体
質
だ
ね

八
幡
さ
ん
何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
呼
ん
で
下
さ
い
ね
私
は
荒
事
も
そ
れ
な
り
に
大
丈
夫
な

の
であ

り
が
と
う

 
そ
し
て
ほ
ど
な
く
し
て
優
里
奈
が
ア
ル
ゴ
を
連
れ
て

て
き
た

ど
う
し
た
ハ

ま
た
ト
ラ
ブ
ル
カ



 第６０９話 首を吊る女

悪
い

そ
ん
な
感
じ
だ

こ
の

主

の
女
は
何
者
ダ

自
殺
未

者
で

察

い
な
奴
ら
し
い

名
前
は
桐
生
萌
郁

 
後
の
事
は
ま
だ
サ

パ
リ
だ
が

こ
れ
か
ら
ス
マ
ホ
を
調
べ
よ
う
と
思
う

オ

ケ

だ

と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
の
事
を
調
べ
る
と
す
る
カ

話
が

く
て
助
か
る
よ

サ
ン
キ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ス
マ
ホ
を
調
べ
始
め
た

と
り
あ
え
ず
と
い

た

で
メ

ル
の

歴
を
見

た
二
人
は

 
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
見
て
思
わ
ず

鳴
を
上
げ
た

う
ワ

何
だ
こ
れ

ス
ト

カ

か

 
萌
郁
の
受
信

歴
は
全
て
消
さ
れ
て
お
り

た
だ
送
信

歴
だ
け
が

々
と
残
さ
れ
て
い
た

 

名
は

そ
の
内
容
は

た
だ
ひ
た
す
ら
返
事
と
指

を
求
め
る
も
の
で
あ

た

こ
い
つ
も
し
か
し
て

男
に

て
ら
れ
た
だ
け
な
の
か

そ
れ
に
し
ち

内
容
が
お
か
し
い

男
に

じ

な
く
組

に

て
ら
れ
た
の
か
も
ナ
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ア
ル
ゴ

こ
の

て
奴
の
メ

ル
ア
ド
レ
ス
か
ら
身
元
を
た
ど
れ
る
か

や

て
み
ル

 
さ
す
が
は
ア
ル
ゴ
で
あ
る
す
ぐ
に
そ
の
メ
ア
ド
を
使
用
し
て
い
る
者
を

り
出
す
事
に
成
功

し
たこ

れ
ハ

何
か
分
か

た
の
か

前
に
こ
れ
と
同
じ

名
を
見
た
事
が
あ
る
と
い
う
か
よ
く
見
た
ら
こ
れ
は
そ
い
つ
と
同
じ

奴
ダマ

ジ
か
よ

て
事
は
正
体
は

れ
て
る
ん
だ
な

何
者
だ

天
王

コ

ド
ネ

ム
は
フ

ル
デ

ナ
ン
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン

だ

ビ
ン
ゴ
だ
な
だ
が
そ
の
名
前
に
は

き
覚
え
が
あ
る
確
か
前
に
何
か
の
報
告
で

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
エ

ジ

ン
ト

前
に
報
告
し
た
よ
ナ

あ
い
つ
か

 
八
幡
は
以
前

キ

マ
の
身

調
査
を
し
た
時
に

そ
の
名
前
に
触
れ
て
い
た
ら
し
い

 
こ
う
し
て
八
幡
は
桐
生
萌
郁
と
い
う
女
性
み
の
い
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
る
事
に
な
た
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作
者
の
更
な
る
暴
走
が
始
ま
り
ま
し
た
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第
６
１
０
話
 
桐
生
萌
郁

し
か
し
ま
さ
か
こ
い
つ
が
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
エ

ジ

ン
ト
だ
と
は
な

 

況
か
ら
す
る
と
元
か
も
し
れ
な
い
が

さ
て
ど
う
し
た
も
ん
か

ボ
ス
に
一
応
お

い
を
立
て
て
お
い
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

だ
な

姉
さ
ん
に
一
応
報
告
し
て
お
く
わ

ち

と
会
社
に
行

て
く
る

 
ア
ル
ゴ
は
引
き
続
き
ス
マ
ホ
の
調
査
を
頼
む

あ
い
ヨ

 
八
幡
は
社
⻑
室
の
明
か
り
が
ま
だ
つ
い
て
い
る
事
に
気
付
い
て
お
り
そ
の
ま
ま
部
屋
を
出
て

い

た

 
そ
し
て
社
⻑
室
に
到
着
し
た
八
幡
は

部
屋
を
ノ

ク
し
た

は
い

八
幡
君
よ
ね

何
の
用

何
で
分
か
る
ん
だ
よ

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
扉
を
開
け

デ
ス
ク
に
座
る
陽
乃
の
前
に
立

た

何
で

て

見
て
た
か
ら
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何
を

部
屋
の
中
か
ら
こ

ち
を
見
て
る
の
を

あ
あ
そ
う
い
う
事
か

し
か
し
ま
あ
姉
さ
ん
も

し
い
な
ら

し
い

て
言

て
も
い
い

ん
だ
ぞ

 
俺
の
部
屋
を

し
そ
う
に
ま
め
に
チ

ク
す
る
姉
さ
ん
の
事
を
思
う
と
心

が
張
り

け

そ
う
に
な
る

あ
ら

思

た
よ
り
優
し
い
の
ね

肉
で
言

て
ん
だ
よ

こ

ち
を
気
に
す
る
暇
が
あ

た
ら
仕
事
し
ろ

仕
事

八
幡
君
が
ど
う
し
て
る
の
か
観
察
し

秘
密
を
探
る
の
が
私
の
仕
事
よ

怖
え
よ

何
で
そ
ん
な
事
を
す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
よ

決
ま

て
る
じ

な
い

み
を

て

し
て
代
わ
り
に
そ
の

操
を

げ
て
も
ら
う
の

よ
ス
ト
レ

ト
に
言

て
ん
じ

ね
え

大
事
な
話
が
あ
る

い
て
く
れ

何

ま
た
何
か
ト
ラ
ブ
ル

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
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ま
あ
い
い
わ

ど
う
し
た
の

 
そ
し
て
八
幡
は

桐
生
萌
郁
の
事
を
陽
乃
に
説
明
し
た

へ

そ
ん
な
の
ほ

と
け
ば
い
い
じ

な
い

う
ち
は

団
体
じ

な
い
ん
だ
し

い
や

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が

 
俺
も
ま
さ
か
そ
ん
な
特

な
事
情
が
あ
る
奴
だ
と
は
思

て
な
か

た
ん
だ
よ

 
目
の
前
で
自
殺
し
よ
う
と
し
て
る
奴
が
い
た
ら
と
り
あ
え
ず
反
射
的
に
止
め
る
だ
ろ

 
で

察
に

投
げ
し
よ
う
と
し
た
ら
こ
う
な

た
と

ま
あ
そ
う
い
う

だ

そ
れ
に
し
て
も
凄
い
と
こ
ろ
を
引
い
た
わ
ね

八
幡
君

持

て
る
わ
ね

持

て
る
の
は
悪
運
だ
ろ
う
け
ど
な

ま
だ
そ
う
と
は
限
ら
な
い
わ
よ

で

調
査
の
進

は

今
は
と
り
あ
え
ず
そ
の
報
告
だ
け
だ

 
ア
ル
ゴ
が
調
べ
て
る
か
ら
も
し
か
し
た
ら
何
か
判
明
し
て
る
か
も
し
れ
ん

分
か

た
わ

私
も
そ

ち
に
出
向
く
わ

悪
い
な
姉
さ
ん

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
そ
し
て
二
人
は
連
れ
立

て
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
に

り
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そ
ん
な
二
人
に
ア
ル
ゴ
は
復
元
し
た
と
い
う
メ

ル
の

歴
を
見
せ
て
き
た

お
お

さ
す
が
は
ア
ル
ゴ

仕
事
が

い
な

そ
う
思
う
ん
だ

た
ら
オ
レ

ち
に
も
何
か

を
よ
こ
セ

か

ま
あ
考
え
と
く
わ

 
そ
し
て
二
人
は
ア
ル
ゴ
の

を

き
込
み

そ
の

歴
を
チ

ク
し
た

あ
れ

て
女
な
の
か

男
だ
よ
な

文
面
か
ら
す
る
と
そ
ん
な
感
じ
だ
な

多
分
女
相
手
だ
と
女
の
フ
リ
を
す
る
ん
だ
ろ
う
さ

 
そ
の
方
が
心
を
開
か
せ
る
の
に

利
だ
か
ら
ナ

な
る
ほ
ど

手
が
こ
ん
で
る
な

 
そ
し
て
陽
乃
が
最
近
終
え
た
と
い
う
仕
事
の
内
容
を
見
て

こ
う
言

た

あ
ら

こ
れ

て

の
タ
イ
ム
マ
シ
ン
計
画
と
や
ら
の
一

じ

な
い

 
計
画
自
体
は
先
日
中
止
に
な

た
は
ず
だ
け
ど

Ｂ
Ｎ
５
１
０
０
と
か
い
う

を
集
め
て
た

て
奴
か

何
の
意
味
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

さ
あ

で
も
こ
れ
に
よ
る
と

無
事
に
一
台
秋
葉
原
で
回
収
し
た
直
後
に

 
こ
の

て
人
か
ら
の
連

が

絶
え
た
み
た
い
ね
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ら
し
い
な

さ
て
ど
う
す
る
か

 
悩
む
八
幡
に

陽
乃
は
あ

け
ら
か
ん
と
こ
う
言

た

直
接
話
し
て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

接
点
は
あ
る
ん
だ
し

え

あ
る
の
か

え
え

前
に
ほ
ら

キ

マ
君
の
身

調
査
を
し
た
時
に

 
近
く
に
危
険
人
物
が
い
る
の
は
ま
ず
い
か
ら

て
向
こ
う
の
正
体
を

囲
に
バ
ラ
さ
な
い
代

わ
り
に

 
絶
対
に
危
害
は
加
え
な
い
手
出
し
無
用
そ
の
代
わ
り
に
い
く
ら
か
の
お
金
を

う

て

件
で
交

済

 
八
幡
は
そ
れ
は
初

だ

た
ら
し
く

と
て
も
驚
い
た
よ
う
に
見
え
た

あ
の
時
に
そ
ん
な
事
を
や

て
た
の
か

報
告
書
の
チ

ク
が

か

た
な

な
の
で
事
情
を

い
て
使
え
そ
う
な
ら
こ
の
子
を
手

に
加
え
る
の
が
い
い
ん
じ

な
い
か

し
ら

 

目
な
ら
ポ
イ

ね

ポ
イ

て
ゴ
ミ
じ

な
い
ん
だ
か
ら
よ

で
も
可
能
な
ら
な
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見
た
感
じ

死
に
た
く
な
る

こ
の

て
の
に
依
存
し
て
る
よ
う
に
見
え
る
ん
だ
が

あ
ら
依
存
先
を
変
え
れ
ば
い
い
じ

な
い
そ
う
い
う
子
を
心

さ
せ
る
の
は
得
意
で
し

誰
が
だ
よ

そ
ん
な
の
得
意
じ

ね
え
よ

そ
れ
じ

あ
洗

す
る

レ
ス
キ
ネ
ン
教

も
い
る
事
だ
し

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
即
座
に
こ
う
返
し
た

目
だ

も
う
あ
の
人
に
そ
ん
な
事
は
さ
せ
ん

夢
を
追

て
も
ら
う

そ
う
言
う
と
思

た
わ

そ
れ
じ

あ
お
願
い
ね

く
そ

面
倒

え

 
そ
し
て
陽
乃
と
ア
ル
ゴ
は
去

て
い
き
八
幡
は
と
り
あ
え
ず
萌
郁
を
ど
う
に
か
す
る
事
に
し

た
よ
し

と
り
あ
え
ず
叩
き

こ
す
か

オ

ケ

今

こ
す

 
レ
ヴ

カ
が
そ
う
言

て
す
ぐ
に
動
き

萌
郁
に
活
を
入
れ
た

こ

こ
こ
は
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萌
郁
は
ぼ
ん
や
り
と
し
た
口
調
で
そ
う
言
い

す
ぐ
に
思
い
出
し
た
の
か

 
ま
だ
自
分
が
生
き
て
い
る
事
を
確
か
め
る
よ
う
に
首
に
触

た
り
手
を

た
り
開
い
た
り

し
た暴

れ
な
い
の
は

明
だ
な

ち

ん
と
約
束
は
守

て
る
ん
だ
な

 
そ
の
言
葉
に
萌
郁
は
コ
ク
リ
と

い
た

 
本
人
と
し
て
は

死
ぬ
な
ら
人
目
の
無
い
所
で
静
か
に
死
に
た
い
の
だ
ろ
う

ま
だ
死
に
た
い
か

 
萌
郁
は
再
び
コ
ク
リ
と

き

そ
ん
な
萌
郁
に
八
幡
は

無
表
情
で
言

た

ど
う
や
ら
覚
え
て
い
る
よ
う
だ
な

他
に
何
か
覚
え
て
る
か

あ
な
た
に
胸
を
ま
さ
ぐ
ら
れ
た

い
い

八
幡
君

そ
れ
は
ど
う
い
う
事
か
な

か
な

 
明
日
奈
が
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

八
幡
は
そ
れ
に
対
し
て
必
死
に
自

護
し
た

明
日
奈
違
う
ん
だ

心

生
だ

て

あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
な
ら
ま
あ
い
い
け
ど

で
も
あ
の
大
き
さ
は
な
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明
日
奈
は
今
日
の
一
件
で

胸
の
事
を
過

に
気
に
し
て
い
る
よ
う
だ

た

 
八
幡
は
明
日
奈
を
こ
れ
以
上

激
し
な
い
よ
う
に

さ

さ
と
本
題
に
入
る
事
に
し
た

お
前
を

に
会
わ
せ
て
や
る

だ
か
ら
当
分
死
ぬ
の
は
や
め
ろ

 
そ
の
言
葉
で
萌
郁
の
表
情
が
変
わ

た

本
当
に

あ
あ

本
当
だ

俺
は

が
誰
か
を
知

て
い
る

証

は

そ
ん
な
の
必
要
が
あ
る
の
か

も
し
お
前
が
本
当
に

に
会
い
た
い
と
思

て
る
な
ら

 
真

は
と
も
か
く
俺
に

を
下
げ
て
教
え
て
も
ら
う
し
か
ヒ
ン
ト
が
無
い
の
は
分
か
る
よ
な

 
そ
し
て
萌
郁
は
こ
く
り
と

き

正
座
し
て
八
幡
に

を
下
げ
た

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は
そ
ん
な
萌
郁
を
見
な
が
ら
明
日
奈
に
言

た

よ
し
明
日
奈

こ
い
つ
に

を
食
わ
せ
て
や

て
く
れ

ま
だ
残

て
る
よ
な
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う
ん

任
せ
て

レ
ヴ

は
こ
い
つ
を
風
呂
に
入
れ
て
や

て
く
れ

着

え
は

誰
か
サ
イ
ズ
の
合
う
奴

は 
八
幡
は
そ
う
言

て
萌
郁
の
胸
を
チ
ラ
リ
と
見
た
が

そ
れ
は
仕
方
が
な
い
事
だ
ろ
う

そ
れ
な
ら
私
の
普

着
を
持

て
き
ま
す
ね

多
分
胸
も
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
の
で

あ

え
え
と

任
せ
る

 
八
幡
は
そ
れ
以
上

胸
の
事
に
つ
い
て
触
れ
る
の
を
や
め
た

 
一

明
日
奈
が
凄
い
目
で
八
幡
を
じ
ろ

と
見
た
か
ら
だ

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
手
は
ず
で
頼
む
俺
は

室
の
三
人
に
当
た
り
障
り
の
な
い
説
明
を
し

て
く
る
わ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

室
の
ド
ア
を
ノ

ク
し
た

は

い

俺
だ

入

て
い
い
か

リ

ダ

今
は
コ
ヒ

が
全

だ
か
ら

入
る
な
ら
性
的
な
意
味
で
覚
悟
し
て
き
て
ね

八
幡
君

も
ち
ろ
ん

だ
か
ら
気
に
し
な
い
で

い
つ
で
も
ど
う
ぞ
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八
幡
は
美
優
の
言
葉
を
無

し

香
蓮
の
言
葉
に

い
中
に
入

た

ぶ

つ
ま
ん
な
い
の

と
り
あ
え
ず

況
が
変
わ

た
の
で
説
明
に
き
た

あ
の
子
の
様
子
は
ど
う
で
す
か

 
舞
が
心
配
そ
う
に
そ
う

ね
て
き
た

八
幡
は
余
計
な
事
を
言
わ
な
い
よ
う
に
三
人
に
説
明

を
始
め
た

も
う
大
丈
夫
だ
身
元
も
判
明
し
た
し
近
い
う
ち
に
保
護
者
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
く
つ
も

り
だ

 
今
日
は
こ
こ
で
一

に

て
も
ら
う
か
ら

く
れ
ぐ
れ
も
彼
女
を

激
し
な
い
よ
う
に
頼
む

オ

ケ

当
た
り
障
り
の
な
い
話
で
も
し
と
く

 
当
然
萌
郁
に
は
レ
ヴ

を
つ
け
る
つ
も
り
で
い
た
が
先
ほ
ど
の
様
子
か
ら
し
て
心
配
は
な
い

だ
ろ
う
と

 
八
幡
は
そ
う
判
断
し
て
い
た

と
り
あ
え
ず
風
呂
に
入
れ
て

そ
の
後
は

を
食
わ
せ
る
か
ら

 
そ
の

に
お
茶
つ
い
で
に
リ
ビ
ン
グ
に
来
て
く
れ
ま
あ
可
能
な
ら
仲
良
く
な

て
や

て
く
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れ
よ
な

ほ
え

リ

ダ

は
見
ず
知
ら
ず
の
人
に
も
優
し
い
ね

美
優

八
幡
君
は
女
の
子
に
は
と
て
も
優
し
い
わ
よ

男
の
子
に
は

普
通
じ

な
い

普
通
か

さ
す
が
は
天
然
ジ
ゴ
ロ

 
そ
の

間
に
八
幡
は

い
つ
も
の
よ
う
に
美
優
の

に
拳
骨
を
落
と
し
た

人

き
の
悪
い
事
を
言
う
ん
じ

ね
え

殴
る
ぞ

も

も
う
殴

て
る
し

お
お

凄
い
な
お
前

未
来
の
出
来
事
を
体
験
し
た
ん
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
部
屋
を
出
て
い
き
さ
す
が
に
疲
れ
た
の
か
リ
ビ
ン
グ
で
ぼ

と
し
て

い
た

 
当
然
一
切
美
優
に
は
取
り
合
わ
な
い

そ
こ
に
明
日
奈
が
コ

ヒ

ら
し
き
飲
み
物
を
持

て

現
れ
た

八
幡
君

お
疲
れ
様
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お
う

ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る
と
は
な

ま
あ
と
り
あ
え
ず
人
助
け
を
し
た
と
思
え
ば

そ
う
思

て
な
い
と
や

て
ら
れ
ん

 
八
幡
は
そ
う
ぼ
や
く
と

明
日
奈
の
入
れ
て
く
れ
た
コ

ヒ

に
口
を
つ
け
た

あ
れ

こ
れ
自
作
か

う
う
ん

実
は
マ

を

め
た
だ
け

お
お

サ
ン
キ

な

道
理
で

に

み
入
る

だ

を
使

た
時
は

い
物
が
一
番
だ
し
ね

あ
あ

つ
い
で
に
何
か

て
く
れ
ば
良
か

た
な

多
少
な
ら
ス
ト

ク
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
今
日
は
ま
あ
い
い
か

 
そ
し
て
明
日
奈
は
八
幡
の
隣
に
座
り

あ
ま
り
大
き
な
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
ひ
そ
ひ
そ
と

言

た
八
幡
君

と
り
あ
え
ず
ち

し
よ

か

え

い
き
な
り
ど
う
し
た
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だ

て
さ

き
言

て
た
じ

な
い

口
が
い
い

て

い
や

確
か
に
言

た
が

今
し
か
出
来
な
さ
そ
う
だ
か
ら

今
の
う
ち
に

て
思

て

そ

そ
う
か

 
そ
し
て
二
人
は
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
キ
ス
を
し

明
日
奈
は
満
足
そ
う
な
顔
を
し
た

よ
し

今
日
の
八
幡
君
成
分
補

完
了

お
前

そ
う
い
う
と
こ
姉
さ
ん
の
影

を
感
じ
さ
せ
る
よ
な

姉
さ
ん
は
間
接
的
に
し
か
補

出
来
な
い
か
ら

ち

と
か
わ
い
そ
う
だ
け
ど
ね

間
接
的

て
ど
う
や

て
る
ん
だ
よ

そ
れ
は
ね

あ
あ

何
か
怖
い
か
ら
教
え
て
く
れ
な
く
て
い
い

そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
け
ど

 
そ
し
て
明
日
奈
は
テ

ブ
ル
に

を
つ
き

手
の
平
に

を
乗
せ
な
が
ら
八
幡
に
言

た

で

あ
の
人
の
事

ど
う
す
る
の

こ
う
い
う
話
は
あ
ま
り
明
日
奈
に
言
い
た
く
は
な
い
が
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も
し
か
し
た
ら
う
ち
で

報
員
と
か
を
し
て
も
ら
う
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
う
ち
に
は
そ
う
い
う
要
員
が
い
な
い
か
ら
な

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
よ
ね

そ
れ
も
こ
れ
も

ま
あ
相
手
と
の
交

が
上
手
く
い

た
ら
だ
け
ど
な

上
手
く
い
き
そ
う

ど
う
か
な

だ
が
ま
あ
悪
い
よ
う
に
は
し
た
く
な
い
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
目
を

じ
明
日
奈
は
そ
ん
な
八
幡
の
顔
を
ニ
コ
ニ
コ
と

め
な
が

ら
言

た

ま
た
一
人

え
る
の
か
な

心
配
す
る
事
は
何
も
な
い
さ

仮
に

え
る
と
し
て
も

 
た
だ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
部
下
が
一
人

え
る
だ
け
だ

そ
う

な
の
か
な

と
こ
ろ
で
明
日
奈

ち

と
頼
み
が
あ
る
ん
だ

調
べ
て
お
い
て
ほ
し
い
も
の
が
あ
る

ん

何

実
は
な



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
そ
し
て
八
幡
は
明
日
奈
に
何
か
を
頼
み

明
日
奈
は
そ
の
頼
み
を

し
た

分
か

た

さ
す
が
に
あ
の
ま
ま
だ
と
ね

で
も

い
物
は
ど
う
す
る
の

か
お
り
に
頼
む
さ

そ
う
い
う
の
は
得
意
そ
う
だ
か
ら
な

私
に
時
間
が
あ
れ
ば
良
か

た
ん
だ
け
ど
ね

ま
あ
仕
方
な
い

出
来
る
奴
が
出
来
る
事
を
や
れ
ば
い
い

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
優
里
奈
が

り

レ
ヴ

カ
と
萌
郁
が
風
呂
か
ら
出
て
き
た

 
優
里
奈
は
萌
郁
に
自
分
の
服
を
着
せ

そ
し
て
明
日
奈
は
食
事
の
準
備
を
始
め
た

萌
郁

少
し
は
落
ち
着
い
た
か

 
そ
の
言
葉
に
萌
郁
は
一

変
な
顔
を
し
た
後
に
コ
ク
リ
と

き

初
め
て
自
分
か
ら
⻑
文
を

た
ま
る
で

の

に
入
れ
ら
れ
た
気
分
だ

た

お
お

そ
う
い
う
の
が
分
か
る
の
か

 
萌
郁
は
コ
ク
リ
と

き

そ
ん
な
萌
郁
の

を
レ
ヴ

カ
が
ガ
シ
リ
と

い
た

別
に
と

て
食

た
り
し
な
い

て
の
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萌
郁
は
そ
の
言
葉
に
目
を
伏
せ
て
何
も
反
応
し
な
か

た
の
だ
が

 
そ
の
身
体
が
小
刻
み
に

え
て
い
る
の
を
見
て

八
幡
は
し
め
た
と
思

た

怖
い

て
事
は
生
き
た
い

て
事
だ

ど
う
や
ら
と
り
あ
え
ず
の
心
配
は
な
い
み
た
い
だ
な

 
そ
の
会
話
中
に
香
蓮
達
三
人
も
合
流
し
と
り
あ
え
ず
と
い

た

で
Ｇ
Ｇ
Ｏ

み
の
動
画
を

見
な
が
ら

 
七
人
は
萌
郁
を
囲
ん
で
雑
談
に
興
じ
て
い
た

 
そ
ん
な
中

萌
郁
が
明
日
奈
の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
い
る
事
に
気
付
い
た
八
幡
は

 
何
だ
ろ
う
と
思

て
萌
郁
に
こ
う

ね
た

お
い
萌
郁

ど
う
か
し
た
か

 
萌
郁
は
再
び
お
か
し
な
表
情
を
見
せ
た
後

お
ず
お
ず
と
八
幡
に
言

た

あ

あ
の

お
う

お

お
か
わ
り

 
そ
ん
な
萌
郁
を
見
て

八
幡
は

活
そ
う
に
笑

た

そ
う
か
そ
う
か
ど
う
や
ら
体
は
生
き
た
が

て
る
み
た
い
だ
な
明
日
奈
お
か
わ
り
を
頼
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む
う
ん

待

て
て

 
つ
い
で
に
八
幡
は

疑
問
に
思

て
い
た
事
を
萌
郁
に

ね
た

な

さ

き
か
ら
た
ま
に
変
な
顔
を
し
て
た
け
ど

あ
れ
は

そ
れ
は
い
き
な
り
名
前
を
呼
び

て
に
さ
れ
た
か
ら

 
萌
郁
は
消
え
入
り
そ
う
な
声
で
そ
う
言

た

わ

悪
い

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

今
後
は

で

 
そ
の

間
に
萌
郁
が
何
か
口
走

た
が

さ
す
が
に
小
さ
す
ぎ
て

き
取
れ
な
か

た

悪
い

な
ん
だ

て

 
萌
郁
は
そ
う
言
わ
れ

深
呼

を
し
た
後
に

こ
え
る

度
の
小
さ
な
声
で
こ
う
言

た

別
に
名
前
で
い
い

そ
う
か

 
こ
う
し
て
そ
の
日
の
夜
は
更
け
て
い
き

 
自
分
で
も
驚
い
た
の
だ
が

萌
郁
は
久
々
に
ぐ

す
り
と
眠
る
事
が
出
来
た
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レ
ヴ

カ
が
隣
に
い
る
事
が
気
に
は
な

た
が

そ
れ
で
も
萌
郁
は
す
ぐ
に
眠
く
な
り

 
そ
の
意
識
は
あ

さ
り
と
眠
り
の
中
に

ん
で
い

た
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第
６
１
１
話
 
ラ
ウ
ン
ダ

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
今
日
を

め
て
あ
と

回
の
予
定
で
す

お
う

き
た
み
た
い
だ
な

そ
れ
じ

あ
朝

で
も
食
う
か
ね

 
八
幡
は
リ
ビ
ン
グ
に
出
て
き
た
女
性

に
そ
う
声
を
か
け
る
と

 
料
理
の

ら
れ
た

を
テ

ブ
ル
へ
と

べ
始
め
た

あ

八
幡
君
が
準
備
し
て
く
れ
た
ん
だ

八
幡
さ
ん

ち

ん
と

ま
し
た
か

今
何
時
だ
と
思

て
る
ん
だ

む
し
ろ
そ
の
セ
リ
フ
は
お
前
達
に
言
い
た
い

え

あ

も
う
九
時
だ

た
ん
だ

本
当
だ

 
明
日
奈
は
チ
ラ
リ
と
時
計
を
見
て

少
し

す
ぎ
て
し
ま

た
か
と
反
省
し
て
い
た

ま
あ

日
は
楽
し
か

た
み
た
い
だ
し
ま

た
く
問
題
な
い

レ
ヴ

と
萌
郁
は
ま
だ

て
る
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の
かみ

た
い

相
当
疲
れ
て
た
ん
だ
ろ
う
ね

精
神
的
に

萌
郁
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

そ
れ
じ

あ
レ
ヴ

は

こ
れ
は

る
前
に

い
た
話
な
ん
だ
け
ど
多
分
萌
郁
さ
ん
に
合
わ
せ
て
自
然
に

き
る
ん
だ

と
思
う

 
完
全
に
意
識
を
彼
女
に
向
け
て

た
み
た
い
だ
か
ら
逆
に
こ
の
⻑
さ
も
そ
の
結
果
な
ん
じ

な
い
か
な

マ
ジ
か
よ

萌
郁
と
シ
ン
ク
ロ
し
て
る

て
事
だ
よ
な

分
と
器
用
だ
な

 
八
幡
は
そ
の
説
明
に
納
得
し
な
が
ら

全
て
の
準
備
を
終
え

こ
う
言

た

さ
あ
召
し
上
が
れ

き
ま
す

 
食
卓
で
は
そ
の
ま
ま
今
日
ど
う
す
る
か
の
話
に
な

た

 
ど
う
や
ら
美
優
と
舞
は
お
昼
過
ぎ
の
飛
行
機
に
乗
る
ら
し
く

あ
ま
り
時
間
が
無
い
ら
し
い

そ
の
次
の
飛
行
機
だ
と
あ

ち
に
着
く
の
が
暗
く
な

て
か
ら
に
な

ち

う
ん
だ
よ
ね

そ
う
か

や

ぱ
り
遠
い
か
ら
大
変
だ
よ
な
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ま
た
遊
び
に
来
ま
す
か
ら
そ
の
時
は
も

と
ゆ

く
り
で
き
る
よ
う
に
調
整
し
て
お
き
ま
す

ね 
今
回
は
話
が
い
き
な
り
だ

た
ん
で
ス
ケ
ジ

ル
を
二
日
し
か
空
け
ら
れ
な
か

た
ん
で

す
よ
ね

あ
あ

い
つ
で
も

ね
て
き
て
く
れ

逆
に
俺
達
が
そ

ち
に
行
く
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

え

リ

ダ

が
北
海
道
に

こ
れ
は
張
り
切

て
接
待
し
な
い
と

い
や

お
前
に
は
用
は
無
い

舞
さ
ん
に
用
が
あ
る
ん
だ

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
美
優
は
オ

バ

ア
ク
シ

ン
で
そ
う
言

た
が
目
的
が
狩

な
の
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
も

な
い

 
そ
の
事
を

い
た
美
優
は

納
得
し
た
よ
う
に

い
た

あ
あ

そ
う
い
う
事
か
あ

レ
ヴ

の
目
的
が
そ
れ
な
ら
仕
方
な
い
ね

エ

シ
カ

の
解
禁
は
十
月

く
ら
い
で
す

そ
れ
以
降
な
ら
大
体
大
丈
夫
で
す
よ

な
る
ほ
ど

ま
あ
時
間
に
余

が
出
来
た

に
ま
た
連

さ
せ
て
も
ら
お
う
か
な

は
い

お
待
ち
し
て
ま
す
ね
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優
里
奈
は
今
日
は
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
行
く
ら
し
い

 
ど
う
や
ら
最
近
強
力
な
ギ
ル
ド
の
人
と
知
り
合

て

お
世
話
に
な

て
い
る
よ
う
だ

へ

そ
う
な
の
か

何
て
チ

ム
だ

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ

て
方
々
で
す
ラ
ン
さ
ん

て
人
が
リ

ダ

で
と

て
も
強
い

ん
で
す
よ

ほ
う

そ
れ
は
い
つ
か
戦
う
時
が
楽
し
み
だ
な

戦
う
前
提
で
す
か

 
一
同
は
そ
こ
で
笑

た
が
八
幡
は
笑
い
な
が
ら
も
内
心
で
ち

ん
と
出
会
え
た
か
と
安

し
て
い
た

た
ま
に
は
顔
を
出
さ
な
い
と

ユ
ウ
は
と
も
か
く
ア
イ
が
ご
ね
る
だ
ろ
う
な

 
ち
な
み
に
明
日
奈
は
今
日
は
実
家
に
顔
を
出
す
予
定
で

 
香
蓮
は
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
連
中
と
待
ち
合
わ
せ
ら
し
い

あ
あ

そ
う
い
や
香
蓮
は
あ
の
時
俺
と
一

に
い
た
あ
い
つ
ら
が

 
実
は
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

だ

て
の
は
知

て
る
ん
だ

た
か
な

一
応
確
認
し
て
お

く
か
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ち
な
み
に
確
認
の
結
果

香
蓮
は
そ
の
事
実
を
知
ら
な
い
ど
こ
ろ
か

 
相
手
の
顔
も
名
前
も
連

先
す
ら
知
ら
な
か

た

そ
れ
を
危

し
た
八
幡
は
密
か
に
ど
こ
か

に

話
を
か
け

 
明
日
奈
か
ら
メ
モ
の
よ
う
な
物
を
受
け
取

た
後
美
優
と
舞
を
送
る

に
キ

ト
で
空
港
へ

と
向
か

た

 
レ
ヴ

カ
と
萌
郁
の
食
事
は
布
を
か
け
て
テ

ブ
ル
の
上
に
置
い
て
あ
り

 
二
人
に
は
ソ
レ
イ
ユ
で
待
つ
よ
う
に
と
連

を
入
れ
て
あ

た

後
は
姉
さ
ん
か
ア
ル
ゴ
が
応
対
し
て
く
れ
る
だ
ろ

 
八
幡
は
そ
う
考
え
な
が
ら
美
優
と
舞
を
無
事
に
空
港
ま
で
送
り

け
二
人
に
別
れ
を
告
げ

た
お
い
美
優
舞
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
な
よ
あ
と
今
度
会
う
時
ま
で
に
少
し
は
落
ち
着
い
て

お
け
よ

落
ち
着
い
て
ほ
し
い
な
ら

是
非
リ

ダ

に
も
そ
の
体
で
協
力
を

だ
か
ら
お
前
は
そ
う
い
う
の
を
や
め
ろ

つ

て
ん
だ
よ

那

那

ピ
ト
さ
ん
ほ
ど
じ

あ
り
ま
せ
ん

て
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比

対
象
が
悪
い

香
蓮
を
見

え

リ

ダ

は
コ
ヒ

の
事
を
神
聖

し
す
ぎ
だ
か
ら

 
コ
ヒ

だ

て
普
通
に
エ
ロ
い
と
こ
ろ
が
い

ぱ
い
あ
る
か
ら
ね

ん
な

あ
る
か

お
前
と
一

に
す
ん
な

あ
る
ん
だ

て
ば

も
う

 
八
幡
は

そ
ん
な
事
は
な
い
と

り
返
す
と

次
に
舞
に
話
し
か
け
た

舞
さ
ん

お
元
気
で

は
い

八
幡
さ
ん
も

チ

ム
に
つ
い
て
は

し
い
事
が
決
ま

た
ら
連

し
ま
す

 
そ
れ
ま
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
で
も
ま
た
一

に
遊
び
ま
し

う

は
い

是
非

私

対
人
も
頑
張

て
や

て
み
る
事
に
し
ま
し
た
か
ら

そ
う
で
す
か

そ
れ
じ

あ
そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
お
き
ま
す

は
い

ま
た
お
会
い
し
ま
し

う

美
優
も
ま
た
な

リ

ダ

ま
た
ね

コ
ヒ

に
も
宜
し
く
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こ
う
し
て
二
人
は
機
上
の
人
と
な
り

八
幡
は
見
え
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
も

 
飛
行
機
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を

り
続
け
た

あ

舞
さ
ん

リ

ダ

が
手
を

て
る
よ

本
当
だ

 
二
人
も
同
じ
よ
う
に
相
手
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を

り

 
完
全
に
見
え
な
く
な

た
後

二
人
は
笑
顔
で
会
話
を
始
め
た

舞
さ
ん

今
度
の
旅
は
ど
う
だ

た

す
ご
く
驚
か
さ
れ
る
事
が
い

ぱ
い
あ

た
け
ど

で
も
と

て
も
楽
し
か

た
よ

だ
よ
ね

あ
あ

北
海
道
に
帰
り
た
く
な
い
な

こ

ち
で

職
し
よ
う
か
な

 
リ

ダ

の
ご

光
に
頼
れ
ば
平
気
な
気
が
す
る

美
優
ち

ん
は
頑
張
れ
ば
大
丈
夫

い
よ
ね

そ
の
点
私
は

そ
の
気
が
あ
る
な
ら
な
ん
と
で
も
な
る
ん
じ

な
い

 
も

と
も
婚
期
が

れ
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
う
け
ど
ね

そ
う
な
の

 
き

と
ん
と
す
る
舞
に

美
優
は
ド
ヤ
顔
で
こ
う
言

た
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だ

て
ど
ん
な
男
と
出
会
う
に
し
ろ
ど
う
し
て
も
リ

ダ

と
比

し
ち

う
じ

な
い

あ

あ
あ

 
舞
も
そ
の
意
味
を
や

と
理
解
し
た
が
も
う
一
つ
別
の
事
に
も
気
が
付
い
て
少
し
顔
を

く
し
た

ね

ね

美
優
ち

ん

も
し
か
し
て
そ
れ

も
う
手

れ
じ

な
い

手

れ

何
が

え
ば
一
生
北
海
道
で
生
き
て
い
く
と
し
て

 
美
優
ち

ん
は
今
後

簡

に
誰
か
を
好
き
に
な

た
り
す
る

あ
 
美
優
も
そ
の
事
に
気
が
付
い
た
よ
う
だ

そ
う

も
う
手

れ
な
の
で
あ
る

ま

ま
あ
ど
う
な
る
に
し
ろ

お

い
に
頑
張
ろ
う

そ
う
だ
ね

ま
あ
私
に
と

て
の
八
幡
さ
ん
は

ま
だ
芸
能
人
扱
い
だ
か
ら
い
い
と
し
て

 
美
優
ち

ん
は
仲
が
い
い
分
大
変
そ
う

う

確
か
に
街
で
男
と
遊
ぶ
く
ら
い
な
ら
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多
少
塩
対
応
を
さ
れ
て
も
ゲ

ム
の
中
で
リ

ダ

に
く

つ
い
ち

い
そ
う

ま
ず
い
な

私
も
そ
う
な

ち

う
の
か
な

そ
の
う
ち
禁
断

が
出
て
く
る
よ

本
当
に

や
ば

 
こ
う
し
て
二
人
は
空
港
に
着
く
ま
で

々
と
八
幡
の
話
で

り
上
が
る
事
と
な

た

 
今
度
の
舞
の
旅
は

彼
女
に
と

て
実
り
多
い
も
の
と
な

た
よ
う
だ

  
一
方
レ
ヴ

カ
と
萌
郁
で
あ
る

明
日
奈
の
言
葉
通
り

 
萌
郁
が

き
た

間
に

そ
れ
に
引

張
ら
れ
る
よ
う
に
レ
ヴ

カ
も
目
を
覚
ま
し
た

ん
ん

や
べ

も
う
昼
か

分

ち
ま

た
な

 
そ
の
言
葉
に

き
た
ば
か
り
の
萌
郁
も
コ
ク
リ
と

い
た
ど
う
や
ら

き
は
い
い
よ
う
だ

ど
う
だ

よ
く

ら
れ
た
か

 
萌
郁
は
再
び

い
た
が

そ
の
表
情
か
ら
は
若

の
驚
き
が
見
て
と
れ
た

 
ど
う
や
ら
自
分
が
こ
ん
な
に
ぐ

す
り

ら
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た
ら
し
い

そ
う
か
そ
う
か

さ
て

は
ど
う
す
る
か
な

て

用
意
し
て
く
れ
て
る
な

し
か
も
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ボ
ス
作
か

 
朝
食

て
書
い
て
あ
る
け
ど
ど
う
や
ら
昼
に
な
る
の
を
見
越
し
て
多
く
作

て
く
れ
た
ん
だ

な 
さ
す
が
は
ボ
ス
だ

よ
し

さ

さ
と
食

ち
ま
お
う

わ

私

め
て
き
ま
す

お

サ
ン
キ

 
心
が
落
ち
着
い
た
せ
い
か

無
口
な
萌
郁
も
多
少
は
自
分
か
ら

る
よ
う
に
な

て
い
た

 
そ
し
て
二
人
は
一

に
朝
食

昼
食
を
と

た

会
話
は
ほ
と
ん
ど
無
か

た
が

 
心

美
味
そ
う
に
食
事
を
し
悩
み
な
ど
無
さ
そ
う
な
レ
ヴ

カ
の

に
萌
郁
は

ま
し
さ

を
感
じ
た

 
そ
の
せ
い
か

食
事
を
終
え
た
後
に
萌
郁
は
自
分
か
ら
レ
ヴ

カ
に
話
し
か
け
た

あ
の

お

ど
う
し
た

何
か

き
た
い
事
で
も
あ
る
の
か

レ
ヴ

さ
ん
に
は
悩
み
と
か
は
な
い
の

ん

そ
り

あ
あ
る
さ

色
々
な

だ
が
そ
う
い
う
時
は

必
ず
ボ
ス
に
相
談
す
る
事
に
し
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て
る
か
ら
な

 
そ
れ
で
大

の
事
は
解
決
だ

そ
う

な
ん
だ

 
萌
郁
は
そ
の
会
話
で

夜
初
め
て
会

た
そ
の
人
物
の
顔
が

に

か
ん
だ

あ
の
人
は

ど
う
い
う
人

ん

ボ
ス
か

そ
う
だ
な

い
い
奴
だ

い
い

奴

あ
と
面
白
い
奴
だ
な

そ

そ
う

あ
と
は
気
前
が
い
い

こ
れ
が
一
番

 
萌
郁
は
そ
れ
以
上

な
情
報
は
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

質
問
を
終
え
た

 
だ
が
最
後
に
レ
ヴ

カ
は
萌
郁
に
こ
う
言

た

あ
と
ボ
ス
は

絶
対
に
お
前
を

て
た
り
は
し
ね
え
な

 
そ
の
言
葉
に
萌
郁
は
言
葉
が
出
な
か

た
が

や
が
て

つ
り
と
一
言
だ
け
言

た
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か
も

 
そ
し
て
二
人
は
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か
い

そ
の
ま
ま
陽
乃
の
指

に

て
待
機
し
た

 
陽
乃
と
ア
ル
ゴ
は
ダ
ル
も
交
え
て
何
か
相
談
を
し
て
い
る
よ
う
だ

た
が

 
た
だ
の

で
あ
る
事
を
自
分
に
課
し
て
い
る
レ
ヴ

カ
は
そ
の
事
に
は
興
味
が
な
か

た

難
し
い
事
は
ボ
ス
や
大
ボ
ス
に
任
せ
て
お
け
ば
間
違
い
な
い
か
ら
な

 
ほ
ど
な
く
し
て
八
幡
も
ソ
レ
イ
ユ
に
到
着
し

二
人
の
所
に
顔
を
出
し
た

悪
い

待
た
せ
た
か

い
や

大
し
て
待

て
な
い

ボ
ス

萌
郁

日
は
よ
く

れ
た
み
た
い
だ
な

 
萌
郁
は
そ
の
言
葉
に

い
た

何
か

た
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
一

思

た
が

 
八
幡
が
何
も
気
に
し
た
様
子
を
見
せ
な
か

た

逆
に
萌
郁
は
何
も

れ
な
か

た

さ
て
も
う
少
し
待

て
て
く
れ
な
姉
さ
ん
達
と
今
後
の
事
に
つ
い
て
相
談
し
て
く
る
か
ら

つ
い
で
に
俺
の

に
つ
い
て
も

め
に
頼
む

あ
あ

い
つ
ま
で
も
あ
の
部
屋

て

に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
し
な

 
社
員
寮
の
部
屋
が
い
く
つ
か
空
い
て
る
か
ら
多
分
そ
こ
に
入

て
も
ら
う
事
に
な
る
と
思
う
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問
題
な
い

む
し
ろ
そ
の
方
が
気
楽

て
も
ん
だ

ま
あ

く
ら
い
は
当
分
優
里
奈
に
作

て
も
ら
え
よ
つ
い
で
に
一

に
料
理
の
勉
強
で
も
す

れ
ば
い
い

お
お

い
い
な
そ
れ

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る

 
八
幡
は
そ
う
言

て
部
屋
を
後
に
し
二
人
は
そ
の
場
で
八
幡
の
帰
り
を
じ

と
待
つ
事
に
し

た 
そ
し
て
八
幡
は

陽
乃

ア
ル
ゴ

ダ
ル
と
共
に

今
後
の
対

の
相
談
を
始
め
た

え

今
日
で
す
か

え
え

い
方
が
い
い
で
し

そ
れ
は
そ
う
で
す
け
ど

て
い
う
か
ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

て
マ
ジ
な
ん

 
ダ
ル
は
こ
の

で
も
ま
だ
そ
ん
な
事
を
言

て
い
た

や
は
り
信
じ
難
い
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
ダ
ル
に

突
然
ア
ル
ゴ
が
こ
ん
な
質
問
を
し
た

お
い
ダ
ル

ラ
ボ
か
ら
ヨ

ロ

パ
に
ハ

キ
ン
グ
を
か
け
た
事
は
あ
る
よ
ナ
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そ
れ
は
何
度
で
も
あ
る
け
ど

回
あ
り
え
な
い
く
ら
い
調
子
が
良
く
な
か

た
カ

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

そ
れ
は
僕
の

で
す
し

あ
の
ビ
ル
か
ら
直
通
回
線
が
ヨ

ロ

パ
の
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
本
部
ま
で

び
て
る
ん
だ
が

 
ダ
ル
は
そ
の
事
は
知

て
た
カ

え

な

何
そ
れ

つ
ま
り
お
前
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
そ
の

恵
を
受
け
て
た

て
事
だ
な
こ
れ
が
そ

の
証

ナ

 
そ
う
言

て
ア
ル
ゴ
は

の
画
面
を
ダ
ル
に
見
せ

ダ
ル
は
天
を

い
だ

う
あ

マ
ジ
だ

て
事
は
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
本
当
に
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
エ

ジ

ン
ト

 
そ
ん
な
事

今
ま
で
ま

た
く
気
付
か
な
か

た
お

仕
方
な
い
さ

そ
う
思

て
調
べ
な
い
と

証

な
ん
か
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
し
ナ

て
事
は

ア
ル
ゴ
氏
は
僕
達
の
事
を

そ
う
思

て
調
べ
た

て
事

そ
う
い
う
事
だ
な

な
ん
た

て
背
後
関
係
を
洗
う

に
調
べ
た
ん
だ
か
ら
な

 
お
か
げ
で
レ
ス
キ
ネ
ン
教

み
で
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
事
を
調
べ
る
時
資
料
が
揃

て
て
凄
く
楽
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だ

た
ろ

あ
あ

あ
れ

て
そ
の
せ
い
だ

た
ん
だ

そ
の
流
れ
な
ら
そ
の
話
も
納
得
だ
お

 
こ
う
し
て
ダ
ル
が
納
得
し
た
後
四
人
に
よ

て
こ
の
話
の
問
題
点
が

に

さ
れ
て
い

た 
だ
が
そ
の

は

や
は
り
こ
の
問
題
だ

た

や
は
り
一
番
の
問
題
点
は

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
暗
部
か
ら
の

だ
よ
な

調
べ
た
感
じ
あ
そ
こ
は
か
な
り
の
レ
ベ
ル
の
非
合
法
活
動
に
手
を

め
て
い
る
み
た
い
だ
し

ナ
し
か
も
先
日
ス
ト
ラ

み
の
勢
力
が

た
せ
い
で
相
対
的
に
あ
そ
こ
の
力
が
強
く
な

た

み
た
い
ね

調
子
に
乗
り
ま
く

て
や
が
り
ま
す
か

本
当
に
ふ
ざ
け
ん
な
だ
お

 
こ
こ
で
八
幡
が

純

に

日
感
じ
た
疑
問
を
ア
ル
ゴ
に
ぶ
つ
け
て
き
た

そ
も
そ
も
何
で
仕
事
を
成
功
さ
せ
た
萌
郁
が

さ
れ
て
る
ん
だ

 
ま
あ
連

が
無
い
だ
け
で
実

死
ぬ
事
を
決
め
た
の
は
あ
く
ま
で
あ
い
つ
の
意
思
だ
ろ
う
か

ら
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必
ず
し
も
そ
れ
は
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
意
思
じ

な
い
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

で
も
あ
そ
こ

仕
事
に
成
功
し
よ
う
が
失
敗
し
よ
う
が

 
末

の
エ

ジ

ン
ト
は
使
い

て
に
し
て
る
み
た
い
だ
ぞ

 
ち
な
み
に
そ
の
エ

ジ

ン
ト
組

は

ラ
ウ
ン
ダ

と
い
う
そ
う
ダ

あ
れ

で
も
萌
郁
は

う

ん

ま
あ
今
は
い
い
か

 
そ
れ
に
し
て
も
ラ
ウ
ン
ダ

か

マ
ジ
で
気
に
い
ら
ん
な

 
そ
の
八
幡
の
感
情
を
共

し
た
の
か

陽
乃
が
ぶ

そ
う
な
事
を
言
い
出
し
た

い

そ
ラ
ウ
ン
ダ

を
潰
し
ち

う

材
料
な
ら
そ
れ
な
り
に
持

て
る
け
ど

 
そ
の
提
案
を
止
め
る
者
は

こ
こ
に
は
誰
も
い
な
か

た

そ
れ
も
考

に
入
れ
て
お
く
か

あ
の
あ
た
り
の
国
の
そ
う
い

た
勢
力
を

 
ア
メ
リ
カ
さ
ん
も
叩
い
て
お
き
た
い
だ
ろ
う
し

そ
の

り
か
ら
手
を
回
せ
ば

つ
い
で
に

も
変
わ

て
も
ら
う

そ
の
方
が
い
い
だ
ろ
う
な
非
合
法
活
動
な
ん
か
や
め
ち
ま

て
も
あ
そ
こ
は
十
分
利

を
出

せ
る
し

 
ト

プ
に
座
り
た
い
奴
は
た
く
さ
ん
い
る
だ
ろ
う
よ
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そ
れ
じ

あ
そ
う
い

た
や
ば
い
資
料
を
複

の
人
間
に
送
り
つ
け
て

そ
の
ど
さ
く
さ
で

そ
れ
じ

あ
つ
い
で
に

 
こ
う
し
て
四
人
の
悪

み
は
加
速
的
に
話
が

ら
ん
で
い
き

 
ラ
ウ
ン
ダ

の
命
運
は

彼
ら
の
ま

た
く
知
ら
な
い
所
で
尽
き
て
い
く
の
だ

た
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第
６
１
２
話
 
八
幡
は
慎
重
に
事
を
進
め
る

 
八
幡
が
陽
乃
達
と
話
す
少
し
前

一

の
受
付
で

実
は
こ
ん
な
や
り
取
り
が
あ

た

 
あ

八
幡

さ

き
の
ス

ピ
ン
の
女
の
人

誰

ス

ピ
ン

萌
郁
の
事
か

あ

そ
ん
な
名
前
だ

た
か
も

 
八
幡
が
ソ
レ
イ
ユ
本
社
に
入
る
と

受
付
を
し
て
い
た
か
お
り
が
八
幡
に
話
し
か
け
て
き
た

実
は
あ
い
つ

ち

と

あ
り
な
ん
だ
よ

あ

そ
う
な
ん
だ

何
か
気
に
な

た
の
か

そ
り

な
る
で
し

よ

ど
の
理
由
が
な
い
と
あ
ん
な

型
に
し
な
い
し

 
ス

ピ
ン
な
上
に
服
装
に
ま

た
く
気
を
遣

て
な
い
よ
う
に
見
え
た
し
ね

あ
あ

ま
あ
確
か
に
な

で
も
あ
の
人

多
分
美
人
だ
と
思
う
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か
お
り
の
そ
の
言
葉
に

八
幡
も
同
意
し
た

お

や

ぱ
り
お
前
も
そ
う
思
う
か

あ

八
幡
も
や

ぱ
り
そ
う
思

た
ん
だ

ま
あ
俺
の
は
た
だ
の
直
感
だ
が
な

そ
う
だ

も
し
良
か

た
ら
私
が
化

と
か
し
て
あ
げ
よ
う
か

 
何
も
道

と
か
持

て
な
い
み
た
い
だ

た
し

お

そ
れ
じ

あ
後
で
頼
ん
で
も
い
い
か

任
せ
て

そ
う
い
う
の
は
得
意
だ
か
ら

か
お
り
は
確
か
に
そ
う
い
う
の

得
意
そ
う
だ
よ
な

 
あ
つ
い
で
に
頼
み
が
あ
る
ん
だ
が
ち

と
受
付
を
離
れ
て
い
い
か
ら
用
意
し
て
ほ
し

い
物
が
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は

何
か
が
書
か
れ
た

を
か
お
り
に

し

元
で
何
か

い
た

え

こ
れ

て
も
し
か
し
て

八
幡
が
調
べ
た
の

ま
さ
か

明
日
奈
に
頼
ん
だ
さ

な
ん
だ

良
か

た

で
も
こ
れ

凄
く

ま
し
い
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八
幡
は
そ
の

き
に
は
ノ

コ
メ
ン
ト
を

い
た

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ

う
ん

私
の
セ
ン
ス
に
任
せ
て

ウ
ル
シ
エ
ル

そ
ん
な

で
す
ま
な
い
が

し
ば
ら
く
一
人
で
頼
む

も
う

ま
た
私
を
そ
の
名
前
で
呼
ぶ

 
ま
あ
そ
れ
は
と
も
か
く
分
か
り
ま
し
た

任
せ
て
下
さ
い

か
お
り
ち

ん

気
を
付
け
て

ね
う
ん

 
か
お
り
は
自
身
の
業

を
そ
の
ウ
ル
シ
エ
ル
と
呼
ば
れ
た
同

に

し
ロ

カ

へ
と
走

て
い

た

 
そ
し
て
八
幡
は
社
⻑
室
へ
と
向
か

た

こ
れ
が
八
幡
の
到
着
直
後
の
事
で
あ
る

  
そ
し
て
今
陽
乃
達
と
の
話
し
合
い
を
終
え
た
八
幡
は
レ
ヴ

カ
と
萌
郁
が
い
る
部
屋
に

い
た話

が

ま

た

す
ぐ
に
出
発
だ
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お

来
た
の
か
ボ
ス

結
局
ど
う
な

た

内内

て
ボ
ス

そ
り

無
い

ま
あ
多
分
レ
ヴ

の
出
番
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
思
う
ぞ

 
今
回
は
ア
ル
ゴ
や
ダ
ル
が
色
々
思
い

き
り
や
る
事
に
な
る

ほ
う

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
り

ご
機

だ
な

ん

今
の
が
ど
う
い
う
意
味
か
分
か
る
の
か

い
い
か
ボ
ス

戦
争

て
の
は

サ
イ
バ

空
間
で
も
常
に
行
わ
れ
て
い
る
も
ん
な
ん
だ

そ
こ
ま
で
分
か

て
る
な
ら
ま
あ
い
い
か

そ
う
だ

要
す
る
に

 
そ
し
て
八
幡
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

戦
争
の
時
間
だ

イ
ヤ

ホ

 
そ
ん
な
二
人
を
萌
郁
は
理
解
出
来
な
い
生
き
物
を
見
る
よ
う
な
目
で

て
見
つ
め
て
い
た

さ
て

こ
れ
か
ら
出
か
け
る

だ
が

そ
の
前
に
萌
郁

こ
れ
を

こ
れ

て

ウ

グ

そ
れ
に
こ
れ
は

達
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そ
う
だ

お
前
が
誰
な
の
か
い
き
な
り
相
手
に
バ
レ
る
の
は
避
け
た
い
ん
で
な

 
そ
う
い
や
お
前

何
で

主

な
ん
だ

え
え
と

変
装
が
簡

だ
か
ら

マ
ジ
か
よ

そ
ん
な
く
だ
ら
ね
え
理
由
だ

た
の
か
よ

お
前
は
こ
ん
な
に
美
人
な
の
に
な

え

 
萌
郁
は
そ
ん
な
言
葉
が
か
け
ら
れ
る
と
は
予
想
も
し
て
い
な
か

た
の
か

 
驚
い
た
よ
う
に
八
幡
の
顔
を
見
た

今
の
自
分
は
化

も
し
て
お
ら
ず

服
も
地
味
で
あ
り

 

型
も
こ
ん
な
感
じ
な
の
だ

と
て
も
美
人
と
呼
ば
れ
る

態
で
は
な
い

ん

俺
は
何
か
変
な
事
を
言

た
か

何
で
も
な
い

そ
う
か

次
は
こ
れ
だ

 
そ
う
言

て
八
幡
は

リ
ネ
ン
の
ト

プ
ス
と
ブ
ル

の
ジ

ケ

ト

 
そ
れ
に
同
じ
く
ベ

ジ

の
フ
レ
ア
ス
カ

ト
を
手

し
て
き
た

こ
れ
を
着
ろ
と

そ
う
だ

う
ち
の
受
付
チ

イ
ス
だ
が
な
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き

と
似
合
わ
な
い

そ
れ
を
決
め
る
の
は
俺
だ
と
り
あ
え
ず
俺
は
外
に
出
て
い
る
か
ら
着

え
ち
ま

て
く
れ

サ
イ
ズ
は

調
べ
た

 
そ
の
言
葉
に
萌
郁
は
き

と
ん
と
し
無
表
情
な
が
ら
も
八
幡
を

す
る
よ
う
に
胸
を
手
で

し
た

誤
解
だ
萌
郁

お
前
が

て
い
る
間
に
明
日
奈
が
計

た

た
だ
そ
れ
だ
け
だ

 
つ
ま
り
そ
れ
は

日
の

か
ら
八
幡
が
こ
う
す
る
つ
も
り
だ

た
と
い
う
事
だ

 
萌
郁
は
ま

た
く
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
が

と
り
あ
え
ず
八
幡
に

い
て
お
い
た

な
ら
い
い

そ
れ
じ

あ
俺
は
外
に
出
て
い
る
か
ら

ち

ん
と
着

え
る
ん
だ
ぞ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
外
に
出
て
い
き

そ
の
場
に
は
萌
郁
と
レ
ヴ

カ
だ
け
が
残
さ
れ
た

 
レ
ヴ

カ
は
こ
う
い
う
事
は
得
意
で
は
な
い

特
に
口
を
出
し
て
く
る
気
配
は
無
い

 
そ
し
て
萌
郁
は
仕
方
な
く
そ
の
服
を
身
に
つ
け

ウ

グ
を
し

達
メ
ガ
ネ
を
か
け
た

ほ
う
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そ
ん
な
萌
郁
を
見
て

レ
ヴ

カ
が
ヒ

と
口

を

い
た

 
今
の
自
分
は
ど
う
や
ら
多
少
は
ま
と
も
に
見
え
る
ら
し
い

 
萌
郁
は
そ
う
思
う
の
と
同
時
に

こ
の
部
屋
に

が
無
い
事
を
悔
や
ん
だ

 
や
は
り
萌
郁
も
年

の
女
性
な
の
で
あ
る

自
分
の
今
の
外
見
に
は
興
味
が
あ
る
の
だ

 
そ
の
時
部
屋
の
扉
が
開
き

先
ほ
ど
受
付
に
座

て
い
た
女
性
が
中
に
入

て
き
た

あ

え
え
と

萌
郁
さ
ん

だ

た
よ
ね

私
は

本
か
お
り

宜
し
く
ね

 
萌
郁
は
い
き
な
り
そ
う

さ
れ

に

い
た

そ
れ
じ

あ
化

を
始
め
る
か
ら

こ
こ
に
座

て
も
ら

て
も
い
い
か
な

け

化

 
ど
う
や
ら
自
分
は
今
か
ら
化

ま
で
さ
れ
る
ら
し
い

 
萌
郁
は
そ
れ
く
ら
い
自
分
で
出
来
る
の
に
と
思
い
な
が
ら
も

 
他
人
に
化

を
さ
れ
る
の
は
初
め
て
だ

た
の
で
興
味
本

で
か
お
り
の
好
き
に
さ
せ
る
事

に
し
た

 
そ
も
そ
も
こ
れ
が
八
幡
の
意
思
で
あ
る
以
上

萌
郁
に

否

は
最
初
か
ら
存
在
し
な
い

 
そ
し
て
化

が
始
ま
り

萌
郁
は
自
分
が
知
ら
な
い
道

が

山
あ
る
事
に
先
ず
驚
い
た
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そ
も
そ
も
萌
郁
は
真
面
目
に
化

に
つ
い
て
学
ん
だ
事
は
な
く

練

も
し
た
事
が
な
い

 
い
つ
も
は
基
本
的
な
フ

ン
デ

シ

ン
や
口
紅
を
使
う

度
の
事
し
か
し
て
お
ら
ず

 
そ
れ
は
化

と
言

て
い
い
の
か
正
直
悩
む
レ
ベ
ル
で
し
か
な
か

た
の
で
あ

た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て

か
お
り
が
満
足
そ
う
に

い
た

よ
し
完
成

我
な
が
ら
会
心
の
出
来

て
感
じ

そ
の
ま
ま
待

て
て

今
八
幡
を
呼
ん
で

く
る
か
ら

 
か
お
り
は
そ
の
ま
ま
外
に
出
て
い
き

す
ぐ
に
八
幡
を
連
れ
て
中
に
入

て
き
た

お
お

や
る
な
か
お
り

で
し

レ
ヴ

カ
は
ど
う
思
う

ん

お
お

凄
え
な
こ
れ

ま
る
で
別
人
じ

ね
え
か
よ

 
そ
の
言
葉
で

萌
郁
は
今
自
分
が
褒
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
た

 
人
に
面
と
向
か

て
褒
め
ら
れ
た
の
は
い
つ
以
来
だ
ろ
う
か

 
確
か
に

に
は
何
度
も
褒
め
て
も
ら

た
が

そ
れ
は
所

メ

ル
の
や
り
取
り
で
し
か
な

い
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ね

は
い

こ
れ

 
か
お
り
が
萌
郁
の

き
に
反
応
し

を
差
し
出
し
て
き
た

 
萌
郁
は
そ
の

を

き
込
ん
だ
が
そ
こ
に
映

て
い
る
の
が
本
当
に
自
分
な
の
か
自
信
が
持

て
な
か

た

 
美
人
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

そ
れ
く
ら
い
今
の
自
分
は

 
生
ま
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
一
度
も
見
た
事
の
な
い

女
性
ら
し
い

を
し
て
い
た
か
ら
だ

ど
う
だ

よ
く
分
か
ら
な
い

い
や
い
や
い
や

萌
郁
さ
ん

凄
く
か
わ
い
い

て

 
か
お
り
が
横
か
ら
そ
う
言
い

萌
郁
は
八
幡
と
出
会

て
か
ら
初
め
て
恥
ら
う
表
情
を
し
た

よ
し

サ
ン
キ

な
か
お
り

そ
れ
じ

あ
萌
郁

レ
ヴ

出
か
け
る
と
す
る
か

あ
い
よ

は
い

 
そ
し
て
三
人
は

キ

ト
で
秋
葉
原
へ
と
向
か

た
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目
的
地
に
近
付
く
に
連
れ

萌
郁
は
ど
ん
ど
ん

張
し
て
い

た
が

 
八
幡
は
そ
ん
な
萌
郁
に
お

い
な
し
に

ま

す
ぐ
目
的
地
へ
と
突
き
進
ん
だ

と
い
う

で

こ
こ
だ

こ
こ
に

が

 
そ
こ
は
雑
居
ビ
ル
の
一

に
あ
る
と
て
も
商

が
成
り
立

て
い
る
と
は
思
え
な
い

器
屋

だ

た
い
い
か
萌
郁

と
り
あ
え
ず
何
も

る
な
よ

 
こ
の
時
八
幡
は
知

て
い
た
が

萌
郁
が
知
ら
な
い
事
が
あ

た

 
萌
郁
は
こ
の
時
ま
で

の
事
を
ず

と
女
性
だ
と
認
識
し
て
い
た
が

 
八
幡
は
男
性
だ
と
正
し
く
理
解
し
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る

 
こ
の
せ
い
で
萌
郁
は

こ
れ
か
ら
現
れ
る
相
手
が

だ
と
ど
う
し
て
も
信
じ
ら
れ
ず

 
八
幡
の
こ
の
指

が
無
く
と
も
ま

た
く
言
葉
を
発
す
る
事
が
出
来
な
い

態
と
な
る

ご
め
ん
下
さ
い

あ
い
よ

何
か
探
し
物
か
い

う
ち
な
ん
か
に
お
客
さ
ん
の
欲
し
が
る
物
が
あ
れ
ば
い
い
ん

だ
が
な
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こ
と
天
王

は

気
さ
く
な
感
じ
で
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

 
す
ぐ
近
く
で
は
事
前
に

い
て
い
た

の
娘
が
興
味
深
そ
う
に
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
た

 
そ
の
直
後
に
入
り
口
か
ら
ダ
ル
が

を
見
せ
た

こ
れ
は
打
ち
合
わ
せ
通
り
で
あ
る

 
ダ
ル
か
ら

の
娘
の
話
を

い
た
八
幡
は

そ
の
娘
に
話
を

か
せ
な
い
よ
う
に

 
ダ
ル
に
こ
こ
か
ら
娘
を
連
れ
出
す
よ
う
に
依
頼
し
て
い
た

 
つ
い
で
に
八
幡
達
が
キ

マ
達
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

 
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ラ
ボ
の
人
間
を
ど
こ
か
に
連
れ
出
し
て
く
れ
と
頼
ん
で
も
い
た

 
そ
の
中
に
は
紅
莉
栖
も
お
り

紅
莉
栖
だ
け
は
八
幡
に
気
付
い
た
よ
う
だ

た
が

 
紅
莉
栖
は
チ
ラ
リ
と
ダ
ル
の
様
子
を
見
た
だ
け
で
何
か
を
悟

た
の
か
そ
の
場
所
か
ら
動
か

な
か

た

 
当
然
話
し
か
け
て
く
る
事
も
な
い
さ
す
が
は
空
気
の

め
る
実
験
大
好
き
天
才
少
女
で
あ
る

 
そ
し
て
ダ
ル
は
ま
ゆ
り
を
だ
し
に
し
て
ま
ん
ま
と
娘
を
連
れ
出
す
事
に
成
功
し

 
八
幡
は
こ
れ
で
や

と
話
が
切
り
出
せ
る
と

上
手
く
や

て
く
れ
た
ダ
ル
に
感
謝
し
た

 
さ
す
が
に
こ
れ
か
ら
す
る
話
は

何
も
知
ら
な
い
娘
の
前
で
す
る
よ
う
な
話
で
は
な
い

 
つ
い
で
に
相
手
が
萌
郁
の
正
体
に
気
付
か
な
い
と
い
う
事
も
分
か

た
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そ
れ
に
関
し
て
も
八
幡
は
安

す
る
事
と
な

た

お
客
さ
ん

話
の

魔
を
し
て
す
ま
な
か

た
な

い
え

お
気
に
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い

そ
う
言

て
も
ら
え
る
と
助
か
る
よ

で

何
の
用
事
だ
い

は
い
今
日
は
あ
な
た
と
交

に
参
り
ま
し
た
ミ
ス
タ

フ

ル
デ

ナ
ン
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン

 
そ
の

間
に

が
ス

と
目
を

め
た

 
だ
が
直
後
に
レ
ヴ

カ
が

素
人
に
は
分
か
ら
な
い
殺
気
を
放

た

 

は
そ
れ
以
上
は
何
も
し
よ
う
と
は
し
な
か

た

 
ど
う
や
ら
レ
ヴ

カ
が

明
ら
か
に
自
分
よ
り
も
強
い
と
認
識
し
た
の
だ
ろ
う

こ
り

ま
た
剣

だ
な

お
前

ど
こ
の
モ
ン
だ

以
前
お
話
を
さ
せ
て

き
ま
し
た

ソ
レ
イ
ユ
の
者
で
す

 
だ
が
八
幡
の
口
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
の
名
前
が
出
た

は
あ
か
ら
さ
ま
に

張
を
解
い
た

何
だ
そ
う
な
の
か

驚
か
せ
る
な
よ

 

は
一
転
し
て
笑
顔
す
ら

か
べ
て
お
り

さ
す
が
の
八
幡
も
こ
れ
に
は
驚
い
た

分
簡

に

を
解
い
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
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そ
り

ま
あ

な

一
応
友
好
的
な
関
係
を
続
け
て
る

だ
し

 
そ
れ
を
俺
の
ミ
ス
で
ぶ
ち
壊
す

に
も
い
か
ね
え
か
ら
な

な
る
ほ
ど

そ
の
時
の
事
は
俺
は
知
り
ま
せ
ん
が

話
が

そ
う
で
助
か
り
ま
す

ま
あ
こ
の
後
ど
う
な
る
か
は

何
の
話
か
に
よ

て
変
わ
る
だ
ろ
う
け
ど
な

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

き

説
明
を
始
め
る
事
に
し
た

実
は
で
す
ね

先
日
た
ま
た
ま

 
お
宅
の
ラ
ウ
ン
ダ

の
一
人
で
あ
る
桐
生
萌
郁
が
自
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
に
遭
遇
し
ま

し
て

 
う

か
り
彼
女
を
助
け
て
し
ま

た
ん
で
す
よ

 
さ
す
が
の

も
そ
れ
は
初

だ

た
ら
し
く

若

驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た

 
そ
の
直
後
に

は
一

苦
い
表
情
を

か
べ

す
ぐ
に
元
の
愛
想
良
い
表
情
へ
と

た

な
る
ほ
ど
な

で

彼
女
う
ち
で
も
ら

ち

て
も
い
い
で
す
か
ね

う
ち
と
い
う
か
俺
が

て
事
で
す
が

は

 
さ
す
が
に
そ
の
八
幡
の

し
出
は
想
定
外
だ

た
ら
し
く
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は
今
度
は
驚
い
た
表
情
を
ま

た
く
崩
さ
な
か

た

そ
れ

本
気
で
言

て
る
の
か

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

だ

て
彼
女

さ
て

こ
こ
か
ら
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

頑
張

て
下

た
表
情
を

か
べ
な
が
ら

に
こ
う
言

た

だ

て
彼
女

と
て
も
い
い
体
を
し
て
る
じ

な
い
で
す
か

 
特
に
あ
の
胸
と
か
最
高
で
す
よ
ね

な
の
で
俺
の
直
属
に
し
て

い
い
思
い
を

 
八
幡
は
そ
の
セ
リ
フ
を
最
後
ま
で
言
え
な
か

た

 
顔
色
を
変
え
た

が

い
き
な
り
八
幡
の
顔
面
に

い
パ
ン
チ
を
放

て
き
た
か
ら
だ

 
だ
が
そ
の
パ
ン
チ
は
レ
ヴ

カ
に
よ

て
止
め
ら
れ
た

 
レ
ヴ

カ
は
八
幡
や

に
ま

た
く
気
付
か
せ
ず
に

 
い
つ
の
間
か
素

く
八
幡
の
す
ぐ
後
ろ
に
移
動
し
て
い
た
の
だ

た

ぬサ
ン
キ

レ
ヴ

カ

き

と
止
め
て
く
れ
る

て
信
じ
て
た

ま
あ
そ
れ
が
俺
の
仕
事
だ
か
ら
な
で
も
ボ
ス
よ

今
の
セ
リ
フ
は
さ
す
が
に
無
い
ん
じ
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ね
え
の

 
さ
す
が
の
俺
も
そ
れ
が
本
心
だ
と
し
た
ら
実
家
に
帰
ら
せ
て

き
ま
す

て
言
い
た
い
ん
だ

け
ど
よ

も
ち
ろ
ん

技
に
決
ま

て
る

も
し
レ
ヴ

カ
が
間
に
合
わ
な
か

た
ら

 
仕
方
な
い
か
ら
一
発
く
ら
う
く
ら
い
の
覚
悟
は
あ

た
け
ど
な

 
ま
あ
何
で
こ
ん
な
事
を
し
た
か
と
い
う
と

こ
う
で
も
言
わ
な
い
と
こ
の
人
は

 
絶
対
に
本
心
を
見
せ
て
く
れ
な
い
と
思

た
か
ら
さ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

な
る
ほ
ど
な

さ
す
が
は
ボ
ス
だ

疑

て
悪
か

た

実
は
お
前

ん

ん
疑

て
な
か

た
よ
な

何
だ

バ
レ
て
た
の
か

 
そ
し
て
レ
ヴ

カ
は

の
手
を
離
し

も
何
と
な
く
事
情
を
悟

た
の
か

 
再
び
パ
ン
チ
を

り
出
し
て
く
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
は
一
切
見
せ
な
か

た

は

こ
れ
は
も
し
か
し
な
く
て
も

あ
ん
た
に
一

食
わ
さ
れ
た
か

す
み
ま
せ
ん

ど
う
し
て
も
彼
女
に
こ
の
シ

ン
を
見
せ
て
お
き
た
か

た
ん
で

彼
女

て
え
と

こ
の
美
人
さ
ん
か

こ
の
美
人
さ
ん
が
今
回
の
件
に
何
か
関
係
が
あ
る
の
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か
関
係
も
な
に
も
当
事
者
じ

な
い
で
す
か

あ
な
た
も
よ
く
ご
存
知
で
す
よ
ね

 
ほ
ら
萌
郁

ち

ん
と

に

し
ろ
よ

ず

と
会
い
た
か

た
ん
だ
ろ

萌
郁

ま

ま
さ
か
お
前

か

 
ど
う
や
ら

と
い
う
の
が
萌
郁
の
コ

ド
ネ

ム
で
あ
る
ら
し
い

 
そ
し
て
萌
郁
は

に
丁

に

を
下
げ
た

は
い

で
す

ず

と
会
い
た
か

た

 
萌
郁
は
そ
の
体
制
の
ま
ま

ろ

ろ
と

き
始
め

は
ば
つ
が
悪
そ
う
に

を
か
き

 
八
幡
と
レ
ヴ

カ
は

そ
れ
を

て
見
つ
め
て
い
た
の
だ

た



 第６１３話 三日後を待て

 
第
６
１
３
話
 
三
日
後
を
待
て

 

こ
と
天
王
子

は
こ
の

況
を
受
け

苦
々
し
い
表
情
で
八
幡
に
苦
情
を
言

た

分
回
り
く
ど
い
事
を
し
た
も
ん
だ
な
お
い

さ

き
も
言
い
ま
し
た
け
ど

こ
う
で
も
し
な
い
と
あ
な
た
は
本
心
を
見
せ
て
く
れ
な
い
で

し

う
本
心

本
心

て
何
の
事
だ

 
萌
郁
が
ま

た
く

き
止
ま
な
い

話
は
八
幡
と

の
間
で
進
め
ら
れ
る
事
と
な

た

だ

て
ラ
ウ
ン
ダ

て

成
功
し
て
も
失
敗
し
て
も
処
分
さ
れ
ち

う
ん
で
す
よ
ね

 
あ
な
た
の
立
場
な
ら

当
然
そ
の
事
も
知

て
ま
す
よ
ね

 

は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
何
も
答
え
な
か

た
が
要
す
る
に

と
は

定
と
い
う
事
で

あ
るで

も
萌
郁
は
こ
う
し
て
生
き
て
い
る

そ
れ
は
何
故
か
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あ
な
た
は
萌
郁
と
の
連

を
絶
つ
事
に
よ

て
そ
れ
以
上
の
報
告
を
受
け
る
事
を

否
す
る

事
に
し
た

 
ど
う
せ
中
断
し
た
計
画
な
ん
だ
か
ら

こ
ん
な
事
で
下
手
に
達
成
扱
い
に
さ
れ
て

 
萌
郁
が
無

死
に
す
る
よ
う
な
事
に
な
る
の
を
あ
な
た
は
避
け
た
か

た
そ
う
で
す
よ
ね

分
と
面
白
い

理
を
し
た
も
ん
だ

何
か
証

が
あ
る
の
か

 
そ
の
問
い
に

八
幡
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
を
崩
さ
な
い
ま
ま
こ
う
答
え
た

う
ち
は
ソ
レ
イ
ユ
で
す
よ

当
然
本
部
を
ハ

キ
ン
グ
し
て

 
あ
な
た
か
ら
本
部
に

Ｂ
Ｎ
５
１
０
０
の
発
見
報
告
が
さ
れ
て
い
な
い
事
は
調
査
済
で
す

 
そ
ん
な
い
か
に
も

い
気
持
ち
で
調
べ
て
み
ま
し
た
風
に
言
う
八
幡
を
見
て

 

は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
こ
う
言

た

や

ぱ
り
あ
ん
た
ん
と
こ
は
敵
に
回
し
た
く
ね
え
わ

 
ス
ト
ラ
を
潰
し
た
の
も
あ
ん
た
の
と
こ
な
ん
だ
ろ

さ
あ

ど
う
で
す
か
ね

多
分
あ
な
た
は
こ
う
考
え
た
ん
で
す
よ
ね

 
ど
う
せ
し
ば
ら
く
日
本
で
何
か
活
動
す
る
予
定
は
な
い
だ

た
ら
こ
の
ま
ま
全
て

無
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に
し
て

 
萌
郁
を
ラ
ウ
ン
ダ

と
い
う
立
場
か
ら
自
由
の
身
に
し
て
や
り
た
い

と

あ
あ
ん

何
で
俺
が
わ
ざ
わ
ざ

の
一
人
に
そ
ん
な
事
を
し
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
だ

 
俺
は
東
京
の
ラ
ウ
ン
ダ

の
ま
と
め
役
だ

そ
ん
な
事
を
す
る
理
由
が
な
い

理
由
な
ら
あ
り
ま
す
よ

あ
な
た
は
こ
ん
な
に
も
優
し
い
じ

な
い
で
す
か

 
今
だ

て
萌
郁
の

に
そ
ち
ら
に
と

て
何
も
得
が
無
い
の
に
俺
を
殴
ろ
う
と
し
た
じ

な
い
で
す
か

チ

食
え
ね
え
野
郎
だ

そ
の

の

技
か
よ

口
で
説
明
す
る
だ
け
じ

多
分
こ
い
つ
は
納
得
し
な
い
と
思
う
ん
で

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は
萌
郁
の

に
手
を
や

た

こ
の

に
は
萌
郁
は
や

と

き
止
ん

で
お
り

 
と
て
も
驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
し
た
が

八
幡
の
す
る
ま
ま
に
さ
せ

大
人
し
く
し
て
い
た

そ
れ
に
し
て
も
ど
う
し
て
あ
ん
た
は
こ
い
つ
を
こ
ん
な
に
着

ら
せ
た
ん
だ

 
俺
も
こ
い
つ
が
こ
こ
ま
で
美
人
だ

た
な
ん
て
俺
で
す
ら
た

た
今
気
付
い
た
く
ら
い
な
ん

だ
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そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
こ
ん
な

そ
れ
は
あ
な
た
に
見
る
目
が
無
い
だ
け
で
す

 
ち

と
表
情
が
暗
い
の
が
難
点
で
す
が
こ
い
つ
が
美
人
な
の
な
ん
て
一
目

然
で
し

い
や

ま
あ
確
か
に
俺
は
そ
う
い
う
の
は
苦
手
だ
け
ど
よ
普
通
は
そ
う

な
の
か

は
い

ち

と
も
迷
う
必
要
な
ん
か
な
か

た
で
す
よ

 
八
幡
は
ぬ
け
ぬ
け
と
そ
う
言

た
が

そ
れ
が
本
心
と
い
う

で
は
な
く

 
実
は
今
回
の
件
は

思
い

き
り
結
果

で
あ
る

 
八
幡
は

に

萌
郁
に
も

と
自
信
を
持

て
も
ら
い
た
か

た
だ
け
な
の
だ

 
そ
の

に
こ
ん
な
手
の
込
ん
だ
事
を
し

か
ら
美
人
と
い
う
言
葉
を
引
き
出
さ
せ
た
の
で

あ
る

 
そ
れ
は
八
幡
が
何
度
も
そ
う
言
う
よ
り
も

に
一
言
そ
う
言

て
も
ら
う
事
の
方
が

 
萌
郁
に
と

て
は
確
実
に
自
信
に
繋
が
る
と
判
断
し
た

で
あ

た

 
ち
な
み
に
失

ま
り
な
い
が
八
幡
は
も
し
萌
郁
が
あ
ま
り
美
人
に
化
け
ら
れ
な
か

た
場
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合 
強
引
に
美
人
美
人
と
連
呼
す
る
つ
も
り
で
い
た
の
だ
が

 
会
社
に
い
る
時
点
で
そ
の
心
配
が
無
く
な

た
と
判
明
し
た
事
は
八
幡
に
と

て
は
幸
い
で

あ

た
ま
あ
あ
ん
た
が
や
り
た
か

た
事
は
よ
く
分
か

た

 
で

あ
ん
た
は
結
局
こ
い
つ
を
ど
う
し
た
い
ん
だ

可
能
な
ら
う
ち
の
社
員
と
し
て

え
た
い
と
思

て
い
ま
す
も
ち
ろ
ん
エ

ジ

ン
ト
と

し
て

な
る
ほ
ど

俺
の
思
惑
が
バ
レ
ち
ま

た
以
上

反
対
す
る
理
由
は
あ
ま
り
無
え
な

あ
ま
り

で
す
か

何
か
心
配
事
で
も

い
や

非
合
法
の
仕
事
を
や
め
て
非
合
法
の
仕
事
に
つ
く

て
の
が
ど
う
も
な

そ
う
で
す
ね

ま
あ
そ
こ
は

成
功
し
よ
う
が
失
敗
し
よ
う
が
殺
さ
れ
る

て
い
う

 

の
お
か
し
い
職
場
か
ら
脱
出
出
来
た

て
事
で
一
つ
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
で
す
か
ね

ま
あ
事
実
だ
け
に

そ
れ
を
言
わ
れ
る
と
こ
ち
ら
と
し
ち

何
も
言
え
ね
え
な
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さ
す
が
の

も
そ
の
事
を
指
摘
さ
れ
る
と
何
も
言
う
事
が
出
来
な
く
な
る
よ
う
だ

 
そ
し
て

は
萌
郁
の
方
に
向
き
直
り

優
し
い
口
調
で
こ
う
言

た

結
局
お
前
に
は

ま
と
も
な
事
は
何
も
し
て
や
れ
な
か

た
な

仕
事
を
始
め
た
て
の

は

と
て
も
良
く
し
て
も
ら

た

 
萌
郁
は
絞
り
出
す
よ
う
な
声
で
そ
う
言

た

だ
が

は
あ

さ
り
と
そ
れ
を
否
定
し
た

馬

野
郎

そ
ん
な
の
は

技
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 
そ
う
や

て
褒
め
て
褒
め
て
褒
め
ま
く

て

少
し
で
も
仕
事
を
覚
え
て
も
ら
う
の
が

 
一
番

い
や
り
方

て
だ
け
な
ん
だ
よ

そ
れ
で
も
私
に
と

て
は
そ
れ
だ
け
が

え
だ

た

 
萌
郁
は
今
度
は
ハ

キ
リ
と
そ
う
口
に
出
し

は

組
み
を
す
る
と
ふ

と
深
い
息

を

い
た

と
い
う
か
お
前

死
の
う
と
し
て
た
ん
だ
よ
な

せ

か
く
助
け
て
や

た
の
に
こ
の

知

ら
ず
が

 
お
前
自
身
は
ど
う
し
た
い
ん
だ

こ
の
人
の
所
に
行
く
つ
も
り
か

 
正
直
う
ち
に
は
お
前
み
た
い
に
心
が

い
奴
は
必
要
ね
え
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せ

か
く
の
お
誘
い
な
ん
だ
こ
の
機
会
に
お
前
は
と

と
と
こ
の
兄
ち

ん
の
所
に
行

ち

ま
い
な

 

は
乱
暴
な
口
調
で
そ
う
言

た

だ
が
そ
れ
は
ど
う
見
て
も

 
萌
郁
を
八
幡
の
所
に
行
か
せ
る

の

技
に
し
か
見
え
な
か

た

 
メ

ル
以
外
で
は
と
ん
だ
大

役
者
で
あ
る

は
い

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
萌
郁
は
思

た
よ
り
も
素
直
で
あ
り

特
に
ご
ね
る
事
も
な
く
そ
う
言

た

 
そ
の
言
葉
に
は
万
感
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
こ
れ
で
一
応
問
題
は
全
て
解
決
し
た
よ
う

に
見
え
た

 
こ
の
事
に
よ

て

を
し
た
者
は
お
そ
ら
く
誰
も
い
な
い

 
だ
が
他
な
ら
ぬ
八
幡
自
身
が

こ
の
場
の
雰
囲
気
を
ぶ
ち
壊
し
に
し
た

何
を
言

て
る
ん
で
す
か

そ
ん
な
の

目
に
決
ま

て
る
じ

な
い
で
す
か

 
そ
の
言
葉
を
ど
う
解

し
た
の
か
萌
郁
は
身
を

く
し

は
微

に

た
よ
う
な
顔

を
し
た

兄
ち

ん
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ

ま
さ
か
俺
が
育
て
た
こ
い
つ
に
不
満
で
も
あ
る

て
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言
う
の
か

は
は

ま
さ
か

俺
が
言
い
た
い
の
は
こ
う
い
う
事
で
す
よ

 
う
ち
に
来
る
の
は
萌
郁
だ
け
じ

な
い

あ
ん
た
も
だ

 
そ
の
言
葉
に
萌
郁
は
ハ

と
し
た
顔
を
し

は
苦

を

み
潰
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

あ
ん
た
の
そ
の
言
葉
に
は
確
か
に
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
が
な

そ
れ
は
無
理
だ

ど
う
し
て
で
す
か

組

が
そ
ん
な
事
を
許
す
は
ず
が
ね
え

こ
い
つ
ク
ラ
ス
の
下

な
ら
と
も
か
く

 
俺
は
色
々
と
知
り
す
ぎ
ち
ま

て
る
ん
で
な

な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

知
り
す
ぎ
て
る

て
い
う
の
は

 
要
す
る
に
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
裏
の
事
情
を

て
事
で
す
よ
ね

当
た
り
前
だ
ろ
そ
れ
以
外
に

い
や
ち

と
待
て
兄
ち

ん
ま
さ
か
お
前

 

は
そ
う
言

て

引
き

た
よ
う
な
表
情
を
し
た

 
八
幡
が
何
を
し
た
い
の
か
理
解
し
た
の
だ
ろ
う

そ
の
ま
さ
か
で
す
よ

俺
に
三
日
下
さ
い

 
あ
な
た
も

め
て
日
本
の
ラ
ウ
ン
ダ

を
全
員
解
放
し
て
さ
し
あ
げ
ま
す
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も

と
も
俺
は
手
が

い
ん
で

東
京
の
ラ
ウ
ン
ダ

く
ら
い
し
か

え
ま
せ
ん
け
ど
ね

兄
ち

ん

お
前

何
者
だ

俺
の
名
は
比
企
谷
八
幡

一
応
ソ
レ
イ
ユ
の
次
の
社
⻑

て
事
に
な

て
ま
す

な
る
ほ
ど
そ
う
か

あ
ん
た
が
な

 
そ
し
て

は
表
情
を

め

突
然
八
幡
の
前
に

い
た

分
か

た

も
し
三
日
で
色
々
な
事
が
解
決
し
た
ら

俺
は
あ
ん
た
の
下
に
つ
く

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
な
た
達
の
事
は
絶
対
に
悪
い
よ
う
に
は
し
ま
せ
ん

を
言
う
の
は
こ

ち
の
方
だ
今
の
ま
ま
じ

俺
達
は
お
天
道
様
の
下
を
ま
と
も
に
歩
け
な

い
か
ら
な

そ
う
な
れ
る
よ
う
に
一

に
頑
張
り
ま
し

う

と
は
い
え
う
ち
で
や

て
も
ら
う
の
も

 
ち

と
危
険
な
仕
事
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
ね

そ
れ
で
も

い
主
に
殺
さ
れ
る
よ
り
は
何
倍
も
マ
シ
だ

 

は
そ
う
言

て
立
ち
上
が

た

そ
れ
じ

あ
三
日
後
に
ま
た
こ
こ
で
会
お
う

今
度
は
娘
は
最
初
か
ら

を
外
さ
せ
て
お
く

 
娘
の
事

橋
田
を
使

て
手
を
回
し
て
く
れ
た
ん
だ
ろ

あ
り
が
と
な
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そ
こ
に
も
気
付
い
て
た
ん
で
す
ね

そ
れ
は
予
想
し
て
ま
せ
ん
で
し
た

そ
り

ま
あ
い
つ
も
娘
を
迎
え
に
く
る
の
は
ま
ゆ
り
ち

ん
の
役
目
だ
か
ら
な

 
あ
い
つ
が
来
た
ら

そ
り

お
か
し
い
と
も
思
う
さ

確
か
に
子

が
好
き
な
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
か
ら
ね

別
の
意
味
で
好
き
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

大
丈
夫
で
す

あ
い
つ
は
変
態
だ
け
ど

士
で
す
か
ら
ね

 
そ
し
て
二
人
は
大
き
な
声
で
笑
い
合
い

レ
ヴ

カ
も
そ
れ
に
乗

た

 
萌
郁
は
最
初
戸
惑

て
い
た
が

や
が
て
一

に
笑
い
始
め
た

 
そ
れ
は
萌
郁
に
と

て

生
ま
れ
て
初
め
て
の
心
か
ら
の
笑
い
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
今
日
の
と
こ
ろ
は
帰
り
ま
す
ね
萌
郁
は
こ
の
ま
ま
う
ち
で
使

て

も
も
ち
ろ
ん

わ
な
い

さ

き
も
確
認
し
た
が

本
人
が
そ
れ
で
い
い
み
た
い
だ
か
ら
な

 
そ
う
言

て

は
萌
郁
の
方
を
見
た

萌
郁
は
そ
の

線
を
受
け
今
度
は
し

か
り
と

い
たそ

れ
じ

あ
萌
郁

と
り
あ
え
ず
お
前
は
俺
の
運
転
手
な
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で

で
も
私

免
許
は
あ
る
け
ど
バ
イ
ク
の
し
か

へ

萌
郁
は
バ
イ
ク
の
運
転
が
得
意
だ

た
り
す
る
の
か

う
ん

な
る
ほ
ど
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
思
う
ぞ

そ
れ
に
俺
の

な
実
は
免
許
は
必
要
な
い
ん

だ
なえそ

そ
り

ど
う
い
う

ま
あ
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
よ

ち

と
待

て
て
下
さ
い

 
そ
し
て
八
幡
は

話
で
キ

ト
を
呼
び

キ

ト
は
す
ぐ
に
店
の
前
に
現
れ
た

キ

ト

ド
ア
を
開
け
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

う
お

 
キ

ト
の
ガ
ル
ウ

ン
グ
が
開
い
た
事
で

そ
の
格
好
良
さ
は

立

て
お
り

 

は
感
動
し
た
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
キ

ト
を
見
つ
め
て
い
た

こ
れ
が
そ
う
な
の
か
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は
い
俺
の
自
慢
の

で
あ
り
仲
間
で
も
あ
り
ま
す

お
い
萌
郁
こ
れ
な
ら
平
気
だ
ろ

 
何
せ
運
転

に
座

て
る
だ
け
で
い
い
ん
だ
か
ら
な

で

で
も

そ
れ
じ

あ
運
転
手
の
意
味
が

あ
く
ま
で
名
目
上
の
配
置
だ
か
ら
な

な
の
で
何
も
気
に
す
る
な

 
と
り
あ
え
ず
お
前
は
俺
に
く

つ
い
て
色
々
な
物
を
見
て
う
ち
の
社
に
慣
れ
る
事
か
ら
始
め

る
と
い
い

分
か

た

頑
張
る

 
平

な
口
調
で
は
あ

た
が

萌
郁
は
力
強
く
そ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
社
に

る
か

さ
ん

い
や

う

ん

天
王

さ
ん

 
俺
は
あ
な
た
を
何
て
呼
べ
ば
い
い
で
す
か
ね

て
呼
び

て
で
い
い
だ
ろ

俺
も
萌
郁
も
同
じ
立
場
だ

え

そ
れ
は
さ
す
が
に
ち

と

 
そ
う
ご
ね
る
八
幡
を
見
て

は

れ
た
よ
う
な
顔
で
言

た

さ

き
の
迫
力
は
ど
こ
に
い

た
ん
だ
よ

い
や

ま
あ
そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
問
題

て
事
で
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八
幡
は
そ
う
言

て
恥
ず
か
し
そ
う
に
笑
い

そ
れ
で
も

は
主
張
を
引

込
め
ず

 
八
幡
は
仕
方
な
く

の
事
を
名
前
で
呼
び

て
に
す
る
事
に
し
た

分
か

た

お
い

あ
い
よ

ボ
ス

う
げ

そ
う
く
る
の
か

そ
こ
の
金

の
嬢
ち

ん
の
真
似
を
し
た
だ
け
だ
け
ど

案
外
悪
く
ね
え
な

だ
ろ

し

く
り
く
る
よ
な

マ
フ

ア
の
ボ
ス
み
た
い
で
ち

と

な
感
じ
な
ん
だ
が

 
そ
ん
な
八
幡
の
背
中
を

と
レ
ヴ

カ
は
二
人
が
か
り
で
叩
い
た

い

て

フ

ザ

じ

な
い
だ
け
マ
シ
だ
と
思
え

て

は
は
は
は
は
ボ
ス
と
呼
ば
れ
る
事
に

く
慣
れ
ろ

て
さ

き
自
分
が
萌
郁
に
言

て
た

だ
ろど

努
力
す
る

そ
う
し
て
く
れ

そ
れ
じ

あ
ボ
ス

三
日
後
を
楽
し
み
に
し
て
る
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あ
あ

必
ず
達
成
し
て
み
せ
る
さ

そ
れ
じ

あ

し
い
事
は
三
日
後
に

  
そ
し
て
二
日
後
の

朝
に
行
わ
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
職
員
の
内
部
告
発
に
よ
り

 
一
日
に
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
は

ア
メ
リ
カ
主

で
解
体
一
歩
手
前
に
ま
で
追
い
込
ま
れ

 
ラ
ウ
ン
ダ

と
呼
ば
れ
た
者
達
は

国
で
徹

的
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
事
に
な

た

 
だ
が
そ
の
資
料
に
は

日
本
に
関
し
て
の
デ

タ
だ
け
が
存
在
せ
ず

 
決
し
て
多
く
は
な
か

た
組

の
全
容
を
知
る
者
が

 

捕
さ
れ
る
事
を
恐
れ
て
次
々
に
自
殺
し
て
い

た
事
も
あ
り

 
そ
の
結
果

日
本
に
は
最
初
か
ら

作
員
が

遣
さ
れ
て
い
な
か

た
も
の
と
判
断
さ
れ
た

  
そ
の
日
の
昼

八
幡
は
萌
郁
と
レ
ヴ

カ
を

て

再
び

の
店
の
中
に
い
た

ど
も

ど
も

て

い
な
お
い

ま
あ
今
日
は

技
と
か
も
す
る
必
要
が
無
い
ん
で

そ
れ
で
も
多
少
は
よ
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子

の
よ
う
に
ご
ね
る

を
見
て

八
幡
は
仕
方
な
く
と
い

た
感
じ
で
こ
う
言

た

は

そ
れ
じ

あ
こ
れ
で
ど
う
だ

よ

待
た
せ
た
な

そ
れ
も

い
な
お
い

ま
あ
い
い

そ
れ
に
し
て
も
上
手
く
や

た
な

 
一
体
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
ソ
レ
イ
ユ
の
シ
ナ
リ
オ
だ

そ
う
な
る
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
し
た
け
ど

部
連
中
の
自
殺
は
本
当
に
偶
然
で
す
よ

 
ま
あ
日
本
に
関
す
る
資
料
は
全
部
消
し
ま
し
た
し
も
し
生
き
残

て
何
か
余
計
な
事
を
言
わ

れ
て
も

 
知
ら
ぬ
存

ぬ
で
通
す
つ
も
り
で
し
た
け
ど
ね

 

は
そ
う
説
明
さ
れ

う
ん
う
ん
と

い
た

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
で
一
つ

き
た
い
ん
だ
が

こ
の
店
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

こ
の
店
で
す
か

の
や
り
た
い
よ
う
に
し
て
い
い
で
す
よ

 
こ
の
ま
ま
続
け
た
い
な
ら
自
宅
勤

て
事
に
す
れ
ば
い
い
だ
け
で
す
し

 
⻑
期
で
家
を
空
け
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
場
合
は

 
娘
さ
ん
の

に
う
ち
の
社
員
の
誰
か
を

遣
し
ま
す
か
ら

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
出
来
れ
ば
非
常
勤
に
し
て
も
ら

て
い
い
か
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娘
が
も
う
少
し
大
き
く
な
る
ま
で
は

出
来
る
だ
け

に
い
て
や
り
た
い
ん
で
な

 

て
あ

お
前
も
し
か
し
て

俺
が
そ
う
言
い
だ
す

て
最
初
か
ら

ん
で
た
な

い
で
す
ね
正
解
で
す

そ
う
言
う
と
思

て
今
日
は
う
ち
の
社
員
を
一
人
連
れ
て
き
て

ま
す

 
お

い

え
る

こ

ち
に
来
て
中
に
入

て
く
れ

は
い

 
八
幡
に
呼
ば
れ
て
入

て
き
た
の
は
先
日
か
お
り
と
共
に
受
付
嬢
を
し
て
い
た
女
性
で
あ
り

 
そ
の
本
名
を

漆
原
え
る
と
い
う

悪
い
な
え
る

本
来
の
業

と
違
う
事
に
な

ち
ま
う
が

問
題
な
い
で
す

次
期
社
⻑
の
直
々
の
指
名
で
す
か
ら

任
せ
て
下
さ
い

頼
む
な

そ
れ
で
こ
ち
ら
が
天
王

さ
ん

俺
の
新
し
い
部
下
だ

漆
原
え
る
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

天
王

さ
ん

 
だ
が

は
そ
の

に
対
し

す
ぐ
に
は
返
事
を
し
な
か

た

ど
う
し
た

あ

い
や

あ
れ

君

る
か
君
だ
よ
な

ん

ん
ん
ん
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あ

る
か
は
私
の
弟
で
す
よ

弟
は
よ
く
こ
の
上
の
ラ
ボ
に
遊
び
に
来
て
い
ま
す
か
ら

 
そ
れ
で
弟
と
知
り
合

た
ん
で
す
よ
ね

天
王

さ
ん

 
ち
な
み
に
え
る
の
弟

漆
原
る
か
は

 
キ

マ
の
ラ
ボ
の
一
員
と
し
て

こ
の

り
に
よ
く
遊
び
に
き
て
い
る
高
校
生
で
あ
る

 
そ
の
見
た
目
は
姉
に

似
し
て
お
り

男

い
と
言
わ
れ
る
え
る
と
は
正
反
対
で

 
性
格
は
穏
や
か
で
優
し
く

下
手
な
女
性
よ
り
よ

ど
女
性
ら
し
い

だ
が
男
だ

あ
あ

君
は
る
か
君
の
お
姉
さ
ん
か

そ
う
か
そ
う
か

道
理
で
似
て
る

だ

そ
れ
も
あ

て
え
る
に
こ
こ
の
事
を
頼
む
事
に
し
た
ん
で
す
よ
知
り
合
い
の
身
内
な
ら
安
心

で
しそ

の

り
方

背
筋
が
ぞ
く
ぞ
く
す
る
な

も

と
命
令
口
調
で
接
し
て
く
れ
よ

ボ
ス

え

マ
ジ
か

ま
あ
努
力
す
る

 
そ
し
て

は
そ
ん
な
八
幡
の
手
を
と
り

深
々
と

を
下
げ
た

俺
の
娘
の
事
ま
で
そ
ん
な
に
真
面
目
に
考
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な
ボ
ス

 
俺
は
ボ
ス
に
一
生
か
け
て
も
返
し
き
れ
な
い

り
が
出
来
た
俺
の

は
今
か
ら
全
部
ボ
ス

に

げ
る
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私
も

 
同
時
に
萌
郁
も
そ
う
言
い
そ
ん
な
二
人
を
見
て
え
る
は
き

と
ん
と
し
た
顔
で
八
幡
に
こ

う

ね
た

何
か
凄
い
事
に
な

て
ま
す
け
ど

一
体
何
を
し
た
ん
で
す
か

次
期
社
⻑

人
助
け
だ

人
助
け
で
す
か

凄
く
気
に
な
り
ま
す

ま
あ
気
に
す
る
な

て

大
天
使
ウ
ル
シ
エ
ル

も
う

ま
た
そ
ん
な
呼
び
方
で
私
を
呼
ぶ

 
受
付
の
間
で
定
着
し
つ
つ
あ
る
ん
だ
か
ら
や
め
て
く
だ
さ
い
よ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
え
る
は
嬉
し
そ
う
に
笑

た

 
八
幡
に
特
別
な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
事
が
本
心
で
は
そ
こ
ま
で

で
は
な
い
の
だ

ろ
う

 
こ
う
し
て
八
幡
は
ほ
ん
の
偶
然
を
キ

カ
ケ
に

報
組

を

ご
と
手
に
入
れ
る
事
と
な

た
の
だ

た
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明
日
か
ら
別
エ
ピ
ソ

ド
と
な
り
ま
す

い
で
す
が
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第
６
１
４
話
 
戦
巫
女
ナ
ユ
タ
の
誕
生

 
こ
こ
で
過
去
の
話
で
は
あ
る
が
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
お
け
る
優
里
奈
の
話
を
し
て
お
こ

う 
舞
台
は
八
月
八
日

八
幡
の
誕
生
日
の
直
後
の
事
で
あ
る

 
要
す
る
に
ゲ

ム
内
で

ナ
ユ
タ
が
中
身
が
八
幡
で
あ

た

と
会
話
を
し
た
直
後
の
話
だ

 
優
里
奈
の
キ

ラ
ネ

ム
は
ナ
ユ
タ

ジ

ブ
は
戦
巫
女
で
あ
る
の
だ
が

 
ナ
ユ
タ
は
戦
巫
女
の
中
で
は
珍
し
く

武
器
は
そ
の
拳
で
あ
り

装
備
も

い
物
が
中
心
で

あ

た

 
正
直
多
く
の
戦
巫
女
プ
レ
イ
ヤ

の
ス
タ
イ
ル
と
は

ま

た
く
違

て
い
る
の
だ
が

 
そ
れ
は
実
は

こ
の
日
の
会
話
に
由
来
し
て
い
た

 
ま
さ
か

さ
ん
の
中
身
が
八
幡
さ
ん
だ
な
ん
て

思

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

一
応
言

て
お
く
が
今
日
は
本
当
に
た
ま
た
ま
だ
か
ら
な
い
つ
も
の
中
身
は
キ

マ
だ

し
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で
す
よ
ね

本
当
に
八
幡
さ
ん
が
私
を
驚
か
す
つ
も
り
だ

た
ら

 
新
キ

ラ
と
か
で
た
ま
た
ま
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
風
な
態
度
を
と

て

 

を
見
て
し
れ

と
後
ろ
か
ら
私
の
胸
を
も
ん
で
き
た
り
し
ま
す
も
ん
ね

 
笑
い
な
が
ら
そ
う
言
う
優
里
奈
に
愕
然
と
し
な
が
ら
も
八
幡
は
即
座
に
突

込
み
を
入
れ
た

い
や
そ
ん
な
事
は
し
ね
え
よ

 
お
前

ラ
ン

り
か
ら
お
か
し
な
影

を
受
け
て
る
ん
じ

な
い
の
か

ふ
ふ

冗
談
で
す
よ

そ
れ
を
冗
談
と
言
い
切
る
と
こ
ろ
が
あ
い
つ
の
影

を
受
け
て
る

て
証

だ
な

 
今
度
会

た
時
に
と

ち
め
て
や
る

 
そ
ん
な
義
理
の
兄
的

親
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
あ
く
ま
で
優
里
奈
の

内
の
感
想
で

あ
る

 
優
里
奈
は
リ
ビ
ン
グ
に
置
い
て
あ
る

を
操
作
し

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
ペ

ジ
を
呼
び
出
し
た

 
そ
し
て

ジ

ブ
ご
と
の

向
と
対

の
ペ

ジ
を
開
い
た
優
里
奈
は

 
そ
の
画
面
を
八
幡
に
見
せ
な
が
ら
こ
う
言

た
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そ
れ
で
で
す
ね

今
日
は
ち

と
八
幡
さ
ん
に
相
談
が
あ
る
ん
で
す
よ

何
だ

ラ
ン
か
ら
の
セ
ク
ハ
ラ
が
ひ
ど
い
か
ら
何
と
か
し
て
く
れ

て
か

 
分
か

た

今
か
ら
キ

ラ
を
作

て
ロ
グ
イ
ン
し
て
あ
い
つ
を
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
く
る
わ

コ
ン
バ

ト
で
も
し
な
い
限
り
キ

ラ
の
強
さ
的
に
八
幡
さ
ん
が
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
そ
う
で

す
け
ど
ね

 
そ
れ
以
前
に
八
幡
さ
ん
が
ラ
ン
さ
ん
や
ユ
ウ
さ
ん
に
危
害
を
加
え
る
事
な
ん
か
あ
り
え
ま
せ

ん 
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言
う
優
里
奈
に
ま

た
く
反

出
来
な
か

た

 
八
幡
は
取
り

う
よ
う
に

の
画
面
を

き
込
み

優
里
奈
の
方
を
見
た

でえ
え
と
で
す
ね

お
わ

 
優
里
奈
は
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
の
隣
に
立
ち

画
面
の
方
に
身
を
乗
り
出
し
た

 
そ
の
せ
い
で
優
里
奈
の
胸
が
八
幡
の

に
も
ろ
に
当
た
る
事
と
な
り
小
さ
く

鳴
を
上
げ
た

八
幡
は
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こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
と
思
い
優
里
奈
の

に
手
を
回
し
強
引
に
ソ
フ

に
座
ら
せ
た

き優
里
奈

近
い

近
い
か
ら

と
り
あ
え
ず
座

て
説
明
し
て
く
れ

そ

そ
う
で
す
ね

す
み
ま
せ
ん

つ
い
わ
ざ
と
胸
を
押
し
付
け
ち

い
ま
し
た

確
信
犯
か
よ

 
八
幡
は

ど
う
も
最
近
の
優
里
奈
は
自
分
に
対
し
て
無
防
備
す
ぎ
る
と
い
う
か

 
ス
キ
ン
シ

プ
を
求
め
て
く
る
事
が
多
い
な
と
感
じ
て
い
た

こ
れ
は
保
護
者
と
し
て
何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
な

 
う
ん

る

て
の
は
い
い
事
じ

な
い
が

る
べ
き
時
は
ち

ん
と

ろ
う

 
そ
う
考
え
な
が
ら
も

結
局
優
里
奈
に
対
し
て
は
と
て
も

い
八
幡
で
あ
る

そ
れ
で
で
す
ね

ジ

ブ
な
ん
で
す
け
ど

あ
あ

確
か
こ
の
前
は

巫
女

い
服
を
着
て
い
た
よ
な

は
い

あ
の
時
は
後
衛
ジ

ブ
で
あ
る

巫
女

だ

た
ん
で
す
よ

 
と
り
あ
え
ず
最
初
に
そ
れ
を
選
択
し
て
み
た

て
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
ね

 
で

結
局
そ
の

生
ジ

ブ
で
あ
る

戦
巫
女

で
頑
張

て
み
る
事
に
決
め
た
ん
で
す
け
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ど
何
か
悩
み
で
も
あ
る
の
か

は
い

ど
う
も
し

く
り
こ
な
く

て

じ

あ
ジ

ブ
を
変
え
て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
の
か

一
通
り
や

て
は
み
た
ん
で
す
よ
で
も
他
の
ジ

ブ
は
そ
れ
以
上
に
し

く
り
こ
な
い
ん
で

す
よ
ね

ふ

む

て
事
は
戦
巫
女
な
の
は
決
ま
り
と
し
て
装
備
や
ス
キ
ル

成
の
問
題
な
の
か
も

な
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
シ
ン
カ

が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
戦
巫
女
の
説
明
文
を

み
始
め
首
を

げ
た優

里
奈

こ
こ
に
書
い
て
あ
る
事
は
事
実
か

え

あ

は
い

間
違

た
事
は
書
い
て
な
い
と
思
い
ま
す

 
そ
こ
に
は
こ
う
書
い
て
あ

た

戦
巫
女
は
本
来

躍
力
に
優
れ
た
ジ

ブ
で
あ
り

得
意
武
器
は
⻑
刀
で
体
力

が

く
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一

的
に
は
中

離
戦
闘
向
き
の
ジ

ブ
と
言
わ
れ
て
い
る

 
事
実
多
く
の
戦
巫
女
プ
レ
イ
ヤ

は

と
に
か
く
⻑
刀
の

練
度
を

ば
し

 
そ
の

い
体
力

を
カ
バ

す
る

に
重
装
備
を
身
に
付
け
て
い
る

優
里
奈
の
装
備
は
ど
ん
な
感
じ
だ

そ
こ
に
書
い
て
あ
る
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
で
す
ね

ふ
む

優
里
奈
が
迷

て
る
事
に
つ
い
て

ラ
ン
と
ユ
ウ
は
何
か
言

て
た
か

一

に
悩
ん
で
く
れ
ま
し
た
け
ど

特
に
変
わ

た
事
は
何
も

あ
の
二
人
と
手
合
わ
せ
と
か
し
て
み
た
り
し
た
か

は
い

そ
の
上
で
あ
の
二
人
が
言
う
に
は

動
き
が
ち

と
ぎ
こ
ち
な
い
と

ふ
わ

と
し
た
感
想
だ
な
あ
の
二
人
も
ま
だ
ま
だ

て
事
だ
な
未

者
め
今
度
し
ご
い

て
や
る

え

何
か
分
か

た
ん
で
す
か

合

て
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
な

 
そ
し
て
八
幡
は
優
里
奈
を
立
た
せ
る
と
ち

と
待

て
く
れ
と
言
い
な
が
ら
部
屋
の
中
を

り
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色
々
な
物
を
持
ち
出
し
て
き
た

ほ
れ
優
里
奈

最
初
は
こ
れ
だ

イ
メ

ジ
は
⻑
刀
な

物

し

そ
れ
を
⻑
刀
だ
と
思

て

え
て
み
て
く
れ

あ

は
い

 
優
里
奈
は
ゲ

ム
の
中
の
自
分
を
イ
メ

ジ
し
自
分
な
り
に
気
合
い
を
入
れ
物

し

を

え
た

 
だ
が
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
使
い
こ
な
す
イ
メ

ジ
が

か
ば
ず

違
和
感
は

え
な
か

た

よ
し
次

日
本
刀

布
団
叩
き

次
は

刀
だ
な

棒
次
は
こ
れ
だ

く
れ
ぐ
れ
も

り
回
す
な
よ

ク
ナ
イ
だ

ペ
テ

ナ
イ
フ
二
刀
流

 
そ
の
ど
れ
も
が
優
里
奈
に
と

て
は
し

く
り
く
る
も
の
で
は
な
か

た
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そ
し
て
最
後
に
八
幡
は

そ
の
全
て
を
回
収
し
た
後
に
こ
う
言

た

無
手
だ

無
手

で
す
か

あ
あ

そ
れ
だ
と
え
え
と

こ
う
か
な

あ

あ
れ

 
優
里
奈
は
拳
を

て
フ

イ
テ

ン
グ
ポ

ズ
を
と

た
だ
け
だ

た
の
だ
が

 
不
思
議
と
そ
れ
は

優
里
奈
の
感
性
に
し

く
り
き
た

よ
し

終
了
だ
な

優
里
奈
に
向
い
て
る
の
は
多
分
素
手
だ

徒
手
空
拳

て
奴
だ
な

 
な
る
ほ
ど

確
か
に
こ
う
し
て
見
て
み
る
と

優
里
奈
は
ま
さ
に
テ

フ

さ
ん
だ
な

 
確
か
戦
巫
女
は
体
術

正
も
そ
れ
な
り
に
あ

た
よ
な

あ

は
い

確
か
に
あ
り
ま
す
ね

で
も
テ

フ

さ
ん

て
誰
で
す

気
に
す
る
な

た
だ
の
戯
言
だ

私
の
体
型

た

た
だ
の
戯
言
だ

あ

は
い
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そ
し
て
使

た
品
を
片
付
け
た
後

八
幡
は
再
び
元
の

置
に
座
り

優
里
奈
も
そ
の
隣
に

座

た

 
密
着
の
度
合
い
が
先
ほ
ど
よ
り
大
き
い
の
は

優
里
奈
の
女
心
で
あ
ろ
う

俺
の
知
る
限
り
だ
と

優
里
奈
は
相
当
運
動
神

が
い
い

 
そ
れ
は
通
知
表
の

に
も
現
れ
て
い
る
か
ら
間
違
い
な
い

 
一
学
期
の
優
里
奈
の
成

を
思
い
出
し
な
が
ら

八
幡
は
優
里
奈
に
そ
う
言

た

 
優
里
奈
は
今
の
保
護
者
で
あ
る
八
幡
に
は
ち

ん
と
通
知
表
を
見
せ
て
お
り

 
確
か
に
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
体
育
の
成

は

高
い

を

し
て
い
た
の
で
あ
る

 
一
つ
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば

胸
が

魔
で
動
き
に
く
い
と
い
う
点
で
あ

た
が

 
優
里
奈
は
八
幡
に
学
校
に
い
る
時
に
は
可
能
な
限
り
胸
を
小
さ
く
見
せ
る
よ
う
に
と
厳
命
さ

れ
て
い
た

 
そ
の
事
は
成

に
は
ま

た
く
影

し
て
い
な
か

た

 
そ
の
反
動
か
自
宅
や
八
幡
の
部
屋
に
い
る
時
の
優
里
奈
は
必
要
以
上
に
楽
な
格
好
を
す
る

よ
う
に
な
り

 
そ
の
分
胸
も
強
調
さ
れ
る
事
に
な

た
の
だ
が
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学
校
で
の
見
た
目
を

し
く
知

て
い
る

で
は
な
い
八
幡
は
そ
の
事
に
気
付
い
て
い
な
い

 
さ
す
が
の
八
幡
と
い
え
ど
も
そ
ん
な
優
里
奈
が
目
の
前
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら

 
ど
う
し
て
も
優
里
奈
の
胸
に

線
を
向
け
る
回

が

え
て
し
ま

て
い
る

 
優
里
奈
は
当
然
そ
の

線
に
気
付
い
て
い
る
が

む
し
ろ
そ
の
事
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
る

 
今
の

態
に
と
て
も
満
足
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現

な
の
で
あ

た

だ
が
優
里
奈
も
気
付
い
て
い
る
と
思
う
が

優
里
奈
は
そ
こ
ま
で
器
用
な
方
じ

な
い

あ

は
い

確
か
に
そ
う
か
も
で
す

技
も
若

苦
手
で
す
し

通
知
表
を
見
て
も
そ
ん
な
感
じ
だ
し
な

料
理
に
関
し
て
も

 

え
ば
キ

ベ
ツ
の
千
切
り
と
か
は

俺
の
方
が

い

で
す
よ
ね

明
日
奈
さ
ん
と
か
も
凄
く

い
で
す
よ
ね

ま
あ

け
れ
ば
い
い

て
も
ん
じ

な
い
か
ら
そ
れ
は
気
に
し
な
く
て
い
い
ん
だ
け
ど
な

 
優
里
奈
の
作
る

は
と
に
か
く
上
手
い

そ
れ
が
一
番
大
事
な
事
だ

 
優
里
奈
は
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

胸
い

ぱ
い
に
幸
福
感
が
広
が
る
の
を
感
じ
た

 
八
幡
の

り
に
い
る
女
性

の
中
で

優
里
奈
が
一

二
を
争
う
勝
ち
組
と
言
わ
れ
る
の
は

 
こ
う
い

た
部
分
が
大
き
い
の
だ
ろ
う
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で
な
優
里
奈
の
今
の
装
備
だ
と
基
本
攻
撃
は
受
け
る
か
反
ら
す
か

く
感
じ
に
な
る
は
ず

だ 
あ
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
事
が
本
当
だ
と
言
う
な
ら
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
い
る
戦
巫
女
の

 
ほ
ぼ
全
員
が
そ
う
い

た
プ
レ
イ
を
し
て
い
る
事
に
な
る

あ

は
い

確
か
に
そ
う
で
す
ね

だ
が
そ
の
防
御
方
法
に
は

一
定
以
上
の
器
用
さ
が
必
要
に
な
る

 
も
し
そ
う
じ

な
い
と
す
る
と

敵
の
攻
撃
を
装
備
任
せ
で
全
部
受
け
る
事
に
な
る

 
そ
れ
が
い
い
事
じ

な
い
の
は
分
か
る
よ
な

あ
 
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
て
優
里
奈
は

八
幡
が
何
を
言
い
た
い
の
か

気
に
理
解
し
た

つ
ま
り

今
の
風
潮
は
間
違

て
い
る
と

そ
こ
ま
で
は
言
わ
な
い
が
戦
巫
女
が
強
ジ

ブ
だ
と
言
わ
れ
る
事
に
は
絶
対
に
な
ら
な
い
だ

ろ
う
な

 
実

普
通
に
遊
ぶ
な
ら

今
の
風
潮
の
ま
ま
で
ま

た
く
問
題
は
な
い

 
だ
が
優
里
奈
が
一
定
以
上
の
強
さ
を
求
め
る
な
ら
そ
れ
は
不
正
解
だ

少
な
く
と
も
優
里
奈
に
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と

て
は
な

な
る
ほ
ど

そ
も
そ
も
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
で
プ
レ
イ
す
る
な
ら

戦
巫
女
を
選
ぶ
理
由
は
ほ
ぼ
皆
無
だ

 
普
通
に

久
力
の
高
い
女
武
者
と
か
で
⻑
刀
を
持
ち
重
装
備
を
身
に
付
け
た
方
が
遥
か
に
強

い
は
ず
だ

た

確
か
に

 
優
里
奈
は
そ
う
言
わ
れ

自
分
の
見
る
目
の
無
さ
に
落
ち
込
ん
だ

 
八
幡
は

そ
ん
な
優
里
奈
の

に

ん
と
手
を
置
き

優
し
い
口
調
で
言

た

ま
あ
優
里
奈
は
別
に
ゲ

マ

て

じ

な
か

た
は
ず
だ

 
分
か
ら
な
い
事
は
分
か
る
奴
に

け
ば
い
い
だ
け
の
事
だ

 
幸
い
優
里
奈
の

り
に
は

そ
う
い

た
事
に

し
い
奴
が

山
い
る
か
ら
な

は
い

そ
う
で
す
ね

 
優
里
奈
は
八
幡
や
明
日
奈

和
人
の
事
を
考
え
な
が
ら

確
か
に
そ
う
だ
と
納
得
し
た

そ
れ
で
優
里
奈
に
一
番
合
う
と
思
わ
れ
る
防

だ
が

こ
れ
は

装
一
択

 
た
だ
し
急
所
の
守
り
だ
け
は
し

か
り
な
こ
れ
は
ク
リ
テ

カ
ル
を
受
け
る
確

を
下
げ
る
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だは
い

そ
し
て
ス
キ
ル
は
こ
れ

無
双
飛
び

だ
な

そ
も
そ
も
戦
巫
女
は

躍
力
に
優
れ
て
る
ん

だ
ろ

 
そ
の
⻑
所
を

て
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

は
戦
巫
女
を
や
め
た
方
が
い
い
無
意
味

だ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

ま
あ
こ
れ
で
優
里
奈
は

あ
あ
俺
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル
の
プ
レ
イ
ヤ

に
な

ち
ま
う
な

八
幡
さ
ん
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
す
か

ま
あ
正
確
に
は
カ
ウ
ン
タ

使
い
の
俺
と
は
ま
た
違
う
が

 

近
接
で
動
き
回
り
な
が
ら
ゴ
リ
ゴ
リ

る
感
じ
に
な
る
だ
ろ
う
な

八
幡
さ
ん
と
一

か

ふ
ふ

一

か

お
い
優
里
奈

い
て
る
か

お

い

 
こ
う
し
て
本
当
の
意
味
で
の

戦
巫
女
・
ナ
ユ
タ

が
誕
生
す
る
事
と
な

た

 
ナ
ユ
タ
は
八
幡
に

で
ロ
グ
イ
ン
し
て
も
ら

て
装
備
選
び
を
手
伝

て
も
ら
い
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こ
れ
は

の
持
つ
資
金
を
八
幡
が
勝
手
に
利
用
す
る

の

置
で
あ
る

白
南
風
の
小

と
い
う
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を

入
し
て
も
ら

た

 
装
備
ス
テ

タ
ス
も
ギ
リ
ギ
リ
足
り
た

ナ
ユ
タ
は
そ
れ
を
装
備
し
た
の
だ
が

 
そ
の

を
見
た
八
幡
は

ひ
ど
く

て
な
が
ら
ナ
ユ
タ
に
胸
当
て
を
差
し
出
し
て
き
た

い
い
か
ナ
ユ
タ

重
ね
着
だ

他
人
の
前
で
こ
の
胸
当
て
を
絶
対
に
外
す
な

絶
対
に
だ

あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

八
幡
さ
ん
の
前
以
外
で
は
絶
対
に
外
し
ま
せ
ん

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
何
か
言
い
た
げ
で
あ

た
が

 
ナ
ユ
タ
が
い
か
に
も
分
か

て
ま
す
よ
風
な
笑
顔
を
崩
さ
な
か

た

そ
れ
以
上
は
何
も
言

え
な
か

た

 
こ
う
し
て
生
ま
れ
変
わ

た
ナ
ユ
タ
は

 
そ
の
特

な
ス
タ
イ
ル
と
あ
り
え
な
い
強
さ
か
ら
プ
レ
イ
ヤ

の
間
で
噂
に
な
り

 
ラ
ン

ユ
ウ
キ
を

む
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
全
メ
ン
バ

か
ら

 
突
然
変

的
に
強
く
な

た
と
驚
愕
さ
れ
る
事
と
な

た

 
こ
う
し
て
ナ
ユ
タ
は
人
気
プ
レ
イ
ヤ

の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
の
だ
が

 
そ
の
せ
い
で
一
時
期
ス
ト

カ

被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
事
に
な
り
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そ
れ
に
ブ
チ
切
れ
た
八
幡
が

ハ
チ
マ
ン
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
て
ガ

ド
に
付
き

 
ス
ト

カ

も
し
く
は
そ
れ
に

ず
る
プ
レ
イ
ヤ

を

無
敵
の
力
で
フ
ル
ボ

コ
に
し
ま

く

た

 
ア
ン
タ

チ

ブ
ル
な
存
在
と
し
て
女
性
プ
レ
イ
ヤ

以
外
は
ナ
ユ
タ
に
は
誰
も
近
寄
ら
な

く
な

た
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第
６
１
５
話
 
別
れ
の
フ

ン
シ

 
ナ
ユ
タ

み
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で

 
舞
と
美
優
に
別
れ
を
告
げ

八
幡
の
部
屋
か
ら
自
室
に

た
後

 
優
里
奈
は
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
と
の
約
束
を
守
る
べ
く
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
ロ
グ
イ

ン
し
て
い
た

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
は
真

直
ぐ
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に
向
か
い
そ
の
メ
ン
バ

達
と
合

流
し
た

ラ
ン
さ
ん

ユ
ウ
さ
ん

み
ん
な

お

ナ
ユ

ち

来
て
く
れ
た
ん
だ

あ

ナ
ユ
た
ん
だ

や

ほ

ナ
ユ
さ
ん

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
に
続
い
て
こ
う
丁

に

し
て
き
た
の
は
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回
復
担
当
の

師
で
あ
る
シ
ウ
ネ

で
あ
る

ナ
ユ
さ
ん

今
日
は
頑
張
ろ
う
ね

ナ
ユ
さ
ん
が
い
る
と
や
る
気
が
出
る
な

さ
れ
る
と
い
う
か
う
ち
の
女
連
中
は
怖
い
か

ら
さお

い
馬

や
め
ろ

ラ
ン
に
殺
さ
れ
る
ぞ

 
ラ
ン
は

し
系
を
自
称
し
て
て

ナ
ユ
さ
ん
を
ラ
イ
バ
ル

し
て
る
ん
だ
か
ら
な

俺
達
が

き
込
ま
な
け
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

自
業
自
得

て
事
で

 
そ
う

し
く
話
し
か
け
て
き
た
の
は

 
剣
豪
の
ジ

ン
重

の
テ

チ

の
タ
ル
ケ
ン
狩
人
ク
ロ

ビ
ス
の
四
人
の
少
年
で

あ
るナ

ユ
さ
ん

馬

四
人
組
の
事
は
無

し
て
い
い
か
ら
ね

あ
な
た
達

馬

な
事
を
言

て
な
い
で
さ

さ
と
準
備
し
な
さ
い

 
そ
こ
に

師
の
ノ
リ
と
幻
術
師
の
メ
リ
ダ
の
女
の
子
二
人
組
が
横
か
ら
四
人
に
そ
う
声
を
か

け 
四
人
は

て
て
奥
の
部
屋
へ
と
入

て
い

た
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ど
う
や
ら
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の

力
者
は

女
性
サ
イ
ド
の
よ
う
で
あ
る

 
そ
し
て
優
里
奈
は
メ
ン
バ

達
と

を
交
わ
し
た
後
に
確
認
す
る
よ
う
に
ラ
ン
に

ね
た

今
日
が
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
で
の
最
後
の
戦
闘
に
な
る
ん
で
す

よ
ねう

ん

最
後
の
タ

ゲ

ト
は
大

山
の
酒

子

大
物
だ
よ

覚
悟
は
い
い

 
酒

子
は
フ

ル
ド
ボ
ス
で
あ
り

正
人

は
実
に
二
十
四
人

 
一
方
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

は

ナ
ユ
タ
を
入
れ
て
も
十
人
し
か
い
な
い

 
だ
が
ナ
ユ
タ
は
負
け
る
な
ど
と
は
ま

た
く
考
え
て
お
ら
ず

笑
顔
で
こ
う
言

た

分
か
り
ま
し
た

ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
り
ま
し

う

 
そ
の
表
現
か
ら
ナ
ユ
タ
も
高
揚
し
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
る

一
同
は
そ
の
ま
ま
大

山
へ

と
向
か
い

 
苦
戦
し
つ
つ
も
そ
の
不
屈
の
精
神
で
見
事
に
酒

子
を
倒
す
事
に
成
功
し
伝
説
と
な

た 
そ
の
後
ナ
ユ
タ
は
彼
女
自
身
の

し
出
で

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
仮
メ
ン
バ

と
な
り

 
ラ
ン
達
が

て
き
た
時
に
備
え
て
残
さ
れ
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の

持
を
す
る
事
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と
な

た

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

は

 
ナ
ユ
タ
だ
け
を
残
し
て
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
か
ら
去

て
い

た

ま
た
会
え
る
か
な

う
ん

き

と
会
え
る
よ
ね

 
優
里
奈
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
で
の
お
別
れ
会
を
終
え

 

と
共
に
メ
ン
バ

全
員
を
見
送

た
後

 

し
さ
を
覚
え
な
が
ら
も

希
望
に
満
ち
た
目
で
そ
う
言

た

そ
う
だ
な

ま
た
会
え
る
と
い
い
な

さ
ん
も
や

ぱ
り

し
い
で
す
か

あ
あ

あ
い
つ
ら
は
手
の
か
か
る
弟
妹

て
感
じ
だ

た
か
ら
な

 
そ
の
せ
い
で
余
計
か
わ
い
い
と
思
え
た
ん
だ
よ
な

だ
か
ら
や

ぱ
り

し
い
よ

な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
う
で
す
よ
ね

そ
れ
じ

あ
私
も
も
う
少
し

 
八
幡
さ
ん
相
手
に
手
が
か
か
り
ま
す
よ
ア
ピ

ル
を
し
た
方
が
い
い
ん
で
す
か
ね

い
や
そ
れ
だ
と
妹
ポ
ジ
シ

ン
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
の
が
こ
う
い
う
時
の
定

番
だ
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あ

確
か
に

じ

あ
代
わ
り
に
お
色
気
を
前
面
に
出
す
事
に
し
ま
す

そ

そ
う
か

ま

ま
あ

々
に
な

は
い

々
に
頑
張
り
ま
す

 
こ
う
し
て
一
人
に
な

た
ナ
ユ
タ
は

や
が
て
コ
ヨ
ミ
と
い
う
忍
者
の
友
人
を
作
り

 
そ
の
友
人
や
時
々
気
が
向
い
た
よ
う
に
コ
ン
バ

ト
し
て
一

に
遊
ん
で
く
れ
る
ハ
チ
マ
ン
と

共
に

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
地
を
駆
け
巡
る
事
と
な
る

  
そ
し
て
そ
の

日
後
の
事
で
あ
る

突
然
八
幡
が

服

で
現
れ

 
優
里
奈
に
も

服
を
着
る
よ
う
に
指

し

優
里
奈
は
そ
の
指

に

た
も
の
の

 

が
分
か
ら
ず
混
乱
し
た

あ

あ
の

一
体
何
が

悪
い

今
も
う
一
人

う
か
ら

説
明
は
そ
の
時
に
な

あ

は

は
い

 
優
里
奈
は
八
幡
と
自
分
と
の
共
通
の
友
人
の
誰
か
が
死
ん
だ
の
だ
と

し
顔
を

く
し
た
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と
こ
ろ
が
少
し
し
て
キ

ト
に
乗
り
込
ん
で
き
た
の
が
キ

マ
だ

た

優
里
奈
は
再
び

混
乱
し
た

キ

マ
さ
ん

今
日
は
俺
の
事
は
岡
部
と
呼
ん
で
く
れ

さ
す
が
に
こ
ん
な

況
で
キ

マ
と
名
乗

る
の
は
な

あ

す

す
み
ま
せ
ん

い
や
別
に
優
里
奈
ち

ん
が
謝
る
事
じ

な
い
と
こ
ろ
で
八
幡
か
ら
事
情
は

い
た
か
い

い
え

ま
だ
で
す

太
郎
が
合
流
し
て
か
ら
の
方
が
い
い
と
思

て
な

そ
う
か

 
そ
し
て
八
幡
は

苦

の
表
情
で
優
里
奈
に
言

た

優
里
奈

気
を
し

か
り
持

て

い
て
く
れ

 
実
は

日

メ
リ
ダ
が

く
な

た
ん
だ

こ
れ
か
ら
そ
の

式
に
参

す
る
事
に
な
る

え

メ

メ
リ
ダ
さ
ん
が
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そ
の
言
葉
が

に

す
る
に
連
れ

優
里
奈
は
自
分
の

の
中
か
ら

 
ご
う
ご
う
と
血
の
気
が
引
い
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
た

 
メ
リ
ダ
と
は
つ
い
先
日
ま
で
一

に
戦

て
お
り

と
て
も
元
気
そ
う
に
見
え
た
か
ら
だ

今
は
優
里
奈
に
分
か
り
や
す
い
名
前
で
呼
ん
だ
が

メ
リ
ダ
の
本
名
は
山
城
芽
衣
子

 
そ
し
て
こ
れ
か
ら
行
く
場
所
は

眠
り
の
森
と
い
う

設
だ

眠
り
の
森

ス
リ

ピ
ン
グ
・
フ

レ
ス
ト

も
し
か
し
て
そ
れ

て

あ
あ

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
リ
ア
ル
で
の
居
場
所
だ

 
そ
し
て
優
里
奈
は
眠
り
の
森
に
到
着
し

 
そ
こ
で
始
め
て
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

達
の

遇
を
知
る
事
と
な

た

そ

か

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
で
す
ね

俺
が
ソ
レ
イ
ユ
に

療
部
門
を
作

た
理
由
が
こ
れ
だ

 
俺
は
こ
い
つ
ら
を
助
け
た
い

だ
が
正
直
研
究
が
ま
だ
ま
だ
間
に
合

て
い
な
い
ん
だ

 
今
回
は
時
間
が
足
り
な
い
上
に
突
然
す
ぎ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た
本
当
に
す
ま
ん

 
そ
ん
な
八
幡
の

を

優
里
奈
は

て
胸
に

い
た

 
八
幡
は
必
死
で
涙
を

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
優
里
奈
も
同
じ
よ
う
に
必
死
で
涙
を

え
た
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そ
し
て

式
に
参

す
る
事
に
な

た
が

 
そ
こ
に
は
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

は
誰
も
い
な
か

た

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
中
に
い
る

参

し
た
く
て
も
出
来
な
い
の
だ

 
優
里
奈
は
そ
の
事
が

し
く
て
仕
方
が
な
か

た

メ
リ
ダ
さ
ん

 
そ
し
て
最
後
に
芽
衣
子
の
元
気
な

の
写
真
を
見
て

 
優
里
奈
は
そ
の

を
絶
対
に
忘
れ
ま
い
と
心
に

た

  
そ
の
後

遠
く
か
ら
ベ

ド
に
横
た
わ
る
藍
子
や
木
綿
季
の

を
見
な
が
ら

 
八
幡
は
優
里
奈
に
先
日
ア
メ
リ
カ
に
行

て

い
た

品
関
係
の
話
を
説
明
し
た

さ
ん
の
説
明
だ
と

本
当
に
も
う
す
ぐ
だ

も
う
す
ぐ
な
ん
だ
よ

 
だ
が
時
間
が
足
り
る
か
ど
う
か
が
微

な
ん
だ

 
こ
こ
に
い
る
全
員
の
命
を
救
え
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

 
だ
が
俺
は
そ
れ
ま
で
全
力
で
あ
が
き
続
け
る
つ
も
り
だ

 
優
里
奈
は
そ
ん
な
八
幡
に

て

い
た
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ナ
ユ
ち

ん

こ

ち
こ

ち

 
そ
の
時
優
里
奈
に
声
を
か
け
る
者
が
お
り

優
里
奈
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

 
だ
が

当
す
る
人
物
の

は
見
え
ず

優
里
奈
は
戸
惑

た

 
そ
ん
な
優
里
奈
の
手
を
引
き

八
幡
は
横
に
あ

た
モ
ニ
タ

の
前
に
移
動
し
た

 
そ
こ
に
は
四
人
の
女
性
と
四
人
の
少
年
の

が
映

て
お
り

 
優
里
奈
は
そ
れ
が
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
だ
と
確
信
し
た

や

ほ

ナ
ユ
た
ん

こ
ん
な

で
ご
め
ん
ね

ボ
ク
は
ユ
ウ
キ
だ
よ

こ
ら
ユ
ウ
キ

も

と
お

や
か
に
し
な
さ
い

 
コ
ホ
ン

私
は
ラ
ン
よ

ね
え
ナ
ユ

ち

本
当
は
私
が
や
り
た
い
の
だ
け
れ
ど

 
そ
こ
で
情
け
な
い
顔
を
し
て
い
る
男
に

 
そ
の
男
の
愛
人
で
あ
る
私
の
代
わ
り
に
一
発
き
つ
い
セ
ク
ハ
ラ
を
か
ま
し
て
も
ら
え
な
い

 
そ
の
あ
ま
り
に
も
彼
女
ら
し
い

に
優
里
奈
は
こ
ん
な

況
に
も
関
わ
ら
ず
思
わ
ず

き
出
し
た

あ

や

と
笑

た
ね

ナ
ユ
さ
ん
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そ
の
方
が
か
わ
い
い
よ
ね

と
い
う
か
笑

て
な
く
て
も
や
ば
い

か
わ
い
い

お
前
達
さ

八
幡
さ
ん
の
前
で
そ
う
い
う
事
を
言
う
と
殴
ら
れ
る
よ

そ
ん
な
事
で
俺
は
お
前
ら
を
殴

た
り
し
な
い

た
だ
目
を
潰
す
だ
け
だ

う
わ

怖
え

八
幡
さ
ん

潰
す
な
ら
是
非
俺
以
外
の
三
人
の
目
を

俺
は
何
も
見
て
な
い
ん
で

馬

野
郎

男
な
ら
誰
も
が
見
ち
ま
う
も
ん
だ
ろ

を
つ
く
な

う
へ

や

ぱ
り
バ
レ
て
ら

あ

あ
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
優
里
奈
は
我
慢
出
来
ず
に
上
を
向
い
て
笑

た
が

そ
の
目
か
ら
は
涙
が

れ
て
い
た

 
そ
ん
な
優
里
奈
に
シ
ウ
ネ

と
ノ
リ
が
言

た

ナ
ユ
さ
ん

メ
リ
ダ
の

に

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

で
も

く
の
は
そ
の
く
ら
い
に
ね

私
達
は
今
か
ら
メ
リ
ダ
を
笑
い
な
が
ら
送
り
出
す
つ
も

り
だ
か
ら

は

は
い
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優
里
奈
は
そ
う
言
わ
れ

涙
を

い
な
が
ら
画
面
を
注

し
た

 
そ
し
て
八
人
が

り
の
体
制
に
な

た
の
を
見
て

自
分
も
両
手
を
合
わ
せ

目
を

じ
た

 
そ
し
て
画
面
の
中
の
八
人
は

思
い
思
い
の
言
葉
で
メ
リ
ダ
に
別
れ
を
告
げ
た
が

 
そ
の
中
に
メ
リ
ダ
の
死
を
ネ
ガ
テ

ブ
に
と
ら
え
て
い
る
よ
う
な
発
言
は
一
言
も
無
か

た

私
達
は
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
な
の
よ

絶
対
に
最
後
ま
で

め
な
い

そ
う
で
し

み

ん
な

 
そ
れ
を
受
け
て
最
初
に
発
言
し
た
の
は
ユ
ウ
キ
だ

た

も
ち
ろ
ん

ボ
ク
は
八
幡
に
ち

し
て
も
ら
う
予
定
な
ん
だ
か
ら
絶
対
に
負
け
な
い
よ

お
い
ユ
ウ

こ
う
い
う
場
面
で
そ
う
い
う
事
を
言
う
な

 
八
幡
は

れ
た
よ
う
に
そ
う
言

た
が
こ
う
い
う
場
面
で

て
ら
れ
な
い
者
が
い
た
ラ

ン
で
あ
る

ユ
ウ
は
や

ぱ
り
お
子
様
ね

私
は
キ

チ
リ
と
愛
人
と
し
て
の
本
分
を
果
た
す
つ
も
り
よ

お
前
は
ち

と

れ

と
い
う
か
も
う

る
な

ひ
ど
い

や

ぱ
り
私
の
体
だ
け
が
目
当
て
だ

た
の
ね

だ
か
ら

る
な

つ

ん
だ
よ
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ぶ
 
そ
し
て

ね
た
ラ
ン
の
次
に

シ
ウ
ネ

が
言

た

私
は
八
幡
さ
ん
の
近
く
で
働
き
た
い
で
す
ね

出
来
る
仕
事
が
あ
れ
ば
で
す
が

任
せ
ろ

ち

ん
と
用
意
し
て
や
る
ぞ

シ
ウ
ネ

や

た

 
そ
れ
が

ま
し
か

た
の
だ
ろ
う

ノ
リ
が
身
を
乗
り
出
し
た

わ

私
も
私
も

お
う

ど
ん
と
こ
い
だ
ぞ
ノ
リ

 
そ
の
様
子
を
見
て

男
性

も

ぎ
出
し
た

八
幡
さ
ん

相
変
わ
ら
ず
モ
テ
モ
テ
だ
な

ま
し
い

俺
も
モ
テ
た
い

そ
う
だ

元
気
に
な

た
ら
八
幡
兄
貴
に
女
の
子
の
口
説
き
方
を
教
え
て
も
ら
お
う

だ
な

兄
貴

頼
り
に
し
て
ま
す

 
だ
が
そ
れ
に
対
す
る
八
幡
の
返
事
は
こ
う
だ

た

い
や

俺
は
そ
う
い
う
の
は
得
意
じ

な
い
か
ら
ち

と
難
し
い
な
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は

 
そ
の
最
後
の
言
葉
は
見
事
に
ハ
モ
り

八
幡
は

に
手
を
当
て

ガ
シ
ガ
シ
と
こ
す

た

 
そ
ん
な
八
幡
に

突
然
優
里
奈
が

き
つ
い
た

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
女
性

が
そ
れ
を
見
て

鳴
を
上
げ

優
里
奈
は
そ
の
四
人
に
こ
う
言

た

無
理
で
す

八
幡
さ
ん
の
娘

妹

愛
人

仕
事
仲
間
の
立
場
は
私
の
物
で
す

 
も
し
悔
し
い
ん
だ

た
ら
い
つ
で
も

魔
し
に
来
て
下
さ
い

正
面
か
ら
受
け
て
た
ち
ま
す

ふ
ふ
ん

 
そ
の
挑
発
す
る
よ
う
な
態
度
を
見
て

四
人
は
悔
し
が

た

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

生
意
気
な

ち

と
胸
が
私
よ
り
大
き
い
か
ら

て

愛
人
に
な
る
の
は
ボ
ク
達
な
の
に

く

絶
対
に
ヒ
イ
ヒ
イ
い
わ
せ
て
や
り
ま
す

待

て
な
よ

ガ
チ
ン
コ
勝
負
を
仕

け
に
い
く
か
ら
ね

い
つ
で
も
ど
う
ぞ

私
は
八
幡
さ
ん
の
マ
ン
シ

ン
に
い
ま
す
か
ら

う
う
う
う
う
う
う
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優
里
奈
が
何
故
い
き
な
り

き
付
い
て
き
た
の
か
そ
の
意
図
を
こ
の
言
葉
で
理
解
し
た
八
幡

は 
優
里
奈
の
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
る
事
に
し
た

そ
れ
か
ら
ジ

ン
君

テ

チ
君

タ
ル
ケ
ン
君

ク
ロ

ビ
ス
君

 
も
し
退
院
し
た
ら

私
の
友
達
の
女
の
子
を
紹
介
し
て
あ
げ
る
か
ら

 
そ
れ
ま
で
に
女
の
子
を
エ
ス
コ

ト
出
来
る
よ
う
に
頑
張

て
ね

う
お
お
お
お
お

 
そ
の
優
里
奈
の
言
葉
に
四
人
は
大
歓
声
を
上
げ
遠
く
で
こ
の
様
子
を
見
て
い
た
ス
タ

フ
達

も 
こ
の
雰
囲
気
に
乗

て
や

と
笑
顔
を
見
せ
始
め
て
く
れ
た

お
お

優
里
奈
も
中
々
や
る
な

後
で
褒
め
て
や
ろ
う

と
こ
ろ
で
そ
の
隣
の
人

て

よ
ね

お
う

俺
が

さ
ん
だ

や

と
自

紹
介
出
来
た
な

ナ
ユ

ち
が
性
的
に
暴
走
し
な
い
よ
う
に

ち

ん
と
監

し
て
て
ね

せ

性
的
に

俺
に
止
め
ら
れ
る
か
な
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そ
う
自
信
無
さ
げ
に
言
う

太
郎
の
横
で

優
里
奈
が
と
ど
め
と
ば
か
り
に
こ
う
言

た

私

待

て
る

ず

と
待

て
る
か
ら

 
そ
し
て
優
里
奈
が
笑
顔
で
そ
う
言
い

画
面
に
手
を
差
し

べ
た

あ
ら
あ
ら

仮
メ
ン
バ

に
い
い
所
を
持

て
か
れ
ち

た
わ
ね

俺
達
も
負
け
て
ら
ん
ね

な

 
そ
し
て
画
面
の
中
の
メ
ン
バ

達
も

画
面
の
前
の
優
里
奈
の
手
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

 
前
に
手
を
差
し
出
し
た

そ
の
手
は
重
ね
あ
わ
さ
れ

そ
し
て
ア
イ
が
こ
う
叫
ん
だ

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ

フ

イ
ト

お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
こ
う
し
て
メ
リ
ダ
の

式
は

笑
顔
の
ま
ま
終
了
す
る
事
と
な

た

  
メ
リ
ダ
は
そ
の
存
在
が
ま
る
で
幻
想
だ

た
か
の
よ
う
に

く
消
え
て
い

た
が

 
そ
の
命
は
記
憶
に

を
変
え

メ
ン
バ

達
の
中
で

遠
の
物
と
な

た

 
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

は
残
り
八
プ
ラ
ス
一
人
と
な

た
が

 
そ
の
士
気
は

々
高
ま
り
メ
ン
バ

達
は
い
つ
か
元
気
に
な
る
事
を
夢
見
て
今
日
も
戦
い
続
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け
る

 
そ
の

か
ら
光
が
消
え
る
事
は
無
い

 
明
日
は

発
エ
ピ
ソ

ド
に
な
り
ま
す
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第
６
１
６
話
 
香
蓮
と
新
た
な
友
人
達

 

発
エ
ピ
ソ

ド
で
す

 
八
幡
の
部
屋
で
の
お

り
会
を
終
え
た
香
蓮
は
一
度
家
に
帰

た
後
自
ら
が
通
う
学
校
の

前
に
い
た

そ
う
い
え
ば
こ
こ

て

八
幡
君
と
正
式
に
知
り
合

た
場
所
だ

 
懐
か
し
い
な

こ
の
体
育

も

あ
の

茶
店
も

 
香
蓮
は

を
懐
か
し
み
な
が
ら
も
き

ろ
き

ろ
と

囲
を
見
回
し

 
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

ら
し
き
者
達
が
見
当
た
ら
な
い
事
に
た
め
息
を
つ
い
た

正
直
あ
ん
ま
り
こ
こ
に
⻑
居
は
し
た
く
な
い
ん
だ
け
ど
な
さ

き
か
ら
チ
ラ
チ
ラ
と
見
ら
れ

て
る
し

 
香
蓮
は
た
だ
体
育

で
所
在
無
さ
げ
に

ん
で
い
る
だ
け
な
の
だ
が
と
に
か
く

囲
の
目

を
引
く
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本
人
は
そ
れ
を
身
⻑
の
せ
い
だ
と
考
え
て
い
る
が
そ
れ
は
正
確
で
は
な
い

 
当
然
自
覚
は
し
て
い
な
い
が

香
蓮
は

整
の
と
れ
た
プ
ロ
ポ

シ

ン
を
し
て
お
り

 
見
た
目
も

人
中
八
十
人
が

り
返
る
く
ら
い
整

て
い
る

 
自
覚
し
て
い
な
い
と
い
う
か
出
来
な
い
理
由
の
一
つ
は

肉
に
も
八
幡
と
の
交
流
で
あ

た

 
八
幡
の

り
に
い
る
女
性

の
レ
ベ
ル
は

常
で
あ
り
香
蓮
は
そ
れ
を
比

対
象
に
し
て
い

る
の
だ

そ
れ
に
し
て
も

ど
う
し
て
待
ち
合
わ
せ
場
所
が
こ
こ
な
ん
だ
ろ

 
八
幡
君
が
私
の
個
人
情
報
を

ら
す
は
ず
が
な
い
し
そ
も
そ
も
こ
の
件
に
は
関
わ

て
い
な

い
は
ず
だ
し

 
香
蓮
は
そ
う
思

て
考
え
込
ん
だ
が

い
く
ら
考
え
て
も
答
え
は
出
な
い

 
ど
う
や
ら
相
手
が
以
前
チ
ラ
リ
と
見
た
咲
達
六
人
の
高
校
生
集
団
だ
と
は
思

て
も
い
な
い

よ
う
だ

 
そ
の
六
人
と
は
た
ま
に
学
内
で
す
れ
違

て
お
り
そ
の
度
に
チ
ラ
チ
ラ
と
こ
ち
ら
を
見
ら
れ

て
い
た

 
香
蓮
は
そ
の
六
人
を
苦
手
と
し
て
い
た

正
直
顔
を
正
確
に
覚
え
て
い
る

で
は
な
い
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香
蓮
が
目
を
合
わ
せ
る
の
を
避
け

下
を
向
い
て
い
た
か
ら
だ

 
以
前
八
幡
が
咲
達
と
話
し
て
い
た
の
は

茶
店
の
中
か
ら
見
て
い
た
は
ず
な
の
だ
が

 
そ
の
時
の
香
蓮
は
ぼ

と
し
て
い
た

そ
の
記
憶
は
薄
い

 
人

も
丁
度
六
人
で
あ
り
思
い
出
し
さ
え
す
れ
ば
す
ぐ
に
正
解
に

り
つ
け
た
は
ず
な
の
だ

が 
香
蓮
は
そ
の
事
を
ま

た
く
思
い
出
す
事
が
出
来
な
か

た

 
そ
の
証

に
今
ま
さ
に
近
付
い
て
く
る
六
人
に
香
蓮
は
ま

た
く
反
応
を

し
て
は
い
な

い 
香
蓮
が
そ
の
六
人
に
気
付
い
た
の
は

香
蓮
の
隣
に
咲
達
が

取
り

雑
談
を
始
め
て
か
ら

だ

た
ど

ど
う
し
よ
う

少
し
離
れ
た
方
が
い
い
か
な

 
香
蓮
は
相
手
が
い
つ
も
の
よ
う
に
こ
ち
ら
に
チ
ラ
チ
ラ
と

線
を
投
げ
か
け
て
く
る
の
を
感

じ 
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
て
い
た

目
を
合
わ
せ
れ
ば
そ
こ
に
憧
れ
の
感
情
を
感
じ
る
事
も
出
来

た
だ
ろ
う
が
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当
然
香
蓮
に
そ
ん
な
度
胸
は
な
く
さ
り
と
て
移
動
す
る
の
も
こ
の
子
達
に
失

か
も
と
思

て
し
ま
い

 
香
蓮
は
そ
の
ま
ま
六
人
が
去
る
の
を
じ

と
待
つ
事
し
か
出
来
な
く
な

て
い
た

ね
え
咲

相
手
の
顔
は
分
か

て
る
の

う
う
ん

見
れ
ば
わ
か
る
だ
ろ
う

て
思

て
た
か
ら
特
に

い
て
な
い

相
変
わ
ら
ず
ふ
わ

と
し
て
る
わ
よ
ね

連

先
と
か
は

君
達

個
人
情
報
保
護
法
と
い
う
物
を
知

て
い
る
か
ね

要
す
る
に
そ
れ
も
分
か
ら
な
い
と

あ
あ
も
う

ど
う
す
る
の

り
を
よ
く
観
察
し
て

小

な
人
に
声
を
か
け
て
み
る
し
か
な
い
ん
じ

な
い

だ
な

時
間
に
な

て
き

ろ
き

ろ
し
て
い
る
人
が

多
分
当
た
り
だ

こ
の
子
達
も
待
ち
合
わ
せ
な
ん
だ

も
し
か
し
た
ら

て
思

た
け
ど

 
小

な
人

て
い
う
な
ら
私
じ

な
い
ね

 
香
蓮
が
そ
う
考
え
て
時
計
を
見
よ
う
と
し
た

間
に
香
蓮
は
突
然
三
人
組
の
男
性
に
囲
ま
れ

た
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ね

君

て
モ
デ
ル
か
何
か
だ
よ
ね

雑

と
か
で
見
た
事
が
あ
る
気
が
す
る
し

僕
達
こ
れ
か
ら
遊
び
に
い
く
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
ど

暇
だ

た
ら
一

に
行
か
な
い

も
あ
る
か
ら
移
動
の
時
も
歩
く
必
要
は
な
い
し
お
金
の
事
は
ま

た
く
心
配
な
い
か
ら
ど

う
か
な

け

結

で
す

私

人
を
待

て
る
ん
で

で
も

分
前
か
ら
こ
こ
に
い
る
よ
ね

も
し
か
し
て
す

か
さ
れ
た

 
世
の
中
に
は
ひ
ど
い
奴
が
い
る
も
ん
だ
よ
ね

ほ
ら
そ
ん
な
薄
情
な
奴
は
放

と
い
て
さ

そ
う
そ
う

そ
ん
な
奴
の
事
な
ん
か
忘
れ
ち

え
ば
い
い

て

 
そ
う
言

て
男
の
一
人
が
手
を

ば
し
て
き
た
の
だ
が

 
香
蓮
は
そ
の
手
を
反
射
的
に
掴
み

後
ろ
手
に

り
あ
げ
た

い

な

何
す
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
は
シ

ナ
に
教
え
て
も
ら

た
護
身
法
と
い
う
か

戦
闘
術
の
一
つ
で
あ
り

 
必
死
に
訓
練
し
た

に
そ
れ
が
自
然
と
出
て
し
ま

た
の
だ
が
香
蓮
は
そ
の
声
で
我
に
返
り

 
相
手
の
手
首
を

て
い
る
事
に
す
ら

悪
感
を
感
じ
た

そ
の
ま
ま
そ
の
男
を
突
き
飛
ば

し
た



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

いく
そ

こ
い
つ

い

そ
強
引
に
連
れ
て

ち
ま
う
か

や
め
な
よ
あ
ん
た
達

さ
す
が
に
み

と
も
な
い
よ

そ
う
だ
そ
う
だ

み

と
も
な
い

格
好
悪

 
こ
こ
で
咲
達
六
人
が
香
蓮
に
加
勢
し

そ
う

し
立
て
た

 
こ
こ
は
お
嬢
様
学
校
の

内
で
あ
り

基
本
男
は
い
な
い
は
ず
な
の
だ
が

 
こ
の
場
所
は
道
路
か
ら
近
く

そ
こ
か
ら
の
移
動
も
簡

に
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
簡

に
こ
ち
ら
に
来
れ
る
は
ず
の

り
を
歩
く
男
ど
も
は

 
我
関
せ
ず
と
ば
か
り
に
通
り
過
ぎ
て
い
く
だ
け
だ

た

あ
あ
ん

ガ
キ
が
余
計
な
口
を
出
す
な

こ
う
な

た
ら
仕
方
な
い

あ
い
つ
ら
を
呼
べ

 
そ
し
て
す
ぐ
に
仲
間
な
の
だ
ろ
う

何
人
か
の
男
が
こ
ち
ら
に
走

て
く
る
の
が
見
え

 
香
蓮
と
咲
達
は

さ
す
が
に
こ
ち
ら
に
不
利
だ
と
い
う
事
を
悟

た
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ど
う
し
よ
う
せ
め
て
こ
の
子
達
だ
け
で
も

い
ざ
と
な
た
ら
強
引
に
囲
み
を
破
て

 
香
蓮
が

自
身
が

を
負
う
事
も

わ
ず
そ
の
考
え
を
実
行
に
移
そ
う
と
し
た
そ
の
時

 
横
か
ら
一
同
に
声
を
か
け
て
く
る
者
が
い
た

た
だ
見
守
る
だ
け
の
つ
も
り
で
い
た
け
ど

ど
う
も
お
か
し
な
事
に
な

て
る
み
た
い
ね

雪
乃

雪
乃
さ
ん

 
お

い
が
そ
う
声
を
発
し
た
事
で

香
蓮
と
咲
達
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
が

 
そ
の
事
を
確
認
す
る
間
も
な
く
雪
乃
が
動
い
た

こ
れ
は
こ
れ
は

ま
た
凄
い
美
人
の

場

う
が

 
そ
う
言
い
か
け
た
そ
の
男
は

に

を
く
ら

て
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

な

何
だ

あ
な
た
達

分
と
ろ
い
の
ね

 
そ
の
隣
に
い
た
男
は

に
雪
乃
の
前

り
を
く
ら

て
転
げ
回
り

 
そ
の

間
に
雪
乃
は
コ
マ
の
よ
う
に
回
り

次
の
男
を

回
し

り
で
ぶ

飛
ば
し
た

う
わ
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凄雪
乃
さ
ん

強

 
そ
し
て
野
次
馬
達
も
集
ま

て
き
て
通
行
人
の
中
に
通
報
し
て
く
れ
た
者
が
い
た
の
だ
ろ
う

 

察

が

人
こ
ち
ら
に
走

て
き
て

そ
の
男
達
を
全
員

束
し
た

 
そ
し
て
香
蓮
達
は
簡

な
事
情

取
を
受
け
る
だ
け
で
す
ぐ
に
解
放
さ
れ

 
今
は
近
く
の

茶
店
で
自

紹
介
だ
け
終
え

そ
の
ま
ま
休
ん
で
い
る
所
だ

た

何
故
私
が
こ
こ
に
い
る
か

疑
問
だ

て
顔
を
し
て
る
わ
ね

あ

う
ん

ど
う
し
て
こ
こ
に

実
は
朝

八
幡
君
か
ら
連

が
あ

た
の
よ

 
あ
な
た
が
顔
も
名
前
も
分
か
ら
な
い
相
手
と
待
ち
合
わ
せ
し
て
る
か
ら

 
心
配
だ
か
ら
遠
く
か
ら
見
て
て
や

て
く
れ

て
ね

こ
こ
は
お
嬢
様
学
校
だ
し

 
念
の
た
め
と
い
う
事
で
私
に
白

の
矢
を
立
て
た
の
で
し

う
ね

そ
う
だ

た
ん
だ

あ
り
が
と
う

雪
乃

別
に
い
い
の
よ

報

は
ち

ん
と

あ

い
え

友
情
の

で
す
も
の

当
然
よ

 
そ
の
言
葉
を

き

ら
さ
な
か

た
香
蓮
は

じ
と

と
し
た
目
で
雪
乃
を
見
つ
め
な
が
ら
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言

た
で

何
を
報

に
提

さ
れ
た
の

べ

別
に
い
い
じ

な
い
そ
ん
な
事

何
を

え
え
と

そ
の

友
情
が

何
を

あ

新
し
く
出
来
た
猫
カ
フ

の

引

よ

え

本
当
に

そ
れ

私
も
一

に
連
れ
て

て

 
そ
れ
を

い
た

間
に

香
蓮
の
口
調
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ

た

 
香
蓮
は
レ
ン
の
格
好
か
ら
も
分
か
る
通
り
実
は
そ
う
い

た
か
わ
い
い
物
全

が
大
好
き
な

の
で
あ

た

あ
ら
そ
う

そ
れ
な
ら
ク
ル
ス
も
誘

て
今
度
一

に
行
き
ま
し

う
か

う
ん

約
束
ね

え
え

そ
れ
じ

あ
香
蓮
も
あ
な
た
達
も

 
も
う
お

い
の
待
ち
人
が
誰
な
の
か
は
分
か

て
い
る
と
思
う
か
ら
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私
は
こ
こ
で
お
暇
す
る
わ
ね

ご
機

よ
う

 
そ
う
言

て
雪
乃
は
立
ち
上
が
り

つ
い
で
に
伝

を
レ
ジ
の
方
へ
と
持
ち
去

た

こ
れ
は
八
幡
君
に
回
し
て
お
く
わ
ね

 
そ
の
後

を
見
送
り
な
が
ら

最
初
に
咲
が
口
を
開
い
た

は

や

ぱ
り
雪
乃
さ
ん
は
格
好
い
い
な

美
人
だ
し
ね

で
も
そ
れ
な
ら
香
蓮
さ
ん
だ

て

負
け
て
な
い
よ
ね

 
そ
う
言

て
六
人
は

香
蓮
の
方
を
見
つ
め

香
蓮
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
顔
を

く
し
た

ボ
ス
も
み
ん
な
も

そ
ん
な
目
で
あ
ん
ま
り
見
な
い
で

や

ぱ
り
レ
ン
ち

ん
な
ん
だ

  
そ
の
三
十
分
後

七
人
は
近
く
に
あ
る
香
蓮
の
部
屋
に
い
た

 
あ
の
ま
ま

茶
店
に
い
て
も
良
か

た
の
だ
が
銃
だ
の
殺
す
だ
の
と
い
う

語
が
飛
び
交

た
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他
の
客
か
ら
の

線
が

く
な

た
せ
い
で
移
動
し
た
の
だ

良
か

た

コ

プ
が
あ

た

つ
い
で
に
こ
れ

私
が
作

た
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言

て
香
蓮
は

咲
達
に
手
作
り
の
お

子
が

り
付
け
ら
れ
た

を
差
し
出
し
た

う
わ

何
こ
れ

プ
ロ
の
仕
事
み
た
い

い

た
だ

き
ま

す

美
味
し
い

香
蓮
さ
ん
の
女
子
力
が
や
ば
い

そ
れ
に
大
人

い

い
つ
も
の
レ
ン
ち

ん
は
八
幡
さ
ん
大
好
き
オ

ラ
を
出
し
て
る

え
ん

に
し
か
見
え
な

い
の
に

そ

そ
ん
な
の
出
し
て
な
い
か
ら

普
通
だ
か
ら

 
そ
う
強
が
る
香
蓮
に

咲
達
は
生

か
い

線
を
向
け
た

は
い
は
い
普
通
普
通

あ
れ
が
普
通

て
事
は

本
気
で
好
き
好
き
オ

ラ
を
出
し
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ

と
い
う
か
八
幡
さ
ん
が
レ
ン
ち

ん
を
お
気
に
入
り
な
の

て

こ
の
せ
い
だ

た
ん
だ
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や
べ

か
わ
い
い

血
出
そ
う

リ
サ

お

さ
ん
く
さ
い

レ
ン
さ
ん

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
し
て
下
さ
い
ね

 
香
蓮
は
恥
じ
ら
い
な
が
ら
も

こ
の
六
人
と
仲
良
く
な
れ
た
事
に
喜
び
を
感
じ
て
い
た

 
そ
れ
と
同
時
に
今
ま
で
の
態
度
を
謝
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

こ
う
切
り
出
し
た

あ
そ
れ
と
み
ん
な
思
い
返
す
と
今
ま
で
何
度
か
私
に
話
し
か
け
よ
う
と
し
て
く
れ
て
た
よ

ね 
そ
れ
な
の
に
全
部
無

し
ち

て
ご
め
ん
ね

あ

そ
れ
は
確
か
に

特
に
ミ
ラ
ナ
が
一
番
多
か

た
よ
ね

香
蓮
さ
ん

あ
れ
は
一
体
ど
う
い
う

 
当
の
ミ
ラ
ナ
に
そ
う
言
わ
れ

香
蓮
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

あ

う
ん

ほ
ら

私

て
ば
こ
ん
な
見
た
目
じ

な
い

見
た
目

て

美
人
だ
か
ら
ツ
ン
ツ
ン
し
て
た
と

美
人
じ

な
い
し
ツ
ン
ツ
ン
な
ん
か
し
て
な
い

そ
う
じ

な
く
て
ほ
ら

身
⻑
が
さ
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は

高
い
で
す
よ
ね

そ
の
せ
い
で
私

か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
た
と
い
う
か

変
な
目
で
見
ら
れ
続
け
て
た
か
ら

 
そ
の
他
人
の

線
と
か
が
苦
手
に
な

ち

て
そ
れ
で
あ
な
た
達
か
ら
の

線
も
そ

の 
そ
れ
で
咲
達
は

事
の
本
質
を
や

と
理
解
し
た
よ
う
だ

あ
あ

そ
れ
で
私
達
を
苦
手
に
思

て
い
た
と

確
か
に
ミ
ラ
ナ
は
じ
ろ
じ
ろ
見
て
た
も
ん
な

ご
ご
め
ん
な
さ
い
悪
気
は
無
か

た
ん
で
す
よ
た
だ
モ
デ
ル
み
た
い
で
格
好
い
い
な

て
思

て

 
知
り
合
い
に
な
れ
れ
ば

て
思

て
た
だ
け
で

そ

そ
う
な
の

え
え

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

そ

か

そ
れ
じ

あ
私
の

と
ち
り
だ

た
ん
だ

そ
う
だ
よ

ミ
ラ
ナ

て
ば
凄
く
熱

い
目
で
香
蓮
さ
ん
の
事
を
見
て
た
ん
だ
か
ら

 
多
分
目
を
合
わ
せ
れ
ば
こ
い
つ
私
の
事
が
好
き
な
の
か

く
ら
い
に
思

た
は
ず
だ
よ
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カ
ナ
ち

ん

そ
う
い
う
誤
解
を

え
る
よ
う
な
事
は
言
わ
な
い
で

 
こ
う
し
て
香
蓮
と
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
六
人
は

す

か
り
打
ち
解
け
た

そ
れ
に
し
て
も
香
蓮
さ
ん
が
レ
ン
ち

ん
と
正
反
対
だ
か
ら
び

く
り
し
た
よ

そ
れ
を
言

た
ら
ま
あ

私
達
も
で
す
け
ど
ね

う
ん

私
も
ボ
ス
達
を
見
て
そ
う
思

た
か
ら
本
当
に
び

く
り
し
た
よ

人
間

て
お
か
し
な
も
ん
だ
よ
ね

 
現
実
の

が
ゲ

ム
の
中
の

と
近
い

て
思
い
込
ん
じ

う
ん
だ
か
ら

あ

で
も
そ

く
り
な
人

私
知

て
る
よ

え

誰

そ
ん
な
人
い
る
の

私
達
の
知

て
る
人
で
す
か

 
そ
の
香
蓮
の
言
葉
に
咲
達
は
食
い
つ
い
た

あ

え
え
と

ま
あ
こ
れ
く
ら
い
は
言

て
も
い
い
よ
ね

 
あ
な
た
達
は
八
幡
君
の
リ
ア
ル
知
り
合
い
な
ん
だ
し
ね

え

と

銃
士

イ
ク
ス
さ
ん

え

あ

あ
ん
な
顔
の
人
が
こ
の
世
に
存
在
す
る
の
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そ
れ
を
言

た
ら
雪
乃
さ
ん
だ

て
相
当
の
も
の
じ

な
い

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

イ
ク
ス
さ
ん

て
言

た
ら
胸
以
外
は
完

美
少
女
じ

ん
よ

あ

え
と

 
そ
の
咲
の
絶
叫
に

香
蓮
は
気
ま
ず
そ
う
に
こ
う
言

た

む

胸
は
リ
ア
ル
の
方
が
大
き
い

て
い
う
か

わ

私
よ
り
も
遥
か
に

 
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た

間

六
人
は
絶
叫
し
た

何
そ
の
チ

ト

あ
り
え
な
く
な
い

だ
か
ら
イ
ク
ス
さ
ん
も
八
幡
さ
ん
の
お
気
に
入
り
な
ん
だ

ぐ
あ
あ
あ
あ
あ

普
通
な
自
分
が

い

何
そ
の
完

美
少
女

お
と
ぎ
話
の
存
在
か
よ

わ

私
も
い
つ
か
あ
ん
な
素
敵
な
女
性
に

め
な

て

も
う
私
達

そ
ん
な
に
ガ
ラ

と
変
わ

た
り
す
る

じ

な
い
か
ら

 
こ
う
し
て
六
人
の
絶
叫
が

き

る
中

い
き
な
り
香
蓮
の
部
屋
の
チ

イ
ム
が
鳴

た

あ
れ

誰
だ
ろ

私

こ

ち
に
は
八
幡
君

み
の
知
り
合
い
し
か
い
な
い
ん
だ
け
ど

と

友
達
い
な
い
宣
言
を
平
然
と
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八
幡
さ
ん
さ
え
い
れ
ば
い
い

て
事
で
す
ね

分
か
り
ま
す

も
う

た
だ
人
付
き
合
い
が
苦
手
な
だ
け
だ
よ

 
そ
し
て
イ
ン
タ

ホ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
香
蓮
は

て
て
入
り
口
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
香
蓮
は
ド
ア
を
開
け

一
人
の
人
物
を
部
屋
に
案
内
し
て
き
た

 
そ
の
人
物
は

間
宮
ク
ル
ス
そ
の
人
だ

た

あ
ら

こ
ん
に
ち
は

う
わ
あ
あ
あ
あ

ま
さ
か
の
本
人

場

な

何
で

本
当
に
そ

く
り

 
そ
の
問
い
に
首
を

げ
な
が
ら

ク
ル
ス
は
六
人
に
こ
う
言

た

あ
あ

Ｓ

Ｎ
Ｃ

ど

ど
う
し
て
分
か
る
ん
で
す
か

前
に
身

調
査
の
結
果
で
見
た
事
が
あ
る

素
性
ま
で
完

に

さ
れ
て
い
る
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八
幡
様
に
近
付
く
人
は

一
応
調
査
す
る
決
ま
り

リ
ア
ル
で
も
や

ぱ
り
様
付
け
な
ん
だ

の

心

と
い
う
か

 
そ
し
て
六
人
は

ク
ル
ス
の
胸
を
じ

と
見
つ
め
な
が
ら
言

た

古
き
言
い
伝
え
は
本
当
じ

た

胸
囲
の
格
差
社
会

身
大
フ

ギ

ア
だ
よ
ね

ね

そ
う
だ
よ
ね

イ
ク
ス
さ
ん

結
婚
し
て
下
さ
い

誰
か
リ
サ
を
止
め
て

い
い
な

私
に
も
も
う
ち

と
こ
う
メ
リ
ハ
リ
を

 
そ
ん
な
六
人
に
再
び
首
を

げ
な
が
ら

ク
ル
ス
は
香
蓮
に
チ
ケ

ト
を

し
て
き
た

は
い

こ
れ

こ
れ

て

あ

猫
カ
フ

の
チ
ケ

ト

そ
う

学
校
で
雪
乃
に

さ
れ
た
か
ら

私
が
持

て
き
た
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あ
れ

二
人
と
も
今
日
は
学
校
だ

た
の

う
う
ん

た
ま
た
ま
学
校
前
で
会

た
だ
け

今
日
は
ま
だ
休
み

だ
よ
ね

そ
れ
に
し
て
も
わ
ざ
わ
ざ
ご
め
ん
な
さ
い

う
う
ん

呼
ば
れ
て
る
気
が
し
た
か
ら
つ
い
で
に
何
と
な
く
寄

た
だ
け

 
そ
の
言
葉
に

六
人
だ
け
じ

な
く
香
蓮
も

ま

た

う超
能
力
完

美
少
女

し
か
も
あ
の
口
調
だ
と

雪
乃
さ
ん
と
同
じ
学
校

て
事
は

超
能
力
才
色

備
完

美
少
女

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ

戦
力
が
強
大
す
ぎ
て

す
ら
感
じ
ね
え

そ
の
ク
ル
ス
さ
ん
に
こ
ん
な
に
愛
さ
れ
て
る
八
幡
さ
ん

て

八
幡
さ
ん

て

ク
ル
ス
さ
ん

学
校
で
も
凄
く
モ
テ
ま
す
よ
ね

ま
し
い
で
す

 
だ
が
ク
ル
ス
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら
こ
う
言

た

学
校
で
モ
テ
て
も
別
に
嬉
し
く
な
い
私
は
八
幡
様
に
だ
け
モ
テ
れ
ば
い
い

香
蓮
も
そ
う
で

し
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わ

私

私
は

う

う
ん

そ
う
だ
ね

八
幡
さ
ん
め

 
そ
の
後
立
ち
直

た
咲
達
は

帰
り

に
ち

か
り
と
香
蓮
に
宣
戦
布
告
を
し
て
い
た

今
度
は
絶
対
に
俺
達
が
勝
つ

う
ん

私
も
負
け
な
い
よ

 
こ
う
し
て
咲
達
と

香
蓮
だ
け
じ

な
く
ク
ル
ス
ま
で
も
が
す

か
り
打
ち
解
け

 
そ
こ
に
雪
乃
も
加
え

九
人
は
交
流
を
深
め
て
い
く
事
に
な
る
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第
６
１
７
話
 
二
人
の
入
団
式

血

 
今
日
か
ら
の
エ
ピ
ソ

ド
は

話

成
に
な
り
ま
す

 
八
月
も
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
す
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で
は
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い

た 
そ
う

ク

ク
ロ
ビ
ン
と
レ
ヴ

の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
へ
の
入
団
式
で
あ
る

う
わ

何
こ
の
人
だ
か
り

今
回
は
情
報
公
開
を
し
た
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
が
集
ま

て
る
人

は
か
な
り
の
も
ん
だ

な
だ
ね

う
わ

張
し
て
き
た

内

で
や
る
だ
け
で
も
良
か

た
の
に

俺
も
さ
す
が
に
こ
の

模
だ
と

張
す
る
な

あ

レ
ヴ

も
な
ん
だ

ま
あ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ

チ

と
呼
ば
れ
る
奴
ら
が
常
に
こ
ち
ら
を
観
察
し
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誰
も
情
報
を
バ
ラ
し
て
な
い
の
に
予
想
だ
け
で
こ
う
い

た
イ
ベ
ン
ト
を

ぎ
つ
け
て
き
た
り

す
る
か
ら
な

 
そ
れ
な
ら
い

そ
情
報
公
開
を
し
ち
ま
お
う

て

そ
う
考
え
た

て

だ

う
う

ま
あ
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

ま
あ
仕
方
ね
え
な

せ
め
て
楽
し
も
う

 
さ
す
が
の
ク

ク
ロ
ビ
ン
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
時
の
よ
う
に
お
か
し
な
行
動
は
と
れ
な
い
よ
う
で
あ

る 
向
こ
う
と
違

て
こ
ち
ら
の

模
は
大
き
く

注
目
度
も

違
い
だ

た
か
ら
だ

ま
あ
お
前
が
こ

ち
に
来
て
か
ら
品
行
方
正
に
な

て
く
れ
た
か
ら
俺
と
し
ち

良
か

た

よ
え

最
初
だ
か
ら
猫
を
被

て
る
だ
け
な
ん
だ
け
ど

そ
の
ま
ま
最
後
ま
で
被

て
て
く
れ

そ
の
方
が
俺
も
安
心
だ

そ
れ
じ

あ
こ
の

張
を
ほ
ぐ
す

に

ち

と
私
の
胸
を

ん
で
み
て
く
れ
る

は

が
そ
ん
な
に
嬉
し
い
の
か

べ

別
に
い
い
じ

な
い

人
の
勝
手
で
し
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ど
う
や
ら
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
コ
ン
バ

ト
時
の
キ

ラ
メ
イ
ク
の
時
に

 
多
少
ス
タ
イ
ル
の

を
い
じ

た
ら
し
い

こ
れ
は
本
来
課
金
要
素
な
の
だ
が

 
そ
ん
な
は
し
た
金
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
に
と

て
は
ま

た
く
問
題
に
は
な
ら
な
い

 
そ
も
そ
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
つ
ぎ
込
ん
だ
金

に
比
べ
れ
ば

微
々
た
る
も
の
で
あ
る

ま
あ
ま
あ
ロ
ビ
ン

そ
れ
く
ら
い
で

ね

そ
う
そ
う

こ
こ
か
ら
が
本
番
な
ん
だ
か
ら

少
し
気
を
引
き
締
め
ま
し

う

し
か
し
ア
レ
だ
よ
な

今
回
は
入
団
す
る
二
人
が
コ
ン
バ

ト
組
で
良
か

た
よ
な

 
そ
の
お
か
げ
で
平
気
で
外
に
出
れ
る
ん
だ
か
ら

 
そ
ん
な
二
人
の
言
い
争
い
を
見
か
ね
た
の
か

 
一
歩
後
ろ
を
歩
い
て
い
た
ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

キ
リ
ト
の
三
人
が
そ
う
話
し
か
け
て
き
た

 
実
は
こ
の
少
し
前

勢
揃
い
し
た
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
は

 
中
央
広
場
か
ら
中
央
出
口
ま
で
パ
レ

ド
を
行

て
い
た

 
そ
こ
で
新
人
二
人
と
ハ
チ
マ
ン

そ
れ
に

部
の
三
人
だ
け
が
同
行
し

 
観
光
案
内
を

ね
た
狩
り
を
行
う
と
い
う
名
目
で
央
都
ア
ル
ン
か
ら
フ

ル
ド
へ
と
飛
び
出

し
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六
人
は
今

多
少
レ
ベ
ル
の
高
い
敵
が
い
る
山
脈
へ
と
向
か

て
い
た

 
残
り
の
メ
ン
バ

は

今
日
の
た
め
に

り
た
と
い
う

物
に
消
え
て
い

た

 
ち
な
み
に
真

直
ぐ
進
む
よ
う
な
事
は
し
て
お
ら
ず

 
今
回
は
ぐ
る
り
と

を

く
よ
う
な
ル

ト
を
選
択
し
て
い
る

 
そ
し
て
最
初
の
観
光
地
は
ま
る
で
グ
ラ
ン
ド
キ

ニ
オ
ン
の
よ
う
な

が
あ
る
場
所
だ

た

よ
し

こ
こ
で
休

に
し
よ
う

う
わ

凄
い
景
色
だ
ね

Ｇ
Ｇ
Ｏ
じ

あ
ま
り
見
な
い
景
色
だ
よ
な

 
し
か
し
二
人
と
も

分
あ

さ
り
と
自
由
に
飛
べ
る
よ
う
に
な

た
よ
な

私
は
結

苦
労
し
た
ん
だ
け
ど
ね

俺
は
そ
う
で
も
な
か

た
な

結
局
こ
う
い
う
の
は
イ
メ

ジ
だ
ろ

背
中
に

が
生
え

て
る
感
じ
の

 
実
は
先
ほ
ど
キ
リ
ト
も
言

た
が

 
レ
ヴ

の
使
用
キ

ラ
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
コ
ン
バ

ト
さ
れ
た
も
の
だ

た

 
こ
れ
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
時
に
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そ
の
手
伝
い
と
し
て
育
て
ら
れ
て
い
た
キ

ラ
で
あ
り

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
同
行
し
て
も
問
題
な
い

度
に
そ
の
ス
テ

タ
ス
は
高
い

 
そ
し
て
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
当
然
ピ
ト
フ

イ
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
た

で
あ
る
が

 
そ
の

問
題
に
な

た
名
前
の
件
に
関
し
て
は
エ
ル
ザ
は
こ
れ
も
課
金
す
る
事
で
解
決
し
て

い
たし

か
し
そ
の

は

違
和
感
あ
り
ま
く
り
だ
な

別
に
い
い
じ

な
い

私
が
優
里
奈
ち

ん
み
た
い
に
な

て
も

と
い
う
か
お
前

体
型
を
い
じ
る
時

 
リ
ア
ル
の
体
型
を
反
映
す
る
機
能
を
優
里
奈
に
そ
の
ま
ま
使

て
も
ら

た
ら
し
い
じ

な
い

か
よ

 
道
理
で
見
覚
え
の
あ
る
体
型
な
は
ず
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
君

分
と
優
里
奈
ち

ん
の
体
に
つ
い
て

し
い
み
た
い
だ
ね

 
う
ん

ち

と
向
こ
う
で
お
話
し
し
よ
う
か

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
が
そ
う
言
い
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
の

を
ガ
シ

と
掴
ん
だ

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
も
こ
の
時
と
ば
か
り
に
反
対
の

を
ガ
シ

と
掴
ん
だ
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さ

き
か
ら

と
連
呼
し
て
く
れ
て
る
よ
う
だ
け
ど

 
そ
れ
は
ニ

ン
ゴ
ロ

に
何
か
言
い
た
い
事
が
あ
る
と
判
断
し
て
も
い
い
わ
よ
ね

ち

違
う

二
人
と
も
誤
解
だ

優
里
奈
に
関
し
て
は
た
ま
た
ま
最
近
接
す
る
事
が
多
か

た
だ
け
だ

 
ニ

ン
ゴ
ロ

に
関
し
て
は

と
て
も
素
敵
な
キ

ラ
だ
な
と
俺
は
常
々
思

て
い
る

ふ
う
ん

言
い
た
い
事
は
そ
れ
だ
け
か
な

か
な

し
い
話
は
向
こ
う
で

く
わ

さ
あ

さ

さ
と
こ

ち
に
来
な
さ
い

あ

お
い

ち

と

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
連
行
さ
れ

少
し
離
れ
た
所
で
正
座
を
さ
せ
ら
れ
た

 
そ
れ
を
見
な
が
ら
レ
ヴ

は

こ
ん
な
疑
問
を
キ
リ
ト
に
ぶ
つ
け
て
き
た

な

結
局
こ
の
中
で
一
番
強
い
の
は
誰
な
ん
だ

そ
り

俺
に
決
ま

て
る
だ
ろ

純
な
戦
闘
力
だ
け
な
ら
な

て
事
は

見
方
を
変
え
る
と
違
う

て
事
か

お
う

多
分
総
合
力
な
ら
ア
ス
ナ
が
一
番
だ

回
復
魔
法
が
使
え
る
し
な

 
ユ
キ
ノ
は
攻
撃
力
に
や
や
難
が
あ
る
が
あ
い
つ
実
は
近
接
戦
闘
が
苦
手

て

じ

な
い
か
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ら 
回
復
魔
法
の
精
密
さ
も
相
ま

て

一
番
や
り
に
く
い
相
手
で
は
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
専
用
武
器
の
あ
る
な
し
で
強
さ
が
変
わ
る
な

ほ
う

専
用
武
器
な
ん
て
も
の
が
あ
る
の
か

あ
あ

ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト

て
い
う
ん
だ
け
ど
な

 
素
材
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
か
な
り
上
に
行
か
な
い
と
手
に
入
ら
な
い
ん
だ
よ

 
こ
れ
ば

か
り
は
俺
達
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
な

な
る
ほ
ど
な

そ
の

態
の
ボ
ス
と
戦

て
み
た
い
も
ん
だ

い
ず
れ
戦
え
る
さ

楽
し
み
に
し
て
お
く
ん
だ
な

あ
あ

そ
う
す
る

 
そ
し
て
一
行
は

調
に
予
定
を
消
化
し

り
返
し
地
点
と
な
る
森

の
広
場
へ
と
到
達
し
た

よ
し

こ
こ
で
ま
た
休

だ

ま
あ
油
断
は
す
る
な
よ

 
こ
こ
は
別
に
安
全
地

て

じ

な
い
ん
だ
か
ら
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
場
に
ご
ろ
り
と
横
に
な

た

 

手
に
は
ア
ス
ナ
が

手
に
は
キ
リ
ト
が

け



 第６１７話 二人の入団式（血）

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
の

の
す
ぐ
近
く
に
座
り
そ
の
顔
を

き
込
ん
で
何
か
話
し
か

け
て
い
た

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
レ
ヴ

は
ハ
チ
マ
ン
の
足
に
関

技
を
か
け
た
り
し
て
遊
ん
で
お
り

 
そ
れ
は
と
て
も
穏
や
か
な
雰
囲
気
に
見
え
た

 
だ
が
そ
の
穏
や
か
な
時
間
は
⻑
く
は
続
か
な
か

た

い
き
な
り
ユ
キ
ノ
が
こ
う
叫
ん
だ
か
ら

だ
マ
ジ

ク
プ
ロ
テ
ク
シ

ン

 
そ
の
叫
び
と
共
に

六
人
は

の
防
護
フ

ル
ド
に
包
ま
れ
た

 
ど
う
や
ら
ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を

き
込
む
フ
リ
を
し
て

文
の

を
行

て
い
た

よ
う
だ

 
そ
し
て
そ
の
フ

ル
ド
に

大
な

の
魔
法
が
着

し
全
て
そ
の
表
面
で

か
れ
消
失

し
たな

何

あ
ら
あ
ら

分
多
く
の
魔

師
を
動
員
し
た
み
た
い
だ
ね

ま
ん
ま
と
罠
に
は
ま
り
や
が

て

こ
の
馬

ど
も
が
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そ
も
そ
も
何
で
入
団
式
で
私
達
が
こ
ん
な

独
行
動
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い

の
か
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
ゆ

く
り
と
立
ち
上
が
り

敵
の
集
団
を
指
差
し
な
が
ら
言

た

お
い
馬

ど
も

い
い
か
ら
さ

さ
と
か
か

て
こ
い

て

う

う
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
の
挑
発
に
よ
り

待
ち
伏
せ
を
し
て
い
た
ら
し
い

多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が

 
一

に
六
人
に
襲
い

か

て
き
た

お
う
お
う

ア
ル
ゴ
か
ら

い
て
は
い
た
が

こ
り

ま
た
結

な

だ
な

当
た
り
前
だ

オ
レ

ち
の
報
告
が
間
違

て
た
事
が
一
度
で
も
あ

た
カ

い
や

無
い
な

 
そ
う
言

て
木
の
上
か
ら
ア
ル
ゴ
が
飛
び
降
り
て
き
て

ハ
チ
マ
ン
の
隣
に

ん
だ

な

何
だ
と

い
つ
の
間
に

何
を
驚
い
て
る
ん
だ
よ

候
を
出
す
の
は
基
本
中
の
基
本
だ
ろ

お
前
ら
は
街
に
い
た
は
ず
じ

そ
ん
な
の
フ
リ
に
決
ま

て
る
だ
ロ
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こ
の
言
葉
で
襲
撃
者
達
は

他
の
仲
間
が
い
る
可
能
性
に
も
気
付
く
べ
き
で
あ

た
が

 

静
さ
を
失

て
い
た

そ
こ
ま
で
考
え
が

ば
な
か

た

く

く
そ

や

ち
ま
え

こ

ち
の
方
が
遥
か
に

が
多
い
ん
だ

前
の
戦
闘
み
た
い
に
俺
達
が
あ

さ
り
や
ら
れ
る
と
思
う
な
よ

 
そ
の
言
葉
で
ハ
チ
マ
ン
は

そ
れ
が
誰
な
の
か
思
い
出
し
た

お
前
達
は
こ
の
前
の

え
え
と
確
か
ロ
ザ
リ
ア
の
取
り

き
だ

た
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｅ
Ｆ

Ｇ
俺
達
を
そ
ん
な
名
前
で
呼
ぶ
な
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
し
て
戦
闘
が
始
ま

た
が

そ
の
間
も
ハ
チ
マ
ン
は

敵
を
煽
り
続
け
た

思

た
よ
り
も
動
員
力
が
あ
る
ん
だ
な

驚
い
た

じ

ね
え

オ
レ
は
ゴ

グ
ル
だ

そ
ん
な
の
一
々
覚
え
て
ら
れ
る
か
よ

お
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ

さ

さ
と
か
か

て
こ
い

人
を
予
防
注
射
み
た
い
な
名
前
で
呼
ぶ
な

落
ち
着
け
コ
ン
タ
ク
ト

相
手
は
あ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
連
な
ん
だ
ぞ

 
遠
く
か
ら
囲
ん
で

の
力
で
押
し
切
れ
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ほ
う

は
意
外
と

静
だ
な

フ

ク
ス
だ

て
の

俺
は
い

た
ん
下
が
る
人
員
交
代
は
バ
ン
ダ
ナ
に
任
せ
た
ぞ

ふ
む
ふ
む

が
魔

師
部

に
指

を
出
し
て
い
る
と

 
自
分
か
ら
手
の
う
ち
を
明
か
し
て
く
れ
る
な
ん
ざ

本
当
に
親
切
な
奴
ら
だ
な

と
か
言

て
ち

と
も
こ

ち
に
攻
撃
出
来
て
な
い
じ

ね
え
か
よ

 
よ
し

相
手
の
限
界
点
を
見
切

て
突
撃
だ

テ

ル

ビ
ア

ド

ヤ
サ

頼
む

や

と

Ｅ
Ｆ
の
出
番
か

お
ら

さ

さ
と
こ
い
雑

ど
も

乱
戦
だ

突

込
ん
で
と
に
か
く
囲
め

行
け
え
え
え
え
え
え
え

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
レ
ヴ

を
中
央
に
置
き
相
手
の
魔
法
攻
撃
に
対
応
し
て
い
た
キ
リ
ト
と
ア

ス
ナ
は

 
そ
こ
で
近
接
戦
闘
モ

ド
に

を
切
り

え
た

同
時
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
レ
ヴ

も
迎
撃
体

制
を
と
り

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ル
ゴ
は
ユ
キ
ノ
の
隣
に

え

戦
況
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た

も
う
い
い
カ
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ま
だ
だ

も
う
少
し
引
き
つ
け
ろ

あ
い
ヨ

 
そ
し
て
敵
が
こ
ち
ら
に
ど
ん
ど
ん
殺
到
し

広
場
が

和

態
に
近
く
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
に
指

を
出
し
た

よ
し

出
撃
だ

了
解

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
ど
こ
か
ら
か

を
取
り
出
し

そ
れ
を
口
に
く
わ
え
た

 
ピ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ

 
そ
の

間
に

上
空
か
ら
何
人
も
の
プ
レ
イ
ヤ

が
降

て
き
た

お
ら
お
ら

こ
の
馬

ど
も
が

お
前
ら
の
相
手
は
ハ
チ
マ
ン
達
だ
け
じ

ね
え
ぞ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
エ
ギ
ル
が
ハ
ン
マ

を
敵
の

に
叩
き
つ
け
る

サ
ム
ラ
イ
マ
ス
タ

な
め
ん
な
コ
ラ

元
シ
ル
フ
四
天
王

リ

フ

参
る

同
じ
く
四
天
王
の
フ
カ
次
郎

一
人
残
ら
ず
お
命

こ
の
ハ
ン
マ

は

結

い
わ
よ
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ピ
ナ

ブ
レ
ス

謎
の
騎
士
黒
ア
ゲ
ハ

参

死
ね

 
そ
し
て
ク
ラ
イ
ン
リ

フ

フ
カ
次
郎
リ
ズ
ベ

ト
シ
リ
カ
キ
ズ
メ
ル
の
六
人
が

 
そ
の
後
に
続
い
て
上
空
か
ら
敵
の
中
に

り
こ
ん
だ

お
待
た
せ

こ
こ
は
も
う
通
さ
な
い
よ

ハ
チ
マ
ン
様

御
身
の
前
に

 
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
達
の

を
守
る
よ
う
に
ユ
イ
ユ
イ
と
セ
ラ
フ

ム
が
着
地
し
て
盾
を

え
た

 
そ
の
中
央
に

次
々
と
魔
法
ア
タ

カ

達
が
降
り
た
つ

は
い
は
い

こ
こ
か
ら
は
逃
が
し
ま
せ
ん
よ

遠

離
型
ア

ス
ウ

ル

フ
レ
イ
ム
ラ
ン
ス

ユ
キ
ノ
ジ

ベ
リ
ン

気

ニ

ン

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
の
魔
法
に
よ
り
広
場
の
外
森
の
奥
に
ま
で
せ
り
出
す

で
巨
大
な
土
の
壁

が
出
現
し
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敵
は
こ
の
場
か
ら
簡

に
は
脱
出
出
来
な
く
な

た

そ
し
て
ユ
ミ

と
イ
ロ
ハ

そ
れ
に

フ

イ
リ
ス
が

 
味
方
に
当
て
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
直
線
型
の
魔
法
を
叩
き
こ
む

く
そ

上
だ

上
に
逃
げ
ろ

さ
せ
な
い
わ
よ

イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
ハ
ン
ド

ぐ
お

足
が

足
が
掴
ま
れ
る

今
よ

ナ
タ
ク
さ
ん

ス
ク
ナ
さ
ん

ユ
イ
ち

ん

職
人
だ

て

戦
う
手

く
ら
い
あ
る
ん
で
す
よ

え
い

え
い

本
来
こ
れ
は

道

な
ん
だ
け
ど
ね

ニ

ド
ル
発
射

 
ユ
キ
ノ
の
隣
に
降
り
立

た
ク
リ
シ

ナ
が
何
人
か
の
敵
を
足
止
め
し

 
ナ
タ
ク
と
ユ
イ
は

そ
の
手
に
珍
し
い
棒
の
よ
う
な

の
物
を
持

て
い
た

 
そ
れ
は
つ
い
最
近

入
さ
れ
た
ば
か
り
の
魔
法
銃
の
初
期
タ
イ
プ
で
あ
り

 
今
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

に

二
丁
だ
け

験

入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
作

た
の
は
ナ
タ
ク
だ

た
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そ
し
て
ス
ク
ナ
が
持
つ
の
は
針
を
打
ち
出
す
機

で
あ
り
本
人
が
言
う
通
り
本
来
は

道

で
あ
る

 
ま
あ
ネ
タ

の
よ
う
に
な

て
し
ま

た
が

案
外
当
た
る
と

い

外
の
敵
は
任
せ
て

殲
滅
し
ま
す

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
が
逃
し
た

か
の
敵
は
壁
の
外
に
降
り
立

た
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
が
処
理
し

て
い
た

 
そ
し
て
メ
ビ
ウ
ス
が
ユ
キ
ノ
の
隣
に
立
ち

交
代
を
告
げ
た

こ
こ
は
私
に
任
せ
て

ユ
キ
ノ
は
前
線
の
メ
ン
バ

の
回
復
を

任
せ
た
わ

お
願
い

 
そ
の

に
は
キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ク

ク
ロ
ビ
ン

レ
ヴ

の
四
人
も
敵

深
く
に
到
達
し

 
正
面
の
敵
を
倒
し
ま
く

て
い
た

そ
こ
に
ユ
キ
ノ
か
ら
ヒ

ル
が
飛
ん
だ

ユ
キ
ノ

あ
り
が
と

勘
違
い
す
る
な
よ
ロ
ビ
ン

こ
れ
は
も

と
働
け

て
事
だ
ぞ

ひ
え
え

怖
い
怖
い
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あ
は
は
は
は

レ
ヴ

は
大
丈
夫

お
う

こ
れ
く
ら
い
は
余

だ

 
そ
し
て
最
後
に
上
空
に
逃
げ
よ
う
と
し
た
敵
を

シ
ノ
ン
が
片

か
ら
狙
撃
し
た

逃
が
さ
な
い
わ
よ

と
言
い
た
い
所
だ
け
ど

さ
す
が
に
全
部
は
無
理
か
な

シ
ノ
ン
ち

ん

飛
び
降
り
て

あ

は
い

 
そ
こ
に
つ
い
に
真
打
ち
が

場
し
た

ソ
レ
イ
ユ
で
あ
る

は
い

そ
れ
じ

あ
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

て
事
で

行
く
わ
よ

テ
ン
ペ
ス
ト

し
か
も
ダ

ブ
ル

 
ど
う
や

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
ソ
レ
イ
ユ
は

手
と

手
か
ら
直
線

に
二
本
の

を
発
生

さ
せ

 
両
手
を

に
広
げ
て
ぐ
る
り
と
回
転
さ
せ
た

ぎ

え

 
そ
れ
に
よ
り
上
空
の
敵
は

そ
の
平
面

に
放
た
れ
た

に
よ
り

黒
コ
ゲ
と
な

た

さ
て

残
る
は
お
前
ら
だ
け
か

今
回
俺
は
ま
だ
何
も
し
て
な
い
ん
で
な
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お
前
ら
く
ら
い
は
俺
が

く
と
す
る
さ

く

く
そ

か
か
れ

 
そ
ん
な
い
か
に
も
や
ら
れ
役
な
セ
リ
フ
を
発
し

 
ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き
七
人

は
ハ
チ
マ
ン
に

り
か
か

た

 
だ
が
そ
の
全
て
の
攻
撃
は
ほ
ぼ
同
時
に

か
れ
七
人
は
ハ
チ
マ
ン
に
無
防
備
な
首
を

し
た

う
し

終
了
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
片
手
を

る
と

七
人
の
首
が
一

に
飛
ん
だ

お
お

ハ
チ
マ
ン

何
そ
れ

こ
れ
か

カ
ウ
ン
タ

を
受
け
て
無
防
備

態
の
敵
に
し
か

か
な
い
ら
し
い
ん
だ
が

 
糸

の
刃
の
先
に
重
し
と
し
て
の
小
さ
な
刃
が
付
い
て
る
武
器
だ
名
前
は
ワ
イ
ヤ

ソ

ド

 
ま
あ
本
来
は
ネ
タ
武
器
だ
な

う
わ

そ
れ

て
カ
ウ
ン
タ

使
い
の
あ
ん
た
に
し
か
使
え
な
い
武
器
じ

な
い

テ
ク
ニ
カ
ル
だ
な
お
い

い
や

ま
あ
俺
で
も
こ
ん
な
ネ
タ
武
器
を
使
う
の
は
簡

じ

な
い
け
ど
な
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ハ
チ
マ
ン
君

凄
い
凄
い

さ
て

全
滅
か

は
出
て
な
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
に
壁
を
消
さ
せ

確
認
す
る
よ
う
に
指

を
し

 
ア
ル
ゴ
と
コ
マ
チ

そ
れ
に
レ
コ
ン
が

の
上
で

を
作

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
観
光
を
続
け
る

今
度
は
全
員
で
な

お

当
も
大

に
用
意
し
て
お
い
た
か
ら

楽
し
く
い
こ
う

 
こ
う
し
て
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
利
用
し

ヴ

ル
ハ
ラ
は
多
く
の
敵
を
殲
滅
し
た
が

 
代
わ
り
に
ま
た
多
く
の

み
を
か
う
事
と
な

た

ま
あ

ま
れ
る
の
は
強
者
の
常
だ

の

は
そ
の
度
に

え
ば
い
い
さ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
先

を
き

て
空
へ
と
舞
い
上
が
り
そ
の
後
に
メ
ン
バ

達
が
続

い
た何

か
凄
か

た
ね
レ
ヴ

だ
な
せ

か
く
こ
ん
な
強
い
ギ
ル
ド
に
入

た
ん
だ
敵
を
殺
し
て
殺
し
て
殺
し
ま
く

て

や
ろ
う

う
ん

そ
う
い
う
の
得
意
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あ
は
は
は
は

ロ
ビ
ン
は
相
変
わ
ら
ず
物

だ
な

レ
ヴ

も
ね

 
こ
う
し
て
ヴ
ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
新
入
団
イ
ベ
ン
ト
は

手
に
終
了
す
る
事
と
な
た
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第
６
１
８
話
 
戦
闘
開
始
前
の
ア
ル
ン
に
て

 
今
日
明
日
は
蹂
躙
戦
の
裏
事
情
と
な
り
ま
す

明
日
正
午
ク

ク
ロ
ビ
ン

び
に
レ
ヴ

二
名
の
入
団
式
を
ア
ル
ン
の
中
央
広
場
で

り
行

う 

は
次
の
通
り

一
つ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
に
よ
る
パ
レ

ド

 
二
つ

当
二
名
と
リ

ダ

び
に
副
⻑
三
人
に
よ
る
フ

ル
ド
観
光

 
三
つ
内

と
ゲ
ス
ト

名
に
よ
る
ア
ル
ン

前
の
食
事
処
を
貸
し
き

て
の
パ

テ

 
以
上
を
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
ハ
チ
マ
ン
の
名
に
お
い
て
こ
こ
に
記
す

 
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
で
ア
ル
ン
の
世
界
樹
前
中
央
広
場
の
モ
ニ
タ

に
こ
ん
な
表

が
さ
れ
た
の

は 

選
日
の
深
夜

時
丁
度
で
あ

た

お
い

見
ろ
よ
あ
れ
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ネ
タ
じ

な
い
よ
な

ザ
・
ル

ラ

の

名
入
り
だ
し

ク

ク
ロ
ビ
ン
に
レ
ヴ

誰
だ

コ
ン
バ

ト
組
か
何
か
じ

ね

い
た
事
も
な
い
名
前
だ
し

フ
カ
次
郎

シ
ノ
ン

フ

イ
リ
ス

ク
リ
シ

ナ

セ
ラ
フ

ム

ナ
タ
ク

ス
ク
ナ

 
最
近
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け
の
プ
レ
イ
ヤ

が
入
団
し
て
る
の
に

 
名
前
が
知
ら
れ
て
た
の
は
フ
カ
次
郎
だ
け
だ
よ
な

今
度
は
ど
ん
な
奴
な
の
か

興
味
が

く
よ
な

と
い
う
か
ヴ

ル
ハ
ラ
が
入
団
式
を
オ

プ
ン
で
開

す
る
な
ん
て
珍
し
く
ね

う
う
む

何
か
理
由
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

 
た
ま
た
ま
そ
の
時
間
に
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
者
達
は

 
あ
ち
こ
ち
で
そ
の
よ
う
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
そ
の
情
報
は
深
夜
と
い
う
事
も
あ

て
最
初
は
そ
こ
ま
で

散
し
て
い
な
か

た
の
だ
が

 
次
の
日
の

朝
に
誰
か
が

ち

ん
ね
る
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

の

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
ス
レ
に
そ
の
事
を
書
き
込
ん
だ

情
報
は
急
激
に

散
し

た
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そ
れ
を
受
け
て
今
日

反
ヴ

ル
ハ
ラ
ギ
ル
ド
連
合
の
集
会
が
急

行
わ
れ
て
い
た

連
合
も
あ
れ
だ
け
や
ら
れ
た
の
に

よ
く
こ
こ
ま
で

り
返
し
た
よ
な

や

ぱ
り
あ
の
七
人
の
せ
い
じ

な
い
か

ほ
ら

あ
の

上
に
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

て
噂
の

あ
あ
あ
の
噂
な

あ
れ

事
実
ら
し
い

で
も
噂
だ
と

今
の
連
合
に
は
黒
幕
が
い
る

て
話
だ
よ
な

あ

俺
も

い
た

そ
の
話

で
も
都
市
伝
説
だ
ろ

誰
も
見
た
事
が
な
い
ん
だ
し

 
そ
し
て
七
人
を
代
表
し
て

バ
ン
ダ
ナ
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

が

説
を
開
始
し
た

み
ん
な
も
も
う
知

て
い
る
と
思
う
が
珍
し
く
あ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
が
公
に
動
く

よ
う
だ

 
そ
の
内
容
も
知

て
の
通
り
だ
が

ど
う
や
ら
今
回
は

き
ハ
チ
マ
ン
と
三
人
の
副
⻑

 
そ
れ
に
二
人
の
新
人
だ
け
で
動
く
時
間
が
あ
る
ら
し
い

罠
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
も
考

し
て
最
初
に
食
事
処
を
監

し
誰
も
移
動
し
な
い
の
を
確
認
し
て
か
ら
行
動
に

移
る

 
襲
撃
地
点
は
ア
ル
ン
か
ら
最
も
離
れ
た
地
点

予
定
だ
と
こ
の
森
に
な
る
と
思
う
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よ

て

め
に
軍
を
動
か
し

事
前
に
そ
の
森
に
伏
せ
て
お
く
事
と
す
る

 
そ
れ
じ

あ
何
か
質
問
が
あ

た
ら
ど
ん
ど
ん
し
て
く
れ

も
し
罠
だ
と
確
定
し
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ

そ
の
場
合
は
大
人
し
く

退
だ

悔
し
い
と
は
思
う
が

今
回
は
突
発
的
な
イ
ベ
ン
ト
の

 
注
目
度
か
ら
考
え
て
も
こ
ち
ら
が
罠
な
ど
を
仕

け
る
時
間
も
タ
イ
ミ
ン
グ
も

も
な
い

 
な
の
で
本
番
は
夏
コ
ミ
で
公
開
さ
れ
た
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
奥
地
の
解
放
後
に
と

て
お
く
と
し

て 
今
回
は
安
全
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
み

の
力
で
六
人
を
押
し
潰
す
作
戦
で
い
き
た
い
と
思

う 
他
に
何
か
質
問
は
あ
る
か

 
今
バ
ン
ダ
ナ
が
言

た
計
画
は
一
見
何
も
問
題
が
な
い
よ
う
に

こ
え
た

 
他
に
は
特
に
質
問
は
出
な
か

た

問
題
は
た

た
六
人
が
相
手
と
は
い
え

 
あ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
最
大
戦
力
で
あ
る
最
高

部
を
相
手
に
勝
て
る
の
か
と
い
う

点
だ
が

 
そ
れ
は
魔

師
を
多
め
に
連
れ
て
い
き
遠

離
か
ら

和
攻
撃
を
加
え
る
事
で
解
決
し
よ
う
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と
決
ま

た

そ
れ
じ

あ
集
合
時
刻
は
イ
ベ
ン
ト
開
始
一
時
間
前
こ
ち
ら
の
出
発
は
パ
レ

ド
開
始
直
後

と
す
る

 
多
少

し
く
は
な
る
が

こ
れ
は
罠
の
可
能
性
を
最
後
ま
で

す
る

の
処
置
で
あ
る

 
つ
ま
り
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
全
員
パ
レ

ド
の
場
に
い
る
事
を
確
認
し
て
か
ら
動
き
た

い
か
ら
で

 
そ
の

り
は
理
解
し
て
も
ら
え
る
と

難
い

 
そ
の
言
葉
に
連
合
の
メ
ン
バ

達
は

き

自
準
備
を
す
る

に
一

解
散
し
た

 
そ
し
て
誰
も
い
な
く
な

た
集
会
場
に

突
然
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
し
た

は

考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
実
は
か
な
り
ザ
ル
な
ん
だ
よ
な

 
ど
う
し
て
集
会
に
敵
が
混
じ

て
る
可
能
性
を
考

し
な
い
か
な

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

レ
コ
ン
は

れ
た
顔
で
そ
う

い
た

 
ご
存
知
の
通
り

し
は
レ
コ
ン
の
得
意
魔
法
で
あ
る

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
で
鍛
え
ら
れ
る
事
で
レ
コ
ン
は
今
や
一
流
の

候
と
な

て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
年
齢
的
な
側
面
も
あ
る

レ
コ
ン
も
も
う
二
十

立

な

年
で
あ
る
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し
か
し
黒
幕
ね

つ
い
で
だ
し
も
う
少
し
調
べ
て
み
る
か

 
誰
も
見
た
事
が
無
い
以
上
そ
い
つ
が
接
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
ら
あ
の
七
人
だ
け
だ

ろ
う
し
ね

 
そ
う
考
え
た
レ
コ
ン
は
再
び

を
消
し

七
人
を
尾
行
す
る
事
に
し
た

 
七
人
は

ど
う
や
ら
街
の
入
り
口
方
面
へ
と
向
か

て
い
る
よ
う
だ

ん

ま
さ
か
あ
い
つ
ら
街
の
外
に
出
る
の
か

 
そ
の
予
想
通
り

七
人
は
街
に
は

ま
ら
ず

そ
の
ま
ま
街
の
外
へ
と
歩
い
て
い

た

こ
ん
な
所
に
何
の
用
が

ま
さ
か
や

ぱ
り
黒
幕
が

こ
れ
は
慎
重
に
い
か
な
い
と
い
け

な
い
な

 
そ
し
て
レ
コ
ン
は
慎
重
に
七
人
に
近
付
い
た
の
だ
が

い
つ
ど
こ
か
ら
現
れ
た
の
だ
ろ
う

 
い
つ
の
間
に
か
七
人
の
他
に
深
く
フ

ド
を
被

た
八
人
目
の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
る
事
を
発

見
し
た

ま
さ
か
黒
幕
は

候
職
な
の
か

こ
こ
か
ら
じ

顔
が
ま

た
く
見
え
な
い
が

 
し
か
し
こ
れ
以
上
近
付
く
の
は
少
し
ま
ず
い
気
が
す
る

 
し
か
も
も
う
う
ち
の
集
合
時
間
が
近
い
こ
こ
は
映
像
で
記
録
だ
け
し
て
一

退

す
る
し
か
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な
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
の
計
画
上

パ
レ

ド
に
レ
コ
ン
が
参
加
し
な
い
と
い
う
の
は
非
常
に
ま
ず
い

 
と
い
う
か
計
画
自
体
が
破

す
る
可
能
性
が
あ
る

 
そ
う
考
え
た
レ
コ
ン
は
そ
の
ま
ま
静
か
に

退
し

ハ
チ
マ
ン
に
黒
幕
の
存
在
を
報
告
し
た

何

黒
幕

い
プ
レ
イ
ヤ

が

は
い

残
念
な
が
ら
時
間
が
な
く
て

正
体
ま
で
は
掴
め
ま
せ
ん
で
し
た
が

 
確
か
に
そ
れ

い
プ
レ
イ
ヤ

を
見
つ
け
ま
し
た

こ
れ
が
そ
の
写
真
で
す

こ
れ
か

確
か
に
こ
れ
だ
と
顔
の
判
別
は
無
理
だ
な

 
た
だ
一
つ
分
か
る
の
は

種
族
が
シ
ル
フ
か
ウ
ン
デ

ネ
だ
と
い
う
く
ら
い
か

で
す
ね

こ
の

身
で
こ
の
身
⻑

お
そ
ら
く
そ
の
二
つ
の
種
族
の
ど
ち
ら
か
で
し

う

分
か

た

と
り
あ
え
ず
こ
の
問
題
は
調
査
続
行
と
い
う
事
で

 
今
は
そ
の
事
を
忘
れ
て
と
り
あ
え
ず
今
日
の
計
画
に
集
中
す
る
事
に
し
よ
う

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
落
ち
着
い
た
表
情
で

く
レ
コ
ン
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は
目
を

め
た

そ
れ
に
し
て
も
レ
コ
ン
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は
い

ど
う
か
し
ま
し
た
か

お
前
も
も
う
二
十

に
な
る
ん
だ
よ
な
初
め
て
会

た
時
は
ま
だ
子

み
た
い
だ

た
お
前

が 
こ
ん
な
に
頼
り
に
な
る
日
が
来
る
な
ん
て
ず

と
鍛
え
て
き
た
甲
斐
が
あ

た
な
感
無

だ
よや

め
て
下
さ
い
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

の
自
分
の
事
を
考
え
る
と

ち

と
恥
ず
か
し
い
ん

で
お
う
悪
い
悪
い

そ
れ
じ

あ
行
く
か

は
い

 
そ
し
て
計
画
が
開
始
さ
れ
た

パ
レ

ド
が

大
に
行
わ
れ
た
後

 
ヴ

ル
ハ
ラ
は
予
定
通
り

二
手
に
別
れ
て
行
動
を
開
始
し
た

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

頼
む

サ
ク
ヤ
さ
ん

そ
れ
に
ア
リ
シ

に
ユ

ジ

ン

任
せ
て
く
れ

立

に
仕
事
は
果
た
し
て
み
せ
よ
う

ハ
チ
マ
ン
君

ま
た
後
で
ね

む

俺
も
た
ま
に
は
暴
れ
た
か

た
ん
だ
が
な
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少
し
残
念
そ
う
な
ユ

ジ

ン
に

キ
リ
ト
が
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
言

た

悪
い
な
ユ

ジ

ン

今
度
ま
た
俺
が
相
手
を
し
て
や
る
か
ら

そ
れ
で
我
慢
し
て
く
れ

 
雑

を
相
手
に
無
双
す
る
の
も
い
い
が
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
強
敵
と
や
る
方
が
好
き
だ
ろ
う

確
か
に
そ
う
だ
な

さ
す
が
お
前
ら
は
俺
の
事
を
よ
く
分
か

て
る
な

 
そ
れ
で
ユ

ジ

ン
は
機

を
直
し
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
が
街
を
出
た
後
計
画
は
実
行
に

移
さ
れ
た

 
最
初
に
裏
通
り
に
面
し
た
部
屋
の
窓
を
全
開
に
し
た

態
で

 
今
回
ゲ
ス
ト
で
呼
ば
れ
た
ユ

ジ

ン

サ
ク
ヤ

ア
リ
シ

の
三
人
が
雑
談
を
始
め
た

 
三
人
は
さ
り
げ
な
く
会
話
中
に
窓
の
外
に
顔
を
出
し
た
り
窓

に
座

た
り
と

か
い
動
き
を

し
な
が
ら

 
外
で
監

を
し
て
い
る
者
達
に
自
分
達
が
こ
こ
に
い
る
事
を
ア
ピ

ル
し
つ
つ

 
同
時
に

情
報
を
流
す
よ
う
な
会
話
を
続
け
て
い
た

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
作
の
会
話
シ
ナ
リ
オ
あ
り
き
で
あ
る

ど
う
や
ら
開
始
が

れ
る
よ
う
だ
な

ち

と
料
理
に

り
す
ぎ
た
ら
し
い
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て
事
は
自
作
な
ん
だ

う
わ

楽
し
み
だ
ね

 
そ
し
て
そ
の
間
に
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
と
ア
ル
ゴ
の
そ
れ
ぞ
れ
が

 

し
の
魔
法
を
使

て

窓
か
ら
一
人
ず
つ
仲
間
達
を
外
に
連
れ
出
し
て
い

た

 

し
の
魔
法
が

果
を

ぼ
せ
る
の
は
二
人
ま
で
で
あ
り
両
手
で
対
象
の
人
物
に
触
れ
る

事
で

 
自
分
以
外
に
も
う
一
人
の

を

す
事
が
可
能
に
な
る
の
だ
が

 
今
回
は
そ
れ
を
対
象
者
が
術
者
を
お
ん
ぶ
す
る
と
い
う
手
法
に
よ

て
窓
を
越
え
る
事
を
可

能
に
し
た

 
男
女
比

が
違
う
分

レ
コ
ン
だ
け
が
若

楽
を
す
る
事
に
な

て
し
ま

た
が

 
実
は
そ
の
分
レ
コ
ン
に
は

ハ
チ
マ
ン
か
ら
別
の
仕
事
が

え
ら
れ
て
い
た

 
そ
れ
は

を

し
た
ま
ま
監

者
の
人

と
居
場
所
を

り
出
す
作
業
で
あ
る

 
そ
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
の
居
残
り
組
は

速
や
か
に
奇
襲
予
定
地
点
へ
と
移
動
を
開
始
し

 
見
事
に
奇
襲
に
対
す
る
逆
奇
襲
を
成
功
さ
せ
る
事
と
な

た

 
残
る
は
街
で
監

の
任

に
つ
い
て
い
た
敵
達
だ

た
が

レ
コ
ン
か
ら
の
情
報
に
よ
り

 
一
人
も
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
と
残

た
ユ

ジ

ン
と
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

が
場
所
を
分
担
す
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る
事
に
よ
り

 
今
ま
さ
に
三
人
の
手
に
よ

て

監

者
達
は
壊
滅
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た

 
こ
れ
が
映
像
を
観
戦
し
て
い
た
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
ま

た
く
知
る
事
の
な
か

た
裏
事

情
で
あ
る

  
連
合
の
連
中
が

今
ま
さ
に
ハ
チ
マ
ン
達
に
襲
撃
を
か
け
よ
う
と
し
た
本
当
に
そ
の
直
前

 
ハ
チ
マ
ン
が
持
ち
込
ん
だ
実
況
ア
イ
テ
ム
か
ら
の
映
像
が
ア
ル
ン
中
央
広
場
の
モ
ニ
タ

に
映

し
出
さ
れ
た

お

何
だ

あ
れ

て
ザ
・
ル

ラ

じ

ね

あ
ん
な
に
顔
が
近
い

態
で
絶
対

度
と
お

り
か

ま
し
い
な

お
黒
の
剣
士
と
バ

サ
ク
ヒ

ラ

も
い
る
ぞ
ピ
ク
ニ

ク
の
最
中
の
映
像

て
奴
だ
な

新
人
二
人
は
ザ
・
ル

ラ

で
遊
ん
で
や
が
る

大
物
だ
な

で
も
こ
ん
な
の
ん
び
り
し
た
動
画

何
の

に
放
送
し
て
る
ん
だ

さ
あ
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こ
れ
に

て
た
の
は
監

の
任
に
つ
い
て
い
た
者
達
で
あ
る

お
い

ど
う
な

て
る
ん
だ

ま
さ
か
罠

で
も
残
り
の
メ
ン
バ

は

全
員
あ
の

物
の
中
だ
ろ

て
思
う
よ
ね

で
も
違
う
ん
だ
な

お

お
前
は

ア
リ
シ

そ
れ
じ

あ
悪
い
け
ど

死
ん
で
も
ら
う
ね

 
同
じ
事
を

サ
ク
ヤ
と
ユ

ジ

ン
も
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
場
所
で
行

て
い
た

 
そ
し
て
三
人
は
無
事
に
仕
事
を
終
え
広
場
へ
と
移
動
し

ん
で
座

て
中
継
動
画
の
観
戦

を
始
め
た

さ
て

こ

ち
は
全
て
片
付
い
た
ぞ
ハ
チ
マ
ン

あ
と
は
任
せ
た

あ

ち
に
監

員
か
ら
連

が
い

て
な
け
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
ね

ま
あ
も
う
私
達
に
出
来
る
事
は
な
い

せ
い

い
の
ん
び
り
観
戦
さ
せ
て
も
ら
う
と
し
よ
う

じ

な
い
か

 
こ
こ
か
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
い
つ
も
の
蹂
躙
戦
が
始
ま

た
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第
６
１
９
話
 
蹂
躙
慣
れ
す
る
観
客
達

 
そ
の
直
後
に
連
合
の
連
中
が
画
面
の
中
で
奇
襲
を
仕

け
て
き
た

 
観
戦
し
て
い
た
三
人
は

無
事
に
役
目
を
果
た
せ
た
事
を
確
信
し

ほ

と
し
て
い
た

ふ
う

こ
れ
で

の

が
お
り
た
ね

作
戦
は
成
功

と

敵
の
初
手
は
魔
法
に
よ
る

和
攻
撃
か

ま
あ

当
な
と
こ
ろ
だ
な

 
あ
れ
く
ら
い
し
な
い
と
あ
い
つ
ら
に
は
ま

た
く
対
抗
出
来
な
い
か
ら
な

で
も
ユ
キ
ノ
は
あ
の
く
ら
い
な
ら
魔
力
を
調

し
て
キ

チ
り

え
て
し
ま
う
ん
だ
な
こ
れ

が
我
が
友
人
な
が
ら

あ
の
子
は
見
た
目
に
反
し
て
か
な
り
の
化
け
物
だ
よ
な

あ

ユ
キ
ノ
に
言
い
つ
け
て
や
る

や
め
ろ
ア
リ
シ

ほ
ら

こ
れ
を
や
る
か
ら

 
そ
う
言

て
サ
ク
ヤ
は
ア
リ
シ

に
飲
み
物
を
差
し
出
し
た

わ

い

あ
り
が
と
う
サ
ク
ヤ
ち

ん

し
か
し
そ
ん
な
ユ
キ
ノ
も

あ
の
メ
ン
バ

の
中
じ
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そ
れ
ほ
ど
特

な
存
在
と
い
う

で
は
な
い
と
い
う
の
が
何
と
も
な

そ
う
な
ん
だ
よ
な

化
け
物
集
団
め

あ

ヴ

ル
ハ
ラ
か
ら
の
逆
奇
襲
が
始
ま

た
ね

 
同
じ
く
大
モ
ニ
タ

で
そ
れ
を
観
戦
し
て
い
た
者
達
は

こ
こ
で
や

と
事
情
を
理
解
し

 
大
い
に

り
上
が
る
事
と
な

た

う

わ

い
き
な
り
奇
襲
が
き
た
と
思

た
ら

こ
こ
で
ヴ

ル
ハ
ラ
の
反
撃
開
始
か

あ
れ

で
も
他
の
メ
ン
バ

て
こ
の
街
の
ど
こ
か
に
い
る
ん
じ

密
か
に
移
動
し
た
ん
だ
ろ

や

ぱ
り
さ
す
が
だ
よ
な

だ
な

さ
す
が
は
ザ
・
ル

ラ

せ
て
く
れ
る

絶
対
こ
れ

予
定
の

囲
内

て
奴
だ
よ
な

う
お
お
お
お

り
上
が

て
参
り
ま
し
た

 
そ
し
て
噂
が
噂
を
呼
び
Ａ
Ｌ
Ｏ
中
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ど
ん
ど
ん
と
こ
の
広
場
に
集
ま

て

き
た

 
だ
が
当
然
ユ

ジ

ン
達
に
近
付
く
者
な
ど
存
在
し
な
い

お
い
お
前
ら

も
う
少
し
こ

ち
に
詰
め
て
く
れ
て
も
い
い
ぞ
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あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の
混
雑

合
は

逆
に
ユ

ジ

ン
が
気
を
遣

て

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
そ
う
声
を
か
け
る
レ
ベ
ル
で
あ

た

お

よ
く
考
え
た
ら
あ
の
顔
に
ペ
イ
ン
ト
を
し
た

候
が
表
に
出
る
の
は
珍
し
い
な

ア
ル
ゴ
ち

ん
ね

確
か
に
そ
う
か
も
ね

し
か
し
他
の
連
中
が
ま
だ
出
て
こ
な
い
な

ハ
チ
マ
ン
君
の
事
だ
か
ら
も

と
引
き
つ
け
て
よ
う
と
し
て
る
ん
で
し

普
通
に
考
え
て

て
事
は
そ
ろ
そ
ろ
か

お

物
理
チ

ム
が
最
初
に
来
た
ね

 
そ
の

間
に

観
客
の
一

か
ら
こ
ん
な
声
が
上
が

た

お
い

あ
れ
を
見
ろ

う
お
お
お
お

黒
ア
ゲ
ハ
が
い
る
ぞ

い
つ
以
来
だ

黒
ア
ゲ
ハ
様

い
つ
見
て
も
お
美
し
い

 
黒
ア
ゲ
ハ
と
は
以
前
キ
ズ
メ
ル
が
顔
に
ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け
て

場
し
た
時
か
ら
の
呼
び
名
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で
あ
る

 
ち
な
み
に
今
日
も

バ

チ
リ
と

の
ア
イ
マ
ス
ク
を
装
着
済
だ

た

 
こ
の
時
点
で
黒
ア
ゲ
ハ
の
正
体
が
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
い
う
事
は
実
は
か
な
り
知
れ

て
い
た

 
こ
の
世
界
に
は
存
在
し
な
い
は
ず
の
ダ

ク
エ
ル
フ
イ
コ

ル
絶
対
に
プ
レ
イ
ヤ

で
は
あ

り
え
な
い

 
な
ら
ば
彼
女
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と

話
題
に
な
ら
な
い
方
が
お
か
し
い

 
前
回
公
の
場
に

場
し
て
か
ら
今
日
ま
で

様
々
な
サ
イ
ト
で
動
画
が

証
さ
れ

 
実

の
シ
ス
テ
ム
か
ら
可
能
性
が

討
さ
れ
て
い

た
結
果

 
大
手
の
ギ
ル
ド
に
同
じ
よ
う
な
エ
ル
フ
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
出
現
し
た
と
い
う
報
告

が 
写
真
付
き
で

証
サ
イ
ト
に
寄
せ
ら
れ

今
で
は
キ
ズ
メ
ル
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

に
戦
闘
技
能
を
英
才
教
育
さ
れ
た
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
噂
さ

れ 
広
く
一

プ
レ
イ
ヤ

に
ま
で
認
知
さ
れ
て
い
る
の
だ

た
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も
ち
ろ
ん
今
ご

い
た
よ
う
に

人
気
も
抜

で
あ
る

キ
ズ
メ
ル
は
本
当
に
人
気
者
だ
よ
ね

こ
う
い
う
時
じ

な
い
と

絶
対
に
表
に
出
て
こ
な
い
か
ら
な

ま
あ
実

は
た
ま
に
狩
り
に
同
行
し
て
る
ん
だ
け
ど
ね

次
は
魔
法
チ

ム
の

場
だ
な

地
味
に
ク
リ
シ

ナ
の
存
在

て
大
き
い
わ
よ
ね

一
見
す
る
と
分
か
ら
な
い
が

あ
そ
こ
に
い
る
味
方
全
員
に

バ
フ
が
か
か

て
る
な

あ

そ
う
な
ん
だ

あ
あ

い
つ
も
よ
り
も
動
き
が

い

間
違
い
な
い

さ

す
が
戦
闘
狂
の
ユ

ジ

ン
君

よ
く
分
か
る
よ
ね

 
そ
の
説
明
は

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

に
も
し

か
り
と

こ
え
て
い
た

 
徐
々
に
そ
の
話
が
広
が

て
い
き

観
客
達
は
大
い
に

り
上
が

た

う
ち
の
ギ
ル
ド
に
も
補
助
魔
法
専
門
の
奴
が
い
れ
ば
な

ぶ

ち

け
ア
リ
な
ん
だ
よ
な

地
味
だ
け
ど

で
も
ク
リ
シ

ナ

て
バ
フ
の

け

え
を

ア
イ
ド
ル
タ
イ
ム
無
し
で
や

て
る
よ
な
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体
内
時
計
が
正
確
す
ぎ
だ
ろ

て
か
何
人
の
情
報
を
一
度
に

の
中
で
処
理
し
て
る
ん
だ

よ
実
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
中
で
一
番
の
天
才

か
も
し
れ
な
い
よ
な

武
器
を
使

て

手
に
戦
闘
と
か
し
て
る
と
こ
ろ
は
見
な
い
か
ら

 
も
し
か
し
た
ら
運
動
は
苦
手
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
さ

 
そ
し
て
次
に
職
人
チ

ム
と
ユ
イ
が
使

て
る
武
器
を
見
て
観
客
達
は
別
の
意
味
で
興
奮
し

た
あ

あ
れ

て

入
さ
れ
た
は
い
い
が

入
手
方
法
が
分
か
ら
な
か

た
魔
法
銃
じ

ね

マ
ジ
だ

ナ
タ
ク
が
持

て
る

て
事
は

プ
レ
イ
ヤ

メ
イ
ド
の
品
で
確
定
か

素
材
は
一
体
何
な
ん
だ
ろ
う
な

し
か
し
ユ
イ
ち

ん
の
か
わ
い
さ
は
至
高
だ
な

い
い
な

う
ち
に
も
あ
ん
な
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
来
て
く
れ
た
ら
な

そ
の
前
に
お
前
は
家
を
手
に
入
れ
な
い
と
な

仕
方
な
い
だ
ろ

高
い
ん
だ
よ
あ
れ

ス
ク
ナ
の
良
さ
が
分
か
ら
な
い
と
は
こ
の
萌

ど
も
が
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ニ

ド
ル
発
射

ニ

ド
ル
発
射

ク

ル
な
表
情
で
の
あ
の
セ
リ
フ

あ
れ
で
こ
そ
ス
ク
ナ
ち

ん
だ

 
そ
ん
な
中

少
な
い

候
職
の
者
は
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
の
活
躍
を
し

か
り
と
チ

ク

し
て
い
た

地
味
だ
け
ど
い
い
仕
事
し
て
る
よ
な

俺
達
も
見

わ
な
い
と
な

 
次
は
シ
ノ
ン
で
あ
る

シ
ノ
ン
本
人
は
不
本
意
な
の
だ
が

 
シ
ノ
ン
は
今
で
は

使
い
と
し
て
よ
り
も

美
脚
ツ
ン
デ
レ
キ

ラ
と
し
て
の
方
が

名
に

な

て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
本
人
が
わ
ざ
と
や

て
い
る
と
い
う
事
は
絶
対
に
な
い

い
わ
ゆ
る
天
然
ツ
ン
デ

ラ

で
あ
る

シ
ノ
ン
ち

ん

今
日
も
ナ
イ
ス
脚
線
美

ツ
ン
デ
レ

ツ
ン
デ
レ

 
こ
の
場
面
を
も
し
シ
ノ
ン
が
見
た
ら

羞
恥
に

れ
て
ま
た
ツ
ン
デ
レ
な
セ
リ
フ
を

き

 
再
び
ツ
ン
デ
レ
コ

ル
が

き
る
と
い
う

無
限
ル

プ
に
陥
る
事
だ
ろ
う
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そ
し
て
新
人
二
人
が
戦
う

が
映
し
出
さ
れ

観
客
達
の
興
味
は
そ
ち
ら
に
映

た

ユ

ジ

ン
君

あ
の
新
人
二
人
だ
が

君
の
目
に
は
ど
う
映
る

う
う
む

二
人
と
も
ス
テ

タ
ス
は
中
々
高
そ
う
だ

コ
ン
バ

ト
組
で
確
定
だ
な

ふ
む

あ
あ
し
て
あ
の
場
で
戦
え
て
い
る
事
で

そ
れ
が
ハ

キ
リ
と
確
定
し
た
感
じ
だ
な

 
で

個
別
に
は
ど
う
だ

何
か
感
想
は
あ
る
か
ね

そ
う
だ
な
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
正

と
い

た
感
じ
だ
が
剣
筋
に
ど
こ
か
狂
気
を
感
じ
る

な 
あ
る
い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

か
も
し
れ
ん

問
題
は
も
う
一
人
あ
の
レ
ヴ

と
い
う
プ
レ

イ
ヤ

 
あ
の
プ
レ
イ
ヤ

の

剣
術
は

何
と
い
え
ば
い
い
か
な

何
か
気
に
な
る
の
か
い

う
う
む

二
人
と
も

ち

と

を
貸
せ

人
に
言
え
な
い

の
話
か

い
い
ぞ

こ
う

私
も

く

く

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン
は

サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

に
ひ
そ
ひ
そ
と
こ
う
言

た
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サ
ク
ヤ
の
言
う
通
り
彼
の
中
で
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
は
あ
ま
り

か
れ
た
く
な
い
話
ら
し

い
お
そ
ら
く
あ
れ
は
軍
人
だ

も
し
く
は

兵
と
い
う
奴
だ
な

 
他
の
ゲ

ム
の
話
に
な
る
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
い
う
奴
が
い
た
だ
ろ
う

あ

そ
の
人
知

て
る

名
人
だ
な

そ
い
つ
は
Ｂ
ｏ
Ｂ
と
い
う
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
大
会
の
動
画
の
研
究
か
ら

 
今
で
は
軍
人
な
い
し
そ
れ
に

ず
る
職
業
の
人
間
だ
と
い
う
の
が
定
説
に
な

て
る
ん
だ
が

 
あ
の
新
人
の
動
き
は
そ
れ
と
そ

く
り
だ

正
直
驚
い
た

 
さ
す
が
は
戦
闘
狂
の
ユ

ジ

ン

プ
レ
イ
ヤ

を
見
る
目
は
一
級
品
の
よ
う
だ

 
そ
こ
で
突
然
観
客
達
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

満
を
持
し
て
の
ソ
レ
イ
ユ
の

場
で
あ
る

う
お
お
お
お

つ
い
に
絶
対
暴
君
が
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ソ

レ
イ
ユ

ソ

レ
イ
ユ

い
や

敵
に
回
す
の
は
絶
対

だ
け
ど

 
見
て
る
分
に
は
あ
れ
ほ
ど

り
上
げ
て
く
れ
る
奴
は
い
な
い
よ
な
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そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
が
ま
る
で
手
か
ら
紫
色
の
ビ

ム
を
発
射
し
て
い
る
よ
う
な
格
好
で
回
転

し 
森
の
木
の
上
半
分
が
消
失
す
る
に
当
た

て
観
客
達
は
今
日
一
番
の

り
上
が
り
を
見
せ
た

う
お
お
お
お

何
だ
今
の

人
間
技
じ

ね
え

密
か
に

て
て
飛
び
降
り
た
シ
ノ
ン
ち

ん
萌
え

で
も
よ

こ
れ
で
ほ
と
ん
ど
連
合
は
全
滅
じ

な
い
か

ま
だ
だ

ま
だ
終
わ
ら
ん
よ

あ

本
当
だ

の
七
人
が
生
き
残

て
ら

さ
す
が
は
ザ
・
ル

ラ

り
上
げ
方
を
分
か

て
や
が
る

う
お

も
し
か
し
て
あ
い
つ

七
対
一
で
や
る
つ
も
り
か
よ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
や

た
の
か

七
人
同
時
に
カ
ウ
ン
タ

を
決
め

 
そ
の

手
が
一
閃
さ
れ
た
時

七
人
の
首
が
同
時
に
落
ち
た

はな

何
だ

今
何
が

こ

た
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意
味
が
分
か
ら
ん
サ

パ
リ
分
か
ら
ん
マ
ジ
で
分
か
ら
ん

あ

あ
れ

て
確
か
ワ
イ
ヤ

ソ

ド

て
奴
じ

ね

ほ
ら

ネ
タ
武
器
の

ま
じ
か
よ

あ
れ

て
実
戦
で
使
え
る
も
ん
な
の
か

あ
ん
な
の
絶
対
に
他
の
誰
に
も
無
理
だ
ろ

 
さ
す
が
に
そ
の
光
景
に
は
ユ

ジ

ン
も
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
る
し
か
な
か

た
よ
う
だ

ユ

ジ

ン

お
い
ユ

ジ

ン

す

す
ま
ん

さ
す
が
に
今
の
は
意
味
不
明
す
ぎ
て
フ
リ

ズ
し
て
し
ま

た

何
あ
れ

糸

ま
あ
似
た
よ
う
な
物
だ
な

ワ
イ
ヤ

ソ

ド

 
相
手
が
よ
ろ
け

態
の
時
の
み
ダ
メ

ジ
が
入
る
と
い
う

完
全
無

な
る
ネ
タ
武
器
だ
な

よ
ろ
け

態

つ
ま
り
カ
ウ
ン
タ

を
決
め
ら
れ
た
時
の

態
と
い
う
事
か

よ
く
あ
ん
な
の
に
目
を
付
け
た
よ
ね

多
分
ギ

グ
の
つ
も
り
で
持

て
き
た
ん
だ
ろ
う
な

使
い
物
に
な
ら
な
く
て
も

 
あ
い
つ
の
実
力
な
ら
問
題
な
く
七
人
を
全
滅
さ
せ
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
ら
な

上
手
く
い

て
ラ

キ

と
か
思

て
そ
う
だ
ね
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だ
な

 
そ
し
て
戦
場
は
静
か
に
な

た
が

観
客
達
は
誰
も
そ
の
場
を
去
ら
ず

 
口
々
に
今
の
戦
闘
に
関
す
る
感
想
を
交
わ
し
合

て
い
た

 
今
回
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
入
団
式
の
中
継
は

大
成
功
だ
と
い

て
い
い
だ
ろ
う

 
あ
く
ま
で
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
立
場
に
立

て
言
う
と
で
あ
り

 
連
合
に
と

て
は
最
悪
の
結
末
と
い
え
る
の
だ
が

さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
達
は

会
場
に

て
あ
い
つ
ら
の
到
着
を
待
つ
か

だ
ね

あ
あ

お
腹
が

ち

た

は
は
は
は
は

精
々
腹
い

ぱ
い
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
い
さ

 
ど
う
や
ら
今
日
の
料
理
担
当
は

ア
ス
ナ
ら
し
い
か
ら
な

お
お

最
高
じ

ん

 
そ
し
て
三
人
が
立
ち
去
り

他
の
観
客
達
も
徐
々
に
そ
の

を
消
し
て
い

た
後

 
そ
の
場
に
残

て
い
た
一
人
の
フ

ド
を
被

た
プ
レ
イ
ヤ

が

ぼ
そ
り
と

い
た

や
は
り
あ
い
つ
ら

度
じ

目
だ

た
か
ハ
チ
マ
ン

絶
対
に
復

し
て
や
る
ぞ
絶

対
に
だ
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そ
う
言

て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

ど
こ
へ
と
な
く
去

て
い

た
の
だ

た

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で
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第
６
２
０
話
 
八
幡

や
ら
か
す

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は

話
に
な
る
予
定
で
す

 
後
半
は
話
が
思
い

き
り
お
か
し
な
方
向
に
飛
び
ま
す
が
い
つ
も
の
事
だ
と

め
て
下
さ
い

 
あ
と
俺
の
わ
が
ま
ま
で

別
作
品
の
理
系
女
子
が
一
人
出
て
く
る
予
定
で
す

 
理
系
の
ス
タ

フ
が
も
う
少
し
欲
し
か

た
の
で

 
理
事
⻑
へ
の
受
け
答
え
と
鍵
の
く
だ
り
を
若

変
更
し
ま
し
た

日

時

 
八
幡
に
と

て
人
生
で
一

二
を
争
う
忙
し
さ
だ

た
今
年
の
夏
も
終
わ
り

 
九
月
に
入

た
今
日
八
幡
は
久
し
ぶ
り
に
帰
還
者
用
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
教
室
へ
と
足
を

み
入
れ
た

八
幡
君

お
は
よ
う

お

い
八
幡

日
は
お
疲
れ

い
や

ち

ん
ね
る
が
連
合
の
メ
ン
バ

の

の
書
き
込
み
で
凄
い
事
に
な

て
た
ね
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ま
た

み
を
か
い
ま
し
た
ね

だ

た
ら
仕

け
て
く
る
な

て
感
じ
で
す
け
ど

珪
子
の
言
う
通
り
だ
な

ま
あ
黒
幕
の
正
体
が
分
か

た
ら
ま
た
色
々
変
わ
る
だ
ろ

 
そ
れ
か
ら
黒
幕
の
話
題
で
少
し

り
上
が

た
が

他
に
判
明
し
た
事
実
も
特
に
無
い

 
今
日
の
と
こ
ろ
は
そ
れ
以
上
そ
の
話
題
が
広
が
る
事
は
な
か

た

は
い

八
幡
君

今
日
の
お

当

明
日
奈

い
つ
も
す
ま
な
い
な

明
日
は
俺
が
作
ろ
う
か

う
う
ん

こ
れ
は
花

業
だ
か
ら

そ

そ
う
か

 
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
平
然
と
そ
う
い
う
明
日
奈
を
見
て

 
八
幡
は
そ
れ
以
上
自
分
が
作
る
と
主
張
す
る
の
は
や
め
る
事
に
し
た

 
和
人
は
や
れ
や
れ
と
い
う
風
に

を

め
里
香
と
珪
子
は
ぼ
そ
ぼ
そ
と
何
か

き
合

て
い

た
明
日
奈
さ
ん

何
か
危
機
感
で
も
あ
る
ん
で
す
か
ね

ま
た
女
の
子
が

え
た

て
噂
だ
か
ら

そ
の
せ
い
じ

な
い

も
う
八
幡
さ
ん
の

袋
は
掴
ん
で
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
な
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そ
し
て

に

当
を
し
ま

た
八
幡
は
あ
れ

と
い
う
表
情
を
し
明
日
奈
に
こ
う
問
い
か

け
たな

明
日
奈
い
つ
も
は

当
は
普
通
に
昼
に

し
て
く
る
の
に
今
日
は
何
で
朝
な
ん
だ

 
昼
に
何
か
用
事
で
も
あ
る
の
か

う

ん

女
の
勘

そ
う
か

な
ら
い
い

い
い
ん
だ

 
里
香
と
珪
子
は
ジ
ト
目
で
八
幡
を
見
た
が

八
幡
は
そ
の

線
に
気
付
か
な
い
フ
リ
を
し
て

 
一
時
間
目
の

業
の
準
備
を
開
始
し
た

 
和
人
は
一
人

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
を
ニ
ヤ
ニ
ヤ
見
詰
め
る
だ
け
で

何
も
言

て
こ
な
い

 
八
幡
は
そ
ん
な
和
人
を
問
い
詰
め
て
や
ろ
う
か
と
思

た
が

 
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し

時
刻
は
ま
も
な
く
昼
休
み
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
か
な

 
和
人
が
ボ
ソ

と
そ
う

き

八
幡
は
朝
か
ら
の
和
人
の
一
連
の
怪
し
い
動
き
に
つ
い
て
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昼
の
う
ち
に
問
い
詰
め
て
や
ろ
う
と

子
か
ら

を

か
せ
た
の
だ
が

 
そ
の

間
に
教
室
内
の
ス
ピ

カ

か
ら
八
幡
に
と

て
は
天
敵
と
も
言
え
る
女
性
の
声
が

こ
え

 
そ
の
声
は
学
校
中
に

き

た

あ

あ

お
ほ
ん

比
企
谷
八
幡
君

あ
な
た
の
自
主
性
に
期
待
し
て
い
た
け
ど

 
残
念
な
が
ら
そ
の
期
待
は
完
全
に
裏
切
ら
れ
た
よ
う
ね

て
い
う
か
八
幡
君

 
ち

ん
と

い
て
る

私
の
言
う
事
を

ち

・
ん
・
と
・

・
い
・
て
・
ま
・
す
・
か

 
あ
あ
も
う

て
る
う
ち
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
た
わ

 
あ
な
た
ね

朝
一
で
私
の
所
に
顔
を
出
さ
な
い
な
ん
て
本
当
に
い
い
度
胸
を
し
て
る
わ
ね

 
私
は
も
う
二
週
間
も
あ
な
た
の
顔
を
見
て
い
な
い
の
よ

ほ
ら

禁
断

で
手
が

え
て

き
た
じ

な
い

 
こ
ん
な

態
じ

う

か
り
手
が
滑

て
あ
な
た
に
セ
ク
ハ
ラ
し
て
し
ま
う
の
は
間
違
い
な

い
わ
ね

 
ま
あ
う

か
り
し
な
く
て
も
し
ま
す
け
ど
ね

え
え

絶
対
し
ま
す
と
も

 
と
り
あ
え
ず
今
す
ぐ
死
ぬ
気
で
ダ

シ

し
な
さ
い

は
い

三

二

一



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
そ
こ
で
放
送
は
プ
ツ

と
切
れ
た

八
幡
は
無
表
情
で
仲
間
達
の
顔
を
見
た
が

 
全
員
八
幡
か
ら
顔
を
背
け
て
お
り

ぐ
る
り
と
見

す
と

 
全
て
の
ク
ラ
ス
メ

ト
が
同
じ
態
度
を
と

て
い
る
の
が
確
認
出
来
た

お
い
明
日
奈

女
の
勘

て
こ
れ
か

う

う
ん

多
分
ね

ま
あ
頑
張

て

和
人

お
前
絶
対
朝
の
時
点
で
こ
の
事
を
知

て
た
よ
な

違
う
誤
解
だ

俺
は
朝
八
幡
の
名
前
を
連
呼
し
な
が
ら
ス
キ

プ
す
る
理
事
⻑
を
た
ま
た
ま

目
撃
し
て

 
そ
れ
で
こ
ん
な
事
も
あ
る
か
な
と
思

て
た

て
だ
け
だ

何
で
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
な
か

た
ん
だ
よ

だ

て
そ
の
方
が
面
白

い
や

感
動
的
な
再
会
に
な
る
だ
ろ

 

も
抗
議
し
よ
う
と
す
る
八
幡
を

里
香
と
珪
子
が
な
だ
め
た

八
幡

そ
れ
よ
り
も
急
が
な
い
と
ま
ず
い
ん
じ

な
い

も
う
と

く
に
カ
ウ
ン
ト
ゼ
ロ
に
な

て
ま
す
よ
ね

く
そ

仕
方
ね
え
今
日
の

は
理
事
⻑
室
で
食
う
か
ら
み
ん
な
は
俺
の
事
は
気
に
し
な
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い
で
く
れ

 
と
り
あ
え
ず
ダ

シ

で
行

て
く
る

 
そ
う
言

て
八
幡
は
死
ぬ
気
で
走
り
出
し
た

廊
下
に
出
る
と
皆

況
が
分
か

て
い
る
の

か 
理
事
⻑
室
ま
で
の
ル

ト
は
常
に
廊
下
の
真
ん
中
が
大
き
く
開
け
ら
れ
て
い
る

況
に
な

て

お
り

 
そ
こ
に
い
た
者
達
は

八
幡
に
生

か
い
目
を
向
け
て
き
た

 
だ
が
今
の
八
幡
に
は
そ
の
一
人
一
人
に
抗
議
し
て
い
る
時
間
は
無
い

 
そ
し
て
目
的
地
に
到
着
し
た
八
幡
は
呼

を
整
え
て
か
ら
理
事
⻑
室
の
ド
ア
を
ノ

ク
し
た

 
そ
の

間
に
ド
ア
が
思
い

き
り
開
け
ら
れ
中
か
ら
⻤
の

相
を
し
た
理
事
⻑
が

を
現
し

た

い

す
ぎ
る
わ
よ

今
は
も
う
カ
ウ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
四

よ

す

す
み
ま
せ
ん

あ
れ
か
ら
ず

と

え
て
た
の
か
よ

ま
あ
い
い
わ

と
り
あ
え
ず
中
に
お
入
り
な
さ
い
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は

は
い

 
そ
し
て
八
幡
が
中
に
入

た
後

理
事
⻑
は
後
ろ
手
で
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
鍵
を

め
た

 

て
い
る
よ
う
で
そ
の

り
は
ち

か
り
と

静
な
と
こ
ろ
が
理
事
⻑
ら
し
い

さ
て

心
が
広
く
胸
が
大
き
い
私
と
し
て
は

 
あ
な
た
に
セ
ク
ハ
ラ
を
す
る
前
に

と
り
あ
え
ず
八
幡
君
に

明
の
機
会
を

え
ま
す

す
み
ま
せ
ん

セ
ク
ハ
ラ
は
勘

し
て
下
さ
い

胸
が
大
き
い
の
は
認
め
ま
す
か
ら

ふ
む

ま
あ

回
色
仕

け
と
い
う
の
も
芸
が
無
い
し
そ
の

り
で

協
し
ま
し

う
か

 
そ
う
言

て
理
事
⻑
は
八
幡
を
じ
ろ
り
と

ん
だ

ど
う
や
ら

協
は
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

が 
ま
だ
そ
の

り
は
収
ま

て
い
な
い
よ
う
だ

 
そ
ん
な
理
事
⻑
を
見
て

八
幡
は
勇
気
を

り
絞

て
こ
う
言

た

特
に

明
は
し
ま
せ
ん

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

あ
ら

明
し
な
い
の

は
い

何
を
言

て
も
言
い

に
し
か
な
ら
な
い
の
で

し
ま
せ
ん

へ

い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
大
人
し
く
謝
罪
す
る
の
か
し
ら
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当
然
で
す

今
回
の
件
は
全
て
俺
が
悪
い
の
で

ご
心
配
を
お
か
け
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

 
顔
を
出
す
の
が

れ
て
し
ま
い

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

 
八
幡
は

下
手
に
話
を
こ
じ
ら
せ
て
お
か
し
な
事
を
言
わ
れ
る
よ
り
も

 
最
初
か
ら
非
を
認
め
て
素
直
に
謝
る
作
戦
に
出
た

 
そ
れ
で
ど
う
や
ら
理
事
⻑
も
矛
を
収
め
る
事
に
し
た
よ
う
で
と
て
も
い
い
笑
顔
で
こ
う
言

た
仕
方
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ

枕
く
ら
い
で
勘

し
て
あ
げ
る
わ

枕
で
す
か

そ
れ
く
ら
い
な
ら
別
に

い
ま
せ
ん
け
ど

 
俺
が
理
事
⻑
の

に

を
乗
せ
れ
ば
い
い
で
す
か

ノ
ン
ノ
ン

逆
よ
逆

私
が
八
幡
君
の

に

を
乗
せ
る
の

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
お

び
に
な
る
な
ら
喜
ん
で

 
八
幡
は
こ
の
提
案
に
対
し
て
安
易
に
そ
う

い
た

 
だ
が
実

に
自
ら
の

の
上
に
理
事
⻑
の

が
乗
り
そ
の

態
で
じ

と
見
詰
め
ら
れ
た

間 
八
幡
は
こ
の
行

が
思

た
よ
り
も
恥
ず
か
し
い
事
に
気
が
付
き

や
や
顔
を

く
し
た
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う
ふ
ふ

少
し
顔
が

く
な

て
い
る
み
た
い
ね

す
み
ま
せ
ん

正
直
に
言
い
ま
す
が

枕
を
な
め
て
ま
し
た

 
い
つ
も
自
分
が
や

て
も
ら
う
立
場
だ

た
ん
で
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど

 
こ
ん
な
に
も
恥
ず
か
し
い
も
の
な
ん
で
す
ね

必
ず
し
も
み
ん
な
が
恥
ず
か
し
が
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
と
思
う
け
ど

 
ま
あ
八
幡
君
の
そ
の
顔
を
見
れ
た
だ
け
で

や

て
も
ら

た
甲
斐
が
あ

た
わ

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
件
は
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
ま
し

う

 
そ
う
言

て
理
事
⻑
は
少
女
の
よ
う
に
微
笑
み

 
八
幡
は
そ
の
表
情
を
見
て

と
て
も
五
十
近
い
女
性
だ
と
は
思
え
な
い
な
と

め
て
驚
い
た

 
だ
が
そ
の

間
に
理
事
⻑
は

八
幡
の
太
も
も
を
思
い

き
り
つ
ね

た

い

た
た
た
た

今
私
の

の
事
を
考
え
た
わ
ね

な

何
故
そ
の
事
を

私
は
あ
な
た
が
考
え
て
い
る
事
が
分
か
る
の
よ

本
当
に
分
か
り
そ
う
だ
か
ら
笑
え
な
い
で
す
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そ
ん
な
八
幡
に

理
事
⻑
は
意
味
深
な
笑
顔
を
見
せ
る
だ
け
で
あ

た

 
真

が
ど
う
な
の
か
は
も
ち
ろ
ん
不
明
で
あ
る

そ
し
て
理
事
⻑
は
体
を

こ
し

八
幡
に

言

た
ま
あ
い
い
わ

と
り
あ
え
ず
こ
ん
な
時
間
だ
し

お
昼
を
一

に
食
べ
ま
し

う
か

そ
う
で
す
ね

俺
も
そ
う
思

て
明
日
奈
に
作

て
も
ら

た

当
を
持
参
し
ま
し
た

あ
ら

ま
し
い
私
は
今
日
は
デ
リ
バ
リ

な
の
よ
多
分
も
う
す
ぐ

く
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
丁
度
そ
の
時
中
の
会
話
が

こ
え
て
い
た
か
の
よ
う
な
絶

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ

 
そ
れ
に
理
事
⻑
が
応
対
し

事

員
が
平
た
い

を
持

て
入
り
口
に

を
見
せ
た

理
事
⻑

ご
注
文
の
ピ
ザ
が

き
ま
し
た

今
日
の
昼
食
は
ピ
ザ
で
す
か

一
番
小
さ
い
奴
な
ら
ま
あ
大
丈
夫
な
の
か
な

う
う
ん

さ
す
が
に
全
部
は
食
べ
き
れ
な
い
か
ら
何

か
も
ら

て
ね

 
男
の
子
な
ん
だ
か
ら
大
丈
夫
よ
ね

あ

は
い

も
ち
ろ
ん
そ
れ
く
ら
い
な
ら
平
気
で
す

ま
あ
遠

し
な
い
で
好
き
な
だ
け
食
べ
て
く
れ
て
い
い
か
ら
ね
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は
い

 
そ
の
理
事
⻑
と
八
幡
の

ま
る
で
親
子
の
よ
う
な
や
り
と
り
に

 
事

員
は
一

生

か
い

線
を
向
け
る
と
そ
の
ま
ま

を
下
げ
て
部
屋
を
出
て
い

た

あ
ら

美
味
し
そ
う
な
お

当
ね

や

ぱ
り
明
日
奈
ち

ん
は
料
理
が
得
意
な
の
ね

最
近

分
熱
心
に
料
理
を
し
て
る
み
た
い
で
す

何
か
あ

た
ん
で
す
か
ね

下
か
ら
の
突
き
上
げ
を

に
感
じ
て
る
ん
じ

な
い

下
か
ら

え
ば
優
里
奈
と
か
で
す
か

そ
う
ね

そ
れ
に
香
蓮
ち

ん
も

お

子
作
り
が
得
意
ら
し
い
じ

な
い

そ
う
み
た
い
で
す
ね

残
念
な
が
ら
俺
は
食
べ
た
事
が
無
い
で
す
が

ま
あ

い
合
う
の
は
い
い
事
よ

女
は
そ
れ
で

か
れ
る
の
だ
か
ら

は

そ
う
い
う
も
の
で
す
か

そ
う
い
う
も
の
よ

と
こ
ろ
で

い
合
う
と
い
え
ば

 
夏
休
み
中
に
学
力
を
落
と
し
て
い
な
い
か
チ

ク
す
る

の

 
新
学
期
最
初
の
特
別

験
が

速
明
後
日
に
あ
る
け
ど

 
八
幡
君
は
ち

ん
と
勉
強
は
し
て
い
る
の
か
し
ら
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理
事
⻑
が
そ
う
発
言
し
た

間
に
そ
れ
ま
で
笑
顔
だ

た
八
幡
は
顔
を

く
し
て

直
し

た

ま
さ
か
忘
れ
て
た
の

え

と

は
い

あ
ら
あ
ら
困

た
子
ね

出

日

が
足
り
な
い
分

 
ど
う
す
れ
ば
卒
業
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
か
の

件
は
覚
え
て
る
わ
よ
ね

し

験
で

回
学
年
三

以
内
に
入
る
事
で
す

よ
ろ
し
い

そ
れ
じ

あ

験
ま
で
の
残
り
時
間

死
ぬ
ほ
ど
勉
強
な
さ
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
れ
か
ら
八
幡
は

虚
ろ
な
目
で

当
を
食
べ
始
め
た

そ
の

の
中
で
は

 
ど
う
す
れ
ば

験
ま
で
に

良
く
一
人
で
勉
強
出
来
る
か
に
つ
い
て
の
考
え
が
ぐ
る
ぐ
る
と

回

て
い
た

 
そ
ん
な
八
幡
の
考
え
を
察
し
た
理
事
⻑
は

八
幡
に
こ
う
言

た

一
人
で

え
込
む
の
は
も
う
や
め
に
し
た
ん
じ

な
い
の

 
あ
な
た
に
は

頼
り
に
な
る
仲
間
が
い
る
じ

な
い



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

そ

そ
う
で
す
ね

確
か
に

 
ど
う
や
ら
理
事
⻑
は

本
当
に
八
幡
の
考
え
て
い
る
事
が
分
か
る
よ
う
だ

 
も

と
も
そ
れ
は
二

は
当
て
ず

う
残
り
の
八

は

験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
た
だ
の

で
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
八
幡
の

き
に
重
ね
る
よ
う
に

理
事
⻑
は
こ
う
付
け
加
え
た

え
ば
う
ち
の
か
わ
い
い
雪
乃
ち

ん
と
か
雪
乃
ち

ん
と
か
雪
乃
ち

ん
と
か

 
も
し
く
は
体
の
一
部
分
が
大
き
な
方
の
娘
で
も
い
い
わ

 
そ
の
報

と
し
て
八
幡
君
が
体
を
差
し
出
せ
ば

 
晴
れ
て
私
は
あ
な
た
の
本
当
の
お
⺟
さ
ん
に
な
れ
る
の
だ
け
れ
ど

え

遠

し
て
お
き
ま
す

俺
に
は
明
日
奈
が
い
る
ん
で

い

そ
明
日
奈
ち

ん
も
私
の
娘
に
な

て
く
れ
な
い
か
し
ら

 
そ
し
て
そ
ろ
そ
ろ
午
後
の

業
の
時
間
が
近
付
い
て
き
た

理
事
⻑
は
八
幡
を
あ

さ
り
と

解
放
し
た

そ
れ
じ

あ
頑
張

て
ね
八
幡
君

は
い

頑
張
り
ま
す

あ
と
理
事
⻑

ピ
ザ
を
ご

走
様
で
し
た
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八
幡
は
理
事
⻑
に
お

を
言
う
と

入
り
口
の
ド
ア
ノ
ブ
を
ひ
ね
ろ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
こ
に
は
鍵
が
か
か

て
お
り

八
幡
は
じ
ろ
り
と
理
事
⻑
を

ん
だ

油
断
も

も
ね
え

あ
ら

何
の
事
か
し
ら

何
で
も
な
い
で
す

そ
れ
じ

あ
ま
た

 
八
幡
は
そ
う
言

て
鍵
を
外
し
教
室
へ
と
急
い
だ

そ
の
最
中
に
八
幡
は
こ
ん
な
事
を
考
え

て
い
た

姉
さ
ん
や
雪
乃
だ
と
理
事
⻑
か
ら
手
が
回

て
何
か
無
茶
な
要
求
が
突
き
つ
け
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る

 
こ
れ
は
も
う
文
系
教

は
ク
ル
ス
理
系
教

は
紅
莉
栖
に
で
も
勉
強
を
教
え
て
も
ら
う
し
か

な
い
か

 
こ
う
し
て
八
幡
は

験
に
備
え
て
二
人
に
勉
強
を
教
わ
る
事
に
し
た
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第
６
２
１
話
 
ピ
ン
ク
ル
ス

 
す
み
ま
せ
ん

書
い
て
い
る
う
ち
に

こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
全

話
に
な
り
ま
し
た

八
幡
君

大
丈
夫

理
事
⻑
に
何
か
セ
ク
ハ
ラ
さ
れ
な
か

た

覚
悟
は
し
て
は
い
た
ん
だ
が
今
日
は
特
に
無
理
難
題
を
ふ

か
け
ら
れ
た
り
は
し
な
か

た

な 
最
初
か
ら
下
手
に
出
た
の
が
良
か

た
み
た
い
だ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

だ
が
一
つ
誤
算
が
あ

て
な

誤
算

何
だ

実
は
明
後
日
の

験
の
事
を
完
全
に
忘
れ
て
て
な

 
理
事
⻑
室
を
後
に
し

ま

す
ぐ
教
室
へ

た
八
幡
は

 
仲
間
達
に
理
事
⻑
室
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
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え

そ
れ

て
や
ば
い
ん
じ

な
い

八
幡
さ
ん
は
確
か

出

日

と

験
の

が
ト
レ

ド
オ
フ
で
し
た
よ
ね

ま
さ
か
の
落
第
確
定
か

最
悪
そ
う
な
る
か
も
し
れ
ん

 
そ
の
言
葉
に

明
日
奈
は
心
配
そ
う
な
顔
で
こ
う
言

た

お
か
し
い
と
は
思

て
た
ん
だ
よ
ね

 
ア
メ
リ
カ
で
特
に
勉
強
し
て
る
よ
う
な
素

り
が
な
か

た
か
ら

面
目
次
第
も
な
い

 
そ
ん
な
い
つ
に
な
く

気
な
八
幡
の

を

和
人
が
ポ
ン
と
叩
い
た

ま
あ
死
ぬ
気
で
勉
強
す
る
し
か
な
い
な

そ
の
つ
も
り
だ

 
そ
し
て
そ
ん
な
八
幡
を
見
か
ね
た
の
か

里
香
と
珪
子
が
八
幡
に
こ
う
提
案
し
て
き
た

実
は
今
日
の
お
昼
に
相
談
し
て
た
ん
だ
け
ど

今
日
明
日
の
放
課
後
み
ん
な
で
集
ま

て

 
勉
強
会
を
開
こ
う
か

て
話
し
て
た
ん
だ
け
ど
さ

八
幡
も
そ
れ
に
来
れ
ば

あ

そ
れ
は
い
い
か
も
で
す
ね

一
人
で
や
る
よ
り
は

が
い
い
と
思
い
ま
す



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
だ
が
八
幡
は

苦
々
し
い
顔
で
そ
の
提
案
を
断

た

あ

そ
の

し
出
は

難
い
ん
だ
が

今
回
の
ヤ
バ
さ
は
そ
ん
な
レ
ベ
ル
じ

な
い
ん
で

 
こ
の
二
日
間
限
定
の
家
庭
教
師
を
頼
も
う
か
と
思

て
る
ん
だ
よ

そ
こ
ま
で
な
ん
だ

お
う

何
せ

験

囲
も
覚
え
て
な
い
し
な

だ
か
ら
明
日
は
学
校
を
休
ん
で
勉
強
だ

 
こ
う
な
る
と
学
校
に
来
る
意
味
が
ま

た
く
無
い
か
ら
な

や

休
ん
で
勉
強

逆
転
の
発
想

そ
れ
は

新
な
考
え
方
で
す
ね

で
も
ま
あ
困

た
事
に

八
幡
の
立
場
だ
と
事
実
な
ん
だ
よ
な

 
そ
ん
な
八
幡
に
四
人
は

れ

心
配
そ
う
な
表
情
を
し
た
が

 
直
後
に
八
幡
が
出
し
て
き
た
名
前
を

い
て

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
納
得
し
た

一
応
文
型

目
は
マ

ク
ス

理
系

目
は
紅
莉
栖
に
教
え
て
も
ら
う
予
定
だ

こ
の
上
な
い
布

ね

豪
華
メ
ン
バ

だ
な
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そ

か

そ
れ
じ

あ
こ

ち
は
こ

ち
で
頑
張

て
み
る
ね

悪
い
な

ま
あ
お

い
頑
張
ろ
う
な

う
ん

一

に
卒
業
し
た
い
し

八
幡
君
も
頑
張

て
ね

も
し
落
第
し
た
ら

パ
シ
リ
に
使

て
や
る
か
ら
な

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
す
る

 
そ
し
て
八
幡
は

業
が
終
わ

て
す
ぐ
に

ク
ル
ス
に
メ

ル
を
入
れ
た

 
こ
れ
は
ク
ル
ス
が

業
中
な
可
能
性
を
考

し
た

で
あ
る

 
ク
ル
ス

今
日
の
帰
り

ど
こ
か
に
寄

て
か
な
い

う
ん

別
に
い
い
よ

 
ミ
サ
キ
の
娘
で
あ
る

と
一

に

業
を
受
け
て
い
た
ク
ル
ス
は

 

業
が
全
部
終
わ

た
後
に

に
そ
う
誘
わ
れ
一

に
ど
こ
に
行
く
か
相
談
し
て
い
る
最
中

だ

た

 
そ
の
時
八
幡
か
ら
の
メ

ル
が

き
ク
ル
ス
は
心

の

動
が

く
な
る
の
を
感
じ
な
が
ら

 
す
ぐ
に
そ
の
メ

ル
を
開
い
た
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分
嬉
し
そ
う
だ
け
ど

も
し
か
し
て
八
幡
君
か
ら

う

う
ん

 
ク
ル
ス
は
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い

た
感
じ
で
メ

ル
の
文
面
を
見
た

 
そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
あ

た

マ

ク
ス

急
の
用
事
が
あ
る
ん
だ
が
今
夜
俺
の
マ
ン
シ

ン
に

ま

て
も
ら
え
な
い

だ
ろ
う
か

 
ち
な
み
に
明
日
俺
は
学
校
を
休
む
か
ら

俺
と
一
日
一

に
い
て
も
ら
う
事
に
な
る
予
定
だ

 
絶
対
に
雪
乃
に
は
バ
レ
な
い
よ
う
に
し
た
い
ん
だ
が

今
あ
い
つ
は
近
く
に
い
る
か

 
と
り
あ
え
ず
迎
え
に
行
く
か
ら

場
所
を
指
定
し
て
く
れ

 
今
日
は
優
里
奈
も
呼
ん
で
な
い
か
ら
食
事
も
自
分
達
で
作
る
事
に
な
る
が

 
も
し
何
か
作
り
た
い
物
が
あ

た
ら

中
で
材
料
を

お
う

 
俺
は
俺
で
何
品
が
作
る
か
ら

そ
の
分
の
材
料
も
そ
の
時
に

う
つ
も
り
だ

 
も
し
都
合
が
悪
い
な
ら
返
信
し
て
く
れ
他
を
当
た
る
事
に
す
る

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
な

ま

ま
さ
か
の
八
幡
様
か
ら
の
お

り
の
お
誘
い

 
ク
ル
ス
は
そ
う

き

凄
ま
じ
い
速
度
で

を
回
転
さ
せ

自
分
の
世
界
に

し
始
め
た
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そ
し
て
ク
ル
ス
は

内
が
ピ
ン
ク
色
に

ま

た
ピ
ン
ク
の
ク
ル
ス
ピ
ン
ク
ル
ス
に
変
身
し

た
ま
さ
か
と
は
思
う
け
ど

優
里
奈
ち

ん
も
呼
ん
で
な
い

て
事
は
つ
ま
り
そ
う
い
う
事

 
い

い
い
の
か
な

で
も
八
幡
様
が
そ
う
言
う
ん
だ
か
ら

ル

ル
を
破

て
も
い
い
ん
だ

よ
ね

 
こ
れ
は
部
屋
に
紅
莉
栖
も
来
る

八
幡
が
女
子
の
誰
か
と
部
屋
で
二
人
き
り
に
な
ら
な
い

 
と
い
う
ル

ル
に
は

触
し
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
き
た
文
章
な
の
だ
が

 
ク
ル
ス
は
ど
う
や
ら
そ
う
は
思
わ
な
か

た
ら
し
い

 
と
い
う
か
誤
解
を
生
む
文
章
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
く

完
全
に
八
幡
の
ミ
ス
で
あ
る

ク
ル
ス

お

い

ク
ル
ス

し
か
も
明
日
学
校
を
休
む

て

今
日
か
ら
明
日
の
夜
に
か
け
て

 

々
と
八
幡
様
に
ベ

ド
の
中
で
か
わ
い
が

て
も
ら
え
る
と

え
え

何
そ
の
い
き
な
り
の
大
人
な
発
言

雪
乃
に
は
内

雪
乃
に
バ
レ
る
と

魔
さ
れ
る
か
ら

そ
れ
を
避
け
て

 
ね

今
日
雪
乃
は

雪
乃
は
ど
こ
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ク
ル
ス
は
あ
わ
て
て

に
そ
う

ね
た

 
先
ほ
ど
か
ら

が
ち

こ
ち

こ
と
話
し
か
け
て
き
て
い
た
事
に
は
当
然
気

い
て
い
な
い

え

急
に
ど
う
し
た
の

え

と

雪
乃
は
確
か

あ
あ

 
今
日
は
午
後
の

義
が
無
い
か
ら
猫
カ
フ

に
行
く

て
嬉
し
そ
う
に
帰

た
け
ど

よ

し
よ
し
猫
カ
フ

に
行

た
な
ら
絶
対
に
⻑
居
す
る
は
ず
何
も
問
題
な
し
私
大
勝

利
え

え

そ
し
て
八
幡
様
と
一

に
料
理

そ
う
な
る
と
多
分

八
幡
様

味
見
し
て
も
ら
え
ま
す
か

あ
あ

お

美
味
い
な

さ
す
が
は
俺
の
マ

ク
ス
だ

は
い

八
幡
様
の
マ

ク
ス
で
す

私
の
身
も
心
も
八
幡
様
に

げ
て
い
ま
す
か
ら

心
は
と
も
か
く
身
は
ま
だ
だ
ろ
う

あ

八
幡
様

そ
ん
な

も
う
我
慢
出
来
ん

こ
の
ま
ま
お
前
を
味
見
し
た
い
ん
だ
が

い
い
か

は
い

優
し
く
し
て
下
さ
い
ね

な
ん
て
な
ん
て

き

あ

き

あ



 第６２１話 ピンクルス

 
突
然
ク
ル
ス
が
自
分
の

に
手
を
当
て

く
ね
く
ね
と
体
を

り
始
め
た

 

は

囲
の
目
を
気
に
し
な
が
ら
必
死
に
ク
ル
ス
に
呼
び
か
け
た

ク
ク
ル
ス
落
ち
着
い
て

本
当
に
落
ち
着
い
て

て
ば

り
の
人
が
見
て
る
か
ら

し
か
し
最
後
の
こ
の
文
章

都
合
が
悪
か

た
ら
代
わ
り
を
呼
ぶ

 
つ
ま
り
も
し
こ
こ
で
私
が
行
か
な
か

た
ら

 
八
幡
様
は
そ
の
リ
ビ
ド

を
他
の
人
で
解
消
す
る
と
い
う
事
に

 
そ
れ
は

目

絶
対
に

目

お
そ
ら
く
八
幡
様
は
私
を
一
番
に
指
名
し
て
く
れ
て
い
る

 
こ
の
ビ

グ
ウ

ブ
に
乗
ら
な
い
手
は
な
い

ビ

ビ

グ
ウ

ブ

と
い
う

で

時
間
が
無
い
わ

ち

と
付
き
合

て

え

あ

ど

ど
こ
に
い
く
の

い
物

 
そ
し
て
ク
ル
ス
は
急
い
で
メ

ル
を
書
き
始
め
た

 
雪
乃
が
不
在
な
事
と
三
十
分
後
に
学
校
ま
で
迎
え
に
来
て
ほ
し
い
と
い
う
事
を
メ

ル
に
書

き
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八
幡
に
送
信
し
た
ク
ル
ス
は

す
ぐ
に
八
幡
か
ら

の
メ

ル
が
き
た

 
そ
の
ま
ま

を

て
近
く
の
シ

ピ
ン
グ
モ

ル
に
駆
け
込
ん
だ

家
に
帰
る
時
間
が

し
い

八
幡
様
が
好
き
そ
う
な
服
を
選
ん
で

そ

そ
ん
な
の
分
か
ら
な
い
よ

そ
れ
じ

あ
と
に
か
く
か
わ
い
く
て
エ
ロ
い
や
つ
を
探
し
て

エ

エ
ロ
い

て
そ
ん
な
ス
ト
レ

ト
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ち

ん
と
服
選
び
を
手
伝
う

な
の
で
あ
る

 
ど
う
や
ら
八
幡
か
ら
の
大
人
の
誘
い
で
あ
る
事
は
先
ほ
ど
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
で
あ
り

 

ま
し
い
と
思
い
つ
つ
も

は
友
人
の
幸
せ
を
思
い
素
直
に
応
援
す
る
事
に
し
た
よ
う
だ

こ
れ
で
よ
し

そ
れ
じ

あ
次
は
下
着

り
場

そ
う
く
る
と
思

た

で

ど
ん
な
の
が
い
い
の

さ

き
選
ん
だ
服
と
真
逆
の

な
奴

で
も
ち

ん
と
露
出
が
あ
る
奴

注
文
が
多
い

仕
方
な
い
で
し

ギ

プ
萌
え
を
狙
う
ん
だ
か
ら

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
探
そ

か
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そ
し
て
無
事
に
下
着
を
選
び
終
わ

た
ク
ル
ス
は

 
次
に
何
を
考
え
た
か
エ
プ
ロ
ン
を

て
い
る
店
を
探
し
始
め
た

つ
ま
り
料
理
を
す
る

て
事

そ
れ
も
あ
る
け
ど

主
目
的
は
私
の
体
型
に
フ

ト
す
る

エ
プ
ロ
ン
選
び
よ

ク
ル
ス
が
壊
れ
た

ま
あ
別
に
い
い
け
ど

 
そ
し
て
二
人
は

エ
プ
ロ
ン
に

し
た
エ
プ
ロ
ン
は
ど
れ
か
と

真
面
目
に
議

し
始
め
た

 

囲
の
客
達
は
ド
ン
引
き
で
あ
る

そ
し
て
二
人
は
こ
れ
は
と
い
う
エ
プ
ロ
ン
を
選
び

 
ク
ル
ス
が
そ
れ
を

入
し
た
時
点
で

に
二
十
分
が

過
し
て
い
た

 
こ
れ
は
女
性
の

い
物
と
し
て
は
か
な
り

い
ペ

ス
で
あ
り
二
人
が
ど
れ
だ
け
頑
張

た

か
が
分
か
る

 
ち
な
み
に
ク
ル
ス
は
こ
こ
ま
で

た
物
を
全
部
そ
の
場
で
身
に
つ
け
て
お
り

 
完
全
に
お
出
か
け
準
備
を
整
え
終
わ

て
い
た

よ
し

間
に
合

た

そ
れ
じ

あ
学
校
に

る
よ

う

う
ん

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
学
校
に

り

約
束
の
時
間
ま
で
そ
の
場
で
待
つ
事
に
し
た
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付
き
合

て
も
ら

て
本
当
に
あ
り
が
と
ね

助
か

た
よ

う
う
ん
ク
ル
ス
が
最
初
に
着
て
た
服
は
と
り
あ
え
ず
私
が

か

て
つ
い
で
に
洗

し

て
お
く
ね

い
い
の

ご
め
ん
ね

い

て
い
い

て

親
友
の
幸
せ
の

だ
も
ん

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ

八
幡
の
到
着
を
待

て
い
た
二
人
で
あ

た
が

 
ク
ル
ス
が
普

と
は
違
い

女
ら
し
さ
を
前
面
に
押
し
出
し
た
格
好
を
し
て
い
る

 
凄
い

の
男
達
が
次
々
と
ク
ル
ス
に
声
を

け
て
き
た

間
宮
さ
ん

そ
の
格
好

凄
く
か
わ
い
い
ね

は

別
に
あ
な
た
の

に
着
て
る

じ

な
い
ん
で

間
宮
さ
ん

良
か

た
ら
こ
の
後
ど
こ
か
遊
び
に

私
が
男
の
人
と
遊
び
に
行
く
事
は

遠
に
あ
り
え
ま
せ
ん
消
え
て
下
さ
い

そ
れ
な
ら
俺
と

こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
か

あ
り
え
ま
せ
ん
消
え
て
下
さ
い

 

は
ク
ル
ス
の
そ
ん
な
対
応
を

物
珍
し
そ
う
に

め
て
い
た
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不
機

そ
う
だ
な

こ
ん
な
ク
ル
ス
は
珍
し
い
ね
で
も
ま
あ
確
か
に
声
を
か
け
て
く
る
人

多
す
ぎ

 

は

め
て
今
の
ク
ル
ス
の
格
好
を
見
て

そ
れ
も
仕
方
な
い
か
と
た
め
息
を
つ
い
た

 
そ
ん
な

の

界
に
先
日
見
た

が
入
り

は
ク
ル
ス
に
そ
の
事
を
伝
え
た

ク
ル
ス

来
た
み
た
い
だ
よ

あ

本
当
だ

あ
り
が
と
う

 
ク
ル
ス
は
そ
う
言
う
と

男
達
を

魔
そ
う
に

み
つ
け
て
道
を
空
け
さ
せ

 
そ
の
ま
ま
一
目
散
に
八
幡
の
方
に
走

て
い

た

八
幡
様

 
そ
の
学
内
三
大
美
女
の
一

で
あ
る
ク
ル
ス
の

 
先
ほ
ど
ま
で
と
は
ま

た
く
違

た

い
声
に

男
達
は

然
と
し
た

 
あ
ま
つ
さ
え
ク
ル
ス
が

け
そ
う
な
笑
顔
で
ま
だ

に
乗

た
ま
ま
の
八
幡
に
話
し
か
け
た

 
男
達
は
さ
す
が
に
悔
し
か

た
の
か

ク
ル
ス
が

に
乗
る
前
に
何
と
か
し
よ
う
と

 
ほ
ぼ
全
員
が
キ

ト
の
方
へ
と
向
か

て
一
歩
を

み
出
し
た
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急
な
話
で
悪
か

た
な
ク
ル
ス

そ
れ
じ

あ
行
く
か

キ

ト

ド
ア
を
開
け
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
の

間
に
キ

ト
の
ガ
ル
ウ

ン
グ
が
開
き

そ
の
男
達
は
ビ
ク

と
し
た

 
ど
う
や
ら
そ
れ
で
キ

ト
が
自
分
達
に
は
手
が
出
な
い
高
性
能
で
高
価
格
な

だ
と
気

い
た
よ
う
だ

 
そ
の

男
達
は
そ
の
場
か
ら
動
く
事
が
出
来
な
く
な
り

 
そ
の
ま
ま
ク
ル
ス
が
運
転

か
ら
降
り
た
八
幡
に
エ
ス
コ

ト
さ
れ

 
キ

ト
の
助
手

に
乗
り
込
ん
で
し
ま

た

す
ご
す
ご
と
引
き
下
が
る
事
し
か
出
来
な
く

な

た

 
そ
の
せ
い
か

キ

ト
の
所
ま
で
た
ど
り
着
け
た
の
は

だ
け
だ

た

八
幡
君

ク
ル
ス
を
お
願
い
ね

お

さ
ん
か

悪
い
が
ク
ル
ス
を

り
て
く
わ

う
ん

ご
ゆ

く
り
ね

 
八
幡
は
そ
の

の
言
葉
に

俺
に
と

て
は
こ
れ
か
ら
が
地
獄
な
ん
だ
が
な
と
思

た
が

 
口
に
出
し
て
は
何
も
言
わ
な
か

た
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そ
れ
じ

あ
ま
た
そ
の
う
ち
な

あ
り
が
と
ね

う
ん

二
人
と
も

ま
た
ね

 
そ
し
て
キ

ト
が
発

し

も
家
に
帰
ろ
う
と

り
返

た

 
そ
こ
に
は
敗
北
感
に

れ
た
男
達
が
死

々
と

ん
で
お
り

は
内
心
で
こ
う
思

た

プ
ラ
イ
ド
だ
け
は
高
い
負
け

さ
ん
達

無

な
努
力
を
ご
苦
労
様

 
こ
の
事
か
ら
も

ど
う
や
ら

が
⺟
親
似
で
間
違
い
な
い
と
い
う
事
が
よ
く
分
か
る

 
八
幡
様

今
日
は
一
番
に
私
に
声
を

け
て
下
さ

て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
や
こ

ち
こ
そ
急
で
悪
か

た
な
こ
う
い
う
時
は
俺
に
は
お
前
し
か
い
な
い
か
ら
な

す

凄
く
嬉
し
い
で
す

し
か
し
お
前
に
は
珍
し
く
ち

と

手
な
格
好
だ
な

で
も
ま
あ
凄
く
似
合

て
る
ぞ

は

は
い

 
そ
ん
な
微

に
意
味
が
食
い
違
う
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
二
人
は
マ
ン
シ

ン
へ
と
た
ど
り

着
い
た
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そ
し
て
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
た

間

中
か
ら
先
に
来
て
い
た
紅
莉
栖
が
顔
を
出
し
た

ハ
イ

待
ち
く
た
び
れ
た
わ
よ

く

紅
莉
栖

ど
う
し
て
こ
こ
に

あ
な
た
と
同
じ

八
幡
に
勉
強
を
教
え
る

に
呼
ば
れ
た
の
よ

 
ま

た
く
も
う

験
が
あ
る
事
を
忘
れ
る
な
ん
て
ど
ん
な
ド
ジ
よ

面
目
次
第
も
な
い

 
そ
れ
で
ク
ル
ス
は
自
分
の
勘
違
い
を
悟
り

顔
を

く
し
た

そ
れ
に
し
て
も
ク
ル
ス

分
と
気
合
い
の
入

た
格
好
ね
一
体
ど
う
い
う
風
の

き
回
し

え

え

と

こ
れ
は

 
言
い
よ
ど
む
ク
ル
ス
の
代
わ
り
に

八
幡
が
紅
莉
栖
に
こ
う
言

た

そ
ん
な
に
気
に
な
る
事
か

マ

ク
ス
だ

て
お

落
く
ら
い
す
る
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど

ク
ル
ス

て
実
は

 
あ
ん
た
の
前
以
外
だ
と
凄
く
地
味
な
格
好
し
か
し
な
い
の
よ
ね

だ
か
ら
珍
し
い
な

て

今
は
俺
の
前
に
い
る
だ
ろ
う
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で
も
急
に
呼
び
出
し
た

て
事
は

最
初
か
ら
そ
の
格
好
だ

た

て
事
じ

な
い

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
が

 
そ
ん
な
自
分
の
フ

ロ

を
し
て
く
れ
る
八
幡
の
様
子
を
見
て
い
た
た
ま
れ
な
く
な

た
の

か 
ク
ル
ス
は
自
分
が
何
を
考
え
た
の
か

正
直
に
二
人
に
告
白
し
た

 
あ
は
は
は
は

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

す

す
ま
ん

俺
の
メ

ル
の
書
き
方
が
悪
か

た

い
え

確
認
し
な
か

た
私
が
悪
い
で
す

余
計
な
出

を
さ
せ
ち
ま

た
な

そ
の
分
は
ち

ん
と
出
し
て
や
る
か
ら
心
配
す
る
な

い
え

秘
書
見

い
と
し
て
も
ら

て
い
る
お

金
で
お
釣
り
が
来
ま
す
の
で

い
や

し
か
し
だ
な

 
そ
う
困

た
顔
で
言
う
八
幡
に

紅
莉
栖
が
こ
う
言

た

八
幡

あ
ん
た
が
言
う
べ
き
事
は
そ
う
じ

な
い
で
し

う

ま
あ
お
前
が
何
を
言
い
た
い
か
は
分
か

て
る
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ど
う
い
う
事
で
す
か

 
そ
の
八
幡
と
紅
莉
栖
の
や
り
取
り
に

ク
ル
ス
は
き

と
ん
と
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は

を
か
き
な
が
ら
ク
ル
ス
に
こ
う
言

た

マ

ク
ス

事
情
を
説
明
し
た
上
で
明
日
奈
の
許
可
は
俺
が
と
る
か
ら

 
今
度
二
人
で
ど
こ
か
に
遊
び
に
行
こ
う

そ
の
時
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
服
を
着
て
き
て
く
れ
よ

 
あ
あ
下
着
と
か
は
見
る

に
は
い
か
な
い
が
エ
プ
ロ
ン

は
後
で
料
理
の
時
に
見
せ
て
も

ら
う
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に
ク
ル
ス
は

内
心

き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

は
い

喜
ん
で

 
こ
う
し
て
ラ
ブ
コ
メ
の
時
間
が
終
わ
り

勉
強
の
時
間
が
始
ま

た
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第
６
２
２
話
 
学
ぶ

休
む

時
々
雑
談

 
突
然
で
す
が

ス
ト

ク
が
た
ま

て
き
た
の
で
今
日
は
二
話
投
稿
し
よ
う
と
思
い
ま
す

 
本
日
二
話
目
は

方
六
時
に
投
稿
し
ま
す

と
い
う

で

こ
う
い

た
流
れ
で
武
士
が
台

し
て
い

た

で
す

な
る
ほ
ど

個
別
の
出
来
事
じ

な
く
流
れ
で
覚
え
な
い
と

 
歴

て
の
は
本
当
の
意
味
で
は
身
に
つ
か
な
い
と
い
う
事
な
ん
だ
な

 
つ
い
で
に
そ
の
時
世
界
は
ど
う
だ

た
か
を
考
え
れ
ば

一
石
二

だ
な

は
い

さ
す
が
は
八
幡
様

そ
の
通
り
で
す

素
晴
ら
し
い
で
す

 
世
界
で
は
こ
の
時
こ
う
だ

た
が

で
は
日
本
は

て
の
は
よ
く
あ
る
設
問
で
す
か
ら
ね

日
本

の

業
で
も

世
界

の
知
識
も
多
少
は
必
要
だ

て
事
だ
な

 
し
か
し
マ

ク
ス

無
理
に
俺
を
褒
め
よ
う
と
し
て
な
い
か

い
い
え

こ
れ
は
褒
め
て

ば
す
と
い
う
私
の
作
戦
で
す
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そ
れ

バ
ラ
し
ち

た
ら
あ
ん
ま
り
意
味
が
無
い
か
ら
な

 
三
人
は

教
師
二
人
が
交
代
で

そ
し
て
八
幡
は
ぶ

続
け
で

験
勉
強
を
行

て
い
た

 
ち
な
み
に
今
は
ク
ル
ス
の
日
本

の

業
で
あ
る

八
幡
様
は

年

を
覚
え
る
の
が
若

苦
手
で
す
か

う

ん

結
局
あ
れ

て
語
呂
合
わ
せ
が
一
番

い
ん
だ
よ
な

 
そ
れ
で
地
道
に
覚
え
て
い
く
し
か
な
い
か

ま
あ
流
れ
が
掴
め
て
い
れ
ば

大
き
く
外
れ
た
選
択
肢
が

外
出
来
ま
す
か
ら

 
多
少

験
に
関
し
て
は
楽
に
な
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
よ
な

ま
あ
語
呂
合
わ
せ
が

な
の
は
確
か
な
の
で
主
だ

た
事
件
に
関
し
て
は
覚
え
て
い
き
ま

し

う

 

え
ば
そ
う
で
す
ね

平
安
の
女

ク
ル
ス
で
す

 
突
然
ク
ル
ス
が
テ
ン
シ

ン
高
く
そ
う
言
い

八
幡
の
目
は
点
に
な

た

は

 
同
時
に
横
で
そ
れ
を

い
て
い
た
紅
莉
栖
の
目
も
点
に
な

た
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平
安

 
そ
ん
な
二
人
に
ク
ル
ス
は
ド
ヤ
顔
で
言

た

そ
う
で
す

平
安
京

都
は
７
９
４
年

つ
ま
り
女

ク
ル
ス

で
す

鳴
く
よ
ウ
グ
イ
ス
じ

目
な
の
か

む
む

確
か
に
知
名
度
は
そ
ち
ら
の
方
が
上
で
す
ね
で
は
こ
ん
な
の
は
ど
う
で
し

う

 
い

ぱ
い

ク
ル
ス

日

戦
争

お

お
う

つ
い
で
に
そ
の
十
年
後
が
日
露
戦
争

更
に
そ
の
十
年
後
が
第
一
次
世
界
大
戦
で
す
よ

え

マ
ジ
で

あ

本
当
だ

確
か
に
こ
れ
は
覚
え
る
の
が
楽
だ

楽
な
ん
だ
が

 
ク
ル
ス
が
い

ぱ
い
ク
ル
ス
が
い

ぱ
い

何
か
夢
に
出
て
き
そ
う
だ
な

私
が
八
幡
様
の
夢
に

そ
れ
は
と
て
も
い
い
事
じ

な
い
で
す
か

私
は
そ
れ
よ
り
も

今
の
ク
ル
ス
の
テ
ン
シ

ン
の
高
さ
が
気
に
な
る
ん
だ
け
ど

だ

て
今
の
私
は
こ
ん
な
に
も
八
幡
様
に
求
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
よ

 
テ
ン
シ

ン
が
上
が
ら
な
い
方
が
お
か
し
い
よ
ね

ね

私
に
同
意
を
求
め
ら
れ
て
も
困
る
ん
だ
け
ど
ね
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そ
ん
な
ク
ル
ス
を
見
て
八
幡
は

 
今
日
は
絶
対
に
ク
ル
ス
と
二
人
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
心
に

た

 
ど
う
や
ら
ク
ル
ス
は
多
少
色
が
薄
ま

た
と
は
い
え
ま
だ
微

に

内
が
ピ
ン
ク
の
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ
次
の
ク
ル
ス
で
す
が

お

ぱ
い

ク
ル
ス

は
遣

使

止

 
平
安
京

都
か
ら

年
後
で
す

ち

お
ま

ぶ
ほ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
何
と
か

え
た
が
紅
莉
栖
は
思
わ
ず
女
の
子
に
あ
る
ま
じ
き

き
出
し

方
を
し

 
八
幡
は
紅
莉
栖
に
そ

と
ハ
ン
カ
チ
を
差
し
出
し
た

あ

あ
り
が
と

げ
ほ

仕
方
な
い
さ

マ

ク
ス
の
テ
ン
シ

ン
が
ず

と
お
か
し
い
か
ら
な

 
そ
ん
な
紅
莉
栖
の
様
子
に
は
気
付
か
ず

ク
ル
ス
は
更
に
何
か
言
お
う
と
し
た

更
に
次
の

待
て
マ

ク
ス
そ
の

り
は
自
分
で
出
来
る
か
ら
流
れ
の
説
明
だ
け
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
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そ
う
で
す
か

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
で
す
ね

私

製
の
語
呂
合
わ
せ
メ
モ
を
後
で
進

し
ま
す

そ

そ
う
か

 
そ
し
て
世
界

が
ひ
と

落
し
交
代
と
い
う
事
で
次
に
紅
莉
栖
が
物
理
の
勉
強
を
教
え
始
め

た 
そ
の
最
中

何
故
か
八
幡
が
う
る
う
る
し
て
い
る
の
を
見
て

紅
莉
栖
は
思
わ
ず
後
ろ
に
下

が

た
い

い
き
な
り
何

い
や

普
通

て
素
晴
ら
し
い

て
思

て
な

そ

そ
う

ま
あ
役
に
立
て
て
る
な
ら
良
か

た
わ

 
ち
な
み
に
そ
の
時
ク
ル
ス
は

交
代
に
よ
る
休

時
間
を
使

て

 
一
心
不
乱
に

語

に
語
呂
合
わ
せ
を
書
い
て
い
た
の
だ

た

 
さ
て

そ
ろ
そ
ろ

に
し
よ
う
か
ね

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
三
人
で
パ
パ

と
作

ち

い
ま
し

う
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と
い
う
か
紅
莉
栖
は
料
理
が
出
来
る
ん
だ

け
か

失

ね

明
日
奈
や
優
里
奈
ち

ん
ほ
ど
じ

な
い
け
ど

普
通
に
出
来
る
わ
よ

と
い
う
か

身
内
で
料
理
が
苦
手
な
の

て
結
衣
く
ら
い
で
す
け
ど

 
そ
の
結
衣
も
た
ま
に
私
達
と
一

に
料
理
と
か
し
て
る
ん
で

 
今
じ

普
通
に
食
べ
ら
れ
る
物
を
作
れ
ま
す
よ

そ
の
言
い
方
だ
と

は
食
べ
ら
れ
な
か

た
み
た
い
に

こ
え
る
が

そ
の

り
は
八
幡
様
の
方
が

し
い
の
で
は

ま

ま
あ
あ
い
つ
の
料
理
の

が
上
達
し
た
の
は
喜
ば
し
い
な

う
ん

 
そ
し
て
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
が
お
手

な
料
理
を
作
り

食
を
食
べ
た
後
に
勉
強
が
再
開
さ
れ

た 
今
回
は
明
日
一
日
の
時
間
の
余

が
あ
る

日
ご
と
に
教

を
絞

て
勉
強
す
る
事
に
な

て
い
る

八
幡
様
は
や
は
り
国
語
は
得
意
な
ん
で
す
ね

教
え
る
の
が
と
て
も
楽
で
助
か
り
ま
す

ま
あ
国
語
は
ほ
ら
元
々
ど
う
い
う

番
で
何
を
教
え
て
る
の
か
生
徒
か
ら
す
る
と

だ

か
ら
な
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解
力
さ
え
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
に
な
ん
と
か
な
る

そ
の
点
理
系
教

全

は
や

ぱ
り
苦
手
そ
う
に
見
え
る
わ
ね

 
ロ
ジ

ク
を
組
み
立
て
る
の
は
得
意
そ
う
な
の
に

ど
う
し
て
な
の
か
し
ら

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
だ
な

純
に

が
苦
手
な
の
か
も
な

ま
あ
仮
に
そ
う
だ
と
し
た
ら

将
来
の

に
も

服
し
な
い
と
ね

だ
な

ま
あ

は
逃
げ
ま
く

て
い
た
が

今
は
逃
げ
ず
に
頑
張
る
つ
も
り
だ

え
ら
い
え
ら
い

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
勉
強
し
た
後

三
人
は
一
度
休

す
る
事
に
し
た

 
⻑
時
間
ぶ

続
け
で
勉
強
し
て
も
能

は
絶
対
に
上
が
ら
な
い
事
を
三
人
は
よ
く
分
か

て

い
た

 
そ
の
休

の
最
中
に

い
コ

ヒ

を
飲
み
な
が
ら
八
幡
が
紅
莉
栖
に
話
し
か
け
た

な

紅
莉
栖

技
研
の
様
子
は
ど
う
だ

何
か
不
自
由
し
て
な
い
か

 
ち
な
み
に
技
研
と
は

今
度
新
し
く
立
ち
上
が
る

次
世
代
技
術
研
究
部

の
事
で
あ
る

 
そ
の
部
⻑
に
は
先
月
ア
メ
リ
カ
か
ら
連
れ
て
き
た
レ
ス
キ
ネ
ン
元
教

が

任
す
る
事
に
な

て
い
た
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そ
う
ね
ま
だ
立
ち
上
げ
の
最
中
だ
け
ど
多
少
無
理
な
お
願
い
で
も

い
て
も
ら
え
る

て

 
教

じ

な
い

今
は
部
⻑
ね

レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑
が
凄
く
喜
ん
で
た
わ
よ

 
お
か
げ
で
や
る
気
満
々
み
た
い

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

ま
る
で
無

気
な
子

み
た
い
よ
思
い
返
せ
ば

の
教

は
た
ま
に
表
情
が

る
事
が
あ

た
け
ど

 
今
は
そ
う
い
う
の
が
全
然
な
い
の

も
う
す

か
り
こ
の

に

ん
で
る
感
じ

 
そ
う
い
え
ば
部
⻑
が
今
度

古
き
良
き
日
本
文
化
を
見
て
み
た
い

て
言

て
た
わ

確
か
に
こ

ち
に
来
て
か
ら
ず

と
忙
し
か

た
し
な

 
今
度
レ
ヴ

カ
を
鎌
倉
に
連
れ
て
い
く

て
約
束
し
て
る
か
ら
そ
の
時
一

に
誘

て
み

る
わそ

う
し
て
あ
げ
て

き

と
喜
ぶ
わ
よ

あ

そ
う
い
え
ば

 
そ
こ
で
紅
莉
栖
は
和
や
か
だ

た
表
情
を
一
変
さ
せ
八
幡
と
ク
ル
ス
は
何
と
な
く
背
筋
を

ば
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
を

し
た
ア

ガ
ス
の
元
本
社
ビ
ル
に
あ

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

は
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今
う
ち
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
る
じ

な
い

あ
あ

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
か

そ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

だ
け
ど

実
は
も
う
一
つ
あ

た
ら
し
い
の
よ

も
う
一
つ

ど
こ
に
だ

⻑
野
の
山
奥

 
そ
の
言
葉
で
八
幡
は

思
い
当
た
る

物
が
一
つ
あ

た
事
を
思
い
出
し
た

さ
ん
の
別

か

え
え

そ
の
別

の
調
査
が
や

と
終
わ

た
ら
し
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の
過

で
サ

バ

が
発
見
さ
れ
て
ね

そ
れ
の

し
い
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
わ

そ
れ
は
初
め
て

い
た
な

こ
こ
に
来
る
直
前
に

い
た
話
だ
か
ら

ま
だ
連

が
い

て
な
い
ん
だ
と
思
う

 
一
応
メ
ン
バ

は
ア
ル
ゴ
さ
ん
と
私
ダ
ル
君
そ
れ
に
レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑
の
四
人
で
行
く

予
定
よ

そ
う
か

手
が
足
り
な
い
な
ら

員
す
る
か
ら
言

て
く
れ
な

そ
れ
は
大
丈
夫

行
く
の
は
う
ち
だ
け
じ

な
い
か
ら
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そ
の
言
葉
に
八
幡
は

目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た

他
に
も
誰
か
行
く
の
か

え
え

レ
ク
ト
か
ら
何
人
か
と

あ
と
重
村
教

ね

重
村
教

て

も
し
か
し
て

さ
ん
と
凛
子
さ
ん
そ
れ
に
須

の
ク
ソ
野
郎
の
先
生

だ

た
そ
う
ね

八
幡
の
言
う
通
り

そ
れ
で
合

て
る
わ

 
ち
な
み
に
今
回
は

カ
ム
ラ
と
い
う
会
社
の
一
員
と
し
て
の
参
加
に
な
る
み
た
い

カ
ム
ラ

オ

グ
マ

か

 
さ
す
が
八
幡
は

そ
の

り
の
繋
が
り
を
ち

ん
と

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

 
カ
ム
ラ
と
は

オ

グ
マ

と
呼
ば
れ
る

張
現
実

末
を
開
発
し
て
い
る
会
社
の
名
前
で

あ

た
ま
あ
確
か
に
う
ち
と
レ
ク
ト
だ
け
だ
と
公
平
性
に
疑
問
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ね

 
他
社
を
入
れ
る
の
は
仕
方
が
な
い
事
だ
と
思
う

さ
れ
て
る
と
世
間
に
思
わ
れ
る
の
は
い
い
事
じ

な
い
し
な

と
い
う

で
ち

と
行

て
く
る
け
ど

何
か
調
べ
て
お
い
て
欲
し
い
事
と
か
あ
る



 第６２２話 学ぶ、休む、時々雑談

そ
う
だ
な

う
ち
が
管
理
し
て
い
る
サ

バ

と
中
身
に
何
か
違
い
が
あ
る
の
か
ど
う
か

 
そ
こ
を
重
点
的
に
調
べ
て
お
い
て
く
れ
る
と

難
い
な

オ

ケ

任
せ
て

す
ま
ん
が
頼
む

あ

い
や

待
て
よ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
一

考
え
込
む
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
後

紅
莉
栖
に
こ
う
言

た

一
人
追
加
だ

桐
生
萌
郁
を
同
行
さ
せ
て
く
れ

む
む

こ
こ
で
私
の
ラ
イ
バ
ル
の
名
前
が

 
ク
ル
ス
が
そ
う

き

八
幡
は
思
わ
ず
こ
う

き
返
し
た

ラ
イ
バ
ル
な
の
か

は
い

主
に
胸
に
関
し
て
で
す
ね

小
猫
も
い
る
ん
だ
し
今
更
だ
ろ

た

確
か
に

 
紅
莉
栖
は
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を
何
も

こ
え
な
い
と
い
う
風
に
ス
ル

し
た

桐
生
さ
ん

て
確
か

こ
の
前
入
社
し
た
あ
ん
た
の
直
属
の
部
下
よ
ね

 
入
社
し
た
て
だ

た
の
に
い
き
な
り
直
属
だ

て
紹
介
さ
れ
た
か
ら
少
し
驚
い
た
わ
一
体
ど
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う
い
う
人た

 
そ
の
八
幡
の
無

も
な
い
言
葉
に

紅
莉
栖
は

白
ん
だ

た

て
あ
ん
た

猫
み
た
い
に

小
猫
も
俺
が

た

だ
か
ら
直
属
だ

分
か
り
や
す
い
だ
ろ

小
猫

て
薔
薇
さ
ん
よ
ね

へ

あ
ん
た

て
女
の
子
を

い
ま
く
る
趣
味
で
も
あ
る
の

使
え
そ
う
な
男
が
落
ち
て
れ
ば
男
も

う
さ

ま
あ
た
ま
た
ま
だ

た
ま
た
ま
ね

ま
あ
あ
れ
で
萌
郁
は
中
々
目

が
き
く

連
れ
て
い

て

は
無
い
は
ず
だ

ふ

ん

ま
あ
話
は
分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で

 
こ
れ
で
紅
莉
栖
の
話
は
終
わ
り

次
に
八
幡
は

ク
ル
ス
に
こ
う

ね
た

ク
ル
ス
は
最
近
ど
う
だ

何
か
困

た
事
と
か
無
い
か

い
え

困
る
よ
う
な
事
は
特
に
は

ま
あ
あ
え
て
言
う
な
ら
雪
乃
か
ら
の
誘
い
が
多
い
の
が

ち

と
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誘
い

何
の
だ

え

と

今
日
も
行

て
る
と
思
う
ん
で
す
が

猫
カ
フ

で
す

あ
あ

雪
乃
ら
し
い
わ
ね

ち
な
み
に
も
し
誘
わ
れ
た
ら
六
時
間
コ

ス
に
な
る
の
で
覚
悟
し
て
お
い
た
方
が
い
い
で
す

ね
⻑

 
八
幡
と
紅
莉
栖
は
思
わ
ず
そ
う
ハ
モ
り

顔
を
見
合
わ
せ
て

を

め
た

さ
す
が
に
そ
れ
は
勘

だ
な

一

二
時
間
な
ら
全
然

わ
な
い
ん
だ
け
ど
ね

ま
あ
目
に
余
る
よ
う
な
ら
俺
か
ら
注
意
し
て
お
く
か
ら

す
ぐ
に
言
う
ん
だ
ぞ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
再
び
勉
強
が
始
ま

た

交
代
と
は
い
え
⻑
丁
場
に
な
る
予
定
で
あ
り
大
変
で
あ
ろ

う
に

 
二
人
は
ま

た
く

そ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
ず

熱
心
に
八
幡
に
勉
強
を
教
え
て
く
れ
た
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ま

た
く
俺
は
仲
間
に
恵
ま
れ
て
る
よ
な

ん

何
か
言

た

い
や

そ
ろ
そ
ろ
休

の
時
間
だ
ろ

二
人
で
仲
良
く
入

で
も
し
て
く
る
と
い
い

別
に
そ
れ
で
も
い
い
け
ど

何
で
二
人
で

て
も
し
か
し
て
あ
ん
た

 
見
張
り
が
い
な
い
の
を
い
い
事
に

く
つ
も
り
じ

無
か
ろ
う
な

ん
な

あ
る
か

 
そ
し
て
八
幡
は

紅
莉
栖
の

元
で
こ
う

い
た

マ

ク
ス
だ
よ

分
か
る
だ
ろ

ク
ル
ス

あ
あ

そ
う
い
う
事
ね

 
紅
莉
栖
は
そ
れ
だ
け
で
八
幡
が
何
を
考
え
た
か
理
解
し
た
ら
し
い

 
要
す
る
に
ク
ル
ス
と
二
人
き
り
に
な

て
暴
走
を

く
よ
う
な
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
の

意
図
で
あ
る

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
ク
ル
ス

一

に
お
風
呂
に
入
り
ま
し

わ

私
は
別
に

番
で
も

 
紅
莉
栖
は
そ
ん
な
八
幡
と
二
人
き
り
に
な
り
た
そ
う
な
ク
ル
ス
を
見
て
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そ
の
ま
ま
強
引
に
ク
ル
ス
を

室
へ
と
引

張

て
い

た

い
い
か
ら
行
く
わ
よ

お
風
呂
で
女
子
会
し
ま
し

う

う
ん

 
ク
ル
ス
は
名
残

し
そ
う
な
表
情
で
そ
の
ま
ま
ド
ナ
ド
ナ
さ
れ
て
い
き

 
風
呂
場
で
紅
莉
栖
に

水
の
シ

ワ

を

び
せ
ら
れ
ご
存
知
の
通
り
今
は
ま
だ
九
月

な

の
だ

 
風
呂
か
ら
上
が

た
時
に
は
と
て
も
ス

キ
リ
と
し
た
表
情
で
い
つ
も
の
調
子
を
取
り

し

て
い
た

八
幡
様

り
ま
し
た

お
う

そ
れ
じ

あ
俺
も
入
ら
せ
て
も
ら
う
か
な

は
い

私
の
体
で
出

を
と

て
お
い
た
の
で

そ
ち
ら
も
お
楽
し
み
下
さ
い

ち

と

そ
こ
に
は
私
の
出

も
入

て
る
ん
だ
か
ら
や
め
て
よ
ね

お
前
ら
二
人
し
て
出

と
か
言
う
な
よ

  
八
幡
は
そ
ん
な
ク
ル
ス
の
態
度
か
ら
ま
だ
テ
ン
シ

ン
が
お
か
し
い
ま
ま
な
の
か
と

し
ん
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だ
が

 
よ
く
観
察
す
る
と
そ
の
表
情
が
先
ほ
ど
ま
で
と
は
違
い

わ
ざ
と
言

て
い
る
よ
う
な
感
じ

だ

た

 
ど
う
や
ら
元
に

た
み
た
い
だ
な
と
安
心
し
た

ま
あ
こ
れ
が
元
通
り

て
の
も
ち

と
問
題
が
あ
る
と
思
う
け
ど
な

 
そ
し
て
八
幡
も
入

を
済
ま
せ

三
人
は
再
び
勉
強
を
し
た
後

 
こ
の
日
は
十
分
な

眠
を
と
る
事
に
し

め
に

た
の
だ

た
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第
６
２
３
話
 
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金

 
こ
ち
ら
は
本
日
二
話
目
と
な
り
ま
す
ご
注
意
下
さ
い

 
次
の
日
の
朝

三
人
は
簡

に
朝
食
を
済
ま
せ

再
び
勉
強
に

し
て
い
た

 
八
幡
は
休

十
分
な
事
も
あ
り

調
に
二
人
の
教
え
を

収
し
て
い
き

 
そ
し
て
昼
前
に

明
日
奈
が
部
屋
を
訪
れ
た

様
子
を
見
に
来
た
け
ど

調
子
は
ど
う

調
だ
ぞ

な

そ
う
で
す
ね

ま
あ
し
か
し

学
年
上

に
は
ま
だ
ま
だ
な
気
も
し
ま
す
が

そ
う
ね

さ
す
が
に
三

以
内
は
厳
し
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

あ

で
も
う
ち
の
学
校

正
直
勉
強
に
関
し
て
は
レ
ベ
ル

い
よ

 
そ
の
時
明
日
奈
が
身
も

も
無
い
事
を
言
い

八
幡
も
そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

い
た

そ
う
な
ん
で
す
か
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え

そ
う
な
の

そ
り

そ
う
だ
ろ

よ
く
考
え
て
も
み
ろ

う
ち
の
学
校
の
生
徒
は
全
員

 
二
年
半
ほ
ど
何
も
勉
強
し
て
い
な
か

た
ん
だ
ぞ

あ

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に

そ
れ
は

点
だ

た
わ

だ
が
ま
あ
地

が
い
い
奴
も
そ
れ
な
り
に
い
る
か
ら

 
さ
す
が
に
今
の

態
だ
と
一

が
精
一

な
気
が
す
る
な

そ
れ
じ

あ
今
日
一

し

か
り
勉
強
し
な
い
と
で
す
ね

だ
な

 
そ
の
様
子
を
見
て

明
日
奈
が
こ
う

し
出
た

も
う
す
ぐ
昼
だ
し

私
が
昼
食
を
作
る
か
ら

そ
れ
ま
で
集
中
し
て
頑
張

て

い
い
の
か

悪
い
な

あ
り
が
と
う
明
日
奈

正
直
料
理
は
そ
こ
ま
で
得
意
じ

な
い
か
ら
助
か
る
わ

そ
れ
じ

あ
八
幡
様

も
う
ひ
と
ふ
ん
張
り
で
す

頑
張
り
ま
し

う

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
勉
強
を
再
開
す
る
か
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そ
れ
か
ら
昼
ま
で
の
間

先
生
役
を
担
当
し
た
の
は
ク
ル
ス
だ

た

 
そ
の
間
紅
莉
栖
は

方
か
ら
や
る
予
定
の
模

テ
ス
ト
の
作
成
を
行

て
い
た

 
今
回
は
さ
す
が
に
全
教

の

験
を
行

て
い
る
余

は
な
い

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
八
幡
が
苦
手
な
教

を
中
心
に
三

目

の

験
を
行
う
予
定
で
あ

た 
そ
れ
は
必
然
的
に
理
系
教

と
い
う
事
に
な
る

み
ん
な

お
昼
が
出
来
た
よ

 
そ
の
明
日
奈
の
声
で

三
人
は
手
を
止
め

昼
食
を
と
る
事
に
し
た

そ
う
い
え
ば
明
日
奈

日
の
勉
強
会
は
ど
う
だ

た

ま
あ
こ

ち
は
誰
も
落
第
と
か
は
か
か

て
な
い
か
ら
気
楽
だ

た
し

 
み
ん
な
そ
れ
な
り
に
満
足
出
来
る

度
に
は
や

た
感
じ
か
な

明
日
奈
は
大
丈
夫
か

点
と
か
の
心
配
は
な
い
か

私
は
ち

こ
ち

こ
勉
強
し
て
た
か
ら

ま
あ
余

か
な

 
何
よ
り
お
⺟
さ
ん
か
ら
の
プ
レ

シ

が
無
く
な

た
か
ら

 
そ
の
分

び

び
と
勉
強
出
来
て

凄
く
い
い
感
じ
だ
と
思
う
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明
日
奈
の
お
⺟
さ
ん

て
そ
ん
な
勉
強
マ
マ
だ

た
の

 
そ
の
紅
莉
栖
の
問
い
に

明
日
奈
は
思
い
出
し
た
く
も
な
い
と
い
う
顔
で
こ
う
答
え
た

う
ん

そ
れ
は
も
う
厳
し
か

た
の
を
通
り
越
し
て
怖
か

た

て
い
う
か

 
口
を
開
け
ば
勉
強
勉
強

て
感
じ
だ

た
よ

そ
う
な
ん
だ

で
も
何
で
今
は
何
も
言
わ
な
く
な

た
の

う

ん

う
ち
は
ほ
ら

一
族
の
中
じ

流
と
い
う
か

 
お
⺟
さ
ん
が
そ
の

出
自
の
事
で
色
々
言
わ
れ
て
き
た
か
ら
そ
の
分
私
が
何
も
言
わ
れ
な

い
よ
う
に

 
し

か
り
教
育
し
な
い
と

て
気
合
い
を
入
れ
す
ぎ
た

て
言
え
ば
わ
か
る

要
す
る
に
明
日
奈
を
ど
ん
な
場
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い

 
文
武
両
道
な
子
に
育
て
よ
う
と
頑
張
り
す
ぎ
た

て
事
ね

で
も
今
は
平
気
な
の

う
ん

こ
の
年
に
し
て
も
う
私
の

入
り
先

て
決
ま

て
る
じ

な
い

 
だ
か
ら
誰
に
何
を
言
わ
れ
よ
う
と
も
関
係
な
い
し
と
い
う
か
誰
に
何
を
言
わ
れ
て
も
反
撃
出

来
る
し
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私
が
一
人
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
必
要
も
ま

た
く
無
く
な

ち

た
か
ら
ね

 
む
し
ろ
花

業
の
方
が
大
変
な
く
ら
い
だ
よ

あ
は
は
は
は

 
明
日
奈
は
そ
う
能
天
気
に
笑
い

紅
莉
栖
は
苦
笑
し
な
が
ら
八
幡
を
見
た

と

未
来
の

は
こ
ん
な
事
を
言

て
る
け
ど

俺
に
何
か
あ

た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ

 
ま
あ
そ
う
は
言

て
も
明
日
奈
の
面
倒
は
姉
さ
ん
が
見
て
く
れ
る
は
ず
だ
し

 
普
通
に
勉
強
し
て
い
れ
ば
何
も
問
題
は
な
い
の
は
確
か
だ
な

 
で
も
そ
れ
な
り
の
点
は
ち

ん
と
取
れ
よ

大
丈
夫
大
丈
夫

い
つ
も
通
り
成

上

者
の
中
に
は
ち

ん
と
入
る
か
ら

ま
あ
明
日
奈
の
方
が

俺
よ
り
成

は
上
だ
か
ら
な

 
ク
ル
ス
は
そ
ん
な
二
人
を

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

 
内
心
で
は
せ
め
て
八
幡
の
子

だ
け
で
も
欲
し
い
と
考
え
た
り
も
し
て
い
た
が

 
当
然
そ
ん
な
気
持
ち
は
お
く
び
に
も
出
さ
な
い

 
も

と
も
出
し
た
と
し
て
も
そ
ん
な
女
性
は
八
幡
の

り
に
は

多
く
い
る
の
だ
か
ら
今

更
で
は
あ
る
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そ
し
て
昼
食
を
終
え
て
食
休
み
に
入

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

 
明
日
奈
が

の
束
を
取
り
出
し

八
幡
に

し
て
き
た

八
幡
君

こ
れ

姉
さ
ん
か
ら

ん

こ
こ
に
来
る
前
に
会
社
に
寄

た
の
か

う
ん
せ

か
く
こ
こ
ま
で
出
て
き
た
ん
だ
し
か
お
り
や
姉
さ
ん
に
も

し
て
お
こ
う
と

思

て
な
る
ほ
ど

で

こ
れ
は

え
え
と

ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
の
希
望

し
込
み
書

  
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
と
は
凄
ま
じ
く
厳
し
い
審
査
が
あ
る
代
わ
り
に
大
学
の
学

を
全

し 
卒
業
ま
で
面
倒
を
見
る
代
わ
り
に
ソ
レ
イ
ユ
へ
の
入
社
が
義

付
け
ら
れ
る
奨
学
金
の
事
で
あ

る 
審
査
に
通

た
後
も
そ
の

件
は
厳
し
く
審
査
通
過
後
に

人
し
た
場
合
は
そ
の
資
格
は

さ
れ
る
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大
学
合
格
後
に

年
し
た
場
合
や

察
沙

に
な
る
よ
う
な
事
件
を

こ
し
た
場
合
も
同
様
で

あ
る

 
大
学
在
学
中
に
認
め
ら
れ
る

可

の

は
四
年
間
で
四
つ
ま
で
で
あ
り

 
そ
れ
以
下
は
一
つ
で
も
あ
る
と
ア
ウ
ト
と
な
る

も
し
そ
の

件
の
ど
れ
か
に
引

か
か

た

場
合
は

 
入
社
資
格
の
取
り
消
し
の
上

全

返
金
し
な
い
と
い
け
な
い
事
に
な
る
の
だ
が

 
そ
れ
で
い
て
き
ち
ん
と
大
学
生
活
を
こ
な
せ
ば
ソ
レ
イ
ユ
へ
の
入
社
が
確
定
す
る

 
絶
大
な
人
気
を

る
奨
学
金
な
の
で
あ

た

 
ち
な
み
に
入

後
で
は
な
く
こ
の
時
期
が
締
め
切
り
な
の
は

 
こ
の

か
ら
将
来
を
見

え
て
動
き
出
せ
る
人
材
を
探
す

で
あ

た

 
そ
れ
は
分
か
る
ん
だ
が

で
も
ど
う
し
て
こ
れ
を
俺
に

 
八
幡
は
そ
ん
な
物
を

さ
れ
た
理
由
が
分
か
ら
ず

 
何
と
な
く
そ
の

し
込
み
書
を
ペ
ラ
ペ
ラ
と
め
く
り
な
が
ら
と
あ
る
事
に
気
が
つ
き

れ
た

顔
で
言

た
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と
い
う
か
何
で
女
性
の

し
込
み
書
ば

か
な
ん
だ

え

と
ね

そ
の
中
か
ら

当
に

将
来
の
直
属
の
部
下
候
補
を
選
ん
ど
い
て

だ

て

男
も
選
ば
せ
ろ
と
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
ん
だ
が

今
は
直
属
予
定
者
が
女
の
子
し
か
い
な
い
か
ら
気
を
遣

て
そ
う
す
る
し
か
な
か

た
ら
し

い
よ

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
な
ん
だ
が
ま
さ
か
今
後
も
ず

と
そ
う
な
る
ん
じ

な
い
だ

ろ
う
な

ど
う
だ
ろ

ま
あ
さ
す
が
に
い
ず
れ
は
男
の
人
も
配
属
す
る
ん
じ

な
い

そ
れ
に
期
待
す
る
し
か
な
い
か

 

て

こ
こ
か
ら
は
コ
ネ
か
よ

う
ち
に
は
コ
ネ
は
通
用
し
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
八
幡
は

歴
書
の

中
に

こ
こ
か
ら
は
コ
ネ

だ
け
ど
考

す
る
必
要
は
無
し

 
と
陽
乃
の

跡
で
書
か
れ
た

が

ん
で
あ
る
の
を
見
て
脱
力
し
た

え

通
用
す
る
わ
よ
ね

コ
ネ
か

無
い
だ
ろ

私
は
コ
ネ
で
し
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え
 
そ
う
紅
莉
栖
に
言
わ
れ

八
幡
は
目
を
見
開
い
た

あ

あ

た
わ

コ
ネ

で
し

あ
ん
た
と
社
⻑
が
独
断
で
決
め
る
入
社

て
の
が
あ
る
じ

な
い

 
あ
れ

て
コ
ネ
じ

な
い
の

正

す
ぎ
て
返
す
言
葉
も
な
い

で
し

ク
ル
ス
も
よ
ね

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
コ
ネ
で
す
ね

そ

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
は
別
腹

て
事
で

ふ
ふ

 
明
日
奈
は
そ
の
や
り
取
り
を
見
て
微
笑
む
と

食
器
を
洗
う
と
言

て
台
所
へ
と
向
か

た

 
八
幡
は
腹
ご
な
し
の
つ
も
り
で

歴
書
を
一

一

チ

ク
し
て
い
き

 

中
で
そ
の
手
が
止
ま

た
か
と
思
う
と

そ
の
ま
ま

大
に

き
出
し
た

ぶ
ふ

き

ち

と

い
じ

な
い
の

一
体
ど
う
し
た
の
よ
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八
幡
様

ハ
ン
カ
チ
で
す

わ

悪
い
二
人
と
も

こ
の

歴
書
が
面
白
か

た
ん
で
つ
い

な

こ
れ

 
八
幡
か
ら
手

さ
れ
た

歴
書
を
見
て

紅
莉
栖
も
続
け
て

き
出
し
た

ぶ
ふ

紅
莉
栖
ま
で

し

仕
方
な
い
じ

な
い

本
当
に
面
白
か

た
ん
だ
か
ら

ほ
ら

 
そ
の

歴
書
を
手

さ
れ
た
ク
ル
ス
は
内
容
に
目
を
走
ら
せ
た

間
に
手
で
口
を
押
さ
え
た

 
ど
う
や
ら
二
人
の
様
子
を
見
た
後
だ

た

何
と
か

え
る
の
に
成
功
し
た
よ
う
だ

確
か
に
面
白
い
で
す
ね

だ
ろ

こ
れ
は
一
体
誰
の
コ
ネ
だ

あ
あ

双
葉
先
生
か

 
以
前
一
度
だ
け

子
さ
ん
と
一

に
話
を

き
に
い

た
お

者
さ
ん
だ
な

 
八
幡
は
保
護
者
の
名
前
の

を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

確
か
奥
さ
ん
は

ア
パ
レ
ル
シ

プ
の
社
⻑
か
何
か
を
や

て
る
は
ず
だ

 
確
か
商
談
で
海
外
を
飛
び
回

て
い
る
と

い
た
覚
え
が
あ
る
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へ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
双
葉
理
央

て
娘
さ
ん
の

望
動
機

 
こ
う
い
う
言
い
方
は
ど
う
か
と
思
う
が

ト
ン
ビ
が

を
産
ん
だ
か

そ
う
ね

八
幡
が
気
に
入
り
そ
う
な
子
よ
ね

 
そ
の

歴
書
の

望
動
機
の

に
は
こ
う
書
い
て
あ

た

う
ち
の

は
よ
く
貴
社
に
は
コ
ネ
が
あ
る
と
事
あ
る
ご
と
に

り
の
者
に

し
て
お
り
ま

し
た

 
最
初
の
う
ち
は
素
直
に
感
心
し
て
お
り
ま
し
た
が

貴
社
の
事
を
調
べ
て
い
く
に
つ
け

 
そ
れ
は
お
そ
ら
く

の
完
全
な
る
勘
違
い
だ
と
理
解
す
る
に
至
り
ま
し
た

 
私
は
貴
社
へ
の
入
社
を

の
事
と
は
関
係
な
く
熱
望
し
て
お
り
ま
す
が

 

の
暴
走
の
せ
い
で
逆
に
そ
の
道
が
絶
た
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危

す
る
に
至
り

 
そ
の

況
を
打
破
す
る

に
自
力
で
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
に
応

し

 
自
力
で
そ
の
道
を
切
り
開
き
た
い
と
思

て
今
回
応

さ
せ
て

き
ま
し
た

 
我
が

の
態
度
に
不

感
を
お
持
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
が

 
ど
う
か
公
平
に
審
査
し
て

け
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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そ
し
て
他
の

に
は
こ
う
も
書
い
て
あ

た

好
き
な
も
の
・
相
対
性
理

い
な
も
の
・
感
覚

趣
味
・
相
対
性
理

特
技
・
相
対
性
理

社
員
寮
へ
の
入
居
希
望
・
相
対
性
理

会
社
ま
で
の
交
通
手

・
希
望
し
ま
す

と
い
う

で

俺
が
何
を
言
い
た
い
の
か
は
も
う
分
か

て
る
よ
な

は
い
は
い

こ
の
子
を
直
属
に
す
る
つ
も
り
な
の
ね

そ
う
い
う
事
だ

お
い
明
日
奈

こ
い
つ
に
決
め
た
か
ら

姉
さ
ん
に
伝
え
と
い
て
く
れ

は

い

ち

と
待

て
ね

 
明
日
奈
は
手

く
片
付
け
を
済
ま
せ
パ
タ
パ
タ
と
ス
リ

パ
の
音
を

か
せ
て
こ
ち
ら
に
歩

い
て
き
た

 
そ
し
て
八
幡
か
ら
手

さ
れ
た

歴
書
を
見
て

大
に

き
出
し
た

ぶ
は
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明
日
奈

気
持
ち
は
分
か
る
が
も
う
少
し
お

や
か
に
笑
お
う
な

だ

だ

て
相
対
性
理

多
す
ぎ
だ
し

そ
れ
に
入
居
希
望
の

一
個
下
と
思
い

き
り
ズ
レ
て
る
よ
な
希
望
し
ま
す

て
の
は
入
居
を

て
意
味
だ
ろ
う
し

な
か
わ
い
い
も
の
じ

な
い

お
い
紅
莉
栖

言

て
お
く
が

こ
の
子
は
お
前
よ
り
も
一
つ
年
上
だ
か
ら
な

わ

私
が
お
ば
さ
ん

い
と
で
も
言
い
た
い
の

俺
は
そ
こ
ま
で
言

て
な
い

う
 
そ
う
押
し

た
紅
莉
栖
の
代
わ
り
に
ク
ル
ス
が
横
か
ら
こ
う
言

た

将
来

望
な
新
人

う
ん
う
ん

確
か
に

望
か
も
し
れ
な
い
ね

 
と
い
う
か

わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
が
コ
ネ
の
所
に
混

て
あ
る
時
点
で

 
姉
さ
ん
の
意
図
が

け
て
見
え
る
気
が
し
な
い

こ
の
子
を
直
属
予
定
に
す
る
だ
ろ
う

て
分
か

て
て
そ
う
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
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そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

姉
さ
ん
の
思
惑
に
簡

に
乗
せ
ら
れ
る
の
は
ち

と
不

で

は
あ
る
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

三
人
は
目
を
見
開
き
な
が
ら
言

た

ち

ち

と

ど
う
い
う
つ
も
り

も

た
い
な
い
で
す
八
幡
様

え

八
幡
君

こ
の
子
の
事
落
と
し
ち

う
の

内

だ
と
り
あ
え
ず

験
が
終
わ

た
ら
そ
の
足
で
本
人
に
会
い
に
行

て
来
よ
う
と
思
う

そ
う
し
な
い
と
ど
う
い
う
人
か
掴
め
な
い
か
ら

そ
れ
も
あ
る
が
ま
あ
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
い
あ
と
紅
莉
栖
ち

と
相
談
が
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は

紅
莉
栖
に
何
か

打
ち
し
た

は

ち

と
あ
ん
た

そ
れ
本
気
で
言

て
る
の

か
う
う
ん

ま
あ
そ
れ
は

わ
な
い
け
ど

そ
う
か

な
ら
後
は
本
人
の
希
望
を

く
だ
け
だ
な

 
と
り
あ
え
ず
明
日
奈

誰
に
す
る
か
決
定
し
た
と
姉
さ
ん
に
伝
え
る
の
は
一
時
保

だ
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う

う
ん

分
か

た

 
こ
の
話
は
こ
こ
で
終
わ
り

せ

か
く
だ
か
ら
と
明
日
奈
も
八
幡
の
横
で
勉
強
を
始
め
た

 
そ
し
て

方
か
ら
紅
莉
栖
の
作

た
模

験
を
終
え
た
八
幡
は

 
や
は
り
理
系
教

の
成

が
思
わ
し
く
な
か

た
事
に
若

り
を
感
じ
て
い
た

大
丈
夫
だ
と
は
思
う
が

も
う
少
し
理
解
度
を
上

み
し
て
お
き
た
か

た
な

ち

と
微

な
気
も
し
ま
す
ね

ち
な
み
に
こ
の
点

を
前
回
の

験
の
成

に
当
て
は
め
る
と
ど
う
な
る
の

こ
れ
だ
け
じ

い
い
と
こ
学
年
十

く
ら
い
だ
ろ
う
な

 
文
系
教

の
点

を

め
て
ギ
リ
ギ
リ
三

に
な
る
か
な
ら
な
い
か

て
所
だ
な

そ
う

そ
れ
じ

あ
ま
あ
今
回
は
仕
方
な
い
か

私
が
予
想
問
題
を
作

て
あ
げ
る
か
ら

 
そ
れ
の
答
え
を
死
ぬ
気
で
覚
え
な
さ
い

す
ま
ん

に
き
る

 
そ
の
紅
莉
栖
の
提
案
に

八
幡
は
深
々
と

を
下
げ
た

今
回
だ
け
だ
か
ら
ね

今
後
は
こ
う
い

た
う

か
り
に
は
気
を
付
け
る
の
よ

あ
あ

そ
の
つ
も
り
だ
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そ
れ
じ

あ
ち

と
待

て
て
ね

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教

の
担
当
教
員
の
性
格
や

 
過
去
の

験
問
題
の

向
を
八
幡
に

ね

そ
の
場
で
パ
パ

と

験
問
題
を
作
成
し
た

な

何
で
お
前
は
そ
ん
な
簡

に

験
問
題
が
作
れ
る
ん
だ

八
幡
様

そ
れ
は
紅
莉
栖
だ
か
ら
と
し
か

あ

ち
な
み
に
褒
め
て
る
か
ら
ね

分
か

て
る
わ
よ

は
い
こ
れ

今
か
ら
説
明
す
る
か
ら

私
も
見
て
も
い
い

い
い
ん
じ

な
い

八
幡
の

が
落
ち
る
だ
け
だ
し
ね

う

ま

ま
あ
問
題
な
い

元
々
明
日
奈
は
俺
よ
り

が
上
だ

 
明
日
奈
は
成

で
は
常
に
ト

プ
ス
リ

を

持
し
て
い
た

 
両
親
か
ら
は

勉
強
ば
か
り
し
な
く
て
も
い
い
と
言
わ
れ
て
は
い
る
が

 
普

の

業
や

験
で
手
を
抜
く
事
は

明
日
奈
の
性
格
上
無
理
の
よ
う
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

ち

ん
と

い
て
る
の
よ

宜
し
く
頼
む

は

い
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そ
し
て
予
定
時
間
を
若

オ

バ

し
た
が

八
幡
は

験
対

を
済
ま
せ

 
三
人
の
送
迎
は
キ

ト
に
任
せ

し

か
り

眠
を
と
る

に

め
に

る
事
に
し
た

 
そ
し
て
万
全
の

態
で

八
幡
は

験
の
朝
を
迎
え
る
事
と
な

た

 
双
葉
理
央
の
背
景
は
気
に
し
な
い
で
下
さ
い
理
系
女
子
だ
と
だ
け
思

て
い
て

け
れ
ば
十

分
で
す
の
で

見
た
目
が
分
か
ら
な
い
方
は

索
で
も
し
て

け
れ
ば
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第
６
２
４
話
 
理
央

不
審
人
物
と
出
会
う

 
こ
こ
か
ら

話
は
理
央
シ
リ

ズ
と
な
り
ま
す

そ
れ
じ

あ

学
の

験
を
開
始
す
る

験
用

を
表
に
し
な
さ
い

 
本
日
は

験
二
日
目

主
に
理
系
教

の

験
が
行
わ
れ
る
日
で
あ

た

 
ち
な
み
に

日
の
文
系
教

の

験
は

問
題
な
く
高
得
点
を
取
る
事
が
出
来

 
八
幡
は
今
日
の

験
を
リ
ラ

ク
ス
し
て
迎
え
る
事
が
出
来
て
い
た

 
そ
し
て

験
が
開
始
さ
れ
た
一
分
後

突
然
八
幡
と
明
日
奈
が
お
か
し
な
声
を
上
げ
た

ふ
ひ

は
う

比
企
谷
君

結
城
君

ど
う
か
し
た
か
ね

い

い
え

何
で
も
あ
り
ま
せ
ん

失

し
ま
し
た
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教
師
に
そ
う

ね
ら
れ
た
二
人
は
す
ぐ
に
謝
る
と

 
一

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
そ
の
ま
ま

験
問
題
へ
と
目
を

し
た

そ
の
理
由
は
簡

で

あ
る

 
今
回
の

学
の

験
問
題
は
紅
莉
栖
が
先
日
作
成
し
た
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
も
の
だ

た
か
ら
だ

 
も
ち
ろ
ん

は
ま

た
く
違
う
が

基
本
レ
イ
ア
ウ
ト
は
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
だ

た

や
べ
え

も
し
か
し
て
俺
生
ま
れ
て
初
め
て

学
で

点
と
か
取

ち
ま
う
ん
じ

ね
え

の 
さ
す
が
に
こ
れ
は
や
り
す
ぎ
か

し
か
し
今
回
は

急
事
態
だ

仕
方
な
い

仕
方
な
い
ん

だ
や
ば

こ
れ
は
も
う

点
取
る
し
か
な
い
感
じ
だ
よ
ね

 
紅
莉
栖
が
凄
い
の
は
知

て
た
け
ど
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
と
は
思

て
も
い
な
か

た
よ

 
二
人
は
多
少
の
罪
悪
感
を
覚
え
な
が
ら
も

ミ
ス
を
し
な
い
よ
う
に
丁

な
解
答
を
心
が
け

 
無
事
に

学
の

験
を
終
え
る
事
と
な

た

二
人
と
も

ど
う
だ

た
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あ

い
や

よ

余

だ

た
わ

う

う
ん

余

だ

た

か
な

へ

凄
い
ね

最
後
の
問
題
と
か
難
易
度
が
高
す
ぎ
て
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
く
な
か

た
あ
あ

あ
れ
は
な

 
そ
う
言

て
ス
ラ
ス
ラ
と

ノ

ト
に
問
題
の
考
え
方
と
答
え
を
書
く
八
幡
を
見
て

 
和
人
達
三
人
は

か
ん
と
し
た

お

お
前

学
は
苦
手
な
ん
じ

な
か

た
か

た

た
ま
た
ま
前
の
日
に
紅
莉
栖
か
ら
似
た
よ
う
な
問
題
を
教
わ

た
か
ら
な

そ

か

さ
す
が
だ
よ
な

あ
れ

て
絶
対

点
を
取
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る

の
問
題
だ
と
思

た
の
に
ね

ま
あ
あ
の
先
生
は

回
同
じ
よ
う
な
事
を
し
て
き
ま
す
か
ら

 
そ
の
言
葉
通
り

学
の

験
の
最
後
の
問
題
に
過
去

回
の

験
で
正
解
し
た
者
は
い
な

い 
八
幡
と
明
日
奈
は
ま
さ
か
紅
莉
栖
が
そ
こ
ま
で
当
て
て
く
る
と
は
思
わ
ず
背
筋
が
寒
く
な
る
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思
い
が
し
た

ま

ま
あ
終
わ

た
事
は
い
い
だ
ろ

次
の

験
に
備
え
て
教

書
で
も
見
て
お
こ
う

そ
う
だ
ね

次
も
頑
張
ろ
う

お

お
う

 
そ
し
て
次
の
物
理
の

験
更
に
午
後
の
化
学
の

験
で
も
同
じ
よ
う
な
光
景
が

り
広
げ

ら
れ
た

 
そ
し
て
全
て
の

験
が
終
わ

た
後
八
幡
と
明
日
奈
は
二
人
仲
良
く

に
突

伏
し
て
い
た

終
わ

た

ど
う
し
よ
う
八
幡
君

今
回
の

験
は
ち

と
点

を
取
り
す
ぎ
じ

な
い

ま

ま
あ
全
て
紅
莉
栖
の
せ
い
だ

俺
達
は
悪
く
な
い

 
何
と
も

知
ら
ず
な
言
葉
で
は
あ
る
が

そ
れ
が
厳
然
た
る
事
実
な
の
も
確
か
で
あ
る

そ

そ
う
だ
ね

う
ん

今
回
は
紅
莉
栖
が
凄
す
ぎ
た

て
事
で

あ
れ
で
あ
い
つ

ま
だ
十
七

な
ん
だ

信
じ
ら
れ
る
か

今
ま
で
天
才

て
言
葉
を
結

く
使

て
た
け
ど

今
後
は
安
易
に
は
使
え
な
い
ね

だ
な

そ
れ
じ

あ
俺
は
ち

と
キ

ト
で
神
奈
川
の

原
高
校
に
行

て
く
る
わ
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あ
あ

の
子

験
で
い
つ
も
よ
り

く
学
校
が
終
わ

た
し

丁
度
い
い
ね

ん
じ

ま
あ
双
葉
理
央
が
ど
ん
な
奴
か

見

め
て
く
る
わ

気
を
つ
け
て
ね

 
そ
し
て
八
幡
が
去

た
後

明
日
奈
は
和
人
達
三
人
に
囲
ま
れ
た

うな

明
日
奈

何
か
俺
達
に

し
て
る
事
が
あ
る
ん
じ

な
い
の
か

八
幡
は
ど
こ
に
行

た
の

あ

八
幡
君
は
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
に

し
込
ん
で
き
た
人
で

 
八
幡
君
の
直
属
候
補
に
な

た
人
に
会
い
に
い

た
よ

え

直
属

ほ
ほ
う

俺
の
将
来
の
同

て
事
か

和
人

気
が

い

ど
ん
な
人
な
ん
で
す
か

え

と

真
面
目
そ
う
な
ん
だ
け
ど
ち

と
抜
け
た
と
こ
ろ
も
あ
り
そ
う
な
か
わ
い
い
子
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そ
の
言
葉
に
三
人
は

ま
た
か
と
い
う
表
情
を
し
た

ま
た
女
の
子
か
よ

ま

た
く
あ
い
つ
と
き
た
ら

明
日
奈
さ
ん
は
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
か

う

う
ん

良
く
は
な
い
け
ど

今
回
は
姉
さ
ん
か
ら
の
指
定
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
さ

ほ
う

そ
ん
な
に
将
来

望
な
子
な
の

ど
う
だ
ろ
う

そ
れ
を
見

め
に
行

た
ん
だ
と
思
う

な
る
ほ
ど

 
こ
れ
で
話
が
上
手
く
反
れ
た
と
考
え
た
明
日
奈
は

 
そ
の
ま
ま
こ
の
場
を
離
れ
よ
う
と
立
ち
上
が

た
の
だ
が

 
そ
ん
な
明
日
奈
の

に

里
香
が
ガ

シ
リ
と

を

を
か
ら
め
て
き
た

さ
て
前
座
の
話
も
終
わ

た
と
こ
ろ
で

験
中
に
ど
う
し
て
様
子
が
お
か
し
か

た
の
か

 
そ
の
理
由
を

か
せ
て
も
ら
い
ま
し

う
か

 
そ
の
言
葉
に
和
人
と
珪
子
も
う
ん
う
ん
と

き

明
日
奈
は

鳴
を
上
げ
た
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こ
こ
か

 
明
日
奈
が
全
て
白

さ
せ
ら
れ

ず
る
い
ず
る
い
と

ま
し
が
ら
れ
た
末
に

 
三
人
に
お
茶
を

る

目
に
な

た
丁
度
そ
の

 
八
幡
は
キ

ト
の
ナ
ビ
に

い

神
奈
川

立

原
高

学
校
に
到
着
し
て
い
た

さ
て

先
ず
は
事

の
人
に
話
を
通
す
か

 
八
幡
は
学
生
で
は
あ
る
が

ス

ツ
を
着
用
し
て
い
た

 
二
十
二

と
い
う
年
齢
の
事
も
あ
り

今
は

え
な
い
新
人
社
会
人
の
よ
う
に
見
え
る

 
そ
の
せ
い
か
名

を
受
け
取

た
事

員
は
驚
い
た
表
情
で
八
幡
の
顔
を
何
度
も
見
た
の
だ

が 
こ
の
よ
う
な
反
応
は
慣
れ

こ
だ

た

八
幡
は

々
と
事

員
に
受
け
答
え
し
て
い
た

そ
れ
で
は
あ
な
た
は
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
さ
ん
で

ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
の
候
補
者
に
会
い
た
い

と
は
い

ア
ポ
無
し
で
来
て
し
ま

て

し

あ
り
ま
せ
ん

 
当
社
と
致
し
ま
し
て
は
こ
ち
ら
の
学
校
と
は
今
後
と
も
そ
う
い

た
面
で
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良
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

そ
の
一

と
し
て

 
こ
ち
ら
の
学
校
が
ど
う
い

た

な
の
か
を
見
さ
せ
て

き
た
い
と
思
い
ま
し
て

あ
こ

れ
名

で
す

 
そ
う
言

て
八
幡
は

先
ほ
ど
見
せ
た
も
の
と
は
別
の
名

を
事

員
に

し
た

わ

分
か
り
ま
し
た

今
校
⻑
先
生
に
許
可
を

い
て
き
ま
す
の
で

少
し
お
待
ち
下
さ
い

 
そ
し
て
待
つ
事

分
で

い
か
に
も
校
⻑
に
見
え
る

の
い
い
男
性
が

を
現
し
た

こ
れ
は
こ
れ
は

よ
う
こ
そ
お
い
で
下
さ
い
ま
し
た

ア
ポ
無
し
な
の
に
丁

な
対
応
を
し
て

き

本
当
に
感
謝
し
ま
す

校
⻑
先
生

い
え
い
え

あ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
方
を
お
迎
え
出
来
て

嬉
し
く
思
い
ま
す

 
そ
の

あ
の

と
い
う
言
葉
か
ら
察
す
る
に

 
ど
う
や
ら
校
⻑
は

最
近
の
ソ
レ
イ
ユ
の
業

の
上
向
き
加

を
き
ち
ん
と

し
て
お
り

 
つ
い
最
近
発
表
さ
れ
た
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
に
つ
い
て
も
興
味
を
持

て
い
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
校
⻑
は
八
幡
に
名

を

し

次
に
こ
う

ね
て
き
た

で

今
回
ソ
レ
イ
ユ
の
お

に

た
の
は

一
体
誰
な
の
で
し

う
か

双
葉
理
央
と
い
う
女
子
生
徒
な
ん
で
す
が
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双
葉
理
央
さ
ん
で
す
か
す
ぐ
に
ク
ラ
ス
を
調
べ
て
担
任
を
呼
ん
で
参
り
ま
す
の
で
少
々
お

待
ち
を

 
そ
し
て
す
ぐ
に
担
任
と
思
し
き
男
性
が
現
れ
理
央
が
こ
の
学
校
唯
一
の

学
部
員
だ
と
い
う

事
と

 
放
課
後
は
理

室
に
一
人
で
い
る
事
が
多
い
事
が
判
明
し

 
八
幡
は
事

員
の
案
内
で

理

室
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

し
か
し
唯
一
の

学
部
員

て
こ
の
学
校
は
部
員
が
一
人
で
も
部
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ん
で

す
かえ

え

う
ち
の
学
校
は

一
度
部
と
し
て
認
め
ら
れ
た
ら

 
部
員
が
い
な
く
な
る
ま
で
は

部
に
は
な
ら
な
い
事
に
な

て
い
る
ん
で
す
よ

 
ま
あ
こ
の
時
期
に
部
員
が
三
年
生
一
人
と
い
う
事
は
新
入
部
員
が
い
な
い
と
い
う
事
な
の
で

 

学
部
は
今
年
限
り
で
無
く
な

て
し
ま
う
事
は
確
定
し
て
る
ん
で
す
け
ど
ね

そ
う
で
す
か

そ
れ
は
少
し

し
い
で
す
ね

こ
れ
も
時
代
の
流
れ
な
ん
で
し

う
か
ね

 
そ
し
て
事

員
は

理

室
と
書
か
れ
た
教
室
の
前
で
足
を
止
め
た
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こ
こ
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

後
は
こ
ち
ら
で
話
し
て
み
ま
す
の
で
大
丈
夫
で
す

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
は
お
帰
り
の

に
一
声
お

け
下
さ
い

は
い

こ
こ
ま
で
ご
案
内

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
し
て
事

員
が
去

た
後

八
幡
は
理

室
の
ド
ア
を
ノ

ク
し
た

は
い

ど
う
ぞ

 
少
し
間
が
開
い
た
後

中
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

 
八
幡
は
そ
の
声
を
受
け

遠

な
く
ド
ア
を
開
け
た

 
中
に
は
フ
ラ
ス
コ
と
ビ

カ

で
コ

ヒ

ら
し
き
飲
み
物
を
入
れ
る

 
制
服
の
上
に
白
衣
を

い

を
か
け
た

の
⻑
い
女
子
生
徒
の

が
あ
り

 
そ
の
女
子
生
徒
は
ア
ル
コ

ル
ラ
ン
プ
を
見
つ
め
た
ま
ま
こ
ち
ら
に
こ
う
声
を

け
て
き
た

川

今
日
は
何
の
用
事

ま
た
何
か
ト
ラ
ブ
ル

 
も
し
そ
う
な
ら
相
変
わ
ら
ず
の
ブ
タ
野
郎
だ
ね

ブ
タ
野
郎
な

悪
口
に
は

こ
え
な
か

た
か
ら

 
そ
の

川

て
奴
は
実
は
仲
の
い
い
友
達
な
ん
だ
ろ
う
な
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そ
の
言
葉
で
八
幡
は

ど
う
や
ら
こ
こ
を
訪
れ
る
の
は

 
ほ
ぼ
そ
の

川
と
い
う
人
物
だ
け
な
ん
だ
ろ
う
な
と
考
え
な
が
ら

理
央
に
声
を

け
た

残
念

た
だ
の
不
審
人
物
だ

 
理
央
は
そ
の
言
葉
に
バ

と
顔
を
上
げ
て

て
た
表
情
を
し
た
も
の
の

 
落
ち
着
い
て
ア
ル
コ

ル
ラ
ン
プ
の

を
消
し

 
ビ

カ

や
フ
ラ
ス
コ
を

ら
な
い
よ
う
に
丁

に

の
上
に
置
い
た
後

 
凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
で
部
屋
の

へ
と
移
動
し

 
八
幡
の
目
か
ら
自
ら
の
胸
を

す
仕

を
し
な
が
ら
こ
う
言

た

川
任
せ
ろ

 
突
然
八
幡
の
背
後
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

直
後
に
一
人
の
男
子
生
徒
が

 
八
幡
に
体
当
た
り
を
す
る
よ
う
に
開
い
た
ま
ま
の
部
屋
の
入
り
口
か
ら
中
に
飛
び
込
ん
で
き

た
そ
う
い
う
の
は
声
を

け
合

た
ら
意
味
が
な
い
と
い
う
か
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
す
ら

外

だ
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だ
か
ら
こ
う
し
て
避
け
ら
れ
る

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

理
央
か
ら
目
を
離
さ
ず
に
そ
の
体
当
た
り
を
難
な
く
避
け

 
そ
の

川
と
呼
ば
れ
た
生
徒
は

手
に
教
室
内
に
転
倒
し
た

ど
う
や
ら
八
幡
が
足
を
引

け
た
ら
し
い

て
川

こ
の
役
立
た
ず

ひ
で
え
な
双
葉

せ

か
く
白
馬
の
王
子
が
助
け
に
き
た

て
の
に

白

の
間
違
い
じ

な
い
の

王
子
を
否
定
さ
れ
な
か

た
だ
け
マ
シ
と
考
え
る
べ
き
か

 
ま
あ
い
い

双
葉

と
り
あ
え
ず
俺
の
後
ろ
に

う
ん

 
そ
の
少
年

川
咲
太
は
素

く
立
ち
上
が
る
と
理
央
を
守
る
よ
う
に
八
幡
の
前
に
立
ち
は

だ
か

た

さ
て

ど
う
す

か
な

も
う
少
し
こ
の

三
人

を
か
ら
か
い
た
い
所
だ
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

ひ

い

と
体
を
横
に
ず
ら
し
た
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そ
の
横
を

別
の
少
年

国
見

真
が
タ

ク
ル
の
格
好
で
通
り
過
ぎ
て
い

た

 
そ
し
て
先
ほ
ど
の
咲
太
同
様
に
八
幡
に
足
を
引

け
ら
れ
こ
れ
ま
た
同
様
に

大
に
転
ぶ

事
と
な

た

く

国
見

大
丈
夫

怪
我
と
か
し
て
な
い

お
う

大
丈
夫
だ

 
八
幡
は
そ
の
受
け
答
え
を

き

咲
太
に
同
情
の

線
を
向
け
た

 
そ
れ
に
気
付
い
た
咲
太
は

何
と
も
い
え
な
い
表
情
を
し
な
が
ら
こ
う
言

た

俺
に
同
情
し
て
く
れ
る
の
が
不
審
人
物
さ
ん
だ
け
だ

て
言
う
の
が

し
い
な

 
そ
ん
な
咲
太
に
八
幡
が
こ
う
声
を

け
た

ド
ン
マ
イ

川

れ

れ
し
い
な
お
い

 
そ
う
突

込
み
つ
つ
も

咲
太
は
後
ろ
手
で
理
央
の

を
掴
ん
で
窓

へ
と
誘

し

 
そ
の
ま
ま
窓
の
外
に
脱
出
さ
せ
よ
う
と
し
た

国
見

双
葉
を
窓
か
ら
逃
が
す

時
間
を

い
で
く
れ

任
せ
ろ
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双
葉
は
先
生
を
呼
ん
で
き
て
く
れ

そ
れ
ま
で
二
人
で
何
と
か
こ
い
つ
を
押
さ
え
込
む

わ

分
か

た

 
そ
し
て
理
央
は

言
わ
れ
た
通
り
に
窓
か
ら
外
に
出
よ
う
と
窓

に
足
を

け
た
が

 
そ
の

間
に
足
を
滑
ら
せ
た
の
か

後
ろ
に
倒
れ
そ
う
に
な

た

き
 
そ
の
声
に
咲
太
と

真
は

て
て

り
向
き

 
理
央
が
窓
か
ら
変
な
体
制
で
落
ち
そ
う
に
な

て
い
る
の
を
見
て
体
を

く
し
た

 
そ
の
横
を

ま
る
で
風
の
よ
う
に
八
幡
が
駆
け
抜
け
て
い

た

う
わ

な

何
だ

 
そ
ん
な
二
人
の

界
に

音
も
無
く
空
中
で
ふ
わ

と
理
央
を
キ

チ
し

 
そ
の
ま
ま
お
姫
様

こ
す
る
八
幡
の

が
映

た

 
そ
し
て
八
幡
は
心
配
そ
う
な
顔
で

理
央
に
こ
う
声
を
か
け
た

大
丈
夫
か

怪
我
と
か
は
し
て
な
い
よ
な

あ

え

と

は

は
い

お
か
げ
さ
ま
で
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そ
し
て
八
幡
は

理
央
を

き
か
か
え
た
ま
ま

り
返
り

咲
太
と

真
に
こ
う
言

た

考
え
る
前
に
動
け

て
の
が
今
日
の
お
前
ら
の
教
訓
だ
な

 
そ
う
し
な
い
と
い
ざ
と
い
う
時
に

大
事
な
人
を
失
う
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
二
人
が
悔
し
そ
う
な
表
情
を
し
た

間
に
八
幡
は
顔
を
後
ろ
に
反
ら
し

 
そ
の

の
下
を
理
央
の
拳
骨
が
通
り
過
ぎ
て
い

た

な

何
で
今
の
を
避
け
ら
れ
る
の

お
お

こ
う
し
て
助
け
て
も
ら

て
も

不
審
人
物
に
は
安
易
に
心
を
開
か
ず

 
自
力
で
脱
出
し
よ
う
と
自
ら
攻
撃
す
る
そ
の

知
ら
ず

り
は
中
々
い
い
ぞ

双
葉
理
央

 
八
幡
に

身
の
パ
ン
チ
を
か
わ
さ
れ
た
直
後
に

 
突
然
そ
う
自
分
の
名
前
を
呼
ば
れ
た
理
央
は

さ
す
が
に
戸
惑

た
表
情
を
し
た

な

何
で
私
の
名
前
を
知

て
る
の

あ
ん
た
誰

自

紹
介
が

れ
た
な
俺
は
比
企
谷
八
幡
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
お
前
に
会
い
に
き
た
ま
あ
不

審
人
物
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
理
央
を
下
ろ
し
近
く
に
あ

た

子
に
座
り
な
が
ら
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
こ
う

言

た
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と
り
あ
え
ず
俺
に
も
コ

ヒ

を
頼
む
わ

理
央

 
そ
う
言
わ
れ
た
理
央
は

不
審
そ
う
な
表
情
を
崩
さ
な
い
ま
ま
で
あ

た
が

 
助
け
て
も
ら

た
お

の
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

て
八
幡
に
コ

ヒ

を
差
し
出
し
た
の

だ

た

 

川
咲
太
と
国
見

真
は
今
後
は
ほ
ぼ

場
し
ま
せ
ん

多
分

バ
ニ

ガ

ル
先
輩
に

は
ソ
レ
イ
ユ
が

出

を
頼
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね

ま
あ
レ
ギ

ラ

に
は
絶
対
に
な
り

ま
せ
ん

 
そ
れ
な
り
に
出
る
可
能
性
が
あ
る
の
は

病
気

み
で

原

子
く
ら
い
で
す

 
作
品
背
景
を
ほ
と
ん
ど
無

す
る

場
の
仕
方
を
さ
せ
ま
す
の
で
厳
密
な
ク
ロ
ス
と
は
言
え

な
い
と
思
い
ま
す

当
然
予
備
知
識
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
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第
６
２
５
話
 
理
央

期
待
以
上

双
葉

も
う
い
い
の
か

 
咲
太
は
理
央
が
八
幡
に
コ

ヒ

を
差
し
出
し
た
の
を
見
て
そ
う

ね
た

う
ん

ま
だ
何
と
も
だ
け
ど

危
な
い
人
と
か
じ

な
い
と
思
う

二
人
と
も
あ
り
が
と
ね

 
で

悪
い
ん
だ
け
ど

も
う
少
し
だ
け
こ
こ
に
い
て
く
れ
る

お
う

分
か

た

 
理
央
は
二
人
の
方
を
向
い
て
そ
う
言
う
と

八
幡
の
方
に
向
き
直
り

 
直
後
に

気
に
と
ら
れ
た
顔
を
し
た

そ
れ
は
八
幡
が

ど
こ
か
ら
取
り
出
し
た
の
か

 
大

の
砂

と
ミ
ル
ク
を
コ

ヒ

に
入
れ
て
い
た
か
ら
だ

た

な

何
し
て
る
の

見
て
分
か
ら
な
い
か

コ

ヒ

を

く
し
て
る
ん
だ
よ

そ
う
い
う
意
味
で

い
た
ん
じ

な
い
ん
だ
け
ど

て
か
そ
の
砂

と
ミ
ル
ク
は

こ
れ
か

こ
う
い
う
所
で
コ

ヒ

を
頼
む
と

何
も
つ
い
て
こ
な
い
か
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い
い
と
こ
一
つ
ず
つ
し
か
ミ
ル
ク
と
砂

が
出
て
こ
な
い
だ
ろ

だ
か
ら
い
つ
も
持
ち
歩
い

て
い
る
ん
だ
よ

 
と
い
う

で
理
央

ス
プ

ン
を
く
れ

こ
ん
な
所
に
ス
プ

ン
な
ん
か
あ
る

な
い
で
し

何
だ
よ

理
央
は
ブ
ラ

ク

か

部
活
で

を

使
し
て
る
な
ら

い
物
を
と
ら
な
い

と

目
だ
ぞ

 
ま
あ
い
い

そ
れ
じ

あ
代
わ
り
に
実
験
用
の
ガ
ラ
ス
棒
を
く
れ

そ
れ
な
ら
あ
る
だ
ろ

 
理
央
は

め
た
よ
う
な
表
情
で
八
幡
に
ガ
ラ
ス
棒
を
差
し
出
し
そ
の
ま
ま
八
幡
の
前
に
座

た
う
ん
美
味
い
な

理
央
は
コ

ヒ

を
入
れ
る
の
が
上
手
い
ん
だ
な

そ
れ

イ
ン
ス
タ
ン
ト
だ
け
ど

そ
れ
に
も
う
コ

ヒ

の
味
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
し
な
い
で

し 
理
央
は
砂

の
袋
と
ミ
ル
ク
の
ポ

シ

ン
の
残

を
見
な
が
ら

れ
た
顔
で
言

た

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ

ヒ

を
美
味
し
く
入
れ
る
技
術
が
存
在
し
な
い
と
で
も
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そ
う
言
わ
れ
た
理
央
は

言
葉
に
詰
ま

た

今
度
研
究
し
と
く

ほ
う

出
来
ま
せ
ん
じ

な
く
研
究
し
と
く
と
き
た
か

い
い
ぞ

理
央

 
八
幡
は
機

良
さ
そ
う
に
そ
う
言
い

じ

と
理
央
の
顔
を
見
た

 
理
央
は
そ
の

線
に
や
や

張
し
な
が
ら
も
し

か
り
と
し
た
口
調
で
八
幡
に
こ
う

ね
て

き
たあ

な
た
が
ソ
レ
イ
ユ
の
人
間
だ
と
い
う
証

は

ほ
れ

こ
れ
を
や
ろ
う

 
八
幡
は
即
座
に
理
央
に
名

を

し
そ
の
ま
ま
理
央
が
ど
う
す
る
の
か
じ

と
観
察
し
て
い

た 
そ
し
て
理
央
は
そ
の
名

を
じ

と
見
た
後

八
幡
に
こ
う
言

た

こ
れ
じ

証
明
に
な
ら
な
い

こ
ん
な
の
は
私
で
も
簡

に
作
れ
る

双
葉

そ
れ
は
さ
す
が
に

 
疑
り
深
す
ぎ
じ

な
い
か

そ
う
続
け
よ
う
と
し
た

真
に
理
央
は
言

た

ご
め
ん
国
見

ち

と

て
て
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あ

す

す
ま
ん

 
実
は
理
央
が

真
に
こ
ん
な
態
度
を
と
る
の
は
初
め
て
の
事
で
あ

た

 
理
央
は
彼
女
持
ち
で
あ
る

真
の
事
が
高
校
入
学
直
後
か
ら
ず

と
好
き
で
あ

た
が

 
去
年
の
夏
花

大
会
の
時
に
返
事
は
必
要
な
い
と
断

た
上
で

真
に
自
分
の
気
持
ち
を

伝
え

 
そ
れ
で
満
足
し
た
の
か

今
は
そ
の
思
い
を
ス

パ
リ
と
断
ち
切

て
い
た

 
そ
の
後

真
相
手
に
は
咲
太
を
相
手
に
す
る
時
の
よ
う
な
乱
暴
な
言
葉
遣
い
を
す
る
事
も
な

く 
基
本
好
意
的
に
接
し
て
き
た
の
だ
が

今
回
初
め
て
そ
れ
が
崩
れ
た

と
な

た

 
当
然
咲
太
も

真
も
驚
い
た
顔
を
し
た
の
だ
が
理
央
は
二
人
の
そ
ん
な
様
子
を
気
に
か
け
る

事
も
な
く

 
じ

と
八
幡
の
顔
だ
け
を
見
つ
め
て
い
た

な

理
央
は
い
つ
も
こ
ん
な
に
疑
り
深
い
の
か

 
八
幡
に
そ
う

ね
ら
れ
た
咲
太
は

一

イ
ラ

と
し
た
顔
を
し
た

 
も
う
二
年
半
も
一

に
い
る
自
分
達
で
す
ら

双
葉
と

で
呼
び
続
け
て
い
る
の
に
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突
然
現
れ
た
こ
の
男
は
何
故
理
央
と
名
前
で
呼
ぶ
の
か

 
だ
が
咲
太
は
そ
の
イ
ラ
イ
ラ
を
飲
み
込
み

平
静
を
装
い
な
が
ら
八
幡
に
こ
う
答
え
た

さ
あ

人
に
名

を
も
ら
う
機
会
な
ん
て

学
生
に
は
ま

た
く
無
い
ん
で

ふ

ん

慣
れ
て
な
い
な
ら
逆
に
思
い
込
み
で
信
じ
ち
ま
う
と
思
う
け
ど
な

 
ま
あ
い
つ
も
と
違
う
と
い
う
な
ら
そ
れ
で
い
い

 
そ
の
言
葉
に
咲
太
は
ハ

と
し
た

確
か
に
八
幡
の
名

を
横
か
ら
見
た
時

 
自
分
は
素
直
に
そ
の

書
き
を
信
じ
て
し
ま

た

そ
れ
な
の
に
理
央
は
そ
れ
を
疑

た

 

真
も
横
か
ら
そ
の
会
話
を

い
て
同
じ
事
に
気
付
い
た
の
だ
ろ
う
二
人
は
理
央
の
顔
を

見
た

 
普

の
理
央
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
何
事
に
も

め
た
よ
う
な
対
応
を
す
る

向
が
あ

た

が 
こ
の
時
の
理
央
は
興
奮
し
た
よ
う
な
そ
れ
で
い
て
何
か
を
期
待
す
る
よ
う
な
目
で
八
幡
を

見
て
お
り

 
二
人
は
そ
ん
な

初
め
て
見
る
理
央
の

に
動

し
た

お
い
国
見

こ
ん
な
双
葉
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
よ
な
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一
体
何
が

こ

て
る
ん
だ
ろ
う
な

 
二
人
が
そ
う

き
合
う
中

先
に
口
を
開
い
た
の
は
八
幡
だ

た

事

員
さ
ん
は
名

を
見
せ
た
だ
け
で
俺
が
ソ
レ
イ
ユ
の
人
間
だ
と
信
じ
て
く
れ
た
ん
だ
が

 
お
前
は
こ
の
事
に
つ
い
て
ど
う
思
う

会
社
に
確
認
と
か
は

特
に
し
て
い
な
か

た
が

待

て

今
考
え
る
か
ら

 
理
央
は
そ
う
言
う
と
八
幡
か
ら

さ
れ
た
名

を
じ

と
見
つ
め
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
始

め
たこ

れ
一

で
相
手
の
素
性
を
信
じ
る
な
ん
て

さ
す
が
に
今
の
ご
時
勢
じ

無
理

 
他
に
何
か
信
じ
る
に
足
る
材
料
が
あ

た
は
ず

名

を
見
せ
た
だ
け
と
い
う
の
が
事
実
な

ら

あ
れ

 
そ
し
て
理
央
は
ハ

と
し
た
顔
で
八
幡
の
顔
を
見
た

名

は
普
通

す
も
の
で
見
せ
る
も
の
じ

な
い

で
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見
せ
た
の
は

別
の
名

お

正
解
だ

や
る
な
理
央

 
さ
す
が
は
う
ち
の
姉
さ
ん

い
や

社
⻑
の
お

に

た
だ
け
の
事
は
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は

懐
か
ら
や
や

み
の
あ
る
名

を
取
り
出
し
て
理
央
の
前
に
か
ざ
し
た

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
名

の
上
を
指
で
な
ぞ
り
そ
の

間
に
名

の
上
に
立
体
映
像
が
現
れ
た

 
そ
こ
に
は
ソ
レ
イ
ユ
の
マ

ク
と
一

に
八
幡
の
上
半
身
が
映
し
出
さ
れ

 
そ
の
下
部
に
は

事
業
部
部
⻑
の
文

が
表

さ
れ
て
い
た

う
お

凄
い
で
す
ね

こ
れ

て
立
体
映
像

て
や
つ
で
す
か

 
咲
太
と

真
は
そ
の
名

を
見
た
直
後
か
ら

無
意
識
に
敬
語
を
使
う
よ
う
に
な

て
い
た

 
同
時
に
理
央
も

ほ

と
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

お
う

格
好
い
い
だ
ろ

ち
な
み
に
こ
れ
は
見
せ
る
用
の
名

 
理
央
が
持

て
る
の
は

す
用
の
名

だ

こ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
ら
さ
す
が
に
信
じ
ま
す
よ
ね

師
は
こ
ん
な
手
の
込
ん
だ
事
は
し
な

い
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い
や

ど
う
あ
が
い
て
も
出
来

こ
あ
り
ま
せ
ん
し
ね

 
そ
し
て
理
央
は

八
幡
に

を
下
げ
な
が
ら
言

た

疑

て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

い
や

む
し
ろ
疑
わ
な
か

た
ら
俺
は
も
う
こ
こ
に
い
な
か

た
と
思
う
か
ら

 
理
央
は
正
し
い
道
を
選
択
し
た
と
自
分
を

て
く
れ
て
い
い

 
あ
と
俺
の
事
は
当
面
は
八
幡
と
呼
ん
で
く
れ
て
い
い

何
故
な
ら
俺
は

 
学
年
の
上
で
は
三
人
よ
り
も
下
に
な
る
か
ら
な

えこ

高
校
生
な
ん
で
す
か

お
う

一
年
生
だ
ぞ

ど
う
見
て
も
年
上
に
見
え
る
ん
で
す
け
ど

そ
れ
は
ま
あ

今
年
で
俺
も
二
十
二

に
な

た
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
で
三
人
は

八
幡
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

な
の
だ
と
悟

た

 
さ
す
が
に
六

な
の
か
と
馬

な
事
を
考
え
る
者
は
い
な
い
よ
う
だ

 
そ
し
て
咲
太
が
三
人
を
代
表
す
る
か
の
よ
う
に

こ
う
口
に
出
し
て
言

た
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ご
無
事
で
何
よ
り
で
し
た

お
帰
り
な
さ
い

僕
は

川
咲
太
と
い
い
ま
す

 
こ

ち
は
親
友
の
国
見

真
で
す

お
う

た
だ
い
ま

咲
太

真

 
八
幡
は
に
こ
や
か
に
そ
う
言
う
と

咲
太
の

を
が
し

と

き
な
が
ら
言

た

咲
太
は
い
い
男
だ
な

そ
う
言

て
も
ら
え
る
な
ん
て
思

て
な
か

た
か
ら
少
し
驚
い
た

 
こ
れ
で
完
全
に
打
ち
解
け
た
の
か

四
人
は
思
い
思
い
に

子
を
引

張
り
出
し

 

座
に
な

て
話
を
す
る
事
に
な

た

理
央
が
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
に

し
込
み
を
し
て
き
た
か
ら

ど
う
い
う
奴
か
見

め
に
き
た

 
と
い
う
の
が
今
日
俺
が
こ
こ
を
訪
れ
た
理
由
だ
理
央
が
期
待
通
り
の
奴
だ

た
事
を
喜
ば
し

く
思
う

え

双
葉
は
大
学
卒
業
後
に
ソ
レ
イ
ユ
に

職
す
る
つ
も
り
な
の
か

う

う
ん

そ
う
か
そ
う
か

八
幡
さ
ん

双
葉
の
事
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

あ

あ
の

八
幡
さ
ん

そ
の
前
に
一
つ
い
い
で
す
か

 
理
央
は
や
や
表
情
を

ら
せ
な
が
ら
お
ず
お
ず
と
そ
う
言
い

八
幡
は
首
を

げ
た
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ん

ど
う
し
た

ま
さ
か
希
望
を
取
り
下
げ
る
と
か
言
わ
な
い
よ
な

あ
は
い
そ

ち
じ

な
く
て
で
す
ね
実
は
私
比
企
谷
さ
ん
が
ソ
レ
イ
ユ
の
人
だ

て

 
最
初
か
ら
知

て
ま
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

え

マ
ジ
か

そ
れ
は
全
然
分
か
ら
な
か

た
な

ど
こ
で
俺
の
事
を

結
城

子
さ
ん
と
比
企
谷
八
幡
さ
ん
の
お
名
前
は

に

い
て
た
の
で

あ
あ

考
え
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
か

 
な
る
ほ
ど

こ
れ
は
や
ら
れ
た
な

知

て
て
あ
の
態
度
だ

た
の
か

あ
は
い
き

と
何
か
を

さ
れ
て
い
る
ん
じ

な
い
か
と
思

た
の
で

ご
め
ん
な
さ

い 
理
央
は
ま
る
で
カ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
生
徒
の
よ
う
に

び
く
び
く
と
そ
う
言

た

い
や
い
や
何
を
謝

て
る
ん
だ

こ

ち
こ
そ
さ

き
の
言
葉
を
言
い
直
す
事
に
す
る
わ

 
理
央

お
前
は
期
待
通
り
ど
こ
ろ
か
期
待
以
上
だ

た
わ

あ

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

 
理
央
は
ス
ト
レ

ト
に
そ
う
言
わ
れ

恥
ず
か
し
そ
う
に
顔
を
伏
せ
た

 
そ
の
理
央
の

を
咲
太
と

真
が
嬉
し
そ
う
に
ポ
ン
ポ
ン
と
叩
い
た

三
人
の
仲
の
良
さ
が
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え
る八

幡
さ
ん
は
も
し
か
し
て
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
の
候
補
者
全
員
の
と
こ
ろ
を
回

て
る
ん
で
す

か 
理
央
が
恥
ず
か
し
さ
を
誤
魔
化
す
よ
う
に
そ
う
八
幡
に
問
い
か
け

 
八
幡
は
そ
の
質
問
に

首
を
横
に

り
な
が
ら
こ
う
答
え
た

い
や

理
央
だ
け
だ
な

え
 
理
央
だ
け
じ

な
く
咲
太
と

真
も
き

と
ん
と
し

そ
ん
な
三
人
に
八
幡
は
言

た

を
説
明
す
る
と
だ
な

姉
さ
ん

い
や

う
ち
の
社
⻑
に

歴
書
を

さ
れ
て

 
誰
を
将
来
の
俺
の
直
属
部
下
に
し
た
い
か
と

か
れ
た
ん
で
な

直
接
俺
が
会
い
に
来
た
と

 
ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

三
人
か
ら
次
々
と
質
問
が
飛
ん
だ

は

八
幡
さ
ん
は

社
⻑
さ
ん
の
弟
さ
ん
な
ん
で
す
か

 

真
の
そ
の
真

当
な
質
問
に

八
幡
は
困

た
よ
う
な
表
情
で
こ
う
答
え
た

あ
あ

い
や

血
の
繋
が
り
は
な
い
ん
だ

に
か
わ
い
が

て
も
ら

て
る
だ
け
だ
な
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な
る
ほ
ど

そ
れ
く
ら
い
仲
が
い
い
と
い
う
事
な
ん
で
す
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

も
し
か
し
て
八
幡
さ
ん
が
双
葉
を
直
属
を
選
ん
だ
決
め
手
は

 
次
に
咲
太
が
そ
う
言
い
な
が
ら

チ
ラ
リ
と
理
央
の
胸
に

線
を
走
ら
せ

 
直
後
に
咲
太
は
理
央
か
ら
ボ
デ

に
一
発
く
ら

た

お
前
は
少
し

れ

ブ
タ
野
郎

げ
ほ

 
そ
し
て
理
央
は

胸
を

で

す
よ
う
な
仕

を
し
な
が
ら
不
安
そ
う
に
八
幡
の
顔
を
見
た

で

あ
の

そ
の

も
し
か
し
て
理
央
は

自
分
の
胸
の
大
き
さ
を
気
に
し
て
る
の
か

え

と

は

は
い

男
の
子
の

線

て
ち

と
苦
手
で

ふ

ん

と
り
あ
え
ず
ち

と
白
衣
を
脱
い
で
み

え

あ

は

は
い

 
理
央
は
言
わ
れ
た
通
り
に
白
衣
を
脱
ぎ

今
度
は
胸
を

す
事
な
く
真

直
ぐ
立

た

 
だ
が
そ
の
表
情
は
不
安
げ
で
あ
る
ど
う
や
ら
白
衣
が
理
央
に
と

て
の
心
の

な
の
だ
ろ
う
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そ
れ
じ

あ
俺
か
ら
の

線
は
ど
う
だ

今
思
い

き
り
見
ち
ま

て
る

だ
が

あ

は
い

え
え
と

あ

あ
れ

特
に

な
気
分
に
は

そ
う
か

な
ら
問
題
な
い

 
八
幡
は
そ
こ
で
話
を
切
り

理
央
も
ど
こ
か
安
心
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

そ
れ
に
ま
あ

直
属
と
し
て
の
お
前
の
同

は

こ
ん
な
感
じ
だ
か
ら
な

 
そ
し
て
八
幡
は
ス
マ
ホ
を
い
じ
り
秘
書
三
人
組
と
萌
郁
そ
れ
に
優
里
奈
の
写
真
を
見
せ
た

こ

こ
れ

て
全
員
八
幡
さ
ん
の
彼
女
で
す
か

い
や

秘
書
と
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
だ
な

 
そ
の
五
人
の
写
真
を
見
た
理
央
は

別
の
意
味
で
安
心
し
た

 
少
な
く
と
も
そ
の
う
ち
の
三
人
の
胸
が

自
分
よ
り
も
大
き
い
と
理
解
し
た
か
ら
で
あ
る

と
い
う

で

お
前
の
胸
は
う
ち
の
社
内
じ

そ
ん
な
に
目
立
た
な
い
か
ら
安
心
し
ろ

 
社
⻑
か
ら
し
て
こ
れ
だ
か
ら
な

 
八
幡
は
と
ど
め
と
ば
か
り
に
陽
乃
の
写
真
を
見
せ

 
理
央
は
今
度
こ
そ
完
全
に
安
心
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

ま
あ
胸
の
事
で
何
か
困

た
ら

今
見
せ
た
写
真
の
先
輩
に
相
談
す
れ
ば
い
い
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と
話
が

れ
ち
ま

た
な
俺
が
理
央
を
選
ん
だ
理
由
だ
が
当
然
胸
は
関
係
な
い
こ

ち
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
理
央
の

歴
書
を
取
り
出
し
た

主
に
こ
こ
だ
な

こ
こ

 
そ
の

歴
書
を

き
込
ん
だ
理
央
は

そ
こ
で
初
め
て
自
分
の
失
敗
に
気
付
い
た
ら
し
い

 
真

な
顔
で

て
て

歴
書
を

し

咲
太
と

真
を

圧
し
た

み

見
る
な
馬

い
や

も
う
見
ち
ま

た
か
ら
な

相
対
性
理

多
す
ぎ
だ
ろ

そ
れ
と

が
一
つ
ズ
レ
て
た
ぞ

う
 
理
央
は
そ
の
言
葉
で

め
た
よ
う
に

歴
書
を
元
に

し
た

ま
あ
こ
れ
を
見
て
も
ら
え
ば
分
か
る
よ
う
に
相
対
性
理

が
趣
味
で
あ
り
特
技
だ
と
言
う
か

ら
に
は

 
理
央
は
理
系
的
な
物
の
考
え
方
が
ち

ん
と
出
来
る
は
ず
だ

 
そ
れ
な
の
に
こ
う
い

た
所
が
ド
ジ
で
か
わ
い
い
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そ
の
ギ

プ
萌
え
だ
け
で
選
ぶ
理
由
と
し
て
は
十
分
だ
ろ

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間
に

咲
太
が
八
幡
の
手
を
ガ
シ

と

た

八
幡
さ
ん

分
か

て
ま
す
ね

お
う

い
い
よ
な

ギ

プ
萌
え

 
直
後
に
理
央
は

再
び
咲
太
の
ボ
デ

に
一
発
入
れ
た

な

何
で
俺
ば

か
り

八
幡
さ
ん
に
は
通
用
し
な
い
と
思

た
か
ら

じ

実
に

理
的
な
答
え
だ
な

 
そ
し
て
理
央
は
ま
だ

を
少
し

ら
め
な
が
ら
も
気
に
な

て
い
た
事
を
八
幡
に

ね
た

で

で
も
そ
れ
は
私
が
優

だ
と
い
う
保
証
に
は
全
く
な
ら
な
い
の
で
は

お
う

そ
こ
で
次
の
提
案
だ

理
央

お
前
さ

進
学
す
る
の
を
や
め
ね
え
か

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に
誰
も
何
も
言
う
事
が
出
来
ず
場
は
シ
ン
と
静
ま
り
返

た
の
だ

た
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第
６
２
６
話
 
理
央
の
即
断
即
決

 
理

室
は

不
自
然
な

の
中
に
あ

た

 
誰
も
が
何
か
を
言
い
た
げ
で
あ
り

で
も
何
も
言
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
空
気
の
中

 
最
初
に
口
を
開
い
た
の
は
理
央
だ

た

そ

そ
れ
は
ど
う
い
う

ご
両
親
と
も
話
な
さ
い
と
い
け
な
い
が

言
葉
通
り
の
意
味
だ
な

 
お
前

高
校
を
卒
業
し
た
ら

そ
の
ま
ま
う
ち
に

職
し
て
み
な
い
か

そ

そ
れ
は

 
あ
ま
り
に
も
無
茶
な
提
案
じ

こ
の
中
で
は
一
番
の
常
識
人
で
あ
る

真
が
そ
う
言
い
か
け

た
が

 
隣
に
い
た
咲
太
が
そ
れ
を
制
し
た

 
理
央
が
そ
の
提
案
に
つ
い
て

真
剣
に
考

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か
ら
で
あ
る

国
見

気
持
ち
は
分
か
る
が
こ
こ
は
静
観
だ

双
葉
の
表
情
を
見
て
み
ろ
よ

悪
い

つ
い



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

多
分
こ
こ
が
双
葉
の
人
生
の
タ

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ

 
ど
ん
な
決
断
を
す
る
に
し
て
も

俺
達
は
あ
い
つ
の
事
を
応
援
し
て
や
ろ
う

タ

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
か

そ
う
だ
な

こ
こ
は
双
葉
に
任
せ
る
と
す
る
か

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
の

の
後

理
央
は
八
幡
に
い
く
つ
か
の
質
問
を
し
て
き
た

そ
の
場
合
の
問
題
点
を
い
く
つ
か
考
え
て
み
ま
し
た

 
最
初
に
何
か
あ

て
ソ
レ
イ
ユ
を
ク
ビ
に
な

た
時
の
リ
カ
バ
リ

で
す
が

お
前
は
う
ち
を
ク
ビ
に
は
な
ら
な
い

契
約
書
に
そ
う

り
込
む

 
だ
か
ら
再

職
の
事
と
か
は
考
え
な
く
て
も
い
い

私
が
何
か
大
き
な
失
敗
を
し
て
も

う
ち
は
お
前
一
人
の
失
敗
で

く
よ
う
な
会
社
じ

な
い

 
そ
し
て
お
前
の
失
敗
に
つ
い
て
の

任
は
俺
が
と
る

 
当
然
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
は
な

て
い
る
け
ど
な

な
る
ほ
ど
確
か
に
そ
れ
だ
と
大
卒
と
い
う
事
実
に
は
特
に
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
で
も

 
そ
し
て
理
央
は

一

置
い
て
か
ら
次
に
こ
う
言

た

私
の
教
育
に
関
し
て
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か

今
の
私
は
独
学
で
あ
る

度
勉
強
し
て
い
る
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と
は
い
え

 
そ
の
教
育

度
は
所

高
校
生
レ
ベ
ル
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん

 
大
学
で
そ
う
い

た
勉
強
を
し
た
方
が
よ
り
会
社
に
と

て
は

だ
と
思
う
ん
で
す
が

確
か
に
ジ

ン
ル
に
よ

て
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

 
俺
も

に
つ
い
て
学
ぶ

に

大
学
に
は
進
学
す
る
つ
も
り
だ
し
な

な
ら

ま
あ
今
俺
が
言

て
い
る
事
は

強
制
じ

な
く
あ
く
ま
で
提
案
な

 
俺
が
こ
れ
か
ら
一
つ
の

件
を
提

す
る
か
ら

お
前
が
そ
れ
を
是
と
す
る
な
ら
即

職

 
非
と
す
る
な
ら
奨
学
金
の

件
に

て
大
学
に
進
む
と
い
い

全
て
は
お
前
次
第
だ

 
八
幡
は
真
面
目
な
表
情
で
そ
う
言
い

 
理
央
だ
け
で
は
な
く
他
の
二
人
も

張
し
て
い
る
の
か

ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
理
央
に
説
明
を
始
め
た

最
初
に
一
つ
だ
け

俺
の
直
属
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
存
在
と
な
る
か

説
明
し
て
お
く

 
俺
は
確
か
に

事
業
部
の
部
⻑
と
い
う
事
に
な

て
い
る
が

そ
れ
は
正
確
で
は
な
い

 
何
故
な
ら
う
ち
に
は
そ
ん
な
名
前
の
事
業
部
は
存
在
し
な
い
か
ら
だ
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代
わ
り
に
今
存
在
し
て
い
る
の
は

ネ

ト
ワ

ク
事
業
部

て
奴
だ
な

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う

こ
れ
は
あ
く
ま
で
俺
の
身
分
を
保
証
す
る

の
仮
の

書
き
だ
か
ら
な

で
は
八
幡
さ
ん
に
は
何
の

限
も
無
い
と

い
や

限
な
ら
あ
る
ぞ

社
⻑
に
い
く
ら
で
も
意
見
を
言
え
る
し

多
少
の
わ
が
ま
ま
も

通
せ
る

八
幡
さ
ん

そ
れ

て
社
⻑
の
愛
人
み
た
い
な
感
じ
で
す
か

 
咲
太
が
物
怖
じ
せ
ず
に
そ
う
質
問
し
八
幡
は
面
白
そ
う
に
く

く

と
笑
い
な
が
ら
こ
う
答

え
たや

ぱ
り
そ
う
思
う
よ
な

多
分
同
じ
事
を
思

て
る
奴
は

 
ラ
イ
バ
ル
会
社
に
は
か
な
り
多
い
ん
じ

な
い
か
な

て
気
が
す
る
ん
だ
よ
な

 
そ
し
て
八
幡
は

先
ほ
ど
三
人
に
見
せ
た
名

と
は
別
の
名

を
取
り
出
し

 
そ
の
表
面
を
指
で
サ
ラ
リ
と

で
た

そ
こ
に
は
先
ほ
ど
と
同
じ
会
社
の
マ

ク

 
そ
し
て
同
じ
八
幡
の
上
半
身
の

が
表

さ
れ
て
お
り
そ
の
下
の
役
職
だ
け
が
違

て
い
た

ソ
レ
イ
ユ
社
代
表
取
締
役
社
⻑

比
企
谷
八
幡
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こ

こ
れ
は

ま
あ
十
年
以
内
に
こ
う
な
る
事
が

に
社
員
全
員
と
一
部
の
業
界
関
係
者
に
は
告
知
済
だ

て
事
だ

 
そ
れ
に
し
て
も
こ
ん
な
名

を
も
う
作

ち
ま
う
な
ん
て
う
ち
の
姉
さ
ん
も
気
が

い
よ
な

 
う
ち
の
姉
さ
ん
な

く
副
社
⻑
に
降
格
し
た
く
て
仕
方
が
な
い
み
た
い
な
ん
だ
よ

こ

降
格
を
喜
ぶ

て

そ

そ
れ
じ

あ

お
う

理
央
が
所
属
す
る
事
に
な
る
の
は
次
世
代
技
術
開
発
部

て
事
に
な
る
ん
だ
が

 
何
か
あ

た
時
は
俺
の
呼
び
出
し
に
応
じ
て
俺
の
下
で
動
く
事
に
な
る

 
つ
ま
り
は
社
⻑
直
属
部

て
の
が

今
後
の
理
央
の
役

だ
な

し

社
⻑
直
属
部

お
お

何
か

き
が
格
好
い
い

 
咲
太
と

真
は
そ
う

き

理
央
を

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
た

 
そ
の

線
を
受
け
た
理
央
は

も
戸
惑

た
表
情
で
八
幡
に
こ
う
質
問
し
て
き
た

直
属
の
意
味
は
分
か
り
ま
し
た
け
ど

で
は
私
の
教
育
に
関
し
て
は



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

直
属
の
上

に
教
育
し
て
も
ら
う

ち
な
み
に
そ
い
つ
は
理
央
よ
り
も
年
下
で

 
さ

き
は

し
て
い
た
が

俺
の
直
属
予
定
の
一
員
で
も
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は

ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
一

の
写
真
を
理
央
に
提

し
た

こ
い
つ
が
そ
の
お
前
の
パ

ト
ナ

と
呼
べ
る
存
在
と
な
る

 
理
央
は
そ
の
写
真
を
見
て
目
を
見
開
い
た

ま

紅
莉
栖

大
学
を
や
め
て
そ
の
後
ど
こ
に
い
る
か
は
不
明

て
ニ

ス
が
流
れ

て
た
け
ど

 
ま
さ
か
あ
の

紅
莉
栖
が
ソ
レ
イ
ユ
に
い
た
な
ん
て

ん

そ
ん
な
ニ

ス
が
流
れ
て
た
の
か

そ
う
か

公
式
発
表
さ
れ
て
な
か

た
ん
だ
な

 
ど
う
や
ら
紅
莉
栖
の
行
方
に
つ
い
て

 
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
の
関
係
者
は
口
を
つ
ぐ
ん
で
い
る
ら
し
い

 
ソ
レ
イ
ユ
社
は
引
き
抜
き
の
代
償
と
し
て
大
学
へ
の
資
金
提

と
技
術
協
力
を
確
約
し
て

い
た
の
だ
が

 
お
そ
ら
く
そ
の
事
に
配

し
て

発
表
に
関
し
て
は
ソ
レ
イ
ユ
社
に
一
任
す
る
事
と
し

 
大
学
側
か
ら
の
発
表
は

そ
れ
ま
で

え
る
事
に
し
た
の
だ
ろ
う
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と
い
う
か
理
央

お
前

紅
莉
栖
の
事
を
知

て
る
ん
だ
な

あ

当
た
り
前
で
し

私
の
一
つ
下
で
あ
り
な
が
ら

 
飛
び
級
で
大
学
を
卒
業
し
て
そ
の
ま
ま
大
学
院
の
研
究
員
に
な
り

 
そ
の

文
が
世
界
的
な
雑

に
い
く
つ
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
天
才
だ
よ

知
ら
な
い
方
が
お

か
し
い
で
し

お

り
方
が

け
て
き
た
な

い
い
ぞ
理
央

そ
の
調
子
だ

ち

茶
化
さ
な
い
で

え

と

つ
ま
り
即

職
を
決
断
し
た
ら

 
あ
の

紅
莉
栖
が
私
の
師
匠
に
な
る
と
い
う
事

い
や

ま
あ
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
で
も
そ
う
な
る
予
定
だ
な

ま
あ
時
期
の
違
い
だ

 
あ
と
四
年
半
待
つ
か
そ
れ
と
も
今
日
か
ら
紅
莉
栖
と
知
り
合
い
に
な
る
か
ま
あ
そ
ん
な
感

じ
だ高

校
を
出
た
ら
す
ぐ
に

職
し
ま
す

 
理
央
は
何
の
迷
い
も
な
く
そ
う
即
答
し

さ
す
が
の
八
幡
も

白
ん
だ

お
い
お
い

も
う
少
し
時
間
を
置
い
て
か
ら
返
事
を
し
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
ぞ

い
え

是
非

職
の
方
向
で
お
願
い
し
ま
す
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大
学
に
行
く
よ
り
も

き

と
そ
の
方
が
私
に
と

て
は

だ
と
思
う
ん
で
す

 
だ

て
あ
の
人
よ
り
優

な
大
学
教

な
ん
て

日
本
に
は
存
在
し
な
い
じ

な
い
で
す
か

い

い
や

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

な

理
央

そ
の

さ
ん

て
ど
ん
な
人
な
ん
だ

 
そ
う

ね
て
き
た
咲
太
に

理
央
は
心

意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
う

線
を
向
け
た

は

川
は
ど
れ
だ
け
物
を
知
ら
な
い
の

そ

そ
ん
な
に

名
人
だ

た
の
か

悪
い

知
ら
な
い
わ

は

こ
れ
だ
か
ら
ブ
タ
野
郎
は

安
心
し
ろ
咲
太

普
通
の
人
は
知
ら
な
い
か
ら
な

 
こ
こ
で
八
幡
が
そ
う
助
け
船
を
出
し

咲
太
は
ほ

と
し
た
表
情
を
し
た

紅
莉
栖
は
今
十
七

 
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
の
大
学
院
の
研
究
員
を
し
て
い
た

学
の
世
界
的

だ

な 
今
は
事
情
が
あ

て
う
ち
の
ス
タ

フ
と
し
て
働
い
て
く
れ
て
い
る

 
ち
な
み
に
サ
イ
エ
ン
ス

に
も
何
度
も

文
が
載

て
い
る
ま
あ
理
系
の
世
界
じ

世
界
的
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な

名
人
だ

そ
う
な
ん
で
す
か

ほ
ら

川

こ
れ
が
そ
の
雑

ね

 
理
央
は
そ
う
言

て
古
い
サ
イ
エ
ン
ス

を
戸

か
ら
取
り
出
し

咲
太
に

し
た

そ
れ
で
も

ん
で
勉
強
し
な
さ
い

お

お
う

 
そ
し
て
八
幡
が

話
を
元
に

そ
う
と
理
央
に
言

た

ま
あ
話
は
わ
か

た

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
方
向
で
話
を
進
め
て
お
く

お
願
い
し
ま
す
う
ち
の
両
親
は
二
人
が
か
り
で
後
日
両
親
が
家
に
揃

た
時
に
説
得
し
ま

し

う
わ

分
か

た

頑
張

て
二
人
で
説
得
し
よ
う
な

そ
れ
じ

あ
出
か
け
る
準
備
を
し
ま
す
の
で
教
室
に
行

て
き
ま
す

待

て
て
下
さ
い

へ

 
理
央
は
相
変
わ
ら
ず
の
平

な
口
調
で
そ
う
言
う
と

 
八
幡
に
は
目
も
く
れ
ず
に
一
目
散
に
理

室
を
飛
び
出
し
て
い
き
自
分
の
教
室
へ
と
向
か



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

た 
そ
の
一
部
始
終
を

め
て
お
り
今
は

気
に
と
ら
れ
た
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
た
咲
太
と

真
に

 
八
幡
も
戸
惑
い
な
が
ら
こ
う

ね
た

え
え
と

理
央

て
普

か
ら
あ
あ
な
の
か

人
の
話
を

か
な
い
と
い
う
か
何
と

い
う
か

い
え

い
つ
も
は
何
て
い
う
か

も

と
お
堅
い
感
じ
と
い
う
か

あ
ん
な
双
葉

初
め
て
見
ま
し
た

そ

そ
う
か

 
そ
し
て
廊
下
か
ら
パ
タ
パ
タ
と
走
る
音
が

こ
え
て
き
た
か
と
思
う
と

 
理
央
が
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
教
室
へ
と
飛
び
込
ん
で
き
た

 
八
幡
は

れ
る
理
央
の
胸
に
一

気
を
と
ら
れ

顔
を
や
や

く
し
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
に
理
央
は

い
き
な
り
こ
う
言

た
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は

は

準
備
が
出
来
ま
し
た

さ
あ
八
幡
さ
ん

ソ
レ
イ
ユ
に
行
き
ま
し

う

ソ
レ
イ
ユ
に

何
で
ま
た
そ
ん
な
事
に

だ

て
八
幡
さ
ん
が
さ

き
言

た
じ

な
い
で
す
か

四
年
半
待
つ
か

そ
れ
と
も
今
日
か
ら
紅
莉
栖
と
知
り
合
い
に
な
る
か

て

え

あ

そ
う
い
う
事
か

 
そ
れ
で
納
得
し
た
八
幡
は

気
を
取
り
直
し
て
理
央
に
言

た

分
か

た

そ
れ
じ

あ
一

に
ソ
レ
イ
ユ
に
行
く
と
す
る
か

は
い

 
そ
し
て
理
央
は
咲
太
と

真
に

り
返

て
こ
う
言

た

そ
ん
な

で
私
も
う

学
部
は
終
わ
り
に
す
る
か
ら
放
課
後
に
こ
こ
に
来
て
も
誰
も
い
な

い
か
ら
ね

えマ
ジ
か
よ

こ
れ
か
ら

日
放
課
後
は
ソ
レ
イ
ユ
に
通
う
か
ら

そ
う
い
う
事
で
宜
し
く

分
か

た

し

か
り
な
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頑
張
れ
よ

双
葉

 
そ
の
二
人
か
ら
の
激

に

理
央
は
満
面
の
笑
み
で
こ
う
答
え
た

う
ん

 
そ
し
て
二
人
が
去

た
後
咲
太
と

真
は
理

室
に
残
り
今
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
を
し

て
い
た

な

国
見

ち

と

し
い
な

だ
な

双
葉
を
八
幡
さ
ん
に
取
ら
れ
ち
ま

た

に
な

ち
ま

た
な

し
か
し
双
葉
も
卒
業
前
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
の
一
員
か
ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て
な

ま
だ
両
親
の
説
得
が
残

て
る
み
た
い
だ
け
ど
な

そ
れ
く
ら
い
は
何
と
か
す
る
だ
ろ

あ
ん
な
感
情
を
表
に
出
す
双
葉
な
ん
て

 
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
た
事
が
無
か

た
し
な

何
に
せ
よ

当
分
双
葉
と
も
会
え
な
く
な
る

て
事
か

ま
あ
日
曜
に
で
も
三
人
で
ど
こ
か
に
出
か
け
て
そ
の
時
に
で
も
話
を

か
せ
て
も
ら
お
う

だ
な

 
そ
し
て
バ
ス
ケ
部
員
で
あ
る

真
は
体
育

の
方
へ
と
去

て
い
き
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残
さ
れ
た
咲
太
は

コ

ヒ

を
飲
む
の
に
使

た
道

を
洗
い

に
片
付
け
た

 
そ
し
て
理

室
内
を
ぐ
る
り
と
見

し

誰
に

か
せ
る
で
も
な
く
こ
う
言

た

二
年
半

一
人
で
よ
く
頑
張

た
な

そ
し
て
理

室
も
お
疲
れ
様

 
丁
度
そ
の
時
窓
か
ら

か
い
風
が

き
込
ん
で
き
た

 
咲
太
は
そ
の
風
が

ど
う
い
た
し
ま
し
て
と
言

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
も
帰
る
か

 
こ
う
し
て
理

室
を
放
課
後
に
訪
れ
る
者
は

こ
の
日
か
ら
誰
も
い
な
く
な

た
の
だ

た
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第
６
２
７
話
 
理
央
の
安
全
保
障

ね

八
幡
さ
ん

ん

何
だ

八
幡
さ
ん
は

私
く
ら
い
の
サ
イ
ズ
の
胸
は

も
う
見
慣
れ
て
る
ん
だ
よ
ね

い
き
な
り
何
だ
よ
そ
の
質
問
は

い
や

そ
う
い
う
の
に
慣
れ
て
る
は
ず
な
の
に

 
さ

き
の
八
幡
さ
ん
は
私
の
胸
を
見
て
真

に
な

て
た
な

て
思

て

お
前

微

に
性
格
変
わ

て
な
い
か

も
し
か
し
て
そ

ち
が
地
な
の
か

さ
あ

ど
う
な
ん
だ
ろ

 
理
央
は
こ
の
時

学
校
と
い
う
空
間
か
ら
完
全
に
自
分
の
心
を
解
き
放

て
い
た

 
中
学
の

か
ら
発
育
が
良
か

た
理
央
は
そ
う
い

た
面
で

が
ら
せ
を
受
け
る
事
も
多
く

 
自
分
が
女
に
生
ま
れ
て
し
ま

た
事
を
残
念
に
思

て
い
た
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ

た
の
だ

が 
今
は
そ
ん
な
事
は
ま

た
く
考
え
て
お
ら
ず

そ
の
心
は
解
放
感
に
包
ま
れ
て
い
た
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一
番
の
理
由
は
も
う
学
校
で
の
出
来
事
は
自
分
に
と

て
は
ど
う
で
も
い
い
と

り
切
れ
た

事
だ
ろ
う

 
そ
う
色
々
と

切

た
せ
い
か
理
央
は
も
う
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を

す
そ
ぶ
り
も
ま

た

く
見
せ
ず

 

々
と
八
幡
の
隣
を
歩
い
て
お
り
道
行
く
生
徒
達
は
そ
れ
を
見
て
少
し
驚
い
た
よ
う
な
顔

を
し
て
い
た

 
そ
の

線
の
う
ち
女
生
徒
の

線
の
多
く
が
八
幡
に
注
が
れ
て
い
る
事
に
気
付
い
た
理
央
は

 
何
と
な
く
八
幡
と
の

離
を
詰
め

が
触
れ
合
わ
ん
ば
か
り
の

離
ま
で
接
近
し
た

何
だ
よ

い
や

私
も
女
の
子
だ

た
ん
だ
な

て
思

て

お
前
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
女
の
子
以
外
の
何
者
で
も
な
い
だ
ろ

そ
う
か
な

あ
あ

そ
う
だ

そ

か

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
優
越
感
と
い
う
も
の
だ

た
だ
ろ
う
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そ
ん
な
感
情
が
自
分
に
も
あ

た
の
か
と

理
央
は
少
し
驚
き
つ
つ
も

 
せ

か
く
だ
か
ら
そ
の
感
情
に
身
を
任
せ
て
み
よ
う
と
更
に
八
幡
に
く

つ
い
た

離
れ
ろ

歩
き
に
く
い

じ

あ
こ
う
し
た
ら

 
そ
う
言

て
理
央
は

し
に
と
い
う
つ
も
り
で
八
幡
と

を
組
ん
で
み
た

学
校
内
で
そ
れ
は
問
題
だ

い
い
か
ら
離
れ
ろ

今
全
然
動

し
な
か

た
ね

も
し
か
し
て
女
の
子
に

き
つ
か
れ
慣
れ
て
る

気
の
せ
い
だ

ち
な
み
に
学
校
の
外
な
ら
別
に

わ
な
い

目
に
決
ま

て
る
だ
ろ
と
い
う
か

囲
の

線
が

い
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
勘

し
て
く
れ

そ
れ
で
も
自
分
か
ら
は

り
ほ
ど
か
な
い
と
こ
ろ
が
凄
く

ら
し
い

ね

お
前
に
俺
の
何
が
分
か
る

て
ん
だ
よ

少
な
く
と
も
私
の
事
が

い
じ

な
い

て
事
は
分
か

た

部
下
に
な
る
奴
を
最
初
か
ら

て
ど
う
す
る
よ

そ
う
や

て
話
を
微

に
反
ら
す
と
こ
ろ
と
か
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そ
う
言

て
理
央
は
八
幡
の

を
解
放
し

八
幡
は
安

し
た
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た

こ
の
人
絶
対
に
モ
テ
る
ん
だ
ろ
う
な

 
理
央
は
八
幡
の

り
に
複

の
女
性
が
い
る
と

ん
で
い
た
が

 
そ
れ
が
ま
さ
か
三
十
人

模
に

ぶ
と
は
想
像
す
ら
し
て
い
な
か

た

 
理
央
が
そ
の
事
実
を
知
る
の
は
ソ
レ
イ
ユ
に
通
い
始
め
て
初
め
て
社
乙
会
に
参
加
し
た
時
の
事

で
あ
る

 
ち
な
み
に
社
乙
会
は

禁
止
な
の
で
理
央
で
も
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
み
で
参
加
が
可
能
な

の
ださ

て

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
事

室
に
顔
出
し
す
る
か
ら
な

あ

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
は
窓
口
か
ら
中
を

き
込
み

事

員
に
声
を

け
た

す
み
ま
せ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

あ

い
え

お
疲
れ
様
で
す

ど
う
や
ら
ち

ん
と
話
せ
た
み
た
い
で
す
ね

は
い

こ
い
つ
は
う
ち
で
面
倒
を
見
る
事
に
な
り
ま
し
た

そ
う
で
す
か

そ
れ
は
良
か

た
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後
日
正
式
に

に
参
り
ま
す
が

校
⻑
先
生
に
も
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い

は
い

そ
れ
で
は
お
気
を
つ
け
て

 
そ
う

を
終
え

ん
で
学
校
の

場
へ
と
向
か

た
二
人
は

 
そ
の

い
道
行
き
で
も
生
徒
達
の
注
目
を
集
め
て
い
た

凄
い
見
ら
れ
て
る

こ
ん
な
の
初
め
て
か
も

他
人
の

線
が
怖
い
か

今
は
不
思
議
と
も
う
怖
く
な
い
か
な

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が

で
も
他
の
女
子
に
ヤ
キ
モ
チ
と
か
焼
か
れ
ち

い
そ
う

 
理
央
が
そ
う
若

心

そ
う
に
言

た
の
を
見
て
八
幡
は
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
足
を
止

め
たど

う
し
た
の

い
や

や
る
べ
き
事
を
一
つ
忘
れ
て
い
た

や
る
べ
き
事

て

お
前
の
安
全
保
障
だ
な
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そ
う
言

て
八
幡
は

少
し
遠
く
に

め
て
あ

た
黒
い
高
級

に
声
を
か
け
た

キ

ト

こ
こ
ま
で
来
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え

す
ぐ
に
キ

ト
が
こ
ち
ら
に
自
走
し
て
き
た

え

紹
介
は
後
だ

キ

ト

確
か
後
部
座

に
ア
レ
の

作
品
が
あ

た
よ
な

は
い

黒
い
袋
の
中
に
あ
り
ま
す

だ
よ
な

よ
し

 
そ
し
て
キ

ト
の
扉
が
自
動
で
上
に
開
き

そ
れ
だ
け
で
場
の
注
目
度
は
最
高
潮
に
達
し
た

 
八
幡
は
後
部
座

で
何
や
ら
ご
そ
ご
そ
と
や

て
い
た
が

 
や
が
て
何
か
を
取
り
出
す
と

理
央
に

し
て
き
た

こ
れ
は

こ
れ
は
こ
う
し
て
首
に
は
め
る

 
そ
う
言

て
八
幡
は
理
央
の
首
に

布
製
で
は
あ
る
が
若

重
い
チ

カ

を
装
着
し
た

 
理
央
は
普

そ
う
い

た
ア
ク
セ
サ
リ

は
ま

た
く
つ
け
る
事
が
無
い

不
覚
に
も
ド
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キ

と
し
た

こ
れ
は

ま
あ
待

て
ろ

次
は
こ
れ
だ

 
次
に
八
幡
が
取
り
出
し
た
の
は
指

で
あ

た

八
幡
は
そ
の
ま
ま
理
央
の

手
を

り

 

張
し
た
理
央
は

手
の

指
に
意
識
を
集
中
さ
せ
て
し
ま
う
事
と
な

た

 
年

の
女
の
子
な
の
だ
か
ら

当
然
で
あ
ろ
う

 

で
は
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
と
分
か

て
い
て
も

理
央
の
心

の

動
は
凄
ま
じ
く
速
く

な

て
い
た
が

 
八
幡
は
理
央
の
そ
ん
な
様
子
に
は
ま

た
く
気
付
か
ず
に
そ
の
ま
ま

手
の
中
指
に
指

を

は
め
た

 
理
央
は
そ
れ
を
見
て
脱
力
し
な
が
ら
も
男
に
指

を
は
め
て
も
ら

た
と
い
う
事
実
に

め

て
動

し
た

ち

ち

と

 
そ
の
指

は
宝
石
も
な
に
も
な
い

た
だ
の

の
よ
う
な
も
の
だ

た
が

 
理
央
は
当
然
そ
う
い

た

験
は
皆
無
で
あ

た

戸
惑
う
反
面
嬉
し
さ
を
感
じ
て
も
い
た
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そ
れ
じ

最
後
に

お

い
咲
太

ち

と
こ

ち
に
来
て
く
れ

あ
れ

バ
レ
て
ま
し
た
か

 
そ
う
言

て
生
徒
の
中
か
ら
咲
太
が

を
現
し
た

ど
う
や
ら
下
校

中
で
二
人
を
見
か
け

 
そ
の
ま
ま
遠
く
か
ら
様
子
を

て
い
た
ら
し
い

そ
れ
じ

あ
こ
れ

バ
イ
ト
代
な

バ
イ
ト
代

何
の
で
す
か

こ
れ
か
ら
ち

と

い
目
に
あ

て
も
ら
う
か
ら

び
料
だ

マ
ジ
で
す
か

一
万

と
か

逆
に
不
安
に
な
る
ん
で
す
が

お

お
手
柔
ら
か
に

 
そ
し
て
八
幡
は

囲
の
生
徒
達
に

こ
え
る
よ
う
に

咲
太
と
会
話
を
始
め
た

と
い
う

で

咲
太
も
知

て
の
通
り

こ
こ
に
い
る
双
葉
理
央
は
こ
の
俺

 
ソ
レ
イ
ユ
社
の
比
企
谷
八
幡
の
ス
タ

フ
の
一
人
と
な

た

だ

は
い

そ
う
で
す
ね

 
咲
太
も
空
気
を

み

上
手
く
八
幡
に
調
子
を
合
わ
せ
て
き
た

 
ど
う
や
ら
バ
イ
ト
代
分
の
働
き
は
す
る
つ
も
り
ら
し
い

 
同
時
に
こ
れ
が
理
央
に
と

て
必
要
な
行
動
な
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
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ま
あ
そ
ん
な

で

理
央
に
ち

か
い
を
出
し
て
く
る
奴
が
い
た
ら

 
ソ
レ
イ
ユ
社
か
ら
そ
い
つ
に
報
復
が
行
わ
れ
る
事
に
な
る

そ
れ
は
怖
い
で
す
ね

体
的
に
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か

先
ず
こ
の
チ

カ

こ
れ
は
映
像
を
記
録
す
る

体
に
な

て
い
て
な

 
誰
が
何
を
し
て
き
た
か

そ
の
情
報
が
全
て
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
し
て
こ
の
指

だ

お
い
理
央

サ
ン
ダ

て
言

て
咲
太
に
そ
の
指

を
押
し
当

て
て
み

何
そ
の
中
二

い

文

と
い
う
か
こ
の
展
開

何
か
期
待
し
て
た
の
と
違
う

 
理
央
は
そ
の
説
明
に
そ
う
愚
痴
を
こ
ぼ
し
つ
つ

 
少
し
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
な
が
ら
も
言
わ
れ
た
通
り
の
行
動
に
出
た

サ
ン
ダ

う
ぎ

 
そ
の

間
に

咲
太
に

流
の
よ
う
な
も
の
が
走
り

咲
太
の
体
か
ら

か
に
煙
が
出
た

い

て
え
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分
か

た
か

こ
れ
は
小
型
の
ス
タ
ン
ガ
ン
み
た
い
な
も
の
で

 
こ
の
大
き
さ
で
も
こ
れ
く
ら
い
の

力
は
あ
る

そ

そ
う
で
す
か

こ
れ
な
ら
双
葉
が
危
な
い
目
に
あ
う
事
も
あ
り
ま
せ
ん
ね

 
咲
太
は
最
後
ま
で
自
分
の
仕
事
を
全
う
し
よ
う
と
大
き
な
声
で
そ
う
言

た

ナ
イ
ス
な

性

で
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
が

追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
こ
う
言

た

だ
な

そ
の
後
に
う
ち
の
会
社
か
ら
関
係

社
に
手
が
回
る
か
ら

 
そ
い
つ
の
人
生
は
そ
こ
で
終
わ
り
だ
な

で
す
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
咲
太
に
手
を
差
し

べ

立
ち
上
が
ら
せ
た

悪
い

思

た
よ
り
出
力
が
出
て
た
わ

い
え

こ
れ
も
仕
事
で
す
か
ら

プ
ロ
意
識
が
高
い
な
咲
太

そ
れ
に
双
葉
の

で
も
あ
り
ま
す
し
ね

 
咲
太
が
そ
う

や
か
に
言

た
事
に
少
し
イ
ラ

と
し
た
の
か
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理
央
は
再
び
咲
太
に
指

を
押
し
当
て
た

川

今
の
も
う
一
回
や

て
み
て
も
い
い

勘

し
て
く
れ

本
当
に

い
ん
だ
ぞ
そ
れ

冗
談
だ
よ

何
か
ご
め
ん
ね

い
い

て

こ
れ
で
学
校
で
お
前
に
ち

か
い
を
出
し
て
く
る
奴
も
い
な
く
な
る
だ
ろ

う
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
こ
の
時
理
央
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
た
の
だ
が

後
に
詩
乃
と
仲
良
く
な

た
後

 
詩
乃
の
学
校
で
八
幡
が
何
を
し
た
か
を

き

 
自
分
も
そ

ち
の
方
が
良
か

た
と
八
幡
に

抗
議
す
る
事
に
な
り
八
幡
を
涙
目
に
さ
せ
る

事
に
な
る

 
以
前
雪
乃
と
ク
ル
ス
の
学
校
で
も
同
じ
事
を
し
た
八
幡
は
そ
の
反
省
か
ら
今
回
こ
う
し
た
の

だ
が

 
そ
れ
に
よ

て
逆
に
理
央
の
不
興
を

て
し
ま
う
と
い
う
結
果
と
な

た

 
か
く
も
女
心
と
は
複
雑
な
も
の
な
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
行
く
わ
咲
太
悪
い
が
こ
の
噂
を
学
校
内
に
ど
ん
ど
ん
広
め
て
や

て
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く
れは

い

国
見
も

き
込
ん
で
広
め
て
お
き
ま
す
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
キ

ト

ド
ア
を
開
け
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

そ
う
だ
理
央

せ

か
く
だ
か
ら
お
前

運
転

に
座
る
か

え

で
も
私

免
許
と
か
持

て
な
い
け
ど

免
許
な
ん
か
い
ら
ん

分
か
る
だ
ろ

あ

そ

そ
う
か

う
ん

そ
れ
じ

あ
乗

て
み
た
い

 
理
央
は
目
を

か
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
八
幡
と
出
会

て
か
ら
ま
だ
間
も
な
い
が

そ
こ
か
ら
は
驚
き
の
連
続
で
あ
り

 
理
央
は
こ
ん
な
に
ド
キ
ド
キ
し
た
一
日
を
送
る
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の

験
で
あ

た

 
し
か
も
そ
の
時
間
は

中
も

中

む
し
ろ
始
ま

た
ば
か
り
な
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ

川

ま
た
ね

お

お
う

ま
た
な

 
そ
し
て
キ

ト
は
二
人
を
乗
せ

ど
こ
か
へ
と
走
り
去

て
い

た
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は

何
か
ら
何
ま
で
凄
か

た
な

と
り
あ
え
ず
国
見
の
と
こ
ろ
に
行
く
か

 
そ
う
言

て
咲
太
も
去

て
い
き

こ
の
日
こ
こ
で
あ

た
出
来
事
と
そ
の

は

 
ま
た
た
く
間
に
学
校
中
に
広
が
る
事
と
な
り

 
こ
う
し
て
理
央
に
余
計
な
ち

か
い
を
出
し
て
く
る
者
は
い
な
く
な

た

 
こ
の
件
に
つ
い
て

学
校
か
ら
の

は
特
に
無
か

た

 
ソ
レ
イ
ユ
社
か
ら
公
式
に
事
情
の
説
明
が
あ

た
事
に
加
え

 
今
後
も
し

原
高
校
か
ら

同
じ
よ
う
に
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
の
交
付
対
象
者
が
出
た
場
合

 
対
応
に
苦

す
る
必
要
が
無
く
な
る
と
い
う
学
校
側
の
判
断
も
あ

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
う

の
中
で

キ

ト
に
関
し
て
の
説
明
を
受
け
た
後

 
理
央
は
そ

と
自
分
の
首
を
触
り
な
が
ら

八
幡
に

こ
え
な
い
よ
う
に
こ
う

い
て
い
た

首

ま
で
付
け
ら
れ
ち

た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
理
央
は

が
る
そ
ぶ
り
も
見
せ
ず
む
し
ろ
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
い

た 
そ
し
て
双
葉
理
央
は
ソ
レ
イ
ユ
を
知
る
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告
知
が

れ
ま
し
た
が

明
日
は
二
話

成
で
お
送
り
し
ま
す
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第
６
２
８
話
 
理
央

初
め
て
の
ソ
レ
イ
ユ

 
ス
ト

ク
が
十
話
を
超
え
た
の
で

今
日
は
二
話
同
時
に
お

け
し
ま
す

 
こ
ち
ら
が
一
話
目
と
な
り
ま
す

お
気
を
つ
け
下
さ
い

そ
う
だ

悪
い
キ

ト

先
に
最
寄
の

に
寄

て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
突
然
八
幡
が
そ
う
言

て
キ

ト
に
進
路
を
変
え
さ
せ
た

に
何
か
用
事

お
前
が
こ
れ
か
ら

日
ソ
レ
イ
ユ
に
通
う

て
な
ら

定
期
が
必
要
だ
ろ

そ

そ
こ
ま
で
し
て
も
ら
う

に
は

 
そ
う
遠

す
る
理
央
に

八
幡
は
少
し
怖
い
顔
で
言

た

何
言

て
る
ん
だ
お
前

そ
う
い

た
事
は
キ

チ
リ
さ
せ
と
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
ぞ

 
あ
と
通

た
日

に
合
わ
せ
て
ま
あ
当
面
は
見

い
扱
い
で
安
い
が

料
も
出
す
か
ら
な
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で

で
も

い
つ
ま
で
も
高
校
生
気
分
で
い
る
な

社
会
に
出
る
覚
悟
を
決
め
る
ん
だ

う

う
ん

分
か

た

 
そ
こ
で
八
幡
は
表
情
を
穏
や
か
な
も
の
に
し

笑
顔
で
理
央
に
言

た

何
か
と

利
だ
ろ
う
し

定
期
に
は

子
マ
ネ

を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
か
ら
な

 
そ
こ
に
い
く
ら
か
資
金
を
入
れ
て
お
く
か
ら
休
み
の
日
に
は
色
々
な
場
所
に
行

て
く
る
と

い
い

 
そ
う
や

て
見

き
し
た
も
の
が

い
つ
か
お
前
の
役
に
た
つ
か
も
し
れ
ん

 
受
験
勉
強
を
し
な
く
て
良
く
な

た
分
残
り
の
高
校
生
活
は
あ
る

度
そ
う
い

た
時
間
に

回
す
と
い
い

わ

私

あ
ま
り
出
歩
い
た
り
し
た
事
が
無
く
て

咲
太
や

真
に
連
れ
て

て
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

あ
の
二
人
に
も
受
験
が
あ
る
か
ら
そ
ん
な
に
は

 
そ
の
至

真

当
な
意
見
に

八
幡
は
笑
顔
を
崩
さ
な
い
ま
ま
こ
う
言

た

そ
う
か
そ
れ
な
ら
こ
れ
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
で
出
来
る
友
達
に
で
も
連
れ
て

て
も
ら
え
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も
し
く
は
俺
の
彼
女
を
紹
介
し
て
や

て
も
い
い
ぞ

え

は

八
幡
さ
ん
に
は
彼
女
が
い
る
の

ん

何
か
お
か
し
い
か

う

う
う
ん

ま
し
い
な

私
も
彼
氏
が
欲
し
い
な

て
思

て

 
理
央
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

胸
に

か
な

き
を
感
じ
て
い
た

こ
れ

て
そ
う
い
う
事

う
う
ん

き

と
違
う

違
う
は
ず

 
ほ
ら

す
ぐ
に

き
が
無
く
な

た

と
り
あ
え
ず
今
は
こ
れ
か
ら
の
事
だ
け
を
考
え
な
く

ち
そ
う
か

ま
あ
す
ぐ
に
い
い
彼
氏
が
出
来
る
だ
ろ

お
前
は
か
わ
い
い
か
ら
な

そ
う
だ
と
い
い

か
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
で
再
び
訪
れ
た
胸
の

き
を

 
理
央
は
絶
対
に
気
の
せ
い
だ
と
自
分
に
言
い

か
せ
続
け
た

 
や
が
て
胸
の

き
も
お
さ
ま
り

に
到
着
し
た
後
二
人
は
真

直
ぐ
に
定
期

り
場
に
向

か

た
な

理
央

こ
れ

て
ど
う
や
る
ん
だ
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え

知
ら
な
い
の

い
や

よ
く
考
え
た
ら
定
期
を

た
記
憶
が
無
い
な

て
思

て
な

 
高
校
の
時
は
自
転

通
学
だ

た
し

今
は
主
に

で
移
動
し
て
い
る
か
ら
な

あ
あ

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
こ
こ
は
私
が

 
そ
し
て
理
央
は

八
幡
の
代
わ
り
に
定
期
の

機
の
操
作
を
し

 
無
事
に
定
期
を

入
す
る
事
が
出
来
た

 
こ
ん
な
大
し
た
事
が
無
い
普
通
の
や
り
と
り
が

今
の
理
央
に
は
と
て
も
楽
し
か

た

何
か
悪
い
な

全
部
や
ら
せ
ち
ま

て

う
う
ん

そ
れ
は
い
い
ん
だ
け
ど

八
幡
さ
ん

ま
る
で
お
じ
い
ち

ん
み
た
い

 
と
て
も
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
さ
ん
だ
と
は
思
え
な
い

だ
な
俺
に
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
も
の
が
い

ぱ
い
あ
る

そ
の
分
色
々
と
社
会
勉
強
を
し

な
い
と
な

私
も
そ
う
か
も

そ
う
か
ま
あ
た
ま
に
は
俺
も
誘

て
く
れ
女
の
子
だ
け
だ
と
危
な
い
事
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
し
な
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別
に
二
人
で
も
い
い
の
に

 
理
央
は
そ
う
思
い
つ
つ

に

か
ん
だ
そ
の
考
え
を

り

た

い
け
な
い
い
け
な
い

こ
ん
な
の
は
私
じ

な
い

そ
う
だ
ね

た
ま
に
は
ね

あ
あ

た
ま
に
は
な

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か
い

無
事
に
本
社
ビ
ル
へ
と
到
着
し
た

 
受
付
に
は
美
人
の
受
付
嬢
が
二
人
居
り
二
人
は
八
幡
に
気
付
く
と
笑
顔
で
こ
ち
ら
に
話
し
か

け
て
き
た

あ

八
幡

お
帰
り
な
さ
い

今
日
は
か
お
り
と
ウ
ル
シ
エ
ル
か

何
も
変
わ

た
事
は

こ

て
な
い
よ
な

う
ん

特
に
は
何
も

と
い
う
か
八
幡
さ
ん

私
の
事
を
ウ
ル
シ
エ
ル
と
呼
ぶ
の
は
や
め
て
下
さ
い

い
い
じ

な
い
か

大
天
使
ウ
ル
シ
エ
ル

か
わ
い
い
よ
な

 
八
幡
に
そ
う

ね
ら
れ

理
央
は
ま

た
く
由
来
は
分
か
ら
な
か

た
が

 
素
直
に
そ
の
あ
だ
名
を
か
わ
い
い
と
思
い

そ
の
言
葉
に

い
た



 第６２８話 理央、初めてのソレイユ

あ

え

と

こ
ち
ら
は

よ
く
見
た
ら
八
幡
さ
ん
が

ま
た
新
し
い
女
の
子
を
連
れ
て
る

人

き
の
悪
い
事
を
言
う
な
こ
い
つ
は
双
葉
理
央
春
か
ら
う
ち
の
社
員
に
な
る
予
定
の
高

校
生
だ

 
本
来
は
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
の
候
補
者
だ

た
ん
だ
が
事
情
が
あ

て
大
学
に
は
行
か
せ
な
い

事
に
な

た

え

何
で

こ
い
つ
の
教
育
は
大
学
じ

な
く
う
ち
で
行
う

教
育
係
は
紅
莉
栖
に
や
ら
せ
る
つ
も
り
だ

あ
あ

納
得

そ
れ
は
ま
た

凄
い
決
断
を
し
ま
し
た
ね

大
学
に
行
か
せ
る
よ
り

そ
の
方
が
よ
り
こ
い
つ
の

に
な
る
と
い
う
判
断
だ

よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言

て
理
央
は

二
人
に

を
下
げ
た

私
は

本
か
お
り
だ
よ

八
幡
の
中
学
の
時
の
同
級
生

私
は
漆
原
え
る

な
の
で
名
前
を
も
じ

て
ウ
ル
シ
エ
ル

て
呼
ば
れ
て
る
ん
だ
け
ど



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
不
本
意
だ
か
ら

え
る

て
呼
ん
で
ね

あ
あ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
で
す
ね

 
理
央
は
ウ
ル
シ
エ
ル
の
由
来
を

き

納
得
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

と
い
う

で
今
後

方
く
ら
い
に
ち

こ
ち

こ
と
こ
い
つ
が
う
ち
に
顔
を
出
す
事
に
な
る

と
思
う

 
二
人
と
も

し

か
り
と
理
央
の
面
倒
を
見
て
や

て
な

任
せ
て

理
央
ち

ん

分
か
ら
な
い
事
が
あ

た
ら
何
で
も
私
達
に

い
て
ね

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
こ
に
丁
度
バ
イ
ト
を
し
に
来
た
の
か

詩
乃
が
顔
を
出
し
た

ハ
イ

何
を

り
上
が

て
る
の

お

詩
乃
か

丁
度
い
い

紹
介
し
て
お
く
わ

 
そ
し
て
理
央
は
詩
乃
に
紹
介
さ
れ

年
が
近
い
事
も
あ
り

二
人
は
す
ぐ
に
仲
良
く
な

た

私
は
あ
ん
ま
り
こ
こ
に
は
来
な
い
け
ど

い
る
と
し
た
ら
開
発
室
の
方
に
い
る
か
ら

 
ま
た
会

た
時
は
宜
し
く
ね
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う

う
ん

ま
た
ね

詩
乃

 
理
央
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言

た

同

の
友
達
が
ほ
ぼ
皆
無
な
理
央
は

 
い
き
な
り
友
達
と
呼
べ
そ
う
な
女
性
が
三
人
も
現
れ
た
事
を

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
と
理
央
は

そ
の
足
で
秘
書
室
へ
と
向
か

た

誰
か
い
る
か

 
そ
の
八
幡
の
呼
び
か
け
に

一
人
で
何
か
の
仕
事
を
し
て
い
た
薔
薇
が

 
ひ

い

と
デ
ス
ク
か
ら
顔
を
上
げ
た

あ
ら

今
日
は
ど
う
し
た
の

確
か
今
日
は
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
の

て

も
し
か
し
て

そ
の
子
が

お
う
こ
い
つ
が
俺
の
未
来
の
直
属
に
な
る
双
葉
理
央
だ
小
猫
入

証
発
行
の
手
続
き
を

し
て
く
れ

分
か

た
わ

こ

ね

こ

 
理
央
は
そ
れ
を
あ
だ
名
だ
と
思

た
の
か

思
わ
ず
そ
う

い
た

 
そ
れ
を

い
た
薔
薇
は
顔
を
真

に
し
な
が
ら
も
入

証
の
発
行
手
続
き
を
進
め
続
け
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代
わ
り
に
八
幡
が

理
央
に
薔
薇
の
事
を
説
明
し
た

こ
い
つ
の
フ
ル
ネ

ム
は
薔
薇
小
猫

さ

き
写
真
を
見
せ
た
通
り

俺
の
将
来
の
秘
書
だ

 
ま
あ
今
は
姉
さ
ん
の
秘
書
だ
け
ど
な

そ

か

お
名
前
が
小
猫
さ
ん
だ

た
ん
で
す
ね

す
み
ま
せ
ん
小
猫
さ
ん

 
一

ど
う
い
う
由
来
の
あ
だ
名
な
ん
だ
ろ
う
と
思

て
し
ま

て

い

い
い
の
よ

悪
い
の
は
全
て
こ
の
馬

だ
か
ら

あ
あ
ん

小
猫
を
小
猫
と
呼
ん
で
何
が
悪
い

お
前
は
俺
が

た
ん
だ

 
お
前
の
事
は

俺
は
一
生
小
猫
と
呼
ぶ
か
ら
な

く

名
し
よ
う
か
し
ら

そ
れ
で
も
俺
は
小
猫

て
呼
ぶ
け
ど
な

あ
あ
も
う
い
い
わ
よ

で

理
央
ち

ん
の

書
き
は
ど
う
す
る

見

い
社
員
だ

え

学
生
社
員
と
か
じ

な
く
て

 
学
生
社
員
と
は
主
に
南
や
ク
ル
ス
が
そ
れ
に

当
す
る
要
す
る
に
大
学
生
で
あ
り
な
が
ら

 

に
社
内
で
仕
事
の
勉
強
を
し
て
い
る
者
達
の

書
き
で
あ
る
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そ
し
て
見

い
社
員
と
は
次
の
四
月
か
ら
正
式
な
社
員
と
し
て
配
属
さ
れ
る
予
定
の
者
の

書
き
だ

た

あ
あ

こ
の
理
央
は
高
校
卒
業
後

す
ぐ
に
う
ち
の
社
員
に
な
る

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
う
ち
で
教
育
す
る

教
育
係
は
紅
莉
栖
だ

そ
れ
は
ま
た
凄
い
決
断
を
し
た
も
の
ね

お
前
は
反
対
か

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に

薔
薇
は
即
座
に
こ
う
答
え
た

う
う
ん

い
い
と
思
う
わ

う
ち
に
求
め
ら
れ
る
の
は

 
業

に
よ

て
は
大
学
で
の
勉
強
は
一
切
通
用
し
な
い
か
ら
ね

だ
よ
な

理
央
は
そ
の
点
い
い
テ
ス
ト
ケ

ス
に
な
る
は
ず
だ

了
解
よ

こ
の
事
は
社
⻑
に
は

こ
れ
か
ら
伝
え
る

あ
い
つ
の
度

を
抜
い
て
や
る
さ

む
し
ろ
そ

ち
が
主
目
的
じ

な
い
の

 
ま
さ
か
そ
の

に

理
央
ち

ん
に
無
理
強
い
な
ん
か
し
て
な
い
わ
よ
ね

す
る
わ
け
な
い
だ
ろ

俺
は
ち

ん
と
理
央
に
ど
う
し
た
い
か
確
認
を
と

た
か
ら
な
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そ
う

な
ら
い
い
わ

 
そ
し
て
薔
薇
は

理
央
に
笑
顔
で

を
し
た

私
は
秘
書
室
⻑
の
薔
薇

小
猫
よ
私
は
こ
れ
か
ら
私
の
事
は
室
⻑
と
呼
ん
で
く
れ
れ
ば

い
い
わ

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

室
⻑

 
そ
う

を
し
な
が
ら
も

理
央
は
ち
ら
ち
ら
と
薔
薇
の
胸
を
見
て
い
た

ど

ど
う
し
た
の

私
の
胸
が
何
か
気
に
な
る
の

 
あ

い

言

て
お
く
け
ど

パ

セ
ン
ト
天
然
だ
か
ら
ね

 
薔
薇
は
何
を
考
え
た
の
か
突
然
そ
う
言
い
八
幡
は
そ
の
会
話
を

か
な
い
よ
う
に
遠
く
に

離
れ
た

あ

す

す
み
ま
せ
ん

え

と

噂
通
り
の
大
き
な
胸
だ
な

て

そ
れ
は
あ
な
た
も
同
じ
だ
と
思
う
け
ど

 
そ
う
言

て
薔
薇
は
困

た
顔
で
八
幡
の
方
を
見
た

ん

何
だ

え

と

今
ち

と
胸
の
話
で
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そ
う
い
う
話
を
俺
に

る
な

て
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
事
情
を
察
し
た
八
幡
は

こ
ち
ら
に
近
付
い
て
薔
薇
に
こ
う
言

た

あ

理
央
は
自
分
の
胸
の
大
き
さ
に
コ
ン
プ
レ

ク
ス
が
あ

た
み
た
い
で
な

 
な
の
で
う
ち
じ

ま

た
く
目
立
た
な
い

て
言

て
や

た
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
俺
が
言

た
事
が
事
実
だ

た

て
本
当
の
意
味
で
納
得
し
た
ん
じ

な
い
か

あ
あ

な
る
ほ
ど

確
か
に
高
校
生
だ
と
そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
も
ね

 
大
丈
夫
よ
理
央
ち

ん
う
ち
じ

私
達
の
胸
に
変
な
目
を
向
け
て
く
る
よ
う
な
社
員
は
い
な

い
か
ら

そ
う
な
ん
で
す
か

え
え

う
ち
の
会
社
は
女
性
の
方
が
強
い
か
ら
ね

 
つ
い
で
に
言
う
と

セ
ク
ハ
ラ
に
対
す
る
罰
は
重
い
わ
よ

体
的
に
は
即
ク
ビ
ね

そ
う
で
す
か

良
か

た

 
理
央
は
そ
の
言
葉
に
安
心
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

 
ど
う
や
ら
八
幡
に
説
明
を
受
け
た
も
の
の

や
は
り
不
安
も
あ

た
ら
し
い

ち
な
み
に
女
子
社
員
が
八
幡
に
セ
ク
ハ
ラ
す
る
の
は
無
罪
放
免
よ
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ふ
ざ
け
ん
な

罪
だ

罪

理
央
に
余
計
な
事
を

き
込
む
ん
じ

ね
え

も
う

冗
談
だ

て
ば

本
気
に
し
な
い
で

は
 
そ
の
や
り
取
り
に

理
央
は
ク
ス
ク
ス
と
笑

た

 
そ
し
て
八
幡
も
気
を
取
り
直
し
た
の
か

薔
薇
に
こ
う

ね
た

さ
て

今
日
は
姉
さ
ん
と
紅
莉
栖
は
い
る
か

え
え

二
人
と
も
い
る
わ
よ

そ
れ
じ

あ
先
に
姉
さ
ん
の
所
に
行

て
く
る
わ

分
か

た
わ

事
前
に
連

を
入
れ
て
お
く

い
や
い
き
な
り
で
い
い

そ
う
だ
つ
い
で
に

理
に
理
央
の

料
に
つ
い
て
伝
え
て
お
い

て
く
れ

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
行

て
ら

し

い

理
央
ち

ん

ま
た
ね

は
い

ま
た
で
す

い
い
な

何
か
凄
く
楽
し
い
こ
ん
な
の
は
高
校
生
活
じ

ほ
と
ん
ど
無
か

た
な

 
そ
し
て
二
人
は
ま

す
ぐ
社
⻑
室
へ
と
向
か

た
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理
央
は
こ
の
ま
ま
い
き
な
り
中
に
入

て
い
い
の
か
と

し
た
が

 
八
幡
は
そ
ん
な
事
は
お
か
ま
い
な
し
に

だ
け
の
ノ

ク
を
し
そ
の
ま
ま
中
に
入

て
い

た 
そ
し
て
理
央
も

て
て
そ
の
後
に
続
き
つ
い
に
理
央
は
ソ
レ
イ
ユ
社
社
⻑
雪
ノ
下
陽
乃

と
対
面
し
た

あ
ら
八
幡
君

い
つ
も
通
り
い
き
な
り
ね

こ
れ
が
う
ち
の
社
⻑

雪
ノ
下
陽
乃
だ

は

初
め
ま
し
て

双
葉
理
央
と
言
い
ま
す

 
そ
の

に
陽
乃
は
一

き

と
ん
と
し

八
幡
の
隣
に
い
る
理
央
を
じ

と
見
つ
め
た

そ
の
子
は

そ
う

や

ぱ
り
理
央
ち

ん
を
選
ん
だ
の
ね

 
さ

す
が
私

必
ず
こ
う
な
る
と
思

て
た
の
よ

こ
こ
に
連
れ
て
き
た

て
事
は

 
理
央
ち

ん
が
正
式
な
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
の

対
象
で
将
来
の
直
属
候
補

て
事
で
い
い

の
ね

 
陽
乃
は
自
分
の
予
想
通
り
に
な

た
事
で
ご
満

だ

た
の
か

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
に

理
央
の
事
を
何
度
も
理
央
ち

ん
理
央
ち

ん
と
呼
ん
だ
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事
前
に
し

か
り
と
覚
え
て
も
い
た
の
だ
ろ
う

だ
が
八
幡
は

そ
の
問
い
に
首
を

た

残
念
な
が
ら
不
正
解
だ

は
い

理
央
は
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
の
対
象
に
は
し
な
い

そ
れ
じ

あ
他
の
子
を
選
ん
だ

て
い
う
の

 
お

か
し
い
な

他
に
そ
ん
な
良
さ
そ
う
な
子
は
い
な
か

た
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
あ
れ

そ
れ
じ

あ
何
故
理
央
ち

ん
を
こ
こ
に
連
れ
て
き
た
の

 
そ
う
問
わ
れ
た
八
幡
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
陽
乃
に
こ
う
言

た

理
央
は
ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
の

対
象
に
は
し
な
い

つ
ま
り
大
学
に
は
行
か
せ
な
い

 
高
校
卒
業
後

す
ぐ
に
う
ち
の
社
員
と
し
て
働
か
せ
る
つ
も
り
だ

え
 
さ
す
が
の
陽
乃
も
八
幡
が
そ
う
く
る
と
は
想
像
す
ら
し
て
い
な
か

た
ら
し
く

 
目
も
飛
び
出
さ
ん
く
ら
い
に
驚
い
た
様
子
で
そ
う
言

た

な

何
で

こ
の
ま
ま
理
系
の
大
学
に
行
か
せ
る
よ
り

紅
莉
栖
に
教
育
さ
せ
た
方
が



 第６２８話 理央、初めてのソレイユ

 

用
な
人
材
に
育
つ
ん
じ

な
い
か
と
考
え
た
か
ら
だ

紅
莉
栖
ち

ん
に

ふ
む

確
か
に
そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

ち

ん
と
先
の
事
ま
で

考
え
て
る

紅
莉
栖
に
教
師
役
だ
け
さ
せ
て
お
く

に
は
い
か
な
い

て
い
う
ん
だ
ろ

 
俺
の
直
属
は

よ

ど
変
わ

た
人
材
じ

な
い
と

用
し
な
い

 

体
的
に
は

年
に
一
人
レ
ベ
ル
に
す
る

そ
し
て
次
か
ら
は
理
央
を
そ
の
生
徒
の
教
師
役

に
し
て

 
紅
莉
栖
に
は
た
ま
に
面
倒
を
見
て
も
ら
う

度
に
お
さ
め
る
つ
も
り
だ

な
ら
い
い
わ

そ
れ
で
い
き
ま
し

う

 
そ
の

さ
に
理
央
は

然
と
し
た
が

こ
れ
が

業
者
が
社
⻑
な
会
社
の
利
点
で
あ
る

 
と
に
か
く
決
断
と
実
行
が

い
の
だ

 
ソ
レ
イ
ユ
が
も
し

式
会
社
だ

た
ら
こ
う
は
い
か
な
か

た
で
あ
ろ
う

そ
れ
じ

理
央

姉
さ
ん
に
ち

ん
と

だ
け
し
て
紅
莉
栖
の
所
に
行
こ
う

は

は
い

雪
ノ
下
社
⻑

双
葉
理
央
で
す

こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す

う
ん
う
ん

勉
強
以
外
も
色
々
と
頑
張

て
ね



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

勉
強
以
外
も

で
す
か

そ
う
よ

う
ち
に
は
そ
ん
な

で

か
ち
の
お
勉
強
マ
シ

ン
は
い
ら
な
い
の

 
勉
強
も
確
か
に
大
事
だ
け
ど
そ
れ
だ
け
し
て
れ
ば
い
い

て
も
の
じ

な
い

て

に

じ

て
お
い
て
ね

分
か
り
ま
し
た

い
ず
れ
そ
の
意
味
が
分
か

た
時
に

 
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ
と
納
得
す
る
事
に
し
ま
す

 
そ
の
答
え
方
を
陽
乃
は
い
た
く
気
に
入

た
ら
し
い

 
陽
乃
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら

八
幡
に
こ
う
言

た

八
幡
君

理
央
ち

ん

て
ば
想
像
以
上
に
い
い
ね

お
う

俺
達
の
見
る
目
が
確
か
だ

て
事
だ
な

さ

す
が
私

さ

す
が
八
幡
君

だ
な

そ
れ
じ

あ
行
く
か

理
央

は

は
い

お
忙
し
い
中
お

魔
し
ま
し
た

ま
た
ね

理
央
ち

ん

は
い

ま
た
で
す
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そ
し
て
部
屋
を
出
た
後

八
幡
は
理
央
に
こ
う

ね
た

さ
す
が
の
お
前
も
か
な
り

張
し
て
た
み
た
い
だ
な
姉
さ
ん
に
会

て
み
て
ど
う
だ

た

オ

ラ
が
凄
か

た

企
業
の
社
⻑

て
み
ん
な
あ
あ
な
の
か
な

い
や

姉
さ
ん
は
特

だ
ろ

あ
ん
な

者
が
そ
う
そ
う
い
て
た
ま
る
か
よ

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

八
幡
さ
ん
も

後
継
と
し
て
の
プ
レ

シ

を
感
じ
る

ど
う
か
な

ま
あ
社
⻑
を
交
代
し
て
も
副
社
⻑
と
し
て
俺
の

に
い
て
く
れ
る

だ
し

 
分
か
ら
な
い
事
は
何
で
も

く
つ
も
り
だ
か
ら

そ
こ
ま
で
じ

な
い
か
な

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
二
人
は
新
設
さ
れ
た
次
世
代
技
術
研
究
部
の
前
に
た
ど
り
着

い
たさ

あ

こ
こ
だ

少
し

張
す
る

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な

そ
れ
じ

あ
中
に
入
ろ
う

 
こ
う
し
て
つ
い
に

理
央
は
念
願
の

紅
莉
栖
と
の
対
面
を
果
た
す
事
に
な

た
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第
６
２
９
話
 
理
央

新
し
い
生
活
へ

 
こ
ち
ら
は
本
日
投
稿
の
二
話
目
と
な
り
ま
す
先
に
こ
ち
ら
に
来
て
し
ま

た
方
は
一
つ
前

の
話
か
ら
お

み
下
さ
い

紅
莉
栖

レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑

真
帆
さ
ん

い
る
か

お

八
幡
じ

な
い
か

ど
う
だ
い
こ
の
研
究
室

エ
ク
セ
レ
ン
ト
だ
と
思
わ
な
い
か
い

や

と
来
た
わ
ね
八
幡

待
ち
わ
び
た
わ
よ

八
幡

今
日
は
ど
う
し

て

理
央
ち

ん

そ

か

説
得
に
成
功
し
た
ん
だ

 
雑

で
何
度
も
見
た
顔
が
そ
こ
に
は
あ
り
あ
ま
つ
さ
え
そ
の
口
か
ら
自
分
の
名
前
が
飛
び
出

し
た

 
理
央
は
紅
莉
栖
が
自
分
の
名
前
を
知

て
い
て
く
れ
た
事
に
感
動
し
思
わ
ず
紅
莉
栖
に
詰
め

寄

た
は

初
め
ま
し
て

文
は
何
度
も

み
返
し
ま
し
た
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側

葉
に

さ
れ
た
記
憶
に
関
す
る
神

パ
ル
ス
信

の
解

素
晴
ら
し
か

た
で
す

そ

そ
う

あ
り
が
と
う

で
も
ち

と
落
ち
着
い
て

ね

あ

す

す
み
ま
せ
ん

 
そ
の

を
見
て
八
幡
は

理
央
に
も
こ
ん
な
一
面
が
あ

た
ん
だ
な
と
驚
い
た

 
こ
こ
ま
で
の
理
央
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

々
と

て
お
り

あ
ま
り
感
情
を
見
せ
な

か

た
か
ら
だ

 

外
は
学
校
で
の
紅
莉
栖

み
の
話
題
が
出
た
時
く
ら
い
だ

つ
ま
り
こ
い
つ
は
紅
莉
栖
の
フ

ン

て
事
だ
な

 
あ
ん
な
⻑
い

文
名
が
ス
ラ
ス
ラ
と
出
て
く
る
な
ん
て
よ

ど
紅
莉
栖
の
事
が
好
き
な
ん

だ
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え
つ
つ

最
初
に
三
人
に
理
央
の
事
を
紹
介
す
る
事
に
し
た

こ
ち
ら
が
双
葉
理
央

春
か
ら
こ
こ
に
所
属
す
る
予
定
の
高
校
生
で
す

 
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
が

ビ
シ
ビ
シ
し
ご
い
て
や

て
下
さ
い

部
⻑
の
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン
だ
よ

宜
し
く
ね

リ
オ
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研
究
員
の
比
屋
定
真
帆
で
す

宜
し
く
ね

理
央
ち

ん

同
じ
く
研
究
員
の

紅
莉
栖
で
す
主
に
理
央
ち

ん
の
教
育
を
担
当
す
る
事
に
な
り
ま
し

た 
こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
理
央
は

張
し
た
面
持
ち
で
そ
う

を
し
興
味
深
そ
う
に
き

ろ
き

ろ
と

囲
を
見
回

し
たみ

見
た
事
の
無
い
機

が

山
あ
る

だ
ろ
う
ね

こ
う
い

た
機

は
普
通
の
ハ
イ
ス
ク

ル
に
は
無
い
だ
ろ
う
し
ね

ま
あ
こ
れ
か
ら
使
い
方
を
覚
え
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
わ

 
そ
れ
で
ね

理
央
ち

ん
の
教
育
の
事
な
ん
だ
け
ど

 
真
帆
が
八
幡
に
そ
う
話
し
か
け

八
幡
は
真
帆
の
方
に
向
き
直

た

と
り
あ
え
ず

こ
う
か

ま
だ
ま
だ
設
備
が
揃
わ
な
い
し

そ
の
間
は
三
人
で
色
々
教
え
て
い
こ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど

ど
う
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そ
れ
は
助
か
る
な
理
央
は
素
質
は
あ
る
と
思
う
が
知
識
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
だ
ろ
う
か

ら
なあ

と
も
う
一
つ

三
人
で
デ

ス
カ

シ

ン
し
て
考
え
た
ん
だ
け
ど
ね

あ

は
い

ど
ん
な
提
案
で
す
か

リ
オ
に
は
別
に

家
庭
教
師
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね

ほ
う
ほ
う

家
庭
教
師
で
す
か

誰
を
付
け
る
つ
も
り
で
す
か

彼
女
だ

 
そ
し
て
レ
ス
キ
ネ
ン
は
指
を
パ
チ

と
鳴
ら
し
た

 
同
時
に
紅
莉
栖
が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
モ
ニ
タ

の
ス
イ

チ
を
入
れ

 
真
帆
が
何
か
を
操
作
す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

ど
う
や
ら
事
前
に
練

し
て
あ

た
ら
し
い

三
人
と
も
ノ
リ
ノ
リ
だ
な

 
そ
し
て
次
の

間

そ
の

彼
女

が
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ
れ

 
八
幡
は
思
わ
ず
興
奮
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

う
お

そ

そ
う
か

そ
の
手
が
あ

た
か

初
め
ま
し
て
理
央
ち

ん

私
は
ア
マ
デ
ウ
ス
の

紅
莉
栖
で
す
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理
央
は

が
分
か
ら
ず
に
き

と
ん
と
し
た
が

そ
の
横
で
八
幡
は

 
レ
ス
キ
ネ
ン
の
手
を
ぎ

と

り
な
が
ら
言

た

レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑

パ

フ

ク
ト
で
す

だ
ろ
う

こ
の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
時
は

思
わ
ず
三
人
で

手

し
て
し
ま

た

よ
で
も
こ
れ

家
庭
で
運
用
出
来
る
も
の
な
ん
で
す
か

え
え
ア
プ
リ
化
す
る
事
に
は

に
成
功
し
て
い
る
わ

後
は
理
央
ち

ん
の
ス
マ
ホ
に
仕
込

む
だ
け
ね

理
央

い
い
か

あ

う

う
ん

こ
れ
で
大
丈
夫
な
ら

 
そ
う
言

て
理
央
は

が
分
か
ら
な
い
ま
ま
八
幡
に
ス
マ
ホ
を
差
し
出
し
た

紅
莉
栖

ど
う
だ

大
丈
夫
み
た
い

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
済
ま
せ
ち

う
わ
ね

そ
れ
は
私
が
や

て
お
く
わ

そ
の
間
に
紅
莉
栖
は
理
央
ち

ん
に
説
明
を

分
か
り
ま
し
た
先
輩

お
願
い
し
ま
す
ね
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そ
の
紅
莉
栖
の
言
葉
に
理
央
は
内
心
ギ

と
し
た

 
ま
さ
か
真
帆
の
方
が
紅
莉
栖
の
先
輩
だ
と
は
思
わ
な
か

た
か
ら
だ

 
だ
が

明
な
理
央
は

そ
ん
な
そ
ぶ
り
は
一
切
表
に
出
さ
な
か

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
ア
マ
デ
ウ
ス
の
説
明
を
す
る
わ
ね

は

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
そ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は

 
本
物
の
紅
莉
栖
さ
ん
と
ま

た
く
同
じ
人
格
が
ス
マ
ホ
の
中
に
い
る
よ
う
な
も
の
な
ん
で
す
か

え
え
そ
う
よ

し
か
も
呼
び
出
し
た
い
時
に
い
つ
で
も
呼
び
出
せ
る

 
リ

ズ
ナ
ブ
ル
な
家
庭
教
師
と
い
う

す

凄
い
で
す

 
理
央
は
興
奮
し
た
よ
う
に
そ
う
言
い

八
幡
の
方
を
見
た

ん

何
だ

こ
こ
ん
な
に
恵
ま
れ
た

で
過
ご
せ
る
な
ん
て
八
幡
さ
ん
に
何
と
お

を
言
え
ば
い
い
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か
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
の
気
持
ち
は
体
で
返
し
て
く
れ

えあ
 
そ
の
誤
解
を

く
言
い
方
に

紅
莉
栖
は
思
わ
ず
そ
ん
な
声
を
上
げ
た

 
当
然
レ
ス
キ
ネ
ン
と
紅
莉
栖
は

働
い
て
返
せ
と
い
う
意
味
だ
と
理
解
し
て
い
た
が

 
ま
だ
八
幡
と
の
交
流
が

い
理
央
に
は
そ
ん
な
事
は
分
か
ら
な
い

 
そ
し
て
理
央
は

自
分
の
胸
を

い
て
顔
を
真

に
し
な
が
ら
も

 
迷
い
を
断
ち
切
る
よ
う
に
こ
う
言

た

そ

そ
の
く
ら
い
な
ら
私
で
良
け
れ
ば

お
う

し

か
り
働
い
て
会
社
の

に

い
で
く
れ

 
こ
こ
で
八
幡
が
思
い

き
り
地

を

み
ぬ
い
た

 
果
た
し
て
理
央
は

そ
の
言
葉
で
先
ほ
ど
の
八
幡
の
言
葉
の
真
意
を
理
解
し
た
の
か

 
下
を
向
い
て

る

る
と

え
だ
し
た
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レ
ス
キ
ネ
ン
は
首
を
横
に

り
な
が
ら
八
幡
の

に
ポ
ン
と
手
を
置
き
そ
の
手
に
力
を
込

め
た

 
紅
莉
栖
は

て
八
幡
の

を
背
後
か
ら
押
さ
え
つ
け
た

な

何
だ
よ
二
人
と
も

残
念
だ
よ
八
幡

も
う
ボ
ク
に
は
こ
う
す
る
事
し
か
出
来
な
い
よ

⻭
を
食
い
し
ば
れ

こ
の
馬

八
幡

な

何
で
だ
よ

俺
は
別
に
お
か
し
な
事
は
何
も

あ
ん
た
は
も
う
少
し
女
心
を
学
ぶ
べ
き
ね
あ
と

る
の
は
も

と
し

か
り
考
え
て
か
ら
に

し
な
さ
い

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
理
央
は
八
幡
に
平
手
打
ち
を
か
ま
し

 
二
人
は
八
幡
の
顔
に
付
い
た
手

を
見
て
パ
チ
パ
チ
と

手
を
し
た

お
お

が
入

た
ナ
イ
ス
な
平
手
打
ち
だ

た
ね

リ
オ

自
業
自
得
ね

理
央
ち

ん

よ
く
や

た
わ

い

て

理
央

い
き
な
り
何
を
す
る
ん
だ
よ

 
だ
が
理
央
は
そ
れ
に
は
何
も
答
え
な
か

た
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認
め
た
く
は
な
か

た
が

ど
う
や
ら
今
の
一
連
の
出
来
事
の
せ
い
で

 
理
央
は
自
分
が
八
幡
に
好
意
を
持

て
い
る
事
を
ハ

キ
リ
と
自
覚
し
て
し
ま

た
か
ら
だ

 
そ
し
て
そ
ん
な
理
央
の
代
わ
り
に
紅
莉
栖
が
八
幡
に
こ
う
言

た

八
幡

ち

と
前
の
自
分
の
言
動
を

も
う
一
度
再
確
認
し
て
み
な
さ
い

俺
の
言
動

え
え
と

理
央
に

を
言
わ
れ
て

確
か
俺
は

あ

 
ど
う
や
ら
八
幡
は
自
分
の
失
言
に
気
付
い
た
ら
し
く

そ
の
場
で
大
人
し
く
土
下
座
を
し
た

悪
い
理
央
俺
の
言
い
方
が
悪
か

た
不

な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

て
す
ま
な
か

た

 
八
幡
は
ど
う
や
ら
自
分
が

力
で
理
央
に
望
ま
ぬ
返
事
を
強
い
て
し
ま

た
と
考
え
た
よ
う

だ 
な
の
で
理
央
が

い
な
が
ら
も
望
ん
で
返
事
を
し
た
の
だ
と
は
想
像
も
つ
か
な
か

た

 
理
央
は
そ
ん
な
八
幡
を

み
が
ま
し
い
目
で
じ
と

と
見
つ
め
る
と

め
た
よ
う
な
口
調
で

こ
う
言

た

も
う
い
い
よ

私
の
チ

ロ
さ
に
も
原
因
が
あ
る
ん
だ
し

チ

ロ
い

何
が
だ

う
う
ん

何
で
も
な
い
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理
央
は
こ
の
時

か
つ
て
自
分
が

真
を
好
き
に
な

た
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

 
そ
れ
は
本
当
に

な
事
が
キ

カ
ケ
だ

た

 
理
央
が
お

当
を
忘
れ
た
日
に

真
が
笑
顔
で
理
央
に
チ

コ
コ
ロ
ネ
を

し
て
き
た
の
だ

双
葉
は
女
の
子
だ
か
ら

い
物
の
方
が
い
い
よ
な

 
そ
ん
な

な
出
来
事
の
せ
い
で
理
央
は

真
の
事
を
入
学
直
後
か
ら
一
年
半
も
思
い
続

け
た
の
だ

 
相
手
に
彼
女
が
い
た
事
も
あ
り
理
央
は
告
白
し
て
返
事
を
求
め
な
い
と
い
う
手
法
で
満
足
感

を
得

 

真
へ
の
恋
心
を

え
る
事
に
成
功
し
た
の
だ
が
そ
れ
か
ら
一
年
理
央
は
八
幡
と
出
会

て
し
ま

た

 
そ
し
て
今
理
央
は
自
分
が
か
つ
て
と
同
じ
道
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
事
を
ハ

キ
リ
自
覚
し

て
い
た

彼
女
持
ち
の
男
に
ち

と
優
し
く
さ
れ
て

こ
う
も
簡

に
好
き
に
な

ち

う
な
ん
て

 
本
当
に
私
は
ど
う
か
し
て
る

 
そ
の
時
入
り
口
か
ら
物
音
が
し

八
幡
は
そ
ち
ら
に
向
か

て
こ
う
呼
び
か
け
た
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お
い
小
猫

何
か
用
事
か

な

何
で
私
だ

て
分
か
る
の
よ

 
そ
う
言

て

を
現
し
た
の
は

八
幡
の
言
葉
通
り

薔
薇
で
あ

た

 
そ
し
て
薔
薇
は

理
央
に
何
か
を
差
し
出
し
て
き
た

理
央
ち

ん
は
い
こ
れ
入

証
よ
こ
れ
が
あ
れ
ば
受
付
奥
の
ゲ

ト
を
一
人
で
通
れ
る

わ
あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
薔
薇
は

理
央
の

元
に
口
を
寄
せ

そ

と

い
た

今
度
私
が
主

す
る
会
に
誘
う
か
ら
今
日
の
愚
痴
は
そ
の
時
に
思
い

き
り
言
う
と
い
い
わ

え

そ
れ
は
ど
う
い
う

会
の
名
前
は
社
乙
会

正
式
名
称
は

社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
ム
カ
つ
く
乙
女
の
会
よ

あ
 
そ
の
名
前
で
全
て
を
理
解
し
た
理
央
は

薔
薇
に
こ
う
言

た

は
い

是
非
参
加
さ
せ
て
下
さ
い

 
そ
の
返
事
に
薔
薇
は

き

八
幡
に
こ
う
言

た
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理
の
方
に
も
話
を
通
し
て
お
い
た
わ

報

に
関
し
て
は
あ
ん
た
が
設
定
し
て
ね

分
か

た

や

て
お
く

 
そ
し
て
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
真
帆
が
こ
ち
ら
に

て
き
た

何
か
凄
い
音
が

こ
え
た
け
ど

一
体
何
が

て

あ
は
は
は
は

 
八
幡
の
そ
の
顔
は
何

見
事
な
紅
葉
ね

自
業
自
得
で
す
先
輩

い
つ
も
の
事
だ
よ
マ
ホ

い
つ
も
の
事
で
す
か

た

確
か
に
そ
う
で
す
ね

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

真
帆
さ
ん

笑
い
す
ぎ
だ
か
ら

 
八
幡
は
そ
う
言

て
真
帆
に
手
を

ば
し
真
帆
は
笑
い
な
が
ら
理
央
の
ス
マ
ホ
を
八
幡
に

し
たお

こ
こ
で
す
ね

え
え
そ
う
よ

理
央
ち

ん
も
ち

と
こ

ち
に
来
て
み
て

あ

は
い

 
そ
し
て
理
央
は

自
分
の
ス
マ
ホ
に
つ
い
た
ア
マ
デ
ウ
ス
の
マ

ク
を
タ

プ
し
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直
後
に
ス
マ
ホ
か
ら

こ
ん
な
機

音
声
が
流
れ
て
き
た

パ
ス
ワ

ド
を
入
力
し
て
下
さ
い

音
声
で
い
い
わ
よ

な
る
べ
く
他
の
人
に
は
分
か
ら
な
い
言
葉
に
し
て
ね

 
そ
の
真
帆
の
言
葉
に
理
央
は
そ
の
時
の
感
情
の

く
ま
ま
に
ノ

タ
イ
ム
で
こ
う
答
え
た

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
い
き
ま
す

も
う
決
め
た
の

そ
れ
じ

あ
音
声
を
ど
う
ぞ

 
そ
し
て
理
央
は

気
合
い
の
入

た
口
調
で
こ
う
言

た

八
幡
の
馬

変
態

女
た
ら
し

お
い

八
幡
の
馬

変
態

女
た
ら
し

を
パ
ス
ワ

ド
と
し
て

録
し
ま
し
た

 
同
時
に
ユ

ザ

の
声

も

録
し
ま
し
た

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
天
を

ぎ

理
央
以
外
の
四
人
は
腹
を

え
て
笑

た

 
こ
う
し
て
理
央
は

乱
の
ソ
レ
イ
ユ
デ
ビ

を
終
え

 
八
幡
が
送
る
と
言

た
の
を
断
り

一
人
で
帰

に
つ
い
た

 
断

た
名
目
は

こ
こ
か
ら
一
人
で
帰
る
ル

ト
を
確
認
し
て
お
き
た
い

な
の
だ
が
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本
当
の
理
由
は
八
幡
と
二
人
だ
け
で

に
乗
る
と

 
顔
が

く
な
る
の
を

え
ら
れ
る
自
信
が
無
か

た
か
ら
で
あ

た

 
は

今
日
は
本
当
に
色
々
あ

た
な

 
そ
し
て
一
人
で
無
事
に
家
に
帰

た
理
央
は
食
事
を
終
え
て
風
呂
に
入
り
楽
な
格
好
に
着

え
た
後

 
ベ

ド
に
ド
サ

と

転
び
ス
マ
ホ
に
表

さ
れ
た
ア
マ
デ
ウ
ス
の
マ

ク
を
見
な
が
ら
そ

う

い
た

こ
れ
か
ら
忙
し
く
な
る
と
思
う
け
ど

と
に
か
く
頑
張
ろ

 
そ
れ
に
室
⻑
の
主

す
る
会

楽
し
み
だ
な

 
理
央
は
さ
す
が
に
疲
れ
た
の
か

徐
々
に
う
と
う
と
し
始
め

そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た
の

だ

た

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で
で
す
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第
６
３
０
話
 
た
ま
に
は
二
人
で

 
こ
こ
か
ら
新
し
い
エ
ピ
ソ

ド
で
す

話

成
に
な
り
ま
す

 

日
後
の
夜

理
央
関
連
の
事

処
理
を
全
て
終
え
た
後

 
八
幡
は
一
人
で
自
宅
の
ベ

ド
の
上
に
座
り

ス
マ
ホ
を
前
に

て
い
た

う

ん

い
ざ
誘
う
と
な
る
と

逆
に
少
し
勇
気
が
い
る
な

 
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
た
後

八
幡
は
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
と
思

た
の
か

 
ス
マ
ホ
を
手
に
取
り

ど
こ
か
に

話
を
か
け
始
め
た

お

俺
だ
け
ど

ち

と
大
事
な
話
が
あ
る

 
キ

ト
を
迎
え
に
出
す
か
ら
俺
の
家
ま
で
来
て
も
ら

て
い
い
か

 
あ

え
え
と
マ
ン
シ

ン
じ

な
く
自
宅
の
方
な

 
そ
し
て
八
幡
は
キ

ト
に
何
か
指

を
し

ご
ろ
ん
と
ベ

ド
に
横
た
わ

た

さ
て

こ
れ
で
良
し
と
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そ
れ
で
安
心
し
た
の
か

八
幡
の
ま
ぶ
た
は
徐
々
に
重
く
な
り

 

る
つ
も
り
は
な
か

た
の
だ
が

そ
の
ま
ま
八
幡
は
眠
り
へ
と
誘
わ
れ
て
い

た

 
ん

や
べ

ち
ま

た
か

で
も
も
う
少
し

て
い
た
い
気
も

 
八
幡
は
ま
ど
ろ
み
の
中
で

そ
う
思
い
な
が
ら

き
枕
を
強
く

き
し
め
た

ん

き
枕

そ
ん
な
物
俺
の
部
屋
に
あ

た
か

 
ま
あ
い
い
や

何
か
が
胸
に
当
た
る
感
触
が
と
て
も
心
地
い
い
し

そ
れ
に
柔
ら
か
い

 
八
幡
は
そ
う

く
と

き
枕
の
感
触
を
楽
し
む
よ
う
に

手
で
そ
の
枕
を
ま
さ
ぐ

た

 
そ
の
感
触
は
ま
る
で
マ
シ

マ
ロ
の
よ
う
な
そ
れ
で
い
て

力
に

ん
だ
素
晴
ら
し
い
も
の

で
あ
り

 
八
幡
は
調
子
に
乗

て

そ
の

力
を
心
行
く
ま
で
楽
し
ん
だ

ふ
う

よ
く
分
か
ら
な
い
が
と
に
か
く
い
い
感
触
だ

た

 
そ
し
て
八
幡
は
や

と
満
足
し
た
の
か

重
い
ま
ぶ
た
を
の
ろ
の
ろ
と
持
ち
上
げ
た

 
そ
こ
に
は
羞
恥
に

ま

た
表
情
を
し
た
ま
ま
必
死
に
何
か
に

え
る
よ
う
に
目
を
つ
ぶ
り

 
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
だ
ろ
う
か

八
幡
の
服
を
く
わ
え
る
明
日
奈
の

が
あ

た
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明
日
奈
は
八
幡
の
手
の
動
き
が
止
ま

た
せ
い
か

そ

と
目
を
開
き

 
そ
の

八
幡
と
明
日
奈
の
目
が
合
う
事
と
な

た

き
枕
が
明
日
奈
に
見
え
る
と
い
う
事
は

こ
れ
は
夢
か

ま
あ
い
い
や
せ

か
く
だ
か
ら
目
が
覚
め
る
ま
で
も
う
少
し
こ
の
感
触
を
楽
し
も
う

 
そ
し
て
八
幡
は

ぼ
け
た

の
ま
ま
今
の

態
に
つ
い
て
漠
然
と
考
え
始
め
た

つ
ま
り
俺
の
胸
に
当
た

て
い
る
の
は
明
日
奈
の
胸
と
い
う
事
か

 
そ
し
て
俺
が
今
両
手
で
ま
さ
ぐ

て
い
る
の
は
明
日
奈
の
お

か

 
う
ん

実
に
い
い
夢
だ

出
来
れ
ば
も
う
し
ば
ら
く
は
覚
め
な
い
で
く
れ
る
と
い
い
ん
だ
が

 
八
幡
は
そ
う

き
な
が
ら

引
き
続
き

き
枕
の
感
触
を
楽
し
ん
だ

 
そ
の
時
ト
ン
ト
ン
と

遠
く
で

を
上
る
よ
う
な
足
音
が

こ
え

 
そ
の

間
に
そ
の

き
枕
は
と
ん
で
も
な
い
勢
い
で
八
幡
か
ら
離
れ
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八
幡
は
そ
れ
を
残
念
だ
と
思
い
な
が
ら
も
ま
た
同
じ
よ
う
な
夢
が
見
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
思

い
な
が
ら

 
ま
ど
ろ
ん
で
い
た
意
識
を
再
び
夢
の
世
界
に
旅
立
た
せ
よ
う
と
全
て
の
思
考
を

止
さ
せ
た

 
そ
の

間
に
凄
い
勢
い
で
体
が

す
ら
れ

八
幡
の
意
識
は
一
気
に
覚

し
た

八
幡
君

き
て

き
て

て
ば

ん

お
う
明
日
奈

悪
い

ち
ま

て
た
か

 
そ
の

間
に
部
屋
の
ド
ア
が
開
き

小
町
が
ひ

こ

と
顔
を
出
し
た

お
義
姉
ち

ん

お
兄
ち

ん
は
ま
だ

き
な
い

う
う
ん

丁
度
今

き
た
と
こ
ろ
だ
よ

そ

か

分
時
間
が
か
か

て
た
か
ら

 

み
た
い
に
ぐ
だ
ぐ
だ
と

き
る
の
を

ん
で
た
の
か
と
思

た
よ

あ
あ

俺
は
た

た
今

こ
さ
れ

さ

さ
あ
八
幡
君

食
事
の
準
備
を
し
て
お
い
た
か
ら

一

に
食
べ
よ
う

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

る
よ
う
に

明
日
奈
が

て
て
そ
う
言

た

お

お
う

あ
り
が
と
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そ
う
言

て
八
幡
が
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た

間
に

 
明
日
奈
が
八
幡
の
胸
の

り
を
見
て
ギ

と
し
た

よ
う
な
気
が
し
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は

口
で
こ
う
言

た

あ
下
に
お
り
る
前
に
上
着
だ
け
着

え
た
方
が
い
い
か
も
ね
つ
い
で
に
洗

に
出
し
ち

う
か
ら

 
ほ
ら

く
脱
い
で
脱
い
で

わ

分
か

た

で
も
そ
れ
く
ら
い
は
一
人
で
出
来
る
か
ら
大
丈
夫
だ

て

い
い
か
ら
い
い
か
ら
ほ
ら

脱
い
で
脱
い
で

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ

 
そ
し
て
八
幡
が
脱
い
だ
服
を
明
日
奈
は
凄
い
勢
い
で

い
去
り

そ
の
ま
ま

を
下
り
て

い

た

 
一

自
分
の
シ

ツ
に
口
の

を
し
た

い
物
が
見
え
た
気
が
し
た
が
多
分
気
の
せ
い
だ
ろ

う 
八
幡
は
そ
う
思
い
楽
な
格
好
に
着

え
る
と
そ
の
ま
ま

を
下
り
リ
ビ
ン
グ
へ
と
向

か

た
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お
兄
ち

ん

こ
こ
最
近
は

こ
さ
れ
た
ら
す
ぐ

き
て
た
の
に

 
今
日
は

分

き
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

た
ね

も
し
か
し
て
疲
れ
て
る
ん
じ

な
い

そ
う
だ

た
か

ま
あ
疲
れ
て
い
な
い
と
い
え
ば

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

た
ま
に
は
お
義
姉
ち

ん
と
一

に

に
で
も
行

て
く
れ
ば

あ
あ

そ
の
つ
も
り
だ

今
日
明
日
奈
を
呼
ん
だ
の
も
そ
の
誘
い
の

だ

た
し
な

 

る
前
ま
で

明
日
奈
を
ど
う
誘
お
う
か
散
々
迷

て
い
た
八
幡
は

 
そ
の
小
町
の
言
葉
に

に
乗
り

ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
そ
う
言

た

えそ

そ
う
な
の

あ
あ

週
末
に
⻑
野
で
ち

と
し
た
案
件
が
あ

て
な

 
そ
れ

み
で
そ

ち
に
行
く
か
ら
ほ
ら
う
ち
の
会
社
の
保

所
が

に
あ

た
だ
ろ

 
も
う
す
ぐ
夏
も
終
わ

ち
ま
う
し

せ

か
く
だ
か
ら
寒
く
な
る
前
に

 
も
う
一
度
明
日
奈
と
二
人
で
行
く
の
も
い
い
か
な
と
思

た
ん
だ
が

ど
う
だ
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も

も
ち
ろ
ん
行
く
よ

そ
う
か
そ
れ
じ

あ
土
曜
出
発
で
日
曜
に

て
く
る
感
じ
で
予
定
を
立
て
て
お
い
て
く
れ

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
だ
け
で
は
な
く
小
町
も

ま

た

お

お

り

二
人
き
り
で

ん

そ
う
だ
け
ど
何
か
予
定
で
も
あ

た
か

う

う
う
ん

何
も
無
い
し

あ

て
も
キ

ン
セ
ル
す
る
よ

そ

そ
う
か

 
そ
ん
な
八
幡
の

を

小
町
が
目
を

ま
せ
な
が
ら
ポ
ン
ポ
ン
と
叩
い
た

お
兄
ち

ん
も
ど
ん
ど
ん
大
人
に
な

て
く
ね

小
町
は
本
当
に
嬉
し
い
よ

そ

そ
う
か

も
し
ア
レ
な
ら
小
町
も
一

に

シ

ラ

プ
ご
み
い
ち

ん

そ
の

い
口
を

じ
や
が
れ

 
八
幡
は
小
町
が

た
い
目
で
そ
う
言

て
き
た

思
わ
ず
そ
の
指

に

い
口
を

じ
た

よ
ろ
し
い
そ
れ
じ

あ
ご

は
小
町
が

べ
る
か
ら
二
人
は
旅
行
の
計
画
で
も
立
て
て
て
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ね
わ

分
か

た

小
町
ち

ん

あ
り
が
と
う

い
え
い
え

こ
れ
も
愛
す
る
義
姉
の

で
す
か
ら

 
明
日
奈
が
そ
う
言

た

間
に

た
か

た
小
町
の
目
は
一

に
し
て
デ
レ
デ
レ
し
た
目
に

変
化
し

 
八
幡
は
そ
の
変
わ
り
様
に
愕
然
と
し
つ
つ
も

々
し
い
声
で
抗
議
し
た

お

お
兄
ち

ん
の
事
も
忘
れ
な
い
で
い
て
く
れ
る
と

難
い
ん
だ
が

ご
み
い
ち

ん
は
も
う
少
し
空
気

め

て
い
う
か
こ

ち
見
ん
な

す

す
み
ま
せ
ん

 
八
幡
は
そ
れ
以
上
抗
議
す
る
事
が
出
来
ず

そ
う
素
直
に
謝
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
ん
な
八
幡
を

め
る
か
の
よ
う
に

明
日
奈
が
八
幡
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
土
曜
と
日
曜
の
何
時
く
ら
い
に
行

て
帰

て
く
る
か

 
最
初
に
そ
れ
だ
け
決
め
ち

お

か

分
か

た

と
り
あ
え
ず
紅
莉
栖
に
当
日
の
予
定
を

ね
て
み
る
わ
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あ

用
事

て
紅
莉
栖

み
な
ん
だ

あ
あ

実
は
な

 
丁
度
そ
の
時
配

も
終
わ
り
八
幡
は
食
事
を
し
な
が
ら
二
人
に
茅
場

の
別

で
発
見
さ

れ
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

の
話
を
す
る
事
に
し
た

な
る
ほ
ど

用
事

て
そ
れ
だ

た
ん
だ

あ
あ

俺
が
行
く
必
要
は
な
い
ん
だ
が

何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

た
場
合

 
近
く
に
待
機
要
員
が
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
し
な

 
ま
あ
何
も
な
く
て
も
別

で
報
告
を

い
て
そ
の
ま
ま
紅
莉
栖
達
に
は

ま

て
も
ら
う
つ

も
り
だ

私
達
と
入
れ
違
い
に
な
る

て
事
だ
ね

レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑
に
も

少
し
は
観
光
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
し
な

ち
な
み
に
お
兄
ち

ん

そ
の
調
査
に
は
誰
が
行
く
の

ア
ル
ゴ

ダ
ル

レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑
と
紅
莉
栖
だ
な

あ
と
は
萌
郁
だ

萌
郁

て

誰
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小
町
の
そ
の
言
葉
に

八
幡
は

い
調
子
で
こ
う
答
え
た

小
町
に
は
言

て
な
か

た
か

ま
あ
色
々
な
調
査
を
担
当
す
る
部

の
人
間
だ

 
八
幡
の
そ
の

な
返
事
を
受
け

小
町
は
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
明
日
奈
に

い
た

お
義
姉
ち

ん

そ
れ

て
ア
レ
か
な

報
員
的
な
人
か
な

ど

ど
う
か
な

あ
は
は

私
に
は
分
か
ら
な
い
や

 
そ
の
明
日
奈
の
返
事
に

小
町
は
こ
れ
は
確
実
に
知

て
い
る
な
と
思
い
つ
つ

 
小
町
に
は
話
せ
な
い

の
事
な
ん
だ
ろ
う
な
と
漠
然
と
理
解
し
た

 
同
時
に
心
配
に
な

た
小
町
は

な
言
い
方
で
八
幡
に
こ
う
言

た

お
兄
ち

ん

ん

何
だ

危
な
い
事
は
し
な
い
で
ね

あ
あ

分
か

て
る

 
そ
れ
以
上
は
小
町
も
何
も
言
わ
ず

八
幡
も
特
に
何
も
言
わ
な
か

た

 
そ
し
て
食
事
を
終
え
た
三
人
は

仲
良
く
片
付
け
を
終
え

 
八
幡
と
明
日
奈
は
八
幡
の
部
屋
で
旅
行
の
相
談
を
す
る
事
と
な

た
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ん

ど
う
し
た
の

い
や

今
ベ

ド
に
横
に
な

た
時

ベ

ド
か
ら
明
日
奈
の

い
が
し
た
気
が
し
て
な

 
そ
の

間
に
明
日
奈
の

動
が
怪
し
く
な
り

明
日
奈
は
手
の
平
を
前
に
出
し

 

に
ブ
ン
ブ
ン

り
な
が
ら
こ
う
言

た

さ

さ

き

こ
し
に
き
た
時
に
つ
い
た
ん
じ

な
い
か
な

そ
う
か

さ

き
明
日
奈
は
ベ

ド
の
上
に

け
た
り
は
し
て
い
な
か

た
よ
う
な
気
が

し
た
が

多
分

こ
す
時
に
触

た
ん
じ

な
い
か
な

ほ
ら

八
幡
君
は
私
の
事
に
な
る
と

感
に

な
る
か
ら

そ
う
言
わ
れ
る
と

ま
る
で
俺
が
明
日
奈
フ

チ
み
た
い
に

こ
え
る
な

ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
予
定
を
立
て
よ

か

 
そ
う
言

て
明
日
奈
は
さ
り
げ
な
く
八
幡
の
隣
に

け

 
先
ほ
ど
自
分
が
八
幡
に

い

し
た
時
に
つ
い
た

い
を
証

滅
と
ば
か
り
に
上
書
き
し

た
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当
然
お
分
か
り
だ
と
思
う
が

明
日
奈
は

て
い
る
八
幡
を
見
て
イ
タ
ズ
ラ
心
を

こ
し

 
役
得
と
ば
か
り
に
そ
の
横
に
横
た
わ

た
の
だ
が

直
後
に
い
き
な
り
八
幡
に

き
つ
か
れ

 
体
の
あ
ち
こ
ち
を
ま
さ
ぐ
ら
れ
て
し
ま

た

に
ヘ
ヴ
ン

態
に
陥
り

 
何
と
か
そ
の

態
を

持
し
よ
う
と
八
幡
を

こ
さ
な
い
よ
う
に
必
死
に
声
を
出
す
の
を
我
慢

し
て
い
た
と

 
ま
あ
そ
う
い
う

で
あ

た

そ
れ
に
し
て
も
二
人
き
り
で
旅
行
に
行
く
の
は
初
め
て
か
な

旅
行

て

で
も
な
い
け
ど
な

二
人
で

て
の
は
初
め
て
だ
な

凄
く
楽
し
み
だ
ね

そ
う
だ
な

色
々
と
見
て
回
ろ
う

う
ん

験
結
果
も
セ

フ
だ

た
し
ね

 
先
日
行
わ
れ
た

験
の
結
果
は

八
幡
と
明
日
奈
が
理
系
教

で
全
て
満
点
を
取
り

 
文
系
教

の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
の
分

か
に
八
幡
が
上
回
り

 
二
人
が
学
年
一

と
二

と
な
る
と
い
う
結
果
に
終
わ

て
い
た

 
当
然
理
事
⻑
は
こ
の
結
果
を
い
ぶ
か
し
ん
だ
が

二
人
が
カ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
と
も
思
え
ず
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無
事
に
無
罪
放
免
に
な

て
い
た

験
な

あ
れ
は
ち

と
や
り
す
ぎ
た
よ
な

次
の

験
の
ハ

ド
ル
が
上
が

ち

た
か
な

ま
あ
次
は
実
力
で
そ
れ
な
り
の
点
を
取
れ
ば
い
い
さ
今
度
は
予
想
問
題
を
作

て
も
ら
わ
ず

に 
純

に
家
庭
教
師
だ
け
頼
め
ば
い
い
だ
ろ

ま
あ
そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
お

の
意
味
も
込
め
て

 

の
保

所
に
紅
莉
栖
用
の

い
物
で
も
用
意
し
て
お
こ

か

だ
な

そ
れ
じ

あ

か
い
予
定
を
立
て
る
か

 
こ
う
し
て
夜
は
更
け
て
い
き

そ
の
ま
ま
二
人
は
八
幡
の
ベ

ド
で

落
ち
し
た

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝

先
に

き
た
明
日
奈
が

て
て
自
分
の
部
屋
に

ろ
う
と
し

 
そ
こ
を
小
町
に
見
つ
か

て

明
日
奈
は

大
に
小
町
に
か
ら
か
わ
れ
る
事
と
な

た

あ
れ
お
義
姉
ち

ん

も
し
か
し
て

べ
は
お
楽
し
み

ち

違
う
の
小
町
ち

ん

う

か
り
二
人
で

落
ち
ち

て

い
い
ん
だ
よ
お
義
姉
ち

ん

く

か

の
顔
を
小
町
に
見
せ
て
ね
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ほ

本
当
に
違
う
ん
だ

て
ば

ま
あ
ど

ち
に
し
ろ

週
末
は
二
人

き
り
の
旅
行
だ
し

ね

そ

そ
れ
は

 
そ
う
言

て

大
に
顔
を

く
す
る
明
日
奈
に

小
町
は
笑
顔
で
こ
う
言

た

ま
あ
二
人
と
も

楽
し
ん
で
き
て
ね

う

う
ん

あ

そ
う
そ
う

お
兄
ち

ん
の
シ

ツ
に
つ
い
て
た
お
義
姉
ち

ん
の
口
紅

 
ち

ん
と
落
ち
て
た
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
に
こ
れ
以
上
無
く
顔
を

く
し
た
の
だ

た

  
そ
し
て
土
曜
の
朝

く

八
幡
と
明
日
奈
は

へ
の
プ
チ
旅
行
に
旅
立

た
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第
６
３
１
話
 
イ
チ

ラ
ブ
カ

プ
ル
と
勤
勉
チ

ム

こ
こ
ま
で
来
る
と
ち

と
は

し
い

そ
う
だ
な

湿
気
が
少
な
い
の
が
い
い
よ
な

 
キ

ト
で
高
速
道
路
を
飛
ば
し
な
が
ら
二
人
は

か
に
窓
を
開
け
気

の
変
化
を
確
か
め

て
い
た

か
な
り
山
を
越
え
た
ね

そ
ろ
そ
ろ

か

も
う
す
ぐ

の
連
続
ト
ン
ネ
ル
だ
な

何
か
懐
か
し
い
よ
ね

こ
の
前
来
た
の
は
つ
い
こ
の
間
の
は
ず
な
の
に
な

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

イ
ン
タ

で
降
り

方
面
へ
と
向
か

た

こ
こ
の
イ
ン
タ

て

か
ら
遠
い
よ
ね

こ

ち
は

社
会
だ
か
ら
な

へ
の
ア
ク
セ
ス
と
か
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
れ
に

純
に
用
地
の
確
保
が
難
し
か

た
ん
だ
ろ
う

古
い
町
に
は
よ
く
あ
る
事
さ

確
か
に

近
く
に
は

そ
ん
な
土
地
の
余

は
無
さ
そ
う
だ
も
ん
ね
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そ
う
い
え
ば

か
ら
出
て
る

て

自
分
の
手
で
ド
ア
を
開
け
る
ら
し
い
よ

マ
ジ
か

今
度

し
に
乗

て
み
る
か

そ
う
だ
ね

時
間
が
あ
り
そ
う
だ

た
ら
ち

と
乗

て
み
よ

か

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

二
人
は

の
前
を

し

 
そ
の
ま
ま

方
面
へ
と
向
か

た

ふ
う

や

と
着
い
た
な

少
し
休
ん
だ
ら

ち

と

を
の
ん
び
り
歩
い
て
み
る

そ
う
す
る
か

こ
の
前
は

囲
の
散

が
か
な
り
お
ざ
な
り
だ

た
か
ら
な

  
一
方
そ
れ
よ
り
少
し
前
の
ソ
レ
イ
ユ
社
で
は
紅
莉
栖
達
四
人
が
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
所

だ

た

 
八
幡
達
よ
り
一
時
間
ほ
ど

れ
て
の
出
発
と
な
る
が

 
こ
れ
は
五
人
が
凛
子
か
ら

設
の
レ
ク
チ

を
受
け
て
い
た

で
あ
る

 
ち
な
み
に
今
は
一
人
足
り
な
い
が

そ
れ
は
萌
郁
で
あ
る

 
萌
郁
は

で
は
な
く

自
前
の
バ
イ
ク
で
移
動
す
る
事
に
な

て
い
た
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今
回
は
私
達
の
師
匠
と
呼
べ
る
先
生
が
参
加
し
て
る
か
ら

 
何
か
分
か
ら
な
い
事
が
あ

た
ら
先
生
に

い
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
と
思
う
わ

重
村
教

で
す
よ
ね

ど
う
い
う
人
な
ん
で
す
か

教
え
子
に

せ
ず

自
由
に
や
ら
せ
て
く
れ
る
い
い
先
生
だ

た
わ

 
あ
と
娘
を

愛
し
て
た
わ
ね

ふ
ふ

話
を

く
だ
け
で
い
い
人
そ
う
で
す
ね

ま
あ
で
も
今
ど
う
な

て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
し
会

て
み
て
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
い

い
わ分

か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
行

て
き
ま
す
ね

行

て
ら

し

い

気
を
つ
け
て
ね

 
と
ま
あ
出
か
け
る
前
に
こ
ん
な
や
り
取
り
が
あ

た

だ
が

い
ざ
現
地
に
到
着
し

 
茅
場

や
神
代
凛
子
の
師
匠
で
あ
る
東
都

業
大
学
教

重
村
徹
大
に
会

た
五
人
は

 
重
村
が

い
て
い
た
通
り
の
穏
や
か
な
人
物
だ

た
事
に
安

し
て
い
た

穏
や
か
そ
う
な
人
で
す
ね

確
か
に
ボ
ク
に
も
人
格
者
に
見
え
る
ね
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こ
れ
な
ら
調
査
も

調
に
進
み
そ
う
で
ひ
と
安
心
だ
お

ふ

む

オ
レ

ち
は
何
か
引

か
か
る
ん
だ
が

萌

ち
は
ど
う
思
ウ

あ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
何
と
も
だ
け
ど

確
か
に
ど
こ
か
気
に
な
る

か
も

 
ア
ル
ゴ
や
萌
郁
は
ど
う
や
ら
何
か
気
に
な
る
よ
う
で
あ

た
が

 
そ
の
本
人
達
も

何
が
気
に
な
る
の
か
ま
だ
よ
く
分
か

て
は
い
な
い
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
こ
の
四
人
は
ソ
レ
イ
ユ
の
中

の
人
間
だ
け
あ

て

 
萌
郁
が
八
幡
お

え
の

報
チ

ム
の
一
人
だ
と
い
う
事
を
理
解
し
て
い
た

萌

ち

そ
れ
と
な
く
教

の
様
子
を
観
察
し
て
お
い
て
く
れ
ナ

分
か

た

 
そ
ん
な
五
人
に
重
村
が
愛
想
良
く
話
し
か
け
て
き
た

初
め
ま
し
て
ミ
ス
タ

レ
ス
キ
ネ
ン

そ
し
て

君

お
噂
は
か
ね
が
ね

 
ど
う
や
ら
重
村
の
興
味
の
対
象
は

こ
の
二
人
で
あ
る
ら
し
い

こ
れ
は
ご
丁

に
ア
リ
ガ
ト
ご
ざ
い
ま
す

ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン
で
す

 
今
は
ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
開
発
部
の
部
⻑
を
し
て
い
ま
す

紅
莉
栖
で
す

同
じ
く
次
世
代
技
術
開
発
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
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雪
ノ
下
夢
乃
で
す

橋
田
で
す

桐
生
と

し
ま
す

 
他
の
三
人
は

名
も
し
く
は

だ
け
の

い

で
済
ま
せ
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 
お
か
げ
で
重
村
は

最
後
ま
で
こ
の
三
人
の
事
を

 
同
じ
次
世
代
技
術
研
究
部
の
メ
ン
バ

な
の
だ
ろ
う
と
勘
違
い
し
た
ま
ま
だ

た
が
狙
い
通

り
で
あ
る

 
ま
さ
か
ハ

カ

や

報
員
で
す
な
ど
と
説
明
す
る

に
は
い
か
な
い
の
だ

 
そ
し
て
重
村
を
中
心
に

サ

バ

の

証
が
開
始
さ
れ
る
事
と
な

た

 
こ
れ
が

場
池
か

麗
だ
ね

秋
に
来
た
ら
紅
葉
が
凄
い
ん
だ
ろ
う
な

そ
の

に
ま
た
来
た
い
ね

 
そ
の

八
幡
と
明
日
奈
は
保

所

を
探
索
し

場
池
と
書
か
れ
た

を
目
に
し
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今
ま
さ
に
そ
こ
に
到
着
し
た
所
だ

た

あ
そ
こ
に
カ
フ

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
な

少
し

い
が
あ
そ
こ
で
昼
食
に
す
る
か

そ
う
だ
ね

何
か
変
わ

た
メ
ニ

で
も
あ
れ
ば
い
い
な

 
二
人
は

を
組
ん
だ
ま
ま
そ
の
店
に
入
り

何
を
頼
も
う
か
と
相
談
し
始
め
た

 
そ
の
時
萌
郁
か
ら
最
初
の
定
時
連

が
入
り

八
幡
は
そ
の
メ

ル
を
確
認
し
た

重
村
教

が
少
し
気
に
な
り
ま
す

サ

バ

の

証
を
開
始
し
ま
し
た

ふ
う
む

ど
う
し
た
の

い
や

今
萌
郁
か
ら
定
時
連

が
入

た
ん
だ
が

こ
れ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
明
日
奈
に
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
せ
た

教

が
気
に
な
る

か

何
だ
ろ
う
ね

ど
う
や
ら
確
た
る

が
あ

て
言

て
い
る
ん
じ

な
さ
そ
う
だ
な
多
分
勘
な
ん
だ
と
思

う
が

 
し
か
し
萌
郁
は
あ
れ
で
も
プ
ロ
だ
か
ら
な

そ
う
い
う
奴
の
勘
は
よ
く
当
た
る

と
り
あ
え
ず
続
報
待
ち
だ
ね
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あ
あ

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
注
文
を
済
ま
せ
ち
ま
う
か

う
ん

え

と

私
は

 
サ

バ

調
査
組
と
は
対
象
的
に

二
人
は
の
ん
び
り
と
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た

 
向
こ
う
に
何
か
あ

た
ら
こ
の
二
人
は
す
ぐ
に
現
地
に
駆
け
つ
け
る
つ
も
り
で
あ

た
が

 
今
は
そ
ん
な
差
し
迫

た

況
で
は
な
い

こ
う
い
う
時
の
オ
ン
オ
フ
は
大
事
な
の
で
あ
る

し
か
し
前
に
来
た
時
と
違

て
あ
ち
こ
ち
で
色
々
と

装
や
ら

事
を
や

て
る
み
た
い
だ

な
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね

ど
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ

ま
あ
機
会
が
あ

た
ら

い
て
み
れ
ば
い
い
さ
自
分
で
保

所
を

り

え
る
の
も
楽
し
そ

う
だそ

う
だ
ね

み
ん
な
で
や
れ
ば
き

と
楽
し
い
よ
ね

 
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
の
ん
び
り
保

所
へ
向
か

て
歩
い
て
い

た

 
そ
し
て
ま
も
な
く
保

所
に
到
着
す
る

り
で

 
二
人
は
隣
の
家
が
今
ま
さ
に

り

え

事
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
事
に
気
が
つ
い
た

あ

丁
度
い
い
ね

ち

と
話
を

い
て
み
よ
う
か
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お
い
明
日
奈

仕
事
の

魔
を
す
る
の
は

そ

そ
う
い
え
ば
確
か
に
そ
う
だ
ね

別
に
仕
事
じ

な
い
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ

 
そ
の
二
人
の
声
が

こ
え
た
の
か

今
ま
さ
に

を
持
ち

 
壁
の
木
部
を

ろ
う
と
し
て
い
た
中
年
男
性
が
笑
顔
で
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

あ

魔
を
し
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん

い
え
い
え

こ
れ
は
た
だ
の
趣
味
な
の
で
大
丈
夫
で
す
よ

 

こ
う
い

た
仕
事
を
し
て
た
の
で

自
分
で
や
ろ
う
と
思

た
だ
け
な
ん
で
ね

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
い
く
つ
か
質
問
さ
せ
て
も
ら

て
も
い
い
で
す
か

え
え

ど
う
ぞ
ど
う
ぞ

え

と
先
月
は
静
か
だ

た
の
に
今
日
は
あ
ち
こ
ち
で
色
々
作
業
を
し
て
る
か
ら
何
で

か
な

て

あ
あ

そ
れ
は
自
主

制
の
せ
い
で
す
ね

自
主

制

で
す
か

え
え
八
月
の

は
そ
う
い

た

事
関
係
は
暗

の
了
解
で
や
ら
な
い
事
に
な

て
い
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る
ん
で
す

 
だ
か
ら
九
月
は
そ
う
い

た

事
が
一
気
に
始
ま
る
ん
で
す
よ

そ
う
い
う
事
で
し
た
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

納
得
し
ま
し
た

そ
れ
は
良
か

た

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
そ
の
男
性
が
作
業
す
る
様
子
を
し
ば
ら
く
見
学
さ
せ
て
も
ら
う
事
に

し
た

 

生
と
言
わ
れ
る

料
で

し
て
は
い
け
な
い
場
所
を
専
用
の
道

で

う
作
業
の
説
明
か

ら 
木
部
に
は
ど
ん
な

料
が

し
て
い
て
何
回

る
か
金
属
部
分
に
は
ど
ん
な

料
を
使
え
ば

い
い
の
か

 
色
々
説
明
し
て
も
ら

た
後
に
二
人
は
余

て
い
る
パ
ン
フ
レ

ト

を
分
け
て
も
ら

た

り 
実

に
壁
を

ら
せ
て
も
ら

た
り
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
た

⻑
々
と
ご
一

さ
せ
て

い
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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私
達
は
こ
の
隣
の
保

所
に
た
ま
に
来
る
予
定
な
の
で

 
も
し
ま
た
お
会
い
す
る
事
が
あ

た
ら
そ
の
時
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

あ
あ
お
隣
さ
ん
で
し
た
か
し
ば
ら
く
は
天
気
も
穏
や
か
で
過
ご
し
や
す
い
み
た
い
で
す
し

 
の
ん
び
り
楽
し
ん
で
い

て
下
さ
い
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ど
う
や
ら
そ
の
口
ぶ
り
か
ら

そ
の
男
性
は
別

に

し
て
い
る
ら
し
い

 
そ
し
て
家
に

た
後
二
人
は
休

し
な
が
ら
来
年

り

え
る
と
し
た
ら
ど
こ
が
い
い
か

 
楽
し
そ
う
に
会
話
し
た
後

朝
話
し
て
い
た

に
乗
る
事
に
し
た

し
な
の

道

て
い
う
ら
し
い
ね

と
り
あ
え
ず
隣
の

ま
で
行

て
み
て
そ
の
ま
ま
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に

が
あ
る
み
た

い
だ
か
ら

 
ち

と
下
見
に
行

て
み
る
か

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

か

 
そ
し
て
二
人
は
の
ん
び
り
と

に
向
か
い

そ
の

中
で
明
日
奈
が
何
か
を
見
つ
け
た
の
か

 
驚
い
た
よ
う
な
声
を
あ
げ
た
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八
幡
君

あ
の
コ
ン
ビ
ニ

色
が
変

あ
あ

あ
れ
か

で

手
な
色
が
使
え
な
い
か
ら

あ
あ
い
う
地
味
な
色
に
な

て
る

ら
し
い
ぞ

あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

 
明
日
奈
は
他
に
も
色
々
な
物
を
見
つ
け
て
は
大
は
し

ぎ
し

 
と
て
も
楽
し
そ
う
に
こ
の
プ
チ
旅
行
を
満

し
て
い
る
よ
う
に
見
え

 
八
幡
は

来
て
良
か

た
な
と
ほ
ほ
を
緩
ま
せ
た

さ
て

そ
れ
じ

あ

の
ド
ア
を
手
で
開
け
る
体
験
を
し
て
み
る
か

う
ん

そ
う
だ
ね

 
二
人
は
楽
し
そ
う
に

き
合
い
な
が
ら

そ
の
ま
ま

へ
と
入

て
い

た

 
そ
れ
で
は
最
初
は
全
員
で
何
か
気
に
な
る
も
の
が
他
に
な
い
か
調
査
し
た
後

 
交
代
で
休

を
と
り
な
が
ら
解

作
業
に
入
る
と
し
よ
う
か

分
か
り
ま
し
た

ロ

テ

シ

ン
は
お
任
せ
し
ま
す

ふ
む

そ
れ
じ

あ
今
日
の
と
こ
ろ
は
と
り
あ
え
ず
会
社
別
に
分
け
る
と
し
よ
う
か
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は
い

そ
う
で
す
ね

 
重
村
の
そ
の
提
案
に

紅
莉
栖
は
一

し
な
が
ら
も
同
意
し
た

会
社
ご
と
に

て
事
は

も
し
か
し
て
一
人
に
な
り
た
い
の
か
し
ら

 
そ
う
思
い
つ
つ
も
紅
莉
栖
は

そ
の
方
が
こ
ち
ら
に
と

て
も
都
合
が
い
い
と
考
え
て
い
た

そ
れ
じ

あ

番
は
ど
う
し
ま
す

私
は
い
つ
で
も

わ
な
い
よ

ど
う
せ
最
後
は
得
ら
れ
た
情
報
を
共

す
る
ん
だ
し
ね

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
ジ

ン
ケ
ン
で
勝

た

か
ら
と
い
う
事
で

は
は
は
は
は

こ
の
年
で
ジ

ン
ケ
ン
と
は

分
久
し
ぶ
り
な
気
が
す
る
よ

た
ま
に
は

心
に
か
え

た
つ
も
り
で
ム
キ
に
な

て
勝
ち
に
い
く
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す

よ
そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
決
め
て
し
ま
う
と
し
よ
う
か

は
い番

に
は

ら
な
い
の
か
何
か
を

て
持
ち
去
る
つ
も
り
と
か
は
無
さ
そ
う
だ
け
ど

 
そ
う
思
い
つ
つ
も
紅
莉
栖
は

こ
こ
で
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
と
る

に

 
休

時
間
が
一
番
最
後
に
な
る
事
を
期
待
し
て
い
た
が
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生

ソ
レ
イ
ユ
チ

ム
の
休

時
間
は
一
番
最
初
に
な

て
し
ま

た

 
レ
ク
ト
チ

ム
が
二
番

重
村
が
三
番
で
あ
る

 

番
が
決
ま

た
事
で

チ

ム
は
動
き
出
し
サ

バ

以
外
に
は
特
に
何
も
無
い
事
が

確
認
さ
れ
た

 
こ
れ
は
ま
あ

の
人
間
が
か
な
り
頑
張

て
調
査
し
た
後
だ

た
の
で
想
定
の

囲
内
で

あ
る

 
サ

バ

内
の
情
報
の
チ

ク
が
ま
だ
だ

た
の
は

に
時
間
が
足
り
な
か

た
だ
け
で

あ
る

 
ち
な
み
に

岡
が
秘
密
主
義
と
の

判
を
避
け
る

と
い
う
口
実
で

関
係
者
で
は
な

く 
複

の
外
部
の
人
間
に
最
初
に
見
て
も
ら
う
事
を
提
案
し
た
か
ら
と
い
う
事
情
も
あ

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
私
達
は
先
に
休

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
ね

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
チ

ム
の
休

時
間
に
な
り

五
人
は
あ

さ
り
と
部
屋
を
出
て
い

た

 
そ
し
て
別
の
部
屋
で

五
人
は
素

く
協
議
を
始
め
た

ア
ル
ゴ
さ
ん

ど
う
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ハ

キ
ン
グ
出
来
る
よ
う
な
仕
込
み
は
し
て
お
い
た
か
ら
何
か

さ
れ
て
も
す
ぐ
に
分
か
る

僕
が
仕
込
ん
だ
ん
だ
お

さ

す
が
橋
田

他
に
何
か
意
見
は
あ
る

ボ
ク
と
し
て
は

可
能
な
ら
彼
が
何
を

く
か
ま
で
調
べ
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
う
ね

な
る
ほ
ど

桐
生
さ
ん

ど
う

や

て
み
る

 
そ
し
て
萌
郁
は

懐
か
ら
何
か
機

の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
た

そ
れ
は

盗

器

用
意
が
い
い
わ
ね

で

そ
れ
を
ど
う
す
る
の

こ
れ
を
こ
う
し
て

こ
う
す
れ
ば

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
教

と
は
あ
る

度
楽
に
話
せ
る
私
が
行

て
く
る
わ

う
ん

氏
が

任
だ
ろ
う
ね

分
か

た

お
願
い
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頼
む

紅
莉
栖

チ

ク
リ
ス

気
を
つ
け
て

 
紅
莉
栖
は
四
人
に

く
と

コ

ヒ

を
持

て
サ

バ

ル

ム
へ
と
入

て
い

た

失

し
ま
す

ん

君
か

ど
う
か
し
た
の
か
い

教

の
休

時
間
ま
で
は
ま
だ
結

時
間
が
あ
り
ま
す
し
コ

ヒ

の
差
し
入
れ
を
と
思
い

ま
し
て

そ
う
か

そ
れ
は
あ
り
が
と
う

カ

プ
と
ソ

サ

は

私
達
が

た
後
に

当
に
片
付
け
ち

い
ま
す
の
で

 
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て

い
て
結

で
す
よ
女
性
メ
ン
バ

が
い
る
の
は
う
ち
だ
け
な
の

で
そ
う
か
い

そ
れ
は
す
ま
な
い
ね

い
え
い
え

そ
れ
で
は
ま
た
後
ほ
ど

あ
あ

ま
た

 
教

に
自
分
で
片
付
け
を
さ
せ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
盗

器
を
発
見
さ
れ
な
い
よ
う
に
で
あ
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る 
ち
な
み
に
盗

器
は
ソ

サ

の
裏
に
仕
込
ま
れ
て
い
る

普
通
そ
ん
な
所
を
見
る
者
は
い
な

い 
そ
し
て
音
声
の
チ

ク
を
萌
郁
に
任
せ
四
人
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
相
談
し
始
め
た

と
は
い
え
教

が
何
か
お
か
し
な
行
動
を
と
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
何
と
も
な
ん
だ
よ
ナ

ま
あ
保
険

て
事
で
い
い
と
オ
モ
ウ
よ

と
い
う
か

う
ち
ら
は
ど
う
す
る
ん

と
り
あ
え
ず
う
ち
に
あ
る
サ

バ

デ

タ
と
こ

ち
の
デ

タ
を
比

し
て

 
差
分
が
あ
る
よ
う
な
ら
そ
こ
の
解

て
事
で
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
ま
あ
何
も
変
わ
り
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
け
ど

違
い
が
あ
る
と
し
た
ら
何
だ
ろ

一
つ
だ
け
オ
レ

ち
に
心
当
た
り
が
あ
ル

 
そ
こ
で
ア
ル
ゴ
が
突
然
そ
う
言
い

他
の
者
達
は
ア
ル
ゴ
に
注
目
し
た

凛
ち

ん
か
ら

い
た
話
だ
と

茅
場

も
オ
レ

ち
や
ハ

達
と
同
様
に

 
自
由
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
は
不
可
能
だ

タ
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え
え

そ
う
言

て
た
わ
ね

だ
が
あ
い
つ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
管
理
者
で
も
あ

た

 
つ
ま
り
当
然
何
か
想
定
外
の

急
事
態
が
発
生
し
た
ら
そ
れ
に
対
応
し
な
い
と
い
け
な
か

た
は
ず
ダ

と

い
う
事
は
つ
ま
り

 
そ
の
ダ
ル
の
質
問
に

ア
ル
ゴ
は
こ
う
答
え
た

ゲ

ム
内
か
ら
シ
ス
テ
ム
に

出
来
る
手

を

 
茅
場

は
こ

そ
り
と
保
持
し
て
い
た

て
事
に
な
ら
な
い
カ

確
か
に
ソ
レ
は
道
理
だ
ね

 
そ
の
言
葉
に

レ
ス
キ
ネ
ン
が
真

先
に
同
意
し
た

だ
が
う
ち
に
あ
る
サ

バ

か
ら
は

そ
う
い

た

跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
ね

そ
う
つ
ま
り
そ
れ
は
こ

ち
の
サ

バ

に
存
在
す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
な
い
カ

確
か
に

そ

か

言
わ
れ
て
み
た
ら
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

と
い
う

で

当
面
は
そ
れ
を
見
つ
け
る
事
に
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
ろ
う
な
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ま
あ
ど
う
せ
何
を
見
つ
け
て
も

や
他
の
メ
ン
バ

に
報
告
す
る
義

が
発
生
し
ち
ま
う

ん
だ
が

 
そ
の

で
何
か
面
白
い
物
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
し
ナ

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
ソ
レ
を
目
標
に
頑
張

て
み
る
と
し
よ
う
か

 
レ
ス
キ
ネ
ン
が
そ
う
ま
と
め

こ
う
し
て
ソ
レ
イ
ユ
チ

ム
の
方
針
が
決
ま

た
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第
６
３
２
話
 
生
命
の
碑

再
び

は

い
い
湯
だ

た
ね

思

た
よ
り
も
空
気
が
ひ
ん
や
り
し
て
た
な

標
高
が
高
い
せ
い
な
の
か
な

湿
気
が
少
な
い

て
い
い
よ
ね

 
二
人
は

に
入
り

今
は
そ
の
ロ
ビ

で
の
ん
び
り
と
雑
談
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
手
に
は

コ

ヒ

が

ら
れ
て
い
る

さ
て
明
日
奈

今
日
の

は
ど
う
す
る

そ
う
だ
ね

近
場
で

当
な
お
店
に
入
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る
か

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が
り

仲

ま
じ
く
寄
り

い
な
が
ら

 

へ
向
か

て
元
来
た
道
を

り
始
め
た

丁
度
そ
の
時
萌
郁
か
ら
定
時
連

が
入
り

 
八
幡
は

中
に
あ

た
コ
ン
ビ
ニ
の
前
で
足
を
止
め
た

明
日
奈
ち

と
返
信
す
る
か
ら

い
物
で
も
し
て
て
く
れ
俺
は
飲
み
物
だ
け
あ
れ
ば
い

い
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分
か

た

ち

と
行

て
く
る
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

め
て
そ
の
メ

ル
の
文
章
を
じ

と

め
た

重
村
教

に
は
今
の
と
こ
ろ
怪
し
い
部
分
は
無
し
茅
場
が
使

て
い
た
ゲ

ム
内
シ
ス
テ
ム

を
発
見

 
こ
の
後
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
ア
ミ

ス
フ

ア
で
一
層
に
ダ
イ
ブ
予
定

ア
ル
ゴ
も
思
い
切

た
事
を
す
る
も
ん
だ
な

と
い
う
か

さ
ん
の
ア
ジ
ト
は
一
層
に

あ

た
の
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え
つ
つ
も

萌
郁
に
こ
う
返
信
し
た

く
れ
ぐ
れ
も
安
全
確
保
だ
け
は
し

か
り
頼
む
ぞ

 
あ
と
も
し
可
能
な
ら
生
命
の
碑
の
ユ
ナ
の
所
が
ど
う
な

て
い
る
の
か
確
認
す
る
よ
う
に
伝

え
て
く
れ

  
そ
の
一
方
で

サ

バ

解

に
勤
し
ん
で
い
た
ソ
レ
イ
ユ
チ

ム
は

 
予
想
通
り
プ
ロ
テ
ク
ト
の
か
か

た
領

を
発
見
し

そ
の
解

に
勤
し
ん
で
い
た

こ
こ
カ



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

ど
う

い
け
そ
う

こ
れ
は
ち

と
時
間
が
か
か
る
な
萌

ち
ち

と
他
の
チ

ム
の
連
中
を
呼
ん
で
き

て
く
レ

分
か

た

 
そ
し
て
萌
郁
が
出
て
い

た
後

紅
莉
栖
は
そ

と
ア
ル
ゴ
に

打
ち
し
た

こ
の

で
重
村
教

を
呼
ん
で
も
大
丈
夫
か
し
ら

さ

き
ま
で
は
盗

器
に
も
特
に
怪
し
い
音
声
は
入

て
な
か

た
し

 
お
か
し
な
部
分
に
ア
ク
セ
ス
し
た

歴
も
無
か

た
か
ら
何
か
ア
ク
シ

ン
を

こ
さ
せ
る

に
も

 
エ
サ
を
ま
い
て
お
こ
う
と
思
う
ん
だ
よ
ナ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
手
で
い
く
の
ね

ま
あ
何
も
出
て
こ
な
か

た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
今
後
の
協
力
も
頼
め
る
し

 

動
だ
け
確
認
し
て
後
は
ボ
ス
や
ハ

に

投
げ
だ
ナ

 
そ
し
て
休

し
て
い
た
重
村
や
離
れ
た
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
い
た
レ
ク
ト
チ

ム
の
面
々

が
集
合
し
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ア
ル
ゴ
が
画
面
を
見
せ
な
が
ら
説
明
を
始
め
た

 
そ
し
て

食
ま
で
は
休
み
無
し
で
そ
の
部
分
の
解

を
進
め
る
事
が
決
定
さ
れ

 

チ

ム
は
そ
の
ま
ま
作
業
に
入
る
事
と
な

た

 
ま
あ
考
え
れ
ば
当
た
り
前
な
ん
だ
が

第
一
層
に

し
ア
ジ
ト
を
持

て
い
た
な
ん
て
ナ

私
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
提
案
の
方
が
驚
い
た
わ
よ

 
ま
さ
か
ア
ミ

ス
フ

ア
で
ロ
グ
イ
ン
し
よ
う
と
す
る
だ
な
ん
て

 
ア
ル
ゴ
が
と

た
行
動
は
次
の
通
り
で
あ
る

 
ま
ず
ソ
レ
イ
ユ
が
開
発
し
た

プ
レ
イ
中
の
様
子
を
モ
ニ
タ

出
来
る
シ
ス
テ
ム
を
使
い

 
そ
の
ま
ま
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
ロ
グ
イ
ン

当
然
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
は
無
い
の
で

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
い
場
合
は
口

で
回
線
を
抜
い
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
む

 
こ
の

は
ナ

ヴ
ギ
ア
で
は
な
く
調
整
し
た
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使
用
し
て
い
る

 
当
然
ア
ル
ゴ
が
死
ぬ
事
は
無
い

 
そ
し
て
茅
場

こ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
ゲ

ム
内
で
使
用
し
て
い
た
ア
ジ
ト
に
侵
入
し

 
内
部
か
ら
そ
こ
に
何
が
あ
る
の
か
調
査
を
す
る

こ
れ
を
実
現
さ
せ
る

に

チ

ム
は
本
当
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に
頑
張

た

 
重
村
教

も
と
て
も
協
力
的
で
あ
り

怪
し
い
そ
ぶ
り
も
一
切
見
せ
る
事
は
無
か

た

 
今
で
は
一
定
の
信
頼
関
係
が
出
来
て
き
て
お
り

 
た
だ
萌
郁
だ
け
が

油
断
せ
ず
に
そ
の
行
動
を
監

す
る
に

ま

て
い
る

態
だ

た

 
そ
し
て
準
備
が
終
わ

た

で

食
を
と
る
事
と
な
り

 
十
分
休

を
と

た
後

代
表
し
て
ア
ル
ゴ
が
中
に
ロ
グ
イ
ン
し

 
外
と
連

を
と
り
つ
つ
中
で
作
業
を
進
め
る
事
に
な

た

  
そ
の

食
の

で
の
事
で
あ
る

し
か
し
ソ
レ
イ
ユ
の
技
術
者
の
方
達
は
本
当
に
優

で
す
ね

 
レ
ス
キ
ネ
ン
に
そ
う
話
し
か
け
た
後

重
村
は
ア
ル
ゴ
の
方
を
見
た

そ
う
で
す
ね

ボ
ク
も
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
よ

お
名
前
か
ら
察
す
る
に

夢
乃
さ
ん
は
雪
ノ
下
社
⻑
の
ご
親
族
の
方
か
な

私
は
遠
縁
で
す

社
⻑
の
お

様
の

し
子
と
か
い
う
事
は
無
い
の
で
ご
安
心
下
さ
い
ネ

 
ア
ル
ゴ
は
し
れ

と
そ
う
言
い
重
村
は
そ
の
ジ

ク
に
笑

た
後
今
度
は
紅
莉
栖
に
話
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し
か
け
た

し
か
し
ま
さ
か

紅
莉
栖
君
が
ソ
レ
イ
ユ
入
り
す
る
と
は
ね

別
の
意
味
で
驚
い
た
よ

別
の
意
味

で
す
か

あ
あ

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

ミ
ス
タ

レ
ス
キ
ネ
ン
も
そ
う
だ
が

 
二
人
の
専
門
は

学
だ
ろ
う

そ
れ
が
ど
う
し
て
も
ソ
レ
イ
ユ
の
イ
メ

ジ
と
結
び
つ
か

な
く
て
ね

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
何
と
答
え
よ
う
か
と
少
し
迷

た

 
当
然
ア
マ
デ
ウ
ス
や
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
事
を
話
す

に
は
い
か
な
い
か
ら
だ

 
そ
こ
に
助
け
船
を
出
し
た
の
は
ア
ル
ゴ
だ

た

そ
れ
が
そ
う
で
も
な
い
ん
で
す
よ

先
日
う
ち
で
面
白
い
お
も
ち

を
開
発
し
ま
し
て
ね

 
ま
だ

作

な
ん
で
す
け
ど
ネ

ほ
う

差
し

え
な
け
れ
ば
ど
ん
な
お
も
ち

か

い
て
も

自

型

人

で
す
よ

現
実
に
存
在
す
る
人
の
思
考
を
ト
レ

ス
し

そ
れ
と
同
様
に

舞
う

ネ

思
考
を
ト
レ

ス

そ
う
い
え
ば

の
直
接
の
死
因
は
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自
分
で
自
分
の

を
ス
キ

ン
し
た
せ
い
だ
と

い
て
ま
す
が

も
し
や
そ
の
技
術
の
応
用

を 
さ
す
が
に
真
実
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
ら
し
く

重
村
は
や
や
声
を

め
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ソ
レ
イ
ユ
が
人
の
記
憶
を
コ
ピ

す
る
技
術
を
開
発
し
た
の
で
は
な
い
か
と
鎌
を
か
け
た

で
あ
る

 
そ
れ
は
確
か
に
真
実
な
の
で
あ

た
が

こ
こ
で
ア
ル
ゴ
が
持
ち
出
し
た
の
は

 
ま

た
く
差
し
障
り
の
無
い
別
の
事

で
あ

た

そ
う

は
ち
ま
ん
く
ん
で
あ
る

い
や

そ
う
い
う
の
と
は
ま

た
く
違
い
ま
す

色
々
な
人
か
ら

き
取
り
調
査
を
し
て

 
そ
の
人
物
に
関
す
る
動
画
と
か
も

め
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
客
観
的
な
情
報
を
入
力
し

 
そ
れ
に
よ

て

を
育
成
し

本
人
そ

く
り
に

舞
う
よ
う
な
人

を
作
り
出
し
た
感
じ

で
す
ネ

き

客
観
的
情
報
だ
け
で
そ
こ
ま
で
そ

く
り
に
再
現
出
来
る
も
の
な
ん
で
す
か

 
そ
の
言
葉
に
重
村
は

思

た
よ
り
も
食
い
つ
い
て
き
た

そ
う
で
す
ね

の
性
能
に
も
よ
る
ん
で
し

う
が

 
接
し
た
感
じ

ほ
と
ん
ど
本
人
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
ね
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ま
あ
入
力
し
た
情
報
が
多
け
れ
ば
多
い

そ
の
精
度
は
高
ま
る
ん
だ
と
思
い
ま
す

 
そ
の
問
い
に
は
質
問
を
上
手
く
は
ぐ
ら
か
せ
た
事
に
安

し
て
い
た
紅
莉
栖
が
そ
う
答
え
た

な
る
ほ
ど

 
重
村
は
そ
う

い
た
き
り

何
か
考
え
始
め

そ
こ
で
こ
の
会
話
は
終
わ

た

 
そ
ん
な
重
村
を

萌
郁
は
じ

と
見
つ
め
続
け
て
い
た

 
八
幡
君

お
茶
を
入
れ
て
き
た
よ

お
う

あ
り
が
と
な

よ

と

 
八
幡
は
デ

キ
の

子
に

け
て
空
を

め
て
お
り

明
日
奈
も
そ
の
横
に
座

た

星
が

麗
だ
よ
ね

あ
あ

そ
う
だ
な

そ
う
い
え
ば
前
に

ユ
イ
ち

ん
と
キ
ズ
メ
ル
に
星
空
を
見
せ
よ
う

て
話
し
た
よ
ね

カ
メ
ラ
で
見
せ
る
の
は
簡

な
ん
だ
が

 
も
う
少
し
自
分
の
目
で
見
て
い
る
感
を
出
せ
れ
ば
い
い
よ
な

て
思

て
る
ん
だ
よ
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な
の
で
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
待
ち

て
事
に
な
る
か
な

 
ま
あ
噂
の
オ

グ
マ

と
や
ら
が
先
に
完
成
し
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

一
応
技
術
協
力
は
し
て
る
ん
だ
よ
ね

あ
あ

可
能
な
ら
一
部
は
共
通

格
に
し
た
い
し
な

先
日
合
意
し
た
ザ
ス
カ

と
の
ロ
グ
イ
ン
共

に
カ
ム
ラ
も
参
加
す
る
事
に
な

た
ん
だ

け
そ
う
だ
な

ま
あ
今
後
ど
う
な
る
か
は
ア
ル
ゴ
次
第
だ
な

楽
し
み
だ
ね

新
し
い
機

て
何
か
わ
く
わ
く
す
る
よ
な

 
そ
し
て
二
人
は
し
ば
ら
く
星
を

め
続
け
た
後

一

に
風
呂
に
入
り

 
そ
の
ま
ま
同
じ
ベ

ド
で
こ
の
日
は
眠
り
に
つ
い
た
の
だ

た

 
特
に
変
わ

た
物
は
何
も
無
し

た
だ
の
管
理
用
の
ス
ペ

ス

て
事
カ

 
ア
ル
ゴ
は
懐
か
し
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

し
ア
ジ
ト
の
中
に
入
り

そ
う

い
た
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ち
な
み
に
管
理
用
パ
ス
ワ

ド
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
だ
と
い
う
事
は
八
幡
に

い
て
知

て
い
た

こ
れ
を
見
る
と

や

ぱ
り
九
十
一
層
ま
で
到
達
し
た

間
に

 
街
に
も
敵
が
侵
攻
し
て
く
る
仕
様
に
な

て
た
み
た
い
だ
ナ

そ
う
な

た
ら

も
か
な
り

え
た
で
し

う
ね

一
体
何
を
考
え
て
た
の
か
し
ら

街
で
安
穏
と

ら
し
て
る
だ
け
の
奴
ら
が
気
に
入
ら
な
か

た
ん
だ
ろ
う
サ

 
目
の
前
の
ウ

ン
ド
ウ
に
現
れ
た
紅
莉
栖
の
顔
に
向
か

て
ア
ル
ゴ
は
そ
う

い
た

ど
う
や
ら
こ
こ
は
本
当
に
た
だ
の
管
理
者
用
コ
ン
ソ

ル
が
あ
る
だ
け
み
た
い
だ
な

 
ふ

む

お

こ
れ
は

何
か
あ

た

と
あ
る
ダ

ク
エ
ル
フ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と

 
管
理

限
を
持
つ
Ｍ

Ｃ
Ｐ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に

 
い
わ
ゆ
る
茅
場
製

を

入
し
た

歴
が
あ
る
ナ

へ

あ
の
二
人
に
ね

要
す
る
に
監

し
て
た
ん
だ

 
紅
莉
栖
は
内
心
で
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
の
事
だ
な
と
判
断
し
つ
つ
口
に
出
し
て
は
こ
う
言

た
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な
る
ほ
ど

動
物
実
験
を
し
た
み
た
い
な
感
じ
な
の
か
し
ら

か
も
し
れ
な
い
ナ

そ
れ
は
プ
レ
イ
ヤ

の
動
向
も

あ
る

度

し
く
掴
め
て
い
た
と
い
う
事
な
の
か
な

 
そ
こ
で
重
村
が

突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

確
か
に
通
常
の
サ

バ

ロ
グ
よ
り
も

し
い
デ

タ
が
見
れ
る
よ
う
に
な

て
は
い
ま
す
ネ

な
る
ほ
ど

そ
の
デ

タ
も
一
応
バ

ク
ア

プ
し
て
お
こ
う
か

 
い
ず
れ
遺
族
の
方
に

す
必
要
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
し
ね

確
か
に
そ
う
で
す
ね

時
間
は
か
か
る
で
し

う
が

そ
ち
ら
に
送
り
ま
す

 
そ
し
て
他
に
は
特
に
何
も
無
い
事
を
確
認
し
た
後

ア
ル
ゴ
は
街
を
歩
い
て
み
る
と
い

て

 
ぶ
ら
ぶ
ら
と

囲
の
散

を
始
め
た

こ
れ
は
ク
リ
ア
後
の
ワ

ル
ド
の

況
と
い
う
事
に
な
る
の
か
な

は
い
部
⻑

だ
と
思
い
ま
ス

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
全
員
直
立
し
て

直
し
て
る
お

あ
あ

ち

と
不
気
味
だ
よ
ナ

噂
で
は

生
命
の
碑
と
い
う
の
が
あ

た
ら
し
い
が
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あ
あ

そ
う
み
た
い
で
す
ね

ち

と
行

て
み
ま
す
ネ

 
ア
ル
ゴ
は
そ
の
重
村
の
言
葉
に

い
い
口
実
が
出
来
た
と
喜
び

そ
ち
ら
へ
と
向
か

た

 
こ
れ
は
当
然
ロ
グ
イ
ン
前
に
萌
郁
に
八
幡
か
ら
の
メ

ル
を
見
せ
ら
れ
た
が
故
の
行
動
で
あ

る
情
報
だ
と
こ
こ
が
そ
の
生
命
の
碑
ら
し
い
で
す

こ
こ
が

全
て
の
名
前
に
横
線
が
引
か
れ
て
い
る
ね

 
生
命
の
碑
は

ア
ル
ゴ
が
覚
え
て
い
る
様
子
か
ら
か
な
り
様
変
わ
り
し
て
い
た

 
全
て
の
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
が
線
で
消
さ
れ
て
お
り

 
そ
の
横
に

ロ
グ
ア
ウ
ト

と
記
入
さ
れ
て
い
る
物
が
多
く
見
ら
れ
た
の
だ

儀
に
プ
レ
イ
ヤ

全
員
を
シ
ス
テ
ム
が
チ

ク
し
た

て
事
な
ん
だ
ろ
う
ナ

茅
場

は

悪
人
と
い
う

で
は
な
か

た
と
い
う
事
な
の
か
し
ら

い
や

悪
人
だ
ろ

今
世

最
大
の
犯
罪
者
な
の
は
間
違
い
な
い
サ

 
ア
ル
ゴ
は
少
し

点
を
ず
ら
す
よ
う
に
そ
う
言
い

さ
り
げ
な
く
生
命
の
碑
の

の
方
に
向

か

た
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ユ
ナ

ユ
ナ

あ

た

 
そ
の
時
重
村
が
思
わ
ず
画
面
に
身
を
乗
り
出
す
よ
う
な
仕

を
し
外
に
い
た
者
達
は
少
し

驚
い
た

重
村
教

ど
な
た
か
お
知
り
合
い
で
も

あ
あ
い
や
無
事
な
の
は
知

て
い
る
ん
だ
が
友
人
の
娘
さ
ん
の
名
前
が
見
え
た
も
の
で
ね

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

気
持
ち
は
分
か
り
ま
す

交
流
が
あ
る
子
だ
か
ら

つ
い
身
を
乗
り
出
し
て
し
ま

た

す
ま
な
い

い
え
い
え

そ
う
い
う
事

て
あ
り
ま
す
よ
ね

 
ア
ル
ゴ
は
そ
ん
な
外
の
会
話
を

き
な
が
ら

じ

と
ユ
ナ
の
名
前
を
見
つ
め
て
い
た

 
そ
こ
に
は
消
さ
れ
た
名
前
の
横
に

ロ
グ
ア
ウ
ト

の
文

が
記
入
さ
れ
て
い
た

少
な
く
と
も
シ
ス
テ
ム
に
は
ち

ん
と
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
と
認
識
さ
れ
て
る

て
こ

た
な

 
ハ

ユ
ナ
ち

ん
が
生
き
て
る
可
能
性
が
少
し
は
高
ま

た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ナ
の
関
係
を
知
る

少
な
い
人
物
で
あ

た
ア
ル
ゴ
は

 
心
の
中
で
そ
う
思
い
つ
つ
こ
れ
で
や
る
事
は
終
わ

た
と
ば
か
り
に
外
に
声
を
か
け
ロ
グ

ア
ウ
ト
し
た
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さ
て

今
日
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
お
こ
う
か

明
日

か
い
部
分
を
調
査
し
て

 
そ
の
結
果
を
持
ち
寄

て
共

し
た
ら

に
報
告
し
て
解
散
と
い
う
流
れ
で
い
い
か
な

は
い

そ
う
で
す
ね

い
い
ん
じ

な
い
デ
ス
か
ね

で
は
ま
た
明
日

は
い

ま
た
明
日
で
す

 
そ
し
て
部
屋
の
明
か
り
が
落
と
さ
れ

 
ソ
レ
イ
ユ
の
五
人
は
と
り
あ
え
ず
男
性
チ

ム
に

り
当
て
ら
れ
た
部
屋
に
集
ま

た

で

オ
レ

ち
が

て
る
間
に
何
か
あ

た
カ

そ
う
ね

目
立

た
出
来
事
と
い
え
ば

 
ア
ル
ゴ
の
そ
の
問
い
に
紅
莉
栖
は
重
村
が
一
度
身
を
乗
り
出
す
よ
う
な
仕

を
見
せ
た
事
を

伝
え

 
萌
郁
が
そ
の
時
密
か
に
そ
の
画
面
の
写
真
を
と

て
お
い
た
事
を
報
告
し
た
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こ
の
中
に
知
り
合
い
が
い
た

て
事
か

そ
れ
に
し
て
も
多
す
ぎ
る
な

ま
あ
一
応
記
録
と
し
て

め
て
お
き
ま
し

う
か

何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
し

一
応
今
夜
は
私
が
部
屋
を
監

す
る

す
ま
ね
え

頼
む

萌

チ

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
調
査
は
終
わ
り

萌
郁
を
残
し
て
残
り
の
四
人
は
眠
り
に
つ
い
た

 
足
音
が

 
萌
郁
は
急
激
に
自
分
の
意
識
が
覚

す
る
の
を
感
じ

目
を
開
い
た

 
萌
郁
は
立

た
ま
ま

ま

た
く
動
か
な
い
よ
う
に

て
お
り

 
物
音
が

こ
え
た
せ
い
で
意
識
を
覚

さ
せ
た
の
だ

た

 
萌
郁
が
受
け
た
特

な
訓
練
が
役
に
立

た

で
あ
る

 
そ
し
て
萌
郁
は
今
い
る
場
所
か
ら
外
の
様
子
を

い
部
屋
の
中
に
重
村
が
入

て
い
く
の
を

確
認
し
た

 
実
は
萌
郁
は
大

に
も
サ

バ

ル

ム
の
ロ

カ

の
中
に

ん
で
お
り

 
モ
ニ
タ

の
様
子
も

め

全
て
を
高
解
像
度
の
カ
メ
ラ
で
録
画
し
て
い
た
の
だ

た



 第６３２話 生命の碑、再び

今
日
は
実
に
い
い
話
を

か
せ
て
も
ら

た

地
道
だ
が
こ
こ
か
ら
始
め
る
事
に
し
よ
う

始
め
る

何
を

 
萌
郁
は
そ
う
思
い
つ
つ
も

音
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら

影
に
集
中
し
た

 
下
手
に
素
人
の
自
分
が
直
接
観
察
す
る
よ
り

 
専
門
家
で
あ
る
レ
ス
キ
ネ
ン
達
に
き
ち
ん
と
し
た
動
画
を
見
せ
て

 
判
断
し
て
も
ら

た
方
が
い
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る

 
そ
し
て
重
村
が
去

た
後

萌
郁
は
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
じ

と
し
て
い
た
が

 
や
が
て
そ
れ
以
上
は
何
も
無
い
だ
ろ
う
と
判
断
し

そ
の
場
を
後
に
し
た
の
だ

た

 
こ
の

り
の
話
は

後
々
の

の
種
ま
き
だ
と
思

て

け
れ
ば
と
思
い
ま
す

 
こ
の
時
期
か
ら
色
々
暗
躍
し
て
い
な
い
と
お
か
し
い
で
す
し
ね
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第
６
３
３
話
 
調
査
を
終
え
て

 
次
の
日
の
昼
過
ぎ

の
保

所
に

今
回
の
件
に
関
係
す
る
全
員
が
集
合
し
て
い
た

 
こ
の
日
の
午
前
中

八
幡
と
明
日
奈
は

前

を
散

し

熱
心
に
土
産
を
選
ん
で
い
た

 
調
査
チ

ム
は
朝

く
か
ら
活
動
を
開
始
し
十
時
く
ら
い
に
は
全
て
の
調
査
を
終
え
て
い
た

 
思

た
よ
り
も

く
終
わ

た
の
は

成
果
が
ほ
と
ん
ど
無
か

た
か
ら
で
あ
る

ま
あ
成
果
が
無
か

た
事
が
確
認
出
来
た
だ
け
で
も
良
か

た
ん
じ

な
い
か

そ
れ
よ
り
も
気
に
な
る
事
が
出
来
ち
ま

た
け
ど
ナ

重
村
教

か

教

の
様
子
が
お
か
し
く
な

た
の
は

食
の
後
く
ら
い
か
ら
か
し
ら

食
で
何
か
あ

た
か

え
え
と

あ
の
時
話
し
た
の
は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
事
だ
け
だ
お

ふ
む

し
く

か
せ
て
く
れ

う
ん
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そ
し
て
そ
の
説
明
を

い
た
八
幡
は

組
み
を
し
な
が
ら
い
く
つ
か
の
事
を
質
問
し
て
き
た

話
し
た
の
は
は
ち
ま
ん
の

要
だ
け

で

教

が
持

て
い

た
の
は

 
プ
レ
イ
ヤ

の

し
い
個
人
デ

タ
だ
け

て
事
で
い
い
ん
だ
な

と
い

て
も
あ
れ
で
分
か
る
の
は

誰
が
誰
と
会

て
い
た
と
か
そ
う
い
う
部
分
だ
け
だ

ふ
む

は
ち
ま
ん
の
奴
の
事
は

 
教

の
手
元
に
も
技
術
協
力
の
一

と
し
て
茅
場
製

が
あ
る
は
ず
だ
か
ら

 
自
分
で
も
同
じ
事
を
や

て
み
よ
う
か
と
考
え
た

て
と
こ
ろ
だ
ろ
う
な

 
あ
と
個
人
デ

タ
は
何
か
に
悪
用
し
た
り
と
か
そ
う
い

た
心
配
は
し
な
く
て
い
い
ん
だ
よ

な
あ
あ
だ
か
ら
オ
レ

ち
達
も
不
問
に
し
た

あ
そ
こ
か
ら
リ
ア
ル
の
正
体
を
探
る
の
は
無
理

だ
か
ら
ナ

外
見
デ

タ
と
か
は
無
か

た
の
か

あ
あ

そ
れ
は
オ
レ

ち
が
保
証
す
る

そ
う
い

た
デ

タ
は
全
部

さ
れ
て
い
タ

さ
ん
の
仕
業

て
事
か

だ
な

最
大
限
プ
ラ
イ
ベ

ト
に
配

し
た
ん
だ
ろ
う
サ
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ふ

む

そ
の
デ

タ
に
つ
い
て

他
の
み
ん
な
は
ど
う
思
う

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に

ダ
ル
が
こ
う
答
え
た

一
応
話
し
合

た
結
果

教

は
実
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
に
知
り
合
い
が
か
な
り
多
く
い
て

 
そ
の
中
の
相
当

の
人
間
が
死
ん
で
る
ん
じ

な
い
か

て
結

に
至

た
お

普
通
に
考
え
れ
ば
そ
う
だ
よ
な

よ
し

こ
の
件
に
関
し
て
は
様
子
見
と
す
る
か

一
応

調
査
す
る

そ
う
だ
な

教

の
気
持
ち
も
分
か
ら
な
く
は
な
い
し

 
元
教
え
子
あ
た
り
で
ど
れ
く
ら
い
被
害
者
が
い
る
の
か

に
調
べ
て
も
ら

て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
こ
の
時
重
村
本
人
の
家
族
関
係
な
ど
に
つ
い
て

し
く
調
べ
る
よ
う
に
指

を
出
さ
な
か

た

の
は

 
八
幡
の
ミ
ス
と
い
え
ば
ミ
ス
で
あ

た

だ
が
そ
れ
は

め
ら
れ
な
い

 
こ
の
後
重
村
が
あ
ん
な
犯
罪
に
手
を

め
る
事
に
な
る
な
ど
と
は
誰
も
想
像
し
て
い
な
か

た
の
だ

 
実

の
調
査
に
よ
り

十

人
の
重
村
の
教
え
子
が
死

し
て
い
る
事
が
確
認
さ
れ
た
せ
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い
も
あ
る

 
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
自
分
の
兄
弟
子
弟
弟
子
に
あ
た
る
人
物
が
作

た
ゲ

ム
を
や

て

み
よ
う
と

 
多
く
の
重
村
ゼ
ミ
の
元

現
生
徒
達
が
こ
ぞ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
よ
う
と
し
た
せ
い
で

あ

た
報
告
は
そ
の
く
ら
い
だ
な

そ
れ
じ

あ
明
日
ま
で
全
員
休
み

て
事
で

 
今
夜
は
こ
こ
に

ま

て

自
の
ん
び
り
過
ご
し
て
く
れ

 
そ
の
言
葉
に
四
人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
反
応
を
し
た

唯
一
の

外
が
萌
郁
で
あ
る

ん

萌
郁

ど
う
か
し
た
の
か

こ
り
が
ひ
ど
く
て

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
思
わ
ず
萌
郁
の
胸
を
見
た
後

 
胸
の
事
は
さ
す
が
に
関
係
な
い
か
と
首
を

り
な
が
ら
こ
う
言

た

何
か
あ

た
の
か

動
画
を

影
す
る

に
ロ

カ

に

ん
で
て

ず

と
窮
屈
だ

た
か
ら

あ
あ

そ
う
い
う
事
か
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胸
も
圧
迫
さ
れ
て

血
行
が
悪
く

あ
 
八
幡
は
他
人
の
目
も
あ
り

ど
う
反
応
す
れ
ば
い
い
の
か
迷

て

に
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
八
幡
に

明
日
奈
が
助
け
船
を
出
し
た

 
こ
の
メ
ン
バ

の
中
で
は
そ
れ
な
り
に
胸
が
あ
る
方
な
明
日
奈
は

 
そ
の

況
が
ど
れ
だ
け
つ
ら
い
の
か
理
解
し
た
ら
し
く

萌
郁
に
向
か

て
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
萌
郁
さ
ん

一

に
お
風
呂
に
入
ろ
う

き

と
か
な
り
楽
に
な
る
よ

え

で
も

で

そ
の
後
は
八
幡
君
に
マ

サ

ジ
し
て
も
ら
え
ば
い
い
よ

 
八
幡
君
は
こ
う
見
え
て

マ

サ

ジ
が
凄
く
上
手
な
ん
だ
よ

で

で
も
そ
れ
は

 
明
日
奈
の
顔
を
見
て
遠

が
ち
に
そ
う
い
う
萌
郁
に
明
日
奈
は
大
丈
夫
だ
と
い
う
風
に
こ
う

言

た
大
丈
夫
大
丈
夫

私
も
立
ち
会
う
か
ら

私
公
認
な
ら
何
も
問
題
は
な
い

ね

 
明
日
奈
に
正
面
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

く
事
し
か
出
来
な
か

た



 第６３３話 調査を終えて

お

お
う

そ
れ
じ

あ
こ

ち
ね

こ
こ
の
お
風
呂

凄
く
広
い
ん
だ
よ

う

う
ん

 
そ
し
て
萌
郁
は
明
日
奈
に
連
れ
て
い
か
れ

八
幡
は
そ
の
後
ろ

を

然
と
見
送

た

明
日
奈
の
奴

珍
し
く
強
引
だ

た
な

ど
う
や
ら
明
日
奈
は
萌
郁
さ
ん
の

遇
に
気
を
遣

た
み
た
い
ね

 
横
か
ら
紅
莉
栖
が
そ
う
言
い

八
幡
は
何
の
事
か
紅
莉
栖
に
質
問
し
た

萌
郁
さ
ん
が
一
時
期
自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
絶
望
し
て
い
た
事
は
一
部
の
人
間
は
知

て
る
か

ら 
だ
か
ら
明
日
奈
は
そ
れ
を

ま
え
て
あ
ん
な
行
動
に
出
た
ん
じ

な
い
か
し
ら

あ
あ
そ
う
か

そ
う
い
う
事
も
あ
る
の
か

だ
か
ら
あ
ん
た
も

方
向
こ
う
に
帰
る
ま
で
は

少
し
は
気
を
遣

て
あ
げ
な
さ
い
よ
ね

分
か

た

そ
う
す
る
事
に
す
る

 
八
幡
は
紅
莉
栖
に
そ
う

き

ダ
ル
も
さ
す
が
に
こ
の

況
で
は

 
リ
ア
充
爆
発
し
ろ
な
ど
と
言
い
出
す
事
も
な
か

た
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さ
て

そ
れ
じ

あ
ボ
ク
は
近
場
の
観
光
に
行

て
く
る
よ

い
や

実
に
楽
し
み
ダ
ネ

あ

教

私
が
案
内
し
ま
す
ね

そ
れ
な
り
に
こ
の

り
の
事
は
知

て
る
の
で

 
紅
莉
栖
は
以
前

こ
の

り
の
知
り
合
い
の
別

に
来
た
事
が
あ
る
ら
し
く

そ
う
案
内
を

か

て
出
た

あ

そ
れ
じ

あ
僕
も
ご
一

し
て
も

別
に

わ
な
い
わ
よ

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
ど
う
す
る

オ
レ

ち
も
た
ま
に
は
観
光
で
も
し
て
み

か
な

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
四
人
で
行
き
ま
し

 
そ
し
て
四
人
が
出
て
い

た
後

八
幡
は
リ
ビ
ン
グ
の

子
に
座
り
な
が
ら

 
萌
郁
と
明
日
奈
が
風
呂
か
ら
出
て
く
る
の
を
待

て
い
た

 
う
わ

萌
郁
さ
ん

が

麗

と
て
も
色
々
訓
練
を
受
け
て
た
人
だ
と
は
思
え
な
い

ど

ど
う
も

 
萌
郁
の
背
中
を
流
し
な
が
ら

明
日
奈
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

 
萌
郁
は
萌
郁
で

交
代
で
明
日
奈
の
背
中
を
流
し
な
が
ら
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そ
の

々
し
た

を

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た

す
べ
す
べ

々

あ

日
は
こ
こ
の
他
に
も
う
一

所
隣
の

の

に
入

た
か
ら
そ
の
せ
い
か
も
ね

で
も
そ
れ
だ
け
じ

な
い
よ
う
な

き

気
の
せ
い
じ

な
い
か
な

 
明
日
奈
は

の
事
を
思
い
出
し
た
の
か

面
し
な
が
ら

て
て
そ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
湯
船
に
つ
か
ろ

か

う
ん

 
萌
郁
も
さ
す
が
に
こ
の

況
で
は
リ
ラ

ク
ス
出
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
少
し
嬉
し
そ
う
に
そ

う
言

た

 
萌
郁
は
確
か
に
感
情
が

し
い
よ
う
に
見
え
る
が
よ
く
見
る
と
微

に
感
情
を
出
し
て
く
る

事
が
あ
り

 
明
日
奈
は
そ
れ
を
嬉
し
く
感
じ
て
い
た

萌
郁
さ
ん

八
幡
君
は
ど
う

え
え
と
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萌
郁
は
そ
の
質
問
に
困

た
よ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
も

ハ

キ
リ
と
こ
う
言

た

色
々
よ
く
し
て
く
れ
て

そ
の

感
謝
し
て
る

そ
う

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
明
日
奈
は
満
面
の
笑
み
で
そ
う
言
い
つ
つ
も
少
し
探
る
よ
う
な
口
調
で
萌
郁
に
こ
う
質
問
し

た
萌
郁
さ
ん
も

や

ぱ
り
八
幡
君
の
事
が
好
き
な
ん
だ
よ
ね

え

そ
れ
は

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
こ
で
謝
罪
す
る
事
が

萌
郁
の
気
持
ち
を

的
に
表
し
て
い
た

だ
よ
ね

あ

あ

う
ち
の

那
様
は
や

ぱ
り
モ
テ
ち

う
ん
だ
な

ご
め
ん
な
さ
い

で
も
私
は
そ
の

 
萌
郁
は
そ
こ
で

何
か
考
え
込
む
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
明
日
奈
は
そ
れ
で

何
を
言
お
う
か
真
面
目
に
考
え
て
い
る
ん
だ
な
と
考
え

 
萌
郁
が
何
か
言
う
の
を

強
く
待

て
い
た

わ

私
は

う
ん
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何
か
や
り
終
え
た
時
に
あ
の
人
が

を

で
て
く
れ
て
そ
れ
で
褒
め
て
も
ら
え
る
の
が
嬉
し

く
てあ

 
明
日
奈
は
そ
れ
で

萌
郁
の
気
持
ち
が
愛
情
と
い
う
よ
り
は

情
な
の
だ
と
悟
り

 
思
わ
ず
萌
郁
の

に
手
を

ば
し

そ
の

を

で
始
め
た

え

と

う
ん
う
ん

そ
の

う
ん
う
ん

 
そ
の
ま
ま
萌
郁
は

を

ら
め
な
が
ら
も

と
て
も
リ
ラ

ク
ス
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

萌
郁
さ
ん
の
事
は
こ
れ
で
大
体
分
か

た
か
な

今
後
の
扱
い
に
関
し
て
は
何
も
問
題
な
し

 
そ
れ
に
し
て
も
八
幡
君
に
対
す
る

心
が
凄
い
ね

 
明
日
奈
は
内
心
で

そ
う
若

黒
い
事
を
考
え
な
が
ら
も

 
萌
郁
の
事
は
幸
せ
に
し
て
あ
げ
た
い
な
と

本
気
で
そ
う
男
前
な
事
を
考
え
て
も
い
た
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そ
し
て
の
ん
び
り

ま

た
後
十

分
後
に
二
人
は

衣
を
来
て
八
幡
の
前
に

て
き
た

八
幡
君

お
待
た
せ

お
う

二
人
と
も
ゆ

く
り
出
来
た
か

う
ん

は
い

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

そ
れ
じ

あ

速
始
め
る
か

 
そ
う
言

て
八
幡
は
明
日
奈
の
顔
を
見
た

明
日
奈
が
萌
郁
の
背
中
を
押
し
て
前
に
出
し
て
き

た 
八
幡
は
萌
郁
か
ら
マ

サ

ジ
し
ろ

て
事
な
ん
だ
な
と
思
い
な
が
ら

 
二
人
を

て

室
に
移
動
し

萌
郁
を
ベ

ド
に
横
た
わ
ら
せ
た

さ
て
と

 
八
幡
は
萌
郁
の
上
に

取
り

体
の
色
々
な
部
分
の
チ

ク
を
始
め
た

 
若

触
り
に
く
い
場
所
に
関
し
て
は

明
日
奈
が
気
を
遣
い

こ
こ
は

こ
こ
は

と
確
認

し
て
き
た

 
八
幡
は
そ
う
い

た
事
を
迷
う
事
も
な
く
萌
郁
の
体
全
体
の
チ

ク
を
終
え
る
事
が
出
来



 第６３３話 調査を終えて

た
や

ぱ
り

そ
れ
に
太
も
も
か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ
の
ラ
イ
ン
が
凄
い
事
に
な

て
る
な

萌
郁
さ
ん

て
よ
く
歩
く
方

い
や

こ
れ
は
多
分
バ
イ
ク
の
せ
い
だ
な

山
道
を
走
る
の
は
大
変
だ
ろ
う
し
な

あ
あ

そ

か

そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね

 
そ
の
言
葉
に
萌
郁
も
コ
ク
リ
と

い
た

だ
が
そ
の
顔
は
か
な
り

く
な

て
お
り

 
八
幡
は
そ
の
色

さ
に
ド
キ
リ
と
し
つ
つ
も

術
を
開
始
し
た

と
り
あ
え
ず
足
裏
か
ら
上
に
い
く
か

出
た

足
裏

萌
郁
さ
ん

最
初
は

い
と
思
う
か
ら

 
気
に
し
な
い
で
い
く
ら
で
も
声
を
出
し
ち

て
い
い
か
ら
ね

う

う
ん

 
萌
郁
は
そ
れ
な
り
に

み

へ
の

性
も
備
え
て
い
た
が

足
裏
マ

サ

ジ
の

み
は

 
ま
た
そ
う
い

た

み
と
は
別
種
の

み
で
あ
り

さ
す
が
の
萌
郁
も
思
わ
ず
声
を
上
げ
た

あ

あ

い
て
る

い
て
る
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だ
な

も
う
少
し
で
楽
に
な
る
か
ら
そ
れ
ま
で
頑
張
れ
よ

萌
郁

く

く
ふ

 
そ
し
て
そ
の
場
に
は
し
ば
ら
く
萌
郁
の

声
が

き

り
さ
す
が
の
明
日
奈
も
思
わ
ず
顔
を

く
し
た

萌
郁
さ
ん
が
エ
ロ
い

そ
の
分
今
ま
で
の
コ
リ
が
凄
か

た

て
事
な
ん
だ
ろ
う
さ

八
幡
君
は
ど
う
し
て
こ
の

況
で
平
然
と
し
て
る
の

俺
は
明
日
奈
で
慣
れ
て
る
か
ら
な

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
に

か

た
顔
が
更
に

く
な

た

 
そ
し
て

術
が
続
け
ら
れ

次
は
太
も
も
の

術
を
行
う
事
と
な

た

八
幡
君

変
な
事
を
考
え
な
い
よ
う
に
ね

明
日
奈
の
方
が
変
な
気
分
に
な

て
る
よ
う
に
見
え
る
け
ど
な

う
 
八
幡
は
そ
う
明
日
奈
を
か
ら
か
い
な
が
ら
も
真
面
目
な
表
情
で
萌
郁
の
太
も
も
を

み
続
け
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た 
時
に
は
明
日
奈
の
了
解
を
得
な
が
ら
直
接
素
足
に
触
り
そ
の
度
に
萌
郁
は
ビ
ク

と
し
た
が

 
や
が
て
そ
れ
も
収
ま
り

萌
郁
は
と
て
も
リ
ラ

ク
ス
し
た
よ
う
な
表
情
に
な

て
い

た

ど
う
だ

凄
く

気
持
ち
い
い
で
す

そ
う
か

し
に
ち

と
立

て
み
る
か

は

は
い

 
そ
し
て
萌
郁
は
立
ち
上
が
り

驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

足
が

い

ま
る
で
自
分
の
足
じ

な
い
よ
う
な

そ
れ
な
ら
良
か

た

で
も
萌
郁

衣
の

を

り
上
げ
る
の
は
や
め
て
く
れ

 
見
え
ち

い
け
な
い
部
分
が
見
え
そ
う
だ
か
ら
な

も
う

八
幡
君
の
え

ち

だ
か
ら
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
先
に
言

て
る
ん
だ

て
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
明
日
奈
は
上
機

で
あ
り
萌
郁
は
そ
ん
な
二
人
を
見
て
思
わ
ず
笑
顔
を

見
せ
た
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さ
て

そ
れ
じ

あ
次
は

だ
な

ま
た
横
に
な

て
く
れ

は
い

 
そ
し
て
萌
郁
は
八
幡
に

り
を

み
解
し
て
も
ら
い

 
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に

自
分
の

が
ま
る
で

の
よ
う
に

い
事
に
驚
い
た

ど
う

八
幡
君
は
マ

サ

ジ
が
上
手
い
で
し

う
ん

上
手

そ
う
だ
ろ
う
そ
う
だ
ろ
う

ま
め
に
明
日
奈
で
練

し
て
る
か
ら
な

八
幡
君

一
言
多
い
か
ら

わ

悪
い

 
そ
し
て
次
は
明
日
奈
が
マ

サ

ジ
を
し
て
も
ら

た
が

 
明
日
奈
の
全
身
は
そ
れ
ほ
ど

て
は
い
な
い

時
間
で
終
わ
る
事
と
な

た

萌
郁

お
前
は
明
日
ま
で
仕
事
の
事
は
忘
れ
て
ゆ

く
り
す
る
ん
だ
ぞ

い

い
い
の
か
な

八
幡
君
が
い
い

て
言
う
ん
だ
か
ら
い
い
ん
だ

て

う

う
ん
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と
り
あ
え
ず
萌
郁
も
着

え
て
外
に
遊
び
に
い

て
く
る
と
い
い

 
色
々
な
物
を
見
る
事
も

お
前
の
活
動
に
は
必
要
な
事
だ
か
ら
な

分
か

た

行

て
く
る

 
そ
し
て
萌
郁
は
外
に
出
て

の
町

み
を
き

ろ
き

ろ

め
な
が
ら

 
こ
ち
ら
に

て
く
る
紅
莉
栖
達
を
見
つ
け
た

あ

桐
生
氏

マ

サ

ジ
は
終
わ

た
ん

う
ん

ど
う
だ

た

気
持
ち
良
か

た

凄
く
体
が

く
な

た

そ

か

ア
ル
ゴ
さ
ん

私
達
も
や

て
も
ら
う

そ
れ
も
い
い
か
も
ナ

そ
れ
じ

あ
萌
郁
さ
ん

ゆ

く
り
と
楽
し
ん
で
き
て
ね

う
ん

行

て
く
る

 
そ
し
て
一
行
の
背
中
を
見
送
り
な
が
ら

萌
郁
は
こ
う

い
た

こ
れ
が

仲
間
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そ
し
て
萌
郁
は

い
足
取
り
で
街
へ
と

り
出
し

十
分
楽
し
ん
だ
後
に
保

所
に

り

 

食
を
食
べ
た
後
に
八
幡
と
明
日
奈
を
見
送

た

 
そ
し
て
夜
は
紅
莉
栖
と
ア
ル
ゴ
と
一

に
再
び
風
呂
に
つ
か
り
そ
の
夜
は
幸
せ
な
気
分
で
眠

り
に
つ
い
た

 
萌
郁
が
悪
夢
を
見
る
事
は

も
う
無
い

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で

丁
度
一
月
末
で
終
わ
り
ま
し
た

明
日

明
後
日
は

話

と
な
り
ま
す
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第
６
３
４
話
 
社
乙
会

八
回
目

 
八
幡
と
明
日
奈
が

で
の
ん
び
り
し
て
い
た
そ
の
日

 
双
葉
理
央
は

ど
ん
よ
り
と
し
た
気
分
で
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

て
い
た

 
そ
れ
は
出
発
前
の
咲
太
と
の
会
話
の
せ
い
で
あ

た

な

双
葉

ソ
レ
イ
ユ
は
ど
う
だ

も
う
凄
い

と
に
か
く
凄
い

用
は
そ
れ
だ
け

そ
れ
じ

あ
私
は
も
う
行
く
か
ら

取
り
付
く

も
ね
え

ち

と
待
て

て

八
幡
さ
ん
は
ど
う
し
て
る

彼
女
と
二
人
で

に
行

て
る

あ
あ

だ
か
ら
双
葉
は
今
不
機

な
の
か

 
そ
う
咲
太
に
言
わ
れ
た
理
央
は

咲
太
の
事
を
凄
い
目
で

ん
だ

は

ど
う
し
て

川
は
そ
う
や

て
何
で
も
恋
愛
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
の

 
本
当
に
相
変
わ
ら
ず
の
ブ
タ
野
郎
だ
ね

い
や
い
や

だ

て
お
前
の
そ
の
態
度
は
ど
う
見
て
も

う
る
さ
い

と
に
か
く
私
は
も
う
行
く
か
ら

ま
た
ね

川
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お

お
う

ま
た
な

 
そ
れ
以
上
何
を
言

て
も
無

と
悟

た
の
か

咲
太
は
理
央
を

て
見
送

た

 
理
央
は
理
央
で
先
ほ
ど
言
わ
れ
た
言
葉
が
胸
に
突
き

さ
り
こ
の
上
な
く
不
機

な

態

で
あ

た

も
う

も
う

川
の

に
生
意
気
だ

て
の

 
そ
れ
は
確
か
に
事
実
だ
け
ど

別
に
口
に
出
す
必
要
は
無
い
じ

な
い

 
そ
ん
な
理
央
も

さ
す
が
に

に
乗
る

に
は
落
ち
着
き
を
取
り

し
て
い
た

そ
う
い
え
ば
今
夜
は
室
⻑
か
ら
社
乙
会

て
の
に
誘
わ
れ
て
い
る
ん
だ

た

 
ど
ん
な
人
達
が
来
る
ん
だ
ろ

ち

と
楽
し
み
だ
な

 
そ
う
考
え
な
が
ら
ソ
レ
イ
ユ
に
到
着
し
た
理
央
は
か
お
り
の

を
見
つ
け
て
思
わ
ず

が
緩

ん
だか

お
り
さ
ん

あ

理
央
ち

ん

今
日
も
精
が
出
る
ね

か
お
り
さ
ん

そ
の
言
い
方
は
ち

と
お
ば
さ
ん

い

え

た

確
か
に
そ
う
か
も

や
ば

気
を
つ
け
な
い
と
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八
幡
さ
ん
に
も
そ
う
言
わ
れ
ち

う

う

う
ん

そ
れ
が
私
的
に
一
番
や
ば
い

あ
は
は
は
は

か
お
り
さ
ん

て
本
当
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ

さ
な
い
よ
ね

理
央
ち

ん
も

す
必
要
は
無
い
と
思
う
け
ど
な

う

反
撃
さ
れ
た

ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
今
日
も
頑
張

て
ね

う
ん

 
理
央
は
か
お
り
と
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

次
世
代
技
術
研
究
部
へ
と
到
着
し

 
そ
こ
で
待

て
い
た
人
物
を
見
つ
け

ほ

こ
り
と
し
た

あ

理
央
ち

ん

真
帆
さ
ん
は
今
日
も
か
わ
い
い
な

い

い
き
な
り
何
を
言
い
出
す
の
よ

さ
あ

今
日
も
し

か
り
し
ご
く
わ
よ

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
理
央
は
こ
の
背
の
小
さ
な
先
輩
の
事
が
大
好
き
だ

た

 
そ
の
小
さ
な
体
を
ち

こ
ま
か
と
動
か
し
な
が
ら
面
倒
見
が
よ
く
親
身
に
自
分
の
相
手
を
し
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て
く
れ
る

 
そ
ん
な
真
帆
と
一

に
い
る
時
間
は

と
て
も
楽
し
か

た
か
ら
だ

そ
う
い
え
ば
真
帆
さ
ん

今
日
は
何
か
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
る

て
話
で
し
た
け
ど

そ
う
よ

覚
悟
し
て
お
き
な
さ
い

人
生
観
が
変
わ
る
わ
よ

そ

そ
れ
ほ
ど
で
す
か

え
え

そ
れ
ほ
ど
よ

分
か
り
ま
し
た

楽
し
み
に
し
て
お
き
ま
す

 
そ
し
て
真
帆
は
何
か
の
準
備
を
始
め

そ
こ
に
舞
衣
と
レ
ヴ

カ
が
顔
を
出
し
た

イ
ヴ

レ
ヴ

わ
ざ
わ
ざ
ご
め
ん
ね

い
い
よ
い
い
よ

今
は
部
⻑
も
ダ
ル
君
も
い
な
く
て
仕
事
も
進
め

ら
い
し

俺
も
ボ
ス
が
い
な
く
て
暇
だ
し
な

ノ

プ
ロ
ブ
レ
ム
だ

 
そ
し
て
二
人
は
手

く
部
屋
の
カ

テ
ン
を

め
始
め
た

う
わ

そ
こ
ま
で
の
機
密
な
ん
だ

そ
う
だ
よ
理
央
ち

ん

こ
れ
は
本
当
に
社
外
秘
だ
か
ら

 

ら
し
た
ら
本
気
で
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
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お
う

俺
が
殺
す

 
舞
衣
と
レ
ヴ

カ
に
そ
う

さ
れ
た
理
央
は

逆
に
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
顔
を
し
た

逆
に
凄
く
興
味
が

い
て
き
た

は

さ
す
が
は
ボ
ス
が
ス
カ
ウ
ト
し
て
き
た
だ
け
あ

て

性
す
わ

て
ん
な
お
い

ま
あ
実
は
外
か
ら
見
て
も
何
を
し
て
る
の
か
絶
対
に
理
解
出
来
な
い

の
代
物
な
ん
だ
け
ど

ね
そ
う
な
ん
で
す
か

本
来
は
部
外
者
の
俺
が
知

て
る
く
ら
い
だ
し
な

そ
れ
は
八
幡
さ
ん
が
レ
ヴ

の
事
を

プ
ロ
と
し
て
信
頼
し
て
る
か
ら
で
し

 
そ
の
雑
談
の
間
に
真
帆
の
作
業
は
終
わ
り

 
理
央
は

に
ア
ミ

ス
フ

ア
と
は
違
う
ヘ
ル
メ

ト
の
よ
う
な
物
を
被
せ
ら
れ
た

さ
て
理
央
ち

ん

こ
の
時
計
を
見
て

⻑
針
が

時
を
指
し
た

間
に
こ
う
叫
ん
で
ね

バ

ス
ト
リ
ン
ク

て

一

で
も
ず
れ
る
と
困

た
事
に
な
る
か
ら

 
絶
対
に

時
に
な

た

間
に

口
で
言

て
ね

わ

分
か
り
ま
し
た
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そ
し
て
理
央
は
時
間
に
な

た

間
に

言
わ
れ
た
通
り
に
こ
う
叫
ん
だ

バ

ス
ト
リ
ン
ク

 
そ
の
言
葉
が
真
帆
と
ハ
モ

た

間

世
界
が

く

ま

た

こ

こ
れ
は

よ
う
こ
そ
加
速
世
界
へ

て
こ
の
セ
リ
フ

一
度
言

て
み
た
か

た
の
よ
ね

加
速
世
界

え
え
と
つ
ま
り

時
間
が
加
速
し
て
い
る

い
や

そ
ん
な
事
は
絶
対
に
不

可
能

 
だ
と
す
る
と

も
し
か
し
て
思
考
が
加
速
し
て
い
る
ん
で
す
か

お
お

正
解
よ

さ
す
が
よ
ね

こ
れ
が
ソ
レ
イ
ユ
の
研
究
で
す
か

え
え
そ
う
よ

こ
れ
が
ニ

ロ
リ
ン
カ

プ
ロ
ジ

ク
ト
の
成
果
よ

 
私
や
レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑
や
紅
莉
栖
が
こ
こ
に
い
る
の
も
突
き
詰
め
れ
ば
こ
れ
を
見
せ
ら
れ
た

か
ら
よ

す

凄
い

一
体
ど
ん
な
仕
組
み
な
ん
で
す
か

 
理
央
は
普

の
様
子
と
は
う

て
変
わ
り

と
て
も
興
奮
し
た
様
子
で
質
問
し
て
き
た
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今
こ
こ
に
い
る
あ
な
た
は
本
当
の
双
葉
理
央
じ

な
い

えと
り
あ
え
ず
自
分
で
考
え
て
み
な
さ
い

ア
マ
デ
ウ
ス
は
見
た
ん
で
し

う

ア
マ
デ
ウ
ス

ま

ま
さ
か

説
明
し
て
み
な
さ
い

は

は
い

さ

き
バ

ス
ト
リ
ン
ク
と
叫
ん
だ

間
に

 
私
の
記
憶
が
お
そ
ら
く
ア
マ
デ
ウ
ス
に
コ
ピ

さ
れ
て

 
本
来
の
私
の
体
は
多
分
気
を
失
う
か
何
か
さ
せ
ら
れ
て

 
な
の
で
今
こ
こ
に
い
る
私
は
ア
マ
デ
ウ
ス
で

お
そ
ら
く

の
性
能
次
第
だ
と
思
い
ま
す
が

 
処
理
速
度
を

限
ま
で
上
げ
る
事
で

似
的
な
加
速

態
を
作
り
出
し
て
い
る

正
解

さ
す
が
に
ヒ
ン
ト
が
大
き
す
ぎ
た
か
し
ら
ね

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
理
央
は

い
く
つ
か
の
質
問
を
真
帆
に
投
げ
か
け

 
そ
れ
で
や

と
完
全
に
今
の

態
を

す
る
事
が
出
来
た

記
憶
の
継
続
性
に
関
し
て
は

書
き

す
事
で
対
応
す
る
と
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そ
う
い
う
事

よ
く
こ
ん
な
事

実
現
出
来
ま
し
た
ね

そ
れ
は
紅
莉
栖
一
人
の
お
か
げ
と
言
う
他
な
い
わ

記
憶
の
呼
び
出
し
は
と
も
か
く

 
書
き
込
み
は
ど
う
し
て
も
人
体
実
験
を
行
わ
な
い
と

目
だ
か
ら
ね

ま

ま
さ
か
こ
こ
で
人
体
実
験
を

え
え

紅
莉
栖
が
自
分
自
身
で
ね

そ
こ
ま
で
や
り
ま
す
か

ま
あ
紅
莉
栖
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
限
界
時
間
が
訪
れ
自
動
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
二
人
は
正
常
な
世
界
へ
と
帰
還
し
た

理
央
ち

ん

ニ

ロ
リ
ン
カ

の
初
体
験
は
ど
う
だ

た

す

凄
く
興
奮
し
ま
し
た

そ
う

ち
な
み
に
こ
の
ア
イ
デ
ア
は

紅
莉
栖
と
八
幡
さ
ん
が
考
え
た
事
だ
か
ら
ね

え

八
幡
さ
ん
が

素
人
な
の
に

え
え
そ
う
よ

ど
う

も

と
八
幡
さ
ん
の
事
を
好
き
に
な

た

え

え

と
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理
央
は
突
然
舞
衣
に
そ
う
言
わ
れ

も
じ
も
じ
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 

定
し
て
も
否
定
し
て
も
負
け
の
よ
う
な
気
が
し
た
か
ら
で
あ
る

あ
は
は
は
は

理
央
は
か
わ
い
い
な
お
い

さ
す
が
は
バ
ス
ト
が
大
き
い
だ
け
の
事
は
あ
る

レ
ヴ

そ
う
い
う
事
を
私
達
の
前
で
言
わ
な
い
の

そ
う
よ
そ
う
よ

私
達
の
年
だ
と
も
う
先
が
ほ
と
ん
ど
無
く
て

い
ん
だ
か
ら
ね

 
真
帆
と
舞
衣
の
そ
の
抗
議
を
受
け

レ
ヴ

カ
は
素
直
に
謝

た

悪
い
悪
い

ま

た
く
も
う

ま
あ
い
い
わ

 
そ
れ
じ

あ
理
央
ち

ん
今
日
の
体
験

業
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
こ
れ
か
ら
座
学
に
入
る

わ
よは

い

お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
い
イ
ヴ
レ
ヴ

何
か
あ

た
時
の
待
機
役
を
引
き
受
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ね

お
う

ま
た
何
か
あ

た
ら
呼
ん
で
く
れ

俺
は
受
付
の
所
に
い
る
か
ら
な

私
も
出
来
る
事
を
進
め
て
お
こ

と
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そ
し
て
二
人
が
立
ち
去

た
後

理
央
は
真
帆
の

業
を
受
け
る
事
と
な

た

 
理
央
は
特
に
勉
強
が

い
と
い
う

で
は
な
か

た
が

 
こ
の
日
の

業
は
加
速
世
界
を
体
験
し
た
直
後
と
い
う
事
も
あ
り

 
自
分
が
こ
の
研
究
に
参
加
す
る
ん
だ
と
い
う
興
奮
で
と
て
も
勉
強
に
身
が
入
る
事
と
な

た

 
そ
し
て
そ
ろ
そ
ろ
八
時
に
な
ろ
う
か
と
い
う

薔
薇
が
理
央
を
呼
び
に
来
た

入
る
わ
よ

真
帆

あ
れ
室
⻑

も
う
そ
ん
な
時
間
で
す
か

あ
ら

今
日
は

分

業
に
熱
が
入

た
み
た
い
ね

 
時
間
を
オ

バ

し
て
る
事
に
気
が
つ
か
な
い
な
ん
て

す

す
み
ま
せ
ん

い
い
の
よ

理
央
ち

ん
の
顔
を
見
れ
ば

ど
れ
だ
け
充
実
し
て
た
の
か
分
か
る
も
の

 
そ
し
て
真
帆
は

ま
た
明
日
ね
と
言

て
理
央
を
送
り
出
し
た

 
理
央
は
社
乙
会
に
参
加
し
な
い
の
か
と
真
帆
に

い
た
が

 
真
帆
は
そ
の
言
葉
に
苦
笑
し
な
が
ら
こ
う
言

た

興
味
は
あ
る
け
ど

私
は
別
に
あ
い
つ
に
恋
し
ち

て
な
い
か
ら
ね
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そ
う
言
わ
れ
た
理
央
は

を

ら
め
な
が
ら
真
帆
に
別
れ
を
告
げ
薔
薇
の
後
に
続
い
て
歩

き
出
し
た

室
⻑

今
日
は
何
人
く
ら
い
参
加
す
る
予
定
な
ん
で
す
か

え
え
と

私
南
ク
ル
ス
か
お
り
舞
衣
詩
乃
雪
乃
結
衣
優
美
子
い
ろ
は

 
あ
な
た
を
入
れ
れ
ば
十
一
人
と
い
う
事
に
な
る
の
か
し
ら

う
わ

凄
い
で
す
ね

ま
あ

在
メ
ン
バ

は
も

と

山
い
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね

せ

在
メ
ン
バ

で
す
か

 
十
一
人
で
も
多
い
と
思

て
い
た
理
央
は

そ
の
言
葉
に
と
て
も
驚
い
た

だ

て
あ
い
つ
を
好
き
な
女
の
子

て

こ
ん
な
も
ん
じ

な
い
の
よ

 
そ
の
他
に
も
う
ち
の
社
⻑
と
か

今
日
は
こ
こ
に
い
な
い
ア
ル
ゴ
部
⻑
と
か

 
め
ぐ
り

珪
子

フ

イ
リ
ス

千
佳
も
か
し
ら

あ
と
は
沙
希

エ
ル
ザ

萌
郁

 
あ
あ
後
は
北
海
道
組
の
美
優
と
舞
さ
ん
も
か

そ
れ
に
一
番
手
強
い
香
蓮
さ
ん
と
優
里
奈

ち

ん

 
自
衛

か
ら
は

莉
と

乃
も
か
な
そ
れ
に
噂
の
双
子
と
多
分
絶
対
他
に
も
い
る
と
思
う
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わ
よ

 
そ
の
言
葉
に
理
央
は
少
し
顔
を

く
し
た

つ

つ
ま
り
三
十
人

は
い
る
と

え
え
そ
う
よ

何
と
な
く
分
か

て
た
で
し

そ

そ
う
で
す
ね

め
て

え
て
み
る
と

愕
然
と
し
ま
す
が

 
正
妻
の
明
日
奈
さ
ん
も
い
ま
す
し
ね

ま
あ
で
も
あ
な
た
は
多
分

八
幡
の
お
気
に
入
り
だ
と
思
う
か
ら

 
簡

に

め
る
と
か
思
わ
な
い
方
が
い
い
わ
よ

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
理
央
は
そ
の
言
葉
に
食
い
つ
き

薔
薇
は
苦
笑
し
た

な

何
か

が

だ

て
理
央
ち

ん
は

絶
対
に
ク
ビ
に
し
な
い

て
言
わ
れ
た
ん
で
し

あ

は
い

そ
れ

て
あ
い
つ
と
一
生
一

に
い
ら
れ
る

て
お

付
き
じ

な
い

 
そ
れ
を
ハ

キ
リ
口
に
出
し
て
も
ら

た
の

て



 第６３４話 社乙会（八回目）

 
明
日
奈
以
外
だ
と
私
と
優
里
奈
ち

ん
と
ク
ル
ス
も
か
な

あ
と
は
あ
な
た
し
か
い
な
い

の
よえ

 
そ
の
言
葉
に
理
央
は
嬉
し
さ
を
感
じ
つ
つ
も

と
あ
る
事
実
に
気
付
き

愕
然
と
し
た

つ

つ
ま
り
一
生
片
思
い
を
続
け
ろ
と

ど
う
か
な
私
達
の
最
終
目
標
は
一
夫
多
妻
制
だ
か
ら
ど
う
な
る
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
け

ど 
で
も
き

と

た
ま
に

が
も
ら
え
る
と
思
う
わ
よ

で
す
か

え
え

あ
い
つ
は
た
ま
に
無
自
覚
に

こ

ち
の
恋
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
の

 
だ
か
ら
他
に
好
き
な
人
が
出
来
る
ま
で
は

め
な
い
方
が
い
い
わ
よ

他
に
好
き
な
人

 
理
央
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
無
い
と
断
言
出
来
た

 

達
に
年
齢
イ
コ

ル
片
思
い
女
子
を
や

て
い
る

で
は
な
い
の
だ

 
思
え
ば
小
学
生
の
時
か
ら

理
央
は
色
々
な
人
に
片
思
い
を
続
け
て
い
た
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そ
れ
が
多
少
⻑
く
な
る
だ
け
の
話
な
の
で
あ
る

私

め
ま
せ
ん

い
い
返
事
ね

さ
あ
着
い
た
わ

社
乙
会
へ
よ
う
こ
そ

 
そ
し
て
理
央
は
参
加
者
に

め
て
紹
介
さ
れ

ま
ず
は

す
る
事
に
な

た

理
央
ち

ん

の
発
声
は

バ
カ
ヤ
ロ

だ
か
ら
ね

わ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
薔
薇
の
音

で

が
行
わ
れ
た

こ
の
会
も
つ
い
に
八
回
目

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

て
い
く
と
思
う
け
ど

 
今
日
も
思
う
存
分
あ
い
つ
へ
の
愚
痴
を
ぶ
ち
ま
け
て
や
り
ま
し

う

 

は
禁
止
な
の
で

飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
ね

そ
れ
じ

あ
い
く
わ
よ

八
幡
の

バ
カ
ヤ
ロ

 
参
加
者
は
皆
楽
し
そ
う
に
そ
う
言
い

そ
し
て
第
八
回
社
乙
会
が
開
始
さ
れ
た

 
理
央
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
他
の
人
の
体
験
談
な
ど
を

き

 
み
ん
な
苦
労
し
て
る
ん
だ
な
と
今
更
の
よ
う
に
理
解
す
る
事
と
な

た

大
体
何
で
あ
の
男
が
こ
ん
な
に
モ
テ
る
の
よ
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高
校
の
時
に
も

と

的
に
い

て
お
く
べ
き
だ

た
か
し
ら
ね

だ
よ
ね
ゆ
き
の
ん

私
達

そ
の
点
は
大
失
敗
し
ち

た
よ
ね

そ
れ
を
言

た
ら
私

私
は
ど
う
な
る
の

か
お
り
は
本
当
に
愚
か
だ

た
わ
よ
ね
こ
の
中
で
唯
一
彼
に
自
分
か
ら
告
白
さ
れ
た

て
い

う
の
に

い

言
わ
な
い
で

人
の
黒
歴

を
え
ぐ
ら
な
い
で

あ

し
は
意
外
と
い
い
目
を
み
さ
せ
て
も
ら

て
る
気
が
す
る

確
か
に
彼
の
目
覚
め
の
時

丁
度

に
い
ら
れ
た
な
ん
て

最
高
の
体
験
よ
ね

で
も
優
美
子
先
輩
は

高
校
の
時
先
輩
に
怖
が
ら
れ
て
ま
し
た
よ
ね

し

仕
方
な
い
じ

ん

高
校
の
時
は
本
当
に
興
味
が
無
か

た
ん
だ
し

そ
れ
を
言

た
ら
私
だ

て

南
は
明
確
に
敵
対
し
て
た
も
ん
ね

ま
あ
ド
ン
マ
イ

う

の
馬

な
自
分
を
殴
り
た
い

こ
の
中
で
一
番
不
遇
な
の

て
私
じ

な
い
で
す
か

ま
あ
舞
衣
は
そ
も
そ
も
の
接
点
が
そ
ん
な
に
無
い
か
ら
ね
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そ
れ
に
関
し
て
は

詩
乃
と
ク
ル
ス
は
恵
ま
れ
て
る
わ
よ
ね

ふ
ふ
ん

命
を
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た

努
力
が
実

た

頑
張

て
良
か

た

私
も
お
姫
様

こ
を
さ
れ
た
い

あ

私

こ
の
前
さ
れ
ま
し
た

お
姫
様

こ

 
理
央
が
お
ず
お
ず
と
そ
う
言
い

に
全
員
の
注
目
が
理
央
に
移

た

理
央
ち

ん

そ
れ

て
ど
ん
な

況

え

と

 
そ
し
て
窓
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
て
足
を
滑
ら
せ
た
と
い
う
理
央
の
言
葉
を

い
て

 
参
加
者
達
は
ど
よ
め
い
た

相
変
わ
ら
ず
あ
の
男
は
い
い
場
面
を
か

さ
ら

て
い
く
わ
ね

そ
の
後
に
心
配
そ
う
な

を
見
せ
る
な
ん
て

絶
対
に
落
と
し
に
き
て
る
じ

な
い

さ
す
が
は
無
自
覚
ラ
ブ
コ
メ
野
郎

 
そ
ん
な
感
想
に
一

に
笑
い
な
が
ら

理
央
は
こ
の
日

 
思
う
存
分
仲
間
達
と
一

に
八
幡
へ
の
愚
痴
を
ぶ
ち
ま
け
た
の
だ

た
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ち
な
み
に
そ
の
後
の

況
に
つ
い
て
は

多
分
に
性
的
な
表
現
が

ま
れ
る

 
彼
女
達
の
名

の

に

一
切
外
に

ら
さ
れ
る
事
は
や
め
て
お
く

 
こ
う
し
て
理
央
は

度
に
片
思
い
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
つ
つ

 
た
ま
に
八
幡
に
優
し
く
し
て
も
ら
う
事
で
そ
の
恋
心
を
成
⻑
さ
せ

 
勉
強
と
恋
に
邁
進
し
て
い
く
事
と
な
る
の
で
あ

た

 
明
日
も

話
と
な
り
ま
す
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第
６
３
５
話
 
産
声

 
そ
の
日

重
村
徹
大
は

い
つ
も
の
よ
う
に
娘
で
あ
る
重
村

那
の
様
子
を
見
る

に

 
密
か
に

那
を
運
び
込
ん
だ

知
り
合
い
の
病
院
の
病
室
を
訪
れ
て
い
た

那

も
し
か
し
て
お
前
も
ゲ

ム
の
中
で
戦

て
い
る
の
か

 
そ
れ
と
も
仲
間
を
勇
気
付
け
よ
う
と

歌
い
続
け
て
い
る
の
か

 
ど
ち
ら
に
し
ろ
必
ず
無
事
に
帰
て
き
て
く
れ

そ
し
て
く
私
に
微
笑
ん
で
お
く
れ

 
そ
の

間
に

那
の
ナ

ヴ
ギ
ア
が

り
を
上
げ
バ
リ

と
い
う
音
と
共
に
一

だ
け
発
光

し 
徹
大
は
ま
さ
か
ゲ

ム
内
で

那
が
死
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
心

の

動
を

く
し
た

 
だ
が
そ
の
光
は
本
当
に
一

で
止
ま
り
そ
こ
に
徹
大
の
知
り
合
い
の

者
が
駆
け
込
ん
で
き

た
重
村
さ
ん

今
ニ

ス
で

 
そ
し
て
徹
大
は

ニ

ス
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
事
を
知

た

 
だ
が

那
が
目
覚
め
る
事
は
無
か

た
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そ
の
直
後
の

査
に
よ
り

先
ほ
ど
の
発
光
で

が

し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た

 
徹
大
は
そ
の
事
に
深
く
絶
望
し
つ
つ
も

 
他
に
も

人
ほ
ど
目
覚
め
て
い
な
い
者
が
い
る
事
が
同
時
に
報
道
さ
れ
た

 
そ
れ
に
一

の
望
み
を

し

そ
の
時
を

那
の

で
じ

と
待
ち
続
け
て
い
た

  
そ
し
て
つ
い
に
そ
の
時
が
訪
れ
た

ま
だ
眠
り
続
け
て
い
た

人
の
未
帰
還
者
が
目
覚
め
た
の

だ 
徹
大
は
そ
の
報
道
を

い
た

間
に
病
院
に
駆
け
つ
け

 

那
が
目
覚
め
る
の
を
今
か
今
か
と
待
ち
続
け
て
い
た

だ
が
こ
の
時
も

那
が
目
覚
め
る
事

は
無
か

た

 
こ
れ
に
よ
り

那
が
目
覚
め
な
い
理
由
は

や
は
り

の

だ
ろ
う
と
断
定
さ
れ
る
事
と

な

た

 
だ
が
確
か
に
ま
だ

那
は
生
き
て
い
る

那
を
目
覚
め
さ
せ
る

な
ら
何
で
も
し
よ
う

 
徹
大
は
そ
う
考
え
自
分
に
は
畑
違
い
の

学
の
分
野
の
勉
強
を
新
た
に
始
め
る
事
に
し

た
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教

お
顔
の
色
が
優
れ
な
い
よ
う
で
す
が

大
丈
夫
で
す
か

あ
あ

す
ま
な
い

色
々
と
気
が
か
り
な
事
が
多
く
て
ね

 
そ
れ
か
ら
実
に
二
年
の
時
が
過
ぎ
た

那
は
ま
だ
目
覚
め
て
は
い
な
い

 
徹
大
は

那
の
健

の

持
に
か
な
り
の
金

を
注
ぎ
込
ん
で
い
た
が

 
そ
ろ
そ
ろ
体
の

持
に
も
本
当
の
限
界
が
近
付
い
て
お
り

徹
大
は
か
な
り

て
い
た

 

者
に
は
リ
ミ

ト
は
あ
と
一
年
と
言
わ
れ
て
い
る

い

そ

今
か
ら
で
も
国
に
助
け
を
求
め
よ
う
か

そ
も
そ
も

す
必
要
は
無
い
ん
だ
し

 
徹
大
が

那
の
存
在
を

に
報
告
し
な
か

た
の
は
ひ
と
え
に
ゴ
シ

プ
を
避
け
る

で

あ

た

 
だ
が
そ
の
利

的
な
判
断
は

完
全
に
間
違
い
で
あ

た

 
最
初
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
れ
ば

手

い

援
を
受
け
る
事
も
可
能
で
あ

た
が

 
今
と
な

て
は
逆
に
マ
ス
コ
ミ

に
よ

て
大

ぎ
さ
れ
る
事
に
も
な
り
か
ね
な
い

 
実

は
同
情
す
る
人
の
方
が
多
く
集
ま
り
そ
う
で
は
あ

た
が

 
徹
大
の
プ
ラ
イ
ド
が
そ
れ
を
許
さ
な
か

た

そ
し
て
徹
大
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
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技
術

問
を
し
て
い
た
カ
ム
ラ
社
か
ら

と
あ
る
オ
フ

を
受
け
る
事
と
な

た

オ

グ
マ

は
い

張
現
実

末
と
し
て

広
く
普

さ
せ
た
い
と
思

て
ま
し
て

 
そ
の
開
発
に
ご
協
力

け
な
い
か
と

 
こ
の

し
出
に
徹
大
は
か
な
り
迷

た
が

最
終
的
に
は
そ
れ
を
受
け
る
事
に
し
た

あ
る
い
は
こ
れ
を
使
え
ば

那
を
目
覚
め
さ
せ
る
事
が
出
来
る
か
も
し
れ
ん

 
つ
ま
り
は
オ

グ
マ

の

へ
の
直
結

そ
し
て

の
再

動

 
記
憶
領

が

し
て
い
る
か
ど
う
か
は
未
知

だ
と

者
は
言

て
い
た

 
だ

た
ら
あ
る
い
は
記
憶
を
取
り

し
た

態
で

那
が
復
活
す
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な

い
は
ず
だ

 
そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
事
を
考
え
な
が
ら

徹
大
は
オ

グ
マ

の
開
発
に
邁
進
し
て
い
た

 
そ
こ
に
再
び
転
機
が
訪
れ
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
別
サ

バ

が

茅
場
君
の
別

で
発
見
さ
れ
た

は
い

そ
れ
で
そ
の
調
査
の
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
と

ふ
む

他
に
は
誰
か
来
る
の
か
い

さ
す
が
に
私
一
人
で
は
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徹
大
は
忙
し
い
事
も
あ
り

遠
ま
わ
し
に
そ
の
依
頼
を
断
ろ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
こ
で
出
て
き
た
名
前
を

い
て

徹
大
は
考
え
を
変
え
た

紅
莉
栖

ま
さ
か
彼
女
が
日
本
に

え
え

他
に
は
彼
女
の

師
の
レ
ス
キ
ネ
ン
元
教

と
ソ
レ
イ
ユ
の
技
術
ス
タ

フ

 
そ
れ
に
レ
ク
ト
の
技
術
者
が
参
加
す
る
予
定
で
す

そ
う
い
う
事
な
ら
是
非
参
加
さ
せ
て
も
ら
う

そ
れ
は
良
か

た

こ
ち
ら
と
し
て
も
助
か
り
ま
す

 
そ
の

関
係
者
の
男
は

岡
と
名
乗
り

名

を
置
い
て
帰

て
い

た

 

紅
莉
栖
の
名
は
徹
大
も
知

て
い
た

偉
大
な
る
世
界
最
高
の

学
者

 
い
ず
れ

那
を
目
覚
め
さ
せ
る
時
が
来
た
ら

是
非
彼
女
達
に
も
協
力
を
依
頼
し
た
い

 
そ
の

に
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
是
非
友

を
結
ん
で
お
き
た
い

 
徹
大
は
そ
う
考
え
⻑
野
の
山
奥
へ
と
足
を
運
び
そ
こ
で
は
ち
ま
ん
く
ん
の
存
在
を
知

た

つ
ま
り
他
人
か
ら

那
に
関
す
る
記
憶
を
集
め
れ
ば

え

那
が
記
憶
を
失

て
い
た
と

し
て
も

 
か
な
り
の
部
分
を
補
完
す
る
事
が
出
来
る

そ
の

に
は
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そ
し
て
徹
大
は

那
が
ど
う
い

た
行
動
を
と

た
の
か

 
そ
の
関
係
者
は
ど
う
い

た
行
動
を
と

た
の
か
を
調
べ
る

に

 
よ
り

な
個
人
デ

タ
を
得
よ
う
と

夜
の
サ

バ

ル

ム
へ
と
忍
び
込
み

 
ま
ん
ま
と
そ
の
デ

タ
の
コ
ピ

を
入
手
す
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
こ
で
徹
大
は

那
が
主
に
攻
略
組
と
飛
ば
れ
る
連
中
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
事
を
知

た 
こ
れ
は

那
の
行
動
パ
タ

ン
か
ら

す
る
事
が
出
来
た
の
だ
が

 
同
時
に
彼
に
協
力
者
が
い
た
事
が

こ
の
作
業
を
完

さ
せ
る
原
動
力
と
な

た

 
そ
の
協
力
者
の
名
前
は
後

二
ユ
ナ
の
元
同
級
生
で
あ
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

で
あ
る

 
そ
の
所
属
は
血
盟
騎
士
団
で
あ
り

プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
は
ノ

チ
ラ
ス
と
い
う

 

二
は
攻
略
組
の
ほ
と
ん
ど
の
顔
と
名
前
を
知

て
お
り

 
探
偵
に
依
頼
し
た
結
果
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
今
は
帰
還
者
用
学
校
に
通

て
い
る
事
を
突
き

止
め
て
い
た

教

調
査
が
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た

そ
う
か

で

結
果
は
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こ
ち
ら
に
必
要
な
者
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
帰
還
者
用
学
校
の
生
徒
と
な
り
ま
す

 
最
大
の
タ

ゲ

ト
で
あ
る
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
も

そ
こ
に
い
ま
す

 
徹
大
は

二
が
そ
の
ハ
チ
マ
ン
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

に
敬
語
を
使

た
事
が
引

か
か

た

が 
ま
あ
以
前
の
上

か
何
か
だ

た
ん
だ
ろ
う
と
思
い

そ
れ
を
ス
ル

し
た

 

二
は

二
で

ハ
チ
マ
ン
に
は
色
々
と
気
を
遣

て
も
ら

た

が
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
に
迷
惑
を
か
け
る
の
は
正
直
気
が
進
ま
な
か

た
の
だ
が

 
そ
れ
で
も

那
の

と
⻭
を
食
い
し
ば
り

計
画
に
協
力
し
続
け
た

 
い
ず
れ

二
が
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
呼
び

て
に
す
る
時
が
ハ
チ
マ
ン
の

を
容
認
し
た
時

な
の
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
こ
れ
は

ア
ス
ナ
に
対
し
て
も
同
様
で
あ

た

そ
う
か

で
は
計
画
を
進
め
る
事
に
し
よ
う

は
い

那
を
復
活
さ
せ
る

に
頑
張
り
ま
し

う
そ
の

な
ら
俺
は
何
で
も
し
ま
す
の
で

 
徹
大
は

那
の

で
あ
る

二
の
事
を

か
ら
よ
く
知

て
は
い
た

 
だ
が
同
時
に

デ

タ
を
精
査
す
る
事
で
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那
が
死

し
た
時
に
こ
の
男
が
す
ぐ
近
く
に
い
た
事
も
ま
た
知

て
い
た

こ
の
男
が
せ
め
て
あ
と
一

時
間
を

げ
て
い
れ
ば
こ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
か

た
の
だ

 
今
は
こ
の
男
を
利
用
し
て

那
に
関
す
る
記
憶
を
集
め
よ
う

 
そ
し
て
最
後
は
こ
の
男
の

を
も
ス
キ

ン
し
て

そ
し
て

 
殺
す

徹
大
は
最
初
か
ら

二
を
使
い

て
に
す
る
事
を
決
断
し
て
い
た

 

二
は
ど
う
や
ら

那
の
事
が
好
き
だ

た
よ
う
で
あ
り

 

那
を
生
き
返
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
そ
の
意
欲
も
本
物
な
の
だ
ろ
う

 
だ
が

二
は
一
度
も
徹
大
に
謝
罪
を
し
て
い
な
い

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か

那
が
ゲ

ム
内
で
死
ぬ
事
に
な

た
原
因
を
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
せ
い
に

し
て
い
た

プ
ラ
イ
ド
だ
け
は
高
い

私
と
一

だ
な

 
徹
大
は
自

ぎ
み
に
そ
う
考
え
つ
つ
も

い
ず
れ

二
を
殺
す

に

 
今
日
も
オ

グ
マ

の
開
発
を
続
け
て
い
た

 
そ
れ
と
同
時
に
徹
大
は

他
に
と
あ
る
作
業
を

る
間
も

し
ん
で
ひ
た
す
ら
続
け
て
い
た

 
そ
れ
は
茅
場
製

に

那
の
客
観
的
な
デ

タ
を
入
力
し
て
い
く
と
い
う
作
業
で
あ

た
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徹
大
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
デ

タ
を
集
め

そ
れ
を
ひ
た
す
ら
入
力
し
て
い
き

 
た
ま
に

を

動
さ
せ

ど
ん
な
反
応
を

す
事
に
な
る
の
か
デ

タ
を
集
め
続
け
た

 
そ
し
て
あ
る
時

そ
の

は
徹
大
に
向
か

て
こ
う
言

た

お

さ
ん

那

那
な
の
か

そ
れ
は
分
か
ら
な
い

で
も
確
か
に
あ
な
た
は
私
の
お

さ
ん
で
す
よ
ね

お
お

お
お

 
そ
れ
か
ら
の
徹
大
は

オ

グ
マ

の
開
発
を
多
少

ら
せ
る
事
に
な
り
は
し
た
が

 
そ
ん
な
事
は
お
か
ま
い
な
し
に
と

那
に
関
す
る
資
料
を

二
を
使

て
集
め
さ
せ

 
ひ
た
す
ら
そ
の

に
覚
え
さ
せ
る
作
業
に

し

 
つ
い
に
そ
の

は

違
和
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い

那
に
近
い
反
応
を
見
せ
る
よ
う
に

な

た

 
こ
れ
で
前
準
備
は
そ
ろ
そ
ろ
い
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
徹
大
は

あ
る
日

そ
の

に
こ
う

言

た
お
前
の
名
前
は
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重
村

那
だ
よ
お

さ
ん

も
う

い
き
な
り
何
を
言

て
る
の

ご
め
ん
ご
め
ん
そ
の
通
り
だ

那

だ
が
こ
れ
か
ら
お
前
は
別
の
名
前
を
名
乗
り
な
さ
い

 

那
で
は
な
く
カ
タ
カ
ナ
で
ユ
ナ

そ
う

お
前
は
ユ
ナ
だ

何
そ
れ

ど
う
い
う
事

芸
名
だ
と
思

て
く
れ
れ
ば
い
い

ユ
ナ

お
前
は
そ
の
名
を
使
い

 
こ
れ
か
ら
世
界
中
の
人
達
を
歌
で
幸
せ
に
し
て
い
く
ん
だ

歌
で

う
ん

分
か

た

そ
れ
じ

あ
今
後
は
そ
う
名
乗
る
事
に
す
る
ね

 
ア
イ
ド
ル
が
本
名
を
名
乗
る
事
な
ん
て

確
か
に
あ
り
え
な
い
も
ん
ね

あ
あ

そ
の
通
り
だ
ユ
ナ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
は

自
分
で
曲
を
作

て
歌

て

れ
る
よ
う
に
頑
張

て
み
る
ね

何
か
参
考
資
料
が
欲
し
か

た
ら

い
つ
で
も
言
う
ん
だ
ぞ

う
ん
お

さ
ん

あ
り
が
と
う

 
こ
う
し
て
オ

グ
マ

が
ま
だ
完
成
す
ら
し
て
い
な
い

で

 
先
行
し
て
世
界
に
ユ
ナ
と
い
う
名
前
の

の
歌
姫
が
誕
生
す
る
事
と
な

た

 
こ
ち
ら
は
今
後
は

宜
的
に
白
ユ
ナ
と
呼
称
す
る
事
に
し
て
お
く
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だ
が
そ
の
存
在
を
知
る
者
は

ま
だ
徹
大
と

二
だ
け
で
あ

た

  
一
方
本
来
の

那
は

教

の
手
に
よ
り
ま
め
に
新
し
い
オ

グ
マ

を
装
着
さ
れ
て
い
た

こ
れ
も

目
か

ま
だ
だ

ま
だ
足
り
な
い

少
し
で
も
反
応
が
あ
れ
ば

 

に
直
結
す
る
研
究
を
進
め
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
が

 
だ
が
教

は
気
付
い
て
い
な
か

た

そ
の

作

の
オ

グ
マ

に

 
ほ
と
ん
ど
計

出
来
な
い
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
本
来
の

那
か
ら
の

が

い
て
い
た
事

を 
あ
る
い
は
紅
莉
栖
な
ら
気
付
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
徹
大
は

学
の
勉
強
を
し
た
と
い
う

も
の
の

 
ま
だ
ま
だ
素
人
レ
ベ
ル
を
脱
し
て
は
お
ら
ず

そ
の
事
に
気
付
か
な
か

た

 
そ
の
せ
い
で

世
界
に
も
う
一
人

ユ
ナ
の
名
を
持
つ
者
が
そ
の
産
声
を
上
げ
た

 
そ
ち
ら
の
ユ
ナ

仮
に
黒
ユ
ナ
と
呼
称
す
る
が

 
黒
ユ
ナ
は
自
我
が
あ
る
に
は
あ

た
が
そ
の
自
我
は
も
や
に
包
ま
れ
た
よ
う
な

態
で
あ
り

 
た
だ
本
能
の

く
ま
ま
に
ハ
チ
マ
ン
の

を
求
め
て

世
界
を
さ
迷
い
続
け
る
事
と
な
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た 
こ
う
し
て
二
人
の
ユ
ナ
が
産
声
を
上
げ
そ
の
二
人
は
オ

グ
マ

が
世
に

場
し
た

間
に

 
同
時
に
世
界
に
現
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ

た

だ
が
そ
の
時
は
ま
だ
し
ば
ら
く
先
の
事
と

な
る

 
オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル
に
関
す
る
仕
込
み
は
こ
れ
で
ほ
と
ん
ど
終
わ
り

 
後
は
白
ユ
ナ
が
先
行
し
て
デ
ビ

す
る
く
ら
い
と
な
り
ま
す

 
ち
な
み
に
ユ
ナ
の
健

に
関
し
て
は
明
日
奈
が
受
け
て
い
た
の
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
の
待
遇

で
あ

た

八
幡
達
よ
り
も
ま
と
も
な

態
を

持
出
来
て
い
ま
し
た
が
そ
れ
も
も
う
限
界

の
よ
う
で
す
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第
６
３
６
話
 
理
央

学
校
に
て

 
今
日
か
ら
理
央
が
メ
イ
ン
の
最
終
章
を
二
話
で
お

け
し
ま
す
要
す
る
に
両
親
の
説
得
で

す 
旅
行
を
終
え
た

日
後

理
央
か
ら
八
幡
に
こ
ん
な
連

が
あ

た

あ

八
幡
さ
ん

私
だ
け
ど

お
う

も
う
す

か
り
タ
メ
口
だ
な

い
い
ぞ
理
央

 
で

わ
ざ
わ
ざ

話
し
て
く
る
な
ん
て
ど
う
し
た
ん
だ

え

と
実
は
急
な
話
な
ん
だ
け
ど
明
日
う
ち
の
両
親
が
珍
し
く
家
に
二
人
揃
う
み
た
い
な

の 
た

た
今
知

た
ば

か
り
だ
か
ら
本
当
に
ご
め
ん

で

明
日

て
大
丈
夫

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

大
丈
夫
だ
ぞ

そ
れ
じ

あ
明
日
学
校
ま
で
迎
え
に
行
く
か
ら

 
理
央
の
ご
両
親
を
頑
張

て
説
得
す
る
事
に
し
よ
う
か
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う
ち
の
両
親

て
か
な
り

が

い
け
ど

大
丈
夫
か
な

任
せ
ろ

ど
ん
な

い
手

を
使

て
で
も
説
得
し
て
や
る

よ

よ
ろ
し
く

あ

 
理
央
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

白
ん
だ
が

そ
れ
が
ど
う
し
て
も
自
分
を
欲
し
い
と
い
う

 
八
幡
の
意
思
表

に
他
な
ら
な
い
事
に
気
が
つ
き
思
わ
ず
嬉
し
そ
う
な
声
を
上
げ
て
し
ま

た
う
わ

私

て
ば
チ

ロ
す
ぎ
で
し

絶
対
こ
ん
な
の
私
じ

な
い

て

ん

ど
う
し
た

あ

う
う
ん

何
で
も
な
い

何
で
も
な
い
と
言
い
つ
つ

分
と
上
機

み
た
い
だ
が

何
で
も
な
い

て
ば

そ
れ
じ

あ
明
日
お
願
い
ね

お
う

ま
た
明
日
な

 
こ
う
し
て
八
幡
が

双
葉
家
に
訪
問
す
る
事
が
決
定
さ
れ
た

 
な

双
葉

何
を
そ
わ
そ
わ
し
て
る
ん
だ
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国
見

そ
う
見
え
る

あ
あ

せ

か
く
三
人
で
の
昼

中
だ

て
い
う
の
に

 
さ

き
か
ら
校
門
の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
ば

か
だ
し
な

咲
太
も
そ
う
思
う
よ
な

確
か
に
そ
う
だ
な

こ
れ
は
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
恋
の
気
配
が

れ
こ
の
ブ
タ
野
郎

 
そ
う
言

て
理
央
は

意
識
し
て

線
を
校
門
の
方
に
向
け
な
い
よ
う
に
心
が
け

 
咲
太
を

み
な
が
ら

当
を
食
べ
始
め
た

 
だ
が
校
門
の
前
を

が
通
る
度
に

理
央
は
反
射
的
に
そ
ち
ら
を
見
て
し
ま

た

 
以
前
詩
乃
に

い
た
話
を
思
い
出
し
て

少
し
落
ち
込
ん
で
も
い
た

詩
乃
ち

ん
が
こ
の
前
二
回
目
に
八
幡
さ
ん
が
学
校
に
迎
え
に
来
た
時
の
話
を
し
て
く
れ
た

時 
そ
れ
が

業
中
だ

た
せ
い
で
そ
れ
以
降
は
そ
わ
そ
わ
し

ぱ
な
し
だ

た

て
言

て
た

ん
だ
よ
な

 
さ
す
が
に
そ
れ
は
ど
う
な
の

て
そ
の
時
は
笑

ち

た
け
ど

詩
乃
ち

ん

ご
め
ん

ね
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理
央
は
今
ま
さ
に
自
分
の

態
が
そ
れ
だ
と
感
じ
て
お
り
心
の
中
で
詩
乃
に
謝
り
続
け
て

い
た絶

対
に
こ
ん
な
の
は
私
じ

な
い

後
で
八
幡
さ
ん
に
文

を
言

て
や
る
ん
だ
か
ら

 
理
央
は
そ
う
理
不
尽
な
事
を
考
え
つ
つ

何
と
か
食
事
を
終
え
る
事
が
出
来
た

でで

て
何

い
や

今
日
何
か
あ
る
の
か
な

て

何
で
そ
れ
を

川
に
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
の

双
葉

俺
で
も

目
か

国
見
で
も

目

お
お
う

俺
も
つ
い
に
双
葉
に
咲
太
扱
い
さ
れ
る
よ
う
に
な

た
か

 
凄
え
な
八
幡
さ
ん

こ
こ
ま
で
双
葉
の
心
を
掴
む
な
ん
て

 
そ
の
冗
談
は
か
な
り
ギ
リ
ギ
リ
の
物
だ

た
が
理
央
は
そ
の
冗
談
を
笑
顔
で

く
流
し
た

別
に
心
を
掴
ま
れ
て
な
ん
か
な
い
し

と
い
う
か
死
ね

ブ
タ
野
郎
ど
も

笑
顔
で
そ
う
言
わ
れ
る
と

ち

と

感
に
な

て
く
る
な
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お
お

初
め
て
ブ
タ
野
郎

て
言
わ
れ
た
ぞ

何
か
新
鮮
な
気
分
だ
な

 
そ
ん
な
二
人
を
無

し

理
央
は
校
門
の
方
を
見
つ
め
続
け
た

 
そ
ん
な

態
が
結
局
最
後
ま
で
続
き

ま
も
な
く
こ
の
日
の

業
が
全
て
終
わ
る
と
い
う

 
帰
り
の
ホ

ム
ル

ム
の
最
中
に

そ
れ
は

こ

た

連

事

は
以
上
で
す

何
か
質
問
は
あ
り
ま
す
か

あ双
葉
さ
ん

何
で
す
か

い
え

何
で
も
な
い
で
す

 
担
任
の
女
性
教
師
は
そ
ん
な
双
葉
を
見
て
首
を

げ
そ
の

線
の
先
に
あ
る
も
の
を
見
た

 
そ
し
て
そ
こ
に
見
覚
え
の
あ
る
黒
い
高
級

の

を
見
つ
け
ホ

ム
ル

ム
の
終
了
を
宣
言

し
た
後

 
そ

と
理
央
の
近
く
に
近
付
き

こ
う

打
ち
し
た

く
行
か
な
い
と
囲
ま
れ
ち

う
わ
よ

ま
あ
も
う

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
へ
の

職
お
め
で
と
う
双
葉
さ
ん

大
変
だ
と
思
う
け
ど
頑
張

て
ね

は

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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理
央
は
担
任
に
そ
う
お

を
言
う
と
脱

の

く
そ
の
場
か
ら
逃
げ
外
へ
と
駆
け
出
し
て

い

た

 
そ
ん
な
理
央
の

を
見
た
他
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は

れ
ば
せ
な
が
ら
八
幡
の
存
在
に
気
付

き 
野
次
馬

性
を
発

し
た
の
か

て
て
理
央
の
後
を
追

た

お
い

ま
た
あ
の
人
が
来
て
る

お
う

あ
の
双
葉
さ
ん
に
首

を
着
け
た
人
な

そ
う
い
え
ば
双
葉
さ
ん
た
ま
に
指

も
愛
お
し
そ
う
に
見
て
る
わ
よ
ね
実

は
凶
器
な
ん

だ
け
ど

双
葉

て
最
近
何
か
エ
ロ
く
な

た
よ
な

あ
ん
た
ね

そ
う
い
う
事
を
言
う
と

感

さ
せ
ら
れ
る
わ
よ

い
や

ち

か
い
な
ん
か
出
さ
ね
え

て

将
来
ソ
レ
イ
ユ
ど
こ
ろ
か

 
他
の
所
に
も

職
出
来
な
く
な

ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
じ

な
い
か
よ

純
に
褒
め
て
る

ん
だ

て

ど
こ
が
褒
め
言
葉
な
の
よ

で
も
双
葉
さ
ん

本
当
に
か
わ
い
く
な

た
よ
ね
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ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

理
央
の
後
を
追

た

 
そ
し
て
理
央
が
校
庭
に
出
た
時

先
に
ホ

ム
ル

ム
を
終
え
た
の
だ
ろ
う

 
他
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
達
が
八
幡
を
遠

き
に
し
て
い
る

が
見
え
理
央
は
た
め
息
を
つ
い

た
お

か

た

ま
あ
今
の
双
葉
に
ち

か
い
を
出
し
て
く
る
奴
は
誰
も
い
な
い
だ
ろ

々
と
行
け

々

と
い
ざ
と
な

た
ら
八
幡
さ
ん
に
駆
け
寄

て

き
つ
く
く
ら
い
し
ち
ま
え
ば
い
い
さ

あ
ん
た
達

他
人
事
だ
と
思

て

 
そ
う
声
を
か
け
て
き
た
の
は
咲
太
と

真
だ

た

 
二
人
は
若

息
を
切
ら
せ
て
お
り
昼
の
様
子
か
ら
多
分
放
課
後
に
何
か
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

い 
い
ち

く
八
幡
の

を
見
つ
け

ダ

シ

で
校
門
前
に
駆
け
つ
け
た
と
い
う

で
あ

た

ほ
ら

く
行
け

て

王
子
様
が
お
待
ち
か
ね
だ
ぞ
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お

王
子

て

八
幡
さ
ん
は
そ
ん
な

じ

な
い
で
し

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

理
央
の
目
に
は
確
か
に
八
幡
が
王
子
様
の
よ
う
に
見
え
て
い
た

こ
ん
な
の
絶
対
私
じ

な
い

絶
対
に
違
う

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
理
央
は

に
駆
け
出
し
て
お
り

 
理
央
は
そ
ん
な
自
分
の
事
を

の
中
の
も
う
一
人
の
自
分
が

 

れ
た
顔
で
見
つ
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た

も
う
い
い
加

素
直
に
好
き

て
言

ち

え
ば
い
い
の
に

 
そ
れ
は
お
そ
ら
く
理
央
の
本
能
の
部
分
な
の
だ
ろ
う

 

の
中
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

理
央
は
思
わ
ず
声
に
出
し
て
こ
う
言

た

う

う
る
さ
い

八
幡
さ
ん
の
事
が
好
き
だ
な
ん
て

そ
う
簡

に
言
え
る

が
な
い
じ

な
いん

理
央
は
俺
の
事
が
好
き
な
の
か

 
突
然
目
の
前
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

理
央
は

て
て
そ
の
人
物
を
見
た

 
そ
こ
に
は
戸
惑

た
よ
う
な
八
幡
の
顔
が
あ
り

理
央
は

時
に
自
分
の
失
敗
を
悟

た

ち

違
う

そ
れ
は
気
の
せ
い

た
だ
の
幻
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あ
れ

何
か
と

き
間
違
え
た
か

悪
い
な

お
か
し
な
事
を

ね
ち
ま

て

べ

別
に
い
い
よ

広
い
心
で
許
し
ま
す

お
お

サ
ン
キ

な

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
そ
う
素
直
に
謝

て
く
る
八
幡
に

理
央
は
罪
悪
感
を
感
じ
て
い
た

 
せ
め
て
何
か
お

び
が
し
た
い
そ
う
思

た
理
央
は
無
意
識
に
八
幡
の

を
掴
み
胸
に

い
た

お

と
悪
い

何
か
用
事
が
残

て
た
か

あ

え

と

 
理
央
は
困
り
果
て

こ
の
後
ど
う
し
よ
う
か
と
必
死
で
考
え
て
い
た

 
そ
の
結
果

出
た
結

は
こ
う
で
あ
る

こ
れ
で
は
ま

た
く
お

び
に
な

て
な
い

目
の
前
の
八
幡
さ
ん
は

 
せ

か
く
私
が
そ
の

を
こ
の
豊
満
な
胸
に

ん
で
い
る
の
に
何
の
反
応
も

さ
な
い

 
こ
れ
じ

あ
私
が
た
だ
の
変
態
み
た
い
に
見
え
る
だ
け
せ
め
て
何
か
リ
ア
ク
シ

ン
が
あ
れ

ば 
理
央
は
自
分
の
思
考
が
お
か
し
く
な

て
い
る
事
に
気
付
か
な
い
ま
ま
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更
に
八
幡
の

を
強
く
自
分
の
胸
に
押
し
付
け
た

そ
れ
に
よ

て
さ
す
が
の
八
幡
も

面
し

た
リ
ア
ク
シ

ン
来
た

や

ぱ
り
嬉
し
い
ん
じ

な
い

 
そ
う
考
え
る
理
央
の

を

誰
か
が
ポ
ン
と
叩
い
た

 
そ
れ
は
八
幡
の
事
を

ま
し
そ
う
に
見
て
い
た
咲
太
で
あ

た

隣
に
は

真
の

も
見
え

る
お
い
双
葉

八
幡
さ
ん
が
困

て
る
だ
ろ

べ

別
に
困

て
な
ん
か

い
な
い

よ
ね

ん

あ
あ

ま
あ
嬉
し
く
な
い

じ

な
い
ん
だ
が

さ
す
が
に
恥
ず
か
し
い
な

 
理
央

さ

き
か
ら
一
体
ど
う
し
た
ん
だ

 
そ
れ
で
初
め
て
理
央
は

囲
か
ら
の
生

か
い

線
を
感
じ

て
て
八
幡
の

を
放
し
た

 
そ
の
顔
は
真

に

ま

て
お
り

そ
の
表
情
が
更
に

囲
の

線
の

度
を
上
げ
た

あ

え

と

お
う

八
幡
さ
ん
の

が
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が
意
外
と
筋
肉
質
だ
な

て
思

て

 
そ
の
あ
ま
り
に
も
苦
し
す
ぎ
る
言
い

に

咲
太
と

真
は
天
を

い
だ

 
だ
が
八
幡
は

自
分
の

を
に
ぎ
に
ぎ
し
な
が
ら

笑
顔
で
理
央
に
こ
う
言

た

ま
あ
自
分
の
身
を
自
分
で
守
れ
る
く
ら
い
に
は

鍛
え
て
る
か
ら
な

そ

そ
う
な
ん
だ

だ
か
ら
こ
の
前
は
私
を
簡

に
受
け
止
め
ら
れ
た
ん
だ
ね

 
理
央
は
知
ら
な
か

た

こ
う
い
う
時
の
八
幡
は

た
ま
に
突
飛
な
行
動
に
出
る
事
を

 
そ
し
て
八
幡
は

囲
の
目
も
気
に
せ
ず
に
い
き
な
り
理
央
を
持
ち
上
げ
た

 
お
姫
様

こ

再
び
で
あ
る

そ
の

間
に

囲
か
ら

色
い
声
が
上
が

た

お
う

理
央
な
ん
か

い
も
ん
だ

つ
い
で
に
こ
の
ま
ま
助
手

ま
で
運
ん
で
や
ろ
う

 
理
央
は
今

自
分
の
身
に
何
が

こ

て
い
る
の
か
ま

た
く
理
解
出
来
な
か

た

 
た
だ
そ
の

の
中
を

先
日
の
薔
薇
の
言
葉
が
ぐ
る
ぐ
る
と
回

て
い
た

で
も
き

と

た
ま
に

が
も
ら
え
る
と
思
う
わ
よ

で
す
か
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え
え

あ
い
つ
は
た
ま
に
無
自
覚
に

こ

ち
の
恋
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
の

こ
れ
が

な
ん
だ

何
の
事
だ

う

う
う
ん

何
で
も
な
い

相
変
わ
ら
ず
理
央
は
た
ま
に
意
味
不
明
に
な
る
よ
な
お
い
キ

ト
助
手

の
ド
ア
を
開
け

て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
音
も
無
く
静
か
に
助
手

の
ド
ア
が
開
き

麗
に
直
立
し
た

お
お

や

ぱ
り
格
好
い
い
な

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
理
央
は
助
手

ま
で
運
ば
れ

八
幡
は
そ
の
ド
ア
を

め
る
と

 
運
転

側
に

り

め
て
二
人
に

を
し
た

久
し
ぶ
り
だ
な

二
人
と
も

お
久
し
ぶ
り
で
す

今
日
は
一
体
ど
う
し
た
ん
で
す
か
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ん

理
央
か
ら
何
も

い
て
な
い
の
か

そ
れ
が
で
す
ね

双
葉
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
ん
で
す
よ

そ
う
か

い
や
な

今
日
は
理
央
の
ご
両
親
が
二
人
と
も
家
に
い
る
ら
し
く
て
な

 
理
央
の
卒
業
後
に
進
学
を
や
め
さ
せ
て

職
し
て
も
ら
う
事
を
許
し
て
も
ら
お
う
と

 
こ
れ
か
ら
家
に
お

魔
し
て
説
得
す
る
と

ま
あ
そ
ん
な

だ
な

あ
あ

こ
の
前
言

て
た
あ
れ
で
す
か

要
す
る
に

お
嬢
さ
ん
を
僕
に
下
さ
い

て
言
い
に
い
く

て
事
で
す
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

 
八
幡
は
そ
の
冗
談
に
ニ
ヤ
リ
と
笑
い

そ
の
ま
ま
運
転

に
乗
り
込
ん
だ

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る
わ

ま
た
な

二
人
と
も

は
い

ま
た
で
す

双
葉
の
事

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
う

任
せ
ろ

 
そ
し
て
八
幡
達
は
去

て
い

た
が

囲
は
ま
だ
ど
よ
め
い
た
ま
ま
だ

た

い
い
な

あ
ん
な
に
格
好
い
い

で
お
迎
え
な
ん
て

凄
く

ま
し
い
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今

職

て

こ
え
た
よ
な

ど
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ

噂
だ
と
あ
の
子

進
学
す
る
の
を
や
め
て

ソ
レ
イ
ユ
に

職
す
る
事
に
な

た
み
た
い

え

マ
ジ
か
よ

あ
の
ソ
レ
イ
ユ
に

そ
れ
な
ら
進
学
し
な
い
の
も
全
然
ア
リ
だ
な

初
任

て
い
く
ら
く
ら
い
な
ん
だ
ろ

公
開
さ
れ
て
た
だ
ろ

確
か
平

の
倍
く
ら
い
だ
ぞ

凄
え

完
全
に
あ
の
子

勝
ち
組
じ

ん

や

か
み
も
凄
そ
う
だ
け
ど

ど
こ
か
ら
も
そ
ん
な
話
は

こ
え
て
こ
な
い
な

馬

お
前

あ
の
話
を
知
ら
な
い
の
か

あ
の
子
は
完
全
に
あ
の
人
に
守
ら
れ
て
て

 
下
手
に
手
を
出
す
と

こ

ち
の
人
生
が
終
わ

ち
ま
う
ん
だ
ぞ

え

マ
ジ
か
よ

凄
い
な
ソ
レ
イ
ユ

 
そ
ん
な

囲
の
声
を

き
な
が
ら
咲
太
は
必
死
に

技
し
た
甲
斐
が
あ

た
と
一
人

い
て

い
たさ

て

俺
達
も
帰
る
か

ど
う
な

た
か
は
明
日
双
葉
に

け
ば
い
い
な

だ
な
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そ
の
後
理
央
は

知
ら
な
い
う
ち
に
学
校
内
で

姫
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た

 
詩
乃
と
ま

た
く
同
じ
パ
タ

ン
で
あ
る

 
当
の
理
央
は
次
の
日
に
学
校
で
そ
う
呼
ば
れ

大
い
に

る
事
に
な
る
の
だ
が

 
そ
の
理
央
は

今
は
た
だ
八
幡
が
隣
に
い
る
事
を
喜
ん
で
お
り

 
同
時
に
頑
張

て
親
を
説
得
し
よ
う
と
フ

イ
ト
を
燃
や
し
て
い
た

 
も

と
も
親
の
説
得
は
一

で
終
わ

て
し
ま
う
事
に
な
る
の
だ
が
理
央
は
そ
の
事
を
ま
だ

知
ら
な
い



 第６３７話 理央、覚悟を決める

 
第
６
３
７
話
 
理
央

覚
悟
を
決
め
る

と
こ
ろ
で
理
央

ま
だ
結

い
時
間
だ
が

ご
両
親
は
も
う
家
に
い
る
の
か

う
う
ん

日
ね
八
幡
さ
ん
が
今
日
家
に
来
る

て
言

た
ら
二
人
と
も
今
日
は
休
む

て
ほ
う
ほ
う

普

は
理
央
は

ほ
と
ん
ど
一
人
で
家
に
い
る
ん
だ
よ
な

う
ん

だ
か
ら
卒
業
し
た
ら

会
社
の
寮
に
入
り
た
い
な

て
思

て

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
情
な
ら
確
か
に
そ
れ
は
あ
り
だ
ろ
う
な

そ
れ
に
ほ
ら

家
か
ら
会
社
に
通
う
の
は

ち

と
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
し
ね

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
よ
な

あ

別
に
両
親
が

い
な

じ

な
い
か
ら
ね

分
か

て
る

て

本
当
に

あ
あ

本
当
だ

な
ら
い
い
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二
人
と
も
そ
れ
以
上
は
特
に
何
も
言
わ
ず
キ

ト
は

調
に
理
央
の
家
へ
と
向
か

て
い
た

 
そ
し
て
家
の
前
に
着
い
た

間
に

理
央
の
両
親
が
家
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た

比
企
谷
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す

わ
ざ
わ
ざ
お
越
し

い
て

し

あ
り
ま
せ
ん

初
め
ま
し
て

理
央
の
⺟
で
す

こ
ち
ら
こ
そ
い
き
な
り
来
て
し
ま

て

し

あ
り
ま
せ
ん

 
今
日
は
色
々
と
お
嬢
さ
ん

み
で
お
願
い
が
あ
り
ま
し
て

参
上
致
し
ま
し
た

は
い

娘
か
ら

て
お
り
ま
す

ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
で
は
お

魔
し
ま
す

 
そ
ん
な

々
と
し
た
八
幡
の

を
見
て

理
央
は
内
心
で
さ
す
が
だ
な
と
感
心
し
て
い
た

 
以
前
咲
太
と

真
が
た
ま
た
ま
家
に
来
た
時
は

家
の
大
き
さ
に
驚
い
て
く
れ
た
も
の
だ
が

 
八
幡
は
ま

た
く
そ
ん
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
気
配
が
な
い

 
な
の
で
理
央
は

何
と
な
く
八
幡
に
そ
の
事
を

ね
る
事
に
し
た

ね

八
幡
さ
ん

う
ち

て
そ
ん
な
に
大
き
い
方
じ

な
い
の
か
な

い
き
な
り
何
だ

ま
あ
大
き
い
方
な
ん
じ

な
い
か

そ
れ
に
し
て
は
全
然
驚
か
な
い
ん
だ
ね
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そ
り

そ
う
だ
ろ

姉
さ
ん
の
家
な
ん
か

こ
の
十
倍
く
ら
い
あ
る
ん
だ
ぞ

う
わ

そ
れ
は
凄
い
ね

ま
あ
何
で
そ
ん
な
事
を

い
て
き
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
ん
な
事
は
気
に
す
る
な

て

 
家
が
ど
う
だ
ろ
う
と

俺
達
が
や
る
事
は
変
わ
ら
な
い
さ

そ
う
だ
ね

ご
め
ん

 
そ
し
て
居
間
に
通
さ
れ
た
八
幡
は
お
も
む
ろ
に

を
か
け
何
か
資
料
の
よ
う
な
物
を
取

り
出
し
た

比
企
谷
さ
ん

そ
れ
は

こ
れ
は
こ
れ
か
ら
お
二
人
を
説
得
す
る
の
に
使
う
資
料
で
す

な
る
ほ
ど

そ
れ
で
は
お
話
を

い
ま
し

う

 
そ
し
て
八
幡
は

開
口
一
番
に
こ
う
言

た

今
日
は
お
二
人
に
無
理
な
お
願
い
を
し
に
や

て
き
ま
し
た

 
ど
う
か
理
央
の
進
学
を

め
て

い
て

 
高
校
卒
業
後
に
う
ち
に

職
す
る
の
を
認
め
て
や

て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

う
か

 
そ
の
ス
ト
レ

ト
な
物
言
い
に

理
央
は
ぎ

と
し

両
親
の
反
発
を
覚
悟
し
た
が
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予
想
に
反
し
て
二
人
は
穏
や
か
な
声
で

八
幡
に
こ
う
話
し
か
け
て
き
た

そ
の
前
に
ひ
と
つ
お

び
を
私
は
以
前
か
ら
貴
社
に
は
コ
ネ
が
あ
る
な
ど
と

し
て
お
り

ま
し
た
が

 
そ
れ
は
全
て

回
致
し
ま
す

ご
不

な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

た
ら

し

あ
り
ま
せ
ん

い
え

う
ち
に
も
コ
ネ
は
や

ぱ
り
あ
り
ま
す
か
ら
ね

 

え
ば
こ
の
理
央
は

完
全
に
俺
の
コ
ネ
で
の
入
社
に
な
り
ま
す
か
ら
ね

ぶ
 
そ
の
言
葉
に
理
央
は
思
わ
ず

き
出
し
た

確
か
に
そ
う
だ
と
思

た
か
ら
だ

な
の
で
お
気
に
な
さ
ら
ず

悪
気
が
無
か

た
事
は
分
か

て
ま
す
か
ら

そ
う
言

て

け
る
と
助
か
り
ま
す

そ
れ
で
は

し
い
お
話
を
お
願
い
し
ま
す

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
は

先
ほ
ど
の
資
料
を
二
人
に
提

し
た

 
だ
が
よ
く
見
る
と
そ
れ
は

契
約
書
の
よ
う
な
物
で
あ

た

ま
ず
は
こ
ち
ら
を
お

み
下
さ
い
こ
れ
は
わ
が
社
が
理
央
さ
ん
に
提

す
る

用

件
で
す

拝
見
し
ま
す
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そ
し
て
二
人
は
そ
れ
を

み
始
め
た

理
央
も
そ
の
内
容
が
気
に
な

た
が

 
二
人
が
た
ま
に
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た
り
う
ん
う
ん
と

い
た
よ
う
な
表
情
を
見
せ
て
い

た 
多
分
い
い

件
を
提

し
て
く
れ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
じ

と
二
人
の
決
断
を
待
つ
事
に

し
た

 
そ
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が

た
だ
ろ
う
か
二
人
は
顔
を
上
げ
戸
惑

た
よ
う
な
表

情
を
見
せ
た

 
そ
の
様
子
に
理
央
は

一

の
不
安
を
感
じ
た
の
だ
が

そ
れ
は
ま

た
く
の

憂
だ

た

本
当
に
こ
の

件
で
い
い
ん
で
す
か

え
え

も
ち
ろ
ん
で
す

で
も
こ
れ
は
さ
す
が
に
一
介
の
高
校
生
に
提
す
る
に
は
破
格
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と

 
そ
の
言
葉
に
理
央
は
ぎ

と
し
た

 
も
し
か
し
て

想
像
以
上
の
と
ん
で
も
な
い
事
が
書
か
れ
て
い
る
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
か

 
そ
う
思

た
理
央
は

て
て
そ
の
契
約
書
を
両
親
の
手
か
ら

い
去
り

目
を
通
し
た

 
そ
の
間
に
八
幡
は

二
人
に
あ

さ
り
と
こ
う
言

た
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そ
う
で
す
ね

正
直

け
の
要
素
は
あ
り
ま
す

で
も
多
分
そ
う
は
な
ら
な
い
で
し

う

 
何
せ
理
央
は
う
ち
の
機
密
を
知

て

是
非
参
加
し
た
い
と
フ

イ
ト
を
燃
や
し
た
ら
し
い

で
す
か
ら
ね

ソ
レ
イ
ユ
の
機
密
で
す
か

え
え

世
界
を
変
え
る
技
術
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す

 
ま
あ
そ

ち
の
公
開
は
か
な
り
先
に
な
る
と
思
い
ま
す
が

 
う
ち
に
は
そ
れ
以
外
に
も

双
葉
先
生
も
ご
存
知
の
ア
レ
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね

 
理
央
に

う
以
上
の
利

を
簡

に

や
し
続
け
る
事
が
可
能
で
す
の
で

あ
あ

ア
レ
で
す
か

ア
レ
な
ら
確
か
に

は
い

ア
レ
で
す

 
八
幡
は
そ
う
言

て

た
だ
ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
ん
で
い
た

分
か
り
ま
し
た

娘
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

必
ず
幸
せ
に
し
て
み
せ
ま
す

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

理
央
は
思
わ
ず

き
出
し
た

落
ち
着
け
理
央

別
に
お
か
し
な
意
味
じ

な
い
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わ

分
か

て
る

 
そ
う
顔
を

く
す
る
理
央
を
見
て
二
人
は
何
か
悟

た
よ
う
だ
が
特
に
何
も
言
わ
な
か

た
そ
れ
じ

あ
俺
は
こ
の

り
で
お
暇
し
ま
す
ね

 

し
い

件
に
つ
い
て
は
後
日
理
央
に
正
式
な
書

を

し
て
お
き
ま
す
の
で

 
そ
の
時
に
目
を
通
し
て

い
て

サ
イ
ン
を

け
れ
ば
と

分
か
り
ま
し
た

娘
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

は
い

確
か
に
引
き
受
け
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
理
央

ま
た
な

ご
両
親
と
ち

ん
と
話
す
ん
だ
ぞ

あ

う

う
ん

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
八
幡
は
去

て
い
き

残
さ
れ
た
理
央
は

 
あ
ま
り
の
あ

け
な
さ
に

然
と
し
つ
つ

契
約
書
に
目
を
や

た

 
そ
こ
に
は
こ
ん
な
文

が
書
か
れ
て
い
た

 
・
見

い
時

高
校
卒
業
前

の

料
は

時
間
に
関
わ
ら
ず
日

一
万
と
す

 
・
入
社
時
年

五

万

た
だ
し
手
取
り
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・

時
昇

た
だ
し
上
限
年
五
十
万

は
無
い
も
の
と
す

 
・
月
の
休
み
は
十
日

忙
期
に
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
が
時
期
を
見
て
必
ず
代
休
を
取
る

事 
・
残
業
は
基
本
禁
止
ど
う
し
て
も
当
日
に
必
要
で
あ
り
時
間
内
に
仕
事
が
終
わ
ら
な
い
場

合
は
許
可

 
・

は
法
令
通
り
に
付

出
来
る
だ
け
消
化
す
る
事
が
望
ま
し
い

 
・
交
通

そ
の
他
手
当
も
完
備

 
・
希
望
が
あ
れ
ば
寮
へ
の
入
寮
も
可

寮

は
月
一
万

光
熱

は
自
腹
で

う
事

 
・

他

地
に
保

所

り

利
用
希
望
者
は

め
に

告
す
る
事

 
・
オ
ペ
レ

シ

ン

が
発
動
さ
れ
た
場
合
は
会
社
の
指

に

う
事

 
・
双
葉
理
央
を
比
企
谷
八
幡
が
社
⻑
昇
進
後
そ
の
直
属
メ
ン
バ

に
任
命
す

別

手
当

り
 
・
双
葉
理
央
は

い
か
な
る
者
に
よ

て
も
定
年
ま
で
解

さ
れ
な
い
事
と
す

 
・
た
だ
し
上
記
事

は

本
人
が
重
大
犯
罪
を
犯
し
た
場
合
は
無

と
す

 
そ
し
て
最
後
の
一
文
だ
け
は

手
書
き
で
こ
う
書
い
て
あ

た
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・
比
企
谷
八
幡
の
名
前
の
呼
び

て
を
許
可
す

 
こ
れ
を
見
た
理
央
は

何
と
言

て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
押
し

た

 
そ
ん
な
理
央
を

両
親
は
穏
や
か
な
目
で
見
つ
め
て
い
た

理
央

何
か

件
に
不
満
で
も
あ
る
の
か
い

え

と

そ
う
い
う
の
は
特
に

む
し
ろ
い
い

件
す
ぎ
て
戸
惑
う

 
そ
ん
な
理
央
に

二
人
は
こ
う
言

た

理
央
に
今
ま
で

し
い
思
い
を
さ
せ
て
き
た
事
は
自
覚
し
て
る

 
で
も
理
央
は

私
達
が
思
う
以
上
に
い
い
子
に
育

て
く
れ
た
と
思
う

そ
ん
な
あ
な
た
を
今

こ
ん
な
に
も
い
い

件
で
欲
し
い
と
言

て
く
れ
る
方
が
い
る
の
を

 
私
達
は

り
に
思
う
わ

理
央

だ
か
ら
お
前
は
こ
れ
か
ら
は

好
き
な
事
を
仕
事
に
し
て

自
由
に
生
き
て
い
き
な
さ
い

も
ち
ろ
ん
親
子
の
縁
を
切
る

て
事
じ

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね

 
帰

て
き
た
く
な

た
ら
い
つ
で
も
言

て
く
れ
て
い
い
の
よ

幸
せ
に
な
り
な
さ
い

理
央

出
来
れ
ば

く

の
顔
を
見
せ
て
ね
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で
も
変
な
男
に
は
絶
対
に
ひ

か
か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
の
よ

 
も

と
も
理
央
に
は
今

好
き
な
人
が
い
る
み
た
い
だ
け
ど
ね

 
そ
う
二
人
に
交

に
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ

理
央
は

ろ

ろ
と
涙
を
流
し
始
め
た

 
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
嬉
し
涙
で
あ
り

そ
ん
な
理
央
を

二
人
は
優
し
く

き
し
め
た

お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

大
丈
夫

ソ
レ
イ
ユ
の
比
企
谷
さ
ん
と
い
え
ば

お
前
が
思

て
る
以
上
の
大
物
だ
か
ら
ね

そ
う
な
の

 

き
顔
の
ま
ま

そ
う
キ

ト
ン
と
す
る
理
央
に

二
人
は
笑
顔
で
こ
う
言

た

あ
あ
さ

き
彼
が
言

て
た
ア
レ
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
い
う
ん
だ
が
理
央
は
知

て

る
か
い

確
か
お

さ
ん
の
い
る
病
院
に
今
度

入
さ
れ
る
予
定
の
終
末

療
に
使
わ
れ
る

て
い
う

機
あ
あ
そ
う
だ

あ
れ
は
ソ
レ
イ
ユ
の
独

商
品
な
ん
だ
が

そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る

 
他
の
会
社
が
作
ら
な
い
ん
じ

な
く
作
れ
な
い
ん
だ

あ
れ
は
そ
れ
く
ら
い
と
ん
で
も
な
い
技

術
の

で
ね
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そ
う
な
ん
だ

そ
れ
を
ソ
レ
イ
ユ
社
に
も
た
ら
し
た
の
が
彼

比
企
谷
さ
ん
な
の
よ

そ

そ
う
な
の

お
⺟
さ
ん

え
え

私
の
業
界
で
も
彼
の
話
は
た
ま
に

こ
え
て
く
る
も
の

 
そ
れ
に
彼
は

本
当
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど

英
雄
な
の
だ
そ
う
よ

英
雄

 
そ
の
言
葉
は
理
央
に
は
ピ
ン
と
こ
な
か

た
ら
し
い

あ
あ

理
央
も
知

て
る
だ
ろ

彼
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ
と
い
う
事
を

う
ん

そ
れ
は
知

て
る
け
ど

英
雄

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
た
何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

の
事
ね
噂
で
は
三
人
か
四
人
い
る
ら
し
い

わ
よＳ

Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

は
そ
の
英
雄
の
正
体
を
基
本
的
に
明
か
そ
う
と
は
し
な
い
ら
し
い
よ

 
そ
れ
だ
け
そ
の
人
物
に
感
謝
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
ね

え

と

そ
れ

て

そ
の
人
物
の
名
前
は
あ
く
ま
で
キ

ラ
と
し
て
の
名
前
な
の
だ
け
れ
ど
ハ
チ
マ
ン
と
い
う
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ら
し
い
わ

ハ
チ
マ
ン

 
理
央
は
そ
の
人
物
が
八
幡
な
の
だ
と

漠
然
と
理
解
し
た

そ
し
て
彼
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
少
し
後
に

あ
の
業
界
に

星
の
よ
う
に
現
れ
た

 
後
は
説
明
し
な
く
て
も
分
か
る
ね

う

う
ん

興
味
が
あ
る
な
ら
調
べ
て
み
る
と
い
い

分
か

た

そ
う
し
て
み
る

で
も
二
人
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
に

し
い
の

そ
う
だ
ね

よ
く
考
え
て
ご
ら
ん

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

は
約
六
千
人

 
で
は
そ
の
六
千
人
に
は
家
族
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
と
思
う

え
え
と

万
人

親

と
か
も

め
る
と
も

と
か
も

そ
れ
じ

あ
そ
の
人
達
は

何
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
思
う

え
え
と

色
々

 
そ
の
時
点
で
理
央
は

二
人
が
何
を
言
い
た
い
か
悟

た
よ
う
だ

分
か

た
よ
う
だ
ね

つ
ま
り
は
そ
う
い
う
事
だ
よ
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ど
の
業
界
に
も

一
定

彼
の

持
者
が
い
る
の
よ

ち
な
み
に
う
ち
の
病
院
に
も

何
人
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

が
い
た
か
ら
ね

そ

か

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね

だ
か
ら
理
央
も
う
一
度
言
う
が
彼
を
信
じ
て
そ
の
後
を
つ
い
て
い
き
幸
せ
に
な
り
な
さ

い
う
ん

分
か

た
よ
お

さ
ん
お
⺟
さ
ん

私

幸
せ
に
な
る

 
そ
し
て
彼
に

え
て
も
ら

た
以
上
の
物
を
彼
に
返
す
つ
も
り

頑
張
る
ん
だ
ぞ

理
央

頑
張
り
な
さ
い

理
央

う
ん

 
こ
う
し
て
理
央
は

身
も
心
も
ソ
レ
イ
ユ
に

そ
し
て
八
幡
に

げ
る
決
意
を
し
た

 
そ
こ
に
恋
心
が
混
じ
る
の
は
ご
愛

で
あ
る

  
そ
し
て
次
の
日

理
央
は
咲
太
と

真
に

日
提

さ
れ
た

件
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た

え

こ
れ

て
マ
ジ
か
よ
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う
ん

後
日
正
式
な
書

が

い
た
ら

サ
イ
ン
す
る
事
に
な
る
よ

二
十
代
で
年

一
千
万
に

く
じ

な
い
か
よ

最
速
な
ら
そ
う
だ
け
ど

で
も
や

ぱ
り
こ
う
い
う
の
は
お
金
じ

な
い
か
ら
ね

好
き
な
事
に
打
ち
込
め
る
の
が
一
番
だ

て

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

好
き
な
人
と
一

に
い
ら
れ
る
の
が
一
番
の
間
違
い
じ

な
い
か

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

 
理
央
が
し
れ

と
そ
う
言

た

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

は
い
は
い

さ

さ
と
幸
せ
に
な

て
く
れ

だ
な

も
う
い
い
か
ら
幸
せ
に
な

ち
ま
え
よ

う
ん

幸
せ
に
な
る
よ

 
理
央
は
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡

と
ボ
ソ
リ
と

い
た

お

速
最
後
の

目
の

利
を
使
い
や
が

た
な

ま
あ
せ

か
く
く
れ
た

利
だ
し
ね

と
い
う
か
こ
れ

て

そ
う
呼
べ

て
事
だ
よ
な
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こ
こ
だ
け
手
書
き
だ
し

冗
談
の
つ
も
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
理
央
は
二
人
に
は

日
調
べ
た
英
雄
ハ
チ
マ
ン
の
事
は
伝
え
な
か

た

 
八
幡
が

自
分
の
名
前
が
賞

さ
れ
る
事
を
望
ん
で
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
か
ら
だ

 
む
し
ろ
迷
惑
そ
う
な
顔
を
す
る
の
は
間
違
い
な
い

そ
し
て
最
後
に

真
が
理
央
に
こ
う

ね

た
で

こ
の
オ
ペ
レ

シ

ン

て
何
だ

あ

そ
れ
は
私
も
分
か
ら
な
か

た
か
ら

か
お
り
さ
ん
に

い
た
ん
だ
け
ど

か
お
り
さ
ん

て
確
か
先
日
写
真
を
見
せ
て
も
ら

た
あ
の
美
人
の
受
付
嬢
さ
ん
だ
よ
な

う
ん

そ
し
た
ら
こ
う
い
う
事
な
ん
だ

て

 
も
し
八
幡
に
危
機
が
訪
れ
た
時
は
全
社
員
が
一

と
な

て
問
題
解
決
ま
で
邁
進
す
べ
し

 
発
動
さ
れ
た
ら
家
に
帰
れ
る
と
思
う
な

だ

て

 
理
央
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
言
い

咲
太
が

れ
た
よ
う
に
言

た

そ
う
い
う

目
に
限

て

実
は
発
動
さ
れ
る
事
な
ん
か
無
い
ん
だ
ろ

そ
れ
が
前
に
一
度
あ

た
ん
だ

て
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え

マ
ジ
で

う
ん

そ
の
時
は
殺
人
犯
を

捕
し
た
ら
し
い
よ

マ
ジ
か
よ

凄
え
な
ソ
レ
イ
ユ

俺
も
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社
出
来
れ
ば
な

 
そ
ん
な
二
人
に
理
央
は
笑
顔
で
こ
う
言

た

そ
の
時
は
部
下
と
し
て
こ
き
使

て
あ
げ
る

へ
い
へ
い

そ
の
時
は
大
人
し
く

て
や
る
よ

ま
あ
頑
張
れ
よ
理
央

う
ん

本
気
で
頑
張
る

 
こ
う
し
て
理
央
は
ソ
レ
イ
ユ
に

職
し
い
ず
れ
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
者
の
一
人
と
し

て 
歴

に
名
を
残
す
事
と
な
る

そ
の
第
一
歩
が
ま
さ
に
こ
の
時
な
の
で
あ

た

 
こ
れ
に
て
理
央
編
は
終
了

次
回
は
久
し
ぶ
り
の
あ
の
カ

プ
ル
の

場
で

話
に
な
り



 第６３７話 理央、覚悟を決める

ま
す
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第
６
３
８
話
 
手
の
か
か
る
二
人

八
幡

ち

と
頼
み
が
あ
る

ダ
イ
シ

カ
フ

ま
で
来
て
く
ん
ね

か

ん

分
か

た

今
か
ら
行
く
わ

悪
い
な

 
遼
太
郎
に
突
然
そ
う
呼
び
出
さ
れ
八
幡
は
二
つ
返
事
で
ダ
イ
シ

カ
フ

へ
と
向
か

て
い

た
一
体
何
の
用
事
だ
ろ
う
な

キ

ト

ど
う
で
し

う

普
通
に
考
え
れ
ば
結
婚

み
の
何
か
だ
と
思
い
ま
す
が

あ
あ

そ
う
い
う
の
も
あ
る
の
か

て
か
あ
い
つ
は
い
つ
先
生
と
結
婚
す
る
ん
だ
ろ
う
な

結
婚
資
金
を

め
る
の
に
苦
労
し
て
い
た
は
ず
で
す
か
ら

 
案
外
そ

ち
方
面
の
頼
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

 
果
た
し
て
ダ
イ
シ

カ
フ

に
到
着
し
た
八
幡
を
待

て
い
た
の
は
土
下
座

態
の
遼
太
郎

で
あ

た
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八
幡

俺
に
仕
事
を
紹
介
し
て
く
れ

あ

や

ぱ
り
金
の
問
題
だ

た
か

キ

ト
の
予
想
通
り
だ
な

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に
遼
太
郎
は
や
や
面
食
ら
い
な
が
ら
も

真

な
表
情
で
こ
う
言

た

恥
ず
か
し
な
が
ら
そ
の
通
り
だ
今
の
会
社
だ
と
結
婚
資
金
が

ま
る
の
が
い
つ
に
な
る
か
分

か
ら
ね
え

 
確
か
に
静
さ
ん
と
俺

二
人
の

料
を
合
わ
せ
れ
ば
何
の
問
題
も
無
い
ん
だ
が

 
や

ぱ
り
俺
は

結
婚
資
金
く
ら
い
は
全

俺
が
出
す
事
に

り
た
い
ん
だ

国
か
ら
の
援
助
金
は
ど
う
し
た
ん
だ

そ
れ
は
俺
が

い
だ
金
じ

ね
え

ま
あ
そ
れ
は
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が

 
八
幡
は
困

た
顔
で
エ
ギ
ル
の
方
を
見
た

だ
が
エ
ギ
ル
は

を

め
る
だ
け
だ

た

 

に
二
人
の
間
で
は

同
じ
よ
う
な
問
答
が

り
返
さ
れ
た
後
な
の
だ
と

さ
れ
た

ど
う
だ
ろ
う

や

ぱ
り
無
理
か

 
そ
の
間
を
否
定
だ
と
受
け
取

た
の
か

遼
太
郎
が
そ
う
問
い
か
け
て
き
た

 
だ
が
八
幡
は
八
幡
で

遼
太
郎
や
他
の
者
に
頼
み
た
い
仕
事
を
丁
度

え
て
い
た
の
で
あ
る
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い
や

そ
も
そ
も
こ

ち
か
ら
ク
ラ
イ
ン
に
頼
み
た
い
仕
事
が
あ

た
ん
だ
よ

 
仕
事
が
忙
し
い
か
も
だ
か
ら
遠

し
て
た
ん
だ
が

そ
う
い
う
意
味
で
は
丁
度
良
か

た
な

そ
う
な
の
か

お
う

も
ち
ろ
ん
冗
談
で
も
今
作

た
話
で
も
な
く

の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
な

 
あ
れ
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
を
ク
ラ
イ
ン
に
頼
み
た
い
と
思

て
た
ん
だ

 
と
い
う
か
エ
ギ
ル
に
も
な
ん
だ
が

要
す
る
に
本
番
に
参
加
出
来
な
い
う
ち
の
メ
ン
バ

に

 
ネ
タ
バ
レ
禁
止
で
テ
ス
ト
プ
レ
イ
を
や

て
も
ら
い
た
い
と

ま
あ
そ
う
い
う

だ

あ
あ

確
か
に
本
番
に
参
加
す
る
奴
ら
に
そ
ん
な
事
を
さ
せ
る

に
は
い
か
な
い
よ
な

だ
ろ

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
て
も
い
い
か

こ

ち
か
ら
頼
み
た
い
く
ら
い
だ

宜
し
く
頼
む

相
棒

分
か

た

キ

チ
リ
頑
張
ら
せ
て
も
ら
う

相
棒

俺
も
少
し
な
ら
手
伝
え
る
ぞ

年
末
は
何
か
と
入
り
用
だ
し
な

 
エ
ギ
ル
も
横
か
ら
会
話
に
参
加
し

八
幡
は

い
た

で

ク
ラ
イ
ン
は
い
く
ら
必
要
な
ん
だ
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残
り
の

用
が
三
十
万
く
ら
い

普
通
に
や

て
れ
ば
半
年
は
か
か

ち
ま
う
ん
だ
が

ふ
む

一

月
間

死
ぬ
気
で
働
け
る
か

ま
あ
日
曜
以
外
だ
が

任
せ
ろ

愛
す
る
静
さ
ん
の

な
ら
俺
は
無
敵
だ

と
は
い
え
一
日
四
時
間
だ
け
ど
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
遼
太
郎
は
キ

ト
ン
と
し
た

え

そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か

そ
れ
な
ら
余

だ
け
ど
よ

も
ち
ろ
ん

中
で
休

も
ち

ん
と

む
か
ら
な

一
日
四
時
間
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ

 
ゲ

ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
の
バ
イ
ト
に
な
る
か
ら
肉
体
疲
労
は
無
い

 
疲
れ
る
と
し
た
ら

だ
け
だ
ろ
う
な

時

は
う
ち
の

定
で
三
千

 
そ
れ
を
二
十
五
日
で
三
十
万

ど
う
だ

乗

た

と
い
う
か
是
非
や
ら
せ
て
く
れ

オ

ケ

俺
も
先
生
に
は

く
幸
せ
に

て
も
ら
い
た
い
か
ら
な

そ
れ
で
頼
む

 
こ
う
し
て
静
と
の
結
婚
の

遼
太
郎
は
ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
を
す
る
事
に
な

た

 
ち
な
み
に
エ
ギ
ル
は

店
の
休
日
に
八
時
間
コ

ス
と
い
う
事
が
決
ま

た

 
こ
ち
ら
は
週
一
で
あ
り

ま
あ
一

月

度
休
み
無
し
と
い
う
事
に
な
る
が
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体
力
の
あ
る
エ
ギ
ル
な
ら
多
分
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も
ノ
リ
で
言
え
ば
休
日
に
少
し
⻑
く
ゲ

ム
を
す
る
の
と
ま

た
く
変
わ
り
は
な
い

の
だ

 
と

言
う
事
が
あ
り
ま
し
て

 
そ
う
八
幡
か
ら
説
明
を
受
け
た
静
は

気
に
と
ら
れ
た
顔
で
た
め
息
を
つ
い
た

そ
れ
で
私
の
と
こ
ろ
に
来
た
の
か
ね

 
普
通
そ
う
い
う
事
は
本
人
に
は
秘
密
に
し
て
お
く
も
の
だ
と
思
う
ん
だ
が

確
か
に
そ
う
な
ん
で
す
け
ど

 
先
生
な
ら
あ
い
つ
一
人
に
頑
張
ら
せ
る
の
は

な
ん
じ

な
い
か
と
思

た
も
ん
で

 
そ
の
言
葉
に
静
は
感
心
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

ふ
む
確
か
に
そ
う
だ
な
一

に
苦
労
す
る
と
い
う
事
は
夫

に
と

て
は
必
須
事

だ

先
生

結
婚
す
る
の
は
こ
れ
が
始
め
て
で
す
よ
ね

何
で
ド
ヤ
顔
で
夫

生
活
を
語

て
る

ん
で
す
か

う

う
る
さ
い

と
に
か
く
話
は
分
か

た

で

私
は
何
を
す
れ
ば
い
い
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や
ば
い
と
思

た
ら
俺
が
連

す
る
ん
で
あ
い
つ
を

え
て
や

て
下
さ
い

 

日
じ

な
く
て
い
い
で
す

先
生
も
そ
れ
は
大
変
だ
と
思
う
ん
で

ふ
む

つ
ま
り
ど
う
す
れ
ば

そ
れ
は
先
生
の

に
お
任
せ
し
ま
す
が

 
仕
事
が
終
わ

た
あ
い
つ
に

枕
で
も
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

 
多
分
そ
れ
で
最
後
ま
で
も
つ
と
思
い
ま
す

 
そ
の
八
幡
の
提
案
に

静
は
再
び
ド
ヤ
顔
で
こ
う
答
え
た

分
か

た

任
せ
ろ

そ
う
い
う
の
は
得
意
だ

本
当
で
す
か

間
違

て
も

拳
制

と
か
は
し
な
い
で
下
さ
い
よ

君
は
何
を
言

て
い
る
の
だ

そ
ん
な
事
は
た
ま
に
し
か
し
な
い
さ

た
ま
に
で
も
や
め
て
下
さ
い

 
こ
う
し
て
八
幡
は
遼
太
郎
か
ら
の
頼
み
を
静
に
ご
注
進
し

 
静
に
遼
太
郎
の
フ

ロ

を
し
て
も
ら
う
事
と
な

た

 
さ
て
ア
ル
ゴ

そ
ん
な

で
ク
ラ
イ
ン
を
こ
き
使

て
く
れ
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あ
い
ヨ

宜
し
く
頼
む

 
こ
う
し
て
遼
太
郎
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
始
ま

た

 
最
初
の

は
余

そ
う
な
顔
で
こ
な
し
て
い
た
が
見
え
な
い
疲
れ
が
た
ま

て
い

た
の
だ

ろ
う

 
遼
太
郎
は
徐
々
に
元
気
が
無
く
な

て
い
き

八
幡
は
こ
こ
で
静
を
投
入
す
る
決
断
を
し
た

そ
う
か
そ
う
か

つ
い
に
私
の
出
番
か

よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は
一

の
不
安
を
覚
え
な
が
ら
も

静
に
遼
太
郎
の
事
を

し
た

 
そ
し
て
次
の
日

遼
太
郎
は
か
な
り

し
た
様
子
で

を
現
し
た

お
い

日
何
が
あ

た

い
や

帰

た
ら
静
さ
ん
が
い
て

手
料
理
を

舞

て
く
れ
た
ん
だ
け
ど
よ

 
そ
れ
が

に
ス
タ
ミ
ナ
食
ば

か
り
で

し
か
も

が
多
く
て
な

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
の
こ
め
か
み
に

ビ
シ

と
筋
が
入

た

で

風
呂
に
入

た
後
に

枕
を
し
て
く
れ
る

て
い
う
か
ら
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せ

か
く
だ
し
し
て
も
ら

た
ん
だ
け
ど
よ
つ
い
で
に

か
き
を
し
て
く
れ
る
事
に
な

て

 
そ
れ
で
頼
ん
だ
ら

力
加

の
せ
い
な
の
か

が

く
て
な

 
そ
れ
で
あ
ま
り
眠
れ
な
か

た
と

ま
あ
そ
ん
な

で
よ

ほ
ほ
う

 
八
幡
の
こ
め
か
み
の
筋
は

々
深
く
な
り

遼
太
郎
は

て
て
静
の
フ

ロ

に
入

た

で

で
も
俺
は
嬉
し
か

た
ん
だ
よ

静
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
る

て
い
う
か

 
俺
を
元
気
付
け
よ
う
と
必
死
な
の
は
凄
く
伝
わ

て
き
た
か
ら
よ

 
だ
か
ら
今
日
の
俺
は
元
気

倍
だ

仕
事
の
方
は
任
せ
て
く
れ

分
か

た

ち

と
先
生
の
所
に
行

て
く
る

お

お
い

今
の
俺
の
話
を

い
て
た
か

あ
あ

大
丈
夫

ち

ん
と

い
て
た

 
そ
し
て
八
幡
は

明
日
奈
を

て
総
武
高
校
に
奇
襲
を
か
け
た

 
さ
す
が
の
リ
ア
ル
拳
闘
士
で
あ
る
静
も
二
人
が
か
り
で
奇
襲
を
受
け
て
は
ひ
と
た
ま
り
も
な

く 
静
は
二
人
に
捕

さ
れ

そ
の
ま
ま
遼
太
郎
の
家
に
連
行
さ
れ
た
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さ
て
先
生

何
で
こ
う
な

た
か
は
ち

ん
と
理
解
し
て
ま
す
よ
ね

こ

こ
れ
は
何
の
真
似
だ
比
企
谷

事
と
次
第
に
よ

て
は
い
く
ら
お
前
で
も

ち

ん
と

リ
・
カ
・
イ

し
て
ま
す
よ
ね

う

た

確
か
に

日
は
ち

と
失
敗
し
ち

た
か
な

て

て
へ

て
へ

じ

ね
え

少
し
は
自
分
の
年
を
考
え
ろ

も
う

ち
な
ん
だ
よ

ち

そ

そ
こ
ま
で
言
わ
な
く
て
も

 
静
は
涙
目
で
明
日
奈
に
助
け
を
求
め
た
が

そ
ん
な
静
に
明
日
奈
は
笑
顔
で
こ
う
言

た

大
丈
夫
で
す
よ
静
さ
ん
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
帰

て
く
る
ま
で
あ
と
三
時
間
く
ら
い
あ
り
ま
す

 
そ
れ
ま
で
に
特
訓
す
れ
ば
き

と
大
丈
夫
で
す
よ

ス
パ
ル
タ
で

ふ
ふ

 
そ
の
明
日
奈
の
最
後
の
笑
い
方
に

静
は
背
筋
が
寒
く
な
る
思
い
が
し
た

 
も

と
も
二
人
は
そ
こ
ま
で
お
か
し
な
事
を
さ
せ
る
つ
も
り
は
無
か

た
の
だ
が

 
そ
れ
で
静
が
素
直
に
教
え
を

う
気
に
な
り
結
果
的
に
集
中
す
る
事
が
出
来
た
の
は
幸
運
で

あ

た
そ

そ
れ
で
私
は
何
を
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ま
ず
料
理
の
特
訓
で
す
先
生
に
は
何
種

か
心
が
安
ら
ぐ

の
料
理
を
覚
え
て
も
ら
い
ま

す 
下
手
で
も
い
い
ん
で
す

カ
ロ
リ

が
過

じ

な
け
れ
ば
ね

 
い
い
で
す
か

世
の
中
は
ス
タ
ミ
ナ
が
全
て
じ

な
い
ん
で
す
よ

あ

は
い

 
そ
し
て
静
の
特
訓
が
は
じ
ま

た

最
初
は
簡

な
も
の
か
ら
ス
タ

ト
し
た
が

 
静
は
ど
う
し
て
も
ア
レ
ン
ジ
し
た
が
り

結
果
的
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

 
い
か
に
も
ス
タ
ミ
ナ
抜

の
料
理
に
化
け
る
事
と
な

た

よ
し

こ
れ
は
自
分
で
全
部
食
べ
て
下
さ
い

な

そ

そ
ん
な

こ
ん
な
に
食
べ
た
ら

に
な

て
し
ま
う
で
は
な
い
か

そ
ん
な
物
を
ク
ラ
イ
ン
に
食
べ
さ
せ
る
つ
も
り
だ

た
の
か
あ
ん
た
は

うい
い
か
ら
食
え

自
分
で
食
わ
な
い
と
分
か
ら
な
い
だ
ろ

う
 
そ
し
て
静
は

き
な
が
ら
自
作
の
料
理
を
完
食
し

直
後
に
ト
イ
レ
に
こ
も

た
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ま
あ
こ
れ
で
分
か

た
だ
ろ

胸
を
お
さ
え
て
た
か
ら

き

と
ひ
ど
い
胸
焼
け
が
し
て
る
ん
だ
ろ
う
ね

 
そ
し
て

分
後

静
が
よ
ろ
よ
ろ
と
ト
イ
レ
か
ら

て
き
た

さ
て

こ
れ
で
あ
る

度
は
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
よ
ね

あ

あ
あ

情
け
な
い

を
見
せ
て
し
ま

て
す
ま
な
い

と
り
あ
え
ず
レ
シ
ピ
か
ら

脱
す
る
事
を
禁
止
し
ま
す

も
し
そ
れ
に
反
し
た
ら

 
あ
え
て

く
な
る
よ
う
に
先
生
の
足
裏
を
俺
が
マ

サ

ジ
し
ま
す

マ

サ

ジ

ふ
ふ
ん

そ
れ
で
は
気
持
ち
良
く
な

て
し
ま
う
だ
け
で
は
な
い
か

本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
か

 
そ
し
て
八
幡
は
明
日
奈
に

き

明
日
奈
は
静
を
う
つ
伏
せ
に
さ
せ

 
そ
の
背
中
の
上
に
乗

て
静
の
両
手
を
お
さ
え
つ
け
た

な

何
故
私
の
上
に
乗
る
の
か
ね

静
さ
ん
が
暴
れ
な
い
よ
う
に
で
す
よ
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私
が
こ
の
く
ら
い
で
暴
れ
た
り
す
る

が
な
い
だ
ろ
う

八
幡
君

入
門
編

お
う

 
そ
し
て
八
幡
は

静
の
足
裏
を
い
き
な
り
ぐ
い

と
押
し
た

う
ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の

間
に
静
は

女
性
が
上
げ
て
は
い
け
な
い
声
を
上
げ

本
気
で

き
始
め
た

う

う
う

 
そ
ん
な
静
に
八
幡
は
内
心
で
謝
り
な
が
ら
表
面
上
は
と
て
も

た
い
態
度
で
こ
う
言

た

先
生

今
の
は
手
加

し
ま
し
た
か
ら
ね

うさ
て
分
か

て
く
れ
た
み
た
い
な
の
で
ち

ん
と
レ
シ
ピ
通
り
に
料
理
を
し
ま
し

う
ね

は

は
い

 
そ
し
て
静
は
再
び
料
理
に
チ

レ
ン
ジ
し
た
が

よ
ほ
ど

か

た
の
だ
ろ
う

 
今
度
は
一
切
ア
レ
ン
ジ
を
す
る
事
な
く

正
確
に
レ
シ
ピ
通
り
の
料
理
を
作
り
上
げ
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
で

き
ま
し

う
か
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わ

私
一
人
で
食
べ
な
く
て
も
い
い
の
か

え
え

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

そ
れ
で
は

き
ま
す

き
ま
す

 
そ
し
て
二
人
は
静
が
作

た
料
理
に

な
く
口
を
付
け

満
面
の
笑
顔
で
こ
う
言

た

う
ん

美
味
い

美
味
し
い
で
す

先
生

そ

そ
う
か

そ
う
か

 
静
は
思
わ
ず
顔
を

ば
せ

そ
の

間
に
八
幡
は
静
の
表
情
を
写
真
に

た

い

い
き
な
り
何
を

そ
れ
で
す
先
生

ど

ど
れ
だ
ね

そ
の
自
然
な
笑
顔
が
い
い
ん
で
す
い
つ
も
み
た
い
に
作

た
笑
顔
じ

な
く
て
い
い
ん
で
す

よ
し

失

な

私
は
別
に
そ
ん
な
事
は

そ
れ
じ

あ
こ
れ
を
見
て
下
さ
い
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八
幡
は
自
分
の
ス
マ
ホ
を
操
作
し

交

に
二

の
写
真
を
静
に
見
せ
た

 
一

は
今

た
写
真

も
う
一

は

以
前

た
の
だ
ろ
う

い
か
に
も
笑
顔
で
す
と

い

た

 
相
手
に

び
る
よ
う
な
そ
ん
な
笑
顔
だ

た

うど
う
で
す
か

ど
れ
だ
け
自
分
の
作
り
笑
顔
が

目
か
理
解
し
ま
し
た
か

ひ

比
企
谷

今
日
は
私
に
き
つ
く
な
い
か

い
い
え

こ
れ
は
俺
な
り
の
先
生
へ
の
愛
情
の
表
現
で
す

八
幡
君
は
本
当
に
先
生
の
事
を
大
切
に
思

て
る
ん
で
す
よ

そ

そ
う
か

 
静
は
顔
を

く
し
な
が
ら
下
を
向
き

て
自
分
の
作

た
料
理
を
食
べ
始
め
た

う
ん

美
味
い

 
そ
れ
か
ら
静
は
あ
と
何
品
か

レ
シ
ピ
通
り
に
料
理
を
作
り

 
そ
の
全
て
を
普
通
に
美
味
し
く
完
成
さ
せ
る
事
に
成
功
し
た

い
い
で
す
か
先
生

背

び
と
か
す
る
必
要
は
な
い
ん
で
す
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あ
い
つ
と
一

に
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
料
理
し
て
も
い
い
ん
で
す

 
愛
情
は
一
番
の
調
味
料
だ

て
い
う
の
は
本
当
の
事
な
ん
で
す
よ

あ

あ
あ

今
回
は
本
当
に
反
省
し
た

そ
れ
じ

あ
料
理
に
関
し
て
は
こ
こ
ま
で
で

後
は

か
き
で
す
が

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は

て
静
の
前
に
横
に
な

た

さ
あ

ひ
と
思
い
に
や

て
く
れ

ま
ず
最
初
に
私
が
お
手
本
を
見
せ
ま
す
ね

力
加

も
ち

ん
と
見
て
て
下
さ
い
ね

 
そ
し
て
明
日
奈
が
お
手
本
を
見
せ

静
は
愕
然
と
し
た
顔
で
二
人
を
見
た

そ

そ
ん
な

く
で
い
い
の
か

も
ち
ろ
ん
で
す

て
の
は

感
な
部
分
で
す
か
ら
ね

先
生
は
い
つ
も
ど
れ
く
ら
い
の
力
加

で
や

て
る
ん
で
す
か

 

し
に
俺
の
手
で
や

て
み
て
下
さ
い

 
そ
し
て
静
は
八
幡
の
手
に

か
き
を
押
し
当
て

り
始
め
た

多
分
こ
の
く
ら
い
だ
な

先
生
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ん

ど
う
し
た
ね

ち

と
横
に
な

て
下
さ
い

今
の
を
先
生
の

の

い
部
分
で
再
現
し
ま
す

わ

分
か

た

 
そ
し
て
八
幡
が
力
を
こ
め
た

間
静
は
そ
の
身
を
も

て
自
分
の
認
識
の
間
違
い
を
理
解

し
た

い

い

い

こ
れ
で
分
か
り
ま
し
た
か

は
い

そ
れ
じ

あ
明
日
奈

先
生
の

で
お
手
本
を

う
ん

 
そ
し
て
明
日
奈
が

か
き
を
始
め
静
は
ぶ
る

と

え
な
が
ら
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
目
を

じ
た

こ
こ
が
天
国
か

ど
う
で
す
か

ち

ん
と
理
解
出
来
ま
し
た
か

あ

あ
あ
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上
手
く
や
ろ
う
と
し
な
く
て
い
い
ん
で
す
優
し
く
や
ろ
う
と
す
る
だ
け
で
い
い
で
す
か
ら
ね

分
か

た

あ
り
が
と
う
二
人
と
も

い
え
い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
し
て
最
後
に
八
幡
が
実
験
台
と
な
り

静
は
手
を

わ
せ
な
が
ら
も

 
無
難
に
優
し
く

か
き
を
こ
な
す
事
に
成
功
し
た

う
ん

大
丈
夫
み
た
い
で
す
ね

あ
あ

本
当
に
あ
り
が
と
う
二
人
と
も

確
か
に
私
は
色
々
と
勘
違
い
し
て
い
た
よ
う
だ

分
か

て
も
ら
え
て
何
よ
り
で
す

あ

そ
ろ
そ
ろ
あ
い
つ
が
帰

て
く
る
時
間
で
す
ね

 
余

た
食
材
は
自
由
に
使

て
く
れ
て
い
い
ん
で
そ
ろ
そ
ろ
料
理
を
始
め
た
方
が
い
い
で
す

よ 
そ
れ
じ

あ
俺
達
は
こ
こ
で
帰
り
ま
す
の
で

そ
う
か

分
か

た

一
人
で
頑
張

て
み
る
よ

 
そ
し
て
帰
り

に

八
幡
は
静
と
向
か
い
合
い

少
し
涙
目
に
な
り
な
が
ら
こ
う
言

た

先
生

俺

先
生
の
事
を
凄
く
尊
敬
し
て
ま
す

絶
対
に
幸
せ
に
な

て
下
さ
い
ね
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比
企
谷

私
も
お
前
の
事
を
手
が
か
か
る
が
と
て
も
か
わ
い
い
生
徒
だ
と
思

て
い
る
よ

 
そ
し
て
二
人
は

き
合
い

ろ

ろ
と

き
始
め
た

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
二
人
を
穏
や
か
な
目
で
見
守

て
い
た

  
そ
し
て
次
の
日

元
気
い

ぱ
い
な
様
子
で
遼
太
郎
が

を
現
し
た

お
う
ク
ラ
イ
ン

今
日
は
元
気
そ
う
だ
な

あ
あ

い
て
く
れ
よ
八
幡

日
ま
た
静
さ
ん
が
料
理
を
作

て
く
れ
た
ん
だ
が

 
そ
れ
が
今
ま
で
と
は
う

て
か
わ

て
何
か
安
心
す
る

て
い
う
か

そ
ん
な
料
理
で
よ

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た
な

で

ま
た

か
き
を
し
て
も
ら

た
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
が

に
心
地
よ
く
て
よ

俺
も
う

か
り

ち
ま

て
な

ほ
う
ほ
う

で

気
が
つ
い
た
ら
ベ

ド
に

か
さ
れ
て
て
な

 
多
分
静
さ
ん
が
俺
を
持
ち
上
げ
て

運
ん
で
く
れ
た
ん
だ
ろ
う
な

お

お
う

そ
こ
は
男
前
な
の
な
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で

置
き
手

が
あ

て

遼
太
郎

頑
張

て
ね

な
ん
つ

て
な

は
い
は
い

分
か

た
分
か

た

そ
れ
じ

あ
今
日
も
頑
張
れ
よ

任
せ
ろ

今
日
の
俺
は
一
味
違
う

 
こ
う
し
て
遼
太
郎
は

静
の

え
も
あ
り

一

月
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
生
活
を
乗
り
切

た

 
こ
う
し
て
結
婚
資
金
も
た
ま
り

遼
太
郎
と
静
は
結
婚
式
の
日
取
り
を
決
め

 

月
後
に
式
場
の
予
約
を
入
れ
た

 
や

と
二
人
の
結
婚
が

み
に
入
り
ま
し
た

式
は
内
部
時
間
で

月
後
に
な
る
予
定

で
す
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第
６
３
９
話
 
空
中
都
市
船
ト
ラ
フ

ク
ス

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
二
話

成
に
な
り
ま
す

 
そ
の
日

Ａ
Ｌ
Ｏ

び
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
ほ
と
ん
ど
が

 
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ

ム
内
か
ら

を
消
し
て
い
た

空
中
都
市
船
ト
ラ
フ

ク
ス

 
そ
の
名
前
が
始
め
て

場
し
た
の
は

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ク
ロ
ス
ワ

ル
ド
の

入
が
決
ま

た
一
週
間
後
で
あ
る

 
こ
の
都
市
は

巨
大
な
空
飛
ぶ
船
の
上
に
乗

て
お
り

 
今
後
も
定
期
的
に
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
違
う
土
地
に

着
し

 
そ
こ
で
両
ゲ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

が
協
力
し
て
戦
闘
や
ク
エ
ス
ト
を
行
う
仕
様
と
な

て
い

る 
何
故
こ
ん
な
仕
様
な
の
か
と
い
う
と

他
の
ゲ

ム
と
の
ク
ロ
ス
も
想
定
し
て
い
る
か
ら
で
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あ

た

 
ち
な
み
に
ト
ラ
フ

ク
ス
は

ま
で
存
在
し
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
皆
同
じ
物
と
な

て
い
る

 
こ
れ
は

に
混
雑
緩
和
の

置
で
あ
り

船
の
間
は
自
由
に
移
動
出
来
る
よ
う
に
な

て
い

た 
そ
し
て
発
表
か
ら
一

月
後
の
今
日

つ
い
に
ト
ラ
フ

ク
ス
が
正
式

入
さ
れ
た

 
と
は
い
え
現
時
点
で
の
移
動
可
能
な
マ

プ
は
全
部
開
放
さ
れ
た

で
は
な
く

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ

二
つ
の
ゲ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

が

 
事
前
に

ナ
イ
ツ

と
呼
ば
れ
る
騎
士
団
を
作

て
交
流
出
来
る
よ
う
に
と
の
配

か
ら

 
先
行
公
開
さ
れ
た
と
い
う

な
の
で
あ

た

要
す
る
に
本
番
に
備
え
て
仲
間
を
作
れ
と
い
う

事
で
あ
る

 
そ
し
て
今

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

達
は

 
ト
ラ
フ

ク
ス

目
指
し
て
移
動
を
開
始
し
て
い
た

何
故

な
の
か
は
お
察
し
の
通
り

で
あ
る

 
ち
な
み
に
ま
だ
年
末
で
は
な
い

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

は
全
員
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そ
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
は
先
日
八
幡
に
声
を
か
け
ら
れ
た
者
達
が
こ
の
場
に
続
々
と
集
結
中
で

あ

た

 
こ
れ
は
年
末
以
降
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
の
事
を
見

え

 
と
り
あ
え
ず
全
員
ナ
イ
ツ
に

録
し
て
お
こ
う
と
い
う
意
図
で
あ
る

お
い
リ
オ
ン

集
ま

て
き
た
メ
ン
バ

に

況
を
説
明
し
て

 
ナ
イ
ツ
に

録
し
て
も
ら
う
ん
だ
ぞ

分
か

て
る
な

 
名
前
を
名
乗
ら
れ
た
ら

手
元
の
リ
ス
ト
で
ち

ん
と
確
認
し
て
な

 
リ
ア
ル
ネ

ム
が
横
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら

そ
れ
で
誰
が
誰
な
の
か
は
分
か
る
と
思
う
が

 
く
れ
ぐ
れ
も
部
外
者
に
は
リ
ス
ト
を
見
せ
な
い
よ
う
に
な

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
声
を
か
け
ら
れ
た
の
は

 
ソ
レ
イ
ユ
の
見

い
社
員
で
あ
る
双
葉
理
央
こ
と
リ
オ
ン
で
あ
る

 
リ
オ
ン
は
受
付
嬢
の
代
わ
り
と
し
て

ハ
チ
マ
ン
の
頼
み
を
受
け

 
わ
ざ
わ
ざ
新

に
製
作
し
た
キ

ラ
で
こ
こ
に
立
た
さ
れ
て
い
た
の
だ

た

 
ち
な
み
に
そ
の
手
に
は

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ

ド
が
あ

た

分
か

て
る

て

ま

た
く
も
う

何
で
私
が
こ
ん
な
事
を
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そ
う
愚
痴
を
こ
ぼ
し
つ
つ
も

リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
こ
の
事
を
頼
ま
れ
た
時

 
む
し
ろ

的
に

し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
の
活
動
は
何
で
も

し
て
お
き
た
か

た
か

ら
だ悪

い
な
正
式
メ
ン
バ

は
総
が
か
り
で

点
に
出
来
そ
う
な
物
件
の

味
を
し
な
い
と
い
け

な
く
て
な

 
こ
れ
ら
は

入
前
か
ら
正
式
発
表
さ
れ
て
い
た
事
で
あ
り
ハ
チ
マ
ン
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
資
金

を
使
い

 

め
に

点
と
し
て
使
う

物
を
確
保
す
る
気
満
々
で

今
日
全
員
に
召
集
を
か
け
た
の
で

あ

た

 
ち
な
み
に
こ
の
都
市
は

に
よ
る
作
成
で
あ
り

テ
ス
ト
プ
レ
イ
の
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
者

達
も

 
こ
の
都
市
に
つ
い
て
は
ま

た
く
知
ら
な
い
の
で
あ
る

私
は
別
に
い
い
け
ど

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

内
心
で
は
む
し
ろ
ウ

ル
カ
ム
で
興
味

々
な
リ
オ
ン
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

ナ
イ
ツ
に
加
入
し
て
も
ら
う
か
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今
そ

ち
に
参
加
要

を
す
る
か
ら

目
の
前
の
画
面
を
タ

プ
し
て

し
て
く
れ

分
か

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
何
か
を
操
作
す
る
よ
う
な
動
き
を
す
る
と

リ
オ
ン
の
目
の
前
に

 
ナ
イ
ツ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

へ
の
参
加
を
希
望
し
ま
す
か

Ｙ
Ｅ
Ｓ

と
い
う

文

が
現
れ

 
リ
オ
ン
は
迷
う
事
な
く
Ｙ
Ｅ
Ｓ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
仲
間
を
誘
う
方
法
を
教
え
る
か
ら
な

あ

大
丈
夫

事
前
に
説
明
は
受
け
て
る
か
ら

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

来
た
メ
ン
バ

に
は
通
信
機
を

し
て
く
れ
な

 
そ
し
て
こ
れ
が
リ
オ
ン
の
分
だ

そ
の
通
信
機
だ
け
は
特
別
製
で
一
発
で
全
員
に
連

が
い

く
か
ら

 
も
し
何
か
あ

た
ら
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
ん
だ
ぞ

仲
間
達
が
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
る
か
ら

了
解

そ
れ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
が
少
し

れ
て
く
る
と
思
う
か
ら
そ

ち
に
は
こ
の
制
服
も

し
て
く
れ

な
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う
ん

か
る
ね

そ
れ
じ

あ
俺
は
街
の
全
容
を

し
て
く
る
か
ら

後
は
任
せ
た

あ

う
ん

行

て
ら

し

い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
去

た
後

リ
オ
ン
は
何
気
な
く
メ
ン
バ

リ
ス
ト
を
見
た

 
そ
こ
に
は
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
の
す
ぐ
下
に
リ
オ
ン
の
文

が
あ
り

 
リ
オ
ン
は
そ
れ
を
見
て
思
わ
ず
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
し
ま

た

そ
ん
な
リ
オ
ン
に
声
を
か
け
る

者
が
い
た

ハ
イ

録
に
来
た
わ
よ

あ

も
し
か
し
て

シ
ノ

ン

あ
れ

そ
の
声
は
も
し
か
し
て

リ
オ

ン

 
二
人
は
お

い
の
事
を
う

か
り
本
名
で
呼
び
そ
う
に
な
り

て
て
ン
の
文

を
付
け

足
し
た

 
二
人
は
も
う
す

か
り
仲
良
し
で
あ
り
お

い
の
事
を
呼
び

て
に
す
る
よ
う
に
な

て
い

た

録
だ
ね

今
送
る
ね
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あ
う
ん
今
日
は
ど
う
し
た
の

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
連
れ
て
こ
ら
れ
ち

た

う
ん

受
付
嬢
の
代
わ
り
を
し
て
く
れ

て

あ
は

そ
う
な
ん
だ

で

他
の
人
は

え

と
ね

ま
だ
誰
も
来
て
な
い
ん
だ
け
ど

指

は

い
て
る
よ

ふ
む
ふ
む

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
シ
ノ
ン
に

点
探
し
を
す
る
よ
う
に
と
い
う
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
指

を
伝

え
たあ

と
こ
こ
は
飛
べ
な
い
か
ら
注
意
し
て
く
れ
だ

て

オ

ケ

オ

ケ

こ
の
後
も
た
く
さ
ん
人
が
来
る
と
思
う
け
ど

頑
張

て

う
ん

シ
ノ
ン
も
気
を
つ
け
て
ね

大
丈
夫

街
の
中
で
戦
闘
は
出
来
な
い
か
ら

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
シ
ノ
ン
は
リ
オ
ン
に
手
を

る
と

街
中
へ
と
消
え
て
い

た

 
そ
の
後
も

続
々
と
参
加
予
定
の
仲
間
達
が
リ
オ
ン
の
下
を
訪
れ
た

 
ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

キ
リ
ト

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ
の
五
人
を
始
め
と
し
て

 
ユ
キ
ノ

ユ
イ
ユ
イ

イ
ロ
ハ

ユ
ミ

コ
マ
チ

セ
ラ
フ

ム

ク

ク
ロ
ビ
ン

フ
カ
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次
郎

 
フ

イ
リ
ス
ク
リ
シ

ナ
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
リ

フ

レ
コ
ン
メ
ビ
ウ
ス
レ
ヴ

 
ナ
タ
ク

ス
ク
ナ

ア
ル
ゴ
の

に

続
々
と
ヴ

ル
ハ
ラ
組
が
メ
ン
バ

録
し
て
い
く

う

ん

う
ち
の
ナ
イ
ツ
の
制
服

て

圧
感
が
あ
る
な

 
で
も
格
好
い
い
と
い
う
か

い
か
に
も
強
そ
う

 
リ
オ
ン
は
仲
間
達
の
制
服

を
見
て

そ
ん
な
感
想
を

き
つ
つ

 
知
ら
な
い
人
も
多
く
い
た

そ
の
度
に
自

紹
介
を
し

同
時
に
今
の

況
を
説
明
し
て

い

た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
と
ソ
レ
イ
ユ
が
現
れ

最
後
に
ロ
ザ
リ
ア
が
そ
の

を
現
し
た

あ
ら
リ
オ
ン

ご
苦
労
様

室
⻑

大
丈
夫

ナ
ン
パ
と
か
さ
れ
て
な
い

え
え
と

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す

も
し
あ
ま
り
に
も
し
つ
こ
い
奴
ら
が
現
れ
た
ら

す
ぐ
に
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
の
よ

 
ま
あ
こ
の
制
服
と
ヴ

ル
ハ
ラ
の
文

を
見
て
声
を
か
け
て
く
る
馬

も
い
な
い
と
思
う
け
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ど
そ
う
で
す
ね

み
ん
な
こ
の
プ
ラ
カ

ド
を
見
て
ギ

と
し
ま
す
か
ら

そ
れ
じ

あ
私
も
行
く
わ
ね

頑
張

て

あ

は
い

 
そ
し
て
次
に

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
が

に

を
現
し
て
い

た

 
レ
ン

シ

リ

ゼ
ク
シ

ド

ユ

コ

ハ
ル
カ

闇
風

薄
塩
た
ら
こ

ミ
サ
キ
で

あ
る

 
特
に
レ
ン
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
制
服
を
も
ら
い

嬉
し
そ
う
に
は
し

い
で
い
た

 
リ
オ
ン
は
そ
の
と
て
も
か
わ
い
い

に
ほ

こ
り
し
た

 
も
し
理
央
が
香
蓮
に
リ
ア
ル
で
会

た
ら
そ
の
ギ

プ
に
驚
く
事
は
間
違
い
な
い

 
ち
な
み
に
エ
ム
は

リ
ア
ル
が
忙
し
す
ぎ
て
今
回
の
参
加
は
断
念
し
て
い
た

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
ま
だ
エ
ム
に
自
分
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
い
る
事
を
教
え
て
い
な
か

た

 
こ
れ
は
彼
女
に
と

て
は
幸
い
で
あ

た

バ
レ
た
ら
多
少
は
愚
痴
を
言
わ
れ
た
事
で
あ
ろ

う
う
わ

こ

ち
の
人
達
は
何
か
軍

い

そ
れ
に
し
て
も
レ
ン
ち

ん
は
か
わ
い
い
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な 
リ
オ
ン
は
絶
対
に
レ
ン
ち

ん
と
友
達
に
な
ろ
う
と
思
い
な
が
ら

リ
ス
ト
を
チ

ク
し

 
ま
だ
到
着
し
て
い
な
い
プ
レ
イ
ヤ

が
誰
も
い
な
い
事
を
確
認
し
た

さ
て

こ
れ
で
全
員
か
な

こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

 
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら
全
員

て
き
ち

う
し

 
リ
オ
ン
が
そ
う

い
た
丁
度
そ
の
時

リ
オ
ン
に
声
を
か
け
て
く
る
プ
レ
イ
ヤ

の
集
団
が

あ

た
ね

君

か
わ
い
い
ね

も
し
良
か

た
ら
俺
達
の
ナ
イ
ツ
に
入
ら
な
い

す

す
み
ま
せ
ん

間
に
合

て
ま
す

 
リ
オ
ン
は
何
と
か
そ
う
言

た
も
の
の

内
心
で
は
テ
ン
パ

て
い
た

 
こ
う
い

た
事
に
慣
れ
て
い
な
い
せ
い
で
あ
る

 
リ
オ
ン
の
服
装
を
見
て
も
特
に
リ
ア
ク
シ

ン
が
無
い
の
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
出
身
の
プ
レ
イ
ヤ

だ
か

ら
で
あ
ろ
う

 
ち
な
み
に
今
は
プ
ラ
カ

ド
を
下
に
置
い
て
し
ま

て
お
り

 
リ
オ
ン
は
そ
の
事
に
気

く
と

て
て
プ
ラ
カ

ド
を
相
手
に
見
せ
る

に

お
う
と
し
た
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ヴ

ル
ハ
ラ
の
名
前
は
他
の
ゲ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

で
も
知

て
い
る
可
能
性
が
高
い
か
ら

だ 
だ
が
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

プ
ラ
カ

ド
に
手
を

ば
し
か
け
た
リ
オ
ン
の
手
を
掴
ん
だ

ま
あ
ま
あ
そ
ん
な

険
に
し
な
く
て
も
い
い
じ

な
い

 
こ
う
見
え
て
俺
達
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
じ

か
な
り

名
な
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
だ

は

離
し
て
下
さ
い

や
だ
な

変
な
事
は
し
な
い

て

そ
う
そ
う

ち

と
話
を

い
て
く
れ
る
だ
け
で
い
い
か
ら
さ

 
さ
す
が
に
こ
の

況
は
ま
ず
い
と
思

た
リ
オ
ン
は

 
こ

そ
り
と
も
う
片
方
の
手
で
通
信
機
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

ん

君

そ
の
手
に
持

て
る
の
は

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
う
言
い
な
が
ら
リ
オ
ン
の
も
う
片
方
の
手
を
掴
も
う
と
し
た
そ
の

間

に 
突
然
リ
オ
ン
の
背
後
に
現
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

が
い
き
な
り
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
殴
り
飛
ば
し

た
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ぐ
わ

て

て
め
え

い
き
な
り
何
し
や
が
る

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ

て
め
え
ら

う
ち
の
リ
オ
ン
に
何
し
て
や
が
る

ハ

ハ
チ
マ
ン

 
リ
オ
ン
は
そ
う
言

て

素

く
ハ
チ
マ
ン
の
背
後
に

れ
た

ハ

ハ
チ
マ
ン

て
も
し
か
し
て

噂
に

く
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

ザ
・
ル

ラ

か

て
事
は
あ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
か
よ

や
べ
え

ず
ら
か
る
ぞ

ど
う
や

て

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
背
後
に
は

に
キ
リ
ト
が

王
立
ち
し
て
い
た

俺
は
キ
リ
ト
だ

見
た
感
じ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

み
た
い
だ
が

 
そ
れ
で
も
俺
の
名
前
は
当
然
知

て
る
よ
な

び

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
者
の
キ
リ
ト

ど
う
し
た
の

こ
い
つ
ら
は
何

十
人
が
か
り
と
は

こ
れ
は
ま
た
穏
や
か
じ

な
い
ね

お
う
シ
ノ
ン

ゼ
ク
シ

ド

こ
い
つ
ら
は
う
ち
の
リ
オ
ン
に
何
か
用
事
が
あ
る
ら
し
い

げ
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ま

ま
さ
か

 
直
後
に
シ
ノ
ン
と
ゼ
ク
シ

ド
も
そ
の
場
に
駆
け
つ
け

八
幡
が
そ
の
名
を
呼
ん
だ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

天
し
た

偶
然
に
も
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
者
が
三
人
と
も
集
ま

た
か
ら

で
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
場
に
は
次
々
と
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

が
集
ま

て
き
た

 
そ
の

総
勢
三
十
七
人

リ
オ
ン
に
声
を
か
け
た
プ
レ
イ
ヤ

達
も
十
人
ほ
ど
の
集
団
で
あ

た
が

 
さ
す
が
に

が
違
い
す
ぎ
て

ま

た
く
勝
負
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う

 
も

と
も
人

が
少
な
く
て
も
勝
負
に
は
な
ら
な
い
の
だ
が

であ

あ
の

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

も
う
二
度
と
こ
い
つ
に
関
わ
る
な

分
か

た
か

は

は
い

 
そ
し
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
集
団
は

脱

の

く
逃
げ
出
し
て
い
き

 
リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
お

を
言

た
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あ

あ
り
が
と

そ
し
て
皆
さ
ん

お

が
せ
し
ま
し
た

ま
さ
か
ヴ

ル
ハ
ラ
の
名
前
を
見
て
ナ
ン
パ
し
て
く
る
馬

が
い
る
な
ん
て
思

て
な
か

た

か
ら
な

ま
あ
こ
れ
は
仕
方
な
い
よ
ね

馬

は
ど
こ
に
も
い
る
も
ん
さ

リ
オ
ン
は
何
も
悪
く
な
い
か
ら
ね

ご
め
ん
丁
度
全
員
の

録
が
終
わ

て
プ
ラ
カ

ド
を
下
に
置
い
た
直
後
だ

た
ん
だ
よ

ね
あ
あ

そ
う
い
う
事
か

事
故
だ
事
故

ま
あ
せ

か
く
集
合
し
た
ん
だ
し

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
先
に
あ
る

フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

て
店
を
貸
し
切

て

 
そ
こ
で
集
め
た
情
報
を
一

ま
と
め
よ
う

フ

ン
リ
ル

て
北

神
話
に
出
て
く
る
狼
の
怪
物
だ
よ
な

 
ま
る
で
う
ち
の

に
あ
る
よ
う
な
名
前
の
店
だ
な

だ
ろ

そ
う
思

て
チ

ク
し
て
お
い
た
ん
だ
よ

 
そ
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

達
は

移
動
を
開
始
し
た

 
そ
の
店
は
街
の
中
心
に
あ
る
ビ
ル
の
五

に
あ

た
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一
同
は

番
に
エ
レ
ベ

タ

で
上
へ
と
向
か

た

あ
ら

分
と
お
し

れ
な
お
店
じ

な
い

内
装
と
か
も

て
る
な

お
い

こ
れ
を
全
部

が
作

た
の
か

商

あ
が

た
り
だ
な

ア
ル
ゴ

楽
で
い
い
じ

な
い
か
よ
キ

む
し
ろ
ウ

ル
カ
ム
だ
ウ

ル
カ
ム

 
リ
オ
ン
は
リ
オ
ン
で

始
め
て
入
る
ゲ

ム
内
で
の
店
に
興
奮
し
て
い
た

う
わ

凄
い
リ
ア
ル

で
し

そ
れ
じ

あ
何
か
注
文
し
て
み
よ

か

 
シ
ノ
ン
が
そ
う
リ
オ
ン
に
声
を
か
け

リ
オ
ン
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に

け
る
と

 
シ
ノ
ン
と
一

に
メ
ニ

を
見
て

そ
の
種

の
豊

さ
に
驚
い
た

う
わ

凄
く
種

が
多
い
ね

ま
あ
味
の
基
本
デ

タ
さ
え
あ
れ
ば
そ
の
組
み
合
わ
せ
で
か
な
り
の

の
料
理
を
用
意
出
来

る
か
ら
な

材
料
と
か
の
現
物
を
用
意
す
る
必
要
も
な
い
し
ね

そ

か

確
か
に
そ
う
だ
ね
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ま
あ
実

に
食
べ
る

じ

な
い
し

お
腹
が

れ
た
よ
う
な
気
に
な
る
だ
け
だ
け
ど
ね

ダ
イ
エ

ト
に
な

て
い
い
ん
じ

な
い

ま
あ
そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る
が
依
存
す
る
と
健

を
害
す
る
か
ら
気
を
つ
け
ろ
よ
リ
オ

ン
確
か
に

そ
れ
じ

あ

自
休

し
つ
つ

持
ち
寄

た
情
報
を
整
理
す
る
と
し
よ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
葉
で
続
々
と
情
報
が
集
ま

た

だ
が
中
々
こ
れ
と
い
う
物
件
は
無
い

 
い
い
感
じ
に

点
に
出
来
そ
う
な
物
件
は
い
く
つ
も
あ

た
が
ど
う
も
決
め
手
に

け
る
の

だ
こ
れ
は
や
は
り
ア
レ
じ

な
い
か
ら
か

だ
な

ア
レ
が
足
り
な
い
な

ハ
チ
マ
ン
君
キ
リ
ト
君

ア
レ

て

ん

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
だ
ろ

 
そ
し
て
二
人
は
お

い
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
に
顔
を
見
合
わ
せ
た
後

こ
う
言

た

秘
密
基
地
だ
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ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
同
時
に
そ
う
言
い

一
同
は
そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

い
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
も
そ
の
ノ
リ
に
ち

ん
と
付
い
て
い
き

う
ん
う
ん
と

い
て
い
た
が

 
唯
一
リ
オ
ン
だ
け
が
戸
惑

て
い
た

ま
あ
こ
れ
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う

お
い
ア
ル
ゴ
一
つ
だ
け

か
せ
て
く
れ
こ
の
街
に
そ
う
い

た

設
は
存
在
し
て
る
と

思
う
か

う

ん

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
二
十
五
層
ま
で
の
街
デ

タ
を
参
考
に
こ
の
街
を
生
成
し
た
は
ず

だ
か
ら

 
多
分
あ
る
ん
じ

な
い
か
と
は
思
う
ん
だ
よ
ナ

そ
う
か

よ
し
今
度
は
普
通
の
物
件
じ

な
く
そ
う
い

た
ポ
イ
ン
ト
を
重
点
的
に
調

べ
よ
う

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
店
の
貸
し
切
り
時
間
が
ま
だ
二
時
間
残

て
る
か
ら
一
時
間
後
に
こ
こ
に

集
合
な

 
そ
の
指

を
受
け

一
同
は
再
び
街
へ
と
散

て
い

た

リ
オ
ン
は
俺
と
ア
ス
ナ
と
一

に
行
く
か

そ
う
だ
ね

そ
れ
な
ら
何
が
あ

て
も
心
配
な
い
し
ね
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お

お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
三
人
も

街
の
あ
ち
こ
ち
を

念
に
調
べ
始
め
た
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第
６
４
０
話
 
秘
密
基
地
を
探
せ

い
ざ
探
し
て
み
る
と

中
々
そ
れ

い
場
所
は
見
つ
か
ら
な
い
も
ん
だ
ね

そ
の
代
わ
り
街
に
は
ど
ん
ど
ん

し
く
な

て
る
な

秘
密
基
地

秘
密
基
地

 
三
人
は
そ
れ

い
場
所
を
探
索
し
ま
く

た
が

そ
れ
ら
し
き
場
所
は
中
々
見
つ
か
ら
な

か

た

 

中
何
度
も
仲
間
と
行
き
あ
い
情
報
交
換
を
し
た
が
そ
れ
ら
し
き
場
所
の
発
見
報
告
は
無
い

リ
オ
ン

マ

プ
の

合
は
ど
う
だ

う
ん

そ

ち
は

調
に

ま

て
る
み
た
い

 
こ
の
エ
リ
ア
で
は

プ
レ
イ
ヤ

は
い
つ
で
も
白
地
図
を
呼
び
出
す
事
が
出
来
た

 
そ
の
地
図
は
一
度
移
動
し
た
場
所
が
ど
ん
ど
ん
オ

プ
ン
に
な

て
い
く
タ
イ
プ
の
地
図
で
あ

り 
こ
れ
は
ナ
イ
ツ
に

え
ら
れ
た
機
能
の
一
つ
で
も
あ

た

 
メ
ン
バ

の
誰
が
そ
の
場
所
に
移
動
し
て
も

全
員
の
マ

プ
が
更
新
さ
れ
る
仕
様
で
あ
り
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更
に
ど
の
場
所
が
ど
ん
な

設
な
の
か

名
前
と
業
種
を

録
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
ち
な
み
に
最
初
に
全
員
に
配
ら
れ
た
通
信
機
も
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

に

え
ら
れ
た
機
能
の
一

つ
で
あ
る

う

ん

マ

プ
は
ど
ん
ど
ん

ま

て
く
が

見
つ
か
ら
な
い
ね

 
そ
れ
か
ら

十
分
後

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
も
マ

プ
を
開
き

そ
う

息
し
た

他
に
行

て
な
い
所
は
も
う
無
い
か

も
う
す
ぐ
一
時
間
だ
し

一
度
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

に

る

そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
三
人
は

と
ぼ
と
ぼ
と
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

へ
と

り
始
め
た

 

中
何
人
も
の
仲
間
と
合
流
し
た
が

そ
の
表
情
は
皆
暗
か

た

も
し
か
し
て

秘
密
基
地
的
な
場
所
は
存
在
し
な
い
の
か
も
な

絶
対
あ
る
と
思

た
ん
だ
け
ど
な

ま
あ
仕
方
な
い
ね

ど
こ
を

点
に
す
る
か

通
常
物
件
の
中
か
ら
選
ぶ
相
談
を
し
よ

か

 
そ
し
て
リ
オ
ン
達
は
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

が
あ
る
ビ
ル
の
前
に
到
着
し
た
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素
人
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
は
い
え

せ

か
く
来
た
ん
だ
し

 
私
も
も
う
ち

と
こ
う
い
う
部
分
で
役
に
立
ち
た
か

た
な

 
リ
オ
ン
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
ビ
ル
を
見
上
げ
た

 
六

て
の
ビ
ル
の
五

に

先
ほ
ど
見
た
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

の
内
装
が
見
え

 
リ
オ
ン
は
今
度
は
何
を
注
文
し
て
み
よ
う
か
な

と
考
え
な
が
ら

 
ハ
チ
マ
ン
達
と
一

に
エ
レ
ベ

タ

の
中
に
乗
り
込
ん
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が

一
番
上
の
五

の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
の
を
見
た

間
に

 
リ
オ
ン
の

内
に
先
ほ
ど
自
分
が
見
た
光
景
が
フ
ラ

シ

バ

ク
し
た

あ

あ
れ

ん

リ
オ
ン

ど
う
し
た

ご

ご
め
ん

ち

と
待

て

お

お
う

 
そ
し
て

囲
の
者
達
が
何
事
か
と
首
を

げ
る
中

リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う

ね
た

こ
こ

て
五

だ
よ
ね

あ
あ

そ
う
だ
な
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ご
め
ん

ち

と
来
て

お

お
い

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
手
を
引
い
て
再
び
エ
レ
ベ

タ

に
乗
り
込
み

 
迷
う
事
な
く
一

の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

い
き
な
り
ど
う
し
た

ご
め
ん

ち

と
付
き
合

て

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
手
を
引
き

そ
の
ま
ま
ビ
ル
の
外
に
出
た

 
ま
だ
下
に
い
た
仲
間
達
が

ど
う
し
た
の
か
と
そ
の
後
に
続
い
た

ね

見
て

ん

ど
こ
だ

あ
そ
こ

あ
れ

て
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

だ
よ
ね

 
リ
オ
ン
は
外
か
ら
見
え
る

フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

を
真

直
ぐ
指
差
し
た

あ
あ

あ
れ

 
そ
れ
で
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
も
違
和
感
を
感
じ
た
ら
し
い

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て

く
と

再
び
エ
レ
ベ

タ

へ
と
走

た
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お

お
い

ど
う
し
た
ん
だ
よ

 
そ
ん
な
二
人
に

そ
の
場
に
い
た
者
を
代
表
し
て
キ
リ
ト
が
そ
う

ね
た

キ
リ
ト

お
前

さ

き
外
か
ら
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

を
見
た
か

そ
れ
な
ら
見
た
け
ど

ど
こ
に
あ

た

ビ
ル
の
五

だ
ろ

上
か
ら
二
番
目

じ

あ
こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

エ
レ
ベ

タ

の

層
ボ
タ
ン
を
指
差
し
た

 
そ
こ
に
は
五

ま
で
の
ボ
タ
ン
し
か
な
く

キ
リ
ト
も
そ
れ
を
見
て
目
を
見
開
い
た

お

お
い

ま
さ
か

分
か

た
か

そ
う
だ

こ
の
ビ
ル
は
六

て
な
の
に

 
エ
レ
ベ

タ

の
ボ
タ
ン
が
五

ま
で
し
か
無
い
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
他
の
者
達
も
ど
よ
め
い
た

と
り
あ
え
ず
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

に

る
ぞ

 
そ
し
て
一
同
は

再
び
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

に
集
結
し
た
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ハ
チ
マ
ン
君

何
が
あ

た
の

今
か
ら
説
明
す
る

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

こ
こ
が
最
上

だ
と
思

て
い
た
こ
の
ビ
ル
に

 
上
の
フ
ロ
ア
が
存
在
す
る
事
を
告
げ

全
員
で
上
へ
の
ル

ト
を
探
す
事
と
な

た

か
何
か
は
無
い
か

ど
こ
に
も
無
い
わ
ね

他
の
フ
ロ
ア
か
ら

非
常

的
な
の
が

び
て
る
と
か

分
担
し
て
全
部
の
フ
ロ
ア
を
チ

ク
し
た
け
ど

何
も
無
か

た
わ
ね

外
に
も
行

て
み
た
け
ど
そ
れ

い

は
無
か

た

た
だ
の
バ
グ

て
可
能
性
は

ど
う
だ
ろ
う

さ
す
が
に
無
い
ん
じ

な
い
か

こ
の
街
は

生
成
だ
し
な

一
体
ど
こ
に

 
リ
オ
ン
も
必
死
で
上
へ
の
ル

ト
を
探
し
た
が

や
は
り
見
つ
か
ら
な
い

隣
の
ビ
ル
か
ら
見
え
な
い
通
路
が
繋
が

て
る
と
か
は

ど
う
だ

た
か
な

も
う
一
度
外
か
ら
こ
の
ビ
ル
を
見
に
い

て
み
る
か
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わ

私
も
行
く

 
そ
う
言

て
下
に
向
か
お
う
と
す
る
ハ
チ
マ
ン
に

リ
オ
ン
も
同
行
し
た

 
二
人
は
下
か
ら
ビ
ル
を
見
上
げ
こ
の
ビ
ル
の

に
は
同
じ
高
さ
の
ビ
ル
が
存
在
し
な
い
事

を
確
認
し

 
更
に
外
か
ら
中
に
入
る
扉
も
何
も
存
在
し
な
い
事
を
確
か
め
た

ハ
チ
マ
ン

的
に
も

し
通
路
の

は
存
在
し
て
い
な
い
と
思
う
わ

 
そ
こ
に
上
に
い
る
ク
リ
シ

ナ
か
ら
そ
う
通
信
が
入
り
二
人
は
悩
み
な
が
ら
再
び
ビ
ル
を
見

上
げ
た

一
体
ど
こ
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

ど
こ
だ
ろ
う
ね

あ

あ
れ

ど
う
し
た
リ
オ
ン

ま
た
何
か
気

い
た
か

う

う
ん

ね

ハ
チ
マ
ン

あ
の
エ
レ
ベ

タ

さ

 
外
か
ら
見
る
と

ち

ん
と
一
番
上
ま
で
繋
が

て
な
い

確
か
に

そ
う
か

エ
レ
ベ

タ

か

多
分
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そ
し
て
二
人
は
再
び
エ
レ
ベ

タ

へ
と
舞
い

り
今
度
は
そ
の
中
を

に
調
べ
始
め
た

五

の
ボ
タ
ン
の
上
に
は

何
も

さ
れ
て
い
な
い
か

ボ
タ
ン
を
何
か
の

番
で
押
す
と
か

そ
こ
ま
で
複
雑
に
は
し
な
い
と
思
う
が

 
そ
し
て
エ
レ
ベ

タ

は
再
び
五

ま
で
上
が
り
扉
が
開
く
と
外
か
ら
ク
リ
シ

ナ
が
顔

を
出
し
た

ど
う

何
か
分
か

た

ど
う
や
ら
エ
レ
ベ

タ

が
怪
し
い

て
事
が
分
か

た

 
外
か
ら
見
る
と
こ
の
エ
レ
ベ

タ

ち

ん
と
上
ま
で
繋
が

て
や
が
る

な
る
ほ
ど

上
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き
な
が
ら

何
と
な
く
五

の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
ピ

 
そ
の

間
に

ど
こ
か
ら
か
そ
ん
な

子
音
が

こ
え

三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

今
確
か
に
音
が
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今
五

の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
の
よ
ね

お
う

こ
う
い
う
時
の
定
番

て
言
う
と

⻑
押
し

 
三
人
は
同
時
に
そ
う
叫
び

ハ
チ
マ
ン
は
五

の
ボ
タ
ン
を
押
し
続
け
た

 
そ
し
て
キ

チ
リ
六

後
に

三
人
の
目
の
前
に

物
件
の

入
画
面
が
出
現
し
た

あ

た

 
そ
の
声
を

き

仲
間
達
が
ど
ん
ど
ん
集
結
し
て
き
た

あ

た
の
か

お
う

五

ボ
タ
ン
を
六

押
し

ぱ
な
し
に
し
た
ら

こ
の
画
面
が
出
て
き
た
わ

六

て

一
フ
ロ
ア
一

な
の
か
な

ど
れ
ど
れ

入
画
面
か

や

た
な
お
い

ち
な
み
に
い
く
ら
だ

幸
い
余

で

え
る

だ
な

五
千
万

ギ
ル
ド
の
資
金
の
五
分
の
一
く
ら
い
か

み
ん
な
い
る
か

ど
う
や
ら

入
前
に
六

の
様
子
は
見
る
事
は
出
来
な
い
よ
う
だ
が
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入
す
る
事
に

の
あ
る
奴
は
い
る
か

 
そ
の
問
い
に
は
誰
も
答
え
ず

ハ
チ
マ
ン
は

い
た

よ
し

う
ぞ

お
う

秘
密
基
地

ゲ

ト
だ

や

た
ね

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

入
ボ
タ
ン
を
押
し

次
に
物
件
の
名
前
の
入
力
画
面
が
現
れ
た

点
の
名
前
か

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
・
ガ

デ
ン
だ
と
⻑
い
よ
な

よ
し

リ
オ
ン

お
前
が
決
め
て
く
れ

え
 
そ
の
言
葉
に
リ
オ
ン
は
と
て
も
驚
い
た

な

何
で
私

だ

て
こ
こ
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
は
お
前
の
お
か
げ
じ

な
い
か
よ

な

み
ん
な

議
な
し
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リ
オ
ン

任
せ
た

大
丈
夫

ど
ん
な
名
前
で
も
誰
も
文

は
言
わ
な
い

て

そ
う
そ
う

気
楽
に
ね

う

う

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は

迷
い
な
が
ら
も
こ
う
答
え
た

ウウウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン

よ
し

今
か
ら
こ
こ
は
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
だ

こ
こ
を
狼
達
の
天
国
に
し
て
や
ろ
う

お
う

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
名
前
を
入
力
し
た

間
に

囲
に
突
然
こ
ん
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

こ
の
ビ
ル
は

ナ
イ
ツ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

の

点
と
し
て

録
さ
れ
ま
し
た

 
以
後
は
ビ
ル
の
入
り
口
に
て
入
室
チ

ク
が
行
わ
れ
る
事
と
な
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

ビ
ル

 
そ
れ
は
メ
ン
バ

達
に
と

て

天
の

だ

た
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誰
も
が
六

が

点
と
な
る
の
だ
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
ビ
ル
全
体
が

点
扱
い
に
な
る
よ
う
だ

そ
し
て
直
後
に
再
び
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ

た
こ
れ
よ
り
当
ビ
ル
は

点
モ

ド
に
移
行
し
ま
す

中
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

は

 
終
了
ま
で
ビ
ル
の
廊
下
に
て
待
機
し
て
下
さ
い

り
返
し
ま
す

う
わ

そ

外
に
出
ろ

 
そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

き

三
人
は

て
て
エ
レ
ベ

タ

か
ら
外
に
出
た

 
そ
し
て
一
同
が

を
飲
ん
で
見
守
る
中
あ
ち
こ
ち
か
ら
何
か
が
動
く
音
が

こ
え
て
き
た

何
だ
こ
れ

さ
す
が
に
こ
れ
は
や
り
す
ぎ
じ

ね

一
体
ど
う
な
る
の
か
し
ら

 
そ
し
て
す
ぐ
に
音
が
止
み

り
は
静

に
包
ま
れ
た

よ
し

分
担
し
て

層
の
チ

ク
だ

ユ
キ
ノ

分
担
を

分
か

た
わ
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そ
し
て
ユ
キ
ノ
の
仕
切
り
で
分
担
が

り
当
て
ら
れ

メ
ン
バ

達
は
散

て
行

た

  
調
査
の
結
果

以
上
の
事
が
判
明
し
た

 
・
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

の
メ
ニ

は
全
部
タ
ダ

 
・
五

か
ら
六

に
か
け
て
は

き
抜
け
に
な
り
室
内
の

で
六

に
上
が
れ
る
よ
う
に

な

た

 
・
そ
の
六

は
た
だ
の
談
話
室

 
・
四

は
戦
闘
訓
練
場
と
射
撃
訓
練
場

 
・
三

は
ロ

カ

と
武
器

 
・
一

二

は

合
さ
れ

ガ
レ

ジ
に
な

た

ち
な
み
に
乗
り
物
は
ま
だ
何
も
無
し

 
・
外
に

ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン

の

が
出
て

秘
密
基
地
感
が
無
く
な

た

 
一
番
最
後
の

目
に
関
し
て
は

全
員
が
何
と
も
い
え
な
い
表
情
を
す
る
事
に
な

た

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
は

合
同
イ
ベ
ン
ト
の

点

ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
を
ま
ん
ま
と
入
手
し
し
ば
ら
く
は
こ
こ
を

点
に
冒
険
が
幕
を
開
け
る

事
に
な
る
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こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で



 第６４１話 アイの岩戸

 
第
６
４
１
話
 
ア
イ
の
岩
戸

 
新
し
い
エ
ピ
ソ

ド
の
始
ま
り
で
す

こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は

＋

話

関
連
あ
り

で
お

送
り
し
ま
す

ど
う
い
う
つ
も
り

ん

何
が
だ

今
日
は
勉
強
を
休
ん
で
俺
に
付
き
合
え
と
か

ら
し
く
な
い

て
い
う
か

今
日
は
特
別
だ

勉
強
が
忙
し
い
だ
ろ
う
に

悪
い
な

ま

ま
あ
別
に
い
い
け
ど

 
理
央
は
ぶ

き
ら
ぼ
う
な
態
度
で
そ
う
答
え
た
が

内
心
は
も
ち
ろ
ん
ニ
コ
ニ
コ
で
あ
る

 
さ
す
が
は
ツ
ン
デ
レ

子
と
仲
が
い
い
だ
け
の
事
は
あ
る

は
友
を
呼
ぶ
の
で
あ
ろ

う
こ
れ
か
ら
行
く
の
は
眠
り
の
森
と
い
う

設
だ
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眠
り

何

ソ
レ
イ
ユ
の
事
業
の
一
つ
だ

い
ず
れ
俺
の
直
属
に
な
る
以
上

 
必
ず
知

て
お
い
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い

の

設
だ
な

 
今
日
は
た
ま
た
ま
俺
が
そ
こ
に
行
く
予
定
の
日
だ

た
か
ら

 
こ
の
機
会
に
理
央
に
も
説
明
し
て
お
こ
う
と
思

て
な

な
る
ほ
ど

ち
な
み
に
何
の

設

終
末

療
を
受
け
て
い
る
若
者
達
が

ら
し
て
い
る

設
だ

 
そ
の

間
に
理
央
は
ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
た

も
し
か
し
て

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

そ
う
だ

よ
く
知

て
る
な

お

さ
ん
に

い
た
の
か

そ
れ
も
あ
る
け
ど
一
応
元
か
ら
名
前
く
ら
い
は
知

て
た

そ
う
か

 
理
央
か
ら
は
そ
れ
以
上
は
何
も

ね
て
く
る
気
配
も
な
く

 
二
人
は
無
言
の
ま
ま
眠
り
の
森
へ
と
た
ど
り
着
い
た

こ

ち
だ
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う
ん

 
理
央
は
特
に
八
幡
に
文

を
言
う
で
も
な
く

素
直
に
そ
の
後
に
つ
い
て
い

た

 

が

者
な
せ
い
か

理
央
な
り
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
八
幡
の
案
内
で
理
央
は

子
に
引
き
合
わ
さ
れ
こ
の

設
の
説
明
を
受
け
る
事
に

な

た
初
め
ま
し
て
理
央
ち

ん

双
葉
先
生
と
は
何
度
か
学
会
で
ご
一

さ
せ
て

い
た
わ

の
事

ご
存
知
な
ん
で
す
ね

ご
家
族
の
事
ま
で
は
知
ら
な
か

た
け
ど
ね

 
理
央
は
そ
の
ま
ま
外
部
の
者
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
事
を
説
明
す
る

の
部
屋
に
案
内
さ

れ 
そ
こ
で

子
に
レ
ク
チ

を
受
け
そ
の
つ
い
で
に
眠
り
の
森
の
設
立

の
説
明
も
受
け

た
そ
れ
じ

あ
こ
の

設
が
今
こ
こ
に
あ
る
の
は

八
幡
の
お
か
げ
な
ん
で
す
か

そ
う
い
え
ば
理
央
ち

ん
は
八
幡
君
の
事
を
呼
び

て
に
す
る
の
ね

仲
が
良
さ
そ
う
で

ま

し
い
わ
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子
は
理
央
の
質
問
に
答
え
よ
う
と
し
て
ふ
と
そ
の
事
に
気

き
面
白
そ
う
に
そ
う
言

た
こ
い
つ

一
度
許
可
し
て
か
ら
は
ま

た
く
遠

し
な
く
な

た
ん
で
す
よ
ね

許
可
を
出
し
た
の
は
八
幡
で
し

う
が

 

子
さ
ん
違
う
ん
で
す

こ
れ
は

に

利
を
行
使
し
て
る
だ
け
で

許
可

利

は
い

私
の
入
社
の
契
約
書
に

 
八
幡
の
名
前
を
呼
び

て
に
す
る
事
を
許
可
す
る

て
書
い
て
あ

た
ん
で
す

ギ

グ
の
つ
も
り
だ

た
ん
で
す
け
ど
ね

 
八
幡
は
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言

た
が

特
に
悪
い
気
は
し
て
い
な
い
よ
う
だ

へ

ふ

ん

利
だ
か
ら

ね

そ
そ
う
で
す
せ

か
く
も
ら

た

利
は
使
わ
な
い
と
も

た
い
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
だ
か
ら
仕
方
な
く
使

て
る
だ
け
で
別
に
好
き
好
ん
で
そ
う
呼
ん
で
い
る

じ

あ
り
ま
せ

ん 
私

て

性
な
部
分
が
あ
る
ん
で
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あ
ら

な
の
な
ら
私
か
ら
八
幡
君
に
許
可
を

回
す
る
よ
う
に
頼
ん
で
あ
げ
ま
し

う
か

い
い
え
一
度

え
た

利
を
取
り
上
げ
た
り
す
れ
ば
八
幡
の
評
判
に
関
わ
る
と
思
う
の

で 
い

今
の
ま
ま
で
い
い
ん
じ

な
い
で
し

う
か

ね

冗
談
よ
冗
談

 

子
は
そ
ん
な
理
央
を
見
て
ク
ス
ク
ス
笑
い

説
明
に

た

先
ほ
ど
の
答
え
は
イ
エ
ス
よ
彼
が
引
き
受
け
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
眠
り
の
森
は
今
こ
こ
に

あ
る

 
も

と
も
彼
は
そ
の
後

我
が
家
の
次
期
当
主
の
座
に
収
ま

た
か
ら

 
結
局
ど
う
や

て
も
同
じ
結
果
に
収
束
し
た
の
で
し

う
け
ど
ね

と

当
主

て
何
の
事
で
す
か

あ
ら

お

者
様
の
家
系
な
ら

京
都
の
結
城
家
の
事
は
知

て
る
わ
よ
ね

は
い

そ
れ
は
一
応

て

八
幡
が
結
城
家
の
次
の
当
主
な
ん
で
す
か

も
違
う

の
に
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ほ
ら

彼
は
も
う
す
ぐ
う
ち
の
一
族
に
な
る
か
ら

あ

結
城

て
も
し
か
し
て

明
日
奈
さ
ん

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

当
主
に
関
し
て
は
他
の
人
に
押
し
付
け
る
気
満
々
だ
け
ど
な

ふ
ふ

不
思
議
よ
ね

で
も
そ
れ
が
事
実
よ

や

ぱ
り
八
幡

て

無
茶
苦
茶
だ

 
理
央
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た
が

 
こ
れ
ま
で

い
た
話
で
八
幡
の
無
茶
苦
茶
ぶ
り
は
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
た

 
特
に
そ
れ
以
上
突

込
む
つ
も
り
は
特
に
無
い
よ
う
だ

そ
れ
に
し
て
も

こ
れ
も
八
幡
が
も
た
ら
し
た
成
果
な
ん
で
す
よ
ね

え
え
そ
う
よ

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
一
つ
と

て
み
て
も

 
八
幡
君
の
会
社
へ
の

度
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
わ
ね

ま
あ
た
ま
た
ま
で
す

た
ま
た
ま

そ
の
た
ま
た
ま
に
出
会
え
る
人
は

世
の
中
に
は
そ
う
そ
う
い
な
い
の
だ
け
れ
ど
ね

子
さ
ん

ま
だ

 

子
が
そ
う
言

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

ど
こ
か
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

子
は
苦
笑
し



 第６４１話 アイの岩戸

 
八
幡
は
や
れ
や
れ
と
い
う
風
に

を

め
た

え

今
の
声
は
一
体
ど
こ
か
ら

 
一
人

況
が
掴
め
な
い
理
央
は

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た
が

 
当
然
そ
の
部
屋
に
は
他
に
誰
も
い
な
い

理
央
ち

ん

あ
そ
こ
よ

あ
そ
こ

も
し
か
し
て

あ
の
監

カ
メ
ラ
で
す
か

あ
れ
は
実
は

監

カ
メ
ラ
じ

な
く
て

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
カ
メ
ラ
な
の
よ
ね

え
え
と

よ
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が

ラ
ン

ユ
ウ

も
う
少
し
我
慢
し
ろ

 
理
央
の
質
問
に
は
答
え
ず

八
幡
は
カ
メ
ラ
に
向
か

て

々
と
そ
う
言

た

 
こ
の
と
こ
ろ
八
幡
は
ア
イ
の
事
を

ゲ

ム
に
合
わ
せ
て
ラ
ン
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

て
い
た

八
幡
が

た
い

後
で
覚
悟
し
て
お
き
な
さ
い
よ
ね

ど
う
せ
ま
た
ワ
ン
パ
タ

ン
の
セ
ク
ハ
ラ
だ
ろ

さ
す
が
に
も
う

き
た
な

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
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そ
れ

き
り
カ
メ
ラ
か
ら
は
何
も

こ
え
な
く
な
り
八
幡
は
理
央
に
今
の
声
に
つ
い
て
説

明
し
た

今
の
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
中
か
ら
の
声
だ
な
双
子
の
姉
妹
で
名
前
は
藍
子
と
木
綿
季

と
い
う

 
ゲ

ム
内
で
の
名
前
は
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
だ
な

あ

こ
こ
の

者
さ
ん
な
ん
だ
ね

確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が

同
情
と
か
は
一
切
し
な
い
で
や

て
く
れ

 
あ
の
二
人
だ
け
じ

な
く
こ
こ
に
い
る
奴
ら
は
全
員

 
前
だ
け
を
向
い
て
戦

て
い
る

と
て
も
強
い
奴
ら
だ
か
ら
な

前
だ
け
を

 
理
央
は
ま
だ
そ
の
言
葉
に
実
感
が
持
て
な
か

た
が

 
八
幡
が
こ
こ
に
い
る
人
達
を
と
て
も
大
切
に
思

て
い
る
事
は
よ
く
理
解
出
来
た

分
か

た

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
私
を
今
の
子
達
に
紹
介
し
て

紹
介

う

ん

お
前
を
な

う

ん

目
な
の
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い
や

ま
あ
ラ
ン
以
外
に
紹
介
す
る
の
は
何
も
問
題
は
無
い
ん
だ
が

ラ
ン
は
な

何
か
問
題
で
も
あ
る
の

あ
い
つ
は

年

の
エ
ロ
オ
ヤ
ジ
だ
か
ら
な

多
分
お
前

ま
れ
ま
く
る
ぞ

ま
れ

 
理
央
は
首
を

げ
な
が
ら
八
幡
の
目
線
を
追
い

次
の

間
に
真

な
顔
に
な
り

 
片
手
で
自
ら
の
胸
を

し
つ
つ
も
う
片
方
の
手
で
八
幡
の
胸
倉
を
掴
み
八
幡
に
詰
め
寄

た

む
と
か
言
う
な

て
い
う
か
見
る
な

仕
方
な
い
だ
ろ

遠
ま
わ
し
に
言

て

も
し
理
央
が
言
葉
の
意
味
を
ち

ん
と
理
解
し
な

か

た
ら

 
後
で
理
央
が
被
害
を
受
け
る
事
に
な

ち
ま
う
ん
だ
か
ら
よ

遠
ま
わ
し
に
言

て

分
か

て
な
い
よ
う
だ

た
ら

め
て
言
え
ば
い
い
で
し

う
が

 
何
な
の

や

ぱ
り
八
幡
は
馬

な
の

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

そ
う
す
れ
ば
良
か

た
な
と
い
う
気
も
す
る
が

 
も
う
過
ぎ
た
事
だ
素
直
に
俺
の

告
を

け

で
ど
う
す
る
ん
だ

ラ
ン
に
会
う
か
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も
ち
ろ
ん

自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
ば
い
い
ん
だ
し

 
誰
か
一
人
だ
け
仲
間
外
れ
に
す
る
な
ん
て
絶
対
に
良
く
な
い

そ
の
結
果

自
分
の
身
を
守
り
き
れ
な
か

た
ら
ど
う
す
る
ん
だ

み
返
す

ぶ
 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
思
わ
ず

き
出
し
た

何い
や

分
か

た
分
か

た

そ
れ
じ

あ
あ
い
つ
ら
の
所
に
行
く
か

 
ユ
ウ

ジ

ン

テ

チ

タ
ル
ケ
ン

ク
ロ

ビ
ス

ノ
リ

シ
ウ
ネ

 

こ
え
て
る
よ
な

こ
い
つ
を
ラ
ン
か
ら
守

て
や

て
く
れ

八
幡

ご
め
ん

無
理

無
理
か
も

無
理
だ
よ
な

無
理
で
す
ね

無
理
だ
と
思
い
ま
す
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ご
め
ん
な
さ
い
八
幡
さ
ん

こ
れ
は
無
理

力

ば
ず

し

あ
り
ま
せ
ん

 
そ
の

間
に

七
人
が

に
そ
う
答
え
て
き
た

八
幡
は
七
人
に
理
由
を

ね
た

ど
う
い
う
事
だ

ラ
ン
が
ま
た
何
か
し
て
る
の
か

 
そ
の
問
い
に
は
代
表
し
て
ユ
ウ
キ
が
こ
う
答
え
た

う
ん
と
ね

ラ
ン
は
最
初

八
幡
に
ワ
ン
パ
タ

ン

て
言
わ
れ
た
の
を
気
に
し
て

 
今
日
は

な
路
線
で
い
こ
う
と
し
て
た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど

 
さ

き
八
幡
に

年

の
エ
ロ
オ
ヤ
ジ

て
言
わ
れ
た

間
に
⻤
の

相
に
な

て

 
そ
れ
な
ら
逆
に
と
こ
と
ん
エ
ロ
路
線
で
ヤ

て
や
る
と
か
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
家
に

ち

た
の

 
だ
か
ら
多
分
中
は
今

凄
い
事
に
な

て
る
ん
じ

な
い
か
な

て
思
う
ん
だ
よ
ね

八
幡

お

お
う

死
ね



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

わ

悪
い

 
さ
す
が
の
八
幡
も
こ
れ
に
は
反

出
来
ず

素
直
に
理
央
に

を
下
げ
た

は

も
う
い
い
よ

と
り
あ
え
ず
今
か
ら
そ

ち
に
お

魔
す
る
け
ど

い
い

 
理
央
は
こ
う
な

た
以
上

い
く
ら
文

を
言

て
も
仕
方
な
い
と
考
え
た
の
か

 
気
を
取
り
直
し

こ
ち
ら
を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
者
達
に
向
け
て
そ
う
言

た

う
ん

待

て
る
ね

 
こ
れ
に
再
び
ユ
ウ
キ
が
代
表
し
て
そ
う
言
い
そ
の
後
ろ
か
ら
様
々
な
歓
迎
の
声
が

こ
え

て
き
た

も
ち
ろ
ん
大
歓
迎

お
待
ち
し
て
ま
す

あ
り
が
と

そ
れ
じ

あ
八
幡

さ

さ
と
行
こ
う

あ

あ
あ

 
そ
し
て
二
人
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
り
ユ
ウ
キ
達
が
待
つ
サ

バ

へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

ボ
ク
達
の

点

眠
ら
な
い
森

に
よ
う
こ
そ

お

お

魔
し
ま
す
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ユ
ウ
キ
に
そ
う
言
わ
れ

理
央
は
ペ
コ
リ
と

を
下
げ
た

初
め
ま
し
て

ボ
ク
は

ま
あ
待
て
ユ
ウ

ラ
ン
は
こ
の
中
か

え

あ

う
う
ん

ボ
ク
と
ラ
ン
の
自
宅
の
方

そ
う
か
そ
れ
じ

あ
お
前
達
自

紹
介
の
前
に
悪
い
が
ち

と
そ
こ
ま
で
付
き
合

て
く
れ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
全
メ
ン
バ

を
連
れ

 
近
く
に
あ
る
扉
の
う
ち

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
家
に
繋
が
る
扉
へ
と
入

て
い

た

 
八
幡
は
何
度
か
こ
こ
を
訪
れ
て
お
り

中
の

に
関
し
て
は

知
し
て
い
た

で

八
幡

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

先
ず
は
こ
こ
で
仲
良
く
自

紹
介

そ
の
後
は
宴
会
だ
な

あ
あ

天
の
岩
戸
作
戦

て
や
つ

そ
う
だ
な

名
付
け
て
ラ
ン

い
や

語
呂
的
に
は
ア
イ
の
岩
戸
作
戦
だ

 
中
に
入
る
と
ろ
く
な
事
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
あ
い
つ
を
こ

ち
に
引

張
り
出
し
て
や

る
さ
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オ

ケ

そ
れ
じ

あ
お
前
ら

食
い
物
を
じ

ん
じ

ん
持

て
き
て
く
れ

了
解

俺
は
家
の
中
か
ら
だ
と
見
え
な
い

置
に
宴
会
会
場
を
セ

テ

ン
グ
し
て
お
く
わ

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
八
幡
の
提
案
に

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
は
ノ
リ
ノ
リ
で

た

 
そ
し
て
準
備
が
進
み

宴
会
が
始
ま

た

そ
れ
じ

あ
理
央
さ
ん
は

八
幡
さ
ん
の
直
属
に
な
る
ん
で
す
ね

う
ん

そ
う
い
う
事
に
な

て
る
ね

い
い
な

ボ
ク
も
い
つ
か
そ
う
な
り
た
い
な

そ
う
思
う
な
ら
ち

と
は
勉
強
し
ろ
勉
強

ち

ん
と
や

て
る

て
ば

ね

み
ん
な

八
幡
さ
ん

ユ
ウ
キ
の
言
う
事
は
本
当
だ
よ

何
に
で
も
全
力
投

が
う
ち
の
モ

ト

だ
か
ら
ね

そ
う
か

え
ら
い
ぞ
ユ
ウ
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え
へ
へ

 
そ
ん
な
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
八
幡
に

を

で
ら
れ
る
ユ
ウ
キ
を
見
て

 
ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

が
い
き
な
り
立
ち
上
が

た

八
幡
さ
ん

私
の

も

で
て
下
さ
い

お
う

え
ら
い
ぞ
ノ
リ

あ

あ
の

八
幡
さ
ん

私
も

そ
れ
じ

あ
俺
も

つ
い
で
に
俺
も

 
仕
方
の
な
い
事
だ
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

は
他
人
と
接
す
る
事
が
少
な

い
分

 
や
や
精
神
的
に

い
部
分
が
ま
だ
少
し
あ
る

 
そ
の

八
幡
は

週
一
で
紅
莉
栖
に
模

業
の
先
生
役
を
頼
ん
だ
り

 
そ
の

業
の
合
間
に
息
抜
き
と
し
て
ダ
ル
に
ア
ニ
メ
の
布
教
活
動
を
さ
せ
た
り

 
都

に
マ
ナ

教
室
を
開
い
て
も
ら

た
り
定
期
的
に
メ
ン
バ

に
色
々
な
事
を
や
ら
せ
て

い
た
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そ
の
方
針
は
褒
め
て

ば
す
で
あ
り
メ
ン
バ

達
は
八
幡
に
褒
め
ら
れ
る
事
を
目
標
に
頑

張

て
い
た

 
同
時
に
室
内
か
ら
ガ
タ
ガ
タ
と

る
よ
う
な
音
が

こ
え
た
の
を

い
て
八
幡
は
ほ
く
そ

笑
ん
だ

ま
さ
か
八
幡
が
こ
ん
な
に

わ
れ
て
る
な
ん
て

 
そ
の
様
子
を
見
て

理
央
が

然
と

い
た

お
前
は
今
ま
で
会
社
で
何
を
見
て
き
た
ん
だ

ハ

レ
ム
ブ
タ
野
郎

お
い
こ
ら
て
め
え

謝
罪
と

償
を
要
求
す
る
ぞ

八
幡
君

大
き
な
声
で
人
に
肉
体
関
係
を
迫
ら
な
い
で
も
ら
え
る
か
し
ら

ら
し
い

そ
れ
は
雪
乃
の
真
似
か

そ

そ
う
で
す
が
何
か

今
度
は
紅
莉
栖
か

お
前

他
人
の
影

を
受
け
や
す
す
ぎ
だ
ろ

し

仕
方
な
い
じ

な
い

友
達
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
い
な
か

た
ん
だ
し

そ

そ
う
か

す
ま
ん
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そ
う
理
央
に
謝
る
八
幡
に

横
か
ら
ユ
ウ
キ
が
そ

と

い
た

八
幡

ラ
ン
が
何
と
か
こ

ち
の
様
子
を
探
ろ
う
と
ド
ア
の
向
こ
う
で
躍

に
な

て
る

ラ
ン
が
見
え
た
の
か

う
ん

何
か
ジ
タ
バ
タ
し
て
る
み
た
い

他
に
何
か
気
付
い
た
事
は
あ
る
か

勝
負
ぱ
ん
つ
を
は
い
て
た

服
は
着
て
た
か

着
て
た
け
ど

色
の
方
が
多
か

た
気
が
す
る

誰
か
あ
い
つ
に
恥
じ
ら
い
と
い
う
も
の
を
教
え
て
や

て
く
れ

恥
じ
ら
い
は

教
え
る
も
の
じ

な
く
覚
え
る
も
の

 
そ
ん
な
八
幡
に

理
央
が
諭
す
よ
う
に
言

た

な
る
ほ
ど

要
は
ラ
ン
に

自
発
的
に
気
付
か
せ
れ
ば
い
い

だ
な

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

く
と
理
央
の
手
を
引
き
ラ
ン
が

ん
で
い
る
と
い
う
扉
の
前
へ
と
向

か

た
ち

ち

と

い
き
な
り
何
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お
前
が
言

た
事
だ
ろ

ち

と
手
伝
え

手
伝
え

て
何
を

 
そ
し
て
八
幡
は
理
央
を
扉
の
前
に
立
た
せ

そ
の
前
に
座

た

 
理
央
は

め
の
ス
カ

ト
を
は
い
て
い
た

思
わ
ず
手
で
八
幡
の

界
を
塞
ご
う
と
し
た
が

 
八
幡
は
そ
の
手
を
押
さ
え

理
央
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
ず

大
に
顔
を

く
し
た

 

り
を
入
れ
る
と
い
う
手
も
あ

た
が
そ
う
し
た
ら
見
え
て
は
い
け
な
い
物
が
見
え
て
し
ま

う
く
ら
い

 
そ
れ
は
微

な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立

て
い
た

あ

う

よ
し

何
も
見
え
な
い
な

 
や
は
り
見
え
そ
う
で
見
え
な
い
と
い
う
の
が
至
高
に
し
て
究

の
エ
ロ
ス
だ
な

 
そ
し
て
そ
こ
に
恥
じ
ら
い
が
あ
る
と
い
う
の
が
マ

ベ
ラ
ス
で
エ
ク
セ
レ
ン
ト
だ

 
そ
の

間
に

家
の
中
か
ら
ガ
タ
ン

と
い
う
音
が
し

バ
タ
バ
タ
と
足
音
が

こ
え
た

 
八
幡
は
計
画
通
り
と
再
び
ほ
く
そ
笑
ん
だ

よ
し

う
ま
く
い

た
な

助
か

た
わ
理
央
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あ

ぱ
ん
つ
と
か
は
全
く
見
え
て
な
い
か
ら
安
心
し
て
く
れ
よ
な

 
大
丈
夫

見
え
て
る
の
は
い
つ
も
の
理
央
の
健

的
な
太
も
も
だ
け
だ

 
そ
う
言

て
八
幡
が
理
央
の
手
を
離
し
た

間
に

パ
ン

と
い
う
音
が

き

た

う
ぎ

 
そ
の
デ
リ
カ
シ

の
無
い
言
葉
を

き
理
央
は
八
幡
の

に
フ
ル
ス
イ
ン
グ
を
か
ま
し
た
の

だ

た
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第
６
４
２
話
 
目
指
す
べ
き
場
所

 
八
幡
は

を
叩
か
れ
た
後

て
て
理
央
を
見
上
げ

 
そ
の
顔
が
羞
恥
と

に

ま

て
い
る
の
を
見
て

自
分
が
や
り
す
ぎ
た
事
を
悟

た

や

べ

こ
れ
は
完
全
に
土
下
座
コ

ス
だ

 
つ
い
マ

ク
ス
と
か
を
相
手
に
し
て
る
つ
も
り
で
や

ち
ま

た

 
そ
れ
は
そ
れ
で
と
て
も
問
題
が
あ
る
思
考
な
の
だ
が

 
要
す
る
に
普

八
幡
を
取
り

く
女
性

が

容
す
ぎ
る
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 
そ
も
そ
も
本
来
は

理
央
の
よ
う
な
反
応
を
す
る
の
が
普
通
で
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は
地
面
に

を
つ
き

完
全
な
る
土
下
座
の
体
制
に
な

た

 
だ
が
今
回
そ
の
判
断
は
完
全
に
間
違

て
い
た

八
幡
が
土
下
座
を
し
た
事
自
体
は
特
に
問

題
は
な
い

 
理
央
は
そ
ん
な
八
幡
を
謝
罪
す
る
な
ら
ま
あ
許
し
て
あ
げ
よ
う
か
と

容
な
目
で
見
て
い
た

か
ら
だ

 
だ
が

劇
は
そ
の
直
後
に

こ

た

理
央
は
ど
こ
か
か
ら
の

線
を
感
じ
何
と
な
く
家
の
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方
を
見
た

 
そ
こ
に
は

霊
の
よ
う
な
白
装
束
を
着
て
こ
ち
ら
を
じ
と

と
見
つ
め
る
ラ
ン
の

が
あ
り

 
理
央
は
思
わ
ず
小
さ
な

鳴
を
上
げ
た

ヒ
 
そ
の

間
に

八
幡
は
反
射
的
に
顔
を
上
げ
た

ど

ど
う
し
た

 
そ
し
て
理
央
と
八
幡
の
目
が
合

た

理
央
は
そ
の
ま
ま
八
幡
に

況
を
説
明
し
よ
う
と
し
た

の
だ
が

 
そ
の

間
に
八
幡
の

線
が
一

下
を
向
い
た
事
に
気
付
き

自
ら
も

線
を
下
に
向
け
た

 
そ
こ
に
は
女
子
高
生
ら
し
く

い
ス
カ

ト
を
は
い
た
自
分
の
下
半
身
が
あ
り

 
理
央
は
そ
こ
で

土
下
座
を
し
た

態
で
顔
を
上
げ
た

に

 
今
ま
さ
に
自
分
の
ス
カ

ト
を

く
格
好
と
な

て
い
る
八
幡
の

を
発
見
し
た

 
そ
の
八
幡
は
今
い
か
に
も
自
分
は
見
て
い
ま
せ
ん
よ
と
い
う
風
に

て
て

線
を
下
げ
た

は

八
幡

今
絶
対
に
見
え
た
よ
ね

ね

見
え
た
よ
ね

言

て
い
る
事
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
俺
は
お
前
の
黒
の
レ

ス
の
下
着
な
ん
か
見
て
い
な
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い
黒
の

レ

ス

 
そ
の
言
葉
に
理
央
は
首
を

げ
た

 
今
日
の
自
分
の
下
着
の
色
は

少
な
く
と
も
黒
で
は
な
か

た
は
ず
だ
か
ら
だ

あ

あ
れ

今
日
は
確
か
ピ
ン
ク
だ

た
は
ず

じ

あ
本
当
に
見
て
な
い
ん
だ

分
か

て
く
れ
た
か

そ
れ
は
何
よ
り
だ

 

り
ま
く

て
い
た
八
幡
は
自
分
が
黒
の
レ

ス
な
ど
と
い
う
自
爆
発
言
を
し
た
事
も
覚
え

て
お
ら
ず

 
た
だ
ひ
た
す
ら
安

し
て
お
り
そ
の

に
厄
介
な
人
物
が
動
き
出
し
て
い
た
事
に
気
付
か
な

か

た
え

黒
の
レ

ス
で
合

て
る
じ

な
い

 
理
央
は
そ
ん
な
声
と
共
に
い
き
な
り
自
分
の
ス
カ

ト
が
後
ろ
か
ら
め
く
ら
れ
る
の
を
感
じ

た
なほ

ら

自
分
で
確
認
し
て
ご

な
さ
い

確
か
に
黒
の
レ

ス
で
し

う
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理
央
は
再
び

り
返
さ
れ
た
そ
の
ラ
ン
の
指
摘
を
受
け

 
ラ
ン
に
抗
議
す
る
事
も
忘
れ
て

て
て
自
分
の
今
は
い
て
い
る
下
着
の

を
確
認
し
た

ほ

本
当
だ

で
し

う

こ
こ
と
リ
ア
ル
じ

服
装
は
変
わ
る
か
ら

多
分
勘
違
い
し
た
の
ね

そ

か

確
か
に
そ
う
だ
ね

教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

い
え
い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

私
も
色
々
と
学
ぶ
事
が
多
か

た
し

 
あ
な
た
と
は
い
い
友
達
に
な
れ
そ
う
で
本
当
に
嬉
し
い
わ

あ

私
は
理
央

宜
し
く
ね

私
は
藍
子
よ

ラ
ン
と
呼
ん
で

 
そ
ん
な
二
人
の
仲

ま
じ
い

を
見
て

八
幡
は
う
ん
う
ん
と

い
て
い
た

仲
良
き
事
は
美
し
き
か
な

 
だ
が
そ
の
直
後
に

り
返

た
理
央
は
い
き
な
り
八
幡
の
顔
面
に

り
を
入
れ
た

ぐ
は

仲
良
き
事
は

じ

な
い

や

ぱ
り
見
た
ん
じ

な
い

な

何
の
事
だ
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黒
の
レ

ス

黒
の
レ

ス

一
体
何
の
事
だ

さ

き
口
走

た
じ

な
い

俺
は
お
前
の
黒
の
レ

ス
の
下
着
な
ん
か
見
て
い
な
い

て

お

俺

そ
ん
な
事
言

た
か

 
八
幡
は
困

た
顔
で
他
の
者
達
の
方
を
見
た
が

ユ
ウ
キ
達
は
八
幡
の

線
を
受
け

 
う
ん
う
ん
と
一

に

い
た

え

マ
ジ
か

俺
は
そ
ん
な
事
を
言

た
の
か

 
そ
ん
な
八
幡
の
顔
面
に

理
央
は
再
び

り
を
入
れ
た

や

と
分
か

た
か
ブ
タ
野
郎

す

す
ま
な
か

た

だ
が
今
の
体
勢
は
非
常
に
ま
ず
い

 
俺
が
今
か
ら
目
を

る
か
ら

理
央
は
そ
の
間
に
俺
の
顔
か
ら
足
を
離
す
ん
だ

は

あ
ん
た
は
一
体
何
を

 
そ
ん
な
理
央
の

を

ラ
ン
が
ち

ん
ち

ん
と
つ
つ
い
た

理
央

見
え
て
る

今
思
い

き
り
ぱ
ん
つ
が
見
え
て
る
か
ら

 
あ
れ

実
は
わ
ざ
と
見
せ
て
る

も
し
か
し
て
そ
う
い
う
プ
レ
イ
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え
 
そ
し
て
理
央
は
気
付
い
た

八
幡
が
平
然
と
し
て
い
る

自
分
が
い
く
ら
八
幡
の
顔
面
を

て
も

 
リ
ア
ル
と
違

て
こ
こ
で
は
ダ
メ

ジ
は
無
い
ら
し
い
事
を

 
そ
し
て
こ
の
体
制
は
ま
る
で
理
央
が
八
幡
に
わ
ざ
と
自
分
の
下
着
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
事
を

あ

あ

あ

う
ん

大
丈
夫

大
丈
夫
だ
か
ら
ね
理
央

む
し
ろ
こ
れ
は
ご
褒
美
よ

 
八
幡
に
ぱ
ん
つ
を
ガ
ン
見
し
て
も
ら
え
る
だ
な
ん
て

凄
く

ま
し
い

ご

ご
褒
美
な

無
い
で
し

 
理
央
は
そ
う
言

て
真

に
な

た
自
分
の
顔
を

え

そ
の
場
に

た

 
そ
ん
な
理
央
に
は
誰
も
何
も
言
う
事
が
出
来
ず
理
央
が
復
活
す
る
の
に
十
分
の
時
間
を
要
し

た 
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や

と
復
活
し
た
か

と
に
か
く
落
ち
着
け

今
こ
こ
で
は
何
も

こ
ら
な
か

た

オ

ケ
オ

オ

ケ

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
の
件
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ

さ
あ

宴
会
を
再
開
す
る
ぞ

そ
う
こ
な
く

ち

さ
あ
み
ん
な

今
日
は

ぐ
わ
よ

 
ラ
ン
が
そ
れ
に
乗
り

他
の
者
達
も
気
を
取
り
直
し

そ
し
て
宴
会
が
再
開
さ
れ
た

し
か
し
お
前

何
で
そ
ん
な
白
装
束
な
ん
か
着
て
る
ん
だ

本
当
そ
う
だ
よ

そ
の
せ
い
で
さ

き
は
凄
く
驚
い
ち

た
し

あ
あ
こ
れ

ほ
ら

こ
の
服
装

て

え
ば
こ
こ
と
か

 
そ
う
言

て
ラ
ン
は

白
装
束
の
胸
元
を
大
き
く
開
い
た

あ
と
こ
こ
と
か

 
次
に
ラ
ン
は
白
装
束
の

を
め
く
り
太
も
も
の
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
ま
で
足
を
露
出
し
た

こ
の
チ
ラ
リ
ズ
ム
が
凄
く
エ
ロ
い
と
思
わ
な
い

お
前
さ

だ
か
ら
そ
う
い
う
の
は
も
う
通
用

 
し
な
い

て

と
言
い
か
け
た
八
幡
の

を

理
央
が
ガ
シ
リ
と
掴
ん
だ
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ん

ど
う
し
た
理
央

私
だ
け
が
恥
ず
か
し
い
目
に
あ
う
の
は
納
得
が
い
か
な
い

こ
こ
は
初

を

徹
す
べ
き

初

初

て
何
だ

恥
じ
ら
い
を
覚
え
さ
せ
る

あ

そ
う
い
え
ば

と
い
う
わ
け
で

と
に
か
く
じ

と
見
る

目
は

ら
さ
な
い

わ

分
か

た

や

て
み
る

 
そ
し
て
八
幡
は
表
情
を

め
る
と

真
面
目
な
顔
で
じ

と
ラ
ン
の
胸
元
を
見
た

な

何

ね

ね

八
幡

一
体
ど
う
し
た
の

 
八
幡
は
理
央
に
言
わ
れ
た
通
り

ラ
ン
の
胸
か
ら
目
を
離
さ
な
い

 
そ
し
て
徐
々
に
ラ
ン
の
表
情
が
羞
恥
に

ま

て
い
く
の
が
分
か

た
八
幡
は

に
感
動

し
た
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や

と
こ
い
つ
を
羞
恥
心
の
入
り
口
に
立
た
せ
る
事
が
出
来
た

 
そ
し
て
ど
う
や
ら
調
子
に
乗

た
ら
し
い
表
情
を
し
て
い
る
理
央
が
再
び
八
幡
に
何
か

打

ち
し
た

分
か

た

や

て
み
る

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が

て
ラ
ン
の
正
面
に
立
ち

 
ラ
ン
自
身
の
手
で
白
装
束
の

を
持
ち
上
げ
さ
せ
た

 
こ
の

置
か
ら
だ
と
八
幡
の

界
に

持
ち
上
げ
た

の
中
が
入
る
事
は
な
い

そ
の
ま
ま
絶
対
に
動
く
な
よ

命
令
だ

え

え

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
一
歩
ず
つ
後
ろ
に
下
が

て
い
く

そ
れ
で
ラ
ン
は
八
幡
の
意
図
に
気
が
付

い
た

 
こ
の
ま
ま
あ
と
少
し
離
れ
た
ら
自
分
が

り
あ
げ
て
い
る

の
中
身
が
八
幡
の

界
に
入

る
事
を

 
だ
が
八
幡
は
こ
こ
ま
で
ま

た
く
表
情
を
変
え
て
い
な
い

 
お
そ
ら
く
八
幡
は

自
分
の
下
半
身
を
そ
の
ま
ま
平
然
と
見
続
け
る
の
だ
ろ
う
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そ
う
考
え
た

間

ラ
ン
は

か
ら
煙
を

い
た
よ
う
に
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

 
そ
の
顔
は
真

で
あ
り
そ
れ
で
八
幡
は

に
ラ
ン
に
も
羞
恥
心
が
芽
生
え
た
の
だ
と
確

信
し
た

や

た

や

た
ぞ

 
八
幡
は
思
わ
ず
ガ

ツ
ポ

ズ
し

そ
ん
な
八
幡
を
ユ
ウ
キ
が
賞

し
た

ま
さ
か
あ
の
ラ
ン
を
こ
こ
ま
で
恥
ず
か
し
が
ら
せ
る
な
ん
て

さ
す
が
は
八
幡

八
幡
さ
ん
が
こ
ん
な
に
エ
ロ
凄
い
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

エ
ロ
師
匠

エ
ロ
師
匠
だ

い
や

俺
は
た
だ
理
央
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

た
だ
け
だ
ぞ

 
他
の
者
達
と
一

に
そ
の
光
景
を
見
て
う
ん
う
ん
と

い
て
い
た
理
央
は

 
そ
の
言
葉
で

め
て

自
分
が
八
幡
に
何
を
提
案
し
た
の
か
自
覚
し

我
に
返

た

え

あ

わ

私
は
何
を

 
双
葉
理
央
十
八

彼
氏
い
な
い
歴
イ
コ

ル
年
齢
の
彼
女
に
は

 
ど
う
や
ら
意
外
と
妄
想
が

し
い
と
い
う
一
面
が

れ
て
い
た
よ
う
で
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そ
の
妄
想
の
一

が
今
回

八
幡
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う

で
表
に
現
れ
た
の
だ

た

 
や
は
り
こ
の

り
は

ど
こ
ぞ
の
ツ
ン
デ
レ

子
と
よ
く
似
て
い
る

 
そ
し
て
理
央
に
も
先
ほ
ど
の
八
幡
同
様

り
の
者
達
か
ら
の
賞

の
声
が

け
ら
れ
た

よ

エ
ロ

人

い
や
エ
ロ

女

エ
ロ
の
伝
道
師

い
や
宣
教
師

閃
光
の
エ
ロ
テ

シ
ズ
ム

ち

違
う
か
ら

私
は
そ
ん
な
ん
じ

な
い
か
ら

た
だ
何
と
な
く

 
理

的
に
い
け
そ
う
だ
と
考
え
た
事
を

想
像
で
補
完
し
た
だ
け
だ
か
ら

 
そ
う

て
て
否
定
す
る
理
央
に

止
め
の
よ
う
に
八
幡
が
こ
う
声
を
か
け
た

な
る
ほ
ど

相
対
性
妄
想

子
か

わ

私
に
変
な
あ
だ
名
を
付
け
な
い
で

 
理
央
は
そ
う
叫
び

も
は
や
ぱ
ん
つ
が
見
え
る
見
え
な
い
は
ま

た
く
気
に
せ
ず
に

 
そ
の
ま
ま
八
幡
の
顔
面
に
ハ
イ
キ

ク
を
入
れ
た
の
だ

た

い

い
い
キ

ク
だ

あ

あ
れ

私
に
こ
ん
な
事
が
出
来
る
は
ず
が



 第６４２話 目指すべき場所

そ
れ
は
お
前
の

が

自
分
に
は
こ
の
く
ら
い
の
動
き
は
可
能
だ
と
考
え
た
か
ら
だ

私
の

が

あ
あ
そ
う
だ
そ
も
そ
も

空
間
で
の
運
動
能
力
を
決
め
る
の
は
リ
ア
ル
で
の
運
動
能
力
じ

な
い

 
そ
う
信
じ
込
む
力
想
像
力
で
あ
り
妄
想
力
だ

だ
か
ら
相
対
性
妄
想

子
の
お
前
な
ら

 
こ
の
く
ら
い
は
出
来
て
当
然
だ

そ

そ
ん
な
の
全
然
嬉
し
く
な
い
か
ら

 
理
央
は
そ
う
絶
叫
し

こ
こ
に
ツ
ン
デ
レ

子

肉
食

子
に
続
く

 
相
対
性
妄
想

子
と
い
う
三
番
目
の

子
が
誕
生
す
る
事
と
な

た

一
体
何
の

ぎ

も
う

お
ち
お
ち
恥
ず
か
し
が

て
も
い
ら
れ
な
い
じ

な
い

恥
ず
か
し
が

て
た
事
は
素
直
に
認
め
る
ん
だ
な

 
こ
こ
で
完
全
に
羞
恥
堕
ち
し
て
い
た
ラ
ン
が
復
活
し
た

そ
う
ね

と
て
も
新
鮮
な
体
験
だ

た
わ

 
や
は
り
こ
の
世
に
は

ま
だ
ま
だ
私
の
知
ら
な
い
事
が

山
あ
る
の
ね

 
私
は
今
日

新
し
い
私
に
生
ま
れ
変
わ

た
わ



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

ほ
う
ほ
う

今
の
気
分
は
ど
う
だ

実
に

々
し
い
わ
ね
も
う
こ
れ
か
ら
は
恥
じ
ら
い
の
無
い
露
出
は
し
な
い
と
決
意
出
来
る

に
は
ね

羞
恥
心
を
感
じ
る
よ
う
に
な

た
だ
け
で
生
ま
れ
変
わ

た
と
言
わ
れ
て
も
な

 
ま
あ
い
い
か

そ
れ
な
ら
そ
れ
で

俺
も
体
を
張

た
甲
斐
が
あ

た
と
い
う
も
の
だ

八
幡
は

に
ぱ
ん
つ
を

い
て

ら
れ
た
だ
け
で
し

た

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
ん
な
八
幡
に

ラ
ン
は
上
機

な
顔
で
こ
う
言

た

と
い
う

で
八
幡

生
ま
れ
変
わ

た
私
に
カ
ウ
ン
タ

の
コ
ツ
を
指
南
し
な
さ
い

カ
ウ
ン
タ

の
コ
ツ

そ
ん
な
の
相
手
を
よ
く
見
る
以
外
に
あ
る
の
か

え

無
い
の

さ
あ

少
な
く
と
も
俺
は
知
ら
な
い
が

ま
あ
い
い
わ

今
の
高
ぶ

た
気
持
ち
を

え
る

に
も

く
手
合
わ
せ
し
て

分
か

た

そ
れ
く
ら
い
な
ら
別
に

わ
な
い

 
こ
う
し
て
余
興
と
い
う

で
は
な
い
が
八
幡
と
ラ
ン
は
こ
の
場
で
手
合
わ
せ
す
る
事
に
な
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た 
一
同
は
や
ん
や
や
ん
や
と

り
上
が
り

理
央
は
ユ
ウ
キ
に
そ

と
声
を
か
け
た

ね
え

い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
な
の

う
ん
そ
う
だ
よ

楽
し
そ
う
な
事
は
思
い
つ
い
た
ら
即
実
行
な
感
じ

そ
う
な
ん
だ

で
も
そ
う
い
う
の

て
何
か

ま
し
い

理
央
も
こ
れ
か
ら
は
何
も
遠

し
な
い
で
色
々
や

て
み
れ
ば
い
い
じ

な
い

 
高
校
を
卒
業
し
た
ら

何
で
も
出
来
る
ん
だ
し

そ

そ
う
か
な

本
人
に
や
る
気
が
あ
れ
ば
ね

そ

か

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
ボ
ク
も
乱
入
し
て
く
る
多
分
こ
の
ま
ま
だ
と
ラ
ン
は
負
け
ち

う
と
思
う
か
ら

 
そ
し
て
八
幡
と
ラ
ン
＆
ユ
ウ
キ
の
戦
い
を
見
な
が
ら

理
央
は
心
の
中
で
こ
う
考
え
て
い
た

私
も
シ
ノ
ン
に
色
々
教
え
て
も
ら

て
少
し
は
リ
オ
ン
と
し
て
戦
え
る
よ
う
に
な

て
み
よ

う
か
な



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
理
央
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら

わ
く
わ
く
し
た
気
分
で
こ
の
戦
い
を
観
戦
し
た

 
だ
が
こ
の
戦
い
の
決
着
は
す
ぐ
に
つ
い
た

八
幡
の
勝
利
で
あ
る

 
八
幡
は
ユ
ウ
キ
が
乱
入
し
て
く
る
気
配
を
感
じ
て
一

そ
ち
ら
に
気
を
取
ら
れ
た
ラ
ン
の

を

突
き

 
見
事
な
カ
ウ
ン
タ

で
ラ
ン
を

め
る
と

今
度
は
そ
れ
に
動

し
た
ユ
ウ
キ
を

 
同
じ
よ
う
に
カ
ウ
ン
タ

で

め

気
な
く
勝
利
し
た

 
だ
が
そ
の
結
果
ほ
ど
楽
勝
で
は
な
か

た
事
は

八
幡
自
身
が
よ
く
分
か

て
い
た

二
人
を
同
時
に
相
手
に
し
た
ら
負
け
て
た
か
も
し
れ
な
い
な
今
の
は
と
に
か
く
運
が
良
か

た 
ま
あ
一
対
一
じ

ま
だ
ま
だ
負
け
る
気
は
ま

た
く
し
な
い
け
ど
な

く

も
う
少
し
差
が

ま

た
と
思

て
た
の
に

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
を
受
け

八
幡
は
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
更
な
る
成
⻑
の

に

 
二
人
に
目
標
と
す
る
称

を

え
る
事
を
思
い
付
き

す
ぐ
に
そ
れ
を
実
行
し
た

お
前
は
正

す
ぎ
る
ん
だ
よ
自
分
は
も

と
色
々
な
動
き
が
出
来
る
と
自
分
に
思
い
込
ま

せ
ろ
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自
分
を
騙
せ

世
界
を
騙
せ

そ
の
時
お
前
は
絶
対
的
な
刀
の

し
子
に
な
る

 
そ
う
だ
な
絶
刀
と
で
も
名
付
け
る
か
お
前
は
絶
刀
と
な
り
俺
の
前
に
立
ち
は
だ
か

て

み
せ
ろ

絶
刀

そ
し
て
ユ
ウ
キ
お
前
は
絶
対
的
な
剣
の

し
子
と
な
れ

そ
の
時
お
前
は
絶
剣
を
名
乗
る
ん

だ
絶
剣

 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
言

た

分
か

た
わ

自
分
自
身
が
絶
刀
を
名
乗

て
も
い
い
と
判
断
し
た
そ
の
時
に

 
そ
れ
を
証
明
す
る

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
乗
り
込
む
事
に
す
る
わ

ボ
ク
が
絶
剣
に
な
れ
た
と
思

た
ら

八
幡
を
倒
し
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
乗
り
込
む
ね

あ
あ

楽
し
み
に
し
て
い
る

 
こ
う
し
て
こ
の
日
未
来
の
絶
刀
と
未
来
の
絶
剣
は
そ
の
名
を
得
る

に
真
の
ス
タ

ト
を

切
り

 
も
う
一
人
の
未

な
プ
レ
イ
ヤ

は
自
分
の
意
思
で
初
め
て
ス
タ

ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
事
と
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な

た



 第６４３話 ロジカルウィッチ

 
第
６
４
３
話
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

理
央

あ

詩
乃

 
ソ
レ
イ
ユ
の
最
寄
り

で
そ
の
日

理
央
と
詩
乃
は
偶
然
遭
遇
し
た

理
央
は
い
つ
も
の
お
勉
強

う
ん

詩
乃
は
バ
イ
ト

そ
う
ね

別
に
こ

ち
に
わ
ざ
わ
ざ
来
る
必
要
も
な
い
ん
だ
け
ど

ま
あ
何
と
な
く

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

二
人
は
連
れ
立

て
ソ
レ
イ
ユ
に
到
着
し

 
詩
乃
は
真

直
ぐ
受
付
に
向
か
い

か
お
り
に
こ
う

ね
た

か
お
り
さ
ん

今
日
は
八
幡
は
い
る
の

 
理
央
は
も
は
や
ル

チ
ン
ワ

ク
と
化
し
て
い
る
そ
の
詩
乃
の
質
問
に
微
笑
ま
し
さ
を
感
じ

つ
つ
も

 
同
時
に
そ
の
セ
リ
フ
を
ス
ト
レ

ト
に
口
に
出
せ
る
詩
乃
に

ま
し
さ
を
感
じ
て
も
い
た

八
幡
な
ら
今
日
は
来
て
な
い
わ
よ
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そ
う

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
わ
ね

今
日
の

は
自
前
で
何
と
か
し
な
い
と

 
そ
れ
は
残
念
さ
を
誤
魔
化
す

の
言
葉
で
あ

た
が
か
お
り
も
理
央
も
当
然

知
し
て
い
た

あ
そ
れ
じ

あ
詩
乃
今
日
は
私
と
一

に

を
食
べ
な
い

も
ち
ろ
ん
私
が

る
か
ら

別
に

わ
な
い
け
ど

別
に

り
勘
で
い
い
わ
よ

い
い
の
い
い
の

相
談
し
た
い
事
も
あ
る
か
ら

今
日
は
私
が

う
よ

そ
う

そ
れ
じ

あ
仕
事
が
終
わ

た
ら
合
流
し
ま
し

か

う
ん

そ
れ
じ

あ
後
で
ね

う
ん

ま
た
後
で

 
そ
し
て
バ
イ
ト
と
勉
強
を
終
え
た
二
人
は
合
流
し

そ
の
ま
ま
近
く
の
フ

ミ
レ
ス
へ
と
向

か

た
で

相
談

て
何

う
ん
そ
れ
な
ん
だ
け
ど
ね
ね

詩
乃
リ
オ
ン
を
育
て
る
の
を
手
伝

て
も
ら
え
な
い
か

な
リ
オ
ン
を
育
成

そ
れ

て
戦
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

て
事

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
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へ

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い

せ

か
く
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

に
な

た
ん
だ
し
ね

 
詩
乃
は
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言

た

ま
あ

た
だ
の
プ
ラ
カ

ド
持
ち
と
し
て
だ
け
ど
ね

で
も
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
た
ま
ま
よ
ね

 

て
事
は
き

と
八
幡
は
理
央
の
好
き
に
す
れ
ば
い
い

て
内
心
で
思

て
る
に
違
い
な

い
わ私

の
好
き
に

だ
か
ら
好
き
に
し
て
や
れ
ば
い
い
の
よ

出
来
れ
ば
こ

そ
り
強
く
な

て

 
そ
れ
な
り
に
戦
力
と
し
て

え
ら
れ
る
く
ら
い
に
は
な

て
お
い
て

 
後
で
あ
い
つ
を
驚
か
す
と
い
う
の
が
ベ
ス
ト
な
ん
じ

な
い
か
し
ら

う

う
ん

実
は
私
も
そ
う
思

て
た

 
は
に
か
み
な
が
ら
そ
う
答
え
る
理
央
の
手
を

詩
乃
は
し

か
り
と

り
な
が
ら
言

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
ご

を
食
べ
ち

て

 
家
に

た
ら
そ
の
ま
ま
今
日
か
ら
始
め
ち

い
ま
し

か



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

私
は
大
丈
夫
だ
け
ど

で
も
い
い
の

疲
れ
て
な
い

そ
れ
は
そ

ち
も
で
し

大
丈
夫
大
丈
夫
ほ
ら
私
達
は
あ
い
つ
と
違

て
ま
だ
若
い
か

ら 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
に
理
央
は
思
わ
ず

き
出
し

そ
の
ま
ま
詩
乃
に

を
下
げ
た

そ

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
て
も
い
い

う
ん
任
せ
て

で
も
出
来
れ
ば
も
う
何
人
か
協
力
者
が
欲
し
い
と
こ
ろ
よ
ね
う

ん
誰

に
頼
も
う

そ
の

り
は
詩
乃
に
任
せ
る
よ

験

を
荒

ぎ
し
た
い
か
ら
出
来
れ
ば
超
攻
撃
タ
イ
プ
の
パ

テ

で
行
き
た
い
と
こ
ろ

な
の
よ
ね

 
オ

ケ

何
人
か
に
交

し
て
み
る
か
ら

誰
が
来
る
か
楽
し
み
に
待

て
て

う
ん

あ
り
が
と
う

 
二
人
は
そ
の
後

食
事
を
し
な
が
ら
八
幡
に
対
す
る
愚
痴
で

り
上
が

た
後

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
待
ち
合
わ
せ
の
約
束
を
し

家
に
帰

て
い

た
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た
だ
い
ま

 
理
央
は
家
に
帰
る
と

何
と
な
く
そ
う
口
に
出
し
て
言

た

 
お
そ
ら
く
今
日
も
両
親
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
だ
が
今
の
理
央
は
そ
れ
を

し
い
と
は
思
わ

な
か

た

 
だ
が
こ
の
日
は
少
し
違

た

理
央
の
言
葉
に
返
事
が
あ

た
の
だ

そ
れ
も
二
つ

お
か
え
り

お
か
え
り
理
央

調
子
は
ど
う

あ
れ

お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

二
人
と
も
家
に
い
る
な
ん
て
珍
し
い
ね

そ
り

ま
あ

な

理
央
は
も
う
す
ぐ
家
を
出
て
い

て
し
ま
う
の
だ
か
ら

 
そ
れ
ま
で
は
多
少
無
理
し
て
で
も
家
に
帰
ろ
う

て
二
人
で
決
め
た
の
よ

え
 
そ
の
言
葉
に
理
央
は

が
ツ
ン
と
す
る
の
を
感
じ
た
が

 

う
じ
て
我
慢
す
る
事
に
成
功
し

ぶ

き
ら
ぼ
う
な
が
ら
も
笑
顔
で
二
人
に
言

た

そ
う
な
ん
だ

あ

あ
り
が
と
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理
央
は
今
日
は
こ
の
後
ど
う
す
る
ん
だ
い

あ

う
ん

ち

と
友
達
と
約
束
が
あ

て

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

な
る
ほ
ど

自
社
の
商
品
な
の
だ
し

確
か
に
体
験
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
わ
ね

う
う
ん
そ
ん
な
感
じ

ど
う
せ
な
ら
そ

ち
で
も
八
幡
の
隣
に
立
て
る
よ
う
に
な
り
た

い
な

て

 
理
央
は
素
直
に
自
分
の
心
情
を
二
人
に
伝
え

 
二
人
は
二
人
で
理
央
が
八
幡
の
事
を
ナ
チ

ラ
ル
に
呼
び

て
に
し
た
事
で

 
ソ
レ
イ
ユ
で
の
生
活
が
上
手
く
い

て
い
る
の
だ
な
と
安
心
す
る
事
と
な

た

そ
う
か

ま
あ
何
事
も

験
だ

好
き
な
よ
う
に
し
な
さ
い

三
年
の
こ
の
時
期
に
ゲ

ム
だ
な
ん
て
本
来
な
ら

ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
し

う
け
ど

 
今
の
理
央
に
は
そ
の
心
配
も
無
く
な

た
の
だ
し

を
張
ら
ず
に
楽
し
ん
で
く
る
の
よ

 
そ
う
笑
顔
で
返
事
を
し
て
く
れ
た
二
人
に

理
央
は
こ
う
伝
え
た

十
一
時
に
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
つ
も
り
だ
か
ら

そ
の

に
下
に
下
り
て
く
る
ね

あ
ら

私
達
の
事
は
気
に
し
な
く
て
い
い
の
に

ま
あ
そ
れ
で
も

ね
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そ
し
て
理
央
は
二

に
上
が
り

自
分
の
部
屋
に
駆
け
込
む
と

 
少
し
気
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
つ
つ
も

心
楽
し
い
気
分
で
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
り

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
ハ
イ

リ
オ
ン

助

人
を
二
人
確
保
し
た
わ
よ

よ

強
く
な
り
た
い
ん
だ

て
な

リ
オ
ン

宜
し
く
ね

リ
オ
ン

 
そ
こ
に
い
た
の
は
キ
リ
ト
と
リ

フ

だ

た

 
詩
乃
は
最
初

和
人
な
ら
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

て
お
り

 
狩
場
に
も

し
い
だ
ろ
う
と
考
え

連

を
入
れ
た
の
だ
が

 
丁
度
暇
だ

た
直
葉
が
一

に
釣
れ
た
と

ま
あ
そ
ん
な

な
の
で
あ

た

し
か
し
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は

二
人
と
も
本
当
に
仲
が
い
い
よ
な

何

ま
し
い
の

リ
オ
ン
は
あ
げ
な
い
わ
よ

そ
ん
な
事

一
言
も
言

て
な
い
だ
ろ

 

れ
た
顔
で
シ
ノ
ン
に
そ
う
言

た
後

キ
リ
ト
は
リ
オ
ン
に
こ
う
問
い
か
け
た
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と
り
あ
え
ず
装
備
を
揃
え
な
い
と
な
な

リ
オ
ン
ど
ん
な
戦
闘
ス
タ
イ
ル
に
す
る
か
と
か

 
そ
う
い

た
イ
メ

ジ
は
あ
る
の
か

イ
メ

ジ

え

と

体
を
動
か
す
の
は
そ
ん
な
に
得
意
じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
ハ
チ
マ
ン
の
役
に
立
て
る
な
ら
私
は
何
で
も

 
理
央
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言
い

シ
ノ
ン
は
そ
ん
な
リ
オ
ン
に

き
つ
い
た

や
だ

リ
オ
ン

て
ば
か
わ
い
い

と
り
あ
え
ず
色
々
や

て
み
て
自
分
に
合
う
と
思

た
戦
い
方
に
必
要
な
能
力
を

ば
せ
ば

い
い
な

 
そ
れ
じ

あ
最
初
に
防

と
武
器
を
調
達
す
る
か

あ

そ
れ
な
ら
こ
の
前
ハ
チ
マ
ン
に

 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア

て
い
う
装
備
を
も
ら

た
ん
だ
け
ど

へ

ち

と
見
せ
て
も
ら

て
い
い

装
備
の
変
え
方
は
分
か
る

あ

え

と

確
か
こ
こ
を
こ
う
し
て

そ
う
そ
う

そ
れ
で
ね

 
シ
ノ
ン
と
リ

フ

が
リ
オ
ン
の
コ
ン
ソ

ル
を

き
込
み

指

を
し
て
い
く
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そ
し
て
少
し
後
に

リ
オ
ン
の
手
元
に
不
思
議
な
物
体
が
出
現
し
た

何
だ
そ
れ

両
手
持
ち
の

り
の

の
部
分
が

の
骨
組
み
み
た
い
に
な

て
て
ボ
タ
ン
が
四
つ
つ
い
て

る
確
か
に

だ
け
ど

先

が
変
わ

た

だ
な

中
央
は
筒
に
な

て
て

 
そ
の

囲
に
四

の
刃
が
付
い
て
る
の
か

え

と
こ
の
骨
組
み
の
部
分
は
魔
法
盾

て
言

て
た
と
思
う
ん
だ
け
ど

は

魔
法
盾

う

う
ん

我
が
名
は
リ
オ
ン

目
覚
め
よ
我
が
娘

 
リ
オ
ン
が
そ
う
言

た

に

 
骨
組
み
の
間
に

色

緑
の

が
発
生
し

三
人
は
驚
愕
し
た

え

何
こ
れ

ど
う
い
う
仕
組
み

ハ
チ
マ
ン
の
話
だ
と

属
性
の
優

を
使

て
魔
法
を
防
御
す
る
仕
組
み
だ
と
か

 
そ
の
リ
オ
ン
の
言
葉
に
キ
リ
ト
は
首
を

げ

リ

フ

に
指

を
出
し
た

よ
く
分
か
ら
な
い
な
な

リ

フ

ち

と
リ
オ
ン
に

く
風
魔
法
を
撃

て
み
て
く
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れ
う

う
ん

 
そ
し
て
リ

フ

は
少
し
離
れ
た
所
か
ら

リ
オ
ン
に
魔
法
を
放

た

 
リ
オ
ン
は
そ
れ
を
受
け

手
元
に
四
つ
あ
る
ボ
タ
ン
の
う
ち

色
い
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
そ
の

間
に

色
い

が
広
が
り
リ

フ

の
魔
法
は
そ
の

に
当
た

た

間
に
か
き
消

え
たう

お
え

何
そ
れ

面
白
い

今
の

魔
法
が
消
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

い
込
ま
れ
た
よ
う
に
見
え
た
な

 
そ
の
時
リ
オ
ン
は

手
元
の
緑
の
ボ
タ
ン
が
光

て
い
る
事
に
気
が
付
き

 
何
だ
ろ
う
と
首
を

げ
な
が
ら
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
そ
の

間
に

の
先

の
中
央
の
筒
か
ら
緑
色
の

が
キ
リ
ト
目

け
て
放
た
れ
た

う
お
お
お
お

 
キ
リ
ト
は
そ
の
不
意
打
ち
に
絶
叫
し

て
て
そ
の

を

た

ご

ご
め
ん
な
さ
い
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い

今
の

て

お
い
お
い

こ
れ

て
ま
さ
か
特

な
魔
法
銃
か
何
か
な
の
か

で
も
確
か
に

て

ハ
チ
マ
ン
に
説
明
を

て

に
は
い
か
な
い
か

ど
う
す
る

よ
し

作

た
奴
に

こ
う

こ
れ
は
ど
う
見
て
も
リ
ズ
の
作
品
じ

な
い

 
多
分
ナ
タ
ク
の
作
品
だ
ろ
う
か
ら
な

ナ
タ
ク
は
今

あ
あ

さ

き
見
か
け
た
か
ら
ま
だ
い
る
は
ず
だ

 
そ
し
て
一
行
は

そ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の

へ
と
向
か

た

と
り
あ
え
ず
先
に
行

て
ナ
タ
ク
が
い
る
か
確
認
し
て
く
る
か
ら

休
ん
で
て
く
れ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
一
人

へ
と
足
を

み
入
れ
た

お

い
ナ
タ
ク

ま
だ
い
る
か

あ
れ

キ
リ
ト
さ
ん

ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

実
は
こ
れ
に
つ
い
て
話
を

き
た
い
ん
だ
け
ど

こ
れ

て
ナ
タ
ク
の
作
品
だ
よ
な

あ
れ

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
じ

な
い
で
す
か

確
か
に
僕
の
作
品
で
す
ね
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ち
な
み
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
の
と
名
付
け
た
の
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
で
す
よ

 
で
も
こ
れ

て
リ
オ
ン
さ
ん
の
専
用
装
備
で
す
よ
ね

ど
う
し
て
こ
れ
を
キ
リ
ト
さ
ん
が

専
用
装
備

や

ぱ
り
そ
う
な
の
か

い
や

ま
あ
リ
オ
ン
も
一

に
い
る
ぞ

そ
う
な
ん
で
す
か

で

こ
れ
が
ど
う
し
た
ん
で
す
か

自
分
で
は
い
い
出
来
だ
と
思

た

ん
で
す
け
ど

い
や

こ
れ
の

し
い
説
明
を

ナ
タ
ク
か
ら
リ
オ
ン
に
し
て
も
ら
お
う
と
思

た
ん
だ
よ

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

リ
オ
ン
さ
ん
は
ど
ち
ら
に

リ
ビ
ン
グ
の
方
だ

そ
れ
じ

あ
今
そ

ち
に
行
き
ま
す
ね

待

て

私
も
行
く

 
そ
の
時

の
別
の
扉
か
ら

ス
ク
ナ
が

を
現
し
た

あ

ス
ク
ナ
も
い
た
の
か

リ
オ
ン
に
何
か
用
事
か

う
ん
ハ
チ
マ
ン
に
頼
ま
れ
て
た
リ
オ
ン
専
用
装
備
が
完
成
し
た
か
ら
つ
い
で
に

そ
う
と

思

て
そ

ち
も
専
用
装
備
か

相
変
わ
ら
ず
あ
い
つ
は
過
保
護
だ
な
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そ
う
か
も
だ
け
ど
で
も
こ
れ
は
防
御
力
が
高
い
だ
け
の

質
レ
ザ

の
ド
レ
ス
ア

マ

よ

あ
れ

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
ど
の

り
が
専
用
な
ん
だ

胸
を
強
調
し
な
い
で

す
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
く
れ

て
さ

あ
あ

そ
こ
だ
け
気
を
遣

た
わ
け
か

そ
う
み
た
い
ね

 
そ
し
て
イ
コ
マ
と
ス
ク
ナ
は

キ
リ
ト
と
共
に
リ
オ
ン
の
下
へ
と
向
か

た

 
リ
オ
ン

は
い
こ
れ

ハ
チ
マ
ン
か
ら
よ

え

と

こ
れ
は

ド
レ
ス
ア

マ

ね

こ
う
見
え
て
防
御
力
は
か
な
り
高
め
よ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
と

背
中
に
あ
な
た
の
個
人
マ

ク
を
付
け
て
お
い
た
わ

 
リ
オ
ン
は
ス
ク
ナ
に

さ
れ
た
そ
の
ド
レ
ス
ア

マ

を
手
に
取
り

背
中
の
部
分
を
見
た

 
そ
こ
に
は

で

か
れ
た
ホ
ウ
キ
に
ま
た
が
る
魔
女
の

が
シ
ル
エ

ト
で

か
れ
て
い

た
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こ
れ
が
私
の
個
人
マ

ク

そ
う

そ
れ
が
あ
な
た
の
個
人
マ

ク

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

よ

 
あ
な
た

ハ
チ
マ
ン
に
自
分
の
個
人
マ

ク
の
作
成
を

投
げ
し
た
ら
し
い
じ

な
い

う

わ

私
は
こ
う
い
う
の
の
セ
ン
ス
が
無
い
の
で

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
が
セ
ン
ス
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
け
ど

こ
れ
は
素
敵
だ
と
思
う
わ

は

は
い

凄
く
気
に
入
り
ま
し
た

そ
う

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

と
り
あ
え
ず
着
て
み
れ
ば

あ

は
い

そ
う
し
て
み
ま
す

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は

速
そ
の
ド
レ
ス
ア

マ

を
身
に
付
け
た

 
そ
の
シ

ク
な
デ
ザ
イ
ン
を
リ
オ
ン
は
気
に
入

た
が

一
つ
だ
け
不
満
な
部
分
が
あ

た

ス
ク
ナ
さ
ん

こ
の
胸
の
部
分
な
ん
で
す
け
ど

あ

う
ん

目
立
た
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ

て
ハ
チ
マ
ン
に
言
わ
れ
た
の
よ
ね

こ
れ

そ
れ
な
り
に
強
調
し
て
も
ら

て
い
い
で
す
か

 
出
来
れ
ば
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
部
分
を
見
て

動

す
る
く
ら
い
に
は

 
そ
の
リ
オ
ン
の
頼
み
に

一
同
は
思
わ
ず

き
出
し
た
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あ
は
は
は
は

リ
オ
ン

攻
め
る
わ
ね

そ
の
時
の
ハ
チ
マ
ン
の
顔

絶
対
見
て
み
た
い
な

オ

ダ

と
違
う

て

愕
然
と
し
そ
う

そ
う
ね
そ
れ
で
リ
オ
ン
が
平
気
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
ら
も

と
愕
然
と
す
る
で
し

う

ね 
い
い
わ

直
ぐ
に
調
整
出
来
る
か
ら

ち

と
待

て
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
ス
ク
ナ
は
パ
パ

と
ド
レ
ス
ア

マ

の
情
報
を
い
じ
り

 
五
分
く
ら
い
何
か
し
て
い
た
か
と
思
う
と

 
五
人
の
目
の
前
で

い
き
な
り
ド
レ
ス
ア

マ

の

が
変
化
し
た

は
い

出
来
た
わ
よ

速
着
て
み
て
ね

は
い

 
そ
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
は

色
合
い
的
に
目
立
た
な
い
な
が
ら
も

 
し

か
り
と
胸
部
が
強
調
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
な

て
お
り

リ
オ
ン
は
と
て
も
満
足
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
凄
く
気
に
入
り
ま
し
た

こ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
を
あ

と
驚
か
せ
て
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や
り
ま
す

そ
れ
は
良
か

た
わ

あ
と
そ
の
胸
の
宝
石
ね

 
そ
れ
は
映
像
を
記
録
出
来
る
よ
う
に
な

て
る
か
ら
活
用
し
て
ね

映
像
を
記
録

で
す
か

え
え

ハ
チ
マ
ン
が
言
う
に
は

リ
オ
ン
が
も
し
誰
か
に

い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
ら

 
そ
の
映
像
を
見
て
と
に
か
く
考
え
て
考
え
て
考
え
抜
い
て
対

を
と
る
の
が
い
い
だ
ろ
う

て 
間
違

て
も
キ
リ
ト
み
た
い
に
本
能
で
動
く
タ
イ
プ
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
だ

て
さ

あ
は

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

つ
い
で
に
ハ
チ
マ
ン
を
驚
か
せ
た
時
の
顔
も

そ
れ
を
使

て
映
像
に
残
し
て
お
い
て
ね

 
後
で
見
せ
て
も
ら
う
か
ら

そ
れ
じ

あ
私
は
仕
事
に

る
わ

ま
た
ね
リ
オ
ン

は

は
い

ま
た
で
す

 
そ
し
て
ス
ク
ナ
は

を
返
し

ひ
ら
ひ
ら
と
手
を

り
な
が
ら
去

て
い

た

ど
れ
ど
れ

へ

や

ぱ
り
ス
ク
ナ
さ
ん
は
セ
ン
ス
が
あ
る
よ
ね

 
胸
の
大
き
さ
が
平

な
私
が
見
て
も

全
然

味
な
感
じ
が
し
な
い
仕
上
が
り
に
な

て
る
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背
中
の

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

が
ま
た

リ
オ
ン
に
は
お
似
合
い
よ
ね

う
ん

凄
く
気
に
入

た

こ
れ
で
リ
オ
ン
も
本
当
の
意
味
で
正
式
な
う
ち
の
団
員
ね

あ

あ
り
が
と
う
リ

フ

さ
ん

よ
し

そ
れ
じ

あ
次
は
イ
コ
マ
に
色
々
と
レ
ク
チ

し
て
も
ら
う
か

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
次
に

ハ
チ
マ
ン
に

さ
れ
た
装
備
の
説
明
を
イ
コ
マ
か
ら
受
け
る
事
に

な

た
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第
６
４
４
話
 
独
特
の
ス
タ
イ
ル

さ
て
イ
コ
マ

こ
れ
は
一
体
ど
ん
な
武
器
な
ん
だ

え
え
と

あ
あ

初
期

態
の
ま
ま
だ

た
ん
で
す
ね

 
リ
オ
ン
さ
ん

眠
れ
我
が
娘
よ

て
言

て
み
て
下
さ
い

あ

う
ん

眠
れ
我
が
娘
よ

 
そ
の

間
に
四
色
の
光
が
消
え

先

部
が
引

込
み

 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
は

そ
の
も
の
の

に
変
化
し
た

 
だ
が

は
光
が
消
え
た
だ
け
で

健
在
で
あ

た

そ
の

態
だ
と

普
通
に
盾
と
し
て
使
え
ま
す
よ

お
そ
う
な
の
か
で
さ

き
の
モ

ド
に
す
る
に
は
さ

き
の
言
葉
を

え
れ
ば
い
い

て
事
か

は
い

ち
な
み
に

我
が
名
は
リ
オ
ン

目
覚
め
よ
我
が
娘
よ

 
ナ
タ
ク
が
何
か
言
お
う
と
し
た
が

リ
オ
ン
は
そ
れ
に
気
付
か
ず
に
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ノ
リ
ノ
リ
で
そ
う

文
を

え

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
は
最
初
の

態
に

た

な
に
な
に
我
が
娘

て
の
が
合
言
葉
に
な

て
ま
す

は
い

リ
オ
ン
は
今
の
合
言
葉
だ
け

ハ
チ
マ
ン
に
教
え
て
も
ら

た
み
た
い
よ

あ
あ

 
ナ
タ
ク
は
シ
ノ
ン
に
そ
う
教
え
ら
れ

困

た
よ
う
な
顔
で
リ
オ
ン
の
顔
を
見
た

ど

ど
う
し
た
ん
で
す
か

あ
あ

い
や
ね

我
が
名
は
リ
オ
ン

て
部
分
は
必
要
な
い

て
い
う
か

 
多
分
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が

ノ
リ
で
付
け
加
え
た
だ
け
な
ん
じ

な
い
か
な
と

え
 
そ
し
て
リ
オ
ン
は

愕
然
と
し
た
顔
で

連
続
し
て
こ
う
言

た

眠
れ
我
が
娘
よ

目
覚
め
よ
我
が
娘
よ

 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
が
そ
の
言
葉
だ
け
で
問
題
な
く

を
変
化
さ
せ
た

 
リ
オ
ン
は
わ
な
わ
な
と

え
な
が
ら
拳
を

り
締
め
た

絶
対
に
今
度
殴

て
や
る

あ

あ
は
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そ
ん
な
リ
オ
ン
を

め
る
よ
う
に

リ

フ

と
シ
ノ
ン
が
そ
の

を
ポ
ン
と
叩
き

 
そ
れ
で
リ
オ
ン
も
多
少
落
ち
着
い
た
よ
う
だ

リ
オ
ン
は
ナ
タ
ク
に
武
器
の
説
明
を
求
め

 
ナ
タ
ク
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
手
に
取
り

し
い
説
明
を
始
め
た

こ
れ
は
先
日

入
さ
れ
た

魔
力
を

収
す
る
鉱
石
を
使

て
作

た
も
の
で
す

 
そ
の
鉱
石
に
は

魔
力
を

収
し
て
エ
ネ
ル
ギ

を

え
る
と
い
う
性
質
が
あ
る
ん
で
す
よ

ふ
む
ふ
む

ま
あ
本
来
は
多
分

別
の
目
的
で

入
さ
れ
た
ん
じ

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が

 
今
回
は
そ
れ
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ

て

そ
う
い
う
職
人
的
な
部
分
の
融
通
が
結

き
く
ん
で
す
よ
ね

 
ま
あ
こ
れ
は
多
分
茅
場

の
作

た
基
本
シ
ス
テ
ム
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
事
な
ん
だ
と

思
い
ま
す

な
る
ほ
ど
な

職
人
的
要
素
は
そ
こ
ま
で
か
じ

て
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
が

 
さ
す
が
は
茅
場

て
と
こ
ろ
か

 
感
心
す
る
キ
リ
ト
に
他
の
者
も
同
意
し
た
の
か

う
ん
う
ん
と

い
た

そ
れ
で
で
す
ね

こ
の
四
つ
の

な
ん
で
す
け
ど
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も
う
お
察
し
か
と
思
い
ま
す
が

四
大
元
素
に
対
応
し
て
い
ま
す

 

が

が
水

色
が
土

緑
が
風
で
す
ね

 

は
風
に
勝
ち
風
は
土
に
勝
ち
土
は
水
に
勝
ち
水
は

に
勝
つ

て
い
う

の
ア
レ
で

す
は
風
で
煽
ら
れ
て
大
き
く
な
り
風
は
土
を

り
土
は
水
を

収
し
水
は

を
消
す

て
ア
レ
か

は
い

敵
の
魔
法
の
属
性
を
見

め

そ
の
魔
法
に
対
す
る
強
属
性
の

を
広
げ
る
事
で

 
敵
の
魔
法
を
相
殺
し
つ
つ

魔
力
を

収
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
な

て
る
ん
で
す
よ

な
る
ほ
ど
な

さ

き

し
た
通
り
だ
な

あ
れ
だ
け
は
ハ
チ
マ
ン
に
教
え
て
も
ら

て
た
の
で

そ
れ
じ

あ
実

し
な
が
ら
説
明
を
続
け
ま
す
ね

 
そ
し
て
ナ
タ
ク
は
自
ら

魔
法
を

え

リ
オ
ン
に

収
し
て
も
ら

た

 
直
後
に

い
ボ
タ
ン
が
点
滅
を
始
め

や
が
て
光
り

ぱ
な
し
の

態
で
落
ち
着
い
た

そ
の

態
で

の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば

が
出
ま
す

 
チ

ジ
出
来
る
の
は

属
性
ご
と
に
三
十
発
ま
で
で
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そ
れ
以
上
の
魔
力
は

相
殺
は
出
来
ま
す
が

収
は
し
ま
せ
ん

 
ち
な
み
に
魔
力
を

収
し
て
い
な
い

態
で
ボ
タ
ン
を
押
す
と

 
自
前
の
魔
力
で
攻
撃
す
る
事
に
な
り
ま
す
の
で

の
使
い
す
ぎ
に
注
意
で
す

な
る
ほ
ど

ち
な
み
に
ボ
タ
ン
を
⻑
押
し
す
る
事
で

先

の
刃
に
魔
力
を

わ
せ
る
事
が
可
能
で
す

 
そ
れ
に
よ
り

近
接
戦
闘
に
も
対
応
出
来
ま
す

説
明
は
以
上
で
す
ね

分
か
り
ま
し
た

頑
張

て
使
い
こ
な
し
て
み
せ
ま
す

頑
張

て
下
さ
い
ね

リ
オ
ン
さ
ん

ナ
タ
ク
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
し
て
ナ
タ
ク
が
去

た
後

キ
リ
ト
が
感

深
げ
に
言

た

つ
ま
り
こ
れ
は

で
あ
り
盾
で
あ
り
銃
で
も
あ
る
の
か

使
い
こ
な
す
の
が
難
し
そ
う

ま
あ
基
本
は
中
衛
も
し
く
は
後
衛
装
備
な
ん
だ
ろ
う
な

そ
う
ね

防
御
機

は
あ
く
ま
で
も

ま
だ

総

が
少
な
い
リ
オ
ン
の

な
ん
だ
ろ
う
し

 
基
本
は
後
ろ
か
ら
魔
法
属
性
攻
撃
を

あ

あ
れ

ね

お
兄
ち

ん



 第６４４話 独特のスタイル

 
も
し
か
し
て
こ
れ

て

敵
の
魔
法
の
発
動
も
潰
せ
た
り
し
な
い

確
か
に
可
能
性
は
あ
る
な

や

て
み
る

そ
う
だ
な

し
て
み
よ
う

あ
と

し
た
後
の
狩
場
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
じ

な
く
下
界

だ
な

 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
に
リ

フ

は
首
を

げ
た

何
で

元
々
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は

魔
法
無
し
の
世
界
だ

た
か
ら
な

 
ど
の
敵
が
ど
ん
な
魔
法
を
使
う
の
か
と
か

正
直
ほ
と
ん
ど

し
て
な
い
ん
だ
よ

あ

そ

か

確
か
に
そ
う
だ
ね

と
言
う

で

最
終
的
に
は
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行
く
と
し
て

 
最
初
は
街

で
乱

し
て
み
る
か

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
リ

フ

と
リ
オ
ン
で

証
を
頼
む

 
そ
の

み
は
あ

さ
り
成
功
し

リ

フ

が

え
よ
う
と
し
た
風
魔
法
は
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リ
オ
ン
の
攻
撃
に
よ
り

発
動
前
に

散
し
た

う
わ

凄
い
ね
こ
れ

見
た
感
じ

タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
そ
う
だ
け
ど
ね

で
も
さ

敵
の
魔
法
使
い
を
狙
撃
し
て
殺
し
ち

た
方
が

い
ん
じ

な
い

確
か
に
そ
う
だ
な

だ
が
仮
に
敵
に

え
ら
れ
た
ら

魔
法
が
発
動
し
ち
ま
う
だ
ろ

 
プ
レ
イ
ヤ

相
手
よ
り
も
魔
法
を
使
う
モ
ン
ス
タ

相
手
に
よ
り

果
的
と
い
う
気
が
す
る

な
な
る
ほ
ど

確
か
に
ボ
ス
ク
ラ
ス
の
魔
法
を
潰
せ
る
の
な
ら

か
な
り

用
よ
ね

つ
ま
り
当
面
リ
オ
ン
が
目
指
す
の
は
あ
く
ま
で
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
使
う
の
な
ら

だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
隣
と
か
で
戦
場
全
体
を

し
つ
つ

敵
の
魔
法
の
発
動
を
確
認
し
た
ら

 

に
そ
の
敵
に
対
抗
属
性
の
魔
法
狙
撃
を
し
て
敵
の
攻
撃
を
止
め
る
ス
タ
イ
ル

て
事
に

な
る
か

う
わ

か
な
り
特

な
ス
タ
イ
ル
だ
ね

と
い
う
か
オ
ン
リ

ワ
ン
か
も

全
体
を
見
る
な
ら

参
謀
的
な
役

を
果
た
す
必
要
も
あ
る
か
も
ね
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敵
の
攻
撃
を
覚
え
る
事
と

全
体
の

か
な
り

を
使
う
事
に
な
り
そ
う

任
せ
て

少
な
く
と
も
暗
記
は
得
意

 
リ
オ
ン
は
そ
の
会
話
に
よ
り

自
分
の
目
指
す
方
向
性
が
見
え
た
気
が
し
た
の
か

 
や
る
気
満
々
で
そ
う
言

た

も
し
か
し
た
ら

モ
ン
ス
タ

の
ス
キ
ル
攻
撃
も
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な

と
り
あ
え
ず
敵
の
ス
キ
ル
に
よ
る
特

攻
撃
も

収
出
来
る
か

さ
な
い
と
ね

そ
れ
に
よ

て

そ
の
攻
撃
が
何
属
性
か
も
分
か
る
か
ら

一
石
二

だ
な

し
む
ら
く
は

光
と
闇
の
属
性
に
は
対
応
出
来
な
い

て
事
ね

そ
れ
は
い
ず
れ
バ

ジ

ン
ア

プ
す
れ
ば
い
い
だ
ろ

 
そ
の
二
属
性
の
攻
撃
技
な
り
魔
法
を
使
う
敵
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
し
な

そ
れ
じ

あ

速
色
々

し
て
み
よ

か

そ
う
し
よ
う

そ
れ
じ

あ
出
発
だ
な

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
一
同
は
狩
り
に
出
か
け

リ
オ
ン
は
敵
に
一
撃
当
て
る
だ
け
で

 
ど
ん
ど
ん

験
を
得
て
い

た

ま
さ
に
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ

態
で
あ
る
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こ
れ
は
別
に
リ
オ
ン
が
サ
ボ

て
い
た

で
は
な
く

ま
だ

が
少
な
い

 
当
面
は
後
方
で

え
て
い
た
方
が
い
い
と
い
う
判
断
に

た
結
果
で
あ

た

ス
テ

タ
ス
も
大
分
上
が

た
み
た
い
だ
な

う
ん

お
か
げ
さ
ま
で

も
大
分

え
た
よ

よ
し

そ
れ
じ

あ
敵
を
倒
す
の
と
同
時
に

デ

タ
収
集
も
進
め
て
い
く
か

 
そ
し
て
攻
撃
参
加
後

リ
オ
ン
は
何
度
も
敵
の
特

攻
撃
を
止
め
る
事
に
成
功
し
た

ど
う
や
ら
敵
の
ス
キ
ル
や
特

攻
撃
に
も
対
応
出
来
る
み
た
い
だ
な

こ
の
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア

て

何
気
に
凄
く
な
い

凄
い
の
は
リ
オ
ン
も
だ
な

敵
の
使
う
攻
撃
や
魔
法
が
ど
の
属
性
な
の
か

 
し

か
り
見

め
ら
れ
て
い
る

て
事
に
な
る
ん
だ
か
ら
な

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね

さ

す
が
リ
オ
ン

と

と
に
か
く
必
死
な
だ
け
だ
よ

ハ
ハ

こ
の
調
子
で
ど
ん
ど
ん
い
こ
う

 
こ
う
し
て
調
子
に
乗

た
一
行
は

予
定
通
り
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
へ
と
狩
場
を
変
え
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ど
ん
ど
ん
奥
へ
と
侵
攻
し
て
い

た

こ
れ

て
ボ
ス
戦
の
切
り

に
な
る
ん
じ

な
い

可
能
性
は
あ
る
な

戦
闘
が
凄
く
楽

役
に
立
て
て
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

役
に
立
つ
ど
こ
ろ
か

戦
闘

爆
上
げ
だ
な

 
リ
オ
ン
は
敵
の
攻
撃
の
属
性
を
ほ
ぼ
一
度
で
覚
え
あ
ま
つ
さ
え
魔
法

の

文
の
エ
フ

ク
ト
か
ら

 
ど
の
属
性
の
魔
法
が
来
る
の
か
見

め
る
事
す
ら
出
来
る
よ
う
に
な

て
き
て
い
た

し
か
し
こ
れ
は

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
と
は
よ
く
言

た
も
の
ね

絶
対
に
こ
れ

公
に
デ
ビ

し
た
ら
そ
れ
が
二
つ
名
に
な
る
だ
ろ

あ
と
は
対
人

験
を

ま
せ
ら
れ
れ
ば
言
う
事
は
無
い
ん
だ
け
ど

よ
し

ユ

ジ

ン

り
に
連

し
て

仕
込
む
か

そ
う
ね

リ
オ
ン
は
ユ

ジ

ン
将
軍
と
の
面
識
は
ま
だ
無
い
は
ず
だ
し
ね
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そ
し
て
キ
リ
ト
は
す
ぐ
に
ユ

ジ

ン
に
連

を
入
れ

 
待
ち
合
わ
せ
場
所
を
決
め
て
こ
ち
ら
を
攻
撃
す
る
フ
リ
を
し
て
も
ら
う
事
に
し
た

 
さ
て

そ
ろ
そ
ろ
だ
な

ユ

ジ

ン
は
リ
オ
ン
を
見
て
ど
う
思
う
の
か
な

 

分
と
楽
し
い
事
に
な

て
き
た
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
思
い
な
が
ら

パ

テ

を
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
へ
と
誘

し
て
い

た

最
初
は

攻
撃
か
ら
入
る

て
言

て
た
な

 
リ
オ
ン
に
流
れ
矢
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
い
と
な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
リ
オ
ン
に
チ
ラ
リ
と
目
を
走
ら
せ

正
面
に
向
き
直

た
の
だ
が

 
不
幸
な
事
に

そ
の
直
前
に
ユ

ジ

ン
が
キ
リ
ト
目

け
て
矢
を
放

て
い
た

ち
 
キ
リ
ト
は
当
然
そ
の
矢
に
気
が
付
き

く

打
ち
を
し
た

し
ま

た

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
か

 
キ
リ
ト
は
ギ
リ
ギ
リ
だ
な
と
思
い
つ
つ

矢
を

り

お
う
と
迎
撃
体
制
を
と
ろ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
の
目
の
前
に

と
リ
オ
ン
の
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
が
突
き
出
さ
れ
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キ
リ
ト
は
思
わ
ず
た
た
ら
を

ん
だ

お

と

キ
リ
ト
さ
ん

盾
で
防
ぎ
ま
す

 
そ
し
て
未

動

態
の
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
は

見
事
に
敵
の
矢
を
受
け
流
し
た

 
正
面
か
ら
受
け
る
と
リ
オ
ン
が
そ
の

力
に
押
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら

 
そ
の

の
部
分
は
上
手
く
後
方
に
敵
の
攻
撃
を
流
せ
る
よ
う
な
曲
線
を

い
て
い
る

悪
い

助
か

た

 
そ
う
リ
オ
ン
に
お

を
言
い
な
が
ら
も

キ
リ
ト
は
リ
オ
ン
の
対
応
力
に

を

い
て
い
た

い
つ
の
間
に
俺
の
後
ろ
に
来
た
ん
だ

 
ま
あ
そ
れ
だ
け
集
中
出
来
て
る

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

さ
て

次
は
魔
法
だ
が

敵
襲
で
す
よ
ね

あ
あ
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
な

こ
の

離
だ
と
多
分
次
は
魔
法
攻
撃
が
来
る
頼
む

リ
オ

ン
は
い

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
矢
が
放
た
れ
た
方
向
を
観
察
し
そ
こ
に
多
く
の
人
影
が
あ
る
事
に
気
が
付
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い
た

 
そ
の
人
影
の

囲
に
は

魔
法
を
準
備
し
て
い
る
エ
フ

ク
ト
が
多

発
生
し
て
い
た

魔
法

来
ま
す

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
高
ら
か
に
叫
ん
だ

目
覚
め
よ
我
が
娘

 
そ
の
言
葉
と
共
に
一
同
の
目
の
前
に
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
が
色
鮮
や
か
に
展
開
さ
れ

 
リ
オ
ン
は
飛
来
す
る
色
々
な
属
性
の
魔
法
を

 
そ
の
色
を
観
察
し
て
的
確
に
ボ
タ
ン
を
押
す
事
に
よ
り

次
々
と
防
い
で
い

た

お
お

凄
い

 
そ
し
て
魔
法
攻
撃
が
止
む

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
は
フ
ル
チ

ジ

態
に
な

て

い
たよ

し

俺
と
リ

フ

で

り
込
む
ぞ

シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は
援
護
を
頼
む

了
解

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
敵
を
一
撃
で

ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら

で
の
攻
撃
を
開
始
し
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リ
オ
ン
は
魔
法
攻
撃
の
エ
フ

ク
ト
が
見
え
る
度
に

そ
の
魔
法
を
潰
し
て
い

た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
ユ

ジ

ン
目

け
て
襲
い

か

た
が

 
こ
れ
は

に
戦
う
フ
リ
を
し
な
が
ら
ユ

ジ

ン
と
会
話
を
す
る

だ

た

よ

い
き
な
り
こ
ん
な
事
を
頼
ん
じ
ま

て
悪
か

た
な

そ
れ
は
別
に

わ
ん
の
だ
が

お
い
キ
リ
ト

 
あ
の
子
の
持

て
い
る
武
器
は
何
だ

見
た
事
が
無
い
タ
イ
プ
の
武
器
の
よ
う
だ
が

あ
れ
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
と
い
う

使

て
る
の
は
う
ち
の
新
人
だ
な

新
人
だ
と

そ

ち
の
魔
法
攻
撃
が

発
動
前
に
全
部
潰
さ
れ
て
る
の
に
は
気
付
い
た
よ
な

あ
あ

あ
れ
に
は
さ
す
が
に
驚
い
た

一
体
ど
う
や

て
る
ん
だ

そ
の
魔
法
の
反
対
属
性
の
攻
撃
を
ぶ
つ
け
て

集
ま

た
魔
力
を
散
ら
し
て
る
ら
し
い

 

し
い
理
屈
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い

そ
れ
を
新
人
が

凄
い
な

う
ち
の
ホ

プ
だ
か
ら
な

く

何
故
だ
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ユ

ジ

ン
は
ぶ
る
ぶ
る

え
な
が
ら

を
落
と
し

 
キ
リ
ト
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
は

望
な
新
人
が
中
々
来
な
い
の
だ
ろ
う
と
内
心
同
情
し
た

 
だ
が
そ
の
直
後
に
ユ

ジ

ン
は
こ
う
絶
叫
し
た

何
故
ヴ

ル
ハ
ラ
に
ば
か
り
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
集
ま

て
く
る
ん
だ

 

は
一
人
だ
け
性
格
の
悪
い
の
が
存
在
し
た
が
今
や
う
ち
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
ゼ
ロ
だ
ぞ

ゼ
ロ

 
何
故
こ
ん
な
不
公
平
が
ま
か
り
通
る
ん
だ

 
あ
の
新
人
の
子
の
よ
う
に
巨

と
は
言
わ
ん
是
非
我
が
軍
に
も
姫
的
存
在
の
女
性
プ
レ
イ

ヤ

を

 
そ
の

間
に
ユ

ジ

ン
の
顔
面
に

い
光
が
直
撃
し
ユ

ジ

ン
は
そ
の
ま
ま
地
面
に
倒

れ
伏
し
た

あ

当
た

た

ユ

ジ

ン
将
軍
に
当
て
る
な
ん
て
凄
い
じ

な
い
リ
オ
ン

あ

う
ん

何
か
水
属
性
の
攻
撃
を
顔
面
に
当
て
な
い
と
い
け
な
い
気
が
し
た
の

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

ピ
ク
ピ
ク
し
て
い
る
ユ

ジ

ン
に
向
か

て
言

た
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お
前

し
ば
ら
く
う
ち
に
は
出
禁
な

ノ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 
そ
ん
な
自
業
自
得
な
ユ

ジ

ン
に

キ
リ
ト
は
笑
顔
で
こ
う
言

た

ま
あ
出
禁
に
し
な
い
で
や

て
も
い
い
が

そ
れ
に
は
一
つ

件
が
あ
る

な

何
だ

こ
の
ま
ま
大
人
し
く
リ
オ
ン
の

験

に
な
れ

く

わ

分
か

た

ひ
と
思
い
に
や

て
く
れ

オ

ケ

オ

ケ

お
い
リ
オ
ン

 
キ
リ
ト
は
そ
う
リ
オ
ン
に
声
を
か
け
な
が
ら
ユ

ジ

ン
を
指
差
し
親
指
を
下
に
向
け
た

ね

シ
ノ
ン

あ
れ

て
止
め
を

せ

て
事
か
な

そ
う
じ

な
い

お
許
し
が
出
た
ん
だ
か
ら
や

ち

い
な
さ
い
よ

う

う
ん

分
か

た

ユ

ジ

ン
将
軍
は
か
な
り
タ
フ
だ
か
ら

全
力
で
攻
撃
し
た
方
が
い
い
わ
よ

全
力
ね

オ

ケ

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
チ

ジ
さ
れ
て
い
た
全
て
の
魔
力
と
共
に

自
分
の
魔
力
も
総
動
員
し
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ユ

ジ

ン
目

け
て
凄
ま
じ
い
密
度
の
連
続
射
撃
を
開
始
し
た

う
わ

と
危
な
い

容

な
い
な

少
し
離
れ
て
お
く
か

お

お
い
キ
リ
ト

こ
の
徐
々
に

が

て
い
く
感
覚
は

か
な
り
恐
怖
な
ん
だ
が

ま
だ
リ
オ
ン
の
攻
撃
力
は

い
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
だ
ろ

 
今
日
は

証
に
付
き
合

て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

ま
あ
見
て
て
や
る
か
ら

生
し
て
く
れ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
に
ユ

ジ

ン
は

儀
に
も

を
返
そ
う
と
し
た
の
が

 
直
後
に
ユ

ジ

ン
の

は
全

し

ユ

ジ

ン
は
リ
オ
ン
の

と
な

て
消
え
た

 
そ
の

間
に

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
大
爆
笑
し

 
リ
オ
ン
に

し
み
な
い

手
が
送
ら
れ
る
事
と
な

た

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
と
ユ

ジ

ン
の
会
話
が

こ
え
だ

た
ら
し
い

ふ
う

や

た
な
リ
オ
ン

今
の
戦
闘
で
か
な
り
の

験

が
入

た
だ
ろ

凄
く
出
来
レ

ス

い
感
じ
な
ん
だ
け
ど

ま
あ

う
ん

よ
し
よ
し

こ
の
調
子
で
ガ
ン
ガ
ン
ス
テ

タ
ス
を
上
げ
て
い
こ
う

が

頑
張
る
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お
い
お
前
ら

手
伝

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
笑
顔
で
手
を

て
そ
れ
に
応
え
そ
の
ま
ま
去

て
い

た

 
こ
う
し
て
リ
オ
ン
は
し
ば
ら
く
の
間

日
戦
闘
に
明
け

れ
る
事
と
な
る

 
そ
し
て
そ
れ
が
終
わ

た
後

日
夜
十
一
時
に

 
両
親
と
少
し
だ
け
会
話
を
す
る
の
が
彼
女
の
日
常
と
な

た
の
だ

た

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で

明
日
か
ら
し
ば
ら
く
は

ト
ラ
フ

ク
ス
内
の
探
索
が

行
わ
れ
ま
す
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第
６
４
５
話
 
北
の
探
索
行
・
巨
人
戦

 
今
日
か
ら
新
た
な
エ
ピ
ソ

ド
の
始
ま
り
で
す

こ
れ
は
全
六

八
話

度
に
な
る
と
思
い

ま
す

 
八
幡
が
眠
り
の
森
を
訪
れ
た
り
理
央
が
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
戦
闘
に
明
け

れ
て
い
た
そ
の

 
年
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
予
定
の
者
達
は

 
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
に
集
ま
り
空
中
都
市
船
ト
ラ
フ

ク
ス
の
全
容
を

し
よ
う
と
し
て

い
たネ

ト
で
集
め
た
情
報
に
よ
る
と
こ
の
ト
ラ
フ

ク
ス
は
空
中
都
市
船
と
は
言
い
つ
つ

も 
実
は

に
エ
ン
ジ
ン
を
付
け
て

か
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
の
が
今
の
主

流
の
見
方
ね
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今
日
集
ま

た
メ
ン
バ

の
中
で
唯
一
の
役
付
き
で
あ
る
ユ
キ
ノ
が

会
役
を
努
め

 
そ
の
日
の
話
し
合
い
は
始
ま

た

を

ご
と

豪

よ
ね

実
は
か
な
り
広
い
よ
な

こ
こ

情
報
だ
と
北
は
山

地

南
は
海

⻄
は
湿
原
で

東
は
荒
野
に
な

て
い
る
よ
う
ね

ほ
う
ほ
う

ど
こ
か
ら
調
べ
て
い
く
つ
も
り
だ

 
そ
の
闇
風
の
質
問
に

ユ
キ
ノ
は
こ
う
即
答
し
た

ま
だ
水

の
モ
ン
ス
タ

を

良
く
倒
す
方
法
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
し
と
り
あ
え

ず
北
ね

 
今
日
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
が
少
な
い
か
ら

湿
原
や
荒
野
み
た
い
な
開
け
た
場
所
は

 
後
回
し
に
し
た
方
が
い
い
と
思
う
の

あ
あ

確
か
に
今
日
は
俺
と
レ
ン
し
か
い
な
い
か
ら
な

 
ま
あ
俺
達
な
ら
ど
ん
な
場
所
で
も
問
題
な
い
よ
な

レ
ン

う
ん
師
匠

ま

た
く
問
題
な
い
よ

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
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そ
う
言
い
な
が
ら
闇
風
は

チ
ラ
リ
と
ユ
キ
ノ
の
顔
を
見
た

何
か
し
ら

い
や
や

ぱ
り
違
和
感
が

ユ
キ
ノ
は
語
尾
に

な
の
だ

と
か
付
け
な
い
の
か

 
そ
の

間
に

闇
風
の
後

部
に
衝
撃
が
走

た

ヤ
ミ
ヤ
ミ

デ
リ
カ
シ

が
無
い

て
め
え
ピ
ト

い
ん
だ
よ

こ
の
筋
肉
ゴ
リ
ラ
が

て

あ
れ

ピ
ト

 
闇
風
は
そ
う
言
い
な
が
ら

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

 
だ
が
そ
こ
に
い
る
の
は
ピ
ト
フ

イ
で
は
な
く
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ
る

え

と

 
闇
風
は
困

た
よ
う
な
顔
で
レ
ン
の
方
を
見
た

そ
ん
な
闇
風
に
レ
ン
は
笑
顔
で
こ
う
言

た
師
匠

誰
を
探
し
て
る
の

い
や

今
こ
こ
に
ピ
ト
が
い
な
か

た
か

あ
い
つ
は
今
回
の
ナ
イ
ツ
に
は
参
加
し
て
な
い

よ
な
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や
だ
な

師
匠
あ
の
ピ
ト
さ
ん
が
ハ
チ
マ
ン
君
の
主

す
る
集
ま
り
に
参
加
し
な
い
と
で

も
へ

て
事
は

 
闇
風
は

り
返
り

じ

と
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
顔
を
見
た

 
そ
こ
に
は

か
た
ち
は
違
え
ど
も

よ
く
見
慣
れ
た
ピ
ト
フ

イ
と
同
じ

ニ
ヤ
ニ
ヤ
顔
が

あ

た
ま

ま
さ
か
お
前

ピ
ト
な
の
か

む
し
ろ
知
ら
な
か

た
事
の
方
が
驚
き
よ
ね
ヤ
ミ
ヤ
ミ
ハ
チ
マ
ン
に

わ
れ
て
る
ん
じ

な
い
の

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
そ
う
絶
叫
し
た
闇
風
に

ユ
キ
ノ
が
冗
談
の
つ
も
り
で
こ
う
言

た

そ
う
い
え
ば
確
か
に
こ
の
前

ハ
チ
マ
ン
君
が
あ
な
た
の
事
を

あ

ち

と

 
ユ
キ
ノ
は
先
ほ
ど
の
仕
返
し
に
闇
風
を
か
ら
か
お
う
と
し
た
だ
け
で
あ

た
が

 
闇
風
が
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
表
情
で
う
る
う
る
し
始
め
た

大
い
に

て
る
事
と
な

た

冗
談

冗
談
よ

ハ
チ
マ
ン
君
は
何
も
言

て
な
い
わ

だ
か
ら
安
心
し
て
ね

闇
風
君
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ほ

本
当
に
か

え
え

純
に
忘
れ
て
た
だ
け
だ
と
思
う
わ

と
い
う
か
誰
に
も
説
明
し
て
い
な
い
は
ず
よ

 
だ
か
ら
あ
な
た
だ
け
が
仲
間
外
れ
に
さ
れ
て
い
る
と
か
で
は
な
い
か
ら
安
心
し
て
ね

う
う

そ
う
か
そ
れ
な
ら
良
か

た

ハ
チ
マ
ン
に

わ
れ
た
ら
俺
俺
は

 

囲
に
い
た
者
達
は

そ
ん
な
闇
風
の

を
見
て

 
本
当
に
ハ
チ
マ
ン
の
事
が
好
き
な
ん
だ
な
と

か
い

線
を
送

た
が

 
直
後
に
闇
風
自
身
が
そ
れ
を
ぶ
ち
壊
し
に
し
た

バ
イ
ト
先
も
無
く
な

ち
ま
う
し

何
よ
り
ハ
チ
マ
ン
の
近
く
に
い
る
美
人
さ
ん
達
を
見
て

 
目
の
保

を
す
る
事
も
出
来
な
く
な

ち
ま
う
と
こ
ろ
だ

た

 
そ
の

間
に

ク

ク
ロ
ビ
ン
が
再
び
闇
風
の
後

部
を
殴

た

う
ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ

ヤ
ミ
ヤ
ミ

そ
う
い
う
事
を
言
う
か
ら
あ
ん
た
は
モ
テ
な
い
の
よ

師
匠

さ
す
が
の
私
も
今
の
は
ど
う
か
と

う

う
る
せ
え

俺
は
た
だ
正
直
な
だ
け
だ

美
人
を
美
人
と
言

て
何
が
悪
い

 
そ
れ
は
闇
風
に
と

て
は

死
回
生
の
言
葉
で
あ

た

こ
う
言
え
ば
こ
れ
以
上
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自
分
へ
の

象
が
悪
化
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
計
算
に
よ

て
放
た
れ
た
そ
の
言
葉
は

 
し
か
し
セ
ラ
フ

ム
に
よ

て
あ

さ
り
と

さ
れ
た

ハ
チ
マ
ン
様
以
外
の
賞

不
要

闇
風

反
省

そ

そ
の

り
方

ま
さ
か
お
前

イ
ク
ス
か

 
し

し
か
も
そ
の
胸

完
全

だ
と

 
闇
風
は
セ
ラ
フ

ム
の
胸
を
見
な
が
ら
そ
う
絶
叫
し
た

り
な
い
男
で
あ
る

ふ
ふ
ん
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
て
か
ら
ハ
チ
マ
ン
様
が
私
の
胸
に

線
を
走
ら
せ
る
確

が
更
に

上
が

た

 
ユ
キ
ノ
と
は
違
う
の
だ
よ
ユ
キ
ノ
と
は

 
そ
の

間
に

ユ
キ
ノ
が
セ
ラ
フ

ム
の

を
ガ

チ
リ
掴
ん
だ

ね

セ
ラ
フ

ム

ち

と
お
話
が
あ
る
か
ら
こ

ち
に
来
て
も
ら
え
る
か
し
ら

ち

違
う
の
ユ
キ
ノ

今
の
は
た
だ
の
言
葉
の

で

 
ユ
キ
ノ
な
ら
今
の
が
冗
談
だ

て
分
か
る
よ
ね

ね

そ
の

り
も

め
て
ち

と
お
話
し
し
ま
し

う
か

 
と
り
あ
え
ず
み
ん
な
は
出
発
の
準
備
を
し
て
お
い
て
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敵
は
ど
う
や
ら
巨
人
族
の
可
能
性
が
高
い
か
ら

そ
れ
用
に

自
備
え
て
ね

 
そ
し
て
セ
ラ
フ

ム
は
ユ
キ
ノ
に
よ

て
連
行
さ
れ
て
い

た
が

 
他
の
者
達
は
も
う
慣
れ

こ
な
の
か

平
然
と
準
備
を
開
始
し
た

た

助
か

た

ほ
ら
師
匠

さ

さ
と
準
備

準
備

お

お
う

レ
ン
は

分
平
然
と
し
て
る
の
な

ま
あ
私
は
そ
れ
な
り
に

こ
こ
の
人
達
と
交
流
が
あ
る
し
ね

そ

そ
う
か

ま
あ
ユ
キ
ノ
に
滅
多
な
事
は
言
わ
な
い
方
が
い
い
よ
師
匠

場
合
に
よ

て
は

よ

て
は

も
が
れ
る

ど
こ
を

さ
あ

 
そ
し
て
レ
ン
は
笑
顔
で
準
備
を
始
め

闇
風
も
大
人
し
く
そ
れ
に

た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
後
に

ユ
キ
ノ
が
セ
ラ
フ

ム
を
引
き
ず

て

て
き
た
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そ
の
光
景
に

闇
風
は
目
を

い
た

な

な

レ
ン

ユ
キ
ノ

て
ヒ

ラ

な
ん
だ
よ
な

う
ん
師
匠

で
も
多
分
ユ
キ
ノ
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
も
相
当
高
い
よ

な

な
る
ほ
ど

さ
す
が
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
副
⻑

て
事
か

 
闇
風
は
そ
の
事
実
に
面
食
ら
い

以
後
ユ
キ
ノ
を
か
ら
か
う
事
は
絶
対
に
し
な
く
な

た

さ
て

今
日
の
メ
ン
バ

は

候
が
レ
コ
ン
君
と
闇
風
君
で
お
願
い

 
二

目
は
セ
ラ
フ

ム
私
レ
ン
ち

ん
ロ
ビ
ン
よ
レ
ヴ

は
最
後
尾
で
後
方
監

を

お
願
い

了
解

 
そ
し
て
一
行
は
出
発
し

北
の
山

地

へ
と
向
か

た

 
ユ
キ
ノ
さ
ん

前
方
に
巨
大
な
人
影

お
そ
ら
く
モ
ン
ス
タ

で
す

 
先
行
し
て
い
た
レ
コ
ン
か
ら
そ
ん
な
通
信
が
入
り
ユ
キ
ノ
は
一

進
軍
の
足
を
止
め
さ
せ
た

 
そ
こ
に
別
方
向
に
偵
察
に
出
て
い
た
闇
風
が

足
を
生
か
し
て
合
流
し

 
し
ば
ら
く
し
て
レ
コ
ン
も
無
事
に
合
流
を
果
た
し
た
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こ
の
ト
ラ
フ

ク
ス
で
は
誰
も
飛
ぶ
事
は
出
来
な
い

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
を
飛
ば
す
よ
り
も
そ
の
方
が
バ
ラ
ン
ス
調
整
が
簡

だ
か
ら
だ
ろ
う

敵
は
一
体
一
つ
目
の
巨
人
で
す
武
器
は
普
通
の

棒
魔
法
攻
撃
を
行
う
か
ど
う
か
は
不

明
で
す

 
移
動
速
度
は
た
い
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
走
る
と
ど
う
な
る
か
は
観
察
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
ふ
む

情
報
通
り
ね

敵
は
や
は
り
巨
人
系
の
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

よ

 
と
は
い
え
こ
こ
は
街
な
の
だ
か
ら
必
ず
チ

ト
リ
ア
ル
要
素
が

ま
れ
て
い
る
と

出

来
る
わ

 
お
そ
ら
く
ナ
イ
ツ
の
連

を
深
め
る

に
用
意
さ
れ
た
モ
ン
ス
タ

な
の
で
し

う

そ
の
子
は
何
か
ア
イ
テ
ム
を
落
と
し
た
り
す
る
の
か
な

そ
れ
が
ま
だ
撃
破
報
告
が
無
い
の
よ
ね

そ
れ
ほ
ど
強
敵
だ
と
は
思
え
な
い
の
だ
け
れ
ど

 
お
そ
ら
く
ナ
イ
ツ
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
せ
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

う
ち
み
た
い
に
事
前
に
準
備
し
て
た
と
こ
ろ
な
ん
て

普
通
は
無
い

て
事
か

で
し

う
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
じ

雰
囲
気
が
違
い
す
ぎ
る
も
の
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そ
う
言

た
後

ユ
キ
ノ
は
す
ぐ
に
戦
闘
へ
の
突
入
を
決
断
し
た

幸
い
こ
こ
は
広
い
空
き
地
だ
し

こ
こ
に
敵
を
釣
り
ま
し

う
か

 
と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
片
付
け
て
し
ま
い
ま
し

う

総
員
戦
闘
準
備
を

 
そ
し
て
レ
コ
ン
が
釣
り
役
に
指
名
さ
れ

正
面
に
セ
ラ
フ

ム
が

取
り

 

に
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
レ
ン

に
レ
ヴ

と
闇
風
が
配
置
さ
れ
た

当
然
中
央
は
ユ
キ
ノ
で

あ
るど

ん
な

な
事
で
も

わ
な
い
か
ら

戦
闘
後
に
情
報
を
整
理
す
る
わ
よ

 
余

が
あ
る
時
は

自
で
敵
の
観
察
を

 
そ
の
言
葉
と
同
時
く
ら
い
に

敵
を
釣
り
に
出
た
レ
コ
ン
が
駆
け

て
き
た

敵
に
遠

攻
撃
の
手

無
し

 
レ
コ
ン
は
足
を
止
め
ず
に
ユ
キ
ノ
に
そ
う
声
を

け

 
そ
の
ま
ま
背
後
の
守
り
を

め
る

に

か
な
り
後
方
へ
と

取

た

 
言
わ
れ
な
く
と
も
自
分
の
役

を
果
た
し

決
し
て
目
立
と
う
と
は
し
な
い

 
レ
コ
ン
は
そ
ん
な
行
動
を

り
返
す
事
で

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た
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ち
な
み
に
戦
闘
の

も
ハ
チ
マ
ン
仕
込
み
で
あ
り

ユ

ジ

ン
に
は
勝
て
な
い
ま
で
も

 
簡

に
は
負
け
な
い
よ
う
な
戦
い
方
が
出
来
る
く
ら
い
に
は
成
⻑
し
て
い
る

来
ま
す

 
森
の
中
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
そ
の
巨
体
は

か
な
り

圧
感
が
あ

た

 
巨
人
が

棒
を

り
上
げ

目
の
前
に
い
た
セ
ラ
フ

ム
に

り
下
ろ
す

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の
攻
撃
を
真
正
面
か
ら
受
け
な
い
よ
う
に
盾
を
や
や

め
に
し
て
受
け

流
し
た

 
ド
ン

 
と
い
う
音
と
共
に

棒
が
地
面
に
め
り
込
む

お
お
お
お
お
お
お
お

 
ク
ル
ス
は
雄
叫
び
を
上
げ

そ
の
ま
ま
敵
か
ら
の
ヘ
イ
ト
を
上
げ
る
ス
キ
ル
を
使
い

 

棒
を
持
つ
巨
人
の
手
首
に
全
力
で
剣
を

り
下
ろ
し
た

 
ザ
シ

 
と
い
う
音
と
共
に

巨
人
の

手
首
が
切
断
さ
れ
る

 
そ
の

間
に
巨
人
は
絶
叫
を
上
げ

足
で
セ
ラ
フ

ム
目

け
て

り
を
放

た
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ア
ン
カ

ア
イ
ゼ
ン
倒
立

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の

り
を
ま
と
も
に
受
け
止
め
る

に
な
る
と
判
断
し
た
の
か
そ
う
叫
ん

だ 
セ
ラ
フ

ム
の
持
つ
盾
か
ら

の
よ
う
な
も
の
が

に
飛
び
出
し

地
面
に
突
き

さ
る

 
そ
し
て
ブ

ツ
の

が
ザ
シ

と
音
を
立
て
そ
こ
か
ら
生
え
た
ア
イ
ゼ
ン
が
地
面
に
め
り

込
む

 
そ
の
直
後
に
巨
人
の

り
が
セ
ラ
フ

ム
の
盾
に
直
撃
し
た
が

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の
体
格
差
を
も
の
と
も
せ
ず
に

そ
の
攻
撃
を
ま
と
も
に
受
け
止
め
た

ス
パ
イ
ク

 
そ
し
て
セ
ラ
フ

ム
の
そ
の
叫
び
に
よ
り

盾
か
ら
ト
ゲ
の
よ
う
な
物
が
飛
び
出
し

 

り
を
放

た
巨
人
の

足
に
突
き

さ

た

巨
人
は
も
が
い
た
が

 
そ
の
ト
ゲ
は
返
し
が
つ
い
て
い
る
の
か
足
か
ら
抜
け
る
気
配
が
な
い

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の
ま
ま
そ
の
場
に

み
と
ど
ま
る
事
で
巨
人
の
体
制
を
安
定
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
た

 
そ
こ
で
初
め
て
巨
人
の
動
き
が
止
ま
る
事
と
な

た
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今
よ

攻
撃
開
始

目
標
は

足
と

手
よ

 
ユ
キ
ノ
は
セ
ラ
フ

ム
に
ヒ

ル
を
飛
ば
し
つ
つ

そ
う
指

を
出
し
た

こ
こ
か
ら
狙
撃
す
る

あ
い
よ

 
レ
ヴ

が
そ
の
場
に

立
ち
し
大
口

の
魔
法
銃
で
巨
人
の

足
を
的
確
に
撃
ち
抜
い
て
い

く 
確
か
に
巨
人
の

足
は
か
な
り
太
い
が

そ
の
足
首
が
徐
々
に

だ
ら
け
に
な

て
い
く

 
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ

 
巨
人
の
口
か
ら
そ
ん
な
声
と
も
つ
か
な
い
よ
う
な
音
が

こ
え

 
巨
人
は

束
さ
れ
た

足
を
無
理
や
り
地
面
に
下
ろ
し

足
を
動
か
し
て
そ
の
攻
撃
を
避
け

よ
う
と
し
た

さ
せ
る
か
よ

 
そ
こ
に
凄
ま
じ
い
速
さ
で
闇
風
が
肉
薄
し
巨
人
の
ア
キ
レ
ス

を
狙

て
攻
撃
を
開
始
し
た

 
こ
う
し
て
遠

離
と
近

離
か
ら
の
二
人
の
攻
撃
に
よ
り
巨
人
の

足
は
徐
々
に

ら
れ
て

い

た



 第６４５話 北の探索行・巨人戦

 
レ
ン
ち

ん

や
る
わ
よ

オ

ケ

ピ
ト
さ
ん

じ

な
か

た
ロ
ビ
ン

ぶ
ち
か
ま
そ
う

と
は
い
え
ち

と
あ
の

置
は
高
い
わ
ね

レ
ン
ち

ん

私
を

み
台
に

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
そ
う
言
い
か
け
た

間
に
二
人
の
目
の
前
に

い
立
方
体
が
複

出
現
し

た
ロ
ビ
ン

あ
れ

て

だ
よ
ね

そ

か

さ

す
が
ユ
キ
ノ

 
そ
れ
は
ユ
キ
ノ
が
地
面
に
生
え
る

を
対
象
に

け
た

の

の
魔
法
で
あ

た

 
名
は
そ
の
ま
ま
ア
イ
ス
コ
フ

ン
で
あ
る

ユ
キ
ノ
は
そ
の
魔
法
に
魔
力
を
多
め
に
込
め
る
事

で 
二
人
の

に
足
場
を
作

た
の
で
あ

た

ユ
キ
ノ

あ
り
が
と

今
度
お

に
私
と
ム
フ
フ
な
事
を

ん
で
遠

す
る
わ

く

ガ

ド
が

い
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そ
う

口
を
叩
き
な
が
ら

の
足
場
に
上

た
ク

ク
ロ
ビ
ン
に

 
ユ
キ
ノ
は

く

持
た
ず
と
い
う
風
に

あ

さ
り
と
そ
う
返
し
た

仕
方
な
い

そ
れ
じ

あ
そ
の
役
は
レ
ン
ち

ん
に

ご
め
ん
ロ
ビ
ン

私
も
無
理

 
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ン
は
速
度
を
上
げ

凄
ま
じ
い
速
度
で
飛
び
上
が
る
と

 
巨
人
の

手
に
肉
薄
し
て
そ
の
手
首
に
フ
ル
オ

ト
射
撃
を
し
た

 
そ
の
背
後
か
ら
ク

ク
ロ
ビ
ン
が

手
首
を
切
断
し
よ
う
と
剣
を

り
か
ぶ

た
が

 
こ
こ
で
巨
人
は
予
想
外
の
行
動
に
出
た

 

手
に
攻
撃
し

別
の

の
足
場
に
着
地
し
よ
う
と
し
た
レ
ン
に

裏
拳
を
放

た
の
だ

レ
ン
ち

ん

危
な
い

え

う
わ

わ
わ
わ
わ
わ

 
レ
ン
は

て
て
止
ま
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

そ
の
ま
ま
足
を
滑
ら
せ

足
場
の
下
に
落
ち
た

 
そ
の

の
上
を

巨
人
の
裏
拳
が
通
り
過
ぎ
て
い

た

わ

お

さ

す
が
レ
ン
ち

ん

ラ

キ

ガ

ル

こ
ん
な
の
全
然
嬉
し
く
な
い
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そ
う
言
い
な
が
ら
も
レ
ン
は

そ
の
ま
ま
真
上
に
フ
ル
オ

ト
射
撃
を
し

 
裏
拳
を
か
わ
さ
れ
て
静
止

態
で
あ

た
巨
人
の

手
に
攻
撃
を
集
中
さ
せ
た

 
そ
の
直
後
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
が

レ
ン
が
足
を
滑
ら
せ
た
足
場
に
器
用
に
着
地
し

 
前
に

て
く
る
巨
人
の

手
の
前
に
剣
を
立
て
た
が

 
足
場
が
悪
い

そ
の
ま
ま
後
ろ
に
押
さ
れ
て
し
ま
う

く
 
だ
が
突
然
そ
の
足
の
滑
り
が
止
ま

た

ク

ク
ロ
ビ
ン
の
足
元
に
黒
い
ツ
タ
の
よ
う
な
物
が

き
付
き

 
足
が
滑
ら
な
い
よ
う
に
止
め
て
く
れ
て
い
た
の
だ

た

さ

す
が
レ
コ
ン

縁
の
下
の
力
持
ち

 
そ
し
て
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
足
を

ん
張
り

見
事
に
巨
人
の

手
を
切
断
し
た

よ
し

 
同
時
に
巨
人
は

に

前
足
に
力
が
入
ら
な
く
な

た
の
か
そ
ち
ら
に
向
け
て

を
つ
い
た

あ

ち
も
足
の
破
壊
に
成
功
し
た
み
た
い
ね

こ
れ
で
敵
の
動
き
が
大
分

る
か
な
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そ
う
ね

一

離
を
取
り
ま
し

う

 
二
人
が
そ
う
言

て
巨
人
か
ら

離
を
と

た

間
に

突
然
ユ
キ
ノ
が
叫
ん
だ

セ
ラ
フ

ム

手
よ

 
そ
の
言
葉
通
り

巨
人
は

手
に

棒
を
持
ち
直
し

 
セ
ラ
フ

ム
目

け
て

り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
た

切
断
さ
れ
た
は
ず
の

手
で
で
あ
る

 
セ
ラ
フ

ム
は

に
盾
の
ア
ン
カ

を
外
し

盾
を
上
に

え
た

 
そ
れ
に
よ

て
防
御
が
間
に
合

た
が

 
さ
す
が
に
上
か
ら

り
下
ろ
さ
れ
る
攻
撃
を
ま
と
も
に
受
け
る
の
は
負
担
が
大
き
い
の
か

 
セ
ラ
フ

ム
も
い
く
ら
か
の
ダ
メ

ジ
を
負

た

 
も

と
も
そ
れ
は
ユ
キ
ノ
に
よ

て
す
ぐ
に

さ
れ
て
し
ま
う
の
だ

た
が

 
問
題
は
巨
人
の
再
生
能
力
の
方
だ

た

見
る
と

足
と

手
の
肉
も
不
気
味
に

い
て
お

り 
ど
う
や
ら
そ
の
二
部

も
再
生
が
進
ん
で
い
る
の
だ
と

さ
れ
た

ユ
キ
ノ

ど
う
す
る

大
丈
夫

敵
の

は
回
復
し
て
い
な
い
わ

と
り
あ
え
ず
両
足
を
交

に
攻
撃
し
て
敵
の
足
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を
止
め

 
そ
の
ま
ま
最
後
ま
で

を

り
き
り
ま
し

う

分
か

た

攻
撃
を
続
け
る
ね

 
そ
の
ま
ま
攻
撃
は
継
続
さ
れ

に
巨
人
は
全
て
の

を

り
取
ら
れ

消
滅
し
た

 
後
に
残
さ
れ
て
い
た
の
は
一
本
の
鍵
で
あ
り

 
説
明
文
に
は

上

用
ト
ラ
フ

ク
ス
北
転
移
門
の
鍵

と
書
か
れ
て
あ

た

こ
の
鍵

何
に
使
う
ん
だ
ろ

普
通
に
考
え
れ
ば

イ
ベ
ン
ト
開
始
時
に
北
門
を
通
れ
る

て
事
な
の
で
は
な
い
か
し
ら

ま
さ
か
人

分
必
要
と
か
じ

な
い
よ
な

い
え

こ
れ
は
一
度
取
れ
ば
ナ
イ
ツ
全
体
で

な
ア
イ
テ
ム
み
た
い
ね

今
使
用
す
る
わ

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
が
何
か
を
操
作
す
る
と
そ
の
鍵
は
消
滅
し

 
代
わ
り
に
ナ
イ
ツ
の

況
を
確
認
す
る

の
メ
ニ

画
面
に
鍵
所
持
の
情
報
が
記
載
さ
れ

た
よ
し

こ
れ
で
い
い
わ
ね

や

た

こ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
に
褒
め
て
も
ら
え
る
ね
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こ
の
後
ど
う
す
る

そ
う
ね

あ
の
巨
人
が
復
活
し
な
い
う
ち
に
あ
る

度

囲
を
探
索
し
て

む
 
そ
の
時
突
然
レ
ヴ

が
何
か
を
感
じ
た
よ
う
に

り
を
見
回
し
た

そ
し
て
レ
コ
ン
が
こ
う
叫

ん
だユ

キ
ノ
さ
ん

敵
襲
で
す

 
一
同
は
そ
の
声
を

き

す
ぐ
に
セ
ラ
フ

ム
の
背
後
に
展
開
し

 
セ
ラ
フ

ム
は
盾
を

え
て
戦
闘
態
勢
を
と

た

 
正
面
の
森
の
中
に
複

の
銃
口
が
見
え

セ
ラ
フ

ム
は

に
こ
う
叫
ん
だ

シ

ル
ド
展
開

広

防
御

 
そ
の

間
に
セ
ラ
フ

ム
の
持
つ
盾
が

 
一
同
を
守
る
よ
う
に
横
に
広
が

て

そ
の
ま
ま
矢

の
よ
う
な

に
変
化
し
た

 
そ
の
盾
に
向
け

森
の
中
か
ら
銃

が

あ
ら
れ
と
降
り
注
い
だ
の
だ

た
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第
６
４
６
話
 
北
の
探
索
行
・
知
ら
れ
ざ
る
強
者

師
匠

こ
れ

て

マ
シ
ン
ガ
ン
に
よ
る
攻
撃
ね

ロ
ビ
ン
も
そ
う
思
う
か

え
え

間
違
い
な
い
わ

と
い
う
事
は

心
当
た
り
の
あ
る
チ

ム
が
一
つ
あ
る
わ
ね

 
レ
ン

闇
風

ク

ク
ロ
ビ
ン
の
そ
の
言
葉
に

ユ
キ
ノ
が
そ
う
言

た

レ
ン
ち

ん

は
あ
る
わ
よ
ね

私
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ

ラ
だ
か
ら

持

て
な
い
の

よ
ね確

認
し
て
み
ま
す

俺
も
見
て
み
る

 
そ
し
て
レ
ン
と
闇
風
が
攻
撃
を
く
ら
わ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
敵
の
様
子
を
観
察
し
続
け
て
こ

う
言

た

あ

や

ぱ
り

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
だ
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シ
ノ
ハ
ラ
の
野
郎
が
い
や
が
る
ぞ

そ
う
そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
共
用
サ

バ

に
来
て
初
の
対
人
戦
と
い
う
事
に
な
る
の
か
し

ら
だ
な

目
に
は
目
を

攻
撃
に
は
反
撃
を

だ

レ
コ
ン
君

こ
の

態
で
偵
察
は
可
能

大
丈
夫
で
す

い
け
ま
す

 
そ
し
て
レ
コ
ン
は
地
面
を
這
う
よ
う
な
体
制
に
な
り

そ
の
ま
ま

を
消
す
魔
法
を

え
た

お
お

さ
す
が
は
本
職

凄
い
な

こ
こ
な
ら
俺
も
魔
法
が
使
え
た
り
し
ね
え
か
な

師
匠
は
絶
対
に
悪
用
す
る
か
ら

目

あ

悪
用

て
何
だ
よ

俺
は
そ
ん
な
事
は
し
な
い

女
性
の
着

え
を

い
た
り
し
な
い
と
自
信
を
持

て
言
え
る
の

あ

当
た
り
前
だ
ろ

は
い

間
が
あ

た
時
点
で
ア
ウ
ト

 
そ
ん
な
ノ
ン
ビ
リ
と
し
た
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
も

一
同
は
戦
闘
準
備
を
進
め
て
い
た

セ
ラ
フ

ム

あ
と
ど
れ
く
ら
い

え
ら
れ
る
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を
受
け
る
の
で
は
な
く

後
方
に

い
て
い
る
か
ら
当
分
大
丈
夫

 
で
も
こ
の
ま
ま
だ
と
ジ
リ

相
手
の

切
れ
を
狙

て
突

込
む
し
か
な
い

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
レ
コ
ン
君
か
ら
の
報
告
を
待
ち
ま
し

う
か

 
そ
の
時
突
然
銃
声
が
止
ん
だ

あ
ら

ま
さ
か
も
う

切
れ
な
の
か
し
ら

突
入
の
チ

ン
ス
を
逃
し
ち

た
か
な

い
や

し
か
し
よ

こ
ん
な
に

く

切
れ
に
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
ろ

 

験
上

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
攻
撃
は
こ
の

度
で
終
わ
る
事
は
無
い

 
そ
れ
故
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は

首
を

げ
る
事
と
な

た

で
も
レ
コ
ン
君
か
ら
の
報
告
が
無
い
と
い
う
事
は
ま
だ
現
場
に
到
着
し
て
い
な
い
と
い
う
事

よ
ね

て
事
は

自
主
的
に
攻
撃
を
や
め
た

あ
の
マ
シ
ン
ガ
ン
馬

の
あ
い
つ
ら
が
か

そ
う
ね

あ
り
え
な
い
わ
よ
ね

こ
こ
は
素
直
に
報
告
を
待
ち
ま
し

う
か

 
そ
し
て
少
し
後
に

レ
コ
ン
か
ら
ユ
キ
ノ
に
報
告
が
入

た

す
み
ま
せ
ん
報
告
が

れ
ま
し
た

ユ
キ
ノ
さ
ん

敵
は
七
人
で
す
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七
人
と
い
う
そ
の
言
葉
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は
首
を

げ
た

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

は
六
人
だ

た
は
ず
だ
か
ら
だ

レ
コ
ン
君

何
が
あ

た
の

い
え
敵
の
リ

ダ

ら
し
き
女
性
が
僕
が
到
着
す
る
前
に

退
指

を
出
し
た
み
た
い
で

 

て
て
追
い
か
け
て

今
や

と
追
い
つ
い
た
と
こ
ろ
で
す

へ

い
く
ら
攻
撃
し
て
も
無

だ
と
悟

た
の
か
し
ら
ね

い
い
判
断
だ
と
思
う
け
ど

で
も

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
に
女
性
メ
ン
バ

い
た
事
が
な
い
わ
ね

あ
の
女
性
は
お
そ
ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
出
身
の
人
間
だ
と
思
い
ま
す

 
た
だ
キ

ラ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
キ

ラ
み
た
い
で
す
が

ど
う
し
て
そ
う
思
う
の

は
い

銃
だ
け
だ
と
決
め
手
に

け
る
か
ら

 
私
が
以
前
所
属
し
て
い
た
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
知
り
合
い
を
何
人
か
ス
カ
ウ
ト
す
る
か
ら
一
度

退
だ
と

 
あ
の
女
性
は
そ
う
言

て
た
ん
で
す
よ

そ
う
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そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後

レ
コ
ン
に
こ
う
指

を
出
し
た

分
か

た
わ

レ
コ
ン
君
は
そ
の
ま
ま

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
後
を
追

て

 
決
し
て
無
理
は
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
ね

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
通
信
を
終
え
た
後
に

レ
ン
に
言

た

レ
ン
さ
ん

い

で
フ
カ
さ
ん
を
呼
ん
で
も
ら

て
も
い
い
か
し
ら

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
け
ど

で
も
何
で

多
分
そ
の
女
性

て
い
う
の
が

フ
カ
さ
ん
と
因
縁
の
あ
る
プ
レ
イ
ヤ

だ
と
思
う
の
よ
ね

フ
カ
と

そ
う
な
の

え
え

ま
あ
レ
コ
ン
君
の
報
告
待
ち
に
な
る
の
だ
け
れ
ど

多
分
合

て
い
る
と
思
う
わ

 
何
故
な
ら
過
去
に
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
所
属
し
て
い
た
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
一
人
し
か
い
な

い
の
だ
か
ら

な
る
ほ
ど

 
こ
の
場
に
は
他
に

古
参
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

は
存
在
し
な
い

 
ユ
キ
ノ
は

し
い
事
は
い
ず
れ
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
で
ね
と
言

て
一

こ
の
話
題
を
こ
こ
で
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終
え
た

 
そ
し
て
一
同
は
そ
の
ま
ま
探
索
を
続
け

再
び
先
ほ
ど
と
同
じ
タ
イ
プ
の
巨
人
と
遭
遇
し
た

こ
れ
は
少
し
面
倒
ね

移
動
だ
け
で
こ
れ
だ
け
手
間
を

け
さ
せ
る
な
ん
て

 
開
発

は
一
体
何
を
考
え
て
い
る
の
か
し
ら
ね

案
外
一
度
鍵
を
取

た
ら
敵
対
し
て
こ
な
く
な
る
と
か

そ
の
可
能
性
は
無
く
も
な
い
わ
ね
セ
ラ
フ

ム
ち

と
生
贄
に
な

て
も
ら
え
る

か
し
ら

さ

き
の
事
を
ま
だ

に
持

て
る

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
う
言
い
つ
つ
も
文

を
言
わ
ず
に
一
人
で
巨
人
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た

 
他
の
者
達
は
何
が
あ

て
も
す
ぐ
飛
び
込
め
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
お
り

 
ユ
キ
ノ
に
至

て
は

に
回
復
魔
法
の

を
開
始
し
て
い
る

態
で
あ

た

 
ユ
キ
ノ
も
や
は
り
ハ
チ
マ
ン
の

に
い
る
事
で

 

と
同
時
に
ツ
ン
デ
レ
ス
キ
ル
も
鍛
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

さ
て

ど
う
な
る
か
な

セ
ラ
フ

ム

気
を
つ
け
て
ね
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だ
が
巨
人
は
セ
ラ
フ

ム
に
一

も
く
れ
ず

そ
の
ま
ま
そ
の
前
を
素
通
り
し
て
い

た

あ

や

ぱ
り
そ
う
い
う
事
か

平
気
だ

た
ね

ユ
キ
ノ

も
う
大
丈
夫
み
た
い
だ
よ

 
ユ
キ
ノ
も
そ
の
言
葉
を
受
け

魔
法
の

を
や
め
た

そ
れ
じ

あ
転
移
門
と
い
う
の
を
探
し
つ
つ

囲
を
探
索
し
ま
し

う
か

 
も
し
か
し
た
ら
使
え
る
素
材
と
か
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
気
に
な

た
物
が
あ

た
ら
ま
め
に
チ

ク
を
お
願
い

 
そ
し
て
一
同
は
あ
ち
こ
ち
を
観
察
し
な
が
ら

囲
の
探
索
を
進
め
た
が

 
こ
こ
ま
で
巨
人
以
外
の
敵
キ

ラ
は
ま

た
く
出
現
し
て
こ
な
い

な

こ
こ
に
は
他
に
モ
ン
ス
タ

は
出
な
い
の
か
な

プ
レ
イ
ヤ

間
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
を
鍛
え
る
に
は

 
そ
れ
な
り
の

の
雑

モ
ン
ス
タ

が
出
現
し
た
方
が
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね

確
か
に
そ
う
ね

他
の
方
面
に
敵
を
集
中
さ
せ
て
い
る
の
か
し
ら
ね

ま
あ

に
調
べ
て
い
け
ば
い
い
ね
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あ

見
て

大
き
な
門
み
た
い
な
の
が
あ
る

 
少
し
先
を
歩
い
て
い
た
レ
ン
の
口
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
一
行
は
そ
ち
ら
に
向
け
て
駆
け

出
し
た

あ

本
当
だ

デ
カ
い
な

ユ
キ
ノ

ど
う

何
か
反
応
し
て
る

え
え

転
移
門
の
利
用
許
可
を
感
知
し
ま
し
た
が

現
在
こ
の
門
は
ど
こ
に
も
通
じ
て
い
ま

せ
ん

 
だ
そ
う
よ

や

ぱ
り
こ
こ
が

イ
ベ
ン
ト
時
の
入
り
口
の
一
つ
と
い
う
事
に
な
る
よ
う
ね

オ

ケ

オ

ケ

他
に
何
か
気
に
な
る
物
と
か
あ

た
か

素
材
が
結

あ
る
よ
ね

こ
こ

ま
あ
一

的
に
流
通
し
て
る
レ
ベ
ル
の
素
材
だ
け
ど

ま
あ
街
中
と
い
う
扱
い
で
は
あ
る

だ
し
ね
も

と
も
そ
う
言

て
い
い
の
か
は
分
か
ら
な

い
け
ど

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

り
ま
し

う
か

レ
コ
ン
君
の
報
告
も

き
た
い
し

だ
な
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そ
し
て
一
行
は
街
へ
と
引
き
返
し
た

中
で
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
遭
遇
す
る
事
は
一
切
無

か

た

 
や
は
り
ま
だ
ナ
イ
ツ
を
組
む
の
に
苦
心
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
の
証

に
街
に
帰
る
と

メ
ン
バ

集

の
前
は
大

況
で
あ

た

や

ぱ
り
ま
だ
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ

鍵
を
持
つ
モ
ン
ス
タ

の
取
り
合
い
に
な
ら
な
い
今
の
う
ち
に

 
さ

さ
と
全
部
集
め
て
し
ま
い
た
い
と
こ
ろ
ね

そ
れ
じ

あ
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
に
帰
ろ
う

 
そ
し
て
ビ
ル
の
入
り
口
を
メ
ン
バ

認
証
し
て
通
過
し
た
一
行
を

 
二
人
の
メ
イ
ド
服
を
着
た
人
物
が
出
迎
え
た

み
な
さ
ん

お
帰
り
な
さ
い

お
帰
り
な
の
ニ

何
か
収

は
あ

た
か
ニ

 
そ
れ
は
ユ
イ
と
フ

イ
リ
ス
で
あ

た

 
ユ
イ
は
キ
ズ
メ
ル
と
交
代
で

こ
こ
と
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
を
行
き
来
す
る
よ
う
だ

 
フ

イ
リ
ス
は
完
全
に
趣
味
で
あ
る

一
応
別
に
店
員
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
設
定
出
来
る
の
だ
が
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
利
用
せ
ず

こ
こ
を
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
に
任
せ
る
事
に
し
た
の
だ

た

フ

イ
リ
ス
さ
ん

来
て
い
た
の
ね

う
ん

フ
カ
ち

ん
も
さ

き
来
た
の
ニ

フ
カ
が

あ
ら

そ
れ
は
手
間
が
省
け
た
わ
ね

 
そ
こ
に
丁
度
レ
コ
ン
も

て
き
た

ユ
キ
ノ
さ
ん

り
ま
し
た

お
帰
り
な
さ
い

そ
れ
じ

あ
報
告
を

き
ま
し

う
か

 
レ
ン
さ
ん

フ
カ
さ
ん
を
呼
ん
で
き
て
も
ら
え
る
か
し
ら

う
ん

待

て
て

 
そ
し
て
レ
ン
に
連
れ
ら
れ
て

他
の
フ
ロ
ア
に
い
た
フ
カ
次
郎
が

を
現
し
た

や

や

こ
の
か
わ
い
い
フ
カ
次
郎
ち

ん
の
出
迎
え

ご
苦
労
様

 
そ
の

に
一
同
は

や
れ
や
れ
と

を

め
た
が

 
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
に
一
人
だ
け
返
事
を
し
た
者
が
い
た

お
う

労

て
も
ら

て
す
ま
な
い
な

本
当
に
お
前
は
か
わ
い
い
な
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か
わ
い
す
ぎ
る
か
ら

つ
い
つ
い
殴
り
た
く
な
る

リ

リ

ダ

い

い
つ
の
間
に
こ
こ
に

今
日
は
用
事
が
あ

た
の
で
は

 
そ
こ
に
い
た
の
は
眠
り
の
森
へ
の
訪
問
を
終
え

 
顔
だ
け
は
出
し
て
お
こ
う
と
ロ
グ
イ
ン
し
た
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

用
事
は
終
わ

た

お
前
こ
そ
用
事
が
あ
る
と
か
言

て
な
か

た
か

う

う
ん

レ
ン
が
何
か

相
を
し
て
な
い
か
心
配
で

私
を
フ
カ
と
一

に
し
な
い
で

 
そ
し
て
レ
ン
は

ん

ん
と

り
な
が
ら

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
手
を
取
り

 
テ

ブ
ル
ま
で
連
れ
て
い
く
と

そ
の
隣
に

取

た

 
そ
れ
を
見
た
ユ
キ
ノ
が
さ
り
げ
な
く
そ
の
隣
に
座
り

フ
カ
次
郎
は
完
全
に
出

れ
る
事
と

な

た
な

な
な
な
な
な

な
ん
て
抜
け
目
な
い

え

何
の
事

い

い
や

何
で
も
ね
え

敗
者
は
た
だ
去
り
行
く
の
み
だ

 
そ
う
言

て

せ
め
て
ハ
チ
マ
ン
の
正
面
に
座
ろ
う
と
し
た
フ
カ
次
郎
は
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横
か
ら
ス

と
移
動
し
て
き
た
人
物
に
あ

さ
り
と
先
を
こ
さ
れ
た

レ
コ
ン
で
あ
る

ど
う
し
た
レ
コ
ン

何
か
報
告
で
も
あ
る
の
か

は
い
フ
カ
さ
ん
に
も
関
係
が
あ
る
報
告
で
す
フ
カ
さ
ん
こ
こ
に
座

て
も
ら

て
い
い

 
そ
う
言

て
レ
コ
ン
は
フ
カ
次
郎
に

ユ
キ
ノ
の
前
に
座
る
よ
う
に

し
た

 
フ
カ
次
郎
は
そ
ん
な
レ
コ
ン
の
態
度
を
見
て

こ
れ
は
真
面
目
な
話
が
あ
る
の
だ
と
思
い

 
大
人
し
く
ユ
キ
ノ
の
前
に
座

た

他
の
者
達
は

り
の
テ

ブ
ル
に
思
い
思
い
に

け

た
ユ
キ
ノ

何
か
あ

た
の
か

え
え

今
日
は
北
の
山

地

の
調
査
に
行

た
の
だ
け
れ
ど

 
メ
ニ

の
ナ
イ
ツ
の
ペ

ジ
を
見
て

北
の
転
移
門
の
鍵
を
手
に
入
れ
て
お
い
た
わ

ほ
う
ほ
う

ど
う
や

て
手
に
入
れ
た
ん
だ

普
通
に

し
て
い
る
巨
人
族
が
持

て
い
た
わ

 
ち
な
み
に
一
度
鍵
を
入
手
し
た
後
は

ノ
ン
ア
ク
テ

ブ
に
変
化
し
た
わ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
仕
組
み
か
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問
題
は
そ
の
後
な
の
だ
け
れ
ど

ふ
む

 
真
面
目
な
顔
を
し
た
ハ
チ
マ
ン
に

ユ
キ
ノ
は
こ
う
切
り
出
し
た

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
か
ら
襲
撃
を
受
け
た
わ

あ
い
つ
ら
の

ほ
う
ほ
う

あ
い
つ
ら
が
こ
こ
に
い
る
の
か

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
に
は

見
知
ら
ぬ
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
一
人
加
わ

て
い
た
そ
う
よ

ほ
う

後
の
報
告
は
レ
コ
ン
君
に
お
任
せ
す
る
わ

 
そ
う

さ
れ
た
レ
コ
ン
は

そ
の
言
葉
に

い
説
明
を
始
め
た

は
い
僕
は
そ
の
集
団
の
後
を
尾
行
し
つ
い
先
ほ
ど
解
散
す
る
ま
で
そ
の
話
を

い
て
い
ま

し
た

 
そ
れ
に
よ
る
と

お
そ
ら
く
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は

ビ

ビ

だ
と
思
わ
れ
ま
す

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に

フ
カ
次
郎
は
下
を
向
き

わ
な
わ
な
と

え
だ
し
た

ビ

ビ

誰
だ

あ
な
た
が
知
ら
な
く
て
も
当
然
ね

ビ

ビ

と
は
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か
つ
て
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
所
属
し
て
い
た
唯
一
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

よ

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
と
シ
ル
フ
軍
が
和
解
し
た
直
後
に

 
シ
グ
ル
ド
と
一

に
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
を
離
脱
し
て
い
る
わ

シ
グ
ル
ド

て

あ
の
シ
グ
ル
ド
か

あ
い
つ
は
シ
ル
フ
軍
だ

た
だ
ろ

言
い
方
が
悪
か

た
わ
ね

シ
グ
ル
ド
の
計
画
に
つ
い
て
は
覚
え
て
い
る
か
し
ら

計
画

計
画

て
ア
レ
だ

え

と

別
に
覚
え
て
い
る
フ
リ
を
し
な
く
て
も
い
い
の
よ

悪
い

雑

す
ぎ
て
忘
れ
た

ふ
ふ

ま
あ
そ
う
よ
ね

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
シ
グ
ル
ド
の
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た

シ
グ
ル
ド
は

も
う
す
ぐ
実
装
予
定
と
言
わ
れ
て
い
た
転
生
シ
ス
テ
ム
を
使

て

 
シ
ル
フ
か
ら
サ
ラ
マ
ン
ダ

に
転
生
し
て

力
を

ろ
う
と
し
た
裏
切
り
者
よ

 
そ
し
て
そ
の
目
的
は

そ
の
ま
ま
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
さ
せ

 
光

精
族
の
ア
ル
フ
に
更
に
転
生
す
る
事
だ

た
ら
し
い
わ
ね

あ
あ

そ
う
そ
う

そ
ん
な
感
じ
だ

た
な
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ハ
チ
マ
ン
は
や

と
思
い
出
し
た
の
か

若

な
が
ら
も
そ
の
説
明
に

い
た

で

そ
の
時
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
窓
口
に
な

て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
が

 
そ
の
ビ

ビ

て
い
う
プ
レ
イ
ヤ

な
の

あ
あ

だ
か
ら
二
人
で
逃
げ
出
し
た
と

ユ

ジ

ン
将
軍
は
ビ

ビ

を

め
る
つ
も
り
は
ま

た
く
無
か

た
よ
う
な
の
だ
け
れ

ど 
彼
女
と
し
て
は

や
は
り
軍
に
は
残
り

か

た
の
で
し

う
ね

 
そ
れ
か
ら
二
人
は
ど
こ
へ
と
も
な
く

を
消
し
た
わ

二
人
は
一

に

を
消
し
た
の
か

い
い
え

ビ

ビ

は
シ
グ
ル
ド
の
事
が
大

い
だ

た
ら
し
い
か
ら

 
別
行
動
な
の
は
間
違
い
な
い
と
思
う
わ

た
ま
た
ま
タ
イ
ミ
ン
グ
が
同
じ
だ

た
だ
け
ね

 
そ
し
て
種
族
間
の
壁
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

入
に
よ

て
取
り

わ
れ

今
に
至
る
と

な
る
ほ
ど
な

話
の

を

て
悪
か

た
そ
れ
じ

あ
レ
コ
ン
報
告
を
続
け
て
く
れ

 
レ
コ
ン
は
そ
の
言
葉
に

き

説
明
を
続
け
た

何
故
僕
が
そ
の
女
性
を
ビ

ビ

だ
と
判
断
し
た
か
と
い
う
と
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ユ
キ
ノ
さ
ん
は
も
う
気
付
い
て
い
る
み
た
い
で
す
が

そ
の
女
性
が

私
が
以
前
所
属
し
て
い
た
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
知
り
合
い
を
何
人
か
ス
カ
ウ
ト
す
る
か
ら

 
と
言

て
い
た
せ
い
で
す
ね

当
す
る
女
性
は
ビ

ビ

だ
け
で
す
か
ら

え

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍

て
そ
う
な
の
か

そ
う
で
す
よ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
も

女
性
を
見
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね

た

確
か
に

そ
う
か

ユ

ジ

ン

て
か
わ
い
そ
う
な
奴
だ

た
ん
だ
な

 
今
度
会

た
ら
も
う
少
し
優
し
く
し
て
や
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
葉
に

き
出
し
つ
つ
も

レ
コ
ン
は
更
に
説
明
を
続
け
た

ビ

ビ

の
見
た
目
は
変
わ

て
ま
し
た

 
お
そ
ら
く
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
新
し
く
キ

ラ
を
作

た
ん
だ
と
思
い
ま
す

一
応
こ
れ
が
そ
の
写
真
で

す
こ
れ
か

ふ
む

俺
に
は
見
覚
え
は
な
い
な

レ
ン

は
知

て
い
る
は
ず
が
な
い
な

 
ロ
ビ
ン

闇
風

ど
う
だ

ど
れ
ど
れ

ほ
い
ほ
い
ち

と
拝
見

と

あ
あ
れ

お
い
ロ
ビ
ン
こ
い
つ

て
指

者
じ
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ね
あ

本
当
だ

こ
れ

て

指

者

だ
ね

知

て
る
の
か

う
ん

第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
も
出
て
た
は
ず
だ
け
ど

覚
え
て
な
い

お

覚
え
て
な
い

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
か

イ
ク
ス
の
事
も
覚
え
て
な
か

た
く
ら
い
だ
し
ね

う

す

す
ま
ん
マ

ク
ス

い
え

私
は
一

で
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
倒
さ
れ
ま
し
た
か
ら

あ

レ
ヴ

は
ど
う
だ

こ
い
つ
の
事

覚
え
て
る
か

 
闇
風
の
そ
の
言
葉
に

レ
ヴ

は
写
真
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

あ
あ

確
か
に
兄
貴
が
倒
し
た
奴
の
中
に

こ
い
つ
が
い
た
な

確
か
十
三
番
目
だ

そ
れ
じ

あ
後
で
動
画
を
チ

ク
だ
な

で

指

者

て
何
の
事
だ

う
ん

こ
い
つ

て
ば

兵
で
ね

色
々
な
ス
コ

ド
ロ
ン
に

か
れ
て

 
戦
闘
の
指

を

け
負

て
た
ん
だ
よ
ね

こ
い
つ
に
指

さ
れ
た
奴
ら
は

そ
れ
は
強
か

た
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そ
う
な
の
か

シ
グ
ル
ド
と
違

て
出
来
る
奴
な
ん
だ
な

ビ

ビ

は

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

か
ら

女
神
様

て
呼
ば
れ
て
ま
し
た

 
レ
コ
ン
が
そ
う
報
告
を
続
け

フ
カ
次
郎
の

が
ブ
ワ

と
逆
立

た
よ
う
な
気
が
し
た

 
今
の
フ
カ
次
郎
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
時
の
金

の
少
女
の

で
は
な
く
本
来
の

に

て
い
る

 
そ
の
外
見
は
美
人
と
評
さ
れ
る
の
に
相
応
し
い

で
あ
り

 
そ
の

が
物
理
的
に
逆
立

た
り
す
る
事
は
な
い
が

り
の
者
か
ら
は
確
か
に
そ
う
見
え
た

の
だあ

の
ク
ソ
野
郎
が
女
神

そ
う
い
や
フ
カ
も
古
参
だ

た
な

知

て
る
の
か

知

て
る
も
な
に
も
私
は
あ
い
つ
に
石

で
潰
さ
れ
た
り
飛
ん
で
る
最
中
に

を
切
ら

れ
た
り

 

山
の

口
に
突
き
落
と
さ
れ
た
り
顔
面
を

で
射
ら
れ
た
り
し
た
事
も
あ
る
ん
だ
か
ら
ね

 
見
つ
け
た

間
に
殺
す

絶
対
に
殺
す

死
ん
で
も
殺
す

そ
れ

て
あ
れ
か

お
前
の
方
が

か

た

て
事
だ
よ
な
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そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
正
直
な
言
葉
に

フ
カ
次
郎
は
う

と
言
葉
に
詰
ま

た

リ

リ

ダ

あ
あ
悪
い
悪
い

の
お
前
は
確
か
に

か

た
と
思

て
な
で
も
今
は
も
う
違
う
だ
ろ

 
だ
か
ら
相
手
を

ん
で
ば
か
り
い
な
い
で
正
面
か
ら
相
手
を

し
て
そ
れ
で

の
事
は

水
に
流
せ
よ

で

で
も

い
い
か
ら
流
せ

て
ん
だ
よ

み
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
な
い

 
お
前
に
は
今
は
頼
れ
る
仲
間
が
い
る
ん
だ
そ
ん
な
ぼ

ち
気
質
の
奴
に
い
つ
ま
で
も

る
な

う

う
ん

確
か
に
そ
う
か
も

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
ん
な

勝
に
謝
る
フ
カ
次
郎
の

を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は
う
ん
う
ん
と

い
た

さ
て
レ
コ
ン

他
に
報
告
は
何
か
あ
る
か

い
え
そ
の
ビ

ビ

だ
と
思
わ
れ
る
女
性
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま

た
の
で

 
特
に
追
加
の
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん

だ
が

と
り
あ
え
ず
敵
対
し
て
き
た

て
の
は
事
実
な
ん
だ
な
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は
い

少
な
く
と
も
ユ
キ
ノ
さ
ん
は
超

名
で
す
し

面
識
も
あ
る
は
ず
で
す
し

 
う
ち
の
事
を
分
か

て
仕

け
て
き
た
の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す

分
か

た

そ
れ
じ

あ
メ
ン
バ

間
で
情
報
を
共

し

 
突
然
の
奇
襲
も
返
り
討
ち
に
出
来
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
よ
う

は
い

そ
れ
じ

あ
明
日
は
ど
う
す
る
の
か
し
ら

一
応
予
定
で
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
が
多
い
日
に

 
⻄
の
湿
原
か
東
の
荒
野
に
行

て
み
よ
う
と
思

て
い
た
の
だ
け
れ
ど

南
に
は
行
か
な
い
の
か

だ

て
水
中
で
の
戦
闘
は
無
理
で
し

う

ふ
む

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
が
言
い
た
い
事
を
理
解
し

少
し

組
み
を
し
た
後
に
こ
う
言

た

そ
れ
な
ら
俺
に
心
当
た
り
が
あ
る

明
日
は
南
に
行
く
ぞ

 
南
門
の
通
行

を
独

す
る

に
も

あ
ま
り
人
目
に
つ
き
た
く
は
な
い
か
ら
な

 
こ
う
し
て
明
日
の

南
へ
の
調
査

の

遣
が
ハ
チ
マ
ン
の

の
一
声
で
決
定
さ
れ
た
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第
６
４
７
話
 
南
の
探
索
行
・
総
員
水
着
を
用
意
せ
よ

 
世
間
で
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
よ
う
で
す
が

こ
の
作
品
は
当
然
バ
レ
ン
タ
イ
ン

は
や
り

ま
せ
ん

 
と
い
う

で
今
回
は
水
着
回
で
す

何
が

と
い
う

な
の
か

今
日
は
南
の
海

へ
と
進
軍
す
る
要
す
る
に
観
光
だ

自
水
着
は
ち

ん
と
用
意
し
た

か

し
た

で
は
出
発
だ
た
だ
し
必
ず
全
員
ワ
ン
タ

チ
で
戦
闘
準
備
が
出
来
る
よ
う
に
準
備
は

る
な

よ

お

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
一
行
は

南
の
海

地

に
向
け
て
進
軍
を
開
始
し
た
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お

こ
の

り
が
遊
ぶ
の
に

し
て
い
そ
う
だ
よ
な

深
い
所
に
は
モ
ン
ス
タ

が
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら

あ
ま
り

に
は
行
く
な
よ

了
解
了
解

ビ

チ
チ

ア
と
ビ

チ
パ
ラ
ソ
ル
を
用
意
し
て

と

 
そ
し
て
五
つ
の
巨
大
な
パ
ラ
ソ
ル
が
用
意
さ
れ

 
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
人

分
の
ビ

チ
チ

ア
が

べ
ら
れ
た

そ
れ
じ

あ
俺
は
し
ば
ら
く
の
ん
び
り
す
る
か
ら

み
ん
な
好
き
に
し
て
く
れ

ハ
チ
マ
ン

着

え
を

い
た
り
し
ち

目
な
の
ニ

よ

く
も
何
も

ワ
ン
タ

チ
じ

ね
え
か
よ

気
分
の
問
題
ニ

そ
う
い
う
事
を
言

て
み
た
い
年

な
の
ニ

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
俺
は
少
し
横
に
な

て
る
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
水
着
に
着

え
た
後

そ
う
言

て
ご
ろ
ん
と
横
に
な

た

ふ
う

落
ち
着
く

 
そ
こ
に
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
男
性

が
集
ま
り
始
め
た

お
前
ら

何
で
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
集
ま

て
き
や
が
る
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俺
は
先
に
お

を
言

て
お
こ
う
か
な

て
思

て
な

俺
も
俺
も僕

は
何
と
い
う
か

今

に
感
動
し
て
い
る
よ

 
ま
さ
か
僕
の
人
生
に
お
い
て

こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
な
ん
て
ね

 
最
初
に
そ
う
言
い
だ
し
た
の
は
当
然
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ

そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
で
あ
る

 
三
人
に
と

て
は

こ
れ
ほ
ど
お
い
し
い
イ
ベ
ン
ト
は
無
い
の
で
あ
ろ
う

 
普

は
す
ま
し
て
い
る
ゼ
ク
シ

ド
で
す
ら
こ
の
始
末
な
の
だ

 
と
に
か
く
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

は
現
実
の

と
違
う
と
は
い
え
美
人
揃
い

な
の
で
あ
る

お

何
の
事
だ

い
や
い
や
こ
ん
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
誘

て
も
ら

た
ん
だ
そ
り

感
謝
も
す
る
だ
ろ

う

目
の
保

目
の
保

う
ん

こ
れ
は
い
い
ね

凄
く
い
い

実
に
い
い
よ

ゼ
ク
シ

ド
の
性
格
が

と
違
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
な

 
ま
あ
三
人
と
も

女
性

に

ら
れ
な
い

度
に
ほ
ど
ほ
ど
に
な
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分
か

て
る

て

も
し
こ
こ
で

わ
れ
た
ら

ず

と
針
の
む
し
ろ
だ
か
ら
よ

当
然
だ

ノ

タ

チ
は
基
本
だ
か
ら
な

僕
は
こ
こ
で
死
ん
で
も
も
う
悔
い
は
無
い
と
思
え
る
よ

お
い
ゼ
ク
シ

ド

お
前
だ
け
は
冗
談
で
も
そ
う
い
う
事
は
言
う
な

な

何
故
だ
い

さ
あ

何
で
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
そ
の
後
ろ
か
ら

キ
リ
ト
と
レ
コ
ン
と
ナ
タ
ク
が

を
現
し
た

レ
コ
ン

今
日
は
リ

フ

が
来
ら
れ
な
く
て
残
念
だ

た
な

あ
は

こ
れ
ば

か
り
は
仕
方
な
い
で
す
よ

 
ま
あ
た
ま
に
一

に
出
か
け
た
り
し
て
る
ん
で
問
題
な
い
で
す

 
今
日
の
参
加
者
は
年
末
に
参
加
出
来
る
者
に
限
ら
れ
て
い
た

要
は
親

会
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る

 
な
の
で
こ
こ
に
は
リ

フ

は
お
ら
ず
コ
マ
チ
も
ユ
イ
ユ
イ
も
ユ
ミ

も
イ
ロ
ハ
も
い
な
い

 
つ
い
で
に
言
う
と

当
然
ソ
レ
イ
ユ
も
メ
ビ
ウ
ス
も
ア
ル
ゴ
も
ロ
ザ
リ
ア
も
い
な
い
の
だ

 
な
の
で
参
加
者
の
体
の
一
部
の
平

サ
イ
ズ
が
下
が

て
い
る
の
も
事
実
な
の
だ
が
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そ
れ
に
対
し
て
文

を
言
う
者
は
こ
の
場
に
は
皆
無
で
あ

た

キ
リ
ト
と
ナ
タ
ク
は
最
近
こ
そ
こ
そ
と
何
か
や

て
る
み
た
い
だ
が
そ

ち
は
落
ち
着
い
た

の
かお

う

も
う
少
し
し
た
ら

き

と
お
前
も
驚
く
よ
う
な
光
景
が
見
ら
れ
る
と
思
う

で
す
ね

あ
そ
こ
ま
で
と
は
予
想
外
で
し
た

ほ
う

そ
れ
は
楽
し
み
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
遠
く
に
見
え
る
リ
オ
ン
の
後
ろ

を
チ
ラ
リ
と
見
な
が
ら
そ
う
言
う
に
と
ど
め

 
二
人
は
そ
の

を
見
て

こ
れ
は
バ
レ
バ
レ
だ
な
と
苦
笑
し
た

 
そ
の
直
後
に
女
性

が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
く
る
気
配
が
し
た

 
男
性

は

て
て
そ
の
場
を
逃
げ
出
し
た

も
し
ハ
チ
マ
ン
に
ア
ピ

ル
す
る
の
を

魔
し
た

ら 
地
獄
す
ら
生
ぬ
る
い
と
思
え
る

の
仕
打
ち
を
受
け
る
事
が
確
定
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

 
そ
れ
く
ら
い

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
女
性

の

力
は
強
大
な
の
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン
君

 
そ
こ
に
最
初
に
現
れ
た
の
は

当
然
ア
ス
ナ
で
あ

た
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ア
ス
ナ
は
白
地
に

の
ス
ト
ラ
イ
プ
の
入

た
ビ
キ
ニ
を
着
て
お
り

 
そ
の
胸
元
に
は

い
リ
ボ
ン
が

ら
れ
て
い
る

お

ア
ス
ナ

今
年
の
水
着

も
ま
た
か
わ
い
い
な

 
あ
れ

も
し
か
し
て
今
年
水
着
を
着
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
か

う
ん

今
年
は
色
々
あ

た
し
ね

そ
う
か

来
年
は
多
少
は
リ
ア
ル
で
海
に
行
け
れ
ば
い
い
な

ふ
ふ

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
当
然
の
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に

そ
べ

た

さ
す
が
の

で
あ
る

さ
て

そ
れ
じ

あ
他
の
み
ん
な
の
水
着

も
ち

ん
と
褒
め
て
も
ら
い
ま
し

う
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら

次
に
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
出
て
き
た
の
は
ユ
キ
ノ
だ

た

 
ユ
キ
ノ
の
水
着
は
白
地
に
ふ
ち
が
黒
に
な

て
い
る
水
着
で
あ
り

 
胸
元
は
そ
の
黒
の

で
結
ば
れ
て
い
た

ち
な
み
に
下
は
パ
レ
オ
を
着
用
し
て
い
る

そ
ん
な
義

み
た
い
な
言
い
方
を
さ
れ
て
も
な

何
を
言

て
い
る
の

リ

ダ

の
義

に
決
ま

て
い
る
じ

な
い

ね

み
ん
な

は
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
褒
め
て
ほ
し
い
で
す
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笑
顔
で
シ
リ
カ
が
そ
う
言

た

 
シ
リ
カ
の
水
着
は
オ
レ
ン
ジ
に
白
の
フ
リ
ル
が
全
面
に

さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る

私
は
キ
リ
ト
の
所
に
行
く
け
ど

あ
ん
た
も
後
で
ち

ん
と
私
を
褒
め
な
さ
い
よ
ね

へ
い
へ
い

分
か

て
る

て

相
棒

う
ん

よ
ろ
し
い

 
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
う
言
い
な
が
ら

キ
リ
ト
の
方
へ
と
走

て
い

た

 
リ
ズ
ベ

ト
の
水
着
は
下
が
ジ

ン
ズ
調
に
な

て
お
り
上
は
白
地
に
黒
の
横
ス
ト
ラ
イ
プ

で
あ

た

リ

ダ

私
は
私
は

 
そ
う
言
う
フ
カ
次
郎
の
水
着
は

上
下
が
迷

に
な

た
ビ
キ
ニ
で
あ

た

 
そ
の
隣
に
は
シ

リ

も
居
り

色
違
い
の
迷

の
ビ
キ
ニ
を
着
用
し
て
い
た

シ

リ

さ
ん

凄
く
似
合

て
ま
す

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
チ
ラ
リ
と
フ
カ
次
郎
の
方
を
一

し

こ
う

ね
た

お
い
フ
カ

レ
ン
の

が
見
え
な
い
が

ど
う
し
た
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う

レ
ン
に
ま
た
持

て
か
れ
た

 
そ
ん
な
落
ち
込
む
フ
カ
次
郎
に

ハ
チ
マ
ン
は
容

な
く
質
問
を
続
け
た

さ

さ
と
質
問
に
答
え
ろ

レ
ン
は
ど
う
し
た

ま
さ
か
は
ぐ
れ
た
り
し
て
な
い
よ
な

あ

あ
あ

そ

ち
の
心
配

大
丈
夫
大
丈
夫

ち

と

れ
て
る
だ
け

そ
う
か
そ
れ
な
ら
マ

ク
ス
も

れ
て
く
る
か
ら
合
流
し
て
か
ら
来
る
よ
う
に
伝
え
て
く

れ
了
解

て
リ

ダ

か
わ
い
い
フ
カ
ち

ん
の
水
着

に
対
す
る
感
想
は

あ
あ
は
い
は
い

か
わ
い
い
か
わ
い
い

ぐ

な

何
故
リ

ダ

は
い
つ
も
フ
カ
ち

ん
に

当
な
の
れ
す
か

そ
り

ま
あ

お
前
の
馬

な
と
こ
ろ
が
か
わ
い
い
か
ら
だ
ろ

な

ア
ス
ナ

そ
こ
で
私
に
同
意
を
求
め
な
い
で

ど
う
答
え
て
も
ア
ウ
ト
じ

な
い

 
こ
こ
で

定
す
れ
ば

か
わ
い
い
が
馬

な
事
を

定
す
る
事
と
な
り

 
否
定
す
れ
ば

馬

で
は
な
い
代
わ
り
に
か
わ
い
く
も
な
い
と
い
う
事
に
な
る

そ
う
か

よ
し
フ
カ

ど

ち
が
い
い
か
自
分
で
選
べ

馬

で
い
い
で
し
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フ
カ
次
郎
は

に
へ
ら

と
笑
い
な
が
ら
そ
う
答
え
た

 
ど
う
や
ら
真
面
目
に
か
わ
い
い
と
さ
え
言

て
も
ら
え
れ
ば

後
は
何
で
も
い
い
ら
し
い

 
そ
し
て
次
に
現
れ
た
の
は

フ

イ
リ
ス
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ
る

 
フ

イ
リ
ス
は
黒
地
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン
の
つ
い
た
水
着
に
猫

を
標
準
装

備 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
胸
の
部
分
が

に
大
き
く
開
い
た
緑
の
ビ
キ
ニ
を
着
用
し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン

ど
う
か
ニ

お
う

て

き
り
メ
イ
ド
服
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
水
着
で

場
す
る
か
と
思

た
が

 
そ
の
普
通
さ
が
か
わ
い
い
な

何
か
見
て
て
安
心
す
る

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
褒
め
て
る
み
た
い
だ
か
ら
ま
あ
い
い
か
ニ

ハ
チ
マ
ン

私
は
私
は

お
前
は
何
と
い
う
か
な

レ
ン
と
逆
パ
タ

ン
で
リ
ア
ル
と
違
い
す
ぎ
る
の
に
戸
惑
う
が

 
そ
の

に
は
と
て
も
似
合

て
て
い
い
ん
じ

な
い
か

あ
や

ぱ
り
こ
の

度
の
露
出
な
ら
オ

ケ

な
ん
だ
こ

ち
に
し
な
く
て
良
か

た

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は

ほ
と
ん
ど
布
地
の
な
い
水
着
に
一

着

え
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ハ
チ
マ
ン
に

ま
れ
て
す
ぐ
に
元
に

し
た

冗
談

冗
談
だ

て
ば

今
年
も
残
り
少
な
い
が
お
前
の
今
年
の
目
標
は
そ
の
変
態
さ
を
少
し
は

え
る

て
事
に

し
よ
う
な

も
う

ハ
チ
マ
ン
以
外
の
前
じ

普
通
だ

て
ば

余
計
悪
い
わ
馬

野
郎

う

い
き
な
り

声
を

び
せ
て
く
る
な
ん
て

私
を
興
奮
さ
せ
な
い
で

フ

イ
リ
ス

さ

さ
と
そ
い
つ
を
海
に
叩
き
込
ん
で
き
て
く
れ

分
か

た
ニ

ほ
ら
ロ
ビ
ン

行
く
よ

あ

待

て

も
う
少
し
で
天
国
に
イ
け
る
か
ら

は
い
は
い

海
で

を

や
し
に
行
く
の
ニ

 
二
人
が
去

た
後

ハ
チ
マ
ン
は
グ

タ
リ
と
横
に
な

た

は

や

ぱ
り
ロ
ビ
ン
の
相
手
が
一
番
疲
れ
る
な

ま
あ
こ
れ
で
山
は
乗
り
切

た
か

ま
だ
油
断
す
る
の
は

い
と
思
う
け
ど

あ
ら
ハ
チ
マ
ン
様

ど
う
や
ら
お
疲
れ
の
よ
う
で
す
わ
ね
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こ
れ
は
私
が

し
て
差
し
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
流
れ
で
す
わ
ね

げ

ミ
サ
キ
さ
ん

あ
ら
あ
ら
う
ふ
ふ
そ
ん
な
に
乙
女
の
体
を
じ
ろ
じ
ろ
見
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
こ
と
よ

あ

は

相
変
わ
ら
ず
ス
タ
イ
ル
が
い
い
で
す
ね

そ
の
水
着
も
似
合

て
ま
す
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

く
ミ
サ
キ
を
追
い

お
う
と
と
に
か
く
色
々
と
褒
め
る
方
針
で
い
く
事
に
し

た 
ミ
サ
キ
は
そ
れ
で
気
分
を
良
く
し
た
の
か

珍
し
く
大
人
し
く
引
き
下
が

た

う
ふ
ふ

私
も
ま
だ
ま
だ

て
た
も
の
じ

あ
り
ま
せ
ん
わ
ね

ミ
サ
キ
さ
ん
は
十
分
現
役
で
す
よ

と
て
も
俺
と
同
い
年
の
娘
が
い
る
な
ん
て

 
そ
う
い
い
か
け
た
ハ
チ
マ
ン
の

を

ミ
サ
キ
は
指
で

く
塞
い
だ

そ
れ
は
言
い

こ
な
し
で
す
わ
よ

め

す

す
み
ま
せ
ん

 
そ
し
て
ミ
サ
キ
は
海
の
方
へ
と
移
動
し
て
い

た

ど
う
や
ら
他
の
子
達
と
一

に
遊
ぶ
つ
も

り
ら
し
い
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日
々
を
仕
事
に
追
わ
れ
る
ミ
サ
キ
に
と

て

え
ゲ

ム
の
中
と
い
え
ど

 
海
に
来
る
な
ど
と
い
う
の
は
本
当
に
何
年
ぶ
り
か
の
事
で
あ
り

 
ミ
サ
キ
は
久
々
に
水
着
に
な

た
事
で

開
放
感
を
感
じ
て
い
る
の
だ

た

た

助
か

た

案
外
簡

に
引
き
下
が

て
く
れ
た

ミ
サ
キ
さ
ん

て
い
つ
も
若
い
よ
ね

私
も
あ
あ
い
う
風
に
年
を
と
れ
た
ら
な

ア
ス
ナ
は
年
を
と

て
も
若
い
ま
ま
で
い
る
と
思
う
け
ど
な

ソ

ス
は
京
子
さ
ん
だ

あ

確
か
に
お
⺟
さ
ん
は
若
い
か
も

そ

か

そ
れ
な
ら
安
心
か
な

あ
あ

安
心
し
て
い
い

 
そ
の
次
に
現
れ
た
の
は

シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
で
あ
る

 
さ
す
が
の
リ
オ
ン
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
逃
す
つ
も
り
は
無
か

た
の
か

 
今
日
は
戦
闘
を
休
ん
で
こ
こ
に
遊
び
に
来
て
い
る
の
だ

た

ほ
ら
ハ
チ
マ
ン

こ
れ
が
現
役
女
子
高
生
の
水
着

よ

感
謝
し
な
さ
い

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ふ
ふ
ん

分
と
素
直
じ

な
い

い
つ
も
そ
う
い
う
態
度
で
い
な
さ
い
よ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は

こ
こ
は
こ
う
言
う
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
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素
直
に
そ
う
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た

そ
れ
に
よ
り
シ
ノ
ン
は
あ
か
ら
さ
ま
に
機

が
良
さ
そ

う
に
な

た

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
見
て

さ
す
が
シ
ノ
ノ
ン
の
性
格
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
な
と
感
心
し
た

 
シ
ノ
ン
は

の
部
分
が
緑
色
に
な

た
脚
線
美
を
強
調
す
る

ど
い
白
の
ビ
キ
ニ
を
着
用
し

 
そ
の
後
ろ
に

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
リ
オ
ン
は

 
上
下
共
に

い
ビ
キ
ニ
で

上
に
は

シ

ツ
を
着
て
お
り

の
部
分
で
そ
の

を

て
い
た

 
本
人
は
胸
を

す
つ
も
り
で
そ
う
し
た
の
だ
ろ
う
が

 

シ

ツ
に

け
る

の
水
着
が
ま
る
で
下
着
の
よ
う
に
見
え

 
よ
り
背

感
が
ア

プ
し
て
い
る
事
に

本
人
は
ま

た
く
気
付
い
て
い
な
い

 
だ
が
大
人
で
あ
る
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
を
ち

ん
と
口
に
出
し
て
本
人
に
伝
え
る
事
を
選
ん

だ
よ
う
だ

 
相
変
わ
ら
ず
時
々
デ
リ
カ
シ

と
い
う
言
葉
を
忘
れ
て
し
ま
う
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

お
い
理
央

そ
の
格
好
な

な

何

て
い
う
か
ジ
ロ
ジ
ロ
見
る
な
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シ

ツ
を
着
た
ま
ま
だ
と
余
計
に
エ
ロ
い
か
ら

そ
れ
は
脱
い
だ
方
が
い
い

な

何
を

の
分
か
ら
な
い
事
を

あ

あ
れ

 
リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
苦
情
を
言
い
か
け

そ
の
横
の
ア
ス
ナ
の
顔
を
見
た

 
ア
ス
ナ
は
リ
オ
ン
に
う
ん
う
ん
と

き

そ
し
て
シ
ノ
ン
も
同
じ
く
う
ん
う
ん
と

い
た

え

ほ

本
当
に

う
ん

言
い
方
は
と
も
か
く

確
か
に
そ
う
だ
な

て
私
も
思

ち

た

私
は
狙

て
や

て
る
も
の
だ
と
ば
か
り

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
勢
い
良
く

シ

ツ
を
脱
ぎ

て
た

こ

こ
れ
で
ど
う

お
う

普
通
に
か
わ
い
く
な

た
な

か

か
わ

あ

い
や

マ
ジ
だ

て

な

ア
ス
ナ

う

う
ん

さ

き
よ
り
も
健

的
に
な

た

そ

そ

か

健

的
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
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そ
う
ほ

と
す
る
リ
オ
ン
に

三
人
は
生

か
い

線
を
送

た

 
確
か
に
背

感
は
和
ら
い
だ
が
そ
の
体
型
的
に
エ
ロ
さ
を
消
し
去
る
事
は
不
可
能
だ
か
ら

で
あ
る

ま
あ
ク
ル
ス
が
来
れ
ば
目
立
た
な
く
な
る
か
も
し
く
は
ミ
サ
キ
さ
ん
の
近
く
に
い
て
く
れ
れ

ば 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

そ
れ
以
上
余
計
な
事
は
言
わ
な
い
事
に
し
た

 
君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
と
い
う
奴
で
あ
る

あ
ん
た
も
大
変
ね

モ
テ
す
ぎ
る
の
も
苦

な
ん
だ

て

実
感
し
た
わ

 
そ
こ
に
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
が
現
れ
た

二
人
は
デ
ザ
イ
ン
が
お
揃
い
で
色
違
い
の

 
白
地
に
緑
と
白
地
に

の
ワ
ン
ピ

ス
タ
イ
プ
の
水
着
を
着
用
し
て
い
た

 
本
人
達

く

ゼ
ク
シ

ド
が
勘
違
い
し
な
い
よ
う
に

露
出
を

え
た

そ
う
で
あ
る

ど
う
だ

楽
し
ん
で
る
か

え
え

今
年
は
海
に
行
け
な
か

た
か
ら
楽
し
い
わ
よ

こ
う
い
う
手

も
あ
る
ん
だ
ね
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観
光
名
所
を
回
れ
る
ゲ

ム
も
あ
る
み
た
い
だ
ぞ

え

マ
ジ

ハ
ル
カ

今
度
や

て
み
よ

う
ん
う
ん

い
い
か
も
し
れ
な
い
ね

 
そ
し
て
二
人
は
笑
顔
で
去

て
い

た

こ
の
後
ジ

ン
ケ
ン
で
負
け
た
方
が
砂
に

め
ら
れ

る
ら
し
い

さ
て

レ
ヴ

は

と

を
持

て

ず

と
キ

ロ
キ

ロ
し
て
る
よ
ね

あ
い
つ

こ
れ
も
仕
事
だ
か
ら

て

ら
ね
え
ん
だ
よ
な

ま
あ
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
も
送

て
お
け
ば

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

お
い
レ
ヴ

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
呼
び
か
け
に

レ
ヴ

が
こ
ち
ら
を
チ
ラ

と
見
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

そ
ん
な
レ
ヴ

に
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
を
送

た

水
・
着
・
似
・
合

・
て
・
る

あ
・
り
・
が
・
と
・
よ

 
レ
ヴ

に
関
し
て
は
こ
れ
で
お
し
ま
い
で
あ

た

年
に
似
合
わ
ぬ
真
面
目
さ
で
あ
る



 第６４７話 南の探索行・総員水着を用意せよ

 
そ
し
て
こ
こ
ま
で
ま

た
く
目
立

て
い
な
か

た
人
物
が

ス

と
ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ
に

立

た

 
そ
の
人
物
は

組
み
を
し
た
ま
ま
じ
ろ

と
ハ
チ
マ
ン
の
方
を

み

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
気
配
を
感
じ
て

り
向
い
た

あ

ス
ク
ナ

あ
ん
た
ね
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ら
も

と

く
に
私
に
言
い
な
さ
い
よ
ね

ス
ク
ナ
に

あ

ま

ま
さ
か

 
ス
ク
ナ
が

て
い
る
理
由
に

ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
も
思
い
当
た

た
ら
し
い

 
要
す
る
に
い
き
な
り
水
着
を
要
求
さ
れ
て
リ
ア
ル
で
は
と
も
か
く
ゲ

ム
の
中
で
女
性

が

と
る
行
動
は

 
ス
ク
ナ
に
水
着
の
製
作
を
依
頼
す
る
事
だ

た
の
で
あ
ろ
う

わ

悪
い

ふ
ん

ま
あ
今
回
は
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
だ
し
勘

し
て
あ
げ
る
わ

で

で

と
は

あ

あ
あ

 
質
問
を
返
そ
う
と
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ス
ク
ナ
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
ギ
リ
ギ
リ
気
が
付
い
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た
ス
ク
ナ
は
ス
ラ

と
し
て
凄
く
い
い
ス
タ
イ
ル
を
し
て
い
る
よ
な

よ
く
似
合

て
る
ぞ

そ
う

 
そ
し
て
ス
ク
ナ
は

組
み
を
し
た
ま
ま
そ
の
場
を
立
ち
去

た

ど
う
や
ら
満
足
し
て
く
れ
た

ら
し
い

あ

相
変
わ
ら
ず
だ
な
あ
い
つ

ふ
ふ

で
も
き

と
喜
ん
で
る
と
思
う
よ

大
変
だ

た
ろ
う
し

の
ん
び
り
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
な

水
着
を
作

て
も
ら

た
一
員
で
あ
る
私
と
し
て
も

そ
れ
に
は
本
当
に
同
意
す
る
よ

 
そ
の
時
レ
ヴ

が

突
然
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
声
を

け
て
き
た

ボ
ス

セ
ラ
フ

ム
が
来
た
ぞ

他
に
知
ら
な
い
奴
が
二
人

一
人
は
お

さ
ん
だ

お

ニ
シ
ダ
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
み
た
い
だ
な

え

ニ
シ
ダ
さ
ん

て

あ
の
ニ
シ
ダ
さ
ん

あ
あ

今
日
の
主
役
だ
か
ら
な

あ

そ

か

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ
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そ
の
声
を

い
て
二
人
は
立
ち
上
が
り

他
の
者
達
も
続
々
と
集
ま

て
き
た

え
ニ
シ
ダ
さ
ん
だ

て

う
わ
久
し
ぶ
り
だ
な

て
事
は
釣
り
か

釣
り
だ
よ
な

そ

か

水

モ
ン
ス
タ

退
治

確
か
に
い
い
か
も

 
ニ
シ
ダ
と
面
識
の
あ
る
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
は

 
ハ
チ
マ
ン
が
鍵
持
ち
モ
ン
ス
タ

を
釣
り
上
げ
て
か
ら
始
末
す
る
つ
も
り
な
の
だ
と
理
解
し

 
そ
の

に
助

人
と
し
て
ニ
シ
ダ
を
呼
ん
だ
の
だ
と
い
う
事
に
も
す
ぐ
に
気
が
付
い
た

や

ハ
チ
マ
ン
君

ま
さ
か
ま
た
ゲ

ム
内
で
大
物
釣
り
が
出
来
る
な
ん
て
思

て
も
い
な

か

た
よ

ニ
シ
ダ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

ニ
シ
ダ
さ
ん

お
お

ア
ス
ナ
さ
ん
か
い

そ
れ
に
キ
リ
ト
君
に
リ
ズ
さ
ん
も

い
や

久
し
ぶ
り
だ
ね

マ

ク
ス

ニ
シ
ダ
さ
ん
を
連
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

い
え

ニ
シ
ダ
さ
ん
と
面
識
が
あ
る
私
が

任
で
す
か
ら

 
と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
様

私
も
水
着
に
な

て
も

あ
あ

も
ち
ろ
ん

わ
な
い
ぞ
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で
は

 
そ
し
て
セ
ラ
フ

ム
も
水
着

に
な

た

 
そ
の

の
ビ
キ
ニ
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ

た
が

 
そ
の
体
型
と
相
ま

て

他
人
の
追

を
許
さ
な
い

ハ
チ
マ
ン
様

ど
う
で
す
か

お
う

マ

ク
ス
は
相
変
わ
ら
ず
神
ス
タ
イ
ル
だ
よ
な

シ
ン
プ
ル
な
水
着
な
の
に
凄
い
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
う
微
笑
む
と

後
ろ
に

え
て
い
た
女
性
に
前
に
出
る
よ
う
に

し
た

 
そ
の
女
性
は
か
な
り
の
⻑
身
で
あ
り
そ
の
顔
は
フ

ド
に

れ
て
誰
な
の
か
判
別
出
来
な
い

で

マ

ク
ス

こ
ち
ら
の
方
は

あ

は
い

ほ
ら

く
フ

ド
を
取

て

で

で
も

い
い
か
ら
ほ
ら

 
そ
し
て
そ
の
女
性
は
フ

ド
を
取

た

 
そ
こ
に
は
凄
ま
じ
く
美
人
で
は
あ
る
が

見
知
ら
ぬ
顔
が
あ

た
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ん

誰
だ

そ
れ
に
レ
ン
の

が
見
え
な
い
が

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
疑
問
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず
に
そ
の
女
性
に
丁

に

を
し

た
初
め
ま
し
て

私
は
こ
の
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

を
し
て
お
り
ま
す

ハ
チ
マ
ン
と

し
ま
す

も
う

ハ
チ
マ
ン
君

も
ち
ろ
ん
知

て
る
よ

あ

あ
れ

も
し
か
し
て
俺
と

に
面
識
が
あ

た
か

で
も
確
か
に
そ
の
面
影
に
は
見
覚

え
が

 
そ
の

間
に

後
ろ
に

え
て
い
た
フ
カ
次
郎
が
突
然
こ
う
叫
ん
だ

あ
れ

そ

そ
の
顔

ま

ま
さ
か

ん

お
い
フ
カ

お
前

こ
の
人
と
知
り
合
い
か

知
り
合
い
も
何
も

え

だ

て
こ
の
顔

こ
の
顔
は

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
風
に
こ
う
叫
ん
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
レ
ン
じ

ん

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
の
驚
き
の
声
は

り
一
面
に

き

た
の
で
あ

た
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ニ
シ
ダ

一
年
半
ぶ
り
の

場
な
の
に

最
後
に
持

て
か
れ
た



 第６４８話 南の探索行・フィッシング

 
第
６
４
８
話
 
南
の
探
索
行
・
フ

シ
ン
グ

ほ

本
当
に
レ
ン

な
の
か

だ

大
丈
夫
な
の
か

う

う
ん

ま
だ
ち

と
怖
い
け
ど

で
も
大
丈
夫

 
私
が
こ
の

に
な

て
も

え
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
の
は
全
部
ハ
チ
マ
ン
君
の
お
か
げ
だ

か
ら

 
だ
か
ら
せ

か
く
水
着

を
見
て
も
ら
え
る
こ
の
チ

ン
ス
に

 
も
う
大
丈
夫
な
私
を
真

先
に
ハ
チ
マ
ン
君
に
見
せ
た
い
な

て
思

て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ン
は

完
全
に
フ

ド
を
脱
ぎ

て
た

 
そ
の
下
は
驚
い
た
事
に

に
水
着

で
あ

た

そ
こ
だ
け
は
レ
ン
ら
し
い
ピ
ン
ク
の
水

着
で
あ
る

こ
の
格
好
で
こ
こ
ま
で
来
た
の
か

う

う
ん

も
し
か
し
て

中
で
力
尽
き
ち

た
ら
困
る
な

て
思

て

 
最
悪
そ
の
時
は
写
真
を

て
送
ろ
う
か
な
て
だ
か
ら
最
初
か
ら
着
て
き
ち

た

そ
う
か

う
ん

そ
う
か

そ
の
水
着

よ
く
似
合

て
る
ぞ
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あ

あ
り
が
と
う

頑
張

た
甲
斐
が
あ

た
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
レ
ン
は

ま
だ
若

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
そ
ん
な
レ
ン
の

を
見
て

さ
す
が
の
ア
ス
ナ
も

を
覚
え
て
い
た

 
こ
こ
ま
で
水
着

に
フ

ド
と
い
う
格
好
で
た
ど
り
着
い
た
レ
ン
の

性
に
驚
愕
さ
せ
ら
れ

た
の
だ

や

ぱ
り
現
時
点
で
は

香
蓮
が
一
番
の

だ
ね

や

ぱ
り

性
が
凄
い

 
そ
う
考
え
つ
つ
も

賞

す
る
気
持
ち
の
方
が
大
き
か

た
ア
ス
ナ
は

 
そ
の
ま
ま
レ
ン
の
手
を
取
り

レ
ン
に
何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
と

 
レ
ン
を
ビ

チ
チ

ア
に
座
ら
せ

そ
の
横
に
つ
い
た

 
同
様
に
フ
カ
次
郎
も
反
対
側
に
立
ち

そ
ん
な
二
人
に
レ
ン
は
ニ

コ
リ
微
笑
ん
だ

あ

あ
り
が
と
う

二
人
と
も

お
い
お
い
レ
ン

お
前

無
理
し
す
ぎ
だ
ろ

で
も
凄
い

性
だ
な

見
直
し
た

う

う
ん

や

ぱ
り
あ
の

で
水
着

て

確
か
に
か
わ
い
い
ん
だ
け
ど

ち

と
違
う

か
な

て

気
持
ち
悪
く
な

た
ら
す
ぐ
に
言

て
ね
強
制
切
断

て
あ
れ
は
あ
れ
で
凄
く

い
か
ら
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ね
う
ん

あ
り
が
と
う
ア
ス
ナ

 
そ
ん
な
レ
ン
を

ハ
チ
マ
ン
は
心
配
そ
う
に
見
て
い
た
が

 
ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
て

い
た

ハ
チ
マ
ン
は
本
来
の
目
的
達
成
を
優
先
さ
せ
る

事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
ニ
シ
ダ
さ
ん

今

を
用
意
し
ま
す
ね

ナ
タ
ク

頼
む

は
い

 
そ
し
て
ナ
タ
ク
は

巨
大
な

と
リ

ル
を
取
り
出
し
た

お
お

こ
ん
な

を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
く
ら
い
の
大
物
か
い

は
い
一
応
リ

ル
も
特
別
製
で
よ
り
少
な
い
力
で

き
取
れ
る
よ
う
な

に
な

て
ま

す
そ
う
か
そ
う
か

で
も
さ
す
が
に

か

た
後
の
釣
り
上
げ
は

 
ま
た
キ
リ
ト
君
に
頼
む
し
か
な
さ
そ
う
だ
ね

今
回
の
メ
イ
ン
タ

ゲ

ト
は
モ
ン
ス
タ

で
す
し
正
直

が
釣
れ
る
か
ど
う
か
も
怪
し
い

ん
で
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そ
の
方
が
安
全
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
キ
リ
ト
君

ま
た
今
回
も
宜
し
く
頼
む
よ

任
せ
て
下
さ
い

ヒ

ト
す
る
ま
で
は
ニ
シ
ダ
さ
ん
に
任
せ
ま
す
の
で

う
ん
う
ん

が
鳴
る
ね

そ
れ
じ

あ

速
い
こ
う
か

は
い

 
そ
し
て
ニ
シ
ダ
は
年

い
た
見
た
目
か
ら
は
思
い
も
つ
か
な
い
豪

な
ス
イ
ン
グ
で

 
エ
サ
を
思
い
切
り
遠
く
ま
で
投
げ
込
ん
だ

 
ち
な
み
に
エ
サ
は

食
材
ア
イ
テ
ム
を
片

か
ら

す
事
に
な

て
い
た

 
ま
あ
し
か
し

本
当
に

が
存
在
す
る
か
も
分
か
ら
な
い

 
他
な
ら
ぬ
ニ
シ
ダ
自
身
も
⻑
丁
場
を
覚
悟
し
て
い
た

だ
が
予
想
に
反
し
て
何
か
が
す
ぐ
に

ヒ

ト
し
た

お
や

あ
れ

何
か
か
か
り
ま
し
た
ね

ニ
シ
ダ
さ
ん

代
わ
り
ま
す
か

い
や

ど
う
も
当
た
り
が

い
ね

こ
れ
は
モ
ン
ス
タ

じ

な
い
と
思
う
よ

と
り
あ
え
ず
釣
り
上
げ
て
み
て
下
さ
い
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う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
ニ
シ
ダ
は
リ

ル
を

き
取
り

そ
の

物
を
ご
ぼ
う
抜
き
に
し
た

う
く
光

て
な
い

と
い
う
か
小
さ
く
な
い

 
ニ
シ
ダ
に
よ

て
最
初
に
釣
り
上
げ
ら
れ
た
の
は

一
匹
の

い
鱗
を
持

た

で
あ

た

な

何
だ
こ
れ

ナ
タ
ク

分
か
る
か

え
え
と

あ

こ
の
名
前
は
レ
シ
ピ
の
中
で
見
た
事
が
あ
り
ま
す

 
そ
う
か

こ
れ

て

だ

た
ん
だ

 
ど
う
や
ら
そ
の

は
合
成
素
材
の
中
で
も
ま
だ
発
見
報
告
が
無
い
貴
重
な
物
だ

た
ら
し
く

 
ナ
タ
ク
は
興
奮
し
た
口
調
で
そ
う
言

た

お
お

そ
れ
は
い
い
ね

こ
の
調
子
で
ジ

ン
ジ

ン
い
こ
う

は
い

お
願
い
し
ま
す
ニ
シ
ダ
さ
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

こ
れ
か
ら
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
通
常
フ

ル
ド
で
も
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あ
ち
こ
ち
で
釣
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
な
と
考
え
て
い
た

 
確
か
に
水
産
物
系
の
素
材
は
あ
る

度
出
回

て
い
る
が
そ
れ
は

レ
ベ
ル
の
物
に
限
ら
れ

て
い
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
熱
心
に
釣
り
を
や

て
い
る
層
は

戦
闘
よ
り
も
釣
り
を
優
先
さ
せ
る

 
基
本
的
に
ス
テ

タ
ス
が
さ
ほ
ど
上
が

て
お
ら
ず

 

え
ば
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム

に
行
け
る
プ
レ
イ
ヤ

は

少

な
の
だ
と

さ
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
回
戦
闘
以
外
の
そ
う
い

た
要
素
も

か
に
し
て
は
い
け
な
い
な
と
思
い
知

ら
さ
れ
た

う
ほ

入
れ
食
い
入
れ
食
い

凄
い
凄
い

さ

す
が
ニ
シ
ダ
さ
ん

こ
れ
は
完
全
に

の
お
か
げ
で
す
ね

貴
重
な
素
材
が
ど
ん
ど
ん
た
ま
り
ま
す
ね

 
そ
し
て
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
そ
の
場
に
は

色
と
り
ど
り
の

達
が

み
あ
が

た

こ
れ
が
全
部
レ
ア
素
材
か

こ
れ
は
も
う
レ
ア
と
は
言
え
な
い
ね
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何
故
か
鉱
物
扱
い
な
ん
で
す
よ
ね

あ

こ
れ

に
使
え
る

し
か
し
逆
に
モ
ン
ス
タ

が
一
匹
も
か
か
ら
な
い
な

こ
れ
は
や

ぱ
り

の
作
戦
で
い
く
し
か
な
い

て
事
か

 
中
に
は
大
物
も
混
じ

て
お
り

ニ
シ
ダ
も
満
足
し
て
く
れ
た
よ
う
な
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

い
た
後
ニ
シ
ダ
に
お

を
言
い
次
に
レ
コ
ン
と
キ
リ
ト
に
声
を

け

た
よ
し

二
人
と
も

ジ

ン
ケ
ン
の
時
間
だ

に
か

ア
レ
を
や
る
ん
で
す
ね

あ
あ

の
種

に
よ

て
使
う
エ
サ
が
違
う
よ
う
に

 
モ
ン
ス
タ

を
釣
る
に
は
そ
れ
な
り
の
エ
サ
を
使
わ
な
い
と

目
だ
ろ
う
か
ら
な

 
と
い
う

で

誰
が
エ
サ
に
な
る
か
勝
負
だ

 
ち
な
み
に
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
と
ゼ
ク
シ

ド
は

海
中
で
仮
に
敵
に
襲
わ
れ
た
場
合

 
対
抗
手

が
無
い

に

こ
の
勝
負
へ
の
参
加
を
免

さ
れ
て
い
た
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モ
ン
ス
タ

に
食
わ
れ
る
役
か

即
死
は
し
ま
せ
ん
よ
ね

ど
う
だ
ろ
う
な

ま
あ
釣
り
上
げ
る
ま
で
頑
張

て
生
き
残
る
か

 
も
し
く
は
外
れ
な
い
よ
う
に
口
の
中
に
し

か
り
と
釣
り
針
を

す
か
ど
ち
ら
か
が
必
須
に

な
る
な

オ

ケ

で
す

そ
れ
じ

あ
い
き
ま
し

う

お
う

よ
し

最
初
は
グ

ジ

ン
ケ
ン

ポ
ン

 
キ
リ
ト
は
チ

キ

レ
コ
ン
も
チ

キ

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
出
し
た
の
は

パ

で

あ

た
く

そ
お
前
ら

最
初
は
ど
う
考
え
て
も
気
合
い
の
グ

だ
ろ

そ
う
考
え
た
か
ら

チ

キ
を
出
し
た
の
だ
よ
チ

キ
を

さ
あ
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

こ
の
針
を
持

て

体
に
ロ

プ
を

き
付
け
て
下
さ
い
ね
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く

分
か

た

や

て
や
る

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

女
性

か
ら
声
援
が
送
ら
れ
た

ハ
チ
マ
ン
君

頑
張

て

し

か
り
モ
ン
ス
タ

に
食
わ
れ
る
の
よ

ハ
チ
マ
ン
様
大
丈
夫
で
す

は
ち

ん
と
取
り
ま
す

て
マ

ク
ス

最
初
か
ら
俺
が
死
ぬ
前
提
な
の
な

 
ニ
シ
ダ
は
そ
こ
で
観
戦
モ

ド
に
な
り

レ
ン
が

て
い
る
ビ

チ
チ

ア
へ
と
避
難
し
た

 
だ
が
そ
こ
に
は
レ
ン
は
お
ら
ず

ニ
シ
ダ
は
首
を

げ
つ
つ

 
近
く
で
の
ん
び
り
し
て
い
た
非
力
さ
故
に
不
参
加
の
ス
ク
ナ
に
レ
ン
は
ど
う
し
た
の
か
と

ね
た

あ

あ
れ

あ
の
子
は

あ

レ
ン
な
ら
お
花
を
摘
み
に
行
き
ま
し
た
よ

ニ
シ
ダ
さ
ん

あ

と
こ
れ
は
失

そ
れ
じ

あ
ス
ク
ナ
さ
ん

一

に
観
戦
し
ま
し

う
か

は
い

あ
い
つ
が
エ
サ
に
な

て
死
ぬ
と
こ
ろ
を
楽
し
く
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

は

は
は
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ニ
シ
ダ
は
そ
の
ス
ク
ナ
の
言
葉
に

い
た
笑
い
を
返
し
つ
つ

 
準
備
運
動
を
す
る
ハ
チ
マ
ン
の
方
を

め
た

ハ
チ
マ
ン
は
体
に
し

か
り
と
ロ

プ
を

き

つ
け

 
そ
の
ま
ま
海
に
入
り

へ
と

い
で
い
く

 
も
う
片
方
の

は

ま
る
で

引
き
の

の
よ
う
に
ス
ク
ナ
以
外
の
全
員
が
持

て
お
り

 
合
図
一
つ
で
一
気
に
引

張
ら
れ
る
事
に
な

て
い
た

闇
風

ど
う
だ

ま
だ
何
も
見
え
ね
え
な

そ
れ

い
気
配
も
皆
無
だ

 
よ
り
遠
く
が
見
え
る
よ
う
に

薄
塩
た
ら
こ
に

を
し
て
も
ら
い
つ
つ

 
一

か
ら
目
を
離
し
て
闇
風
が
キ
リ
ト
に
そ
う
言

た

あ

あ
れ

 
直
後
に
も
う
一
度

を

き
込
ん
だ
闇
風
は

 
ハ
チ
マ
ン
の

が
見
え
な
く
な

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

ど
う
し
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
の

が
消
え
た
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む
 
そ
し
て
遠
く
で
海
面
が

り
上
が
る
の
が
見
え
キ
リ
ト
は

て
て
メ
ン
バ

達
に
指

を
出

し
たひ

引
け

 
そ
の
言
葉
に
応
じ
て
全
員
が
ロ

プ
を
引

張
り
始
め
た

ま

ま
さ
か
食
わ
れ
た
の
か

多
分

マ
ジ
で

や
ば
く
な
い

ア
ス
ナ

パ

テ

リ
ス
ト
は
ど
う
な

て
る

は

て
な
い

ま
だ
生
き
て
る

そ
う
か

よ
し

引
け

力
の
限
り
引
け

性
見
せ
て
み
ろ

 
参
加
メ
ン
バ

達
は

そ
の
言
葉
を
受
け
力
の
限
り
ロ

プ
を
引

張

た

 
そ
の
お
か
げ
で
山
の
よ
う
に

り
上
が

た
海
面
が

ど
ん
ど
ん
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
く
る

 
だ
が
そ
の
山
は

一
定
の

離
で
止
ま

て
し
ま

た

う
が

急
に
重
く
な

た
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も
し
か
し
て

海

に
引

か
か

た
か

今
ま
で

い
て
い
た
も
の
が

海

が

い
部
分
ま
で
到
達
し
た
の
で
し

う
ね

な
る
ほ
ど

ユ
キ
ノ

ど
う
す
る

ま
だ
結

離
が
あ
る
け
れ
ど
動
か
な
い
の
な
ら
自
分
で
来
さ
せ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か

し
らそ

の
心
は

誰
か
が

に
ロ

プ
を

き
付
け
た
上
で
海
に
入

て

 
敵
か
ら
感
知
さ
れ
た

間
に
そ
の
ロ

プ
を
引

張
れ
ば

 
敵
は
自
発
的
に
こ
ち
ら
に
向
か

て
く
る
ん
じ

な
い
か
と
思
う
の

 
そ
れ
は
確
か
に
い
い
ア
イ
デ
ア
に

こ
え

闇
風
が
そ
の
役
に
立
候
補
し
た

よ
し

こ
こ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
速
の
ス
ピ

ド
ス
タ

で
あ
る
俺
が

そ
の
役
目

私
が
や
る

 
そ
の
意
見
に
誰
か
が
そ
う
宣
言
し
た

一
同
が

り
返
る
と
そ
こ
に
は
レ
ン
が

王
立
ち
し

て
い
た

 
そ
の

は
先
ほ
ど
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
レ
ン
で
は
な
く

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
レ
ン
で
あ

た
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レ
ン

キ

ラ
を
変
え
た
の
か

う
ん

戦
闘
に
な
る
の
に
あ
の

じ

い
ら
れ
な
い
か
ら
ね

 
そ
れ
に
師
匠
ロ

プ
を
く
く
り
つ
け
る
と
し
た
ら
こ
の
中
で
一
番
体
重
の

い
私
が

任

だ
よ

 
ど
う
や
ら
レ
ン
は
ト
イ
レ
に
行
く
つ
い
で
に
急
い
で
キ

ラ
を
再
コ
ン
バ

ト
さ
せ
た
よ
う

だ 
ち
な
み
に
装
備

は

パ
ラ
ソ
ル
の

に
置
い
て
お
い
て
お
い
た
ら
し
い

 
そ
の
中
に
は
今
の
体
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
水
着
も
あ
り

 
レ
ン
は
ピ
ン
ク
の
ワ
ン
ピ

ス

で
体
に
ロ

プ
を

き
つ
け
そ
の
ま
ま
海
に
飛
び
込
ん
だ

お
お
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
レ
ン
は
凄
い
勢
い
で

へ
と

い
で
い
き
タ

ゲ

ト
か
ら
一
定

離
に
近
付
い
た

間
 
止
ま

て
い
た
山
が
再
び
動
き
出
し
た

釣
れ
た

み
ん
な

レ
ン
に

き
付
け
た
ロ

プ
を
引

張
れ
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そ
し
て
レ
ン
は
ぐ
い
ぐ
い
と
海

に
引

張
ら
れ

山
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

て
い

た

な

何
か
思

た
よ
り
大
き
く
な
い

お

お
う

 
そ
の

間
に

レ
ン
が
海
の
中
か
ら
走
り
出
て
き
た

 
レ
ン
は
ど
う
や
ら
ロ

プ
に
引

張
ら
れ
る
ま
ま
に
は
せ
ず

 
自
身
も

性
で
海

を
走
る
努
力
を
し
て
い
た
ら
し
い

こ

怖
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
し
て
レ
ン
は
一
気
に
海

を
離
れ
そ
の
背
後
か
ら
人
の
顔
の
よ
う
な
物
が
徐
々
に

を
現

し
て
き
た

な

何
だ
あ
れ

い
や

ヒ
レ
が
あ
る
な

の
巨
人
か

 
そ
の
巨
人
は
ヒ
レ
を
器
用
に
動
か
し
な
が
ら

ず
る
ず
る
と
海

へ
と
上

し

 
そ
の
ま
ま
そ
の
場
で
ピ
チ
ピ
チ
と

し
始
め
た

あ
ま
り
動
か
な
い
ね
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後
先
考
え
ず
に
上

し
た
ん
だ
ろ

ハ

ハ
チ
マ
ン
様
は

や
べ

そ
う
だ

た

 
そ
し
て
一
同
は

再
び
ロ

プ
を
引

張

た

 
巨
人
の
口
の
中
か
ら
ロ

プ
が
ず
る
ず
る
と
引
き
出
さ
れ
口
の

り
で
そ
の
動
き
が
止
ま

た
よ
し

Ｓ
Ｔ
Ｒ
メ
イ
ン
で

て
る
奴
は

全
員
巨
人
の
口
を
開
け
る
ん
だ

ラ
ジ

任
せ
て

私
も
お
手
伝
い
致
し
ま
す
わ

私
も
参
加
す
る
べ
き
か
し
ら

 
そ
の
言
葉
で
フ
カ
次
郎
ピ
ト
フ

イ
ミ
サ
キ
ユ
キ
ノ
が
キ
リ
ト
と
共
に
巨
人
の
下
へ
と

走

た

 
そ
し
て
五
人
は
巨
人
の
口
を
こ
じ
開
け

そ
の
中
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
の
そ
り
と

を
現
し
た

リ

ダ



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

ハ
チ
マ
ン

大
丈
夫

お

お
う

何
と
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
口
か
ら
水
を

き
な
が
ら

よ
ろ
よ
ろ
と
巨
人
か
ら
離
れ
た

 
そ
の

間
に
巨
人
の
目
が
開
き

ま
る
で
し

く
と
り

の
よ
う
に

を
曲
げ

 
そ
れ
な
り
に

い
ス
ピ

ド
で
ズ
ル
ズ
ル
と
動
き
出
し
た

う
わ

気
持
ち
悪
い

こ

ち
に
来
な
い
で

や
べ
え
え
え
え

く
ね
く
ね
し
て
や
が
る

 
そ
れ
を
見
た
ア
ス
ナ
が

メ
ン
バ

達
に
指

を
出
し
た

攻
撃
開
始

 
そ
し
て
ず
る
ず
る
と
這
い
ず
り
回
る
そ
の
巨
人
に
向
け

全
員
が
一

に
攻
撃
を
始
め
た

こ
い
つ
は
銃
で
攻
撃
す
れ
ば
楽
勝
だ
な

離
が
あ
る

度
と
れ
る
し
ね

撃
て

撃
ち
ま
く
れ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
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こ
こ
で
主
に
力
を
発

し
た
の
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
と
シ
ノ
ン

そ
れ
に
レ
ヴ

で
あ

た

 
ち
な
み
に
リ
オ
ン
は
こ
こ
で
は
後
方
に
下
が

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
に
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
使

て
い
る
所
を
見
ら
れ
る
の
を
避
け
る

で
あ

る 
ど
う
や
ら
リ
オ
ン
は
ま
だ
ハ
チ
マ
ン
へ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
公
開
を
狙

て
い
る
よ
う
だ

こ
こ
は
あ
い
つ
ら
に
任
せ
る
か

と
い
う
か
危
な
く
て
近
く
に
寄
れ
な
い
わ
ね

 
何
も
考
え
る
事
も
な
く
若

移
動
し
な
が
ら
フ
ル
オ

ト
で

を
撃
ち
ま
く
る
だ
け
で
い
い

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は
全

撃
ち
つ
く
す
勢
い
で
と
に
か
く
巨
人
を
撃
ち
ま
く

た

 
や
が
て
巨
人
の

も
尽
き

巨
人
は
断
末
魔
の

鳴
を
上
げ

そ
の
ま
ま
消
滅
し
た

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
は
多
く
の
素
材
と
共
に
無
事
二
つ
目
の
鍵
を
手
に
入
れ

た
の
だ

た
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第
６
４
９
話
 
⻄
の
探
索
行
・
湿
原
を
歩
く

さ
て

今
日
は
⻄
の
探
索
行
に
出
よ
う
と
思
う

 
敵
襲
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら

自

を

ら
な
い
よ
う
に
頼
む

 
今
日
集
ま

た
メ
ン
バ

は
九
人

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

レ
ン

フ
カ
次
郎

レ

ヴ 
シ

リ

薄
塩
た
ら
こ
に
ユ

コ
で
あ

た

 
驚
い
た
事
に

フ
カ
次
郎
は
今
日
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の

で
現
れ
た

お
い
フ
カ

そ
の

は
一
体

い
や
ね
開
け
た
と
こ
ろ
だ
と
多
分
グ
レ
ネ

ダ

な
フ
カ
ち

ん
が
役
に
た
つ
ん
じ

な

い
か
な
と

お
お

 
そ
う
言
わ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は

少
し
感
動
し
た
よ
う
な
声
を
出
し
た

な

何

い
や

お
前
が
珍
し
く

を
使

て
る
み
た
い
だ
か
ら

ち

と
感
動
し
て
な
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ム
キ

フ
カ
ち

ん
は
い
つ
も
ち

ん
と

も
使

て
る
か
ら
ね

す
ま
ん
す
ま
ん
し
か
し
あ
れ
だ
ユ

コ
が
ハ
ル
カ
と
一

じ

な
い
の
も
違
和
感
あ
り
ま

く
り
だ
な

ま
あ
た
ま
に
は

私
達
も

い
つ
ま
で
も
セ

ト
で
い
ら
れ
る

じ

な
い
し
ね

も
う
す
ぐ

職
だ
し

確
か
に
そ
う
か
も
な

ま
あ
で
も
休
み
の
日
と
か
は
も
ち
ろ
ん
一

に
遊
ぶ
け
ど
ね

出
来
れ
ば
そ
こ
に

南
も
加
え
て
や

て
く
れ
よ

う
ん

南
が
い
い
な
ら
喜
ん
で

 
そ
し
て
出
発
し
た
一
行
の
前
に
湿
地
と
い
う
よ
り
は
湿
原
と
言

て
い
い
光
景
が

を
現
し

た
う
わ

こ

こ
れ
は

ま
る
で

路
湿
原
だ
ね

あ

確
か
に
そ
う
か
も

こ
う
い
う
時

湿
原
の
事
を
知

て
る
人
間
が
い
る
と
頼
り
に
な
る
な

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
こ
う
い

た
地

は
無
か

た
か
ら
な
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あ

そ
う
な
ん
だ

で

こ
う
い
う
場
所
を
歩
く
時
の
注
意
点
は
何
か
あ
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

ね
ら
れ
フ
カ
次
郎
と
シ

リ

は
少
し
相
談
し
た
後
に
こ
う
言

た

や

ぱ
り
ヤ
チ
マ
ナ
コ
に
注
意

て
く
ら
い
か
な

あ
と
川
が

で
見
え
な
い
場
合
が
あ
る
の
で

そ
れ
も
し

か
り
確
認
か
な

川
は
分
か
る
が
ヤ
チ
ナ
マ
コ

て
何
だ

ナ
マ
コ
じ

な
く
て
マ
ナ
コ

要
す
る
に
水

り

小
さ
な

無
し

か
な

リ
ア
ル
で
落
ち
た
ら
死
ぬ
可
能
性
だ

て
あ
る
よ

マ
ジ
か

湿
原
怖
え
な

 
二
人
に
そ
う
注
意
を
受
け
た
一
同
は
相
談
の
上

自
使
い

て
の
棒
を
持

て
い
く
事
に

し
たこ

れ
で
前
を
ト
ン
ト
ン
し
な
が
ら
歩
け
ば
い
い
か
な

た
だ
叩
く
ん
じ

な
く
て

地
面
を
押
す
感
じ
が
い
い
ね

ま
あ
道
を
歩
く
場
合
は
先

の
人
だ
け
で
い
い
と
思
う
け
ど

 
散
ら
ば

て
探
索
す
る
時
は
全
員
で
使
わ
な
い
と

目
で
し

う
ね
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そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
感
じ
で
行
く
か

通
信
機
を
会
議
モ

ド
に
合
わ
せ
て
お
こ
う

何
か
あ

た
時
に
一
気
に
連

出
来
る
よ
う

に
よオ

ケ

だ

み
ん
な
調
整
を
頼
む

 
そ
し
て
準
備
を
終
え
た
一
行
に

シ

リ

が
こ
う
提
案
し
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

私
が
先

を
歩
き
ま
す

湿
原
で
ガ
イ
ド
を
し
た
事
も
あ
る
ん
で

お
お

そ
れ
は
心
強
い

そ
れ
じ

あ
準
備
が
出
来
た
の
な
ら
行
き
ま
し

う
か

 
こ
う
し
て
シ

リ

を
先

に

一
行
は
湿
原
の
中
を
進
み
始
め
た

し
か
し
モ
ン
ス
タ

が
出
て
こ
な
い

も
し
か
し
た
ら
東
な
の
か
も
ね

も
し
く
は
い
な
い
の
か
も

他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
も
出
会
わ
な
い
な

も
し
か
し
て
こ
こ
は
難
易
度
が
高
い
の
か

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

そ
こ
ら
じ

う
に

が
開
い
て
る
み
た
い
で
す
し

 
そ
う
言
い
な
が
ら
シ

リ

は

少
し

に
反
れ
た
場
所
を
棒
で
突
い
た

 
棒
は
ス
ル

と
地
面
に
滑
り
込
み

手
元
ま
で
入
れ
て
も
ま
だ

に
は

か
な
か

た
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う
お

に

さ
れ
て
や
が
る
な

で
も
よ
く
見
る
と

少
し
色
が
違
う
か
も

よ
く
観
察
し
て

絶
対
に
落
ち
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
ね

 
そ
し
て
一
行
は

か
り
と
開
け
た

の
よ
う
な
場
所
で
一

止
ま
り

 
そ
こ
を

点
に

囲
の
探
索
に
出
る
事
に
し
た

一
応
奇
襲
を

し
て

船
の
装
甲

を
い
く
つ
か
持

て
き
た

 
こ
れ
を
立
て
て
ベ

ス
キ

ン
プ
を
作

て
お
く
か

う
わ

こ
れ

て
ま
だ
ま
だ
レ
ア
素
材
な
の
に

こ
ん
な
に
持

て
る
ん
だ

世
界
樹
要
塞
の

点
防
衛
戦
に
ま
め
に
参
加
し
て
る
か
ら
な

い
い
な

今
度
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
に
も

サ
ボ
ら
ず
参
加
す
る
よ
う
に
伝
え
と
こ

 
そ
し
て
敵
が
接
近
し
て
き
た
ら
察
知
可
能
な
レ
ヴ

と
い
ざ
と
い
う
時
に
高
速
で
離
脱
可
能

な
レ
ン

 
そ
し
て

太
と

子
と
い
う
強
力
な

囲
攻
撃
の
手

を
持
つ
フ
カ
次
郎
を
残
し

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ

コ
と
ユ
キ
ノ
が
北
⻄
ア
ス
ナ
と
薄
塩
た
ら
こ
と
シ

リ

が
南
⻄
へ
と

偵
察
に
出
た
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ユ
キ
ノ

ユ

コ

こ
こ
ま
で
の
流
れ

ど
う
思
う

や
は
り
街
は
街
と
い
う
事
か
し
ら
東
に
モ
ン
ス
タ

が
出
現
す
る

て
い
う
情
報
も
伝
わ

て
く
る
し

 
他
の
方

は
鍵
さ
え
取

て
し
ま
え
ば
た
だ
の
安
全
な

集
場
所
の
よ
う
な
扱
い
な
の
か
も
し

れ
な
い
わ
ね

鍵
さ
え
取
れ
れ
ば

な

そ
の
点
う
ち
は
現

で
も
か
な
り
優

に
立

た
と
言
え
る
ん
じ

な
い

 
戦
力
的
に
も

し
分
な
い
し
ま
あ
年
末
に
は
ス
タ

ト
ダ

シ

を
決
め
ら
れ
る
ん
じ

な

い
か
な

 
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば

逆
に
ど
の
門
か
ら
突
撃
す
る
か
迷
う

て
事
か
な

 
そ
の
ユ

コ
の
指
摘
に
二
人
は
感
心
し
た

確
か
に
そ
の
通
り
だ
な
ち

と
前
ま
で
素
人
だ
た
ユ
コ
も
よ
く
成
⻑
し
た
よ
な

え

へ
ん

ハ
チ
マ
ン
を
敵
に
回
し
て

験
を

ん
だ
か
ら
ね

 
そ
の
意
味
じ

一
番
成
⻑
し
た
の
は
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

あ
あ

あ
い
つ
は
確
か
に
そ
う
だ
よ
な

主
に
人
間
的
に
な
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う
ん
う
ん
最
初
は
確
か
に
そ
れ
は
ど
う
な
の

て
思

た
事
も
一
度
や
二
度
じ

な
か

た

し
そ
れ
が
今
で
は
大
事
な
仲
間
で
す
も
の
ね
正
直
こ
ん
な
未
来
は
予
想
す
ら
し
て
い
な
か

た

わ
ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
よ
な

 
そ
し
て
話
は
門
の
話
に

り

ハ
チ
マ
ン
は

組
み
し
な
が
ら
こ
う
言

た

や
は
り
最
初
は

門
に
戦
力
を

り
分
け
ざ
る
を
え
な
い
か

そ
う
ね

た
だ
可
能
性
だ
け
を
言
え
ば

 
こ
れ
ほ
ど
広
い
フ

ル
ド
を
戦
闘
に
使
わ
な
い
の
は
も

た
い
な
い
か
ら

 
案
外
ど
こ
か
の
土
地
に
た
ど
り
着
い
た
ら

 
そ
の
方
向
か
ら
敵
が
攻
め
て
く
る
イ
ベ
ン
ト
と
か
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

あ

そ
れ
あ
り
そ
う

防
衛
戦
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
流
用
し
て
実
装
し
て
く
る
可
能
性
は
確
か
に
あ
る
な

ま
あ
そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
そ
う
じ

な
い

あ
あ

攻
め
て
守
る
戦
い
と
か

面
白
そ
う
だ
よ
な
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三
人
は
和
気

々
と
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら

囲
の
探
索
を
行

て
い
た
が

 
特
に
変
わ

た
も
の
は
何
も
発
見
出
来
な
か

た

い
く
つ
か

物
系
の
素
材
を
見
つ
け
た
だ

け
で
あ
る

そ
ろ
そ
ろ
定
時
連

の
時
間

そ
う
だ
な

一
度
レ
ン
に
連

を
入
れ
る
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
レ
ン
に
通
信
を
入
れ

今
ど
ん
な

況
か
確
認
す
る
事
に
し
た

 
あ

ハ
チ
マ
ン
君
か
ら
コ

ル
だ

定
時
連

じ

な
い
か

だ
ね
フ
カ
ち

と
ハ
チ
マ
ン
と
通
信
す
る
か
ら

で
こ

ち
側
の
監

を
お
願

い
お
う
よ

任
せ
と
け

 
レ
ン
は
フ
カ
次
郎
に
そ
う
伝
え
る
と

を
フ
カ
次
郎
に

し
代
わ
り
に
通
信
機
を
取

り
出
し
た

レ
ン

そ

ち
の
様
子
は
ど
う
だ

何
か
変
わ

た
事
は
あ

た
か
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う
う
ん

何
も
無
い
か
な

さ

き
ア
ス
ナ
か
ら
も
連

が
あ

た
け
ど

 
あ

ち
も
特
に
変
わ

た
物
は
見
つ
け
ら
れ
て
な
い
み
た
い

そ
う
か

ボ
ス
ら
し
き
敵
の

も
ま

た
く
見
え
な
い
ん
だ
よ
な

あ

ち

と
待

て
て
ね

ね

レ
ヴ

フ
カ

敵
の

と
か

ま

た
く
見
あ
た
ら
な

い
よ
ね

あ
あ

何
も
見
え
な
い
な

 
そ
の
レ
ン
の
問
い
に

レ
ヴ

は
そ
う
答
え
た
が

フ
カ
次
郎
は
何
も
答
え
て
こ
な
い

レ
ヴ

は
何
も
見
え
な
い

て

そ
う
か

う

ん

ど
こ
に
い
る
ん
だ
ろ
う
な

 
レ
ン
は
と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
伝
え
た
後
通
信
機
を
持

た
ま
あ

囲
を
う
ろ
う
ろ

し 
フ
カ
次
郎
の

を
探
し
た

だ
が
フ
カ
次
郎
は
ど
こ
に
も
お
ら
ず

レ
ン
は
首
を

げ
た

あ
れ

ん

ど
う
し
た

そ
れ
が
ね
ハ
チ
マ
ン

フ
カ
が
ど
こ
に
も
い
な
い
の
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フ
カ
が

あ
い
つ
の
事
だ

近
く
を
う
ろ
う
ろ
し
て
る
ん
じ

な
い
か

う
う
ん
直
前
に
監

を
お
願
い
し
て

を

し
た
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
外
に
は
出
な
い
と

思
うふ

む

 
レ
ン
は
レ
ヴ

に
も
フ
カ
次
郎
を
知
ら
な
い
か

ね
た
が
レ
ヴ

も
何
も
知
ら
な
い
よ
う
だ

と
り
あ
え
ず
そ

ち
に

る

ア
ス
ナ
に
も
一

る
よ
う
に
伝
え
て
く
れ

了
解

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て
六
人
が
ベ

ス
キ

ン
プ
に

て
き
た

お
帰
り

こ
こ
に
来
る
ま
で
に

囲
を
確
認
し
た
が

あ
い
つ
の

は
見
え
な
か

た
な

こ

ち
に
も
い
な
か

た
よ

う

ん

も
し
か
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
の
か

お
腹
が

く
な

た
と
か

あ

確
か
に
前
に

ア
イ
ス
の
食
べ
す
ぎ
で
お
腹
を
壊
し
て
た
事
は
あ

た
よ

 
確
か
一
リ

ト
ル
サ
イ
ズ
の
ア
イ
ス
を
五
個
く
ら
い
食
べ
た
と
か
言

て
た
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は

五
個
だ
と

そ
う
か

や

ぱ
り
あ
い
つ
は
馬

だ

た
ん
だ
な

そ
れ
は
否
定
し
な
い
け
ど

パ

テ

リ
ス
ト
に
は
し

か
り
名
前
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

 

も

て
な
い
か
ら
健
在
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど

そ
う
か

と
り
あ
え
ず
フ
カ
の
通
信
機
に
コ

ル
を
入
れ
て
み
る
か

あ

そ
の
事
を
忘
れ
て
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
フ
カ
次
郎
の
通
信
機
に
連

を
送

て
み
た
が

ま

た
く
反
応
が
な
い

反
応
が
な
い
な

む

ち

と
待

て
く
れ
ボ
ス

レ
ヴ

ど
う
し
た

い
や

ど
こ
か
か
ら
通
信
機
の
コ

ル
音
が

こ
え
る
よ
う
な
気
が

マ
ジ
か

お
前

も
い
い
ん
だ
な

ま
あ
な

う

ん

こ
れ
は

 
そ
し
て
レ
ヴ

は
い
き
な
り
し

が
み

地
面
に

を
当
て
た

下
だ

ボ
ス

ど
う
や
ら
下
か
ら
音
が

こ
え
る

も
し
か
し
た
ら
近
く
に

が
あ

て

 
そ
こ
に
落
ち
た
ん
じ

な
い
か
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こ
の
付
近
に
か

さ

き
調
べ
た
時
は
何
も
無
か

た
と
思
う
が

 
お
い
レ
ン

フ
カ
は
ど
の

り
に
い
た
ん
だ

え

と
ね

多
分
そ
の

り

あ

あ
れ

そ
う
い
え
ば
装
甲

が
一

足
り
な
い

ふ
む

こ
こ
か

 
そ
の
レ
ン
が
指
差
し
た

り
に
移
動
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

そ
こ
で
地
面
に

を
当
て
た

確
か
に
下
か
ら
音
が

こ
え
る
な

ち

と

囲
を
調
べ
て
み
る
か

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
の
通
信
機
か
ら

フ
カ
次
郎
の
声
が

こ
え
て
き
た

リ

リ

ダ

お

や

と
繋
が

た
か

お
い
フ
カ

今
ど
ん
な

況
だ

多
分
だ
け
ど

食
わ
れ
た

は
 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
の
足
元
の
地
面
が
消
失
し

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
落
下
し
た

う
お

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
が

に
ハ
チ
マ
ン
に
手
を

ば
し
た
が

一

に
し
て
そ
の

は

じ
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ま
る
で
地

の
よ
う
に

突
然
地
面
が

れ
た

な

何

じ

地

そ
ん
な
設
定
あ

た
か
し
ら

過
去
に
ど
こ
か
で
地

が

こ

た
な
ん
て
話
は

い
た
事

が
な
い
け
ど

 
そ
の
直
後
に
南
に
五
本
の

が
立

た

そ
れ
も
二

所
に

今
度
は
何
だ

あ

あ
れ
は

そ
う

そ
う
い
う
事

み
ん
な

急
い
で
⻄
に
走

て

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に

い

一
同
は

て
て
⻄
に
走

た

ユ
キ
ノ

何
か
分
か

た
の

よ
く
見
て

あ
の
十
本
の

あ
れ
は
巨
人
の
指
よ

ゆ

指
て
事
は
ま
さ
か

 
一
同
の
前
で
先
ほ
ど
ま
で
ベ

ス
キ

ン
プ
に
し
て
い
た

が
ど
ん
ど
ん
高
く
な

て
い

く
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ど
う
し
て
あ
そ
こ
だ
け
が

一
つ
無
い

に
な

て
い
た
か

そ
の
答
え
が
あ
れ
よ

 
私
達
が
探
し
て
い
た
巨
人
は

実
は
ず

と
私
達
の
目
の
前
に
い
た
の
よ

 
そ
う

あ
の

自
体
が
目
的
の
巨
人
だ

た
の
よ

 
そ
し
て
一
同
の
目
の
前
で

は
ど
ん
ど
ん
高
く
な
り

ろ

ろ
と
土
が
落
下
し
て
い

た

 
そ
の
下
か
ら

色
の

が
徐
々
に
現
れ

や
が
て
そ
の
土
も
完
全
に
落
ち
き
り

 
つ
い
に
目
的
の
巨
人
が
そ
の

を
現
し
た
の
だ

た
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第
６
５
０
話
 
⻄
の
探
索
行
・
超
大
型
巨
人

 
皆
様
の
ご
愛

の
お
か
げ
で
こ
の
作
品
も
実
質
６
５
０
話
ま
で
到
達
し
ま
し
た

 
評
価
の

か
ら
し
て
好
き

い
が
ハ

キ
リ
分
か
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
の
作
品
で
す
が

 
面
白
い
と
思

て

み
続
け
て

い
て
い
る
方
々
に
今
後
と
も
楽
し
ん
で

け
れ
ば
幸
い
で

す
で

で
か
い
な

今
ま
で
の
巨
人
よ
り
も
大
き
い
ね

や
ば
い

こ
れ
は
や
ば
い

ア
ス
ナ

ど
う
す
る

や
る
し
か
な
い
け
ど

の
中
の
二
人
に
攻
撃
が
当
た
る
の
は
ま
ず
い
よ
ね

 
と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
君
に
通
信
が
繋
が
る
か

し
て
み
な
い
と

そ
う
ね

今
や

て
み
る
わ

ハ
チ
マ
ン
君

こ
え
る

ハ
チ
マ
ン
君
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一
同
が
巨
人
の

容
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
中

 
ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
は

静
に
ハ
チ
マ
ン
へ
の
通
信
を

み
て
い
た

も
し
も
し

こ
え
る

も
し
も
し

悪
い
こ

ち
の

況
の

に
手
間
取

て
連

が

く
な

た
そ

ち
は
ど
う
な

て

る
全
員
無
事
よ

今
は
巨
人
が
立
ち
上
が

て

こ
れ
か
ら
戦
闘
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
ね

そ
う
か

中
な
ら
大
丈
夫
だ
か
ら

思
い

き
り
や

て
く
れ
て
い
い

 
ど
う
や
ら

の
中
は

微

に
イ
ン
ス
タ
ン
ス

く
な

て
る
み
た
い
で
な

 
ど
う
考
え
て
も

に
広
す
ぎ
る
ん
だ
よ

こ
こ

分
か

た
わ

そ
れ
だ
け
が

案
だ

た
か
ら

こ

ち
は
こ

ち
で
何
と
か
す
る
わ

 
そ

ち
も
何
か
出
来
そ
う
な
ら

色
々

し
て
み
て

オ

ケ

だ

と
り
あ
え
ず
通
信
は
繋
ぎ

ぱ
な
し
に
し
て
お
こ
う

了
解
よ

頑
張

て
ね

あ
あ

そ

ち
も
な

 
そ
し
て
通
信
を
終
え
た
二
人
は

き
合
い

仲
間
達
に
指

を
出
し
た
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あ
の
大
き
さ
だ
と
も
う

タ
ン
ク
が
ど
う
と
か
い
う
レ
ベ
ル
じ

な
い
ね

と
に
か
く
全
員
で
ヒ

ト
＆
ア
ウ

イ
よ

と
り
あ
え
ず
足
元
だ
け
は
注
意
し
て
ね

 
や

ぱ
り
そ
こ
ら
中
に
ヤ
チ
マ
ナ
コ

て
の
が
あ
る
み
た
い
だ
か
ら

了
解

 
そ
し
て
仲
間
達
は
散
ら
ば

て
い

た

そ
の
場
に
残

た
ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
は

 
そ
の

を
頼
も
し
く
見
つ
め
て
い
た

こ
う
な
る
と

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
が
多
か

た
の
が
幸
い
し
た
ね

こ
こ
で
近
接
戦
だ
と
ど
う
し
て
も
事
故
が

き
る
か
も
し
れ
な
い
も
の
ね

材

所

て
奴

あ
と
は
こ
の

況
で
敵
襲
が
無
い
事
を

る
ば
か
り
ね

ユ
キ
ノ

そ
れ
フ
ラ
グ
だ
か
ら
言

ち

目

大
丈
夫

私
は
フ
ラ
グ
ク
ラ

シ

の

名
も
持

て
い
る
の
よ

そ
の

名

初

な
ん
だ
け
ど

恥
を
忍
ん
で
言
う
け
ど

私
は
ハ
チ
マ
ン
君
と
の
フ
ラ
グ
を
全
く
回
収
出
来
な
か

た
の
よ
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な

何
か
ご
め
ん

気
に
し
な
い
で

さ
あ

戦
闘
開
始
よ

 
こ
う
し
て
残
さ
れ
た
者
達
は

超
大
型
巨
人
と
の
戦
闘
に
突
入
す
る
事
に
な

た

  
一
方
巨
人
に
食
わ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

 

日
に
引
き
続
き

巨
人
に
食
わ
れ
る
体
験
を
す
る
と
い
う
不
幸
な
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た
が

 
逆
に

日
食
わ
れ
た
事
で

静
さ
を

持
出
来
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
多
く
を
語
ら
な
か

た
が

前
日
巨
人
の
体
内
に
入

た
時
は

 
中
が
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
の
よ
う
に
な

て
お
り

若

広
か

た

 
今
回
も
お
そ
ら
く
同
じ
仕
様
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ

た

 
誤
算
だ

た
の
は

真
下
に
フ
カ
次
郎
が
い
た
事
で
あ
る

リ

ダ

お

お
い
馬

危
な
い
ぞ

く
ど
け

だ
が
断
る

フ
カ
ち

ん
が
下
で
受
け
止
め
て

そ
し
て
合
法
的
に
リ

ダ

に

き
付
く

の
れ
す
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お
前

こ
ん
な

 
こ
ん
な
時
に
ま
で
そ
ん
な
事
を
言

て
や
が
る
の
か
そ
う
言
い
か
け
た
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

が 
言
い
終
え
る
前
に
ハ
チ
マ
ン
は
フ
カ
次
郎
に

き
か
か
え
ら
れ
て
い
た

 
さ
す
が
Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
し

か
り
と
上
げ
て
あ
る
だ
け
の
事
は
あ
る

だ
が

面
的
に
は
ひ
ど
い
も

の
だ

 
今
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ
カ
次
郎
で
は
な
く
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
フ
カ
次
郎
で
あ
る

 
ま
る
で
ハ
チ
マ
ン
が

女
に

き
か
か
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

 
し
か
も
明
ら
か
に
体
の
サ
イ
ズ
が
足
り
な
い

 

と
し
て
は
フ
カ
次
郎
が
ハ
チ
マ
ン
の
お

を

ん
で
い
る

態
に
な

て
い
た

 
フ
カ
次
郎
は
当
然
そ
の
感
触
を
楽
し
む
よ
う
に

手
を
に
ぎ
に
ぎ
さ
せ
る
事
を
忘
れ
な
い

ど
さ
く
さ

れ
に
セ
ク
ハ
ラ
を
す
る
の
は
や
め
ろ

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
俺
を
下
ろ
せ

ラ
ジ

 
フ
カ
次
郎
は
元
気
良
く
返
事
を
し

ハ
チ
マ
ン
を
下
ろ
そ
う
と
前
か
が
み
に
な

た

 
だ
が
さ
す
が
に
そ
れ
は
体
の
サ
イ
ズ
的
に
無
理
が
あ

た



 第６５０話 ⻄の探索行・超大型巨人

 
フ
カ
次
郎
は
足
を
も
つ
れ
さ
せ
た
よ
う
に
よ
ろ
け
ハ
チ
マ
ン
は
背
中
か
ら
地
面
に
落
下
し
た

う
お

ご
ご
め
ん
な
さ
い
リ

ダ

今
の
フ
カ
ち

ん
は
お

ぱ
い
が
小
さ
い
の
を
忘
れ
て
い

た
の
れ
す

そ
れ
を
言
う
な
ら
体
が

だ
ろ
う
が

 
と
い
う
か
何
故
お
前
は
俺
の
上
に
ま
た
が
る
よ
う
な
体
制
に
な

て
る
ん
だ

リ

ダ

を

ま
な
い
よ
う
に

に
足
を
開
い
た
の
れ
す

普
通
は
俺
の
腹
あ
た
り
に
お
前
が

か
ら
激
突
し
て
終
わ
り
だ
よ
な

え

と

つ
ま
り
わ
ざ
と
か

ち

違
い
ま
し

信
じ
て
く
だ
ち

い

お
前
が
そ
の
口
調
に
な
る
時
は
何
か
を
誤
魔
化
そ
う
と
し
て
い
る
時
だ
と
相
場
が
決
ま

て

る
そ
ん
な
事
は

あ

立
ち
く
ら
み
が

あ

れ

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
胸
に
倒
れ
込
み
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あ
ろ
う
事
か
発
情
し
た

の
よ
う
に

を

た

わ
ざ
と
ら
し
す
ぎ
る
ん
だ
よ

ぎ
 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
フ
カ
次
郎
の

に
い
つ
も
の
よ
う
に
拳
骨
を
落
と
し

 
フ
カ
次
郎
を
横
に
転
が
し
て
脱
出
す
る
事
に
成
功
し
た

 
フ
カ
次
郎
は
地
面
で
ピ
ク
ピ
ク
し
な
が
ら
も

そ
の
表
情
は
だ
ら
し
な
く
緩
ん
で
い
た

わ

我
が
生

に
一
片
の
悔
い
無
し

お
前

そ
う
い
う

性
だ
け
は
凄
い
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

れ
な
が
ら
も

フ
カ
次
郎
に
手
を
差
し

べ
て
そ
の
場
に
立
た
せ
た

で

何
が
あ

た

あ

え

と

地
面
に
い
き
な
り

が
開
い
て

こ
こ
に
落
と
さ
れ
た

俺
と
同
じ
か

多
分
あ
れ
が
巨
人
の
口
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
上
空
に

か
り
を
開
い
て
い
る

を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

や

ぱ
り

一
応
リ
ア
ル
な

袋
の
デ
ザ
イ
ン
に
な

て
い
な
い
事
を
感
謝
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
な
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も
し
く
は
さ
す
が
に
そ
れ
は
や
り
す
ぎ
だ
と
思

た
ん
だ
ろ
う
な

も
し
そ
こ
ま
で
再
現
さ
れ
て
た
ら

今

リ

ダ

と
一

に

か
さ
れ
て
る
ね

ス
ラ
イ
ム
み
た
い
に
な

た
お
前
に

き
つ
か
れ
る
の
か

さ
す
が
に
そ
れ
は
ぞ

と
す
る

な
言

て
る
フ
カ
ち

ん
も
そ
う
思

た

 
そ
の
時
い
き
な
り
ど
こ
か
か
ら
通
信
機
の
音
が
し
た

通
信
だ

探
せ

あ

そ
れ
な
ら
と
り
あ
え
ず
フ
カ
ち

ん
の
を

そ
の
間
に
リ

ダ

の
通
信
機
は
探
し

と
く
か
ら

お
う

珍
し
く
気
が
利
く
な

い
つ
も
だ
か
ら

 
そ
し
て
場
面
は
冒

に

る

ハ
チ
マ
ン
が
通
信
を
終
え

 
フ
カ
次
郎
が

て
き
た
す
ぐ
後
に
地
面
が
激
し
く

れ
た

ど
う
や
ら
戦
闘
が
始
ま

た
よ

う
だそ

う
い
え
ば

日
の
海
の
時

リ

ダ

は
簡

に
巨
人
の
体
内
か
ら
脱
出
し
て
な
か
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た

け
簡

じ

な
か

た
が

ま
あ
こ
れ
が
横
倒
し
な

態
だ

た
と
考
え
れ
ば
い
い

あ
あ

そ
れ
は
口
の
所
ま
で
た
ど
り
着
く
の
が
楽
だ
ね

だ
ろ

し
か
し
こ
こ
は
微

に
広
い
空
間
だ
よ
な

何
か
変
わ

た
物
と
か
は
無
か

た
か

あ

て
て
ま
だ
調
べ
て
な
い
で
ふ

よ
し

と
り
あ
え
ず
や
れ
る
事
も
無
い
し

こ
の
空
間
が
ど
う
な

て
る
か
調
べ
る
か

あ

や
れ
る
事
と
言
え
ば
リ

ダ

こ
こ
か
ら
上
に
向
け
て
グ
レ
ネ

ド
を
撃
つ
の
は
あ

り
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

俺
達
ま
で
爆
風
で

き
飛
ば
さ
れ
ち
ま
う
だ
ろ
う
な

デ
ス
ヨ
ネ

 
そ
し
て
二
人
は

そ
こ
そ
こ
の
広
さ
し
か
な
い
と
は
い
え

囲
の
探
索
を
す
る
事
に
し
た

 
く

こ
い
つ

最
初
よ
り
明
ら
か
に
動
き
が

く
な
い
か

 
そ
の
薄
塩
た
ら
こ
の
言
葉
に

他
の
者
達
は
通
信
機
越
し
に
同
意
し
た
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ヘ
イ
ト
が
乗
る
と
本
気
で
動
く
タ
イ
プ
か
な

結

な
速
さ
で
あ
ち
こ
ち
行

た
り
来
た
り
だ
ね

 

ん
で
銃
を
撃

て
い
た
ユ

コ
と
シ

リ

は
落
ち
着
か
な
い
と
い

た
感
じ
で
そ
う

言

た
ア
ス
ナ
が
敵
を
追
い
か
け
て
る
が

あ
ま
り
ダ
メ

ジ
を

え
ら
れ
て
な
い
み
た
い
だ
な

う
ん

ち

と
精
神
的
に
疲
れ
て
き
た
よ

ア
ス
ナ

と
り
あ
え
ず
レ
ン
ち

ん
と
交
代
し
て

 
レ
ン
ち

ん
な
ら
そ
の
速
度
を
生
か
し
て
追
い
抜
け
ば
多
少
は
足
を
止
め
て
攻
撃
出
来
る
と

思
う
わ

う
ん

一

下
が
る
ね

ア
ス
ナ

後
は
任
せ
て

頼
む
ぞ
レ
ン

 
そ
し
て
レ
ン
は
大

に
も
巨
人
と

走
し
て
走
り

 
巨
人
が
こ
ち
ら
を
向
く
ま
で

ち

ん
を
乱
射
し
続
け
る
と
い
う
荒
技
に
出
た

 
そ
の

に
ア
ス
ナ
は
と
り
あ
え
ず
ユ
キ
ノ
と
合
流
し
た
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レ
ン
ち

ん

足
元
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
ね

う
ん

て

ぎ

あ

 
言

て
い
る

か
ら
レ
ン
は
小
さ
な
ヤ
チ
マ
ナ
コ
に
足
を
と
ら
れ

 
タ
イ
ミ
ン
グ
悪
く

そ
の

間
に
巨
人
が
レ
ン
の
方
を
向
い
た

レ
ン

危
な
い

ア
イ
ス
コ
フ

ン

 
そ
の

間
に
ユ
キ
ノ
の
魔
法
が
発
動
し

巨
人
は

で
足
を

束
さ
れ
た

 
だ
が
通
常
は
も

と
⻑
く

束
出
来
る
は
ず
の
そ
の
魔
法
は

 
敵
の
サ
イ
ズ
が
大
き
す
ぎ
る

簡

に

さ
れ
て
し
ま

た

ユ
キ
ノ

あ
り
が
と

 
だ
が
レ
ン
は
そ
の
一

で
脱
出
を
果
た
し
て
お
り

ユ
キ
ノ
は
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

ふ
う

間
に
合

て
良
か

た
わ

ユ
キ
ノ

ど
う
す
る

こ
の
ま
ま
じ

⻑
期
戦
に
な

ち

う
か
も

 
そ
の
言
葉
に
ユ
キ
ノ
は

や
や
自

ぎ
み
に
こ
う
答
え
た

い
く
ら
私
が
フ
ラ
グ
ク
ラ

シ

だ
と
言

て
も
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こ
の
ま
ま
だ
と
他
の
ナ
イ
ツ
か
ら
襲
撃
を
受
け
る
可
能
性
も
上
が

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

わ
ねそ

の
ネ
タ
ま
だ
続
け
る
ん
だ

ふ
ふ

冗
談
よ
冗
談

こ
う
な

た
ら
仕
方
な
い
わ

 
ア
ス
ナ

今
か
ら
私
は
全

を
使

て
敵
の
足
止
め
を
す
る
わ

 
後
の
回
復
は
ア
ス
ナ
に
任
せ
て
い
い
か
し
ら

う

う
ん

分
か

た

待
て
ユ
キ
ノ

今
体
内
か
ら
こ
い
つ
に
き
つ
い
一
撃
を
く
ら
わ
せ
て
や
る

 
そ
れ
で
こ
い
つ
は
一

足
を
止
め
る
と
思
う
か
ら

そ
の

に
魔
法
を
放
て

 
そ
の
時
通
信
機
か
ら
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
声
が

こ
え
て
き
た

中
か
ら

大
丈
夫

そ

ち
が

き
飛
ば
さ
れ
た
り
し
な
い

大
丈
夫
だ

い
い
物
を
見
つ
け
た
ん
で
な

い
い
物

さ

き
無
く
な

た

て
言

て
た

船
の
装
甲

だ

あ

そ
こ
に
あ

た
ん
だ
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ハ
チ
マ
ン
と
フ
カ
次
郎
は

の
探
索
で

 
お
そ
ら
く
フ
カ
次
郎
が
食
わ
れ
た
の
と
同
時
に
体
内
に
入

た
の
だ
ろ
う
装
甲

を
発
見
し

て
い
た

 
こ
れ
に
よ
り
二
人
の
作
戦
は
決
ま

た

ハ
チ
マ
ン
が
壁
に
背
を
向
け
て
座
り

 
爆
風
に
押
さ
れ
る
は
ず
の
装
甲

が
ズ
レ
な
い
よ
う
に
し

か
り

え
る

 
フ
カ
次
郎
が
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
胸
に
更
に
寄
り
か
か
る
よ
う
に

の
間
に
座
り

 
上
空
の

に
向
け
て
グ
レ
ネ

ド
で
狙
撃
を
し
撃

た
ら
す
ぐ
に
装
甲

の

え
を
手
伝
う

と
い
う

 
フ
カ
次
郎
に
と

て
は
夢
の
よ
う
な
作
戦
で
あ

た

し
か
し
リ

ダ

が

こ
ん
な
フ
カ
ち

ん
が
喜
ぶ
作
戦
を
提
案
し
て
く
れ
る
な
ん
て

セ
ク
ハ
ラ
さ
え
し
な
け
れ
ば
作
戦
上
必
要
な
事
な
ら
俺
は
別
に
文

は
言
わ
な
い
ん
だ

つ

のそ

そ
う
な
の

こ
の
場
合
は
仕
方
な
い
だ
ろ

二
人
が
か
り
で
ズ
レ
な
い
よ
う
に

え
な
い
と

 
多
分
こ
の

離
だ
と
衝
撃
が
凄
い
事
に
な

て
最
悪
死
ぬ
か
ら
な

真
面
目
に
や
れ
よ
フ
カ
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う
ん

リ

ダ

の
胸
の
中
で
死
ぬ
の
は
悪
く
な
い
け
ど

や

ぱ
り
一

に
生
還
し
た
い

か
ら
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ

う
ん

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
慎
重
に
狙
い
を
つ
け

 
巨
人
の
口
目

け
て

太
と

子
の
グ
レ
ネ

ド
を
同
時
に
放

た

よ
し

後
は
壁
と
装
甲

の
間
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い
よ
う
に

し

か
り

え
る
ぞ

横
に
も
ズ
レ
な
い
よ
う
に
だ
ね

 
直
後
に
大
爆
発
が

こ
り

凄
ま
じ
い
爆
風
が
二
人
に
押
し
寄
せ
た

ぐこ

性

 
そ
し
て
二
人
は
身
を
寄
せ
合
う
よ
う
に

そ
の
衝
撃
に

え
続
け
た

 
見
て

巨
人
の
顔
が

 
凄
ま
じ
い
爆
発
音
と
同
時
に

巨
人
の
顔
が
内
部
か
ら
の
衝
撃
で

く
歪
ん
だ
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だ
が
巨
人
は
そ
の
攻
撃
に
も

え

倒
れ
る
事
は
無
か

た

 

の

り
か
ら
見
る
と

ど
う
や
ら
内
部
か
ら
の
攻
撃
は
補
正
が
か
か
り

力
が

め
ら

れ
る
ら
し
い

マ
イ
ナ
ス
補
正
が
大
き
い
ね

で
も
足
が
止
ま

た
よ

 
こ
れ
は
一
時
的
に

巨
人
の
ヘ
イ
ト
が
自
ら
の
体
内
に
向
い
た

で
あ
る

 
そ
れ
故
に
巨
人
は
そ
の
場
か
ら
動
か
な
か

た
の
だ

そ
の
チ

ン
ス
を
逃
す
ユ
キ
ノ
で
は
な

い
く
ら
い
な
さ
い
ア
イ
ス
ジ

ベ
リ
ン
ア
イ
ス
ジ

ベ
リ
ン
ア
イ
ス
ジ

ベ
リ
ン
ア
イ
ス
ジ

ベ
リ
ン

 
そ
の

間
に
巨
人
の

囲
の
上
空
に
巨
大
な

の

が
四
本
出
現
し

 
そ
の
ま
ま
自
由
落
下
し
て
巨
人
を
囲
む
よ
う
に
深
く
地
面
に
突
き

さ

た

外
れ
た

い
え

わ
ざ
と
外
し
た
ん
じ

な
い
か
し
ら

そ

そ
う
な
の
か
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そ
の
直
後
に
ユ
キ
ノ
は
次
の
魔
法
を

し
た

ア
イ
ス
コ
フ

ン
ア
イ
ス
コ
フ

ン
ア
イ
ス
コ
フ

ン
ア
イ
ス
コ
フ

ン

 
そ
の
四
本
の

を

点
に

の

の
魔
法
が
四
つ
発
動
し
た

 
こ
れ
に
よ
り

そ
の

の
太
さ
が
か
な
り

す
結
果
と
な

た

 
要
す
る
に
巨
人
が
通
れ
な
い
く
ら
い
の

さ
に
な

た
の
だ

今
だ
よ

全
員
巨
人
の
上
半
身
に
向
け
て
一

射
撃

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ア
ス
ナ
か
ら
攻
撃
指

が
出
た

 
こ
う
な
る
と
ア
ス
ナ
に
は
し
ば
ら
く
何
も
や
る
事
が
無
い
が

 
そ
の
分
ア
ス
ナ
は
仲
間
達
を
深
く
信
頼
し
て
い
た
の
だ

お
ら
お
ら
お
ら

撃
てち

ん

お
願
い

 
薄
塩
た
ら
こ
た
ら
こ

ユ

コ

レ
ン
は
そ
う
言

て
普
通
に
攻
撃
し
て
い
た
が

 
レ
ヴ

と
シ

リ

は
女
性
と
は
思
え
な
い
激
し
い
口
調
で

 
巨
人
に

声
を

び
せ
な
が
ら
攻
撃
し
て
い
た
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く
た
ば
れ
化
け
物

さ

さ
と
死
に
や
が
れ

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
の
足
止
め
も
ま
だ
続
い
て
い
た

ブ
リ
ザ

ド
ウ

ル
ブ
リ
ザ

ド
ウ

ル
ブ
リ
ザ

ド
ウ

ル
ブ
リ
ザ

ド
ウ

ル

 

と

の
間
を

ユ
キ
ノ
が
生
成
し
た

の
壁
が
繋
い
で
い
く

 

が

く
て
い
い
分

よ
り

み
を

し
た
そ
の

の
壁
は

 
今
ま
で
と
は
違
い

巨
人
の
一
撃
で
壊
れ
る
事
は
無
い

 
さ
す
が
に

回
攻
撃
を
受
け
れ
ば
破
壊
さ
れ
る
が
ユ
キ
ノ
が
連
続
し
て

を
続
け
る
事
に

よ
り

 
そ
の
壁
は
次
か
ら
次
へ
と
新
し
く
生
成
さ
れ
て
い
く

ま
さ
に
絶
対

度
の
面
目
躍

で

あ
るユ

キ
ノ

は
大
丈
夫

ブ
リ
ザ

ド
ウ

ル

あ
と
三
十

は
持
た
せ
て
み
せ
る
わ

ブ
リ
ザ

ド
ウ

ル

分
か

た

二
十

後
に
私
も
動
く
ね
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こ

ち
か
ら
も
も
う
一
発
く
ら
わ
せ
る

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
れ

分
か

た
よ
ハ
チ
マ
ン
君

 
そ
し
て
再
び
体
内
か
ら
の
攻
撃
が

し

さ
す
が
の
超
大
型
巨
人
も
グ
ラ
リ
と
き
た

行
く

今
の
う
ち
に

自
リ
ロ

ド
を

 
巨
人
を
取
り
囲
ん
で
い
た
五
人
は
そ
の
言
葉
で
攻
撃
の
手
を
止
め

込
め
の
動
作
に
入

た

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
は
凄
ま
じ
い
速
さ
で
壁
に
向
か

て
走
り

 
そ
の
ま
ま
壁
を
駆
け
上

て

の
一
つ
の
天

ま
で
到
達
す
る
と

 
全
精
力
を

け
て
巨
人
の

に
攻
撃
を
開
始
し
た

リ
ニ
ア

 
何
千
回
何
万
回
と
使
用
し
た
そ
の
慣
れ
親
し
ん
だ
技
を

 
ア
ス
ナ
は

え
ソ

ド
ス
キ
ル
の
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
が
無
く
と
も
自
在
に

り
出
す
事
が
可

能
で
あ
る

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
巨
人
に
攻
撃
を
し
て
は
そ
の
体
を

み
台
に
し
て

囲
の
四
つ
の

ま
で
飛

び 
再
び
そ
の

を

て
巨
人
に
攻
撃
す
る
と
い
う
行

を

り
返
し
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そ
れ
に
よ

て
巨
人
の
体
を
ズ
タ
ズ
タ
に
引
き

い
た

 
そ
れ
は
ま
る
で

巨
人
の

り
を
光
の
線
が
駆
け
巡

て
い
る
よ
う
に
見
え

 

囲
の
者
達
は
そ
の
光
景
に
思
わ
ず
息
を
飲
ん
だ

攻
撃
再
開

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ま
ま
巨
人
の
足
元
に
下
り
自
ら
の
安
全
を
確
保
し
た
後
に
そ
う
指

を
出
し

た 
そ
し
て
銃
撃
が
再
開
さ
れ

を
相
当

ら
れ
て
い
た
巨
人
は
そ
の
ま
ま
消
滅
し

 
そ
の
足
元
に
ハ
チ
マ
ン
と
フ
カ
次
郎
の

が
現
れ
た

ふ
う

や

た

脱
出
出
来
た

二
人
と
も

大
丈
夫

お
う

悪
い
ア
ス
ナ

心
配
か
け
た
な

フ
カ
ち

ん
が
巨
人
に
食
べ
ら
れ
た
せ
い
で

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
う
謝
る
フ
カ
次
郎
に

ア
ス
ナ
は
笑
顔
を
向
け
た

フ
カ
の
せ
い
じ

な
い

て

む
し
ろ
中
か
ら
ナ
イ
ス
な
攻
撃
だ

た
よ
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ほ

本
当
に

あ
あ

今
回
は
よ
く
や

た
ぞ

頑
張

た
な
フ
カ

 
そ
の
調
子
で
ビ

ビ

と
か
い
う
奴
も
ぶ

飛
ば
し
て
や
れ

う

う
ん

 
珍
し
く
ハ
チ
マ
ン
も
そ
う
言
い
な
が
ら
フ
カ
次
郎
の

を

で

 
フ
カ
次
郎
は
絶
対
に
こ
の
手
で
ビ

ビ

を
倒
し
て
や
る
と
心
に

た

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
は
三
体
目
の
巨
人
の
討
伐
に
成
功
し
た

 
ユ
キ
ノ
の

名
の
お
か
げ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
幸
い
こ
の
後
は
他
ナ
イ
ツ
か
ら
の
襲
撃
も
無
く

残
る
は
東
の
荒
野
の
探
索
を
残
す
の
み
と

な

た

 
ち
な
み
に
ユ
キ
ノ
の

に
関
し
て
は
本
来
は
も

と
⻑
い
は
ず
な
ん
で
す
が

出
優
先

で
省
き
ま
し
た
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第
６
５
１
話
 
東
の
探
索
行
・
初
の
戦
死
者

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
面
々
は
次
の
日

予
定
通
り
東
の
荒
地
へ
と
向
か

た

 
だ
が
そ
こ
は

大
混
乱
の
真

中
に
あ

た

な

何
だ
こ
れ
は

鳴
と

が

れ
て
る
ね

こ
の
カ
オ
ス

り

美
し
さ
の

片
も
な
い
ね

 
ハ
チ
マ
ン
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
そ
の
光
景
を
見
て

然
と
し

 
ゼ
ク
シ

ド
は

を

え
る
よ
う
に

こ
め
か
み
に
手
を
当
て
た

う
わ

危
な

お
い
お
い
お
い

あ
ち
こ
ち
か
ら

が
飛
ん
で
く
る
ぞ

こ
れ
は
ま
ず
い
ね
剣
と
銃
の
ゲ

ム
を
組
み
合
わ
せ
た

害
の
一
番
悪
い
部
分
が
出
ち

て
る
よ

 
そ
の
荒
野
は
見

す
限
り
何
も
無
い
場
所
で
あ

た

 
故
に
か
な
り
離
れ
た
場
所
で
戦

て
い
る
ナ
イ
ツ
に
も
他
ナ
イ
ツ
が
撃

た

が

い
て
し
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ま
う
の
だ

 
流
れ

天
国
と
で
も
言
え
ば
い
い
だ
ろ
う
か

そ
れ
故
に
死
者
が
続
出
し

 
ナ
イ
ツ
同
士
の

い
が
多
発
し
て
い
る
の
だ

た

し
か
し
す
ご
い
人

だ
な

こ
の

で
通
常
の
敵
が
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
ら
し
い
よ
だ
か
ら
ど
う
し
て
も
人

が
集
中
す

る
ん
だ
ね

あ
あ

や

ぱ
り
そ
う
な
の
か

こ
の
エ
リ
ア
に
い
る
人

に
よ

て

き
の
速
度
が
上
が
る
み
た
い
だ
ね

 
し
か
も

く
場
所
は
ラ
ン
ダ
ム
な
ん
だ

て

お
い
お
い
そ
れ

て

あ

ほ
ら

言

て
る

か
ら
敵
が

い
た

 
そ
う
言
い
つ
つ
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
持

て
い
た
剣
で
目
の
前
に

い
た
そ
の
敵
を
真

二

つ
に
し
た

こ
ん
な
場
所
に
⻑
居
し
た
く
は
な
い
な

背
後
か
ら
襲
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
し

む
し
ろ
そ
う
な

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
こ
の

況
な
の
で
は
な
い
か
し
ら
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ユ
キ
ノ
の
そ
の
正

に

ハ
チ
マ
ン
は

を

え
た

で

こ
こ
の
鍵
の
取
得

件
は
分
か

て
る
の
か

雑

を
倒
し
て
い
る
う
ち
に

勝
手
に
手
に
入
る
み
た
い
よ

て
事
は

し
ば
ら
く
こ
こ
で
狩
り
を
す
る
し
か
な
い
の
か

そ
う
ね
人
の
少
な
い

の
方
で
大
人
し
く
や

て
さ

さ
と
離
脱
す
る
の
が
い
い
と
思
う
わ

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る
か

で
も
ま
あ
あ
か
ら
さ
ま
に
仕

け
て
く
る
ナ
イ
ツ
が
い
た
ら

当
然
反
撃
し
な
い
と
な

そ
う
だ
な

な
め
ら
れ
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
な

 
そ
う
相
談
も

ま
り

ハ
チ
マ
ン
達
は
戦
場
の
外

を
回
る
よ
う
に
奥
へ
と
進
ん
だ

 
今
日
の
参
加
メ
ン
バ

は

ハ
チ
マ
ン

ゼ
ク
シ

ド

ハ
ル
カ

シ

リ

ユ
キ
ノ

ミ
サ
キ

 
そ
れ
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
セ
ラ
フ

ム
で
あ

た

少

で
あ
る
が
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
い
い

 
移
動
中

ゼ
ク
シ

ド
と
シ

リ

は

後
方
で
射
撃
に
つ
い
て
議

を
交
わ
し
て
い
た

 
こ
れ
ま
で
ま

た
く
接
点
の
無
か

た
二
人
だ
が

ゼ
ク
シ

ド
は
理

で
あ
り

 
シ

リ

も
そ
の
職
業

現
実
的
な
意
見
を
口
に
し
て
く
る
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こ
の
二
人
は
案
外
相
性
が
い
い
よ
う
で
あ

た

 
そ
の
前
で
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
ユ
キ
ノ
と
セ
ラ
フ

ム
が
し
き
り
に
ミ
サ
キ
に
何
か
話
し
か

け
て
い
た

果
的
に
男
性
を
誘
惑
す
る
に
は

 
な
ど
と
い
う
不
穏
な
言
葉
が

こ
え
て
き
た
の
を
ハ
チ
マ
ン
は
全
力
で
ス
ル

し
て
い
た
の
だ

が 
隣
に
い
た
ハ
ル
カ
は

れ
む
よ
う
な
口
調
で
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
話
し
か
け
て
き
た

あ
ん
た
も
苦
労
す
る
よ
ね

な

何
の
事
だ

い
や

後
ろ

ア

ア

こ
え
な
い

こ
え
な
い

俺
に
は
何
も

こ
え
な
い

ガ
キ
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ハ
ル
カ
は

笑
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

し
か
し
私
達
が
こ
う
や

て

ん
で
歩
く
日
が
来
る
な
ん
て

想
像
も
し
な
か

た
よ
ね

あ
あ

人
生

て
の
は
分
か
ら
な
い
も
ん
だ
よ
な
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と
こ
ろ
で
さ

 
そ
し
て
ハ
ル
カ
は

ま

た
口
調
で
こ
う
言

た

さ

き
た
ま
た
ま
会

た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
知
り
合
い
に
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど

何
を
だ

ハ
ル
カ
さ
ん

て

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
と
付
き
合

て
る
ん
で
す
か

て

お

お
う

ま
あ
即
否
定
し
て
お
い
た
け
ど

う
ち
ら
の
中
じ

日
は
ユ

コ
だ
け
が
参
加
し
て
た

じ

な
い

 
で

今
日
は
私
と
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
が
セ

ト
で

ユ

コ
は
い
な
い
じ

な
い

 
だ
か
ら

に
三

関
係
に
も
終
止

が

て
思

ち

た
ら
し
い
ん
だ
よ
ね

あ
あ

確
か
に
そ
う
も
見
え
る
か

ど
う
す
れ
ば
い
い

俺
に

か
れ
て
も
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
問
い
に
困

た
顔
を
し
た

確
か
に
ハ
チ
マ
ン
は

と
比
べ
て
か
な
り
成
⻑

し
た
が
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恋
愛
面
に
関
し
て
は

そ
れ
ほ
ど
成
⻑
し
た

で
は
な
い
か
ら
だ

 
む
し
ろ
無
自
覚
に
お
か
し
な
フ
ラ
グ
を
乱
立
さ
せ
て
し
ま

て
い
る
へ

こ
だ
と
言

て

も
い
い

別
に
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
事
が

い
な

じ

な
い
の

人
と
し
て
成
⻑
し
た
な
と
も
素
直
に

思
う

 
で
も
そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
じ

な
い

正
直
ま

た
く
恋
愛
感
情
と
か
無
い
し

お

お
う

そ
れ
は
ゼ
ク
シ

ド
に
は
言

て
や
る
な
よ

大
丈
夫

私
は
空
気
が

め
る
か
ら

 
そ
し
て
ハ
ル
カ
は
直
後
に
何
か
思
い
つ
い
た
の
か
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

あ
れ
か
私
も
あ
ん
た
の
女
扱
い

て
事
に
し
ち

え
ば
お
か
し
な
噂
が
流
れ
な
い
で
済
む

の
か
な

お
い
馬

や
め
ろ

そ
う
い
う
の
は
間
に
合

て
る
か
ら

 
こ
れ
以
上
俺
の
精
神
を

る
よ
う
な
事
は
勘

し
て
く
れ

ふ
ふ

冗
談
だ
よ
冗
談

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
ル
カ
は

の
後
ろ
で
手
を
組
み

楽
し
そ
う
に
言

た
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あ

れ

 
そ
し
て
空
を
見
上
げ
た
ハ
ル
カ
は
そ
こ
に
何
か
黒
い
物
が
大

に
発
生
す
る
の
を
見
て

と
し
た

 
そ
れ
は
ま
が
り
な
り
に
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
き
た
ハ
ル
カ
が

 

験
に
よ

て
自
然
と
身
に
付
け
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
の
危
機
感
覚
で
あ

た

 
そ
の
感
覚
に
素
直
に

い

ハ
ル
カ
は
ハ
チ
マ
ン
に
飛
び
か
か
り

地
面
に
押
し
倒
し
た

違

た
ら
ご
め
ん

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
多
分
危
な
い

お
わ

 
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
の
上
に
の
し
か
か

た
ハ
ル
カ
の
背
中
に
銃

が
降
り
注
い
だ

 
後
方
に
い
た
者
達
も
そ
れ
な
り
に
被

し
た
が

に
セ
ラ
フ

ム
が
盾
を
展
開
し
た

 
ダ
メ

ジ
を
受
け
た
者
は
多
か

た
が

死
ん
だ
者
は
い
な
か

た

 
直
後
に
被

し
た
事
で
見
え
る
よ
う
に
な

た
の
か

大

の
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が

 
こ
ち
ら
に
向
か

て

な
り
の

度
で
い
き
な
り
可

化
さ
れ
た

ハ
ル
カ

お
い

ハ
ル
カ

良
か

た

合

て
た
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ハ
チ
マ
ン
様

私
の
後
ろ
に

お

お
う

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ハ
ル
カ
を

き
か
か
え
て
セ
ラ
フ

ム
の
後
ろ
に
移
動
し
た
が

 
ハ
ル
カ
の

は
そ
の
ま
ま

少
を
続
け

ハ
チ
マ
ン
の

の
中
で
ゼ
ロ
に
な

た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
初
の
戦
死
者
で
あ
る

ユ
キ
ノ

生
魔
法
を

 

生
魔
法
は

が
凄
ま
じ
く
⻑
い

そ
の
使
い
手
は
少
な
い

 
実
に
一
分
近
く
の

を
必
要
と
す
る

暗
記
す
る
の
が
困
難
な
の
だ

 
だ
が
ユ
キ
ノ
に
と

て
は
そ
ん
な
事
は
問
題
で
は
な
く
完

に
発
動
さ
せ
る
事
が
可
能
で
あ

る 
そ
の
一
分
の
間
に

仲
間
達
に
よ

て

況
の
分

が
始
ま

た

こ
の

は

マ
シ
ン
ガ
ン
じ

な
い
の
か

確
か
に
空
中
に
向
け
て
マ
シ
ン
ガ
ン
を
バ
ラ

け
ば

 
こ
う
い

た

幕
を

成
す
る
事
が
可
能
か
も
で
す
わ
ね

そ
う
考
え
る
と
思
い
当
た
る
名
前
が
あ
る
よ
ね
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Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
奴
ら

最
近

分
好
戦
的
だ
な

ビ

ビ

て
奴
の
指

か

ど

ち
に
し
ろ
う
ち
に
二
度
目
の

を

た
事
は
間
違
い
な
い
ね

ハ
ル
カ
さ
ん
の

絶
対
に
逃
が
し
ま
せ
ん
わ

 
シ

リ

ミ
サ
キ

そ
し
て
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
そ
う

り
上
が
る
中

 
ハ
チ
マ
ン
と
ゼ
ク
シ

ド
は

じ

と
ハ
ル
カ
が

生
す
る
の
を
待

て
い
た

リ
ザ
レ
ク
シ

ン

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
の
魔
法
の
最
後
の
一

が

え
ら
れ

ハ
ル
カ
は
ゆ

く
り
と

生
し
た

お
い
ハ
ル
カ

大
丈
夫
か

よ
く
あ
の
場
面
で
動
け
た
ね

う

う
ん

何
か
危
な
い

て
思

た
か
ら

と
に
か
く
夢
中
で

も
う
動
け
る
か

う
ん
大
丈
夫

さ
あ

私
の

を
う
ち
に
い
こ
う

さ

き
ま
で
死
ん
で
た
と
は
思
え
な
い
明
る
さ
だ
ね

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
苦
笑
し

ハ
チ
マ
ン
は
敵
を
見

め
よ
う
と

を
手
に
と

た

 

の
飛
ん
で
き
た
方

を
見
る
と
そ
こ
に
は
果
た
し
て
見
慣
れ
た

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
面
々
が
居
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り 
そ
の
横
に

色
の

で
ワ
イ
ン
レ

ド
の

を
シ

ト
カ

ト
に
し
た
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た

あ
れ
が
ビ

ビ

て
奴
か

レ
コ
ン
が

影
し
た
写
真
の
通
り
だ
な

 
そ
の
セ
リ
フ
を

く
限
り

こ
の
時
の
ハ
チ
マ
ン
は

静
さ
を
保

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
ハ
チ
マ
ン
が
仲
間
を
ど
れ
だ
け
大
切
に
思

て
い
る
の
か
よ
く
知
る
ユ
キ
ノ
は

 
ど
う
や
ら
こ
れ
く
ら
い
で
は
ハ
チ
マ
ン
が
暴
走
す
る
事
は
無
さ
そ
う
だ
と
安

し

 
同
じ
く

を
取
り
出
し
て

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
方
を
見
た

や
は
り
あ
の
タ
ン
ク
は

ね
こ
の
ま
ま
だ
と
何
発
撃

て
も
敵
に
ダ
メ

ジ
を

え
る
事

は
難
し
い

 
せ
め
て
最
初
の
攻
撃
で
ハ
チ
マ
ン
か
ユ
キ
ノ
を
倒
せ
て
い
れ
ば

女
神
様

ど
う
し
ま
す
か

倒
せ
た
の
が
雑

だ
け
だ
な
ん
て

ナ
イ
ツ
の
勢
力

大
の
宣
伝
材
料
に
な
ら
な
い
わ

 
ま

た
く
あ
の
雑

め

ハ
チ
マ
ン
へ
の

心
だ
け
は
一
人
前
ね

 
ど
う
に
か
作
戦
を
考
え
て

一
人
く
ら
い
は
大
物
を
倒
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
ね
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こ
こ
で
一
つ
断

て
お
く
が
ビ

ビ

は
別
に

慢
な
人
間
で
も

の
悪
い
人
間
で
も
な

い 
む
し
ろ
平
時
な
ら
ハ
チ
マ
ン
と
気
が
合
い
そ
う
な
理

的
で

の
回
転
の

い
人
間
で
あ

る 
彼
女
は
こ
の
直
前
に

サ
ラ
マ
ン
ダ

の
知

の
と
こ
ろ
を
回
り

 
そ
の
全
て
に
ナ
イ
ツ
へ
の
参
戦
を
断
ら
れ
て
い
た

そ
の
理
由
は
た
だ
一
つ

 
ビ

ビ

が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
に

を

た
と
い
う
噂
が
流
れ
て
い
た
か
ら
で

あ

た

 
ビ

ビ

に
し
て
み
れ
ば

た
だ
目
の
前
に
現
れ
た
敵
に
攻
撃
し
た
だ
け
で
あ

て

 
そ
れ
が
た
ま
た
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
だ

た
と
い
う
だ
け
の
事
だ

た
の
だ
が

 
そ
れ
に
よ
り

か
な
り
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
ビ

ビ

は

 
戦
場
に
現
れ
た
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

を
見
て

 
腹
い
せ
の
つ
も
り
で
先
日
思
い
付
い
た
マ
シ
ン
ガ
ン
の
面
制
圧
的
な
運
用
方
法
を

し

 
戦
果
が
想
定
よ
り
少
な
か

た
事
に
対
す
る
愚
痴
と
し
て

 
つ
い
ハ
ル
カ
の
悪
口
を
言

て
し
ま

た
と
そ
ん
な

な
の
で
あ

た

だ
が

水

に
返
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ら
ず
で
あ
る

 
そ
の
ビ

ビ

の
口
の
動
き
を

ん
だ
ユ
キ
ノ
の
心

の

動
が
い
き
な
り

ね
上
が

た

 
そ
れ
は
隣
で
同
じ
よ
う
に
ビ

ビ

の

を

ん
で
い
る
で
あ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
の
雰
囲
気
が
い
き
な
り
変
わ

た
か
ら
だ

た

や

あ

 
同
時
に
後
ろ
に
い
た
ク

ク
ロ
ビ
ン
が

と
し
た
声
を
上
げ
て
そ
の
場
に
倒
れ
た

 
ど
う
や
ら
こ
の
変
態
は

ハ
チ
マ
ン
の
変
化
を

感
に
感
じ
取

た
よ
う
だ

 
さ
す
が
は
変
態
エ
リ

ト
の
中
の
変
態
エ
リ

ト
で
あ
る

フ
カ
次
郎
と
は
格
が
違
う

 
変
態
エ
リ

ト
た
る
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
変
態
的

楽
を

る
チ

ン
ス
を
絶
対
に
逃
さ
な
い

の
だま

待

て
ハ
チ
マ
ン
君

落
ち
着
い
て

こ
の
ま
ま
ま
と
も
に
攻
撃
す
れ
ば

 
あ
ん
な

ナ
イ
ツ
は
簡

に
潰
せ
る
か
ら

だ
か
ら
大
丈
夫

何
も
問
題
は
無
い
わ

ユ
キ
ノ
さ
ん

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
事
情
を
知
ら
な
い
シ

リ

が
ク

ク
ロ
ビ
ン
を

き

こ
し
な
が
ら
そ
う

ね
て
き
た

が
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ユ
キ
ノ
は
そ
れ
に
は
答
え
ず

や

を
た
ら
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
て
い
た

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
キ
ノ
の
言
葉
が
何
も

こ
え
な
か

た
か
の
よ
う
に

こ
う

い
た

ハ
ル
カ
が
雑

雑

と
言

た
か

た
ま
た
ま
奇
襲
が
上
手
く
い

た
か
ら

 
ど
う
や
ら
自
分
達
は
強
い
ん
だ
と
勘
違
い
さ
せ
ち
ま

た
ん
だ
な

こ
れ
は
俺
の

任
だ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が
何
故
恐
怖
の
象
徴
と
言
わ
れ
る
の
か

思
い
出
さ
せ
て
や
ら
な
い
と
な

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン
君

よ
し
ユ
キ
ノ

声
魔
法
で
宣
戦
布
告
だ

ハ
チ
マ
ン
君

て
ば

 
だ
が
ブ
チ
切
れ
た
ハ
チ
マ
ン
に
そ
の
声
は

か
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
た
だ
じ

と

て
敵
の
方
を
見
つ
め
て
い
る
だ
け
だ

た

ユ
キ
ノ

せ

か
く
ハ
チ
マ
ン
が
ヤ
る
気
に
な

た
ん
だ
か
ら

も
う
こ
う
な

た
ら
ヤ

ち

お
う

 
進
軍
ラ

パ
を
鳴
ら
し
て
さ

さ
と
ケ
リ
を
付
け
て
一

に
ハ
チ
マ
ン
を
お
持
ち
帰
り
し
よ

う 
私
は
二
番
目
で
い
い
か
ら

最
初
は
ユ
キ
ノ
に

る
か
ら
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あ

も
ち
ろ
ん
二
人
一

で
も
む
し
ろ
ウ

ル
カ
ム

で
も
放
置
プ
レ
イ
も

て
が
た
い
こ

の
ジ
レ
ン
マ

あ
な
た
は
も
う
少
し
自
重
を
覚
え
な
さ
い

 
ユ
キ
ノ
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
そ
う
言
い

仲
間
達
の
方
に
向
き
直

た

ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
に
な

た
わ

し

な
い
の
だ
け
れ
ど

 
彼
の
わ
が
ま
ま
に
付
き
合

て
あ
げ
て

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
が

事
情
を
説
明
し
て
く
れ
な
い
か

 
ゼ
ク
シ

ド
が
代
表
し
て
そ
う
言
い
ユ
キ
ノ
は
そ
れ
に

く
と
ハ
ル
カ
の
方
を
見
な
が
ら

言

た
私
と
ハ
チ
マ
ン
君
は

あ
の
ビ

ビ

て
人
の

を

ん
で
い
た
の
だ
け
れ
ど

 
さ

き
ビ

ビ

は
こ
う
言

た
の

倒
せ
た
の
が
雑

だ
け
だ
な
ん
て

ナ
イ
ツ
の
勢
力

大
の
宣
伝
材
料
に
な
ら
な
い
わ

 
ま

た
く
あ
の
雑

め

ハ
チ
マ
ン
へ
の

心
だ
け
は
一
人
前
ね

 
多
分
こ
の
言
葉
が

ハ
チ
マ
ン
君
を

ら
せ
た
の
だ
と
思
う
わ

え

も
し
か
し
て
あ
い
つ
は
私
の

に

て
く
れ
た
の
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ハ
ル
カ
は
そ
の
言
葉
に
驚
き

意
外
そ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

そ
う
ね

で
も
多
分

こ
の
中
の
誰
が
同
じ
事
を
言
わ
れ
た
と
し
て
も

 
ハ
チ
マ
ン
君
は
同
じ
よ
う
に

た
ん
じ

な
い
か
し
ら

彼
は
自
分
が
馬

に
さ
れ
て
も

ら
な
い
し

 
敵
が

え

な
攻
撃
手

を
用
い
た
と
し
て
も

そ
れ
も
戦
術
だ
と
言

て

ら
な
い
で

し

う
け
ど

 
仲
間
が
理
不
尽
に

つ
け
ら
れ
た
り

辱
さ
れ
る
と
あ
あ
な
る
事
が
多
い
わ

そ
う
い
え
ば
前
に
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
が
拉
致
さ
れ
て

問
を
受
け
た
時
も
そ
う
だ

た

け

 
ハ
ル
カ
は
そ
の
説
明
で
ロ
ザ
リ
ア
の
事
を
思
い
出
し

そ
の
言
葉
に
納
得
し
た

そ
ん
な

で
戦
闘
準
備
を
お
願
い

あ
の
中
を
突

切
る
の
は
正
直
気
が
進
ま
な
い
の
だ
け
れ

ど
で
も
や
る
ん
だ
よ
ね

そ
う
ね

私
達
は

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
だ
か
ら

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言

て

い
た

今
こ
そ
私
達
が
力
を

す
時
よ
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そ
し
て
ユ
キ
ノ
は

声
魔
法
を
使
い
フ

ル
ド
中
に

き

る
よ
う
な
声
で
こ
う
叫
ん
だ

私
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
ユ
キ
ノ
よ
こ
の
フ

ル
ド
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

達
に
告

げ
る
わ

 
大
変

し

な
い
の
だ
け
れ
ど

と
あ
る
事
情
で
う
ち
の
リ

ダ

が
キ
レ
て
し
ま

て

 
今
か
ら
私
達
八
人
は
全
力
で
戦
場
に
突
撃
す
る
事
に
な

た
わ

 
標
的
以
外
に
手
を
出
す
つ
も
り
は
な
い
の
だ
け
れ
ど

 
こ
ち
ら
に
攻
撃
を
仕

け
て
き
た
ら
全
力
で
反
撃
す
る
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
い
て

 
そ
れ
じ

あ
突
撃
を
開
始
す
る
わ

ご
機

よ
う

 
そ
の

間
に
戦
場
か
ら
全
て
の
音
が
消
え
た

お

お
い

今
の
言
葉

い
た
か

マ
ジ
か
よ

ど
う
す
る

ザ
・
ル

ラ

を
キ
レ
さ
せ
た
馬

は
誰
だ
よ

普
通
に
攻
撃
し
た
く
ら
い
じ

あ
の
人
は
絶
対
に

ら
な
い
よ
な

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

を

辱
し
た
ん
だ
ろ

 
ザ
・
ル

ラ

は
仲
間
思
い
だ

て
評
判
だ
か
ら
な
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さ
す
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
は

名
な
だ
け
あ

て

 
伝
わ

て
く
る
情
報
の

も
質
も

違
い
の
よ
う
で

 
ハ
チ
マ
ン
が
キ
レ
た
理
由
を
正
確
に

出
来
た
者
も
多
く
い
た
よ
う
だ

 
そ
の
せ
い
で
ビ

ビ

も
正
確
に
事
情
を

し
た
が

 
気
が
強
い
彼
女
は
相
手
が
八
人
と

い
て
む
し
ろ
や
る
気
満
々
で
迎
え
撃
つ
つ
も
り
で
い
た

女
神
様

大
丈
夫
よ

今
の
う
ち
に

を
フ
ル
チ

ジ
し
て
お
き
な
さ
い

 
相
手
が
正
面
か
ら
来
て
く
れ
る
な
ら

マ
シ
ン
ガ
ン
使
い
の
私
達
に
と

て

 
こ
れ
ほ
ど
い
い

件
は
無
い
で
し

た

確
か
に

ヒ

ホ

徹

的
に
撃
ち
ま
く

て
や
る

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
を
倒
せ
ば
う
ち
の
ナ
イ
ツ
マ
シ
ン
ガ
ン
＆
ゴ

デ
ス
が
最
強
だ

な 
マ
シ
ン
ガ
ン
＆
ゴ

デ
ス

通
称

＆

の
メ
ン
バ

達
は

そ
う
言

て

り
上
が

て

い
た
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だ
が
彼
ら
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
事
を
よ
く
知

て
い
る

で
は
な
い

 
確
か
に
十
狼
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
に

し
か

た
が

 
そ
の
実
力
を
知

て

彼
ら
は
マ
シ
ン
ガ
ン
さ
え
当
た
れ
ば
勝
て
る
と
思

て
い
た

 
だ
が
こ
の
世
に
は

そ
ん
な
常
識
を
簡

に
飛
び
越
え
て
く
る
存
在
が
い
る

宣
戦
布
告
は
終
わ

た
な

マ

ク
ス
は
俺
の

を

ロ
ビ
ン
は

を

け

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
俺
の
背
中
に
乗
る
ん
だ

は
い

ハ
チ
マ
ン
様

え

い
い
の

う
ん

分
か

た

ち

ち

と

何
故
私
が
あ
な
た
の
背
中
に

い
い
か
ら

く
し
ろ

お
ん
ぶ
し
て
や
る
か
ら

ま

ま
あ
命
令
な
ら
仕
方
が
な
い
わ
ね

 
ユ
キ
ノ
は
い
か
に
も
仕
方
な
い
と
い
う
風
に
そ
う
言

た
が

 
当
然
そ
の
表
情
は

ま

た
く

そ
う
で
は
な
か

た

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
を
背
負

た
ハ
チ
マ
ン
は

幻
影
魔
法
の

を
開
始
し
た

 
そ
の
事
を
理
解
し
た
三
人
は
さ
す
が
に
驚
愕
し
た
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こ
の

態
で
幻
影
魔
法
で
す

て

こ
れ
は

新

こ
れ

て
ど
う
な
る
の

 
後
方
の
四
人
も
そ
の

態
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
が
何
を
す
る
の
か
興
味
深
々
で
あ

た

幻
影
魔
法

て
動
画
で
見
た
事
あ
る
か
も
確
か
前
は
巨
大
な
サ
ン
タ
の

に
変
わ

て
た

け
あ
ら
あ
ら
そ
う
な
ん
で
す
の

で
も

ま
し
い
で
す
わ

一
体
何
が
始
ま
る
の
か
し
ら

あ

私
も
教
え
て
も
ら

た
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
で
見
た
か
も

何
に
せ
よ

何
が

こ

て
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
こ
う

 
同
じ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
様
子
を

て
い
た
無
関
係
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

 
ハ
チ
マ
ン
が
女
性
三
人
に
囲
ま
れ
た
事
で
⻭

り
し
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
が
煙
に
包
ま
れ
た
事

に
恐
怖
し
た

お

お
い

あ
れ

て
噂
の
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
の
出
現
フ
ラ
グ
じ

な
い
の
か

両
手
に

剣
を
持

た

ニ
ヤ
ケ
面
の
サ
ン
タ
だ

た
か

あ
れ

て
都
市
伝
説
じ

な
か

た
の
か
よ
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ま
さ
か
こ
の
目
で
見
ら
れ
る
と
は

 
そ
し
て
煙
が
晴
れ
る
と

そ
こ
に
は

質
な
フ

ル
ム
を
持
つ
何
か
の

が
あ

た

お

お
い

何
か
噂
よ
り
も
大
き
く
な
い
か

両
手
に

剣
だ

て

ど
う
見
て
も
あ
れ
は

大
剣
と
盾
に
見
え
る
ん
だ
が

何
だ
よ
あ
の

に
大
砲
ま
で
つ
い
て
る
じ

ね
え
か

 
こ
う
し
て
戦
場
に

完
全
武
装
型
背
教
者
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
が

現
し
た
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第
６
５
２
話
 
東
の
探
索
行
・
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
恐
怖

 
そ
の

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
リ
オ
ン
が
今
日
も

行
に
明
け

れ
て
い
た

 
今
日
は
リ

フ

が
い
な
い

白

の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
は
ア
ス
ナ
で
あ

た

 
ア
ス
ナ
は
事
情
を

い
て
そ
の
頼
み
を

し
ハ
チ
マ
ン
に
内

で
こ
ち
ら
に
参
加
し
て
い

た
の
だ

ふ
う

そ
ろ
そ
ろ
一

休

に
す
る
か

う
ん

そ
れ
が
い
い
ね

 
し
ば
ら
く
戦
い
続
け
て
い
た
一
行
は

そ
の
キ
リ
ト
の
提
案
で
一
息
つ
く
事
に
し
た

ア
ス
ナ

ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
い
た
い
で
し

う
に

誘

ち

て
ご
め
ん
ね

う
う
ん

全
然
い
い
よ
リ
ズ

私
も
リ
オ
ン
に
は
興
味
あ

た
し

 
そ
の
リ
ズ
ベ

ト
の
謝
罪
に

ア
ス
ナ
は
問
題
な
い
と
い
う
風
に
そ
う
言

た

で
も
ア
ス
ナ
さ
ん
が
興
味
を
引
か
れ
る
の
も
分
か
り
ま
す
本
当
に
珍
し
い
ス
タ
イ
ル
で
す
よ

ね
そ

そ
れ
ほ
ど
で
も
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シ
リ
カ
の
そ
の
言
葉
に

リ
オ
ン
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言

た

リ
オ
ン
は
い
い
ス
ナ
イ
パ

に
な
る
素
質
が
あ
る
気
が
す
る
わ
ね

シ
ノ
ン
は
そ
う
思
う
の

今
だ

て
魔
法
を
打
ち
消
す
時
の
狙
い
は
か
な
り
正
確
じ

な
い

そ

か

私
に
は
そ
ん
な
可
能
性
も
あ
る
ん
だ

 
今
で
は
大
の
親
友
で
あ
る
シ
ノ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

リ
オ
ン
は
と
て
も
嬉
し
か

た
の
か

 
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う

い
た

リ
オ
ン

て
反
射
神

は
結

あ
る
よ
ね

そ
れ
プ
ラ
ス
判
断
力
も

無
い
の
は
持
久
力
だ
な

実

は
そ
ん
な
事
は
無
い
ん
だ
が
ま
だ
リ
ア
ル
に
引

張
ら
れ
て
る

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

 
年
齢
の
差
は
あ
れ
ど
も
こ
の
六
人
は
学
年
の
上
で
は
リ
オ
ン
が
一
番
先
輩
と
い
う
事
に
な
る

 
そ
の
せ
い
と
い
う

で
は
な
い
が
シ
ノ
ン
以
外
の
四
人
も
リ
オ
ン
に
普
通
に

る
よ
う
に
頼

ん
で
お
り

 
リ
オ
ン
は
若

気
後
れ
し
つ
つ
も

何
と
か
そ
の
頼
み
に
応
え
ら
れ
て
い
る

態
で
あ

た
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ま
だ
慣
れ
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
が

そ
れ
は
時
間
が
解
決
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

し
か
し
こ
こ
で
も
ネ

ト
が
使
え
る
ん
だ
ね

知
ら
な
か

た
よ

 
リ
オ
ン
は
暇
つ
ぶ
し
に
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
な
が
ら
そ
う
言

た

色
々
と

利
だ
よ
ね

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
今
配
信
さ
れ
て
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
か
の
動
画
も
見
れ
る
ん
だ
よ
ね

ト
ラ
フ

ク
ス
で
何
か
や

て
な
い
か
な

あ

今
ま
さ
に
何
か

あ

あ
れ

 
シ
リ
カ
が
そ
う
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ

五
人
は
何
事
か
と
思
い

シ
リ
カ
の
顔
を
見
た

ち

と
待

て
下
さ
い
ね

今
私
の
コ
ン
ソ

ル
を
可

化
し
て

大
さ
せ
る
ん
で

 
そ
し
て
六
人
の
目
の
前
に
仮
想
モ
ニ
タ

が
展
開
さ
れ
そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
の

が
映
し
出
さ

れ
たあ

ハ
チ
マ
ン
君
だ

て
あ
れ

こ
れ

て

う
わ

何
か

て
な
い

や
ば
い
や
ば
い
や
ば
い

そ

そ
う
な
の
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リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
笑
顔
し
か
見
た
事
が
な
か

た

き

と
ん
と
し
な
が
ら
そ
う
言

た
私
に
は
全
然
分
か
ら
な
い

大
丈
夫
よ
リ
オ
ン

私
も
ま
だ
そ
こ
ま
で
⻑
い
付
き
合
い
じ

な
い
け
ど

 
も
う
分
か
る
よ
う
に
な

た
か
ら

そ
う
な
の

で
も
私

ま
だ
ニ
コ
ニ
コ
し
て
る
ハ
チ
マ
ン
の
顔
し
か
見
た
事
が
無
い
ん
だ
よ

ね
ゲ

ム
を
続
け
て
れ
ば

そ
の
う
ち
何
度
も
見
れ
る
と
思
う
わ
よ

そ
う
な
ん
だ

 
リ
オ
ン
は
ま
だ

る
ハ
チ
マ
ン
の

が
よ
く
イ
メ

ジ
出
来
な
い
ら
し
く

 
こ
の
機
会
に
よ
く
観
察
し
て
お
こ
う
と
じ

と
モ
ニ
タ

を
注

し
た

 
そ
の
リ
オ
ン
の
目
の
前
で
ハ
チ
マ
ン
と
セ
ラ
フ

ム
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
ユ
キ
ノ
が
合
体
し

た
ハ
チ
マ
ン
は
何
が
し
た
い
ん
だ
よ

親
友
の
キ
リ
ト
で
も
分
か
ら
な
い
ん
だ
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あ
い
つ
は
時
々
こ
う
い
う
理
解
不
能
な
事
を
す
る
け
ど
こ
れ
は
本
当
に
分
か
ら
な
い
ぞ

 
シ
ノ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
キ
リ
ト
は

お
手
上
げ
と
い
う
風
に
両
手
を
上
げ
た

何
で
し

う
こ
れ

も
ち
ろ
ん
性
的
な
意
図
が
無
い
の
は
分
か

て
る
ん
で
す
け
ど

ア
ス
ナ

キ
レ
な
い
で
ね

 
シ
リ
カ
が
そ
う
フ

ロ

す
る
よ
う
に

そ
し
て
リ
ズ
ベ

ト
は
直
接
的
に
ア
ス
ナ
に
そ
う

言

た
ん

別
に
気
に
し
て
な
い
よ

む
し
ろ

度
に
こ
う
い
う
ガ
ス
抜
き
が
あ
る
事
で

 
み
ん
な
勝
手
に
満
足
し
ち

て

逆
に
私
の
立
場
が
安
定
す
る
ん
だ
よ

ア

ア
ス
ナ
が
黒
い

さ
す
が
で
す
よ
ね

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
余

に

シ
ノ
ン
は
悔
し
そ
う
に
こ
う
言

た

く

悔
し
い
け
ど
事
実
だ
け
に
反

出
来
な
い

シ
ノ
ン

ド
ン
マ
イ

言

て
お
く
け
ど

リ
オ
ン
も
い
ず
れ
同
じ
思
い
を
味
わ
う
ん
だ
か
ら
ね

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
に
リ
オ
ン
が

ら
ず
口
で
返
そ
う
と
し
た

間
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ハ
チ
マ
ン
が
何
か
の

文
の

を
始
め
た

こ
こ
で
魔
法

お
い
お
い

こ
れ
は
幻
影
魔
法
の

文
だ
ぞ

意
図
は
分
か
る
け
ど

じ

あ

り
の
三
人
は
何

魔
法
に

き
込
む
つ
も
り
な
ん
じ

 
リ
オ
ン
が
そ
う
正
解
を
言
い
当
て
た
の
だ
が

他
の
五
人
は
懐
疑
的
だ

た

 
常
識
が

魔
を
し
て
し
ま

て
い
る
の
だ

え

本
当
に

そ
の
発
想
は
無
か

た
で
す
ね

う

ん

で
も
そ
ん
な
事
が
可
能
な
の

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
ね

ま
あ
見
て
れ
ば
分
か
る
だ
ろ

そ
ろ
そ
ろ

を
現
す
は
ず
だ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
通
り

直
後
に
煙
が
晴
れ

そ
こ
に
は
見
た
事
も
な
い
巨
大
な
物
体
が

あ

た
で
か
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凄
く
大
き
い
ね

い
つ
も
と
違
う

そ
う
な
の

う
ん

い
つ
も
は
こ
れ

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
す
ば
や
く
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

 
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
の
写
真
を
可

化
し
た
自
分
の
コ
ン
ソ

ル
に
映
し
出
し
た

何
こ
の
気
持
ち
悪
い
サ
ン
タ

そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
ボ
ス
だ
な

生
ア
イ
テ
ム
を
ド
ロ

プ
す
る
ん
だ
よ

え

そ
う
な
の

あ
あ

だ
が
使
用

件
が

死
ん
で
か
ら
十

以
内

て
制
限
が
あ

て
な

 
結
局
一
度
も
使
う
機
会
が
無
か

た
ん
だ
よ
な

そ
う
な
ん
だ

 
リ
オ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
画
面
の
中
の
ハ
チ
マ
ン
に

線
を

し

こ
う

い
た

で
も
こ
れ

て

メ
カ

い
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メ
カ
だ
ね

メ
カ
だ
よ
ね

メ
カ
で
す
ね

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス

マ
シ
ン

い

て

う
ん

メ
カ
だ
ね
メ
カ

 
リ
オ
ン
は

て
て
そ
う
言
い
な
お
し

五
人
は
声
を
出
し
て
笑

た

リ
オ
ン

別
に
言
い
直
さ
な
く
て
も
い
い
の
よ

だ

て
仲
間
外
れ
み
た
い
で

だ

た
ん
だ
も
ん

ふ
ふ

し
か
し
セ
ラ
フ

ム
と
ロ
ビ
ン
と
ユ
キ
ノ
の

が
無
い
な

本
当
に
融
合
し
た
の
か

こ
の
魔
法

て
そ
ん
な
応
用
が
利
い
た
ん
だ
ね

イ
メ

ジ
力
の
勝
利
だ
ろ
う
な

さ
て

ど
う
な
る
事
や
ら

 
そ
し
て
六
人
は

食
い
入
る
よ
う
に
画
面
に
見
入

た
の
だ

た
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こ
こ

て
ど
こ
な
の
か
な

本
当
に
ど
こ
な
の
か
し
ら
ね

謎
空
間

 
そ
の

当
の
三
人
は

モ
ニ
タ

以
外
は
何
も
無
い
真

白
な
小
部
屋
に
い
た

 
そ
の
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
は

況
か
ら
見
て
ハ
チ
マ
ン
の

界
で
あ
る
よ
う

だ
や
は
り
こ
こ
は

ハ
チ
マ
ン
君
の

の
中
と
で
も
言
う
べ
き
場
所
な
の
か
し
ら

だ
ろ
う
ね

こ
ん
な
体
験
は
さ
す
が
に
初
め
て
だ
よ

貴
重
な
体
験

と
い
う
か
こ
れ

て

ハ
チ
マ
ン
と
私
が
合
体
し
た
事
に

そ
れ
を
言

た
ら
私
達
も
な
の
だ
け
れ
ど

つ
ま
り
三
人
ま
と
め
て
相
手
を
し
て
や
る

ぐ
へ
へ
へ
へ

態

良
い
で
は
な
い
か
良
い
で
は
な
い
か

態
と
も
い
う
ね

あ

見
て

動
き
出
し
た
わ

 
そ
の
言
葉
通
り

モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ
れ
る
景
色
が
凄
ま
じ
い
速
度
で
流
れ
始
め
た
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何
あ
れ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

手
の
剣
は

ロ
ビ
ン
の
持

て
た
剣
だ
よ
ね

盾
は
セ
ラ
フ

ム
の
盾
で
す
わ
ね

と
す
る
と
両

の
大
砲
が
ユ
キ
ノ

ま
あ

索
は
後
だ

多
分
そ
ろ
そ
ろ
動
き
出
す
と
思
う
か
ら
様
子
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
に
続
こ

う

了
解

 
さ
す
が
は
ゼ
ク
シ

ド
で
あ
る

直
ぐ
に
自
分
達
の
や
る
べ
き
事
を

し
そ
う
指

を
出

し
た

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
通
り
ハ
チ
マ
ン
こ
と
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
は
滑
る
よ
う
に
移
動
を
開
始
し
た

う
わ

速

あ
ら
や
だ
ハ
チ
マ
ン
様

て
ば

も
う

我
慢
出
来
な
く
て
先
走
り
す
ぎ
で
す
わ

こ
れ
に
つ
い
て

て
い
い
の
か
な
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い
や

さ
す
が
に
ち

と
待
機
だ

今
突

込
む
と
危
な
い

 
で
も
指

が
あ
り
次
第
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
に
備
え
て
お
い
て
く
れ
よ

 
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
は

ビ

ビ

達

＆

目

け
て
ぐ
い
ぐ
い
進
ん
で
い
く

 
だ
が
そ
の
ま
ま

調
に
敵
の
所
へ
到
達
す
る
事
は
出
来
な
か

た

 
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
プ
レ

シ

に
恐
怖
し
た
一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

が

 
う

か
り
銃
の
引
き
金
を
引
い
た
の
だ

 
だ
が
そ
の
攻
撃
は

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
持
つ
盾
に
あ

さ
り
防
が
れ
た

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

お
い
馬

や
め
ろ

落
ち
着
け

て

で

で
も

あ
い
つ
の
標
的
は
俺
達
じ

な
い

俺
達
じ

あ

 
そ
の
言
葉
を
最
後
ま
で
言
い
終
え
る
事
は
出
来
な
か

た

 
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
持
つ
大
剣
が
そ
の
二
人
を
真

二
つ
に
し
た
か
ら
だ

そ
こ
か
ら
恐

が

始
ま

た

う

撃
て

撃
て
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や
め
ろ

俺
達
を

き
込
む
な

く

来
る
な

 
ど
こ
か
で
銃
声
が
鳴
り

く
度
に

プ
レ
イ
ヤ

が
両
断
さ
れ
て
い
く

 
荒
野
は
今
は
荒
野
で
は
な
く
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
い
う
花
が

山
咲
い
て
い
る

態
で
あ

た
銃
は
や
ば
い

魔
法
だ

魔
法
な
ら
き

と

 
そ
う
判
断
し
て
魔
法
攻
撃
を
集
中
さ
せ
た
ナ
イ
ツ
が
あ

た

 
だ
が
そ
の
魔
法
が
着

し
た

間
に

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の

の
大
砲
が
発
光
し

 
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の

が
見
る
見
る
回
復
し
た

ま

ま
さ
か
回
復
魔
法
ま
で

 
直
後
に
そ
の
大
砲
か
ら

今
度
は
白
い
光
線
の
よ
う
な
物
が
放
た
れ
た

 
そ
れ
に
よ

て

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

け
に
な
り

 
直
後
に
大
剣
に
よ

て

そ
の

は
中
の
プ
レ
イ
ヤ

ご
と

々
に

さ
れ
た

 
一
方
ゼ
ク
シ

ド
達
も

た
だ
そ
の
光
景
を

観
し
て
い
た

で
は
な
い

 
四
人
は
あ
る

度
の
プ
レ
イ
ヤ

が
倒
さ
れ
た
時
点
で
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少
し
離
れ
た

置
で
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
を
追
走
し
て
い
た

九
時
の
方
向

撃
ち

ら
し
一
人

オ

ケ

私
が
狙
撃
す
る

次

二
時

ブ

シ

の
中
に

む
敵
影
あ
り

そ
れ
は
私
が
も
ら
い
ま
す
わ

こ
の
手
で
優
し
く

か
せ
て
差
し
上
げ
ま
す
わ

 
万
事
が
こ
ん
な
調
子
で
あ
り

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
通

た
道
に

生
存
者
は
今
の
所
皆
無
で

あ

た

 
要
す
る
に
全
て
の
ナ
イ
ツ
の
誰
か
し
ら
が
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
に
手
を
出
し
て
し
ま

た
と
い
う
事

に
な
る

 
さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
君
と
い
う
か
何
と
い
う
か

凄
い
速
さ
で
動
き
な
が
ら

魔
法
攻
撃
も
交
え
つ
つ
自

回
復
ま
で
こ
な
す
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
化
け
物
ね

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス

も
う
そ
れ
が
正
式
名
称
で
決
ま
り
な
の
か
よ

私
達
は

と
ん
で
も
な
い
化
け
物
の
誕
生
に
立
ち
合

て
し
ま

た
よ
う
ね
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ほ
ら
リ
オ
ン

次

ナ
レ

シ

ン
ナ
レ

シ

ン

あ

う

う
ん

こ

こ
こ
か
ら
私
達
の

⻑
き
に

る
戦
い
日
々
が
始
ま

た
の
で
す

 
そ
れ
は
想
像
を
絶
す
る
苦
難
の
連
続
で
し
た

お
い
お
前
ら

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
深
刻
そ
う
な
フ
リ
を
す
る
な
よ

 

て
い
う
か
何
で
映
画
の
ナ
レ

シ

ン
み
た
い
に
な

て
る
ん
だ
よ

 
リ
オ
ン
ま
で
一

に
な

て

ノ
リ
が
良
す
ぎ
だ
ろ

 
そ
の
五
人
の
悪
ノ
リ
に

キ
リ
ト
は
た
ま
ら
ず
突

込
ん
だ

だ

て

ね

も
う
笑
う
し
か
な
い
と
い
う
か

こ
の
ま
ま
だ
と
本
当
に
荒
野
に
い
た

人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

全
滅
す
る
ん
じ

な
い

も
う
荒
野
じ

な
く
て
花
畑
み
た
い
に
な

て
る
わ
よ
ね

ハ
チ
マ
ン

て
こ
う
い
う
部
分
も
あ
る
ん
だ
ね

覚
え
と
こ

 
そ
し
て
六
人
は

そ
ろ
そ
ろ
戦
い
も
終
わ
る
だ
ろ
う
と
思
い

 
こ
の
ま
ま
放

て
お
い
て
も
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
考
え

狩
り
に

た

 
話
の
大
小
は
あ
る
が
こ
う
い

た
事
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

に
と

て
は
日
常
茶

事
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な
の
で
あ
る

 
ぐ
へ
へ
へ
へ

大
丈
夫

先

だ
け

先

だ
け
だ
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
が

手
に
持
つ
大
剣
を
プ
レ
イ
ヤ

に
突
き
入
れ
る
度
に

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
そ
ん
な
セ
リ
フ
を
口
に
し
て
い
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
様

壊
れ
る

壊
れ
ち

い
ま
す

 
そ
し
て
セ
ラ
フ

ム
は

ハ
チ
マ
ン
が

手
に
持
つ
盾
で
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
度
に

 
そ
ん
な
セ
リ
フ
を
口
に
し
て
い
た

あ
な
た
達

暇
な
の
は
分
か
る
け
ど

い
い
加

に
そ
の
路
線
か
ら
離
れ
な
さ
い

 
こ
ち
ら
の
突

込
み
役
は
も
ち
ろ
ん
ユ
キ
ノ
で
あ

た

と
い
う
か
セ
ラ
フ

ム

あ
な
た
の
本
性

て

気
の
せ
い

私
は
別
に
エ

チ
で
も
ハ
レ
ン
チ
で
も
な
い

ど
う
考
え
て
も
そ
う
は

こ
え
な
い
の
だ
け
れ
ど

 
最
初
は
二
人
の
好
き
に
さ
せ
て
い
た
ユ
キ
ノ
も

さ
す
が
に
我
慢
の
限
界
が
き
た
ら
し
い

う
ん

ま
あ
確
か
に
私
も
疲
れ
て
き
て
た
か
ら
ち

と
休
む
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考
え
て
見
る
と

そ
れ
く
ら
い
敵
を
倒
し
た
と
い
う
事
に
な
る
の
よ
ね

何
人
の
敵
の
心
を

た
の
か
な

か
な
り
で
し

う
ね

と
い
う
か
ず

と
観
察
し
て
た
け
ど

 
記
念
受
験
み
た
い
な
ノ
リ
で
手
を
出
し
て
く
る
ナ
イ
ツ
も
か
な
り
あ

た
わ
よ

楽
し
ん
で
も
ら
え
て
何
よ
り
だ
ね

と
い
う
か
ま
だ
ビ

ビ

の
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
の
ね

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
人
も
い
た

け

あ

つ
い
に
到
達
し
た
み
た
い

う
わ

ビ

ビ

以
外
は
完
全
に

え
て
る
ね

ま
あ
当
然
よ
ね

今
の
ハ
チ
マ
ン
君
は

完
全
に
人
の
理
解
を
超
え
て
い
る
も
の

さ
て

最
終
局
面
だ
ね

 
立
ち
は
だ
か
る
者
達
や

話
の
種
に
と
攻
撃
を
仕

け
て
く
る
者
達
を

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
は
蹂
躙
し

に
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た

 
今

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
目
の
前
に
は
ビ

ビ

が
立

て
お
り

 
そ
の
後
ろ
で
は

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

が
大
好
き
な
マ
シ
ン
ガ
ン
を
撃
つ
事
も
忘
れ
て
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え
て
い
た

な
ん
て
デ
タ
ラ
メ
な

女
神
様

お

俺
達
の
後
ろ
に

い
え

こ
こ
は
私
達
の
負
け
よ

で
も
次
は
負
け
な
い

絶
対
に

 
そ
し
て

＆

は
そ
の
場
で
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
に
潰
さ
れ

リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
だ
け
が
そ
の
場

に
残

た

 
こ
れ
を
も

て
荒
野
は
完
全
に
静

を
取
り

し

 
そ
こ
は
今
や

少

の
モ
ン
ス
タ

が

歩
す
る
だ
け
と
な

て
い
た

ふ
う

い
い
運
動
に
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
変
身
を
解
き

そ
の

間
に

 
そ
の
場
に
は
ユ
キ
ノ
と
セ
ラ
フ

ム
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
投
げ
出
さ
れ
た

あ
あ

ハ
チ
マ
ン
様
の
中
か
ら
出
さ
れ
て
し
ま

た

ま
あ
面
白
か

た
ね

レ
ア
な
体
験
だ

た
の
は
確
か
ね
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そ
こ
に
残
り
の
四
人
も
追
い
つ
い
て
き
た

ど
う
や
ら
残
敵
の

討
も
終
わ

た
ら
し
い

 
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
に
心
を

ら
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

に
向
か

て
引
き
金
を
引
く
だ
け
の

 
簡

な
お
仕
事
だ

た
よ
う
だ

ふ
う

ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る
と
は
ね

あ
れ
だ
け
い
た
プ
レ
イ
ヤ

が

も
う
誰
も
い
な
い
よ

さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
様

張
し
て
そ
そ
り
立
つ
そ
の

は
素
敵
で
し
た
わ

で
も
さ
す
が
に
こ
れ
は

ど
う
考
え
て
も
や
り
す
ぎ
ね

も
う
終
わ

た
事
だ

気
に
す
る
な

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

よ
し

鍵
も
取
れ
て
る
み
た
い
だ
し

帰
る
と
す
る
か

 
蹂
躙
の
最
中
に
ど
う
や
ら
鍵
も
取
得
し
て
い
た
よ
う
で
一
行
は
そ
の
ま
ま

収
す
る
事
に
し

た 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
去
り

に

ビ

ビ

の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
に
向
か

て
言

た

お
前
が
う
ち
の
ハ
ル
カ
に
向
か

て
言

た
言
葉
は
と
も
か
く
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戦
術
的
に
は
中
々
良
か

た
ぞ

こ
れ
に

り
ず

ま
た
い
つ
で
も
仕

け
て
こ
い
よ

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
伝
説
は

み
重
な

て
い
く

 
そ
れ
に
は
必
ず
敵
役
が
必
要
で
あ
り
ビ

ビ

の
み
な
ら
ず
こ
の
時
殲
滅
さ
れ
た

多
く

の
ナ
イ
ツ
が

 
や
が
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
事
に
な
る

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で
で
す



 第６５３話 明日奈と優里奈、詩乃の学校へ

 
第
６
５
３
話
 
明
日
奈
と
優
里
奈

詩
乃
の
学
校
へ

 
今
日
か
ら
は
五
話

成
で

学
校
に
行
こ
う
シ
リ

ズ
を
お
送
り
し
ま
す

 
い
つ
も
誤

の

正
を
し
て
下
さ
る
皆
様

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
達
が
目
的
を
達
成
し
て
帰
還
し
た

狩
り
を
し
て
い
た
リ
オ
ン
達
も

 
こ
の
日
の
活
動
を
終
え

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

て
い
た

い
や

今
日
も
よ
く
戦

た
ね

リ
オ
ン
も
か
な
り
急
成
⻑
し
た
ん
じ

な
い

狩
場
が
す
い
て
る

て
の
は
や

ぱ
い
い
よ
な

 
六
人
は
和
気

々
と
し
た
雰
囲
気
で

今
日
の
狩
り
に
つ
い
て

り
返

て
い
た

 

中
で
誰
に
も
遭
遇
し
な
か

た
と
い
う
事
は
無
い
が

 
主
だ

た
プ
レ
イ
ヤ

は
皆
ト
ラ
フ

ク
ス
に
移
動
し
て
い
た

 
狩
り
の
コ
ン
デ

シ

ン
は
最
高

得

験

も
ま
た
最
高
で
あ

た
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さ
て
俺
は
今
日
は
こ
れ
で
落
ち
る
け
ど
明
日
は
ち

と
用
事
が
あ
る
か
ら
休
み
で
い
い

か
そ
う
だ
ね

こ
の
と
こ
ろ

日
だ

た
し
そ
う
し
ま
し

う
か

あ

そ
れ
じ

あ
私
も
ち

と
実
家
に

て
こ
よ
う
か
な

せ

か
く
だ
し

そ
れ
じ

あ
私
も
そ
う
し
ま
す
ね

 
キ
リ
ト
の
言
葉
に
シ
ノ
ン
が
同
意
す
る
と

リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
が
そ
う
言
い
だ
し
た

 
ち
な
み
に
実
家
に
帰
る
と
言

て
も

に
寮
で
は
な
く
自
宅
に
帰
る
と
い
う
だ
け
で

 
二
人
の
実
家
は
都
内
に
あ
る

別
に
遠
く
に
行
く

で
は
な
い

私
は
別
に
予
定
は
無
い
ん
だ
よ
ね

今
日
で
ト
ラ
フ

ク
ス
の
探
索
も
一
区
切
り
だ
し
そ
う
な
る
と
一
日
予
定
が
開
い
ち

う

ね
私
も
明
日
は

会
社
で
の
勉
強
が
休
み
の
日
な
ん
だ
よ
ね

 
紅
莉
栖
さ
ん
だ
け
じ

な
く

真
帆
先
輩
も
レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑
も
が
い
な
い
ら
し
く
て

そ
れ
じ

あ
三
人
で
ど
こ
か
に
出
か
け
る

い
い
ね

そ
れ
じ

あ
ど
う
や

て
集
ま
ろ
う
か
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あ

そ
れ
な
ら
私
が
ハ
チ
マ
ン
君
に
キ

ト
を

り
て
迎
え
に
行
く
よ

 
キ

ト
な
ら

別
に
免
許
が
無
く
て
も
問
題
な
い
し
ね

そ
う
だ

つ
い
で
に
優
里
奈
も
誘

て
み
な
い

優
里
奈

 
リ
オ
ン
は
そ
の

き
覚
え
の
無
い
名
前
に
首
を

げ
た

あ

リ
オ
ン
は
優
里
奈
と
は
ま
だ
面
識
が
無
い
ん
だ

あ

う
ん

ど
う
い
う
人

友
達

え
え
と

私
達
の
マ
マ
か
な

え私
と
ハ
チ
マ
ン
君
の
娘
だ
よ

え
え

 
そ
の
シ
ノ
ン
と
ア
ス
ナ
の
返
事
は
リ
オ
ン
に
と

て
は
ま

た
く
意
味
が
分
か
ら
な
か

た

お
い
お
い

説
明
を

る
な

て

他
に
言
い
よ
う
が
無
い

て
の
は
分
か
る
け
ど
ね

つ
ま
り
マ
マ

て
い
う
の
は
あ

食
事
と
か
色
々
の
事
で
日
ご
ろ
お
世
話
に
な

て
る
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感
じ

 
シ
ノ
ン
は
あ
の
部
屋
に
リ
オ
ン
が
ま
だ
場
所
を
確
保
し
て
い
な
い
以
上

 
そ
の
事
に
は
触
れ
な
い
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

に
そ
う
言
い

し
た

 
他
の
者
達
も

時
間
の
問
題
だ
ろ
う
な
と
は
思

て
い
た
が

 
そ
れ
で
も
も
し
か
し
た
ら
ハ
チ
マ
ン
に
は
何
か
考
え
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
考
え
に
内
心
で
同
意
し

し
い
説
明
を
し
な
か

た

 
実

は
無
理
に
進
学
を
や
め
さ
せ

ソ
レ
イ
ユ
に

職
さ
せ
た
手
前

 
両
親
の
信
頼
を

な
う
よ
う
な
事
は
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ハ
チ
マ
ン
の
気
遣
い
の
せ
い

で
あ

た

 
そ
の
判
断
は
限
り
な
く
正
解
に
近
か

た
の
で
あ
る

え

と

娘

て
の
は

ハ
チ
マ
ン
君
が
優
里
奈
ち

ん
の
保
護
者
に
な

て
る
か
ら
だ
よ

保
護
者

て

優
里
奈
ち

ん

て
ま
だ
小
さ
い
子

な
の

シ
ノ
ノ
ン
と
同
い
年
か
な

え

そ
れ
じ

あ
私
の
一
つ
下
な
ん
だ

う
ん

ご
両
親
と
お
兄
さ
ん
に
不
幸
が
あ

て

天

独
に
な

ち

た
か
ら
さ
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多
少
縁
が
あ

た
ハ
チ
マ
ン
君
が
保
護
者
の
役
を
や
る
事
に
な

て

 
だ
か
ら
私
に
と

て
も
娘

み
た
い
な

実

は
た
だ
の
友
達
だ
け
ど
な

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
の
説
明
で

リ
オ
ン
は
優
里
奈
の
事
を
あ
る

度
理
解
し
た
ら
し
い

ま
あ
リ
オ
ン
の
ラ
イ
バ
ル
だ
よ

う
ん

色
々
な
意
味
で

そ
う
な
の

 
リ
オ
ン
の
胸
に

線
を
向
け
な
が
ら
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
う
言

た

リ
ズ

何
か
お

さ
ん

い

あ
は
は
は
は
ま
あ
会
え
ば
分
か
る
よ
会
え
ば
凄
く
い
い
子
だ
か
ら
何
も
心
配
す
る
事
は
な

い
し
ね

そ

そ
う
な
ん
だ

う
ん

そ
れ
じ

あ
楽
し
み
に
し
と
く

家
の

置
的
に

優
里
奈
ち

ん
と
一

に
シ
ノ
ノ
ン
を
迎
え
に
行

て

 
最
後
に
リ
オ
ン
を
迎
え
に
行
く
感
じ
に
な
る
か
ら
事
前
に
着

え
を
用
意
し
て
お
い
た
方
が

い
い
ね
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着

え

て

も

も
し
か
し
て
学
校
に
迎
え
に
来
る
の

う
ん

そ
の
方
が
話
が

い
か
ら
ね

わ

分
か

た

私
も
そ
れ
で
い
い
わ

 
こ
う
し
て
四
人
で
遊
び
に
行
く
事
が
決
ま
り

そ
し
て
迎
え
た
次
の
日

 
明
日
奈
は
学
校
で
余
所
行
き
の
格
好
に
着

え

キ

ト
の
迎
え
を
待

て
い
た

 
詩
乃
や
理
央
と
違
い

帰
還
者
用
学
校
の
校

は
こ
う
い
う
部
分
は
緩
い
の
で
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
も
今
日
は
ソ
レ
イ
ユ
に
顔
を
出
す

明
日
奈
と
一

に
キ

ト
を
待

て
い
た

分
お
め
か
し
し
て
る
ん
だ
な

明
日
奈

う
ん

か
わ
い
い
で
し

今
日
に
限
ら
ず
明
日
奈
は
い
つ
も
か
わ
い
い
と
思
う
が

え

も
う

八
幡
君

た
ら
正
直
な
ん
だ
か
ら

そ
う
い
う
と
こ

明
日
奈
も
図
太
く
な

た
よ
な

べ

別
に
太

て
な
い
よ

そ
れ

分
か

て
て
わ
ざ
と
言

て
る
よ
な
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ふ
ふ

 
そ
ん
な
二
人
に
声
を
か
け
て
く
る
者
が
い
た

は
い

そ
こ
の
二
人

校
門
で
い
ち

い
ち

す
る
の
は
や
め
な
さ
い

捕
す
る
わ
よ

理
事
⻑

何
故

い
コ
ス
プ
レ
を

う
わ

理
事
⻑

凄
く
似
合

て
ま
す
ね

 
そ
こ
に
は
何
故
か

の
格
好
を
し
た
理
事
⻑
が
立

て
お
り

 
理
事
⻑
は
お
も
ち

の
銃
を
八
幡
に
突
き
つ
け
な
が
ら
言

た

コ
ス
プ
レ
と
か
言
う
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん
明
日
奈
ち

ん
を
見

て
素
直
に
褒
め
な
さ
い

年
を
考
え
ろ

て
言

て
る
ん
で
す

シ

ラ

プ

こ
れ
は
今
度
や
る
事
に
な

た
一
日

⻑
の
服
装
よ

 
つ
ま
り
こ
れ
は
仕
事
の
上
で
の
戦
闘
服

つ
ま
り
は
正
装
よ

 
そ
の
予
想
外
の
言
葉
に
八
幡
は
驚
い
た

え

理
事
⻑

一
日

⻑
を
や
る
ん
で
す
か

え
え

本
業
の

み
で
ち

と
ね

芸
能
人
で
も
な
い
の
に
何
で
そ
ん
な
事
を
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そ
れ
が
ね

こ
の
前
週

で

私
の
事
が
報
道
さ
れ
ち

た
の
よ

 
美
人
す
ぎ
る

設
会
社
社
⻑

て
ね

し
か
も
陽
乃
と
セ

ト
で
な
の

 
ま

た
く
今

気
付
く
な
ん
て

回

れ
も
い
い
と
こ
ろ
よ
ね

 

ん

ん

八
幡
君
も
そ
う
思
う
で
し

う

 
そ
ん
な
子

い
事
を
言
う
理
事
⻑
に
対
し

八
幡
は
思
わ
ず
本
音
が
出
そ
う
に
な

た

ん

ん

て
所
が
オ
バ

あ

い
や

え
え

本
当
に
気
付
く
の
が

す
ぎ
で
す
ね

 
と
い
う
か

も
し
か
し
て
姉
さ
ん
も
一
日

⻑
を

い
い
え

こ
れ
は
私
と
陽
乃
に
よ
る

血
で
血
を
洗
う
勝
負
の
結
果
な
の
よ

 
あ
あ
も
う

何
故
私
は
あ
そ
こ
で
チ

キ
を

 
そ
れ
で

ジ

ン
ケ
ン
で
負
け
た
ん
だ
な
と
分
か

た
八
幡
は

 
と
り
あ
え
ず
理
事
⻑
を
持
ち
上
げ
て
お
く
事
に
し
た

 
こ
れ
以
上
お
か
し
な

ま
れ
方
を
す
る
の
が
面
倒

か

た
の
だ
ろ
う

ド

ド
ン
マ
イ
で
す
理
事
⻑

で
も
あ
れ
で
す

そ
の
格
好

と
て
も
素
敵
で
す
よ

で
も
理
事
⻑

本
当
に
美
人

て
感
じ
で
凄
く
格
好
い
い
で
す
よ

で
し

う

た
だ
こ
の
制
服

胸
の
あ
た
り
が
ち

と
き
つ
い
の
よ
ね
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八
幡
君
も
そ
う
思
う
で
し

う

何
故
俺
に
そ
の
質
問
を
し
た
ん
で
す
か
ね

だ

て
あ
な
た
女
の
子
を
チ
ラ

と
見
た
だ
け
で
そ
の
ス
リ

サ
イ
ズ
が
分
か
る
の
よ
ね

何
だ
よ
そ
の
風
評
被
害
は

お
か
し
な
噂
を
広
め
る
の
は
や
め
ろ

ふ
ふ

で

こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
の

 
ど
う
や
ら
理
事
⻑
は

二
人
が
こ
こ
に
立

て
い
る
の
を
見
て

 
暇
つ
ぶ
し
に
着

え
て
降
り
て
き
た
だ
け
ら
し
い

あ
あ

今
か
ら
明
日
奈
が
友
達
と
遊
び
に
行
く
ん
で

キ

ト
を
待

て
る
ん
で
す
よ

 
俺
は
そ
れ
に

乗
し
て
ソ
レ
イ
ユ
本
社
に
顔
を
出
そ
う
と
思

て

あ
ら
そ
う
な
の

明
日
奈
ち

ん

今
日
は
八
幡
君
の
悪
口
で

り
上
が
る
の
ね

は
い

は
い

て

お
い
明
日
奈

 
明
日
奈
が
笑
顔
で
そ
う
答
え
た

八
幡
は
心

情
け
な
さ
そ
う
な
顔
を
し
た

も

も
ち
ろ
ん
冗
談
だ
よ
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い
や

分
か

て
る
ん
だ
が

も
う

ほ
ら

か
な
い
の

よ
し
よ
し

そ
う
よ

か
な
い
の

く
な
ら
こ
の
私
の
胸
の
中
で

き
な
さ
い
な

い
や

い
て
な
い
か
ら
な

お

キ

ト
が
来
た
み
た
い
だ

 
そ
れ
じ

あ
理
事
⻑

一
日

⻑

頑
張

て
下
さ
い
ね

え
え

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
ち

ん

気
を
つ
け
て
ね

は
い

行

て
き
ま
す

そ
れ
じ

あ
理
事
⻑

ま
た
で
す

 
そ
し
て
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ
後

八
幡
は
思
わ
ず
こ
う
愚
痴

た

ま

た
く
あ
の
人
は

相
変
わ
ら
ず
フ
リ

ダ
ム
だ
よ
な

あ
の
格
好
を
見
て
も

他
の
生
徒
が
ま

た
く
反
応
し
な
い

て
の
も
凄
い
よ
ね

も
う
慣
れ

こ
だ
か
ら
な

ま
あ
で
も

裏
を
返
せ
ば

わ
れ
て
る

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

う
ん

そ
う
だ
ね

あ

優
里
奈
ち

ん
だ

お

い

 
明
日
奈
は
ソ
レ
イ
ユ
の
前
で
待

て
い
た
優
里
奈
に

の
中
か
ら
手
を

た

 
そ
し
て
キ

ト
か
ら
降
り
た
八
幡
は

優
里
奈
に
そ
の

を

た
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さ
て

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

気
を
つ
け
て
な

う
ん

行

て
く
る
ね

八
幡
さ
ん

行

て
き
ま
す
ね

キ

ト

今
日
は
頼
む
な

は
い

お
任
せ
下
さ
い

八
幡

 
こ
う
し
て
二
人
は
キ

ト
の
運
転
で
詩
乃
の
学
校
へ
と
向
か

た

優
里
奈
ち

ん

今
日
は
い
き
な
り
ご
め
ん
ね

い
え

私
こ
そ

誘

て
下
さ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

迷
惑
じ

な
か

た

そ
ん
な
事
思

た
事
も
あ
り
ま
せ
ん
よ

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
明
日
奈
は
優
里
奈
の
格
好
を
見
た

 
ま
だ

い
が
優
里
奈
は
ラ
フ
な
格
好
は
し
て
お
ら
ず

 
薄
手
で
は
あ
る
が
ジ

ケ

ト
を
し

か
り
着
用
し
て
お
り
そ
の
胸
部
は
い
つ
も
よ
り

え

目
に
見
え
た
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優
里
奈
ち

ん

そ
の
格
好

く
な
い

い
い
え

さ
に
強
い
の
も
あ
り
ま
す
け
ど

特
に
は

そ

か

も
し
か
し
て

八
幡
君
に
何
か
言
わ
れ
た

ど
う
し
て
で
す
か

う
う
ん

そ
の

ほ
ら

胸
が
ち

と

あ
あ

 
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
に
微
笑
み
な
が
ら
こ
う
答
え
た

そ
れ
は
常
に
気
に
し
て
ま
す
よ

外
出
す
る
時
は
い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
で
す

あ

そ
う
な
ん
だ

で
も
た
ま
に
は
も

と
ラ
フ
な
格
好
と
か
し
た
く
な
い

そ
れ
は
八
幡
さ
ん
の
前
だ
け
で
い
い
と
思

て

で
も
そ
れ

て
明
日
奈
さ
ん
も
一

で
す
よ

ね
あ

バ
レ
た

は
い

皆
さ
ん
の
家
で
の
格
好
が
ど
う
い
う
感
じ
か

私
は
よ
く
知

て
ま
す
か
ら
ね

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

八
幡
君

て
意
外
と
そ
う
い
う
と
こ
ろ

気
に
す
る
よ
ね

そ
れ
で
い
て

家
じ

何
も
言
わ
な
い
ん
で
す
よ
ね
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独

欲
が
意
外
と
強
い

て
い
う
か

で
も
明
日
奈
さ
ん
も

そ
う
い
う
の

い
じ

な
い
で
す
よ
ね

優
里
奈
ち

ん
も
だ
よ
ね

ふ
ふ

あ
は

 
こ
ん
な
感
じ
で
二
人
は
和
や
か
に
会
話
し
な
が
ら
詩
乃
の
学
校
へ
と
到
着
し
た

 
そ
こ
に
は

に
人
だ
か
り
が
出
来
て
お
り
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
人
娘
が
必
死
で
詩
乃
の
ガ

ド
を
し

て
い
た

 
二
人
は
そ
れ
を
見
て

何
事
か
と
目
を

い
た

し

シ
ノ
の
ん

ど
う
し
た
の

凄
い
人
で
す
ね

た

助
か

た

二
人
と
も

く
キ

ト
の
外
に
出
て

えど
う
し
た
ん
で
す
か

 
そ
し
て
二
人
は
言
わ
れ
た
通
り
キ

ト
の
外
に
出
た
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そ
れ
に
よ
り

そ
の
場
は
一

ガ

カ
リ
し
た
よ
う
な
雰
囲
気
と
な

た
が

 
直
後
に

り
に
い
た
男
子
生
徒
達
が
色
め
き
た

た

シ
ノ
の
ん

こ
れ

て
ど
う
な

て
る
の

私
が
こ
こ
で
待

て
る
の
を
見
て

 
八
幡
が
久
し
ぶ
り
に
迎
え
に
来
る
ん
じ

な
い
か

て
思

た
ら
し
い
の

あ
あ

そ
れ
で
こ
の
人
だ
か
り
で
す
か

 
二
人
は
か
つ
て
こ
こ
で

こ

た
八
幡

み
の

ぎ
を
知

て
い
た

納
得
し
た
よ
う
に
そ

う
言

た

シ
ノ
の
ん

凄
い
人
気
だ
ね

こ
れ
は
八
幡
の
人
気
な
ん
だ
け
ど
ね

八
幡
さ
ん
は
本
当
に

ど
れ
だ
け
や
り
す
ぎ
た
ん
で
す
か
ね

 
そ
ん
な
三
人
を
守
る
よ
う
に

奈
が

り
を
囲
む
生
徒
達
に
こ
う
叫
ん
だ

ほ
ら

今
日
は
八
幡
さ
ん
は
来
な
い
ん
だ

て
ば

 
こ
の
二
人
は
八
幡
さ
ん
の
大
事
な
人
な
ん
だ
か
ら
変
な
事
を
し
た
ら
八
幡
さ
ん
に

ま
れ
る
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よ 
そ
う
言
い
な
が
ら
三
人
は

く
行
く
よ
う
に
詩
乃
に
ゼ
ス
チ

を
し
た

映
子

美
衣

奈

あ
り
が
と
う
ね

三
人
と
も

ま
た
ね

い
い

て
い
い

て

気
を
つ
け
て
ね

行

て
ら

し

い

 
こ
う
し
て
明
日
奈
と
優
里
奈
と
詩
乃
は

逃
げ
出
す
よ
う
に
詩
乃
の
学
校
を
離
れ

 
詩
乃
は
深
い
た
め
息
を
つ
い
た

は

や

と
楽
に
な
れ
た
わ

大
変
だ

た
ね

う
ん

本
当
に
大
変
だ

た

今
度
あ
の
三
人
に
お

を
言
わ
な
い
と
ね

実
は

日
言

て
る
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

ま

た
く
八
幡
さ
ん
に
は
も
う
ち

と
自
重
し
て
欲
し
い
で
す
よ
ね
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三
人
は
笑
い
な
が
ら

理
央
の
学
校
に
着
く
ま
で
女
子
ト

ク
を

り
広
げ
た

そ
う
い
え
ば
シ
ノ
の
ん

着

え
は
持

て
き
た

う
ん

理
央
を

た
ら
ど
こ
か
で
一

に
着

え
る
つ
も
り

キ

ト

あ
と
ど
の
く
ら
い
で
着
く

あ
と
五
分
ほ
ど
で
す

も
う
す
ぐ
見
え
て
き
ま
す
よ

 
そ
し
て
理
央
の
学
校
に
着
い
た
三
人
は

校
門
の
様
子
を
見
て
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た

 
そ
こ
に
は
詩
乃
の
時
よ
り
は
若

遠

き
に
し
て
る
感
じ
で
は
あ

た
が

 
人

的
に
は
詩
乃
の
学
校
の
時
と
同
じ
く
ら
い
の
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
た
の
だ

た
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第
６
５
４
話
 
そ
し
て
理
央
の
学
校
へ

う
わ

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
光
景
で
す
ね

何
こ
れ

え

何
で

こ
れ
じ

あ
う
ち
と
一

じ

な
い

あ
れ

そ
う
い
え
ば
八
幡
君
が
こ
こ
で
何
を
や

た
か

し
く

い
て
な
い
や

あ

理
央
が
い
た

そ
れ
と
何
か
隣
に
男
の
子
が
二
人
い
る
ね

そ
こ
ま
で
私
と
一

な
ん
だ

と
り
あ
え
ず
理
央
に
事
情
を

い
て
み
な
い
と
ね

 
三
人
は
そ
う
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

理
央
の
す
ぐ
近
く
に
キ

ト
を

め
た

理
央

こ
れ

て
ど
う
な

て
る
の

ご

ご
め
ん

よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

い
つ
の
間
に
か
私

 
学
校
で
姫

て
呼
ば
れ
て
る
み
た
い
で

ぶ
ふ

 
そ
の
理
央
の
言
葉
に
詩
乃
は
思
い

き
り

き
出
し
た

シ
ノ
の
ん

今
女
の
子
に
あ
る
ま
じ
き

き
出
し
方
を

げ
ほ

げ
ほ

ご

ご
め
ん

つ
い
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そ
れ

て
詩
乃
ち

ん
と
同
じ
だ
よ
ね

八
幡
め

こ
こ
で
一
体
何
を

 
理
央
の
説
明
に
よ
る
と

ど
う
や
ら
最
初
に
八
幡
が
王
子
だ
と
い
う
呼
び
名
が
広
が
り

 
そ
の
せ
い
で
セ

ト
の
よ
う
に
理
央
が
姫
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た
ら
し
い
の
だ
が

 
表
立

て
そ
う
呼
ば
れ
た
事
は
無
い

今
ま
で
気
が
付
か
な
か

た
の
だ
と
い
う

 
そ
し
て
今
日

理
央
が
友
達
と
一

に
人
待
ち
顔
で
校
門
に
立

て
い
た

 
そ
れ
で
ま
た
八
幡
が
来
る
ん
じ

な
い
か
と
い
う
噂
が
広
が

て
こ
う
な

た
よ
う
だ

 
つ
い
で
に
詩
乃
は

理
央
に
八
幡
か
ら
変
わ

た
扱
い
を
さ
れ
た
か
ど
う
か
を

ね
た
が

 
八
幡
に
は
首

と
指

を
付
け
ら
れ
た
だ
け
で
そ
れ
以
上
は
何
も
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事

だ

た

 
さ
す
が
に
理
央
は

お
姫
様

こ
を
さ
れ
た
事
は
詩
乃
に
言
え
な
か

た
の
だ
が

 
そ
の
事
は
別
に
大
事
な
事
で
は
な
い

何
故
な
ら
詩
乃
も
そ
れ
は

験
済
だ

た
か
ら
で
あ

る
な
る
ほ
ど
ね

と
い
う
か

首

と
指

そ
れ

て
ど
う
い
う
事
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え

と

首

は
ど
う
や
ら
カ
メ
ラ
に
な

て
る
み
た
い
で

 
誰
か
に

が
ら
せ
と
か
を
受
け
た
時
に
そ
の
様
子
を
録
画
し
て
証

に
す
る

の
物
み
た
い

あ
あ

そ
う
な
ん
だ
理
央
ち

ん
の
身
を
守
る

の
ア
イ
テ
ム
な
ん
だ
ね

で
指

は

こ
れ
は

ス
タ
ン
ガ
ン

う
わ

八
幡
さ
ん

そ
れ
は
別
の
意
味
で
や
り
す
ぎ
で
す

私
の
時
で
反
省
し
た
ん
だ
ろ
う
け
ど

違
う
方
向
に
張
り
切
り
す
ぎ
て
る
わ
よ
ね

 
幸
い
な
事
に

キ

ト
の

場
と

そ
の
中
か
ら
美
少
女
が
三
人

場
し
た
事
で

 
気
後
れ
し
た
生
徒
達
は
理
央
達
を
遠

き
に
し
た
ま
ま
そ
れ
以
上
近
寄

て
こ
よ
う
と
は
し

な
か

た

 
ど
う
や
ら
首

の

止
力
は
健
在
の
よ
う
だ

 
そ
し
て

囲
に

み
を
き
か
せ
て
い
た
咲
太
と

真
が
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

あ

初
め
ま
し
て

八
幡
さ
ん
の

弟
そ
の
一
の

川
咲
太
で
す

そ
の
二
の
国
見

真
で
す
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弟
理
央

そ
う
な
の

自
称
だ
よ
自
称

で
も
あ
り
が
と
う
二
人
と
も

私
一
人
じ

ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

か

た
い
い

て
い
い

て
元
を
た
ど
れ
ば
俺
達
が
八
幡
さ
ん
の
事
を
王
子
な
ん
て
表
現
し
た
せ

い
だ
し
な

あ
ん
た
達
の
せ
い
か

 
そ
の

間
に
理
央
は
乱
暴
な
言
葉
で
そ
う
言
う
と
二
人
の
ボ
デ

に
連
続
し
て
パ
ン
チ
を

入
れ
た

 
ど
う
や
ら
理
央
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で

ま
れ
る
事
で
若

好
戦
的
に
な

た
よ
う
で
あ
る

ぐ
は

双
葉

い
い
パ
ン
チ
だ
な

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち

囲
か
ら

お
お

と
い
う
ど
よ
め
き
が
上
が

た

う
わ

理
央

バ
イ
オ
レ
ン
ス

や
る
も
ん
だ
ね
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は

初
め
ま
し
て

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

お
会
い
で
き
て
嬉
し
い
で
す

ふ

双
葉
理
央
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

理
央
さ
ん
の
方
が
年
上
な
ん
だ
か
ら

敬
語
な
ん
か
使
わ
な
い
で
下
さ
い

そ
う
ね

私
が
タ
メ
口
な
ん
だ
か
ら

二
人
と
も
そ
う
し
ま
し

う
か

え

で
も

そ

そ
の
方
が
私
も
助
か
る

か
も

性
格
的
に
私
は
難
し
い
で
す
け
ど

が

頑
張
り
ま

頑
張
る
ね

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

理
央
は
普
通
に

れ
る
よ
う
に
な

た
が

 
優
里
奈
は
結
局
丁

な
言
葉
で
落
ち
着
く
事
に
な
る

ほ
ら

あ
ん
た
達
も
男
の
子
な
ん
だ
か
ら
し

か
り
し
な
さ
い
よ

あ

あ
あ

ど
こ
の
誰
だ
か
知
ら
な
い
が

あ
り
が
と
う

私
は
朝
田
詩
乃

宜
し
く
ね

え

と

咲
太
君
と

真
君
だ

け

私
は
結
城
明
日
奈
だ
よ

二
人
と
も

宜
し
く
ね

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
お
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美
少
女
が
こ
ん
な
に

二
人
と
も

彼
女
に
チ
ク

と
く
か
ら
ね

 
そ
ん
な
二
人
に
理
央
は
無

に
そ
う
言

た

 

真
の
彼
女
で
あ
る
上
里
沙
希
と
理
央
は

か
つ
て
は
仲
が
悪
か

た

 
要
す
る
に

真
に
好
意
を
寄
せ
る
理
央
に

沙
希
が
一
方
的
に
敵
対
心
を

い
て
い
た
の
だ

 
だ
が
八
幡
の

場
に
よ
り
沙
希
の
感
情
は

化
し
今
で
は
仲
良
し
と
い
う

で
は
な
い
が

 
普
通
に
話
せ
る

度
に
は
友
好
関
係
を

け
て
い
た

 
ち
な
み
に
咲
太
の
彼
女
は
女
優
の

麻
衣
で
あ

た
が

 
彼
女
と
は
当
初
か
ら
友
好
的
な
関
係
を

い
て
い
る

い
や
い
や

そ
う
い
う
ん
じ

な
い

て

三
人
は

八
幡
さ
ん
の
関
係
者
の
方
で
す
よ
ね

明
日
奈
は
八
幡
さ
ん
の
正
式
な
彼
女

詩
乃
は

え

と

何

何
だ
ろ

私
に

か
な
い
で
よ
シ
ノ
の
ん

好
き
な
事
を
言

て
い
い
か
ら

 
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
に

詩
乃
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後
に
こ
う
言

た
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明
日
奈
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
よ

お
お

 
二
人
は
そ
の
自
信
満
々
な
態
度
に
思
わ
ず

手
を
し
た

私
は
八
幡
さ
ん
の

え

と

娘

て
言

て
い
い
ん
で
す
か
ね

別
に
い
い
ん
じ

な
い
か
な

法
的
に
は
事
実
な
ん
だ
し

分
か
り
ま
し
た

明
日
奈
さ
ん
の
娘
で
す

 
優
里
奈
は
機
転
を
利
か
せ
て
冗
談
の
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
が

 
そ
の
言
葉
は
見
事
に
明
日
奈
に
切
り
返
さ
れ
た

う
ん
う
ん

私
が
五

の
時
に
産
ん
だ
娘
だ
よ

え
え

 
そ
の
言
葉
に
他
な
ら
ぬ
優
里
奈
自
信
が
驚
い
た

そ
こ
で
優
里
奈
が
驚
い
ち

目
で
し

今
の
は
明
日
奈
の

身
の
ギ

グ
だ

た
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
詩
乃
と
理
央
に
そ
う
言
わ
れ

優
里
奈
は
顔
を
真

に
し
た

そ

そ
う
で
す

五

の
時
の
娘
で
す
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ね

う
ち
の
娘
は
か
わ
い
い
で
し

素
晴
ら
し
い

 
そ
の
言
葉
に
咲
太
と

真
は
感
動
し
た
よ
う
に
涙
し
た

 
ど
う
や
ら
事
情
を
察
し
た
の
か

二
人
は
娘
だ
と
い
う
そ
の
事
自
体
に
は
何
も
突

込
ま
な

か

た

 
ち

ん
と
空
気
の

め
る
二
人
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
私
達
は
行
く
け
ど

二
人
と
も

理
央
を
守

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね

お
う

友
達
だ
か
ら
な

八
幡
さ
ん
に
も
宜
し
く
伝
え
て
お
い
て
く
れ
よ
な

 
そ
し
て
理
央
は

二
人
に
小
さ
く
手
を

り
な
が
ら
言

た

二
人
と
も

あ

あ
り
が
と

そ
れ
じ

あ
遊
び
に
行

て
く
る
ね

 
そ
し
て
キ

ト
が
走
り
去
り
咲
太
と

真
は
今
の
出
来
事
に
つ
い
て
感
想
を
交
わ
し
て
い

た
お
い
お
い

八
幡
さ
ん
の

り
の
女
の
子

て

マ
ジ
で
や
ば
い
な

明
日
奈
さ
ん
が
正
式
な
彼
女
な
ん
だ
な
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で
も
あ
の
詩
乃
さ
ん
と
優
里
奈
さ
ん
も
双
葉
と
一

で
明
ら
か
に
八
幡
さ
ん
の
事
が
好
き
だ

よ
なや

ぱ
り
八
幡
さ
ん
は
凄
え
よ
な

双
葉
も

め
た
あ
の
四
人
全
員
仲
が
良
さ
そ
う
だ

た
し俺

達
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
世
界
だ
よ
な

ま
あ
い

か

双
葉
も
楽
し
そ
う
だ

た
し
な

だ
な

ほ
ら
解
散
解
散

下
手
に
関
わ
る
と

八
幡
さ
ん
に

ま
れ
る
ぞ

 
そ
し
て
二
人
は
集
ま

た
生
徒
達
を
解
散
さ
せ

仲
良
く
下
校
し
て
い

た

 
ま
さ
か
理
央
が
私
と
同
じ
よ
う
な

況
に
な

て
る
な
ん
て

思

て
も
み
な
か

た
よ

え

詩
乃
も
学
校
だ
と
あ
ん
な
感
じ
な
の

う
ん

そ
う
な
ん
だ
よ
ね

そ
れ
じ

あ
詩
乃
も
護
身
グ

ズ
を

う
う
ん

私
の
場
合
は
八
幡
の
彼
女
扱
い
さ
れ
て

 
同
時
に
そ
の
時
私
を
い
じ
め
て
た
グ
ル

プ
を
屈
服
さ
せ
た
か
ら
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そ
の
せ
い
で
う
ち
の
学
校
じ

八
幡
は
英
雄
扱
い
な
ん
だ
よ
ね

え

な

何
そ
れ

何
か
ず
る
い

 
理
央
は
何
故
自
分
も
詩
乃
の
よ
う
に
彼
女
扱
い
し
て
く
れ
な
か

た
の
か

 
八
幡
に
対
し
て

め
し
く
思

た

同
時
に
明
日
奈
の
顔
を
見
て

し

な
さ
を
感
じ
た
の

か 
理
央
は
そ
の
ま
ま
明
日
奈
に
謝

た

ご

ご
め
ん

失
言
だ

た

う
う
ん
そ
の
せ
い
で
八
幡
君
自
身
が
苦
労
し
て
る
ん
だ
し
私
も
気
に
し
て
な
い
か
ら
大
丈

夫
だ
よ

 
で
も
ま
あ
そ
の
せ
い
で
理
央
の
時
は
別
の
方
法
を
と
る
事
に
し
た
ん
じ

な
い
か
な

て
思

う
ん
だ
よ
ね

学

し
ち

た
ん
だ

う
ん

学

し
ち

た

ん
だ
ね

あ

ご

ご
め
ん

本
当
に
い
い
ん
だ

て
ば

気
持
ち
は
分
か
る
も
ん
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私
が
同
じ
立
場
だ

た
ら

き

と
同
じ
事
を
思

た
に
違
い
な
い
も
ん

私
で
も

多
分
そ
う
思

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
や

ぱ
り
女
の
子
で
す
し

仕
方
な
い
で
す
よ
ね

 
そ
う
言
う
優
里
奈
に
対
し

詩
乃
が
何
気
な
く
こ
う

ね
た

そ
う
い
え
ば
八
幡
は
優
里
奈
の
学
校
に
は
行

て
な
い
の

そ
う
い
え
ば
来
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
で
も
多
分
も
う
す
ぐ
来
る
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ

え

そ
う
な
の

う
ん

保
護
者
を
交
え
た
進
路
に
関
す
る
面
接
が
あ
る
か
ら

あ
あ

 
三
人
は
そ
の
言
葉
に
顔
を
見
合
わ
せ

思
わ
ず

き
出
し
た

ど

ど
う
し
て
笑
う
ん
で
す
か

だ

て

八
幡
が
ス

ツ
を
着
て

保
護
者
ぶ

て
先
生
の
前
に
座
る
ん
で
し

あ

た

確
か
に

優
里
奈

八
幡
の
事
は

パ
パ

て
呼
ん
で
あ
げ
な
さ
い
よ

い
い
で
す
ね

そ
う
し
て
み
ま
す
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そ
の
時
の
先
生
の
顔

ち

と
見
て
み
た
い
か
も

う
わ

こ

そ
り
写
真
を

と
こ
う
か
な

そ
れ

凄
く
見
て
み
た
い

頑
張
り
ま
す

 
や
は
り
こ
の
四
人
の
間
で
は

八
幡
ネ
タ
が
一
番

り
上
が
る
よ
う
だ

 
こ
の
後
四
人
は
私
服
を
あ
ま
り
持

て
い
な
い
優
里
奈
と
理
央
の

に
服
を
選
ん
だ
り
し
た
の

だ
が

 
そ
の
基
準
も
や
は
り

八
幡
が
気
に
入
る
か
ど
う
か
な
の
で
あ

た

理
央
は
今
日
は
時
間
は
大
丈
夫
な
の

う
ん

大
丈
夫
だ
よ

そ
れ
じ

あ
こ
の
後
ど
こ
か
で
ご

を
食
べ
て
帰
ろ

か

い
い
ね

ど
こ
に
す
る

と
い
う
か

詩
乃
達
は
時
間
は
平
気
な
の

私
は
一
人

ら
し
だ
か
ら
ね

私
も
で
す
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私
は
寮
だ
か
ら
一
応
門
限
が
あ
る
け
ど

 
う
ち
の
両
親
は
私
が
ど
こ
に

ま
ろ
う
が
ま

た
く
気
に
し
な
い
し

 
多
分
も
う
八
幡
君
に

に
出
し
た
つ
も
り
で
い
る
か
ら

一
切

し
て
こ
な
い
ん
だ
よ
ね

う
わ

大
人
だ

 
理
央
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
が

そ
れ
に
は
詩
乃
が
突

込
ん
だ

と
か
言

て

理
央
だ

て
も
う
す
ぐ
社
会
人
に
な

て

一
人

ら
し
じ

な
い

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た

め
に
寮
に
入
れ
て
も
ら

て
正
式
な
仕
事
が
始
ま
る
前
に
色
々
揃
え
ち

た
方
が
い

い
か
も
ね

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね

凄
く
楽
し
み
か
も

物
運
び
は
八
幡
に
や
ら
せ
れ
ば
い
い
わ
ね

え

で
も
悪
い
よ

そ
れ
く
ら
い
は
し
て
も
ら
い
な
さ
い
理
央
を
ス
カ
ウ
ト
し
た

任

て
も
の
が
あ
る
ん
だ
か

ら
ねそ

う
だ
よ

そ
れ
く
ら
い
は
し
て
も
ら
え
ば
い
い
と
思
う
よ
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そ

か

う
ん

そ
う
し
て
み
る

 
理
央
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

そ
し
て
四
人
は
そ
の
ま
ま
近
く
の
サ
イ
ゼ
に
入

た

 
何
故
サ
イ
ゼ
か
と
い
う
と

明
日
奈
が
こ
う
主
張
し
た
か
ら
で
あ
る

八
幡
君
は
サ
イ
ゼ
が
大
好
き
だ
か
ら

 
理
央
も
今
の
う
ち
に
メ
ニ

を
あ
る

度

し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
う
ん
だ

あ
あ

確
か
に
八
幡
は
サ
イ
ゼ
大
好
き
よ
ね

そ

そ
う
な
ん
だ

私

一
度
も
行

た
事
が
無
い
か
ら
行

て
み
た
い

決
ま
り
で
す
ね

 
こ
う
し
て
四
人
は
サ
イ
ゼ
で
食
事
を
楽
し
み

 
明
日
奈
が
最
初
と
は
逆
の

番
で
三
人
を
家
ま
で
送
り

け
た

 
理
央
は
家
に
帰
る
と

今
日

た
服
を
大
切
に
ク
ロ

ゼ

ト
に
し
ま
い

 
三
人
と
一

に

た
写
真
の

々
を

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
ベ

ド
で

め
て
い
た

今
日
は
楽
し
か

た
な

 
理
央
に
と

て

女
友
達
と
こ
う
や

て
お
出
か
け
す
る
の
は
初
め
て
の

験
で
あ

た

 
咲
太
の
彼
女
で
あ
る
麻
衣
と
一

に
出
か
け
た
事
は
あ

た
が
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相
手
が

名
女
優
で
あ
る

ど
う
し
て
も
気
後
れ
し
て
し
ま
う
部
分
が
あ

た
の
だ

 
そ
の
点
今
日
は

ま

た
く
そ
ん
な
事
は
無
か

た

そ
れ
に
し
て
も
優
里
奈
が
私
の
ラ
イ
バ
ル
だ

て

ど
う
い
う
意
味
だ

た
ん
だ
ろ

 
ど
う
考
え
て
も
優
里
奈
の
方
が
私
な
ん
か
よ
り
全
然
か
わ
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
理
央
は
そ
う
考
え
な
が
ら
じ

と
写
真
を

め

そ
の

線
が
優
里
奈
の
胸
で
止
ま

た

あ

あ
あ

 
そ
れ
で
リ
ズ
ベ

ト
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
理
央
は

 
恥
ず
か
し
さ
と
同
時
に
疑
問
が
解
け
た
事
で

ス

キ
リ
し
た
表
情
に
な

た

ま

た
く
リ
ズ

た
ら
も
う

 
そ
う
思
い
な
が
ら
理
央
は
ベ

ド
に
横
た
わ
り
幸
せ
な
気
分
で

気
を
消
し
目
を

た

明
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ

 
こ
う
し
て
理
央
は
ま
た
友
達
を

や
し
自
分
を
取
り

く
未
来
に
思
い
を

せ
な
が
ら
眠
り

に
つ
い
た
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第
６
５
５
話
 
八
幡

優
里
奈
の
学
校
へ

 

日
後

八
幡
は
優
里
奈
の
学
校
に
い
た

 
先
日
話
し
て
い
た
保
護
者
を
呼
ん
で
の
進
路
相
談
に
保
護
者
と
し
て
参
加
す
る

で
あ
る

う

張
す
る
な

確
か
に
八
幡
さ
ん
の
年
齢
で

こ
う
い

た

験
を
す
る
事

て
普
通
あ
り
え
ま
せ
ん
よ
ね

い
や

ま
あ
両
親
が
い
な
い
家
で

兄
が
親
代
わ
り
を
す
る

て
事
は
あ
る
と
思
う
け
ど
な

あ

確
か
に
そ
う
で
す
ね

 
優
里
奈
は
特
に
何
も
考
え
ず
に
そ
う
同
意
し
た
が

八
幡
は
何
か
に
気
付
い
た
の
か

 
一

無
言
に
な

た
後

ば
つ
の
悪
い
顔
を
し
て
優
里
奈
に
謝
罪
し
た

悪
い

え
が
悪
か

た
な

何
で
謝
る
ん
で
す
か

 
優
里
奈
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら
八
幡
に
そ
う

ね
た

 
ど
う
や
ら
本
当
に

何
の
事
か
意
味
が
分
か
ら
な
い
ら
し
い

い
や

ほ
ら

優
里
奈
の

遇
を
考
え
た
ら
無
神

な
発
言
だ

た
と
思

て
な
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そ
の
八
幡
の
言
葉
で

優
里
奈
は
や

と
そ
の
意
味
を
理
解
し
た

 
同
時
に
優
里
奈
は
他
の
生
徒
の
目
を
ま

た
く
気
に
せ
ず

 
八
幡
の

に

を
も
た
れ
か
け
さ
せ
な
が
ら
言

た

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

私
は
八
幡
さ
ん
に

十
分
愛
し
て
も
ら

て
ま
す
か
ら

 
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
家
族
と
し
て
と
い
う
意
味
で
あ

た
が

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
の
意
図
を
正
確
に

し
つ
つ
も
あ
ま
り
に
ス
ト
レ

ト
な
そ
の
物
言
い

に

面
し
た

お

お
う

優
里
奈
は
大
事
な
家
族
だ
か
ら
な

は
い

 
優
里
奈
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た
が

こ
う
見
え
て
優
里
奈
は
と
て
も
モ
テ
る

 
そ
の
優
里
奈
が
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
に
や
や
年
上
に
見
え
る
男
性
と
い
ち

つ
い
て
い
る
の

だ 
そ
の

は
注
目
の
的
と
な
り

八
幡
は
居
心
地
の
悪
さ
を
覚
え
つ
つ
も

 
優
里
奈
が
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
見
え
る
上
に
平
然
と
し
て
い
た

何
も
言
え
ず
に
い
た

 
そ
ん
な
中

突
然
二
人
組
の
女
生
徒
が

二
人
に
話
し
か
け
て
き
た
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櫛
稲
田
さ
ん

え

と

こ

こ
ち
ら
の
方
は

も
し
か
し
て
お
兄
さ
ん

あ

う
う
ん

え

と

分
か
り
や
す
く
言
う
と

 
そ
し
て
八
幡
は

優
里
奈
が
ボ
ソ

と
こ
う

く
の
を

い
た

お
兄
さ
ん

は
今
否
定
し
た
か
ら
お

さ
ん

い
や

こ
こ
は
や

ぱ
り

 
そ
し
て
優
里
奈
は
満
面
の
笑
み
で

そ
の
女
生
徒
二
人
に
向
か

て
口
を
開
い
た

う
ん

こ
の
人
は
私
の
パ

初
め
ま
し
て

私
は
優
里
奈
の
保
護
者
の
比
企
谷
八
幡
と
言
い
ま
す

あ
 
優
里
奈
は
と

て
お
き
の
言
葉
を
八
幡
に
そ
う

ら
れ
悔
し
そ
う
に
小
さ
く
そ
う
声
を
上
げ

た 
八
幡
に
し
て
み
れ
ば

今
の

態
で
絶
対
に
パ
パ
な
ど
と
呼
ば
せ
る

に
は
い
か
な
い
の
だ

 
そ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
事
案
で
あ
る

も
し
か
し
た
ら
即

捕
ま
で
あ
る

 
優
里
奈
の
言
葉
か
ら
次
に
出
て
く
る
言
葉
を

し

そ
う
考
え
た
八
幡
は

 
こ
う
し
て
ま
ん
ま
と
優
里
奈
を
出
し
抜
く
事
に
成
功
し
た
の
だ

た

あ

そ
う
な
ん
で
す
ね
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も
し
か
し
た
ら

櫛
稲
田
さ
ん
が
年
上
の
彼
氏
を
連
れ
て
き
た
ん
じ

な
い
か

て

 
ク
ラ
ス
で
話
題
に
な

て
た
ん
で
す
よ

で

私
達
が
ジ

ン
ケ
ン
で
負
け
て
確
認
す
る
事

に
は
は

そ
れ
は
災
難
で
し
た
ね

で
も
残
念
な
が
ら
違
い
ま
す
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
に
し
て
も
お
若
い
で
す
ね

 
も
し
か
し
て
ま
だ
大
学
生
と
か
だ

た
り
し
ま
す

あ
あ

私
は
こ
う
い
う
者
で
す

 
そ
う
言

て
八
幡
は

二
人
に
名

を
差
し
出
し
た

え

そ
の
若
さ
で
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
さ
ん
な
ん
で
す
か

え
え

ま
あ
そ
う
い
う
事
に
な

て
ま
す
ね

表
向
き
は
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え

心
の
中
で
ペ
ロ

と

を
出
し
た

も
し
か
し
て
櫛
稲
田
さ
ん
と
一

に

ら
し
て
る
ん
で
す
か

う

ん
ま
あ
そ
れ
に
近
い

態
で
は
あ
り
ま
す
が
完
全
に
そ
う
だ
と
い
う

で
は
な
い
で

す
ね
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お
お

こ
の
優
里
奈
の
友
達
は
ぐ
い
ぐ
い
く
る
な

 
で
も
待
て
よ

呼
び
方
か
ら
し
て

だ
し

実
は
友
達
じ

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
と
い
う
か
優
里
奈
が
紹
介
し
て
こ
な
い
以
上

や

ぱ
り
そ
れ
ほ
ど
親
し
く
な
い
ん
だ
ろ
う

 
そ
の

は
実
は
正
解
で
あ

た

ク
ラ
ス
と
い
う
の
も
実
は
隣
の
ク
ラ
ス
の
事
で
あ
り

 
優
里
奈
と
仲
の
い
い
友
達
は
今
は
面
接
の

番
待
ち
の
真

最
中
で
あ
り
こ
の
場
に
は
い

な
いう

わ

櫛
稲
田
さ
ん

て
大
人
だ

ま
し
い
な

 
そ
う
紅
潮
し
た
顔
で
言

た
二
人
に
対
し

優
里
奈
は

く

を
下
げ
る
に

め
た

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な
ん
で

私
達
は
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す
ね

あ

は
い

呼
び
止
め
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

い
え
い
え

お
気
に
な
さ
ら
ず

 
八
幡
は
そ
う
無
難
に

を
し

優
里
奈
を

て
そ
の
場
を
離
れ
た

 
案
の
定

少
し
離
れ
た
所
で
優
里
奈
が
八
幡
に
こ
う
言

て
き
た
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八
幡
さ
ん

あ
の
二
人

お
知
り
合
い

て

じ

な
い
ん
で
す
よ
ね

そ
れ
は
俺
の
セ
リ
フ
な
ん
だ
が

ま
さ
か
優
里
奈
は
あ
の
二
人
の
名
前
す
ら
知
ら
な
い
の
か

は
い

だ

て
隣
の
ク
ラ
ス
の
人
で
す
か
ら

そ
う
な
の
か

怖
え
な
最
近
の
女
子
高
生
は

 
あ
の
フ
レ
ン
ド
リ

さ
は
俺
に
と

て
は
恐
怖
の
対
象
だ
ぞ

そ
れ
に
し
て
は

分
親
し
げ
に
受
け
答
え
し
て
ま
し
た
ね

ふ
ふ
ん

こ
れ
が
大
人
に
な
る
と
い
う
事
だ

は
い
は
い

凄
い
で
す
ね

当
だ
な
お
い

 
そ
ん
な
八
幡
の
抗
議
を

く
受
け
流
し
優
里
奈
は
八
幡
の
手
を

り
ず
ん
ず
ん
と
歩
き
始

め
た

 
も
し
か
し
た
ら
や
き
も
ち
を
や
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

ほ
ら
八
幡
さ
ん
こ

ち
で
す
よ
予
定
時
間
が
迫

て
る
ん
だ
か
ら

く
行
き
ま
し

う
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お

お
う

そ
う
だ
な

ち

と
急
ぐ
か

 
こ
の
光
景
も
十
分
事
案
だ

た
だ
ろ
う
が

前
を
歩
く
優
里
奈
が
真
剣
な
顔
を
し
て
い
た

 
そ
ん
な
二
人
に
話
し
か
け
て
く
る
者
は
も
う
い
な
か

た

 

中
で
何
人
か
の

優
里
奈
と
同
じ
ク
ラ
ス
の
生
徒
だ
と
思
わ
れ
る
者
が

 
す
れ
違
い
ざ
ま
に
優
里
奈
に
手
を

て
き
た
り
す
る
事
も
あ

た
が

 
話
し
か
け
て
く
る
気
配
は
皆
無
で
あ

た

 
そ
れ
を
見
て

八
幡
は
心
配
そ
う
な
声
で
優
里
奈
に
こ
う

ね
た

な

優
里
奈

も
し
か
し
て
優
里
奈
は
友
達
が
少
な
い
の
か

え

ど
う
し
て
で
す
か

そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど

い
や

み
ん
な
手
を

る
だ
け
で

誰
も
優
里
奈
に
話
し
か
け
て
こ
な
い
か
ら
さ

あ

そ
れ
は
で
す
ね

事
前
に
私
が
八
幡
さ
ん
の
事
を
説
明
し
て
お
い
た
か
ら
で
す
よ

 
だ
か
ら
多
分
み
ん
な
は

後
で
話
を

く
気
満
々
で

今
は
自
重
し
て
る
ん
だ
と
思
い
ま
す

な
る
ほ
ど

 
事
実
よ
く
観
察
す
る
と
優
里
奈
に
手
を

る
多
く
の
女
生
徒
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
者
が

多
か

た
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逆
に
男
子
生
徒
は
あ
か
ら
さ
ま
な
敵
対
心
を
向
け
て
く
る
者
が
多
い

 
そ
し
て
目
的
の
教
室
の
前
に
到
着
し

子
に
座

た
優
里
奈
に

 
先
に
座

て
待

て
い
た
女
生
徒
が
声
を

め
て
話
し
か
け
て
き
た

優
里
奈
ち

ん

そ
ち
ら
の
方
が

噂
の
お
兄
さ
ん

う
ん

そ
う
だ
よ

そ

か

格
好
い
い
人
じ

な
い

ま
し
い
な

ふ
ふ

そ
う
で
し

ほ
ら

私

て
ば
凄
く
愛
さ
れ
て
る
か
ら

 
そ
の
優
里
奈
ら
し
く
な
い
言
葉
に
八
幡
は
思
わ
ず
む
せ
た

そ
れ
は
も
う

手
に
む
せ
た

 
そ
し
て
同
時
に
優
里
奈
が
確
か
に
や
き
も
ち
を
や
い
て
い
た
の
だ
と
い
う

も
現
実
味
を

び
て
き
た

ご
ほ

し

失

 
そ
う
取
り

た
八
幡
に

優
里
奈
が
ハ
ン
カ
チ
を
差
し
出
し
て
き
た

八
幡
さ
ん

大
丈
夫
で
す
か

お

お
う

て
い
う
か
優
里
奈

さ

き
の
は
一
体

さ

き
の

か

家
族
愛
に
つ
い
て
話
し
て
た
時
の
事
で
す
か
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優
里
奈
は
自
分
が
や
き
も
ち
を
や
い
て
い
た
と
い
う
自
覚
が
あ

た

取
り

う
よ
う
に
そ

う
言

た

い

い
や

家
族
愛

家
族
愛
な

そ
う
だ
よ
な

う
ん

大
丈
夫
だ

何
で
も
な
い

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

そ
の
女
生
徒
は
意
味
深
な
顔
を
し
て
笑

た
の
だ
が

 
八
幡
は
そ
の
事
に
は
気
が
付
か
な
か

た

 
実
は
優
里
奈
は
学
校
で
は
八
幡
と
い
う
彼
氏
が
い
る
と

り
に
は
触
れ
回

て
い
る
の
で

あ
る

 
そ
れ
が

だ
と
い
う
事
は

仲
の
い
い
女
生
徒
達
は
皆
知

て
い
る
の
だ

た
が

 
男
子
は
全
員
そ
の
事
を
知
ら
な
い

要
す
る
に
優
里
奈
は
八
幡
に

し

な
い
な
と
思
い
つ

つ 
八
幡
を
安
心
さ
せ
る

に
男
子
生
徒
が
自
分
に
寄

て
こ
な
い
よ
う
に
対

を

じ
て
い

た
の
だ

た

そ
れ
じ

あ
優
里
奈

先
に
行
く
ね

う
ん

頑
張

て
ね

 
そ
し
て
そ
の
女
生
徒
が

そ
う
言

て
先
に
教
室
に
入

た
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八
幡
は
保
護
者
ら
し
く
そ
の
女
生
徒
の

親
に
会

を
し
優
里
奈
と
一

に

を
二
つ
ず

れ
たで

優
里
奈
は
進
学

て
事
で
い
い
ん
だ
よ
な

 
成

も
問
題
な
い
み
た
い
だ
し

そ
れ
で
話
を
進
め
て
い
い
よ
な

は
い

お
願
い
し
ま
す

ま
あ
俺
が
若
す
ぎ
る
せ
い
で
色
々
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
の

の
説
得
材
料
は
色
々
用
意
し
て
き
た
か
ら
優
里
奈
は
ど
ん
と

え
て
て
く
れ
れ
ば
い

い
か
ら
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

信
頼
し
て
ま
す
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は
再
び
八
幡
の

に

を
乗
せ
た

 
幸
い
他
に
は
生
徒
の

は
見
え
ず

八
幡
は
優
里
奈
の
好
き
に
さ
せ
る
事
に
し
た

八
幡
さ
ん

お
う

私

八
幡
さ
ん
の
い
い
娘
を
や
れ
て
ま
す
か
ね

色
々
世
話
に
な
り

ぱ
な
し
で

逆
に

し

な
い
く
ら
い
だ
な
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そ
れ
は
私
の
セ
リ
フ
な
ん
で
す
け
ど

ん

そ
う
か

じ

あ
チ

ラ

て
事
で

今
後
は
も

と
好
き
に
し
た
ら
い
い

も
う
十
分
好
き
に
し
て
ま
す
よ

ほ
ら

今
み
た
い
な
感
じ
で

そ
う
か

ま
あ
優
里
奈
が
い
い
な
ら
そ
れ
で
い
い
さ

は
い

そ
う
で
す
ね

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て

先
ほ
ど
の
生
徒
が

親
と
共
に
部
屋
か
ら
出
て
き
た

 
優
里
奈
は

て
て
座
り
な
お
し

そ
の
女
生
徒
に

く
手
を

た

 
そ
の
女
生
徒
は
優
里
奈
に
手
を

り
返
し
た
後

優
里
奈
が
部
屋
に
入

た
の
を
確
認
し

 
こ

そ
り
と
八
幡
に
こ
う

打
ち
し
た

二
人
と
も

凄
く
仲
が
い
い
ん
で
す
ね

お
兄
さ
ん

お
う

仲
良
し
だ
ぞ

あ
ん
な
幸
せ
そ
う
な
優
里
奈
の
顔

初
め
て
見
ま
し
た
よ

そ
う
な
の
か

ま
あ
優
里
奈
は
将
来
的
に
も
必
ず
俺
が
幸
せ
に
し
て
や
る
つ
も
り
だ
け
ど
な

ふ
ふ

優
里
奈
が
立
ち
直

て
く
れ
た
の
は
お
兄
さ
ん
の
お
か
げ
な
ん
で
す
ね

 
今
後
と
も
優
里
奈
の
事

お
願
い
し
ま
す
ね
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任
せ
ろ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
そ
の
女
生
徒
に
親
指
を
立
て
優
里
奈
の
後
を
追

て
教
室
へ
と
入

て

い

た

 
そ
し
て
優
里
奈
の
隣
に
座

た
八
幡
は

担
任
と
話
を
始
め
た

 
ち
な
み
に
優
里
奈
は
こ

そ
り
と
こ
の
光
景
を
録
画
し
て
い
る
の
だ
が
当
然
八
幡
は
そ
の
事

を
知
ら
な
い

こ
れ
は

事
前
に

て
は
い
ま
し
た
が

分
と
お
若
い
の
で
す
ね

あ

は
い

ま
だ
若
輩
者
で
し
て

 
八
幡
は

驚
い
た
顔
を
し
た
担
任
に

そ
う
愛
想
笑
い
を
返
し
つ
つ

 
事
前
に

い
た
と
い
う
の
が
誰
に
何
を

い
た
の
か
疑
問
に
思

た

す
み
ま
せ
ん
失

か
と
思
い
ま
す
が
今
先
生
が

ら
れ
た

て
い
た
と
い
う
の
は

お

と

こ
れ
は
す
み
ま
せ
ん

 
比
企
谷
さ
ん
の
事
は

相
模
さ
ん
か
ら
一
応
話
を
お

き
し
て
い
た
ん
で
す
よ

あ
あ

自
由
の
お

さ

と

失

相
模
さ
ん
か
ら
で
し
た
か

な
る
ほ
ど

な
の
で

し

な
い
の
で
す
が

多
少
比
企
谷
さ
ん
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
に
関
わ
る
話
ま
で
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み
込
ん
で

い
て
し
ま

て
い
る
ん
で
す
よ

あ
あ

そ
れ
は
お
気
に
な
さ
ら
ず

 
そ
も
そ
も
私
み
た
い
な
若
輩
者
が
い
き
な
り
優
里
奈
の
保
護
者
で
す
と
言

て
も

 
普
通
は
通
用
し
な
い
と
思
い
ま
す
の
で

逆
に
助
か
り
ま
し
た

そ
う
言

て

け
る
と

 
こ
う
し
て
話
し
合
い
は

和
や
か
な
雰
囲
気
で
始
ま

た

で

事
前
調
査
で
は

一
応
進
学
と
い
う
事
で
本
人
か
ら
の
希
望
を

い
て
ま
す
が

 
そ
れ
で
宜
し
い
で
す
か

は
い

俺
と
し
て
は

優
里
奈
の
行
き
た
い
大
学
に
行
か
せ
て
や
り
た
い
と
思

て
い
ま
す

櫛
稲
田
さ
ん
も
そ
れ
で
い
い
ん
だ
よ
ね

は
い

パ
パ
が
言
う
通
り
で
す

 
そ
の
質
問
を
待

て
い
た
か
の
よ
う
に

優
里
奈
が
満
面
の
笑
み
で
そ
う
言
い

 
二
人
は
思
わ
ず

き
出
し
た

ぶ
は

ぶ
ほ
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そ
し
て
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
苦
笑
い
し

優
里
奈
の
方
を
見
た

 
優
里
奈
は
笑
顔
を
崩
さ
す
に

担
任
に
向
か

て
こ
う
言

た

ご
め
ん
な
さ
い
先
生

冗
談
が
過
ぎ
ま
し
た
ね

い
や
い
や

む
し
ろ
逆
に
嬉
し
く
て
仕
方
が
な
い
よ

嬉
し
い

で
す
か

 
そ
の
反
応
は
予
想
し
て
い
な
か

た
の
か

優
里
奈
は
首
を

げ
た

こ
こ
だ
け
の
話

櫛
稲
田
君
は
一
年
の
時
か
ら

ま

た
く
笑
わ
な
か

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
最
近
は
凄
く
明
る
く
な

て

友
達
も

え
た
じ

な
い
か

 
こ
れ
も
全
て
は
こ
こ
に
い
る
比
企
谷
さ
ん
の
お
か
げ
な
ん
だ
ろ
う

あ

は
い

そ
の
通
り
で
す

そ
れ
が
私
に
と

て
は
本
当
に
嬉
し
か

た
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
こ
う
し
て
笑
顔
で
冗
談
を
言

て
く
れ
る
櫛
稲
田
君
の

を
見
ら
れ
て

 
も
う
何
と
い
う
か
感
動
し
て
し
ま

て
ね

そ

そ
の

は
先
生
に
も
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た

 
優
里
奈
は
恐

し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
が

担
任
は
そ
れ
を
制
し
た
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君
は
そ
れ
で
も
優

生
だ

た
し

確
か
に
少
し
心
配
は
し
て
い
た
け
ど

 
そ
れ
は
も
う
終
わ

た
話
な
ん
だ
か
ら
い
い
じ

な
い
か

 
今
日
は
比
企
谷
さ
ん
と
一

に

三
人
で
君
の
未
来
の
事
に
つ
い
て
話
そ
う

は
い

 
優
里
奈
は
明
る
く
そ
う
返
事
を
し

八
幡
は

て

を
下
げ
た

さ
て

そ
れ
で
は
進
学
と
い
う
事
で

現

を
説
明
さ
せ
て

き
ま
す
ね

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
ど
う
や
ら
八
幡
達
の
後
ろ
に
他
の
生
徒
が
い
な
か

た
の
は

 
話
が
⻑
く
な
る
と
思

た
担
任
が
気
を
利
か
せ
て
く
れ
た
か
ら
ら
し
い

 
保
護
者
と
し
て
は
ビ
ギ
ナ

な
八
幡
に

担
任
は

切
丁

に
色
々
な
事
を
教
え
て
く
れ

 
八
幡
は
熱
心
に
メ
モ
を
と

た

そ
し
て
優
里
奈
は
最
後
に
現
時
点
で
の

望
校
を
言

た
の

だ
が

 
八
幡
は
そ
れ
を

き

思
わ
ず
こ
う
叫
ん
だ

お
い

そ
れ

て
俺
と
同
じ
所
じ

な
い
か
よ

そ
う
で
す
よ

二
年
後
に
は
詩
乃
ち

ん
や
フ

イ
リ
ス
さ
ん
と
一

に
同
級
生
で
す
ね
パ
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パ
あ
い
つ
ら
も
か
よ

 
よ
く
分
か
ら
な
い
が
そ
れ
が
友
達
の
事
だ
ろ
う
と
思

た
担
任
は
笑
顔
で
八
幡
に
言

た

そ
れ
は
い
い
で
す
ね

と
て
も
楽
し
そ
う
で
す

は

は

こ
い
つ
に
は

り
回
さ
れ
て
ば

か
り
で

も
う
パ
パ

こ
い
つ
呼
ば
わ
り
し
な
い
で

お

お
う

す
ま
ん

あ
は
は
は
は
今
の
学
力
な
ら
問
題
な
い
と
思
う
が
油
断
し
な
い
で
頑
張
る
ん
だ
よ
櫛
稲

田
君は

い

 
こ
う
し
て
進
路
相
談
は
無
事
に
終
わ
り
教
室
の
外
に
出
た
後
優
里
奈
は
表
情
を

め
て
こ

う
言

た

学

は

職
し
た
ら
返
し
ま
す
ね

そ
れ
ま
で
は
金
銭
面
で
お
世
話
に
な
り
ま
す

ん

優
里
奈
は
う
ち
の
子
を
や
め
る
つ
も
り
な
の
か

え

そ
ん
な
気
は
ま

た
く
あ
り
ま
せ
ん
よ

あ
く
ま
で
お
金
の
問
題
で
す
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別
に
そ
ん
な
事
を
心
配
す
る
必
要
は
な
い
さ
優
里
奈
一
人
を

う
く
ら
い
の
甲
斐
性
は
あ
る

つ
も
り
だ

で

で
も

 
そ
う
困

た
顔
を
す
る
優
里
奈
に

八
幡
は
そ

と

金
通

を
差
し
出
し
た

あ
の

こ
れ
は

こ
れ
は
先
生
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
思

て
一
応
持

て
き
た
俺
の
通

だ

 
ま
あ
自
由
の
お

さ
ん
の
お
か
げ
で
必
要
な
か

た
け
ど
な

こ
れ

え

八
幡
さ
ん

て
こ
ん
な
に
お
金
持
ち
だ

た
ん
で
す
か

 
そ
こ
に
は
ま
も
な
く
九

に

こ
う
と
い
う

が
記
載
さ
れ
て
お
り
優
里
奈
は
驚
愕
し
た

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の

利
の
一
部
が
俺
に
入

て
る
か
ら
な

 
だ
か
ら
優
里
奈
は
お
か
し
な
事
を
心
配
し
な
い
で
本
当
に
好
き
な
よ
う
に
し
て
く
れ
れ
ば
い

い
で

で
も

始
ま
り
か
ら
し
て
私
は
押
し
か
け
た
娘
で
す
よ

そ
ん
な
事
は
問
題
じ

な
い

も
う
決
め
た
事
だ

 
も
し
納
得
い
か
な
い
な
ら
優
里
奈
の

を
強
制
的
に
比
企
谷
に
し
ち
ま

て
も
い
い
ん
だ
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ぞ
あ

そ
れ
は

で
す

そ

そ
う
か

 
優
里
奈
が
そ
う
即
答
し
た

八
幡
は
正
直
少
し
へ
こ
ん
だ

だ
が
優
里
奈
は
続
け
て
こ
う

言

た
も
し
そ
ん
な
事
を
し
た
ら
八
幡
さ
ん
と
結
婚
出
来
る
可
能
性
が
無
く
な

ち

う
じ

な
い

で
す
か

 
そ
ん
な
の
は
絶
対
に

で
す

い
や

ま
あ

優
里
奈
が
そ
う
言
う
な
ら
そ
れ
で

わ
な
い
が

 
八
幡
は

困

た
顔
で
そ
う
言

た

ふ
ふ

そ
う
や

て
一
生
困

て
い
て
下
さ
い
ね

 
優
里
奈
は
そ
う
言

て
花
の
よ
う
に
笑

た

そ
の

間
に
あ
ち
こ
ち
か
ら
女
生
徒
が
飛
び
出

し
て
き
た

優
里
奈

頑
張
れ

初
め
ま
し
て

優
里
奈
の
友
達
で

す
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う
わ

話
に
は

い
て
た
け
ど

本
当
に
お
若
い
ん
で
す
ね

そ
の
上
お
金
持
ち

優
里
奈

の

だ
よ

の

う
わ

優
良
物
件
だ
ね

お
金
な
ん
か
無
く
て
も
別
に

わ
な
い
も
ん

お
う
お
う

の
ろ
け
て
ま
す
な

今
後
と
も
優
里
奈
の
事

お
願
い
し
ま
す
ね

え

あ

う

 
八
幡
は
い
き
な
り
た
く
さ
ん
の
女
生
徒
に
囲
ま
れ

に
言
葉
が
出
な
か

た
が

 
同
時
に
優
里
奈
が
学
校
で
友
達
に
と
て
も
愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
知

て
嬉
し
く
な

た

こ

こ
ち
ら
こ
そ

優
里
奈
と
仲
良
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
そ
の
女
生
徒
達
に

を
下
げ
女
生
徒
達
は
そ
ん
な
八
幡
に

手

し
たも

う

み
ん
な

や
り
す
ぎ
だ
よ

え

だ

て
さ

ど
ん
な
男
も
ま

た
く
相
手
に
し
な
い
優
里
奈
が

 
凄
く
デ
レ
デ
レ
し
た
顔
を
し
て
た

て

い
た
か
ら
さ
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そ
し
た
ら
も
う
見
に
く
る
し
か
な
い
じ

な
い

も
う

恥
ず
か
し
い

た
ら

八
幡
さ
ん

行
き
ま
し

あ

お
い
優
里
奈

 
優
里
奈
は

い
顔
を
し
た
ま
ま
八
幡
の
手
を

り

そ
の
ま
ま
ず
ん
ず
ん
と
歩
き
始
め
た

 
ま
だ
下
校
し
て
い
な
か

た
生
徒
達
が
そ
の
光
景
を
見
て
何
事
か
と
思
い
そ
の
後
を
つ
い

て
い
く

 
そ
し
て
大
人

を
引
き
連
れ
た
ま
ま
キ

ト
の
所
に
到
着
し
た
優
里
奈
は

 
そ
こ
で
初
め
て
背
後
を
見
て
そ
の
事
に
気
付
き

あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た

な

何
こ
れ

何
だ
ろ
う
な

え

こ
れ
が
比
企
谷
さ
ん
の

何
か
凄
く
高
そ
う
な
ん
で
す
け
ど

 
多
く
の
生
徒
達
は

そ
ん
な
二
人
を
遠

き
に

め
て
い
る
だ
け
だ

た
が

 
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は

興
味

々
で
キ

ト
に

が

た

お
い
お
い

キ

ト
が
恥
ず
か
し
が
る
か
ら
そ
の
く
ら
い
で
な
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キ

ト

て
こ
の

の
名
前
で
す
か

こ
ん
に
ち
は
キ

ト
君

優
里
奈
の
事

宜
し
く
ね

 
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
冗
談
と
し
て
放
た
れ
た
言
葉
で
あ

た
が

 
キ

ト
は

儀
に
そ
の
言
葉
に
返
事
を
し
た

は
い

も
ち
ろ
ん
で
す

 
突
然
キ

ト
が
そ
う

り

女
生
徒
達
は
思
わ
ず
後
ろ
に
ザ
ザ
ザ

と
下
が

た

え

今
の
何

が

た

り
ま
し
た
よ

私
は
キ

ト
で
す

こ
ん
に
ち
は

う
わ

ち

ち

と

こ
れ

て
夢
じ

な
い
よ
ね

こ
れ
い
く
ら
す
る
の

凄
い
凄
い

 
そ
の
せ
い
で
キ

ト
の

り
に
ス
ペ

ス
が
開
き
優
里
奈
は

に
キ

ト
に
こ
う
言

た

キ

ト

ド
ア
を
開
け
て

分
か
り
ま
し
た
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そ
し
て
キ

ト
の
ド
ア
が

麗
に
直
立
し

そ
の
場
は
驚
愕
に
包
ま
れ
た

 
キ

ト
が
驚
か
れ
る
い
つ
も
の
パ
タ

ン
そ
の
二

で
あ
る

あ

ち

と
優
里
奈

優
里
奈

て
ば

 

て
て
キ

ト
に
駆
け
寄
る
女
生
徒
達
の
前
で

そ
の
ま
ま
キ

ト
の
ド
ア
が

じ
ら
れ
た

 
そ
し
て
優
里
奈
は
友
達
に
笑
顔
で
手
を

り

キ

ト
は
ゆ

く
り
と
走
り
出
し
た

 
女
生
徒
達
は

て
て
キ

ト
の
進
路
を
開
け
そ
し
て
キ

ト
は
そ
の
ま
ま
走
り
去

て
い

た
な

何
か
凄
か

た
ね

べ

別
に

ま
し
く
な
ん
か
な
い
し

明
日
は
朝
か
ら
色
々

か
せ
て
も
ら
わ
な
い
と
ね

 
こ
う
し
て
八
幡
は

優
里
奈
の
学
校
で
も

名
人
と
な
り

 
次
の
日

校
し
て
か
ら
放
課
後
ま
で

優
里
奈
は
学
校
中
の
注
目
を
集
め
つ
つ

 
一
日
友
達
か
ら
の
質
問
攻
め
に
遭
う
事
と
な

た
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そ
の
更
に
後
日
談
で
あ
る

優
里
奈
は
約
束
通
り

録
画
し
た
映
像
を
明
日
奈
達
に
見
せ
た

 
明
日
奈
達
は
大
爆
笑
し
つ
つ
も
思

た
以
上
に
八
幡
が
保
護
者
し
て
い
る
事
に
感
動
し
た
も

の
だ

た

優
里
奈
ち

ん

幸
せ
に
な
る
ん
だ
よ

違
い
ま
す
よ
明
日
奈
さ
ん

一

に
幸
せ
に
な
り
ま
し

う

あ

う

う
ん

そ
う
だ
ね

一

に
幸
せ
に
な
ろ
う
ね

は
い

 
優
里
奈
は
八
幡
や
明
日
奈
の
横
で

こ
れ
か
ら
も
微
笑
み
続
け
る

未
来
へ
の
希
望
と
共
に
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第
６
５
６
話
 
お
嬢
様
学
校

金
糸
雀
学
園

 
久
し
ぶ
り
に
メ
イ
ク
イ

ン
に
顔
を
出
し
た
八
幡
は

 
珍
し
く
少
し
離
れ
た
所
で
キ

ト
か
ら
下
り

今
日
は
徒
歩
で
店
を
訪
れ
た
の
だ
が

 
ど
ん
な
第
六
感
を
働
か
せ
た
の
か
そ
の
八
幡
を

 
フ

イ
リ
ス
は
店
の
前
で

王
立
ち
を
し
て
待
ち

え
て
い
た

何
で
俺
が
来
る
の
が
分
か

た

メ
イ
ド
の
勘
ニ

凄
え
な
メ
イ
ド
の
勘

 
そ
し
て

無
を
言
わ
さ
ず
特
別
扱
い
で
個
室
に
案
内
さ
れ
た
八
幡
は

 
注
文
を
取
り
に
来
た
ま
ゆ
り
に

を
し
た

ま
ゆ
さ
ん
久
し
ぶ
り

元
気
だ

た
か

う
ん

私
は
い
つ
も
元
気
だ
よ

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

 
そ
う
普
通
に

し
た
八
幡
か
ら
何
か
を
感
じ
た
の
か
ま
ゆ
り
が
少
し
心
配
そ
う
に
八
幡
に
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ね
た

あ
れ

八
幡
さ
ん
は
ち

と
お
疲
れ
ぎ
み

ん

ど
う
だ
ろ
う

自
分
じ

そ
ん
な
感
じ
は
し
な
い
け
ど

 
ま
ゆ
さ
ん
が
そ
う
感
じ
る
な
ら
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
思
い
当
た
る
と
す
れ
ば
実
は

日

優
里
奈
の
保
護
者
と
し
て
進
路
相
談
に
同

し
た
か
ら

 
そ
の
せ
い
で
気
疲
れ
し
て
る

て
の
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

へ

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
い
つ
も
の
通
り
メ
イ
ク
イ

ン
コ

ヒ

練

ラ
テ
ア

ト
を
注
文
し
た

 
こ
れ
は
名
前
は
と
も
か
く
飲
み
口
が
マ

ク
ス
コ

ヒ

に
似
て
お
り
八
幡
の
お
気
に
入
り

な
の
で
あ
る

ふ
う

 
注
文
を
終
え

八
幡
は
リ
ラ

ク
ス
し
た
表
情
で
そ
う
息
を

い
た

 
そ
の
直
後
に
フ

イ
リ
ス
が
現
れ

注
文
の
品
を
持

て
き
た

 
ど
う
や
ら
八
幡
が
注
文
す
る
品
を
先

み
し
て

事
前
に
準
備
し
て
お
い
た
ら
し
い

な

俺
が
別
の
物
を
注
文
し
た
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

た
ん
だ
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八
幡
は
こ
れ
し
か
頼
ま
な
い
ニ

い
や

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
が
も
し
も
の
話
で
な

そ
こ
は
メ
イ
ド
の
勘
ニ

凄
え
な
メ
イ
ド
の
勘

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

八
幡
は
フ

イ
リ
ス
の
持

て
き
た
ト
レ
イ
の
上
に

 
カ

プ
と
ソ

サ

が
二
組
あ
る
事
に
気
が
付
い
た

 
そ
れ
を
見
て
ま
さ
か
と
は
思

た
が
案
の
定
フ

イ
リ
ス
は
テ

ブ
ル
に
飲
み
物
を
二
つ

置
き

 
八
幡
の
メ
イ
ド
コ

ヒ

に
練

で
ハ

ト
マ

ク
を

い
た
後

 
も
う
一
つ
の
コ

ヒ

に

当
に
練

を
か
け
さ
も
当
然
と
い
う
よ
う
に
八
幡
の
隣
に
座

た

何
故
正
面
じ

な
く
そ
こ
に
座
る

メ
イ
ド
の
勘
ニ

お
前

そ
う
言

て
お
け
ば
そ
れ
で
済
む
と
か
思

て
た
り
し
て
な
い
よ
な

メ
イ
ド
の
勘
ニ
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は

ま
あ
い
い
け
ど
な

 
最
近
の
八
幡
は

ま
あ
い
い
け
ど
な

と
言
う
機
会
が

え
て
き
た
よ
う
で
あ
る

 
そ
れ
だ
け
女
性

の
我

に

り
回
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
が

 
八
幡
は
そ
の
事
に
つ
い
て
は
ま

た
く
気
に
し
て
い
な
い

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

じ

と
八
幡
の
顔
を
見
た
後

突
然
八
幡
に
こ
う
連
呼
し
だ
し
た

い
た
ニ

い
た
ニ

ず
る
い
ニ

ず
る
い
ニ

何
が
だ
よ

ま
ゆ
し
い
か
ら

い
た
ニ

八
幡
は
優
里
奈
ち

ん
の
保
護
者
役
と
し
て
進
路
相
談
に
行

た

て
俺
は
優
里
奈
の
保
護
者
な
ん
だ
か
ら
当
た
り
前
だ
ろ
う

フ

イ
リ
ス
に
も
親
が
い
な
い
の
ニ

そ
れ
は
前
に
教
え
て
も
ら

た
よ
な

気
の

だ
と
は
思
う
が

な
の
で
フ

イ
リ
ス
も

八
幡
に
保
護
者
の
代
理
と
し
て
学
校
ま
で
来
て
欲
し
い
の
ニ

え

え
え

ま
さ
か
と
は
思

た
が

や

ぱ
り
そ
う
く
る
の
か
よ

目
な
の
か
ニ
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そ
う
言

て
フ

イ
リ
ス
は

う
る
う
る
と
涙
を
流
し
始
め
た

う
お

き
だ
よ
な

な

え
え
と

うほ

本
当
に

い
て
る
み
た
い
な

ぐ
す

 
い
つ
ま
で
も
フ

イ
リ
ス
が

き
止
ま
な
い

 
八
幡
は
仕
方
な
く
そ
の
役
を
引
き
受
け
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
丁
度
そ
の
時

部
屋
に
乱
入
し
て
く
る
者
が
い
た

ち

と
待

た

ダ
ル

ダ
ル
ニ

ン

そ
の
話

僕
が
引
き
受
け
る
お

こ
こ
は
ど
う
考
え
て
も

け
顔
の
僕
の
出
番

 
合
法
的
に
フ

イ
リ
ス
た
ん
に
パ
パ
と
呼
ば
れ
る
こ
の
チ

ン
ス
逃
す

に
は
い
か
な
い
ん
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だ
おえ

や
だ

 
フ

イ
リ
ス
は

語
尾
に

ニ

を
付
け
る
事
も
忘
れ

本
当
に

そ
う
に
そ
う
言

た

な

何
故
な
の
だ

や
 
フ

イ
リ
ス
は

と
に
か
く

だ
と
い
う
よ
う
に
そ
う
言

て

 

を

ら
ま
せ
な
が
ら
プ
イ

と
横
を
向
い
た

フ

フ

イ
リ
ス
た
ん

か
わ
い
い
ん
だ
け
ど

そ
こ
を
何
と
か

と
に
か
く
ダ
ル
ニ

ン
は

や

く

く
そ
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
ダ
ル
は

き
な
が
ら
部
屋
を
出
て
い

た

 
同
時
に
部
屋
の
入
り
口
か
ら
キ

マ
が
顔
を
出
し

 
ス
マ
ン
と
い
う
ゼ
ス
チ

を
し
て

部
屋
の
ド
ア
を

じ
た

別
に
ダ
ル
で
も
良
か

た
ん
じ

な
い
か

あ
い
つ

お

さ
ん

い
し

八
幡
は
そ
ん
な
に
フ

イ
リ
ス
の
保
護
者
を
や
る
の
が

な
の
ニ
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そ
う
言

て
フ

イ
リ
ス
は
再
び
涙
を
流
し
始
め

 

て
た
八
幡
は

仕
方
な
く
そ
の
頼
み
を
引
き
受
け
る
事
に
し
た

わ

分
か

た
分
か

た

行

て
や
る

行

て
や
る
か
ら

き
止
ん
で
く
れ

な

言
質
を
と

た
ニ

 
そ
の

間
に
フ

イ
リ
ス
は

天
に
拳
を
突
き
上
げ
た

あ

て
め

や

ぱ
り

き
か
よ

や
り
方
が

ね
え

涙
は
本
物
ニ

よ

た
だ
フ

イ
リ
ス
は

自
由
自
在
に
涙
を
流
せ
る
だ
け
な
の
ニ

く
そ

や

ぱ
り
や
め
だ
や
め

俺
は
行
か
な
い
か
ら
な

一
度
口
に
出
し
た
言
葉
を
反
故
に
す
る
の
ニ

俺
は
今

何
か
言

た
か

言

た
と
い
う
証

を
出
せ

出
す
の
ニ

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て
そ
の
画
面
を
タ

プ
し
た

わ

分
か

た
分
か

た

行

て
や
る

行

て
や
る
か
ら

き
止
ん
で
く
れ

な

く

用
意

到
な

 
八
幡
は
録
音
で
先
ほ
ど
自
分
が
言

た
セ
リ
フ
を

か
さ
れ
そ
れ
で
あ

さ
り
と
降
参
し
た
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分
か

た
分
か

た

で

俺
は
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
ん
だ

私
立
金
糸
雀
学
園
ニ

お
嬢
様
学
校
じ

ね
え
か

ま
あ
い
い
や

い
つ
の
何
時
だ

明
日
の
午
後
四
時
に
来
て
欲
し
い
の
ニ

明
日

無
理
か
ニ

い
や

ま
あ
間
に
合
う
と
思
う
が

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す
の
ニ

分
か

た
分
か

た

お
願
い
さ
れ
ま
す
の
ニ

真
似
す
ん
な
ニ

俺
は
三

猫

お
前
は
チ

シ

猫
だ
ニ

言
い
た
い
事
は
分
か
ら
な
く
も
な
い
け
ど

よ
く
考
え
る
と
意
味
不
明
ニ

と
り
あ
え
ず
分
か

た
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
ゆ

く
り
さ
せ
て
く
れ

了
解
ニ

そ
れ
じ

あ
ご
ゆ

く
り
ニ

 
フ

イ
リ
ス
は
そ
う
言

て
仕
事
に

り
八
幡
は
目
の
前
に
置
か
れ
た
コ

ヒ

を
ズ
ズ
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と

た
う
ん

美
味
い

  
次
の
日
の

方

ホ

ム
ル

ム
が
終
わ

た

間
に

八
幡
は

に
タ
オ
ル
を

き

 
い
き
な
り
そ
の
場
で
着

え
始
め
た

は

八
幡
君

一
体
ど
う
し
た
の

お

公
開
ス
ト
リ

プ
か

露
出
趣
味
に
で
も
目
覚
め
た
か

こ
れ
か
ら
フ

イ
リ
ス
の
学
校
に
急
い
で
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
ち

と
ス

ツ
に
着

え
な
い
と
い
け
な
く
て
な

え

何
で

い
や
な

フ

イ
リ
ス
も
優
里
奈
と
一

で
両
親
が
い
な
い
だ
ろ

 
で

進
路
相
談
の
保
護
者
役
を
し
て
く
れ
と

押
し
切
ら
れ
ち
ま

て
な

お
お

八
幡
え
ら
い

そ

か

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
だ
よ
ね

そ
れ
を
言

た
ら
詩
乃
も
同
じ
よ
う
な

遇
じ

な
い
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お
い
里
香
や
め
ろ

フ
ラ
グ
を
立
て
ん
な

 
と
り
あ
え
ず
そ
う
い
う
事
だ
か
ら

こ
れ
か
ら
私
立
金
糸
雀
学
園
ま
で
行

て
く
る
わ

う
わ

お
嬢
様
学
校
じ

な
い
で
す
か

頑
張
れ
よ

パ
パ

頑
張

て

明
日
奈

帰

た
ら
お
仕
置
き
な

じ

冗
談
だ

て
ば

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗
り
込
み

私
立
金
糸
雀
学
園
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
キ

ト
に
自
分
で

場
に
入

て
く
れ
と
頼
ん
だ
八
幡
は

 
近
く
に
立

て
い
た
女
生
徒
に

保
護
者
用
の
入
り
口
は
ど
こ
か

ね
た

す
み
ま
せ
ん

あ
の

進
路
相
談
の
付
き

い
で
保
護
者
と
し
て
来
た
ん
で
す
が

 
来
賓
入
り
口
は
ど
こ
な
の
か
教
え
て

い
て
も
宜
し
い
で
す
か

間
に
合

た
み
た
い
だ
ね

そ
れ
じ

あ
行
こ

か

八
幡
君

 
そ
う
言

て
そ
の
女
生
徒
は

八
幡
の

に
自
分
の

を
回
し
た

え
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え
 
驚
い
て
そ
の
女
生
徒
の
顔
を
よ
く
見
る
と

果
た
し
て
そ
れ
は
フ

イ
リ
ス
で
あ

た

あ

あ
れ

フ

イ
リ
ス
だ

た
の
か

猫

が
無
い
か
ら
気
付
か
な
か

た
わ

え
え

私
を
私
だ
と
判
断
し
て
る
ポ
イ
ン
ト

て
そ
こ
な
の

い
や

ま
あ
あ
れ
だ

と
り
あ
え
ず
行
く
か

誤
魔
化
さ
れ
た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

歩
き
な
が
ら
八
幡
に
言

た

さ

き
の
質
問
の
答
え
は

ノ

か
な

質
問

何
か

い
た

け
か

フ

イ
リ
ス
だ

た
の
か

て

え

ま
さ
か
別
人
で
す
か

 
八
幡
は
思
わ
ず
敬
語
で
そ
う
言

た

う

ん

別
人
じ

な
い
け
ど

今
の
私
は
秋
葉

未

だ
よ

違
い
が
分
か
ら
ん

あ

語
尾
に
ニ

が
つ
い
て
な
い

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

そ
れ
じ

あ
時
間
も
な
い
し

速
行
こ

か
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あ

あ
あ

 
そ
し
て
二
人
は

ん
で
歩
き
始
め
た

フ

イ
リ
ス
は
ま
だ
八
幡
の

を

い
た
ま
ま
で
あ

り 
八
幡
は
場
所

も
考

し
て

未

に

を
離
し
て
く
れ
と
頼
ん
だ

よよ

て
お
前
さ

こ
こ
は
学
校
だ
ぞ

別
に
い
い
じ

な
い

秋
葉

未

と
し
て
会
う
の
は
初
め
て
な
ん
だ
し

理
由
に
な

て
る
よ
う
で
な

て
な
い
気
が
す
る
が

 
八
幡
が
そ
う
言
う
と

未

は
絶
対
に
離
さ
な
い
と
い
う
意
思
を
込
め
て

に
力
を
入
れ
た

分
か

た
分
か

た

も
う
こ
れ
で
い
い
か
ら
ち

と
力
を
抜
い
て
く
れ

歩
き
に
く
い

逃
げ
な
い
で
よ

こ
こ
ま
で
来
て
逃
げ
る
か
よ

今
の
俺
は
お
前
の
保
護
者
だ
か
ら
な

保
護
者

ふ
ふ

今
日
は
宜
し
く
ね

パ
パ

パ
パ

て
言
う
な

優
里
奈
ち

ん
か
ら

い
た
ん
だ
も
ん
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く
 
そ
し
て
教
室
に
向
か
う

中
で

二
人
は
何
度
も
女
生
徒
に
話
し
か
け
ら
れ
た

あ
ら

未

さ
ん

あ

あ
の

そ
ち
ら
の

方
は

私
の
保
護
者
で
す

あ
ら

そ
う
な
の
で
す
ね

素
敵
な
方
で
す
わ
ね

私
の
自
慢
で
す
か
ら

 
基
本
は
こ
れ
の

り
返
し
で
あ
る

し
か
し
フ

未未

お
前

本
当
に
お
嬢
様
だ

た
ん
だ
な

八
幡
君
は
知

て
た
よ
ね

確
か
に
そ
う
だ
が
実
感
し
た
の
は
今
日
が
初
め
て
だ
な

と
い
う
か

 
語
尾
が
普
通
な
だ
け
じ

な
く

俺
の
事

八
幡
君

て
呼
ぶ
の
な

だ

て
呼
び

て
な
ん
て
無
理
だ
し

い
つ
も
呼
び

て
じ

ね
え
か
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と
に
か
く
無
理
な
の

 
そ
う
こ
う
し
て
る
間
に
二
人
は
目
的
の
教
室
に
着
い
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
保
護
者
を
や
る
と
す
る
か

宜
し
く
ね

 
こ
う
し
て
進
路
相
談
が
開
始
さ
れ
た

 
絶
対
お
前
も
俺
が
行
く
予
定
の
大
学
の
名
前
を
出
す
と
思

て
た
よ

優
里
奈
ち

ん
か
ら

い
て
た
よ
ね

ま
あ
な
そ
れ
に
し
て
も
あ
の
先
生
絶
対
俺
の
事
を
保
護
者
だ

て
認
め
て
な
か

た
よ
な

そ
う
だ
ね

八
幡
君
が
名

を
出
し
た
後
も

々

て
感
じ
だ

た
ね

こ
う
な

た
ら
次
の
相
談
の
時
も
俺
が
来
る
事
に
す
る
か

 
次
も
同
じ
態
度
を
と
る
か
ど
う
か
興
味
が

い
て
き
た
わ

あ

あ
の

そ
れ
じ

あ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も

未

は
し
ば
ら
く
無
言
で
い
た

 
ど
う
や
ら
何
か
言
い
た
い
事
が
あ
る
よ
う
だ
が

口
に
は
出
し
に
く
い
よ
う
だ
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八
幡
は
そ
ん
な

未

の

に
手
を
や
り

未

は
驚
い
て
八
幡
の
顔
を
見
た

 
八
幡
は

そ
の

未

の
目
を
真

直
ぐ
に
見
つ
め
返
し
な
が
ら
こ
う
言

た

ち

ん
と

く
か
ら
言

て
み
ろ

て

う
ん

ね
え

今
私
の
保
護
者

て

親

の
お
じ
さ
ん
な
ん
だ
け
ど

凄
く
強
欲
で

な
奴

な
の

 
だ
か
ら

だ
か
ら
も
し
八
幡
さ
え
良
か

た
ら

正
式
な
保
護
者
に
な

て
く
れ

て
か

う

う
ん

 
八
幡
は
そ
の
頼
み
に
対
し

少
し
考
え
た
後
で
こ
う
言

た

未

は
今
十
七

だ
よ
な

あ
と
三
年
か

そ
れ
く
ら
い
な
ら
付
き
合

て
や
る
か

い
い
の

あ
あ

別
に
い
い
ぞ

あ

あ
り
が
と
う

 

未

は

き
そ
う
な
顔
で

八
幡
に
そ
う
お

を
言

た

ま
た

き
か
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も
う

そ
ん
な

な
い
じ

な
い

お
前
に
は
前

が
あ
る
か
ら
な

う

八
幡
の
意
地
悪

は
は

そ
れ
じ

あ
帰
る
と
す
る
か

う
ん

 
そ
し
て

関
か
ら
外
に
出
た
二
人
の
前
に

予
想
も
し
な
か

た
人
物
が

を
現
し
た

待

て
た
わ

八
幡

し

詩
乃

お
前

何
で
こ
ん
な
所
に
い
る
ん
だ

あ
れ

詩
乃

一
体
ど
う
し
た
の

た
ま
た
ま
明
日
奈
に

話
を
し
た
ら

進
路
相
談
の
話
が
出
て

 
八
幡
が
今
日
こ
こ
に
い
る

て

い
た
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
出
向
い
て
来
た
の
よ

何
だ
よ
そ
の
行
動
力

て
い
う
か

話
し
ろ
よ

し
た
わ
よ

ス
マ
ホ
の

源

切

て
る
で
し

あ
 
八
幡
は
進
路
相
談
に
当
た

て
ス
マ
ホ
の

源
を
落
と
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
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悪
い

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た

お

び
を
し
な
さ
い

い
き
な
り
そ
う
く
る
か

何
と
な
く
話
が

め
た
が

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ

明
日

う
ち
の
学
校
に

私
の
保
護
者
と
し
て
来
な
さ
い

や

ぱ
り
そ
う
な
る
の
か

く
そ

フ
ラ
グ
を
立
て
た
里
香
の
せ
い
だ
な

八
幡
君

フ

イ
ト

 
こ
う
し
て
八
幡
は

三
日
連
続
で
保
護
者
と
し
て

進
路
相
談
に
参
加
す
る
事
と
な

た
の

だ

た
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第
６
５
７
話
 
そ
し
て
再
び
詩
乃
の
学
校
へ

は

憂
鬱
だ

 
八
幡
は
詩
乃
の
学
校
の
近
く
で

キ

ト
の
ハ
ン
ド
ル
に
突

伏
し
て
い
た

他
の
学
校
は
と
も
か
く
こ
こ
の
生
徒
に
は
ほ
ぼ
全
員
に
顔
を
知
ら
れ
ち
ま

て
る
し
な

 
だ
が
い
つ
ま
で
も
こ
こ
で
こ
う
し
て
い
る

に
も
い
か
な
い

詩
乃
と
の
約
束
が
あ
る
か
ら

だ
ま
あ
約
束
だ
し

腹
を
く
く
る
か

 
八
幡
は
そ
う
覚
悟
を
決
め

キ

ト
に
校
門
に
向
か
う
よ
う
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
丁
度
そ
の
時
詩
乃
か
ら
連

が
入

た

中
止
か

中
止
だ
な

や
れ
や
れ
近
く
ま
で
来
た
の
に
そ
れ
は
残
念
だ

そ
れ
じ

あ
ま
た

な

詩
乃

は

何
あ
ん
た
幻
覚
で
も
見
て
る
の

と
り
あ
え
ず
今
す
ぐ
キ

ト
か
ら
下
り
て

 
そ
の
後
は
迎
え
が
い
る
は
ず
だ
か
ら
一
人
で
裏
門
ま
で
来
て

キ

ト
は
そ
の
ま
ま
正
門
ね
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何
故
そ
ん
な
面
倒

い
事
を

し

仕
方
な
い
じ

な
い

正
門
前
に

全
校
生
徒
が
集
ま

ち

て
る
ん
だ
か
ら

そ
う
か

そ
れ
な
ら
仕
方
な
い
な

て

全
校
だ
と

 
お
前
ま
さ
か

今
日
俺
が
そ

ち
に
行
く

て

し
て
回

た
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

違
う
の

言
い

を
さ
せ
て

言
い

お
前
が
言
い

だ
な
ん
て
珍
し
い
な

い
つ
も
は
何
で
も
強
気
で
押
し
通
す
の
に

そ
ん
な
事
し
て
な
い
わ
よ

何
よ

何
か
文

で
も
あ
る
の

 
そ
の
心
当
た
り
の
あ
り
す
ぎ
る
八
幡
の
言
葉
に

詩
乃
は
思
わ
ず
言
葉
に
詰
ま

た

 
確
か
に
自
分
は
そ
の
言
葉
を
多
用
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
当
た

た
の
で
あ
る

わ

私
の
真
似
の
つ
も
り

全

然
似
て
な
い

何
よ

何
か
文

で
も
あ
る
の

何
よ

何
か
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分
か

た

分
か

た
か
ら

時
間
が
無
い
か
ら
と
に
か
く
言
い

だ
け
さ
せ
て

素
直
に
負
け
を
認
め
た
よ
う
だ
な

よ
し

こ
う

く

生
意
気
な

 
そ
れ
か
ら
詩
乃
が
語

た
言
い

と
は
こ
う
だ

た

 
実
は
詩
乃
は

⺟
親
が
療

中
で

⺟
が
遠
く
に
い
る
と
い
う
事
で

 
当
初
は
進
路
相
談
の
三
者
面
談
は
行
わ
れ
な
い
予
定
に
な

て
い
た

 
だ
が

日
の
放
課
後
に
担
任
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

無
事
オ

ケ

を
も
ら
え

 
大
体
こ
れ
く
ら
い
の
時
間
に
と
い
う
事
で

八
幡
に
来
て
も
ら
う
よ
う
に
言
わ
れ
た
ら
し
い

 
大
体
こ
れ
く
ら
い
と
い
う
の
は
面
談
時
間
の
調
整
に
や
や
時
間
が
必
要
だ

た
か
ら
な
の
だ

が 
今
日
の
午
後
に
や

と
そ
の
調
整
が
終
わ
り

帰
り
の
ホ

ム
ル

ム
の
時
に

 
正
確
な
時
間
が

他
の
ク
ラ
ス
メ

ト
の
前
で
担
任
の
口
か
ら
詩
乃
に
伝
え
ら
れ
た
ら
し
い

 

肉
な
事
に
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は

過
去
の
詩
乃
に
関
す
る
噂
話
の
せ
い
で

 
あ
る

度
詩
乃
の
家
庭

を

し
て
い
た

一
体
誰
が
来
る
の
か
と
教
室
が
ざ
わ
め
き

 
そ
れ
を

め
る
た
め
に

悪
気
は
無
か

た
の
だ
ろ
う
が

担
任
が
こ
う
言

た
ら
し
い
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比
企
谷
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
事
は
許
し
ま
せ
ん
か
ら
ね

と

そ
の
話
が
ま
た
た
く
間
に
広
が

ち

て

ご
め
ん

そ
の
説
明
だ
と
お
前

俺
に
可
否
を
確
認
す
る
前
に
先
生
に
相
談
し
て
る
よ
な

と
い
う

で

本
当
に
ご
め
ん

俺
の
質
問
は
ス
ル

か
よ

と
り
あ
え
ず
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ど
う
し
た

消
し
に
走

て
る

な
る
ほ
ど

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
仕
方
な
い

裏
門
に
向
か
う
わ

ご
め
ん
ね

お
願
い

 
そ
し
て
詩
乃
自
身
は
そ
の
ま
ま
正
門
へ
と
向
か

た

カ
モ
フ
ラ

ジ

の

で
あ
る

 
そ
の
代
わ
り
に
裏
門
で
八
幡
を
待

て
い
た
の
は

 
か
つ
て
詩
乃
を
い
じ
め
て
い
た
主
犯
で
あ
る
遠

貴
子
で
あ

た

お

遠

遠

じ

な
い
か

久
し
ぶ
り
だ
な

う

う
ん

久
し
ぶ
り

そ
の
後
ど
う
だ

詩
乃
達
と
仲
良
く
や

て
る
か

う
ん

そ

そ
の

あ
り
が
と
う
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八
幡
が
貴
子
に
プ
レ

シ

を
か
け

詩
乃
へ
の
ち

か
い
を
禁
じ
た
後

 
貴
子
は
し
ば
ら
く
微

な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
た

 
直
接
的
に
何
か
さ
れ
て
い
た

で
は
な
い
が

そ
の
存
在
は
明
ら
か
に
煙
た
が
ら
れ
て
い
た

 
そ
の
貴
子
に
手
を
差
し

べ
た
の
も
ま
た

八
幡
で
あ

た

 
貴
子
が
お

を
言

た
の
は

そ
う
い
う

が
あ

た
か
ら
で
あ

た

質
問
の
答
え
に
な

て
な
い
気
が
す
る
ん
だ
が

ご

ご
め
ん

う
ん

大
丈
夫

仲
良
く
し
て
も
ら

て
る
よ

仲
良
く
し
て
る
よ
じ

な
く

仲
良
く
し
て
も
ら

て
る
よ

と
き
た
か

 
そ
の
あ
ま
り
に
も
素
直
な
貴
子
の
態
度
を
見
て

八
幡
は
貴
子
を
少
し
か
ら
か

て
み
た
く

な

た
そ
う
い
え
ば
お
前
と
詩
乃
が
決

し
た
の
は

 
お
前
が
詩
乃
の
部
屋
に
男
共
を
連
れ
込
ん
だ
せ
い
だ

た
よ
な
そ
い
つ
ら
は
ど
う
な

た

あ
ん
た

的
確
に
人
の

を
え
ぐ

て
く
る
よ
ね

悪
い
悪
い

お
前
が
か
ら
か

て
欲
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
た
か
ら

つ
い

な
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そ

そ
ん
な
表
情
し
て
な
い

て
ば

あ
い
つ
ら
は
あ
の
直
後
か
ら

 
手
の
平
を
返
し
た
よ
う
に
私
に

た
く
な

た
か
ら

こ

ち
か
ら
縁
を
切

て
や

た
よ

そ
う
か

男
を
見
る
目
が
無
か

た
な

そ
れ
は
自
分
で
も
そ
う
思
う

そ
の
後
に
私
が
詩
乃
達
と
普
通
に
話
せ
る
よ
う
に
な

た
せ
い

で 
逆
に
あ
い
つ
ら
は
私
だ
け
じ

な
く
詩
乃
に
も
近
寄
れ
な
く
な

て

 
今
じ

針
の
む
し
ろ
な
ん
じ

な
い
か
な

そ
う
か
そ
う
か

リ
ア
充
の
転
落
話
を

く
の
は
気
分
が
い
い
な

 
そ
の
言
葉
に
貴
子
は
目
を
見
張

た
後
ふ

と
自

ぎ
み
な
表
情
を

か
べ
な
が
ら
言

た

や

ぱ
り
あ
ん
た

て

実
は
性
格
悪
い
よ
ね

お
う

俺
は
性
格
が
悪
い
ぞ

お
前
な
ら
よ
く
分
か
る
だ
ろ

で
も
優
し
い

は

ど

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
何
か
反

し
よ
う
と
し
た
の
が
が

 
貴
子
は
そ
れ
を

る
よ
う
に

八
幡
の
手
を
引
い
て
走
り
出
し
た
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ほ
ら

く
面
談
の
教
室
に
逃
げ
込
ま
な
い
と
大

ぎ
に
な

ち

う
よ
こ

ち
こ

ち

お

お
う

確
か
に
そ
れ
は
困
る
な

 
そ
し
て
八
幡
は
手
を
引
か
れ
る
ま
ま
に

て
貴
子
の
後
を
つ
い
て
い

た

 
お

王
子
の

だ

久
し
ぶ
り
の
姫
と
王
子

き
た
あ
あ
あ
あ

こ
の
前
は
と
ん
で
も
な
い
美
人
の
姫
が
二
人
来
て
そ
れ
は
そ
れ
で
目
の
保

だ

た
ん
だ

が
や

ぱ
り
王
子
が
一
番
だ
よ
な

 
そ
し
て
生
徒
達
が
見
守
る
中

詩
乃
が
キ

ト
に
近
付
い
て
い

た

キ

ト

ド
ア
を
開
け
て
も
ら

て
い
い

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
キ

ト
の
ド
ア
が

直
に
立
ち

生
徒
達
は

お
お

と
声
を
上
げ
た

 
だ
が
そ
の

内
に
八
幡
の

は
無
く

生
徒
達
は

ん

と
い
う
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

あ

あ
れ
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王
子
は
ど
こ
だ

 
だ
が
詩
乃
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
の
助
手

に
自
分
の

物
を
置
き

 
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
手
を

り
な
が
ら
去

て
い

た

 
一
方
キ

ト
は
自
走
し
て

場
へ
と
向
か
い
生
徒
達
は
何
と
な
く
そ
の
後
を
つ
い
て
い

た 
そ
し
て

場
に
器
用
に

止
し
た
キ

ト
に
一
人
の
生
徒
が
勇
気
を
出
し
て
話
し
か
け
た

あ

あ
の

キ

ト
さ
ん

は
い

何
か
御
用
で
す
か

え

と

今
日
は
王
子

八
幡
さ
ん
は
い
な
い
ん
で
す
か

八
幡
な
ら
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
今
ま
さ
に
三
者
面
談
の
真

最
中
だ
と
思
い
ま
す
よ

今
ま
さ
に

あ
れ

そ
う
い
え
ば
姫
は
ど
こ
だ

出
し
抜
か
れ
た

 
こ
う
し
て
生
徒
達
は

詩
乃
に
ま
ん
ま
と
や
ら
れ
た
事
を
悟

た

 
生
徒
達
は
い
つ
も
面
接
が
行
わ
れ
て
い
る
教
室
へ
と
向
か

た
が

 
そ
こ
は

に
教
師
達
に
よ

て

さ
れ
て
い
た
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お
前
ら
こ
こ
は
し
ば
ら
く
通
行
止
め
だ
他
を
当
た
れ

じ

な
い
今
日
は
も
う

め

ろ 
そ
の
言
い
直
し
方
か
ら

ど
う
や
ら
そ
の
教
師
は

 
一
度
そ
の
セ
リ
フ
を
言

て
み
た
か

た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

は

い

解
散
解
散

詩
乃

ち
達
に
迷
惑
を
か
け
ち

目
だ
よ

キ

ト
に
も
ね

 
そ
こ
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
が
そ
の
場
に
顔
を
出
し

生
徒
達
を
散
ら
せ
た

く

そ
う
言
わ
れ
た
ら
仕
方
な
い
か

久
し
ぶ
り
に
王
子
の
顔
を
見
た
か

た
の
に

残
念
ね

ま
あ
仕
方
な
い

今
日
は
も
う
帰
ろ
う

 
生
徒
達
は
そ
う
言

て

そ
れ
ぞ
れ
下
校
し
て
い

た

 
無
理
を
押
し
通
そ
う
と
い
う
者
は
お
ら
ず
そ
こ
か
ら
校
内
が
い
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
お
り

 

序
も
し

か
り
と
保
た
れ
て
い
る
様
子
が

え
た

そ
こ
に
八
幡
の
功

が
あ
る
事
も
間
違

い
な
い
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映
子
と
美
衣
と

奈
も
八
幡
に
命
じ
ら
れ
た
自

の
役

を
何
と
か
達
成
す
る
事
が
出
来
た

と
安

し
た

 

外
が
静
か
に
な
り
ま
し
た
ね

お

が
せ
し
て
し
ま

て
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

先
生

い
え
い
え

あ
な
た
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し

元
は
と
言
え
ば
私
の
ミ
ス
で
す
か
ら

 
詩
乃
の
担
任
は

し

な
さ
そ
う
な
顔
で
八
幡
に
そ
う
言

た

そ
れ
に
し
て
も
凄
い
人
気
で
す
よ
ね

は

正
直
ま

た
く
理
由
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
ね

生
徒
達
も
あ
な
た
の
お
か
げ
で
学
校
が
過
ご
し
や
す
く
な

た
と
感
じ
て
い
る
の
で
し

う

ね 
担
任
は

柔
ら
か
い
笑
顔
で
そ
う
言

た

何
か
す
み
ま
せ
ん

ど
う
も
俺
は
時
々
や
り
す
ぎ
て
し
ま
う
み
た
い
で

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

結
果
こ
の
学
校
が
良
く
な

た
ん
だ
し

 
私
共
と
し
ま
し
て
は

感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
よ
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そ
う
言

て

け
る
と

 
八
幡
は
そ
う
言

て

く

を
下
げ
た

ま
あ
そ
う
い
う
話
は
そ
れ
く
ら
い
に
し
て

私
の
将
来
の
話
を
し
ま
し

う

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
先
生

う
ち
の
娘
は
ち

ん
と
勉
強
し
て
ま
す
か

 
何
か
学
校
で
問
題
を

こ
し
た
り
は
し
て
ま
せ
ん
か

 
そ
の
言
葉
に
担
任
は

き
出
し

詩
乃
は
八
幡
を
じ
ろ

と

ん
だ

 
だ
が
詩
乃
は

お
ち

く
ら
れ
た
ま
ま
で
い
る
よ
う
な
女
で
は
な
い

も
ち
ろ
ん
よ
パ
パ

私
は
こ
れ
で
も
成

は
い
い
の
よ

ね

先
生

お
前
も
か
よ

パ
パ

て
言
う
な

つ

の

最
初
に
娘
と
か
言
い
出
し
た
の
は
あ
ん
た
で
し

 
そ
の
や
り
取
り
を

き

担
任
は
思
わ
ず

き
出
し
た

こ

こ
れ
は
失

え
え
そ
う
ね

朝
田
さ
ん
は
常
に
成

は
上

で
す
し

 
真
面
目
で
模

的
な
生
徒
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

そ
れ
じ

あ
も

と
上
の
ラ
ン
ク
の
大
学
も
狙
え
る

て
事
で
す
よ
ね

 
将
来
の

に
は
そ
れ
が
一
番
で
す
よ
ね

何

金
の
事
は
心
配
す
る
な

俺
が
無
利
子
で
貸
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し
て
や
る
か
ら

ぐ
 
八
幡
が
や
ら
れ

ぱ
な
し
に
な
る
は
ず
も
な
く

詩
乃
が

し
た

望
校

 
こ
れ
は
当
然
八
幡
と
同
じ
大
学
な
の
だ
が

そ
れ
よ
り
上
を
目
指
す
よ
う
に

め
て
き
た

そ
う
で
す
ね

そ
れ
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
よ

せ

先
生

 
詩
乃
は
旗
色
が
悪
く
な

て
き
た
の
を
感
じ

す
が
る
よ
う
な

線
を
担
任
に
向
け
た

で
も
や
は
り

本
人
の
希
望
を
実
現
す
る
事
が
一
番
で
し

う
し

 

え
ラ
ン
ク
が
上
の
大
学
で
も
そ
こ
が
必
ず
し
も
本
人
が
学
び
た
い
事
を
教
え
て
く
れ
る
か

と
い
う
と

 
そ
う
で
も
な
い
の
が
現

で
す

そ

そ
う
よ
そ
う
よ

ふ
む

と
り
あ
え
ず
詩
乃
は

大
学
で
何
を
学
び
た
い
ん
だ

え

と

 
こ
の
質
問
を
詩
乃
は
一
番
恐
れ
て
い
た

こ
れ
は
と
い
う
明
確
な
目
的
が
詩
乃
に
は
ま
だ
無
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い
か
ら
だ

 
詩
乃
が
余
計
な
事
を
言
わ
な
け
れ
ば

 
優
里
奈
と
フ

イ
リ
ス
の
時
に
は
そ
の
話
を
持
ち
出
さ
な
か

た
八
幡
だ

 
こ
の
場
で
も
何
も
言
わ
な
か

た
だ
ろ
う
が

こ
れ
は
詩
乃
の
自
業
自
得
で
あ
る

ど
う
し
た
詩
乃

く
答
え
ろ

う

う
る
さ
い

今
考
え
て
る
か
ら
待

て
な
さ
い

今
考
え
て
る

そ
れ
じ

あ
上
の
ラ
ン
ク
の
大
学
で
も
い
い
ん
じ

な
い
の
か

う
 
担
任
は
そ
ん
な
二
人
を
見
て
ク
ス
ク
ス
笑

た

ま
あ
比
企
谷
さ
ん

そ
れ
く
ら
い
で

そ
う
で
す
ね

お
い
詩
乃

大
学
は
お
前
が
行
き
た
い
所
に
行
け
ば
い
い

 
そ
こ
で
じ

く
り
と
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
ん
だ
ぞ

 
学

は
本
当
に
俺
が
無
利
子
で
貸
し
て
や
る
か
ら
心
配
す
る
な

将
来
に
つ
い
て
は
ま
あ
決
め
て
る
ん
だ
け
ど

そ
の
後
が
ま
だ
分
か
ら
な
い
の
よ

ほ
う

ど
う
す
る
つ
も
り
だ
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ソ
レ
イ
ユ
奨
学
金
に

し
込
む
つ
も
り
よ

で
も
ま
だ
ソ
レ
イ
ユ
に
入

た
後

 
自
分
が
何
を
成
す
べ
き
か

自
分
に
何
が
向
い
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
の

そ
れ
な
の
に

望
校
は
も
う
決
め
て
い
る
の
か

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
詩
乃
も
さ
す
が
に
気
ま
ず
い
と
思

た
の
か

こ
こ
は
素
直
に
謝

た

 
だ
が
八
幡
は

こ
こ
で

容
な
態
度
を
み
せ
た

ま
あ
俺
も
お
前
と
同
じ
く
ら
い
の

は
将
来
に
つ
い
て
な
ん
て
ま

た
く
考
え
て
な
か

た

か
ら
な

 
願
書
を
出
す
ま
で
に
し

か
り
考
え
て
み
る
と
い
い

そ
れ
で
い
い
の

あ
あ

お
前
の
人
生
だ

俺
は
助
け
ら
れ
る
部
分
で
少
し
だ
け
手
を
差
し

べ
る
だ
け
だ

 
詩
乃
は
そ
う
言
わ
れ

少
し
涙
目
に
な
り
な
が
ら

八
幡
に
お

を
言

た

あ

あ
り
が
と
う

パ
パ

そ
こ
で
パ
パ
と
言
う
な

い
い
シ

ン
が
台
無
し
だ
ろ
う
が

ふ
ふ

仲
が
い
い
み
た
い
で

ま
し
い
で
す
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こ
れ
で
面
談
は
終
わ
り

詩
乃
は
進
学
希
望
と
い
う
事
で

ま
り

 
口
に
は
出
さ
な
か

た
が
詩
乃
が
密
か
に
心
配
し
て
い
た
学

の
問
題
も
一
応
解
決
と
い
う

事
に
な

た

ま
あ

は
と
も
か
く

四
人
で
一

の
大
学
に
通
え
た
ら
楽
し
そ
う
よ
ね

明
日
奈
も
同
じ
大
学
の
予
定
だ
し

も

と
人

は

え
る
と
思
う
け
ど
な

新
し
い
サ

ク
ル
で
も
作

ち

う

ゲ

ム
研
究
部
み
た
い
な

そ
う
だ
な

ま
あ
そ
れ
も
楽
し
い
か
も
な

 
二
人
は
未
来
の
自
分
を
想
像
し

そ
こ
に
思
い
を

せ
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず

受
験
に
合
格
し
な
い
と
な

ち

ん
と
勉
強
し
な
さ
い
よ
ね

お
前
も
な

 
こ
う
し
て
八
幡
は

や

と
三
日
間
の
パ
パ
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
学
校
へ
行
こ
う
シ
リ

ズ
は
こ
こ
ま
で
で
す
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第
６
５
８
話
 
遺
品

 
今
回
の
エ
ピ
ソ

ド
は
二
話

成
で
お
送
り
し
ま
す

ね

八
幡
君

ち

と
だ
け
時
間
を
も
ら

て
も
い
い
か
し
ら

あ

は
い

大
丈
夫
で
す
よ

 
そ
の
日
の
夜

自
宅
で
の
ん
び
り
し
て
い
た
八
幡
に

子
か
ら
連

が
入

た

実
は
藍
子
ち

ん
と
木
綿
季
ち

ん
の
ご
両
親
の
遺
品
が
二
人
の
元
の
自
宅
か
ら
見
付
か

た
の
よ

 
今
そ
の
家
に

ん
で
る
方
か
ら
不
動
産
屋
に
連

が
あ

て
そ
れ
が
う
ち
に
回

て
き
た
の

ほ
う
ほ
う

遺
品
で
す
か

ど
ん
な
物
で
す
か

二
人
の
お
⺟
様
が

お
そ
ら
く
ず

と
身
に
付
け
て
い
た
ロ
ザ
リ
オ
よ

ロ
ザ
リ
オ

十

で
す
か

お
そ
ら
く

て
い
う
の
は

二
人
の
お
⺟
様
の
写
真

そ
の
全
て
に
そ
の
十

が
写

て
い
た
の
よ
ね
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な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
れ
が
一
つ
し
か
無
い
だ
ろ
う
事
に
気
が
付
き

子
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
二
人
が
二
人
と
も
そ
れ
を
身
に
つ
け
る

て

に
は
い
き
ま
せ
ん
ね

そ
う
ね

ま
あ
と
り
あ
え
ず
実
物
を
ど
う
す
る
か
は
二
人
に
任
せ
る
つ
も
り
な
の
だ
け
れ
ど

 
ほ
ら

今
二
人
は

空
間
の
中
の
家
で

ら
し
て
る
じ

な
い

 
で
せ
め
て
そ
こ
で
は
二
人
が
同
じ
物
を
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
か

て
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
相
談

し
て
み
た
の

 
そ
し
た
ら
問
題
な
い

て
言
わ
れ
て

そ
れ
で
あ
く
ま
で
デ

タ
と
し
て
だ
け
ど

 
実
物
と

分
変
わ
ら
な
い
物
を
二
つ
作

て
も
ら

た
の
ね

ほ
う
ほ
う

そ
れ
は
い
い
事
を
思
い
つ
き
ま
し
た
ね

ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
な
ら
持
ち
込
め
る
ら
し
い
の

お
し

れ
装
備
の

要
が
高
ま

て
る
か

ら 
そ
れ
系
の
装
備
品
を
合
成
と
店

り
で

最
近
大

に

や
し
た
ら
し
い
じ

な
い

 
で
そ
の
流
れ
で
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
そ
の
ロ
ザ
リ
オ
を
特

と
し
て
持
ち
込
め
る
事
に
し
て

く
れ
た
の
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あ
の
二
人
の
最
終
目
標
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
み
た
い
で
す
か
ら

そ
れ
は
良
か

た
で
す
ね

 
八
幡
は
二
人
の
気
持
ち
を
考
え

う
ん
う
ん
と

い
た

で
も
問
題
が
一
つ
あ

て
実
は
ま
だ
二
人
に
こ
の
事
に
関
す
る
許
可
を
も
ら

て
な
い
の

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

確
か
に
二
人
が
そ
れ
を
望
む
か
ど
う
か
は
何
と
も
で
す
し
ね

な
の
で
八
幡
君
に

そ
の
二
つ
の
ロ
ザ
リ
オ
を

し
た
い
な

て

な
る
ほ
ど
分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
あ
の
二
人
に
そ
の
事
を
伝
え
て
み
ま
す
ね

ご
め
ん
な
さ
い

面
倒
な
事
を
頼
ん
で
し
ま

て

い
え
い
え
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
そ
う
い
う
の
は
俺
が

任
だ
と
思
う
の
で
問
題

な
い
で
す

あ
り
が
と
う
そ
れ
じ

あ
今
度
時
間
の
あ
る
時
に
こ
こ
ま
で
来
て
も
ら

て
も
い
い
か
し

ら
は
い

分
か
り
ま
し
た

  
そ
し
て

速
次
の
日

八
幡
は
眠
り
の
森
へ
と
向
か

た

八
幡
君

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ね
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い
え
い
え

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

八
幡
君

久
し
ぶ
り

あ

は
い

め
ぐ
り
さ

め
ぐ
り
んめ

ぐ
り
ん

久
し
ぶ
り

 
う

か
り
め
ぐ
り
さ
ん
と
呼
び
そ
う
に
な

た
八
幡
は

 
め
ぐ
り
に
言
葉
を
か
ぶ
せ
ら
れ

て
て
そ
う
言
い
な
お
し
た

 
八
幡
か
ら
の
名
前
の
呼
ば
れ
方
に
対
し
て
の
め
ぐ
り
の
こ
だ
わ
り
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
る

本
当
に
久
し
ぶ
り
だ
ね

め
ぐ
り
ん
は
ま
だ
ア
メ
リ
カ
だ
と
思

て
ま
し
た

う
ん

ま
た
す
ぐ
に
あ

ち
に
行
く
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど

 
ち

と
藍
子
ち

ん
と
木
綿
季
ち

ん
の
臨

デ

タ
と
か

 
他
に
も
色
々
な
物
が
必
要
に
な

た
か
ら

一
度

て
く
る
事
に
し
た
ん
だ

そ
う
で
し
た
か

す
み
ま
せ
ん

あ
の
二
人
の
事

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

う
ん

さ
ん
に
も
協
力
し
て
も
ら

て
る
し

私
も
頑
張
る
よ
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
め
ぐ
り
は

の
準
備
が
あ
る
か
ら
と
去

て
い

た

 
そ
の
後

は

で
あ
り
八
幡
か
ら
何
か
し
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

を
も
ら

た
よ
う
に
見
え
た

実
は
め
ぐ
り
さ
ん

こ
の
後
す
ぐ
に
空
港
に
向
か
う
予
定
な
の
よ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

そ
れ
は
ナ
イ
ス
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
ね

彼
女

足
取
り
が

く
な

た
わ
ね

元
気
に
な

た
み
た
い
な

俺
な
ん
か
の
顔
を
見
て
元
気
に
な

て
く
れ
る
な
ら

ま
あ
良
か

た
で
す

で
も
八
幡
君

私
が
思
う
に

こ
こ
は

会
え
て
嬉
し
い
で
す

て
ち

ん
と
伝
え
る
べ
き
と
こ
ろ
じ

な
い
か
し
ら

 

子
に
そ
う

目
出
し
さ
れ
た
八
幡
は

り

り
と

を
か
き
な
が
ら

 
今
ま
さ
に

を
曲
が

て
見
え
な
く
な
り
そ
う
な
め
ぐ
り
に
向
か

て
叫
ん
だ

め
ぐ
り
ん

え

八
幡
君

な

に

今
日
会
え
て

と
て
も
嬉
し
か

た
で
す

わ

私
も
凄
く
嬉
し
か

た

あ
り
が
と
う
八
幡
君
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め
ぐ
り
は
一

言
葉
に
詰
ま

た
よ
う
に
見
え
た
が

 
直
後
に
満
面
の
笑
顔
で
そ
う
言
い
な
が
ら
ブ
ン
ブ
ン
と
こ
ち
ら
に
手
を

り
そ
の
ま
ま
去

て
い

た

よ
ろ
し
い

ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
だ
ま
だ
未

者
で
し
て

ふ
ふ

頑
張

て
ね

次
期
社
⻑

は
い

 
そ
し
て

子
は

麗
な
布
に
包
ま
れ
た
古
び
た
ロ
ザ
リ
オ
を

大
切
そ
う
に
取
り
出
し
た

こ
れ
が
そ
の
ロ
ザ
リ
オ
よ

な
る
ほ
ど

こ
れ
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
で
す
か

私
な
り
に
考
え
た
結
果

八
幡
君
に
任
せ
よ
う
か
な

て
思

た
ん
だ
け
ど

俺
が
で
す
か

う

ん

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
銀
行
の
貸
金

に
で
も
入
れ
て
お
こ

う
か
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
て
も
い
い
か
し
ら

は
い

任
さ
れ
ま
し
た
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そ
し
て
次
に

子
は

八
幡
に

の
画
面
を
見
せ
て
き
た

 
そ
こ
に
は
手
元
に
あ
る
ロ
ザ
リ
オ
と
ま

た
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
ロ
ザ
リ
オ
が

か
れ
て
お

り 
た
だ
そ
の
名
前
の

だ
け
が
空
白
と
さ
れ
て
い
た

こ
れ
は

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
言
う
に
は

こ
れ
の
名
前
を
八
幡
君
に
付
け
て
欲
し
い
ら
し
い
の

 
こ
こ
に
名
前
を
入
力
し
て
も
ら

て

そ
の
上
で
こ
こ
を
ク
リ

ク
す
れ
ば

 
そ
れ
で
そ
の
ま
ま
ゲ

ム
内
ア
イ
テ
ム
と
し
て
実
装
さ
れ
る
そ
う
よ

名
前
で
す
か

俺

そ
う
い
う
の
を
付
け
る
の
が
苦
手
な
ん
で
す
よ
ね

私
も
よ

ま
あ
後
で
変
更
も
出
来
る
ら
し
い
か
ら

気
楽
に
や

て
く
れ
と
言

て
い
た
わ

気
楽
に
で
す
か

 
そ
し
て
八
幡
は

組
み
を
し
て

う
ん
う
ん
う
な
り
始
め
た

 
色
々
と
中
二
病
な
ワ

ド
が

の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
回

た
が

ど
れ
も
し

く
り
こ
な
い

迷

て
る
み
た
い
ね

う

ん

色
々
あ
い
つ
ら
の
気
に
入
り
そ
う
な

中
二

い
ワ

ド
を
考
え
た
ん
で
す
が
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ど
う
も
し

く
り
こ
な
い
ん
で
す
よ
ね

そ
れ
じ

あ
も

と
シ
ン
プ
ル
に
考
え
て
み
た
ら
ど
う
か
し
ら

 
名
は
体
を
現
す
と
い
う
し
二
人
が
ど
う
や

て
も
文

を
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
そ
ん
な

名
前
を

シ
ン
プ
ル
で
す
か

そ
う
で
す
ね

り
す
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
で
す
よ
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

ロ
ザ
リ
オ
の
出
自
を
思
い
出
し

思
わ
ず
こ
う
口
に
出
し
た

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

あ
ら

そ
れ

い
い
じ

な
い

は
い

シ
ン
プ
ル
か
つ
語
感
も
い
い
で
す
し

何
よ
り
ど
ん
な
品
な
の
か
分
か
り
や
す
い
か

な

て
い
い
と
思
う
わ

私
は
大

成

じ

あ
そ
れ
に
し
ま
し

う

 
そ
し
て
八
幡
は

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
と
名
前
を
入
力
し

 
つ
い
で
に
ア
イ
テ
ム
の
説
明
文
に
何
か
記
入
し
た
後

実
装
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

こ
れ
で
良
し

と



 第６５８話 遺品

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
言
う
に
は
こ
れ
で
二
人
の
家
の
ポ
ス
ト
に
現
物
が
自
動
で

く
ら
し
い
わ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
あ
い
つ
ら
に
知
ら
せ
に
行

て
き
ま
す

 

て
あ
い
つ
ら

も
し
か
し
て
今
や

て
る
ゲ

ム
の
攻
略
と
か
に
出
か
け
て
る
か
な

確
認
し
て
み
る
わ
ね

ち

と
待

て
て

 
そ
し
て

子
は

二
人
の
家
に
直
通
し
て
い
る
連

ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
こ
れ
は
普
通
の
家
の
イ
ン
タ

ホ
ン
に
当
た
る
物
で
あ
る

は

い

 
直
後
に
ス
ピ

カ

か
ら
ユ
ウ
キ
の
声
が
し
た

少
な
く
と
も
ユ
ウ
キ
は
家
に
い
る
よ
う
だ

あ

子
だ
け
ど

今
ち

と
い
い

子
さ
ん

今
モ
ニ
タ

の
ス
イ

チ
を
入
れ
る
ね

男
の
職
員
さ
ん
と
か
は
そ
こ
に
い
な

い
え
え

男
の

職
員

は
い
な
い
わ
よ

 

子
は
チ
ラ

と
八
幡
の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
の
態
度
に
不
穏
な
も
の
を
感
じ
た
八
幡
は

て
て
マ
イ
ク
に
呼
び
か
け
よ
う
と
し
た
の
だ

が
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そ
れ
は

か
に

か

た

そ
の
直
後
に
モ
ニ
タ

の
ス
イ

チ
が
入
り

 

空
間
の
二
人
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た
の
だ

 
ユ
ウ
キ
は
思
い

き
り
下
着

で
あ
り
背
後
の
ベ

ド
で
だ
ら
だ
ら
し
て
い
る
ラ
ン
に
至

て
は

 
何
も
服
を
着
て
い
な
か

た

そ
れ
を
見
た
八
幡
は

て
て
モ
ニ
タ

か
ら
目
を
背
け
た

あ
ら
あ
ら

今
日
も
ラ
フ
な
格
好
ね

二
人
と
も

う
ん

ま
あ
今
日
は
休
み
だ
し

こ
こ
に
は
八
幡
以
外
は
誰
も
来
な
い
し
ね

て

あ
れ

八

幡
ご
め
ん
な
さ
い

男
の
職
員
は
い
な
い
け
ど

八
幡
君
は
い
る
の
よ
ね

 

子
は
こ
の
期
に

ん
で
し
れ

と
そ
う
言
い
八
幡
は
や
ら
れ
た
と
思
い
手
で
顔
を

た
そ
れ
は
全
然
問
題
な
い
か
ら
今
後
も
言
わ
な
く
て
も
平
気

八
幡

来
て
く
れ
た
ん
だ

あ
ら

八
幡
が
来
て
る
の

 
そ
の
ユ
ウ
キ
の
言
葉
を

き
つ
け
た
の
か

ラ
ン
も
モ
ニ
タ

前
に
や

て
き
た
よ
う
だ

 
よ
う
だ
と
い
う
の
は
八
幡
が
モ
ニ
タ

か
ら
目
を
背
け
て
い
る

況
が
確
認
出
来
な
い
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か
ら
で
あ
る

お

お
う

遊
び
に
来
て
や

た
か
ら

二
人
と
も
と
り
あ
え
ず
服
を
着
ろ

よ

休
み
の
日
く
ら
い
は
全

で
の
ん
び
り
し
た
い
わ

そ
れ
で
も

わ
な
い
が

そ
う
し
た
ら
俺
は
絶
対
に
そ

ち
に
行
か
な
い
か
ら
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

ユ
ウ
キ
は

た
よ
う
に
こ
う
言

た

え

そ
れ
は
や
だ
な

ラ
ン

め
て
服
を
着
よ
う
よ

仕
方
な
い
わ
ね

こ
こ
は
引
い
て
あ
げ
る
と
し
ま
し

う
か

あ
あ

そ
う
し
て
く
れ

で
も
八
幡

こ
れ
だ
け
は
覚
え
て
い
て

な

何
だ

 
ラ
ン
が

ま

た
口
調
で
そ
う
言

た

八
幡
は
何
だ
ろ
う
と
思
い

そ
う

き
返
し
た

現
実
の
私
達
の
体
は

今
は
若

や
せ
す
ぎ
な

態
に
な

て
い
る
の

お

お
う

そ
れ
は
ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な

で
も
こ
こ
で
の

は

一
定
以
上
は

せ
な
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の

 
こ
れ
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
言
う
に
は

こ
の
体
型
を
今
の
う
ち
に
体
で
覚
え
て
お
い
て
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社
会
復
帰
の
時
に
こ
の

態
ま
で
体
重
を

す
よ
う
に

て
配

か
ら
そ
う
な

て
い
る
ら

し
い
わ

ほ
う

ア
ル
ゴ
の
奴

中
々
味
な
真
似
を
し
や
が
る
な

 
だ
が
そ
の
事
を
今
俺
に
伝
え
る
理
由
が
ま

た
く
分
か
ら
ん

ふ
ふ

で
も
そ
れ
に
は
一
つ

外
が
あ
る
の
よ

ほ
う

何
だ

そ
れ
は
バ
ス
ト
サ
イ
ズ
よ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
目
が
点
に
な

た

よ
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
が

胸
に
関
し
て
は

私
達
の
成
⻑
度
合
い
を
加
味
し
て

 
復
帰
後
に
ど
う
な
る
か
を
綿
密
に
計
算
し
た
上
で
そ
の
サ
イ
ズ
に
な
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
て

い
る
の

 
こ
れ
も
さ

き
と
同
じ
理
由
に
よ
る
も
の
よ
私
達
が
社
会
復
帰
後
に
戸
惑
わ
な
い
よ
う
に
ね

え
え
と

つ
ま
り
何
が
言
い
た
い
ん
だ
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実
は
先
日
の

査
の
結
果

私
は
バ
ス
ト
サ
イ
ズ
が
三
セ
ン
チ

え
た
わ

元
が
小
さ
い
か
ら
恥
ず
か
し
い
け
ど

実
は
ボ
ク
も
二
セ
ン
チ

え
た
よ

 
八
幡
か
ら
は
見
え
な
い
が

二
人
は
こ
れ
以
上
無
い
と
い
う
ド
ヤ
顔
で
八
幡
を
見
て
い
た

 
八
幡
は
何
と
答
え
よ
う
か
迷

た
が

こ
こ
は
シ
ン
プ
ル
に
い
く
事
に
し
た

お

お
め
で
と
う

あ
り
が
と
う

 
二
人
は
元
気
よ
く
そ
う
答
え

続
け
て
こ
う
言

た

そ
し
て
そ
の
デ

タ
は
も
う
こ
ち
ら
に
反
映
済
よ

つ
ま
り
今
の
私
は
ラ
ン
デ

ボ
ク
は
ユ
ウ
ビ

そ

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
の
ノ
リ
に
付
い
て
行
け
ず

そ
う

く
に

め
た

と
い
う

で

仕
方
な
く
着

え
て
お
く
け
ど
ち

ん
と
違
い
を
そ
の
目
で
確
認
し
て
ね

待

て
る
ね

 
そ
し
て
二
人
は
一
方
的
に
モ
ニ
タ

を
切

た

 
そ
の
気
配
を
察
し
た
八
幡
は

横
目
で
ち
ら
り
と
モ
ニ
タ

が
消
え
て
い
る
事
を
確
認
し



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
ち

ん
と
消
え
て
い
る
事
を
確
認
し
て
向
き
直
り

困

た
顔
で

子
に
言

た

あ
の
ノ
リ
の
良
さ
は
一
体
何
で
す
か
ね

ふ
ふ

空
間
で
も
ち

ん
と
自
分
達
の
体
が
成
⻑
し
て
い
る
事
が
実
感
出
来
て

 
そ
れ
が
嬉
し
か

た
ん
だ
と
思
う
わ

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

な
る
ほ
ど

 
八
幡
は
今
の
二
人
に
ポ
カ
ン
と
し
た
せ
い
か

ま
だ

が
上
手
く
働
い
て
お
ら
ず

 
自
分
の
存
在
を
二
人
に
最
初
に
伝
え
て
く
れ
な
か

た
事
を

子
に
抗
議
す
る
の
を
忘
れ
て

い
た

 
そ
の

に
後
日

ま
た
同
じ
よ
う
な
光
景
が

り
返
さ
れ
る
事
に
な
る
の
だ
が

 
ま
あ
そ
れ
は
眠
り
の
森
の
風
物
詩
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
要
す
る
に
い
つ
も
の
事
で
あ

る 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
二
人
の
家
に
ロ
グ
イ
ン
し
少
し

し
な
が
ら
二
人
の
家
の
ド
ア
を
ノ

ク
し
た

は

い

あ
れ

八
幡

何
で
横
を
向
い
て
る
の

分
か
る
だ
ろ

お
前
ら
に
は
前

が
あ
り
ま
く
る
か
ら
だ
よ
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大
丈
夫
だ

て

ほ
ら

ボ
ク
も
ラ
ン
も
ち

ん
と
服
を
着
て
る
よ

本
当
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て

チ
ラ

と
横
目
で
二
人
の
方
を
見
た

 
一

で
は
あ

た
が
確
か
に

色
の
部
分
は
見
え
な
か

た

八
幡
は
安
心
し
て
二
人
の

方
を
向
い
た

ふ
う

い
つ
も
そ
の
調
子
で
頼
む
わ

え私
達
の

相
な
体
に
は
興
味
が
な
い
と
で
も
言
い
た
い
の

そ
ん
な
事
は
一
言
も
言

て
な
い

に
慎
み
の
問
題
だ

あ
ら

私
達
に
慎
み
が
無
い
と

ボ
ク
達

八
幡
以
外
に

を
見
せ
た
り
な
ん
か
し
な
い
よ

そ
れ
は
そ
れ
で
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
ま
あ
い
い
今
日
は
二
人
に

き
た
い
事
が
あ

て

な

き
た
い
事

バ
ス
ト
サ
イ
ズ

は
知

て
い
る
は
ず
だ
し

指
の
サ
イ
ズ
と
か
か
し
ら
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え

ボ
ク
達
の

指
に
指

を
は
め
て
く
れ
る
の

ラ
ン
は
と
り
あ
え
ず

ろ
う
な

き
た
い
事

て
の
は
こ
れ
の
事
だ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
密
か
に
ポ
ス
ト
か
ら
回
収
し
て
お
い
た
ロ
ザ
リ
オ
を
二
人
に
差
し

出
し
た

あ
ら

そ
れ
は

ロ
ザ
リ
オ

お
う

こ
れ
に
見
覚
え
は
な
い
か

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
う
ん
う
ん

り
だ
し

や
が
て
ラ
ン
が
ハ

と
し
た
顔
で
こ
う
言

た

も
し
か
し
て
そ
れ

お
⺟
さ
ん
が
付
け
て
い
た
ロ
ザ
リ
オ

あ

本
当
だ

で
も
あ
れ

て
一
つ
し
か
無
か

た
は
ず
だ
よ
ね

ユ
ウ

こ
こ
は

空
間
な
の
よ

な
の
で
同
じ
物
を
作
り
出
す
の
は
簡

な
の
よ

ほ
う

や

ぱ
り
ラ
ン
は

が
い
い
な

そ
の
通
り
だ

 
お
前
達
が

ん
で
た
家
か
ら
こ
れ
が
発
見
さ
れ
て
な
先
日
眠
り
の
森
に

い
た

て

だ
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で

そ
れ
を
ア
イ
テ
ム
化
し

複
製
し
た
の
が
こ
れ
だ

 
ち
な
み
に
現
物
は

俺
が

任
を
も

て
銀
行
の
貸
金

に

け
る
つ
も
り
だ

へそ
う
い
う
事

で

き
た
い
事

て
の
は
何
か
し
ら

あ
あ

こ
れ
を
お
前
ら
の
許
可
な
く
作

ち
ま

た
か
ら
な

 
も
し
こ
れ
を
身
に
付
け
た
い
な
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
し

 
い
ら
な
い
な
ら
ア
イ
テ
ム
ご
と
消
去
し
よ
う
と
思

て
な

 
ち
な
み
に
こ
れ

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
な
ら
持
ち
込
め
る
ら
し
い
ぞ

え

そ
う
な
の

お
お

い
い
ね

 
そ
し
て
二
人
は
返
事
の
代
わ
り
に

る
よ
う
な
格
好
で
手
を
組
み

八
幡
の
前
に

い
た

さ
あ
八
幡

お
願
い
す
る
わ

八
幡
の
手
で
ボ
ク
達
の
首
に
か
け
て
よ

あ
あ

分
か

た

 
そ
し
て
八
幡
は

二
人
の
首
に
ロ
ザ
リ
オ
を
か
け
た
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そ
れ
は
ま
る
で
二
人
が
ず

と
付
け
て
い
た
か
の
よ
う
に
自
然
に
見
え

 
二
人
は
嬉
し
そ
う
に
お

い
に
ロ
ザ
リ
オ

を
見
せ
あ

た

懐
か
し
い
わ
ね

八
幡

ど
う

似
合

て
る

あ
あ

二
人
と
も
よ
く
似
合

て
る

 
そ
し
て
八
幡
は

続
け
て
こ
う
言

た

あ

事
後

で
悪
い
が

そ
の
ロ
ザ
リ
オ
は
あ
く
ま
で
ア
イ
テ
ム
だ
か
ら

 
名
前
を
付
け
る
必
要
が
あ

て
な

悪
い
が
俺
が
付
け
さ
せ
て
も
ら

た

そ
う
な
の

ど
れ
ど
れ

 
そ
し
て
二
人
は
ア
イ
テ
ム
名
を
見
て

同
時
に
こ
う
言

た

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

あ
あ

気
に
入

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
ん
だ
が

も
ち
ろ
ん
気
に
入

た
よ

八
幡
に
し
て
は
い
い
セ
ン
ス
ね
中
二
病
な
名
前
だ

た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
思

た
と
こ
ろ
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よ 
八
幡
は
ラ
ン
の
そ
の
言
葉
に

た
名
前
を
付
け
な
く
て
本
当
に
良
か

た
と
ほ

と
し
た

あ
ら

こ
の
説
明
文
は

あ
あ

そ
れ
も
俺
が
書
い
た

 
そ
の
説
明
文
に
は

⺟
か
ら
受
け
継
い
だ
祝
福
さ
れ
た
ロ
ザ
リ
オ

と
書
か
れ
て
お
り

 
二
人
は
そ
れ
を
見
て

ロ
ザ
リ
オ
を
大
切
そ
う
に

り
締
め
た
の
だ

た
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第
６
５
９
話
 
も

と
強
く

ね

八
幡

ち
な
み
に
こ
れ

こ
の

が
切
れ
た
り
し
て
も

ち

ん
と
直
せ
る
の
か
な

も
し
く
は
落
と
し
た
と
か

う

ん
そ
う
だ
な

今
度
ア
ル
ゴ
に
確
認
し
て
お
く
が

多
分
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
仕
様
と
一

な
ら

 
落
と
し
た
り
壊
し
た
り
し
て
も
装
備
リ
ス
ト
に
は
残

て
る
は
ず
だ
か
ら

 
そ
れ
を
一
度
所
持
品
に

し
て
か
ら
装
備
し
直
す
か
実
体
化
さ
せ
れ
ば
元
に

る
は
ず
だ
ぞ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
今
度

確
定
情
報
が
分
か

た
ら
教
え
て

あ
あ

分
か

た

 
そ
し
て
二
人
は
八
幡
を
居
間
に
案
内
し

珍
し
く
隣
で
は
な
く
正
面
に
座

た

 
ち
な
み
に
い
つ
も
は

八
幡
の
両
隣
に
座
る
の
が
通

で
あ
る

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
テ

ブ
ル
に
手
を
つ
い
て
身
を
乗
り
出
し
た

 
そ
れ
で
八
幡
は

二
人
が
何
を
し
た
い
の
か

や

と
理
解
し
た

え
え
と
つ
ま
り

さ

き
言

て
い
た
よ
う
に

胸
の
大
き
さ
の
違
い
を
見
ろ
と
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う
ん

ど
う

大
き
く
な

て
い
る
で
し

う

そ
ん
な
の
俺
に
分
か
る

ね
え
だ
ろ

 
八
幡
は
口
に
出
し
て
そ
う
言
い
た
か

た
が
そ
れ
を
や
る
と
二
人
が

ね
る
の
で
や
め
て
お

い
た

 
特
に
ラ
ン
は

そ
れ
な
ら
実

に
触

て
確
か
め
ろ
と
言

て
く
る
に
決
ま

て
い
る
の
だ

 
そ
も
そ
も
二
人
の
胸
の
谷
間
を

す
る
事
な
ど

八
幡
に
は
不
可
能
で
あ
る

 
確
か
に
あ
る

度
の
体
の
接
触
に
は
慣
れ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
そ
う
い

た
部
分
を
見
る
と

い
う
事
は

 
別
の
意
味
で
ハ

ド
ル
が
高
い
の
で
あ
る

だ
が
こ
の

況
で
八
幡
に
何
が
出
来
る

で
も

な
い

 
八
幡
は
仕
方
な
く
二
人
の
胸
の
谷
間
を
見
な
が
ら

 
さ

さ
と
こ
の

況
か
ら
逃
れ
よ
う
と

と
り
あ
え
ず
こ
う
言

た

確
か
に
大
き
く
な

て
い
る
気
が
す
る
な

 
う
ん

ち

ん
と
成
⻑
し
て
る
み
た
い
だ
な

良
か

た
な
二
人
と
も



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

で
し

で
し

わ

い

八
幡
に
褒
め
て
も
ら

た

 
二
人
は
手
を
取
り
合

て
喜
び
そ
ん
な
二
人
を
見
て
八
幡
は
無
理
を
し
た
甲
斐
が
あ

た

と
喜
ん
だ

こ
う
し
て
見
る
と

二
人
は
ま
だ
ま
だ
子

な
ん
だ
よ
な

結

ち

ろ
い

 
そ
う
思
い
つ
つ
も
八
幡
は
そ
ん
な
二
人
の
そ
う
い
う
部
分
を
逆
に
好
ま
し
く
も
思

て
い
た

ま
あ
純

て
事
だ

結

結

で
も
こ
れ
で
終
わ
り
じ

な
い
わ
よ

く
病
気
を

服
し
て

 
ラ
ン
デ

か
ら
ラ
ン
イ

に
ス
テ

プ
ア

プ
し
な
い
と

ボ
ク
も
ユ
ウ
シ

く
ら
い
に
は
な
り
た
い

お
う

俺
も
出
来
る
限
り
の
事
は
す
る
か
ら

一

に
頑
張
ろ
う
な

 
八
幡
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を

病
気
を
治
す
と
い
う
事
を
主

に
お
い
て
発
言
し
た
の
だ
が

 
こ
の

況
で
そ
れ
は
失
言
で
あ
る

案
の
定

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

 
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
八
幡
の
両
隣
に
座
り
そ
の
手
を
自
分
達
の
胸
に
持

て
い
こ
う
と
し
た

 
そ
れ
に
気
付
い
た
八
幡
は

て
て

に
力
を
込
め

そ
れ
を
防
い
だ
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お

お
前
ら

い
き
な
り
何
て
恐
ろ
し
い
事
を
し
よ
う
と
し
や
が
る

あ
ら

今
言

た
じ

な
い

俺
も
出
来
る
限
り
の
事
を
す
る

て

言

た
言

た

八
幡
女
の
子
の
胸
を
大
き
く
す
る
に
は

む
の
が
一
番
ら
し
い
よ

 
そ
れ
で
八
幡
は

自
分
の
ミ
ス
に
気
が
付
い
た

 
何
度
言
わ
れ
て
も
つ
い

り
返
し
て
し
ま
う
の
だ
が
主
語
を
抜
く
と
い
う
の
は
八
幡
の
悪

で
あ
る

 
こ
の
場
合
で
言
え
ば

病
気
の

服
の

に
出
来
る
限
り
の
事
を
す
る

 
と
言
え
ば
何
の
問
題
も
無
か

た
の
だ
が

時

に

し
で
あ
る

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

む
む
む
む
む
む
む

う

ん

う

ん

 
そ
し
て
そ
の
力
比
べ
の
結
果

さ
す
が
の
八
幡
も
二
対
一
で
は
分
が
悪
い
の
か

 
そ
の
手
は
じ
り
じ
り
と

二
人
の
胸
に
近
付
い
て
い

た

も

も
う
少
し

ユ
ウ

こ
こ
が
勝
負
ど
こ
ろ
よ

成
事
実
を
作
る

に

性
を
入
れ
な
さ
い
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お

お
ま

え

ら

 
今
や
八
幡
の
手
は

ユ
ウ
の
方
は
若

離
に
余

が
あ
る
が

 
ラ
ン
の
胸
ま
で
は

に
一
セ
ン
チ
を
切

て
い
た

や
ば
い

も
う

め
る
か

別
に
現
実
で
こ
い
つ
ら
の
胸
に
触
る

じ

な
い

 
こ
れ
は
あ
く
ま
で

似
的
な
デ

タ
な
ん
だ

い
わ
ゆ
る

だ

 
八
幡
は
一

そ
う
考
え
た
が

す
ぐ
に
そ
の
考
え
を
打
ち
消
し
た

い
や

め
る
な

必
ず
道
は
あ
る

 
八
幡
は
そ
う
思
い
な
お
し

必
死
に

を
回
転
さ
せ
た

今
の
俺
に
出
来
る
事

動
く
部

あ

た

一
つ
だ
け
あ

た

 
そ
し
て
八
幡
は

一
気
に

を
持

て
い
か
れ
な
い
よ
う
に
慎
重
に

を
向
き

 
目
の
前
に
あ
る
ラ
ン
の

に

息
を

き
か
け
た

き
 
そ
の

間
に
ラ
ン
の

か
ら
力
が
抜
け
た

よ
し

こ
こ
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
ラ
ン
の
手
を

り
ほ
ど
き

自
由
に
な

た

手
で

手
を
掴
み
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そ
の
ま
ま
両
手
で

手
を
引

張

て

ユ
ウ
キ
の
手
か
ら

手
を
解
放
し
た

 
片
手
の
時
と
違
い

両
手
対
両
手
な
ら
ば

ま
だ
八
幡
の
方
が
ス
テ

タ
ス
が
上
の
よ
う
だ

あ
あ

や
ら
れ
た

あ
と
少
し
だ

た
の
に

く

ま
さ
か
そ
ん
な
手
で
来
る
な
ん
て
八
幡
は
や
は
り
私
の
性
感

を
知
り
尽
く
し
て
い

る
の
ね

ん
な
も
ん
知
る
か

そ
れ
し
か
な
か

た
か
ら
そ
う
し
た
だ
け
だ

 
八
幡
は
勝
利
し
た
事
に
安

し

落
ち
着
い
た
声
で
そ
う
言

た

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

も
う

め
ろ

今
の
俺
に

は
無
い

こ
う
な

た
ら
お

ぱ
い
タ

チ
を

け
て

剣
で
勝
負
よ

は
 
突
然
ラ
ン
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

八
幡
は
目
を

い
た

勝

た
方
が
負
け
た
方
に
胸
を

ま
れ
る
の
よ

そ
れ

普
通
逆
だ
よ
な

逆
が
い
い
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
わ

さ
あ
勝
負
よ

そ
し
て
即
ギ
ブ
ア

プ
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や
ら
れ
た
わ

私
の
負
け
よ

さ
あ

約
束
通
り
に
私
の
胸
を
思
い

き
り

み
な
さ
い

小

居
に
走
る
ん
じ

ね
え
よ

最
初
の

件
で
ち

ん
と
勝
負
し
て
や
る

て

本
当
に

二
言
は
無
い
わ
ね

こ
の
差
し
出
さ
れ
た

え

お

ぱ
い
も

め
な
い
チ
キ
ン

野
郎
め

う

せ
え

チ
キ
ン
で
結

だ

そ
の
く
ら
い
は
付
き
合

て
や
る
か
ら

さ

さ
と
準
備

す
る
ぞ

分
か

た
わ

ユ
ウ

速
準
備
し
な
さ
い

オ

ケ

実
力
勝
負
だ
ね

 
そ
し
て
三
人
は
準
備
を
し

先
ず
最
初
に
ラ
ン
と
八
幡
が
庭
で
向
か
い
合

た

勝
利

件
は

初
撃
決
着
モ

ド
で

懐
か
し
い
な

そ
ん
な
の
も
実
装
さ
れ
て
ん
の
か

こ
こ

実
装
は
さ
れ
て
な
い
わ
た
だ
そ
う
い
う
モ

ド
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
あ

た
と
知

て
い
る
だ
け
ね

 
な
の
で
審
判
は
第
三
者
が
や
る
事
に
な
る
わ

 
ま
あ
あ
く
ま
で
お
遊
び
な
の
だ
け
れ
ど

訓
練
に
は
中
々
重
宝
す
る
わ
よ
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そ
う
か

ま
あ
い
い

ユ
ウ

開
始
の
合
図
を

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
勝
負
開
始

 
そ
の
声
と
共
に

ラ
ン
は
居
合
い
の

を
と
り

八
幡
は
少
し
驚
い
た

居
合
い

か

え
え

に
は
居
合
い
の
練

用
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ

た
か
ら

そ
れ
で
死
ぬ
ほ
ど
練

し

た
わな

る
ほ
ど
な

教

書
通
り
の
い
い

え
だ

 
な
ど
と
八
幡
は
言

て
み
た
が
居
合
い
は
少
し
か
じ

た
だ
け
な
の
で
実
は
か
な
り

当

で
あ
る

さ
て

ど
う
す
る
か
な

カ
ウ
ン
タ

を
仕

け
て
も
い
い
ん
だ
が

 
そ
の

間
に
ラ
ン
が
動
い
た

八
幡
の

に
凄
ま
じ
い
速
さ
の

撃
が
迫
る

お

と

 
八
幡
は
そ
れ
を

後
方
に
ス
テ

プ
を

ん
で
か
わ
し
た
が

か
な
り

一
重
で
あ

た

く

遠
か

た
わ

そ
う
だ
な

そ
の
分
簡

に
避
け
ら
れ
た
わ
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八
幡
は
口
で
は
そ
う
言

た
が

今
の
は
や
ば
か

た
と
内
心
考
え
て
い
た

 

撃
へ
の
対
応
が
間
に
合
わ
な
け
れ
ば

剣
で
止
め
た
だ
け
で
あ
る
が

 
今
は
考
え
事
を
し
て
い
た

満
足
な
体
制
で

撃
を
止
め
ら
れ
ず
体
制
を
崩
さ
れ
た
か
も

し
れ
な
い

 
そ
こ
を
突
か
れ
た
ら
お
そ
ら
く
八
幡
が
負
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
だ

危
な
い
危
な
い

油
断
は
な
し
だ

集
中
集
中

次
は
外
さ
な
い

 
そ
し
て
ラ
ン
は
じ
り
じ
り
と
す
り
足
で

離
を
詰
め
て
き
た

八
幡
も
負
け
じ
と
前
に
出
る

 
そ
し
て
ラ
ン
の

の
筋
肉
が

ピ
ク
リ
と
動
い
た
よ
う
な
気
が
し
た

間

 
八
幡
は
地
面
を

り
ラ
ン
に
突
撃
す
る
と

足
の
足
裏
で
ラ
ン
の
刀
の

を
押
さ
え
込
み

 
ラ
ン
に
刀
を
抜
か
せ
な
い
よ
う
に
し
た

刀
を
抜
こ
う
と
力
を
入
れ
た

間
を
狙
わ
れ
た
ラ
ン

は 
そ
の
足
技
を
防
ぐ
事
が
出
来
な
か

た

く
 
そ
し
て
一

そ
ち
ら
に
気
を
取
ら
れ
た
ラ
ン
の

を
八
幡
の

り
が
襲
い
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ラ
ン
は
そ
の
ま
ま
手

い
一
撃
を
く
ら

た

勝
者

八
幡

う
う

負
け
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ラ
ン
は
そ
う
絶
叫
し

そ
の
場
に

た

ま
あ
ド
ン
マ
イ
だ
な

も
う
少
し

行
し
ろ

行

う

こ
れ
じ

あ
い
つ
ま
で
た

て
も
ラ
ン
イ

に
な
れ
な
い
じ

な
い

お
前
な

て
い
う
か
今
思

た
ん
だ
が

リ
ア
ル
な
ら
と
も
か
く

 
こ
こ
で
俺
が
お
前
ら
の
胸
を

ん
で
も
お
前
ら
の
胸
が
大
き
く
な
る
な
ん
て
事
絶
対
に
無

い
よ
な

は

そ

そ
う
い
え
ば

 
ラ
ン
は
素
で
勘
違
い
し
て
い
た
の
か

シ

ク
を
受
け
た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

 
そ
れ
を

い
て
い
た
ユ
ウ
キ
が
八
幡
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
ボ
ク
の
場
合
は
勝
利

件
を
変
更
で
ボ
ク
が
勝

た
ら
リ
ア
ル
で
ボ
ク
の
胸
を

ん
で

お
い
ユ
ウ

お
前

言

て
る
事
が
残
念
す
ぎ
る
ぞ
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別
に
残
念
で
も
い
い
で
す
し

そ
ん
な

で

そ
の

件
で
い
い
よ
ね

ま
あ
い
い

か
か

て
こ
い

や

た

ラ
ン

開
始
の
合
図
を
お
願
い

分
か

た
わ

頑
張
る
の
よ
ユ
ウ

合
開
始

 
開
始
直
後
に
ユ
ウ
キ
は
八
幡
に
襲
い
か
か

た

 
ユ
ウ
キ
は
ど
う
や
ら
攻
撃
に
体
重
を
乗
せ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
よ
う
で
あ

た

 
そ
の

八
幡
に
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら

て
も

容
易
に
は
体
制
が
崩
れ
な
い

 
だ
が
八
幡
の
防
御
を
破
る
事
も
出
来
ず

勝
負
は
凄
絶
な

り
合
い
と
な

た

 
ガ
ン

ガ
ン

ギ

ン

ガ
ン
ガ
ン
ガ
ガ
ン

ギ

ン

 
ど
う
や
ら
ユ
ウ
キ
は

め
の

撃
を
続
け
る
事
で
敵
の
体
制
を
崩
し

 
そ
の

間
に
強
め
の

撃
を
放

て
い
る
ら
し
い

 
時
々
攻
撃
を
受
け
た
時
の
音
が
高
く
な
る
の
が
そ
の
証

だ

 
八
幡
は
時

混
じ
る
ト
リ

キ

な
動
き
か
ら

り
出
さ
れ
る

撃
も
完

に
防
ぎ
な
が
ら

 
ユ
ウ
キ
の
そ
の
攻
撃
を
観
察
し
強
め
の
攻
撃
が
来
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

し
よ
う
と
し
て
い

た
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そ
し
て
何
度
目
か
の
攻
撃
の
時

に
八
幡
が
動
い
た

う
わ

 
連
続
技
か
ら
の
強
め
の
攻
撃
に
ま

た
く
手
応
え
が
無
か

た

ユ
ウ
キ
は
思
わ
ず
体
制
が

崩
れ
た

 
こ
こ
ま
で
わ
ざ
と
全
て
の
攻
撃
を
受
け
て
き
た
八
幡
が

 
足
さ
ば
き
を
上
手
く
使

て
一
度
だ
け
攻
撃
を
避
け
た
の
だ

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の

を
突
き
ユ
ウ
キ
に
急
接
近
す
る
と
そ
の
腹
に
ト
ン
と

剣
の
先
を

触
れ
さ
せ
た

そ
こ
ま
で

勝
者

八
幡

く

負
け
た

 
こ
の
勝
負

見
た
目
以
上
に
八
幡
の
完
勝
で
あ

た

は

全
部
攻
撃
を
防
が
れ
ち

た

ま
あ
ユ
ウ
は
攻
撃
が
素
直
だ

た
か
ら
な

素
直

ど
ん
な
風
に

え
ば
攻
撃
が

中
で

び
て
き
た
り
し
な
い

な
の
で
避
け
や
す
い
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中
で

び
る

ど
ん
な
風
に

そ
う
だ
な

よ
し
ラ
ン

ち

と
そ
の
刀
を
貸
し
て
く
れ

 
そ
し
て
八
幡
は
居
合
い
の

を
取
り
不
慣
れ
な
が
ら
も
そ
れ
な
り
に
見
れ
る

で
剣
を

り

抜
い
た

最
初
が
こ
れ
だ

何
度
か
や

て
み
る
ぞ

よ
く
見
て
お
け

う
ん

 
そ
し
て
そ
の
剣
筋
を
二
人
が
覚
え
た

八
幡
は
次
の
ス
テ

プ
に
移

た

次

よ
く
剣
筋
を
見
て
ろ
よ

 
そ
し
て
八
幡
は

最
初
は

に

を

り

み

 

中
か
ら
思
い
切
り

を

ば
し
て

撃
を

り
出
し
た

あ今
剣
筋
が
凄
く

び
た
よ
う
に
見
え
た

ま
あ
今
の
は
目
の

覚
だ
け
ど
な
最
初
は

こ
ま

た

態
か
ら
急
に

を

ば
し
た
だ

け
だな

る
ほ
ど
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避
け
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
外
す
の
ね

も
し
く
は
こ
う
だ
な

 
そ
し
て
次
に
八
幡
は

す
り
足
を
上
手
く
使
う
事
に
と

て

 
実

に
先
ほ
ど
よ
り
半
歩
先
ま
で
足
を

み
込
み
実

に

撃
の
到
達

離
を

ば
し
て
み

せ
たお

おび
て
る
ね

後
は

関

の
柔
ら
か
さ
を
生
か
し
て
こ
う
と
か
な

 
八
幡
は

関

が
地
面
に
着
く
ス
レ
ス
レ
ま
で
足
を

ば
し

超

空
の

撃
を
放

た

 
そ
の
後
に
足
の
力
だ
け
で
普
通
に
体
を

こ
し
て
見
せ

二
人
を
驚
か
せ
た

お
お

柔
ら
か
い
だ
け
じ

な
く

立
ち
上
が
り
も

い

お
前
達
に
も

関

を
柔
ら
か
く
し
て
お
け
と
言

た
は
ず
だ

 
そ
れ
が
出
来
れ
ば
案
外
簡

に
出
来
る
も
ん
だ
ぞ

練

し
て
み
る
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変
幻
自
在
さ
に

き
を
か
け
て
み
る
わ

お
う

頑
張
れ

 
そ
ん
な
八
幡
に

二
人
が
い
き
な
り

き
つ
き

そ
の
胸
を
ま
さ
ぐ
り
始
め
た

お

お
い
お
前
ら

何
故
俺
の
胸
を
触
る

だ

て
約
束
し
た
じ

な
い

負
け
た
方
が
勝

た
方
の
胸
を
触
る

て

そ
う
だ
よ

ボ
ク
達
は
そ
の
約
束
を
果
た
し
て
い
る
だ
け
だ
よ

い
や

ま
あ
そ
の
く
ら
い
は
別
に

わ
な
い
け
ど
俺
の
胸
を
触

て
何
か
楽
し
い
か

 
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は
し
ば
ら
く
八
幡
の
胸
を
感
触
を
確
か
め
る
よ
う
に
触

て
い
た
が

 
や
が
て
そ
こ
か
ら
手
を
離
し

し

ぼ
ん
と
し
た
顔
で
言

た

楽
し
く
な
い

う
ん

思

た
よ
り
楽
し
く
な
か

た

当
た
り
前
だ
ろ

柔
ら
か
く
も
何
と
も
な
い

た
だ
の
ご
つ
ご
つ
し
た
物
体
だ
か
ら
な

で

で
も

く
て
面
白
か

た

ま
あ
男
と
女
の
違
い
が
興
味
深
か

た
わ



 第６５９話 もっと強く

あ
あ
は
い
は
い

満
足
し
て
く
れ
た
な
ら
良
か

た
よ

 
こ
の
時
の
八
幡
の
教
え
を
身
に
つ
け
よ
う
と
二
人
は
そ
の
後
も
地
道
に
反
復
練

を
続
け
た

 
た
だ
純

に
強
く
な
ろ
う

そ
し
て
八
幡
を
超
え
よ
う
と

 
次
の
日
も
ま
た
次
の
日
も
二
人
は
仲
間
達
と
共
に
戦
い
続
け
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
乗
り
込
む
そ

の
日
ま
で

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で
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第
６
６
０
話
 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
寮

 
今
日
か
ら
の
エ
ピ
ソ

ド
は
三
話

成
で
お
送
り
し
ま
す

 
十
月
半
ば
の
日
曜
日

た
ま
に
は
一
人
で

い
物
に
で
も
行
こ
う
か
と
思
い
立

た
理
央
は

 
コ
ン
ビ
ニ
で
お
金
を
下
ろ
そ
う
と

銀
行
の
残
高
を
確
認
し
て
い
た

え

な

何
こ
れ

 
理
央
の
口
座
は
夏
休
み
の
終
わ
り
に
確
認
し
た
時
か
ら

想
像
以
上
に
金

が

え
て
い
た

確
か
に

日
ソ
レ
イ
ユ
に
通

て
た
け
ど

さ
す
が
に
こ
の
金

は
お
か
し
い
気
が
す
る

 
一
応
銀
行
で
通

記

を
し
て
み
て

確
認
し
た
方
が
い
い
か
な

 
家
が
そ
れ
な
り
に

福
な

に

小
市

的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
理
央
は

 
若

び
び
り
な
が
ら
家
に

り
久
々
に
通

を
持
ち
出
し
て

前
の
横

銀
行
で
通

記

を
し
た

あ

あ
れ

お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
の
口
座
か
ら

り
込
み
が
あ
る
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ソ
レ
イ
ユ
か
ら
の

り
込
み
は

想
定
よ
り
若

多
い

度
の
金

で
あ

た
が

 
こ
れ
は
お
そ
ら
く
交
通

と
か
理
央
が
計
算
し
て
い
な
か

た
部
分
の
金

だ
ろ
う
か
ら
い

い
と
し
て

 
問
題
は
つ
い
最
近

り
込
ま
れ
た
親
名
義
の

り
込
み
で
あ

た

今
日
は
お

さ
ん
が
家
に
い
た
し

帰

て

い
て
み
よ

 
理
央
は
そ
う

い
て
家
に
引
き
返
し

親
に

り
込
ま
れ
て
い
た
金

に
つ
い
て

ね
た

お

お

さ
ん

こ
の

り
込
み
な
ん
だ
け
ど

ん

あ
あ

そ
れ
は
お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
か
ら
の

職
祝
い
だ
よ

 
ご
め
ん
ご
め
ん

伝
え
る
の
を
忘
れ
て
い
た
ね

し

職
祝
い

お
金
で
し
か
祝

て
や
れ
な
い
の
は

し

な
い
と
思
う
が

 
寮
に
入
る
に
も

色
々
揃
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
し
ね

ま
あ
何
も
言
わ
ず
に
も
ら

て

や

て
く
れ

あ

う
ん

あ

あ
り
が
と

 
理
央
は
そ
の
両
親
か
ら
の
好
意
を
素
直
に
受
け
る
事
に
し
た
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今
す
ぐ
お

て
の
も
変
だ
よ
ね
初
任

で
何
か

て
二
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ

と

 
理
央
は
そ
う
思
い
な
が
ら

一

月
く
ら
い
前
に

 
明
日
奈
達
と
遊
び
に
い

た
時
の
会
話
を
思
い
出
し
た

め
に
寮
に
入
れ
て
も
ら

て
正
式
な
仕
事
が
始
ま
る
前
に
色
々
揃
え
ち

た
方
が
い

い
か
も
ね

ま
ず
い
忘
れ
て
た

入
居
が
可
能
か
ど
う
か
今
の
う
ち
に
八
幡
に

い
て
お
か
な
く

ち 
理
央
は
こ
の
時
本
気
で

り

て
て
八
幡
に
連

を
入
れ
た

は

八
幡

朝

ぱ
ら
か
ら
大
き
な
声
を
出
す
な
理
央

で

何
か
あ

た
の
か

ご

ご
め
ん

私

ま
だ
入
寮
希
望
を
出
し
て
な
い
事
に
気
付
い
て

そ
れ
で

ん

寮

会
社
の
か

お
前
の
部
屋
な
ら
も
う
い
つ
で
も
入
居
出
来
る

態
に
な

て
る

が
え
え

あ
れ

言

た
よ
な
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い
て
な
い

あ
れ

俺
の
勘
違
い
か

悪
い
悪
い

伝
え
る
の
を
忘
れ
て
た
み
た
い
だ
わ

う

う
う
ん

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
の

本
当
に
良
か

た

 
理
央
は
安
心
し
た
の
か

そ
う
言

て
そ
の
場
に
へ
た
り
こ
ん
だ

と
り
あ
え
ず
今
日
は
暇
だ
し

お

び
の
意
味
も
込
め
て
理
央
の
部
屋
ま
で
案
内
す
る
か

あ

う
ん

私
も
忘
れ
て
た
か
ら

お

び
は
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

部
屋
は
見
て
み
た
い
か

も
そ
う
か
そ
れ
じ

あ
ち

と
時
間
は
か
か
る
が
そ

ち
に
迎
え
に
行
く
か
ら
待

て
て

く
れい

い
の

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
よ
う
か
な

一
時
間
後
く
ら
い

そ
れ
く
ら
い
だ
な

そ
れ
じ

あ
後
で
な

う
ん

ま
た
後
で

 
理
央
は

話
を
切

た
後

ク
ロ

ゼ

ト
を
開
け

い
く
つ
か
の
服
を
取
り
出
し
た

 
そ
れ
は
先
日
明
日
奈
達
に
選
ん
で
も
ら

た
服
で
あ
り

 
選
ん
だ
時
の
基
準
が
八
幡
が
気
に
入
る
か
ど
う
か
だ

た
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気
に
入

て
も
ら
え
る
事
は
間
違
い
な
い
と
思
う
が
ど
ち
ら
の
服
が
よ
り
気
に
入

て
も
ら

え
る
か

 
と
て
も
悩
む

目
に
な

た

う

ん

う

ん

 
だ
が
い
く
ら
悩
ん
で
も
決
し
て
女
子
力
が
高
い
と
は
言
え
な
い
理
央
は
決
断
す
る
事
が
出
来

な
か

た

 
そ
し
て
理
央
は
最
終
手

に
出
る
事
に
し
た

い
わ
ゆ
る
他
人
に

投
げ
で
あ
る

 
理
央
は
知
り
合
い
の
中
で
は
ダ
ン
ト
ツ
で
服
選
び
の
セ
ン
ス
あ
る
と
思
わ
れ
る

 
女
優
の

麻
衣
に

ど
ち
ら
が
い
い
か

ね
る
事
に
し
た
の
だ

た

あ

麻
衣
さ
ん

突
然
ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
助
け
て
欲
し
い
ん
で
す

あ
れ

理
央
ち

ん

一
体
ど
う
し
た
の

そ
の

こ
れ
か
ら
知
り
合
い
の
男
の
人
と
会
う
ん
で
す
け
ど

 
ど

ち
の
服
を
着
て
行
け
ば
い
い
か

ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
れ
ば
と
思

て

知
り
合
い
の
男
の
人

そ
の
言
い
方
だ
と
咲
太
で
も
国
見
君
で
も
な
い
の
よ
ね

 
あ

も
し
か
し
て

咲
太
が
言

て
た
比
企
谷
さ
ん

て
人
か
な
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そ

そ
う
で
す

私
が
役
に
立
て
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど

と
り
あ
え
ず
服
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
え
る

今
送
り
ま
す

 
そ
し
て
し
ば
し
の

の
後

麻
衣
は
理
央
に
こ
う
言

た

正
直
驚
い
た

理
央
ち

ん

最
近
お
し

れ
に
目
覚
め
た

ど

ち
も
凄
く
か
わ
い
い
ん

だ
け
ど

あ

え

と

友
達
に
選
ん
で
も
ら

た
の
で

そ
う
な
ん
だ

う

ん

甲
乙
付
け
が
た
い
け
ど

こ
の
レ
ベ
ル
に
な
る
と

も
う
相
手
次
第

な
の
か
な

 
比
企
谷
さ
ん

て
人
が
ど
ん
な
人
か
知
り
た
い
か
ら

い
く
つ
か
質
問
し
て
も
い
い

あ

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
写
真
を
見
て
み
ま
す

写
真
が
あ
る
な
ら
見
て
み
た
い
か
も

比
企
谷
さ
ん
の
服
の

向
と
か
も
分
か
る
し

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
再
び
の

の
後

麻
衣
は
驚
い
た
様
子
で
こ
う
言

た

あ

あ
れ

私

こ
の
人
の
事
知

て
る
か
も



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

そ
う
な
ん
で
す
か

う

う
ん

前
に
う
ち
の
事

所
に
来
て
た
の
を
見
か
け
た
事
が
あ
る
わ

麻
衣
さ
ん
の
事

所

て
倉
な
ん
と
か
で
し
た

け

倉
エ

ジ

ン
シ

ね

で

後
で
彼
が
誰
な
の
か

い
た
ら

 
ソ
レ
イ
ユ
の
え
ら
い
人
で

う
ち
の
事

所
の

人
だ

て
教
え
て
も
ら

た
ん
だ
け
ど

 
そ

か

あ
の
人
が
比
企
谷
さ
ん
だ

た
ん
だ
ね

世
間
は

い

て
本
当
で
す
ね

そ
う
み
た
い
だ
ね
そ

か

私
達
を
助
け
て
く
れ
た
人
が
理
央
ち

ん
の
思
い
人
か

え

な

何
で
す
か

そ
れ

え

と
ね

 
麻
衣
は
個
人
名
は
伏
せ
な
が
ら
も
以
前
の
ク
ラ
デ

ル

み
の
事
件
に
つ
い
て
理
央
に
説

明
し
た

そ
ん
な
事
が

う
ん

な
の
で
理
央
ち

ん
の
見
る
目
は
間
違

て
な
い
と
思
う
わ

お
め
で
と
う

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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そ
の
上
で
あ
の
人
が
気
に
入
り
そ
う
な
服
装
か

う

ん
そ
れ
な
ら
二

目
の
写
真
の
方

か
な

 
二

目
の
写
真
の
方
と
は
よ
り
理
央
の
プ
ロ
ポ

シ

ン
を
強
調
す
る
よ
う
な
服
で
あ

た

こ

ち
を
選
ん
だ
の

て

何
か
理
由
が
あ
る
ん
で
す
か

う
ん

ラ
イ
バ
ル
に
勝
つ

ラ
イ
バ
ル

神
崎
エ
ル
ザ

えあ
の
子
が
そ
の
比
企
谷
さ
ん
に
ベ

タ
リ
だ

た
か
ら
ね

 
負
け
な
い

に
は
そ

ち
の
服
し
か
な
い
と
思

て

あ

あ
の
神
崎
エ
ル
ザ
が
八
幡
に
ベ

タ
リ

う
ん
そ
う
だ
か
ら
理
央
ち

ん
も
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張

て
自
分
を
ア
ピ

ル
す
る
ん

だ
よは

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

話
を
切

た
後

理
央
は
思

た
よ
り
も
自
分
が
衝
撃
を
受
け
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た
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芸
能
人
が
ラ
イ
バ
ル
と
か

ど
う
考
え
て
も
無
理
だ
し

 
も

と
も
正
式
な
彼
女
が
明
日
奈
で
あ
る
以
上

 
理
央
の
ラ
イ
バ
ル
は
明
日
奈
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
の
だ
が

 
理
央
も
神
崎
エ
ル
ザ
の
フ

ン
で
あ
り

憧
れ
て
も
い
た

 
神
崎
エ
ル
ザ
が
明
日
奈
以
上
に
高
い
壁
に
感
じ
ら
れ
て
し
ま
い
仕
方
が
な
か

た
の
で
あ
る

あ
あ
も
う

こ
れ
以
上
考
え
て
も
仕
方
が
な
い

八
幡
が
来
る
前
に

 
私
な
り
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
る
よ
う
に

精
一

お
め
か
し
し
よ

 
理
央
は
そ
う
考
え

気
持
ち
を
切
り

え
よ
う
と
自
分
の

を
叩
い
た

 
そ
も
そ
も
八
幡
が
神
崎
エ
ル
ザ
と
知
り
合
い
だ
か
ら
と
い

て

 
し

ち

う
会

て
い
る
と
い
う
そ
ぶ
り
も
全
く
見
え
な
い
し

 
今
後
の
自
分
の
人
生
に
関
わ

て
く
る
事
も
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る

さ
て

こ
の
服
に
合
う

型
は

と

そ
れ
に
コ
ン
タ
ク
ト
に
し
て

 
胸
は
い
つ
も
よ
り
強
調
メ
イ
ク
は

え
め
な
の
が
い
い

て
明
日
奈
さ
ん
が
言

て
た
か
ら

そ
う
し
て

 
う
ん

こ
ん
な
感
じ
か
な

我
な
が
ら
こ
れ
は
か
わ
い
い
ん
じ

な
い
か
な



 第６６０話 ソレイユの社員寮

 
理
央
は
先
ほ
ど
ま
で
悩
ん
で
い
た
事
も
忘
れ

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら

に
見
入

て
い
た

 
理
央
な
り
に
頑
張

た
成
果
は
ち

ん
と
出
て
お
り
街
を
歩
け
ば
十
人
中
八
人
は

り
返
る

と
思
わ
れ
る

 
気
が
付
く
と
思

た
よ
り
も
時
間
が

て
い
た
ら
し
く

丁
度
八
幡
か
ら
連

が
入

た

 
ど
う
や
ら
も
う
到
着
し
た
ら
し
い

え

も
う
そ
ん
な
時
間

危
な
か

た

 
理
央
は
胸
を
な
で
お
ろ
し

親
に
今
か
ら
寮
の
部
屋
を
見
せ
て
も
ら

て
く
る
と
伝
え
た

寮
の
部
屋
を

そ
れ
に
し
ち

分
お
め
か
し
し
て
い
る
ね

理
央

え

そ

そ
う
か
な

こ
れ
く
ら
い
普
通
だ
よ

 
八
幡
を
外
で
待
た
せ
て
る
か
ら
と
り
あ
え
ず
も
う
行
く
ね

比
企
谷
さ
ん
が
迎
え
に

そ
れ
じ

あ

く
ら
い
し
て
お
く
か

え

あ

確
か
に
そ
う
だ
ね

ご
め
ん

教
え
て
お
け
ば
よ
か

た
ね

 
さ
す
が
の
理
央
も

そ
の

親
の
意
見
を
無

す
る

に
は
い
か
な
か

た

 
社
会
人
と
し
て
は
当
然
だ
と
思

た
か
ら
だ

 
そ
し
て
理
央
の

親
に
見
送
ら
れ

二
人
は
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た
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今
日
は

じ

な
い
ん
だ
な

う
ん

ま
あ
た
ま
に
は
ね

つ
ま
り
今
日
は
相
対
性
妄
想

子
じ

な
い
と
い
う
事
か

そ
れ
は
残
念
だ

だ
か
ら
人
に
変
な
あ
だ
名
を
付
け
な
い
で

ま
あ
あ
れ
だ

そ
の
格
好
に
は
そ
の
方
が
合

て
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
う
ん

よ
く
似
合

て
て
い
い
ん
じ

な
い
か

 
理
央
の
心

は
そ
の

間
に

ね
上
が

た

あ

あ
り
が
と

お
う

 
最
初
に

の
事
を
言
わ
れ
た
せ
い
で

理
央
は
完
全
に
油
断
し
て
い
た

 
も
し
か
し
て
服
装
に
つ
い
て
は
何
も
言
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

た
か
ら
だ

た

 
だ
が
八
幡
は
不
器
用
な
が
ら
も
ち

ん
と
褒
め
て
く
れ
た

 
理
央
は
そ
の
事
が
嬉
し
く
て

八
幡
に
表
情
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
窓
の
外
を
見
な
が
ら

 
だ
ら
し
な
く
表
情
を
緩
ま
せ
て
い
た

と
り
あ
え
ず
今
部
屋
の
中
に
は
備
え
付
け
の
家

以
外
何
も
無
い
が



 第６６０話 ソレイユの社員寮

 
見
取
り
図
を
用
意
し
て
あ
る
か
ら
家

と
か
を

う
時
は

そ
れ
を
参
考
に
な

基
本
的
な
設
備

て

ど
ん
な
感
じ

口
で
説
明
し
て
も
い
い
ん
だ
が

見
た
方
が

い
と
思
う
ぞ

ほ
れ

着
い
た
ぞ

確
か
に
そ
う
か
も
ね

 
理
央
は
八
幡
に
案
内
さ
れ

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
そ
の
部
屋
に
足
を

み
入
れ
た

 
両
親
が
不
在
が
ち
だ

た

今
ま
で
も
一
人

ら
し
の
よ
う
な
も
の
だ

た
が

 
今
回
は
意
味
合
い
が
ま

た
く
違
う

以
前
は
結
果
的
に
一
人

ら
し
の
よ
う
な
感
じ
に
な

た
だ
け

 
だ
が
今
度
か
ら
は

自
分
で
選
ん
で
決
め
た
一
人

ら
し
な
の
だ

 
つ
い
で
に
八
幡
と
の

離
が

ま
れ
ば
言
う
事
は
な
い
が

 
差
し
当
た
り
理
央
は
部
屋
を
確
認
し
た
ら
八
幡
に

い
物
に
付
き
合

て
も
ら
お
う
と
考

え
て
い
た

う
わ

何
か
広
く
な
い

ゆ

た
り
し
た
間
取
り
に
し
て
も
ら

た
か
ら
な

 
寮
の
部
屋
は
ド
ア
を
開
け
る
と
真

直
ぐ
な
通
路
が
あ
り

手
前
に
は
ト
イ
レ
と

室
が
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ん
で
い
た

 
ト
イ
レ
は
当
然
最
新
式
の
ウ

シ

レ

ト
で
あ
り

室
に

設
さ
れ
た
脱
衣
所
に
は

 
洗
面
台
の
他
に

機
付
き
の
洗

機
が
置
い
て
あ

た

 
通
路
の

は
壁
面
収
納
に
な

て
お
り

か
な
り
多
く
の
物
が
入
れ
ら
れ
そ
う
に
見
え
る

 
ド
ア
の
正
面
に
は
十

の
広
さ
の
部
屋
が
あ
り

側
は
ク
ロ

ゼ

ト
と
収
納

 

側
に
は
カ
ウ
ン
タ

付
き
の
キ

チ
ン
が

設
さ
れ
て
い
た

も
標
準
装
備
で
あ

る 
コ
ン
ロ
は
ガ
ス
式
の
よ
う
で
あ
り

気
式
の
コ
ン
ロ
が

い
な
理
央
は
そ
れ
を
見
て
ほ

と
し
た

 
そ
し
て
部
屋
に
入

て

に
も
う
一
つ
ド
ア
が
あ
り

 
そ
こ
は
そ
れ
ほ
ど
の
広
さ
は
な
い
が

室
と
な

て
い
た

 
ベ

ド
は
備
え
付
け
の
よ
う
で
あ
る
が

さ
す
が
に
布
団
の

は
用
意
さ
れ
て
い
な
い

う
わ

家

は
と
り
あ
え
ず
用
意
し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
ね

調
理
道

は
揃
え
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
が

ま
あ
そ
れ
と
布
団

 
後
は
小
物

が
あ
れ
ば

と
り
あ
え
ず

ら
せ
る
よ
う
に
は
な
る
な
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八
幡
は
部
屋
の
真
ん
中
に
座
り
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
の
間
も
理
央
は

目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
あ
ち
こ
ち
見
て
回

て
い
た

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け

部
屋
は
逃
げ
な
い
か
ら
な

こ

こ
こ
が
本
当
に
私
の
部
屋

て
事
で
い
い
ん
だ
よ
ね

あ
あ

本
当
の
本
当
に

あ
あ

私

今
す
ぐ
こ
こ
に

み
た
い

無
茶
言
う
な

こ
こ
か
ら
だ
と
学
校
が
遠
く
て
仕
方
な
い
だ
ろ

う
 
理
央
は
そ
う
言
わ
れ

残
念
そ
う
に

い
た

あ
と
な

ち

と
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
み
ろ

ベ
ラ
ン
ダ
に
何
か
あ
る
の

あ
あ

正
面
の
あ
の
マ
ン
シ

ン
の
な

え
え
と

あ
あ

あ
の
布
団
と
洗

物
が

し
て
あ

る
部
屋
な
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あ
そ
こ
が
優
里
奈
の
部
屋
だ
か
ら
一
応
教
え
て
お
く
わ

優
里
奈
と
は
も
う
仲
良
く
な

た

ん
だ
よ
な

え

そ
う
な
ん
だ

う
わ

う
わ

そ
れ
な
ら

日
で
も
会
え
る
ね

 
私

ち

と
優
里
奈
に

話
し
て
み
る

部
屋
に
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
な

 
運
良
く
優
里
奈
は
部
屋
に
居
り

理
央
か
ら
の

話
を
受
け

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
顔
を
出
し
た

 
そ
し
て
理
央
に
手
を

た
後

隣
に
八
幡
が
い
る
事
に
気
が
付
い
た
優
里
奈
は

 
ギ

と
し
た
顔
を
し
て

て
て
洗

物
の
前
に
立
ち
後
ろ
手
で
何
か
ご
そ
ご
そ
し
始
め

た
ん

優
里
奈
は
何
を
し
て
い
る
ん
だ

さ
あ

ま
だ

話
が
繋
が

て
る
か
ら

い
て
み
る

 
そ
し
て
理
央
は

優
里
奈
に
そ
の
事
を
質
問
し
た

ね

優
里
奈

動
き
が
変
だ
け
ど

何
を
し
て
る
の

え

と
ま
さ
か
八
幡
さ
ん
が
一

だ
と
は
思
わ
な
く
て
そ
の

し
て
あ

た
下
着
の
回

収
を
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あ
 
理
央
は
優
里
奈
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し

て
て
八
幡
を
部
屋
の
中
に
押
し
込
ん
だ

お
わ

い
き
な
り
何
を
す
る
ん
だ
お
前
は

い
い
か
ら

分
か

た

分
か

た
か
ら

 
八
幡
は
優
里
奈
に

く
手
を

り

そ
の
ま
ま
大
人
し
く
部
屋
に
入

た

 
理
央
も
優
里
奈
に
ま
た
ね
と
伝
え

手
を

て
一

に
部
屋
の
中
に
入

た

さ
て
理
央

こ
の
部
屋
の
鍵
は
ど
う
す
る

 
今

し
て
も
い
い
ん
だ
が

そ
の
場
合
は
来
月
か
ら
寮

を

う
事
に
な
る
が

寮

て
月
一
万
だ
よ
ね

天
引
き

て
感
じ
で
い
い
の
か
な

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
も
ら

と
く

会
社
に
連

し
て
お
い
た
方
が
い
い

そ
れ
は
俺
が
や

と
く
か
ら
問
題
な
い

そ
れ
じ

あ
ほ
れ

こ
こ
の
鍵
だ

 
そ
う
言

て
八
幡
が

し
て
き
た
の
は

一

の
カ

ド
だ

た

あ

カ

ド
キ

な
ん
だ
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も
し
無
く
し
た
り
壊
れ
た
り
し
た
ら

予
備
の
カ

ド
が
管
理
人
室
に
あ
る
か
ら

 
そ
こ
で
も
ら
う
よ
う
に
す
る
ん
だ
ぞ

仮
社
員
証
を
見
せ
れ
ば
出
し
て
く
れ
る
か
ら

分
か

た

で
も
そ
ん
な
事
が
無
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
ね

そ
う
し
て
く
れ

で

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

優
里
奈
の
部
屋
に
で
も
遊
び
に
行
く
か

 
も
し
そ
う
す
る
な
ら

俺
は
会
社
で
仕
事
で
も
し
な
が
ら
待

て
る
け
ど
な

 
理
央
は
こ
こ
が
八
幡
に
お
願
い
す
る
チ

ン
ス
だ
と
思
い

お
ず
お
ず
と
言

た

あ

え

と

も
し
迷
惑
じ

な
か

た
ら

い
物
に
付
き
合

て
も
ら

て
い
い

 
こ
の
部
屋
に
置
く
物
と
か
を
色
々
揃
え
た
い
の

あ
あ

ま
あ

が
あ

た
方
が

利
だ
ろ
う
し

別
に

わ
な
い
ぞ

い
い
の

あ
り
が
と
う

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
連

通
路
を
通
り

ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
ビ
ル
へ
と
向
か

た

 
理
央
の
部
屋
の
事
を

理
の
者
に
伝
え
る

で
あ
る

 
そ
の

中
の
廊
下
の
曲
が
り

で
二
人
は
何
者
か
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り

て
て
足
を

止
め
た

き



 第６６０話 ソレイユの社員寮

あ

と

す
み
ま
せ
ん

あ
 
そ
の

間
に
そ
の
何
者
か
は

い
き
な
り
八
幡
に
体
当
た
り
を
く
ら
わ
せ
た

う
お
お
お
お

八
幡
見

け

そ
し
て
い
た
だ
き
ま
す

 
そ
の
何
者
か
は
そ
の
ま
ま
八
幡
を
押
し
倒
し

八
幡
の

を

お
う
と
顔
を
近
付
け
て
き
た

お
前

来
て
た
の
か
よ

と
り
あ
え
ず
そ
れ
以
上
顔
を
近
付
け
る
な

い
い
じ

な
い
少
し
く
ら
い

先

だ
け

先

だ
け
だ
か
ら

さ
せ
ね
え
よ

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

 
八
幡
は
そ
の
人
物
の
顔
を
押
さ
え

顔
が
そ
れ
以
上
接
近
す
る
の
を
防
い
で
い
た

え

え

落
ち
着
け

と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
を
引
き

が
す
の
を
手
伝
え

 
あ
ま
り
の
事
に
思
考
が
付
い
て
い

て
な
か

た
理
央
は

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

て
て
そ
の
人
物
の
顔
を
見
た
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そ
こ
に
は
先
ほ
ど
麻
衣
と
の
会
話
で
名
前
が
上
が

て
い
た
人
物
の
顔
が
あ
り

 
理
央
は
驚
い
て
そ
の
人
物
の
名
前
を
呼
ん
だ

か

神
崎
エ
ル
ザ

 
そ
の
声
で
そ
の
人
物
神
崎
エ
ル
ザ
は
顔
を
上
げ
き

と
ん
と
し
た
表
情
で
八
幡
に
質
問
し

て
き
た

ん

八
幡

こ
の
子
誰

双
葉
理
央

う
ち
の
新
人
だ

新
人

理
央

あ

も
し
か
し
て
リ
オ
ン

そ
う
だ

え
 
理
央
は
い
き
な
り
自
分
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
を
呼
ば
れ

混
乱
し
た

 
お
そ
ら
く
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
誰
か
だ
と
思
う
が

誰
な
の
か
は
分
か
ら
な
い

 
と
い
う
か
ま
さ
か
神
崎
エ
ル
ザ
が
あ
の
中
の
誰
か
だ
な
ど
と

理
央
は
想
像
す
ら
し
て
い
な

か

た
私

ロ
ビ
ン
だ
よ
ロ
ビ
ン

初
め
ま
し
て
だ
ね

リ
オ
ン
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え

ロ
ビ
ン

て
あ
の
ロ
ビ
ン

う
ん

そ
う
だ
よ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
他
人
の
目
を
気
に
せ
ず
に
我
が
道
を
行
き

 
常
に
自
分
の
欲
望
に

実
に
行
動
し
て
い
る
あ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
神
崎
エ
ル
ザ
だ
と
い
う
事

実
は

 
理
央
に
と

て

人
生
で
ベ
ス
ト
ス
リ

に
入
る
衝
撃
で
あ

た
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第
６
６
１
話
 
二
人
の
芸
能
人

で

今
日
は
何
で
こ
こ
に
い
る
ん
だ

え

と
ね

影
の
打
ち
合
わ
せ

ほ
う

ま
た
新
曲
で
も
歌
う
の
か

歌
も
歌
う
け
ど

今
度
は
ア
ク
シ

ン
だ
よ

ア
ク
シ

ン

そ
の

で
か

 
エ
ル
ザ
の
話
に
よ
る
と
今
度
の

は

現
実
の
エ
ル
ザ
そ

く
り
に
作
ら
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

が 
敵
を
ば

た
ば

た
と
な
ぎ
倒
す

に
な
る
ら
し
い

う
ん

そ
の

に
専
用
ア
バ
タ

を
作

て
も
ら

た
の

本
当
に
私
そ

く
り
だ
よ

 
あ

で
も
胸
は
も
う
少
し
大
き
く
し
て
く
れ

て
頼
ん
だ

お
前
が
そ
う
い
う
事
を
気
に
す
る
な
ん
て
意
外
だ
な

気
に
し
な
い
よ

な
ら
ど
う
し
て
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い
や
ね

ア
ク
シ

ン

て
事
は

れ
じ

な
い

 
自
分
の
胸
が

れ
る
と
ど
う
な
る
の
か
興
味
が
あ

て
さ

た
だ
の
興
味
本

か
よ

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
理
央
の
方
を
向
き

天
真

に
こ
う

ね
た

そ
う
い
え
ば
リ
オ
ン
は
素
で
胸
が

れ
る
よ
ね

 
ち

と
参
考
ま
で
に

れ
る
所
を
見
せ
て
も
ら

て
も
い
い

理
央
に
セ
ク
ハ
ラ
す
ん
な

 
だ
が
理
央
は
そ
の
セ
ク
ハ
ラ
め
い
た
言
葉
に
ま

た
く
反
応
を

さ
な
か

た

お

い
リ
オ
ン

あ
れ

え

と

わ

八
幡
大
変

リ
オ
ン
が

ま

て
る

何
だ
と

本
当
だ

お
い
理
央

お

い

 
八
幡
は
そ
う
言

て
理
央
の

を
ペ
チ
ペ
チ
叩
い
た
が

ま

た
く
反
応
が
な
い

む
む
む
む
む

動
か
な
い
ね

だ
な

よ

し

こ
う
い
う
時
は

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
言

て

い
き
な
り
理
央
の
胸
を

掴
み
に
し
た
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む
に

と
い
う
音
が

こ
え
て
き
そ
う
な
感
じ
で
理
央
の
胸
が
エ
ル
ザ
の
手
の

に
変

す
るち

ち

と

い
き
な
り
何
す
る
の
八
幡

 
そ
れ
で
覚

し
た
の
か

理
央
は
八
幡
に
向
か

て
そ
う
叫
び

八
幡
は
理
央
に
抗
議
し
た

俺
は
何
も
し
て
い
な
い

風
評
を
広
め
る
の
は
や
め
ろ

え

あ

ご
め
ん

て
ロ
ビ
ン

何
し
て
る
の

お
主
の
胸
を

ん
で
お
る
の
じ

よ

ふ

ふ

ふ

何
故
お
じ
い
ち

ん
風

て
か
や
め
て

て
ば

む
む

ま
あ
い
い
か

十
分

能
さ
せ
て
も
ら

た
し

や

や

ぱ
り
ロ
ビ
ン
だ

 
そ
の
変
態
的
な
フ
リ

ダ
ム
さ
に

理
央
は
本
当
に
エ
ル
ザ
が
ロ
ビ
ン
な
の
だ
と
実
感
し
た

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
な

つ

て
ん
だ
ろ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

た
い

線
を
エ
ル
ザ
に
向
け
た

 
そ
の

間
に
エ
ル
ザ
は
突
然
そ
の
場
に

た

お

お
い

ど
う
し
た
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ご

ご
め
ん

八
幡
に
性
的
な
目
で
見
ら
れ
た
か
ら

つ
い
興
奮
し
ち

て

俺
は
た
だ
お
前
に

た
い

線
を
向
け
た
だ
け
な
ん
だ
が

そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は
実
は
興
奮
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
そ
の
手
を
エ
ル
ザ
の
胸
に

ば
し
た

ナ
レ

シ

ン
を

す
る
ん
じ

ね
え

 
分
か

た
か
理
央

神
崎
エ
ル
ザ

て
の
は
こ
う
い
う
奴
な
ん
だ

 
八
幡
は
エ
ル
ザ
を
無

し
て
理
央
に
そ
う
言

た

 
理
央
は
そ
の
言
葉
に

に

く
事
し
か
出
来
な
か

た
が

 
エ
ル
ザ
は
無

さ
れ
た
事
で

た
ま
ま
ビ
ク
ン
ビ
ク
ン
し
て
い
た

い
つ
も
の
ロ
ビ
ン
だ

理
央
は
こ
う
な
る
な
よ

う
ん

な
ろ
う
と
思

て
も
絶
対
に
無
理
だ
か
ら
大
丈
夫

そ
れ
は
そ
う
だ
よ

神
崎
エ
ル
ザ
は
オ
ン
リ

ワ
ン
な
ん
だ
か
ら

 
そ
こ
で
何
の
前
フ
リ
も
な
く
エ
ル
ザ
が
復
活
し
た

さ
す
が
に
メ
ン
タ
ル
が
強
い

 
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
時
と
は
ま
る
で
別
人
で
あ
る
が
こ
れ
は
つ
ま
り
八
幡
の
存
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在
が

 
エ
ル
ザ
の
メ
ン
タ
ル
に
多
大
な
影

を

え
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

と
い
う
か

ロ
ビ
ン
が
ま
さ
か
エ
ル
ザ
さ
ん
だ

た
な
ん
て
想
像
も
し
て
な
か

た

エ
ル
ザ
で
い
い
よ

私
達

も
う
友
達
じ

な
い

と

友
達

私
と

う
ん

ま
あ
仲
間
で
も
い
い
ん
だ
け
ど

 
友
達
の
方
が

ま
た
お

ぱ
い
を

ま
せ
て
も
ら
え
そ
う
だ
し

そ
れ
は
許
さ
な
い
け
ど

え

る
も
ん
じ

な
い
ん
だ
し

別
に
い
い
じ

な
い

多
分
何
か
が

る

も
う

仕
方
な
い
な

八
幡

私
の
代
わ
り
に
リ
オ
ン
の
胸
を

ん
で
あ
げ
て

 
私
は
そ
れ
を
見
て
興
奮
す
る
事
に
す
る
か
ら

い
や

し
ね
え
か
ら

え

し
な
い
の

凄
く
柔
ら
か
か

た
よ

明
日
奈
の
胸
み
た
い
に

お
前

い
つ
の
間
に
明
日
奈
の
胸
を

ん
だ
ん
だ
よ
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私
の
中
の
神
崎
エ
ル
ザ
の
イ
メ

ジ
が

 
丁
度
そ
の
時

エ
ル
ザ
の
名
を
呼
び
な
が
ら
薔
薇
が

を
現
し
た

エ
ル
ザ

ど
こ

あ

い
た

 
も
う

ト
イ
レ
に
行
く

て
言

て
か
ら
何
分

て
る
と
思

て
る
の
よ

ご
め

ん

八
幡
が
い
た
か
ら
つ
い

え

八
幡

そ
れ
に
理
央
じ

な
い

二
人
で
ど
う
し
た
の

さ

き
ま
で
理
央
を
寮
に
案
内
し
て
た
ん
だ
よ

 
そ
う
だ
小
猫

つ
い
で
に
理
央
の
寮
の
利
用

を
し
て
お
い
て
く
れ

 
俺
達
は
こ
れ
か
ら

寮
生
活
に
必
要
な
物
を

い
に
い

て
く
る
か
ら

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
エ
ル
ザ

行
く
わ
よ

あ
あ

も
う

分
か

た

分
か

た
か
ら

そ
ん
な
に
引

張
ら
な
い
で

 
気
持
ち
良
く
な

ち

う
か
ら

理
央

寮
に
入
る
な
ら
今
度
遊
び
に
行
か
せ
て
ね

あ

う
ん

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
薔
薇
に
引
き
ず
ら
れ
て
去

て
い

た

何
か
凄
か

た
ね
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ま
あ
い
つ
も
の
事
だ

 
こ
の
時
点
で
神
崎
エ
ル
ザ
に
対
す
る
理
央
の
認
識
は

ガ
ラ

と
変
わ

て
い
た

 
芸
能
人
が
相
手
な
ん
て

絶
対
無
理
と
い
う
感
覚
は
も
う
完
全
に
無
く
な

て
い
る

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
達
の

が
見
え
な
く
な

た
後
理
央
は
し
ま

た
と
い
う
表
情
で
こ
う
言

た
あ

サ
イ
ン
を
も
ら
え
ば
良
か

た

ん

理
央
は
あ
い
つ
の
フ

ン
な
の
か

う
ん

大
好
き

ま
あ
今
は
色

も
無
い
ん
だ
し

つ
い
で
に

て
部
屋
に
置
い
て
お
け
ば
い
い

あ

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
行
く
か

う
ん

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗
り

最
初
に
近
く
の
家

店
に
向
か

た

で
も
さ

き
は
本
当
に
び

く
り
し
た

丁
度
麻
衣
さ
ん
と
神
崎
エ
ル
ザ
の
話
を
し
た
直
後

だ

た
か
ら
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麻
衣
さ
ん

誰
だ

麻
衣

咲
太
の
彼
女
さ
ん
だ
よ

ん

女
優
の

麻
衣
か

へ

咲
太
も
や
る
も
ん
だ
な

八
幡
は
麻
衣
さ
ん
の
事

知

て
る
ん
だ

あ
そ
こ
の
事

所
と
は
縁
が
あ
る
し

う
ち
の

候
補
に
も
な

て
る
か
ら
な

あ

今
の
社
⻑
の
お
兄
さ
ん

み
の
話

よ
く
知

て
る
な

そ
れ
だ
そ
れ

話
で
麻
衣
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

た
の
八
幡
麻
衣
さ
ん
を
助
け
て
く
れ
て
本
当
に
あ

り
が
と
う

助
け
よ
う
と
思

た
の
は
エ
ル
ザ
だ

た
ん
だ
が
つ
い
で
に
役
に
立
て
た
の
な
ら
良
か

た

わ 
そ
し
て
家

店
に
着
い
た
後

二
人
は
真

直
ぐ

子
レ
ン
ジ
の
コ

ナ

へ
と
向
か

た

と
り
あ
え
ず
レ
ン
ジ
が
な
い
と
話
に
な
ら
な
い
も
ん
ね

そ
う
だ
な

資
金
の
方
は
大
丈
夫
な
の
か

あ

う
ん

お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
か
ら

職
祝
い
を
も
ら

た
の
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そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
選
ん
じ
ま
う
か

う
ん

 
つ
い
で
に
理
央
は

コ

ヒ

メ

カ

も

入
し
た

 
自
宅
で
使

て
い
る
の
と
同
じ
タ
イ
プ
の
物
で
あ
る

あ

こ
れ
だ

う
ち
に
あ
る
の
と
同
じ
奴

や

ぱ
り
使
い
慣
れ
た
物
の
方
が
い
い
か
ら
な

う
ん

で
も
そ
う
な
る
と

お
前
は
ビ

カ

と
ア
ル
コ

ル
ラ
ン
プ
に
な
る
ん
じ

な
い
の
か

も
う

確
か
に
そ
う
な
ん
だ
け
ど

 
次
に
二
人
は
ホ

ム
セ
ン
タ

へ
と
向
か

た

 
理
央
は
必
要
だ
と
思
う
物
を
片

か
ら

い
物
カ
ゴ
に
入
れ
て
い
き

 
八
幡
は
大
人
し
く
カ

ト
を
押
し
て
理
央
の
後
を
つ
い
て
い

た

家
に
あ
る
物
は

わ
な
く
て
も
い
い
か
な

す
ぐ
に
引

越
す

じ

な
い
ん
だ

高
い
物
な
ら
と
も
か
く

 
安
い
物
は
別
に

ち
ま

た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か
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確
か
に
そ
う
だ
ね

う
ん

そ
う
す
る

 
し
ば
ら
く
は
家
と
寮
と
の
二
重
生
活
に
な
る
だ
ろ
う
と
思

た
理
央
は

 
ほ
く
ほ
く
し
た
表
情
で

思
い
つ
く
ま
ま
に
色
々
な
物
を

入
し
た

楽
し
そ
う
だ
な

理
央

う
ん

一
度
に
こ
ん
な
に

い
物
を
し
た
の
は
初
め
て

そ
れ
じ

あ
部
屋
に
運
び
込
む
か

 
そ
の
ま
ま
寮
に

た
二
人
は
手
分
け
し
て

物
を
運
び

 
八
幡
が
レ
ン
ジ

の
か
さ
ば
る
物
を
設
置
し
て
い
る
間

理
央
は
小
物

の
整
理
を
始
め
た

バ
ス
タ
オ
ル

は
こ

ち

洗

洗

や
ボ
デ

シ

ン
プ

と
⻭
ブ
ラ
シ

後
は

お
い
理
央

コ

ヒ

を
入
れ
た
か
ら

ち

と
休

し
な
い
か

あ

あ
り
が
と
う

今
行
く
ね

 
部
屋
の
真
ん
中
に
は

先
ほ
ど
二
人
で
選
ん
だ
テ

ブ
ル
が
置
い
て
あ
り

 
そ
の
上
に
コ

ヒ

が
二
つ
置
か
れ
て
い
た

 
そ
れ
を
見
た
理
央
は

ま
る
で
新
婚
さ
ん
み
た
い
だ
な
と
思
い

顔
を

く
し
た

く
こ
こ
に

み
た
い
な
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理
央
は
部
屋
が
整
え
ら
れ
て
い
く
う
ち
に
そ
の
欲
求
が
ど
ん
ど
ん
高
ま

て
い
く
の
を
感
じ

て
い
た

ベ

ド
メ
イ
キ
ン
グ
も
や

て
お
い
た
か
ら
な

あ

う
ん

ご
め
ん
ね

色
々
と
手
伝

て
も
ら

ち

て

気
に
す
る
な

乗
り
か
か

た
船

て
奴
だ

あ

あ
り
が
と

大
分
い
い
感
じ
に
な

て
き
た
な

う
ん

く
こ
こ
に

み
た
い

生
活
し
て
み
て

あ
れ
が
足
り
な
い
こ
れ
が
足
り
な
い

て
気
付
く
物
も
多
い
だ
ろ
う
か
ら

 
ま
め
に
メ
モ

て
お
く
ん
だ
ぞ

う
ん

そ
う
す
る

 
そ
の
後

て
き
た
物
の
片
付
け
も
終
わ
り

 
理
央
は
そ
の
ま
ま
八
幡
に
送

て
も
ら
い

自
宅
に

た

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

理
央

う
ん

今
日
は
色
々
あ
り
が
と
う
ね
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お
う

気
に
す
る
な

 
八
幡
が
去

た
後

自
分
の
部
屋
に

た
理
央
は

再
び
麻
衣
に

話
を
か
け
た

あ

理
央
ち

ん

今
日
は
ど
う
だ

た

凄
く
楽
し
か

た

服
装
は
気
に
入

て
も
ら
え
た

う
ん

褒
め
て
も
ら

た

そ

か

良
か

た
ね

理
央
ち

ん

 
そ
の
後

興
奮

態
だ

た
理
央
は

寮
の
部
屋
に
つ
い
て
一
方
的
に

り
ま
く

た

 
麻
衣
は
そ
れ
を
迷
惑
そ
う
な
そ
ぶ
り
も
見
せ
ず

ち

ん
と

い
て
く
れ
た

 
そ
し
て
話
は
神
崎
エ
ル
ザ
と
の
出
会
い
の
話
に
移

た

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ

へ

あ
の
エ
ル
ザ
が
ね

う
ん

実
は
も
う
知
り
合
い
だ

た

び

く
り
し
た

あ

そ
う
い
え
ば

 
そ
の
話
を

い
て
い
た
麻
衣
は

ふ
と
思
い
付
い
た
よ
う
に
こ
う
言

た

そ
う
い
え
ば
つ
い
さ

き

ソ
レ
イ
ユ
か
ら

の
オ
フ

が
あ

た
ら
し
い
の
よ
ね



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
も
し
か
し
て
そ
の
事
が
関
係
し
て
る
の
か
な

え

エ
ル
ザ
だ
け
じ

な
く

麻
衣
さ
ん
も
う
ち
の

に
出
る
の

ま
だ
分
か
ら
な
い
け
ど

曜
の

方
に
話
を

き
に
行
く
予
定
よ

あ

曜
な
ら
私
も
い
る
か
も

そ
う
だ
麻
衣
さ
ん

も
し
時
間
が
あ
る
な
ら

 
つ
い
で
に
私
の
部
屋
に
来
て
み
な
い

い
い
の

そ
れ
な
ら
少
し
お

魔
し
よ
う
か
な

う
ん

む
し
ろ
最
初
は
麻
衣
さ
ん
が
い
い

ふ
ふ

あ
り
が
と
う

  
そ
し
て
迎
え
た

曜
日

理
央
は
麻
衣
と
合
流
し

二
人
は
理
央
の
部
屋
へ
と
向
か

た

お

魔
し
ま
す

麻
衣
さ
ん

こ
の
部
屋
は
ど
う
か
な

う
わ

思

た
よ
り
広
い
ん
だ
ね
と
い
う
か
寮
な
の
に

分
と
設
備
が
充
実
し
て
る
の
ね

そ
れ
は
私
も
思

た

春
か
ら
こ
こ
で
の
生
活
が
始
ま
る
ん
だ
ね
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う
ん

凄
く
楽
し
み

と
い
う
か
も
う
今
日
か
ら
で
も
こ
こ
で

ら
し
た
い

 
で
も
学
校
が
あ
る
か
ら
な

学
校
か

で
も
ま
あ

職
が
決
ま

た
ん
だ
し
も
う
働
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
な
ん
だ
か

ら 
出

日

が
足
り
て
る
な
ら

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
休
む
の
も
手
だ
と
思
う
け
ど

あ

そ

か

麻
衣
さ
ん
も
去
年
は
確
か
そ
ん
な
感
じ
だ

た
よ
ね

ま
あ
私
の
場
合
は
受
験
が
終
わ

た
後
だ

た
か
ら

さ
す
が
に

す
ぎ
る
か
な

 
と
り
あ
え
ず
担
任
の
先
生
と
比
企
谷
さ
ん
に
相
談
し
て
み
れ
ば

う
ん

そ
う
し
て
み
る

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
一

に

食
を
作

て
食
べ

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た

 

中
で
麻
衣
が
咲
太
に

話
を
し
こ
と
さ
ら
に
二
人
の
仲
の
良
さ
を
ア
ピ

ル
し
た
り
も
し

た 
咲
太
は

話
の
向
こ
う
で
か
な
り
悔
し
が

て
お
り
二
人
は
そ
の
様
子
に
声
を
出
し
て
笑

た
今
日
は
楽
し
か

た
わ
ね
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麻
衣
さ
ん

ま
た
来
て
ね

是
非

さ
て

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
帰
り
ま
し

か

う
ん

 
こ
う
し
て
理
央
は

少
し
ず
つ
生
活
基
盤
を
寮
へ
と
移
し
て
し
て
い
く
事
と
な

た
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第
６
６
２
話
 
培
わ
れ
た
力

学
校
を
休
み
が
ち
に
な

て
も
い
い
か

で
す

て

は
い

先
生
は
ど
う
思
う
か
な

て

 
理
央
は
そ
の
日
の
昼
休
み

担
任
の
先
生
に
つ
い
に
相
談
を
持
ち
か
け
た

 
事
前
に
八
幡
に
は

落
第
し
な
け
れ
ば
問
題
な
い
と
言
わ
れ

許
可
を
と

て
あ

た

担
任
と
し
て
は
複
雑
な
気
分
だ
け
ど
学
校
よ
り
も
ソ
レ
イ
ユ
で
学
ぶ
方
が
双
葉
さ
ん
的
に
は

い
い
の

い
や

そ
こ
ま
で
は
言
わ
な
い
で
す
け
ど

 
理
央
は
ま
さ
か

寮
に

く

み
た
い
か
ら

と
は
言
え
ず

そ
う

に
言

た

ち

と
校
⻑
先
生
と
学
年
主
任
と
話
を
し
て
み
る
わ
ま
た
放
課
後
に
来
て
も
ら

て
も
い

い
わ

分
か
り
ま
し
た

お
手

を
お
か
け
し
て
す
み
ま
せ
ん

い
い
の
よ

だ

て
双
葉
さ
ん

最
近

日
本
当
に
充
実
し
て
る

て
顔
を
し
て
る
も
の

あ

は
い

充
実
し
て
ま
す
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ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
放
課
後
に
ね

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
教
室
に

る

中

咲
太
と

真
が
理
央
に
話
し
か
け
て
き
た

 
ど
う
や
ら
理
央
を
待
ち

え
て
い
た
ら
し
い

お
い
双
葉

先
生
と
二
人
で
話
す
な
ん
て

ソ
レ
イ
ユ

み
で
何
か
あ

た
の
か

み
と
い
え
ば

み
だ
け
ど

そ
の

学
校
に
来
る
日

を
少
し

ら
そ
う
か
な

な
ん
て

え

こ
の
時
期
か
ら
か

ま
だ
卒
業
ま
で
半
年
も
残

て
る
け
ど

う

う
ん

ま
あ
出

日

ギ
リ
ギ
リ
ま
で

み
た
い
な

と
り
あ
え
ず
理

室
に
で
も
行
く
か

う

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
理
央
は

久
し
ぶ
り
に
理

室
を
訪
れ
る
事
に
な

た

こ
こ
も
何
か
久
し
ぶ
り

さ
て

ど
う
い
う
事
だ

え

と
ね
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理
央
は
二
人
に

し
事
は
出
来
ず

し
い
理
由
を
二
人
に
説
明
し
た

あ
は
は
は
は

そ
ん
な
理
由
か
よ

麻
衣
さ
ん
か
ら
ち

と
は
話
を

い
た
け
ど

そ
ん
な
に
凄
い
の
か

そ
の
寮

う

う
ん

き

と

川
の
部
屋
よ
り
も
豪
華

マ
ジ
か
よ

今
度
見
せ
て
く
れ
よ

そ
れ
は

う

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

そ
の
代
わ
り
に
今
こ
こ
で
黒

に
書
い
て
説
明
し
て
あ
げ
る

お
お

サ
ン
キ

 
そ
し
て
理
央
が
黒

に
書
い
た
図
を
見
て

二
人
は

か
ん
と
し
た

え

こ
れ
マ
ジ
で
言

て
ん
の
か

う
ん

マ
ジ
だ
け
ど

寮
な
の
に
バ
ス
と
ト
イ
レ
が
別
で

更
に

室
と

キ

チ
ン
カ
ウ
ン
タ

ま
で
あ
る
の
か

室
と
か
は
と
も
か
く

バ
ス
と
ト
イ
レ
が
別
な
の
は

八
幡
の
こ
だ
わ
り
ら
し
い
よ

確
か
に
そ
の
方
が
い
い
も
ん
な
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凄
え

ま
し
い

 
二
人
は
理
央
の
話
を

い
て
興
奮

態
で
あ

た

で
も
こ
ん
な
に
大
事
に
な
る
な
ん
て

校
⻑
先
生
と
学
年
主
任
に
話
を
な

ま
あ

定
以
上
に
休
む

て

じ

な
い
ん
だ
か
ら

多
分
大
丈
夫
だ
と
は
思
う
が

 

目
な
ら

目
で
あ
と
半
年
だ
け
我
慢
す
れ
ば
い
い
だ
け
だ
か
ら
気
楽
に

え
て
ろ

て

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
よ
ね
う
ん
ち

と
気
が
楽
に
な

た
よ
あ
り
が
と
う
ね
二
人
と

も
気
に
す
る
な

て

俺
達
友
達
だ
ろ

あ

友
達
と
言
え
ば

実
は
あ
の
神
崎
エ
ル
ザ
が

私
の
友
達
だ

た
の

 
そ
の
理
央
の
言
葉
は

二
人
に
と

て
は
特
大
の
爆

と
な

た

え
え

か

神
崎
エ
ル
ザ

て

あ
の
神
崎
エ
ル
ザ
だ
よ
な

う
ん

そ
の
神
崎
エ
ル
ザ

友
達

だ

た

て

ど
う
い
う
事
だ
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え
え
と

実
は
私
の
ゲ

ム
仲
間
だ

た
の

あ
あ

Ａ
Ｌ
Ｏ
か

そ
う
い
う
事
か

今
度
色

を
持

て
く
る
か
ら

サ
イ
ン
し
て
も
ら

て
く
れ

エ
ル
ザ
に
迷
惑
を
か
け
る
の
は
避
け
た
い
け
ど

一
応
頼
ん
で
み
る
ね

 
も
ち
ろ
ん
エ
ル
ザ
が

が
る
は
ず
も
な
く

む
し
ろ
大
歓
迎
と
い

た
感
じ
で

 
二
人
は
後
日

神
崎
エ
ル
ザ
の
サ
イ
ン
を
無
事
に
入
手
す
る
事
に
な
る

ま
あ
と
り
あ
え
ず
は
放
課
後
に
ど
う
な
る
か
だ
な

こ
こ
で
待

て
る
か
ら

話
を

か
せ
て
く
れ
よ
な

う
ん

分
か

た

  
そ
し
て
迎
え
た
放
課
後

進
路
指

室
で

理
央
は
予
想
外
の

件
を
提

さ
れ
て
い
た

明
日
行
わ
れ
る
校
内
模

で
す
か

え
え
そ
う
よ
双
葉
さ
ん
は

職
が
決
ま

た
か
ら
本
来
は
受
け
る
必
要
が
無
い
の
だ
け
れ
ど

 
そ
こ
で
今
の
学
力
が
ど
う
な

て
い
る
の
か
見
た
い

て
話
に
な

て
ね

 
凄
く
急
な
ん
だ
け
ど

そ
の
模

を
受
け
て
ほ
し
い
の
よ
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で

好
成

を
残
し
た
ら

ど
の
く
ら
い
休
ん
で
も
特

と
し
て
許
可
し
て
も
ら
え
る
と

そ
う
ね

成

さ
え
良
か

た
ら
何
も
問
題
は
な
い
わ

 
世
間
で
も

そ
ろ
そ
ろ
日
本
で
も
飛
び
級
を
認
め
る
べ
き
だ

て
議

が
高
ま

て
る
し

 
今
回
は
ち

と
違
う
け
ど
そ
の
テ
ス
ト
ケ

ス
の
一
つ
と
し
て
認
め
て
も
い
い
そ
う
よ

そ
う
い
う
事
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

是
非
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
理
央
は
突
然
で
は
あ
る
が

模

を
受
け
る
事
に
な
り

 
そ
の
事
を
化
学
室
で
待

て
い
た
二
人
に
報
告
し
た

え

明
日
の
模

を
受
け
る
の
か

い
き
な
り
明
日

て

大
丈
夫
な
の
か

分
か
ら
な
い
で
も
今
か
ら
ジ
タ
バ
タ
し
て
も
し

う
が
な
い
し
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
つ
も
り

特
に

験
勉
強
と
か
は
し
て
な
い
よ
な

う
ん

で
も
ま
あ
や
る
し
か
な
い
か
ら
ね

そ
う
だ
な

や
る
し
か
な
い
な

と
り
あ
え
ず
今
日
は
帰

て
ち

と
勉
強
す
る
事
に
す
る
ね

俺
達
も
勉
強
し
な
い
と
だ
な
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明
日
は
お

い
頑
張
ろ
う

う
ん

二
人
と
も

今
日
は
話
を

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね

お
う

落
ち
着
い
た
ら
サ
イ
ン
の
事
も
頼
む
な

う
ん

ち

ん
と

い
て
お
く
ね

 
そ
し
て
そ
の
日
の
夜

理
央
は

る
事
も
な
く

教

書
を
じ

く
り
と
見
直
し
て
い
た

教

書
に
載

て
い
な
い
事
は

験
に
出
な
い

そ
し
て
あ
と
は
応
用
だ
け

 
あ
れ

で
も
教

書

て

こ
ん
な
に
簡

な
内
容
だ

た

け

 
理
央
は
そ
ん
な
感
想
を

き
な
が
ら

全
て
の
教

の
チ

ク
を
終
え

 
体
調
を
整
え
る

に

め
に

る
事
に
し
た

明
日
は
頑
張
ら
な
い
と

 
理
央
は
特
に

張
な
ど
も
し
て
い
な
か

た

す
ぐ
に
眠
り
に
つ
く
事
が
出
来
た

 
そ
し
て
迎
え
た
次
の
日

理
央
が
教
室
に
入
る
と

ク
ラ
ス
メ

ト
達
が
少
し
ざ
わ
つ
い
た

 
こ
れ
は
悪
い
意
味
で
は
な
く

に
理
央
が
模

を
受
け
る
必
要
が
無
い
と
皆
が
知

て
い

た
か
ら
だ
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そ
し
て
そ
れ
な
り
に
仲
の
良
い
女
友
達
が

人

理
央
に
話
し
か
け
て
き
た

あ
れ

理
央
も
こ
の
模

を
受
け
る
の

今
日
は
休
み
だ
と
思

て
た
か
ら
び

く
り
し
た
よ

う

う
ん

実
は
ね

 
理
央
は
そ
こ
ま
で

し
く
で
は
な
か

た
が

今
回
の

を

く
説
明
し
た

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

一
夜

け
か

大
丈
夫

う

う
ん

や
る
し
か
な
い
か
ら
頑
張

て
み
る

あ
は

そ
う
だ
ね

 
こ
う
し
て

験
が
始
ま
り

そ
の
日
の
放
課
後

理
央
は
再
び
化
学
室
に
い
た

お

い
双
葉

模

は
ど
う
だ

た

う

う
ん

二
人
は
ど
う
だ

た

結

出
来
た
方
だ
と
思
う
け
ど
な

俺
も
そ
れ
な
り
だ
な

双
葉
は

い
や

そ
れ
が
ね



 第６６２話 培われた力

 
そ
の
理
央
の
少
し
不
安
そ
う
な
表
情
に
二
人
は
出
来
が
悪
か

た
の
か
と
心
配
そ
う
な
表
情

を
し
た

 
だ
が
そ
の
直
後
に
理
央
は
二
人
に
こ
う
言

た

な

何
か
あ
り
え
な
い
く
ら
い
出
来
た
ん
だ
け
ど

一
体
ど
う
な

て
る
の

えそ
ん
な
に
出
来
が
良
か

た
の
か

う

う
ん

今
回
私
は
理
系
教

中
心
の

験
だ

た
ん
だ
け
ど

 

学
と
物
理
と
化
学
は
基
本
的
な
事
し
か
出
題
さ
れ
な
か

た
し

 
英
語
は
小
学
生
の
作
文
み
た
い
に
思
え
た
し

現
国
も
い
つ
も
よ
り
ス
ラ
ス
ラ
解
け
た
し

 
日
本

は
元
々
得
意
だ

た
か
ら
い
い
と
し
て

模

て
こ
ん
な
感
じ
だ

た

け

 
も

と
苦
労
し
た
覚
え
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の
理
央
の
言
葉
に
二
人
は

り
こ
く

た

二
人
と
も
ど
う
し
た
の

あ

い
や

な

双
葉

学
と
物
理
と
化
学

基
本
的
な
事
ば

か
り
だ

た
か
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う

う
ん

だ

て
あ
ん
な
事

紅
莉
栖
さ
ん
に
散
々
教
え
て
も
ら

た
し
ね

な
る
ほ
ど

結

か
ら
言
う
と

今
回
の
模

そ
の
三
教

の
平

は
か
な
り

い
と
思
う
ぞ

 

験
が
終
わ

た
後

他
の
奴
ら
が
ざ
わ
つ
い
て
な
か

た
か

え

あ

う
ん

確
か
に
そ
う
だ

た
か
も
だ
け
ど

英
語
に
関
し
て
は
何
故
そ
う
思

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
も
し
か
し
て
双
葉
は
日
常
的
に
英
語
に
触
れ
た
り
し
て
る
の
か

そ
れ
は
ほ
ら

文

て
基
本
英
語
だ
か
ら
ね

 
そ
れ
に
う
ち
の
部
の
三
人
と
も
ア
メ
リ
カ
で

ら
し
て
た

だ
し
ね

て
か
部
⻑
は
ア
メ

リ
カ
人
だ
し

そ
う
か

ま
あ

日
後
に
は
結
果
が

り
出
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら

そ
れ
を
待
と
う

う
ん

ま
あ
そ
う
だ
ね

 
そ
の
次
の
次
の
日
の
朝

理
央
が
学
校
に
来
る
と

 
何
故
か
一
時
間
目
は
全
ク
ラ
ス
が
自

に
な

て
い
た

三
年
だ
け
じ

な
く
全
校
で
あ
る
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え

こ
の
自

て
全
ク
ラ
ス
な
の

う
ん

そ
う
み
た
い
だ
よ

何
か

急
の
職
員
会
議
が
あ
る
ん
だ

て

一
体
何
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
ね

 
そ
の

会
議
室
で
は
集
ま

た
先
生
達
が
何
と
も
い
え
な
い
表
情
で
会
議
に
参
加
し
て
い

た
こ
れ

本
当
で
す
か

間
違
い
な
く
公
正
な

験
の
結
果
で
す

こ
の
生
徒

て

の
ソ
レ
イ
ユ
へ

職
し
た
子
で
す
よ
ね

は
い

そ
こ
で

日
放
課
後
に
勉
強
し
て
い
る
と
か

日
で
す
か

体
調
と
か
は
大
丈
夫
な
ん
で
す
か
ね

そ
れ
ど
こ
ろ
か
凄
く
楽
し
そ
う
で

と
て
も
元
気
そ
う
に
見
え
ま
す

 
ち
な
み
に
双
葉
さ
ん
の
担
当
を
し
て
い
る
の
は

あ
の

紅
莉
栖
さ
ん
だ
そ
う
で
す

 
ど
う
や
ら
こ
の
日
の
議
題
は
理
央
に
つ
い
て
で
あ
る
よ
う
だ

 
そ
し
て

紅
莉
栖
の
名
前
が
出
た

間
に
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そ
の
事
を
知
ら
な
か

た
ら
し
い

理
系
教

の
担
当
教
師
達
が
ざ
わ
つ
い
た

 
さ
す
が
は
世
界
的

名
人
の
紅
莉
栖
で
あ
る

一
体
ど
ん
な
勉
強
を
す
れ
ば
こ
う
な
る
の
か

本
人
に

い
て
み
ま
す
か

そ
う
し
ま
す
か

結
果
も
伝
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
ね

あ

じ

あ
私
が
呼
び
に
い

て
き
ま
す
ね

 
そ
し
て
担
任
が

教
室
ま
で
理
央
を
呼
び
に
来
た

双
葉
さ
ん

ち

と
会
議
室
ま
で
来
て
も
ら

て
も
い
い

え

あ

は

は
い

 
そ
れ
で
双
葉
は

職
員
会
議
が
自
分
の
せ
い
で
開
か
れ
た
の
だ
と
悟

た

 
他
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
も

そ
れ
を

い
て
同
じ
事
を
考
え

ざ
わ
つ
い
た

問
題
な
い
成

だ

た
ら
こ
ん
な
事
に
は
な

て
な
い
は
ず

目
だ

た
の
か
な
ま
あ
仕

方
な
い
か

 
理
央
は
そ
う
覚
悟
を
決
め

会
議
室
へ
と
入
室
し
た

失

し
ま
す

双
葉
理
央

入
り
ま
す
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双
葉
さ
ん
わ
ざ
わ
ざ
来
て
も
ら

て
す
ま
な
い
ね
ち

と
君
に

き
た
い
事
が
あ

て

ね
あ

は
い

何
で
し

う
か

先
ず
は

験
の
結
果
を
見
て
く
れ

 
校
⻑
か
ら
理
央
の

点
結
果
が
手

さ
れ

理
央
は
そ
れ
を
見
て

目
を
見
張

た

え

こ

こ
れ

本
当
で
す
か

あ
あ

ち
な
み
に
下
に
書
い
て
あ
る
の
が
平

だ
よ

こ

こ
ん
な
点

を
と

た
の
は
初
め
て
で
す

 
そ
こ
に
は
凄
ま
じ
い
点

が

ん
で
い
た

理
系
教

は
全
て

点

 
英
語
が
九
十
六
点

現
国
が
九
十
二
点

日
本

は
八
十
八
点
で
あ
る

 
理
央
は
理
系
な

今
回
受
け
た
の
は
こ
の
六
教

の
み
で
あ

た

ち
な
み
に
学
年
全
体
で
も
ト

プ
今
回
の

験
は
校
内

験
だ
か
ら
あ
く
ま
で
参
考
だ
け
ど

 
多
分
全
国
で
も
か
な
り
上

の
成

だ
か
ら
ね

し

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

そ
れ
で
だ
普

ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
る
の
か

い
て
み
た
い
と
思

て
来
て
も
ら

た



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

ん
だ
よ

 
あ
く
ま
で
興
味
本

だ
か
ら

言
え
な
い
事
は
言
わ
な
く
て
も
い
い
か
ら
ね

あ

は
い

 
そ
し
て
理
央
は

企
業
秘
密
に

す
る
部
分
は
上
手
く
伏
せ
つ
つ

正
直
に
そ
れ
に
答
え
た

そ

そ
ん
な
事
を

高
校
の
教
育
レ
ベ
ル
を

脱
し
て
ま
す
が

確
か
に
そ
れ
な
ら
こ
の
成

も

け
ま
す
ね

そ
う
か

文
か

英
語
は
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ
な

も
し
か
し
て
英
会
話
も

あ

は
い

職
場
で
普
通
に
英
語
が
飛
び
交

て
る
ん
で

 
自
然
と
あ
る

度
は
話
せ
る
よ
う
に
な

ち

い
ま
し
た

現
国
と
日
本

に
つ
い
て
も
前
よ
り
は
上
が

て
る
み
た
い
だ
が

日
本

は
前
の
日
に
頑
張

て
暗
記
し
ま
し
た
現
国
は
多
分
た
く
さ
ん
の

文
を

ん
で
い

る
う
ち
に

 

解
力
が
上
が

た
ん
じ

な
い
か
な
と

な
る
ほ
ど
ね

そ
う
い

た
影

も
あ
る
か
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は
い

多
分
で
す
け
ど

 
そ
し
て
校
⻑
は

笑
顔
で
理
央
に
言

た

ま
あ
も
う
分
か

て
い
る
と
思
う
が

験
結
果
は
合
格
だ
よ

 
こ
れ
か
ら
は
学
校
に
来
て
も
来
な
く
て
も

わ
な
い
か
ら
好
き
に
す
る
と
い
い

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

し
か
し
こ
ん
な
に
い
い
成

を
と
ら
れ
る
と

ち

と
悔
し
い
気
も
し
ま
す
ね

今
回
の
問
題
は

か
な
り
難
し
か

た
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
理
系
教

の
担
当
の
教
師
達
が

口
々
に
そ
う
言

た

な

何
か
す
み
ま
せ
ん

い
や
い
や

い
つ
か
双
葉
さ
ん
の

を
テ
レ
ビ
と
か
で
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

職
し
て
も
ソ
レ
イ
ユ
で
頑
張

て
ね

応
援
し
て
る
か
ら

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
少
し
後
に

今
回
の

験
結
果
が
廊
下
に

り
出
さ
れ

 
そ
の
結
果
は
驚
き
を
も

て
生
徒
達
に
迎
え
ら
れ
た

う
わ

双
葉
の
奴

や

ぱ
り
一

だ
よ
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話
を

い
て
い
て

そ
う
じ

な
い
か
な

て
思

た
ん
だ
よ
な

ソ
レ
イ
ユ
や
ば
い
な

と
い
う
か

紅
莉
栖

て
人
が
や
ば
い
の
か

ま
あ
こ
れ
で
双
葉
と
会
う
機
会
も
か
な
り

る
だ
ろ
う
な

ち

と

し
い
け
ど
い
な
く
な
る

じ

な
い
し
こ
こ
は
素
直
に
双
葉
の
事
を
祝
福
し

よ
うだ

な

 
こ
う
し
て
理
央
は
実
力
を
も

て
学
校
か
ら
解
放
さ
れ

 
両
親
の
許
可
も
得
て

理
央
の
寮
生
活
が
ス
タ

ト
す
る
事
と
な

た

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で
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第
６
６
３
話
 
集
ま
る
人
材
達

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は

話

成
で
お
送
り
し
ま
す

 
こ
の
日
ソ
レ
イ
ユ
で
は

職
の
最
終
面
接
が
行
わ
れ
る
事
に
な

て
い
た

 
時
期
的
に
は
や
や

い
く
ら
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

こ
の
日
の
面
接
は
特
別
で
あ

た

 
先
日
八
幡
が
多
分
ソ
レ
イ
ユ
に
知
り
合
い
が
何
人
か
入
る
と
風
太
達
に
冗
談
め
か
せ
て
言

て
い
た
が

 
そ
の
面
接
の
日
が
今
日
な
の
で
あ
る

あ
れ

卒
業
組
の

職
活
動
と
か
は
い
い
の
か

そ
れ
は
も
う
終
わ

て
る
ら
し
い

う
ち
に
も
多
分
何
人
か
入
る
と
思
う
ぞ

 
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
か
ら
誰
が
入
る
の
か
は
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
な

全
員
だ

た
り
し
て

は
は

ま
さ
か



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
あ
の
時
の
会
話
は
こ
う
で
あ

た
が

果
た
し
て
ど
う
な

た
の
か

 
面
接

と
し
て
参
加
さ
せ
ら
れ
て
い
る
八
幡
に
は
ま
だ
誰
が
来
る
の
か
教
え
ら
れ
て
は
い
な

い 
実
は

日
ま
で
に
知
り
合
い
組
も
別
に
厳
正
な
面
接
を
受
け
て
お
り
全
員
が
無
事
合
格
を

決
め
て
い
た

 
今
日
の
面
接
は
あ
る
意
味
お
ま
け
で
あ
り
ハ

キ
リ
言
え
ば
陽
乃
の
趣
味
で
開
か
れ
る
も
の

な
の
だ

 
そ
の
事
を
知

て
い
る
八
幡
は

々
な
が
ら
今
日
の
面
接
に
参
加
し
て
い
る

 
ち
な
み
に
面
接

は
八
幡
と
陽
乃

ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
薔
薇
で
あ
る

姉
さ
ん

今
日
は
結
局
誰
が
来
る
ん
だ

名
前
は
言
え
な
い
け
ど
今
日
は
十
人
以
上
来
る
わ
よ

ま
あ
気
楽
に
し
て
な
さ
い
な

そ
ん
な
に
身
内
が
う
ち
を
希
望
し
た
の
か

 
し
か
し
こ
の
お
ま
け
の
面
接

本
当
に
や
る
必
要
が
あ
る
の
か

今
日
の
面
接
の
結
果
は
配
属
先
の
参
考
に
す
る
予
定
よ
も
う
決
ま

て
る
人
も
い
る
け
ど

ね
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そ
う
い
う
事
か

ま
あ
さ

さ
と
始
め
よ
う

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
薔
薇

案
内
を
お
願
い

は
い

 
そ
し
て
ト

プ
バ

タ

が
中
に
入

て
き
た

失

し
ま
す

 
八
幡
は
そ
の

間
に

満
面
の
笑
み
で
こ
う
言

た

よ
し

お
兄
ち

ん
の
秘
書
に
決
定
な

さ
あ
姉
さ
ん

く
手
配
を

 
お
い
薔
薇
う
ち
の
小
町
に
失

の
な
い
よ
う
に

切
丁

に
仕
事
を
レ
ク
チ

す
る
ん

だ
ぞき

も

 
小
町
は
そ
う
言

て
八
幡
を
完
全
に
無

し

八
幡
は
落
ち
込
ん
だ
表
情
で
下
を
向
い
た

比
企
谷
小
町
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

さ
て

小
町
ち

ん
は

自
分
に
は
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
る
と
思
う

そ
う
で
す
ね

や
は
り
お
兄
ち

ん
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
こ
の
社
交
性
を
生
か
し
て

 

業
か

外

も
し
く
は
ア
ン
テ
ナ
シ

プ
の
店
員
と
か
で
し

う
か
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少
な
く
と
も
そ
こ
の
お
兄
ち

ん
の
秘
書
の
よ
う
な
仕
事
は

 
や
れ
ば
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

私
に
向
い
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん

な
る
ほ
ど
ね

で
は
希
望
の
部

と
か
は
ど
こ
か
あ
る
か
し
ら

私
と
し
て
も
な
る
べ
く
近
く
で
お
兄
ち

ん
を

え
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す

が 
さ

き
見
た
よ
う
に

う
ち
の
お
兄
ち

ん
は
ま
だ
妹
離
れ
が
出
来
て
い
な
い
の
で

 

度
に

離
を
お
き
つ
つ

得
意
分
野
で
お
兄
ち

ん
の
助
け
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す

 
な
の
で
特
に
こ
れ
と
い

た
希
望
は
あ
り
ま
せ
ん

こ

小
町

 
八
幡
は

感
動
し
た
よ
う
な
面
持
ち
で
小
町
の
顔
を
見
た

 
小
町
は
そ
ん
な
八
幡
を
諭
す
よ
う
に
こ
う
言

た

お
兄
ち

ん
も
い
い

な
ん
だ
か
ら

そ
ろ
そ
ろ
妹
離
れ
し
な
く
ち

だ
め
だ
よ

 
そ
う
じ

な
く
て
も
こ
こ
に
い
る
陽
乃
お
姉
ち

ん
や
薔
薇
さ
ん
の
他
に

 
お
兄
ち

ん
の
隣
に
い
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
か
ら

 
そ
の
人
達
の

に
も
も

と
し

か
り
し
な
さ
い
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は

は
い

は
い

こ
こ
ま
で
で
結

で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
小
町
は
そ
の
言
葉
を
受
け

一

し
て
去

て
い

た

さ
て

ど
ん
ど
ん
い
く
わ
よ

あ
あ

小
町
の
期
待
に
応
え
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

 
八
幡
の
シ
ス
コ
ン
が
多
少

の

し
を
見
せ
た
と
こ
ろ
で
次
の
面
接
者
が
入
室
し
て
き
た

二
番

桐

谷
直
葉

入
り
ま
す

い
つ
も
通
り
元
気
が
い
い
わ
ね
直
葉
ち

ん
は
自
分
に
は
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
る
と
思

う
そ
う
で
す
ね

不
審
者
が
い
た
ら

ボ
コ
ボ
コ
に
出
来
ま
す

た

確
か
に
直
葉
な
ら
出
来
そ
う
だ

八
幡
さ
ん
の
と
同
じ

棒
と
か
が
あ
れ
ば

な
お
い
い
で
す
ね
 

な
る
ほ
ど

希
望
の
部

と
か
は
あ
る
の

受
付
で
す
ね

ソ
レ
イ
ユ
は
私
が
守
り
ま
す

戦
う
受
付
嬢
さ
ん
か

あ
り
ね
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あ
り
だ
な

あ
り
で
す
よ
ね

オ

ケ

オ

ケ

話
が
ス
ム

ズ
で
気
持
ち
い
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で

 
直
葉
ち

ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

は
い

失

し
ま
す

 
直
葉
は
元
気
よ
く
部
屋
か
ら
出
て
い
き

八
幡
と
陽
乃
は
そ
の

を
見
て
ほ

こ
り
し
た

や

ぱ
り
元
気
が
あ
る
子

て
の
は
い
い
わ
ね

あ
あ

会
社
に
活
力
が
出
る
か
ら
な

と
り
あ
え
ず
受
付

て
事
で
い
い
か
し
ら
ね

そ
う
だ
な

そ
の
上
で

こ
れ
は
か
お
り
や
ウ
ル
シ
エ
ル
に
も
言
え
る
事
だ
が

 
他
に

正
が
あ
る
か
ど
う
か

色
々
な
カ
リ
キ

ラ
ム
を
組
ん
で
見

め
て
い
け
ば
い
い
ん

じ

な
い
か

そ
う
ね

学
生
の
時
に
自
分
の

性
を
理
解
し
て
い
る
子
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
い
な
い
か
ら
ね

そ
う
い
う
事
だ
な

⻑
い
目
で
人
材
を
育
成
し
て
い
こ
う

そ
れ
じ

あ
薔
薇

次
は

あ
あ

次
は
三
人
一

で
お
願
い



 第６６３話 集まる人材達

分
か
り
ま
し
た

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
の
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
か

た
が
陽
乃
を
信
じ
て
静
観
す
る
事
に
し
た

失

し
ま
す

 
次
に
薔
薇
に
案
内
さ
れ
て
入

て
き
た
の
は

結
衣
と
優
美
子
と
い
ろ
は
だ

た

由
比

結
衣
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

三

優
美
子
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

一
色
い
ろ
は
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
普

か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い

し

か
り
と
し
た

を
す
る
三
人
が
そ
こ
に
い
た

 
特
に
結
衣
の
ギ

プ
が
激
し
い

さ
て
と

最
初
の
二
人
に
は

自
分
の

性
や
希
望
に
つ
い
て
質
問
し
た
ん
だ
け
ど

 
今
回
三
人
を
同
時
に
呼
ん
だ
の
は
理
由
が
あ
る
の

と
い
う
か

頼
み
た
い
事
が
あ
る
の

は
い

ほ
う

 
八
幡
は
そ
の
様
子
を
興
味
深
げ
に

め
て
い
た

頼
み
と
い
う
の
は
他
で
も
な
い

私
と
し
て
は
三
人
を
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来
年
立
ち
上
が
る
芸
能
部
に
配
属
し
た
い
と
思

て
い
ま
す

芸
能
部

で
す
か

え
え

実
は
今
年
中
に

倉
エ

ジ

ン
シ

が
う
ち
の

下
に
入
る
事
が
決
定
し
た
わ

そ
う
な
の
か

話
が
あ

た
の
は
ま
だ
先
日
だ
か
ら

八
幡
君
に
そ
の
事
を
話
す
の
は
こ
れ
が
始
め
て
ね

な
る
ほ
ど

つ
い
に
か

 
陽
乃
は
そ
の
言
葉
に

き
な
が
ら

説
明
を
始
め
た

倉
社
⻑
は
大
手
事

所
が
好
き
勝
手
し
て
い
る
今
の
芸
能
界
の
体
質
が
気
に
入
ら
な
い
ら
し

く
て
ね

 
今
や
ど
こ
も
手
出
し
が
出
来
な
い
く
ら
い
に
成
⻑
し

勢
い
の
あ
る
う
ち
を
バ

ク
に
し
て

 
誰
に
も
手
が
出
せ
な
い
公
平
で
公
正
な
事

所
を
設
立
し
た
い
と
考
え
て
る
み
た
い
よ

お

か

ま
あ
そ
う
い
う
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

で

三
人
に
は
倉
社
⻑

 
ま
あ
も
う
す
ぐ
う
ち
の
部
⻑
に
な
る
ん
だ
け
ど

そ
の
下
で
今
の
芸
能
界
の
事
を
学
ん
で
も

ら

て
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そ
う
い

た
色
々
な
問
題
点
を

こ
ち
ら
に
報
告
し
て
欲
し
い
の

 
ま
あ
最
初
か
ら
普
通
の
芸
能
活
動
を
す
る
の
は
厳
し
い
で
し

う
か
ら

 
う
ち
の
広
報
活
動
か
ら
始
め
ま
し

う
か

そ
れ
は
つ
ま
り

広
告

に
な
れ
と
い
う
事
で
す
か

え
え

あ
な
た
達
な
ら
き

と
出
来
る
わ

ど
う
か
し
ら

や
り
ま
す

や

て
み
せ
ま
す

あ

し
達
が
頑
張
れ
ば

陰
で

く
子
が

る
か
も
し
れ
な
い

て
事

し

 
こ
れ
は
も
う
や
る
し
か
な
い
ね

ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

任
せ
て
下
さ
い

そ
う
い
う
の
は
得
意
で
す

 
力
強
く
そ
う
言
う
三
人
に
八
幡
は
眩
し
い
も
の
を
見
つ
め
る
か
の
よ
う
な

線
を
送

て
い

た 
そ
ん
な
八
幡
を
陽
乃
が

で
小
突
い
た

何
か
言
え

体
的
に
は
褒
め
ろ
と
言
い
た
い
ら

し
い

 
八
幡
は
そ
の
意
を

ん
で

三
人
に
こ
う
言

た

三
人
は
芸
能
人
み
た
い
な
活
動
を
す
る
事
に
な
る
の
か

う
ん

い
い
ん
じ

な
い
か
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安
易
に
向
い
て
る
と
か
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
三
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
タ
イ
プ
の
美
人
だ

し
な

美
人

 
三
人
は
そ
の
言
葉
に
ピ
ク
リ
と
反
応
し
た

面
接
と
い
う

を
と

て
い
る
以
上

 
過

な
反
応
は
出
来
な
い
よ
う
だ
が

三
人
は
明
ら
か
に
嬉
し
そ
う
で
あ

た

も
し
活
動
が
上
手
く
い
か
な
く
て
も
問
題
は
な
い

 
ち

ん
と
個
人
の

正
に
つ
い
て
は
⻑
い
目
で
調
べ
て
い
く
か
ら

 
そ
れ
に

て

正
な
部

に
移

て
も
ら
う
つ
も
り
だ

だ
か
ら
と
い

て
そ
れ
を
逃
げ
道

に
せ
ず

 
そ
の
上
で
失
敗
を
恐
れ
ず
に

思
い
切

て
活
動
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

あ

あ
り
が
と
う
ヒ

キ

や
れ
る
だ
け
や

て
み
る
ね

あ

し
な
り
に
精
一

や

て
み
る
よ

見
て
て
下
さ
い

先
輩
の
手
が

か
な
い
く
ら
い
の
人
気
者
に
な

て
や
り
ま
す
か
ら
ね

あ
あ

期
待
し
て
る
か
ら
な

 
こ
う
し
て
三
人
同
時
の
面
接
は
終
わ
り

八
幡
と
陽
乃
は
相
談
の
上
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後
日
倉
エ

ジ

ン
シ

に

く
事
を
決
め
た

そ
れ
じ

あ
明
日
は
倉
エ

ジ

ン
シ

だ
な

と
こ
ろ
で
さ

い
ず
れ
は
か
お
り
ち

ん
も
芸
能
部
に
所
属
さ
せ
た
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の
事
に
つ
い
て
八
幡
君
は
ど
う
思
う

い
い
ん
じ

な
い
か

あ
い
つ
の
あ
の
明
る
さ
は

き

と
武
器
に
な
る
と
思
う
ぞ

 
ま
あ
本
人
の
希
望
は
ち

ん
と

い
て
や

て
く
れ
な

う
ん

分
か

て
る

て

よ
し

そ
れ
じ

あ
小
猫

次
に
い
こ
う

分
か
り
ま
し
た

 
次
に
中
に
入

て
き
た
の
は
相
模
南
で
あ

た

相
模
南

入
り
ま
す

南
ち

ん

秘
書
の
仕
事
は
大
分
覚
え
た

は
い

ま
だ
室
⻑
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

ほ
と
ん
ど
覚
え
ま
し
た

め
に
秘
書
室
に
出
入
り
し
て
も
ら

た
甲
斐
が
あ

た

て
も
の
ね

 
一
応
確
認
し
て
お
く
け
ど

他
に
希
望
す
る
部

と
か
は
あ
る
か
し
ら
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あ
り
ま
せ
ん

私
は
八
幡
を
し

か
り
と

え
た
い
と
思
い
ま
す

そ
う
そ
れ
じ

あ
予
定
通
り
卒
業
後
は
そ
の
ま
ま
八
幡
君
の
秘
書
と
し
て
頑
張

て
も
ら

う
わは

い

 
南
に
関
し
て
は
八
幡
は
特
に
口
を

ま
な
か

た

他
の
者
と
は
違
い

定
路
線
だ

た

か
ら
だ

頼
む
な

南

う
ん

何
か
困

た
ら
ど
ん
ど
ん
私
を
頼

て
ね

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

頼
り
に
し
て
る
ぞ

任
せ
て

 
そ
し
て
次
に
入

て
き
た
の
は
ク
ル
ス
で
あ

た

 
ク
ル
ス
へ
の
対
応
も
南
と
同
様
だ
ろ
う
な
と
八
幡
は
考
え
て
い
た
が

 
ど
う
や
ら
陽
乃
の
考
え
は
違

た
よ
う
だ

 
陽
乃
は
開
口
一
番
に

ク
ル
ス
に
こ
う
言

た
の
で
あ
る

ク
ル
ス
ち

ん

あ
な
た

ど
れ
く
ら
い
戦
え
る
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戦
い
で
す
か

そ
う
で
す
ね

八
幡
様
の
ボ
デ

ガ

ド
く
ら
い
は
こ
な
せ
る
と
思
い
ま
す

が 
あ
く
ま
で
そ
れ
は

向
か

て
く
る

を

出
来
る
か
ど
う
か
と
い
う
話
な
の
で

 
身

護
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
事
が
多
い
と
思
い
ま
す

姉
さ
ん

一
体
何
を

こ
れ
は
さ

き
の
話
と
も
繋
が
る
事
な
ん
だ
け
ど

さ

き
言

て
た
芸
能
部

 
あ
の
三
人
に
も
護
衛
が
必
要
だ
と
思
わ
な
い

あ
あ

ま
あ
そ
れ
は
確
か
に
な

今
う
ち
に
い
る
そ
う
い

た
戦
力
は

レ
ヴ

ち

ん
と
萌
郁
ち

ん
し
か
い
な
い
わ
よ
ね

 
な
の
で
何
か
の
時
に
彼
女
達
の
代
わ
り
が
出
来
る
人
材
が
欲
し
い
の
よ

つ
ま
り
そ
れ
に
は
秘
書
と
し
て
八
幡
様
に
同
行
す
る
事
が
多
い
だ
ろ
う
私
が
向
い
て
い
る
と

そ
う
い
う
事
ね

さ
す
が
は
ク
ル
ス
ち

ん

理
解
が

く
て
助
か
る
わ

 
実
は
ク
ル
ス
ち

ん

て

そ
れ
な
り
に
戦
え
る
子
で
し

う

は
い

八
幡
様
の
お

に
い
ら
れ
る
よ
う
に

鍛
え
て
き
ま
し
た
の
で

そ

そ
う
な
の
か
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は
い

そ
れ
も
秘
書
の
努
め
で
す
か
ら

 
さ
す
が
は
才
女
と
名
高
い
ク
ル
ス
で
あ
る

実
に
そ
つ
が
な
い

職
前
に
そ
れ
な
り
の
知
識
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
思

て
る
け
ど
そ
の
余

は
あ

る
か
し
ら

お
任
せ
下
さ
い

や
り
と
げ
て
み
せ
ま
す

う
ん

信
頼
し
て
る
わ

 
こ
の
言
葉
で

八
幡
は
陽
乃
が
ク
ル
ス
の
事
を
高
く

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
こ
こ
で
八
幡
に
出
来
る
事
と
い
え
ば

激

く
ら
い
だ
ろ
う
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え

ク
ル
ス
に
こ
う
言

た

い
つ
も
俺
の
事
を
一
番
に
考
え
て
く
れ
る
ク
ル
ス
に
は

い
つ
も
感
謝
し
て
る
ぞ

 
そ
の
気
持
ち
に
は
必
ず
報
い
る
つ
も
り
だ
か
ら
大
変
だ
と
は
思
う
が
こ
れ
か
ら
も
頼
む
ぞ

ク
ル
ス

は
い

い
つ
ま
で
も
八
幡
様
の
お

か
ら
離
れ
ま
せ
ん

 
こ
う
し
て
未
来
に
向
け
て
多
く
の
新
人
を
迎
え
つ
つ

 
八
幡
が
社
⻑
に

任
し
た
時
に

思
い
通
り
の
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
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陽
乃
は
ソ
レ
イ
ユ
の
体
制
を
徐
々
に

め
て
い
く

 

も
面
接
は
続
く
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第
６
６
４
話
 
飛
躍
の
日

 
次
に
部
屋
に
入

て
き
た
の
は

八
幡
に
と

て
は
ま

た
く
予
想
外
の
人
物
で
あ

た

お

お
お

戸
部

戸
部
じ

な
い
か

久
し
ぶ
り
だ
な

ヒ
キ
タ
ニ
君
も
元
気
そ
う
で
良
か

た

し

 
戸
部
は
八
幡
に

ニ
ヤ
リ
と
笑
い
か
け
た

も
し
か
し
て
ソ
レ
イ
ユ
に
入

て
く
れ
る
の
か

当

た
り
前
じ

ん
よ

こ
こ
に
い
る
ん
だ
か
ら
さ

確
か
に
そ
う
だ
な

そ
う
か

そ
う
か

 
八
幡
に
と

て

男
友
達
は
本
当
に
貴
重
で
あ
る

そ
の

は
十
人
に
満
た
な
い

さ
て

そ
れ
じ

あ
感
動
の
再
会
が
終
わ

た
と
こ
ろ
で
面
接
に
移
り
ま
し

う

さ
す
が
に
感
動
の
再
会
は
言
い
す
ぎ
だ
ぞ
姉
さ
ん

あ
ら
そ
う

そ
れ
じ

あ
さ
く

と
い

ち

い
ま
し

う
か

 
で

戸
部
君
は

何
が
得
意
で
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
う
の
か
し
ら

俺
に
は
正
直
そ
こ
ま
で
人
に

れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
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た
だ
一
つ
だ
け
言
え
る
と
し
た
ら
す
ぐ
に
他
人
と
友
達
に
な
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
し

う

か
確
か
に
そ
れ
は

八
幡
君
の
倍
の
能
力
と
い
え
る
わ
ね

倍

倍

て
何
の
事
だ

だ

て
八
幡
君
は

女
の
子
を
落
と
し
ま
く

て
る
じ

な
い

だ
か
ら
風
評
を
流
す
な

つ

て
ん
だ
よ

風
評

 
そ
の
言
葉
に

陽
乃
と
戸
部
が
き

と
ん
と
し
た
表
情
で
そ
う
言

た

ええ
 
八
幡
も
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
陽
乃
と
戸
部
も
そ
れ
を
見
て
再
び
き

と
ん
と
し
た

え

あ
れ

俺

て
そ
う
い
う
風
に
見
え
る
の
か

そ
れ
以
外
に
無
い
と
い
う
か

無
自
覚
だ
と
し
た
ら

逆
に
凄
い

し

 
ま
あ
こ
れ
は
二
人
の
冗
談
な
の
だ
が

た
八
幡
は
そ
の
事
に
気
付
か
な
い
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い

い
や

違
う

誤
解
だ

俺
は
そ
う
い
う
意
図
を
持

た
事
は
今
ま
で
一
度
も
な
い

あ
は
は
は
は

冗
談
だ

て
ば

ご
め
ん
ご
め
ん

ち

と
や
り
す
ぎ
だ

た

し

驚
か
せ
る
な
よ

二
人
で
事
前
に

し
合
わ
せ
て
た
の
か

う
う
ん

そ
ん
な
事
は
し
て
な
い
わ
よ

今
の
は
俺
が
社
⻑
に
呼

を
合
わ
せ
た
だ
け
し

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
ね

マ
ジ
か
よ

戸
部

お
前

て
か
な
り
凄
く
ね

 
八
幡
は
そ
の
戸
部
の
才
能
に
素
直
に
感
心
し
た

い
や

俺

て
ば
人
に
合
わ
せ
る
事
だ
け
は
得
意
だ
か
ら
さ

業
と
か
が
向
い
て
る
か

な

て
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
と
い
う
か

業
を
す
る

に
産
ま
れ
て
き
た
と
言

て
も

い
い
か
も

う
う
む

そ
れ
じ

あ
決
ま
り
か
な

体
力
も
あ
る
し

完

ね
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あ
ざ

す

 
こ
う
し
て
戸
部
は

業
部
に
配
属
さ
れ
る
事
に
な

た

 
今
の
ソ
レ
イ
ユ
で
あ
れ
ば

な
ら

う
な
商
法
を
と

て
も
ユ

ザ

か
ら
の

要
は
尽
き

な
い
が

 
陽
乃
は
そ
う
い

た
手
法
は
絶
対
に
と
ら
な
い

む
し
ろ
こ
う
い

た
地
道
な
活
動
を
こ
そ
重

し
て
い
た

さ
て

次
は

入
社
希
望
で
は
な
い
け
れ
ど

ま
あ
顔
合
わ
せ
ね

ほ
う

薔
薇

連
れ
て
き
て

は
い

 
次
に
中
に
案
内
さ
れ
た
の
は

葉
山

人
で
あ

た

お

お
お

葉
山

葉
山
じ

な
い
か

久
し
ぶ
り
だ
な

そ
の
セ
リ
フ

さ

き
ド
ア
の
外
か
ら

こ
え
た
セ
リ
フ
と
そ

く
り
だ
ね

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

と
い
う
か
入
社
希
望
じ

な
い

て
の
は
ど
う
い
う
事
だ
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法

験
に
は
ま
だ
受
か

て
な
い
け
ど
今
度
親
の
事

所
で
見

い
を
す
る
事
に
な

た

ん
だ
よ

 
で

ソ
レ
イ
ユ
の
担
当
の
補
助
を
す
る
事
に
な

た
ん
だ

 
ち
な
み
に
今
は

人
の

親
が
ソ
レ
イ
ユ
の

問

護
士
の
任
に
つ
い
て
い
る

お
お

お
め
で
と
う

あ
り
が
と
う

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
相
談
さ
せ
て
も
ら
う
わ

俺
は
そ

ち
方
面
は
全
然
だ
か
ら

あ
あ

合
わ
せ
て
役
に
た
て
る
よ
う
に
頑
張
る
よ

 
そ
の
言
い
方
が
少
し
気
に
な

た
八
幡
は

じ

と
葉
山
の
目
を
見
つ
め
た

あ
あ

ご
め
ん
ご
め
ん

新
し
く

を
始
め
る
ら
し
い
か
ら

そ
れ
用
に
ね

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
そ

ち
が
本
業
に
な
る
事
は
無
い
ん
だ
が

 
ト
ラ
ブ
ル
の
い
く
つ
か
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
う
か
ら

宜
し
く
頼
む

そ
れ
に
は

く

法

験
に
受
か
ら
な
い
と
ね

そ

ち
は
頼
ん
だ

あ
あ
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二
人
は

手
を
し

葉
山
は
笑
顔
で
去

て
い

た

し
か
し
ま
あ

い
よ
い
よ
知
り
合
い
を
総
動
員
し
て
る
感
じ
に
な

て
き
た
な

言

て
お
く
け
ど
知
り
合
い
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で

用
し
た
人
は
一
人
も
い
な
い
わ
よ

 
将
来
的
に
あ
な
た
の
役
に
た
ち
た
い
か
ら
と

み
ん
な
が
努
力
し
た
結
果
ね

そ
れ
は

あ
り
が
た
い
な

 
八
幡
は
そ
の
話
を

き

少
し
目
を

ま
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

ま
だ
面
接
は
あ
と
三
人
残

て
る
わ
よ

ほ
ら

し

か
り
し
な
さ
い

お

お
う

小
猫

次
を
頼
む

分
か
り
ま
し
た

そ
う
い
え
ば
さ

き
か
ら
小
猫
は

分
か
り
ま
し
た

と

は
い

し
か
言
わ
な
い
な

 
完
全
に
秘
書
モ

ド
か
こ
う
し
て
見
る
と
い
つ
も
の
ポ
ン
コ
ツ

り
が
想
像
出
来
な
い

な 
八
幡
が
そ
ん
な
失

な
事
を
考
え
た

間
に

薔
薇
が
じ
ろ

と
八
幡
を

ん
だ

何
だ

い
え

多
分
気
の
せ
い
で
す
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薔
薇
は
そ
う
答
え
た
が

八
幡
は
内
心
驚
い
て
い
た

こ
い
つ

エ
ス
パ

か
何
か
か
よ

 
そ
し
て
次
に

沙
希
が
案
内
さ
れ
て
き
た

 
沙
希
は

に
ソ
レ
イ
ユ
へ
の
入
社
を
決
め
て
お
り

仕
事
も
定
ま

て
い
た
の
だ
が

 
一
応

式
的
な
も
の
と
し
て
面
接
を
受
け
た
ら
し
い

あ
れ

沙
希
も
来
て
た
の
か

何
よ

文

で
も
あ
る
の

い
や

必
要
も
な
い
の
に
何
か
悪
い
な
と

ふ
ん

他
の
み
ん
な
が
来
る

て
い
う
か
ら

そ
れ
な
ら
あ
た
し
も

て
思

た
だ
け

お

お
う

意
外
と

し
が
り
や
さ
ん
な
ん
だ
な

 
八
幡
は
小
さ
な
声
で
そ
う

い
た
が

沙
希
は
ど
う
や
ら
そ
の
声
が

こ
え
た
よ
う
だ

何
で
す

て

い

い
や

何
で
も
な
い

そ
う

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
ね

あ
あ

頼
り
に
し
て
る
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会
話
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ

た

だ
が
そ
の
後

は
機

が
良
さ
そ
う
で
あ
り

 
八
幡
は

何
故
う
ち
に
は
こ
う
ツ
ン
デ
レ
が
多
い
の
か
と

息
し
た

さ
て

お
次
は
真
打
ち

場
よ

薔
薇

雪
乃
ち

ん
を
こ
こ
へ

は
い

相
変
わ
ら
ず
の
シ
ス
コ
ン

す
ね

え
え

次
々
と

練
を
課
し
ち

う
く
ら
い

私
は
雪
乃
ち

ん
の
事
が
大
好
き
よ

確
か
に
高
校
の
時
は
ず

と
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
ね

ま

た
く
姉
さ
ん
の
歪
ん
だ
愛
情
に
も
困

た
も
の
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら

雪
乃
が
会
話
に
加
わ

て
き
た

さ
て

私
は
入
社
後
は
ど
う
し
ま
し

う
か

い
き
な
り
で
悪
い
が

新
設
さ
れ
る

部
の
部
⻑
だ
な

つ
い
で
に
俺
の
専
属
だ

分
か

た
わ

そ
の
つ
も
り
で
準
備
を
進
め
る
わ

 
そ
の
ま
ま
雪
乃
は
外
に
出
て
い
こ
う
と
し

陽
乃
は
そ
ん
な
雪
乃
を

て
て
止
め
た

ち

ち

と
待

て
二
人
と
も

話
は
そ
れ
だ
け

そ
れ
だ
け

と
は
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も

と
こ
う

二
人
で

し
く
話
す
こ
と
と
か
は
無
い
の

そ
ん
な
の
一
言

け
ば
大
体
分
か
る
じ

な
い

姉
さ
ん
も
ボ
ケ
た
わ
ね

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

い
つ
の
間
に
か

八
幡
君
と
雪
乃
ち

ん
が
ツ

カ

に
な

て
るツ

カ

て
懐
か
し
い
言
葉
だ
よ
な

そ
ん
な
名
前
の

会
社
が
あ

た
気
も
す
る
わ
ね

い
い
か
ら
二
人
と
も
座
り
な
さ
い

話
を
す
る
わ
よ

 
陽
乃
は
た
ま
ら
ず
二
人
に
そ
う
言

た

分
か

た

そ
う
ね

ま
あ
今
後
の
事
で
も
話
し
ま
し

う
か

 
そ
し
て
三
人
は
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
話
し
合

た

 
現
在
の

況
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
は
な
し

他
企
業
と
の
提

も

調

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

の

場
と
共
に
市
場
が

小
す
る
可
能
性
は
あ
る
が

 
き
ち
ん
と

み
分
け
れ
ば
問
題
な
し

学
界
に
は
も
は
や
逆
ら
え
る
勢
力
は
皆
無
で
あ
り

 
マ
ス
コ
ミ
を

む
芸
能
界
に
は
徐
々
に
勢
力
を

ば
す
予
定
自
衛

に
も
食
い
込
ん
で
お
り
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今
後
の
課
題
は

や

技
術
の

生
事
業
へ
の
転
用
と

備
会
社
の

収
と
強
化

 
雪
ノ
下

設
の

収
に
よ
る

設
業
界
へ
の

と

話
は
と
ん
と
ん

子
に
進
ん
だ

後
か
ら
後
か
ら
簡

な
説
明
だ
け
で
よ
く
も
ま
あ

本
当
に
二
人
は
通
じ
合

て
る
の
ね

ま
あ
雪
乃
は
俺
の

で
す
か
ら
ね

ゲ

ム
に
よ

て
培
わ
れ
た
技
術
よ

ま
あ
ま
だ
明
日
奈
に
は

ば
な
い
け
ど

 
ク
ル
ス

り
は
い
い
線
い

て
る
わ
よ

姉
さ
ん

そ
う
な
ん
だ

ず
る
い

私
も
特
訓
す
る

姉
さ
ん
は
仕
事
を
し
な
さ
い

う
 
陽
乃
は
そ
の
言
葉
に
落
ち
込
ん
だ
が

二
人
に
陽
乃
を
い
じ
め
る
意
図
は
当
然
な
い

で
も
姉
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
の
よ

あ
あ
俺
達
が
生
き
て
行
け
る
場
所
を
作

て
く
れ
た
ん
だ
い
く
ら
感
謝
し
て
も
し
足
り
な

い
なそ

そ
う
か
な

私
え
ら
い

え
え

え
ら
い
わ
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お
う

え
ら
い
え
ら
い

え
へ
へ

 
陽
乃
は
そ
の
言
葉
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ

た

ま
あ
特
訓
は

も
う
少
し
仕
事
が
落
ち
着
い
た
ら
で
も
い
い
だ
ろ

あ
と

年
は
頑
張

て
ね

姉
さ
ん

任
せ
な
さ
い

ソ
レ
イ
ユ
を
無
敵
の
ギ
ル
ド
に
し
て
み
せ
る
わ

ギ
ル
ド
じ

な
い
け
ど
な

ま
あ
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
わ
ね

 
雪
乃
は
こ
こ
で
退
出
し

最
後
の
一
人
が
部
屋
に
呼
ば
れ
る
事
と
な

た

次
が
最
後
よ

と
は
い
え

人
み
た
い
に
入
社
希
望
じ

な
い
け
ど
ね

ほ
う

そ
ん
な
奴
が
他
に
い
た
か

そ
れ
じ

あ
薔
薇

あ
の
子
を
こ
こ
へ

あ
の
子

 
そ
し
て
薔
薇
に
案
内
さ
れ
て
部
屋
に
入

て
き
た
の
は

神
崎
エ
ル
ザ
だ

た

え

ト
リ
が
お
前
な
の

何
か
間
違

て
な
い
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え
え
え
え
え

い
き
な
り
そ
れ

い
や
い
や
あ
り
え
な
い
だ
ろ

普
通
こ
こ
は

も

と
謎
め
い
た
人
物
の
出
番
だ
ろ

そ
れ

て
ま
さ
に
私
じ

な
い

お
前

自

評
価
が
高
す
ぎ
だ
ろ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
エ
ル
ザ
は
ム

と
し
た
の
か

こ
う
反

し
て
き
た

そ
れ
じ

あ
八
幡

私
の
地
元
が
ど
こ
か
知

て
る

い
や

知
ら
な
い
が

私
の
本
名
が
何
か
知

て
る

 
そ
の
言
葉
は
確
か
に
八
幡
に
衝
撃
を

え
た

え

お
前
に
本
名
と
か
あ
る
の

神
崎
エ
ル
ザ

て
芸
名
な
の

ほ
ら

謎
め
い
て
る
で
し

む

確
か
に
俺
は
お
前
の
事
を
何
も
知
ら
な
い
な

性

は
知

て
る
の
に
ね

知
り
た
く
て
知

た

じ

ね
え

で

お
前
の
本
名
は
何
て
言
う
ん
だ

神
崎
え
る
ざ
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エ
ル
ザ
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

し
ば
ら
く
無
言
だ

た

だ
か
ら
神
崎
エ
ル
ザ
だ
ろ

う
う
ん

神
崎
え
る
ざ

違
い
が
ま

た
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

発
音
が
ひ
ら
が
な

か

た
で
し

え

つ
ま
り

え
る
ざ

が
平
仮
名
な
だ
け
か

う
ん

ち

と
殴

て
い
い
か

え
え

そ
ん
な
人
前
で
の
プ
レ
イ
は
恥
ず
か
し
い
よ

く

や

か
い
な

は
い
そ
こ
ま
で

 
そ
ん
な
二
人
を
陽
乃
が
止
め
た

二
人
は
そ
れ
で
会
話
を
や
め

八
幡
は
元
の

に

た

そ
れ
じ

あ
エ
ル
ザ
ち

ん

相
談
を
始
め
ま
し

う
か

あ

ち

と
待

て

今
日
は
た
ま
た
ま
連
れ
が
い
る
ん
だ
け
ど

 
あ
る
意
味
関
係
者
だ
か
ら

こ
こ
に
呼
ん
で
も
い
い
か
な
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関
係
者

そ
う
ね

エ
ル
ザ
ち

ん
が
そ
う
言
う
な
ら
別
に

わ
な
い
わ
よ

わ

い

 
そ
し
て
薔
薇
が

て
扉
を
開
け

外
か
ら
一
人
の
女
性
を
連
れ
て

て
き
た

 
ど
う
や
ら
薔
薇
は

事
前
に
こ
の
事
を
知

て
い
た
ら
し
い

は

初
め
ま
し
て

麻
衣
で
す

あ
ら

も
し
か
し
て
女
優
の

麻
衣
さ
ん

 
な
る
ほ
ど

確
か
に
倉
エ

ジ

ン
シ

所
属
と
い
う
点
で
は
関
係
者
ね

あ
の

今
日
は
こ
ち
ら
に

の
件
で
お

魔
し
て
い
た
ん
で
す
が

 

中
で
エ
ル
ザ
に
捕
ま

て
し
ま

て
こ
こ
ま
で
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

 
何
か
う
ち
の
事

所
の
一
大
事
と

き
ま
し
た
が

 
八
幡
は
ど
う
や
ら

の
事
を
知
ら
な
か

た
ら
し
く

ひ
そ
ひ
そ
と
陽
乃
に
話
し
か
け
た

姉
さ
ん

ど
う
い
う
事
だ

エ
ル
ザ
も
こ
の
前
そ
ん
な
事
を
言

て
た
が

ア
ル
ゴ
ち

ん
が
担
当
だ
か
ら
分
か
ら
な
い
け
ど
そ
の
う
ち
報
告
が
あ
る
ん
じ

な
い
か
し

ら
ねそ

れ
な
ら
い
い
か

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
こ
の
場
の
話
を
進
め
て
く
れ
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は

い

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
と
麻
衣
に
座

て
も
ら
い

陽
乃
が
話
し
始
め
た

え

と

さ
ん

そ
の
う
ち
そ
ち
ら
の
社
⻑
か
ら
話
が
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
倉
エ

ジ

ン
シ

は

年
内
に
は
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

と
名
前
を
変
え
る
事
に

な

た
わ

え

そ
う
な
ん
で
す
か

え
え

ま
あ
し
ば
ら
く
は
今
ま
で
と
何
も
変
わ
ら
な
い
か
ら
安
心
し
て

 
望
ま
な
い
仕
事
を
押
し
付
け
る
事
も
絶
対
に
し
な
い
し
む
し
ろ
待
遇
面
で
は
良
く
な
る
は
ず

よ
そ
の

り
は
信
頼
し
て
ま
す

理
央
ち

ん
か
ら
色
々
と
話
は

い
て
る
ん
で

あ
そ
う
い
え
ば

さ
ん
は
理
央
の
友
達
な
ん
で
す

け
こ
の
前
理
央
か
ら

き
ま
し

た
は
い

友
達
で
す

そ
う
で
す
か

こ
れ
か
ら
も
理
央
の
事

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
で
す
よ

比
企
谷
さ
ん
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そ
う
い
え
ば
確
か
に
そ
う
で
す
ね

 
二
人
の
会
話
が
終
わ

た
の
を
見
て

陽
乃
が
再
び
麻
衣
に
話
し
か
け
た

た
だ
こ
ち
ら
か
ら

一
つ
だ
け

用
を
続
け
る

件
が
あ
る
の

何
で
し

う
か

も
し

芸
能
界
の
暗
い
部
分
と
か
を
目
撃
し
た
り

話
を

い
た
り
し
た
時
は

 
会
社
に
報
告
し
て
欲
し
い
の
よ

そ
の

の
窓
口
も
用
意
す
る
わ

そ
れ
を
知

て
ど
う
す
る
ん
で
す
か

潰
す
わ

出
来
る
ん
で
す
か

ふ
ふ

ど
う
か
し
ら
ね

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
く
ら
い
な
ら
お
安
い
御
用
で
す

で
も
何
で
そ
ん
な
事
を

そ
う
い
え
ば
話
を

い
て
無

件
で

同
し
ち
ま

た
が
こ
の
話
の
始
ま
り
は
ど
こ
な
ん
だ

私
 
そ
う
言

て
エ
ル
ザ
が
元
気
よ
く
手
を
上
げ
た
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お
前

何
か
あ

た
の
か

う
ん

こ
の
前
私

独
立
し
た
じ

な
い

そ
し
た
ら
さ

 
私
の
後
援
を
し
た
い
と
か

て
言
う
う
さ
ん
く
さ
い
人
達
が
う
じ

う
じ

集
ま

て
き
て

さ
ほ
ほ
う

エ
ル
ザ
ち

ん

そ
れ

本
当

う
ん

あ
と
大
手
か
ら

が
ら
せ
が
来
た
り
し
て

そ
の
事
を
陽
乃
さ
ん
に
相
談
し
た
の

 
私
は
ま
あ
そ
う
い
う
の
は
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
け
ど
全
部
の
相
手
を
し
て
る
豪

が
か
わ
い

そ
う
で
ね

あ
あ

だ
か
ら
最
近
あ
い
つ
は
と
て
も
忙
し
そ
う
な
ん
だ
な

そ
う
な
ん
だ

や

ぱ
り
フ
リ

で
や

て
く
の

て
大
変
な
ん
だ
ね

 
ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
と
仲
が
い
い
ら
し
く

麻
衣
は
心
配
そ
う
に
そ
う
言

た

な
る
ほ
ど

話
が

め
て
き
た
ぞ

で
し

う

そ
れ
で
相
談
を
受
け
た
直
後
に

 
倉
エ

ジ

ン
シ

か
ら
う
ち
の

下
に
入
り
た
い

て
頼
ま
れ
て
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そ
の
理
由
が
大
手
事

所
か
ら
の
圧
力
が
ひ
ど
い
事
と

 
そ
う
い

た
理
不
尽
に
対
抗
し
た
い
か
ら
だ

て

い
た
か
ら
さ

 
こ
の

そ

ち
方
面
の
大

を
し
ち

お
う
と
思

た

そ
う
い
う
事
か

あ

そ
れ

私
も
何
度
か

験
し
ま
し
た

決
ま

て
た

が

目
に
な

た
り

 
オ

デ

シ

ン
が
最
初
か
ら
出
来
レ

ス
だ

た
り

よ
く

く
話
だ
な

え
え

や

ぱ
り
そ
う
い
う
の

て

あ
る
ん
で
す
よ
ね

 
陽
乃
の
話
を
そ
う
補
足
し
た
麻
衣
は

残
念
そ
う
に
そ
う
言

た

私
も
そ
う
い
う
の
が
ず

と

で

私
も
私
も

ね

八
幡

そ
う
い
う
の

て
何
と
か
な
る
も
の

そ
う
だ
な

と
り
あ
え
ず
エ
ル
ザ
は
う
ち
の

下
に
入
れ

独
立
し
た
ま
ま
で
い
い
か
ら

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
け
ど

そ
う
す
る
と
ど
う
な
る
の

そ
う
い
う
う
ざ

た
い
奴
ら
が
あ
る

度
近
寄

て
こ
な
く
な
る

本
当
に
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あ
あ

そ
し
て
そ
れ
は
時
間
と
共
に

ゼ
ロ
に
近
付
い
て
い
く
だ
ろ
う
な

ほ
え
え

や

ぱ
り
ソ
レ
イ
ユ

て
凄
い
ん
だ
ね

本
当
に
そ
ん
な
事
が
出
来
る
ん
で
す
か

 
ソ
レ
イ
ユ
の
事
を
良
く
知
ら
な
い
麻
衣
は

驚
い
た
表
情
で
そ
う
言

た

あ
ま
り
大
き
な
声
じ

言
え
な
い
が
う
ち
は
防
衛
省
と
繋
が
り
が
あ
る
し

に
知
り
合

い
も
多
い

 
そ
れ
に

学
界
に
か
な
り
顔
が
利
く
上
に

設
業
界
に
も

中
だ

 

備
会
社
を

収
し
て

あ
る

度
の
武
力
を
行
使
出
来
る
部

も
作
る
予
定
だ
な

そ
れ
だ
け
だ
と

芸
能
界
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
よ
う
に

こ
え
ま
す
が

一
番
大
き
い
の
は

学
界
よ

え
ば
地
方
で
芸
能
事

所
の
ス
ポ
ン
サ

に
な

て
い
る
団

体 
や
ば
い
所
が
色
々
あ
る
わ
よ
ね

そ
う
い

た
所
の
え
ら
い
人
が

い
ざ
入
院
し
た
と
す
る

 
も
し
く
は
人
に
言
え
な
い
よ
う
な

者
を
病
院
に
運
び
込
む
と
す
る

 
さ
て

そ
の
病
院
に
圧
力
が
か
か

た
ら

ど
う
な
る
と
思
う

な
る
ほ
ど

怖
い
会
社
で
す
ね
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悪
い
人
に
と

て
は
怖
い
で
し

う
ね

だ
が
真

当
に
生
き
て
る
エ
ル
ザ
や
麻
衣
さ
ん
に
と

て
は
そ
う
じ

な
い
だ
ろ

は
い

そ
う
で
す
ね

 
麻
衣
は
そ
う
言

て
微
笑
ん
だ

分
か
り
ま
し
た

も
し
事

所
の
名
前
が
変
わ

て
も

引
き
続
き
お
世
話
に
な
り
ま
す

も

と
大
き
な
仕
事
も
と

て
く
る
つ
も
り
だ
か
ら

お
願
い
ね

本
当
で
す
か

期
待
し
て
ま
す
ね

あ

つ
い
で
に
恋
愛
に
つ
い
て
は

し
た
り
し
な
く
て
い
い
か
ら
な

 
あ
れ
か
ら
調
べ
た
ん
だ
が

色
々
制
約
が
厳
し
か

た
ん
だ
ろ

 
う
ち
は
自

任

て
事
で

そ
う
い
う
の
は
好
き
に
す
れ
ば
い
い

ま
あ
問
題
が
大
き
く
な

て
も

う
ち
は
全
力
で
所
属
タ
レ
ン
ト
は
守
る
つ
も
り
だ
け
ど
ね

え

あ

あ
の

大
丈
夫

咲
太
と
幸
せ
に
な

は

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

エ
ル
ザ
も
こ
れ
か
ら
頑
張
れ
よ

お
前
の
歌
が
世
界
に

く
よ
う
に
な
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う
ん

あ
り
が
と
う

 
こ
う
し
て
一
連
の
面
接
は
終
わ
り

い
ず
れ
来
る
八
幡
体
制
に
向
け
て

 
ソ
レ
イ
ユ
は
ま
さ
に
こ
の
日
か
ら

よ
り
成
⻑
を

め
る
事
に
な
る
の
だ

た

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で
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第
６
６
５
話
 
麻
衣
の
お
願
い

 
こ
こ
か
ら
新
エ
ピ
ソ

ド
で
す

ま
だ
何
話
に
な
る
の
か
は
未
定
で
す

書
け
て
い
な
い

の
で倉

社
⻑

お
久
し
ぶ
り
で
す

お
久
し
ぶ
り
で
す
わ
ね

こ
れ
は
比
企
谷
さ
ん
に
雪
ノ
下
社
⻑

よ
う
こ
そ
い
ら

し

い
ま
し
た

 
先
日
話
し
た
通
り

二
人
は
今
日

倉
エ

ジ

ン
シ

を
訪
れ
て
い
た

 
今
回
は
情
報
収
集
の

に

子
の
イ
ヴ
こ
と
岡
野
舞
衣
も
二
人
に
同
行
し
て
い
る

速
で
す
が

先
日
の
オ
フ

に
つ
い
て
お
話
し
を
し
ま
し

う
か

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

結

か
ら
言
う
と

こ
の
話

お
引
き
受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す

お
お

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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件
と
し
ま
し
て
は
倉
社
⻑
の
続
投
は
も
ち
ろ
ん
の
事
所
属
タ
レ
ン
ト
全
員
の

用
保
証

 
そ
れ
に

的
な
バ

ク
ア

プ
と
い
う
事
に
な
り
ま
す

事
前
に
お
伝
え
し
て
い
た
通
り
で
す
ね

 
衣
が
変
わ
る
だ
け
に
な
り
ま
す
が

我
が
社
に
出
来
る
だ
け
の
事
は
し
ま
す

助
か
り
ま
す

兄
貴
の
や
ら
か
し
の
時
以
来
の
念
願
が

や

と
叶
い
ま
し
た

そ
う
い
え
ば
あ
の
時
そ
ん
な
事
も

て
ま
し
た
ね

ソ
レ
イ
ユ
グ
ル

プ
を
大
き
く
す
る

に

こ
れ
か
ら

骨

身
頑
張
ら
せ
て

き
ま
す

こ
ち
ら
も
協
力
は

し
み
ま
せ
ん

 
そ
う
言

て
三
人
は

手
を
交
わ
し
た

さ
て

麻
衣
さ
ん
や
エ
ル
ザ
か
ら
も
少
し
話
を

き
ま
し
た
が

 
現

何
か

害
が
行
わ
れ
た
り

圧
力
が
か
か

た
り
と
か
い
う
事
は
あ
り
ま
す
か

そ
う
い
う
の
は
日
常
茶

事
で
す
ね
と
は
い
え
う
ち
を
名
指
し
で
攻
撃
し
て
き
て
い
る
所
は

 
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
の
で
問
題
な
い
と
い
え
ば
な
い
と
言
え
ま
す

と
い
う
事
は

名
指
し
じ

な
い
攻
撃
は
あ
る
と
い
う
事
で
す
か

芸
能
界
で
は
自
由

争
の
原

な
ど
と
い
う
物
は

あ

て
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
ね
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タ
レ
ン
ト
の
ご
り
押
し
か
ら
始
ま

て
出
来
レ

ス
や
枕

業
話
を

げ
れ
ば

に
暇

が
無
い
で
す

 
八
幡
は

や

ぱ
り
芸
能
界

て
そ
う
な
ん
だ
な
と
思
い

い
顔
を
し
た

う
ち
の
タ
レ
ン
ト
は
大
丈
夫
で
す
か

は
い

そ
う
い
う

作
は
一
切
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
し

枕
に
つ
い
て
も

否
し
て
お
り
ま
す

よ
く
そ
れ
で
今
ま
で
無
事
で
し
た
ね

本
当
に
た
ち
の
悪
い
と
こ
ろ
に
は
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ま
し
た
か
ら
ね

な
る
ほ
ど

と
り
あ
え
ず
そ
う
い

た
要
注
意
な
企
業
や
プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
に
つ
い
て

 

し
く
教
え
て

い
て
も
宜
し
い
で
す
か

は
い

喜
ん
で

 
二
人
は
朝
景
か
ら

し
く
話
を

き

そ
れ
を
全
て
舞
衣
に
記
録
さ
せ
た

 
場
合
に
よ

て
は
舞
衣
に
そ
の
場
で
調
べ
さ
せ

 
あ

さ
り
と
い
く
つ
か
の
不
正
の
証

を
掴
ん
だ
り
も
し
た

さ

さ
す
が
と
い
う
か

と
り
あ
え
ず
し
ば
ら
く
は
こ
う
い

た
情
報
を
ど
ん
ど
ん
集
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
わ
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ど
こ
か
が
う
ち
に
ち

か
い
を
出
し
て
き
た
ら

そ
の

間
に
叩
き
潰
し
ま
す

そ
ん
な
簡

に
い
く
も
の
な
ん
で
す
か

バ

ク
が
い
な
け
れ
ば
簡

で
す
ね
バ

ク
が
い
た
ら
若

時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が

 
ま
あ
そ
の
場
合
は

マ
ス
コ
ミ
を
上
手
く
使
い
ま
す

 
そ
う
言

て
八
幡
は
ニ
ヤ
リ
と
笑

た

本
当
に
あ
な
た
方
が
味
方
で
良
か

た
と
思
い
ま
す
よ

力
の
使
い
方
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に

自
ら
を

め
て
い
き
ま
す
の
で

そ
の

り
は
ま

た
く
心
配
し
て
ま
せ
ん
け
ど
ね

 
そ
う
い
え
ば
ご
存
知
で
す
か

今
度
カ
ム
ラ
社
が

 

ア
イ
ド
ル
を
大
々
的
に

り
出
す
予
定
ら
し
い
で
す
よ

ア
イ
ド
ル

へ

あ
の
カ
ム
ラ
社
が
ね

デ
ビ

は
オ

グ
マ

と
か
い
う

末
と
同
時
に
な
る
よ
う
で
す
ね

 
名
前
だ
け
は
決
ま

て
い
て

ユ
ナ

と
い
う
ら
し
い
で
す

ユ
ナ

ね
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八
幡
は

当
然
あ
の
ユ
ナ
の
事
を
思
い
出
し

苦
い
顔
を
し
た

ど
う
か
し
ま
し
た
か

い
や

何
で
も
な
い
で
す

そ
れ
に
し
て
も

ア
イ
ド
ル
で
す
か

 
ユ
ナ
と
や
ら
が
成
功
す
る
よ
う
な
ら

う
ち
で
も
開
発
し
て
み
ま
す
か
ね

カ
ム
ラ
社
の
お
手

み
拝
見
と
い

た
と
こ
ろ
で
す
か

舞
衣
は
ど
う
思
う

成
功
す
る
と
思
う
か

う

ん

確
か
カ
ム
ラ
に
も

茅
場
製

が
流
れ
て
る
よ
ね

そ
う
ね

向
こ
う
に
も
あ
る
わ
よ

た
だ
し

だ
け
ど
な

え

そ

ち
な
の

当
た
り
前
だ
ろ

は
そ
う
簡

に
他
の
会
社
に
流
せ
る
よ
う
な
代
物
じ

ね
え

オ
リ
ジ
ン
か

そ
れ
じ

あ
デ
フ

ル
ト
の
フ
ラ

ト
な
人
格
に

 
と
に
か
く
情
報
を
詰
め
込
み
ま
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

 
完
成
さ
せ
る
の
に
は
か
な
り
の

気
が
い
る
ん
じ

な
い
か
な

つ
ま
り
時
間
が
か
か
る
と
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う
ん

む
し
ろ
か
け
た
時
間
で
完
成
度
が
変
わ
る
と
思
う

 

と
い
う
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
と
化
し
た
時

茅
場

の
研
究
室
で
発
見
さ
れ

 
そ
の
後

レ
ク
ト
に
受
け
継
が
れ
た

の
事
で
あ
る

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
略
だ

 
通
常
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
他
社
へ
の

技
術
の
移
転
が
行
わ
れ
る
場
合

提

さ
れ
る
の
は

で

あ
る

 

は
全
て
の
基
本
と
な
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
だ

 
一
方

と
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

内
に
あ

た

と
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

し
く
解

し

た
結
果

 
茅
場

の
手
に
よ

て

験
的
に

入
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
が
発
覚
し
た

で
あ
る

 

の
学

能
力
は

の
比
で
は
な
く

最
終
的
に
は

似
的
な
感
情
を
持
つ

に
ま
で
発

展
す
る

 
ち
な
み
に

の
技
術
者
も

こ
れ
を
発
見
す
る
事
は
出
来
な
か

た

 
そ
の
理
由
は
一
つ

凄
ま
じ
い

が
存
在
し
て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
中
で

 
こ
れ
が

載
さ
れ
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

た

た
一
体
し
か
い
な
か

た
か
ら
だ

 
発
見
し
た
の
は
ア
ル
ゴ
で
あ
り

こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
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何
故
な
ら
そ
の
特
別
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
名
は

キ
ズ
メ
ル

と
い
う
か
ら
だ

 
八
幡
が
キ
ズ
メ
ル
と
出
会

た
事
は
偶
然
で
は
な
く

 
当

ク
エ
ス
ト
を

ハ
チ
マ
ン

と
い
う
名
前
の
プ
レ
イ
ヤ

が
受
け
た
時
の
み

キ
ズ
メ
ル
が

場
す
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
事
が
調
査
に
よ

て
分
か

て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
は

だ

た
ユ
イ
の

も

 
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
シ
ス
テ
ム

入
と
共
に

記
憶
を
継

し
た
上
で

に
切
り

わ

て
い
る

 
ユ
イ
は

の
中
で
も
一
番
の
完
成
度
を

て
い
た
が

 
そ
の
理
由
は
プ
レ
イ
ヤ

の
精
神
的
な
ケ
ア
を
す
る
と
い
う
役

上

 
か
な
り
の

の
デ

タ
を

し
て
い
た

で
あ
る

そ
れ
こ
そ
本
来
の
目
的
を
見
失
う
く
ら

い
に

 

紅
莉
栖
に
提

さ
れ
た

だ
け
は

最
初
か
ら

で
あ

た
が

 
こ
れ
は

外
中
の

外
で
あ
る

八
幡
の
紅
莉
栖
に
対
す
る
信
頼
が
そ
れ
ほ
ど
重
か

た
と

い
う
事
だ
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現
在
で
は

ソ
レ
イ
ユ
社
内
で
茅
場
製

と
い
え
ば

全
て

の
事
で
あ
り

 
対
外
的
に
提

さ
れ
た
物
を
分

す
る
時
だ
け

と

と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
る

 
ち
な
み
に

と
は

ア
ド
バ
ン
ス

と

キ
ズ
メ
ル

と
い
う
二
つ
の

語
の
略
で
あ
る

何
が
何
や
ら
僕
に
は
サ

パ
リ
で
す
が

 
カ
ム
ラ
社
が
苦
労
す
る
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
事
は
分
か
り
ま
し
た

す
み
ま
せ
ん

一
応
う
ち
の
機
密
な
ん
で
す
よ

も
し
そ
の
時
が
来
た
ら
説
明
し
ま
す
ね

い
え
い
え

そ
う
い
う
事
は
知

て
い
る
人
間
が
少
な
い
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
か
ら

 
僕
の
事
は
お
気
に
な
さ
ら
ず

お
気
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
さ
す
が
ク
ラ
デ

ル
の
せ
い
で
一
時
は
ピ
ン
チ
に
な
り
か
け
た
会
社
を

 
し

か
り
と
立
て
直
し
た
だ
け
の
事
は
あ
る

そ
う
い

た
機
微
を
よ
く
分
か

て
い
る
発
言

で
あ

た

 
君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
世
の
中
に
は
知
ら
な
く
て
い
い
事
と
い
う
の
は
確
か
に
存
在
す
る

の
だと

こ
ろ
で
名
前
繋
が
り
で
す
が
舞
衣
さ
ん
と
い
う
名
前
を
お

い
し
た
時
に
ふ
と
思

た
ん
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で
す
が

 
う
ち
の

麻
衣
を

に

用
し
た
の
に
は
何
か
理
由
が
あ
る
ん
で
す
か

 
い
や

う
ち
と
し
て
は
嬉
し
い
ん
で
す
け
ど
ね

そ
う
い
え
ば
理
由
ま
で
は

い
て
ま
せ
ん
ね

舞
衣

何
か
知

て
る
か

あ
あ
そ
れ
は
ね
倉
エ

ジ

ン
シ

に
所
属
し
て
い
る
人
を

用
す
る
事
だ
け
が
決
ま

て
て

 
誰
に
し
よ
う
か
選
ぶ

に

色
々
な
動
画
を
見
な
が
ら
み
ん
な
で
話
し
合

た
ん
だ
け
ど

 

麻
衣
さ
ん
を
選
ん
だ
の
は

純
に
う
ち
の
部
⻑
の

の
一
声
か
な

ア
ル
ゴ
が
か

何
か
理
由
は
言

て
た
か

こ
い
つ

実
は
運
動
神

抜

だ
な

つ
い
で
に
こ

ち
も

だ

て
さ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
舞
衣
は

自
身
の

を
指
差
し
た

の
運
動
神

が
抜

か

ど
う
い
う
意
味
で
し

う
か
ね

そ
う
で
す
ね

多
分

の
回
転
が
速
く
て
機
転
が
利
く

て
事
で
し

う
ね

運
動
神

て

ゲ

ム
に
関
係
あ
る
ん
で
す
か
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あ
る
と
も
言
え
る
し
無
い
と
も
言
え
ま
す
ね

 
運
動
神

が
い
い
と

確
か
に
ゲ

ム
内
で
の
動
き
は
良
く
な
り
ま
す
よ

 
体
の
動
か
し
方
を
よ
く
知

て
る

て
事
で
す
か
ら

な
る
ほ
ど

 
朝
景
は
イ
メ

ジ
が

き
や
す
か

た
の
か

そ
の
説
明
に
う
ん
う
ん
と

い
た

ま
あ
で
も

そ
う
い

た
プ
レ
イ
ヤ

は
大
成
し
に
く
い
の
も
確
か
で
す
ね

ど
う
し
て
で
す
か

逆
に
自
分
に

を
は
め
て
し
ま
う
か
ら
で
す

体
の
動
か
し
方
を
知

て
る

て
事
は

 
逆
に
そ
の

囲
内
で
し
か
自
分
の
動
き
を
イ
メ

ジ
出
来
な
い

て
事
で
す
か
ら
ね

つ
ま
り
限
界
を
超
え
ら
れ
な
い
と

え
え

む
し
ろ
ア
ニ
メ
な
ど
で
通
常
は
あ
り
え
な
い
動
き
を
日
常
的
に
見
て
い
る
人
の
方
が

 
ゲ

ム
の
中
で
は
強
い

向
が
あ
る
と
思
い
ま
す

そ
れ
は
ど
う
し
て
で
す
か

そ
う
い

た
あ
り
え
な
い
動
き
を
自
分
も
実
行
出
来
る
と
イ
メ

ジ
し
や
す
い
か
ら
で
す
ね

 
そ
う
い

た
動
き
も

ゲ

ム
の
中
で
は
ほ
ぼ
再
現
可
能
に
な

て
ま
す
か
ら
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そ
の
説
明
を

き

朝
景
は
う
う
む
と

り
な
が
ら
言

た

な
る
ほ
ど

の
運
動
神

そ
れ
が
大
事
だ
と

う
ち
の
ア
ル
ゴ
は
麻
衣
さ
ん
を
見
て
そ
う
判
断
し
た
ん
で
し

う
ね

 
俺
は
彼
女
に
つ
い
て
は

し
く
な
い
で
す
が
多
分

技
力
と
か
凄
い
ん
じ

な
い
で
す
か

は
い

麻
衣
の

技
の
才
能
は
か
な
り
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す

そ
れ
な
ら
と
ん
で
も
な
い
動
き
を
平
気
で
こ
な
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
そ
う
い
う
動
き
が
絶
対
に
出
来
る
と
自
分
に
思
い
込
ま
せ
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
ら
ね

 
あ
る
意
味
役
作
り
み
た
い
な
も
の
で
し

う

な
る
ほ
ど

そ
う
言
わ
れ
る
と
納
得
で
す

 
八
幡
は
場
合
に
よ

て
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
ス
カ
ウ
ト
す
る
の
も
あ
り
な
ん
だ
が
な
と
思
い
つ

つ 
多
分
仕
事
が
忙
し
く
て
無
理
だ
ろ
う
な
と
考
え
て
い
た

 
エ
ル
ザ
が
何
と
か
両
立
出
来
て
い
る
の
は
ラ
イ
ブ
以
外
の
露
出
を

力

え
て
い
る
か
ら
で

あ

て
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麻
衣
の
よ
う
に
映
画
に
ド
ラ
マ
に

に
引

張
り
だ
こ
な
人
物
に
は

 
と
て
も
そ
ん
な
余

は
無
い
だ
ろ
う
な
と
思
わ
れ
た

そ
う
い
え
ば
エ
ル
ザ
が
ス
ポ
ン
サ

に
な
り
た
い
と
い
う

し
出
が
多
い

て
愚
痴

て
ま

し
た
よ

な
る
ほ
ど

確
か
に
本
人
の
事
を
よ
く
知
ら
な
い
と

そ
う
思
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
朝
景
は
そ
う
言

て
苦
笑
し
た

実
は
朝
景
も
か
つ
て
は
エ
ル
ザ
の
事
を
勘
違
い
し
て
い
た

 
エ
ル
ザ
は
歌
に
対
し
て
ス
ト
イ

ク
で

な
人
物
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
だ

 
だ
が
以
前
何
度
か
接
し
た
時
の
エ
ル
ザ
と

八
幡
と
一

に
事

所
に
来
た
時
の
エ
ル
ザ
は

 
ま
る
で
別
人
か
と
思
わ
れ
る
く
ら
い

正
反
対
な
人
格
を
し
て
い
た

 
今
で
こ
そ
八
幡
の
隣
に
い
る
時
の
エ
ル
ザ
が
本
当
の
エ
ル
ザ
な
の
だ
と
き
ち
ん
と
理
解
し
て

い
る
が

 
そ
の
時
は
あ
ま
り
の
ギ

プ
に
本
当
に
驚
い
た
も
の
だ

エ
ル
ザ
の
奴

そ
の
後
何
て
言

た
と
思
い
ま
す

本
当
の
私
を
知

た
ら
こ
の
人
達
は
そ
れ
で
も
ス
ポ
ン
サ

に
な
り
た
い

て
言
う
の
か
な
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今
の
私
は
身
も
心
も
八
幡
の
物
な
の
に
さ

だ
そ
う
で
す
よ

 
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
一
発

に
拳
骨
を
落
と
し
て
お
き
ま
し
た

そ
ん
な
事
を
し
た
ら

逆
に
喜
ん
だ
ん
じ

な
い
ん
で
す
か

そ
う
な
ん
で
す
よ

も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
か
何
と
い
う
か

が

頑
張

て
下
さ
い
ね

正
直
頑
張
り
た
く
は
な
い
ん
で
す
が

ま
あ
あ
い
つ
が
自
由
に
歌
え
る
よ
う
に

 
守

て
や
る
つ
も
り
で
は
い
ま
す

エ
ル
ザ
の
事

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
朝
景
は
そ
う
言

て
八
幡
と
陽
乃
に

を
下
げ
た

お
任
せ
下
さ
い

う
ち
に
と

て
も
エ
ル
ザ
ち

ん
は

大
切
な
仲
間
で
す
か
ら

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
あ
そ
ん
な

で

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

は
い

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
お
越
し

き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
し
て
三
人
は
社
⻑
室
を
出
て

場
へ
と
向
か

た
の
だ
が

 
そ
の

中
で
三
人
は

先
ほ
ど
話
を
し
て
い
た

麻
衣
と
遭
遇
し
た
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あ

比
企
谷
さ
ん

お

麻
衣
さ
ん

の
仕
事
を

け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

い
え

こ
ち
ら
こ
そ
ご
指
名

い
て
感
謝
し
て
い
ま
す

今
回
は
宜
し
く
ね

麻
衣
さ
ん

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
し
て
こ

ち
は
開
発
部
の
岡
野
舞
衣
だ

私
も
舞
衣
で
す
も

と
も
舞
う
衣
で
舞
衣
な
の
で
麻
衣
さ
ん
と
は

が
違
う
ん
で
す
け
ど

ね

み
方
が
同
じ

て
だ
け
で
も
親
近
感
が

き
ま
す
よ
ね

は
い

そ
れ
は
思
い
ま
す

 
そ
の
偶
然
の
出
会
い
は
そ
ん
な
調
子
で
和
や
か
な
雰
囲
気
だ

た
が

 
よ
く
見
る
と
麻
衣
は

会
話
中
に
八
幡
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
少
し
も
じ
も
じ
し
て
い
た

 
八
幡
は
そ
ん
な
麻
衣
の
態
度
を
見
て

自
分
に
何
か
相
談
で
も
あ
る
の
か
な
と
考
え
た

 
咲
太
の
存
在
を
知

て
い
た

当
然
自
分
に
気
が
あ
る
の
か
な
ど
と
い
う
誤
解
を
す
る
事
は

無
い
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あ
の

麻
衣
さ
ん

も
し
か
し
て
俺
に
何
か
用
事
で
も

あ

す
み
ま
せ
ん

分
か
り
ま
す
か

え

と

そ
の

 
こ
ん
な
事
を
お
忙
し
い
だ
ろ
う
比
企
谷
さ
ん
に
頼
む
の
は
少
し
気
が
引
け
る
ん
で
す
が

遠

し
な
い
で
何
で
も
言

て
く
れ

 
希
望
に

え
る
か
ど
う
か
は

い
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
け
ど
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

え

と

み
の
話
な
ん
で
す
け
ど

 
私
実
は

ゲ

ム

て
や

た
事
が
無
い
ん
で
す
で
も

の
仕
事
を

け
た
か
ら
に
は

 
可
能
な
限
り
見
た
人
に
驚
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な

技
が
し
た
い
ん
で
す

プ
ロ
意
識
が
高
い
わ
ね

本
当
に
そ
う
で
す
ね

さ
す
が
だ
よ
な

 
三
人
は
そ
の
言
葉
を

い
て
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

 
麻
衣
は
そ
の
言
葉
に
少
し

れ
た
よ
う
な
表
情
を
し
た
後

い
き
な
り
八
幡
に

を
下
げ
た

エ
ル
ザ
ち

ん
に

き
ま
し
た
比
企
谷
さ
ん
は

ゲ

ム
に
関
し
て
は
第
一
人
者
で
あ
り

 
そ
し
て
何
よ
り
と
て
も
強
い
と

あ
の
も
し
ご
迷
惑
で
な
か

た
ら
私
を
鍛
え
て
く
れ
ま
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せ
ん
か

 
そ
の
麻
衣
の
頼
み
を

八
幡
は
当
然

し
た

あ
あ

そ
れ
な
ら
喜
ん
で
協
力
さ
せ
て
も
ら
う

 
と
い
う
か

そ
う
い
う
事
な
ら
エ
ル
ザ
も
呼
ん
だ
方
が
い
い
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

助
か
り
ま
す

と
い
う

な
ん
だ
が
姉
さ
ん

キ

ラ
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う

そ
う
ね

ち

と
反

だ
け
ど

用
に
作

た
キ

ラ
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
ま
し

う
か

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
移
動
す
る
時
に
多
少
外
見
も
変
わ
る
で
し

う
し

問
題
な
い
と
思
う
わ

 
そ
の
提
案
に
八
幡
は
す
ぐ
に
は

か
な
か

た

 
何
か
考
え
が
あ
る
の
か
少
し
考
え
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
後

 
八
幡
は
何
か
思
い
付
い
た
よ
う
な
顔
で
陽
乃
に
こ
う
言

た

う

ん

そ
れ
な
ら
い

そ

外
見
を
そ
の
ま
ま
に

持
出
来
な
い
か

ど
う
い
う
事

 
そ
れ
だ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
に
神
崎
エ
ル
ザ
と

麻
衣
が
い
る
と
噂
に
な
り
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大

ぎ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
陽
乃
と
舞
衣
は
そ
の
事
を
八
幡
に

ね
た
の

だ
が

 
八
幡
は
ま

た
く
問
題
な
い
と
い
う
風
に
こ
う
答
え
た

俺
が
鍛
え
る
ん
だ

麻
衣
さ
ん
は
必
ず
強
く
な
る

 
戦
闘
訓
練
は
ま
あ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
訓
練
所
で
行
う
と
し
て

 
顔
を

し
て
飛
ぶ
訓
練
も
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
う

 
そ
の
上
で
あ
る

度
ゲ

ム
に
慣
れ
た
ら

影
風
景
を
ゲ

ム
内
で
公
開
す
る
と
か
し
て

 
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
宣
伝
に
使
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

お
お

そ
の
発
想
は
無
か

た

そ
れ
で
い
い
で
す

可
能
な
ら
是
非
お
願
い
し
ま
す

 
陽
乃
と
舞
衣
は
驚
い
た
顔
で

そ
し
て
麻
衣
は
む
し
ろ
歓
迎
と
い

た
表
情
で
そ
う
答
え
た

も
ち
ろ
ん
手
間
が

え
る
分
ギ

ラ
は

ま
せ
て
も
ら
う
姉
さ
ん
そ
れ
で
い
い
よ
な

そ
う
ね

今
回
だ
け
じ

な
く

そ
う
い

た
展
開
を
今
後
の
戦
略
に
組
み
入
れ
る
と
し
て

 
そ
の
テ
ス
ト
ケ

ス
と
す
る
に
は
丁
度
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
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舞
衣

技
術
的
に
は
問
題
な
い
よ
な

う
ん

余

余

な
ら
決
ま
り
だ

そ
れ
じ

あ
麻
衣
さ
ん

 
ス
ケ
ジ

ル
が
調
整
出
来
た
ら
ま
た
連

す
る
か
ら
楽
し
み
に
待

て
て
く
れ
よ
な

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
う
し
て
麻
衣
は

日
後
生
ま
れ
て
初
め
て
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
世
界
に
足
を

み
入
れ
る
事
と

な

た
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第
６
６
６
話
 
麻
衣

初
め
て
の
Ａ
Ｌ
Ｏ

 
麻
衣
の
依
頼
を
受
け

そ
の
夜
八
幡
は

エ
ル
ザ
に
連

を
入
れ
た

え

影
の

の
戦
闘
訓
練

そ
う
だ

麻
衣
さ
ん
は
お
前
と
違

て
真
面
目
だ
よ
な

や

い
き
な
り
そ
ん
な
興
奮
す
る
よ
う
な
事
を
言
わ
な
い
で
よ

 
エ
ル
ザ
が
荒
い
息

か
い
で
そ
う
言

た
が

八
幡
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
は
反
応
し
な
い

と
い
う

で

ス
ケ
ジ

ル
の
調
整
が
し
た
い

空
い
て
い
る
時
間
を
教
え
て
く
れ
れ
ば

 
こ
ち
ら
か
ら
倉
エ

ジ

ン
シ

に
問
い
合
わ
せ
て
予
定
を
組
む
つ
も
り
だ

予
定

予
定

う
ん

そ
れ
じ

あ
後
で

私
の

し
い
予
定
表
を
送
る
ね

悪
い
な

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
頼
む

 
八
幡
は

話
を
切
り

そ
の
ま
ま
風
呂
に
入
ろ
う
と

下
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て

て
き
た
直
後
に

エ
ル
ザ
か
ら
文
書
が

い
た

あ
い
つ
に
し
て
は
珍
し
く
仕
事
が

い
な
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感
心
し
な
が
ら
そ
の
フ

イ
ル
を
開
い
た
八
幡
は

ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
た

八
時

八
幡
の

き
枕
に
お
は
よ
う
の
キ
ス
つ
い
で
に
人
に
言
え
な
い
事
を
色
々

 
九
時
に
シ

ワ

た
体
を

ま
す
も

逆
に

が
つ
い
て
色
々

 
妄
想
の
中
で
八
幡
に
触
ら
れ
た
所
は
洗
わ
な
い

 
十
時
か
ら
曲
作
り

曲
目
は

も

と
い
じ
め
て
八
幡
君

 
十
二
時
昼
食

八
幡
の
好
き
な
サ
イ
ゼ
リ
ア
へ

何
だ
こ
れ
は

 
そ
こ
に
は
ま
る
で
小
学
生
の
日
記
の
よ
う
な
エ
ル
ザ
の
日
常
が

日
分

々
と
記
さ
れ
て
い

た

し
い
の
意
味
が
違
え

と
い
う
か
何
故
ス
ケ
ジ

ル
が
物
語

式

 
八
幡
は

方
に
く
れ
な
が
ら

再
び
エ
ル
ザ
に
連

を
入
れ
た

お
い

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ

何
が

俺
は
空
い
て
い
る
時
間
を
教
え
て
く
れ
と
言

た
ん
だ

 
お
前
が
俺
を
お
か
ず
に
ど
ん
な
妄
想
を
し
よ
う
と
ど
う
で
も
い
い
が

 
と
り
あ
え
ず
最

限
の
情
報
は
開

し
ろ
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あ

う
ん

え

と

情
報

情
報
ね

さ

き
私
の
妄
想
の
中
で
八
幡
は

そ
ん
な
情
報
開

し
な
く
て
い
い
ん
だ
よ

 
八
幡
は
即
座
に
そ
う
突

込
ん
だ

も
う

わ
が
ま
ま
だ
な
あ

空
い
て
る
時
間
ね

え

と

全
部
か
な

全
部

う
ん

今
は
充

期
間
と
い
う
事
で

以
外
の
仕
事
は
し
ば
ら
く
お
休
み

 
な
の
で
い
つ
で
も
オ

ケ

だ
よ

は

じ

あ
何
で
エ
ム
だ
け
あ
ん
な
に
忙
し
そ
う
な
ん
だ
よ

オ
フ

だ
け
は
多
い
か
ら

そ
れ
を
断
る
の
が
大
変
で
ね

エ
ム
に

投
げ
か
よ

さ
す
が
に
エ
ム
が
気
の

な
気
が
す
る
ん
だ
が

 
さ
す
が
の
八
幡
も

そ
う
言

て
エ
ル
ザ
を

め
た

大
丈
夫
大
丈
夫

仕
事
が
来
る
度
に

お
前
の
努
力
が
足
り
な
い
か
ら
こ
う
い
う
仕
事
ば

か
り
来
る
ん
だ
よ

 

て
言

て
腹
パ
ン
し
て
る
け
ど

凄
く
嬉
し
そ
う
だ
か
ら

そ

そ
う
か
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八
幡
は

本
人
が
幸
せ
だ

た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
納
得
し
そ
う
に
な

た
が

 
エ
ル
ザ
が
お
か
し
な
事
を
言

て
い
た
事
に
気
が
付
き

そ
の
事
を
質
問
し
た

と
い
う
か

さ

き
お
前
が
言

て
い
た

こ
う
い
う
仕
事

て
何
だ

え

と

グ
ラ
ビ
ア
だ
の
雑

の
イ
ン
タ
ビ

だ
の

 
テ
レ
ビ
だ
の
な
ん
だ
の

て

元
々

だ

て
言

て
る
仕
事
か
な

そ
う
い
う
事
か

 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

そ
れ
以
上
余
計
な
事
を
言
う
の
は
や
め
た

 
そ
も
そ
も
エ
ル
ザ
を
メ
デ

ア
に
出

さ
せ
る
な
ど

放
送
事
故
確
定
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

こ

ち
で
勝
手
に
予
定
を
決
め
と
く
か
ら
な

う
ん
私
な
ん
か
よ
り
麻
衣
ち

ん
の
方
が
全
然
忙
し
い
は
ず
だ
か
ら
向
こ
う
に
合
わ
せ
て

あ
げ
て

ま
あ
武
器
や
戦
闘
ス
タ
イ
ル

々
の

し
い
話
は
直
接
会

て
話
せ
ば
い
い
か

そ
う
だ
ね

ま
あ
あ
の
子
は
器
用
ら
し
い
か
ら
ど
ん
な
武
器
で
も
い
け
そ
う
だ
け
ど
ね

リ
ズ
と
ナ
タ
ク
に
色
々
用
意
し
て
お
い
て
も
ら
う
か
な

 
こ
う
し
て
着
々
と
準
備
が
進
み

つ
い
に
麻
衣
が
ロ
グ
イ
ン
す
る
日
が
や

て
き
た
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さ
て

準
備
は
こ
れ
で
い
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
フ

デ

ド
ロ

ブ
を
二
着
持
ち

自
ら
も
顔
を

し
な
が
ら

 
コ
ン
バ

ト
し
て
く
る
者
が
Ｐ
Ｏ
Ｐ
す
る
広
場
で
待
機
し
て
い
た

ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
な
い
と
な

 
ま
あ
最
悪
俺
が
顔
見
せ
を
し
て
押
さ
え
込
め
ば
い
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え
な
が
ら

じ

と
約
束
の
時
間
を
待

て
い
た

 
す
る
と
そ
こ
に

見
覚
え
の
あ
る
一
団
が
現
れ
た

あ
れ
は

ロ
ザ
リ
ア
の
元
部
下
ど
も
か

連
合
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

め
事
は
勘

だ
と
思
い
つ
つ

 
目
立
た
な
い
よ
う
に
大
人
し
く
し
て
い
た

 
だ
が
彼
ら
に
と

て
ハ
チ
マ
ン
は

あ
る
意
味
自
分
の

で
あ
る

 
当
然
見
逃
し
て
も
ら
え
る
は
ず
も
な
く
む
し
ろ
彼
ら
は

的
に
ハ
チ
マ
ン
に
か
ら
ん
で
き

た 
簡

に
顔
を

し
た
く
ら
い
で
は

そ
の

み
の
こ
も

た

線
は
誤
魔
化
せ
な
い
ら
し
い

こ
れ
は
こ
れ
は

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
じ

な
い
で
す
か
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今
日
は
取
り

き
の
女
ど
も
は
ど
な
た
も
い
ら

し

ら
な
い
み
た
い
で
す
ね

顔
な
ん
か

し
て

新
し
い
女
と
待
ち
合
わ
せ
で
も
し
て
る
ん
で
す
か
あ

 
街
の
中
で
は
攻
撃
さ
れ
る
事
は
無
い

元
ト
リ
マ
キ

ズ
の
面
々
は
強
気
で
あ

た

 
人

が
多
い
事
も
影

し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
実

も
し
こ
こ
に
い
た
の
が
こ
の
中
の
誰
か
一
人
だ

た
場
合

 
そ
の
者
は

尾
を

に
は
さ
ん
で
知
ら
ん
顔
で
通
り
過
ぎ
て
い
た
事
は
間
違
い
な
い

あ

面
倒

え

ど
う
す

か
な

手

取
り

く

圧
し
て
追
い

う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
時
間
が
迫

て
い
た

そ
う
考
え
て
一
歩
前
に
出
た

 
だ
が
七
人
は
ひ
る
ま
な
い
こ
こ
で
は
自
分
達
に
ダ
メ

ジ
を

え
る
事
は
不
可
能
だ
か
ら
だ

 
確
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
か
つ
て
あ

た
よ
う
に
衝
撃
を
く
ら
う
く
ら
い
の
事
は
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が

 
七
人
で
囲
め
ば
何
と
で
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

い
考
え
の
元

 
元
ト
リ
マ
キ

ズ
は
強
気
な
態
度
を
崩
さ
な
か

た

フ

ル
ド
で
出
会

た
ら
即
殲
滅
さ

れ
る
以
上

 
街
中
で
く
ら
い
は
多
少
な
り
と
も
イ
キ
り
た
い
の
だ
ろ
う



 第６６６話 麻衣、初めてのＡＬＯ

ハ
チ
マ

ン

お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
そ
の
時
背
後
か
ら

よ
く

き
慣
れ
た
声
と

少
し

張
し
た
よ
う
な
声
が

こ
え
た

し
ま

た

も
う
来
ち
ま

た
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
仕
方
な
く

り
返
ら
な
い
ま
ま
二
人
を
制
す
る
よ
う
に
手
を

く
後
方
へ
と

り 
全
力
で
元
ト
リ
マ
キ

ズ
を

圧
し
た
後
に

す
ぐ
に
こ
の
場
を
離
れ
よ
う
と
考
え
た

 
多
少
二
人
の
顔
は
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
し
ば
ら
く
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
入
り
さ
え
す
れ
ば
何
の
問
題
も
な
い

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
意
図
を

の
い
い
エ
ル
ザ
は

況
を
一
目
見
て
理
解
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
二
人
の
名
前
は

用
の
キ

ラ
で
あ
る

そ
の
ま
ん
ま
エ
ル
ザ
と
マ
イ
で
あ

る
マ
イ
ち

ん

ど
う
や
ら
お

魔

が
い
る
み
た
い

あ
の
人
達
は

敵
対
ギ
ル
ド
の
人
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で
も
確
か

内
で
の
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
戦
闘
は
出
来
な
い
の
よ
ね

う
ん

マ
イ
ち

ん
よ
く
勉
強
し
て
る
ね

日
リ
オ

ン
ち

ん
に
教
え
て
も
ら

た
の

で

ど
う
す
る

あ
の
感
じ
だ
と

二
人
は
ち

と
下
が

て
ろ

て
言

て
る
み
た
い
だ
ね

と
り
あ
え
ず
移
動
す
る

 
そ
の
マ
イ
の
常
識
的
な
意
見
に

エ
ル
ザ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
首
を

た

う
う
ん

こ
う
い
う
時
は
ね

全
力
で
煽

て
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ

 
そ
う
言

て
エ
ル
ザ
は
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
走
り
そ
の

を
ぎ

と

き

し
め
た

お
わ

お
前

俺
の
指

を

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
顔
を
見
て
や

ぱ
り
エ
ル
ザ
か
と
思
い
な
が
ら
抗
議
し
よ
う
と
口
を
開

い
た

 
だ
が
エ
ル
ザ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
事
は
気
に
せ
ず
に

元
ト
リ
マ
キ

ズ
に
向
け
て
こ
う

言

た
初
め
ま
し
て

私
達
の
ダ

リ
ン
に
何
か
用
事
で
も
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え

あ

う

か

神
崎
エ
ル
ザ

よ
く
言
わ
れ
ま
す

こ
こ
で
の
私

て

と

て
も
か
わ
い
い
で
す
よ
ね

 
さ
す
が
は
エ
ル
ザ

後
々

影
風
景
が
公
開
さ
れ
た
時
の
事
も
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
自
分
の
正
体
に
つ
い
て
否
定
も

定
も
せ
ず
あ
い
ま
い
な
言
い
方
で
通
す
つ
も
り
の
よ
う
だ

 
そ
の
上
で
全
力
で
ハ
チ
マ
ン
に
く

つ
く

ゴ
シ

プ
を
も
の
と
も
し
な
い
そ
の

勢
は

 
さ
す
が
自
分
の
欲
望
を
何
よ
り
も
最
優
先
さ
せ
る
エ
ル
ザ
ら
し
い

 
元
ト
リ
マ
キ

ズ
の
面
々
は

ど
う
や
ら
女
性
慣
れ
し
て
い
な
い
の
か
エ
ル
ザ
の

場
に
戸

惑

て
お
り

 
そ
れ
を
見
た
マ
イ
は

女
優
と
し
て
の
本
能
が
目
覚
め
た
の
か

 
エ
ル
ザ
の
後
を
追
い

ハ
チ
マ
ン
の

に
す
が
り
つ
い
た

こ
ん
に
ち
は

で
も
ご
め
ん
な
さ
い

私
達

こ
れ
か
ら
デ

ト
な
ん
で
す

 
さ
あ
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

三
人
で
仲
良
く
遊
び
ま
し

マ
イ
さ
ん
も
か

え

さ

麻
衣
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よ
く
言
わ
れ
ま
す

こ
こ
で
の
私

て

と

て
も
美
人
で
す
よ
ね

エ
ル
ザ
の
セ
リ
フ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
き
や
が

た
か

 
そ
う
思
い
つ
つ
も
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
エ
ル
ザ
と
は
一
味
違
う

 
少
し
も
じ
も
じ
し
つ
つ
も
本
当
に
楽
し
そ
う
で
か
つ

ら
し
げ
な
マ
イ
の

技
に

目
し
た

さ
す
が
だ
よ
な

 
こ
う
な

て
は
こ
の
ま
ま
押
し
通
す
し
か
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

そ
の
場
の
雰
囲
気
に
乗
る
事
に
し
た

そ
う
い
う

で
お
前
ら

悪
い
が
今
日
は
相
手
を
し
て
や
れ
な
い

 
今
度
フ

ル
ド
で
会

た
時
に

全
力
で
や
り
あ
お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
や
や
引
き
つ

た
表
情
で
ぎ
こ
ち
な
い
笑
顔
を

か
べ
な
が
ら
そ
う
言
い

 
そ
れ
を
見
て
い
た
エ
ル
ザ
と
マ
イ
は

み
笑
い
を
し
た

お

お
う

く
そ

何
で
こ
い
つ
ば

か
り

こ
い
つ
ば

か
り

あ

そ
の
武
器
格
好
い
い
で
す
よ
ね

へ

い
い
な

え

そ

そ
う
か
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私
も
そ
う
思
い
ま
す

見
た
目
が
凄
く
こ

て
ま
す
よ
ね

だ

だ
ろ

 
相
手
が
ネ
ガ
テ

ブ
な
方
向
に
流
れ
そ
う
に
な
る
と

 
エ
ル
ザ
と
マ
イ
が
二
人
が
か
り
で
そ
う
声
を
か
け

方
向

正
さ
せ
て
い
く

 
か
わ
い
い
も
美
人
も
正
義
な
の
だ
と
い
う
事
を

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
思
い
知
ら
さ
れ
た

あ

時
間
が
無
く
な

ち

う

ほ
ら
ハ
チ
マ
ン

く
行
こ

そ
う
で
す
ね

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん

ご
き
げ
ん
よ
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

 
そ
う
言

て
三
人
は
そ
の
場
を
去

て
い
き
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
行
き
の
ポ

タ
ル
に
消
え
て

い

た

 
残
さ
れ
た
元
ト
リ
マ
キ

ズ
の
面
々
は

そ
れ
を

然
と
見
送
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
あ
は
は
は
は

見
た

あ
い
つ
ら
の
あ
の
顔

何
と
い
う
か

悔
し
い
け
ど
口
に
は
出
せ
な
い
み
た
い
な
表
情
だ

た
わ
ね

で
も
や

ぱ
り
マ
イ
ち

ん

て

技
が
上
手
だ
よ
ね
え

私
に
は
あ
あ
い
う
の
は
無
理
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無
理

て
事
は
な
い
ん
じ

な
い

ほ
ら

さ

き
み
た
い
な
役
と
か

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
外
面
が
い
い
か
ら

役
な
ん
じ

な
い
か
な

あ
と
ド

い
役
な

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
も
知

て
る
ん
で
す
ね

エ
ル
ザ
ち

ん
の
本
性

 
ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
と
マ
イ
は
想
像
以
上
に
仲
が
い
い
ら
し
い

 
そ
の
事
を
理
解
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
エ
ル
ザ
に
も
友
達
と
呼
べ
る
者
が
い
た
の
か
と
少
し
驚
い

た 
だ
が
大
人
な
ハ
チ
マ
ン
は

そ
れ
を
ス
ト
レ

ト
に
口
に
出
す
よ
う
な
事
は
し
な
い

こ
こ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
す
か

う
ん

全
て
の
始
ま
り
の
地
だ
よ

凄
い
な

私
こ
う
い
う
の
を
や
る
の
は
初
め
て
だ
か
ら
本
当
に
び

く
り
す
る
事
ば

か
り

 
マ
イ
は
ま
る
で
子

の
よ
う
に
色
々
な
物
に
興
味
を

し

 
そ
の
度
に
ハ
チ
マ
ン
や
エ
ル
ザ
に
質
問
し
て
き
た

二
人
は
そ
ん
な
マ
イ
の

を
見
て
ほ

こ

り
し
た
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マ
イ
さ
ん

て
本
当
に
初
心
者
な
ん
だ
な

う
ん

私
が
こ
れ
か
ら
色
々
教
え
て
あ
げ
な
く
ち

お
前

分
マ
イ
さ
ん
と
仲
が
い
い
よ
な

だ

て
マ
イ
ち

ん

て

色
々
な
事
に
偏
見
が
無
い
ん
だ
も
ん

 
私
の
本
性
に
つ
い
て
も
理
解
を

し
て
く
れ
た
し

な
る
ほ
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で

エ
ル
ザ
が
マ
イ
に
好
意
的
な
理
由
に
納
得
し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

こ
れ
を
着
て
く
れ

こ
れ
は

フ

デ

ド
ロ

ブ

て
奴
だ
な
こ
れ
で
顔
を

さ
な
い
と
ち

と
面
倒
な
事
に
な
る

か
ら
な

あ

そ
う
で
す
ね

分
か
り
ま
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
も
同
じ
よ
う
に
フ

ド
を

に
被
り
直
し

三
人
は
そ
の
ま
ま
歩
き
始
め
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
名
前
が

 
そ
の
時
マ
イ
が
何
か
を
指
差
し
て
そ
う
言

た
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ん

あ
あ

剣
士
の
碑
か

剣
士
の
碑

全
員
じ

な
い
が

フ
ロ
ア
ボ
ス
を
倒
す
と

 
あ
あ
や

て
あ
そ
こ
に
参
加
し
て
た
者
の
名
前
が
表

さ
れ
る
よ
う
に
な

て
る
ん
だ

そ
う
い
う
事
で
す
か

ち
な
み
に
第
三
層
ま
で
は

全
部
う
ち
の
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

だ
な

な
る
ほ
ど

歴

に
名
が
残
る
み
た
い
な
も
の
な
ん
で
す
ね

 
そ
こ
に
エ
ル
ザ
が

や
や
エ
キ
サ
イ
ト
し
た
よ
う
に
話
に

り
込
ん
で
き
た

私
も
あ
そ
こ
に
名
前
を
載
せ
た
い

ん

あ
あ

そ
う
い
え
ば

中
参
加
組
は

ま
だ
名
前
が
載

て
な
い
ん
だ

た
な

う
ん

そ
れ
じ

あ
今
度
全
員
の
名
前
を
載
せ
に
い
く
か

俺
の
名
前
が
先

に
あ
れ
ば

 
う
ち
の
メ
ン
バ

だ

て
分
か
る
だ
ろ
う
し
な

や

た

ね

ハ
チ
マ
ン

つ
い
で
に
マ
イ
ち

ん
の
名
前
も
あ
そ
こ
に
載
せ
よ
う
よ

ん

そ
う
だ
な

戦
力
的
に
は
問
題
な
い
だ
ろ
う
し

そ
う
す
る
か
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か

く
言
い
ま
す
ね

 
マ
イ
は
そ
ん
な
二
人
の

い
態
度
に
驚
い
た

 
よ
く
分
か
ら
な
い
が

フ
ロ
ア
ボ
ス
と
い
う
の
は
と
て
も
強
い
敵
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

大
丈
夫
大
丈
夫

う
ち
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
か
ら

ヴ

ル
ハ
ラ

て
何

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
最
強
ギ
ル
ド
だ
よ

最
強

そ

か

凄
く
い
い
ね

で
し

で
し

 
マ
イ
の
そ
の
言
葉
に
本
当
に
偏
見
が
無
い
ん
だ
な
と
ハ
チ
マ
ン
は
感
心
し
マ
イ
へ
の
好
意
を

強
く
し
た

 
ゲ

ム
の
中
で
最
強
と
言
わ
れ
て
も
そ
れ
が
ど
う
し
た
の
と
い
う
態
度
を
と
る
者
は
や
は
り

多
い
か
ら
だ

あ

今
は
二
十
六
層
ま
で
攻
略
が
進
ん
で
る
ん
で
す
ね

あ
れ

表

さ
れ
て
る
名
前
が

え
て
る
ん
だ

え

何
だ
そ
れ

初

だ
な



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
驚
き

二
十
六
層
に
表

さ
れ
て
い
る
名
前
を
見
た

 
そ
こ
に
は
八
人
の
名
前
が
表

さ
れ
て
お
り

確
か
に
以
前
か
ら
一
人

え
て
い
た

そ
れ
は
気
付
か
な
か

た
な

多
分
上
の
層
に
行
く
度
に

え
て
く
仕
様
な
ん
じ

な
い

 
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
敵
は
強
く
な

て
い
く
ん
だ
し

 
出
来
る
だ
け
多
く
の
名
前
を
載
せ
て
あ
げ
た
い
み
た
い
な

そ
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

で
し

で
し

 
三
人
は
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
移
動
を
再
開
し

転
移
門
へ
と
た
ど
り
着
い
た

エ
ル
ザ

先
に
行
け

俺
は
転
移
門
を
調
整
し
て
マ
イ
さ
ん
を
そ

ち
に
送
り
出
す
か
ら

は

い

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
が
転
移
門
に
消
え
た
後

ハ
チ
マ
ン
は
移
動
先
を
二
十
二
層
に
合
わ
せ

 
マ
イ
に
中
に
入
る
よ
う
に

し
た

そ
し
て
マ
イ
は

い
な
く
転
移
門
を

り

 
一

界
が
暗
転
し
た
後

マ
イ
の
目
の
前
に
は

 
始
ま
り
の
街
と
は
ま
た
違
う

真

で
広
大
な
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
空
が
広
が

て
い
た
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第
６
６
７
話
 
二
人
の
武
器
選
び

う
わ

空
が

い
な

マ
イ
ち

ん

こ

ち
こ

ち

あ

う
ん

 
し
ば
ら
く
空
に
見
入

て
い
た
マ
イ
の
手
を
エ
ル
ザ
が
引

張

た

 
そ
し
て
三
人
は
コ
ラ
ル
の
街
の
外
れ
に
あ
る
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
向
か

て
歩
き

始
め
た

な

何
か
プ
レ
イ
ヤ

が
多
く
な
い

し
か
も
女
の
子
が
多
い
気
が
す
る

ま
あ
い
つ
も
の
事
だ
よ

こ
こ
は
観
光
名
所
に
な

て
る
み
た
い
だ
し
な

か

観
光
名
所

 
そ
の
言
葉
通
り
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
正
面
に
あ
る

の
よ
う
な
も
の
を
遠

き
に

め

て
い
た

 
そ
し
て
そ
の

線
は

次
に
こ
ち
ら
に
向
か

て
き
た
三
人
に
注
が
れ
る
事
に
な
る
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凄
く
見
ら
れ
て
る
ん
だ
け
ど

ま
あ
こ
の
道
を
通
る
の
は

俺
達
し
か
い
な
い
か
ら
な

こ
こ

て
ば

う
ち
の
専
用
道
み
た
い
な
も
の
な
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

 

の
前
の
石

の
道
は

プ
レ
イ
ヤ

間
の
不
文

に
よ

て

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

し
か
通
ら
な
い
事
に
な

て
い
た

 
そ
し
て
今

三
人
は
そ
の
道
を
平
気
で
歩
い
て
い
る

つ
ま
り
は
そ
う
い
う
事
な
の
だ

 
な
の
で
そ
の
場
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

達
は
そ
ん
な
三
人
を
興
味

々
で
見
つ
め
て
い
る
の
だ

し
か
し
顔
を

し
て
る
分

い
つ
も
よ
り
も
注
目
度
が
大
き
い
か

そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね

こ
の
中
で
仮
メ
ン
バ

に

録
し
た
ら
エ
ル
ザ
と
マ
イ
の
名
前
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
ち
ま
う

な
面
倒
だ
け
ど

入

証
を
ア
イ
テ
ム
化
し
て
ハ
チ
マ
ン

に
発
行
す
る
し
か
な
い
ね

だ
な

と
り
あ
え
ず
注
意
を
俺
に
引
き
付
け
る
わ

ど
う
や

て
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こ
う
や

て
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
フ

ド
を
外
し

そ
の
顔
を
プ
レ
イ
ヤ

達
に
見
せ
た

あ

ザ
・
ル

ラ

様
よ

配
者
様

ハ
チ
マ
ン
様

や

と
お

を
見
る
事
が
出
来
た
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
プ
レ
イ
ヤ

達
に
向
け
て

く
手
を
上
げ
そ
の
場
に
大
歓
声
が

こ

た 
そ
れ
に
よ
り
プ
レ
イ
ヤ

達
の

線
は
エ
ル
ザ
と
マ
イ
か
ら
完
全
に
外
れ
ハ
チ
マ
ン
に
集

ま

た
う

う
わ

何
か

色
い
声
が
凄
い
ね

ま
あ
う
ち
の
リ

ダ

と

部
連
は
格
が
違
う
か
ら
ね

こ
う
な
る
の
は
仕
方
な
い
か
な

部

て

誰

黒
の
剣
士
の
キ
リ
ト

バ

サ
ク
ヒ

ラ

の
ア
ス
ナ

絶
対

度
の
ユ
キ
ノ
の
三
人
だ
よ

へ

会

て
み
た
い
な

そ
の
う
ち
会
え
る
よ
き

と
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

の
入
り
口
で
何
か
操
作
し
カ

ド
式
の
入

証
を
二
人
に
差
し
出
し

て
き
た

 
三
人
は
そ
れ
を
使

て

の
中
に
入
り
ハ
チ
マ
ン
は
や

と
落
ち
着
い
た
の
か
大
き
な
た
め

息
を
つ
い
た

は

い
つ
も
の
事
な
が
ら

相
変
わ
ら
ず
こ
こ
は
人
が
多
い
な

だ
ね

ま
あ
仕
方
な
い
ん
じ

な
い
か
な

び

く
り
し
ま
し
た

本
当
に
凄
か

た
で
す

ま
あ
驚
く
よ
な

さ
て

上
に
上
が
る
か

 
そ
し
て

旋

を
上
り

が
見
え
て
く
る

中
か
ら
四
人
の
人
物
が

を
現
し
た

お

い

ハ

チ
マ

ン

誰
が
ハ

チ
マ
ン
だ

俺
は
ハ
チ
マ
ン
だ

ハ
チ
マ
ン

そ
の
ギ

グ
は
面
白
く
な
い

 
最
初
に
そ
う
声
を
か
け
て
き
た
の
は
リ
ズ
ベ

ト
だ

た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
待
ち
し
て
ま
し
た

お
う
ナ
タ
ク

何
か
面
白
い
武
器
は
出
来
た
か
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は
い

リ
ズ
さ
ん
と
共
同
で
色
々
取
り
揃
え
て
お
き
ま
し
た

悪
い
な

二
人
と
も
あ
り
が
と
な

 
次
に
ナ
タ
ク
が

ら
か
な
表
情
で
そ
う
言

た

次
に
前
に
出
て
き
た
の
は
ス
ク
ナ
で
あ
る

待
ち
く
た
び
れ
た
わ
よ

悪
い
悪
い

相
変
わ
ら
ず
人
が
多
く
て
な

フ
ン

の
下
を

ば
し
て
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
ス
ク
ナ
は
不

そ
う
に
そ
う
言

た
が

 
そ
れ
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
か

た

ス
ク
ナ
は
相
変
わ
ら
ず
ツ
ン
デ
レ
だ
よ
ね

な

何
よ
ロ
ビ
ン

じ

な
か

た

今
は
エ
ル
ザ
だ

た
わ
ね

 
べ

別
に
私
は
そ
ん
な
ん
じ

な
い
か
ら

そ
れ

シ
ノ
ノ
ン
と
ス
ク
ナ
の
共
通
の
口

だ
よ
ね

く

口

い

い
や

確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
の
意
味
だ
か
ら

は
い
は
い

 
そ
し
て
最
後
に
ユ
イ
が

精

で
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
ハ
チ
マ
ン
の

に
と
ま

た
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パ
パ

お
う
ユ
イ

ス
ク
ナ
が
怖
く
な
か

た
か

なパ
パ
冗
談
で
も
そ
ん
な
事
を
言

ち

だ
め
で
す
よ
ス
ク
ナ
さ
ん
は
本
当
に
優
し
い
ん
で

す
か
ら

あ
あ

そ
う
い
え
ば
こ
い
つ
は
重
度
の
シ
ス
コ
ン
だ

た
わ

あ

あ
ん
た
ね

ま
あ
ま
あ
ス
ク
ナ
ち

ん

そ
の
く
ら
い
で

ね

 
ス
ク
ナ
は

る

る
と
拳
を

り
上
げ
よ
う
と
し
た
が

エ
ル
ザ
に

め
ら
れ
て
そ
の
手
を

引

込
め
た

ユ
イ

今
日
は
キ
ズ
メ
ル
が
あ

ち
か

う
ん
パ
パ

あ

ち
に
い
ま
す
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
今
日
は

マ
イ
さ
ん
の
事
は
お
前
に
頼
む
な

任
せ
て
お
い
て
下
さ
い

 
そ
こ
で
名
前
が
出
た
事
で

マ
イ
が
一
歩
前
に
出
て

四
人
に

を
し
た
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し
ば
ら
く
お
世
話
に
な
り
ま
す

マ
イ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
お

本
物
だ

当
た
り
前
だ
ろ

後
で
サ
イ
ン
し
て
下
さ
い

ス
ク
ナ

て
意
外
に
ミ

ハ

だ
よ
な

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
人
脈
は
さ
す
が
で
す
よ
ね

俺
と
い
う
か

会
社

み
だ
け
ど
な

ハ
チ
マ
ン

く
マ
イ
ち

ん
に
中
を
見
て
も
ら
お
う
よ

お
う

そ
う
だ
な

 
エ
ル
ザ
が
待
ち
き
れ
な
い
と
い
う
風
に
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言

て
き
た

 
ど
う
や
ら
マ
イ
に

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
中
を
自
慢
し
た
い
ら
し
い

 
そ
し
て
中
に
入

た
マ
イ
は

そ
の
内
装
を
見
て
目
を

か
せ
た

う
わ

凄
い
広
い

そ
れ
に
豪
華

ふ
ふ
ん

で
し

で
し

ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な

て
る
な
ん
て

想
像
も
し
な
か

た
よ
エ
ル
ザ
ち

ん
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も

と
褒
め
て
褒
め
て

凄
い
な

こ
れ
が
最
強
と
呼
ば
れ
る
ギ
ル
ド
の
本

地
な
ん
だ

こ
の
中
を
直
接
見
た
事
の
あ
る
人

て

メ
ン
バ

以
外
だ
と

人
し
か
い
な
い
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
は
光
栄
だ
な

 
マ
イ
が
本
当
に
嬉
し
そ
う
だ

た
の
で

そ
れ
を
見
て
い
た
他
の
者
達
も
嬉
し
く
な

た

 
こ
れ
が
女
優

麻
衣
の
持
つ

力
の
一
つ
な
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
一
同
は
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ

に

け

実

関
連
の
相
談
を
始
め
た

最
初
は
や

ぱ
り
武
器
を
ど
う
す
る
か
だ
よ
ね

影
だ
し

や

ぱ
り

手
な
の
が
い
い
の
か
な

そ
う
な
る
と
二
人
と
も
大
剣
も
し
く
は
い
く
つ
か
の
武
器
を
と

か
え
ひ

か
え
が
ベ
ス

ト
か
な

性
能
は
い
ま
い
ち
で
も
い
い
か
ら

手
な
エ
フ

ク
ト
を
出
す
武
器
や
防

が
必
要
か

い
く
つ
か
作

て
あ
る
わ
よ

い
わ
ゆ
る
ネ
タ
武
器

お
お

そ
れ
じ

あ
訓
練
場
に
移
動
す
る
か

 
職
人
組
の
提
案
を
受
け

一
同
は
訓
練
場
へ
と
向
か

た



 第６６７話 二人の武器選び

 
そ
の

中
で

ハ
チ
マ
ン
は
エ
ル
ザ
と
マ
イ
に
こ
う

ね
た

と
こ
ろ
で
そ
の
キ

ラ

ス
テ

タ
ス
は
ど
う
な

て
る
ん
だ

う

ん

中
の
上
く
ら
い
で

平

化
さ
れ
て
る
感
じ
か
な

な
る
ほ
ど

ど
ん
な
ス
タ
イ
ル
も
と
れ
る
よ
う
に
か

本
気
武
器
は
ち

と
装
備
出
来
な
い
か
も

で
も
ま
あ
ネ
タ
武
器
な
ら
大
丈
夫
か
な

大
丈
夫
で
す
よ

必
要
ス
テ

タ
ス
は

い
で
す
か
ら

な
ら
安
心
だ
ね

 
訓
練
場
に
つ
い
た
後

そ
の
場
に
は

速
色
々
な
武
器
が

べ
ら
れ
た

 
大
剣

大
鎌

そ
れ
以
外
に
も

 
ハ
チ
マ
ン
で
も
よ
く
分
か
ら
な
い
武
器
が
多

ん
で
い
た

と
り
あ
え
ず
色
々
使

て
み
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

に
武
器
を

し

り
し
て
い
く

大
剣
は
慣
れ
て
な
い
が

ま
あ
普
通
に

手
だ
よ
な

慣
れ
て
な
い

剣
筋
が
凄
ま
じ
く
速
い
ん
で
す
け
ど
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ん

何
だ
こ
の
ボ
タ
ン
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
何
か
を
操
作
し
た

そ
の

間
に
剣
の
腹
に
刻
ま
れ
て
い
た
文

が

発
光
し
た

お
お

格
好
い
い

ま
あ
何
の

果
も
無
い

た
だ
の

出
で
す
け
ど
ね

お
お

や

ぱ
り
こ
う
い
う
武
器

て
い
い
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
し
ば
ら
く
そ
れ
を
ブ
ン
ブ
ン

り
回
し
た
後

そ
れ
を
地
面
に
突
き

し
た

ふ

む

こ
ん
な
感
じ
か

ハ
チ
マ
ン

て

そ
ん
な
の
大
剣
の
扱
い
が
上
手
か

た

け

い
や

に
こ
れ
が

い
だ
け
だ

だ
か
ら

え
ま
と
も
に
ヒ

ト
し
て
も

 

力
も
大
し
た
事
は
な
か

た
は
ず
だ
ぞ

あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ね

ま
あ
ネ
タ
武
器
で
す
か
ら
ね

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ど
ん
ど
ん
色
々
な
武
器
を
披
露
し
て
い

た
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大
鎌
か

今
度
は
剣
そ
の
も
の
じ

な
く

剣
筋
が
光
る
ん
だ

ゆ
ら
ゆ
ら

れ
て

死
神
の
鎌

い
ね

は

扱
い
が
難
し
い
な

開
け

め
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
く
分
か
ら
ん

格
好
つ
け
た
い
時
に
開
け
ば
い
い
ん
じ

な
い

そ
れ
か
身
を
守
る
時
で
す
か
ね

ま
あ

な
ん
だ
し

開
き

ぱ
な
し
で
も
い
い
か

 
そ
の

は
攻
撃
が
ヒ

ト
し
た

間
に
光
る
仕
様
に
な

て
い
る
よ
う
で

 
地
味
な
見
た
目
に
反
し

そ
の
戦

て
い
る

は
と
て
も
華
麗
に
見
え
た

は
た
だ
の
し
な
る
棒
だ
よ
な

⻑
さ
も
そ
れ
ほ
ど
じ

な
い
し
ね

さ
て

こ
れ
は
ど
う
な
る
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き
な
が
ら
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
そ
の

間
に

の
先

に

の
結

の
よ
う
な
エ
フ

ク
ト
が
現
れ

 

を

る
う
度
に
そ
の
エ
フ

ク
ト
が

囲
に
散
ら
ば

て
い
く



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

お
お

ハ
チ
マ
ン
が

の

精
と
か
ま

た
く
似
合
わ
な
い
ん
で
す
け
ど

リ
ズ

後
で
覚
え
て
ろ
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ハ
チ
マ
ン
は

真
面
目
に
武
器
を

る
い
続
け
た

で

こ
こ
か
ら
は
俺
も
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

 
こ
の
ぶ

い
バ

ム
ク

ヘ
ン
み
た
い
な
物
体
は
何
だ

ロ
ケ

ト
パ
ン
チ
で
す

す
ま
ん
ナ
タ
ク

も
う
一
回
言

て
く
れ

ロ
ケ

ト
パ
ン
チ
で
す

え

マ
ジ
で

は
い

そ
れ
を

に
装
着
し
て
こ
う
叫
ん
で
下
さ
い

飛
ば
せ

拳

ロ
ケ

ト
パ
ン
チ

とマ
ジ
か
よ

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も

そ
れ
は
恥
ず
か
し
か

た
ら
し
い

 
し
ば
ら
く

巡
し
た
後
に

ハ
チ
マ
ン
は

め
た
よ
う
な
顔
で
こ
う
叫
ん
だ
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飛
ば
せ

拳

ロ
ケ

ト
パ
ン
チ

 
そ
の

間
に

に
は
め
た

筒
部
分
が
高
速
回
転
し

目
標
へ
向
か

て
飛
ん
で
い

た

 
ゴ
ガ
ン

 
と
い
う
音
と
共
に

そ
の

筒
は
見
事
に
標
的
に
命
中
し

 
そ
の
二
本
の

筒
部
分
は

勢
い
よ
く
ハ
チ
マ
ン
目

け
て

て
き
た

う
お
お
お
お

怖
え
よ

 
だ
が
そ
の

筒
は
見
事
な

跡
を

い
て
ハ
チ
マ
ン
の
両

に
は
ま
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
手
に
直
撃
し
な
か

た
事
に
心

安

し
た

何
よ
ハ
チ
マ
ン

そ
ん
な
の
が
怖
い
の

そ
の

た
ぞ
リ
ズ

ち

と
お
前

自
分
で
や

て
み
ろ

え大
丈
夫
だ

全
然
怖
く
な
い

さ
あ
や

て
み
ろ

え

と

い
い
か
ら
さ

さ
と
や
れ

う

う
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口
は
災
い
の
元
と
は
ま
さ
に
こ
の
事
だ
ろ
う

速
の
ハ
チ
マ
ン
の
仕
返
し
の
タ

ン
で
あ

る
そ

そ
れ
じ

行
く
よ

と

飛
ば
せ

拳

ロ
ケ

ト
パ
ン
チ

 
リ
ズ
ベ

ト
が

々
と
言

た
感
じ
で
そ
う
叫
ぶ
と
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に

筒
が
目
標
に

命
中
し

 
く
る
り
と
回

て
こ
ち
ら
に

て
き
た

う

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
リ
ズ
ベ

ト
も
怖
か

た
の
だ
ろ
う

そ
う
絶
叫
し
て
バ
ン
ザ
イ
の
格
好
に
な

た
が

 

筒
は
見
事
に
そ
の
動
き
を
コ
ン
ト
ロ

ル
し

リ
ズ
ベ

ト
の
両

に
は
ま

た

は

は

ど
う
だ

怖
か

た
だ
ろ

う

う
ん

想
像
以
上
だ

た

ご
め
ん

 
さ
す
が
の
リ
ズ
ベ

ト
も
よ
ほ
ど

を

や
し
た
の
だ
ろ
う

素
直
に
そ
う
謝

た

さ
て

次
は
こ
れ
だ
が

バ
ル
・
バ
ラ
で
す
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え

ま
じ
で

は
い

ホ

ミ
ン
グ
ブ

メ
ラ
ン
で
す

お
 
バ
ル
・
バ
ラ
の
元
ネ
タ
が
出
て
く
る
作
品
は

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の
お
気
に
入
り
で
あ
り

 
特
に
キ
リ
ト
は
そ
の
技
を
度
々
パ
ク

て
使
用
し
て
い
る
常

犯
な
の
で
あ
る

 
一

と
し
て

剣
の
衝
撃

と
共
に
敵
の
懐
に
飛
び
込
む

 
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
・
タ
イ
フ

ン
も
ど
き
と
い
う
技
が
あ
げ
ら
れ
る

 
そ
し
て
こ
の
セ
リ
フ
か
ら
し
て

ど
う
や
ら
ナ
タ
ク
も
そ
の
一
員
の
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
わ
く
わ
く
し
た
表
情
で
そ
れ
を
目
標
に
向
け
て
投
げ
つ
け

 
そ
れ
は
美
し
い

道
を

き
つ
つ

光
の
エ
フ

ク
ト
を
発
し
な
が
ら
目
標
に
命
中
し

 
そ
の
ま
ま
ジ

ト

射
を
し
て

道
を
変
え

見
事
に
ハ
チ
マ
ン
の
手
元
に

て
き
た

お
お

何
か
格
好
い
い
ね

 
だ
が
そ
ん
な
賞

に
は
ま

た
く
反
応
せ
ず

ハ
チ
マ
ン
は
こ
う
言

た

使
え
ん
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
バ
ル
・
バ
ラ
を
下
に
落
と
し

続
け
て
こ
う
言

た

ま

た
く
う
ち
の
ナ
タ
ク
と
き
た
ら
思
い
付
き
で
こ
ん
な
武
器
ば

か
作

ち

て
さ

 
そ
の
言
葉
に
リ
ズ
ベ

ト
を
始
め

他
の
者
達
は
思
わ
ず

然
と
し
た

 
だ
が
当
の
ナ
タ
ク
は

そ
れ
を
見
た

間
に

れ
ん
ば
か
り
の

手
を
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

続
き
も
い
け
ま
す

マ
ジ
か
よ

ナ
タ
ク

信

は
い

 
イ
コ
マ
は
事
前
に
用
意
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

本
当
に
信

を
上
げ
た

 
そ
れ
は

色

色

色
の
三
色
で
あ

た

バ

ミ
リ
オ
ン

グ
ラ
ス
グ
リ

ン

色

ピ
ン
ク

ナ
タ
ク

く
調
べ
ろ

敵
か
味
方
か

色
は
ヴ

ル
ハ
ラ

グ
ラ
ス
グ
リ

ン
は
攻
撃

そ
し
て
ピ
ン
ク
は

 
そ
し
て
二
人
は
同
時
に
叫
ん
だ

ア
イ
シ

様
だ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
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ナ
タ
ク

よ
く
や

た

パ

フ

ク
ト
だ

は
い

準
備
し
て
お
い
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た

 
そ
ん
な
二
人
の

劇
を

他
の
者
達
は
ポ
カ
ン
と

め
て
い
た

な

何
あ
れ

私
達
に
は
分
か
ら
な
い
世
界
ね

ど
う
も
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
の
元
ネ
タ
み
た
い
だ
け
ど

ま
あ
楽
し
そ
う
だ
か
ら
い
い
ん
じ

な
い

パ
パ

凄
く
嬉
し
そ
う
で
す

 
ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
の
笑
い
声
が

囲
に

き

る
中

 
他
の
者
達
は

静
に
ど
の
武
器
を
選
ぶ
か
相
談
し
始
め

 
エ
ル
ザ
は
大
鎌
と
ロ
ケ

ト
パ
ン
チ
を

そ
し
て
マ
イ
は

と
バ
ル
・
バ
ラ
を

 
そ
れ
ぞ
れ
同
時
装
備
す
る
と
い
う
事
が
決
定
さ
れ
た

 
ち
な
み
に
バ
ル
・
バ
ラ
を
選
ん
だ
マ
イ
が

そ
の
真
面
目
さ
故
に
出

を
調
べ

 
そ
の
出

元
の
マ
ン
ガ
に
は
ま

た
の
は
ま
た
別
の
話
で
あ
る
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第
６
６
８
話
 
訓
練
の
開
始

そ
れ
じ

あ
訓
練
を
始
め
る

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
訓
練
場
で

ハ
チ
マ
ン
と
マ
イ
は
向
か
い
合

て
い
た

 
エ
ル
ザ
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で
一
人

ロ
ケ

ト
パ
ン
チ
を
う
ち
ま
く

て
い
る

 
ど
う
や
ら
大
鎌
を

る

た
後
に

ス
ム

ズ
に
そ
ち
ら
の
動
作
に
移
行
出
来
る
よ
う

 
頑
張

て
練

し
て
い
る
よ
う
だ

片
手
ず
つ
ロ
ケ

ト
パ
ン
チ
を
飛
ば
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら 
ど
う
や
ら
叫
ぶ
言
葉
を
変
え
れ
ば
そ
う
い
う
事
も
出
来
る
の
だ
ろ
う
と

さ
れ
た

は
リ

チ
が

い
の
が
難
点
だ

逆
に
バ
ル
・
バ
ラ
は

 
敵
を
タ

ゲ

テ

ン
グ
さ
え
出
来
れ
ば
少
な
く
と
も
命
中
は
必
ず
さ
せ
る
事
が
出
来
る

 
な
の
で
マ
イ
さ
ん
に
求
め
ら
れ
る
の
は

敵
の
懐
に
飛
び
込
め
る
度
胸

 
そ
し
て
死

を
作
り
出
し

そ
の

に
バ
ル
・
バ
ラ
を
投

す
る

発
力
と
い
う
事
に
な
る

な
る
ほ
ど

近
接
戦
闘
で
幻
惑
し
つ
つ
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敵
に
バ
ル
・
バ
ラ
を
投
げ
た

間
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

て
事
で
す
ね

と
い
う
の
が
ま
あ

正
し
い
ス
タ
イ
ル
な
ん
だ
ろ
う
な

え
 
ハ
チ
マ
ン
が
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
そ
う
言

た

マ
イ
は
驚
い
た
表
情
で
そ
う
言

た

ま
あ
実

ガ
チ
で
戦
う
な
ら
そ
う
な
ん
だ
が
こ
れ
は
あ
く
ま
で
映
画
の

の

出
だ
か
ら
な

 
動
き
を
大
き
く

そ
し
て

手
に
見
せ
る
の
が
大
事
に
な
る
ん
じ

な
い
か

あ

確
か
に

と
い
う

で

先
ず
は
多
少
オ

バ

ア
ク
シ

ン
で
動
け
る
よ
う
に

 
基
本
動
作
か
ら
入

て

徐
々
に
そ
の
動
き
を
ゆ

く
り
と
大
き
く
し
て
い
こ
う

 
そ
こ
か
ら

々
と
速
度
を
上
げ
て
い
く

分
か
り
ま
し
た

お
願
い
し
ま
す

 
マ
イ
は
そ
の
方
針
に
納
得
し
た
の
か

力
強
く
そ
う
言

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
指

が
始
ま

た

と
言
え
ど
開
い
た

態
で
は
刃
物
と
変
わ
ら
な

い 
故
に
力
強
く
切
り

く
よ
う
に

り
ぬ
く
べ
し
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最
初
は
ゆ

く
り
と
動
作
を
行

て
い
た
マ
イ
は
慣
れ
る
に
連
れ
ど
ん
ど
ん
そ
の
速
さ
を

し
て
い
く

 
基
本
動
作
は
結
局
反
復
練

な
の
だ

の
時
ほ
ど
そ
れ
が
無
意
識
に
現
れ
る

 
マ
イ
は
我
慢
強
く
そ
れ
を

り
返
し
相
手
に
背
中
を
向
け
た

態
か
ら
動
い
た
り
も
し
つ
つ

 
ど
ん
な
体
勢
か
ら
も

分
違
わ
ず
思

た

置
に

を

り
抜
く
事
が
可
能
と
な

た

そ
れ
じ

あ
次
は
防
御
だ
な

俺
が
ゆ

く
り
と
武
器
を

り
下
ろ
す
か
ら

 
そ
れ
を
自
分
な
り
の
加

で
受
け
流
し
て
み
て
く
れ

 
防
御
は

を
開
い
た

態
で
行
う
が
敵
の
攻
撃
が
激
し
い
時
は
受
け
流
す
よ
う
に
動
く
べ
し

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
大
鎌
を
持
ち

ゆ

く
り
と
マ
イ
目

け
て

り
下
ろ
す

 
マ
イ
は
そ
れ
を

最
初
は
し

か
り
と
受
け
止
め
て
み
た

 
だ
が
攻
撃
は
止
ま
ら
ず
に

そ
の
ま
ま
徐
々
に
マ
イ
を
両
断
し
よ
う
と
迫

て
く
る

 
そ
こ
で
マ
イ
は

の

度
を
変
え
同
時
に
体
を
ず
ら
し
大
鎌
の
刃
を
自
分
の
体
の
横
へ

と
流
し
た

 
同
じ
事
が
何
度
も

り
返
さ
れ

徐
々
に
速
度
が
上
が

て
い
く

 
完
全
に
そ
の

度
の
攻
撃
を
受
け
流
せ
る
よ
う
に
な

た
ら

今
度
は
剣
筋
を
変
え
る
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そ
れ
が

々
と

り
返
さ
れ

マ
イ
は
今
や

様
々
な

度
か
ら
の
攻
撃
を

 

の
動
き
で
受
け
流
せ
る
よ
う
に
な

て
い
た

ハ
チ
マ

ン

そ
ろ
そ
ろ
休

に
し
な
い

そ
う
だ
な

マ
イ
さ
ん

少
し
休
も
う
か

は
い

 
マ
イ
は
明
る
い
表
情
で
そ
う
答
え

ハ
チ
マ
ン
の
後
に
続
い
て
リ
ビ
ン
グ
へ
と
向
か

た

 
そ
こ
に
は
見
知
ら
ぬ
な
が
ら
も
ど
こ
か
見
覚
え
の
あ
る
子

が
お
り

 
マ
イ
は
少
し
驚
き
つ
つ
も

そ
の
子

に

を
し
た

あ

は

初
め
ま
し
て

え

あ

や
だ
な

私
で
す
よ
マ
イ
さ
ん

ユ
イ
で
す

え

そ
う
な
の

は
い

ち

と
待

て
て
下
さ
い
ね

 
そ
し
て
ユ
イ
は

マ
イ
の
目
の
前
で
元
の

精
の

に

た

う
わ

ユ
イ
ち

ん

て
変
身
出
来
た
ん
だ

は
い
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ど

ち
の

も
か
わ
い
い
な

 
マ
イ
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言

て

小
さ
な
ユ
イ
の

を

で
た

そ
う
い
え
ば
マ
イ
ち

ん
は

ユ
イ
ち

ん
を
見
て
も
あ
ん
ま
り
驚
い
て
な
か

た
よ
ね

う
う
ん

内
心
で
は
驚
い
て
た
け
ど

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
事
を
パ
パ

て
呼
ん
で
た
か
ら

 
多
分
ゲ

ム
内
に
の
み
存
在
す
る

か
何
か
な
ん
だ
ろ
う
な

て
思

た
の

ほ
え
え

マ
イ
ち

ん

て

い
ん
だ
ね

 
エ
ル
ザ
は
本
当
に
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

親

の
子

じ

な
い
か
と
か
は
考
え
な
か

た
の

 
リ
ズ
ベ

ト
の
そ
の
質
問
に

マ
イ
は
少
し
考
え
た
後

こ
う
答
え
た

う

ん
で
も
こ
の
ゲ

ム
は
一
応
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
し
何
よ
り
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
年

齢
だ
と

 
ど
ん
な
に

く
て
も
ユ
イ
ち

ん
み
た
い
な
大
き
さ
の
子

が
い
る
事
は
あ
り
え
な
い
で
す
し

ね
も
し
か
し
た
ら

違
う
意
味
で
パ
パ

て
呼
ん
で
た
の
か
も
よ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
そ
う
い
う
人
じ

な
い
と
思
う
よ

エ
ル
ザ
ち

ん
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そ
の
エ
ル
ザ
の

口
に

マ
イ
は
真
面
目
な
表
情
で
そ
う
答
え
た

さ
す
が

マ
イ
ち

ん
は
私
と
違

て
常
識
人
だ
な

 
エ
ル
ザ
は
自

的
に
そ
う
言

た
が

マ
イ
は
そ
ん
な
エ
ル
ザ
す
ら
た
し
な
め
て
み
せ
た

エ
ル
ザ
ち

ん
は
破
天
荒
だ
け
ど

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

て
常
識
は
ち

ん
と
あ
る

じ

な
い

 
だ
か
ら
そ
ん
な
事
言

ち

目
だ
よ

マ

マ
イ
ち

ん

 
エ
ル
ザ
は
感
動
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
が
そ
ん
な
エ
ル
ザ
を
ハ
チ
マ
ン
が
バ

サ
リ
と
切

り

て
た

い
や

マ
イ
さ
ん

こ
い
つ
は
こ
の
前

思
い

き
り
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
か
ら
な

え

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

実
は
先
日
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

先
日
の
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
時
の
話
を
し

 
マ
イ
は
そ
の
話
を

く
に
連
れ

ど
ん
ど
ん
無
表
情
に
な

て
い

た

マ

マ
イ
ち

ん
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エ
ル
ザ
ち

ん

は

は
い

 
そ
の
マ
イ
の
呼
び
か
け
が

の
よ
う
に

た
い
声
だ

た

 
エ
ル
ザ
は
思
わ
ず
背
筋
を

ば
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
だ
が
次
の

間
マ
イ
は
少
し
涙
目
に
な
り
な
が
ら

エ
ル
ザ
に
こ
う
言

た

今
度
か
ら
そ
う
い
う
事
が
あ

た
ら
真

先
に
私
に
連

し
て
ね

一

に
悩
ん
で
苦
し
ん
だ

後
に

 
ど
う
や

た
ら
希
望
が
持
て
る
か

解
決
へ
と
向
か
う
手
立
て
が
本
当
に
無
い
の
か
ど
う
か

 
エ
ル
ザ
ち

ん
と
一

に
考
え
て
あ
げ
る
か
ら

 
そ
の
言
葉
は
確
か
に
エ
ル
ザ
の
心
を

さ
ぶ

た
ら
し
い

 
エ
ル
ザ
は
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
に
目
を
う
る
う
る
さ
せ
な
が
ら

マ
イ
に

き
つ
い
た

う
わ

ん

マ
イ
ち

ん

よ
し
よ
し

困

た
ら
い
つ
で
も
相
談
し
て
ね

う

う
ん

 
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
他
の
者
達
は
そ
の

に
素
直
に
感
動
し
つ
つ
マ
イ
の
事
を
こ
う
評
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し
たい

い
人
だ

い
い
人
だ
ね

い
い
人
で
す
ね

ち

と
感
動
し
ち

た

マ
イ
さ
ん

て
マ
マ
の
次
く
ら
い
に
素
敵
で
す
ね

 
そ
し
て
元
の

に

た
ユ
イ
が
お
茶
を
入
れ

五
人
は
の
ん
び
り
と
休

を
始
め
た

ス
ク
ナ

こ
こ
ま
で
で

何
か
衣
装
の
案
と
か
は

か
ん
だ
か

う
ん

エ
ル
ザ
は
や

ぱ
り
定
番
の
ゴ
ス
ロ
リ
風

た
だ
し
普
通
の
服
装
じ

目

 
こ
こ
は

か
い
パ

ツ
で

成
さ
れ
た
ゴ
ス
ロ
リ
風
ア

マ

が
い
い
と
思
う
わ
し
か
も

装
甲
の
ね

 
マ
イ
さ
ん
に
つ
い
て
は
普
通
に
和
風
か
チ

イ
ナ
で
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
も
う
少
し
考
え

さ
せ
て

ふ
む

エ
ル
ザ
の
方
の
装
備

そ
の
心
は

ネ
タ
武
器
だ
か
ら
普
通
の

だ
と
ま

た
く
攻
撃
が
通
ら
な
く
て
地
味
な
戦
闘
に
な

て
し
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ま
う
わ

 
で
も

装
甲
の
装
備
に
し
て
お
け
ば

お
そ
ら
く

い
攻
撃
で
も

 
パ

ツ
が

か
け
れ
ば
部

で
の
装
備
破
壊
が

こ
せ
る
と
思
う

な
る
ほ
ど

つ
ま
り
徐
々
に
装
備
が
壊
れ
て
い
く

か

え

も
し
か
し
て
私
を
公
開
の
場
で
全

に
し
ち

て

そ
れ
を
ハ
チ
マ
ン
に
見
ら
れ

ち

う
の

 
そ
ん
な
嬉
し
い

況
が
あ

て
も
い
い
の

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
ア
イ
デ
ア
に
凄
い
勢
い
で
食
い
つ
い
た

 
も
ち
ろ
ん
ハ
チ
マ
ン
が
見
て
い
る
事
が
前
提

件
な
の
だ
ろ
う
が

う
う
ん

あ
く
ま
で
戦
闘
を

手
に
見
せ
る

の
テ
ク
ニ

ク
よ

 
当
然
見
え
て
は
い
け
な
い
部
分
の
防
御
力
は
普
通
に
高
く
し
て
お
く
わ

あ

そ
う
な
ん
だ

残
念

エ
ル
ザ
ち

ん

ち

と
性

が
変
わ

た

露
出
狂
の
気
な
ん
か
無
か

た
よ
ね

 
エ
ル
ザ
の
事
を
そ
れ
な
り
に
知
る
マ
イ
の
質
問
に
エ
ル
ザ
は

を
か
き
な
が
ら
こ
う
答
え
た

う
ん
何
か
ハ
チ
マ
ン
に
い
じ
め
ら
れ
る
時
だ
け
は
性

が
逆
転
し
ち

う
み
た
い
な
ん
だ
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よ
ねそ

そ
う

 
マ
イ
は
そ
れ
を

き

し

な
さ
そ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

 
お
そ
ら
く
ハ
チ
マ
ン
が
何
か
し
た

で
は
な
く

 
エ
ル
ザ
が
一
方
的
に
ハ
チ
マ
ン
を
困
ら
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
事
が
分
か

た
の
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
に
答
え

め
た
よ
う
な
表
情
を
し
て

を

め
た

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
は
首
を

り

気
に
す
る
な
と
い
う
ゼ
ス
チ

を
し

 
マ
イ
は
そ
れ
を
見
て
小
さ
く

い
た

ど
う
や
ら
マ
イ
は
思

た
以
上
に
成

し
た
女
性
の

よ
う
だ

は

変
に
混

返
し
て
こ
な
い
人
は
本
当
に
貴
重
だ
な

 
咲
太
は
本
当
に
い
い
人
と
巡
り
合
え
た
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
身
に
と

て
は
親
し
い
後
輩
と
呼
べ
る
か
も
し
れ
な
い
咲
太
の
顔
を
思
い
出

し 
心
が
ほ

こ
り
す
る
の
を
感
じ
た

 
そ
し
て
他
に
も
色
々
と
雑
談
を
し
た
後

ハ
チ
マ
ン
と
マ
イ
は
再
び
訓
練
へ
と

た
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エ
ル
ザ
は
一
通
り

イ
メ

ジ
し
た
動
き
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
だ
ろ
う

 
次
は
リ
ズ
ベ

ト
相
手
に
模

戦
を
行
う
事
に
し
た
ら
し
い

さ
て

お
次
は
カ
ウ
ン
タ

だ
な

カ
ウ
ン
タ

で
す
か

あ
あ

実

に
や

て
み
よ
う

マ
イ
さ
ん

気
に
せ
ず
自
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

 
俺
に
不
意
打
ち
ぎ
み
に
攻
撃
を
仕

け
て
き
て
く
れ

あ

は
い

 
そ
し
て
マ
イ
は
心
の
中
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り
つ
つ
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
に
攻
撃
し

よ

う
と
し
た

 
だ
が
そ
の

間
に
目
の
前
の
ハ
チ
マ
ン
の

が
ぶ
れ
マ
イ
は
攻
撃
す
る
事
が
出
来
ず
に
た
た

ら
を

ん
だ

えこ
れ
が
カ
ウ
ン
タ

だ

ち

と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
相
手
の
攻
撃
の
気
配
を

み

そ
れ
に
合
わ
せ
る

で
敵
の
攻
撃
の
出
を
潰
す
技
術
だ
な

出
を
潰
す

出
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

や

て
み
ま
す
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こ
れ
は
速
度
を

く
し
て
も
意
味
が
無
い
か
ら

そ
れ
な
り
の
速
さ
で

止
め
攻
撃
を
行
う

 
マ
イ
さ
ん
は
好
き
に
迎
え
撃

て
く
れ
て
い
い

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
こ
こ
ま
で
は
地
味
な
作
業
が
続
い
て
お
り

こ
れ
か
ら
も
多
少
応
用
が
必
要
だ
が

 
再
び
地
味
な
作
業
と
な
る

だ
が
見
た
感
じ

マ
イ
は
そ
れ
を

が

て
は
い
な
か

た

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か

々
と
動
け
る
よ
う
に
な

て
き
て
い
る
自
分
を
見
て
喜
ん
で
い
る
ふ
し
が

あ
る何

と
い
う
か

努
力
家
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
マ
イ
の
評
価
を
更
に
上
げ
つ
つ

気
よ
く
マ
イ
の
訓
練
に
付
き
合

た

さ
て

今
日
は
こ
こ
ま
で
だ
な

そ
れ
じ

あ
最
後
に
エ
ル
ザ
と
マ
イ
さ
ん
で

 
簡

な
模

戦
を
や

て
も
ら
う
か

お

い
よ
い
よ
だ
ね

エ
ル
ザ
は
大
鎌
に
は

出
来
た
か

う

ん

片
手
直
剣
よ
り
も
刃
筋
を
通
す
の
が
難
し
い
か
ら

も
う
少
し
か
か
る
か
な

そ
う
か

ま
あ
二
人
と
も

動
作
を
大
き
く
見
せ
る
事
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
頼
む
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そ
し
て
二
人
の
戦
い
が
始
ま

た

二
人
と
も
あ
く
ま
で
見
せ
る

技
と
い
う
事
で

 
と
に
か
く
大

り
を
し
て
く
る

逆
に
防
御
な
ど
も
上
手
く
い
き

中
々
見
れ
る
戦
い
と

な

た
リ
ズ

ど
う
思
う

初
日
に
し
て
は
中
々
動
け
て
る
ん
じ

な
い
か
な

特
に
マ
イ
さ
ん

覚
え
が

常
に

い
ん
だ
よ
な

マ
イ
さ
ん

 
そ
ん
な
中

変
が

こ

た

エ
ル
ザ
が
放

た
一
撃
に
マ
イ
が
見
事
な
カ
ウ
ン
タ

を
決

め
た
の
だ

 
そ
れ
は
た

た
一
度
だ
け
で
あ

た
が
エ
ル
ザ
は
確
か
に
そ
の
カ
ウ
ン
タ

で
よ
ろ
け
る
事

に
な

た

わ

わ

あ

う

上
手
く
い

た

く

マ
イ
ち

ん
や
る
な

う
ん

今
の
は
自
分
で
も
上
手
く
い

た
と
思
う

 
そ
こ
で
模

戦
は
終
了
と
な
り

こ
う
し
て
エ
ル
ザ
と
マ
イ
は

一
日
目
の
訓
練
を
終
え
た
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第
６
６
９
話
 
マ
イ
の
決
断

は
い
そ
れ
じ

あ
今
日
は
マ
イ
さ
ん
に
見
た
目
だ
け
は

手
な
魔
法
を
覚
え
て
も
ら
い
ま

す 
そ
の

に
特
別
ゲ
ス
ト
を
お
呼
び
し
ま
し
た

絶
対

度
の
ユ
キ
ノ
さ
ん
で
す

何
故

会
風

魔
法
で
す
か

う
わ

一
度
使

て
み
た
か

た
ん
で
す
よ

 
エ
ル
ザ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
い
き
な
り
突

込
ん
だ
が

 
マ
イ
は
目
を

か
せ
な
が
ら
わ
く
わ
く
し
た
表
情
を
し
た

 
こ
の

り
は
や
は
り

ゲ

ム

験
の
差
な
の
で
あ
ろ
う

そ
れ
で
は
本
人
の
ご

場
で
す

ど
う
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
悪
ノ
リ
し
そ
の
ま
ま

会
を
続
け
て
い
た

そ
し
て

の
中
か
ら
ユ
キ
ノ
が

を
現
し
た

初
め
ま
し
て

ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑
を
拝
命
し
て
い
ま
す

ユ
キ
ノ
で
す

こ
ち
ら
こ
そ
初
め
ま
し
て

マ
イ
と
言
い
ま
す

し
ば
ら
く
お
世
話
に
な
り
ま
す
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そ
れ
じ

あ
ユ
キ
ノ
は
マ
イ
さ
ん
に
つ
い
て
く
れ

え
え

分
か

た
わ

 
ち
な
み
に
エ
ル
ザ
は
魔
法
に
関
し
て
は

別
に
使
え
な
い
と
い
う
事
は
な
い

 
歌
の
歌

を
覚
え
る
ノ
リ
で
い
け
る
の
で

文
が
⻑
い
魔
法
に
関
し
て
も
問
題
な
く
使
う
事

が
出
来
る

 
た
だ

に
趣
味

好
の
問
題
で

普

は
使
わ
な
い
だ
け
な
の
だ

 
そ
し
て
今
日

マ
イ
の
教
師
役
と
し
て
ユ
キ
ノ
が
選
ば
れ
た
理
由
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
中
で
一
番
動
き
な
が
ら
の
平
行

が
得
意
だ
か
ら
で
あ
る

 
こ
れ
は
ア
ス
ナ
も
得
意
な
の
だ
が

実
は
ア
ス
ナ
は
回
復
魔
法
に
特
化
し
て
い
る

 

手
な
攻
撃
魔
法
を
教
え
る
と
い
う
点
を
重

し
今
日
は
ユ
キ
ノ
が
選
ば
れ
る
事
に
な

た

の
だ

た

そ
れ
で
は
マ
イ
さ
ん

最
初
に
五
音

く
ら
い
の
魔
法
の

か
ら
練

し
ま
し

う
か

 
一
言
一

間
違
わ
な
い
よ
う
に
覚
え
て

ね

任
せ
て
下
さ
い

セ
リ
フ
を
覚
え
る
の
は
得
意
な
の
で

 
そ
の
言
葉
通
り

マ
イ
は
ユ
キ
ノ
に
教
え
ら
れ
た

文
を
一

で
覚
え
て
し
ま

た
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そ
れ
じ

あ
動
き
な
が
ら
そ
の

文
を

し
て
も
ら
い
ま
す
ハ
チ
マ
ン
君

害
を
お
願

い
あ
い
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ユ
キ
ノ
の
頼
み
を
受
け

大

に
マ
イ
に
歩
み
寄
る
と

 
あ
ち
こ
ち
に

剣
を
突
き
つ
け
始
め
た

マ
イ
は
そ
れ
を
避
け
つ
つ

を
完

し
よ
う
と
し

た
の
だ
が

 
や
は
り
中
々
上
手
く
い
か
な
い

結

難
し
い
で
す
ね

ま
だ

文
を

で
考
え
な
が
ら

え
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
わ

 
そ
れ
こ
そ
無
意
識
に

歌
を
歌
う
よ
う
に

文
を

え
て
い
る
と
い
う
の
が
ベ
ス
ト
ね

な
る
ほ
ど

す
み
ま
せ
ん
ち

と
時
間
を
下
さ
い
完

に

に
叩
き
込
み
ま
す
の
で

そ
う

そ
れ
じ

あ
少
し
時
間
を
置
き
ま
し

う
か

 
ユ
キ
ノ
は
お
手

み
拝
見
と
ば
か
り
に
そ
の
場
に
座
り
込
み
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
隣
に
座

た

ユ
キ
ノ

マ
イ
さ
ん
の
事

ど
う
思
う

私
と
キ

ラ
が
か
ぶ

て
い
る
わ
ね
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お
前
の
口
か
ら
そ
ん
な
セ
リ
フ
が
出
る
と
は
な

そ
う
は
言
う
け
れ
ど
ハ
チ
マ
ン
君
も
マ
イ
さ
ん
は
私
と
似
た
タ
イ
プ
だ
と
思
う
で
し

う

ど
う
か
な

ユ
キ
ノ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

才
タ
イ
プ
だ
し
な

 
あ

ち
は
明
ら
か
に
天
才
タ
イ
プ
だ
ろ
う

技
の
面
で
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

 
そ
れ
を

え
て
い
る
の
は
彼
女
の
不
断
の
努
力
の
賜
物
だ
と
思
う
わ

今
み
た
い
に
か

え
え

あ
の
真
面
目
さ
は
好
ま
し
い
わ
よ
ね

だ
な

 
そ
ん
な
二
人
の
目
の
前
で

マ
イ
は
ず

と
ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
て
い
た
が

 
や
が
て
マ
イ
は
歌
う
よ
う
に

文
の

を
し
つ
つ
う
ろ
う
ろ
と
そ
こ
ら
中
を
歩
き
始
め

た
あ
ら

も
し
か
し
て
も
う
覚
え
た
の
か
し
ら

か
も
し
れ
な
い
な

歩
き
な
が
ら
確
認
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
な
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オ

ケ

で
す

 
マ
イ
は
足
を
止
め

笑
顔
で
二
人
に
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
満
足
が
い
く
レ
ベ
ル
ま
で

文
を

に
刻
み
込
む
事
に
成
功
し
た
ら
し
い

そ
れ
で
は
再
開
し
ま
し

う
か

は
い

 
ま
さ
か
あ
あ
も
簡

に
攻
撃
を
避
け
な
が
ら
の

文
発
動
に
成
功
す
る
な
ん
て
な

さ
す
が
は
人
気
女
優
と
言
う
べ
き
な
の
か
し
ら
ね

楽
し
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す

好
き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ

て
言
う
じ

な
い
で
す
か

マ
イ
さ
ん
は
今

そ
ん
な
に
楽
し
い
の
か

は
い
だ

て
ゲ

ム
を
す
る
の
が
仕
事
だ
な
ん
て
普
通
は
あ
り
え
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
自
分
が
ど
ん
ど
ん
強
く
な

て
い
る
の
も
分
か
る
し

私
今

と
て
も
楽
し
い
で
す
よ

そ
れ
な
ら
良
か

た

こ
れ
は
教
え
甲
斐
が
あ
る
わ
ね

 
今
は
三
人
は

休

し
な
が
ら
エ
ル
ザ
の
訓
練
風
景
を
見
物
し
て
い
た
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さ
す
が
エ
ル
ザ
は
ゲ

ム
歴
が
⻑
い
だ
け
の
事
は
あ
り

 
観
客
に
見
せ
る
戦
闘
の
コ
ツ
も
す
ぐ
に
掴
ん
だ
よ
う
で

 
今
は
大
鎌
と
ロ
ケ

ト
パ
ン
チ
と
魔
法
の
三
連
コ
ン
ボ
に
挑
戦
し
て
い
る
よ
う
だ

エ
ル
ザ
ち

ん
は
凄
い
な

手
が
か
か
ら
な
い
の
は
い
い
わ
ね

私
生
活
じ

手
が
か
か
り
ま
く
る
け
ど
な

そ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
君
限
定
じ

な
い

頑
張

て
彼
女
の
暴
走
を

え
て
ね

俺
は
別
に
あ
い
つ
の
担
当
に
な

た
つ
も
り
は
な
い
ん
だ
が

で
も
お
二
人

て
本
当
に
仲
良
し
で
す
よ
ね
や

ぱ
り
ゲ

ム
の
中
で
出
会

た
ん
で
す
か

俺
と
あ
い
つ
の
出
会
い

Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
ゲ

ム
で
ス
ト

カ

し
て
き
た
あ
い
つ
を
俺
が
捕

し
た
ら

 
あ
い
つ
が
色
々
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
や
が

て
そ
こ
か
ら
の
腐
れ
縁

て
事
に
な
る

の
か
な

 
そ
の
言
葉
の
意
味
が

に

み

る
の
に
時
間
が
か
か

た
の
か
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マ
イ
は
少
し
置
い
た
後
に

戸
惑

た
様
子
で
こ
う
言

た

今
色
々
と
危
険
な

語
が
出
て
き
た
気
が
す
る
ん
で
す
が

ま
あ
事
実
だ
か
ら
な

う

ん

エ
ル
ザ
ち

ん

て
誰
か
を
ス
ト

カ

す
る
よ
う
な
子
だ

た
か
な

変
態
は
変
態
同
士

か
れ
あ
う
と
い
う
事
な
の
じ

な
い
か
し
ら

お
い
ユ
キ
ノ

ち

と
表
に
出
ろ

あ
は
は
は
は

 
そ
ん
な
和
や
か
な
会
話
が
続
く
中

ハ
チ
マ
ン
は
の
ん
び
り
と
立
ち
上
が
り

 
エ
ル
ザ
の
方
に
向
け
て
歩
き
出
し
た

ち

と
あ
い
つ
の
相
手
を
し
て
く
る
わ

放
置
し
す
ぎ
て
ま
た
興
奮
さ
れ
て
も
困
る
し
な

行

て
ら

し

い

こ

興
奮

興
奮

て

性
的
な
意
味
だ
と
思
う
わ
ハ
チ
マ
ン
君
に
放
置
さ
れ
る
と
興
奮
す
る
み
た
い
本
当
に
困

た
子
よ
ね

せ

性
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マ
イ
は
ユ
キ
ノ
の
そ
の
言
葉
に
顔
を

く
し
た
が

 
ユ
キ
ノ
が
優
し
い
目
で
エ
ル
ザ
の
方
を
見
て
い
た

 
悪
い
意
味
で
言

て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
同
じ
よ
う
に
エ
ル
ザ
の
方
を
見
た

 
エ
ル
ザ
は
ハ
チ
マ
ン
の
接
近
を
感
じ
取

た

間

何
故
か
そ
の
場
に
正
座
し

 
ハ
チ
マ
ン
に
背
中
を
向
け
た
ま
ま
荒
い
息
を

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
そ
ん
な
エ
ル
ザ
の

に
ハ
チ
マ
ン
は
容

な
く
拳
骨
を
落
と
し
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が
ら
せ
た

 
マ
イ
は
そ
れ
を
見
て
ギ

と
し
た
が

 
立
ち
上
が

た
エ
ル
ザ
が
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の

り
を
ぐ
る
ぐ
る
回

て
い
た

 
や

ぱ
り
仲
が
い
い
ん
だ
な
と

め
て
感
じ
る
事
と
な

た

あ
ら

ど
う
や
ら
手
合
わ
せ
を
す
る
み
た
い
ね

エ
ル
ザ
が
得
意
武
器
を
取
り
出
し
た
わ

片
手
直
剣

て
奴
で
し
た

け

え
え

エ
ル
ザ
は
あ
あ
見
え
て

オ

ソ
ド

ク
ス
な
剣
士
な
の
よ
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

 
そ
し
て
二
人
の
戦
い
が
始
ま

た
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だ
が
打
ち
合
い
に
は
な
ら
ず

ず

と
お

い
に
け
ん
制
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

あ
れ
は
ど
う
い
う

態
な
ん
で
す
か

ハ
チ
マ
ン
君
の
カ
ウ
ン
タ

を

度
に

し
て
い
る
み
た
い
ね

 
彼
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
の
カ
ウ
ン
タ

使
い
だ
か
ら

あ

ど
ん
な
に

夫
し
て
も

回
あ

さ
り
と
カ
ウ
ン
タ

を
と
ら
れ
ち

う
の

て

 
そ
う
い
う

だ

た
ん
で
す
ね

ふ
ふ

イ
ラ
イ
ラ
す
る
で
し

う

は

は
い

実
は
ち

と

エ
ル
ザ
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
し
ら
ね

 
そ
し
て
二
人
が
見
守
る
中

つ
い
に
エ
ル
ザ
が
動
い
た

 
エ
ル
ザ
は
緩
慢
な
動
作
で
ハ
チ
マ
ン
目

け
て
剣
を

り
下
ろ
し

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

間
に
大
き
く
一
歩

み
込
ん
で

 
い
つ
も
の
よ
う
に
カ
ウ
ン
タ

を

取
れ
な
か

た

あ
ら

剣
が
あ

さ
り
と

か
れ

あ
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ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
は
カ
ウ
ン
タ

を
取
ら
れ
る

間
に
武
器
か
ら
手
を
離
し

 
体
勢
を
崩
す
の
を
防
い
だ
よ
う
だ

当
然
先
ほ
ど
ま
で
持

て
い
た
剣
は
後
方
に

か
れ
た

が 
エ
ル
ザ
は
そ
の
ま
ま
別
の
剣
を
出
現
さ
せ

ハ
チ
マ
ン
め
が
け
て
思
い

き
り
叩
き
つ
け
た

 
だ
が
次
の

間

ガ
ン

と
い
う
音
と
共
に

エ
ル
ザ
は
大
き
く
体
勢
を
崩
し
た

 
ど
う
や
ら
そ
れ
に
も
対
応
さ
れ

ハ
チ
マ
ン
に
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
の
首
に

剣
が
突
き
つ
け
ら
れ

エ
ル
ザ
は
あ

さ
り
と
降
参
し
た

む

参

た

ふ
う

中
々
い
い

夫
だ

た
な

ど
う
し
て
私
が
武
器
を
変
え
る

て
分
か

た
の

手
の
動
き
が
な

自
然
を
装

て
た
が

 
ま
ん
ま
メ
ニ

画
面
を
操
作
し
て
い
る
よ
う
な
動
き
だ

た
か
ら
な

く
そ

そ

ち
の
練

が
足
り
な
か

た
か

ま
あ
も

と

夫
し
て
み
る
ん
だ
な

う
ん
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そ
れ
は
マ
イ
が
見
た
初
め
て
の
本
気
の
エ
ル
ザ
で
あ

た

 
見
せ
る

の

技
と
は
違
い

速
度
も
ま
た
凄
ま
じ
い

 
も

と
も
キ

ラ
が
違
う

厳
密
に
は
本
気
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
マ
イ
は
そ
れ
を
見
て
自
分
の
内
に
も

と
強
く
な
り
た
い
と
い
う
衝
動
が

き

こ
る
の
を

感
じ
て
い
た

 
そ
の
後
も
二
人
は
組
み
手
を
行

た
り
し
な
が
ら

手
な

技
に
徐
々
に

し

 
そ
し
て
次
の
日
こ
れ
な
ら
ど
ん
な

技
を
要
求
さ
れ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
レ
ベ
ル
ま

で 
二
人
は
ネ
タ
武
器
を
使
い
こ
な
す
事
に
成
功
し
て
い
た

か
な
り
見
ご
た
え
の
あ
る
戦
闘
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
な

 
こ
の
レ
ベ
ル
な
ら
今
す
ぐ

影
が
行
わ
れ
て
も
ま

た
く
問
題
な
い
だ
ろ
う

頑
張

た
も
ん

ね

マ
イ
ち

ん

う

う
ん

 
訓
練
の
目
的
は
無
事
達
成
さ
れ
た
と
い
う
の
に
マ
イ
の
表
情
は
今
ひ
と
つ
優
れ
な
い

マ
イ
さ
ん

ど
う
か
し
た
か
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う
ん

何
か
元
気
が
無
い
よ
う
に
見
え
る
け
ど

う
う
ん

そ
う
じ

な
い
の

私
は
凄
く
元
気
だ
よ

エ
ル
ザ
ち

ん

 
あ

あ
の

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ち

と
ご
相
談
が
あ
る
ん
で
す
が

相
談

別
に

わ
な
い
が

場
所
を
変
え
た
方
が
い
い
か

あ

い
え

そ
こ
ま
で
は
大
丈
夫
で
す

そ
れ
で
で
す
ね

 
そ
し
て
マ
イ
は

い
が
ち
に
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
切
り
出
し
た

そ
の

こ
れ
は
仕
事
と
は
関
係
な
い
話
な
の
で
ち

と
気
が
引
け
る
の
で
す
が

 
も
し
ご
迷
惑
で
な
か

た
ら

私
を
鍛
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

私
も
本
気
で
戦

て
み
た

い
ん
で
す

ほ
う
ほ
う

何
か
理
由
が

強
い

て
の
が
ど
う
い
う
事
な
の
か
知
り
た
い
ん
で
す

 
確
か
に
最
初
よ
り
も
絶
対
に
強
く
な
れ
て
る
と
い
う
実
感
は
あ
る
ん
で
す
が

 
そ
れ
は
あ
く
ま
で
素
人
が
初
心
者
レ
ベ
ル
に
な

た
だ
け

て
気
が
し
て
な
ら
な
い
ん
で
す

 
だ
か
ら
心

え
を
変
え
て

本
気
で
強
く
な
る

に
戦
闘
に
取
り
組
め
ば

 
私
の

技
に
も

と
も

と
プ
ラ
ス
に
な
る
ん
じ

な
い
か
な

て
気
が
し
て
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な
る
ほ
ど

技
の

を
広
げ
る

か

も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
じ

な
く

に
エ
ル
ザ
ち

ん
が

ま
し
か

た

て
い
う
か

 
私
は
部
活
も
や

た
事
が
な
い
し
今
ま
で
全
力
で
誰
か
に
ぶ
つ
か

た
事
が
無
か

た
気
が

し
て

 
ハ
チ
マ
ン
は
や
は
り
マ
イ
さ
ん
は
真
面
目
な
ん
だ
な
と
思
い
つ
つ
そ
の
頼
み
を

し
た

分
か

た
出
来
る
だ
け
の
事
は
さ
せ
て
も
ら
う
先
ず
手
始
め
に
そ
の
キ

ラ
は
成
⻑
し
な

い
か
ら

 
一
か
ら
新
し
い
キ

ラ
を
作
る
事
に
な
る
け
ど

そ
れ
で
い
い
か

は
い

最
後
に
予
定
し
て
た
飛
ぶ
練

も

新
し
い
キ

ラ
で
お
願
い
し
ま
す

分
か

た

そ
れ
じ

あ
し
ば
ら
く
一

に
頑
張
ろ
う

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
マ
イ
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
新
た
な
一
歩
を

み
出
す
事
と
な

た
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第
６
７
０
話
 
ア
サ
ギ
と
リ
オ
ン

 
こ
う
し
て
マ
イ

め

ア
サ
ギ
の
強
く
な
る

の
チ

レ
ン
ジ
が
始
ま

た

 
準
備
期
間
を
一
日
お
い
て
次
の
次
の
日

新
キ

ラ
で
ロ
グ
イ
ン
し
た
麻
衣
は

 
約
束
の
時
間
に
自
ら
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

キ

ラ
を
作

て
き
ま
し
た

お

分
と
⻑
身
美
女
に
作

た
ん
だ
な

し
か
も
金

か

顔
は
全
然
違
う
ん
で
す
け
ど

の
色
と

は
妹
の
を
そ
の
ま
ま
真
似
し
ち

い
ま
し
た

マ
イ
さ
ん
に
は
妹
が
い
た
の
か
で
こ
れ
か
ら
は
マ
イ
さ
ん
の
事
何
て
呼
べ
ば
い
い
ん
だ

は
い

ア
サ
ギ
で
お
願
い
し
ま
す

ほ
う
ほ
う

ど
ん
な
由
来
が

そ
れ
は
で
す
ね

 
麻
衣
の
説
明
に
よ
る
と

ア
サ
ギ
と
は
ど
う
や
ら
麻
衣
の
名
前
を
あ
さ
ぎ
ぬ
と

み

 
そ
こ
か
ら
ぬ
を
取

た
も
の
ら
し
い

候
補
と
し
て
は
マ
イ
ン
と
い
う
の
も
あ

た
よ
う
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だ
が

 
リ
オ
ン
と
名
前
の
付
け
方
が
か
ぶ
る

個
性
が
出
な
い
と
考
え
て
や
め
た
よ
う
だ

確
か
に
シ
ノ
ン
も
リ
オ
ン
も
同
じ
系

だ
よ
な
ア
サ
ギ
か
う
ん
い
い

き
じ

な
い
か

そ
う
い
え
ば

色

て

新

組
の

の
色
で
す
よ
ね

お

よ
く
知

て
る
な

ア
サ
ギ

実
は
私

前
に
新

組
の
ド
ラ
マ
に
出
た
ん
で
す
よ

中

役
で

中

か

こ
れ
は
知
る
人
ぞ
知
る
名
前
が
出
て
き
た
な

な
る
ほ
ど

今
度
探
し
て
見
て

み
る
か

出
番
は
そ
こ
ま
で
多
く
な
い
で
す
け
ど
ね

ま
あ
そ
れ
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
マ
イ
ナ

な
役
だ
し
そ
う
だ
ろ
う
な

 
そ
う
か

ア
サ
ギ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
制
服
を
そ
ん
な
感
じ
に

す
る
の
も
あ
り
だ
な

そ
れ
も
い
い
で
す
ね

今
度
ス
ク
ナ
さ
ん
に
相
談
し
て
み
よ
う
か
な

 
ア
サ
ギ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り

に
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
す
る
事
が
決
定
し
て
い
た

 
育
成
は
主
に
午
後
九
時
か
ら
十
一
時
の
間
に
ロ
グ
イ
ン
し
そ
の
時
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
他
の

メ
ン
バ

と
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日
狩
り
へ
と
出
撃
す
る
予
定
に
な

て
い
る

 
ち
な
み
に
同
じ
く
キ

ラ
育
成
中
の
リ
オ
ン
と
は
別
口
で
あ
る

 
リ
オ
ン
が
キ

ラ
を
育
て
て
い
る
事
は
ハ
チ
マ
ン
に
は
内

だ

た

万
が
一
を
考
え

 
リ
ア
ル
で
麻
衣
と
理
央
が
相
談
し
た
上
で

当
分
は
同
行
し
な
い
事
に
な

た
の
だ

 
更
に
ハ
チ
マ
ン
が
狩
場
に
出

す
る
確

が

え
る
の
も
考

し
て

 
リ
オ
ン
に
同
行
す
る
チ

ム
は

リ
オ
ン
を

め
て
全
員
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
オ
フ
に
し

 
変
装
ま
で
す
る
と
い
う
気
の
遣
い
よ
う
だ

た

 
も

と
も
ハ
チ
マ
ン
は

こ
う
い
う
方
向
だ
と
は
想
像
し
て
い
な
か

た
の
だ
が

 
リ
オ
ン
が
キ

ラ
を
育
て
て
い
る
事
だ
け
は
薄
々
勘
付
い
て
い
た

こ
れ
は
無

な
努
力
で

あ
る

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
を
誰
に
も
言

て
い
な
い

 
他
の
者
達
は
ハ
チ
マ
ン
が
気
付
い
て
い
る
事
を
ま
だ
知
ら
な
い

ハ
チ
マ
ン
君

お

ア
ス
ナ

付
き
合

て
も
ら

て
悪
い
な

こ
ち
ら
は
マ
イ
さ
ん

め
ア
サ
ギ
さ
ん
だ

ア
サ
ギ
さ
ん

今
日
は
宜
し
く
ね
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こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ア
サ
ギ
さ
ん
も
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
し
た
か
ら
に
は

 
こ
れ
か
ら
は
お

い
な
る
べ
く
フ
ラ
ン
ク
な
話
し
方
に
し
な
い
と
だ
ね

あ

う

う
ん

そ
う
よ
ね

ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
飛
行
訓
練
に
レ

ツ
ゴ

ゴお
う

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
す
か
ね

 
そ
し
て
三
人
は

そ
の
ま
ま
街
の
外
に
向
か

て
歩
い
て
い

た

  
リ
オ
ン
は
変
装
す
る
事
に
な

た
時
点
で
何
か
い
い
装
備
は
無
い
か
ス
ク
ナ
に
相
談
し
た
の

だ
が

 
ス
ク
ナ
が
出
し
て
き
た
の
は

ま
さ
か
の
正

魔
法
少
女
の
装
備
で
あ

た

 
こ
れ
は
お

し
で
作

た
合
成
装
備
の
一
つ
ら
し
い

わ

私
に
こ
れ
を
着
ろ
と

白
衣
が
ベ

ス
の
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
の
装
備
と
は
全
然
系

が
違
う
で
し
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で

で
も

こ
れ
な
ら
ま
さ
か
中
身
が
リ
オ
ン
だ
と
は
思
わ
な
い
で
し

今
も
か
な
り

て
る
ん
だ

し
確
か
に
そ
う
だ
け
ど

 
リ
オ
ン
は
最
初

そ
の
格
好
を
す
る
の
を

て
い
た
が

 
こ
れ
で

を
全
部

子
の
中
に
収
納
し

顔
に
マ
ス
ク
を
付
け

 
パ

テ

グ

ズ
ア
イ
テ
ム
で

の
色
を
変
え
れ
ば

 
ハ
チ
マ
ン
に
正
体
が
バ
レ
る
事
は
絶
対
に
無
い
と
ス
ク
ナ
に
説
得
さ
れ
仕
方
な
く
そ
れ
を
着

る
事
に
し
た

 
そ
う

仕
方
な
く
の
は
ず
だ

た
の
だ
が

ロ
ジ
カ
ル
・
ウ

チ
参
上

さ
あ

今
日
も
狩
る
わ
よ

お
い
お
い
ノ
リ
ノ
リ
だ
な

さ

き
あ
ん
な
に

て
た
の
は
何
だ

た
ん
だ

リ
オ
ン

て

顔
が

れ
る
と
性
格
が
変
わ
る
タ
イ
プ
な
の
か
な

行
く
わ
よ

マ
ジ
カ
ル
ロ
ジ
カ
ル
ビ

ム
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こ
の
日

リ
オ
ン
に
同
行
し
て
い
た
の
は
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
で
あ
る

 
シ
リ
カ
は
ピ
ナ
が
い
る
時
点
で
誤
魔
化
し
よ
う
が
な
い

 
し
ば
ら
く
リ
オ
ン
と
は
同
行
し
な
い
事
に
な

て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
呼
ば
れ
た

今
日
は
こ
ち
ら
に
は
参
加
し
て
い
な
い

 
当
然
二
人
も
念
入
り
に
変
装
を
し
て
お
り
キ
リ
ト
は
普

と
は
正
反
対
の
純
白
の
騎
士

 
リ
ズ
ベ

ト
は
フ
リ
フ
リ
の
ド
レ
ス
ア

マ

で
あ

た

当
然
仮
面
も
着
用
し
て
い
る

し
か
し
リ
オ
ン
も
大
分
ス
テ

タ
ス
が
上
が

た
よ
な

ボ
ス
戦
に
参
加
出
来
る
最

ラ
イ
ン
に
は

い
た
か
な

リ
オ
ン
は
ボ
ス
戦
に
参
加
し
た
い
の

う
ん

ア
サ
ギ
さ
ん
と
一

に
名
前
を
載
せ
た
い
し
ね

ア
サ
ギ

て
誰
だ

マ
イ
さ
ん
の
新
し
い
キ

ラ
の
名
前
だ
よ

日

話
で

い
た
の

あ

そ
う
な
ん
だ

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
初
心
者
の
ア
サ
ギ
さ
ん
の
フ

ロ

が
出
来
る
よ
う
に

 
も

と
も

と
強
く
な
ら
な
い
と
な
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う
ん

そ
う
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
る

そ
う
い
え
ば
ア
サ
ギ
さ
ん
は
ど
ん
な
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
に
す
る
と
か

い
て
る
か

そ
こ
ま
で
は

い
て
な
い
か
な

 
リ
オ
ン
は
ど
う
や
ら

日
は
そ
う
い
う
話
は
し
な
か

た
ら
し
い

 
だ
が
そ
の
問
い
に

リ
ズ
ベ

ト
が
こ
う
答
え
た

私
知

て
る
よ

タ
ン
ク
だ

て

え

マ
ジ
か

う
ん

タ
ン
ク
を
や
る
前
提
で
装
備
を
作

て
く
れ

て

日
頼
ま
れ
た
の

 
ど
う
や
ら
ア
サ
ギ
が
選
択
し
た
の
は
タ
ン
ク
ら
し
い

 
リ
ズ
ベ

ト
の
説
明
に
よ
る
と
武
器
は
ど
う
や
ら
気
に
入

た
の
か
巨
大
な

ら
し
い

 
防
御
中
も
攻
撃
出
来
る
よ
う
に

バ
ル
・
バ
ラ
も
引
き
続
き
標
準
装
備
と
し
て
い
る
そ
う
だ

 
当
然
ネ
タ
武
器
要
素
は

さ
れ

リ
ズ
ベ

ト
と
ナ
タ
ク
の
手
に
よ

て

 
そ
の
二
つ
の
武
器
は
実
戦
で
使
え
る
よ
う
に
き

ち
り
強
化
さ
れ
て
い
た

い
や

私
も

を
そ
の
ま
ま
使
う
な
ん
て
思

て
な
か

た
か
ら
び

く
り
し
た
わ
よ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
合
成
シ
ス
テ
ム

て

そ
の

り
応
用
が
き
く
ん
で
す
ね
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そ
の

も
そ
う
だ
け
ど

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
合
成
品

て
実
は
か
な
り
い
じ
り
が
い
が
あ
る
の
よ
ね

確
か
に
こ
の

も
特

で
す
よ
ね

私

凄
く
気
に
入

て
ま
す

 
リ
オ
ン
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
大
切
そ
う
に
胸
に

き
な
が
ら
そ
う
答
え
た

 
い
わ
ゆ
る
パ
イ
ス
ラ

態
で
あ
る

リ
ズ
ベ

ト
は
そ
れ
を
見
て
ぐ
ぬ
ぬ
と

て
い
た
が

 
ど
う
や
ら

く
戦
い
た
く
て
し
び
れ
を
き
ら
し
た
の
か
キ
リ
ト
が
二
人
に
声
を
か
け
て
き
た

さ
て
二
人
と
も

そ
ろ
そ
ろ
狩
り
を
始
め
よ
う

は
い

あ
ん
た
も
大

戦
闘
狂
よ
ね

そ
れ
じ

あ
キ
リ
ト

敵
を
釣

て
き
て

お
う

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

 
こ
う
し
て
こ
の
日
も
リ
オ
ン
達
の
狩
り
が
開
始
さ
れ
た

 
ア
サ
ギ

ど
う

上
手
く
飛
べ
そ
う

一
応
事
前
に
色
々
調
べ
て
き
た
か
ら
飛
ぶ
だ
け
な
ら
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
使
え
ば
大
丈
夫
か

も
慣
れ
た
ら
徐
々
に

意
飛
行
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
な
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俺
と
ア
ス
ナ
が
ち

ん
と
フ

ロ

す
る
か
ら
大
丈
夫

怖
く
な
い
怖
く
な
い

 
そ
の

ア
サ
ギ
は
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
に
待
ち
に
待

た
飛
行
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た

 
さ
す
が
は
プ
ロ
の
女
優
と
い
う
べ
き
か

に
二
人
と
は
普
通
の
口
調
で

れ
て
い
る

 
そ
の
ア
サ
ギ
は
恐
る
恐
る
で
は
あ
る
が
し
か
し
と
て
も
楽
し
そ
う
に
飛
ぶ
練

を
し
て
い
た

 
や
は
り
誰
に
と

て
も
飛
ぶ
と
い
う
事
は
心
が
躍
る
も
の
な
の
だ
ろ
う

凄
い
凄
い

私

今
確
か
に
飛
ん
で
る
よ
ね

ふ
ふ

気
持
ち
は
分
か
る
よ

か
れ
る
の
は
い
い
が

最
初
は
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
手
放
さ
な
い
よ
う
に
な

う
ん

 
だ
が
ア
サ
ギ
の
成
⻑
速
度
は
予
想
以
上
だ

た

 

に
は
曲
芸
飛
行
ま
で
こ
な
す
よ
う
に
な
り
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
見
て

を

い

た
相
変
わ
ら
ず
覚
え
が

い
よ
な

才
能
な
の
か
な

ク
リ
シ

ナ
と
は
違
う
方
向
の
天
才
だ
よ
な
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ど
う
思
う

も
う

意
飛
行
の
訓
練
に
移

て
も
い
い
と
思
う
か

そ
う
だ
ね
こ
の
成
⻑
速
度
な
ら
補
助
を
し
な
が
ら
そ

ち
を
始
め
て
も
い
い
気
が
す
る
よ

そ
れ
じ

あ
最
後
に
自
由
落
下
か
ら
地
上
ス
レ
ス
レ
で
体
勢
を
立
て
直
す
練

を
し
て
終
わ

る
かう

ん

ま
あ
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
使

た
練

と
し
て
は

そ
れ
が
出
来
れ
ば
合
格
だ
ね

オ

ケ

だ

ア
サ
ギ

ち

と
い
い
か

待

て

今
そ

ち
に
行
く
わ

 
そ
し
て
二
人
に
そ
の
事
を
指

さ
れ
た
ア
サ
ギ
は

笑
顔
で
こ
う
言

た

自
由
落
下
か

遊
園
地
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ン
み
た
い
ね

リ
オ
ン
も
少
し
前
に
や

た
訓
練
だ
な

あ

そ
う
な
ん
だ

最
初
は
別
に
地
面
ス
レ
ス
レ
ま
で
落
ち
な
く
て
も
い
い
か
ら
ね

う
ん

無
理
せ
ず
ち

と
ず
つ
や

て
み
る

 
そ
う
言

て
下
を
見
た
ア
サ
ギ
の

界
に

何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

の

が
移

た

あ

こ
の
下
に
人
が
い
る
か
も
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え

あ

あ
れ
は
ど
う
や
ら
狩
り
を
し
て
る
み
た
い
だ
ね

そ
れ
は
見
て
な
か

た
な

そ
れ
じ

あ
驚
か
せ
な
い
よ
う
に
ち

と
離
れ
る
か

今
釣

た
敵
の
集
団
が
片
付
い
た
ら
で
い
い
ね

 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
場
か
ら
少
し
移
動
し

そ
の
ま
ま
下
の
戦
闘
風
景
を
見
物
し
た

あ
れ

な
あ
ア
ス
ナ

後
ろ
に
い
る
の
は
知
ら
な
い
奴
だ
が

 
前
衛
の
二
人
は
も
し
か
し
て
キ
リ
ト
と
リ
ズ
じ

な
い
か

 
武
器
も
防

も
い
つ
も
と
全
然
違
う
か
ら
自
信
は
無
い
が

何
と
な
く
そ
ん
な
気
が
す
る

え
 
こ
の
ハ
チ
マ
ン
の
認
識
の
差
は

付
き
合
い
の
⻑
さ
の
違
い
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る

 
ア
ス
ナ
と
ア
サ
ギ
は
そ
う
言
わ
れ

て
て
そ
の
三
人
組
を
観
察
し
た

 
二
人
に
は
そ
れ
が
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
だ
と
は
分
か
ら
な
か

た
が

 
後
ろ
に
い
る
の
は
リ
オ
ン
だ
と
す
ぐ
に
分
か

た

 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
使

て
い
た
か
ら
だ

し
ま

た
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
が
オ
フ
に
な

て
る
か
ら
気
付
か
な
か

た
よ

ど
う
し
よ

う
ア
サ
ギ
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確
か
に
困

た
わ
ね

ど
う
し
ま
し

か

接
触
し
な
け
れ
ば
大
丈
夫
か
な

ハ
チ
マ
ン
君
も
自
信
が
な
い
み
た
い
だ
し

そ
の
線
で
押
し
切
ろ

か

キ
リ
ト
君
も
リ
ズ
も

あ
ん
な
格
好
は
し
な
い
ん
じ

な
い

と
い
う
か
す
る
意
味
が
な
い

し
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
に
も
名
前
が
あ
り
ま
せ
ん
し
ね

確
か
に
そ
う
だ
な

ま
あ
他
人
の
空
似

て
奴
か

う
ん

多
分
そ
う
だ
ね

よ
し

何
と
か
誤
魔
化
せ
た
み
た
い
ね

う
ん

そ
れ
じ

あ
ア
サ
ギ

や

て
み
て
く
れ

う
ん

や

て
み
る

 
そ
し
て
ア
サ
ギ
は
重
力
に
任
せ

下
へ
と
落
下
し
て
い

た
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ふ
う

全
部
片
付
い
た
か

結

狩

た
ね

ん
ん

 
敵
の
集
団
を
片
付
け
た
後

リ
オ
ン
は
上
を
向
い
て
大
き
く

び
を
し
た

 
そ
の

界
に
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の

が
映
り
リ
オ
ン
は
ま
さ
か
上
か
ら
の
奇
襲
か
と
身
を

く
し
た

二
人
と
も

上
空
に
誰
か
い
る

ん

上

本
当
だ

気
付
か
な
か

た
な

て
事
は
敵
じ

な
い
ん
だ
ろ

敵
な
ら
殺
気
で
気
付
く
と
思
う
し
な

キ
リ
ト

普
通
の
人
は
気
付
か
な
い
か
ら
ね

ど
れ
ど
れ

 
そ
う
言

て
リ
オ
ン
は

を
取
り
出
し
上
空
に
い
る
人
物
を
見
て
心

が
止
ま
る
思

い
を
し
た

あ
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ん

ど
う
し
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
だ

え上
に
い
る
の

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
さ
ん
だ

マ
ジ
か

て
事
は

も
う
一
人
は
ア
サ
ギ
さ
ん
だ
ね

 
そ
の
リ
ズ
ベ

ト
の
セ
リ
フ
を

き

リ
オ
ン
は
再
び

に
目
を
や

た

ま
ず
い
わ
ね

と
り
あ
え
ず
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う
に
狩
場
を
移
動
し
ま
し

か

 
多
分
声
を
か
け
て
こ
な
い

て
事
は

ま
だ
バ
レ
て
な
い
と
思
う
し
ね

だ
な

多
分
あ
い
つ
ら
は

飛
行
訓
練

 
そ
の
時

を

き

ア
サ
ギ
を
見
よ
う
と
し
て
い
た
リ
オ
ン
は

 
ア
サ
ギ
が
ま
る
で

落
し
て
く
る
か
の
よ
う
に
自
由
落
下
し
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

ア

ア
サ
ギ
さ
ん
が

えお

お
い
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リ
オ
ン
も
か
つ
て

今
ア
サ
ギ
が
受
け
て
い
る
飛
行
訓
練
を
こ
な
し
て
お
り

 
そ
の
時
に
自
由
落
下
か
ら
体
勢
を
立
て
直
す
訓
練
は

験
し
た
は
ず
な
の
だ
が

 
自
分
の
親
し
い
知
り
合
い
が

ど
う
見
て
も
落
下
し
て
い
る
の
を
見
て

 
ど
う
や
ら
リ
オ
ン
は
平
静
さ
を
失

て
し
ま

た
よ
う
だ

 
リ
オ
ン
は
ア
サ
ギ
を
助
け
よ
う
と

体
が
勝
手
に
動
い
て
し
ま
い

 
一
直
線
に
落
ち
て
く
る
ア
サ
ギ
目

け
て
飛
び
出
し
た

目
だ
リ
オ
ン

あ
れ
は
た
だ
の
訓
練
だ

こ
え
て
な
い
み
た
い

ま
ず
い
わ
ね

ど
う
す
る

こ
の
ま
ま
だ
と
接
触
す
る
事
に

こ
う
な

た
ら
無
言
で
押
し
通
す
し
か
な
い
な

の
色
も
変
え
て
あ
る
ん
だ
し

 

ら
な
け
れ
ば
何
と
で
も
な
る
だ
ろ

バ
レ
た
ら
そ
の
時
は
そ
の
時
よ
ね

あ
あ

と
り
あ
え
ず
リ
オ
ン
を
回
収
だ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
も
リ
オ
ン
の
後
を
追

た

 
丁
度
そ
の
時
リ
オ
ン
は

の
よ
う
に
ア
サ
ギ
に
飛
び
つ
き

 
ア
サ
ギ
を
し

か
り
と
キ

チ
し
た
と
こ
ろ
だ

た
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ア
サ
ギ
さ
ん

大
丈
夫

怪
我
は
無
い

き

だ

誰

て
そ
の
声
は
リ
オ
ン
ち

ん

う

う
ん

今
は
変
装
し
て
る
け
ど

リ
オ
ン
だ
よ

ど

ど
う
し
て
出
て
き
ち

た
の

え

だ

て
ア
サ
ギ
さ
ん
が
落
ち
て
き
た
か
ら

あ
れ

こ
の
訓
練

リ
オ
ン
ち

ん
も
や

た

て
さ

き
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に

い
た
け
ど

 
そ
の
言
葉
に
リ
オ
ン
は
き

と
ん
と
し
た
後

意
味
を
理
解
し
た
の
か

真

に
な

た

そ

そ

か

こ
れ

て
自
由
落
下
の

 
リ
オ
ン
が

況
を
理
解
し
て
そ
う

い
た

間
に

背
後
か
ら
声
を
か
け
て
く
る
者
が
い
た

す
み
ま
せ
ん

飛
行
訓
練
を
し
て
た
ん
で
す
が

驚
か
せ
ち

い
ま
し
た
ね

 
ち

ん
と

離
を
と

た
つ
も
り
だ

た
ん
で
す
が

本
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

 
そ
の
声
を

い
た

間
に

動
が

ね
上
が
り

リ
オ
ン
は

り
で
身
を

く
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
落
下
中
の
ア
サ
ギ
に
リ
オ
ン
が
急
接
近
し
て
き
た
事
に
当
然
気
付
い
て
お
り

 
リ
オ
ン
が
武
器
を
抜
い
た
ら
即
座
に
攻
撃
し
よ
う
と
全
力
で
ア
サ
ギ
目

け
て
飛
ん
で
い
た
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の
だ

た
が

 
リ
オ
ン
が
ア
サ
ギ
を
助
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
訓
練
を
事
故
だ
と
勘
違
い
さ
せ
て
し
ま

た
の
だ
ろ
う
と
判
断
し

 
攻
撃
す
る
の
を
や
め

こ
う
し
て
謝
罪
し
た
と

そ
ん
な

で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ
に
は
ア
ス
ナ
の

も
あ
る
が
こ
ち
ら
は
か
な
り

て
て
い
る
よ
う
だ

た

 
幸
い
そ
の

は
ハ
チ
マ
ン
か
ら
は
見
え
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ア
ス
ナ
の
態
度
の
不
自
然
さ
に
気
付
い
て
は
い
な
い

 
こ
う
し
て
リ
オ
ン
は

自
身
の
ミ
ス
か
ら
絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ
を
迎
え
る
事
に
な

た
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第
６
７
１
話
 
ギ
リ
ギ
リ
の
攻
防

 
リ
オ
ン
は
素

く
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
し
ま
い

 
必
死
に
気
取

た
声
を
作
り

謝
罪
し
て
き
た
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
答
え
た

あ
ら
訓
練
で
し
た
の
ね
余
計
な
事
を
し
て
し
ま
い
こ
ち
ら
こ
そ

し

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
わ

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ
に
い
た
ア
ス
ナ
が
げ
ほ
げ
ほ
と

き
込
ん
だ

 
こ
れ
は
笑
い
を

え
き
れ
な
か

た
の
を
無
理
や
り
誤
魔
化
し
た
せ
い
で
あ
る

お

お
い
ア
ス
ナ

大
丈
夫
か

ご
ほ

だ

大
丈
夫

私
の
事
は
気
に
し
な
い
で

 
ア
ス
ナ
は
顔
を

し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
答
え
た

 
顔
を
見
ら
れ
る
と

笑
い
を
必
死
で

え
て
い
る
の
が
バ
レ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

 
丁
度
そ
の
時
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
が

お
ず
お
ず
と
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

 
そ
の
二
人
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
物

か
ら
二
人
の
正
体
を
確
信
し
た

や

ぱ
り
キ
リ
ト
と
リ
ズ
じ

な
い
か
よ
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二
人
と
も
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
ま
で

し
て
何
や

て
ん
だ

 
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
近
付
く
と
ど
ん
な
に
変
装
を
し
て
い
て
も
ハ
チ
マ
ン
に
は
分
か
る
よ
う

だ 
一
人
だ
け
レ
ベ
ル
が
違
う
変
装
を
し
て
い
る
リ
オ
ン
に
つ
い
て
は
ま
だ
誰
な
の
か
確
信
は
出

来
て
い
な
い

も
う
一
人
は
誰
だ

と
り
あ
え
ず
様
子
を
見
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

じ

と
二
人
の
顔
を
見
た

 
二
人
は
マ
ス
ク
の
下
で

や

を
か
き
な
が
ら

く
リ
オ
ン
を
連
れ
出
そ
う
と
ハ
チ
マ
ン
に

話
し
か
け
た

あ

あ
の

う
ち
の
魔
法
少
女
が

ぶ
 
キ
リ
ト
が
そ
こ
ま
で
言

た

間
に

魔
法
少
女
と
い
う
呼
び
方
が
ツ
ボ
に
は
ま

た
の
か

 
ア
ス
ナ
が
思
わ
ず

き
出
し
た

す

す
み
ま
せ
ん

続
け
て
下
さ
い

 
こ
れ
に
は
ハ
チ
マ
ン
は
特
に
突

込
ま
な
か

た
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ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
も

そ
の
魔
法
少
女
と
い
う
呼
び
方
が
面
白
か

た
よ
う
だ

 
何
故
な
ら
ハ
チ
マ
ン
も
何
か
に

え
る
よ
う
に
若

顔
を

く
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

お

魔
し
た
み
た
い
で
本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
や
ん
す

す
ぐ
引
き
上
げ
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
飛
行
訓
練
を
続
け
て
下
さ
い
な
の
だ

ぶげ
ふ

 
そ
の
二
人
の
無
理
が
あ
り
す
ぎ
る
語
尾
に
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も

え
き
れ
ず
に

き
出
し

 
ア
ス
ナ
は
再
び

き
込
ん
だ

お
い
キ
リ
ト

や
ん
す

て
何
だ
よ
や
ん
す

て

 
リ
ズ
も

な
の
だ

と
か
似
合
わ
な
い
に
も
ほ
ど
が
あ
る
ぞ

ふ
二
人
と
も
バ
レ
な
い

の

技
の
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
は
無
理
す
ぎ
だ
か

ら
ど

ど
う
か
し
た
で
や
ん
す
か

大
丈
夫
な
の
だ

 
再
び
放
た
れ
た
そ
の
言
葉
は

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
に
と

て
は
ク
リ
テ

カ
ル
な
一
撃
と
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な

た
ぶ
は

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

も

も
う
無
理

我
慢
出
来
な
い

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

 
ち
な
み
に
ア
サ
ギ
は
能
面
の
よ
う
な
表
情
を
保

て
い
た

 
逆
に
言
え
ば
そ
う
い
う
表
情
を
意
識
し
て
作
ら
な
け
れ
ば

え
ら
れ
な
か

た
の
で
あ
る

 
今
の
ア
サ
ギ
は

内
で
必
死
に

を

え
て
い
る

態
で
あ

た

 
リ
オ
ン
は
リ
オ
ン
で
二
人
の
反
応
を
見
て
こ
れ
は
バ
レ
た
な
と

め
の

地
に
入

て
い

た 
案
の
定

ハ
チ
マ
ン
は
笑
い
な
が
ら
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
に
こ
う
言

た

お
前
ら
面
白
す
ぎ
だ
ろ
や
ん
す

て
何
だ
よ
キ
リ
ト
語
尾
を
変
え
る
に
し
て
も
そ
れ
は
無

い
だ
ろ

 
そ
れ
に
リ
ズ
も
リ
ズ
で
何
故
な
の
だ
を
選
ん
だ
ん
だ
大
丈
夫
な
の
だ

と
か

く

く
うぐ
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そ
れ
で
二
人
は
作
戦
の
失
敗
を
知
り

同
時
に
羞
恥
で
顔
を

く
し
た

で

こ
こ
で
何
を
し
て
た
ん
だ

分

手
に
敵
を
釣

て
た
み
た
い
だ
が

 
あ

も
し
か
し
て
こ
ち
ら
の
魔
法
少
女
さ
ん
と
知
り
合

て

験

ぎ
に
来
た
け
ど

 
い
つ
も
の
ま
ま
だ
と
敵
対
ギ
ル
ド
の

魔
が
入
る
か
も
し
れ
な
い

て
心
配
し
て
変
装
し
た
の

か
えあ

れ

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
思
わ
ず
そ
う
声
を
出
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ
に
い
る
ア
ス
ナ
と
ア
サ
ギ
も

声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
つ
つ
も

 
驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
た

ん

も
し
か
し
て
間
違

て
た
か

い

い
や

変
装
に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
な
ん
だ
よ

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を

し
た
の
は

 
ユ

ジ

ン
と
か
が
興
味
本

で
乱
入
し
て
く
る
の
を
防
ぐ

で
な

う
ん

魔
法
少
女
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
ね

や

ぱ
り
そ
う
だ

た
か
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二
人
は
必
死
に
そ
う
取
り

い

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
説
明
に
納
得
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ま
だ
自

紹
介
を
し
て
い
な
か

た
事
に
気
付
い
た
の
か

 

て
て
リ
オ
ン
に
向
か

て
こ
う
言

た

す
み
ま
せ
ん

自

紹
介
が
ま
だ
で
し
た
ね

 
俺
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
リ

ダ

を
し
て
い
ま
す
ハ
チ
マ
ン
と

し
ま
す

 
魔
法
少
女
さ
ん

う
ち
の
メ
ン
バ

を
こ
き
使

て

験

ぎ

頑
張

て
下
さ
い
ね

 
確
か
に
今
の
リ
オ
ン
は

型
も
ま

た
く
分
か
ら
な
い
し

の
色
も
違
う

 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
見
ら
れ
れ
ば
あ
る
い
は
バ
レ
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
ナ
タ
ク
に
頼
ま
れ
て
武
器
の
名
前
と

動
の
合
言
葉
を
決
め
は
し
た
も
の
の

 
そ
の
時
は
ま
だ
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
が
完
全
に
は
仕
上
が

て
い
な
い

態
で
あ
り

 
見
た
目
も
今
と
は
違

た

そ
こ
か
ら
こ
れ
が
リ
オ
ン
だ
と
確
信
す
る
事
は
出
来
な
か

た

の
で
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
反
応
か
ら
リ
オ
ン
だ
け
は
ま
だ
正
体
が
バ
レ
て
い
な
い
と
悟

た
ア
ス
ナ
と
ア
サ

ギ
は

 
し
れ

と
し
た
顔
で
こ
ち
ら
も
自

紹
介
を
し
た
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同
じ
く
ヴ

ル
ハ
ラ
で
副
⻑
を
し
て
い
ま
す
ア
ス
ナ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

こ
の
度
ヴ

ル
ハ
ラ
に
新

加
入
し
ま
し
た
ア
サ
ギ
と

し
ま
す

初
め
ま
し
て

ま

魔
法
少
女
で
す
わ

初
め
ま
し
て

 
リ
オ
ン
は
⻑
く

る
の
は
ま
ず
い
と
考
え

く
そ
う
言

た

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
が

ん

と
い
う
顔
を
し
た

リ
オ
ン
は

を
潰
し
た

ハ

ハ
チ
マ
ン

ど
う
か
し
た
の
か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
て

仮
面
を
外
し
な
が
ら
キ
リ
ト
が
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

 
も
し
ハ
チ
マ
ン
が
今
の
声
で
何
か
に
気
付
い
た
の
な
ら
フ

ロ

し
よ
う
と
思

た
か
ら
だ

 
案
の
定

ハ
チ
マ
ン
は
首
を

げ
な
が
ら
キ
リ
ト
に
こ
う
言

た

あ

い
や

魔
法
少
女
さ
ん
の
声
が
リ
オ
ン
に
似
て
い
る
な

て
思

て
な

 
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
別
人
な
の
に
な

ま
ま
あ
似
た
声
の
人
な
ん
て
そ
こ
ら
中
に
い
る

て
ア
ス
ナ
と
か
お
り
さ
ん
も
声
が
似
て

る
し
な

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
よ
な

二
人
の
声
は
よ
く

く
と
そ

く
り
だ
よ
な

 
キ
リ
ト
の
言
葉
は
ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は
確
か
に
納
得
が
い
く
も
の
だ

た
が
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リ
オ
ン
か
ら
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

ま
だ
微

に
疑

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
も

と
も
リ
オ
ン
が
そ
う
思

た
理
由
は
リ
オ
ン
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
せ
い
で
あ

た
が

 
そ
れ
は
リ
オ
ン
を
テ
ン
パ
ら
せ
る
の
に
は
十
分
だ

た
よ
う
だ

そ
れ
は
こ
う
い
う
事
で
す
わ

 
リ
オ
ン
は

て
て
そ
う
口
に
出
し

そ
の
後
か
ら
必
死
に
言
い

を
考
え
始
め
た

 
他
の
者
達
は
リ
オ
ン
が
余
計
な
事
を
言
う
の
で
は
な
い
か
と
や
き
も
き
し
つ
つ
も

 
下
手
に
突

込
む
事
も
出
来
ず
リ
オ
ン
が
何
を
言
う
の
か

て
見
て
い
る
事
し
か
出
来
な

か

た

 
そ
し
て
一
同
が
見
守
る
中

リ
オ
ン
の

に
天

本
人
の
主
観

が
ひ
ら
め
き

 
リ
オ
ン
は
深
く
考
え
な
い
ま
ま
そ
の
天

を
そ
の
ま
ま
口
に
出
し
た

た

体
型
が

体
型

そ
の
リ
オ
ン
さ
ん
と
い
う
方
と
私
は
こ
の

り
の
体
型
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
し

ら
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な
の
で
声
の
質
も
や
は
り
似
て
し
ま
う
の
で
し

う
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
リ
オ
ン
は
自
分
の
胸
を
持
ち
上
げ
た

リ
オ
ン
ま
さ
か
の
大
暴
走
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
そ
の

れ
る
胸
に
目
が

け
に
な
り

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
の
足
を
思
い

き
り

み
つ
け
た

ハ
チ
マ
ン
君

じ
ろ
じ
ろ
見
な
い
の

わ

悪
い

で
も
今
の
は
仕
方
な
い
だ
ろ

気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

失

で
し

も
う

お

お
う

そ
う
だ
な

す
ま
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
謝
罪
を

い
た
後

ア
ス
ナ
は
ぼ
そ

と
こ
う

い
た

私
の
胸
も
こ
の
と
こ
ろ
か
な
り
大
き
く
な

て
き
た
け
ど

あ
れ
に
は
ま
だ

ば
な
い
な

 
ア
ス
ナ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
の
脱
出
後

栄

態
が

し
た

か

 
ど
う
や
ら
最
近
胸
の
サ
イ
ズ
が
成
⻑
著
し
い
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
は
リ
ズ
ベ

ト
に
全
力
で
後

部
を
殴
ら
れ
て
い
た

 
ア
サ
ギ
は
少
し
残
念
そ
う
な
顔
で

自
分
の
胸
を
持
ち
上
げ
て
い
た

 
ア
ス
ナ
と
は
違
い

他
の
二
人
は
胸
に
関
し
て
は
若

思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ら
し
い
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そ
ん
な
中

テ
ン
パ

た
ま
ま
の
リ
オ
ン
は

 

囲
の
反
応
に
は
目
も
く
れ
ず
に
自
分
の
発
言
へ
の
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
返
事
を
待

て
い
る
よ

う
で

 
マ
ス
ク
ご
し
に
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た

 
そ
れ
に
気
付
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

何
か
言
わ
な
け
れ
ば
と
思
い

無
難
な
言
葉
を
口
に
し
た

あ

た

確
か
に
そ
う
い
う
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

で
し

で
し

じ

な
く
て

そ
う
で
す
わ
よ
ね

 
そ
ん
な
魔
法
少
女
を
ハ
チ
マ
ン
は
き

と
ロ

ル
プ
レ
イ
に
失
敗
し
て
素
が
出
ち
ま

た
ん

だ
な
と

 
生

か
い
目
で
見
つ
め
て
い
た

そ
し
て
魔
法
少
女
に
何
と
な
く
保
護
欲
を
そ
そ
ら
れ
た
の

か 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

そ
う
だ

番
が
前
後
し
ち
ま
う
が

せ

か
く
だ
か
ら
ア
サ
ギ
の

験

ぎ
も

ね
て

 
六
人
で
狩
り
で
も
し
ま
せ
ん
か

え
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あそ
う
く
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
親
切
心
で
言

て
い
る
の
だ
が
三
人
に
と

て
は
迷
惑
以
外
の
何
物
で
も
な
い

 
だ
が

験

ぎ
の

が

違
い
に
な
る
の
は
分
か
り
き

て
い
る
し

 
こ
こ
で
断
る
の
も
不
自
然

ま
り
な
い

 
ど
う
答
え
れ
ば
い
い
か
困

て
い
た
リ
オ
ン
を
フ

ロ

し
よ
う
と

 
代
表
し
て
キ
リ
ト
が
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
答
え
た

せ

か
く
だ
し
そ
う
す
る
か

と
り
あ
え
ず
こ
の
狩
場
は
危
険
だ
か
ら

 
最
初
は
ア
サ
ギ
に
は
後
ろ
に
下
が

て
て
も
ら
う
と
し
よ
う

釣
り
は
俺
だ
な

リ
ズ
は
リ

え

と

魔
法
少
女
さ
ん
と
ア
サ
ギ
の
ガ

ド
を
お
願
い

 
何
匹
か
ら
そ

ち
に
流
れ
ち

う
か
も
し
れ
な
い
し

そ
れ
じ

あ
パ

テ

を
組
む
か

あ

そ
ん
な
に
⻑
く
は
や
れ
な
い
し

パ

テ

ユ
ニ
オ
ン
に
し
て
お
か
な
い
か

 
パ

テ

を
組
ま
れ
て
し
ま
う
と
も
ろ
に
ハ
チ
マ
ン
の

界
に
リ
オ
ン
の
名
前
が
表

さ
れ
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て
し
ま
う

 
対
し
て
別
の
パ

テ

同
士
を
同
じ
チ

ム
扱
い
す
る

に
結
合
す
る
だ
け
の
パ

テ

ユ
ニ

オ
ン
な
ら

 
ハ
チ
マ
ン
が
あ
え
て
リ
ス
ト
を
切
り

え
な
い
限
り
リ
オ
ン
の
名
前
が
画
面
に
表

さ
れ
る

事
は
な
い

 
キ
リ
ト
は
そ
の
可
能
性
に

け

に
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
提
案
し
た
の
だ

た

ん

そ
う
か

確
か
に
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る
か

ハ
チ
マ
ン
君

敵
を
釣

て
く
る
前
に

 
メ
ン
バ

の
コ
ン
デ

シ

ン
は
完

に
回
復
さ
せ
て
お
く
か
ら

 
私
達
の

は
気
に
せ
ず
ど
ん
ど
ん
釣

て
き
て
い
い
か
ら
ね

 
そ
こ
で
ア
ス
ナ
が
横
か
ら
そ
う
口
を
出
し
て
き
た

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
の

い
た
危

を
フ

ロ

し
よ
う
と
い
う
つ
も
り
ら
し
い

 
釣
り
の

に
ハ
チ
マ
ン
が

仲
間
全
員
の

を
事
前
に
確
認
し
よ
う
と
さ
え
し
な
け
れ
ば

 
魔
法
少
女
の
正
体
が
リ
オ
ン
だ
と
判
明
す
る
可
能
性
は
著
し
く

く
な
る
は
ず
だ

 
そ
の
事
を
理
解
し
た
キ
リ
ト
は
心
の
中
で
ア
ス
ナ
に
感
謝
し
た
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分
か

た
と
り
あ
え
ず
釣
り
の
前
に
魔
法
少
女
さ
ん
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
を

い
て
も
い
い

か 
リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

再
び
返
事
に
困
る
事
と
な

た

 
だ
が
そ
ん
な
リ
オ
ン
に
リ
ズ
ベ

ト
が
こ

そ
り
と
普
通
の

を
ト
レ

ド
し
て
く
れ

 
リ
オ
ン
は
そ
の
画
面
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
答
え
た

私
は

術
を
少
々

み
ま
す

な
る
ほ
ど
で
も
さ
す
が
に
レ
ベ
ル
が
か
な
り
高
い
こ
の
狩
場
だ
と
つ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
と
り
あ
え
ず
ア
サ
ギ
と
一

に
ト
ド
メ
専
門
で
や

て
も
ら
う
か
リ
ズ
フ

ロ

を
頼
む

オ

ケ

任
せ
て

そ
れ
じ

あ
釣

て
く
る
わ

五
分
後
に
こ
こ
に

て
く
る
よ
う
に
調

す
る
か
ら

 

か
い
部
分
は
二
人
に
説
明
し
て
お
い
て
く
れ

分
か

た

気
を
付
け
て
ね

こ

ち
は
任
せ
て

お
う

頼
ん
だ
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
風
の
よ
う
に
去

て
い

た

ふ
う

危
な
か

た
ね

し
か
し
こ
う
な

た
ら

中
で
リ
オ
ン
の
正
体
が
バ
レ
る
事
も
覚
悟
し
な
い
と
だ
な

ま
あ
そ
の
時
は
そ
の
時
か
な

さ
て

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
俺
と
リ
ズ
は
装
備
を
元
に

す
と
す
る
か

あ

そ
う
だ
ね

こ
の
格
好
は
ほ
ん
と
恥
ず
か
し
か

た
か
ら

せ
る
な
ら

し
た
か

た

の
よ
ね

俺
も
だ
よ

白
い

だ
と
や

ぱ
り
落
ち
着
か
な
い
ん
だ
よ
な

あ
ん
た
は
黒
の
剣
士
だ
し
ね

 
五
人
は
と
り
あ
え
ず
ほ

と
し
た
の
か

リ
ラ

ク
ス
す
る
よ
う
に

自
体
を
ほ
ぐ
し
た

 
そ
し
て
リ
オ
ン
と
ア
サ
ギ
に
ア
ス
ナ
が
こ
ん
な
事
を
言

た

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
ア
サ
ギ
は
最
初
は
頑
張

て
ス
テ

タ
ス
を
Ｖ

Ｔ
に

て
ね

あ

う
ん

そ
れ
は
そ
の
つ
も
り
だ
け
ど

頑
張

て

て

う
ん

最
初
は
多
分
び

く
り
す
る
と
思
う
け
ど

と
に
か
く
落
ち
着
い
て
ね

 
リ
ズ
が
ち

ん
と
守

て
く
れ
る
か
ら

と
り
あ
え
ず
最
初
の
う
ち
は
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安
心
し
て
確
実
に
ス
テ

タ
ス
画
面
を
開
き

ぱ
な
し
に
し
て
て
い
い
か
ら
ね

う

う
ん

 
ア
サ
ギ
は

が
分
か
ら
な
か

た
が

と
り
あ
え
ず
そ
う
返
事
を
し
た

 
隣
に
い
る
リ
オ
ン
も
き

と
ん
と
し
て
い
た

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
の
意
味
を

二
人
は

分
後
に
理
解
す
る
事
と
な
る
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第
６
７
２
話
 
必
死
な
二
人

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は

し
あ
さ

て
に
や

と
終
わ
り
そ
う
で
す

ス
ト

ク
が
無
い
の
で

ち

と
今
日
頑
張

て
書
き

め
た
い
で
す

 
リ
オ
ン
と
ア
サ
ギ
は
ア
ス
ナ
の
言
葉
に

に
ハ
テ
ナ
マ

ク
を

か
べ
て
い
た
が

 
そ
の
時
キ
リ
ト
が

く
こ
う
叫
ん
だ

来
る
ぞ

 
そ
の
言
葉
で
我
に
返

た
二
人
は
と
り
あ
え
ず
指

通
り
に
動
こ
う
と
指

内
容
の
復

を
始
め
た

あ

え

え

と

メ
ニ

画
面
を
開
い
て
そ
の
場
で
待
機

敵
に
と
ど
め

敵
に
と
ど
め

 
二
人
は
そ
う

き
な
が
ら

こ
ち
ら
に
向
か

て
く
る
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

 
そ
の
後
ろ
に
は

何
か
黒
い
モ
ヤ
の
よ
う
な
物
が
か
か

て
い
る
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あ
の
モ
ヤ
み
た
い
な
物
は
何

敵
だ

えあ
れ
が
全
部
敵
だ
よ

全
部

て

見

す
限
り
モ
ヤ
が
か
か

て
る
ん
で
す
け
ど

だ
か
ら
さ

き
言

た
じ

な
い
驚
か
な
い
で

て

さ

て
久
し
ぶ
り
に
や
り
ま
す
か

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
自
ら
の
愛
剣

姫

を
抜
い
た

手
に
ぶ
ち
か
ま
す
か

 
キ
リ
ト
も
そ
う
言

て

自
ら
の
愛
剣

王

を
抜
い
た

 
こ
ち
ら
は
一
本
の
剣
を
二
本
に
分
け
ら
れ
る
特

な
剣
と
な

て
い
る

 
当
然
一
本
の
ま
ま
使
用
す
る
事
も
可
能
で
あ
る

姫

と

王

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
持
つ

は

 
全
て
リ
ズ
ベ

ト
の
手
に
よ
る
傑
作
で
あ
る

 
こ
ち
ら
も

王

と
同
じ
く

二
本
に
分
け
る
事
が
可
能
と
な

て
い
た

ア
ス
ナ

最
初
の
一
撃
は
い
つ
も
の
で
い
く
ぞ

空
い
た

に
突
撃
だ
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了
解

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

王

を

に
か
つ
ぎ
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
急

度
で
横
へ
と
走

た 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
は

王

を
全
力
で
前
方
へ
と

り
下
ろ
し
た

ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
・
タ
イ
フ

ン

も
ど
き

 
そ
の
剣
先
の
凄
ま
じ
い

さ
に
衝
撃

が
発
生
し

前
方
の
敵
が

飛
ば
さ
れ
る

う
わ

凄
い

あ

あ
れ

キ
リ
ト
は

敵
の
真
ん
中
よ

あ
れ
は
そ
う
い
う
技
な
の

 
剣
で
衝
撃

を
放
つ
の
と
同
時
に
敵
の
懐
に
飛
び
込
む
の

 
そ
の
リ
ズ
ベ

ト
の
解
説
通
り

に
キ
リ
ト
は
敵
の
ど
真
ん
中
に
移
動
し
て
お
り

 

囲
の
敵
を

り
ま
く

て
い
た

ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
が
避
け
た
方
向
と
は
逆
に
突
撃
し

 
三
人
は

ん
で
敵
を
倒
し
ま
く

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

を
二
本
に
分
け
片
方
の
手
で
敵
の
全
て
の
攻
撃
に
カ
ウ
ン
タ

を
合
わ
せ
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も
う
片
方
の
手
で
と
ど
め
を

し
て
い
た

 
ア
ス
ナ
の

り
に
は
常
に
魔
法

の
サ

ク
ル
が
表

さ
れ
て
い
た

 
そ
れ
は
つ
ま
り

ア
ス
ナ
が
常
に
魔
法
の

を
し
て
い
る
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 
ア
ス
ナ
は
ヒ

ル
を
常
に
待
機
さ
せ
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
被

す
る
度
に
ヒ

ル
を
飛
ば

し 
ま
る
で

が
複

あ
る
か
の
よ
う
に

同
時
に
そ
の
手
は
正
確
に
敵
を

り
続
け
て
い
た

 
だ
が
当
然
何
匹
か

そ
の

幕
の
よ
う
な
三
人
の
剣
の
嵐
を
避
け
る
敵
も
出
て
く
る

 
そ
の
敵
は
リ
ズ
ベ

ト
が
確
実
に
叩
き
潰
し
て
い
た

ち

ち

と
待

て

こ
ん
な
の

い
て
な
い

い
て
な
い
よ

Ｖ

Ｔ
を
ク
リ

ク

プ
ラ
ス
を
ク
リ

ク

Ｖ

Ｔ
を
ク
リ

ク

プ
ラ
ス
を
ク
リ

ク

ア
サ
ギ
さ
ん

あ

ち
の
世
界
に
行
か
な
い
で

て
き
て

今
そ
れ
ど
こ
ろ
じ

な
い
の
私
の
事
は
気
に
し
な
い
で
魔
法
少
女
さ
ん
は
敵
の
相
手
を
お

願
いう

わ

分
か

た

リ
オ
ン

私
達
は
こ

ち
ま
で
来
た
敵
を
攻
撃
よ

ア
サ
ギ
を
守
る
ん
で
し

う
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そ

そ
う
だ

た

う
ん

今
行
く

 
ア
サ
ギ
と
リ
ズ
ベ

ト
に
そ
う
言
わ
れ

 
リ
オ
ン
は
そ
れ
な
り
に
様
に
な

た

え
で

れ
て
き
た
敵
を
突
き
ま
く

た

 
ほ
と
ん
ど
の
敵
が
手
負
い
だ

た

ま
だ
決
し
て
高
い
と
は
い
え
な
い
リ
オ
ン
の
攻
撃
力
で

も 
そ
の
敵
を
何
と
か
倒
す
事
が
可
能
と
な

て
い
た

ヴ

ル
ハ
ラ
の
本
気
の
戦
闘

て
い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
な
の

う
う
ん

あ
の
三
人
が

常
な
だ
け

と
は
い
え

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の
戦
闘

て

い
う
な
ら

 
あ
の
三
人
を

め
て
他
の
メ
ン
バ

が
も

と
多
い

態
な
ら
こ
ん
な
も
の
じ

な
い
わ
よ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
リ
オ
ン
は
愕
然
と
し
た

明
ら
か
に
自
分
の
知
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
戦
闘
と
は

 
一
線
を
画
し
て
い
る

態
だ

た
か
ら
だ

事
実
先
ほ
ど
か
ら
ア
サ
ギ
は
必
死
で
手
を
動
か
し

続
け
て
い
る

 
確
か
に
リ
オ
ン
の
時
の
キ
リ
ト
も
凄
か

た
が
こ
こ
ま
で
ハ
イ
ペ

ス
で
は
な
か

た
は
ず
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だ
た
だ
こ
の
方
法
だ
と

ち

ん
と
し
た
戦
い
方
が
身
に
付
か
な
い
か
ら

 
正
直
あ
ま
り

奨
は
出
来
な
い
の
よ
ね

そ
う
言
わ
れ
る
と

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
か
も

ま
あ
い
ず
れ
ペ

ス
ダ
ウ
ン
す
る
と
は
思
う
け
ど
今
は
と
に
か
く

験

の

と

り
切

て 
こ
こ
で
十
分
に
能
力
の
ベ

ス
ア

プ
を
し
て
お
く
と
い
い
わ
よ

う

う
ん

分
か

た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て
戦
闘
は
終
了
し
リ
オ
ン
が

験

を
能
力
に

り
分
け
て
い
た
そ
の

横
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
サ
ギ
に
こ
う

ね
た

ア
サ
ギ

ち

と
ウ

ン
ド
ウ
を
可

化
し
て

今
の
能
力
を
見
せ
て
く
れ
な
い
か

う
ん

今
は
こ
の
く
ら
い
か
な

 
そ
し
て
じ

と
ア
サ
ギ
の
ス
テ

タ
ス
を

め
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
あ

さ
り
と
し
た
口
調
で
こ
う
言

た
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こ
の
狩
場
だ
と

も
う
少
し

て
と
こ
ろ
か

 
キ
リ
ト

ア
ス
ナ

も
う
一
セ

ト
だ

す
ぐ
に
い
け
る
か

大
丈
夫

そ
ん
な
柔
な
鍛
え
方
は
し
て
な
い

こ

ち
も
大
丈
夫

も
回
復
済
み
だ
よ

オ

ケ

だ

ア
サ
ギ
は
今
度
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
と
Ｖ

Ｔ
に
半
々
で

を

る
よ
う
に
な

 
そ
れ
じ

あ
ま
た
五
分
後
に

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
風
の
よ
う
に
去

て
い
き

 
リ
オ
ン
と
ア
サ
ギ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ

を
ポ
カ
ン
と

め
た

行

ち

た

そ
う
だ
ね

二
人
と
も

驚
い
た
で
し

う

う
ん

本
当
に
凄
か

た

 
だ
が
そ
ん
な
二
人
に

キ
リ
ト
が
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
出
し
た

ま
あ
ま
だ
本
気
と
は
言
え
な
い
ん
だ
け
ど
な
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え

そ

そ
う
な
の

あ
あ

本
気
の
場
合

こ
こ
に
ク
リ
シ

ナ
の

援
魔
法
が
加
わ
る
か
ら
な

あ

あ
あ

あ
れ
は
や
ば
い
ぞ

二
人
と
も
そ
の
う
ち
体
験
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
い

そ
う
な
ん
だ

ち

と
わ
く
わ
く
す
る
か
も

 
そ
し
て

分
後

再
び
大

の
敵
が
こ
ち
ら
に
押
し
寄
せ

 
先
ほ
ど
と
同
じ
光
景
が
再
現
さ
れ
る
事
と
な

た

も
そ
れ
な
り
に
使
え
る
よ
う
に
な

て
き
た
み
た
い
じ

な
い

う

ん

自
分
で
は
た
だ

り
回
し
て
る
だ
け

て
感
じ
な
ん
だ
け
ど

そ
の
う
ち
最

化
さ
れ
て
い
く
わ
よ

と
は
い
え

を
そ
う
や

て

る
う
の
は

 
今
日
だ
け
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
と
リ
オ
ン
は
あ
ち
こ
ち
を
走
り
回
り
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
敵
に
と
ど
め
を
さ
し
て

い

た

 
そ
ん
な
事
を

り
返
し
て
い
る
う
ち
に

リ
オ
ン
は

々
気
が
大
き
く
な

て
き
た
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仮
面
で
顔
が

れ
て
い
る
影

も
か
な
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
が

 
こ
の
日
の
最
初

ノ
リ
ノ
リ
で
魔
法
少
女
プ
レ
イ
を
し
て
い
た
時
の
よ
う
に

 
リ
オ
ン
は

々
と
テ
ン
シ

ン
が
上
が
り
そ
の
お
か
げ
で

囲
の

が
若

か
に
な

て
き
て
い
た

 
そ
ん
な
中

二
セ

ト
目
の
敵
の
殲
滅
が
終
わ
り

 
再
び
ア
サ
ギ
の
ス
テ

タ
ス
を
チ

ク
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ア
サ
ギ
に
次
か
ら
戦
闘
に
参
加
す
る
よ
う
に
伝
え
た
後
に
三
セ

ト
目
の
釣
り
へ
と
向
か

た
こ
れ
で
や

と
リ
オ
ン
と
一

に
戦
え
る
ね

ア
サ
ギ
さ
ん

私
に
も
ち

と
ス
テ

タ
ス
を
見
せ
て

う
ん

わ
な
い
わ
よ

今
は
こ
ん
な
感
じ

 
そ
の
リ
オ
ン
の
お
願
い
を

ア
サ
ギ
は

し
た

 
釣
ら
れ
て
他
の
者
達
も

ア
サ
ギ
の
ス
テ

タ
ス
を

き
込
む

う
わ

凄
い
上
が

て
る

Ｖ

Ｔ
だ
け
な
ら
も
う
私
よ
り
高
い
し

こ
れ
だ
け
あ
れ
ば

こ
こ
の
雑

匹
を
同
時
に
相
手
に
し
て
も
大
丈
夫
だ
な



 第６７２話 必死な二人

で
も
無
理
は
し
な
い
よ
う
に
ね

囲
ま
れ
な
い
よ
う
に
戦
う
の
が
一
番
い
い
ん
だ
か
ら

う
ん

で
も
仲
間
が
危
な
い
時
は

無
理
し
ち

う
か
も

ま
あ
い
つ
か
は
そ
う
い
う
時
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
の
時
も
と
に
か
く
落
ち
着
い
て
動
け
る
よ
う
に

よ
く

り
を
見
て
心
は
常
に

静
に
な

ど
ん
な
時
で
も
落
ち
着
い
て

静
に

て
事
ね

 
ア
サ
ギ
は
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
に
刻
み
付
け
役
に
入
り
込
む
時
の
よ
う
に
自
分
に
言
い

か
せ
た

 
お
い

敵
が
全
然
い
な
い
ぞ

ど
う
な

て
る

情
報
と
違
う
な

こ
の

り
に
は

高
レ
ベ
ル
の
敵
が
か
な
り
多
く
い
る

て
話
だ

た
が

 
そ
の

同
じ
狩
場
に
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
チ

ム
が
別
方
向
か
ら
到
着
し
て

い
た

 
こ
こ
は
き
つ
い
と
い
う
評
判
の
狩
場
な

か
な
り
人

が
多
い

 
戦

が
横
に
広
が
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
タ
ン
ク
を

名
と

候
が
二
人
物
理
ア
タ

カ
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は
最
小
限
で

 
残
り
は
魔
法
使
い
メ
イ
ン
で

成
さ
れ
て
お
り

連
合
の
主
力
と
い
う

で
は
な
い
が

 
今
後
を
担
う
中
堅
チ

ム
を
中
心
に

成
さ
れ
た
比

的
ゲ

ム
歴
が

い
者
達
の
集
ま
り

で
あ

た

 
彼
ら
の
⻑
所
は
何
者
を
も
恐
れ
ぬ
勇
気
と
決
断
の

さ

 
悪
く
言
え
ば

勇
と

気
さ
と
い

た
所
で
あ
ろ
う
か

 
そ
ん
な
彼
ら
は
狩
場
の

況
を
見
て
進
軍
を
一
時
や
め
情
報
収
集
の

に

候
を
二
人
放

て
い
た

な

こ
こ

て
ど
ん
な
狩
場
な
ん
だ

か
な
り
き
つ
い
と
し
か

い
て
な
い
な

で
も
そ
の
分

験

は
い
い
ん
だ
ろ

そ
う
ら
し
い
な
ま
あ
今
日
の
タ
ン
ク
連
中
は
装
備
も
充
実
し
て
る
し
確
実
に
敵
を
止
め
て
く

れ
る
だ
ろ

 
そ
の
間
に
魔
法
攻
撃
を
集
中
さ
せ
て
敵
を
ド
カ
ン
だ
か
な
り
き
つ
い
と
い

て
も
そ
れ
な
ら

余

余
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ま
だ
敵
と
出
会
え
て
い
な
い
せ
い
か

連
合
の
者
達
の
間
に
は

 
若

そ
う
い

た

緩
し
た
空
気
が
流
れ
て
い
た

 
そ
ん
な
中

候
が
一
人

ま
た
一
人
と

て
き
た

お

ど
う
だ

た

ヴ

ル
ハ
ラ
が
い
た

ザ
・
ル

ラ

と

黒
の
剣
士

バ

サ
ク
ヒ

ラ

神

 
あ
と
は
知
ら
な
い
女
が
二
人

多
分
新
人
だ
ろ
う

 
そ
の
言
葉
に
メ
ン
バ

達
は

色
々
な
意
味
で
ざ
わ
つ
い
た

よ
り
に
よ

て
そ
の
三
人
か
よ

絶
対

度

が
い
な
い
の
は
ラ

キ

だ

た
と
言
う
べ
き
か

女
の
新
人
が
二
人

く
そ

ど
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
に
ば

か
り
女
が
集
ま
り
や
が
る

あ
い
つ
ら
絶
対
に
許
さ
ね
え

こ
の
人

で
勝
て
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
と
り
あ
え
ず
近
く
ま
で
全
員
で
行

て
み

る
かそ

う
だ
な

と
に
か
く

況
が
知
り
た
い

よ
し

行
こ
う
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こ
う
し
て
連
合
の
メ
ン
バ

達
は

ヴ

ル
ハ
ラ
が
キ

ン
プ
に
し
て
い
る
広
場
に
向
け

 
体
勢
を

く
し
な
が
ら
徐
々
に
接
近
し
て
い

た

 
あ
そ
こ
だ

お
い

何
だ
よ
あ
れ

あ
い
つ
ら

あ
ん
な
に
大

の
敵
を
一
度
に
相
手
に
し
て
や
が
る
の
か

 
そ
こ
は
一
言
で
言
う
と

無
双
ゲ

ム
の
舞
台
の
よ
う
で
あ

た

 
一
行
が
そ
の
光
景
を
見
て
放
心
す
る
中

一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

な

ち

と
今
公
開
さ
れ
て
る
ヴ

ル
ハ
ラ
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
た
ん
だ
け

ど
よ

 
新
人
が
二
人
い
て

そ
の
片
方
の
ア
サ
ギ

て
奴

加
入
日
が
今
日
に
な

て
る

て
事
は
ズ
ブ
の
素
人
か

そ
の
ア
サ
ギ

て
の
が
ど

ち
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
ど

ち
も
普
通
に
戦
え
て
る
み
た
い
だ
が

 
一
人
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

そ
の
場
は
や
や

し
た

て
事
は
も
し
か
し
て

こ
こ
の
敵

て
そ
ん
な
に
強
く
な
い
ん
じ

な
い
か
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い
や

し
か
し
情
報
に
よ
る
と
だ
な

で
も
実

新
人
が
普
通
に
戦
え
て
る
じ

な
い
か
よ

だ
よ
な

て
事
は
ボ

ナ
ス
ス
テ

ジ
み
た
い
な
も
の
か

 
敵
は

い
が

験

は

げ
る
み
た
い
な

と
い
う
か

今
目
の
前
に

敵
が
い
る
ん
だ

ど
う
す
る

攻
撃
す
る
か

い
や

前
は

人

で

散
ら
さ
れ
て
る
か
ら
な

こ
の
人

だ
と
ど
う
か
な

で
も
魔
法
使
い
の
人

は

そ
の
時
と
変
わ
り
な
い
ん
じ

な
い
か

し
か
も
相
手
は
人

が
少
な
い

あ
の
時
と
は
明
ら
か
に

況
が
違
う

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
だ
な

で
も
あ
の
三
人
が
揃

て
る
ん
だ

そ
れ

て
や
ば
く
な
い
か

う

ん

 
そ
ん
な

況
の
中

ハ
チ
マ
ン
が
お
そ
ら
く
釣
り
に
出
た
の
だ
ろ
う

そ
の
場
か
ら
離
れ
て

い

た
お

ザ
・
ル

ラ

が
い
な
く
な

た
ぞ

残
り
は
五
人

し
か
も
こ
の

置
は
黒
の
剣
士
と
バ

サ
ク
ヒ

ラ

の
背
後
に
な
る
の
か
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そ
れ
じ

あ
こ
う
い
う
の
は
ど
う
だ

俺
達
と
し
て
は

絶
対
に
相
手
に
一

ふ
か
せ
て
や

り
た
い

 
で
も
ま
と
も
に
戦
闘
し
た
ら
も
し
か
し
た
ら
あ
の
人

が
相
手
で
も
こ

ち
が
や
ら
れ
ち
ま
う

か
も
し
れ
ん

 
な
の
で
魔
法
使
い
全
員
で

こ
の

置
か
ら
全
力
で
あ
の
五
人
に
魔
法
攻
撃
を
放
ち

 
何
人
か
に
ダ
メ

ジ
を
負
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
ど
う
な
る
か
様
子
見
を
し
て

 
さ
す
が
に

つ
い
た
仲
間
を
放
置
し
て
こ

ち
に
突
撃
し
て
く
る

て
事
は
な
い
と
思
う
が

 
敵
が
そ
の
場
を
動
か
な
い
よ
う
な
ら
全
力
で
次

を
放

て

そ
れ
で
全
力
で
離
脱
し
よ
う

 
そ
れ
な
ら
ザ
・
ル

ラ

が

て
く
る
前
に
逃
げ
ら
れ
る
は
ず
だ

 
も
し
敵
が
最
初
の
一
撃
の
直
後
に
動
い
た
ら

次
の
攻
撃
は
や
め
て
即
離
脱

 
ど
ち
ら
に
し
ろ
一

は
ふ
か
せ
ら
れ
る
は
ず
だ

お
お

そ
れ
で
い
く
か

だ
な

こ
の
ま
ま
た
だ
帰
る
の
は
ち

と
悔
し
い
し
な

 
こ
う
し
て
五
人
へ
の
攻
撃
が
決
定
さ
れ

魔
法
使
い
達
は
魔
法
の

を
開
始
し
た
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十

後
に
全
員
で
攻
撃
だ
俺
が
カ
ウ
ン
ト
す
る
か
ら

自
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
く
れ

 
そ
し
て
カ
ウ
ン
ト
が
開
始
さ
れ

カ
ウ
ン
ト
が
ゼ
ロ
に
な

た

間

 
凄
ま
じ
い

の
魔
法
攻
撃
が

丁
度
最
後
尾
に
い
た
リ
オ
ン
の
背
後
に
迫
る
事
と
な

た
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第
６
７
３
話
 
私
が
守
る

 
ハ
チ
マ
ン
の
釣
り
を
待
つ
中

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ

そ
し
て
リ
ズ
ベ

ト
は

 
ハ
チ
マ
ン
が

て
く
る
の
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
少
し
前
の
め
り
で
前
方
を
注

し
て
い

た 
前
か
ら

番
に
キ
リ
ト
少
し
離
れ
て
ア
ス
ナ
そ
の
更
に
後
ろ
に
リ
ズ
ベ

ト
と
い
う
布

で
あ
る

 
一
方
リ
オ
ン
は
高
揚
し
た
表
情
で
メ
ニ

画
面
を
開
き

 
ス
テ

タ
ス
を
上
げ
る
か
何
か
ス
キ
ル
を
取
る
か
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
も
う
ん
う
ん
と

て
い
た

 
そ
ん
な
中

ア
サ
ギ
だ
け
は
集
中
を
切
ら
さ
ず

静
な
表
情
で

り
を
見
回
し
て
い
た

ど
ん
な
時
も

静
に

と
に
か
く

り
を
見
る

戦
闘
中
も

そ
う
で
な
い
時
も

 
そ
ん
な
ア
サ
ギ
の
目
に

何
か
光
る
物
が
映

た

 
一

で
は
あ

た
が
確
か
に
リ
オ
ン
の
背
後
の
方
向
に

の

の
よ
う
な
物
が
見
え
た

の
だ
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あ
れ
は

ん

ア
サ
ギ

ど
う
か
し
た

 
そ
の
様
子
が
気
に
な

た
の
か

リ
ズ
ベ

ト
が
ア
サ
ギ
に
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

う
ん

今

 
そ
れ
に
答
え
よ
う
と
し
た

間
に

森
の
中
か
ら
色
と
り
ど
り
の
光
が
見
え

 
ア
サ
ギ
は

る
の
を

中
で
や
め

リ
オ
ン
目

け
て
走
り
出
し
た

リ
ズ
さ
ん

前
の
二
人
に
連

を

わ

分
か

た

 
一

で

況
を

し
た
の
か

リ
ズ
ベ

ト
は
そ
の
言
葉
を
受
け

 
少
し
前
に
い
る
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
に
声
を

け
た

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

敵
襲

 
そ
し
て
ア
サ
ギ
は

後
ろ
で

け
て
い
た
リ
オ
ン
に
向
け
て
こ
う
叫
ん
だ

リ
オ
ン
ち

ん

そ
の
場
に
し

が
ん
で

え
 
リ
オ
ン
は

に
そ
の
場
に
し

が
み
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そ
の

の
上
を

び
越
し
た
ア
サ
ギ
は
リ
オ
ン
の
前
に

王
立
ち
し

 
前
方
に

を
か
ざ
す
と

手
元
の
ボ
タ
ン
を
操
作
し
て

を
大
き
く
広
げ
た

リ
オ
ン
ち

ん
は
絶
対
に
私
が
守
る

 
だ
が
ア
サ
ギ
の
今
の
ス
テ

タ
ス
で
は

そ
の
魔
法
の

流
を
完

に
止
め
る
の
は
難
し
い

 
ど
う
し
て
も
物

の
力
に
押
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ

し
か
も
初
期
ス
テ

タ
ス
で
も
装
備
出
来

る
よ
う
に

 
今
の
ア
サ
ギ
が
持
つ

は
性
能
的
に
は
頑
丈
な
事
だ
け
が
取
り

の
普
通
の
武
器
で
あ

た 
そ
の

久
度
は
魔
法
を
受
け
る
度
に
ど
ん
ど
ん

て
い
き

 
魔
法
が
ま
だ
飛
ん
で
き
て
い
る
最
中
に
も
関
わ
ら
ず

 

は
負

に

え
か
ね

久
度
を
全

さ
せ
て
あ

さ
り
と
消
滅
し
た

あ

ア

ア
サ
ギ
さ
ん

ま
だ
よ

絶
対
に
守
る
ん
だ
か
ら

 
ア
サ
ギ
は
そ
の
ま
ま
リ
オ
ン
の
上
に

い
か
ぶ
さ
り

背
中
で
必
死
に
そ
の
攻
撃
に

え
た

ア

ア
サ
ギ
さ
ん
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大
丈
夫

大
丈
夫
だ
か
ら

 
そ
う
絶
叫
し
た
リ
オ
ン
に
対
し

ア
サ
ギ
は
安
心
さ
せ
る
よ
う
に
そ
う

き
な
が
ら

 
必
死
に
そ
の
攻
撃
に

え
続
け
た

幸
い
Ｖ

Ｔ
を
か
な
り
上
げ
た
甲
斐
も
あ

て
か

 
敵
の
攻
撃
が
止
む

に
は

ア
サ
ギ
の

は
ま
だ
一

ほ
ど
残

て
い
た

ア
サ
ギ
さ
ん

ふ
ふ

何
と
か
な

た
ね

で

で
も
ア
サ
ギ
さ
ん
の

が

大
丈
夫
だ
よ

ほ
ら

エ
ク
ス
ト
ラ
ヒ

ル

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
の
ヒ

ル
が
発
動
し

ア
サ
ギ
の

は
全

し
た

 
ど
う
や
ら
ア
サ
ギ
は

静
に
ア
ス
ナ
の
方
を
見
て
い
た
よ
う
だ

ねう

う
ん

 
だ
が
ま
だ
ア
ス
ナ
の
い
る

置
か
ら
は

離
が
あ
り
し
か
も
ア
サ
ギ
は

を
失

て
い
る

 
頼
み
の

で
あ

た
防
御
手

は
も
う
無
い
の
だ

も
し
今
先
ほ
ど
と
同
じ
攻
撃
を
く
ら
い
で
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も
し
た
ら

 
お
そ
ら
く
ア
ス
ナ
が
ヒ

ル
を
か
け
る
間
も
な
く
ア
サ
ギ
の

は
確
実
に

時
間
で
全

す

る 
下
手
す
る
と
一

か
も
し
れ
な
い

リ
オ
ン
が
そ
う
思
い

背
筋
を
寒
く
す
る
中

 
そ
ん
な
リ
オ
ン
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
に

再
び
森
の
中
に
大

の
エ
フ

ク
ト
が
現
れ
た

ア
ス
ナ

無
理
か
も
し
れ
な
い
が
ヒ

ル
を
連
打
し
て
く
れ

リ
ズ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
だ

 
一
方
キ
リ
ト
は

走
り
な
が
ら
二
人
に
そ
う
指

を
出
し
て
い
た

う
ん

何
と
か
や

て
み
る

キ
リ
ト

コ

ル
の
色
は

緑
と

だ

緑
と

ね

分
か

た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
決
ま
り
通
り
に
復

し
た
後

緑
と

の
魔
法
を
空
に
打
ち
上
げ
た

頼
む

ハ
チ
マ
ン

理
解
し
て
く
れ
よ

 
キ
リ
ト
は
一
番
前
に
い
た
せ
い
か

ア
サ
ギ
の
前
に
出
る
の
は
お
そ
ら
く
間
に
合
わ
な
い
が
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そ
う

き
つ
つ
全
力
で
ア
サ
ギ
と
リ
オ
ン
の
方
に
向
け
て
走

て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
逆
に
足
を
止
め

最
速
で
発
動
す
る

の
ヒ

ル
の
準
備
を
し
て
い
た

 
こ
れ
は
間
違

て
も
唯
一
の
ヒ

ラ

で
あ
る
自
分
が

 
敵
に
倒
さ
れ
て
し
ま
う
事
が
な
い
よ
う
に
と
の
判
断
か
ら
で
あ

た

こ
れ
は

ギ
リ
ギ
リ
だ
な

 
キ
リ
ト
の
速
度
を
も

て
す
れ
ば
お
そ
ら
く
敵
の
攻
撃
の
最
中
に
ア
サ
ギ
の
前
に
出
る
事
が

可
能
だ

 
も

と
も
そ
の
最
初
の
攻
撃
に
ア
サ
ギ
が

え
ら
れ
る
保
証
は
な
い

 
だ
が
そ
ん
な
キ
リ
ト
の
心
配
は

憂
だ

た

突
然
前
方
か
ら
こ
ん
な
声
が

こ
え
た
か
ら

だ
目
覚
め
よ

我
が
娘
よ

 
い
つ
の
間
に
か
リ
オ
ン
の
手
に
は

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
が

ら
れ
て
い
た

 
リ
オ
ン
は
ア
サ
ギ
を
制
し
て
そ
の
前
に
立
ち

高
ら
か
に
そ
う
宣
言
し
た

 
そ
の

間
に
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
が
展
開
し
リ
オ
ン
は
ス

と
そ
の
持
つ
手
を
前

へ
と
向
け
た
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リ
オ
ン
ち

ん

魔
法
の
事
な
ら
私
に
任
せ
て
大
丈
夫
今
度
は
私
が
ア
サ
ギ
さ
ん
を
絶
対
に
守

て
み
せ
る

か
ら

 

り
向
い
て
そ
う
言

た
リ
オ
ン
の
目
に
は
涙
が

れ
て
い
た

 
そ
の
涙
を

い

リ
オ
ン
は
敵
に
向
か

て
高
ら
か
に
叫
ん
だ

我
が
名
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

あ
な
た
達
の
魔
法
は

全
て
私
が
制
し
て
み
せ
る
わ

  
釣
り
か
ら

る
最
中

ハ
チ
マ
ン
は
空
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
が
上
が
る
の
を
見
た

緑
と

敵
襲
か

だ
が
防
御

そ
れ
に
待
機

ど
う
い
う
事
だ

 

況
か
ら
し
て
キ
リ
ト
達
が
敵
の
攻
撃
を
受
け
た
の
は
間
違
い
な
い

 
だ
が
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
い
て

た
だ
防
御
し
て
る
だ
け
と
い
う
の
は
あ
り
え
な
い

 
し
か
も
待
機
の
コ

ル
ま
で
上
が

て
い
る
の
だ

敵
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
と
し
て

方
向
は
お
そ
ら
く
背
後
か
ら
か

 
そ
う
す
る
と

こ
ち
ら
の
誰
か
が
ダ
メ

ジ
を
負

た
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
だ
が
お
そ
ら
く
乱
戦
に
は
な

て
い
な
い

そ
れ
な
ら

と
黒
の
コ

ル
が
上
が
る
は
ず
だ
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は
攻
勢
に
出
ろ

黒
は
救
援
求
む
の
コ

ル
で
あ
り

 
そ
れ
な
ら
確
か
に
応
戦
し
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

だ
が
コ

ル
は
待
機
だ

こ
れ
は
お
そ
ら
く
敵
が
待
機
し
て
い
る
と
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
敵
が
遠

攻
撃
中
心
の
攻
撃
を
仕

け
て
き
て

 
そ
れ
か
ら
そ
の
場
を
動
い
て
い
な
い

て
事
に
な
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
正
確
に

況
を
判
断
し

走
る
方
向
を
変
え
た

そ
う
な
る
と
俺
の
役
目
は

こ

ち
だ
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
大

の
敵
を
引

張

た
ま
ま

ぐ
る
り
と

を

く
よ
う
に

 
敵
の
背
後
に
な
る
で
あ
ろ
う
方

へ
と
向
か
い
始
め
た

 
よ
し

い
け
る

後
ろ
の
二
人
は
倒
せ
る
だ
ろ
う
な

 
連
合
の
一
同
は

お
び
た
だ
し
い

の
魔
法
が
敵
に
降
り
注
ぐ
の
を
見
て

 
敵
に

撃
を

え
ら
れ
る
事
を
確
信
し
て
い
た

 
だ
が
次
の

間
に
ア
サ
ギ
が

を
広
げ
る
の
を
見
て

彼
ら
は
動

し
た



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

お
い
お
い

あ
の
新
人

タ
ン
ク
だ

た
の
か
よ

あ
れ
は

か

ま
た
お
か
し
な
物
を
装
備
し
て
や
が
る

だ
が
所

新
人
だ

⻑
く
は
も
た
な
い
だ
ろ

 
そ
の

通
り

ア
サ
ギ
の

は

散
し

ア
サ
ギ
は
体
を
張

て

 
も
う
一
人
の

手
な
格
好
を
し
た
少
女
を
守
り
始
め
た

半
分
以
上
は
防
が
れ
た
と
し
て
も

何
で
こ
の
攻
撃
に

え
ら
れ
る

お
か
し
い
だ
ろ

だ

て
あ
い
つ
は
新
人
な
ん
だ
ろ

 
こ
の
時
点
で

連
合
の
者
達
の
間
に
は

若

の
動

が
走

て
い
た

ど

ど
う
す
る

黒
の
剣
士
が
こ

ち
に
向
か

て
る
ぞ

く
逃
げ
よ
う

で
も
バ

サ
ク
ヒ

ラ

は
足
を
止
め
た

 
さ
す
が
の
黒
の
剣
士
も

一
人
で
突

込
ん
で
き
た
り
は
し
な
い
ん
じ

な
い
か

あ

見
ろ

空
に

 
そ
ん
な
連
合
の
者
達
の
目
の
前
で

ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た

と
緑

そ
れ

て
確
か
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あ
れ

て
待
機
と
守
備
の
合
図
じ

な
か

た
か

確
か
そ
う
だ

あ
い
つ
ら

防
御
し
て
そ
の
ま
ま
ザ
・
ル

ラ

を
待
つ
つ
も
り
だ

 
連
合
の
者
達
に
は
個
別
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
の
意
味
は
理
解
出
来
て
も

 
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
意
図
を
深
く
考
え
る
事
は
無
理
だ

た
ら
し
い

 
こ
れ
に
よ
り
連
合
の
者
達
は
思
考

止
し

 
相
手
が
た
だ
そ
の
場
で
待
機
す
る
つ
も
り
な
の
だ
と
思
い
こ
み
続
け
て
攻
撃
す
る
事
を
選
択

し
たよ

し
こ
れ
な
ら
予
定
通
り
い
け
る
な
敵
に
も
う
一
度
魔
法
を
集
中
さ
せ
て
そ
れ
で
離
脱

だ
ヒ

ホ

つ
い
に
あ
い
つ
ら
に
一

ふ
か
せ
て
や
れ
る
な

魔
法
の

を
開
始
し
ろ

カ
ウ
ン
ト
を
開
始
す
る

 
そ
し
て
再
び
大

の
魔
法
使
い
達
に
よ
る
魔
法
の

が
開
始
さ
れ
た

よ
し

こ
の
ま
ま
こ
の
ま
ま

し
ん
が
り
は

候
の
俺
達
に
任
せ
て
く
れ

す
ぐ
に
仕

け
ら
れ
る
罠
を
準
備
し
て
お
く

す
ま
ん

頼
ん
だ

俺
達
タ
ン
ク
は
一
応
黒
の
剣
士
の
突
撃
に
備
え
て
お
く
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こ
の

り

彼
ら
の
チ

ム
ワ

ク
は
中
々
の
も
の
だ
と
い
え
よ
う

 
彼
ら
も
彼
ら
な
り
に

敗
北
を
続
け
て
成
⻑
し
て
い
る
よ
う
だ

だ
が
ま
だ
足
り
な
い

 
そ
ん
な
彼
ら
の

に

こ
ん
な
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た

我
が
名
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

あ
な
た
達
の
魔
法
は

全
て
私
が
制
し
て
み
せ
る
わ

 
そ
の
声
に
魔
法
使
い
以
外
の
者
達
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

誰
だ

あ
の
新
人
の

手
な
方
か

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

て

自
分
で
付
け
た
二
つ
名
か
よ

気
に
す
る
な
あ
ん
な
ち

ち
な

み
た
い
な
物
で
こ
れ
だ
け
の
魔
法
を
防
げ
る

が
ね
え

だ
な

よ
し

撃
て

 
そ
の
言
葉
と
共
に

再
び
大

の
魔
法
が
リ
オ
ン
目

け
て
降
り
注
い
だ

 
そ
の

間
に
そ
の

の
よ
う
な
武
器
に
つ
い
た
宝
石
が
光
り

 
着

コ

ス
だ

た
全
て
の
魔
法
は
そ
の
武
器
の
前
で

文

通
り
消
滅
し
た

 
そ
れ
以
外
の
魔
法
は
全
て
誰
も
い
な
い
後
方
の
地
面
に
着

し

 
そ
の
後
に
は
何
事
も
な
か

た
か
の
よ
う
に
そ
の
場
に
立
つ
リ
オ
ン
と
ア
サ
ギ
の

が
あ

た
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はな

何
だ
よ
あ
れ

何
で
魔
法
が
消
え
た
ん
だ

お

お
い
見
ろ

あ
の
武
器
に
付
い
て
る
宝
石
が
光

て
る
ぞ

ま
さ
か
魔
法
を

収
し
た
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

 
そ
の

間
に

後
方
で

候
達
の

鳴
が

こ
え

一
同
は

て
て

り
返

た

 
そ
の

間
に
彼
ら
の
横
を

何
か
が
凄
い
速
度
で
す
り
抜
け
た

な

何
だ

お
い
見
ろ

モ
ブ
が

モ
ブ
が
あ
ん
な
に

 
そ
の

線
の
先
に
は
大

の
モ
ブ
が

れ
返

て
お
り

 
後
方
で
罠
を
仕

け
る
準
備
を
し
て
い
た

候
が
そ
の

に
飲
み
込
ま
れ
死

し
た
の
が
見

え
たど

こ
か
ら
こ
ん
な
に

山
の
モ
ブ
が

ま

ま
さ
か
今
通

た
の
は

 
愕
然
と
し
再
び
前
に
向
き
直

た
一
同
に
向
け
ハ
チ
マ
ン
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
手
を

て
い
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た
何
で
ザ
・
ル

ラ

が
あ
そ
こ
に
い
や
が
る

今
俺
達
の
横
を
通

た
の
は
あ
い
つ
だ

た
の
か

あ

あ
の
野
郎

こ

ち
に
モ
ブ
を
な
す
り
つ
け
や
が

た

畜
生

自
で
モ
ブ
に
応
戦
し
ろ

さ

き
見
て
い
た
通
り

こ
い
つ
ら
は
攻
撃
力
は

い

は
ず
だ

 
だ
が
そ
れ
は
間
違

て
い
た

そ
の
モ
ブ
達
は
相
当
強
力
で
あ
り

 
連
合
の
者
達
は

抗
し
き
れ
ず
バ
タ
バ
タ
と
倒
さ
れ
て
い

た

な

何
で

こ
い
つ
ら
は
雑

の
は
ず
だ
ろ

も
し
か
し
て
こ
い
つ
ら
が
雑

な
ん
じ

な
く
て

あ
い
つ
ら
が
強
す
ぎ
る
ん
じ

 
そ
の
気
付
き
は
少
し
ば
か
り

す
ぎ
た

連
合
の
者
達
も
彼
ら
な
り
に
上
手
く
や

た
と
思
う

が 
ハ
チ
マ
ン
達
は
あ

さ
り
と
そ
の
上
を
い

た

 
こ
う
し
て
そ
の
場
は
プ
レ
イ
ヤ

達
の

叫
喚
に
包
ま
れ
る
事
に
な

た
の
だ

た
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第
６
７
４
話
 
リ
オ
ン
の
油
断

ハ
チ
マ
ン

お
前
な
ら
絶
対
に
コ

ル
の
意
味
を
分
か

て
く
れ
る
と
信
じ
て
た
よ

 
敵

の
真

中
を
抜
け
て
き
た
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
て
キ
リ
ト
が
感
激
し
た
よ
う
に
そ
う

言

た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
も
に
こ
や
か
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン
君

釣

た
モ
ブ
を
敵
に
な
す
り
つ
け
た
ん
だ
ね

本
来
は
マ
ナ

違
反
だ
が

こ
の
場
合
は
ま
あ
仕
方
な
い
よ
な

 
俺
は
た
だ

仲
間
を
助
け
よ
う
と
し
て
シ

ト
カ

ト
し
た
だ
け
だ

 
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
人
が
い
る
な
ん
て
思
い
も
し
て
い
な
か

た

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

ま
た
ハ
チ
マ
ン
の
悪
評
が
高
ま

ち

う
ね

今
更
だ
ろ
リ
ズ

さ
て

況
の
説
明
を
受
け
る
の
は
後
だ

 
キ
リ
ト

ア
ス
ナ

残
敵
の

討
に
入
る
ぞ

了
解

私
は
ど
う
す
る
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自
分
の
名
前
は
呼
ば
れ
な
か

た
事
で
リ
ズ
は
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

ね
た

リ
ズ
は
ア
サ
ギ
と
魔
法
少
女
さ
ん
と
協
力
し
て
こ

ち
に
逃
げ
て
き
た
敵
を
倒
し
て
く
れ

 
多
分
何
人
か
は
抜
け
て
く
る
は
ず
だ

分
か

た

を
叩
き
潰
し
て
や
る
わ

任
せ
た
ぞ

 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
ま
ま
森
の
中
へ
と

り
込
ん
で
い

た

中
で
一

ハ
チ
マ
ン
が

 
チ
ラ
リ
と
リ
オ
ン
の
持
つ
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
に
目
を
や

た
気
が
し
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
も
言
わ
ず

そ
の
ま
ま
突
撃
し
て
い

た

リ
オ
ン
ち

ん

あ
り
が
と
う

本
当
に
助
か

た
わ

 
三
人
が
去

た
後

気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
の
か

ア
サ
ギ
が
リ
オ
ン
に
そ
う
言

た

う
う
ん

本
当
は
私
が
最
初
か
ら
ア
サ
ギ
さ
ん
を
守
る
つ
も
り
だ

た
の
に

 
私
の
方
が
守

て
も
ら

ち

た
か
ら
今
度
は
ど
う
し
て
も
私
が
ア
サ
ギ
さ
ん
を
守
り
た

か

た
の

リ
オ
ン
ち

ん

ア
サ
ギ
さ
ん
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そ
し
て
二
人
は
し

か
り
と

き
あ

た

 
ど
う
や
ら
戦
い
を
通
じ
て
二
人
の
友
情
は
よ
り
深
ま

た
よ
う
だ

 
そ
ん
な
二
人
を
見
な
が
ら

リ
ズ
ベ

ト
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
こ
う
言

た

し
か
し
そ
の

や

ぱ
り
魔
法
相
手
だ
と
無
敵
だ
ね

凄
か

た
わ
ね

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
だ

け

 
リ
オ
ン
ち

ん
は
よ
く
そ
ん
な
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ
な
せ
る
わ
よ
ね

山
練

し
た
か
ら

 
リ
オ
ン
は
顔
を

く
し
な
が
ら
ア
サ
ギ
に
そ
う
答
え
た

 
そ
の
時
何
人
か
の
敵
が

負

し
た

態
で
こ
ち
ら
に
向
か

て
飛
び
出
し
て
き
た

む来
た
わ
ね

任
せ
て

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア

エ
ネ
ル
ギ

充

二
十
パ

セ
ン
ト
よ

 
そ
の
敵
に

え
た
リ
ズ
ベ

ト
と
ア
サ
ギ
の
横
で

リ
オ
ン
が
事
も
無
げ
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
高
揚
し
た
気
分
で
こ
う
言

た

マ
ジ
カ
ル
ロ
ジ
カ
ル
ビ

ム
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そ
の
言
葉
と
共
に

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
か
ら
い
く
つ
か
の
魔
法
が
飛
び
出
し

 
そ
の
敵
達
は
そ
の
攻
撃
を
受
け

あ

さ
り
と
死

し
た

リ
オ
ン
ち

ん

ノ

て
る
ね

あ

つ

つ
い

さ

す
が
魔
法
少
女

凄
く
マ
ジ
カ
ル
で
ロ
ジ
カ
ル
だ
ね

ロ
ジ
カ
ル
さ
は
魔
法
少
女
に
は
関
係
な
い
と
思
う

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

三
人
は
こ
ろ
こ
ろ
と
笑

た

 
そ
し
て
そ
の
後
も
飛
び
出
し
て
く
る
敵
を
リ
オ
ン
が
狙
撃
し

 
ア
サ
ギ
は
リ
ズ
ベ

ト
に

り
た
剣
で
敵
を

り

き
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
の

を
文

通
り

叩
き
潰
し
た

ふ
う

こ

ち
は
そ
ろ
そ
ろ
静
か
に
な

て
き
た
ね

森
の
中
は
ま
だ

が
し
い
み
た
い
だ
け
ど
ね

ま
あ
敵
プ
レ
イ
ヤ

と
モ
ブ

両
方
を
相
手
に
し
て
る
は
ず
だ
し
ね

あ
の
三
人

凄
い
よ
ね

 
そ
の
リ
オ
ン
の
言
葉
に

リ
ズ
ベ

ト
は
た
め
息
ま
じ
り
に
こ
う
答
え
た
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Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
の
付
き
合
い
だ
か
ら
も
う
慣
れ
た
わ

 
あ
の
三
人
を
相
手
に
す
る
な
ん
て

想
像
す
る
の
も

あ
は
は
は
は

同
感

そ
う
だ
ね

本
当
に
味
方
で
良
か

た
よ
ね

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
た
後

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
こ
ち
ら
に

て
き
た

よ

お
疲
れ
さ
ん

誰
も
死
な
な
く
て
良
か

た
ね
本
当
に

う
ん

そ
う
だ
ね

 
だ
が
そ
こ
に
は
ハ
チ
マ
ン
の

だ
け
が
無
か

た

 
ま
さ
か
ハ
チ
マ
ン
が
敵
に
倒
さ
れ
る
事
な
ど
な
い
と
思
う
が

 
少
し
心
配
に
な

た
リ
オ
ン
は

二
人
に
そ
の
事
を

ね
た

あ

あ
の

ハ
チ
マ
ン
は

あ
あ

ハ
チ
マ
ン
君
ね

 
二
人
は
そ
の
問
い
に

若

苦
々
し
い
表
情
を
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た
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次
の
モ
ブ
を
釣
り
に
行
く

て
さ

止
め
る
暇
も
無
か

た
よ

え

森
の
中
に
い
た
連
中
が
思

た
よ
り

く
て
な

物
足
り
な
い
か
ら
も
う
一
回
釣

て
く

る

て
あ

あ
は

 
五
人
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

し
か
も
ハ
チ
マ
ン
が
言
う
に
は
今
の
モ
ブ
と
プ
レ
イ
ヤ

を
倒
し
て
入

た

験
分
を
合
わ

せ
て
も

 
多
分
あ
と
一
回
は
釣
り
を
し
な
い
と
ア
サ
ギ
の
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
上
級
装
備
を
持
て
る
レ
ベ
ル
に

か
な
い

て

えア
サ
ギ

ち

と
ス
テ

タ
ス
を
見
せ
て
く
れ
な
い
か

う

う
ん
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そ
し
て
ア
サ
ギ
の
ス
テ

タ
ス
を

き
こ
ん
だ
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
は

 
そ
の
ス
テ

タ
ス
が
ハ
チ
マ
ン
の
言
う
通
り
だ

た
事
に
驚
い
た

本
当
だ

今
た
ま

て
る
分
を

て
も
ち

と
足
り
な
い
ね

そ
れ

て
ど
ん
な
基
準
な
ん
で
す
か

俺
達
が
持

て
る
こ
の
武
器
の
最

要
求
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
一
つ
の
目
安
に
な

て
る
ん
だ
よ

 
意
外
と

い
ん
だ
よ
こ
の
要
求

で
も
ま
あ
こ
の

が
全
プ
レ
イ
ヤ

共
通
の

 
上
級
プ
レ
イ
ヤ

へ
の

界
線
だ

て
事
に
な

て
る
よ

そ
う
な
ん
だ

他
の
武
器
も

こ
れ
以
上
の

を
求
め
ら
れ
る
事
は
ほ
ぼ
無
い
ん
だ
よ
ね

 
な
の
で
も
し
存
在
す
る
と
し
た
ら

伝
説
級
の
武
器
く
ら
い
じ

な
い
の
か
な

と
り
あ
え
ず
ア
サ
ギ
も
リ
オ
ン
も
今
の
戦
闘
で
た
ま

た
分
の

験

を

り
分
け
て
お
く

と
い
い

 
も
う
す
ぐ
ま
た
大

の
モ
ブ
が
来
ち
ま
う
か
ら
な

 
キ
リ
ト
に
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は

て
て
ス
テ

タ
ス
画
面
を
操
作
し
始
め
た

し
か
し
ア
ス
ナ

ハ
チ
マ
ン
の
奴

確
か

学
は
苦
手
だ

た
よ
な
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そ
う
な
ん
だ
よ
ね

ど
う
し
て

か
い

の
事
ま
で
分
か
る
ん
だ
ろ
う
ね

勘
な
ん
じ

な
い

計
算
し
て
言

て
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
し

勘
か

も
し
く
は

験
な
の
か
な
あ
い
つ
が
一
番
新
人
の
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
に
出
動
し

て
る
し
な

あ

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も

何
か
明
確
な

が
あ
る
と
か
じ

な
く

 
多
分

験
的
に

こ
の
く
ら
い
だ
な

て
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
ね

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
だ
か
ら

何
が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
け
ど
な

う
ん

ハ
チ
マ
ン
だ
か
ら
仕
方
な
い
ね

彼
女
と
し
て
は
ノ

コ
メ
ン
ト

て
事
で

 
そ
の
時
遠
く
に
モ
ヤ
の
よ
う
な
物
が
か
か

た

ど
う
や
ら
五
分

た
ら
し
い

お

ハ
チ
マ
ン
が

て
き
た
な

さ
て

お
仕
事
お
仕
事

と

多
分
こ
れ
で
今
日
は
最
後
だ
ろ
う
し

張
り
切

て
い
こ
う

あ
ん
た
達
二
人
も
大

タ
フ
よ
ね

 
そ
し
て
い
ざ
戦
闘
が
始
ま
ろ
う
と
し
た

間
に

ア
サ
ギ
が

て
て
リ
オ
ン
に
言

た

あ

リ
オ
ン
ち

ん

武
器

武
器
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し
ま

た

 
リ
オ
ン
は

て
て
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
し
ま
い
先
ほ
ど
ま
で
使

て
い
た

を
出

し
た

 
不
思
議
な
事
に

そ
れ
な
り
に
使

て
い
る
せ
い
か
若

愛
着
を
感
じ
る
そ
の

を

 
リ
オ
ン
は
ビ
シ

と

え

そ
の
ま
ま
敵
を
迎
え
撃

た

 
ア
サ
ギ
は
ア
サ
ギ
で
リ
ズ
ベ

ト
に

り
た
予
備
の
剣
を
使
い
タ
ン
ク
と
し
て
の
役

は

め 
今
は
完
全
に
ア
タ

カ

と
し
て
動
い
て
い
た

そ
れ
が
実
に
様
に
な
る

 
も
し
か
し
た
ら
中

の
役
を
や

た
時
に
剣
術
の
基
本
を
ど
こ
か
で
学
ん
だ
の
か
も
し
れ

な
い

 
真
面
目
な
麻
衣
な
ら
十
分
あ
り
え
る
事
で
あ
る

ア
サ
ギ
さ
ん

何
か
格
好
い
い

あ
り
が
と

リ
オ
ン
ち

ん
も
学
校
で
の

か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
く
ら
い

 

分
と
行
動
的
に
な

た
わ
よ
ね

ま
あ
ゲ

ム
の
中
だ
け
だ
け
ど
ね
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そ
れ
で
も

日
そ
れ
な
り
に
歩
い
て
る
わ
よ
ね

こ
の
前
会

た
時

少
し

く
な

て
た

気
が
し
た
わ

え

本
当
に

う
ん

の

り
が
締
ま

て
た
気
が
し
た

う
わ

そ
れ
が
今
日
一
番
嬉
し
い
か
も

 
リ
オ
ン
は
そ
れ
で
か
な
り
上
機

に
な

た

 
そ
ん
な
リ
オ
ン
を
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
な
が
ら

ア
サ
ギ
は
ぼ
そ

と
こ
う

い
た

ま
あ
も

と

な
の
は

胸
の
サ
イ
ズ
が
ま

た
く
変
わ

て
な
い
と
い
う
か

 
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
で

よ
り
大
き
く
感
じ
る

て
事
な
ん
だ
け
ど
ね

 

が

く
な
れ
ば

胸
が
強
調
さ
れ
る
の
は
当
然
の

理
と
言
え
よ
う

 
だ
が
そ
ん
な
微

な
乙
女
心
は
一
切
表
に
出
さ
ず
ア
サ
ギ
は
リ
オ
ン
と
共
に
敵
の
ト
ド
メ
を

し
続
け
た

  
こ
う
し
て
こ
の
日
最
後
の
戦
闘
も
無
事
に
終
わ
り

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
達
も
ス
テ

タ
ス
を

る
必
要
が
出
た
の
か
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全
員
が
揃
い
も
揃

て
メ
ニ

画
面
を
い
じ
り
始
め
た

 
も

と
も
リ
オ
ン
と
ア
サ
ギ
以
外
は
そ
ん
な
に
時
間
が
か
か
る

で
は
な
い

 

め
に
そ
の
操
作
を
終
え
た
四
人
は
リ
オ
ン
と
ア
サ
ギ
の
二
人
を
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
て
い

た 
二
人
は
ど
う
見
て
も
ず

と

か
ら
の
友
達
の
よ
う
に
見
え

 
相
談
し
な
が
ら
仲
良
く
ス
テ

タ
ス
を

て
い
た
か
ら
で
あ
る

 
そ
ん
な
二
人
に
ハ
チ
マ
ン
が
声
を
か
け
た

そ
れ
は
も
う

さ
も
自
然
な
感
じ
で

 
普

友
達
に
話
し
か
け
る
よ
う
な

い
感
じ
で
こ
う
言

た
の
だ

し
か
し
こ
う
し
て
み
る
と

リ
オ
ン
と
ア
サ
ギ
は
本
当
に
仲
が
い
い
よ
な

 
高
校
に
入

た
時
か
ら
ず

と
そ
ん
な
に
仲
が
良
か

た
の
か

 
そ
の
言
葉
の
意
図
を

ア
サ
ギ
は
即
座
に
理
解
し
た

 
つ
い
さ

き

リ
オ
ン
の
持
つ
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
も
し
か
し
た
ら
魔
法
少
女
は
リ
オ
ン
な
の
で
は
な
い
か
と
思

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
の
外
見
を
ハ
チ
マ
ン
が
知
ら
な
い
事
を
ア
サ
ギ
は
知
ら
な
い
が

 
そ
の

は
実
は
正
し
い

ハ
チ
マ
ン
は
あ
る

度
の
情
報
は
ナ
タ
ク
か
ら
伝
え

い
て
お
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り 
武
器
が

に
な

て
い
る
事
と
そ
こ
に
宝
石
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
事
だ
け
は
知

て

い
た
の
だ

 
ア
サ
ギ
が
思
う
に

こ
れ
は
明
ら
か
に
罠
で
あ
り

 
リ
オ
ン
が
何
か
言
う
前
に

自
分
が
先
に
口
を
開
か
な
い
と
ま
ず
い
事
に
な
る

 
そ
う
考
え
て
ア
サ
ギ
は
こ
の
場
に
リ
オ
ン
は
い
ま
せ
ん
よ
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
よ
う
と

し
た
の
だ
が

 
そ
れ
よ
り
も
先
に
お
そ
ら
く
気
が
抜
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
リ
オ
ン
が
先
に
口
を
開
い
て
し

ま

た

 
リ
オ
ン
は
メ
ニ

画
面
を
操
作
し
な
が
ら
そ
の
問
い
に
自
然
に
返
事
を
し
て
し
ま

た
の

だ
咲
太
が
麻
衣
さ
ん
と
付
き
合
い
始
め
た

り
か
ら
の
付
き
合
い
だ
か
ら

 
二
年
く
ら
い
の
付
き
合
い
に
な
る
の
か
な

だ
か
ら
高
校
入
学
直
後
か
ら

て

じ

な
い

よ

ハ
チ
マ
ン

ほ
う
ほ
う

そ
う
だ

た
の
か
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そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は

そ

と
リ
オ
ン
の
背
後
に
立

た

 
そ
ん
な
二
人
を

残

た
四
人
は
あ
わ
あ
わ
し
な
が
ら
見
つ
め
て
い
た

い
や

さ

き
は
胸
を
強
調
さ
れ
た
せ
い
で
思
わ
ず
そ

ち
を
見
ち
ま

て
ア
ス
ナ
に

ら
れ
た
が

 
も

と
声
に
つ
い
て
ち

ん
と
考
え
る
べ
き
だ

た
よ
な

 
似
て
る
と
い
う
か

ど
う
考
え
て
も
お
前
の
声
だ

た
ん
だ
か
ら

 
そ
の
言
葉
で
や

と
リ
オ
ン
は
我
に
返

た

そ
し
て
恐
る
恐
る

り
返

た
リ
オ
ン
の
目
の

前
に

 
じ
ろ
じ
ろ
と
観
察
す
る
よ
う
な
目
を
し
た
ハ
チ
マ
ン
が
立

て
い
た

な
る
ほ
ど

パ

テ

グ

ズ
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

リ
オ
ン
の
か
ぶ

て
い
た
魔
法
少
女
の

子
を
そ

と
外
し

 
そ
の
中
か
ら
現
実
と
同
じ
く
か
な
り

が
多
い
リ
オ
ン
の
⻑
い

が
バ
サ

と
あ
ふ
れ
出
た

す

か
り
騙
さ
れ
た
わ

だ
ろ

魔
法
少
女
リ
オ
ン

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

リ
オ
ン
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
笑
い
か
け
た
の
で
あ

た
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第
６
７
５
話
 
リ
オ
ン
観
念
す

え

え

と

普

の
リ
オ
ン
と
違

て

分
健

的
な

の
色
だ
よ
な

 
そ
れ
も
あ
り
だ
と
は
思
う
が

ま
あ
普

の
不
健

そ
う
な
色
の
方
が
お
前
ら
し
い
よ
な

 
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言
わ
れ

リ
オ
ン
は

め
た
よ
う
に

の
色
を
元
に

し

 
装
備
も
い
つ
も
の
装
備
に

し
た

残
り
の
四
人
は

を

え
つ
つ
も

 
大
人
し
く
ハ
チ
マ
ン
が
ど
う
出
る
の
か
見
守

て
い
た

し
か
し
お
前
さ

さ

き
の
あ
の
言
い

は
無
い
だ
ろ

 
胸
の
サ
イ
ズ
が
同
じ
だ
か
ら
声
も
同
じ
に
な
る

思
わ
ず
迎
合
す
る
よ
う
な
事
を
言

ち
ま

た
が

 
普
通
に
考
え
て
そ
ん
な

無
い
だ
ろ
う
が

え

何
そ
れ

私
そ
ん
な
事
言

て
な
い
け
ど

 
リ
オ
ン
は
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
自
分
が
と

た
行
動
に
つ
い
て
覚
え
て
い
な
い
よ
う
で

 
戸
惑

た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

あ
の
時
は
よ
ほ
ど
テ
ン
パ

て
い
た
の
だ
ろ
う
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お
前
そ
れ

本
気
で
言

て
ん
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

リ
オ
ン
は
他
の
四
人
の
顔
を
見
た

 
そ
の
四
人
が
リ
オ
ン
に
見
つ
め
ら
れ
た

間
に

 

に
笑

た
り
目
線
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
愛
想
笑
い
を
し
た

 
リ
オ
ン
は
そ
れ
で

ハ
チ
マ
ン
の
言
う
事
が
真
実
な
の
だ
と
理
解
し
た

ア

ア
サ
ギ
さ
ん

私
は
一
体
何
を
し
た
の

わ

私

え

と
ね

 
リ
オ
ン
に
指
名
さ
れ
た
ア
サ
ギ
は

る
よ
う
な

線
を
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
に
向
け
た
が

 
二
人
は
露
骨
に
顔
を
背
け

め
た
ア
サ
ギ
は
女
優
と
し
て
の
能
力
を
フ
ル
に
使
い

 
先
ほ
ど
リ
オ
ン
が
と

た
行
動
を

完

に
再
現
し
て
み
せ
た

そ
の
リ
オ
ン
さ
ん
と
い
う
方
と
私
は
こ
の

り
の
体
型
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
し

ら 
な
の
で
声
の
質
も
や
は
り
似
て
し
ま
う
の
で
し

う
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
サ
ギ
は
自
分
の
胸
を
持
ち
上
げ
た

あ
の
時
の
リ
オ
ン
そ
の
ま
ん
ま
で

あ
る
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違
う
の
は
胸
の

れ
方
く
ら
い
で
あ

た
が
そ
の
事
に
突

込
む
よ
う
な
野

な
者
は
こ
こ

に
は
い
な
い

お
お

 
四
人
は
そ
の

技
を
見
て

大
き
な

手
を
し
た

 
ア
サ
ギ
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
ん
な
四
人
に

を
下
げ
た
後
続
け
て
リ
オ
ン
に
こ
う
言

た

て
感
じ
か
な

リ
オ
ン
ち

ん

え
え

ほ

本
当
に

う

う
ん

 
リ
オ
ン
は
今
ア
サ
ギ
が
と

た
行
動
に
愕
然
と
し
た

あ

あ
れ
を
私
が

は

恥
ず
か
し
い

 
ま
さ
か
自
分
が
そ
ん
な
痴
女
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
な
ど
思
い
も
し
な
か

た
リ
オ
ン
で
あ

た
が

 
他
の
者
の
反
応
を
見
る
に

そ
れ
は
間
違
い
な
く
事
実
ら
し
い

く
 
悔
し
そ
う
に
そ
う

い
た
リ
オ
ン
は

羞
恥
に

れ
た
表
情
で
ハ
チ
マ
ン
に
詰
め
寄

た
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要
す
る
に

恥
ず
か
し
さ
を
誤
魔
化
す

の
逆
ギ
レ
で
あ
る

で

見
た
の

見
た
ん
で
し

い

い
き
な
り
何
だ
よ

て
か
何
を
だ
よ

私
の
胸
を

そ
の
い
や
ら
し
い
目
で
じ

と

 
そ
の
リ
オ
ン
の
言
い
が
か
り
に
も
近
い
言
葉
を

ハ
チ
マ
ン
は

て
て
否
定
し
た

見
た
と
い
う
言
い
方
は
正
確
じ

な
い

界
に
入

た
と
い
う
の
が
正
し
い

や

ぱ
り
見
た
ん
じ

な
い

見
た
ん
じ

ね
え

見
せ
ら
れ
た
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
キ
リ
ト
だ
け
は
う
ん
う
ん
と

い
て
い
た
が

 
即
座
に
リ
ズ
ベ

ト
に

ま
れ

キ
リ
ト
は

く
の
を
や
め
た

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
目
を
ぐ
る
ぐ
る
さ
せ
な
が
ら
更
に
ハ
チ
マ
ン
に
詰
め
寄
り

 

た
ハ
チ
マ
ン
は
リ
オ
ン
を
止
め
よ
う
と
手
の
平
を
前
に
差
し
出
し
た

 
そ
の

間
に
リ
オ
ン
は
足
を
も
つ
れ
さ
せ
ハ
チ
マ
ン
の
手
が
リ
オ
ン
の
胸
を

掴
み
す
る
格

好
と
な

た
あ
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いう
 
体
重
が
か
か

て
い
る

に
そ
う
簡

に
手
を
離
す

に
も
い
か
ず

 
そ
れ
で
い
て
下
手
に
手
を
動
か
す
わ
け
に
も
い
か
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
必
死
に
手
を

定
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
た

 
だ
が
得
て
し
て
そ
う
い
う
場
合

無
意
識
に
手
が
動
い
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ

 
下
手
に
力
を
入
れ
た

ハ
チ
マ
ン
の
手
は
ピ
ク

と
動
き

 
そ
れ
は
ど
う
見
て
も

ハ
チ
マ
ン
が
リ
オ
ン
の
胸
を

ん
だ
よ
う
に
見
え
た

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
体
勢
を
立
て
直
す
事
に
成
功
し
た
リ
オ
ン
は

て
て
ハ
チ
マ
ン
か
ら
体
を

離
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
ほ

と
安
心
し
た
の
だ
が

次
の

間
背
後
か
ら
殺
気
を
感
じ

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て

り
返

た

 
そ
こ
に
は
案
の
定

ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
と
い
う
文

を
背
負

た
ア
ス
ナ
の

が
あ

た

ハ
チ
マ
ン
君

ち

と
大
事
な
お
話
が
あ
り
ま
す

ま

待

て
く
れ

今
の
は
違
う
ぞ

俺
の
せ
い
で
も
な
い
し
リ
オ
ン
の
せ
い
で
も
な
い
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今
の
は
明
ら
か
に
ラ

キ

ス
ケ
ベ
の
神
様
の
せ
い
だ

た
だ
の
事
故
だ

 
俺
の
手
が
う

か
り
動
い
て
し
ま

た
の
も

 
こ
れ
以
上
の
被
害
を
防
ご
う
と
力
を
入
れ
す
ぎ
て
し
ま

た
せ
い
で
あ
り

決
し
て
わ
ざ
と

じ

な
い
ん
だ

う
ん

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

で
も
罪
は
罪
だ
よ
ね

 
信
賞
必
罰

ハ
チ
マ
ン
君
に
罰
を

え
る
の
は

彼
女
で
あ
る
私
の
役
目
だ
と
思
う
ん
だ

 
そ
れ
に
今
ラ

キ

て
言

た

リ
オ
ン
ち

ん
の
胸
を

ん
だ
の
は

ラ

キ

な
の

か
な

か
な

ち
違
う
た
だ
の
言
葉
の

だ
キ
リ
ト
リ
ズ
お
前
達
か
ら
も
何
と
か
言

て
く
れ

 
ア
ス
ナ
に
そ
う
言
わ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は

必
死
に
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
の
方
を
見
た
が

 
二
人
は
完
全
に
こ
ち
ら
に
背
中
を
向
け

今
日
の
戦
闘
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た

 
い
わ
ゆ
る
何
も
見
え
な
い
何
も

こ
え
な
い

態
で
あ
る

お

お
い
二
人
と
も

い
や

今
日
の
戦
闘
の
総
評
を
し
な
い
と
な

反
省
す
べ
き
点
も
い
く
つ
か
あ
る
よ
ね
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だ
な

と
り
あ
え
ず

め
に
そ
の

り
の
事
を
ち

ん
と
話
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
な

お

お
い

 
だ
が
二
人
は
こ
ち
ら
に
反
応
し
よ
う
と
は
し
な
い

 

め
た
ハ
チ
マ
ン
は

る
よ
う
な

線
を
リ
オ
ン
に
向
け
た

 
当
の
リ
オ
ン
は
顔
を
真

に
し
て
お
り

り
出
す
よ
う
な
声
で
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た

エ

エ

チ

 
そ
の
言
葉
で
自
分
の
運
命
を
悟

た
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
の
正
面
に
立
ち

目
を

た

し

仕
方
な
い

さ
あ

思
い

き
り
や

て
く
れ

ふ
ふ

素
直
な
の
は
い
い
事
だ
よ
ね

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
思
い

き
り
手
を

り
か
ぶ
り
直
後
に
バ
チ

ン
と
い
う
音
が

囲
に

き

た

 
そ
し
て

り
向
い
た
ハ
チ
マ
ン
は
ゲ

ム
故
に
顔
に
手

が
残

た
り
は
し
て
い
な
か

た

が 
微

に

が

た

態
で

再
び
リ
オ
ン
の
前
に
立

た

よ
し

今
の
事
故
に
つ
い
て
は
こ
れ
で
よ
し

さ
て

話
の
続
き
を
す
る
と
す
る
か
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あ

え

と

何
か
ご
め
ん

 
さ
す
が
の
リ
オ
ン
も
ハ
チ
マ
ン
に
悪
い
と
思

た
の
か

ば
つ
が
悪
そ
う
に
そ
う
言

た

気
に
す
る
な

で

ど
う
し
て
こ
ん
な

技
を
す
る
事
に
な

た
ん
だ

う
ん

キ

ラ
を
育
て
る
事
に
し
た
の
は
い
い
と
し
て

 
そ
の
成
⻑
し
た

を
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
ハ
チ
マ
ン
に
見
せ
よ
う
と
思

て

 
そ
れ
で
ち

ん
と
育
つ
ま
で
は
秘
密
に
し
て
お
こ
う
か
な

て

な
る
ほ
ど
な

こ
の
場
に
い
る
他
の
奴
ら
は
全
員
そ
の
事
を
知

て
た

だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
他
の
四
人
の
顔
を
見
た

 
四
人
は
誤
魔
化
す
よ
う
に
顔
を
背
け

ハ
チ
マ
ン
は
た
め
息
を
一
つ
つ
い
た

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
さ

き
も

て
た
武
器
を
見
せ
て
く
れ

 
あ
れ

て
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア

て
奴
だ
ろ

え

あ
れ
を
見
て
私
だ

て
気
付
い
た
ん
じ

な
か

た
の

実
は
俺
は

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
の
正
確
な
見
た
目
を
知

て
た

じ

な
い
ん
だ

 
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
魔
法
少
女
さ
ん
が
リ
オ
ン
な
の
か
ど
う
か

し
て
み
た

て
感
じ
だ
な

そ

そ
う
だ

た
ん
だ
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リ
オ
ン
は
自
分
の
行
い
の
せ
い
で
バ
レ
て
し
ま

た
の
だ
と
い
う
事
を
そ
れ
で
理
解
し

 
少
し
落
ち
込
ん
だ
気
持
ち
で
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
ハ
チ
マ
ン
に
差
し
出
し
た

お
お

何
だ
こ
れ

分
と

た
デ
ザ
イ
ン
だ
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

い
な
く
合
言
葉
を
口
に
し
た

目
覚
め
よ

我
が
娘
よ

 
そ
の

間
に
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
が
展
開
し

 
そ
こ
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
四
種
の
宝
石
が
光
を
放

た

う
お
お

こ
れ

て
魔
力
が
チ

ジ
さ
れ
て
る

て
事
だ
よ
な

う
ん

さ

き
ア
サ
ギ
さ
ん
を
守
る

に

山

収
し
た
か
ら
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
の

し
撃
ち
を
し

 
リ
オ
ン
は
そ
れ
を
見
な
が
ら

敵
の
魔
法
の
発
動
が
潰
せ
た
事
を
報
告
し
た

ほ
う
ほ
う

そ
ん
な
事
が
出
来
た
の
か

Ａ
Ｌ
Ｏ
も
ま
だ
ま
だ
奥
が
深
い
ん
だ
な

う
ん

そ
う
み
た
い
だ
ね

ス
タ
イ
ル
も
独
特
だ
し

お
前

て
実
は
凄
い
奴
だ

た
ん
だ
な

こ
の
武
器
の
特
徴
が

凄
く
ロ
ジ
カ
ル
で
楽
し
い
か
ら
じ

な
い
か
な
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リ
オ
ン
の
そ
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
は
う
ん
う
ん
と

い
た

そ
れ
に
し
て
も
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
な

自
分
で
名
付
け
て
お
い
て
ア
レ
だ
が

 
お
前
に
は
ピ

タ
リ
の
名
前
だ

た
な

魔
法
少
女
リ
オ
ン

も
う

そ
ん
な
名
前
で
呼
ば
な
い
で
よ

 
リ
オ
ン
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
言
い

他
の
者
達
も
そ
ん
な
リ
オ
ン
を

し
立
て
た

よ

魔
法
少
女
リ
オ
ン

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

マ
ジ
カ
ル
ロ
ジ
カ
ル
ビ

ム

ち

ち

と
本
当
に
や
め
て
よ

も
う
二
度
と
あ
ん
な
事
は
し
な
い
ん
だ
か
ら
ね

お
前

も
し
か
し
て
戦
闘
中
に
そ
ん
な
事
を
叫
ん
で
た
の
か

い

一
時
の
気
の
迷
い
よ

い
い
か
ら
忘
れ
て

だ
ね

絶
対
に
流
行
ら
せ
て
や
る

だ
か
ら
本
気
で
や
め
て
よ
ね

 
そ
し
て
い
ざ
帰
る
事
に
な
り

六
人
は
そ
の
ま
ま
そ
の
場
か
ら
飛
び
立

た

 
道
中
で
は
リ
ズ
ベ

ト
が
ア
サ
ギ
か
ら
新
し
い
武
器
に
対
す
る
要
望
な
ど
を

い
た
り
し
て
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い
たそ

う
だ

そ
う
い
え
ば
そ
の
時
の

況
の
説
明
を
ま
だ

い
て
な
か

た
な

 
一
体
ど
う
い
う
流
れ
で
戦
闘
に
突
入
し
た
ん
だ

あ

え

と

そ
れ
は
ね

 
リ
オ
ン
は
思
い
出
せ
る
限
り
の
そ
の
時
の

況
を
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
て
き
か
せ

 
ハ
チ
マ
ン
は
う
う
む
と

た
後
に
横
を
飛
ぶ
リ
オ
ン
と
ア
サ
ギ
の

に
手
を

え
な
が
ら

言

た
そ
う
か

二
人
と
も
助
け
合

て
頑
張

た
ん
だ
な

え
ら
い
ぞ

う

う
ん

あ

あ
り
が
と

ア
サ
ギ
の
新
し
い

も

く
用
意
し
な
い
と
な

リ
ズ

頼
む
ぞ

う
ん

任
せ
て

ナ
タ
ク
と
話
し
合

て
最
高
の
武
器
を
作

て
み
せ
る
わ

素
材
も
必
要
だ
よ
な

必
要
な
分
は
俺
が
取
り
に
い

て
く
る
わ

わ

私
も
行
く

私
の

に
武
器
が
全

し
ち

た
ん
だ
し

ま
あ

理
を
す
れ
ば
ま
た
使
え
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
が
な
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え

そ
う
な
の

う
ん
た
だ
そ
れ
に
も
ア
イ
テ
ム
が
必
要
だ
け
ど
所

初
期
装
備
に

が
生
え
た

度
の
武

器
だ
か
ら

 
そ
れ
な
ら
今
の
実
力
に
合
わ
せ
て
新
調
し
た
方
が
い
い
し
ね

な
る
ほ
ど

 
そ
の
説
明
に
リ
オ
ン
は
納
得
し

ハ
チ
マ
ン
は
少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

確
か
に
リ
オ
ン
や
ク
リ
シ

ナ

そ
れ
に
ユ
キ
ノ
や
ク
ル
ス
に
も

 
あ
る

度
の
レ
シ
ピ
を
覚
え
て
も
ら

て
素
材

集
も
手
伝

て
ほ
し
い
所
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
上
げ
た
四
人
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
中
で
も

と
呼
ば
れ
る
面
々
で
あ

た

俺
も
別
に
自
分
が
馬

だ
と
は
思
わ
な
い
が

 
さ
す
が
に
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
物
の
種

と

が
多
す
ぎ
て
な

任
せ
て

そ
う
い
う
の
は
得
意
だ
か
ら

頼
む

マ
ジ
で

俺
と
キ
リ
ト
じ

の
出
来
の
問
題
で

限
界
が
あ
る
ん
だ
よ

そ
こ
で
俺
を

き
込
む
な
よ

俺
だ

て

や
二

の
素
材
と
そ
の
用

く
ら
い
覚
え
て
る

よ
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マ
ジ
か
よ

こ
の
ゲ

ム

め

お
前
が
言
う
な

 
ア
サ
ギ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
生
活
は

こ
う
し
て

乱
の
幕
開
け
と
な
り

 
こ
の
日
か
ら

ア
サ
ギ
と
リ
オ
ン
は
仲
良
く

験

ぎ
に
出
撃
す
る
事
と
な
る

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で

次
か
ら
関
連
の
職
人
話
が
始
ま
り
ま
す
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第
６
７
６
話
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
新
生
産
シ
ス
テ
ム

 
今
日
か
ら
新
し
い
エ
ピ
ソ

ド
で
す

 
少
し
前
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
画
期
的
な
バ

ジ

ン
ア

プ
が
行
わ
れ
た

生
産
シ
ス
テ
ム
の
大

で
あ
る

 

入
さ
れ
た
の
は

設
計
図

エ
ン
チ

ン
ト

パ

ツ
の

念
で
あ
り

 
素
材
を
元
に
パ

ツ
を
作
り

そ
の
パ

ツ
を
組
み
合
わ
せ
る
設
計
図
を
書
き

 
出
来
上
が

た
武
器
に
エ
ン
チ

ン
ト
を

す
と
い
う
三

え
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

 
他
に
も
簡
易
製
作
シ
ス
テ
ム
と
い
う
物
も
あ
る

 
か
つ
て
リ
ズ
ベ

ト
が
ア
ス
ナ
や
ハ
チ
マ
ン

そ
し
て
キ
リ
ト
の
武
器
を
作
る
と
き
に

 
高
品
質
な
製
品
ほ
ど
ハ
ン
マ

を
叩
く
回

が

え
た
事
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
か

 
簡
易
生
産
シ
ス
テ
ム
と
は

ハ
ン
マ

を
使
う
と
い
う
手

を
省
略
し

 
失
敗
な
し
に
確
実
に

し
か
も
一

で
製
品
が
出
来
上
が
る
代
わ
り
に
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品
質
が
常
に
一
定
の
物
し
か
出
来
な
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

 
こ
の
合
成
に
関
す
る
複

の

念
の

入
に
よ
り
ク
ラ
フ
タ

は
完
全
に
二
つ
の
層
に
分
け

ら
れ
た

 
全
て
簡
易
製
作
で
済
ま
せ

ま
る
で

場
で
生
産
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

 
一
定

格
の
そ
れ
な
り
に
性
能
の
い
い
武
器
を
作
る
層
と

 
基
本
オ

ダ

メ
イ
ド
で

素
材
の
質
か
ら
し
て
こ
だ
わ
り
を
見
せ

 
パ

ツ
作
り
の

か
ら
高
品
質
の
品
を
目
指
し

そ
れ
を
自
由
自
在
に
組
み
合
わ
せ
て

 
ハ
イ
エ
ン
ド
な
装
備
を
作
る
層
と
に
分
か
れ
た
の
だ

 
そ
ち
ら
は
当
然
今
ま
で
通
り

ハ
ン
マ

を
使
用
す
る
事
に
な
る
の
だ
が

 
こ
ち
ら
に
は
失
敗
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る

ち
な
み
に
使
う
材
料
の
品
質
が
高
け
れ
ば
高
い

ほ
ど

 
更
に
ハ
ン
マ

で
叩
く
要
求
回

が

え
れ
ば

え
る

高
品
質
な
製
品
が
完
成
す
る
確

が

え
る

 
こ
の

り
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
か
ら
変
わ

て
い
な
い

 
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

入
以
降
そ
う
い

た
素
材

集
を
専
門
に
行
う
プ
レ
イ
ヤ

も
現
れ
た
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い
わ
ゆ
る

り
師
や

集
師
で
あ
る

ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
中
で

物
を

培
す
る
の
も
ブ

ム
の

一
つ
だ

 
プ
レ
イ
ヤ

の
多
く
が

今
や
生
産
系
ス
キ
ル
の
一
つ
や
二
つ
身
に
付
け
て
い
る

 
そ
の
理
由
は

純
に
い
い
金

に
な
る
か
ら
で
あ
る

オ

ダ

メ
イ
ド
の
武
器
は
当
然

が

張
る

 
プ
レ
イ
ヤ

の
金

能
力
が

今
や
そ
の
ま
ま
強
さ
に
直
結
す
る
時
代
な
の
で
あ
る

 
だ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
に
お
い
て
は
個
人
個
人
の
金

能
力
は
そ
れ
ほ
ど
重
要

さ
れ
て
い
な
い

 
何
故
な
ら
ば

専
属
の
職
人
が
三
人
も
い
る
か
ら
だ

 
そ
の
三
人
は
今
日
ハ
チ
マ
ン
の
召
集
を
受
け
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
四
人
で
会
議
を

行

て
い
た

さ
て

今
日
集
ま

て
も
ら

た
の
は
他
で
も
な
い

 
ア
サ
ギ
が
一
日
に
し
て
上
級
武
器
を
装
備
出
来
る
よ
う
に
な

た

 
そ
の
新
し
い
装
備
に
関
し
て
話
を
し
た
い
と
思

た
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
リ
ズ
ベ

ト
以
外
の
二
人
が
驚
い
た
顔
を
し
た

え

一
日
で
で
す
か

そ
れ
は
ま
た
や
ら
か
し
ま
し
た
ね
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お
い
ナ
タ
ク

俺
が
何
か
や
ら
か
し
た
よ
う
な
表
現
を
使
う
の
は
や
め
て
く
れ

僕
は
別
に

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が

と
は
言

て
ま
せ
ん
け
ど

そ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い

気
ま
ず
そ
う
な
顔
を
し
た

で
も
や
ら
か
し
た
の
は
事
実
だ
け
ど
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
が
横
か
ら
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は
反

出
来
ず
に

り
込
ん
だ

 
心
当
た
り
が
あ
り
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る

ま
あ
そ
う
よ
ね

で

ハ
チ
マ
ン
は
何
を
し
た
の

 
ス
ク
ナ
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を

れ
た
顔
で
見
つ
つ

リ
ズ
ベ

ト
に
そ
う

ね
た

に
い
る
敵
を
一
気
に
全
部
釣

て
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
と
三
人
で
何
度
も
無
双
し
て
た
わ

 
つ
い
で
に
連
合
の
若
手

い
パ

テ

ユ
ニ
オ
ン
を
壊
滅
さ
せ
た
の
よ
ね

い
つ
も
通
り
じ

な
い

う
ん

い
つ
も
通
り

ま

ま
あ
そ
う
か
も
な

あ
あ

だ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
悪
口
が

酒
場
と
か
で
広
が

て
た
ん
で
す
ね
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そ
れ
も
い
つ
も
の
事
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
立
場
上

色
々
言
わ
れ
る
の
は
日
常
茶

事
だ

た

 
そ
う
い

た
事
へ
の
関
心
は
か
な
り

い
の
で
あ

た

そ
れ
と
は
別
に

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
の
名
が
急
速
に
広
ま

て
ま
し
た
ね

 
お
か
げ
で
魔
力

収
系
の
エ
ン
チ

ン
ト
の
素
材
が
か
な
り
品
薄
に
な

て
ま
す

そ
う
な
の
か

は
い

リ
オ
ン
さ
ん

我
が
名
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

 

て

大
に
名
乗
り
を
上
げ
た
み
た
い
じ

な
い
で
す
か

 
そ
の
せ
い
か
か
な
り
噂
に
な

て
ま
す
よ

も

と
も
名
前
ま
で
は
伝
わ

て
な
い
み
た
い
で

す
け
ど
ね

そ
れ
は
あ
い
つ
の
自
業
自
得
だ
か
ら
ま
あ
い
い
だ
ろ
精
々
魔
法
少
女
と
し
て
名
を
上
げ
れ
ば

い
いぶ

ふ

 
事
情
を
知
る
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
の
言
葉
に

き
出
し
た

 
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
は
事
情
が
分
か
ら
な
い

か
ん
と
し
て
い
た
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そ
ん
な
二
人
に
リ
ズ
ベ

ト
が
事
情
を
説
明
し

 
二
人
は
苦
笑
し
つ
つ
も
リ
オ
ン
の
魔
法
少
女
的
装
備
を
色
々
開
発
せ
ね
ば
と

 
密
か
に
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
交
わ
し
て
い
た

ま
あ
そ
の
話
は
と
り
あ
え
ず
置
い
て
お
い
て

今
日
頼
み
た
い
の
は

 
さ

き
も
言

た
が
ア
サ
ギ
の
新
し
い
装
備
の
製
作
だ
な

基
本

で
い
い
ん
で
す
よ
ね

あ
あ
バ
ル
・
バ
ラ
も
前
回
は
使
わ
な
か

た
み
た
い
だ
が
こ
の
機
会
に
強
化
す
べ
き
だ
ろ

う
な

 
な
の
で
そ
の
二
つ
に
つ
い
て

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
相
談
し
た
い
と
思

て
な

本
人
の
希
望
も

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね

そ
う
思

て
ち

ん
と
ア
サ
ギ
も
呼
ん
で
あ
る

ま
も
な
く
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
る
は
ず
だ

そ
れ
じ

あ
も
う
少
し
待
ち
ま
す
か

あ

じ

あ
そ
の
間
に
私
は

日
使

た
装
備
の
メ
ン
テ
を
し
て
お
く
ね

悪
い
な
リ
ズ

頼
む
わ

 
今
日
こ
こ
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
の
は

ハ
チ
マ
ン
の

と
キ
リ
ト
の

王
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ア
ス
ナ
の

姫
と

リ
オ
ン
の
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
で
あ

た

オ

ケ

オ

ケ

任
せ
と
い
て

ま
あ
基
本

ア
サ
ギ
に
つ
い
て
は
三
人
に
任
せ
る
つ
も
り
だ

 
俺
は
こ
の
後

リ
オ
ン
と
ク
リ
シ

ナ

そ
れ
に
ユ
キ
ノ
と
セ
ラ
フ

ム
を
連
れ
て

 
グ
ロ

テ

鉱
山
の
奥
に
素
材

集
に
出
て
く
る

あ
そ
こ
で
す
か

そ
れ
は
ユ
キ
ノ
さ
ん
が
い
な
い
と

目
で
す
ね

そ
れ
も
理
由
の
一
つ
だ
が
今
回
は
学
力
が
高
い
奴
を
選
ん
で
連
れ
て
い
く
事
に
し
た
ん
だ
よ

 
素
材
に
関
す
る
知
識
も
覚
え
て
ほ
し
く
て
な

あ
あ

確
か
に
素
材
の
種

も
用

も
爆
発
的
に

え
た
わ
よ
ね

 
ス
ク
ナ
は

そ
の
四
人
な
ら
確
か
に

役
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ

そ
う
相

を
う

た

な
の
で
そ
の
四
人
の
手
が
空
い
た
時
に
で
も

 
う
ち
の
メ
ン
バ

専
用
ペ

ジ
に
素
材
の
デ

タ
ベ

ス
を
作

て
も
ら
う
つ
も
り
だ

あ
あ

そ
れ
は
助
か
る
わ

リ
ズ
は
特
に
そ
う
だ
ろ
う
な

悪
か

た
わ
ね

ど
う
せ
私
の
成

は
平

よ
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冗
談
だ

て

大
丈
夫

俺
も
全
然
覚
え
き
れ
て
な
い
か
ら
な

私
も
無
理
ね

 
ス
ク
ナ
も
苦
笑
い
し
な
が
ら
そ
う
言
い

リ
ズ
ベ

ト
も
う
ん
う
ん
と

い
た

ま
あ
そ
う
よ
ね

ナ
タ
ク
君
が
お
か
し
い
だ
け

え
え

す
み
ま
せ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
丁
度
そ
こ
に
ア
サ
ギ
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た

そ
の
話
は
そ
こ
で
と
り
あ
え
ず
終
わ
り
と

な

た
い
や

時
間
通
り
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
ち

と
話
す
か

 
そ
し
て
ア
サ
ギ
を
交
え
て
の
話
し
合
い
が
始
ま

た

さ
て

日
は
通
常
時
は

で
攻
撃

 
防
御
時
は

を
大
き
く
し
て
受
け
止
め
る

み
た
い
な
運
用
だ

た
よ
な

う
ん

で
も
そ
れ
だ
と
や

ぱ
り
不

か
な

て

ま
あ
確
か
に
そ
こ
ま
で

を
巨
大
化
さ
せ
る
ケ

ス
な
ん
て

滅
多
に
無
い
か
ら
な

を
盾
の
代
わ
り
に
使
え
れ
ば
い
い
の
か
な

て
思

た
ん
だ
け
ど
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あ
あ

そ
れ
な
ら
ア
サ
ギ
さ
ん

を
使

て
み
ま
す
か

そ
れ

て
ど
ん
な

体
的
に
は
こ
ん
な
や
つ
で
す

 
ナ
タ
ク
は
奥
か
ら
サ
ン
プ
ル
と
し
て

製
品
の

を
持

て
き
た

 
こ
の
場
合
の

製
品
と
は

簡
易
生
産
品
と
い
う
事
で
あ
る

こ
れ
を

に
は
め
て

を
持
つ
じ

な
い
で
す
か

う
ん

で

手
を
曲
げ
て

手
の
甲
を
正
面
に
向
け
る
よ
う
に

手
を

え
て

 

手
の

を
こ
う
は
め
る
と

あ
あ

に
は
め
込
み
式
の
盾
に
す
る
の
か

は
い

大
き
さ
も
二
種

く
ら
い
な
ら

キ

ワ

ド
で
対
応
出
来
ま
す
し
ね

そ
れ

い
い
か
も

 
ア
サ
ギ
は
そ
れ
で
イ
メ

ジ
が

い
た
の
か

わ
く
わ
く
し
た
顔
で
そ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
サ
ン
プ
ル
を
作

て
み
ま
す
ね

僕
に
五
分
下
さ
い

え

そ
ん
な
に
す
ぐ
に
出
来
る
の
か
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は
い

任
せ
て
下
さ
い

 
そ
し
て
ナ
タ
ク
は
そ
の
場
で
エ
ン
チ

ン
ト
を
始
め
た

エ
ン
チ

ン
ト

セ

ト

自
在

大
き
さ
指
定

大

小

セ

ト

 
ナ
タ
ク
が
そ
う

え
た

間
に

が

か
に
光
を
発
し
た

エ
ン
チ

ン
ト
セ

ト
ア
タ

チ
メ
ン
ト
対
象
指
定

シ
リ
ア
ル

２
５
９

 
シ
リ
ア
ル
と
い
う
の
は
ど
う
や
ら

そ
の
装
備

に

り

ら
れ
た
番

の
よ
う
だ

 
そ
し
て

が

か
に
光
を
発
し

手
の
甲
の
側
が
少
し

り
上
が

た

 
更
に
ナ
タ
ク
は
続
け
て
こ
う
言

た

エ
ン
チ

ン
ト

セ

ト

自
在
キ

ワ

ド

大

ラ

ジ

小

ス
モ

ル

 
エ
ン
チ

ン
ト

セ

ト

ア
タ

チ
メ
ン
ト
キ

ワ

ド

デ

フ

ン
ス

 
そ
し
て

と

は
再
び
光
を
発
し

ナ
タ
ク
は
に
こ
や
か
な
顔
で
ア
サ
ギ
に
言

た

そ
れ
じ

あ
こ
の
二
つ
を
装
備
し
て
み
て
下
さ
い

う
ん

 
ア
サ
ギ
は
そ
の
二
つ
を
ナ
タ
ク
か
ら
受
け
取
り

を
は
め

を
手
に
持

た

次
に

デ

フ

ン
ス

と

え
て

を

に
近

け
て
下
さ
い
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デ

フ

ン
ス

 
そ
の

間
に

は

に
ピ
タ
リ
と
装
着
さ
れ
た

あ

盾
み
た
い
な
感
じ
に
な

た
わ

最
後
に
ラ

ジ

ス
モ

ル
と

当
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
言

て
み
て
下
さ
い

ラ

ジ

 
そ
の

間
に

に
は
ま

た

が
大
き
く
な

た

ス
モ

ル

 
次
に
ア
サ
ギ
が
そ
う

え
る
と

は
元
の
大
き
さ
に

た

ま
あ
こ
ん
な
感
じ
で
す
ね

凄
い
凄
い

ち
な
み
に
も
う
一
回
デ

フ

ン
ス
と

え
る
と

か
ら
外
れ
ま
す
よ

デ

フ

ン
ス

 

は
あ

さ
り
と

か
ら
外
れ

ア
サ
ギ
の
手
に

い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
移
動
し
た

そ
れ
じ

あ
最
後
に

ラ

ジ
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お
 
ア
サ
ギ
が
自
発
的
に
そ
う

え
る
と

そ
の

態
の
ま
ま

は
⻑
く
な
り

剣
の
よ
う
に

な

た
教
え
な
く
て
も
応
用
出
来
ま
し
た
ね

ア
サ
ギ
さ
ん
は
凄
い
な

多
分
こ
う
か
な

て
思

て

 
ア
サ
ギ
は
少
し

れ
な
が
ら
ナ
タ
ク
に
そ
う
言

た

ま
あ
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
ど

ど
う
で
す
か

こ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
こ
う
し
て
基
本
方
針
は
決
ま

た

 
あ
と
は
デ
ザ
イ
ン
や

他
に
ギ
ミ

ク
を
エ
ン
チ

ン
ト
す
る
か
ど
う
か
の
相
談
で
あ
る

そ
れ
も
そ
う
だ
け
ど

別
口
で
タ
ン
ク
だ
か
ら
ア
イ
ゼ
ン
は
必
須
と
し
て

 
バ
ル
・
バ
ラ
は
ど
う
し
ま
し

か

ス
タ
ン
と
か
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
あ
れ
は
本
当
に
一

の
足
止
め
に
し
か
な
り
ま
せ

ん
が
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相
手
に

性
が
あ

て
も
発
動
し
ま
す
し
ね

一

敵
の
足
が
止
ま
る
だ
け
で
も

確
か
に
タ
ン
ク
は
楽
に
な
る
か
も
な

で
も
ど

ち
も
エ
ン
チ

ン
ト
の
素
材
が
足
り
な
い
わ
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
俺
が

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ

に
顔
を
出
し
て

 
使
え
そ
う
な
素
材
が
あ
る
か
見
て
く
る
わ

話
し
合
い
の
方
は
四
人
で
続
け
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

お
願
い
し
ま
す

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
と
は
六
人
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が

し
て
い
る
素
材
店
で
あ
る

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

い
物
の

に

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ

へ
と
向
か

た
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第
６
７
７
話
 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
六
姉
妹

さ
て

い
い
素
材
が
入

し
て
い
れ
ば
い
い
ん
だ
が
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ン
の
裏
通
り
に
入
り

複
雑
な
町

み
を

迷
う
事
な
く
進
ん
で
い

た

 
そ
れ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
歩
い
た
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は

路
地
の
突
き
当
た
り
に
あ
る
一

の
店
の
前
に
い
た

 
ち
な
み
に

の

は
一
切
出
て
い
な
い

こ
の
店
の
名
は

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ

 
一
部
の
ベ
テ
ラ
ン
プ
レ
イ
ヤ

し
か
知
ら
な
い

れ
家
的
な
素
材
店
で
あ
る

さ
て
と

パ
ス
ワ

ド
入
力

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ

と

 
ハ
チ
マ
ン
が
店
の
前
の
コ
ン
ソ

ル
に
そ
う
入
力
す
る
と

店
の
ド
ア
が
音
も
な
く
開
い
た

 
そ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら

こ
の
店
が
プ
レ
イ
ヤ

ズ
ホ

ム
だ
と
い
う
事
が
分
か
る

リ
ツ

い
る
か

あ

ハ
チ
マ
ン
君

い
ら

し

い
ま
せ
な
の
に

 
ハ
チ
マ
ン
の
呼
び
か
け
に
応
え

 
カ
ウ
ン
タ

か
ら
に
こ
や
か
に
返
事
を
し
て
き
た
こ
の
女
性
の
名
は
リ
ツ
と
い
う
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種
族
は
語
尾
か
ら
分
か
る
よ
う
に
ケ

ト
シ

で
あ
る

相
変
わ
ら
ず
こ
こ
は
ガ
ラ
ガ
ラ
だ
よ
な

ま
あ
こ
の
店
の
事
は
一
部
の
人
し
か
知
ら
な
い
か
ら
に

そ
れ

て
店

て
言
え
る
の
か

は
大
丈
夫
な
の
か

問
題
な
い
の
に

や

と
水
の
心
配
が
い
ら
な
く
て
敵
も
い
な
い

 
安

の
地
に
た
ど
り
着
け
た
ん
だ
も
の

ほ
ど
に

い
で
姉
妹
仲
良
く

ら
し
て
い
く
に

そ
の
設
定
も
相
変
わ
ら
ず
だ
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
リ
ツ
は
何
も
答
え
ず

ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
ん
で
い
る
だ
け
だ

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
庭
か
ら
人
の
気
配
を
感
じ

そ
ち
ら
に
目
を
や

た

 
そ
こ
に
は
真
ん
中
か
ら
切
断
さ
れ
た

の

両
の
オ
ブ
ジ

が

座
し
て
い
た

 
と
い
う
か

オ
ブ
ジ

と
い
う
よ
り
は

両
そ
の
も
の
で
あ
る

 
そ
の
横
に
は
立

な
緑
色
の
葉
を
つ
け
た
木
が
立

て
お
り

時
々
光
を
発
し
て
い
る

 
そ
の
木
の
向
こ
う
か
ら

気
配
の
主
が

を
現
し
た

ハ
チ
マ
ン

お
う
リ
ン

今
日
も
い
つ
も
通
り
無
愛
想
だ
な
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な冗
談
だ
冗
談

元
気
だ

た
か

あ
あ

そ
う
か

ち

と
商
品
を
見
せ
て
も
ら
う
ぞ

分
か

た

在

は

し
て
る
か
ら
何
で
も

い
て

お
う

サ
ン
キ

 
こ
の
女
性
の
名
は
リ
ン

こ
の
店
の
在

管
理
担
当
で
あ
り

 
基
本
リ
ツ
と
一

に
店
番
を
し
て
い
る
女
性
で
あ
る

 
リ
ン
は
結
わ
え
た
後
ろ

が
真

直
ぐ
上
を
向
い
て
い
る
珍
し
い

型
を
し
て
お
り

 
実
は
戦
う
と
強
い
と
い
う
噂
の
重
機
系
女
子
で
あ
る

 
何
故
重
機
系
か
と
い
う
と

在

を
管
理
し
て
い
る
立
場
上

 
重
い

物
を
持
つ
必
要
性
が
あ
る
事
か
ら

Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
ガ
ン
上
げ
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
る

リ
ツ

客
か

て

ハ
チ
マ
ン
じ

ね
え
か

久
し
ぶ
り
だ
な

お
う
リ
ク

久
し
ぶ
り

て

あ
あ

そ
れ
が
噂
の

て
奴
か

ち

と
触
ら
せ
て
く
れ
よ
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ん

あ
あ

別
に

わ
な
い
ぞ

ほ
れ

う
わ

こ
の
手
触
り

こ
の

り
の
曲
線
も
い
い
仕
事
し
て
や
が
る

 
こ
う
し
て
持

て
る
だ
け
で

ビ
ン
ビ
ン
と
オ

ラ
が
伝
わ

て
き
や
が
る

相
変
わ
ら
ず
お
前
が
何
を
言

て
る
の
か
よ
く
分
か
ら
ん

け
え
事
は
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
よ

 
こ
の
女
性
の
名
は
リ
ク

ご

の
通
り

色
々
な
装
備
を

で
回
す
の
が
趣
味
だ
と
い
う

 
一
風
変
わ

た
女
性
で
あ
る

そ
し
て
そ
の
後
ろ
か
ら

更
に
三
人
の
女
性
が

を
現
し
た

あ

ハ
チ
マ
ン

久
し
ぶ
り
じ

な
い

リ

ウ
か

お
前
は
相
変
わ
ら
ず
常
に

パ
イ
プ
を
持

て
ん
の
な

厳
選
し
て
い
る
と
は
い
え

こ
こ
に
も
た
ま
に
お
か
し
な
客
が
訪
れ
る
か
ら

 
そ
れ
を

内
戦
闘
で
叩
き
だ
す
に
は

こ
う
い

た

器
が
最

な
ん
だ
よ
ね

 
ま
あ
こ
れ
が
無
い
と
落
ち
着
か
な
い

て
の
が
一
番
の
理
由
な
ん
だ
け
ど
ね

口
調
は
の
ん
び
り
だ
が

言

て
る
事
は
相
変
わ
ら
ず
過
激
だ
な
お
い

あ

リ
ク
が
持

て
る
そ
れ

ハ
チ
マ
ン
君
の
新
し
い
武
器

 

者
じ

な
い
オ

ラ
を
感
じ
る
け
ど

し
に
ち

と
私
と
や
り
あ

て
み
な
い
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相
変
わ
ら
ず
お
前
は
戦
闘
狂
だ
な

悪
い
が
遠

し
て
お
く

あ
ら

残
念

だ
わ
ね

 
こ
の
間

び
す
る
話
し
方
を
す
る
女
性
は
姉
妹
の
⻑
女
の
リ

ウ

 
そ
の
会
話
の
通
り

戦
う
事
が
三
度
の

よ
り
も
大
好
き
と
い
う

戦
闘
狂
で
あ
る

あ

ハ
チ
マ
ン

待
ち
く
た
び
れ
た
の
な

今
日
は
ま
た
リ
ナ
を
外
に
連
れ
出
し
て
く
れ

る
の
な

場
合
に
よ

て
は
な

そ
れ
じ

あ
準
備
し
て
く
る
の
な

あ

お
い

 
そ
う
言

て
そ
の
女
性

リ
ナ
は
店
の
奥
の
居

ス
ペ

ス
へ
と
消
え
て
い

た

 
好
奇
心

な
性
格
を
し
て
お
り
特

な
鑑
定
ス
キ
ル
を
持
つ
リ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
か
な
り

懐
い
て
い
る

 
そ
の
せ
い
で

事
あ
る
ご
と
に
ハ
チ
マ
ン
と
同
行
し
て
外
に
出
た
が
る
の
だ

 
最
初
他
の
者
達
は

リ
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
外
に
出
る
事
に
難
色
を

し
て
い
た
が

 
一
度
六
人
全
員
が
ハ
チ
マ
ン
に
同
行
し
て
素
材
収
集
に
出
た
後
は
す

か
り
ハ
チ
マ
ン
の
事
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を
信
頼
し

 
今
は
一

に
出
か
け
る
事
に
文

を
言
う
事
も
な
く
な

て
い
た

あ
あ
リ
ン

今
日
の
リ
ナ
は
ど
の
リ
ナ
だ

今
日
は
リ
ナ

だ
よ

ハ
チ
マ
ン

リ
ナ

か

サ
ン
キ

リ
ン

 
そ
の
他
に
特

す
べ
き
点
と
し
て
よ
く
分
か
ら
な
い
が
リ
ナ
は
ど
う
や
ら
六
人
い
る
ら
し

い 
会
話
し
た
感
じ
か
ら

中
身
が
別
人
と
い
う
事
は
無
い
よ
う
な
の
だ
が

 
さ
り
と
て
多
重
人
格
と
い
う

で
も
な
い
ら
し
い

 
と
に
か
く
リ
ナ
は
日
に
よ

て

リ
ナ

チ

リ
ナ
ジ

リ
ナ

リ
ナ
ヨ

リ
ナ
コ

リ

ナ
ム
と
い
う

 
六
人
の
う
ち
の
誰
か
と
し
て

舞
う
の
で
あ
る

 
も

と
も
一
人
称
は
常
に
リ
ナ
ち

ん
な
の
で
そ
の
事
実
を
知
る
者
は
ハ
チ
マ
ン
以
外

に
は
い
な
い

 
そ
の
事
に
つ
い
て
ハ
チ
マ
ン
は
特
に

索
す
る
事
も
な
く
リ
ナ
の
好
き
に
さ
せ
る
事
に
し
て
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い
た

 
ハ
チ
マ
ン
に
と

て
の
リ
ナ
は

妹
の
よ
う
な
存
在
な
の
で
あ
る

 
そ
し
て
最
後
に
も
う
一
人
の
妹
的
存
在
が

を
現
し
た

そ
の
名
を
リ

ク
と
い
う

ど
う
し
て
リ
ナ
が

か
れ
て
る
の
か
と
思

た
ら
ハ
チ
マ
ン
じ

ん

 
こ
れ
か
ら
ど

か
行
く

そ
れ
な
ら
私
も
準
備
し
て
く
る
じ

ん

一
応
出
か
け
は
す
る
が

お
前
を
連
れ
て
い
く
か
ど
う
か
は
ま
だ

あ

あ

こ
え
な
い

こ
え
な
い

直
ぐ
に
準
備
し
て
く
る
じ

ん

待
て

て

も
う
い
ね
え

 
当
の
リ

ク
は

リ
ナ
同
様
に
素

く
店
の
奥
に

て
い
た

 
何
と
も
強
引
な
事
で
あ
る

ち
な
み
に
リ

ク
は
素
材
に
関
し
て
の
知
識
は
か
な
り
の
も
の

で 
リ
ナ
と
同
じ
く
好
奇
心

な
性
格
を
し
て
い
る

はご
め
ん
と
し
か
言
え
な
い
わ
ね

ハ
チ
マ
ン
君

今
日
も
し
余

が
あ
る
ん
だ

た
ら
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悪
い
ん
だ
け
ど
あ
の
二
人
を
外
に
連
れ
出
し
て
欲
し
い
に

 
あ
の
二
人
最
近

分
退
屈
そ
う
に
し
て
た
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
連
れ
出
さ
な
い
と
爆
発
し
そ
う

な
の
に

そ
う
い
え
ば
最
近
こ
こ
に
は
顔
を
出
せ
て
な
か

た
か
ら
な

 
ま
あ
今
日
は
ち

う
ど
グ
ロ

テ

鉱
山
の
奥
に
行
く
つ
も
り
だ
か
ら

 
二
人
を
連
れ
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
て
く
る
わ

グ
ロ

テ

鉱
山
の
奥

て

本
当
の
奥

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か

外
か
ら
リ
ン
が
ひ

こ
り
顔
を
出
し

そ
う
言

た

お
う

そ
の

に
ユ
キ
ノ
を
呼
ん
で
あ
る
か
ら
な

あ

そ
れ
じ

あ
余

た
素
材
を

て
欲
し
い
の
に

 
あ
そ
こ
の
素
材
は
ハ
チ
マ
ン
君
達
以
外
か
ら
の
仕
入
れ
ル

ト
が
無
い
か
ら
に

も
ち
ろ
ん
そ
の
つ
も
り
だ
そ
れ
じ

あ
ユ
キ
ノ
達
に
は
こ
こ
に
直
接
来
る
よ
う
に
言

て
お

く
か
ら

 
こ
こ
で
ち

と
待
た
せ
て
も
ら
う
事
に
す
る
か

あ
い
に

今
お
茶
を
入
れ
る
に
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リ
ツ
は
そ
う
言

て

居

ス
ペ

ス
へ
と
消
え
て
い

た

 
代
わ
り
に
話
し
か
け
て
き
た
の
は
リ
ン
で
あ
る

と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン

今
日
は
何
の
素
材
が
必
要
な
の

お

と
そ
う
だ

た
そ
う
だ

た
魔
法

収
系
の
エ
ン
チ

ン
ト
素
材

て
ま
だ
あ
る

か 
最
近
品
薄
だ
と

い
た
か
ら

目
元
で
来
て
み
た
ん
だ
が

無
い

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
ち

ん
と
あ
る
よ

 
ハ
チ
マ
ン
が
い
る
だ
ろ
う
な
と
思
う
素
材
は

ち

ん
と
別
に
キ

プ
し
て
あ
る
か
ら

マ
ジ
か

お
前
は
神
か

お
だ
て
て
も
素
材
以
外
は
何
も
出
な
い
ぞ

い
や

十
分
だ

本
当
に
あ
り
が
と
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
に
真

直
ぐ
な
感
謝
の

線
を
向
け
ら
れ
た
リ
ン
は

 
や
や
顔
を

く
し

心

の

り
を
押
さ
え
な
が
ら
言

た

い

今
私
に

を

ら
な
か

た
か

ま
た
そ
れ
か
よ

意
味
が
分
か
ん
ね
え
よ
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ハ
チ
マ
ン
は
何
度
か
同
じ
事
を
言
わ
れ
て
い
る
ら
し
く

れ
た
顔
で
そ
う
言

た

ち

違
う
な
ら
別
に
い
い

 
リ
ン
は
そ
う
言
う
と

素
材
を
持

て
く
る
と
言

て
外
に
出
て
い

た

な

リ

ウ

リ
ク

て
何
の
事
だ

多
分
心

が
ド
キ
ド
キ
し
た
ん
だ
わ
ね

褒
め
ら
れ
て
恥
ず
か
し
か

た
ん
だ
ろ

あ
い
つ
は
人
に
慣
れ
て
ね
え
か
ら
な

れ

し
み
た
い
な
も
の
か

そ
ん
な
感
じ
に

き

と
本
心
で
は
リ
ナ
ち

ん
や
リ

ク
ち

ん
み
た
い
に

 
ハ
チ
マ
ン
君
に

え
た
い
と
思

て
る
の
に
違
い
な
い
に

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
高
い
高
い
で
も
し
て
く
る
か

高
い
高
い

な
ん
だ
そ
れ

ま
あ
実

に
や

て
く
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
外
に
出
る
と

丁
度
倉

か
ら
出
て
き
た
リ
ン
の
前
に
立

た

ど
う
し
た
ハ
チ
マ
ン

ま
あ
い
い
か
手
間
が
省
け
た
な

こ
れ
が
そ
の
素
材
だ

お
う

サ
ン
キ
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ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず
そ
の
素
材
を
先
に
受
け
取
り

ア
イ
テ
ム
と
し
て
収
納
し
た

 
そ
し
て
お
も
む
ろ
に
リ
ン
の
両

に
手
を
入
れ

思
い

き
り
上
に
投
げ
上
げ
た

ほ

ら
リ
ン

高
い
高

い

え

ひ

 
リ
ン
は
珍
し
く

て
た
よ
う
な

鳴
を
上
げ
て

を
舞
い

そ
の
ま
ま
下
へ
と
落
ち
て
き
た

 
そ
ん
な
リ
ン
を
あ

さ
り
と
キ

チ
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
再
び
リ
ン
を
上
へ
と
投
げ
上
げ
た

ほ

ら
高
い
高

い

な

何
の
つ
も
り
だ

高
い
高

い

だ
か
ら

高
い
高

い

わ

分
か

た
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
下
ろ
せ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
リ
ン
の
言
葉
に
素
直
に

い

リ
ン
を
下
へ
と
下
ろ
し
た

も
う

い
き
な
り
何
な
ん
だ

い
や

何
と
な
く
リ
ン
を

や
か
そ
う
か
と
思

て
な

ど
う
だ

面
白
か

た
か
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そ
う
言
わ
れ
た
リ
ン
は

き

と
ん
と
し
た
顔
を
し
た
後

 
顔
を

く
し

下
を
向
き
な
が
ら
言

た

ま

ま
あ
確
か
に
ち

と
面
白
か

た
が

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

何
な
ん
だ
ま

た
く

こ
ん
な
感
じ
で
ど
う
だ

 
そ
う
言

て

り
返

た
ハ
チ
マ
ン
の
目
の
前
に
リ
ツ
と
リ
ク
と
リ

ウ
が
一

に

ん
で

い
たな

何
だ
よ
お
ま
え
ら

ず
る
い
の
に

次
は
私
の
番
に

そ
の
次
は
俺
な

私
は
そ
の
次

だ
わ
ね

マ
ジ
か
よ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
三
人
を

番
に
高
い
高
い
し
た

 
リ
ツ
は
無

気
に
喜
ん
で
く
れ

リ
ク
は
ず

と
笑

て
い
た
が
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リ

ウ
は
落
ち
る
時
に
ハ
チ
マ
ン
を
狙

て

パ
イ
プ
を

り
下
ろ
し
て
き
た

危
な

お
い
リ

ウ

お
前
い
い
加

に
し
ろ

と
か
言
い
な
が
ら
も

ち

ん
と
防
い
で
る
よ
ね

当
た
り
前
だ

そ
ん
な
も
ん
ま
と
も
に
く
ら

た
ら
死
ぬ
わ

ダ
メ

ジ
は
通
ら
な
い
は
ず
だ
わ
ね

え
だ

え

と
に
か
く
お
前
は
そ
う
い
う
事
を
す
る
ん
じ

ね
え
よ

こ
の
戦
闘
狂
め

あ

ず
る
い

ね

ね
達
が
楽
し
そ
う
な
事
を
し
て
る
の
な

ハ
チ
マ
ン

ど
う
い
う
事

私
達
に
も
す
る
じ

ん

ま
た
め
ん
ど
く
さ
い
の
が

は

分
か

た
分
か

た
お
前
ら
も
こ

ち
に
来
い

て

 
ハ
チ
マ
ン
は
リ
ナ
と
リ

ク
を
呼
び

同
じ
よ
う
に
高
い
高
い
し
た

お
お

リ
ナ
ち

ん
は
今

空
を
飛
ん
で
る
の
な

こ
れ
が
落
ち
る
と
い
う
感
覚

覚
え
て
お
く
じ

ん

 
そ
ん
な
事
を
何
度
か

り
返
す
う
ち
に

皆
満
足
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

 
丁
度
そ
の
時
入
り
口
の
ド
ア
が
開
き

外
か
ら
ユ
キ
ノ
が
ひ

こ
り
と
顔
を
出
し
た

リ
ツ
さ
ん

い
る

ハ
チ
マ
ン
君
が
先
に
来
て
い
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
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あ

ユ
キ
ノ
ち

ん

こ

ち
こ

ち

 
ユ
キ
ノ
は
リ
ツ
に
連
れ
ら
れ

そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
て

れ
た
顔
を
し
た

あ
ら
あ
ら

分
と
楽
し
そ
う
ね

お
う

楽
し
い
ぞ

な

リ
ナ

あ

ユ
キ
ノ

久
し
ぶ
り
な
の
な

ユ
キ
ノ

久
し
ぶ
り

今
日
は
リ
ナ
と
二
人
で
ご
一

さ
せ
て
も
ら
う
じ

ん

あ
ら
そ
う
な
の
ね

そ
れ
は
心
強
い
わ

後
ろ
の
三
人
は
見
た
事
ね
え
な

新
人
か
あ

ご
め
ん
な
さ
い
リ
ク
さ
ん

紹
介
が

れ
た
わ
ね

こ
の
三
人
は
う
ち
の
新
人

 
そ
の
う
ち
二
人
は
ま
あ
そ
れ
ほ
ど
新
し
い
メ
ン
バ

じ

な
い
の
だ
け
れ
ど

 
と
り
あ
え
ず
紹
介
す
る
わ

セ
ラ
フ

ム

ク
リ
シ

ナ

そ
れ
に
リ
オ
ン
よ

初
め
ま
し
て

セ
ラ
フ

ム
で
す

皆
さ
ん
の
お
噂
は
か
ね
が
ね

ク
リ
シ

ナ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

リ
オ
ン
で
す

は

初
め
ま
し
て

 
三
人
は

初
め
て
見
る
姉
妹
達
に
自

紹
介
を
し
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こ
う
し
て
七
人
は

グ
ロ

テ

鉱
山
へ
と
向
け
出
発
し
た

 
彼
女
達
の
安

の
地
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
あ

て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
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第
６
７
８
話
 
鉱
山
の
奥
へ

な
の
な

な
の
な

上
機

だ
な

リ
ナ

な

ハ
チ
マ
ン

ど
れ
が
何
リ
ナ
か
分
か
る
の
か

悪
い

さ

き
教
え
て
も
ら

た

む

く
分
か
る
よ
う
に
な
る
の
な

お

お
う

努
力
す
る
わ

ハ
チ
マ
ン

私
の
話
も
ち

ん
と

い
て
よ

ち

ん
と

い
て
る
ぞ

リ

ク

そ
れ
な
ら
い
い
じ

ん

 
リ
ナ
と
リ

ク
の
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
の
両

を
し

か
り
と

め
と
て
も
楽
し
そ
う
に
し

て
い
た

こ
う
し
て
見
る
と
ハ
チ
マ
ン
君
は
や

ぱ
り
お
兄
ち

ん
な
ん
だ
な

て
よ
く
分
か
る
わ
よ

ね
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ハ
チ
マ
ン
様
を
ハ
チ
マ
ン
お
兄
ち

ん

 
も
し
く
は
リ
ナ
ち

ん
に
合
わ
せ
て
に

に
と
呼
ぶ

私
的
に
は
ア
リ

セ
ラ
フ

ム
は
相
変
わ
ら
ず
ハ
チ
マ
ン
の
事
が
大
好
き
よ
ね

リ
オ
ン
ほ
ど
じ

な
い

こ

ち
に
飛
び

し
た

私
は
大
人
だ
か
ら
ち

ん
と
自
制
し
て
い
る

あ
れ
で

 
そ
の
セ
ラ
フ

ム
の
言
葉
に

ユ
キ
ノ
で
さ
え
も
驚
い
た
顔
で

り
返

た

えい

い
い
え

そ
う

自
制
し
て
る
の
ね

な
る
ほ
ど

そ
う

の
精
神
力

 
何
故
か
セ
ラ
フ

ム
は
ド
ヤ
顔
を
し

他
の
者
達
は

 

て
そ
ん
な
に
柔
ら
か
か

た

け
と
も
や
も
や
し
た
気
分
に
な

た

お
前
ら

そ
ろ
そ
ろ
到
着
す
る
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
山

に

れ
る
よ
う
に
口
を
開
け
た
鉱
山
の
入
り
口
前
に
着
地
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し
たこ

ん
な
所
に
鉱
山
が
あ

た
の
ね

ユ
キ
ノ
以
外
は
こ
こ
は
初
め
て
だ
よ
な

敵
も
か
な
り
強
い
し

 
一
応
お
か
し
な
ル

ト
に
入
る
と
落
下
し
た
ら
即
死
み
た
い
な
場
所
も
あ
る
か
ら
注
意
し
て

な 
ち
な
み
に
こ
の
中
は
飛
べ
な
い
か
ら
な

え

そ
ん
な
に
危
険
な
場
所
な
の

一

用
の
メ
イ
ン
ル

ト
は
そ
こ
ま
で
じ

な
い
け
ど
な

た
だ
敵
が
強
い
だ
け
で

ち

と

不
安
に
な
る
よ
う
な
事
を
言
わ
な
い
で
よ

大
丈
夫
大
丈
夫

そ
れ
じ

あ
行
く
か

な
の
な

ハ
チ
マ
ン

お
ん
ぶ

え
ん
な
リ

ク

自
分
の
足
で
歩
け

え

別
に
い
い
じ

ん

い
い
か
ら
さ

さ
と
来
い
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は

い

 
ハ
チ
マ
ン
と
リ
ナ
と
リ

ク
は

そ
う
言

て
先
に

へ
と
侵
入
し
て
い

た

さ
て

私
達
も
行
く
わ
よ

ユ
キ
ノ

入
り
口
付
近

て

敵
は

く
の

滅
多
に

か
な
い
け
ど

メ
イ
ン
ル

ト
を
進
ん
で
る
間
は
一
応
出
る
わ
よ

さ

き
か
ら
言

て
る

そ
の
メ
イ
ン
ル

ト

て
言
葉
が
凄
く
怖
い
ん
だ
け
ど

つ
ま
り
私
達
は

メ
イ
ン
じ

な
い
道
を
行
く

て
事
だ
よ
ね

大
丈
夫
よ

そ
の

に
私
が
い
る
の
だ
か
ら

そ
の
説
明
だ
け
じ

全
然
安
心
出
来
な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
セ
ラ
フ

ム
と
ク
リ
シ

ナ
と
リ
オ
ン
は
大
人
し
く
ユ
キ
ノ
の
後
に
続

い
たユ

キ
ノ

リ
ナ
ち

ん
と
リ

ク
ち

ん

て

戦
闘
力
は
そ
ん
な
に
無
い
よ
ね

 
こ
こ

て
敵
が
か
な
り
強
そ
う
だ
け
ど

大
丈
夫
な
の

ハ
チ
マ
ン
君
が
守
る
で
し

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど
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リ

ク
さ
ん
の
素
材
に
関
す
る
知
識
は
凄
い
の
よ

 
そ
れ
に
リ
ナ
さ
ん
の
解

ス
キ
ル
は
ち

と
特

で
ね
み
ん
な
見
た
ら
き

と
驚
く
わ
よ

鑑
定
ス
キ
ル
と
か
じ

な
く
て

解

 
そ
れ
は
少
し
興
味
が
あ
る
わ
ね

私
に
も
覚
え
ら
れ
る
の
か
し
ら

可
能
で
し

う
け
ど
お
す
す
め
は
し
な
い
わ
そ
も
そ
も
あ
ん
な
ス
キ
ル
が
存
在
す
る
な
ん
て

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
で
す
ら
知
ら
な
か

た
く
ら
い
だ
し

出
現

件
が
ま

た
く
謎
な
の
よ
ね

え

そ
う
な
の

え
え

ま
あ
と
に
か
く
見
れ
ば
分
か
る
わ

 
ユ
キ
ノ
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言
い

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
足
を
止
め
た

ハ
チ
マ
ン
君

ち

と
待

て

ん

ど
う
し
た

こ
れ

こ
こ
に
ほ
ん
の
少
し
だ
け
顔
を
出
し
て
る
の

て

 
も
し
か
し
て
ア
ダ
マ
ン
タ
イ
ト
な
ん
じ

な
い
か
し
ら

ん

表
ル

ト
に
あ
る
な
ん
て
珍
し
い
な

ど
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ユ
キ
ノ
が
指
差
す
先
を
じ

と
見
つ
め
た
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お
前
こ
れ

よ
く
見
つ
け
た
な

ほ
ぼ
完
全
に

ま

て
る
じ

な
い
か
よ

鉱
山
の
中
だ
と

ア
イ
テ
ム
名
が
表

さ
れ
な
い
の
が
難
点
よ
ね

だ
な

と
り
あ
え
ず

て
み
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ピ

ケ
ル
を
取
り
出
し
そ
の
岩
を

り
出
し
て
リ

ク
に
差
し

出
し
た

リ

ク

ど
う
だ

多
分
そ
う
だ
と
思
う
け
ど

で
も
ど
こ
か
違
和
感
が
あ
る
じ

ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
リ
ナ

い
つ
も
の
を
頼
む
わ

う
ん

リ
ナ
ち

ん
に
任
せ
て
な
の
な

 
そ
し
て
リ
ナ
は

そ
の
岩
を
手
に
取
る
と

い
き
な
り
口
に
運
ん
だ

ひ

い
パ
ク

と

え
え
え
え
え
え
え
え
え

リ

リ
ナ
ち

ん
そ
れ

食
べ
ら
れ
る
の

お
腹
を
壊
し
ち

う

い
つ
見
て
も
凄
い
光
景
よ
ね
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俺
達
も
慣
れ
る
ま
で
に
ち

と
時
間
が
か
か

た
か
ら
な

ど
う
い
う
事

ま
あ
見
て
れ
ば
分
か
る

 
そ
し
て
リ
ナ
は

う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら

驚
い
た
顔
を
し
て
い
る
三
人
に
こ
う
告
げ
た

こ
れ
は
普
通
の
ア
ダ
マ
ン
タ
イ
ト
よ
り
も
強
度
が

く
て
そ
の
分
比
重
が

い
な

 
加

す
る
の
に
必
要
な
ス
キ
ル
の

も
多
少

い
み
た
い
な
の
な

と
い
う
事
は
そ
れ

ア
ダ
マ
ン
タ
イ
ト
だ
ね

幸
先
い
い
じ

ん
ね

 
リ
ナ
が
そ
う
分

し

そ
の
結
果
を
元
に

リ

ク
が
そ
う
結

付
け
た

も
し
か
し
て
今
の
が
分

ス
キ
ル

そ
う
だ

リ
ナ
は
食
べ
た
物
の
特
徴
を
言
い
当
て
る
事
が
出
来
る

 
そ
し
て
リ

ク
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
素
材
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
網

し
て
い
る

え

へ
ん

ま
あ
こ
れ
く
ら
い
普
通
じ

ん
ね

お
お

 
方
法
は
と
も
か
く
そ
の
見
事
な
コ
ン
ビ
プ
レ

に
ク
リ
シ

ナ
と
セ
ラ
フ

ム
と
リ
オ
ン
は
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感
心
し
た

 
そ
れ
と
同
時
に

ク
リ
シ

ナ
が
あ

と

き

リ
ナ
に
こ
う

ね
た

あ
れ

で
も
そ
う
し
た
ら

素
材
そ
の
も
の
は
手
に
入
ら
な
い
ん
じ

 
リ
ナ
ち

ん
が
食
べ
ち

た

だ
し

問
題
な
い
の
な

こ
こ
に
あ
る
の
な

 
そ
う
言

て
リ
ナ
は

先
ほ
ど
食
べ
た
物
と

分
違
わ
ぬ

ア
ダ
マ
ン
タ
イ
ト
の

を

 
ス
カ

ト
の
中
か
ら
ひ

い

と
取
り
出
し
て
ク
リ
シ

ナ
に
手

し
た

えい

今
何
を
し
た
の

食
べ
た
物
を
取
り
出
し
た
の
な

ど

ど
こ
か
ら

そ
れ
は
乙
女
の
秘
密
な
の
な

す

凄
く
気
に
な
る

考
え
て
も
無

よ

そ
う
い
う
物
な
ん
だ
と
思
う
し
か
な
い
わ

 
ユ
キ
ノ
や
セ
ラ
フ

ム
は
こ
う
い

た
事
に
さ
ほ
ど

た
り
は
し
な
い
の
だ
が
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ク
リ
シ

ナ
や
リ
オ
ン
の
よ
う
に

学
を
生
業
と
し
て
る
者
か
ら
す
る
と

 
ど
う
し
て
も
何
故
そ
う
な
る
の
か
が
気
に
な

て
仕
方
が
な
い
よ
う
だ

あ

ハ
チ
マ
ン

奥
か
ら
何
か
が
近
付
い
て
き
て
る
の
が
見
え
る
じ

ん

敵
襲
か

多
分
そ
う

こ
の
方
向

 
そ
う
言

て
リ

ク
は

暗
闇
の
奥
を
指
差
し
た

確
か
に
気
配
が
あ
る
な

し
か
し
い
つ
も
思
う
が

リ

ク
は
本
当
に
目
が
い
い
よ
な

い
い
か
ら

く
や

ち

て
よ

私
達
は
ユ
キ
ノ
の
後
ろ
に

れ
て
る
か
ら

お
う

任
せ
ろ

行
く
ぞ
マ

ク
ス

は
い

ハ
チ
マ
ン
様

 
そ
し
て
ク
リ
シ

ナ
が
即
座
に
二
人
に

援
魔
法
を
か
け

 
リ
オ
ン
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
展
開
し
た

目
覚
め
よ

我
が
娘
よ

 
そ
れ
を
見
た
リ
ナ
の
目
が

い
た

そ

そ
れ
は
何
な
の
な
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こ
れ
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア

て
い
う
武
器
だ
よ

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア

じ

る
り

じ

る
り

じ

る
り

て
何

そ
れ

食
べ
て
い
い

だ

目

 
リ
オ
ン
は
そ
う
言

て
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
胸
に

え
た

パ
イ
ス
ラ
再
び
で
あ

る 
そ
れ
を
見
た
ユ
キ
ノ
は
片
手
で
リ
ナ
の

を

で
な
が
ら

笑
顔
で
こ
う
言

た

リ
ナ
ち

ん

食
べ
る
な
ら
こ
の
子
と
あ
の
子
の
胸
を
食
べ
ま
し

う
ね

ひ

ひ
い

そ
れ

て
美
味
し
い
の
な

ど
う
か
し
ら

も
い
で
み
れ
ば
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
も
ぐ
の
な

も
ぎ
ま
し

う
か

ハ

ハ
チ
マ
ン

何
と
か
し
て
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だ
が
リ
オ
ン
の
頼
み
の

の
ハ
チ
マ
ン
は
一
人
で
敵
を
殲
滅
し
て
い
た

忙
し
そ
う
に
し
て

い
た

 
同
時
に
前
に
出
た
セ
ラ
フ

ム
は

ど
う
や
ら
ユ
キ
ノ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
だ
ろ
う

 
胸
を
押
さ
え
て
こ
ち
ら
を

し
て
い
た

あ
ら
あ
ら

二
人
も
ま
だ
ま
だ
ね

お
い
こ
ら
ユ
キ
ノ

お
前
は
戦
闘
中
に
余
計
な
事
を
言
う
ん
じ

ね
え

 
そ
こ
に
戦
闘
を
終
え
た
ハ
チ
マ
ン
が

て
き
て

ユ
キ
ノ
に
苦
情
を
言

た

こ
の
く
ら
い
で
戦
闘
中
に
心
を
乱
す
よ
う
で
は
困
る
の
だ
け
れ
ど

 
確
か
に
今
の
は
や
り
す
ぎ
だ

た
わ
ね

ま
あ
お
前
が
言
い
た
い
事
は
分
か
る
け
ど
な

セ
ラ
フ

ム
も
リ
オ
ン
も

 
ユ
キ
ノ
が
本
気
で
そ
ん
な
事
を
言
う

な
い
だ
ろ

い
く
ら
な
ん
で
も
び
び
り
す
ぎ
だ
ぞ

そ

そ
う
で
す
よ
ね

い
く
ら
ユ
キ
ノ
で
も
そ
ん
な

ご

ご
め
ん
な
さ
い

冗
談
を
真
に
う
け
て
し
ま

て

ク
リ
シ

ナ
み
た
い
に
ど
ん
な
時
で
も
戦
闘
中
は
心
を
乱
さ
ず
そ

ち
に
集
中
す
る
ん
だ
ぞ

ふ
ふ
ん

さ
す
が
は
私
と
い

た
と
こ
ろ
ね
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お
前
も
調
子
に
乗
る
な

ま
あ
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
凄
い
と
思
う
け
ど
な

 
そ
の
会
話
の
間

ユ
キ
ノ
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
だ
け
で
何
も
言
わ
な
か

た
が

 
セ
ラ
フ

ム
と
リ
オ
ン
は
ず

と
ユ
キ
ノ
か
ら
の
プ
レ

シ

を
感
じ

や

が
止
ま
ら

な
か

た

 
そ
の

間
に
大
変
珍
し
い
事
に

ハ
チ
マ
ン
が
ユ
キ
ノ
の

に
拳
骨
を
落
と
し
た

ち

と
ハ
チ
マ
ン
君

い
き
な
り
何
を
す
る
の

や

ぱ
り
お
前
が
悪
い

お
前
の
価

は
そ
う
い
う
所
に
は
無
い
ん
だ
か
ら

 
い
い
加

に
そ
の
事
を
理
解
し
ろ

確
か
に
今
の
は
ち

と
感
情
が
混
じ
り
す
ぎ
て
い
た
わ
ね

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

言
い
た
い
事
は
分
か
る
け
ど
な

と
前
置
き
し
た
よ
う
に

 
ユ
キ
ノ
が
戦
闘
中
に
心
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
と
二
人
を
鍛
え
よ
う
と
し
た
と
認
識
し
て
い
た

が 
さ
す
が
に
戦
闘
後
の
ユ
キ
ノ
の

態
を
見
て
鍛
え
る
と
い
う
に
は
私
情
が
入
り
す
ぎ
て
い
る

と
感
じ

 
こ
こ
で

め
て
お
か
な
い
と
と
思

た
よ
う
だ
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そ
れ
に
対
し
て
ユ
キ
ノ
が
素
直
に
謝

た
事
で
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
以
上
は
何
も
言
わ
な
か

た
さ
て

そ
の
事
は
も
う
い
い
と
し
て

も
う
す
ぐ
出
番
だ
か
ら
頼
む
ぞ
ユ
キ
ノ

そ
う
い
え
ば
そ
ろ
そ
ろ
ね

分
か

た
わ

任
せ
て

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
は
そ
う
初
見
組
に
は

が
分
か
ら
な
い
会
話
を
交
わ
し
一
行
は
再
び
歩

き
出
し
た

 
そ
の
道
中
で
リ
ナ
が

ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
話
し
か
け
て
き
た

そ
れ
に
し
て
も
ハ
チ
マ
ン
は
相
変
わ
ら
ず
強
い
の
な

お
う

俺
は
強
い
ぞ

も
し
ア
カ
ム
シ
と
の
戦
い
の
時
に
ハ
チ
マ
ン
が
い
て
く
れ
た
ら

き

と

前
も
そ
ん
な
事
を
言

て
た
気
が
す
る
が

ア
カ
ム
シ

て
何
だ

う
う
ん

何
で
も
な
い
の
な

今
が
幸
せ
だ
か
ら
問
題
な
い
の
な

ふ

ん

ま
あ
リ
ナ
や
リ

ク
や
他
の
み
ん
な
が
幸
せ
だ

て
言
う
な
ら
そ
れ
で
い
い

リ
ナ
は
色
々
な
物
が
食
べ
ら
れ
て
嬉
し
い
の
な

私
は
こ
の
広
い
世
界
の
事
を
も

と
知
り
た
い
じ

ん
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そ
う
か

ま
あ
ち

く
ち

く
連
れ
出
し
て
や
る
か
ら
一

に
冒
険
し
よ
う
な

な
の
な

約
束
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
歩
い
た
と
こ
ろ
で

ユ
キ
ノ
が
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
た

ハ
チ
マ
ン
君

そ
ろ
そ
ろ
最
初
の
分
か
れ
道
よ

お

も
う
着
い
た
か

今
日
は
敵
が
少
な
く
て
ラ

キ

だ

た
な

こ
の
横
道
に
入
る
の

違
う
違
う

あ

ち
だ
あ

ち

 
確
か
に
そ
こ
に
は
奥
へ
と
続
く
横
道
が
あ

た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
が
指
差
し
た
の
は
そ
こ
か
ら
横
に
反
れ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る

で
あ

た
ハ
チ
マ
ン
様

そ

ち
に
は
道
が
無
い
の
で
は

あ

一
応
道

い
の
が
あ
る
に
は
あ
る
わ
ね

う
わ

何
こ
こ

ま
さ
か
こ
こ
を

れ

て
い
う
の

 
そ
ん
な
一
行
の
前
に

を
現
し
た
の
は

下
が
見
え
な
い

深
い

と
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そ
こ
に
か
か

た

セ
ン
チ
し
か

が
な
い
岩
の
釣
り
橋
と
い
う
道
と
呼
ぶ
に
は

す
ぎ
る

道
で
あ

た
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第
６
７
９
話
 
ハ
チ
マ
ン

ご
乱
心

あ
の
道
み
た
い
な
の

片
足
く
ら
い
の

し
か
無
く
な
い

無
理

こ
ん
な
の
絶
対
に
落
ち
ち

う

し
か
も

中
で
道
が
切
れ
て
る
よ

ど
う
す
る
の
こ
れ

 
そ
れ
に
対
し
て

こ
こ
に
何
度
か
来
た
事
の
あ
る
ハ
チ
マ
ン
ら
四
人
も
同
意
し
た

ま
あ
俺
達
も

最
初
こ
こ
に
来
た
時
は
確
か
に
そ
う
思

た
な

正
気
じ

な
い
の
な

ど
う
考
え
て
も
無
理

て
普
通
は
思
う
じ

ん

ま
あ
私
以
外
は
そ
う
考
え
た
み
た
い
だ

た
わ
ね

 
そ
こ
で
ユ
キ
ノ
が
一
歩
前
へ
と

み
出
し
た

い
つ
も
通
り
ユ
キ
ノ
の
出
番
な
の
な

ま
た
ア
レ
が
見
ら
れ
る
じ

ん

ユ
キ
ノ
は
一
体
何
を
し
た
の

ま
あ
見
て
れ
ば
分
か
る
さ
あ
と
こ
こ
か
ら
は
敵
は
出
な
い
か
ら
も
う

し
な
く
て
も
い
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い 
そ
れ
じ

あ
ユ
キ
ノ

い
つ
も
通
り
頼
む
わ

え
え

任
せ
て

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
か
な
り
⻑
い
魔
法
の

文
の

を
始
め
た

ち

と

こ
ん
な
に
⻑
い

が
必
要

て

大

模
魔
法

ま
あ
そ
う
だ
な

俺
も
キ
リ
ト
も
ア
ス
ナ
も

知
の
通
り

Ｓ
Ａ
Ｏ
出
身
な

だ
が

 
何
故
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
未

験
の
ユ
キ
ノ
が
他
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
出
身
者
を
差
し
置
い
て
副
⻑
を
や

て
い

る
か

 
多
分
こ
こ
で

と
い
う
ほ
ど
実
感
出
来
る
と
思
う
ぞ

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
の
⻑
い

が
終
わ
り

魔
法
が
発
動
し
た

ア
イ
ス
・
フ

ル
ド

 
そ
の

間
に
岩
の
通
路
と
同
じ
高
さ
に

の
フ

ル
ド
が

成
さ
れ

 
そ
の
谷
は

完
全
に

で
塞
が
れ
る

と
な

た

う
わ
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言
葉
も
な
い
わ

谷
が
通
れ
る
よ
う
に
な

た

さ

す
が
ユ
キ
ノ

い
つ
見
て
も
凄
い
の
な

相
変
わ
ら
ず
ユ
キ
ノ
は
化
け
物
じ

ん

褒
め
言
葉
と
受
け
取

て
お
く
わ

さ
あ

行
き
ま
し

う
か

 
こ
う
し
て
一
行
は
谷
を
超
え
全
員
が

の
橋
を

り
き

た
後
ユ
キ
ノ
は
す
ぐ
に
魔
法
を

解

し
た

あ
れ

す
ぐ
消
し
ち

う
の

え
え

そ
う
し
な
い
と

モ
ブ
が
こ
ち
ら
に

て
き
て
し
ま
う
事
が
あ
る
の
よ

前
そ
れ
で
背
後
か
ら
不
意
打
ち
を
く
ら

た
か
ら
な
ま
あ
あ

さ
り
と
返
り
討
ち
に
し
て

や

た
が

な
る
ほ
ど

全
て

験
に
基

い
て
い
る
の
ね

そ
う
い
う
事
だ
さ
あ
こ
こ
か
ら
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
手
付
か
ず
の
鉱
脈
が
広
が

て
る

か
ら

 
気
に
な
る
所
を

し
な
が
ら
進
む
と
し
よ
う
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確
か
に
こ
ん
な
場
所
に
来
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

は
他
に
は
い
な
い
わ
ね

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
お
け
る

は

ま

た
素
材
の
一
部
が
必
ず
外
か
ら
見
え
る
よ
う
に
配
置
さ
れ

て
い
る

 
そ
の
直

は
最
小
で
二
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
り

一
行
は
目
を

の
よ
う
に
し
な
が
ら

 
ち

こ
ち

こ

度
を
変
え
つ
つ
じ

と
壁
を
観
察
し
な
が
ら
進
ん
で
い

た

あ

こ
こ
に
何
か
あ
る

ひ

い
パ
ク

こ
れ
も

ひ

い
パ
ク

こ
れ

て
何
だ
ろ
う

ひ

い
パ
ク

 
道
中
は
こ
の
よ
う
に
手
当
た
り
次
第
で
あ

た

 
お
か
げ
で
素
材
も
そ
れ
な
り
に
集
ま

て
き
た
と
こ
ろ
で

 
ユ
キ
ノ
が
茶
目

気
を
出
し
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
に
向
か

て
こ
う
言

た

リ
ナ
さ
ん

ハ
チ
マ
ン
君
の
そ
の

に
あ
る

剣
だ
け
ど
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ひ

い
パ

う
わ
あ

や
め
ろ
リ
ナ

ス
ト

プ
だ
ス
ト

プ

こ
れ
は
素
材
じ

ね
え

し
か

た
の
な

も
う
少
し
で
食
べ
ら
れ
た
の
に

お
前
わ
ざ
と
か
よ

も
し
こ
れ
を
食

た
ら
リ
ツ
に
言
い
つ
け
る
か
ら
な

リ
ツ
ね

ね
は

る
と
怖
い
か
ら
そ
れ
は
勘

な
の
な

ユ
キ
ノ
も

え
冗
談
で
も
そ
う
い
う
事
を
す
る
ん
じ

ね
え

ふ
ふ

ご
め
ん
な
さ
い

そ
れ
じ

あ
そ
の
分
働
く
事
に
す
る
わ

お
う

て

て

り
ま
く

て
リ
ナ
を
お
腹
い

ぱ
い
に
し
て
や

て
く
れ

そ

ち
じ

な
い
わ
よ

そ
ろ
そ
ろ
次
の
関
門
よ

あ
あ

地

か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り

一
行
の
目
の
前
に

 
シ
ン
と
静
ま
り
返

た
不
気
味
な
地

が

を
現
し
た

結

広
い
わ
ね

で
も
生
物
が
生
息
出
来
る

じ

な
い
で
す
ね

先
生

お
い
リ
オ
ン

お
前

こ
れ
が
ゲ

ム
だ

て
事
を
忘
れ
て
な
い
よ
な
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だ

て
Ａ
Ｌ
Ｏ

て
そ
う
い
う
と
こ
ろ

意
外
と
リ
ア
ル
じ

な
い

ね

先
生

そ
う
ね
確
か
に
合
成
レ
シ
ピ
と
か
敵
の
配
置
と
か

に
リ
ア
ル
な
部
分
が
た
ま
に
あ
る
の

よ
ねそ

れ
は
ク
リ
シ

ナ
だ
か
ら
分
か
る
ん
で
あ

て

俺
達
に
は
サ

パ
リ
だ
か
ら
な

セ
ラ
フ

ム
な
ら
分
か
る
ん
じ

な
い

私
は
そ
う
い
う
の
は
専
門
じ

な
い
か
ら
無
理
か
も

ま
あ
結

か
ら
言
う
と

多
分
何
か
い
る
わ
よ

 
そ
こ
で
ユ
キ
ノ
が
横
か
ら
そ
う
言

た

何
か

何
か

て
何

さ
あ

俺
達
も
そ
の

を
見
た
事
は
な
い
か
ら
な

そ
れ
な
の
に
何
か
い
る
の
は
分
か
る
の

遠
く
に

が
見
え
た
と
か

い
や

ま
あ
こ
れ
か
ら
こ
こ
を
通
過
す
る
事
に
な
る
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
メ
ニ

を
開
い
て

験

の

を
じ

と
見
て
ろ

何
そ
れ

こ
れ
か
ら
何
を
す
る
つ
も
り
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ユ
キ
ノ

頼
ん
だ

分
か

た
わ

 
そ
し
て
再
び
ユ
キ
ノ
が
⻑
い

文
の

を
始
め
た

ま
た
こ
の
パ
タ

ン
な
ん
だ

大
魔
法
を
連
発
出
来
る
と
こ
ろ
が
凄
い
わ
よ
ね

ユ
キ
ノ
は
一
日
に

こ
の
ク
ラ
ス
の
魔
法
な
ら
三
回
行
使
出
来
る
か
ら
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
セ
リ
フ
に

セ
ラ
フ

ム
が
即
座
に
突

込
み
を
入
れ
た

ハ
チ
マ
ン
様

そ
れ
は
フ
ラ
グ
で
す
ね

お
う

ま
あ
そ
う
だ
な

ち
な
み
に
私
の
フ
ラ
グ
は
も
う
立

て
ま
す
よ

後
は
攻
略
す
る
だ
け
で
す

あ

は
い
は
い

攻
略
本
が
発

さ
れ
た
ら
考
え
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

く
流
し
そ
れ
に
対
し
て
セ
ラ
フ

ム
が
何
か
言
お
う
と
し
た

間
に

 
ユ
キ
ノ
の

文
の

が
完
了
し
た

ア
イ
ス
・
ワ

ル
ド
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そ
の

間
に
地

は
完
全
に

り
つ
き

同
時
に
リ
オ
ン
が
あ

と
声
を
上
げ
た

ど
う
し
た
の

い

今

験

が
入
り
ま
し
た

し
か
も
か
な
り
の

が

え
え

 
驚
く
リ
オ
ン
達
に

ハ
チ
マ
ン
は
ド
ヤ
顔
で
言

た

ど
う
だ

俺
が
言

た
意
味
が
分
か

た
だ
ろ

実
は
こ
れ
で
リ
ナ
ち

ん
と
リ

ク
は
ど
ん
ど
ん
強
く
な

て
る
の
な

ま
あ
で
も
敵
の

を
見
た
事
は
一
度
も
無
い
ん
だ
け
ど
ね

 
リ
ナ
と
リ

ク
は
続
け
て
そ
う
言

た

確
か
に
こ
れ
は

何
か
が
い
る
事
の
証
明
ね

で
も
正
体
は
不
明
と

も
し
か
し
た
ら

か
ら
か
な
り
遠
く
ま
で

げ
ば
出
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
こ
ん
な
場
所
で

ぐ
の
は

だ
か
ら
な

確
か
に
そ
う
ね

シ
ン
プ
ル
に
お
ま
け
く
ら
い
に
考
え
て
お
く
べ
き
ね

そ
れ
じ

あ
奥
に
進
み
ま
し

う
か

り
き

た
ら
休

に
し
ま
し

う

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

こ
こ
を
歩
く
の
は
き
つ
い
か
ら

い
つ
も
の
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
掴
ま
る
の
な

私
も

乗
し
よ

と

 
リ
ナ
と
リ

ク
は
ハ
チ
マ
ン
の

を
掴
み
滑
り
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
引

張

て
も
ら
う
よ

う
だ

 
他
の
者
達
も
そ
れ
に
続
い
て
地

を

り
始
め
た
の
だ
が

 
先
ほ
ど
の
岩
の
釣
り
橋
の
時
は

中
央
に
岩
の
部
分
が
あ

た
か
ら
平
気
だ

た
が

 
今
回
は
そ
う
い
う
部
分
が
何
も
な
い

に
リ
ナ
や
リ

ク
が
最
初
か
ら
歩
く
事
を
放

す
る

く
ら
い

 
と
に
か
く
足
元
が
滑
る

本
当
に
滑
る

バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

い
ユ
キ
ノ
は
平
然
と
歩
い
て
お

り 
セ
ラ
フ

ム
は
足
の
ア
イ
ゼ
ン
を
上
手
く
利
用
し
て
滑
り
止
め
に
し
て
い
た
が

 
ク
リ
シ

ナ
と
リ
オ
ン
は
び
く
び
く
し
な
が
ら

の
上
を
歩
い
て
い
た

先
生

リ
オ
ン
ち

ん

お
い
お
い
お
前
ら
大
丈
夫
か
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だ

大
丈
夫

も
う
す
ぐ

だ
し
そ
れ
ま
で
は
何
と
か

う

ん

分
と
危
な

か
し
い
な
仕
方
な
い
か
リ
ナ
リ

ク
先
に
行

て
て
く
れ

あ
い
な

オ

ケ

先
に
行

て
る
じ

ん

 
そ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
は
予
想
外
の
行
動
に
出
た

を
前
に

り
二
人
を
前
へ
と
滑
ら
せ
た
の

だ
リ
ナ
ち

ん
発
進

そ
れ
じ

あ
お
先
に

 
二
人
は

の
上
を
滑
り

ス
イ
ス
イ
と
前
へ
と
進
ん
で
い
く

 
そ
の
実
態
は

に
倒
れ
な
い
よ
う
に
前

勢
を
と

て
い
る
だ
け
で
あ
る

 
要
す
る
に
カ

リ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
あ
ろ
う
か

あ

そ

か

最
初
か
ら
滑
れ
ば
良
か

た
ん
だ

 
も
し
仮
に
転
ん
で
も

た
く
も
な
い
ん
だ
し
装
備
が

れ
る
事
も
な
い
し

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な
ほ
ら
引

張

て
前
に
飛
ば
し
て
や
る
か
ら
転
ば
な
い
よ
う
に
な
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あ

あ
り
が
と
う

私

ス
ケ

ト
は
苦
手
な
ん
だ
よ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
に
引

張

て
も
ら

た
二
人
は

リ
ナ
と
リ

ク
と
同
じ
よ
う
に
前
に
滑

て

い

た
な
る
ほ
ど

こ
う
い
う
の
は
ゲ

ム
な
ら
で
は
ね

こ

転
ぶ

転
ん
じ

う

む
し
ろ
転
ん
じ

て
そ
の
ま
ま
滑

て
い
け
ば
い
い
と
思
う
わ
よ

そ

そ
う
し
ま
す

 
そ
の
ま
ま
ク
リ
シ

ナ
と
リ
オ
ン
は
滑

て
い

た
が

 
ク
リ
シ

ナ
が
普
通
に

地
に
た
ど
り
着
い
た
の
と
は
違
い

 
リ
オ
ン
は
上
手
く
止
ま
る
事
が
出
来
ず

そ
の
ま
ま

に
あ

た
岩
め
が
け
て
突

込
ん
だ

 
も

と
も
多
少
ダ
メ

ジ
が
く
る
く
ら
い
で
別
に

く
は
な
い
の
だ
が

 
リ
オ
ン
は

て
て
足
を
出
し

そ
の
岩
を
思
い

き
り

た

 
ガ
ン

 
と
い
う
音
と
共
に
そ
の
岩
は
破
壊
さ
れ

同
時
に
リ
オ
ン
も
何
と
か
止
ま
る
事
が
出
来
た
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だ
が
そ
の
ス
カ

ト
は
完
全
に
め
く
れ
て
お
り
心
配
し
て
リ
オ
ン
の
様
子
を
見
に
き
た
ハ
チ

マ
ン
は

 

て
て
目
を
背
け
た
後
す
ぐ
に

線
を

し
し
げ
し
げ
と
リ
オ
ン
の
ス
カ

ト
の
中
を

き
こ
ん
だ

 
他
の
者
か
ら
す
れ
ば

完
全
に
事
案
で
あ
る

ち

と
ハ
チ
マ
ン
君

あ
な
た
は
何
を
し
て
い
る
の

て

あ
あ

そ
う
い
う
事

 
同
じ
く
リ
オ
ン
の
事
を
心
配
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
後
を
追
い
か
け
て
き
た
ユ
キ
ノ
は

 
一

ハ
チ
マ
ン
を
詰
問
し
か
け
た
後
に

同
じ
く
リ
オ
ン
の
ス
カ

ト
の
中
を

き
込
み

 
何
か
に
納
得
し
た
よ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た

ど
う
だ

凄
い
だ
ろ

え
え

確
か
に
そ
う
ね

手
だ
わ

こ
れ
は

く
全
員
に
見
せ
て
や
ら
な
い
と
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

リ
オ
ン
の
ス
カ

ト
の
中
に
手
を
突

込
ん
だ

 
も
は
や
事
案
を
通
り
越
し
て
犯
罪
で
あ
る

な

な

な
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そ
の
時
や

と
体
勢
を
立
て
直
し
た
リ
オ
ン
は

 
そ
の
様
子
を
見
て
顔
を
真

に
し

て
て
ス
カ

ト
を
直
し
て
脚
を

じ
た

あ

何
す
る
ん
だ
よ
お
前

さ

さ
と
脚
を
開
け

あ

あ
ん
た
は
一
体
何
が
し
た
い
の

そ
う
さ
れ
る
と
取
り
に
く
い
ん
だ
よ

 
一
方
そ
の
光
景
を

然
と

め
て
い
た
ク
リ
シ

ナ
は

 

組
み
を
し
な
が
ら
何
か
考
え
込
ん
で
い
る
セ
ラ
フ

ム
に

て
て
こ
う
言

た

ち

ち

と
セ
ラ
フ

ム

止
め
な
く
て
い
い
の

ユ
キ
ノ
が
止
め
て
な
い
か
ら
多
分
平
気

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

あ
れ
は
何
が
ど
う
な

て
る
の

素
直
に
文
脈
か
ら
判
断
す
る
と

リ
オ
ン
の
パ
ン
ツ
が
と
て
も

手
な
凄
い
パ
ン
ツ
で

 
そ
れ
を
全
員
に
見
せ
て
や
ろ
う
と
ハ
チ
マ
ン
様
が
リ
オ
ン
の
パ
ン
ツ
を
脱
が
せ
よ
う
と
し
て
い

て 
そ
れ
に
ユ
キ
ノ
が
協
力

 
そ
こ
ま
で
言

た
セ
ラ
フ

ム
に

ハ
チ
マ
ン
か
ら
こ
う
指
令
が
飛
ん
だ
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お
い
マ

ク
ス

リ
オ
ン
の

に
手
を
入
れ
て

上
に
持
ち
上
げ
て
く
れ

 
そ
の
言
葉
に
セ
ラ
フ

ム
は
目
を
見
開
い
た

つ
ま
り
私
に
手
伝
え
と
い
う
事
で
す
ね

ハ
チ
マ
ン
様

お
う

手
伝

て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン
様
と
共
に
堕
ち
る
な
ら
本
望

リ
オ
ン

パ
ン
ツ
お
覚
悟

ち

ち

と

や
だ

や
め

 
リ
オ
ン
は
セ
ラ
フ

ム
に
持
ち
上
げ
ら
れ

Ｓ
Ｔ
Ｒ
の
差
か
ら

抗
す
る
事
も
出
来
ず

 
羞
恥
心
か
ら
目
を
つ
ぶ

た

そ
の

に

ハ
チ
マ
ン
の
こ
ん
な
言
葉
が

こ
え
て
き
た

お
い
ク
リ
シ

ナ

リ
ナ

リ

ク

ち

と
こ

ち
に
来
て
み
ろ

こ
れ
だ
こ
れ

え

え

と

う
ん

え

あ

本
当
に
凄
い
じ

な
い
こ
れ

本
当
に
ま
さ
か
よ
ね

凄
い
の
な

お

こ
れ
は
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
じ

ん

マ

ク
ス
も
ち

と
見
て
み
ろ
よ

は
い

ハ
チ
マ
ン
様
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リ
オ
ン
は
自
分
の
パ
ン
ツ
の
品
評
会
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

 
羞
恥
心
か
ら
何
も
言
え
な
か

た
が
そ
ん
な
リ
オ
ン
を
セ
ラ
フ

ム
は
横
に
そ

と
下
ろ
し

た
な
る
ほ
ど

こ
れ
は
凄
い
で
す
ね

え
 
そ
れ
で
や

と
リ
オ
ン
も

何
か
お
か
し
い
と
気
付
い
た
よ
う
だ

 
リ
オ
ン
は
そ

と
目
を
開
け

先
ほ
ど
ま
で
自
分
が
い
た
場
所
を
見
た

 
そ
こ
に
は
キ
ラ
キ
ラ
光
る

が
落
ち
て
お
り

リ
オ
ン
は
目
を
見
開
い
た

こ

こ
れ
は

お
前
が

い
た
岩
の
中
か
ら
出
て
き
た
ん
だ
よ
多
分
全
属
性
の
宝

だ
な
リ
ナ
頼
む
わ

は
い
な

ひ

い
パ
ク

う
ん

四
種
の
魔
力
を
感
じ
る
の
な

て
事
は
目
的
の
魔
法

収
エ
ン
チ

ン
ト
の
素
材
の
中
で
も
最
高

の
奴
で
確
定
じ

ん

お
お

こ
れ
で
ア
サ
ギ
が
喜
ぶ
な

や

た
な
リ
オ
ン

お
前
の
手

だ

え

あ

う

う
ん

て
あ
れ

ハ
チ
マ
ン
は
私
の
パ
ン
ツ
を
見
た
の
よ
ね

い
や

心
配
し
な
く
て
も
太
も
も
ま
で
だ

セ

フ
だ

た
な
リ
オ
ン
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そ

そ
う

ま

ま
あ
良
か

た
か
な

い
い
素
材
も
手
に
入

た
ん
だ
し
ね

 
そ
の
リ
オ
ン
の
言
葉
に

嬉
し
い
な
が
ら
も
少
し
残
念
そ
う
な

き
が
混
じ

て
い
た
の
を

 
師
匠
で
あ
る
ク
リ
シ

ナ
は

き
逃
さ
な
か

た

ね

ユ
キ
ノ

セ
ラ
フ

ム

今
リ
オ
ン
ち

ん

少
し
残
念
そ
う
じ

な
か

た

そ
れ
は
そ
う
よ
先
日
も
事
故
で
ハ
チ
マ
ン
君
が
リ
オ
ン
ち

ん
の
胸
を

ん
だ
ら
し
い
け
ど

 
リ
オ
ン
ち

ん
は
ど
う
考
え
て
も
ハ
チ
マ
ン
君
を

 
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
セ

フ
リ
ス
ト
に

録
し
て
る
じ

な
い

あ今
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
は
出
て
い
な
か

た

つ
ま
り
そ
う
い
う
事

な
る
ほ
ど

あ
れ
は
手

が
面
倒
だ
か
ら

 
確

た
る
意
思
で
自
発
的
に

録
し
よ
う
と
し
な
い
限
り

普
通
は
い
じ
ら
な
い
も
の
ね

ち
な
み
に
私
も
外
し
て
る
わ
よ

私
も

そ

そ
う
な
の

当
た
り
前
じ

な
い
せ

か
く
の
ラ

キ

ス
ケ
ベ
を
シ
ス
テ
ム
に

魔
さ
れ
て
た
ま
る
も
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の
で
す
か

む
し
ろ
自
分
か
ら
押
し
付
け
る
の
が

ふ

二
人
と
も
た
く
ま
し
い
の
ね

 
何
は
と
も
あ
れ
目
的
の
品
の
一
つ
を
運
よ
く
入
手
す
る
事
に
成
功
し
た
一
行
は

 
そ
の
ま
ま
更
に
奥
へ
と
進
ん
で
い
く
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第
６
８
０
話
 
頑
張
る
職
人
達

そ
し
て
最
終
目
的
地
へ

 
一
方
そ
の

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
は

ナ
タ
ク
達
三
人
が

 
ア
サ
ギ
の
新
装
備
に
つ
い
て
活
発
に
議

を
交
わ
し
て
い
た

遊
型
シ

ル
ド

は
い

ア
サ
ギ
さ
ん
の
ス
タ
イ
ル
も

結

特

に
な
り
そ
う
じ

な
い
で
す
か

 
攻
撃
的
タ
ン
ク

て
言
う
ん
で
す
か

を
守
り
に
使
う
の
は
い
い
と
し
て

 
ア
サ
ギ
さ
ん
の
ス
タ
イ
ル
だ
と

敵
の
一
撃
を
防
い
だ
直
後
に
そ
の

で
攻
撃

 
同
時
に
空
い
た
手
で
バ
ル
・
バ
ラ
を
投

み
た
い
な
感
じ
に
な
り
ま
す
よ
ね

そ
う
ね

確
か
に
攻
防
一
体

て
感
じ
に
な
る
わ
よ
ね

攻
撃
の
手
が
足
り
な
い
時
は

に

を
装
着
し
て
バ
ル
・
バ
ラ
を
両
手
で
投
げ
る
予
定
よ

ね
で

念
さ
れ
る
の
は

最
近
飛
び
道

が

え
た
じ

な
い
で
す
か

 
そ
う
す
る
と

で
防
御
中
に
バ
ル
・
バ
ラ
を
投

し
て

 
そ
の
間
に
飛
び
道

な
り
な
ん
な
り
で

側
面
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
時
に
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防
御
に
回
せ
る
装
備
が
一
切
無
い

て
事
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

あ
あ

確
か
に
そ
の
時
に
簡

な
防
御
が
出
来
る
よ
う
な
装
備
が
あ
る
と
い
い
わ
よ
ね

で
す

な
の
で

あ
た
り
に

遊
型
の
シ

ル
ド
み
た
い
な

 
動
き
を

害
し
な
い
自
立
防
御
が
可
能
な
簡

な
防

を
付
け
ら
れ
れ
ば
い
い
な
と
思

た
ん

で
す
よ
ね

一
理
あ
る
わ
ね

乱
戦
だ
と
タ
ン
ク
は
忙
し
い
も
の
ね

 
ナ
タ
ク
の
そ
の
意
見
に

リ
ズ
ベ

ト
と
ス
ク
ナ
は
う
ん
う
ん
と

い
た

一
応
簡

な
設
計
図
と
エ
ン
チ

ン
ト
候
補
は
用
意
し
て
あ
る
ん
で
す
け
ど

 
ど
う
し
て
も
三

者
の

認
が
得
ら
れ
な
く
て
困

て
る
ん
で
す
よ
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す

か
ねち

な
み
に
何
の
エ
ン
チ

ン
ト
を
付
け
た
の

プ
レ
イ
ヤ

追

遊

自
動
攻
撃
判
定

戦
闘
時

置
関
係

定
で
す
ね

戦
闘
時

置
関
係

定

持
ち
主
と
の
座
標
を
常
に
一
定
に
す
る

て
奴
よ
ね

 
そ
れ
は
ま
た
マ
イ
ナ

な
の
を
引

張
り
出
し
て
き
た
わ
ね
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そ
れ
が
無
い
と
多
分
敵
の
攻
撃
を
受
け
た

間
に
盾
が

か
れ
る
だ
け
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
確
か
に
そ
う
よ
ね

で
も
戦
闘
時

置
関
係

定
が

多
分

認
不
可
の
原
因
だ
と
思
う
わ

 
自
動
攻
撃
判
定
と
矛
盾
す
る
も
の

や

ぱ
り
そ
こ
で
す
よ
ね

う

ん

こ
れ
は
困

た

そ
れ
に

定
さ
れ
ち

う
と

自
在
に
敵
の
攻
撃
を
迎
撃

て
の
は
無
理
じ

な
い

あ
 
三
人
は
色
々
と
意
見
を
出
し
合

た
が
他
に
い
い
エ
ン
チ

ン
ト
の
組
み
合
わ
せ
も
見
つ
か

ら
ず

 
こ
の
件
は
実
現
不
可
と
い
う
結

に
達
し
た

こ
れ
は
無
理
で
す
ね

そ
う
ね

で
も
基
本
ア
イ
デ
ア
は
悪
く
な
い
と
思
う
わ

 
こ
れ

に

か
せ
る
事
を

め
れ
ば
い
け
る
ん
じ

な
い

な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
こ
に

る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
可
動
式
盾
か

そ
れ
な
ら
い
い
サ
ン
プ
ル
が
あ
り
ま
す

こ
ん
な
感
じ
で
す
よ
ね
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そ
う
言

て
ナ
タ
ク
は
と
あ
る
作
品
に

場
す
る
人
型
兵
器
の
イ
ラ
ス
ト
を
二
人
に
見
せ
た

あ
あ

う
ん

こ
ん
な
感
じ
か
な

に
盾
が
付
い
て
て
自
在
に
動
く
感
じ
よ
ね

で
す
で
す

こ
れ
な
ら
設
計
も
簡

で
す
ね

あ
と
は
簡

に
破
壊
さ
れ
な
い
よ
う
に

 

く
て
そ
れ
な
り
の

度
の
あ
る
素
材
が
あ
れ
ば
い
け
ま
す
ね

ア
ダ
マ
ン
タ
イ
ト

は

さ
は

し
分
な
い
け
ど
重
さ
が
な

そ
れ
な
ら

ア
ダ
マ
ン
タ
イ
ト
ね

ユ
イ
ち

ん

在

は
あ

た
か
し
ら

ア
ダ
マ
ン
タ
イ
ト
の
在

は
今
丁
度
切
ら
し
て
ま
す
ね
マ
マ
の

姫
で
か
な
り
使
い
ま
し

た
か
ら

 
そ
の
三
人
の
言
葉
を

い
て

ユ
イ
が
即
座
に
そ
う
答
え
た

 
ユ
イ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
が
保

し
て
い
る
素
材
の
種

と

を
常
に

し
て
い
る
の
だ

た

う

ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
都
合
よ
く
取

て
き
て
く
れ
な
い
か
な

ま
あ
最
悪
そ
れ
目
的
で
ま
た
行

て
も
ら
う
と
し
て
設
計
だ
け
し
て
お
け
ば
い
い
ん
じ

な

い
か
し
ら

そ
う
し
ま
す
か
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そ
う
す
る
と
エ
ン
チ

ン
ト
は

自
動
攻
撃
判
定
だ
け
で
い
け
る
ん
じ

な
い
か
し
ら
ね

ア
サ
ギ
さ
ん
の
動
き
を

害
し
な
い
よ
う
に

動

を
調

す
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
い
い
で
す

ね 
こ
う
し
て
ま
た
一
つ

ヴ

ル
ハ
ラ
に
特

な
装
備
が

場
す
る
事
に
な

た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
装
備
は
こ
う
し
て
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
一
つ
の
事

で
あ
る

お

今
日
も
や

て
る
な

本
当
に
三
人
は
熱
心
だ
よ
ナ

 
丁
度
そ
こ
に

珍
し
く
ア
ル
ゴ
が

を
見
せ
た

あ

ア
ル
ゴ
さ
ん

珍
し
い
で
す
ね

ち

と
気
晴
ら
し
か
な

色
々

詰
ま

て
る
ん
だ
よ
ナ

お
疲
れ
様
で
す

ザ
ス
カ

と
の

ね
合
い

そ
れ
も
あ
る
ん
だ
が
飛
び
込
み
で
ち

と
大
き
な
仕
事
が
入

ち
ま

た
ん
だ
よ
ナ

へ

別
の
イ
ベ
ン
ト

あ
あ

し
か
も
あ

ち
が
事
前
に
か
な
り
準
備
を
進
め
た
上
で
プ
レ
ゼ
ン
し
て
き
た
か
ら
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こ

ち
も
そ
れ
に
合
わ
せ
な
い
と
い
け
な
く
て
今
は
ち

と
人
を
多
く
動
員
し
て
る
ん
だ

よ
な

 
そ
れ
を

め
る
の
が
大
変
な
ん
だ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
も
う
発
表
ま
で

み

あ
あ

楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
い
ぞ

オ
レ

ち
も
最
初
は
驚
い
た
か
ら
ナ

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
期
待
し
て
お
く
わ

で

今
日
は
ハ

は

 
ア
ル
ゴ
は
ハ
チ
マ
ン
に
用
事
が
あ

た
の
だ
ろ
う
か
き

ろ
き

ろ
し
な
が
ら
そ
う

ね
て

き
た今

日
は
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
行

て
か
ら

ク
リ
シ

ナ

リ
オ
ン
ち

ん

 
セ
ラ
フ

ム

ユ
キ
ノ
の
四
人
と
一

に
素
材
収
集
に
グ
ロ

テ

鉱
山
に
行

て
る
わ
よ

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ

あ
あ

あ
の
ア
ン
ノ
ウ
ン
か

ア
ン
ノ
ウ
ン

リ
ナ
の
ス
キ
ル
の
事
に
つ
い
て
は

職
人
の
三
人
は
も
ち
ろ
ん
知

て
る
ん
だ
よ
ナ

う
ん

も
ち
ろ
ん
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あ
れ

て
確
か
に
特

な
ス
キ
ル
だ
と
思
う
け
ど

取
得

件
は
何
な
の

存
在
し
な
イ

え無
い
ん
で
す
か

ど
う
い
う
事

 
そ
の
ア
ル
ゴ
の
答
え
に

三
人
は
ポ
カ
ン
と
し
た

実
は
あ
の
ス
キ
ル
な

三

者
の
追
認
な
ん
だ
よ
ナ

追
認

ま
さ
か
最
初
か
ら
取
得
し
て
た

て
事
で
す
か

だ
な

あ
の
六
人
は
少
し
前
に
突
然
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
現
れ
た
ん
だ
が

 
そ
れ
を
ハ

が
た
ま
た
ま

て
色
々

援
し
て
今
の
場
所
に
落
ち
着
い
た
の
は
知

て

る
カう

ん

要
だ
け
だ
け
ど
知

て
る

ロ
グ
を
確
認
す
る
と
そ
の
直
後
に
三

者
が
リ
ナ
の
ス
キ
ル
を
公
式
に

認
し
て
る
ん
だ
よ

ナ
そ
う
だ

た
ん
で
す
か
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ま
あ
あ
の
六
人
に
関
し
て
は
謎
が
多
い
が

直
接
会

た
感
じ

 

悪
な
意
図
を
持

た
存
在
じ

な
い
と
思
う
し

 
む
し
ろ
今
の

態
を
幸
せ
だ
と
思

て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
三

者
と
ハ

が
認
め
た
以

上 
オ
レ

ち
も
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思

て
深
く
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
る
ん
だ
よ
ナ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か
分
か
り
ま
し
た
僕
も
今
ま
で
通
り
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す

私
も
そ
う
す
る
わ

あ
た
し
も
あ
た
し
も

そ
う
し
て
や

て
く
れ

で

今
は
何
の
話
を
し
て
た
ん
ダ

あ

こ
れ
で
す

 
ナ
タ
ク
は
そ
う
言

て

バ

ガ
・
ハ
リ

と
書
か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
を
ア
ル
ゴ
に
見

せ
たあ

あ

も
し
か
し
て
ラ
ウ
ン
ド
バ
イ
ン
ダ
を
作

て
た
の
カ

 
ど
う
や
ら
ア
ル
ゴ
も
ハ
チ
マ
ン
や
キ
リ
ト
の
影

を
受
け
た
の
か
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そ
の
元
ネ
タ
に
は

し
い
ら
し
く

専
門
用
語
が
ポ
ン
と
飛
び
出
し
て
き
た

さ
す
が
は
ア
ル
ゴ
さ
ん

話
が

い
で
す
ね

 
本
当
は

遊
型
の
シ

ル
ド
に
す
る
つ
も
り
だ

た
ん
で
す
け
ど

 

遊
さ
せ
る
の
が
ど
う
し
て
も
無
理
だ

た
ん
で
す
よ

三

者
の

認
が
得
ら
れ
な
く
て

 
で
も
よ
く
考
え
る
と
確
か
に
問
題
が
あ

た
ん
で
す
よ
ね

三

者

て
凄
い
で
す
よ
ね

あ
れ
は
よ
く
出
来
た
シ
ス
テ
ム
だ
ろ

作

た
の
は
ダ
ル
だ
け
ど
ナ

そ
う
な
ん
で
す
か

三
つ
の

型

に
よ
る

認
シ
ス
テ
ム

世
界
観

実
現
可
能
度

他
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
の

 
三
つ
の
観
点
か
ら
合
成
完
成
品
の

入
の
可
否
を
判
断
す
る
管
理
シ
ス
テ
ム

 
こ
れ
が
完
成
し
た
か
ら
こ
そ
の

新
し
い
合
成
シ
ス
テ
ム
の

入
だ
ナ

お
か
げ
で

日
凄
く
充
実
し
て
ま
す
よ

こ
れ
自
由
度
が
上
が

た
の
が
凄
く
い
い
わ
よ
ね
い
か
に
も
物
作
り
を
し
て
る

て
感
じ

は
主
に
デ
ザ
イ
ン
重

な
ん
だ
け
ど

そ
れ
も
や
り
や
す
く
な

た
し

 
エ
ン
チ

ン
ト
を
考
え
る
の
も
凄
く
楽
し
く
て
や
り
が
い
が
あ
る
わ
ね

好
評
み
た
い
で
オ
レ

ち
も
嬉
し
い
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そ
し
て
ア
ル
ゴ
も
何
と
な
く
相
談
に
加
わ
り
リ
ズ
ベ

ト
が
次
に
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

あ
と

リ
オ
ン
ち

ん
の

の

の
事
な
ん
だ
け
ど
さ

あ
あ

愛
着
が

い
た

て

手
放
す
の
を

し
が

て
ま
し
た
よ
ね

こ
れ

素
材
に

し
て
武
器
の
魂
を
継

す
る
の
も
あ
り
か
な

て
思

た
ん
だ
け
ど

そ
れ
は
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

問
題
は

ど
う
い
う
パ

ツ
に
し
て
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
に
装
着
す
る
か
な
の
よ
ね

あ
れ
は
か
な
り
完
成
さ
れ
た
武
器
で
す
も
ん
ね

あ
え
て
言
う
な
ら
直
接
攻
撃
の
射

が

い
と
こ
ろ
か
な

て
個
人
的
に
は
思
う
ん
だ
け
ど

先
を

び
る
よ
う
に
し
ま
す
か

そ
れ
な
ら
い

そ

ギ
ミ

ク
を
追
加
し
ち
ま
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
カ

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
ア
ル
ゴ
が

突
然
横
か
ら
そ
う
言

て
き
た

ギ
ミ

ク
で
す
か

あ
あ

ハ

も
キ

も
ナ
タ
ク
も
大
好
物
な
奴
だ

ロ
マ
ン
武
器
だ
ナ

ロ
マ
ン
武
器

ま

ま
さ
か

あ
あ

あ
れ
ダ
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あ
れ
で
す
か

 
そ
の
二
人
の
会
話
に
き

と
ん
と
し
て
い
た
リ
ズ
ベ

ト
と
ス
ク
ナ
は

 
ナ
タ
ク
に

要
を
説
明
さ
れ
て
も

ま
だ
き

と
ん
と
し
て
い
た

仕
様
は
分
か

た
け
ど

そ
こ
ま
で
燃
え
る
理
由
が
よ
く
分
か
ら
な
い
わ

ま
あ
そ
う
で
す
よ
ね

男
の
ロ
マ
ン

て
奴
で
す

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
や
キ
リ
ト
が
好
き
な
武
器
だ

て
な
ら

そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い

は
い

僕
が
必
ず
仕
上
げ
て
み
せ
ま
す

が

頑
張

て

 
そ
れ
か
ら
も
ア
サ
ギ
の
装
備
関
連
に
つ
い
て
色
々
提
案
が
成
さ
れ

 
同
時
に
他
の
メ
ン
バ

の
装
備
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た

 
こ
う
し
て
日
々

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
の
装
備
は
魔

さ
れ
て
い
く
の
だ

た

  
一
方
そ
の

ハ
チ
マ
ン
達
は
第
三
の
難
所
へ
と
差
し

か

て
い
た

こ

こ
れ
は

何
こ
れ

確
か
に
ち

と

い
な
と
は
思

て
た
け
ど
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何
で
地

の
奥
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
の

落
ち
た
ら
絶
対
に
死
ぬ
よ
ね

 
そ
こ
に
あ

た
の
は

マ
グ
マ
が
流
れ
る
川
で
あ

た

い
わ
ゆ
る

岩
流
で
あ
る

当
た
り
前
だ
ろ

さ
て

ユ
キ
ノ
先
生

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
が

ま
し
た
顔
で
そ
う
言
い

ユ
キ
ノ
が
一
歩
前
に
出
た

ま
た
ユ
キ
ノ
の
出
番
な
ん
だ

て
い
う
か

い
つ
の
間
に
か

文
の

を
始
め
て
た
の
ね

 
ど
う
や
ら
ユ
キ
ノ
は

に

文
の

を
開
始
し
て
い
た
ら
し
く
即
座
に
そ
の

文
は
発
動

し
た

 
そ
の

他
の
者
達
は
気
付
か
な
か

た
が

こ
の

文
は
前
の
二
つ
と
比
べ
て
も

 
倍
以
上
の
⻑
さ
の

文
の

を
必
要
と
す
る

の

大
魔
法
で
あ
る

 
最
初
の
魔
法
で
使

た

は
ユ
キ
ノ
の

の
三

次
の
魔
法
も
三

 
こ
の
魔
法
は
実
に
そ
の
倍
の
六

を
必
要
と
す
る
魔
法
で
あ

た
が

 
移
動
中
に
二

ほ
ど
回
復
す
る
事
で

ユ
キ
ノ
は

を
合
わ
せ
て
い
る
の
だ

た

次
の
魔
法
は
一
分
く
ら
い
し
か
持
た
な
い
か
ら

ま
あ
時
間
に
余

は
あ
る
が
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魔
法
の
発
動
と
同
時
に
全
員
ダ

シ

で
向
こ
う
に

る
ん
だ
ぞ

わ

分
か

た
わ

み
ん
な
で
ダ

シ

だ
な

私

走
る
の
は
ち

と
苦
手
じ

ん

心
配
す
る
な

い
つ
も
通
り
俺
が
か
つ
い
で
や
る
か
ら

何
か
ご
め
ん
ね

ハ
チ
マ
ン

気
に
す
る
な

て

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
の
魔
法
が
発
動
し
た

ア
ル
テ

メ

ト
・
ア
イ
ス
ノ
ヴ

 
そ
の

間
に

岩
流
が
白
く
な
り

一
気
に

り
つ
い
た

今
だ

走
れ

行
く
の
な

 
六
人
は
そ
の
言
葉
で
一

に
走
り
出
し
た

ち
な
み
に
一
人
足
り
な
い
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
が
リ

ク
を

に
担
い
で
い
た
か
ら
だ

い
わ
ゆ
る
お

様

こ
で
あ
る

 
リ
オ
ン
が
ふ
と
横
を
見
る
と

上
流
の
方
か
ら
徐
々
に
で
は
あ
る
が
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元
の

岩
の
色
に

て
き
て
い
る
の
が
確
認
出
来
た

あ
の
ペ

ス
な
ら
そ
こ
そ
こ
余

が
あ
る
わ
ね

ユ
キ
ノ
は
本
当
に
化
け
物
だ
よ
ね

あ
る
意
味
ハ
チ
マ
ン
よ
り
も
強
い
気
が
す
る
わ

お
う

俺
は

か
ら

ユ
キ
ノ
に
は

が
上
が
ら
な
か

た
か
ら
な

あ

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

や

ぱ
り

リ
オ
ン
さ
ん

ち

と
後
で
お
話
し
ま
し

う
か

ご

ご
め
ん
な
さ
い

遠

し
ま
す

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
走
る
速
度
を
上
げ

一
番
に
対

に
た
ど
り
着
い
た

リ
オ
ン

そ
の
目
の
前
の

の
先
だ

分
か

た

 
リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

そ
の
ま
ま

へ
と
突
入
し
た

 
遠
く
に
明
か
り
の
よ
う
な
も
の
が
見
え

リ
オ
ン
は
そ
の
光
を
目

け
て
走
り

 

を
抜
け
る
と

そ
こ
に
は
白
い
空
と
一
面
緑
色
に

わ
れ
た
世
界
が
広
が

て
い
た

な

何
こ
れ
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す
ぐ
に
ハ
チ
マ
ン
達
も
リ
オ
ン
に
追
い
つ
き

初
め
て
こ
こ
を
訪
れ
た
セ
ラ
フ

ム
と
ク
リ

シ

ナ
は

 
リ
オ
ン
と
同
じ
よ
う
に
驚
き
の
声
を
上
げ
た

原
凄
く
明
る
い

こ
れ

て
も
し
か
し
て

天

が
光

て
る
の

あ
あ

こ
こ
が
最
終
目
的
地

名
付
け
て
ヴ

ル
ハ
ラ
広
場
だ

さ
り
げ
な
く
所

を
主
張
し
て
る
の
ね

第
一
発
見
者
は
俺
な
ん
だ
か
ら
別
に

わ
な
い
だ
ろ

ま
あ
別
に

は
な
い
け
ど
ね

ま
さ
か

岩
流
の
す
ぐ
奥
に
こ
ん
な
場
所
が
あ

た
な
ん

て 
そ
こ
に
は
天

が
光
り

い
て
い
る
広
い
広
い
広
場
が
あ
り

 
そ
こ
に
は
見

す
限
り

色
々
な

花
が
咲
き

て
い
た
の
だ

た
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第
６
８
１
話
 
そ
の
日
ア
ル
ン
の
裏
街
で

こ
こ
が

集
の
最
終
目
的
地
な
ん
で
す
ね

ハ
チ
マ
ン
様

お

お
う

上
手
い
事
を
言
う
な
マ

ク
ス

え
へ
へ

そ
れ
じ

あ
頑
張

て
素
材
を
集
め
ま
す
ね

あ
あ

俺
は
と
り
あ
え
ず

こ
こ
ま
で
取

た
素
材
の
整
理
を

 
リ
ナ
と
リ

ク
と
一

に
終
わ
ら
せ
て
か
ら
参
加
す
る
か
ら
な

は
い

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

色
々
集
め
て
リ
ナ
ち

ん
の
所
に
持

て
き
ま
し

う

 
ま
さ
か
こ
ん
な
所
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
な
ど
と
は
思

て
も
い
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
セ
ラ
フ

ム
が
テ
ン
シ

ン
高
め
に
そ
う
言
い

同
じ
く
ク
リ
シ

ナ
と
リ
オ
ン
も

 
連
れ
立

て
広
場
の
奥
へ
と
走
り
出
し
て
い

た

 
ユ
キ
ノ
も
微
笑
み
な
が
ら
そ
こ
に
付
い
て
い
き

セ
ラ
フ

ム
も
そ
の
後
に
続
い
た

さ
て

と
り
あ
え
ず
未
鑑
定
の
素
材
の
チ

ク
と
整
理
整

を
し
ち
ま
う
か

は
い
な

山
食
べ
る
の
な

私
が
メ
モ

て
お
く
か
ら

二
人
は
ど
ん
ど
ん
鑑
定
し
て
い
く
じ

ん
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と
い
う
か

今
気
付
い
た
ん
だ
が
リ
ナ

に
会
う
の
は
実
は
今
日
が
初
め
て
か

そ
う
い
え
ば
そ
う
な
の
な
で
も
他
の
リ
ナ
ち

ん
が

験
し
た
事
も
全
部
記
憶
に
あ
る
か
ら

 
初
め
て
だ

て
気
は
し
な
い
け
ど
な

そ
う
な
の
か

実
は
私
も

リ
ナ

と
直
接
会

た
の
は

こ
こ
に
来
て
か
ら
な
ん
だ
よ
ね

 
私
は
姉
妹
の
中
で

一
番
最
初
に
退
場
し
た
か
ら

な
の
な

そ
の
後
リ
ナ

も
退
場
し
ち

て

 
リ
ン
ね

ね
の
中
で
復
活
し
た
リ

ク
と
入
れ
違
い
に
な

た
の
な

だ
か
ら
う
ん

会
え
て
本
当
に
良
か

た
じ

ん

だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
の
会
話
に
特
に
何
も
コ
メ
ン
ト
は
せ
ず

て
二
人
の

を

で
る
に
と

ど
め
た

 
彼
女
達
に
何
か
事
情
が
あ
る
の
は
理
解
し
て
い
た
が

 
彼
女
達
の
表
情
が
初
め
て
会

た
時
と
比
べ
て

違
い
に
明
る
く
な

て
お
り

 
何
よ
り
ハ
チ
マ
ン
の
お
か
げ
で
今
が
幸
せ
だ
と
言

て
く
れ
て
い
る
の
だ
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
彼
女
達
の
気
持
ち
を
尊
重
し

 
そ
の
幸
せ
を
守
る

に
可
能
な
限
り
協
力
し
よ
う
と
思

て
い
た
の
だ

た

こ
れ
が

を

で
ら
れ
る
感
覚
な
の
な
リ
ク
ね

ね
は
い
つ
も
こ
ん
な
気
持
ち
だ

た
の
な

気
持
ち
い
い
よ
ね

や

と
色
々
な
感
覚
に
慣
れ
て
き
た

て
感
じ
じ

ん
ね

し
か
し
こ
こ
に
来
て
最
初
に
会

た
の
が
ハ
チ
マ
ン
で
本
当
に
良
か

た
の
な

最
初
は
か
な
り
戸
惑

た
け
ど

あ
れ
は
本
当
に
運
が
良
か

た
じ

ん

よ
く
分
か
ら
な
い
が

二
人
が
そ
う
思

て
く
れ
る
ん
だ

た
ら

俺
と
し
て
も
本
当
に
良

か

た
よ

 
三
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

初
め
て
出
会

た
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

  
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
事
件
が
解
決
し
て
少
し
し
た

ハ
チ
マ
ン
は

 
こ
の
機
会
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
敵
性
勢
力
が

点
に
し
そ
う
な
場
所
を
予
め
チ

ク
し
て
お
こ
う

と
思
い
立
ち

 

種
族
の
街
の
正
確
な
地
図
を
作
る
必
要
性
に
か
ら
れ

 
手
始
め
に
滅
多
に
人
が
通
ら
な
い

ア
ル
ン
の
裏
町
の
調
査
を
し
て
い
た



 第６８１話 その日アルンの裏街で

こ
の

り
は
や

ぱ
り
人
が
来
な
い
ん
だ
な
い
く
つ
か
プ
レ
イ
ヤ

ズ
ハ
ウ
ス
の
物
件
も
出

て
い
る
が

 
今
は
ア
ル
ン
に

点
を

え
る
よ
り
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
方
が
人
気
だ
か
ら
ま

た
く

れ
て
な
い
な

 
そ
う

き
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は

片

か
ら
街
の
路
地
の
様
子
を
確
認
し
て
い

た

 
そ
し
て
と
あ
る
路
地
に
差
し

か

た
時

 
そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
は

六
人
の

い

の
女
性
が
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た

う
お

何
だ

ま
さ
か
の
行
き
倒
れ
か

 
そ
も
そ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
で

気
絶
と
い
う
の
は
あ
り
え
な
い

 
リ
ア
ル
で
気
絶
し
て
い
た
ら
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
の
だ

 
だ
が
不
思
議
な
事
に

そ
の
六
人
の
女
性
は
完
全
に
気
を
失

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

お
い

何
が
あ

た

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
反
応
し
た
の
か
六
人
の
女
性
は
一
人
ま
た
一
人
と

き
上
が
り

始
め
た

ん

こ
こ
は
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急
に
目
の
前
が
真

暗
に
な

た
の
は
覚
え
て
る
ん
だ
け
ど

ど
う
な

て
る
の
に

 
最
初
に

き
上
が

た
二
人
は

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

 
横
に
倒
れ
て
い
る
三
人
の

を
見
て

大
き
く
目
を
見
開
い
た

あ
れ

こ
れ

て
何
が
ど
う
な

て
る
ん
だ

別
々
に
実
体
化
し
て
る
み
た
い
だ
わ
ね

何
こ
れ

凄
く
興
味
が
あ
る
じ

ん

リ

ウ
ち

ん

リ
ク
ち

ん

リ

ク
ち

ん

リ

ウ
ね
え

リ
ク
ね
え

リ

ク

 
リ

ウ
リ
ク
リ

ク
と
呼
ば
れ
た
そ
の
三
人
は

い
感
じ
で
そ
の
二
人
に
声
を
か
け
た

あ
は

久
し
ぶ
り
だ
ね

ま
さ
か
再
び
実
体
化
す
る
と
は
な

何
が

こ

た
の
か

解
明
し
な
く
ち

じ

ん
ね

ま

ま
さ
か
こ
ん
な

ま
た
会
え
る
な
ん
て

 
二
人
は
そ
の
三
人
に

き
付
き

わ
ん
わ
ん
と

き
だ
し
た



 第６８１話 その日アルンの裏街で

 
三
人
は
苦
笑
し
な
が
ら
も
そ
の
二
人
を
し

か
り
と

き
締
め

 
ど
う
や
ら
五
人
は
再
会
を
喜
び
あ

て
い
る
ん
だ
な
と

ハ
チ
マ
ン
は
漠
然
と
感
じ
て
い
た

あ

そ
う
い
え
ば
リ
ナ
は

見
て
リ
ン

リ
ナ

チ
一
人
し
か
い
な
い
に

リ
ナ

き
ろ
リ
ナ

他
の
リ
ナ
は
ど
う
し
た
ん
だ

 
そ
の
リ
ン
と
呼
ば
れ
た
女
性
は

た
だ
一
人
倒
れ
た
ま
ま
で
い
る

 
若

く
見
え
る
リ
ナ
と
い
う
ら
し
い
女
性
を
必
死
で

さ
ぶ

た

ん

リ
ン
ね

ね

一
体
何
な
の
な

何
じ

な
い

リ
ナ

チ

他
の
リ
ナ
は
ど
う
し
た
ん
だ

 
ま
さ
か
リ
ナ
コ
に
続
い
て
他
の
み
ん
な
も

他
の
リ
ナ

ち

ち

と
待

て
な

何
か
お
か
し
い
の
な

 
そ
し
て
リ
ナ
は
目
を
つ
ぶ
り

し
ば
ら
く
後
に
再
び
目
を
開
け
た
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
リ
ナ
と
呼
ば
れ
た
女
性
を
見
て

違
和
感
を
感
じ
て
い
た

あ
の
子
か
ら
複

の
気
配
を
感
じ
る
気
が
す
る
ん
だ
が
気
の
せ
い
か

 
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
ハ
チ
マ
ン
の
感
覚
に
よ
る
も
の
で
あ
り
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ま

た
く
確
信
な
ど
が
あ
る

で
は
な
か

た
の
だ
が

 
当
の
リ
ナ
が

あ
る
意
味
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な
事
を
言

た

分
か

た
の
な

他
の
リ
ナ
は
い
な
く
な

た
ん
じ

な
く

 
体
だ
け
が
一
人
に

合
さ
れ
た
み
た
い
な
の
な
今
リ
ナ
の
中
に
六
人
と
も
存
在
し
て
る
の

な
そ

そ
う
な
の

そ
じ

あ
み
ん
な
無
事
な
の
ね

リ
ナ

や
リ
ナ
コ
も

大
丈
夫

ち

ん
と
い
る
の
な

そ
れ
は
嬉
し
い
事
実
な
の
に

 
そ
の
女
性
達
は

お
そ
ら
く
姉
妹
な
の
だ
ろ
う
が

嬉
し
そ
う
に
そ
う
微
笑
み
あ

た

そ
れ
に
し
て
も
一
体
何
が

こ

た
の
に

そ
れ
よ
り
も
先
に

安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
み
た
い
よ
ね

だ
な

リ
ツ
と
リ
ン
も
手
伝
え

敵
だ

 
そ
の

間
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
六
人
の
様
子
を
じ

と

め
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 

に
後
ろ
に
飛
ん
だ

そ
の
目
の
前
を

パ
イ
プ
の
よ
う
な
物
が
通
り
過
ぎ
た

あ
れ

結

い
い
反
応
を
す
る
み
た
い
な

当
た

た
と
思

た
ん
だ
け
ど
な



 第６８１話 その日アルンの裏街で

リ

ウ

何
か
お
か
し
い

ケ
ム
リ
ク
サ
の
力
が
出
な
い

と
い
う
か
無
い
み
た
い
だ

 
リ
ツ

ミ
ド
リ
ち

ん
は
ど
う
な

て
る

ミ
ド
リ
ち
ん
の
葉
ぱ
も
無
く
な
て
本
体
だ
け
に
な
ち

て
る
み
た
い
だ
に

え

本
当
に

悪
い
リ

ウ

そ
う
な
る
と
俺
は
役
に
立
た
ね
え

私
も
に

そ
れ
じ

あ
リ
ン

二
人
で
や
る
よ

分
か

た

私
が
み
ん
な
を
守
る

 
そ
う
言

て
そ
の
リ
ン
と
い
う
少
女
は

な
勢
い
で
ハ
チ
マ
ン
に
突
撃
し
て
き
た

待
て

事
情
は
分
か
ら
ん
が
俺
は
敵
じ

な
い

 
六
人
が
倒
れ
て
い
る
の
を
見
て

こ
そ
う
と
し
た
だ
け
だ

ア
カ
ム
シ
が

た

ア
カ
ム
シ

て
何
だ

ア
カ
ム
シ
は
ア
カ
ム
シ
だ

な
る
ほ
ど

よ
く
分
か
ら
ん
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そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

と
り
あ
え
ず
リ
ン
を
制
圧
し
よ
う
と
思
い

 
相
手
を

つ
け
な
い
よ
う
に
と

に
入
れ
た
ま
ま

剣
を

え
た

何
だ
そ
れ
は

武
器
か

ん
こ
い
つ
も
し
か
し
て

に
入

て
い
る
と
は
い
え
刃
物
を
見
た
事
が
無
い
ん
じ

な
い

だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
疑
問
を
感
じ
な
が
ら

リ
ン
の
拳
に
カ
ウ
ン
タ

を
合
わ
せ
た

あほ
れ

捕

と

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

体
勢
を
崩
し
た
リ
ン
の
体
を

き
と
め

 
ぐ
る
り
と
体
を
入
れ

え

そ
の
ま
ま
リ
ン
の

の

り
を
背
後
か
ら
片
手
で

束
し
た

くお

と

 
次
の

間
に

ハ
チ
マ
ン
の

が
あ

た

置
を

パ
イ
プ
が
通
り
過
ぎ
た

 
一
歩
間
違
え
ば
リ
ン
と
い
う
女
性
に
当
た

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
の

パ
イ
プ
は
完
全
に

道
を
コ
ン
ト
ロ

ル
さ
れ
て
お
り



 第６８１話 その日アルンの裏街で

 
ス
レ
ス
レ
で
リ
ン
の
体
に
命
中
し
な
い
よ
う
な

道
を
通

て
い
た
事
に
ハ
チ
マ
ン
は
気
付
い

て
い
た

あ
り

君

中
々
や
る
ね

リ
ン

抜
け
ら
れ
る

大
丈
夫

離
せ

う
お

力
は
か
な
り
強
い
ん
だ
な

リ
ン

人
の
名
前
を
勝
手
に
呼
ぶ
な

 
リ

ウ
の
攻
撃
を
避
け
た
せ
い
で
力
が
抜
け
た
と
は
い
え
リ
ン
は
力
ず
く
で

束
か
ら
逃
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
リ
ン
の

束
を
続
け
る
の
は
少
し
厳
し
い
か
と
考
え
タ

ゲ

ト
を
変
え
る
事

に
し
た

よ

と

 
次
の

間
に

再
び
ハ
チ
マ
ン
の

を
目

け
て

パ
イ
プ
が
放
た
れ
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は

む
し
ろ
そ
の
攻
撃
を
待

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

パ
イ
プ
を
ギ
リ
ギ
リ
で
避
け
つ
つ
リ

ウ
と
呼
ば
れ
た
女
性
の
懐
に
飛
び
込

み 
そ
の
首
に
手
を
回
し
て
そ
の
ま
ま
リ

ウ
の
足
を
引

け
て
地
面
に
引
き
倒
し
た
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リ

ウ
ね
え

君

や

ぱ
り
や
る
ね

こ
れ
は
ち

と
ま
ず
い
か
も

い
た
感
じ
お
前
が
⻑
女
な
ん
だ
よ
な

俺
は
こ
れ
以
上
お
前
達
と
争
う
つ
も
り
は
な
い
か

ら 
他
の
奴
ら
を
引
か
せ
て
く
れ
な
い
か

そ
う
ね

確
か
に
殺
気
を
感
じ
な
い
し

信
じ
て
あ
げ
て
も
い
い
ん
だ
け
ど

な
ら
も
う
終
わ
り
だ

ほ
れ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
の
武
器
を
リ

ウ
に

し
無
防
備
に
そ
の
場
に

を
下
ろ

し
たあ

り

い
さ
ぎ
よ
い
ね

リ
ン
戦
闘
終
了

ど
う
や
ら
こ
の
人
は
ア
カ
ム
シ
じ

な
い

み
た
い

ア
カ
ム
シ
じ

な
け
れ
ば
何

多
分

人
な
の
か
な

人

本
当
に

う
ん

ま
あ
多
分
だ
け
ど
ね

そ
れ
に
気
付
か
な
い

私
も
さ

き
気
付
い
た
ん
だ
け
ど



 第６８１話 その日アルンの裏街で

 
私
達

触
覚
や
他
の
感
覚
が

全
部
分
か
る
よ
う
に
な

て
る
み
た
い
よ

あ

そ
う
い
え
ば
確
か
に

え

マ
ジ
か

確
か
に
い
つ
も
と
体
の
感
じ
が
違
う
の
に

色
々
分
か
る
の
な

お
前
達
が
言

て
る
事
は

本
当
に

が
分
か
ら
な
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
姉
妹
の
会
話
が
ま

た
く
理
解
出
来
ず

た
だ
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な

か

た
と
り
あ
え
ず

そ
ろ
そ
ろ
水
を
補

し
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど

で
も
ケ
ム
リ
ク
サ
が
無
く
な

た
せ
い
か

前
よ
り
も
水
が
必
要
な
感
じ
が
し
な
い
の
に

と
り
あ
え
ず

ど
こ
か
落
ち
着
け
る
場
所
で
こ
の
人
に
色
々
と
話
を

き
た
い
じ

ん

落
ち
着
け
る
場
所
に
行
き
た
い
の
か

 
そ
れ
な
ら
俺
が
何
と
か
す
る
が

と
り
あ
え
ず
お
前
ら
は
コ
ン
バ

ト
組
な
ん
だ
よ
な

コ
ン
バ

ト

て
何
だ

知
ら
な
い
言
葉
じ

ん
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マ
ジ
か

一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
混
乱
し
つ
つ
も

と
り
あ
え
ず
六
人
と
話
を
す
る

に

 
近
く
の

屋
の
一
室
を

り
る
事
に
し
た

と
り
あ
え
ず
こ
こ
を

り
た
か
ら

こ
こ
で
話
す
と
す
る
か

 
そ
こ
の

口
を

れ
ば
い
く
ら
で
も
水
が
出
て
く
る
か
ら
飲
み
た
い
な
ら
い
く
ら
で
も
飲
む

と
い
い

い
く
ら
で
も

本
当
な
の
な

を
言

て
ど
う
す
る
よ

ほ
れ

こ
う
す
る
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

口
を

り

そ
こ
か
ら
水
が

れ
だ
し
た

 
そ
れ
を
見
た

間
に

六
人
は
わ

と

い
た

こ
ん
な
に
水
が

ち

と
感
動
な
の
な

ど
う
や
ら
こ
こ
に
は
水
が
い
く
ら
で
も
あ
る
み
た
い
よ
ね

の
気
配
も
感
じ
な
い
し

こ
こ
は
天
国
な
の
に

ま
あ
良
く
分
か
ら
な
い
が

と
り
あ
え
ず
情
報
交
換
と
い
く
か



 第６８１話 その日アルンの裏街で

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
成
り
行
き
で
不
思
議
な
六
人
の
姉
妹
を

う
事
と
な

た
の
だ

た
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第
６
８
２
話
 
真
実
は
闇
の
中

私
達
は

始
ま
り
の
人
か
ら
同
時
に
生
ま
れ
た
存
在
な
の
に

 
そ
の
リ
ツ
の
最
初
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
混
乱
さ
せ
ら
れ
た

始
ま
り
の
人

私
達
が
生
き
て
い
く
に
は
絶
対
に
水
が
必
要
な
ん
だ
け
ど

 
あ
の
世
界
の
水
は

も
う
ほ
と
ん
ど
残

て
な
か

た
の

水
か

そ
う
い
う
設
定
な
ん
だ
ろ
う
か

で
も
彼
女
達
は
真
面
目
に
話
し
て
く
れ
て
い
る
気
が
す
る

で
俺
達
は
水
を
求
め
て
一

か
ら
二

三

と
色
々
な

を
調
べ
て
い

た
ん
だ
け
ど
よ

お
う

シ
ン
プ
ル
な
名
前
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
あ
り
き
た
り
な
感
想
を
述
べ
た

間
に
リ

ク
が
平
然
と
し
た
顔
で
こ

う
言

た

最
初
に
私
が
力
を
使
い
き

て
消
滅
し
た
じ

ん

消
滅

だ
と



 第６８２話 真実は闇の中

あ
る
い
は
そ
う
い
う
ゲ

ム
だ

た
の
か

い
た
事
は
無
い
が

う
ん

で

次
に
私
が

主
と
の
戦
い
で
う

か
り
死
ん
じ

て
ね

リ

ウ
が
か

主

て
強
い
ん
だ
な

そ
こ
で
リ
ナ
が
六
人
に

え
た
の
な

は
 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

え
た
と
い
う
表
現
に
驚
き
つ
つ

平
静
を
装

て
こ
う
言

た

お

お
う

そ
う
な
の
か

そ
の
直
後
に
リ
ナ

が
大
型
の
ア
カ
ム
シ
に
倒
さ
れ
て

リ
ナ

そ
れ

て

リ
ナ
の
中
の
一
人
か

に
リ
ナ

チ

リ
ナ
ジ

リ
ナ

リ
ナ
ヨ

リ
ナ
コ

リ
ナ
ム

 
全
員
合
わ
せ
て
リ
ナ
ち

ん
な
の
な

な
る
ほ
ど

て

三
の
事
か

で

次
に
俺
が
や
ら
れ
ち
ま

て
よ

そ
の
後
に

リ
ナ
コ
が
大
型
の
ア
カ
ム
シ
と
の
戦
闘
で
力
を
使
い
き

て
消
滅
し
た
の

そ
の
時
に
発
見
し
た
水
を
回
収
し
て
る
最
中
に

急
に
大
き
な
水
音
が
し
て
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そ
こ
か
ら
の
記
憶
が
無
い
の
に

な
の
な

急
に
眠
く
な

て

そ
の
ま
ま
気
付
い
た
ら
こ
こ
に
い
た
の
な

そ
れ

私
も
覚
え
て
る
じ

ん

確
か
に
そ
ん
な
感
じ
だ

た
わ
ね

あ
あ

そ
う
だ

た
よ
な

え

何
で
姉
さ
ん
達
が
そ
の
事
を

 
ハ
チ
マ
ン
は
も
う
口
を

む
事
は
せ
ず

六
人
の
会
話
を

て

く
事
に
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
リ

ウ

リ
ク

リ

ク
の
三
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
た
後
に
リ
ン
に
こ
う
言

た

実
は
私
達

ず

と
リ
ン
の
中
に
い
た
ん
だ
わ
な

交

に
表
に
出
る
感
じ
で
な

ま
あ
表
に
出
な
く
て
も

三
人
の
中
だ
け
な
ら
自
由
に
会
話
は
出
来
た
ん
だ
け
ど
ね

そ

そ
う
な
の
か

 
リ
ン
は

て
て
自
分
の
体
を
見
な
が
ら

と
て
も
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た

で
も
ま
あ
理
由
は
分
か
ら
な
い
け
ど

こ
う
し
て
再
び
四
人
に
分
か
れ
た
じ

ん

し
か
も
全
員
完
全
に
復
活
し
て
だ
に

と
て
も
め
で
た
い
の
に

尊
い
の
に
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な
る
ほ
ど

と
り
あ
え
ず
事
情
は

し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
深
く
考
え
る
の
を
や
め

今
姉
妹
が
言

た
情
報
を

 
事
実
と
し
て
と
ら
え
る
事
に
し
よ
う
と
決
意
し
た

 
突

子
も
な
い
話
で
は
あ
る
が

姉
妹
が
そ
う
言
う
か
ら
に
は
そ
う
な
の
だ
ろ
う
し

 
安
易
に
否
定
し
た
り
疑

た
り
す
る
べ
き
で
は
な
い

 
後
で
冗
談
だ
と
言
わ
れ
た
ら

そ
う
だ

た
の
か
と
笑
い
飛
ば
せ
ば
い
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え
な
が
ら

今
度
は
こ
の
世
界
の
事
を
説
明
す
る
事
に
し
た

先
ず
最
初
に
言

て
お
く
が

こ
こ
は
現
実
じ

な
い

ゲ

ム
の
中
の
世
界
だ

ゲ

ム

ゲ

ム

て
何

凄
く
興
味
が
あ
る
じ

ん

 
そ
の
言
葉
に
食
い
つ
い
た
の
は

や
は
り
リ

ク
で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
感
覚
だ
と

リ

ク
は
学
者
の
よ
う
な
雰
囲
気
を

え
て
お
り

 
知
識
欲
が
姉
妹
の
中
で
は
突
出
し
て
高
い
よ
う
に
見
え
た

分
か
り
や
す
く
い
う
と

こ
こ
は
人
が
作

た

楽
の

の
世
界
だ

 
と
は
い
え
現
実
と
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
が
な
い
し

か
な
り

か
く
作
り
こ
ま
れ
て
い
る

 
こ
こ
で
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
も
出
来
る
し

現
実
の
体
の

持
さ
え
ち

ん
と
出
来
れ
ば
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一
生
こ
こ
で

ら
し
続
け
て
い
く
事
も
可
能
だ

つ
ま
り
こ
こ
に
い
る
ハ
チ
マ
ン
は

本
当
の
ハ
チ
マ
ン
じ

な
い
の

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

現
実
世
界
は
こ
ん
な
感
じ
だ

今
写
真
を
見
せ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

姉
妹
に
リ
ア
ル
世
界
の
色
々
な
写
真
を
見
せ
た

こ
れ

て
も
し
か
し
て

私
達
が
い
た
世
界
の
元
の

か
に

そ
う
か
も
ね

こ
の
世
界
が
ず

と
放
置
さ
れ
た
ら

あ
あ
い
う
感
じ
に
な
る
気
が
す
る

一

は
小
さ
な

だ

た
け
ど

の
せ
い
で
ぼ
ろ
ぼ
ろ
だ

た
し
な

小
さ
な

で

軍

み
た
い
な
も
ん
か

軍

そ
れ

て
ど
ん
な

こ
れ
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
見
せ
て
き
た
そ
の
写
真
を
見
た

間
に

姉
妹
達
は
全
員
同
時
に
息
を

ん
だ

ん

ど
う
か
し
た
か

ハ
チ
マ
ン

こ
れ
が
軍

な
の
に

お
う

俺
は
行

た
事
は
な
い
が

そ
う
み
た
い
だ
な

こ

こ
れ

て
一

じ

ん
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え

マ
ジ
で
か

う
ん

確
か
に
こ
れ
は
一

だ
ね

そ
う
な
の
か

て
事
は

六
人
が
い
う

あ
の
世
界

て
の
は

日
本
を
再
現
し
た
世
界
な
の
か

 

目
だ

も
う
何
が
何
だ
か
ま

た
く
分
か
ら
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は

い
パ
ニ

ク

態
に
陥
り

素
直
に
外
部
に
助
け
を
求
め
る
事
に
し
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
い
え
ば
こ
の
人
し
か
い
な
い

ア
ル
ゴ
の
出
番
で
あ
る

ち

と
待

て
て
く
れ

今
そ
う
い
う
事
に

し
い
仲
間
を
呼
ぶ
か
ら

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

こ
の

に
ア
ル
ゴ
を
呼
び
出
し
た

 
い
き
な
り
ゲ

ム
の
中
か
ら
リ
ア
ル
に
連

し
て
く
る
な
ん
て
ハ

に
し
ち

珍
し
い
ナ

急
事
態
だ

と
り
あ
え
ず
ち

と
付
き
合
え

ふ

ん

何
が
あ

た
ん
ダ

と
り
あ
え
ず
中
に
入

て
く
れ

 

の
入
り
口
で
そ
う
言
わ
れ

ア
ル
ゴ
は
き

と
ん
と
し
た
後

や
や
顔
を

く
し
た
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の
中
で
二
人
き
り

て

そ
う
い
う
事
か

 

急
事
態

て
言
う
く
ら
い
我
慢
の
限
界
だ

た
ん
だ
な
ハ

 
ま
あ
も
ら
え
る

は
も
ら

て
お
く
ぞ

ア

ち

ん
に
は

て
て
や
る
か
ら
ナ

お
前
が
何
を
想
像
し
て
い
る
の
か
は
何
と
な
く
分
か
る
が

そ
う
い
う
ん
じ

な
い

 
本
当
に

急
事
態
な
ん
だ

と
り
あ
え
ず
会

て
欲
し
い
奴
ら
が
い
る

ふ

ン

 
ア
ル
ゴ
は

し
げ
な
表
情
で
そ
う
言
い

大
人
し
く
中
に
入

た

 
そ
し
て
六
人
を
紹
介
さ
れ
先
ほ
ど
ハ
チ
マ
ン
が
六
人
に
さ
れ
た
説
明
が
再
び

り
返
さ
れ

た

な
る
ほ
ど
ナ

し
か
も
こ
の
六
人

お
前
を
待

て
る
間

普
通
に

て
た
ん
だ
よ

あ
り
え
な
い
よ
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
な
ら
と
も
か
く

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
そ
れ
は
無
い
ナ

な
の
で
と
り
あ
え
ず
六
人
が
ど
の
ゲ

ム
か
ら
コ
ン
バ

ト
し
て
き
た
の
か
を
調
べ
て
く
れ

 
可
能
な
ら
ど
の
地

か
ら
接
続
し
て
い
る
か
も
だ

オ

ケ

だ

ち

と
待

て
て
く
れ
ナ
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そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
コ
ン
ソ

ル
か
ら
仮
想
キ

ボ

ド
を
呼
び
出
し
ソ
レ
イ
ユ
に
ア
ク
セ
ス

し
た

 
六
人
は
そ
の

を
興
味

々
で

め
て
い
た
が

 
や
が
て
ア
ル
ゴ
が
信
じ
ら
れ
な
い
と
い

た
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た

ど

ち
も
不
明

え

マ
ジ
か
よ

そ
ん
な
事
あ
り
う
る
の
か

あ
る

な
い
だ
ろ

で
も
そ
れ
が
事
実
ダ

そ
う
い
う
結
果
が
出
る
よ
う
な
事
象
に
心
当
た
り
は

そ
う
だ
な

一
つ
だ
け
あ
る
に
は
あ
ル

何
だ

 
ア
ル
ゴ
は
じ

と
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
つ
め
た
後

い
が
ち
に
こ
う
言

た

茅
場

さ
ん

あ

ま
さ
か
お
前

そ
の
ま
さ
か
だ
始
ま
り
の
人

て
の
が
茅
場

の
よ
う
に

を
ス
キ

ン
し
た
人
物
だ

と
し
て
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そ
の
意
識
が
仮
に
ネ

ト
ワ

ク
内
に
残
る
事
に
成
功
し
た
と
す
る

 
で
そ
の
意
識
が
ネ

ト
内
で
六
つ
に
分
か
れ
そ
の
シ

ク
で
人
間
だ

た
時
の
記
憶
を

失
う

 
そ
の
ま
ま
六
つ
の
意
識
は
一

に
ネ

ト
の
中
を
移
動
し
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
の
人
格
と
し
て

成
⻑
し

 
最
終
的
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
着
地
す
る
事
に
な

タ

も
う
一
度
同
じ
事
を
言
わ
せ
て
も
ら
う
が

そ
ん
な
事
あ
り
う
る
の
か

あ
る
か
無
い
か
で
言
え
ば

可
能
性
は
無
限
だ
ぞ

現
実
に
こ
う
な

て
る
だ
ロ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に

う
う
む
と

り
な
が
ら
も
こ
う
答
え
た

真
実
は
闇
の
中

た
だ
目
の
前
の
事
実
だ
け
を
受
け
止
め
ろ
と

理
解
が

い
な
ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

で

た
当
人
と
し
て
は
ど
う
す
る
の
が
い
い

と
思
ウ

そ
う
い
う
事
な
ら

あ
の
六
人
は
こ
こ
で
ず

と
生
き
て
い
く
事
に
な
る
ん
だ
よ
な

ま
あ
そ
う
い
う
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な

も
し
そ
れ
が
事
実
な
ら

だ
ガ

だ

た
ら
彼
女
達
の
し
た
い
よ
う
に
さ
せ
て
や
る
さ
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
顔
を
し
て
い
る
六
人
に
こ
う

ね
た

難
し
い
話
は
も
う
い
い
だ
ろ

と
り
あ
え
ず

み
ん
な
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
い
ん
だ

 
こ
こ
に
は
み
ん
な
に
と

て

と
な
る
化
け
物
は
存
在
し
な
い
し

水
も
豊

に
あ
る

 
も

と
も
水
だ
け
じ

生
き
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
普
通
に
食
事
も
す
る
事
を

め
る
が
な

 
希
望
す
る
な
ら
六
人
が
生
活
す
る

の
家
も
俺
が
用
意
す
る

 
な
の
で
六
人
で
話
し
合

て

こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
い
か
決
め
て
く
れ

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
相
談
す
る
か
ら
ち

と
待

て
も
ら

て
も
い

い

 
六
人
を
代
表
し
て
リ

ウ
が
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は

い
た

 
い
く
つ
か
質
問
が
あ
る
ん
だ
け
ど

い
い

 
姉
妹
の
中
で
は
一
番

の
回
転
が

い
と
思
わ
れ
る
リ

ク
が

 
話
し
合
い
の
後
に
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う

ね
て
き
た

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

こ
こ
で
も
し
死
ん
だ
ら
私
達
は
ど
う
な
る
と
思
う

ア
ル
ゴ

ど
う
な
る
ん
だ
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デ

タ
と
し
て
は
も
う
完

に
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
定
着
し
て
る
か
ら

 
普
通
に
何
度
で
も
復
活
す
る

だ
そ
う
だ

そ

か

死
な
な
い
ん
だ

正
確
に
は
死
に
は
す
る
が

存
在
が
消
滅
す
る
事
は

久
に
無
い

て
事
だ
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
姉
妹
に
そ
う
言
い

リ

ク
は
他
に
も
い
く
つ
か
の
質
問
を
し
て
き
た

用
意
し
て
く
れ
る
家

て
ど
の
く
ら
い
の
広
さ
な
の

六
人
が
生
活
し
て
い
く
の
に
十
分
な
広
さ
を
確
保
す
る
つ
も
り
だ

 

体
的
に
は
こ
の
部
屋
の
三
倍
く
ら
い
の
広
さ
だ
と
思
う

こ
の
世
界
に

私
達
に
と

て

と
な
る
敵
は
い
る
の

基
本
的
に

他
の
プ
レ
イ
ヤ

あ

他
の
人
は

敵
も
い
る
し
味
方
も
い
る
な

 
そ
の
他
に

モ
ン
ス
タ

と
呼
ば
れ
る
強
敵
が
い
る

ま
あ
街
の
外
に
し
か
い
な
い
か
ら

 
街
で

ら
し
て
い
る
分
に
は

そ
う
い

た

を
感
じ
る
事
も
な
い
だ
ろ
う

こ
の
世
界

て
ど
れ
く
ら
い
広
い
の

今
で
も
か
な
り
広
い
が

今
後
は
も

と
広
く
な
る
な



 第６８２話 真実は闇の中

 
少
な
く
と
も
お
前
が
当
分
退
屈
す
る
事
は
無
い
ぞ

リ

ク

な
る
ほ
ど

大
体
分
か

た
じ

ん

 
そ
し
て
リ

ク
は
姉
妹
達
の
方
を
向
き

残
り
の
五
人
は
リ

ク
に

い
た

そ
れ
じ

あ

し

な
い
け
ど
し
ば
ら
く
お
世
話
に
な
る
じ

ん

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
笑
顔
で

い
た

お
う

こ
れ
か
ら
ず

と
仲
良
く
し
て
い
こ
う

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
の
言
葉
を

切
り
に

六
人
は
ハ
チ
マ
ン
を
囲
ん
で
口
々
に
こ
う
言

た

落
ち
着
い
た
ら
私
を
敵
の
い
る
と
こ
ろ
に
連
れ
て

て
欲
し
い
ん
だ
わ
な

分
か

た
リ

ウ

そ
の
う
ち
俺
の
仲
間
と
み
ん
な
で
一

に
狩
り
に
行
こ
う

 
武
器
と
装
備
も
揃
え
な
い
と
い
け
な
い
な
と
に
か
く
そ
れ
な
り
に
強
く
な

て
お
か
な
い
と

 
生
活
し
て
い
く
上
じ

何
か
と
不

だ
か
ら
な

こ
れ
は
楽
し
く
な

て
き
た
わ
ね

と
り
あ
え
ず
私
と
戦
う

い
や

戦
わ
ね
え
か
ら

ま
あ
そ
の
う
ち
に
お
願
い
ね
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リ

ウ
は
心

楽
し
そ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た

俺
は
色
々
な
物
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
な

そ
れ
な
ら
リ
ク
に
は
俺
の
知
り
合
い
の
職
人
を
紹
介
し
よ
う
そ
い
つ
に
色
々
教
わ
る
と
い
い

や
り

サ
ン
キ

ハ
チ
マ
ン

 
リ
ク
は
指
を
ポ
キ
ポ
キ
鳴
ら
し
な
が
ら
そ
う
言

た

私
は
も
う
一
度
ミ
ド
リ
ち

ん
を
育
て
た
い
の
に

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
に

ミ
ド
リ
ち

ん

て

本
体
だ
け
残

て
る
と
か
い
う
木
だ
よ
な

 
芽

く
か
は
分
か
ら
な
い
が

と
り
あ
え
ず
広
い
庭
を
用
意
す
る
わ

あ
り
が
と
う
に

感
謝
す
る
の
に

 
リ
ツ
は
そ
う
言

て
ミ
ド
リ
ち

ん
と
呼
ん
で
い
る
光
る

を
大
切
そ
う
に

き
締
め
た

私
は

ま
だ
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い

だ

た
ら
そ
れ
を
ゆ

く
り
探
す

に

色
々
見
て
回
る
と
い
い

 
も
し
必
要
な
ら
俺
が
案
内
し
て
や
る
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
リ
ン
は

顔
を

く
し
な
が
ら
動

し
た
よ
う
に
こ
う
言

た

な

何
だ
こ
れ
は

ハ
チ
マ
ン

も
し
か
し
て
今

私
に

を

ら
な
か

た
か



 第６８２話 真実は闇の中

い
や

何
を
言

て
る
ん
だ
お
前

意
味
が
分
か
ら
な
い
か
ら
な

な

な
ら
別
に
い
い

何
な
ん
だ
一
体

 
リ
ン
は
そ
の
ま
ま

恥
ず
か
し
そ
う
に
そ

を
向
い
た

ハ
チ
マ
ン

リ
ナ
ち

ん
は
色
々
な
物
を
食
べ
た
い
の
な

そ
う
か

料
理
で
も

う
か

料
理

て
何
の
事
な

食
べ
物
を
も

と
も

と
美
味
し
く
す
る

の
技
術
だ
な

も

と
美
味
し
く

な
ら
覚
え
る
の
な

 
そ
の
時
ア
ル
ゴ
が

横
か
ら
そ

と
ハ
チ
マ
ン
に

い
た

お
い
ハ

そ
の
リ
ナ

て
子

と
ん
で
も
な
い
ス
キ
ル
を
持

て
る
ぞ

 
今
仮
運
用
中
の
三

者
が

ス
キ
ル
を

認
し
て
や
が
ル

三

者

何
だ
そ
れ

新
し
い
合
成
や
ら

ス
キ
ル
の
管
理
の

に
作

た
三
つ
の

の
集
合
体
だ
な

 
作

た
の
は
ダ
ル
な
ん
だ
が

今

験
的
に
仮
運
用
し
て
る
ん
だ
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あ
あ

そ
う
い
え
ば
報
告
書
で
見
た
記
憶
が
あ
る
わ

三
つ
の
集
合
体
だ
ろ

そ
れ
だ
そ
れ

で

そ
の

認
さ
れ
た
ス
キ
ル

て
の
が
ナ

 
そ
の
ア
ル
ゴ
の
説
明
を

い
て

ハ
チ
マ
ン
は

か
ん
と
し
た

何
だ
そ
れ

い
や

マ
ジ
な
ん
だ

て

何
か
素
材
を
持

て
た
ら

リ
ナ
に
食
わ
せ
て
み
ろ
ヨ

わ

分
か

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

た
ま
た
ま
持

て
い
た
ミ
ス
リ
ル
鉱
を

リ
ナ
に
差
し
出
し
た

な

リ
ナ

こ
れ

て
食
べ
ら
れ
る
か

な
ん
な
な
ん
な

も
し
か
し
て
リ
ナ
ち

ん
に
く
れ
る
の
な

お

お
う

ひ

い
パ
ク

 
リ
ナ
は
そ
れ
を
平
然
と
食
べ

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ル
ゴ
は
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た

マ
ジ
か

こ
れ
は
驚
き
だ
ナ

こ
れ
は
食
べ
た
事
の
な
い
味
な
の
な

ハ
チ
マ
ン

あ
り
が
と
う
な
の
な
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い

い
や

そ
れ
よ
り
も
今
食
べ
た
素
材

も
う
一
度
出
せ
る
か

う
ん

も
う
一
度
な

お

お
う

は
い
な

 
そ
う
言

て
リ
ナ
は
ス
カ

ト
の
中
か
ら
先
ほ
ど
の
物
と

分
違
わ
ぬ
ミ
ス
リ
ル
鉱
を
取
り

出
し
た

は
い
こ
れ
な

マ
ジ
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
先
ほ
ど
と
ま

た
く
同
じ
よ
う
に
そ
う
言
い

リ
ナ
は
得
意
げ
に
こ
う
言

た

リ
ナ
ち

ん
は
食
べ
た
物
を
い
つ
で
も
取
り
出
せ
る
の
な

そ
う
な
の
か

す

凄
い
な
リ
ナ

な
の
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
の
言

た
事
が
真
実
だ

た
と
納
得
し
た
が

 
や
は
り
人
が
鉱
石
を
食
べ
た
と
い
う
事
実
に

が
つ
い
て
い
か
な
い
よ
う
だ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

最
後
に
リ

ク
が
声
を
か
け
て
き
た
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ハ
チ
マ
ン

今
の

て
何

ミ
ス
リ
ル

て
い
う
素
材
だ
な

ふ

ん

何
に
使
う
の

色
々
な
武
器
や
防

や
ア
イ
テ
ム
を
製
作
す
る
の
に
使
う
な

他
に
も

山
種

が
あ
る
ぞ

そ

か

な
ら
私
は
最
初
に
ど
ん
な
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
の
か
調
べ
る
事
に
す
る

 
き

と
そ
う
い
う
知
識
が
役
に
立
つ
時
が
く
る
じ

ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
う
ち
の
デ

タ
ベ

ス
が
見
れ
る
よ
う
に
色
々
と
教
え
る
わ

や

た

感
謝
す
る
じ

ん

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ア
メ
リ
カ
に
行
く

の
準
備
の
合
間
を

て

 
六
人
姉
妹
の
世
話
を
す
る
事
と
な

た
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第
６
８
３
話
 
準
備
は
着
々
と

 
そ
の
日
か
ら
ハ
チ
マ
ン
は

六
人
の

に
あ
ち
こ
ち
を
走
り
回

た

 
先
ず
最
初
に
行

た
の
は

姉
妹
の
家
探
し
で
あ
る

そ
れ
に

し
て
姉
妹
に

家

の

念
を
教
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
と
い
け
な
か

た
の
は
ご
愛

で
あ
る

個
室
が
六
部
屋
全
員
が
集
ま
れ
る
キ

チ
ン

設
の
リ
ビ
ン
グ

物
を
育
て
ら
れ
る
庭
か

 
こ
れ
は
探
す
の
に
苦
労
し
そ
う
だ
な
せ
め
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
攻
略
が
も
う
少
し
進
ん
で

い
れ
ば

 
心
当
た
り
も
い
く
つ
か
あ

た
ん
だ
が
な

ハ

や

ぱ
り
ベ

ド
も
必
要
み
た
い
だ
ぞ

あ
の
六
人

ゲ

ム
内
で
眠
る
ら
し
い

 
つ
い
で
に
言
う
と
ま
あ
当
た
り
前
な
ん
だ
が
最
初
の
ロ
グ
イ
ン
か
ら
一
度
も
ロ
グ
ア
ウ
ト

し
て
ね
エ

や

ぱ
り
か

分
か

た

何
と
か
す
る
わ

あ
あ
そ
う
な
る
と
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
で
接
続
し
て
る
誰
か

て
可
能
性
も
出
て
く
る
が

確
か
に
そ
う
だ
が

ま
あ
限
り
な
く
可
能
性
は

い
だ
ろ
う
ナ
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相
変
わ
ら
ず
真
実
は
闇
の
中

い
や
闇

て
表
現
は
あ
の
六
人
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
か

 
真
実
は
光
の
中

て
事
か

そ
う
い
え
ば

ハ

リ

ク
が
ハ

の
事
を
探
し
て
た
み
た
い
だ
ぞ

分
か

た

屋
に
顔
を
出
し
て
み
る
わ

 
そ
し
て

屋
を
訪
れ
た
ハ
チ
マ
ン
に

リ

ク
が
一
つ
頼
み
事
を
し
て
き
た

 
そ
れ
は

姉
妹
が
自
力
で
最

限
生
き
て
い
け
る
よ
う
に

 
店
を

え
て
そ
こ
で
素
材
を

り
た
い
と
い
う
も
の
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

し

更
な
る
苦
労
を
し

い
こ
む
事
に
な

た
の
だ
が

 
一
時
期
生
き
続
け
る
事
を

め
て
い
た
く
ら
い
苦
労
し
て
き
た
ら
し
い

 
あ
の
姉
妹
の
笑
顔
の

だ
と
思
え
ば
そ
れ
も
苦
に
は
な
ら
な
か

た
よ
う
だ

家
探
し
と
か
の

を
整
え
る
の
は
俺
が
何
と
か
す
る
と
し
て

 
六
人
に
色
々
教
え
る
教
師
役
が
必
要
だ
な

 
と
り
あ
え
ず
リ
ズ
と
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
に
は
色
々
作

て
も
ら
う
か
ら
あ
の
三
人
は
当
然
と

し
て

 
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
と
シ
リ
カ
に
追
加
で
協
力
を

ぐ
と
す
る
か
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と
り
あ
え
ず
の
情
報
開

は
そ
の
六
人
ま
で
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
判
断
し

そ
の
六
人
に
姉
妹
を
紹
介
し
た

 
当
然
事
前
に
姉
妹
の
背
景
に
つ
い
て
は
説
明
済
で
あ
る

 
当
然
そ
の
内
容
は

荒

無
稽
な
話
に
な

て
し
ま

た
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
言
う
な
ら
と

六
人
は
そ
れ
を
信
用
し

 
交
代
で
姉
妹
の

り
て
い
る

に
通
い
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
く

の
様
々
な
事
を
教
え
る

事
と
な

た

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
達
を
選
ん
だ
理
由
は
色
々
相
談
す
る
の
に
学
校
が
都
合
が
い
い
と
い
う
理

由
で
あ
る

 
他
の
メ
ン
バ

達
に
紹
介
す
る
の
は
も
う
少
し

が
整

て
か
ら
に
す
る
つ
も
り
の
よ
う

だ
ね

キ
リ
ト
君

ち

と
戦
わ
な
い

ま
た
か
よ

仕
方
な
い
な

近
く
の
レ
ン
タ
ル
訓
練
ス
ペ

ス
に
行
く
か

キ
リ
ト

リ

ウ
姉
さ
ん

私
も
一

に
連
れ
て

て

そ
う

そ
れ
じ

あ
リ
ン
も
一

に
お
願
い
だ
わ
ね

キ
リ
ト
君
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オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

 
リ

ウ
と
リ
ン
は
死
ぬ
危
険
は
無
く
な

た
と
は
い
え
自
ら
を
も

と
鍛
え
る
事
に
し
た

よ
う
だ

 
そ
の

キ
リ
ト
は
こ
こ
を
訪
れ
る
度
に
戦
い
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
た

ア
ス
ナ
ね

ね

ま
た
料
理
を
教
え
て
な
の
な

ち

と
待

て
ね

今
リ
ツ
さ
ん
に

一

常
識
に
つ
い
て
教
え
て
る
と
こ
ろ
だ
か
ら

そ
れ
な
ら
リ
ナ
も
一

に
勉
強
す
る
の
な

そ
れ
じ

あ
一

に
や
ろ

か

そ
の
後
三
人
で
料
理
ね

あ
り
が
と
う
ア
ス
ナ

は
い
な

 
リ
ツ
と
リ
ナ
は

姉
妹
達
の
生
活
を

え
る
役
目
を
選
ん
だ
ら
し
く

 
ア
ス
ナ
と
一

に
い
る
事
が
多
く
な

た

 
特
に
ア
ス
ナ
は
リ
ナ
の
事
が
か
わ
い
く
て
仕
方
が
な
い
よ
う
で
何
か
と
リ
ナ
の
事
を
気
に
か

け
て
い
た

 
リ
ク
は
ナ
タ
ク
達
三
人
に
合
成
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
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今
で
は
初
級
の
職
人
と
し
て

簡

な

理
や
製
作
は
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
達
を

シ
リ
カ
は

的
に
補
助
し
て
い
た

や

ぱ
り
頼
れ
る
も
の
は
仲
間
だ
よ
な

ハ
チ
マ
ン

今
日
は
ど
こ
に
行
く

そ
う
だ
な

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
や
は
り
望
み
薄
み
た
い
だ
か
ら

 
初
心
に
か
え

て
ア
ル
ン
の
ま
だ
行

た
事
の
な
い
方
面
に
行

て
み
る
か

オ

ケ

オ

ケ

準
備
す
る
じ

ん

 
そ
し
て
最
後
の
一
人
で
あ
る
リ

ク
は

的
に
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
行
動
し
て
い
た

 
お
そ
ら
く
は

も

と
こ
の
世
界
の
事
を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

日
の
物
件
は

し
か

た
じ

ん
ね

ち

と
部
屋

が
足
り
な
か

た
な

 
こ
う
な

た
ら
も
う

立
地
で
決
め
ち
ま

た
方
が
い
い
か
も
な

 
で

資
金
を
投
入
し
て
中
を

張
す
れ
ば

そ
れ
で
お
そ
ら
く
素
敵
な
家
の
完
成
だ

 
ベ

ド
と
か
は
も
う

自
前
で
用
意
す
る
前
提
で

件
か
ら

外
し
よ
う

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

ル

ム
に
は

基
本

室
は
存
在
し
な
い
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何
故
な
ら
ベ

ド
の
存
在
価

が
ま

た
く
無
い
か
ら
だ

 

れ
ば
ア
ミ

ス
フ

ア
の
機
能
で
自
動
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
し

 
実

屋
に
ベ

ド
が
あ
る
の
も

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
名
残
と
雰
囲
気
作
り
の

で
あ
る

 
ベ

ド
に

要
が
あ
る
と
す
れ
ば
後
は
十
八
禁
な
用

で
使
う
目
的
く
ら
い
の
も
の
で
あ
ろ

う
と
り
あ
え
ず
最
初
の
部
屋

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

張
出
来
る
部
分
も
ま
た
大
き
く
な
る

か
ら

 
と
に
か
く
出
来
る
だ
け
初
期
の
面

が
広
い
物
件
を
探
す
と
す
る
か

な
る
ほ
ど

事
前
に
考
え
て
お
く
事
が
結

あ
る
ん
だ
ね

そ
う
い
う
事
だ

リ

ク
は
六
人
の
参
謀
役
と
し
て

広
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
く
れ

 
常
に
俺
が
近
く
に
い
て
や
れ
る

じ

な
い
か
ら
な

え

そ
う
な
の

あ
あ

も
う
少
し
し
た
ら
俺
は
ち

と
遠
く
に
出
か
け
て
く
る
か
ら

 
し
ば
ら
く
こ
こ
に
は
来
れ
な
く
な
る
ん
だ
よ
な

そ
れ
は
ち

と

し
い
じ

ん
ね
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俺
が
い
な
い
間
は
一
人
で
ネ

ト
で
も
見
て
勉
強
し
て
お
く
と
い
い
使
い
方
は
教
え
た
よ
な

う
ん

だ
け
ど
あ
れ

情
報

が
多
す
ぎ
だ
し

ま
あ
基
本
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
関
係
の
サ
イ
ト
だ
け
見
て
お
け
ば
い
い
さ

 
で

分
か
ら
な
い
言
葉
が
あ

た
ら
調
べ
る

み
た
い
な

う

頑
張
る

そ
の
う
ち
他
の
五
人
に
も
文

を
教
え
た
方
が
い
い
な

 
今
の
ま
ま
だ
と
街
を
歩
く
の
に
も
一
苦
労
だ
ろ
う
し
な

そ
れ
は
凄
く
思
う
じ

ん

 
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

あ
ち
こ
ち
を
見
て
回

た

中
々
い
い
物
件
が
な
い
な

ハ
チ
マ
ン

こ

ち
は

そ

ち
は
色
々
な

設
が
遠
く
て
何
か
と
不

な
地

な
ん
だ
よ
な
人
通
り
も
ほ
ぼ
無
い
し

な 
あ

待
て
よ

で
も
実
は
そ
れ
で
い
い
の
か
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人
は
少
な
い
方
が
い
い
じ

ん
ね
う
ち
の
店
の
事
を
知

て
る
人
だ
け
が
来
る
み
た
い
な

確
か
に
そ
う
だ
な

よ
し

行

て
み
る
か

 
リ

ク
の
言
葉
に
一
理
あ
る
と
思

た
ハ
チ
マ
ン
は

そ
う
言

て
リ

ク
と
共
に

 
人
気
が
ま

た
く
な
い
裏
路
地
へ
と
入

て
い

た

こ
の

り
は
ま
る
で
迷
路
だ
な

で
も
ち

と
わ
く
わ
く
す
る
じ

ん

確
か
に
な

ん

ど
う
か
し
た

い
や

こ
の
路
地

た
だ
の
袋
小
路
だ
と
思

た
ら

ど
う
や
ら
奥
が
扉
に
な

て
て

 
そ
こ
が

り
に
出
さ
れ
て
る
み
た
い
だ
な

チ
ラ

と

が
見
え
た
わ

本
当
に

行

て
み
る
じ

ん

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
扉
の
前
へ
と
移
動
し

を
い
じ

て
見
学
モ

ド
を
選
択
し

 
そ
の
扉
の
中
へ
と
入

て
い

た

お結

広
い
じ

ん

ち

と
部
屋
の

を

え
て
く
る
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お
う

頼
む
わ
リ

ク

庭
も
最
初
か
ら
あ
る
な

 
少
し

い
が
広
げ
る
だ
け
な
ら
ゼ
ロ
か
ら

設
す
る
よ
り
簡

だ
か
ら
こ
れ
は
か
な
り
大
き
い

ぞ 
あ
れ

風
呂
ま
で
あ
る
の
か

ま
あ
こ
れ
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
設
備
関
係
を
確
認
し
終
わ

た

奥
か
ら
リ

ク
が

て
き
た

部
屋

は
リ
ビ
ン
グ
の
他
に
個
室
が
五
つ
あ
る
じ

ん

お
お

そ
れ
な
ら
い
け
る
か

う
ん

場
所
的
に
も
奥
ま

た
所
に
あ

て
い
い
感
じ

ち

と
気
に
入

た
か
も

じ

あ
こ
こ
に
決
め
ち
ま
う
か

う
ん

 
こ
う
し
て
都
合
の
い
い

件
の
個
人
ハ
ウ
ス
を
発
見
し
た
二
人
は

 
ハ
チ
マ
ン
が
リ

ク
に
資
金
を
提

し

無
事
に

入
を
済
ま
せ
る
事
が
出
来
た

さ
て

々
と
し
た
部
分
の
設
定
だ
け
先
に
し
ち
ま
う
か

 
リ

ク

今
か
ら
俺
が
言
う
通
り
に
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
て
く
れ

分
か

た

や

て
み
る
ね
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そ
し
て
店

用
の
ス
ペ

ス
が

設
さ
れ

個
室
も
六
つ
に

え
た

 
庭
も
広
く
な
り

そ
こ
に
店
の
商
品
を
し
ま

て
お
く
倉

も
新
た
に

さ
れ
た

基
本
は
こ
ん
な
感
じ
か
そ
れ
じ

あ
先
に
ナ
タ
ク
達
を
呼
ん
で
内
装
を
ど
う
に
か
す
る
か

わ
く
わ
く
す
る
な

ど
う
な
る
の
か
凄
く
楽
し
み
じ

ん

他
の
五
人
が
気
に
入

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が
な

大
丈
夫

あ
の
五
人
は
ち

ろ
い
か
ら

そ

そ
う
か

 
そ
し
て
五
人
に
は
内

で
ナ
タ
ク
達
が
呼
ば
れ

 
三
人
は
リ

ク
の
意
見
を

き
つ
つ
家
の
整
備
を
開
始
し
た

手
始
め
に
僕
は
ベ

ド
を
用
意
し
ま
す
ね
ス
ク
ナ
さ
ん
布
団
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

分
か

た
わ

任
せ
て

リ

ク

布
団
に
書
く

と
か

何
か
意
見
は
あ
る

そ
れ
な
ら

は
無
し
で
も
い
い
か
ら
色
を
緑
色
系

に
し
て
も
ら
え
る
と
安
心
す
る
じ

ん
オ

ケ

そ
れ
じ

あ
そ
の
方
向
で
や

て
み
る
わ

ね

ハ
チ
マ
ン

こ
れ
だ
と
風
呂
が

く
な
い



 第６８３話 準備は着々と

ん

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
だ
な

 
お
い
リ

ク

こ
の
部
屋
を
六
倍
く
ら
い
に
大
き
く
出
来
な
い
か

出
来
る
け
ど

そ
も
そ
も
こ
の
部
屋

て
何
の
部
屋

全
然
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
い

う
か

 
何
の

に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
の
か
意
味
不
明
な
ん
だ
け
ど

騙
さ
れ
た
と
思

て
や

と
け

て
俺
が
お
前
達
が
困
る
よ
う
な
事
を
言
う
は
ず
が
な
い
だ

ろ
うま

あ
そ
う
だ
け
ど
さ

分
か

た

や

と
く
じ

ん

 
そ
れ
か
ら
ス
ク
ナ
は
ナ
タ
ク
に
ク
ロ

ゼ

ト
を
作

て
も
ら
い

 
服
を
色
々
な
デ
ザ
イ
ン
で

着
ず
つ
収
納
し
そ
れ
以
外
に
お
揃
い
の
パ
ジ

マ
も
用
意
し
た

 
後
は
姉
妹
に
自
分
で

い
に
行

て
も
ら
う
つ
も
り
の
よ
う
だ

 
や
は
り
好
き
な
格
好
を
し
て
欲
し
い
か
ら
だ

当
然
ス
ク
ナ
は
頼
ま
れ
た
ら
そ
れ
も
作
る
つ
も

り
で
あ

た

 
他
に
も
食
器

や
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
家

を
相
談
し
て
用
意
し

 
一

生
活

が
ほ
ぼ
整

た
と
こ
ろ
で

次
は
店

と
庭
を
い
じ
る
事
に
な

た
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現
物
を

る
の
は
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
商
品
リ
ス
ト
を
表

出
来
る
よ
う
に
し
て

と

庭
の
倉

は
種

別
に

麗
に
収
納
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
く
わ
ね

セ
キ

リ
テ

の
問
題
も
あ
り
ま
す
ね

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ど
う
し
ま
す

録
画

末
の
設
置
に
加
え

止
力
的
に
う
ち
の
マ

ク
を
ど
こ
か
見
え
る
所
に
置
く
か

 
ま
あ
こ
こ
は
扱
い
は
個
人
ハ
ウ
ス
だ
か
ら

パ
ス
ワ

ド
を
一

公
開
す
る
事
も
な
い
し

 
お
か
し
な
奴
が
入

て
く
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
な
ん
だ
が

 
口
コ
ミ
で
伝
わ
る
過

で
変
な
の
が

れ
込
む
可
能
性
は
あ
る
か
ら
な

そ
れ
と
は
別
に

の

機
能
も
オ
ン
に
し
て
お
き
ま
し

う
か

 
パ
ス
ワ

ド
を
分
け
て

店

以
外
に
は
他
人
は
入
れ
な
い
モ

ド
も
作
り
ま
し

う

だ
な

リ

ク

頼
む
わ

分
か

た

設
定
し
て
お
く
ね

 
こ
う
し
て
三
人
の
手
に
よ

て
ど
ん
ど
ん
家
の

良
が
進
み

 

日
後

つ
い
に
姉
妹
に
公
開
さ
れ
る
運
び
と
な

た
の
で
あ

た



 第６８４話 ハチマンはどうやら⻤畜らしいです

 
第
６
８
４
話
 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
や
ら
⻤
畜
ら
し
い
で
す

そ
れ
じ

あ
今
日
は
予
定
通
り

全
員
で
飛
ぶ
練

だ
な

や

と
だ
に

凄
く
楽
し
み
だ
に

ハ
チ
マ
ン

リ
ナ
も
練

す
れ
ば
お
空
を
飛
べ
る
の
な

お
う

絶
対
に
飛
べ
る

と
い
う
か
も
う
飛
べ
る

後
は
慣
れ
る
だ
け
だ
な

そ
う
な
の
な

そ
れ
じ

あ

く
慣
れ
て

ぶ
ん
ぶ
ん
空
を
飛
び
ま
わ
る
の
な

 
六
姉
妹
の

の
家
の
整
備
が
終
わ

た
直
後
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
い
う
口
実
で
姉
妹
を
外
に
連

れ
出
し

 
そ
の
ま
ま

屋
で
は
な
く
そ
の
家
に
連
れ
て
行
く
腹

も
り
で

そ
う
話
を
進
め
て
い
た

空
か

と
り
あ
え
ず
戦
う

リ

ウ
は
そ
れ
し
か
言
え
な
い
の
か
よ

そ
う
い
う
の
は
キ
リ
ト
相
手
に
や

て
く
れ

え

最
近
ち

と
マ
ン
ネ
リ
ぎ
み
で
さ

新
し
い
相
手
と
戦
い
た
い
ん
だ
よ
ね

そ
う
い
う
セ
リ
フ
は
一
度
で
も
キ
リ
ト
に
勝

て
か
ら
言
う
ん
だ
な

あ

彼
強
い
よ
ね

私
と
リ
ン
が
二
人
が
か
り
な
の
に
ち

と
も
勝
て
な
い
よ
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当
然
だ
な

あ
い
つ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
の
剣
士
だ
か
ら
な

や

ぱ
り
そ
う
な
の
か

道
理
で
強
い

だ
な

ま
あ
も
う
少
し
頑
張

て
み
ろ
よ
リ
ン

リ

ウ
と
協
力
し
て
み
る
と
か
な

 
息
の
合

た
コ
ン
ビ
攻
撃

て
の
は
意
外
と
や

か
い
な
も
ん
だ
ぞ

そ
う
か

う
ん

リ

ウ
姉

今
度
ち

と
考
え
て
み
よ

か

そ
う
ね

そ
う
い
う
の
も
き

と
必
要
だ
わ
ね

 
リ

ウ
と
リ
ン
は
あ
れ
か
ら
ず

と

キ
リ
ト
を
相
手
に
戦
闘
訓
練
を
し
て
い
た
よ
う
だ
が

 
そ
れ
で
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
の
強
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
ら
し
い

 
だ
が
キ
リ
ト
に
何
度
や
ら
れ
よ
う
と
も
二
人
の
向
上
心
は

え
ず

 
姉
妹
の

に
も
よ
り
強
く
な
ろ
う
と
い
う

勢
が

え

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
の
二
人
は
ま
だ
ま
だ

び
る
と
確
信
し
て
い
た

そ
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
た

 

器
と
格
闘
装
備
と
い
う
珍
し
い
ス
タ
イ
ル
の

そ
れ
専
用
の
武
器
も
作
ら
な
い
と
い
け
な

い 
そ
う
考
え
た
ハ
チ
マ
ン
は

家
関
連
の
製
作
が
終
わ

た
ナ
タ
ク
と
リ
ズ
ベ

ト
に



 第６８４話 ハチマンはどうやら⻤畜らしいです

 
引
き
続
き
二
人
の
武
器
の
製
作
を
依
頼
す
る
事
を
決
め
た

か

空
を
飛
ぶ
の

て
さ

さ
ぞ
気
持
ち
い
い
も
の
な
ん
だ
ろ
う
な

お
う

期
待
し
て
く
れ
て
い
い
ぞ

リ
ク

そ
れ

て
背
中
を
か
い
て
も
ら
う
の
と
ど

ち
が
気
持
ち
い
い
ん
だ

い
や

比
べ
る
も
の
じ

な
い
と
思
う
が

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
そ
の
リ
ク
の

の
分
か
ら
な
い
比

に

切
な
コ
メ
ン
ト
は
出
せ
な

か

た
う

ん
ち

ん
と
比

し
た
い
か
ら
飛
ぶ
前
に
誰
か
に
背
中
を
か
い
て
も
ら
う
べ
き
な
の

か
ね

 
リ
ク
は
そ
う
言
い
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
下
か
ら

き
こ
ん
だ

ま
あ
比

す
る

て
な
ら
そ
の
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

だ
ろ
だ
ろ

い
や

俺
も
そ
の
方
が
い
い

て
思

て
た
ん
だ
よ
な

 
そ
う
う
ん
う
ん
だ
よ
な
だ
よ
な
と
一
人
で
何
か
に
納
得
し
た
そ
う
に

い
て
い
る
リ
ク
に
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ハ
チ
マ
ン
は
普
通
に
正

で
答
え
た

ま
あ
よ
く
分
か
ら
ん
が

今
は
姉
妹
全
員
が
五
感
を
備
え
て
い
る
ん
だ
ろ

 
良
か

た
な

い
つ
で
も
誰
か
に
背
中
を
か
い
て
も
ら

 

あ

あ

ど
こ
か
に
俺
の
背
中
を
か
い
て
く
れ
る
親
切
な
ハ
チ
マ
ン
は
い
な
い
の
か
ね

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
い
か
け
た

間
に

リ
ク
は
再
び
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
下
か
ら

き
込
み

 
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
そ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で

り
込
み
た
め
息
を
つ
く
と
リ
ク

に
言

た

分
か

た
分
か

た

か
い
て
や
る
か
ら
背
中
を
出
せ

お
お

別
に

し
た

じ

な
い
の
に
話
せ
る
な

ハ
チ
マ
ン

あ
れ
が

じ

な
い
と
か
ど
の
口
が
言

て
る
ん
だ

あ
あ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
リ
ク
に
凄
ん
で
み
せ
た
が

リ
ク
に
は
ま

た
く
通
用
し
な
い

い
い
か
ら

く
頼
む

も
う
待
ち
き
れ
な
い
ん
だ
よ

だ
か
ら
背
中
を
こ

ち
に
向
け
ろ
と

あ
あ
ん

こ
の
ま
ま
俺
の
背
中
に
手
を
回
せ
ば
い
い
じ

ね
え
か
よ

は
い
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ほ
ら

く
や

て
く
れ
よ

ほ
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
さ
す
が
に
面
食
ら
い

助
け
を
求
め
る
よ
う
に
他
の
者
の
顔
を
見
た
が

 
全
員
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
風
に
首
を

た

ま
じ
で
そ
れ

俺
が
や
ん
の
か

ま
だ
か

も
う
待
ち
く
た
び
れ
た
ん
で
す
け
ど

わ

分
か

た
よ

や

て
や
る
か
ら
絶
対
に
お
か
し
な
事
は
し
て
く
る
な
よ

お
か
し
な
事

て
何
だ

よ
く
分
か
ん
ね

そ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
正
面
か
ら
リ
ク
の
背
中
に
手
を
回
し

 
余
計
な
所
が
接
触
し
な
い
よ
う
に
気
を
遣
い
な
が
ら
リ
ク
の
背
中
を
カ
リ
カ
リ
と
か
い
た

あ
あ

あ
あ
あ

も
う
た
ま
ん
ね

こ
れ
最

高

 
こ
れ

自
分
で
や

て
も
何
か
違
え
ん
だ
よ
な

ハ
チ
マ
ン
も
そ
う
思
う
だ
ろ

ま

ま
あ
そ
う
か
も
な

し
か
も

に
ハ
チ
マ
ン
を
身
近
に
感
じ
る
こ
の
感
覚

う
は

に
な
る

 
そ
の

間
に

屋
の
奥
か
ら
ア
ス
ナ
が
リ

ク
と
一

に

を
現
し
た
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ど
う
や
ら
二
人
で
今
日
の
練

が
終
わ

た
後
の
事
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
ら
し
い

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
と
リ
ク
の

を
見
て

ピ
タ
リ
と
そ
の
動
き
を
止
め
た

ハ
チ
マ
ン
君

一
体
何
を
し
て
い
る
の
か
な

か
な

い

い
や

こ
れ
は
だ
な

お
お

ア
ス
ナ

お
前
も
こ

ち
に
来
て
ハ
チ
マ
ン
に
背
中
を
か
い
て
も
ら
え
よ

 
こ
れ
は
か
な
り
き
く

 
ア
ス
ナ
の

相
を
見
て
必
死
に
言
い

し
よ
う
と
し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が

 
ど
う
や
ら
そ
の
必
要
は
無
か

た
よ
う
だ

 
ア
ス
ナ
は
リ
ク
に
そ
う
言
わ
れ

き

と
ん
と
し
た
後

手
を
ポ
ン
と
叩
い
て
こ
う
言

た

あ

あ
あ

こ
の
前
言

て
た
奴
だ

そ
う
そ
う
こ
の
前
ア
ス
ナ
に
背
中
を
か
い
て
も
ら

た
時
に
ふ
と
思
い
つ
い
た
ア
レ
だ
よ

ア
レ

 
ど
う
や
ら
二
人
の
間
で
は

何
か
こ
の
行

に
関
す
る
や
り
取
り
が
過
去
に
あ

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
リ
ク
は
ア
ス
ナ
と
場
所
を
代
わ
り
ア
ス
ナ
は
少
し

を

ら
め
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に

言

た
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え

と

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

あ

は
い

 
思
わ
ず
敬
語
に
な

て
し
ま

た
二
人
で
あ

た
が

 
い
ざ
行

が
始
ま
る
と

ア
ス
ナ
は

を
紅
潮
さ
せ

気
持
ち
良
さ
そ
う
に

い
た

ん

は

こ

こ
れ
は

に
な
る

 
確
か
に
私
の
体
に
は
ハ
チ
マ
ン
君
の
手
し
か
触
れ
て
い
な
い
の
に

 
他
か
ら
見
る
と

き
し
め
ら
れ
る

前
に
し
か
見
え
な
い
こ
の

態
は

 
二
人
の
秘
密
の
行

を
他
人
に
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
背

感
が
凄
い

ア
ス
ナ

お

い

ア
ス
ナ

ま
ず
い
こ
れ
は
ま
ず
い
も
し
こ
こ
で
私
が
誘
惑
に
負
け
て
ハ
チ
マ
ン
君
に

き
付
い
て
し

ま

た
ら

 
あ
の
子
達
の
誰
か
が
他
意
は
な
い
ま
ま
真
似
を
し
ち

う
可
能
性
が
高
い

 
そ
う
な
る
と

る
式
に
他
の
子
達
に
も
広
が

て
し
ま
う

 

え
る
の
よ
ア
ス
ナ

こ
こ
が
私
の
天
王
山
よ

い
や
ア
ス
ナ

も
う
手
は
離
れ
て
る
か
ら
な

お

い
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ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の
表
情
を
見
て
恥
ず
か
し
く
な

た
の
か

 
と

く
に
ア
ス
ナ
の
背
中
か
ら
手
を
引

込
め
て
い
た
の
だ
が

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
に
は
気
付
か
ず

妄
想
の
世
界
で
必
死
に
何
か
と
戦
い
続
け
て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
今
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
名
残
で

た
ま
に
こ
う
な
る
事
が
あ
る
が

 
当
然
ハ
チ
マ
ン

み
の
出
来
事
限
定
で
あ
る

あ

そ
れ
じ

あ
ア
ス
ナ
の
事
は
ほ

と
い
て

と
り
あ
え
ず
行
く
と
す
る
か

ア
ス
ナ
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
に

ま
あ
問
題
な
い
だ
ろ

正
気
に

た
ら
追
い
か
け
て
く
る
だ
ろ
う
さ

 
そ
れ
じ

あ
俺
の
後
に
つ
い
て
き
て
く
れ

ほ
ら
ほ
ら
み
ん
な
さ

さ
と
行
く
じ

ん

 
五
人
を
ハ
チ
マ
ン
と
リ

ク
が
そ
う

し

七
人
は
歩
い
て
ア
ル
ン
の
外
へ
と
出
た

 
そ
の
後
を

ア
ス
ナ
が

て
て
追
い
か
け
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君

待

て

待

て

て
ば

お
う
ア
ス
ナ

や

と
正
気
に

た
か

正
気

何
の
事
か
分
か
ら
な
い
け
ど

私

強
大
な
敵
と
の
戦
い
に
勝

た
よ
ハ
チ
マ
ン
君
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そ

そ
う
か

よ
く
や

た
な
ア
ス
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
が
得
意
げ
な
表
情
を
し
て
い
る
の
を
見
て

 
深
く
突

込
む
事
は
せ
ず

そ
う
言
う
に

め
た

 
そ
し
て
ア
ル
ン

外
で

姉
妹
達
の
飛
行
訓
練
が
始
ま

た

 
最
初
は
当
然
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
使
用
し
て
の
飛
行
と
な
る

こ
こ
を
こ
う
し
て

こ
う
か

お

簡

じ

ね
え
か

余

余

予

し
た
通
り

ま
あ
こ
ん
な
も
ん
か

問
題
な
い
な

 
物
の

か
い
操
作
に
慣
れ
て
い
る
リ
ク
が
最
初
に
自
由
自
在
に
飛
べ
る
よ
う
に
な
り

 
コ
ン
ト
ロ

ラ

の
操
作
を
事
前
に
予

し
て
い
た
リ

ク
が
そ
れ
に
続
い
た

 
そ
し
て
身
体
能
力
に
優
れ
る
リ
ン
が
三
番
目
に
飛
行
を
会
得
し
た
が

 
残
る
三
人
は

中
々
苦
戦
し
て
い
る
よ
う
だ

た

ま
さ
か
リ

ウ
が
こ
こ
で
手
こ
ず
る
と
は
な

予
想
外
だ

た
ね
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あ
い
つ

戦
い
が

ま
な
い
と
意
外
と
ポ
ン
コ
ツ
な
ん
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
見
る
に

リ

ウ
が
い
け
な
い
点
は

要
す
る
に

の
力
の
入
り
す
ぎ
で
あ
る

 
受
け
流
す
の
は
得
意
だ
が

カ
ウ
ン
タ

は
苦
手
み
た
い
な
感
じ
だ
ろ
う
か

 
戦
闘
技
術
は
か
な
り
卓
越
し
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が

技
術
の
方
向
性
の
違
い
な
の
だ
ろ
う

よ
し

ア
ス
ナ

あ
い
つ
の
背
中
を
か
い
て
や

て
く
れ

脱
力
さ
せ
る
ん
だ

さ

き
の
奴
だ
ね

分
か

た

く
だ
け
に
さ
せ
て
く
る

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
リ

ウ
の
下
に
向
か
い
リ

ウ
の
背
中
を
正
面
か
ら
か
き
は
じ
め
た

 
だ
が
何
か
が
し

く
り
こ
な
い
よ
う
で

ア
ス
ナ
は
し
ば
ら
く
後

と
ぼ
と
ぼ
と
こ
ち
ら
に

て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君
ど
う
や
ら
私
が
相
手
だ
と
技
術
と
と
き
め
き
が
足
り
な
い
み
た
い
だ
よ

技
術
は
と
も
か
く
と
き
め
き

て
何
だ
よ

意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

彼
女
と
し
て
は

た
る
も
の
が
あ
る
け
ど
こ
こ
は
も
う
ハ
チ
マ
ン
君
に
出
て
も
ら
う
し
か

い
や

ま
あ
そ
れ
は
別
に

わ
な
い
ん
だ
が

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
リ

ウ
の
背
中
側
に
回
り
こ
ん
だ
の
だ
が
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当
の
ア
ス
ナ
が
ゼ
ス
チ

で
そ
れ
を
否
定
し
た

ハ
チ
マ
ン
君

前

前
だ

て
ば

え

え
え

 
ハ
チ
マ
ン
は
仕
方
な
く
リ

ウ
の
前
に
回
り

先
ほ
ど
リ
ク
や
ア
ス
ナ
に
し
た
よ
う
に

 
ぐ
る
り
と
リ

ウ
の
背
中
に
手
を
回
し
た

お
手

を
お
か
け
し
て
す
ま
な
い
ね

 
心
な
し
か
恥
ず
か
し
そ
う
な
顔
で
リ

ウ
が
そ
う
言

た

い
や

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
ん
だ
が

そ
れ
じ

あ
ま
あ

や

て
み
る
わ

う

う
ん

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
宜
し
く
ね

 

て

に
近
い
ん
だ
け
ど
え
何
こ
れ
何
か
顔
が
熱
い
し
ド
キ
ド
キ
す
る
ん
だ

け
ど

 
そ
し
て

術
が
始
ま

て
し
ば
ら
く
し
た
後
い
き
な
り
リ

ウ
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

 
口
調
も
い
つ
も
の
の
ん
び
り
し
た
も
の
で
は
な
く

て
た
よ
う
な
感
じ
に
な

て
い
る

お

お
い

ど
う
し
た

も

も
う
無
理

だ
わ
ね
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そ
こ
に
ア
ス
ナ
が
駆
け
寄

て
き
て

リ

ウ
の

態
を
確
認
し
た
後

 
う
ん
う
ん
と

き

ハ
チ
マ
ン
に

し
み
な
い
賞

を

え
た

ほ
ら
ね

リ

ウ
は
男
の
子
に
慣
れ
て
な
い
は
ず
だ
か
ら

絶
対
い
け
る
と
思

た
ん
だ

 
ほ
ら

リ

ウ
の
こ
ん
な
顔

見
た
事
な
い
で
し

う

凄
く
か
わ
い
い
よ
ね

 
そ
れ
に
加
え
て
ま
だ
触
ら
れ
る
感
覚
に
慣
れ
て
な
い
リ

ウ
に

 
マ

サ

ジ
で
鍛
え
た
技
を
存
分
に
駆
使
し
た
こ
の
⻤
畜
な
所
業
さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
君
だ

よ
お
前
そ
れ

褒
め
て
ん
の
か

当
然
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
君

⻤
畜

え
え

 
ハ
チ
マ
ン
は
納
得
い
か
な
い
よ
う
だ

た
が

そ
の
結
果
は
す
ぐ
に
出
た

 
完
全
に
脱
力
し
た
リ

ウ
が

す
い
す
い
と
飛
び
始
め
た
の
だ

お

お
お

お
お

や

た

大
成
功

本
当
に
自
由
自
在
に
飛
ん
で
や
が
る
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こ
れ
で
残
る
は
二
人
リ
ツ
と
リ
ナ
で
あ
る

だ
が
リ
ツ
の
場
合
は

純
に
の
ん
び
り
し
て
い

た
だ
け
で

 
そ
の
気
に
な

た
ら
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
の
は
す
ぐ
だ

た

 
リ
ナ
は
興
味
本

で
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
め
ち

く
ち

に
い
じ

て
い
た
だ
け
だ

た
ら
し

く 
リ

ウ
に
き
ち
ん
と
説
明
を
受
け
た
ら
す
ぐ
に
飛
べ
る
よ
う
に
な

た

何
と
も
お

が
せ
な

二
人
で
あ
る

よ
し

そ
れ
じ

あ
全
員
飛
べ
る
よ
う
に
な

た
し

 
飛
行
訓
練
は
こ
こ
ま
で
に
し
て

と
り
あ
え
ず

家

に
帰
る
か

う
ん

家

に
帰
る
じ

ん

 
そ
し
て
ア
ル
ン
に

た
後

残
る
五
人
の
姉
妹
達
は

 
ハ
チ
マ
ン
が
見
知
ら
ぬ
道
に
入

て
い
く
の
を
見
て
き

と
ん
と
し
た

ハ
チ
マ
ン

こ

ち
は
知
ら
な
い
道
な
の
な

本
当
に
こ

ち
で
い
い
の
な

あ
あ

こ

ち
で
い
い

も
う
す
ぐ
着
く
か
ら
ま
あ
待

て
て
く
れ

む
む
む

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
う
な
ら
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そ
し
て

分
後

姉
妹
達
は
袋
小
路
の
奥
に
あ
る
扉
の
前
に
い
た

 
そ
こ
で
リ

ク
は
姉
妹
達
に

り
返
り

満
面
の
笑
み
で
言

た

こ
こ
が
私
達
の
新
し
い
家
だ
よ

み
ん
な
お
か
え
り
じ

ん
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第
６
８
５
話
 
姉
妹
の
家

こ
こ
が
私
達
の
新
し
い
家
だ
よ

み
ん
な
お
か
え
り
じ

ん

 
リ

ク
の
そ
の
言
葉
に
対
す
る
五
人
の
反
応
は

あ
ま
り

し
く
は
な
か

た

 
ど
う
や
ら
戸
惑

て
い
る
よ
う
だ

ま
あ
確
か
に
い
き
な
り
す
ぎ
た
か
ら
な

さ
て

リ

ク
は
ど
う
す
る
の
か
ね

 
ハ
チ
マ
ン
が
見
守
る
中

リ

ク
は
特
に
気
に
し
た
様
子
も
な
く

 
姉
妹
達
を
家
の
中
へ
と

き
入
れ
た

ど
う
や
ら
姉
妹
の
こ
の
反
応
は
想
定
の

囲
内
だ

た

ら
し
い

ま
あ
ま
あ
い
い
か
ら
み
ん
な
中
に
入
る
じ

ん

あ

う

う
ん

こ
こ
が
私
達
の
家

と
り
あ
え
ず
入

て
み
る
に

 
中
に
入

た
姉
妹
は

最
初
に
そ
の
広
さ
に
驚
き

目
を
見
開
い
た

こ
れ
は
広
い
な
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こ

こ
の
キ

チ
ン
を
好
き
に
使

て
も
い
い
の
な

お
庭
が
凄
く
広
い
の
に

こ
こ
な
ら
も
し
か
し
た
ら
ミ
ド
リ
ち

ん
を

奥
に
部
屋
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
ね

そ
こ
に
み
ん
な
の
名
前
が
書
い
て
あ
る
ん
だ
わ
ね

 
リ

ウ
の
そ
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
と
リ

ク
は
か
な
り
驚
い
た

リ

ウ

お
前

が

め
る
の
か

え
え

も
ち
ろ
ん

め
る
け
ど

リ
ン

お
前
は
ど
う
だ

ど
れ

こ
こ
に
書
い
て
あ
る
私
の
名
前
の
事

め
て
る
じ

ん

 
リ

ク
は
思
わ
ず
そ
う
絶
叫
し
た

え

何
で
何
で

い
つ
の
間
に

そ
う
い
え
ば
今
は

め
る
み
た
い
だ
け
ど
前
は

め
な
か

た
に

リ
ナ
も
普
通
に

め
る
の
な

こ
こ
に
来
て
か
ら
じ

ね
え
の

知
ら
ん
け
ど

 
リ
ツ
と
リ
ナ
と
リ
ク
も
普
通
に
文

が

め
る
よ
う
に
な

て
い
る
よ
う
だ
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Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ

ラ
と
し
て
デ

タ
化
さ
れ
た
事
に
よ
る
副
産
物
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
お
そ
ら
く
理
由
は
誰
に
も
説
明
出
来
な
い
だ
ろ
う

忘
れ
て
た
の
を
思
い
出
し
た

て
感
じ
か
ね

ま
あ
良
か

た
じ

な
い
か

リ

ク

う

う
ん

ま
あ
こ
れ
で
色
々
手
間
が
省
け
た
か
ら
良
か

た
と
い
え
ば
良
か

た
の
か
も

だ
な

前
向
き
に
い
こ
う

う
ん

 
そ
し
て
リ

ク
が

め
て
設
備
の
説
明
を
始
め
五
人
は
そ
の
一
言
一
言
に
目
を

か
せ
た

こ
こ
が
私
達
の
家
な
ん
だ
な

い
く
ら
で
も
水
が
出
て
く
る
の
な

お
お

こ
の
ベ

ド

て
の
の
感
触

た

た
ま
ら
ね
え

敵
も
い
な
い
み
た
い
だ
し

こ
れ
で
安
心
だ
わ
ね

あ

で
も
リ

ク
ち

ん

こ
う
い
う
の
を
用
意
す
る
の
に
は

 
お
金

て
の
が
必
要
な
ん
じ

な
か

た
の
に

う
ん

だ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に

り
た

そ
れ
を
返
済
す
る

に

こ
こ
で
店
を
や
る
か
ら

店
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リ

ク
は
そ
う
宣
言
し

五
人
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

こ
こ
で

ら
し
て
い
く
の
に
は
お
金

て
の
が
必
要
だ
か
ら

 
外
で
色
々
な
物
を

て
き
て

そ
れ
を
こ
こ
に

べ
て
欲
し
い
人
に

る
じ

ん

 
そ
う
す
れ
ば
私
達
で
も
お
金
が

げ
る
じ

ん

な
る
ほ
ど

そ
れ
が
店
な
ん
だ
な

も
ち
ろ
ん
こ
こ
以
外
の
ス
ペ

ス
に
は
他
人
が
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
あ
る
じ

ん

 
ま
あ
ハ
チ
マ
ン
達
は

外
だ
け
ど

そ
れ
な
ら
お
か
し
な
敵
が

れ
込
ん
で
き
て
も
安
心
だ
わ
ね

お
か
し
な
の
は
私
が
ぶ

飛
ば
す
か
ら
大
丈
夫
か
な

 
姉
妹
達
は
リ

ク
の
説
明
を
受
け

店
と
い
う
も
の
が
何
な
の
か
理
解
し
た
よ
う
だ

 
こ
こ
ま
で
の
流
れ
を
受
け
て
ハ
チ
マ
ン
は

 
や
は
り
こ
の
姉
妹
は
存
在
自
体
が
謎
な
ん
だ
な
と

め
て
実
感
す
る
事
と
な

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
リ
ツ

そ
ろ
そ
ろ
ミ
ド
リ
ち

ん
を
庭
に

え
て
み
な
い

 
ア
ス
ナ
に
そ
う
言
わ
れ

リ
ツ
は
ハ

と
し
た
顔
を
し
た

そ

そ
う
だ

た
に

上
手
く
定
着
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
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リ
ツ
は
そ
の
ま
ま
庭
に
出
て

畑
と
し
て
用
意
さ
れ
た
ス
ペ

ス
に
ミ
ド
リ
ち

ん
を

え

 
そ
こ
に
庭
の

口
か
ら

び
た
ホ

ス
を
使
い

水
を
か
け
た

こ
れ
で
い
い
の
か
に

う
ん

日
決
ま

た
時
間
に
水
を
や
る
と
い
い
よ

 
水
の
や
り
す
ぎ
は
こ
こ
で
は
あ
ま
り
良
く
な
い
と
判
定
さ
れ
る
か
ら
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て

ね
分
か

た
の
に

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
を
家
に
一
人
残
し

七
人
は
そ
の
ま
ま

い
物
に
出
か
け
る
事
に
し
た

 
ほ
と
ん
ど
の
物
は
職
人
チ

ム
が
用
意
し
て
く
れ
て
い
た
が

 
生
活
す
る
と
い
う
事
は

必
須
な
物
だ
け
あ
れ
ば
い
い
と
い
う

で
は
な
い

 
時
に
は
無

だ
と
思
え
る
物
も

必
要
な
事
が
あ
る

 
ま
あ
そ
れ
は
主
に
イ
ン
テ
リ
ア
や
ら
何
や
ら
の
雑

な
の
だ
が

 
そ
う
い

た
物
を

い
に
い
こ
う
と
い
う
話
に
な

た
の
だ

た

 
ち
な
み
に
ア
ス
ナ
が
残

た
の
は

お
祝
い
の

の
料
理
を
用
意
す
る

で
あ

た

 
そ
の
ま
ま
七
人
は
ハ
ウ
ジ
ン
グ
用
の
色
々
な
品
が
あ
る
店
に
向
か
い
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個
人
個
人
が
自
分
の
部
屋
に
置
き
た
い
と
思
う
物
を

当
に

入
し
た

そ
の
帰
り
道
の
事
で

あ
るそ

う
い
え
ば

店
の
名
前
は
も
う
決
め
た
の
か

う
ん

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ

ほ
う

意
味
は

え

と
ケ
ム
リ
ク
サ
の
事
を
ナ
タ
ク
君
に
話
し
た
ら
な
る
ほ
ど

て
言

て
教
え
て
く
れ

た
じ

ん

ケ
ム
リ
ク
サ

て
何
だ

ケ
ム
リ
ク
サ
は
ケ
ム
リ
ク
サ
じ

ん

な
る
ほ
ど

分
か
ら
ん

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
ば

か
だ
よ
な

そ
れ
じ

あ
家
の
名
前
は
何
に
し
た
ん
だ

ハ
ウ
ジ
ン
グ
の

名
な

リ
リ
と
ワ
カ
バ
の
家

リ
リ

ワ
カ
バ

そ
う
い
え
ば
家
に
入
る

の
パ
ス
も
ワ
カ
バ
に
し
て
た
が

 
リ
リ
と
ワ
カ
バ

て
一
体
何
な
ん
だ
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分
か
ら
な
い
け
ど

で
も
そ
う
し
な
き

い
け
な
い
気
が
し
た
じ

ん

そ
う
か

ま
あ
そ
う
い
う
事

て
あ
る
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
納
得
し
た
よ
う
だ

こ
の
姉
妹
相
手
に
物
事
を
深
く

索
す
る
必
要
は
な

い 
そ
れ
で
い
い
と
い
う
な
ら
つ
ま
り
そ
れ
は
正
解
な
の
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

家
へ
の
最
後
の
路
地
を
曲
が

た
所
で
姉
妹
達
に
こ
う
言

た

さ
て

多
分
ア
ス
ナ
が
出
迎
え
て
く
れ
る
と
思
う
か
ら

 
み
ん
な
ち

ん
と

た
だ
い
ま

て
言
う
ん
だ
ぞ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り
入
り
口
か
ら
顔
を
出
し
た
ア
ス
ナ
は
満
面
の
笑
み
で
言

た

み
ん
な

お
か
え
り

た
だ
い
ま

 
こ
う
し
て
姉
妹
達
は
安

の
地
を
手
に
入
れ

そ
こ
で

ら
し
て
い
く
事
と
な

た

 
キ
リ
ト
達
協
力
者
全
員
も
後
で
駆
け
つ
け
そ
の
日
は

大
な
お
祝
い
の
会
が
開
か
れ
る
事
と

な
り

 
ハ
チ
マ
ン
達
が
帰

た
後

姉
妹
達
は
慣
れ
な
い
自
分
専
用
の
ベ

ド
に
戸
惑
い
つ
つ
も
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生
ま
れ
て
始
め
て
の
個
室
で
幸
せ
な
気
分
で
眠
り
に
つ
い
た

  
そ
の
次
の
日
ハ
チ
マ
ン
は

姉
妹
達
と
共
に
店
に
置
く

の
素
材
を
取
り
に
行
く
事
に
し

 
そ
の
紹
介
も

ね
て
ユ
キ
ノ
を
誘

た

こ
れ
は
前
日
の
帰
り
に
リ

ク
に
頼
ま
れ
た

で
あ

り 
最
初
は
リ
ナ
と
リ

ク
だ
け
が
一

に
行
く
と
い
う
話
だ

た
の
だ
が

 
他
の
四
人
が
難
色
を

し
た

全
員
一

に
行
動
す
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
の
事
は
信
頼
し
て
い
る
が

敵
が
ど
う
い
う
存
在
か
不
明
な
以
上

 
ハ
チ
マ
ン
一
人
に
二
人
の
事
を
任
せ

き
り
に
す
る
の
は
少
し
不
安
だ

た
か
ら
で
あ
る

 
キ
リ
ト
が
い
れ
ば
ま
た
違

た
か
も
し
れ
な
い
が
姉
妹
は
ハ
チ
マ
ン
の
実
力
を
ま
だ
知
ら
な

い
の
だ日

話
を

い
た
時
は
ち

と
疑
問
だ

た
け
れ
ど
も

本
当
に
不
思
議
な
人
達
ね

こ
れ
か
ら
色
々
面
倒
を
か
け
る
と
思
う
が

頼
む
ぞ
ユ
キ
ノ

ま
だ
他
の
人
達
に
は
秘
密
な
の
よ
ね

あ
あ

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か

ま
だ
分
か
ら
な
い
か
ら
な
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ま
あ
任
せ
て

陰
で
色
々
動
く
の
は
得
意
な
の
よ

の
お
前
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
セ
リ
フ
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

後
ろ
を
付
い
て
く
る
姉
妹
達
に

り
返

た

ま
あ
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
な
ら
ど
う
で
も
い
い
か

分
と
彼
女
達
に

入
れ
し
て
る
の
ね

そ
う
だ
な

あ
い
つ
ら
最
初
に
会

た
時

何
か
に
絶
望
し
た
よ
う
な
目
を
し
て
た
か
ら
な

そ
う

一
体
何
が
あ

た
の
か
し
ら
ね

さ
あ
な

だ
が
こ
う
し
て
今
笑

て
く
れ
て
る
ん
だ

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い

私
達
は

出
来
る
事
し
か
出
来
な
い
も
の
ね

だ
な

よ
し

そ
ろ
そ
ろ
着
く
な

 
グ
ロ

テ

鉱
山
に
着
い
た
一
行
は
一
応

を
組
み
入
り
口
か
ら
中
に
入

て
い

た

 
先

は
当
然
ハ
チ
マ
ン
で
あ
り

そ
の
隣
に
は
リ
ン
と
リ
ナ
が

ぶ

 
そ
の
後
に
リ
ツ
と
リ
ク
が
続
き

最
後
尾
の
ユ
キ
ノ
に
ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
に

 
リ

ウ
と
リ

ク
が
そ
の
す
ぐ
前
を
歩
い
て
い
た

ね

ユ
キ
ノ

ち

と
戦
う
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何
故
私
と

強
そ
う
だ
か
ら

 
ど
う
や
ら
リ

ウ
が
最
後
尾
に
下
が

た
理
由
は
そ
う
い
う
事
の
よ
う
だ

 
リ

ク
は
そ
れ
が
不
満
な
よ
う
で

リ

ウ
に
抗
議
し
た

リ

ク
姉

私
と
ユ
キ
ノ
の
知
的
な
会
話
の

魔
を
し
な
い
で
欲
し
い
じ

ん

え

ち

と
く
ら
い
い
い
じ

な
い
き

と
ユ
キ
ノ
は
戦
え
ば
強
い
と
思
う
の
よ
ね

ふ
ふ

で
も
私
の
本
職
は
ヒ

ラ

だ
か
ら

本
来
戦
う
の
は
仕
事
じ

な
い
の
よ
ね

ヒ

ラ

確
か
回
復
役

て
奴
だ

け

え
え
そ
う
よ

い
ず
れ
あ
な
た
達
も

独
で
素
材
取
り
に
行
く
事
に
な
る
で
し

う
し

 
誰
が
ヒ

ラ

を
や
る
の
か
今
の
う
ち
に
決
め
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら
多
分
リ
ツ
だ
ろ
う
な

リ
ツ
姉
な
ら

役
じ

ん

そ
う

な
ら
今
度
少
し
手
ほ
ど
き
し
て
お
き
ま
し

う
か

う
ん

お
願
い

一
応
無
理
強
い
は
し
な
い
で
や

て
も
ら
え
る
か
な
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多
分
大
丈
夫
だ
と
思
う
け
ど

本
人
の
意
思
も
大
事
に
し
て
あ
げ
た
い
し
ね

え
え

そ
の

り
は
き
ち
ん
と

に
入
れ
て
お
く
わ

 
こ
の
後

結
局
リ
ツ
は
ヒ

ラ

を
希
望
す
る
事
と
な
り

 
他
の
姉
妹
達
も
戦
闘
に
お
い
て
の
自
分
の
役
目
を

自
で
考
え
て
い
く
事
に
な
る

お

い
ユ
キ
ノ

こ
の

り
で
そ
ろ
そ
ろ
休
も
う

こ
こ
で

そ
う
ね

の
中
に
入
る
と
敵
の
出
現

度
が

え
る
で
し

う
し

 
こ
こ
な
ら
丁
度
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
呼
び
か
け
に
ユ
キ
ノ
は
同
意
し
一
同
は
そ
こ
で
小
休
止
す
る
事
と
な

た

あ

ち
に
は
何
か
あ
る
の
な

見
た
感
じ

で
行
き
止
ま
り
み
た
い
に
見
え
る
が

一
応
見
て
み
る
か

見
て
み
た
い
の
な

ん

ま
あ
別
に
い
い
ぞ

く
れ
ぐ
れ
も
下
に
落
ち
な
い
よ
う
に
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

リ
ナ
を
連
れ
て
そ
ち
ら
へ
と
向
か

た

 
つ
い
で
と
ば
か
り
に
他
の
者
達
も

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
そ
の
後
を
つ
い
て
く
る

ん

こ
ん
な
感
じ
に
な

て
た
の
か
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凄
い

な
の
な

い
橋
の
よ
う
な
物
が
あ
る
わ
ね

こ
れ
は
気
付
か
な
か

た
わ

真
ん
中
が
ス

ポ
リ
と
抜
け
落
ち
て
る
な

オ
ブ
ジ

み
た
い
な
も
の
か
し
ら

で
も
向
こ
う
側
は
一
応
奥
に
続
い
て
は
い
る
よ
う
に
見
え
る
が

あ
そ
こ
に
行
く
道
は
無
い
わ
ね

 
も
し
か
し
た
ら
い
ず
れ

内
を
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

ま
あ
ど
う
考
え
て
も
あ
そ
こ
に
は
行
け
な
い
な

そ
う
で
も
な
い
の
だ
け
れ
ど

え
ば

 
ユ
キ
ノ
が
そ
う
言
い
か
け
た
そ
の
時

リ
ナ
が
突
然
こ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン

あ
の
奥
か
ら
美
味
し
そ
う
な
気
配
が
す
る
じ

ん

何
だ
そ
れ

あ
の
奥
か
ら

う
ん

あ
の

切
れ
た
所
ま
で
行

て

向
こ
う
側
に
飛
び
移

た
り
は
出
来
な
い
の
な

あ
そ
こ
か

全
力
で
走
れ
れ
ば
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
が

や

て
み
て
な

ハ
チ
マ
ン
な
ら
き

と
出
来
る
の
な
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い
い

マ
ジ
か
よ

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も

こ
の

し
出
に
簡

に

く
事
は
出
来
な
か

た

 
岩
の
足
場
は
五
セ
ン
チ

度
し
か
な
く

見
た
感
じ
で
は

 
対

へ
と

か
せ
る
に
は
全
力

走
が
必
要
に
な
る

 
そ
し
て
そ
の
対

の
足
場
の

も
五
セ
ン
チ

度
し
か
な
い
の
だ

命

を
付
け
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

そ
の

を
全
員
で
持

て
い
れ
ば

 
ま
あ

え
る
事
く
ら
い
は
出
来
る
と
思
う
わ

せ
め
て

を
岩
に
く
く
り
つ
け
る
と
か
し
て
く
れ

分
か

た
わ

つ
ま
り
や

て
く
れ
る
の
ね

あ
あ
も
う

分
か

た

や
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
や
れ
ば

ハ
チ
マ
ン

フ

イ
ト
に

お
い
お
い
や
る
な

頑
張
れ
よ

や

ぱ
り
男
の
子

だ
わ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
本
心
で
は
も
ち
ろ
ん
や
り
た
く
は
な
い
の
だ
が

 
リ
ナ
の
前
で

気
な
と
こ
ろ
を
見
せ
る
事
は
出
来
な
か

た

お
兄
ち

ん
的
見
栄
が
あ

た
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の
だ
ろ
う

よ
し

行
く
ぞ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

に
ロ

プ
を
く
く
り
つ
け

に
向
か

て
走

た

 
さ
す
が
ハ
チ
マ
ン
の
全
力
は

く

一

で

の
手
前
ま
で
到
達
し

 
ハ
チ
マ
ン
は
覚
悟
を
決
め
て
岩
の
橋
へ
と
飛
び
込
み

そ
の

で
思
い

き
り
飛
ん
だ

う
お
お
お
お
お
お

 
ギ
リ
ギ
リ

本
当
に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
の

手
が
向
こ
う
の

に

き

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
と
か
向
こ
う
側
の
岩
の
橋
の

に
手
を
か
け
る
事
に
成
功
し
た

お
お

さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
な
の
な

凄
 
だ
が
そ
の
体
勢
か
ら
橋
の
上
に
体
を

こ
す
の
は

大

の
事
で
は
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ジ
タ
バ
タ
し
な
が
ら
何
と
か
体
を
持
ち
上
げ

 
橋
を

く
よ
う
に
し
て

何
と
か
そ
の
下
に
両
手
両
足
で
ぶ
ら
下
が
る
事
に
成
功
し
た

悪
い

向
き
も
変
え
な
い
と
だ
し

こ
れ
は
ち

と
時
間
が
か
か
る
わ
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し
か
も
よ
く
考
え
た
ら
こ
の
ロ

プ
は
向
こ
う

ま
で
は

か
な
い
か
ら
慎
重
に
い
か
な

い
と
だ

そ
う
ね

ま
あ
向
こ
う

で
待

て
て

私
達
は
私
の
魔
法
で
の
ん
び
り
と

魔
法

魔
法

て
何
の
事
だ

待

て

ま
ず
い
わ

敵
襲

か
な
り
多
い
わ

 
そ
の
時
突
然
ユ
キ
ノ
が
そ
ん
な
声
を
発
し

そ
の
会
話
は

中
で
中
断
さ
れ
る
事
と
な

た



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
第
６
８
６
話
 
満
足
の
い
く
成
果

敵
襲

か
な
り
多
い
わ

 

 
ユ
キ
ノ
が
突
然
そ
う
叫
び

ハ
チ
マ
ン
は

て
て
そ
ち
ら
を
見
た

 
見
る
と
か
な
り
の
敵
の
大

が

ユ
キ
ノ
達
の
方
へ
と
向
か

て
き
て
い
る
の
が
見
え

 
ハ
チ
マ
ン
は
た
め
ら
い
な
く
岩
か
ら
手
を
離
し
元
の
岩
場
に
ブ
ラ
ン
と
ロ

プ
で
ぶ
ら
下
が

る
と

 
そ
の
ロ

プ
を
上
り
始
め
た

そ
の
時
上
か
ら
こ
ん
な
ユ
キ
ノ
の
声
が

こ
え
て
き
た

リ

ク
さ
ん

リ
ン
さ
ん

一
分
時
間
を

い
で

そ
う
す
れ
ば
私
が
何
と
か
す
る
わ

ほ
い
ほ

い

分
か

た

や

て
み
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
で
ユ
キ
ノ
が
大
き
な
魔
法
を
使
う
つ
も
り
だ
と
判
断
し
上
る
速
度

を

め
た

 
戦
闘
力
が
あ
る
の
が
リ

ウ
と
リ
ン
し
か
い
な
い
以
上

 
も
し
か
し
た
ら
姉
妹
が
危
機
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
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も

と
も
ユ
キ
ノ
な
ら

し
な
が
ら
武
器
を

る
う
く
ら
い
の
事
は
し
て
く
れ
そ
う
だ
が

 
ユ
キ
ノ
に
任
せ
き
り
に
す
る

に
は
い
か
な
い

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え
必
死
で
そ
の
ロ

プ
を
上

た

ユ
キ
ノ

俺
が
上
に
行
く
ま
で
に
あ
と
三
十

く
ら
い
か
か
る

そ
れ
ま
で
持
た
せ
て
く
れ

 
当
然

中
の
ユ
キ
ノ
か
ら
の
返
事
は
な
い

 
そ
し
て
上
か
ら
は

リ

ウ
と
リ
ン
が
必
死
に
戦
う
声
だ
け
が

こ
え
て
く
る

こ
の
作

て
も
ら

た
特
製
の

自
在
の

パ
イ
プ

中
々
調
子
が
い
い
わ
ね

こ
の
刃
が
飛
び
出
す
ナ

ク
ル

使
え
る

リ
ン

そ

ち
に
行

た
の
は
任
せ
る
わ

う
ん

敵
は
強
い
け
ど

こ
こ
は

い
か
ら
多
分
大
丈
夫

み
ん
な
は
私
が
守
る

そ
ろ
そ
ろ
だ

今
行
く

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

に
岩
に
手
を

か
せ
一
気
に
体
を
引
き
つ
け
上
へ
と
飛
び
上
が

た
ハ
チ
マ
ン

待

て
た
の
な
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そ
の

間
に
ユ
キ
ノ
の
魔
法
が
発
動
し
ハ
チ
マ
ン
の
後
方
か
ら

が
き
し
む
音
が

こ
え
た

ハ
チ
マ
ン
君

前
へ

リ

ウ
さ
ん
と
リ
ン
さ
ん

そ
れ
に
他
の
み
ん
な
は
こ

ち
に
走

て
ユ
キ
ノ
の
奴

を
背
に
す
る
つ
も
り
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
一

そ
う
思

た
が

今
は
と
り
あ
え
ず
敵
の

が
優
先
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
指

通
り
敵
に
襲
い
か
か

た

ま
だ
敵
は
か
な
り
の

が
残

て
お
り

 
道
が

い
事
も
あ

て

そ
の
殲
滅
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ

 
だ
が
そ
の
せ
い
で
逆
に
リ

ウ
と
リ
ン
が
時
間
を

げ
た
と
も
い
え
る

 
ハ
チ
マ
ン
は

し

し
だ
な
と
思
い
つ
つ

全
力
で
敵
の

を
続
け
た

ハ
チ
マ
ン

凄
い
の
な

強
い
の
な

ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
だ
と
は
ね

ち

と
戦
う

リ

ウ
ち

ん

こ
ん
な
時
な
ん
だ
か
ら
自
重
す
る
の
に

も
し
か
し
て
キ
リ
ト
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

ハ
チ
マ
ン

て
こ
ん
な
に
強
か

た
の
か

お
い
リ
ン

顔
が

い
ぞ

も
し
か
し
て

合
で
も
悪
い
の
か

 
リ
ク
に
そ
う
言
わ
れ
た
リ
ン
は

て
て
定
番
の
言
葉
を
叫
ん
だ



 第６８６話 満足のいく成果

な

何
で
も
な
い

き

と

だ

 
そ
の

間
に
リ
ン
の
体
が
光

た

ど
う
や
ら
ユ
キ
ノ
が
魔
法
を
使

た
ら
し
い

ど
う
や
ら

で
は
な
い
よ
う
ね

 
そ
の
断
定
的
な
口
調
に

リ
ン
は

々
顔
を

ら
め

下
を
向
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
姉
妹
達
が
の
ん
び
り
し
た
様
子
で
あ
り
ユ
キ
ノ
も
ま

た
く

て
て
い
な
い
の

を
感
じ

 
み
ん
な
は
無
事
な
ん
だ
と
判
断
し
て
安
心
し
そ
の
ま
ま
敵
の
殲
滅
を
続
け
つ
い
に
敵
を
全

滅
さ
せ
た

ふ
う

結

が
多
か

た
が

ま
あ
問
題
な
い
な

ハ
チ
マ
ン

お
疲
れ

結
局
全
部
一
人
で
倒
し
ち

た
わ
ね

俺
達
も
戦
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
だ
な

な
の
な

う
ん

そ
う
だ
ね

今
の
で

感
し
た
に

私
も
こ
ん
な
魔
法
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
じ

ん
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こ
ん
な
魔
法

 
そ
の
言
葉
だ
け
に
反
応
し
た

で
は
な
か

た
が

そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
は

り
返

た

う
お

ど
う
な

て
る
ん
だ
そ
れ

 
そ
こ
に
は
一
面
の
銀
世
界
が
広
が

て
お
り

ハ
チ
マ
ン
は
薄
々
事
情
を
理
解
す
る
と

 
真

直
ぐ
ユ
キ
ノ
の
所
へ
と
向
か

た

お
い

ハ
チ
マ
ン
君

お
疲
れ
様

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ

こ
れ

こ
れ

て
何
の
事
か
し
ら

こ
の

の
大
地

て
言

て
い
い
の
か

こ
れ
だ
よ
こ
れ

 
そ
こ
に
は

を

め
尽
く
さ
ん
ば
か
り
の

の
大
地
が
広
が

て
お
り

 
向
こ
う

ま
で
余

で
通
れ
る

態
に
な

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
指
差
し
な
が
ら
ユ
キ
ノ
に
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
激
し
く
ア
ピ

ル
し
た

だ
か
ら
さ

き
言
い
か
け
た
じ

な
い

私
の
魔
法
で

て
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お
い
お
前

何
で
俺
を

ば
せ
た

あ
ら
あ
な
た
が

ぶ
気
満
々
だ

た
か
ら
そ
れ
を

魔
し
て
は
い
け
な
い
と
思

た
の
だ

け
れ
ど

た

確
か
に
そ
う
だ

た
け
ど
よ

安
全
な
方
法
が
あ
る
な
ら
教
え
て
く
れ
て
も
い
い
じ

な
い
か
よ

子

み
た
い
な
事
を
言
う
ん
じ

な
い
の

も
う
い
い
じ

な
い

 
ほ
ら

敵
の
後
続
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

く
向
こ
う
に

て
し
ま
い
ま
し

う

く

く
そ

お
前
は

か
ら
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
納
得
い
か
な
い
表
情
で
そ
の
言
葉
に

い

向
こ
う

へ
と
歩
き
始
め
た

 
そ
の

り
を
リ
ナ
が
ぐ
る
ぐ
る
回
り
出
し
た

ハ
チ
マ
ン

格
好
良
か

た
の
な

凄
く
強
か

た
の
な

お

そ

そ
う
か

ま
あ
俺
は
強
い
か
ら
な

な
の
な

 
そ
れ
で
あ

さ
り
と
ハ
チ
マ
ン
の
機

は
直

た
よ
う
だ

何
と
も
チ

ロ
イ
ン
で
あ
る

ユ
キ
ノ
は
こ
ん
な
事
が
出
来
た
ん
だ
わ
ね
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え
え

ま
あ

に
か
な
り
時
間
が
か
か

て
し
ま
う
の
だ
け
れ
ど

私
に
も
い
つ
か
こ
ん
な
魔
法
が
使
え
る
よ
う
に
な
る

え
え

リ

ク
さ
ん
も

頑
張

て
鍛
え
れ
ば
こ
う
な
れ
る
わ
よ

俺
に
は
あ
ん
な
⻑
い

文
を
覚
え
る
の
は
無
理
だ
な

リ
ク
さ
ん
は
器
用
だ
か
ら

魔
法
の
手

で
勝
負
す
れ
ば
い
い
と
思
う
わ

な
る
ほ
ど

で
勝
負
か

私
は
み
ん
な
を
回
復
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
に

そ

ち
は
私
の
専
門
よ
リ
ツ
さ
ん
今
度
色
々
教
え
る
か
ら
一

に
強
く
な
り
ま
し

う

ね
あ
り
が
と
う

お
願
い
に

 
そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

一
同
は

道
ら
し
き
入
り
口
を
遠
く
に
見
つ
け
た

 
こ
こ
は
も
う
完
全
に
向
こ
う

で
あ
り
ユ
キ
ノ
は
そ
れ
を
確
認
す
る
と

の
大
地
を
消
し

た 
背
後
に
チ
ラ
リ
と
敵
が
見
え
た

で
あ
る

ど
う
や
ら
敵
の
後
続
が
到
着
し
た
よ
う
だ

 
そ
れ
に
よ
り
敵
は
あ

さ
り
と
落
下
し
て
死

し
ハ
チ
マ
ン
達
の
安
全
は
完
全
に
確
保
さ
れ
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た
さ
て

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ
か
ら
ど
う
し
ま
し

う
か

こ
の

り
で
少
し

し
て
み
る
か

リ
ナ
が
気
に
な
る
場
所
を

れ
ば
何
か
出
て
く
る
と

思
う
し

任
せ
て
な

そ
こ
ら
中
か
ら
美
味
し
そ
う
な
気
配
が
す
る
の
な

 
そ
う
言

て
リ
ナ
は
あ
ち
こ
ち
を
指
し

し
始
め
姉
妹
達
が
分
担
し
て
そ
こ
を

り
始
め
た

 
ユ
キ
ノ
も
そ
れ
を
手
伝
い

ハ
チ
マ
ン
は
一
応
危
険
が
無
い
か
ど
う
か

 
正
面
に
新
た
に
口
を
開
け
て
い
る

道
の
前
に

取
り
敵
が
来
な
い
か
ど
う
か
見
張

て
い

た
ハ
チ
マ
ン

怪
し
い
場
所
を
指

し
て
き
た
の
な

お
う

え
ら
い
ぞ
リ
ナ

あ

と
こ
ろ
で
今
日
は
何
リ
ナ
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
に

こ
え
な
い
よ
う
に

こ

そ
り
と
リ
ナ
に
そ
う

ね
た

 

す
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
ハ
チ
マ
ン
は
こ
の
事
を
他
人
に
言
う
つ
も
り
は
な
い

よ
う
だ

リ
ナ
コ
な
の
な

ハ
チ
マ
ン
は
ま
だ
ど
れ
が
何
リ
ナ
か
区
別
が
つ
か
な
い
の
な
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そ
う
だ
な

悪
い

ま

た
く
見
分
け
が
つ
か
な
い
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は

し

な
さ
そ
う
に
そ
う
言

た
が

リ
ナ
は
気
に
し
な
い
と
い
う
風
に
首
を

た
別
に
気
に
す
る
事
じ

な
い
の
な

リ
ナ
ち

ん
達
は
全
員
そ

く
り
だ
し
な

 
そ
れ
に

回
ハ
チ
マ
ン
に
今
日
は
何
リ
ナ
な
の
か
当
て
て
も
ら
う
遊
び
も
楽
し
そ
う
な
の
な

あ
あ

そ
れ
は
い
い
な

そ
の
う
ち
区
別
が
つ
く
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

そ
も
そ
も
ハ
チ
マ
ン
は
リ
ナ
ち

ん
が
何
リ
ナ
だ
ろ
う
と
変
わ
ら
ず
い
つ
も
優
し
い
の
な

 
だ
か
ら
リ
ナ
ち

ん
は

あ
ま
り
そ
う
い
う
事
は
気
に
し
な
い
の
な

そ
う
か

あ
り
が
と
な

リ
ナ
コ

そ
れ
に
リ
ナ

チ

リ
ナ
ジ

リ
ナ

リ
ナ
ヨ

リ

ナ
ム

 
ハ
チ
マ
ン
は

え
て
全
員
の
名
前
を
出
し
て
そ
う
お

を
言

た

 
も
し
か
し
た
ら
全
員
が

い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
か
ら
だ

ど
う
い
た
し
ま
し
て
な
の
な

あ

ハ
チ
マ
ン

そ
の
足
元
か
ら
美
味
し
そ
う
な
感
じ
が
す

る
の
な
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ち

と
リ
ナ
ち

ん
が

て
み
る
の
な

分
か

た

俺
は
見
張
り
を
し
て
お
く
か
ら

何
か
出
て
き
た
ら
教
え
て
く
れ

 
そ
し
て
楽
し
そ
う
に

を
始
め
る
リ
ナ
の
様
子
を
ハ
チ
マ
ン
は
微
笑
み
な
が
ら
見
つ
め
て

い
た

 
遠
く
に
目
を
や
る
と

他
の
五
人
も
楽
し
そ
う
に

を
楽
し
ん
で
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

に
い
る
ユ
キ
ノ
と
目
が
合
い

き
合

た

ハ
チ
マ
ン

何
か
出
て
き
た
の
な

お
う

さ
す
が
は
リ
ナ
だ
な

え

へ
ん

 
そ
し
て
リ
ナ
は

そ
れ
を
持

て
姉
妹
達
の
方
に
走

て
い

た

 
ど
う
や
ら
ま
と
め
て
鑑
定
す
る
つ
も
り
ら
し
い

あ
れ
は
い
つ
見
て
も
慣
れ
な
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

遠
く
で
リ
ナ
が
ひ

い
パ
ク
し
て
い
る
光
景
を
見
な
が
ら
そ
う

い
た

 
そ
の
後

ハ
チ
マ
ン
達
は

地

や
マ
グ
マ
地

を
ユ
キ
ノ
任
せ
で
通
り
抜
け

 

に
ヴ

ル
ハ
ラ
広
場
へ
と
到
達
す
る
事
と
な

た
の
だ

た
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あ
の
時
は
そ
う
や

て
こ
こ
に
到
達
し
た
ん
だ
よ
な

今
日
ま
で
色
々
あ

た
じ

ん
ね

お
か
げ
で
リ
ナ
は
い
つ
も
お
腹
い

ぱ
い
な
の
な

二
人
と
も

今
は
幸
せ
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
そ
う

ね

二
人
は
ハ
チ
マ
ン
を
見
上
げ
な
が
ら
笑
顔
で
言

た

当
た
り
前
な
の
な

何
で
そ
ん
な
分
か
り
き

た
事
を

く
の
な

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン

大
好
き
じ

ん
ね

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い

 
そ
し
て
三
人
も

取
活
動
に
加
わ
り

そ
の
日
は
必
要
な
エ
ン
チ

ン
ト
素
材
に
加
え

 
リ
ツ
も
満
足
す
る
で
あ
ろ
う

店
の

の
十
分
な
商
品
の
ス
ト

ク
も
集
め
る
事
が
出
来
た

 
鑑
定
中
は
リ

ク
に
よ
る

義
も
行
わ
れ

ク
リ
シ

ナ

リ
オ
ン

セ
ラ
フ

ム
は

 
持
ち
前
の

を
生
か
し

素
材
に
関
し
て
の
基

知
識
を
確
実
に

え
て
い

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
帰
る
か

そ
う
い
え
ば
こ
こ

て
ど
う
や

て
帰
る
の

ユ
キ
ノ
の
魔
力
は
そ
ん
な
に
残

て
な
い
よ
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ね
普
通
に
飛
ん
で
帰
る
ぞ

飛
ん
で

こ
こ

て
飛
べ
る
の

い
や

こ

ち
に
外
に
出
れ
る
出
口
が
あ

て
な

そ
こ
か
ら
飛
べ
る
ん
だ
よ
な

あ
そ
う
な
の
ね

あ
れ
で
も
逆
に
言
え
ば
そ
こ
か
ら
こ
こ
に
直
接
来
る
事
は
出
来
な
い

の
そ
れ
が
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
案
内
さ
れ
た
そ
の
場
所
は

何
と
言
え
ば
い
い
か

 
ウ

タ

ス
ラ

ダ

の
よ
う
な

い

い
滑
り
台
の
よ
う
な
道
だ

た

一
応
外
か
ら
中
に

ろ
う
と
し
た
事
は
あ
る
ん
だ
が
な

 

が
広
げ
ら
れ
な
い
上
に

度
が
急
す
ぎ
て
と
て
も
じ

な
い
が
上
れ
な
か

た
ん
だ

よ
なそ

う
い
う
事
か

で
も
ハ
チ
マ
ン

よ
く
こ
こ
に
入

て
み
よ
う

て
思

た
わ
よ
ね

 
リ
オ
ン
の
そ
の
疑
問
に

ハ
チ
マ
ン
は
あ

さ
り
と
こ
う
答
え
た

一
応
向
こ
う
に
光
が
見
え
た
ん
で

外
に
通
じ
て
る
と
確
信
は
し
て
い
た
が
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最
悪
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な

た
ら
そ
こ
で
死
ね
ば
い
い
か
な
と

ハ
チ
マ
ン

て
さ
仲
間
が
死
ぬ
事
は
許
さ
な
い

に
自
分
は
簡

に
死
の
う
と
す
る

の
ねぐ

わ

悪
い
か
よ

う
う
ん

ハ
チ
マ
ン
ら
し
い
な

て

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
説
明
を
受
け

ハ
チ
マ
ン

リ
オ
ン

ク
リ
シ

ナ
が
外
に
出
て

 
次
に
リ
ナ

リ

ク

セ
ラ
フ

ム

ユ
キ
ノ
が
外
に
出
た

 
一
応
リ
ナ
と
リ

ク
を
真
ん
中
に

む
格
好
で
何
か
あ

て
も
す
ぐ
に
対
応
出
来
る
よ
う
に

し
た

だ

 
滑
り
台
か
ら
外
に
飛
び
出
し

そ
こ
か
ら
飛
行

態
に
な
る
感
覚
は
新
鮮
だ

た
よ
う
で

 
リ
オ
ン
や
セ
ラ
フ

ム
は
一
度
出
た
ら
再
び
滑
る
事
が
出
来
な
い
の
を
と
て
も
残
念
が

て
い
た

お
前
ら

絶
叫
マ
シ
ン
が
平
気
な
タ
イ
プ
だ
ろ

う
ん

全
然
平
気

ハ
チ
マ
ン
様
は
苦
手
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
今
度
私
が
手
を

て
て
あ
げ
ま
す
ね
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別
に
苦
手
じ

な
い
か
ら
大
丈
夫
だ

さ
て

帰
る
と
す
る
か

 
そ
し
て
七
人
は
意
気
揚
々
と
ア
ル
ン
へ
と
向
け
て
飛
ん
で
い

た

 
こ
ん
な
に

凄
い
の
に

多
分
し
ば
ら
く
行
け
て
な
か

た
か
ら
だ
ろ
う
な

ハ
チ
マ
ン

あ
り
が
と
に

い
や
い
や

何
か
困

た
ら
い
つ
で
も
言
う
ん
だ
ぞ

 
こ
う
し
て
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
リ
ナ
と
リ

ク
を
送
り

け
た
後

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
向
か

た

 
リ
オ
ン
と
ク
リ
シ

ナ
は
そ
こ
で
す
ぐ
に
落
ち

そ
の
ま
ま
リ
ア
ル
で
勉
強
を
す
る
よ
う
だ

 
残

た
セ
ラ
フ

ム
と
ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
と
分
担
し
て
素
材
を
持
ち

 
職
人
達
の
作
業
部
屋
へ
と
向
か

た

あ
れ

ア
ル
ゴ
じ

な
い
か

珍
し
く
こ

ち
に
来
て
た
ん
だ
な

お
帰
り
ハ

待

て
た

収

は
ど
う
だ

タ

豊
作

大

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な

で

用
件
は
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ま
あ
そ
れ
は
後
で
い
い
ぞ

と
り
あ
え
ず
素
材
を
出
し
て
や
れ
よ

 
こ
の
三
人
が
う
ず
う
ず
し
て
る
み
た
い
だ
し
ナ

オ

ケ

だ

そ
れ
じ

あ
全
部
出
す
か
ら
な

 
そ
し
て
三
人
は

次
か
ら
次
へ
と
素
材
を

の
上
に

べ
て
い

た

お
お

お
お
お

あ

ア
ダ
マ
ン
タ
イ
ト
が
こ
ん
な
に

こ
れ
で
い
け
ま
す
ね

オ
リ
ハ
ル
コ
ン
ま
で
あ

た
ん
だ

後
は
ダ
マ
ス
カ
ス
に

ミ
ス
リ
ル
に

 
凄
い
凄
い

こ
れ
で
う
ち
の
素
材
ス
ト

ク
も
か
な
り

さ
れ
る
ね

こ

ち
も
凄
い
わ

花
に

綿

木
材
関
係
も
こ
ん
な
に

 
三
人
は
興
奮
し
た
よ
う
に
そ
う
言
葉
を
交
わ
し

必
要
な
素
材
を

り
分
け
る
と

 
そ
の
場
で
い
く
つ
か
の
合
成
を
開
始
し
た

そ
れ
は
何
だ

ア
サ
ギ
と
リ
オ
ン
の
ア
イ
ゼ
ン
だ
よ

ア
イ
ゼ
ン

後
方
に
下
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る

の
か
か
と
の
ア
レ
だ
よ
な

 
ア
サ
ギ
は
分
か
る
が

何
で
そ
れ
を
リ
オ
ン
に
も
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そ
れ
は
こ
れ
の
せ
い
で
す
よ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

 
ナ
タ
ク
が
そ
う
言

て

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
持
ち

 
隣
の
部
屋
に

設
さ
れ
た
的
に
向
け
て
何
か
を
発
射
し
た

お
お

マ
ジ
か
よ

こ
ん
な
の
ま
で
設
計
し
て
た
の
か

ふ
ふ

ど
う
で
す
か

完

だ

リ
オ
ン
が

て
る

が
目
に

か
ぶ
よ
う
だ
わ

ク
ク

ク
ク
ク
ク
ク

フ

フ
フ

フ
フ
フ
フ
フ

 
リ
ズ
ベ

ト
は
リ
ズ
ベ

ト
で
ア
サ
ギ
の

の
武
器
を
作

て
お
り
ナ
タ
ク
も
そ
れ
に
加

わ

た

 
ス
ク
ナ
は
ス
ク
ナ
で
リ
オ
ン
と
ア
サ
ギ
の

の
色
々
な
装
備
を
作

て
い
た
が

 
そ
れ
を
見
た
ユ
キ
ノ
が
ス
ク
ナ
に
何
か
言
い
ス
ク
ナ
は
そ
れ
に

く
と
装
備
の

正
を
始

め
た

 
ユ
キ
ノ
は
そ
れ
を
見
て
満
足
し
た
よ
う
に

く
と

ハ
チ
マ
ン
の
方
へ
と

て
き
た

ユ
キ
ノ

今
ス
ク
ナ
に
何
を
言

た
ん
だ
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も
う
少
し
露
出
を
上
げ
た
ら
ど
う
か
し
ら

と
言

た
わ

露
出
を

何
で
ま
た
そ
ん
な
事
を

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は

憧
れ
じ

な
い
と
い
け
な
い
の
よ

 
そ
の

に
は
多
少
露
出
部
分
を

や
し
た
方
が
い
い
わ

ア
ス
ナ
や
シ
ノ
ン
だ

て
そ
う
で

し

う

 
そ
れ
に
セ
ラ
フ

ム
や
フ

イ
リ
ス
さ
ん
だ

て
そ
う
な

て
い
る
は
ず
よ

そ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に
驚
か
さ
れ
た

 
ま
さ
か
そ
う
い
う
意
図
が
あ

た
な
ど
と
は
思
い
も
し
な
か

た
か
ら
だ

 
そ
ん
な
二
人
に
ア
ル
ゴ
が
声
を
か
け
て
き
た

二
人
と
も

そ
ろ
そ
ろ
い
い
カ

あ

悪
い
ア
ル
ゴ

そ
う
い
え
ば
待
た
せ
て
た
ん
だ

た
な

で

何
か
あ

た
の
か

お
う

実
は
な

ト
ラ
フ

ク
ス
が

 
一
週
間
後
に
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
寄
港
す
る
事
に
な

た

 
そ
の
言
葉
は
突
然
放
た
れ
そ
ん
な
事
は
予
想
も
し
て
い
な
か

た
二
人
は
思
わ
ず

ま

た
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こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で
で
す



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
第
６
８
７
話
 
特
別
な
絆

 
今
日
か
ら
新
し
い
エ
ピ
ソ

ド
で
す

ど
う
し
て
ま
た
そ
ん
な
事
に
な

た
ん
だ

そ
れ
が
な

業
界
一

と
三

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
が
提

す
る
事
に

 

の
開
発
が
危
機
感
を
覚
え
た
ら
し
く
て
ヨ

あ
あ

ま
あ
確
か
に
そ
れ
は
そ
う
だ
よ
な

で

向
こ
う
が
自
発
的
に

 
う
ち
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
が
今
度

用
し
た
新
し
い
ロ
グ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を

入
し
た
み
た
い
で

 
ト
ラ
フ

ク
ス
か
ら
の
接
続
が
簡

に
可
能
に
な

た

態
で
交

し
て
き
た
ん
だ
よ
ナ

そ
れ
は
ま
た
準
備
が
い
い
事
ね

だ
よ
な

ま
あ
そ
ん
な

で

 
ど
う
や
ら
先
方
の
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
出
来
る
だ
け
み
た
い
な
ん
だ
が
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こ

ち
の
手
間
は
ほ
ぼ
無
い
に

し
い
し
こ

ち
の
正
式
イ
ベ
ン
ト
開
始
ま
で
の
い
い
繋
ぎ

に
な
る
か
ら

 
あ

さ
り
と
ボ
ス
か
ら
の
オ

ケ

が
出
て
先
方
か
ら
の

し
出
を
受
け
る
事
に
な

た
わ

け
だ
ナ

ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
も
頑
張

て
る
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

 
先
方
の
開
発

の
苦
労
を
考
え

が
下
が
る
思
い
だ

た
か
ら
だ

と
い
う

で
報
告
は
し
た
か
ら
な

さ
あ

さ

さ
と
オ
レ

ち
を
ね
ぎ
ら
エ

何
で
そ
う
な
る

今
回
お
前
は
ほ
ぼ
何
も
し
て
な
い
ん
だ
ろ

今
ま
で
の

み
重
ね
だ
ぞ

あ
ん
ま
り
ご
ね
る
よ
う
だ
と
性
的
な
ね
ぎ
ら
い
を
要
求
す
る

あ
あ
も
う

分
か

た
分
か

た

で

俺
は
何
を
す
れ
ば
い
い
ん
だ

マ

サ

ジ
だ
な
リ
ア
ル
で
頼
む
ぞ
最
近
特
に

が
こ

ち
ま

て
色
々
や
ば
い
ん
だ
ヨ

ま
あ
そ
の
く
ら
い
な
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
に
押
し
切
ら
れ
普

か
な
り
の
負
担
を
か
け
て
い
る
と
い
う
負
い
目
も

あ
り
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々
な
が
ら
も
そ
の

し
出
を
オ

ケ

す
る
事
に
し
た

ア

ち

ん
に
よ
く

か
さ
れ
て
い
た
か
ら
な

凄
く
よ
く

く

て
ナ

ま
あ
や
る
か
ら
に
は
リ
ラ

ク
ス
出
来
る
よ
う
に
真
面
目
に
や

て
や
る
よ

 
と
い
う
か

い
つ
も
負
担
ば

か
か
け
て
ご
め
ん
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
素
直
に
ア
ル
ゴ
に
そ
う
謝
罪
を
し

 
ア
ル
ゴ
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
オ
レ

ち
今
日
は
オ
フ
だ
か
ら

マ
ン
シ

ン
の
自
宅
で
待

て
る
か
ら
ナ

自
宅
だ
と

お

お
い

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
き

 
ハ
チ
マ
ン
は
や
ら
れ
た
と
思
い
つ
つ

ユ
キ
ノ
に

る
よ
う
な

線
を
向
け
た

な

ユ
キ
ノ

は
い
は
い

分
か

た
わ
よ

一

に
行
け
ば
い
い
の
ね

悪
い
な

お

に
ユ
キ
ノ
に
も
マ

サ

ジ
を
し
て
や
る
か
ら

 
最
近
こ

て
い
る
所
と
か
が
あ

た
ら
教
え
て
く
れ
な

そ
う
ね

私
も

か
し
ら
ね
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何
度
か
言

た
か
も
だ
け
ど
最
近
本
当
に
徐
々
に
胸
が
大
き
く
な

て
き
て
い
る
み
た
い

な
の確

か
に
言

て
た
な

そ
れ
は
驚
き
だ
な

 
ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
に
は
気
を
許
し
て
い
る
せ
い
か
あ
け

ろ
げ
に
そ
ん
な
事
を
言
い
出

し
たえ

え

や

と
う
ち
の
家
系
の
遺
伝
子
が
仕
事
を
始
め
た
み
た
い
ね

 
さ
す
が
に
今
か
ら
だ
と
姉
さ
ん
や
⺟
さ
ん
み
た
い
に
は
な
れ
な
い
で
し

う
け
ど

 
せ
め
て
人

み
に
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
う
わ

お
前
が
言
う
ん
だ
か
ら
本
当
な
ん
だ
ろ
う
が

あ
ま
り
そ
こ
に

り
す
ぎ
る
な
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

今
ま
で
ユ
キ
ノ
が
胸

み
の
話
題
で

 
何
度
も
激
発
し
て
い
た
光
景
を
思
い
出
し
て
そ
う

を

し
た

 
だ
が
ユ
キ
ノ
は
最
近
見
ら
れ
る

向
な
の
だ
が
以
前
よ
り
も
そ
の
事
に
は

て
い
な
い
よ

う
に
見
え
た

ふ
ふ

私
の
価

は
そ
ん
な
所
に
は
無
い

で
し

う

あ
あ

そ
の
通
り
だ
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で
も
私
が
そ
の

も
う
少
し

き
心
地
の
い
い
体
型
を
し
て
い
た
ら

 
や
は
り
あ
な
た
も
少
し
は
嬉
し
い
と
思
う
わ
よ
ね

え

い
や

そ
の

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
に
そ
う
言
わ
れ
て
面
食
ら

た

 
こ
こ
で
キ

パ
リ
と
否
定
し
て
し
ま
う
の
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
し

 
か
と
い

て

定
す
る
の
も

そ
れ
は
そ
れ
で
問
題
が
あ
る
気
が
し
た
か
ら
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
に
考
え
抜
い
た
上
で
少
し

度
を
ず
ら
し
た
返
事
を
す
る
事
に
し

た
俺
も
男
だ
か
ら
確
か
に
そ
れ
は
否
定
し

ら
い
け
ど
な
で
も
俺
は
初
め
て
お
前
と
会

た

時
か
ら

 
ず

と
お
前
の
事
は

麗
だ
と
思

て
た
し
そ
の
凛
と
し
た
態
度
に
も
内
心
憧
れ
て
い
た
さ

 
そ
れ
は
絶
対
に
間
違
い
な
い

あ
り
が
と
う

 
ユ
キ
ノ
は
柔
ら
か
く
微
笑
ん
で
そ
う
言
う
に

め
た

 
ア
ス
ナ
の
事
が
あ
る
以
上

理
性
的
に

舞
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
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普

か
ら
自
分
を

め
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
確
か
に
ハ
チ
マ
ン
と
二
人
き
り
の
時
は
時
々

え
て
く
る
事
が
あ
る

 
そ
れ
は
ユ
イ
ユ
イ
も
同
じ
な
の
だ

た
が

そ
の

度
は
ユ
キ
ノ
の
方
が
少
な
い

 
お
そ
ら
く
性
格
な
の
だ
ろ
う
が

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
い
う
時

 
言
葉
を

ら
ず
に

正
直
に
自
分
の
思

た
事
を
口
に
出
す
よ
う
に
し
て
い
た

 
そ
れ
が
ユ
キ
ノ
と
ユ
イ
ユ
イ
に
対
す
る
ハ
チ
マ
ン
な
り
の
特
別
扱
い
で
あ
り

 
そ
れ
故
に
三
人
の
絆
は
強

な
も
の
と
な

て
い
る
の
だ

さ
て

今
は
自
宅
だ
か
ら

少
し
時
間
が
か
か
る
わ
よ

俺
も
自
宅
だ
か
ら
問
題
な
い

ど
こ
か
場
所
を
決
め
て
キ

ト
で
迎
え
に
行
く
わ

そ
れ
じ

あ
千
葉
で
待
ち
合
わ
せ
し
ま
し

う
か

分
か

た

千
葉
だ
な

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
ね

ハ
チ
マ
ン
君

お
う

後
で
な

 
そ
し
て
二
人
は
職
人
組
に

を
し
て

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た
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ご
め
ん
な
さ
い

待
た
せ
て
し
ま

た
わ
ね

い
や

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
ん
だ
が

何
故
結
衣
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ

 
千
葉
で
待
ち
合
わ
せ
と
い
え
ば
八
幡
達
に
と

て
は
当
然
千
葉

で
待
ち
合
わ
せ
と
い
う
事

だ 
そ
し
て

前
に
着
い
た
八
幡
を
待

て
い
た
の
は

雪
乃
と
結
衣
で
あ

た

え
へ
へ

実
は
今
日

ゆ
き
の
ん
と
一

に
出
か
け
る
約
束
を
し
て
た
ん
だ
よ
ね

え
マ
ジ
か
そ
れ
は
悪
か

た
な
も
し
ア
レ
な
ら
優
里
奈
あ
た
り
に
一

に
来
て
も
ら
う

か
ら

 
二
人
の
約
束
を
優
先
さ
せ
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
ぞ
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
は
送
ら
せ
て
も
ら

う
大
丈
夫
よ

実
は
ま
だ
約
束
の
時
間
ま
で
に
は
結

あ
る
の
よ

ね

結
衣

う
ん

実
は
あ
た
し
も

が
こ

て
て
さ

丁
度
良
か

た
な

て

 
八
幡
は
そ
の
結
衣
の
言
葉
に
雪
乃
が
お
か
し
な
反
応
を
す
る
の
で
は
な
い
か
と
一

ド
キ
リ

と
し
た
が

 
雪
乃
は
そ
の
言
葉
に
何
の
反
応
も
せ
ず
結
衣
の
胸
を
じ

と
見
な
が
ら
平
然
と
こ
う
言

た
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そ
う
ね

結
衣
の
胸
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
も
の
ね

そ
れ
じ

あ

も
こ
る
わ
よ
ね

そ
う
い
う
ゆ
き
の
ん
だ

て

最
近
明
ら
か
に
胸
が
大
き
く
な

て
き
て
る
じ

ん

 
そ
の
年
か
ら
成
⻑
す
る
な
ん
て

正
直
凄
く
驚
い
た

私
も
驚
い
た
わ

で
も
あ
な
た
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
よ

ま
あ
そ
う
か
も
だ
け
ど

ゆ
き
の
ん
く
ら
い

く
て
あ
た
し
み
た
い
な
胸
だ
と

 
多
分
不
気
味
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね

八
幡
君

そ
こ
は
ど
う
な
の

た

確
か
に
バ
ラ
ン
ス
は
悪
い
か
も
な

 
急
に
言
葉
を

ら
れ
た

に

て
て
そ
う
答
え
つ
つ
も

 
八
幡
は
こ
の
や
り
取
り
を
受
け
て

雪
乃
は
本
当
に
成
⻑
し
た
ん
だ
な
と
感

深
く
思

た

 
そ
の
キ

カ
ケ
は

実
は
先
ほ
ど
雪
乃
が
ゲ

ム
内
で
言

た

お
前
の
価

は
そ
こ
じ

な
い

と
い
う
言
葉
の
せ
い
だ

た
の
だ
が

 
八
幡
は
自
分
の
言
葉
を

く
考
え
て
い
る
の
で
そ
れ
が
直
接
の
原
因
だ
と
は
理
解
し
て
い
な

い
そ
う

つ
ま
り
ク
ル
ス
の
体
は
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
と
い
う
事
で
い
い
の
ね
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そ
こ
で
雪
乃
が
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言

た

え

あ

い
や

マ

ク
ス
も
確
か
に

い
け
ど

別
に
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
と
思

た
事
は

な
い
ぞ

 
そ
の
返
事
に
二
人
は
何
故
か

く
目
を
見
開
い
た

あ
の
子
が

い

か

ま
あ
確
か
に
そ
う
な
の
だ
け
れ
ど

ねな

何
だ
よ

別
に
お
か
し
な
事
は
言

て
な
い
だ
ろ

な
る
ほ
ど
や

ぱ
り
あ
の
子

て
徹

し
て
る
の
ね
そ
う
い
う
所
は
見

う
べ
き
な
の
か

し
らか

も
ね

正
直
び

く
り
だ
よ
ね

お
前
ら
は
一
体
何
の
話
を
し
て
る
ん
だ

 
そ
う
問
わ
れ
た
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
よ
く
事
情
が
分
か

て
い
な
い
八
幡
に
こ
ん
な
説
明

を
し
た

え

と

最
近
の
ク
ル
ス
は
普

は
か
な
り
地
味
で

 
体
型
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
太
く
見
え
る
く
ら
い
な
の
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ま
あ
一
部
の
人
に
は
そ
ん
な
事
は
無
い

て
バ
レ
ち

て
る
み
た
い
だ
け
ど
ね

 
前
ヒ

キ

が
ク
ル
ス
の
学
校
に
行

た
時
さ
ク
ル
ス
は
凄
く
お
め
か
し
し
て
た
ん
で
し

う
普

の
あ
い
つ
を
知
ら
な
い
か
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
が
普
通
に
美
人
だ
と
思

た
の
は
確
か

だ
な

 
も
し
か
し
て
普

は
違
う
の
か

あ
の
日
か
ら
は
違
う

と
言
う
べ
き
で
し

う
ね

 
あ
れ
か
ら
ク
ル
ス
に
告
白
し
て
く
る
男
子
が

常
に

え
て

 
そ
れ
を
全
て
断

た
上
で

あ
の
子
は
自
分
を
と
に
か
く
地
味
に
見
せ
る
よ
う
に

 
普

か
ら
色
々
と

夫
す
る
よ
う
に
な

た
わ

 
お
か
げ
で
男
子
か
ら
の
告
白
は

今
は
も
う
ほ
ぼ
皆
無
に

し
い
ら
し
い
わ
ね

そ
う
な
の
か

俺
か
ら
し
た
ら

ま

た
く
変
わ

た
よ
う
に
は
見
え
な
い
ん
だ
が

 
そ
う
困

た
顔
を
す
る
八
幡
に

二
人
は
こ
う
断
言
し
た

そ
れ
は
あ
な
た
の
前
で
だ
け
よ

化

ま
で

夫
し
て
そ
の
上
体
型
も

し
て
と
に
か
く
自
分
を
地
味
に
見
せ
よ
う
と
し
て
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る
よ
ね

そ
う
だ

た
の
か

 
い
つ
も
こ
れ
で
も
か
と
い
う
風
に
ア
ピ

ル
し
て
く
る
ク
ル
ス
の

を
思
い

か
べ

 
八
幡
は
心

驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た

ど
う

男

利
に
尽
き
る
で
し

う

と
い
う
か

そ
こ
ま
で
さ
せ
ち
ま

て

し

な
い
な
と
し
か

そ
れ
は
い
い
ん
じ

な
い
か
な

ク
ル
ス
が
自
発
的
に
や

て
る
事
だ
し

そ
れ
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
よ

あ

ま
さ
か
お
前
ら
も

 
八
幡
は
思
わ
ず
そ
う
言

た
が

そ
の
言
葉
は
要
す
る
に

 
雪
乃
と
結
衣
が

自
分
の
事
を
好
き
だ
と
信
じ
き

て
い
な
い
と
出
て
こ
な
い
発
言
で
あ
る

 
八
幡
は
そ
の
事
を
分
か

て
い
な
い
が

二
人
は
し

か
り
と
そ
の
事
を
理
解
し
て
お
り

 
二
人
は
満
面
の
笑
み
で
八
幡
に
こ
う
答
え
た

そ
ん
な
の
当
然
じ

ん

私
達
も

そ
れ
な
り
に

夫
は
し
て
る
わ
よ

何
か
悪
い
な

色
々
と
迷
惑
を
か
け
て
い
る
み
た
い
で
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う
う
ん

気
に
し
な
い
で

そ
う
そ
う
逆
に
お
し

れ
に
ま

た
く
気
を
遣
わ
な
く
て
い
い
の

て
凄
く
楽
な
ん
だ
よ

な
ら
い
い
ん
だ
が

 
そ
ん
な
八
幡
の
反
応
に

二
人
は
内
心
喜
ん
で
い
た

 
八
幡
が
ち

ん
と
自
分
達
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
と
思

た
か
ら
だ

 
二
人
は
一

顔
を
見
合
わ
せ
て
微
笑
ん
だ
後

両
方
か
ら
八
幡
の
手
を
引
い
て
言

た

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
お
待
ち
か
ね
で
し

う
し
ね

う
ん

ヒ

キ

の
マ

サ

ジ
の

に
も
期
待
し
て
る
か
ら
ね

 
ち

ん
と
し
た
お
店
に
行
け
ば
い
い
の
か
も
だ
け
ど

 
マ

サ

ジ
し
て
く
れ
る
の
が
女
の
人
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
万
が
一
変
な
男
の
人
に
体
を
触
ら
れ
る
の
は

だ
し
さ

 
普
通
女
性
の
マ

サ

ジ
は
女
性
が
行
う

に
そ
の
心
配
は
無
い
の
だ
が

 
結
衣
は

え
て
そ
う
言
う
事
で

八
幡
の
義

感
を
煽

た
の
で
あ
る

 
結
衣
は
結
衣
で
そ
う
い

た
駆
け
引
き
を
し

か
り
と
駆
使
出
来
る
大
人
の
女
に
な

て
い
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る
よ
う
だ

 
案
の
定
八
幡
は

そ
の
結
衣
の
狙
い
通
り
に
自
分
が
や
ら
ね
ば
と
思

た
ら
し
い

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
行
く
か

し

か
り
と
体
の
こ
り
を
解
し
て
や
る
か
ら
な

え
え

お
願
い
ね

凄
く
楽
し
み
だ
な

 
こ
う
し
て
三
人
は

ア
ル
ゴ
の
部
屋
へ
と
向
か
う
事
と
な

た
の
だ

た

 
ア
ル
ゴ
が

ね
ぎ
ら
エ

と
言

た

間
か
ら

キ

ラ
が
勝
手
に
暴
走
し
だ
し
ま
し
た

 
最
初
の
予
定
と
は
全
然
違
う
ん
で
す
よ
ね

何
故
こ
う
な

た
の
か

ｏ
ｒ
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第
６
８
８
話
 
尊
厳
と
の
戦
い

 
た
だ
今

キ

ラ
が
絶

暴
走
中
で
す

ね

せ

か
く
だ
か
ら

優
里
奈
ち

ん
も
誘

て
み
る

 
こ
こ
ま
で
来
て
誘
わ
な
い
の
も
ど
う
か
と
思
う
し
さ

 
マ
ン
シ

ン
に
着
い
た
直
後
に
放
た
れ
た
そ
の
結
衣
の
言
葉
に
八
幡
は
確
か
に
そ
う
だ
な
と

同
意
し
た

そ
う
だ
よ
な

親
代
わ
り
と
し
て
の

任
も
あ
る
し

そ
の

り
は
し

か
り
し
な
い
と
な

う
ん

そ
れ
じ

あ
優
里
奈
ち

ん
に

い
て
み
よ

か

 
だ
が
残
念
な
事
に

優
里
奈
は
ど
う
や
ら
今
は

守
に
し
て
い
る
よ
う
だ

 
こ
の
場
合
の
残
念
と
い
う
の
は

優
里
奈
に
と

て

と
い
う
意
味
で
あ
る

い
な
い
み
た
い
だ
ね

ま
あ
約
束
し
て
た

じ

な
い
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
ア
ル
ゴ
の
部
屋
に
行
く
か
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う
ん

ア
ル
ゴ
さ
ん
の
部
屋
に
入
る
の
は
初
め
て
ね
と
い
う
か
い
き
な
り

ね
て
し
ま

て
い
い
の

か
し
ら

そ
れ
な
ら
さ

き
伝
え
て
お
い
た
ぞ

も

と
も
結
衣
の
事
は
ま
だ
伝
え
て
な
い
が

 
ま
あ
雪
乃
が
オ

ケ

な
ん
だ

た
ら
問
題
な
い
だ
ろ

も
し

目
だ

た
ら

ゆ
い
ゆ
い
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る
わ
ね

 
雪
乃
の
そ
の
冗
談
に

結
衣
は
本
気
で
涙
目
に
な

た

ち

と
ゆ
き
の
ん

冗
談
で
も
そ
う
い
う
事
は
言
わ
な
い
で
よ

不
安
に
な
る
じ

ん

ご
め
ん
な
さ
い

多
分
大
丈
夫
よ

多
分
ね

ゆ
き
の
ん
言
い
方

言
い
方

 
そ
し
て
八
幡
は

ア
ル
ゴ
の
部
屋
の
イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
し
た

中
が
散
ら
か

て
た
ら

最
初
は
片
付
け
を
し
な
い
と
だ
な

 
直
後
に
ア
ル
ゴ
が
部
屋
の
扉
を
開
け
て
顔
を
出
し

結
衣
の
顔
を
見
た
の
だ
が

 
ア
ル
ゴ
は
特
に
何
も
言
わ
ず

そ
の
ま
ま
三
人
を
家
の
中
へ
と
誘

た

待
ち
く
た
び
れ
た
ぞ
ハ

さ
さ

み
ん
な
中
に
入

て
く
れ
ヨ
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ふ
う

良
か

た

何
が
良
か

た
ん
だ
ゆ
い
ゆ
い

気
に
な
る
じ

な
い
か
ヨ

あ

え

と

こ
こ
で
断
ら
れ
た
ら

あ
た
し
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

わ
れ
て
る
ん
だ

て

 
ゆ
き
の
ん
に
散
々

か
さ
れ
た
か
ら
さ

ん
な

な
い
だ
ろ

さ
あ

さ

さ
と
三
人
で
天
国
に
行

ち
ま
お
う
ゼ

う
ん

そ
う
だ
ね

お

魔
し
ま
す

 
そ
の
ア
ル
ゴ
の
別
の
意
味
で
の
不
穏
な
言
葉
に

八
幡
は
一

顔
を
し
か
め
た
が

 
特
に
深
い
意
味
は
無
い
だ
ろ
う
と
思
い
直
し

そ
の
ま
ま
中
に
入

た

 
ア
ル
ゴ
は
こ
う
い

た
思
わ
せ
ぶ
り
な
言
い
回
し
を
面
白
が

て
わ
ざ
と
す
る
事
が
多
い
か

ら
だ

 
中
に
入
る
と
ア
ル
ゴ
の
部
屋
は
八
幡
の
予
想
と
は
違
い
ま

た
く
散
ら
か

て
は
お
ら
ず

 
む
し
ろ
物
の
少
な
さ
に
驚
く
く
ら
い

麗
な

態
で
あ

た

お
お

ハ

ど
う
し
タ
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い
や

予
想
以
上
に

麗
な
部
屋
だ
と
思

て
な

そ
れ
に
結

物
が
少
な
い
ん
だ
な

ま
あ
ハ

の
せ
い
で
疲
れ
て
る
か
ら

帰

て
か
ら
は

る
だ
け
だ
し
ナ

う

何
か
す
ま
ん

い
い

て
い
い

て

そ
の
分
た
ま
に
こ
う
し
て
労

て
も
ら
う
か
ら
ナ

あ
あ

し

か
り
と
疲
れ
を
取
ら
せ
て
も
ら
う
さ

 
八
幡
は
義

感
に
か
ら
れ
て
そ
う
言

た

 
先
ほ
ど
の
結
衣
の
作
戦
は

ど
う
や
ら
大
成
功
の
よ
う
で
あ
る

さ
て

誰
か
ら
や
る

そ
う
だ
な

番
を
決
め
た
り
楽
な
格
好
に
着

え
た
り
し
た
い
か
ら

 
ち

と
こ
こ
で
待

て
て
く
れ
る
か

オ
レ

ち
達
は
ち

と

室
で
色
々
と
相
談
す

る
ワ分

か

た

決
ま

た
ら
呼
ん
で
く
れ

悪
い
な
ハ

 
そ
し
て
三
人
は

室
に
消
え
て
い
き
八
幡
は
三
人
に
ど
う
い

た

術
を
す
る
か
真
剣
に
考

え
始
め
た
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三
人
と
も
と
り
あ
え
ず

こ
り
が
ひ
ど
い
ら
し
い
か
ら

を
し

か
り
と

み
解
す
と
し
て

 
ア
ル
ゴ
は
座
り
仕
事
が
多
い
か
ら

お
そ
ら
く

も
何
と
か
し
な
い
と
多
分
や
ば
い
な

 
雪
乃
と
結
衣
は
そ
の

り
は
問
題
無
い
と
は
思
う
が

 
こ
れ
ば

か
り
は
触

て
確
認
し
て
み
な
い
と
何
と
も
だ
な

 
八
幡
に
と

て

女
性
の

に
直
接
触
る
事
は

通
常
は

わ
れ
る
事
で
あ

た
が

 
今
回
は
結
衣
の
作
戦
の
せ
い
で

八
幡
が
義

感
に
燃
え
て
い
た

 
そ
の
八
幡
の

い
は
か
な
り

さ
れ
て
い
る

 
一
方

室
に
入

た
三
人
は

し
合
わ
せ
た
よ
う
に
水
着
に
着

え
て
い
る
真

最
中
で

あ

た
二
人
と
も
水
着
を
用
意
し
て
き
た
ん
だ
な
ま
あ
オ
レ

ち
も
そ
う
だ
か
ら
人
の
事
は
言
え
な

い
け
ど
ナ

と
い
う
か

他
に
何
も
思
い

か
ば
な
か

た
と
い
う
の
が
正
し
い
の
か
し
ら
ね

 
さ
す
が
に
下
着

も
し
く
は
全

で
マ

サ

ジ
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
は
問
題
が
あ
る
と

思
う
し

あ
た
し
は
そ
れ
で
も
い
い
か
な

て
ち

と
思

ち

て
た
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こ
ん
な
機
会
滅
多
に
な
い
し

ま
あ
結
局
水
着
に
し
た
ん
だ
け
ど

ま
あ
さ
す
が
に
あ
か
ら
さ
ま
す
ぎ
る
と
引
か
れ
ち
ま
う
だ
ろ
う
し

 
バ
ラ
ン
ス
的
に
は
丁
度
い
い
ん
じ

な
い
カ

 
ア
ル
ゴ
も
そ
の
結
衣
の
言
葉
に

き
つ
つ
何
か
気
に
な

た
の
か
二
人
に
こ
う
質
問
し
て

き
たし

か
し
ハ

の
奴

分
と
素
直
に
オ
レ

ち
達
の
好
き
に
さ
せ
て
く
れ
た
よ
な

 
最
悪
オ
レ

ち
達
が
全
員

で
現
れ
る
可
能
性
も
あ

た
と
思
う
ん
だ
が
な

 
も
し
か
し
て
雪
乃
が
何
か
言

た
の
カ

そ
れ
な
ら
多
分

ゆ
い
ゆ
い
の
一
言
だ
と
思
う
わ

ゆ
い
ゆ
い
の
一
言

ど
ん
ナ

 
ア
ル
ゴ
は
意
外
そ
う
な
顔
で
結
衣
に
そ
う

ね
て
き
た

え

と
ね

本
職
に
や

て
も
ら

て
も
い
い
ん
だ
け
ど

 
も
し
相
手
が
変
な
人
だ

た
ら
や
だ
な

て
そ
の
遠
ま
わ
し
に
今
後
も
お
願
い

て
つ
も

り
で

え
へ

な
る
ほ
ど

そ
れ
が
別
の
意
味
で
作
用
し
た

て

カ
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う
ん

多
分
ね

そ
れ
じ

あ
多
少
露
出
を

や
し
て
も
問
題
な
い
カ

で
も
こ
れ
以
上
布
地
を

ら
し
て
も

あ
ん
ま
変
わ
ら
な
く
な
い

確
か
に
そ
う
だ
な

あ
と
は
水
着
を
ず
ら
す
な
り
で

夫
す
る
し
か
カ

そ
う
な
る
と

大
事
な
の
は
ト

プ
バ

タ

と
い
う
事
に
な
る
わ
ね

 
そ
の
言
葉
に
ア
ル
ゴ
と
結
衣
は

い
た

こ
こ
ま
で
は
セ

フ

て
い
う
線
引
き
を
し
な
い
と
だ
し
ね

そ
う
な
る
と

任
は

オ
レ

ち
か
雪
乃

て
事
に
な
る
か
正
直
ゆ
い
ゆ
い
は
ト

プ
に
す
る
に
は
エ
ロ
す
ぎ
る
か

ら
ナ

 
ア
ル
ゴ
が
ハ

キ
リ
と
そ
う
言
い

雪
乃
も
そ
れ
に
同
意
し
た

そ
う
ね
同
じ
露
出

合
で
も
そ
の
エ
ロ
さ
に
八
幡
君
が

え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
わ

ね
二
人
と
も

エ
ロ
い
と
か
言
わ
な
い
で

そ
れ
じ

あ
ト

プ
は
私
が
行
く
わ
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そ
こ
で
雪
乃
が
手
を
上
げ
て
そ
う
言

た

私
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
ほ
ど

八
幡
君
の
観
察
に
自
信
が
あ
る

じ

な
い
か
ら

 
最
初
は
少
し
ず
つ
様
子
を
見
な
が
ら
ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
サ
イ
ン
を
出
し
て
も
ら

て

 
そ
れ
で
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
を
見

め
る
の
が
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら
ね

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
い
い
か
も
し
れ
な
い
ナ

あ
た
し
も
そ
の
方
が
い
い
か
も

実

に
見
な
が
ら
の
方
が

 
ど
の
く
ら
い
ま
で
が
セ

フ
な
の
か

し
や
す
い
し
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
そ
の
線
で
い
く
カ

オ

ケ

よ

頑
張
り
ま
し

う

頑
張
ろ
う
ね

 
こ
う
し
て
三
人
は

番
を
決
め

八
幡
を

室
へ
と

き
入
れ
た

 
雪
乃
は
あ
ら
か
じ
め
ベ

ド
に
横
た
わ

て
待
機
し
て
い
た

 
こ
れ
は
八
幡
が
三
人
の
水
着
に
対
し
て

く

象
を
少
し
で
も
大
人
し
め
に
見
せ
る

の

出
で
あ
る

最
初
は
雪
乃
か

よ
し

そ
れ
じ

あ
真
面
目
に
や
ら
せ
て
も
ら
う
わ
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お
願
い
す
る
わ
ね
八
幡
君

特
に

と

を
お
願
い

本
当
に
つ
ら
い
の
よ

 
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
雪
乃
は
そ
う
ア
ピ

ル
し
八
幡
の

内
を
完
全
に
治
療
モ

ド
へ
と
変

え
た任

せ
ろ

普

世
話
に
な

て
る
分

そ
の
償
い
の
つ
も
り
で
し

か
り
や
る
わ

償
い
な
ん
て
必
要
な
い
わ

こ
う
し
て
気
に
か
け
て
も
ら
え
る
だ
け
で
十
分
よ

そ
う
は
い
か
な
い
さ

そ
の

本
当
に
み
ん
な
に
は
感
謝
し
て
る
ん
だ

 
そ
の
言
葉
だ
け
で
三
人
は
お
腹
い

ぱ
い
な
く
ら
い
幸
福
感
を
感
じ
て
い
た
が

 
そ
れ
だ
け
で
済
ま
す
に
は
こ
の
チ

ン
ス
は
も

た
い
な
さ
す
ぎ
た

 
そ
し
て
雪
乃
は
あ
く
ま
で
も
自
然
さ
を
装
い

八
幡
に
こ
う
言

た

こ
の
水
着
の
背
中
の

少
し
太
く
て
ち

と
気
に
な
る
の
よ
ね

 
も
し

じ

な
か

た
ら

術
に
も

魔
だ
ろ
う
し
外
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
わ

分
か

た

別
に
見
え
ち

い
け
な
い
所
が
見
え
る

じ

な
い
し

外
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
確
か
に
こ
の
太
さ
だ
と
少
し
や
り
に
く
い
し
な

 
そ
の
雪
乃
の
仕
込
ん
だ
小
技
に

二
人
は
心
の
中
で

し
み
な
い
賞

を
送

た

雪
乃

ナ
イ
ス

ま
さ
か
そ
こ
ま
で
考
え
て
水
着
を
選
ん
で
く
る
な
ん
て
ナ
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さ

す
が
ゆ
き
の
ん

我
ら
が
副
⻑

 
そ
し
て

に
八
幡
の
マ

サ

ジ
が
開
始
さ
れ
た

一
番
や
ば
い
の
は
や

ぱ
り

か

そ
う
思

て
い
た
の
だ
け
れ
ど

今
横
に
な

て
み
て
感
じ
た
の
は

 
最
近
ち

と
デ
ス
ク
ワ

ク
が
多
か

た
せ
い
か

の
方
が
よ
り
重
い
よ
う
に
感
じ
る
わ

 
高
校
の
時
は
何
故
平
気
だ

た
の
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
に
ね

高
校
の
時
か

そ
う
い
や
確
か
に

業
中
は
ず

と
座

て
た

だ
し

 
放
課
後
も
雪
乃
は
部
室
で
ず

と
座

て
本
を

ん
で
た
よ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

平
然
と
雪
乃
の

に
手
を
当
て

色
々
探
り
始
め
た

 
そ
の

線
は
目
の
前
の
雪
乃
の

を
見
て
い
る
よ
う
で
見
て
い
な
い

 
ど
う
や
ら

の
事
を
思
い
出
し
て
い
る
よ
う
だ

ア
ル
ゴ
と
結
衣
は
そ
の
事
に
気
付
き
目
を

見
張

た

ん

い

今
考
え
る
と

学
校
に
い
る
時
間
の
半
分
以
上
は
座

て
い
た

じ

な
い

 
そ
れ
な
の
に

あ
ん

あ
の

は

が

く
な
る
事
な
ん
て
ま

た
く
無
か

た
わ
よ

ね
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あ

も
う
少
し
下
の
方
が
結

む
の
だ
け
れ
ど

 
雪
乃
は
ア
ル
ゴ
が
出
す
サ
イ
ン
を
こ

そ
り
見
な
が
ら
そ
う
付
け
加
え
た

だ
な

そ
う
考
え
る
と

高
校
生
く
ら
い
の
年
の
時

て
体
の

が
謎
す
ぎ
る
よ
な

 
何
で
あ
ん
な

い

子
に
⻑
時
間
座

て
て
も
平
気
だ

た
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
の

線
は
微

に
定
ま

て
お
ら
ず

 
ア
ル
ゴ
と
結
衣
の

雪
乃
に
対
す
る
評
価
は
天
元
突
破
し

天

知
ら
ず
と
な

て
い
た

凄
い
凄
い

完

に
ヒ

キ

の
意
識
を

ら
し
て
る
ね

思
い
出
補
正

て
奴
だ
な

さ
す
が
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
よ
ナ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
ま
だ
い
け
る
と
判
断
し

雪
乃
に
そ
う
サ
イ
ン
を
出
し
た

そ
う
な
の
よ
ね

ん

今
同
じ
事
を
し
ろ
と
言
わ
れ
て
も

ん

あ

 
絶
対
に
無
理

だ
と

ん
あ

断
言

出
来
る
わ

 
だ
が
雪
乃
は
そ
れ
以
上
の
事
を
要
求
す
る
事
を
し
な
か

た

 
声
か
ら
す
る
と
ど
う
や
ら
か
な
り
や
ば
い

態
ら
し
い

あ
の

静
な
雪
乃
か
ら
し
て
こ
れ

で
あ
る

 
二
人
は
八
幡
の
手
元
を
注

し
つ
つ

そ
れ
に
対
す
る
雪
乃
の
反
応
を
見
て
戦

し
た
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今

て
ま
だ
そ
こ
ま
で

ど
い

置
じ

な
い
よ
ね

あ
の
雪
乃
の
反
応

あ
の

度
で
も
相
当
や
ば
い

て
事
だ
ナ

 
二
人
は
そ
れ
以
上
の
要
求
を
雪
乃
に
し
て
も
ら
う
事
を

め

 
た
だ
た
だ
自
分
の
番
が
来
た
時
に
備
え
八
幡
の
手
技
を
そ
の
目
に
焼
き
付
け
る
事
し
か
出
来

な
か

た

は

は

あ

あ
と
は
八
幡
君
が
色
々
触

て
確
か
め
て
み
て
く
れ
る
か
し
ら

 
じ

自
分
で
は
分
か
ら
な
い
所
が
こ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
し
ね

分
か

た

か

た
ら
直
ぐ
に
言

て
く
れ
な

あ
り
が
と
う

相
変
わ
ら
ず

や

優
し
い
の
ね

俺
は
別
に
優
し
く
な
ん
か
な
い
け
ど
な

そ
う
い
う
所
は
変
わ
ら
な
い
わ
ね

ど
う
だ
ろ
う
な

 
雪
乃
は
息
も
絶
え
絶
え
な

態
に
な
り
な
が
ら
も

後
の
二
人
の
事
を
考
え

 
先

た
る
役
目
を
果
た
そ
う
と

性
を
出
し
て
そ
う
言

た

ゆ
き
の
ん
が
尊
い



 第６８８話 尊厳との戦い

心
か
ら
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
送
る

 
こ
の

に
は
八
幡
は
完
全
に
雪
乃
の
体
調
の
事
を
考
え
な
が
ら
マ

サ

ジ
に
集
中
し
て
お

り 
お
か
し
な

念
が
入
る
余
地
は
ま

た
く
無
い
よ
う
で

 

静
な

態
な
ら
少
し
は

し
て
し
ま
う
よ
う
な

置
に
も
平
気
で
手
を

ば
し

 
確
認
す
る
よ
う
に

で
た
り
押
し
た
り
し
て
き
た

そ
れ
に
よ

て
雪
乃
自
身
も
我
慢
の
限
界

を
超
え

 
八
幡
が
本
格
的
に
体
の

部
を

み
解
し
始
め
る
の
と
共
に

 
そ
の
体
は
び
く
ん
び
く
ん
と
し
始
め

大
き
な
声
を
出
す
事
こ
そ
我
慢
し
て
い
た
が

 
そ
の
表
情
は
と
て
も
人
に
見
せ
ら
れ
な
い
よ
う
な

態
に
な

て
い
た

 
だ
が
う
つ
伏
せ
だ

た

幸
い
な
事
に

八
幡
に
は
気
付
か
れ
な
か

た
よ
う
だ

よ
し

こ
ん
な
感
じ
か

ど
う
だ

ま
だ
つ
ら
い
部
分
は
あ
る
か

い

い
い
え

凄
く
体
が
楽
に
な

た
わ

あ
り
が
と
う
八
幡
君

 
そ
し
て
雪
乃
は
よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
上
が
り
ア
ル
ゴ
に

さ
れ
た
大
き
め
の
タ
オ
ル
を

に
か

け
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リ
ビ
ン
グ
か
ら

室
に
持
ち
込
ん
で
あ

た
ソ
フ

に

け
た

ご
め
ん
な
さ
い
出
来
れ
ば
も

と

ど
い
部
分
や
可
能
な
ら
前
も
い
き
た
か

た
ん
だ
け

ど
さ
す
が
に
あ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
ら
そ
こ
ま
で
要
求
す
る
の
は
不
可
能
だ
と
思
う
か
ら
大
丈
夫

だ
よ今

以
上
を
求
め
る
な
ら
本
気
で
女
の
尊
厳
を

て
る
覚
悟
を
し
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
か

ら
ナそ

う
言

て
も
ら
え
る
と
助
か
る
わ

二
人
と
も

頑
張

て

え
て
ね

そ
う
言
わ
れ
る
と
ち

と
怖
い
ナ

で
も
ま
あ
と
に
か
く
頑
張
る
し
か
な
い
よ
ね

 
最
初
に
雪
乃
が
こ
ん
な
感
じ
と
い
う
ラ
イ
ン
を
引
い
て
く
れ
た

 
ア
ル
ゴ
と
結
衣
の
マ

サ

ジ
に
関
し
て
は

特
に
問
題
な
く
進
む
事
と
な

た

お
い
お
い
ア
ル
ゴ

お
前
は

の

み
が
完
全
に
慢
性
化
し
て
る
だ
ろ

 
俺
も
頑
張
る
が
そ
れ
と
は
別
に
も

と

に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な

子
を
用
意
さ

せ
る
か
ら



 第６８８話 尊厳との戦い

 
そ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
無
理
し
な
い
で
く
れ
よ
な

そ
れ
は

た

助
か
る

あ
と
他
に

ん

ん
ん

お
か
し
な
所
は

あ

無
い
カ

待

て
ろ

今
確
認
す
る
か
ら
な

 
治
療
モ

ド
に
入

た
八
幡
は
容

な
く
ア
ル
ゴ
の
体
を
ま
さ
ぐ
り
続
け

 
ア
ル
ゴ
は
そ
れ
で
完

に
陥
落
し

結
衣
と
交
代
す
る

に
は
雪
乃
以
上
に
息
絶
え
絶
え
と

な

て
い
た

よ

よ
し

ゆ
い
ゆ
い

交
代
だ
ナ

こ
れ
は
想
像
以
上
だ
ぞ

死
ぬ
気
で
頑
張
れ
ヨ

う

う
ん

頑
張
る

 
結
衣
は
そ
う
気
合
い
を
入
れ
て
マ

サ

ジ
に
臨
ん
だ
の
だ
が

 
結
衣
は
主
に

り
が
一
番
や
ば
か

た

出
だ
し
は
思

た
よ
り
も
穏
や
か
な
も
の
と

な

た
あ
あ

や

ぱ
り
結
衣
は

だ
よ
な

 
こ
こ
に
き
て
八
幡
の
顔
が

初
め
て

く

ま

た
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結
衣
の
胸
の

ら
み
を

横
か
ら
ま
と
も
に
見
て
し
ま

た
か
ら
だ

 
だ
が
八
幡
は
そ
の

態
か
ら
持
ち
直
し

真
剣
な
表
情
で
結
衣
の

を
解
し
始
め
た

 
こ
れ
は
ひ
と
え
に
高
校
時
代
の
結
衣
の
功

で
あ
る

 
あ
の

の
結
衣
は
か
な
り
無
防
備
に
八
幡
に
胸
を
押
し
付
け
た
り
し
て
く
る
事
が
多
く

 
そ
れ
に
よ

て
八
幡
の

に
は

結
衣
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
生
き
物
だ

 
と
い
う
情
報
が

り
込
ま
れ
て
し
ま

た
の
だ

 
そ
し
て
結
衣
も
ま
た

他
の
部

を
八
幡
に
チ

ク
し
て
も
ら
い

 
太
も
も
の
あ
た
り
が
か
な
り
張

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た

あ

た

確
か
に
最
近

よ

よ
く
歩
い
て
た
か
も

そ
の
せ
い
か

ま
あ
大
丈
夫

の
よ
う
に

く
し
て
や
る
さ

お

お
願
い
ね

ヒ

キ

あ
あ

任
せ
て
お
け

 
そ
こ
か
ら
結
衣
は
布
団
を
口
に
く
わ
え
て
必
死
に

え
続
け
た

 
八
幡
は
容

な
く
結
衣
の
体
を

み
倒
し

 
そ
ろ
そ
ろ
我
慢
の
限
界
と
い
う
所
で
や

と
マ

サ

ジ
が
終
了
し
た
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は

は

ど
う
だ

体
が

い
だ
ろ

う

う
ん

信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
全
身
が

い

は
ど
う
だ

全
然

く
な
い

凄
い
よ
ヒ

キ

そ
う
だ
ろ
う
そ
う
だ
ろ
う
や
ば
か

た
ら
い
つ
で
も
言

て
く
れ
俺
が
な
ん
と
か
し
て
や

る
か
ら

う
ん

お
願
い

 
こ
う
し
て
三
人
は

最
初
に
ア
ル
ゴ
が
言

た
通
り
に
天
国
に
連
れ
て
い
か
れ
た

 
雪
乃
と
結
衣
は

家
ま
で
送
る
と
い
う
八
幡
の

し
出
を
断
り

 
三
人
で
簡

な
女
子
会
を
す
る
と
い
う
理
由
を
つ
け
て
ア
ル
ゴ
の
家
に
居
残

た

 
実

は

け
に
な

て
し
ま
い

ま
だ
動
け
な
か

た
だ
け
で
あ
り

 
復
活
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
事
だ
ろ
う

 
そ
し
て
八
幡
は
三
人
に

を
す
る
と

そ
の
ま
ま
自
分
の
部
屋
へ
と
向
か

た

 
こ
れ
は
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア

み
の
話
を
優
里
奈
と
す
る

で
あ
る
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凄
か

た
わ
ね

凄
か

た
ね

正
直
何
度
も
女
の
尊
厳
を
失
い
か
け
た

う
ん

表
情
を
見
ら
れ
て
た
ら

完
全
に
ア
ウ
ト
だ

た
わ
ね

あ
れ
を
正
面
か
ら
も
し
て
も
ら

て
る
ア

ち

ん
は
正
直
化
け
物
だ
ナ

色
々
と
自
重
し
な
い
で
い
い
な
ら
楽
な
の
だ
け
れ
ど

ま
あ
そ
の

り
は
い
ず
れ
ボ
ス
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ロ

そ
う
い
う
未
来
が
来
れ
ば
い
い
よ
ね

 
一
方
そ
の

八
幡
か
ら
連

を
受
け
た
優
里
奈
は

 
八
幡
の
部
屋
に
向
か
う
前
に
明
日
奈
に
連

を
入
れ
て
い
た

優
里
奈
ち

ん

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
計
画
通
り
に
八
幡
君
を
家
に
呼
ん
だ

は
い

バ

チ
リ
で
し
た

そ
う

さ
り
げ
な
く
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
そ
の
事
を

め
た
甲
斐
が
あ

た
よ

 
最
近
ち

と

詰
ま

て
た
感
じ
だ

た
か
ら
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こ
の

り
で
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い

て
思

た
ん
だ
よ
ね

 
で

同
行
者
は
誰
か
い
た
の

そ
れ
と
も
優
里
奈
ち

ん
が

ア
ル
ゴ
さ
ん
以
外
に
雪
乃
さ
ん
と
結
衣
さ
ん
が
来
た
の
で

 
最
初
の
計
画
通
り

私
は
居

守
を
使
い
ま
し
た

三
人
な
ら
何
も
間
違
い
は

こ
ら
な
か

た
だ
ろ
う
ね

う
ん

計
画
通
り

で
す
ね

い
い
ガ
ス
抜
き
に
な

た
と
思
い
ま
す

 
し
か
し
明
日
奈
さ
ん
も
大
変
で
す
よ
ね
そ
う
い

た
部
分
に
も
気
を
遣
わ
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
し八

幡
君
を
他
の
人
に
取
ら
れ
た
く
な
い
か
ら
必
死
な
だ
け
だ
よ

 
も

と
も
そ
の
努
力
が
い
つ
か
無

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
み
ん
な
一

な
ら

日
楽
し
い
と
思
う
し
ね

 
と
り
あ
え
ず
優
里
奈
ち

ん
も
こ
の
機
会
に
八
幡
君
に
マ

サ

ジ
を
し
て
も
ら
う
と
い
い

よ 
二
人
き
り
に
な

ち

う
の
も
優
里
奈
ち

ん
な
ら
許
す
し
多
少

目
を
外
し
て
も
目
を

る
か
ら
ね



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

明
日
奈
さ
ん

 
ど
う
や
ら
今
回
の
黒
幕
は
明
日
奈
で
あ
り

こ
れ
も
ガ
ス
抜
き
の
一

で
あ

た
よ
う
だ

 
こ
う
い

た

回
し
が
し

か
り
出
来
る
が
故
に
明
日
奈
の
正
妻
と
し
て
の
地

は

石
な

の
で
あ
る

 
そ
し
て
明
日
奈
と
の
通
話
を
終
え
た
優
里
奈
は

い
足
取
り
で
八
幡
の
部
屋
へ
と
向
か

た
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第
６
８
９
話
 
優
里
奈
の
望
み
は

 
優
里
奈
は
八
幡
の
部
屋
の
前
に
立
ち

一
応
イ
ン
タ

ホ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
当
然
合
鍵
は
所
持
し
て
い
る
の
だ
が
親
し
き
仲
に
も

儀
は
必
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る

優
里
奈
か

遠

せ
ず
合
鍵
で
中
に
入

て
く
れ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
優
里
奈
は
合
鍵
を
使

て
中
に
入

た

当
然
安
全
の

に
も

は
忘
れ
な
い

八
幡
さ
ん

何
か
お
話
が
あ
る
と
い
う
事
で
し
た
が

お
う
き

と

い
た
ら
優
里
奈
も
驚
く
ぞ

て
ど
う
し
た

で
も

い
の
か

 
そ
の
言
葉
通
り

優
里
奈
は
少
し

を
気
に
す
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
て
い
た

 
当
然

技
も
入

て
い
る
の
だ
が

半
分
は
本
気
で
あ
る

 
そ
れ
も
ま
あ
優
里
奈
の
体
型
な
ら
当
然
で
あ
ろ
う

い
え

あ
の

何
で
も
な
い
の
で

何
で
も
な
い
事
は
な
い
だ
ろ

ま
さ
か
怪
我
を
し
た
と
か
じ

な
い
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は
お
ろ
お
ろ
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
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そ
ん
な
八
幡
の
様
子
を
見
て

優
里
奈
は
少
し
心
が

ん
だ
が

 
こ
の
時
は
そ
れ
以
上
に
八
幡
に

え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
勝

て
い
た

 
せ

か
く
の
明
日
奈
の
好
意
で
あ
り

優
里
奈
自
身
も
八
幡
の
事
が
大
好
き
な

 
こ
う
い
う
チ

ン
ス
は
確
実
に
も
の
に
し
た
い
の
だ

 
普

は

え
め
で
大
人
し
い
優
里
奈
に
も
当
然
欲
は
あ
り

 
そ
の
中
で
今
一
番
大
き
い
も
の
が
も

と
八
幡
に
愛
さ
れ
た
い
も

と
触
れ
ら
れ
た
い
と

い
う

 
年

の
女
の
子
に
相
応
し
い
欲
な
の
で
あ

た

い
え

え

と

こ
れ
は
ま
あ
前
か
ら
な
ん
で
す
が

の

合
が
少
し

あ
あ

優
里
奈
は
ス
タ
イ
ル
が
い
い
か
ら

ま
あ
当
然
そ
う
な
る
か

 
八
幡
は
か
な
り

曲
な
表
現
を
使

て
そ
う
言

た

 
年

の
娘
的
存
在
を
持
つ
親
的
な
八
幡
に
と

て
は

 
下
手
な
表
現
を
使

て
優
里
奈
に

わ
れ
る
事
が

一
番
恐
れ
る
事
な
の
で
あ
る

 
だ
が
他
な
ら
ぬ
優
里
奈
自
身
が
そ
ん
な
八
幡
の
気
遣
い
を
ぶ

ち
ぎ

て
ス
ト
レ

ト
に
こ

う
言

た
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は
い

胸
が
大
き
い
と
ど
う
し
て
も

こ
り
が
ひ
ど
い
ん
で
す
よ
ね

お
い

俺
の
気
遣
い
を
あ

さ
り
無
に
す
る
な

ま
あ
で
も
結
局
原
因
は
そ
れ
な
ん
だ
よ
な

 
八
幡
は
面
食
ら
い
な
が
ら
も
優
里
奈
に
合
わ
せ
て
そ
う
言

た

 
こ
の
ぐ
い
ぐ
い
く
る
感
じ
が

本
来
の
優
里
奈
の
持
ち
味
で
あ
る

 
こ
の

り
が
理
央
や
香
蓮
と
は
正
反
対
で
あ
り

詩
乃
と
共
通
す
る
部
分
で
あ
ろ
う

あ

優
里
奈
が

じ

な
か

た
ら

俺
が
マ

サ

ジ
を
し
て
や

て
も
い
い
ん
だ
が

 
そ
し
て
優
里
奈
が
待
ち
望
ん
で
い
た
言
葉
が
八
幡
の
口
か
ら
飛
び
出
し
た

 
正
直
不
満
な
部
分
も
あ

た
が

優
里
奈
は
喜
ん
で
そ
の
言
葉
に
飛
び
つ
い
た

は
い

是
非
お
願
い
し
ま
す

で
も
一
つ
だ
け
い
い
で
す
か

 
私
が
八
幡
さ
ん
に
触
ら
れ
て

な
部
分
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

 
そ
ん
な
事
は
気
に
し
な
く
て
い
い
ん
で
す
か
ら
ね

 
不
満
と
は
つ
ま
り

そ
う
い
う
事
で
あ
る

 
更
に
言
う
と

内
容
を
よ
く
考
え
る
と
実
は
か
な
り
危
険
な
発
言
で
あ

た

 
だ
が
八
幡
は
そ
の
発
言
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
事
も
な
く

反
射
的
に
優
里
奈
に
謝

た

わ

悪
い

年

の
美
人
で
気
立
て
が
い
い
娘
を
持
つ
と
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ど
う
し
て
も

わ
れ
た
く
な
い

て
気
持
ち
が
先
に
立

ち
ま
う
ん
だ
よ
な

 
そ
も
そ
も
俺
は

親
代
わ
り
を
す
る
に
し
て
も
ま
だ
ち

と
未

す
ぎ
る
か
ら
な

八
幡
さ
ん
は
未

な
ん
か
じ

あ
り
ま
せ
ん

私
に
と

て
は
と
て
も
大
切
な
人
で
す

 
優
里
奈
は
そ
う
言

た
が
そ
れ
は
親
と
し
て
の
在
り
方
と
は
違
う

点
で
放
た
れ
た
言
葉
で

あ
る

 
だ
が
好
き

い
と
い
う

点
だ
け
で
言
え
ば

そ
れ
は

上
の
好
意
を

し
て
お
り

 
八
幡
は
や
や

面
し
つ
つ

そ
の
場
の
雰
囲
気
を
誤
魔
化
す
よ
う
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

室
に
移
動
し
て

横
に
な

て
も
ら

て
も
い
い
か

は
い

室
で
す
ね

 
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
に
素
直
に

い

室
へ
と
向
か

た

続
け
て

室
に
入

た
八
幡
は

 
ベ

ド
に
座

た
優
里
奈
が
八
幡
の
存
在
を
気
に
せ
ず

平
気
な
顔
で
服
を
脱
ぎ
始
め
た

 

て
て
そ
こ
か
ら
目
を
背
け
た

ゆ

優
里
奈

と
り
あ
え
ず
準
備
が
出
来
た
ら
声
を
か
け
て
く
れ
な

 
そ
の

後

優
里
奈
は
八
幡
に
こ
う
返
事
を
し
た

は
い

出
来
ま
し
た



 第６８９話 優里奈の望みは

お
お
う

い
な

そ
れ
じ

あ

 
そ
こ
に
は
上
半
身

の
優
里
奈
が
座

て
お
り

八
幡
は
再
び
目
を
背
け
た

 
ち
な
み
に
下
半
身
に
は
バ
ス
タ
オ
ル
が

か
れ
て
お
り
そ
の
下
が
ど
う
な

て
い
る
の
か
は

分
か
ら
な
い

ゆ

優
里
奈

そ
の
ま
ま
う
つ
伏
せ
で
ベ

ド
に
横
に
な

て
く
れ

あ

そ
う
で
し
た
ね

す
み
ま
せ
ん

 
そ
ん
な
八
幡
の
態
度
を
見
て
優
里
奈
は
今
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
お
い
て
あ
げ
よ
う
か
な
と

 
ペ
ロ

と

を
出
し
た

今
日
は
い
つ
も
と
比
べ
て
よ
り
小
悪
魔
的
な
優
里
奈
で
あ
る

準
備
が
出
来
ま
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
ち

と

ど
こ
が
こ

て
い
る
か
調
べ
て
み
る
か
ら
な

お
願
い
し
ま
す
ね

 
そ
う
言

て
八
幡
は

本

で
あ
る

に
手
を
当
て

く

み
ほ
ぐ
し
始
め
た

う

ん

八
幡
さ
ん

や

ぱ
り
相
当
こ

て
ま
す
か

そ
う
だ
な

正
直
大
変
だ
よ
な

と
は
思
う
わ

 
八
幡
は
直
接
的
な
表
現
は
避
け

遠
ま
わ
し
に
そ
う
言

た
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や

ぱ
り
ま
め
に

ん
で
も
ら
う
し
か
な
い
ん
で
す
か
ね

う

ん

ま
あ
や

ぱ
り
そ
れ
が
一
番
な
ん
だ
ろ
う
な

そ
れ
じ

あ
私
に
は
八
幡
さ
ん
が
い
て
く
れ
る
か
ら

一
生
安
心
で
す
ね

そ
う
だ
な

ま
あ
時
間
が
あ
る
時
に

俺
が
ま
め
に

の
こ
り
を
解
し
て
や
る
さ

 
こ
う
や

て
日
々

八
幡
は
言
質
を
と
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る

学
校
の
方
は
ど
う
だ

何
か
問
題
は
あ
る
か

特
に
何
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

 
ち

ん
と

日
地
味
で
胸
が
目
立
た
な
い
格
好
を
し
て
い
ま
す
か
ら
安
心
し
て
下
さ
い
ね

い

い
や

勉
強
と
か
部
活
と
か

そ

ち
の
事
を

い
て
る
ん
だ
が

そ

ち
で
す
か

八
幡
さ
ん
が
一
番
心
配
し
て
る
の
は

私
の
格
好
の
事
だ
と
思

て
ま
し

た
け
ど

う

ま

ま
あ
そ

ち
も
心
配
し
て
る
の
は
確
か
だ
が

 
八
幡
は
し
ど
ろ
も
ど
ろ
で
そ
う
答
え
つ
つ
も

し

か
り
と

の
マ

サ

ジ
を
終
え
た

ど
う
だ

が

く
な

た
だ
ろ

 
そ
う
言
わ
れ
た
優
里
奈
は
手
で
胸
を

し

も
う
片
方
の
手
を
ぐ
る
ぐ
る
さ
せ
た



 第６８９話 優里奈の望みは

本
当
だ

凄
い
で
す
八
幡
さ
ん

が
凄
く

い
で
す

そ

そ
う
か

う
ん

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
八
幡
は
優
里
奈
の
体
を
直

し
な
い
よ
う
に
そ
う
言

た
が

 
そ
れ
を
い
い
事
に
優
里
奈
は
八
幡
の

を
突
き

の
ま
ま
八
幡
に

き
つ
い
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
八
幡
さ
ん

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

わ

ち

落
ち
着
け
優
里
奈

と
り
あ
え
ず
他
の
所
も
チ

ク
す
る
か
ら

 
ま
た
横
に
な

て
く
れ

な

は
い

八
幡
さ
ん

私
今

と

て
も
幸
せ
で
す

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は
最
後
の
仕
上
げ
と
ば
か
り
に
八
幡
の
首
筋
に
キ
ス
を
し
少
し

を
這

わ
せ
た

 
明
日
奈
の
許
可
と
の

ね
合
い
で

口
は
ア
ウ
ト
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ

た
が

 
何
故

に
し
な
か

た
の
か
と
い
う
と
そ

ち
の
方
が
八
幡
が

る
と
思

た
か
ら
で
あ

た
お

お
い

優
里
奈

日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
す
よ

そ
れ
じ

あ
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
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お

お
前
な

ふ
ふ

た
だ
の
い
た
ず
ら
で
す

て
ば

は
 
八
幡
は
ど
ぎ
ま
ぎ
し
な
が
ら
も
そ
の
ま
ま
優
里
奈
の
体
の
こ
り

合
を
チ

ク
し
始
め
た

 
他
の
部
分
の
こ
り
は
そ
う
で
も
な
か

た
が
ふ
く
ら
は
ぎ
だ
け
が
多
少
張

て
い
る
感
触
が

あ

た
若

足
が
張

て
る
感
じ
が
す
る
な

女
子
高
生
は
歩
く
の
が
仕
事
で
す
か
ら
ね

い

や

勉
強
が
仕
事
だ

ち

ん
と
勉
強
し
て
る
か

は
い

成

上

を
ち

ん
と

持
し
て
ま
す
よ

 

が
変
わ

た
せ
い
で
成

が
落
ち
た
と
か
言
わ
れ
た
く
な
い
で
す
か
ら
ね

 
そ
れ
は
ひ
と
え
に
八
幡
の
評
価
を
下
げ
た
く
な
い
と
い
う
優
里
奈
の
意
地
で
も
あ

た

 
今
が
幸
せ
で
あ
り
充
実
し
て
い
る
と
証
明
す
る

に

優
里
奈
は
日
々
努
力
し
て
い
る
の
だ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い
が

で
も
優
里
奈
は
も

と
好
き
に
生
き
て
も
い
い
ん
だ
か
ら
な

好
き
に

で
す
か



 第６８９話 優里奈の望みは

 
そ
の

間
に
優
里
奈
の

が

惑
的
に
光

た

あ
あ
優
里
奈
の
事
は
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期

部
候
補
生
育
成
プ
ロ
ジ

ク
ト
に

録
し
て
は
あ

る
が

 
優
里
奈
が
何
か
や
り
た
い
事
が
あ
る
な
ら
そ
の
道
に
進
ん
で
く
れ
て
も
い
い

 
俺
は
お
前
が
ど
ん
な
進
路
を
選
択
し
よ
う
と
援
助
を

し
む
つ
も
り
は
な
い
し

 
最
大
限
そ
の
決
断
を
尊
重
す
る
つ
も
り
で
い
る

さ
ん

ん
 
そ
の
時
優
里
奈
が
小
さ
な
声
で

い
た

悪
い

よ
く

こ
え
な
か

た

今
何
て
言

た
ん
だ

八
幡
さ
ん
の
お

さ
ん

と
言
い
ま
し
た

いど
ん
な
進
路
を
選
択
し
て
も
援
助
し
て
く
れ
て

尊
重
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね

 
そ
れ
じ

あ
私

八
幡
さ
ん
の
お

さ
ん
に
な
り
た
い
で
す

い

い
や

そ
れ
は
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そ
ん
な
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な

た
八
幡
に
優
里
奈
は
体
を

こ
し
て
徐
々
に
近
付
い
て
い

た
ま

待
て

落
ち
着
い
て
話
し
合
お
う

き

と
話
せ
ば
分
か
る

そ
う
に
違
い
な
い

何
か
を
話
し
た
と
し
て

私
が
そ
の
内
容
に
納
得
し
ま
す
か
ね

う
 
八
幡
は

そ
の
い
つ
も
と
は
違
う
優
里
奈
の
迫
力
に
た
じ
た
じ
と
な

た

 
い
や

思
い
返
せ
ば
過
去
に
も
何
度
か
そ
う
い
う
事
は
あ

た

 
だ
が
今
回
の
そ
れ
は
い
つ
も
と
は
違
う
気
が
す
る

八
幡
は
優
里
奈
の
方
を
じ

と
見
つ
め

 
そ
れ
で

め
て
優
里
奈
の
胸
が
完
全
に
見
え
て
し
ま

て
い
る
事
に
気
が
付
き

 

願
す
る
よ
う
に
優
里
奈
に
言

た

な

優
里
奈

せ
め
て
胸
を

し
て
く
れ

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
バ
ス
タ
オ
ル
を
上
げ
て

し
ま
す
ね

え
 
そ
の

間
に
八
幡
の
虚
を
突
く
よ
う
に
優
里
奈
が
下
半
身
に

い
て
い
た
バ
ス
タ
オ
ル
を
上

げ
た



 第６８９話 優里奈の望みは

う
わ

 
八
幡
は
思
わ
ず

鳴
を
上
げ
た
が

ど
う
や
ら
事
前
に
服
の
下
に
着
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
優
里
奈
は
バ
ス
タ
オ
ル
の
下
に
水
着
を
着
て
お
り

 
八
幡
は
心
の

か
ら
安

し
た
よ
う
に
た
め
息
を
つ
い
た

お

驚
か
せ
る
な
よ

ふ
ふ

も
し
か
し
て

私
が
全

だ
と
思

ち

い
ま
し
た
か

あ

あ
あ

ま
ん
ま
と
騙
さ
れ
た
わ

ま
あ
冗
談
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て

冗
談

冗
談
だ
と

 
優
里
奈
が
さ
ら

と
そ
う
言

た

八
幡
は
完
全
に
脱
力
し
た

当
た
り
前
じ

な
い
で
す
か
最
近
八
幡
さ
ん
に
あ
ま
り
か
ま

て
も
ら
え
て
な
か

た
か
ら

 
ち

と
仕
返
し
を
し
て
み
た
だ
け
で
す

い

い
や

そ
の

す
ま
ん

 
と
は
言

た
も
の
の

実

優
里
奈
は
か
な
り
本
気
で
あ

た

 
だ
が
そ
れ
は
明
日
奈
に
許
可
さ
れ
た

囲
を
十
分
意
識
し
た
上
で
の
本
気
で
あ
る



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
何
故
な
ら
優
里
奈
の
幸
せ
の
中
に
は
明
日
奈
の
存
在
も

ま
れ
て
お
り

 
こ
こ
で
ご
り
押
し
し
て
明
日
奈
を
失
う
よ
う
な
事
は

優
里
奈
は
し
た
く
な
か

た
か
ら
だ

 
だ
が
自
分
が
娘
の
よ
う
な
扱
い
ば
か
り
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
防
ぎ
た
か

た

 
き

ち
り
と
女
と
し
て
の
自
分
を
八
幡
に
意
識
さ
せ
た
と
い
う

で
あ

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
マ

サ

ジ
の
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
ね

お

お
う

分
か

た

で
も
八
幡
さ
ん

んさ

き
わ
た
し
の
胸
を
見
ま
し
た
よ
ね

 
そ
れ
で
思
い
出
し
て
し
ま

た
の
か

八
幡
の
心

が
ド
キ
リ
と

う

た

う

あ

あ
れ
は
あ
れ
だ

年

の
娘
の
い
る
家
庭
で
は

に
よ
く
あ
る
事
だ

も
う
わ
た
し

お

に
は
行
け
ま
せ
ん
ね

で
も
ま
あ
望
む
と
こ
ろ
で
す

ほ

本
当
に
冗
談
な
ん
だ
よ
な

ふ
ふ

八
幡
さ
ん
わ
た
し

て
実
は
か
な
り
重
く
て
面
倒

い
女
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

も
う
勘

し
て
く
れ



 第６８９話 優里奈の望みは

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ギ
ブ
ア

プ
と
い
う
風
に
両
手
を
上
げ
た

じ

あ
そ
の
分
し

か
り
私
の
体
を

み
解
し
て
下
さ
い
ね

 
も
ち
ろ
ん
全
身
で
す
よ

当
然
前
も
で
す
よ

む

胸
は
ち

ん
と

し
て
く
れ
よ
な

は
い

 
こ
う
し
て
マ

サ

ジ
が
再
開
さ
れ
優
里
奈
は
自
分
の
体
が
か
つ
て
な
い

に

い
と
感
じ

て
い
た

凄
い
凄
い

さ
す
が
は
八
幡
さ
ん
で
す

 
先
生

今
の
う
ち
に
次
の
マ

サ

ジ
の
予
約
を
し
た
い
ん
で
す
け
ど

 
そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
三
日
後
く
ら
い
に
し
ま
し

う
か

は
い

何
だ
そ
の
小

居

テ
ン
シ

ン
高
い
な
お
い

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は

優
里
奈
の
全
身
を
き

ち
り
と

み
解
し
た

ま
あ
こ
ん
な
も
ん
か
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

あ
リ
ビ
ン
グ
で
一
家
団
欒
で
も
し
ま
し

う
か

 
優
里
奈
は
服
を
着
な
が
ら
八
幡
に
そ
う
提
案
し
た

当
然
八
幡
は
優
里
奈
の
方
は
見
て
い
な
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い
一
家

て

今
は
俺
達
二
人
し
か
い
な
い
け
ど
な

ま
あ
そ
う
す
る
か

と
り
あ
え
ず
愛
情
の
た

り
詰
ま

た
コ

ヒ

を
入
れ
ま
す
ね
い
つ
も
の
で
い
い
で
す

か
お
う

い
や
つ
な

は
い

い
や
つ
で

  
そ
し
て
二
人
は
リ
ビ
ン
グ
で
向
か
い
合
い

ず
ず

と
コ

ヒ

を
す
す

た

ふ
う

さ
て

そ
れ
じ

あ
お
話
を

か
せ
て
下
さ
い

話

何
の
話
だ

も
う

八
幡
さ
ん
は

私
が
驚
く
よ
う
な
話
を
す
る

に
こ
こ
に
来
た
ん
で
す
よ
ね

あ
 
八
幡
は
そ
れ
で
本
来
の
目
的
を
思
い
出
し

優
里
奈
に
説
明
を
始
め
た



 第６９０話 あやかし横丁

 
第
６
９
０
話
 
あ
や
か
し
横
丁

優
里
奈
は
ト
ラ
フ

ク
ス
の
事
は
当
然
知

て
る
よ
な

は
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
出
来
る

船
で
す
よ
ね

船

優
里
奈
の
中
で
は
そ
う
い
う
認
識
な
の
か

あ
れ

違
い
ま
し
た

け

い
や

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
の
イ
メ

ジ
で
い
い

で

そ
の
ト
ラ
フ

ク
ス
が
な

 
今
度
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
寄
港
す
る
事
に
な

た
ら
し
い

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う

先
方
の
強
い
要
望
で
実
現
す
る
事
に
な

た
そ
う
だ

い
つ

で
す
か

も
う
少
し
先
ら
し
い
が

多
分
来
月
半
ば
く
ら
い
だ
と
思
う
ぞ

そ
れ
な
ら
す
ぐ
で
す
ね

 
優
里
奈
は
わ
く
わ
く
し
た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

 
優
里
奈
も
い
ず
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
す
る
事
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
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今
は
一
人
で
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
を
プ
レ
イ
し
て
い
る

 
そ
れ
が
優
里
奈
の
意
思
だ

た
と
は
い
え

や
は
り
時
々

し
く
な
る
の
だ
ろ
う

ゲ

ム
内
で
皆
さ
ん
に
お
会
い
出
来
る
な
ん
て

凄
く
楽
し
み
で
す

あ

ま
あ
う
ち
は
目
立
つ
分
敵
も
多
い
か
ら

そ
の

り
は
十
分
注
意
し
て
な

大
丈
夫
で
す
よ

私

結

強
く
な
り
ま
し
た
か
ら

真
面
目
に
鍛
え
て
る
ん
だ
な

え
ら
い
ぞ
優
里
奈

え
へ
へ

 
優
里
奈
は
そ
う
言

て
八
幡
の
方
に

を
差
し
出
し
て
き
た

こ
れ
は

で
ろ

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い

そ
の
ま
ま
優
里
奈
の

を

で
た

で

で

き
ま
し
た

や

ぱ
り
テ
ン
シ

ン
高
い
な
お
い

八
幡
さ
ん

私

最
初
は
正
体
を

し
て

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
私
バ
レ
し
て
み
た
い
で
す

ほ
う
ほ
う

そ
れ
は
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
な

た
だ
い
ま
ア
イ
デ
ア
を

集
中
で
す

用
さ
れ
た
方
に
は
も
れ
な
く
私
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
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そ
れ

て
そ
も
そ
も
俺
し
か
応

し
な
い
よ
な

ま
あ
も
う
私
は
と

く
に
八
幡
さ
ん
の
物
な
ん
で
す
け
ど
ね

だ
か
ら
何
で
そ
ん
な
に
テ
ン
シ

ン
が
高
い
ん
だ
よ
お
前
は

 
八
幡
は
苦
笑
し
た
が

優
里
奈
が
や
る
気
に
な

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

 
そ
こ
に
水
を
さ
す
よ
う
な
事
を
言
う
つ
も
り
は
ま

た
く
無
か

た

で

正
体
を

す

て
ど
う
や
る
つ
も
り
だ

変
装
し
ま
す

あ

当
日
は
こ
の
胸
当
て
を
外
し
て
も
い
い
で
す
よ
ね

う

ん
ま
あ
こ
う
い
う
時
く
ら
い
は
別
に
い
い
か
で
ど
ん
な
変
装
を
す
る
つ
も
り
だ

そ
う
で
す
ね

ア
イ
デ
ア
を
引
き
続
き

集
中
で
す

あ
あ
悪
い
そ
う
い
え
ば
さ

き
そ
う
言

て
た
な
ふ

む
ゲ

ム
内
で
変
装
な

 
で
も
ナ
ユ
タ
の
顔
を
知

て
る
奴
は
誰
も
い
な
い
ん
だ
か
ら

 
別
に
普

の
格
好
で
も
問
題
な
い
ん
じ

な
い
か

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
す
ね

で
も
な

う

ん

 
ど
う
や
ら
優
里
奈
は
ま
だ
変
装
に

て
い
る
よ
う
だ

他
の
奴
ら
が
ナ
ユ
タ
を
優
里
奈
だ
と
最
初
か
ら
認
識
し
て
る
な
ら
変
装
す
る
意
味
も
あ
る
だ
ろ
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う
が

 
誰
も
知
ら
な
い
ん
だ
か
ら
い
つ
も
の
格
好
を
少
し

手
に
す
る
く
ら
い
で
十
分
な
ん
じ

な

い
かそ

う
い
え
ば
そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
て

あ

型
は
ち

と
い
じ
ら
な
い
と

目
だ
な

完
全
に
リ
ア
ル
と
一
致
し
て
る
か
ら
な

そ
れ
と
体
型
と
で
バ
レ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
な

確
か
に
そ
う
で
す
ね

ち

と
考
え
て
み
ま
す

ま
あ
ほ
ん
の
少
し
変
え
る
だ
け
で
も
大
分
違
う

象
で
見
え
る
か
ら

夫
し
て
み
る
と
い
い

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ

速
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
行
き
ま
し

う

え

今
か
ら
か

は
い

今
か
ら
で
す

そ
れ
じ

あ
こ
こ
か
ら

で
ロ
グ
イ
ン
す
る
か

 
い
や
そ
う
い
え
ば
丁
度
シ

ナ
が
今
何
も
持

て
な
い

態
だ

た
な
そ

ち
に
す
る
か

え

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う

場
合
に
よ

て
は
シ

ナ
で
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Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
思

て
な

あ
あ

戦
闘
ス
タ
イ
ル
の
問
題
で
で
す
か

そ
ん
な
感
じ
だ

と
り
あ
え
ず
シ

ナ
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
情
報
屋

に
行
く
わ

そ
れ
じ

あ
私
も
情
報
屋

に
行
き
ま
す
ね

 
二
人
は
そ
う
言

て

ん
で
ベ

ド
に
横
た
わ

て
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
ち
な
み
に
八
幡
に
先
に
ロ
グ
イ
ン
さ
せ

少
し

れ
て
優
里
奈
が

 
八
幡
の
手
を
し

か
り
と

て
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
た
の
は
ま
あ
ご
愛

で
あ
ろ
う

 
シ

ナ
さ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

お
う

そ
れ
じ

あ

速

い
物
に
行
く
と
す
る
か

 
と
は
い
え
俺
は

ど
こ
に
店
が
あ
る
の
か
な
ん
て
ま

た
く
知
ら
な
い
け
ど
な

あ

そ
れ
な
ら
最
近
あ
や
か
し
横
丁

て
い
う
新
し
い
街
が
出
来
た
み
た
い
な
ん
で
す
よ

 
ま
だ
商
店
街
し
か
な
い
ん
で
す
け
ど
い
ず
れ

物
語

て
イ
ベ
ン
ト
が

入
さ
れ
る
予
定
な

ん
で
す
よ
ね

ほ
う
ほ
う

そ
れ
じ

あ

し
に
そ
こ
に
行

て
み
る
か
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い
い
物
が
無
か

た
ら

別
の
場
所
に
行
け
ば
い
い
だ
け
だ
し
な

は
い

 
そ
し
て
二
人
は
店
を
出
て

ん
で
歩
き
出
し
た

 
だ
が

華
街
に
近
付
く
に
つ
れ

ナ
ユ
タ
は
や
や
困

た
よ
う
な
顔
を
し
だ
し

 
少
し
迷
う
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
後

突
然
こ
う
言
い
だ
し
た

あ

あ
の

え

と

シ

ナ
さ
ん

手
を
繋
い
で
も
い
い
で
す
か

そ
れ
く
ら
い
な
ら
別
に

わ
な
い
が

そ
の
表
情
だ
と
何
か
理
由
が
あ
り
そ
う
だ
よ
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

華
街
だ
と
結

初
心
者
が
多
く
て

 
私
に
声
を
か
け
て
く
る
プ
レ
イ
ヤ

の
比

が
グ
ン
と
上
が

ち

う
ん
で
す
よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は

こ
め
か
み
を
ピ
ク
リ
と
さ
せ
た

ほ
う

以
前
ち

と
暴
れ
た
く
ら
い
じ

ま
だ
足
り
な
か

た
み
た
い
だ
な

 
そ
の
言
葉
通
り

以
前
八
幡
は

わ
ざ
わ
ざ
ハ
チ
マ
ン
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ

 
ナ
ユ
タ
に
ま
と
わ
り
つ
く
男
共
を
た

た
一
人
で
ボ
コ
ボ
コ
に
し
た
事
が
あ
る

ち

ち

と

 
そ
の

間
に
ナ
ユ
タ
は

口
を
あ
ん
ぐ
り
と
開
け
な
が
ら
シ

ナ
に
そ
う
言
い
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シ

ナ
は
首
を

げ
な
が
ら
ナ
ユ
タ
に

き
返
し
た

ち

と
だ
よ
な

あ
れ
が
ち

と

ま

ま
あ
私
と
し
て
は

 
あ
れ
か
ら

わ
し
い
人
が

た
ん
で
良
か

た
ん
で
す
け
ど

 
ナ
ユ
タ
は
何
と
も
い
え
な
い
表
情
で
そ
う
言
う
と

何
故
か
シ

ナ
に

を
下
げ
た

え

と

ご
め
ん
な
さ
い

言
葉
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た

 
さ

き
の
言
葉
に
は
ま
だ
続
き
が
あ
る
ん
で
す
よ

そ
う
な
の
か

俺
こ
そ

と
ち
り
し
ち
ま

た
み
た
い
だ
な

す
ま
ん

い
え

そ
れ
じ

あ
説
明
を
続
け
ま
す
ね

 
で

私
が
声
を
か
け
ら
れ
る
じ

な
い
で
す
か

そ
う
す
る
と

 
二
次
被
害
を
恐
れ
て

り
の
ベ
テ
ラ
ン
の
人
達
が
止
め
て
く
れ
る
ん
で
す
け
ど

二
次
被
害

て
何
だ

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

そ
の

前
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が

ハ
チ
マ
ン

そ
れ
は
リ
ア
ル
の
俺
の
事
じ

な
く
て

キ

ラ
の
事
だ
よ
な
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あ
の

は
い

関
係
な
い
男
性
プ
レ
イ
ヤ

ま
で

そ
の

ボ
コ
ボ
コ
に

え

え
え
と

確
か
あ
の
時
は

あ

 
シ

ナ
は
必
死
に
記
憶
の
糸
を
手

り

自
分
が
何
を
し
た
か
思
い
出
し
た
の
か

 
気
ま
ず
そ
う
に
ナ
ユ
タ
か
ら
目
を
背
け
た

近
く
に
い
た
あ
い
つ
ら
が
悪
い

で

止
め
て
く
れ
る
と
ど
う
な
る
ん
だ

 
シ

ナ
は
そ
う
抗

し

露
骨
に
話
題
を
元
に

し
た

ど
う
な
る
と
い
う
か

こ
の
ま
ま
私
と
シ

ナ
さ
ん
が
一

に
歩
い
て
た
ら

 
凄
い

の
人
が
私
達
に
声
を
か
け
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
よ

 
当
然
そ
の
目
的
は

シ

ナ
さ
ん
を
私
か
ら
引
き
離
す
事
で
す

あ

あ
あ

そ
の
発
想
は
無
か

た
わ

 
要
す
る
に
ナ
ユ
タ
は

シ

ナ
が
ナ
ユ
タ
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
れ
ば

 
再
び
の
二
次
被
害
を
恐
れ
る
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が

 
次
か
ら
次
へ
と
シ

ナ
を

し
よ
う
と
二
人
に
声
を
か
け
て
く
る
と
言
い
た
い
の
で
あ

た
そ
れ
が

わ
し
い
の
で

私
が
自
発
的
に
一

に
い
る
ん
だ
と
分
か
ら
せ
る

に
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手
を
繋
い
で
お
き
た
い
な

て
思

て

な

何
か
す
ま
ん

い
い
ん
で
す
よ

普

は
別
に
困

て
ま
せ
ん
か
ら

シ

ナ
さ
ん
が
一

の
時
だ
け
で
す

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら

 
そ
れ
で
納
得
し
た
の
か
二
人
は
仲
良
く
手
を
繋
い
だ
ま
ま
あ
や
か
し
横
丁
へ
と
足
を

み
入

れ
た

 
ナ
ユ
タ
が
危

し
た
通
り
何
人
か
が
シ

ナ
に
声
を
か
け
よ
う
と
す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
が

 
ナ
ユ
タ
の
表
情
を
見
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
思
い
と
ど
ま
り
ほ
ぼ
誰
に
も
声
を
か
け
ら
れ
ず

に
済
ん
だ

 

外
的
に
声
を
か
け
て
き
た
の
は
ナ
ユ
タ
と
顔
見
知
り
ら
し
い

人
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

だ
け
で
あ
る

あ
ら

今
日
は
デ

ト

は
い

そ
う
で
す
よ

た
だ
の
付
き

い
で
す

 
だ
が
そ
の
シ

ナ
の
発
言
は
ス
ル

さ
れ
た

こ
う
言
う
場
合
男
に
は
発
言

は
無
い
の
だ
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の
あ
の
人
と
違
う
人
み
た
い
だ
け
ど

大
丈
夫
な
の

あ

大
き
な
声
じ

言
え
ま
せ
ん
が

大
丈
夫
な
ん
で
す

あ

も
し
か
し
て
中
の
人
が

 
そ
の
女
性
は
何
か
に
納
得
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
が

 
ナ
ユ
タ
は
そ
れ
を

定
も
否
定
も
し
な
か

た

 
こ
こ
で
下
手
に
何
か
言

た
ら

ハ
チ
マ
ン
と
シ

ナ
の
関
係
性
に
つ
い
て

 
余
計
な
噂
が
流
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定
出
来
な
か

た
か
ら
で
あ
る

そ

か
そ

か

末

く
お
幸
せ
に
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の
親
し
げ
な
会
話
に
シ

ナ
は
ナ
ユ
タ
に
も
仲
の
い
い
友
達
が
出
来
た
の
か
と
安
心
し
た

が 
実

は
何
度
か
言
葉
を
交
わ
し
た

度
の
顔
見
知
り

度
の
相
手
だ

た
り
す
る

 
そ
れ
が
友
達
に
見
え
た
の
は

ひ
と
え
に
ナ
ユ
タ
の
社
交
能
力
の
賜
物
で
あ
る

結

お
店
が
あ
り
ま
す
ね

こ
う
い
う
店

て
プ
レ
イ
ヤ

が
や

て
る
の
か
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は
い

街
が
出
来
る
時
に
は
事
前
に
オ

ク
シ

ン
が
開
か
れ
る
ん
で
す
よ

そ
う
な
の
か

商
品
の
ラ
イ
ン
ナ

プ
は
と

あ
あ
結

色
々
な
お
し

れ
装
備
が
あ

る
な

 
ネ
コ

カ
チ

シ

に
エ
ル
フ

カ
チ

シ

こ
れ

て
合
成
品
だ
よ
な

は
い

も
結

合
成
品
の
種

が
多
い
ん
で
す
よ

そ
う
な
の
か

と
り
あ
え
ず
色
々

着
し
て
み
る
か

は
い

 
メ
イ
ン
装
備
ま
で
変
更
す
る
つ
も
り
は
な
く
プ
チ
変
装
し
か
す
る
つ
も
り
が
な
か

た
ナ
ユ

タ
は

 
キ
ズ
メ
ル
が
付
け
て
い
る
通
称
黒
ア
ゲ
ハ
様
マ
ス
ク
や

種

装
備
を
楽
し
そ
う
に
付
け

 
そ
の
度
に
シ

ナ
と
一

に
ス
ク
リ

ン
シ

ト
の

影
を
し
て
い
た

こ
れ
も
中
々

で
も
こ
れ
も

て
が
た
い

ま
あ
ゆ

く
り
選
ぶ
と
い
い
別
に
ど
う
し
て
も
こ
こ
で

わ
な
い
と
い
け
な
い

で
も
な
い

か
ら

 
じ

く
り
と

味
し
て
選
ぶ
ん
だ
ぞ
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は
い

 
そ
の
後
も
ナ
ユ
タ
は
店
内
全
て
の
品
を
チ

ク
す
る
勢
い
で
う
ろ
う
ろ
と
歩
き
回
り

 
と
あ
る
ア
イ
テ
ム
の
前
で
足
を
止
め
た

こ
れ
は

ア
イ
マ
ス
ク

い
や

目

し
で
す
か
ね

目

し
に
見
え
る
が

装
備
し
て
も
普
通
に

界
は
確
保
さ
れ
る
み
た
い
だ
な

 
ま
あ
完
全
な
ネ
タ
ア
イ
テ
ム
だ
な

ち

と
装
備
し
て
み
ま
す
ね

お
う

 
ナ
ユ
タ
は
そ
れ
を
手
に
取
り

し

る

と
顔
に

い
た

本
当
だ

普
通
に
見
え
ま
す
ね

ふ
む

思
い
出
し
た
わ

そ
れ
は

や

て
た
ゴ
ブ
リ
ン
を
退
治
す
る
ア
ニ
メ
の
中
で

 
剣
の
乙
女
が
装
備
し
て
た
奴
だ
わ

は
好
き
だ

た
な

 
シ

ナ
は
あ
く
ま
で
作
品
が

と
い
う
つ
も
り
で
そ
う
発
言
し
た
の
だ
が

 
ナ
ユ
タ
は
ど
う
や
ら
別
の
意
味
に
と

た
よ
う
だ

な
る
ほ
ど

後
で
調
べ
て
み
よ
う
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ぼ
そ

と
そ
う

い
た
後

ナ
ユ
タ
は
こ
れ
に
決
め
た
事
を
シ

ナ
に
告
げ

 
即
座
に
そ
の
目

し
を

入
し
た

い
い

い
物
が
出
来
ま
し
た

そ
う
か

良
か

た
な

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に
で
も
行
き
ま
し

う
か

そ
う
い
え
ば
今
は
ナ
ユ
タ
が
管
理
し
て
る
ん
だ

た
か

は
い

守
は
立

に
守
り
ま
す

ん

あ
い
つ
ら
に
と

て
は
仮
の

点
だ
し
最
終
的
に
は
あ
い
つ
ら
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
る
は

ず
だ
か
ら

 
あ
ま
り
守
ろ
う
守
ろ
う

て
気
を
張
り
す
ぎ
る
な
よ

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

う

ん

家
ご
と
コ
ン
バ

ト
出
来
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
ね

ふ
む

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
で
何
か
思
い
付
い
た
の
か

一

考
え
込
む
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

ど
う
か
し
ま
し
た
か

い
や
何
で
も
な
い

そ
れ
じ

あ
案
内
し
て
く
れ
俺
も
一
度
も
行

た
事
が
無
い
ん
で
な
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は
い

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
街
と
街
と
を
結
ぶ
街
道
に
出
た

 

の
首
都
で
あ
る
ヤ
オ
ヨ
ロ
ズ
は
こ
う
い

た
街
の
集
合
体
で
あ
り

 
全
て
が

物
で

め
尽
く
さ
れ
て
い
る

で
は
な
い
の
で
あ
る

 
い
ず
れ
は
こ
の
街
道
も
街
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
少
な
く
と
も
今
は
そ
ん
な

態
で
あ

る
こ

ち
で
す
シ

ナ
さ
ん

んき
 
ナ
ユ
タ
が
シ

ナ
に
そ
う
声
を
か
け
た

間
に
シ

ナ
は
い
き
な
り
ナ
ユ
タ
を

き
寄
せ
た

だ

目
で
す
シ

ナ
さ
ん

そ
う
い
う
の
は
そ
の

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
で

落
ち
着
け
ナ
ユ
タ

戦
闘
だ

え

敵
で
す
か

い
や

今
あ

ち
の
森
の
中
に
光
る
物
が
見
え
た

多
分
誰
か
と
誰
か
が
戦

て
る

本
当
だ

こ

そ
り
見
て
み
ま
す
か
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そ
う
だ
な

の
戦
闘
は
ち

ん
と
見
た
事
が
無
か

た
か
ら
一
度
ち

ん
と
見
て
み
た
い

 
ナ
ユ
タ

一
応
何
か
俺
が
使
え
そ
う
な
武
器
は
あ
る
か

そ
れ
じ

あ
こ
の

刀
を

 
そ
し
て
二
人
は

み
に

れ

そ
の
戦
闘
の
様
子
を

た
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第
６
９
１
話
 
女
忍
者
コ
ヨ
ミ

 
シ

ナ
と
ナ
ユ
タ
は
そ

と

む
ら
に
身
を

め

森
の
中
の
様
子
を

て
い
た

あ
れ

て
も
し
か
し
て

忍
同
士
の
戦
い

て
や
つ
か

そ
う
み
た
い
で
す
ね

結

あ
り
ま
す
よ

し
の
忍
び

同
士
の
争
い

し

て

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は

と
甲

の
争
い
と
か
そ
う
い
う
奴
か

あ
る
い
は
風
魔
と

の
争
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

ナ
ユ
タ
は
意
外
と
そ
う
い
う
マ
イ
ナ

知
識
を
持

て
ん
の
な

 
シ

ナ
は
ナ
ユ
タ
が
何
故
そ
ん
な
知
識
を
持

て
い
る
の
か

き
た
い
と
思

た
が

 
そ
の
間
に
そ
の
忍
同
士
の
戦
い
は
か
な
り
激
化
し
て
い
た

 
片
方
が
オ
レ
ン
ジ
色
の

の
少
女
が
一
人

も
う
片
方
は

屈
強
な
男
が
三
人
と
い
う

 
一
見

を
ひ
そ
め
ざ
る
を
得
な
い
組
み
合
わ
せ
の
戦
い
で
あ

た
が

 
ど
う
や
ら
押
し
て
い
る
の
は
女
性
の
方
の
よ
う
だ

と
に
か
く
ス
ピ

ド
が
半

無
い
の
で
あ

る
あ
の
女
忍
者

相
当
強
い
な
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多
分
速
度
特
化
の
ビ
ル
ド
で
す
ね

ス
タ
ミ
ナ
さ
え
持
て
ば
こ
の
ま
ま
勝
ち
き
り
そ
う
で
す

が
心
情
的
に
は
こ
う
い
う
場
合

女
忍
者
の
方
を
助
け
る
べ
き
な
ん
だ
ろ
う
な

で
も
正
直
正
義
が
ど

ち
に
あ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
よ
ね

そ
も
そ
も
正
義
自
体
が
あ
る
の
か
ど
う
か
も
怪
し
い
け
ど
な

ま
あ
介
入
す
る
必
要
は
無
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

本
当
に
良
く
あ
る
事
な
の
で

そ
う
な
の
か

ま
あ
と
り
あ
え
ず
も
う
少
し
見
物
だ
け
し
て

移
動
す
る
と
す
る
か

は
い

そ
う
で
す
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
戦
い
の
見
物
を
続
け
た

あ
ん
な
に
小
さ
い
の
に
や
る
も
ん
だ
よ
な

シ

ナ
さ
ん

そ
れ
は
セ
ク
ハ
ラ
で
す

 
い
き
な
り
ナ
ユ
タ
に
そ
う
言
わ
れ

シ

ナ
は

か
ん
と
し
た

え

マ
ジ
で

あ
の
子
は
ナ
ユ
タ
よ
り
全
然
身
⻑
が

い
よ
な

 

で
は
そ
う
い
う
の
も
セ
ク
ハ
ラ
に
な
る
の
か

あ

し

身
⻑
で
す
ね

は
い

全
然
セ
ク
ハ
ラ
じ

な
い
で
す
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ナ
ユ
タ
は

て
て
そ
う
言
い

シ

ナ
は
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
を

し
げ
に
見
つ
め
た

 
そ
し
て
再
び
そ
の
女
性
に
目
を
や

た
シ

ナ
は
ナ
ユ
タ
が
何
の
事
を
言

て
い
た
の
か
理

解
し
た

な
る
ほ
ど

確
か
に
ナ
ユ
タ
と
比
べ
る
と
小
さ
い
か
も
し
れ
ん

シ

ナ
さ
ん

そ
れ
は
セ
ク
ハ
ラ
で
す

今
度
は
合

て
る
な

も
う

目
で
す
よ

見
知
ら
ぬ
人
の
胸
な
ん
か
見
ち

 
シ

ナ
さ
ん
は
私
と
ア
ス
ナ
さ
ん
と
ハ
ル
姉
さ
ん
の
胸
だ
け
見
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い
ん
で

す
ま
だ
テ
ン
シ

ン
高
い
な
お
い

て
か

あ
れ

 
ナ
ユ
タ
は
い
つ
か
ら
姉
さ
ん
の
事
を
そ
ん
な
風
に
呼
ん
で
る
ん
だ

ふ
ふ

秘
密
で
す

何
だ
そ
れ

い
つ
の
間
に

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
シ

ナ
は

て

の
上
に

剣
を

げ
た

 
直
後
に
ギ
ン

と
い
う
音
と
共
に

背
後
か
ら
忍
び
寄

て
い
た
敵
が

り
下
ろ
し
た
忍
刀
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が

か
れ

 
そ
の
敵
に
対
し
て
い
つ
の
間
に
動
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
ナ
ユ
タ
が
思
い

き
り

を
く
ら

わ
せ
た

お

い
い
反
応
だ
な
ナ
ユ
タ

も
し
か
し
て
気
付
い
て
た
の
か

は
い

私
は
シ

ナ
さ
ん
の
娘
で
す
よ

当
然
気
付
い
て
ま
し
た

そ
う
か

俺
は
こ
れ
か
ら
一
生

ナ
ユ
タ
に
こ

そ
り
背
後
か
ら
近
付
い
て

だ

れ
だ

て
目

し
を
す
る
楽
し
み
が
味
わ
え
な
い
の
か

何
故
突
然
そ
の
話
が
出
て
く
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

 
大
丈
夫
で
す
よ
ち

ん
と
気
付
か
な
い
ふ
り
を
し
ま
す
か
ら

て
か
こ
れ
ど
う
し
ま
す

決
ま

て
る
だ
ろ

敵
対
し
て
き
た
奴
は
殲
滅

て
の
が
う
ち
の
家
訓
だ

う
ち
の

じ

な
く
て
シ

ナ
さ
ん
の

で
す
よ
ね

ま
あ
そ
う
と
も
言
う
な

ま
あ
い
い
で
す

て
事
は
私
に
と

て
は
家
訓

て
事
で
間
違
い
な
い
で
す
か
ら
ね

 
そ
れ
じ

あ
ぱ
ぱ

と
や

ち

い
ま
し

う
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と
り
あ
え
ず
ど

ち
側
か
確
認
す
る
か

ま
あ
大
体
想
像
は
付
く
が

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て
ナ
ユ
タ
の
攻
撃
を
受
け
て
す
ぐ
に
は
立
ち
上
が
れ
な
い

態
の
敵
を

持
ち
上
げ

 
女
忍
者
達
が
争

て
い
る
方
に

い

と
投
げ
た

う
わ

い
き
な
り
何

て
か
あ
ん
た
誰

さ

き
ま
で
は
た
だ
の
見
物
人
だ
今
は
あ
ん
た
の
敵
か
味
方
の
ど

ち
か
だ
よ
女
忍
者
さ

ん
ど

ち
な
の
か
ハ

キ
リ
し
て
よ

そ
の
結
果
次
第
で
と
ん
ず
ら
す
る
か
ら

そ
れ
は
あ
ん
た
ら
の
返
答
次
第
だ
な

で

こ
い
つ
は
ど

ち
の

の
プ
レ
イ
ヤ

だ

そ
ん
な
奴

私
は
知
ら
な
い
わ
よ

な
ら
決
ま
り

て
事
で
い
い
の
か

 
そ
の
シ

ナ
の
問
い
に

男
達
は
無
言
の
攻
撃
で
答
え
て
き
た

 
だ
が
そ
の
攻
撃
は
全
て
カ
ウ
ン
タ

を
決
め
ら
れ

た
た
ら
を

ん
だ
そ
の
三
人
は

 

番
に
シ

ナ
に

り
飛
ば
さ
れ
た

ヒ

や
る
じ

な
い
あ
ん
た
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と
言
う

で

ど
う
や
ら
俺
達
は
あ
ん
た
の
味
方
ら
し
い
な

助
か
る
わ

正
直
ち

と
や
ば
い
な

て
思

て
た
所
だ

た
の
よ

押
し
て
た
よ
う
に
見
え
た
が

さ
す
が
に
三
対
一
だ
と

実

は
い

ぱ
い
い

ぱ
い
だ

た
わ
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ

シ

ナ
さ
ん

こ
こ
は
私
が

 
そ
の
時
ナ
ユ
タ
が
シ

ナ
の
前
に
出
た

 
そ
の

間
に
そ
の
男
達
は
明
ら
か
に
ひ
る
ん
だ
よ
う
な
様
子
を
見
せ
た

 
ど
う
や
ら
ナ
ユ
タ
の
事
を
知

て
い
る
ら
し
い

ま
ず
い
な

こ
い
つ
は

の
悪
魔
使
い
だ

マ
ジ
か
よ

で
も
隣
に
い
る
こ
い
つ
は
あ
の
悪
魔
じ

な
い
ぞ

な
ら
何
と
か
な
る
か

こ

ち
は
今
顔
を

し
て
る
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
通
り

そ
の
男
達
は
古
き
良
き
忍
者
装
束
を
身
に

て
お
り

 
そ
の
顔
は
目
以
外
は
ま

た
く
見
え
な
い

態
で
あ

た

で
も
多
分
こ
い
つ
も
相
当
や
る
ぞ
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大
丈
夫
だ

ま
も
な
く
援
軍
が
到
着
す
る
は
ず
だ

だ

て
よ
ナ
ユ
タ

も
し
援
軍
が
き
た
ら

え
と
い
て
下
さ
い

そ
の
間
に
こ
の
四
人
を
私
が
殲
滅
し
ま
す

オ

ケ

だ

て
な

で
お
前
ら
の
相
手
は
う
ち
の
ナ
ユ
タ
だ

 
俺
は
出
な
い
か
ら
心
配
し
な
く
て
も
い
い
ぞ

ふ
ざ
け
る
な

 
そ
の
言
葉
に
四
人
の
男
達
は
激
高
し

目
の
前
に
い
る
ナ
ユ
タ
に
襲
い
か
か

て
き
た

死
ね

あ
な
た
が
死
に
な
さ
い

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う
言

て

敵
の
攻
撃
を
交
わ
し
ざ
ま
に

 
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
速
さ
で
近
く
の
木
に
向
か

て

躍
し

 
そ
の
木
を

て

先

に
い
た
男
の

に
思
い

き
り

り
を
入
れ
た

が次
 
ナ
ユ
タ
は
そ
の
ま
ま
一

ん
だ
二
番
目
の
男
の
懐
に
入
り
そ
の

尾
に

を
か
ま
し
た
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ぐ
は

て
め
え

い
で
す
よ

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う
言

て
い
わ
ゆ
る
サ
マ

ソ
ル
ト
キ

ク
を
三
番
目
の
男
の

に
く
ら
わ
せ

 
そ
の
ま
ま
上
に
あ

た
木
の

を

て

四
番
目
の
男
の
顔
面
に

り
を
入
れ
た

 
ま
ば
た
き
す
る
暇
も
な
い

見
事
な

殺
で
あ

た

お
お

や
る
な
ナ
ユ
タ

凄
い

躍
力
だ
な

今
の
戦
闘

ど
う
で
し
た
か

ん

そ
う
だ
な

正
直
驚
い
た
な

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
技
を
身
に
つ
け
た
ん
だ

え

と

こ
う
い
う
の
は
全
部
ハ
ル
姉
さ
ん
に
教
わ
り
ま
し
た

え

マ
ジ
か
よ

い
つ
の
間
に

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に

目
し
た

 
優
里
奈
と
陽
乃
の
接
点
が
そ
こ
ま
で
あ
る
と
は
思

て
い
な
か

た
か
ら
だ

ま
あ
そ
の
話
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
で
で
も
説
明
し
ま
す
ね

 
と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
ら
に
と
ど
め
を
さ
し
ま
し

う
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そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

 
だ
が
そ
の
心
配
は
無
か

た

女
忍
者
が
に
こ
や
か
な
顔
で

 
倒
れ
て
い
る
四
人
の
男
に

番
に
ク
ナ
イ
を
突
き

し
て
い
た
か
ら
だ

あ

ト
ド
メ
な
ら
さ
し
と
い
た
よ

お

サ
ン
キ

な

手
間
が
省
け
た
わ

う
う
ん

助
け
て
も
ら

た
の
は
こ

ち
だ
し
ね

あ
り
が
と
う

二
人
と
も

と
り
あ
え
ず
敵
の
援
軍
が
近
付
い
て
き
て
る
気
配
が
す
る

 
倒
す
の
は
簡

だ
が
正
直
め
ん
ど
く
さ
い

先
に
移
動
し
よ
う

ん

分
か

た

そ
れ
じ

あ
こ

ち
へ

 
そ
し
て
三
人
は
ナ
ユ
タ
の
案
内
で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
が
あ
る
街
の
酒
保
に
入
る
事

に
し
た

ふ
う

追

手
は
来
な
い
み
た
い
だ
な

良
か

た
良
か

た

こ
れ
で
落
ち
着
け
ま
す
ね
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そ
し
て
女
忍
者
は

の
後
ろ
で
手
を
組
み

に
こ
や
か
に
言

た

私
の
名
前
は
コ
ヨ
ミ

あ
な
た
達
は

私
は
ナ
ユ
タ
で
す

俺
は
シ

ナ
だ

ふ

ん

ナ
ユ
タ
に
シ

ナ
ね

て
ナ
ユ
タ

悪
魔
使
い
の

 
コ
ヨ
ミ
は
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
の
男
達
の
会
話
は

い
て
い
な
か

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
そ
の
コ
ヨ
ミ
の
言
葉
に
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

さ

き
も
言

て
た
け
ど

そ
の
悪
魔
使
い

て
何
の
事
で
す
か

だ

だ

て
ナ
ユ
タ

て

あ
の
戦
巫
女
の
ナ
ユ
タ
だ
よ
ね

あ
の
戦
巫
女
が
ど
の
戦
巫
女
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

確
か
に
そ
う
で
す
ね

え

と

わ
り
つ
く
ス
ト

カ

共
を

無
関
係
な
プ
レ
イ
ヤ

も

き

え
に
し
て

 
悪
魔
み
た
い
に
強
い
男
を
使
役
し
て
フ
ル
ボ

コ
に
し
た

て

 
そ
の
言
葉
に
ナ
ユ
タ
は
困

た
顔
で
シ

ナ
の
方
を
見
た

 
シ

ナ
は
シ

ナ
で

気
ま
ず
そ
う
に
顔
を

ら
し
て
い
る

え

も
し
か
し
て
そ
の
男

て
の
が
あ
ん
た
な
の

い
て
た
外
見
と
違
う
ん
だ
け
ど
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こ
れ
は
別
キ

ラ
だ
が

ま
あ
確
か
に
少
し
前
に

そ
ん
な
事
を
し
た
記
憶
が
無
い

じ

な
い
な

 
シ

ナ
は

々
と
そ
の
事
実
を
認
め

コ
ヨ
ミ
は
そ
ん
な
シ

ナ
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

彼
女
思
い
な
ん
だ
ね

そ
う
な
ん
で
す

シ

ナ
さ
ん
は
凄
く
私
思
い
な
ん
で
す

 
そ
の
コ
ヨ
ミ
の
言
葉
に
ナ
ユ
タ
は
光
の

さ
で
そ
う
言

た

ナ
ユ
タ
お
か
し
な
食
い
つ
き
方
を
す
る
な
言

て
お
く
が
彼
女
と
か
じ

な
い
か
ら
な

え

そ

そ
う
な
の

そ
れ
で
あ
ん
な
暴
れ
方
を
し
た
の

世
の
中
に
は
コ
ヨ
ミ
の
知
ら
な
い
事
が
ま
だ
ま
だ

山
あ
る
ん
だ
よ

ふ

ん

ま
あ

索
は
し
な
い
け
ど

で
も
ナ
ユ
タ
の
事
が
大
事
な
の
は
間
違
い
な
い
よ
ね

ま
あ
そ
れ
は
な

な
ら
悪
魔
さ
ん
は
い
い
人
だ

う
ん

そ
れ
だ
け
分
か
れ
ば
い
い
や

 
そ
う
い

て
コ
ヨ
ミ
は
笑
い

こ
ち
ら
に
手
を
差
し
出
し
て
き
た

私
は
忍
者
の
コ
ヨ
ミ

め
て
よ
ろ
し
く

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

戦
巫
女
の
ナ
ユ
タ
で
す
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俺
は
シ

ナ

生

コ
ン
バ

ト
直
後
な
ん
で

特
に
職
業
に
は
つ
い
て
な
い

 
ま
あ
素

人
み
た
い
な
も
ん
だ

え
 
コ
ヨ
ミ
は
そ
の
言
葉
に

然
と
し
た
顔
を
し
た

ん

俺
は
何
か
お
か
し
な
事
を
言

た
か

え

だ

だ

て

要
す
る
に
無
職

て
事
だ
よ
ね

お
い
コ
ヨ
ミ

そ
の
言
い
方
は
や
め
ろ

ご
め
ん
ご
め
ん

て
事
は

職
業
特
性
が
一
切
無
い

態
で
あ
の
強
さ

 
意
味
が
わ
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

ふ
ふ
ん

そ
こ
で
何
故
ナ
ユ
タ
が
ド
ヤ
顔
を
す
る

ふ
ふ
んま

あ
い
い

俺
は
他
の
ゲ

ム
で

剣
を
使
い
慣
れ
て
る
か
ら

そ
の
せ
い
だ
ろ
う
さ

そ
う
い
う
レ
ベ
ル
じ

な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
ど
う
や
ら
コ
ヨ
ミ
は
そ
の
説
明
に
納
得
出
来
な
い
よ
う
だ

た
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ま
あ
コ
ン
バ

ト
組

て
の
は
そ
う
い
う
も
ん
だ

元
は
何
の
ゲ

ム
を
や

て
た
の

Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ
な

Ｇ
Ｇ
Ｏ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
な
の
に
何
で

剣
使
い

あ

待

て
待

て

 
そ
う
い
え
ば
前
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
動
画
で
プ
レ
イ
ヤ

が
光
る
剣
を

て
る
の
を
見
た
事
が
あ
る

気
が
す
る

そ
れ
も
持

て
る
が
そ
れ
と
は
関
係
な
く
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
普
通
に

剣
も
使
う

ぞ 
と
い
う
か
軍
人

て
の
は

剣
く
ら
い
普
通
に
扱
う
も
ん
だ
ろ

た

確
か
に

て
違
う

問
題
は
そ
こ
じ

な
い

 
要
す
る
に

剣
で
銃
相
手
に
戦

て
る

て
事
で
し

ま
あ
そ
う
い
う
事
に
な
る
な

も

と
も
俺
は
ち

ん
と
銃
も
使

て
る
が
な

そ
れ
で
も
よ

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
強
い

だ
わ

Ｇ
Ｇ
Ｏ

シ

ナ

ん

 
そ
の
言
葉
に
コ
ヨ
ミ
は
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
だ

 
コ
ヨ
ミ
は

末
を
取
り
出
し
て
何
か
操
作
し
そ
の
画
面
を
見
た
後
驚
愕
し
た
顔
で
シ

ナ
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の
顔
を
見
た

あ

あ
ん
た

も
し
か
し
て
あ
の
シ

ナ
な
の

あ
の
シ

ナ
が
ど
の
シ

ナ
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

ま
あ
そ
う
だ
な

シ

ナ
さ
ん

そ
の
ネ
タ
は
さ

き
私
が
使
い
ま
し
た

 
そ
の
言
葉
に
ナ
ユ
タ
が
安
定
の
突

込
み
を
入
れ
た

お
う

悪
い
悪
い

ち

と
真
似
し
て
み
た
わ

 
ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

て
な

で
俺
達
は
行
く
所
が
あ
る
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
行
く
わ

 
何
で
争

て
た
の
か
は
知
ら
な
い
が

こ
れ
か
ら
も
頑
張

て
く
れ

コ
ヨ
ミ

あ

う
ん

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ね

も
し
ど
こ
か
で
ま
た
会

た
ら

 
今
度
は
普
通
に
遊
ぼ
う
ね

は
い

そ
の
時
は
ま
た

俺
は
今
日
は
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
だ
け
だ
か
ら
こ

ち
に
い
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
無
い
と
思

う
が

 
こ

ち
の
ナ
ユ
タ
は
ず

と
い
る
か
ら
出
来
れ
ば
敵
対
す
る
事
な
く
仲
良
く
し
て
や

て
く

れ
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も
ち
ろ
ん
だ
よ

 
こ
う
し
て
ナ
ユ
タ
は
新
た
な
知
り
合
い
を
得
る
事
に
な

た

こ
れ
以
降
ナ
ユ
タ
と
コ
ヨ
ミ

は 
パ

テ

を
組
ん
で
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
地
を
共
に
冒
険
す
る
事
に
な
る
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第
６
９
２
話
 
情
報
屋
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

こ
こ
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
か

今
は
私
し
か
い
ま
せ
ん
け
ど
ね

分
と
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
似
て
る
な

あ

こ

そ
り
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

て
真
似
し
た
ら
し
い
で
す
よ

そ
う
い
う
事
か

そ
り

似
て
る

だ
わ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
作
り
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
と
そ

く
り
だ

た

 
シ

ナ
は
ナ
ユ
タ
に
お
茶
を
入
れ
て
も
ら
い

ソ
フ

で
し
ば
ら
く
く
つ
ろ
ぐ
事
に
し
た

こ
こ
の
本
来
の
主
達
は

今
も
戦

て
る
ん
だ
ろ
う
な

 
シ

ナ
は
そ
う

ぼ
そ

と

い
た

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
み
ん
な
は
今
は
何
の
ゲ

ム
を
や

て
る
ん
で
す
か

今
は
リ
ア
ル
・
ト

キ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
か
い
う

 
限
り
な
く
東
京
を

実
に
再
現
し
た
ゲ

ム
を
や

て
る
ら
し
い
ぞ

そ
う
な
ん
で
す
か

う
わ

そ
う
い
う
の
も
楽
し
そ
う
で
す
ね
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ナ
ユ
タ
は
わ
く
わ
く
し
た
顔
で
そ
う
言

た

 
確
か
に
ゲ

ム
の
中
に
自
分
が
よ
く
知

て
い
る
場
所
が
出
て
く
る
と
い
う
の
は
謎
の
わ
く
わ

く
感
が
あ
る

最
近
普

し
て
き
た
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ

て
の
が
あ
る
だ
ろ

あ

最
近
あ
ち
こ
ち
に
設
置
さ
れ
て
き
て
る

あ
の
監

カ
メ
ラ
み
た
い
な
奴
で
す
ね

ま
あ
あ
れ
は
実
は
う
ち
の
製
品
な
ん
だ
が
な

 
あ
れ
か
ら
送
ら
れ
て
き
て
い
る
映
像
を
利
用
し
て
街
を
再
現
し
て
る
ん
だ
よ

 
そ
の
シ

ナ
が
さ
り
げ
な
く
言

た
一
言
に

ナ
ユ
タ
は
驚
い
た
声
で
言

た

あ
れ

て
ソ
レ
イ
ユ
の
製
品
だ

た
ん
で
す
か

お
う

う
ち
も
色
々
手
広
く
や

て
る
か
ら
な

 
ち
な
み
に
う
ち
が
今
研
究
し
て
る
ニ

ロ
リ
ン
カ

て
機

も

 
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
と
連
動
す
る
事
に
な

て
る
わ

そ
う
な
ん
で
す
か

ど
ん
な
機

な
ん
で
す
か

一
言
で
言
う
な
ら

人
生
を
よ
り
⻑
く
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
機

か
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
い
い
感
じ
で
す
ね
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お
前
が
大
人
に
な
る

に
は

完
成
さ
せ
て
み
せ
る
さ

 
シ

ナ
は
あ
と
何
年
か
か
る
か
な

な
ど
と
思
い
な
が
ら
そ
う
言

た
の
だ
が

 
ナ
ユ
タ
は
ず
ば

と
正

で

り
込
ん
で
き
た

じ

あ
あ
と
一
年
で
す
ね

私
も
来
年
十
八
に
な
り
ま
す
か
ら

い

あ

い
や

年
齢
的
な
も
の
じ

な
く

体

は
も
う
大
人
だ
し

 
精
神
的

に
は
成

し
て
る
気
が
す
る
か
あ

ま
あ
も
う
少
し
時
間
を
く
れ
る
と
嬉
し

い
仕
方
な
い
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
も
う
ち

と
待

て
て
あ
げ
ま
す

お
う

あ
り
が
と
な

 
そ
の
後

ナ
ユ
タ
が
家
の
機
能
を
使
い

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

が
写

た
写
真
を
見
せ
て
き
た

 
二
人
は
ソ
フ

に

ん
で

け
な
が
ら
そ
れ
を
見
て

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
関
連
の
思
い
出
に
つ
い
て
お

い
に
語
り
合

た
の
だ

た

  
一
方
そ
の

当
の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を

め
る
二
人
の
リ

ダ

は
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現
実
世
界
で
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
が
あ
る
場
所
に
い
た

 
そ
こ
は
ゲ

ム
の
中
で
は
情
報
屋
と
な

て
お
り

 
そ
の
扉
に
は

情
報
屋
・
ソ
レ
イ
ア
ル

と
い
う

が
か
か

て
い
た

や

ほ

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

八
幡
は
元
気
し
て
る

う
ん

元
気
元
気

で
も

日
忙
し
そ
う
に
し
て
る
よ

 
こ
の
ソ
レ
イ
ア
ル
は

以
前
二
人
が
始
め
て
情
報
屋

を
訪
れ
た
時

 

に
見
せ
ら
れ
た
ビ
デ
オ
メ

セ

ジ
の
中
で
八
幡
が
語

て
い
た
よ
う
に

 

ゲ

ム
に

り
込
ま
せ
て
い
る
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
の
一
人
で
あ

た

 
ち
な
み
に
ソ
レ
イ
ア
ル
は
ゲ

ム
に
関
し
て
は
初
心
者
で
あ
り

 
ゲ

ム
選
び
こ
そ
自
分
で
し
た
も
の
の

キ

ラ
を
作
る

か
ら
つ
ま

て
し
ま
い

 
八
幡
に
手
伝

て
も
ら

て
や

と
ロ
グ
イ
ン
出
来
た
と
い
う

が
あ
り

 
そ
の

こ
の
キ

ラ
の
名
付
け
親
も
八
幡
だ

た
り
す
る

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
し
ば
ら
く
か
ま

て
も
ら
え
な
い
わ
ね

 
ラ
ン
は
と
て
も

し
そ
う
に
そ
う
言

た

も

と
一

に
遊
ん
で
欲
し
い
よ
ね
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ま
あ
仕
方
な
い
わ
ね
今
度
う
ち
に
来
て
く
れ
た
時
に
思
い

き
り
セ
ク
ハ
ラ
し
ま
し

う

ふ
ふ

頑
張

て
ね

 
姉
妹
の
裏
事
情
を
多
少
な
り
と
も
伝
え

い
て
い
た
ソ
レ
イ
ア
ル
は

 
そ
れ
が

の
中
で
の
話
な
の
だ
と
理
解
し
て
お
り

微
笑
ま
し
い
も
の
を
見
る
よ
う
な
目
で

そ
う
言

た

そ
う
い
え
ば
前
は

を
プ
レ
イ
し
て
た
の
よ
ね

 
今
度
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
コ
ラ
ボ
す
る
み
た
い
だ
け
ど
一
時
的
に
で
も
そ

ち
に

た
り
し
な
い
の

う

ん

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
ね

興
味
は
あ
る
ん
だ
け
ど

今
度
会
う
時
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

て
決
め
て
る
の
よ
ね

そ

か

じ

あ
そ
れ
ま
で
頑
張

て
鍛
え
る
し
か
な
い
ね

そ
こ
ま
で
遠
い
未
来
の
話
じ

な
い
と
思
う
の
よ
ね

ボ
ク
達
か
な
り
強
く
な

た
よ
ね

そ
れ
で
も
ま
だ
八
幡
に
勝
て
る
気
は
し
な
い
か
ら

ま
だ
ま
だ

行
が
必
要
ね

 

の
話
は
そ
れ
で
終
わ
り

二
人
は
身
内
と
い
う
安
心
感
も
あ
り
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ソ
フ

に
座

て
だ
ら
だ
ら
し
始
め
た

 
普

二
人
が
ど
れ
だ
け
頑
張

て
い
る
の
か
を
知

て
い
る
ソ
レ
イ
ア
ル
は
二
人
に
飲
み
物

を
提

し

 
同
時
に
自
分
の
分
も
用
意
し
て

二
人
の
前
に
座

た

あ
り
が
と
う
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

最
近
は
か
な
り
頑
張

た
か
ら

た
ま
に
は
自
宅
で
一
日
の
ん
び
り
し
よ
う
か
し
ら

そ
の
時
に
合
わ
せ
て
八
幡
を
呼
び
出
そ

か

そ
う
ね

自
宅
で
の
ん
び
り

ぎ
つ
つ
た
く
さ
ん

や
か
さ
せ
て
も
ら
う
の
は
最
高
ね

そ
れ
あ
る

じ

な
か

た

そ
れ
あ
り

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
は

相
変
わ
ら
ず
そ
れ
が
口

に
な

て
る
の
ね

 
も
し
か
し
て
そ
の
名
前
も

そ
こ
か
ら
来
て
る
の
か
し
ら

あ
は
は
は
は

ま
さ
か

 
ソ
レ
イ
ア
ル
は
そ
う
言

て
楽
し
そ
う
に
笑

た
が

実
は
そ
れ
は
正
解
で
あ
る

 
か
お
り
が
最
初
に
こ
の
ゲ

ム
を
選
択
し

キ

ラ
作
成
に
つ
い
て
八
幡
に
相
談
し
た
時

 
名
前
は
何
が
い
い
か

か
れ
た
八
幡
は
冗
談
の
つ
も
り
で
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そ
れ

あ
る

と
か
で
い
い
ん
じ

ね

と
言

た
の
だ
が

 
そ
れ
を

き
間
違
え
た
か
お
り
が

ソ
レ
イ
ア
ル
か

ソ
レ
イ
ユ

い
し
そ
れ
で
い
い

か
な

 
と
そ
の
ま
ま
入
力
し
て
し
ま
い

八
幡
も
ま
あ
そ
れ
で
い
い
か
と
特
に
何
も
突

込
ま
ず

 
こ
の
名
前
に
な

た
と

そ
ん
な

な
の
で
あ

た

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

て

八
幡
と
結

親
し
い
の

う

ん

ま
あ
他
の
社
員
さ
ん
達
と
比
べ
た
ら
そ
う
か
も
ね

 
実
は
私

八
幡
と
は
中
学
の
時
に
同
級
生
だ

た
の

 
す

か
り
雑
談
モ

ド
に
入

た
ソ
レ
イ
ア
ル
は
あ

さ
り
と
二
人
に
そ
う
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
し
た

え

そ
う
な
ん
だ

中
学
の
時
の
八
幡

て
ど
ん
な
感
じ
だ

た
の

そ
う
だ
ね

実
は
中
学
の
時

彼
に
告
白
さ
れ
た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
は
私
特
に
彼
の
事
を
知
ろ
う
と
も
し
な
い
ま
ま
あ

さ
り
ふ

ち

た
ん
だ
よ

ね
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え
え

世
が
世
な
ら
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
は

八
幡
の
彼
女
だ

た
か
も
し
れ
な
い
の

う
う
ん

も
う
本
当
に

だ
よ
私
は
一
生
そ
の
事
を
後
悔
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
ん

だ
よ

 
そ
ん
な
ソ
レ
イ
ア
ル
を

二
人
は
よ
し
よ
し
と

め
た

 
も
し
自
分
達
が
同
じ
立
場
だ

た
ら

同
じ
よ
う
に
落
ち
込
む
の
は
間
違
い
な
い
か
ら
だ

ド
ン
マ
イ

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

強
く
生
き
る
ん
だ
よ

き

と
そ
の
う
ち
い
い
事
が
あ
る
よ

う
ん

う
ん

 
そ
の
日
か
ら

二
人
が
ソ
レ
イ
ア
ル
を
見
る
目
が
以
前
よ
り
も

か
く
な

た
の
は

 
当
然
の
成
り
行
き
で
あ

た
だ
ろ
う

  
後
日
二
人
の
自
宅
を
八
幡
が
訪
れ
た
時
二
人
は
ソ
レ
イ
ア
ル
と
知
り
合

た
事
を
八
幡
に
伝

え
たあ

あ

そ
れ
あ
る
さ
ん
な
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そ
の
八
幡
の
返
事
を

い
た
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て

 
先
日
自
分
達
が
言

た
冗
談
が
真
実
を
言
い
当
て
て
い
た
事
を
知

た

中
学
の
時
の
同
級
生
だ

た
の
よ
ね

ま
あ
な

高
校
に
行

て
か
ら

遠
に
な

て
た
が

高
校
二
年
の
時
に
再
会
し
て

 
俺
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

た
後
に

め
て
親
し
く
な

た

て
感
じ
だ
な

八
幡

て
ど
ん
な
中
学
時
代
を
送

て
た
の

あ
ま
り
言
い
た
く
は
な
い
が
ま
あ

り
か
ら
は
う
ざ
い
奴
だ
と
思
わ
れ
て
た
だ
ろ
う
な

そ
う
な
の

ま
さ
か
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
に
も
そ
う
思
わ
れ
て
た
の
か
な

い
や

あ
い
つ
は
そ
う
い
う
奴
じ

な
か

た

誰
に
で
も

し
く
優
し
い
奴
だ

た
よ

裏
を
返
せ
ば
誰
に
も
特
別
な
興
味
が
な
か

た

て
事
な
の
か
し
ら

か
も
し
れ
な
い
な

だ
か
ら
今
親
し
く
し
て
る
の
が
正
直
意
外
な
ん
だ
よ
な

 
そ
の
八
幡
の
返
事
を

い
た
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

八
幡

て
た
ま
に
女
心
が
ま

た
く
分
か

て
な
い
時
が
あ
る
よ
ね

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
も
苦
労
す
る
わ
よ
ね
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ん

ど
う
か
し
た
か

う
う
ん

何
で
も
な
い
よ

で
も
そ
ん
な
八
幡
な
ん
て

今
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
わ
ね

正
直
俺
も
そ
う
思
う

が
変
わ
り
す
ぎ
だ
よ
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

い
た
笑
い
を

か
べ

二
人
は
そ
ん
な
八
幡
の
両

に
移
動
し
た

ま
あ

の
事
は
別
に
い
い
か
し
ら
ね

し
ば
ら
く
放
置
し
て
た
分

今
日
は
ボ
ク
達
を
し

か
り
と

や
か
し
て
ね

セ
ク
ハ
ラ
し
て
こ
な
い
な
ら
別
に

わ
な
い
ぞ

う

そ
れ
じ

あ
私
の
ア
イ
デ
ン
テ

テ

が
崩
壊
し
て
し
ま
う
じ

な
い

お
前
の
ア
イ
デ
ン
テ

テ

は
セ
ク
ハ
ラ
で
成
り
立

て
る
の
か
よ

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

八
幡
は
相
変
わ
ら
ず
二
人
に
は
優
し
く

 
二
人
は
久
々
に

思
う
存
分
八
幡
に

え
る
事
が
出
来
た

  
そ
し
て
現
在
で
あ
る

シ

ナ
は
先
ほ
ど
の
疑
問
に
つ
い
て

ナ
ユ
タ
に
こ
う
切
り
出
し
た

そ
う
い
え
ば
姉
さ
ん
の
呼
び
方
に
つ
い
て

こ
こ
で

か
せ
て
も
ら
う

て
話
だ

た
よ
な
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そ
う
で
し
た
ね

え

と

ハ
ル
姉
さ
ん
は
た
ま
に
こ
こ
に

ま
り
に
来
る
ん
で
す
よ

そ
う
だ

た
の
か

そ
れ
は
知
ら
な
か

た
な

来
る
時
は
一
人
で
来
る
の
で

別
に
私
が
一

に
い
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
け
ど

 
そ
れ
は
そ
れ
で

し
い
ん
じ

な
い
か

て
思

て

 

回
私
が
相
手
を
し
て
た
と

ま
あ
そ
う
い
う

で
す
ね

な
る
ほ
ど
な

そ
の
流
れ
で
姉
さ
ん
が

今
度
か
ら
私
の
事
は

ハ
ル
姉
さ
ん
と
呼
び
な

さ
い

 
と
か
言
い
出
し
た
ん
だ
ろ

正
解
で
す

口
調
も
ま
さ
に
そ
ん
な
感
じ
で
し
た

姉
さ
ん
は
案
外

し
が
り
や
な
ん
だ
よ
な
き

と
優
里
奈
が
一

に
い
て
く
れ
て
喜
ん
で
た

と
思
う
ぞ

そ
れ
な
ら
い
い
ん
で
す
け
ど
ね

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う
言

て
微
笑
ん
だ

で

そ
の
流
れ
で
色
々
と
教
え
て
も
ら

た
ん
で
す
よ

 
戦
闘
術
や
護
身
術

言
い
寄

て
く
る
男
の
上
手
な
あ
し
ら
い
方

会
話
の
打
ち
切
り
方
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あ
と
は

街
中
が

ン
ビ
で

れ
た
時
の
サ
バ
イ
バ
ル
術

と
か
で
す
か
ね

前
半
は
理
解
出
来
る
が

最
後
の
そ
れ
は
意
味
が
分
か
ら
ね
え
よ

 
シ

ナ
は
思
い

き
り
そ
う
突

込
み

ナ
ユ
タ
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

い
つ
か
き

と
役
に
た
ち
ま
す
よ

そ
の
知
識
が
役
に
た
つ
よ
う
な

況
に
な

た
ら
マ
ジ
で
困
る
ん
だ
が
な

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
か

時
間
的
に
そ
ろ
そ
ろ

が
食
い
た
い

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ま
し

う
か

 
あ

シ

ナ
さ
ん

私
は
先
に
落
ち
て
食
事
の
準
備
を
し
て
ま
す
ね

 
そ
う
言

て
ナ
ユ
タ
は
素

く
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

う
お

あ
い
つ
は
何
を
そ
ん
な
に

て
る
ん
だ

 
そ
れ
は
リ
ア
ル
で
優
里
奈
が
こ

そ
り
と
八
幡
の
手
を

て
い
た
か
ら
で
あ
る
が

 
八
幡
が
そ
の
事
実
に
気
付
く
事
は
無
か

た

 
そ
し
て
優
里
奈
が
食
事
の
準
備
を
始
め
よ
う
と
し
た
丁
度
そ
の
時
部
屋
の
チ

イ
ム
が
鳴

た
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ん

誰
か
来
た
み
た
い
だ
な

誰
で
す
か
ね

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
イ
ン
タ

ホ
ン
越
し
に

ド
ア
の
外
の
様
子
を
確
認
し
た

あ
あ

噂
を
す
れ
ば
か

姉
さ
ん
だ
わ

 
そ
し
て
八
幡
が
ド
ア
を
開
け
た

間
に

陽
乃
は
相
手
が
誰
な
の
か
を
確
認
せ
ず

 
の
ん
び
り
し
た
口
調
で
こ
う
言

た

い
や

最
初
は
優
里
奈
ち

ん
の
部
屋
に
行

た
ん
だ
け
ど

 
誰
も
い
な
く
て
こ

ち
の
明
か
り
が
点
い
て
た
か
ら

こ

ち
に
い
る
ん
じ

な
い
か

て

思

て

 

て

あ
れ

八
幡
君

今
日
は
こ

ち
に
来
て
た
ん
だ

 
そ

か

そ
れ
じ

あ

魔
し
ち

悪
い
か
ら
と
り
あ
え
ず
今
日
は
こ
の
ま
ま
お
暇
し
よ

う
か
し
ら

お
い
こ
ら
何
を

の
分
か
ら
な
い
遠

を
し
て
や
が
る

今
い
る
の
は
俺
と
優
里
奈
だ
け
だ

 
せ

か
く
血
の
繋
が
ら
な
い
三
人
の
家
族
が
集
ま

た
ん
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
一
家
団
ら
ん
を

す
る
ぞ
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そ
う
言

て
八
幡
は

陽
乃
を
強
引
に
家
に
あ
が
ら
せ
た
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第
６
９
３
話
 
や
は
り
陽
乃
は
格
違
い

ち

ち

と

私
は
別
に
い
い

て
ば

あ

う
る
さ
い
う
る
さ
い

最
近
優
里
奈
と
仲
良
く
し
て
る
ん
だ
ろ

気
に
せ
ず
さ

さ
と

来
い

て
の

 
い
つ
も
と
は
違
い

何
と
な
く
消

的
な
陽
乃
を

八
幡
は
強
引
に
引

張

て
い

た

あ

ハ
ル
姉
さ
ん

こ

こ
ん
ば
ん
は

今
ハ
ル
姉
さ
ん
の
分
も
料
理
を
用
意
し
ま
す
ね

ほ

ほ
ら

や

ぱ
り
優
里
奈
ち

ん
も
困

ち

う
と
思
う
し

何
で
い
つ
も
と
そ
ん
な
に
キ

ラ
が
違
う
ん
だ
よ

い
い
か
ら
ほ
ら

こ

ち
に
座
れ

て

 
八
幡
は

れ
た
顔
で
陽
乃
に
そ
う
言

た

 
だ
が
陽
乃
は
そ
の
場
を
動
こ
う
と
は
せ
ず

少
し
目
を
う
る
う
る
さ
せ
な
が
ら
こ
う
言

た

わ

私

こ
こ
に
い
て
も
い
い
の
か
な

意
味
が
分
か
ら
ん

い
い
に
決
ま

て
る
だ
ろ
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う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
陽
乃
は
突
然

き
出
し

そ
の
ま
ま
八
幡
に

き
つ
い
た

お

お
い

だ

て

だ

て

凄
く
嬉
し
か

た
ん
だ
も
ん

何
で
そ
ん
な
に
情

不
安
定
な
ん
だ
よ

何
か
あ

た
の
か

何
も
無
い
け
ど

何
も
無
い
け
ど

ま

た
く
子

か

て
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は

そ
の
ま
ま
優
し
く
陽
乃
を
自
身
の
胸
の
中
に
受
け
入
れ
た

 
優
里
奈
も
そ
ん
な
陽
乃
の
様
子
に
驚
き
つ
つ
も
微
笑
み
な
が
ら
そ
ん
な
二
人
を
見
つ
め
て
い

た 
だ
が
そ
の
優
里
奈
の
目
の
前
で

い
き
な
り
陽
乃
の
表
情
が
変
わ

た

 
八
幡
と

き
合

て
い
る
格
好
な

そ
の
表
情
は
八
幡
か
ら
は
見
え
て
い
な
い
が

 
優
里
奈
か
ら
は
バ

チ
リ
見
え
て
い
た

 
む
し
ろ
優
里
奈
に
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
の
が
正
解
か
も
し
れ
な
い

 
陽
乃
は
や
や
興
奮
し
た
よ
う
な
表
情
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
お
り
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声
を
出
さ
ず
に
優
里
奈
に
向
け

こ
う
口
を
動
か
し
た

こ
・
う
・
や
・
る
・
の
・
よ

さ
・
す
・
が
・
で
・
す

 
優
里
奈
も
声
を
出
さ
ず
に
陽
乃
に
そ
う
答
え

二
人
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
み
を
交
わ
し
あ

た

 
た
だ
八
幡
だ
け
が

何
も
知
ら
ず
に
陽
乃
の

を

で
続
け
て
い
た

 
ご
ち
そ
う
さ
ま

今
日
も
美
味
し
か

た

優
里
奈
の
作
る
料
理
は
美
味
い
か
ら
な

私
も
も
う
少
し
料
理
の

業
を
し
よ
う
か
し
ら
ね

時
間
に
余

が
出
た
ら
い
く
ら
で
も
や

て
く
れ

食
は
し
て
や
る
か
ら

本
当
に

そ
れ
じ

あ
二
人

き
り
で

入
り
の

下
だ

下

や

ぱ
り
味
見
は
や
め
だ

え
え

冗
談

冗
談
だ

て
ば

ハ
ル
姉
さ
ん

そ
の

て
の

私

興
味
が
あ
り
ま
す

お
い
優
里
奈
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冗
談

冗
談
で
す
よ

た
く
お
前
ら
な

 
そ
し
て
仲
良
く
食
後
の
片
付
け
を
終
え
た
後
も
三
人
は
そ
の
ま
ま
の
ん
び
り
と
団
ら
ん
を
続

け
て
い
た

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
あ
の
六
姉
妹
の
下
二
人
と
一

に
素
材
を
取
り
に
い

た
み
た
い
じ

な

い 
結
局
あ
の
子
達

て
何
者
な
の

信
用
は
出
来
そ
う

 
ち

こ
ち

こ
と
報
告
は
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う

陽
乃
が
興
味
深
げ
に
そ
う

ね
て
き
た

謎
だ
ら
け
な
姉
妹
だ
が

信
用
し
て
大
丈
夫
だ

 
自
活
出
来
る
よ
う
に
し
て
や
り
た
い
か
ら
色
々
な
事
を
教
え
て
や

て
る
が
今
は
主
に
戦

闘
訓
練
だ
な

 
ち
な
み
に
も
う
す
ぐ
あ
い
つ
ら
の
武
器
も
完
成
す
る
予
定
だ

へ
え

分
と

入
れ
し
て
る
の
ね

最
初
会

た
時
の
あ
い
つ
ら
は
高
校
に
入
り
た
て
く
ら
い
の
時
の
俺
の
目
と
同
じ
目
を
し
て

た
か
ら
な
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ほ

と
け
な
い
だ
ろ

あ
あ

腐

た
目
を
し
て
た
の
ね

そ
こ
は
も

と
オ
ブ
ラ

ト
に
包
め
よ

で
も
事
実
で
し

う

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

少
し
考
え
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

あ

い
や

正
確
に
は
ち

と
違
う
か
も
し
れ
ん

 
生
き
る
事
を

め
た
目
と
で
も
い
う
の
か
な

 
ほ
お

て
お
く
と
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な

そ
ん
な
目
を
し
て
い
た
な

へ

今
の
日
本
の

し
か
も
ゲ

ム
の
中
で
ね

本
当
に
不
思
議
よ
ね

ど
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
か
も
不
明

ど
の
ゲ

ム
出
身
か
も
不
明

 
ま
あ
本
気
で
調
べ
れ
ば
分
か
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
い
い
か
な
と
思

て

特
に
調
査
は
さ
せ
て
い
な
い

 
実

ア
ル
ゴ

ダ
ル

イ
ヴ
の
三
人
が
本
気
を
出
せ
ば

 
お
そ
ら
く
何
か
し
ら
の
事
実
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
が

 
八
幡
は
そ
こ
ま
で
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
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彼
女
達
が
誰
か
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
よ
う
な
存
在
だ
と
は
決
し
て
思
え
な
か

た
か
ら
だ

 
む
し
ろ

ア
ニ
メ
の
中
の

人
だ
と
言
わ
れ
た
方
が
し

く
り
く
る
く
ら
い
で
あ
る

 
当
然
そ
ん
な
事

あ
る
は
ず
が
な
い
の
だ
が

 
そ
の
少
し
後
に

八
幡
の

に
ど
こ
か
か
ら
メ

セ

ジ
が

い
た

 
八
幡
は
そ
れ
を
確
認
し
た
後
に
二
人
に
言

た

お
言

た
そ
ば
か
ら
ナ
タ
ク
か
ら
連

だ
ど
う
や
ら
何
か
し
ら
の
装
備
が
完
成
し
た
ら
し

い 
ち

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
顔
を
出
し
て
く
る
わ

あ
ら

こ
ん
な
時
間
に

ア
サ
ギ

い
や

麻
衣
さ
ん
は
こ
の
時
間
の
方
が
都
合
が
い
い
ら
し
く
て

 
理
央
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
来
る
ら
し
い

 
と
い
う

で
そ
こ
の
ソ
フ

を
使
う
か
ら
二
人
は

る
な
ら
先
に

室
で

ち
ま

て
く

れ
え
え

分
か

た
わ

八
幡
さ
ん

行

て
ら

し

い
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そ
の
時
陽
乃
の
目
が
一

し
く
光

た

そ
う
だ
優
里
奈
ち

ん

今
日
は
一

に
お
風
呂
に
入
ろ
う
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
陽
乃
は
立
ち
上
が
り

八
幡
の
目
の
前
で
そ
の
胸
が

 
ま
る
で

よ
ん
と
言
う
音
が

こ
え
る
か
の
よ
う
に
た
わ
わ
に

れ
た

分
か
り
ま
し
た

ハ
ル
姉
さ
ん

一

に
お
風
呂
に
入
り
ま
し

う

 
同
時
に
立
ち
上
が

た
優
里
奈
の
胸
も
同
じ
よ
う
に

れ
た

そ
れ
じ

あ
二
人
で
体
を
洗
い

こ
し
ま
し

う
か

は
い

 
そ
の
会
話
で
八
幡
は

一

二
人
の
入

シ

ン
を
思
い

か
べ

 
こ
の
二
人
が
一

に
入

す
る
と

さ
ぞ

観
な
ん
だ
ろ
う
な
な
ど
と
思

て
し
ま
い

 
そ
れ
を
打
ち
消
す
よ
う
に
ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を

る
と

 
そ
の
ま
ま
ソ
フ

へ
と
横
た
わ
り

ア
ミ

ス
フ

ア
を
か
ぶ

た

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

は

い

 
そ
し
て
ア
ミ

ス
フ

ア
が
チ
カ
チ
カ
と
光
り
だ
し
八
幡
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
旅
立

て
い

た
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そ
れ
を
確
認
し
た
陽
乃
は

優
里
奈
に
こ
う
言

た

優
里
奈
ち

ん

さ

き
八
幡
君
が
ぶ
ん
ぶ
ん
首
を

て
る
の
を
見
た

 
あ
れ
は
心
の
中
で
私
達
の
入

シ

ン
を
想
像
し
た
時
の
仕

だ
か
ら
覚
え
て
お
く
と
い
い

わ
そ

そ
う
な
ん
で
す
か

も
し
か
し
て
ハ
ル
姉
さ
ん

 
八
幡
さ
ん
に

か
せ
る

に

わ
ざ
と
お
風
呂
の
話
題
を
出
し
ま
し
た

当
た
り
前
じ

な
い

い
い

こ
う
い
う
時
に
ま
め
に
あ
あ
い
う
会
話
を

か
せ
て
お
い
て

 
そ
う
い
う
の
が
当
た
り
前
に
な
る
よ
う
に

徐
々
に

り
込
ん
で
い
く
事
が
大
事
な
の
よ

な
る
ほ
ど

勉
強
に
な
り
ま
す

そ
の
点
さ

き
の
優
里
奈
ち

ん
の
対
応
は
良
か

た
わ
よ

 
立
ち
上
が

た
時
に

れ
る
胸
を
し

か
り
と
八
幡
君
に
見
せ
つ
け
て
い
た
わ
ね

あ

あ
れ
は
別
に
わ
ざ
と
じ

な
い
ん
で
す
が

 
優
里
奈
は
自
分
の
胸
と
陽
乃
の
胸
を
見
比
べ
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
れ
が
い
い
の
よ

あ
く
ま
で
意
識
せ
ず
に
胸
を

ら
せ
る
よ
う
に
す
る

 
そ
う
す
れ
ば
い
つ
か

八
幡
君
の
中
で
は
そ
の
光
景
が
日
常
的
の
も
の
に
な

て
い
く
の
よ
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分
か
り
ま
し
た

今
度
か
ら
八
幡
さ
ん
の
前
で
は

ま
め
に
立

た
り
座

た
り
す
る
よ
う

に

て

 
そ
の
事
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
す

そ
う
そ
う

あ
く
ま
で
無
意
識
に

自
然
に
ね

 
さ
て
そ
れ
じ

あ
ぱ
ぱ

と
お
風
呂
に
入

た
後
八
幡
君
の
体
を
ベ

ド
ま
で
運
ぶ
と
し

ま
し

う
か

 
突
然
陽
乃
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

八
幡
さ
ん
を
ベ

ド
に
移
動
さ
せ
る
ん
で
す
か

え
え

そ
し
て
そ
の
後
私
達
は

そ
の
横
で
八
幡
君
の

を
し

か
り
胸
に

え
な
が
ら

 
幸
せ
そ
う
に
ぐ

す
り
眠

て
し
ま
う
の
よ

 
そ
う
す
れ
ば
優
し
い
八
幡
君
は

幸
せ
そ
う
に

す
る
私
達
を

こ
す

に
も
い
か
ず

 

り
に

り
ま
く

た
末
に

現

持
を
選
択
す
る
は
ず
よ

も
し
そ
の
時
ま
で
に

出
来
て
な
か

た
ら
ど
う
し
ま
す

当
然
そ
の
ま
ま

た
フ
リ
よ

く

言
を
言
う
の
も
あ
り
ね

さ
す
が
は
姉
さ
ん

勉
強
に
な
り
ま
す
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こ
う
し
て

り
上
が

た
二
人
は

そ
の
ま
ま

室
へ
と
消
え
て
い

た

 
そ
の
少
し
後
に

一

優
里
奈
の

鳴
が

こ
え
た

 
お
そ
ら
く
陽
乃
が
優
里
奈
の
胸
を

む
か
何
か
し
た
の
だ
と
思
う
が

 
そ
の
声
が
八
幡
の

に

く
事
は
な
か

た

 
お
う
ナ
タ
ク

待
た
せ
た
な

い
え

ア
サ
ギ
さ
ん
と
リ
オ
ン
さ
ん
も
も
う
少
し
し
な
い
と
到
着
し
な
い
ん
で

 
逆
に

か

た
く
ら
い
で
す
よ

そ
う
か
そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

し
か
し
二
人
の
装
備
が
ど
う
な

た
の
か
興
味
深
い
な

あ

そ
れ
と
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

こ
こ
に
あ
の
子
達
を

待
し
ち

目
で
す
か
ね

 
あ
の
姉
妹
の
装
備
も
完
成
し
た
ん
で
す
が
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
は
訓
練
場
が
無
い
か

ら 
出
来
れ
ば
こ

ち
に
呼
ん
だ
方
が
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ

あ
の
六
人
を
こ

ち
に
か

う

ん
ま
あ
そ
ろ
そ
ろ

合
い
か
分
か

た
迎
え
に
行

て
く
る
わ



 第６９３話 やはり陽乃は格違い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
願
い
し
ま
す

 
ど
う
や
ら
先
日
得
た
素
材
は
か
な
り
質
と

が
豊

だ

た
ら
し
く

 
調
子
に
乗

た
三
人
は

そ
の
ま
ま
六
姉
妹
の
分
の
装
備
ま
で
作

て
し
ま

た
ら
し
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
六
姉
妹
を
迎
え
に
行
く

に
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
へ
と
向
か

た

 
さ
て
優
里
奈
ち

ん

そ
れ
じ

あ
八
幡
君
を
運
ん
じ

い
ま
し

う
か

は
い

こ
う
い
う
の
は
ち

と
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
ね

い
た
ず
ら

て
い
う
の
は
い
つ
も
楽
し
い
も
の
だ
か
ら
ね

 
そ
の

入

を
終
え
た
二
人
は

八
幡
の
体
を

室
へ
と
運
ん
で
い
る
最
中
だ

た

 
幸
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
中
な

多
少
の

激
が
あ

て
も
八
幡
が
目
覚
め
る
事
は
な
い

よ
い
し

と

そ

と

そ

と

 
そ
し
て
無
事
に
八
幡
の
体
を
運
び
終
え
た
後

優
里
奈
が
陽
乃
に
こ
う

ね
て
き
た

こ
の
格
好
の
ま
ま

て
も
ら
う
の
は

さ
す
が
に
ち

と
八
幡
さ
ん
に
悪
い
で
す
か
ね

あ
ら
優
里
奈
ち

ん

ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
の
い
い
欲
望

じ

な
い

気
遣
い
ね
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そ
う
ね

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ

で
す
よ
ね

こ
れ
は
仕
方
が
な
い
事
な
ん
で
す
よ
ね

そ
れ
じ

あ
脱
が
し
ま
す
か

え
え

本
当
に
仕
方
な
い
け
ど
脱
が
せ
ま
し

う
か

 
二
人
は
そ
う
言

て

ノ
リ
ノ
リ
で
八
幡
の
服
を
脱
が
せ

 

中
い
く
つ
か
ト
ラ
ブ
ル
も
あ

た
が
無
事
に
八
幡
を
パ
ジ

マ
に
着

え
さ
せ
る
事
が
出

来
た危

な
か

た
で
す
ね

え
え

う

か
り
パ
ン
ツ
ま
で
脱
が
せ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ

た
わ
ね

と
か
言
い
な
が
ら
ハ
ル
姉
さ
ん

中
で
ど
う
し
よ
う
か
凄
く

し
て
ま
せ
ん
で
し
た

あ

分
か

た

全

で
パ
ジ

マ
を
着
せ
る
の
も
あ
り
か
な

て
迷

ち

て
ね

た

確
か
に
そ
れ
も
あ
り
だ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
陽
乃
が
一

で
気
が
大
き
く
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

優
里
奈
が
そ
う

 
普

な
ら
絶
対
に
言
わ
な
い
よ
う
な
事
を
言

た

ま
あ
こ
れ
で
い
い
で
し

う
そ
れ
じ

あ
八
幡
君
の

を

え
て

る
事
に
し
ま
し

う
か

は
い

家
族
は
川
の

に
な

て

る
の
が
普
通
で
す
か
ら
ね
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そ
う
微

に
理

武
装
を
し
つ
つ

二
人
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の

を
胸
に

む
よ
う
に
し
て

 
幸
せ
そ
う
に
八
幡
の
隣
に
横
た
わ

た
の
だ

た

 
む

何
か
両

が
幸
せ
に
な

た
気
が
し
た
な

正
直
自
分
で
言

て
て
も
意
味
が
分
か

ら
な
い
が

 
丁
度
そ
の

八
幡
は

そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら

ア
ル
ン
の
街
を
歩
い
て
い
た

よ
し
着
い
た

さ
て
と

ワ
・
カ
・
バ

と

 
八
幡
は
そ
う
パ
ス
ワ

ド
を
入
力
し

姉
妹
の
家
に
入

て
い

た

 
こ
の
ま
ま
奥
に
進
ん
で
も

特
に
何
か

ら
れ
た
り
し
た
事
は
無
い
の
だ
が

 
八
幡
は
一
応

儀
と
し
て

入
り
口
を
入

て
す
ぐ
の
所
に
あ
る
呼
び

を
押
し
た

 
こ
の
話
が
投
稿
さ
れ
る

に
は
新
元

が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
し

う
か

感

深
い
で

す
ね



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
第
６
９
４
話
 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
の
誘
い

 
今
日
で

仮

７
０
０
話
に
到
達
し
ま
し
た

実
質
７
０
０
話
も
も
う
少
し
で
す
ね

は

い

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
か
に

あ
れ

よ
く
分
か

た
な

こ
の
時
間
は

業
時
間
外

て
事
に
な

て
る
か
ら
に

 
ハ
チ
マ
ン
以
外
は
誰
も
来
る
は
ず
が
な
い
の
に

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を

リ
ツ
が
迎
え
に
出
て
き
た

 
リ
ツ
は
い
つ
も
の
巫
女
服
で
は
な
く
今
日
は
楽
な
格
好
を
し
て
お
り

 
以
前
と
は
違

て
張
り
詰
め
た
雰
囲
気
も
無
く
完
全
に
リ
ラ

ク
ス
出
来
て
い
る

が
確
認

出
来
た

も
し
か
し
て
も
う

て
た
り
し
た
か

う
う
ん

今
は
六
人
で
お

り
し
て
た
の
に

話
に

ね
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あ

せ

か
く
の
一
家
団
ら
ん
を

魔
し
ち

て
何
か
悪
い
な

気
に
し
な
く
て
い
い
の
に

み
ん
な
大
喜
び
に

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は
店

の
一
つ
奥
に
あ
る
居
間
に
案
内
さ
れ

 
そ
こ
で
六
人
に
歓
迎
さ
れ
る
事
と
な

た

お

ハ
チ
マ
ン
じ

な
い

ち

と
戦
う

戦
わ
ね
え
よ

あ

で
も
リ

ウ
用
の
装
備
は
新
し
く
完
成
し
た
ら
し
い
ぞ

 
今
日
は
そ
れ
で
み
ん
な
を
う
ち
の

点
に

待
し
よ
う
と
思

て
こ
こ
に
来
た

て

な
ん

だ
お

マ
ジ
で
か

行
く
行
く

当
然
俺
の
装
備
も
出
来
て
る
ん
だ
よ
な

当
然
リ
ク
の
装
備
も
出
来
て
る
ぞ

わ

私
の
も
か

あ
あ
リ
ツ
は
多
分
格
闘
系
の
装
備
だ
と
思
う
が
全
員
分

て

い
て
る
か
ら
あ
る
だ
ろ
う

な

点

て

噂
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
事
だ
よ
ね

 
興
味

々
だ

た
じ

ん

さ

さ
と
行
く
じ

ん
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な
の
な

ハ
チ
マ
ン
達
が

ら
し
て
る
所
を
見
て
み
た
い
の
な

い
や

ら
し
て
は
い
な
い
か
ら
な

か
い
事
は
別
に
い
い
の
な

く
行
く
の
な

ハ
チ
マ
ン
君
は

五
人
に
大
人
気
に

ね

そ
う
言
い
な
が
ら
リ
ツ
姉
は
ち

か
り
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
座

て
る
じ

ん

 
そ
れ
に
対
し
て
リ
ツ
は
た
だ
微
笑
ん
で
い
る
だ
け
だ

た
が

 
ど
う
や
ら
そ
の
場
を
他
者
に

る
気
は
ま

た
く
無
い
よ
う
だ

ま
あ
ま
あ

出
か
け
る
準
備
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら

俺
は
そ
れ
ま
で
こ
こ
で
待

て
る
わ

 
準
備
が
出
来
た
ら
み
ん
な
で
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
向
か
う
と
し
よ
う

 
最
近
家
事
の

を
上
げ
て
き
た
リ
ナ
に
お
茶
を
出
し
て
も
ら
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
六
人
の
準
備
が
出
来
る
の
を
待

て
い
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
料
理
シ
ス
テ
ム
は
基
本
ス
キ
ル
次
第
と
は
い
え

リ
ナ
も

を
上
げ
て
き
た
よ
な

 
そ
の
お
茶
に
は
リ
ナ
の
努
力
の
成
果
が
ハ

キ
リ
と

さ
れ
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
が
嬉
し
く
な

た
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本
当
に
あ
い
つ
ら
生
き
る
喜
び
に

れ
て
い
る
と
い
う
か

分
と
明
る
く
な

た
よ
な

お
待
た
せ
な

リ
ナ

チ

場
な
の
な

 
そ
う
言

て
リ
ナ
が
真

先
に
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
座

た

 
リ
ナ
は
い
つ
も
通
り
の
メ
イ
ド
服
調
の

と
は
違
い

 
年

の
女
の
子
ら
し
く

白
い
ワ
イ
シ

ツ
に
ピ
ン
ク
の
ス
カ

ト

で
あ
る

お

か

た
な
リ
ナ

と
い
う
か
今
日
は
リ
ナ

チ
な
の
な

リ
ナ

チ
の
真
似
を
す
る
な
の
な
と
言
い
た
い
所
だ
け
ど
で
も
ハ
チ
マ
ン
な
ら
別
に
い
い
か

な
今
日
は
い
つ
も
と
は
違
う
格
好
な
ん
だ
な

ち

と
見
違
え
た
ぞ

ハ
チ
マ
ン

今
日
の
リ
ナ
は
か
わ
い
い

お
う

か
わ
い
い
か
わ
い
い

や

た
の
な

ス
ク
ナ

あ
り
が
と
う

く
そ

一
番
じ

な
か

た
か

 
そ
こ
に
リ
ク
が
走

て

場
し
た

リ
ク
は
普

の
黒
い
フ

ド

で
は
な
く

 
柔
ら
か
そ
う
な
も
ふ
も
ふ
の
白
い
セ

タ

を
着
て
い
た
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お
そ
ら
く
そ
の
手
触
り
は

リ
ク
が
好
む
よ
う
な
感
触
に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
下
は
い
つ
も
は
シ

ト
パ
ン
ツ
の
上
に

明
な
ス
カ

ト
を
は
い
て
い
る
の
だ
が

 
今
日
は
中
が
見
え
な
い
紫
色
の
ス
カ

ト
を
は
い
て
い
る

 
お
そ
ら
く
下
に
は
シ

ト
パ
ン
ツ
は
は
い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る

ま
あ
い
い
か

俺
が
二
番
目
だ

ハ
チ
マ
ン
の
隣
を
ゲ

ト
だ

 
そ
う
言

て
リ
ク
は

ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
ジ

ン
プ
し
て
ボ
ス

と
座

た

 
そ
れ
に
よ

て
ス
カ

ト
が
ま
く
れ
て
下
着
が
も
ろ
に
見
え
て
し
ま

て
い
る
の
だ
が

 
リ
ク
は
そ
の

態
を
ま

た
く
気
に
せ
ず
ハ
チ
マ
ン
の
隣
で
楽
し
そ
う
に
足
を
ブ
ラ
ブ
ラ
さ
せ

て
い
た

お

お
い
リ
ク

ス
カ

ト

ス
カ

ト
が

あ
あ
ん

別
に
そ
ん
な
の
い
つ
も

あ

 
リ
ク
は
そ
う
言

て

す
ま
し
た
顔
で
ス
カ

ト
を
直
し
た
後

 
ま

た
く
普
通
の
口
調
で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

い
や

新
し
い
武
器

楽
し
み
だ
な

お
う

わ
く
わ
く
す
る
よ
な
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リ
ク
は
露
骨
に
話
題
を

ら
し

ハ
チ
マ
ン
も
そ
れ
に
乗
り

 
今
の
出
来
事
に
関
し
て
は
ス
ル

す
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 
リ
ク
の
顔
が
少
し

く
な

て
い
た
事
も

そ
の
一
因
だ

た
だ
ろ
う

ふ

二
人
と
も

す
ぎ
じ

ん

 
そ
こ
に
息
せ
き
切

て
飛
び
込
ん
で
き
た
リ

ク
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
隣
が
空
い
て
い
な
い
こ
の

況
を
見
て

そ
う
絶
叫
し
た

あ
あ
ん

乗
り

れ
た
リ

ク
が
悪
い
ん
だ
ろ

く
 
リ

ク
の
服
装
は

い
つ
も
の
セ

ラ

服
に
似
た
格
好
と
は
ま

た
く
違
い

 
三
層
の
レ

ス
フ
リ
ル
の
つ
い
た

出
し
ブ
ラ
ウ
ス
に

 
薄
い

色
の
フ
レ
ア
ス
カ

ト
と
い
う
い
で
た
ち
だ

た

も
う
い
い

私
は
こ
こ
に
座
る
じ

ん

あそ

そ
れ
は
ず
る
い
の
な

 
リ

ク
は
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
の

の
上
に
飛
び
乗
り
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満
足
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
背
中
を
も
た
せ
か
け
た

 
そ
の
時
残
り
の
三
人
が
部
屋
に

を
現
し

そ
の
リ

ク
の

を
見
て
ぎ

と
し
た

あ
ら
あ
ら

凄
い
事
に
な

て
る
わ
ね

ハ
チ
マ
ン
君
は
や

ぱ
り
モ
テ
モ
テ
に

リ

リ

ク

そ
れ
は
や
り
す
ぎ
だ

と
い
う
か

ま

 
最
後
に
リ
ン
が

小
さ
な
声
で
悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
リ

ウ
は
黒
い
ロ
ン
グ
ス
カ

ト
を
は
き

上
は
白
の
タ
ン
ク
ト

プ
に

 
黒
の
レ
ザ

ジ

ケ

ト
を

て
い
る

 
リ
ツ
は
何
故
か
ス

ツ

で
あ
り

お
し

れ
な
の
か

を
か
け
て
い
た

 
そ
の

は
後
ろ
で
簡

に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り

一
見
す
る
と
ま
る
で
女
教
師
の
よ
う
だ

 
リ
ン
は
ジ

ン
ズ

に
白
い

シ

ツ
を
着
て
い
る
だ
け
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
格
好
で
あ

た 
だ
が
そ
の

に
は
大
き
な
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン
が
結
わ
え
ら
れ
て
い
た

み
ん
な
い
つ
も
と
は
格
好
が
違
う
ん
だ
な

う
ん

凄
く
い
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
六
人
の
服
装
を
見
て

素
直
な
気
持
ち
で
そ
う
言

た
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人
を
褒
め
る
事
に
関
し
て
は
不
器
用
な
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た
が

 
正
直
な
気
持
ち
と
い
う
の
は

き
ち
ん
と
相
手
に
伝
わ
る
も
の
だ

 
六
人
は
そ
の
言
葉
に
笑
顔
を
見
せ

こ
う
し
て
六
人
は

 
ハ
チ
マ
ン
の
案
内
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
二
十
二
層
へ
と
向
か

た

お
お

何
だ
こ
こ

凄
え
明
る
い
な

緑
と

凄
く
落
ち
着
く
に

あ

水
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
流
れ
て
る
の
な

あ
れ
は
川

て
奴
だ

あ
そ
こ
で
釣
り
と
か
も
出
来
る
ぞ

今
度

し
に
や

て
み
る
か

釣
り

釣
り

て
何

に
針
と
糸
を
つ
け
て

川
に
い
る

を
取
る
遊
び
だ
な

そ
れ
は
興
味
深
い
じ

ん
ね

そ
の

て
の

戦
え
る

お
前
は
そ
の
芸
風
を
い
い
加

何
と
か
し
ろ

 
あ

中
に
は
そ
う
い
う

も
い
る
ぞ

俺
も
前
に
戦

た
事
が
あ
る

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
な
ら
や

て
み
た
い
わ
ね
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そ
ん
な
雑
談
を
し
な
が
ら
六
人
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
向
か

て
歩
い
て
い

た

 
も
う
深
夜
近
い
と
は
い
え

そ
の
道

い
に
は
そ
れ
な
り
に
ま
だ
プ
レ
イ
ヤ

が
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
達
を
興
味
深
く
見
つ
め
て
い
た

な

何
か
人
が
多
く
な
い
か
に

こ
こ
は
い
つ
も
こ
ん
な
も
ん
だ

観
光
地
み
た
い
に
な

て
る
か
ら
な

何
か
落
ち
着
か
な
い

気
に
す
る
な
リ
ン

一
定

囲
以
内
に
は
近

け
な
い
よ
う
に
な

て
る
か
ら
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
入
り
口
前
に
は
誰
も
い
な
か

た

こ
こ
が
ハ
チ
マ
ン
の
家
な
の
な

お
う

こ
こ
が
俺
達
の
本

地

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
だ

思

た
よ
り
小
さ
い
ん
だ
な

ま
あ
外
見
は
な

中
は
見
た
目
よ
り
も
広
い
ぞ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
慣
れ
た
手
付
き
で
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

 
そ
の

間
に

囲
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

き

た

プ
レ
イ
ヤ

リ

ウ

リ
ク

リ
ツ

リ
ン

リ
ナ

リ

ク
に
ゲ
ス
ト
パ
ス
を
発
行
し
ま
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す 
実
行
開
始

実
行
完
了

パ
ス
が
発
行
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
で
良
し

と

さ
あ

中
に
入
る
ぞ

 
そ
の
直
後
に

の
入
り
口
が
開
き

七
人
は
そ
の
ま
ま
中
に
入

た

こ
れ

て

旋

て
奴
だ

け

何
か
わ
く
わ
く
す
る
な

も
う
す
ぐ
見
え
て
く
る
ぞ

ほ
ら

あ
れ
だ

 
そ
こ
に
は
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
家
が

て
お
り

 
姉
妹
達
は
そ
れ
を
見
て
き

と
ん
と
し
た

も
し
か
し
て
う
ち
よ
り

い
の
か

ま
だ
こ
こ
は
中
じ

な
い

ほ
れ

行
く
ぞ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
扉
を
開
け
た

お

ハ
チ
マ
ン

お
帰
り

キ
ズ
メ
ル
か

悪
い
が
お
茶
を
人

分
頼
む
わ

任
せ
ろ

私
も
大
分
お
茶
を
入
れ
る
の
が
上
手
に
な

た
ん
だ
ぞ
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そ
れ
は
楽
し
み
だ

ナ
タ
ク
達
は
ど
こ
に
い
る

訓
練
場
だ
な

そ
れ
じ

あ
悪
い
が
お
茶
も
そ

ち
に
頼
む
わ

あ
あ

分
か

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

に
静
か
な
姉
妹
達
の
方
に

り
向
い
た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

あ

ち
の
訓
練
場
の
方
に

て

ど
う
し
た

な

何
こ
れ
凄
い

と
ん
で
も
な
い
広
さ
に

お
お

強
者
の
気
配
が

ん

ん
す
る
ね

う
お
お
お
お

こ
れ
は

る
な

大
き
い
の
な

び

く
り
な
の
な

ハ
チ
マ
ン

こ
こ
が

お
う

こ
こ
が
俺
達
の
本

地
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

そ
の
中

部
だ

 
六
人
は
ど
う
や
ら
圧
倒
さ
れ
て
い
る
ら
し
く

に
は
言
葉
が
出
て
こ
な
い
よ
う
だ

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

気
分
良
さ
そ
う
に
訓
練
場
の
方
へ
向
か

て
歩
き
出
し
た
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そ
れ
じ

あ
み
ん
な

こ

ち
だ

 
六
人
は
そ
の
後
を
大
人
し
く
付
い
て
い
き

そ
の
ま
ま
訓
練
場
の
中
に
入

た

う
わ

も

と
広
い

こ
こ

て
戦
う
場
所
だ
よ
ね

ね

そ
う
な
ん
で
し

興
奮
し
す
ぎ
だ
リ

ウ

後
で
ち

ん
と
相
手
を
し
て
や
る
か
ら
そ
れ
ま
で
我
慢
し
ろ

本
当
に

約
束
し
た
か
ら
ね

 
珍
し
く
リ

ウ
が

前
の
め
り
で
そ
う
言

た

 
リ

ウ
は
ま
だ
ハ
チ
マ
ン
と
一
度
も
ま
と
も
に
戦

て
も
ら
う
事
が
出
来
て
お
ら
ず

 
こ
こ
に
き
て
そ
の
望
み
が
や

と
実
現
し
た

で
あ

た

他
の
五
人
も

こ
こ
で
新
し
い
装
備
を

し
て
み
る
と
い
い

 
見
れ
ば
分
か
る
通
り

そ
れ
く
ら
い
の
広
さ
は
あ
る
か
ら
な

 
ギ

ン

 
そ
の
時
遠
く
か
ら

す
さ
ま
じ
い
金
属
音
が

こ
え
た

ん

何
だ

あ
そ
こ
で
誰
か
が
戦

て
る
に
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あ
あ

ア
サ
ギ
さ
ん
と
リ
オ
ン
か

お

あ
れ
は

 
七
人
は
そ
の
ま
ま
二
人
が
戦

て
い
る
方
へ
と
近
付
い
て
い

た

 
見
る
と
リ
オ
ン
が
両
手
で
し

か
り
と
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
持
ち

 
そ
こ
か
ら
ア
サ
ギ
に
向
け
て

何
か
が

び
て
い
る
の
が
見
え
た

何
こ
れ
何
こ
れ

あ

ハ
チ
マ
ン

 
私
の
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
に
何
を
付
け
て
く
れ
ち

て
る
の
よ

パ
イ
ル
バ
ン
カ

の
事
か

合
は
ど
う
だ

い
い
だ
ろ

衝
撃
が
強
す
ぎ
て
こ

ち
が
飛
ば
さ
れ
ち

う
わ
よ

ち

ん
と
ア
イ
ゼ
ン
を
使
え

頑
張

て
使
い
こ
な
す
ん
だ
ぞ

う

ハ
チ
マ
ン
の
馬

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
リ
オ
ン
の
絶
叫
は

訓
練
場
中
に

き

た
の
だ

た
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第
６
９
５
話
 
姉
妹
達
の
新
装
備

ハ
ル
姉
さ
ん

八
幡
さ
ん

い
で
す
ね

新
装
備
の
お
披
露
目
だ
か
ら

や

ぱ
り
そ
れ
な
り
に
時
間
が
か
か
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

私

そ
ろ
そ
ろ
眠
く
な

て
き
ま
し
た

私
も
よ

八
幡
君
が
ど
ん
な
反
応
を
す
る
の
か
見
た
い
と
思

て
た
け
ど
も
う
限
界

 
ふ
わ

お
や
す
み
優
里
奈
ち

ん

ま
た
朝
に
ね

は
い

お
や
す
み
な
さ
い

 
雑
談
を
し
な
が
ら
八
幡
の
帰
り
を
待

て
い
た
ら
し
い
二
人
も
そ
ろ
そ
ろ
限
界
の
よ
う
だ

 
二
人
は
し

か
り
と
八
幡
の

を
胸
に

き
つ
つ
つ
い
で
に
八
幡
の
足
に
自
分
達
の
足
を

め 
そ
の
ま
ま
急
速
に
眠
り
に
落
ち
て
い

た

二
人
は
眠
か

た
せ
い
で
意
識
し
て
い
な
か

た

が 
そ
の
時
点
で
二
人
の
パ
ジ

マ
は
か
な
り
は
だ
け
て
お
り
非
常
に
危
険
な

態
と
な

て
い

た
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こ
の

態
で
八
幡
が
ど
ん
な
反
応
を

す
か
は

神
の
み
ぞ
知
る

  
一
方
そ
の

八
幡
は
ア
サ
ギ
の
装
備
に
つ
い
て
ナ
タ
ク
と
ア
サ
ギ
か
ら
説
明
を
受
け
て
い

た
防

は
思

た
よ
り

装
な
ん
だ
な

ア
サ
ギ
さ
ん
は
か
な
り
動
き
回
る
タ
ン
ク
で
す
か
ら
ね

基
本
は
こ
の

で
敵
の
攻
撃
を

く
事
に
な
る
み
た
い

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
じ

あ
足
を
止
め
る
事
に
な
る
装
備
は

だ
な

ア
イ
ゼ
ン
も
付
け
て
も
ら

た
け
ど

こ
れ
を
使
う
の
は

 
ボ
ス
ク
ラ
ス
の
よ

ど
の
強
敵
が
相
手
の
時
だ
け
に
な
る
と
思
う
わ
あ
と
は
さ

き
み
た

い
な

 
そ
う
言

て
ア
サ
ギ
は
チ
ラ
リ
と
リ
オ
ン
の
方
を
見
た

あ
あ
い
う
攻
撃
な

ま
あ
受
け
流
せ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

そ
う
出
来
な
い
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
し
ね

だ
な

魔
法
へ
の
対
応
は
ど
う
な

て
る
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公
主
の
基
本
機
能
で
何
と
か
す
る
つ
も
り
で
す

 
大
魔
法
を
全
部
防
ぐ
の
は
無
理
で
す
が
あ
る

度
の

模
ま
で
の
魔
法
は

収
す
る
事
が
可

能
で
す

そ
の

収
し
た
魔
力
は
ど
こ
で
使
う
ん
だ

敵
の
攻
撃
を
反
射
す
る
の
に
使
う
わ

衝
撃
の
全
部
を
無

化
な
ん
て
出
来
な
い
け
ど

 
そ
れ
に
よ

て
タ
ン
ク
能
力
は
か
な
り
向
上
す
る
と
思
う

確
か
に
敵
の
攻
撃
を

ず

と
片
手
で

ね
返
し
続
け
る
の
は
負
担
が
大
き
い
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ア
サ
ギ
の
両
手
を
見
た

し
か
し

ま
さ
か
そ
う
く
る
と
は
な

王

や

に
つ
い
て
い
る
機
能
で
す
ね

要
は
分
離
と
合
体
で
す

 
そ
の
言
葉
通
り

ア
サ
ギ
の
両
手
に
は
二
本
の

公
主
が

ら
れ
て
い
た

そ
の
分
扱
い
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
が

ア
サ
ギ
さ
ん
は
凄
く
機
転
が
き
く
の
で

 
使
い
こ
な
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
作
り
ま
し
た

大
丈
夫

コ
ツ
は
掴
み
つ
つ
あ
る
か
ら

 
ア
サ
ギ
は

く
そ
う
言

た
が

そ
の
顔
に
は
自
信
が

れ
て
い
た
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ま
あ
武
器
に
つ
い
て
は
オ

ケ

だ

 
リ
オ
ン
に
関
し
て
は

パ
イ
ル
バ
ン
カ

以
外
の
装
備
は
追
加
さ
れ
て
な
い
ん
だ
よ
な

は
い

武
器
に
関
し
て
は
そ
う
で
す
ね

あ
い
つ

あ
れ
を
使
い
こ
な
せ
る
の
か
ね

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
リ
オ
ン
に

線
を
向
け
た

 
そ
の
リ
オ
ン
は
仮
想
の
敵
相
手
に
パ
イ
ル
バ
ン
カ

を
ぶ

放
し
て
お
り

 
微

に
ア
イ
ゼ
ン
の
展
開
が

い
せ
い
か

そ
の
度
に
後
方
に
下
が

て
い
た

リ
オ
ン
ち

ん
な
ら
大
丈
夫

あ
の
子
は
努
力
家
だ
も
ん

だ
な

験
の
結
果
も
相
当
良
か

た
ら
し
い
し
な

 
そ
れ
こ
そ
学
校
に
通
う
事
を
免

し
て
も
ら
え
る
く
ら
い
に
な

う
ん

あ
れ
に
は
本
当
に
驚
い
た
わ

 
ア
サ
ギ
も
そ
れ
に
同
意
し
た

本
当
に
驚
く
べ
き
出
来
事
だ

た
よ
う
だ

お
か
げ
で
最
近
は

よ
く
リ
オ
ン
ち

ん
の
部
屋
に

め
て
も
ら

て
る
ん
だ
け
ど
ね

ア
サ
ギ

あ
い
つ
の
事

ち

ん
と
見
て
て
や

て
く
れ
な

 
も
し
潰
れ
そ
う
な
気
配
が
あ

た
ら
直
ぐ
に
教
え
て
く
れ
無
理
し
て
な
い
か
正
直
心
配
な
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ん
だ
よ

 
こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
が

ク
リ
シ

ナ
こ
と

紅
莉
栖
の

常
性
を

 
よ
く
理
解
し
て
い
る
が

に
出
て
き
た
言
葉
で
あ
る

 
そ
れ
く
ら
い

紅
莉
栖
と
い
う
人
物
の
天
才
性
が
飛
び
抜
け
て
い
る
と
い
う
事
な
の
で
あ

ろ
う

 
そ
ん
な
紅
莉
栖
と
共
に
行
動
し
て
い
る
理
央
の
負
担
は
ハ
チ
マ
ン
に
は
計
り
知
れ
な
い

う
ん

お
か
し
な
事
が
あ

た
ら
直
ぐ
に
教
え
る
ね

あ
り
が
と
う

宜
し
く
頼
む
わ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

て
ア
サ
ギ
に

を
下
げ
た
の
は

 
ア
サ
ギ
に
と

て
は
か
な
り
好
感
度
の
高
い
行

だ

た
ら
し
い

 
ア
サ
ギ
は
心
か
ら
の
笑
顔
を
見
せ
リ
オ
ン
と
模

戦
を
し
て
く
る
と
言

て
そ
ち
ら
に
駆

け
て
い

た

 
次
は
い
よ
い
よ
姉
妹
の
装
備
の
出
番
で
あ
る

さ
て

そ
れ
じ

あ

番
に
い
く
か

そ
ろ
そ
ろ
着

え
も
終
わ
る

だ
と
思
う
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
サ
ギ
と
⻑
々
と
お

り
が
出
来
た
理
由
は
こ
れ
で
あ

た
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今
姉
妹
達
は

新
し
い
装
備
へ
の
ワ
ン
タ

チ
で
の
着

え
の
設
定
を
す
る

に

 
少
し
遠
く
で
あ
く
せ
く
と
コ
ン
ソ

ル
を
い
じ

て
い
た
の
だ

た

ま
あ
来
た

て
事
で
い
い
よ
な
ナ
タ
ク

は
い

最
初
は

リ
ク
さ
ん
で
す
ね

あ
い
つ
は
器
用
だ
か
ら
な

ま
あ

当
だ
な

 
姉
妹
達
の
装
備
は

デ
フ

ル
ト

態
か
ら
デ
ザ
イ
ン
の
大
き
な
変
更
は
無
い
よ
う
だ

 
た
だ
一
つ
明
ら
か
に
違
う
の
は

そ
の

に
装
備
し
て
い
る

金
で
あ

た

 
そ
こ
に
は
姉
妹
を
象
徴
す
る
葉

ぱ
の
マ

ク
が

か
れ
て
お
り

 
同
時
に
全
身
に
行
き

る
よ
う
な

く
は
あ
る
が
防
御
フ

ル
ド
も

成
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ

 
そ
れ
と
は
別
に

そ
れ
ぞ
れ
に
姉
妹
独
自
の
エ
ン
チ

ン
ト
が

さ
れ
て
い
る

い
え

い

今
度
こ
そ
一
番
乗
り
だ

 
そ
こ
に
い
つ
も
の
よ
う
に
フ

ド
を
被

た
リ
ク
が
到
着
し
た

リ
ク
は
魔
法
を
テ
ク
ニ
カ
ル
に
使
え
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
い
く
ん
だ

た
よ
な

あ
あ

あ
る

度
の
⻑
さ
の

文
は
許
容
す
る
が
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俺
と
し
て
は
小
さ
な
魔
法
で
バ
ン
バ
ン
押
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
が
好
み
だ
な

な
の
で

金
に

口
の
エ
ン
チ

ン
ト
を
付

し
ま
し
た

な
る
ほ
ど
な

リ
ク

い
け
そ
う
か

お
う

余

余

む
し
ろ
魔
法
の
発
動
が

く
て
気
持
ち
い
い
よ
な

そ
し
て
武
器
は
こ
れ
で
す

簡

な
魔
法
な
ら
空
中
に

定
出
来

 
な
お
か
つ
直
前
に
使

た
魔
法
を
三
回
ま
で
複
製
出
来
る

コ
ピ

キ

ト
で
す

模

犯
と
き
た
か

な
る
ほ
ど
な

 
そ
う
い
え
ば
小
猫
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ダ
ミ

キ

ラ
も
そ
ん
な
名
前
だ

た
な

そ
う
な
ん
で
す
か

偶
然
で
す
ね

 
そ
の

は

と
い
う
に
は
小
さ
く

何
か
の

の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
た

 
そ
し
て
ナ
タ
ク
は
何
事
か
を
リ
ク
に

打
ち
し

リ
ク
は
そ
の
直
後
に
い
き
な
り
空
中
に

 

属
性
の
足
場
の
よ
う
な
物
を
四
つ

成
し
た

な
る
ほ
ど

こ
う
だ
な

さ
す
が
飲
み
込
み
が

い
で
す
ね

凄
い
で
す
よ
リ
ク
さ
ん

ふ
ふ
ん

そ
う
だ
ろ
そ
う
だ
ろ

俺
は
こ
う
い
う
の
は
得
意
な
ん
だ
よ
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そ
う
言
い
な
が
ら
リ
ク
は

文
を
素

く
口
走

て
は
放
出
し

 
見
る
見
る
う
ち
に

空
中
に
小
さ
な

色
い
直
方
体
の
物
体
を

べ

 
そ
の
上
を
滑
る
よ
う
に
走
り
出
し
た

お
お

何
だ
そ
れ

ブ

ツ
に
魔
法
を
反
射
す
る
仕
組
み
を
エ
ン
チ

ン
ト
し
て
あ
る
ん
で
す
よ

 
強
す
ぎ
る
せ
い
で
本
来
は
三

者
に
許
可
さ
れ
る
よ
う
な
エ
ン
チ

ン
ト
じ

な
い
ん
で
す

が 
反
射

離
を
限
り
な
く

く
し
実
戦
で
盾
と
か
に
エ
ン
チ

ン
ト
す
る
の
に
は
向
か
な
い
ど

こ
ろ
か

 
役
に
立
た
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
性
能
を
落
と
す
事
に
よ

て

や

と
実
現
出
来
ま
し
た

ほ
う

つ
ま
り
ど
う
い
う
事
だ

魔
法
を
ほ
ん
の
少
し
だ
け

き
返
す

て
事
は

 
つ
ま
り
一
セ
ン
チ
く
ら
い
で
は
あ
り
ま
す
が
あ
あ
や

て
空
中
に
設
置
し
た
魔
法
の
上
に
立

て
る
ん
で
す

 
な
の
で
足
の

度
を
上
手
く
調
整
す
れ
ば
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あ
あ
い

た
移
動
を
す
る
事
が
可
能
に
な
る

ん
で
し

う
ね

 
す
み
ま
せ
ん

リ
ク
さ
ん
に
言
わ
れ
て
作

た
も
の
の

 
ま
さ
か
こ
ん
な
使
い
方
を
す
る
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た
の
で
こ
れ
は
僕
な
り
の
解

に
な
り
ま
す

ま
あ
実

に
あ
あ
し
て
動
い
て
る

だ
し
な

多
分
そ
う
な
ん
だ
ろ
う

 
二
人
の
目
の
前
で
リ
ク
は

楽
し
そ
う
に
空
中
を
散
歩
し
て
い
た

 
普
通
に
飛
べ
る
エ
リ
ア
で
は
役
立
た
ず
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 

な
ど
の
飛
べ
な
い
エ
リ
ア
で
は

そ
の
力
は
大
い
に
発

さ
れ
る
に
違
い
な
い

あ
は
は
は
は

最
高

 
リ
ク
は
足
場
が
完
全
に
は
無
く
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
遣
い
な
が
ら

 
楽
し
そ
う
に
空
中
か
ら
魔
法
を
連
発
し
て
い
た

そ
の
練

は
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
続
く
の

だ
ろ
う

ハ
チ
マ
ン
君

次
は
私
に

 
そ
こ
に
リ
ツ
が

い
つ
も
の
巫
女
服

で
現
れ
た

お
お

次
は
リ
ツ
か

リ
ツ
は
ヒ

ラ

望
な
ん
だ
よ
な
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う
ん

だ
か
ら
こ
れ
も
簡

な
魔
法
を
ス
ト

ク
出
来
る
だ
け
の
機
能
し
か
持

て
な
い
の

 
名
前
は
ス
ト
レ

ジ
・
ス
タ

フ
に

魔
法
ス
ト

ク

は
い

こ
れ
は
外
部
の

金
と
連
動
さ
せ
て

 
通
常
の
魔
法
の
半
分

度
の

力
の
魔
法
を
五
つ
ほ
ど
ス
ト

ク
出
来
ま
す

 
ナ
タ
ク
は
そ
う
言

て

リ
ツ
が

に
つ
け
て
い
る

金
を
指
差
し
た

 
そ
こ
に
は
無
色
の
宝
石
が
五
つ
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り

 
今
は
そ
の
う
ち
の
三
つ
が
白
く
光

て
い
る

態
だ

た

今
は
ヒ

ル

に

あ
と
は
私
に
使
え
る
の
は
足
止
め
の
魔
法
く
ら
い
だ
か
ら

 

し
に
そ
れ
を
二
つ
込
め
て

と

 
リ
ツ
が

文
を

え
る
と

リ
ツ
の

の
宝
石
の
残
り
二
つ
が
緑
色
に
光

た

こ
れ
で
バ
イ
ン
ド

に

そ
れ
じ

あ
放
出

 
リ
ツ
の
持
つ
ス
ト
レ

ジ
・
ス
タ

フ
に
は
五
つ
の
ボ
タ
ン
が
付
け
ら
れ
て
お
り

 
リ
ツ
が
そ
れ
を
押
す
と
ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
の
足
元
に
一

緑
色
の
手
の
よ
う
な
物
が
現

れ
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二
人
の
足
を
一

だ
け

束
し
て
消
え
た

な
る
ほ
ど

敵
の
進
軍
の

害
だ
け
な
ら
こ
の
く
ら
い
が

当
だ
よ
な

走

て
る
最
中
に
こ
れ
を
や
ら
れ
る
と

絶
対
に
転
ん
じ

い
ま
す
か
ら
ね

ヒ

ル
の

力
は
小
さ
く
と
も

事
前
に
準
備
し
て
お
け
る
分

 
本
当
に
お
ま
け
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
か
ら
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

と
し
て
は
い
い
感
じ
だ
よ
な

そ
う
な
の
に

後
は
使
え
る
魔
法
の
種

を

や
せ
ば
戦
い
に
も
応
用
が
き
く
に

頑
張
れ
よ

リ
ツ

う
ん

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン
君

ナ
タ
ク
君

 
次
に
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た
の
は
リ
ン
で
あ

た

 
そ
の

は
い
つ
も
通
り

ラ
イ
ダ

ス

ツ
を
着
て
い
る
よ
う
な

で
あ
る

リ
ン
は
パ
ワ

フ

イ
タ

だ
ろ
う
し

ま
あ
普
通
の
装
備
な
ん
だ
な

う
ん

一
応
魔
法

収
は
あ
る
け
ど
ね

名
前
は
ス
ラ

シ

ナ

ク
ル

て
言
う
み
た
い

名
前
か
ら
す
る
と

撃
の
機
能
が
つ
い
て
そ
う
だ
な

う
ん

さ

き
リ

ク
に
魔
法
を
撃

て
も
ら

た
か
ら

ち

と
そ
こ
で
見
て
て

 
そ
う
言

て
リ
ン
は

シ

ド

ボ
ク
シ
ン
グ
の
要
領
で
拳
を

る

た
後
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何
か
を
な
ぎ

う
よ
う
に
手
を
横
に

た

 
そ
の
手
の
先
か
ら
刃
の
よ
う
な
物
が
飛
び
出
す
の
を

ハ
チ
マ
ン
は
確
か
に
見
た

果
時
間
は
一

な
ん
だ
な
と
は
い
え
こ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
の
が
一
番
手
ご
わ
い
ん
だ
よ

な
こ
れ
も
制
約
が
厳
し
か

た
ん
で
す
よ
ね

な
の
で
一

し
か
使
え
な
い
ん
で
す
よ

確
か
に
ず

と
使
え
た
ら

そ
れ
は
そ
れ
で
ま
ず
い
だ
ろ
う
な

 

体
的
に
は
魔
法
使
い
の
出
番
が
無
く
な

ち
ま
う

で
す
ね

な
の
で
ま
あ
こ
れ
く
ら
い
が

当
か
な
と

十
分
だ
よ

気
に
入

た

 
リ
ン
は
本
当
に
気
に
入

た
ら
し
く

嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
次
に
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た
の
は
リ
ナ
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン

リ
ナ
は
み
ん
な
に
力
を

え
る
事
に
し
た
の
な

付

術
師
か

ク
リ
シ

ナ
み
た
い
な
感
じ
か

リ
ナ
さ
ん
の

金
と

に
は

両
方
に
魔
法

果

⻑
を
付
け
て
お
き
ま
し
た

 
名
付
け
て
エ
ン
ハ
ン
ス
・
ス
タ

フ
で
す
ね
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と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
に

補
助
魔
法
を
か
け
て
み
る
の
な

 
そ
う
言

て
リ
ナ
は

文
の

を
始
め
た
の
だ
が

 
何
故
か
そ
の

文
は
い
く
つ
も
の
違
う
言
葉
が
重
な

て

こ
え
ハ
チ
マ
ン
は
首
を

げ

た
何
だ
こ
れ
は

ナ
タ
ク

ど
う
な

て
る
ん
だ

何
で
す
か
ね

僕
に
も
サ

パ
リ
で
す
よ

 
ナ
タ
ク
に
も
そ
う

こ
え
た
の
か

同
じ
よ
う
に
首
を

げ
て
い
た

 
そ
し
て
リ
ナ
は

文
を
完
成
さ
せ
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
の
体
に
六
つ
の
強
化
魔
法
が
同
時

に
か
か

た

う
お

何
だ
こ
れ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ど
う
し
ま
し
た

強
化
魔
法
が
六
つ
同
時
に
か
か

て
や
が
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
の
ス
テ

タ
ス
を
確
認
し
な
が
ら
そ
う
言

た

え
え

 
そ
ん
な
二
人
に
リ
ナ
は

得
意
げ
な
顔
で
言

た



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

全
員
で
別
々
の

文
を

し
た
か
ら
当
然
な
の
な

マ
ジ
か
よ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

全
員

て
何
の
事
で
す
か

い
や

そ
れ
が
な

 
こ
の
事
実
を
前
に
ハ
チ
マ
ン
は
ナ
タ
ク
に
だ
け
リ
ナ
の
特

性
を
話
し
て
お
く
事
に
し
た

 
そ
の
説
明
を

い
た
ナ
タ
ク
は
な
る
ほ
ど
と

い
た
が
正
直
信
じ
ら
れ
る
よ
う
な
事
で
は
な

い 
な
の
で
二
人
は
現
実
だ
け
を
見
る
事
に
し
た

理
屈
は
分
か
ら
な
い
が

 
と
に
か
く
リ
ナ
は
そ
う
い
う
事
が
可
能
な
の
だ
と
思

て
お
こ
う
と
い
う
事
だ

参

た
な

こ
い
つ
天
才
か
よ

い
や

天
才
と
い
う
よ
り
特

な
ス
キ
ル
か

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
そ
れ
は
褒
め
て
る
の
な

お
う

大
絶

だ

や

た
の
な

ハ
チ
マ
ン
に
褒
め
て
も
ら

た
の
な

ま

た
く
お
前
に
は
一
番
驚
か
さ
せ
ら
れ
る
わ

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
は
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リ
ナ
を
一

プ
レ
イ
ヤ

と
は
絶
対
に
組
ま
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
認
識
で
一
致
し
た
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第
６
９
６
話
 
ハ
チ
マ
ン
の
偉
業

さ
て

次
は
リ

ク
の
番
じ

ん
ね

リ

ク
は
い
つ
も
の
セ

ラ

服
か

い
つ
も
の
と
は
失

な

ほ
ん
の
ち

と
だ
け
違
う
所
が
あ
る
じ

ん

ん

そ
れ
は
見
た
目
的
に
か

う
ん

う

ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
わ
れ
て
リ

ク
の
服
装
を
じ

と
見
た
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
に
は
そ
の
違
い
が
よ
く
分
か
ら
な
か

た

悪
い

俺
に
は
分
か
ら
な
い
わ

ス
ク
ナ
と
話
を
し
て

ス
カ

ト
の
丈
を
一
セ
ン
チ

く
し
て
も
ら

た
じ

ん

え

た

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

い
つ
も
と
ち

と
違
う
気
も
す
る
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
じ

と
リ

ク
の
太
も
も
を
見
つ
め

 
リ

ク
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
自
分
の
絶
対
領

を

し
た
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そ

そ
ん
な
に
じ

と
見
る
な

お

お
う

悪
い

な
る
べ
く
見
な
い
よ
う
に
す
る
わ

そ
れ
じ

あ

く
し
た
意
味
が
な
い
じ

ん

ち

ん
と
見
て
よ

ど

ち
だ
よ

 
ど
う
や
ら
リ

ク
の
女
心
は
複
雑
な
よ
う
だ

で

お
前
の
そ
の
装
備

そ
れ
は
一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ

 

金
が
他
の
奴
と
は
か
な
り
違
う
み
た
い
だ
が

 
そ
の
言
葉
通
り

そ
の

金
か
ら
は

四
本
の
触
手
の
よ
う
な
物
が

び
て
お
り

 
そ
の
先

に
は
宝
石
の
よ
う
な
物
が
は
ま

て
い
た

 
武
器
は
ラ
イ
フ
ル
型
の
魔
法
銃
に
見
え
る
が

ナ
タ
ク
が
作

た
の
だ

 
も
し
か
し
た
ら
そ
う
で
は
な
く
ま
た
別
な
物
な
の
か
も
し
れ
な
い

こ
れ
は

器
じ

ん

こ
の
テ
ン
タ
ク
ル
ラ
イ
フ
ル
の

力
を
高
め
る
じ

ん

え

そ
う
な
の
か

こ
れ
が

実

に
や

て
み
る
じ

ん

 
そ
う
言

て
リ

ク
は
地
面
に

を
つ
き
ラ
イ
フ
ル
を
訓
練
場
の
反
対
側
に
あ
る
的
に
向
け
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た 
そ
の

間
に
そ
の
四
本
の
触
手
が
そ
ち
ら
の
方
を
向
き

 
そ
こ
に
レ
ン
ズ
の
よ
う
な
物
を

か
び
上
が
ら
せ
た

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

は
い
実

銃
じ

無
理
で
す
が
魔
法
銃
な
ら
い
け
る
か
な

て
思

て
実
験
し
て
た
ん
で

す
け
ど

 
こ
れ
が
存
外
上
手
く
い
き
ま
し
て

さ
す
が
は
ナ
タ
ク

マ

ド
だ
な

は
い

マ

ド
で
す

 
そ
れ
は
世
間
一

で
は
褒
め
言
葉
で
は
な
い
は
ず
な
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
の
間
で
は

立

な
褒
め
言
葉
の
よ
う
で
あ

た

 
そ
し
て
リ

ク
は
魔
法
の

文
を

え

魔
法
銃
を
発
射
し
た

 
そ
の
先

か
ら
放
た
れ
る
光
線
は

レ
ン
ズ
の
部
分
で
よ
り
太
く
な
り

 
そ
の
ま
ま
遠
く
の
的
の
少
し

に
突
き

さ

た

ち

も
う
少
し

か
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即
座
に
リ

ク
は

道
を

正
し

次
の
射
撃
で
見
事
に
的
の
中
心
を

い
た

お
お

や
る
な
リ

ク

ふ
ふ
ん

ど
う

実
に
見
事
だ

た

外
れ
た
後
の

道

正
も
バ

チ
リ
だ

た
な

あ

で

で
も
一
つ
だ
け
言
わ
せ
て
く
れ

 
そ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
ハ

と
し
顔
を
背
け
な
が
ら
リ

ク
に
そ
う

言

た
い
き
な
り
顔
を
背
け
て

一
体
ど
う
し
た
の

撃
ち
の
体
勢
を
と
る
の
は
い
い
が
お
か
げ
で
お
前
の
そ
の

ぱ
ぱ
ん
つ
が

見
え
だ

か
ら

 
今
後
は
そ
の
点
に
は
十
分
注
意
し
て
く
れ
な

び
 
そ
の

間
に
リ

ク
は

て
て
立
ち
上
が
り

顔
を
真

に
さ
せ
た

 
そ
し
て
リ

ク
は
ハ
チ
マ
ン
に
駆
け
寄
る
と

そ
の
胸
を
ポ
カ
ポ
カ
と
叩
い
た

も
う

ハ
チ
マ
ン
の
馬

見
る
な
馬
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お

お
う

本
当
に
悪
か

た

で
も
教
え
て
も
ら
え
て
良
か

た
じ

ん

今
度
か
ら
は
ハ
チ
マ
ン
の
前
で
だ
け

 
こ
の

勢
で
攻
撃
す
る
じ

ん

だ
か
ら
お
前
は
ど

ち
な
ん
だ
よ

 
や
は
り
リ

ク
の
女
心
は
複
雑
な
の
で
あ

た

さ
て

最
後
は
真
打
ち
か

あ

ら

や
る
気
満
々
だ
わ
ね

こ
の

り
で
相
手
し
て
お
か
な
い
と

お
前
に
闇
討
ち
さ
れ
そ
う
だ
し
な

え

や
だ
な

や
る
つ
も
り
な
ら
と

く
に
や

て
る

て

ま
あ
い
い

武
器
は
そ
れ
で
い
い
の
か

う
ん

見
た
目
は
一

だ
け
ど

こ
れ
新
し
い
武
器
な
の
よ
ね

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
か
か

て
こ
い

そ
れ
じ

あ
ま
あ
遠

な
く

 
そ
う
言

て
リ

ウ
は

チ

イ
ナ
ド
レ
ス
の

を
は
た
め
か
せ
な
が
ら

 
一
気
に
ハ
チ
マ
ン
目

け
て
突

込
ん
だ

い
き
な
り
の
バ
ト
ル
開
始
で
あ
る
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私

本
当
は
受
け
て
か
ら
攻
撃
す
る
タ
イ
プ
な
の
よ
ね

奇
遇
だ
な

俺
も
だ

で
も
ま
あ
今
日
は

こ

ち
か
ら
い
か
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
う
言

て
リ

ウ
は

パ
イ
プ
を

り
か
ぶ
り

 
何
の

夫
も
な
く
ハ
チ
マ
ン
目

け
て

り
下
ろ
し
た

む
 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

パ
イ
プ
を
受
け
ず

そ
の
ま
ま
後
方
へ
と
飛
び
退

た

あ
ら

お
得
意
の
カ
ウ
ン
タ

は

お
前
の
攻
撃
が
わ
ざ
と
ら
し
す
ぎ
る

 
カ
ウ
ン
タ

て
の
は
カ
ウ
ン
タ

を
受
け
る
前
提
で
放
た
れ
た
攻
撃
に
対
し
て
決
め
る
も
の

じ

な
い

ち

と
あ
か
ら
さ
ま
す
ぎ
た
か
し
ら
ね

お
う

ま
あ
そ
う
だ
な

や

ぱ
り
本
気
で
当
て
に
か
か
ら
な
い
と

目

て
事
ね

そ
れ
じ

あ
今
度
は

と

 
そ
う
言

て
リ

ウ
は

今
度
は
全
力
で
ハ
チ
マ
ン
に
攻
撃
し
始
め
た
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そ
の
攻
撃
は

器
の
攻
撃
に
し
て
は

く
ハ
チ
マ
ン
は
中
々
カ
ウ
ン
タ

を
決
め
る
事
が
出

来
な
い

 
そ
れ
は

に

器
を
相
手
に
し
た

験
が
少
な
い
事
も
由
来
し
て
い
た
の
だ
が

 
さ
り
と
て
徐
々
に
そ
の
攻
撃
に
慣
れ
て
き
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
い
よ
い
よ
カ
ウ
ン
タ

を
取
ろ
う
と
チ

ン
ス
を

て
い
た

 
こ
の
時
ハ
チ
マ
ン
は

い
ず
れ
他
の

器
使
い
の
相
手
を
す
る
時
に
備
え

 
今
回
は
い
い
練

の
チ

ン
ス
だ
と
す
ら
思

て
い
た

 
だ
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

裏
に

先
ほ
ど
の
光
景
が

か
び
上
が

た

 
リ

ウ
が
何
故
わ
ざ
と
カ
ウ
ン
タ

を
取
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か

 
ま
だ
そ
の
謎
に
関
す
る
手
が
か
り
を
何
も
掴
ん
で
い
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

目
元
で
リ

ウ
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
話
し
か
け
て
み
る
事
に
し

た
お
い
リ

ウ

見
た
目
は
い
ま
い
ち
だ
が

分
と
い
い
武
器
だ
な
そ
れ

え

私
の
神
珍

パ
イ
プ
ち

ん

て
見
た
目
も
素
敵
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

神
珍

だ
と
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そ
の
金
属
の
名
前
を
ハ
チ
マ
ン
は
知

て
い
た

 

悟
空
が
持

て
い
た
武
器
と
し
て

名
な

意
棒
そ
れ
に
使
わ
れ
て
い
る
材
料
が
神
珍

で
あ
る

と
い
う
事
は

も
し
か
し
て

び

み
し
た
り
す
る
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
一

で
そ
う
判
断
し

時
に
リ

ウ
の
攻
撃
に
カ
ウ
ン
タ

を
合
わ
せ
る
と

 
そ
の
ま
ま
リ

ウ
の
懐
に
飛
び
込
ん
だ

こ
こ

 
そ
の

間
に
リ

ウ
の
持
つ
神
珍

パ
イ
プ
の
先
に
光
の

が
連
続
し
て
現
れ
た

 

え
て
い
う
な
ら
連
続
性
の
無
い
バ
ネ
の
よ
う
な
物
で
あ
る

 
そ
の

体
部
分
は

の
よ
う
に
し
な
り

カ
ウ
ン
タ

を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
体
に

き
つ
こ
う
と
動
き
出
し
た

そ
う
い
う
事
か

定
観
念

て
の
は
本
当
に
厄
介
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
反
省
し
つ
つ

況
を
正
確
に
理
解
し
た

そ
う
い
う
事
な
ら
こ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
リ

ウ
の
体
に
密
着
し
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そ
の

体
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
想
定
通
り
ハ
チ
マ
ン
と
リ

ウ
を
二
人

め
て

束

し
たま

さ
か
そ
ん
な
防
ぎ
方
が

も
し
か
し
て

ん
で
た

い
や

び

み
す
る
の
か
な
と
は
思

て
た
が
こ
ん
な
感
じ
だ
と
は
想
像
し
て
な
か

た

わ
そ
れ
じ

あ
完
全
に
ア
ド
リ
ブ
対
応

て
事

い
や

さ
す
が
よ
ね

 
こ
う
や

て
自
分
ご
と

束
さ
れ
た
ら

解
か
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
わ
ね

ま
あ
そ
の

間
に
俺
は
お
前
に
攻
撃
す
る
が
な

あ

だ
よ
ね

こ
れ
は
私
の
負
け
だ
わ
ね

 
リ

ウ
は

め
た
よ
う
な
口
調
で
そ
う
言
い

あ

さ
り
と
自
分
と
ハ
チ
マ
ン
を
解
放
し
た

こ
れ
は
つ
ま
ら
な
い
結
末
に
な

ち

た
わ
ね

ま
あ
も
う
一
回
相
手
し
て
や
る
よ

さ
す
が
に
今
の
は
消
化
不
良
だ
ろ

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
と

く

き
合
え
た
の
は
良
か

た
か
な

平
然
と
恥
ず
か
し
い
事
を
言
う
な
よ

あ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
だ
ろ

え

乙
女
の
初
め
て
だ

た
の
に
な
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お
前

そ
の
発
言
は
誤
解
を
生
む
か
ら
絶
対
に
誰
か
に
言
う
な
よ

ち

そ
れ
じ

あ
次

速
い
こ

か

お
う

今
度
は
最
初
か
ら
お

い
本
気
で
な

 
二
人
は
再
び
に
ら
み
合
い

再
び
二
人
の
戦
い
が
始
ま

た

そ
れ
が
神
珍

パ
イ
プ
の
真
の

か

う
ん
そ
う
ま
あ
こ
ん
な
感
じ

私
の

金
は
こ
の

を

持
す
る

の
燃
料
タ
ン
ク
だ
わ

ね 
リ

ウ
が

え
る
神
珍

パ
イ
プ
の
先
か
ら
は
先
ほ
ど
の
連
続
す
る

の

体
が

ら
め

い
て
い
た

ふ
 
リ

ウ
が
そ
う

け
声
を
か
け

ハ
チ
マ
ン
に
襲
い
か
か

た

 
直
線
で
迫

て
く
る
そ
の

道
は
ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は
一
番
カ
ウ
ン
タ

を
取
り
に
く
い

攻
撃
で
あ
る

 
し
か
も
リ

ウ
が

攻
撃
中
に
力
を
入
れ
る
方
向
を
変
え
る
と

 
先

部
分
が
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
迫
る
よ
う
に

ぐ
に

り
と
曲
が

て
く
る
の
だ
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こ
れ
は
や
り
に
く
い
な

 
平
然
と
そ
の
攻
撃
を
か
わ
し
て
い
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
な
が
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
内
心
で
そ
う
思

て
い
た

元
々
直
線

道
を
通

て
く
る
武
器
は
苦
手
な
の

だ 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
を
苦
手
と
す
る
理
由
は
そ
れ
で
あ
る

 
そ
の
力
の
入
れ

合
か
ら
し
て

突
系
の
武
器
に
は
カ
ウ
ン
タ

の

果
は
薄
い
の
だ

さ
て
ど
う
す

か
な

こ
の
場
合
は
や
は
り
攻
撃
を
流
し
つ
つ
懐
に
入
る
の
が
定
石
な
ん

だ
が

 
中
々
そ
の
チ

ン
ス
が
来
な
い
ん
だ
よ
な

 
そ
の
考
え
通
り

今
の
リ

ウ
は
遠

離
で
の
戦
闘
に
徹
し
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
チ

ン
ス
を
掴
む
の
に
四
苦
八
苦
し
て
い
た

や

ぱ
り
肉
を

ら
せ
る
し
か
な
い
か

 
そ
う
考
え
た
ハ
チ
マ
ン
が
動
こ
う
と
し
た

間
に

リ

ウ
の
動
き
が
変
わ

た

 
神
珍

パ
イ
プ
を
横
に
大
き
く

り
回
し
始
め
た
の
だ

お

と
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
不
意
打
ち
を
受
け

大
き
く
飛
び
退
い
た

 
そ
の

間
に
リ

ウ
は

ピ
タ
リ
と
そ
の
先

を
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
た

や
ば
い

今
度
は
は
な
か
ら

び

み
し
な
い

て
決
め
つ
け
て
た
が

 
そ
ん
な
保
証
は
ど
こ
に
も
無
い
じ

な
い
か
よ

 
そ
う
判
断
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

神
珍

パ
イ
プ
の
先

を
じ

と
観
察
し
続
け
た

こ
こ
だ

 
神
珍

パ
イ
プ
の
先

は
一
見
す
る
と
何
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
か
ら
何
か
を
感
じ
取
り

そ
の
先

目

け
て
突

込
ん
だ

 
そ
し
て
リ

ウ
の
目
の
前
で
ハ
チ
マ
ン
が
身
を

め
た

間
に

 
神
珍

パ
イ
プ
の
先

の

の
中
か
ら
魔
法
の

が
飛
び
出
し
た

魔
法
銃
だ

た
の
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
の

の
上
ギ
リ
ギ
リ
を
魔
法
の

が
通
り
過
ぎ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
リ

ウ
の
懐
に
飛
び
込
ん
だ

 
だ
が
そ
の
目
の
前
に

ま
さ
か
の
リ

ウ
の
足
の
裏
が
立
ち
は
だ
か

た

 
ど
う
や
ら
リ

ウ
は
ハ
チ
マ
ン
の
行
動
を
予
想
し
て
お
り

そ
こ
に

り
を
放

た
よ
う
だ
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い
ら

し

い

 
リ

ウ
は
命
中
を
確
信
し
て
そ
う
言

た
が

そ
の
攻
撃
は
空

り
し
た

あ
れ

 
そ
の

間
に
リ

ウ
の

に
衝
撃
が
走

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
リ

ウ
が

り
を
放

て
く
る
事
を

そ
の
筋
肉
の
動
き
か
ら
察
知
し
て
お
り

 
リ

ウ
に
察
知
さ
れ
な
い
本
当
に

り
の
直
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
前
方

返
り
を
し

 
そ
の
ま
ま
リ

ウ
の

天
に
か
か
と
落
と
し
を
く
ら
わ
せ
た
の
だ

た

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
リ

ウ
は
地
面
に
背
中
か
ら
倒
れ

回
転
の
勢
い
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は

 
リ

ウ
に
対
し
て
マ
ウ
ン
ト
を
取
る

と
な

た

 
当
然
リ

ウ
の
首
に
は

が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る

は

負
け
ち

た
か

中
々
い
い
戦
い
だ

た
な

相
手
の
動
き
を
予

す
る
よ
う
な
戦
い
は
久
々
だ

た
が

 
ま
あ
上
手
く
こ

ち
に
天

が
転
ん
で
く
れ
た
わ

は

ま
あ
楽
し
か

た
か
ら
い
い
か

は
い
ギ
ブ
ア

プ
ギ
ブ
ア

プ

こ
れ
で
多
少
は
満
足
し
た
か



 第６９６話 ハチマンの偉業

ま
あ
ね

で
も
一
つ
だ
け
言
わ
せ
て
も
ら

て
い
い

ん

別
に

わ
な
い
が

何
を
だ

ハ
チ
マ
ン
さ

私
の
足
を
じ

と
見
て
た
ん
だ
よ
ね

 
そ
れ
じ

あ
当
然
見
た
ん
だ
よ
ね

私
の
ぱ
ん
つ

び
 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
そ
う
口
に
出
し
た

ま
る
で
先
ほ
ど
の
リ

ク
の
よ
う
に

や

ぱ
り
か

う
ん
う
ん
な
る
ほ
ど
ね

い
や
そ
れ
は
不
可
抗
力
だ
俺
が
見
て
い
た
の
は
あ
く
ま
で
お
前
の
足
で
あ

て
だ
な

ま
あ

る
も
ん
じ

な
い
か
ら
別
に
い
い
け
ど
ね

 
何
だ

た
ら
勝
者
の

利
と
し
て
も
う
一
回
見
と
く

お
前

迫
し
た
戦
い
が
色
々
台
無
し
だ
ろ

ち
な
み
に
こ
れ

普
通
に

び

み
も
す
る
ん
だ
わ

マ
ジ
か
よ

シ
ン
プ
ル
な
分

厄
介
だ
な

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
リ

ウ
を
退
け
た

そ
の
つ
い
で
に
今
日
一
日
で
姉
妹
の
う
ち

 
先
ほ
ど
の
リ
ク
も
合
わ
せ
て
三
人
の
ぱ
ん
つ
を
見
る
と
い
う
偉
業
を
成
し

げ
る
事
と
な
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た
の
だ

た



 第６９７話 幸せへの道筋

 
第
６
９
７
話
 
幸
せ
へ
の
道
筋

思

た
通
り

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン

て
強
い
わ
ね

い
い
勝
負
だ

た
な

装
備
を
使
い
こ
な
し
た
ら
次
は
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
な

と
か
言

て
ま
だ
ま
だ
余

が
あ

た
ん
じ

な
い

ま
あ
確
か
に
限
界
ギ
リ
ギ
リ
じ

な
か

た
が
い
い
勝
負
だ

た
の
は
間
違
い
な
い
と
思
う

ぞ
私
も
ま
だ
ま
だ
だ
わ
ね

ま
あ
こ
れ
か
ら
は
素
材
狩
り
と
か
に
行
く
の
に
チ

ム
ワ

ク
が
大
事
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら

 
個
人
の
強
さ
を
求
め
る
前
に

そ

ち
の
連

を
高
め
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
な

チ

ム
ワ

ク
か

確
か
に
今
ま
で
通
り
じ

厳
し
い
場
面
も
出
て
き
そ
う
よ
ね

と
り
あ
え
ず
参
謀
役
が
必
要
だ
よ
な

多
分
リ

ク
に
な
る
と
思
う
が

ま
あ
そ
う
だ
わ
ね

ね

八
幡

た
ま
に
あ
の
子
を
鍛
え
て
あ
げ
て
く
れ
な
い

あ

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
う
ち
の
戦
闘
に
混

る
と
す
る
か

宜
し
く
ね
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そ
ん
な
会
話
を
か
わ
し
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
と
リ

ウ
は
仲
間
達
の
所
に

た

ハ
チ
マ
ン

お
茶
だ

お
う
キ
ズ
メ
ル

あ
り
が
と
う
な

 
キ
ズ
メ
ル
が
用
意
し
て
く
れ
た
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
一
同
は
雑
談
し
つ
つ
休

す
る
事
に
し

た
ね

ハ
チ
マ
ン

あ
の
パ
イ
ル
バ
ン
カ

て
の

扱
い
が
難
し
い
ん
だ
け
ど

 
最
初
に
リ
オ
ン
が
い
か
に
も
悩
ん
で
ま
す
と
い
う
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
て
き
た

ん

あ
れ
に
難
し
い
要
素
な
ん
て
あ

た
か

と
い
う
か
ど
う
い
う
時
に
使
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
の
あ
れ

て
遠

攻
撃
武
器
だ

よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
の
失
敗
を
悟

た

あ
あ

す
ま
ん

と
り
あ
え
ず
自
由
に
や

て
も
ら

て
た
が

 
確
か
に
あ
れ
の
事
を
そ
う
思

ち
ま

て
も
仕
方
な
い
よ
な

 
あ
れ
は
な

遠

攻
撃
に
も
ま
あ
使
え
る
が

基
本
は
近
接
戦
闘
用
の
武
器
な
ん
だ

 
リ
オ
ン
の
場
合
は
懐
に
入

て
き
た
敵
の
体
に
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
の
先

を
当
て
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そ
の
ま
ま
ぶ

飛
ば
し
て
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ

あ
あ

あ
れ

て
そ
う
い
う
武
器
な
ん
だ

そ
う
い
う
事
だ

も

と

く
説
明
し
て
お
け
ば
良
か

た
な

悪
い

う
う
ん
私
も
思
考
が

直
し
て
た
み
た
い
そ

か
私
は
懐
に
入
ら
れ
る
と

い
と
思
う

か
ら

 
そ
の

点
を
カ
バ

出
来
る
の
は
凄
く
い
い
か
も

頑
張

て
慣
れ
て
く
れ
な

う
ん

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
ア
サ
ギ
に
協
力
を

ご
う
と
し
た
の
だ
が

 
ア
サ
ギ
が
時
々
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
な
が
ら
じ

と
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
て
い
た

 
一
体
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い

そ

と
ア
サ
ギ
に

ね
た

ア
サ
ギ
さ
ん

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
何
か
言
い
た
い
事
で
も
あ
る
の

 
ご
め
ん
な
さ
い

私
ば

か
り
⻑
々
と
話
し
ち

て

あ
う
う
ん
確
か
に
あ
る
ん
だ
け
ど
今
こ
こ
で
話
し
て
い
い
も
の
か
ち

と
迷

ち

て
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あ
あ

て
事
は
リ
ア
ル

み
の
話

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
と
二
人
で
ち

と
離
れ
た
所
に
移
動
す
れ
ば

出
来
れ
ば
リ
オ
ン
ち

ん
に
も

い
て
欲
し
い
の
よ
ね

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
二
人
で
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
て
み
よ

か

あ
り
が
と
う
リ
オ
ン
ち

ん

 
そ
し
て
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
に
そ
の
事
を
伝
え
た

ん

リ
ア
ル
の
話

ま
あ
こ
の
六
人
は
大
丈
夫
な
ん
だ
が

と
り
あ
え
ず
リ
ビ
ン
グ
に
で
も

移
動
す
る
か

 
え

と

あ
い
つ
ら
は
何
か
話
し
て
る
な

多
分
連

に
関
す
る
相
談
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
六
姉
妹
の
方
を
見
て
そ
う
判
断
し

キ
ズ
メ
ル
を
呼
ん
だ

悪
い
キ
ズ
メ
ル

ア
サ
ギ
さ
ん
と
リ
オ
ン
と
ち

と
話
が
あ
る
か
ら

 
俺
が
ど
う
し
た
の
か
あ
い
つ
ら
に

か
れ
た
ら

そ
う
説
明
し
て
お
い
て
く
れ

あ
あ

任
せ
て
お
く
が
い
い

悪
い
な
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こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
三
人
は

と
り
あ
え
ず
リ
ビ
ン
グ
に
移
動
す
る
事
と
な

た

で

何
か
俺
に
話
が
あ
る
ん
だ
よ
な

あ

そ
ん
な
深
刻
な
相
談
と
か
じ

な
い
か
ら
ね

そ
う
な
の
か

ま
あ
話
し
て
く
れ

う
ん

実
は

今
度
映
画
で
主

を
や
る
事
に
な

た
の

お
お

 
二
人
は
そ
の
ア
サ
ギ
の
言
葉
に
と
て
も
喜
ん
だ

う
わ

に
ア
サ
ギ
さ
ん
が
主

か

絶
対
見
に
行
か
な
く
ち

ね

初
日
の
舞
台

の

を
い
く
つ
か
押
さ
え
る
か

公
開
は
来
年
だ
か
ら

ま
だ
ま
だ
先
だ
け
ど
ね

ど
ん
な
内
容
な
の

不
思
議
系
恋
愛
映
画
ら
し
い
わ

ま
だ
シ
ナ
リ
オ
を

み
込
ん
で
な
い
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
な
ん
だ

ど
ん
な
話
な
ん
だ
ろ
う

内
容
は
後
の
お
楽
し
み

て
事
で

二
人
と
も

喜
ん
で
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

 

 
ア
サ
ギ
は
満
面
の
笑
顔
で
二
人
に
お

を
言

た
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と
こ
ろ
で
当
然
う
ち
は
そ
の
映
画
の
ス
ポ
ン
サ

に
な

て
る
ん
だ
よ
な

え
え

り
難
い
事
に
ね

そ
う
か
そ
う
か

も
し
ア
サ
ギ
さ
ん
の
主

に
文

を
言

て
く
る
奴
が
い
た
り

 

影
を

害
し
て
く
る
よ
う
な
奴
ら
が
い
た
ら
直
ぐ
に
教
え
て
く
れ
俺
が
潰
し
て
お
く
か
ら

あ

あ
は

そ
れ
だ
け

く
と

凄
く
悪
い
人
み
た
い
ね

敵
に
と

て
は
悪
い
人
で
間
違
い
な
い

そ
れ
も
そ
う
ね

 
そ
う
言

て
ア
サ
ギ
は
ク
ス
リ
と
笑

た

芸
能
界
の
し
が
ら
み
を
考
え
ず
に
純

に

技
に
集
中
出
来
る
の

て

幸
せ
よ
ね

そ
れ
が
本
来
あ
る
べ
き

な
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

そ
の
点
で
は
本
当
に
感
謝
し
て
る

私

頑
張
る
ね

お
う

少
な
く
と
も
こ
こ
に
い
る
二
人
は
ず

と
ア
サ
ギ
さ
ん
の
フ

ン
だ
か
ら

 
フ

ン
が
い
な
く
な
る
と
い
う
事
だ
け
は
な
い
と
保
証
し
て
お
く

ア
サ
ギ
さ
ん

頑
張

て
ね

う
ん

本
気
で
頑
張
る
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二
人
の
心
か
ら
の
応
援
に

ア
サ
ギ
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
答
え
た

さ
て

俺
は
あ
い
つ
ら
と
話
を
し
て
く
る
わ

家
に
も
送

て
や
ら
な
い
と
だ
し
な

私
は
さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
わ

勉
強
の

中
で

た
ら
先
生
に

ら
れ
ち

う
も
の

私
も
夜
更
か
し
は
お

に
悪
い
か
ら

よ
う
か
な

ア
サ
ギ
さ
ん
は
大
事
な
時
期
だ
も
ん
ね

風

と
か
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
な

う
ん

今
回
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

 
ソ
レ
イ
ユ
に
も
ら

た
と
言
え
る
大
仕
事
だ
も
の

立

に
や
り
と
げ
て
み
せ
る
わ

困

た
事
が

こ

た
ら
本
当
に
言

て
く
れ
よ
な
大

の
事
は

力
で
何
と
か
す
る
か
ら

あ
は
は
は
は

そ
の
時
は
お
願
い
ね

 
そ
し
て
二
人
は
落
ち
て
い
き

ハ
チ
マ
ン
は
姉
妹
達
と
合
流
し
た

そ
う
い
え
ば
リ
ナ

ち

と
い
い
か

何
な
の
な

さ

き
リ
ナ
が
使

て
た
あ
の
六
つ
同
時
の
強
化
魔
法
な
あ
れ
は
普
通
の
奴
に
は
出
来
な
い

ん
だ
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だ
か
ら
お
か
し
な
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に

今
こ
の
場
に
い
る
奴
以
外
に
は

 
強
化
魔
法
は
一
つ
ず
つ
か
け
る
感
じ
で
頼
む
わ

そ
う
な
の
な

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
う
な
ら
そ
う
す
る
の
な

あ
り
が
と
な

リ
ナ

ど
う
い
た
し
ま
し
て
な
の
な

 
と
は
い
え
今
は
総

が
少
な
い
か
ら
そ
こ
ま
で
強
く
は
な
い
が

 
い
ず
れ
リ
ナ
の
力
が
必
要
に
な
る
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は
姉
妹
達
の
新
装
備
を
個
別
に

内
で

証
し
て
い
た

リ
ク
の

は

文
の
一
部
を

定
で
省
く
感
じ
に
な
る
か
ら
大
魔
法
に
は
使
え
な
い

が 
リ
ク
の
ス
タ
イ
ル
だ
と
小
魔
法
を
連
打
出
来
る
分
ピ
タ
リ
と
は
ま

て
る
な

 
リ
ク
の
発
想
力
が
普
通
じ

な
い
分
い
ず
れ
化
け
る
か
も
し
れ
ん

 
リ

ウ
と
リ
ン
は
そ
こ
ま
で
特

な
装
備
じ

な
い
が

 
ど

ち
も
初
見
殺
し
だ
よ
な

魔
法
銃
を

器
に
使
う
と
か

 
ナ

ク
ル
に

属
性
を
つ
け
る
と
か
ナ
タ
ク
の
奴
最
近
は
本
当
に
自
重
し
な
く
な

て
き
た
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な 
ま
あ
し
か
し

リ
ツ
と
リ
ナ
が
回
復
と
補
助
を
担
当
す
れ
ば

 
こ
い
つ
ら
は
き

と
強
い
チ

ム
に
な
る
だ
ろ
う
な
あ
と
は
リ

ク
が
う
ち
で

験
を

め

ば 
ハ
チ
マ
ン
は
姉
妹
達
の
強
さ
が

し
た
事
を
素
直
に
喜
ん
だ

 
こ
れ
で
自
活
へ
の
道
筋
も
き
ち
ん
と
立
て
ら
れ
た
は
ず
だ

六
人
と
も
強
く
な

た
な

こ
れ
な
ら
俺
も
安
心
だ

お

お

付
き
だ
わ
ね

や

た
の
な

ハ
チ
マ
ン
に
褒
め
て
も
ら

た
の
な

ま
あ
俺
は
元
々
強
か

た
け
ど
な

み
ん
な
は
私
が
守
る

こ
れ
で
私
も
し

か
り
と
リ

ウ
姉
と
リ
ン
姉
の
フ

ロ

が
出
来
る
じ

ん

回
復
は
任
せ
て
に

ま
あ
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
だ
け
は
し
な
い
で
く
れ
よ
あ
と
こ
の
世
界
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
と
嬉

し
い
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
締
め
く
く
り

姉
妹
達
を
家
ま
で
送

た

 
街
か
ら
街
へ
の
移
動
の

危
険
が
あ
る
可
能
性
は
皆
無
で
あ

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
が
見
て
い
な
い
所
で
姉
妹
の
身
に
何
か

こ

た
場
合

 
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
と
思
い
特
に
こ
れ
か
ら
何
か
用
事
が
あ
る

で
も
な
か

た

 
自
分
に
出
来
る

囲
で
出
来
る
事
は
き
ち
ん
と
や
ろ
う
と
考
え
た
の
だ

た

ハ
チ
マ
ン

今
日
は
素
敵
な
装
備
を
あ
り
が
と
ね

ハ
チ
マ
ン
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ぱ
な
し
に

私
達
に
出
来
る
事
が
あ

た
ら
い
つ
で
も
言

て
く
れ

な
の
な

今
度
会
う
ま
で
に
俺
も
戦
い
の
手

を

や
し
て
お
く
か
ら
見
て
く
れ
よ
な

今
度
そ

ち
の
狩
り
に
参
加
す
る
時
は

指

の
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
う
じ

ん

 
姉
妹
達
は
口
々
に
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は
六
人
に
笑
顔
で
別
れ
を
告
げ
た

今
日
は
楽
し
か

た
な

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

み
ん
な

 
去

て
い
く
ハ
チ
マ
ン
の

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
姉
妹
達
は
ず

と
手
を

り
続
け
て
い
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た 
ふ
う

と
り
あ
え
ず
あ
い
つ
ら
の
事
は
こ
れ
で
安
心
か

 
中
級
プ
レ
イ
ヤ

じ

も
う
相
手
に
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は
そ
う

き
つ
つ
ア
ミ

ス
フ

ア
を
外
そ
う
と
し
た
が
両
手
が
ま

た
く
動
か
せ
な

い
ど
う
な

て
る
ん
だ
こ
れ

何
か
に

束
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

 
と
い
う
か
俺
は
確
か

リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ

で
ロ
グ
イ
ン
し
た
は
ず
じ

な
か

た
か

 
八
幡
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
外
す
こ
と
が
出
来
ず

 
顔
を
上
げ
て

線
を
限
り
な
く
下
に
向
け
る
事
で

況
を

し
よ
う
と
し
た

あ
れ
は

姉
さ
ん
と
優
里
奈

ま
さ
か
二
人
で
俺
を
運
ん
で
ベ

ド
に

か
せ
た
の
か

 
で

そ
の
ま
ま

ち
ま

た

て
事
か

 
八
幡
は
そ
う

し

方
に
く
れ
た

二
人
と
も
気
持
ち
良
さ
そ
う
に

て
や
が
る

さ
す
が
に
こ
の

態
で

こ
す
の
は
二
人
に

悪
い
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だ
が
と
り
あ
え
ず
手
が
自
由
に
な
ら
な
い
と
脱
出
す
る
事
も
出
来
ん
か

 
だ
が
八
幡
の
両
手
は
ガ

チ
リ
と
ホ

ル
ド
さ
れ

ピ
ク
リ
と
も
動
か
せ
な
い

マ
ジ
で
勘

し
て
く
れ

ま
あ
し
か
し

界
が
塞
が
れ
て
い
た
の
は
不
幸
中
の
幸
い
だ
な

 
も
し
二
人
の
見
え
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
が
見
え
て
い
た
ら
ま
ず
い
か
ら
な

 
そ
の

間
に
ガ
ツ
ン
と
い
う
音
と
共
に

八
幡
の
ア
ミ

ス
フ

ア
が

き
飛
ば
さ
れ
た

 
見
る
と
陽
乃
の

手
が
顔
の
横
に
あ
り

ど
う
や
ら
陽
乃
が

返
り
を
う
つ
か
何
か
し
て

 
ア
ミ

ス
フ

ア
が

か
れ
た
の
だ
と

さ
れ
た

よ
し

界
が
開
け
た

こ
れ
で
何
と
か

を

 
そ
う

い
た
八
幡
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

 
胸
の
谷
間
に
八
幡
の

を

え
込
む
優
里
奈
の

と

 
だ
ら
し
な
い
顔
で
色
々
と
あ
け

ろ
げ
に
し
た

態
で

 
八
幡
に
重
な
る
よ
う
に

向
け
で

て
い
る
陽
乃
で
あ
り
八
幡
は

て
て
そ
こ
か
ら
目
を
背

け
たお

い
お
い
お
い

だ
が
こ
れ
は

 
優
里
奈
の
方
は
と
も
か
く
姉
さ
ん
の
方
は
何
と
か
な
る
か
も
し
れ
ん
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八
幡
は
そ
う
考
え

ま
る
で

の
歩
み
の
よ
う
に
じ
り
じ
り
と

手
を
抜
い
て
い

た

 
幸
い
陽
乃
が
気
付
く
気
配
は
な
い

よ
し

も
う
す
ぐ
だ

 
そ
し
て

に
八
幡
の

手
は
自
由
に
な

た

 
だ
が
そ
こ
で
八
幡
は
気
付
い
た

手
が
自
由
に
な

て
も

 
優
里
奈
に
完
全
に

束
さ
れ
て
い
る
以
上

動
く
事
が
出
来
な
い
と
い
う
事
に

こ
れ
は
参

た
な

せ
め
て
優
里
奈
が

を
離
し
て
く
れ
れ
ば

 
だ
が
い
く
ら
待

て
も
優
里
奈
が
動
く
事
は
無
か

た

 
ま
る
で
本
能
で
八
幡
の

を
離
れ
る
事
を

ん
で
い
る
か
の
よ
う
に

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に

陽
乃
が
八
幡
と
は
反
対
側
に
ご
ろ
ん
と
転
が
り

 
チ

ン
ス
だ
と
思

た
八
幡
は
そ
こ
で
目
を
開
け
手
を

の
あ
た
り
に
つ
き
半
身
を

こ

そ
う
と
し
た

 
だ
が
よ
り
に
よ

て
陽
乃
は
再
び
転
が
り

元
の

置
に

た
八
幡
の
手
を

え
込
ん
だ

だ

目
だ

こ
れ
は
ど
う
に
も
な
ら
ん

 
そ
の
ま
ま
八
幡
は
疲
れ
て
い
た

か

い
つ
し
か
眠
り
に
つ
い
た
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そ
の
次
の
日
の
朝
八
幡
が
目
覚
め
る
と
二
人
は

日
の
ま
ま
の
体
勢
で
す
や
す
や
と
眠

て
い
た

今
は

七
時
か

こ
の
時
間
な
ら

こ
し
て
も
問
題
な
い
だ
ろ
う

 
八
幡
は
そ
う
考
え

二
人
に
声
を
か
け
た

お
い
優
里
奈

姉
さ
ん

そ
ろ
そ
ろ
朝
だ
ぞ

い
い
加

に
俺
を
解
放
し
て
く
れ

う

う
う

ん

す

す

 
そ
の
声
に
二
人
が
反
応
す
る
気
配
は
な
い

だ
が
八
幡
は
二
人
が
薄
目
を
開
け
た
の
を
確
認
し

て
い
た

お
い

た
ふ
り
を
す
る
な

き
て
る
の
は
分
か

て
る
ん
だ
ぞ

 
八
幡
の

鳴
に
も
似
た
そ
の
叫
び
を
二
人
は
無

し

 
む
し
ろ
八
幡
の

を
強
く

く
と
い
う
暴

に
出
た

お
い
こ
ら
い
い
加

に
し
ろ

お
前
ら
絶
対
に
わ
ざ
と
や

て
る
だ
ろ

 
だ
が
二
人
は
そ
ん
な
八
幡
を
完
全
に
無

し

ま

た
く
動
こ
う
と
は
し
な
い
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マ
ジ
で
も
う
勘

し
て
く
れ

 
そ
の

態
は
そ
れ
か
ら
三
十
分

も
続
き

や

と
解
放
さ
れ
た
後
に
八
幡
は

 
二
人
を
ベ

ド
に
正
座
さ
せ
て
説
教
を
し
よ
う
と
し
た

だ
が
二
人
は
そ
の

間
に
再
び
八
幡

の

を

え

 
八
幡
を
ベ

ド
に
押
し
倒
し
た

お
前
ら
な

え

何

こ
え
ま
せ

ん

八
幡
さ
ん

今
何
か
言
い
ま
し
た
か

 
二
人
は
そ
う
言
い
八
幡
は
さ

き
完
全
に
解
放
さ
れ
た
時
に
逃
げ
出
し
て
お
け
ば
良
か

た

と 
自
分
の
行
動
を
激
し
く
後
悔
し
た

そ
の
攻
防
は
そ
れ
か
ら
十
分
ほ
ど
続
き

 
そ
ろ
そ
ろ
学
校
や
会
社
に
行
く
準
備
を
し
な
い
と
ま
ず
い
時
間
に
な

て

 
や

と
八
幡
は
解
放
さ
れ
た
の
だ
が
当
然
説
教
を
す
る
時
間
な
ど
ま

た
く
無
か

た
の
で

あ

た

 
そ
し
て
陽
乃
は
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
い

八
幡
は
優
里
奈
を
学
校
に
送
る
事
に
し
た
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そ
の
道
中
の
事
で
あ
る

お
い
優
里
奈

今
朝
は

今
朝
は
本
当
に
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

ご
ち
そ
う
さ
ま

て
何
の
事
だ

ふ
ふ

何
で
し

う
ね

 
八
幡
は
そ
の
笑
顔
を
見
て

結
局
何
も
言
え
な
か

た
の
で
あ

た

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で

こ
の

り
か
ら
本
編
が
じ
わ
じ
わ
と
進
ん
で
い
く
は
ず
で

す
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第
６
９
８
話
 
と
あ
る
日
の
八
幡
の
放
課
後

 
こ
こ
か
ら
新
し
い
エ
ピ
ソ

ド
で
す

 
最
近
の
八
幡
は
基
本

日
曜
以
外
は
最

一
回
は
ソ
レ
イ
ユ
に
顔
を
出
す

 
明
日
奈
ら
と
約
束
が
あ

て
顔
を
出
せ
な
い
日
も
あ
る
が

 
こ
の
日
の
放
課
後
も
八
幡
は

い
つ
も
通
り
に
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
到
着
し

 
受
付
に
い
た
か
お
り
と
え
る
に

い
感
じ
で

を
し
た

よ

今
日
は
ど
う
だ

何
か
変
わ

た
事
と
か
厄
介
事
は
無
か

た
か

う
ん

何
も
な
い
よ
八
幡

じ

な
く
て

何
も
あ
り
ま
せ
ん
わ

次
期
社
⻑

 
そ
の
か
お
り
の
気
取

た
言
い
方
に

隣
に
い
た
え
る
が
思
い

き
り

き
出
し
た

か
お
り

そ
の

り
方
は
さ
す
が
に
ど
う
か
と
思
う

え

今
の
私

凄
く
お

や
か
そ
う
じ

な
か

た

そ
う
思
わ
せ
る
に
は
か
お
り
に
は
絶
対
的
に
色
気
が
足
り
な
い

あ
と
最
近
化

が

い
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う

実
は
こ
の
と
こ
ろ

ち

と
夜
更
か
し
で
さ

あ
れ
か

リ
ア
ル
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン
の
せ
い
か

う
ん

あ
の
子
達
と
一

に
い
る
と

時
間
の
感
覚
が
無
く
な

ち

う
ん
だ
よ
ね

あ
い
つ
ら
は
基
本
夜
更
か
し
だ
か
ら
な

 
ま
あ
あ
い
つ
ら
の
面
倒
を
見
て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

か
お
り

あ

あ

そ
の
子
達

私
の
や

て
る
ゲ

ム
に
は
い
つ
来
て
く
れ
る
ん
だ
ろ

 
そ
の
会
話
を
横
で

い
て
い
た
え
る
が

二
人
に

て
入

た

ウ
ル
シ
エ
ル
は
何
の
ゲ

ム
を
や

て
る
ん
だ

た
か

も
う

私
を
天
使
扱
い
す
る
の
は
い
い
加

や
め
て
下
さ
い

 
こ
れ
で
も
地
元
じ

男
前
で
通

て
る
ん
で
す
か
ら
ね

そ
れ

て
女
性
に
対
す
る
褒
め
言
葉
な
の
か

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
そ
ん
な
感
想
を

い
た
が

本
人
が
い
い
な
ら
そ
れ
で
い
い
か
と
思
い

 
え
る
に
倒
し
て

に

く

度
に

め
た

え

と

今
私
が
や

て
る
の
は

天
魔
ウ

ズ

て
い
う
天
使
と
悪
魔
が
戦
う
ゲ

ム
で
す
ね
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お
前
は
ど

ち
の
軍
な
ん
だ

そ
ん
な
の
天
使
軍
に
決
ま

て
る
じ

な
い
で
す
か

か
わ
い
い
で
す
し

お
前
さ

き

私
を
天
使
扱
い
す
る
の
は
や
め
て
く
れ
と
か
言

て
た
よ
な

 
そ
れ
な
の
に
プ
ラ
イ
ベ

ト
じ

普
通
に
天
使
を
や

て
ん
じ

ね
え
か

ま
あ
そ
う
い
う
説
も
あ
り
ま
す
ね

名
前
も
そ
の
ま
ん
ま
ウ
ル
シ
エ
ル
で
す
し

説
と
か
意
味
が
分
か
ん
ね
え
よ

て
か
名
前
ま
で
一

か
よ

仕
方
な
い
じ

な
い
で
す
か

も
う
す

か
り
呼
ば
れ
慣
れ
ち

て
る
ん
だ
し

 
こ
れ

て
全
部
八
幡
さ
ん
の
せ
い
で
す
か
ら
ね

 

任
を
と

て
初
詣
は
う
ち
の
神
社
に
来
て
お

銭
を
は
ず
ん
で
下
さ
い

い
き
な
り

い
話
に
な

た
な

ま
あ
い
い
来
年
は
キ

マ
達
と
一

に
行
く
わ

約
束
で
す
か
ら
ね

出
来
れ
ば

筒
に
入
れ
て

え
る
へ

て
書
い
て
お
い
て
下
さ
い

 
そ
う
す
れ
ば
お

さ
ん
も
文

を
言
わ
ず
に
素
直
に
私
に
そ
れ
を

し
て
く
れ
る
と
思
う
の

で
お
前
も
神
職
の
娘
な
ら

も

と
神
様
に
敬
意
を
持
て

 
八
幡
は

れ
た
顔
で
そ
う
言
い

自
分
の
部
屋
に
向
か
い
か
け
て
ピ
タ

と
足
を
止
め
た
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そ
う
い
え
ば
多
分
だ
が

も
う
す
ぐ
受
付
に
和
人
の
妹
の
直
葉
が
入

て
く
る
と
思
う
か
ら

 
ち

ん
と
二
人
で
面
倒
を
見
て
や

て
く
れ
よ
な

直
葉
ち

ん
ね

オ

ケ

任
せ
て

や

た

新
し
い
後
輩
だ

色
々
教
え
て
あ
げ
な
く
ち

お
か
し
な
事
は
教
え
な
く
て
い
い
か
ら
な

ウ
ル
シ
エ
ル

大
丈
夫
で
す
よ

私
が
お
も
ち

に
す
る
の
は
う
ち
の
弟
だ
け
で
す

る
か
が
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
や
め
て
や
れ

 
あ
と
か
お
り

俺
に
対
し
て
丁

な
言
葉
を
使
う
の
は

 
五
年
後
く
ら
い
か
ら
で
い
い
か
ら
今
は
普
通
に
し
と
い
て
く
れ

五
年
後

あ
あ

大
学
を
卒
業
し
て

職
す
る
ま
で

て
事
ね

て
か
現
役
で
受
か
る
気

満
々
な
ん
だ

い
や
い
や

こ
う
し
て
日
々

自
分
に
プ
レ

シ

を
か
け
て
る
ん
だ
よ

ま
あ
頑
張

て

あ
あ

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

ま
た
な

う
ん

ま
た
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初
詣
の
約
束

忘
れ
な
い
で
下
さ
い
ね

お
う

何
か
あ

た
ら
部
屋
の
方
に
連

し
て
く
れ
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は
自
分
の
部
屋
へ
と
向
か

た

 
八
幡
の
部
屋
は

社
⻑
室
か
ら
見
て
秘
書
室
を

ん
で
反
対
側
に
あ
る

 
そ
の
扉
を
開
け
る
と

そ
こ
に
い
た
の
は
桐
生
萌
郁
で
あ

た

 
萌
郁
は

に
な

て
い
る
の
か
指
で
自
分
の
デ
ス
ク
を
一
定
間

で
ト
ン
ト
ン
と
叩
い
て
い

る 
本
来
は
薔
薇
と
ク
ル
ス

そ
れ
に
南
が
八
幡
付
き
に
な
る
予
定
な
の
だ
が

 
ク
ル
ス
と
南
は
ま
だ
正
式
に
入
社
し
て
お
ら
ず

 
現

は
薔
薇
と
他

名
の
秘
書
が
陽
乃
に
付
い
て
秘
書
業

を
行

て
お
り

 
そ
ち
ら
方
面
の
人
手
が
ま

た
く
足
り
て
い
な
い

 
臨
時
扱
い
と
い
う
事
で
八
幡
は
ソ
レ
イ
ユ
を
訪
れ
る
前
に

回
萌
郁
に
連

を
入
れ
て
お
り

 
秘
書
扱
い
と
し
て
こ
う
し
て
部
屋
に
い
て
も
ら

て
い
る
の
で
あ

た

今
日
も
悪
い
な
萌
郁

う
う
ん

こ
れ
も
仕
事
だ
か
ら
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は
よ
く
し
て
く
れ
て
る
か

う
ん

そ
う
か

 
八
幡
は
萌
郁
に

く
と
こ
こ
に
い
る
事
が
多
い
が
今
は
い
な
い
も
う
一
人
に
つ
い
て

ね

た
今
日
は
レ
ヴ

は
い
な
い
ん
だ
な

今
日
は
社
⻑
の
お

で
レ
ク
ト
に
行

て
る

材
木
座
君
も
一

材
木
座
か
あ
い
つ
は
レ
ク
ト
番
だ
か
ら
な

そ
う
い
え
ば
最
近
あ
い
つ
を
見
た
覚
え
が
な

い
な

 
た
ま
に
は
飲
み
に
で
も
誘

て
や

て

話
で
も
す
る
か
な

 
以
前
は
基
本
八
幡
の

を
離
れ
な
か

た
レ
ヴ

カ
は

 
萌
郁
の
加
入
に
よ

て
八
幡
の
護
衛
任

の
負
担
が

た

 
陽
乃
が
外
出
す
る
時
の
護
衛
任

も
行
う
よ
う
に
な

て
い
た

 
レ
ヴ

カ
が
今
日
の
よ
う
に
陽
乃
に
つ
い
て
動
く
時
は
基
本
萌
郁
が
八
幡
に
付
い
て
い
る

 
ち
な
み
に
八
幡
が
外
出
す
る
時
は

萌
郁
が
密
か
に
そ
の
後
を
付
い
て
い
き
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の
監

や
ら
の
護
衛
業

を
行

て
い
た
り
す
る
の
で
あ
る

で

レ
ク
ト
に
は
何
の
用
事
だ

て

カ
ム
ラ
社
が

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と

の
共
通
ロ
グ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
い
ら
し

く
て

 
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
す
る
か
の
相
談
と

 
リ
ア
ル
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン
の

取
希
望
が
来
た
ら
し
く
そ
の
事
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
と
か

あ

あ
れ

て
レ
ク
ト
の
ゲ

ム
だ

た
の
か

取
な

ふ

ん

 
つ
ま
り
オ

グ
マ

で
そ
ん
な
感
じ
の
ゲ

ム
を
出
す

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

う
ん

多
分

ま
あ
特
に
重
要
な
事
じ

な
い
な
共
通

格
が
広
が
る
の
は
業
界
全
体
に
と

て
い
い
事
だ

し
なそ

れ
は
そ
う
思
う

お

今
日
は
姉
さ
ん
か
ら
何
か
あ
る
の
か

も
し
か
し
て
そ
れ
関
連
か

 
そ
し
て
八
幡
は
自
分
の
デ
ス
ク
に
座
り
そ
の
上
に
置
い
て
あ

た
報
告
書
に

線
を
向
け
た
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こ
れ
は
会
社
的
に
は
正
式
な
も
の
で
は
な
く
八
幡
に
言

て
お
い
た
方
が
い
い
と
判
断
さ
れ

た
物
と

 
意
見
を
求
め
た
い
物
が
陽
乃
の
気
分
で
置
か
れ
る
と
い
う

何
と
も
大
雑

な
シ
ス
テ
ム
と

な

て
い
た

最
初
は
麻
衣
さ
ん
の
映
画
の
件
か

て
手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト
か
よ
姉
さ
ん
も
多
芸
だ
よ
な

 
一

目
の

に
は
デ
フ

ル
メ
さ
れ
た
麻
衣
の

が
書
い
て
あ
り

 
そ
の
下
に
陽
乃
の

で

麻
衣
ち

ん
映
画
主

お
め
で
と
う

と
書
か
れ
て
あ

た

な

萌
郁

こ
れ

て
結

似
て
る
よ
な

麻
衣

て
あ
の

麻
衣

そ
れ
な
ら
確
か
に
似
て
る

と
思
う

だ
よ
な

こ
れ
は

久
保
存
し
て
お
く
か

 
最
近
の
萌
郁
は
八
幡
と
一

の
時
は
そ
れ
な
り
に

て
く
れ
る
よ
う
に
な

た

 
萌
郁
は

が
趣
味
で

し
て
い
る
ブ
ラ
ウ
ン
管

に
も
た
ま
に
顔
を
出
す
よ
う
で

 
そ
の
関
係
で
キ

マ
と
も
そ
れ
な
り
に
親
交
が
あ
る
よ
う
な
の
だ
が

 
話
に
よ
る
と
萌
郁
は

キ

マ
が
相
手
の
時
は

基
本

の

メ

ル
で
会
話
を
し
て

い
る
ら
し
く
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キ

マ
に
は

閃
光
の
指
圧
師

シ

イ
ニ
ン
グ
・
フ

ン
ガ

と
呼
ば
れ
て
い
る
ら

し
い

 
要
す
る
に

ま
だ
誰
と
で
も
こ
う
や

て
話
せ
る

で
は
な
い
と
い
う
事
の
よ
う
だ

 
だ
が
少
な
く
と
も
八
幡
が
相
手
の
時
は
萌
郁
は
ぶ

き
ら
ぼ
う
な
が
ら
も
ち

ん
と
話
し
て

く
れ
る

 
八
幡
は
そ
の
事
に
関
し
て
は
満
足
感
を

い
て
い
た

あ
れ

こ
の
映
画

て
レ
ク
ト
も
ス
ポ
ン
サ

に
な

て
る
の
か

 
さ
す
が
は
章
三
さ
ん

麻
衣
さ
ん
の
将
来
性
に
気
付
い
た
か

 
八
幡
は
満
足
そ
う
に
そ
う

き

次
の

目
を
見
て
目
を
見
開
い
た

ス
ポ
ン
サ

に
対
し
て
の
ロ
ケ
見
学
の
案
内

つ
ま
り
こ
れ
は
俺
に
行
け

て
事
か

 
日
曜
だ
し
行

て
み

か
な

メ
ン
バ

は
と
り
あ
え
ず
明
日
奈
と
理
央
で
い
い
な

 
後
は
そ
う
だ
な

回
陰
か
ら
見
守

て
て
も
ら
う

て
の
も
ア
レ
だ
し

 
萌
郁

こ
の
ロ
ケ
見
学

て
の
に
俺
達
と
一

に
行
く
か

 
そ
の
八
幡
の
提
案
に

萌
郁
は
目
を
見
開
い
た

 
デ
ス
ク
を
一
定
の
リ
ズ
ム
で
叩
い
て
い
た
指
が

今
は
ま
る
で
何
か
の
曲
の
よ
う
に
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リ
ズ
ミ
カ
ル
に
ト
ン
ト
ン
ト
ト
ン
と
叩
か
れ
て
い
た

 
こ
れ
は
最
近
八
幡
が
発
見
し
た

萌
郁
が
機

が
い
い
時
の
合
図
で
あ
る

い
い
の

お
う

当
た
り
前
だ
ろ

行
く

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
の
返
事
に
満
足
そ
う
に

い
た

そ
う
い
え
ば
萌
郁
は
映
画
と
か
は
た
ま
に
見
た
り
す
る
の
か

そ
れ
な
り
に

そ
れ
な
り
か
俺
は
さ

ぱ
り
な
ん
だ
よ
な

も
し
か
し
て
映
画
を
見
る
の
が
好
き
な
の
か

う
う
ん

に
一
人
で
出
来
る
事
だ
か
ら

て
だ
け

 
八
幡
は

萌
郁
が
好
ん
で
一
人
で
い
た
い
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で

わ
な
い
が
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微

に

め
が

う
そ
の
答
え
を

い
て

ど
う
し
た
も
の
か
な
と
考
え

 

の
思
い
つ
き
で
萌
郁
に
こ
う
言

て
み
た

一
人
で
な

う

ん

今
何
か
面
白
そ
う
な
映
画
が
や

て
た
ら

 
今
日
の
会
社
か
ら
の
帰
り
に
で
も
俺
と
一

に
見
に

行
く

 
萌
郁
は
八
幡
が
最
後
ま
で
言
い
終
え
な
い
う
ち
に
そ
う
被
せ
て
き
た

 
い
つ
も
の
萌
郁
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い

的
な
行

で
あ
り

 
お
そ
ら
く
上
機

な
の
で
あ
ろ
う

萌
郁
の
指
ト
ン
ト
ン
が

 
先
ほ
ど
以
上
に
と
て
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
行
わ
れ
て
い
た

分
か

た

そ
れ
じ

あ
後
で
調
べ
て
何
を
観
る
か
二
人
で
決
め
る
か

う
ん

 
そ
う
話
が

ま
る
と

八
幡
は
報
告
書
を
め
く

て
次
の
一

に
目
を
通
し
た

会
社
の
メ
イ
ン

の
性
能
ア

プ
に
つ
い
て

ふ

ん

次
世
代
技
術
研
究
部
か
ら
か

 
そ
こ
に
は
性
能
を
ア

プ
す
る
方
法
と
し
て

二
つ
の
選
択
肢
が
提

さ
れ
て
い
た

 
最
初
か
ら
ス
パ
コ
ン
ク
ラ
ス
の
高
性
能
の

を
入
れ
る
か
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複

の

を
接
続
し
て
そ
れ
に
代
え
る
か

ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
欲
し
い
と
い
う
も
の
だ

こ
ん
な
専
門
的
な
事

俺
に
分
か
る
か
よ

 
ま
あ
し
か
し

俺
に

ね
る
と
い
う
事
は

専
門
的
な
議

を
尽
く
し
た
上
で

 
素
人
の
目
先
の
変
わ

た
意
見
を

き
た
い
と
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は
勝
手
に
そ
う
判
断
し

素
人
目
線
で
こ
う
文
書
を
作
成
し
た

 
ど
う
や
ら
過
去
に
も
同
じ
よ
う
な
事

が
あ

た
の
だ
と
思
わ
れ
る

が
一
つ
だ
と

い
ざ
故
障
の

に
主
要
業

が

止
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
気
が
す

る 
な
の
で
そ
う
い

た
事
に
対
応
し
や
す
い
複

の

を
リ
ン
ク
す
る
案
が
い
い
と
思
う

 
あ
く
ま
で
素
人
意
見
な
の
で

最
終
的
な
判
断
は
レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑
に
任
せ
る

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
バ

ス
ト
リ
ン
ク
機
能
の
向
上
の

に
は
絶
対
に
必
要
な
事
だ
と
思
う

の
で

 
予
算
に
関
し
て
は
気
に
せ
ず
要
求
し
て
く
れ

 
後
は
姉
さ
ん
が
そ
の
金

が

当
か
ど
う
か
判
断
し
て
く
れ
る
と
思
う

 
八
幡
は
そ
う
文
書
に
し
た
た
め

そ
こ
で
手
を
止
め
た
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レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑

あ

そ
う
か

さ

き
の
ロ
ケ

影
場
所
は
鎌
倉
だ

た
よ
な

 
レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑
を
鎌
倉
に
案
内
す
る
約
束
が
ま
だ
だ

た
か
ら
こ
の
機
会
に
誘

て
み
る

と
す
る
か

 
案
内
役
は
理
央
が
い
る
か
ら
問
題
な
い
だ
ろ

萌
郁
は
ど
う
思
う

き

と
喜
ぶ

だ
よ
な

後
部
座

に
明
日
奈
と
理
央
と
萌
郁
に
乗

て
も
ら

て

 
少
し

い
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
い
い
か

大
丈
夫

私
は

い
か
ら

 
そ
の
発
言
に
八
幡
は
意
表
を
突
か
れ
た

萌
郁
が
自
分
の
何
か
を
ア
ピ

ル
す
る
な
ん
て
珍
し
い
な

ま
あ
い
い

向
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え
つ
つ

萌
郁
に
向
か

て
こ
う
言

た

そ
う
だ
な

萌
郁
は

く
て
ス
タ
イ
ル
が
い
い
よ
な

 
そ
の

間
に
萌
郁
の
指
ト
ン
ト
ン
が
二
本
に

え

八
幡
は
そ
の
初
め
て
見
る
パ
タ

ン
に

 
萌
郁
は
今
と
て
も
機

が
い
い
よ
う
だ
と
一
人

い
た
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第
６
９
９
話
 
八
幡
と
萌
郁
の
脱
出
行

さ
て
次
は

と

ん
ん
ん

な

萌
郁

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

て
ど
ん
な
ゲ

ム
だ

た

け
か

ン
ビ
が

す
る
街
の
中
で
頑
張

て
生
き
残

て
最
後
は
脱
出
す
る

て
い
う
サ
バ
イ
バ

ル
ゲ

ム

 
基
本
一
人

人
の
チ

ム
で
参
加
す
る
タ
イ
プ

本
来
の
意
味
の
サ
バ
ゲ

と
は
違
う
意
味
の
サ
バ
イ
バ
ル
か

う

ん

こ
れ
は
な

 

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
共
通
ロ
グ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が

入
さ
れ
た
時

 
い
ち

く
名
乗
り
を
上
げ
て

そ
れ
に
乗

か

た
ゲ

ム
の
名
前
で
あ
る

 
だ
が
八
幡
は

ゲ

ム
の
名
前
は
知

て
い
て
も
内
容
ま
で
は
知
ら
な
か

た
よ
う
だ

萌
郁

て

基
本
何
で
も
知

て
る
よ
な

何
で
も
じ

な
い

調
べ
た
事
だ
け

本
当
に
色
々
調
べ
て
る
よ
な

そ
れ
が
私
の
仕
事
だ
か
ら
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ま
あ
そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
な

こ
の
報
告
書
に
何
か
問
題
が

 
萌
郁
は
ど
こ
か

う
よ
う
な

そ
の
八
幡
の
態
度
に
疑
問
を
覚
え
た

 
横
か
ら
見
た
そ
の
報
告
書
に
は

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
名
前
と

 

と
同
じ
パ
タ

ン
で
イ
ベ
ン
ト
提

の

し
込
み

り
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
が
書
か
れ

て
お
り

 
特
に
何
か
問
題
が
あ
る
提
案
だ
と
は
思
え
な
か

た
か
ら
で
あ
る

い
や
な

明
日
奈
が
こ
う
い
う
の
を
凄
く
苦
手
に
し
て
い
る
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
こ
こ
で
俺
が
ゴ

サ
イ
ン
を
出
し
た
ら
後
で
ひ

か
か
れ
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
なで

も
断
る
手
は
な
い
と
思
う

そ
う
な
ん
だ
よ
な

ま
あ
明
日
奈
は
不
参
加
だ
ろ
う
し
こ
れ
は

成

て
事
に
し
て
お
こ
う

ち

と
面
白
そ
う

お

萌
郁
は
こ
う
い
う
ホ
ラ

系
が
好
き
な
の
か

サ
バ
イ
バ
ル
要
素
に
興
味
が
あ
る
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な
る
ほ
ど
な

実
は
俺
も
興
味
は
あ
る
ん
だ
よ
な

今
度

し
に
一

に

や
る

 
再
び
萌
郁
が
光
の

さ
で
そ
う
即
答
し

八
幡
は
そ
の
迫
力
に
一

気
圧
さ
れ
た

そ

そ
う
か

う
ん

確
か
う
ち
に
は
他
社
の
ゲ

ム
が
一
通
り
揃

て
る
は
ず
だ
か
ら

 
暇
を
見
て
ち

と
ず
つ
進
め
て
み
る
か
時
間
を
決
め
て
こ
ま
め
に
セ

ブ
す
れ
ば
い
い
し

な
ち

と
楽
し
み

だ
な

 
萌
郁
の
そ
の
言
葉
は
嬉
し
そ
う
な

き
を

て
お
り

 
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
事
が
ハ

キ
リ
と
感
じ
ら
れ
た

さ
て
次
が
最
後

い
な
え

と
こ
れ
は

よ
し
今
日
は
こ
こ
ま

で
よ
く
見
え
な
か

た
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お
う

大
し
た
物
じ

な
か

た
わ

見
せ
て

う見
せ
て

い
や

そ
の

見
せ
て

お

お
う

 
八
幡
は

め
た
よ
う
に

報
告
書
の
最
後
の
一

を
萌
郁
に

し
た

 
そ
れ
は
い
つ
の
間
に

影
し
た
の
か
先
日
陽
乃
と
優
里
奈
に

束
さ
れ
た
時
の
写
真
で
あ

た 
ど
う
や
ら
八
幡
を

室
に
運
び
込
ん
だ
直
後
に

影
さ
れ
た
写
真
ら
し
く

 
そ
こ
に
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被

た
八
幡
の

を
思
い

き
り
胸
に

み

 
ニ
コ
ニ
コ
と
満
面
の
笑
顔
を
見
せ
る
二
人
の

が
あ

た

 
そ
れ
を
見
た
萌
郁
の
指
ト
ン
ト
ン
が
一

止
ま
り

 
直
後
に
強
め
に
一
定
の
リ
ズ
ム
で
ト
ン
ト
ン
が
再
開
さ
れ
た
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萌
郁
の
表
情
は

た
と
い
う
よ
り

ね
て
い
る
よ
う
で
あ
り
明
ら
か
に
そ
の
機

は
悪
そ

う
に
見
え
た

い

一
応
言

て
お
く
が

も
ち
ろ
ん
何
も
無
か

た
か
ら
な

私
は
何
も
言

て
な
い

そ

そ
う
だ
な

 
そ
し
て
二
人
は
し
ば
し

し
た

 
や
ま
し
い
事
は
何
も
無
い
の
だ
が

八
幡
に
と

て
は

が

く
な
る
よ
う
な
時
間
が
続
き

 
や
が
て
萌
郁
の
表
情
が

ね
た
顔
か
ら
少
し

う
よ
う
な
表
情
に
変
わ

た
か
と
思
う
と

 
萌
郁
は
八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

や

ぱ
り
こ
う
い
う
明
る
そ
う
で
胸
の
大
き
い
美
人
の
女
の
人
が
好
き

せ

世
間
一

で
は
大

の
奴
は
好
き
だ
ろ
う
な

 
ま
あ
俺
は
特
に
そ
う
い

た

か
い
部
分
に
は
こ
だ
わ
り
は
無
い
け
ど
な

二
人
と
も

凄
く

麗
な

を
し
て
る

そ
う
だ
な

健

的
で
い
い
ん
じ

な
い
か
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八
幡
は
萌
郁
の
地

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
ま
だ

し
き
れ
て
い
な
い
よ
う
で

 
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
萌
郁
は
し
ば
ら
く
無
言
だ

た
が

や
が
て
何
か
決
意
し
た
よ
う
な
表
情
を
す
る
と

 
お
も
む
ろ
に
立
ち
上
が
り

い
き
な
り
上
着
を
脱
ぎ
始
め
た

い

い
き
な
り
何
を

 
こ
の
萌
郁
の
行

に
八
幡
は
び
び

た

 
ち
な
み
に
レ
ヴ

カ
が
同
じ
事
を
し
て
も

八
幡
は
同
じ
よ
う
に
び
び

た
で
あ
ろ
う

 
こ
の
二
人
に
共
通
す
る
事
は
リ
ア
ル
戦
闘
力
が
明
ら
か
に
八
幡
よ
り
高
い
と
い
う
事
で
あ
る

 
正
直
力
ず
く
で
迫
ら
れ
た
場
合

八
幡
に
成
す
す
べ
は
無
い

 
だ
が
萌
郁
か
ら
は
八
幡
に
迫
ろ
う
と
す
る
意
思
は
感
じ
ら
れ
ず

 
八
幡
は
萌
郁
の
意
図
が
分
か
ら
ず
逆
に
混
乱
し
た
の
だ
が
そ
の
答
え
は
そ
の
す
ぐ
後
に
出
た

 
萌
郁
が
イ
ン
ナ

の

を
ま
く
り
あ
げ

八
幡
に
自
分
の

を
見
せ
て
き
た
の
だ

ま
し
い

私
の
体
は

だ
ら
け
だ
か
ら

こ
ん
な
風
に

 
萌
郁
の

は

き
通
る
よ
う
に
白
く

一
見
す
る
と
何
も
無
い
よ
う
に
見
え
た
が

 
よ
く
見
る
と
そ
こ
に
は

か
い

の
跡
が
か
な
り
多
く
あ
り

八
幡
は
思
わ
ず
息
を

ん
だ
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だ
が
八
幡
が
そ
れ
を
表
情
に
出
す
事
は
無
か

た

ど
う
や
ら
八
幡
の
強
化
外
骨
格
は
健
在
の

よ
う
で
あ
る

 
お
そ
ら
く
過
去
の
任

で
つ
い
た

な
の
だ
ろ
う
が

 
八
幡
は
少
し

し
そ
う
に
し
て
い
る
萌
郁
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た
後

諭
す
よ
う
に
こ
う

言

た
俺
は
お
前
に
守

て
も
ら

て
る
身
だ

俺
が
本
当
に
危
な
い
時
と
か
は

 
お
前
の

に

が
つ
い
て
し
ま
う
よ
う
な
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
俺
は
お
前
の

麗
な

が
無

に

つ
く
よ
う
な
命
令
は
絶
対
に
出
さ
な
い

私
の

が

麗

お
う

な
ん
か
関
係
あ
る
か

俺
は

麗
だ
と
思
う
ぞ

そ
う

 
そ
れ
で
意
識
し
て
し
ま

た
の
か
萌
郁
は
自
分
が
今
ど
ん
な
格
好
を
し
て
い
る
の
か
理
解
し

 
イ
ン
ナ

の

を
下
ろ
し
て
恥
ら
う
よ
う
な
表
情
を
し
た

と
り
あ
え
ず
服
を
着
ろ

て
ま
だ

か
い
と
は
い
え
風

を
ひ
い
ち
ま

た
ら
大
変
だ
か

ら
な
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う
ん

あ

で
も

ん

ど
う
か
し
た
か

せ

か
く
今
こ
ん
な
格
好
を
し
て
い
る
ん
だ
し

す
る

な

何
を
だ

そ
う
い
う
事

い

い
や

し
な
い
ぞ

そ
う

 
萌
郁
は
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

し

ん
と
し
た
表
情
を
見
せ
た

 
八
幡
は
そ
れ
を
見
て
再
び
お
ろ
お
ろ
し
つ
つ

て
て
萌
郁
を
フ

ロ

し
た

お

お
前
が

い
だ
と
か
そ
う
い
う
事
は
絶
対
に
無
い
か
ら
な

 
少
な
く
と
も
俺
は

い
な
奴
は
絶
対
に

に
置
い
た
り
し
な
い
し
二
人
き
り
に
な

た
り

も
し
な
い

そ
う

 
そ
れ
は
先
ほ
ど
の

そ
う

と
は
ま

た
く
違
う

き
を

て
い
た

 
萌
郁
は
そ
の
ま
ま
大
人
し
く
服
を
着
る
と
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自
分
の

に

け

ト
ン
ト
ン
ト
ト
ン
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
デ
ス
ク
を
叩
き
始
め

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は
ピ
ン
チ
が
去

た
事
と
萌
郁
の
機

が
良
く
な

た
事
を
理
解
し
安

し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
を
プ
レ
イ
し
て
み
る
と
す
る
か

う
ん

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ア
ミ

ス
フ

ア
が
設
置
し
て
あ
る
プ
レ
イ
ル

ム
へ
と
移
動
し

 
無
事
に

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
ソ
フ
ト
を
発
見
す
る
事
が
出
来
た

 
実

に
は
あ
り
え
な
い
設
定
と
は
い
え

多
少
は
リ
ア
ル

さ
を
出
そ
う
と

 
二
人
は
相
談
の
上
で
現
実
の

で
プ
レ
イ
す
る
事
を
決
め
外
見
ス
キ

ン
の
機
能
を
オ
ン
に

し 
そ
の
ま
ま
プ
レ
イ
を
開
始
し
た

こ
れ
は
ま
た

天
気
が

晴

て
の
が

新
だ
な

明
る
い

こ
こ
は
マ
ン
シ

ン
の
一
室

い
な

テ
レ
ビ
が
つ
い
て
る
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本
当
だ

ち

と
見
て
み
る
か

 
そ
こ
に
は
ニ

ス
番
組
が
映
さ
れ
て
お
り

突
然

ン
ビ
が
発
生
し
た
事

 
自
衛

が
相
手
を
し
て
い
る
が

が
多
す
ぎ
る
上
に
突
然
変

種
の

ン
ビ
が
多

い
て

勢
で
あ
る
事

 
生
存
者
は
市

に
向
か

て
も
ら
え
れ
ば

 
そ
の
屋
上
の
ヘ
リ
ポ

ト
か
ら
脱
出
が
可
能
だ
と
い
う
情
報
を
得
る
事
が
出
来
た

あ
り
き
た
り
だ
が

い
か
に
も
王
道

て
感
じ
で
い
い
よ
な

一
番
簡

な
ス
テ

ジ
を
選
ん
だ
け
ど

目
的
地
が
結

遠
い

目
的
地
が
こ
こ
か
ら
見
え
る
の
か

う
ん

あ
の

物
が

ニ

ス
に
映

て
た

物
み
た
い

 
マ
ン
シ

ン
の
窓
か
ら
見
え
る
市

は
目
算
で
十
キ
ロ

度
離
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

あ
れ
か

確
か
に
屋
上
に
ヘ
リ
ポ

ト
み
た
い
な
の
が
見
え
る
な

と
り
あ
え
ず
何
か
武
器
が
欲
し
い

一

家
庭
に
は
銃
と
か
は
あ
る

な
い
よ
な
あ
る
と
す
れ
ば
包
丁
と
か
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
く

ら
い
か
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う
ん

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
部
屋
の
探
索
を
始
め

台
所
か
ら
包
丁
を

 
そ
し
て
押
入
れ
の
中
か
ら
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
手
に
入
れ
た

そ
の
ま
ん
ま
こ
の
二
つ
か

ま
れ
る
と
感

し
て
即
ゲ

ム
オ

バ

だ
と
マ
ニ

ア
ル
に
は
書
い
て
あ

た
か
ら

 
射

が

い
包
丁
は
危
険
な
気
が
す
る

俺
が
そ
ん
な
ヘ
マ
を
す
る
か
よ
と
り
あ
え
ず
萌
郁
は
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
な
包
丁
は
俺
が
持
つ

分
か

た

 
そ
し
て
二
人
は
十
分

し
な
が
ら
部
屋
の
外
に
出
た

俺
な
ら
こ
こ
で
い
き
な
り
奇
襲
さ
せ
る
ん
だ
が
な

確
か
に
ゲ

ム
だ
か
ら
と
な
め
て
か
か

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

に

 
気
を
抜
い
て
る
と
即
や
ら
れ
る
と
教
え
る
の
に
は

果
的

だ
ろ

と
り
あ
え
ず
怪
し
い
の
は
他
の
部
屋
の
扉
か

扉
か
開
い
た
ら
確
か
に
他
の
生
存
者
か
と
思
う
か
も

よ
し

慎
重
に
進
む
か
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二
人
は
そ
う
結

付
け

油
断
し
な
い
よ
う
に
慎
重
に
進
み
始
め
た

 
そ
し
て
案
の
定

三
つ
先
の
部
屋
の
扉
が
ギ
ギ
ギ
と
音
を
立
て
て
開
い
た

多
分
い
る
な

う
ん

ど
う
す
る

任
せ
て

 
萌
郁
は
そ
う
言

て
そ
の
扉
に
駆
け
寄
る
と

扉
を
思
い
切
り

て

め
た

 
そ
し
て
グ
シ

と
何
か
が
潰
れ
る
よ
う
な
音
が
し
て

 
二
人
の
目
の
前
に
コ
ロ
ン
と

ン
ビ
の
首
が
転
が

て
き
た

や
る
な

ま
あ
こ
れ
く
ら
い
は

よ
し

こ
の
ま
ま
進
も
う

背
後
の

は
任
せ
て

頼
ん
だ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ゆ

く
り
と
進
み

エ
レ
ベ

タ

ホ

ル
へ
と
た
ど
り
着
い
た
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す
ぐ
近
く
に
は
非
常

へ
と
続
く
扉
も
あ
る

こ
こ
で
エ
レ
ベ

タ

を
使
う
手
は

ま
あ
無
い
よ
な

で
も
こ
こ
は
か
な
り
の
高
層

だ
か
ら

で
下
に
下
り
た
ら
敵
と
の
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
が
凄

そ
う確

か
に
そ
う
だ
よ
な

点

口
か
ら
上
に
上
が

て
エ
レ
ベ

タ

の
屋

に
い
れ
ば
敵
が
襲

て
き
て
も
安
心

そ
う
だ
な

定
番
だ
よ
な

で
も
ち

と
気
に
な
る
事
が
あ
る
ん
だ
よ
な

何さ

き
初
め
て
こ
の
エ
レ
ベ

タ

に
近
付
い
た
時

上
の
方
か
ら
お
か
し
な
音
が
し
た

 
だ
か
ら
も
し
か
し
て
そ
の
手

を
と
る
と

上
か
ら
敵
が
襲
い
か
か

て
く
る
か
も
し
れ
ん

 
お
そ
ら
く
い
る
と
し
た
ら

特

な
動
き
を
す
る

ン
ビ
だ
ろ
う
な

 
安
易
な
手

を
と
る
な
と
い
う
開
発
か
ら
の

告
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
が

ど
う
思
う

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も

 
萌
郁
も
そ
の
八
幡
の
意
見
に
同
意
し
た
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先
ほ
ど
の
部
屋
の
中
か
ら
現
れ
た

ン
ビ
の
事
も
あ
り
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
話
だ
と
思

た
か
ら
だ

そ
れ
じ

あ

を
下
り
る

い
や

こ
こ
は
や
は
り
エ
レ
ベ

タ

で
い
こ
う

大
丈
夫

点

口
か
ら
敵
が
侵
入
し
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
ん
じ

な
い

ま
あ
見
て
ろ

て

 
八
幡
は
そ
う
言

て
萌
郁
と
共
に
エ
レ
ベ

タ

に
乗
り
込
む
と
最
上

の
ボ
タ
ン
を
押

し
たな

る
ほ
ど

い
い
だ
ろ

う
ん

 
そ
し
て
最
上

に
到
達
し
た

間

上
か
ら
何
か
が
潰
れ
る
よ
う
な
音
が
し
た

 
エ
レ
ベ

タ

と
最
上

の
壁
に

ま
れ
て
敵
が
死

し
た
ら
し
い

八
幡
の
思
惑
通
り
の

結
果
で
あ
る

ほ
い

一
丁
あ
が
り

と
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問
題
は
こ
の
ド
ア
の
向
こ
う
に
敵
が
い
る
か
ど
う
か

ど
う
だ
ろ
う
な

ま
あ
い
た
ら
い
た
で
倒
せ
ば
い
い
さ

分
か

た

任
せ
て

 
そ
し
て
萌
郁
は
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を

り
か
ぶ
り

敵
の
出
現
に
備
え
た

 
次
の

間
に
ド
ア
が
開
き

萌
郁
は
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を

る

た
が

 
幸
い
に
し
て
そ
こ
に
敵
の

は
無
か

た

い
な
い
ね

だ
な

ち

と
屋
上
か
ら

囲
の
様
子
を
見
て
み
る
か

そ
れ
は
い
い
か
も

一
応

水

の
上
と
か
に
敵
が
い
る
可
能
性
も
考

す
る
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
屋
上
へ
と
一
歩
足
を

み
入
れ

敵
が
い
な
い
事
を
確
認
す
る
と

 
屋
上
の
手
す
り
近
く
へ
と
向
か
い

囲
の
様
子
を
観
察
し
始
め
た



 第７００話 二人のチームワーク

 
第
７
０
０
話
 
二
人
の
チ

ム
ワ

ク

 
つ
い
に
７
０
０
話
に
到
達
し
ま
し
た

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ク
リ
ア

こ

ち
も
ク
リ
ア
だ

屋
上
に
は
敵
は
い
な
い
ら
し
い
な

さ
て
と

 
屋
上
の
安
全
を
確
認
し
た
二
人
は

情
報
収
集
の

に

囲
の
確
認
を
す
る
事
に
し
た

あ
そ
こ
が
目
的
地
と
し
て

は

と

 
う
わ

も
し
か
し
て
下
に
見
え
る
あ
の
動
い
て
る
の
が
全
部

ン
ビ
な
の
か

多
分

こ
れ
は
や

か
い
だ
な

完
全
に
パ
ン
デ
ミ

ク

態
な
の
か

中
に
動
き
が
素

い
の
が
混
じ

て
る

あ
れ
が
き

と
突
然
変

 
八
幡
は
萌
郁
に
そ
う
言
わ
れ
て
じ

と
下
を
見
た

 
確
か
に
下
に

く

ン
ビ
の
中
に

常
に
速
い

ン
ビ
や
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ん

ん

ね
て
い
る

ン
ビ
が
混
じ

て
い
る

ふ

む

と
り
あ
え
ず
は
ま
と
も
な
武
器
が
欲
し
い
よ
な

銃
な
ら

察
に
あ
る
は
ず

確
か
に
定
番
だ
よ
な

察

は
あ
そ
こ
か

反
対
方
向
に
な

ち
ま
う
な

こ
の
ビ
ル
の
三

か
ら
隣
の
ビ
ル
に
移
れ
そ
う

だ
な

下
か
ら
出
る
よ
り
は
あ
そ
こ
の
方
が

む

敵
が
こ
の
ビ
ル
に
集
ま

て
き
た

こ
れ
は

時
間
制
限
付
き

て
奴
か

多
分
一
定
時
間
が
過
ぎ
る
と

 
ス
タ

ト
地
点
で
あ
る
こ
の
ビ
ル
に
敵
が
殺
到
し
て
く
る
よ
う
に
な

て
る
ん
だ
ろ
う
な

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
エ
レ
ベ

タ

で
五

ま
で
降
り
て
そ
こ
か
ら
外
を
伝

て
三

ま
で
降
り
る

 
見
ろ
あ
そ
こ
の
壁
に
太
い
パ
イ
プ
が
通

て
い
る
多
分
あ
れ
を
使

て
下
に
降
り
れ
る
は

ず
だ了

解

 
そ
し
て
二
人
は
エ
レ
ベ

タ

に
乗
り
込
む
と
と
り
あ
え
ず
一
つ
下
の

の
ボ
タ
ン
を
押
し
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エ
レ
ベ

タ

を
一

分
下
げ
て
か
ら

天

に
あ
る
小
さ
な
扉
か
ら
上
に
の
ぼ

た

 
案
の
定
そ
こ
に
は
潰
れ
た

ン
ビ
の
死
体
が
あ
り

 
二
人
は
そ
れ
を
見
て
顔
を
し
か
め
な
が
ら
も
五

の
ボ
タ
ン
を
押
し

 
何
が
出
て
く
る
か

そ

と
様
子
を

て
い
た

着
く
ぞ

う
ん

 
そ
し
て
エ
レ
ベ

タ
の
扉
が
開
く
と

大

の

ン
ビ
が
中
に
入

て
き
た

う
お

も
う
か
な
り
侵
入
さ
れ
て
る
な

ど
う
す
る

も
う
少
し
上
の

か
ら
何
と
か
降
り
る
し
か
な
い
か
ま
あ
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
ら
れ
れ
ば
何
と
か

な
る
だ
ろ

扉
が
開
い
て
る
部
屋
が
あ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

そ
う
い
う
部
屋
は
中
に

ン
ビ
が
い
そ
う
だ
が

ま
あ
そ
れ
し
か
な
い
よ
な

 
直
後
に
当
然
の
事
な
が
ら
扉
が

じ

エ
レ
ベ

タ

内
に
は
三
体
の

ン
ビ
が
残

た

さ
て

ど
う
す
る
か
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こ

ち
が

を
見
せ
た
ら
ど
ん
な
反
応
を
す
る
の
か
見
て
み
た
い

な
る
ほ
ど

こ
こ
ま
で
は
上

て
こ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら

ち

と
顔
を
見
せ
て
み
る
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て
エ
レ
ベ

タ

の
天

の
小
さ
な
扉
を
開
け

 

々
と
顔
を

か
せ
て
み
た

だ
が

ン
ビ
達
は
八
幡
の
方
を
見
る
事
す
ら
し
な
い

ど
う
や
ら

覚
は
目
線
よ
り
上
に
は
向
か
な
い
み
た
い
だ
な

音
は

や

て
み
る
か

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

コ
ン

と
エ
レ
ベ

タ

の
天

を
叩
い
た

 
だ
が

ン
ビ
達
は
反
応
を
見
せ
な
い

八
幡
は
叩
く
強
さ
を
徐
々
に
大
き
く
し

 
ち

と
う
る
さ
い
な
と
思
う
く
ら
い
の
音
が
出
た
時
初
め
て

ン
ビ
達
が
反
応
を
み
せ
た

音
が

こ
え
た
真
下
を
う
ろ
う
ろ
し
て
る
な

こ

ち
を
発
見
し
て
る

じ

な
さ
そ
う

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う

動
か

多
分
上
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

に
気
が
付
く
の
は
突
然
変

種
だ
け
な
の
か
も

だ
な

萌
郁

と
り
あ
え
ず
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
八

の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
れ
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う
ん

 
エ
レ
ベ

タ

は
そ
の
ま
ま
八

に
上
が
り
扉
が
開
く
と
外
に
は
ま
だ

ン
ビ
は
到
達
し
て

お
ら
ず

 
中
に
い
た
三
体
の

ン
ビ
は
そ
の
ま
ま
外
に
出
て
い

た

よ
し

降
り
よ
う

 
二
人
は
音
も
無
く
エ
レ
ベ

タ

の
内
部
に

り

そ

と
外
の
様
子
を

た

に
一
体

に
二
体

よ
し

俺
が

に
行
く

萌
郁
は

を
頼
む

了
解

 
そ
し
て
二
人
は

に
分
か
れ

ン
ビ
目

け
て
風
の
よ
う
に
走

た

 
萌
郁
は
一
撃
で

ン
ビ
の

を
ふ

飛
ば
し

 
八
幡
は
包
丁
を
使

て
立
て
続
け
に
二
体
の

ン
ビ
の
首
を

ね
た

ク
リ
ア

ク
リ
ア

よ
し

鍵
が
か
か

て
い
な
い
部
屋
を
探
そ
う
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う
ん

 
二
人
は
手
分
け
し
て
中
に
入
れ
る
部
屋
を
探
し
た

 
そ
の
結
果

一
つ
だ
け
鍵
が
か
か

て
い
な
い
部
屋
が
発
見
さ
れ

 
二
人
は
合
流
す
る
と

そ

と
そ
の
部
屋
の
扉
を
開
い
た

中
に
は
何
も
い
な
い
よ
う
だ
が

と
り
あ
え
ず
入

て
み
る

だ
な

少
な
く
と
も
室
内
が

ン
ビ
で

れ
て
る

て
事
は
無
い
だ
ろ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
部
屋
に
入
り

扉
の
鍵
を
か
け
た

 
そ
し
て
室
内
を
く
ま
な
く
探
索
し
た
が

ン
ビ
の

は
見
当
た
ら
な
か

た

と
り
あ
え
ず
使
え
そ
う
な
物
を
持

て
く
か

こ
の
双

は
使
え
る
か
も

釣

う

ん

ア
ウ
ト
ド
ア

な
人
の
家
み
た
い
だ
が

こ
の
釣
り
糸
だ
け
持

て

く
かこ

の
釣
り
用
の
ベ
ス
ト

二
着
あ
る
け
ど

利
そ
う

お
お

こ
れ
は
い
い
な

ポ
ケ

ト
が
多
い
か
ら
色
々
収
納
出
来
る
な
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後
は
こ
の
ロ

プ
と
ド
ラ
イ
バ

ガ
ム
テ

プ

う
ん
場
合
に
よ

て
は
使
え
る
か

も
ち

と
楽
し
く
な

て
き
た
な

う
ん

楽
し
い

 
こ
う
し
て
準
備
を
整
え
た
二
人
は

そ
の
ま
ま
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
た

こ
の
ロ

プ
で
一
気
に
五

ま
で
行
け
る
な

か
も

こ
こ
に
結
べ
ば
い
い
な

 
そ
し
て
二
人
は
ロ

プ
を
下
り
始
め
た

幸
い
ベ
ラ
ン
ダ
に
は

ン
ビ
は
侵
入
し
て
い
な
い
よ

う
で

 
そ
の
ま
ま
簡

に
五

ま
で
到
達
す
る
事
が
出
来
た

よ
し

後
は
横
の
移
動
だ
が

さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
来
る
と

ン
ビ
に
侵
入
さ
れ
て
る
部
屋
が
あ
る
か
も

ち

と
き
つ
い
が
ベ
ラ
ン
ダ
の
手
す
り
に
つ
か
ま

て
ベ
ラ
ン
ダ
の
外
を
移
動
す
る
か

三
部
屋
分
横
に
移
動
す
る
だ
け
だ
か
ら
大
丈
夫
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二
人
は
そ
の
ま
ま
ベ
ラ
ン
ダ
に
ぶ
ら
下
が
り

横
に
移
動
を
始
め
た

い
け
そ
う
だ
な

う
ん

よ
し

パ
イ
プ
に
着
い
た

先
に
下
に
下
り
る
ぞ

 
先
に
パ
イ
プ
に
到
達
し
た
八
幡
は

パ
イ
プ
伝
い
に
素

く
三

ま
で
下
り

 
そ
の
ま
ま
ビ
ル
の
壁
を

て
隣
の
ビ
ル
へ
と
着
地
し
た

さ
て

次
は
萌
郁
の
番

ま
ず
い

萌
郁

一
度
上
に

 
そ
の
時
四

の
ベ
ラ
ン
ダ

萌
郁
の
足
元
に

ン
ビ
が

を
現
し
た

 
そ
の

ン
ビ
は

ん

ん
と

ね
て
お
り
今
ま
さ
に
萌
郁
の
足
を
掴
も
う
と
し
て
い
た

 
だ
が
萌
郁
は
八
幡
の
叫
び
を

い
た

間
に
五

に
上
が
り
そ
こ
に
再
び

ン
ビ
が

を
現

し
た萌

郁

こ

ち
に
飛
べ

 
萌
郁
は
そ
の
声
に

て

へ
と
身
を
躍
ら
せ
た

 
八
幡
は
そ
ん
な
萌
郁
の

の
下
に
手
を
入
れ

く
る
り
と
回
転
し
て
衝
撃
を
逃
し

 
そ
の
ま
ま
そ
の
場
で
く
る
り
と
回

た
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そ
ん
な
二
人
を
目

け
て
四

の
変

ン
ビ
が

躍
し
て
き
た

くそ
の
ま
ま
回

て

 

た
よ
う
な
声
を
出
し
た
八
幡
に
萌
郁
が
そ
う
叫
び

八
幡
は
そ
の
ま
ま
回
転
を
続
け
た

 
そ
し
て
萌
郁
は
回
転
の
力
を
手
に
持

た
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
乗
せ

 
飛
ん
で
き
た

ン
ビ
を
横
殴
り
に
し

下
へ
と
叩
き
落
と
し
た

お
お

や
る
な
萌
郁

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま

を
上
手
く
使

て
回
転
を
止
め

ト
ン

と
萌
郁
を
着
地
さ
せ
た

上
手
く
い

た

だ
な

よ
し

こ
の
ま
ま
ビ
ル
を
伝

て

察
方
面
へ
と
向
か
う
か

 
二
人
は
協
力
し

次
々
と
ビ
ル
を
伝

て

察

へ
近
付
い
て
い

た

 
時
に
は
八
幡
が
萌
郁
を

に
乗
せ

や
や
高
い
所
に
あ
る
ビ
ル
の
フ
ロ
ア
へ
と
移
動
し

 
時
に
は
ビ
ル
の
中
に
入
り

ン
ビ
の

れ
を
な
ぎ
倒
し
な
が
ら
窓
ご
し
に
隣
の
ビ
ル
に
移
動

し
たビ

ル

い
に
行
け
る
の
は
こ
こ
ま
で
だ
な
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そ
ろ
そ
ろ
地
上
を
移
動

そ
う
だ
な

む

 
そ
の
時
突
然

察

の
方
か
ら
銃
声
が

こ
え
た

何
だ

あ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か

 
ど
う
や
ら
二
人
が
近
付
い
た
事
で

何
か
の
フ
ラ
グ
が
立

た
の
だ
ろ
う

 
突
然
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

察

が
多

察

の
入
り
口
前
に
現
れ

ン
ビ
相
手
に
銃
撃
を
行
い
始

め
たほ

ほ
う

こ
ん
な
事
も

こ
る
の
か

ど
う
す
る

丁
度
い
い

こ
の
機
会
に
裏
口
か
ら
侵
入
だ

 
ど
う
せ
こ
こ
で

察
側
が
勝
つ
事
は
絶
対
に
無
い
は
ず
だ
か
ら
な

 
こ
こ
で

察
が
勝
ち

ン
ビ
を
殲
滅
し
て
し
ま

た
ら
そ
こ
で
ゲ

ム
が
終
わ

て
し
ま
う

 
そ
の
八
幡
の

は
至

当
で
あ

た

ち

と
急
ぐ
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

大
き
い
音
を
立
て
て
い
る
せ
い
か
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ン
ビ
が
ど
ん
ど
ん
集
ま

て
き
ち
ま

て
る

裏
口
方
面
か
ら
表
に
ど
ん
ど
ん

ン
ビ
が
来
て
る
ね

大
チ

ン
ス
だ
な

よ
し

行
こ
う

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
裏
口
方
面
に
回
り

音
を
立
て
な
い
よ
う
に
窓
ガ
ラ
ス
に
ガ
ム
テ

プ
を

て

 
ド
ラ
イ
バ

で
そ
の
窓
を
破
壊
し
て
中
に
侵
入
し
た

銃
の
保
管

は

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
来
る
方
に
進
め
ば
い
い
か

 
こ
こ
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
発
見
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
か

た

 
二
人
は
最
初
は
慎
重
に
移
動
し
銃
撃
音
が
消
え
た

に
や

と
銃
器
の
保
管

へ
と
入
る
事

が
出
来
た

お
お

色
々
あ
る
な

俺
は
こ
の
狙
撃
銃
と

自
動
小
銃

は
さ
す
が
に
無
い
か

 
仕
方
な
い

不
慣
れ
だ
が
拳
銃
で
我
慢
す
る
か

あ
と
は
こ
の

棒
を
も
ら
う
わ

思

た
よ
り

し
い
ん
だ

ま
あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
日
々
鍛
え
て
る
か
ら
な

私
は
こ
れ
を
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萌
郁
が
選
ん
だ
の
も
普
通
の
拳
銃
で
あ

た

 
そ
も
そ
も

察
に
軍
用
の
銃
が
あ
る
は
ず
も
な
い

 
二
人
は

を
バ

グ
に
詰
め

つ
い
で
に
他
に
使
え
そ
う
な
物
を
ぱ
ぱ

と
手
に
取
り

 
即
座
に
元
来
た
道
を
引
き
返
し
始
め
た

ま
だ

ン
ビ
ど
も
は
こ

ち
に
は
来
て
な
い
な

こ
の
ま
ま
逃
げ
る
ぞ

待

て

も
し
か
し
た
ら
こ

ち
に

 
そ
の
時
萌
郁
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
八
幡
を
手

き
し
た

 
見
る
と
そ
こ
は

に
な

て
お
り
パ
ト
カ

と
白
バ
イ
が
何
台
か

ま

て
い
る
の
が
見

え
たお

ま
あ

察

に
は
当
然
あ
る
よ
な

ど
う
す
る

だ
と
道
が
塞
が
れ
て
い
た
場
合
に
詰
む

こ
こ
は
白
バ
イ
だ
な

分
か

た

後
ろ
に
乗

て

お
う

頼
む
わ

 
幸
い
キ

は
付
け

ぱ
な
し
で
あ
り
萌
郁
は
慣
れ
た
手
付
き
で
バ
イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
を
始
動



 第７００話 二人のチームワーク

さ
せ
た

い
つ
で
も

お
う

今
開
け
る

 
そ
し
て
八
幡
は
自
動
シ

タ

の
ス
イ

チ
を
入
れ

萌
郁
の
後
ろ
に
座

た

し

か
り
捕
ま

て
て

あ

う

わ

分
か

た

 
八
幡
は

い
な
が
ら
も
萌
郁
の

を

い
た

う
わ

こ
い
つ

く
ね
え

 
八
幡
は
萌
郁
の
プ
ロ
ポ

シ

ン
の
良
さ
を

め
て
実
感
し
つ
つ

 
シ

タ

の
下
か
ら

体
の

ン
ビ
の
足
が
見
え
た

 
い
つ
発
進
し
て
も
い
い
よ
う
に
し

か
り
備
え
た

 
果
た
し
て
ま
だ
シ

タ

の
開
き

合
が
全
然
足
り
な
い
う
ち
に

 
萌
郁
は
白
バ
イ
を
ス
タ

ト
さ
せ

体
を

め
に
し
て
無
理
や
り
公
道
へ
と
飛
び
出
し
た

ふ
ん

 
八
幡
は

手
に

棒
を
持
ち

通
り
抜
け
ざ
ま
に

囲
の

ン
ビ
を
な
ぎ
倒
し
た
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こ
れ
で
目
的
地
ま
で
一
気
に
移
動
出
来
れ
ば
楽
な
ん
だ
が

そ
う
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
な

そ
ろ
そ
ろ
二
時
間
に
な
る
け
ど
ど
う
す
る

お
も
う
そ
ん
な
時
間
か
安
全
そ
う
な
場
所
で
セ

ブ
し
て
今
日
は
こ
こ
ま
で
に
す
る
か

そ
れ
じ

あ

当
な
場
所
に
入
る

白
バ
イ
の
置
き
場
所
に
ス
ム

ズ
に
行
け
る
場
所
が
い
い
よ
な

そ
う
す
る
と

専
用

場
が

設
さ
れ
て
い
る

物

 
で
も
ホ

ム
セ
ン
タ

と
か
デ
パ

ト
は
多
分
危
な
い

お
分
か

て
る
な
そ
う
い
う
場
所
に
は
ボ
ス
ク
ラ
ス
の
や
ば
い
の
が
い
る
可
能
性
が
高
い

か
ら
な

 
八
幡
は
萌
郁
の
判
断
を
そ
う

定
し
た

が
し

か
り
し
た

場
付
き
の
戸

て
を
探
す
ね

だ
な

少
し
横
道
に

れ
て
も
い
い
か
ら
と
り
あ
え
ず
頑
丈
そ
う
な

物
を
探
そ
う

 
萌
郁
は
そ
う
言
わ
れ

何
か
を
確
信
し
た
よ
う
な
態
度
で
運
転
を
続
け

 
あ

さ
り
と

件
に

合
す
る

物
に
た
ど
り
着
い
た

お
お

に
ス
ム

ズ
だ
な
も
し
か
し
て
上
か
ら
あ
る

度
の
当
た
り
を
付
け
て
お
い
た
の
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か
う
ん

や
る
な

そ
れ
じ

あ
中
に
入
る
か

 
そ
の
家
の
扉
は
し

か
り
と

さ
れ
て
い
た
が

 
二
人
は
そ
ん
な
も
の
に
は
目
も
く
れ
ず
に
壁
伝
い
に
二

に
上
り
二
回
の
窓
を

て
中
に

入

た

 
一
応
家
の
内
部
を
調
査
し
て
安
全
を
確
認
し
た
二
人
は
そ
の
ま
ま

室
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

 
ソ
レ
イ
ユ
の
プ
レ
イ
ル

ム
で
目
を
覚
ま
し
た

今
日
は
色
々
収

が
あ

た
な
や
は
り
萌
郁
は
観
察
力
判
断
力
戦
闘
力
に
優
れ
て
い
る

 
得
が
た
い
人
材
だ
と
い
う
事
が
よ
く
分
か

た

問
題
が
あ
る
の
は
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
能

力
だ
が

 
ま
あ
俺
が
そ
の

り
を
考

し
つ
つ
仕
事
を

り

れ
ば
問
題
な
い
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は
萌
郁
に
も

と
色
々
な
仕
事
を
さ
せ
て
み
よ
う
と
考
え
つ
つ
口
に
出
し
て
は
こ
う

言

た
ふ
う

お
疲
れ
さ
ん
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お
疲
れ
様

お

二
人
と
も
や

と

て
き
た
か

に
行
こ
う

 
そ
ん
な
二
人
の
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
横
で
待

て
い
た
の
か
レ
ヴ

カ
が
そ
う
声
を
か
け
て
き

た
お

姉
さ
ん
の
お

は
終
わ

た
み
た
い
だ
な

そ
れ
じ

あ
三
人
で

に
行
く
か

 
萌
郁

こ
の
続
き
は
ま
た
今
度
な

う
ん

今
日
は
二
人
は
何
を
や

て
た
ん
だ

お
う

今
度
レ
ヴ

も
一

に
や
ろ
う

今
日
や

て
た
の
は
な

 
三
人
は
こ
の
日
か
ら

急
速
に
戦
闘
の
チ

ム
ワ

ク
を
深
め
て
い
く
事
に
な

た
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第
７
０
１
話
 
に
く
に
ク

お

ハ

も
し
か
し
て

か

今
の
オ
レ

ち
は

ガ

ツ
リ
肉
が
食
い
た
い
気
分

だ
ぞ

 
何
を
食
べ
よ
う
か
と
話
し
な
が
ら
今
ま
さ
に
外
に
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
た
八
幡
達
に

 
た
ま
た
ま
通
り
か
か

た
ア
ル
ゴ
が
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
一
人
で
美
味
い
肉
を
食
べ
に
行

て
こ
い

お
い
こ
ら
ハ

今
の
オ
レ

ち
は
本
当
に

え
て
る
ん
だ
終
い
に

性
的
に
襲
う
ぞ
コ
ノ

ヤ
ロ分

か

た
分
か

た

そ
れ
じ

あ
一

に
行
く
か

い
え

い

肉

肉
ダ

 
ア
ル
ゴ
は
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
で
喜
ん
だ

も
し
か
し
た
ら

不
足
な
の
か
も
し
れ
な
い

お

ア
ル
ゴ

分
機

が
い
い
な

お
う
よ
レ
ヴ

オ
レ

ち
最
近
簡

な

し
か
食

て
な
か

た
か
ら

 
今
日
は
が

つ
り
い
き
た
い
気
分
だ

た
ん
だ
よ
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で
も
面
倒

い
か
ら
結
局
今
日
も
簡

に
済
ま
せ
ち
ま
お
う
か
と
か
思

て
た
ん
だ
け
ど
よ

 
そ
し
た
ら
丁
度
目
の
前
を

布
が
歩
い
て
く
る
じ

ね
え
か

 
テ
ン
シ

ン
爆
上
げ
に
な
る
の
は
当
然
だ
ロ

お
う

そ
れ
は
ア
ガ
る
な

俺
を

布
扱
い
す
る
ん
じ

ね
え

と
い
う
か
お
前
は
も

と
社
食
を
利
用
し
ろ

 
そ
れ
に
そ
の
テ
ン
シ

ン
は

不
足
の
せ
い
と
か
じ

な
か

た
の
か
よ

ぐ
ぬ
ぬ

確
か
に
そ
う
な
ん
だ
け
ど
よ

あ
そ
こ
は
確
か
に
安
く
て
美
味
い
け
ど

 
今
日
み
た
い
な
気
分
の
時
に
食
い
た
い

が
張
る
分
ガ

ツ
リ
い
け
る
料
理
が
無
い
ん
だ
ヨ

あ

分
か

た
分
か

た

今
度
ち

ん
と
マ
ス
タ

に
伝
え
て
お
い
て
や
る
よ

 
マ
ス
タ

と
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
食

ね
こ
や

の
店
主
で
あ
る

 
特
に
本
名
を
呼
ぶ
必
要
が
無
い

八
幡
は
そ
の
フ
ル
ネ

ム
を
知
ら
な
い
が
親
し
い
の
は

間
違
い
な
い

 
た
だ

が
山
方
と
い
う
事
だ
け
は

ネ

ム
プ
レ

ト
を
見
て
知

て
い
た

そ
う
い
や
ね
こ
や
と
い
え
ば

あ
そ
こ
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
子

個
性
的
だ
よ
な

あ
あ

い
つ
も

を
付
け
て
る

学
生
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

の
ア
レ

タ
さ
ん
と
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ボ
ソ
リ
と

る
の
に
何
故
か
よ
く
声
が

こ
え
る
ク
ロ
な

何
故
ク
ロ

ち
だ
け
呼
び

て
な
ん
ダ

前
に
た
ま
た
ま
空
腹
に

え
か
ね
た
事
が
あ

て

 
ね
こ
や
の
終
了
時
間
過
ぎ
に
何
か
作

て
も
ら
お
う
か
と
思

て
顔
を
出
し
た
事
が
あ
る
ん
だ

よ 
で

そ
の
時
は
ア
レ

タ
さ
ん
は
い
な
く
て

ク
ロ
だ
け
が
い
た
ん
だ
が

 
マ
ス
タ

の
好
意
で

い
の
チ
キ
ン
カ
レ

を
ク
ロ
と
一

に
食
べ
さ
せ
て
も
ら

た
ん
だ

よ 
ど
う
や
ら
ク
ロ
の
奴
は
カ
レ

が
大
好
物
ら
し
く
て
そ
の
時
に
俺
の
三
倍
く
ら
い
食
べ
て
や

が

て
な

 
そ
れ
か
ら
た
ま
に
時
間
が
あ
る
時
は

 
ク
ロ
を
都
内
の
色
々
な
カ
レ

店
に
連
れ
て

て
や

て
る
か
ら
そ
の
分
親
し
く
な

た

て
感
じ
だ
な

は

ハ

も
手
広
く
女
に
手
を
出
し
て
や
が
る
ナ

人

き
が
悪
い
事
を
言
う
な

た
だ
の

友
だ
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八
幡
は

然
と
し
た
顔
で
そ
う
言

た

ア
レ

タ
ち

ん
は
誘

て
や
ら
な
い
の
か

い
や

ち

ん
と
誘

て
る
ぞ

こ
の
前
は
ア
レ

タ
さ
ん
し
か
い
な
か

た
か
ら

 
メ
イ
ク
イ

ン
に
連
れ
て

て
や

た
し
な

あ
あ

レ
イ
ヤ

繋
が
り
カ

お
う

ま
ゆ
さ
ん
に
紹
介
し
て
や

た
か
ら

多
分
一

に
イ
ベ
ン
ト
と
か
に
参
加
す
る
ん

じ

な
い
か

は

ハ

も
手
広
く
女
に
手
を
出
し
て
や
が
る
ナ

そ
れ
は
さ

き

い
た

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
三
人
は
キ

ト
は
使
わ
ず
徒
歩
で
近
く
に
あ
る
焼
肉
店
へ
と

向
か

た

 
こ
の
店
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
が
多
く
利
用
し
て
お
り
八
幡
も
す

か
り
顔
な
じ
み
に
な

て

い
るに

く

に

ク

肉
は
逃
げ
な
い
か
ら
落
ち
着
け
よ
ア
ル
ゴ
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さ
て
食
う
か

萌
郁
も
遠

し
な
く
て
い
い
か
ら
な

う
ん

レ
ヴ

は
遠

す
る
タ
イ
プ
じ

な
い
か
ら
言
う
ま
で
も
な
い
な

お
う
よ

 
そ
し
て
ま
た
た
く
間
に
大

の
肉
が
消

さ
れ

若

食
べ
過
ぎ
た
の
か

 
ア
ル
ゴ
と
レ
ヴ

カ
は
そ
の
場
で
だ
ら
し
な
く
横
に
な

た

 
こ
こ
は
座
敷
な

そ
れ
を

め
る
者
は
い
な
い

萌
郁
も
苦
し
か

た
ら
横
に
な

て
い
い
か
ら
な

大
丈
夫

腹
八
分
目

何

だ
と

 
八
幡
の
記
憶
だ
と

萌
郁
も
他
の
二
人
に
負
け
ず

ら
ず
肉
を
食
べ
て
い
た
は
ず
だ

 
だ
が
隣
に
い
る
萌
郁
は

し
そ
う
な
顔
で
デ
ザ

ト
は
何
を
食
べ
よ
う
か
と
メ
ニ

を
見

て
い
る

お
い
萌
郁

ち

と
腹
を
見
せ
て
み
ろ
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こ
こ
で
八
幡
が
い
き
な
り
そ
う
言
い

ぐ

た
り
し
て
い
る
ア
ル
ゴ
と
レ
ヴ

カ
も

 
そ
の
言
葉
に
驚
い
て
体
を

こ
し
た

お
い
お
い
ハ

さ
す
が
に
こ
こ
で
お

ぱ
じ
め
る
の
は
ど
う
か
と
思
う

三
人
同
時
に
相
手
を
す
る
つ
も
り
な
の
は
さ
す
が
だ
と
思
う
が
今
は
勘

し
て
く
れ
腹
が

苦
し
い

お
前
ら
ふ
ざ
け
ん
な

萌
郁
が
ま
だ
腹
八
分
目
ら
し
い
か
ら

 
萌
郁
の
お
腹
が
一
体
ど
う
な

て
る
の
か

好
奇
心
を

え
ら
れ
な
か

た
だ
け
だ

普
通
に
セ
ク
ハ
ラ
だ
ろ
う
け
ど
マ
ジ
か
よ

俺
に
も
見
せ
ろ

凄
え
な
モ
エ
モ
エ

オ
レ

ち
に
も
見
せ
て
く
れ
よ

 
い
き
な
り
そ
う
注
目
を

び
た
萌
郁
は

顔
を

く
し
て
下
を
向
い
た

す

す
ま
ん

な
ら
い
い
ん
だ

悪
か

た

別
に

じ

な
い

 
萌
郁
は
顔
を

く
し
た
ま
ま
で
は
あ

た
が

そ
の
八
幡
の
言
葉
に
は

感
に
反
応
し

 
そ
う
言

て
イ
ン
ナ

の

を
ま
く
り
あ
げ
た

う
わ

モ
エ
モ
エ

て
ば
オ
レ

ち
と

の

さ
が
変
わ
ら
ね
エ
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ち

ち

と
触

て
い
い
か

う

う
ん

 
レ
ヴ

カ
は
そ
う
言

て
萌
郁
の
腹
部
を
つ
ん
つ
ん
つ
つ
い
た

お
お

内
部
は

麗
に

れ
て
や
が
る
が

こ
う
し
て
見
る
と
全
然
分
か
ら
ね
え

そ
う
な
の
か

や

ぱ
り
萌
郁
は
鍛
え
て
る
ん
だ
な

そ
れ
な
り
に

 
萌
郁
の
腹
部
は
あ
れ
だ
け
食
べ
た
の
に
ま

た
く

ら
ん
だ
り
は
し
て
い
な
か

た

 
そ
れ
を
確
認
出
来
た
八
幡
は

ま
さ
か

が
胸
の

置
に
あ
る
と
か
は
な
い
よ
な

 
な
ど
と

の
分
か
ら
な
い
事
を
考
え
て
し
ま

た
が

 
目
的
は
達
成
出
来
た

と
り
あ
え
ず
萌
郁
に
お

を
言

た

理
屈
は
分
か
ら
な
い
が

ど
ん
な

態
か
は
分
か

た

あ
り
が
と
う
な

萌
郁

ど
う
い
た
し
ま
し
て

ま
だ
入
る
な
ら

好
き
な
デ
ザ

ト
を
頼
む
と
い
い

う
ん

 
そ
の
デ
ザ

ト
が

く

に
は
多
少
消
化
が
進
ん
だ
の
か
ア
ル
ゴ
と
レ
ヴ

カ
も
復
活
し
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て
き
た

 
そ
し
て
四
人
は
そ
の
ま
ま
雑
談
を
始
め
た

ア
ル
ゴ

仕
事
の
進
み

合
は
ど
う
な
ん
だ

調
だ
ぞ

の
件
も

先
方
が
ほ
と
ん
ど
全
部
や

て
く
れ
て
る
か
ら
特
に
負
担
は
な
い

し
ナそ

う
か

そ
う
い
え
ば
カ
ム
ラ
が
何
か
動
い
て
い
る
よ
う
だ
が

あ
あ

あ
れ
な

ど
う
や
ら
オ

グ
マ

の
目

の
一
つ
と
し
て

 
リ
ア
ル
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン
の

の
開
発
を
進
め
る
ら
し
い
ナ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
レ
ヴ

カ
が

キ

ト
ン
と
し
な
が
ら
横
か
ら

ね
て
き
た

リ
ア
ル
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン

何
だ
そ
れ

今
の
東
京
の
風
景
を

で
再
現
し
て

そ
こ
で
敵
と
戦
う
ゲ

ム
ら
し
い
ぞ

へ

フ

ン
タ
ジ

設
定
も
い
い
け
ど

そ
う
い
う
の
も
い
い
な

そ
う
だ
な

し
に
今
度
や

て
み
る
か

 
だ
が
そ
の
八
幡
の
提
案
は

ア
ル
ゴ
に
よ

て

ら
れ
た

あ
ハ

リ
ア
ル
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン
は
し
ば
ら
く
サ

ビ
ス
休
止
に
な
る
ら
し
い
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え

マ
ジ
か
よ

別
に

対
応

の
製
作
を
開
始
す
る

に

も
し
ば
ら
く
お
休
み
す
る
そ
う
ダ

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
仕
方
ね
え

そ
れ
じ

あ

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
で
我
慢
す
る
と
す
る
か

 
そ
の
レ
ヴ

カ
の
言
葉
に
今
度
は
ア
ル
ゴ
が
反
応
し
た

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

ハ

は
も
し
か
し
て

あ
れ
を
や

て
み
た
の
カ

お
う

つ
い
さ

き
ま
で
萌
郁
と
二
人
で
や

て
た
わ

へ

ど
う
だ

タ

い
や

思

た
よ
り
も
リ
ア
ル
で
面
白
か

た
わ

 
今
日
は
一
番
最
初
の
ス
テ

ジ
を

中
ま
で
ク
リ
ア
し
た

態
で
セ

ブ
し
て
き
た
け
ど

 
大

模
な
マ

プ
を
大
人

で
や

て
み
た
い
気
も
し
た
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

今
日
ゲ

ム
の
中
で
何
が
あ

た
の
か
語

て
き
か
せ
た

分
慎
重
に
動
い
た
ん
だ
ナ

ま
あ
最
初
だ

た
し
な

特
に
ピ
ン
チ
ら
し
い
ピ
ン
チ
も
無
か

た
し

調
だ

た
よ
な
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萌
郁う

ん

武
器
も
手
に
入
れ
た
か
ら
後
は
簡

だ
と
思
う

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
一
面
は

難
易
度
が
高
い

て
事
で

名
な
ん
だ
が
ナ

難
易
度
が
高
い

そ
う
な
の
か

と
に
か
く
敵
の

が
多
い
か
ら

基
本
は

の
暴
力
に
や
ら
れ
て
死
ぬ

て
話
だ

何
も
考
え
ず
に
敵
に
ま
と
も
に
突

込
む
か
ら
だ
ろ

 
た
だ
家
の
外
に
出
て
目
的
地
を
目
指
し
た

て

そ
り

死
ぬ
に
決
ま

て
る

 
あ
れ
は
無
双
ゲ

じ

な
い
ん
だ
か
ら
な

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
か

プ
レ
イ
ヤ

の
レ
ベ
ル
が

い

て
事
だ
ナ

 
そ
れ
か
ら
四
人
は
た
わ
い
な
い
話
を
し
ば
ら
く
続
け

そ
の
日
は
大
人
し
く
帰
宅
し
た

 
レ
ヴ

カ
と
萌
郁
は
寮
で
あ
り

ア
ル
ゴ
も
目
と

の
先
の
マ
ン
シ

ン

ま
い
の

 
八
幡
は
一
人
で
自
宅
ま
で

る
事
に
し
た

 
八
幡
君

お
か
え
り

お

明
日
奈

こ

ち
に
来
て
た
ん
だ
な

そ
れ
じ

あ

て
き
て
良
か

た
な
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今
日
は
何
か
面
白
い
事
は
あ

た

そ
う
だ
な

 
八
幡
は
明
日
奈
に

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
事
を
話
す
か
ど
う
か
と
て
も
迷

た

 
明
日
奈
が
怖
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
か
ら
だ

 
だ
が
特
に

し
事
を
す
る
よ
う
な
話
で
も
な
い
と
思
い

 
八
幡
は
明
日
奈
に

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
事
を
話
す
事
に
し
た

何
そ
れ
面
白
そ
う

今
度
み
ん
な
で
少
し
大
き
め
な
マ

プ
を
や

て
み
よ
う
よ

え

あ
れ

明
日
奈
は
オ
バ
ケ
と
か
苦
手
な
ん
じ

な
か

た
か

う
ん

オ
バ
ケ
は
苦
手
だ
よ

じ

あ
ど
う
し
て

だ

て

ン
ビ
は
オ
バ
ケ
じ

な
い
じ

な
い

普
通
に
実
体
が
あ
る
ん
だ
し

 
そ
り

確
か
に
多
少
気
持
ち
悪
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
剣
で
倒
せ
る
な
ら
別
に
怖
く
も
な
ん

と
も
な
い
よ

そ
う
い
う
基
準
か

そ
う
い
え
ば
前
に

い
た
事
が
あ

た
か
も
し
れ
ん

 
八
幡
は
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に
と
て
も
納
得
し
た
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だ
が
明
日
奈
が
ま

た
く
怖
が
ら
な
い
の
も
ち

と
悔
し
い
な
と
思

た
八
幡
は

 
楽
し
そ
う
に

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
情
報
を

索
し
て
い
る
明
日
奈
の
隣
に
何
気
な
く
座
り

 
横
か
ら
画
面
を

き
込
む
と
直
後
に
何
か
に
ハ

と
し
た
よ
う
な

技
を
し
こ
う
言

た

あ
れ

何
だ
こ
の
音
は

ほ
ら

カ
タ
カ
タ

て
い
う

え

私
に
は
何
も

こ
え
な
い
よ

あ

ま
た
鳴

た

こ
れ

て
何
の
音
な
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て

部
屋
の
中
を
調
べ
る
フ
リ
を
し
た

 
明
日
奈
は
そ
れ
を
見
て
不
安
に
な

た
の
か

心

そ
う
な
声
で
こ
う
言

た

な

何
か
あ

た

い
や

何
も
な
い
な

て
ま
た
か

一
体
何
な
ん
だ
こ
の
音
は

え

え

 
明
日
奈
は

に
手
を
当
て
て

そ
の
音
と
や
ら
を
必
死
に

こ
う
と
し
た
が

 
当
然
何
か
お
か
し
な
音
が

こ
え
る
は
ず
も
な
か

た

な

何
だ
ろ
う
ね

何
だ
ろ
う
な
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そ
の
時
部
屋
の
外
で
本
当
に
カ
タ
ン
と
い
う
音
が
し
そ
れ
を

い
た
二
人
は
思
わ
ず
ビ
ク

と
な

た

な

何
今
の
音

 
明
日
奈
に
も
そ
の
音
が

こ
え
た
の
か

明
日
奈
は

て
て
正
面
か
ら
八
幡
に

き
つ
い
た

ち

と
見
に
い

て
み
る
か

う

う
ん

 
だ
が
そ
う
言
い
つ
つ
も

明
日
奈
は
八
幡
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
し
な
か

た

 
八
幡
は
仕
方
な
く
そ
の
ま
ま
明
日
奈
を

え
て
立
ち
上
が
り

入
り
口
の
方
へ
と
向
か

て

い

た
明
日
奈

し

か
り
捕
ま

て
ろ
よ

う
ん

 
明
日
奈
は
言
わ
れ
た
通
り
に
し

か
り
と
八
幡
の
首
に
手
を
回
し

 
同
時
に
両
足
を
八
幡
の

に
回
し
た

ど
う
見
て
も
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
格
好
で
あ

た
が

 
こ
の

況
で
そ
ん
な
事
を
考
え
る
余

は
二
人
に
は
な
か

た
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よ
し

開
け
る
ぞ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

少
し
ず
つ
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
た

 
そ
の

間
に

何
か

い
物
が
部
屋
に
飛
び
込
ん
で
き
た

う
お

き
 
八
幡
は
思
わ
ず

も
ち
を
つ
き

明
日
奈
は
そ
の
上
に
座
る
格
好
と
な

た

 
そ
ん
な
二
人
の
方
を

何
し
て
る
の

と
い
う
顔
で
見
つ
め
て
い
る
二
つ
の
目
が
あ

た

何
だ

カ
マ
ク
ラ
だ

た
の
か

カ
マ
ク
ラ
ち

ん
か

び

く
り
し
た

 
そ
れ
は
比
企
谷
家
の
愛
猫

カ
マ
ク
ラ
で
あ

た

 
カ
マ
ク
ラ
は
あ
く
び
を
一
つ
し

そ
の
ま
ま
八
幡
の
横
で

く
な

た

 
丁
度
そ
の
時

音
を

き
付
け
た
の
か

小
町
が

て
た
顔
で
部
屋
に
飛
び
込
ん
で
き
た

お
兄
ち

ん
お
義
姉
ち

ん

今
の
は
何
の
音

お
う
悪
い

ち

と
驚
い
ち
ま

て
な

ご
め
ん
ね
小
町
ち

ん

何
も
無
か

た
か
ら
大
丈
夫
だ
よ
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だ
が
小
町
は
顔
を

く
し
て
い
る
だ
け
で
何
も
言
わ
ず

二
人
は
首
を

げ
つ
つ

 
今
自
分
が
ど
ん
な

態
な
の
か
を

め
て

め
た

あち

違
う
の
小
町
ち

ん

こ
れ
は
事
故

あ
く
ま
で
事
故
な
の

こ

こ
れ
か
ら
ゆ

く
り
時
間
を
か
け
て
お
風
呂
に
入
る
か
ら

 
小
町
に
は
何
も

こ
え
な
い
か
ら
安
心
し
て
ご
ゆ

く
り

 
そ
し
て
小
町
は
そ
の
ま
ま
風
呂
場
へ
と
走

て
い

た

そ
ん
な
小
町
を
明
日
奈
は

て
て
追

い
か
け
た

八
幡
君

私
も
小
町
ち

ん
と
一

に
お
風
呂
に
入

て
く
る

お

お
う

頼
む
わ

任
せ
て

 
そ
し
て
明
日
奈
も
そ
の
ま
ま
風
呂
場
に
向
か
い

 
残
さ
れ
た
八
幡
は

カ
マ
ク
ラ
を

で
な
が
ら
た
め
息
を
つ
い
た

驚
か
せ
る
な
よ
カ
マ
ク
ラ
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カ
マ
ク
ラ
は
八
幡
に

で
ら
れ
て
目
を

め
な
が
ら

 
自
分
は
何
も
し
て
い
な
い
と
ア
ピ

ル
す
る
よ
う
に

ニ

ン
と
鳴
い
た
の
だ

た



 第７０２話 その時は徐々に近付く

 
第
７
０
２
話
 
そ
の
時
は
徐
々
に
近
付
く

小
町
ち

ん

お
義
姉
ち

ん
の
話
を

い
て

 
そ
の
時

下
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

八
幡
は
心
の
中
で
明
日
奈
に
エ

ル
を
送

た

 
そ
し
て
こ
こ
に
い
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
い

リ
ビ
ン
グ
へ
と
移
動
す
る
事
に
し
た

二
人
が
風
呂
か
ら
出
て
き
た
時
に
す
ぐ
出
せ
る
よ
う
に

た
い
飲
み
物
で
も
用
意
し
て
お
く

か 
八
幡
は
そ
う
考
え

あ
ら
か
じ
め
グ
ラ
ス
を
三
つ

や
し
て
お
き

 
そ
の
ま
ま
ノ

ト

を
開
い
て
情
報
収
集
を
始
め
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア

プ
デ

ト
情
報

ソ

ド
ス
キ
ル
の

入
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ

ド
ス
キ
ル

に
つ
い
て

 
あ
あ

つ
い
に
こ
れ
が
く
る
の
か

う

ん

俺
も
何
か
作

て
み
る
か
な

 
八
幡
は
そ
う

き
つ
つ

い
く
つ
か
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
型
を
リ
ビ
ン
グ
で
な
ぞ

て
み
た

う

ん

ま
あ
実

に
や

て
み
て
か
ら
ま
た
考
え
る
か

 
そ
の
時
八
幡
は
背
後
に
人
の
気
配
を
感
じ

て
て

り
返

た
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何
だ
明
日
奈
か

 
そ
こ
に
は
笑
わ
な
い
よ
う
に
な
の
だ
ろ
う

口
を
押
さ
え
た
明
日
奈
が
立

て
い
た

 
後
ろ
に
は
小
町
の

も
見
え
る

と
い
う
か
明
日
奈

何
で
バ
ス
タ
オ
ル
を

い
た
ま
ま
な
ん
だ

あ
こ
れ
は
ね
急
い
で
た
せ
い
で
着

え
を
持
た
な
い
ま
ま
風
呂
場
に
突
撃
し
ち

た
か

ら 
今
か
ら
自
分
の
部
屋
に
持
ち
に
行
こ
う
と
思

て

お
義
姉
ち

ん

て
普

は
凛
と
し
て
る
の
に

時
々
ド
ジ
な
事
が
あ
る
よ
ね

も
う
小
町
ち

ん

八
幡
君
は
そ
う
い
う
ギ

プ
に
萌
え
る
ん
だ
よ

そ
れ
は
否
定
し
な
い
が

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
服
を
着
て
来
い

て

う
ん
八
幡
君
が
怪
し
い
動
き
を
し
て
た
か
ら
つ
い
見
ち

て
た
け
ど
と
り
あ
え
ず
行

て
く
る
ね

 
そ
れ
に
し
て
も
さ

き
の
八
幡
君
の
動
き

 
そ
う
言
い
な
が
ら
明
日
奈
は
再
び
口
を
押
さ
え

 
八
幡
は
ち

と
恥
ず
か
し
か

た
の
か

こ
う
抗

し
た
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あ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
動
き
を
な
ぞ

て
た
だ
け
だ

 
今
度
や

と
ソ

ド
ス
キ
ル
が
解
禁
に
な
る
ら
し
い
か
ら
な

あ

そ
う
な
ん
だ

 
明
日
奈
は
口
か
ら
手
を
離
し
て
若

身
を
乗
り
出
し
た

 
八
幡
を
笑

た
事
に
対
す
る
天
罰
と
か
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が

 
そ
の

間
に
明
日
奈
の
体
を

て
い
た
バ
ス
タ
オ
ル
が
ハ
ラ
リ
と
下
に
落
ち
た

あお
義
姉
ち

ん

ま
た
そ
ん
な
ド
ジ

こ
ア
ピ

ル
を

こ

こ
れ
は
別
に
ア
ピ

ル
じ

な
い
か
ら

 
そ
う
言

て
明
日
奈
は

て
て
バ
ス
タ
オ
ル
を

い
上
げ

再
び
体
に

い
た

 
そ
の
時
の
二
人
の
行
動
に
ひ

か
か
る
物
を
感
じ
た
小
町
は

組
み
を
し
な
が
ら
考
え
込
ん

だ
小
町

ど
う
し
た

う
う
ん

何
か
お
か
し
い
な

て
思

て

 
あ

そ

か

二
人
が
ち

と
も
恥
ず
か
し
が
ら
な
い
か
ら
だ
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小
町
は
二
人
を
見
な
が
ら
そ
う
叫
ん
だ

え

十
分
恥
ず
か
し
が

て
る
つ
も
り
な
ん
だ
が

そ
う
だ
よ
小
町
ち

ん

普
通
に
恥
ず
か
し
い
よ

え

で
も

 
小
町
は
そ
ん
な
二
人
の
言
葉
に
首
を

げ

ま
さ
か
と
思
い
二
人
に
こ
う

ね
た

ね

ね

二
人
は
今
何
に
対
し
て
恥
ず
か
し
が

て
る
の

俺
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
型
が
変
に
見
え
た
所
だ
が

う

か
り
タ
オ
ル
を
落
と
し
ち

た
ド
ジ
な
事
に
か
な

あ

や

ぱ
り

を
見
た
り
見
ら
れ
た
事
に
じ

な
い
ん
だ
そ

か
そ

か

 
そ
の
小
町
の

き
を

い
て

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

 
二
人
の
そ
の
表
情
は

今
更
何
を
と
い
う
感
じ
だ

た
の
だ
が

よ
く
考
え
る
と
そ
れ
は

 
要
す
る
に
二
人
が
お

い
の

を
あ
る

度
見
慣
れ
て
い
る
と
い
う
事
の
証
明
で
あ
る
事
に
気

が
付
い
た

う
う
ん
そ
う
だ
よ
ね
二
人
も
も
う
大
人
な
ん
だ
し
何
度
も
何
度
も
そ
う
い
う
事
を

 
そ
し
て
小
町
が
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
か
け

二
人
は

た
よ
う
に
こ
う
叫
ん
だ



 第７０２話 その時は徐々に近付く

き

き

あ

八
幡
君

恥
ず
か
し
い
か
ら
見
な
い
で

わ

悪
い

大
丈
夫

心
な
部
分
は
ま

た
く
見
え
な
か

た
か
ら
安
心
し
て
く
れ

 
そ
ん
な
二
人
を
小
町
は
ジ
ト
目
で
見
つ
め

二
人
は
素
直
に
謝

た

ご
め
ん
な
さ
い

ん
今
更
だ
し
ど
う
で
も
い
い
よ
と
り
あ
え
ず
お
義
姉
ち

ん
に
は
服
を
着
て
も
ら
う
と
し

て 
お
兄
ち

ん

何
か

た
い
飲
み
物
を

う
ん

さ
さ

と
行

て
く
る

待

て
ろ

も
う
準
備
し
て
あ
る
か
ら
す
ぐ
出
し
て
や
る
か
ら
な

 
二
人
は
そ
う
言

て
そ
れ
ぞ
れ
行
動
を
開
始
し
小
町
は
一
人
ソ
フ

に

か
け
た
め
息

を
つ
い
た

は

小
町
も
そ
の
う
ち
こ
う
い
う
事
に
慣
れ
ち

う
の
か
な

 
彼
氏
を
作
れ
ば
分
か
る
の
か
も
だ
け
ど

最
近
の
お
兄
ち

ん
を
見
て
る
と

 
他
の
男
が
つ
ま
ら
な
く
見
え
ち

う
か
ら

や

ぱ
り
当
分
彼
氏
は
出
来
な
い
ん
だ
ろ
う
な
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は
お
兄
ち

ん
に
家
族
の
情
は
あ

て
も
男
と
し
て
は
無
い
な
と
し
か
思
わ
な
か

た
の

に 
変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
ん
だ
よ
な

は

 
そ
れ
が
ど
う
や
ら
小
町
の
密
か
な
悩
み
の
よ
う
で
あ

た

  
一
方
そ
の

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
仲
間
達
と
共
に

急
会
議
を
開
い
て
い
た

ま
さ
か
リ
ア
ル
・
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン
が
サ

ビ
ス
休
止
に
な
る
と
は
ね

あ
と
一
週
間
か

ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ソ

ド
ス
キ
ル

入
だ

て
よ

ど
う
す
る

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
今
す
ぐ
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
行

て
も
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
活
躍
出
来
る
だ
ろ

う
け
ど

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
チ

ム
戦
な
側
面
も
あ
る
か
ら
な

も
う
少
し
連

を
深
め
た
い
で
す
ね

ふ

む

 
ラ
ン
は
目
を

じ
て
色
々
考
え
て
い
る
よ
う
だ

た
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そ
こ
に
誰
か
か
ら
の
メ

セ

ジ
が

き
そ
れ
を

ん
だ
ラ
ン
は
仲
間
達
に
向
け
て
こ
う

言

た
ハ
チ
マ
ン
が

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
を
始
め
た
ら
し
い
わ

 
ま
あ
遊
び
で
ち

こ

と

て
感
じ
み
た
い
だ
け
ど

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が

そ
れ

て
誰
情
報

ア
ル
ゴ
さ
ん
よ

あ
あ

な
ら
確
定
だ
ね

 
ラ
ン
は
ユ
ウ
キ
に

く
と

ア
ル
ゴ
か
ら
の
情
報
を
仲
間
達
に
伝
え
た

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
言
う
に
は

仲
間
と
の
連

を
深
め
る
の
に
良
さ
そ
う
な
ゲ

ム
だ

た
と

 
ハ
チ
マ
ン
が
肉
を

張
り
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
語

て
い
た
み
た
い

ン
ビ
の
話
を
し
な
が
ら
肉
と
か

さ
す
が
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
だ

な
の
で
そ
れ
を

ま
え
て
今
後
の
方
針
よ

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て
一
呼

入
れ

続
け
て
こ
う
言

た
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リ
ア
ル
・
ト

キ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
現
時
点
で
の
最
強
ボ
ス
を
一
週
間
で
制

す
る

 
そ
の
後
は

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
で
連

を

い
て

 
ピ
ン
チ
の
時
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
の
対
応
力
を

く
事
に
す
る
わ

 
ゲ

ム
と
し
て
は
畑
違
い
な
の
で
し

う
け
ど
そ
う
い

た
部
分
に
関
し
て
の
応
用
力
は

え
る
は
ず

 
そ
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ソ

ド
ス
キ
ル
が

入
さ
れ
る
の
を
見
計
ら

て

 
密
か
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
移
動
そ
こ
で
旗
揚
げ
よ

最
初
は
目
立
た
な
い
よ
う
に
モ
ブ
狩
り
専
門
に

し
て

 
自
由
自
在
に
飛
び
ま
わ
れ
る
よ
う
に
な

た
ら

次
は
魔
法
へ
の

作
業

 
そ
し
て
同
時
に
ソ

ド
ス
キ
ル
の
作
成
こ
れ
が
終
わ

た
ら
い
よ
い
よ
ヴ

ル
ハ
ラ
に
殴
り

こ
み
よ

 
出
来
れ
ば
ヴ

ル
ハ
ラ
と
ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
が
激
突
し
て
い
る
時
に
乱
入
す
る
の
が
望
ま
し
い

わ
ね直

で
ぶ
つ
か

て
く
ん
じ

な
い
ん
だ

何
で

そ
の
ほ
う
が
目
立
つ
か
ら
よ
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ラ
ン
は
さ
も
当
然
と
い
う
風
に
そ
う
言

た

そ
う
す
る
事
で

同
時
に
敵

に
も
我
々
が

だ
と
見
せ
つ
け
て
や
り
ま
し

う

オ

ケ

そ
れ
じ

あ

速
ボ
ス
戦
へ
の
フ
ラ
グ
を
回
収
し
て
い
こ

か

こ
の
ゲ

ム
で
の
強
い
武
器
も
入
手
し
な
い
と
ね

今
回
は
金

も
マ

ハ
で
や
ら
な
い
と
ま
ず
い
な

ク
ロ

ビ
ス

い
け
る

う

う
ん

最
近
ち

と
調
子
が
悪
い
ん
だ
け
ど

の

物
語
ク
エ
ス
ト
の
応

も
終

わ

た
し

 
ち

と
集
中
し
て
頑
張

て
み
る

お
願
い
ね

信
じ
て
る
わ
よ

う
ん

任
せ
て

僕
が
生
き
た
証
を
こ
こ
で
立
て
て
み
せ
る
よ

 
こ
の
時
点
で
金

担
当
の
ク
ロ

ビ
ス
の
病
気
は
か
な
り
危
険
な

態
ま
で
進
行
し
て
い
た

が 
そ
の
事
は

に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

の
中
で
共

さ
れ
て
い
た

 
だ
が
ク
ロ

ビ
ス
は
そ
の
歩
み
を
止
め
ず

メ
ン
バ

達
も
誰
も
止
め
る
事
は
な
い

 
こ
こ
か
ら
ク
ロ

ビ
ス
は

リ
ア
ル
・
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ボ
ス
ク
リ
ア
の

に
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残
さ
れ
た

い
時
間
の
中

子
奮

の
活
躍
を
見
せ
る
事
と
な
る

 
さ
て

と
り
あ
え
ず
今
日
は
ク
リ
ア
ま
で
い

て
み
る
か

う
ん

 
次
の
日
八
幡
と
萌
郁
は

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
を
ク
リ
ア
す
る

に
再
び
一

に
ロ
グ
イ
ン

し
て
い
た

態
は

日
の
ま
ま
だ
ね

室
内
に
敵
も
い
な
い

さ
て

目
的
の
ビ
ル
近
く
ま
で
突

走
る
か

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
白
バ
イ
を
使
い

最
終
目
的
地
の
ビ
ル
へ
と
向
か

た

ん

思

た
よ
り
も
敵
が
少
な
い
か

ま
る
で
さ

さ
と
中
に
入
れ
と
言
わ
ん
ば
か
り

だ
よ
な

こ
れ
は
一

に
や
ば
い
敵
が
い
る
パ
タ

ン
か
も
し
れ
ん

 
勝
て
な
い
と
は
思
わ
な
い
が

無

に
連
戦
す
る
の
は
避
け
た
い
よ
な

壁
を

て
み
る

そ
う
だ
な

ん

あ
そ
こ
に

が

ま

て
る
が

あ
の
上
に
白
バ
イ
で
上
れ
れ
ば
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あ
の
二

に
つ
い
て
る
ポ

ル
み
た
い
な
物
に
手
が

く
ん
じ

な
い
か

確
か
に
い
け
る
か
も

う
し

そ
れ
じ

あ
や

て
み
る
か

失
敗
し
た
ら
そ
の
時
は
ま
た
別
の
方
法
を
考
え
よ
う

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
そ
の

に
向
か

て
走
り
出
し
た

中
で
八
幡
が
何
故
か

物
を
投
げ

て
た
が

 
萌
郁
は
気
に
せ
ず
器
用
に
バ
イ
ク
を
操
り
ウ

リ

態
で
そ
の

の
上
に
白
バ
イ
を
乗
り

上
げ
た

 
直
後
に
八
幡
は
萌
郁
の

に
足
を
乗
せ

二

の
ポ

ル
に
手
を
か
け
た

よ
し

い
け
る

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
力
ず
く
で
ポ

ル
に
体
を
引
き
寄
せ
二

の
ポ

ル
に
両
足
の

を
か
け

る
と

 

を
下
に
し
て
ブ
ラ
ン
と
ぶ
ら
下
が

た

ン
ビ
が
来
て
る

萌
郁

手
を

う
ん

 
そ
し
て
萌
郁
は
バ
イ
ク
の
シ

ト
の
上
に
立
ち

八
幡
の
手
に
捕
ま

た
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ン
ビ
が
近
付
い
て
い
た

萌
郁
は
そ
の
ま
ま
白
バ
イ
を
足
で

て
転
倒
さ
せ
た

よ
し

今
引
き
寄
せ
る
か
ら
な

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
萌
郁
を
腹
筋
の
要
領
で
あ
る

度
ま
で
引
き
寄
せ

 
萌
郁
は
萌
郁
で
足
を
壁
面
に
当
て
て
手
を

ば
し

自
力
で
ポ

ル
を
掴
ん
だ

よ
し

先
に
上
が
る
わ

了
解

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
一

と
二

の
縁
に
立
ち

近
く
の
窓
に
向
か

て
横
に
移
動
し

 

に
さ
し
て
い
た
銃
の
銃

で
窓
ガ
ラ
ス
を
ぶ
ち
破
り

二
人
は
中
に
入

た

物
は

し
か

た
ね

大
丈
夫
だ

今
回
収
す
る

 
そ
う
言

て
八
幡
は

ポ
ケ

ト
に
入
れ
て
い
た
ら
し
い
何
か
を
取
り
出
し
た

そ
れ
は

釣
糸
を

く

の
道

だ
な

物
に
く
く
り
つ
け
て
ポ
ケ

ト
の
中
に
入
れ
と
い
た
ん
だ

よ 
自
由
自
在
に
糸
が
出
て
い
く

態
に
し
て
な
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そ
の
言
葉
通
り

そ
の
糸
は

て
た

物
ま
で

び
て
い
た

 
八
幡
は
そ
の
糸
を
た
ぐ
り

が
入

た
そ
の

物
を
二

ま
で
手

り
寄
せ
た

よ
し

オ

ケ

だ

さ
す
が
と
い
う
か

抜
け
目
な
い
ね

過
分
な
お
褒
め
の
言
葉

光
栄
だ
よ

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の

物
で
装
備
を
整
え

二

通
路
に
繋
が
る
ド
ア
を
開
け
た

ン
ビ
は
い
な
い
よ
う
だ
が

仮
に
一

に
ボ
ス
が
い
た
と
し
た
ら

と
り
あ
え
ず
二

は
安
全
地

に
す
る
と
思
う

か
も
な

こ
の
ビ
ル
は
十

ま
で
し
か
な
い
し

と
り
あ
え
ず
ビ
ル
内
の
探
索
だ
な

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ビ
ル
の
中
心
に
向
か

た
が

そ
こ
は

き
抜
け
に
な

て
い
た

あ
あ

こ
こ
は
こ
う
な

て
る
の
か

下
に
は

 
こ

そ
り
と
下
を

く
と

そ
こ
に
は
ボ
ス
の
よ
う
な

ン
ビ
が

座
し
て
い
た
が

 
幸
い
こ
ち
ら
に
気
付
く
気
配
は
な
い

な
る
ほ
ど

下
か
ら
入

て
い
た
ら

五

ま
で
は
追
い

け
回
さ
れ
て
た

て
事
か

こ
の
ド
ア
も
中
か
ら
鍵
が
か
か

て
た
し
ね
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だ
な

ま
あ
あ
い
つ
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

こ
の
ま
ま
五

ま
で
行

ち
ま
お
う

 
二
人
は
そ
う
相
談
し

出
来
る
だ
け
壁

い
を

上
へ
上
へ
と
進
ん
で
い

た

 
も
し
下
の
敵
に
見
つ
か

た
ら

普
通
に

で
上

て
こ
れ
る

の

 
二
人
は
神

を

ら
せ
て

慎
重
に
五

ま
で
上
が

た

ふ
う

扉
は
こ
こ
だ
け
か

さ
て
ど
う
し
た
も
ん
か
な

こ
の

だ
と

ド
ラ
イ
バ

で
分
解
が
可
能

マ
ジ
か

確
か
に

式

い
扉
だ
し
な

と
り
あ
え
ず
や

て
み
る

お
う

俺
は
監

を
続
け
る
わ

 
そ
の
言
葉
通
り

萌
郁
は
取

手
を
分
解
し

そ
の
ド
ア
は
音
も
な
く
開
い
た

行
く
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
五

に
滑
り
こ
み

そ
こ
で
一
息
つ
い
た

ふ
う

上
手
く
い

た
ね
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さ
て

こ
こ
か
ら
上
は

 
そ
こ
は
ヘ
リ
が
助
け
に
来
れ
る
と
い
う
設
定
に
な

て
い
る
せ
い
か

 
そ
れ
ぞ
れ
の
扉
は

ン
ビ
が
入

て
こ
れ
な
い
よ
う
に
頑
丈
に
な

て
お
り

 
鍵
は
か
か

て
お
ら
ず

中
か
ら
鍵
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る
よ
う
だ

外
の
非
常

に
敵
の

は
見
え
な
か

た
け
ど

問
題
は
多
分
九

か
十

だ
よ
な

ど
う
す
る

こ
の

り
な
ら
ま
だ
攻
撃
も
激
し
く
な
い
だ
ろ

普
通
に

で
行

て
み
よ
う

う
ん

 
二
人
は
そ
う
言

て
内
部
の

ま
で
移
動
し
た

さ
す
が
に
そ
こ
は

ン
ビ
に
よ

て
守
ら

れ
て
い
る

二
体
な
ら
ま
あ
余

だ
な

棒
で

だ

私
も

棒
で

だ
な

音
を
立
て
る
の
は
も
う
い
く
つ
か
上
の
フ
ロ
ア
に
行

て
か
ら
に
し
よ
う

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

ン
ビ
に
向
か

て
直
進
し

そ
の

を
ぶ

飛
ば
し
た
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ま
あ
余

だ
な

動
き
が

い
か
ら
ね

よ
し

上
だ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

を
駆
け
上
が

た
が

 
ど
う
や
ら
こ
の

は
九

ま
で
普
通
に
通
じ
て
い
る
ら
し
い

 
一

で
敵
と
遭
遇
せ
ず
に
こ
こ
ま
で
来
た
せ
い
か

内
部
の
敵
は
と
て
も
少
な
か

た

こ
の
ま
ま
行
け
る
か

ど
う
か
な

さ
て
九

だ

 
そ
こ
で
八
幡
は
足
を
止
め

九

内
部
を

を
使

て
チ
ラ
リ
と
見
た

 
そ
こ
は

ン
ビ
が
通
路
を

め
尽
く
す
勢
い
で

れ
て
お
り

 
八
幡
は

を
感
じ
な
が
ら
萌
郁
に
こ
う

い
た

多
分
普
通
に
こ
こ
ま
で
上

て
く
る
と

 
こ
の
フ
ロ
ア
に
い
る

ン
ビ
達
が

に
下
に
向
か
う
仕
様
だ

た
ん
だ
と
思
う

 
と
ん
で
も
な
い

の

ン
ビ
が
い
や
が
る
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ど
う
す
る

そ
う
だ
な

ん

あ
れ
は

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
上
を
見
た

そ
こ
に
は
点

口
が
あ
り

 
お
そ
ら
く
そ
こ
か
ら
天

の
上
に
侵
入
出
来
る
と
思
わ
れ
た

あ
そ
こ
か
ら
上
に
入
ろ
う

俺
が

を
す
る
か
ら

萌
郁
は
あ
そ
こ
を
調
べ
て
く
れ

分
か

た

 
そ
し
て
萌
郁
は
点

口
を
調
べ

難
無
く
そ
の
口
を
開
け
た

行
け
そ
う

中
も
結

広
い

よ
し

萌
郁
は
先
に
上
に
上
が

て
く
れ

う
ん

 
そ
し
て
上
か
ら
萌
郁
が
八
幡
を
引

張
り
上
げ

二
人
は
首
尾
良
く
内
部
に
侵
入
出
来
た

さ
て

こ
こ
で
こ
れ
を

と

そ
れ
は

暴
徒

圧
用
の
音

閃
光

ス
タ
ン
・
グ
レ
ネ

ド
だ
な

 
こ
れ
で

ぎ
を

こ
せ
ば

ン
ビ
達
が
本
来
の
役

通
り
下
に
向
か

て
く
れ
る
と
思
う
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ん
だ
よ
な

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
八
幡
は
下
に
向
か

て
そ
の
ス
タ
ン
・
グ
レ
ネ

ド
を
投
げ
た

 
そ
の

間
に

九

に
い
た

ン
ビ
達
が
大

し
て
下
へ
と
向
か

た

 
そ
の
中
に
は
特

な

ン
ビ
も

多
く

ま
れ
て
お
り

 
普
通
に
ビ
ル
に
侵
入
し
て
い
た
ら
大
変
な
事
に
な

た
と
思
わ
れ
た

よ
し

上
手
く
い

た
な

と
り
あ
え
ず
こ
こ
か
ら
奥
に
進
む

だ
な

ち

こ
ち

こ
点

口
を
開
け
て
様
子
を
見
な
が
ら
進
も
う

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
慎
重
に
進
み

や
が
て
上
に
繋
が

て
い
る

を
見
つ
け

 
そ
こ
か
ら
下
に
お
り
て
十

へ
と
向
か

た

さ
て

予
想
通
り
な
ら
こ
こ
に
ボ
ス
が
い
る
と
思
う
が

い
た

い
た
な

 
十

は
巨
大
な
一
つ
の
フ
ロ
ア
に
な

て
お
り

そ
の
中
に
巨
大
な

ン
ビ
が
い
た
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戦
闘
に
突
入
し
た
ら

あ
る
い
は
下
か
ら
も
敵
が
押
し
寄
せ
て
く
る
か

そ
の
前
に
あ
い
つ
を
倒
せ
ば
い
い

所

初
級
の
敵

だ
な

そ
れ
じ

あ
俺
か
ら
い
く
わ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

狙
撃
銃
を

え
た

狙
い
は

あ
の
首
か

が
で
か
い
か
ら

 
一
部
を

飛
ば
し
た
だ
け
じ

ま
だ
動
い
て
き
そ
う
だ
し
な

了
解

私
も
首
を
狙

て
み
る

 
そ
し
て
八
幡
の
攻
撃
で
戦
闘
は
開
始
さ
れ
た

 
そ
の
ボ
ス
の
首
に
大

が
あ
き

ボ
ス
は
こ
ち
ら
目

け
て
走
り
出
し
た

首
も
で
か
い
な
お
い

あ
れ
な
ら
そ
ん
な
に
時
間
も
か
か
ら
ず
に
首
を
落
と
せ
そ
う

そ
の
後
ど
う
な
る
か
は
神
の
み
ぞ
知
る

だ
な

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
敵
に
向
か

て
発
砲
し
な
が
ら
突
撃
し
た

 
敵
は
首
を
守
る
よ
う
に
手
で
ガ

ド
し
て
き
た

や
は
り
そ
こ
が

点
だ
と
思
わ
れ
た

ふ
む

銃
だ
と
切
断
ま
で
は
至
ら
な
い
か

萌
郁

援
護
し
て
く
れ
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俺
が
こ
の
包
丁
で
首
を
切
り
落
と
す

了
解

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
包
丁
を

え
て
ボ
ス
へ
と
突
撃
し
た

 
ボ
ス
は
ガ

ド
に
使

て
い
た
手
を
八
幡
目

け
て

り
下
ろ
す

 
そ
の

間
に
八
幡
は
横
に
飛
び
代
わ
り
に
正
面
か
ら
萌
郁
が
銃
を
乱
射
し
つ
つ
ボ
ス
に
突
撃

し
たぐ

わ

ぐ
ぐ
ぐ

ぐ
る
る
る
る

 
ボ
ス
が
そ
ん
な
感
じ
の
声
を
上
げ

萌
郁
に
注
意
を
向
け
る

 
そ
の

間
に
横
に
飛
ん
だ
八
幡
は

を

て
ボ
ス
に
突
撃
し

 
一
撃
で

く
な

て
い
た
ボ
ス
の
首
の
片
側
を
切
断
し
た

ご
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
れ
に
よ
り

ボ
ス
の
首
が
反
対
方
向
に
だ
ら
ん
と
下
が

た

 
萌
郁
は
そ
の

を
見
逃
さ
ず

も
う
片
方
の
手
に
持

て
い
た
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
そ
の

を

ぶ

叩
い
た

ぎ

お
お
お
お
お
お
お
お
お
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ボ
ス
は
そ
れ
で
首
を
飛
ば
さ
れ

断
末
魔
の

鳴
を
上
げ
た

何
だ

こ
れ
で
終
わ
り
か

所

初
級

こ
ん
な
も
の

だ
な

ま
あ
銃
だ
け
で
戦

て
た
ら

多
少
苦
戦
し
た
か
も
し
れ
な
い
な

 
最
初
の
狙
撃
な
し
で
銃
で
の
攻
撃
だ
と
多
分
ほ
と
ん
ど
こ
い
つ
に
は
ダ
メ

ジ
が
い
か
な
い

と
思
う

う
ん

撃

た
感
じ
だ
と
そ
ん
な
感
触
だ

た

そ
れ
じ

あ
上
に
行
く
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
が
屋
上
の
扉
を
開
け
た

間
に

空
か
ら
ヘ
リ
が
下
り
て
き
た

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
な

ま
る
で
待
機
し
て
た
み
た
い

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
ク
ス
リ
と
笑
う
と

そ
の
ヘ
リ
に
乗

た

 
そ
の

間
に
エ
ン
ド
ロ

ル
的
な
も
の
が

く
空
に
流
れ
始
め
た

お
お
う

て
る
な
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何
か

が

ん
で
る
け
ど

ラ
ン
ク
１
ｓ
ｔ

何
だ
ろ
う
な

ま
あ
い
い
か

後
で
確
認
出
来
る
だ
ろ

 
そ
れ
は
撃
破

敵
と
の
遭
遇

か
か

た
時
間
な
ど
が
加
味
さ
れ
た
ラ
ン
キ
ン
グ
だ

た

の
だ
が

 
二
人
は
自
分
達
が
と
ん
で
も
な
い
記
録
を
出
し
て
歴
代
一

を
と

た
事
に
ず

と
気
付
か

な
か

た

 
こ
う
し
て
八
幡
と
萌
郁
は
最
初
の
ス
テ

ジ
を
終
え

 
以
後
は
時
間
が
出
来
る
度
に

少
し
ず
つ
レ
ヴ

カ
や
明
日
奈
も
交
え
な
が
ら

 
ス
テ

ジ
の
攻
略
を
続
け
て
い
く
事
に
な
る

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
こ
こ
ま
で
で
す

明
日
か
ら
は
し
ば
ら
く

話
が
続
き
ま
す
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第
７
０
３
話
 
ナ
ユ
タ
と
コ
ヨ
ミ

友
情
を
育
む

 
そ
の
日
ナ
ユ
タ
は
一
人
で
ヤ
オ
ヨ
ロ
ズ
の
外
の
森
の
中
に
い
た

さ
て

名
乗
り
は
ど
う
し
よ

か
な

謎
の

目
格
闘
家

ナ
ユ
タ
参
上

 
う
ん

こ
ん
な
感
じ
か
な

あ
と
は
本
番
の
時
は

を
金

に
変
え
る
と
し
て

 
服
装
は

う

ん
元
ネ
タ
の
通
り
だ
と
さ
す
が
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
許
し
て
く
れ
な
い
だ

ろ
う
し
な

 
あ
の
衣
装
は
ち

と
露
出
が
な

特
に
横
の
部
分
と
か

 
ナ
ユ
タ
は

組
み
を
し
な
が
ら
悩
み

服
装
に
つ
い
て
は
後
回
し
に
す
る
事
に
決
め
た

ま
あ
い
い
や

ま
だ
時
間
は
あ
る
し

今
は
と
り
あ
え
ず

り
付
け
か
な

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
は
身

さ
と
存
分
に
発

し
て
近
く
の
木
に

り

 
そ
こ
か
ら
飛
び
降
り
て
決
め
ポ

ズ
を
と

た

そ
こ
の
人

何
か
お
困
り
の
よ
う
で
す
ね

私
が
今
助
け
ま
す

 
我
こ
そ
は
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
そ
の
名
も

く
謎
の

目
格
闘
家

ナ
ユ
タ
で
す

 
ナ
ユ
タ
は
ビ
シ

と
正
面
に
指
を
差
し

高
ら
か
に
そ
う
宣
言
し
た
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そ
の
直
後
に
森
の
中
か
ら

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
忍
装
束
を
着
た
女
性
が

を
現
し
た

う

ん

今
は
困

て
い
る
事
は
特
に
無
い
か
な

あ

あ
な
た
は

や

ほ

ナ
ユ
さ
ん

こ
の
前
会

た
美
少
女
忍
者

コ
ヨ
ミ
ち

ん
だ
よ

普
通
自
分
で
自
分
を
美
少
女
と
か
言
い
ま
す
か

え

美
少
女
だ
よ
ね

さ
て

ど
う
で
す
か
ね

ま
さ
か
見
つ
か

ち

う
と
は
思

て
も
い
な
か

た
よ
う
ま
く
穏

し
て
た
は
ず
な
ん
だ

け
ど
な

 
ど
う
や
ら
コ
ヨ
ミ
は
先
ほ
ど
の
ナ
ユ
タ
の
行

が

 
自
分
を
見
つ
け
た
が
故
の
行

だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
ら
し
い

 
も
ち
ろ
ん
ま

た
く
そ
ん
な
事
は
な
く

ナ
ユ
タ
は
ハ
チ
マ
ン
達
と
会

た
時
の

に

 

果
的
な

場
を
す
る

に
そ
の
練

を
し
て
い
る
だ
け
で
あ

た

も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら
分
か

て
ま
し
た
よ

だ
か
ら
わ
ざ
と
あ
ん
な

技
を
し
た
ん
で
す

や

ぱ
り
か

私
も
ま
だ
ま
だ

行
が
足
り
な
い
な
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コ
ヨ
ミ
は
自

ぎ
み
に
そ
う
言
う
と
ナ
ユ
タ
の
隣
に
移
動
し
そ
の
顔
を

き
こ
ん
で
き
た

そ
の

と
は
違
う
か

目

し

て
こ

ち
の
事
が
見
え
て
る
の

は
い

見
え
て
ま
す
よ

う
わ

格
好
い
い
な

そ
れ

私
も
付
け
て
み
よ
う
か
な

真
似
し
な
い
で
下
さ
い
せ

か
く
ハ
チ

シ

ナ
さ
ん
の
好
み
に
合
わ
せ
た
ん
で
す
か
ら

 
ナ
ユ
タ
は
う

か
り
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
を
出
し
そ
う
に
な
り

て
て
そ
う

正
し
た

 
だ
が
次
に
コ
ヨ
ミ
が
こ
ん
な
質
問
を
し
て
き
た

ナ
ユ
タ
は

ま

た

あ

ナ
ユ
さ
ん

さ

き
言

て
た
ハ
チ
マ
ン

て
誰
の
事

も
し
か
し
て
あ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

ハ
チ
マ
ン

い
て
た
ん
で
す
か

う
ん

ほ
ら

私

て
ば

が
い
い
か
ら
さ

忍
者
だ
か
ら

 
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
コ
ヨ
ミ
の
正
面
に

し
か
し
ナ
ユ
タ
は
い
な
か

た

あ

あ
れ

忘
れ
て
下
さ
い

 
そ
ん
な
声
が
背
後
か
ら

こ
え

コ
ヨ
ミ
は
首
筋
に
衝
撃
を
受
け
て
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た
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ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
な
い
事
か
ら
お
そ
ら
く
意
識
は
あ
る
と
思
う
が

 
目
を
回
し
て
い
る
よ
う
な

態
な
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

あ

あ
れ

こ
こ
は

 
直
後
に
コ
ヨ
ミ
が
目
を
こ
す
り
な
が
ら

き
上
が

た

あ

あ
れ

確
か
ナ
ユ
さ
ん

ナ
ユ
さ
ん
だ
よ
ね

そ
う
い
う
あ
な
た
は
コ
ヨ
ミ
さ
ん
で
し
た
よ
ね

お
久
し
ぶ
り
で
す

あ
れ

私
こ
こ
で
何
し
て
た
ん
だ

け

私
が
通
り
か
か

た
時
に
は
も
う
倒
れ
て
ま
し
た
ね

そ

か

ま
あ
い

か

ナ
ユ
さ
ん

久
し
ぶ
り

ま
あ
ナ
ユ
さ
ん
呼
ば
わ
り
さ
れ
る

親
し
く
な

た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど

 
同
じ
女
性
と
い
う
事
で
セ

フ
に
し
て
お
き
ま
し

う
か

う
わ

ナ
ユ
さ
ん

容

凄
く
優
し
く
て
ち

ろ
い
か
ら
好
き

ち

と
い
き
な
り

離
を
詰
め
す
ぎ
じ

な
い
で
す
か

え

い
い
じ

ん
別
に

貴
重
な
女
性
プ
レ
イ
ヤ

同
士
な
ん
だ
し
さ

は

ま
あ
い
い
で
す
け
ど
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そ
の

間
に
ナ
ユ
タ
は
ト

ン
と
後
ろ
に

び

そ
の
ま
ま
真
横
に
突
撃
し
た

 
コ
ヨ
ミ
は
コ
ヨ
ミ
で
そ
の
場
に
伏
せ
ナ
ユ
タ
の
行
く
手
に
向
け
て
手
裏
剣
の
よ
う
な
物
を
投

げ
つ
け
た

 
コ
ヨ
ミ
の
手
裏
剣
を

に
手
で
防
ご
う
と
し
た
そ
の
男
は

 
ナ
ユ
タ
の
腹
パ
ン
を
く
ら

て
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

ぐ
ふ

く

く
そ

気
付
い
て
や
が

た
か

当
た
り
前
で
す

思
い

き
り
見
え
て
ま
し
た
か
ら

ば

馬

な

俺
の
穏

ス
キ
ル
は
か
な
り
高
い
ん
だ
ぞ

あ
ん
た
馬

な
の

そ
ん
な

色
の
装
束

森
の
中
じ

目
立
つ
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
そ
の
指
摘
に
そ
の
男
は
う
ろ
た
え
た

そ
ん
な
事
は
考
え
て
も
い
な
か

た
の
だ
ろ
う

で

ど

ち
が
狙
い

私

ナ
ユ
さ
ん

ち

と
待

て
下
さ
い

こ
の
人
に
は
見
覚
え
が

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う
言

て
じ

と
男
の
顔
を
見
た
後
口
の
部
分
を

て
い
た
布
を
下
に
下
げ

た 
そ
こ
に
は
先
日
ナ
ユ
タ
が

た
男
の
顔
が
あ
り

ナ
ユ
タ
は

大
に
た
め
息
を
つ
い
た
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ナ
ユ
さ
ん

知
り
合
い
だ

た

知
り
合
い
で
は
な
い
で
す
ね

先
日
街
で
ナ
ン
パ
し
て
き
た
男
で
す

 
当
然
お
断
り
し
ま
し
た
け
ど

た
ま
に
い
る
ん
で
す
よ

 
私
に
関
す
る
噂
を
知
ら
な
い
で
こ
う
し
て
つ
き
ま
と

て
く
る
ゴ
ミ

が

あ
あ

確
か
に
噂
を
知

て
た
ら
そ
ん
な
事
は
し
な
い
も
ん
ね

 
男
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

う

噂

て
何
だ

そ
れ
は
自
分
で
調
べ
な
さ
い

私
の
名
前
は
ナ
ユ
タ
で
す

ナ
ユ
タ

そ
れ
じ

あ
ナ
ユ
さ
ん

こ
い
つ
に
止
め
を

し
ち

お

か

そ
う
で
す
ね

私
は
も
う
触
れ
た
く
も
な
い
の
で

コ
ヨ
ミ
さ
ん

お
願
い
し
ま
す

あ
い
よ

敵
対
流

の
奴
だ
か
ら

む
し
ろ
喜
ん
で

 
そ
う
言

て
コ
ヨ
ミ
は
そ
の
男
に
ク
ナ
イ
を

し

男
は
消
滅
し
た

い
や

ナ
ユ
さ
ん
も

そ
ん
な
立

な
物
を
持

て
い
る
せ
い
で
色
々
大
変
だ
よ
ね

立

な
物

私
の
装
備
は
特
に
そ
こ
ま
で
レ
ア
リ
テ

の
あ
る
物
じ

な
い
と
思
い
ま
す
が
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違
い
違
う

ほ
ら

こ
れ
だ
よ
こ
れ

 
ナ
ユ
さ
ん
は
本
当
に
け
し
か
ら
ん
胸
を
し
て
る
も
ん
ね

ま
し
い
な

 
そ
う
言

て
コ
ヨ
ミ
は
い
き
な
り
ナ
ユ
タ
の
胸
を

み
だ
し
た

 
そ
ん
な
コ
ヨ
ミ
の

尾
に

ナ
ユ
タ
は
容

な
く

を
入
れ

 
直
後
に
ア

パ

を
か
ま
し
て
コ
ヨ
ミ
を
再
び

倒
さ
せ
た

 
コ
ヨ
ミ
は
ど
さ

と
そ
の
場
に
倒
れ

直
後
に
再
び

き
上
が

た

あ

あ
れ

あ
の
男
は

私
が
も
う
倒
し
て
お
き
ま
し
た
よ

 
ほ
ら
コ
ヨ
ミ
さ
ん

こ
ん
な
所
で
横
に
な

て
る
と
風

を
ひ
き
ま
す
よ

ま
あ
ゲ

ム
の
中
だ
か
ら
風

は
ひ
か
な
い
だ
ろ
う
け
ど

で
も
あ
り
が
と
う

い
え
い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
ナ
ユ
タ
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
コ
ヨ
ミ
を
立
た
せ
コ
ヨ
ミ
は
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
に

を
下
げ
た

ナ
ユ
さ
ん

暇
し
て
る
な
ら
ち

と
化
け
物
狩
り
で
も
し
な
い

別
に
い
い
で
す
よ

私
は
そ
ん
な
に
強
く
は
な
い
で
す
け
ど

 
基
本
ハ
チ
マ
ン
基
準
で
物
を
考
え
る
ナ
ユ
タ
は

す
る
よ
う
に
そ
う
言

た
が
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コ
ヨ
ミ
は
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
を
信
じ
ら
れ
な
い
物
を
見
る
よ
う
な
目
で
見
た

え

ナ
ユ
さ
ん
が

い
と
か
何
の
冗
談

別
に
冗
談
の
つ
も
り
は
な
い
ん
で
す
が
私
は
も

と
強
い
人
を
た
く
さ
ん
知

て
ま
す
か
ら

そ

か

ま
あ
上
に
は
上
が
い
る
の
も
確
か
だ
し
ね

 
コ
ヨ
ミ
は
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言
い

二
人
は
そ
の
ま
ま
狩
り
場
へ
と
向
か

た

 

中
何
度
か
敵
襲
が
あ

た
が
そ
の
全
て
が
コ
ヨ
ミ
の
敵
対

の
忍
者
か
ら
の
も
の
で
あ

り 
ナ
ユ
タ
が
容

な
く
そ
い
つ
ら
を
殲
滅
し
た

コ
ヨ
ミ
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た

い
や

ナ
ユ
さ
ん
が
い
て
く
れ
る
と
心
強
い
よ
本
当
に

コ
ヨ
ミ
さ
ん

て
結

敵
が
多
い
人
で
す
か

い
や

に
う
ち
の
流

が

小

て
だ
け
な
ん
だ
け
ど
ね

な
る
ほ
ど

ま
あ
私
的
に
は

験

が
お
い
し
い
か
ら

わ
な
い
ん
で
す
け
ど
ね

ま
あ
化
け
物
狩
り
の
最
中
は
Ｐ
Ｖ
Ｐ
は
仕

け
な
い

て
不
文

が
あ
る
か
ら

 
も
う
ち

と
し
た
ら
わ
ず
ら
わ
し
い
の
も
い
な
く
な
る
で
し

そ
う
で
す
ね

プ
レ
イ
ヤ

が
化
け
物
に
安
易
に
倒
さ
れ
て
し
ま
う
と
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ヤ
オ
ヨ
ロ
ズ
の
街
が

小
し
ち

い
ま
す
か
ら
ね

 
そ
う
い

た
不
文

が
出
来
た
の
は
そ
う
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る

 
化
け
物
と
の
戦
闘
中
に
プ
レ
イ
ヤ

が

に
よ

て
倒
さ
れ
て
も

 
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
化
け
物
に
倒
さ
れ
た
と
判
断
す
る
の
だ

 
そ
の
せ
い
で
一
時
期
ヤ
オ
ヨ
ロ
ズ
の
街
が

小
を
始
め
て

然
と
な
り

 
プ
レ
イ
ヤ

が
苦
労
し
て
原
因
を
究
明
し
た
結
果

そ
う
し
た
事
実
が
分
か
り

 
そ
れ
以
降

こ
う
し
た
不
文

が
出
来
た
と
い
う

な
の
で
あ

た

さ
て

こ
こ
が
私
お

め
の
狩
り
場
だ
よ

へ

麗
な
場
所
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
私
が
敵
を
釣

て
く
る
ね

お
願
い
し
ま
す

 
こ
ん
な
事
が

回

り
返
さ
れ
る
う
ち
に
徐
々
に
二
人
の
間
に
は
信
頼
関
係
が

さ
れ
て

い

た
ナ
ユ
さ
ん

今
日
は
ど
こ
に
行
く

私
は
別
に
一
人
で
も
い
い
ん
で
す
け
ど
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い
い
じ

ん

一
人
は

し
い
ん
だ
よ

コ
ヨ
ミ
は

し
い
と
死
ん
じ

う
生
き
物
な
ん
だ

よ
は

仕
方
な
い
で
す
ね

や

た

ナ
ユ
さ
ん

て
ち

ろ
い
か
ら
好
き

そ
れ
じ

あ
私
は
今
日
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ま
す
ね

コ
ヨ
ミ
さ
ん

ご
機

よ
う

わ

だ

て
ば

お

び
に
何
か

る
か
ら
許
し
て

そ
れ
じ

あ
化
け
猫
茶
屋
の
わ
ら
び

で

オ

ケ

オ

ケ

で

ど
こ
に
行
く

今
日
は
ち

と
お
し

れ
関
係
の
装
備
が
見
た
い
な

て

あ

そ
れ
じ

あ
私
も
付
き
合
う

こ
の
前
特

果
付
き
な
の
に

 
い
い
デ
ザ
イ
ン
の
か
ん
ざ
し
が
あ

た
ん
だ
よ
ね

そ
れ
は
結

レ
ア
で
す
ね

で
も
私
に
か
ん
ざ
し
は
似
合
う
の
か
な

突
武
器
と
し
て
も
使
え
る
よ

奥
の
手
と
し
て
は
あ
り
じ

な
い

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
で
す
ね

て

問
題
は
似
合
う
か
ど
う
か
な
ん
で
す
け
ど

そ
ん
な
の
似
合
う
に
決
ま

て
る
じ

ん

ナ
ユ
さ
ん
の

は
そ
ん
な
に

麗
な
ん
だ
か
ら
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こ
う
し
て
二
人
は
ど
ん
ど
ん
仲
良
く
な

て
い
き

 
い
つ
し
か
ナ
ユ
タ
も
コ
ヨ
ミ
に
完
全
に
気
を
許
し
恋
愛
話
が
出
来
る
よ
う
に
ま
で
な

て
い

た
そ

か

ナ
ユ
さ
ん
の
好
き
な
人

て

微

に
手
が

か
な
い
人
な
ん
だ

そ
う
で
す
ね

一
生
一

に
い
ら
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど

そ
れ

て
ま
さ
か

実
の
兄
と
か
じ

な
い
よ
ね

い
い
え

え
て
言
う
な
ら
パ
パ
で
す
か
ね

え
え

あ

で
も
血
の
繋
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

そ

か

あ

び

く
り
し
た

ち
な
み
に
マ
マ
に
な
る
予
定
の
人
と
も
血
は
繋
が

て
ま
せ
ん

う
わ

何
か
複
雑
な

で
も
今
私
は
幸
せ
だ
か
ら
い
い
ん
で
す

私

ナ
ユ
さ
ん
の
事

応
援
し
て
る
か
ら
ね
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こ
ん
な

況
の
中

ト
ラ
フ

ク
ス
が
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
寄
港
す
る
日
は

 
刻
一
刻
と
近
付
い
て
い
た
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第
７
０
４
話
 
優
里
奈
の
お
墓
参
り

八
幡
さ
ん

相
模
の
お
じ
様

今
日
は
お
忙
し
い
中

 
私
の
お
墓
参
り
に
付
き
合

て

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

子

が
そ
ん
な
事
を
気
に
す
る
も
ん
じ

な
い
わ
い

い
や
ゴ
ド
フ
リ

優
里
奈
は
気
立
て
は
い
い
し
見
た
目
は
か
わ
い
い
し
ス
タ
イ
ル
は
い
い

し 
家
事
も
得
意
だ
し
よ
く
気
が
付
く
し
勉
強
も
出
来
る
し

 
そ
の

り
の

目
な
大
人
よ
り
も
よ

ど
大
人
だ
ぞ

ベ
タ
褒
め
で
す
な

ま
あ
優
里
奈
ち

ん
が
幸
せ
そ
う
で

私
も
安
心
し
ま
し
た
ぞ

俺
が
優
里
奈
を
不
幸
に
す
る
は
ず
が
無
い
だ
ろ

い
や
い
や

も
し
か
し
た
ら
苦
し
い
恋
を
し
て
い
る
ん
じ

な
い
か
と
思
い
ま
し
て
な

大
丈
夫
で
す
よ
お
じ
様

度
に
八
幡
さ
ん
を
誘
惑
し
て

ち

ん
と
発
散
し
て
ま
す
か
ら

 
そ
の
優
里
奈
の
言
い
方
に
二
人
は
苦
笑
し
た

参
謀
も
大
変
で
す
な
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も
う
慣
れ
た

で
す
か

わ
は
は
は
は

 
今
日
は
八
幡
と
優
里
奈
は
学
校
を
休
み

自
由
も
仕
事
を
休
ん
で
お
り

 
三
人
は
優
里
奈
の
家
族
の
墓
参
り
へ
と
向
か

て
い
る
真

最
中
で
あ

た

ま
だ
ち

と
残

が
厳
し
い
な

優
里
奈

体
調
は
大
丈
夫
か

大
丈
夫
で
す
よ

私

健

優
良

で
す
か
ら

ん

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が

ど
こ
か
お
か
し
い
と
思

た
ら
す
ぐ
に
言
う
ん
だ
ぞ

は
い

前
み
た
い
な
ミ
ス
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん

 
以
前
優
里
奈
は
自
身
の
健

に
関
し
て
ミ
ス
を
犯
し
た
事
が
あ

た

 
八
幡
に
引
き
取
ら
れ
た
直
後

風

で
ひ
ど
く

合
が
悪
い
の
に

 
八
幡
が
学
校
に
悪
く
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
無
理
を
し
て
学
校
に
行
き

 
そ
の
ま
ま
学
校
で
倒
れ
て
し
ま
い

て
て
八
幡
が
駆
け
つ
け
た
と
い
う
事
が
あ

た
の
だ

 
八
幡
は
直
ぐ
に
優
里
奈
を
病
院
へ
と
連
れ
て
い
き

そ
の
ま
ま
そ
の
日
は
優
里
奈
の
部
屋
で

 
一

中
優
里
奈
の

病
を
し
て
過
ご
し
た
の
で
あ
る

 
八
幡
は
目

し
を
し
て
優
里
奈
の
体
を

い
た
り
着

え
さ
せ
た
り
と
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神

の

り

る
事
を
文

一
つ
言
わ
ず
に
こ
な
し

 

朝
優
里
奈
が
目
覚
め
た
時
に
は
す

か
り
熱
も
下
が

て
お
り

 
ベ

ド
の

で

て
い
た
八
幡
は
し

か
り
と
優
里
奈
の
手
を

て
く
れ
て
い
た
の
だ

た 
優
里
奈
に
と

て
は
八
幡
に

し

な
い
と
思
い
つ
つ
も
と
て
も
幸
せ
な
思
い
出
で
あ

た

あ
れ
を
ミ
ス
と
言
う
の
は
や
め
る
ん
だ

優
里
奈
は
た
だ
頑
張

た
だ
け
だ

 
と
い
う
か
優
里
奈
が
そ
う
い
う
時
に
気

に
俺
に
報
告
出
来
な
い
よ
う
な

 
プ
レ

シ

み
た
い
な
物
を
受
け
て
い
た
事
に
気
が
付
か
な
か

た
俺
も
悪
い

そ
ん
な
事
な
い
で
す

あ
れ
は

 
そ
う
何
か
言
い
か
け
た
優
里
奈
の
口
に

八
幡
は
人
差
し
指
を
当
て
た

ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
優
里
奈
の
し
た
事
は
俺
の

任
だ

そ
れ
が
保
護
者

て
も
ん
だ

か
ら
な

で

で
も

い
い
ん
だ
よ

俺
は
優
里
奈
の
保
護
者
を
す
る
事
を
楽
し
ん
で
る
ん
だ
か
ら
な

 
も
し
俺
に

し

な
い
と
思
う
な
ら

も

と
面
倒
を
か
け
て
く
れ
れ
ば
い
い



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

八
幡
さ
ん

普
通
は
逆
で
す
よ

い
い
ん
だ

て

そ
の
方
が

い
か
に
も
保
護
者

て
感
じ
だ
ろ

も
う

 
優
里
奈
は
そ
う
言

て

幸
せ
そ
う
な
顔
を
し
た

 
自
由
は
そ
ん
な
二
人
を
見
て

う
ん
う
ん
と

い
て
い
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
到
着
だ
な

そ
れ
じ

あ
向
か
い
ま
す
か
の
う

 
三
人
は

物
を
分
担
し
て
持
ち

櫛
稲
田
家
の
お
墓
へ
と
向
か

た

お
や

他
に
も
櫛
稲
田
家
の
お
墓
が
あ
る
ん
だ
な

き

と
全
国
で
こ
こ
に
し
か
無
い
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

珍
し
い

だ
か
ら
な

ま
あ
も
う
誰
も
入
る
事
の
な
い
お
墓
で
す
け
ど
ね

 
そ
の
言
葉
で
八
幡
は

優
里
奈
が
こ
の
お
墓
に
入
る
つ
も
り
が
無
い
事
を
知

た

ま
あ
俺
が
死
ん
だ
後
の
話
に
な
る
ん
だ
ろ
う
が
優
里
奈
は
も
し
か
し
て
こ
こ
の
お
墓
に
は

も
ち
ろ
ん
入
り
ま
せ
ん

私
は
八
幡
さ
ん
と
同
じ
お
墓
に
入
り
ま
す
か
ら
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そ
う
か

は
い

死
ん
だ
後
も
八
幡
さ
ん
の
お
世
話
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら
ね

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
ポ
リ
ポ
リ
と

を
か
い
た

 
自
由
は
そ
ん
な
二
人
を
見
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る

俺

て
そ
ん
な
に
頼
り
な
く
見
え
る
の
か

い
い
え

ま

た
く
そ
う
い
う
所
が
見
え
な
い
か
ら

逆
に
困

て
ま
す

そ

そ
う
か

ま
あ
私
が
好
き
で
押
し
か
け
て
い
る
よ
う
な
面
も
あ
り
ま
す
か
ら

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

 
八
幡
は

そ
れ
で
本
当
に
い
い
の
か
迷

た
が

 
優
里
奈
が
そ
う
言
う
以
上

否
定
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え

 
同
時
に
優
里
奈
の
両
親
や
兄
が
安
心
出
来
る
よ
う
な
方
法
を
思
い
つ
き
そ
れ
を
口
に
出
し
た

ん

ま
あ
あ
れ
だ

い
ず
れ
う
ち
の
お
墓
の
近
く
に
優
里
奈
の
家
の
お
墓
を
移
せ
ば
い
い

 
そ
う
す
れ
ば
優
里
奈
も
安
心
し
て
俺
と
同
じ
墓
に
入
れ
る
だ
ろ

そ
ん
な
手
が
あ
り
ま
し
た
か

 
目
か
ら
鱗
だ

た
の
か

優
里
奈
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
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ま
あ
ず

と
先
の
話
だ

今
日
は
難
し
い
事
を
考
え
ず

お
墓
参
り
を
し
よ
う

は
い

こ

ち
で
す
ぞ

参
謀

 
そ
し
て
三
人
は

櫛
稲
田
の
お
墓
の
前
に
立

た

こ
こ
に
優
里
奈
の
家
族
が
眠

て
る
ん
だ
な

は
い

そ
れ
じ

あ
お
参
り
を
し
ま
し

う
か

 
三
人
は
テ
キ
パ
キ
と
準
備
を
進
め

お
墓
に
花
を

え
て
線
香
を
置
き

 
心
か
ら
優
里
奈
の
家
族
の

福
を

た

 
優
里
奈
は
同
時
に
家
族
に
色
々
報
告
し
た
よ
う
で

八
幡
や
自
由
よ
り
も
⻑
く

て
い
た

お
待
た
せ
し
ま
し
た

さ
あ

帰
り
ま
し

う

私
は
こ
の
後
近
く
に
寄
る
所
が
あ
る
の
で

こ
れ
で
失

し
ま
す

参
謀

ん

送
ら
な
く
て
も
い
い
の
か

大
丈
夫

部
下
の

を
待
た
せ
て
お
り
ま
す
で
な

そ
う
か

今
日
は
あ
り
が
と
な

ゴ
ド
フ
リ

い
や
い
や
何
の
何
の

そ
れ
じ

あ
優
里
奈
ち

ん

ま
た
何
か
あ

た
ら
そ
の
時
に
ね
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は
い

相
模
の
お
じ
様

ま
た
で
す

 
二
人
は
自
由
を
見
送
り

そ
の
ま
ま
キ

ト
で
自
宅
へ
と

る
事
に
し
た

そ
う
だ
優
里
奈

ち

と
一

に
行

て
ほ
し
い
所
が
あ
る
ん
だ
が

分
か
り
ま
し
た

行
き
ま
し

う

即
答
か
よ

ど
こ
に
行
く
の
か

い
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
ぞ

そ
ん
な
の
別
に
い
い
で
す
よ

八
幡
さ
ん
と
一

と
い
う
事
実
が
あ
れ
ば
十
分
で
す

俺
と
し
て
は
そ
う
言
わ
れ
る
と
優
里
奈
の
親
離
れ
の
必
要
性
を
感
じ
て
な
ら
な
い
ん
だ
が

で
す
よ

私

親
離
れ
は
絶
対
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
で
す
か
ら

ま
あ
そ
れ
は
そ
れ
で
安
心
で
は
あ
る
ん
だ
が
な

う

ん

 
八
幡
は
ま
あ
い
ず
れ
時
が
解
決
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
問
題
を

上
げ
す
る
事
に

し
たそ

れ
で
八
幡
さ
ん

行
き
た
い
所
と
い
う
の
は

優
里
奈
が
自
作
し
た

家
族
に
会
う

の
シ
ス
テ
ム
が
あ

た
だ
ろ

あ

は
い

あ
の
後
八
幡
さ
ん
に

し
た
あ
れ
で
す
ね

あ
れ
な
ん
だ
が
な

ち

と
ア
ル
ゴ
に
頼
ん
で

さ
せ
て
み
た
ん
だ
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優
里
奈
も

と
は
い
え

ま
だ
ご
両
親
や
お
兄
さ
ん
に
直
接
報
告
し
た
い
事
も
あ
る
だ
ろ
う

と
思

て
な

そ
れ
は
ま
あ
無
く
も
な
い
で
す
け
ど

 
優
里
奈
は
若

不
満
そ
う
に
そ
う
言

た

優
里
奈
と
し
て
は
も
う

く
な

た
家
族
の
事

は 
完
全
に

り
切

て
い
る
と
い
う
自
覚
が
あ

た
か
ら
だ

優
里
奈
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
な
い
が

 
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
は

を
使

て
る
か
ら
な

以
前
と
は
ま

た
く
別
物
に
な

て
い
る

は
ず
だ

 
あ
く
ま
で

と

り
切

た
上
で
会
話
し
て
く
れ
れ
ば
い
い

 
そ
こ
か
ら
何
か
新
し
い
気
付
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
な

て
前
に
八
幡
さ
ん
が
言

て
い
た

感
情
が
成
⻑
す
る

て
奴
で
す
よ
ね

お
う

そ
の
通
り
だ

分
か
り
ま
し
た

せ

か
く
で
す
し

ロ
グ
イ
ン
し
て
み
ま
す
ね

あ

俺
も
一

に
入
る
か
ら
な
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八
幡
さ
ん
も
で
す
か

そ
れ
な
ら
ま

た
く
意
味
が
違

て
き
ま
す
ね

 
分
か
り
ま
し
た

張
り
切

て
行
き
ま
し

う

 
優
里
奈
は
突
然
明
る
い
声
で
そ
う
言

た

も
し
か
し
た
ら

 
結
婚
相
手
を
親
に
紹
介
す
る
よ
う
な
感
覚
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
ま
あ
あ
な
が
ち
間
違

た
感
覚
で
も
な
い
の
で
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
も
そ
れ
で
い
い
と
思

う
事
に
し
た

 
実
は
今
日
の
本
当
の
目
的
は

自
分
の
口
で
優
里
奈
の
両
親
と
兄
に

 
優
里
奈
の
将
来
を
引
き
受
け
る
事
を
報
告
し
た
い
と
八
幡
が
考
え
た
か
ら
で
あ
り

 
立
場
は
逆
だ
が
そ
の
優
里
奈
の
感
覚
は

大
筋
に
お
い
て
は
正
し
か

た
の
で
あ
る

俺
の
部
屋
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
る
か
ら
な

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
の
八
幡
の
部
屋
へ
と
移
動
し
た

そ
れ
じ

あ
行
く
か

は
い

 
八
幡
が
そ
う
言

て
ロ
グ
イ
ン
し
た
の
を
確
認
し
た
後

 
優
里
奈
は
い
つ
も
の
よ
う
に
そ

と
八
幡
の
手
を

り

少
し

れ
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
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そ
れ
は
八
幡
に
は
内

の
優
里
奈
の

れ
た
幸
せ
で
も
あ

た

 
う
わ

こ
こ
も
久
し
ぶ
り
だ
な

 
優
里
奈
は
か
つ
て
自
分
が
使

て
い
た
部
屋
に
ロ
グ
イ
ン
し
懐
か
し
そ
う
に
部
屋
の
中
を
見

回
し
た

あ

と

八
幡
さ
ん
は
ど
こ
か
な

優
里
奈

た
の
か
い

比
企
谷
さ
ん
が
来
て
い
る
か
ら
こ

ち
に
お
い
で

あ

は

い

 
優
里
奈
は
思
わ
ず
そ
の

の
声
に
そ
う
返
事
を
し
た

え

と

た
だ
い
ま

お
う

お
か
え
り

お
か
え
り
な
さ
い

久
し
ぶ
り
だ
な
優
里
奈

お
前

も
し
か
し
て
ち

と
太

た
か

 
い
き
な
り
兄
で
あ
る
大
地
に
そ
う
言
わ
れ

優
里
奈
は
面
食
ら

た

 
確
か
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使

て
い
た

よ
り
も
優
里
奈
は
太

て
い
る
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い
や
そ
の
言
い
方
は
実
は
正
確
で
は
な
く
そ
の

の
優
里
奈
が

せ
す
ぎ
て
い
た
だ
け
な

の
だ

 
今
は
標
準
よ
り
も
や
や
少
な
く

理
想
的
な

態
を
保

て
い
た

 
優
里
奈
が
そ
う
抗
議
し
よ
う
と
し
た
時

横
か
ら
⺟
親
が
こ
う
言

た

大
地

あ
な
た
は
デ
リ
カ
シ

が
無
い
事
を
言
う
ん
じ

な
い
の

 
よ
く
見
て
み
な
さ
い

優
里
奈
は
前
よ
り
健

的
に
な

た
だ
け
な
の
よ

確
か
に
前
よ
り
も

の

が
い
い
気
が
す
る
な

俺
が
間
違

て
た

ご
め
ん
な

優
里
奈

仕
方
な
い
な

許
し
て
あ
げ
る
か
ら
今
度
何
か

い
物
を

て
き
て
ね

 
そ
の
言
葉
は
優
里
奈
の
口
か
ら
自
然
と

れ
落
ち
た

 
作
り
物
だ
と
は
分
か

て
い
て
も

や
は
り
家
族
は
家
族
な
の
だ
ろ
う

 
優
里
奈
は
そ
う
考
え
難
し
い
事
は
考
え
ず
思
い
つ
く
ま
ま
に
受
け
答
え
を
す
る
事
に
し
た

分
か

た
分
か

た

あ

と
比
企
谷
さ
ん
す
み
ま
せ
ん

お
話
の

魔
を
し
て
し
ま

て

い
え
い
え
い
い
ん
で
す
よ

そ
れ
じ

あ
本
題
で
す
が

 
皆
さ
ん
が

く
な

て
か
ら
も
う
三
年
近
く
に
な
り
ま
す
が

 
少
し
前
か
ら
私
が
正
式
に
優
里
奈
の
保
護
者
を
努
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
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な
の
で
今
日
は
そ
の
ご
報
告
に
参

た
次
第
で
す

あ
あ

も
う
そ
ん
な
に
な
り
ま
す
か

そ

か

も
う
そ
の
く
ら
い
に
な
る
ん
だ
ね

時
間
の
た
つ
の

て

い
も
の
な
の
ね

 
三
人
は
そ
う
言
い
つ
つ

優
里
奈
に
話
し
か
け
た

優
里
奈

私
達
は
進
化
し
た
と
は
い
え

所

は
作
り
物
だ

 
だ
が
優
里
奈
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
は
本
物
の
つ
も
り
だ

そ
の
上
で

く
わ
よ

あ
な
た
は
今

幸
せ

う
ん

幸
せ
だ
よ

お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

そ
う
か

な
ら
比
企
谷
さ
ん

う
ち
の
優
里
奈
の
事

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

は
い

お
任
せ
下
さ
い

 
八
幡
は
そ
う
言

て

を
下
げ

大
地
が
横
か
ら
優
里
奈
に
話
し
か
け
た

優
里
奈

こ
ん
な

で
し
か
帰

て
こ
れ
な
く
て
ご
め
ん
な

 
比
企
谷
さ
ん

俺
の
代
わ
り
に
優
里
奈
の
事

守

て
や

て
下
さ
い

は
い

全
力
で
守
り
ま
す
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
こ
で
優
里
奈
は
八
幡
の
意
図
に
や

と
気
付
い
た

 
こ
れ
は
優
里
奈
に
話
さ
せ
る

で
は
な
く

八
幡
が
話
す

に
作
ら
れ
た
物
な
の
だ
と

 
事
実
八
幡
は

直
後
に
優
里
奈
に
こ
う
言

た

悪
い
優
里
奈

要
す
る
に
俺
が
優
里
奈
の
ご
家
族
と
こ
う
し
て
話
し
た
か

た
ん
だ
よ

や

ぱ
り
そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

で
も
何
で
で
す
か

 
そ
れ
に
答
え
た
の
は

優
里
奈
の

で
あ

た

そ
れ
は
私
達
の
元
に
な

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

た
の
が
優
里
奈
自
身
だ
か
ら
だ
ろ
う
ね

お

さ
ん

ま
だ
そ
う
呼
ん
で
く
れ
る
の
は

り
難
い
ね

 
要
す
る
に
比
企
谷
さ
ん
は

私
達
に
気
を
遣

て
く
れ
た
ん
だ
と
思
う
よ

気
を

遣
う

 
そ
の
問
い
に
は
優
里
奈
の
⺟
が
答
え
た

私
達
は
優
里
奈
の
親
代
わ
り
と
し
て

優
里
奈
自
身
の
手
で
作
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
よ

 
だ
か
ら
多
分
比
企
谷
さ
ん
は

私
達
に
考
え
る
能
力
を
く
れ
た
上
で
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筋
を
通
す

に
こ
う
し
て

に
来
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
う
わ

お
⺟
さ
ん

 
そ
し
て
最
後
に
優
里
奈
の
兄
の
大
地
が
こ
う
締
め
く
く

た

お
い
優
里
奈

こ
う
い
う
時
に
何
て
言
え
ば
い
い
か

分
か

て
る
よ
な

 
優
里
奈
は

に
行
き
ま
す
今
ま
で
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

て
の
が
定

番
だ
ぞ

も
う

か
ら
か
わ
な
い
で
よ
お
兄
ち

ん

で
も
そ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ
よ
ね

 
お

さ
ん

お
⺟
さ
ん

お
兄
ち

ん

私
は
こ
れ
か
ら
八
幡
さ
ん
と
一

に
生
き
て

 
絶
対
に
幸
せ
に
な

て
み
せ
ま
す
ま
た
何
か
幸
せ
な
出
来
事
が
あ

た
ら
報
告
に
来
る
の
で

 
そ
の
時
は
私
の
話
を

い
て
下
さ
い
ね

 
優
里
奈

何
か
ス

キ
リ
し
た
顔
を
し
て
い
る
な

八
幡
さ
ん
の
気
持
ち
が
ち

と
分
か
り
ま
し
た
か
ら

そ
う
か

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後

二
人
は
穏
や
か
な
顔
で

そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た
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こ
れ
で
や

と
ス

キ
リ
し
た
わ

私
も
で
す

そ
れ
じ

あ
昼

に
す
る
か

そ
の
後
は
ど
う
す
る

た
ま
に
は
家
で
八
幡
さ
ん
と
一

に
の
ん
び
り
し
た
い
で
す
ね

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る
か

 
こ
う
し
て
優
里
奈
に
と

て
今
年
の
お
墓
参
り
は
の
ん
び
り
と
し
た
幸
せ
な
一
日
に
な

た

の
だ

た
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第
７
０
５
話
 
襲
撃
の
エ
ル
ザ

八
幡
に
会
い
に
行
く
の
で
今
日
の
仕
事
は
キ

ン
セ
ル

 
と
言

て
も
お
世
話
に
な

た
事

所
へ
の
報
告
だ
け
だ
か
ら
別
に
い
い
よ
ね

 
そ
れ
じ

あ
行

て
き
ま
す

決
し
て
私
を
探
さ
な
い
よ
う
に

 
エ
ル
ザ
か
ら
の
こ
ん
な
置
手

を
見
つ
け
た
豪

は

苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

ま
あ
最
近
熱
心
に
仕
事
を
し
て
く
れ
て
た
し

今
日
は
別
に
い
い
か

 
倉
社
⻑
も
話
せ
ば
分
か

て
く
れ
る
と
思
う
し

 
そ
れ
に
し
て
も

八
幡
さ
ん
に
会
い
に
行
く
と
言
い
な
が
ら
探
す
な
と
は

 
そ
う

い
た
豪

は

倉
エ

ジ

ン
シ

に
連

を
入
れ
た

あ

倉
社
⻑

今
日
は
エ
ル
ザ
と
一

に
そ
ち
ら
に
お

い
す
る
予
定
だ

た
ん
で
す
が

 
ま
た
エ
ル
ザ
の
悪
い
病
気
が
出
ま
し
て

病
気

て
事
は

比
企
谷
さ
ん

み
か
い

は
い

そ
う
で
す

あ
は
は
は
は

そ
れ
は
エ
ル
ザ
に
と

て
は
必
要
な
事
だ
と
思
う
か
ら
別
に

わ
な
い
し
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当
然
僕
が
気
分
を
害
し
た
り
す
る
事
も
な
い
か
ら
安
心
し
て
よ

 
そ
れ
に
し
て
も
豪

君
も
苦
労
す
る
よ
ね

ま
あ
頑
張

て

は
い
大
変

し

あ
り
ま
せ
ん
そ
う
い
う

で
今
日
は
僕
一
人
で
そ
ち
ら
に

い
ま
す

了
解

そ
れ
じ

あ
後
で
ね

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ど
う
や
ら
倉
エ

ジ

ン
シ

の
朝
景
社
⻑
は
エ
ル
ザ
に
つ
い
て
は
か
な
り

容
で
あ
る
よ

う
だ

 
そ
し
て
豪

は

話
を
切

た
後

八
幡
に
連

を
入
れ
た

さ
す
が
に
こ
れ
は
報
告
し
な
い

に
は
い
か
な
い
よ
な

 
後
で
エ
ル
ザ
に
殴
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

ま
あ
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
か

 
豪

に
と

て
そ
れ
は
ご
褒
美
以
外
の
何
物
で
も
な
か

た

 
こ
こ
で
八
幡
に
連

を
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
豪

の
中
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ

た

 

に
や

て
き
た
わ
よ
帰
還
者
用
学
校

さ

て

八
幡
は
ど
こ
か
な

 
そ
の

当
の
神
崎
エ
ル
ザ
は
帰
還
者
用
学
校
に
突
撃
し
よ
う
と
し
て
い
た
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ど
こ
で
手
に
入
れ
た
の
か

制
服
ま
で
用
意
す
る
念
の
入
れ
よ
う
で
あ
る

八
幡
は
多
分

名
だ
ろ
う
か
ら
誰
に

い
て
も
ど
こ
に
い
る
か
す
ぐ
分
か
る
と
思
う
ん
だ

け
ど

 
で
も
そ
の
前
に

一
応
筋
は
通
さ
な
い
と
い
け
な
い
よ
ね

 
エ
ル
ザ
は
そ
う

く
と

近
く
を
通

た
生
徒
に
こ
う

ね
た

ご
め
ん

ち

と
そ
こ
の
君

理
事
⻑
室

て
ど
こ
か
な

は
い

え

か

神
崎
エ
ル
ザ

あ
ら

私
の
事
知

て
る
ん
だ

当
た
り
前
じ

な
い
で
す
か

理
事
⻑
室
で
す
ね

今
案
内
し
ま
す

あ
り
が
と

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
ね

 
さ
す
が
は
神
崎
エ
ル
ザ

そ
の
ネ

ム
バ
リ

は
抜

で
あ

た

 
ふ
う

日
一
日
の
ん
び
り
し
た
せ
い
か

ち

と
だ
る
い
な

八
幡

日
は
お
墓
参
り
だ

た
ん
だ
よ
な

あ
あ

し

か
り
と
優
里
奈
の
ご
両
親
と
兄
貴
に

し
て
き
た
ぞ



 第７０５話 襲撃のエルザ

も
う
す

か
り
パ
パ
だ
よ
ね

優
里
奈
と
は
五
つ
し
か
違
わ
な
い
け
ど
な

 
そ
の
時
八
幡
の
ス
マ
ホ
に
着
信
が
あ

た

と

話
か

エ
ム
か
ら

う

ん

ホ

ム
ル

ム
開
始
ま
で
は
ま
だ
ち

と
時
間

が
あ
る
な

 
八
幡
は
チ
ラ

と
時
計
を
見
た
後
に
そ
の

話
に
出
た

エ
ム
か

何
か
あ

た
か

す
み
ま
せ
ん
八
幡
さ
ん
実
は

も
し
か
し
た
ら
エ
ル
ザ
が
そ

ち
に
向
か

た
か
も
し

れ
ま
せ
ん

そ

ち

て

ま
さ
か
学
校
に
か

は
い
八
幡
に
会
い
に
行
く
の
で
今
日
の
仕
事
は
キ

ン
セ
ル
と
の
書
き
置
き
が
あ
り
ま
し

て
う
え

マ
ジ
か
よ
あ
の
野
郎

仕
事
の
方
は
大
丈
夫
な
の
か

は
い

倉
社
⻑
に
報
告
す
る
事
が
あ

た
だ
け
な
の
で

そ

ち
は
大
丈
夫
で
す

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
が
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と
り
あ
え
ず
取
り
急
ぎ

そ
れ
だ
け
伝
え
て
お
こ
う
と
思

て
連

し
ま
し
た

お
う

あ
り
が
と
な

後
は
こ

ち
で
対
処
す
る
わ

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て

話
を
切

て
直
ぐ
に

八
幡
は
窓
へ
と
駆
け
寄

た

ど
う
や
ら

は
見
え
な
い
よ
う
だ
が

八
幡
君

ど
う
か
し
た

い
や
そ
れ
が
よ
も
し
か
し
た
ら
エ
ル
ザ
が
こ
こ
に
襲
撃
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
ら
し
く

て
なエ

ル
ザ
が
襲
撃

あ
あ

会
い
に
来
る
か
も

て
事

そ
う
と
も
言
う
な

も
う
襲
撃
だ
な
ん
て
大
げ
さ
な
ん
だ
か
ら

で
も
そ

か

ま
だ
来
て
な
い
み
た
い
だ
け

ど 
ち

ん
と
監

し
て
お
か
な
い
と

も
し
か
し
た
ら
大
変
な
事
に
な
る
か
も
ね

色
々
な
意
味
で
な

お
い
和
人

頼
み
が
あ
る

分
か

て
る

て

窓

の

の
俺
が

ち

こ
ち

こ
チ

ク
し
て
お
く

て
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悪
い

頼
ん
だ

お
う
よ

 
和
人
は
そ
の
八
幡
の
頼
み
を

く
引
き
受
け

 

業
中
も
ち

こ
ち

こ
と
入
り
口
の
方
を
チ

ク
し
て
い
た
の
だ
が

 
エ
ル
ザ
が

を
現
す
気
配
は
ま

た
く
無
い

来
な
い
な

だ
な

も
し
か
し
た
ら
自
重
し
て

放
課
後
に
で
も
来
る
つ
も
り
な
の
か
な

あ
い
つ
の

書
に
自
重
な
ん
て
言
葉
は
無
い
ん
じ

な
い
か

だ
よ
な

ま
あ
引
き
続
き

を
頼
む
わ

あ
い
よ

 
そ
し
て
迎
え
た
三
時
間
目
本
来
は
体
育
の
時
間
な
の
だ
が
何
故
か
自

と
い
う
事
に
な

た
体
育
が
自

な
ん
て
珍
し
い
な

何
か
急
な
用
事
が
出
来
た
と
か
何
と
か

ま
あ
い
い
か

と
り
あ
え
ず
俺
は
ち

と
眠
い
か
ら

る
わ
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明
日
奈

悪
い
が
何
か
あ

た
ら

こ
し
て
く
れ

う
ん

分
か

た

 
続
く
四
時
間
目
も
何
故
か
自

に
な
り

一
同
は
首
を

げ
る
事
と
な

た

一
体
何
な
ん
だ
ろ
う
な

さ
あ

ま
あ
そ
う
い
う
日
も
あ
る
よ

何
と
な
く
不
気
味
だ

 
だ
が
迎
え
た
昼
休
み
に
事
態
が
動
い
た

い
き
な
り
こ
ん
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
の
で
あ

る
全
校
生
徒
の
皆
さ
ん
突
然
で
す
が
午
後
の

業
は
中
止
し
臨
時
の
生
徒
総
会
を
行
い
ま
す

 
時
間
ま
で
に
体
育

に
集
合
し
て
下
さ
い

 

比
企
谷
八
幡
君
は
お
昼
休
み
が
終
わ

た
ら
理
事
⻑
室
ま
で
お
越
し
下
さ
い

ぐ
ぬ業

が
中
止

お
い
八
幡

一
体
何
を
や

た
ん
だ

れ
衣
だ

今
日
は
俺
は
何
も
し
て
い
な
い

今
日
は

ね

珍
し
く
理
事
⻑
本
人
か
ら
の
呼
び
出
し
じ

な
か

た
ね
一
体
何
だ
ろ
う
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ね
ま

た
く
心
当
た
り
が
無
い
な

 
八
幡
は
一
体
何
を
さ
れ
る
の
か
不
安
で
仕
方
が
な
か

た
が

 
さ
り
と
て
無

し
て
い
い
案
件
で
も
な
く

重
い
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
理
事
⻑
室
へ
と
向

か

た
は

何
な
ん
だ
よ
一
体

ま
あ
頑
張

て

八
幡
君

私
達
は
体
育

に
行
き
ま
す
ね

や
ば
い
と
思

た
ら
す
ぐ
に
逃
げ
て
く
る
の
よ

ま
あ
や
ば
い
と
思

た
時
点
で
も
う
手

れ
だ
ろ
う
け
ど
な

そ
う
な
ん
だ
よ
な

は

 
も
は
や
た
め
息
し
か
出
な
い

態
で
あ

た
八
幡
は

 
そ
ん
な
仲
間
達
の
声
を
背
中
に
受
け
な
が
ら
移
動
を
開
始
し

 
特
に
何
事
も
な
く
理
事
⻑
室
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
コ
ン
コ
ン
コ
ン
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だ
が
そ
の
ノ

ク
に
対
す
る
反
応
は
何
も
な
い

 
コ
ン
コ
ン
コ
ン

 
理
事
⻑
室
の
中
か
ら
は
何
の
音
も
せ
ず
八
幡
は
場
所
を
間
違
え
た
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に

な

た

 
コ
ン
コ
ン
コ
ン

は

人
を
呼
び
出
し
て
お
い
て
何
な
ん
だ
よ
あ
の
魔
女
は

 
八
幡
は
そ
う

き
な
が
ら

も
う
い
い
や
と
思
い

ド
ア
ノ
ブ
を

て
理
事
⻑
室
の
中
に

入

た
失

し
ま

す

て
や

ぱ
り
誰
も
い
な
い
か

 
そ
の
ま
ま
ソ
フ

に
座
り

し
ば
ら
く
待
つ
事
に
し
た
八
幡
で
あ

た
が

 
待
て
ど

ら
せ
ど
一
向
に
理
事
⻑
が
現
れ
る
気
配
は
な
い

も
し
か
し
て
俺
の

き
間
違
い
か

い
や
さ
す
が
に
そ
ん
な
事
は
な
い
よ
な
う

ん

 
そ
の
時
体
育

か
ら

鳴
の
よ
う
な
も
の
が

こ
え

八
幡
は

て
て
立
ち
あ
が

た

今
の
は

 
八
幡
は
体
育

ま
で
全
力

走
し
た

だ
が
体
育

の
扉
は

ざ
さ
れ
て
い
る
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こ
こ
で
一
体
何
が

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
扉
を
開
け
た

そ
の
目
の
前
に
現
れ
た
の
は
大

の
サ
イ
リ
ウ
ム
の
光

で
あ

た

な

何
だ
こ
れ
は

 
八
幡
は
全
校
生
徒
が
サ
イ
リ
ウ
ム
を

て
い
る
と
い
う

の
分
か
ら
な
い

況
に
絶

し

た 
そ
ん
な
八
幡
の

に

と
て
も
よ
く

き
覚
え
の
あ
る
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た

ま

ま
さ
か

今
日
は
私
の
生
徒
総
会
臨
時
コ
ン
サ

ト
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と

 
で
も
ま
あ
み
ん
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
呼
ば
れ
た
ん
だ
ろ
う
か
ら

 
来
て
く
れ
た

て
言
う
の
は
ち

と
変
か
も
だ
け
ど
ね

て
へ

エ
・
ル
・
ザ

エ
・
ル
・
ザ

あ

来
た
来
た

八
幡

こ

ち
こ

ち

 
さ
す
が
エ
ル
ザ
は
八
幡
を
目
ざ
と
く
見
つ
け

い
き
な
り
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

 
そ
の

間
に
生
徒
達
が
横
に
避
け

花
道
が
出
来
上
が

た
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い
い

ほ
ら
こ

ち
こ

ち

 
八
幡
が
動
か
な
い
の
を
見
て

エ
ル
ザ
は
ス
テ

ジ
か
ら
下
に
降
り
る
と

 
た
た

と
八
幡
に
走
り
よ
り

そ
の
手
を
取

て
ス
テ

ジ
の
上
へ
と
誘

た

お
い
エ
ル
ザ

こ
れ
は
何
の
つ
も
り
だ

何

て
私
の
コ
ン
サ

ト
だ
よ

だ
か
ら
何
故
う
ち
の
学
校
で
お
前
の
コ
ン
サ

ト
が
開
か
れ
て
る
ん
だ

て

い
て
ん
だ
よ

さ
あ

何
で
だ
ろ
う
ね

お
前
な

 
八
幡
は

り
の
あ
ま
り
わ
な
わ
な
と

え
た
が

 
エ
ル
ザ
は
そ
ん
な
八
幡
を
強
引
に
ス
テ

ジ
ま
で
引

張

て
い

た

み
ん
な

紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
と
思
う
け
ど

一
応
紹
介
す
る
ね

 
こ
ち
ら
が
今
日
の
コ
ン
サ

ト
を
企
画
し
て
く
れ
た
人
で

す

な
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八
幡
は

て
て
そ
れ
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
が

場
の
雰
囲
気
が
そ
れ
を
許
さ
な
か

た

 
生
徒
達
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た
か
ら
で
あ
る

う
お
お
お
お
お
お

お
前
さ

は
い

そ
し
て
も
う
一
つ

今

い
た
通
り

彼
は
私
の
事
を
お
前
と
呼
び
ま
す

 
そ
れ
は
何
故
で
し

う

答
え
は
彼
が
私
の
ご
主
人
様
だ
か
ら
で

す

 
そ
の
宣
言
に
は
さ
す
が
の
八
幡
も
大
い
に

て
た

お
い
こ
ら
て
め
え

い
き
な
り
何
を

て
め
え

き
ま
し
た

今
の
私
に
対
す
る
呼
び
方
を

み
ん
な
も

い
た
よ
ね

き
ま
し
た

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
問
い
か
け
に

生
徒
達
は
ノ
リ
ノ
リ
で
そ
う
答
え
た

 
見
る
と
明
日
奈
と
里
香

そ
れ
に
珪
子
は
苦
笑
す
る
に

め
て
い
た
よ
う
だ
が

 
和
人
は
ノ
リ
ノ
リ
で
一

に
叫
ん
で
い
る
よ
う
だ

あ
の
野
郎

 
だ
が
今
の
八
幡
に
は
和
人
に
文

を
言
う
余

は
な
い
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何
故
な
ら
ス
テ

ジ

に

生
徒
達
が
集
ま

て
き
た
か
ら
だ

さ
す
が
は
参
謀

ま
さ
か
あ
の
神
崎
エ
ル
ザ
と
知
り
合
い
の
み
な
ら
ず

配
下
に
置
い
て
い
る
と
は

み
ん
な

こ
の
事
は
絶
対
に
校
外
に

ら
す
な
よ

八
幡
様

私
の
ご
主
人
様
に
な

て
下
さ
い

 
一
部
問
題
発
言
を
し
て
い
る
女
子
も
い
る
よ
う
だ
が

生
徒
達
は
口
々
に
八
幡
を
賞

し

 
八
幡
は
何
も
言
う
事
が
出
来
ず

口
を
ぱ
く
ぱ
く
さ
せ
た

く
そ

や
ら
れ
た
呼
び
出
し
は
俺
の
先
手
を
と
る

だ

た
か

て
事
は
黒
幕
は

 
八
幡
は

り
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し

の
方
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
理
事
⻑
を
発
見
し

た
絶
対
そ
の
う
ち
仕
返
し
し
て
や
る

 
八
幡
は
そ
ん
な
念
の
こ
も

た

線
を
理
事
⻑
に
向
け
た
が

 
理
事
⻑
は
何
を
勘
違
い
し
た
の
か

そ
れ
を
見
て
八
幡
に
投
げ
キ

ス
を
送

て
き
た

く
そ

あ
の
魔
女

思
い

き
り
楽
し
ん
で
や
が
る

 
だ
が
こ
の

で
エ
ル
ザ
を
止
め
る

に
は
い
か
な
か

た
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そ
の
場
に
い
た
全
て
の
生
徒
達
が
わ
く
わ
く
し
た
表
情
を
し
て
い
た
か
ら
だ

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ

ト
が
始
ま
り

エ
ル
ザ
は
い
き
な
り
新
曲
を
披
露
し
た

 
そ
れ
は
実
は

麻
衣
主

の
映
画
の
主
題
歌
で
あ
り
エ
ル
ザ
が
八
幡
に
一
番
に

か
せ
る

に
 
わ
ざ
わ
ざ
学
校
を
訪
れ
た
事
が
コ
ン
サ

ト
の
後
に
判
明
し
た

 
八
幡
は
結
局
エ
ル
ザ
を

る
事
が
出
来
な
か

た

 
も

と
も
最
初
か
ら

る
事
は
出
来
な
い

も
し

た
ら
エ
ル
ザ
が
喜
ぶ
だ
け
だ
か
ら
だ

 
か
く
も
神
崎
エ
ル
ザ
と
は

八
幡
に
と

て
扱
い
に
く
い
人
物
な
の
で
あ
る

 
八
幡

私
の
歌

ど
う
だ

た

 
コ
ン
サ

ト
が
終
わ

た
後

え
室
の
代
わ
り
に
し
て
い
た
理
事
⻑
室
で

 
エ
ル
ザ
は
八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

あ
の
映
画
の
主
題
歌
を
歌
う
事
に
な

た
ん
だ
な

 
日
々
の
努
力
の
賜
物
だ
な

え
ら
い
ぞ
エ
ル
ザ

え
へ
へ

あ
り
が
と
う
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そ
し
て
こ
れ
は
俺
を
は
め
た
罰
だ

心
し
て
受
け
取
れ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
エ
ル
ザ
に
デ
コ
ピ
ン
を
し
た

え
え

こ
こ
は
も

と
き
つ
い
罰
を

え
る
べ
き
な
ん
じ

な
い

お
前
に
は
こ
れ
で
十
分
だ
ろ

え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
こ
れ
に
乗
じ
て
八
幡
に
き
つ
い
罰
と
い
う
名
の
ご
褒
美
を

え
て
も
ら
う
と
い
う
エ
ル
ザ
の
計

画
は

 
最
後
の
最
後
で
見
事
に
失
敗
す
る
事
と
な

た

 
こ
う
し
て
八
幡
は
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で
エ
ル
ザ
に
一
矢
報
い
る
事
に
成
功
し
た
の
だ

た
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第
７
０
６
話
 
男
と
男
の
約
束

 

話
は

日
ま
で

今
日
明
日
が
連
続
し
た
話
と
な
り

 
そ
の
後
に

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
ラ
ボ
の
話
が

ま
り
そ
の
後
に
今
日
明
日
の
話
の
続
き
が
入

て 
そ
れ
で
次
の
章
に
入
る
予
定
で
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

な
る
ほ
ど

今
の
連
続
使
用
の
限
界
は
二
十
四
時
間
か

加
速
レ

ト
は

 
こ
の
日
八
幡
は
紅
莉
栖
か
ら
現
在
の
バ

ス
ト
リ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の
進

況
の
報
告
を
受

け
て
い
た

倍
が
限
界
ね

デ

タ
に
混
じ

て

さ
れ
る
ノ
イ
ズ
を
ど
う
に
か
出
来
れ
ば

 
も

と
安
全
に

に
書
き

せ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

あ
と
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
の
映
像
を
利
用
し
て
い
る
分
回
線
品
質
が
大
事
に
な

て
く
る

ん
ダ
ヨ
ネ
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紅
莉
栖
の
そ
の

を
レ
ス
キ
ネ
ン
が
そ
う
補
足
し
た

も
う
す
ぐ
第

世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
い
わ
ゆ
る

が

入
さ
れ
る
じ

な
い
で
す
か

 
そ
れ
に
よ
る
影

は
ど
う
で
す
か

あ
れ
が

入
さ
れ
れ
ば
こ
の
技
術
に
と

て
は
か
な
り
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
に
な
る
と
思
う
わ

 
伝
え

く
限
り
通
信
品
質
が
相
当
良
化
し
時
間
当
た
り
の
通
信
可
能
デ

タ

が
激

す

る
わ
よ

な
る
ほ
ど

で
爆
発
的
に

え
た
同
時
接
続
可
能

が
今
度
は
質
を
も
備
え
る
と

そ
う
い
う
事
だ
ね

な
の
で
ボ
ク
達
は

当
分
そ
れ
に
備
え
て
準
備
を
す
る
ツ
モ
リ
だ
よ

な
る
ほ
ど

そ
う
な
れ
ば
研
究
が
更
に
前
に
進
み
そ
う
で
す
ね

 
笑
顔
で
そ
う
言
う
八
幡
に

紅
莉
栖
が
こ
れ
ま
た
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

そ
れ
は
こ
ち
ら
の
要
望
に
会
社
が
き
ち
ん
と
し
た
対
応
を
し
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
ね

 
本
当
に
遣
り
甲
斐
の
あ
る
職
場
だ
と
思
う
わ

基

研
究
に
金
が
か
か
る
の
は
当
然
だ
ま
あ
そ
の
分
は
き

ち
り
他
で

い
で
る
か
ら
問
題

な
い
さ

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
が
今
の

だ
が
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先
日
完
成
し
た

オ
フ

ス
シ
ス
テ
ム
も

調
査
の
結
果
か
な
り
の

要
が
見
込
め
る
ら
し

い
最
後
の
報
告
は
ま
さ
に
そ
れ

み
ね

 
加
速
世
界
か
ら
の

オ
フ

ス
へ
の
接
続
実
験
が
無
事
に
成
功
し
た
わ

お
お

に
そ
こ
ま
で
完
成
し
た
の
か

今
ま
で
は
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
を
利
用
す
る
事
で
作

ら
れ
た

 

似
空
間
内
を
移
動
す
る
く
ら
い
し
か
出
来
な
か

た
か
ら

そ
れ
は
大
き
な
進
歩
だ
よ
な

そ
う
ね
ま
ず
は
第
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
か
し
ら

も

と
も
そ
れ
を

ま
え
て
製
品
化
す
る

な
ら

 
労
働
時
間
を
ど
う
す
る
か
の
法
整
備
が
必
須
に
な
る
と
思
う
わ

 
ま
あ
と
り
あ
え
ず
は

体
で

す
る
事
に
な
る
で
し

う
け
ど

 
そ
の
時
部
屋
に
備
え
付
け
ら
れ
た

話
が
鳴
り
一
番
近
く
に
い
た
真
帆
が
そ
の

話
に
出
た

は
い

こ
ち
ら
次
世
代
技
術
研
究
部

あ
あ
萌
郁
さ
ん

う
ん

う
ん

分
か

た
わ

 
八
幡
に

い
て
み
て

こ
ち
ら
か
ら

り
返
し
連

す
る
わ
ね

 
真
帆
が
そ
う
言

て

話
を
切

た

に
八
幡
は
ど
う
や
ら
連

し
て
き
た
の
は
萌
郁
で
あ
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り 
自
分
に
何
か
用
事
が
あ
る
ら
し
い
と
判
断
し

大
人
し
く
真
帆
の
言
葉
を
待

た

め
ぐ
り
さ
ん
が
八
幡
に
相
談
が
あ
る
ら
し
く
て

今
こ

ち
に
来
て
る
み
た
い
よ

め
ぐ
り
ん
が

 
八
幡
は
今
や
す

か
り
慣
ら
さ
れ
て
し
ま

た
そ
の
呼
び
方
で
め
ぐ
り
の
名
を
呼
ん
だ

 
そ
の
呼
び
方
に
慣
れ
て
い
な
い
真
帆
は
一

き

と
ん
と
し
た
後
に
生

か
い
目
で
八
幡

を
見
つ
め
た

な

何
だ
よ

い

え

特
に
は
何
も

し

仕
方
な
い
だ
ろ

俺
が
そ
う
呼
ば
な
い
と
め
ぐ
り
ん
が

る
ん
だ
よ

ま
ほ
り
ん

ま
ほ
り
ん
言
う
な

 
真
帆
は
即
座
に
そ
う
返
し
た

さ
す
が

の
回
転
が
速
い

い
い
じ

な
い
か
マ
ホ
リ
ン

本
人
が
望
ん
だ
事
み
た
い
だ
し
ネ

そ
の
事
に
つ
い
て
は
別
に
反
対
は
し
て
い
ま
せ
ん

 
と
い
う
か
ど
さ
く
さ

れ
に
私
を
マ
ホ
リ
ン
と
呼
ば
な
い
で
下
さ
い
部
⻑
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ま
あ
ま
あ
ま
ほ
り
ん
先
輩

か
わ
い
い
呼
び
方
だ
し
別
に
い
い
じ

な
い
で
す
か

あ
ん
た
も
調
子
に
乗
る
ん
じ

な
い
わ
よ
ク
リ
リ
ン

ク

ク
リ
リ
ン

て
言
う
な

お
前
ら
さ

才
や

て
る
ん
じ

な
い
ん
だ
か
ら
さ

 

れ
た
よ
う
な
声
で
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
三
人
の
反
応
は
三
者
三
様
だ

た

 
レ
ス
キ
ネ
ン
は
楽
し
そ
う
に
笑
い

紅
莉
栖
は

ね
た
顔
で
そ

を
向
き

 
真
帆
は

い
を
一
つ
す
る
と

真
面
目
な
顔
で
八
幡
に
言

た

で

ど
う
す
る

別
に
こ
こ
に
呼
ん
で
も
い
い
わ
よ

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
か

萌
郁
に
そ
う
伝
え
て
く
れ

分
か

た
わ

ち

と
待

て
て

 
真
帆
は
そ
の
言
葉
に

い
て
萌
郁
に
連

を
し
た

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
後

め
ぐ
り
が
次
世
代
技
術
研
究
部
に
現
れ
た

忙
し
い
の
に
時
間
を
と

て
も
ら

て
ご
め
ん
ね

い
や
い
や
め
ぐ
り
ん

仕
事
の
話
で
す
よ
ね

そ
れ
な
ら
何
の
問
題
も
な
い
で
す

で
も
正
直
丁
度
良
か

た
か
な

次
世
代
技
術
研
究
部
に
も
関
係
の
あ
る
話
だ
か
ら
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ほ
ほ
う

ウ
チ
の
部
に

そ
れ
じ

あ
め
ぐ
り
ん

説
明
を
お
願
い
し
ま
す

う
ん

 
そ
う
言

て
め
ぐ
り
は
用
件
を
話
し
始
め
た

八
幡
君

ク
ロ

ビ
ス
君
の
容
態
が
そ
ろ
そ
ろ
ま
ず
い
の

で
ね

彼
に
頼
ま
れ
た
ん
だ
け

ど  
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
五
人
は
色
々
と
話
し
合

て
い
た

本
人
の
希
望
は
分
か
り
ま
し
た
が

そ
の
理
由
は
何
で
す
か

技
術
的
に
は
可
能
ね

む
し
ろ
デ

タ
集
め
の
方
が
大
変
だ
と
思
う
わ

そ
の

に
も
そ
う
し
た
方
が
い
い
と
思
う
わ

た
だ
し
加
速
に
つ
い
て
は

大
丈
夫
だ
よ
八
幡
さ
ん

一
人
じ

な
く
二
人
だ
も
ん

う
ち
は
し
ば
ら
く
こ
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
集
中
す
る
事
に
ナ
ル
ネ

そ
れ
じ

あ
八
幡
君

私
は
準
備
が
済
み
次
第
ア
メ
リ
カ
に
飛
ぶ
ね

 
そ
こ
に
理
央
が
や

て
き
た
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お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

て

空
気
が
お
か
し
い
気
が
す
る
け
ど
何
か
あ

た

あ

た
と
い
え
ば
あ

た
な
と
り
あ
え
ず
理
央
出
か
け
る
か
ら
お
前
も
俺
と
一

に
来
い

え
 
八
幡
は

無
を
言
わ
さ
ず
理
央
を
引

張

て
い
き
理
央
は
困

た
顔
で
紅
莉
栖
の
方
を
見

た 
だ
が
紅
莉
栖
が
理
央
に

い
た

急
事
態
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
理
央
は

 
そ
の
ま
ま
大
人
し
く
八
幡
に
付
き

た

説
明
は
し
て
く
れ
る
ん
で
し

当
然
だ

と
り
あ
え
ず
こ
れ
か
ら
ど
こ
に
行
く
の

お
前
を
ホ
テ
ル
に
連
れ
込
ん
で

エ
ロ
い
事
を
す
る

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
理
央
は
一

ま

た
が

チ
ラ
リ
と
八
幡
の
顔
を
見
た
理
央
は

 
何
を
思

た
の
か

八
幡
の
手
を
ぎ

と

た

そ
ん
な
表
情
で
無
理
に
冗
談
を
言
お
う
と
し
な
く
て
も
い
い
よ

 
私

何
を
言
わ
れ
て
も
ち

ん
と
真
面
目
に

く
か
ら



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

悪
い

別
に
い
い
よ

で

本
当
の
目
的
は

死
に
ゆ
く
友
に
残

な
提
案
を
し
て

別
れ
を
告
げ
に
行
く

 
理
央
に
は
そ
こ
で
別
の
仕
事
を
や

て
も
ら
う

そ
う

眠
り
の
森
に
行
く
の
ね

あ
あ

 
以
前
八
幡
に
連
れ
ら
れ
て
眠
り
の
森
を
訪
れ
た

験
の
あ
る
理
央
は
そ
れ
で
事
情
を
悟

た

で

誰

ク
ロ

ビ
ス
だ

 
理
央
は
そ
の
八
幡
が
告
げ
た
名
前
が

 
自
分
が
面
識
の
あ
る
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
で
は
な
か

た

思
わ
ず
安

し
た

 
だ
が
直
後
に
不

慎
だ
と
思

て
ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を
横
に

り

八
幡
に
こ
う

ね
た

私
の
役
目
は

あ
あ

着
い
た
後
に
お
前
に
や

て
も
ら
い
た
い
の
は
な

 
そ
し
て
八
幡
は

五
人
で
話
し
合

た
内
容
を
理
央
に
伝
え

と
あ
る
頼
み
事
を
し
た
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彼
の
望
み
に
合
致
す
る
と
は
い
え

そ
れ
は
確
か
に
あ
る
意
味
残

な
提
案
だ
ね

お
前
ま
で

き
込
ん
じ
ま

て
悪
い
な

気
に
し
な
い
で

友
達
じ

な
い

 
理
央
は
あ
え
て
八
幡
に

仕
事
だ
か
ら
と
は
言
わ
ず
そ
う
言

た

 
理
央
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

ぼ
そ

と
こ
う

い
た

友
達
だ
か
ら
か

う
ん

友
達
だ
か
ら

友
達

て
や

ぱ
り
い
い
よ
な

う
ん

だ
か
ら
き

と
彼
も

八
幡
の
提
案
を
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
う
よ

そ
う
だ
と
い
い
な

 
そ
し
て
眠
り
の
森
に
着
い
た
後

理
央
は
凛
子
と
二
人
で
忙
し
そ
う
に
何
か
の
準
備
を
始
め

 
八
幡
は
一
人

世
界
の
中
の
ク
ロ

ビ
ス
の
下
を
訪
れ
た

あ
れ

八
幡
さ
ん
じ

ん

よ

お
前
ら
元
気
し
て
た
か
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も

ち
ろ
ん

あ
れ

八
幡
さ
ん
が
こ

ち
に
来
る
の

て
も
し
か
し
て
初
め
て

だ
な
今
日
は
ラ
ン
達
の
家
に
行
く
つ
も
り
は
無
い
か
ら
特
に
ラ
ン
に
は
絶
対
に
言
う
な
よ

う
わ

ラ
ン
に
バ
レ
た
ら
俺
達
絶
対
に
殺
さ
れ
る
な

 
そ
ん
な
八
幡
を
出
迎
え
た
の
は
ジ

ン
と
テ

チ
と
タ
ル
ケ
ン
で
あ

た

 
こ
の
世
界
で
は
元
々

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ

ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

と
メ
リ
ダ

 
ジ

ン
と
テ

チ
と
タ
ル
ケ
ン
と
ク
ロ

ビ
ス
が

三
つ
の
家
に
分
か
れ
て

ら
し
て
い
た

で

八
幡
さ
ん

今
日
は
ク
ロ

ビ
ス
に
会
い
に

あ
あ

そ

か

あ
い
つ

き

と
喜
ぶ
よ

こ
れ
は
決
し
て
悪
い
意
味
で
言
う
ん
じ

な
い
け
ど
さ

 
メ
リ
ダ
の
時
と
違

て
今
回
は
八
幡
さ
ん
が
間
に
合

て
く
れ
て
本
当
に
良
か

た
よ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
で
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り

目
を
伏
せ
な
が
ら
こ
う
言

た

あ
の
時
は
間
に
合
わ
な
く
て
悪
か

た

だ
か
ら
悪
い
意
味
じ

な
い
ん
だ

て
ば

 
あ
の
時
は
本
当
に
突
然
だ

た
し

八
幡
さ
ん
が
謝
る
よ
う
な
事
は
何
も
な
い

て
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さ
あ
八
幡
さ
ん

と
り
あ
え
ず
こ

ち
こ

ち

お

い
ク
ロ

ビ
ス

八
幡
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
ぞ

魔
し
な
い
で
お
い
て
や
る
か
ら

八
幡
さ
ん
と
ゆ

く
り
な

 
三
人
は
そ
う
言

て
ク
ロ

ビ
ス
の
部
屋
に
八
幡
を
案
内
し

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に

て

い

た

 
そ
し
て
部
屋
の
中
か
ら
ド
タ
バ
タ
と
音
が
し
た
か
と
思
う
と
ク
ロ

ビ
ス
が
ひ

こ

と
顔

を
出
し
た

八
幡
さ
ん

来
て
く
れ
た
ん
だ

お
う

お
前
の
希
望
を
め
ぐ
り
ん
か
ら

い
た
ん
で
な

ち

と
話
を
し
に
来
た
わ

め
ぐ
り
さ
ん
こ
ん
な
す
ぐ
に
話
を
し
て
く
れ
た
ん
だ

そ
れ
じ

あ
め
ぐ
り
さ
ん
と
一

に

こ
こ
に

い
や

め
ぐ
り
ん
は
お
前
の
望
み
を
叶
え
る

に
ア
メ
リ
カ
に
行
く
必
要
が
あ

て
な

 
今
会
社
で
そ
の

回
し
を
し
て
る

ア
メ
リ
カ
に

う
わ

ご
め
ん
な
さ
い
八
幡
さ
ん

何
か
大
事
に
な

ち

た
み
た
い
で

そ
ん
な
事
気
に
す
る
な

て

で
な

外
で
他
に
や

て
も
ら
い
た
い
仕
事
が
あ

た
ん
で
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今
回
は
理
央
を
連
れ
て
き
た
わ

あ

も
し
か
し
て
エ
ロ
師
匠

う
わ

久
し
ぶ
り
だ
な

お
う

ツ
ン
デ
レ
で
妄
想

し
い

子
の
お

ぱ
い
さ
ん
だ

そ
う

べ
ら
れ
る
と

理
央
さ
ん

て
属
性
が
完

だ
ね

だ
な

 
二
人
は
ま
る
で
本
当
の
兄
弟
の
よ
う
に
笑
い
合

た

 
ジ

ン

テ

チ

タ
ル
ケ
ン

ク
ロ

ビ
ス
の
四
人
は

 
男
の
兄
弟
の
い
な
い
八
幡
に
と

て
は

か
わ
い
い
弟
の
よ
う
な
存
在
な
の
で
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は
何
か
操
作
し

外
に
い
る
理
央
の

を
モ
ニ
タ

に
映
し
た

ほ
れ

お
待
ち
か
ね
の
相
対
性
妄
想

子
だ
ぞ

あ

エ
ロ
師
匠
だ

や

ぱ
り
か
わ
い
い

だ
な

 
八
幡
は
理
央
に
は

こ
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

珍
し
く
素
直
に
そ
う
同
意
し
た

 
だ
が
直
後
に
理
央
が
バ

と
顔
を
上
げ
て
キ

ロ
キ

ロ
し
出
し

 
そ
の
隣
に
い
た
凛
子
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
画
面
に
向
か

て
こ
う
言

た
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八
幡
君

こ
え
て
る
わ
よ

え今
の
会
話

全
部

や
べ

 
八
幡
は
凛
子
に
そ
う
言
わ
れ

て
て
モ
ニ
タ

を
切

た

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

 
そ
れ
を
見
た
ク
ロ

ビ
ス
は
腹
を

え
て
笑
い

八
幡
は

を

え
た

や
ば
い

後
で
理
央
に
殴
ら
れ
る

八
幡
さ
ん

ド
ン
マ
イ

お

お
う

俺
ド
ン
マ
イ

 
ち
な
み
に
こ
の
後
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
八
幡
に
対
し
理
央
は

め
る
よ
う
な
事
は
何
も
言
わ

な
か

た

 
む
し
ろ
逆
に
機

良
さ
そ
う
に
見
え

八
幡
は
内
心
で
首
を

た
も
の
だ

 
そ
れ
は
当
然
二
人
の
最
後
の
会
話
に

因
し
て
い
る

あ

エ
ロ
師
匠
だ

や

ぱ
り
か
わ
い
い
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だ
な

 
理
央
の
女
心
は

複
雑
な
よ
う
で
案
外

純
な
の
で
あ

た

 
さ
て
ク
ロ

ビ
ス

こ
こ
か
ら
が
本
題
だ

 
さ

き
め
ぐ
り
ん
が
お
前
の
望
み
を
叶
え
る

に
ア
メ
リ
カ
に
行
く
と
言

た
が

 
実
は
あ
れ
は
ち

と
違
う

正
確
に
は
お
前
が
俺
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
ら
と
い
う

件
が
つ
く

そ
う
な
ん
だ

そ
の

件

て

お
前
に
と

て
は
残

な
提
案
か
も
し
れ
な
い
か
ら
心
し
て

け
よ

う

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
は
ク
ロ

ビ
ス
に
何
か
提
案
し

ク
ロ

ビ
ス
は
そ
れ
に
即
答
し
た

マ
ジ
す
か

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で

い
い
の
か

む
し
ろ
願

て
も
な
い
と
い
う
か

さ
す
が
は
兄
貴

て
感
じ

そ
う
か
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八
幡
は

く
そ
う
答
え
る
と

い
き
な
り
ク
ロ

ビ
ス
を

き
し
め
た

 
そ
の
体
は

え
て
お
り
明
る
く
気
丈
に

舞

て
い
て
も
や
は
り
怖
い
の
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
た大

丈
夫
か

あ
り
が
と
う
八
幡
さ
ん

会
い
に
来
て
も
ら

た
し
も
う
大
丈
夫
だ
よ

 
俺

最
後
の
最
後
ま
で
頑
張
る
か
ら

俺
の

式
の
時
は
笑

て
見
送

て
く
れ
よ
な

分
か

た

頑
張
る
ん
だ
ぞ
ク
ロ

ビ
ス

い
や

文

男
と
男
の
約
束
だ

う
ん

約
束

 
こ
の
時
の
男
と
男
の
約
束
を

八
幡
と
ク
ロ

ビ
ス
は
最
後
ま
で
守
り
通
し
た

 

に
つ
い
て
の
話
は

当
で
す
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第
７
０
７
話
 
ボ
ス
戦
の
準
備
は
進
む

デ

タ
は
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
け
ど

大
丈
夫

は
い

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

こ
れ
で
多
分
何
と
か
な
り
ま
す

そ
う

役
に
立
て
た
な
ら
良
か

た
ん
だ
け
ど

 
八
幡
と
話
を
し
た
後

ク
ロ

ビ
ス
は
精
力
的
に
活
動
を
始
め
た

 
そ
の
仕
事
は
パ

テ

の
装
備
集
め
と

そ
れ
に

う
金

で
あ
る

 

子

矢

屋
⻯

の
息
子
で
あ
る
彼
は
こ
う
い

た
才
能
が
あ
る
ら
し
く

 
ど
の
ゲ

ム
に
移
動
し
て
も

チ

ム
の
資
産
を
確
実
に

や
し
て
い
る

え

と

 
ソ
レ
イ
ア
ル
は
ク
ロ

ビ
ス
に
何
か
言
い
た
そ
う
な
顔
を
し
て
お
り

 
そ
の
顔
は
若

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
が
そ
ん
な
ソ
レ
イ
ア
ル
に
ク
ロ

ビ
ス
は
言

た
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
そ
ん
な
顔
し
な
い
で
下
さ
い
八
幡
さ
ん
か
ら
も
き
つ
く
言
わ
れ
て
ま
す

よ
ね
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確
か
に
常
に
笑
顔
で
い
る
よ
う
に

て
言
わ
れ
た
け
ど

で
も

で
も

僕
な
ら
大
丈
夫
で
す
か
ら

め
ぐ
り
さ
ん
や
八
幡
さ
ん

そ
れ
に
他
の
み
ん
な
だ

て

 
常
に
笑
顔
で
い
て
く
れ
ま
す
よ
ね

気
持
ち
は
嬉
し
い
で
す
け
ど

そ
の
ル

ル
は
絶
対
で

す
よ

 
先
日
め
ぐ
り
が
次
世
代
技
術
研
究
部
を
訪
れ
た
時

 

し
む
そ
ぶ
り
を
一
切
見
せ
な
か

た
の
は
こ
の
ル

ル
が
あ

た
か
ら
で
あ
る

 
内
心
は
ど
う
あ
ろ
う
と

関
係
者
達
は
今
後
も
そ
ん
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
事
は
な
い
だ
ろ
う

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

と
関
わ

て
日
が

い
ソ
レ
イ
ア
ル
は

 
ま
だ
そ
の
心

え
が
完
全
に
は
出
来
て
い
な
か

た
が

 
そ
れ
で
も
必
死
に
笑
顔
を
作
り

ク
ロ

ビ
ス
へ
の
協
力
を
続
け
て
い
た

と

こ
れ
が
今
あ
る
ボ
ス
の
情
報
ね

ま
さ
か
の
お
台
場
決
戦
で
す
か

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
ア
イ
テ
ム
の
情
報
は
こ
れ

う
わ

結

大
変
で
す
ね

で
も
凄
く
分
か
り
や
す
く

め
ら
れ
て
る
の
で
助
か
り
ま
す

 
あ
れ

こ
れ
お
金
で

え
る
か
ど
う
か
の
可
否
ま
で
書
い
て
あ
る
じ

な
い
で
す
か
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凄
い
で
す
ね

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

 
そ
う
ク
ロ

ビ
ス
に
賞

さ
れ
た
ソ
レ
イ
ア
ル
は

何
故
か
気
ま
ず
そ
う
に
目
を
背
け
た

ど
う
し
た
ん
で
す
か

い
や

あ
は
は

私
は
こ
う
い
う
の
は
初
心
者
だ
か
ら
さ

 
実
は

日

八
幡
に
頼
ん
で
デ

タ
を
整
理
し
て
も
ら

た
ん
だ
よ
ね

あ
あ

こ
れ
は
八
幡
さ
ん
の
仕
事
で
し
た
か

本
当
に
敵
わ
な
い
な

 
そ
れ
は
要
す
る
に

ク
ロ

ビ
ス
の
下
を
訪
れ
た
後
に

 
八
幡
が
デ

タ
を
整
理
し
た
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

私
も
手
伝

た
ん
だ
よ

久
々
に
残
業
し
ち

た

 
ソ
レ
イ
ア
ル
は
何
故
か

何
か
を
思
い
出
す
よ
う
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
残
業
自
慢
を
し
た

 
そ
の
表
情
を
見
て

ク
ロ

ビ
ス
は
一
つ
だ
け
思
い
当
た
る
事
が
あ

た

も
し
か
し
て
残
業
中
は
八
幡
さ
ん
と
ず

と
二
人
き
り
で

 
つ
い
で
に
そ
の
ま
ま
食
事
と
か
を

て
も
ら

た
り
し
ま
し
た
か

ふ

な

何
で
分
か
る
の

い
や

何
で
と
言
わ
れ
て
も

分
か
り
や
す
す
ぎ
て
考
え
る
ま
で
も
な
い
と
い
う
か
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そ

そ
ん
な
に

は
い

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
は
出
会

た
当
初
か
ら
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
し

そ

そ
う
だ

た

け

ま
あ
そ
う
い
う
の
は
自
分
じ

分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ね

う
 
ソ
レ
イ
ア
ル
は
そ
の
ク
ロ

ビ
ス
の
指
摘
に

大
に
恥
じ
ら

た

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

て
本
当
に
か
わ
い
い
人
で
す
よ
ね

こ

子

が
大
人
を
か
ら
か
う
ん
じ

な
い
の

ほ
ら
そ
う
い
う
所
で
す
よ

ま

た
く
八
幡
さ
ん
も
罪
な
男
で
す
よ
ね

そ
れ
に
は
激
し
く
同
意
す
る
け
ど

す
る
け
ど

 
ソ
レ
イ
ア
ル
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
二
人
は

さ
れ
た
デ

タ
を
チ

ク
し
終
わ
る
と
二
人
で
街
に
出
か
け
る
事
に
し

た 
行
く
先
は
安
全
地

と
し
て
露
店
が
乱
立
し
て
い
る
新

歌
舞

町
で
あ
る

 
こ
こ
が
唯
一
の
安
全
地

と
は

開
発
も

肉
な
事
を
す
る
も
の
だ
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そ
れ
じ

あ
必
要
な
物
が
あ
る
か
ど
う
か
チ

ク
し
て

あ

た
ら

入

 
無
か

た
ら
取
り
に
い
く
算

を
つ
け
る
と
し
ま
し

う
か

う
ん

頑
張
ろ
う

 
二
人
は
そ
う
言

て
露
店
の
チ

ク
を
始
め
た

あ

こ
れ

キ

ア
イ
テ
ム
じ

な
い

で
す
ね

こ
れ
も

入

と

リ
ス
ト
を
チ

ク

と

後
は

 
二
人
は
資
金
と
相
談
し
な
が
ら

調
に
物
資
を
集
め
て
い

た

 
だ
が
や
は
り

全
て
の
ア
イ
テ
ム
を

入
す
る
事
は
不
可
能
だ

た

全
員
で
取
り
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ア
イ
テ
ム
は
こ
の

り
か

 
こ

ち
は
僕
一
人
で
も
取
り
に
行
け
る
な

私
も
一

に
行
く
よ

戦
い
に
は
慣
れ
て
な
い
け
ど

一
応
レ
ベ
ル
は
ち

ん
と
上
げ
て
あ

る
か
ら
ね

す
み
ま
せ
ん

助
か
り
ま
す

 
こ
の
時
二
人
は
デ

タ
に
集
中
す
る
あ
ま
り

モ
ブ
の
強
さ
に
ば
か
り
目
が
い

て
い
た
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だ
が
こ
の
世
界
に
は
モ
ブ
以
外
の
悪
意
が
存
在
す
る

他
の
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
歌
舞

町
を
出
て

入
手
難
易
度
の

い
素
材
を
入
手
す
る

に

 
池
袋
方
面
へ
と
向
か

て
い
た

そ
の
後
を

人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
音
も
無
く
付
い
て
い

て
い
る
事
に

 
二
人
は
気
付
か
な
い
ま
ま
で
あ

た

二
人
は
ア
イ
テ
ム

入
で
少
し

手
に
金
を
使
い
す
ぎ

た
の
だ

 
時
間
が
無
い

必
要
な
ア
イ
テ
ム
を
一
気
に
揃
え
よ
う
と
し
た

害
で
あ
る

情
報
に
よ
る
と
こ
の

り
な
ん
で
す
が

あ

あ
そ
こ
じ

な
い

写
真
と
一
致
し
ま
す
ね

そ
れ
じ

あ
慎
重
に
行

て
み
よ

か

は
い

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
そ
の
ビ
ル
に
入

て
い

た

 
そ
の
様
子
を

人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
集
団
が
観
察
し
て
い
た

物
が
ビ
ル
に
入

た
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ど
う
す
る

出
て
き
た
所
を
襲
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

モ
ブ
に
襲
わ
れ
る
と
ち

と
う
ざ
い
し
な

そ
う
だ
な

そ
れ
が
良
さ
そ
う
だ

 
フ

ド
を
か
ぶ

た
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
う
提
案
し

 
横
に
い
た
も
う
一
人
の
フ

ド
を
か
ぶ

た
プ
レ
イ
ヤ

が

に
甲
高
い
声
で
そ
う
同
意
し

た 
も

と
も
こ
こ
に
い
る
全
員
が
フ

ド
を
か
ぶ

て
い
る

そ
れ
は
特
徴
と
は
言
い
難
い
の

で
あ

た
が

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る
か

相
手
の
う
ち
片
方
は

 

の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
や
ら
の
メ
ン
バ

だ
が

も
う
一
人
は
街
の
情
報
屋
だ

 
こ
の
人

な
ら
負
け
る
事
は
ま
ず
無
い
だ
ろ

見
つ
け
て
か
ら

て
て
集
め
た
と
は
い
え

こ

ち
は
八
人
も
い
る
か
ら
な

 
全
員
フ

ド
を
着
用
す
る
事
に
し
た
し
こ

ち
の
正
体
が
バ
レ
て
報
復
さ
れ
る
心
配
も
ほ
ぼ

無
い
だ
ろ

 
そ
し
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

物

に

れ
て
二
人
が
出
て
く
る
の
を
待
ち
始
め
た
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ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

て

意
外
と
運
動
神

が
い
い
ん
で
す
ね

こ
れ
で
も
運
動
は
得
意
だ
か
ら
ね

そ
う
な
ん
で
す
ね
い
や

た
だ
の
色
ボ
ケ
お
姉
さ
ん
か
と
思

て
ま
し
た
本
当
に
す
み

ま
せ
ん

ク
ロ

ビ
ス
君

言
い
方

言
い
方

 
か
お
り
は
気
を
悪
く
し
た
様
子
も
な
く

笑
い
な
が
ら
そ
う
突

込
ん
だ

お

と
す
み
ま
せ
ん

た
だ
の
恋
す
る
乙
女
か
と
思

て
ま
し
た

本
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
ク
ロ

ビ
ス
も
笑
い
な
が
ら
そ
う
言
い
な
お
し
た
が

 
そ
の
言
葉
は
ソ
レ
イ
ア
ル
に
と

て
は
微

だ

た
ら
し
い

そ
の
言
い
方

て

い
ざ
自
分
が
さ
れ
て
み
る
と

ち

と
恥
ず
か
し
い
よ
ね

あ
あ

確
か
に
僕
も

恋
す
る
少
年
と
か
言
わ
れ
た
ら

絶
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
二
人
は
そ
う
言

て
微
笑
み
合

た

 
そ
の

間
に
物

か
ら

れ
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
が
飛
び
出
し
て
き
た

お
い
兄
ち

ん

い
い
女
を
連
れ
て
る
じ

ね
え
か
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命
だ
け
は
勘

し
て
や
る
か
ら

り
金
全
部
と
そ
の
女
を
置
い
て
き
な

 
そ
の
言
葉
を
発
し
た
の
は

先
ほ
ど
の
フ

ド
を
か
ぶ

た
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

だ

た

えそ

そ
ん
な
話
だ

た
か

ま

ま
あ
い
い
か

そ
の
通
り
だ

大
人
し
く

え
ば
命
だ
け
は
助
け
て
や
る

 
打
ち
合
わ
せ
と
違

た

に
戸
惑

た
よ
う
に
そ
う
言

た
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

 
し
か
し
そ
の
物

か
ら
中
堅
か
ら
上
級
プ
レ
イ
ヤ

だ
と
思
わ
れ
ク
ロ

ビ
ス
は
少
し

た
さ
す
が
に

が
多
い

ま
さ
か
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
を
置
い
て
い
く

に
も
い
か
な
い
し

 
僕
一
人
で
や
れ
る
所
ま
で
や
る
し
か
な
い
か

し
ま

た
な
も

と

り
に
注
意
す
る
べ

き
だ

た

 
そ
し
て
ク
ロ

ビ
ス
は
ソ
レ
イ
ア
ル
に
言

た

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

僕
の
後
ろ
に

え

そ
ん
な
必
要
な
く
な
い

あ
い
つ
ら
は
多
分
か
な
り
上
の
ラ
ン
ク
の
プ
レ
イ
ヤ

で
す
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ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
の
レ
ベ
ル
だ
と
や
り
合
う
の
は
危
険
で
す

い
や

そ
う
じ

な
く

て
さ

 
そ
う
言

て
ソ
レ
イ
ア
ル
は
一
歩
前
に
出
た

そ
し
て
戸
惑
う
ク
ロ

ビ
ス
の
前
で

 
ソ
レ
イ
ア
ル
は
親
指
を
立
て
て
前
に
突
き
出
し

そ
の
親
指
を
下
に
向
け
た

命
だ
け
は
助
け
て
く
れ
る

て
い
う
話
だ

た
け
ど

 
私
達
は
そ
ん
な
手
加

は
し
な
い
わ
よ

あ
ん
た
達
は
大
人
し
く
こ
こ
で
死
に
な
さ
い

 
そ
の

の
無
い
セ
リ
フ
に
襲
撃
者
達
は

か
ん
と
し
た
が

 
意
味
を
理
解
し
た

間

に
血
が
上

た
の
か
一

に
二
人
目

け
て
襲
い
か
か

て
き
た

ふ
ざ
け
る
な

雑

の
く
せ
に
よ

ま

た
く
や
れ
や
れ
だ
よ
な

後
で
お
仕
置
き
の
必
要
が
あ
る
な

あ

あ
は

ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら

の
二
人
組
が
い
き
な
り
背
後
か
ら
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
に
襲
い
か
か

た
う
お

お
前
ら
一
体
何
の
つ
も
り
だ

つ
も
り
も
何
も

俺
達
は
最
初
か
ら
お
前
達
の
仲
間
じ

な
い
ん
だ
が
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仲
間
の
人

く
ら
い

え
ま
し

う
よ

な

何
だ
と

 

て
て

り
を
見
回
し
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
目
に
映

た

 
ソ
レ
イ
ア
ル
と
ク
ロ

ビ
ス
目

け
て
襲
い
か
か

た
プ
レ
イ
ヤ

の

は
八
人

 
そ
し
て
背
後
に
こ
の
二
人

確
か
に
当
初
よ
り
も
二
人

え
て
い
た

な

何
で

何
で

て

お
前
ら
が
雑

な
だ
け
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
お

を
開
始
し
ま
す
か

だ
な

 
そ
し
て
二
人
と
八
人
の
戦
い
が
始
ま

た

そ
れ
を

然
と
見
て
い
た
ク
ロ

ビ
ス
は

 

て
て
自
分
も
参
戦
し
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の
二
人
の
う
ち
の
背
の
高
い
方
の
プ
レ
イ
ヤ

の
動
き
を
見
て
思
わ
ず
足
を
止
め
た

う
わ
あ
の
人
ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
ク
ラ
ス
の
最
上
級
プ
レ
イ
ヤ

だ
隣
に
い
る
人
も
僕
達
ク

ラ
ス
か
も

 
そ
の
考
え
通
り

襲
撃
者
達
は
あ

さ
り
と

さ
れ
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そ
の

間
に
ソ
レ
イ
ア
ル
が
二
人
に
駆
け
寄

た

も
う

い
る
な
ら
い
る

て
言

て
よ

ち

と
怖
か

た
ん
だ
か
ら
ね

そ
の

に
は

分
強
気
だ

た
じ

な
い
か

ま

た
く
お
前
は

い

に

だ

て
声
で
分
か

た
ん
だ
も
ん

あ

や

ぱ
り
そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

私

そ
う
い
う
の
は

い
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
様
子
を
ク
ロ

ビ
ス
は

か
ん
と
見
つ
め
て
い
た
が

 
ど
う
や
ら
そ
の
二
人
が
ソ
レ
イ
ア
ル
の
知
り
合
い
だ
と
い
う
事
だ
け
は
理
解
し
た

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
の
お
知
り
合
い
で
す
か

 
す
み
ま
せ
ん

危
な
い
所
を
助
け
て

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ク
ロ

ビ
ス

い
く
ら
目
的
に
向
か

て
突
き
進
ん
で
い
た
と
し
て
も

 
ち

ん
と

り
に
も
注
意
を

わ
な
い
と

目
だ
ぞ

え
 
ク
ロ

ビ
ス
は
相
手
が
自
分
の
名
前
を
知

て
い
た
事
に
驚
い
た

 
そ
し
て
二
人
は
フ

ド
を
外
し

ク
ロ

ビ
ス
は
そ
れ
が
誰
な
の
か
や

と
理
解
し
た
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ハ
チ
マ
ン
さ
ん

そ
れ
に
ナ
ユ
さ
ん

お
う

ち

と
お

介
さ
せ
て
も
ら

た
わ

も

と
も
今
日
の
主
目
的
は

ク
ロ

ビ
ス
さ
ん

 
そ
う
言
い
か
け
た
ハ
チ
マ
ン
を

り
ナ
ユ
タ
が
一
歩
前
に
出
て
ク
ロ

ビ
ス
の
手
を
と

た 
ナ
ユ
タ
の
表
情
は
一
点
の

り
も
な
い
笑
顔
で
あ

た
が

 
そ
の
手
は
こ
れ
以
上
な
い
く
ら
い
強
く
こ
ち
ら
の
手
を

て
き
て
お
り

 
そ
れ
で
ク
ロ

ビ
ス
は
ナ
ユ
タ
が
何
の

に
こ
こ
に
来
て
く
れ
た
の
か
そ
の
理
由
を
知

た
あ
り
が
と
う
ナ
ユ
さ
ん

本
当
に
嬉
し
い
よ

ま
た
会
え
て
私
も
嬉
し
い
で
す

 
ナ
ユ
タ
は
ま

た
く
笑
顔
を
崩
さ
ず

 
ク
ロ

ビ
ス
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

由
で
頼
ん
だ
約
束
を
ち

ん
と
守

て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な

と 
心
の
中
で
ナ
ユ
タ
の
優
し
さ
に
感
謝
し
た
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ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
と
も
か
く

ナ
ユ
さ
ん
も
相
当
強
く
な

た
よ
ね

は
い

私
だ

て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
で
す
か
ら

あ
は

ご
め
ん
ご
め
ん

そ
う
だ

た
ね

ロ
グ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
共
通
化
さ
れ
た
せ
い
で

 
ゲ

ム
を

い
で
チ

ム
を

持
す
る
事
が
可
能
に
な

た
か
ら
な

 
多
分
今
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

リ
ス
ト
に
ナ
ユ
タ
の
名
前
が
載

て
る
ん
じ

な
い
か

そ
う
な
ん
で
す
か

あ

本
当
だ

な
の
で
俺
は
さ

さ
と
逃
げ
出
す
わ
何
か
や
ば
い
の
が
近
寄

て
き
て
る
気
配
が
す
る
ん
で

な
えナ

ユ
タ
は

の
必
要
が
あ
る
と
思
う
か
ら
こ
こ
に
残
す
が

 

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
ラ
ボ
の
日
が
近
い
か
ら
な

 
ナ
ユ
タ
が
こ

ち
で
の
戦
い
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
は
み
ん
な
で
決
め
る
と
い
い

 

と

言

て
る

か
ら
来
た
み
た
い
だ

じ

あ
な

ク
ロ

ビ
ス
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あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
そ
し
て
最
後
の
言
葉
通
り

遠
く
か
ら
人
の
集
団
が
走

て
き
て
い
る
の
が
見
え
た

 
そ
の
先

に
い
る
の
は
ど
う
見
て
も

ラ
ン
で
あ

た

ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
ハ
チ
マ
ン

あ

ナ
ユ
さ
ん

久
し
ぶ
り

お
久
し
ぶ
り
で
す

 
こ
う
し
て
ナ
ユ
タ
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

達
と
再
会
し
た

 
ラ
ン
も
さ
す
が
に
ハ
チ
マ
ン
で
は
な
く
そ
の
場
は
ナ
ユ
タ
と
の
再
会
を
優
先
し
た
が

 
そ
れ
も
束
の
間

直
後
に
ラ
ン
は

血
走

た
目
で
三
人
に
こ
う

ね
て
き
た

ナ
ユ
さ
ん
が
い
る

て
事
は

き

と
ハ
チ
マ
ン
も
い
る
の
よ
ね

 
メ
ン
バ

リ
ス
ト
に
ナ
ユ
さ
ん
の
名
前
が
出
た
か
ら
そ
う

理
し
て

て
て
全
員
で
走

て

き
た
の

え

と

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は

ど
こ

ハ
チ
マ
ン
は
ど
こ
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そ
う
き

ろ
き

ろ
す
る
ラ
ン
に

ナ
ユ
タ
と
ソ
レ
イ
ア
ル
は
こ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
な
ら
や
ば
い

て
言

て
も
う
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た
よ

う
ん
う
ん

あ

さ
り
逃
げ
や
が

た
よ

な

何
で
す

て

こ
の
私
の
リ
ビ
ド

は
ど
う
発
散
す
れ
ば
い
い
の

 
う
わ

ん

ハ
チ
マ
ン
は
と
ん
で
も
な
い
物
を
盗
ん
で
い
き
ま
し
た

私
の
心
で

す 
そ
う
言

て
ラ
ン
は
そ
こ
ら
中
を
走
り
回
り
始
め
た

 
ど
う
や
ら
リ
ビ
ド

と
や
ら
を
発
散
さ
せ
て
い
る
ら
し
い

 
そ
ん
な
ラ
ン
を

目
に

ユ
ウ
キ
達
は
ナ
ユ
タ
を
会
話
を
始
め
た

ナ
ユ
さ
ん
は
し
ば
ら
く
こ

ち
に
い
ら
れ
る
の

え

と

ボ
ス
戦
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね

そ
の
日
は
こ

ち
に
い
る
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で

す 
で
も
他
の
日
は
ち

と
用
事
が
あ
り
ま
し
て

あ

そ

か

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
も
ん
ね

皆
さ
ん
は
そ

ち
に
は
参
加
し
な
い
ん
で
す
か
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ヴ

ル
ハ
ラ
に
戦
い
を
挑
む
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

て
決
め
て
る
か
ら
ね

な
る
ほ
ど

と
り
あ
え
ず
ボ
ス
戦
の
日
は
宜
し
く
ね

一

に
頑
張
り
ま
し

う

は
い

 
こ
う
し
て
ナ
ユ
タ
は
一
時
的
に
で
は
あ
る
が

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
復
帰
す
る
事
と

な

た
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第
７
０
８
話
 
ト
ラ
フ

ク
ス

に
寄
港
す

 
そ
の

日
後

ナ
ユ
タ
は
再
び
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
地
に
い
た

 
い
よ
い
よ
今
日
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
か
ら
で
あ
る

わ

わ

来
た
来
た

凄
い
な

あ
の

出

 
見
る
と
空
に
巨
大
な

船
の
映
像
が
映
し
出
さ
れ

 
そ
れ
が
徐
々
に
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
地
に
降
下
し
て
き
て
い
る
の
が
見
え
た

 

り
で
は

山
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
の
様
子
を

影
し
て
お
り

 
夜
に
は
動
画
サ
イ
ト
で
こ
の
動
画
が
話
題
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

さ
て
準
備
は
こ
れ
で
良
し

と
こ
の
見
た
目
な
ら
多
分
絶
対
に
私
だ

て
バ
レ
な
い
よ
ね

 
そ
の
言
葉
通
り

今
の
ナ
ユ
タ
は
金

で
あ
り

目
に
は

の
目

し
を
付
け
て
い
た

 
服
装
は
結
局
巫
女
服
の
ま
ま
で
あ

た

和

の
不
思
議
な
雰
囲
気
と
な

て
い
る

 
ハ
チ
マ
ン
に
き
つ
く
言
わ
れ
て
い
る

ナ
ユ
タ
は
普

か
ら
胸
を

す
用
に
別
の
胸
当
て
を

し
て
い
る
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

の
前
に
出
る
時
は

そ
れ
を
外
す
つ
も
り
で
い
た



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

さ
て

こ
こ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ

こ
の
ま
ま
着
地
す
る
の
か
な

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う

き
な
が
ら

船

ト
ラ
フ

ク
ス

の
方
を
注

し
て
い
た

 
や
が
て
ト
ラ
フ

ク
ス
は
空
中
で

止
し
そ
こ
か
ら
光
の

の
よ
う
な
物
が
地
上
へ
と

び
て
き
た

あ

そ
う
い
う

 
そ
し
て
ト
ラ
フ

ク
ス
か
ら
人
の
一
団
が
次
々
と
地
上
へ
と
降
り
て
き
て
い
る
の
が
見
え

た 
よ
く
見
る
と
そ
の
先

は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
面
々
で
あ
り
ハ
チ
マ
ン
や
ア
ス
ナ
の

も
見
え
る

先

か

や

ぱ
り
凄
い
な

ま
あ
探
す
の
が
楽
だ
か
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
思
い
な
が
ら
ナ
ユ
タ
は

人
ゴ
ミ
を
か
き
分
け
て
そ
の
着
地
点
へ
と
向
か

た

 
こ
こ
が
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
な
ん
だ

凄
く
日
本

い
ね

だ
な

古
き
良
き
日
本

て
感
じ
だ
な

戸
チ

ク
よ
ね
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こ
う
い
う
の

い
じ

な
い

 
一
番
最
初
に
地
上
に
降
り
立

た
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
面
々
は
そ
う
言
い
な
が
ら
歩

き
始
め
た

 

り
は
す

か
り
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
野
次
馬
プ
レ
イ
ヤ

達
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
が

 
そ
ん
な
事
を
気
に
す
る
彼
ら
で
は
な
い

さ
て

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

自
由
行
動
か

自
由
行
動
に
す
る
に
し
て
も

集
合
場
所
を
先
に
確
保
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
よ
な

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
全
員
で
行
動
し
て

そ
れ

い
場
所
を
探
す

本
来
な
ら
そ
う
し
た
い
と
こ
ろ
だ
け
れ
ど

 
で
も
こ
の
街

ヤ
オ
ヨ
ロ
ズ

て
い
う
ら
し
い
け
ど

相
当
広
い
ら
し
い
わ
よ
ね

だ
な

仕
方
な
い

い
く
つ
か
の
集
団
に
分
か
れ
て
そ
れ

い
場
所
を
探
す
か

 
今
日
参
加
し
て
い
る
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
全
員
で
は
な
く

そ
の
一
部
の
メ
ン

バ

で
あ
る

 
そ
れ
で
も
そ
の
人

は
か
な
り
多
い

 
ハ
チ
マ
ン
ア
ス
ナ
キ
リ
ト
リ
ズ
ベ

ト
シ
リ
カ
の
帰
還
者
用
学
校
組
を
始
め
と
し
て
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ユ
キ
ノ

ユ
イ
ユ
イ

イ
ロ
ハ

ユ
ミ

コ
マ
チ

リ

フ

の
初
期
組
と

 
シ
ノ
ン

セ
ラ
フ

ム

フ
カ
次
郎

レ
コ
ン

ナ
タ
ク

ス
ク
ナ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
参
加
し
て

お
り

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
か
ら
は
レ
ン
シ

リ

ゼ
ク
シ

ド
闇
風
ミ
サ
キ
の
五
人
が
参
戦
し
て

い
た

 
ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

フ

イ
リ
ス

ク
リ
ス
ハ
イ
ト
は
仕
事
で
あ
り

 
ク
リ
シ

ナ
メ
ビ
ウ
ス
ア
ル
ゴ
リ
オ
ン
も
先
日
の
一
件
が
あ
り
リ
ア
ル
で
精
力
的
に

活
動
中
だ

 
ソ
レ
イ
ユ
も
そ
の
関
連
で
色
々
動
い
て
お
り

レ
ヴ

が
そ
の
護
衛
を
し
て
い
る

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
ア
サ
ギ
は
映
画
関
連
で

し
て
お
り

 
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
ど
う
し
て
も
断
れ
な
い
合
コ
ン
に
参
加
中
薄
塩
た
ら
こ
は

の
教

所

通
い
ら
し
い

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン

ど
う
分
け
る

今
日
は
全
部
で

二
十
二
人
か

五
人
六
人
で
四
組
に
別
れ
る
か

 
ジ

ン
ケ
ン
で
決
め
て
た
ら
時
間
が
か
か

て
し

う
が
な
い
し
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ず

と
そ
の
チ

ム
で
動
く

で
も
な
い

こ
こ
は

定
的
に
く
じ
引
き
か
何
か
で
い
こ
う

 
そ
の
意
見
に
は
特
に
反
対
も
な
く

一
同
は
即

で
作
ら
れ
た
ク
ジ
を
引
い
た

 
そ
し
て
そ
の
結
果
を
キ
リ
ト
が
発
表
し
て
い

た

そ
れ
じ

あ
発
表
す
る

 
一
組
目
は
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

セ
ラ
フ

ム

シ
ノ
ン

ミ
サ
キ
の
六
人
だ

え

俺
が
そ
の
メ
ン
バ

を
引

す
る
の
か

ハ
チ
マ
ン
君

私
達
に
何
か
文

で
も
あ
る
の
か
し
ら

そ
う
よ
そ
う
よ

私
達
と
一

は

な
の

ハ
チ
マ
ン
様

心
外
で
す
わ

い

い
や

ま

た
く
文

は
あ
り
ま
せ
ん
で
す

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
と
シ
ノ
ン
と
ミ
サ
キ
に

圧
さ
れ
思
わ
ず
敬
語
に
な

て
そ
う
答
え
た

二
組
目

俺

リ
ズ

ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

ゼ
ク
シ

ド

 
三
組
目

イ
ロ
ハ

シ
リ
カ

コ
マ
チ

リ

フ

フ
カ
次
郎

シ

リ

 
四
組
目

レ
ン

闇
風

レ
コ
ン

ナ
タ
ク

ス
ク
ナ

以
上

一
応
戦
闘
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は
銃
の

力
が

し
て
る
か
ら
注
意
し
て
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く
れ
な

ま
あ
そ
れ
は
仕
方
な
い
な

バ
ラ
ン
ス
調
整
は
無
理
だ
ろ
う
し

通
力
が

ら
さ
れ
て

器
扱
い
に
な

て
る
だ
け
ら
し
い
か
ら

 
そ
の
事
だ
け
覚
え
て
お
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら
ね

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
調
整
な
ん
だ
ね

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
説
明
に

ゼ
ク
シ

ド
は
納
得
し
た
よ
う
に

い
た

で
殴
る

い
い
ね

い
い
ね

師
匠

フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や
り
ま
し

う

レ
ン

お
前
は
最
初
か
ら
好
戦
的
す
ぎ
だ

も
う
少
し
自
重
し
ろ

闇
風
も
な

は

い

お
う
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
二
人
に
苦
言
を

し

レ
ン
は

ろ

と

を
出
し

 
闇
風
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

こ
の
男

内
心
で
は
や
る
気
満
々
の
よ
う
だ

は

ま
あ
い
い
け
ど
な

と
り
あ
え
ず
そ
ん
な
感
じ
で
東
⻄
南
北
に
分
か
れ
よ
う

 
一
組
目
か
ら

番
に
東
⻄
南
北

て

り

る
感
じ
で
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全
員
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
広
場
や
大
き
い
お
店

 
そ
の
他

々
の

設
が
見
つ
か

た
ら
と
り
あ
え
ず
情
報
共

ね

だ
な

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

気
負
わ
ず
楽
し
ん
で
く
れ
よ
な

 
そ
し
て
四
組
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
散

て
い

た

う

ん

私
が

を
見
せ
る
の
は
全
員
が
集
ま

た
時
で
い
い
の
か
な

 
と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
の
後
を
つ
い
て
い
け
ば
い

か

 
そ
の
一
部
始
終
を
見
て
い
た
ナ
ユ
タ
は
そ
う
判
断
し

 
少
し

離
を
お
い
て
ハ
チ
マ
ン
達
の
後
を
つ
い
て
い
く
事
に
し
た

 
く
そ

イ
ラ
イ
ラ
す
る

最
近

の
は
ぐ
れ
の
女
忍
者
に
や
ら
れ

ぱ
な
し
だ
な

力
関
係
が
完
全
に
逆
転
し
て
る
よ
な

あ
の
戦
巫
女
が
な

四

五
人
で
も
や
ら
れ
ち
ま
う
し

厄
介
す
ぎ
る

こ
の
ま
ま
じ

忍
者
と
か
関
係
な
く

他
の
ギ
ル
ド
の
連
中
に
な
め
ら
れ
ち
ま
う

 
し
ば
ら
く
大
人

で
動
く
事
に
し
よ
う

も
ま
た
力
な
り

だ

 
ト
ラ
フ

ク
ス
が
降
下
し
て
き
た
そ
の
少
し
前
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少
し
離
れ
た
茶
屋
に
忍
装
束
を
着
た
男
達
が
集
ま

て
い
た

 
ナ
ユ
タ
と
コ
ヨ
ミ
を
相
手
に
最
近
負
け
続
け
の
こ
の
忍
軍
は

 

の
中
で
は
そ
れ
な
り
の

模
を

る
大
手
の
ギ
ル
ド
で
あ
り

そ
の
名
を

忍
レ
ジ

ン

ド

と
い
う

 
そ
の

成
メ
ン
バ

は
一
度
に
全
員
が
集
ま
る
事
は
な
い
が

人
を
超
え

 
今
こ
こ
に
は
そ
の
四
天
王
と
言
わ
れ
る

部
連
中
が
集
ま

て
い
た

 
そ
の
名
も

ト
ビ
サ
ト
ウ

ロ
ク
ダ
ユ
ウ

ス
イ

ユ
タ
ロ
ウ

と

 
そ
れ
ぞ
れ

加

地
三
太
夫

服
部
半

風
魔
小
太
郎
ら

 

名
な
忍
者
の
名
前
を
も
じ

た
も
の
に
な

て
い
た

 
ち
な
み
に
リ

ダ

は
お
ら
ず
こ
の
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
人
く
ら
い
ず
つ
の
配
下
を

え
て
い
る

 
今
日
こ
の
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
四
人
ず
つ
本
人
達
を
合
わ
せ
て
合
計
二
十
人
が
集
ま

て

い
たし

か
し
う
ち
の
ギ
ル
ド
に
は
本
当
に
女
性
メ
ン
バ

が
い
な
い
よ
な

ま
あ
そ
れ
は
ど
の
ゲ

ム
も
一

だ
ろ
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最
初
は
あ
の
コ
ヨ
ミ

て
の
を
う
ち
の
ギ
ル
ド
の
姫
に
し
よ
う

て
思

て
た
ん
だ
よ
な

今
じ

不

天
の
敵
だ
け
ど
な

ど
う
し
て
こ
う
な

た

あ
あ
も
う

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る

今
日
は
せ

か
く

が
い
る
ん
だ

勢
力

大
の

に
ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
と
や
り
あ
う
か

そ
う
だ
な

 
四
人
は

組
み
し
な
が
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
が

 
そ
の
四
人
の
目
に

空
中
か
ら
徐
々
に
降
下
し
て
く
る
巨
大
な

船
の

が
映

た

う
お

お
い

あ
れ

あ

の
イ
ベ
ン
ト

て
今
日
だ

た
か

そ
う
だ
そ
う
だ

船
ト
ラ
フ

ク
ス

て
奴
だ
な

業
界
ナ
ン
バ

ワ
ン
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
ナ
ン
バ

ス
リ

の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
が
つ
る
ん
だ

て
い
う
あ
れ

か
ち

と
見
に
い
く
か

だ
な

行

て
み
よ
う
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こ
う
し
て
忍
レ
ジ

ン
ド
の
メ
ン
バ

達
は

ト
ラ
フ

ク
ス
の
所
へ
向
か

た

 
ぬ

お
い

あ
れ
を
見
ろ
よ

あ
あ
ん
な
に
女
性
メ
ン
バ

が

山
居
る
な
ん
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
ど
う
な

て
ん
だ

よ
し
か
も
レ
ベ
ル
が
高
え

待
て
待
て

後
続
は
男
ば
か
り
だ
ぞ

き

と
あ
い
つ
ら
が
特

な
ん
だ

許
せ
ん

 
忍
レ
ジ

ン
ド
の
メ
ン
バ

達
は

 
先

を
き

て
船
か
ら
降
り
て
き
た
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
を
見
て
驚
愕
の
あ
ま
り
目

を
見
開
い
た

 
そ
れ
は
彼
ら
が
置
か
れ
た

況
か
ら
す
る
と

当
然
許
し
が
た
い
も
の
で
あ

た
よ
う
だ

ど
う
や
ら
あ
い
つ
ら
同
じ
ギ
ル
ド
み
た
い
だ
な
こ
れ
見
よ
が
し
に
女
連
れ
ア
ピ

ル
を
し
や

が

て
後
続
の
連
中
の
何
組
か
が
わ
ざ
わ
ざ

し
に
い

て
る
な

名
な
ギ
ル
ド
な
の
か



 第７０８話 トラフィックス、 に寄港す

確
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
の
即

ギ
ル
ド
は
ナ
イ
ツ

て
い
う
ら
し
い

ほ
う
ほ
う

て
事
は
あ
い
つ
ら
は

か
な
り

名
な
ナ
イ
ツ
な
ん
だ
ろ
う
な

そ
り

ま
あ
あ
れ
だ
け
女
が
い
れ
ば

名
に
も
な
る
だ
ろ

ど
う
す
る
よ

う

ん

 
相
手
の
方
が

が
多
い

ど
う
す
る
か
悩
ん
で
い
た
忍
レ
ジ

ン
ド
の
メ
ン
バ

達
の
目
の

前
で

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
は
四
組
に
分
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
へ
と
散

て
い

た

お

四
組
に
分
か
れ
た
な

男
が
二
人
に
女
が
三
人
の
チ

ム
と

男
が
三
人
に
女
が
二
人
の
チ

ム

 
そ
れ
に
女
だ
け
の
チ

ム
は
い
い
と
し
て

問
題
は
あ
そ
こ
だ
な

男
が
一
人
に
女
が
五
人
だ
と

こ
れ
は
許
せ
ん
な

し
か
も
そ
の
五
人
が
あ
の
男
を
取
り
合

て
る
よ
う
に
見
え
る
ん
だ
が

あ
の
男
を
ボ
コ
ら
な
い
と
気
が
す
ま
ん

と
言
わ
れ
て
も

わ
ん

行
く
ぞ
お
前
ら
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お
う

 
こ
う
し
て
忍
レ
ジ

ン
ド
の

部
連
と
そ
の
一
行
は

ハ
チ
マ
ン
を
狙

て
動
き
出
し
た
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第
７
０
９
話
 
忍
レ
ジ

ン
ド
の
姫

 
ナ
ユ
タ
が
ハ
チ
マ
ン
達
を
追
い

忍
レ
ジ

ン
ド
の
面
々
も
そ
の
後
を
追

た

 
コ
ヨ
ミ
も
ま
た

船
ト
ラ
フ

ク
ス
を
見
物
す
る

に
そ
の
広
場
に
い
た

う
わ

何
あ
れ

あ
れ
が
噂
の
ヴ

ル
ハ
ラ

て
奴
か
な

 
凄
い
な

風
格
が
あ
る
な

し
か
も
後
続
の
ナ
イ
ツ
の
連
中
が
わ
ざ
わ
ざ

に
行

て

る
よ

 
ま
あ

む
だ
け
で
素
通
り
す
る
ナ
イ
ツ
も
多
い
み
た
い
だ
け
ど

 
こ
の
言
葉
か
ら
コ
ヨ
ミ
が
そ
れ
な
り
に
他
の
ゲ

ム
に
関
し
て
の
情
報
収
集
を
し
て
い
る
事

が
分
か
る

そ
れ
に
し
て
も
女
の
子
が
多
い
な

い
い
な

い
い
な

 
ま

ま
あ
私
に
は
ナ
ユ
さ
ん
が
い
る
か
ら
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の
口
調
か
ら
は
少
し
悔
し
さ
が

ん
で
い
た
が

そ
れ
は
仕
方
な
い
事
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
達
が
特

す
ぎ
る
の
で
あ

て
コ
ヨ
ミ
の
よ
う
な
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
絶
対

は

 
ま
だ
ま
だ
ど
の
ゲ

ム
で
も
少
な
い
の
だ



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

四
組
に
分
か
れ
る
ん
だ

あ
の
人
が
リ

ダ

い
な

 
う

ん

分
モ
テ
て
る
け
ど
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
ち

と
後
を
つ
い
て

て
み
よ
う
か

な 
コ
ヨ
ミ
も
特
に
理
由
も
な
く
そ
う
考
え
ハ
チ
マ
ン
達
の
後
を
つ
い
て
い
く
事
に
し
た
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
今
の

置
関
係
は

先

が
ハ
チ
マ
ン
達
六
人

そ
の
後
ろ
に
忍
レ
ジ

ン
ド

 
そ
の
後
ろ
に
コ
ヨ
ミ

最
後
方
が
ナ
ユ
タ
と
い
う

番
に
な

て
い
た

あ

あ
れ

あ
い
つ
ら

 
ま
だ
こ
の

に
は
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
混
在
し
て
い
た
が

後
方
を
い
く
コ
ヨ
ミ
は

 
明
ら
か
に
自
分
と
同
じ
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
達
の
チ

ム
を
追
い
か
け
て
い
る

 
も
う
す

か
り
顔
を
覚
え
て
し
ま

た
忍
レ
ジ

ン
ド
の
面
々
に
気
が
付
い
た

あ
い
つ
ら
何
や

て
る
ん
だ
ろ

分
と
物
々
し
い
雰
囲
気
だ
け
ど

 
ヤ
オ
ヨ
ロ
ズ
の
街
に
は
所

場
町
が

所
に
点
在
し
て
お
り

 
そ
の

場
町
同
士
を
街
道
が
繋
ぐ
感
じ
で
巨
大
な
街
が

成
さ
れ
て
い
る

 
今
は
ま
だ

場
町
の

囲
内
な
の
だ
が

ま
も
な
く
街
道
に
出
る
事
に
な
る

 
コ
ヨ
ミ
は
そ
こ
で
何
か
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
息
を

め
な
が
ら
そ
の
後
を
つ
い
て
い
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く 
そ
し
て
そ
の
後
ろ
で
今

ナ
ユ
タ
は
激
し
く
悩
ん
で
い
た

何
故
コ
ヨ
ミ
さ
ん
と
そ
の
敵
対
ギ
ル
ド
ま
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
の
後
を
追
い
か
け
て
る
ん
だ
ろ

う 
コ
ヨ
ミ
さ
ん
に
理
由
を

い
て
み
た
い
け
ど
で
も
こ
の

況
で
話
し
か
け
る
の
も
な

 
そ
ん
な

況
の
中
ハ
チ
マ
ン
達
は

 
後
方
か
ら
プ
レ
イ
ヤ

の
集
団
が
後
を
付
い
て
き
て
い
る
事
に
気
が
付
き
な
が
ら
も

 
特
に

だ
と
は
感
じ
ら
れ
な
か

た

そ
の
ま
ま
放
置
し
て

の
世
界
を
楽
し
ん
で
い

た
お
お

こ
う
い
う
景
色

て
新
鮮
だ
な

時
々
Ｎ
Ｐ
Ｃ

い
飛
脚
が
通
る
の
も
い
い
わ
ね

ス
ズ
メ
と
か
も
い
る
ん
だ

何
か
落
ち
着
く
な

そ
ろ
そ
ろ
街
道

て
奴
か

何
か
あ
る
と
し
た
ら
そ
こ
だ
か
ら

 
ま
あ
そ
れ
ま
で
は
散
歩
の
つ
も
り
で
の
ん
び
り
い
く
か

 
そ
の

通
り
街
道
に
出
て
し
ば
ら
く
し
た
後
後
方
の
集
団
が
こ
ち
ら
に
走

て
き
た
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ハ
チ
マ
ン
は
一
応
自
分
達
と
は
無
関
係
だ

た
時
の
事
を
考
え
一
歩

に
ず
れ
て
道
を
空
け

て
み
た

 
だ
が
そ
の
集
団
が
ハ
チ
マ
ン
達
の
隣
で
止
ま

た

ハ
チ
マ
ン
は
や

ぱ
り
俺
達
が
目
的
か

と
思
い
つ
つ

 
そ
の
集
団
の
先

に
い
る
者
達
に
声
を
か
け
た

俺
達
に
何
か
用
か

こ
こ
に
は
つ
い
さ

き
来
た
ば

か
り
だ
か
ら

 
敵
対
さ
れ
る
よ
う
な
事
は
何
も
し
て
な
い
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な

お
前
は
そ
の
存
在
自
体
が
俺
達
と
敵
対
し
て
る
ん
だ
よ

く
そ

こ
れ
見
よ
が
し
に
女
を
は
べ
ら
せ
や
が

て

ま
し
い

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

ま
た
か
よ
と
い

た
表
情
で
仲
間
達
の
方
を
見
た

ハ
チ
マ
ン
様

私
の
後
ろ
へ

ま
た
そ
の
パ
タ

ン
な
ん
だ

ま
あ
ど
こ
に
で
も
そ
う
い
う
人
達
は
い
る
よ
ね

そ
う
ね

確
か
に
目
の

だ

た
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
一
歩
前
に
出
て
盾
を

え
た
セ
ラ
フ

ム
の
後
ろ
で
ア
ス
ナ
ユ
キ
ノ
シ
ノ
ン
の
三
人
は
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や
れ
や
れ
と
い

た
表
情
で
そ
う
言

た

 
そ
し
て
ミ
サ
キ
が
ハ
チ
マ
ン
に
し
な
だ
れ
か
か
り
な
が
ら
こ
う
言

た

あ
ら
ご
め
ん
な
さ

い

こ
ん
な
風
に
見
せ
つ
け
て
し
ま

た
私
達
が
い
け
な
い
の
よ
ね

 
ミ
サ
キ
は
煽
る
気
満
々
の
よ
う
で

ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
ミ
サ
キ
か
ら
少
し

離
を

と

た
あ
ら
ハ
チ
マ
ン
様

た
ら
い
け
ず
で
す
わ

私

最
近
欲
求
不
満
ぎ
み
で
す
の
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ミ
サ
キ
に
何
か
言
お
う
と
し
た
が
そ
の
目
が

な
光
を

え
て
い
た

 
何
も
言
わ
な
い
で
様
子
を

う
事
に
し
た

 
こ
う
い
う
時
に

り
込
ん
で
き
そ
う
な
他
の
四
人
も
そ
の
気
配
を
感
じ
た
の
か
何
も
言
お
う

と
は
し
な
い

 
む
し
ろ
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
る
の
は

そ
の
様
子
を
後
方
で

て
い
た
ナ
ユ
タ
で
あ

た

も
う

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

た
ら

あ
ん
な
に
デ
レ
デ
レ
し
て

 
一
応
断

て
お
く
が

ハ
チ
マ
ン
は
決
し
て
デ
レ
デ
レ
な
ど
し
て
い
な
い

 
だ
が
遠
く
に
い
る
ナ
ユ
タ
か
ら
は
そ
う
見
え
た
よ
う
で
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ナ
ユ
タ
は
拳
を

り
締
め
な
が
ら
ど
う
し
よ
う
か
悩
ん
で
い
た

う

ん

こ
こ
で
出
て
い
く
の
も
あ
り
な
ん
だ
よ
な

ど
う
し
よ
う
か
な

 
ナ
ユ
タ
は
格
好
良
く

場
し
て
忍
レ
ジ

ン
ド
の
面
々
を

散
ら
す
自
分
の

を
想
像
し

 
一
歩
前
に

み
出
そ
う
と
し
た

だ
が
次
の

間
に

前
に
い
た
コ
ヨ
ミ
が
先
に
動
い
た

待
て
待
て

い

あ
ん
た
ら

の
恥
を
さ
ら
し
て
ん
じ

な
い
わ
よ

格
好
悪
い

あ

あ
れ

お
前
は
確
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
コ
ヨ
ミ
の
顔
に
見
覚
え
が
あ
り

思
わ
ず
声
を
か
け
そ
う
に
な

た
の
だ
が

 
あ
の
時
自
分
は
シ

ナ
の

だ

た
は
ず
だ
と
思
い
な
お
し

口
を
つ
ぐ
ん
だ

魔
す
ん
な
よ
姫

は

お
い

姫

て
何
の
事

 
ト
ビ
サ
ト
ウ
に
そ
う
言
わ
れ

コ
ヨ
ミ
は
思
わ
ず
そ
う

き
返
し
た

言
う
な

俺
は
ト
ビ
サ
ト
ウ
だ

で
も
リ
ア
ル
だ
と

さ
ん
な
ん
で
し

ぐ
 
ト
ビ
サ
ト
ウ
は
そ
れ
が
事
実
だ

た

に
言
葉
に
詰
ま

た
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そ
ん
な
ト
ビ
サ
ト
ウ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
コ
ヨ
ミ
は

口
で
こ
う
ま
く
し
た
て
た

で

姫

て
何

今
私
の
事
姫

て
言

た
よ
ね

ど
う
い
う
事

 
そ
れ
と
も
も
し
か
し
て
私
の
事
を
か
つ
て
仕
え
て
い
た

様
の
と
こ
ろ
の
姫
設
定
に
で
も
し

て
ん
の

い

い
や

そ
れ
は

ほ
ら

く
答
え
な
さ
い
よ

そ

そ
れ
は

く
そ

さ

き
あ
ん
な
会
話
を
し
た
ば

か
り
に

 
そ
し
て
ト
ビ
サ
ト
ウ
は

苦

の
表
情
で
コ
ヨ
ミ
に
こ
う
言

た

そ
れ
は
以
前

始
め
て
お
前
に
会

た
時
に

 
あ
わ
よ
く
ば
お
前
を
う
ち
の
ギ
ル
ド
の
姫
に
ス
カ
ウ
ト
し
よ
う
と
思

て
た
か
ら
だ

は
 
そ
の
言
葉
に
コ
ヨ
ミ
は

し
げ
な
顔
を
し
何
か
に
思
い
当
た

た
よ
う
に
ハ

と
し
た
顔
を

し
たそ

そ
れ

て
ま
さ
か

オ
タ
サ

の
姫
み
た
い
な
奴

オ
タ
サ

言
う
な

う
ち
の
ギ
ル
ド
は
こ
れ
で
も
か
な
り
メ
ジ

な
ん
だ
ぞ
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で
も
メ
ジ

な

に

女
性
プ
レ
イ
ヤ

て
見
た
事
な
い
ん
だ
け
ど

 
他
の
大
手
に
は

人
は
所
属
し
て
る
よ
ね

ぐ

た

確
か
に
う
ち
に
は
ク
ノ
イ
チ
は
一
人
も
い
な
い
が

ほ
ら

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
じ

な
い

 
コ
ヨ
ミ
は
ト
ビ
サ
ト
ウ
を
指
差
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
だ
が
そ
こ
で
コ
ヨ
ミ
は
は
た
と
動
き
を
止
め

ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

き
始
め
た

あ

あ
れ

で
も
そ
れ

て
い
わ
ゆ
る
逆
ハ

レ
ム

態
な
ん
じ

な
い

 

人
近
く
メ
ン
バ

が
い
れ
ば
中
に
は
格
好
い
い
人
も
い
る
は
ず
だ
し

 
そ
う
な
れ
ば
彼
氏
い
な
い
歴
イ
コ

ル
年
齢
の
私
に
も

も
し
か
し
て
春
が

コ
ヨ
ミ
さ
ん

何
を
ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
る
ん
で
す
か

あ

ナ
ユ
さ
ん

 
そ
こ
に
追
い
つ
い
て
き
た
の
は
ナ
ユ
タ
で
あ

た

 
ナ
ユ
タ
は
コ
ヨ
ミ
に
先
を
越
さ
れ
た
と
思

て

り

 
特
に
考
え
も
な
く
飛
び
出
し
て
き
て
し
ま

た
の
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
に
話
し
か
け
よ
う
か
ど
う
し
よ
う
か
と
迷

た
が
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格
好
よ
く

場
し
た
い
み
た
い
な
事
を
ナ
ユ
タ
が
言

て
い
た
の
を
思
い
出
し

 
と
り
あ
え
ず
様
子
を
見
る
事
に
し
た

ん

も
し
か
し
て
お
前
は
あ
の
戦
巫
女
か

イ
メ
チ

ン
し
た
の
か

 
そ
の
ナ
ユ
タ
の

を
見
て

忍
レ
ジ

ン
ド
の
面
々
は
何
故
か
色
め
き
立

た

何
で
す
か

い

い
や

そ
の

 
言
い
よ
ど
む
そ
の
連
中
に

ナ
ユ
タ
は
き
つ
い

線
を
向
け
た

 
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
に
横
か
ら
コ
ヨ
ミ
が
突
然
こ
ん
な
事
を
言

て
き
た

ね

ナ
ユ
さ
ん

こ
の
人
達

実
は
私
を
忍
レ
ジ

ン
ド
の
姫
に
し
た
か

た
ん
だ

て
さ

は

何
で
す
か
そ
れ

ほ
ら

オ
タ
サ

の
姫
的
な

あ
あ

 
ナ
ユ
タ
は
そ
れ
で
意
味
を
理
解
し
た
が
コ
メ
ン
ト
の
し
様
が
無
い

に
何
も
言
え
な
か

た

 
そ
の

況
で
先
に
口
を
開
い
た
の
は
忍
レ
ジ

ン
ド
の

部
達
の
方
だ

た
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い
や

や

ぱ
り
そ
れ
は
無
し
で

え

な

何
で

 
き

と
ん
と
す
る
コ
ヨ
ミ
に
は
も
う
目
も
く
れ
ず

部
達
は
口
々
に
ナ
ユ
タ
に
言

た

お
い
戦
巫
女

頼
む

俺
達
の
ギ
ル
ド
の
姫
に
な

て
く
れ

は
い

ル

ク
ス
実
力
そ
し
て
そ
の
プ
ロ
ポ

シ

ン

俺
達
に
は
お
前
し
か
い
な
い
ん
だ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

私
は

チ

ン
ジ
で

き

胸
囲
の
格
差
社
会
が
こ
ん
な
所
に
ま
で

 
コ
ヨ
ミ
は
そ
う
言
わ
れ

が

く
り
と

を
つ
い
た

こ
の

に
な
る
前
は
何
も
言

て
こ
な
か

た
の
に

ど
う
い
う
風
の

き
回
し
で
す
か

い
や

だ

て
そ
の

て
ど
う
見
て
も
姫

い
じ

ん

そ
れ
に
前
は

一
方
的
に
や
ら
れ
る
ば

か
り
で

 
あ
ん
た
の
事
を
ち

ん
と
見
た
事
が
な
か

た
か
ら
な

私
の
名
前
を
知

た
上
で
言

て
る
ん
で
す
よ
ね
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ナ
ユ
タ
は
ハ
チ
マ
ン
を
チ
ラ
リ
と
横
目
で
見
な
が
ら
そ
う
言

た

当
然
だ

あ
ん
た
の
バ

ク
に
怖
い
人
が
い
る
の
は
知

て
る
が

 
姫
に
な
れ
ば
逆
に
俺
達
が
あ
ん
た
の
事
を
全
力
で
守
る

当
然
身
内
で
あ
ん
た
を
口
説
こ
う
と
す
る
よ
う
な
不

き
者
は
い
な
い
し

 
口
説
い
て
き
た
奴
ら
も
絶
対
に

す
る

だ
か
ら
真
面
目
に

討
し
て
み
て
く
れ

お
断
り
し
ま
す

 
ナ
ユ
タ
は
面
倒

そ
う
に
そ
う
答
え
四
人
は
コ
ヨ
ミ
と
同
様
が

く
り
と
そ
の
場
に

を
つ

い
たや

や

ぱ
り

目
か

俺
達
の
夢
が

そ

そ
れ
な
ら
私
で
い
い
じ

な
い

ね

ね

 
そ
の
や
り
取
り
を
受
け

が

く
り
し
て
い
た
コ
ヨ
ミ
が
突
然
立
ち
上
が

て
そ
う
言

た

む
う

消
去
法
で
そ
う
い
う
選
択
肢
も
あ
る
の
か

コ
ヨ
ミ
さ
ん

血
迷
わ
な
い
で
下
さ
い

 
横
か
ら
ナ
ユ
タ
が
そ
う
言
い

い
き
な
り
コ
ヨ
ミ
の
首
筋
に
手
刀
を
入
れ
た
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ぐ
ふ

 
そ
れ
で
コ
ヨ
ミ
は
目
を
回
し

そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

 
完
全
に
気
絶
さ
せ
な
い
よ
う
に
調
整
さ
れ
た

見
事
な
力
加

で
あ
る

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
は
そ
ん
な
コ
ヨ
ミ
の
体
を
片
手
で
持
ち
上
げ
な
が
ら
一
同
に
言

た

す
み
ま
せ
ん

お

が
せ
し
ま
し
た

私
達
は
こ
れ
で
失

し
ま
す

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う
言

て
ス
タ
ス
タ
と
立
ち
去

た

 
ど
う
や
ら
こ
れ
時
以
上
こ
の
場
に
い
て
も
仕
方
が
無
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

優
里
奈
の
奴

絶
対
後
で

を
変
え
て

場
し
て
く
る
ん
だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
内
心
で
笑
い
を

え
な
が
ら
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ
も

 
こ
の
空
気
を
何
と
か
し
な
く
て
は
と
思
い

忍
レ
ジ

ン
ド
の
面
々
に
こ
う
言

た

で

お
前
ら
は
俺
達
に
何
か
文

が
あ
る
ん
だ
よ
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

部
達
は
ハ

と
し
た

そ

そ
う
だ

た

こ
う
な

た
以
上

お
前
だ
け
は
許
せ
ん

八
つ
当
た
り
か
よ
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こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
と
忍
レ
ジ

ン
ド
の
メ
ン
バ

達
は
再
び
対
峙
す
る
事
と
な

た
の

だ

た
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第
７
１
０
話
 
ミ
サ
キ
さ
ん
そ
の
く
ら
い
で

あ
あ
も
う

ま

た
く
意
味
が
分
か
ら
な
い

何
で
こ
ん
な
事
に

 
ナ
ユ
タ
は
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
そ
う

き

少
し
離
れ
た
所
で
コ
ヨ
ミ
を
下
に
お
ろ
し
た

コ
ヨ
ミ
さ
ん

い
い
加

に

き
て
下
さ
い

こ
ん
な
所
で

て
た
ら
風

を
ひ
き
ま
す
よ

 
そ
う

以
前
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
光
景
が
再
び

り
返
さ
れ
た

 
そ
れ
で
目
を
覚
ま
し
た
コ
ヨ
ミ
は

目
を
こ
す
り
な
が
ら
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
と
目
が
合

た

う

う

ん

こ
こ
は
ゲ

ム
の
中
だ
か
ら
風

な
ん
か
ひ
か
な
い

て
ナ
ユ
さ
ん

え
え

そ
の
ナ
ユ
さ
ん
で
す

え

え

何
で
こ
こ
に
い
る
の

偶
然
こ
こ
を
通
り
か
か

た
ら
コ
ヨ
ミ
さ
ん
が

て
る
の
を
見
つ
け
て
声
を
か
け
た
ん
で
す

そ

か

ご
め
ん
ご
め
ん

ナ
ユ
さ
ん
と
知
り
合

て
か
ら

ど
う
も
こ
う
い
う
事
が
多

い
ん
だ
よ
ね

 
直
前
ま
で
何
を
し
て
た
か
思
い
出
せ
な
い

て
い
う
か
さ
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ナ
ユ
タ
は
そ
の
コ
ヨ
ミ
の
言
葉
に

て
微
笑
む
だ
け
だ

た

 
自
分
か
ら
は
何
も
言
わ
な
い
方
が
い
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う

そ
う
い
え
ば

山
の
男
の
人
に
ち
や
ほ
や
さ
れ
る
夢
を
見
た
よ
う
な

コ
ヨ
ミ
さ
ん
に
限

て
そ
ん
な
事
あ
る

な
い
じ

な
い
で
す
か

夢
で
す
よ
夢

う
う

何
気
に
ナ
ユ
さ
ん
が
ひ
ど
い

 
コ
ヨ
ミ
は
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
顔
を
し
た
が
す
ぐ
に
立
ち
直

て
笑
顔
で
ナ
ユ
タ
に
言

た

そ
う
い
え
ば
ナ
ユ
さ
ん

船
ト
ラ
フ

ク
ス
が
つ
い
に
や

て
き
た
ね

 
こ
れ
か
ら
ち

と
見
物
に
い
か
な
い

そ
う
で
す
ね

 
ナ
ユ
タ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
部
の
メ
ン
バ

に
顔
バ
レ
し
て
し
ま

た
以
上

 
先
に
ど
こ
か
の
店
で

当
な
装
備
を

て

を
変
え
よ
う
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
目

し
を
外
し
て

の
色
を
再
び
変
え
れ
ば
い
い
の
だ
と
思
い
当
た
り

 
そ
の
コ
ヨ
ミ
の
提
案
に
乗
る
事
に
し
た

ま
あ
別
に
ど
う
し
て
も
今
日
接
触
し
な
く
ち

い
け
な
い

で
も
な
い
し
な

 
ナ
ユ
タ
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
コ
ヨ
ミ
の
目
の
前
で
い
き
な
り

の
色
を
ピ
ン
ク
に
し
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た
う
わ

ナ
ユ
さ
ん

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

イ
メ
チ

ン
で
す

コ
ヨ
ミ
さ
ん
も
た
ま
に
は
ど
う
で
す
か

イ
メ
チ

ン
か

そ
し
た
ら
私
も
男
の
人
に
モ
テ
る
よ
う
に
な
る
か
な

な
り
ま
せ
ん

ひ
ど
い

 
だ
が
ナ
ユ
タ
は
ク
ス
ク
ス
笑
い
な
が
ら
そ
う
言

た

 
コ
ヨ
ミ
も
そ
れ
が
冗
談
だ
と
す
ぐ
に
分
か

た
の
か

明
る
い
顔
で
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
行
こ

か

は
い

そ
う
で
す
ね

 
そ
し
て
二
人
は
仲
良
く
ト
ラ
フ

ク
ス
見
物
に
向
か

た
の
だ

た

 
さ
て

俺
を
許
せ
な
い
の
は
分
か

た
が

体
的
に
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

全
員
で
ボ
コ
る

ほ
う
ほ
う

シ
ン
プ
ル
で
結

だ

そ
れ
じ

あ

速
や
り
あ
お
う
か
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そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

を
抜
き

二
本
に
分
離
さ
せ
た

何
だ
そ
の
素
敵
な
武
器
は

ま
さ
か
お
前
も
忍
な
の
か

ま
し
い
か

ふ
ふ
ん

い
い
だ
ろ
こ
れ

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

ま

ま

ま

々
許
せ
ん

俺
と
し
て
は
仲
良
く
し
た
い
と
思
う
ん
だ
が

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
仕
方
な
い
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
女
性

に
戦
わ
せ
る
事
を
よ
し
と
し
な
か

た
の
か

 
そ
う
言

て
自
ら
が
一
歩
前
に
出
て
戦
闘
体
勢
を
と

た

だ
が
そ
の
前
に
ミ
サ
キ
が
ス

と

進
み
出
た

ハ
チ
マ
ン
様

こ
の
方
達
は
私
と
先
約
が
あ
り
ま
し
て
よ

先
約

で
す
か

も
ち
ろ
ん
止
め
て
も

き
ま
せ
ん
よ
ね

当
然
で
す
わ

私

本
当
に
欲
求
不
満
で
す
の
よ

わ

分
か
り
ま
し
た

お
任
せ
し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ミ
サ
キ
に
場
所
を

り
そ
れ
を
見
た
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
は
い
き
り
立

た
お
い

ふ
ざ
け
る
な
よ

女
を
盾
に
し
や
が

て
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そ
の

間
に
ミ
サ
キ
は
一
歩
前
に
出
た
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
の

を
ガ
シ

と
掴
み

 
自
身
の

に
思
い

き
り
叩
き
つ
け
た

ぐ
は

何
を
勘
違
い
し
て
い
る
の
か
し
ら
ね

 
ハ
チ
マ
ン
様
が
私
達
を
盾
に
す
る
の
で
は
な
く
私
達
が
ハ
チ
マ
ン
様
の
盾
を
し
て
い
る
の
よ

 
そ
の

り
の
機
微
は
女
性
に
モ
テ
な
い
ら
し
い
貴
方
達
に
は
分
か
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
ど

 
ミ
サ
キ
は
そ
う
言

て

然
と
微
笑
ん
だ

 
そ
の
手
に
は
血

れ
の
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
が
ぶ
ら
下
が

て
い
る

さ
て

次
は
ど
な
た
が
相
手
を
し
て
下
さ
る
の
か
し
ら

 
ミ
サ
キ
は
上
目
遣
い
で
そ
う
言
い

何
げ
な
く
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
を

い

と
放
り
投
げ
た

 
そ
の
仕

は
特
に
力
が
入

て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か

た
が

 
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
は
凄
ま
じ
い
勢
い
で

飛
び

そ
の
ま
ま
何
度
も
地
面
を

ね
て

む
ら
に

突

込
ん
だ
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そ
ん
な
光
景
を
見
せ
ら
れ
た
残
り
の
三
人
は

に
言
葉
が
出
ず

 

然
と
そ
の

む
ら
の
方
を
見
つ
め
て
い
た

だ
が
そ
の

を
見
逃
す
ミ
サ
キ
で
は
な
い

 
ミ
サ
キ
は
次
に
ス
イ

に
狙
い
を
定
め

そ
の

を
つ
ま
先
で

り
上
げ
た

う
が

 
ス
イ

は
そ
の
攻
撃
を
ま
と
も
に
く
ら
い

上
を
向
い
た
ま
ま
大
の

で
地
面
に
倒
れ
た

 
驚
愕
す
べ
き
は
ま

た
く
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
ミ
サ
キ
の
体
の
柔
ら
か
さ
で
あ
る

 
ち
な
み
に
リ
ア
ル
で
の
ミ
サ
キ
は
こ
ん
な
事
は
絶
対
に
出
来
な
い

 
こ
れ
は

の
ハ
チ
マ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

い

 
ゲ

ム
の
中
で
自
由
自
在
に
体
を
動
か
す
訓
練
を
し
た
ミ
サ
キ
の
努
力
の
成
果
で
あ
る

ミ
サ
キ
さ
ん
普

の
動
き
を
見
て
て
思

て
ま
し
た
け
ど

分
体
が
柔

に
な
り
ま
し
た

ね
ハ
チ
マ
ン
様
の
言
葉
に

て

 
こ
れ
く
ら
い
の
動
き
は
出
来
る
と
自
分
に
思
い
込
ま
せ
た
成
果
で
す
わ

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
褒
め
言
葉
に
ミ
サ
キ
は
花
の
よ
う
に
微
笑
ん
だ

 
自
分
が
努
力
し
て
い
た
事
を
ハ
チ
マ
ン
が
ち

ん
と
見
て
い
て
く
れ
た
事
が
よ
ほ
ど
嬉
し
か
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た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
直
後
に
ミ
サ
キ
か
ら
放
た
れ
た
次
の
セ
リ
フ
は
ミ
サ
キ
の
機

の
良
さ
を

す
も
の

で
あ

た

今
が
最
大
の
チ

ン
ス
で
し
た
の
に

 
残
る
お
二
人
は
私
の
ス
カ

ト
の
中
を
見
る
機
会
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
わ
ね

 
仕
方
な
い
か
ら
少
し
サ

ビ
ス
し
て
差
し
上
げ
ま
し

う
か

 
そ
の
言
葉
に

感
に
反
応
し

残
る
ユ
タ
ロ
ウ
と
ト
ビ
サ
ト
ウ
が

 
思
わ
ず
ミ
サ
キ
の

の

り
に

線
を
注
い
で
し
ま

た
の
は
仕
方
が
な
い
事
な
の
だ
ろ
う

そ
ん
な
に
見
ら
れ
る
と

興
奮
し
て
し
ま
い
ま
す
わ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ミ
サ
キ
は
自
ら
の
ス
カ

ト
の

を
持
ち

か
に
上
へ
と
持
ち
上
げ
た

 
お
そ
ら
く
二
人
の

線
を
そ
こ
に
引
き
付
け
何
か
を
仕

け
る
つ
も
り
だ

た
と
思
わ
れ
る

 
実

そ
の
狙
い
通
り
に
二
人
は

線
を
下
げ
た
の
だ
が

 
そ
の

間
に
い
つ
の
間
に
飛
び
出
し
た
の
か

ア
ス
ナ
が

姫
で
ユ
タ
ロ
ウ
の
胸
を

き

 
ト
ビ
サ
ト
ウ
は
シ
ノ
ン
の

に
射
抜
か
れ
た

あ
ら

二
人
と
も
素

い
で
す
わ
ね
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ま
あ

だ
ら
け
だ

た
し
ね

ま

た
く
こ
れ
だ
か
ら
男

て
生
き
物
は

 
二
人
は
そ
う
言

て

を

め

ユ
タ
ロ
ウ
と
ト
ビ
サ
ト
ウ
は
そ
の
ま
ま
消
滅
し
た

ミ
サ
キ
さ
ん

ま
あ
そ
の
く
ら
い
で

ま
あ
そ
う
で
す
わ
ね

欲
求
不
満
も
多
少
は
解
消
出
来
ま
し
た
わ

ハ
チ
マ
ン
様

残

た
こ
れ
は
ど
う
し
ま
す
か

 
そ
の
時
今
回
見
せ
場
が
無
か

た
セ
ラ
フ

ム
が

 
い
つ
の
間
に
か

む
ら
の
中
か
ら
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
を

て
き
て
そ
う

ね
て
き
た

 
こ
ち
ら
も
中
々
素

い
動
き
で
あ
る

 
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
を
物
扱
い
し
て
い
る
の
は
ま
あ
活
躍
出
来
な
か

た
事
へ
の
八
つ
当
た
り
で
あ
ろ

う
ハ
チ
マ
ン
様

こ
ち
ら
の

方
も
ど
う
し
ま
し

う
か

 
そ
う
言

て
倒
れ
て
い
た
ス
イ

を
あ

さ
り
と
持
ち
上
げ
ミ
サ
キ
も
ハ
チ
マ
ン
に
見
せ

て
き
た

ど
う
す

か
な

お
い
ユ
キ
ノ

ユ
キ
ノ
は
こ
い
つ
ら
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う
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て
ユ
キ
ノ

ど
こ
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
に
相
談
し
よ
う
と
そ
の
名
前
を
呼
ん
だ
が
返
事
が
な
い

 
見
る
と
ユ
キ
ノ
は
少
し
離
れ
た
所
で
何
か
黒
い
物
を
い
じ

て
い
る
よ
う
だ

に

に

 
ユ
キ
ノ
の
方
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
は
事
情
を
悟

た

 
お
そ
ら
く
ユ
キ
ノ
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
何
か
の
猫
を
見
つ
け

 
こ
ち
ら
が
争
う
様
子
な
ど
ど
こ

く
風
で

そ
れ
に
夢
中
に
な

て
し
ま

た
の
だ
ろ
う

ま
あ
ユ
キ
ノ
は
あ
の
ま
ま
で
い
い
か

 
で
こ
い
つ
ら
を
ど
う
す
る
か
だ
が
別
に
こ
い
つ
ら
に

み
と
か
が
あ
る

じ

な
い
ん
だ

よ
なそ

う
ね

た
だ
の
降
り
か
か

た

の

だ
も
ん
ね

の

ほ
ど
熱
く
は
な
か

た
け
ど
ね

ま
あ
懐
柔
し
て
お
け
ば
い
い
か

何
か
の
時
に
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
身
も

も
な
い
事
を
言
う
と

 
と
り
あ
え
ず
二
人
を
受
け
取

て
地
面
に
座
ら
せ

そ
の

を

ち

ち
と
叩
い
た
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お
い

き
ろ

う

う
わ
あ
あ
あ
あ

ひ

ひ
い

 
二
人
は
完
全
に

え
て
お
り
そ
ん
な
二
人
に
ハ
チ
マ
ン
は

し

な
さ
そ
う
に
こ
う
言

た

悪
い
な

う
ち
の
女
性

は
血
の
気
が
多
く
て
な

な

何
な
ん
だ
よ
お
前
ら

俺
達
は
こ
れ
で
も

の
中
で
は
上
の
下
く
ら
い
の
実
力
は
あ
る

ん
だ
ぞ

あ

ま
あ
あ
れ
だ
俺
た
ち
は
言
う
な
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
最
高
戦
力
だ
か
ら
な

 
別
に
お
前
達
が

い

じ

な
い
か
ら
そ
の

り
は
安
心
し
て
く
れ

何
だ
よ
そ
れ

上
の
上
で
す
ら
な
く

更
に
そ
の
上

て
事
か
よ

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な

俺
達
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
だ

 
ネ

ト
で
調
べ
れ
ば
そ
の
名
前
が
簡

に
出
て
く
る
と
思
う
か
ら

 
今
後
は

を

る
相
手
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
暇
な
時
に
で
も
俺
達
の
事
を
調
べ
て
お
く
ん

だ
な
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そ
う
言

た
後
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
合
図
を
す
る
よ
う
に
ア
ス
ナ
と
シ
ノ
ン
の

を

ん

ん

と
叩
い
た

 
そ
れ
を
受
け
て
ア
ス
ナ
と
シ
ノ
ン
は
態
度
を

化
さ
せ

ロ
ク
ダ
ユ
ウ
と
ス
イ

に
こ
う

言

た
ま
あ
ド
ン
マ
イ
だ
よ

自
衛
と
は
い
え
少
し
や
り
す
ぎ
た
わ

ご
め
ん
な
さ
い
ね

 
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
と
ス
イ

は
自
分
達
が
悪
い
に
も
関
わ
ら
ず
美
人
の
女
性
に
優
し
い
言
葉
を

か
け
ら
れ

 
そ
れ
で
一
発
で
参

て
し
ま

た
よ
う
だ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

内
で
何
か
困

た
事
が
あ

た
ら

い
つ
で
も
俺
達
を
頼

て
下
さ
い

そ
う

そ
れ
じ

あ
そ
の
時
は
宜
し
く
お
願
い
ね

は
い

 
こ
う
し
て

と

を
上
手
に
使
い
分
け
ハ
チ
マ
ン
は
難
無
く
ヴ

ル
ハ
ラ
の
シ
ン
パ
を
手
に

入
れ
た
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ま
あ

ね
ハ
チ
マ
ン
の
思
惑
通
り
の
結
果
に
な

た
と
言
え
よ
う

 
以
後
忍
レ
ジ

ン
ド
の

部
達
は

時
々
遊
び
に
く
る
ハ
チ
マ
ン
に
鍛
え
ら
れ

 
後
に
と
あ
る
大
事
な
戦
い
に
参
加
す
る
事
と
な
る
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第
７
１
１
話
 
も
し
か
し
て
ナ
ユ
ち

ん

 
ト
ラ
フ

ク
ス
か
ら
出
て
く
る
人
達
の
様
子
を
見
物
し
て
い
た
ナ
ユ
タ
と
コ
ヨ
ミ
は

 
プ
レ
イ
ヤ

の
男
女
比
に
大
き
な

た
り
が
あ
る
事
を
目
の
当
た
り
に
し

 
自
分
達
が
少

で
あ
る
事
を
実
感
し
て
い
た

や

ぱ
り
女
性
プ
レ
イ
ヤ

て
少
な
い
ん
だ
ね

ナ
ユ
さ
ん

で
も
そ
の

少
な
い
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
皆
さ
ん
か
な
り
気
合
い
の
入

た
格
好
を
し
て
ま

す
よ
ね

 
い
い
な

は
基
本
和
風
の
み
だ
か
ら

そ
う
い
う
所
は

ま
し
い
で
す

あ
あ

⻄

フ

ン
タ
ジ

も
の

て
和

な
事
が
多
い
し
ね

 
そ
れ
に
関
し
て
は
あ

ち
の
方
が
全
然
選
択
肢
が
多
い
よ
ね

別
に
不
満

て

じ

な
い
ん
で
す
け
ど

そ
う
な
ん
で
す
よ
ね

わ

わ

ね

ナ
ユ
さ
ん

あ
れ
見
て
あ
れ

 
そ
の
時
ト
ラ
フ

ク
ス
の
中
か
ら

い
き
な
り

山
の
女
性
達
が

を
現
し
た

何
あ
れ
凄
い

あ
ん
な
ナ
イ
ツ
も
あ
る
ん
だ



 第７１１話 もしかしてナユちゃん

 
お
揃
い
の
装
備
の

の
所
に

女
連

て
書
い
て
あ
る
ね

ナ
イ
ツ
の
名
前
か
な

あ
あ

女
連
で
す
か

そ
れ
な
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
名
前
で
す
ね

 
知
り
合
い
か
ら
話
を

い
た
事
が
あ
り
ま
す

 
ソ

ス
は
当
然
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
に
し
て
は
み
ん
な
個
性
的
で
お

落
な
格
好
を
し
て
る
よ
ね

銃
で
戦
う
ゲ

ム
の
服
装

く
は
な
い
で
す
ね
も
し
か
し
て
今
日
の

に
新
調
し
て
た
り

し
て

 
実

の
と
こ
ろ
そ
の
通
り
で
あ

た

ち
な
み
に
そ
う
仕
向
け
た
の
は
お

か
さ
ん
で
あ
る

 
お

か
さ
ん
は
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
る
に
あ
た
り
メ
ン
バ

達
に
こ
う
言

た
の
で

あ
るあ

ん
た
達

せ

か
く
の
お
祭
り
な
ん
だ

当
日
は
ち

ん
と
着

る
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
に

い

今
こ
う
し
て

女
連
の
メ
ン
バ

達
は

 
精
一

お
し

れ
を
し
た

態
で
こ
の
場
に
集
ま

た
と
い
う

な
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
彼
女
達
の

を
見
て
色
め
き
立

た
の
は

当
然

り
に
い
る
男
共
で
あ

た

 
こ
れ
は

の
プ
レ
イ
ヤ

の
み
な
ら
ず

Ａ
Ｌ
Ｏ
出
身
の
プ
レ
イ
ヤ

も
同
じ

態
で
あ
る
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逆
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
出
身
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

下
手
に
彼
女
達
に
ち

か
い
を
か
け
る
と

 
十
狼
が
出
て
く
る
事
を
知

て
い
る

彼
女
達
に
は
近
付
こ
う
と
は
し
な
い

 
君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず

だ
が
何
が
危
う
き
か
分
か
ら
な
け
れ
ば

 
や
は
り
こ
う
し
た
場
合
は
近
寄

て
し
ま
う
も
の
ら
し
い

 
我
も
我
も
と

女
連
の
メ
ン
バ

に
話
し
か
け
た
男
達
は

 
し
か
し
直
後
に
全
員
が
銃
口
を
向
け
ら
れ

す
ご
す
ご
と
退
散
す
る
事
と
な

た

う
わ

も
し
か
し
て
あ
の
人
達

て
武
闘

そ
こ
ま
で
じ

な
い
は
ず
で
す
け
ど

ま
あ
ア
ウ

イ
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
そ
ん
な
勇
ま
し
い

を
見
せ
た
メ
ン
バ

達
を
か
き
分
け
一
人
の
年
配
の
女
性
が

を
現
し

た
あ
ん
た
達

ち

と
こ

ち
に
集
ま
り
な

は
い

お

か
さ
ん

み
ん
な

集
合
だ
よ
集
合

 
そ
の
風
格

う

を
見
て

二
人
は
こ
の
女
性
が
リ

ダ

な
の
だ
と
確
信
し
た

あ
の
人
が
リ

ダ

だ
よ
ね
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力
が
高
そ
う
で
す
ね

そ
れ
に
し
て
も
み
ん
な
い
い
笑
顔
を
し
て
る
よ
ね

多
分
メ
ン
バ

に
凄
く

わ
れ
て
る
ん
で
し

う
ね

 

女
連
の
メ
ン
バ

達
は

お

か
さ
ん
か
ら
何
か
指

を
受
け
た
よ
う
で

 
直
後
に
四
方
八
方
へ
と
散

て
い
き
自
分
達
か
ら
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
声
を
か
け
は
じ
め
た

ど
う
し
た
ん
だ
ろ
ね

さ
あ

ま
あ
私
達
に
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
た
ら
事
情
が
分
か
る
か
も
で
す
け
ど
ね

私

ち

と
偵
察
に
行

て
く
る

 
コ
ヨ
ミ
は
そ
う
言
う
と

ナ
ユ
タ
の
反
応
を
待
た
ず
に
そ
の
女
性
達
の
方
に
走

て
い

た

 
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
の
中
の
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ナ
ユ
タ
に
声
を
か
け
て
き
た

す
み
ま
せ

ん

あ
の

あ

あ
れ

 
そ
の
小

な
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
き

と
ん
と
し
た
顔
を
す
る
と

 
目
を

め
て
じ

と
ナ
ユ
タ
の
顔
を
見
つ
め
た

あ

あ
の

私
の
顔
に
何
か

も
し
か
し
て

優
里

じ

な
い

ナ
ユ
ち

ん
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え

は
い

そ
う
で
す
け
ど

あ
の

貴
方
は

 
相
手
が
優
里
奈
と
言
い
か
け
た

お
そ
ら
く
知
り
合
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
ナ
ユ
タ
は

 
し
か
し
相
手
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
か

た

素
直
に
そ
う

ね
る
事
に
し
た

あ

と
ご
め
ん

私

イ
ヴ
だ
よ

あ

イ
ヴ
さ
ん
で
し
た
か

 
滅
多
に
ハ
チ
マ
ン
の
マ
ン
シ

ン
を
訪
れ
る
事
は
な
い
が
ナ
ユ
タ
は
当
然
イ
ヴ
と
は
面
識
が

あ

た

 
だ
が
ゲ

ム
内
で
会

た
記
憶
は
無
か

た

ナ
ユ
タ
は
何
故
自
分
の
事
が
分
か

た
の
か

と
驚
い
た

ど

ど
う
し
て
私
だ

て
分
か

た
ん
で
す
か

ゲ

ム
内
で
会
う
の
は
初
め
て
で
す
よ
ね

あ
あ
う
ん

ほ
ら
私

て
ば
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
動
向
を
チ

ク
し
た
り
も
す

る
し

 
そ
の
過

で
ナ
ユ
ち

ん
の

も
見
た
事
が
あ

た
ん
だ
よ
ね

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か
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ナ
ユ
タ
は
そ
の
説
明
に
納
得
し
た

今
日
は
さ

半
休
だ

た
ん
だ
よ
ね

だ
か
ら
私
も
ち

と

を
見
物
し
て
み
よ
う
か

な

て
そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

し
か
し
直
で
見
る
と

画
像
で
見
る
の
と
は
ま
た
違
う
趣
き
が
あ
る
と
い
う
か

 
相
変
わ
ら
ず

ま
し
い
お

ぱ
い
だ
よ
ね

 
イ
ヴ
は
そ
う
言

て
ナ
ユ
タ
の
胸
を
じ

と
見
つ
め
た

 
ナ
ユ
タ
は
イ
ヴ
に
対
し
て
コ
ヨ
ミ
を
相
手
に
す
る
よ
う
な
態
度
を
と
る
事
は
な
く

 
恥
ず
か
し
そ
う
に
自
分
の
胸
を

く
よ
う
な
仕

を
し
た

 
だ
が
逆
に
そ
の
せ
い
で

更
に
胸
の
大
き
さ
が
強
調
さ
れ
る
事
に
な

て
し
ま

た

 
イ
ヴ
は
そ
れ
を
見
て
驚
愕
の
表
情
を
し
た

や

ぱ
り
凄
い

ま
し
い

以
前
ち

こ

と
だ
け
Ｇ
Ｇ
Ｏ
も
や

て
み
た
ん
で
す
け
ど
そ
の
時
も
こ
う
だ

た
ん
で
す

よ
ね

 
何
故
か

回
胸
が
リ
ア
ル
と
同
じ
サ
イ
ズ
に
な

ち

う
ん
で
す
よ
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そ
の
言
葉
に
イ
ヴ
は

何
か
思
い
当
た
る
フ
シ
が
あ

た
よ
う
だ

え

そ
れ

て

ね

ね

ナ
ユ
ち

ん

生
体
ス
キ

ン
機
能

て
知

て
る

え

何
で
す
か
そ
れ

あ
あ

や

ぱ
り
知
ら
な
か

た
ん
だ

 
イ
ヴ
は
た
め
息
を
つ
く
と

そ
の
機
能
に
つ
い
て
ナ
ユ
タ
に
説
明
し
た

え
え

そ
そ
ん
な
機
能
が
あ

た
ん
で
す
か

特
に
何
も
い
じ
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど

う
ん

デ
フ

ル
ト
だ
と
オ
ン
な
ん
だ
よ
ね

 
ナ
ユ
ち

ん

て
も
し
か
し
て

マ
ニ

ア
ル
と
か
見
な
い
タ
イ
プ

あ
あ

え
と

は

は
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
ナ
ユ
ち

ん
の
胸
の
事
を
か
な
り
気
に
し
て
た
け
ど

 
そ
う
い
う
事
な
ら
必
然
的
に
そ
う
な

ち

う
よ
ね

わ

私

て
ば
と
ん
だ
ミ
ス
を

 
ナ
ユ
タ
は
そ
の
言
葉
に
激
し
く
動

し
た
が
イ
ヴ
は
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

ま
あ
こ
こ
ま
で
育

ち

た
ら
も
う
仕
方
な
い
よ

そ

そ
れ
は
私
の
胸
の
事
で
す
か

そ
れ
と
も
キ

ラ
の
事
で
す
か
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う

ん

ま
あ
両
方

 
そ
う
言
い
な
が
ら
イ
ヴ
は
あ
ろ
う
こ
と
か

よ
ん

と
ナ
ユ
タ
の
胸
に
触
れ
た

きま
あ
ほ
ら

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
過
保
護
だ
か
ら

 
他
の
男
に
こ
の
素
敵
な
胸
を
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
る
の
が

な
だ
け
で

 
胸
自
体
に
不
満
が
あ
る

じ

な
い
だ
ろ
う
か
ら

心
配
す
る
よ
う
な
事
は
何
も
な
い
よ

で

で
も

大
丈
夫
大
丈
夫

だ
か
ら
気
に
せ
ず
ゲ

ム
を
精
一

楽
し
む
と
い
い
よ

は

は
い

 
会
話
が
そ
う
締
め
く
く
ら
れ
た
丁
度
そ
の
時

偵
察
に
い

て
い
た
コ
ヨ
ミ
が

て
き
た

あ
あ

ず
る
い

ナ
ユ
さ
ん
の
胸
は
私
の
物
な
の
に

私
の
胸
は
私
の
物
で
す

ま
あ

え
て
他
の
誰
の
物
か
と
言
う
な
ら

 
そ
れ
は
ハ
チ

い
い
え

私
の
大
切
な
人
の
物
で
す

 
ナ
ユ
タ
は
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
を
出
し
そ
う
に
な
り

て
て
そ
う

正
し
た

 
だ
が
そ
の
言
葉
を

き
逃
さ
な
か

た
で
あ
ろ
う
イ
ヴ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
ナ
ユ
タ
の
方
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を
見
て
お
り

 
ナ
ユ
タ
は

が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
つ
つ
も

 
自
分
の
胸
に
手
を

ば
し
て
き
た
コ
ヨ
ミ
の
手
を
ガ
シ

と
掴
ん
で
止
め

 
同
時
に
も
う
片
方
の
手
で
コ
ヨ
ミ
の

を
掴
ん
だ

コ
ヨ
ミ
さ
ん
や
め
て
下
さ
い

お
仕
置
き
し
ま
す
よ

ナ
ユ
さ
ん
の
お
仕
置
き
な
ら
ち

と
さ
れ
て
み
た
い
気
も
す
る

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 
コ
ヨ
ミ
が
そ
う
言

た

間

ナ
ユ
タ
は
そ
の
ま
ま
コ
ヨ
ミ
を
片
手
で
投
げ
飛
ば
し
た

 
そ
れ
で
コ
ヨ
ミ
は

飛
ば
さ
れ

地
面
を
転
が
り
つ
つ
も
見
事
に
体
勢
を
立
て
直
し

 
何
事
も
な
か

た
か
の
よ
う
に
ナ
ユ
タ
の
隣
に

て
き
た

で
ね

色
々
回

て
情
報
収
集
し
て
き
た
ん
だ
け
ど

コ
ヨ
ミ
さ
ん

め
げ
ま
せ
ん
ね

ま
る
で
ピ
ト
み
た
い
な
人
ね

あ

今
は
ロ
ビ
ン
か

で
す
ね

 
ち
な
み
に
こ
の
で
す
ね
は
ナ
ユ
タ
的
に
褒
め
て
い
る
ニ

ア
ン
ス
で
出
た
言
葉
で
あ
る
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ま
さ
か
あ
の
ロ
ビ
ン
さ
ん
レ
ベ
ル
と
は

と
い

た
感
じ
だ
ろ
う
か

 
当
の
コ
ヨ
ミ
は
二
人
の
会
話
の
意
味
が
分
か
ら
ず

さ
り
と
て
何
か
言
う
事
も
な
く

 
マ
イ
ペ

ス
で
ナ
ユ
タ
に
情
報
収
集
の
報
告
を
始
め
た

ナ
ユ
さ
ん

あ
の
人
達
は

ハ
チ
マ
ン

て
人
か

 
も
し
く
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

て
い
う
ナ
イ
ツ
を
探
し
て
る
み
た
い

 
多
分
あ
の

名
人
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
の
事
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

う
ん

そ
う
だ
よ

 
ナ
ユ
タ
は
コ
ヨ
ミ
で
は
な
く
イ
ヴ
に
そ
う

ね

イ
ヴ
も
あ

さ
り
と
そ
う
答
え
た

あ

あ
れ

も
し
か
し
て
こ
ち
ら
は
関
係
者
さ
ん

う
ん

ま
あ
そ
う
か
な

私
は
ナ
ユ
ち

ん
の
知
り
合
い
の
イ
ヴ

宜
し
く
ね

が

ん

私
が
情
報
収
集
に
行

た
意
味
が
あ
ま
り
無
か

た

ま
あ
結
果

だ

て

ナ
ユ
ち

ん
も
別
に
悪
く
思

て
は
い
な
い
よ
ね

は
い

も
ち
ろ
ん
で
す

フ

ロ

を
あ
り
が
と
う
二
人
と
も

私
は
コ
ヨ
ミ

宜
し
く
ね

イ
ヴ
さ
ん
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こ
う
し
て
自

紹
介
が
終
わ

た
所
で

 
ナ
ユ
タ
は
イ
ヴ
に
ハ
チ
マ
ン
達
の
行
方
に
つ
い
て

こ
う
説
明
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
な
ら

四
チ

ム
に
分
か
れ
て
東
⻄
南
北
に
散

て
い
き
ま
し
た
よ

 
と
り
あ
え
ず
全
員
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
広
場
や
大
き
い
お
店

 
も
し
く
は
何
ら
か
の

設
を
探
し
に
出
た
み
た
い
で
す

 
多
分
そ
う
い

た
場
所
が
見
つ
か

た
ら
そ
こ
に
集
合
す
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

な
る
ほ
ど

ラ
ン
ド
マ

ク
的
な
奴
だ

は
い

目

に
な
る
よ
う
な
集
合
場
所
を
決
め
て
お
く
つ
も
り
な
ん
だ
と
思
い
ま
す

そ

か

て
事
は

も
う
少
し
し
た
ら
こ
こ
に

て
く
る
可
能
性
が
高
い

で
し

う
ね

ト
ラ
フ

ク
ス
は
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
見
え
ま
す
か
ら
ね

オ

ケ

あ
り
が
と

ち

と
お

か
さ
ん
に
報
告
し
て
く
る
ね

は
い

行

て
ら

し

い

 
そ
う
言

て
イ
ヴ
は
お

か
さ
ん
の
所
へ
走

て
い
き

 
そ
の
会
話
を
横
で

い
て
い
た
コ
ヨ
ミ
が

ぼ
そ

と
ナ
ユ
タ
に
言

た

ナ
ユ
さ
ん

て

も
し
か
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
の
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ナ
ユ
タ
は
そ
の

間
に
再
び
コ
ヨ
ミ
の
意
識
を
飛
ば
そ
う
と
し
た

 
何
故
コ
ヨ
ミ
が

い
て
い
る
横
で
普
通
に
ハ
チ
マ
ン
の
話
を
し
た
の
か
と
い
う
と

 
要
す
る
に
最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
だ

た
か
ら
で
あ
る

 
だ
が
ナ
ユ
タ
は
コ
ヨ
ミ
の
死

か
ら

り
下
ろ
そ
う
と
し
た
そ
の
拳
を

前
で
止
め
た

 
コ
ヨ
ミ
が
そ
こ
で
言
葉
を
止
め
ず

続
け
て
こ
う
言

た
か
ら
で
あ
る

フ

ン
だ

た
ん
だ
ね

そ
う
で
す
ね

や

ぱ
り

顔
を
知

て
た
事
と
い
い

会
話
の
内
容
を
し

か
り
と
記
憶
し
て
い
た
事
と

い
い

 
一

ナ
ユ
さ
ん

て
ス
ト

カ

気
質

と
か
思

ち

た
り
も
し
た
け
ど

 
よ
く
よ
く
考
え
た
ら
ナ
ユ
さ
ん
が
ハ
チ
マ
ン

て
人
の
フ

ン
だ

て
の
が
一
番
自
然
な
考
え

方
だ
よ
ね

え
え

 
ス
ト

カ

扱
い
さ
れ
た
事
で

や

ぱ
り
記
憶
を
飛
ば
し
て
や
ろ
う
か
と
考
え
た
ナ
ユ
タ

だ

た
が
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コ
ヨ
ミ
の
性
格
上

多
分
悪
い
意
味
で
言

て
い
る

で
は
な
く

 
た
だ

な
だ
け
な
ん
だ
ろ
う
な
と
考
え
そ
の
ま
ま
熱
狂
的
な
フ

ン
設
定
で
い
く
事
に
し

た
そ
う
で
す
ね

私

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
大
フ

ン
な
ん
で
す
よ

 
も
う
何
度
も
会
い
に
い

て
る
も
の
だ
か
ら

顔
も
覚
え
ら
れ
ち

て
い
る
く
ら
い
で
す

そ
う
な
ん
だ

凄
い
な

 
コ
ヨ
ミ
は
そ
の
言
葉
に
何
の
疑
問
も

か
ず
本
気
で
賞

し
て
い
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ

た 
普
通
に
考
え
れ
ば

を
熱
心
に
プ
レ
イ
し
て
い
る
ナ
ユ
タ
が

 
何
故
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
に
何
度
も
会
い
に
行

て
い
る
の
か
と
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
コ
ヨ
ミ
さ
ん
が

純
で
良
か

た

 
ナ
ユ
タ
は
ほ

と
し
つ
つ
も

そ
ん
な
コ
ヨ
ミ
が
満
面
の
笑
み
を

か
べ
て
い
た

 
や

ぱ
り
コ
ヨ
ミ
さ
ん
は

め
な
い
な

と
考
え
て
い
た

ま
あ
信
用
出
来
る

て
確
信
出
来
た
ら
謝

て
全
部
話
せ
ば
い
い
か
な
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ナ
ユ
タ
は
内
心
で
コ
ヨ
ミ
に
対
し
て
謝
り
な
が
ら
そ
う
考
え
を

め

 
そ
こ
で
イ
ヴ
が
再
び
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

ナ
ユ
ち

ん

情
報
あ
り
が
と
ね

私
達

し
ば
ら
く
こ
こ
で
待
つ
事
に
し
た
よ

あ
の
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
と
か
か
ら
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
メ

セ

ジ
を
送
れ
な
い
ん
で
す
か

あ

う
ん

ど
う
や
ら
こ
こ
は
別
の
ゲ

ム
の
そ
う
い
う
リ
ス
ト
は
使
え
な
い
み
た
い
ね

 
ま
あ
ス
コ

ド
ロ
ン
や
ギ
ル
ド
が
ゲ

ム
を

い
で
て
も

に
な

た
ん
だ
し

 
多
分
そ
の
う
ち
使
え
る
よ
う
に
は
な
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
ね

そ
う
な
ん
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
私
か
ら
も
開
発
に
要
望
を
出
し
て
お
き
ま
す

う
ん

あ
り
が
と
う

い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
こ
う
し
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

 
せ

か
く
だ
か
ら
私
も
ハ
チ
マ
ン

て
人
を
見
て
み
た
い
と
コ
ヨ
ミ
が
言
い
出
し
た
事
も
あ

り 
ナ
ユ
タ
と
コ
ヨ
ミ
も
イ
ヴ
達
と
一

に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
が

て
く
る
の
を
待
つ
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事
に
し
た



 第７１２話 ナユタと 女連

 
第
７
１
２
話
 
ナ
ユ
タ
と

女
連

と
こ
ろ
で
イ
ヴ
さ
ん

ど
う
し
て

女
連
の
方
々
は

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
と
接
触
し
よ
う
と
し
て
る
ん
で
す
か

あ

う
ん

う
ち

て
さ

メ
ン
バ

は
女
性
オ
ン
リ

な

じ

な
い

 
で
今
回
み
た
い
に
初
見
の
場
所
に
来
た
場
合
ど
ん
な
危
険
が

ん
で
い
る
か
あ
る

度
分

か
る
ま
で
は

 
何
が
あ
ろ
う
と
絶
対
安
全
な
ヴ

ル
ハ
ラ
の
近
く
に
い
る
の
が
い
い
ん
じ

な
い
か

て

 
そ
う

お

か
さ
ん
が
判
断
し
た
み
た
い
な
の

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

確
か
に
お
か
し
な
ギ
ル
ド
も
い

ぱ
い
あ
る
か
ら
ね

こ
こ

 
そ
の
イ
ヴ
の
言
葉
に
コ
ヨ
ミ
も
そ
う
同
意
し
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
逆
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に

の
人
が
上

す
る

て
設
定
な
ら

 
そ
ん
な
心
配
を
す
る
必
要
は
ま

た
く
な
い
ん
だ
け
ど
何
も
か
も
が
初
め
て
の
土
地
だ
か
ら

ね
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万
が
一
す
ら

こ
ら
な
い
よ
う
に
気
を
遣

た
ん
じ

な
い
か
な

ま
あ
用
心
す
る
に
越
し
た
事
は
な
い
で
す
し
ね

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

も

と
も
ま
だ
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
は
そ
の
事
を
話
せ
て
な
い
ん
だ

け
ど
ね

き

と
大
丈
夫
で
す
よ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
優
し
い
で
す
か
ら
ね

そ
の

り
は
ま

た
く
心
配
し
て
な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
と
こ
ろ
で
ナ
ユ
ち

ん
達
は
こ
こ
で
何
を
し
て
た
の

ト
ラ
フ

ク
ス
見
物

え

と
で
す
ね

 
ナ
ユ
タ
は
イ
ヴ
に
ど
う
説
明
し
よ
う
か
悩
ん
だ

 
今
は
隣
に
コ
ヨ
ミ
が
い
て

お
か
し
な
事
を
言
え
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る

 
イ
ヴ
は
ち
ら
ち
ら
と
コ
ヨ
ミ
の
方
を
何
度
も

う
ナ
ユ
タ
の
態
度
で
そ
れ
を
察
し

 
コ
ヨ
ミ
に
こ
ん
な
頼
み
事
を
し
た

コ
ヨ
ミ
ち

ん

て
何
か
美
味
し
い
食
べ
物
と
か

て
な
い
の

あ
あ

味
処

化
け
猫
茶
屋
の
わ
ら
び

と
か
が
お

め
か
な

そ
う
な
ん
だ

で
も
今
は
こ
こ
を
離
れ
ら
れ
な
い
し
な
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そ
の
イ
ヴ
の
あ
る
意
味
誘

す
る
よ
う
な
言
葉
に
コ
ヨ
ミ
は
見
事
に
引

か
か

た

あ

そ
れ
じ

あ
私
が

て
く
る
よ

す
ぐ
近
く
だ
し
ね

え

い
い
の

あ
り
が
と
う
コ
ヨ
ミ
さ
ん

気
に
し
な
い
で

ナ
ユ
さ
ん
の
友
達
は
私
の
友
達
だ
か
ら

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

 
コ
ヨ
ミ
は
そ
う
言
う
と

凄
い
ス
ピ

ド
で
ど
こ
か
に
走
り
去

て
い

た

い
い
子
じ

な
い

は
い

あ
の
子
と
ナ
ユ
ち

ん

て
微

に
他
人
行
儀
か
な

て
思

た
け
ど

 
と
り
あ
え
ず
様
子
見
し
て
る
最
中
と
か

は
い

実
は
出
会

て
か
ら
あ
ま
り
時
間
が

て
な
い
ん
で
す
よ
ね

 
で
も
ま
あ
信
用
出
来
そ
う
な
ら
色
々
話
そ
う
か
な

て
思

て
ま
す

い
い
友
達
に
な
れ
る
と
い
い
ね

は
い

 
そ
し
て
コ
ヨ
ミ
が

て
こ
な
い
う
ち
に
と
思
い

ナ
ユ
タ
は
イ
ヴ
に
事
情
を
話
し
た

実
は
私
ゲ

ム
の
中
で
ヴ

ル
ハ
ラ
の
人
達
に
会
う
の

て
今
回
が
初
め
て
な
ん
で
す
よ
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ふ
む
ふ
む

な
の
で
サ
プ
ラ
イ
ズ

く

象
的
で
格
好
い
い

場
の
仕
方
を
し
た
い
な

て

 
そ
の
ナ
ユ
タ
の
言
葉
に
イ
ヴ
は
思
わ
ず

き
出
し
た

わ

笑
わ
な
い
で
下
さ
い

ご
め
ん
ご
め
ん

何
か
か
わ
い
い
な

て
思

て
さ

 
イ
ヴ
は
そ
う
言
う
と

ナ
ユ
タ
の

に
ち
ら

と

線
を
走
ら
せ
た

も
し
か
し
て

そ
の

の
色
も
そ
の
一

前
は
確
か
黒

だ

た
よ
ね

は
い

実
は
当
初
の
予
定
だ
と

こ
ん
な
格
好
を
す
る
つ
も
り
だ

た
ん
で
す
よ

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う
言

て

を
金

に

し

の
目

し
を
し
た

な
る
ほ
ど

ま

た
く

象
が
違
う
ね

で
す
よ
ね

い
い
感
じ
だ
と
思

た
ん
で
す

で

つ
い
さ

き

 
忍
レ
ジ

ン
ド

て
い
う
ギ
ル
ド
の
連
中
が
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
に

ん
だ
ん
で
す
け
ど

 
そ
れ
を
チ

ン
ス
だ
と
思

て
正
義
の
味
方
風
に

場
し
よ
う
と
思

た
ら

 
コ
ヨ
ミ
さ
ん
に
先
を
越
さ
れ
ち

て

て
私
も
突
撃
し
た
ら
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ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
よ
り
も
先
に
そ
の
忍
レ
ジ

ン
ド

て
ギ
ル
ド
の
人
に
話
し
か
け
ら
れ
て
し

ま

て

 
微

な
感
じ
の

場
に
な

ち

た
ん
で
す
よ

 
で
ま
ず
い
と
思

て
コ
ヨ
ミ
さ
ん
を
殴

て
気
絶
さ
せ
て
こ
こ
に

て
き
た
と
い
う

な
ん
で
す

な

何
か
物

な
言
葉
が
混
じ

て
た
気
が
す
る
け
ど

ま
あ
大
体
事
情
は
分
か

た
よ

 
内
心
で
ナ
ユ
タ

て
案
外
武
闘

な
ん
だ
な
と
思
い
つ
つ

イ
ヴ
は
そ
う
言

た

で

と
り
あ
え
ず
応
急
処
置
的
に

を
ピ
ン
ク
に
し
て

 
こ
の
ま
ま

場
し
よ
う
か

て
思

た
ん
で
す
け
ど

う

ん

何
か
物
足
り
な
い
ね

や

ぱ
り
そ
う
で
す
よ
ね

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う
言

て
落
ち
込
ん
だ

そ
ん
な
ナ
ユ
タ
を
見
て
力
に
な

て
あ
げ
た
い
と
思

た
の
か

 
イ
ヴ
は
ナ
ユ
タ
に
こ
ん
な
提
案
を
し
て
き
た

大
丈
夫
だ

て

私
に
任
せ
て

仲
間
に
余

て
る
装
備
を
貸
し
て
も
ら
う
か
ら
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そ
れ
を
使

て
変
装
す
れ
ば
い
い
よ

い

い
い
ん
で
す
か

い
い
な
ら
是
非
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
ち

と
待

て
て

み
ん
な
に
話
し
て
く
る
か
ら

 
イ
ヴ
は
そ
う
言

て
仲
間
達
の
方
に
走

て
い

た

 
残

た
ナ
ユ
タ
は
期
待
に
目
を

か
せ
な
が
ら
そ
ち
ら
の
方
を
見
て
い
た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
無
事
に

を
得
ら
れ
た
ら
し
く

山
の
女
性
達
が
ナ
ユ
タ
を
取
り
囲
ん
だ

こ
の
子
が
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
お
知
り
合
い

お
お

こ
れ
は
こ
れ
は
い
い
も
の
を
お
持
ち
で

こ
れ
は
い
じ
り
が
い
が
あ
る
わ
ね

型
は
私
に
任
せ
て

と
り
あ
え
ず
片

か
ら
着
て
も
ら
お
う
よ

 
こ
う
し
て
ナ
ユ
タ
は

女
連
の
女
性
達
の
着
せ

え
人

と
な

た

 
様
々
な
服
が
ナ
ユ
タ
に
着
せ
ら
れ
て
い
き

そ
の
度
に

り
の
女
性
達
は
歓
声
を
上
げ
た

ど
れ
も
甲
乙
付
け
が
た
い
ね

と
い
う
か
ど
れ
も
似
合

ち

う
ん
だ
な

さ
す
が
美
人
は
特
だ
ね

く
決
め
て
よ

そ
こ
に

型
を
合
わ
せ
る
か
ら
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ナ
ユ
ち

ん
は
何
か
気
に
入

た
服
は
あ

た

え

と

私
は
普

滅
多
に
着
ら
れ
な
い
よ
う
な
服
が
い
い
か
な
く
ら
い
し
か

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
普

の
私
服

か
ら
考
え
る
と

 
そ
し
て
イ
ヴ
は

仲
間
達
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
基
本
は
ド
レ
ス

そ
れ
も
思
い

き
り
か
わ
い
い
感
じ
の
奴
メ
イ
ン
で
お
願
い

オ

ケ

オ

ケ

さ
あ
ナ
ユ
ち

ん

着

る
わ
よ

は

は
い

お
手
柔
ら
か
に
お
願
い
し
ま
す

 
こ
こ
か
ら
は
ス
ム

ズ
に
事
が
運
ん
で
い

た

 
フ
リ
フ
リ
の
ド
レ
ス

手
な
色
合
い

そ
し
て
強
調
さ
れ
た
胸

 
こ
れ
に
関
し
て
は
ハ
チ
マ
ン
が
不

に
思
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
と
ナ
ユ
タ
が
頑
強
に

抗

し
た
の
だ
が

 
大
き
な
胸
が

い
な
男
の
子
は
い
な
い
と
よ

て
た
か

て
説
得
さ
れ

々
受
け
入
れ
た

だ
さ
て

こ
ん
な
感
じ
か
な

い
い
ね
い
い
ね

何
か
魔
法
少
女
み
た
い
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こ
れ
な
ら
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
も
文

を
言
え
な
い
で
し

と
い
う
か
ナ
ユ
ち

ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
何
を
言

て
も
笑
顔
を
崩
さ
ず

 
私
気
に
入

て
ま
す
風
な
態
度
を
と
ら
な
い
と

目
よ

そ
う
そ
う

そ
し
た
ら
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
も

何
も
言
え
な
く
な
る
か
ら
ね

 
ま
あ
も

と
も
私
も
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
何
も
言
え
な
く
な
る
よ
う
に
別
の

を
練
る
つ
も
り
だ

け
ど
ね

わ

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ

場
の
仕
方
だ
け
ど

私
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
こ
う
話
し
か
け
る
つ
も
り
だ
か

ら
あ
あ

そ
れ
は
あ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

そ
れ
じ

あ
ち

と
考
え
て
み
ま
す

 
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
何
人
か
で
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
話
し
合

て
い
る
と

 
遠
く
か
ら
ざ
わ
つ
き
の
よ
う
な
も
の
が

こ
え
て
き
た

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
が

て
き
た

あ

あ
れ
だ
あ
れ
だ

ま
ず
い

こ

ち
か
ら
も
来
た
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あ
れ
は
キ
リ
ト
さ
ん
だ
ね

ど
ん
ど
ん
来
る
な

み
ん
な
と
り
あ
え
ず
ナ
ユ
ち

ん
を
真
ん
中
に
し
て

り
に
立

て

ハ
チ
マ
ン

や
の
相
手
は
私
に
任
せ
な

 
あ
ん
た
達
は
と
に
か
く
こ
の
子
を

や
の

線
か
ら
守
る
ん
だ
よ

は
い

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
到
着
を
受
け

ナ
ユ
タ
は

女
連
の
者
達
の
協
力
を

得
て

 
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

を

す
事
と
な

た

あ
れ

お

か
さ
ん
に

女
連
の
み
ん
な
も

来
て
た
ん
で
す
か

あ
あ
つ
い
さ

き
ね

で
下
手
に
動
く
の
は
や
め
て
こ
こ
で

や
を
待

て
た

さ
ね

あ

と
す
み
ま
せ
ん

こ

ち
は

り
の
様
子
を
確
認
し
よ
う
と
偵
察
に
出
て
ま
し
た

 
俺
に
何
か
用
事
で
も
あ
り
ま
し
た
か

あ
あ

実
は
し
ば
ら
く
一

に
行
動
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
か
と
思

て
ね

う
ち
と

女
連
が
で
す
か

そ
れ
は
別
に

い
ま
せ
ん
け
ど

何
か
あ
り
ま
し
た
か
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う
ち
の
子
達
が
こ
こ
に
慣
れ
る
ま
で
は

 
面
倒
な
ト
ラ
ブ
ル
に

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思

て
ね

 
と
り
あ
え
ず
ヴ

ル
ハ
ラ
と
一

に
行
動
し
て
お
け
ば
そ
ん
な
心
配
は
ま
ず
無
い
だ
ろ

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

お
引
き
受
け
し
ま
す

 
多
分
何
か
あ

て
も
う
ち
の
メ
ン
バ

が
い
れ
ば
問
題
な
い
と
思
う
ん
で

す
ま
な
い
ね

そ
れ
に
し
て
も
シ

ナ
の
時
も
頼
り
に
な
る
と
思

た
が

 
そ
の

の
時
は
更
に

圧
感
が

し
て
る
じ

な
い
か

さ
す
が
だ
ね

や

い
や

ま
あ
シ

ナ
と
違

て
こ

ち
に
は
二
年
半
の

金
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね

 
そ
し
て

女
連
の
メ
ン
バ

と
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
中
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

組
の

 
簡

な
自

紹
介
が
行
わ
れ
た

ち
な
み
に
一
番
話
題
を
さ
ら

た
の
は
当
然
ユ
キ
ノ
で
あ

る
え

あ
ん
た

本
当
に
あ
の
ニ

ン
ゴ
ロ

な
の
か
い

え

と

は

は
い

八
十
度
違
う
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ま
あ
で
も
私
達
の
中
に
も
そ
う
い
う
人

て
い
る
し
ね

普

の
自
分
と
は
ま

た
く
別
キ

ラ
に
な
る
の

て
楽
し
い
よ
ね

と
い
う
か
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
キ

ラ
生
成
は
ラ
ン
ダ
ム
な
ん
だ
し
そ
う
い
う
事

て
よ
く
あ
る
よ

 
こ
う
し
て
和
気

々
と
交
流
を
深
め
た
後
一
同
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
相
談
す
る
事
に

な

た
と
り
あ
え
ず
外
で
こ
う
や

て
突

立

て
る
の
は
問
題
が
あ
る
と
思
う
し

 
ど
こ
か
の
店
な
り
何
な
り
に
移
動
し
た
い
と
こ
ろ
だ
な

さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
の
人

に
な
る
と
さ

き
俺
達
が
見
つ
け
た
店
だ
と

い
か
も
し
れ
な

い
な現

地
の
プ
レ
イ
ヤ

に
い
い

設
が
無
い
か
ど
う
か

い
て
み
る
の
も
い
い
か
も
ね

そ
れ
じ

あ
忍
レ
ジ

ン
ド
の
奴
ら
に

 
ち
な
み
に
忍
レ
ジ

ン
ド
の
残

は
先
に
倒
さ
れ
た
ユ
タ
ロ
ウ
と
ト
ビ
サ
ト
ウ
と
街
で
合
流

し 
今
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
と

女
連
の
交
流
を

ま
し
そ
う
に
遠
く
か
ら

め
て
い
る
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態
だ

た

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ち

と
い
い

あ
れ

イ
ヴ
じ

な
い
か
よ

お
前
も
来
て
た
の
か

う
ん

今
日
は
半
休
だ

た
の

お

そ
う
だ

た
の
か

そ
れ
は
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
イ
ヴ
に
も
負
担
を
か
け
て
い
る
自
覚
が
あ

た

 
イ
ヴ
が
こ
こ
に
来
れ
た
事
が
素
直
に
嬉
し
い
よ
う
だ

で
ね

さ

き
言

て
た
店
の
件
な
ん
だ
け
ど

 
丁
度
私
達
が
つ
い
さ

き
知
り
合

た
子
が
い
る
ん
だ
よ
ね

 
も
し
良
か

た
ら

そ
の
人
に
紹
介
し
て
も
ら
う

て
の
は
ど
う
か
な

お

そ
う
い
う
事
な
ら
是
非
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
だ
な

と

て
も
か
わ
い
い
女
の
子
だ
け
ど

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

変
な
事
言

ち

目
だ
よ

俺
が
そ
ん
な
事
を
し
た
事
が
あ
る
か

し
な
い
し
な
い

す
る
は
ず
が
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
さ
も
心
外
だ
と
い
う
風
に
そ
う
言
い

 
イ
ヴ
は
内
心
で
言
質
を
と

た
と
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
た
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そ
れ
じ

あ
今
こ
こ
に
呼
ぶ
ね

ち

と
待

て
て

お
う

 
そ
し
て

女
連
の
女
性
達
の
中
か
ら
ナ
ユ
タ
が

々
と
進
み
出
て
き
た

初
め
ま
し
て
皆
さ
ん

私
は
美
少
女
魔
法
少
女
格
闘
家
の
ナ
ユ
タ
と
言
い
ま
す

 
ナ
ユ
タ
は
い
か
に
も
魔
法
少
女
と
い
う
格
好
で

 

限
ま
で
胸
を
強
調
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
服
を
着
て
い
た
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
変
な
事
を
言
わ
な
い
と
言

た
手
前

突

込
む
に
突

込
め
ず

 
と
て
も
複
雑
な
表
情
を
す
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
７
１
３
話
 
被
害
者
の
会

 
ナ
ユ
タ
を
前
に
ま

た
く
動
こ
う
と
せ
ず
何
も
言
お
う
と
し
な
い
ハ
チ
マ
ン
を

し
げ
に
思

い
つ
つ
も

 
場
を
動
か
す

に
キ
リ
ト
が
最
初
に
動
い
た

書
き
⻑
い
な
お
い

 
そ
の
言
葉
が
呼
び
水
に
な
り

他
の
者
も
次
々
と
ナ
ユ
タ
に
話
し
か
け
始
め
た

魔
法
少
女
な
の
に
格
闘
家
な
の

ど
ん
な
魔
法
が
使
え
る
の

ご
め
ん
な
さ
い

実
は
使
え
ま
せ
ん

え

そ
う
な
の

あ
は
は
は
は

新
機

だ
ね

う
わ

う
わ

何
か
色
々
凄
い
な

私
も
こ
う
だ

た
ら
な

無
い
も
の
ね
だ
り
は
や
め
ろ
レ
ン

私
達
は
こ
れ
で
い
い
ん
だ

で
も

や

ぱ
り
ち

と
は

ね

く

最
近
成
⻑
著
し
い
と
は
い
え
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さ
す
が
に
こ
ん
な
魔
王
サ
イ
ズ
ま
で
成
⻑
す
る
の
は
私
に
は
無
理
ね

む

あ
た
し
だ

て
サ
イ
ズ
な
ら
負
け
て
な
い
も
ん

こ
う
い
う
正

な
服
も
あ
り
ね

今
度
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
よ
う
か
し
ら

あ
れ

こ
れ

て
前
に
僕
が

女
連
の
方
に
頼
ま
れ
て
作

た
奴
に
似
て
る
よ
う
な

ん
ん

な

闇
風
君

こ
の
子
ど
こ
か
で

奇
遇
だ
な
ゼ
ク
シ

ド

俺
も
気
に
な

て
た
ん
だ
よ
そ
れ

 
ど
こ
だ

た
か
な

シ

ナ

み
だ
と
思

た
ん
だ
け
ど
な

ね

格
闘
家

て
言

て
た
け
ど

攻
撃
は
基
本
素
手
な
の

専
用
武
器
と
か
は
無
い
の

 
こ
ん
な
感
じ
で
い
き
な
り
の
大

わ
い
で
あ
る

 
そ
ん
な
仲
間
達
の
様
子
を
見
て
我
に
返

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
が
や

と
再

動
し
た

お
前
ら

ナ
ユ
タ
が
困

て
る
だ
ろ

あ
ま
り
⻑
く
立
ち
話
を
続
け
る
の
も
ア
レ
だ
し

 
と
り
あ
え
ず
先
に
ど
こ
か
に
案
内
し
て
も
ら

て
一

落
ち
着
こ
う

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

そ
の
前
に

こ
の
子
の
格
好

て
ど
う
思
う

ぐ

こ
い
つ

分
か

て
て
言

て
や
が
る
な
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ハ
チ
マ
ン
は
イ
ヴ
に
そ
う
言
わ
れ

イ
ヴ
が
ナ
ユ
タ
の
正
体
を
知

て
い
る
事
を
確
信
し
た

 
だ
が
こ
こ
で
自
分
が
イ
ヴ
に
何
か
言

て
ネ
タ
バ
レ
を
し
て
し
ま
う

に
も
い
か
な
い

 
今
の
ナ
ユ
タ
の
格
好
に
つ
い
て
も
色
々
言
い
た
い
事
は
あ

た
が

 
自
分
が
い
る
事
を
分
か

た
上
で
の
こ
の
格
好
な
の
だ
ろ
う
し
こ
れ
く
ら
い
は
大
目
に
み
る

べ
き
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
無
言
の
ま
ま
そ
う
考
え

無
難
な
褒
め
言
葉
を
選
択
す
る
事
に
し
た

い
い
と
思
う
ぞ

凄
く
似
合

て
る
し
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
ナ
ユ
タ
は
あ
か
ら
さ
ま
に
ほ

と
し
た
顔
を
し
た

案
外
優
里
奈
も
俺
に

ら
れ
な
い
か
と

張
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
感
じ
つ
つ
ナ
ユ
タ
が
落
ち
着
い
た

を
見
計
ら

て
仲
間
達
に

令
を
か

け
たそ

れ
じ

あ
出
発
だ

ナ
ユ
タ

案
内
を
頼
む

は
い

こ

ち
で
す

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
と

女
連
の
合
同
チ

ム
は

 
ナ
ユ
タ
の
案
内
で

華
街
の
方
に
向
か

て
歩
き
始
め
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そ
の
後
を
忍
レ
ジ

ン
ド
の
面
々
も

何
と
な
く
つ
い
て
い
く
事
に
な

た

 
そ
ん
な
大
軍
勢
と
化
し
た
ハ
チ
マ
ン
達
の
様
子
を
こ
そ
こ
そ
と

う
集
団
が
あ

た

お
い
見
ろ
よ

に
あ
い
つ
が
帰

て
き
や
が

た

忍
レ
ジ

ン
ド
は
敵
側
に
付
く
の
か

忘
れ
も
し
な
い
あ
の

よ
し

急
連

網
を
使

て
出
来
る
だ
け
人

を
集
め
ろ

悪
魔
め

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ

そ
の
男
達
は
ど
こ
か
へ
の
連

を
続
け

 
そ
し
て
そ
の
場
に
は

次
々
と

所
属
の
プ
レ
イ
ヤ

が
集
結
を
始
め
た

  
一
方
の
ん
び
り
と
観
光
気
分
で
歩
い
て
い
る
ハ
チ
マ
ン
達
で
あ
る

ナ
ユ
タ

こ
れ
か
ら
ど
こ
に
行
く
ん
だ

は
い

旅

安
土

に
行
こ
う
と
思
い
ま
す

 
そ
の
ナ
ユ
タ
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

安
土

て

ま
さ
か
と
は
思
う
が

安
土
城
の
事
じ

な
い
よ
な

い
い
え

そ
う
で
す
よ

ゲ

ム
内
で
想
像
図
を
完
全
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
ね
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マ
ジ
か
よ

 
そ
の
言
葉
に
一
番
食
い
つ
い
た
の
は

横
に
い
た
キ
リ
ト
で
あ

た

そ
う
か

確
か
に
ゲ

ム
内
だ
と
そ
う
い
う
の
が
可
能
な
の
か

こ
れ
は

点
だ

た
な

キ
リ
ト
さ
ん
は
お
城
と
か
お
好
き
な
ん
で
す
か

も
ち
ろ
ん
だ
よ

男
で
戦
国
時
代
が

い
な
奴
は
い
な
い
よ
な

ハ
チ
マ
ン

あ
あ

い
だ
と
い
う
奴
は
男
じ

ね
え

何
か
別
の
生
き
物
だ
な

そ
う
い
う
も
の
で
す
か

 
そ
の
後
も
二
人
は
大
は
し

ぎ
で
あ

た

闇
風
や
ゼ
ク
シ

ド
ナ
タ
ク
に
レ
コ
ン
も
そ
れ

に
乗
り

 
男
性

は
大

り
上
が
り
と
な

た

そ
れ
と
入
れ

わ
る
よ
う
に
後
方
に
下
が

た
ア
ス
ナ

は 
苦
笑
し
な
が
ら
リ
ズ
ベ

ト
に
こ
う
話
し
か
け
た

私
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
話
で

分

り
上
が

て
る
み
た
い
だ
よ

ま
あ
男

て
ど
う
で
も
い
い
事
で

り
上
が
る
事
が
あ
る
わ
よ
ね

仕
方
な
い
で
す
よ

多
分
そ
う
い
う
生
き
物
な
ん
で
す
よ
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ハ
チ
マ
ン
様

か
わ
い
い

し
か
し
こ
こ
は

戸
を
メ
イ
ン
で
再
現
し
た
街
な
の
だ
と
思

て
い
た
け
れ
ど

 
そ
う
い
う

設
も
あ
る
の
ね

 
そ
こ
に
同
じ
く
下
が

て
き
た
ナ
ユ
タ
が

何
気
な
く
こ
う
言

た

近
く
に
番
町
猫
屋
敷

て
の
も
あ
り
ま
す
け
ど

ナ
ユ
タ
さ
ん

そ
の
話

し
く

 
今
度
は
ユ
キ
ノ
が
そ
の
ナ
ユ
タ
の
言
葉
に

大
に
食
い
つ
い
た

え

と

番
町
猫
屋
敷

て
い
う
の
は

近
く
に
あ
る
オ
バ
ケ
屋
敷
の
名
前
で
す

 
ナ
ユ
タ
が
そ
う
言

た

間
に

ア
ス
ナ
が
ビ
ク

と
し
た

確
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ

ラ
で
も
普
通
に
遊
べ
る
仕
様
だ
と
公
式
に
書
い
て
あ

た
気
が
し
ま
す

そ
う

名
前
か
ら
し
て
も
し
か
し
た
ら
そ
う
か
も
と
は
思

た
の
だ
け
れ
ど

 
猫
屋
敷
で
オ
バ
ケ
屋
敷

こ
れ
は
も
う
行

て
み
る
し
か
な
い
わ
ね

ア
ス
ナ

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言

て
さ
り
げ
な
く
遠
く
に
離
れ
よ
う
と
し
て
い
た
ア
ス
ナ
の

を
ガ
シ

と
掴
ん
だ

い

だ
よ

絶
対
怖
そ
う
だ
も
ん
そ
れ
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大
丈
夫
よ
怖
い
の
は
最
初
だ
け
だ
か
ら
ち

と
し
た
ら
き

と
肉

が
気
持
ち
良
く
な

る
か
ら

ユ
キ
ノ

意
味
が
分
か
ら
な
い
か
ら

 
そ
ん
な
別
ベ
ク
ト
ル
の

り
上
が
り
を
み
せ
な
が
ら

一
行
は

も
歩
き
続
け
た

  
再
び
一
方

こ
ち
ら
は

味
処

化
け
猫
茶
屋
に

い
出
し
に
出
て
い
た
コ
ヨ
ミ
で
あ
る

 
ユ
キ
ノ
が
そ
の
事
を
事
前
に
知

て
い
た
ら
も
う
少
し
そ
の
場
に
残
る
事
を
主
張
し
た
に
違

い
な
い

 
だ
が
結
果
的
に
そ
の
選
択
が
と
ら
れ
な
か

た
事
が

ヴ

ル
ハ
ラ
に
と

て
は
幸
い
し
た

誰
も
い
な
い

 
コ
ヨ
ミ
は
ナ
ユ
タ
に
す

か
り
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た

で
は
な
く

 
そ
の
場
に
は
ト
ビ
サ
ト
ウ
が
メ

セ
ン
ジ

と
し
て
残
さ
れ
て
い
た

コ
ヨ
ミ
さ
ん

こ

ち
こ

ち

あ
れ

さ
ん

ナ
ユ
さ
ん
と
イ
ヴ
さ
ん
は

言
う
な

俺
は
ト
ビ
サ
ト
ウ
だ
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で
も

さ
ん
な
ん
で
し

そ
の
パ
タ

ン
は
さ

き
や

た
だ
ろ

ま
あ
い
い

姫
候
補
か
ら
の
伝
言
だ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
と

女
連
を
安
土
に
案
内
す
る
事
に
な

た
か
ら

 

し

な
い
け
れ
ど
そ

ち
で
合
流
し
ま
し

う

だ
そ
う
だ

ち

と

ど
う
い
う
事

ま
あ
置
い
て
い
か
れ
た
事
に
は
確
か
に
同
情

 
ト
ビ
サ
ト
ウ
は
そ
の
事
で
コ
ヨ
ミ
が

て
い
る
の
だ
と
思
い

そ
う
言
い
か
け
た

 
だ
が
次
の

間
コ
ヨ
ミ
は
顔
を
真

に
し
て
ト
ビ
サ
ト
ウ
に
詰
め
寄

た

あ
ん
た
達
の
姫
候
補

は
私
で
し

う
が

る
と
こ
そ

ち
か
よ

何
よ

他
に
何
が
あ
る

て
言
う
の
よ

い
や

ま
あ
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
ん
だ
が

 
ナ
ユ
タ
に
置
い
て
い
か
れ
た
事
が
コ
ヨ
ミ
的
に
問
題
な
い
な
ら
そ
れ
で
い
い

 
ト
ビ
サ
ト
ウ
は
そ
う
考
え

言
葉
を

す
に

め
た

 
そ
の
時
二
人
の

に

こ
ん
な
言
葉
が

こ
え
て
き
た
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お
い

あ
い
つ
ら
は
ど
こ
に
行

た

情
報
に
よ
る
と

安
土

に
向
か

た
ら
し
い

く
そ

逃
げ
ら
れ
た
か

い
や

逆
に
こ
れ
は
幸
い
か
も
し
れ
ん

安
土
と
い
え
ば

だ
ろ

 
と
い
う
事
は

あ
い
つ
ら
は
そ
こ
に
し
ば
ら
く

す
る
は
ず
だ

 
な
の
で
今
の
う
ち
に
こ
こ
で

兵
を
集
め
て
戦
力
を
充
実
さ
せ
よ
う

確
か
に
そ
れ
は
名
案
だ
な

よ
し

ハ
チ
マ
ン
め

目
に
も
の
を
み
せ
て
や
る
ぞ

 
そ
の
物

な
会
話
に
ト
ビ
サ
ト
ウ
と
コ
ヨ
ミ
は
顔
を
見
合
わ
せ
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
会
話
を
始
め
た

さ
ん

こ
れ

て

あ
れ
は
確
か

被
害
者
の
会

だ
な

被
害
者
の
会

何
そ
れ

知
ら
な
い
の
か

あ
ん
た
の
友
人

み
の

名
な
話
だ
ぞ

 
友
人
と
言
わ
れ

コ
ヨ
ミ
の

裏
を
よ
ぎ

た
の
は
ナ
ユ
タ
の
顔
で
あ

た

 
ま
あ

純
に

コ
ヨ
ミ
に
は
他
に
友
達
が
い
な
い
だ
け
で
あ

た
が

友
人

て
ナ
ユ
さ
ん
の
事
だ
よ
ね

あ
あ

も
し
か
し
て

の
悪
魔
使
い
の
噂
の
元
ネ
タ
の
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あ
あ

姫
候
補
に
ス
ト

カ

く
付
き
ま
と

て
い
た
奴
を

 
突
然
現
れ
た
恐
ろ
し
く
強
い
プ
レ
イ
ヤ

が
フ
ル
ボ

コ
に
し
た

の
あ
れ
だ

 
あ
の
事
件
の
時

き
込
ま
れ
た
奴
が
相
当
い
る
ら
し
く
て

そ
い
つ
ら
の
集
ま
り
だ
な

だ
か
ら
姫
候
補

は
私
だ

て
ば

そ
の
話
は
一

横
に
置
い
と
け
よ

 
そ
こ
に

る
コ
ヨ
ミ
に
対
し

ト
ビ
サ
ト
ウ
は
大
き
な
声
を
出
し

 
二
人
は

て
て
お

い
の
口
を
押
さ
え
た

さ
ん

声
が
大
き
い

あ
ん
た
も
な

 
二
人
は
そ
う
言
い
合
い

気
ま
ず
そ
う
な
顔
を
し
た
後

お

い
の
口
か
ら
手
を
離
し
た

と
り
あ
え
ず
話
を
続
け
ま
し

で

そ
れ
が
今

不
穏
な
動
き
を
み
せ
て
い
る

あ
あ

ど
う
や
ら
タ

ゲ

ト
は
う
ち
の

候
補
ら
し
い
な

 
正
直
被
害
者
の
会
は
う
ち
よ
り
も
全
然
大
き
な
組

だ
か
ら
事
を

え
た
く
は
な
い
ん
だ
が

 
報
告
く
ら
い
は
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
な
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候
補

て
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
事

当
た
り
前
だ
ろ

他
に
誰
が
い
る
と
い
う
ん
だ

 
そ
の
変

り
に
コ
ヨ
ミ
は

れ
た
が

ま
あ
本
人
達
が
い
い
な
ら
い
い
か
と
考
え

 
情
報
を

の
中
で
整
理
し
つ
つ

ト
ビ
サ
ト
ウ
に
こ
う

ね
た

ま
あ
い
い
や

と
い
う
か
忍
レ
ジ

ン
ド
よ
り
も
全
然
大
き
な
組

て

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
ど
れ
だ
け
や
ら
か
し
た
の

情
報
に
よ
る
と

人

ら
し
い
ぞ

う
わ
や
ば
い
ね
そ
れ

ま
あ
で
も
ナ
ユ
さ
ん
が
ピ
ン
チ
な
ん
だ
し
私
は
急
い
で
安
土
に

向
か
う
ね

う
ち
と
し
て
は
そ
の
後
は
ど
う
動
く
事
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
こ
ま
で
は
付
き
合
う

さ
あ
り
が
と

さ
ん

言
う
な

 
こ
う
し
て
偶
然
情
報
を
得
た
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
達
の
後
を
追
い
か
け
る

に
同
行
す
る
事
に

な

た
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急
ぎ
出
発
し
た
二
人
の
背
に

こ
ん
な
声
が

い
た
が

 
か
つ
て
の
敵
味
方
で
あ
る
二
人
は
そ
の
ま
ま

り
返
る
事
な
く

ん
で
安
土
へ
と
向
か

て

走
り
出
し
た

お

お
兄
さ
ん

見
る
か
ら
に
強
そ
う
だ
ね

 
実
は
俺
達

凄
く
強
い
プ
レ
イ
ヤ

相
手
に
戦
わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
け
ど

 
も
し
良
か

た
ら
う
ち
に

兵
と
し
て

わ
れ
て
み
な
い

何

凄
く
強
い
プ
レ
イ
ヤ

だ
と

そ
れ
は
興
味
が
あ
る
な

是
非
参
加
さ
せ
て
く
れ

 
今

の
魔
剣
グ
ラ
ム
は
血
に

え
て
い
る
の
で
な

 
こ
う
し
て
事
態
は
急
変
す
る
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第
７
１
４
話
 
ハ
チ
マ
ン
君
を
拉
致
し
ま
す

お
お

中
々
い
い
じ

な
い
か

う
わ

あ
の
天
守

格
好
良
す
ぎ
だ
ろ

中
は
完
全
に
ぶ
ち
抜
き
か

さ
す
が
よ
く
分
か

て
る
な

あ

は

は

は

は

は
は
は
は
は

は
は
は
は
は
は
は

 
仲
間
達
が
チ

ク
イ
ン
を
済
ま
せ

大
部
屋
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
そ
の

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

速
二
人
で
天
守

に
突
撃
し

 
そ
の
奇
抜
さ
に
度

を
抜
か
れ

楽
し
く
て
仕
方
な
い
と
い
う
風
に
高
笑
い
し
て
い
た

あ
の
二
人

本
当
に
楽
し
そ
う
だ
よ
な

休

も
そ
こ
そ
こ
に
走

て
い
き
ま
し
た
ね

本
当
に
タ
フ
だ
よ
ね

い
く
ら
肉
体
的
な
疲
れ
が
ほ
と
ん
ど
無
い
と
は
い
え

 
初
め
て
の
場
所
に
来
る
と
や

ぱ
り
精
神
が
疲

し
ま
す
し
ね
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そ
れ
を
見
た
男
性

の
反
応
は
そ
ん
な
感
じ
だ

た

 
一
方
女
性

は
ハ
チ
マ
ン
や
キ
リ
ト
は
そ

ち
の
け
で

の
話
題
で

り
上
が

て
い
た

せ

か
く

旅

に
来
た
ん
だ
し

入
ら
な
い

て
手
は
な
い
よ
ね

そ
う
だ

に
行
こ
う

今
日
の
男
女
比
だ
と

男
風
呂
は

そ
う
だ
け
ど

女
風
呂
は
交
代
制
に
な
る
か
な

ち
な
み
に
こ
こ
に
は
混

も
あ
り
ま
す
よ

 
今
日
は
運
良
く
貸
し
切
り
に
出
来
た
の
で
他
の
人
が
こ
の
旅

に
入

て
く
る
事
も
な
い
で

す 
そ
の

間
に
女
性

は
ピ
タ
リ
を
話
す
の
を
止
め

お

い
に
様
子
を

う
よ
う
な

態
と

な

た

 
こ
う
い
う
時
に
場
を
仕
切
る
の
は
ア
ス
ナ
の
役

で
あ
る

そ
れ
じ

あ
女
湯

と
混

に
分
か
れ
よ
う
か

男
性

は
基
本
男
湯
で
い
い
よ
ね

お

お
う

当
然
だ
ろ

当
然
僕
に
は
ま

た
く
依
存
は
な
い
よ

ぼ

僕
も
で
す
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僕
も
男
湯
で

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
関
し
て
は
皆
さ
ん
の
お
好
き
に

 
闇
風
は
若

未
練
が
あ
り
そ
う
で
は
あ

た
が
さ
す
が
に
女
性

か
ら
の
プ
レ

シ

に

は
勝
て
ず

 
そ
う
言
わ
ざ
る
と
得
な
か

た
よ
う
だ

良
識

の
ゼ
ク
シ

ド
と
レ
コ
ン
は
最
初
か
ら
男
湯

一
択
で
あ
り

 
ナ
タ
ク
は

て
ハ
チ
マ
ン
の
身

を
女
性

に
差
し
出
し
た

は

い
そ
れ
じ

あ
好
き
に
し
て
い
い
ら
し
い
の
で
ハ
チ
マ
ン
君
は
拉
致
し
て
混

に
放

り
込
む
ね

 
混

は
水
着
着
用

そ
の
上
で
先
ず
女
湯
希
望
の
人

手

 
こ
こ
で
手
を
上
げ
た
の
は

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

コ
マ
チ

リ

フ

の
み
で
あ
る

 
残
る
ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

ユ
イ
ユ
イ

イ
ロ
ハ

ユ
ミ

シ
ノ
ン

セ
ラ
フ

ム

 
フ
カ
次
郎

ス
ク
ナ

レ
ン

シ

リ

ミ
サ
キ
は
当
然
の
よ
う
に
混

を
選
択
し
た

そ
れ
じ

あ

女
連
の
皆
さ
ん
に
は
女
湯
を
使

て
も
ら
う
と
し
て

 
お

か
さ
ん

イ
ヴ
さ
ん
だ
け
混

て
事
で
こ

ち
で
も
ら

て
も
い
い
で
す
か

問
題
な
い
よ

こ
の
子

さ

き
か
ら
何
か
言
い
た
そ
う
に
う
ず
う
ず
し
て
た
し
ね
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そ
う
図
星
を
突
か
れ
た
イ
ヴ
は

恥
ず
か
し
そ
う
に
下
を
向
い
た

そ
れ
じ

あ
拉
致
計
画
を
立
て
る
の
で

ユ
キ
ノ

リ
ズ

ち

と
こ

ち
へ

あ

私
も
な
の
ね

う
ん

ち

と
リ
ズ
に
は
や

て
も
ら
う
事
が
あ

て
ね

 
三
人
は

の
方
に
集
ま

て
何
か
相
談
を
始
め
た

 
ユ
キ
ノ
が
何
か
を
提
案
し

リ
ズ
ベ

ト
が
そ
れ
に

く

 
ど
う
や
ら
作
戦
が
決
ま

た
よ
う
で
ア
ス
ナ
は
こ
ち
ら
に

て
く
る
と

人
に
指

を

出
し
た

先
ず
リ
ズ
か
ら
キ
リ
ト
君
に
連

を
入
れ
て
も
ら

て

 
ハ
チ
マ
ン
君
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
足
止
め
だ
け
し
て
も
ら
う
ね

 
そ
の
後

希
望
者
は
全
員
水
着
に
着

え
て
ハ
チ
マ
ン
君
を
襲
撃

 
こ
ち
ら
を
ま
と
も
に
見
れ
な
い

態
に
し
て
取
り
囲
み
そ
の
ま
ま
女
湯
へ
と
連
行
す
る
よ

 
女
湯
を
希
望
し
な
い
組
は
バ

ク
ア

プ
に
入

て

 
そ
の
指

を
受
け

人
は
忙
し
く
動
き
始
め
た

リ
ズ
タ
イ
ミ
ン
グ
は
こ
ち
ら
か
ら
指

す
る
か
ら
キ
リ
ト
君
に
事
前
に
連

だ
け
入
れ
て
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お
い
て

了
解

ミ
サ
キ
さ
ん

こ
の

て
使
え
ま
す
か

い
ざ
と
い
う
時
に

き
付
か
せ
て

束
す
る
用

な
ん
で
す
が

任
せ
て
下
さ
い
な

私

の
扱
い
も
得
意
で
す
の
よ

ス
ク
ナ

予
備
の
水
着

て
あ
る

一
応
持

て
る
け
ど

ち

と
地
味
な
ん
だ
よ
ね

あ
る
わ
よ

こ
れ
と
か
こ
れ

こ
れ
な
ん
か
ど
う

う
わ

こ
れ
全
部
ス
ク
ナ
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
か

凄
く
か
わ
い
い
で
す
ね

レ
ン
に
似
合
い
そ
う
な
の
も
ち

ん
と
あ
る
わ
よ

や

た

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
女
性

の
準
備
が
整
い

リ
ズ
ベ

ト
か
ら
キ
リ
ト
に
連

が
い

た

げ

さ

き
の

て
マ
ジ
だ

た
の
か

ん

ど
う
し
た
キ
リ
ト

い
や

リ
ズ
に
呼
ば
れ
た

何
か

急
事
態
と
か
じ

な
い
よ
な
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お
う

悪
い
が
ち

と
行

て
く
る
わ

分
か

た

俺
は
も
う
少
し
こ
こ
に
い
る
わ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
あ
く
ま
で
も
自
然
な
動
き
を
装

て
ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ
に
立
つ
と

 
ハ
チ
マ
ン
の
体
に
ガ
シ

と
手
を
回
し

そ
の
ま
ま
持
ち
上
げ
た

ふ
ん

う
お
お
お
お
お

お
い
キ
リ
ト

い
き
な
り
何
す
る
ん
だ
よ

す
ま
ん
ハ
チ
マ
ン

さ
す
が
の
俺
も

女
性

全
員
を
敵
に
回
す

に
は
い
か
な
い
ん
だ

 
大
人
し
く
こ
の
ま
ま
俺
に
連
行
さ
れ
て
く
れ

な

何
だ
と

ま
さ
か
裏
で
何
か
の
計
画
が

す
ま
ん

す
ま
ん

く

く
そ

こ
う
な

た
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
唯
一
自
由
に
な

て
い
た
足
を
使
い

キ
リ
ト
を
転
ば
そ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
の

間
に
ど
こ
か
ら
か

が
飛
来
し
キ
リ
ト
ご
と
ハ
チ
マ
ン
の
体
を
ぐ
る
ぐ
る

き
に
し
た

う
お

だ

誰
だ
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私
で
す
わ
ハ
チ
マ
ン
様

絶
対
に
逃
が
し
ま
せ
ん
事
よ

ミ

ミ
サ
キ
さ
ん

一
体
こ
れ
は

さ
あ
皆
さ
ん

出
番
で
す
わ
よ

 
そ
の
ミ
サ
キ
の
言
葉
を
受
け

あ
ち
こ
ち
か
ら
水
着

の
メ
ン
バ

達
が
現
れ

 
そ
の
ま
ま
二
人
を
取
り
囲
ん
だ

な

何
だ
こ
れ
は

さ
あ
ハ
チ
マ
ン
君

に
行
く
よ

ア

ア
ス
ナ

ミ
サ
キ
さ
ん

も
う

束
を
緩
め
て
も
大
丈
夫

で
も
ま
だ
完
全
に
は
外
さ
な
い
で

心
得
ま
し
た
わ

リ
ズ

リ

フ

ち

ん

キ
リ
ト
君
を
今
の
う
ち
に
引

張
り
出
し
て

 
他
の
み
ん
な
は
絶
対
に
ハ
チ
マ
ン
君
の
囲
み
を
解
か
な
い
よ
う
に
ね

 
も
し
ハ
チ
マ
ン
君
が
暴
れ
た
ら

思
い

き
り
押
し
付
け
ち

え
ば
い
い
か
ら

押
し
付
け
る

押
し
付
け
る

て
何
を
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
様

私
の
胸
は
こ
の
時
の

に
存
在
す
る
ん
で
す
よ
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マ

ク
ス

ユ
イ
ユ
イ
ま
で

く
そ

分
か

た

分
か

た
か
ら

 
大
人
し
く

に
入
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

ま

た
く
ど
う
せ
男
湯
と
女
湯
に
分
か
れ
る
の
に

 
何
で
こ
ん
な
回
り
く
ど
い
事
を

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
つ
つ
も
実
は
混

の
存
在
を
確
信
し
て
お
り
逃
げ
る
機
会
を

て
い
た

 
こ
の

況
で
混

が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
は
ま

た
く
考
え
ら
れ
な
か

た

何
と
か

を
取
り
出
せ
れ
ば

置
的
に
こ
の

は
切
れ
る
は
ず

 

り
は
こ
い
つ
ら
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
ら
強
引
に
突
破
す
る
の
は
無
理

 
と
な
る
と

キ
リ
ト
が
ま
だ

み
台
と
し
て
使
え
る
今
の
う
ち
に

 
そ
れ
を

み
台
と
し
て
上
か
ら
脱
出
し
て

そ
の
ま
ま
天
守

に
逃
げ
込
め
ば

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い

キ
リ
ト
が
簡

に

束
か
ら
引

張
り
出
さ
れ
な
い
よ
う
に

 

度
に
そ
の

魔
を
し
つ
つ
密
か
に
手
元
に
コ
ン
ソ

ル
を
出
し
て

を
装
備
し
よ
う
と

し
たも

う
少
し

よ
し

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
手
に

が
現
れ
た
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あ

ア
ス
ナ

ま
ず
い

み
ん
な

囲
み
を
詰
め
て

 
だ
が
そ
の
指

が
達
成
さ
れ
る
直
前
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
の

を

み
台
に
し
て
飛
び
上
が
り

 
上
か
ら
囲
み
を
抜
け

上
へ
の

方
面
に
着
地
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
横
か
ら
何
か
が
凄
い
ス
ピ

ド
で
ハ
チ
マ
ン
に
迫
り

 
ま
だ
空
中
に
い
た
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
そ
の
胸
に
押
し
付
け

そ
の
ま
ま

束
し
た

だ

誰
だ

い
や

こ
の
胸
は

ふ
ふ

油
断
し
ま
し
た
ね

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

優
里
奈
か

 
そ
し
て
後
方
か
ら

女
性

が
口
々
に
ナ
ユ
タ
を
賞

し
た

魔
法
少
女
ち

ん

ナ
イ
ス

ナ
ユ
ち

ん

助
か

た
よ

あ
り
が
と
う

く

そ
の
役
目

私
が
や
り
た
か

た

ハ
チ
マ
ン
の
奴
何
て

ま

い
い
や
そ
れ
は
い
つ
も
か
さ
す
が
に
も
う
慣
れ
た
な
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や
れ
や
れ

ま

た
く

生

が
悪
い
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
抗
議
し
よ
う
と
し
た
が

 
顔
が
完
全
に
ナ
ユ
タ
の
胸
に

ま

て
い
た

に
言
葉
を
発
す
る
事
が
出
来
な
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
両
手
両
足
を
完
全
に
女
性

に
捕
ま
れ

 
よ

て
た
か

て
混

へ
と
連
行
さ
れ
る
事
と
な

た

お
い
ア
ス
ナ

お
前

う
ん

言
い
た
い
事
は
分
か
る
け
ど

男
湯
は
と
も
か
く
女
湯
は

 
こ
の
メ
ン
バ

だ
と
絶
対
的
に
ス
ペ

ス
が
足
り
な
い
の

 
だ
か
ら
混

も
活
用
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
ね

だ

た
ら
俺
も
男
湯
に

他
の
人
の
希
望
も
こ
う
い
う
時
に

い
て
お
か
な
い
と

ガ
ス
抜
き
に
な
ら
な
い
ん
だ
よ
ね

 
こ
れ

て
誰
の
せ
い
な
の
か
な

か
な

な

何
か
す
ま
ん

 
そ
の
ア
ス
ナ
の

圧
感
に

ハ
チ
マ
ン
が
逆
ら
え
る
は
ず
も
な
か

た

ま
あ
水
着
着
用
な
ら
別
に
い
い
か
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そ
う
そ
う

人
間

め
が

心
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
で

抗
を
や
め

大
人
し
く
連
行
さ
れ
て
い

た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
功
労
者
で
あ
る
ナ
ユ
タ
に
こ
う
言

た

と
い
う

で
ナ
ユ
ち

ん

今
回
の
功

に
よ
り

混

で
の
入

を
許
可
し
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
う
し
て
混

で

ハ
チ
マ
ン
は
大
人
し
く
女
性

の
相
手
を
さ
せ
ら
れ
る
事
に
な
り

 
ご
想
像
に
お
任
せ
す
る
が
中
で
は
色
々
と
人
に
見
せ
ら
れ
な
い
よ
う
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
続
出

し
た

 
当
然
事
前
に
ア
ス
ナ
の
許
可
を
得
そ
こ
ま
で
な
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
線
引
き
が
成
さ
れ
た

結
果
で
あ
る

 
ふ
う

い
い
お
湯
だ

た
ね

ハ
チ
マ
ン
君

お
い
ア
ス
ナ

も
し
も
こ
の
後
ユ
キ
ノ
が
番
町
猫
屋
敷
に
行
く
と
言
い
出
し
て
も

 
俺
は
お
前
の
味
方
は
し
な
い
か
ら
な

え
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ア
ス
ナ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
顔
を

く
し
た

そ

そ
ん
な

ハ
チ
マ
ン
君

私
の
事
愛
し
て
る
よ
ね

だ

た
ら

お
う

だ
か
ら
俺
が
隣
で
ち

ん
と
守

て
や
る
か
ら
心
配
す
る
な

て

う

う

 
そ
の
時
旅

の
入
り
口
か
ら

こ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
の

急
事
態
で
す

ナ
ユ
さ
ん
い
る

大
変
な
の

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
繋
い
で

ん

何
だ

何
だ
ろ
う
ね

 
こ
う
し
て
コ
ヨ
ミ
と
ト
ビ
サ
ト
ウ
は
中
に
通
さ
れ

 
先
ほ
ど
見

き
し
た
事
に
つ
い
て
説
明
す
る
事
と
な

た

 
ち

と
残
業
が
続
い
て

時
間
が
ま

た
く
と
れ
な
か

た
の
で
三
日
ほ
ど
投
稿
を
お
休

み
さ
せ
て
い

き
ま
す
再
開
は
金
曜
の
お
昼
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で

し

あ
り
ま
せ
ん
が
ご
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了

下
さ
い



 第７１５話 オンオフ

 
第
７
１
５
話
 
オ
ン
オ
フ

 
す
み
ま
せ
ん
お
待
た
せ
し
ま
し
た

お
前
は
確
か

ト
ビ
サ
ト
ウ
だ

た
か

そ
れ
に
コ
ヨ
ミ
さ
ん
か
何
か
あ

た
の
か

実
は
私
達
は

誰
か

だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
即
座
に
そ
う
突

込
ん
だ

扱
い
さ
れ
た
の
は
さ
す
が
に
初
め
て
だ

た
ら
し

い
当
然
我
ら
が
主
君

ハ
チ
マ
ン
の

の
事
で
ご
ざ
る

普

は
言
わ
な
い
の
に
こ
う
い
う
時
だ
け
ご
ざ
る
と
か
言
う
な

う

拙
者
の
話
を

い
て
下
さ
れ

と
に
か
く

急
事
態
な
の
で
ご
ざ
る

あ
あ
分
か

た
分
か

た
ロ

ル
プ
レ
イ
の
ま
ま
で
い
い
か
ら
何
が
あ

た
か

か
せ
て

く
れ
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か
た
じ
け
な
い

 
報
告
し
て
い
る
う
ち
に
ど
う
や
ら
気
分
が
高
ま

て
ノ
リ
ノ
リ
に
な

て
し
ま

た
の
だ
ろ

う 
ト
ビ
サ
ト
ウ
は
そ
ん
な
時
代
が
か

た
言
い
方
で
そ
う
言

た

ま
あ
ま
あ

さ
ん

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
て

て

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

私
達
さ

き
ね

 
ト
ラ
フ

ク
ス
の
所
で
被
害
者
の
会
が
こ
ん
な
会
話
を
し
て
る
の
を

い
ち

た
の

 
コ
ヨ
ミ
は
コ
ヨ
ミ
で

呼
ば
わ
り
を
続
け
て
い
た

 
ト
ビ
サ
ト
ウ
も
も
う

め
た
の
か

特
に
コ
ヨ
ミ
に
抗
議
を
す
る
気
配
は
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
も
そ
の
呼
び
方
に
対
し
て
思
わ
ず

き
出
し

 
面
白
い
の
で
自
分
も
そ
う
呼
ぼ
う
な
ど
と
思
い
つ
つ
コ
ヨ
ミ
に
こ
う

き
返
し
た

被
害
者
の
会

何
だ
そ
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
一
体
何
の
被
害
者
な
の
だ
ろ
う
か
と

し
げ
な
表
情
を
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
横
で
そ
れ
を

い
て
い
た
ナ
ユ
タ
は

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
思
い

き
り
当
事
者
で
す
と
突

込
み
た
い
の
を
必
死
で
我
慢
し
て
い
た

え

と

凄
く
言
い
に
く
い
ん
だ
け
ど
さ
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ハ
チ
マ
ン
さ
ん

て

以
前

で
大
暴
れ
し
た
事
が
あ
る
よ
ね

お

お
う

遠
い

に
そ
ん
な
事
も
あ

た
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
態
度
に
先
ほ
ど

み
台
に
さ
れ
た
キ
リ
ト
が
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
突

込

ん
だお

い
ハ
チ
マ
ン

お
前

俺
達
の
知
ら
な
い
所
で
ま
た
何
か
や
ら
か
し
た
ん
だ
ろ

失

な

ま
た
と
は
何
だ
ま
た
と
は

そ
ん
な
に
何
度
も
や
ら
か
し
た
り
は
し
て
い
な
い

で
い
い
や
ま
あ
ち

と
知
り
合
い
に
し
つ
こ
く
声
を
か
け
て
き
た
奴
ら
を
ボ
コ

た

だ
け
だ

 
た
だ
そ
の

が
結
果
的
に
ち

こ

と
多
か

た
だ
け
で
な

な
る
ほ
ど

そ
の
時
の
連
中
が
集
ま

て
作

た
会
と
い
う
事
ね

 
ユ
キ
ノ
は

静
な
口
調
で
そ
う
言
う
と

続
け
て
コ
ヨ
ミ
と
ト
ビ
サ
ト
ウ
に
こ
う

ね
た

で

そ
の
被
害
者
の
会
と
い
う
の
は
ど
の
く
ら
い
の

模
の
集
ま
り
な
の
か
し
ら

被
害
者
の
会
の

成
員
は
最
初
は
ギ
ル
ド
の

を
超
え
て
二

人
く
ら
い
だ

た
ん
で
す
が

 
い
つ
し
か
そ
の
所
属
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

が
結
集
し
て
連
合
し
今
は
五

人
く
ら
い
に
な
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て
ま
す
ね

ご多
い
ね

 
さ
す
が
の
一
同
も

そ
の

の
多
さ
に
絶

し
た

そ
ん
な
に
か
よ

ハ
チ
マ
ン

お
前
や
り
す
ぎ
な
ん
だ
よ

ご

誤
解
だ

今

い
た
通
り

俺
が
ボ
コ

た
の
は
二

人
だ
け
だ

二

で
も
十
分
多
い

て
の

う

す
す
ま
ん
今
回
は
さ
す
が
の
俺
も
ほ
ん
の
ち

こ

と
だ
け
や
り
す
ぎ
た
か
も

し
れ
ん

ほ
ん
の
ち

こ

と
な

は

ま
あ
や

ち
ま

た
も
ん
は
仕
方
な
い
か

 
ユ
キ
ノ

実

こ
の
人

を
相
手
に
す
る

て
の
は
ど
う
な
ん
だ

さ
す
が
に
残
り
の
メ
ン
バ

に
も
召
集
を
か
け
な
い
と
少
し
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
特
に
こ
こ
は
ア
ウ

イ
な
の
だ
し
本
来
の
力
は
出
せ
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
で
し

う
ね

何
だ
い

デ
カ
い

か
い

そ
れ
な
ら
う
ち
も
手
伝

て
や
ろ
う
じ

な
い
か

 
そ
の
話
を
そ
れ
と
な
く

い
て
い
た
の
だ
ろ
う
お

か
さ
ん
が
ド
ン
と
胸
を
叩
い
て
そ
う
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言

た
い
い
ん
で
す
か

正
直
助
か
り
ま
す

何
だ
い

今
回
は

分

気
じ

な
い
か

さ
す
が
に
ホ

ム
じ

な
い
で
す
か
ら
ね
色
々
と
攻
撃
の

力
が

さ
れ
て
る
ん
で
す
よ

も
し
か
し
て
銃
も
か
い

は
い

器
扱
い
に
な

て
る
み
た
い
で
す
ね
こ
の
世
界
に
は
ま
だ
銃
が
実
装
さ
れ
て
ま
せ

ん
し
ね

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
や
り
よ
う
は
あ
る
さ
ね

な

ユ
キ
ノ
の
嬢
ち

ん

は
い

面
制
圧
は
十
分
可
能
だ
と
思
い
ま
す

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
太

判
を
押
し

こ
こ
に

女
連
の
参
戦
が
決
定
し
た

私
も
お
手
伝
い
し
ま
す

あ

私
も
私
も

お
お

ナ
ユ

さ
ん
に
コ
ヨ
ミ
さ
ん

あ
り
が
と
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

ナ
ユ
タ
が
こ
こ
で
大
活
躍
し

 
そ
の
実

を
も

て

果
的
な
正
体
の
バ
ラ
し
方
を
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
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も 
実

戦
力
が
欲
し
か

た

そ
の

し
出
に
素
直
に
感
謝
し
た

 
そ
ん
な
二
人
と
は
対

的
に

ト
ビ
サ
ト
ウ
は

巡
す
る
よ
う
な
表
情
を
見
せ
て
い
た

と

拙
者
は

 
そ
の
表
情
で
色
々
と
悟

た
の
だ
ろ
う
ハ
チ
マ
ン
は
穏
や
か
な
口
調
で
ト
ビ
サ
ト
ウ
に
こ
う

言

た
あ
あ

ま
あ
こ

ち
は
こ

ち
で
何
と
か
す
る
か
ら
気
に
す
る
な

て

 
お
前
一
人
に
今
こ
こ
で
決
断
を
迫
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
さ

一
応
他
の
首
領
連
中
と

り
ま
す
が
こ
の
場
で
こ
の
戦
い
に
ど
の
よ
う
な

で
参
加
す
る
か

 

一
人
で
決
断
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ぬ

ふ
が
い
な
い
こ
の
身
を
お
許
し
下
さ
い

 
さ
す
が
に

の
最
大

を
安
易
に
敵
に
回
す
よ
う
な
大
事
な
事
は

 
ト
ビ
サ
ト
ウ
の
一
存
で
は
決
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る

拙
者

他
の
者
達
の
所
に
行

て
く
る
で
ご
ざ
る

お
う

期
待
し
な
い
で
待

て
る
わ

最
悪
拙
者
一
人
で
も
お
味
方
し
ま
す
故

平
に

平
に
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そ
う
言

て
ト
ビ
サ
ト
ウ
は
外
へ
と
駆
け
出
し
て
い

た

最
初
の

象
と
は
違

て

思

た
よ
り
も
熱
い
奴
み
た
い
だ
な

ふ
ふ

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ナ
ユ
タ
に
こ
う

ね
た

ナ
ユ

さ
ん

こ
の
付
近
に
大

模
な
戦
闘
が
行
え
る
よ
う
な
場
所

て
あ
る
か

そ
う
で
す
ね

猫
が
原
と
い
う
名
前
の
そ
れ
な
り
に
広
い
場
所
が
あ
り
ま
す
が

猫
が
原

な
ん
て
素
敵
な

き
な
の
か
し
ら

 
そ
う

と
し
た
顔
を
し
た
ユ
キ
ノ
を
横
に
ど
け
ハ
チ
マ
ン
は
続
け
て
ナ
ユ
タ
に
こ
う

ね

た
猫
が
原

も
し
か
し
て
関
が
原
の
も
じ
り
か

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

な
る
ほ
ど

ま
あ
後
で
見
に
行

て
み
る
か

こ
こ
か
ら
近
い
の
か

は
い

ま
あ
歩
い
て
十
分
く
ら
い
で
す
か
ね

そ
う
か

悪
い
が
後
で
案
内
し
て
く
れ
な
い
か

は
い

任
せ
て
下
さ
い
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ま
だ

と
し
て
い
る
ユ
キ
ノ
を
覚

さ
せ
よ
う
と

 
そ
の

を
む
に

と
つ
ま
ん
だ

と
り
あ
え
ず
ユ
キ
ノ

作
戦
の
立
案
は
こ
ち
ら
の
戦
力
が
確
定
し
て
か
ら
で
い
い
の
か

い

い
ひ
な
り
に

に
を
す
る
の
よ

お

意
識
が

た
み
た
い
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
い
い
な
が
ら
ユ
キ
ノ
の

か
ら
手
を
離
し
た

ご

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
我
を
忘
れ
て
し
ま

て
い
た
み
た
い
ね

 
そ
う
ね

今
す
ぐ
開
戦
と
い
う

で
も
な
い
で
し

う
し

 
今

く
ら
い
は
ゆ

く
り
し
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

と
い
う

だ

明
日
か
明
後
日
あ
た
り
が
決
戦
に
な
る
と
思
う
か
ら

 
今
日
は
み
ん
な
で
こ
こ
で
の
ん
び
り
さ
せ
て
も
ら

て
英
気
を

お
う

 
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
に
よ
り
ス
イ

チ
が
切
り

え
ら
れ
た

 
元
々
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は
こ
う
い

た
ス
イ

チ
の
オ
ン
オ
フ
が
し

か
り
し
て
い

る
の
で

 
戦
う
べ
き
時
は
戦
い

遊
び
べ
き
時
は
遊
ぶ
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と
い
う

で
ア
ス
ナ

番
町
猫
屋
敷
に
行

て
み
な
い

え
え
え
え
え
え

ユ
キ
ノ

一
体
何
が

と
い
う

で
な
の

あ
ら
や
だ

喜
び
の
あ
ま
り
叫
び
た
く
な
る

行
き
た
か

た
な
ん
て
気
付
か
な
か

た
わ

 
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
ね

そ
れ
じ

あ
一

に
番
町
猫
屋
敷
に
行
き
ま
し

う
か

 
恐
る
べ
き
事
に

こ
の
時
の
ユ
キ
ノ
は
本
心
か
ら
そ
う
思

て
い
た

 
猫
が
か
ら
む
と
ど
う
し
て
も
ポ
ン
コ
ツ
に
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
ユ
キ
ノ
で
あ
る

ち

ち

と
待

て

私
は
ま
だ
行
く
と
は
一
言
も

 

て

力
じ

ユ
キ
ノ
に
敵
わ
な
い

ハ
チ
マ
ン
君

助
け
て

こ
う
な

た
ユ
キ
ノ
を
俺
に
止
め
ら
れ
る

が
な
い
だ
ろ

う

こ
の
中
で
絶
対
に
ユ
キ
ノ
よ
り
も
力
が
強
い
の
は

そ
う
だ

キ
リ
ト
君

猫
が
か
ら
ん
だ
ユ
キ
ノ
の
行
動
を

魔
し
ろ

て

 
そ
ん
な
自
分
の
死

行
許
可
書
に
サ
イ
ン
す
る
よ
う
な
真
似
は
絶
対
に
無
理
だ

て

そ

そ
ん
な

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
ず
る
ず
る
と
ユ
キ
ノ
に
引
き
ず
ら
れ
て
い

た

尊
い

だ

た

だ
が
オ
バ
ケ
と
は
い
え
所

相
手
は
猫
そ
こ
ま
で
怖
く
な
い
だ
ろ
う
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し 
こ
れ
で
ア
ス
ナ
の
オ
バ
ケ
に
対
す
る
苦
手
意
識
も
多
少
は

さ
れ
る
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら
そ
う
言

た

 
だ
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

を

が
し

と
掴
む
者
が
い
た

 

て
て

り
返

た
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
い
た
の
は
何
故
か
き

と
ん
と
し
た
顔
を
し
た
ユ
キ

ノ
で
あ

た

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
し
て
あ
な
た
は
私
達
の
後
を
つ
い
て
こ
な
い
の
か
し
ら

ユ

ユ
キ
ノ

な

何
で

て
い
て
も
あ
な
た
が
つ
い
て
く
る
と
思

て
い
た
か
ら
放

て
お
い
た
の
に

 
ど
う
や
ら
ま
だ
ま
だ
教
育
が
足
り
な
い
よ
う
ね

ほ
ら

さ

さ
と
来
な
さ
い

え

あ

キ

キ
リ
ト

お
う

楽
し
ん
で
こ
い
よ

 
キ
リ
ト
は
満
面
の
笑
顔
で
そ
う
答
え

た
ハ
チ
マ
ン
は
メ
ン
バ

の
顔
を
見
回
し

 
確
実
に
自
分
の
味
方
を
し
て
く
れ
る
者
の
名
を
呼
ん
だ

ぐ

マ

マ

ク
ス



 第７１５話 オンオフ

は
い

も
ち
ろ
ん
お

し
ま
す

 
さ
す
が
は
セ
ラ
フ

ム
で
あ
る

セ
ラ
フ

ム
は
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え

 
待

て
ま
し
た
と
い
う
風
に
ハ
チ
マ
ン
達
の
後
に
続
き

更
に
そ
の
後
を
ナ
ユ
タ
が
追

た

案
内
役
と
し
て
私
も
行

て
き
ま
す
ね

お
う

頼
む

ナ
ユ

リ
ナ

え
 
そ
の
お
か
し
な
呼
び
方
に

ナ
ユ
タ
は
き

と
ん
と
し
た

 

き
間
違
い
だ
ろ
う
か
今
確
か
に
ナ
ユ
タ
で
は
な
く
ナ
ユ
リ
ナ
と
い
う
変
な
呼
び
方
を
さ
れ

た
気
が
し
た

あ

あ
の

も
し
か
し
て
バ
レ
て
ま
し
た

ま
あ
な

ハ
チ
マ
ン
が
ナ
ユ
タ
の
方
を
心
配
し
た
よ
う
な
顔
で
チ
ラ
チ
ラ
見
て
い
た
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
こ
ま
で
気
に
す
る
奴
な
ん
て
そ
う
そ
う
い
な
い
し

 
ま
あ
そ
の
な
ん
だ

当
す
る
人
物
の
中
で
似
た
よ
う
な
プ
ロ
ポ

シ

ン
の
女
性
と
い

え
ば
ま
あ

 
他
に
は
い
な
い
と
い
う
か
何
と
い
う
か
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キ
リ
ト
は
リ
ズ
ベ

ト
の
手
前

無
難
な
言
葉
を
選
び
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
う
で
し
た
か

残
念
で
す

何
が
残
念
な
ん
だ

い
え

皆
さ
ん
に
は

も

と
格
好
良
く
正
体
を
バ
ラ
し
た
か

た
な
と

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は
思
わ
ず

き
出
し
た

大
丈
夫
だ
よ
ナ
ユ
タ
ち

ん

お
義
姉
ち

ん
に
は
バ
レ
て
な
い
と
思
う
か
ら

 
猫
屋
敷
で
思
い

き
り
サ
プ
ラ
イ
ズ
す
れ
ば
い
い
よ

大
丈
夫
で
す
か
ね

大
丈
夫
大
丈
夫

ア
ス
ナ

て
ば
猫
屋
敷
の
事
ば

か
考
え
て
た
み
た
い
だ
か
ら

 
絶
対
に
気
付
い
て
な
い
は
ず
だ
し

 
他
の
者
達
も
口
々
に
ナ
ユ
タ
の
事
を

ま
し
ナ
ユ
タ
は
や
る
気
を
取
り

し
た
の
か
一
同

に
言

た

分
か
り
ま
し
た

頑
張

て
き
ま
す
ね

行

て
き
ま
す

頑
張

て

 
こ
う
し
て
五
人
は
番
町
猫
屋
敷
へ
と
向
か
い
他
の
者
達
は
あ
る
者
は
部
屋
で
の
ん
び
り
し
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あ
る
者
は
近
場
の
観
光
ス
ポ

ト
に
つ
い
て
店
員
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

ね

 
思
い
思
い
に
楽
し
む
事
に
し
た
の
だ

た
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第
７
１
６
話
 
番
町
猫
屋
敷

こ
こ
が
猫
屋
敷

は
い

そ
う
で
す
ね

な

何
か
不
気
味
じ

な
い

オ
バ
ケ
屋
敷
で
す
か
ら
ね

そ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

 
ア
ス
ナ
は
入
る
前
か
ら

び

で
あ

た
が

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の

は
ハ
チ
マ
ン
と
ナ
ユ
タ
で
ガ

チ
リ
と

め
ら
れ
て
い
た

 
セ
ラ
フ

ム
は
三
人
の
背
後
を
守
る
事
に
し
た
よ
う
で

先

は
当
然
ユ
キ
ノ
で
あ
る

 
ユ
キ
ノ
は
番
町
猫
屋
敷
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た
が

珍
し
く
無
言
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
興
奮
が

限
に
達
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
そ
の
表
情
は

け
る
よ
う
な
笑
み
を

か

べ
て
い
た

 
だ
が
こ
の
オ
バ
ケ
屋
敷
が
そ
れ
ほ
ど

い
も
の
で
は
な
い
事
を

ユ
キ
ノ
だ
け
で
は
な
く

 
他
の
四
人
も
少
し
後
に
思
い
知
ら
さ
れ
る
事
に
な
る
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な
あ
ナ
ユ
タ

こ
こ
の
評
判

て
ど
う
な
ん
だ

え
え
と

色
々
な
意
味
で
き
つ
い

て
の
が
一

的
ら
し
い
で
す
ね

ほ
ほ
う

 
ナ
ユ
タ
の
説
明
は
何
と
も
分
か
り
に
く
か

た
が
ハ
チ
マ
ン
は
色
々
な
パ
タ

ン
を
想
像
し

 
ど
ん
な

況
で
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
心
の
中
で
準
備
し
始
め
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず
中
に
入

て
み
ま
し

う

そ
う
す
れ
ば
分
か
る
わ

ま
あ
そ
う
だ
な

ハ

ハ
チ
マ
ン
君

私

何
だ
か

な
予
感
が
す
る
ん
だ
け
ど

大
丈
夫
だ

俺
が
つ
い
て
る
か
ら
な

で

で
も
本
当
に

な
予
感
が

む
 
ま
が
り
な
り
に
も
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う

場
を

り
抜
け
た
ア
ス
ナ
の
勘
も

 
ハ
チ
マ
ン
や
キ
リ
ト
に
負
け
ず

ら
ず
よ
く
当
た
る

 
だ
が
せ

か
く
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ

怖
い
も
の
見
た
さ
も
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
と
手
を
繋
ぐ
事
で
そ
の
不
安
を

さ
せ
そ
の

態
の
ま
ま
中
に
入
る
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事
に
し
た

う

何
だ
か
空
気
が
ひ
ん
や
り
し
て
る
気
が
す
る

さ
て
⻤
が
出
る
か

が
出
る
か

そ
ん
な
の
猫
が
出
る
に
決
ま

て
る
じ

な
い

お
お
げ
さ
ね

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
の
か
い
き
な
り
ユ
キ
ノ
は

り
返

て
そ
う
言
い

 
そ
れ
が
ま

た
く
の
正

だ

た

ハ
チ
マ
ン
は
ぐ
う
の
音
も
出
な
か

た

 
だ
が
直
後
に
ユ
キ
ノ
が

鳴
を
上
げ
た

ハ
チ
マ
ン
は
心

を
ド
キ
リ
と
さ
せ
た

お

驚
か
す
な
よ

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
だ

ハ
ハ
チ
マ
ン
君
こ
ん
な
所
で
い
き
な
り
人
の
お
し
り
を
触
る
な
ん
て
ど
う
い
う
つ
も
り

へ
 
そ
の
い
き
な
り
の
ユ
キ
ノ
の
抗
議
に
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
そ
う
間
抜
け
な
声
を
上
げ
た

 
だ
が
そ
の
直
後
に
ア
ス
ナ
と
セ
ラ
フ

ム

そ
し
て
ナ
ユ
タ
も
同
時
に

鳴
を
上
げ
た

き
ハ
チ
マ
ン
君

あ
な
た
ま
さ
か

 
ス

と
目
を

め
た
ユ
キ
ノ
に
そ
う
言
わ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は
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当
然
身
に
覚
え
が
な
か

た

て
て
こ
う
言
い

を
し
た

い
や
い
や
い
や

俺
は
何
も
し
て
な
い

て

 
そ
も
そ
も
俺
の

手
は
こ
う
し
て
ア
ス
ナ
の
手
を

て
る
ん
だ

 
こ
の

態
で

手
だ
け
で
ア
ス
ナ
や
ナ
ユ
さ
ん
そ
れ
に
マ

ク
ス
の
お
し
り
を
触
る
の
は
不

可
能
だ
ろ

確
か
に
そ
う
ね

じ

あ

 
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
は
下
を
見
た

そ
れ
に
釣
ら
れ
て
他
の
四
人
も
下
の
方
を
見
た
の
だ
が

 
五
人
は
そ
こ
に
何
か

色
の
物
が

い
て
い
る
の
を
見
つ
け

ビ
ク

と
し
た

な

何

人
の
手

 
そ
こ
に
あ

た
の
は
確
か
に
小
さ
な
人
の
手
で
あ

た

そ
れ
は
何
か
黒
い
物
に
繋
が

て
お

り 
そ
の
黒
い
物
は

待

て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
鳴
き
声
を
上
げ
た

う
に

あ

あ
あ
あ

ひ
い
い
い
い
い
い
い
い
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そ
こ
に
い
た
の
は
一
匹
の
猫
だ

た

否
猫
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
お
か
し
な
そ
の
生
物

は 
確
か
に
顔
は
猫
で
あ

た
が

そ
の
表
情
は
下

た
笑
い
を

か
べ
て
お
り

 
両
手
両
足
が
全
て
人
間
の
手
の
よ
う
に
な

て
い
る

お
か
し
な
生
き
物
で
あ

た

 
正
直
と
て
も
気
持
ち
が
悪
い

そ
れ
を
見
た
ナ
ユ
タ
以
外
の
四
人
は
思
わ
ず
走
り
出
し
そ
う
に

な

た
が

 
そ
の

間
に
そ
の
生
き
物
は

ま
る
で

の
よ
う
に
フ

と
そ
の

を
消
し
た

な

何
だ
今
の
生
き
物
は

確
か
に
顔
は
猫
だ

た
け
ど

あ
れ
を
猫
と
呼
び
た
く
は
な
い
わ
ね

 
さ
す
が
の
ユ
キ
ノ
も
今
の
生
き
物
は
愛
せ
な
い
よ
う
で
や
や
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
言

た 
ア
ス
ナ
は
完
全
に

ま

て
お
り

そ
の

を
見
た
ナ
ユ
タ
は

 
私
が
守
ら
な
く
て
は
と
使
命
感
に
も
似
た
思
い
を

き
始
め
た

ア
ス
ナ
さ
ん

大
丈
夫
で
す
か

ア
ス
ナ
さ
ん

え

あ

う

う
ん

ど
う
か
し
た

今
何
か
あ

た
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ア
ス
ナ
は
ど
う
や
ら
現
実
か
ら
目
を
背
け
る
事
に
し
た
よ
う
だ

大
丈
夫
で
す
よ

私
が
つ
い
て
ま
す
か
ら

う

う
ん

あ
り
が
と
う
優
里
奈
ち

ん

 
そ
れ
は
無
意
識
に
出
た
言
葉
だ

た
よ
う
だ

直
後
に
ア
ス
ナ
が
普
通
に
こ
う
続
け
た
か
ら

だ
ナ
ユ
ち

ん
が
い
て
く
れ
て
本
当
に
良
か

た
よ

う
ん

ア

ア
ス
ナ
さ
ん

今
私
の
事
を

ん

ど
う
し
た
の
ナ
ユ
ち

ん

私
今
何
か
言

た

い

い
い
え

何
で
も
な
い
で
す

 
今
の
や
り
取
り
で
ア
ス
ナ
が
無
意
識
に
自
分
を
頼

て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
ナ
ユ
タ

は 
心
の
中
で

こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
は
ア
ス
ナ
は
絶
対
に
自
分
が
守
る
と
い
う

い
を
立
て
た

と

と
り
あ
え
ず
先
に
進
み
ま
し

う
か

だ

だ
な

正
直
俺
も
こ
こ
を

く
出
た
い
気
が
し
て
き
た
わ

 
そ
し
て
一
行
は
先
へ
と
進
み

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
池
の
ほ
と
り
に
た
ど
り
着
い
た
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い
か
に
も
何
か
出
て
き
そ
う
な
池
だ
な

こ
こ
ま
で
あ
か
ら
さ
ま
だ
と
さ
す
が
の
私
も
事
前
に
心
の
準
備
が
出
来
る
か
ら
助
か
る
よ

さ
て

何
が
出
て
く
る
ん
で
す
か
ね

 
一
同
は
そ
う
言

て
探
る
よ
う
に
池
の
中
を
見
つ
め
て
い
た

 
だ
が
次
の
攻
撃
は
予
想
外
の
方
向
か
ら
来
た

突
然
上
か
ら
何
か
落
ち
て
き
た
の
だ

 
ポ
チ

ン

う

う
わ

何
か
落
ち
て
き
た

い

今
の
は

 
直
後
に
池
の
中
か
ら
猫
の
顔
が
現
れ

こ
ち
ら
を
じ

と
見
つ
め
て
き
た

ね

猫

良
か

た

今
度
は
普
通
だ
ね

 
そ
の
猫
は
ニ

と
鳴
い
て
ジ

ン
プ
し
た
が
そ
の
首
か
ら
下
は

で
あ

た

ね

猫
面

か

こ
れ
は
怖
く
は
な
い
け
ど

微

に

悪
感
を
誘
い
ま
す
ね
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確
か
に
気
持
ち
悪
い

 
そ
し
て
猫
面

は
チ

プ
ン
と
水
の
中
に
消
え
て
い

た

そ
れ
じ

あ
次
い
く
か
次

 
五
人
は
そ
の
ま
ま
奥
へ
と
進
ん
だ
が

歩
進
む
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
水
音
が

こ
え

 
に

ん

と
い
う
か

い
鳴
き
声
が

こ
え
て
き
た

今
の
音
は
ど
こ
か
ら
だ

ど
こ
か
し
ら
ね

ど
こ
に
も
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど

 
そ
し
て
ま
た
少
し
進
む
と

同
じ
よ
う
な
水
音
と
鳴
き
声
が

こ
え

 
今
度
は

む
ら
の
中
か
ら
猫
の
顔
だ
け
が

を
現
し
た

こ

こ

ち
を
見
る
な
よ
お
い

下
半
身
は
ま
た

な
の
か
し
ら
ね

 
気
味
悪
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
五
人
は
先
へ
と
進
ん
で
い
く

 
だ
が
そ
の
背
後
か
ら

ず
る
ず
る
と
何
か
を
ひ
き
ず
る
よ
う
な
音
が

こ
え
て
き
た

お

お
い
ユ
キ
ノ

猫
好
き
の
お
前
な
ら
き

と
大
丈
夫
だ
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ち

と
後
ろ
に
何
が
い
る
か
確
認
し
て
み
て
く
れ
よ

何
が
大
丈
夫
な
の
か
さ

ぱ
り
な
の
だ
け
ど
こ
う
い
う
時
は
や
は
り
男
の
子
の
出
番
じ

な

い
か
し
ら

そ
れ
じ

あ
私
か
ア
ス
ナ
が

 
セ
ラ
フ

ム
が
自
分
の
名
前
を
出
し
た

間
に

ア
ス
ナ
が
光
の

さ
で
こ
う
言

た

ひ

一
人
に
押
し
付
け
る
の
は
良
く
な
い
よ

う
ん

み
ん
な
で
見
て
み
よ
う
そ
う
し
よ
う

み
ん
な
で
か

そ
う
ね
死
な
ば
も
ろ
と
も
と
い
う
奴
ね
そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
君
タ
イ
ミ
ン
グ
は
任
せ

る
わお

お
う

そ
れ
じ

あ
三

二

一

り
向
け

 
そ
の
合
図
で
五
人
は

り
返

た

だ
が
そ
こ
に
は
何
も
い
な
か

た

あ
れ

な

何
も
い
な
い
ね

ふ
う

び
び
ら
せ
や
が

て

 
五
人
は
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し

再
び
前
を
向
い
た
の
だ
が
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そ
の

間
に

五
人
の
目
の
前
に
ピ
チ
ピ
チ
と

ね
る
物
体
が
上
か
ら
落
ち
て
き
た

 
そ
れ
は
体
の
部
分
が

の
骨

態
と
な

た
猫
面

で
あ
り

 
そ
の
口
か
ら
は
ぶ
く
ぶ
く
と

を
ふ
い
て
い
た

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
こ
れ
に
は
さ
す
が
の
豪

な
ヴ

ル
ハ
ラ
組
も
思
わ
ず

鳴
を
上
げ
た

 
だ
が
ナ
ユ
タ
だ
け
は
今
度
も

鳴
を
上
げ
ず

そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
の
前
に
出
た

大
丈
夫
で
す

ア
ス
ナ
さ
ん

私
が
い
ま
す
か
ら

ナ

ナ
ユ
ち

ん

 
ア
ス
ナ
は
べ
そ
を
か
き
な
が
ら
ナ
ユ
タ
の
背
中
に
す
が
り
つ
き

 
ナ
ユ
タ
は
ア
ス
ナ
を
守
る
よ
う
に

王
立
ち
し
た

 
や
が
て
猫
面
骨

は
消
滅
し

ナ
ユ
タ
は
笑
顔
で
ア
ス
ナ
に
言

た

も
う
大
丈
夫
で
す
よ

う
う

こ

怖
か

た

う
わ
あ
あ
あ
あ
ん

 
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
は

き
出
し

さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
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こ
こ
に
ア
ス
ナ
を
連
れ
て
き
た
事
を
少
し
後
悔
し
て
い
た

ま
さ
か
こ
う
い
う
系

だ

た
と
は
な

ハ
チ
マ
ン
君

私
も
か
な
り
め
げ
そ
う
な
の
だ
け
れ
ど

ユ
キ
ノ
が
そ
ん
な
事
を
言
う
な
ん
て
相
当
だ
な

だ

て
こ
れ
以
上
こ
こ
に
い
た
ら
猫
に
対
し
て
苦
手
意
識
を
持

て
し
ま
い
そ
う
じ

な
い

確
か
に

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
だ
け
で
は
な
く

セ
ラ
フ

ム
ま
で
も
が

音
を
は
き
は
じ
め
た

ハ
チ
マ
ン
様
私
も
さ
す
が
に
こ
れ
は
き
つ
い
で
す
ま
だ

ン
ビ
と
か
の
方
が
ま
し
で
す
ね

う
う
む

よ
し

さ

さ
と
こ
こ
か
ら
脱
出
す
る
事
に
し
よ
う

 
た
だ
ひ
た
す
ら
前
だ
け
を
見
て
走
り
ぬ
け
る
ん
だ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
残
る
四
人
は

い
た

そ
れ
じ

あ
多
少
こ
こ
の
事
を
知

て
い
る
私
が
先

に
立
ち
ま
す

ナ
ユ
さ
ん
は
大
丈
夫
な
の
か

は
い

私

こ
う
い
う
の

て
何
か
平
気
な
ん
で
す
よ
ね
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そ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
任
せ
る

は
い

お
任
せ
下
さ
い

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
は
先

を
き

て
走
り
始
め
た

 
た
ま
に
行
く
手
に
猫

い
物
体
が
現
れ
る
の
だ
が
誰
も
そ
れ
を
ま
と
も
に
見
よ
う
と
は
し

な
い

 
そ
の
道
中
で
出
て
き
た
ろ
く
ろ

首
猫
や

霊
猫
そ
れ
に
お

さ
ん
猫
や
お
岩
さ
ん
猫
な
ど

を 
ナ
ユ
タ
は
思
い

き
り
殴
り
つ
け
て
道
を
開
き
五
人
は
そ
の
ま
ま
あ

と
い
う
間
に
出
口
へ

と
到
達
し
た

や

と
出
れ
た

あ
り
が
と
う
ナ
ユ
ち

ん

こ
の
お

は
い
つ
か
必
ず

そ
れ
じ

あ
今
日
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
マ
ン
シ

ン
で
三
人
で
川
の

に
な

て

ま
し

う

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
に
ナ
ユ
タ
は
笑
顔
で
そ
う
答
え

ア
ス
ナ
は
き

と
ん
と
し
た

え

え

あ
ら
ア
ス
ナ

や

ぱ
り
気
付
い
て
い
な
か

た
の
ね

ま
あ
仕
方
な
い
よ
こ
こ
の
話
を

い
て
か
ら
の
ア
ス
ナ
は
ず

と
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
だ
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た
し

 
ユ
キ
ノ
と
セ
ラ
フ

ム
に
そ
う
言
わ
れ
た
ア
ス
ナ
は

ん
ん

と
目
を

め

 
ナ
ユ
タ
の
全
身
を
な
め
る
よ
う
に
見
つ
め
た

そ
う
言
わ
れ
る
と

こ
の
凶
悪
な
胸
に
は
心
当
た
り
が

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
い
き
な
り
ナ
ユ
タ
の
胸
を

み
始
め
た

きあ

や

ぱ
り
優
里
奈
ち

ん
だ

何
故
胸
を

ん
で
優
里
奈
だ
と
分
か
る
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
本
当
に
驚
い
た
よ
う
な
顔
で
ア
ス
ナ
に
そ
う
突

込
ん
だ

い
や

優
里
奈
ち

ん
と
は
よ
く
一

に
お
風
呂
に
入
る
か
ら

ま
あ
そ
れ
で
色
々

ア
ス
ナ

て
意
外
と
お

さ
ん

い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
ね

 
い
き
な
り
お
風
呂
で

ぐ
へ
へ
へ
へ

お
い
優
里
奈

ち

と
胸
を
も
ま
せ
ろ
よ

 
と
か
や

た
り
し
て
い
る
の
か
し
ら

や

て
な
い
よ

そ
う

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
君
が
や

て
い
る
の
ね
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流
れ

を
無
理
や
り
俺
に
当
て
に
く
る
な
よ

そ
ん
な
事
一
度
も
言

た
事
無
え
よ

む
む
む

ハ
チ
マ
ン
様

私
が
誰
な
の
か
当
て
て
み
て
下
さ
い

お
前
も
お
前
で

乗
し
よ
う
と
し
て
く
る
ん
じ

ね
え

 
ど
う
考
え
て
も
マ

ク
ス
以
外
に
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
が

今
私
の
事
を

し
て
私
だ
と
判
断
し
ま
し
た
よ
ね

お
前
の
テ
ン
シ

ン
が
上
が
る
と
本
当
に
疲
れ
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
突

込
み
に
疲
れ
た
の
か

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に

報
で
す

こ
こ
か
ら
は
ボ

ナ
ス
タ
イ
ム

猫
天
国
で
す
よ

 
突
然
ナ
ユ
タ
が
そ
ん
な
事
を
言
い

ハ
チ
マ
ン
は
意
味
が
分
か
ら
ず
き

と
ん
と
し
た

言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

ま
あ
ま
あ

と
り
あ
え
ず
こ
ち
ら
へ

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
が
進
む
先
に

確
か
に

猫
天
国

の

が
見
え
た

あ
れ
は

猫
を

い
に
な
ら
な
い
で
欲
し
い
に

ん

と
書
い
て
あ
る
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
で
す

い
く
ら
で
も
も
ふ
も
ふ
出
来
ま
す
よ
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マ
ジ
か

開
発
も
中
々

な
事
を

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
い
か
け
た

間
に

ユ
キ
ノ
が
⻤
の
よ
う
な
ダ

シ

を
み
せ
た

は

速

ハ
チ
マ
ン
君

私
達
も
行
こ
う

お

お
う

 
そ
こ
は
世
界
中
の
様
々
な
猫
が
に

ん
に

ん
言
い
な
が
ら
歩
き
回
る

ま
さ
に
猫
天
国
で

あ

た
う
わ

凄
い
凄
い

こ
れ
が
あ
る
の
か
ら
ま
あ
多
少
怖
く
て
も
大
丈
夫
だ
と
思

た
ん
で
す
が

 
別
の
意
味
で
怖
す
ぎ
ま
し
た
ね

ご
め
ん
な
さ
い
ア
ス
ナ
さ
ん

い
い
の
い
い
の

さ
あ
ナ
ユ
ち

ん

一

に
猫
と
遊
ぼ
う

は
い

 
こ
う
し
て
思
う
存
分
猫
に

さ
れ
た
五
人
は
こ
の
日
は

に
帰

て
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト

し 
八
幡
と
明
日
奈
と
優
里
奈
は

約
束
通
り
川
の

に
な

て
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ま
る
で
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
仲
良
く
眠
り
に
つ
く
事
と
な

た
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第
７
１
７
話
 
集
う
戦
士
達

頼
も
う

お
お

ダ
イ
ン
に
ギ
ン
ロ
ウ
じ

な
い
か

来
て
く
れ
た
ん
だ
な

そ
り

ま
あ
シ

ナ

じ

な
い

ハ
チ
マ
ン
の
頼
み
な
ら
当
然
よ

や

ぱ
り
シ

ナ
さ
ん
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
だ

た
ん

す
ね
今
日
は

手
に
ぶ
ち
か
ま
し
ま

し

う

 
前
日
に
薔
薇
に
連

し

援
軍
依
頼
を
し
て
お
い
て
も
ら

た
甲
斐
が
あ

た
の
か

 
こ
の
日
の

い
時
間
に

安
土

旅

に
ダ
イ
ン
達
が

ね
て
き
て
く
れ
た

 
言
う
ま
で
も
な
く
今
日
の
大
戦
に
参
加
す
る

で
あ
る

 
だ
が
そ
の
直
後
に

ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は
更
に
衝
撃
的
な
人
物
が
突
然
現
れ
た

よ

来
て
や

た
ぞ

下

い
や

あ
の

う
ち
の
ロ
ザ
リ
ア
も

 
さ
す
が
に

下
に
は
声
を
か
け
て
な
い
と
思
う
ん
で
す
が

 
次
に

ね
て
き
た
の
は
何
と
ス
ネ

ク
で
あ

た
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後
ろ
に
は
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
面
々
が

ん
で
い
る

お
う

俺
は
そ
も
そ
も
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
か

た
か
ら
直
接
は

い
て
な
い
ぞ

 
実
は
今
日
な

た
ま
た
ま
見
か
け
た
こ
い
つ
ら
三
人
が

 
廊
下
で

合
戦
だ
合
戦
だ

と
か

り
上
が

た
会
話
を
し
て
や
が

て
な

 
そ
し
て
ス
ネ

ク
は
三
人
と
言
い
つ
つ
も

五
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を
前
に
押
し
出
し
て
き
た

 
そ
れ
は
当
然
コ
ミ
ケ
ト
ミ

ケ
モ
ナ

ク
リ
ン
ブ
ラ

ク
キ

ト
の
五
人
で
あ

た
で

当
然
俺
に
も
声
が
か
か
る
と
思

て
た
ん
だ
け
ど
な

 
事
も
あ
ろ
う
に
こ
い
つ
ら
は

俺
に
内

の
ま
ま
去

て
い
き
や
が

て
な

 
な
の
で
俺
も

て
て
後
を
追

た
ら

中
で
こ
の
二
人
が
合
流
し
て
き
て
な

 
そ
う
話
を

ら
れ
た
ク
リ
ン
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
は
ハ
チ
マ
ン
に
謝
る
よ
う
な
仕

を
し

た 
要
す
る
に
こ
の
二
人
が
ロ
ザ
リ
ア
か
ら
連

を
受
け
コ
ミ
ケ
達
を
誘

て
戦
い
に
参
加
し
よ

う
と
し
た
ら

 

下
に
見
つ
か

て
し
ま

た
と
い
う

な
の
で
あ
ろ
う
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ま

た
く
水
く
さ
い
じ

ね
え
か
直
接
俺
に

話
し
て
き
て
く
れ
て
も
良
か

た
ん
だ

あ

い
や

そ
の

あ
は
は
は
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
わ
れ

愛
想
笑
い
で
返
す
事
し
か
出
来
な
か

た

 
確
か
に
ハ
チ
マ
ン
と

下
が
連

先
を
交
換
し
た
の
は
事
実
だ
が

一
体
ど
こ
の
誰
が

 
現
役
の
防
衛
大
臣
を
ゲ

ム
の
中
の
戦
争
に
気

に
誘
え
る
と
い
う
の
か

 
と
い
う
か
プ
ラ
イ
ベ

ト
で
普
通
に
連

す
る
だ
け
で
も
ハ

ド
ル
が
高
す
ぎ
る

と
い
う

で
俺
も
参
戦
す
る

た

た
六
人
だ
が
宜
し
く
な

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
に
は
そ
う
言
う
以
外
の
選
択
肢
は
な
か

た
が

心
強
い
事
も
確
か
で
あ
る

あ
ら
あ
ら

下

来
て
し
ま
い
ま
し
た
の
ね

お
う

ミ
サ
キ
さ
ん
か

久
し
ぶ
り
だ
な

お
久
し
ぶ
り
で
す
わ

今
日
は
私
も
久
し
ぶ
り
に

女
連
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま
す
の

よ 
事
前
の
話
し
合
い
で

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は
今
日
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
と
し
て
で
は
な
く
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元
の
所
属
の
ま
ま
戦
う
事
が
決
め
ら
れ
て
い
た

 
こ
れ
は

に

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
を

よ
く
運
用
す
る

の

置
で
あ

た

 
と
い
う

で
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
う
ち

 
レ
ン

闇
風

ゼ
ク
シ

ド

ユ

コ

ハ
ル
カ

薄
塩
た
ら
こ
の
六
人
は

 

下
達
と
一

に
行
動
す
る
事
が
決
め
ら
れ
た

こ
こ
に
う
ち
の
全
メ
ン
バ

を
加
え
れ
ば

人
近
く
に
は
な
る
か

 
そ
の
内

は

大
雑

に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
が
三
十
人

 
ダ
イ
ン
達
が
三
十
人

女
連
が
二
十
人

そ
の
他
勢
力
が
十
人

度
と
い
う
計
算
で
あ
る

問
題
は
敵
が
何
人
く
ら
い
ま
で

れ
上
が

た
か
だ
が

 
丁
度
そ
の
時

ト
ビ
サ
ト
ウ
が
旅

に
駆
け
込
ん
で
き
た

ど
う
や
ら
ト
ビ
サ
ト
ウ
が

 
忍
レ
ジ

ン
ド
と
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
と
の
連

役
と
い
う
事
に
な

た
ら
し
い

敵
が
続
々
と
ト
ラ
フ

ク
ス
前
広
場
に
集
結
中
で
ご
ざ
る

こ
い
つ

今
後
は
こ
う
い
う

り
方
で
い
く
事
に
し
た
の
か
な

 
ま
あ
い
い
か

そ
れ
よ
り
も
今
俺
が
言
う
べ
き
な
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い
つ
つ

口
に
出
し
て
は
こ
う
言

た
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今
敵
と
言

た
な

 
そ
の
言
葉
に
ト
ビ
サ
ト
ウ
は
思
わ
ず
ぶ
る

と

え
た

敵

と
い
う
そ
の
自
分
の

い
一

言
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
達
の
決
断
に
つ
い
て
察
し
て
く
れ
た
の
だ
と
理
解
し
た
か
ら
だ

は
い

我
ら
忍
レ
ジ

ン
ド
は

中
立
の
立
場
を

て

に
お
味
方
さ
せ
て

き
ま
す

う
む

大
義
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
決
断
が
嬉
し
か

た
の
か

機

良
さ
そ
う
に
そ
う
言

た

で

何
人
が
参
加
し
て
く
れ
る
ん
だ

し

ご
ざ
ら
ん

な
に
ぶ
ん
急
だ

た

全
体
の
六

六
十
人
し
か

い
や
い
や
十
分
だ

て

あ
り
が
と
な

ト
ビ
サ
ト
ウ

 
お
前
が
他
の
み
ん
な
を
説
得
し
て
く
れ
た
ん
だ
ろ

 
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
は

め
て

ト
ビ
サ
ト
ウ

と
呼
び
か
け
た

 
そ
の
事
に
ト
ビ
サ
ト
ウ
は
更
に
感
激
し
た
よ
う
な
表
情
を
み
せ
た

は
い

最
初
は
他
の

部
三
人
は
中
立
を
主
張
し
ま
し
た
が

 
拙
者
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
が
ど
れ
だ
け
強
力
な
ナ
イ
ツ
か
を

々
と
説
き
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最
初
に
ス
イ

と
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
が

れ

最
後
に
ユ
タ
ロ
ウ
が

れ

 
四
人
が
か
り
で
メ
ン
バ

達
を
説
得
す
る
事
に
成
功
し
た
の
で
ご
ざ
る

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
俺
達
の
力
を
し

か
り
と
そ
の
目
に
焼
き
付
け
て
お
く
と
い
い

はハ
チ
マ
ン
さ
ん

た
よ

 
そ
こ
に
コ
ヨ
ミ
が
駆
け
込
ん
で
き
た

 
コ
ヨ
ミ
も
ハ
チ
マ
ン
の
依
頼
で

被
害
者
の
会
の
偵
察
に
出
て
い
た
の
だ

た

コ
ヨ
ミ
さ
ん

相
手
の
様
子
は
ど
う
だ

た

大
雑

に

え
た
ん
だ
け
ど

多
分
敵
の
本

は
三

人

全
体
の
六

度
だ
と
思
う

ほ
う
ほ
う
ま
あ
そ
れ
で
も

で
は
あ
る
が
や
は
り
俺
が
直
接
ボ
コ

た
奴
ら
が
中
心
か

も
し
か
し
た
ら
そ
う
か
も
ね

本

か
ら
は

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
対
す
る

の
声
が
か
な
り

こ
え
た
か
ら

ふ
む
ふ
む

本

て
事
は

別
に
部

が

う
ん

兵

の
方
が

模
が
大
き
か

た

多
分
三

人
く
ら
い
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お
お
う

そ
ん
な
に
か

結
局
六

人

模
か
よ

 
結
局
敵
味
方
の
戦
力
比
は
お
よ
そ
六
倍
で
あ
る

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は

こ
れ
な
ら
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
た

 
ア
ウ

イ
な
地
で
の
戦
闘
に
な
る
が
様
々
な
要
因
を
慎
重
に
戦
力
評
価
を
し
た
結
果
で
あ
る

で
そ
の

兵

の
ナ
イ
ツ
も
し
く
は
ス
コ

ド
ロ
ン
ギ
ル
ド
名
と
か
は
何
か
言

て
た
か

う

ん

そ
う
い
う
の
は
誰
も
言

て
な
か

た
ん
だ
よ
ね

 
た
だ
何
の

語
か
分
か
ら
な
い
の
も
混
じ

て
る
ん
だ
け
ど
ち

こ
ち

こ
出
て
き
た
の
が

ビ

ビ

将
軍

連
合

領
主
さ
ま

て

語
だ

た
か
な

ビ

ビ

だ
と

お
い
フ
カ

敵
に
ビ

ビ

が
い
る
み
た
い
だ
ぞ

何
で
す
と

あ
の
野
郎

今
度
こ
そ
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
る

 
ビ

ビ

に
個
人
的
に

み
が
あ
る
フ
カ
次
郎
は

意
気

ん
に
そ
う
言

た

で

連
合

て
の
は
多
分
あ
の
連
合
だ
と
し
て

何
人
く
ら
い
だ

た

そ
こ
は

二
十
人
く
ら
い
か
な

ビ

ビ

て
の
の
軍
が
三
十
人
く
ら
い

ふ
う
む

あ
そ
こ
も
結

え
て
る
な

し
か
し
将
軍
に
領
主
さ
ま
ね
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ハ
チ
マ
ン
は

ま
さ
か
な
と
思
い
つ
つ

 
コ
ヨ
ミ
に
ユ

ジ

ン
と
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

の
特
徴
を
伝
え
た

あ

い
た
い
た

そ
の
三
人
な
ら
確
か
に
い
た
よ

 
将
軍
様
の
勢
力
が

人
く
ら
い

領
主
様
の
勢
力
が
五
十
人
く
ら
い
だ

た

お
お
う

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

こ
れ
は
面
白
く
な

て
き
や
が

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ

そ
し
て
ア
ス
ナ
を
呼
ん
だ

ど
う
や
ら
敵
に

ユ

ジ

ン
と
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ア
リ
シ

さ
ん
が
い
る
ら
し
い
ぞ

お

マ
ジ
か

多
分
今
回
の
敵
が
俺
達
だ

て
知
ら
な
い
ん
だ
な

恐
ろ
し
く
強
い
無
法
者
を
退
治
す
る
と
か
だ
け
言
わ
れ
た
ん
じ

な
い
か
な

ま
あ
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
し

う
ね

で

私
達
を
呼
ん
だ
理
由
は

 
ま
さ
か
こ
ち
ら
に
引
き
込
め
な
ど
と
は
言
わ
な
い
わ
よ
ね

そ
う
い
う
の
は
戦
闘
中
に
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
だ
か
ら
別
に
い
い

 
ま
あ
遊
び
の
つ
も
り
で
今
回
は
あ
い
つ
ら
と
も
ガ
チ
で
や
り
あ
お
う
と
思
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
前
置
き
し
た
上
で

三
人
に
言

た

と
い
う

で

キ
リ
ト
は
ユ

ジ

ン
を
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そ
し
て
ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
に
は
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
ア
リ
シ

さ
ん
を
担
当
し
て
も
ら
お
う
と
思

て
なな

る
ほ
ど

そ
う
い
う
事

私
は

わ
な
い
わ
よ

私
も
私
も

俺
も
別
に

わ
な
い

で

ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
す
る
ん
だ

大
人
し
く
指

を
と
る
さ

そ
れ
に
一
つ
や

て
み
た
い
事
が
あ
る
ん
で
な

や

て
み
た
い
事

何
だ

秘
密
だ
が

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
仕

け
る
つ
も
り
だ

ほ
う
ほ
う

ま
あ
楽
し
み
に
し
て
お
く
わ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

一
先
ず
僕
が
伝
令
と
し
て

り
ま
し
た

 
そ
こ
に
レ
コ
ン
が
伝
令
と
し
て
現
れ
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
を
も
偵
察
と
し
て
ト
ラ
フ

ク
ス
前
に
送
り
込
ん
で
お
り

 
街
の
様
子
を
交

に
チ

ク
さ
せ
て
い
る

態
で
あ

た

敵
が
集
結
を
終
え

編
成
を
始
め
ま
し
た

あ
と
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
達
が
到
着
し
ま
し
た
よ

お
お

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
な

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る
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行

て
く
る

ど
こ
に
だ

ち

と
敵

に

に
な

敵

に

 
そ
の
言
葉
が
意
外
だ

た
の
か

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
そ
ん
な
声
を
上
げ
た

ま
た
何
で
そ
ん
な
事
を

敵
を
確
実
に
猫
が
原
に
連
れ
て
こ
よ
う
か
と
思

て
な

あ
あ

そ
う
い
う

と
い
う

で

先
に

利
な
地
点
に
布

し
て
お
い
て
く
れ

 
出
来
る
だ
け
こ
ち
ら
が

を
敷
い
て
い
る
の
が
相
手
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
な

奇
襲
は
し
な
い
ん
だ
な

了
解

ハ
チ
マ
ン
君

気
を
つ
け
て
ね

お
う
ま
あ
姉
さ
ん
と
ナ
ユ
タ
を
連
れ
て
い
く
か
ら
滅
多
な
事
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
け
ど
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
三
人
は

ナ
ユ
タ
以
外
の
二
人
が
変
装
し
た

態
で

 
ト
ラ
フ

ク
ス
の
方
へ
と

て
い

た
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も
う

着
い
た
ば

か
り
な
の
に
人
使
い
荒
い
な

ま
あ
ま
あ

こ
う
い
う
時
は
や

ぱ
り
俺
と
姉
さ
ん
じ

な
い
と

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
あ
か
ら
さ
ま
な
追

に

し
か
し
ソ
レ
イ
ユ
は
上
機

な
様
子
を
見
せ
た

そ
う
で
し

う
そ
う
で
し

う

や

ぱ
り
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
は
私
の
出
番
よ
ね

え
え

ま
あ
そ
う
い
う
事
で
す

 
ち
な
み
に
そ
ん
な
ソ
レ
イ
ユ
は

ナ
ユ
タ
か
ら

り
受
け
た

の
衣
装
を

 
完
全
体
バ

ジ

ン
で
着
用
し
て
い
た

要
す
る
に
露
出
度
が
と
て
も
危
険
な

態
で
あ
る

 
代
わ
り
に
ナ
ユ
タ
は
い
つ
も
の
巫
女
服
に

し
て
い
る

ハ
チ
マ
ン
は
何
故
か

を
着
用
し

て
い
た

 
要
す
る
に
こ
こ
に
は

巫
女

神

が
揃

た
事
に
な
る

さ
て

そ
れ
じ

あ

と
い
き
ま
す
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

多
分
あ
の

り
に
い
る
の
が
リ

ダ

格
の
人
達
で
す

ほ
う
ほ
う
お
ユ

ジ

ン
が
い
や
が
る
お
ち

く
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
今
は
我
慢
す
る

か 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

で
た
ら
め
な
お

を

え
な
が
ら
そ
の
者
達
に
近
付
い
て
い

た
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第
７
１
８
話
 
天
下
分
け
目
の
猫
が
原

 
集
結
す
る
被
害
者
の
会
に

遠

な
し
に
ど
ん
ど
ん
近
付
い
て
い
く
そ
の
ハ
チ
マ
ン

は

 
当
然
で
は
あ
る
が

会
の
者
達
に
呼
び
と
め
ら
れ
た

お
い

何
だ
お
前
は

見
た
通
り
の

主
で
ご
ざ
い
ま
す
よ

主
が
俺
達
に
何
か
用
か

は
い

皆
様
の
背
後
に
暗

が

て
い
る
よ
う
で
し
た
の
で

 
お

介
か
と
は
思
い
ま
し
た
が

一
言
お
伝
え
せ
ね
ば
と

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
そ
の
場
に
い
た
者
達
は
ざ
わ

と
し
た

何
だ
と

お
前

何
者
だ

だ
か
ら
見
た
通
り
の

主
で
ご
ざ
い
ま
す
よ

た
だ
拙

は
先
日

 
大

の

に
ま
と
わ
り
つ
か
れ
て
大
層
難
儀
し
た
と
い
う
娘
を

い
ま
し
て
な
こ
の
子
な

の
で
す
が

 
そ
し
て
後
ろ
か
ら
ナ
ユ
タ
が
そ
の

を
現
し
そ
の
場
に
い
た
一
部
の
者
は
気
ま
ず
そ
う
に
目



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

を
背
け
た

お

俺
達
が

だ
と

誰
も
そ
ん
な
事
は
言

て
お
り
ま
せ
ぬ
が

そ
う
で
す
な

 
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
ぎ
り
ぎ
り
の
所
を
ブ
ン
ブ
ン
飛
び
回
る
と
い
う
の
は

 
や
は
り

の

性
な
の
や
も
し
れ
ま
せ
ぬ
な

 
ま
あ
い
ず
れ
に
し
ろ
皆
様
の
背
後
に

う
暗

が
ま
も
な
く

に
変
化
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す

 
女
神
か
ら
の
天
罰
が
落
ち
ぬ
よ
う
に

ゆ
め
ゆ
め
お
気
を
つ
け
下
さ
れ
い

天
罰

そ
う
で
す
じ

ほ
れ
あ
の
よ
う
に

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
背
後
に
い
た
ソ
レ
イ
ユ
を
指
差
し
た

 
確
か
に
そ
の
神
々
し
い

は

そ
の
衣
装
と
相
ま

て
ま
る
で
女
神
そ
の
も
の
で
あ
る

 
だ
が
そ
の
中
身
は
女
神
な
ど
で
は
な
く

悪
魔
そ
の
も
の
で
あ

た

は

い

そ
れ
じ

あ
天
罰
の
入
門
編
ね

 
そ
う
言

て
ソ
レ
イ
ユ
は

目
の

魔
法
を

え
た
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こ
れ
は
ど
の

度
の

力
が
出
る
か

る

の
観

気

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
の
魔
法
は

で
の
同
じ
ク
ラ
ス
の
術
と
し
て
発
動
し

 
そ
の
場
に
い
た
者
達
は
ビ
リ

と
し
た
衝
撃
を
受
け
た

う
お

な

何
だ
今
の

が

術
と
違

た
ぞ

ま
さ
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
か

 
一
方
ハ
チ
マ
ン
は

の
ん
び
り
と
し
た
口
調
で
ソ
レ
イ
ユ
に
こ
う

ね
て
い
た

姉
さ
ん

ど
ん
な
感
じ
だ

そ
う
ね

五
十
パ

セ
ン
ト

て
と
こ
ろ
か
し
ら
ね

半
分
か

ま
あ
十
分
だ
な

そ
う
ね

こ
れ
な
ら
何
と
か
な
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

だ
な

そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
敵
を
釣
る
と
す
る
か

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
再
び
被
害
者
の
会
の
者
達
の
方
に
向
き
直
り

 
小
道

の

を
シ

ラ
ン
と
鳴
ら
し
て
こ
う
叫
ん
だ
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と
い
う

で
久
し
ぶ
り
だ
な
お
前
ら

お
前
ら
が

み
骨

な
俺
様
が
わ
ざ
わ
ざ
出
向
い
て

や

た
ぞ

な

何
だ
と

で
も
確
か
に
あ
の
顔
は
忘
れ
も
し
な
い

あ
の
野
郎

絶
対
に
許
さ
ね
え

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
で
エ
キ
サ
イ
ト
し
た
の
か

 
か
な
り
の
人

が
ハ
チ
マ
ン
目

け
て
突
撃
し
始
め
た

だ
が
速
度
に
特
化
し
た
ハ
チ
マ
ン
や

ナ
ユ
タ

 
そ
れ
に
万
能
タ
イ
プ
の
ソ
レ
イ
ユ
に
追
い
つ
く
事
は
出
来
な
い

う
ち
の
娘
に
ち

か
い
を
か
け
た
あ
げ
く
開
き
直

て
逆
ギ
レ
か
よ
本
当
に
格
好
悪
い

奴
ら
だ
な

う

う
る
さ
い

そ
の
子
が
美
人
す
ぎ
る
の
が
い
け
な
い
ん
だ
ろ

 
そ
の
中
の
一
人
が
開
き
直

た
よ
う
に
そ
う
言

た

 
だ
が
そ
の
言
葉
に
対
す
る
ハ
チ
マ
ン
の
返
事
も
ま
た
ぶ

飛
ん
で
い
た

お

お
前
は
中
々
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
な

確
か
に
う
ち
の
ナ
ユ
タ
は
美
人
す
ぎ
る
か
ら
な
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よ
し

お
前
だ
け
は
半
殺
し

度
で
済
ま
せ
て
や
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
茶
化
す
よ
う
に
そ
う
言
う
と

続
け
て
こ
う
言

た

お
前
達
の
速
度
じ

俺
に
追
い
つ
く
事
は
出
来
な
い
ぞ
猫
が
原
で
お
前
ら
を
待

て
て
や
る

か
ら

 
精
々
頑
張

て
体
勢
を
整
え
て
正
々

々
と
か
か

て
く
る
ん
だ
な
は
は
は
は
は
は
は

は
は
は
は
は

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
う
言

て
速
度
を
上
げ

凄
い
ス
ピ

ド
で
走
り
去

て
い

た

 
取
り
残
さ
れ
た
被
害
者
の
会
の
者
達
は

悔
し
そ
う
な
表
情
で
そ
の
場
で
足
を
止
め
る
と

 
口
々
に
こ
う
言

た

決
戦
は
猫
が
原
だ

軍
を
編
成
し
て
す
ぐ
に
向
か
う
ぞ

後
か
ら
付
い
て
き
て
い
る

兵

を
誰
か
案
内
し
て
や

て
く
れ

 
あ
と
地

の
説
明
も
忘
れ
る
な

そ
れ
じ

あ
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
は
私
が

お
う

頼
む

任
せ
て
下
さ
い
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そ
う
返
事
を
し
た
の
が
見
覚
え
の
な
い
者
だ
と
は
誰
も
気
付
か
な
か

た

 
こ
う
し
て
被
害
者
の
会
の
者
達
は

ま
ん
ま
と
猫
が
原
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
事
と
な

た

む
む

中
央
が
何
か

が
し
い
が

何
か
あ

た
の
か

う
ん

何
か
お

さ
ん
が
暴
れ
た
ら
し
い
よ

本
当
に
和
風
だ
よ
ね

ど
う
や
ら
そ
の
お

さ
ん
が

敵
の
首
謀
者
だ

た
ら
し
い
な

 
た
ま
た
ま
同
じ

に
所
属
す
る
事
に
な
り

 
の
ん
び
り
と
会
話
し
て
い
た
ユ

ジ

ン
と
ア
リ
シ

の
前
に

 
事
情
を
確
認
し
に
行

て
い
た
サ
ク
ヤ
が
現
れ
て
そ
う
言

た

そ
う
な
の
か

あ
あ

私
も
遠
目
で
チ
ラ
リ
と
見
た
が

相
当
な
美
人
を
二
人
連
れ
て
い
た
ぞ

 
サ
ク
ヤ
の
そ
の
言
葉
に

ユ

ジ

ン
は
冗
談
め
か
し
て
こ
う
言

た

ほ
う
ほ
う

ま
る
で
ハ
チ
マ
ン
だ
な

だ
ね

あ
は
は
は
は

ま
あ
ど
の
ゲ

ム
に
も

あ
あ
い
う
奴
は
い
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
な

 
こ
の
三
人
は
偶
然
真
実
を
言
い
当
て
た
格
好
だ
が
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合
同
イ
ベ
ン
ト
の
開

前
か
ら

の
連
中
が
被
害
を
受
け
て
い
た
と
い
う
話
を

い
て
い
た

 
三
人
は
敵
の
正
体
が
ま
さ
か
ヴ

ル
ハ
ラ
軍
だ
と
は

想
像
も
し
な
か

た
の
で
あ
る

お

ど
う
や
ら
出
発
の
よ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
私
達
も
動
く
と
し
よ

か

 
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
く

た
と
い
う
そ
の
お

が
せ
野
郎
に
一

か
せ
て
や
ろ
う

俺
は
強
い
奴
と
や
れ
れ
ば
何
で
も
い
い

 
そ
う
い

て
三
人
も

そ
れ
ぞ
れ

が
わ
れ
た
案
内
役
に

い

猫
が
原
へ
と
向
か
う
事
と

な

た

 
お

い

準
備
は
ど
う
だ

ハ
チ
マ
ン
君

無
事
で
良
か

た

余

余

あ
い
つ
ら
足
が

い
か
ら
な

あ
あ

ナ
ユ
ち

ん
も
速
い
し

姉
さ
ん
も
実
は
身
体
能
力
が
凄
い
も
ん
ね

 
ト
ラ
フ

ク
ス
か
ら
無
事

た
ハ
チ
マ
ン
に

ア
ス
ナ
は
笑
顔
で
そ
う
言

た
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準
備
は
バ

チ
リ
だ
よ

配
置
は
こ
ん
な
感
じ

 
中
央
の
重
要
な
高
地
は

に
味
方
に
よ

て
全
部

え
ら
れ
て
い
る

 
残
る
は
一
つ
を

き
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
う
の
に
は
明
ら
か
に
不
利
な
微

な

ば
か
り

で
あ

た

装
備
の
方
は
ど
う
だ

ち

ん
と
行
き

て
る
よ

ほ
ら

あ
の
キ
リ
ト
君
の
格
好
を
見
て
み
て

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
わ
れ

を

き
込
ん
だ

 
そ
こ
に
写

た
の
は
全
身
を
漆
黒
の

に
身
を
包
ん
だ
キ
リ
ト
の

で
あ

た

 
そ
の

は

風
で
あ
り
ど
こ
か
か
つ
て

田
信
⻑
が
愛
用
し
て
い
た
と
い
う

に
似
て
い

た
お
お

格
好
い
い
じ

な
い
か

あ
れ
な
ら
キ
リ
ト
君
の
正
体
も
簡

に
は
バ
レ
な
い
で
し

お
う

中
で
キ
リ
ト
だ
と
気
付
い
た
時
の
ユ

ジ

ン
の
顔
が
楽
し
み
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
遠
く
か
ら
こ
ち
ら
に
接
近
中
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
を
見
な
が
ら
そ
う

い
た

さ
て

ユ
タ
ロ

は
ち

ん
と
ユ

ジ

ン
を
誘

し
て
く
れ
て
る
か
な
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重
ね
て
言
う
が
被
害
者
の
会
軍
団
が
編
成
を
終
え
た
後

兵

に
は
案
内
役
が

え
ら

れ
た

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
を
担
当
す
る
事
に
な

た
の
は

立
候
補
し
た
ロ
ク
ロ

と
い
う
プ
レ
イ

ヤ

で
あ
る

 
だ
が
実
は
こ
の
ロ
ク
ロ

は

ユ
タ
ロ

の
サ
ブ

で
あ

た

 
自
身
の

密
性
を

限
ま
で
高
め
る

に
ユ
タ
ロ

が
考
え
に
考
え
抜
い
て
出
し
た
結

は

 
二
つ
の
キ

ラ
を
使
い
分
け
る
事
で
あ

た

こ
れ
は

純
だ
が

実
に

果
的
で
あ
る

 
か
つ
て
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
が
全

期
だ

た
時
は
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
普
通
に
複

プ
レ
イ

を
し
て
い
た

 
そ
れ
は
合
成
キ

ラ
だ

た
り
ヒ

ラ

だ

た
り
す
る
事
が
多
か

た
が

 
ユ
タ
ロ

は
そ
れ
を

密
行
動
に
特
化
し
た
キ

ラ
に
育
て
上
げ
て
い
た

 
こ
の
決
し
て
敵
に
悟
ら
れ
ず
に
情
報
収
集
を
行
う
ユ
タ
ロ

の
ス
タ
イ
ル
が

 
こ
の
時
の
ハ
チ
マ
ン
の
考
え
に
ピ
タ
リ
と
は
ま

た
の
で
あ
る

こ

ち
で
す

将
軍
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こ
こ
は

中
々
い
い
地

だ
な

一
気
に
敵
目

け
て
駆
け
下
り
る
事
が
出
来
そ
う
だ

 
だ
が
よ
く
こ
ん
な
絶
好
の
場
所
が
残

て
い
た
も
ん
だ
あ

ち
の
指

者
の
目
は

だ
な

 
そ
の
口
の
動
き
は
ハ
チ
マ
ン
に

ま
れ
て
お
り

後
で
ユ

ジ

ン
は
こ
の
事
で

 
ハ
チ
マ
ン
に
ネ
チ
ネ
チ
と
い
じ
め
ら
れ
る
事
に
な
る

口
は
災
い
の
元
な
の
だ

こ
の
山
に
は
名
前
は
あ
る
の
か

は
い

こ
こ
は

尾
山
と
言
い
ま
す

ほ
う
ほ
う

尾
山
な

さ
す
が
は
地
名
も
和
風
な
ん
だ
な

 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
言
葉
の
意
味
に
気
が
付
か
ず
た
だ
そ
う
感
想
を
述
べ
る
に
と
ど
ま

た

そ
れ
じ

あ
私
は
こ
れ
で
本

に

り
ま
す
の
で

う
む
案
内
ご
苦
労
も
し
か
し
た
ら
俺
達
が
敵
の
首

を
倒
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
れ
で
も

わ
ん
の
だ
ろ
う

は
い

問
題
な
い
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
ロ
ク
ロ

は

中
で
こ

そ
り
と

む
ら
に
入
り

そ
こ
で
キ

ラ
チ

ン
ジ
し
た

 

作
戦
は
無
事
に
成
功
で
す
将
軍
の
軍
を
正
面
の

尾
山
ま
で
誘

す
る
事
に
成
功
し
ま
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し
たよ

く
や

た

残
る
は
領
主
軍
と
ビ

ビ

軍
だ
が

お

い
た

あ
そ
こ
か

 
そ
の
二
つ
の
軍
は
正
面
や
や

め
方
向
の

本

の
横
に
布

し
て
い
た

 
今
回
の
戦
い
に
そ
れ
ほ
ど
熱
心
で
な
い
の
か
二
軍
と
も
に
か
な
り
の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気

だ

た
ま
あ
こ
れ
だ
け
の
人

差
だ
当
然
そ
う
な
る
よ
な

う
ち
の
正
体
を
知
ら
な
い

だ
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
て
も

ら
し
い
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
そ
う
言
う
と

 
気
分
を
出
す

に
用
意
し
た
小
道

の
中
か
ら

先
ず
花

を
用
意
さ
せ
た

さ

て

祭
り
の
始
ま
り
だ

ロ
ク
ダ
ユ
ウ

花

を
上
げ
ろ

は
 
こ
う
し
て
後
に

天
下
分
け
目
の
猫
が
原

と
呼
ば
れ
る
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た
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第
７
１
９
話
 
膠
着
す
る
戦
線

お

花

と
は
敵
さ
ん
も

な
事
を
す
る
ね

お
い
ア
リ
シ

敵
が
動
き
出
し
た
ぞ

ほ
い
ほ

い

こ
こ
じ

⻯
騎
士
軍
団
は
使
え
な
い
か
ら
み
ん
な
徒
歩
だ
け
ど

 

で
の
戦
闘
を
楽
し
む
つ
も
り
で
み
ん
な

頑
張
ろ
う

シ
ル
フ
軍
も
戦
闘
準
備
だ

 
そ
ん
な
ま

た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
シ
ル
フ
・
ケ

ト
シ

連
合
領
主
軍
と
比
べ

 
本

を

ん
で
そ
の
反
対
に
い
る
ビ

ビ

軍
は

ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
雰
囲
気
で
あ

た

 
そ
れ
は
リ

ダ

で
あ
る
ビ

ビ

が
イ
ラ
イ
ラ
す
る
よ
う
に
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る何

か
気
に
な
る

何
か
お
か
し
い

女
神
様

何
か
気
に
な
る
ん
で
す
か

 
そ
う
問
い
か
け
て
き
た
の
は

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
リ

ダ

で
あ
る
シ
ノ
ハ
ラ
で
あ

た

 
今
や

＆

は

ビ

ビ

の
カ
リ
ス
マ
性
に
よ
り

か
な
り
の

模
の
ナ
イ
ツ
と
な

て
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い
る

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
連
中
は

今
や
そ
の
最
側
近
と
い
う
扱
い
に
な

て
い
る
の
だ

た

何
と
い
え
ば
い
い
か

ど
う
し
て
も

な
予
感
が

か
ら
離
れ
な
い
の
よ

 
こ
の
雰
囲
気
を
何
か
に

え
る
な
ら

こ
の
前
メ
カ

い
サ
ン
タ
に
潰
さ
れ
た
時
み
た
い

な 
ビ

ビ

は
先
日
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
に
ペ
チ

と
さ
れ
た
事
が
よ
ほ
ど
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
い

る
ら
し
い

お
い
シ
ノ
ハ
ラ

何
で
し

う
女
神
様

私
が
や
ば
い
と
思

た
ら

ど
ん
な
に

利
で
も
即

退
指

を
出
す

 
そ
の
時
は
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
即
味
方
を
下
げ
る
の
よ

わ

分
か
り
ま
し
た

 
わ

分
か
り
ま
し
た

だ
そ
う
よ

 
同
じ

ハ
チ
マ
ン
の
隣
で
同
じ
く

を
使
い
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の
主
だ

た
者
の
口
の
動
き
を

ん
で
い
た
ソ
レ
イ
ユ
が

 
ビ

ビ

達
の
会
話
を
全
て
伝
え
て
き
た

ふ

ん

勘
の
い
い
奴
だ
な

ま
あ
あ
い
つ
だ
け
は
逃
が
さ
な
い
け
ど
な

ハ
チ
マ
ン
君
も
結

念
深
い
所
が
あ
る
よ
ね

ま
あ
ト
ド
メ
は
フ
カ
に

て
や
る
さ

任
せ
て

悪
・
即
・

 
フ
カ
次
郎
は
い
き
り
立
ち

ブ
ン
ブ
ン
と
日
本
刀
を

り
回
し
た

 
こ
れ
は
万
が
一
ビ

ビ

に
正
体
が
バ
レ
な
い
よ
う
に
と
用
意
し
た
フ

イ
ク
武
器
で
あ
る

 
メ
イ
ン
武
器
の
ツ
ヴ

イ
ヘ
ン
ダ

は

ボ
タ
ン
一
つ
で
装
備
出
来
る
よ
う
に
準
備
済
み
だ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
開
戦
す
る
か

キ
リ
ト

一
番

は
任
せ
た

任
さ
れ
た

そ
れ
じ

あ
キ
リ
ト

出
撃

 
今
回
キ
リ
ト

に
配
置
さ
れ
た
の
は
次
の
者
達
で
あ
る

 
キ
リ
ト

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル
の
五
人
に
加
え

 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
と
メ
ビ
ウ
ス
そ
し
て
そ
の
後
に
忍
レ
ジ

ン
ド
の
半

で
あ
る
三
十
人
が

続
く
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三
十
七
人
で
の

人
相
手
の
突

で
あ
る

突
撃

突
撃

ふ

俺
も
な
め
ら
れ
た
も
の
だ
な

た

た
そ
れ
だ
け
の
人

で
突

込
ん
で
く
る
と
は

 
だ
が
キ
リ
ト
は
さ
す
が
で
あ

た

ゲ
リ
ラ
戦
が
得
意
な
忍
レ
ジ

ン
ド

に

 
敵
側
面
か
ら
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
た
か
く
乱
を
行
わ
せ
る
事
に
よ
り

 

的

利
な
は
ず
の
敵
に
囲
ま
れ
た
の
か
と
誤
認
さ
せ

 
そ
れ
に
ひ
る
ん
だ
奴
ら
を
キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン

そ
し
て
エ
ギ
ル
が
食
い
ま
く

て
い
た

 
普

は
ハ
チ
マ
ン
達
の
影
に

れ
て
し
ま

て
い
る
二
人
だ
が

 
さ
す
が
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
攻
略
組
に
い
た
だ
け
の
事
は
あ
る

く

う
ち
の

成
員
よ
り
は
さ
す
が
に
ち

と
は
や
る
よ
う
だ
な

 
だ
が
そ
の

進
撃
も
そ
こ
ま
で
だ

俺
が
直
々
に
相
手
を
し
て
や
ろ
う

日
本
刀
の
男

 
キ
リ
ト
も
当
然
正
体
が
バ
レ
な
い
よ
う
に

今
は
日
本
刀
を
使

て
い
る

 
そ
う
す
る
と
普

か
ら
日
本
刀
を
使

て
い
る
ク
ラ
イ
ン
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
事
に
な
る

が 
逆
に
普

通
り
の
方
が
目
立
た
な
い
と
い
う
事
で
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メ
ン
バ

の
中
で
は
唯
一
通
常
の
メ
イ
ン
武
器
を
使
用
し
て
い
た

 
そ
の
せ
い
か
今
ユ

ジ

ン
が
自
分
の
相
手
に
と
指
名
し
た
の
は
実
は
ク
ラ
イ
ン
だ

た

り
す
る

 
だ
が
普

だ
と
そ
ん
な
事
は
あ
り
え
な
い

こ
の
時
も
ク
ラ
イ
ン
が
一
歩
後
ろ
に
下
が
り

 
キ
リ
ト
が
前
に
出
る
格
好
と
な

た

そ
れ
に

た
の
は
ユ

ジ

ン
で
あ
る

貴
様

俺
な
ぞ
相
手
に
す
る
ま
で
も
な
い
と
で
も
言
い
た
い
の
か

へ

も
し
か
し
て
俺
を
ご
指
名
だ

た
の
か

当
た
り
前
だ

ど
う
見
て
も
こ
の
中
で
は
貴
様
が
一
番
強
い
で
は
な
い
か

 
当
然
二
人
は
そ
の
言
葉
に
ハ
テ
ナ

と
な

た

ど
う
い
う
事
だ

多
分
ク
ラ
イ
ン
だ
け
が
普

と
同
じ
武
器
を
使

て
る
か
ら
勘
違
い
し
た
ん
じ

な
い
か

あ

な
る
ほ
ど
な
ま
あ
い
い
か
面
白
い
か
ら
こ
の
ま
ま
ユ

ジ

ン
の
相
手
を
頼
む

キ
リ
ト

 
そ
の
代
わ
り
俺
が
煽

と
い
て
や
る
か
ら
よ
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了
解

も

と
か

か
と
さ
せ
て
や

て
く
れ

 
キ
リ
ト
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言
い

 
ク
ラ
イ
ン
は
上
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
な
態
度
で
ユ

ジ

ン
に
言

た

俺
に
相
手
を
し
ろ
だ
な
ん
て
一

年

い
わ

ま
だ
未

者
だ
が

 
そ
こ
に
い
る
俺
の
側
近
を
倒
せ
た
ら
俺
が
直
々
に
相
手
を
し
て
や
ろ
う

貴
様

俺
を
愚

す
る
か

 
そ
う
ま
ん
ま
と
挑
発
に
乗

て

に
血
を
上
ら
せ
た
ユ

ジ

ン
を
見
て
二
人
は
内
心
ほ
く

そ
笑
ん
だ

愚

し
て
い
る
の
は
ど

ち
だ

確
か
に
俺
は
未

者
だ
が

お
前
な
ん
か
に
は
負
け
ん

ち

ま
あ
い
い

か
か

て
こ
い
下
郎

お
う

 
こ
う
し
て
予
定
通
り
に
キ
リ
ト
と
ユ

ジ

ン
の
戦
い
が
開
始
さ
れ
る
事
と
な

た

  
一
方
こ
ち
ら
は
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
連
合
領
主
軍
で
あ
る

 
こ
ち
ら
を
担
当
す
る
の
は
ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
に
加
え

リ

フ

と
ク
リ
シ

ナ
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そ
し
て
忍
レ
ジ

ン
ド
か
ら
十
人
が
参
加
し
て
い
た

 
十
四
対
五
十
と
い
う
人

差
に
な
る
の
だ
が
そ
の
十
四
人
が
ま

た
く
崩
れ
る
気
配
が
な
い

サ
ク
ヤ
ち

ん

何
か
手
ご
わ
く
な
い

そ
う
だ
な

あ
の

若
の
面
を
か
ぶ

た
二
人
は
相
当
戦
い
慣
れ
し
て
い
る
よ
う
だ

 
後
方
に
い
る
能
面
を
か
ぶ

た
二
人
は

援
役
な
の
だ
ろ
う
が
時
々
指

も
出
し
て
い
る
よ

う
だ
な

 
そ
れ
が
実
に
的
確
だ

正
直
私
の
副

と
し
て
欲
し
い
く
ら
い
だ
よ

だ
よ
ね

あ
の

若
さ
ん

片
方
は
正

の
剣
士
で
も
う
片
方
は
突
き
主
体
だ
け
ど

 
あ
れ

て
ば
私
達
よ
り
も
確
実
に
強
く
な
い

う
む

い
気
持
ち
で
参
加
し
た
が

さ
て
ど
う
し
た
も
の
か

 
二
人
は
徐
々
に

ら
さ
れ
て
い
く
仲
間
達
の
様
子
を
見
て

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
悩
み
続
け
る
事
と
な

た

  
正
面
に

取
る
敵
本

と
ビ

ビ

軍
は

ビ

ビ

が

に
消

的
だ

た

 
一

に
行
動
す
る
よ
う
な

と
な

て
い
た
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く

敵
に
近
付
け
ね
え

撃
ち
返
そ
う
に
も
こ
の

況
じ

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

達
は

ぶ
つ
ぶ
つ
と
そ
う
言

た

 
こ
こ
を
担
当
し
て
い
る
の
は

下
達
と
ダ
イ
ン
軍
で
あ
る

 
そ
の
戦
力
差
は
実
に
十
倍
近
く

三

二
十
対
四
十
と
な

て
い
た

 
だ
が
い
く
ら
殺

能
力
を

え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
そ
の
四
十
人
全
員
が
銃
を
持

て
い

る
の
だ

 
そ
の
面
制
圧
力
は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
る

し
か
も
こ
の
四
十
人
は

 
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
か
つ
て
源
氏
軍
で
も

と
多
く
の
敵
を
相
手
に

 
最
後
ま
で
戦
い
抜
い
た
つ
わ
も
の
揃
い
で
あ
る

 
こ
れ
く
ら
い
の
人

差
を
恐
れ
る
事
も
な
い
し

何
よ
り
多

を
相
手
に
戦
い
慣
れ
て
い
る

 
要
所
要
所
を
コ
ミ
ケ
達
が
締
め
て
い
る

に

戦
線
が
破

す
る
気
配
は
ま

た
く
な
く

 
敵
が
何
か
し
よ
う
と
別
働

を
動
か
そ
う
と
し
て
も
ハ
チ
マ
ン
本

か
ら
出
撃
し
た
者
に
蹂

躙
さ
れ
る

 
そ
ん
な

況
が
ず

と
続
い
て
い
る
の
だ

た
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お
う
お
う

ま
た
敵
の
一
部
が
じ
れ
て
横
に
移
動
し
始
め
た

 
ま
あ
そ
う
や

て
現

を
何
と
か
し
よ
う
と
努
力
す
る

い
じ

な
い
け
ど
な

大
丈
夫
だ

本

が
ま
た
潰
し
に
い

た

さ

す
が
ハ
チ
マ
ン

よ
く
見
て
や
が
る

方
面
を
し

か
り
と
サ
ポ

ト
し
て
く
れ
る
か
ら

り
難
い
な

だ
な

師
匠

に

人
ま
た
動
き
出
し
た

そ

ち
は
俺
と
お
前
で
潰
す
か

行
く
ぞ
レ
ン

は
い

  
本

の
後
方
に
は

連
合
の

五
十
人
が
布

し
て
い
た

 
こ
ち
ら
を
担
当
す
る
の
は

女
連
と

忍
レ
ジ

ン
ド
の
残
り
二
十
人
で
あ
る

 
人

比
は

五
十
対
四
十
だ
が

正
直
こ
ち
ら
の
戦
線
は
何
の
問
題
も
な
い

 
連
合
は
ま
だ
相
手
が
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
と
知
ら
な
い

本
気
で
戦

て
い
な
い
し

 
な
お
か
つ
相
手
が

女
連
だ
と
い
う
事
だ
け
は
分
か

て
い
る

そ
も
そ
も
手
が
出
せ
な
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い 
こ
れ
以
上

女
連
と
い
ざ
こ
ざ
を

こ
し
た
く
な
い
と
い
う
の
が
彼
ら
の
切
実
な
願
い
で
あ

た
何
だ
い

張
り
合
い
が
な
い
ね

ま
あ
楽
と
い
え
ば
楽
だ
か
ら
い
い
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん

ち

こ

ち
か
ら
仕

け
て
無
理
に
で
も
相
手
し
て
も
ら
お
う
か
ね

お

か
さ
ん
ま
だ

い
で
す
わ
よ
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
の

に
今
は
力
を

め
て
お
き
ま

し

う
や
れ
や
れ

い
つ
本
格
的
な
戦
闘
が
始
ま
る
の
か
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
お

か
さ
ん
は

本

の
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
と
あ
く
び
を
し
て
お
り

若

退
屈
そ
う
に
見
え
た

お
や
お
や
こ
れ
は

そ
ろ
そ
ろ
だ
ね

お

か
さ
ん

ど
う
か
し
て

ミ
サ
キ

ハ
チ
マ
ン

や
が
そ
ろ
そ
ろ
こ
の

態
に

き
て
き
た
み
た
い
だ
か
ら

 
多
分
そ
ろ
そ
ろ
動
き
が
あ
る
よ

こ

ち
も
い
つ
で
も
動
け
る
よ
う
に
準
備
さ
せ
な



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

分
か
り
ま
し
た
わ

 
敵
の
実
力
は
大
体

出
来
た
し

そ
ろ
そ
ろ
か
ね

そ
ろ
そ
ろ
あ

ち
の
準
備
も
オ

ケ

み
た
い
よ

そ
れ
じ

あ
や
る
か

姉
さ
ん

信

を

は

い

 
そ
し
て
空
に

い
信

が
打
ち
上
げ
ら
れ
同
時
に

に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
旗
が

げ
ら

れ
た
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第
７
２
０
話
 
正
体
を
現
す

ビ

ビ

領
主
軍

 
信

が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
直
後

方
面
に
散

て
い
た
者
達
は
そ
れ
に
気
付
く
と

 
予
め
準
備
し
て
い
た
旗
を
上
げ
た

来
た

合
図
だ

全
員
武
器
を
持
ち

え
て
装
備
も
変
え
て

こ
こ
か
ら
は
本
気
だ
よ

 

人
は
手
は
ず
通
り
に
ス
ム

ズ
に

次
々
と
ヴ

ル
ハ
ラ
と
し
て
の

を
現
し
て
い

た

 
シ
ノ
ハ
ラ

全
速
で

退

こ
の
場
か
ら
逃
げ
出
す
わ
よ

り

了
解

 
一
番

速
に
動
い
た
の
は
ビ

ビ

で
あ

た

 
ビ

ビ

は
ま
だ
信

が
上
が
り
き
ら
な
い
う
ち
か
ら
シ
ノ
ハ
ラ
に
そ
う
叫
び

 
ビ

ビ

軍
は
即
座
に

退
を
始
め
た

女
神
様

一
体
何
が

馬

見
て
分
か
ら
な
い
の

あ
れ
は
多
分
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
よ
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そ
れ

て

の

え
え

と
ん
だ
ま
ぬ
け
だ

た
わ

遊
び
だ
と
思

て
参
加
し
た
戦
い
が

 
実
は
ヴ

ル
ハ
ラ
が
相
手
だ

た
な
ん
て
ね

 
い
く
ら
私
で
も

ト
ラ
フ

ク
ス
内
な
ら
と
も
か
く

銃
が

体
さ
れ
た
今
の

況
で

 
フ
ル
メ
ン
バ

の
ヴ

ル
ハ
ラ
と
簡

に
事
を

え
る
気
は
ま

た
く
な
い
わ
よ
勝
て
る

が
な
い

 
先
日
は
東
の
荒
地
で
ヴ

ル
ハ
ラ
と
や
り
あ

た
ビ

ビ

で
あ

た
が

 
そ
れ
は
あ
く
ま
で
ヴ

ル
ハ
ラ
が
フ
ル
メ
ン
バ

で
は
な
く
銃
が

に
機
能
し
て
い
た
か

ら
だ

た

お
い
お
前
ら

ま
だ
戦
い
の
最
中
だ
ぞ

怖
気

い
た
の
か

 
そ
う
声
を
か
け
て
く
る
被
害
者
の
会
の
本

の
者
に

ビ

ビ

は

鳴
る
よ
う
に
言

た

や
ば
い
か
ら
速
攻
で
こ
こ
か
ら
逃
げ
る
の
よ
あ
ん
た
達
も
精
々
死
な
な
い
よ
う
に
頑
張
り
な

さ
い
な

な

せ

せ
め
て
報

分
く
ら
い
は
働
け
よ

そ
れ
な
ら
返
す
わ
よ

ほ
ら
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ビ

ビ

は
そ
う
言

て
そ
の
場
に
金
を
バ
ラ
ま
い
た

 
ど
う
せ

の
専
用
通

な
ど

こ
の
イ
ベ
ン
ト
中
に
し
か
使
え
な
い
の
だ
し
別
に

し
く
は

な
い

 
そ
し
て
そ
の
背
後
で
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
の

い
花
が
咲
き
直
後
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
旗
が

げ
ら
れ
た

ほ
ら
見
な
さ
い

や

ぱ
り
ヴ

ル
ハ
ラ
じ

な
い
の

ほ

本
当
だ

正
面
の
森
に
入

ち

え
ば
多
少
は
安
全
だ
ろ
う
か
ら
み
ん
な
ス
ピ

ド
を
上
げ
て
全
力

走
よ

ま

待

て
下
さ
い
女
神
様

 
こ
こ
で
身
体
能
力
の
差
が
出
た

ビ

ビ

は
ま
が
り
な
り
に
も
一
流
の
プ
レ
イ
ヤ

で
あ

り 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
や
他
の
連
中
よ
り
も
は
る
か
に
足
が

い

だ
が
こ
の
時
は
そ
れ
が
裏
目
に
出

た 
ビ

ビ

の
足
に
い
き
な
り
何
か
が

き
付
き
そ
の
ま
ま
一
気
に
上
へ
と
吊
り
上
げ
ら
れ
た
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の
だき

ち

ち

と

何
な
の

何
で
し

う
ね

は
い

確
保

 
ビ

ビ

は
そ
の
声
の
主
達
に
樹
上
で
目

し
を
さ
れ

口
に
は

を
か
ま
さ
れ
た

 
直
後
に
手
足
も
何
か

の
よ
う
な
物
で

束
さ
れ
そ
の
ま
ま
何
か
袋
の
よ
う
な
物
に
押
し
込

め
ら
れ
た

 
お
そ
ら
く
相
手
は
手
だ
れ
な
の
だ
ろ
う

こ
こ
ま
で
が
わ
ず
か
十

ほ
ど
の
出
来
事
で
あ
る

 
そ
し
て
ビ

ビ

軍
の
残
り
の
者
が
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
森
に
入
り

 
ビ

ビ

の
不
在
に
気
付
か
ず
に
そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
て
い

た

女
神
様

待

て
下
さ
い

て
ば

 
そ
の
声
を

き

ビ

ビ

を

束
し
た
者
は
ぼ
そ
り
と
こ
う

い
た

ま
あ
そ
の
女
神
様
は
こ
こ
に
い
る
ん
だ
け
ど
ね

そ
れ
じ

あ
し
ば
ら
く
し
た
ら
下
に
お
り
て

そ
の
ま
ま
大
回
り
し
て
本

に

ろ

か

は
い
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こ
の
声
は
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ

く

こ
れ
は
や
ら
れ
た
わ
ね

 
ビ

ビ

は
そ
の
声
で
敵
の
正
体
に
気
が
つ
い
た

だ
が
こ
の

態
で
は
ど
う
す
る
事
も
出

来
な
い

は

ま
あ
い
い
わ

別
に
リ
ア
ル
で
死
ぬ

じ

な
い
し

 
こ
の
後
自
分
が
ど
う
な
る
の
か
一
応
興
味
は
あ
る
し

 
と
り
あ
え
ず
大
人
し
く
様
子
を
見
る
事
に
し
ま
し

う
か

 
こ
う
し
て
ビ

ビ

は
あ

さ
り
と
捕
ら
え
ら
れ

 
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
の
手
に
よ

て
本

へ
と
連
れ
て
い
か
れ
る
事
と
な

た

  
一
方
そ
の

サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

は

然
と
空
を
見
上
げ
て
い
た

サ
ク
ヤ
ち

ん

私

と
ん
で
も
な
い
物
が
見
え
る
ん
だ
け
ど

奇
遇
だ
な

私
も
だ

 
そ
う

く
二
人
の
目
の
前
の
空
に
は

い
花
が
咲
い
て
い
た

 
二
人
は
当
然
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
に
は
精
通
し
て
お
り

 
そ
の
指

を
受
け
て
一

に
戦

た
事
も
あ
る
の
だ
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だ
が
こ
う
し
て
い
ざ
自
分
達
が
標
的
に
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
あ
り

 
そ
の

い
色
は
気
の
せ
い
か

や
や
黒
味
が
か

て
見
え

 
ま
る
で
血
の
色
で
あ
る
か
の
よ
う
な
イ
メ

ジ
を

き

こ
さ
せ
た

え

と

あ
れ

て
や

ぱ
り
あ
れ
だ
よ
ね

そ
う
い
う
事
な
ら
心
当
た
り
が
無
い
で
も
な
い
な
あ
そ
こ
で
突
き
を
主
体
に
し
て
戦

て
た

の
は当

然
ア
ス
ナ
だ
よ
ね

そ
し
て
正

の
剣
士
は
う
ち
の
リ

フ

だ
ろ
う

 
そ
し
て
二
人
は
や
や

ざ
め
た
表
情
で
顔
を
見
合
わ
せ
た

う
わ

ど
ど
ど
ど
う
し
よ
う

こ
れ

て
も
し
か
し
て
ピ
ン
チ

私
達
二
人
が
出
れ
ば
ま
あ
あ
の
二
人
だ
け
な
ら
勝
て
な
い
ま
で
も
い
い
勝
負
が
出
来
る
と

思
う

 
だ
が
問
題
は
今
あ
そ
こ
で
能
面
を
外
し
て
ニ
タ
リ
と
笑

て
い
る
性
格
の
悪
い
奴
の
方
だ

な
ひ
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前
方
に
は
先
ほ
ど
ま
で
指

を
と

て
い
た
者
と

援
魔
法
ら
し
き
物
を
か
け
て
い
た
者
が

 
二
人
と
も
能
面
を
外
し
て
ニ
タ
リ
と
笑

て
い
た

ユ

ユ
キ
ノ

 
ハ
チ
マ
ン
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

て
く
る
前
の

で
あ
れ
ば

 
ユ
キ
ノ
は
そ
こ
ま
で
こ
の
二
人
と
差
が
あ
る
プ
レ
イ
ヤ

で
は
な
か

た

 
だ
が
そ
こ
か
ら
の
ユ
キ
ノ
の
成
⻑

は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ

た

 
そ
の
せ
い
で
今
で
は
二
人
が
か
り
で
も
絶
対
に
勝
て
な
い
と
断
言
出
来
る

の
力
の
差
が
つ

い
て
い
る

そ
の
横
に
い
る
の
は
ク
リ
シ

ナ
だ
な

こ
の
時
点
で
も
う
絶
対
に
無
理
だ

 
た
だ
で
さ
え
手
に
負
え
な
い
ア
ス
ナ

リ

フ

ユ
キ
ノ
の
三
人
が

 
ク
リ
シ

ナ
の
魔
法
に
よ

て
超
絶
強
化
さ
れ
る
の
だ

こ
れ
は
も
う
笑
う
し
か
な
い

況
で

あ
るお

い
見
ろ

ア
ス
ナ
の
武
装
が

姫

そ
れ
に
あ
れ
は
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

ま
だ
未
完
成

い
け
ど

リ

フ

も
だ

あ
れ
は
イ

ン
ホ
ウ
だ
な
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ク

ク
ロ
ビ
ン
の
リ

ク
タ
イ
と
の
兄
弟
剣
だ

け

あ
れ
も
や
ば
い
よ
ね

 
二
人
は
ア
ス
ナ
の
武
器

姫
の

力
と

 
そ
の
専
用
装
備
で
あ
る
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
の
防
御
性
能
の
高
さ
を
よ
く
知

て

い
た

 
そ
し
て
そ
の
横
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
に

く
片
手
直
剣
イ

ン
ホ
ウ
を
持

た
リ

フ

の

が
あ
る
の
だ

う

も
う
一
人

え
た

あ
れ

て
新
人
の
子
じ

な
い

で
も
あ
の
子
も
相
当
強
い
の
よ
ね

動
き
が
軍
人

い

し
お
手
上
げ
だ
ね

う
ん

め
よ
う

だ
な

 
二
人
の
目
の
前
で
ア
ス
ナ
達
の
下
に
合
流
し
た
の
は
レ
ヴ

で
あ
る

 
レ
ヴ

は
捕

に
し
た
ら
し
い

敵
の
プ
レ
イ
ヤ

を
一
人
引
き
ず

て
お
り

 
そ
の
ま
ま
戦
意
を

失
し
た
二
人
の
方
に

ア
ス
ナ
達
が
近
付
い
て
き
た

 
当
然
そ
れ
を
取
り
囲
む
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
連
合
軍
の
者
達
も
同
様
に
戦
い
を
放

し
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て
い
る

あ
ら
二
人
と
も

こ
ん
な
所
で
奇
遇
ね

は

は
は

そ

そ
う
だ
な

 
最
初
に
声
を
か
け
て
き
た
の
は
二
人
と
一
番
付
き
合
い
の
⻑
い
ユ
キ
ノ
で
あ
る

 
二
人
は
何
を
言
え
ば
い
い
か
分
か
ら
ず

た
だ
そ
う
答
え
る
に

め
た

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
レ
ヴ

を

し
引
き
ず

て
い
た
捕

を
そ
ん
な
二
人
の
前
に
差
し
出
し

た
こ
の
男
は

ハ
チ
マ
ン
君
か
ら
の
伝
言
よ

返
金
は
こ
の
男
に
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
新
た
な

用

は
私
か
ら
受
け
取
る
よ
う
に

だ
そ
う
よ

新
た
な

用

え

と

そ
れ

て
つ
ま
り

 
何
と
な
く
事
情
を
察
し
た
二
人
に

 
ユ
キ
ノ
は
ア
イ
テ
ム
化
し
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
通

が
つ
ま

た
袋
を
差
し
出
し
た
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よ
う
こ
そ
我
が
軍
へ

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
一
も
二
も
な
く
飛
び
つ
い
た

う

う
ん

も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
だ

た
よ

宜
し
く
ね

ユ
キ
ノ

こ

こ
れ
は

り
難
く
受
け
取

て
お
く

そ
し
て
こ

ち
は
そ
こ
の
捕

の
君

 
君
達
の
ト

プ
の
所
に
持

て

て
や

て
く
れ

つ
い
で
に
説
明
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
な

 
サ
ク
ヤ
は
そ
う
言

て

同
じ
く
ア
イ
テ
ム
化
さ
せ
た
通

を
そ
の
捕

に
差
し
出
し
た

こ
れ
は

兵
と
し
て

わ
れ
た

に
そ
ち
ら
か
ら
も
ら

た
報

だ
な

く

お
前
ら

裏
切
る
の
か

裏
切
る
と
い
う
か

元
々
私
達
は
こ
ち
ら
側
な
の
で
な

表
返
る
と
言
え
ば
い
い
か
な

え
へ

ご
め
ん
ね

う

か
り
所
属
す
る
先
を
勘
違
い
し
ち

た
み
た
い

 
サ
ク
ヤ
の
そ
の
言
葉
を
受
け

ア
リ
シ

が
ド
ジ

子
ア
ピ

ル
を
し
な
が
ら
そ
う
言

た

と
い
う

で
す
ま
ん
な

中
で
死
な
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

て
く
れ

く
そ

後
で
目
に
も
の
を
み
せ
て
や
る

 
解
放
さ
れ
た
そ
の
捕

の
プ
レ
イ
ヤ

は
そ
う
三
下

い

て
ゼ
リ
フ
を
言
い
解
放
さ
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れ
た
後

 
自
ら
が
所
属
す
る
被
害
者
の
会
の
本

の
方
へ
と
走
り
去

て
い

た

さ
て

こ
れ
で
す

き
り
し
た
な

み
ん
な

こ
こ
か
ら
が
本
番
だ
よ

今
ま
で
の
は
悪
い
夢
だ

た

い
い

 
ア
リ
シ

が
そ
ん
な
事
を
言
い

シ
ル
フ
・
ケ

ト
シ

の
同
盟
軍
は
息
を

き
返
し
た

そ
う
い
え
ば
ユ

ジ

ン
君
は
ど
う
す
る

つ
い
で
に
や

ち

う

そ

ち
は
ハ
チ
マ
ン
君
が
お
も
ち

に
し
て
遊
ぶ
そ
う
だ
か
ら
心
配
い
ら
な
い
わ

お

お
も
ち

ね

ま
あ
い
い
や

こ

ち
は
ど
う
す
る

次
に

い
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
が
上
が

た
ら
敵
の
本

に
突
撃
よ

了
解
了
解

み
ん
な

そ
の
つ
も
り
で
準
備
し
て
ね

 
こ
う
し
て
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

は
無
事
に
ヴ

ル
ハ
ラ
軍
に

返
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
あ
り
が
と
う
平
成

よ
う
こ
そ
令
和
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第
７
２
１
話
 
正
体
を
現
す

連
合

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍

 

い
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
が
上
が

た
時

 
一
番
混
乱
し
た
の
は
お
そ
ら
く
連
合
の
メ
ン
バ

達
で
あ

た

 
リ
ア
ル
で
帰
宅
時
に
空
が

焼
け
に
包
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
も
ビ
ク

と
し
て
し
ま
う
く
ら

い 
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
い
る
者
が
か
な
り
の

存
在
し
た
の
で
あ
る

 
だ
が
そ
の

態
を
何
と
か

え
よ
う
と
す
る
者
達
が
い
た

の
ロ
ザ
リ
ア
の
ト
リ
マ
キ

ズ
で
あ
る

落
ち
着
け
お
前
ら

別
に
ま
だ
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
現
れ
た

じ

な
い

 
俺
達
の
前
に
い
る
の
は
あ
く
ま
で

女
連
の
連
中
だ

 
確
か
に
う
ち
は
先
日

女
連
に
ナ
イ
ツ
の

し
入
れ
を
し

今
は
保

態
だ
が

 
こ
う
し
て
敵
対
す
る
事
で
悪
い

象
を

え
ち
ま

た
ん
だ
し

そ
れ
は
も
う

め
よ
う

 
女
性
ば
か
り
と
は
い
え
所

は
他
の
ゲ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
だ
か
ら
気
に
す
る
事
は
な

い



 第７２１話 正体を現す〜連合、サラマンダー軍

 
戦
力
は
こ

ち
が
上
な
ん
だ
か
ら

援
軍
が
来
る
前
に
や

ち
ま
お
う

 
普

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
活
動
し
て
い
る
連
合
が

女
連
と
面
識
が
あ

た
の
は

 
先
日
こ
ん
な
事
が
あ

た
か
ら
だ

ト
ラ
フ

ク
ス
の

入
に
あ
た
り

 
当
然
連
合
も
ど
こ
か
と
ナ
イ
ツ
を
組
み
た
い
と
考
え

そ
の
候
補
を
色
々
と
探
し
て
い
た

 
そ
こ
で

候
補
に
上
が

た
の
が

女
連
で
あ
る

女
性
だ
け
の
ス
コ

ド
ロ
ン

最
高

で
は
な
い
か

 
そ
う
考
え
た
彼
ら
は

あ
く
ま
で

士
的
に

女
連
に
声
を
か
け
た
の
だ
が

 
そ
の
頼
み
は
あ

さ
り
と
断
ら
れ
た
の
で
あ
る

確
か
に
私
達
は
ま
だ
ナ
イ
ツ
は
組
ん
じ

い
な
い
が

 

し

な
い
が
あ
ん
た
達
と
組
む
選
択
肢
は
無
い
ね

な

何
故
で
す
か

う
ち
は
こ
う
見
え
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
最
大
勢
力
で
す
よ

だ

て
連
合

て

反
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
の
略
な
ん
だ
ろ
う

 
噂
じ

そ
の
ヴ

ル
ハ
ラ

て
の
が
最
大
勢
力
じ

な
く
と
も
最
強
勢
力
ら
し
い
じ

な
い

か 
そ
ん
な
所
と
敵
対
す
る
の
は
女
性
ば
か
り
の
う
ち
に
と

て
は
ち

と
ね
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う
ち
は
そ
う
い

た
敵
対
関
係
と
は
無
縁
な
女
性
ば
か
り
の
ギ
ル
ド
を
探
し
て
組
む
事
に
す

る
よ

 
お

か
さ
ん
の
こ
の
言
葉
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が
シ

ナ

ハ
チ
マ
ン
の
ギ
ル
ド
だ
と
分
か

た
上
で
の
発
言
で
あ
る

 
も
ち
ろ
ん

女
連
が
ヴ

ル
ハ
ラ
と
直
接
繋
が
り
が
あ
る
な
ど
と
言
う
事
は
し
な
い

 
い
ず
れ
は
バ
レ
る
事
な
の
だ
ろ
う
が
こ
こ
で
相
手
を
激
高
さ
せ
て
も
何
も
い
い
事
は
な
い
の

だ 
だ
が
連
合
の
連
中
の
物
分
り
の
悪
さ
は

お

か
さ
ん
の
想
像
を
超
え
て
い
た

だ

大
丈
夫

俺
達
が
絶
対
に
守
り
ま
す
か
ら

確
か
に
今
ま
で
は
負
け
て
ば
か
り
だ

た
け
ど

 

女
連
の
皆
さ
ん
が
一

な
ら

人
力
で
す

頑
張
り
ま
す
か
ら
そ
こ
を
何
と
か
お
願
い
し

ま
す

 
こ
う
な
る
と
も
う
ま

た
く
手
が
つ
け
ら
れ
な
い

 
そ
も
そ
も
ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
一
度
も
勝

た
事
が
な
い
の
に
絶
対
に
守
る
と
い
う
事
が

に
矛

盾
し
て
い
る
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更
に

女
連
が
一

だ
と

人
力
と
い
う
の
が
意
味
が
分
か
ら
な
い

 
銃
の

力
は
ト
ラ
フ

ク
ス
関
連
だ
と
基
本

体
さ
れ
て
お
り

 
共
通
エ
リ
ア
で
は
殺

力
こ
そ
あ
る
も
の
の

で
は

器
扱
い
で
あ
る

 
お

か
さ
ん
は
困
り

ち

と
待

て
て
く
れ
と
言

て
仲
間
達
と
相
談
を
始
め
た

お
前
達

ど
う
言
え
ば
あ

ち
は
引
い
て
く
れ
る
と
思
う

何
か
必
死
す
ぎ
て
気
持
ち
悪
い
で
す
ね

も
う
相
談
し
た
け
ど
無
理
で
し
た

ご
め
ん
な
さ
い
で
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

も
し
く
は
今
こ
こ
に
い
な
い
メ
ン
バ

と
も
相
談
し
た
い
の
で
先
送
り
さ
せ
て
下
さ
い
と
か

先
送
り
か

と
り
あ
え
ず
そ
う
す
る
の
が
い
い
か
ね

 
そ
し
て
今
に
至
る
と

ま
あ
そ
ん
な

な
の
で
あ

た

お

か
さ
ん

敵
の
目
付
き
が
変
わ

た

向
こ
う
も
動
き
出
す
か
も

ほ
う
ほ
う

そ
う
か
い
そ
う
か
い

そ
れ
じ

あ
迎
え
撃
つ
と
し
よ
う
か
ね

 
こ

ち
に
は
心
強
い
味
方
も
い
て
く
れ
る
事
だ
し
ね

は

い

任
さ
れ
ま
し
た

私
が
相
手
を
一

ス
タ
ン
さ
せ
る
か
ら

 
そ
の
無
防
備

態
の
敵
に
じ

ん
じ

ん

を
撃
ち
込
ん
じ

て
ね
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そ
う
言

て

女
連
の
女
性

の
中
か
ら
出
て
き
た
の
は

何
と
ソ
レ
イ
ユ
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
の
指

で
事
前
に
こ
ち
ら
に
移
動
し
て
い
た
ら
し
い

う
ち
の

し

に
も
そ
ろ
そ
ろ
動
い
て
も
ら
お
う
か
な

そ
ん
な
の
が
い
る
の
か
い

え
え

と

て
お
き
が

も

と
も

は
少
々
落
ち
る
か
も
だ
け
ど

 
ま
あ
こ
れ
だ
け
敵
が

山
い
れ
ば
何
と
か
な
る
の
か
な

 
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
う
言

て

自
身
の

剣
で
あ
る

ジ
・
エ
ン
ド
レ
ス

を
抜
き

高
々
と
空

に

げ
た

 
ジ
・
エ
ン
ド
レ
ス
は
本

初
公
開
で
あ

た

連
合
の
連
中
は

 
そ
の
剣
を
見
て
も
ソ
レ
イ
ユ
が
こ
の
場
に
い
る
事
に
は
ま
だ
気
付
い
て
い
な
い
が

 
そ
れ
を
遠
く
か
ら
見
て
い
た
そ
の

し

と
や
ら
は
当
然
そ
れ
に
気
が
付
き

 
連
合
に
向
け

Ｍ
８
２
の
銃
口
を
向
け
た

や
れ
や
れ

や

と
俺
の
出
番
か

な
ん
ち

て

 
そ
し
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
戦
場
に
閃
光
が
走

た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
銃
の
引
き
金

を
引
い
た
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さ
て
お
前
ら

覚
悟
は
出
来
た
な

こ

ち
も
仕

け
る
ぞ

お
う

も
う
こ
う
な

た
ら
や

て
や
ら

あ
の
女
共
を
屈
服
さ
せ
て
や
る

 
そ
う
雄
叫
び
を
上
げ
な
が
ら

連
合
の
メ
ン
バ

達
は

女
連
に
突
撃
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に

女
連
の
真
ん
中
あ
た
り
に
い
た
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が

剣
を
前
に

り
下
ろ

し
た

 
同
時
に
そ
の
剣
の
先
か
ら
光
の
エ
フ

ク
ト
が
走
り
連
合

五
十
人
全
員
が
一

に
ス
タ

ン
し
た

 
ち
な
み
に
剣
に
そ
ん
な

果
が
あ
る

で
は
な
く

た
だ
の

技
で
あ
る

が

ぐ

な

何

ら
こ
れ

 
そ
の

間
に

女
連
か
ら
一

射
撃
が
行
わ
れ

 
防
御
も
受
身
も
ま

た
く
と
る
事
が
出
来
な
い
連
合
の
メ
ン
バ

達
は

そ
の
ま
ま
地
面
に

ど

と
倒
れ
た
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後
方
に
い
た
者
達
も

き
込
ん
で

ま
る
で
ド
ミ
ノ
倒
し
で
あ
る

 
直
後
に
ど
こ
か
遠
く
か
ら

大
口

の

が
次
々
と
飛
来
し

 
さ
す
が
に

器
扱
い
と
は
い
え
凄
ま
じ
い

力
を
持

た
そ
の

は

 
ト
リ
マ
キ

ズ
の
者
達
の

を

く

き
飛
ば
し
た

あ
ら

あ
の
子
も
中
々
や
る
じ

な
い

達
に
十
狼
と
や
ら
じ

な
い

て
事
か
し
ら

 
そ
う
一
人

く
ソ
レ
イ
ユ
に

お

か
さ
ん
が

ね
た

今
の

て
も
し
か
し
て

シ

ナ
の
Ｍ
８
２
じ

な
い
か
い

え
え

今
は
シ

ナ
を

う
ち
の
ロ
ザ
リ
ア
が
使

て
る
ん
で

あ
あ

そ
う
い
う
事
か
い
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
も
や
る
も
ん
だ
ね

こ
こ
ま
で
命
中
さ
せ
ら
れ
る
と
は
思

て
な
か

た
け
ど

精
密
な
狙
撃
は
出
来
な
く
て
も

 
敵
が
密
集
し
て
る
か
ら
当
て
る
だ
け
な
ら
い
け
る
ん
じ

な
い
か

て
話
だ

た
の
よ
ね

お

相
手
が

き
上
が
り
始
め
た
ね

次
い
こ
う
か
次

え
え

そ
れ
じ

あ
続
け
て
徹

的
に
敵
を
殴
り
つ
け
て
や
り
ま
し

か

 
こ
う
し
て
連
合
の
メ
ン
バ

達
は
無
防
備

態
の
ま
ま
何
度
も
何
度
も
銃
に
よ
る
打
撃
を
く

ら
い
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さ
す
が
に

が

え
切
れ
な
い
者
が
続
出
し

徐
々
に
そ
の

を

ら
し
て
い
く
事
に
な

た
の
だ

た

  
そ
し
て
最
後
は
や
は
り

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
で
あ
る

 
所

戦
闘
馬

の
ユ

ジ

ン
は

い
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
を
見
て

 
味
方
に
突
撃
の
指

を
出
し
か
け

前
で
思
い
と
ど
ま

た

む

い
つ
も
の

で
突
撃
し
よ
う
と
し
て
し
ま

た
が

 
ま
さ
か
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
味
方
に
い
る
の
か

そ
ん
な

な
い
だ
ろ

ま
だ
気
付
か
な
い
の
か
よ
ユ

ジ

ン

 
俺
達
は
こ

ち
だ
こ

ち

ま

た
く
や
れ
や
れ
だ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら

目
の
前
に
い
た
二
刀
流
の

は

自
ら
が
着
て
い
た

の
面

を
外
し

 
そ
の
下
か
ら
と
て
も
見
覚
え
の
あ
る
顔
を

か
せ
た

キ

キ
リ
ト

ま

ま
さ
か
今
ま
で
俺
達
が
相
手
に
し
て
き
た
の
は

む
し
ろ
何
で
気
付
か
な
い
ん
だ
よ

い
く
ら

で
の
出
来
事
と
は
い
え

 
一
人
で
二

人

模
の
プ
レ
イ
ヤ

を
倒
せ
る
奴
な
ん
て

俺
達
以
外
に
い
る

な
い
だ
ろ



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

う
 
確
か
に
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
ユ

ジ

ン
は
そ
う
思

た
が

 
こ
こ
ま
で
き
た
ら
も
う
後
に
は
引
け
な
い
と
考
え

キ
リ
ト
に
言

た

く

く
そ

こ
う
な

た
ら
キ
リ
ト

こ
の
ま
ま
勝
負
だ

お
う

そ
れ
じ

あ
こ
ん
な
使
い

ら
い
装
備
は
解

し
て

メ
イ
ン
装
備
に

す
か

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

そ
の

が
一

で
変
化
し
た

 
手
に
持
つ
の
は

王

そ
し
て
身
に
付
け
る
の
は
漆
黒
の
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
で
あ
る

そ

そ
の
武
器
と

は

あ
あ

ユ

ジ

ン
は
ま
だ
見
た
事
が
な
か

た
か

こ
れ
は

王

 
リ
ズ
と
ナ
タ
ク
が
二
人
が
か
り
で
作
り
上
げ
た

ま
あ
魔
剣
だ
な

 
そ

ち
の
魔
剣
グ
ラ
ム
と
同
じ
く
ら
い
の
ラ
ン
ク
の
武
器
だ

グ
ラ
ム
と
同
じ
だ
と

そ

そ
ん
な
物
が

 
ユ

ジ

ン
は
そ
う
言
わ
れ

自
分
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が
無
く
な

た
事
を
悟

た

そ
し
て
こ
の
装
備
は
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

ま
だ

作
品
だ
が
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と
り
あ
え
ず

部
用
に
制
式

用
さ
れ
た

ス
ク
ナ
特
製
の
装
備
だ
な

 
ち
な
み
に
色
々
な
機
能
が
あ
る
が

ま
だ
秘
密
だ

部
用
だ
と

 
そ
の
言
葉
に

ユ

ジ

ン
は
内
心
で
う
め
い
た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
と
言
え
る
の
は
五
人

そ
の
誰
も
が
明
ら
か
に
自
分
よ
り
も
強
く

 
そ
の
五
人
の
専
用
装
備
と
い
え
ば

大

の
性
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
だ

ち
な
み
に
俺
の
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
の
色
は
黒

 
ハ
チ
マ
ン
が

で
ア
ス
ナ
が
白

ユ
キ
ノ
が

で

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
金
だ

う

う
ぬ

ハ
チ
マ
ン
が

だ
と

 
そ
う
言
う
ユ

ジ

ン
の
表
情
を
見
て

キ
リ
ト
は
面
白
そ
う
に
こ
う
言

た

何
だ

ま
し
い
の
か

 
そ
う
図
星
を
突
か
れ
た
ユ

ジ

ン
は

虚
勢
を
張

て
こ
う
言
い
返
し
た

べ

別
に

ま
し
く
な
ん
か
な
い
わ

そ
う
か

ユ

ジ

ン
に
も
一
着
あ
げ
て
も
い
い
か
な

て
話
も
あ

た
ん
だ
が

残
念

だ
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キ
リ
ト
が

し
そ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た

ユ

ジ

ン
は

て
て
前
言
を

し
た

い

今
の
は

だ

凄
く

ま
し
い
か
ら
俺
に
も
そ
れ
を
く
れ
な
い
か

い
や

今
の
は
冗
談
だ
か
ら
な

お
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
ユ

ジ

ン
を
見
て

楽
し
そ
う
に
笑

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
や
る
と
す
る
か

く

く
そ

こ
う
な

た
ら
実
力
で

い
取

て
や
る

出
来
る
も
ん
な
ら
や

て
み
ろ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て

王

を
二
つ
に
分
け

二
剣
を

え
た

な

そ

そ
の
剣
は
分
離
す
る
の
か

何
で
格
好
い
い

い

い
や
い
や

 
別
に

ま
し
く
な
ん
か
な
い
か
ら
な

俺
は
何
も
言

て
な
い

て
の

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
ユ

ジ

ン
に

り
か
か
り

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
者
達
は

ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
カ
ゲ
ム
ネ
の
下
に
集
ま

た

カ

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

俺
達
は
一
体
ど
う
し
た
ら
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そ
ん
な
の
俺
に
も
分
か
ら
ね
え
よ

と
り
あ
え
ず
待
機
だ
待
機

 
そ
ん
な
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
様
子
を
見
て
キ
リ
ト
以
外
の
者
達
は
ク
ラ
イ
ン
だ
け
を
そ
の

場
に
残
し

 
こ

そ
り
と
ハ
チ
マ
ン
の
い
る
ヴ

ル
ハ
ラ
本

へ
と
帰
投
し
て
い

た
が

 
キ
リ
ト
と
ユ

ジ

ン
の
戦
い
に
目
を

わ
れ
て
い
た
カ
ゲ
ム
ネ
達
は
そ
の
事
に
気
付
か
な

か

た

 
ハ
チ
マ
ン

予
定
通
り
キ
リ
ト
が
ユ

ジ

ン
と
一
騎
打
ち
を
始
め
た
よ

了
解
だ
リ
ズ

キ
リ
ト
が
ユ

ジ

ン
を
倒
し
た
ら

の
行
動
に
移
る
ぞ

あ
ん
た
も
本
当
に
そ
う
い
う
の

好
き
よ
ね

お
う

一
度
や

て
み
た
か

た
ん
だ
よ

ユ

ジ

ン
が
倒
れ
た
ら

 
残
る
メ
ン
バ

を

す
る
の
は
多
分
カ
ゲ
ム
ネ
だ
よ
な

 
ク
ラ
イ
ン
は
ち

ん
と

を
持

て
い

た
か

う
ん

ノ
リ
ノ
リ
で
準
備
し
て
た

さ
す
が
は
ク
ラ
イ
ン
だ

さ
て

キ
リ
ト
達
の
戦
い
は
ど
う
な

た
か
な
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

を

き
こ
ん
だ

 
見
る
と
丁
度
ユ

ジ

ン
が
ど

と
地
面
に
倒
れ
る
所
で
あ

た
が

 
ど
う
や
ら
完
全
に
殺
し
て
は
い
な
い
よ
う
だ

お
お

か

た
な

さ
す
が
は
キ
リ
ト
だ

え

と

キ
リ
ト
と
一

に
ク
ラ
イ
ン
が

カ
ゲ
ム
ネ
君
の
方
に
向
か

た
ね

よ
し

シ
ノ
ン

リ
オ
ン

準
備
は
い
い
か

う
ん

バ

チ
リ
よ

や

と
私
達
の
出
番
だ
ね

 
二
人
は
そ
う
言

て

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
方
に
向
け
て
武
器
を

え
た

 
ち
な
み
に
シ
ノ
ン
の
無
矢
の

は
魔

さ
れ
て

最
大
三
本
だ

た

や
せ
る
矢
の

が

 
今
は
五
十
本
く
ら
い
に
ま
で

え
て
い
る

さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
も

技
を
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
て
も
い
い
笑
顔
で
そ
う
言

た

 
お
い
カ
ゲ
ム
ネ

結
果
は
見
て
の
通
り
だ

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ
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丁
度
そ
の

ク
ラ
イ
ン
が

カ
ゲ
ム
ネ
に
そ
う
話
し
か
け
て
い
た

 
キ
リ
ト
は

て
そ
の
後
ろ
に

ん
で
い
る

ユ

ジ

ン
さ
ん

ぐ

ぐ
ぬ

一
重
の
戦
い
だ

た
な

 
ユ

ジ

ン
は
片
手
片
足
を
失
い

悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た
が

 
誰
が
ど
う
見
て
も
ユ

ジ

ン
の

敗
で
あ
る

ど
う
す
る
と
言
わ
れ
て
も

そ
ん
な
お
前
に
判
断
材
料
を
一
つ
提

し
よ
う
ほ
れ
こ
れ
で
う
ち
の
本

を
見
て
み
ろ

て
本

を

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
そ
う
言
わ
れ

を

き
こ
ん
だ

 
そ
の
レ
ン
ズ
の
中
で
は
⻤
の

相
に
な

た
ハ
チ
マ
ン
が
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
に
何
か
叫
ん

で
い
た

あ

こ
れ
つ
い
で
に
通
信
機
な

あ

ち
の
声
が

こ
え
る
か
ら
よ

 
ク
ラ
イ
ン
は
次
に
通
信
機
を
出
し

そ
の
ス
ピ

カ

を
カ
ゲ
ム
ネ
に
向
け
た
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そ
こ
か
ら
は
ハ
チ
マ
ン
の
こ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

カ
ゲ
ム
ネ
の
奴

何
故
ユ

ジ

ン
と
一

に
な

て
う
ち
と
敵
対
し
て
や
が
る

 
も
う
こ
う
な

た
ら
仕
方
な
い

あ
の
馬

ど
も
に

と
銃
を
撃
ち
か
け
ろ

 
そ
の

間
に

シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
の
二
人
が
攻
撃
を
開
始
し
た

 
シ
ノ
ン
は

力
は
ほ
ぼ
無
く
な
る
が

最
大
ま
で
矢
を
分

さ
せ

 
凄
ま
じ
い

の
光
の
矢
が
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
降
り
注
ぎ

 
リ
オ
ン
の
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
か
ら
は

事
前
に
充

し
て
お
い
た
四
色
の
魔
力
が

 
全

撃
ち
尽
く
す
つ
も
り
な
の
か

一
気
に
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
を
襲

た

う

う
お
お
お
お
お
お

う
ひ

お

と
危
な
い

キ
リ
ト

防
御
頼
む

あ
い
よ

 
ク
ラ
イ
ン
は
そ
う
言

て
キ
リ
ト
の
背
後
に

れ

 
キ
リ
ト
は
キ
リ
ト
で
降
り
注
ぐ
矢
と

を
手
に
持
つ

王

で
あ

さ
り
と
叩
き
落
と
し

 
そ
の
攻
撃
が
止
む
と
二
人
は
カ
ゲ
ム
ネ
が
ど
う
動
く
か
興
味
深
そ
う
に
そ
ち
ら
を
見
つ
め
た
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ち
な
み
に
先
ほ
ど
の

う
ひ

は

ユ

ジ

ン
に
流
れ

が
当
た

た
時
の
声
で
あ
る

や

や
ば
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が

て
る

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
そ
う

き

他
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
者
達
の

裏
に
も

 
か
つ
て
蹂
躙
さ
れ
た
苦
い
記
憶
が

か
び
上
が

た

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

ど
う
し
ま
す

き

決
ま

て
る

突
撃
だ

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
の
本

に
で
す
か

 

て
て
そ
う
言

た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
向
け

カ
ゲ
ム
ネ
は
必
死
の

相
で
こ
う
言

た

馬

野
郎

そ
ん
な

な
い
だ
ろ

被
害
者
の
会
に
向
け
て
突
撃
だ

と
に
か
く
急
げ

は

は
い

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
は
そ
の
ま
ま
被
害
者
の
会
の
本

に
突
撃
し
て
い
き

 
こ
う
し
て
こ
の
戦
い
は

最
終
局
面
を
迎
え
る
事
と
な

た

 
シ
ノ
ン
の
無
矢
の

が
出
て
き
た
の
は
第
２
８
９
話
で
す
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オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
は
ア
ニ
メ

ユ
ウ
キ
が
着
て
い
る
服
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
だ

と
思

て
下
さ
い

 
い
ず
れ
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
が

ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
所
属
し
な
い
ま
ま

 
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
を
手
に
入
れ
る
エ
ピ
ソ

ド
も
公
開
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
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第
７
２
２
話
 
サ

コ

お

お
い
カ
ゲ
ム
ネ

ユ

ジ

ン
さ
ん
は
復
活
す
る
ま
で
大
人
し
く
俺
達
の
戦
い
ぶ
り
を
見
て
て
下
さ
い

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の

り
は
俺
達
が
何
と
か
し
ま
す
の
で

あ

あ
あ

 
目
の
前
で
被
害
者
の
会
に
突
撃
し
て
い
く
部
下
達
を
ユ

ジ

ン
は

然
と
見
つ
め
て
い
た

 
そ
ん
な
ユ

ジ

ン
に
キ
リ
ト
が
声
を
か
け
た

そ
れ
じ

あ
俺
達
も
一

に
無
双
し
て
く
る
わ

楽
し
い
時
間
の
始
ま
り
だ

む

無
双
だ
と

ず
る
い
ぞ
キ
リ
ト

俺
に
も
や
ら
せ
ろ

 
ど
う
や
ら
そ
の
言
葉
で
ユ

ジ

ン
は

 
自
分
が
敵
を

て

て

り
ま
く
る

を
想
像
し
た
ら
し
く

 
少
し
上
気
し
た
よ
う
な
顔
で
キ
リ
ト
に
そ
う
言
い
返
し
た

手
足
が
生
え
た
ら
追
い
か
け
て
こ
い

て
そ
れ
じ

あ
行
く
わ
ま
た
後
で
な
ユ

ジ

ン

落
ち
武
者
狩
り
に
や
ら
れ
る
な
よ
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キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン
は
そ
う
言

て

カ
ゲ
ム
ネ
達
の
後
を
追

た

だ

誰
が
落
ち
武
者
だ

お
前
だ
お
前

他
に
誰
が
い
る
ん
だ
よ

ぐ
  

一
方
そ
の

ハ
チ
マ
ン
は

敵
に
突
撃
を
始
め
た
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
様
子
を
見
て

 
嬉
し
そ
う
に
こ
う
叫
ん
だ

よ
し

尾
山
の
小

川

じ

な
い

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
が
動
い
た
ぞ

 

い
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
を
打
ち
上
げ
ろ

あ
ん
た

ノ
リ
ノ
リ
ね

ま
あ
仕
方
な
い
で
す
よ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
こ
う
い
う
の

大
好
き
で
す
か
ら

 
そ
し
て
再
び

い
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
が
天
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

 
ユ
キ
ノ

あ
れ
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ど
う
や
ら
上
手
く
い

た
よ
う
ね

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
が
動
い
た
わ

ユ

ジ

ン
君
達
が

一
体
何
を
し
た
の

 
そ
う

ね
て
き
た
ア
リ
シ

に

ユ
キ
ノ
は
こ
う
答
え
た

関
が
原
の
故
事
に

た
の
よ

ハ
チ
マ
ン
君
は

た

技
を
し
て

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
遠

離
攻
撃
を
仕

け
た
の

あ

あ
あ

あ
れ
か

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

そ
の
時
の
ユ

ジ

ン
の
顔
を
見
て
み
た
か

た
な

ち
な
み
に
仕

け
る
の
は
ユ

ジ

ン
将
軍
に
で
は
な
く

カ
ゲ
ム
ネ
君
に
ら
し
い
け
ど
ね

な
る
ほ
ど

ユ

ジ

ン
は
意
地
に
な

て
反
撃
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

ま
あ
そ
れ
も

今

キ
リ
ト
君
に

え
ら
れ
て
い
る
と
思
う
け
ど
ね

ほ
う
ほ
う

々
見
て
み
た
か

た
な

 
サ
ク
ヤ
は
興
味
深
そ
う
に
そ
う
言
う
と

味
方
の
方
に

り
返

た

よ
し

シ
ル
フ
軍

出
撃
だ

ケ

ト
シ

軍
も
出
撃
だ
よ

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
と
呼

を
合
わ
せ
て
敵
に
攻
撃
を
仕

け

る
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こ
う
し
て
被
害
者
の
会
は

正
面
と

か
ら
激
し
い

撃
に
さ
ら
さ
れ
る
事
と
な

た

 
リ

ダ

領
主
軍
の
連
中
が

兵
料
を
突
き
返
し
て
き
ま
し
た

 
先
だ

て

レ
ヴ

が
捕

し
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

が
丁
度
こ
の
時
本

に

り

 
被
害
者
の
会
の
リ

ダ

で
あ
る
ヨ
ツ
ナ
リ
に
そ
う
伝
え
て
い
た

何
だ
と

ど
う
い
う
事
だ

そ
れ
が

も
と
も
と
領
主
軍
は

敵
と
深
い
協
力
関
係
に
あ

た
よ
う
で

 
敵
の
正
体
が
判
明
し
た

間
に
こ
ち
ら
と
の
関
係
を
切

て
き
ま
し
た

む

だ
が
こ
ち
ら
の
方
が
圧
倒
的
に

が
多
い
ん
だ

ま
だ
や
れ
る

リ

ダ

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
が
裏
切
り
ま
し
た

く

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
か

 
そ
ん
な
凶
報
が
相
次
ぎ
ヨ
ツ
ナ
リ
は

ら
に

え
て
い
た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
方
を
見
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
被
害
者
の
会
の
メ
ン
バ

で
は
な
い
が

そ
の

を
見
込
み

 
事
情
を
話
し
て
今
回
の
戦
い
に
参
加
し
て
も
ら

た
ま
あ
ゲ
ス
ト
の
よ
う
な
存
在
で
あ

た

サ

コ
さ
ん
は
こ
の
戦
況

ど
う
思
い
ま
す
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サ

コ
と
い
う
の
が
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
で
あ

た

 
こ
れ
は

に

が

で
あ

た

を
サ

カ
に
し

 
女
性

く
す
る

に
末
尾
を
コ
に
変
え
た
だ
け
で
あ

た

私
は
そ
う
い
う
事
は
分
か
ら
な
い

た
だ
目
の
前
の
敵
を

る
だ
け

で
す
ね

で
も
正
面
か
ら
凄
い
プ
レ

シ

が
近
付
い
て
る
気
は
す
る
だ
か
ら
そ
ち
ら
は
私
に
任
せ

て
あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
願
い
し
ま
す

 

翼
の
二

人
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
備
え
る
ん
だ

翼
の

人
は
領
主
軍
に
備
え
ろ

 
残
る
二

人
は
正
面
の
敵
を
撃
破
だ

 

撃
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

ど
の
戦
場
も
こ
ち
ら
の
方
が

が
多
い

 
落
ち
着
い
て

的
優
勢
を
生
か
し
て
対
処
し
て
く
れ

 
ヨ
ツ
ナ
リ
が
言

て
い
る
事
は
至

真

当
で
あ
り

 
む
し
ろ
そ
れ
し
か
な
い
と
い
う
指

で
あ

た
が

何
せ
相
手
は
ヴ

ル
ハ
ラ
で
あ
る

 
そ
う
い

た
常
識
は
ま

た
く
通
用
し
な
い
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お
前
ら

こ
こ
で
負
け
た
ら
俺
達
に
明
日
は
無
い
ぞ

 
カ
ゲ
ム
ネ
が
そ
う
叫
ぶ
中

そ
の
横
を
キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン
が
駆
け
抜
け
た

カ
ゲ
ム
ネ

付
い
て
来
い

う
お
お
お
お
お
お
お

 
二
人
が
敵

に
到
達
し
た

間

張
で
も
何
で
も
な
く
敵
が

け
と
ん
だ

 
特
に
キ
リ
ト
の
暴
れ

り
が
凄
ま
じ
い

敵

を

横
無
尽
に
切
り

い
て
い
き

 
カ
ゲ
ム
ネ
も
そ
れ
に
乗

て
敵

へ
と
突

し
た

思

た
よ
り
敵
が
薄
い
な

反
対
で
も
戦
い
が

こ

て
る
み
た
い
だ
な

サ
ク
ヤ
さ
ん
や
ア
リ
シ

さ
ん
が
ユ
キ
ノ
に

を
叩
か
れ
て
攻
撃
を
開
始
し
た
ん
だ
ろ

ユ
キ
ノ
な
ら
本
当
に
や

て
そ
う
だ
な

  
そ
の
当
の
ユ
キ
ノ
は

珍
し
く
ヒ

ラ

と
し
て
の
仕
事
に
集
中
し
て
い
た

 
混
戦

態
に
な
る
と

ユ
キ
ノ
の
魔
法
は
使
い
に
く
い

 
そ
の
上
ア
ス
ナ
と
リ

フ

に
は
特
に
サ
ポ

ト
す
る
必
要
も
な
く
自

回
復
し
て
し
ま
う

の
で
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今
は
主
に
領
主
軍
の
面
倒
を
見
て
い
る

だ

 
指

出
し
も
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

が
や

て
い
る
の
で
楽
な
事
こ
の
上
な
い

こ
う
し
て
ユ
キ
ノ
と
一

に
戦
う
の
は
久
し
ぶ
り
だ
な

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

何
か
懐
か
し
い
ね

敵
は
こ
ち
ら
の
倍
く
ら
い
か
し
ら

そ
こ
ま
で
手
こ
ず
ら
ず
に
終
わ
り
そ
う
ね

ユ
キ
ノ

本

の
方
に
行
か
な
く
て
も
大
丈
夫
か

も
う
少
し
し
た
ら
行

て
み
る
わ

多
分
大
丈
夫
だ
と
は
思
う
の
だ
け
れ
ど

 
そ
れ
が
フ
ラ
グ
だ

た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が

 
当
の
ハ
チ
マ
ン
達
は

意
外
な

頑
強
な

抗
を
受
け
て
い
た

お
お

あ
の
プ
レ
イ
ヤ

中
々
や
る
な

大
将

銃
の
殺

能
力
が

い
分

あ
そ
こ
だ
け
押
さ
れ
ち
ま

て
る
み
た
い
だ

ダ
イ
ン
達
も
忍
レ
ジ

ン
ド
と
連

し
て
頑
張

て
る
よ
う
に
見
え
る
け
ど
な

 
よ
し

あ
そ
こ
に
は
う
ち
が
行
く

下

ダ
イ
ン
達
と
共
に

翼
に
移
動
し
て
下
さ
い

 

翼
は
う
ち
が
叩
き
ま
す
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お
う

分
か

た

こ

ち
は
任
せ
た

 
そ
の
指

を
受
け

ダ
イ
ン
達
が
徐
々
に

へ
と
移
動
し
始
め
た

 
そ
の

に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
本

が
滑
り
こ
む

ユ
イ
ユ
イ

セ
ラ
フ

ム

ア
サ
ギ

三
人
で
先

に
立

て
敵
を
押
し
込
ん
で
く
れ

 
手
ご
わ
そ
う
な
の
が
一
人
い
る
か
ら
注
意
し
て
く
れ
な

あ
の

々
と
戦

て
る
女
剣
士
だ
よ
ね

隣
に
い
る
副

い
の
は
う
る
さ
い
け
ど
ね

 
そ
の

線
の
先
に
い
る
の
は
サ

コ
で
あ

た

 
そ
し
て
隣
に
い
る
男
が

か
か
れ

か
か
れ

と
大
き
な
声
で
叫
ん
で
お
り

 
そ
の
方
面
だ
け
が
ま
だ
味
方
が
優
勢
と
は
言
え
な
い

況
と
な

て
い
た

リ
ズ

シ
リ
カ

エ
ギ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
タ
ン
ク
三
人
に
付
い
て
く
れ

 
フ

イ
リ
ス
と
イ
ロ
ハ

ユ
ミ

そ
れ
に
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は
そ
の
後
ろ
か
ら

 
な
る
べ
く
敵
が
密
集
し
て
る
後
方
を
タ

ゲ

ト
に
し
て
全
力
攻
撃
だ

 
ア
ル
ゴ
と
ロ
ビ
ン
は
俺
に
続
け

あ
の
女
剣
士
の
所
に
向
か
う
ぞ

 
メ
ビ
ウ
ス
さ
ん
は
俺
の
サ
ポ

ト
を
お
願
い
し
ま
す
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そ
の
言
葉
に
一
番
喜
ん
だ
の
は

も
し
か
し
た
ら
ク

ク
ロ
ビ
ン
だ

た
か
も
し
れ
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
の
隣
で
戦
え
る
の
だ

こ
れ
以
上
興
奮
す
る
事
は
な
い
の
だ
ろ
う

任
せ
て

今

の
リ

ク
タ
イ
は
血
に

え
て
お
る
わ

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
そ
う
言

て

緑
色
に
光
る
リ

ク
タ
イ
を
ブ
ン

と

た

よ
し

突
撃

 
そ
し
て
タ
ン
ク
三
人
を
先

に

ヴ

ル
ハ
ラ
本

が
突
撃
を
開
始
し
た

 
そ
れ
ま
で

だ

た

勢
が

見
る
見
る
う
ち
に
こ
ち
ら
が

利
に

い
て
い
く

道
が
開
い
た
な

行
け

ロ
ビ
ン

う
ん

 
そ
し
て
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

ね
る
よ
う
に
ド
ン

と
加
速
し

一
気
に
サ

コ
に
迫

た

む
 
サ

コ
が
そ
れ
を
迎
え
撃
ち

二
人
は
一
対
一
の
よ
う
な

況
と
な

た

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
は
サ

コ
の
戦
闘
能
力
を
自
分
が
出
る
ま
で
も
な
い
と
判
断
し
た
よ
う

だ
何
奴

ぐ
わ
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そ
の
戦
い
に
介
入
し
よ
う
と
し
た
敵
の
副

ら
し
き
人
物
は
ア
ル
ゴ
に
よ

て
あ

さ
り
と

倒
さ
れ
た

ロ
ビ
ン

後
は
頼
む

あ
り
が
と
う

任
せ
て

 
そ
し
て
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
サ

コ
は
正
面
か
ら
向
か
い
合

た

と
い
う

で

あ
な
た
の
相
手
は
私
よ

分
と
物
静
か
な
人
だ
ね

ま
あ
い
い
や

始
め
よ

か

分
か

た

 
そ
し
て
二
人
は
戦
闘
へ
と
突
入
し
た

勢
は
今
の
と
こ
ろ

に
見
え
る
が

 
二
人
と
も
様
子
見
ら
し
く

ま
だ
ど
ち
ら
も
本
気
を
出
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い

あ
の
プ
レ
イ
ヤ

多
分
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ
な

 
サ

コ
の
動
き
を
見
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
が

後
ろ
に
い
た
メ
ビ
ウ
ス
に
言

た

そ
う
な
の

は
い

た
ま
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
再
現
し
た
よ
う
な
動
き
を
し
て
ま
す
か
ら
ね



 第７２２話 サッコ

 
も

と
も
ナ

ブ
ギ
ア
を
使

て
る

も
な
い
ん
で
ス
テ

タ
ス
は
引
き
継
い
で
な
い
は
ず

で
す
が

そ

か

や

ぱ
り
そ
う
い
う
の

て
分
か
る
も
ん
な
ん
だ
ね

ま
あ
で
も
ロ
ビ
ン
な
ら
負
け
る
事
は
万
が
一
に
も
な
い
で
し

う

 
と
り
あ
え
ず
俺
達
は

り
の
奴
ら
を
片

か
ら
倒
し
て
い
き
ま
し

う

う
ん

多
少
無
茶
し
て
も
い
い
よ

私
が

す
か
ら

頼
り
に
し
て
ま
す

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

を
抜
き
二
人
の
戦
い
を

魔
し
そ
う
な

に
い
た
敵
を
蹂
躙
し

始
め
た

 
そ
れ
を
横
目
で
見
な
が
ら
も

サ

コ
は
ロ
ビ
ン
を
相
手
に
全
力
を
出
さ
ざ
る
を
得
ず

 
ま
る
で
自
分
が

に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
を
味
わ
い
な
が
ら
も

 
戦
い
続
け
る
事
し
か
出
来
な
か

た

チ
ラ
チ
ラ
よ
そ
見
し
て
な
い
で

こ

ち
の
戦
い
に
集
中
し
な
さ
い

くま
あ
あ
な
た
が
気
に
し
よ
う
と
し
ま
い
と
ハ
チ
マ
ン
が
全
員
片
付
け
ち

う
と
思
う
け
ど
ね



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
そ
う
言

た

間

サ

コ
は
ピ
タ

と
動
き
を
止
め
た

ハ
チ

マ
ン

え
え
そ
う
よ

う
ち
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
も
の

 
リ

ダ

は
ハ
チ
マ
ン

Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
界
一
の

名
人
な
ん
だ
け
ど

い
た
事
な
い

そ
れ
は
ま
ず
い

 
そ
う

い
た
サ

コ
は
戦
意
を
失

た
の
か

い
き
な
り
武
器
を
し
ま

た

え

ち

ち

と

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
相
手
じ

戦
え
な
い

降
伏
す
る

え
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
ん
な
二
人
の
様
子
を
見
て

何
が
あ

た
の
か
と
ハ
チ
マ
ン
が
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

 
も
は
や

り
に
敵
の

は
な
く

そ
の
場
に
い
る
の
は
そ
の
四
人
だ
け
で
あ

た

ど
う
し
た

何
か
あ

た
か

て

も
う
敵
が
い
な
い

ふ
ふ
ん

こ
の
く
ら
い
余

だ
ろ
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く

い
つ
か
私
も
そ
の
く
ら
い
の
強
さ
を

じ

な
く
て

 
ハ
チ
マ
ン

こ
の
人

ハ
チ
マ
ン
の
事
を
知

て
る
み
た
い

ふ

ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
じ
ろ
じ
ろ
と
サ

コ
の
事
を
見
た
が

当
然
見
覚
え
は
な
い

名
前
は

こ
こ
で
は
サ

コ
と
言
い
ま
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
ル
ク
ス
と
名
乗

て
ま
し
た

ル
ク
ス

い
や

そ
ん
な
名
前
の
知
り
合
い
は
い
な
か

た
が

 
そ
こ
に
ア
ル
ゴ
が
や

て
き
て

戸
惑
う
ハ
チ
マ
ン
の

元
で
こ
う
言

た

ハ

あ
い
つ

ラ
フ
コ
フ
の
末

の
メ
ン
バ

だ

何
だ
と

も

と
も

さ
れ
て
下
部
組

の
監

役
を
し
て
い
た
奴
だ
か
ら
多
分
人
を
殺
し
た
事
は
な

い
ん
だ

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
な
ら
別
に
問
題
な
い
か

ち
な
み
に
ハ

の
隣
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
で

名
前
は

ひ
よ
り
ダ

は
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
わ
れ

驚
い
た
顔
で
サ

コ
の
方
を
見
た

 
サ

コ
は
き

と
ん
と
し
た
が

二
人
の
会
話
が

こ
え
な
い
せ
い
で
特
に
反
応
は
な
い

お
前
は
何
で
も
知

て
る
な

何
で
も
じ

な
い
ぞ

調
べ
た
事
だ
け
ダ

ま
あ
い
い
や

ア
ル
ゴ

ロ
ビ
ン

メ
ビ
ウ
ス
さ
ん

俺
は
ち

と
こ
い
つ
と
話
が
あ
る
ん

で 
ユ
イ
ユ
イ
達
の
方
に
向
か

て
そ
の
ま
ま
敵
の
大
将
の
首
を
と

て
き
て
下
さ
い

了
解

さ

て

大
将
首
は
私
が

く
ぞ

気
を
つ
け
て
ね

ハ
チ
マ
ン
君

 
そ
し
て
三
人
が
去

た
後

サ

コ
は
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

あ

あ
の

今
の
人

ア
ル
ゴ

て

ア
ル
ゴ
の
事
は
知

て
る
の
か

あ

は
い

初
期
の

に
何
度
か
情
報
を

た
事
が

な
る
ほ
ど

初
期
の

な

で

中
か
ら
道
を

み
外
し
た
と

す

す
み
ま
せ
ん
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サ

コ
は
そ
の
言
葉
で
自
分
の
事
情
を
全
て
知
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
ハ
チ
マ
ン
に
謝

た

い
や

ま
あ

さ
れ
て
た
な
ら
仕
方
な
い
さ

あ
の
ラ
フ
コ
フ
を
潰
し
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
助
か
り
ま
し
た

あ
あ

ま
あ

ひ
よ
り

の

に
や

た
事
じ

な
い
か
ら
気
に
し
な
い
で
い
い

 
そ
の
言
葉
で
サ

コ
は
心

を
ド
ク
ン
と

ね
さ
せ
た

そ

そ
こ
ま
で
知

て
る
ん
で
す
か

知

て
た
の
は
ア
ル
ゴ
だ
け
ど
な

ま
あ
い
い

俺
は
戦
い
で
ま
だ
忙
し
い
ん
で
な

 
こ
の
話
の
続
き
は
後
日
学
校
で
な

え

と

こ
こ
で
は
サ

コ
だ

た
か

 
サ

コ
は
こ
の
後
ど
う
す
る
ん
だ

あ

は
い

も
う
こ
の
ゲ

ム
は
あ
ま
り
や
る
気
が
な
い
の
で

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
キ

ラ
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
て

名
前
も

し
て
そ
こ
で
の
ん
び
り
遊
ぼ
う
か
と

そ
う
か
そ
れ
じ

あ
明
日
に
で
も
時
間
が
あ
る
時
に
う
ち
の
ク
ラ
ス
に
遊
び
に
来
て
く
れ

そ

そ

ち
の
ク
ラ
ス
に
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

必
ず
行
き
ま
す

お
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

は
い
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そ
し
て
サ

コ
は
お

儀
を
し

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

さ
て

と

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ユ
イ
ユ
イ
達
と
合
流
す
る

に
走
り
出
し
た



 第７２３話 因縁の一区切り

 
第
７
２
３
話
 
因
縁
の
一
区
切
り

ナ
ユ
ち

ん

目
的
地
ま
で
あ
と
ど
れ
く
ら
い

も
う
す
ぐ
で
す
よ
フ
カ
さ
ん

ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

に
こ
の
時
が
来
た

あ
の
ビ

ビ

と
ま
と
も
に
や
り
あ
え
る
日
が

 
戦
場
に
不
在
だ

た
こ
の
二
人
は

レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
と
合
流
す
る

に

 
ナ
ユ
タ
の
案
内
で
待
ち
合
わ
せ
場
所
へ
と
走

て
い
る
所
で
あ

た

ま
と
も
に

て

今
ま
で
も
何
度
か
戦

て
き
た
ん
で
す
よ
ね

う

ん
そ
れ
が
さ

基
本
ビ

ビ

と
の
戦
い

て
ガ
チ
で
や
り
あ
う
ん
じ

な
く
て

 
相
手
の
立
て
た

と
の
戦
い
だ

た
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

遠
く
か
ら
目
を
射
抜
か
れ
た
り

岩
に
突
き
落
と
さ
れ
た
り

て
も
う
散
々
だ

た
ん
だ
よ

本
当そ

そ
れ
は
災
難
で
し
た
ね

で
も
こ
こ
に
き
て
や

と
ま
と
も
に
刃
を
交
え
ら
れ
る
よ

本
当
に
嬉
し
い
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そ
う
で
す
ね

頑
張

て
下
さ
い
ね

う
ん

 
フ
カ
次
郎
は
目
を

か
せ
な
が
ら
そ
う
言
い

二
人
は
待
ち
合
わ
せ
場
所
へ
と
到
着
し
た

こ
の

り
で
す

さ
て

二
人
は
ど
こ
か
な

フ
カ
さ
ん

こ

ち
こ

ち

 
そ
こ
に

み
の
中
か
ら
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
が

を
現
し
た

そ
の
後
ろ
に
は
大
き
な
袋
が
あ

る
ビ

ビ

は
そ
の
中

は
い

依
頼
は
バ

チ
リ
で
す

よ

し

や

て
や
る

頑
張

て
下
さ
い
ね

 
そ
し
て
二
人
は
袋
の
口
を
開
け

中
で

束
さ
れ
て
い
た
ビ

ビ

を
引

張
り
出
し

 
そ
の

束

を
全
て
外
し
た

あ

あ
ん
た

フ
カ
じ

な
い

そ
う

そ
う
い
う
事
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ふ
ふ
ん

や

と
ま
と
も
に
戦
え
る

態
を
作

て
や

た

な
る
ほ
ど

じ

勝
て
な
い
か
ら
こ
う
い
う
手
に
出
た
と

 
そ
う
負
け

し
み
の
よ
う
な
事
を
言
う
ビ

ビ

に

フ
カ
次
郎
は
得
意
げ
な
顔
で
言

た

い
や
い
や
こ
れ
も

の
一

だ
か
ら
ね
で
私
と
タ
イ
マ
ン
す
る
所
ま
で
が

オ

ケ

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
ね

誰
の

か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

ん

私
の

だ
け
ど

 
そ
の
言
葉
に
ビ

ビ

は
心

驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た

え

本
当
に

う
ん

あ
ん
た
達
を
敗
走
さ
せ
る
の
は
う
ち
の
リ

ダ

に
任
せ
た
け
ど

 
そ
の
後
か
ら
は
全
部
私
な
ん
だ
け
ど

あ
ん
た
の
逃
げ
足
が
想
定
よ
り

く
て

 
ま
さ
か
逃
げ
ら
れ
ち

う
ん
じ

な
い
か

て
本
当
に
び
び

た
よ

く

も
う
少
し

け
れ
ば
逃
げ
ら
れ
た

て

ね

 
そ
の
言
葉
で
ビ

ビ

は

十
分

い
と
思

て
い
た
自
分
の
判
断
が

 

一
重
で

か

た
事
を
知

た
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中
々
ま
ま
な
ら
な
い
も
の
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事

て
あ
る
よ
ね

て
な

で

は
い
こ
れ

 
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
は

ビ

ビ

に
一
本
の
片
手
直
剣
を
差
し
出
し
た

こ
れ
は

同
じ

件
で
や
り
あ
わ
な
い
と

お

い
納
得
い
か
な
い
じ

な
い

だ
か
ら
同
じ
の
を
用

意
し
た
の

お

い
の
メ
イ
ン
武
器
で
普
通
に
や
り
あ
え
ば
い
い
ん
じ

な
い

い
い
の

 
そ
の

い
い
の

に
不
穏
な
も
の
を
感
じ
た
ビ

ビ

は

自
身
の
武
器
を
抜
き
な
が
ら
こ

う
言

た

私
の
武
器
は
こ
れ
だ
け
ど

参
考
ま
で
に
フ
カ

あ
な
た
の
武
器
を
見
せ
て
も
ら
え
る

ほ
え
え

初
め
て
見
た
け
ど
こ
れ
は
中
々

 
ま
あ
で
も
ち

と
ハ
ン
デ
が
大
き
す
ぎ
る
か
な

私
の
は
こ
れ

ハ
イ
フ

だ
よ

 
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
が
取
り
出
し
て
き
た
の
は
と
ん
で
も
な
い

圧
感
を
持
つ
片
手
直
剣

で
あ

た
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ち

ち

と

そ
れ
は

ナ
タ
ク
君
が
こ
の
所
張
り
切

て
作

て
る
ミ
ラ

ジ

・
シ
リ

ズ
の
一
つ
だ
よ

 
ロ
ビ
ン
の
リ

ク
タ
イ
と
か
リ

フ

の
イ

ン
ホ
ウ
と
か
と
一

で
個
性
的
な
名
前
だ
よ

ね 
ま
あ

部
連
の
マ
イ
テ

・
シ
リ

ズ
に
は
敵
わ
な
い
け
ど
ね

そ

そ
う

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
こ

ち
で
決
着
を
つ
け
ま
し

う
か

 
そ
う
言

て
ビ

ビ

が
手
に
と

た
の
は

最
初
に
フ
カ
次
郎
が
差
し
出
し
て
き
た
剣
で

あ

た
ま
あ
当
然
そ
う
な
る
よ
ね

な

何
の
事

私
は
た
だ

件
を
一

に
し
よ
う
と
思

た
だ
け
よ

は
い
は
い

 
こ
の
時
点
で
フ
カ
次
郎
は
精
神
的
優

に
立
つ
事
が
出
来
た

 
逆
に
ビ

ビ

は

り
な
が
ら
内
心
で
こ
う
思

て
い
た

冗
談
じ

な
い
わ

あ
ん
な
の
と
や
り
合
え
な
い
わ
よ

 
ミ
ラ

ジ

・
シ
リ

ズ

あ
ん
な
化
け
物
み
た
い
な
剣
を
持
ち
出
さ
れ
た
ら
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ど
う
考
え
て
も
敵
い

こ
な
い
じ

な
い

ま
だ
こ

ち
の
方
が

倍
ま
し
ね

 
こ
の
時
点
で
勝
負
あ

た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う

事
実
直
後
に
や
り
あ

た
二
人
は

 
フ
カ
次
郎
が
あ

さ
り
と
ビ

ビ

の
剣
を

き
飛
ば
し

 
圧
倒
的
に
フ
カ
次
郎
の
勝
利
で
戦
い
を
終
え
た

う
し

圧
勝

ち

ち

と

あ
ん
た
こ
ん
な
に
強
か

た

け

え

あ
れ

い
や
ど
う
だ
ろ
う

自
分
じ

分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

 
入
団
の
時
に
何
度
も
何
度
も
キ
リ
ト
君
や
ア
ス
ナ
や
リ

ダ

と
や
り
あ

た
く
ら
い
で

 
そ
の
後
は
普
通
に
仲
間
達
と
一

に

ん
で
戦
う
く
ら
い
し
か
し
て
な
い
は
ず
な
ん
だ
け
ど

な
あ
の
化
け
物
達
と
一

に
ね

 
ビ

ビ

は
そ
れ
で

フ
カ
次
郎
の
実
力
が
上
が

た
理
由
を
悟

た

何
な
の
よ
も
う

本
当
に
ヴ

ル
ハ
ラ

て

な
ギ
ル
ド
よ
ね

私
の
負
け
よ

あ
な
た
の
好
き
に
す
れ
ば
い
い
わ

 
ビ

ビ

は
直
後
に
そ
う
言
い

フ
カ
次
郎
は
き

と
ん
と
し
た
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え

別
に
何
も
し
な
い
け
ど

敗
者
を
好
き
に
す
る
の
は
勝
者
の

利
だ
と
思
う
け
ど

そ
れ
じ

あ
お

ぱ
い
を
も
ま
せ
ろ

そ
う
い
う
の

冗
談
で
も
本
当
に
や
め
て
よ
ね

う

ん
別
に
冗
談
じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

そ
れ
が

目
な
ら
や

ぱ
何
も
無
い
か
な

 
リ

ダ

に
も

苦
手
意
識
を

服
し
て
こ
い

て
言
わ
れ
た
だ
け
だ
し
な

苦
手
意
識

ね

 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
の
狙
い
を
悟

た
ビ

ビ

は
観
念
し
た
よ
う
に
地
面
に
大
の

に

転

ん
だは

ま

た
く
敵
わ
な
い
な

あ

そ
れ

気
持
ち
良
さ
そ
う

私
も
私
も

 
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
も
そ
の
横
に

転
ん
だ

で

そ
も
そ
も
こ
の
戦
い
の
発

て
何
な
の

 

い
て
た
話
だ
と

ど
う
考
え
て
も
ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
結
び
つ
か
な
い
ん
だ
け
ど

 
何
で
あ
ん
た
達
が
メ
イ
ン
の
敵
み
た
い
に
な

て
る
の



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

え

知
ら
な
か

た
の

純
に
お
金
目
当
て
と

ち

と
の
正
義
感
で
受
け
た
だ
け
だ
か
ら
ね

あ

そ
れ
は
私
が
説
明
し
ま
す
ね

 
そ
こ
で
ナ
ユ
タ
が
一
歩
歩
み
出
て
そ
う
言

た

 
ち
な
み
に
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
は
い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な

て
お
り

 
ど
う
や
ら
本

へ
と
帰
還
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る

あ

う
ん

お
願
い

え

と
で
す
ね

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
か
ら
話
の
一
部
始
終
を

い
た
ビ

ビ

は

 
珍
し
く
感
情
を
露
に
し

し
た
よ
う
に
こ
う
言

た

何
よ
そ
の
女
の
敵
共
は

は

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
も
ち

と
や
り
す
ぎ
た

て
反
省
し
て
ま
し
た
け
ど
ね

同
じ
女
と
し
て
許
せ
な
い
奴
ら
ね

ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

 
そ
う
言

て
ビ

ビ

は
ナ
ユ
タ
の
胸
を

も
に

と

ん
だ

き
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お
い
ビ

ビ

自
分
の
胸
は

ま
せ
な
い
く
せ
に
他
人
の
胸
は

む
の
か

え
え
そ
う
よ

悪
い

悪
く
な
い
け
ど
ず
る
い

お
い
こ
ら
ビ

ビ

私
に
も
そ
の
素
敵
な
お

ぱ
い
を

ま
せ

ろ
フ
カ
さ
ん

許
可
は
私
か
ら
と

て
下
さ
い

 
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
の
抗
議
も
な
ん
の
そ
の

 
直
後
に
フ
カ
次
郎
は
も
う
片
方
の
ナ
ユ
タ
の
胸
を

み

そ
の
後
に
こ
う
言

た

私
も

ん
で
も
い
い

じ

事
前
に
許
可
を
と

て
下
さ
い
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ナ
ユ
タ
は

二
人
の
や
り
た
い
よ
う
に
さ
せ
て
い
た

 
さ
す
が
に
当
事
者
と
し
て

こ
の
戦
い
に
関
し
て
は
思
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
だ
ろ
う

 
迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
い
う
自
覚
も
あ
り

ナ
ユ
タ
は

ん
じ
て
二
人
の
手
を
受
け
入
れ
た

 
も

と
も
相
手
が
男
だ

た
ら

当
然
そ
ん
な
事
を
さ
せ
る
は
ず
も
な
い

ふ
ふ
ん

観
念
し
た
よ
う
だ
ね
ナ
ユ
た
ん

は

ま
あ
そ
れ
で
お
二
人
の
気
が
済
む
な
ら
ま
あ

ち

と
く
ら
い
い
い
か
な

て
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そ
し
て
先
に
ナ
ユ
タ
の
胸
を

ん
で
い
た
ビ

ビ

が

驚
愕
し
た
表
情
で

い
た

 

こ

こ
れ
は
確
か
に
男
を
狂
わ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

私
も
あ
ん
た
も
あ
る
方
だ
と
は
思
う
け
ど

ナ
ユ
ち

ん
に
は
ち

と
敵
わ
な
い
よ
ね

 
し
か
も
ナ
ユ
ち

ん

て

リ
ア
ル
で
も
ま

た
く
同
じ
体
型
な
ん
だ
よ

何
で
す

て

 
ビ

ビ

は
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
風
に
ナ
ユ
タ
の
顔
を
見
て

 
ナ
ユ
タ
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
顔
を
伏
せ
た

す

す
み
ま
せ
ん

生
体
ス
キ

ン
機
能
を
オ
ン
に
し
た
ま
ま
作

た
キ

ラ
な
の
で

あ

番
が
逆
な
の
ね

な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
事
な
ん
だ

で

ビ

ビ

は
こ
の
後
ど
う
す
ん
の

私
達
は
そ
ろ
そ
ろ
リ

ダ

の
所
に

る
け
ど

そ
う
ね

心
情
的
に
は
今
日
だ
け
で
も
そ

ち
に

返
り
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど

 
さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
そ

ち
の
味
方
を
す
る
の
は
ま
ず
い
で
し

う
し

 
こ
の

り
の
代
償
と
し
て

今
後
一
度
だ
け

あ
ん
た
個
人
に
味
方
し
て
あ
げ
る
事
に
す
る

私
個
人
に

え
え

あ
ん
た
が
危
な
い
時

一
度
だ
け
助
け
て
あ
げ
る
わ

そ
れ
で
チ

ラ
で
い
い
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オ

ケ

オ

ケ

そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

 
フ
カ
次
郎
は
闇
風
の
真
似
を
し
な
が
ら
そ
う
言
い

ビ

ビ

は
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が

た

そ
れ
じ

あ
行
く
わ
ね

あ

で
も
ナ
ユ
タ
さ
ん

だ

た

け

 
あ
な
た
に
敵
対
す
る
よ
う
な
事
は
今
後
も
絶
対
に
し
な
い
か
ら

ま
あ
色
々
と
頑
張

て
ね

い

い
い
ん
で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

別
に
い
い
の
よ
ま
あ
直
接
や
り
あ

て
い
る
最
中
に
あ
な
た
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
味
方
を
す
る

時
は

 
必
ず
し
も
そ
う
は
言
え
な
い
け
ど

そ
れ
以
外
の
時
に
は

ね

は
い

そ
れ
は
当
然
で
す

そ
れ
じ

あ
フ
カ

私
も
鍛
え
な
お
し
て
お
く
か
ら
今
度
は
負
け
な
い
わ
よ

お
う

リ
ベ
ン
ジ
を
待

て
る

 
そ
し
て
ビ

ビ

は
去

て
い
き

二
人
も
立
ち
上
が

た

さ
て

私
達
も

ろ

か

は
い

 
こ
う
し
て
完
全
に
で
は
な
い
が

区
切
り
と
し
て
の
決
着
が
つ
い
た
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そ
し
て
後
日
と
い

て
も
か
な
り
先
だ
が
ビ

ビ

は
こ
の
時
の
約
束
を

実
に
守

た
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第
７
２
４
話
 
猫
が
原

終
戦

リ

ダ

サ

コ
さ
ん
が
や
ら
れ
ま
し
た

こ
ち
ら
の
戦
線
は
ズ
タ
ズ
タ
で
す

ぐ

こ

こ
う
な

た
ら
敵
中
を
突
破
し
て
連
合
と
合
流
す
る
し
か

 
一
応
確
認
す
る
が

連
合
は
裏
切

て
な
い
ん
だ
よ
な

は
い

た
だ
遠
目
に
見
る
と

徐
々
に
そ
の

を

ら
し
て
い
る
よ
う
で
す

急
ぐ
必
要
が
あ
る
な

だ
が
問
題
は
そ
ち
ら
の
方

が
完
全
に
塞
が
れ
て
い
る
と
い
う
事

か 
彼
ら
か
ら
見
て
正
面

に
は
ハ
チ
マ
ン
が
正
面

に
は
ユ
イ
ユ
イ
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
本

が

い
る

 
そ
し
て

翼
か
ら
は
キ
リ
ト
が
凄
い
勢
い
で
迫

て
き
て
お
り

 

翼
か
ら
は
ア
ス
ナ
が
敵
を
次
々
と
敵
を

て
い
る

よ
し
味
方
を
全
員
こ
こ
に

す
ん
だ
生
き
残
り
は
ま
だ
二

人
く
ら
い
は
い
る
は
ず
だ
か

ら 
そ
の
全
軍
を
も

て
正
面
に
向
か
い

敵
中
を
突
破
す
る



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
ヨ
ツ
ナ
リ
は
そ
う
決
断
し

矢
継
ぎ

に
指

を
出
し
た

 
こ
の
判
断
は
確
か
に
正
し
い

正
面
の
今
ハ
チ
マ
ン
が
い
る

置
の
人

は
少
な
く

 

の
力
で
押
せ
ば
何
人
か
や
ら
れ
る
に
し
て
も
か
な
り
の

の
味
方
が
抜
け
ら
れ
る
か
ら
で

あ
るハ

チ
マ
ン
様

敵
が
引
い
て
い
き
ま
す

お

に
負
け
を
認
め
た
か

そ
れ
に
し
ち

ま
だ

分
と

が
残

て
る
よ
う
に
見
え
る

が 
ユ
イ
ユ
イ
達
と
合
流
し
た
後

そ
の
セ
ラ
フ

ム
の
報
告
を
受
け

 
ハ
チ
マ
ン
は
じ

と
敵
を
観
察
し
続
け
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

り
ま
し
た

お
兄
ち

ん
敵
の
両
翼
も
引
き
始
め
て
る
と
い
う
か
中
央
に
戦
力
を
集
中
さ
せ
て
き
て
る

 
そ
こ
に
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
が
到
着
し

そ
う
報
告
し
て
き
た

あ
あ

な
る
ほ
ど

戦
力
再
編

に
し
ち

強
引
だ
な

 
敵
と
し
て
は
連
合
と
連

し
た
い
は
ず
だ
し
と
な
る
と
残
る
戦
力
が
全
て
こ
こ
に
殺
到
し

て
く
る
の
か
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か
も
し
れ
な
い
ね

ま
あ
そ
の
ま
ま
敵
が
後
方
に
逃
げ
る
可
能
性
も
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
が

そ
れ
な
ら
そ
れ

で
い
い
か

そ
し
た
ら
味
方
の
一
部
に
追
撃
さ
せ
れ
ば
い
い
し
ね

だ
な

よ
し

と
り
あ
え
ず
コ
マ
チ

姉
さ
ん
に
伝
令
を
頼
む

 
も
う
す
ぐ
そ

ち
に
敵
が
行
く
は
ず
だ
か
ら
上
手
い
事
中
央
を
空
け
て
お
い
て
く
れ
と
伝
え

て
く
れ

分
か

た

行

て
く
る

レ
コ
ン
は
キ
リ
ト
の
所
に
行

て
く
れ

そ
し
て
一
言

追
撃
し
ろ

と
伝
え
て
欲
し
い

は
い

行

て
き
ま
す

ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
は

ま
あ
自
分
で
判
断
す
る
だ
ろ
う

後
は
忍
レ
ジ

ン
ド
だ
な

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
が
ス

と
現
れ
た

お
呼
び
で
す
か

お

お
う

近
く
に
い
た
の
か

さ
す
が
は
忍
だ
な

全
然
気
付
か
な
か

た
わ
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お
褒
め

き
光
栄
で
す

ロ
ク
ダ
ユ
ウ
は
忍
レ
ジ

ン
ド
を
全
員
連
合
の
背
後
に
伏
せ
さ
せ
て
く
れ

 
た
だ
し
敵
の
逃
げ
道
を
塞
ぐ
ん
じ

な
く

少
し
横
に
ず
れ
る
感
じ
で
な

 
敵
を
側
面
か
ら
叩
け
る

置
で
頼
む

 
で
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
達
四
人
は
も
し
敵
の
リ

ダ

が
逃
げ
た
場
合
そ
れ
を
捕
ら
え
て
欲
し

い
は

必
ず
や
ヨ
ツ
ナ
リ
を
捕
ら
え
て
ご
ら
ん
に
い
れ
ま
す

ま
あ
あ
く
ま
で
逃
げ
た
ら
だ
け
ど
な

そ
れ
と
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ロ
ク
ダ
ユ
ウ
に
何
か

打
ち
し
た

な

な
る
ほ
ど

そ
ん
な
者
達
が

な
の
で
お
前
に
は
こ
れ
を

し
て
お
く

う
ち
の
旗
だ

 
こ
れ
を
見
れ
ば
向
こ
う
も
お
前
が
味
方
だ
と
認
識
し
て
く
れ
る
は
ず
だ

お

か
り
し
ま
す

シ
ノ
ン

リ
オ
ン

二
人
も
こ

ち
へ

ん

ど
う
し
た
の
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い
や

実
は
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
も
何
か

打
ち
し

二
人
は
納
得
し
た
よ
う
に

い
た

な
る
ほ
ど

オ

ケ

オ

ケ

そ
う
い
う
事
な
ら
任
せ
て

う
ん

行

て
く
る
ね

 
そ
し
て
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
は
忍
レ
ジ

ン
ド
の
メ
ン
バ

達
を
引
き
連
れ

 
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
と
共
に
連
合
の
後
方
へ
と
忍
ん
で
い

た

さ
て
と

そ
れ
じ

あ
俺
達
も
徐
々
に
下
が
る
と
す
る
か

了
解

み
ん
な

下
が
る
よ

 
ユ
イ
ユ
イ
の
指

で
セ
ラ
フ

ム
と
ア
サ
ギ
は
徐
々
に
戦
線
を
後
退
さ
せ
て
い
き

 
被
害
者
の
会
の
正
面
に

か
り
と
ス
ペ

ス
が
出
来
上
が
る
事
と
な

た

い

今
だ

今
し
か
な
い

あ
そ
こ
に
向
け
て
全
軍
突
撃
だ

 
キ
リ
ト
に
相
当
プ
レ

シ

を
か
け
ら
れ
て
い
た
ヨ
ツ
ナ
リ
は
必
死
に
そ
う
指

を
出
し

 
被
害
者
の
会
の
者
達
は

て
て
そ
こ
に
突
入
し
た

よ
し
釣
れ
た

敵
は
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
が
追
撃
し
て
い
く
は
ず
だ

 
ア
ス
ナ
達
が

女
連
と
合
流
し
て
側
面
攻
撃
を
行
う
は
ず
だ
か
ら
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こ

ち
は
逆
の
側
面
か
ら
敵
が
合
流
す
る

間
を
見
計
ら

て
攻
撃
を
か
け
る
ぞ

了
解

つ
い
に
大
詰
め
だ
ね

行
こ
う

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
も

被
害
者
の
会
を
遠
目
に
見
な
が
ら
移
動
を
開
始
し
た

 
よ
し

囲
み
を
抜
け
た
ぞ

上
手
く
い
き
ま
し
た
ね

ヨ
ツ
ナ
リ
さ
ん

敵
が
追

て
き
て
る

一
刻
も

く
連
合
と
合
流
し

反
撃
だ

 
そ
ん
な
彼
ら
の
目
に

連
合
の
者
達
が
こ
ち
ら
に
手
を

て
い
る

が
映
り

 
被
害
者
の
会
の
者
達
は
心
か
ら
安

し
た

だ
が
こ
こ
で
彼
ら
は
疑
問
に
思
う
べ
き
だ

た
の

だ 
連
合
の
者
達
が
何
故
戦
闘
中
で
は
な
い
の
か
と

お

い
あ
ん
た
ら

大
丈
夫
だ

た
か

そ

ち
こ
そ

大
丈
夫
か
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い
や

じ
わ
じ
わ
と
戦
力
を

ら
れ
て
た
と
こ
ろ
だ

た
か
ら

正
直
あ
の
ま
ま
だ
と
や
ば

か

た

 
だ
が
つ
い
さ

き
敵
が
徐
々
に
後
退
し
て
い

た
ん
だ
よ
な
も
し
か
し
た
ら

切
れ
な
の

か
も
し
れ
ん

 
人
は
理
解
出
来
な
い
事
を
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
解

し
が
ち
な
生
き
物
で
あ
る

 
こ
の
時
の
ト
リ
マ
キ

ズ
の
面
々
も

に

れ
ず

そ
う
自

流
の
解

を
し
て
い
た

な
る
ほ
ど
こ
ち
ら
は
味
方
の
裏
切
り
が
相
次
い
で
こ

ち
と
合
流
し
よ
う
と
移
動
し
て
き
た

ん
だ

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
と
領
主
軍
の
奴
ら

あ
の
旗
を
見
た

間
に

返
り
や
が

て
な

あ
あ

あ
そ
こ
は
な

 
一
応
中
立
の
立
場
で
そ
の
二
つ
の
軍
に
接
し
て
い
る
連
合
で
は
あ
る
が

 
こ
う
い
う
局
面
だ
と
お
そ
ら
く
敵
に
回
る
だ
ろ
う
と
覚
悟
は
し
て
い
た
ら
し
い

元
々
あ
い
つ
ら
は
よ
く
つ
る
ん
で
や
が

た
か
ら
な
こ
う
な

た
ら
一

に
叩
き
の
め
し
て

や
ろ
う

だ
な

し
か
し
こ
の
場
所
に

ま
る
の
は

飛
び
道

が
こ

ち
の
方
が
少
な
い
分
不
利
か
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確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
も
う
少
し
後
退
し
て
あ
そ
こ
の
山
の
上
で
白
兵
戦
を
行

た
方

が 
こ
ち
ら
に
と

て
は
場
所
的
に
い
い
か
も
し
れ
な
い

な
る
ほ
ど

あ
そ
こ
に
敵
を
引
き
込
む
ん
だ
な

そ
う
と
決
ま

た
ら
急
ご
う

あ
あ

 
こ
う
し
て
彼
ら
は
そ
の
山
へ
と
向
か
い
始
め
た

 
よ
し

こ
こ
か
ら
一
気
に
山

に

 
そ
う
言
い
か
け
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の

が

一

で

け
と
ん
だ

う
お

 
直
後
に
そ
の
山
か
ら
こ
ち
ら
に
向
か

て
か
な
り
の

の
銃
撃
が
飛
ん
で
き
た

 
そ
の
中
に
は

力
の
高
い
攻
撃
も
か
な
り
混
じ

て
い
る

く
そ

伏
兵
か
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こ
こ
に
も
い
や
が

た
か

敵
が
何
人
く
ら
い
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

盾
持
ち
を
先

に
慎
重
に
前
進
だ

 
来
た
わ
ね

そ
れ
じ

あ
私
が
撃

た
ら
み
ん
な
も
撃

て

シ

ナ
さ
ん
の
顔
で
そ
う
言
わ
れ
る
と
違
和
感
が
半

な
い
な

何
よ

そ
れ
じ

あ
こ
ん
な
の
は
ど
う

お
い
シ

リ

お
前

俺
の
女
に
な
ら
な
い

か
は

は
い

喜
ん
で

あ
ん
た
ち

ろ
す
ぎ
で
し

ハ

つ

つ
い
反
射
で

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
の
は
当
然
シ

ナ
ザ
リ
ア
と

 
今
ま
で

が
見
え
な
か

た
シ

リ

で
あ
る

二
人
と
も

見
て
て
面
白
い
け
ど
そ
ろ
そ
ろ
お

ぱ
じ
め
よ
う

ご

ご
め
ん
な
さ
い

そ
れ
じ

あ
撃
つ
わ

ト

マ

そ
れ
に
合
わ
せ
て
あ
ん
た
も
デ
グ
チ

レ
フ
を
撃
ち
な
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オ

ケ

 
そ
ん
な
二
人
と
共
に

Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

達
が
こ
こ
に
伏
せ
て
い
た

い
や

出
番
が
あ

て
良
か

た

う
ん

久
し
ぶ
り
に
暴
れ
ら
れ
る
ね

 
実
は
シ

リ

と
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

は
最
初
か
ら
こ
の
山
に
伏
せ
て
い
た
の
で
あ

る 
連
合
の
メ
ン
バ

が
逃
げ
出
し
た
場
合
の
備
え
で
あ

た
が

 
そ
れ
が
こ
こ
に
き
て
絶
好
の
足
止
め
と
し
て
機
能
し
た

お
前
達

死
ぬ
気
で
撃
ち
ま
く
り
な

 
Ｓ

Ｎ
Ｃ
は
今
ま
で
の
鬱

を
晴
ら
す
よ
う
に
敵
に
向
か

て
銃
を
撃
ち
ま
く
り

 
被
害
者
の
会
と
連
合
の
歩
み
は
否
応
無
く
ペ

ス
ダ
ウ
ン
す
る
事
に
な
り

 
そ
こ
に

に
キ
リ
ト
達
が
追
い
つ
い
た

よ
し

全
軍
突
撃

俺
に
続
け

お
う

 
そ
し
て
時
を
同
じ
く
し
て

先
に
移
動
し
て
い
た
ソ
レ
イ
ユ
と

女
連
が
攻
撃
を
開
始
し
た
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そ
の
横
か
ら
は
ア
ス
ナ
達
が

そ
し
て
反
対
か
ら
は
ハ
チ
マ
ン
達
が
攻
撃
を
開
始
す
る

 
そ
の
背
後
に
は
ダ
イ
ン
達
の

も
あ
り

同
時
に
シ

リ

達
の
い
た
山
に

 
ヴ

ル
ハ
ラ
と
忍
レ
ジ

ン
ド
の
旗
が
上
が

た

ロ
ク
ダ
ユ
ウ
は
ハ
チ
マ
ン
に

か
れ
た
通

り 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
旗
を
見
せ
て
シ

リ

達
と
合
流
し
て
い
た
の
だ

た

 
さ
す
が
は
忍

そ
の
移
動
速
度
は
か
な
り
の
も
の
の
よ
う
だ

か

完
全
に
囲
ま
れ
た

や
ば
い

や
ば
い

て

く
そ

と
に
か
く
全
員
死
ぬ
気
で
戦
え

 
も
う
そ
う
言
う
し
か
な
い

況
で
あ

た
が

彼
ら
は
そ
れ
な
り
に
頑
張

た

 
だ
が
今
回
は
相
手
が
悪
す
ぎ
た

確
か
に
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
や
領
主
軍

 
そ
れ
に
忍
レ
ジ

ン
ド
の
メ
ン
バ

を
そ
れ
な
り
に
倒
す
事
に
成
功
し
て
い
た
が

 
回
復
が
し

か
り
し
て
い
る
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

は
こ
こ
ま
で
誰
も
倒
せ
て

お
ら
ず

 
大
将
首
と
言
え
る
も
の
も
一
つ
も
取
れ
て
い
な
い
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そ
の
ま
ま
徐
々
に

を
撃
ち

ら
さ
れ
た
彼
ら
は

つ
い
に
最
後
の
決
断
を
す
る
事
に
し
た

こ
う
な

た
ら
も
う
と
に
か
く
ハ
チ
マ
ン
の
首
を
狙
う
し
か
な
い

 
そ
う
決
断
し
た
彼
ら
は

り

わ
ず
ハ
チ
マ
ン
の
方
に
突
撃
を
開
始
し
た

 
生
き
残
り
は
も
う
五
十
人

し
か
お
ら
ず

無
謀
な
突
撃
で
は
あ

た
が

 
も
し
か
し
た
ら
一
矢
報
い
る
事
く
ら
い
は
出
来
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
考
え
た
彼
ら
の
前
に

ヴ

ル
ハ
ラ
の

る
三
人
の
タ
ン
ク
が
立
ち
は
だ
か

た

こ
こ
は
通
さ
な
い
よ

ハ
チ
マ
ン
様
の
と
こ
ろ
に
は
行
か
せ
な
い

さ
せ
ま
せ
ん

 
三
人
の
守
り
は
強

で
あ
り

最
後
の

け
に
出
た
彼
ら
の
足
が
一

止
ま

た

 
そ
の

間
に

ト
リ
マ
キ

ズ
の
二
人
の

が

飛
ん
だ

 
当
然
や

た
の
は
ロ
ザ
リ
ア
と
ト

マ
で
あ
る

は

元
リ

ダ

と
し
て

あ
い
つ
ら
を
片
付
け
る
の
は
私
の
仕
事
よ
ね

 
ま
あ
も
う
あ
い
つ
ら
と
接
触
す
る
気
は
な
い
け
ど

私
も
手
伝
う
わ
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私
も
私
も

い
い
な

私
も
対
人
ラ
イ
フ
ル
が
欲
し
い
な

 
そ
こ
に
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
も
加
わ
り

シ

リ

が

ま
し
そ
う
に
そ
れ
を
見
る
中

 
ト
リ
マ
キ

ズ
は
あ

さ
り
と
全
滅
し
た

そ
し
て
タ
ン
ク

の

間
か
ら
誰
か
が
飛
び
出
し

た 
そ
れ
は
こ
こ
に
き
て
や

と
追
い
つ
い
た
ナ
ユ
タ
で
あ
る

 
ナ
ユ
タ
の
顔
を
見
た
生
き
残
り
は
さ
す
が
に
気
ま
ず
か

た
の
で
あ
ろ
う

 

抗
と
い
う

抗
も
せ
ず

そ
の
ま
ま
ナ
ユ
タ
に
打
ち
倒
さ
れ
て
い

た

 
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
に
最
後
に
生
き
残

た
ヨ
ツ
ナ
リ
が
こ
う
叫
ん
だ

く

く
そ

お
前
が

お
前
の
せ
い
で
俺
達
被
害
者
の
会
は

あ
な
た
達
は
被
害
者
じ

な
い

私
に
と

て
は
加
害
者
で
す

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う
言

て
ヨ
ツ
ナ
リ
の
腹
を
思
い

き
り
殴
り

 
こ
う
し
て
ヨ
ツ
ナ
リ
も
捕

に
さ
れ
た
の
だ

た

よ
く
や

た
ナ
ユ
タ

俺
達
の
勝
利
だ

え
い
え
い
お

お
お
お
お
お
お
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こ
う
し
て
こ
の
戦
い
は

圧
倒
的

利
な

を
揃
え
て
い
た
被
害
者
の
会
の
敗
北
に
終
わ
り

 
そ
の
ま
ま
捕

に
さ
れ
た
二
十
人

の
プ
レ
イ
ヤ

は

ら
れ
た
ま
ま
街
へ
と
連
行
さ
れ
る

事
と
な

た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

出
来
ま
し
た

へ

は
こ
う
い
う
の
が
簡

に
出
来
る
ん
だ
な

は
い

旗
は
結

よ
く
使
わ
れ
ま
す
か
ら
ね

 
ナ
ユ
タ
が
作
成
し
た
の
は

加
害
者
の
会

と
書
か
れ
た
旗
で
あ

た

 
そ
の
旗
を
ヨ
ツ
ナ
リ
に
持
た
せ

ヴ

ル
ハ
ラ
軍
は
そ
の
ま
ま
街
へ
と
帰
還
し

 
そ
の
場
面
を
目
撃
し
た

の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

 

が
分
か
ら
ず
た
だ
そ
の
光
景
を

か
ん
と
見
つ
め
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
後
日
そ
の
記
事
が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
に
載
せ
ら
れ

顔
と
名
前
を
伏
せ
た
上
で

 
こ
の
戦
い
の
元
に
な

た
事
件
の

が

し
く
説
明
さ
れ

 
あ
い
ま
い
な
事
し
か
知
ら
な
か

た

内
の
世

が
一
気
に

し

 
加
害
者
の
会
は
そ
の
ま
ま
解
散
す
る
運
び
と
な
り

内
の
治
安
が
や
や

す
る
と
い
う

結
果
で
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こ
の
件
は
完
全
に
幕
を

じ
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
７
２
５
話
 
猫
が
原
祝
勝
会

 
戦
い
の
後

安
土

旅

に
て

今
回
の
戦
い
の
祝
勝
会
が
行
わ
れ
て
い
た

 
参
加
し
た
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
全
員
と
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
全
員

 
そ
れ
に
お

か
さ
ん
と
イ
ヴ
と

女
連
の

人

そ
し
て
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

と
領
主
軍
の

人
 
そ
れ
に
カ
ゲ
ム
ネ
と
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の

人

ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ

 
そ
れ
に
忍
レ
ジ

ン
ド
の

部
四
人
に
コ
ヨ
ミ
で
あ

た

そ
し
て
更
に
は

何
で
私
が
こ
こ
に
呼
ば
れ
て
る
の
か
意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

ま
あ
ま
あ
ビ

ビ

こ
う
い
う
時
く
ら
い
い
い
じ

な
い

そ
も
そ
も
私
は
中
立
に
は

し
た
け
ど

絶
対
に
味
方
じ

な
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
じ

あ
敗
者
を

し
者
に
す
る

に
こ
こ
に
呼
び
出
し
た

て
事
で
も
い
い
よ

 
勝
者
の

利

て
奴

そ
う
い
う
事
な
ら
ま
あ
い
い
わ

ん
じ
て
受
け
ま
し

う

 
ど
う
や
ら
ビ

ビ

は
フ
カ
次
郎
に
街
で
捕
ま
り
そ
の
ま
ま
ノ
リ
で
連
れ
て
こ
ら
れ
た
ら
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し
い

 
そ
ん
な
ビ

ビ

に
声
を
か
け
る
者
が
い
た

ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

よ

ビ

ビ

久
し
ぶ
り
だ
な

う
 
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
た
ビ

ビ

は
思
わ
ず
後
じ
さ

た

ま
た
苦
い
記
憶
が

た
の
だ

ろ
うど

う
し
た

な

何
で
も
な
い
わ
よ

そ
う
か

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま
ビ

ビ

の
隣
に

を
お
ろ
し
た

な

何
で
こ
こ
に
座
る
の
よ

い
や

真
ん
中
に
い
る
と

色
々

と
か
が
面
倒
で
な

 
だ
か
ら
今
日
の
主
役
に

を

て
き
た
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

山
の
仲
間
に
囲
ま
れ
て
い
る
ナ
ユ
タ
に
目
を
や

た

 
そ
の
横
で
は
コ
ヨ
ミ
が
嬉
し
そ
う
に
飛
び
ま
わ

て
い
る
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あ
あ

そ
う
い
え
ば
あ
の
子
が

の
あ
ん
た
の
娘

娘
的
存
在
で
は
あ
る
が

正
式
に
そ
う
な

た

じ

な
い
け
ど
な

 
あ
く
ま
で
俺
が
保
護
者
を

て
出
た
だ
け
だ
な

ふ

ん

そ
の
若
さ
で
ね

あ
ん
た

光
源
氏
に
で
も
な
る
つ
も
り

何
で
そ
う
な
る
ん
だ
よ

そ
ん
な
事

片
も
思

ち

い
ね
え
よ

そ
れ
な
ら
正
式
に
娘
に
し
ち

え
ば
い
い
じ

な
い

 
年
の
差
一

の
親
子

て
の
も
ま
あ
あ
り
な
ん
じ

な
い
の

い
や

そ
れ
は

否
さ
れ
た

う
ち
の
子
に
な
る
か

て

い
た
ら

 
あ

い
や

何
で
も
な
い

ま
あ
と
に
か
く

だ
そ
う
だ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
様
子
を
見
て
何
か
思
い
当
た

た
の
か

 
ビ

ビ

は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
こ
う
言

た

は
は

そ
し
た
ら
あ
ん
た

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
結
婚
出
来
な
く
な

ち

う
じ

な
い
で
す
か

 
と
か
言
わ
れ
た
ん
で
し

凄
い
な
お
前

エ
ス
パ

か
よ

し
か
も
芸
達
者
か
よ

今
の
ち

と
似
て
た
し
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ま
あ
年

の
女
の
子

て
の
は
そ
う
い
う
も
ん
よ

そ
う
い
う
も
ん
か

え
え

 
そ
の
ま
ま
二
人
は

り
こ
く
り

 
何
と
な
く
真
ん
中
で
行
わ
れ
て
い
る
忍
レ
ジ

ン
ド
の
連
中
の
芸
を
ぼ

と

め
た

あ
の
忍
者
達

芸
達
者
よ
ね

正
直
い
い

い
物
だ

た
わ

水
芸
に
ジ

グ
リ
ン
グ

マ
ジ

ク
シ

と
か

ら
し
い
と
い
え
ば
ら
し
い
わ
ね

ま
あ
楽
し
そ
う
で
い
い
ん
じ

な
い
か

え
え
そ
う
ね

私
も
楽
し

 
そ
う
言
い
か
け
た
ビ

ビ

は

そ
こ
で
言
葉
を
止
め
た

ど
う
し
た

今
日
は
も
う
帰
る
わ

用
事
で
も
思
い
出
し
た
か

う
う
ん

も
し
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
⻑
居
す
る
と
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あ
ん
た
達
に
感
情
移
入
し
ち

て
今
後
戦
え
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

て
思

て

な
る
ほ
ど

ま
あ
俺
は
平
気
で
戦
え
る
け
ど
な

手
加

し
て
く
れ
て
も
い
い
の
よ

そ
し
た
ら
不

に
思
う
ん
だ
ろ

正
解

そ
れ
じ

あ
ね

お
う

ま
た
な

え
え

ま
た
戦
場
で
ね

 
こ
う
し
て
ビ

ビ

は
あ

さ
り
と
去

て
い
き

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

て
見
送

た

あ
れ

リ

ダ

ビ

ビ

は

仲
良
く
し
す
ぎ
る
と
戦
い
の
時
に
困
る
か
ら
帰
る
と
さ

あ
あ

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も

ま
あ
い

か

あ
い
つ
は
所

敵
だ
し

お
前
は
そ
う
い
う
の

り
切
れ
る
ん
だ
な

う
ん

私
は

え
レ
ン
が
相
手
で
も
戦
え
る
女
だ
か
ら
ね

そ
し
た
ら
俺
は
レ
ン
の
味
方
に
な
る
が
な

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん
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そ
う
口
だ
け
で
言

た
フ
カ
次
郎
は

そ
の
ま
ま
平
然
と
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
座

た

リ

ダ

あ
り
が
と
ね

何
が
だ

私

ビ

ビ

に
は
苦
手
意
識
を
持

て
た
ん
だ
け
ど

 
今
回
の
戦
い
に
圧
勝
し
て

や

と
そ
れ
が
無
く
な

た
よ

や

て
み
た
ら
案
外
余

だ

た
だ
ろ

う
ん

余

だ

た

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

笑
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

私

強
く
な

て
る
よ
ね

お
う

な

て
る
ぞ

よ
し

よ
し

 
フ
カ
次
郎
は
そ
れ
だ
け
確
認
す
る
と

レ
ン
で
遊
ん
で
く
る
と
言

て
去

て
い

た

レ
ン
と
遊
ぶ
じ

な
く

レ
ン
で
遊
ぶ

か

 
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
フ
カ
次
郎
を
見
送
り

 
そ
の
横
に

待

て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
座

た
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ハ

チ
マ

ン

お
う

そ
れ
じ

あ
俺
は
そ
ろ
そ
ろ
移
動
す
る
わ

ま
あ
ゆ

く
り
し
て

て
く
れ

ち

ち

と

何
で
私
に
対
し
て
は
当
た
り
が
厳
し
い
の

そ
れ
は
自
分
に

け

え

ま

た
く
心
当
た
り
が
無
い
ん
だ
け
ど

お
前
は
も

と
色
々
と
自
分
の
事
を
省
み
る

を
付
け
ろ

い
い
か
ら
座

て

お
前
は
本
当
に
人
の
話
を

か
な
い
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

仕
方
な
く
再
び

を
お
ろ
し
た

で

俺
に
何
か
用
か

う
う
ん

え
に
来
た
だ
け

あ
と
あ
の
敵
を
倒
し
た
事
を
褒
め
て
も
ら
お
う
か
な

て

 
そ
れ
に
ま
あ
他
に
も
ち

と
ね

お
前
さ

子

じ

な
い
ん
だ
か
ら
さ

体
は
子

だ
も
ん

そ
こ
で
自

ネ
タ
か
よ
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だ
が
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
珍
し
く
そ
れ
に
は
乗

て
こ
ず
少
し
思
い
詰
め
た
よ
う
な
表
情
を
し

て
い
た

ど
う
し
た

元
気
が
無
い
の
か

う
う
ん

で
も
ち

と
思
う
と
こ
ろ
が
あ

て
さ

あ
あ

今
言

て
た
他
に
も
ち

と

て
や
つ
か

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

き

じ

と
ハ
チ
マ
ン
の
目
を
見
つ
め
な
が
ら
言

た

私

も
し
か
し
て
エ
ム
に
負
担
を
か
け
す
ぎ
て
る

そ
う
思
う
な
ら
も
う
一
人
く
ら
い
人
を

え

さ
す
が
に
一
人
じ

き
つ
い
だ
ろ
う

だ
よ
ね

 
こ
の
場
に
エ
ム
が
い
な
い
事
を

ク

ク
ロ
ビ
ン
も
自
分
な
り
に
気
に
し
て
い
た
ら
し
い

 
確
か
に
十
狼
の
中
で

エ
ム
だ
け
が
こ
こ
に
い
な
い

で
も
中
々
い
い
人
が
さ

確
か
に
お
前
の
ノ
リ
に
付
い
て
行
け
る
奴
な
ん
て
中
々
い
な
い
よ
な

 
倉
さ
ん
に
頼
ん
で
誰
か
紹
介
し
て
も
ら

た
ら
ど
う
だ

そ
れ
が
ア
サ
ギ
ち

ん
が
ブ
レ
イ
ク
し
そ
う
だ
か
ら
あ
そ
こ
も
今
人
手
が
足
り
な
い
み
た
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い
な
の
よ

あ
あ

確
か
に
最
近
露
出
が

え
た
よ
な

今
日
は
よ
く
来
て
く
れ
た
も
ん
だ

だ
よ
ね

と
か
凄
い
よ
ね

確
か
に

日
忙
し
そ
う
だ
な

と
な
る
と
新
人
か

ん

新
人

 
そ
う
か
そ
う
か

あ
の
三
人
の
中
で
お
前
と
合
い
そ
う
な
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
何
か
に
気
付
い
た
の
か

じ

と
イ
ロ
ハ
の
方
を
見
つ
め
た

 
そ
の

線
に
気
付
い
た
の
か

イ
ロ
ハ
が
と
て
と
て

と
こ
ち
ら
に
走

て
き
た

何
で
す
か
先
輩
そ
ん
な
に
私
を

め
る
よ
う
に
見
つ
め
ち

て
も
し
か
し
て
欲
求
不
満
で

す
か

 
さ
す
が
の
私
も
こ
こ
で

て
の
は

な
ん
で

 
高
級
ホ
テ
ル
を
予
約
し
て
か
ら

め
て
今
日
中
に
連

し
て
下
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

あ

は
い
は
い

お
前
が
大
人
に
な

た
の
は
分
か

た
か
ら
と
り
あ
え
ず
俺
の
話
を

け

 
イ
ロ
ハ
は
そ
の
ま
ま
大
人
し
く
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
座
り
そ
ん
な
イ
ロ
ハ
に
ハ
チ
マ
ン
は
言

た
な

イ
ロ
ハ

お
前

こ
い
つ
の
事

所
に
し
ば
ら
く
出
向
す
る
か
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え

そ

そ
れ
は
ど
う
い
う

あ
く
ま
で
倉
さ
ん
と
相
談
し
て
か
ら
に
な
る
が
こ
い
つ
の
と
こ
ろ
が
か
な
り
の
人
手
不
足
ら

し
く
て
な

 
新
し
く
人
を

う
ま
で
の
間

勉
強
だ
と
思

て

 
ち

と
こ
い
つ
の
芸
能
事

所
の
手
伝
い
を
し
て
み
な
い
か
な
と

な
な
る
ほ
ど

う

ん
学
校
の
方
は
多
分
も
う
大
丈
夫
だ
か
ら
可
能
で
は
あ
り
ま
す

ね 
そ
ん
な
少
し
迷
う
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
イ
ロ
ハ
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
こ
う

言

た
ち
な
み
に
来
年
全
国
ツ
ア

が
あ
る
よ

や
り
ま
す

や
ら
せ
て
下
さ
い

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
全
国
の
お
土
産
宜
し
く
な

は
い

地
の
風
景
を
バ

ク
に
し
た
私
の
セ
ク
シ

シ

ト
と
一

に
い

ぱ
い
送
り
ま

す
ねセ

ク
シ

誰
が
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ハ
チ
マ
ン
は
顔
色
一
つ
変
え
ず
に
そ
う
返
し
た
の
だ
が
当
然
い
ろ
は
は
マ
イ
ペ

ス
さ
を
崩

さ
な
い

も
う

先
輩

た
ら
本
当
は
嬉
し
い

に

あ
あ

は
い
は
い

分
か

た
か
ら
せ
め
て
デ

タ
に
し
て
く
れ

了
解
で
す

 
こ
う
し
て
イ
ロ
ハ
の
出
向
が
決
定
し

 
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
エ
ム
の
仕
事
の
負
担
が
多
少
は

く
な

た

 
そ
し
て
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
イ
ロ
ハ
は
仲
良
く
去

て
い
き

 
次
に
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に

か
け
た

お
う

二
人
と
も
お
疲
れ

い
や

今
日
は

山
暴
れ
ら
れ
た
な

私
も
こ
う
い
う
の
は
久
し
ぶ
り
だ

た
な

ま
あ
そ
う
だ
な
俺
も
久
し
ぶ
り
だ
た
し
か
し
何
か
忘
れ
て
る
気
が
す
る
ん
だ
よ
な

 
う

ん

何
だ

た
か
な

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
様
子
を
見
て

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は
う
ん
う
ん
と

い
た
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あ
る
あ
る
だ
な

絶
対
に
知

て
る
は
ず
な
の
に
思
い
出
せ
な
い
事

て
あ
る
よ
ね

い
つ
も
は
す
ぐ
思
い
出
せ
る
の
に
な

そ
う
そ
う

ま
で
出
か
か

て
る
の
が
凄
く
気
に
な
る
ん
だ
よ
ね

で

ち

と
後
に
思
い
出
す
ん
だ
よ
な

 
三
人
は
そ
ん
な
日
常
生
活
あ
る
あ
る
話
を
し
た
後

 
今
日
の
戦
闘
に
つ
い
て

反
省
す
べ
き
点
は
何
か
な
い
か
と
話
し
始
め
た

 
こ
こ
に
は
ソ
レ
イ
ユ
と
ユ
キ
ノ
も
呼
ば
れ
五
人
は
う

ん
と

り
な
が
ら
今
日
の
戦
闘
を

り
返
り

 
ま
あ
特
に
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
で
あ

さ
り
話
が
終
わ
り
次
に
武
器
の
話
を
し
始
め

た
姉
さ
ん

ユ
キ
ノ

ジ
・
エ
ン
ド
レ
ス

と

カ
イ
ゼ
リ
ン

は
ど
う
だ

た

一
言
じ

言
え
な
い
ん
だ
け
ど
ま
だ
装
備
に
慣
れ
て
い
な
い
事
を
考
え
て
も
破
格
の
性
能
ね

 

が
い
い
か
ら
魔
力
の
通
り
が
い
い
と
い
う
か

が
余

て
仕
方
な
か

た
わ

ヒ

ル
の
ス
キ
ル
回
し
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
わ
ね
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そ
う
す
れ
ば
そ
の
分
攻
撃
に
回
せ
る
と
思
う
し

 
ど
う
や
ら
二
人
に
は

ね
好
評
の
よ
う
で
あ
る

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は
ど
う
だ

慣
れ
る
ま
で
に
か
な
り
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
な

だ
よ
な

俺
も
使
い
こ
な
せ
て
る
と
は
ま
だ
言
え
な
い
わ

ち

と
時
間
が
か
か
る
ね

と
な
る
と

セ
ン
ト
リ

と

ス
イ
レ

も

 

め
に
あ
い
つ
ら
の
手
に

る
よ
う
に
し
な
い
と
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
誰
に
も

こ
え
な
い
よ
う
な
小
さ
な
声
で
ぼ
そ
り
と
そ
う
言

た

ピ

キ

な
武
器
だ
も
の
ね

人
を
選
ぶ
と
い
う
か

ま
あ
魔
剣
ク
ラ
ス
だ
か
ら
な

え
ば
俺
達
が
ユ

ジ

ン
の
グ
ラ
ム
を
使

て
も

 
直
ぐ
に
は
使
い
こ
な
せ
な
い
よ
う
に

 
そ
こ
で
三
人
は

ハ

と
し
た
顔
を
し
て
同
時
に
叫
ん
だ

そ
れ
だ

ど
れ
か
し
ら
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い
や

さ

き
何
か
忘
れ
て
る
な

て
三
人
で
話
を
し
て
た
ん
だ
よ

 
今
の
会
話
で
思
い
出
し
た
わ

ユ

ジ

ン
が
い
な
い
ん
だ
が
誰
か
知
ら
な
い
か

 
最
後
の
言
葉
は
大
き
な
声
で
全
員
に

こ
え
る
よ
う
に
言

た
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た
が

 
誰
か
ら
も
返
事
は
無
い

カ
ゲ
ム
ネ

ど
う
だ

お
か
し
い
で
す
ね

も
う
と

く
に
到
着
し
て
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
な
ん
で
す
が

ま
さ
か
と
は
思
う
が

落
ち
武
者
狩
り
に
や
ら
れ
た
り
し
て
な
い
よ
な

そ
れ
な
ら
一

で
街
に

て
き
て
る
と
思
い
ま
す

だ
よ
な

て
事
は

ま
さ
か
迷
子
と
か
じ

な
い
よ
な

あ

確
か
に
将
軍
は

ち

と
迷
子

が
あ
り
ま
す
け
ど

ま
あ
ま
さ
か
だ
よ
な

で
す
ね

ま
さ
か
で
す
ね

あ
は
は
は
は
は
は
は

 
全
員
が
そ
の
会
話
に
笑

た

間
に

店
の
入
り
口
か
ら
ユ

ジ

ン
が

を
現
し
た

お
い
キ
リ
ト

ひ
ど
い
で
は
な
い
か

こ
の
場
所
を

点
に
し
て
い
る
な
ら
先
に
教
え
て
お
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け
よ

 
お
か
げ
で
す

か
り
迷
子
に
な

て
し
ま

た

 
偶
然

女
連
と
や
ら
の
メ
ン
バ

と
会
わ
な
か

た
ら
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
け
な
か

た
ぞ

あ
 
ユ

ジ

ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
キ
リ
ト
は
気
ま
ず
そ
う
に
目
を
背
け
た

 
ま
だ
メ

セ

ジ
機
能
は
使
え
る
よ
う
に
な

て
お
ら
ず

 
ヤ
オ
ヨ
ロ
ズ
の
複
雑
さ
を
考
え
る
と
ど
れ
だ
け
ユ

ジ

ン
が
難
儀
し
た
か
想
像
出
来
た
か

ら
だわ

悪
い

迷
子
に
な

て
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
笑

ち
ま

た

悪
か

た

い

い
や

確
か
に
迷
子
に
は
な

て
い
た
か
ら
そ
れ
は
別
に

わ
ん

 
ま
あ
そ
れ
で
も
悪
い
と
思
う
な
ら
ち

と
俺
と
立
ち
会
え
今
日
は
戦
い
足
り
な
く
て
消

化
不
良
で
な

お
う

そ
れ
く
ら
い
な
ら
全
然
い
い

 
そ
う
言

て
二
人
は
仲
良
く
外
へ
出
て
い

た
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相
変
わ
ら
ず
の
戦
闘
狂
ど
も
が

ま
あ
そ
れ
が
あ
の
二
人
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ

と
に
か
く
勝
て
た
ん
だ
し
良
か

た
じ

な
い

だ
な

み
ん
な

今
日
は
存
分
に
楽
し
ん
で
い

て
く
れ

 
こ
う
し
て
ナ
ユ
タ
の
件
か
ら
始
ま

た
今
回
の
戦
争
は
終
わ
り

 
忍
レ
ジ

ン
ド
が
友
好
ギ
ル
ド
と
な

た
事
で
ナ
ユ
タ
の
安
全
も
完
全
に
確
保
さ
れ
る
事
と

な

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
は

ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
中
に
そ
の
名
を

か
せ
る
事
に
な

た

 
多
分
残
り
三
話
く
ら
い
で
こ
の
章
は
終
わ
り
と
な
る
予
定
で
す
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第
７
２
６
話
 
ひ
よ
り
の
過
去

 
次
の
日
学
校
で

サ

コ
こ
と

ひ
よ
り
は

 
前
日
に
八
幡
に
言
わ
れ
た
事
を
実
行
し
よ
う
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た

う

ク
ラ
ス
に

ね
て
こ
い
と
言
わ
れ
て
も

 
八
幡
達
の
ク
ラ
ス
は

生
き
残

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
四
天
王
の
全
員
が
所
属
し
て
い
る

 
全
校
の
中
で
一
番
ヒ
エ
ラ
ル
キ

が
高
い
ク
ラ
ス
で
あ
り

 
ク
ラ
ス
内
の
団
結
力
も
半

無
い

他
の
ク
ラ
ス
の
人
間
が
行
き
に
く
い
雰
囲
気
が
あ

た

ど
う
し
よ
う

で
も
行
か
な
い

に
は
い
か
な
い
し

 
ひ
よ
り
は
八
幡
達
の
ク
ラ
ス
の
前
で
立
ち
す
く
み

ど
う
し
よ
う
か
と
下
を
向
い
て
い
た

 
そ
ん
な
ひ
よ
り
の

は
そ
れ
は
も
う
目
立
つ

 
ひ
よ
り
は
美
人
で
は
あ
る
が

普

は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
物
静
か
な
生
徒
で
あ
り

 
実
は
胸
も
大
き
い
の
だ
が
そ
れ
を
悟
ら
せ
な
い
よ
う
に
普

か
ら
地
味
な
服
装
を
心
が
け
て

い
た

 
そ
ん
な
ひ
よ
り
に
と

て

今
の

況
は
ま
る
で

問
で
あ

た
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ま
ず
い
ま
ず
い
ま
ず
い

こ
れ
以
上
目
立
つ
の
は

 
そ
ん
な
ひ
よ
り
の

を
叩
く
者
が
い
た

ひ
よ
り
が
来
る
の
を
今
か
今
か
と
待

て
い
た
八
幡

で
あ
る

悪
い
悪
い

そ
う
い
え
ば
こ
の
ク
ラ
ス
は
入
り
に
く
い

て
評
判
な
ん
だ

た
わ

 
と
り
あ
え
ず
昼
に
屋
上

は

目
だ
な

覚
室
を

り
て
お
く
か
ら
そ
こ
で
待
ち
合
わ

せ
る
か

あ

は

は
い

す
み
ま
せ
ん

 
そ
し
て
ひ
よ
り
は
逃
げ
出
す
よ
う
に
自
分
の
ク
ラ
ス
に

り

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
ぼ
そ
り
と

い
た

分
ビ
ク
ビ
ク
し
て
る
な

ま
あ
あ
い
つ
の

遇
な
ら
仕
方
な
い
か

 
八
幡
は

日
の
祝
勝
会
が
終
わ

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後

 
ア
ル
ゴ
と
連

を
と
り

ひ
よ
り
の

遇
に
つ
い
て
し

か
り
と
予

を
し
て
き
て
い
た

 
そ
れ
に
よ
る
と
ひ
よ
り
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ダ
ン
ジ

ン
で
命
の
危
険
に

さ
れ
た
時
に

 
た
ま
た
ま
そ
こ
に
通
り
か
か

た
ラ
フ
コ
フ
の
メ
ン
バ

に
命
を
救
わ
れ

 
無
事
に
脱
出
さ
せ
て
も
ら
う
の
を

件
に
ラ
フ
コ
フ
の
後
方

援
メ
ン
バ

と
し
て

用
さ
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れ 
そ
の
ま
ま
金

や
情
報
収
集
や
補

を
担
当
し
て
い
た
ら
し
い

 
当
然
本
意
で
は
な
く

さ
れ
た
上
で
の
行
動
で
あ

た
よ
う
だ

 
他
に
も
そ
う
い
う
プ
レ
イ
ヤ

は

多
く
い
た
ら
し
く

 
そ
う
い

た
プ
レ
イ
ヤ

は

ラ
フ
コ
フ
の
グ
リ

ン
メ
ン
バ

と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
だ

 
グ
リ

ン
と
は
当
然
ネ

ム
の
色
の
事
で
あ
る

さ
て

覚
室
を

り
て
く
る
か

 
そ
う

い
た
八
幡
は

職
員
室
へ
向
か

て
い

た

 
な

さ

き
八
幡
が
話
し
か
け
て
た
子
は
誰
だ

八
幡
の
知
り
合
い
か

 
そ
の

を
見
て
い
た
和
人
が

同
じ
く
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
ア
ス
ナ
に
そ
う

い
て
き
た

え

と
ね

大
き
な
声
じ

言
え
な
い
ん
だ
け
ど

元
ラ
フ
コ
フ
の
子
ら
し
い
よ

あ
ん
な
子
が

と
い
う
か
ラ
フ
コ
フ
に
女
性
メ
ン
バ

な
ん
て
い
な
か

た
よ
な

 
あ
あ

も
し
か
し
て
下
部
組

か

本

で
下
部
組

の
お
目
付
け
役
み
た
い
な
事
を
さ
せ
ら
れ
て
た
ん
だ

て
さ
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な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
う
言
う
奴
が
い
な
い
と

み
ん
な
逃
げ
ち
ま
う
よ
な

 
和
人
は
察
し
良
く
そ
う
言
い

明
日
奈
は
そ
れ
に

い
た

そ
れ
じ

あ
あ
の
時
あ
そ
こ
に
は
い
な
か

た
ん
だ
な

も
し
か
し
た
ら
い
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど

少
な
く
と
も
私
は
見
つ
け
ら
れ
な

た
な

そ
う
か

あ
の
時
明
日
奈
は
外
に
い
た
ん
だ
も
ん
な

う
ん

そ
の
時
は
見
な
か

た
ね

 
二
人
は
そ
う

当
時
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
言

た

で

何
で
そ
の
子
と
八
幡
が

え

と
ね

日
の
戦
い
の
時
に
あ
の
場
に
い
た
ら
し
く
て

 
そ
れ
で
ち

と
話
す
か

て
な

た
み
た
い

ほ
う
ほ
う

そ
れ
で
よ
く
元
ラ
フ
コ
フ
だ

て
分
か

た
な

そ
れ
が
彼
女

八
幡
君
の
名
前
を

い
て
降
伏
し
た
ら
し
く
て
さ

 
で
そ
の
時
名
乗

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
を
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
知

て
た
ん
だ
よ

ね
な
る
ほ
ど
な

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
全
部
八
幡
に
任
せ
れ
ば
い
い
な
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う
ん

必
要
が
あ
る
な
ら
ま
た
声
が
か
か
る
だ
ろ
う
し
ね

だ
な

  
そ
し
て
昼
休
み

約
束
通
り

ひ
よ
り
が

覚
室
に
顔
を
出
し
た

失

し
ま
す

お
う

悪
い
な
呼
び
出
し
ち
ま

て

い
え

こ
ち
ら
こ
そ

日
は
敵
対
し
ち

て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

い
や

ま
あ
そ
う
い
う
の
は
よ
く
あ
る
事
だ
か
ら
気
に
し
な
く
て
い
い

 
そ
し
て
二
人
は
向
か
い
合

て
座
り

と
り
あ
え
ず
昼
食
を
と
り
な
が
ら
話
す
事
に
し
た

八
幡
さ
ん
の
お

当

て
手
作
り
で
す
か

あ
あ

今
日
は
優
里
奈

て
い
う
俺
が
保
護
者
を
や

て
る
子
に
作

て
も
ら

た

ほ

保
護
者

お
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
死
ん
だ

ヤ
ク
モ

て
い
う
プ
レ
イ
ヤ

の
妹
な
ん
だ
よ

 
優
里
奈
は
両
親
も
も
う
い
な
く
て
な

ヤ
ク
モ
の
死
に
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
俺
が

 
そ
の
ま
ま
優
里
奈
の
保
護
者
を
や

て
る
と

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な
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そ
う
な
ん
で
す
か

さ
す
が
凄
い
で
す
八
幡
さ
ん

ま
あ
た
ま
た
ま
機
会
が
あ

た

て
だ
け
だ
け
ど
な

そ
れ
で
も
凄
い
で
す

お

お
う

 
ど
う
や
ら
ひ
よ
り
は
八
幡
に
感
謝
す
る
だ
け
で
は
な
く

か
な
り
尊
敬
し
て
い
る
よ
う
だ

 
ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
一
部
を

き
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
大

こ
う
い
う
反
応
を

すさ
て

と
り
あ
え
ず
話
を

こ
う
か

あ

は
い

 
そ
し
て
ひ
よ
り
は
当
時
の
事
を
八
幡
に
説
明
し
た

 
自
分
が
迷
宮
内
で
転
移
の
罠
に
は
ま
り

結

使
用
禁
止
エ
リ
ア
に
飛
ば
さ
れ
た
事

 
そ
し
て
そ
こ
で
一
人
じ

倒
せ
な
い
敵
に
遭
遇
し

死
を
覚
悟
し
た
事

 
そ
こ
で
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の

部
に
助
け
ら
れ
た
事

そ
し
て
そ
の
後
の
事
ま
で

 
ひ
よ
り
は

し
く
八
幡
に
話
し
て
く
れ
た

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
は
つ
ら
か

た
な
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で
も
い
い
事
も
あ

た
ん
で
す
よ

そ
の
お
か
げ
で
友
達
が
出
来
た
ん
で
す

 
向
こ
う
は
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ
ヤ

で
し
た
け
ど

二
人
で
一

に
物
資
を
取
り
に
い

た
り

 

い
物
を
し
た
り
食
事
を
し
た
り

凄
く
楽
し
か

た
ん
で
す

オ
レ
ン
ジ
か

多
分
そ
い
つ
も

さ
れ
て
た
ん
だ
ろ

そ
う
で
す
ね

下
部
組

は
ラ
フ
コ
フ
に
は
絶
対
服

で
し
た
か
ら
ね

 
ど
う
や
ら
八
幡
が
知
る
以
上
に
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
と
い
う
ギ
ル
ド
の

は
広
が

て
い
た

よ
う
だ

 
八
幡
は

当
時
は
気
付
か
な
か

た
な
と
思
い
つ
つ

 
そ
う
い
え
ば
ロ
ザ
リ
ア
は
自
分
か
ら
進
ん
で
や

て
た
な
と
思
い

 
と
り
あ
え
ず
後
で

を
一
発
殴

て
お
こ
う
と
考
え
た

で
も
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
が
無
く
な

た
あ
の
日

 
そ
こ
に
い
た
私
は

そ
の
友
達
の
手
を
取
る
事
が
出
来
な
か

た
ん
で
す

ん

ひ
よ
り
も
あ
そ
こ
に
い
た
の
か

は
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
キ
リ
ト
さ
ん
の

は
見
ま
し
た

そ
う
だ

た
の
か

で
も
悪
い

俺
は
覚
え
が
な
い
な
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で
し

う
ね

遠
く
か
ら
見
た
だ
け
で
す
か
ら

ふ
む

 
ひ
よ
り
が
言
う
に
は

ど
う
や
ら
あ
の
時
あ
そ
こ
の
近
く
に
は

 
下
部
組

の
者
達
も
集
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い

 
グ
リ

ン
と
オ
レ
ン
ジ
が
混
在
し
て
い
た
中

そ
の
者
達
を
発
見
し
た
血
盟
騎
士
団
の
メ
ン

バ

は

 
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ
ヤ

だ
け
を
問
答
無
用
で

屋
に
叩
き
こ
ん
だ
ら
し
い

そ
う
だ

た
の
か

そ
う
い
え
ば
確
か
に
そ
う
い

た
報
告
が
あ

た
か
も
し
れ
な
い

そ
の
時
の
血
盟
騎
士
団
の
人
達
は
殺
気
だ

て
い
て

 
私
は
ど
う
し
て
も

そ
の
友
達
も
被
害
者
で
す

て
言
え
な
か

た
ん
で
す

ま
あ
あ
の
時
は
な

 
八
幡
は

苦
い
思
い
で
当
時
の
事
を
そ
う

り
返

た

そ
れ
以
来
そ
の
友
達
に
は
会
え
て
い
ま
せ
ん

 
本
当
は
謝
り
た
い
ん
で
す
が

居
場
所
が
ま

た
く
分
か
ら
な
い
ん
で
す

調
べ
て
や

て
も
い
い
ん
だ
が

会
う
の
が
正
解
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
な



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
八
幡
は
そ
う
考
え

そ
の
場
は

く
に

め
た

な
る
ほ
ど

私
の
方
は
そ
ん
な
感
じ
で
す
そ
の
後
私
は
無
理
を
せ
ず
十
分
安
全
マ

ジ
ン
を
と
り
つ
つ

 
た
だ
生
き
る

だ
け
に
下
層
で
狩
り
を
し
て
い
ま
し
た

 
そ
し
て
街
で

あ
の
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

い
た
ん
で
す

そ
う
か

八
幡
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

私
は
体
力
が
あ

た
方
じ

な
い
ん
で

 
実
は
か
な
り
危
な
い

態
だ

た
ら
し
い
ん
で
す
お
か
げ
で
今
こ
う
し
て
私
は
生
き
て
い
ま

す
気
に
し
な
い
で
く
れ

自
分
の

に
や

た
事
だ
か
ら
な

 
ま
あ
あ
の
時
は
正
直
俺
も
一
歩
間
違
え
ば
死
ん
で
た
ん
だ
け
ど
な

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う

あ
の
時
は
な

 
八
幡
も
ひ
よ
り
に
自
分
達
に
何
が
あ

た
か
を
伝
え
こ
う
し
て
二
人
は
情
報
交
換
を
終
え
た

ま
あ
こ

ち
は
こ
ん
な
感
じ
だ
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凄
い

本
当
に
凄
い
で
す

あ

ま
あ
そ

ち
の
事
は
い
い
と
し
て
だ
ひ
よ
り
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や
る

て
言

て
た
よ
な

 
も
し
良
か

た
ら
う
ち
に
入
る
か

 
そ
の
八
幡
の

し
出
に
ひ
よ
り
の
心
は
激
し
く
ぐ
ら
つ
い
た

ヴ

ル
ハ
ラ
に
憧
れ
て
い
た
か

ら
だ

 
だ
が
ひ
よ
り
は
そ
れ
を
断

た

自
分
に
は
そ
の
資
格
が
な
い
と
思

た
か
ら
だ

 
八
幡
が
こ
う
言
う
以
上

問
題
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
ひ
よ
り
は
ど
う
し
て
も

そ
の

し
出
を
受
け
る
気
に
な
れ
な
か

た

す
み
ま
せ
ん

少
し
考
え
さ
せ
て
下
さ
い

お
う

ま
あ
そ
の
気
に
な

た
ら
い
つ
で
も
言

て
く
れ

 
で
な

そ
れ

み
で
一
つ

こ
ち
ら
か
ら
提

出
来
る
物
が
あ
る
ん
だ
よ
な

提

で
す
か

お
う

こ
れ
だ

ひ
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そ
う
言

て
八
幡
が
取
り
出
し
た
物
を
見
て

ひ
よ
り
は
思
わ
ず
小
さ
な

鳴
を
上
げ
た

 
そ
れ
は
ひ
よ
り
に
と

て
は
思
い
出
し
た
く
も
な
い
が
忘
れ
ら
れ
な
い
物

ナ

ヴ
ギ
ア
で

あ

た
こ

こ
れ

ま
だ
残

て
た
ん
で
す
か

お
う

ま
あ
危
な
い
機
能
は
外
し
て
あ
る
け
ど
な

何
故
こ
れ
を

実
は
な
こ
れ
を
使

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
当
時
の
キ

ラ
を
引
き
継
げ
る
ん
だ

よ
なそ

う
な
ん
で
す
か

あ
あ

そ
し
て
そ
の
コ
ン
バ

ト
は
他
人
の
ナ

ヴ
ギ
ア
を
使

て
も
可
能
だ

 
実
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
キ

ラ
デ

タ
は
今
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

バ

に
残

て
る
ん
だ
よ

 
開
発
に

わ

て
た
須

て
馬

の
せ
い
で
な

あ

こ
の
前

判
で

罪
に
な

た
あ
の
人
で
す
ね

し
た
ら
し
い
が
ま
あ
無

だ
ろ
う
な

で

本
題
だ
が

 
こ
れ
を
か
ぶ
る
勇
気
が
あ
れ
ば

ひ
よ
り
は

の
キ

ラ

ル
ク
ス
だ

た
か
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ル
ク
ス
を
ま
た
使
う
事
が
出
来
る

ま
あ
強
制
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
ら
好
き
に
し
て
く
れ

 
こ
れ
は
ひ
よ
り
に
貸
し
て
お
く
か
ら
な

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ち

と
考
え
て
み
ま
す

 
ひ
よ
り
は
ナ

ヴ
ギ
ア
を
恐
々
と
受
け
取
り

こ
う
し
て
二
人
の
話
は
終
わ

た

 
こ
の
日
ひ
よ
り
は

々
と
し
た
夜
を
過
ご
す
事
と
な

た
が

 
結
局
ナ

ヴ
ギ
ア
を
使
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
キ

ラ
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
る
事
を
決
め
た
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第
７
２
７
話
 
い
つ
も
通
り
の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

こ
れ
は
ラ
ン

こ
れ
は
ユ
ウ
キ
が

後
は
分
担
し
て
持
て
る
だ
け
持

て
お
い
て

ク
ロ

ビ
ス
君

こ
れ
は

あ

ナ
ユ
さ
ん

そ
れ
は
僕
が
持
ち
ま
す

あ
と
こ
れ
が
ナ
ユ
さ
ん
用
の
武
器
で
す

 
今
の
う
ち
に
慣
れ
て
お
い
て
下
さ
い

あ
り
が
と
う

色
々

し
て
み
る
ね

 
リ
ア
ル
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ボ
ス
戦
の
準
備
は

 
ク
ロ

ビ
ス
の
仕
切
り
で
着
々
と
進
ん
で
い
た

 
通
常
は
一
週
間
は
か
か
る
そ
の
準
備
を

ク
ロ

ビ
ス
は
三
日
で
終
え
て
い
た

 
そ
の

子
奮

の
働
き
の
理
由
は
自
分
の
命
の

が
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
事
を
自
覚
し
て
い

る

で
あ
る

 
当
然
他
の
者
達
も
そ
の
事
は
分
か

て
い
た
が
誰
も
ク
ロ

ビ
ス
を
止
め
る
よ
う
な
事
は
せ

ず 
む
し
ろ

的
に
協
力
し
て
い
た

ナ
ユ
タ
も
八
幡
に
決
し
て
涙
を
見
せ
る
な
と
厳
命
さ
れ
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て
い
た

 
⻭
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
も
そ
の
内
心
を
絶
対
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
と

 
常
に
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
作
業
を
し
て
い
た

で

目
的
の
ボ
ス
の
い
る

置
は
判
明
し
た
の

う
ん

東
京
タ
ワ

み
た
い

へ

ス
カ
イ
ツ
リ

じ

な
い
ん
だ

ま
あ
い
ず
れ
は
そ
う
い
う
ボ
ス
も
出
て
く
る
の
か
も
だ
け
ど

 
ま
だ
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
が
最
後
ま
で
い

て
な
い
か
ら
ね
そ
れ
は

後
の
お
楽
し
み

て
事

で

後

ね

う
ん

そ
う
し
ま
し

う

 
そ
れ
は
ク
ロ

ビ
ス
が
望
ん
で
や
ま
な
い
言
葉
で
あ

た

 
自
分
は
ま
も
な
く
退
場
す
る
が

せ
め
て
仲
間
達
は
幸
せ
な

後
を
迎
え
て
欲
し
い

 
そ
れ
が
ク
ロ

ビ
ス
の
心
か
ら
の
願
い
な
の
で
あ
る

よ
し

そ
れ
じ

あ
出
発
し
ま
し

う
か

待

て

中
に
い
る
中
ボ
ス
の
事
も
説
明
す
る
か
ら
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あ

直
接
は
行
け
な
い
の

う
ん

何
体
か
中
ボ
ス
を
倒
し
た
フ
ラ
グ
が
必
要
な
ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど

敵
は
ど
れ
で
も
い
い
の

こ
の
前
一
体
倒
し
た
の
が
フ
ラ
グ
持
ち
だ

た
か
ら

残
る
は
も
う
一
体
な
ん
だ
け
ど

 
敵
に
よ

て
難
易
度
が
違
う
ん
だ
よ
ね
ま
あ
簡

な
の
を
選
べ
ば
さ
く

と
終
わ
る
ん
だ
け

ど 
そ
こ
で
ク
ロ

ビ
ス
は

ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
こ
う
言

た

当
然
ま
だ
誰
も
倒
し
た
事
が
な
い

一
番
難
易
度
の
高
い
奴
を
選
ん
で
お
い
た
よ

 
そ
の
言
葉
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ト
の
メ
ン
バ

達
は
大
歓
声
を
上
げ
た

当
然
だ
な

そ
う
こ
な
く

ち

よ

し

こ
こ
で
も
歴

に
名
を
残
し
て
や
ろ
う

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
名
は

一
部
の
ゲ

マ

達
の
間
で
は

に
ビ

グ
ネ

ム
に

な

て
い
た

 
色
々
な
ゲ

ム
で
常
に
少

で
ボ
ス
の
初
討
伐
を

り
返
す
彼
女
ら
の
名
声
は
高
ま
る
一
方
で
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あ
る

 
後
は
い
つ
Ａ
Ｌ
Ｏ
も
し
く
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
乗
り
込
む
か
と
い
う
の
が
最
近
の
も

ぱ
ら
の
話
題

で
あ

た

で

ど
こ
に
行
く
の

門
も
し
か
し
て
風
神

神

 
そ
れ
を

い
た
ユ
ウ
キ
が
興
奮
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

う
ん
そ
う

風
神

神

神
は

神
は
い
な
い
の

 
そ
れ
を

い
て
い
た
ラ
ン
が

突
然
そ
ん
な

の
分
か
ら
な
い
事
を
言
い
出
し
た

ラ
ン

何
で

神

全
然
関
係
な
く
な
い

あ
る
わ
よ

こ
の
前
私
が

査
で
一
人
だ
け
落
ち
た
時
が
あ

た
じ

な
い

そ
れ
と
こ
れ
に
ど
ん
な
繋
が
り
が
あ
る
の

 
ユ
ウ
キ
は

れ
た
顔
で
ラ
ン
に
そ
う
言

た

 
我
が
姉
な
が
ら
さ
す
が
に
自
由
す
ぎ
で
し

と
内
心
思

て
い
た
の
は
秘
密
で
あ
る
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ま
あ

き
な
さ
い

査
と

査
の
間
に
ち

と
時
間
が
あ
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ

て

 
そ
の
時
に
八
幡
に
私
の
相
手
を
す
る
と
い
う
栄

を

え
た
の
だ
け
ど

え

何
で
八
幡
が
い
た
の

ボ
ク
の
時
は
い
な
か

た
の
に
ず
る
い

ユ
ウ
は
そ
う
い
う
所
が
ま
だ
ま
だ
子

ね

八
幡
が
そ
の
日
い
た
理
由
は
一
つ

 
私
が
あ
ち
こ
ち
に
手
を
回
し
て

そ
の
日
に
私
の

査
が
あ
る
と
い
う
事
を

 
さ
り
げ
な
く
八
幡
の

に
入
る
よ
う
に
仕
向
け
た
か
ら
よ

に
入
れ
た
だ
け

来
い

て
言

た
ん
じ

な
く
て

だ
か
ら
ユ
ウ
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
い
う
の
よ

 
そ
ん
な
事
を
直
接
強

た
ら

あ
の

く
れ
者
が
素
直
に
来
る
は
ず
が
な
い
じ

な
い

 
そ
の
言
葉
に
ナ
ユ
タ
は
心
当
た
り
が
あ
る
の
か

う
ん
う
ん
と

い
た

 
そ
れ
で
も

子
あ
た
り
が
わ
ざ
わ
ざ
連

し
て
く
る
よ
う
な
特
別
な

査
で
あ
れ
ば

 
八
幡
も
自
主
的
に
動
い
た
か
も
し
れ
な
い
が

そ
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
く

 
本
当
に
た
だ
の
定
期

査
だ

た

特
に
八
幡
に
連

が
い
く
事
は
な
か

た
の
で
あ
る

そ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

だ
か
ら
私
は
一
計
を
案
じ
た
わ

せ

か
く
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
の
だ
か
ら
八
幡
に
会
い
た
い
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だ
が
素
直
じ

な
い
あ
の
男
を
動
か
す
に
は
ど
う
す
る
か

答
え
は

答
え
は

 
そ
の
ラ
ン
の
も

た
い
ぶ

た
言
い
方
に
ま
ん
ま
と
乗
せ
ら
れ
た
の
か

 
一
同
は
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
で
次
の
ラ
ン
の
言
葉
を
待

た

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
の
前
で

今
度

査
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
と
だ
け
言

て

 
直
後
に
不
安
そ
う
な
そ
ぶ
り
を
全
力
で
ア
ピ

ル
し
た
の
よ

も
ち
ろ
ん
直
接
言
葉
に
し
な

い
で
ね

あ

あ
あ

そ

そ
れ
は
絶
対
に
八
幡
さ
ん
の

に
入
り
ま
す
ね

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
は

そ
り

心
配
に
な

て

そ
の
事
を
八
幡
の
兄
貴
に
言
う
よ
な

い

さ
す
が
ラ
ン

い

お

ほ
ほ
ほ
ほ
ほ

の
勝
利
よ

 
ラ
ン
は
ド
ヤ
顔
で
そ
う
言
い

ユ
ウ
キ
は
悔
し
そ
う
に
そ
の
場
に

た

く

攻
め
の

勢
が
足
り
な
か

た

て

あ
れ

今
の
話
の
ど
こ
に

神
の
要
素

が
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そ
れ
で
ラ
ン
も
話
の
本
題
を
思
い
出
し
た
の
だ
ろ
う

ハ

と
し
た
顔
で
再
び
話
し
始
め
た

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
わ
ね

で

相
手
を
し
て
も
ら

た
の
は
い
い
け
ど

 
そ
の
日
八
幡
は
疲
れ
て
た
ら
し
く

私
の
前
で
ま
ん
ま
と
う
と
う
と
し
始
め
て
く
れ
た
の

ま
ん
ま
と

て

な
の
で
こ
れ
幸
い
に
と
私
は
そ
の
場
で
全

に
な
り
そ
し
て
さ
り
げ
な
く
八
幡
を

こ
し

た
わ

え
え

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
全
員
が

そ
の
言
葉
に
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

 
だ
が
ナ
ユ
タ
は
一
人

な
る
ほ
ど
と
い
う
風
に

き

ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

い
て
い
た

そ
し
て
私
の

を
見
た
八
幡
は

我
慢
出
来
な
く
な

て
私
に
襲
い

そ
れ
は

 
そ
の
言
葉
に
対
し
て
は

そ
の
場
に
い
た
全
員
が
見
事
に
そ
う
ハ
モ

た

く

ど

ど
う
し
て
そ
う
思
う
の
よ

世
の
中
に
は
も
し
も

て
事
が
あ
る
の
よ

も
し
も

て
自
分
で
言

て
る
時
点
で

じ

ん

う

だ
と
証
明
し
て
み
な
さ
い
よ
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よ

し
み
ん
な

一

に
八
幡
に
メ

ル
を
送
ろ
う

内
容
は

ス
ト

プ

ス
ト

プ

分
か

た

分
か
り
ま
し
た

 
今
ま
で
の
は
全
て

で
す
ご
め
ん
な
さ
い

 
さ
す
が
の
ラ
ン
も

そ
う
な

た
場
合
の
八
幡
の

り
を
想
像
し

 
こ
れ
以
上
の
ご
り
押
し
は
出
来
な
か

た
よ
う
だ

と
こ
ろ
で
ま
た
話
が
ズ
レ
た
み
た
い
だ
け
ど

結
局

神

て
何

あ
あ

そ
れ
は
ね

私
の

を
見
た
八
幡
が

私
に
布
団
を
被
せ
た
後
に

 
お
前

い
い
加

に
し
ろ
よ
な

風

で
も
ひ
い
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ

 

て
少
し
ズ
レ
た
事
を
言

て
き
て

 
そ
こ
ま
で

い
た
時
点
で

り
の
者
達
は
ざ
わ

と
し
た

おや
べ
え

俺

兄
貴
に

れ
そ
う
だ

八
幡
さ
ん
の
好
感
度
が
爆
上
が
り
す
ぎ
る
わ

え

え
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ラ
ン
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し

そ
ん
な
ラ
ン
の
様
子
を
見
た
皆
も
き

と
ん
と
し
た

わ

私
の

に
欲
情
し
な
い
ど
こ
ろ
か
褒
め
も
し
な
か

た
八
幡
に

何
で
好
感

い
や

だ

て
何
よ
り
も
先
ず

ラ
ン
の
体
を
心
配
し
て
く
れ
た

て
事
で
し

女
の

を
前
に
し
て

最
初
に
そ
う
言
え
る

て
俺
達
は
凄
え

て
思
う
ん
だ
け
ど

 
そ
の
言
葉
が
徐
々
に

に

み
入
る
に
連
れ

ラ
ン
の
表
情
が
驚
愕
に
包
ま
れ
た

ど
ど
ど
ど
ど
う
し
よ
う
い
つ
も
な
ら
こ
の

年

め
い
い
加

に
し
ろ

て
言
わ
れ
る

所
だ
か
ら

 
自
分
が
凄
く
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
た
事
に
ま

た
く
気
付
か
な
か

た
わ

ま
あ
後
で
謝
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

そ
う
そ
う

そ
う
い
う
時
は
素
直
に
謝
る
の
が
一
番
だ

て

う

う
ん

 
珍
し
く
ラ
ン
は
そ
ん
な

勝
さ
を
見
せ

そ
し
て
先
ほ
ど
の
続
き
を
話
し
始
め
た

ま
あ
そ
の
後
何
で
脱
い
だ
ん
だ
よ

て

か
れ
て
だ

て
暇
だ

た
ん
だ
も
ん

て
答
え

た
ら

 
じ

あ
こ
れ
で
も

ん
で
ろ

て
言

て
ス
マ
ホ
の
中
に
入

た
マ
ン
ガ
を
見
せ
ら
れ
て
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そ
の
ヤ
ン
キ

マ
ン
ガ
の
中
に
風
神

神

神

て
い
う
三
人
組
が
出
て
き
た
と
ま
あ
そ

ん
な
オ
チ
よ

そ
れ
だ
け
で
あ
ん
な
に
興
奮
し
て
た
の

⻑
々
と
引

張

て
お
い
て
そ
れ
だ
け
か
よ

ほ
い
解
散
解
散

そ
れ
じ

あ
出
発
し
よ
う

あ

ち

と

本
当
に
面
白
か

た
ん
だ

て
ば

も
う

待
ち
な
さ
い

て

 
メ
ン
バ

達
は
ラ
ン
に
は

わ
ず
そ
の
ま
ま
出
撃
し
て
い

た

 
ラ
ン
も

て
て
後
を
追
い

こ
う
し
て
こ
の
日
の
戦
い
の

は

 
い
つ
も
通
り
の
緩
い
雰
囲
気
で
切

て
落
と
さ
れ
た

 
そ
こ
に
は

感
は
ま

た
く
無
く

若

気
が
張
り
詰
め
て
い
た
ク
ロ

ビ
ス
は

 
そ
の
事
で

の
力
が
抜
け

い
つ
も
通
り
に

舞

て
く
れ
る
仲
間
達
に
感
謝
し
た

 
こ
の

り
の
敵

て
強
い
で
す
よ
ね

う

ん

ま
あ
普
通

こ
の
く
ら
い
な
ら
楽
勝
だ
か
ら
心
配
し
な
い
で
い
い
よ
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は

は

 
表

さ
れ
る
敵
の
強
さ
を
見
て

ナ
ユ
タ
は
内
心
で
若

驚
い
て
い
た

 
こ
の

り
の
敵
は

で
言
え
ば
現
時
点
で
の
最
強
の
フ

ル
ド
エ
ネ
ミ

ク
ラ
ス
の
敵
ば

か
り
で
あ
り

 
そ
れ
を
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
が
い
と
も
簡

に
殲
滅
し
て
い
く
の
が
信
じ
ら
れ
な

か

た
の
だ

 

時
代
も
ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
は
確
か
に
強
か

た
が

こ
こ
ま
で
で
は
な
か

た
よ
う
に
思
う

 

か
ら
他
の
ゲ

ム
に
移
動
し
た
後

み
ん
な
が
ど
れ
だ
け
戦
闘

験
を

ん
で
き
た
の
か

想
像
し

 
ナ
ユ
タ
は
眩

に
も
似
た
感
覚
を
覚
え
た

み
な
さ
ん

あ
れ
か
ら

分
強
く
な

た
ん
で
す
ね

ん

そ
う
か
な

ま
あ
確
か
に
ず

と
戦
い
続
け
て
た
か
ら
ね

で
も
ま
あ
ほ
ら

私
達
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
だ
し
ね

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
の
続
き
を
補
完
す
る
と
し
た
ら

強
く
て
当
た
り
前

と
い
う
事
に
な
る
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の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
の

裏
に

不
意
に
過
去
の
八
幡
と
の
や
り
取
り
が

か
ん
だ

八
幡
さ
ん
達

て
や

ぱ
り
強
い
で
す
よ
ね

ん

ま
あ
俺
達
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
か
ら
な

 
今
の
ラ
ン
の
セ
リ
フ
は

い
か
に
も
八
幡
が
言
い
そ
う
な
言
葉
に
感
じ
ら
れ

 
そ
れ
を

ま
え
て
ナ
ユ
タ
は

ク
ス
リ
と
笑
い
な
が
ら
ラ
ン
に
こ
う

ね
た

ラ
ン
さ
ん

そ
れ

て
も
し
か
し
て
八
幡
さ
ん
の
真
似
だ

た
り
し
ま
す

あ

分
か
る

さ

す
が
私
の
娘
ね

 
そ
の
相
変
わ
ら
ず
意
味
不
明
な
ラ
ン
の
言
葉
に

 
ナ
ユ
タ
は

に
ハ
テ
ナ
を

か
べ
な
が
ら
こ
う

き
返
し
た

何
で
娘
な
ん
で
す
か

だ

て
私
が
八
幡
と

成
事
実
婚
を
し
た
ら
ナ
ユ
ち

ん
は
私
の
娘

て
事
に
な
る
じ

な

い
ラ
ン
さ
ん
の
中
で
は

成
事
実
婚
が
確
定
な
ん
で
す
ね

 
ナ
ユ
タ
は
ラ
ン
さ
ん
は
ブ
レ
な
い
な

と
思
い
な
が
ら
そ
う

き
ラ
ン
は
得
意
げ
に
こ
う
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言

た
ち
な
み
に
出
来
ち

た
婚
と
言
わ
な
い
の
は
出
来
な
く
て
も
結
婚
す
る
予
定
だ
か
ら
よ

 
ラ
ン
は
ま
る
で
狩
人
の
よ
う
な
目
を
し
な
が
ら
そ
う
言
い

 
ナ
ユ
タ
は
そ
ん
な
ラ
ン
の
目
を
正
面
か
ら
見
返
し
な
が
ら
こ
う
言

た

で
も
そ
れ

残
念
な
が
ら
間
違

て
ま
す
よ

私
は
娘
じ

な
く

 
ラ
ン
さ
ん
に
と

て
は
姉
妹

て
事
に
な
る
ん
だ
と
思
い
ま
す

姉
妹

へ

言
う
じ

な
い

私
だ

て

現
時
点
で
比
企
谷
家
の
子
に
な
る
の
を
キ

パ
リ
断

て
ま
す
か
ら
ね

 
二
人
は

花
を
散
ら
し
な
が
ら
そ
う
応

し

 
ユ
ウ
キ
も
そ
の
横
で

そ
れ
に
混
ざ
り
た
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
た

 
丁
度
そ
の
時

突
然

タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

が
二
人
目

け
て

然
と
近
付
い
て
き
た

 
だ
が
二
人
は
そ
の

を
見
も
せ
ず

最
初
に
ラ
ン
が
そ
の

を
真

二
つ
に
し

 
直
後
に
ナ
ユ
タ
が
裏
拳
で
そ
の
体
を
遠
く
に
ぶ

飛
ば
し
た

魔
ね
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う
る
さ
い
で
す
よ

 
そ
の
ま
ま
そ
の

は
消
滅
し

二
人
は

も
に
ら
み
合
い
を
続
け
て
い
た

は

仲
が
い
い
ん
だ
か
悪
い
ん
だ
か

い
い
に
決
ま

て
る
だ
ろ

あ
ん
な
に
息
が
ピ

タ
リ
な
ん
だ
し

ま
あ
そ
う
だ
ね

く

ボ
ク
だ

て

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
も
そ
の
争
い
に
参
戦
し
た

二
人
と
も

ボ
ク
の
事
も
忘
れ
な
い
で
よ
ね

あ
ら

ユ
ウ
も
参
戦
す
る
の
ね

望
む
と
こ
ろ
で
す

 
そ
の

態
で
も
三
人
は
敵
を
倒
し
ま
く

て
お
り

 
残
り
の
五
人
は
や
れ
や
れ
と
言

た
顔
で

三
人
を

方
面
へ
と
誘

し
て
い

た

 
そ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て

敵
の
出
現

度
が
明
ら
か
に
少
な
く
な
り

 
前
方
に
通
行
可
能
な
光
の
壁
が
現
れ
た

敵
が
絶
対
に
出
な
い
エ
リ
ア
セ

フ
テ

ン

で
あ
る

よ
し

休

休

と
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置
か
ら
し
て

こ
こ
が
最
後
の
セ

フ
テ

ン
か
な

そ
れ
じ

あ
こ
こ
で

休

つ
い
で
に
準
備
の
最
終
確
認
も
し
て
し
ま
い
ま
し

う

 
ラ
ン
の
そ
の
一
声
で

一
同
は
そ
れ
ぞ
れ

物
の
確
認
を
始
め
た

 
そ
ん
な
中

シ
ウ
ネ

が
こ

そ
り
ク
ロ

ビ
ス
に
こ
う
声
を
か
け
て
き
た

ク
ロ

ビ
ス

大
丈
夫

 

力
ク
ロ

ビ
ス
の

態
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
よ
う
に
し

 
い
つ
も
通
り
に

舞
お
う
と
決
め
て
は
い
て
も
や
は
り
心
配
な
も
の
は
心
配
な
の
で
あ
ろ
う

 
心
優
し
い
シ
ウ
ネ

は
ど
う
し
て
も
ク
ロ

ビ
ス
に
声
を
か
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

た
よ

う
だう

ん

大
丈
夫

今
日
の
戦
い
が
終
わ
る
ま
で
は
持
つ

い
や

絶
対
に
持
た
せ
て
み
せ
る

 
そ
の
力
強
い
宣
言
を
受
け

シ
ウ
ネ

は
た
だ
こ
う
答
え
る
事
し
か
出
来
な
か

た

絶
対
に
勝
ち
ま
し

う

ク
ロ

ビ
ス

 
そ
し
て
最
初
の
関
門
で
あ
る

風
神

神
戦
が
つ
い
に
開
始
さ
れ
た
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第
７
２
８
話
 
ク
ロ

ビ
ス

最
後
の
戦
い
へ

 
結
果
的
に
言
う
と

風
神

神
戦
は

そ
れ
は
も
う
あ

さ
り
と
終
わ

た

お
い
お
い

こ
ん
な
ん
で
い
い
の

ま
だ
誰
も
勝
て
て
な
か

た
の
よ
ね

え

と

そ
れ
は
皆
さ
ん
が
強
す
ぎ
る
せ
い
だ
と
思
い
ま
す

 
そ
れ
な
り
に
活
躍
し
た
と
は
い
え

逆
の
見
方
を
す
れ
ば

 
そ
れ
な
り
の
活
躍
し
か
出
来
な
か

た
ナ
ユ
タ
が
そ
の
事
実
を

ま
え
て
そ
う
言

た

 
こ
う
見
え
て
ナ
ユ
タ
は

で
は

名
人
で
あ
り

そ
の
強
さ
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
る

 
だ
が
そ
の
ナ
ユ
タ
を
も

て
し
て
も

後
発
の
ゲ

ム
に
コ
ン
バ

ト
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

 
そ
れ
な
り
の
活
躍
し
か
出
来
な
い
と
い
う
時
点
で

 
今
の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
実
力
が
ど
の
く
ら
い
突
き
抜
け
て
い
る
の
か
が
よ
く
分
か
る

ま
あ
ほ
と
ん
ど
消

が
無
い
ま
ま
勝

た
の
だ
か
ら
よ
し
と
し
ま
し

う

そ
う
だ
な

大
し
た
事
な
か

た
と
は
い
え

所

前
座
だ
し
な

本
番
に
向
け
て
気
を
引
き
締
め
よ
う
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そ
し
て
一
行
は

最
終
目
的
地
で
あ
る
東
京
タ
ワ

へ
と
向
け
歩
き
出
し
た

 
そ
の
道
中

ナ
ユ
タ
は
先
ほ
ど
の
戦
闘
の
感
想
を

ラ
ン
に
向
け
て
話
し
て
い
た

し
ば
ら
く
見
な
い
う
ち
に
皆
さ
ん

分
と
そ
の
何
て
言
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
で
す
け

ど 
動
き
が
自
由

て
言
う
ん
で
す
か

そ
ん
な
感
じ
に
な
り
ま
し
た
よ
ね

 
あ
ん
な
動
き
が
出
来
る
の
は

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
や
キ
リ
ト
さ
ん
だ
け
か
と
思

て
ま
し
た

 
そ
の
言
葉
か
ら

ナ
ユ
タ
の
中
で
は
ア
ス
ナ
は
ま
だ

 
他
の
二
人
よ
り
は
常
識
的
な
動
き
を
す
る
よ
う
に
見
え
て
い
る
ら
し
い
事
が
分
か
る

 
も

と
も
ア
ス
ナ
は
ヒ

ル
を

て
れ
ば
常
識
外
の
と
ん
で
も
な
い
動
き
を
い
く
ら
で
も
す
る

の
だ
が

 
生

ナ
ユ
タ
は
ま
だ
そ
ん
な
場
面
に
は
遭
遇
し
て
い
な
い

 
そ
の

こ
こ
で
ア
ス
ナ
の
名
前
が
出
る
事
は
な
か

た

 
こ
う
い

た
偶
然
が

み
重
な

た
せ
い
か
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
ま
だ
ア
ス
ナ
の
名
を
知
ら

な
いハ

チ
マ
ン
に
常
に
言
わ
れ
て
る
か
ら
ね

イ
メ

ジ
出
来
る
動
き
は
全
て
再
現
が
可
能
だ
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だ
か
ら
常
識
に
捕
ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い

て
ね

そ
れ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
常

で
す
よ
ね

私
も
よ
く
言
わ
れ
ま
す
よ

ま
あ
要
す
る
に
そ
う
い
う
事

私
達
は
と
に
か
く
強
く
な
る
事
だ
け
を
考
え
て

 
思
い
つ
い
た
事
を
と
に
か
く

し
ま
く

て
き
た
わ

さ
て
や

と
目
的
地
に
着
い
た
よ
う

ね 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
通
り

東
京
タ
ワ

は
も
う
目
の
前
で
あ

た

 
東
京
タ
ワ

の
前
で
は

一

プ
レ
イ
ヤ

が

多
く
た
む
ろ

て
い
た

 
そ
う

こ
こ
は
セ

フ
テ

ン
な
の
で
あ
る

 
だ
が
東
京
タ
ワ

に
入
ろ
う
と
す
る
者
は
誰
も
い
な
い
否
フ
ラ
グ
を
立
て
て
い
な
い

入

れ
な
い
の
だ

 
も

と
も
中
に
は
ボ
ス
部
屋
の
入
り
口
が
あ
る
だ
け
な

特
に
中
に
入
る
意
味
は
な
い
の
で

あ
る

 
そ
ん
な
中
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
は
そ
の
人
ご
み
の
中
を

々
と
進
ん
で
い

た

 
中
に
は
顔
な
じ
み
の
者
も
お
り

こ
ち
ら
に
手
を

た
り
も
し
て
く
る
の
だ
が

 
そ
ん
な
知
り
合
い
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
笑
顔
で
手
を

り

え
し
て
い
た
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そ
し
て
東
京
タ
ワ

の
入
り
口
に
一

激
し
く
手
を

て
く
る
者
が
い
た
ソ
レ
イ
ア
ル

で
あ
る

み
ん
な

つ
い
に
こ
こ
ま
で
来
た
ね

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

来
て
く
れ
た
の
ね

え
え

貴
方
達
の
戦
い
の
結
果
を
見

け
に
ね

ま
あ
結
果
は
も
う
分
か

て
る
ん
だ
け
ど
ね

当
然
勝

て

て
く
る
わ

う
ん

期
待
し
て
待

て
る

 
ソ
レ
イ
ア
ル
は
そ
れ
以
上
特
に
何
か

す
る
つ
も
り
は
な
い
よ
う
で

 

て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
見
送

た

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

行

て
き
ま
す

行

て
く
る

報
を
待

て
て
ね

 
メ
ン
バ

達
が
そ
う
言

て
通
り
過
ぎ
る
中

ク
ロ

ビ
ス
だ
け
が
そ
の
前
で
足
を
止
め

 
そ
ん
な
ク
ロ

ビ
ス
に

ソ
レ
イ
ア
ル
は
何
か
を
そ

と
手

し
た

こ
れ
ハ
チ
マ
ン
か
ら
よ

あ
と
伝
言

そ
の
ア
イ
テ
ム
が
使
わ
れ
た

間
に
実
行
す
る
だ
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そ
う
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戦
闘
が
終
わ

た
ら
使
い
ま
す
ね

私
も
そ
の
時
は

ハ
チ
マ
ン
と
一

に
外
で
待

て
る
か
ら
ね

は
い

で
は
ま
た
そ
の
時
に

 
そ
う
言

て
ク
ロ

ビ
ス
は

仲
間
達
の
方
へ
と
向
か

た

さ
て
そ
れ
じ

あ
つ
い
に
ラ
ス
ボ
ス
の

場
よ
も

と
も
ど
ん
な
敵
か
は
知
ら
な
い
け
ど

と
に
か
く
見
て
み
な
い
と
だ
ね

 
代
表
し
て
ラ
ン
が
誰
も
近
寄
ら
な
い
東
京
タ
ワ

の
入
り
口
の
扉
を
開
け

 
そ
れ
を
見
て
い
た

り
の
者
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

お
い

つ
い
に
誰
か
が
ボ
ス
に
挑
戦
す
る
み
た
い
だ

あ
れ

て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
じ

な
い
の

今

り
出
し
中
の

り
出
す
も
何
も

あ
そ
こ
に
か
な
う
ギ
ル
ド
な
ん
て
存
在
し
な
い
だ
ろ

こ
れ
は
是
非
観
戦
し
な
い
と

 
リ
ア
ル
・
ト

キ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は

 
確
か
に
ボ
ス
戦
は
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
る
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だ
が

出
の
一

な
の
だ
ろ
う
戦
闘
エ
フ

ク
ト
は
そ
の
場
所
に
お
い
て
再
現
さ
れ
て
い

た 
な
の
で
今
回
の
よ
う
な
場
合

そ
れ
な
り
に
離
れ
た
開
け
た
場
所
に
移
動
す
れ
ば

 
展
望
台
の
上
の
戦
闘
の
様
子
が
何
と
な
く
分
か
る
の
で
あ
る

 
そ
の

す
ぐ
近
く
に
あ
る
開
け
た
セ

フ
テ

ン

公
園
に

 
ど
ん
ど
ん
と
観
客
が
詰
め
か
け
る
事
態
と
な

た
の
で
あ

た

 
そ
の

エ
レ
ベ

タ

に
乗

て
ど
ん
ど
ん
上
へ
と
上
が

て
い

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ

ツ
は

 
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
に
入

た
時
特

の
気
持
ち
悪
さ
を
感
じ
目
的
地
が
近
い
事
を
悟

て
い
た

そ
ろ
そ
ろ
着
く
か
な

公
園
に
見
え
て
い
た
人
の

が
一

で
消
え
た
か
ら

 
も
う
こ
こ
は
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
の
中
だ
ろ
う
な

さ
て

⻤
が
出
る
か

が
出
る
か

 
そ
し
て
展
望
台
に
到
着
し
た
一
同
は

そ
の
場
の
様
子
を
確
認
し
て

か
ん
と
し
た



 第７２８話 クロービス、最後の戦いへ

展
望
台
の
屋

が
無
い

下
か
ら
は
分
か
ら
な
い
し
な

こ
れ
は
一
本
と
ら
れ
た
わ

て
事
は

敵
は
上
か
ら
来
る

 
そ
の
言
葉
で
一
同
は

何
と
な
く
顔
を
上
へ
向
け
た

 
そ
し
て

の
基

部
に
何
か
緑
が
か

た
物
が

い
て
い
る
の
を
見
て
一
同
は

て
て
行
動

に
移

た

あお
い
お
い
真
上
か
よ

と
り
あ
え
ず

離
を
と
る
わ
よ

み
ん
な

走

て

 
そ
し
て
展
望
台
の

で

り
返

た
一
同
は
見
た

に

き
つ
く
巨
大
な
生
き
物
の

を

き

き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の

を
見
た

間
に

ラ
ン
が
大
歓
声
を
上
げ
た

ち

と
ラ
ン

落
ち
着
い
て

こ
れ
が
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
ま
す
か

あ
あ
開
発
様

空
気
を

ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
そ
ん
な
一
同
を

く
光
る
目
で
見
下
ろ
し
て
い
る
の
は
ま
ご
う
こ
と
な
き

の

で
あ

た
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そ
の

は
観
客
達
か
ら
も
よ
く
見
え
て
お
り

地
上
は
ざ
わ
つ
い
て
い
た

かだ
な

で
か
く
な
い
か

あ
れ
は
や
ば
そ
う
だ
な

 
観
客
達
と
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
の
感
想
に
は
特
に
差
が
な
い
よ
う
で

 
戦
場
で
交
わ
さ
れ
て
い
た
の
も
同
じ
よ
う
な
会
話
で
あ

た

お
い
お
い
本
当
に

神
か

実
は
フ
ラ
グ
だ

た
の
か

ま
あ
敵
が
何
だ
ろ
う
と
ぶ

飛
ば
す

そ
う
ね

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
進
む
道
に
は
勝
利
あ
る
の
み
よ

 
だ
が
さ
す
が
の
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
も

若

表
情
を
強
張
ら
せ
て
い
た

 
そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う

多
分
こ
の

は
飛
ぶ

そ
し
て
飛
ぶ
敵
は
基
本
恐
ろ
し
く
手
ご
わ
い

 
遠

離
攻
撃
が
豊

な
ゲ

ム
な
ら
ま
だ
い
い
が

 
リ
ア
ル
・
ト

キ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
は

東
京
が
舞
台
の
く
せ
に
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そ
の
設
定
は
ゴ
リ
ゴ
リ
の
魔
法
な
し
の
物
理
フ

ン
タ
ジ

な
の
で
あ
る

 
当
然
フ

ン
タ
ジ

故
に
銃
も
存
在
し
な
い

は
存
在
す
る
が
こ
の
中
に

の
使
い
手
は

い
な
い

 
そ
ん
な

張

態
の
中

ク
ロ

ビ
ス
が
動
い
た

 
ク
ロ

ビ
ス
は

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の

を
ポ
ン
と
叩
き

満
面
の
笑
み
で
こ
う
言

た

二
人
と
も
大
丈
夫
だ

て

も
う
勝
つ
事
は
決
定
事

な
ん
だ
か
ら

 
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

そ
の
表
情
か
ら
強
張
り
が
消
え
た

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
わ
ね

ご
め
ん
ご
め
ん

ボ
ク
も
忘
れ
ち

て
た
よ

 
他
の
メ
ン
バ

達
も
そ
れ
で

の
力
が
抜
け
た
の
か

リ
ラ

ク
ス
し
た
表
情
に
な

た

 
そ
れ
を
確
認
し
た
ラ
ン
は

剣
を

げ
て
戦
闘
開
始
を
宣
言
し
た

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

ゴ

 
そ
の
声
に
反
応
す
る
よ
う
に

神
が
鎌
首
を
も
た
げ
さ
せ
た

 

神
は
そ
の
ま
ま
予
想
通
り

に

か
び
上
が
り
凄
い
勢
い
で
先

の
ラ
ン
目

け
て
ダ
イ

ブ
し
て
く
る
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ラ
ン
は
ス
ラ
イ
デ

ン
グ
で
そ
の
攻
撃
を
か
わ
し
つ
つ
剣
を
立
て

神
の

を

り

こ
う

と
し
た

 
そ
れ
を
察
知
し
た

神
は
突
撃
を
中
断
し

そ
の
ま
ま
飛
び
あ
が
ろ
う
と
し
た

ユ
ウ

任
せ
て

 

が
回
避
行
動
を
と

た
事
で

余

が
出
来
た
ユ
ウ
キ
は
そ
の
ま
ま
加
速
し

 
ラ
ン
の
背
中
を

み
台
に

思
い

き
り
飛
ん
だ

だ
あ
あ
あ
あ

 
ユ
ウ
キ
は
凄
ま
じ
い
速
度
で
剣
を

る

た
が

神
は
そ
の
攻
撃
を
体
を

て
か
わ
し
た

ち

ヒ
ゲ
一
本
だ
け
か

 
そ
の
攻
撃
は

神
の

ヒ
ゲ
を

り
落
と
す
に

ま
り

ユ
ウ
キ
は

い
た

く

そ

や

ぱ
り
飛
ぶ
敵
は
面
倒
だ
な

地
面
に
落
と
そ
う
に
も

と
か
が
あ
る

じ

な
い
し

 
ど
う
や

て
飛
行
能
力
を

え
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
し
な

後
は
相
手
に
遠

攻
撃
が
無
い
事
を

る
ば
か
り
だ
よ
な
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お
い
タ
ル
ケ
ン

フ
ラ
グ
立
て
ん
な

 
テ

チ
が
タ
ル
ケ
ン
に
そ
う
突

込
ん
だ

間
に

突
然
上
空
に
い
る

神
の
目
が
光
り

 
残
る

の
ヒ
ゲ
が
バ
チ
バ
チ
と

気
を

び
た
よ
う
に
発
光
し
始
め
た

や
ば
い
や
ば
い
や
ば
い

こ
れ
は

み
ん
な

に
避
け
て

 
ラ
ン
は

に
そ
う
叫
び

メ
ン
バ

達
は
全
力
で
そ
の
言
葉
に

た

 
そ
の
ラ
ン
の

み
は
ピ
タ
リ
と
は
ま
り
敵
の
攻
撃

囲
は
こ
ち
ら
か
ら
見
て

の
み
に

ま

た

 
要
す
る
に
敵
の
残
る

の
ヒ
ゲ
の
あ
る
方

で
あ
る

ユ
ウ

さ

き
の
は
フ

イ
ン
プ
レ

だ

た
み
た
い
よ

 
ヒ
ゲ
を
落
と
し
た
事
で

敵
の
攻
撃
が
半
分
に
な

た
わ

や

た
ね

ボ
ク
え
ら
い

残
る
攻
撃
手

は

基
本
の

み
つ
き

後
は

尾
く
ら
い
か
し
ら
ね

東

だ
と
ブ
レ
ス
は
無
い
か
な

ま
あ
備
え
は

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

う
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こ
の
後
は
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た
が
そ
の
最
中
に
ク
ロ

ビ
ス
は
敵
を
じ

と
観
察
し

 
敵
の
行
動
パ
タ

ン
と

そ
の
確

の

に
努
め
て
い
た

 
そ
ん
な

神
の
様
子
は
下
か
ら
も
よ
く
見
え
て
い
た

お
い
お
い
お
い

ほ
と
ん
ど
が

い

囲
攻
撃
じ

な
い
か
よ

バ
開
発
め

や
り
す
ぎ
だ
ろ

他
の
攻
撃
が
選
択
さ
れ
た
時
は

が
凄
い
速
度
で
ビ

ン
ビ

ン
飛
び
回

て
る
な

だ
け
ど
ま
だ
あ
の

が
動
い
て
る

て
事
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
健
在
だ

て
事
だ

よ
な頑

張
れ
よ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
そ
の
激
し
い
戦
闘
の
中

ラ
ン
は
そ
ろ
そ
ろ
デ

タ
が

ま

て
き
た
は
ず
だ
と
思
い

 
戦
い
の
手
は
止
め
な
い
ま
ま

く
ク
ロ

ビ
ス
に
質
問
を
飛
ば
し
た

ク
ロ

ビ
ス

ど
う

や

ぱ
り
序
盤
は

み
つ
き

尾

そ
し
て

光
の
四
パ
タ

ン
の
み
だ
と
思
う

 
確

は

み
つ
き
十
パ

十
パ

尾
十
パ

光
七
十
パ

な
る
ほ
ど
ね

と



 第７２８話 クロービス、最後の戦いへ

 
一
番
前
で
敵
と
対
峙
し
て
い
た
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
敵
の

光
を
察
知
す
る
度
に
そ
う
叫
び
続

け
て
い
る

こ
れ

て
最
初
に
ど
ち
ら
か
の
ヒ
ゲ
を
落
と
せ
て
な
か

た
ら

 
逃
げ
場
が
無
か

た
よ
う
に
思
う
ん
だ
け
ど

確
か
に

ク
ソ
ゲ

か
よ

く
そ

ま
た
か

 
一
同
は
そ
の
言
葉
で
再
び

に
飛
ん
だ

神
は
直
後
に
空
中
で
ぐ
る
り
と
回

た

 
ど
う
や
ら
次
の
攻
撃
は

三

の
直
接
攻
撃
の
ど
れ
か
ら
し
い

こ
の
直
接
攻
撃
の

少
な
い
チ

ン
ス
に
も
う
一
本
の
ヒ
ゲ
を
落
と
す
わ
よ

 
そ
う
す
れ
ば
敵
の

光
は
収
ま
り

そ
の
後
は

々
と
直
接
攻
撃
が
続
く
事
に
な
る
は
ず

 
み
ん
な

そ
れ
ま
で
ひ
た
す
ら
我
慢
よ

お
う

 
だ
が
中
々
そ
の
チ

ン
ス
は
訪
れ
な
い

ど
う
や
ら

み
つ
き
に
も
二
種

あ
る
よ
う
で
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そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ゲ
を

ら
れ
る
事
を

し
た

い

み
つ
き
攻
撃
の
よ
う
で
あ

た

ラ
ン

ご
め
ん

み
つ
き
は
二
種

中
か
ら
上
空
に
逃
げ
る
パ
タ

ン
と

 
そ
の
ま
ま
突

込
ん
で
く
る
パ
タ

ン
が
あ
る

確

は
一
対
四

そ
れ
は
厄
介
ね

さ
す
が
に
無

と
は
い
か
な
い
し

 
こ
の
ま
ま
だ
と
ジ
リ

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
わ

ラ
ン

ど
う
す
る

私
に
任
せ
て
下
さ
い

 
そ
ん
な
メ
ン
バ

達
に
向
け

ナ
ユ
タ
が
そ
う
叫
ん
だ
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第
７
２
９
話
 
Ｍ
Ｖ
Ｐ

ナ
ユ
ち

ん

何
か
い
い
手
が
あ
る
の

い
い
手
と
い
う
か

最
近
の
私

て

だ
と
基
本

ん

ん

ね
ま
わ

て
る
ん
で

す
よ
ね

 
そ
の

験
か
ら
考
え
る
と

う
ん

多
分
ス
キ
ル
無
し
で
も
い
け
ま
す

自
信
は
ど
の
く
ら
い

そ
う
で
す
ね

八

方
い
け
る
と
確
信
し
て
ま
す

分
か

た
わ

で
も
約
束
し
て

絶
対
に
死
な
な
い

て

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

私

こ
う
見
え
て
結

し
ぶ
と
い
ん
で
す
よ

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
は
隣
に
い
た
ク
ロ

ビ
ス
に

一
つ
頼
み
事
を
し
た

ク
ロ

ビ
ス
君

予
備
の
剣
を
貸
し
て
も
ら

て
い
い

あ

う
ん

こ
れ
で
い
い

あ
り
が
と
う

ク
ロ

ビ
ス
君
の
剣
を
使

て
あ
い
つ
の
ヒ
ゲ
を
ぶ

た
切

て
く
る
ね

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う
言

て

一
人
で
一
番
先

に
立
ち

神
の
ダ
イ
ブ
を
待
ち

え
た
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ナ
ユ
さ
ん

気
を
つ
け
て
ね

は
い

 
そ
ん
な
ナ
ユ
タ
目

け
て

神
が
飛
び
込
ん
で
く
る

だ
が
そ
れ
は
い
つ
も
の

い
パ
タ

ン

で
あ
り

 

神
は
ナ
ユ
タ
が
し

が
ん
で
回
避
行
動
を
と

た

間
に

上
空
へ
と
向
き
を
変
え
た

逃
が
し
ま
せ
ん

 
ナ
ユ
タ
が
と

た
そ
の
行
動
は

当
然
そ
れ
に
対
す
る
備
え
で
あ

た

 
ナ
ユ
タ
は
し

が
ん
だ
反
動
を
使

て
思
い

き
り
飛
び
上
が
り

 
半
開
き
に
な

た
ま
ま
の

神
の
下
あ
ご
に
手
を
か
け
た

 
そ
れ
に
気
付
い
た

神
は
ナ
ユ
タ
を

り
落
と
そ
う
と
ブ
ン
ブ
ン
と
顔
を
上
下
に

た

ナ
ユ
ち

ん

 
思
わ
ず
そ
う
叫
ん
だ
ラ
ン
だ

た
が

そ
の

間
に
ナ
ユ
タ
は
ま
る
で
魔
法
の
よ
う
に

 
一

で

神
の
目
の
前

上

の
上
に
立

て
い
た

え
え

何
今
の

魔
法
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い

今
の

間
に
一
体
何
が

 
種
を
明
か
す
と

ナ
ユ
タ
は
ブ
ン
ブ
ン
と
首
を

る

神
に
呼

を
合
わ
せ

 

神
が

を
持
ち
上
げ
た

間
に
パ

と
手
を
離
し

 
続
け
て

神
が

を
下
げ
た

間
に
そ
の
手
で

先
を
掴
み

 
そ
の
ま
ま
筋
力
に
任
せ
て
手
で
自
分
の
体
を
引
き
寄
せ

神
の
目
の
前
に
飛
び
移

た
の
で

あ

た

 
お
そ
ら
く
成
功
さ
せ
る
に
は
コ
ン
マ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
調
整
が
必
要
だ

た
と
思
わ
れ
る

が 
普

か
ら
戦
巫
女
と
し
て
無
双

び
を
多
用
し

 
一

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

け
た
戦
闘
を

り
返
し
て
い
る
ナ
ユ
タ
に
と

て
は

 
特
に
難
易
度
の
高
い
も
の
で
は
な
か

た
よ
う
だ

当
然
本
人
の
セ
ン
ス
の
問
題
も
あ
る
だ
ろ

う
そ
の

ヒ
ゲ

い
受
け
ま
す

 
ナ
ユ
タ
は
そ
う
言

て

返
す
勢
い
で
ク
ロ

ビ
ス
か
ら

り
た
剣
を

る
い

 
飛
び
降
り
ざ
ま
に

神
の

ヒ
ゲ
を
切
断
し
た
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わ

お

や
る
な

私
達
も
負
け
て
ら
れ
な
い
わ
ね

 
ナ
ユ
タ
は
そ
の
ま
ま
見
事
に
着
地
を
決
め

笑
顔
で
ク
ロ

ビ
ス
に
剣
を
差
し
出
し
て
き
た

ふ
ふ

い
い
剣
で
す
ね

切
の
太
刀
と
で
も
名
付
け
ま
し

う
か

そ
ん
な
メ
ジ

な
名
前
を
付
け
た
ら
プ
レ

シ

に
な

ち

う
よ

 
そ
ん
な
冗
談
を
交
わ
し
つ
つ
二
人
は
そ
の
ま
ま
仲
間
達
と
共
に

神
と
の
近
接
戦
闘
へ
と
突

入
し
た

 
も
う

光
は
使
え
な
い

神
は

々
と
ダ
イ
ブ
を

り
返
す
モ

ド
へ
と
移
行
し
た
の
だ

こ
う
な

た
ら
こ

ち
の
も
の
よ

一
気
に

る
わ
よ

 
そ
の
言
葉
通
り

神
の
体
力
は

調
に

ら
れ
て
い

た

 
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
観
客
達
も
ま
た

大

り
上
が
り
だ

た

お
お

が
こ
な
く
な

た
な

ど
う
や

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

じ
る
事
に
成
功
し
た
み
た
い
だ
な

お
う
お
う

が
ブ
ン
ブ
ン
飛
び
回

て
や
が
る

お
わ

何
だ
こ
の
声
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が

が

 
そ
し
て
残
り
二
十
パ

セ
ン
ト
ま
で
体
力
を

ら
さ
れ
た

間
に

神
は
凄
ま
じ
い
音

で

咆
哮
し
た

 
そ
の
声
は

遠
く
離
れ
た
別
の
地

に
ま
で

き

る

の
大
音
声
で
あ

た

う
る
せ
え
な
こ
い
つ

断
末
魔

に
は

い
か

て
事
は
こ
れ
は
い
つ
も
の
ア
レ
か

こ
こ
か
ら
が
本
番
よ

敵
は
発
狂
モ

ド
に
移
行
し
た
わ

 
発
狂
モ

ド
に
入

た

神
は

目
を
光
ら
せ
て

を
呼
ん
で
い
く

 

囲
は
一
気
に
真

黒
な

に
包
ま
れ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
の

界
を
一
気
に

た
ち

や

か
い
な

こ
れ
は
ま
ず
い
ね

下
手
に
直
撃
を
く
ら
う
と

一
発
で

が
持

て
か
れ
る
か
も

 
み
ん
な

直
撃
だ
け
は
く
ら
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

く
そ

敵
が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
ま

た
く
分
か
ら
ね
え

何
か
い
い
手
は
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待

て

確
か
こ
の

り
に

 
そ
の
時
ク
ロ

ビ
ス
が
何
か
思
い
出
し
た
よ
う
に
ア
イ
テ
ム

を
見
始
め
た

あ

た

超
強
力
Ｌ
Ｅ

ラ
ン
タ
ン

 
夜
間
探
索
用
の
そ
の
ラ
ン
タ
ン
の
ス
イ

チ
を
入
れ
た
ク
ロ

ビ
ス
は

 
レ

ザ

の

ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の

そ
の
光
が

を
突
き
抜
け

 
か
な
り
先
ま
で

く
事
を
し

か
り
と
確
認
し
た

こ
れ
な
ら
い
け
る

み
ん
な

一
分

度
時
間
を

い
で

分
か

た
わ

み
ん
な

と
に
か
く
集
中

集
中
よ

 
そ
の
後

突

込
ん
で
き
た

の
攻
撃
は

幸
い
誰
に
も
直
撃
す
る
事
は
せ
ず

 
次
の
敵
の
襲
撃
に
備
え
て
散
る
仲
間
達
を
横
目
に

 
ク
ロ

ビ
ス
は
自
分
の
剣
の

に
そ
の
ラ
イ
ト
を
結
ん
だ

準
備
出
来
た
よ

ク
ロ

ビ
ス

後
ろ

 
そ
の
時
ノ
リ
が
そ
う
叫
ん
だ

り
向
い
た
ク
ロ

ビ
ス
の

前
に

神
の
口
が
迫
る

ナ
イ
ス
・
タ
イ
ミ
ン
グ
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ク
ロ

ビ
ス
は

手
に
持

た
ラ
ン
タ
ン
付
き
の
剣
を
前
に
差
し
出
し

 

手
が

神
の
口
に
飲
み
込
ま
れ
た
ま
ま

へ
と
体
を
持

て
い
か
れ
た

く
お

ク
ロ

ビ
ス

ま

待

て

大
丈
夫

ち

ん
と
考
え
て
あ
る
か
ら

 
ク
ロ

ビ
ス
は

神
の
口
の

に

手
を
か
け

 
一

だ
け
体
を
安
定
さ
せ
る
と

口
内
に
飲
み
込
ま
れ
た
剣
を
強
引
に

り

 
そ
の
ま
ま

神
の
口
の
中
に
突
き

し
た

Ｇ
Ｙ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

 
そ
の

間
に

神
は
激
し
く
咆
哮
し

口
を
開
け
て
ク
ロ

ビ
ス
を
下
に
落
と
し
た

や
ば

こ
れ
は
考
え
て
な
か

た

こ
の
高
さ
だ
と

 
か
な
り
の
高
さ
か
ら
落
下
し
て
い
く
ク
ロ

ビ
ス
を

だ
が
ナ
ユ
タ
が
受
け
止
め
た

 
ど
う
や
ら
上
空
の
光
を
追
い
か
け
て
い
た
ら
し
い

大
丈
夫
で
す
か

あ

あ
り
が
と
う
ナ
ユ
さ
ん

助
か

た
よ

で
も
こ
の
事
は
八
幡
さ
ん
に
は
内

で
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ク
ロ

ビ
ス
は
ナ
ユ
タ
の
胸
に
顔
を

め
る

と
な

て
い
た

に
そ
う
言

た
が

 
ク
ロ

ビ
ス
に
と

て
は
い
い
思
い
出
に
な

た
事
だ
ろ
う

 
そ
し
て
ナ
ユ
タ
に

か
れ
た
ま
ま

ク
ロ

ビ
ス
は
顔
を
上
げ
て
仲
間
達
に
向
け
て
叫
ん
だ

み
ん
な

ラ
ン
タ
ン
は
敵
の
口
の
中
だ

光
を
目

に
攻
撃
を

よ
く
や

た
わ
ク
ロ

ビ
ス

後
は
ボ
ク
達
に
任
せ
て

お
前
は
そ
の
ま
ま
ナ
ユ
さ
ん
の
胸
の
中
で
ち

と
休
ん
で
ろ
よ

 
仲
間
達
は
上
空
の
光
を
目
で
追
い
な
が
ら

敵
の
襲
撃
に
備
え

 
そ
の
光
が
下
に
降
り
た
の
を
見
て

そ
の
方
向
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
た

す
れ
違
い
ざ
ま
に
全
力
で
攻
撃
を
叩
き
こ
め

 
そ
し
て

神
が
ダ
イ
ブ
し
て
き
た

間
に
全
員
が

身
の
力
を
込
め
て
攻
撃
を
叩
き
こ
ん
だ

く
ら
え

野
郎

い
い
加

し
つ
こ
い
ん
だ
よ

も
う
死
ん
ど
け

そ
の
目

も
ら

た
わ
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最
後
に
ラ
ン
が

神
の
目
に
剣
を
突
き
差
し

神
は
絶
叫
し
て
天
へ
と
上

て
い

た

や

た
か

だ
か
ら
フ
ラ
グ
立
て
ん
な

で
も
今
回
は
フ
ラ
グ
を

た
は
ず
だ
よ

そ
う
ね

手
応
え
は
あ

た
わ

 
そ
の

間
に
ぶ
わ

と

が
晴
れ

上
空
で
身

え
る

神
の

が
見
え
た

 
そ
し
て

神
は
力
を
失

た
よ
う
に
落
下
を
始
め
る
と

そ
の
ま
ま
地
面
へ
と
激
突
し
た

我
ら
の
勝
利
よ

 
そ
し
て

に

神
 
撃
破
の
文

が
表

さ
れ
そ
れ
が
見
え
た
観
客
達
も
大
歓
声
を

上
げ
た

あ
い
つ
ら

や
り
や
が

た

初
見
突
破
か
よ

凄
え
な
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
当
の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

達
も

イ
エ

イ
と
ハ
イ
タ

チ
を
し
て
お
り

 
ク
ロ

ビ
ス
を
そ
の

に
加
わ
ら
せ
る

に

ナ
ユ
タ
は
ク
ロ

ビ
ス
を
下
に
下
ろ
し
た
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そ
の

間
に
ク
ロ

ビ
ス
の
体
が

ジ
ジ

と
音
を
立
て
少
し
ブ
レ

 
ク
ロ

ビ
ス
は
ま
と
も
に
立
つ
事
が
出
来
ず
に
よ
ろ
け

 
ナ
ユ
タ
は
そ
ん
な
ク
ロ

ビ
ス
を
再
び

き
締
め
た

み
ん
な

ク
ロ

ビ
ス
君
が

 
そ
の
言
葉
を
受
け

仲
間
達
が
二
人
を
取
り
囲
ん
だ

ク
ロ

ビ
ス

お
い
お
い

ま
し
い
な

今
日
の
戦
い
で
勝
て
た
の
は

し

か
り
準
備
を
し
て
く
れ
た
ク
ロ

ビ
ス
の
お
か
げ
だ
な

最
高
だ

た
な

 
仲
間
達
は
誰
も
余
計
な
事
は
言
わ
ず

番
に
ク
ロ

ビ
ス
と
ハ
イ
タ

チ
を
し
て
い
く

ク
ロ

ビ
ス

今
日
の
勝
利
は
あ
な
た
の
も
の
よ

み
ん
な
の
勝
利
で
し

ラ
ン

じ

あ
Ｍ
Ｖ
Ｐ

て
事
に
し
て
お
こ
う
か

は
は

あ
り
が
と
う
ユ
ウ
キ

 
そ
し
て
ク
ロ

ビ
ス
の

の
ブ
レ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
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そ
ん
な
中
ク
ロ

ビ
ス
は
最
後
の
力
を

り
絞
り

く
よ
う
な
笑
顔
を
仲
間
達
に
向
け
た

み
ん
な

あ
り
が
と
う

 
ク
ロ

ビ
ス
は
そ
う
言
う
と

密
か
に

手
に

し
持

て
い
た

 
八
幡
か
ら

さ
れ
た
と
い
う
ア
イ
テ
ム
の
ス
イ

チ
を
入
れ
そ
の
ま
ま
そ
の

は
光
と
な

て
消
滅
し
た

 
仲
間
達
は
最
後
ま
で
笑
顔
を
崩
さ
な
か

た
が
そ
れ
を
確
認
し
た

間
に
全
員
が
ナ
ユ
タ
に

背
を
向
け
た

 
そ
し
て
誰
も
が
お

い
の
顔
を
見
え
な
い

態
で

全
員
が

を

る
わ
せ

 
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
全
員
が

き
始
め
た

も
ち
ろ
ん
ナ
ユ
タ
も
そ
の

態
で

を

ら
し
て
い
た

  
こ
う
し
て
ク
ロ

ビ
ス
は
最
後
の
戦
い
を
乗
り
越
え

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
前
か
ら
静
か
に
退
場
し
て
い

た
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明
日
で
こ
の
章
は
終
わ
り
と
な
り
ま
す
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第
７
３
０
話
 
エ
ピ
ロ

グ

別
れ
と
出
会
い

 
リ
ア
ル
・
ト

キ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
ク
ロ

ビ
ス
が

を
消
し
た
直
後

 
眠
り
の
森
の
内
部
の

ク
ロ

ビ
ス
こ
と
矢

文
の
病
室
で
は

 
八
幡

紅
莉
栖

真
帆

理
央
の
四
人
が

し
く
動
き
回

て
い
た

う
 
そ
の
時

文
が
目
を
覚
ま
し
た

そ
の
顔
色
は
か
な
り
悪
か

た
が

 

文
は
最
後
の
力
を

り
絞
り

八
幡
に
笑
顔
を
向
け
た

お
か
え
り

文

ど
う
だ

い
い
夢
は
見
れ
た
か

は
い
兄
貴

無
事
に

神
を
撃
破
し
て
き
ま
し
た

神

そ
う
か

よ
く
や

た
な

文

僕

ち

ん
と
や
れ
て
ま
し
た
か
ね

決
ま

て
る
だ
ろ

勝

た
ん
だ
か
ら
な

お
前
は
俺
の
自
慢
の
弟
だ

 
も

と
自
分
の
働
き
を

て
く
れ
て
い
い
ん
だ
ぞ

 

文
は
大
好
き
な
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
は
に
か
ん
だ
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
ち
ら
の
首
尾
は
ど
う
で
す
か

全
て
オ

ケ

だ

お
前
か
ら
合
図
を
も
ら

た

間
に
実
行
し

コ
ン
プ
リ

ト
済
み
だ

そ
う
で
す
か

彼
と
ち

と
話
せ
ま
す
か

お
う

ち

と
だ
け
だ
ぞ

 

文
は
や
や
疲
れ
た
よ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た
後

し
ば
ら
く
そ
の
人
物
と
会
話
し

 
く
れ
ぐ
れ
も
と
何
か
念
押
し
し
て

再
び
八
幡
の
方
に
顔
を
向
け
た

オ

ケ

で
す

も
う
思
い
残
す
事
は
あ
り
ま
せ
ん

分
か

た

文

向
こ
う
で
も
暴
れ
て
や
る
ん
だ
ぞ

向
こ
う

て

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
あ
の
世

部
で
す
か

お
う

あ

ち
で
メ
リ
ダ
と
二
人
で
天
下
を
と

ち
ま
え

あ
は
は

そ
う
で
す
ね

て

ん
を
目
指
し
て
み
ま
す

 

文
は
楽
し
そ
う
に
そ
う
言

た
後

今
度
は
ク
リ
ス
達
三
人
に
笑
顔
を
向
け
た

紅
莉
栖
さ
ん

真
帆
さ
ん

理
央
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

う
う
ん

文
君

私
は
あ
な
た
を
尊
敬
す
る
わ

フ

イ
ト
だ
よ

文
君
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頑
張

て

文
君

 
そ
う
言

て
紅
莉
栖
達
三
人
は

番
に

文
に
ハ
グ
を
し
て
い

た

あ
は

人
生
の
最
後
が
こ
ん
な
華
や
か
で
い
い
ん
で
す
か
ね

い
い
に
決
ま

て
る
だ
ろ

お
前
は
俺
の
大
事
な

 
そ
こ
で
八
幡
は
言
葉
に
詰
ま
り

そ
れ
以
上
何
も
言
え
な
か

た

兄
貴

湿

い
の
は
無
し
で
す
よ

お
う

悪
い
な
弟
よ

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
で
お
別
れ
だ

め
ぐ
り
さ
ん
に
は
こ
の
前

を
し
ま
し
た
け
ど

め
て
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い

 
そ
の

間
に

外
か
ら
誰
か
の
声
が

こ
え
た

と

悪
い

そ
の
前
に
あ
と
二
人

 
そ
の

間
に
ド
ア
が
開
き

二
人
の
人
物
が
中
に
入

て
き
た

文文
君

あ

え

と

ど

ど
ち
ら
様
で
す
か

俺
だ

だ
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私
は
ソ
レ
イ
ア
ル
だ
よ

 
キ

マ
は
八
幡
と
紅
莉
栖
に
呼
ば
れ

て
て
駆
け
つ
け
た
ら
し
い

 
キ

マ
に
と

て
も

文
は

弟
の
よ
う
な
存
在
な
の
で
あ
る

 
そ
し
て
か
お
り
は

実
は
眠
り
の
森
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た

 
当
然

文
に
別
れ
を
言
う

の

置
で
あ
る

お
二
人
と
も

来
て
く
れ
た
ん
で
す
ね

当
然
だ

お
前
の
門
出
だ
か
ら
な

文
君

勝
利
お
め
で
と
う

下
も
凄
い

ぎ
に
な

て
た
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
さ
か
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
二
人
に
会
え
る
な
ん
て

 
思

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

凄
く
嬉
し
い
で
す

 
二
人
は
両
側
か
ら

文
を

き
締
め

文
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ

 
そ
し
て
最
後
に

文
の
両
親
と

子
と
楓
と
凛
子
が
笑
顔
で
入

て
き
た

 
そ
こ
で
八
幡
達
は

文
に
別
れ
を
告
げ

外
に
出
た

 
そ
の

間
に

え
き
れ
な
く
な

た
の
だ
ろ
う
理
央
と
か
お
り
が
両
側
か
ら
八
幡
に

き
付

い
て
き
た
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二
人
と
も

大

の
涙
を
流
し
て
い
る

よ
く
我
慢
し
た
な

み
ん
な

 
見
る
と
ク
リ
ス
は
真
帆
と

き
合

て

し
て
お
り
キ

マ
も
一
人
涙
を
流
し
て
い

た
八
幡
だ

て
同
じ
じ

な
い

俺
は
こ
う
い
う
時
に

い
た
り
な
ん
か
し
な
い

じ

あ
そ
れ
は

 
八
幡
の
目
か
ら

れ
落
ち
る
涙
を
見
て

理
央
が
そ
う
言

た

こ
れ
は
そ
う

だ

ま
だ
残

が
厳
し
い
か
ら
な

ふ

ん

ま
あ
そ
う
い
う
事
に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
よ

 
丁
度
そ
の
時

部
屋
の
中
か
ら

こ
え
て
い
た
笑
い
声
が

す
す
り

き
へ
と
変
わ

た

 
そ
れ
で
一
同
は

に

文
が
旅
立

た
事
を
知

た

 
こ
う
し
て

文
は
そ
の

い
生

を
た
く
さ
ん
の
人
々
の
笑
顔
に
包
ま
れ
て
終
え
る
事
と

な

た
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ラ
ン

ユ
ウ
キ

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

今
日
の
戦
い
で
分
か

た
で
し

う

私
達
は
も
う
十
分
に
強
い

 
こ
の
後
す
ぐ
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
乗
り
込
ん
で

し

か
り
と
準
備
を
整
え
た
上
で

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
最
強
ギ
ル
ド

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
に
挑
む
わ

お

に
か

が
な
る

ま
あ
も

と
も
集
団
戦
だ
と
絶
対
に
敵
わ
な
い
の
は
分
か

て
る
の
よ
ね

が
違
い
す
ぎ

る
も
の

確
か
に

 
そ
う

静
に
分

を
し
つ
つ

ラ
ン
は
そ
れ
で
も
前
向
き
な
態
度
で
こ
う
宣
言
し
た

で
も
ハ
チ
マ
ン
さ
え
倒
し
て
し
ま
え
ば
う
ち
の
勝
利

て
事
で
い
い
と
思
う
わ
う
ん
き

と
そ
う

さ
す
が
ラ
ン

さ
す
が

い

と
い
う

で

と
に
か
く
狙
う
の
は
ハ
チ
マ
ン
の
首
よ
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そ
の

に
し
ば
ら
く
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
慣
れ
る
事
を
優
先
す
る
わ
同
時
に
情
報
収
集
と
装
備
集
め

 
こ
こ
に
は
他
の
ゲ

ム
で
ハ
チ
マ
ン
が
用
意
し
て
く
れ
て
い
た
よ
う
な
情
報
屋
は
存
在
し
な
い

か
ら

 
全
て
自
分
達
で
や
る
つ
も
り
で
気
合
い
を
入
れ
て
い
く
わ
よ

 
こ
の
後

再
会
を
約
し
つ
つ
ナ
ユ
タ
と
別
れ
た
一
行
は

 

に
最
終
目
的
地

Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
の
コ
ン
バ

ト
処
理
を
開
始
し
た

 
ま
さ
か
ま
た
こ
の

で
ゲ

ム
す
る
事
に
な
る
な
ん
て

 

ひ
よ
り
こ
と
サ

コ
こ
と
ル
ク
ス
は

八
幡
に

り
た
ナ

ヴ
ギ
ア
を
使
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
立

て
い
た

も

も
分
か
ら
な
い
な

と
い
う
か

 
ス
タ

ト
地
点
を
ア
ル
ン
に
し
ち

た
け
ど
こ
れ
で
良
か

た
の
か
な

 
ル
ク
ス
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
つ
い
て
は
ま

た
く
の
初
心
者
の

や
や
心

さ
を
覚
え
て
い
た

そ
こ
の
彼
女

良
か

た
ら
ひ
と
狩
り
い
こ
う

ふ
え
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ま
さ
か
ナ
ン
パ
か
と
思
い

ま
ご
ま
ご
し
な
が
ら

り
返

た
ル
ク
ス
の
前
に
い
た
の
は

 
先
日
会

た
ば
か
り
の
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
う
今
日
こ
の
時
間
に
ロ
グ
イ
ン
す
る

て
話
だ

た
か
ら
ち

と
様
子
を
見
に
き
て

み
たあ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

正
直
困

て
ま
し

た

け
ど

 
あ
の

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

少
し
元
気
が
無
い
よ
う
に
見
え
ま
す
け
ど
大
丈
夫
で
す
か

 
そ
れ
も
そ
の
は
ず

ハ
チ
マ
ン
は

文
に
別
れ
を
告
げ
た
直
後
に

 
用
事
が
あ
る
と
い

て
そ
の
ま
ま
眠
り
の
森
か
ら
こ
こ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
の
だ

た

そ
う
見
え
る
か

あ

は
い

何
と
な
く
で
す
け
ど

 
そ
う
言
わ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は

自
ら
の

を
パ
ン
パ
ン
と
叩
き

気
合
い
を
入
れ
な
お
し
た

こ
ん
な
事
じ

文
に
笑
わ
れ
ち
ま
う
な

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

い
き
な
り
何
を

い
や

ち

と
眠
気
覚
ま
し
に
な



 第７３０話 エピローグ〜別れと出会い

あ
あ

眠
か

た
ん
で
す
か

そ
れ
な
の
に
わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん

い
や
気
に
し
な
い
で
く
れ
こ
の
前
ル
ク
ス
は
ア
ル
ン
か
ら
開
始
す
る

て
言

て
た
か
ら

 
最
初
だ
け
で
も
少
し
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
お
こ
う
と
思

て
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

も

も
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
ル
ク
ス
に
簡

な
レ
ク
チ

を

始
め
たは

種
族
の
領
都
か
ら
ス
タ

ト
だ

た
か
ら

 
や
れ
る
事
の
選
択
肢
は
そ
ん
な
に
多
く
な
か

た
ん
だ
よ
な

 
で
も
今
は
央
都
ア
ル
ン
か
ら
開
始
出
来
る
か
ら

選
択
肢
が
か
な
り

え
た
分

 
初
心
者
は
困
る
事
が
多
い
の
が
現

の
課
題
な
ん
だ
よ
な

な
る
ほ
ど

者
側
の

点
で
す
ね

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

ま
あ
で
も
ル
ク
ス
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

な
ん
だ

 
と
り
あ
え
ず
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
行
け
ば

何
を
す
る
に
し
て
も
困
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

え

い
き
な
り
あ
そ
こ
に
行
け
る
ん
で
す
か

お
う

転
移
門
が
あ
る
か
ら
な
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転
移
門

懐
か
し
い
で
す
ね

 
ル
ク
ス
は

を
懐
か
し
む
よ
う
に

目
を

め
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
門
に
案
内
す
る
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と

そ
の
前
に
だ

は
い

ち

と
知
り
合
い
の
店
を
紹
介
し
と
く

素
材
屋
な
ん
だ
が

 
出
来
れ
ば
そ
こ
で
素
材
を

て
や

て
欲
し
い
か
ら
な

あ
あ

な
る
ほ
ど
で
す

こ

ち
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ル
ク
ス
を
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
へ
と
案
内
し
た

 
こ
れ
に
は
顔
繋
ぎ
と
い
う
意
味
合
い
も
あ

た

あ
れ

ハ
チ
マ
ン
に

リ
ツ
姉

ハ
チ
マ
ン
が
来
た
の
な

お
う

リ
ツ

リ
ナ
ジ

今
日
は
知
り
合
い
の
新
人
を
連
れ
て
き
た

今
後
仲
良
く
し
て
や
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て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ル
ク
ス
を
二
人
に
紹
介
し
た

ル
ク
ス
で
す

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
に

私
は
リ
ツ
に

リ
ナ
な
の
な

宜
し
く
な
の
な

そ
れ
じ

あ
リ
ツ

店
の
事
を
ル
ク
ス
に
説
明
し
て
く
れ

分
か

た
に

 
そ
し
て
リ
ツ
が
店
の
事
を
ル
ク
ス
に
説
明
し
て
い
る
間
リ
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
て
き

た
ハ
チ
マ
ン

何
で
今
日
は
リ
ナ
ジ
だ

て
分
か

た
の
な

ま
あ
さ
す
が
に
も
う
何
度
も
会

て
る
ん
だ

何
と
な
く
だ
が
見
分
け
も
つ
く
さ

く

ハ
チ
マ
ン
の
く
せ
に
生
意
気
な
の
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
リ
ナ
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た

あ
後
な
多
分
も
う
す
ぐ
俺
達
の
敵
に
な
る
奴
ら
が
こ
の
世
界
に
来
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
町
で
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
や

て
く
れ
な
い
か

敵
な
の
に
声
を
か
け
る
の
な

お
う

敵
と
い

て
も
ま
あ

身
内
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
な

な
る
ほ
ど

分
か

た
の
な

ち
な
み
に
名
前
は
何
て
言
う
の
な

ギ
ル
ド
の
名
前
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
個
人
名
な
ら

ラ
ン

ユ
ウ
キ

ジ

ン

テ

チ

タ
ル
ケ
ン

ノ
リ

シ
ウ
ネ

だ
な

覚
え
た
の
な

 
リ
ナ
は
こ
う
見
え
て

記
憶
力
に
優
れ
て
い
る
の
か

こ
う
い
う
事
を
忘
れ
た
事
は
な
い

 
丁
度
そ
の
時
説
明
を

き
終
え
た
ル
ク
ス
が
こ
ち
ら
に

て
き
た

説
明
は

き
終
わ
り
ま
し
た
こ
ん
な
素
敵
な
店
を
紹
介
し
て

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
こ
ち
ら
こ
そ
お
得
意
様
が

え
て
助
か
り
ま
す
に

だ
そ
う
だ

そ
れ
じ

あ
転
移
門
に
向
か
う
か

は
い

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
転
移
門
へ
と
向
か

た



 第７３０話 エピローグ〜別れと出会い

あ

作
り
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
一

な
ん
で
す
ね

操
作
方
法
も
一

だ
ぞ

ま
あ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
門
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
流
用
し
た
か
ら
だ
け
ど
な

あ
は

そ
れ
じ

あ
同
じ
で
当
た
り
前
で
す
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
転
移
し

始
ま
り
の
街
へ
と
足
を

み
入
れ
た

う
わ

懐
か
し
い
で
す

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
の

に

と
て
も

き
な
れ
た
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た

ラ
ン

あ

ち
に
店
が
い

ぱ
い

ん
で
る
よ

ち

と
待
ち
な
さ
い
ユ
ウ
キ

今
ど
こ
か
で
愛
す
る
人
の
声
が
し
た
気
が
す
る
の
よ

え

本
当
に

も
し
か
し
て
近
く
に
い
た
り
す
る
の
か
な

や
べ

 
そ
の
ラ
ン
の
セ
リ
フ
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
ル
ク
ス
の
手
を
引
き
そ
の
場
か
ら
離

れ
たハ

チ
マ
ン
さ
ん

ど
う
し
た
ん
で
す
か

い
や

あ

と
り
あ
え
ず
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
違
う
点
だ
け
教
え
て
お
こ
う
と
思

て
な
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あ

な
る
ほ
ど
で
す

あ
い
つ
ら
も
う
来
や
が

た
の
か

予
想
し
て
た
と
は
い
え
こ
れ
か
ら
楽
し
く
な
り
そ
う

だ 
ハ
チ
マ
ン
は
内
心
で
闘

を
燃
や
し
つ
つ
ル
ク
ス
を
と
あ
る
場
所
へ
と
案
内
し
た

剣
士
の

碑
で
あ
る

こ
こ
だ

生
命
の
碑

今
は
剣
士
の
碑

て
名
前
な
ん
だ
よ
な

そ
の
機
能
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
剣
士
の
碑
に
つ
い
て
説
明
し

ル
ク
ス
は
そ
れ
を

い
て
目
を

か
せ
た

な
る
ほ
ど

い
つ
か
は
私
も
名
前
を
載
せ
た
い
で
す
ね

ち
な
み
に
一
番
最
初
の
名
前
を
見
て
み
ろ

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
名
前
が
あ
る

ち
な
み
に
三
層
ま
で
全
員
う
ち
の
身
内
だ

キ
リ
ト
さ
ん
や
ア
ス
ナ
さ
ん
の
名
前
も

や

ぱ
り
凄
い
で
す
ね

お
う

凄
か
ろ
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ハ
チ
マ
ン
は
自
慢
げ
に
そ
う
言
い

そ
の
後
も
ル
ク
ス
を
色
々
な
場
所
へ
と
連
れ
て
い

た

さ
て

ま
あ
こ
の
く
ら
い
か

参
考
に
な
り
ま
し
た

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

何
か
困

た
事
が
あ

た
ら

ね
て
き
て
く
れ
教
室
で
も
い
い
し
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

で
も
い
い

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

今
度
行

て
み
ま
す

場
所
は
分
か
る
か

は
い

コ
ル
ン
の
街
で
す
よ
ね

事
前
に
調
べ
て
た
の
か

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

ル
ク
ス

は
い

ま
た
で
す

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
落
ち
た
後

 
ル
ク
ス
は
と
り
あ
え
ず
装
備
を
揃
え
よ
う
と

始
ま
り
の
街
の
露
店
へ
と
向
か

た

最
初
は
や

ぱ
り
一
番

い
武
器
し
か

え
な
い
な

 
そ
こ
に

と
て
も

や
か
な
集
団
が
や

て
き
た

ラ
ン

と
り
あ
え
ず

く
て
も
い
い
か
ら
武
器
を

と
こ
う
よ
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そ
う
ね

で
も
ど
こ
に

て
る
の
か
し
ら
ね

あ

そ
こ
の
美
人
さ
ん

す
み
ま
せ
ん

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
た
て
の
初
心
者
で
も

え
る
武
器
を

て
る
露
店
を
ご
存
知
あ
り
ま
せ
ん
か

あ
私
も
つ
い
さ

き
始
め
た
ば
か
り
の
初
心
者
で
す
よ
で
も
案
内
は
出
来
ま
す
こ

ち

で
すあ

り
が
と
う

親
切
な
美
人
の
お
姉
さ
ん

み
ん
な

行
く
わ
よ

 
こ
う
し
て
偶
然
な
が
ら
ル
ク
ス
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
知
り
合
う
事
に
な

た
の
で

あ

た

 
こ
こ
か
ら
彼
女
達
の
冒
険
が
始
ま
る

 
こ
れ
で
こ
の
章
は
終
わ
り
と
な
り
ま
す

明
日
か
ら
は
新
章
の
始
ま
り
で
す
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人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｍ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｒ
ｏ
ｓ
ａ
ｒ
ｉ
ｏ
ｅ
ｄ
ｉ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
人
物
紹
介

Ａ
Ｌ
Ｏ
組

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

 
・
ハ
チ
マ
ン

 
言
わ
ず
と
知
れ
た
主
人
公
そ
の
正
体
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

本
名
は
比
企
谷
八
幡

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に

任
予
定

主
に
指

担
当

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ア
ス
ナ

 
本
編
の
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
ス
ナ
で
あ
る

本
名
は
結
城
明
日
奈

 
ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
⻑
に

任
予
定

ヒ

ラ

物
理
ア
タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
コ
マ
チ

 
ハ
チ
マ
ン
の
妹

候

ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
に
所
属
予
定
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・
キ
リ
ト

 
本
名
は
桐

谷
和
人

八
幡
の
親
友

同
級
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
⻑
に

任
予
定

物
理
ア
タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
リ
ズ
ベ

ト

 
本
名
は

崎
里
香
八
幡
の
同
級
生

和
人
と
付
き
合

て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
最
高
の
正

鍛

治
職
人

 
物
理
ア
タ

カ

 
・
シ
リ
カ

 
本
名
は

野
珪
子

八
幡
の
同
級
生

 
物
理
ア
タ

カ

ヒ

ラ

ピ
ナ
を
使
用
時

 
・
ク
ラ
イ
ン

 
本
名
は

遼
太
郎

平

静
と
結
婚

み

物
理
ア
タ

カ

 
・
エ
ギ
ル

 
本
名
は
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ

茶
店
ダ
イ
シ

カ
フ

を

中
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物
理
ア
タ

カ

 
・
ユ
キ
ノ

 
本
名
は
雪
ノ
下
雪
乃

ソ
レ
イ
ユ
の

部
⻑
に

任
予
定

ヒ

ラ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
の

 
・
ユ
イ
ユ
イ

 
本
名
は
由
比

結
衣

八
幡
の
元
同
級
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
に
所
属
予
定

タ
ン
ク

 
・
ユ
ミ

 
本
名
は
三

優
美
子

八
幡
の
元
同
級
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
に
所
属
予
定

魔
法
ア
タ

カ

 
・
イ
ロ
ハ

 
本
名
は
一
色
い
ろ
は

八
幡
の
元
後
輩

 
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
に
所
属
予
定

魔
法
ア
タ

カ

 
・
リ

フ

 
本
名
は
桐

谷
直
葉

和
人
の
妹

剣
道
の

者

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人
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物
理
ア
タ

カ

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
嬢
に

職
予
定

 
・
レ
コ
ン

 
本
名
は
⻑
田
慎
一

直
葉
の
事
が
好
き

候

 
・
メ
ビ
ウ
ス

 
本
名
は
城

め
ぐ
り

ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
事
業
部
所
属

ヒ

ラ

 
・
ソ
レ
イ
ユ

 
本
名
は
雪
ノ
下
陽
乃

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の

設
者

魔
法
ア
タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ア
ル
ゴ

 
本
名
は
不
明

主
要
キ

ラ
の
中
で
は
唯
一
本
名
を

し
通
す

 
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
⻑

影
の
情
報
部
⻑

候

 
・
シ
ノ
ン

 
本
名
は
朝
田
詩
乃

高
校
生

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

遠

ア
タ

カ

 
・
フ
カ
次
郎

 
本
名
は

原
美
優

北
海
道
在

物
理
ア
タ

カ

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人
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・
ク
リ
ス
ハ
イ
ト

 
本
名
は

岡

二
郎
総

省
通
信
ネ

ト
ワ

ク
内
仮
想
空
間
管
理
課
通
称
仮
想
課
職

員 
魔
法
ア
タ

カ

 
・
ク

ク
ロ
ビ
ン

 
本
名
は
神
崎
え
る
ざ
今
話
題
の
ア

テ

ス
ト

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ピ
ト
フ

イ
変
態

物
理
ア

タ

カ

 
・
セ
ラ
フ

ム

 
本
名
は
間
宮
ク
ル
ス

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

八
幡
の
専
属

タ
ン
ク

 
・
ク
リ
シ

ナ

 
本
名
は

紅
莉
栖
天
才

学
者

彼
女
の
存
在
が
い
ず
れ
何
人
か
の
人
物
の
救
い
と

な
る

 

は

悟

と
カ
メ
ハ
メ

援

体
魔
法
担
当

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
の

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
に
所
属

八
幡
の
専
属

 
・
フ

イ
リ
ス
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本
名
は
秋
葉

未

魔
法
ア
タ

カ

 
・
ナ
タ
ク

 
本
名
は
国
友

央

遠

ア
タ

カ

職
人

 
・
ス
ク
ナ

 
本
名
は
川
崎
沙
希

八
幡
の
元
同
級
生

遠

ア
タ

カ

職
人

 
ソ
レ
イ
ユ
の
グ

ズ
開
発
部
⻑
に

任
予
定

 
・
レ
ヴ

 
本
名
は
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

サ
ト
ラ
イ
ザ

こ
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
妹

 
八
幡
の
ボ
デ

ガ

ド

身
元
引
受
人
は
八
幡
だ
が

実
は
八
幡
と
同
い
年
で
あ
る

 
新
し
く

入
さ
れ
た
魔
法
銃
を

え
ら
れ
る

遠

ア
タ

カ

 
・
リ
オ
ン

 
本
名
は
双
葉
理
央

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
に
所
属

遠

ア
タ

カ

 
・
ア
サ
ギ

 
本
名
は

麻
衣

女
優

タ
ン
ク

ソ
レ
イ
ユ
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

 
・
サ
イ
レ
ン
ト
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本
名
は
平

静
プ
レ
イ
は
し
て
い
な
い
ゲ
ス
ト
扱
い

ク
ラ
イ
ン
こ
と

遼
太
郎
と
結

婚

み

 
・
ユ
イ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
娘

 
・
キ
ズ
メ
ル

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
ダ

ク
エ
ル
フ
の
美
女

自
称
ハ
チ
マ
ン
の

通
称
黒
ア
ゲ
ハ

 
そ
の
他
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
サ
ク
ヤ

 
シ
ル
フ
領
主

 
・
ア
リ
シ

・
ル

 
ケ

ト
シ

領
主

 
・
ユ

ジ

ン

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

領
主
の
弟

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ト

プ

元
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
剣
士

 
・
カ
ゲ
ム
ネ
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ユ

ジ

ン
の
側
近

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ナ
ン
バ

ツ

扱
い

 
・
シ
グ
ル
ド

 
元
シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

サ
ク
ヤ
に
追
放
さ
れ
た
後
は
不
明

 
・
ト
ン
キ

 

神
型
モ
ン
ス
タ

 
・
ユ
ウ
キ

 
本
名
は

野
木
綿
季

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ラ
ン

 
本
名
は

野
藍
子

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ジ

ン

 
・
テ

チ

 
・
タ
ル
ケ
ン

 
・
ノ
リ
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・
シ
ウ
ネ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
ク
ロ

ビ
ス

 
本
名
は
矢

文

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
メ
リ
ダ

 
本
名
は
山
城
芽
衣
子

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

故
人

 
・
ゴ

グ
ル

 
・
コ
ン
タ
ク
ト

 
・
フ

ク
ス

 
・
テ

ル

 
・
ビ
ア

ド

 
・
ヤ
サ

 
・
バ
ン
ダ
ナ

 
ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き
七
人

 
・
ル
ク
ス



 第六章 キャリバー・トラフィックス編

 
本
名
は

ひ
よ
り

帰
還
者
用
学
校
の
生
徒

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
元
メ
ン
バ

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
で
サ

コ
を
名
乗
る

 
・
グ
ウ

ン

 

不
明

 
・
ビ

ビ

 
元
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍

ナ
イ
ツ

＆

マ
シ
ン
ガ
ン
＆
ゴ

デ
ス

の
リ

ダ

 
通
称
女
神
様

 
・
リ

ウ

 
・
リ
ク

 
・
リ
ツ

 
・
リ
ン

 
・
リ
ナ

リ
ナ

チ

リ
ナ
ジ

リ
ナ

リ
ナ
ヨ

リ
ナ
コ

リ
ナ
ム

 
・
リ

ク

 
素
材
屋

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ

を

む
六
姉
妹

 
・
ロ

バ
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ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
内
で
万
屋

ロ

バ

を

む
謎
の

 
十
狼

 
・
シ

ナ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

 
 
 
 
 
・
シ
ズ
カ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
ス
ナ

 
・
シ
ノ
ン
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ノ
ン

 
 
 
 
 
 
・
ベ
ン
ケ
イ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
マ
チ

 
・
ピ
ト
フ

イ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン

 
・
銃
士

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ラ
フ

ム

 
・
ニ

ン
ゴ
ロ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ユ
キ
ノ

 
 
 
・
イ
コ
マ
 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ネ
ズ
ハ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

ナ
タ
ク

 
・
エ
ム

 
本
名
は

豪

ピ
ト
フ

イ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
彼
女
の
秘
書

ド

 
・
ロ
ザ
リ
ア

 
本
名
は
薔
薇
小
猫

ソ
レ
イ
ユ
の
秘
書
室
⻑

 
・
セ
バ
ス

 
本
名
は
都

和

雪
ノ
下
家
の

事

八
幡
の
師
匠

元

兵
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シ

ナ
に
近
い
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
薄
塩
た
ら
こ

 
本
名
は
⻑
崎
大

元
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
最
大
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト

中

 

 
・
闇
風

 
本
名
は
山
田
風
太

Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
高
の
ス
ピ

ド
ス
タ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

 
・
エ
ヴ

 
本
名
は
新

戸
咲

高
校
の
新
体
操
部
の
部
⻑

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
リ

ダ 
・
ソ
フ

 
本
名
は

カ
ナ

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ 
・
ロ

ザ

 
本
名
は
野
口
詩

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ
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狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
運

担
当

 
・
ア
ン
ナ

 
本
名
は
安
中
萌
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
タ

ニ

 
本
名
は

リ
サ
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
ト

マ

 
本
名
は
ミ
ラ
ナ
・
シ
ド
ロ
ワ

ロ
シ
ア
出
身

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン
バ

狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
狙
撃
担
当

 
・
ダ
イ
ン

 
本
名
は
台
場

一

シ

ピ

ゲ
ル
の
所
属
す
る
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ギ
ン
ロ
ウ

 
本
名
は

銀
治

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
念
願
の
決
勝
進
出
を
果
た
す

 
・
お

か
さ
ん

 
本
名
は
田
中

子

女
性
だ
け
の
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｇ
Ｇ
Ｏ
女
性
連
合

通
称

女
連

の
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リ

ダ

 
サ

シ

の
⺟
親

 
・
ミ
サ
キ

 
本
名
は
海
野
美
咲

女
連
の
メ
ン
バ

銀
座
で
ス
ナ

ク

美
咲

を

 
最
初
の

那
は

治
家
だ

た
が
死
別
し
て
い
る

シ

ナ
に

想
中

海
野

の
⺟

 
・
イ
ヴ

 
本
名
は
岡
野
舞
衣

女
連
の
メ
ン
バ

ハ

カ

ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部

び
に
影
の

情
報
部
所
属

 
⺟
は
発
明
家
の
岡
野
由
香

 
・
レ
ン

 
本
名
は
小
比

香
蓮

第
一
回
と
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
優
勝
者

 
・
フ
カ
次
郎

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ
カ
次
郎

 
・
コ
ミ
ケ

 
本
名
は

自
衛

三

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
リ

ダ
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・
ケ
モ
ナ

 
本
名
は
倉
田
武
雄

自
衛

三

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ト
ミ

 
本
名
は

田
章

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ク
リ
ン

 
本
名
は

乃

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
現
在
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中

 
・
ブ
ラ

ク
キ

ト

 
本
名
は
黒
川

莉

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
現
在
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中

 
・
キ
リ
ト

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト

使
用

光
剣
は
カ
ゲ
ミ
ツ

エ
リ

シ
デ

タ

刀
身
は
黒

 
・
ゼ
ク
シ

ド

 
本
名
は

村
保

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者

 
・
ユ

コ
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本
名
は

川

子

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
友
達

 
・
ハ
ル
カ

 
本
名
は

上
遥

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
友
達

 
・
ス
ネ

ク

 
本
名
は
嘉
納
太
郎

日
本
の
防
衛
大
臣

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
メ
ン
バ

の
一
人

Ｍ
Ｇ
Ｓ
プ
レ
イ
を
実

す
る

 
・
シ

リ

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｋ
Ｋ

Ｃ

北
の
国
ハ
ン
タ

ズ
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ

 
そ
の
他
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ビ

ビ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ビ

ビ

 
・
シ

ピ

ゲ
ル

 
本
名
は
新
川
恭
二

サ
ク
リ
フ

イ
ス
を
殺
害

現
在
収
監
中

 
・
ス
テ
ル
ベ
ン



 人物紹介 ｖｅｒ Ｍｏｔｈｅｒ Ｒｏｓａｒｉｏ ｅｄｉｔｉｏｎ

 
本
名
は
新
川
昌
一

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

目
の
ザ
ザ

通
称
死
銃

デ
ス
ガ
ン

現
在
収
監
中

 
・
ノ
ワ

ル

 
本
名
は
金
本

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ジ

ニ

ブ
ラ

ク

通
称
ジ

 
ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

を
殺
害

現
在
逃

中

 
・
ギ

レ

ト

 
本
名
は

光
男

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

 
本
名
は
双
葉
駆

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・

子
王
リ

チ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ベ
ヒ
モ
ス

 
ミ
ニ
ガ
ン
使
い

 
・
シ
シ
ガ
ネ

 
Ｖ

Ｔ

り
プ
レ
イ
ヤ

 
・
デ
ヴ

ド
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ピ
ト
フ

イ
の
事
が

い
ら
し
い

古
参
プ
レ
イ
ヤ

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

メ
メ
ン
ト
・
モ
リ

の
リ

ダ

 
・
エ
ル
ビ
ン

 
ス
コ

ド
ロ
ン

の
リ

ダ

 
・
シ
ノ
ハ
ラ

 
マ
シ
ン
ガ
ン
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

全
日
本
マ
シ
ン
ガ
ン
ラ
ヴ

ズ

の
リ

ダ

 
・
ク
ラ
レ
ン
ス

 
男
性
の
よ
う
な
見
た
目
を
持
つ
女
性
プ
レ
イ
ヤ

相
方

集
中

 
・
フ

イ
ヤ

 
本
名
は
⻄
山
田

フ

イ
ヤ

 
パ

テ

で
香
蓮
と
出
会
い

ひ
と
目

れ
を
し
た

年

 
身
⻑
は
１
５
０
ｃ

台
業
界
内
で
は
そ
の
名
前
と
身
⻑
の
せ
い
で

名
だ
が
優

な
若
手

 
第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で

に
破
れ

現
在
は
香
蓮
の
事
を

め

地
道
に

業
中

 
・
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第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
予
選
に
て
キ
リ
ト
と
対
戦
す
る
も
無
意
識
の
キ
リ
ト
に
あ

さ
り
倒
さ
れ

る 
・
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
本
名
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

シ

ナ
の

敵

第
四
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
出
場

都

と
面
識

り 
ア
メ
リ
カ
で
八
幡
と
知
り
合
い

妹
で
あ
る
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

を
八
幡
に

す

 
現
在
中
東
で
転
戦
中

 
・
サ
ク
リ
フ

イ
ス

 
本
名
は

田
平

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
直
前
に
死

 
・
と
あ
る
作
家

 
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
を
提

し

第
一
回
の
ス
ポ
ン
サ

と
な
る

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
・
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の
メ
ン
バ

全
員
と
一
部
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

が
所
属

 
・
年
末
イ
ベ
ン
ト
参
加
予
定
者
は
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

ユ
キ
ノ

リ
ズ
ベ

ト
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シ
リ
カ

セ
ラ
フ

ム

フ

イ
リ
ス

レ
コ
ン

シ
ノ
ン

フ
カ
次
郎

ク

ク
ロ
ビ
ン

 
レ
ヴ

ナ
タ
ク

ス
ク
ナ

リ
オ
ン

 
レ
ン

闇
風

薄
塩
た
ら
こ

ゼ
ク
シ

ド

ユ

コ

ハ
ル
カ

ミ
サ
キ

シ

リ

 
そ
の
他
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
プ
レ
イ
ヤ

 
・
コ
ヨ
ミ

 
本
名
は

原

二
十
三

で
大

の

だ
が
そ
の
外
見
は
中
学
生
レ
ベ
ル

 
・
ト
ビ
サ
ト
ウ

 
・
ユ
タ
ロ
ウ

 
・
ス
イ

 
・
ロ
ク
ダ
ユ
ウ

 
忍
レ
ジ

ン
ド
四
天
王

 
・
ヨ
ツ
ナ
リ

 
被
害
者
の
会
の
リ

ダ
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元
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
本
名
は
茅
場

天
才

学
者

Ｓ
Ａ
Ｏ
四
天
王
の
一
人

神
聖
剣

故
人

 
・
ゴ
ド
フ
リ

 
本
名
は
相
模
自
由

察

相
模
南
の

親

 
・
ク
ラ
デ

ル

 
本
名
は
倉
景
時

現
在
結
城

で
し
ご
か
れ
中

 
・
ノ

チ
ラ
ス

 
本
名
は
後

二

ユ
ナ
の
元
同
級
生

オ

グ
マ

に
関
わ
る
事
件
の
首
謀
者
の
一
人

 
ユ
ナ
の
気
持
ち
を
曲
解
し

彼
女
の
意
思
に
反
す
る
行
い
を

り
返
し

 
最
後
に
は
ユ
ナ
の
気
持
ち
も
失
う

 
・
Ｐ
ｏ

プ

 
本
名
は
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

殺
人
ギ
ル
ド

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
リ

ダ

 
現
在
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
新
し
い
配
下
と
し
て
中
東
を
転
戦
中

 
・
ザ
ザ
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Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ス
テ
ル
ベ
ン

 
・
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ノ
ワ

ル

 
・
キ
バ
オ
ウ

 
本
名

一
郎

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ

ダ

 
・
シ
ン
カ

 
本
名
足
立

ネ

ト
ゲ

ム
攻
略
サ
イ
ト

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
管
理
人

 
・
ユ
リ
エ

ル

 
本
名
足
立
由
里
子

現
在
は
シ
ン
カ

の
妻

 
・
ヨ
ル
コ

 
本
名
は
明
星
夜
子

 
・
カ
イ
ン
ズ

 
本
名
は
明
星
優

 
・
サ

シ

 
本
名
は
田
中
沙

お

か
さ
ん
の
娘

現
在
総
武
高
校
で
教

を
と
る

奉
仕
部

問
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・
ニ
シ
ダ

 
本
名
は
⻄
田

春

ソ
レ
イ
ユ
の
回
線
保
守
部
門
に
所
属

趣
味
は
釣
り

 
・
デ

ア
ベ
ル

 
故
人

 
・
リ
ン
ド

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
シ

ミ

ト

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
シ
ヴ

タ

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
コ

バ

ツ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
所
属

故
人

 
・
モ
ル
テ

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
所
属
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ア
シ

レ
イ
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本
名
は
神
野
ア
リ
ス

Ｓ
Ａ
Ｏ
一
の

師

 
・
ユ
ナ

 
本
名
は
重
村

那

ハ
チ
マ
ン
の
弟
子
だ

た
時
期
が
あ
る

 
彼
女
の
持

て
い
た
レ
ア
装
備
と

剣
ス
キ
ル
に
は
ハ
チ
マ
ン
が
関

し
て
い
た

 
通
称
歌
姫

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
直
前
三
十

丁
度
に
ゲ

ム
内
で
死

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
さ
故
に

に
多
少
の

を
負
い
現
在
は
病
院
で
眠
り
姫
と
な

て

い
る

 
そ
の
存
在
は
重
村
徹
大
の
手
に
よ
り

に
も
完
全
に

さ
れ
公
式
に
は
死

扱
い
と
な

て
い
る

 
現
実
世
界
の
人
々

 
・
結
城

 
結
城
家
当
主

剣
豪

村
保
を
見
事
に
治
療
し
た

 
・
結
城

 
結
城
家
⻑
男

現
在

中
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八
幡
の
依
頼
に
よ
り

藍
と
木
綿
季
の
病
気
を

え
る

の

品
の
研
究
に

中

 
・
結
城
知

 
結
城
家
次
男

前

の
あ
る
手
術
の
技
術
は
超
一
流

 
・
結
城

子

 
結
城
家
⻑
女

現
在
東
京
在

眠
り
の
森
の
園
⻑

 
・
結
城
楓

 

子
の
娘

難
病
を

服

 
・
国
友
義

 
イ
コ
マ
の

親

 
・
倉
景

 
倉
エ

ジ

ン
シ

の
元
社
⻑

 
・
倉
朝
景

 
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

部
⻑

 
・
雪
ノ
下

乃

 
雪
ノ
下
姉
妹
の
⺟
親

帰
還
者
用
学
校
の
理
事
⻑
だ
が

八
幡
ら
の
卒
業
を
機
に
離
任
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夫
で
あ
る
純
一
の

議
院
議
員
当
選
を
受
け
雪
ノ
下

設

め
ソ
レ
イ
ユ

設
の
社
⻑
に

任 
・
雪
ノ
下
純
一

 
雪
ノ
下
姉
妹
の

親

千
葉

選
出

議
院
議
員

 
・
相
模
南

 
八
幡
の
元
同
級
生

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

 
・
戸

加

 
八
幡
の
元
同
級
生

 
・
葉
山

人

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
法

部
⻑
に

任
予
定

 
・
戸
部

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
・
材
木
座
義

 
八
幡
の
元
同
級
生
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
帰
国
後
再
び
レ
ク
ト
に

出
向
中
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・
海

名
姫
菜

 
八
幡
の
元
同
級
生

腐
女
子
業
界
で
人
気
作
家
と
な
る

サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む

 
・

見
由
美

 
八
幡
の
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生

 
・

見

美

 
総
武
高
校
一
年
生
で
奉
仕
部
所
属

由
美
の
娘

 
・

本
か
お
り

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
嬢

後
に
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
情
報
屋
ソ
レ
イ
ア
ル

 
・
仲
町
千
佳

 
か
お
り
の
親
友
実
家
は
花
屋

ソ
レ
イ
ユ
関
連
の
花
や

木
の
注
文
を
一
手
に
引
き
受
け
る

事
と
な
る

 
・
昼
岡
映
子

 
詩
乃
の
親
友

真
面
目

ソ
レ
イ
ユ
の
労

部
に
所
属
予
定
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・

美
衣

 
詩
乃
の
親
友

調
整
役

ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
に
所
属
予
定

 
・
夜
野

奈

 
詩
乃
の
親
友

コ
ミ

力
の
⻤

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
そ
の

性
で

三
人
の
中
で
は
八
幡
に
一
番
近
い
存
在
と
な
る

八
幡
の
専
属

 
・
海
野

 
ク
ル
ス
の
親
友

美
咲
の
娘

 
美
咲
は
十
代
で

を
産
ん
だ

は
美
咲
の
事
を
美
咲
ち

ん
と
呼
ん
で
い
る

 
・

春
樹

 
元
海

総
合
高
校
の
生
徒
会
⻑
ソ
レ
イ
ユ
の
入
社

験
に
落
ち
る

か
お
り
に
告
白
し

 
・
須

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
の

人
事
件
の
首
謀
者

第
一
審
で

罪
判
決
が
下
る
も

中

 
・
重
村
徹
大

 
東
都

業
大
学

気

子

学

教

オ

グ
マ

の
開
発
者

 
オ

グ
マ

の

メ

カ

で
あ
る
カ
ム
ラ
の
取
締
役
の
一
人
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ア

ガ
ス
の
元
社
外
取
締
役

茅
場

須

神
代

比
嘉
は
い
ず
れ
も
彼
の
教
え
子

 
重
村

那
の

親

那
の
生
存
を
全
力
で
秘

し

 
オ

グ
マ

を
使

て

那
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
画

中

 
・
神
代
凛
子

 
ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
事
業
部
部
⻑

 
・
比
嘉
健

 
オ

グ
マ

の
開
発
に
協
力

後
に
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

 
・
安
岐
ナ
ツ
キ

 
自
衛

付
属
の

護
病
院
の
卒
業
生

級
は
二

曹

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
和
人
の
体
調
の
保
全
を
担
当

 
・
結
城

三

 
明
日
奈
の

親

レ
ク
ト
社
⻑

 
・
結
城
京
子

 
明
日
奈
の
⺟
親

 
・
結
城

一
郎
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明
日
奈
の
兄

 
・
遠

貴
子

 
詩
乃
を

し
て
い
た
一

の
リ

ダ

今
は
許
さ
れ
て
た
ま
に
一

に
行
動
し
て
い
る

 
・

 
コ
ミ
ケ
の
元
奥
さ
ん

姫
菜
と
共
に
サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む

 
・
ダ
ル

 
本
名
は
橋
田
至

ス

パ

ハ
カ

大
学
卒
業
後
は
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部

情
報
部
に
所
属

予
定

 
・

院
凶
真

 
本
名
は
岡
部

太
郎

あ
だ
名
は
オ
カ
リ
ン

八
幡
と
友
達
付
き
合
い
を
し
て
い
る

 
時
々
情
報
屋

と
し
て
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
を
プ
レ
イ
中

 
ナ
ユ
タ
の
事
を

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

と
共
に
見
守

て
い
る

 
・
ま
ゆ
し
い

 
本
名
は

名
ま
ゆ
り

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
で
バ
イ
ト
中

 
・
比
屋
定
真
帆
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紅
莉
栖
の
先
輩

ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
の
元
学
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
所
属

ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
に
邁
進
中

 
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン

 
元
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
教

で

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
の
部
⻑

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
に
邁
進
中

 
・
天
王

 
コ

ド
ネ

ム

通
称
ミ
ス
タ

ブ
ラ
ウ
ン

 
岡
部

太
郎
の
ラ
ボ
未
来
ガ
ジ

ト
研
究
所
の
一

の

気
店
の
店
⻑
に
し
て
ビ
ル
の

オ

ナ

 
ソ
レ
イ
ユ
情
報
部

ル
ミ
ナ
ス

表
向
き
は
市
場
調
査
部

部
⻑

 
・
桐
生
萌
郁

 
コ

ド
ネ

ム

ソ
レ
イ
ユ
情
報
部

ル
ミ
ナ
ス

所
属

八
幡
の
専
属

 
・
漆
原
る
か

 
岡
部

太
郎
の
弟
子

神
社
の
宮

の
息
子

 
・
漆
原
え
る
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神
社
の
宮

の
娘

漆
原
る
か
の
年
の
離
れ
た
姉

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
と
し
て
勤

中

 
通
称
ウ
ル
シ
エ
ル

 
・

万
音
由
季

 
夏
コ
ミ
の
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
に
参
加
し
た
女
性
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

橋
田
至
と
交

中

 
・
櫛
稲
田
優
里
奈

 
八
幡
の
被
保
護
者

八
幡
の
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
の
管
理
役
を
努
め
る

 
・
櫛
稲
田
大
地

 
優
里
奈
の
兄

故
人

 
・
小
比

蓮
一

 
香
蓮
の

親

北
海
道
で

設
業
を

む

香
蓮
の
他
に

息
子
が
二
人

娘
が
二
人
い
る

 
香
蓮
は
そ
の
末

子
で
あ
り

蓮
一
は
香
蓮
を

愛
し
て
い
る

 
・
は
ち
ま
ん
く
ん

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

詩
乃
が
所
持
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趣
味
の
資
料
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｍ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｒ
ｏ
ｓ
ａ
ｒ
ｉ
ｏ
ｅ
ｄ

ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 

 

組

所
属
メ
ン
バ

一

 

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

 
リ

ダ

 
 
ハ
チ
マ
ン

 
副
リ

ダ

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
キ
リ
ト
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
ソ
レ
イ
ユ

 
メ
ン
バ

 
 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
シ
リ
カ
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
フ

イ
リ
ス
 
 
レ
コ

ン 
 
 
 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
フ
カ
次
郎

 
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
レ
ヴ

 
 
 
 
ナ
タ
ク

 
 
 
 
ス
ク
ナ
 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ア
サ
ギ
 
 
 
 
コ
マ
チ
 
 
 
 
ク
ラ
イ
ン

 
 
 
 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
ユ
ミ

 
 
 
 
イ
ロ
ハ
 
 
 
 
リ

フ

 
 
 
 
メ
ビ
ウ
ス
 
 
 
ア
ル
ゴ
 
 
 
 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
ロ
ザ
リ
ア

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
三
十
名
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十
狼

 
リ

ダ

 
 
シ

ナ

 
メ
ン
バ

 
 
シ
ズ
カ
 
 
 
 
ベ
ン
ケ
イ
 
 
 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
銃
士

 
 
 
 
ロ

ザ
リ
ア

 
 
 
 
ピ
ト
フ

イ
 
 
エ
ム
 
 
 
 
 
イ
コ
マ
 
 
 
 
ニ

ン
ゴ
ロ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
 
十
名

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
リ

ダ

 
 
ハ
チ
マ
ン

 
メ
ン
バ

 
 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
キ
リ
ト
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
リ
ズ

ベ

ト

 
 
 
 
シ
リ
カ
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
フ

イ
リ
ス
 
 
レ
コ
ン
 
 
 
 
シ
ノ
ン

 
 
 
 
フ
カ
次
郎

 
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
レ
ヴ

 
 
 
 
ナ
タ
ク
 
 
 
 
ス
ク
ナ

 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ア
サ
ギ
 
 
 
 
コ
マ
チ
 
 
 
 
ク
ラ
イ
ン
 
 
 
エ
ギ
ル

 
 
 
 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
ユ
ミ

 
 
 
 
イ
ロ
ハ
 
 
 
 
リ

フ

 
 
 
メ
ビ
ウ
ス

 
 
 
 
ア
ル
ゴ
 
 
 
 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
ロ
ザ
リ
ア
 
 
 
レ
ン
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闇
風
 
 
 
 
 
薄
塩
た
ら
こ
 
 
ゼ
ク
シ

ド
 
 
ユ

コ
 
 
 
 
ハ
ル
カ
 
 

  
 
 
 
シ

リ

 
 
ミ
サ
キ
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
三
十
八
名

 
社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会

社
乙
会

 
会
⻑
 
 
薔
薇
小
猫

 
メ
ン
バ

 
 
相
模
南
 
 
 
 
間
宮
ク
ル
ス
 
 

本
か
お
り
 
 
仲
町
千
佳
 
 
 
岡
野

舞
衣

 
 
 
 
朝
田
詩
乃
 
 
 
雪
ノ
下
雪
乃
 
 
由
比

結
衣
 
三

優
美
子
 
 
一
色
い
ろ
は

 
 
 
 

乃
 
 
 
黒
川

莉
 
 
 
双
葉
理
央
 
 
 
桐
生
萌
郁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
十
五
名

  

 
二
つ
名
一

 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
銀
影
ザ
・
ル

ラ

王
 
 
 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
閃
光
バ

サ
ク
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ヒ

ラ

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
黒
の
剣
士

剣
王
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
絶
対

度

 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
絶
対
暴
君
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
姫
騎
士
イ

ジ
ス

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
必
中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
神

 
フ
カ
次
郎
 
 
 
ツ
ヴ

イ
ヘ
ン
ダ

シ
ル
フ
 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ 
ク
ラ
イ
ン
 
 
 
サ
ム
ラ
イ
マ
ス
タ

 
 
 
 
 
 
 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
ア
ク
ス
ク
ラ

シ 
シ
リ
カ
 
 
 
 
⻯
使
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
タ
イ
ム
キ

パ

 
レ
ン
 
 
 
 
 
ピ
ン
ク
の
悪
魔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
闇
風
 
 
 
 
 
ス
ピ

ド
ス
タ

 
ビ

ビ

 
 
 
指

者

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
個
人
マ

ク

出
分

 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 

王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
王

の
中
に

の

の
文
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ア
ス
ナ
 
 
 
 
ク
ロ
ス
レ
イ
ピ
ア
 
 
 
 
 

十

に
な

た
レ
イ
ピ
ア

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
剣
王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王

の
中
に

の

剣

の
文

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
ア
イ
ス
ク
リ
ス
タ
ル
ク
ロ
ス
 

通
称
ア
イ
ス
ク
ロ
ス

の
十

 
セ
ラ
フ

ム
 
 
セ
ラ
フ

ム
イ

ジ
ス
 
 
 

巨
大
な

の
生
え
た

を

た
盾

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
キ

ピ

ト
ア
ロ

 
 
 
先

に
ハ

ト
が
付
い
た
矢
を
番
え
た

 
ユ
ミ

 
 
 
 
ヘ
ル
フ

イ
ア
 
 
 
 
 
 

型
の

 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
ス
タ

ハ
ン
マ

 
 
 
 
 

ハ
ン
マ

の

上
に
星

 
フ
カ
次
郎
 
 
 
愛
天
使
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ

ト
に

と
天
使
の

 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
 
 
 
 

で
書
か
れ
た
ホ
ウ
キ
に
ま
た
が
る
魔

女 
ス
ク
ナ
 
 
 
 
ソ

イ
ン
グ
 
 
 
 
 
 
 

針
と
糸

 
ナ
タ
ク
 
 
 
 
ツ

ル
ボ

ク
ス
 
 
 
 
 

金

と

と
ペ
ン
チ

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
メ
イ
ン
武
器

出
分

現
在
の

況

 

 
ハ
チ
マ
ン
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ア
ス
ナ
 
 
 
 

姫

 
キ
リ
ト
 
 
 
 

王

二
本
に
分
け
た
時
の
呼
称
は
エ
リ

シ
デ

タ
ダ

ク
リ
パ
ル

サ 
フ
カ
次
郎
 
 
 
ハ
イ
フ

 
リ

フ

 
 
 
イ

ン
ホ
ウ

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
リ

ク
タ
イ

 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
ジ
・
エ
ン
ド
レ
ス

 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
無
矢
の

・

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
カ
イ
ゼ
リ
ン

  

 
他
プ
レ
イ
ヤ

・
メ
イ
ン
武
器
 

 
ユ
ウ
キ
 
 
 
 
セ
ン
ト
リ

 
ラ
ン
 
 
 
 
 
ス
イ
レ

 
リ

ウ
 
 
 
 
神
珍

パ
イ
プ
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ヴ

ル
ハ
ラ
制
式
装
備
 

 
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

リ

ダ

部
用

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
 
 
 

メ
ン
バ

用

  

 

光
剣
シ
リ
ア
ル
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
ア
ハ
ト

 
 
 
 
 
刀
身
は
黒

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
グ
ロ

ク

 
 
 
 
チ
ビ
ノ
ン
 
 
 
 
 
刀
身
は
水
色

 
シ
ズ
カ
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
夜

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
ピ
ン
ク

 
ベ
ン
ケ
イ
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
白
銀
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
銀

 
ピ
ト
フ

イ
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
⻤

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
エ
リ

シ
デ

タ
 
 
刀
身
は
黒

 
銃
士

 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
流
水
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
シ

リ

 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
血
華
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
デ
ヴ

ド
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
破

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
緑
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闇
風
 
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 

光
石

 
 
 
 
 
刀
身
は
紫
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 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
第
七
章
 
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
編

 
第
７
３
１
話
 
謎
の
ロ

バ

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

に
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
編
の
開
幕
で
す

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
上

し
て
か
ら
実
に
一
週
間
が
過
ぎ
た

 
だ
が
そ
の
事
は
ほ
と
ん
ど
話
題
に
は
上
が

て
い
な
い

 
そ
れ
は

純
に

目
立
つ
よ
う
な
行
動
を
ま

た
く
し
て
い
な
い
せ
い
で
あ
り

 
と
に
か
く
今
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
確

た
る
地
盤
を

こ
う
と
躍

に
な

て
い
た
の
だ

た

 
そ
し
て
物
語
は

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
か
ら
幕
を
開
け
る

お
ば
ば
様

何
か
私
好
み
の
情
報
は
無
い

 
ソ
フ

で
リ
ツ
に
入
れ
て
も
ら

た
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

 
ラ
ン
は
前
に
座

て
い
る

に
そ
う
質
問
を
し
た
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は
お
前
さ
ん
の
好
み
な
ぞ
に
は
ま

た
く

し
く
な
い
の
じ

が

 
そ
う
さ
の
う

お
前
さ
ん
達
は
十
分
な
強
さ
を

て
お
る
が

 
そ
の
武
器
じ

ま
だ
ま
と
も
に
戦
え
ん
じ

ろ

と
り
あ
え
ず
金

に
い
い
狩
り
場
の
情
報

で
い
い
か
の

そ
れ
よ
そ
れ

私
達
が
求
め
て
い
た
の
は
ま
さ
に
そ
ん
な
情
報
な
の

 
さ

す
が
お
ば
ば
様

頼
り
に
な
る
わ

褒
め
て
も
何
も
出
ん
ぞ
い

そ
ん
な
の
分
か

て
る
わ
よ

で
も
褒
め
ら
れ
て
悪
い
気
は
し
な
い
で
し

う

ま
あ
の
う

そ
れ
で
狩
り
場
の
情
報
じ

が

 
こ
こ
は
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
中
に
あ
る
万
屋

ロ

バ

で
あ
り

 
こ
の

は
そ
の
店
⻑
の

ロ

バ

で
あ
る

 
要
す
る
に
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
が
店
の
名
前
に
な

て
い
る
の
だ
が

 

だ
か
ら
ロ

バ

と
は
何
と
も
安
直
な
話
だ

 
ち
な
み
に
何
故
今
こ
う
な

て
い
る
の
か
と
い
う
と

 
話
は
ル
ク
ス
と
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
出
会
い
の
次
の
日
ま
で

る
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で
猫
が
原
の
戦
い
が
行
わ
れ
た
次
の
日

ひ
よ
り
は
学
校
の
廊
下
で
八
幡
に
話
し
か
け
ら

れ 

日
八
幡
が
落
ち
た
後
に
何
が
あ

た
の
か
を

嬉
し
そ
う
に
話
し
始
め
た

よ

ひ
よ
り

調
子
は
ど
う
だ

あ

八
幡
さ
ん

あ
の
後
な
ん
で
す
け
ど

実
は

速
お
友
達
が
出
来
た
ん
で
す
よ

 
あ
の
直
後
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
初
心
者
だ

て
い
う
コ
ン
バ

ト
組
の
人
達
に

 
初
期
の
資
金
で

え
る
武
器
を

て
る
店
は
な
い
か

か
れ
て

 
と
り
あ
え
ず
露
店
の
武
器
屋
に
案
内
し
た
ん
で
す
よ
ね

ふ
む
ふ
む

店
を
紹
介
し
た
後

他
に
も
色
々

か
れ
て

私

て
ば
え

と

 
補

と
か
を
担
当
し
て
た
せ
い
で

店
と
か
そ
う
い
う
の
に
は
結

し
い
か
ら

 
色
々
と
案
内
し
て
あ
げ
て

そ
れ
が
キ

カ
ケ
で
そ
の
人
達
と
仲
良
く
な

た
ん
で
す
よ

 
ひ
よ
り
は
さ
す
が
に
学
校
の
廊
下
で
ラ
フ
コ
フ
の
名
前
を
出
す
よ
う
な
事
は
せ
ず

 
主
語
を
省
い
て
そ
う
言
う
に

め
た

だ
が
ま
あ
特
に
問
題
は
な
い
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八
幡
は
事
情
を
知

て
い
る

き
ち
ん
と

内
で
ラ
フ
コ
フ
で
と
い
う
主
語
を
付
け
足

し
た
か
ら
だ

な
る
ほ
ど

確
か
に
ひ
よ
り
は
色
々
と

し
そ
う
だ
よ
な

は
い

そ
れ
だ
け
が
取
り

で
す
の
で

そ
れ
で
で
す
ね

私
達

て
先
立
つ
も
の
が
な
い

か
ら

 
ど
う
し
て
も
戦
闘
力

て
点
で
は
や

ぱ
り
最
前
線
に
は
ま
だ
ま
だ
行
け
な
い
ん
で
す
よ

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な
今
手
に
入
る
の
は
い
い
と
こ
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
く
ら
い
だ
ろ
う
し

な
そ
う
な
ん
で
す
よ

な
の
で
ま
あ

せ

か
く
知
り
合

た
ん
だ
し

 
私
は
信
頼
出
来
る
戦
闘
の
仲
間
を
手
に
入
れ
ら
れ
て

 
自
分
で
言
う
の
は
ち

と
恥
ず
か
し
い
で
す
け
ど

 
あ
ち
ら
は
情
報
通
の
私
に
色
々
案
内
し
て
も
ら
え
る

て
事
で

 
し
ば
ら
く
は
ウ

ン
ウ

ン
な
付
き
あ
い
を
し
て
い
こ
う

て
話
に
な

た
ん
で
す
よ
ね

そ
う
か

良
か

た
じ

な
い
か

は
い

正
直
助
か
り
ま
し
た
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八
幡
は
内
心
で

ひ
よ
り

て
こ
ん
な
に
よ
く

る
奴
だ

た
の
か
と
驚
い
て
い
た
が

 
よ
く
見
る
と

は
紅
潮
し
て
お
り

久
し
ぶ
り
に

の
キ

ラ
で
ロ
グ
イ
ン
出
来
て

 
楽
し
く
て
気
分
が
高
揚
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と

し
た

ち
な
み
に
そ
の

は
正
解
で

あ
るし

か
し
そ
い
つ
ら
は

確
か
に
信
用
出
来
る
奴
な
の
か

一
応
ネ

ト
で
調
べ
た
ん
で
す
け
ど

他
の
ゲ

ム
じ

名
な
チ

ム
ら
し
く
て

 
悪
い
評
判
も
無
い
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す

 
こ
の
時
点
で
八
幡
は

ま
さ
か
と
い
う
気
持
ち
で
い

ぱ
い
で
あ

た

へ

一
体
何
て
チ

ム
だ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
で
す

 
八
幡
は

ま
さ
か
そ
ん
な
偶
然
が
あ
る
の
と
衝
撃
を
受
け
た
が

 
当
然
そ
ん
な
感
情
を
表
に
出
す
よ
う
な
事
は
な
い

へ

ま
あ
ひ
よ
り
が
本
当
に
そ
い
つ
ら
を
信
用
出
来
る
と
思

た
の
な
ら

 
機
会
を
見
て
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
で
も
連
れ
て

て
や

て
く
れ

 
お
得
意
様
に
な

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
な
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あ
あ

確
か
に
そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ

速
今
日
案
内
し
て
み
ま
す
ね

ル
ク
ス

て
優
柔
不
断

い
事
を
言

て
た

に

た
ま
に
即
断
即
決
す
る
よ
な

 
こ
こ
で
ま
も
な
く

業
が
始
ま
る
時
間
と
な
り
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
へ
と

る
事
に
し

た
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

ひ
よ
り

は
い

ま
た
で
す

 
そ
し
て
教
室
に
入

た
ひ
よ
り
は

同
じ
ク
ラ
ス
の
女
子
達
に
囲
ま
れ
た

か

さ
ん

最
近
八
幡
様
と
た
ま
に
話
し
て
る
よ
ね

う

う
ん

実
は
先
日
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
で
偶
然
八
幡
さ
ん
達
と
知
り
合

て

 
そ
の
時
に
覚
え
て
も
ら
え
た
の

そ
う
な
ん
だ

や

ぱ
り
ゲ

ム

み
か

ま
た
私
も
何
か
始
め
よ
う
か
な

 
で
も
ま
だ
ち

と
怖
い
ん
だ
よ
ね

そ
れ

あ
る
よ
ね

分
か
る
分
か
る

私
も
そ
う
だ
も
ん

 
そ
の
意
見
に
他
の
女
子
達
も

同
し
た



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

ま
あ
悪
い
の
は
人
で
あ

て

ゲ

ム
が
悪
い
ん
じ

な
い
よ
き

と

確
か
に

ま
あ
で
も
八
幡
様
に
覚
え
て
も
ら
え
た
な
ん
て

本
当
に

ま
し
い

い
い
な

さ
ん

 

業
開
始
時
刻
が
差
し
迫

て
い
た
せ
い
か

 
丁
度
そ
の
時

教
師
が
前
の
扉
か
ら
入

て
き
た
た
め

 
そ
こ
で
ひ
よ
り
は
解
放
さ
れ
る
事
と
な

た

ふ
う

こ
の
学
校
に
入

て
か
ら
こ
ん
な
に
人
と
話
し
た
の
は
始
め
て
か
も

 
こ
れ
も
八
幡
さ
ん

果
な
の
か
な

や

ぱ
り
凄
い
な

 
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
ひ
よ
り
は
そ
の
日
ク
ラ
ス
メ

ト
達
の
相
手
を
し
続
け
る
事
と

な

た

 
こ
れ
を
キ

カ
ケ
に

ひ
よ
り
の
学
校
で
の
半

立

態
は
終
了
し

 
そ
の
後
は
普
通
に
他
の
者
と
も
話
せ
る
よ
う
に
な

た

 
そ
う
考
え
る
と
先
日
の
戦
い
は
ひ
よ
り
に
と

て
は
人
生
の
転
機
と
な
る
戦
い
で
あ

た
の

だ
ろ
う
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さ
て

今
日
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
人
達
と

ど
こ
に
行
こ
う
か
な

 
と
り
あ
え
ず
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
は
案
内
す
る
と
し
て

 
そ
こ
で
ど
ん
な
素
材
が
ど
の

り
で
取
れ
る
の
か
と
か

 
ど
ん
な
資
材
が
高

で
取
引
さ
れ
て
い
る
の
か
と
か

リ
ツ
さ
ん
や
リ
ナ
さ
ん
に

い
て
み

よ

と

 
ひ
よ
り
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
教
室
を
出
た

 
そ
し
て
八
幡
の
教
室
の
前
に
差
し

か

た
時

中
か
ら
こ
ん
な
声
が

こ
え
た

お
い
お
い

八
幡
の
奴
は
ど
う
し
た
ん
だ

凄
い
勢
い
で
走
り
去

て
い

た
な

あ

何
か
急
用
で
ソ
レ
イ
ユ
に
行
く

て

ソ
レ
イ
ユ

あ
あ

仕
事

み
か

そ
う
な
の
か
な

今
日
は
一
日
ど
こ
か
ら
も
連

を
受
け
て
な
か

た
ん
だ
け
ど
な

八
幡
さ
ん

帰

ち

た
ん
だ

 
運
が
良
け
れ
ば
放
課
後
も
ち

と
話
せ
る
か
と
思

て
た
け
ど

残
念
だ
な

 
ひ
よ
り
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も
寮
の
自
室
へ
と
急
い
で

り
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
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ン
し
た

さ
て

ラ
ン
さ
ん
達
は

ス
テ

タ
ス

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
一
層

 
こ
こ
に
い
る
な
ら
と
り
あ
え
ず

み
ん
な
を
探
し
て
合
流
か
な

 
ル
ク
ス
が
そ
う
思

た

間
に

ラ
ン
か
ら
メ

セ

ジ
が

い
た

私
ラ
ン
ち

ん

今
あ
な
た
の
後
ろ
に
い
る
の

ひ
 
ル
ク
ス
は
そ
う

く

鳴
を
上
げ
て

て
て

り
向
い
た

ど
う
し
た
の

ど
こ
か
に
美
人
で
グ
ラ
マ

な
ラ
ン
ち

ん
で
も
い
た

 
そ
の

顔
無
恥
な
言
葉
に
は

さ
す
が
に
仲
間
内
か
ら
突

込
み
が
飛
ん
だ

自
分
で
言
う
の
か
よ

さ
す
が
ラ
ン
さ
す
が
あ
ざ
と
い

う
る
さ
い
わ
ね

別
に
い
い
じ

な
い

事
実
な
ん
だ
し

う
わ

開
き
直
り
や
が

た

も
う
一
回
言
う
ぞ

自
分
で
言
う
な

 
そ
の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

達
の
会
話
に

ル
ク
ス
は
思
わ
ず

き
出
し
た
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ほ
ら

ル
ク
ス
も
喜
ん
で
く
れ
て
る
じ

な
い

お

い
ラ
ン

違
う
か
ら
な

笑
わ
れ
て
る
だ
け
だ
か
ら
な

 
そ
ん
な
ラ
ン
に
す
か
さ
ず
テ

チ
が
そ
う
突

込
ん
だ

そ
う
な
の

 
ラ
ン
が
真
顔
で
そ
う
言

た

ル
ク
ス
は
そ
れ
が
冗
談
な
の
か
本
気
な
の
か
判
別
出
来
な

か

た

 
そ
の

ル
ク
ス
は
必
死
に
笑
い
を

え
な
が
ら
ラ
ン
に
無
難
な
返
事
を
し
た

い

い
え

皆
さ
ん
と
一

に
い
る
と
楽
し
い
な

て
思

て

ほ
ら

や

ぱ
り
喜
ん
で
る
ん
じ

な
い

 
そ
の
ラ
ン
の
ド
ヤ
顔
に

テ

チ
は

れ
た
顔
で
言

た

ま
あ
ル
ク
ス
が
い
い

て
な
ら
そ
れ
で
い
い
や

で

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

あ

そ
の
前
に
一

所

案
内
し
た
い
所
が
あ
る
ん
で
す

そ
う
な
ん
だ

ど
こ

え

と
ア
ル
ン
の
裏
通
り
に
あ
る
素
材
屋
さ
ん
で
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ

て
お
店
で

す
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ち

と
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
似
て
る
わ
ね

ひ

ふ

み

四
文

し
か
被

て
ね
え
よ

半
分
も
被

て
る
じ

な
い

え

あ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か

え
え
そ
う
よ

私
は
常
に
正
し
い
の
よ

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
に

仲
間
達
は
や
れ
や
れ
と
い
う
表
情
を
し
た

え

と

 
ル
ク
ス
は
ど
う
反
応
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず

に
そ
う
口
に
出
し
た

あ

と
ご
め
ん
ご
め
ん

ラ
ン
は
時
々
こ
ん
な
風
に
お
か
し
く
な
る
ん
だ
よ
ね

 
さ
あ

そ
の
お
店
に
ボ
ク
達
を
案
内
し
て
よ

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う

ユ
ウ
キ

後
で
覚
え
て
な
さ
い

は
い
は
い

ラ
ン
も
さ

さ
と
行
く
よ

 
そ
し
て
一
行
は

ル
ク
ス
の
案
内
で
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
へ
と
足
を

み
入
れ
る
事
に

な

た
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第
７
３
２
話
 
そ
れ
は
夢
か
幻
か

 
す
み
ま
せ
ん

ず

と
戦
士
の
碑
と
表
記
し
て
ま
し
た
が

剣
士
の
碑
が
正
し
い
で
す
ね

 

が
多
い
の
で
徐
々
に
直
し
て
い
き
ま
す

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
前
に
到
着
し
た
一
同
は
口
々
に
店
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
て

い
たう

わ

何
こ
こ

見
る
か
ら
に
怪
し
い
な

い
や
い
や

こ
う
い
う
の
が
い
い
ん
だ
ろ

い
か
に
も

て
感
じ
で

こ
れ
は
名
店
の
雰
囲
気
が

ん

ん
す
る
わ
ね

こ
れ

入
り
口
に
触
る
と
パ
ス
ワ

ド
の
入
力
を
求
め
ら
れ
ま
す
ね

 
好
奇
心
で
入
り
口
に
触

た
シ
ウ
ネ

が

驚
い
た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

マ
ジ
か

々
怪
し
い
な
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ル
ク
ス
は
よ
く
こ
ん
な
店
を
知

て
い
た
わ
ね

あ

え

と

お
友
達
に
教
え
て
も
ら

た
ん
で
す
よ

 
ち
な
み
に
信
用
出
来
る
人
し
か
連
れ
て
こ
な
い
よ
う
に

て
い
う

件
が
付
け
ら
れ
て
ま
す

 
そ
の
ル
ク
ス
の
言
葉
は

確
か
に
一
同
の
心
を
打

た

そ

そ
う

ま
あ
別
に
嬉
し
く
な
ん
か
な
い
ん
だ
か
ら
ね

ラ
ン
は
素
直
じ

な
い
な

ス
ト
レ

ト
に
嬉
し
い

て
言
え
ば
い
い
じ

な
い

 
ユ
ウ
キ
に
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は
顔
を

く
し

そ

を
向
き
な
が
ら
言

た

ま

ま
あ
嬉
し
く
な
く
は
な
く
は
な
く
は
な
い
わ
ね

い
や

⻑
い
か
ら

 
ノ
リ
が

れ
た
顔
で
そ
う
言

た
後

続
け
て
こ
う
付
け
加
え
た

私
は
悪
い
気
は
し
な
い
わ
ね

と
い
う
か
嬉
し
い
よ

私
も
で
す

信
頼
し
て
下
さ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ル
ク
ス
さ
ん

 
シ
ウ
ネ

も
満
面
の
笑
顔
で
ル
ク
ス
に
そ
う
言

た

俺
も
俺
も

俺
も
嬉
し
い
か
な
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も
ち
ろ
ん
ボ
ク
も
嬉
し
い
よ

 
シ
ウ
ネ

に
続
い
て
ジ

ン
が
明
る
い
声
で
そ
し
て
テ

チ
が
落
ち
着
い
た
声
で
そ
う
言
い

 
そ
の
後
に
ユ
ウ
キ
が
笑
顔
で
そ
う
言

た

わ

わ
た
く
し
も
そ
の

嬉
し
い
と
思
い
ま
す

 
最
後
に
タ
ル
ケ
ン
が
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言
い

 
そ
ん
な
タ
ル
ケ
ン
の
背
中
を
ノ
リ
が
バ
シ
ン
と
叩
い
た

タ
ル

あ
ん
た
い
い
加

に
女
の
子
の
前
で
あ
が
る
そ
の

治
し
な
よ

そ
う
言
わ
れ
て
治
る
く
ら
い
な
ら
も
う
と

く
に
治

て
る
よ

 
そ
の
や
り
取
り
で
一
同
は
笑
い

釣
ら
れ
て
ル
ク
ス
も
笑

た

 
ハ
チ
マ
ン
が
相
手
の
時
と
身
内
だ
け
の
時
は

 
年
相
応
の
子

の
よ
う
な
反
応
を
す
る
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
男
性

だ
が

 
ど
う
や
ら
こ
う
い
う
場
だ
と

三
者
三
様
の
個
性
が
出
る
ら
し
い

 
基
本
ジ

ン
は
明
る
く

活
で
あ
り

テ

チ
は
落
ち
着
い
て
お
り

 
タ
ル
ケ
ン
は
若

な
感
じ
の
よ
う
で
あ
る

さ
て

そ
れ
じ

あ
中
に
入
り
ま
し

う
か

今
パ
ス
ワ

ド
を
入
力
し
ま
す
ね
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そ
う
言

て
ル
ク
ス
が
パ
ス
ワ

ド
を
入
れ
る
と
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
い
う
ベ
ル
の
音
と
共

に 
店
の
入
り
口
の
扉
が
開
い
た

失

し
ま
す

先
日
こ
ち
ら
に
お

魔
さ
せ
て

い
た

ル
ク
ス
で
す
が

い
ら

し

い
ま
せ
あ

今
日
も
来
て
く
れ
た
ん
だ
あ
り
が
と
に

ル
ク
ス
さ
ん

あ
あ

話
は

い
て
る
よ

私
は
リ

ク

宜
し
く
じ

ん

 
そ
ん
な
二
人
を
リ
ツ
と
リ

ク
が
出
迎
え
た

ど
う
や
ら
今
日
の
店
番
は
こ
の
二
人
の
よ
う
で

あ
る今

日
は
ど
う
し
た
の
に

そ
れ
に
そ
ち
ら
は

新
し
く
こ
ち
ら
の

客
に
な

て
く
れ
そ
う
な
信
頼
出
来
る
人
達
を
連
れ
て
き
ま
し
た

 
こ
ち
ら
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
方
々
で
す

 
そ
し
て
自

紹
介
が
行
わ
れ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
リ
ツ
達
に
そ
の
存
在
を
認
知
さ
れ
る
事
と
な

た

今
後
と
も
ご

に
に

そ
れ
で
で
す
ね
リ
ツ
さ
ん
リ

ク
さ
ん
色
々
教
え
て
欲
し
い
事
が
あ
る
ん
で
す
が
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う
ん

何
か
に

え

と

 
そ
の
時

店
の
奥
か
ら
何
者
か
が

を
現
し
た

 
一
人
は
リ

ウ

そ
し
て
も
う
一
人
は

よ
た
よ
た
と
歩
く

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
珍
し
い

で

あ

た
あ
れ
ま

お
客
さ
ん
か
え

へ

私
は
リ

ウ

あ
な
た
達

分
と
強
そ
う
ね

ち

と
戦
う

こ
れ
リ

ウ

少
し
は
自
重
す
る
の
じ

ち

は

い

 
そ
の

に
そ
う

め
ら
れ
た
リ

ウ
は

大
人
し
く
後
ろ
に
下
が

た

 
そ
し
て
前
に
出
た

は

一
同
に
自

紹
介
を
始
め
た

の
名
は
ロ

バ

今
度
こ
こ
に
店
を
出
さ
せ
て
も
ら
う
事
に
な

た
者
じ

宜
し
く
な

べ

別
の
お
店
で
す
か

こ
こ
に

つ
い
さ

き
急
に
決
ま

た
話
な
の
に

な
の
で
お
客
さ
ん
達
が

 
ロ

バ

さ
ん
の
お
店
の
最
初
の
お
客
さ
ん
な
の
に
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ち
な
み
に
ロ

バ

さ
ん
の
お
店
は
基
本
カ
タ
ロ
グ

で

商
品
は
後
日
に
手

し
方
式

じ

ん
そ
う
な
ん
で
す
か

こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ロ

バ

さ
ん

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く

 
そ
し
て
リ
ツ
は
ル
ク
ス
か
ら
の
色
々
な
質
問
に
答
え
る
事
と
な
り
シ
ウ
ネ

も
そ
れ
に
加

わ

た

 
そ
の
間
残
り
の
者
達
は
ロ

バ

が
差
し
出
し
て
き
た
カ
タ
ロ
グ
を
見
な
が
ら
一
喜
一
憂

し
て
い
た

ち

ち

と
お
ば
ば
様

こ
れ

て
本
当
に

て
る
の

も
ち
ろ
ん
じ

何
か
気
に
な
る
物
で
も
あ

た
か
え

こ
れ

こ
れ
よ
こ
れ

こ
の
刀

こ
こ
に
書
い
て
あ
る
ス
ペ

ク

て
本
当
な
の

ど
れ

あ
あ

ス
イ
レ

じ

な

確
か
に
そ
れ
で
間
違
い
な
い
ぞ
え

 
そ
の
ロ

バ

の
言
葉
に
ラ
ン
は

を

か
せ
た

欲
し
い

で
も
お
金
は
無
い

な
ら
誰
か
に

わ
れ
な
い
う
ち
に

そ
の
金

を
目
標
に
頑
張

て

ぐ
ん
じ

な
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分
か

た

頑
張

て

め
る

絶
対
に

う
か
ら
可
能
な
ら
予
約
を
お
願
い

や
れ
や
れ

ま
あ
仕
方
な
い
の
う

一

月
待

て
や
る
わ
い

あ
り
が
と
う
お
ば
ば
様

 
ま
さ
に
即
断
即
決
で
あ

た

お
い
お
い
ラ
ン

そ
れ

て
そ
ん
な
に
い
い
物
な
の
か

 
そ
の
ジ

ン
の
質
問
に

ラ
ン
は
目
を
血
走
ら
せ
な
が
ら
こ
う
答
え
た

い
い
物
な
ん
て
も
ん
じ

な
い
わ
よ

こ
れ
は
最
終
装
備
ク
ラ
ス
の
武
器
よ

神
刀
ク
ラ
ス

よ
げ

マ
ジ
で

ロ

バ

さ
ん

て
何
者
な
ん
だ
ろ
う

 
そ
の
驚
き
も
束
の
間

続
け
て
ユ
ウ
キ
が
絶
叫
し
た

こ
れ
は
と
て
も
珍
し
い
事
で
あ
る

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

な

何
じ

小
娘

一
体
ど
う
し
た
ん
じ

お
ば
ば
様

こ
れ

こ
れ

ん

あ
あ

セ
ン
ト
リ

か

こ
れ
が
欲
し
い
の
か
え
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欲
し
い

な
ら
頑
張

て
お
金
を

い
で
く
る
ん
じ

な

う
ん

ぐ

な
の
で
予
約
を
お
願
い

ま
た
か

ま
あ

わ
ん
ぞ
い

頑
張
る
ん
じ

ぞ

あ
り
が
と
う

お
ば
ば
様

 
喜
ぶ
ユ
ウ
キ
に

テ

チ
が
恐
る
恐
る
こ
う

ね
た

ユ
ウ
キ

も
し
か
し
て
そ
れ
も

う
ん

魔
剣
ク
ラ
ス

も
し
か
し
た
ら
神
剣
か
も
ね

そ
れ
は
凄
い
な

 
テ

チ
は
う
う
む
と

り

先

と
同
じ
よ
う
に

タ
ル
ケ
ン
が
ぼ
そ
り
と

い
た

ロ

バ

さ
ん

て
本
当
に
何
者
な
ん
だ
ろ
う

は
た
だ
の

じ

よ

う
わ

も
し
か
し
て

こ
え
て
ま
し
た
か

こ
え
て
た
が
気
に
す
る
事
は
無
い
わ
え

別
に
悪
口
と
か
じ

な
か

た
か
ら
の
う

す

す
み
ま
せ
ん
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そ
う
謝
る
タ
ル
ケ
ン
に

ロ

バ

は
気
に
す
る
な
と
い
う
風
に

揚
に
手
を

た

ち
な
み
に
そ
の
二
本
な
ら
今
手
元
に
あ
る
ぞ
い

 
こ
の
カ
タ
ロ
グ
の
内
容
が
本
当
だ
と
証
明
す
る

に

ち
と
持
た
せ
て
や
る
か
の
う

い

い
い
の

ど

ど
こ

こ
こ
じ

 
そ
う
言

て
ロ

バ

は

ス
ト
レ

ジ
か
ら
一
本
の
刀
と
一
本
の
剣
を
取
り
出
し
た

 
そ
れ
を
見
た
一
同
は

思
わ
ず
背
筋
が

ク

と
す
る
の
を
感
じ
た

凄
え
迫
力

 
そ
の
二
本
を
見
た
ジ

ン
は

然
と

い
た

そ
し
て
テ

チ
も
そ
の

き
に
同
意
し
た

本
物
だ
ね

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
サ
ポ

ト
役
と
し
て
自
ら
を
鍛
え
て
き
た
シ
ウ
ネ

は

 
目
を
見
張
り
な
が
ら
こ
ん
な
感
想
を
述
べ
た

こ
れ
は
武
器
の
心
得
が
無
い
私
が
見
て
も

何
か
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ね

い
や
い
や
シ
ウ
ネ

マ
ジ
凄
い

て
こ
れ
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ノ
リ
が
武
器
か
ら
目
を
離
さ
な
い
ま
ま
そ
う
言
い
タ
ル
ケ
ン
は

を
紅
潮
さ
せ
な
が
ら
こ
う

い
た

何
か

い
込
ま
れ
そ
う
だ
ね

 
そ
の
言
葉
通
り

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
目
は
そ
の
二
本
の
武
器
に

付
け
と
な

て
い
た

ほ
れ

二
人
と
も

正
気
に

ら
ん
か
い

 
そ
ん
な
二
人
の

を
ロ

バ

が

く
叩
い
た

あ

と

ご
め
ん
な
さ
い
お
ば
ば
様

う
わ

う
わ

お
ば
ば
様

持

て
み
て
も
い
い

そ
の

に
出
し
た
ん
じ

二
人
と
も
ほ
れ

持

て
み
い

 
そ
し
て
ラ
ン
は
ス
イ
レ

を

ユ
ウ
キ
は
セ
ン
ト
リ

を

ロ

バ

か
ら
受
け
取

た

リ
ツ
さ
ん

こ
れ

庭
を

り
て
ち

と

て
み
て
も
い
い

わ
な
い
に

こ

ち
に

 
そ
し
て
二
人
は
庭
で

近
い
将
来
自
分
の
物
に
な
る
で
あ
ろ
う

武
器
を

て
み
た

こ

こ
れ
は

カ
タ
ロ
グ
ス
ペ

ク
以
上
に
く
る
も
の
が
あ
る
ね
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そ
の

間
に

そ
の
二
本
の
武
器
か
ら

リ
ン

と
い
う
音
が

こ
え

 
二
人
の

裏
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
ら
し
き
モ
ン
ス
タ

と
戦
う
自
分
達
の

が

か
ん

だ 
そ
の
手
に
は
ス
イ
レ

と
セ
ン
ト
リ

が
し

か
り
と

ら
れ

そ
ん
な
二
人
の
隣
に

 

く
レ
イ
ピ
ア
を
持
つ

⻑
い
水
色
の

を
し
た
見
た
事
も
な
い
美
し
い
女
性
が
い
た

 
そ
の
映
像
は
一

で
消
え

二
人
は
現
実
へ
と
引
き

さ
れ
た

い

今
の
は

ん

ど
う
か
し
た
の
か
え

う

う
ん

こ
れ
を
持

て
何
か
巨
大
な
モ
ン
ス
タ

と
戦
う
ボ
ク
達
の

が
見
え
た

そ
れ
に

見
た
事
が
な
い
見
知
ら
ぬ
女
性
が
私
達
と
一

に
戦

て
い
た
わ

 
光

く
レ
イ
ピ
ア
を
持

た

⻑
い
水
色
の

の

麗
な
女
性
よ

ほ
う

ま
あ
未
来
に
そ
う
い
う
事
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
う

 
ロ

バ

は
そ
う
な

た
原
因
に
心
当
た
り
が
無
い

 
二
人
か
ら
武
器
を
受
け
取
り
つ
つ
も
し
か
し
た
ら
い
ず
れ
そ
う
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
な
と

 
漠
然
と
し
た
感
想
を
述
べ
る
に

め
た
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二
人
と
も

こ
の
武
器
は
ど
う
じ

た
か
の

絶
対
に
欲
し
い

そ
う
か
そ
う
か

ま
あ
頑
張
る
ん
じ

よ

 
他
の
メ
ン
バ

達
も

自
分
達
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
武
器
や
防

に
目
星
を
付
け

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
最
初
の
目
標
が
決
ま

た

一
に
も
二
に
も
金

金

で
あ
る

ル
ク
ス

シ
ウ
ネ

リ
ツ
さ
ん
か
ら
話
は

け
た

は
い

バ

チ
リ
で
す

情
報
を
共

し

確
認
し
ま
し
た

 
そ
の
事
を
確
認
し
た
後

ラ
ン
は
続
け
て
仲
間
達
に
指

を
出
し
た

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

当
面
の

点
に
す
る
場
所
を
探
し
ま
し

う

 
リ
ツ
さ
ん

何
か
そ
う
い
う
物
件
に
心
当
た
り
は
無
い

ご
め
ん
な
の
に

私
は
そ

ち
方
面
に
は

い
の
に

家
な
ら
私
に
心
当
た
り
が
い
く
つ
か
あ
る
じ

ん

 
そ
う
横
か
ら
口
を
出
し
て
き
た
の
は
リ

ク
で
あ

た

リ

ク
は
こ
の
店
を
探
す
に

り
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い
く
つ
か
の
物
件
を
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
実

に
見
に
行

た

験
が
あ

た

こ
こ
と
こ
こ
そ
れ
に
こ
こ

り
に
レ
ン
タ
ル
出
来
る
そ
れ
な
り
に
広
い
家
が
あ
る
じ

ん

ね
あ
り
が
と
う

こ
の
お

は
い
ず
れ

う
ち
に
素
材
を

し
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
じ

ん

分
か

た

必
ず
持

て
く
る
ね

 
そ
し
て
一
同
が
別
れ
を
告
げ

点
を
探
し
に
行
こ
う
と
し
た
そ
の
時

 
今
ま
で

て
い
た
リ

ウ
が
ロ

バ

に
こ
う
言

た

ロ

バ

さ
ん

そ
ろ
そ
ろ
戦
う

は
戦
わ
ん
ぞ

そ
う
じ

な
く
て

ほ
ら

分
か
る
で
し

 
ど
う
や
ら
先

ス
イ
レ

と
セ
ン
ト
リ

を
見
せ
ら
れ
た
リ

ウ
は

 
我
慢
の
限
界
が
来
て
し
ま

た
よ
う
で

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
を
見
て
ハ

ハ

と
荒
い
息
を

き
な
が
ら
も
じ
も
じ
し
て
い
た
少
し
エ
ロ

い
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や
れ
や
れ

そ
こ
の
二
人
が
い
い
と
い
う
な
ら
別
に

わ
ん
ぞ
い

ど
う

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

や

て
も
い
い
ん
だ
け
ど

手
持
ち
の
武
器
が
心
も
と
な
い
の
よ
ね

う
ん

ボ
ク
も
そ
ん
な
感
じ

ロ

バ

さ
ん

 
リ

ク
は

る
よ
う
な
目
で
ロ

バ

を
じ

と
見
つ
め

 
ロ

バ

は
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
ス
ト
レ

ジ
か
ら

 
そ
れ
な
り
の
性
能
に
見
え
る
武
器
を
取
り
出
し
た

中
の
上
く
ら
い
の
武
器
じ

が
こ
れ
で
い
い
か
え

え
え
と

う
ん

こ
れ
な
ら
い
け
る
か
も

ボ
ク
も
大
丈
夫

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い

こ
の

が
訓
練
場
ま
で
案
内
し
て
や
る
か
え

あ
り
が
と
う
お
ば
ば
様

 
こ
う
し
て
成
り
行
き
か
ら

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
二
人
は
リ

ウ
と
剣
を
交
え
る
事
と
な

た
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第
７
３
３
話
 
レ
ベ
ル
の
高
さ

こ
こ
じ

こ
こ
じ

さ
て

存
分
に
や
り
合
う
が
よ
い
ぞ

あ
り
が
と
う
お
ば
ば
様

へ

こ
ん
な
場
所
も
あ
る
ん
だ

ど
う
や
ら

張
は
し
て
い
な
い
み
た
い
だ
わ
ね

ま
あ
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
レ
ベ
ル
を

る
い
い
機
会
だ
し
ね

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ

そ
し
て
リ

ウ
は
今

訓
練
場
の
真
ん
中
で
対
峙
し
て
い
た

さ
て

ど

ち
が
戦
う

あ

で
も
両
方
同
時
は
勘

ね

絶
対
に
無
理
だ
し

お
や
リ

ウ
あ
ん
た
に
し
て
は
珍
し
い
じ

な
い
か
一
体
ど
ん
な
風
の

き
回
し
だ
い

や
だ
な

お
ば
ば
様

私

て
ば

勝
て
な
い
戦
い
は

 
ど
う
し
て
も
仕
方
が
な
い
時
に
し
か
し
な
い
主
義
な
の
よ
ね

な
る
ほ
ど
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ロ

バ

は
そ
れ
だ
け
確
認
す
る
と

大
人
し
く
後
ろ
へ
と
下
が
り

 
そ
し
て
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は

ど
ち
ら
が
先
に
戦
う
の
か
相
談
を
始
め
た

ユ
ウ

こ
こ
は
リ

ダ

で
あ
る
私
に

り
な
さ
い

え

や
だ
よ

ボ
ク
だ

て

く
戦
い
た
い
も
ん

ど
う
し
て
も
引
か
な
い
の

そ

ち
こ
そ
引
い
て
よ
ラ
ン

仕
方
な
い
わ
ね

こ
う
な

た
ら
ジ

ン
ケ
ン
よ

分
か

た

本
気
で
い
く
か
ら
ね

負
け
な
い
わ
よ

 
そ
し
て
二
人
は
ジ

ン
ケ
ン
を
始
め
た

だ
が
中
々
決
着
が
つ
か
な
い

 
と
い
う
か
ま

た
く
決
着
が
つ
か
な
い

 

々
と
あ
い
こ
を

り
返
す
二
人
に
さ
す
が
に
業
を

や
し
た
の
か

 
ロ

バ

が
二
人
の
間
に

て
入

た

ま

た
く
何
な
ん
じ

お
主
ら
は

双
子
の
親
和
性
か
何
か
か
え

 
も
う
こ
う
な

た
ら
ク
ジ
か
何
か
で
決
め
る
が
え
え
わ
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り
物
の

剣
に
こ
れ
こ
れ
こ
う
し
て
目

を
つ
け
て

 
ほ
れ
二
人
と
も

ど

ち
か
を
選
ぶ
と
え
え

の
付
い
た
方
が
当
た
り
ぞ

そ
れ
じ

あ
私
は

を

ボ
ク
は

を

 
こ
の
勝
負
に
勝
利
し
た
の
は
ラ
ン
で
あ

た

や

た
わ

正
義
の
勝
利
よ

く

負
け
た

と
い
う

で
お
待
た
せ
し
た
わ
ね

私
が
相
手
よ

や
れ
や
れ
や

と
決
ま

た
み
た
い
だ
わ
ね

 
そ
れ
じ

あ
ロ

バ

さ
ん

開
始
の
合
図
を
お
願
い

心
得
た

こ
の
コ
イ
ン
が
地
面
に
落
ち
た
時
が
開
始
じ

ほ
れ
い
く
ぞ

 
そ
う
言

て
ロ

バ

は

取
り
出
し
た
コ
イ
ン
を

へ
と
投
げ
た

 
そ
の
コ
イ
ン
が
地
面
に
落
ち

チ
リ
ン

と
い
う
音
を
立
て
た

間
に

 
い
き
な
り
リ

ウ
が
ラ
ン
に
向
か

て
突

込
ん
だ

先
制
攻
撃

だ
わ
よ
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リ

ウ
は
そ
の
ま
ま
無
骨
な
神
珍

パ
イ
プ
を

り
上
げ

ラ
ン
へ
と
襲
い
か
か

た

 
ラ
ン
は
リ

ウ
の
持
つ

パ
イ
プ
か
ら

不
穏
な
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た

 
そ
の
攻
撃
を
ま
と
も
に
受
け
る
事
は
せ
ず
上
手
く
攻
撃
の

道
を
ず
ら
し
て
反
撃
し
よ
う
と

し
たお

お

と

危
な
い
危
な
い

 
リ

ウ
は
即
座
に
後
ろ
に

び
カ
ウ
ン
タ

ぎ
み
に
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
ラ
ン
の
意
図
を

ん
だカ

ウ
ン
タ

に
は
突
き
だ
わ
ね

 
リ

ウ
は
そ
こ
か
ら
突
き
主
体
の
攻
撃
に
移
行
し

ラ
ン
は

打
ち
を
し
な
が
ら
も

 
即
座
に
ス
タ
イ
ル
を
変
え

こ
ち
ら
も
突
き
主
体
の
攻
撃
に
切
り

え
た

へ

そ
う
く
る

こ
う
く
れ
ば
こ
う

こ
う
く
れ
ば
こ
う

か

 
ラ
ン
は
リ

ウ
と
突
き
の
応

を

り
広
げ
な
が
ら

 
自
分
の
攻
撃
が
徐
々
に

に
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
を
味
わ

て
い
た

 
そ
れ
が
気
の
せ
い
で
は
な
い
証

に
一
度
放

た
技
に
対
す
る
相
手
の
対
応
が
刻
々
と
変

化
し
て
い
く
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こ
の
人

一
体
何
な
の

 
ラ
ン
は
得
体
の
知
れ
な
い

感
を
覚
え

一

後
ろ
に
下
が
る
事
に
し
た

そ
こ

 
そ
の

間
に
リ

ウ
の
持
つ
神
珍

パ
イ
プ
の
先

に

光
る
リ
ン
グ
の
よ
う
な
物
が
現
れ

 
そ
れ
が
突
然
凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
で
ラ
ン
の
方
へ
と

び
た

え
 
ラ
ン
は

に
そ
れ
を
避
け
た
が

そ
れ
は
逆
に
リ

ウ
の
思
う

で
あ

た

こ
こ
か
ら

こ
う

 
そ
う
叫
び
な
が
ら
リ

ウ
が
手
首
を

た

間
に
そ
の
リ
ン
グ
部
分
が
ラ
ン
の
体
に

き

つ
い
た

ち

ち

と

何
よ
こ
れ

そ
し
た
ら
こ
の
ま
ま

こ
う

 
リ

ウ
は
そ
の
ま
ま
ラ
ン
の
体
を
持
ち
上
げ

空
中
に
投
げ
上
げ
よ
う
と
し
た

 
お
そ
ら
く
空
中
で

束
を
解

し

そ
の
ま
ま
殴
打
し
よ
う
と
い
う
考
え
だ

た
の
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
の
リ

ウ
の
意
図
通
り
に
は
い
か
な
か

た

ラ
ン
の
体
が
持
ち
上
が
ら
な
か

た
の
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で
あ
る

 
と
い
う
か
武
器
は
持
ち
上
が

た
が

ラ
ン
は
そ
の

か
ら
す
る
り
と
抜
け
た

 
そ
の
せ
い
で
リ

ウ
は

バ
ン
ザ
イ
を
す
る
格
好
に
な

て
い
た

あ

あ
れ

 
見
る
と
ラ
ン
は

に
刀
を
使
い

自
身
が
完
全
に

束
さ
れ
る
前
に

 
体
が
抜
け
る
く
ら
い
の
ス
ペ

ス
を
確
保
し
て
い
た
よ
う
で
あ

た

ん
な

棒
立
ち
ね

懐
が
が
ら
空
き
よ

 
そ
の
リ

ウ
の

を
逃
さ
ず

ラ
ン
は
一
気
に

離
を
詰
め

 
刀
の

で

リ

ウ
の

尾
に
強

な
一
撃
を
見
舞
わ
せ
た

ぐ
は

 
そ
し
て
リ

ウ
は
ど

と
そ
の
場
に
倒
れ

ロ

バ

は
そ
こ
で

合
を
止
め
た

そ
こ
ま
で
じ

勝
者

ラ
ン

当
然
ね

 
そ
う
言

て
ラ
ン
は

を
返
し
た
が

内
心
で
は

や

を
か
い
て
い
た
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危
な
か

た
わ

偶
然

刀
で

束
を
ガ

ド
出
来
な
か

た
ら

 
多
分
こ

ち
が
や
ら
れ
て
い
た
わ
ね

 
そ
ん
な
ラ
ン
に

ユ
ウ
キ
が
無

気
に
声
を
か
け
て
き
た

そ
れ
じ

あ
次
は
ボ
ク
の
番
だ
ね

残
念
ね
ユ
ウ

多
分
あ
の
攻
撃
の
入
り
方
だ
と

 
リ

ウ
さ
ん
は
し
ば
ら
く
目
を
覚
ま
さ
な
い
と
思
う
わ
よ

え

で
も
も
う
立

て
る
よ

何
で
す

て

 
ラ
ン
は
そ
う
言
わ
れ

て
て

り
返

た

そ
こ
に
は
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
る
リ

ウ
の

が

あ
り

 
リ

ウ
は
ロ

バ

と

れ
た
顔
で
話
し
て
い
た

い
や

い
け
る
と
思

た
ん
だ
け
ど
な

上
手
く

か
れ
ち

た
ね

狙
い
は
悪
く
な
か

た
と
思
う
ぞ
い

だ
が
詰
め
が

か

た
の

 
相
手
の
反
撃
の
余
地
が
完
全
に
無
く
な
る

態
ま
で
持

て
い
け
る
よ
う
に
し
な
い
と

 
ま
あ
こ
う
い
う
事
も

こ
り
う
る
じ

ろ
う
な
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う
ん

そ
こ
は
反
省
し
な
い
と
だ
わ
ね

さ
あ
て

次
行
き
ま
し

う
次

な

何
で
あ
れ
で
立
て
る
の

お
ば
ば
様
も
そ
の
事
に
何
の
疑
問
も
持

て
い
な
い
み
た
い

だ
し

 

て
事
は
こ
れ
が
普
通

こ
れ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ

 
ラ
ン
は
背
筋
に
ぞ
く
り
と
す
る
も
の
を
感
じ
た
が

 
そ
れ
は
恐
怖
な
ど
の
感
情
で
は
な
く

歓
喜
の
せ
い
で
あ

た

こ
こ
の
ト

プ
が
ヴ

ル
ハ
ラ

ど
う
し
よ
う

ち

と
興
奮
し
て
き
ち

た
か
も

 
そ
ん
な
ラ
ン
の
内
心
を
知

て
か
知
ら
ず
か

ユ
ウ
キ
が
能
天
気
な
声
で
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
ね

ラ
ン
は
あ

ち
で
ち

と
落
ち
着
い
て
き
て
ね

え

え
え

 
そ
し
て
続
け
て
ユ
ウ
キ
が
リ

ウ
の
前
に
立

た

う

ん

え
は
オ

ソ
ド

ク
ス
だ
わ
ね

ま
あ
ね

ほ
ら

ボ
ク

て
ば
正

だ
か
ら
さ

正

ね

 
リ

ウ
は
様
子
見
を
す
る
よ
う
に

ユ
ウ
キ
目

け
て
神
珍

パ
イ
プ
を
突
き
だ
し
た
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ユ
ウ
キ
は
一

そ
れ
を
迎
撃
す
る
よ
う
に
持

て
い
た
剣
を

ね
上
げ
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

で
も
そ
う
は
さ
せ
な
い
の
よ
ね

 
リ

ウ
は
ぼ
そ
り
と
そ
う

き
な
が
ら

神
珍

パ
イ
プ
を
持
つ
手
に
力
を
入
れ
た

 
そ
の

間
に
リ

ウ
は

前
に
つ
ん
の
め

た

え
え

 
見
る
と
一
体
ど
う
や

た
の
か

ユ
ウ
キ
が
リ

ウ
の
武
器
を

 
上
か
ら
下
に
叩
き
つ
け
る
よ
う
に
逆
方
向
に

い
て
い
た

全
然
見
え
な
か

た
ん
だ
け
ど

 
次
の

間
に

リ

ウ
の
首
筋
に
ユ
ウ
キ
の
剣
が
突
き
つ
け
ら
れ

 
リ

ウ
は

や

を
た
ら
し
た
後

大
人
し
く
ギ
ブ
ア

プ
し
た

う
わ

こ
れ
は
や
ら
れ
た
わ

様
子
見
な
ん
か
し
な
け
れ
ば
良
か

た

は
い

ギ
ブ
ア

プ
や

た

ボ
ク
の
勝
ち

 
ユ
ウ
キ
は
先

の
ラ
ン
と
リ

ウ
の
戦
闘
を
見
て

 
駆
け
引
き
の
応

に
な
る
と
こ
ち
ら
が
不
利
だ
と

み

那
の
攻
防
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
事
に
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し
た
よ
う
だ

 
今
回
は
そ
れ
が
上
手
く
い
き

と
し
て
は
ユ
ウ
キ
の
圧
勝
と
い
う

で
こ
の
戦
闘
は
幕
を

じ
た

 
だ
が
こ
の
戦
闘
は

そ
こ
ま
で
差
が
あ
る
も
の
で
は
な
か

た

 
リ

ウ
が
武
器
を

ね
上
げ
ら
れ
る
の
を
前
提
に
動
い
て
い
れ
ば

 
そ
の
ま
ま
飛
び
込
ん
で
き
た
ユ
ウ
キ
に
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら
わ
せ
る
事
も
出
来
た
か
も
し
れ
な

い 
た
ら
れ
ば
は
戦
闘
に
は
禁
物
だ
が
今
回
は
運
の
女
神
が
ユ
ウ
キ
に
味
方
し
た
だ
け
で
あ
る

 
逆
に
言
え
ば
他
の
ゲ

ム
で
は
ど
ん
な
敵
が
相
手
で
も
そ
の
実
力
を
も

て
倒
し
て
き
た

ユ
ウ
キ
が

 
い
ち
か
ば
ち
か
に
頼
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

リ

ウ
が
強
か

た
と
い
う
事
に
な
る

 
そ
れ
が
分
か

て
い
る
が
故
に
ラ
ン
も
こ
の
結
果
に
つ
い
て
あ
あ
だ
こ
う
だ
言
う
事
は
無

か

た
し

 
ユ
ウ
キ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

れ
な
い
と

め
て
心
に

め
る
事
と
な

た

リ

ウ
さ
ん

こ
の
く
ら
い
で
満
足
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そ
う
ね

と
り
あ
え
ず
お

い

行
し
て

ま
た
今
度
戦
う

行

そ
う
ね

い
ず
れ
ま
た

楽
し
か

た

ま
た
や
ろ
う
ね

 
こ
の
日
の
勝
負
は
こ
う
し
て
幕
を

じ

そ
れ
か
ら
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は

 
リ

ク
の
案
内
で
そ
れ
な
り
の
広
さ
を
持
つ

屋
を
確
保
す
る
事
が
出
来

 
そ
の
後
も
ち

こ
ち

こ
と
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
顔
を
出
す
事
と
な

た

  
そ
し
て
そ
れ
か
ら

日
後
ず

と
い
な
か

た
ロ

バ

が
こ
の
日
は
偶
々
な
の
か
店
を
開

い
て
お
り

 
そ
ん
な
ロ

バ

に

ラ
ン
が
情
報
は
無
い
か

ね
た
と

ま
あ
そ
う
い

た
流
れ
な
の
で

あ

た
さ
て

今
回
お
奨
め
す
る
の
は

第
二
層
の
東
の
岩
山
の
近
く
に
自
生
し
て
い
る
花
じ

な

 
エ
ン
チ

ン
ト
の
素
材
な
ん
じ

が

常
に
品
薄
で

分
と

が
高

し
て
お
る
わ

え

第
二
層

そ
ん
な

層
な
ら
い
く
ら
で
も
取
り
に
行
く
人
が
い
そ
う
だ
け
ど

そ
こ
に
い
く
に
は
大
変
な
手
間
が
か
か
る
の
じ

よ

座
標
で
言
え
ば
マ

プ
の
こ
こ
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行
き
方
は
こ
こ
の
岩
壁
を

て
そ
の
先
の

に
入
り
地
下
水
路
を
滑
る
と
そ
の
岩
山
の

中
に
入
れ
る

 
ま
あ
カ
ル
デ
ラ

山
み
た
い
な
物
じ

な

へ

そ
れ
は
確
か
に
面
倒
そ
う
ね

大
冒
険
じ

ん

 
ラ
ン
は
だ
る
そ
う
に

そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
わ
く
わ
く
し
た
様
子
で
そ
う
言

た

そ
こ
に
は
一

の
小
屋
が
あ

て
の
そ
こ
で
体
術
ス
キ
ル
取
得
の

の
ク
エ
ス
ト
を
受
け
ら

れ
る
か
ら

 
つ
い
で
に
受
け
て
ク
リ
ア
し
て
く
る
と
い
い
ぞ
え

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ラ
ン
の
目
に
光
が

た

体
術
ス
キ
ル

へ

分
か

た

持

て
て

な
物
じ

な
さ
そ
う
だ
し

や

て
み
る

そ
れ
を
持

て
い
る
と

素
手
で
攻
撃
出
来
る
よ
う
に
な
る
の

そ
れ
も
あ
る
が
剣
を
持

て
戦
う
に
し
て
も
補
正
が
つ
い
て
動
き
が
明
ら
か
に
良
く
な
る

ぞ
えそ

ん
な
神
ス
キ
ル
が
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あ
り
が
と
う
お
ば
ば
様

や

て
み
る
ね

 
こ
う
し
て
二
人
は
仲
間
達
と
共
に

第
二
層
の
東
の
岩
山
を
目
指
す
事
と
な

た
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第
７
３
４
話
 
い
け
す
か
な
い
奴
ら

と
い
う

で
み
ん
な

第
二
層
の
東
の
岩
山
を
目
指
す
わ
よ

そ
れ
は
い
い
ん
だ
け
ど
さ

ロ

バ

さ
ん

て

何
者

実
は
凄

の
情
報
屋

え

何
そ
れ
ロ

バ

さ
ん
は
た
だ
の
お
ば
あ
さ
ん

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
情
報
屋
と
か
じ

な
い
ん
じ

な
い
か
し
ら
そ
も
そ
も
タ
ル
は
ど
う
し
て
そ
う
思

た
の

だ

て
さ

 
タ
ル
ケ
ン
は
そ
う
言

て
ジ

ブ
に
関
す
る
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
画
面
を
可

化
し
て
呼

び
出
し
た

 
ク
ロ

ビ
ス

き
後
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
情
報
担
当
に

任
し
た
の
は
タ
ル
ケ
ン
な

の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
補
助
に

シ
ウ
ネ

が
つ
い
て
い
る

ほ
ら
ス
キ
ル
の

を
見
て
み
て
よ
体
術
ス
キ
ル
の
と
こ

不
明

て
な

て
る
で
し
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あ
れ

本
当
だ

で
も
存
在
は
知
ら
れ
て
る

て
事

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
証
言
が
あ

て

攻
略
組
の
ト

プ

人
が

 
体
術
ス
キ
ル
ら
し
き
物
を
使

て
い
た
か
ら
存
在
す
る
の
は
間
違
い
な
い

て
な

て
た
み

た
い

 
で

先
日
の
バ

ジ

ン
ア

プ
で

全
プ
レ
イ
ヤ

の
ス
キ
ル
の
所
持

況
が

 
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
国
勢
調
査
的
に
発
表
さ
れ
て
さ

そ
こ
の
情
報
に
よ
る
と

 
現
在
体
術
ス
キ
ル
を
取
得
し
て
い
る
人
は
た

た
十
七
人
だ
け

て
な

て
る

 
所
持
し
て
る
人
が
少
な
い
の
は
自
ら
の
拳
だ
け
で
戦
お
う
と
す
る
人
が
い
な
い
の
も
あ
る
だ

ろ
う
け
ど

 
ラ
ン
が
お
ば
ば
様
か
ら

い
た

剣
を
持

て
戦
う
時
も

 
補
正
が
つ
い
て
動
き
が
明
ら
か
に
良
く
な
る

て
い
う
そ
の
情
報
が

 
一

の
プ
レ
イ
ヤ

に
は
ま

た
く
知
ら
れ
て
い
な
い

て
事
に
な
る
ん
だ
よ
ね

一

に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
ね
十
七
人
も
い
れ
ば
誰
か
し
ら
情
報
を
流
し
て
そ
う
だ
け

ど
そ
う
な
ん
だ
よ
ね

本
当
に
謎
だ
よ
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そ
の
タ
ル
ケ
ン
の
言
葉
に

ラ
ン
は

組
み
を
し
て
考
え
込
ん
だ

ほ
と
ん
ど
知

て
い
る
人
が
い
な
い
体
術
ス
キ
ル

そ
の

を
知
る
お
ば
ば
様

か

 
実
は
そ
の
十
七
人
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
近
接
戦
闘
職
の
人

と
完
全
に
一
致
す
る

 
こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
の
指

に
よ
る
も
の
で
ヴ

ル
ハ
ラ
が
強
い
の
は
そ
う
い

た
理
由
も
あ

る
の
だ
が

 
当
然
そ
ん
な
事
は
タ
ル
ケ
ン
や
ラ
ン
に
は
分
か
ら
な
い

 
と
に
か
く
体
術
ス
キ
ル
の

恵
に
関
し
て
は
ベ

タ
テ
ス
タ

達
は
少
な
く
と
も
知

て
い

る
の
だ
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
取
得
に
成
功
し
た
者
が
そ
も
そ
も
ハ
チ
マ
ン
達
し
か
い
な
か

た

に

 
そ
の

に
つ
い
て
は
ま

た
く
伝
わ
ら
な
い
ま
ま
に
な

て
し
ま

た
の
で
あ
る

ま
あ
い
い
わ

お
ば
ば
様
と
付
き
合

て
い
く
う
ち
に

そ
の
う
ち
そ
の
理
由
も
分
か
る
で

し

う

 
と
り
あ
え
ず
出
発
す
る
準
備
を
進
め
ま
し

う

お
う

 
そ
し
て
七
人
は
準
備
を
整
え
始
ま
り
の
街
で
確
保
し
た

点
か
ら
出
発
し
転
移
門
へ
と
移
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動
し
た

 
あ
ら

何
か
混
ん
で
な
い

本
当
だ

こ
の
人
だ
か
り
は
何

 
転
移
門
広
場
は
何
故
か
人
で
ご

た
が
え
し
て
い
た

 
た
ま
た
ま
近
く
に
い
た
ど
う
見
て
も
戦
闘
職
に
は
見
え
な
い

手
な
服
を
着
た
プ
レ
イ
ヤ

が 
二
人
の
言
葉
を

き

親
切
に
も
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
れ
た

本
当
に
迷
惑
よ
ね

ま

た
く

に
き
ち

う
わ

あ
の

こ
れ

て
ど
う
な

て
る
ん
で
す
か

同
盟

の
連
中
が

最
前
線
の
ボ
ス
に
挑
む
ら
し
く
て

 
そ
の
移
動
の

に
一
時
的
に
一

プ
レ
イ
ヤ

を

め
出
し
て
転
移
門
を
勝
手
に

し

て
る
の
よ

え
え

そ
う
な
ん
で
す
か

え
え

本
当
に
迷
惑
な
奴
ら
よ
ね

ま

た
く
も
う
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今
日
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
い
る
ス
ク
ナ
ち

ん
と

談
義
で

り
上
が
る
予
定
に
な

て
た

の
に

 
そ
の
言
葉
に
一
同
の
心

は
ド
ク
ン
と

ね
た

 

し
く
知
る
の
は
挑
戦
す
る
準
備
が
整

て
か
ら
で
い
い
と

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
情
報
を

力

に
入
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
い
た

 
だ
が
興
味
が
無
い

で
は
も
ち
ろ
ん
な
く

こ
こ
で
そ
の
名
前
が
出
た
事
で

 
一
同
は

も
し
か
し
て
こ
の
人
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
員
な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
た

 
そ
ん
な
仲
間
達
の
雰
囲
気
を

み

代
表
し
て
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
一
歩
前
に
出
て

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
話
し
か
け
た

す
み
ま
せ
ん
お
姉
さ
ん

ち

と
い
い
で
す
か

あ
の

あ
な
た
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
人
と
親
し
い
ん
で
す
か

 
そ
れ
と
も
も
し
か
し
て

メ
ン
バ

だ

た
り
し
ま
す

え

私

ね

私
は
た
だ
の
野
良
の
お
針
子
よ

 
最
近
や

と

の
ス
キ
ル
上
げ
が
満
足
い
く
レ
ベ
ル
ま
で
終
わ

て
ね
い
ざ
お
店
を
開
こ
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う
と
し
て

 
も
し
か
し
た
ら
い
い
物
件
を
知
ら
な
い
か
と
思

て

 

の
ツ
テ
を
頼

て
ヴ

ル
ハ
ラ
の
リ

ダ

の
ハ
チ
マ
ン
君
の
所
に

ね
て
い

た
ら

 
同
じ

職
人
だ

て
い

て
ス
ク
ナ
ち

ん

て
子
を
紹
介
さ
れ
た
か
ら

 
そ
の
関
係
で
そ
れ
以
来
色
々
と
情
報
交
換
を
さ
せ
て
も
ら

て
る
と
ま
あ
そ
う
い
う

か

し
ら
ね

あ

職
人
さ
ん
だ

た
ん
で
す
か

え
え

私
の
名
前
は
ア
シ

レ
イ

宜
し
く
ね

え

と

ラ
ン
で
す

ボ
ク
は
ユ
ウ
キ

ラ
ン
ち

ん

ユ
ウ
キ
ち

ん

宜
し
く
ね

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

職
人
ア
シ

レ
イ
と

 
偶
然
な
が
ら
関
係
を
結
ぶ
事
と
な

た

あ
の

ア
シ

レ
イ
さ
ん

同
盟

て
何
で
す
か

あ
ら

同
盟
を
知
ら
な
い
な
ん
て

あ
な
た
達
は
も
し
か
し
て
新
人
さ
ん
な
の
か
し
ら
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は
い

つ
い
先
日
リ
ア
ル
・
ト

キ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
リ
ハ
ウ
ス
し
て
き
ま
し
た

リ
ハ
ウ
ス
ね

 
そ
の
表
現
を

い
た
ア
シ

レ
イ
は

思
わ
ず

と

き
出
し
た

な
る
ほ
ど

い
い
表
現
ね

で

同
盟
だ
け
ど

 
正
式
名
称
は

ボ
ス
攻
略
専
門
ギ
ル
ド
同
盟

て
い
う
の
よ

 
そ
の
名
の
通
り
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

層
更
新
を
専
門
に
狙

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

達
の
集

ま
り
よ

そ
ん
な
集
団
が

あ
い
つ
ら

色
々
と

い
事
を
し
て
る

て
噂
が

え
な
い
の
よ
ね

 
だ
か
ら
い
く
ら
頑
張

て
も
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
ほ
ど
の
名
声
を
得
る
事
は
出
来
な
い

 
そ
れ
が
不
満
で
こ
う
し
て
転
移
門
を

す
る
く
ら
い

強
引
に
攻
略
を
進
め
て
い
る

 
ま
あ
い
け
す
か
な
い
奴
ら
よ

な
る
ほ
ど

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う

を
下
げ
る
一
同
に

ア
シ

レ
イ
は
ど
う
や
ら
好
感
を

い
た
よ
う
だ
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そ
ろ
そ
ろ
同
盟
の
メ
ン
バ

が
全
員
転
移
を
終
え
る
よ
う
ね
も
う
す
ぐ
門
が
解
放
さ
れ
る
わ

 
私
の
店
は
今
は
第
十
八
層
に
あ
る
か
ら
も
し
何
か
装
備
が
必
要
な
ら
い
つ
で
も
相
談
に

来
て
ね

 
お

の
方
も
多
少
は
勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
わ

は
い

そ
の
機
会
が
来
た
ら
是
非

ま
た
お
会
い
し
ま
し

う

え
え

ま
た
ね

 
そ
う
言

て
ア
シ

レ
イ
は

転
移
門
へ
と
消
え
て
い

た

ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
は
い
ず
れ
お
世
話
に
な
り
そ
う
ね

と
り
あ
え
ず
第
二
層
に
飛
ぼ

か

そ
う
ね

行
き
ま
し

う

 
こ
う
し
て
多
少
待
た
さ
れ
る
事
に
な

た
が

 
そ
の
お
か
げ
で
貴
重
な
出
会
い
を
し
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
第
二
層
へ
と
移
動
し
た

タ
ル

地
図
を
確
認

目
的
地
は

え
え
と

あ
あ

あ
の
岩
山
だ
ね



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

あ
ら

思

た
よ
り
も
近
い
の
か
し
ら

う
う
ん

全
然
遠
い

山
が
大
き
い
か
ら
そ
う
見
え
る
だ
け
か
な

そ
う
な
の

ま
あ
と
り
あ
え
ず
出
発
し
ま
し

う
か

 
そ
の

令
を
受
け
遠
く
に
見
え
る
岩
山
を
目
指
し
一
同
は
雑
談
を
し
な
が
ら
歩
き
始
め
た

ね

ラ
ン

ア
シ

レ
イ
さ
ん

て
さ

ハ
チ
マ
ン
と

な
じ
み

か

た
よ
ね

確
か
に

の
ツ
テ

て
言

て
い
た
わ
ね

て
事
は

多
分
あ
の
人
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ
よ
ね

あ
の
人
が

あ
あ

確
か
に
理
屈
だ
と
そ
う
い
う
事
に
な
る
わ
ね

職
人
プ
レ
イ
専
門
の
人

か

た
け
ど

ど
の
く
ら
い
の

な
ん
だ
ろ
う
ね

 
ボ
ク
達
の
中
に
は
職
人
が
い
な
い
か
ら

想
像
も
つ
か
な
い
や

多
分
超
一
流
か
な

 
そ
こ
に

末
で
何
か
チ

ク
し
て
い
た
タ
ル
ケ
ン
が

横
か
ら
そ
う
言

て
き
た

そ
う
な
の

う
ん

気
に
な

て
調
べ
て
み
た
ん
だ
け
ど

 
超
が
三
つ
付
く
く
ら
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

名
な
人
だ

た
み
た
い
だ
よ
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そ
う
な
ん
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
一
の

職
人
だ

た

て

色
々
な
人
の
書
い
た
本
に
名
前
が
出
て
る
み
た
い

ほ
え
え

Ｓ
Ａ
Ｏ
一
と
は
ま
た
凄
い
わ
ね

そ
ん
な
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
た
の
は
ラ

キ

だ

た
よ
ね

 
ラ
ン
は
そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら
も

自
ら
を

め
る
よ
う
に
こ
う
言

た

と
は
い
え

え
す
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
わ

出
来
る
だ
け
き
ち
ん
と
対
価
を

え
る
よ
う
に

 
し

か
り
と

い
で
か
ら
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
に
行
き
ま
し

う

だ
ね

よ

し

今
日
は

ぐ
ぞ

そ
し
て
体
術
ス
キ
ル
も
つ
い
で
に
ゲ

ト
だ
な

 
一
同
は
や
る
気
に

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
い

ひ
た
す
ら
歩
き
続
け
た

  
そ
し
て
二
時
間
後

岩
山
の

に
到
着
し
た
一
同
は

 
ゲ

ム
な
の
で
ま

た
く
疲
れ
て
は
い
な
い
は
ず
な
の
に
疲
れ
た
表
情
で
そ
の
場
に

た

い

色
々
と
し
ん
ど
か

た
わ
ね

道
中
の
敵
は

か

た
け
ど
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ま
さ
か
こ
ん
な
に
遠
い
な
ん
て

お
ば
ば
様
も
こ
こ
を
歩
い
た

て
事
だ
よ
な

凄
え
な
お
ば
ば
様

活
動
的
で
す
ね

ま
あ
こ
こ
ま
で
く
れ
ば

も
う
す
ぐ
だ
ろ

 
そ
う
思
い

一
同
は
立
ち
上
が
る
と

目
の
前
に
あ
る

を
上
り
は
じ
め
た

 
若

度
が
な
だ
ら
か
な
お
か
げ
も
あ

た
が

 
さ
す
が
に
こ
こ
で
滑
り
落
ち
る
よ
う
な
ド
ジ
を

む
者
は
い
な
い

 
そ
し
て
三
十
分
後
一
同
は
教
え
ら
れ
た
通
り
の
場
所
に
横

の
よ
う
な
も
の
を
見
つ
け
た

 
そ
こ
は
下
か
ら
は
ま

た
く
見
え
ず

多
少

度
が
急
な
岩
山
の

け
目
の
中
に
あ

た

 
お
そ
ら
く
ロ

バ

に
教
わ

て
い
な
け
れ
ば
絶
対
に
発
見
出
来
な
か

た
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
たあ

あ
も
う

誰

も
う
す
ぐ
な
ん
て
言

た
の
は

ご
め
ん

俺
が
間
違

て
た
わ

 
珍
し
く

り
を
見
せ
た
シ
ウ
ネ

に

ジ

ン
が
そ
う
謝

た

あ

ご
め
ん
な
さ
い

つ
い
八
つ
当
た
り
を
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い
や

自
分
で
言
う
の
も
な
ん
だ
け
ど

気
持
ち
は
俺
も
一

だ
か
ら

ま
さ
か
三
十
分
も
上
る
事
に
な
る
と
は
ね

で

こ
の

の
中
に
入
る
の
か

と
り
あ
え
ず
明
か
り
を
準
備
し
よ
う

分
か
り
ま
し
た

今
魔
法
を
使
い
ま
す
ね

 
そ
う
言

て
シ
ウ
ネ

が

光
の
精
霊
を
二
体
召
喚
し

先

と
最
後
尾
に

か
べ
た

オ

ケ

で
す

そ
れ

利
そ
う
だ
よ
ね

 
魔
法
に
は
ま

た
く
縁
が
無
い
と
い
う
か
覚
え
る
気
が
な
い
ユ
ウ
キ
が
感
心
し
た
顔
で
そ

う
言

た

そ
う
で
す
ね

多
分
迷
宮
区
の
探
索
の
時
と
か
に
も
凄
く

利
で
す
よ

種

は
他
に
も
何
か
あ
る
の

そ
う
で
す
ね

基
本
こ
う
い

た
召
喚
系
は

 
使
い
魔
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
せ
い
で
戦
闘
向
き
な
の
は
い
な
い
ん
で
す
け
ど

 
冒
険
の
補
助
を
す
る
も
の
と
し
て

え
ば
ト
カ
ゲ
の

を
し
た
ピ

ピ
ン
グ
と
か
が
い
ま
す

ね
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ピ

ピ
ン
グ

き
魔

え
え

ま
あ
偵
察
用
の
使
い
魔
で
す
ね

そ
れ

て
悪
用
さ
れ
た
り
し
な
い
の

ほ
ら

ス
カ

ト
の
中
を
下
か
ら

き
こ
む
と
か

あ
あ

そ
う
い
う
の
は
出
来
な
い
み
た
い
で
す

影
も
出
来
ま
せ
ん
し

 
そ
れ
以
前
に
フ

カ
ス
さ
れ
な
い
よ
う
に
な

て
い
る
み
た
い
で
す
ね

な
る
ほ
ど

ぼ
や
け
て
見
え
る
ん
だ
ね

そ
の
ぼ
や
け
た

態
で
も

三

以
上
見
て
い
る
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
が
出
て

 
そ
の
三

後
に
強
制
的
に
反
省
室
送
り
に
な
る
み
た
い
で
す

そ

か

そ
れ
な
ら
安
心
だ
ね

 
そ
し
て
一
同
は

目
的
地
へ
と
続
く
は
ず
の
岩
山
に
開
い
た

へ
と
侵
入
し
た
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第
７
３
５
話
 
水
路
の
向
こ
う

 
岩
山
の

に
入

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
一
行
は

 
ロ

バ

に
教
え
て
も
ら

た
通
り

そ
こ
か
ら
奥
に
続
く
水
路
を
探
し
て
い
た

 
そ
し
て
そ
れ

い
水
路
を
発
見
し
た
の
だ
が

も
し
か
し
て
こ
こ

い
や
い
や

そ
れ
は
無
い
ん
じ

な
い

 
そ
の
水
路
は
と
て
も
暗
く

か

た

い
わ
ゆ
る
暗
い
よ

い
よ
怖
い
よ
の
三

子
が

揃

た

 
と
て
も
移
動
に

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
水
路
な
の
で
あ
る

あ
は
は
は
は

こ
こ
な

な
い
じ

な
い

だ
よ
な

と
り
あ
え
ず
他
を
当
た
ろ
う

う
ん

そ
れ
が
い
い
と
思
う

 
そ
し
て
一
同
は

そ
こ
を
基
点
に
徹

的
に

の
探
索
を
行

た
が

 
ど
こ
に
も

当
す
る
よ
う
な
水
路
は
発
見
出
来
な
か

た
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え

マ
ジ
で

こ
れ
は
や
ば
く
な
い

で
も
他
に
そ
れ

い
場
所
は
ど
こ
に
も
無
い
で
す
よ
ね

こ
れ
は
誰
も
来
な
い

だ
わ

と
い
う
か
自
力
で
発
見
す
る
難
易
度
が
高
す
ぎ
る

 
一
同
は
口
々
に
そ
う
愚
痴
を
こ
ぼ
す
と

め
て
そ
の
水
路
を
進
む
事
に
し
た

 
だ
が
そ
の
水
路
は
よ
く
観
察
す
る
と

す
べ
り
台
の
よ
う
に
な

て
お
り

 
進
む
と
い
う
よ
り
は
滑
る
も
し
く
は
落
ち
る
と
い

た
移
動
方
法
に
な
る
と

さ
れ

た
こ
れ
を
道
と
い
う
の
は
少
し

わ
れ
る
け
ど

仕
方
な
い

こ
こ
に
入
り
ま
し

う

他
に
選
択
肢
が
無
さ
そ
う
だ
も
ん
ね

で

誰
か
ら
行
く

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

ね

 
女
性

は
そ
う
言

て

じ

と
男
性

の
方
を
見
詰
め
た

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
男
女
比
は

今
は
三
対
四
で
あ
り

 
リ

ダ

も
女
性
で
あ
る
以
上
女
性

の
方
が

力
を

て
い
る
の
は
至

当
然
な
の
で
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あ
るで

す
よ
ね

そ
れ
じ

あ
ジ

ン

テ

チ

ジ

ン
ケ
ン
し
よ

か

 
タ
ル
ケ
ン
の
提
案
で

三
人
は
か
な
り
真
剣
に
勝
負
を
始
め
た

 
ど
う
や
ら
三
人
と
も

こ
ん
な
怪
し
い
場
所
に

一
番
乗
り
は
し
た
く
な
い
よ
う
だ

 
そ
の
真
剣
勝
負
に
勝
利
し
た
の
は

言
い
だ
し

の
タ
ル
ケ
ン
で
あ

た

や

た

僕
の
一
抜
け

く
そ
お
お
お

次
で
明
暗
が
分
か
れ
る
わ
ね

 
そ
し
て
ジ

ン
と
テ

チ
の
勝
負
は
何
回
か
あ
い
こ
が
続
き
最
終
的
に
テ

チ
の
勝
利
と

な

た
よ
し

俺
か
あ
あ
あ
あ
あ

 
ど
う
や
ら
覚
悟
を
決
め
た
の
か
敗
北
し
た
ジ

ン
は

観
し
た
よ
う
な
表
情
で
水
路
の
前

に
立

た

よ
し
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さ

さ
と
行
き
な
さ
い

ぎ
 

も

い
を
見
せ
る
ジ

ン
の
お

を
ラ
ン
が

飛
ば
し
た

う
お
お
お
お
お
お

怖
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
し
て
水
路
か
ら
ジ

ン
の
そ
ん
な

鳴
が

こ
え

し
ば
ら
く
す
る
と
何
も

こ
え
な
く

な

た

ど
う
な

た
ん
だ
ろ
う

パ

テ

リ
ス
ト
で
は
死

扱
い
に
は
な

て
い
な
い
し

無
事
な
の
は
確
か
よ
ね

お

い
ジ

ン

大
丈
夫
か

 
だ
が
そ
の
呼
び
か
け
に
対
す
る
返
事
は
な
い

ど

ど
う
す
る

尊
い

だ

た
わ
ね

と
り
あ
え
ず
帰
り
ま
し

う
か

 
ラ
ン
の
そ
の
言
葉
で

一
同
は
そ
の
ま
ま
帰
ろ
う
と
し
た

 
体
術
ス
キ
ル
と
素
材
は
ま
た
今
度
で
い
い
や

と
い

た
所
で
あ
ろ
う
か

 
そ
の

間
に

水
路
の
奥
か
ら
ジ

ン
の
声
が

こ
え
た
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ご
め
ん
ご
め
ん

景
色
の
あ
ま
り
の
違
い
に
驚
い
て
返
事
を
す
る
の
を
忘
れ
て
た
わ

 
と
り
あ
え
ず
中
は
思

た
よ
り
も
全
然
平
気
だ

た

こ

ち
は
大
丈
夫
だ

 
そ
の
声
を

い
た
一
同
は
く
る
り
と
引
き
返
し
大
人
し
く

番
に
水
路
の
中
へ
と
進
入
し
て

い

た

 
と
り
あ
え
ず
ジ

ン
ケ
ン
の
結
果
通
り

テ

チ
と
タ
ル
ケ
ン
が
中
に
入
り

 
続
け
て
ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

が
そ
れ
に
続
い
た

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
が
中
に
入
り
ラ
ン
が
一
応

囲
に
誰
も
い
な
い
事
を
確
認
し
最
後
に
中
に

入

た

 
水
路
は
意
外
と
曲
が
り
く
ね

て
い
た
が

や
は
り
滑
り
台
の
よ
う
に
中
は
滑
ら
か
で
あ
り

 
意
外
と
そ
こ
を
通
る
の
は
楽
し
か

た

 
そ
し
て
前
方
に
明
か
り
が
見
え

ラ
ン
が
そ
の
明
か
り
の
中
に
飛
び
込
も
う
と
し
た
そ
の
時

 
光
の
中
か
ら
こ
ん
な
ノ
リ
の
ど
な
り
声
が

こ
え
た

あ
ん
た
ね

ち

と
は
気
を
遣
い
な
さ
い
よ

だ
か
ら
あ
ん
た
は
女
の
子
に
モ
テ
な
い
の

よ 
直
後
に
ラ
ン
は
光
の
中
へ
と
突
入
し

そ
れ
な
り
に
高
さ
は
あ

た
も
の
の
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ラ
ン
は
問
題
な
く
ヒ
ラ
リ
と
舞
い

そ
の
ま
ま
華
麗
に
地
面
へ
と
降
り
立

た

 
そ
こ
に
は
気
ま
ず
そ
う
な
表
情
で
正
座
し
て
い
る
タ
ル
ケ
ン
と

 
そ
の
タ
ル
ケ
ン
に

に
く

て
か
か
る
ノ
リ
の

が
あ

た

一
体
何
事

私
が
い
な
い
一

の
間
に
何
が
あ

た
の

ど
う
も
こ
う
も
な
い
よ

タ
ル
の
奴

普
通
に
着
地
に
失
敗
し
て

を
つ
い
ち

て
ね

 
そ
の
上
に

続
け
て
中
に
入

た
私
が
の
し
か
か
る

に
な

ち

た
ん
だ
け
ど

 
そ
し
た
ら
言
う
に
事

い
て
タ
ル
の
奴

重
い

と
か
叫
び
や
が

た
の
よ

あ
 
ど
う
や
ら
タ
ル
ケ
ン
は

女
性
に
言

て
は
い
け
な
い
台

ベ
ス
ト
ス
リ

に
入
る
言
葉
を

 
う

か
り
と
口
に
出
し
て
し
ま

た
ら
し
い

ご

ご
め
ん

つ
い

つ
い
何
よ

ま

た
く
失

ね

ま
あ
ま
あ
ノ
リ

そ
の
く
ら
い
で
許
し
て
あ
げ
な
さ
い
よ

 
タ
ル
に
も
悪
気
が
あ

た

じ

な
い
ん
だ
ろ
う
し

 
ラ
ン
が
そ
う
仲

に
入

た
が
ノ
リ
の
機

は
直
ら
な
い

そ
れ
に
は
も
う
一
つ
理
由
が
あ
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り 
ノ
リ
は
そ
の
タ
ル
ケ
ン
の
更
な
る
や
ら
か
し
に
つ
い
て

ラ
ン
に
こ
う

え
た

そ
れ
だ
け
じ

な
い
の

そ
の
後
に
シ
ウ
ネ

が
続
け
て
落
ち
て
き
て

 
私
は

に
避
け
た
ん
だ
け
ど

タ
ル
は
シ
ウ
ネ

を
避
け
ら
れ
な
く
て
ね

 
シ
ウ
ネ

も
タ
ル
の
上
に
落
ち
る
格
好
に
な

た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
タ
ル
は

シ
ウ
ネ

に
は
何
も
言
わ
な
か

た
の
よ

あ
 
本
日
二
度
目
の
あ

で
あ
る

さ
す
が
の
ラ
ン
も
そ
れ
以
上
は
何
も
フ

ロ

出
来
な

か

た
そ
れ
は
さ
す
が
に
タ
ル
が
悪
い
ね

う

う
ん

ご
め
ん

ノ
リ

ま

た
く
あ
ん
た
は

普

モ
テ
た
い
モ
テ
た
い

て
言

て
る
ん
だ
か
ら

 
ま
ず
は
そ
う
い
う
所
を
何
と
か
し
な
さ
い

確
か
に

の
出
来
事
だ

た
け
ど

 
そ
う
い
う
時
に

女
の
子
を
し

か
り

き
と
め
る
く
ら
い
の
甲
斐
性
を
持
ち
な
さ
い

そ
ん
な
の
マ
ン
ガ
の
中
だ
け
だ

て

の
時
に
そ
ん
な
事
出
来
る
人
な
ん
か
い
な
い
よ
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そ
う

静
な
意
見
を
言
わ
れ

さ
す
が
の
ノ
リ
も

無
茶
ぶ
り
を
し
た
自
覚
は
あ
る
の
か

 
や
や
気
ま
ず
そ
う
に
こ
う
言

た

そ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど
さ

と
に
か
く
ご
め
ん

て

今
の
は
本
当
に
僕
が
悪
か

た
か
ら

ふ

ふ
ん

ま
あ
い
い
わ

今
度
か
ら
気
を
付
け
る
の
よ

う
ん

 
タ
ル
ケ
ン
は
本
当
に
反
省
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

 
さ
す
が
に
気
の
強
い
ノ
リ
も
そ
れ
以
上
タ
ル
ケ
ン
を
追
求
す
る
の
は
や
め
る
事
に
し
た
よ
う

だ 
そ
し
て
場
が
収
ま

た
の
を
見
て

ラ
ン
が
一
同
に
指

を
出
し
た

さ
あ

そ
れ
じ

あ

囲
の
調
査
を
始
め
ま
し

う

 
調
査
を
終
え
た
ら
と
り
あ
え
ず
ま
た
こ
こ
に
集
合
で

 
一
同
は
そ
の
言
葉
に

い

散
ら
ば

て
探
索
を
始
め
た

 
そ
の
場
所
は
岩
山
の
中
に
出
来
た
カ
ル
デ
ラ
の
よ
う
な
場
所
で
あ
り
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く
見
え
て

そ
れ
で
も
二

メ

ト
ル
四
方
く
ら
い
の
広
さ
は
あ
る

 

り
は
緑
に

れ
て
お
り

遠
く
の
壁

に
小
屋
の
よ
う
な
物
が
見
え

 
そ
の

囲
に
は
何
か
巨
大
な
岩
の
よ
う
な
物
が
見
え
る

  
そ
し
て
二
十
分
後

再
び
集
ま

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
は

 
集
め
て
き
た
情
報
の

り
合
わ
せ
を
始
め
た

小
屋
の
中
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
い
た
わ
ね

に
ク
エ
ス
ト
マ

ク
が
付
い
て
た
わ

他
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
い
な
い
よ
う
だ
し
あ
れ
が
体
術
ス
キ
ル
を
取
得
す
る

の
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ

ね
敵
影
は
ま

た
く
見
え
な
い
か
ら

多
分
こ
こ

安
全
地

だ
ね

囲
の

は
急
す
ぎ
て
ち

と

れ
な
い
か
な

 
こ
こ
に
来
る
に
は
や

ぱ
り
さ

き
の
通
路
を
通
る
し
か
な
い
か
も

あ
の
小
屋
の
裏
に

が
あ

て

そ
こ
を
調
べ
て
み
た
ん
だ
け
ど

 
ど
う
や
ら
ぐ
る

と
回

て
さ

き
の
水
路
の
入
り
口
の
真
上
に
通
じ
て
る
み
た
い

 
帰
り
道
は
あ
そ
こ
で
決
ま
り
か
な
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囲
に
咲
い
て
る
花
は
一
種

だ
け
だ

た
か
ら
多
分
あ
れ
が
高

で

れ
る

て
い
う
花

か
な

 
こ
う
し
て
こ
の
場
所
の
事
を
大
体

し

 
い
ざ
体
術
ス
キ
ル
の
取
得
を
し
よ
う
と
一
同
が
立
ち
上
が

た

間

 
水
路
の
出
口
か
ら

ど
こ
か
で

い
た
事
が
あ
る
よ
う
な
声
が

こ
え
た

う
お

こ
こ

て
こ
ん
な
に
急
だ

た
か

危
ね

滑

 
そ
し
て
そ
の
出
口
か
ら

ど
こ
か
で
見
た
事
の
あ
る
よ
う
な
人
物
が
滑
り
落
ち
て
き
て

 
そ
の
ま
ま

を
つ
く
よ
う
な
格
好
で
ド
ス
ン
と
地
面
に
落
ち
た

ハ
チ
マ
ン

 
そ
の
人
物
を
見
た
ラ
ン
が

驚
い
た
顔
で
そ
う
言

た

え

こ
こ
で
の
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

て
そ
ん
な
見
た
目
な
ん
だ

あ

そ
う
い
え
ば
Ｂ
ｏ
Ｂ

て
大
会
の
映
像
で
見
た
か
も
し
ん
な
い

あ
の
時
は
確
か

中
の
人
が
ラ
ン
だ

た
ん
だ
よ
な

ハ
チ
マ
ン
兄
貴

お
久
し
ぶ
り
で
す

わ

い
ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
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喜
ぶ
一
同
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
知

て
い
た

に
わ
ざ
と
驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
し
な
が

ら
言

た

ん

お

お
前
ら

つ
い
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
た
ん
だ
な

 
で
も
い
い
の
か

今
の
俺
は
お
前
ら
の
敵
な
ん
だ
ろ

い
い
よ
い
い
よ

ま
だ
ハ

キ
リ
と
敵
対
し
た

じ

な
い
し

 
他
の
メ
ン
バ

の
人
と

れ
合
う
の
は
ま
ず
い
と
思
う
け
ど
ハ
チ
マ
ン
兄
貴
は
ま
あ
今
更
だ

し
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
よ
な

そ
れ
じ

あ
別
に
い
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言
い
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
は
う
ん
う
ん
と

い
た

 
ど
う
や
ら
み
ん
な

ハ
チ
マ
ン
の
事
が
好
き
す
ぎ
る
よ
う
だ

で

ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

あ
あ

俺
は

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た

だ
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
上
に

 
続
け
て
誰
か
が
滑
り
降
り
て
き
た

そ
の
人
物
は

不
自
然
な
く
ら
い
色
黒
に
見
え
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そ
れ
で
い
て

と
て
も
美
し
い
⻑
い

を
し
て
い
る
の
だ
け
が
見
て
と
れ
た

ハ
チ
マ
ン

避
け
て
く
れ

う
お

と
と

 
そ
の
人
物
は
空
中
で

況
を
確
認
し
た
の
か
そ
う
叫
び

 
ハ
チ
マ
ン
は
一

避
け
か
け
た
後
思
い
な
お
し
た
よ
う
に
素

く
元
の
場
所
に

て
両
手

を
上
げ

 
そ
の
人
物
を
衝
撃
が
無
い
よ
う
に
柔
ら
か
く
受
け
止
め
た

別
に
避
け
る
必
要
は
無
い
だ
ろ
キ
ズ
メ
ル

お
前
が
怪
我
を
し
ち
ま
う
か
ら
な

そ
う
か

す
ま
ん
ハ
チ
マ
ン

と
こ
ろ
で

ん
 
直
後
に
も
う
一
人
の
人
物
が
水
路
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た

 
そ
の
人
物
も
キ
ズ
メ
ル
と
同
じ
く
と
て
も
美
し
い
⻑
い
黒

を
し
て
い
る
の
が
見
て
と
れ

 
更
に
空
中
で
も
華
麗
に
体
勢
を
立
て
直
し
そ
う
に
見
え
た
の
だ
が

 
直
後
に
そ
の
女
性
は
何
故
か
不
自
然
に
体
勢
を
崩
し

そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
素

く
キ
ズ
メ
ル
を
下
に
下
ろ
し
続
け
て
飛
び
出
し
て
き
た
そ
の
人
物
の
着
地
点
を
見
切
り
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そ
の
場
所
に
移
動
し
て
そ
の
人
物
を
キ

チ
し
た

お
前
も
か

ユ
キ
ノ

ご
め
ん
な
さ
い
ふ
ふ

何
か
楽
し
く
な

て
し
ま

て
思
わ
ず
我
を
忘
れ
て
し
ま

た
わ

そ
う
か

ま
あ
そ
う
い
う
事

て
あ
る
よ
な

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
と

そ
の
二
人
の
女
性
の
一
連
の
動
き
を
見
た
一
同
は

 
何
か
言
い
た
げ
に
タ
ル
ケ
ン
の
方
を
見
つ
め
た

 
タ
ル
ケ
ン
は
顔
を
真

に
し

そ
の

線
に
対
し
て
抗
議
し
た

ハ
チ
マ
ン
兄
貴
と
比
べ
ら
れ
て
も
絶
対
に
無
理
だ

て
ば

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
か

 
他
の
者
達
は

そ
の
言
葉
に
思
わ
ず
ハ
モ

て
そ
う
答
え
た
が

 
ラ
ン
だ
け
は
無
言
を

い
て
お
り
ユ
キ
ノ
に
対
し

す
る
よ
う
な

線
を
向
け
て
い
た

の
だ

た
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第
７
３
６
話
 
彼
女

妻

く

何
て
こ
と

あ
の
ユ
キ
ノ

て
人

要
注
意
だ
わ

 
悔
し
そ
う
に
そ
う

く
ラ
ン
に

隣
に
い
た
ユ
ウ
キ
が
声
を
か
け
た

ね

ラ
ン

今
あ
の
ユ
キ
ノ

て
ハ
チ
マ
ン
に
呼
ば
れ
た
人

 
空
中
に
飛
び
出
し
た
時

囲
の

況
を
じ

く
り
観
察
し
て
な
か

た

 
実
は
結

余

が
あ

た
は
ず
だ
よ
ね

ユ
ウ
に
も
見
え
た
の
ね

多
分
そ
の
通
り
よ

 
あ
の
ユ
キ
ノ
と
い
う
人
は

空
中
で

時
に
こ
の
場
の

況
を
判
断
し

 
そ
の
上
で
ハ
チ
マ
ン
に

き
締
め
て
も
ら
う

に
自
力
で
ち

ん
と
着
地
出
来
た
の
に
も
関

わ
ら
ず

 
わ
ざ
と
体
勢
が
崩
れ
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て

ハ
チ
マ
ン
の

の
中
に

収
ま
り
に
行

た

の
よ

 
そ
の
ユ
キ
ノ
は

今
は
ハ
チ
マ
ン
に
感
謝
の
意
を
伝
え
る

 
さ
り
げ
な
く
そ
の
首
に
手
を
回
し
ハ
チ
マ
ン
の
首
筋
に

く

ず
り
を
す
る
よ
う
な
格
好
に
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な

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
が

が
ら
な
い
微

な
ラ
イ
ン
を
出
た
り
入

た
り
す
る
そ
の
手
管
は

 
ま
さ
に

験
に
裏
打
ち
さ
れ
た

練
の
技
で
あ
る

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
こ
ん
な
場
面
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
な
ん
て
こ
の
屈
辱
は
絶
対
に
忘
れ
な
い
わ

ね

ラ
ン

あ
の
人
が
も
し
か
し
て
噂
の
ハ
チ
マ
ン
の
彼
女
か
な

多
分
そ
う
ね

あ
れ
が
私
達
の
ラ
イ
バ
ル
よ

で
も
愛
人
に
な
る
な
ら

麻
を
す

て
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
よ

む
む
む
む
む

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
な
の
よ
ね

 
二
人
が
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
中

当
の
ユ
キ
ノ
は
終
始
穏
や
か
な
様
子
で
あ
り

 
二
人
を
ラ
イ
バ
ル

す
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
は
ま

た
く
見
せ
な
か

た

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か

ユ
キ
ノ
は
気
さ
く
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
話
し
か
け
て
き
た

格
好
悪
い
と
こ
ろ
を
見
ら
れ
て
し
ま

て
恥
ず
か
し
い
わ

 
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
初
め
ま
し
て

私
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑
を
拝
命
し
て
い
ま
す
ユ
キ

ノ
で
す

 
ハ
チ
マ
ン
の

の
中
に
い
る

態
で
そ
ん
な

を
平
気
で
し
て
し
ま
う
ユ
キ
ノ
は
さ
す
が
で
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あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ユ
キ
ノ
を
下
に
下
ろ
し
た
後

り

り
と

を
か
き
な
が
ら
こ
う
言

た
ユ
キ
ノ

こ
い
つ
ら
は
ま
あ

俺
の
妹
と
弟
み
た
い
な
連
中
だ

 
そ
の
う
ち
ヴ

ル
ハ
ラ
に
挑
戦
し
て
く
る
予
定
だ
か
ら

 
こ
い
つ
ら
と
俺
が
知
り
合
い
だ

て
事
は

他
の
メ
ン
バ

に
は
内

に
な

 
ま
あ
今
日
は
個
人
と
し
て
こ
こ
に
来
た

て
事
で

仲
良
く
し
て
や

て
く
れ

あ
あ

だ
か
ら
今
日
は
キ
ズ
メ
ル
と
二
人
だ
け
で
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
ね

 
ま
あ
話
は
分
か

た
わ

皆
さ
ん

め
て
宜
し
く
ね

 
ユ
キ
ノ
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
そ
う
言

た

こ
う
な

た
以
上
は
仕
方
な
い
が

ま
さ
か
お
前
が
付
い
て
き
て
る
と
は
思
わ
な
か

た
ぞ

 
全
然
気
配
を
感
じ
な
か

た
わ

ロ
グ
イ
ン
し
た
ら

こ
そ
こ
そ
と
出
か
け
て
い
く
あ
な
た
の

が
見
え
た
か
ら

ね

 
で

こ
こ
は
一
体
何
な
の

ま
あ
そ
れ
は
後
で
説
明
す
る

で

先

の
話
だ
が

キ
ズ
メ
ル
も
そ
う
い
う
事
だ
か
ら
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今
日
の
と
こ
ろ
は
こ
い
つ
ら
と
仲
良
く
し
て
や

て
く
れ

ハ
チ
マ
ン
の
頼
み
な
ら
そ
う
し
よ
う

夫
を
立
て
る
の
も
妻
の
努
め
だ
か
ら
な

 
お
忘
れ
か
も
し
れ
な
い
が

キ
ズ
メ
ル
は
彼
女
な
り
の
使
命
感
を
持
ち

 
普

か
ら
ハ
チ
マ
ン
の
妻
を
自
称
し
て
い
る
の
で
あ
る

えつ

妻

 
そ
し
て
そ
の
キ
ズ
メ
ル
の
言
葉
は

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
み
な
ら
ず

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
全
員
に
衝
撃
を

え
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

て
結
婚
し
て
た
の

凄
い
美
人
じ

ん

し
か
も
ダ

ク
エ
ル
フ

あ
れ

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ダ

ク
エ
ル
フ

て
種
族
は
存
在
し
ま
し
た

け

 
シ
ウ
ネ

が
首
を

げ
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

ね
て
き
た

い
や

い
な
い
な

え

じ

あ
こ
ち
ら
の
方
は

一
応
言

て
お
く
が

こ
う
見
え
て

キ
ズ
メ
ル
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
か
ら
な
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だ
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
中
に

そ
の
言
葉
を
信
じ
る
者
は
皆
無
で
あ

た

あ
は
は
は
は

ハ
チ
マ
ン

面
白
い
冗
談
を
言
う
わ
ね

そ
う
だ
よ

ま
さ
か
そ
ん
な

ね

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
無
表
情
を

き

一
同
は
ひ
そ
ひ
そ
と
話
し
始
め
た

え

あ
の
雰
囲
気
は
も
し
か
し
て
マ
ジ

そ
う
い
え
ば

ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
シ
ス
テ
ム

て
の
が
あ

た
よ
う
な

あ
あ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
表
に
連
れ
出
せ
る
ん
だ

け

で

で
も
キ
ズ
メ
ル
さ
ん

ど
う
見
て
も
普
通
の
プ
レ
イ
ヤ

に
し
か
見
え
な
い
よ

で
も
ダ

ク
エ
ル
フ
と
い
う
種
族
を
選
ぶ
事
は
絶
対
に
出
来
な
か

た
わ

ソ

ス
は
私

 
何
故
な
ら
も
し
選
べ
た
ら

コ
ン
バ

ト
の
時
に
私
が
選
ば
な
い
は
ず
が
な
い
か
ら
よ

た

確
か
に

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
は

に
説
得
力
が
あ

た

 
そ
れ
故
に
一
同
は

ハ
チ
マ
ン
の
言
う
事
が
真
実
な
の
だ
と

で
も
理
解
さ
せ
ら
れ
た

 
そ
の
直
後
に
彼
ら
の
口
か
ら
出
て
き
た
の
は

賞

の
言
葉
で
あ

た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

さ
す
が
で
す
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ハ
チ
マ
ん
兄
貴

凄
え
な

い
や

ま
あ
別
に
俺
は
何
も
え
ら
く
は
な
い
け
ど
な

 
そ
し
て
キ
ズ
メ
ル
が
一
歩
前
に
出
て

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
自

紹
介
を
し
た

私
の
名
は
キ
ズ
メ
ル

ハ
チ
マ
ン
に
命
を
も
ら
い

ハ
チ
マ
ン
と
一
生
を
共
に
歩
む
者

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
二
番
目
の
妻
で
も
あ
る

 
キ
ズ
メ
ル
は

々
と
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
に
そ
う
宣
言
し

 
ハ
チ
マ
ン
は
本
人
の
手
前

否
定
す
る
事
も
出
来
ず
に
そ

を
向
い
た

 
ユ
キ
ノ
は
後
ろ
で
ク
ス
ク
ス
と
笑

て
い
る

二
番
目

じ

あ
や

ぱ
り
ユ
キ
ノ
さ
ん
が

分
と
仲
が
い
い
み
た
い
だ
し

決
ま
り
ね

あ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
彼
女
か

凄
い
美
人
だ
な

 
そ
ん
な
彼
女
ら
の
ひ
そ
ひ
そ
話
は

ハ
チ
マ
ン
の

に
は

い
て
い
な
い

 
故
に
特
に

正
も
入
ら
ず
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
に
こ
こ
に
訪
問
し
た
理
由
の
説

明
を
始
め
た
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で

ユ
キ
ノ

俺
が
こ
こ
に
来
た
理
由
だ
が

体
術
ス
キ
ル
の
事
は
知

て
る
だ
ろ

あ
あ

ハ
チ
マ
ン
君
が
前
衛
全
員
に
取
る
よ
う
に
厳
命
し
た
あ
の
ス
キ
ル
ね

 
私
は
後
衛
だ
か
ら
免

さ
れ
た

だ
け
れ
ど

そ
の
体
術
ス
キ
ル
を
得
る

の
ク
エ
ス
ト
を
受
け
る
場
所
が
こ
こ
だ

 
キ
ズ
メ
ル
に
取
得
可
能
な
の
か
ど
う
か

ち

と
興
味
が

い
た
ん
で
な

 
ピ
ク
ニ

ク
が
て
ら
ち

と
こ
こ
ま
で
足
を

ば
し
て
み
た
と
ま
あ
そ
ん
な

な
ん
だ

よ
あ
ら

そ
れ
は
私
的
に
も
興
味
を
引
か
れ
る
議
題
ね

だ
ろ

興
味
が
あ
る
よ
な

料
理
ス
キ
ル
は
取
れ
た
の
だ
し

多
分
大
丈
夫
だ
と

は
出
来
る
の
だ
け
れ
ど

 
あ
れ
は
あ
く
ま
で
キ
ズ
メ
ル
さ
ん
の
努
力
の
結
果
と
し
て
取
得
出
来
た
も
の
だ
し
ね

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

入
と
同
時
に
多
く
の
ス
キ
ル
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
実
装
さ
れ
た

だ
が

 
俺
の
知
る
中
で
ク
エ
ス
ト
で
得
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
ス
キ
ル
は
こ
の
体
術
ス
キ
ル
だ
け
だ
か
ら

な 

す
に
は
こ
れ
し
か
選
択
肢
が
な
か

た
と

ま
あ
そ
ん
な

な
ん
だ
よ
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な
る
ほ
ど
ね

 
そ
の
会
話
を

い
た
ラ
ン
は

何
と
か
会
話
に
混
ざ
ろ
う
と

 
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
た

偶
然
ね

私
達
も
そ
の
体
術
ス
キ
ル
を
取
り
に
来
た
の
よ

そ
う
い
う
事
か

誰
か
に
教
え
て
も
ら

た
の
か

え
え

ま
あ
そ
ん
な
と
こ
ろ
よ

そ
れ
じ

あ

速
み
ん
な
で
行
く
と
す
る
か

こ

ち
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
所
に
向
け
て
歩
き
出
し
他
の
者
達
も
そ
れ
に
続
い
た

こ
こ
だ

と
り
あ
え
ず

番
に
話
し
か
け
て
く
れ

 
そ
の
指

通
り
ラ
ン
を
先

に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

番
に
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て

い

た

 
最
初
に
ク
エ
ス
ト
を
受
け

後
ろ
に
下
が

た
ラ
ン
の
顔
を
見
て

 
何
故
か
ユ
キ
ノ
が
驚
い
た
顔
を
し

口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

ま
あ

お
前
的
に
は
嬉
し
い
ク
エ
な
ん
だ
ろ
う
な

も
ち
ろ
ん
よ
猫
屋
敷
で
は
ひ
ど
い
目
に
あ

た
も
の
こ
れ
は
神
様
か
ら
の
贈
り
物
に
違
い
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な
い
わ

 
そ
の
二
人
の
会
話
の
意
味
が
分
か
ら
ず

ラ
ン
は
き

と
ん
と
し
た

 
そ
こ
に
同
じ
く
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
ユ
ウ
キ
が

て
き
た
が

 
ユ
ウ
キ
は
ラ
ン
の
顔
を
見
て

一

動
き
が
止
ま

た

 
ラ
ン
も
ラ
ン
で

こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た
ユ
ウ
キ
の
顔
を
見
て

そ
の
動
き
を
止
め
た

 
そ
ん
な
二
人
に
い
き
な
り
ユ
キ
ノ
が

き
付
い
て
き
た

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
満
面
の
笑
み
で
二
人
に
言

た

猫

が
無
い
の
は
残
念
だ
け
れ
ど

二
人
と
も
と
て
も
素
敵
よ

 
二
人
は
そ
ん
な
ユ
キ
ノ
か
ら
逃
げ
出
そ
う
と
も
が
い
た
が

 
ユ
キ
ノ
の
力
は
見
た
目
と
違

て
恐
ろ
し
く
強
く
二
人
は
ど
う
し
て
も
脱
出
す
る
事
が
出
来

な
い

 
二
人
は
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
首
を
横
に

り
な
が
ら

二
人
に
こ
う
言

た

め
ろ

こ
う
な

た
ユ
キ
ノ
は
当
分
ど
う
に
も
な
ら
ん

 
こ
い
つ
は
ギ
ネ
ス
に
乗
る
レ
ベ
ル
の
猫
好
き
だ
か
ら
な
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え

え
え

私
も
猫
は
好
き
だ
け
ど

さ
す
が
に
こ
れ
は

 
そ
こ
に
続
々
と
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
残
り
五
人
が

て
き
た

 
五
人
は
お

い
の
顔
を
見
て

大
爆
笑
し
て
い
た

あ
は
は
は
は

何
だ
よ
お
前
ら

そ
の
顔
は

言

て
お
く
け
ど
お
前
も
今

そ
ん
な
感
じ
だ
か
ら
な

ノ
リ

凄
く
か
わ
い
い
ね

シ
ウ
ネ

も
凄
く
か
わ
い
い
よ

 
そ
ん
な

り
上
が
る
一
同
に

ハ
チ
マ
ン
が
こ
う
声
を
か
け
て
き
た

よ

し
お
前
ら

今
か
ら
ス
ク
リ

ン
シ

ト
の

影
を
す
る
か
ら
そ
こ
に

べ

 
よ

し

る
ぞ

は
い

チ

ズ

 
そ
の
言
葉
を
受
け
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
も
こ
の
時
ば
か
り
は
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
向
い
て
ニ

と
⻭

を
見
せ
た

 
こ
の
写
真
は

ハ
チ
マ
ン
の
手
に
よ

て
他
の
写
真
と
共
に
現
像
さ
れ

 
後
に
リ
ア
ル
で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
全
員
に
配
ら
れ
る
事
に
な

た
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第
７
３
７
話
 
い
と
険
し
き
ヴ

ル
ハ
ラ
へ
の
道

 

況
を
理
解
し
た
ユ
キ
ノ
も
ど
う
や
ら
体
術
ス
キ
ル
の
ク
エ
ス
ト
を
受
け
る
事
に
し
た
よ
う

だ 
ス
キ
ル

が
ま
だ
余

て
い
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る

 
そ
し
て
予
定
通
り

キ
ズ
メ
ル
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し
か
け
た

間
に

 
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

の
上
の
ク
エ
ス
ト
マ

ク
が
消
え
た

実
験
成
功
で
あ
る

お
お

キ
ズ
メ
ル
も
ク
エ
ス
ト
を
受
け
ら
れ
た
か

 
そ
し
て
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
手
に
よ

て

キ
ズ
メ
ル
の

に
ヒ
ゲ
が
書
き
加
え
ら
れ
た

な

な

ハ
チ
マ
ン

こ
れ
は
ち

と
恥
ず
か
し
い
の
だ
が

 
さ
す
が
の
キ
ズ
メ
ル
も

に

さ
れ
た
ペ
イ
ン
ト
は
や
は
り
気
に
な
る
よ
う
だ

い
や
い
や
大
丈
夫
だ
美
人
は
ど
ん
な

態
に
な

て
も
美
人
だ
と
い
う
事
が
ハ

キ
リ
し

た
だ
け
だ

む
む
む

そ

そ
う
か

う
ん

こ
れ
が
嬉
し
い
と
い
う
感
情
な
の
だ
な

 
キ
ズ
メ
ル
は
珍
し
く

を

め
な
が
ら
そ
う
答
え
た
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ど
う
や
ら
キ
ズ
メ
ル
の
感
情
面
で
の
成
⻑
は

調
の
よ
う
だ

さ
て
ユ
キ
ノ

そ
ろ
そ
ろ

て
お
前

そ
の
手

は
ど
こ
か
ら
出
し
た
ん
だ
よ

 
ヒ
ゲ
が
生
え
た
と
い

て
も
別
に
お
前
が
ネ
コ
そ
の
も
の
に
な

た

じ

な
い
ん
だ
か
ら

な
も
ち
ろ
ん
分
か

て
い
る
わ
で
も
あ
な
た
以
外
こ
の
場
に
い
る
の
は
全
員
ネ
コ
な
の
よ

 
そ
う
考
え
る
と

ド
キ
ド
キ
が
止
ま
ら
な
く
な
る
じ

な
い

お
前

本
当
に
ネ
コ
が
か
ら
む
と
性
格
が
変
わ
る
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

れ
つ
つ
も

一
同
を
そ
の
ま
ま
庭
に
あ
る
大
岩
の
前
へ
と
連
れ
て
い

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
お
前
ら
は
頑
張

て
く
れ

俺
は
休

だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
他
人
事
の
よ
う
に
大
岩
を

で
指
し
て
そ
う
言
い

 
一
同
は
大
岩
に
向
か

て
一

に
そ
の
拳
を

り
下
ろ
し
た

ユ
ウ

分
か

て
る
わ
ね

こ
こ
は
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
わ
よ

う
ん

私
達
の
存
在
を
ユ
キ
ノ
さ
ん
に
存
分
に
ア
ピ

ル
し
て

気
に
入

て
も
ら
お
う

微

に
ズ
レ
て
い
る
気
が
す
る
の
だ
け
れ
ど

ま
あ
い
い
わ

 
と
に
か
く
絶
対
に
ユ
キ
ノ
さ
ん
よ
り
も

く
こ
の
岩
を

く
の
よ
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そ
の

間
に

大
岩
の
一
つ
が

け
た

 
そ
れ
は
ど
う
見
て
も

爆
散
し
た
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い

け
方
で
あ

た

ハ
チ
マ
ン
君

こ
ん
な
感
じ
で
い
い
の
か
し
ら

お
う

ま
あ
予
想
は
し
て
い
た
が

か

た
な

そ
う
か
し
ら

こ
ん
な
も
の
で
は
な
い
の

い
や
い
や

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ア
ル
ゴ
な
ん
て
な

 
そ
こ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
の

語
り
が
始
ま

た

ら
し
い

 
ら
し
い
と
い
う
の
は

そ
の
会
話
が
ラ
ン
達
に
は

い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る

ラ

ラ
ン

う

で
し

い
く
ら
な
ん
で
も

す
ぎ
る

で
も
実

に
岩
が

く

こ
う
な

た
ら
仕
方
な
い
わ

せ
め
て
二
番
に

 
だ
が
無
情
に
も

直
後
に
キ
ズ
メ
ル
の
前
の
大
岩
が

け
た

ふ
む

こ
れ
で
い
い
か

あ
あ

問
題
な
い

そ
れ
じ

あ

速
報
告
に
行
く
か
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ん

お
い
ラ
ン

ど
う
し
た

手
が
止
ま

て
る
ぞ

さ
ぼ

て
な
い
で
さ

さ
と
岩
を
殴

れ

わ

分
か

て
る
わ
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
報
告
に
行
く
か
ら
な

 
そ
し
て
三
人
は

笑
顔
で
会
話
を
し
な
が
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
所
へ
と
歩
い
て
い

た

え

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
キ
ズ
メ
ル
さ
ん
に
ま
で
負
け
た

ラ
ン

こ
れ

意
外
と

い
よ

速
度
重

の
ボ
ク
に
は
つ
ら
い
よ

く

と
に
か
く
や
る
し
か
な
い

や
る
し
か
な
い
の
よ

 

感
す
ら

わ
せ

そ
う
言
う
ラ
ン
達
の

に

 
丁
度
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
達
の
ゆ
る
い
会
話
が
伝
わ

て
き
た

も
う
ネ
コ
モ

ド
を
や
め
な
い
と
い
け
な
い
の

 
こ
の
ま
ま
報
告
し
な
い
で
し
ば
ら
く
こ
の

で
い
よ
う
か
し
ら

そ
れ
は
や
め
て
や
れ

お
前
の
顔
を
見
る
度

ア
ル
ゴ
が
発
狂
す
る
か
ら
な

そ
う

そ
れ
は
残
念

終
わ

て
み
る
と

私
も
少
し
名
残

し
い
気
が
し
て
き
た
な
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ふ
む

そ
れ
じ

あ
今
の

態
で
三
人
で

で
も

て
お
く
か

い
い
わ
ね

せ

か
く
な
の
だ
し
そ
う
し
ま
し

う

 
そ
し
て
遠
く
か
ら
シ

タ

の
音
の
よ
う
な
物
が

こ
え

 
そ
の
少
し
後
に

に
か
わ
い
い
ユ
キ
ノ
の
声
が

こ
え
て
き
た

体
術
ス
キ
ル

ゲ

ト

 
そ
れ
を

い
た
ラ
ン
は

再
び
手
を
止
め

わ
な
わ
な
と

え
始
め
た

ラ
ン

ま
た
手
が
止
ま

て
る
よ

く
壊
さ
な
い
と

 
だ
が
ラ
ン
の

点
は
定
ま
ら
ず
そ
の
口
か
ら
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

き
が

こ
え
て
き
た

ま

ま
さ
か
ギ

プ
萌
え
ま
で
使
い
こ
な
す
な
ん
て

 
さ
す
が
は
正
式
な
彼
女
だ
け
の
事
は
あ
る
わ
ね

か
つ
て
な
い
強
敵

ラ
ン

ラ
ン

て
ば

 
そ
の
時
横
か
ら
ジ

ン
と
テ

チ
の
こ
ん
な
声
が
し
た

よ
し

や

と

け
た

こ

ち
も
も
う
い
け
そ
う
で
す

 
結
局
ラ
ン
は

ど
こ
か
別
の
世
界
に
旅
立

た
ま
ま
し
ば
ら
く

て
こ
ず
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そ
の
後
ユ
ウ
キ

ノ
リ

タ
ル
ケ
ン

が

番
に
岩
を
壊
し
た
後
に
復
活
し

 

う
じ
て
シ
ウ
ネ

に
は
勝

た
も
の
の

ブ

ビ

で
岩
の
破
壊
を
終
え
る
事
と
な

た

何
だ
ラ
ン

お
前

今
壊
し
終
わ

た
の
か
よ

う

う
る
さ
い
わ
ね

ち

と
ト
リ

プ
し
て
た
の
よ

意
味
が
分
か
ら
ん

し
か
し
お
前

体
術
ス
キ
ル
を
シ
ウ
ネ

に
ま
で
取
ら
せ
た
ん
だ
な

 
シ
ウ
ネ

大
変
だ

た
だ
ろ

大
丈
夫
か

は

は
い

お
気
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

で
も
大
丈
夫
で
す
よ

そ
う
か
ま
あ
ス
キ
ル

の
問
題
も
あ
る
か
ら
こ
う
い

た
ス
キ
ル
の
取

選
択
に
つ
い
て

も 
い
ず
れ
し

か
り
考
え
る
ん
だ
ぞ

は
い

他
に

用
な
ス
キ
ル
が
取
れ
た
ら
そ
れ
と
入
れ

え
も

討
す
る
つ
も
り
で
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に

き

続
け
て
ラ
ン
に
向
か

て
こ
う
言

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
先
に
帰
る
か
ら
な

お
前
達
も
道
中
は
気
を
付
け
る
ん
だ
ぞ

ハ

ハ
チ
マ
ン

も
う
行

ち

う
の

お
い
お
い
ユ
ウ

お
前
達
は
俺
達
に
挑
戦
す
る
ん
だ
ろ
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そ
ん
な

え
た
よ
う
な
事
を
言
わ
れ
る
と

を

で
た
く
な
る
じ

な
い
か
よ

べ
別
に

で
れ
ば
い
い
じ

な
い
そ
の
く
ら
い
で
私
達
が
懐
柔
さ
れ
る
は
ず
も
な
い
し

 
こ
の
チ

ン
ス
を
逃
す
ま
い
と

ラ
ン
も
横
か
ら
そ
う
言

て
き
た

や
れ
や
れ

ま
あ
い
い
か

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
全
員
の

を

番
に

で
て
い

た

今
日
は
ま
あ

俺
達
と
の
差
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
事
に
な

ち
ま

た
か
も
し
れ
な
い
が

 
ま
あ
目
指
す

き
が
見
え
た
と
思

て

も

と
も

と
強
く
な
る
ん
だ
ぞ

と

当
然
よ

私
達
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
な
ん
だ
か
ら

お
う

待

て
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
顔
の
横
で
手
を
ひ
ら
ひ
ら
と

り
な
が
ら
そ
の
ま
ま
去
ろ
う
と
し
た
が

 
ふ
と
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
足
を
止
め

り
返

た

そ
う
い
え
ば
そ
こ
に
生
え
て
る
花

い
い
金
に
な
る
か
ら
忘
れ
ず
に

取
し
て
い
く
ん
だ
ぞ

し

知

て
る
わ
よ

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
残
し
て
そ
の
ま
ま
去
り
キ
ズ
メ
ル
も
手
を

り
な
が
ら
そ
の
後
に
続
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い
た

 
そ
し
て
最
後
に
残

た
ユ
キ
ノ
は

く
よ
う
な
笑
顔
で
一
同
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
い
ず
れ
戦
う
事
に
な
る
か
も
だ
け
ど

そ
れ
ま
で
元
気
で
頑
張

て
ね

あ

待

て

ユ
キ
ノ
さ
ん

 
そ
ん
な
ユ
キ
ノ
を
ユ
ウ
キ
が
呼
び
と
め
た

ユ
ウ
キ
さ
ん

だ

た
わ
よ
ね

ど
う
し
た
の

あ

あ
の

ユ
キ
ノ
さ
ん

て
ど
ん
な
武
器
を
使
う
ア
タ

カ

な
ん
で
す
か

 
さ

き
の
岩
を

く
速
度
が
凄
く
速
か

た
か
ら
気
に
な

て

 
そ
の
言
葉
で
ユ
キ
ノ
は

相
手
が
自
分
達
の
事
を
何
も
知
ら
な
い
の
だ
と
理
解
し
た

な
る
ほ
ど

う
ち
の
事
は
何
も
調
べ
て
な
い
の
ね

あ

は
い

カ
ン
ニ
ン
グ
す
る
み
た
い
で

だ

た
の
で

事
前
に
調
べ
て
お
く
の
も
戦
略
の
一
つ
だ
と
思
う
け
ど

 
そ
う
い
う
考
え
方
な
ら
そ
れ
も
ま
た
よ
し
ね

正
直
好
感
が
持
て
る
わ

 
そ
の
上
で
先

の
質
問
に
答
え
る
と
す
る
と

答
え
は
ノ

ね

ノ

ノ

そ
れ

て
ど
う
い
う
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ユ
ウ
キ
の
み
な
ら
ず
他
の
者
達
も
そ
の
答
え
の
意
味
が
分
か
ら
ず

に
疑
問

を

か
べ

た
え
え
と

私
は
物
理
ア
タ

カ

で
は
な
い
の

攻
撃
を
す
る
と
し
た
ら

魔
法
攻
撃
ね

え
え

あ
の
力
で
魔
法
使
い

て
事
で
す
か

い
い
え

私
は
ヒ

ラ

よ

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
は
あ
ま
り
に
も
衝
撃
的
で
あ

た

ヒ

ヒ

ラ

ヒ

ラ

て
何
だ

け

 
一
同
は
そ
う
言

て

ま
り

ユ
キ
ノ
は
ス
ト
レ

ジ
か
ら
何
か
を
取
り
出
し
た

ち
な
み
に
武
器
は
こ
れ
よ

は
カ
イ
ゼ
リ
ン
と
言
う
わ

 
そ
の

カ
イ
ゼ
リ
ン
は
神
聖
な

動
を
感
じ
さ
せ

 
先
日
見
せ
て
も
ら

た
セ
ン
ト
リ

や
ス
イ
レ

と
同
じ
レ
ベ
ル
の
武
器
に
見
え
た

そ

そ
れ
は

ふ
ふ

素
敵
で
し

ハ
チ
マ
ン
君
に
用
意
し
て
も
ら

た
の

ハ

ハ
チ
マ
ン
が
こ
れ
を
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ま
さ
か
あ
の
お
ば
ば
様
が
持

て
い
た
武
器

出
元
は
ハ
チ
マ
ン
な
の
か
し
ら

う
ち
に
は
い
い
職
人
が
い
る
の
よ
ね

 
そ
う
少
し
自
慢
げ
に
言
う
ユ
キ
ノ
に

ラ
ン
が
勢
い
込
ん
で
こ
う

ね
た

あ

あ
の

ユ
キ
ノ
さ
ん
は

セ
ン
ト
リ

と
ス
イ
レ

て
武
器
を
知

て
ま
す
か

セ
ン
ト
リ

に
ス
イ
レ

き
覚
え
が
な
い
わ
ね

 
そ
の
表
情
は

と
て
も

を
つ
い
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か

た

 
ラ
ン
は
思
い
過
ご
し
だ

た
か
と

ほ

と
胸
を

で
下
ろ
し
た

 

え
あ
の
二
本
が
ハ
チ
マ
ン
が
用
意
し
て
く
れ
た
武
器
だ
と
し
て
も

 
ラ
ン
は
問
題
な
く
自
分
の
メ
イ
ン
武
器
と
し
て
使
う
つ
も
り
で
い
た
が

 
や
は
り
ど
こ
か
で
複
雑
な
気
持
ち
を
味
わ
う
事
に
な

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
か
ら

で
あ
る

そ
れ
な
ら
い
い
ん
で
す

変
な
事
を

い
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

そ
う

お
役
に
た
て
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
ね

い
え

そ
れ
じ

あ
ま
た
ど
こ
か
で

ユ
キ
ノ
さ
ん

今
度
は
戦
場
で
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ふ
ふ

楽
し
み
に
待

て
る
わ

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
急
い
で
ハ
チ
マ
ン
達
の
後
を
追

た
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
小
屋
の
裏
の
通
路
を

た
場
所
で

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
ズ
メ
ル
が
待

て
い
て
く
れ
た

問
題
な
く
追
い
つ
く
事
が
出
来
た

分
話
し
こ
ん
で
た
み
た
い
だ
な

え
え
私
の
事
を
物
理
ア
タ

カ

だ
と
思

て
い
た
み
た
い
だ
か
ら

正
し
て
お
い
た
わ

ま
あ
あ
れ
を
見
せ
ら
れ
れ
ば
な

そ
れ
と

セ
ン
ト
リ

と
ス
イ
レ

て
武
器
の
事
を

か
れ
た
か
ら

 
正
直
に
知
ら
な
い
と
答
え
た
く
ら
い
か
し
ら
ね

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
首
を

げ
た

ん

ユ
キ
ノ
は
そ
の
二
本
の
事

知

て
る
だ
ろ

え

そ
う
な
の

あ
あ

前
に
ナ
タ
ク
に
見
せ
て
も
ら

た

日
本
刀
と
片
手
直
剣
タ
イ
プ
の
武
器
が
そ
れ
だ

あ
あ

あ
の
時
は
ま
だ
名
前
が
つ
い
て
い
な
か

た
も
の
ね

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

 
つ
ま
り
ハ
チ
マ
ン
君
が

あ
の
二
人
の
手
に
そ
の
二
本
が

る
よ
う
に
画

し
て
い
る
の
ね
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ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
は
相
変
わ
ら
ず
勘
が

い
な
と
思
い
つ
つ
表
面
上
は
と
ぼ
け
る
事
に

し
たさ

て

ど
う
だ
ろ
う
な

ま

た
く
相
変
わ
ら
ず
過
保
護
よ
ね

何
の
事
だ
か
な

と
り
あ
え
ず
武
器
の
出
所
に
つ
い
て
は
あ
い
つ
ら
に
は
秘
密
だ
ぞ

は
い
は
い

分
か

て
い
る
わ

そ
れ
じ

あ
帰
り
ま
し

う
か

そ
う
だ
な

帰
る
と
す
る
か

あ
あ

帰
ろ
う

私
達
の
家
に

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
が
去

た
後

残
さ
れ
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
何
と
も
い
え
な
い
表
情
で

ま
だ
そ
の
場
に
立
ち
つ
く
し
て
い
た

格
の
違
い
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
ね

ま
あ
想
定
内
じ

な
い

ハ

ド
ル
が
高
い
方
が

乗
り
越
え
甲
斐
が
あ
る
よ

う
ん

絶
対
追
い
つ
い
て
や
る
か
ん
な

兄
貴

む
し
ろ
追
い
越
し
て
や
り
ま
し

う
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ユ
キ
ノ
さ
ん

麗
だ

た
な

そ
れ
に
は
同
意
だ
け
ど

場
の
雰
囲
気
を

も
う
ね
タ
ル

 
ノ
リ
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た
が
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
逆
に
そ
の
言
葉
で
闘

を
燃
や
し
た

よ
う
だ

私
だ

て
負
け
て
な
い
わ
よ

ボ
ク
だ

て

は
い
は
い

そ

ち
で
も
負
け
な
い
よ
う
に
な

言
わ
れ
な
く
て
も

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

目
標
の
困
難
さ
を

と
い
う

思
い
知
ら
さ
れ
つ
つ
も

 
決
し
て
く
じ
け
る
事
な
く

前
に
進
む
事
を
選
択
し
続
け
る
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第
７
３
８
話
 
藍
と
紫

よ
し

体
術
ス
キ
ル

ゲ

ト
だ

う

ん

何
と
な
く
体
が
動
か
し
や
す
く
な

た
気
が
す
る
か
も

多
分
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

の
世
界
だ
と

こ
の
微

な
差
が
命
運
を
分
け
る
ん
だ
ろ
う
ね

こ
の
調
子
で
ど
ん
ど
ん
強
く
な
る
わ
よ

お
う

 
そ
し
て
一
同
は

誰
が
言
い
出
す
で
も
な
く

囲
に
自
生
し
て
い
る
花
の

取
を
始
め
た

 
強
く
な
る

に
は

先
立
つ
も
の
は
絶
対
に
必
要
な
の
で
あ
る

結

多
い
な

確
か
お
ば
ば
様
は

時
間
と
共
に

え
る

て
言

て
た
か
ら

 
相
当
⻑
い
間

誰
も

取
し
な
か

た
ん
だ
と
思
う
わ

そ
う
い
う
事
な
ら
全
部

取
し
ち
ま
お
う

そ
う
ね

と
り
あ
え
ず
全
部
回
収
し
て

後
は
定
期
的
に
様
子
を
見
に
き
ま
し

う

 
一
行
は
そ
の
ま
ま

麗
に

取
を
終
え

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
へ
と
凱
旋
し
た
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お
ば
ば
様

た
だ
い
ま

た
よ
お
ば
ば
様

ス
キ
ル
も
素
材
も
バ

チ
リ

か
な
り
の
収

が
得
ら
れ
た
わ

そ
う
か
い
そ
う
か
い

そ
れ
は
紹
介
し
た
甲
斐
が
あ

た
と
い
う
も
ん
じ

現
地
で
他
の
ギ
ル
ド
の
人
と
遭
遇
す
る

て
ト
ラ
ブ
ル
も
あ

た
け
ど
ね

ほ

あ
そ
こ
を
知

て
い
る
者
な
ぞ
そ
ん
な
に
多
く
は

あ
あ

も
し
か
し
て
ヴ

ル
ハ

ラ
か
の

 
そ
の
ロ

バ

の
言
葉
で
ラ
ン
は
お
ば
ば
様
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
関
係
者
な
の
で
は
と
疑
い
を

持

た
う
ん
そ
う

も
し
か
し
て
お
ば
ば
様

て

ヴ

ル
ハ
ラ
と
関
係
が
深
か

た
り
す
る

そ
う
さ
の
う

色
々
と
情
報
交
換
を
し
た
り

素
材
と
製
品
の
や
り
取
り
を
し
て
い
る
か
ら

 
関
係
は
確
か
に
深
い
か
も
し
れ
ん
の
う

取
引
相
手

て
事

ま
あ
そ
う
じ

な

そ
も
そ
も
こ
の
店
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
援
助
で
出
来
た
店
じ

し

 
こ
こ
の
素
材
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

こ
こ
の
店
員
と
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が

 
仲
良
く
一

に
取
り
に
行

た
物
じ

し
な
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あ

そ
う
だ

た
ん
だ

そ
れ
じ

あ
こ
こ
に
来
る
メ
ン
バ

は

力
絞

て

 
フ

ド
で
も
被

た
方
が
い
い
か
し
ら
ね

い
ず
れ
や
り
合
う
予
定
な
の
に

 
こ
う
い
う
所
で

れ
合
う
の
も
ど
う
か
と
思
う
し

ふ
む

ま
あ
好
き
に
す
る
が
え
え

だ
が
別
に
戦
争
が
し
た
い

じ

な
い
ん
じ

ろ

 

い
合
い
た
い
と
い
う
な
ら

そ
こ
ま
で
気
に
す
る
事
は
無
い
と
思
う
が
の

 
そ
れ
だ
と
何
か

お
前
さ
ん
達
が
ヴ

ル
ハ
ラ
か
ら
逃
げ
て
る
み
た
い
じ

な
い
か
え

た
確
か
に
そ
う
か
も

ち

と
み
ん
な
で
相
談
し
て
み
る
ね
あ
り
が
と
お
ば
ば
様

 
そ
し
て
ラ
ン
は
リ
ツ
の
方
を
向
き

取

て
き
た
素
材
を
差
し
出
し
た

そ
れ
じ

あ
リ
ツ
さ
ん

素
材
の

取
だ
け
ど

こ
の
花
が
品
薄

て
事
で
い
い
の
よ
ね

こ
れ
に

こ
れ
本
当
に
あ
り
が
と
う
に

こ
れ
で
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
依
頼
を
果
た
せ
る

の
にア

シ

レ
イ
さ
ん

こ
れ

て
ア
シ

レ
イ
さ
ん
か
ら
の
依
頼
な
の

 
思
わ
ず
そ
う
言

た
ラ
ン
に

ロ

バ

は
驚
い
た
よ
う
に
言

た

何
じ

ア
シ

レ
イ
と
も
知
り
合
い
じ

た
の
か

う
ん

今
日
こ
こ
を
出
た
直
後
に
た
ま
た
ま
知
り
合

た
の
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ほ
う
ほ
う

そ
れ
は
そ
れ
は
偶
然
も
あ

た
も
ん
じ

の
う

お
店
の
場
所
も
教
え
て
も
ら

て

後
で
行

て
み
よ
う
か
な

て
思

て
た
ん
だ
け
ど

 
あ

そ
う
だ
リ
ツ
さ
ん

も
し
良
か

た
ら

 
そ
の
素
材
は
私
達
が
こ
の
ま
ま
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
所
に

け
よ
う
か

い
い
の
に

そ
れ
は
凄
く
助
か
る
け
ど

う
ん

任
せ
て

顔
繋
ぎ
に
も
な
る
だ
ろ
う
し

送
料
は
タ
ダ
で
い
い
わ
よ

あ
り
が
と
に

そ
れ
じ

あ
今
準
備
す
る
に

 
そ
し
て
リ
ツ
は
素
材
の

取
料
と
共
に

麗
に

詰
め
さ
れ
た
そ
の
花
を
ラ
ン
に
差
し
出

し
て
き
た

え

こ
の
花

て
こ
ん
な
に
高
い
の

要
と

の
関
係

て
奴
に

ね

と
に
か
く
品
薄
な
の
が
問
題
な
の
に

な
る
ほ
ど

二
層
の
素
材
と
は
い
え

物
に
よ

て
は
こ
れ
だ
け
の

が
つ
く
と

 
あ
り
が
と
う
リ
ツ
さ
ん

こ
れ
で
そ
れ
な
り
の
装
備
が
整
え
ら
れ
そ
う

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
に

そ
れ
じ

あ
配
達
の
方

お
願
い
に

う
ん

そ
れ
じ

あ
お
ば
ば
様
も
リ

ク
さ
ん
も

ま
た
ね
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あ
あ

ま
た
の
う

気
を
つ
け
て
行

て
く
る
じ

ん

 
そ
し
て
ラ
ン
達
が
去

た
後

リ

ク
が
ロ

バ

に
話
し
か
け
た

あ
の
子
達

着
々
と
人
脈
を

い
て
る
み
た
い
じ

ん
ね

そ
う
じ

の
う

ま
あ
い
い
事
じ

ろ

し
か
し
お
ば
ば
様
も
ま
あ
よ
く
や
る
よ
ね

過
保
護
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
の

ま
あ

ほ
ど
に
ね

あ
の
子
達
な
ら
す
ぐ
に
助
け
が
い
ら
な
い
く
ら
い
成
⻑
す
る
じ

ん

そ
う
じ

な

ま
あ
そ
う
な

た
ら
こ
の

も
役
目
を
終
え
る
と
い
う
も
ん
じ

は
い
は
い

そ
れ
ま
で
頑
張

て

お
う

  
そ
の
少
し
後

リ
ツ
に
も
ら

た
地
図
に

い

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は

ア
シ

レ
イ
の
店
の
前
に
い
た

こ
こ
か
し
ら
ね
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う
わ

麗
な
お
店
だ
ね

そ
れ
に
立
地
も
凄
く
目
立
つ
所
な
ん
だ
ね

で
も
準
備
中
み
た
い
だ

あ

中
に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
い
る
よ

今
回
は
お
客
と
し
て
と
い
う
よ
り
仕
事
の
一

て
感
じ
だ
か
ら

こ
の
ま
ま
中
に
入
り
ま

し

う

 
十
九
層
の
ア
シ

レ
イ
の
店
は

表
通
り
の
ど
真
ん
中
に
あ
り

 
ま
だ
準
備
中
の

が
出
て
い
た
が

入
り
口
自
体
は
開
い
て
い
た

 
ラ
ン
達
は
そ
の
ま
ま
中
に
入
る
事
に
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

ま
だ
準
備
中

て

あ
ら
あ
な
た
達

速
来
て
く
れ
た
の
ね

ア
シ

レ
イ
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

準
備
中
な
の
に
入

て
し
ま

て
ご
め
ん
な
さ
い

 
実
は
今
日
は

い
物
と
か
で
こ
こ
に
来
た

じ

な
く
て

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
発
注
し
た
素
材
を

け
に
き
た
の

あ
ら

あ
な
た
達
は
あ
そ
こ
に
入
れ
る
の
ね

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
た
ば

か
り
だ

て
言

て
た
の
に
凄
い
わ
ね

え
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そ
の
ア
シ

レ
イ
の
言
葉
は

ラ
ン
達
に
は
ま

た
く
意
味
不
明
だ

た

あ
の
ア
シ

レ
イ
さ
ん
あ
の
お
店

て
入
れ
な
い
事
と
か
あ

た
り
す
る
の

と
い
う
よ
り

入
れ
な
い
人
の
方
が
多
い
わ
よ

 
あ
そ
こ
は
会
員
制
み
た
い
な
感
じ
で

本
当
に
信
頼
出
来
る
人
し
か
中
に
は
入
れ
な
い
の
よ

 
ほ
ら

入
り
口
も
パ
ス
ワ

ド
を
入
力
す
る
よ
う
に
な

て
い
た
で
し

う

あ

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も

そ
れ
に
し
て
も
偶
然
よ
ね

そ

か

も
し
か
し
て
彼
が
前
に
言

て
た
の
は

で
す
ね

あ

こ
れ

頼
ま
れ
た
花
で
す

 
そ
の
言
葉
に
同
意
し
つ
つ

ユ
ウ
キ
が
ア
シ

レ
イ
に

物
を
差
し
出
し

 
ア
シ

レ
イ
は
笑
顔
で
そ
れ
を
受
け
取

た

あ
り
が
と
う

本
当
に
助
か
る
わ

こ
れ
が
無
い
せ
い
で

 
一
部
の
基
本
の
素
材
が
ま

た
く
作
れ
な
く
て
困

て
た
の
よ

そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

あ
ら

こ
ん
な
に

山

こ
れ
で
ま
た
色
々
作
れ
る
わ
ね

あ
り
が
と
う
ね

み
ん
な

 
ア
シ

レ
イ
と
他
の
者
達
が
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
最
中
に
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ラ
ン
は
一
人

考
え
込
む
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
て
い
た

 
先

の
ア
シ

レ
イ
の
言
葉
が
気
に
な

た
か
ら
で
あ
る

そ
れ
に
し
て
も
偶
然
よ
ね

そ

か

も
し
か
し
て
彼
が
前
に
言

て
た
の
は

本
当
に
偶
然
な
の
か
し
ら

彼

て
も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン

 

て
事
は

こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
に
仕
組
ま
れ
た
偶
然
な
の
か
し
ら

 
ラ
ン
は
そ
ん
な
引

か
か
り
を
覚
え
て
い
た
が

そ
ん
な
ラ
ン
の
思
考
を

 
ユ
ウ
キ
の
明
る
い
声
が

き
飛
ば
し
た

見
て
よ
ラ
ン

こ
の
装
備

凄
く
か
わ
い
い
よ

 
こ
れ
を
着
て
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
出
た
ら

喜
ん
で
く
れ
そ
う
じ

な
い

え

ど
れ
ど
れ

私
に
も
見
せ
て

 

に
ラ
ン
は

そ
ん
な
引

か
か
り
の
事
は
忘
れ

ユ
ウ
キ
の
い
る
所
に
駆
け
寄

た

 
ハ
チ
マ
ン
が

む
と
ポ
ン
コ
ツ
に
な
る
系

は
ラ
ン
に
も
ま
た
受
け
継
が
れ
て
い
る
ら
し
い

素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
ね

そ
れ
に
性
能
も
凄
く
い
い

は
い
は
い

度
あ
り

ア
シ

レ
イ
さ
ん
気
が

い

凄
く
欲
し
い
の
は
確
か
な
ん
だ
け
ど
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ご
め
ん
な
さ
い

ま
だ
私
達
の
資
金
は
そ
れ
ほ
ど
豊

じ

な
い
の

 
今
回
の
素
材
を
取

て
き
た
報

を
全

突

込
ん
で
も
全
然
足
り
な
い
レ
ベ
ル
か
な

あ
ら
そ
う

そ
れ
は
残
念

で
も
ま
あ
そ
れ
な
ら
今
日
の
素
材
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
作
れ
る

し 
他
の
素
材
が
手
に
入
れ
ば
こ
れ
以
上
の
性
能
の
物
も
作
れ
る
だ
ろ
う
か
ら

 
ま
た
お
金
が
た
ま

た
時
に
で
も
声
を
か
け
て
ね

は
い

そ
の
時
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

絶
刀
と
絶
剣
を
名
乗
る
覚
悟
で
こ
こ
に
来
た
ん
だ
し
装
備
も
そ
れ
に
相
応
し
い
物
を
揃
え
な

い
と
ね

 
二
人
は
ア
シ

レ
イ
と
知
り
合
え
た
事
に
感
謝
し
つ
つ

そ
う
お

を
言

た
が

 
当
の
ア
シ

レ
イ
は

そ
の
ラ
ン
の
言
葉
を

い
て

一

ハ

と
し
た
顔
を
し
た

ね

あ
な
た
達
半
月
前
に
私
が
全
力
で
作

た
装
備
が
あ
る
ん
だ
け
ど

し
に
見
て
み
る

い
い
ん
で
す
か

是
非
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事
情
が
あ

て
普

は
展

は
し
て
い
な
い
ん
だ
け
ど

今
日
は
特
別
よ

 
そ
う
言

て
ア
シ

レ
イ
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
の
前
に
二
つ
マ
ネ
キ
ン
を
置

き 
そ
こ
に
と
あ
る
装
備
を
二
着
出
現
さ
せ
た

う
お

同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
色
違
い
な
ん
だ

こ
れ
は
ま
た
別
格
の
凄
い
迫
力
だ
な

さ
す
が
は
全
力
装
備
で
す
ね

 
そ
の
二
着
の
装
備
は

片
方
は
藍
色

そ
し
て
も
う
片
方
は
紫
色
に

め
ら
れ
て
い
た

こ

こ
れ

見
る
か
ら
に
凄
そ
う
で
す
け
ど

一
体
ど
ん
な
装
備
な
ん
で
す
か

全
能
力
全

性
ア

プ
が
付
い
て
る
わ

 
つ
い
で
に
防
御
力
も
な
ま
く
ら
な
大
剣
で

ら
れ
た
く
ら
い
じ

一
つ
付
か
な
い
わ
ね

全
能
力

デ
ザ
イ
ン
も
素
敵

ア
シ

レ
イ
さ
ん
ど
う
し
て
こ
れ
を

し
て
い
な
い
ん
で
す
か
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う

ん

実
は
こ
れ

ヴ

ル
ハ
ラ
の
ス
ク
ナ
ち

ん
と
の
合
作
で

 
あ
そ
こ
の

部
用
の
制
式
装
備
な
の
よ
名
前
は
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

て
言
う

の
よあ

そ
う
い
う

で
も
こ
れ
欲
し
い
な

で
も
ア
シ

レ
イ
さ
ん

ど
う
し
て
そ
ん
な
装
備
が
こ
こ
に
二
着
も
あ
る
ん
で
す
か

そ
の
答
え
が
知
り
た
い
な
ら

こ
の
装
備
の
背
中
の
部
分
を
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い

 
そ
う
言

て
ア
シ

レ
イ
は
マ
ネ
キ
ン
を
ひ

く
り
返
し
た

 
そ
の
背
中
に
は

二
着
と
も

絶

の
文

と
共
に

 
藍
色
の
方
に
は
刀
の

が

そ
し
て
紫
の
方
に
は
片
手
直
剣
の

が

か
れ
て
い
た

絶
刀
に
絶
剣

こ
れ

て
そ
う
い
う
事

ハ
チ
マ
ン
兄
貴
の
差
し
金
か

練
だ

と
か
言
う
兄
貴
の
ド
ヤ
顔
が
目
に

か
ぶ
ね

 
そ
し
て
そ
の
文

を
じ

と
見
つ
め
て
い
た
ラ
ン
が

ア
シ

レ
イ
に
こ
う

ね
た
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ア
シ

レ
イ
さ
ん

こ
れ
を

て
も
ら
う
と
し
た
ら

お

は
い
か
ほ
ど
に

ハ
チ
マ
ン
君
か
ら
は
こ
う
伝
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
る
わ

 
黒

宮
の
三
十
層
の
ボ
ス
を
ぶ

倒
し
て
そ
の
ド
ロ

プ
品
を
持

て
き
た
ら
く
れ
て
や
る

て
ね

 
ア
シ

レ
イ
は

そ
れ
で
や

と

の

が
お
り
た
よ
う
に

大
き
く

び
を
し
た

は

こ
こ
ま
で
半
月

⻑
か

た
わ

う
お
お
お
お

や

ぱ
り

練
き
た

て
い
う
か
黒

宮

て
何
だ
ろ
う

ア
シ

レ
イ
さ
ん

事
情
を

か
せ
て
も
ら

て
も
い
い
で
す
か

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が

然
と
す
る
中

シ
ウ
ネ

が
ア
シ

レ
イ
に
そ
う
問
い
か
け
た

半
月
ほ
ど
前
こ
の
装
備
が
完
成
し
た
時
に
ハ
チ
マ
ン
君
が
二
着
分
の
素
材
を
別
に
持

て

き
て
ね

絶
刀

絶
剣

と
い
う
言
葉
を
知

て
い
る
人
達
が
来
た
ら

 
こ
れ
を
見
せ
て
や

て
く
れ
な
い
か

て
言
わ
れ
た
の
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背
中
の
文

も

そ
の
時
に
ハ
チ
マ
ン
君
の
指

で
私
が
入
れ
た
わ

 
色
も
ハ
チ
マ
ン
君
の
指

よ
藍
色
は
そ
の
ま
ん
ま
木
綿
は
さ
す
が
に
こ
じ
つ
け
よ
う
が
な

い
か
ら

 

戸
紫
の
紫
で
い
い
か

と
か

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

て
い
た
け
ど
ね

あ
は
は
は
は

兄
貴
ら
し
い

で
も
多
分
ユ
ウ
キ
に
は
似
合
う
よ
き

と

う
ん

自
分
で
も
そ
う
思
う

 
そ
う

り
上
が
る
一
同
に

ア
シ

レ
イ
は
笑
顔
で
こ
う
言

た

ど
う
や
ら
こ
れ
は
ラ
ン
ち

ん
と
ユ
ウ
キ
ち

ん
の

に
用
意
さ
れ
た
物
で
間
違
い
な
い
み

た
い
ね

と

思
い
ま
す

絶
刀
と
絶
剣

て
い
う
の
は

私
達
が
自
分
で
名
乗
る
つ
も
り
の
二
つ
名
な
ん
で
す

ま
あ
名
付
け
親
は
ハ
チ
マ
ン
兄
貴
な
ん
だ
け
ど
な

な
る
ほ
ど
ね

で

当
然

練
は
受
け
る
の
よ
ね

は
い
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必
ず
達
成
し
て
き
ま
す
か
ら

そ
れ
ま
で
こ
の
子
達
を

か

て
お
い
て
下
さ
い

え
え

必
ず

 
ア
シ

レ
イ
は
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
に
力
強
く

い
た

そ
れ
で
で
す
ね

ア
シ

レ
イ
さ
ん

何
か
し
ら

こ
の
金

で

出
来
る
だ
け
性
能
の
い
い
装
備
を
私
達
の
人

分
欲
し
い
ん
で
す

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て
今
回
の
仕
事
の
報

の
半
分
に
あ
た
る
金

を
ア
シ

レ
イ
に
見
せ
た

任
せ
て

私
チ

イ
ス
で
在

か
ら
い
い
物
を
選
ん
で
く
る
わ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
は

と
り
あ
え
ず
の
目
標
が
出
来
た

 
目
指
す
は
黒

宮

そ
の
三
十
層
で
あ
る
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第
７
３
９
話
 
見
守
る
者
達

そ
れ
じ

あ
ア
シ

レ
イ
さ
ん

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

頑
張

て
ね

み
ん
な

は
い

頑
張

て
チ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
す

ア
シ

レ
イ
さ
ん

ま
た

え
え

ま
た
ね

 
ア
シ

レ
イ
の
店
を
離
れ
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
一
行
は

 
そ
の
ま
ま
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
へ
と

る
事
に
し
た

 
目
的
は

ロ

バ

か
ら
そ
れ
な
り
の
ラ
ン
ク
の
武
器
を

う
事
で
あ
る

 
ア
シ

レ
イ
の
店
に
行
く
事
を
優
先
し
た

に
後
回
し
に
な

た
が
こ
れ
は
予
定
通
り
の
行

動
で
あ

た

と
り
あ
え
ず
武
器
が
揃

た
ら

黒

宮
に
つ
い
て
お
ば
ば
様
に

き
ま
し

う

と
い
う
か
さ

お
ば
ば
様

ま
だ
い
る
か
な

そ
う
い
え
ば
そ
う
ね

ち

と
急
ぎ
ま
し

う
か
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そ
う
言

て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は
そ
の
場
か
ら
走
り
去

て
い

た

 
そ
し
て
誰
も
い
な
く
な

た
ア
シ

レ
イ
の
店
の
前
の
空
間
が

ら
ぎ

 
そ
の

ら
ぎ
か
ら
ぼ
そ
ぼ
そ
と
何
か
声
が

こ
え
直
後
に
ア
シ

レ
イ
の
店
の
扉
が
ひ
と
り

で
に
開
い
た

 
ア
シ

レ
イ
は

ん

と
い
う
顔
で
入
り
口
を
見
た
が

そ
こ
に
は
誰
も
い
な
い

 
だ
が
ア
シ

レ
イ
に
は
ど
う
や
ら
心
当
た
り
が
あ

た
よ
う
で

 
落
ち
着
い
た
声
で
普
通
に
そ
の
扉
に
向
け
て
声
を
か
け
た

見
え
な
い
け
ど
お
帰
り

レ
コ
ン
君

あ
 
そ
ん
な
声
と
共
に

入
り
口
に
レ
コ
ン
の

が
現
れ
た

す
み
ま
せ
ん

ち

と

て
ち

て

し
の

果
を
切
る
の
を
忘
れ
て
ま
し
た

い
い
の
よ
別
に

そ
れ
だ
け
急
ぎ
の
用
事
な
ん
で
し

う

 
中
に
い
る
か
ら
今
呼
ぶ
わ

ち

と
待

て
て
ね

 
そ
し
て
ア
シ

レ
イ
は

店
の
奥
に
声
を
か
け
た

ハ
チ
マ
ン
君

レ
コ
ン
君
よ
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あ

は
い

今
行
き
ま
す

 
そ
し
て
店
の
奥
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
現
れ
た

 
ど
う
や
ら
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
訪
れ
る
前
か
ら
店
の
奥
に
い
た
よ
う
で

 
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

れ
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る

よ

レ
コ
ン

手
間
を
か
け
さ
せ
ち
ま

て
す
ま
な
か

た
な

い
え
い
え

大
し
た
手
間
じ

あ
り
ま
せ
ん
よ

ど
う
せ
暇
で
し
た
し
ね

 
そ
れ
に
興
味
深
い
シ

ン
も
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
し

 
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
コ
ン
は
ま
だ
店
に

り

ぱ
な
し
の
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

を
見
た

俺
も
ま
さ
か
こ
ん
な
に

く

 
あ
い
つ
ら
が
こ
れ
の
存
在
に
た
ど
り
着
く
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た
わ

ま
あ
キ

ワ

ド
は
二
つ
名
だ
け
だ

た
と
は
い
え

運
に
恵
ま
れ
て
い
る
ん
で
し

う
ね

色
々
仕

け
を
考
え
て
い
た
の
が
無

に
な

て

嬉
し
い
や
ら

し
い
や
ら
だ
な

私
的
に
も

日
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
さ

き
の
シ

ン
が
来
る
の
を
待

て
た
か
ら

 
そ
れ
が
終
わ

て
嬉
し
い
や
ら

し
い
や
ら
複
雑
な
気
分
ね
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⻑
い
間
こ
れ
を

か

て
も
ら

ち

て
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
謝
罪
に

ア
シ

レ
イ
は
首
を
横
に

た

い
い
の
よ

自
分
が
物
語
の

場
人
物
に
な

た
よ
う
な
感
じ
で
凄
く
面
白
か

た
し

 
そ
れ
に
若
者
が
成
⻑
し
て
い
く

を
見
る
の
は
楽
し
い
も
の

で
す
ね

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
と
レ
コ
ン
は
う
ん
う
ん
と

い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
当
然
と
し
て

今
や
レ
コ
ン
も
か
な
り
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
り

 
ギ
ル
ド
内
の
ポ
ジ
シ

ン
と
し
て
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
後
進
を
指

す
る
立
場
に
あ
る
の

で
あ
る

あ
の
ク
ラ
ス
の
装
備
を
あ
の
金

で
提

し
た
の
は
そ
の
一

で
す
か

そ
う
ね

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
や

て
思

て
た
し

 
黒

宮

て
か
な
り
厳
し
い
所
な
ん
で
し

 
そ
れ
な
ら
や

ぱ
り
あ
の
く
ら
い
の
装
備
が
無
い
と
き
つ
い
ん
じ

な
い
か
と
思

た
の
よ

ね
は

ま
あ
一

に
は
比
べ
ら
れ
ま
せ
ん
け
ど
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俺
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
あ
そ
こ
で
死
に
か
け
ま
し
た
か
ら
ね

え
え

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
で
す
か

俺
だ
け
じ

な
い
ぞ

俺
と
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
三
人
一

だ

た
の
に

 
一
歩
間
違
え
た
ら
死
ん
で
た
か
ら
な

え

そ
ん
な
に
ピ
ン
チ
だ

た
の

は
い

正
直
最
後
の
戦
い
の
次
に
き
つ
か

た
の
は
あ
の
時
で
す
ね

そ
こ
ま
で
で
す
か

 
レ
コ
ン
と
ア
シ

レ
イ
は

そ
の
言
葉
に
戦

し
た

 
キ
リ
ト
と
は
ほ
ぼ
面
識
が
無
か

た
ア
シ

レ
イ
で
あ

た
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
当
然
そ
の
名
声
は

と
い
う

い
て
お
り

 
そ
の
三
人
は
ア
シ

レ
イ
に
と

て

勝
利
の
代
名

だ

た
か
ら
だ

 
レ
コ
ン
の
感
想
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

な
の
で
ま
あ

俺
が
信
頼
し
て
い
る
レ
コ
ン
に
あ
い
つ
ら
の
フ

ロ

を
頼
ん
で
い
る

だ

が

頑
張
り
ま
す

て

あ
あ
あ
あ
あ

忘
れ
て
た

 
そ
の
時
突
然
レ
コ
ン
が
そ
う
叫
ん
だ
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ど

ど
う
し
た

す
み
ま
せ
ん

一
つ
報
告
が
あ

た
ん
で
す
よ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
こ
の
後
も
う
一
度
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に

て

 
残
り
の
お
金
を
使

て
お
ば
ば
様
か
ら
武
器
を

う
つ
も
り
ら
し
い
で
す

マ
ジ
か
よ

ま
ず
い
な

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る
と
す
る
か
の
う

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ア
シ

レ
イ
は
ぶ

と

き
出
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

口
調

口
調

お

と
や
ば
い
や
ば
い
普

か
ら
気
を
つ
け
な
い
と
な

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て

き
ま
す
ね

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

僕
は
ど
う
し
ま
す
か

時
間
が
ま
だ
大
丈
夫
な
ら

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
前
で
あ
い
つ
ら
が
出
て
く
る
の
を

待

て

 
そ
の
ま
ま
何
か
と
ん
で
も
な
い
事
を
し
で
か
さ
な
い
か
監

し
て
て
く
れ

 
ま
さ
か
と
は
思
う
が
ラ
ン
の
性
格
な
ら
い
き
な
り
黒

宮
に
行
く
と
か
言
い
出
し
か
ね
な

い
か
ら
な
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分
か
り
ま
し
た
時
間
は
大
丈
夫
で
す
し
そ
れ
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
弟
子
の
僕
に
と

て
み

れ
ば

 
あ
い
つ
ら
は
弟
弟
子

妹
弟
子
み
た
い
に
感
じ
る
ん
で

僕
に
出
来
る
だ
け
の
事
は
し
ま
す

悪
い
な

俺
の
ポ
ケ

ト
マ
ネ

か
ら
時

は
出
す
か
ら
頼
む
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ゴ
チ
に
な
り
ま
す

 
二
人
は
ア
シ

レ
イ
に

し
て
そ
の
ま
ま
店
を
出
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
裏
道
に
入

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

レ
コ
ン
は
魔
法
を
使

て

を
消
し
た

 
そ
し
て
一
人
店
に
残

た
ア
シ

レ
イ
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
こ
う

い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
事
が
あ
る
か
ら
迷

て
た
け
ど

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
て
み
て
本
当
に
良
か

た
わ

 
懐
か
し
い
人
達
と
も
再
会
出
来
た
し

 
新
た
な
物
語
が

が
れ
て
い
く
の
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
ら
れ
る
な
ん
て

 
こ
ん
な
に
心
が
わ
く
わ
く
す
る
事
は
な
い
わ
ね

 
そ
し
て
ア
シ

レ
イ
は

コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て
新
し
い
装
備
の

想
を
練
り
始
め
た

さ
て

職
人
と
し
て
は

次
の
装
備
の
準
備
も
し
て
お
か
な
い
と
ね
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ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

再
び
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
前
に
立
つ
と

 
パ
ス
ワ

ド
を
入
力
し
て
そ
の
ま
ま
中
に
入

た

こ
ん
に
ち
は

ち

と
用
事
が
あ

て

て
き
ち

い
ま
し
た

 
あ

け
物
は
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
か
ら

お
帰
り
な
さ
い

そ
し
て
あ
り
が
と
う
に

で

用
事

て
何
の
用
事
か
に

え

と

ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
防

を

て
も
ら

た
ん
で

 
報

の
残
り
で
お
ば
ば
様
に
武
器
を

て
も
ら
お
う
か
な

て

あ

え

と

 
リ
ツ
は
困

た
顔
を
し
て

ロ

バ

が
い
な
い
事
を
説
明
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に

店
の
奥
か
ら
ガ
タ
ガ
タ
と
い
う
音
が

こ
え

 
奥
の
部
屋
か
ら
ロ

バ

が

息
を
き
ら
せ
な
が
ら
飛
び
出
し
て
き
た

あ

お
ば
ば
様

て
た
の
に

た

た
今
な

を
呼
ん
で
い
た
よ
う
じ

が
ど
う
し
た
ん
じ

け
物
は
終
わ

た
ん

じ

ろ

 
そ
の
質
問
に
答
え
る
前
に

ロ

バ

の
様
子
を
見
て
ラ
ン
が
心
配
そ
う
に
言

た
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お

お
ば
ば
様

そ
ん
な
に
息
を
き
ら
せ
ち

て

一
体
ど
う
し
た
の

い
や

ち

と
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

直
前
ま
で
色
々
と
家
事
を
し
て
い
て
な

 
そ
の
ま
ま
休

し
よ
う
と
思

た
ん
じ

が
そ
れ
な
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
お
い
て
も
一

じ

な
と
思

て

 
そ
の
ま
ま
ロ
グ
イ
ン
し
た
と
ま
あ

そ
ん
な

な
ん
じ

よ

あ
あ

ま
あ
ど
う
せ
ベ

ド
と
か
に
横
た
わ

て
る
ん
だ
し

 
息
を
切
ら
せ
て
よ
う
が
ど
う
し
よ
う
が
一

だ
よ
ね

 
で
も
家
事
か

私
家
事
と
か
し
た
事
が
な
い
か
ら
将
来
の

に
い
ず
れ

行
し
な
い
と

な

し
り

く

と
い
う
奴
じ

な

微

に
発
音
が
お
か
し
か

た
気
も
す
る
け
ど

ま
あ
女
子
力
の

行
だ
ね

 
そ
の

に
は
ロ

バ

の
呼

も
落
ち
着
い
て
き
て
お
り

 
リ
ツ
は
ロ

バ

に

先

の
ラ
ン
の
言
葉
を
伝
え
た

え

と

み
ん
な

報

の
残
り
で
武
器
を

い
た
い
ら
し
い
の
に

残
り

も
う
何
か
に
報

を
使

た
の
か
え
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あ

う
ん

ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
さ

き
の
報

の
半
分
を

て

 
全
員
分
の
装
備
を
揃
え
て
も
ら

た
ん
だ

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
れ
で
次
は
武
器
の
番
と
い
う

じ

な

う
ん

こ
れ
で
そ
れ
な
り
の
装
備
が
全
員
分
揃
う
は
ず
だ
か
ら

 
無
理
し
な
い
よ
う
に
ち

と
ず
つ

強
い
敵
の
い
る
所
に
挑
ん
で
い
こ
う
か
な

て

ふ
む
ふ
む

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は

わ
な
い
の
じ

が

 
そ
の
前
に
お
主
達
が
ど
ん
な
武
器
を
使
う
の
か

こ
の

に
教
え
て
お
く
れ

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は
一
人
一
人
自
分
が
得
意
と
す
る
武
器
を

告

し
た私

は
刀
を
使
う
わ

ボ
ク
は
片
手
直
剣
か
な

私
は
主
に
中

離
担
当
で
ハ
ン
マ

を
使
う
わ

俺
は
両
手
剣
だ
な

僕
は
片
手
直
剣
に
盾
で
す
ね
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私
は
補
助
要
員
な
の
で
主
に

を
使
い
ま
す

わ

わ
た
く
し
も
中

離
担
当
で

を
使
い
ま
す

は
い

 
そ
う
言

た
タ
ル
ケ
ン
を

一
同
は

然
と
し
た
顔
で
じ

と
見
つ
め
た

え

え

何
そ
の
反
応

い
や

タ
ル
が
女
性
の
前
だ
と

張
し
て
そ
う
い
う

り
方
に
な
る
の
は
知

て
た
け
ど

 
ま
さ
か
お
ば
ば
様
も
そ
の

囲
に

ま
れ
る
な
ん
て

え

い
や

ち

違

こ
れ
は
リ
ツ
さ
ん
が
い
る
か
ら

 

て
て
そ
う
言
い

す
る
タ
ル
ケ
ン
に

お
ば
ば
様
が
ウ

ン
ク
を
し
た

う
ふ

ん

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

や
め
て
下
さ
い
よ
お
ば
ば
様

 
直
後
に
そ
の
場
は
一
同
の
大
き
な
笑
い
声
に
包
ま
れ
た
の
だ

た
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第
７
４
０
話
 
相
棒

 
そ
の

日
前
の
事
で
あ
る

午
後
七
時
く
ら
い
に

詩
乃
の
家
の
イ
ン
タ

ホ
ン
が
鳴

た

 
現
在
詩
乃
は
自
宅
で
バ
イ
ト
中
で
あ
り

そ
の
音
に
気
付
く
事
は
無
か

た

 
普
通
で
あ
れ
ば

訪
問
者
は
そ
の
ま
ま
帰
ら
ざ
る
を
得
な
か

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

 
詩
乃
の
家
に
は
自
宅

備
員
的
ぬ
い
ぐ
る
み
が
存
在
す
る

必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い

の
だ来

客
か

誰
だ

あ
あ

 
モ
ニ
タ

に
映

て
い
た
の
が
ま

た
く
知
ら
な
い
人
間

 
も
し
く
は
知

て
い
て
も
さ
ほ
ど
交
流
の
無
い
人
間
で
あ
れ
ば

 
そ
の
自
宅

備
員
的
ぬ
い
ぐ
る
み
で
あ
る
は
ち
ま
ん
く
ん
は
華
麗
に
ス
ル

し
た
事
だ
ろ
う

 
だ
が
今
ド
ア
の
外
に
い
る
の
が
と
て
も
よ
く
見
知

て
い
る
存
在
だ
と
モ
ニ
タ

で
確
認
出
来

た 
は
ち
ま
ん
く
ん
は

の
ギ
ミ

ク
を
作
動
さ
せ
ド
ア
ノ
ブ
目

け
て
手
を
射
出
し
扉
の
鍵

を
開
け
た
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ガ
チ

 
少
し
間
が
開
い
た
後

入
り
口
の
ド
ア
が
開
き

 
外
に
い
た
人
物
が

れ
た
よ
う
な
口
調
で
こ
う
声
を
か
け
て
き
た

お
い
こ
ら
詩
乃

鍵
だ
け
開
け
て
無
言
と
は
ど
う
い
う
事
だ

 
歓
迎
し
ろ
と
は
言
わ
な
い
が

せ
め
て
返
事
く
ら
い
し
ろ

て

お
前
だ

た
か

 
そ
の
訪
問
者
は

手
首
か
ら

び
た
ワ
イ
ヤ

を
ず
る
ず
る
と
引

張

て

い
て
い
る

 
は
ち
ま
ん
く
ん
の

を
見
て
そ
う
言

た

悪
い
相
棒

返
事
を
す
る
の
が
面
倒
だ

た

い
い
さ

俺
が
お
前
の
立
場
で
も
そ
う
思

た
ろ
う
か
ら
な

さ
す
が
は
相
棒

だ
ろ

 
そ
し
て
二
人
は
見
つ
め
合
い
ニ
ヒ
ル
に
笑

た

そ
の
訪
問
者
は
当
然
の
事
な
が
ら
八
幡
で

あ
るな

相
棒

詩
乃
は
今
い
な
い
の
か

こ
れ

勝
手
に
入

ち
ま

て
大
丈
夫
か

問
題
な
い

あ
い
つ
は
今

室
で
バ
イ
ト
中
だ
が
も
う
す
ぐ
終
了
の
時
間
だ
か
ら
な
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そ
う
か
そ
う
い
う
事
な
ら
バ
イ
ト
が
終
わ
る
ま
で
大
人
し
く
中
で
待
た
せ
て
も
ら
う
と
す
る

か 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
居
間
に
入
り

テ

ブ
ル
の
前
に

か
け
た

 
そ
ん
な
八
幡
に

は
ち
ま
ん
く
ん
が
言

た

待

て
て
く
れ

今
お
茶
を
入
れ
る

悪
い
な

て

い
つ
の
間
に
か
お
前

芸
達
者
に
な

て
な
い
か

お
う

そ
れ
く
ら
い
は
学

し
た

ほ
う
ほ
う

さ
す
が
だ
な

相
棒

だ
ろ

 
そ
し
て
二
人
は
再
び
見
つ
め
合
い

ニ
ヒ
ル
に
笑

た

と
は
い
え
ま
あ
俺
に
出
来
る
の
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ

ヒ

を
入
れ
る
く
ら
い
な
ん
だ
が
な

十
分
だ

あ
り
が
と
う
な
相
棒

 
そ
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

テ

ブ
ル
の
上
で
器
用
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ

ヒ

を
作
り

 
八
幡
に
向
け
て
差
し
出
し
て
き
た

砂

と
ミ
ル
ク
と
練

は
そ
こ
の

か
ら
出
し
て
く
れ

山
常
備
さ
れ
て
る
か
ら
な
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お
う

て

練

ま
で
あ
る
の
か

詩
乃

て
そ
ん
な
に

だ

た

け
か

い
や

そ
れ
は
相
棒
が
い
つ
来
て
も
い
い
よ
う
に

常
に
ス
ト

ク
さ
れ
て
る
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
好

象
だ
な

う
ち
の
詩
乃
も
中
々
や
る
だ
ろ

お
う

正
直
も

と
が
さ
つ
だ
と
思

て
た
か
ら

ち

と
見
直
し
た
わ

ま
あ
が
さ
つ
な
の
は
間
違
い
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
そ
う
言

て
は
ち
ま
ん
く
ん
は

室
の
ド
ア
の
方
を
指
差
し
た

 
入
り
口
か
ら
は
見
え
な
か

た
が
そ
の
ド
ア
は
よ
く
見
る
と
開
き

ぱ
な
し
に
な

て
お
り

 
そ
こ
に
は
下
着

で
だ
ら
し
な
く

そ
べ

て
い
る
詩
乃
の

が
あ

た

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は
ス

と
立
ち
上
が
る
と

て

室
の
ド
ア
を

め
再
び
元
の
場

所
に
座

た

う
ん

コ

ヒ

の

よ
い

さ
の
せ
い
で

さ
が

立

て
感
じ
ら
れ
る
な

若

薄
め
に
入
れ
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ

お

さ
す
が
は
分
か

て
る
な

実
は
詩
乃
と
一

に
色
々
研
究
し
た
ん
だ
よ
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マ
ジ
か

あ
い
つ

実
は
尽
く
す
系
な
の
か

ツ
ン
デ
レ
な
の
に
な

そ
の
二
つ
の
属
性
の
親
和
性
は
確
か
に
高
そ
う
だ
が

今
や
絶
滅
危

種
だ
よ
な

だ
な

か
な
り
の
レ
ア
だ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
く
ら
い
は
あ
る
ん
じ

な
い
か

か
も
し
れ
ん

 
そ
う
は
ち
ま
ん
く
ん
に
同
意
し
な
が
ら

八
幡
は
ず
ず

と
コ

ヒ

を
す
す

た

 
丁
度
そ
の
時

室
か
ら
ガ
サ
ガ
サ
と
音
が

こ
え
た

ど
う
や
ら
詩
乃
の
バ
イ
ト
が
終
わ

た

ら
し
い

 
そ
し
て
ガ
チ

と

室
の
ド
ア
が
開
き

居
間
に
足
を

み
込
み
な
が
ら

詩
乃
が
こ
う

言

た
あ
れ

私

ロ
グ
イ
ン
す
る
前
に
こ
の
ド
ア

め
た

け

 
ま
あ
い

か

は
ち
ま
ん
く
ん

私
は
と
り
あ
え
ず
こ
の
ま
ま
シ

ワ

を

 
詩
乃
は
居
間
に
座

て
コ

ヒ

を
す
す
り
な
が
ら
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こ
ち
ら
に
背
を
向
け
て
ま

た
く

り
返
ろ
う
と
し
な
い
八
幡
の

を
見
た

 
そ
の
時
は
ち
ま
ん
く
ん
が

れ
た
声
で
八
幡
に
こ
う
声
を
か
け
た

悪
い
相
棒

詩
乃
の
奴

ま
さ
か
の
全

だ
わ

大
丈
夫
だ

想
定
外
の
事
も
あ

た
が

こ
の
事
は
予
想
は
し
て
い
た
か
ら
な

マ
ジ
か

て

き
り
下
着

で
出
て
く
る
の
に
備
え
た
ん
だ
と
ば
か
り
思

て
た
わ

さ

き
チ
ラ
リ
と
見
え
た
あ
い
つ
の

が

か
な
り

ば
ん
で
い
た
か
ら
な

 
そ
れ
で
こ
う
い
う
事
も
あ
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た

な

ま

ま
さ
か
扉
が

ま

て
た
の
は

中
を
見
た
後
に
八
幡
が

め

 
詩
乃
は
そ
う

い
た
が

そ
の
声
は
は
ち
ま
ん
く
ん
の
声
に
か
き
消
さ
れ
た

お
お

さ
す
が
だ
な

俺
は
そ
こ
ま
で
見
て
な
か

た
わ

ま
あ
お
前
は
詩
乃
の
が
さ
つ
な
部
分
を
見
慣
れ
て
る
だ
ろ
う
か
ら
仕
方
な
い
さ

な
る
ほ
ど

慣
れ

て
の
は
怖
い
も
ん
だ
な

な

な

 
そ
う

り
返
す
ば
か
り
で

中
々
言
葉
を
続
け
ら
れ
な
い
詩
乃
に
対
し



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
は
ち
ま
ん
く
ん
が

指
を
パ
キ

と
鳴
ら
し
て
こ
う
言

た

詩
乃

リ
ト
ラ
イ
だ

出
な
お
せ

ま
だ
間
に
合
う

 
そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
は

り
か
羞
恥
か
ど
ち
ら
の
せ
い
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
顔
を
真

に
し
た
ま
ま

室
の
ド
ア
を

め

 
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
身
だ
し
な
み
を
整
え
て
再
び
現
れ
た

あ
ら
八
幡
じ

な
い

来
て
た
の
ね

平
然
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が

顔
が
ま
だ
真

だ
ぞ

な

何
で
分
か
る
の
よ

そ
こ
の

に

い
や

何
で
も
な
い

て

 
そ
し
て
詩
乃
は

八
幡
の
向
こ
う
に
あ
る

見
の
扉
が
開
い
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
そ
こ
に
は
八
幡
の
顔
が
正
面
か
ら
写

て
い
た

そ
う

正
面
か
ら

ね
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お

お
う

今
そ
の

に

私
と
あ
な
た
が
正
面
か
ら
写

て
る
わ
よ
ね

そ

そ
う
だ
な

さ

き
あ
ん
た

真

直
ぐ
正
面
を
向
い
て
た
わ
よ
ね

そ
う
だ

た
か

ま

た
く
覚
え
て
い
な
い
が

 
そ
し
て
詩
乃
は

八
幡
の

を
ガ
シ

と
掴
ん
だ

見
た
わ
ね

な

何
を
だ

私
の
ハ
・
ダ
・
カ

一
体
何
の
事
だ
か
な

私
の

カ

プ
を
見
た
ん
で
し

て

そ
う
言

て
ん
の
よ

は

お
前
ふ
ざ
け
ん
な
よ

確
か
に
思

た
よ
り
は
あ
る
な

て
思

た
が

 
あ
れ
が

カ

プ
な
ら
理
央
は
何
カ

プ
だ

て
話
に
な
ん
だ
ろ

落
ち
着
け
相
棒

そ
れ
は
や
ば
い

 
そ
の
は
ち
ま
ん
く
ん
の
言
葉
に

八
幡
は
ハ

と
し
た
顔
を
し
た
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や

ぱ
り
見
た
の
ね

き

い
ぞ
詩
乃

は
め
や
が

た
な

は
め
ら
れ
る
方
が
悪
い
の
よ
そ
う
ね

と
り
あ
え
ず
私
今
凄
く
お
腹
が

て
る
ん
だ

け
どく

そ

仕
方
な
い

と
り
あ
え
ず

で
も
食
い
に
行
く
か

も
ち
ろ
ん
八
幡
の
お
ご
り
よ
ね

そ

そ
う
だ
な

お
ご
り
か

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

シ

ト

ブ
リ
ア
ン

お

お
う

ブ
ラ
ン
ド

お

お
う
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さ

さ
と
行
く
わ
よ

お

お
う

分
か

た

 
そ
し
て
詩
乃
は

機

良
さ
そ
う
に
八
幡
の

に
自
ら
の

を
か
ら
め

か
け

 
直
後
に

て
て
八
幡
か
ら
離
れ
た

ち

ち

と
待

て

ん

ど
う
し
た

そ

そ
の
前
に

シ

ワ

を

び
さ
せ
な
さ
い

シ

ワ

確
か
に
さ

き

を
か
い
て
た
の
は
見
た
が

 
別
に

か

た
り
と
か

そ
ん
な
事
は
ま

た
く

い

い
い
か
ら
待

て
な
さ
い

わ

分
か

た

 
そ
し
て
詩
乃
が

室
に
入

て
い

た
後
は
ち
ま
ん
く
ん
が

れ
た
声
で
八
幡
に
こ
う
言

た
相
棒
余
計
な
事
を
言
わ
な
け
れ
ば
詩
乃
は

の
事
に
は
気
付
か
な
か

た
ん
じ

な
い
か
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あ
れ

て
わ
ざ
と
だ
ろ

ん

分
か

た
の
か

お
う

相
棒
だ
か
ら
な

そ
の
後
の

カ

プ
う
ん
ぬ
ん
は
ま
あ

マ
ジ

か

た
け
ど

よ
あ
れ
は
さ
す
が
に
⻤
突

込
み
を
し
な
い
と
い
け
な
い
場
面
だ

た
か
ら
な

ま
あ
そ
れ
は
俺
も
同
意
す
る
が

で

何
で
だ

い
や
な

が
あ
る
事
に
気
付
い
た
の
は
少
し
後
だ

た
ん
だ
が
よ

 
確
か
に
見
え
た
の
は
偶
然
だ
が

そ
れ
を

て
る
の
は
何
か

な
気
が
し
て
な

 
そ
う
言
う
八
幡
の

を

は
ち
ま
ん
く
ん
は
ポ
ン

と
叩
い
た

相
棒

今
度
一

お
ご
る

そ
う
い
う
と
こ

俺
は
い
い
と
思
う

そ
う
か

多
分

れ
て
こ

そ
り
こ
の
会
話
を

い
て
い
る
奴
も

そ
う
思

た
と
思
う

 
そ
の

間
に

室
か
ら
ガ
タ

と
い
う
音
が
し
八
幡
と
は
ち
ま
ん
く
ん
は
顔
を
見
合
わ
せ
て

苦
笑
し
た

俺
が
ち

ん
と

守
番
し
て
お
い
て
や
る
か
ら

散

さ
せ
ち
ま

て
悪
い
が
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ま
あ
詩
乃
に
美
味
い
物
を
食
わ
せ
て
や

て
く
れ

 
最
近
詩
乃
の
奴

相
棒
が
遊
ん
で
く
れ
な
い

て
た
ま
に
愚
痴

て
た
か
ら
な

確
か
に
最
近
は

理
央
や
萌
郁
と
一

に
い
る
事
が
多
か

た
気
も
す
る
な

萌
郁

て
エ

ジ

ン
ト
の
女
だ

た
よ
な

一
度
だ
け
メ
ン
テ
の
時
に
見
た
わ

あ
い
つ
と
二
人
で

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

て
ゲ

ム
の
攻
略
を
し
て
る
ん
だ
よ

相
棒
も
手
広
く
や

て
ん
な

ま
あ
次
の
ス
テ

ジ
は
丁
度
人
手
が
欲
し
か

た
と
こ
ろ
だ
し

詩
乃
も
誘

て
み
る
わ

お
お

す
ま
な
い
な
相
棒

い
い

て
事
よ
相
棒

 
二
人
が
そ
う
言

て

本
日
三
度
目
の
ニ
ヒ
ル
な
笑
み
を
交
わ
し
た
直
後
に

 
詩
乃
が
バ
ス
タ
オ
ル
を
体
に

い
た
だ
け
の

態
で

室
か
ら
出
て
き
た

お

お
い

べ

別
に
い
い
で
し

こ
の

態
な
ら
何
も
見
え
て
な
い
ん
だ
か
ら

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

何
の
ア
ピ

ル
だ
よ

う
る
さ
い
わ
ね

あ
ん
た
へ
の
ち

と
し
た
ご
褒
美
よ



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
れ
じ

あ
今
か
ら
お
め
か
し
す
る
か
ら

も
う
少
し
待

て
な
さ
い

ご
褒
美
ね

悪
い
相
棒

詩
乃
の
奴

相
棒
が

む
と
た
ま
に
ポ
ン
コ
ツ
に
な
る
ん
だ
わ

お
う

そ
れ
は
知

て
た
わ

ま
あ
と
り
あ
え
ず
待
つ
と
す
る
か

 
ま
あ
そ
ん
な
に
時
間
は
か
か
ら
ん
だ
ろ

 
だ
が
八
幡
は

そ
れ
か
ら
実
に
三
十
分
も
待
た
さ
れ
る
事
に
な

た
の
だ

た



 第７４１話 おい詩乃、頼みがある

 
第
７
４
１
話
 
お
い
詩
乃

頼
み
が
あ
る

待
た
せ
た
わ
ね

本
当
に
待

た
わ

準
備
が
⻑
い
ん
だ
よ

女
の
子
の
準
備
は
時
間
が
か
か
る
に
決
ま

て
る
じ

な
い

ほ
ら

い
い
か
ら
行
く
わ
よ

あ

お
い

ち

と

は
ち
ま
ん
く
ん

守
番
は
お
願
い
ね

お
う

任
せ
ろ

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

相
棒

ま
た
な
相
棒

て

お
い
こ
ら
詩
乃

を
引

張
る
な

い
い
か
ら

く
来
な
さ
い

キ

ト

こ
こ
よ

は
い
詩
乃

直
ぐ
に
行
き
ま
す

 
八
幡
は
詩
乃
に
ガ

チ
リ
と

を
ホ

ル
ド
さ
れ

そ
の
ま
ま
連
れ
て
い
か
れ
た

さ
て

俺
は
洗

で
も
し
て
お
い
て
や
る
か

明
日
は

ら
し
い
し
な

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
そ
う
言

て

詩
乃
の

室
へ
入

て
い

た
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注
文
は
任
せ
る
か
ら
ね

さ
す
が
に
こ
う
い
う
店
に
は
慣
れ
て
な
い
か
ら

慣
れ
て
た
ら
そ

ち
の
方
が
驚
き
だ
よ

私
的
に
は
八
幡
が
慣
れ
て
い
る
事
の
方
が
驚
き
な
ん
だ
け
ど

く

あ
あ
い
え
ば
こ
う
言
う

ほ
ら

く
注
文
注
文

分
か

た
か
ら
待

て
ろ

 
そ
し
て
ス
ム

ズ
に
注
文
を
終
え
た
後

詩
乃
が
お
も
む
ろ
に
八
幡
に
質
問
を
し
て
き
た

で

今
日
は
私
に
何
の
用
事
が
あ

た
の

 
ま
さ
か
私
の
下
着

や

を
見
に
来
た

て

じ

な
い
わ
よ
ね

い
や

そ
の
通
り
な
ん
だ
が

な

な
な
な
な
な

 
こ
れ
は

に

八
幡
が
詩
乃
を
か
ら
か

て
い
る
だ
け
で
あ
る

 
さ
す
が
の
詩
乃
も
八
幡
の
ニ
ヤ
ニ
ヤ
顔
を
見
て
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
事
に
直
ぐ
に
気
が
付

き 
抗
議
す
る
よ
う
な
目
で
八
幡
に
言

た
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でお
い
詩
乃

頼
み
が
あ
る

今
度
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

新
し
い
キ

ラ
を
作
り
た
い
ん
だ

そ
れ
の
ど
こ
に
私
の
家
に
来
る
必
要
が
あ
る
の

作
り
た
け
れ
ば
勝
手
に
作
れ
ば
い

い
じ

な
い

い
や

俺
が
作
り
た
い
の
は

い
わ
ゆ
る
魔
女
タ
イ
プ
と
い
う
か

 
な

詩
乃

お
前

お

ち

ん
に
な

て
く
れ
な
い
か

は
 
そ
の
声
は
少
し
大
き
く

詩
乃
は
し
ま

た
と
い
う
風
に
店
員
に

を
下
げ
る
と

 
声

を

く
し
て

八
幡
に
そ
の
意
図
を

ね
た

要
す
る
に

お

さ
ん
に
成
り
す
ま
し
た
い

て
事

ま
あ
簡

に
言
う
と
そ
う
い
う
事
だ
今
度
俺
の

弟
的
存
在
の
奴
ら
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
る

く

て
な

 
そ
い
つ
ら
を

く
の
に
は

そ
う
い
う
キ

ラ
が

任
じ

な
い
か
と
思

た

て

だ

そ
れ

て
普
通
に
ハ
チ
マ
ン
で
や

ち

目
な
の

 
そ
の
詩
乃
の
当
然
の
疑
問
に

八
幡
は
あ

け
ら
か
ん
と
こ
う
答
え
た
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そ
れ
が

目
な
ん
だ
よ

そ
い
つ
ら
の
最
終
目
標
は

打
倒
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
か
ら
な

あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

い
い
わ
ね

若
い

て

何
故
そ
こ
で
お
ば
さ
ん

い
言
い
方
を
す
る

 
言

て
お
く
が
そ
い
つ
ら
は

お
前
と
同
世
代
だ
か
ら
な

え

そ
う
な
の

あ
あ
そ
ん
な

で
あ
い
つ
ら
が
い
ず
れ
敵
に
な
る
は
ず
の
俺
の
指

を
受
け
る
は
ず
も
な

い
し

 
う
ち
の
メ
ン
バ

か
ら
す
れ
ば

俺
が
敵
に
塩
を
送
る
よ
う
な
真
似
を
す
る
の
を

 

く
思
わ
な
い
奴
も
い
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
な

そ
ん
な
人

う
ち
に
は
い
な
い
と
思
う
け
ど

え
ば
ロ
ビ
ン
と
か
フ
カ
ち

ん
は

 
む
し
ろ
喜
ん
で
せ

せ
と
敵
に
塩
を
送
る
気
も
す
る
わ

 
八
幡
は

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
内
心
で
思

た
が

 
こ
う
い
う
事
に
関
し
て
は

八
幡
は
か
な
り
保
守
的
な
考
え
方
を
す
る
事
が
多
い

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が

ま
あ
一
応
な

て
事
は

こ
の
事
を
知
る
メ
ン
バ

は

か
な
り
限
ら
れ
る

て
事
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そ
う
だ
な

予
定
で
は
お
前
と
レ
コ
ン

そ
れ
に
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
あ
た
り
か

レ
コ
ン
君
は
何
で

レ
コ
ン
に
は

あ
い
つ
ら
を
影
か
ら
見
守
る
役

を
こ
な
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ

 
そ
の

に
最

な
ス
キ
ル
を

あ
い
つ
は
持

て
る
か
ら
な

あ
あ

し
か

な
る
ほ
ど

 

の
回
転
が

い
詩
乃
は
直
ぐ
に
そ
の
事
に
思
い
当
た

た
の
か
あ

さ
り
と
そ
う

破

し
たま

あ
そ
う
い
う
事
だ
な

そ
れ
じ

あ
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
ち

ん
は

俺
が
俺
個
人
の
持
つ
ゲ

ム
内
資
産
の
一
部
を
あ
い
つ
ら
に
流
す
と
し
て

 
ユ
イ
や
キ
ズ
メ
ル
が
そ
の
事
に
気
付
く
可
能
性
が
高
い
か
ら
な

 
そ
も
そ
も
俺
の
資
産
の
管
理
も
や

て
も
ら

て
る

だ
し
な

そ
う
言
わ
れ
る
と
私
も
そ
う
だ

た
わ

な
る
ほ
ど

理
に

て
る
わ
ね

 
詩
乃
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

分
か

た
わ

協
力
す
る
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悪
い
な

を
食

て
家
に
帰

た
ら

そ
こ
で
キ

ラ
を
作
る
と
し
よ
う

オ

ケ

よ

何
よ
り
う
ち
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
中
で

 
こ
の
事
を
知

て
い
る
の
が
私
だ
け
と
い
う
の
が
気
に
入

た
わ

い
や

ま
あ
あ
い
つ
ら
の
リ
ア
ル
を
知

て
る
と
い
う
点
で
は

 
他
に
も
何
人
か

え
ば
ク
リ
ス
や
理
央
や
め
ぐ
り
ん
は
あ
い
つ
ら
の
事
を
知

て
る
ん
だ

よ
なあ

ら
そ
う
な
の

そ
れ
は
残
念
ね

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

詩
乃
は
終
始
機

が
良
さ
そ
う
で
あ

た

 
や
は
り
八
幡
に
直
接
頼
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う

で

最
近
学
校
の
方
は
ど
う
だ

特
に
変
わ
り
な
い
か

あ
ら

う
ち
の
学
校
の
事
が
気
に
な
る
の

気
に
な
る
の
は
お
前
が
調
子
に
乗

て
い
な
い
か
ど
う
か
だ

 
最
近
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
も
会

て
な
い
か
ら
情
報
が
あ
ま
り
伝
わ

て
こ
な
く
て
な

そ

ち
は
ま
あ

調
か
し
ら
ね

学
内
で
い
じ
め
が
あ
る
気
配
も
ま

た
く
無
い
し

 
私
個
人
の
事
に
つ
い
て
言
え
ば

成

も
上

を
キ

プ
出
来
て
る
し
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運
動
だ

て
バ
イ
ト
の
せ
い
か
前
よ
り
も
思
う
よ
う
に
体
を
動
か
せ
る
よ
う
に
な

た
わ

ほ
う
ほ
う

そ
ん
な

果
が
あ

た
の
か

え
え

ま
あ
バ
イ
ト
の
前
に

念
入
り
に
柔

体
操
を
や

て
い
る
か
ら

 
そ

ち
の
方
の

果
が
出
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

マ
ジ
か
よ

お
前
そ
ん
な
事
を
し
て
た
の
か

 
バ
イ
ト
の
内
容
に
は
ま

た
く
関
係
な
い
の
に

お
前

て
や

ぱ
り
努
力
家
な
ん
だ
な

ふ
ふ
ん

も

と
褒
め
な
さ
い

そ
し
て
私
を
も

と
大
切
に
し
な
さ
い

し
て
る
つ
も
り
で
は
あ
る
ん
だ
が
な

ま
だ
足
り
な
い
わ

も

と
よ

へ
い
へ
い

努
力
す
る
わ

よ
ろ
し
い

 
そ
し
て
頼
ん
だ
料
理
が
来
て

詩
乃
は
そ
の
味
に

を
う

た

う
わ

こ
ん
な
の
を
食
べ
ち

た
ら

も
う
他
の
お
肉
は
食
べ
ら
れ
な
い
わ
ね

そ
こ
は
食
え

て

も
ち
ろ
ん
あ
く
ま
で
も
比

だ
か
ら
普
通
に
食
べ
る
わ
よ
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と
り
あ
え
ず
明
日

Ａ
Ｂ
Ｃ
に
自
慢
し
て
お
く
わ

友
達
を
そ
ん
な
風
に
呼
ぶ
ん
じ

ね
え

お
前
が
言
う
な

と
言
う
べ
き
な
の
か
し
ら
ね

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ

俺
は
と
も
か
く
お
前
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
か
言
う
な

あ
ん
た
の
呼
び
方
が
移

た
の
よ

だ
か
ら
私
は
悪
く
な
い

ま

た
く
あ
あ
言
え
ば
こ
う
言
う

そ
れ
が
私
よ

文

あ
る

大

り
だ
よ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
仲
が
い
い
の
か
悪
い
の
か

い
や

い
い
事
は
間
違
い
な
い
の
だ
ろ
う
が

 
二
人
の
会
話
は
い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
で
あ
る

さ
て
そ
れ
じ

あ
帰
り
ま
し

う
か
あ
ち

と
コ
ン
ビ
ニ
に
寄

て
も
ら

て
も
い

い 
色
々
と

て
お
き
た
い
物
が
あ
る
の
よ

へ
い
へ
い

せ
の
通
り
に
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コ
ン
ビ
ニ
に
着
く
と

詩
乃
は
先
ず
雑

コ

ナ

へ
と
足
を
運
ん
だ

ふ
む
ふ
む

お

女
子
が
好
き
な
男
を
落
と
す
コ

デ

ネ
イ
ト

 
ち

と
八
幡

こ
の
中
で
ど
の
服
装
が
一
番
ぐ

と
く
る

何
故
そ
れ
を
俺
に

く

こ
の
タ
イ
ト
ル
が
見
え
な
い
の

あ
ん
た
を
落
と
す

に
決
ま

て
る
じ

な
い

だ
か
ら
何
で
そ
れ
を
俺
に

く
か
な

本
人
に

く
の
が
一
番
い
い
か
ら
に
決
ま

て
る
じ

な
い

そ
う
い
う
の
の
相
談
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
し
ろ
よ

ち今

打
ち
し
な
か

た
か

ま
あ
い
い
わ

あ
ん
た
の
目
が
ど
の
服
の
所
で
止
ま

た
か
は
チ

ク
し
て
お
い
た
し

えこ

こ
い
つ
は
こ
う
い
う
所
が

れ
ね
え

 
続
け
て
詩
乃
は

ホ

ム
サ
イ
ズ
の
ア
イ
ス
を
手
に
取
り

食
パ
ン
や
飲
み
物

 
食
料
品
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
物
を

い
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
詩
乃
の
家
に
向
か

た
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お
前

ホ

ム
サ
イ
ズ
の
ア
イ
ス
と
か

一
人
で
食
べ
ん
の
か

え

あ
あ
こ
れ

う
う
ん

フ
カ
ち

ん
が
よ
く
一
人
で
何
個
も
食
べ
て
る
と
か

い
て
る

け
ど

 
さ
す
が
に
私
に
は
無
理
ね

じ

あ
ど
う
し
て

だ

て
あ
ん
た
も
食
べ
る
で
し

あ

え

お

お
う

く
わ

 
そ
し
て
家
に
帰
る
と

詩
乃
は
八
幡
と
二
人
で
ア
イ
ス
を
シ

ア
し
な
が
ら

 
ソ
レ
イ
ユ
が
公
式
に
運

し
て
い
る
サ
イ
ト
の
キ

ラ
ク
タ

の
外
見
の
大
雑

な
リ
ス
ト
を

表

し

 
そ
の
中
か
ら
八
幡
に

ど
ん
な
タ
イ
プ
の
顔
に
す
る
か
選
ん
で
も
ら
い

 
そ
の
デ

タ
を
元
に

直
ぐ
に
キ

ラ
の
作
成
に
移
る
事
に
し
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
違

て
完
全
ラ
ン
ダ
ム
じ

な
く
て
良
か

た
わ
ね

 
も
し
そ
う
な
ら
何
万
回
や
る
事
に
な

た
か
分
か
ら
な
か

た
わ
よ

多
少
の

れ

は
あ
る
が

何
と
な
く
こ
ん
な
感
じ

て
の
を
選
べ
る
の
は
い
い
よ
な
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で

名
前
は
ど
う
す
る

名
前
か

そ
う
い
う
の

俺

苦
手
な
ん
だ
よ
な

 
八
幡
が
困

た
顔
で
そ
う

い
た
そ
の
時

丁
度

室
か
ら

 
大
き
な
カ
ゴ
を
手
に
持

た
は
ち
ま
ん
く
ん
が
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
て
何
か
の
作
業
を
始
め

た 
ど
う
や
ら
布
の
よ
う
な
物
を
た
た
ん
で
い
る
ら
し
い

そ
ん
な
は
ち
ま
ん
く
ん
に
八
幡
は
こ

う

ね
た

お
い
は
相
棒

お
前
は
ど
う
思
う

こ
の
キ

ラ
に
何
て
名
前
を
つ
け
た
ら
い
い

ん

の
キ

ラ

だ

た
ら
ロ

バ

で
い
い
ん
じ

な
い
か

ふ
む

よ
し

そ
う
す
る
か

あ

あ
ん
た
達

絶
望
的
に
セ
ン
ス
が
無
い
わ
ね

こ
う
い
う
の
は
シ
ン
プ
ル
な
く
ら
い
で
丁
度
い
い
ん
だ
よ

 
八
幡
は
そ
う
虚
勢
を
張

た
が

当
然
自
分
で
も
セ
ン
ス
が
無
い
事
は
自
覚
し
て
い
た

よ
し
詩
乃

今
日
は
助
か

た
わ

俺
は
今
後

た
ま
に
こ
の
キ

ラ
で
動
く
事
に
な
る
が

 
も
し
街
と
か
で
見
か
け
て
も
声
は
か
け
な
い
で
く
れ
よ
な
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し

か
り
と

は
返
す
の
よ

そ
の
う
ち
な

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

詩
乃

う
ん

ま
た
ね

 
そ
し
て
八
幡
が
去

た
後

詩
乃
は
は
ち
ま
ん
く
ん
が

 
せ

せ
と
何
か
の
作
業
を
続
け
て
い
る
事
に
気
が
付
き

 
一
体
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

 
そ
こ
に
は

麗
に

り

ま
れ
た
洗

物
が
あ
り

詩
乃
は
一

き

と
ん
と
し
た
後

 
八
幡
が
去

て
い

た
方
を
バ

と

り
返
り
再
び
は
ち
ま
ん
く
ん
の
手
元
に
目
を
や

た

 
そ
こ
に
は

麗
に

り

ま
れ
た
詩
乃
の
下
着
が
あ
り

 
ど
う
考
え
て
も
そ
れ
は

八
幡
か
ら

見
え
に
な
る

置
に
置
か
れ
て
い
た

は

は
ち
ま
ん
く
ん

そ
れ
は

お
う

明
日
は

い
か
ら
俺
が
洗

し
て

機
に
か
け
て
お
い
て
や

た
ぞ

そ

そ
の
下
着

い
つ
か
ら
そ
こ
に
あ

た
の

そ
り

あ
俺
が

室
か
ら
出
て
き
て
洗

物
を
広
げ
た
時
か
ら
に
決
ま

て
る

 
心
配
す
る
な

ち

ん
と
相
棒
に
見
せ
て
ア
ピ

ル
し
て
お
い
て
や

た
か
ら
な
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そ

そ
ん
な
ア
ピ

ル
し
な
く
て
い
い
か
ら

 
そ
し
て
詩
乃
は

ま
た
見
ら
れ
た
と

ぶ
つ
ぶ
つ

き
出
し
た
が

 
そ
ん
な
詩
乃
に
は
ち
ま
ん
く
ん
が
言

た

何
を
今
更

さ

き
下
着
の
中
ま
で
見
せ
て
た
だ
ろ

見
せ
よ
う
と
思

て
見
せ
た

じ

な
い
わ
よ

 
い
い

こ
の
話
題
に
つ
い
て
は
今
後
あ
い
つ
の
前
で
出
さ
な
い
で
よ
ね

 
そ
う
す
れ
ば
そ
の
う
ち
忘
れ
る
と
思
う
か
ら

分
か

た
分
か

た
つ
い
で
に
八
幡
が
使

た
ス
プ

ン
を
さ
り
げ
な
く
今
お
前
が
使

て

る
事
も

 
あ
い
つ
に
は

て
お
い
て
や
る
か
ら
な

な

何
で
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
よ
く
見
て
る
の
よ

 
部
屋
中
に
そ
ん
な
詩
乃
の
絶
叫
が

き

る
中

八
幡
は

 
先

は
ち
ま
ん
く
ん
が
わ
ざ
と
見
せ
て
き
た
よ
う
に
見
え
た
布
の
事
を
思
い
出
し
ぼ
そ
り
と

い
た

あ
れ
は
ち

と

手
す
ぎ
だ
と
思
う
が

ま
あ
あ
い
つ
の
趣
味
な
ん
だ
ろ
う
な
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こ
う
し
て
詩
乃
の
羞
恥
心
と
引
き
換
え
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ

バ

と
い
う
キ

ラ
が
誕
生
し
た



 第７４２話 大手ギルドは大変だ

 
第
７
４
２
話
 
大
手
ギ
ル
ド
は
大
変
だ

で

報

は
い
く
ら
残

て
る
ん
じ

え

と

こ
の
く
ら
い
か
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
で
は
今

の
持
つ
在

を
チ

ク
し
て
み
る
わ
い

 
八
幡

す
る
ロ

バ

は

ラ
ン
か
ら
武
器
に
使
え
る
予
算
を

き

 
多
少
色
を
つ
け
て
や
ろ
う
と
自
ら
の
ス
ト
レ

ジ
の
中
に
あ
る
武
器
リ
ス
ト
に
目
を
通
し
て

い
たさ

て
こ
れ
と
こ
れ
後
は
こ
の
ラ
ン
ク
か
こ
の
中
か
ら
あ
い
つ
ら
に
選
ば
せ
れ
ば
い
い
か

 
ロ

バ

は

あ
い
つ
ら
は

に
は
現
れ
な
い
部
分
を
ち

ん
と
見
て
く
る
だ
ろ
う
か
と

 
少
し
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
そ
の
武
器
を
一
同
の
前
に

べ
た

ま
あ
こ
の

り
じ

の

好
き
な
武
器
を
選
ぶ
と
い
い
ぞ
え

あ
り
が
と
う
お
ば
ば
様

さ
あ
み
ん
な

自
分
の
武
器
は
自
分
で
選
ぶ
の
よ

 
そ
の
ラ
ン
の

令
で

一
同
は
ど
の
武
器
に
す
る
か
考
え
始
め
た

ボ
ク
は
こ
れ

こ
れ
が
一
番

り
や
す
い
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ほ
う

ユ
ウ
は

力
よ
り
も
取
り
ま
わ
し
の
良
さ
を
基
準
に
選
ん
だ
の
か

私
は
こ
れ
ね

純
に
一
番
リ

チ
が
⻑
い
か
ら

ノ
リ
は
射

重

か

力
前
衛
の

魔
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

俺
は
こ
れ
だ
な

防
御
力
に
補
正
が
つ
い
て
る

ほ
う

ジ

ン
は
サ
ブ
タ
ン
ク
の
役

も
す
る
事
も
重

し
て
い
る
ん
だ
な

僕
は
こ
れ
と
こ
れ

一
番
重
い
盾
と
一
番
重
い
剣

 
機
動
力
は
落
ち
る
け
ど
こ
れ
な
ら
多
少
重
い
攻
撃
を
く
ら

て
も

み
と
ど
ま
れ
る
だ
ろ
う

し
ねテ

チ
は
か
な
り
筋
力
が
あ
る
み
た
い
だ
な

立

に
タ
ン
ク
の
役

を
果
た
せ
そ
う
だ
な

わ
た
く
し
は

純
に
一
番

力
が
あ
る
こ
れ
を

タ
ル
は

力
重

か

手

よ
り
一
撃
の
重
さ
で
勝
負
す
る
タ
イ
プ
だ
な

私
は
こ
の

で
お
願
い
し
ま
す

ま
あ
シ
ウ
ネ

の

は
性
能
差
が
ほ
ぼ
無
い
か
ら

見
た
目
の
好
み
に
な
る
か

私
は
こ
れ
よ

こ
れ
が
一
番
八
幡
が
好
き
そ
う
だ
か
ら

こ
の
ポ
ン
コ
ツ
が
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ふ
む
ふ
む

そ
う
す
る
と
お

は

こ
の
く
ら
い
じ

の

予
算
の

囲
内
ね

そ
れ
じ

あ
お
ば
ば
様

こ
れ
を

度
あ
り

じ

な

 
ラ
ン
は
ロ

バ

が
提

し
て
き
た
金

を
そ
の
ま
ま

い
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ

イ
ツ
は

 
無
理
を
す
れ
ば
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
最
前
線
に
行
け
な
く
も
な
い

度
の
中
級
装
備
を
手
に
入

れ
た

 
こ
れ
で

験

ぎ
も
金

も

多
少
は
は
か
ど
る
事
だ
ろ
う

ふ
む

あ
の

年

以
外
は
ま
と
も
で
良
か

た

 
そ
の

年

も

武
器
の
チ

イ
ス
自
体
は

当
で
あ
る

 
ロ

バ

は
特
に
何
か
余
計
な
事
を
言

た
り
は
し
な
か

た

そ
れ
じ

あ
お
主
ら

こ
れ
か
ら
頑
張
る
ん
じ

ぞ

あ

待

て
お
ば
ば
様

黒

宮

て
知

て
る

う
ん

そ
れ
な
ら
マ

プ
の
こ
こ
に
あ
る
が

 
ロ

バ

は
そ
う
言

て

マ

プ
の
一
点
を
指
差
し
た



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

黒

宮
に
何
か
用
事
で
も
あ
る
の
か
え

あ
う
ん
ち

と

練
を

え
ら
れ
ち

て

ち
な
み
に
目
的
地
は
三
十
層
な
ん
だ
け

ど
ふ
む

あ
そ
こ
に
は
確
か

十
層
こ
と
に

定
で
強
い
敵
が
い
る
と
い
う
噂
じ

か
ら

 
無
理
せ
ず
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
く
ん
じ

ぞ

そ
う
な
ん
だ

あ
り
が
と
う
お
ば
ば
様

ま
た
ね

あ

ち

と
待

て
に

 
そ
ん
な
一
同
を
リ
ツ
が
呼
び
と
め
た

リ
ツ
さ
ん

ど
う
し
た
の

つ
い
で
に
こ
れ
も
持

て
い
く
に

こ
れ

て

リ
ス
ト

う
ち
で

い
取

て
る
素
材
の

の
リ
ス
ト
に

今
後
き

と
役
に
た
つ
の
に

 
そ
の
リ
ス
ト
に
は

素
材
の

い
取
り
価
格
に
加
え

取
出
来
る
場
所

 
主
な
用

が

麗
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
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あ
り
が
と
う
リ
ツ
さ
ん

凄
く
助
か
る

今
後
と
も
ご

に
に

 
リ
ツ
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

今
度
こ
そ
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 

点
の
代
わ
り
に
し
て
い
る

へ

て
い

た

お
ば
ば
様
も
ま
め
に

ね

何

う
ち
の
メ
ン
バ

専
用
の
デ

タ
ベ

ス
を
そ
の
ま
ま
出
力
し
た
だ
け
だ

そ
う
い
う
の
が
ま
め
な
の
に

ま
あ
こ
れ
く
ら
い
は
し
て
や
ら
な
い
と

俺
達
に
は
追
い
つ
け
な
い
だ
ろ
う
か
ら
な

 
丁
度
そ
の
時
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
後
を
尾
行
し
て
い
る
レ
コ
ン
か
ら
連

が
入

た

 
ど
う
や
ら
彼
女
ら
は

今
日
は
も
う

る
と
い

て

に
入

て
い

た
ら
し
い

よ
し

今
日
は
こ
こ
ま
で
だ
な

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

リ
ツ

う
ん

ま
た
な
の
に

 
こ
う
し
て
こ
の
日
は
特
に
何
事
も
な
く

穏

に
終
わ

た

 
余
談
だ
が

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
全
員

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で

る
事
が
可
能
で
あ
る

 
こ
れ
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を

由
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
彼
女
達
は
八
幡
か
ら
の
指

を
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儀
に
守
り

 

力
一

の
人
と
同
じ
よ
う
な
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
事
に
し
て
い
る
の
で

 
夜
に
な
れ
ば

る
し

朝
に
な
れ
ば

き
る
の
で
あ
る

  
そ
し
て
次
の
日
の
朝
ラ
ン
が

き
る
と
リ
ビ
ン
グ
に
は
も
う
他
の
全
員
が
集
合
し
て
い
た

あ
ら

私
が
最
後
な
の
ね

み
ん
な

お
は
よ
う

お
は
よ
う
ラ
ン

今
日
か
ら
黒

宮
に
行
く
よ
な

え
え

そ
の
つ
も
り
よ

初
め
て
の
場
所
だ
か
ら

く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
ね

 
こ
れ
は
八
幡
か
ら
の
指

と
い
う
よ
り
八
幡
と
の
約
束
な
の
だ
が

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
は

日
決
ま

た
時
間
に
ゲ

ム
内
で
食
事
を
と

て
い

る 
そ
れ
も
き

ち
り
三
食
で
あ
る

そ
の
約
束
通
り

今
日
も
き

ち
り
と
朝
食
を
と

た
後

 
ラ
ン
が
一
同
に
出
発
の
指

を
出
し
た

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

み
ん
な
準
備
は
い
い
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バ

チ
リ
だ

が
な
る
ね

や

て
や
り
ま
し

う

 
つ
い
に
本
格
始
動
す
る
事
に
な

た
彼
女
達
が

 
黒

宮
に
向
か
う

中
で
転
移
門
広
場
に
通
り
か
か

た
時

 
そ
こ
は
何
故
か

か
な
り
の

の
プ
レ
イ
ヤ

で

れ
て
い
た

 
い
つ
も
こ
の
場
所
は
人

が
多
い
が
今
日
は
そ
れ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
混
雑
し

て
お
り

 
ど
う
や
ら
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

た
よ
う
で
人
ご
み
の
中
央
か
ら
エ
キ
サ
イ
ト
し
て
い
る
男

の
声
が
し
た

何
か
あ

た
の
か
し
ら

ち

と
見
て
み
る

そ
う
ね

行

て
み
ま
し

う

 
そ
し
て
一
同
は
人
ご
み
を
か
き
分
け
な
が
ら
何
と
か
そ
の
人
だ
か
り
の
中
央
に
た
ど
り
着
い

た
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あ
れ

ハ
チ
マ
ン
じ

ん

ユ
キ
ノ
さ
ん
も
い
る
ね

も
う
片
方
の
集
団
は

あ

確
か
同
盟
だ

け

日
の
奴
ら
だ
よ

へ

こ
れ
は
面
白
い
事
に
な

て
る
わ
ね

し
ば
ら
く
見
物
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

う
か

 
そ
ん
な
一
同
の
前
で

ハ
チ
マ
ン
が
正
面
で
対
峙
し
て
い
る
者
達
に
こ
う
言

た

迷
惑
だ
か
ら
迷
惑
だ
と
言

た
ん
だ
こ
こ
は
公
共
の
場
で
あ

て
お
前
ら
の
家
じ

な
い

お

俺
達
の
お
か
げ
で
攻
略
が
進
ん
で
る
ん
だ
か
ら

少
し
く
ら
い
い
い
だ
ろ

だ

た
ら
現
地
に
集
合
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら
何
故
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
か
ら
移
動
す

る
の

 
あ
な
た
達
が
や

て
い
る
事
は
た
だ
の
ア
ピ

ル
で
は
な
い
の
か
し
ら
ね

何
だ
よ

最
近
は
全
然

層
更
新
の
役
に
た

て
な
い
く
せ
に
文

ば

か
り

 
そ
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
は

大
に
た
め
息
を
つ
い
た

何
を
言

て
い
る
の

私
達
が
行
く
と

あ
な
た
達
は
い
つ
も
不

そ
う
に
す
る
じ

な

い
そ

そ
れ
は
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そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

気
ま
ず
そ
う
な
顔
を
し
て
言
い
よ
ど
ん
だ

そ
も
そ
も
何
故
一

プ
レ
イ
ヤ

の
行
動
を
お
前
ら
が
勝
手
に
制
限
す
る
事
と

 
俺
達
が

層
攻
略
を
遠

し
て
い
る
事
が
関
係
す
る
ん
だ

制
限
な
ん
か
し
て
い
な
い
こ
れ
は
あ
く
ま
で
到
達
層
を
更
新
す
る
に
協
力
を
い
で

い
で
な
い
だ
ろ

こ
の
中
に

誰
か
直
接
そ
う
い

た
事
を
頼
ま
れ
た
奴
は
い
る
か

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
問
い
か
け
に

り
に
い
る
者
達
は
誰
も

か
な
い

だ
そ
う
だ
が

い
や

だ
か
ら

そ
れ
に
お
前
ら

層
更
新
に
そ
れ
だ
け
熱
心
な
く
せ
に

 
最
近
は
絶
対
に
ボ
ス
部
屋
へ
の
一
番
乗
り
は
し
な
い
ら
し
い
じ

な
い
か

 
必
ず
他
の
ギ
ル
ド
に
先
行
さ
せ
て

そ
い
つ
ら
が
全
滅
し
た
後
に

 
二
番
手
で
入

て
は
初
見
突
破
を

り
返
し
て
い
る
ら
し
い
な

 
そ
の
言
葉
に

囲
の
野
次
馬
か
ら
疑
念
の
声
が
あ
が

た

そ
う
な
の
か

お
い
お
い

何
か
怪
し
い
よ
な
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そ
れ

て
か
な
り
不
自
然
じ

な
い
か

 
ど
う
や
ら
そ
の
事
は
彼
ら
に
と

て
は
よ

ど
一

プ
レ
イ
ヤ

に
知
ら
れ
た
く
な
い
事

ら
し
く

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
即
座
に
そ
の
言
葉
を
否
定
に
か
か

た

ち

違
う

俺
達
は
何
も
や
ま
し
い
事
は
し
て
い
な
い

何
故
そ
う
い
う
返
事
に
な
る
そ
れ
じ

あ
や
ま
し
く
な
い
何
か
を
や

て
る

て
事
に
な
る

ぞ
そ
う
じ

な
い

俺
達
は
た
だ

し

か
り
と
準
備
を
し
て
か
ら
入

て
る
だ
け
だ

ふ

ん
ま
あ
い
い
か
と
り
あ
え
ず
最
近
全
然

層
更
新
の
役
に
た

て
い
な
い
俺
達
と
し

て
は

 
仕
方
な
い
か
ら
お
前
達
同
盟
の
要

に

て
次
の

層
の
ボ
ス
攻
略
に
出
る
事
に
す

る 
こ
の
層
で
も
い
い
ん
だ
が
も
う
お
前
達
が
向
か

て
い
る
最
中
だ
ろ
う
か
ら
遠

し
て
お
く

わ 
ま
あ
今
回
も
ち

ん
と
一
発
で
ク
リ
ア
す
る
ん
だ
ろ
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つ
い
さ

き

中
堅
ど
こ
ろ
の
ギ
ル
ド
が

た
末
に
負
け
て

出
さ
れ
て
き
て
た
か
ら
な

ぐ
 
さ
す
が
に
そ
の
言
葉
に
は
何
も
言
い
返
す
事
は
出
来
ず

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

て
ゼ
リ
フ
を

い
て
そ
の
場
か
ら
走
り
去

た

く
そ

次
の
層
も
俺
達
が
ク
リ
ア
し
て
や
る

一
番
乗
り
で
な

 
お
前
ら
は
指
を
く
わ
え
て
見
て
や
が
れ

 
そ
し
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
去

た
後

囲
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
た

さ
す
が
は
ザ
・
ル

ラ

よ
く
言

て
く
れ
た

同
盟
に
負
け
な
い
で
下
さ
い
ね

ヴ

ル
ハ
ラ

ヴ

ル
ハ
ラ

 
そ
の
声
援
に
ハ
チ
マ
ン
は
片
手
を
上
げ
て
応
え
る
と

ユ
キ
ノ
と
何
か
相
談
を
始
め

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の

に

そ
の
二
人
の
会
話
が
少
し
だ
け

こ
え
て
き
た

ユ
キ
ノ

今
す
ぐ
来
れ
る
メ
ン
バ

を
出
来
る
だ
け
か
き
集
め
て
く
れ

今
す
ぐ

本
気
な
の

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
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ユ
ウ

こ
え
た

う
ん

メ
ン
バ

に
召
集
を
か
け
た
み
た
い
だ
ね

ま
さ
か
と
は
思
う
け
ど
ハ
チ
マ
ン
兄
貴

て
ば
今
日
中
に
次
の
層
ま
で
ク
リ
ア
す
る
つ
も

り
かど

う
な
ん
だ
ろ
ま
あ
さ

き
の
会
話
で
分
か
る
の
は
大
手
ギ
ル
ド
は
色
々
と
大
変
ね

て

事
か
し
ら

だ
ね

そ
れ
じ

あ
大
手
じ

な
い
私
達
は
身
の

を
わ
き
ま
え
て
や
れ
る
事
を
や
り
に
行
き
ま

し

う
かお

う

 
そ
し
て
七
人
は
黒

宮
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た
の
だ
が

 
ラ
ン
が
一

ハ
チ
マ
ン
の
方
に

り
返

た
時

 
た
ま
た
ま
な
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
ハ
チ
マ
ン
と
目
が
合

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
に
ニ
ヤ
リ
と
し

そ
の
ま
ま
転
移
門
へ
と
消
え
て
い

た

あ
れ
は
や
る
わ
ね
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そ
の
ラ
ン
の

い
た
感
想
は

当
然
的
中
す
る
事
と
な
る
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第
７
４
３
話
 
口
は
災
い
の
元

こ
こ
が
黒

宮

あ
れ
が
監
獄
エ
リ
ア

て
奴
か

あ
れ

あ
そ
こ
の
壁

石
碑

い
の
に

何
か

山
名
前
が

ん
で
る

何
だ
ろ
う
な
あ
れ

ま
あ
今
度
お
ば
ば
様
に
で
も

い
て
み
ま
し

う

 
こ
の
ラ
ン
の
言
葉
か
ら
ロ

バ

の
存
在
が

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
中
で
徐
々
に
大
き
く
な

て
き
て
い
る
事
が
分
か
る

 
ロ

バ

で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を

く
役
目
を
す
る
と
い
う
ハ
チ
マ
ン
の
思
惑
は

 
ど
う
や
ら
上
手
く
い
き
つ
つ
あ
る
よ
う
だ

あ

監
獄
エ
リ
ア
に
人
が
い
る
よ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
を
受
け
た
ん
で
し

う
ね

ラ
ン
も
あ
そ
こ
に
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
よ

ち

と
ユ
ウ

そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
し
ら
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ハ
チ
マ
ン
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
通
報
さ
れ
な
い
よ
う
に

て
意
味

 
そ
の
ユ
ウ
の
言
葉
を
ラ
ン
は

で
笑
い
と
ば
し
た

ハ
チ
マ
ン
が
私
を
通
報
す
る

な
い
じ

な
い

い
や
い
や
ラ
ン

あ
れ

て
自
動
通
報
だ
か
ら
ね

 
ノ
リ
に
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は
そ
の
事
は
考
え
て
い
な
か

た
の
か
ぎ

と
し
た
顔
を

し
たそ

そ
う
だ

た

け

う
ん

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
は
男
女
関
係
な
し
だ
か
ら
ね

こ

こ
れ
か
ら
気
を
つ
け
る

 
さ
す
が
の
ラ
ン
も
監
獄
部
屋
で
ゲ

ム
マ
ス
タ

に
説
教
さ
れ
る
の
は
避
け
た
か

た
よ
う

だ 
も

と
も
送
ら
れ
た
ら
送
ら
れ
た
で

々
と

愛
人
で
す

と
言
い
そ
う
な
の
が
困
り

物
で
は
あ
る

さ
て

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
一
層
を
ぐ
る

と
回

て
み
ま
し

う
か
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一
層

ラ
ン
の
事
だ
か
ら

い
き
な
り
三
十
層
と
か
言
い
出
す
と
思

て
た

ふ
ふ
ん

私
は
石
橋
を
叩
い
て
か
ら
そ
の
横
に
あ
る

の
橋
を

る
タ
イ
プ
よ

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

中
に
入
ろ
う

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
を
ユ
ウ
キ
は
一

だ
に
し
な
か

た

他
の
者
達
も
何
も
突

込
ん
だ
り
は

し
な
い

 
そ
し
て
そ
こ
ま
で
の
会
話
を
確
認
し
た
時
点
で
密
か
に
後
を
付
け
て
き
て
い
た
レ
コ
ン
は

収
し
た

 
こ
の
調
子
だ
と
無
茶
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
が
確
認
出
来
た

と

 
先

の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
レ
コ
ン
も

い
て
い
た

そ
ろ
そ
ろ
召
集
が
か
か
る
と
思

た

か
ら
で
あ
る

こ
こ
が
一
層
へ
の
道
な
の
か
し
ら

て

ど
う
見
て
も

層

て
感
じ
じ

な
く
て

 
た
だ
の
一
本
道
な
の
だ
け
れ
ど

ま
あ
迷
う
余
地
が
無
い
か
ら
い
い
じ

な
い

ユ
ウ
は
相
変
わ
ら
ず
楽
天
的
よ
ね

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
他
に
選
択
肢
は
無
い

ラ
ン
は
前
進
の
指

を
出
し
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そ
の
一
本
道
を
し
ば
ら
く
進
ん
だ

一
行
の
前
に
二

の
分
か
れ
道
が

を
現
し
た

あ

見
て
ラ
ン

あ
そ
こ
に

が
あ
る
よ

本
当
ね

何
な
の
か
し
ら

 
一
同
は
そ
の

に
歩
み
寄
り

そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
を
確
認
し
た

 
そ
こ
に
は
一
層
は
こ
ち
ら
と
書
か
れ
て
お
り
そ
の
下
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
名
前
が
記
載
さ

れ
て
い
た

何
こ
れ

あ

そ
う
い
え
ば
こ
れ
と
同
じ
物
を
街
の
探
索
中
に
見
た
か
も

 
そ
の
時
タ
ル
ケ
ン
が
ハ

と
し
た
顔
で
そ
う
言

た

近
く
に
い
た
人
に

い
た
話
だ
と

確
か
こ
れ

て
ユ

ザ

伝
言

て
い
う
ら
し
い
よ

ユ

ザ

伝
言

何
そ
れ

え

と
Ａ
Ｌ
Ｏ

て
凄
く
広
い
じ

な
い
だ
か
ら
多
少
な
り
と
も
利

性
を
向
上
さ
せ
る

に
 
ユ

ザ

か
ら
の
要
望
で

入
さ
れ
た

な
ん
だ

て

 
こ
れ
に
必
要
な
情
報
を
書
い
て

好
き
な
所
に
立
て
ら
れ
る
ん
だ
け
ど
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そ
の
信
頼
性
を
担
保
す
る

に
そ
の
下
に
ギ
ル
ド
名
も
し
く
は
個
人
名
が
自
動
記
入
さ
れ

る
ら
し
い
よ

へ

そ
れ
は
面
白
い
ア
イ
デ
ア
ね

ち
な
み
に
そ
れ
専
用
の
ギ
ル
ド
も
あ
る
み
た
い

確
か

迷
子
案
内

て
ギ
ル
ド

あ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
懐
が
深
い
わ
ね
そ
ん
な
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
も
許
容
し
て
く
れ
る
な
ん
て
ね

ま
あ
そ
ん
な

で

こ
れ
は
多
分
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
が
設
置
し
た
案
内

だ
ね

ふ
む

一
層
は
こ
ち
ら

ね

 
ラ
ン
は

に
つ
い
て
は
納
得
し
た
も
の
の

こ
こ
に
こ
れ
を
立
て
る
意
味
が
分
か
ら
ず

 
考
え
る
の
が
面
倒

く
な

た
の
か

予
定
を
変
え
て
奥
に
進
む
事
を
仲
間
達
に
提
案
し
た

ち

と
考
え
て
も
意
味
が
分
か
ら
な
い
か
ら

こ
の
ま
ま
奥
に
進
ん
で
み
な
い

う
ん
い
い
よ

ボ
ク
も
興
味
あ
る
し

そ
う
で
す
ね

こ
こ
の
仕
様
を
確
認
す
る

に
も
い
い
と
思
い
ま
す

 
他
に
反
対
意
見
も
出
な
か

た

一
同
は
そ
の
ま
ま
一
層
へ
の
道
を
ス
ル

し

 
奥
へ
と
続
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
道
を
進
む
事
に
し
た

 
そ
ん
な
一
行
の
前
に

再
び
二

の
分
か
れ
道
が

と
共
に

を
現
し
た
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二
層
は
こ
ち
ら

な
る
ほ
ど

つ
ま
り
あ
れ
か
な

こ
こ
は

層
型
ダ
ン
ジ

ン
じ

な
く

 

宜
的
に
層

て
表
現
は
し
て
い
る
け
ど

実

は
た
だ
の
だ
だ

広
い
一
つ
の
ダ
ン
ジ

ン

て
事
か
な

そ
の
可
能
性
以
外
考
え
ら
れ
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

 
こ
の
道
を

て
一
層
に
行

て
み
ま
し

う
か

了
解

 
そ
し
て
一
行
は
今
来
た
道
を

り

に

て
一
層
へ
と
向
か

た

あ

ラ
ン

モ
ン
ス
タ

何
よ
あ
の
カ
エ
ル
は

気
持
ち
悪
い

ま
あ
で
も

そ
う
だ
よ
ね

大
き
さ
も
子

く
ら
い
だ
な

と
り
あ
え
ず
や

と
く

う

ん

あ
ま
り
近
寄
り
た
く
な
い
わ
ね

タ
ル

遠
く
か
ら
あ
い
つ
を
倒
し
て
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え

武
器
が

れ
そ
う
で

だ
な

 
実

は
武
器
が

れ
る
な
ど
と
い
う
事
は
無
い
の
だ
が

 
そ
う
い
う
イ
メ

ジ
が

い
て
し
ま
う
の
も
仕
方
が
な
い
く
ら
い
そ
の
カ
エ
ル
は

か

た

い
い
か
ら

く

ち

分
か

た
よ

そ
れ

 
タ
ル
ケ
ン
の

が

さ

た

間
に

そ
の
カ
エ
ル
は
あ

さ
り
と
爆
散
し
た

ん

何
か
落
と
し
た
み
た
い

 
そ
う
言

て
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
を
確
認
し
た
タ
ル
ケ
ン
は

 
凄
く

そ
う
に
そ
の
ア
イ
テ
ム
を
実
体
化
さ
せ
た

う
え
え

タ
イ
ニ

ト

ド
の
足
の
肉
だ

て

う
わ

お
い
タ
ル

そ
ん
な
物
見
せ
ん
な
よ

え

そ
れ
じ

あ
こ
う
い
う
の
が
平
気
そ
う
な
ノ
リ
に

こ

ち
に
来
た
ら
殺
す
か
ら
ね

ノ
リ

て
こ
う
い
う
の
は
苦
手
な
ん
だ

当
た
り
前
で
し

私
だ

て
花
の
乙
女
な
ん
だ
か
ら
ね
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う

ラ
ン

ど
う
す
る

お
ば
ば
様
の
リ
ス
ト
を
見
て

価

を
調
べ
て
み
て

あ

う

う
ん

 
タ
ル
ケ
ン
は
リ
ス
ト
を

合
し

そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
文

を
見
て
た
め
息
を
つ
い
た

ゴ
ミ

後
で

め
て
店

り
コ

ス
ね

タ
ル

と
り
あ
え
ず
持

て
お
い
て

あ
い

 
そ
の
後
も
何
度
か
カ
エ
ル
に
遭
遇
し

一
行
は
そ
れ
を
一
撃
で

り
つ
つ

 
ド
ロ

プ
し
た
タ
イ
ニ

ト

ド
の
足
の
肉
を

全
て
タ
ル
ケ
ン
に

し
て
い

た

う

も
う
お

に
行
け
な
い

さ
れ
ち

た

タ
ル
は
そ
の
前
に

相
手
を
見
つ
け
な
い
と
ね

ノ
リ
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い
よ

ノ
リ
が
た
ま
に
こ

そ
り
と

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
写
真
を
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら

め
て
る
の

知

て
る
ん
だ
か
ら
ね

あ

 
そ
の
言
葉
に
対
し

ノ
リ
以
外
の
五
人
か
ら
そ
ん
な
声
が
上
が

た
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タ
ル

み
ん
な
知

て
た
け
ど
何
も
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
た
の
に

あ

あ

死
ん
だ
な
タ
ル

え
 
見
る
と

当
の
ノ
リ
は
顔
を
真

に
し
て

る

る
と

え
て
お
り

 
そ
の
手
は
徐
々
に

ハ
ン
マ

を

り
か
ぶ
り
つ
つ
あ

た

わ

ご
め
ん

僕
が
悪
か

た

今
の
言
葉
は
無
し
で

も
う

い
わ
そ
れ
に
あ
ん
た
が
自
分
の
事
を
わ
た
く
し
じ

な
く
僕

て
呼
ぶ
の
も
気
に

入
ら
な
い

 
要
す
る
に
そ
れ
は
ノ
リ
を
女
扱
い
し
て
い
な
い
と
い
う
事
で
あ
る

 
も

と
も
普

か
ら
仲
間
内
で
は
そ
う
な
の
で
ノ
リ
の
そ
れ
は
た
だ
の
八
つ
当
た
り
な
の
だ

が 
今
の
ノ
リ
に
そ
ん
な
事
を
言

て
も
無

な
の
で
あ
る

そ

そ
ん
な

タ
ル

土
下
座
だ
土
下
座
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ほ
ら

く

 
ノ
リ
は
今
や

ハ
ン
マ

を
大
上

に

り
か
ぶ

て
お
り

 
さ
す
が
に

た
の
か

ジ

ン
と
テ

チ
が
タ
ル
ケ
ン
に
そ
う
言

た

す

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
の
言
葉
を
受
け

タ
ル
ケ
ン
は
迷
う
事
な
く
そ
の
場
に
土
下
座
し
た

 
そ
れ
を
見
た
ノ
リ
は
徐
々
に

が

え
て
き
た
の
か

り
か
ぶ

て
い
た
ハ
ン
マ

を
お

ろ
し
た

ふ
ん

こ
れ
に

り
た
ら
余
計
な
事
を
言
わ
な
い
事
ね

う

う
ん

ご
め
ん

あ
と
言

て
お
く
け
ど

私
は
た
だ
の
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
フ

ン
な
の

 

を

で
て
欲
し
い
と
か

お
姫
様

こ
し
て
欲
し
い
と
か
は

 
た
ま
に
し
か
思
わ
な
い
ん
だ
か
ら

勘
違
い
し
な
い
で
よ
ね

た
ま
に
は
思
う
ん
だ

ノ
リ

て
あ
あ
見
え
て

か
な
り
乙
女
だ
よ
ね

兄
貴
は
相
変
わ
ら
ず
モ
テ
る
よ
な
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い
つ
か
あ
あ
い
う
風
に
な
り
た
い
よ
ね

ノ
リ

か
わ
い
い

 
タ
ル
ケ
ン
以
外
の
五
人
は
そ
ん
な
感
想
を

い
た
が

当
の
タ
ル
ケ
ン
は
必
死
だ

た

 
う
ん
う
ん
と

く
事
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
タ
ル
ケ
ン
は
や

と
解
放
さ
れ

し

ん
ぼ
り
と
し
た
顔
で
立
ち
上
が

た

ほ
ら
タ
ル

元
気
出
せ

て

口
は
災
い
の
元
だ
ね

 
そ
う
言

て
ジ

ン
と
テ

チ
は
タ
ル
ケ
ン
が
持

て
い
た
タ
イ
ニ

ト

ド
の
足
の
肉
を

 
分
担
し
て
持

て
く
れ
た

男
の
友
情
と
い
う
奴
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
奥
に
進
み
ま
し

う

シ
ウ
ネ

マ

ピ
ン
グ
は
大
丈
夫

は
い

で
も

的
に
は
も
う
す
ぐ
行
き
止
ま
り
に
な
り
そ
う
で
す
ね

 
こ
こ
ま
で
の
道
は

旋

に
収
束
し
て
き
て
る
の
で

そ
う

案
外

い
の
ね

ま
あ
一
層
で
す
し
ね

 
シ
ウ
ネ

の
言

た
通
り

次
の

を
曲
が
る
と
そ
こ
は
行
き
止
ま
り
に
な

て
い
た
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本
当
ね

ず

と
こ
ん
な
感
じ
な
の
か
し
ら

ま
あ
二
層
に
行

て
み
れ
ば
分
か
る
ん
じ

な
い

そ
う
ね

大
し
て
時
間
が
か
か

た

で
も
な
い
し

こ
の
ま
ま
二
層
に
行
き
ま
し

う

 
そ
し
て
二
層
に
行

た
一
行
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
一
層
と
代
わ
り
映
え
の
し
な
い
風
景

で
あ

た

な
る
ほ
ど

こ
れ
は
も
う
少
し
奥
か
ら
ス
タ

ト
し
て
も
良
さ
そ
う
ね

こ
こ
ま
で
敵
は
全
部
一
撃
だ
し

得
ら
れ
る

験
も
少
な
す
ぎ
る
な

う

ん

そ
れ
じ

あ
十
層
で

 
こ
う
し
て
一
行
は

黒

宮
の
十
層
へ
と
向
か

て
移
動
を
開
始
し
た
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第
７
４
４
話
 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
驚
愕

み
ん
な

一
応
気
を
引
き
締
め
て
ね

分
か

て
る

て

し

か
り
と
デ

タ
を
取
ろ
う

マ

ピ
ン
グ
は
任
せ
て
下
さ
い

 
そ
し
て
一
行
は

十
層
は
こ
ち
ら

と
書
か
れ
た

に

い

十
層
へ
と
突
入
し
た

速
敵
だ

け

ど

ま
た
カ
エ
ル
か
よ

で
も
何
か
で
か
く
ね

確
か
に
さ

き
ま
で
の
カ
エ
ル
よ
り
も
で
か
く
な

て
や
が
る

タ
ル

ま
た
ち

と
倒
し
て
み
て

う
ん

 
タ
ル
ケ
ン
は
そ
う
言

て
素
直
に
敵
に
向
か

て

を

り
出
し
た
が
敵
は
一
撃
で
は
死
な

な
か

た
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お
お

え
た

こ
の

り
か
ら
多
少
敵
に
手
応
え
が
出
て
く
る
の
か

 
だ
が
そ
う
言

た
の
も
束
の
間
そ
の
カ
エ
ル
は
次
の
タ
ル
ケ
ン
の
攻
撃
で
あ

さ
り
と
死

し
た

ま
あ
こ
ん
な
も
ん
か

そ
う
ね

タ
ル

何
か
ド
ロ

プ
し
た

え

と

う
え
え

ト

ド
の
足
の
肉

ま
た
か

ド
ン
マ
イ

タ
ル

う

り

了
解

で

ど
う
す
る
ラ
ン

こ
こ
だ
と
ま
だ
敵
が

す
ぎ
る
気
が
す
る
け
ど

 
そ
の
テ

チ
の
問
い
に

ラ
ン
は
迷
い
の
無
い
目
で
こ
う
言

た

い
え

こ
の
ま
ま
奥
に
進
む
わ

お
ば
ば
様
が
言

て
い
た
じ

な
い

 
黒

宮
に
は
十
層
ご
と
に

定
の
強
い
敵
が
い
る

て

 
そ
れ
が
多
分

ハ
チ
マ
ン
が
言

て
た
ボ
ス

て
奴
の
事
よ
ね
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も

と
も
リ
ポ

プ
し
な
い
仕
様
な
ら
こ
の
層
に
は
も
う
ボ
ス
は
い
な
い
事
に
な
る
け
ど

 
そ
れ
で
も
ど
ん
な
場
所
で
戦
う
事
に
な
る
の
か
見
る
事
は
出
来
る
と
思
う
の

な
る
ほ
ど

確
か
に
ね

そ
う
と
決
ま

た
ら
奥
へ
進
も
う

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
移
動
を
再
開
し
た
が
ラ
ン
は
内
心
で
こ
ん
な
事
を
考
え

て
い
た

ユ
ウ
は
基
本
私
の
言
う
事
に
は
反
対
し
な
い
こ
う
い
う
時
に

先
し
て
指

を
出
し
て
く
れ

る 
で
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
私
の
意
向
に

た
指

で
し
か
な
い

 
こ
れ
は
内
密
に
ハ
チ
マ
ン
に
相
談
し
て
み
る
べ
き
か
し
ら
ね

そ
う

次
の

査
の
時
に
で

も 
そ
し
て
何
度
か
戦
闘
を

り
返
し
た
後

一
行
は
か
な
り
広
い
広
場
へ
と
足
を

み
入
れ
た

こ
こ
が
ボ
ス
部
屋

い
わ
ね

ボ
ス
は
い
な
い
ね

こ
れ
で

定
の
敵

て
の
が
リ
ポ

プ
し
な
い
事
が
確
認
出
来
た
か
ら

ま
あ
良
し
と
し
ま



 第７４４話 スリーピング・ナイツの驚愕

し

う

 
そ
の
ま
ま
一
同
は

部
屋
の
中
を
く
ま
な
く
探
索
し
た

こ
の
台
座
み
た
い
な
物
は
何
だ
ろ
う

石
像
が
動
き
出
し
た
と
か

パ
タ

ン
と
し
て
は
あ
り
う
る
わ
ね

壁
が
所
々
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
は
飛
び
道

の
跡
か
な

か
な
り
の

力
ね

よ
り
深
い
層
で
は
更
に

力
が
上
が

て
い
る
と
見
る
べ
き
ね

 
こ
の
よ
う
に

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
様
々
な
情
報
を
収
集
し
て
い

た

さ
て

こ
の
く
ら
い
か
し
ら

次
は
ど
う
す
る

一
気
に
奥
ま
で
進
む

い
い
え

さ

き
タ
イ
ニ

ト

ド
が
普
通
の
ト

ド
に
変
化
し
た
で
し

う

 
な
の
で
今
度
は
一
層
ず
つ
下

て
い

て
ト

ド
が
次
の
敵
に
変
化
す
る
所
ま
で
進
む
事
に

し
ま
し

う

な
る
ほ
ど

そ
こ
で
敵
が
切
り

わ
る

て
事
に
な
る
の
か

多
分
ね

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

行
く
わ
よ
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そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

慎
重
に
敵
の
変
化
を
見

め
な
が
ら

 
ゆ

く
り
と
黒

宮
の
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

ま
だ
ト

ド
ね

殲
滅
し
た
ら

り
ま
し

う

結

時
間
が

ち

た
な

今
三
時
間
く
ら
い
か

そ
う
い
え
ば
丁
度
お
昼
の
時
間
ね

安
全
地

を
確
保
し
て
昼
食
に
し
ま
し

う
か

 
だ
が
こ
こ
ま
で
で
確
実
に
安
全
地

だ

た
と
い
え
る
の
は
十
層
の
ボ
ス
部
屋
だ
け
で
あ

た

メ
イ
ン
通
路
は
ど
こ
も
敵
が

い
て
く
る
な

仕
方
な
い
わ
ね

二
交
代
で
見
張
り
を
立
て
ま
し

う

 
最
初
は
私
と
ジ

ン
と
タ
ル

そ
し
て
三
十
分
で
残
り
の
四
人
と
交
代
よ

 
と
は
い
え
必
要
な
の
は

だ
け
で

全
員
集
ま

た
ま
ま
に
な
る
け
ど
ね

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か

当
に
話
し
な
が
ら
で

ま
あ
そ
う
ね

で
も
見
張
り
担
当
は

通
路
か
ら
目
だ
け
は
切
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
ね

オ

ケ

オ

ケ

 
そ
し
て
ラ
ン
と
ジ

ン
と
タ
ル
ケ
ン
が
残
り
の
四
人
を
囲
む
よ
う
に
立
ち
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四
人
は
そ
の
ま
ま
食
事
を
始
め
た

こ
う
い
う
時
の
安
全
の
確
保
も
今
後
の
課
題
か
ね

何
か
い
い
ア
イ
テ
ム
が
あ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
ね

お
ば
ば
様
に
今
度

い
て
み
よ
う

そ
う
ね
頼

て
ば
か
り
に
な

て
し
ま
う
か
ら
今
度
何
か
高
い
物
で
も

て

返
し
し

ま
し

う

 
そ
の
時

ジ
ジ

と
い
う
雑
音
と
共
に

 
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
機

音
声
の
よ
う
な
も
の
が

こ
え
一
同
は
思
わ
ず
天

を
見
上
げ
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
三
十
一
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た

お

さ

き
の
連
中
か
な

い
け
す
か
な
い
奴
ら
だ

た
け
ど

そ
れ
な
り
に
実
力
は
あ
り
そ
う
ね

 
そ
し
て
十
分
後

再
び
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が
流
れ
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
三
十
二
層
が
解
放
さ
れ
ま
し
た

転
移
門
か
ら
移
動
出
来
ま
す

次
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
の
番
な
の
か
ね

明
日
く
ら
い
に
は
討
伐
し
ち

た
り
し
て
ね
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さ

き
の
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

圧
感
あ

た
か
ら
な

絶
対
に
あ
れ

内
心
で
む
か
つ
い
て
た
よ
な

ハ
チ
マ
ン
兄
貴
を
敵
に
回
す
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も

 

ら
せ
る
な
ん
て
想
像
し
た
ら

背
筋
が
寒
く
な
る
よ
な

 
そ
し
て
十
五
分
後
見
張
り
を
交
代
す
る
時
間
に
な
り
今
度
は
ラ
ン
達
が
食
事
を
と
り
は
じ

め
たし

か
し
ヴ

ル
ハ
ラ

て

し
く
調
べ
て
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
け
ど

 
何
人
く
ら
い
メ
ン
バ

が
い
る
の
か
し
ら
ね

あ

前
に
兄
貴
に

い
た
ら

三
十
人
く
ら
い
だ

て
言

て
た
気
が
す
る

さ
ん
や
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
は
違
う
の
よ
ね

違
う
み
た
い
だ
ね

ま
だ
見
ぬ
強
敵
か

こ
の
ま
ま
調
べ
な
い
で
い
て
も
大
丈
夫
か
ね

ど
う
せ
私
達
に
出
来
る
事
は
全
力
で
挑
戦
す
る
事
だ
け
よ

 
あ

ち
も
私
達
に
つ
い
て
は

し
く
な
い
の
だ
か
ら

件
を
対

に
す
る

に

 
余
計
な
知
識
は
仕
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

う
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だ
な

や
る
な
ら
正
々

々

え
え

そ
れ
が
私
達
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
よ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
何
度
か
敵
を
撃
退
し
て
い
る
う
ち
に

三
十
分
が

過
し
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
し

う
か

ち

と
待

て

今
何
か

 
再
び
ど
こ
か
ら
か

ザ
ザ

と
い
う
音
が

こ
え

一
同
は
反
射
的
に
天

を
見
上
げ
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
三
十
二
層
の
フ

ル
ド
ボ
ス
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た

 
そ
の
メ

セ

ジ
を

い
た
一
同
は

思
わ
ず
そ
う
叫
ん
だ

え

で
し

だ

て
三
十
二
層
が
解
放
さ
れ
た
の

て
三
四
十
分
前
じ

な
か

た
兄
貴

本
気
だ
な

と
い
う
か
ヴ

ル
ハ
ラ
や
ば
す
ぎ
で
し

街
の
様
子
が
気
に
な
る
よ
ね
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確
か
に

ラ
ン

ど
う
す
る

む
む
む
む
む

 
ラ
ン
も
そ
の
事
は
と
て
も
気
に
な

て
い
た

ど
う
し
よ
う
か
と
か
な
り
悩
む
事
と
な

た

探
索
は
別
に
急
ぐ
必
要
は
な
い
ん
だ
し

こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
い
手
は
な
い
わ
よ

ね
だ
よ
な

で
も
次
に
備
え
て
ど
こ
ま
で
進
め
ば
い
い
か

し
て
お
い
た
方
が
後
々
の

に
も
い
い
ん

じ

ね
確
か
に
こ
こ
ま
で
来
ち

た
し
ね

ふ
む

 
ラ
ン
は
再
び
考
え
込
み

し
ば
ら
く
し
て
こ
う
結

を
出
し
た

そ
れ
じ

あ
こ
う
し
ま
し

う

と
り
あ
え
ず
こ
の
ま
ま
探
索
は
続
行

 
そ
し
て
ト

ド
の
次
の
ラ
ン
ク
の
敵
が
ど
こ
か
ら
出
現
す
る
か
確
認
し
た
ら
街
に

る

 
そ
ん
な
感
じ
で
ど
う
か
し
ら
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議
な
し

さ
す
が
の
兄
貴
で
も

フ
ロ
ア
ボ
ス
討
伐
の
フ
ラ
グ
を
立
て
る
の
に
は

 
そ
れ
な
り
の
時
間
が
必
要
だ
ろ
う
し
な

ジ

ン

そ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
フ
ラ
グ
か
も
し
れ
な
い
わ
よ

大
丈
夫
大
丈
夫

元
気
だ

た
時
に

々
の
恋
愛
フ
ラ
グ
を
立
て
よ
う
と
し
て

 
一
度
も
成
功
し
な
か

た
俺
が
言
う
ん
だ
か
ら

て
思
い
出
し
た
ら

け
て
き
た

ジ

ン

ド
ン
マ
イ

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
探
索
を
再
開
し

 
一
層
ず
つ
丁

に
敵
の
出
現

向
を
調
査
し
て
い

た

ま
た
ト

ド
か

こ
こ
は
何
層
だ

け

今
は
十
七
層
で
す
ね

ま
あ
正
確
に
は

十
七
度
目
の
分
岐
で
す
け
ど

よ

し

気
を
取
り
直
し
て
次
は
十
八
層
だ

 
十
七
層
と
書
か
れ
た
分
岐
ま
で

り

奥
へ
と
進
ん
だ
一
行
は

 
次
の
分
岐
か
ら
明
ら
か
に
雰
囲
気
が
違
う
事
に
気
が
付
い
た

ん

石

の
色
が
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少
し
暗
く
な

た
か

見
て

奥
の
方
に
何
か

 
確
か
に
奥
の
暗
が
り
に

く
光
る
物
が

山
見
え
一
同
は
何
だ
ろ
う
と
思

て
目
を

ら
し

た 
二
つ
の

い
も
の
が
セ

ト
に
な

た
そ
の
光
は

ゆ
ら
ゆ
ら
と

い
て
お
り

 
ゆ

く
り
と
進
ん
だ
一
行
は

や
が
て
そ
の
正
体
に
気
が
付
い
た

う

わ

ち

あ
の
光

て
ト

ド
の
目
か
よ

に
二
つ
ず
つ

四
つ
の
目
を
持

て
い
る
み
た
い
だ
ね

と
い
う
か

が
多
い
上
に
で
か

み
ん
な
僕
が
中
央
で
受
け
止
め
る
か
ら

か
ら

れ
て
く
る
敵
を
片

か
ら
殲
滅
し

て 
テ

チ
が
そ
う
言

て
前
に
出
て
盾
を

え

一
同
も
そ
れ
ぞ
れ
の
武
器
を

え
た

ゴ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

ゴ

 
そ
し
て
ラ
ン
の
合
図
で
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た
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名
は

ジ

イ
ア
ン
ト
・
ト

ド

ド
ロ

プ
は
ま
た
足
の
肉
だ
よ

と
り
あ
え
ず
前
に
は
出
ず

向
か

て
く
る
敵
が
い
な
く
な
る
ま
で
頑
張
り
ま
し

う

 
そ
し
て
後
か
ら
後
か
ら

い
て
く
る
敵
を
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

て

て

り

ま
く

た

く

さ
す
が
に
⻭
ご
た
え
が
あ
る

こ
の

り
が
ど
う
や
ら
私
達
に
は

正
み
た
い
ね

験

が
お
い
し
い
わ

道
が

い
分
囲
ま
れ
る
心
配
が
な
い
か
ら

そ
こ
は
安
心
だ
ね

ど
う
や
ら
も
う
少
し
み
た
い
よ

頑
張
り
ま
し

う

 
そ
し
て
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が

た
の
か

気
が
付
く
と
敵
は
い
な
く
な

て
い
た

や

と
終
わ

た
か

ど
の
く
ら
い
の
時
間
が

た

今
コ
ン
ソ

ル
で
確
認
し
ま
す

一
時
間
く
ら
い
で
す
ね

そ
ん
な
に
⻑
く
戦

て
た
の
か

そ
う
す
る
と

こ
こ
ま
で
来
る
の
に
か
か

た
時
間
は
合
計
で
二
時
間
く
ら
い
か
し
ら
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次
は
十
八
層
か
ら
ス
タ

ト
だ
ね

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

り
ま
し

う
か

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

く
そ
の
場
か
ら

退
を
開
始
し
た

明
日
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
討
伐
さ
れ
る
と
し
て

そ
の
時
は
当
然
街
に
い
る
よ
な

そ
う
ね

今
の
手
持
ち
で
も
そ
れ
な
り
の
食
べ
物
を

う
く
ら
い
の
余

は
あ
る
し

 
街
の
人
達
の

り
上
が
り
に

乗
し
て

一

に
お
祝
い
を
し
た
い
も
の
よ
ね

あ
そ
れ
じ

あ
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
行

て
一

に
お
祝
い
を
す
る

て
の
は
ど

う
か
な

 
そ
の
時
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
人
達
も

ね
て
こ
な
い
は
ず
だ
し

あ
ら

い
い
ア
イ
デ
ア
ね
ノ
リ

そ
れ

用

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

外
に
出
た
ら
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
行

て

 
そ
の
事
を
相
談
し
て
み
よ

か

つ
い
で
に
戦
利
品
も
処
分
し
な
い
と
ね

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

リ
ツ
さ
ん
に
も
ら

た
資
料
に
よ
る
と

 
ジ

イ
ア
ン
ト
・
ト

ド
の
足
の
肉
は
そ
れ
な
り
に

要
が
あ
る
ら
し
い
よ
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こ
れ

味
だ
け
は
い
い
み
た
い
な
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
の

そ
れ
は

報
ね

 
そ
ん
な
明
る
い
会
話
を

り
広
げ
な
が
ら

一
同
は
は
じ
ま
り
の
街
へ
と
帰
還
を
果
た
し

 
そ
の
足
で
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
へ
と
向
か

た

ま
た
ま
た
お

魔
し
ま

す

あ

い
ら

し

い

待

て
た
の
に

料
理
の
準
備
も
も
う
バ

チ
リ
に

よ

え
 
そ
の

間
に

ジ
ジ

と
い
う
音
が

こ
え

一
同
は
ま
さ
か
と
思
い
つ
つ

 
反
射
的
に
ま
た
天

を
見
上
げ

釣
ら
れ
て
リ
ツ
も
天

を
見
上
げ
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
三
十
二
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
し
て
ジ

ン
が

が

く
り
と

を
つ
い
た

く

恋
愛
関
係
で
達
成
し
た
か
た
の
に
こ
ん
な
事
で
フ
ラ
グ
を
達
成
し
ち
ま
た

ジ

ン

ド
ン
マ
イ

 
直
後
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が

こ
え
た
の
か
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奥
か
ら
残
り
の
姉
妹
達
も
店
に
飛
び
出
し
て
き
た

よ

し

リ
ツ

祭
り
だ
祭
り

宴
会

だ
わ
ね

り
上
が

て
い
こ
う
じ

ん

今
日
は
豪
勢
に
い
く
の
な

ハ
チ
マ
ン

さ
す
が
だ
な

 
そ
ん
な
姉
妹
達
に

リ
ツ
は
笑
顔
で
こ
う
言

た

も
う
準
備
は
オ

ケ

な
の
に

予
定
し
て
た
ゲ
ス
ト
も
今
来
た
と
こ
ろ
に

予
定
し
て
た
ゲ
ス
ト

て

リ
ツ
さ
ん

も
し
か
し
て
ボ
ク
達
が
今
日
こ
こ
に
来
る

て
分
か

て
た

あ

え

と

実
は
今
朝
ハ
チ
マ
ン
が
来
て

リ
ツ

俺
達
は
今
日
中
に
三
十
二
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
を
攻
略
す
る
か
ら

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
連
中
と
一

に

こ
の
金
で
宴
会
で
も
し
て
祝

て
く
れ

 

て
言

て

お
金
を
い

ぱ
い
置
い
て
い

た
の
に

う
わ
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兄
貴

さ
す
が
す
ぎ
る

完
全
に

ま
れ
て
ま
し
た
ね

 
そ
の
リ
ツ
の
言
葉
を

い
て
か
ら
ラ
ン
は
ず

と
無
言
だ

た
が

 
や
が
て
顔
を
上
げ

悔
し
そ
う
に
こ
う
言

た

あ
あ
も
う

ま

た
く
私
の
未
来
の

那
様
は
本
当
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
わ

 
悔
し
い
け
ど
こ
う
な

た
ら
ハ
チ
マ
ン
の
好
意
に

え
て
宴
会
よ

今
日
は

り
上
げ
て
い

く
わ
よ

 
こ
う
し
て
こ
の
日

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
六
姉
妹
は

 
時
間
が

つ
の
も
忘
れ
て
大
い
に

り
上
が

た
の
で
あ

た
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第
７
４
５
話
 
二
本
の
指

 
そ
れ
で
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
が
ど
の
よ
う
な

で
三
十
二
層
の
ボ
ス
を
攻
略
し
た

か 
そ
の

跡
を
追

て
み
よ
う

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が

め
事
の
現
場
に
遭
遇
し
た
後

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の

ユ
キ
ノ

由
で
の
召
集
に
応
え

 
仲
間
達
は
ど
ん
ど
ん
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
集
ま
り
つ
つ
あ

た

ハ
チ
マ
ン
君

お
う
ア
ス
ナ

の
時
間
だ

い

い
き
な
り
だ
ね

何
が
あ

た
の

ま
あ
み
ん
な
が
来
て
か
ら
話
す

分
か

た

で

今
回
の
敵
は

三
十
二
層
が
ま
も
な
く
解
放
さ
れ
る
か
ら

そ
こ
の
ボ
ス
攻
略
だ

ん
ん

今
何
か

凄
い
事
を
サ
ラ

と
言
わ
れ
た
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

三
十
二
層
が
ま
も
な
く
解
放
さ
れ
る
か
ら

そ
こ
の
ボ
ス
攻
略
だ
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き
間
違
い
じ

な
か

た

 
と
は
い
え
ア
ス
ナ
も
攻
略
は
基
本
大
好
物
で
あ
る

特
に

は
な
い
よ
う
だ

な
あ
ア
ス
ナ

ア
ス
ナ
は
確
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
三
十
二
層
の
攻
略
を
担
当
し
た
よ
な

 
ど
ん
な
敵
だ

た
か
覚
え
て
る
か

三
十
二
層

確
か

リ
リ

・
ザ
・
ア

ク
エ
ン
ジ

ル
天
使
タ
イ
プ
の
ボ
ス
だ

た

か
な自

分
で

い
て
お
い
て
な
ん
だ
が

よ
く
覚
え
て
る
な

う
ん

ま
あ
一
応
自
分
が
戦

た
ボ
ス
に
つ
い
て
は
全
部
覚
え
て
る
よ

 
あ
あ
い
う
の

て
結

忘
れ
な
い
も
の
な
ん
だ
ね

必
死
だ

た
せ
い
か
な

か
も
し
れ
な
い
な

ま
あ
と
り
あ
え
ず
他
の
奴
ら
の
集
合
待
ち
だ
な

 
そ
う
し
て
い
る
間
に
も

召
集
さ
れ
た
メ
ン
バ

達
が

続
々
と
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た

ハ
チ
マ
ン

急

集

て
事
は

か

だ
よ
な

キ
リ
ト

あ
ん
た
は
本
当
に
そ
う
い
う
の
が
好
き
よ
ね

む
し
ろ
自
分
か
ら

い
に
い
く
タ
イ
プ
で
す
よ
ね

 
ア
ス
ナ
に
続
い
て
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
の
は

キ
リ
ト

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ
の
三
人
で
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あ

た
こ
の
後
静
さ
ん
と
出
か
け
る
約
束
を
し
て
い
る
か
ら

さ

さ
と
終
わ
ら
せ
て
く
れ
よ
な

俺
も
出
来
れ
ば
午
後
の
休

時
間
の
間
に
終
わ
ら
せ
て
く
れ
る
と
助
か
る

悪
い
な
二
人
と
も

出
来
る
だ
け
速
攻
で
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
か
ら

 
次
に
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
が
現
れ

そ
し
て
ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

イ
ロ
ハ
が
続
い
た

ヒ

キ

ど
う
し
た
の

お
う

ま
あ
色
々
あ

て
な

後
で
話
す
わ

ふ

ん

ま
あ
今
日
は
ユ
ミ

達
と
出
か
け
る
だ
け
だ

た
か
ら

 
少
し
く
ら
い

く
な

て
も

わ
な
い
け
ど
ね

ま
あ
そ
れ
は
別
に
い
つ
で
も
い
い

し

あ

し
も
最
近
暴
れ
足
り
な
く
て
欲
求
不
満
だ

た
し私

も
久
し
ぶ
り
に

思
い

き
り
魔
法
を
ぶ

放
し
た
い
気
分
で
す
ね

お
前
ら
も
大

好
戦
的
だ
よ
な

ま
あ
キ
リ
ト
の
影

だ
な

失

だ
な

主
に
ハ
チ
マ
ン
の
せ
い
だ
よ

そ
れ
を
誰
が
信
じ
る
ん
だ



 第７４５話 二本の指

う

ま

ま
あ
確
か
に
ハ
チ
マ
ン
本
人
に
そ
う
言
わ
れ
て
も

 
む
し
ろ
俺
の
せ
い
だ
ろ
と
か
突

込
ん
じ

い
そ
う
だ
け
ど
さ

 
キ
リ
ト
な
ら
そ
の
場
の
ノ
リ
で
本
当
に
や
り
そ
う
で
あ
る

 
そ
し
て
次
に
入

て
き
た
の
は
レ
コ
ン

コ
マ
チ
の

候
チ

ム
で
あ

た

悪
い
な
レ
コ
ン

任

を

中
で
投
げ
出
さ
せ
ち
ま

て

あ
の

況
じ

仕
方
が
な
い
で
す
よ

ら
れ
た

は

わ
な
い
と

お
兄
ち

ん

お
⺟
さ
ん
が

帰
り
に

て
き
て
欲
し
い
物
が
あ
る

て

何
だ

の

い
物
か
何
か
か

う
ん

だ
か
ら
そ
れ
ま
で
に
済
ま
せ
て
ね

大
丈
夫
だ

キ

チ
リ
間
に
合
わ
せ
る

 
そ
の
後
に
リ

フ

フ
カ
次
郎

ク

ク
ロ
ビ
ン
の
武
闘

が
入
室
し
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

リ

フ

は
兄
貴
と
違

て

儀
正
し
い
よ
な

さ
す
が
は
武
道
家
だ
な

だ
か
ら
一
々
俺
を
引
き
合
い
に
出
す
な
よ

フ
カ
次
郎
は
絶
対
に
来
る
と
思

て
た
わ

お
前
は
基
本
暇
人
だ
か
ら
な
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私
だ

て
忙
し
い
事
は
あ
る
か
ら

今
日
は
た
ま
た
ま
暇
だ

た
け
ど

ど

ち
が
た
ま
た
ま
だ
か
な

そ
れ
に
し
て
も
ロ
ビ
ン

お
前

 
ま
さ
か
仕
事
を
放

り
だ
し
た
り
し
て
な
い
よ
な

う
ん

夜
か
ら
コ
ン
サ

ト
だ
け
ど

し
ば
ら
く
は
平
気

う

本
当
に
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
な

大
丈
夫
だ

て
エ
ム
に
出
来
る
だ
け
迷
惑
は
か
け
な
い
よ
う
に
す
る

て

た
ん
だ
か
ら

な
ら
い
い

 
そ
の
後
か
ら
フ

イ
リ
ス
と

珍
し
く
ク
リ
シ

ナ
が

を
現
し
た

お

も
し
か
し
て
二
人
は
一

に
い
た
の
か

え
え

メ
イ
ク
イ

ン
に
い
た
ら

丁
度
召
集
が
か
か

た
か
ら

そ
の
ま
ま
来
て
み
た
の

今

の
気

ニ

ン
は
血
に

え
て
お
る
の
ニ

 
そ
し
て
次
に
入

て
き
た
の
は

シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
の
仲
良
し
コ
ン
ビ
で
あ
る

お
う

い
ぞ
お
前
ら

死
ぬ

待

た
わ

ち

と

私
達
の
扱
い
が
雑
じ

な
い

そ
う
か

キ
リ
ト
に
対
し
て
も
こ
ん
な
感
じ
だ
ぞ

リ
オ
ン
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だ
か
ら
俺
を
引
き
合
い
に
出
す
な
よ

キ
リ
ト
と
比
べ
ら
れ
て
も
ね

シ
ノ
ン
は
い
い
加

に
そ
の
口
の
悪
い
の
を
直
せ
よ

こ
れ
が
私
よ

い
い
加

に

め
な
さ
い

め
た
ら
そ
こ
で

合
終
了
な
ん
だ
よ

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
が
ド
ヤ
顔
で
放

た
言
葉
を
無

し
シ
ノ
ン
は
続
け
て
入

て
き
た
者
に
手

を

た

 
そ
れ
は
最
後
に
息
を
切
ら
せ
て
駆
け
込
ん
で
き
た
セ
ラ
フ

ム
で
あ
る

 
セ
ラ
フ

ム
は
基
本
一
番
に
到
着
す
る
事
が
多
く

こ
こ
ま
で

い
の
は
珍
し
い

す
み
ま
せ
ん
ハ
チ
マ
ン
様

い
つ
も
の
よ
う
に
召
集
に
一
番
乗
り
し
て

 
ハ
チ
マ
ン
様
に

を

で
て
も
ら
う
計
画
が
失
敗
し
ま
し
た

お
前
が
こ
の

番
な
ん
て

珍
し
い
な

あ

い
や

も
ち
ろ
ん

め
て
る

じ

な
い
か
ら

な
実
は
そ
の
シ

ワ

を

び
て
い
る
最
中
だ

た
ん
で
す

だ
か
ら
今
私
は
全

で
す

ふ

服
く
ら
い
着
て
き
て
く
れ
て
い
い
ん
だ
か
ら
な
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別
に
一
番
乗
り
な
ん
か
し
な
く
て
も

言
え
ば

く
ら
い
い
つ
で
も

で
て
や
る
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
困
り
顔
で
そ
う
言

た
が
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の

し
出
を
キ

パ
リ
と

絶
し

た

目
で
す

そ
れ
で
は

え
て
し
ま
い
ま
す

そ
う
い
う
の
は
や
は
り
何
か
の
報

じ

な

い
とお

お
う

そ
う
か

ま
あ
頑
張
れ

 
そ
ん
な
セ
ラ
フ

ム
の

を
見
て
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は
ひ
そ
ひ
そ
と
こ
ん
な
会
話
を
交
わ
し

て
い
た

セ
ラ
フ

ム
は
さ
す
が
よ
ね

あ
の
ハ
チ
マ
ン
が
押
さ
れ
て
る
ね

私
達
も
見

う
べ
き
か
し
ら
ね

う

う
ん

ま
あ
私
は

全

で
す
と
か
死
ん
で
も
言
え
な
い
け
ど

何
言

て
る
の
よ

リ
オ
ン
は
立

な
武
器
を
持

て
る
じ

な
い

ひ

人
の
胸
を
見
な
が
ら
そ
ん
な
事
を
言
わ
な
い
で

 
そ
ん
な
中

ド
ヤ
顔
の
ま
ま

ま

て
い
た
キ
リ
ト
は
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シ
ノ
ン
に
突

込
む
気
が
一
切
無
さ
そ
う
な
の
を
悟
り
そ
の
場
に
ガ

ク
リ
と
崩
れ
落
ち
た

お

俺
の

身
の
名
言
が

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
の

を

リ
ズ
ベ

ト
が
ポ
ン
と
叩
い
た

ほ
ら
キ
リ
ト
い
つ
ま
で
も
滑

た
の
を
引
き
ず

て
な
い
で
そ
ろ
そ
ろ
攻
略
の
事
を
話
し

ま
し

う

そ

そ
う
だ
な

よ
し
ハ
チ
マ
ン

を
話
し
て
く
れ

 
キ
リ
ト
は
気
を
取
り
直
し
た
の
か
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

ハ
チ
マ
ン
に
説
明
を
求
め
た

 
何
だ
か
ん
だ
い

て
も

キ
リ
ト
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
大
黒

の
一
人
な
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
つ
い
さ

き
あ

た
事
を
説
明
す
る

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

少
し
前
の
転
移
門
広
場
で
の
や
り
取
り
を
皆
に
説
明
し
た

何
だ
そ
り

あ
い
つ
ら
最
近
調
子
に
乗

て
や
が
る
よ
な

一

プ
レ
イ
ヤ

に
迷
惑
を
か
け
て
も
い
い
と
い
う
そ
の

性
が
気
に
入
ら
な
い

品
性
の

片
も
無
い
わ
ね

あ

し
の
一
番

い
な
タ
イ
プ

私
も
で
す
よ

そ
も
そ
も
や

て
る
事
に
ま

た
く
必
然
性
が
あ
り
ま
せ
ん
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ま
あ
ま
あ
み
ん
な

そ
の
く
ら
い
で
ね

 
そ
ん
な
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
仲
間
達
を
ユ
キ
ノ
が

め
た

そ
ん
な

で
今
日
の
召
集
の
目
的
は
ま
も
な
く
解
放
さ
れ
る
三
十
二
層
の
ボ
ス
の
最
速
攻

略
よま

あ
そ
う
い
う
事
だ

と
り
あ
え
ず
三
十
一
層
の
攻
略
完
了
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
あ
る
は
ず

だ
か
ら

 
今
の
う
ち
に
作
戦
を
立
て
る
と
し
よ
う

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
を
中
心
に

一
同
は
様
々
な
要
因
を
勘
案
し

綿
密
な
計
画
を
立
て
た

機
動
力
を
重

し
て
私
と
レ
コ
ン
君
と
コ
マ
チ
ち

ん
の
三
人
で
一
気
に
フ
ラ
グ
を
回
収
す

る
よ残

り
の
メ
ン
バ

で
同
時
進
行
で
フ

ル
ド
ボ
ス
の
撃
破
だ
な

そ
の
ま
ま
迷
宮
区
に
向
か
い
そ
こ
で
ア
ス
ナ
達
と
合
流
し
て
一
気
に
迷
宮
区
を
通
過
す
る
ぞ

 
さ
す
が
に
中
の

ま
で
は
思
い
出
せ
な
い
が

行
け
ば
大
体
の
方
向
は
分
か
る
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン
君

フ
ラ
グ
回
収

は
あ

ち
で
回
る

番
を
相
談
し
て
く
る
よ

 
で
も
ま
あ
必
要
な
時
間
は
三
十
分
だ
と
思

て
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分
か

た

こ

ち
は
真

直
ぐ
フ

ル
ド
ボ
ス
の
い
る
場
所
を
目
指
す

 
キ
リ
ト

こ
こ
の
フ

ル
ド
ボ
ス
は
覚
え
て
る
か

さ

き
思
い
出
し
た

の
戦
術
は
メ
ン
バ

的
に
あ
ま
り

じ

な
い
か
ら

 
今
速
攻
で
戦
術
を
組
み
立
て
る

少
し
待

て
て
く
れ

 
そ
の
会
話
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

い
て
い
た
リ
オ
ン
は

上
気
し
た
顔
で
こ
う

い
た

う
わ

う
ち
の
攻
略

て
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ

あ
な
た
も

く
慣
れ
る
の
よ
リ
オ
ン

い
ず
れ
こ
う
い
う
の
が
日
常
に
な
る
と
思
う
か
ら

 
シ
ノ
ン
の
そ
の
言
葉
に

リ
オ
ン
は

張
し
た
表
情
で

い
た

 
リ
オ
ン
に
と

て
は
初
め
て
の
ボ
ス
攻
略
戦
な
の
だ

張
す
る
の
は
仕
方
が
な
い
の
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
当
然
そ
の
事
を

し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
こ
の
機
会
に
ま
だ
剣
士
の
碑
に
名
前
が
載

て
な
い
者
の
名
前
が

 
確
実
に
全
員
載
る
よ
う
に
パ

テ

を
編
成
す
る
つ
も
り
で
あ

た

 

当
者
は

セ
ラ
フ

ム

ク

ク
ロ
ビ
ン

シ
ノ
ン

リ
オ
ン

フ

イ
リ
ス

ク
リ
シ

ナ
で
あ
る

そ
う
い
え
ば
今
回
は

剣
士
の
碑
に
誰
の
名
前
を
載
せ
る
の
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あ
あ

今
回
は

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

先

の
六
人
の
名
前
を

げ

 
残
り
の
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
に
す
る
事
を
告
げ
た

 
こ
れ
は

純
に

め
た
の
が
こ
の
二
人
だ

た
か
ら
で
あ
る

 
あ
と

こ
の
六
人
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

だ
と
知
ら
し
め
る

に

 
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
を
先

に
表

す
る
必
要
が
あ

た
せ
い
で
も
あ
る

残
り
の
レ
ヴ

ナ
タ
ク

ス
ク
ナ

ア
サ
ギ
さ
ん
に
関
し
て
は

 
い
ず
れ
そ
の
全
員
が
集
ま
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

て
計
画
す
る
つ
も
り
だ

 
今
回
は
さ
す
が
に
い
き
な
り
す
ぎ
て
そ
の
四
人
は
ど
う
し
て
も
予
定
が
開
か
な
か

た
か
ら

な 
こ
う
し
て
話
は
と
ん
と
ん

子
に
進
み

準
備
が
整

た
と
こ
ろ
で
一
同
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
が
あ
る
二
十
二
層
の
転
移
門
へ
と
向
か

た

 
そ
こ
に
は
朝
の
出
来
事
の
話
が
広
ま

て
い
た
の
か
凄
い
人

の
プ
レ
イ
ヤ

が
集
ま

て

い
た来

た
あ
あ
あ
あ

ヴ

ル
ハ
ラ
だ

そ
ろ
そ
ろ
だ
と
思

て
た
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あ
ん
な
や
り
取
り
を
し
て

ハ
チ
マ
ン
が
動
か
な
い

が
な
い
か
ら
な

本
気
だ
な

ザ
・
ル

ラ

き

ち
り
戦
力
を
整
え
て
き
や
が

た

い
つ
も
な
が
ら

ま
し
い
美
女
軍
団
だ
な

 
そ
し
て
一
部
の
者
か
ら
こ
ん
な
声
援
が
上
が

た

バ

サ
ク
ヒ

ラ

さ
ん

今
日
も
頑
張

て
下
さ
い

絶
対

度
様

今
日
も

せ
て
く
れ
よ
な

 
こ
の
事
か
ら

ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
に
は
熱
狂
的
な

定
フ

ン
が
い
る
事
が
分
か
る

 
そ
し
て
そ
の
二
人
と
比
べ
る
と
少
な
い
が

こ
ん
な
声
も

こ
え
て
き
た

必
中

て
結

か
わ
い
い
よ
な

姫
騎
士
イ

ジ
ス
だ

て
負
け
て
な
い

い
た

私

か
わ
い
い
で
す

て

 
そ
の
声
が

こ
え
た
の
か

シ
ノ
ン
が
ド
ヤ
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言

た

あ

は
い
は
い

か
わ
い
い
か
わ
い
い

ぐ
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ハ
チ
マ
ン
様

私
も
負
け
て
い
な
い
そ
う
で
す

お
お

さ
す
が
見
て
る
奴
は
し

か
り
見
て
る
よ
な

ち

と
私
も
そ
う
い
う
扱
い
を
し
な
さ
い
よ
と
い
う
か
私
を
キ
リ
ト
と
同
じ
扱
い
に
し

な
い
で

ふ
ふ
ん

仲
間
だ
な
シ
ノ
ン

え

と

今
の
は
一
応
悪
口
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

ふ
ふ
ん
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
わ

 
そ
ん
な
中

た

た
一
人
で
は
あ
る
が

こ
ん
な
声
援
を
送

て
く
る
者
が
い
た

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

し

か
り
な

 
リ
オ
ン
は
そ
の
言
葉
に
ド
キ
リ
と
し

思
わ
ず
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

あ

あ
の
人
は
確
か

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
以
前
リ
オ
ン
が
キ
リ
ト
達
と
一

に
狩
り
に
行
き
ま
く

て
い
た
時
に

 
ユ

ジ

ン
が
こ
ち
ら
を
攻
撃
し
て
く
る
フ
リ
を
し
た
時

 
そ
の
パ

テ

メ
ン
バ

と
し
て
参
加
し
て
い
た
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
プ
レ
イ
ヤ

で
あ

た 
リ
オ
ン
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
を
知
ら
な
い
が
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そ
の

度
の

い
付
き
合
い
し
か
な
い
プ
レ
イ
ヤ

が

 
自
分
を
名
指
し
で
応
援
し
て
く
れ
た
事
に

思
わ
ず
身

い
し
た

も
し
あ
あ
い
う
声
援
が
も

と

え
た
ら
私
そ
の
期
待
の
重
さ
に

え
ら
れ
る
の
か
な

 
あ
も
し
か
し
て
シ
ノ
ン
も
最
初
は
こ
う
だ

た
の
か
な
私
も
頑
張

て
こ
う
い
う
の
に
慣

れ
な
く
ち

 
そ
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
一
行
は

そ
の
場
で
そ
の
時
を
待

た

 
ハ
チ
マ
ン
の

み
で
は
そ
ろ
そ
ろ
の
は
ず
で
あ

た
が

果
た
し
て
そ
の

み
通
り

 
直
ぐ
に
そ
の
場
に
シ
ス
テ
ム
の
声
が
流
れ
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
三
十
一
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た

 
そ
の
言
葉
に

そ
の
場
に
い
た
者
達
は
別
の
意
味
で
熱
狂
し
た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
出
撃
が
近
い
の
を
理
解
し
た
か
ら
で
あ
る

 
そ
し
て
十
分
後

待
望
の
メ

セ

ジ
が
流
れ
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
三
十
二
層
が
解
放
さ
れ
ま
し
た

転
移
門
か
ら
移
動
出
来
ま
す

 
そ
の

間
に

そ
の
場
の

り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
何
故
か
動
か
ず

観
客
達
の
熱
狂
は

徐
々
に
静
ま

て
い

た
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お
い

ど
う
し
た
ん
だ

動
か
な
い
な

ま
さ
か
こ
こ
に
来
て
中
止
と
か
は
な
い
よ
な

 
そ
ん
な
観
客
達
の
様
子
を
見
て

ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
た

ハ
チ
マ
ン
君

こ
の
ま
ま
だ
と

お
う

分
か

て
る

ち

と
待

て
て
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
の

を

で
一
歩
前
に
出
る
と
大
き
な
声
で
こ
う
言

た
す
ま
な
い
み
ん
な

や
き
も
き
さ
せ
ち
ま

て
る
よ
な

 
俺
達
が
ま
だ
こ
こ
に
残

て
い
る
理
由
は
た
だ
一
つ

 
転
移
門
が
開
放
さ
れ
た
直
後
に
門
を
く
ぐ

た
ら
同
盟
の
奴
ら
と

合
わ
せ
し
ち
ま
う
か
ら

だ 
も
し
そ
う
な

た
ら
あ
い
つ
ら
は
ど
ん
な
反
応
を
す
る
と
思
う

 
そ
う

あ
い
つ
ら
は
俺
達
の

に
び
び

て
勝
負
を
降
り
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い

 
だ
か
ら
そ
れ
を
避
け
る

に
こ
こ
で
五
分
待

た

と
い
う

で

そ
ろ
そ
ろ
行

て
く
る



 第７４５話 二本の指

 
最
後
に
み
ん
な
に
お

び
と
い
う
わ
け
じ

な
い
が
俺
か
ら
一
つ
み
ん
な
に
メ

セ

ジ
を

送
ろ
う

 
大
体
こ
れ
く
ら
い
だ
な

こ
れ
だ
け
待

て
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

指
を
二
本
立
て
た

指
が
二
本

二
分
や
二
十
分

て
の
は
さ
す
が
に
無
理
だ
ろ
う
か
ら

二
時
間
か

二
時
間
で
ボ
ス
を
倒
し
て
く
る
の
か
よ

さ
す
が
は
ヴ

ル
ハ
ラ

せ
て
く
れ
る

そ
れ
じ

あ
そ
の

に
剣
士
の
碑
の
前
で
な

う
お
お
お
お
お
お
お

 
こ
う
し
て
凄
ま
じ
い
声
援
を
受
け
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
は
三
十
二
層
へ
と
乗
り
込
ん
だ
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第
７
４
６
話
 
ア
ス
ナ
に
お
任
せ

 
三
十
二
層
に
到
着
し
た
一
行
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
そ
れ
な
り
の
人

の
プ
レ
イ
ヤ

で

あ

た
が

 
そ
の
中
に

少
な
く
と
も
見
知

た
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

は
い
な
か

た

お

お
い

ヴ

ル
ハ
ラ
が
本
気
装
備
で
集
ま

て
る
ぞ

ま
さ
か

先
し
て
攻
略
に
動
く
の
か

珍
し
い
な

馬

お
前
知
ら
な
い
の
か
よ
今
ヴ

ル
ハ
ラ
と
同
盟
が
結

や
ば
い
雰
囲
気
で
よ

え

マ
ジ
で

せ

か
く
ヴ

ル
ハ
ラ
が

て
く
れ
て
た
の
に

 

の
無
い
と
こ
ろ
に
煙
を
立
て
る
な
ん
て

同
盟
は
馬

な
の
か

そ
の

を

た
奴

同
盟
か
ら

名
に
な

た
ら
し
い
ぞ

ま
あ
当
た
り
前
だ
よ
な

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
は
気
の

だ
が

独
断
で
事
を

え
た
以
上
仕
方
な
い

 
同
盟
と
し
て
は

こ
こ
で
ヴ

ル
ハ
ラ
と

め
る
事
に
は
何
の
メ
リ

ト
も
無
い
が

 
さ
り
と
て
勝
負
を
受
け
て
し
ま

た
手
前
攻
略
に
向
け
て
動
か
ざ
る
を
得
な
く
な

た
の
で
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あ
るそ

れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
君
私
は
一
人
で
フ

ル
ド
ボ
ス
を

か
せ
る

の
フ
ラ
グ
を
立
て

て
く
る
ね

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
若

大
き
め
な
声
で
放
た
れ
た
言
葉
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
若

首
を

げ
な
が
ら
き

ろ
き

ろ
と

囲
を
見
回
し
た

 
そ
し
て
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
が
い
な
い
事
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
平
然
と
し
た
風
を
装
い

ア
ス
ナ
に
言

た

分
か

た

フ
ラ
グ
立
て
は
ア
ス
ナ
一
人
に
任
せ
る

う
ん

任
さ
れ
ま
し
た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
一
人
で
走
り
去

て
い

た
が

 
そ
の
事
に
つ
い
て
何
か
言
う
よ
う
な

い
者
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
一
人
も
い
な
い

 
こ
の
中
で
は
一
番
新
人
の
リ
オ
ン
で
さ
え

き

と
何
か
考
え
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と

 
む
し
ろ
笑
顔
で
ア
ス
ナ
に
手
を

た
り
し
て
い
た
の
だ
か
ら

 
何
も
知
ら
な
い
外
部
の
者
が
こ
の
光
景
を
見
て
い
た
と
し
て
も
何
の
疑
問
も

か
な
い
で
あ

ろ
う
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が

安
心
し
た
よ
う
な
表
情
を
作

て
キ
リ
ト
に
こ
う
話
し
か
け
た

今
の
会
話
を
同
盟
の
奴
ら
に

か
れ
た
か
と
思

た
が

そ
れ

い
奴
ら
は
い
な
い
な

今

情
報
収
集
に

あ
ち
こ
ち
走
り
回

て
る
ん
じ

な
い
か

そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

本
当
に
良
か

た
良
か

た

だ
な

あ
は
は
は
は

わ
ざ
と
ら
し
す
ぎ
る

 
仲
間
達
は
そ
う
思

た
が

そ
れ
で
も
何
か
を
口
に
出
そ
う
と
は
し
な
か

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
に
だ
け

こ
え
る
声
で
こ
う
言

た

ボ
ス
攻
略
に
関
し
ち

う
ち
は
七
十
五
層
ま
で
は

利
だ
か
ら
な

 
本
来
な
ら

し

な
い
と
思
う
所
な
ん
だ
ろ
う
が

困

た
事
に
ま

た
く
心
が

ま
な
い

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か
喜
び
を
感
じ
て
い
る
俺
が
い
る
も
し
か
し
て
俺
は
人
の
心
を
失
い
つ
つ
あ

る
の
か

と
り
あ
え
ず
よ

ど
イ
ラ

と
し
た
ん
だ
な

て
の
は
よ
く
分
か

た

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
苦
笑
し
た

と
り
あ
え
ず
ア
ス
ナ
か
ら
連

が
来
る
ま
で
待
機
だ
な
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連

が
来
た
ら

キ
リ
ト
の
後
に
続
い
て
ゴ

だ

そ
こ
は
ハ
チ
マ
ン
が
先

き

て
行
く
と
こ
ろ
じ

な
い
の
か

困

た
事
に

俺
は
こ
こ
の
フ

ル
ド
ボ
ス
の
居
場
所
を
知
ら
な
い

知
ら
な
い
の
か
よ

分
か
る
だ
ろ

俺
は
フ

ル
ド
ボ
ス
に
は

力
参
加
し
な
い
よ
う
に
し
て
た
ん
だ
よ

そ
う
い
え
ば
今
思
え
ば
確
か
に
ほ
と
ん
ど

を
見
な
か

た
な

何
で
だ

フ
ロ
ア
ボ
ス
の
情
報
を
集
め
る

に
走
り
回

て
た
か
ら
だ
よ

あ
あ

そ
う
だ

た
の
か

 
俺
は
て

き
り
パ

テ

に
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
な
友
達
が
い
な
か

た
か
ら
だ
と
思

て
た

わ
よ
し

行
く
ぞ
お
前
ら

待
つ
ん
じ

な
い
の
か
よ

て
か
ま
さ
か
図
星
な
の
か
よ

う

う
る
さ
い

今
は
こ
ん
な
に
友
達
が
多
い
か
ら
別
に
い
い
ん
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
苦
い
顔
で
そ
う
言
い
キ
リ
ト
は
そ
れ
以
上
こ
の
話
題
を
引

張
る
の
を
や
め
た

 
さ
す
が
に
ハ
チ
マ
ン
が
可

想
に
な

た
か
ら
で
あ
る
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ま
あ
い
い
か
そ
ろ
そ
ろ
だ
ろ
う
し
と
り
あ
え
ず
目
的
地
の
近
く
ま
で
移
動
し
て
お
く
か

う

ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の
意
図
を
大
体
察
し
て
い
た
が

 
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
が
今
ど
う
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
ま

た
く

し
て
い
な
か

た

 
い
く
つ
か
の
パ
タ

ン
は
考
え
て
い
た
が

そ
の
ど
れ
が
正
解
か
分
か
ら
な
い

 

れ
て
フ
ラ
グ
を
回
収
し
て
い
る
か

敵
の
情
報
を
探

て
い
る
か

 
も
し
く
は
こ

そ
り
と
フ

ル
ド
ボ
ス
が

く
地
点
に
向
か
い

 
速
攻
で
敵
の

を
確
保
し

仲
間
達
が
来
る
ま
で

え
る
の
か

 
そ
の
い
ず
れ
か
だ
ろ
う
と
は
思

て
い
た
が

確
信
が
持
て
な
か

た
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
迷
い
を

ん
だ
か
の
よ
う
に

こ
こ
で
ア
ス
ナ
か
ら
連

が
入

た

悪
い

知
り
合
い
か
ら
遊
び
の
誘
い
だ

今
断
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
フ

イ
ク
の
言
い

を
し
な
が
ら
し
ば
ら
く
ア
ス
ナ
と
や
り
取
り
を
し
て

い
た
が

 
や
が
て
話
が

ま

た
の
か

キ
リ
ト
を
呼
び

そ
の

元
で
何
か
を
伝
え
た

オ

ケ

だ

お
い
み
ん
な

街
の
⻄
の
外
れ
で
待
機
だ
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ア
ス
ナ
が
フ
ラ
グ
を
立
て
た
ら
そ
こ
で
合
流
し
て
か
ら
現
地
に
向
か
う
事
に
し
よ
う

 
キ
リ
ト
が
大
声
で
そ
う
言
い

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は

 
キ
リ
ト
の
指

に

て
ゆ

く
り
と
街
の
⻄
に
移
動
し
そ
こ
で
の
ん
び
り
と
雑
談
を
始
め

た 
ハ
チ
マ
ン
は
仲
間
達
を
労

て
い
る
風
に

そ
の

を

ん
と
叩
き
な
が
ら

 
笑
顔
で
あ
ち
こ
ち
歩
き
回

て
い
た
が
実

は
ア
ス
ナ
の
考
え
を
メ
ン
バ

に
伝
え
て
い
た

の
で
あ
る

 
一
方
そ
ん
な
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
を
監

す
る
者
が
複

い
た
同
盟
の
者
達
で
あ
る

 
同
盟
は
今
回
の
作
戦
に

五
十
人
近
く
の
人
員
を
動
員
し
て
い
た
が

 
そ
の
中
に
は
当
然
ヴ

ル
ハ
ラ
の
動
向
を
チ

ク
す
る

の
要
員
も
か
な
り
の

用
意
さ
れ

て
い
た

 
最
初
の
街
で
そ
れ

い
者
が
ま

た
く
い
な
か

た
の
は
当
然

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

 
そ
れ
を
見
つ
け
た
の
は
レ
コ
ン
で
あ

た

こ
の
時
コ
マ
チ
は

れ
て
フ
ラ
グ
の
回
収
を

 
そ
し
て
レ
コ
ン
は

を

し
て

の

を
し
て
い
た

 
二
人
が
そ
の
行
動
に
移

た
の
は

三
十
二
層
に
飛
ん
だ
直
後
で
あ

た
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最
後
に
飛
ん
だ
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
に
気
付
か
な
か

た
と
ま
あ
そ
ん
な

な
の
で
あ
る

 
こ
れ
は
先

ア
ス
ナ
と
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
が
三
人
だ
け
で
話
し
た
時
に

 
可
能
性
と
し
て

討
さ
れ
て
い
た

況
の
一
つ
で
あ

た

 
そ
し
て

を
消
し
た
ま
ま
の
レ
コ
ン
が
ア
ス
ナ
の

元
で
そ
の
事
を

き

 
そ
れ
を

い
た
ア
ス
ナ
が

監

し
て
い
る
者
達
を

く

に

 

し
い
事
を
味
方
に
も
伝
え
ず

行
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る

 
そ
の
ア
ス
ナ
は
今

敵
に
情
報
を

え
な
い
よ
う
に

 
フ

ル
ド
ボ
ス
が

く

前
で
フ
ラ
グ
の
回
収
を
一
時
止
め

 

え
て
目
立
つ
よ
う
に

的
外
れ
な
場
所
で
ダ
ミ

活
動
を
行

て
い
た

 
当
然
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
行
動
を
真
似
す
る
者
も
い
た
が

 
フ
ラ
グ
の
一
部
を
同
じ
パ

テ

の
一
員
と
し
て
コ
マ
チ
が
立
て
て
い
た

 
同
盟
の
者
が
ア
ス
ナ
の
真
似
を
し
て
フ
ラ
グ
を
立
て
ら
れ
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
な
の
で
あ

る
さ
て
フ
ラ
グ
回
収
は

調

調
後
は
フ

ル
ド
ボ
ス
を
⻄
の
森
の
中
の
広
場
に

か
せ

る

に
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こ
の
ま
ま
街
に

て
あ
の

屋
の
お
か
み
さ
ん
に

 
あ

で
も
そ
の
前
に

こ
の
層
に
来
て
か
ら
三
十
分
く
ら
い
動
き

ぱ
な
し
だ

た
し

 
ち

と
こ
こ
で
休

し
よ

と

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
そ
の
場
に

か
け

芸
が

か
い
事
に

 

中
で

た
サ
ン
ド
イ

チ
を

張
り
始
め
た

 
そ
の
言
葉
を

い
て
い
た
監

員
が

同
盟
の
仲
間
達
に
そ
の
事
を
伝
え
た
が

 
そ
れ
は
ア
ス
ナ
に
は
分
か
ら
な
い

た
だ
ア
ス
ナ
は
そ
う
な
る
と
い
う
事
は
確
信
し
て
い
た

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
三
人
に
連

と

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
と
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
に
メ

セ

ジ
を
送

た

 
来
た
十
分
後
に
フ
ラ
グ
を
立
て
て
そ
の
二
十
分
後
に
迷
宮
区
の
前
で
待
機
場
所
は
こ
こ

か 
結

遠
い
け
ど

ま
あ
コ
マ
チ
な
ら
余

か
な

 
で

扉
が
開
い
た
ら
レ
コ
ン
君
と
一

に
先
行
し
て
突
入
し
て

あ
る

度
の
露

い

と

 

て
事
は
き

と
レ
コ
ン
君
も

そ
の
時
間
に
そ
こ
に
い
る

て
事
だ
ね
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だ

て
お
義
姉
ち

ん
が
そ
う
言
う
ん
だ
か
ら

 
ア
ス
ナ
に
全

の
信
頼
を
お
く
コ
マ
チ
は

そ
の
事
に
つ
い
て
は
一
切
疑
問
を
持
た
ず

 
た
だ
ひ
た
す
ら
自
分
の
役

を
果
た
す

に

そ
の
場
で
息
を

め
続
け
た

 
そ
の
場
所
は

当
然
先

ア
ス
ナ
が
言

た
街
の

屋
な
ど
で
は
な
く

 
山
の
中
に
あ
る

れ
里
の
片

で
あ
る

今

同
盟
の
者
達
が
街
中
の
そ
れ

い

屋
に

行

て

 
そ
こ
の
お
か
み
さ
ん
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し
か
け
ま
く

て
い
る
事
で
あ
ろ
う

 
来
た
来
た
え

と
敵
が
街
の
⻄
に
移
動
を
開
始
し
た
ら
三
十
分
後
に
迷
宮
区
に
行

て

 
そ
こ
で
コ
マ
チ
ち

ん
と
合
流
か

て

一
部
が
も
う
移
動
を
始
め
た
な

 
そ
れ
じ

あ
僕
も
移
動
開
始

と

 
レ
コ
ン
は
そ
う

く
と

確
実
に
自
分
の
役

を
果
た
す
べ
く

密
行
動
を
開
始
し
た

 
今
の
と
こ
ろ
レ
コ
ン
の

を
こ
の
層
で
見
た
者
は
誰
も
い
な
い

の
そ
れ
は

練
の
技
術

で
あ

た
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来
た

キ
リ
ト

走
る
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
に
来
た
ア
ス
ナ
か
ら
の
メ

セ

ジ
の
内
容
は
た

た
一
言
で
あ

た

走

て
倒
し
て
突
入
し
て

や

と
出
番
か

み
ん
な

俺
の
後
に
つ
い
て
き
て
く
れ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
風
の
よ
う
に
走
り
出
し
た

 
と
は
い
え
も
ち
ろ
ん
仲
間
達
が
付
い
て
こ
れ
る
速
度
で
だ

た
が

 
そ
し
て
走
り
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
が
仲
間
達
に
こ
う
言

た

無
理
を
さ
せ
る
事
に
な
る
が

し
ば
ら
く
休

は
な
し
だ

 
今
か
ら
フ

ル
ド
ボ
ス
を
倒
し
て

そ
の
ま
ま
迷
宮
区
に
突
入
す
る

お
う

 
そ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

の
様
子
を
見
て

驚
愕
す
る
者
が
い
た

監

員
達
で
あ
る

え

え
え

何
で
あ
い
つ
ら
東
に

だ

て
フ

ル
ド
ボ
ス
が

く
の
は
⻄
の
は
ず
だ
ろ

 
複

の
ソ

ス
か
ら
チ

ク
し
た
の
に
何
で

 
そ
の
監

員
が
言
う
複

と
い
う
の
は

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
の
発
言
の
事
だ

た
が
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実

は
ア
ス
ナ
が
意
図
し
た

の
情
報
と
い
う

 
た

た
一
つ
の
ソ

ス
が
元
の
情
報
な
の
だ
が
監

員
達
は
一
生
そ
の
事
実
を
知
る
事
は
な

い
ど

ど
う
す
る

本

は
も
う
ヴ

ル
ハ
ラ
の
先
を
越
す

に

⻄
の
森
に
移
動
し
ち
ま

て
る
ん
だ
ろ

屋
の
フ
ラ
グ
は
ま
だ
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い

い
な

と
り
あ
え
ず
あ
り
の
ま
ま
に
見
た
事
を
連

し
よ
う

 
ど

ち
に
し
ろ

俺
達
の
ス
パ
イ
活
動
は
こ
こ
ま
で
だ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は

監

員
達
が
混
乱
し
て
い
る
間
に
走
り
去
り

 

に
そ
の
後
を
追
う
事
は
出
来
な
い
く
ら
い

離
が
離
れ
て
し
ま

て
い
た
の
で
あ
る

  
同
時
刻

ア
ス
ナ
も
同
じ
よ
う
に
動
き
出
し
て
い
た

 
こ
ち
ら
も
フ

ル
ド
ボ
ス
の
居
場
所
に
向
か

た
の
だ
が

 

中
で
ア
ス
ナ
は
わ
ざ
と

に
入
り
そ
こ
で
木
を
ブ
ラ
イ
ン
ド
に
し
て
い
き
な
り
し

が
み

 
そ
の
ま
ま
近
く
に
あ

た

む
ら
へ
と
飛
び
込
ん
だ



 第７４６話 アスナにお任せ

 
そ
の
せ
い
で
ア
ス
ナ
を
見
失

た
二
人
の
監

員
が

て
て

を
現
し
た

お

お
い

バ

サ
ク
ヒ

ラ

は
ど
こ
に
消
え
た

普
通
に
走

て
た
は
ず
な
の
に

い
き
な
り
い
な
く
な

た
ぞ

敵
は
二
人
か

う
ん

ま
あ
余

だ
ね

 
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
は
他
に

れ
て
い
る
者
が
い
な
い
か
し
ば
ら
く
待

た
が

 
誰
も
出
て
く
る
気
配
は
無
い

よ
し

も
う
倒
し
ち

お
う

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
そ
の
二
人
に
不
意
打
ち
を
か
け

一

で
二
人
を

り
去

た

 
そ
の
二
人
に
し
て
み
れ
ば

一
体
何
が

こ

た
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま

 
一

で
自
分
が
死

マ

カ

で
あ
る
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
に
な

た
よ
う
に
感
じ
た
事
だ
ろ

う 
ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
彼
ら
の
事
は
忘
れ

フ

ル
ド
を

走
る

走
る

走
る

 

く
ス
テ

プ
を

り
返
し
障
害
物
を
ギ
リ
ギ
リ
で
避
け
な
が
ら
最

離
を
突
き
進
む
そ

の

は

 
ま
る
で
舞

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

た
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あ

い
た
い
た

お

い
ハ
チ
マ
ン
く

ん

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
達
を
見
つ
け

そ
う
呼
び
か
け
た

 
こ
こ
は
東
の
山
中
で
あ
り

ア
ス
ナ
が
走
る
道
と
ハ
チ
マ
ン
達
が
走
る
道
は

 
つ
い
先

か
ら
平
行
し
て
は
い
た
が

そ
の
高

差
は
五
メ

ト
ル
く
ら
い
は
あ

た

 
だ
が
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
無

し
て
ハ
チ
マ
ン
目

け
て
飛
び
降
り
た

 
後
ろ
で
そ
れ
を
見
て
い
た
リ
オ
ン
は

思
わ
ず
ド
キ
リ
と
心

を

ね
さ
せ
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
も
心
得
た
も
の
で

そ
ん
な
ア
ス
ナ
を
難
無
く
キ

チ
し

 
そ
の
場
で
一
回
転
し
て
運
動
エ
ネ
ル
ギ

を
殺
さ
な
い
よ
う
に
ア
ス
ナ
を
着
地
さ
せ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

ん
で
走
り
出
し
た

そ

ち
は
上
手
く
い

た
み
た
い
だ
な

う
ん

私
を
監

し
て
た
人
が
二
人
い
た
け
ど

中
で
倒
し
て
き
た
よ

こ

ち
も
不
意
を
突
い
て
監

員
を
ま
い
て
き
た

俺
達
を
監

し
て
た
奴
が
何
人
い
た
か
は

不
明
だ
な

ま
あ
こ
れ
で
同
盟
が
う
ち
を
追
い
か
け
て
来
る
可
能
性
も
潰
し
た
か
ら

 
安
心
し
て
こ
の
ま
ま
突

走
れ
る
ね
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お
う

さ
す
が
は
ア
ス
ナ
だ
な

え
へ

そ
れ
じ

あ
さ
く

と
フ

ル
ド
ボ
ス
を
倒
そ
う

 
そ
ん
な
二
人
の
様
子
を
見
な
が
ら

リ
オ
ン
は
若

顔
を

く
し
て
い
た

あ

あ
の
レ
ベ
ル
ま
で
達
す
る
の
は
無
理
無
理

私
は
私
な
り
の
ペ

ス
で
い
こ
う

 
そ
ん
な
リ
オ
ン
の

を

シ
ノ
ン
が
ポ
ン
と
叩
い
た

私
は
出
来
る
わ
よ

あ
れ

本
当
に

え
え
案
外
や

て
み
る
と
簡

だ
と
思
う
わ
よ
ハ
チ
マ
ン
が
ち

ん
と
受
け
止
め
て
く
れ

る
か
ら

う

分
か

た

努
力
す
る

 
そ
し
て
丁
度
そ
の
時

キ
リ
ト
が
前
を
指
差
し
な
が
ら
こ
う
叫
ん
だ

い
た
ぞ

フ

ル
ド
ボ
ス
だ

え

あ
れ
な
の

あ
あ

フ
ロ
ア
ボ
ス
は
⻄

の
天
使

フ

ル
ド
ボ
ス
は
東

の

像
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そ
こ
に
は
身
の
丈
五
メ

ト
ル

の
巨
大
な

像
が
ま
る
で

る
よ
う
な

で
立

て
い
た

の
だ

た
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第
７
４
７
話
 
戦
闘
狂
達

大
き
い

懐
か
し
い
な

あ

エ
ギ
ル
は
あ
れ
と
戦

た
事
が
あ
る
ん
だ

け

お
う

ま
あ
さ

き
キ
リ
ト
が
説
明
し
た
通
り
だ

 
変
に

張
し
て
負
け
た
ら
困
る
か
ら

気
楽
に
い
こ
う

大
丈
夫

そ
れ
は
全
然
心
配
し
て
な
い

は
は

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

 
エ
ギ
ル
は
リ
ズ
ベ

ト
と
話
し
た
後

仲
間
達
の
方
を

め

 
そ
し
て
一
番
前
に
い
る
三
人
の

を
見
た

そ
の
三
人
の
背
中
は
と
て
も
大
き
く
感
じ
ら
れ

た
俺
が
心
配
す
る
よ
う
な
必
要
は
何
も
な
い
か

 
そ
し
て
エ
ギ
ル
は
武
器
を
し

か
り
と
持
ち
直
し

ハ
チ
マ
ン
に
言

た

よ
し

ぶ
ち
か
ま
そ
う

ハ
チ
マ
ン
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お
う

と
り
あ
え
ず
セ
オ
リ

通
り

遠

攻
撃
か
ら
ス
タ

ト
な

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
違
い

ボ
ス
の
攻
略
難
易
度
が
や
や
下
が

て
い
る
理
由
が
こ
れ
で
あ
る

 
飛
ぶ
道

の

が
ほ
ぼ
存
在
し
な
か

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
比
べ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
遠

攻
撃
の
手

が
多

存
在
す
る

 
そ
れ
故
に

ボ
ス
の

を
最
初
か
ら
あ
る

度

て
お
く
事
が
可
能
な
の
で
あ
る

シ
ノ
ン

リ
オ
ン

ユ
ミ

イ
ロ
ハ

フ

イ
リ
ス

出
番
だ

 
ク
リ
シ

ナ

に
全
員
を
強
化
し
て
い

て
く
れ

 
そ
し
て
ク
リ
シ

ナ
が

魔
法
の

文
が
よ
り
複
雑
に
な
る
と
い
う
前
提
を
も
の
と
も
せ
ず

 
補
助
魔
法
を

囲
化
し
た
上
で

更
に
い
く
つ
も
の
魔
法
を
か
け
て
い

た

オ

ケ

よ

こ
の
後
は
前
衛

に
魔
法
を
か
け
て
い
く
か
ら

 
そ

ち
は
も
う
い
つ
で
も
ぶ

放
し
ち

て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
師
匠

 
リ
オ
ン
が
そ
う
お

を
言

た
の
を

い
て

 
シ
ノ
ン
も
ク
リ
シ

ナ
が
自
分
の
勉
強
を
見
て
く
れ
て
い
る
事
を
思
い
出
し

こ
う
言

た

あ
り
が
と
う
先
生
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そ
れ
を

い
た
他
の
三
人
も

顔
を
見
合
わ
せ
て
次
々
と
ク
リ
シ

ナ
に
こ
う
呼
び
か
け
た

さ
す
が
頼
り
に
な
る
ね

先
生

さ
す
が
で
す
先
生

て

私
達
に
と

て
は
何
の
先
生
に
な
る
ん
で
す
か
ね

ク

に

ん
は
ム

ツ
リ
ス
ケ
ベ
の
先
生
な
の
ニ

な
る
ほ
ど

エ
ロ
先
生

い
や

エ
ロ
師
匠

あ

あ

し
は
そ
う
い
う
の
は
分
か
ら
な
い
か
ら

こ
の
年
に
な

て
今
更
純
情
ぶ
ら
な
い
で
下
さ
い
よ
先
輩

あ
ん
た
達

い
い
か
ら
さ

さ
と
攻
撃
し
な
さ
い

 

が
真
面
目
な
ク
リ
シ

ナ
は
顔
を
真

に
し
な
が
ら

の
合
間
に
そ
う

鳴
り
声
を

上
げ

 
ハ
チ
マ
ン
は
や
れ
や
れ
と

を

め
た

ま

た
く
う
ち
の
連
中
は

張
と
か
と
は
無
縁
み
た
い
だ
な

ま
あ

張
し
て
ガ
チ
ガ
チ
に
な
る
よ
り
は
い
い
だ
ろ

 
よ
し

こ

ち
に
も
強
化
が
か
か

た

着

と
同
時
に
突

込
む
ぞ

正
面
は
キ
リ
ト
と
セ
ラ
フ

ム
ア
ス
ナ
は
ユ
イ
ユ
イ
と
リ

フ

と
フ
カ
と
ロ
ビ
ン
を
連
れ
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て 
キ
リ
ト
達
が
突

込
ん
だ
直
後
に
横
か
ら
一
撃
入
れ
て
く
れ

う
ん
分
か

た

み
ん
な

こ

ち

了
解

よ

し

初
の
大
物
相
手
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
は

か
つ
て
共
に
戦

て
き
た
仲
間
達
が

ん
だ

こ
の
フ

ル
ド
ボ
ス
と
や

と
一

に
戦
え
る
な

ハ
チ
マ
ン

 
ニ
カ

と
笑
い
な
が
ら
そ
う
言
う
エ
ギ
ル
を

ハ
チ
マ
ン
は
じ
ろ

と

ん
だ

さ

き
の
俺
達
の
会
話
を

い
て
や
が

た
か

 
そ
ん
な
二
人
に
ク
ラ
イ
ン
も
笑
い
か
け
た

あ
は
は
は
は
ま
あ
そ
れ
を
言

た
ら
俺
が
攻
略
組
に
参
加
し
た
の
は
も

と
ず

と
後
だ
け

ど
な確

か
に
ク
ラ
イ
ン
は
あ
の

は

か

た
か
ら
な

お
い
エ
ギ
ル

て
ん
の
か
コ
ラ

 
そ
ん
な
エ
ギ
ル
の

口
に
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
ク
ラ
イ
ン
の

を
リ
ズ
ベ

ト
が

か

と
叩
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い
た別

に
い
い
じ

な
い

私
は
そ
も
そ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
攻
略
に
参
加
し
た
事
す
ら
な
い
の
よ

私
も
で
す
よ

で
も
今
日
は

そ
の
分
頑
張
り
ま
す
よ

 
ち
な
み
に
ユ
キ
ノ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
に
遠

し
た
の
か

静
か
に
微
笑
ん
で
い
る
だ
け
で
あ

た

 
そ
し
て

に
遠

攻
撃
組
に
よ
る
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た

 
ク
リ
シ

ナ
の
魔
法
で
強
化
さ
れ
て
い
る
せ
い
か

そ
の
攻
撃
に
は

に
迫
力
が
あ
る

 
い
つ
も
の
三

し
と
い

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か

 
実

五
本
あ
る
敵
の

バ

を

し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
そ
の
攻
撃
で
一
本
目
が

け
と
ん
だ
の
を
見
て
苦
笑
し
な
が
ら

え
て
い
た
武
器
を
下
ろ
し

た
ど
う
し
た

ハ
チ
の

あ

い
や

ど
う
や
ら
余

み
た
い
だ
か
ら

ま
あ
こ

ち
は

当
に
の
ん
び
り
い
こ
う

 
そ
の
分
フ
ロ
ア
ボ
ス
で
頑
張

て
く
れ
れ
ば
い
い

 
今
ま
で
の

向
だ
と

天
使
タ
イ
プ
の
敵
は
魔
法

性
が
高
い
か
ら
な

 
こ
い
つ
の

り
は
ほ
と
ん
ど
あ
の
ア
ス
ナ
以
外
の
戦
闘
狂
共
で
事
足
り
ち
ま
う
だ
ろ
う
よ
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ハ
チ
マ
ン
は
の
ん
び
り
と
し
た
口
調
で
そ
う
言

た
が

 
ア
ス
ナ
の
事
に
関
し
て
同
意
す
る
者
は
こ
の
場
に
は
誰
も
い
な
か

た

 
そ
の
気
持
ち
を

ア
ス
ナ
の
一
番
の
親
友
の
リ
ズ
ベ

ト
が
口
に
出
し
た

ア
ス
ナ
が
戦
闘
狂
じ

な
い

い
や
い
や

そ
れ
は
無
い
無
い

そ
ん
な
事
は
な
い

ア
ス
ナ
は
確
か
に
強
い
が

い
つ
も
お

や
か
で
と
て
も
か
わ
い
い

じ

あ
あ
れ
は
ど
う
い
う
事

 
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
う
言

て
指
差
す
先
に
は

 
雄
叫
び
を
上
げ
な
が
ら
敵
に

り
か
か
る
ア
ス
ナ
の

が
あ

た

う
お
お
お
お

ア
ス
ナ

飛
ば
し
す
ぎ
だ

て
ば

 
あ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
そ
う
た
し
な
め
る

の

そ
れ
は
凄
ま
じ
い
連
撃
で
あ

た

あ

ご
め
ん
ご
め
ん

つ
い
キ
リ
ト
君
に
負
け
た
く
な
く

て

ま
あ
確
か
に
今
は
ち

と
負
け
て
る
み
た
い
だ
け
ど
さ

で
し

敵
が

あ
ら
ば
キ
リ
ト
君
の
方
を
向
こ
う
と
す
る
し
ね

 
そ
の
言
葉
通
り

像
は
確
か
に
キ
リ
ト
の
方
を
メ
イ
ン
に
向
い
て
い
た
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そ
ん
な
キ
リ
ト
に
対
す
る
攻
撃
は

今
の
と
こ
ろ
セ
ラ
フ

ム
が
完

に
防
い
で
い
る

 
こ
の
事
あ
る
を
予
想
し
た
上
で
の

ハ
チ
マ
ン
の
指

な
の
で
あ
る

な
の
で
ま
あ

ま
だ
ま
だ
こ

ち
に
は
頑
張
れ
る
余
地
が
あ
る

て
事
だ
ね

 
み
ん
な

全
力
で
攻
撃
す
る
よ

オ

ケ

こ
の
フ
カ
ち

ん
に
任
せ
な

私
も
こ
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
格
好
良
く
戦

て

念
願
の
二
つ
名
を

 
フ
カ
次
郎
は
格
好
つ
け
て
そ
う
言
い

ク

ク
ロ
ビ
ン
は
決
意
を
込
め
た

で
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
ロ
ビ
ン
に

思
い
出
し
た
よ
う
に
リ

フ

が
こ
う
声
を
か
け
た

あ

ロ
ビ
ン

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

何
か
最
近
ロ
ビ
ン
の
事
を

デ

ド
オ
ア
デ

ド

て
呼
ぶ
人
が

え
て
き
て
る
み
た
い
よ

え

何
そ
れ
ど
う
い
う
意
味

ほ
ら

生
死
を
問
わ
ず
で
デ

ド
オ
ア
ア
ラ
イ
ブ

て
言
う
じ

な
い

 
で
も
ロ
ビ
ン
は
ほ
と
ん
ど
相
手
の
死
し
か
認
め
な
い

て
事
で

そ
う
な

た
み
た
い

ほ

本
当
に

う
ん

本
当
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そ
の
リ

フ

の
言
葉
に

ク

ク
ロ
ビ
ン
は
歓
喜
の
雄
叫
び
を
上
げ
た

う
お
お
お
お
お

狂
気
の
二
つ
名
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
喜
び
よ
う
は
半

な
く

 
他
の
メ
ン
バ

達
は

何
事
か
と
思

て
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
方
を
見
た
が

 
当
の
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
そ
ん
な

線
な
ど
お

い
無
し
に
ボ
ス
に
対
し
て
の
無
茶
な
突
撃
を

行
し
た

敵
に
は
死

あ
る
の
み

あ

あ
の
馬

無
茶
し
や
が

て

お
い
ユ
キ
ノ
あ
い
つ
を
フ

ロ

し
て
や

て

く
れ分

か

た
わ

ち

と
前
に
出
て
く
る

悪
い

頼
ん
だ

ア
ス
ナ
も
フ

ロ

し
て
く
れ
る
と
は
思
う
が

あ
ら

そ
れ
は
ど
う
か
し
ら

お

や
か
な
は
ず
の
ア
ス
ナ
が
見
て
ほ
ら

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
指
差
す
先
に
は

ク

ク
ロ
ビ
ン
に
触
発
さ
れ
た
の
か

 
狂

た
よ
う
に
敵
に
攻
撃
を
叩
き
こ
む
ア
ス
ナ
の

が
あ

た

 
ア
ス
ナ
は
凄
い
迫
力
で
あ
り

そ
の

に
は
さ
す
が
の
キ
リ
ト
も
少
し
引
い
て
い
た
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う
 
ハ
チ
マ
ン
は
重
ね
て
見
せ
ら
れ
た
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の

に

き
チ
ラ

と
リ
ズ
ベ

ト
の
方

を
見
た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

線
に
気
が
付
く
と

勝
ち

た
よ
う
な
表
情
を
し
た

でた

た
ま
に
は
そ
う
い
う
事
も
あ
る
だ
ろ
う

 
う
ん

多
分
リ
ア
ル
で
何
か

な
事
で
も
あ

た
に
違
い
な
い

き

と
そ
う
だ

 
ち
な
み
に
ア
ス
ナ
は

久
し
ぶ
り
に
自
身
が
メ
イ
ン
で
攻
略
を
行
い

 
そ
れ
が
敵
に
対
し
て
の
対
応
も
見
事
に
成
功
し
た

精
神
が

ぶ

て
い
た
だ
け
で
あ
る

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か
た
ま
に
ア
ス
ナ
の
方
に
ボ
ス
の
攻
撃
が
い

た
が
そ
れ
は
ユ
イ
ユ
イ
が

全
て
防
い
だ

別
に
何
も
な
い
と
思
う
け
ど
な

よ
し
お
前
ら

俺
達
も
攻
撃
を
開
始
す
る
ぞ

あ
い
つ
ら
に
負
け
る
な

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
私
達
も
行
き
ま
し

か

や

と
出
番
で
す
ね
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行
く
ぞ
お
前
ら

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
達
が
攻
撃
に
参
加
す
る
事
で

敵
の

り
の
速
度
は
劇
的
に
上
が

た

 
そ
れ
は
た
だ
人

が

え
た
と
い
う
だ
け
に

ま
ら
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
が
敵
の
攻
撃
に
対
し

ア
ク
テ

ブ
に
カ
ウ
ン
タ

を
入
れ
る
事
で

 
こ
ち
ら
の
攻
撃
の

ダ
メ

ジ
が
よ
ろ
け

態
の
敵
に
対
す
る

に

ね
上
が

た
せ
い

で
あ
る

 
そ
れ
は
も
う

驚
く

に
敵
の

の

れ
る
速
度
が
上
が
り

 
フ

ル
ド
ボ
ス
は

あ

さ
り
と

む
事
と
な

た
の
だ

た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
三
十
二
層
の
フ

ル
ド
ボ
ス
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た

 
同
時
に
そ
う
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が

き

り

 
そ
れ
を
街
で

い
た
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

は
熱
狂
し
た

や
り
や
が

た

ヴ

ル
ハ
ラ
や
べ
え
な

そ
れ
に
比
べ
て
で
か
い
口
を
叩
い
た
同
盟
の
奴
ら
は

 
そ
の
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
に
街
の
広
場
で

方
に
く
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れ
て
い
た

あ
い
つ
ら
何
や

て
る
ん
だ

れ
た
な
り
に

頑
張

て
追
い
つ
こ
う
と
攻
略
を
進
め
り

い
い
だ
ろ
う
に
よ

 
も
う
フ

ル
ド
ボ
ス
は
い
な
い
ん
だ
し
な

と
て
も
こ
の
と
こ
ろ

ボ
ス
攻
略
を
し
ま
く

て
い
た
ギ
ル
ド
の

に
は
見
え
ね
え
な

何
か
お
か
し
い
よ
な

や

ぱ
り
あ
の
噂
は
真
実
だ

た
の
か

噂

て
何
だ

同
盟
が
何
か

い
手
を
使

て
る
ん
じ

な
い
か

て
噂
だ
よ

そ
ん
な
噂
が
あ

た
の
か

 
こ
う
し
て
そ
の
噂
は

々
広
が
る
事
と
な
り

同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

は

 
後
日

消
し
に
躍

に
な
る
の
だ
が
そ
う
い
う
噂
は
明
ら
か
な
真
実
を
見
せ
ね
ば
消
え
る
も

の
で
は
な
い

 
と
も
あ
れ
意
図
し
た

で
は
な
い
が
ア
ス
ナ
の
戦
略
に
よ
り
同
盟
の
評
判
は
地
に
落
ち
た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の

進
撃
は
続
く
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第
７
４
８
話
 
移
動
時
間
は
ラ
ブ
コ
メ
の
時
間

や

た
な

楽
勝
だ

 
そ
う
歓
呼
の
声
が
上
が
る
中

ハ
チ
マ
ン
は

静
に
仲
間
達
に
こ
う
問
い
か
け
た

な

今
の
と
ど
め
は
結
局
誰
だ

た

あ

私
だ

た
よ

 
そ
れ
に
応
え
た
の
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ
る

ド
ロ

プ
品
は
何
が
出
た

だ

て

最

と
空
海
の
名
を

し
た

ら
し
い
よ

だ
か
ら

か
よ

ふ
ざ
け
た
名
前
だ
な

性
能
は

一
応
全
属
性

力
五
パ

セ
ン
ト
ア

プ
み
た
い
だ
け
ど

 
他
の
部
分
に
関
し
て
は
私
に
は
基
準
が
分
か
ら
な
い
な

リ
ズ
こ
れ

て
ど
ん
な
感
じ

私
も

の
事
は
ち

と
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ユ
キ
ノ

ど
う
だ

こ
れ
は
う
ち
に
は
必
要
な
い
わ
ね
お
そ
ら
く
今

り
出
し
中
の
ギ
ル
ド

り
が
丁
度
使
え
る

は
ず
よ

 
と
い
う

で

り
に
出
し
ま
し

う

だ
そ
う
だ

と
り
あ
え
ず
俺
が

か

て
お
く

 
そ
う
し
た
最

限
の
後
始
末
を
し
た
後

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
面
々
は
走
り
出
し
た

 
目
的
地
は
当
然
三
十
二
層
の
迷
宮
区
で
あ
る

こ
の
ま
ま
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
所
ま
で
一
気
に
駆
け
抜
け
る
ぞ

 
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
が
先
行
し
て
露

い
を
し
て
く
れ
て
い
る
は
ず
だ

み
ん
な

私
に
つ
い
て
き
て

 
一
同
は
ア
ス
ナ
を
追
い
か
け

走
る

走

る

走

る

ア
ス
ナ

速
い
速
い

も
う
少
し
ペ

ス
を
落
と
し
て
く
れ

あ

ご
め
ん

ち

と
速
か

た
か
な

 
ご
め
ん
ね

少
し
テ
ン
シ

ン
が
上
が

て
る
み
た
い

そ

そ
う
だ
な

ほ
ん
の
少
し

う
ん

ほ
ん
の
少
し
な
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そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
リ
ズ
ベ

ト
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
見
つ
め
て
い
た
が

 
そ
の
事
に
気
付
き
つ
つ
も

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
無

し

 
何
と
か
ア
ス
ナ
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と

ひ
た
す
ら
話
し
か
け
続
け
た

 
だ
が
そ
れ
は
逆

果
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン
が
熱
心
に
話
し
か
け
て
く
る
事
で

 
自
分
は
こ
ん
な
に
も
愛
さ
れ
て
い
る
と
テ
ン
シ

ン
が
マ

ク
ス
に
上
が

た
ア
ス
ナ
は

 
迷
宮
区
の
入
り
口
が
見
え
た

間
に
叫
び
声
を
上
げ
な
が
ら
そ
の
中
へ
と
突
入
し
て
い

た

待

て
な
さ
い
フ
ロ
ア
ボ
ス

超
倒
す
よ

超
倒
す

て
何
だ

て
や
べ

み
ん
な

ア
ス
ナ
を
追
う
ぞ

ま

た
く
勇
ま
し
い
彼
女
を
持
つ
と
大
変
だ
な

ハ
チ
マ
ン

お
前
と
ク
ラ
イ
ン
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
ね
え
よ

う
 
そ
の
言
葉
に
キ
リ
ト
は
一

詰
ま
り

ハ
チ
マ
ン
は
し
て
や

た
り
と
い
う
顔
で

 
そ
の
ま
ま
迷
宮
区
に
突
入
し
よ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

リ
ズ
ベ

ト
が
迫
力
の
あ
る
声
で
こ
う
呼
び
か
け
た

ハ
チ
マ
ン

そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
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い

い
や

お
前
は
い
つ
も
勇

で
格
好
い
い
な

て
話
だ

微

に
そ
れ

褒
め
て
な
い
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

そ
れ
に
さ

き
の
ニ

ア
ン
ス
か
ら
す

る
とき

気
の
せ
い
だ

俺
と
お
前
の
仲
じ

な
い
か

な

親
友

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
が
私
の
事
を
茶
化
す
の
は
い
つ
も
の
事
だ
か
ら

別
に
い
い
わ

 
そ
れ
よ
り
も
問
題
は
あ
ん
た
よ
キ
リ
ト

い
つ
も
ハ
チ
マ
ン
に
や
ら
れ

ぱ
な
し
じ

な
い

 
今
み
た
い
な
時
く
ら
い

こ
ん
な
か
わ
い
い
彼
女
の
フ

ロ

を
し
な
い
と

目
で
し

 
リ
ズ
ベ

ト
の
矛
先
は
キ
リ
ト
に
向
い
た

 
も
し
か
し
た
ら
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
仲
の
良
さ
に
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

そ

そ
う
だ
そ
う
だ

し

か
り
し
ろ
キ
リ
ト

 
そ
れ
に
ハ
チ
マ
ン
も
乗

か
り

こ
こ
は
誤
魔
化
し
て
も
言
い

し
て
も

 
絶
対
に
ク
リ
ア
出
来
な
い
場
面
だ
と
悟

た
キ
リ
ト
は

 
必
死
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え

一
つ
の
結

に
至

た

 
そ
れ
は
こ
う
い
う

況
を
な
ん
だ
か
ん
だ
切
り
抜
け
る
ハ
チ
マ
ン
の
真
似
を
す
る
事
だ

た
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キ
リ
ト
は

力
表
情
を
変
え
な
い
よ
う
に
心
が
け
つ
つ

リ
ズ
ベ

ト
に
こ
う
言

た

す
ま
ん

こ
う
い
う
日
常
が
当
た
り
前
に
幸
せ
す
ぎ
て

と

さ
に
何
も
言
え
な
か

た

 
も
ち
ろ
ん
俺
は

リ
ズ
の
事
を
と
て
も
大
切
に
思

て
い
る
し

か
わ
い
い
と
思
う

 
そ
れ
が
俺
の

ら
ざ
る
本
心
だ
と
思

て
く
れ

 
こ
れ
が
シ
ノ
ン
や
リ
オ
ン
な
ら

そ
の
言
葉
に
対
し

わ

分
か

て
る
な
ら
別
に
い
い
の
よ

 
な
ど
と
テ
ン
プ
レ
な
セ
リ
フ
を
返
し
て
き
た
事
だ
ろ
う

 
だ
が
キ
リ
ト
の
パ

ト
ナ

で
あ
る
リ
ズ
ベ

ト
は

 
ア
ス
ナ
の
次
に
⻑
く

ず

と
ハ
チ
マ
ン
と
つ
る
ん
で
き
た
人
物
で
あ
り

 
当
然
今
の
セ
リ
フ
か
ら

キ
リ
ト
が
ハ
チ
マ
ン
の
真
似
を
し
て
い
る
事
を

破
し
た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
目
を

め
て
キ
リ
ト
を
見
た
後

ハ
チ
マ
ン
の
方
を
向
い
て
こ
う
言

た

ね

ハ
チ
マ
ン

今
の
キ
リ
ト
の
言
葉

ど
う
思

た

 
あ
た
し
は
い
か
に
も
ハ
チ
マ
ン
が
言
い
そ
う
な
セ
リ
フ
だ
な

て
思

た
ん
だ
け
ど

奇
遇
だ
な
俺
も
俺
が
そ
の
場
し
の
ぎ
の
言
い

を
し
て
い
る
よ
う
に
し
か

こ
え
な
か

た

ぞ
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そ
の
場
し
の
ぎ
な
自
覚
は
あ
る
ん
だ

ま
あ
二
人
の
意
見
が
一
致
し
た

て
事
は

 
そ
れ
は
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
よ
ね

あ
あ

そ
う
い
う
事
だ

 
そ
ん
な
二
人
に
じ

と
見
つ
め
ら
れ

気
ま
ず
さ
が
最
高
潮
に
達
し
た
の
か

 
キ
リ
ト
は

り
込
ん
だ
後

今
度
は
自
分
の
言
葉
で
こ
う
言

た

お

俺
は
不
器
用
だ
か
ら

リ
ズ
の
事
を
か
わ
い
い

て
思

て
て
も

 
そ
の
事
を
伝
え
る
の
は
恥
ず
か
し
い

て
思

ち
ま

て

直
ぐ
に
は
言
葉
が
出
な
く

て

さ 
そ
の
言
葉
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

リ
ズ
ベ

ト
に

く
と

 
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た
他
の
者
達
を
引
き
連
れ
て
先
行
し
た

 
そ
し
て
残

た
リ
ズ
ベ

ト
は

笑
い
な
が
ら
キ
リ
ト
に
言

た

あ
は
は
は
は

ご
め
ん
ご
め
ん

冗
談
だ

て
ば

 
確
か
に
た
ま
に
は
彼
氏
ら
し
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
欲
し
い
な
な
ん
て
思

た
の
は
確
か
だ
け

ど 
大
丈
夫

キ
リ
ト
は
自
分
の
事
を
不
器
用
だ

て
言
う
け
ど
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普

の
態
度
か
ら

ち

ん
と
そ
う
い
う
の

伝
わ

て
る
か
ら
さ

な

な
ら
意
地
悪
す
る
な
よ

別
に
い
い
じ

な
い

私
だ

て
た
ま
に
は

 
よ
く
ハ
チ
マ
ン
が
無
意
識
に
や
る
よ
う
に

あ
ん
た
に
お
姫
様
扱
い
さ
れ
て
み
た
い
の
よ

う

努
力
は
し
て
み
る
け
ど

ハ
チ
マ
ン
み
た
い
に
は
絶
対
に
無
理
だ
か
ら
な

い
い

て
い
い

て
そ
こ
ま
で
は
求
め
て
な
い
か
ら

て
い
う
か
あ
ん
な
の
誰
に
も
無
理

だ
し

 
ま
あ
た
ま
に
シ
ノ
ン
や
リ
オ
ン
の
事
が

ま
し
か

た
り
は
す
る
け
ど
ね

そ

そ
の
う
ち
な

う
ん

そ
の
う
ち
ね

 
そ
し
て
誰
も
見
て
い
な
い
の
を
い
い
事
に

 
二
人
は
迷
宮
区
の
直
前
ま
で

手
を
繋
ぎ
な
が
ら

ん
で
走

た

 
も
ち
ろ
ん
直
前
で
二
人
は
お

い
の
手
を
離
し
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
二
人
を
中
で
待

て
い
た
仲
間
達
は
口
々
に
言

た

や

と
来
た
わ
ね

ラ
ブ
コ
メ
野
郎
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最
初
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
そ
う
言
い

そ
れ
に
皆
が
一

に
続
い
た

い
ぞ
ラ
ブ
コ
メ

ほ
ら
ア
ス
ナ
が

く
案
内
し
ろ

て
う
ず
う
ず
し
な
が
ら
待

て
る
わ
よ
ラ
ブ
コ
メ
野
郎

さ
ん

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
は
三
十
二
層
の
迷
宮
区
の
道
を
そ
こ
ま
で
ハ

キ
リ
覚
え
て
い
る

で
は
な

い
ら
し
く

 
こ
こ
で
一

足
を
止
め
奥
に
進
み
た
い
気
持
ち
を
必
死
で

え
つ
つ
こ
こ
で
待
機
し
て
い

た
よ
う
だ

ま

た
く
普

は
勇
ま
し
い
の
に
と
ん
だ
ラ
ブ
コ
メ
野
郎
ね

ラ
ブ
コ
メ
ト
さ
ん

く
行
き
ま
す
よ

お

い
い
な
そ
れ

ラ
ブ
コ
メ
ト

い
つ
も
み
た
い
に
先

き

て
突
撃
し
て
く
れ

お
前
ら
い
い
加

に
し
ろ

 
キ
リ
ト
は
顔
を
真

に
し
て
そ
う
言
い
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
の
後
ろ
で
も
じ
も
じ
し
て
い
た

別
に
い
い
じ

な
い

い
つ
も
こ
う
や

て
か
ら
か
わ
れ
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
だ
か
ら

 
と
て
も
新
鮮
な
感
じ
が
す
る
し
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ク
リ
シ

ナ
は

静
に
分

し
て
る
ん
じ

ね
え

お
前
だ

て
キ

マ
と

わ

わ

ス
ト

プ
ス
ト

プ

時
間
が
押
し
て
る
わ

そ
ろ
そ
ろ
出
発
し
な
い

露
骨
す
ぎ
る
誤
魔
化
し
方
だ
が
一
理
あ
る

 
急
が
な
い
と
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
が
倒
し
た
敵
が
リ
ポ

プ
し
ち
ま
う
し
そ
ろ
そ
ろ
奥
へ
進
む

と
し
よ
う

 
キ
リ
ト

こ
こ
か
ら
は
ラ
ブ
コ
メ
は
無
し
だ

一
気
に
ボ
ス
ま
で
突

走
る
ぞ

俺
は
最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
だ
よ

み
ん
な

俺
に
つ
い
て
き
て
く
れ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
事
前
に
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
に
伝
え
て
あ

た
ル

ト
通
り
に
進
み
始

め 
そ
の
後
を
全
員
が
追
い
か
け
る

と
な

た

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
進
ん
だ
が

二
人
の

は
ま
だ
見
え
な
い

あ
の
二
人

ど
こ
ま
で
進
ん
で
る
ん
だ
ろ
う
な

私
達
に
追
い
つ
か
れ
な
い
よ
う
に

必
死
で
頑
張

て
る
ん
じ

な
い

案
外
ボ
ス
部
屋
の
前
で

し
い
顔
で

か

た
ね
と
か
言
い
そ
う
だ
な

コ
マ
チ
な
ら
言
い
そ
う
だ
な
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そ
の
後
も
ま

た
く
敵
に
は
遭
遇
せ
ず

 
一
行
は
普
通
に
ボ
ス
部
屋
の
前
ま
で
戦
闘
無
し
で
た
ど
り
着
い
た

お
兄
ち

ん

か

た
ね

う
わ

マ
ジ
で
言
い
や
が

た

な

何
の
事

い
や

何
で
も
な
い

 
そ
う
言
う
コ
マ
チ
の
後
ろ
で

レ
コ
ン
が
疲
れ
た
顔
を
し
て
い
た

 
か
な
り
無
理
を
し
て
進
ん
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と
悟

た
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
以
上
何
も
突

込

ま
な
か

た

お
い
お
い
マ
ジ
か
よ

あ
の
二
人

か
な
り
力
を
つ
け
た
な

道
が
分
か

て
た
と
い
う
の
は
確
か
に
大
き
い
の
か
も
だ
が

こ
れ
は
立

な
戦
果
だ
な

さ
す
が
あ

し
の
将
来
の
義
妹

や
る
じ

ん

 
そ
う
さ
り
げ
な
く
放
た
れ
た
ユ
ミ

の
言
葉
を
し
か
し
ハ
チ
マ
ン
は
し

か
り
と

に
し
て

い
たお

い
ユ
ミ

ど
さ
く
さ

れ
に
何
言

て
や
が
る
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そ
う
だ
よ
ユ
ミ

コ
マ
チ
ち

ん
は
高
校
の
時
か
ら
あ
た
し
の
義
妹
だ
よ

お
前
も
か
ユ
イ
ユ
イ

い
い
え

コ
マ
チ
さ
ん
は
私
の
よ

ユ
キ
ノ
も
対
抗
意
識
を
燃
や
し
て
ん
じ

ね
え
よ

先
輩
は
高
校
の
時
に
二
期
連
続
で
生
徒
会
⻑
を
努
め
た
伝
説
の
生
徒
で
あ
る
私
の
事
を

 
妹
で
あ
る
コ
マ
チ
ち

ん
に
お
義
姉
ち

ん
と
呼
ば
せ
た
い
み
た
い
で
す
け
ど

 
そ
う
い
う
の
は
ち

ん
と
手

を

ん
で
私
に
プ
ロ
ポ

ズ
を
し
て
か
ら
に
し
て
下
さ
い
ご
め

ん
な
さ
い

イ
ロ
ハ
さ

も
う
そ
れ

ス
ト
レ

ト
す
ぎ
て
謝
る
意
味
が
ま

た
く
無
い
よ
ね

い
や
い
や

こ
こ
は
私

て
ま
あ

私
の
方
が
年
下
な
ん
だ
け
ど

シ
ノ
ン
は
よ
く
こ
の
メ
ン
バ

に
混
じ

て
そ
う
い
う
事
が
言
え
る
よ
な
素
直
に
尊
敬
す
る

わ
フ

イ
リ
ス
を
お
義
姉
ち

ん
と
呼
べ
ば
ア
キ
バ
の
か
な
り
の
土
地
が
コ
マ
チ
ち

ん
の
物

に
お
い
フ

イ
リ
ス

物
で
釣
る
な

今
コ
マ
チ
が
少
し
ぐ
ら

と
き
た
表
情
を
し
た
ぞ
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ハ
チ
マ
ン
様

私

コ
マ
チ
ち

ん
の
お
義
姉
ち

ん
に
な
り
た
い
で
す

マ

ク
ス
の
望
み
は
出
来
る
だ
け
叶
え
て
や
り
た
い
と
思

て
る
が

こ
れ
ば

か
り
は
な

コ
マ
チ
ち

ん

芸
能
人
の
お
義
姉
ち

ん
が
欲
し
い
よ
ね

俺
は
変
態
を

に
す
る
つ
も
り
は
無
え

私
を
お
義
姉
ち

ん
と
呼
べ
ば

も
れ
な
く
北
海
道
の
海
の
幸
が
つ
い
て
く
る
よ

メ
リ

ト
と
し
て
は
か
な
り

い
な

ま
あ
フ
カ
の
立
ち

置
は
そ
ん
な
も
ん
だ
ろ

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

ま
た
私
に
だ
け
当
た
り
が
き
つ
い

こ
コ
マ
チ
さ
ん
私
を
お
義
姉
ち
ん
と
呼
べ
ば

う

相
対
性
理
に
し
く

う
無
理
す
ん
な
リ
オ
ン
ま
あ
よ
く
頑
張

た
が
コ
マ
チ
に
対
す
る
ア
ピ

ル
の
達
成
度
は
ゼ

ロ
だ

 
そ
の
一
連
の
会
話
に
対
し
て
コ
マ
チ
は
誰
に
し
よ
う
か
な
と
い
う
風
に
目
を

か
せ
て
い
た

う
わ

コ
マ
チ
の
将
来
の
お
義
姉
ち

ん
候
補
が
こ
れ
だ
け
揃
う
と

観
だ
な

コ
マ
チ
も
コ
マ
チ
で
い
い
加

そ
の
選
択
肢
を

め
て
い
こ
う
な
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そ
ん
な
感
じ
で

儀
に
全
員
に
突

込
ん
だ
ハ
チ
マ
ン
は

続
け
て
こ
う
言

た

そ
れ
よ
り
お
前
ら

レ
コ
ン
の
事
も
ち

ん
と
褒
め
て
や
れ
よ

 
ほ
れ
見
ろ

ア
ス
ナ
は
ち

ん
と
レ
コ
ン
を
労

て
や

て
る
だ
ろ

 
ア
ス
ナ
と
お
前
ら
の
違
い
は
そ
う
い
う
と
こ
だ
そ
う
い
う
と
こ

 
レ
コ
ン
だ

て
き

と
お
前
ら
に
褒
め
て
も
ら
い
た
い
は
ず
だ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
受
け

正
妻
の
余

を
見
せ
る
ア
ス
ナ
を
見
て

 
女
性

は
ぐ
ぬ
ぬ
と
な

た
が

そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
心
配
は

憂
で
あ

た

 
リ

フ

が

に

そ
の
隣
で
し
き
り
に
レ
コ
ン
の
事
を
褒
め
て
お
り

 
レ
コ
ン
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

魔
を
す
る
の
も
悪
い
な
と
思

た
の
か

 
表
情
を
取
り

い

こ
う
言
い
直
し
た

や

ぱ
り
今
の
は
無
し

自
戦
闘
準
備
に
と
り
か
か

て
く
れ

 
準
備
が
出
来
次
第

ボ
ス
部
屋
へ
と
突
入
す
る

 
そ
の
言
葉
で
一
同
は

先

の
ラ
ブ
コ
メ
展
開
が

の
よ
う
に
表
情
を
引
き
締
め

 
そ
れ
ぞ
れ
準
備
を
始
め
た
の
だ

た
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第
７
４
９
話
 
リ
リ

・
ザ
・
ア

ク
エ
ン
ジ

ル

基
本
的
に
こ
こ
の
ボ
ス

リ
リ

・
ザ
・
ア

ク
エ
ン
ジ

ル
は

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は
魔
法
な
ん
て
な
か

た
か
ら
あ
く
ま
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
な

て
か
ら
の

験

が

元
に
な
る
が

 
天
使
タ
イ
プ
で
あ
る
が
故
に
魔
法
が

き
に
く
い
と

さ
れ
る

 
だ
が
こ
い
つ
は
発
狂
モ

ド
に
な
る
と

態
が
変
化
す
る

 
な
の
で
魔
法
部

は
そ
こ
に
合
わ
せ
て
大
き
い
魔
法
が
使
え
る
よ
う
に
調
整
し
て
く
れ

 
た
だ
し
分
か

て
る
と
思
う
が

フ

イ
リ
ス
は

外
す
る

心
得
て
る
ニ

よ
し

敵
は
お
そ
ら
く
上
か
ら
来
る

自

を

る
な
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

ボ
ス
部
屋
の
扉
を
開
い
た

 
今
の
と
こ
ろ
中
に
は
何
も
い
な
い
が

そ
れ
は
い
つ
も
の
事
だ

 
基
本
的
に
部
屋
の
扉
が

ま

た

間
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
が
ボ
ス
が

く

の
時
間
と
な

る
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そ
し
て
最
後
尾
の
レ
コ
ン
が
扉
を

め
た

間
に
部
屋
の
上
空
に
白
い
人
型
の
光
が
現
れ
た

来
た
来
た

確
か
に

も
あ
ん
な
感
じ
だ

た
よ
な

な
あ
ハ
チ
マ
ン

ま
た
先

は
俺

て
事
で
い
い
の
か

い
や

こ
こ
は
俺
が
行
く

さ

き
の
戦
闘
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
し
て
い
な
い
か
ら

 
そ
ろ
そ
ろ
リ

ダ

ら
し
く

先

を
き

て
体
を
張
ら
な
い
と
な

そ
う
か

じ

あ
任
せ
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
一
歩
前
に
出
た
が

ま
だ
ボ
ス
は
反
応
し
て
こ
な
い

 
だ
が
唯
一
リ
オ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
の
動
き
に
反
応
し
た

さ
す
が
に
ま
だ

張
ぎ
み
で
あ
る
ら
し

い 
そ
の

は
や
や
目
立
ち

リ
オ
ン
の

に
冗
談
の
一
つ
で
も
言

て
お
こ
う
か
と
思
い
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず
何
を
言
お
う
か
と
悩
み
な
が
ら
仲
間
達
に
編
成
を
告
げ
て
い

た

ユ
イ
ユ
イ
は
俺
の

マ

ク
ス
は
俺
の

ユ
キ
ノ
は
俺
の
後
ろ
に
つ
い
て
く
れ

 
ち

と
敵
と
近
い
が

ユ
キ
ノ
な
ら
特
に
問
題
な
い
だ
ろ

セ
ラ
フ

ム

こ
こ
は
や

ぱ
さ

う
ん

そ
う
だ
ね
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ユ
イ
ユ
イ
と
セ
ラ
フ

ム
は

き
合
い

そ
の
ま
ま

か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
密
着
し
た

お
前
ら
そ
れ
は

一
体
何
の
つ
も
り
だ

え

と

指

通
り
に
し
て
み
た

私
も
で
す
ハ
チ
マ
ン
様

そ
れ
じ

あ
何
と
な
く
私
も

て
ユ
キ
ノ

俺
に
お
ぶ
さ
る
な

ユ
イ
ユ
イ
も
マ

ク
ス
も

 
リ
オ
ン
の
事
が
心
配
だ

た
ん
だ
ろ
う
が
大
丈
夫
だ

 
う
ち
に
は

張
を
ほ
ぐ
す
係
の
ラ
ブ
コ
メ
ト
が
い
る
か
ら
な

そ

か

じ

あ
い
い
か

な
ら
大
丈
夫
で
す
ね

そ
こ
は
否
定
し
て
く
れ
よ

 
当
事
者
で
あ
る
リ
ズ
ベ

ト
は
苦
笑
い
し
て
い
た
が

 
そ
れ
で
完

に
リ
オ
ン
の

張
も
ほ
ぐ
れ
た
よ
う
で

今
は
笑
顔
を
見
せ
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
イ
ユ
イ
と
セ
ラ
フ

ム
に
感
謝
し
つ
つ

編
成
の
説
明
を
続
け
た

翼
は
キ
リ
ト

だ

メ
ン
バ

は
リ

フ

リ
ズ

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン
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翼
ア
ス
ナ

は

フ
カ

ロ
ビ
ン

シ
リ
カ
だ
な

 
ク
リ
シ

ナ
は
フ
リ

で

援
し
や
す
い

置
に
ど
ん
ど
ん
移
動
し
て
く
れ

 
ク
リ
シ

ナ
・
ガ

ド
は
コ
マ
チ
と
リ
オ
ン
リ
オ
ン
は
大
切
な
師
匠
を
敵
の
魔
法
攻
撃
か
ら

守
る
ん
だ
ぞ

う

う
ん

師
匠
の
体
に
は

一
つ
付
け
さ
せ
な
い

最
後
尾
は
ユ
ミ

を
中
心
に
イ
ロ
ハ

フ

イ
リ
ス

そ
し
て
シ
ノ
ン
だ

 
マ
ジ
シ

ン
・
ガ

ド
は
レ
コ
ン
に
任
せ
る

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
と
フ

イ
リ
ス
と
シ
ノ
ン
は

当
に
撃

て
よ
し
フ

イ
リ
ス
の
魔
法
は
物
理
扱
い
だ

か
ら
な

 
た
だ
し

の
攻
撃
は
ラ
ス
前
ま
で
と

て
お
く
よ
う
に

了
解

分
か

た
ニ

 
そ
う
指

を
終
え
た
後
ハ
チ
マ
ン
は
思
い
出
し
た
よ
う
に
フ

イ
リ
ス
と
シ
ノ
ン
に
言

た

お
前
ら
二
人
は
基
本
フ
リ

だ
か
ら
一
応
言

て
お
く
が
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仲
間
に
は
絶
対
当
て
る
な
よ

こ
れ
は
フ
リ
じ

な
い
か
ら
な

ち

と

私
を
誰
だ
と
思

て
る
の
よ

 
ハ
チ
マ
ン
に
当
て
る
な
ら
当
て
る

て
言

て
か
ら
当
て
る
わ
よ

俺
限
定
か
よ

つ

か
当
て
ん
な

つ

の

フ

イ
リ
ス
は
後
で
ハ
チ
マ
ン
が
う
ち
の
店
に
来
て
く
れ
た
ら

 
ハ
チ
マ
ン
に
当
て
な
い
で
お
い
て
や
る
ニ

お
前
も
俺
限
定
か
よ

て
か
そ
れ

て
今
日
の
話
か

今
月
は

り
上
げ
が
微

な
の
ニ

 
フ

イ
リ
ス
に
は
た
く
さ
ん
お
金
を
使

て
く
れ
る
太
客
が
必
要
な
の
ニ

は

分
か

た
分
か

た

行
け
る
奴
を
連
れ
て
こ
の
後
祝
勝
会
を
や

て
や
る
か
ら

 
後
で
ま
ゆ
さ
ん

り
に
連

し
て
奥
の
部
屋
を
貸
し
切

て
も
ら

と
け

ニ

ん
と

度
あ
り

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ
お
前
ら

久
々
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
だ

 
俺
達
の
強
さ
を

と
い
う

同
盟
に
思
い
知
ら
せ
て
や
れ

お
う
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

い
な
く
前
へ
と
進
み

あ
る

度
の

離
ま
で
近
付
い
た
時

 
上
空
か
ら
白
い
光
が
い
き
な
り
降
下
し
そ
の
中
か
ら

遊
す
る
巨
大
な
天
使
の

が
現
れ
た

 
そ
の
天
使
リ
リ

は
一
切
足
を
動
か
さ
ず
ホ
バ

移
動
の
要
領
で
滑
る
よ
う
に

空
を
飛

び 
一
気
に
ハ
チ
マ
ン
と
の

離
を
詰
め
に
か
か

た

中
々
迫
力
が
あ
る
な

よ
し

や
る
ぞ

う
ん

は
い

い
つ
で
も
い
い
わ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
迫
る
敵
を
前
に

こ
こ
で
始
め
て
武
器
を
抜
い
て
二
刀
で

え
た

 
そ
の

で
ユ
イ
ユ
イ
と
セ
ラ
フ

ム
が
盾
を

え
る

 
リ
リ

は
両
手
に
一
本
ず
つ
大
剣
を
持

て
お
り

 
一
番
近
く
に
い
る
ハ
チ
マ
ン
目

け

そ
の
剣
を

り
下
ろ
し
た

ヒ

キ

は
や
ら
せ
な
い

物
理
的
に
も
性
的
な
意
味
で
も

ハ
チ
マ
ン
様
に
手
を
出
そ
う
な
ど
と

私
だ

て
ま
だ
成
功
し
て
い
な
い
の
に
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お
前

き
が
調
子
に
乗
る
ん
じ

な
い

こ
の
身
の

知
ら
ず
め
が

お
前
ら
揃

て
ポ
ン
コ
ツ
か
よ

 
そ
れ
は

な
る
先

の
ノ
リ
の

⻑
で
放
た
れ
た
言
葉
で
あ

た

 
そ
の
証

に

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
は
一
切
反
応
せ
ず

 
二
人
は
真
面
目
な
表
情
を
崩
さ
な
い
ま
ま
同
時
に
こ
う
叫
ん
だ

ア
イ
ゼ
ン
倒
立

 
そ
し
て
二
人
は
ガ
シ

と
リ
リ

の
攻
撃
を
受
け
止
め
た

 
だ
が
流
石
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
で
あ
る

リ
リ

は
そ
れ
で
は
止
ま
ら
ず

 
二
人
を
押
し
な
が
ら
ぐ
い
ぐ
い
と
前
進
し
て
き
た

 
そ
の
圧
力
に
押
さ
れ

二
人
の

の
ア
イ
ゼ
ン
が
石

を
ガ
リ
ガ
リ
と

て
い
く

く

さ
す
が
に
重
い

だ
が
止
め
る

愛
の
力
で

 
そ
し
て
二
人
は
同
時
に
ス
キ
ル
を
使

た

重
力

加

魔

力
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ユ
イ
ユ
イ
の
重
力

加
は

そ
の
名
の
通
り

自
身
の
体
を
一
時
的
に
重
く
す
る
技
で
あ
り

 
セ
ラ
フ

ム
の
魔

力
は

魔
力
を
消

し
て
敵
を
押
し
返
す
技
で
あ
る

 
そ
の
ス
キ
ル
の
せ
い
か

押
さ
れ
て
い
た
二
人
の
体
が
止
ま

た

 
そ
の

間
に

二
人
の
間
を
ハ
チ
マ
ン
が
す
り
抜
け
た

フ
ロ
ア
ボ
ス

き
が
調
子
に
乗
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
飛
び
上
が
り

 
ユ
イ
ユ
イ
と
セ
ラ
フ

ム
を
押
し
切
ろ
う
と
前
の
め
り
に
な

て
い
た
リ
リ

の
顔
め
が
け

 
両
手
に
持

て
い
た

を
突
き
出
し
た

 
だ
が
リ
リ

は
そ
の

間
に
二
人
を
押
す
の
を
止
め
そ
の
体
勢
の
ま
ま
い
わ
ゆ
る
ホ
バ

後
退
を
し
た

 
ユ
イ
ユ
イ
と
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の
せ
い
で
前
の
め
り
に
倒
れ
そ
う
に
な

た
が

 
そ
ん
な
二
人
に
向
け

ハ
チ
マ
ン
が
叫
ん
だ

ユ
イ
ユ
イ

マ

ク
ス

ぶ
ぞ

 
二
人
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

い
言
葉
の
意
図
を
理
解
し
無
理
や
り
足
を
前
に
出
し
て

み
と

ど
ま
り
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そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
盾
を
空
へ
と
か
ざ
し
て
前
進
し
た

ナ
イ
ス
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
叫
ぶ
と
そ
の
二
人
の
盾
を

み
台
に
し
後
退
す
る
リ
リ

目

け
て

躍
し
た

あ
の

の
俺
達
と
は
違
う
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
通
り

あ
の

と
は
違
い

今
ハ
チ
マ
ン
の

り
を

め
て
い
る
の
は

 
何
も
言
わ
な
く
て
も
し

か
り
と
意
思
の

通
が
出
来
る
か
け
が
え
の
無
い
仲
間
達
な
の
で

あ
る

 
リ
ン

リ
リ
ン

 
リ
リ

は
そ
ん
な
言
語
と
は
言
え
な
い

の
音
の
よ
う
な
声
を
発
す
る
と

 
再
び
両
手
の
剣
を

え

ハ
チ
マ
ン
を
迎
撃
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に

リ
リ

の
両
手
が

り
つ
い
た

 
リ
リ
ン

リ
ン

 
リ
リ

は
虚
を
突
か
れ
た
の
か

驚
い
た
よ
う
な
音
を
発
し

 
そ
の

を
突
い
て
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま
リ
リ

の
両
目
を

で

い
た
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ギ

ギ

リ
ン

ギ

リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
ン

 
リ
リ

は
た
ま
ら
ず
そ
ん
な

鳴
の
よ
う
な
音
を
上
げ
そ
の
目
の
前
に
着
地
し
た
ハ
チ
マ
ン

は 

り
返

て
ユ
キ
ノ
に
言

た

し
て
た
の
は
分
か

て
た
が
完

な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
な
あ
り
が
と
な
ユ
キ
ノ

ハ
チ
マ
ン
君

後
ろ

 
ユ
キ
ノ
は
そ
の
お

に
対
し

そ
う
叫
ん
だ

 
リ
リ

は

界
が
消
失
し
た
事
で

似
的
な
発
狂
モ

ド
の
よ
う
な

態
に
陥

て
お
り

 
そ
の
両
手
に
持
つ
剣
を
滅
茶
苦
茶
に

り
回
し
始
め
た
の
だ

す
ま
ん
す
ま
ん

大
丈
夫
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
後
ろ
も
見
ず
に

を
下
げ

そ
の
リ
リ

の
攻
撃
を
避
け
た

 
さ
す
が
に
こ
の

態
だ
と
近
寄
る
の
は
危
険
な

 
今
攻
撃
し
て
い
る
の
は
シ
ノ
ン
と
フ

イ
リ
ス
だ
け
で
あ
る

 
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に

リ
リ

の

バ

の
一
本
目
が
こ
こ
で
完
全

に

ら
れ
た
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そ
の

間
に
リ
リ

の
行
動
パ
タ

ン
が
変
化
し
た

リ
リ

は
ザ
ザ

と
後
方
に
下
が
り

 
直
後
に
両
手
に
持

て
い
た
剣
を

二
本
合
わ
せ
て

の
よ
う
な
物
に
変
化
さ
せ
た
の
だ

お

こ
ん
な
パ
タ

ン
は
無
か

た
と
思
う
が

も
し
か
し
て
回
復
魔
法
で
も
使
う
つ
も
り

な
の
か
な

そ
れ

い
け
ど
ち

と

か

た
わ
ね

だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

に
見
え
る

黒
と
白
の

を
見
つ
め
た

 
そ
の

は
リ
リ

の
両

に
ぶ
ち
当
た
り

リ
リ

の
両

を
切
断
し
て

 
そ
の
す
ぐ
真
下
で
人
の

を
と

た

さ
せ
る

に
は
い
か
な
い
な

さ
て

が
無
く
て
も
魔
法
を
使
え
る
の
か
な

 
そ
の
黒
い

は
キ
リ
ト

白
い

は
ア
ス
ナ
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
リ
リ

は
そ
の

態
だ
と
魔
法
が
使
え
な
い
ら
し
く

だ
ら
け
と
な

た

 
そ
れ
を
見
た

翼

と

翼

の
仲
間
達
が
リ
リ

に
殺
到
す
る

う
ち
は

部
だ
け
が
強
い

じ

ね
え
ぞ
コ
ラ

サ
ム
ラ
イ
マ
ス
タ

な
め
ん
な
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マ
イ
ナ

な
二
つ
名
だ
が

俺
の
ア
ク
ス
で
ク
ラ

シ

し
や
が
れ

私
だ

て

鍛
治
だ
け
じ

な
い
ん
だ
か
ら
ね

ピ
ナ

ブ
レ
ス

シ
ル
フ
四
天
王
を

な
め
る
な

私
の
前
に
は
死

あ
る
の
み

 

覚
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
が
魔
法
を

じ
ら
れ

 

も

か
ら
先
を
切
断
さ
れ

武
器
を
も
失

た
リ
リ

は

 
こ
う
な
る
と
も
う

足
を
当
て
ず

う
に

り
回
す
く
ら
い
し
か

抗
出
来
な
か

た

 
こ
う
し
て
リ
リ

は
ガ
ン
ガ
ン
と
そ
の

を
失

て
い
き

 
そ
し
て
リ
リ

の

が
最
後
の
一
本
を
残
す
だ
け
に
な

た

間
に
ハ
チ
マ
ン
が
叫
ん
だ

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

後
退
だ

お
う

了
解

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
シ
ノ
ン
と
フ

イ
リ
ス
に
用
意
し
て
き
た
物
を
使
う
よ
う
に
指

を
し
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た
シ
ノ
ン

フ

イ
リ
ス

あ
れ
を
使

て
敵
の

を
発
狂
モ

ド
ま
で

て
く
れ

や

と
出
番
ね

闇
の
属
性
矢

属
性
付

触

闇
の
精
霊
石

 
そ
の
二
つ
は
と
て
も
希
少
な

滅
多
な
事
で
は
使
え
な
い
の
だ
が

 
そ
の
分
光
属
性
の
敵
に
対
す
る
攻
撃
力
は

り

付
き
な
の
で
あ
る

ま

た
く
ハ
チ
マ
ン
は

私
が
い
な
い
と
本
当
に

目
な
ん
だ
か
ら

 
調
子
に
乗

た
の
か

シ
ノ
ン
は
い
き
な
り
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に
は
答
え
ず

そ
の
ま
ま
フ

イ
リ
ス
に
言

た

悪
い
フ

イ
リ
ス

や

ぱ
り
一
人
で

て
く
れ

ち

ち

と

突

込
み
く
ら
い
し
な
さ
い
よ

任
せ
る
ニ

闇
の
女
王
に
フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
が
願
い
奉
る

 

の
魔
力
よ
来
た
れ

古
の
技

闇
の
気

ニ

ン

 
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
正
式
な

文
で
も
何
で
も
な
く
た
だ
の
フ

イ
リ
ス
の
中
二
病
の
産
物
で

あ
る
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く
ら
う
の
ニ

ま

待

て

私
も
撃
つ
か
ら

 
そ
し
て
二
人
の
攻
撃
は
闇
の
オ

ラ
を

い

切
な
防
御
行
動
が
と
れ
な
い
リ
リ

に
直

撃
し
た

 
ギ

リ

ギ

リ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
ン

 
そ
の
攻
撃
で

リ
リ

の
最
後
の

バ

は
見
事
に
残
り
半
分
と
な

た

発
狂
モ

ド
来
る
ぞ

ユ
ミ

イ
ロ
ハ

お
前
達
で
決
め
ろ

 
つ
い
で
に
リ
オ
ン
も
四
属
性
の
魔
力
を
全
放
出
し
ち
ま
え

 
そ
し
て
リ
リ

の
放
つ
光
が
消
え

そ
の
体
か
ら
ド
ス
黒
い
オ

ラ
が

れ
出
し
た

 
リ
リ

は
そ
の
ま
ま
四
つ
ん
這
い
に
な
り
そ
の
体
か
ら
は
体

が
生
え
口
に
は
⻑
い
牙
が

生
成
さ
れ
た

 
Ｇ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

と
同
じ
よ
う
に
堕
天
し

化
し
た
よ
う
だ
が

 
そ
の

に
な

た
以
上

も
う
こ

ち
の
魔
法
は
防
げ
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

れ
み
の
表
情
を

か
べ
な
が
ら
そ
う
言
う
と
三
人
に
向
け
て
こ
う
叫
ん
だ



 第７４９話 リリー・ザ・アークエンジェル

な
ぎ

え

 
そ
の

間
に
ユ
ミ

と
イ
ロ
ハ
の
魔
法
が
完
成
し

 
リ
オ
ン
も
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
の
ト
リ
ガ

を
引
い
た

大
魔
法

ゲ
ヘ
ナ
・
フ
レ
ア

大
魔
法

テ
ン
ペ
ス
ト
・
サ
イ
ク
ロ
ン

ロ
ジ
カ
ル

旋
撃

 
そ
の

い

と
紫
が
か

た
白

そ
し
て
四
色
が

み
合

た
砲
撃
は

 
リ
リ

の
残
り

を
一
撃
で

り
取
り

そ
の

間
に

大
多

の
プ
レ
イ
ヤ

が
待
ち
く

た
び
れ

 
一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

が

き
た
く
な
か

た
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が
流
れ
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
三
十
二
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た
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第
７
５
０
話
 
三
十
五
層
に
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
三
十
二
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た

 
こ
の
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
の
内
容
を
理
解
し
た

間
文

通
り
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が

れ

た
う
お
お
お
お

マ
ジ
だ

あ
い
つ
ら
予
告
通
り
や
り
や
が

た

一
体
何
な
ん
だ
よ
も
う

本
当
に
何
な
ん
だ
よ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
サ
ポ

タ

ズ
の
み
ん
な
転
移
門
が
開
通
し
た
ら
す
ぐ
に
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
る
よ

同
盟
の
奴
ら
は
結
局

し
て
た
だ
け
か

本
当
に
あ
い
つ
ら

普

は
ど
う
や

て
攻
略
し
て
る
ん
だ
ろ
う
な

 
さ
て

先
に
ド
ロ

プ
品
の
確
認
を
す
る
か

ラ
ス
ト
ア
タ

ク
は
誰
だ

 
そ
の

当
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
は

転
移
門
の
解
放
を
急
ぐ
で
も
な
く

 
の
ん
び
り
と
戦
闘
の
事
後
処
理
を
行

て
い
た



 第７５０話 三十五層には

あ

私
で
す
先
輩

イ
ロ
ハ
か

で

何
が
出
た

え

と

移
動
速
度
ア

プ
の
指

と

魔
法

性
ア

プ
の
指

で
す
ね

ふ
む

ユ
キ
ノ

ど
う
思
う

が
知
り
た
い
わ
ね

イ
ロ
ハ
さ
ん

ち

と
見
せ
て
も
ら

て
い
い
か
し
ら

も
ち
ろ
ん
で
す

ど
う
ぞ

 
こ
う
い
う
場
合

ハ
チ
マ
ン
は
必
ず
ユ
キ
ノ
に
判
断
を

す
事
に
し
て
い
た

 
そ
う
す
れ
ば
何
も
問
題
は
な
い
か
ら
だ
が
自
分
で
判
断
す
る
の
が
面
倒

い
と
い
う
側
面
も

あ
る移

動
速
度
ア

プ
は
ク
リ
シ

ナ
に

し
て
は
ど
う
か
し
ら

 
さ

き
の
戦
闘
を
見
て
い
て
思

た
の
だ
け
れ
ど

 
ク
リ
シ

ナ
は
思

た
よ
り
も
移
動
の
回

が
多
い
み
た
い
だ
か
ら

 
移
動
速
度
が
上
が
る
と

援
の

も
良
く
な
る
と
思
う
の
よ
ね

 
そ
れ
に
前
衛

は

ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
分
に
合

た
指

を
も
う
装
備
し
て
い
る
し
ね

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
指

系
ア
イ
テ
ム
の

果
は
重
複
し
な
い
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の
手
に
一
つ
ず
つ
装
備
し
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る

 
た
だ
し

装
備
自
体
は
可
能
な

戦
闘
用
の
指

を

手
に

 
そ
し
て
お
し

れ
用
の
指

を

手
に
装
備
し
て
い
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

も
多
く
存
在
し
た

な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
う
だ
な

移
動
速
度
が
上
が

て
も

直
接
そ
れ
が
戦
闘
能
力
の
向
上
に
繋
が
る
か

て
い
う
と

 
そ
う
で
も
な
い
か
ら
な

俺
は
切
れ
味
向
上
だ
し

エ
ギ
ル
は
武
器
の
命
中
時
に
追
加
ダ
メ

ジ
だ

た
よ
な

ア
ス
ナ
は
身

さ
ア

プ
だ
よ
な

う
ん

ハ
チ
マ
ン
く
ん
は

不
壊
だ
よ
ね

お
う
結

い
い
ん
だ
よ
こ
れ
無
理
な
体
勢
で
カ
ウ
ン
タ

を
放

て
も
武
器
に
ダ
メ

ジ

が
行
か
ず

 
そ
の
ま
ま
き

ち
り
と

き
返
し
て
く
れ
る
か
ら
な

ま
あ
そ
ん
な

で

反
対
の
人
が
い
な
い
よ
う
な
ら
こ
の
ま
ま
ク
リ
シ

ナ
行
き
ね

 
当
然
反
対
の
声
が
上
が
る
事
も
な
く
ク
リ
シ

ナ
は
そ
の
指

を
装
備
し
て

く
走

て
み

た



 第７５０話 三十五層には

う
わ

本
当
に
速
い

こ
れ
は
ポ
ジ
シ

ニ
ン
グ
が
楽
に
な

て
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ

う
ん

い
い
感
じ
み
た
い
だ
な

で

次
だ
が

そ
れ
は
ア
サ
ギ
さ
ん
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
わ
ね

 
ユ
イ
ユ
イ
も
セ
ラ
フ

ム
も

同
じ
物
を
も
う
持

て
い
る
わ
よ
ね

う
ん

あ
る
あ
る

私
も
大
丈
夫

と
い
う

で

新
人
タ
ン
ク
の
ア
サ
ギ
さ
ん
に

す
わ

 
と
い
う
か
タ
ン
ク
以
外
に
は
ほ
ぼ
必
要
の
な
い
ア
イ
テ
ム
よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
ア
タ

カ

は
う
ん
う
ん
と

い
た

よ
し

パ

テ

の
ス
ト

ク
に
入

た
お
金
は
い
つ
も
通
り

 
二

を
ギ
ル
ド
資
金
に
回
し
て
残
り
は
参
加
者
で

り
だ
な

 
そ
れ
じ

あ
転
移
門
の
解
放
に
向
か
う
と
す
る
か

お
お

何
か
久
し
ぶ
り
だ
な

そ
れ
じ

あ
出
発
し
よ
う

 
そ
し
て
一
同
は

ボ
ス
部
屋
に

い
た

を

り
始
め
た
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そ
う
い
え
ば
こ
れ
で
三
十
三
層
だ
ろ

三
十
五
層
ま
で
も
う
す
ぐ
だ
な

 
キ
リ
ト
が
ふ
と
思
い
つ
い
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言

た

三
十
五
層

あ
あ

迷
い
の
森
か

懐
か
し
い
な
お
い

う
ん

あ

て
事
は

 
ア
ス
ナ
や
ク
ラ
イ
ン
ら
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

は

 
キ
リ
ト
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
う
言

た
意
図
に
気
付
い
た
よ
う
で

み
ん
な
同
時
に
こ
う
言

た

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス

そ
う
い
う
事
だ
な

 
そ
の
言
葉
に
キ
リ
ト
は

き
な
が
ら
そ
う
言

た

な
る
ほ
ど

確
か
に
も
う
す
ぐ
そ
ん
な
時
期
だ
な

な

ハ
チ
マ
ン

ニ
コ
ラ
ス
の
ド
ロ

プ
が
気
に
な
ら
な
い
か

そ
れ
は
な
る
な

仕
様
が
変
更
さ
れ
た

生
ア
イ
テ
ム
だ
と
し
て
も

 
現

魔
法
で
の

生
は

と

時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て

実
戦
的
じ

な
い
か
ら
な

 
あ
れ
ば
あ

た
で
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
使
え
る
か
も
し
れ
な
い
な



 第７５０話 三十五層には

確
か
に
そ
れ
は
で
か
い
よ
な

 
そ
の
会
話
を

い
て

新
人
組
の
リ
オ
ン
が
興
味
深
げ
に
こ
う

ね
て
き
た

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス

て
何

敵
の
名
前

お
う

ク
リ
ス
マ
ス
限
定
で

三
十
五
層
の
迷
い
の
森
に
出
て
く
る
敵
で
な

 

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
唯
一
の

生
ア
イ
テ
ム
を
落
と
し
た
ん
だ
よ

へ

ど
ん
な
見
た
目
な
の

リ
オ
ン
は
見
た
事
が
あ
る
は
ず
だ
ぞ

こ
ん
な
奴
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

文
を

え

直
後
に
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
の

へ
と
変
化
し
た

 
だ
が
そ
の
大
き
さ
は
リ
オ
ン
よ
り
も
小
さ
い
く
ら
い
で
あ
り
一
同
は
思
わ
ず
こ
う
ハ
モ

た

小

さ

ま
あ
戦
う
と
い
う
イ
メ

ジ
を
持
た
な
い
ま
ま
変
化
し
た
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
事
も
無
げ
に
そ
う
言

た

あ

こ
れ

も

と
メ
カ

か

た
け
ど
見
た
事
あ
る

こ
れ
が
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
だ
な

そ
ん
な
感
じ
に
も
な
れ
る
の
か
よ
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先
輩

小
動
物
系
と
か
に
は
な
れ
な
い
ん
で
す
か

小
動
物

ネ
コ
と
か
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
し
ば
ら
く
目
を
つ
ぶ

て
イ
メ

ジ
を

め
た
か
と
思
う
と

 
お
も
む
ろ
に

文
を

え

次
の

間
に
小
猫
の

に
変
化
し
た

 
も
ち
ろ
ん
薔
薇
小
猫
に
で
は
な
く

普
通
の
小
猫
の

に
で
あ
る

何
で
す

て

 
そ
の

間
に
ユ
キ
ノ
が
迷
わ
ず
ガ

と
一
歩
前
に
出
た

ニ
 
そ
の
迫
力
に
び
び

た
の
か
ハ
チ
マ
ン
小
猫
は

て
て

躍
し
ア
ス
ナ
の

の
中
へ
と
逃

げ
込
ん
だ

ほ
ら
ユ
キ
ノ

落
ち
着
い

て

お

重
い

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
そ
の
場
に

を
つ
い
た

 
ど
う
や
ら
大
き
さ
は
小
さ
く
な

て
も

ハ
チ
マ
ン
の
重
さ
は
そ
の
ま
ま
ら
し
い

ニ
 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の

の
上
か
ら

て
て
降
り



 第７５０話 三十五層には

 
ア
ス
ナ
を

こ
そ
う
と
前
か
が
み
に
な

た
キ
リ
ト
の
背
中
を
の
ぼ
り
そ
の

の
上
に
お
さ

ま

た

い
や

確
か
に
俺
は
平
気
だ
け
ど
さ

ニあ

は
い
は
い

芸
達
者
で
え
ら
い
え
ら
い

ニ

ン

確
か
に
こ
の
前
の
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
と
い
い

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
魔
法
を
使
い
こ
な
し
て
る
よ

な 
や

ぱ
り
俺
も
も
う
ち

と

行
す
る
べ
き
か
な

ニ

ニ

じ

あ
今
度
付
き
合
え
よ
な

 
そ
ん
な
一
人
と
一
匹
の
様
子
を
見
て

他
の
者
達
は

か
ん
と
し
た

何
故
キ
リ
ト
さ
ん
は
普
通
に
ネ
コ
と
会
話
を
成
立
さ
せ
て
る
ん
で
す
か
ね

知
ら
な
い
人
が
見
た
ら

完
全
に
イ

ち

て
る
人
よ
ね

キ
リ
ト
君

り
上
が

て
る
と
こ
ろ
を
悪
い
の
だ
け
れ
ど
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そ
ろ
そ
ろ
私
も
そ
の
ニ

ン
コ
と
お
話
し
が
し
た
い
の
だ
け
れ
ど

 
ユ
キ
ノ
が
血
走

た
目
で
キ
リ
ト
の
方
に
手
を

ば
し
ひ

い

と
ハ
チ
マ
ン
小
猫
を

え

上
げ
た

ニ

ニ

離
せ

あ
な
た
は
何
を
言

て
い
る
の

 
全
て
の
小
猫
は
私
に
も
ふ
も
ふ
さ
れ
る

に
存
在
し
て
い
る
の
よ

ウ
ニ

 
ハ
チ
マ
ン
小
猫
は
離
せ
と
い
う
風
に
じ
た
ば
た
し
た
が
ユ
キ
ノ
は
し

か
り
と
掴
ん
で
離
さ

な
い

 
だ
が
そ
こ
に
救
世
主
が
現
れ
た

セ
ラ
フ

ム
で
あ
る

 
セ
ラ
フ

ム
は
ユ
キ
ノ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
小
猫
を

い

自
ら
の
胸
に

き
な
が
ら
言

た

ユ
キ
ノ

ハ
チ
マ
ン
様
が

く
す
ぐ

た
い
か
ら
よ
せ
と
言

て
い
る
わ

こ

こ
の
二
人
も
何
で
普
通
に
ネ
コ
と
会
話
が
出
来
る
の

突

込
ん
じ

目
で
す
リ
ズ
さ
ん

こ
れ
は
そ
う
い
う
も
の
な
ん
で
す

ニ

ニ

ニ



 第７５０話 三十五層には

え

そ
ろ
そ
ろ
元
の

に

り
た
い
か
ら
下
ろ
せ
で
す
か

 
も
う
少
し
感
触
を
楽
し
み
た
か

た
で
す
け
ど
そ
う
い
う
事
な
ら

 
そ
し
て
セ
ラ
フ

ム
は
最
後
と
ば
か
り
に
ハ
チ
マ
ン
小
猫
の
顔
を
自
ら
の
胸
の
谷
間
に
押
し

付
け

 
名
残

し
そ
う
に
下
に
お
ろ
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
小
猫
は
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
の
方
に
向
か
い

 
ま
だ

態
の
ア
ス
ナ
を
気
遣
う
よ
う
に
ご
ろ
ご
ろ
と
体
を

り
付
け
そ
の
ま
ま
元
の

に

た

ア
ス
ナ

大
丈
夫
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
す
ぐ
さ
ま
ア
ス
ナ
を

え
上
げ
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
君

お
う

大
丈
夫
か

立
て
る
か

 
そ
う
ア
ス
ナ
を
気
遣
う
ハ
チ
マ
ン
の

を

ア
ス
ナ
が
ガ

と
横
に
引

張

た

に

に

に
を

ハ
チ
マ
ン
君

今
セ
ラ
フ

ム
の
ど
こ
に
顔
を
突

込
ん
で
た
の
か
な

か
な
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い

い
や

今
の
は
俺
の
せ
い
じ

な
い
だ
ろ

ほ
ら

も
う
す
ぐ
転
移
門
だ

 
そ
ろ
そ
ろ
下
ろ
す
ぞ
ア
ス
ナ

あ

ち

と
ハ
チ
マ
ン
君

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
逃
げ
出
し

そ
の
後
を
ア
ス
ナ
が
追

た

や
れ
や
れ

ま

た
く

が
し
い
な

ま
あ
い
つ
も
通
り
で
す
ね

そ
う
ね

ま
あ
う
ち
は
こ
う
じ

な
く

ち

ね

 
そ
し
て
全
員
が
見
守
る
中

ハ
チ
マ
ン
が
転
移
門
を
解
放
し
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
三
十
三
層
が
解
放
さ
れ
ま
し
た

転
移
門
か
ら
移
動
出
来
ま
す



 第７５１話 インタビュー

 
第
７
５
１
話
 
イ
ン
タ
ビ

 
三
十
三
層
の
転
移
門
が
解
放
さ
れ
た

間

 
い
き
な
り
そ
の
門
の
中
か
ら

山
の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
し
た

う
お

何
だ
何
だ

ザ
・
ル

ラ

様

私
達
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
サ
ポ

タ

ズ
で
す

 
今
日
は
一
番
に
お
祝
い
し
た
い
と
思

て
駆
け
つ
け
ま
し
た

な

何
だ
そ
の
ギ
ル
ド
は

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
も
の
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い
つ
つ
も

そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
愛
想
よ
く
こ
う
答
え
た

そ
う
か

い
つ
も
応
援
あ
り
が
と
う
な

 
こ
れ
か
ら
も
ち

こ
ち

こ
と
攻
略
に
は
参
加
す
る
つ
も
り
だ
か
ら

 
さ
す
が
に
今
回
み
た
い
な
本
気
の
攻
略
は
そ
う
そ
う
や

て
ら
れ
な
い
が

 
俺
達
が
出
る
時
は
期
待
し
て
て
く
れ

は
い

そ
の
時
も
一
番
に
駆
け
つ
け
ま
す

そ

そ
の
時
は
宜
し
く
頼
む
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は
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

ま
あ
こ
れ
も
友
好
ギ
ル
ド
の
一
つ
な
の
だ
か
ら

 

険
に
は
し
な
い
よ
う
に
後
で
他
の
仲
間
に
も
伝
え
て
お
こ
う
と
思
い
つ
つ
転
移
門
の
方
に

目
を
や

た

 
そ
こ
は

に
お
祭
り

ぎ
と
な

て
お
り

次
か
ら
次
へ
と
プ
レ
イ
ヤ

が
転
移
し
て
き
て

 
口
々
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
へ
の
賞

を
叫
び
始
め
た

お
い
お
い

さ
す
が
に
度
が
過
ぎ
て
な
い
か

 
そ
れ
も
そ
の
は
ず
今
回
の
勝
負
の
様
子
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
で

し
く
伝
え
ら
れ
て
お
り

 
こ
の
場
に
は

そ
の
リ
ポ

タ

ら
し
き
一
団
も
混
じ

て
い
た
の
だ

た

 
何
故
分
か

た
の
か
と
い
う
と

純
に
そ
の
リ
ポ

タ

が
顔
見
知
り
だ

た
か
ら
で
あ
る

あ
れ

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す
ね

は
い

お
久
し
ぶ
り
で
す

今
日
は
お
願
い
が
あ

て
参
上
し
ま
し
た

あ
あ

え

と

も
し
か
し
て
イ
ン
タ
ビ

と
か
で
す
か
ね

は
い

そ
の
通
り
で
す

え

と

こ
の
後
身
内
で
祝
勝
会
が
あ
る
の
で

あ
ま
り
⻑
く
は
付
き
合
え
ま
せ
ん
が
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そ
れ
で
良
け
れ
ば
大
丈
夫
で
す

 
さ
す
が
に
こ
こ
で
断
る
の
は
イ
メ

ジ
が
悪
す
ぎ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

し
出
を
素
直
に

す
る
事
に
し
た

 
ち
な
み
に
内
心
で
は

さ

さ
と
他
の
メ
ン
バ

に
投
げ
て
し
ま
お
う
と
企
ん
で
い
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

先
ず
最
初
に
質
問
で
す

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
は
こ
の
と

こ
ろ

 

的
に
は
攻
略
に
関
わ

て
こ
ず
一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

だ
け
が
参
加
し
て
い
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
が

 
今
回
こ
う
し
て
凄
ま
じ
い
速
さ
で
攻
略
に
出
た
理
由
が
あ
れ
ば
お

か
せ
下
さ
い

あ
あ
そ
れ
は
簡

な
事
で
す
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
も
あ
る

度
知

て
い
る
と
思
い
ま
す
が

 
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
こ
う
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ

何
だ
よ
最
近
は
全
然

層
更
新
の
役
に
た

て
な
い
く
せ
に
文

ば

か
り

て
ね

 
そ
れ
で
今
回
役
に
た
と
う
と
思

て
メ
ン
バ

に
召
集
を
か
け
た

で
す

 
ユ
リ
エ

ル
は
当
然
情
報
は
掴
ん
で
い
た
ら
し
く

う
ん
う
ん
と

い
た
後

 
続
け
て
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
問
い
か
け
た
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ち
な
み
に
そ
の
文

と
い
う
の
は

同
盟
は

何
故
か

フ
ロ
ア
ボ
ス
攻
略
の
時
は

 
は
じ
ま
り
の
街
の
転
移
門
を
勝
手
に

態
に
す
る
じ

な
い
で
す
か

 
な
の
で
そ
れ
は
お
か
し
い
と
文

を
言

た
ん
で
す
よ
ね
そ
し
た
ら
返

て
き
た
の
が
そ
の

答
え
で
す

 
そ
の
時
観
客
か
ら

そ
う
だ
そ
う
だ

と
か

あ
い
つ
ら
何
様
の
つ
も
り
だ
よ
な

と
い
う

声
が
あ
が
る

 
や
は
り
同
盟
は

一

プ
レ
イ
ヤ

に
は
あ
ま
り
好
か
れ
て
い
な
い
ら
し
い

あ
あ

私
は
あ
れ
も
お
か
し
い
と
思

て
ま
し
た
が

 
さ
す
が
に
直
接
文

を
言
う
度
胸
も
無
か

た
の
で

そ
の
ま
ま
に
し
ち

て
ま
し
た

 
さ
す
が
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
一
の
最
強
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

で
あ
る

ザ
・
ル

ラ

ハ
チ
マ
ン
さ

ん
で
す
ね

 
こ
こ
で
ヴ

ル
ハ
ラ
・
サ
ポ

タ

ズ
か
ら

 
さ
す
が
は
ザ
・
ル

ラ

様

と
い

た
声
援
が
一

に
上
が
り

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

も
同
様
の
声
援
を
送

て
き
た
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
声
援
に
片
手
を
上
げ
て
応
え
つ
つ
神

な
顔
を
し
て
ユ
リ
エ

ル
に
こ
う

言

た
ま
あ
私
も

り
言
葉
に

い
言
葉
で

 
少
し
ム
キ
に
な

て
し
ま

た
面
も
あ
る
の
で

そ
こ
は
反
省
で
す
か
ね

 
こ
ち
ら
に
苦
情
を
言

て
き
た
の
は
た

た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

だ
け
で
し
た
け
ど

 
ま
あ
普

か
ら
同
盟
内
で

う
ち
に
対
し
て
そ
う
い

た
愚
痴
が
出
て
い
な
い
と

 
中
々
あ
あ
い
う
発
言
は
飛
び
出
さ
な
い
と
思
う
の
で

 
そ
の
同
盟
の

期
待

に
応
え
る

に
も

今
後
は
ち

く
ち

く

協
力

し
よ
う
と
思
い

ま
す

 
そ
の
凄
ま
じ
い

肉
に

何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

が

い
た

 
お
そ
ら
く
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

が
様
子
を
見
に
き
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

そ
の
ま
ま
逃
げ
る
よ
う
に
こ
の
場
を
去

て
い

た

そ
う
い
え
ば
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

同
盟
か
ら
ギ
ル
ド
ご
と

名
さ
れ
た
ら
し
い
で
す
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

他
の
プ
レ
イ
ヤ

も
言

て
る
事
を
代

し
た
ら

名
と
か

 
同
盟

て
の
は
凄
く
厳
し
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
の
再
び
の

肉
に
観
客
達
は
ク
ス
ク
ス
と
笑

た

ヴ

ル
ハ
ラ
は
そ
う
い
う
事
は
無
い
ん
で
す
か

そ
う
で
す
ね

う
ち
の
メ
ン
バ

の
行
動
に
関
し
て
は

私
が
全
て

任
を
負
い
ま
す
の
で

 
そ
う
い

た
い
き
な
り

名
と
か
い
う
事
は
な
い
で
す
ね

 
先
ず
私
が
そ
の
本
人
と
一

に
迷
惑
を
か
け
た
プ
レ
イ
ヤ

に
謝
り
に
行
き
ま
す

 
ま
あ
同
盟
は
多

の
ギ
ル
ド
の
合
議
で
運

さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
す
し

 
そ
こ
ら
へ
ん

ト

プ
ダ
ウ
ン
で
決
め
る
の
は
難
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
一

に
ル

ル
を
設
定
し
て

名
の
基
準
を
作

て
る
ん
で
し

う
ね

 
さ
す
が
に
感
情
に
任
せ
て

名
と
か
は
し
て
い
な
い
と
は
思
い
ま
す
が

そ
う
で
す
ね

感
情
任
せ
と
か

ま
あ
普
通
は
あ
り
え
な
い
と
思
い
ま
す

 
こ
の
言
葉
か
ら
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
や
ら
ユ
リ
エ

ル
も
同
盟
が

い
な
ん
だ
な
と
理
解
し
た

そ
れ
で
攻
略
に
関
し
て
で
す
が

あ
あ

そ
れ
な
ら
う
ち
の
特
攻

⻑
の
キ
リ
ト
の
方
が
よ
く
分
か

て
る
と
思
い
ま
す
の
で

 
あ
ち
ら
に
任
せ
よ
う
か
と
思
い
ま
す

俺
は
あ
く
ま
で
ま
と
め
役
な
の
で

な
る
ほ
ど

戦
闘
は
や
は
り

黒
の
剣
士
さ
ん
に

く
の
が
一
番
で
す
か
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は
い
あ
い
つ
も
き

と
イ
ン
タ
ビ

を
受
け
た
く
て
う
ず
う
ず
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

の
で

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
キ
リ
ト
は
顔
を
し
か
め
た

 
お
そ
ら
く
内
心
で

面
倒

い
と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
だ
が
知
り
合
い
の
ユ
リ
エ

ル
に
は
出
来
る
だ
け
協
力
し
た
い
と
思

た
の
か

 
キ
リ
ト
は

く
た
め
息
を
つ
い
た
後
友
好
的
な
笑
顔
を

か
べ
て
ユ
リ
エ

ル
と
話
し
始
め

た 
そ
れ
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
他
に

し
て
お
く
べ
き
知
り
合
い
と
か
は
い
な
い
だ
ろ
う

な
と

 
観
客
達
の
方
に
目
を
や
り

後
方
に
顔
を

し
た
怪
し
い
二
人
組
の

を
見
つ
け
た

あ
れ
は

な
る
ほ
ど

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

く
と

ユ
キ
ノ
の
所
に
向
か
い

 
イ
ン
タ
ビ

が
終
わ

た
ら
先
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

て
い
て
く
れ
と
頼
ん
だ

用
事
が
あ
る
奴
は
遠

な
く
先
に
落
ち
て

わ
な
い
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
メ
イ
ク
イ

ン
で
の
祝
勝
会
に
参
加
す
る
者
が
誰
か
だ
け
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
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い
て
く
れ

分
か

た
わ

任
せ
て

で

あ
な
た
は
ど
う
す
る
の

ち

と
知
り
合
い
に

だ
け
し
て
く
る

な
る
ほ
ど

了
解
よ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
が
注
目
を

び
て
い
る
の
を
利
用
し
て
そ

と
そ
の
場
を
離
れ

 
人
気
の
な
い

物
の
裏
路
地
へ
と
移
動
し
た

 
そ
の
後
を

先

の
怪
し
い
二
人
組
が
追
い
か
け
て
き
て

 
路
地
に
入

た
所
で
誰
も
い
な
い
の
を
見
て

あ

と
声
を
上
げ
た

あ

あ
れ

い
な
い
ね

俺
な
ら
こ
こ
だ

 
上
か
ら
そ
ん
な
声
が
し
て

背
後
に
誰
か
が
着
地
し
た

 
二
人
は

て
て

り
返

た
が
そ
ん
な
二
人
の

に
そ
の
人
物
ハ
チ
マ
ン
が
手
を
回
し

た
ラ
ン

ユ
ウ

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
何
や

て
る
ん
だ

し
か
も
そ
ん
な
格
好
ま
で
し
て
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転
移
門
広
場
で
は

二
人
は
目
深
に
フ

ド
を
被

て
い
た

よ
く
顔
が
見
え
な
か

た
が

 
丁
度
そ
の
時
ラ
ン
が
ハ
ン
カ
チ
を
口
に
く
わ
え
て
ぐ
ぬ
ぬ

態
と
な

た

 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
は

二
人
の
正
体
に
気
付
い
た
の
で
あ

た

ち

と
ラ
イ
バ
ル
の
様
子
を
見
て
お
こ
う
か
と
思

た
の
よ

そ
れ
で
何
故
ハ
ン
カ
チ
な
ん
か
く
わ
え
て
た
ん
だ
よ

昭
和
か
よ
お
前

え

と
ね

本
当
は
ラ
ン
も
お
祝
い
を
し
に
来
た
ん
だ
け
ど

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
に
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
の
が
実
は
悔
し
く
て
仕
方
が
な
か

た
み

た
いな

る
ほ
ど

ガ
キ
だ
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は

フ
フ
ン
と
い
う
顔
を
し
て

 
自
身
の
胸
を
ア
ピ

ル
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た

誰
が
ガ
キ
な
の
よ

こ
の
立

な
胸
を
見
て
も
そ
ん
な
事
が
言
え
る
の

悪
い
な

お
前
以
上
に
胸
が
大
き
い
奴
は

俺
の

り
に
は

山
い
る
ん
だ

 
そ
の
ラ
ン
の
あ
る
意
味
決
め
ゼ
リ
フ
を

ハ
チ
マ
ン
は
あ

さ
り
と
そ
う
切

て

て
た

た

確
か
に
何
人
か
は
凄
か

た
わ
ね
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ラ
ン
の

り
が
一
つ
無
く
な

た
ね

キ
 
そ
う
言

て
ラ
ン
は

再
び
小
道

の
ハ
ン
カ
チ
を
く
わ
え

悔
し
そ
う
な
顔
を
し
た

ま
た
昭
和
か
よ

で

用
事
は
そ
れ
だ
け
な
の
か

い
一
応
お
祝
い
の
言
葉
を
送
る
わ
よ
い
い

精
々
今
の
う
ち
に
チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
て
な
さ
い

そ
れ

て
お
祝
い
の
言
葉
な
の
か

ご
め
ん
ハ
チ
マ
ン

ラ
ン

て
ば
素
直
じ

な
い
か
ら

お
う

知

て
る
知

て
る

こ
い
つ
が
素
直
じ

な
い
上
に

年

だ

て
事
は
な

そ
れ
が
私
の
ス
テ

タ
ス
よ

こ
い
つ

開
き
直
り
や
が

た

 

れ
る
ハ
チ
マ
ン
に

今
度
は
ユ
ウ
キ
が
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
言

た

ま
あ
で
も
凄
か

た
ね
ハ
チ
マ
ン

い
つ
か
絶
対
に
ボ
ク
達
も
追
い
つ
い
て
み
せ
る
か
ら

追
い
つ
く
の
で
は
な
く
追
い
抜
く
の
よ

ユ
ウ

 
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
の
言
葉
を
ラ
ン
は
そ
う

正
し
た

あ

と

そ
う
だ

た
ね

追
い
抜
い
て
み
せ
る
か
ら
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そ
う
か

頑
張
れ
よ

ユ
ウ

う
ん

ボ
ク
が
ラ
ン
を
助
け
て

絶
対
に
達
成
し
て
み
せ
る
よ

 
そ
の
ユ
ウ
キ
の
言
葉
を

い
た
ラ
ン
が
微

な
表
情
を

か
べ
た
の
を
ハ
チ
マ
ン
は
見
逃
さ
な

か

た
ん

何
だ
あ
の
表
情

そ
れ
に
何
か
言
い
た
そ
う
な
顔
を
し
て
や
が
る
な

そ
れ
じ

あ
ユ
ウ

そ
ろ
そ
ろ
私
達
も

こ

ち
の
祝
勝
会
場
に

り
ま
し

う

お
う
あ
の
六
人
に
も
宜
し
く
な
あ
と
タ
ダ

を
俺
に

て
も
ら

た
事
に
死
ぬ
ほ
ど
感

謝
し
ろ

く

確
か
に
あ
の
食
材
の
お
味
は
最
高
だ

た
け
ど

 
そ
う
言

て
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
近
付
き

 
そ
の
腹
を
小
突
く
フ
リ
を
し
な
が
ら
そ

と
ハ
チ
マ
ン
に

い
た

真
面
目
な
相
談
が
あ
る
の

今
度
の
私
の

査
の
時
に
来
て

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
そ

と

い
た

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
行
く
わ

ま
た
ね
ハ
チ
マ
ン

ま
た
ね
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お
う

ま
た
な

 
そ
し
て
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
去

て
い
き
ハ
チ
マ
ン
は
一
体
何
の
相
談
な
ん
だ
ろ
う
か
と
思
い

つ
つ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
帰
還
し
て
い

た



 第７５２話 いつもの男女比

 
第
７
５
２
話
 
い
つ
も
の
男
女
比

 
い
つ
も
誤

報
告
を

山
の
方
に
し
て
も
ら

て
い
ま
す

感
謝
で
す

 
そ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
帰
還
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
報
告
の

に
残

て
い
て
く
れ
た
ユ
キ
ノ
と
合
流
し
参
加
者
が
ど
う
な

た
の
か
を
確
認
し

た
さ
て

結
局
誰
が
来
る
事
に
な

た
ん
だ

あ
な
た
と
私
ア
ス
ナ
と
シ
ノ
ン
と
イ
ロ
ハ
さ
ん
と
ク
リ
シ

ナ
と
セ
ラ
フ

ム
と
リ
オ
ン
さ

ん
ね

 
ま
あ
一
応
フ

イ
リ
ス
さ
ん
も
参
加
者
と
い
う
事
に
は
な
る
の
か
し
ら
ね

お
お

思

た
よ
り
少
な
か

た
な

ま
あ
み
ん
な
色
々
用
事
が
あ
る
み
た
い
よ

 
ク
ラ
イ
ン
は
事
前
に
言

て
い
た
通
り

静
と
お
出
か
け
で
あ
る
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エ
ギ
ル
も
事
前
に
言

て
い
た
通
り
仕
事
の
よ
う
だ

飲
食
業
に
は
曜
日
は
関
係
な
い
の
で
あ

る 
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
は
い
つ
の
間
に
仲
良
く
な

た
の
だ
ろ
う
か

 
ど
う
や
ら
ル
ク
ス
と
遊
び
に
行
く
ら
し
い

ユ
イ
ユ
イ
と
ユ
ミ

も
予
定
通
り

い
物
に
出
か

け
た

 
フ
カ
次
郎
は
当
然
北
海
道
か
ら
来
ら
れ
る
は
ず
も
な
い

 
ロ
ビ
ン
は
コ
ン
サ

ト
に
向
か
い
四
月
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
の
寮
に
入
る
予
定
の
コ
マ
チ
と
リ

フ

は

 
今
日
は
仲
良
く
生
活
必

品
の
チ

ク
に
行
く
ら
し
く

 
気
に
入

た
物
が
あ

た
ら
そ
の
ま
ま

う
予
定
ら
し
い

 
ち
な
み
に
レ
コ
ン
は
そ
の

物
持
ち
に
駆
り
出
さ
れ
た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

に
先
行
し
て
メ
イ
ク
イ

ン
へ
と
向
か

て
い
た

ま
あ
し
か
し

当
な
メ
ン
バ

と
も
言
え
る
か

ま
あ
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
は
意
外
と
ま
め
に
顔
を
出
す
私

と
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イ
ベ
ン
ト
だ
ろ
う
が
何
だ
ろ
う
が
と
に
か
く
あ
な
た
の
意
向
を
優
先
さ
せ
る
セ
ラ
フ

ム
は

ね
自
分
で
意
外
と
と
か
言
う
の
な

あ
と
は
若
さ
故
に
怖
い
も
の
知
ら
ず
で
突

走
る
高
校
生
二
人
組
も
常
連
よ
ね

シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は

分
と
仲
が
い
い
よ
な
性
格
も
似
て
い
る
し
馬
が
合
う
ん
だ
ろ
う
な

ク
リ
シ

ナ
は
ま
あ

に
現
地
に
い
る
と
い
う
の
が
大
き
い
わ
ね

あ
あ
そ
う
か

あ
い
つ
は
メ
イ
ク
イ

ン
に
い
る
ん
だ

た
か

イ
ロ
ハ
さ
ん
は
卒
業
す
る
の
に
必
要
な

の
取
得
が
ほ
ぼ
終
わ

て

 
こ
れ
か
ら
ち

と
は
遊
べ
る
と
喜
ん
で
い
た
わ
今
回
の
件
が
そ
の
第
一
歩
な
の
か
し
ら
ね

あ
い
つ
は
遊
ぶ
と
か
い
う
目
的
が
あ
れ
ば
ち
ん
と
努
力
が
出
来
る
奴
な
ん
だ
よ
な

ア
ス
ナ
は
実
は
こ
う
い

た
事
に
は
参
加

が

い
の
よ
ね

 
や
は
り
あ
れ
だ
け
の
大
企
業
の
お
嬢
様
だ
と

し
が
ら
み
も
色
々
あ
る
で
し

う
し
ね

お
前
が
そ
れ
を
言
う
か

私
の
場
合
は

姉
さ
ん
に
任
せ
て
し
ま

て
い
る
部
分
も
あ
る
か
ら

 
ユ
キ
ノ
は

し

な
さ
そ
う
な
口
調
で
そ
う
言

た
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ハ
チ
マ
ン
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
以
降
の
陽
乃
と
そ
し
て
⺟
で
あ
る

乃
と
の
劇
的
な
関
係

の
回
復
は

 
ユ
キ
ノ
に
と

て
は
本
当
に
幸
運
な
事
だ

た
の
だ
ろ
う

 
実
は
こ
れ
は
明
日
奈
に
も
当
て
は
ま
る

 
以
前
の
京
都
行
き
の
時
に
話
題
が
出
た
が

明
日
奈
の
⺟
で
あ
る
結
城
京
子
は

 
今
で
こ
そ
明
日
奈
に
は

す
ぎ
る

に

い
⺟
親
で
あ
る
が

 

は
そ
の
出
自
の
事
で
色
々
言
わ
れ
そ
の
反
動
か
ら
凄
ま
じ
い
教
育
マ
マ

り
を
発

し

て
い
た
の
だ

 
故
に
お
そ
ら
く
明
日
奈
が
八
幡
と
出
会
わ
な
い
ま
ま
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ

 
退
院
し
た
後
に

そ
れ
で
も

り
ず
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
と
し
た
ら

 

え
ば
食
事
の
時
間
に

れ
た
だ
け
で
ア
ミ

ス
フ

ア
の

源
を
抜
き

 
次
に
時
間
を
守
れ
な
か

た
ら
二
度
と
ア
ミ

ス
フ

ア
は
使
わ
せ
な
い
く
ら
い
の
事
は
言

た
だ
ろ
う

 
そ
し
て
明
日
奈
の
勉
強
が

れ
る
原
因
と
な

た
ア
ミ

ス
フ

ア
実

は
ナ

ヴ
ギ
ア
な

の
だ
が
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を

悪
し
貴
重
な
二
年
間
を

た
原
因
と
な

た
機

を
ど
う
し
て
平
気
で
使

て
る
の

か
と

 
明
日
奈
を
詰
問
す
る
く
ら
い
は
し
た
と
思
わ
れ
る

 
そ
の
場
合
⺟
娘
の
関
係
は
悪
化
の
一

を

り
明
日
奈
の
顔
か
ら
は
笑
顔
が
消
え
た
事
だ

ろ
う

 
八
幡
と
出
会
い
恋
人
関
係
と
な

た
事
で
そ
の
暗
い
未
来
が
来
る
可
能
性
は

久
に
潰
え

た
の
だ
が

 
さ
り
と
て
陽
乃
が
ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
を
設
立
し

 
八
幡
を
後
継
者
に
指
名
し
て
い
な
か

た
ら

 
や
は
り
京
子
は
今
よ
り
は
明
日
奈
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
を
と

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
考
え
る
と

明
日
奈
の
真
の

人
は

八
幡
で
は
な
く
実
は
陽
乃
で
あ
る

本
当
に
姉
さ
ん
に
は

が
上
が
ら
な
い
よ
な

そ
れ
は
本
当
に
そ
う
思
う
わ

今
度
優
し
く
し
て
や
る
か

が
上
が
ら
な
い
と
言
い
な
が
ら
の
そ
の
上
か
ら
目
線
は
さ
す
が
ね
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そ
り

ま
あ
俺
く
ら
い
し
か
姉
さ
ん
を
普
通
の
女
性
扱
い
し
て
く
れ
る
奴
は
い
な
い
だ
ろ

う
し
な

ふ
ふ

姉
さ
ん
は
き

と
そ
の
事
を
喜
ん
で
い
る
で
し

う
ね

だ

た
ら
い
い
ん
だ
け
ど
な

 
そ
し
て
二
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

そ
の
ま
ま
メ
イ
ク
イ

ン
へ
と
向
か

た

 
今
回
は
現
地
集
合
と
い
う
事
に
な

て
お
り
特
に
八
幡
が
誰
か
を
迎
え
に
行
く
予
定
は
な
い

う

ん

 
八
幡
は
大
き
く

び
を
し

マ
ン
シ

ン
の
ソ
フ

で
目
覚
め
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
八
幡
に
話
し
か
け
て
く
る
者
が
い
た

優
里
奈
で
あ
る

あ

ご
め
ん
な
さ
い
八
幡
さ
ん

も
し
か
し
て

こ
し
ち

い
ま
し
た
か

あ
あ

い
や

無
事
に
攻
略
を
終
え
て

今
落
ち
て
き
た
と
こ
ろ
だ

え

攻
略

て

今
日
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
予
定
で
し
た
よ
ね

 
八
幡
さ
ん
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
か
ら
ま
だ
三
時
間
く
ら
い
し
か

て
な
い
で
す
け
ど

お
う

凄
い
だ
ろ

褒
め
て
い
い
ぞ

い

い
い
ん
で
す
か
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へ
 
優
里
奈
は

に
前
の
め
り
で
そ
う
言
い

八
幡
は
き

と
ん
と
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
に
近
付
い
て
き
た
優
里
奈
は
え
ら
い
え
ら
い
と
言
い
な
が
ら
八
幡
の

を

で

た
え

と

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

何
で
敬
語
で
す
か

い
つ
も
み
た
い
に
お
う
く
ら
い
言

と
け
ば
い
い
ん
で
す
よ

い

い
や

ま

た
く
予
想
外
だ

た
か
ら
な

ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
お
茶
で
も
入
れ
ま
す
か

あ

い
や

こ
れ
か
ら
出
か
け
る
か
ら
大
丈
夫
だ

優
里
奈
は
今
は
何
を
し
て
た
ん
だ

洗

物
を
取
り
こ
ん
だ
後

台
所
の
お

を
し
て
ま
し
た

こ
れ
も
私
の
仕
事
で
す
か
ら

い
つ
も
す
ま
な
い
な

 
そ
う

し

な
さ
そ
う
に
言
う
八
幡
に

優
里
奈
は

て
た
よ
う
に
こ
う
答
え
た

そ
ん
な

て
も
ら

て
る
の
は
こ

ち
で
す
か
ら

な
ん
か
下
げ
な
い
で
下
さ
い

て
も
ら

て
る

か

 
そ
の
八
幡
の

き
を

い
た
優
里
奈
は

自
分
の
失
敗
を
悟

た
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お
そ
ら
く
八
幡
が

そ
の
言
葉
の

き
か
ら

 
自
分
が
優
里
奈
を
お
金
で

て
い
る
よ
う
に
イ
メ

ジ
し
て
し
ま

た
の
だ
と
感
じ
た
か
ら

だ 
優
里
奈
は
そ
の
イ
メ

ジ
を
打
ち
消
す
べ
く

キ

パ
リ
と
し
た
口
調
で
こ
う
言

た

で
す

て
も
ら

て
な
ん
か
い
ま
せ
ん
む
し
ろ
私
が
八
幡
さ
ん
を

て
あ
げ
て
る

ん
で
し
た

そ
う
だ
な

そ
の
通
り
だ

も
し
優
里
奈
が
い
な
か

た
ら

 
こ
の
部
屋
は
ゴ
ミ

め
み
た
い
に
な

て
る
だ
ろ
う
よ

 
八
幡
は
優
里
奈
が
気
を
回
し
た
事
に
気
付
き

そ
の
事
を
反
省
し
な
が
ら
そ
う
言

た

も
し
私
が
い
な
か

た
ら

代
わ
り
は
薔
薇
さ
ん

り
が
や

た
と
思
う
け
ど
な

 
優
里
奈
は
そ
う
思

た
が

当
然
そ
の
事
を
口
に
出
し
た
り
は
し
な
い

 
そ
も
そ
も
薔
薇
は
優
里
奈

家
事
が
得
意
で
は
な
い
の
で
実

に
そ
う
な
る
確

は
ほ
ぼ

ゼ
ロ
で
あ
る

 
も
し
誰
か
が
優
里
奈
の
代
わ
り
を
す
る
と
し
た
ら

 
恐
ら
く
明
日
奈
と
雪
乃
と
ク
ル
ス
が
ロ

テ

シ

ン
を
組
む
の
が
一
番
現
実
的
で
あ
ろ
う
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で

優
里
奈

も
う
家
事
は
終
わ
る
の
か

あ

は
い

手
は
空
き
ま
す
け
ど

そ
れ
じ

あ
今
か
ら
メ
イ
ク
イ

ン
で
祝
勝
会
を
や
る
予
定
だ
か
ら
優
里
奈
も
一

に
行
く

か
い
い
ん
で
す
か

あ
あ
ま
あ
祝
勝
会
と
い
う
よ
り
も
俺
が
メ
イ
ク
イ

ン
の

り
上
げ
に

す
る

て
の

が 
一
番
の
目
的
み
た
い
に
な

ち
ま

て
る
け
ど
な

あ

あ
は

 
優
里
奈
は
苦
笑
し

二
人
は
そ
の
ま
ま
メ
イ
ク
イ

ン
へ
と
向
か

た

あ

優
里
奈
ち

ん
も
来
て
く
れ
た
ん
だ

 
部
屋
に
案
内
さ
れ
て
き
た
二
人
を
見
て

明
日
奈
が
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

は
い

八
幡
さ
ん
に
誘

て

き
ま
し
た

丁
度
今

を
決
め
る
ジ

ン
ケ
ン
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
所
な
の

 
な
の
で
優
里
奈
さ
ん
も
一

に
参
加
す
る
と
い
い
わ
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部
屋
に
入

て
き
た
時
そ
の
場
が
や
や

張
感
に
満
ち
て
い
た
事
に
気
付
い
て
い
た
優
里
奈

は 
そ
れ
で
理
由
に
納
得
が
い

た
も
の
の

さ
す
が
に
こ
こ
で
の
自
分
は
部
外
者
だ
と
思
い

 
遠

す
る
よ
う
に
雪
乃
に
こ
う
答
え
た

私
は
本
来
部
外
者
で
す
か
ら

勝
負
は
皆
さ
ん
だ
け
で

い
い
の
い
い
の

こ
う
い
う
時
は
公
平
に

が
う
ち
の
モ

ト

だ
し
ね

 
一
人
勝
負
に
参
加
し
な
い
紅
莉
栖
が
気
楽
な
表
情
で
そ
う
言
い
他
の
者
達
も
そ
れ
に

い
た

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
勝
た
せ
て
も
ら
い
ま
す

あ
ら

言
う
じ

な
い

 
詩
乃
が
受
け
て
立
つ
と
い
う
風
に
そ
う
言
い
理
央
も
気
合
い
の
入

た
表
情
で
こ
う

い
た

私
も
こ
こ
は
何
と
し
て
も
勝
ち
た
い

 
こ
の
勝
負
の
空
い
た

は
一
つ
で
あ
る

明
日
奈
が
八
幡
の
隣
な
の
は
確
定
だ
か
ら
だ

 
こ
う
い
う
時
は

皆
絶
対
に
明
日
奈
を
立
て
る
事
を

ら
な
い

そ
れ
じ

あ
勝
負
よ

ジ

ン
ケ
ン

ポ
ン
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そ
し
て
何
度
か
の
あ
い
こ
を

み
勝
者
が
決
ま

た

そ
の
勝
者
は

ク
ル
ス
で
あ

た 
ク
ル
ス
は
過
去
に
何
度
か
あ

た
ジ

ン
ケ
ン
勝
負
に
か
な
り
の
確

で
勝
利
し
て
い
た

 
八
幡
が

む
と
強
運
に
な
る
女

そ
れ
が
間
宮
ク
ル
ス
で
あ
る

八
幡
様

や
は
り
私
達
は

強
い
運
命
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
よ

い
や

お
前
が
勝
負
強
す
ぎ
る

て
だ
け
だ
か
ら
な

な

ア
ス
ナ

う
ん

こ
の

び
は
本
当
に
よ
く
見
る
よ
ね

そ
れ
は
私
の
居
場
所
が
こ
こ
に
定
着
し
て
き
た
と
い
う
事
で
す
ね

 
ど
こ
ま
で
も
ポ
ジ
テ

ブ
な
ク
ル
ス
で
あ

た

し
か
し
こ
の
男
女
比
は
ど
う
な

て
る
ん
だ

仕
方
な
い
よ

う
ち
に
男
の
子
の
メ
ン
バ

が

え
る
と
多
分
問
題
が
発
生
す
る
だ
ろ
う
し

 
必
然
的
に

え
る
の
は
女
の
子
ば

か
り

て
事
に
な

ち

う
し
ね

身
内
ギ
ル
ド
の

害
だ
よ
な

 
さ
す
が
の
八
幡
も

こ
の

況
に
は
若

居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
る
ら
し
く

 
八
幡
は
ト
イ
レ
に
行
く
と
い

て
そ
の
場
を
一
時
抜
け
出
し
た
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あ
れ

八
幡

来
て
た
ん
だ

む

久
し
ぶ
り
だ
な

お
 
ト
イ
レ
に
は
先
客
が
い
た
が

そ
の
二
人
は
八
幡
が
求
め
て
や
ま
な
い

 
貴
重
な
男
性
の
友
人
で
あ
る

院
凶
真
こ
と
岡
部

太
郎
と
ダ
ル
こ
と
橋
田
至
で
あ

た

お

お
前
ら

い
い
所
に

今
ヴ

ル
ハ
ラ
の
祝
勝
会
を
や

て
る
ん
だ
が

 
良
か

た
ら
そ
れ
に
参
加
し
て
く
れ
な
い
か

祝
勝
会

何
に
勝

た
ん
だ

あ
あ

ち

ん
ね
る
で

り
上
が

て
た
ア
レ

多
分
そ
れ
だ

ど
れ
だ

同
盟
と
か
い
う
集
ま
り
に
煽
ら
れ
た
八
幡
が

 
ム
キ
に
な

て
新
し
い
フ
ロ
ア
の
ボ
ス
を

二
時
間
で
倒
し
た
ん
だ
お

煽
り

性

い
な

お
前
が
言
う
な
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二
人
と
の
会
話
は
こ
ん
な
調
子
で
あ

た
が

八
幡
は
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
が
し
た

 
そ
し
て
二
人
は
深
く
考
え
ず
に
八
幡
に
案
内
さ
れ
る
ま
ま

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が
貸
し
切

て
い
る
部
屋
を

い
た
の
だ
が

そ
の

間
に
二
人
は

ま

た

う
お

全
員
女
子
で
は
な
い
か

え

本
当
に
こ
こ
に
参
加
し
て
い
い
の

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 
そ
ん
な
ダ
ル
の

を

キ

マ
が
が
し

と
掴
ん
で
止
め
た

待
て
ダ
ル

メ
ン
ツ
を
よ
く
見
て
み
ろ

メ
ン
ツ

え

と

う
お

雪
乃
嬢
に
朝
田
氏
に
一
色
氏
に
双
葉
氏

 
無
理
無
理

絶
対
に
無
理
だ
お

こ
れ
は
言
葉
の
暴
力
に
蹂
躙
さ
れ
る
お

だ
な

お
い
八
幡

こ
の
戦
場
は
俺
達
に
は
ハ

ド
ル
が
高
す
ぎ
る

と
い
う

で
ま
た
の
機
会
に
だ
お

ま

待
て

て

ほ
ら

紅
莉
栖
も
い
る
ぞ

あ
い
つ
が
一
番
怖
い
ん
だ
よ

 
そ
う
言

て
二
人
は
逃
げ
出
し
八
幡
は
再
び
一
人
で
こ
の
女
性

の
中
に
投
げ
出
さ
れ
る
事

と
な

た
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ア
ス
ナ
の

は

ア
ニ
メ
で
実

に
あ

た
ア
レ
で
す
ね



 第７５３話 よってたかって

 
第
７
５
３
話
 
よ

て
た
か

て

 
所
用
に
よ
り
次
の
投
稿
は
木
曜
日
に
な
り
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん

 
二
人
に
逃
げ
ら
れ
た
八
幡
は

落
ち
込
ん
だ
表
情
で

と
ぼ
と
ぼ
と
自
分
の

に

た

あ
れ

八
幡
君

分
し

げ
た
顔
を
し
て
る
け
ど

何
か
あ

た

 
そ
ん
な
八
幡
の
様
子
に
気
が
付
い
た
明
日
奈
が
そ
う
声
を
か
け
て
き
た
が

 
同
時
に
他
の
者
の
注
目
も
集
め
て
し
ま

た

八
幡
は
真
実
を
告
げ
る
事
も
出
来
ず

 
取
り

う
よ
う
に
こ
う
答
え
た

い
や

そ
れ
が
ト
イ
レ
で
キ

マ
と
ダ
ル
に
会

た
ん
だ
が

 
祝
勝
会
に
参
加
し
な
い
か

て
誘

た
ら

断
ら
れ
ち
ま

て
な

 
ど
う
や
ら
参
加
者
が
華
や
か
す
ぎ
て

込
み
し
ち
ま

た
み
た
い
だ

そ
う
な
の

別
に
気
に
す
る
事
な
い
の
に

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

い
て

参
加
者
達
は
口
々
に
ま
く
し
立
て
た
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二
人
と
も

度
胸
が
足
り
な
い
よ
う
ね

 
そ
ん
な
雪
乃
の
言
葉
を
受
け

詩
乃
が
い
つ
も
の

く
強
気
に
こ
う
言

た

こ
ん
な
美
人
達
を
前
に
し
て
逃
げ
出
す
な
ん
て

 
あ
の
二
人
は
相
変
わ
ら
ず
女
性
慣
れ
し
て
な
い
の
ね
紅
莉
栖

ふ
え

な
何
で
私
に

ま
ま
あ
橋
田
は
変
態
だ
か
ら
別
に
い
て
も
い
な
く
て
も

そ
こ
で
キ

マ
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
な
ん
て

お
熱
い
事
ニ

ね

か

か
ら
か
わ
な
い
で

岡
部
が
変
態
な
の
は
当
た
り
前
す
ぎ
て
言
わ
な
か

た
だ
け
だ
か

ら
そ
ん
な
事
を
言

た
ら
八
幡
も
相
当
じ

な
い

よ
し
理
央

ち

と
話
が
あ
る

表
に
出
ろ

き

あ

 
理
央
は
わ
ざ
と
ら
し
い

鳴
を
上
げ
つ
つ
詩
乃
の
後
ろ
に

れ
詩
乃
は

組
み
を
し
て

王

立
ち
し
た

 
実
に
楽
し
そ
う
な
仲
良
し
コ
ン
ビ
で
あ
る

何

理
央
に
何
か
文

で
も
あ
る
の



 第７５３話 よってたかって

 
詩
乃
が
そ
う
言
い

八
幡
は

打
ち
し
た

チ

ツ
ン
デ
レ
バ
リ
ア

か

な

何
よ
そ
れ

意
味
が
分
か
ら
な
い
か
ら

 
詩
乃
は
八
幡
に

抗
議
し
た
が

八
幡
は
ど
こ

く
風
と
い

た
感
じ
で
ス
ル

で
あ
る

ま
あ
あ
の
二
人
が
こ
ん
な
に
女
性
比

が
多
い
場
所
に
い
ら
れ
る

が
な
い
の
ニ

 
そ
し
て
キ

マ
と
ダ
ル
と
は

か
ら
な
じ
み
の
フ

イ
リ
ス
が

横
か
ら
そ
う
言

た

い
や

俺
も
別
に
平
気
な

じ

な
い
ん
だ
が

八
幡
さ
ん
の
マ
ン
シ

ン
は
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
事
が
多
い
で
す
し
今
更
じ

な
い
で
す
か

 
優
里
奈
が
笑
い
な
が
ら
そ
う
言
い

詩
乃
が
再
び
会
話
に
入

て
き
た

そ
う
そ
う

も
う
慣
れ

こ
で
し

あ
れ
は
別
に
俺
の
意
思
じ

な
い
け
ど
な

高
校
の
時
の
先
輩
か
ら
は
想
像
も
出
来
ま
せ
ん
ね

 
こ
こ
で
い
ろ
は
が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て
い
た
の
か

そ
う
会
話
に

り
込
ん
で
き
た

 
い
ろ
は
と
し
て
は

今
ま
で
あ
ま
り
こ
う
い

た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
出
来
て
い
な
か

た
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八
幡
に
自
ら
の
存
在
を
ア
ピ

ル
す
る

に
も

的
に
会
話
に
参
加
し
た
い
と
こ
ろ
な
の

だ
ろ
う

い
い
か
い
ろ
は

大
人
に
な
る

て
い
う
の
は
な

忍

力
が
つ
く

て
事
な
ん
だ
よ

は

そ
れ
じ

あ
私
は
大
人
に
な
ん
か
な
ら
な
く
て
い
い
で
す

遠
の
十
八

で
い
ま
す

お
前

も
う
二
十

超
え
て
る
よ
ね

女
の
子
に

の
話
題
を
出
す
と
煙
た
が
ら
れ
ま
す
よ

お
前
が
年
齢
を

称
し
た
り
し
な
け
れ
ば

別
に
突

込
ん
だ
り
し
ね
え
よ

何
で
す
か
先
輩

も
し
か
し
て
私
に

お
前
は
俺
と
一

に

を
と

て
く
れ

 
と
か
言
い
た
い
ん
で
す
か

私
を
自
分
の
物
扱
い
し
た
く
て
仕
方
が
な
い
ん
で
す
ね

 
先
輩
は
私
の
事
が
好
き
す
ぎ
じ

な
い
で
す
か

 
高
校
の
時
か
ら
ず

と
そ
う
で
す
よ
ね
ち

と
は
成
⻑
し
て
下
さ
い
よ
あ

ご
め
ん

な
さ
い

何
だ
そ
れ

新
し
い
パ
タ

ン
だ
な

と

て
付
け
た
感
が
半

な
い
け
ど
な

 
こ
こ
で
フ

イ
リ
ス
が
中
座
し
た

ど
う
や
ら
飲
み
物
と
食
べ
物
の
準
備
が
終
わ

た
ら
し

い
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料
理
と
飲
み
物
が
準
備
出
来
た
ら
し
い
の
で
フ

イ
リ
ス
は
ち

と
取
り
に
い

て
く
る

ニ
お

俺
も
手
伝
お
う
か

私
も
手
伝
い
ま
す

大
丈
夫
ニ

こ
う
い
う
の
は
プ
ロ
に
任
せ
る
の
ニ

 
そ
う
言

て
フ

イ
リ
ス
は
外
に
出
て
い
き
場
が
落
ち
着
い
た
所
で
優
里
奈
が
皆
に
こ
う
問

い
か
け
た

で

今
日
の
攻
略
は
結
局
ど
ん
な
感
じ
だ

た
ん
で
す
か

二
時
間
マ
ラ
ソ
ン
し
て
き
た

マ
ラ
ソ
ン

最
速
で
フ
ラ
グ
を
立
て
て

後
は
ボ
ス
か
ら
ボ
ス
へ
と
突
き
進
ん
だ
感
じ
だ
ね

う
わ

そ
れ
は
凄
い
で
す
ね
あ
で
も
ラ
イ
バ
ル
が
い
る

て
言

て
ま
せ
ん
で
し
た

か 
優
里
奈
は
昼
に
八
幡
に

い
て
い
た
の
か

そ
う

ね
て
き
た

優
里
奈
さ
ん
ラ
イ
バ
ル

て
い
う
の
は
実
力
が
近
け
れ
ば
こ
そ
ラ
イ
バ
ル
た
り
え
る
の
よ
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あ

は
い

そ
れ
は
確
か
に

な
の
で
彼
ら
は
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
よ
り
は

路

の
小
石
と
い
う
か

そ
の

 
言
い
方
は
悪
い
の
だ
け
れ
ど

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
な
の
よ

あ
れ

で
も
一
応
攻
略
の
最
前
線
に
い
る
チ

ム
な
ん
で
す
よ
ね

あ
あ

そ
の
は
ず
だ

た
ん
だ
が

 
八
幡
は
そ
う
言

て
言
葉
を

し
た

い
や

ま
あ
私
達
も

凄
く

し
て
綿
密
に
計
画
を
立
て
た
ん
だ
よ

 
で
も
終
わ

て
み
た
ら

し
て
た
だ
け
で

 
と
て
も
ト

プ
ギ
ル
ド
と
は
思
え
な
か

た
と
い
う
か

本
当
に
何
な
ん
だ
ろ
う
な
あ
い
つ
ら

バ
ラ
ン
ス
が
悪
す
ぎ
る
わ

謎
だ
よ
ね

 
明
日
奈
は
そ
れ
に

き
な
が
ら
も

優
里
奈
に
向
け
て
笑
顔
で
こ
う
言

た

ま
あ
そ
ん
な

で

魔
も
入
ら
ず
キ

チ
リ
二
時
間
で
攻
略
を
終
え
た

て

八
幡
君
が
二
時
間
な
ん
て

り
を
つ
け
て
し
ま

た
も
の
だ
か
ら

 
最
初
は
ど
う
な
る
事
か
と
思

た
け
ど
ね
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雪
乃
が
八
幡
に
物

す
風
に
そ
う
言
い

八
幡
は
気
ま
ず
そ
う
に
目
を
伏
せ
た

仕
方
な
い
だ
ろ

あ
の
場
の
雰
囲
気
だ
雰
囲
気

ま
あ
無
事
に
終
わ

た
ん
だ
か
ら
い
い
じ

な
い

 
多
少

れ
て
も

き

と
許
し
て
も
ら
え
た
と
思
う
な

 
そ
う
言

て
明
日
奈
は
隣
に
い
る
八
幡
の

を

そ
の
胸
に

い
た

 
最
近
急
成
⻑
中
の
明
日
奈
の
胸
は
そ
れ
な
り
に
ボ
リ

ム
が
あ
り

 
八
幡
は

体
に
い

て
た
栄

が
胸
に
行
き
出
し
た
か

な
ど
と
ズ
レ
た
事
を
考
え
て
い
た

そ
れ
も
う
ち
が
ち

ん
と
一

の
人
達
の

持
を
得
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
ね

 
ク
ル
ス
が
そ
う
言

て

負
け
じ
と
八
幡
の
も
う
片
方
の

を
そ
の
胸
に

い
た

 
そ
の
ボ
リ

ム
に
関
し
て
は
言
う
ま
で
も
な
い

 
正
面
か
ら
そ
れ
を
見
て
い
た
雪
乃
は

り
こ
そ
し
な
か

た
が

肉
め
い
た
口
調
で
八
幡
に

こ
う
言

た

八
幡
君
は
今

ぐ
へ
へ

両

が
幸
せ
だ

と
か
思

て
い
る
の
で
し

う
ね

だ
か
ら
雪
乃

す
ん
な

つ
の

あ
ら
そ
れ
じ

あ
そ
の

に
は
ま

た
く
何
の
感
触
も
感
じ
て
い
な
い
と
で
も
言
う
つ
も
り
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か
し
ら

い
や

そ
れ
は

な
ら

と
い
う
表
現
は
明
ら
か
に
間
違

て
い
る
わ
ね

い
や
し
か
し

ぐ
へ
へ

と
か
は
さ
す
が
に
思

て
は

思

て
な
い
ん
で
す
か

 
そ
こ
で
ク
ル
ス
が
少
し

し
そ
う
な
表
情
で
上
目
遣
い
で
そ
う
言
い
八
幡
は
ぐ

と
言
葉
に

詰
ま

た

 
そ
し
て
こ
こ
で
言
う
べ
き
言
葉
は
何
か
と
考
え

や

と

り
出
し
た
の
は
こ
ん
な
言
葉
で

あ

た
ふ

二
人
と
も

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ぶ

 
そ
の
言
葉
に
他
の
者
達
も
思
わ
ず

き
出
し
た

あ
は
は
は
は

な

何
で
お

き

気
持
ち
は
分
か
る
け
ど
さ

あ

私
も
こ
の
前
八
幡
さ
ん
に
お

を
言
わ
れ
ま
し
た
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優
里
奈
は
家
事
と
か
に
関
し
て
だ
ろ

え

で
も

線
は
下
を
向
い
て
た
よ
う
な

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
社
内
で
会

た
時

確
か
に

線
が
一

下
に
向
い
た
よ
う
な

 
そ
こ
で
理
央
が
そ
う
追
い
討
ち
を
か
け

八
幡
は
顔
を

く
し
な
が
ら
こ
う
抗

し
た

お
前
が
胸
を
強
調
し
た
服
を
着
て
い
る
の
が
悪
い

否
定
し
な
い
の
ね

否
定
し
な
い
ん
だ

八
幡
様

私
は
そ
う
い
う
の

む
し
ろ
嬉
し
い
で
す
か
ら

ク
ル
ス

こ
の
男
を
あ
ま
り
い
じ
め
な
い
で
あ
げ
て

 
そ
し
て
そ
の
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
た

そ
も
そ
も
こ
の

況
で
八
幡
が
い
じ
ら
れ
な
い
は
ず
が

な
い
の
だ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
は
プ
ラ
イ
ベ

ト
で
は
完
全
に
女
性
上

な
ギ
ル
ド
な
の
で
あ
る

分
と
楽
し
そ
う
だ
ニ

お

や

と
来
た
か

お
待
た
せ
ニ

今
ど
ん
ど
ん
運
び
込
む
の
ニ
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そ
し
て
フ

イ
リ
ス
達
の
手
に
よ

て
確
か
に
豪
華
に
見
え
る
料
理
が
次
々
と
運
び
込
ま
れ

て
き
た

 
飲
み
物
は
普
通
だ
が

さ
す
が
に
食
事
時
に

い
も
の
を
欲
し
が
る
者
は

 
八
幡
以
外
に
は
い
な
い
の
で
問
題
な
い

お

豪
勢
だ
な

予
算
を
キ

チ
リ
使
い
き
る
つ
も
り
で
準
備
し
た
の
ニ

 
ス
ペ
シ

ル
デ
リ
シ

ス
エ
ク
セ
レ
フ

イ
リ
ス
コ

ス
な
の
ニ

自
分
の
名
前
を
さ
り
げ
な
く
混

て
く
ん
な

八
幡
は
次
か
ら
も

ワ
ン
ダ
フ
ル
ビ

テ

エ
ク
セ
レ
フ

イ
リ
ス
コ

ス
を
下
さ
い

 

て
ち

ん
と
フ

イ
リ
ス
に
言
う
の
ニ

よ

名
前
が
変
わ

て
ん
ぞ
コ
ラ

も
う

男
が

か
い
事
を
ぐ
だ
ぐ
だ
と
う
る
さ
い
の
ニ

 
そ
れ
な
ら
も
う

フ

イ
リ
ス
下
さ
い

だ
け
で
い
い
ニ

そ
の
言
葉
か
ら
は
地

し
か
し
ね
え
な

チ

勘
の
い
い
ガ
キ
は

い
だ
ニ



 第７５３話 よってたかって

そ
も
そ
も
言
わ
れ
た
通
り
に
そ
ん
な
事
を
言
う
馬

は
い
な
い
だ
ろ
う

 
そ
の

間
に

他
の
女
性

が
次
々
と
こ
う
言

た

す
み
ま
せ
ん

追
加
で
フ

イ
リ
ス
を
下
さ
い

あ

私
に
も
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
私
も

私
も
私
も

お
前
ら
い
い
加

に
し
ろ

 
た
ま
ら
ず
そ
う
叫
ん
だ
八
幡
に

フ

イ
リ
ス
は
ド
ヤ
顔
を
向
け
た

そ
ん
な
事
を
言
う
馬

が
何
だ

て
ニ

く

そ

出
来
レ

ス
か
よ

でう
ぐ

 
八
幡
は
理
不
尽
さ
を
感
じ
な
が
ら
も

フ

イ
リ
ス
に

を
下
げ
な
が
ら
こ
う
言

た

俺
が
間
違

は
い

そ
れ
じ

あ

ニ

八
幡

さ

さ
と
音

を
と
る
の
ニ
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そ
の
八
幡
の
謝
罪
を
フ

イ
リ
ス
が
マ

ハ
で

て
そ
う
言

た

お

お
前
な

ほ
ら
ほ
ら

み
ん
な
お
待
ち
か
ね
ニ

よ

う

え

 
そ
し
て
そ
の
場
は
再
び
笑
い
に
包
ま
れ

八
幡
に
よ

て

の

が
行
わ
れ

 
女
性

は
一

に
料
理
を
食
べ
始
め
た

あ

こ
れ
美
味
し
い

こ
れ
な
ら
家
で
作
れ
る
か
な

優
里
奈
ち

ん

そ
う
い
う
の
は
後
に
し
て

今
は
料
理
を
楽
し
み
な
よ

そ

そ
う
で
す
ね

美
味
し
そ
う
な
料
理
を
見
る
と
つ
い

分
か
る
分
か
る

私
も
そ
ん
な
感
じ
だ
も
の

 
そ
ん
な
会
話
を

き
な
が
ら

八
幡
は
何
と
な
く
幸
せ
を
感
じ
て
い
た

み
ん
な
が
幸
せ
そ
う
な
ら
俺
が
い
じ
ら
れ
る
く
ら
い
は
別
に
ど
う

て
事
な
い
な

 
こ
う
し
て
祝
勝
会
は
笑
顔
が
絶
え
な
い
ま
ま
終
わ
り

 
同
盟
と
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

を
発
す
る
今
回
の
攻
略
は
こ
れ
で
後
始
末
も

め
て
全
て
終
了
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し
た

 
所
用
に
よ
り
次
の
投
稿
は
木
曜
日
に
な
り
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん
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第
７
５
４
話
 
羞
恥
の
ア
イ

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

今
日
か
ら
再
開
で
す

 

日
後

八
幡
は
藍
子
と
の
約
束
を
果
た
す

眠
り
の
森
を
訪
れ
た

 
こ
の
日
が
藍
子
が
一
人
で

査
を
受
け
る
日
だ
と
い
う
事
は

事
前
に
調
べ
済
み
で
あ

た

こ
ん
に
ち
は

子
さ
ん

あ
ら
八
幡
君

い
ら

し

い

ア
イ
の

合
は
ど
う
で
す
か

決
し
て

切
な
表
現
じ

な
い
事
を

知
で
言
う
け
ど
幸
い
に
も
緩
や
か
に
悪
く
な

て
い

る
わそ

う

で
す
か

 
八
幡
は

く
何
と
か
し
な
く
て
は
と

り
を
感
じ
つ
つ

 
こ
の
件
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
に
い
る
結
城

や
め
ぐ
り
に
任
せ
る
他
な
く
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自
分
に
は
何
も
出
来
な
い
事
を
⻭
が
ゆ
く
思

て
い
た

 
そ
ん
な
八
幡
の
気
持
ち
を
察
し
た
の
か

子
が
優
し
い
口
調
で
こ
う
声
を
か
け
て
き
た

あ
の
子
達
の
体
の
事
は
専
門
家
に
任
せ
て

八
幡
君
は
心
の
ケ
ア
の
方
を
お
願
い
ね

あ

は
い

何
か
気
を
遣
わ
せ
ち

た
み
た
い
で
す
み
ま
せ
ん

う
う
ん

そ
の
気
持
ち
は
分
か
る
わ

私
も
日
に
日
に

て
い
く
楓
を
前
に

 
無
力
感
を
感
じ
て
打
ち
の
め
さ
れ
て
い
た
も
の

⻭
が
ゆ
い
で
す
よ
ね

そ
う
ね

で
も

て
も
仕
方
が
な
い
し

私
達
は
私
達
に
や
れ
る
事
を
し
ま
し

う

は
い

俺
は
心
の
ケ
ア
で
す
ね

で
も
多
分
今
日
ア
イ
に
呼
ば
れ
た
の
は

 
ゲ

ム
の
悩
み
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

あ
ら
そ
う
な
の

で
も
ま
あ
そ
れ
も
ケ
ア
の
一
つ
よ

 

子
は
そ
う
言

て
柔
ら
か
く
微
笑
ん
だ

そ
う
い
え
ば
あ
い
つ
に
差
し
入
れ
を
持

て
来
た
ん
で
す
け
ど
食
べ
さ
せ
て
も
平
気
で
す
か

ね
あ
ら

何
を
持

て
き
た
の
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腐
の

し
パ
ン
で
す

あ
い
つ
ら
の

が

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

 
た
ま
に

物
を
食
べ
さ
せ
て
い
る
と
は

い
て
ま
し
た
け
ど

 
や

ぱ
り
消
化
が
い
い
物
じ

な
い
と
ま
ず
い
か
な

て

そ
れ
な
ら
問
題
な
い
わ

持
ち
込
み
を
許
可
し
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

あ
行

て
き
ま
す

あ

ち

と
待

て

八
幡
君

 
藍
子
が
い
る

査
室
に
向
か
お
う
と
し
た
八
幡
を

子
が
呼
び
止
め
た

ご
め
ん
な
さ
い

男
の
子
に
頼
む
の
は
ど
う
か
と
思
う
け
ど

 
つ
い
で
に
こ
れ
を
彼
女
に

し
て
お
い
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら

 
そ
う
言

て

子
が
指
し
出
し
て
き
た
の
は

コ

プ
で
あ

た

え

と

こ
れ
は

用
の

コ

プ
よ
さ

き
今
度
新
し
く
二
人
の
担
当
に
な

て
も
ら

た

護

さ
ん

か
ら

 
在

が
切
れ
て
た

て
連

が
あ

た
の

分
か
り
ま
し
た

直
接
本
人
に

す
と
あ
い
つ
も
恥
ず
か
し
が
る
と
思
う
ん
で
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こ

そ
り
と
そ
の

護

さ
ん
に

し
て
お
き
ま
す
ね

え

あ
ら

あ
の
子

て

そ
う
い
う
事
に
恥
ず
か
し
が
る
子
だ

た
か
し
ら

 
そ
の

子
の
疑
問
は
も

と
も
で
あ
る

子
の
記
憶
だ
と

 
今
ま
で
の
八
幡
に
対
す
る
藍
子
の
態
度
は
恥
じ
ら
い
の

片
も
感
じ
ら
れ
な
い
物
だ

た
か
ら

だ
つ
い
こ
の
間

や

と
恥
じ
ら
い
を
覚
え
さ
せ
る
事
に
成
功
し
ま
し
た

 
八
幡
は
ニ
ヒ
ル
に
そ
う
笑
い

子
は
思
わ
ず

き
出
し
た

あ
は
は
は
は

凄
い
じ

な
い

一
体
ど
う
や

た
の

と
に
か
く
全
力
で
あ
い
つ
を
見
続
け
て
や

た
ら

 
自
然
と
恥
じ
ら
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な

た
み
た
い
で
す

な
る
ほ
ど

 

子
は
納
得
し
た
よ
う
に

き

八
幡
は

子
か
ら

コ

プ
を
受
け
取
る
と

 
今
度
こ
そ
藍
子
の
い
る

査
室
へ
と
向
か

た

 
そ
ん
な
八
幡
の
背
中
を
見
送
り
な
が
ら

子
は
ぼ
そ

と
こ
う

い
た

や

ぱ
り
恋
の
力
は
偉
大

て
事
な
の
か
し
ら
ね
い

そ
恋
の
力
を

学
に
生
か
せ
な
い
か
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し
ら

 
そ
れ
は
無
理
な
相
談
で
あ
る

  

査
室
の
前
に
着
い
た
八
幡
は

扉
を
ノ

ク
し
な
が
ら
中
に
呼
び
か
け
た

 
さ
す
が
に
い
き
な
り
中
に
入
る
よ
う
な
事
は
し
な
い

ア
イ

言
わ
れ
た
通
り
来
た
ぞ

あ

八
幡

入

て
入

て

あ

ち

と

 
ア
イ
が
そ
う
言

た
後
お
そ
ら
く

護

な
の
だ
ろ
う
が
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
声
が

こ
え

 
八
幡
は

こ
の
声
に
は

き
覚
え
が
あ
る
な
な
ど
と
思
い
な
が
ら
部
屋
の
中
に
入

た

 
そ
こ
に
は
上
半
身
に
タ
オ
ル
ケ

ト
を

き
付
け
た
だ
け
の
藍
子
が
ベ

ド
に
座

て
お
り

 
そ
の
隣
に

者
着
を
手
に
持

た

護

が
後
ろ
向
き
で
立

て
い
る
の
を
見
て
事
情
を
察

し
たお

い
ア
イ

俺
は
別
に
い
な
く
な

た
り
し
な
い
ん
だ
か
ら
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そ
ん
な

て
返
事
を
し
な
く
て
も
い
い
ん
だ
か
ら
な

そ
う
よ
い
く
ら
八
幡
君
が
相
手
で
も
せ
め
て
服
を
着
て
か
ら
中
に
入

て
も
ら
い
ま
し

う
ね

 
そ
う
言

て
そ
の

護

は

り
向
い
た

そ
こ
に
い
た
の
は

安
岐
ナ
ツ
キ
で
あ

た

あ
れ

ナ
ツ
キ
さ
ん

ど
う
し
て
こ
こ
に

少
し
前
か
ら
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
扱
い
方
を
学
ぶ

に

こ
こ
に
出
向
し
て
る
の
よ

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

乃
さ
ん
や

莉
さ
ん
の
病
院

み
た
い
な
も
の
で
す
ね

 
な
る
ほ
ど

こ
れ
は

子
さ
ん
に
一

く
わ
さ
れ
た
か
な

何
の
事

い
や

今
度
新
し
く
ア
イ
と
ユ
ウ
を
担
当
し
て
も
ら
う
事
に
し
た

護

さ
ん

 

て
表
現
を
使

て
て

ナ
ツ
キ
さ
ん
の
名
前
は
教
え
て
く
れ
な
か

た
ん
で

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
藍
子
が
横
か
ら
こ
う
突

込
ん
で
き
た

サ
プ
ラ
イ
ズ
を

出
し
た
か

た
ん
じ

な
い

か
も
な

 
ど
う
や
ら
藍
子
も
二
人
が
知
り
合
い
だ
と
い
う
事
は
知

て
い
る
よ
う
で
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そ
ん
な
二
人
の
関
係
を
見
て
も
特
に
疑
問
そ
う
な
顔
は
し
て
い
な
か

た

と
こ
ろ
で
ナ
ツ
キ
さ
ん

私
が
い
き
な
り
八
幡
に
中
に
入

て
も
ら

た
の
は

 
八
幡
に
そ
の
服
を
着
さ
せ
て
も
ら
え
ば
い
い
や

て
思

た
か
ら
な
の

 
藍
子
は
反
省
す
る
様
子
な
ど
は
ま

た
く
見
せ
ず

突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

面
倒

い

一
人
で
着
ろ

別
に
い
い
じ

な
い

今
日
は
私
に
優
し
く
し
な
さ
い
よ

は

分
か

た
分
か

た

今
日
だ
け
だ
ぞ

や

た

そ
う
い
う

に
は

 
困

た
顔
で
そ
う
言
う
ナ
ツ
キ
に

だ
が
八
幡
は
こ
う
答
え
た

大
丈
夫
で
す
よ
ナ
ツ
キ
さ
ん

上
手
く
や
り
ま
す
か
ら

 
つ
い
で
に

子
さ
ん
か
ら

か

た
こ
れ
も

し
て
お
き
ま
す
ね

 
そ
う
言

て
八
幡
は
藍
子
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に

用
の

コ

プ
を
ナ
ツ
キ
に

し
た

あ

あ
り
が
と
う

 
ナ
ツ
キ
は
ま
だ
若
い
が

八
幡
の
知
る
限
り

か
な
り

能
な
人
物
で
あ
る
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と
い
う
か

子
が
ナ
ツ
キ
の
働
き
ぶ
り
を
見
た
上
で

 
藍
子
と
木
綿
季
の
担
当
を
任
せ
た
く
ら
い
な
の
だ
か
ら
プ
ロ
の
目
か
ら
見
て
も

能
な
の
だ

ろ
う

 
そ
し
て
ナ
ツ
キ
は
事
前
に
し

か
り
と
勉
強
し
て
お
り
こ
の

設
で
の
八
幡
の
立
場
も
理
解

し
て
い
た

 
更
に
言
う
と

藍
子
と
木
綿
季
と
八
幡
と
の
関
係
も
そ
れ
な
り
に

し
て
い
る

 
そ
の
上
で
ナ
ツ
キ
が
知
る
八
幡
で
あ
れ
ば

こ
う
い

た
場
合

 
全

の
女
の
子
の
着

え
の
補
助
を
自
ら

し
出
る
事
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い

た 
そ
の

ナ
ツ
キ
は

八
幡
に
は
多
分
何
か
考
え
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
藍
子
に
背
を
向
け

八
幡
の
顔
を

き
込
み
な
が
ら
こ
う
返
事
を
し
た

う

ん

そ
う

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
よ
う
か
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ナ
ツ
キ
は
探
る
よ
う
な
目
を
八
幡
に
向
け

 
八
幡
は
そ
ん
な
ナ
ツ
キ
に
こ

そ
り
と
こ
う

い
た

一
分
後
に
音
を
立
て
ず
に
中
に
入

て
き
て
下
さ
い
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オ

ケ

 
そ
し
て
ナ
ツ
キ
は
藍
子
に
こ
う
声
を
か
け
た

そ
れ
じ

あ
後
は
八
幡
君
に
任
せ
る
わ

お

魔

に
な
る
の
も

だ
し
ね

さ
す
が
ナ
ツ
キ
さ
ん

私
と
八
幡
の
た
だ
な
ら
ぬ
関
係
に
つ
い
て
も
う
知

て
る
の
ね

う
ん

こ
の
前
八
幡
君
に

ベ

ド
の
中
で

か
せ
て
も
ら

た
わ

え
 
そ
し
て
ナ
ツ
キ
は

み
笑
い
を
し
な
が
ら
外
に
出
て
い
き
直
後
に
藍
子
は
八
幡
に
詰
め
寄

た
い

今
の
は
ど
う
い
う
事
な
の

だ
か
ら
お
前
は
ま
だ
子

だ

て
言
う
ん
だ
よ

あ
ん
な
の
冗
談
に
決
ま

て
る
だ
ろ
う
が

ほ

本
当
に

当
た
り
前
だ
ろ
そ
も
そ
も
そ
ん
な
関
係
な
ら
こ
こ
で
働
い
て
い
る
事
に
驚
く
は
ず
が
な
い

だ
ろあ

 
そ
れ
で
本
当
に
冗
談
だ

た
の
だ
と
理
解
し
た
藍
子
は

と
て
も
悔
し
そ
う
に
こ
う
言

た
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く

こ
れ
が
大
人
の
余

な
の
ね

ま
あ
そ
う
や

て
ど
ん
ど
ん
対
人

験
を
詰
ん
で
お
け
よ

 
と
り
あ
え
ず
服
を
着
る
ん
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
を
目
に

き
つ
け
ろ

 
そ
う
言

て
八
幡
は

何
故
か
藍
子
に
タ
オ
ル
を
差
し
出
し
て
き
た

え

な

何
そ
れ

た
だ
の
タ
オ
ル
だ
が

分
か

て
る
わ
よ

何
で
私
が
目

し
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
の

て

い
て
る
の

説
明
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
か

こ
れ
だ
か
ら
子

は

そ

そ
ん
な
の
分
か

て
る
わ
よ

一
応

い
て
み
た
だ
け

 
藍
子
は

て
て
そ
う
言
い

八
幡
は
時
計
を
見
な
が
ら

 
一
分

つ
ま
で
も
う
少
し
時
間
を

ぐ
か
と
思
い
な
が
ら
か
ら
か
う
よ
う
な
口
調
で
藍
子
に

言

た
じ

あ
お
前
は
ど
う
し
て
自
分
が
目

し
さ
れ
る
と
思

て
る
ん
だ

え

と

え

と

 
藍
子
は
中
々
答
え
を
出
せ
ず

ど
ん
ど
ん
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
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ま
ず
い
な

少
し

く
か

 
八
幡
は
時
計
を
気
に
し
な
が
ら
そ
う
思
い

藍
子
に
こ
う
言

た

分
か
ら
な
い
み
た
い
だ
な

答
え
は

ま

待

て

難
し
く
考
え
す
ぎ
た
わ

 
正
解
は

に
八
幡
が
目

し
プ
レ
イ
を
し
た
が

て
る
か
ら

は
い
は
い
正
解
正
解

そ
れ
じ

あ
目

し
す
る
ぞ

え

え

ち

ち

と
待

て

ま
だ
心
の
準
備
が

 
も
う
一
分
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た

八
幡
は

無
を
言
わ
さ
ず
藍
子
に
目

し
を
し

 
そ
の
直
後
に
ナ
ツ
キ
が
そ

と
中
に
入

て
き
た

 
ナ
ツ
キ
は
藍
子
に
目

し
を
す
る
八
幡
を
見
て
一

ギ

と
し
た
よ
う
な
表
情
を

か
べ
た

が 
特
に
何
か
反
応
す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
ず
八
幡
の
指

を
待
つ
事
に
し
た
よ
う
だ

実
に

能

で
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
は

ナ
ツ
キ
に
も

こ
え
る
よ
う
に

藍
子
に
こ
う
説
明
し
た

い
い
か
ア
イ

さ
す
が
の
お
前
も
俺
に
全

を
じ

と
見
ら
れ
る
と
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な
ら
と
も
か
く
今
は
恥
ず
か
し
く
て

え
ら
れ
な
い
だ
ろ

 
だ
が
俺
が
目

し
す
る

に
は
い
か
な
い
そ
れ
じ

あ
お
前
に
服
を
着
さ
せ
ら
れ
な
い
か
ら

な 
だ
か
ら
お
前
に
目

し
を
す
る
ん
だ

理
屈
は
分
か
る
か

な

な
る
ほ
ど

こ
い
つ
は
今
の
で
納
得
す
る
の
か

 
八
幡
は

れ
つ
つ
も
藍
子
が
納
得
し
た
の
を
い
い
事
に
そ
の
ま
ま
押
し
通
す
事
に
し
た
よ

う
だ

 
そ
し
て
八
幡
は

着

え
作
業
を
そ
の
ま
ま
ナ
ツ
キ
に
任
せ
た

な
る
ほ
ど

考
え
た
わ
ね

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
八
幡
は
二
人
に
背
を
向
け

そ
の
ま
ま
藍
子
に
言

た

よ
し

今
か
ら
着
さ
せ
て
や
る
か
ら

お
か
し
な
妄
想
を
す
る
ん
じ

な
い
ぞ

私
今

八
幡
に
見
ら
れ
ち

て
る

 
藍
子
は
そ
の
ま
ま
顔
を
真

に
し
て

り
込
ん
だ

ど
う
や
ら
お
か
し
な
妄
想
を
し
て
い
る
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よ
う
だ

 
そ
ん
な
藍
子
の
表
情
は
八
幡
に
は
分
か
ら
な
か

た
が

 
ず

と
静
か
に
さ
れ
る
ま
ま
に
な

て
い
る
気
配
か
ら

 
や
は
り
お
か
し
な
妄
想
を
し
て
い
る
の
だ
と

し

こ
う
言

た

だ
か
ら
お
か
し
な
妄
想
を
す
ん
な

て
の

顔
も
体
も
真

に
な

て
る
ぞ

 
こ
れ
は
た
だ
の

か
ら
放
た
れ
た
言
葉
で
あ

た
が

 
八
幡
は
ど
う
せ
藍
子
に
も
自
分
の
様
子
は
見
え
て
い
な
い
ん
だ
と
思
い

当
に
そ
う
言

た

 
ま
あ
言
う
ま
で
も
な
い
が

そ
れ
は
正
解
で
あ
る

べ
別
に
八
幡
が
今
私
の
胸
を
物
欲
し
そ
う
に
じ

と
見
つ
め
て
い
る
と
か
思

て
な
い
し

思

て
ん
じ

ね
え
か

 
八
幡
が
そ
う
言

た
時

そ
の

が
ト
ン
ト
ン
と
叩
か
れ
た

 
ど
う
や
ら
服
を
着
さ
せ
終
わ

た
ら
し
く
ナ
ツ
キ
は
そ
の
ま
ま
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
部
屋
を

出
て
い

た

よ
し

も
う
目

し
を
取

て
い
い
ぞ



 第７５４話 羞恥のアイ

う

う
ん

 
そ
う
言
う
藍
子
の
目
は
涙
ぐ
ん
で
お
り

よ
ほ
ど
恥
ず
か
し
か

た
の
だ
と
思
わ
れ
た

そ
れ
じ

あ
行
く
か

ナ
ツ
キ
さ
ん

も
う
入

て
も
大
丈
夫
で
す
よ

 
そ
の
言
葉
を
受
け

ナ
ツ
キ
が

コ

プ
を
持

て
中
に
入

て
き
た

そ

そ
れ
は

お
う

の
時
間
だ

足
が

て
る
か
ら
移
動
は

子
か

俺
が
乗
せ
て
や
ろ
う

う
う
ん

少
し
は
歩
い
て
お
か
な
い
と
ま
ず
い
か
ら

八
幡
君

補
助
し
て
あ
げ
て

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
ト
イ
レ
ま
で
着
い
て
い

て

外
で
待

て
ま
す
ね

ち
 
も
ち
ろ
ん
八
幡
が
ト
イ
レ
の
す
ぐ
外
で
待

て
い
る
事
は
な
く
か
な
り
遠
く
に
離
れ
て
い
た

の
だ
が

 
八
幡
が
す
ぐ
近
く
に
い
る
と
思
わ
さ
せ
ら
れ
た
藍
子
は

 
更
に
恥
ず
か
し
い
思
い
を
す
る
事
に
な

た
の
だ

た
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第
７
５
５
話
 
離
脱

も
う

八
幡
の
い
け
ず

あ
ん

ん
た
ん

お
た
ん
こ
な
す

だ
か
ら
何
で
お
前
は
昭
和
な
ん
だ
よ

一

回

て
か
わ
い
い
女
に
見
え
る
じ

な
い

計
算
だ

た
の
か
よ

 
八
幡
と
藍
子
は

子
に
許
可
を
取
り

二
人
だ
け
で
会
話
を
す
る

に

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使
う
前
に
利
用
し
て
い
た
病
室
に
い
た

 
さ
す
が
に
ベ

ド
の

け
布
団
系
は
無
か

た
が
シ

ツ
だ
け
は

麗
な
物
が
用
意
さ
れ
て

い
たこ

の
病
室
も
久
々
だ
わ

凄
く

麗
に
し
て
あ
る
ん
だ
な

私
達
が
い
つ
で
も
こ
こ
に

て
こ
れ
る
よ
う
に
か
し
ら
そ
う
考
え
る
と
少
し
嬉
し
い
気
も

す
る
わ
ね

 
藍
子
は
そ
う
言
い
な
が
ら

窓
の
外
に
向
け
て
手
を

た
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八
幡
は
誰
か
知
り
合
い
で
も
い
る
の
か
と
思

て
窓
の
外
に
目
を
向
け
そ
の
景
色
を
見
て
納

得
し
た

 
そ
こ
に
ド
ア
を
上
下
さ
せ
る
キ

ト
の

が
あ

た
か
ら
で
あ
る

キ

ト
も
元
気
そ
う
で
良
か

た

も
し
キ

ト
が
元
気
が
無
か

た
ら

俺
の
身
が
や
ば
い
と
思
う
ん
だ
が

あ
は
は
は
は

壊
れ
て
る

て
事
に
な
る
も
の
ね

 
ア
イ
コ
は
そ
う
言

て

自

ぎ
み
に
こ
う
付
け
加
え
た

私
み
た
い
に

 
八
幡
は
そ
ん
な
藍
子
の

に
手
を
乗
せ
藍
子
は

を

で
て
も
ら
え
る
の
か
と
思
い
目
を

め
た

 
だ
が
そ
の
直
後
に
八
幡
は

藍
子
の

を
ガ
シ

と
掴
み

ギ
リ
ギ
リ
と
締
め
付
け
た

い

い

い

せ

か
く
い
い
シ

ン
だ

た
の
に
何
を
す
る
の
よ

を
見
ろ

を

て
何
よ

そ
こ
は

て
私
を

き
し
め
て

大
丈
夫
だ

お
前
は
ど
こ
も
壊
れ
て
な
ん
か
い
な
い

今
か
ら
俺
が
そ
れ
を
証
明
し
て
や
る
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と
か
言

て

私
を
押
し
倒
す
と
こ
ろ
で
し

う
が

 
そ
し
て
私
の
お

ぱ
い
の
感
触
を
楽
し
ん
で

ぐ
へ
へ
へ
へ

ア
イ
の
体
は
最
高
だ
な

 
と
か
下

た
笑
い
を

か
べ
る
と
こ
ろ
よ

お
前

元
気
い

ぱ
い
じ

な
い
か
よ

て
か
せ

か
く
口
調
は

し
げ
だ

た
の
に

 
そ
ん
な
ド
ヤ
顔
を
し
て
た
ら

技
だ

て
直
ぐ
に
バ
レ
る

て
の

え

本
当
に

私
今
そ
ん
な
顔
を
し
て
た

お
う

こ
れ
以
上
な
い
く
ら
い
に
な

 
そ
し
て
藍
子
は

て
て
部
屋
に
備
え
付
け
ら
れ
た

を
見
た

 
だ
が
ド
ヤ
顔
を
し
て
い
た
の
は
ず

と
前
な
の
で
そ
こ
に
映

た
の
は
い
つ
も
通
り
の
藍
子

の
顔
で
あ
る

今

見
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
ね

 
藍
子
は
そ
う

く
と

つ
い
で
と
ば
か
り
に

型
を
い
じ
り
は
じ
め
た

ア
イ
も
や

ぱ
り
女
の
子
だ
よ
な

 
八
幡
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
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藍
子
の
気
の
済
む
ま
で

そ
の
行

を

魔
す
る
事
な
く

て

め
て
い
た

で

本
題
な
ん
だ
け
ど

 
し
ば
ら
く
し
て
や

と
気
が
済
ん
だ
の
か

藍
子
が
八
幡
に
そ
う
話
し
か
け
て
き
た

そ
の
前
に
こ
れ

差
し
入
れ
だ

し
パ
ン

あ

あ
り
が
と
う

 
藍
子
は
嬉
し
そ
う
に
微
笑
み
な
が
ら

そ
れ
を

張
り
始
め
た

そ
れ
じ

話
を

こ
う
か
こ
の
前
ユ
ウ
と
三
人
で
い
た
時
に
微

な
表
情
を
し
て
た
ア
レ
だ

よ
なそ

れ
よ
そ
れ

実
は
最
近
感
じ
て
た
ん
だ
け
ど

 
ど
う
も
最
近
ユ
ウ
が
私
に
依
存
し
き

ち

て
る
ん
じ

な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な

た

の
よ
ね

ふ
む

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
お
前
が
悪
い

を

め
て
反
省
し
ろ

マ
ル
コ
メ
マ
ル
コ
メ

何
だ
そ
の
ネ
タ
は

ま
た
昭
和
か

や

ぱ
り
私
の
せ
い
よ
ね
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藍
子
は
そ
ん
な
八
幡
を
完
全
に
ス
ル

し
て
そ
う
言
い

 
八
幡
も
八
幡
で

こ
こ
で
過

に
突

込
む
と
負
け
た
気
が
す
る
と
考
え

 
同
様
に
今
の
や
り
取
り
を
何
も
無
か

た
よ
う
に
ス
ル

し
た

ま
あ
他
な
ら
ぬ
お
前
が
そ
う
言
う
な
ら
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

私

頑
張
ろ
う
頑
張
ろ
う
と
張
り
切
り
す
ぎ
た

か
も
な

私

み
ん
な
に
仕
事
を

た
つ
も
り
で
い
た
け
ど

 
実
は
大
事
な
部
分
は
全
部
自
分
で
や

ち

て
た
か
も

そ
う
か

や

ぱ
り
私
の
せ
い
だ
よ
ね

何
と
か
し
な
く
ち

 
そ
ん
な
藍
子
の

を

八
幡
は
容

な
く
パ
チ
ン
と
叩
い
た

い

物
に
さ
れ
た

結
婚
し
て

ど
こ
に

が
あ
る
ん
だ

見
せ
て
み
ろ

え見
た
感
じ

く
な

て
も
い
な
い
し

ま

た
く

常
は
な
い
な
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え

と

こ

心
が

で
は
そ
れ
を
証
明
し
て
み
せ
て
下
さ
い

出
来
な
け
れ
ば
証

と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

く

い

今
の
証

は
取
り
下
げ
ま
す

証

の
取
り
下
げ
を
認
め
ま
す

で

何
で
叩
い
た
の
よ

最
初
か
ら
そ
う

い
て
こ
い

て
の

 
八
幡
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
そ
う
言
い

続
け
て
藍
子
の

を

で
始
め
た

え

え

さ

き
お
前
は
こ
う
言

た
な

や

ぱ
り
私
の
せ
い
だ
よ
ね
何
と
か
し
な
く
ち

と
う

う
ん

あ

そ
う
い
う
事

分
か

た
か
そ
れ
じ

あ
今
ま
で
と
同
じ
な
ん
だ
よ
お
前
は
も

と
い
い
加

に
な
る
べ

き
だ
な

い
い
加

か

確
か
に
ち

と
敵
が
強
大
す
ぎ
て

に
力
が
入

て
た
か
も

そ
の
点
で
言
え
ば
俺
の
せ
い
で
も
あ
る
な
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ま
あ
い
い
や

う

ん

そ
れ
じ

あ
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う

お

い
い

向
だ
な

分
か
ら
な
い
事
は
分
か
る
奴
に

く
の
が
一
番
だ

でそ
う
だ
な

 
そ
し
て
八
幡
は
少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

お
前

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
し
ば
ら
く
お
休
み
し
ろ

そ
れ
も
考
え
た
ん
だ
け
ど

そ
う
す
る
と
私
が
強
く
な
れ
な
い
か
な

て

な
ら
そ
の
間

俺
が
お
前
を
鍛
え
て
や
ろ
う

お
前
が

じ

な
け
れ
ば
な

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
敵
に
塩
を
送
ら
れ
る
の
が

じ

な
け
れ
ば
と
い
う
意
味
を
込
め
て
お

り 
察
し
の
い
い
藍
子
も
そ
の
事
を
理
解
し
た

ま
あ
利
用
出
来
る
も
の
は
敵
で
も
利
用
す
る

て
の
は
あ
り
ね

お

が
柔
ら
か
く
な

て
き
た
な

 
と
こ
ろ
で
俺
は
た
ま
に
だ
が

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
と
い
う
ゲ

ム
を
や

て
る
ん
だ

ま
た

突
ね
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普

は
三
人
で
や

て
る
ん
だ
が

次
の
ス
テ

ジ
が
手
ご
わ
そ
う
で
な

 
そ
の
ゲ

ム
を
俺
達
と
一

に
や

て
み
る

て
の
は
ど
う
だ

 

じ

な
く

扱
い
に
な
る
が

レ
ベ
ル
の

念
も
あ
る
し

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
そ
れ
を
ス
テ

タ
ス
と
し
て
反
映
さ
せ
る
事
も
可
能
だ

 
そ
う
言
わ
れ
た
藍
子
は

に
手
を
当
て

真
面
目
に

討
を
始
め

 
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

い
た
後

続
け
て
こ
う
質
問
し
て
き
た

そ
れ
は
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

で
も
武
器
の
扱
い
に
関
し
て
は
ど
う
す
る
の

大
丈
夫
だ

ち

ん
と
刀
が
存
在
す
る

そ

か

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で

い
な
お
い

そ
ん
な

体
重
が

い
だ
な
ん
て
嬉
し
い
事
を
言

て
く
れ
る
わ
ね

お
前
の
事
を
重
い
だ
な
ん
て
一
度
も
思

た
事
は
無
い
け
ど
な

 
ま
あ
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で

ユ
ウ
も
多
少
は
自
立
出
来
る
だ
ろ
う

え
え

こ
れ
で
き

と
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
あ
る
べ
き

が
完
成
す
る
わ

そ
し
た
ら
後
は
装
備
集
め
だ
な
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そ
こ
で
藍
子
は

あ

と
い
う
顔
を
し
た

そ
れ

て
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
の
事

も
う
八
幡

て
ば
本
当
に
過
保
護
よ
ね

過
保
護
だ

違
う
違
う

あ
れ
く
ら
い
は
装
備
し
て
も
ら
わ
な
い
と

 
こ

ち
は
ま

た
く
や
り
甲
斐
が
無
い
ん
だ
よ

 
あ
れ
を
装
備
し
て
や

と
俺
達
の
背
中
が
遠
く
に
見
え
る
か
な
く
ら
い
だ
と
い
う
自
覚
を
持

て
そ
う
ね

本
当
に
そ
う
思
う
わ

と
り
あ
え
ず
こ

ち
の
準
備
は
進
め
て
お
く

そ

ち
は
自
分
で
何
と
か
し
ろ
よ
な

え
え

子
さ
ん
や
凛
子
さ
ん
と
も
相
談
し
て

上
手
く
計
画
を
立
て
て
お
く
わ

分
か

た

と
り
あ
え
ず
二
人
に
こ
こ
に
来
て
も
ら
う
と
す
る
わ

 
そ
し
て
八
幡
は
二
人
を
部
屋
に
呼
び

藍
子
は
二
人
に
事
情
を
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

木
綿
季
ち

ん
が
ね

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
感
じ
で
口
裏
を
合
わ
せ
て
お
い
て
下
さ
い

え
え

分
か

た
わ

そ
し
た
ら
八
幡
君
は

 
藍
子
ち

ん
を
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
所
ま
で
連
れ
て

て
あ
げ
て
ね
私
達
も
す
ぐ
向
か
う
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か
ら分

か
り
ま
し
た

 
そ
う
言

て
八
幡
は
藍
子
を

き
上
げ
た

大
丈
夫

重
く
な
い

さ

き
も
言

た
通
り

お
前
は

す
ぎ
な
く
ら
い
だ
ぞ

ま
あ
確
か
に
こ
ん
な
に

い
し
ね

私
の
体
で
確
実
に
重
い
と
い
え
る
の
は

 
こ
の
豊
満
な
お

ぱ
い
だ
け
ね

あ
あ
は
い
は
い

凄
い
凄
い

そ
れ
じ

あ
行
く
か

ち

と

も

と
喜
び
な
さ
い
よ

は
い
は
い

嬉
し
い
嬉
し
い

も
う

 
二
人
は
移
動
中
に
何
人
か
の
職
員
と
す
れ
違

た
が

 
皆
微
笑
ま
し
そ
う
な
顔
で
二
人
に

を
し
て
く
れ
た

 
そ
の
度
に
藍
子
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
八
幡
の
胸
に
顔
を

め

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
あ
る
部
屋
に
到
着
す
る
と

八
幡
は
最
初
に
藍
子
に
こ
う

ね
た
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お
前
さ
平
気
で
お

ぱ
い
お

ぱ
い

て
連
呼
す
る

に

分
と
恥
ず
か
し
が
る
ん
だ
な

 
俺
に
は
お
前
の
羞
恥
心
の
基
準
が
謎
す
ぎ
る
わ

そ
ん
な
の
八
幡
と
二
人

き
り
か

そ
う
じ

な
い
か
の
違
い
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
ま
あ
さ

き
み
た
い
に
二
人
き
り
で
も

 
思
い

き
り
胸
を
見
ら
れ
て
る
よ
う
な

態
だ
と
恥
ず
か
し
い
け
ど

 
基
本
八
幡
と
二
人
き
り
な
ら
平
気
よ

 
そ
の
藍
子
の
言
葉
を

い
て

さ
す
が
に
勘
違
い
さ
せ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
ま
ず
い
と

思

た
の
か

 
八
幡
は
あ

さ
り
と
こ
う
言

た

あ
あ
さ

き
の
お
前
の
着

え
な
あ
れ
を
や

た
の
は
俺
じ

な
く
ナ
ツ
キ
さ
ん
だ
か

ら
な何

で
す

て

俺
は
お
前
に
背
中
を
向
け
て

そ
れ

い
事
を

当
に
言

て
た
だ
け
だ

 
だ
か
ら
俺
は
何
も
見
た
り
し
て
は
い
な
い

く

こ
の
事
実
を
盾
に
し
て
正
妻
様
に
愛
人
と
し
て
認
め
て
も
ら
お
う
と
思

て
た
の
に
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お
い

 
八
幡
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

そ
の
言
葉
に
引

か
か
り
を
覚
え
て
い
た

あ
れ

お
前

あ
い
つ
に
会

た
事
が
あ

た

け
か

え
え

さ
す
が
は
八
幡
の
パ

ト
ナ

だ
と
感

を
受
け
た
わ

ふ

ん

そ
う
か

ま
あ
同
じ
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
る
ん
だ

俺
の
知
ら
な
い
所
で
会

た
ん
だ
ろ
う
な

 
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
二
人
が

の
中
で
思
い

い
て
い
た
の
は

 
も
ち
ろ
ん
ま

た
く
違
う
人
物
で
あ
り
二
人
が
そ
の
事
に
気
付
く
の
は
か
な
り
先
の
事
に
な

る
さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
は
帰
る
が

し
い
事
が
決
ま

た
ら
ま
た
連

す
る
わ

分
か

た
わ

デ

は
そ
の
日
ね

ち

ん
と
仲
間
に
上
手
く
言
い

し
ろ
よ

任
せ
て

私
は
そ
う
い
う
の
は
得
意
な
の
よ

 
そ
し
て
八
幡
が
去

た
後

子
と
凛
子
が
来
る
ま
で
の
間
に
藍
子
は
ぼ
そ
り
と
こ
う

い

た
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私
を
運
ん
で
い
る
間
に
八
幡
が
私
の
胸
に
目
を
や

た
の
は
合
わ
せ
て
十
二
回

 
こ
れ
は
中
々
優

な

じ

な
い
か
し
ら

今
後
に
期
待
出
来
る
わ
ね

 
ど
ん
な
に
さ
り
げ
な
く

線
を
向
け
た
と
し
て
も

 
や
は
り
そ
う
い
う
の
は
分
か

て
し
ま
う
も
の
な
の
で
あ
る

  
そ
し
て

日
後
八
幡
か
ら
連

を
受
け
た
ラ
ン
は
仲
間
を
集
め
て
い
き
な
り
こ
う
言

た

 
後
日
に
本
人

く

上
手
く
言
い

し
た

と
い
う
事
だ

た
が

実

は
こ
う
で
あ

た

別
に
悪
化
は
し
て
な
い
け
ど

少
し
⻑
い
間

臨
時
で

査
を
受
け
る
事
に
な

た
か
ら

 
し
ば
ら
く
リ

ダ

を
ユ
ウ
に
任
せ
る
わ

後
は
任
せ
た
わ
よ
ユ
ウ

えと
い
う

で
急
ぎ
ら
し
い
か
ら

私
が
い
な
い
間

し

か
り
と
頑
張
る
の
よ

え
え
え
え
え

 
そ
の
ま
ま
ラ
ン
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

残
さ
れ
た
一
同
は

か
ん
と
す
る

目
に
な

た
の
で

あ

た

 
こ
う
し
て
ラ
ン
は
し
ば
ら
く
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
離
れ
る
事
と
な

た
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第
７
５
６
話
 
ラ
ン
と
新
た
な
仲
間
達

 
そ
の
次
の
日

ラ
ン
は

速

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
居
場
所
が
バ
レ
な
い
よ
う
に
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の
設
定
を
情
報
公
開
オ
フ
に
し

 

子
達
と
も
ち

ん
と
口
裏
を
合
わ
せ
て
の

独
行
動
の
開
始
で
あ
る

へ

お
店
と
か
も
結

あ
る
ん
だ

普
通
の
街
み
た
い

 

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
シ
テ

は

 
そ
の
ゲ

ム
内
容
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
く
と
て
も

麗
で
あ
り

若
い
男
女
が

山
い
た

今
日
は
ど
う
す
る

無
双
系

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
で
ス
ト
レ
ス
解
消

て
の
は

い
い
ね

乗

た

お

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
の

集
が
あ
る
な

目
元
で
入

て
み
よ
う
か
な

 
そ
ろ
そ
ろ
プ
レ
イ
ヤ

ラ
ン
ク
を
上
げ
て
お
き
た
い
ん
だ
よ
ね

確
か
に
ラ
ン
ク
が
上
が
る
と
現
実
で
使
え
る
ク

ポ
ン
の
種

も

え
る
し
な

賞
金
が
出
る
大
会
と
か
の
出
場

も
優
先
で
も
ら
え
る
し
ね
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そ
の
会
話
か
ら

ど
う
や
ら

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
が

 
ラ
イ
ト
ユ

ザ

を
中
心
に
ス
ポ
ン
サ

を
上
手
く

て
運

さ
れ
て
い
る
事
が
分
か
る

 
実

街
の
中
に
は

大
手
企
業
の
ネ

ト
シ

プ
ら
し
き
店
も
多

存
在
し
て
い
た

な
る
ほ
ど

だ
か
ら
若
者
が
多
い
の
ね

確
か
に
い
い
ア
イ
デ
ア
か
も
し
れ
な
い
わ

 
ち
な
み
に
こ
の

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
を
運

し
て
い
る
の
は
ソ
レ
イ
ユ
で
あ
り

 
開
発
こ
そ
レ
ク
ト
に
依
頼
し
た
も
の
の

そ
の
ア
イ
デ
ア
は
全
て
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
出
て
い
る

 
こ
れ
は
社
内
公

に
よ
る
ア
イ
デ
ア
を

用
し
た
結
果
で
あ
り

 
ス
ポ
ン
サ

を

て
ゲ

ム
内
で

を
打
つ
手
法
を
思
い
つ
い
た
の
は
実
は
か
お
り
で
あ

る 
か
お
り
は
こ
れ
を
ハ
チ
マ
ン
の
マ
ン
シ

ン
に
あ
る
ハ
チ
マ
ン
お

め
作
品
の

に
あ

た

 

と

の
古
い
ヒ

ロ

ア
ニ
メ
を
見
て
い
た
時
に
思
い
つ
い
た

 
そ
こ
で
一

に
そ
の
ア
ニ
メ
を
見
て
い
た
千
佳
に
色
々
と
相
談
し

 
ゲ

ム
内
成

に
合
わ
せ
て

引

を
ス
マ
ホ
に
送
信
す
る
仕
組
み
を
考
え
つ
き

 
そ
し
て
金
一

を
二
人
で
山
分
け
し
た
と
い
う

が
あ

た

 
か
お
り
と
千
佳
に
と

て
は
ラ

キ

な
臨
時
収
入
と
な

た
よ
う
だ
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ハ
チ
マ
ン
は
以
前
萌
郁
と
一

に
初
め
て
こ
の
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
し
た
時
に

 

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
が
完
全
な
る
他
社
製
品
だ
と
勘
違
い
し
て
い
た
が

 
実
は
レ
ク
ト
製
の
ソ
レ
イ
ユ
産
だ
と
最
近
知

て

驚
い
た
も
の
だ

た

 
ソ
レ
イ
ユ
に
は
ま
だ
ま
だ
ハ
チ
マ
ン
の
知
ら
な
い
業

内
容
が

山
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る

 
い
ず
れ
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
全
て
を

し
な
く
て
は
い
け
な
い
事
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

色
々
回
り
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
け
ど

も
う
す
ぐ
約
束
の
時
間
だ
し

そ
れ
は
今
度
に
し

よ

と

 
ラ
ン
は
そ
う

く
と

ハ
チ
マ
ン
に
指
定
さ
れ
た
待
ち
合
わ
せ
場
所
へ
と
向
か

た

 
場
所
は
八
番
ロ
ビ

の
八

室
で
あ
る

何
と
も
ハ
チ
マ
ン
ら
し
い
番

の
チ

イ
ス
で
あ

る
パ
ス
ワ

ド
は

０
８
０
８
か

ま
さ
か
ハ
チ
マ
ン
の
誕
生
日
だ

た
り
し
て

 
完
全
に
バ
レ
バ
レ
で
あ

た

こ
ん
に
ち
は

 
ラ
ン
が
そ
う
言

て
中
に
入
る
と

そ
こ
に
は
見
知
ら
ぬ
女
性
が
二
人
居
り

 
ラ
ン
は
八
幡
が
言

て
た
仲
間
と
い
う
の
が
女
性
だ
と
知

て
驚
い
た
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こ
れ
は

純
に
一

常
識
に

ら
し
合
わ
せ
て
の
事
で
あ
り

ラ
ン
に
他
意
は
な
い

 

ン
ビ
が
出
て
く
る
よ
う
な
ゲ

ム
に
女
性
が
参
加
す
る
イ
メ

ジ
は
ラ
ン
に
は
無
か

た
の

だ
あ

え

と

お

お
前
が
ラ
ン
か

あ

は
い

こ
れ
か
ら
仲
間
に
な
る
ん
だ
か
ら

そ
ん
な
話
し
方
な
ん
ざ
し
な
く
て
い
い

て

 
俺
は
レ
ヴ

兵
だ

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

ラ
ン

う

う
ん

宜
し
く

て

兵

お
う

ま
あ
日
本
じ

珍
し
い
か
も
な

そ

そ
う
ね

こ

ち
の
静
か
な
の
は
モ
エ
モ
エ
だ

職
業
は

報
員

ま
あ
ス
パ
イ
だ
な

ス

ス
パ
イ

そ
ん
な
事
言

ち

て
い
い
の

 
そ
の
ラ
ン
の
問
い
か
け
に

モ
エ
カ
は
首
を

た

や

ぱ
り

目
な
ん
じ

な
い
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だ
が
そ
の
言
葉
に
対
し
て
も

モ
エ
カ
は
首
を

た

あ
れ

違
う
の

モ
エ
カ

え私
は
モ
エ
モ
エ
じ

な
い

モ
エ
カ

大
事
な
の

そ

ち

 
モ
エ
カ
は
今
度
は

き

小
さ
な
声
で
は
あ

た
が
続
け
て
こ
う
言

た

職
業
に
つ
い
て
は
伝
え
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
る
か
ら
大
丈
夫

 
連

を
と
る
上
で
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら

て

八
幡
が
そ
う
言

た
の

 
そ
の
質
問
に

モ
エ
カ
は
う
ん
う
ん
と

い
た

 
無
表
情
で
は
あ

た
が

そ
の
仕

は
少
し
か
わ
い
ら
し
い

 
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ハ
チ
マ
ン
が
部
屋
に
入

て
き
た

お
う

待
た
せ
て
す
ま
ん

自

紹
介
は
終
わ

た
の
か

う
う
ん

私
の
が
ま
だ
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そ
う
か

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
自

紹
介
し
ち
ま
え

う
ん

初
め
ま
し
て

私
は
ラ
ン
と
言
い
ま
す

 
ス
テ

タ
ス
は
病
気
職
業
は
ハ
チ
マ
ン
の
愛
人
の
座
を
狙

て
ま
す
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す 
そ
の

間
に
ど
こ
か
ら
取
り
出
し
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
が
ハ
リ
セ
ン
で
ラ
ン
の

を
叩
い
た

 
ス
パ
ン

く
な
い

ま
あ

く
は
な
い
だ
ろ
う
な

な

何
で
そ
ん
な
物
を
持

て
る
の

お
前
が
そ
う
い

た

の
妄
言
を
何
度
も
言
う
だ
ろ
う
と
思

て
た

た
今
調
達
し
て
き
た

ハ
チ
マ
ン

て
そ
う
い
う
と
こ
に
は
努
力
を

し
ま
な
い
わ
よ
ね

 
ラ
ン
は

信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言

た

誰
の
せ
い
で
準
備
す
る

目
に
な

た
と
思

て
ん
だ

別
に
そ
ん
な
物
を
準
備
す
る
必
要
は
無
か

た
ん
じ

な
い

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
が
こ
の
前
二
人
に
話
し
た
ラ
ン
だ
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ま
だ
ま
だ
未

だ
が

面
倒
を
見
て
や

て
く
れ

 
だ
が
レ
ヴ

も
モ
エ
カ
も
何
も
答
え
よ
う
と
は
し
な
い

 
レ
ヴ

は
何
か
考
え
込
ん
で
お
り
モ
エ
カ
は
何
か

き
た
い
の
か
う
ず
う
ず
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
たレ

ヴ

ど
う
し
た

あ
い
や
こ
う
い
う
時
に
ピ

タ
リ
の
言
葉
が
あ

た
は
ず
な
ん
だ
け
ど
思
い
出
せ
な
く
て

よ 
何
だ

け
な

ロ

あ

ロ
リ
コ
ン

ロ
リ
コ
ン
だ

 
そ
う
か
そ
う
か

ボ
ス
は
ジ

パ
ニ

ズ
ロ
リ
コ
ン
フ

イ
タ

だ

た
の
か

断
じ
て
違
う

そ
れ
に
こ
い
つ
は
十
七

だ
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

て
か
ら
十

間

し
た
後
レ
ヴ

は
首
を

げ
な
が
ら
こ
う
言

た
は十

七

だ

マ
ジ
で
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マ
ジ
だ

マ
ジ
で
す

 
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
が
同
時
に
そ
う
言
い

レ
ヴ

は
驚
い
た
顔
で
じ

と
ラ
ン
を
見
つ
め
た

ふ
む

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば

中
々
い
い
バ
ス
ト
を
し
て
や
が
る
な

 
ラ
ン
は
レ
ヴ

に
そ
う
言
わ
れ

で
し

と
胸
を
張
る

前
で
思
い
と
ど
ま

た

 
そ
の
理
由
は
他
で
も
な
い

レ
ヴ

と
モ
エ
カ
の
胸
を
見
た
か
ら
で
あ
る

う

う
う
ん

私
な
ん
か
ま
だ
ま
だ
よ

で
す

う

ん

そ
う
か

ま
あ
い
い
や

オ

ケ

オ

ケ

 
ボ
ス
は
ジ

パ
ニ

ズ
ロ
リ
コ
ン
フ

イ
タ

じ

な
く

ノ

マ
ル
だ
と
納
得
し
た

そ
い
つ
は
あ
り
が
と
う
よ
で
モ
エ
カ
は
ど
う
し
た
ん
だ

何
か
疑
問
で
も
あ
る
の
か

う
う
ん

お
願
い
が

 
モ
エ
カ
は
若

い
を
見
せ
た
後

ぼ
そ
り
と
そ
う
言

た

お
う

珍
し
い
な

何
で
も
言

て
く
れ

愛
人
の
座
と
か
の
話
が
事
実
な
ら

私
も
そ
の
候
補
に
入
れ
て
欲
し
い

は
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私
が
集
め
た
情
報
に
よ
る
と

ソ
レ
イ
ユ
本
社
前
の
マ
ン

わ

分
か

た

討
す
る

討
す
る
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
の
前
で
そ
れ
以
上
言
わ
せ
ま
い
と

て
て
そ
う
言
い

 
事
情
を
知
る
レ
ヴ

カ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し

 

が
分
か
ら
な
い
ラ
ン
は
驚
い
た
顔
で
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

そ

そ
ん
な
に
あ

さ
り
と

討
し
ち

う
の

ん

お
前
の

し
出
だ

て

討
は
し
て
る
ぞ

討
は

 
た
だ
そ
の
案
が

用
さ
れ
る
可
能
性
が
と
て
つ
も
な
く

い
だ
け
で
な

く

そ
う
い
う
事

こ
こ
は
や

ぱ
り
正
妻
様
に
手
を
回
し
て

 
ラ
ン
か
ら
は

マ
ン
と
い
う
言
葉
に
関
す
る
発
言
は
何
も
出
て
こ
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
や
ら

こ
え
て
い
な
か

た
よ
う
だ
と
安
心
し
た

実

そ
の
事
が
ラ
ン
に

知
ら
れ
た
ら

 
ハ
チ
マ
ン
に
姉
妹
の
パ
ン
ツ
を
送
り
つ
け
て
く
る
く
ら
い
の
事
は
や
り
か
ね
な
い
と
思

た
か

ら
だ

 
結
局
二
人
は
後
に
ハ
チ
マ
ン
の
マ
ン
シ

ン
に
自
分
達
の
場
所
を
確
保
す
る
事
に
な
る
の
だ
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が 
少
な
く
と
も
そ
れ
は
当
分
先
の
話
で
あ

た

さ
て

自

紹
介
も
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
今
日
の
予
定
だ
が

ふ
む
ふ
む

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

爆
撃
回
避
脱
出
行

に
挑
も
う
と
思
う

お
お

爆
撃
か

い
い
ね

分
か

た

 
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
は
あ

さ
り
と
そ
う
言

た
が

 

ラ
ン
ク
と
か
言
わ
れ
て
も
ラ
ン
に
は
そ
の
難
易
度
の
ほ
ど
は
ま

た
く
分
か
ら
な
い

え

と

ち
な
み
に
こ
の
ゲ

ム
の
難
易
度

て
い
く
つ
ま
で
ラ
ン
ク
が
あ
る
の

Ｓ
Ｓ
Ｓ
か
ら

ま
で
八

だ
な

て
事
は

て
の
は

上
か
ら
五
番
目

お
う

余

だ
ろ

あ

う
ん

私
に
気
を
遣

て
く
れ
た
な
ら
あ
り
が
と
う

 
ラ
ン
は

勝
に
も
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は
笑
顔
で
そ
れ
に

い
た
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ち
な
み
に

ラ
ン
ク
以
上
の
ミ

シ

ン
に
成
功
し
た
チ

ム
は
ま
だ
一
組
も
存
在
し
な
い

 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
の
成
功

は

十
パ

セ
ン
ト
だ
け
ど
な

え

そ
れ

て

俺
達
も

ラ
ン
ク
に
挑
む
の
は
今
日
が
初
め
て
だ

よ
し

そ
れ
じ

あ

速
出
撃
だ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

無
を
言
わ
さ
ず
壁
の
パ
ネ
ル
を
操
作
し
始
め
た

 
こ
の
ゲ

ム
に
置
い
て
は

先
ず
部
屋
を

り
た
上
で

中
で
行
く
場
所
を
選
択
し

 
そ
の
ま
ま
部
屋
の
中
の
全
員
が
そ
の
フ

ル
ド
に
飛
ば
さ
れ
る
事
に
な

て
い
る

ま

待

て

待

て

て
ば

待
た
ん

ち

と

今
の
話
だ
と

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

て

今
の
最
高
難
易
度

て
事
じ

な
いお

う

が
な
る
だ
ろ

初
心
者
に
何
て
事
す
る
の
よ

 
ラ
ン
が
そ
う
叫
ん
だ

間
に

四
人
の

が
フ

と
消
え
た

 
ラ
ン
に
と

て
は
ご

様
で
あ
る
が
こ
う
し
て
ラ
ン
の
初
め
て
の

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
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は 
い
き
な
り
高
難
易
度
の
ミ

シ

ン
か
ら
ス
タ

ト
す
る
事
に
な

た
の
だ

た



 第７５７話  ランクミッション（開始）

 
第
７
５
７
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

開
始

ト
ロ
い
ぞ
ラ
ン

さ

さ
と
走
れ

あ
ん
た
達
の
動
き
出
し
が

す
ぎ
る
の
よ

ボ
ス

十
時
に

ン
ビ
の
集
団

変

種
が
三
匹
だ

分
か

た

俺
と
ラ
ン
で

り
込
む

レ
ヴ

と
モ
エ
カ
は
援
護
を
頼
む

了
解

ま

待

て

て
ば

白
兵
戦
だ

行
く
ぞ
ラ
ン

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

か
ら
コ
ン
バ

ト
ナ
イ
フ
を
抜
い
た

 
ラ
ン
も
そ
れ
を
見
て

て
て
刀
を
抜
き

ハ
チ
マ
ン
の
後
に
続
い
た

 
ラ
ン
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と
張
り
切

た
の
か

 
ば

た
ば

た
と
敵
を
殲
滅
し
て
い
く

ふ
う

何
も
考
え
な
く
て
い
い
の
は
楽
ね

 
そ
ん
な
ラ
ン
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は
何
か
言
い
た
げ
な
顔
を
し
て
い
た
が
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何
か
考
え
が
あ
る
の
か
特
に
何
も
言
お
う
と
は
し
な
い

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
調
子
よ
く
敵
を
殲
滅
し
て
い
た
は
ず
の
ラ
ン
が
何
故
か
敵
に
囲
ま

れ
始
め
た

わ

ち

敵
が
多
す
ぎ
る

 
だ
が
ラ
ン
よ
り
も
敵
を
倒
す
の
が

く
見
え
る
ハ
チ
マ
ン
は
ま

た
く
危
な
げ
な
く
戦

て

い
るな

何
で

分
か
ら
な
い
の
か

お
前
は
と
に
か
く
敵
を
倒
そ
う
と
し
す
ぎ
だ

も

と

り
を
見
て

夫
し
ろ

 
敵
を
倒
す
だ
け
が
戦
い
じ

な
い
ん
だ
ぞ

レ
ヴ

ち

と
ラ
ン
と
代
わ

て
や

て
く

れ
あ
い
よ

 
そ
し
て
ラ
ン
は
一

後
ろ
に
下
が
り
そ
ん
な
ラ
ン
に
モ
エ
カ
が
飲
み
物
を
差
し
出
し
て
き
た

は
い

あ

あ
り
が
と
う
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少
し
休
ん
で

あ
の
二
人
の
闘
い
方
を
よ
く
見
て
お
い
て

う

う
ん

分
か

た

 
モ
エ
カ
に
そ
う
言
わ
れ
る
ま
ま
に
二
人
の
戦
い
を
見
て
い
た
ラ
ン
は
色
々
な
事
に
気
付
か
さ

せ
ら
れ
た

そ

か

た
だ
敵
を
倒
す
だ
け
じ

目
な
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
と
レ
ヴ

は

敵
の
足
に
ダ
メ

ジ
を

え
て
移
動
能
力
を

い

 
わ
ざ
と
そ
の
場
に
残
し
て
後
続
の
敵
の
移
動
を

害
し
た
り

 
敵
を

て
後
ろ
の
敵
ご
と
転
ば
せ
た
り
と
常
に
囲
ま
れ
な
い
よ
う
に
気
を
配

て
い
る
よ

う
に
見
え
た

ど
う

何
か
掴
め
た

う
ん

も
う
大
丈
夫

行

て
く
る
ね

頑
張

て

 
そ
し
て
ラ
ン
は

走
り
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
叫
ん
だ

ハ
チ
マ
ン

も
う
大
丈
夫

交
代
交
代

俺
を
交
代
要
員
に
指
名
す
る
と
は
い
い
度
胸
だ

敵
に
抜
か
れ
る
な
よ
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任
せ
て

 
そ
し
て
再
び
戦
線
に

た
ラ
ン
は

 
今
度
は
ハ
チ
マ
ン
が
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ
る

度
に
は
安
定
し
た
戦
い
を

り
広
げ
て
い

た
ま
あ
と
り
あ
え
ず
は
合
格
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き

少
し
休
ん
だ
後
に
自
ら
も
戦
闘
に
参
加
し
て
敵
を
全
滅
さ
せ
た

 
そ
し
て
一
同
は
そ
の
ま
ま
近
く
に
あ
る
ビ
ル
へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
そ
も
そ
も
最
初
の
目
的
地
は
こ
の
ビ
ル
で
あ
り

 
そ
の
前
に
敵
が
多

存
在
し
て
い
た

戦
闘
に
な

た
と
ま
あ
そ
ん
な

な
の
で
あ
る

よ
し

と
り
あ
え
ず
目
的
は
達
成
か

し
ば
ら
く
は
安
全
だ
か
ら

少
し
こ
こ
で
休
も
う

 
い
く
ら
体
は
疲
れ
な
い
と
は
い
え

精
神
は
徐
々
に
疲
労
し
て
い
く
か
ら
な

だ
な

う
ん

 
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
は
元
気
そ
う
に
そ
う
答
え
た
が

 
ラ
ン
は
返
事
を
す
る
元
気
も
な
く

ぐ

た
り
と
そ
の
場
に
横
た
わ

て
い
た
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向
け
に
な

て
い
る

そ
の
豊
か
な
胸
が
か
な
り
ア
ピ

ル
さ
れ
て
い
た
が

 
そ
の
事
に
対
し
て
の
反
応
を
ハ
チ
マ
ン
に
確
認
す
る
事
も
出
来
な
い
く
ら
い
疲
労
し
て
い
る
よ

う
だお

嬢

大
丈
夫
か

 
そ
の
レ
ヴ

の
呼
び
か
け
に

ラ
ン
よ
り
先
に
ハ
チ
マ
ン
が
こ
う
答
え
た

別
に
大
丈
夫
だ
ろ

こ
う
見
え
て

こ
い
つ
は
か
な
り
タ
フ
だ
か
ら
な

大
丈
夫
な
の
は
確
か
だ
け
ど
戦
闘
し
な
が
ら

を
使
う
事
に
慣
れ
て
な
い
か
ら

が
ひ
ど

い
わ自

分
の

点
が
分
か

て
良
か

た
じ

な
い
か

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

こ
こ
ま
で

が
疲
れ
る
な
ん
て
思

て
な
か

た
わ
よ

 
そ
う
苦
し
そ
う
に
言
う
ラ
ン
に

レ
ヴ

は

静
な
顔
で
こ
う
言

た

多
対
一
の
戦
闘
の
時
は

必
須
の
技
能
だ

お
嬢

う
ん

そ
れ
は
納
得
し
た

で
も
正
直
ゲ

ム
で
こ
ん
な
に
疲
れ
た
の
は
初
め
て
よ

ま
あ
他
の
奴
ら
は
も

と
気
楽
に
遊
ん
で
る
と
思
う
け
ど
な

そ
う
よ
ね

さ
す
が
は
現
時
点
で
の
最
高
難
易
度
と
言
う
べ
き
な
の
か
し
ら



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
こ
ん
な
の
が
普
通
だ

た
ら
み
ん
な
と

く
に
や
め
て
る
と
思
う

今
の
と
こ
ろ
は
こ
の
ス
テ

ジ
ま
で
た
ど
り
着
い
て
い
る
の
は
俺
達
だ
け
ら
し
い
が

 
特

目
当
て
で
頑
張

て
み
る
か
と
思

て
る
奴
ら
も
結

い
る
み
た
い
だ
ぞ

あ
ら
そ
う
な
の

そ
う
ね

じ

く
り
時
間
を
か
け
て
頑
張
れ
ば
ま
あ
い
け
る
の
か
し
ら

ね 
そ
し
て
休

も
終
わ
り

一
同
は
と
り
あ
え
ず
ビ
ル
の
上
の

へ
と
向
か

た

 
そ
も
そ
も
こ
の
ビ
ル
を
目
指
し
た
理
由
は

 
ゴ

ル
が
ど
ち
ら
に
あ
る
の
か
高
い
所
か
ら
確
認
す
る

で
あ

た

お
う
お
う

凄
い

の

ン
ビ
が
い
や
が
る

こ
れ
は
多
分
本
来
は

夫
し
て

ン
ビ
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
進
む
ス
テ

ジ
な
ん
だ
ろ

う
よあ

た

ゴ

ル
は
北

お

そ
こ
ま
で
の
道
は
ど
ん
な
感
じ
だ

敵
は
確
か
に
多
い
け
ど

思

た
よ
り
開
け
て
る
み
た
い

で

そ
の
向
こ
う
は

ん

あ
れ
は
も
し
か
し
て
川
か

い
や

か
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
前
方
を
指
差
し
た

 
よ
く
見
え
な
い
が

道

い
の

地
に
船
が

ま

て
い
る
の
が
見
え
る

あ
の

模
の
船
だ
と
水
深
は
そ
れ
な
り
に
あ
り
そ
う
だ
な

確
か
に
そ
こ
そ
こ
あ
る
だ
ろ
う

よ
し

侵
入
ル

ト
は
あ
そ
こ
だ

ど
こ
か
で

を
手
に
入
れ
よ
う

中
ま
で
は
強
行
突
破
だ
な

こ
こ
の
地
下
の

場
に

何
台
か
使
え
そ
う
な

が
あ

た

お

そ
れ
じ

あ
地
下
に
行

て
み
る
か

 
ラ
ン
は
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
決
ま

て
い
く
そ
の
作
戦
に
口
も

め
ず

 
た
だ
他
の
者
の
後
を
つ
い
て
い
く
事
し
か
出
来
な
か

た

や
は
り
絶
対
的
に

験
が
足
り
て

い
な
い

 
そ
し
て
地
下
の

場
で

頑
丈
そ
う
な

を
チ

イ
ス
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
レ
ヴ

に

の

動
を
任
せ

突
然

り
返

て
ラ
ン
に
こ
う
言

た

よ
し
ラ
ン

お
前
が
運
転
し
ろ

え
え
え
え
え
え

私

免
許
と
か
持

て
な
い
わ
よ
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ゲ

ム
の
中
で
免
許
が
い
る
か
よ

そ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

レ

ス
ゲ

ム
も
や

た
事
が
あ
る

て
言

て
た
よ
な

ま
あ
大
丈
夫
だ

て

わ

分
か

た

マ
ニ

ア
ル
じ

な
け
れ
ば
何
と
か

 
そ
の
時
レ
ヴ

が

い
声
を
発
し
た

ボ
ス

燃
料
が
あ
ま
り
な
い

多
分
持

て

キ
ロ
だ

モ
エ
カ

ス
タ
ン
ド
は
確
か
北
東
だ

た
よ
な

少
し
方
向
は
ず
れ
る
け
ど

北
東
一
キ
ロ
先
に
あ
る

よ
し

そ
こ
で
補

い
や
強

だ
な

 
そ
の
や
り
取
り
に
ラ
ン
は
目
を
見
張

た

そ
ん
な
事
ま
で
覚
え
て
る
ん
だ

常
識
だ

ま
た
お
前
に
足
り
な
い
部
分
が
分
か

た
な

う
ん

 
ラ
ン
は
真
面
目
な
顔
で
そ
う
答
え
た

こ
こ
に
い
れ
ば
確
実
に
強
く
な
れ
る
と
い
う
思
い
を

い
た
の
だ
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ま
あ
と
り
あ
え
ず
や

て
み
ろ

失
敗
し
て
も
気
に
す
る
な

次
ま
た
頑
張
れ
ば
い
い
ん
だ

う
ん

今
は
自
分
に
出
来
る
事
を
精
一

や

て
み
る

 
そ
し
て
ラ
ン
の
運
転
で

一
同
は
目
的
地
を
目
指
し
て
動
き
始
め
た

 
ラ
ン
は
予
想
以
上
に
ス
ム

ズ
な
運
転
を
見
せ

ハ
チ
マ
ン
は
感
心
し
た
よ
う
に
言

た

中
々
や
る
じ

な
い
か

ま
あ
レ

ス
ゲ

ム
と
違

て

サ

キ

ト
を
走
る

じ

な
い
し
ね

 
そ
も
そ
も
そ
こ
ま
で
ス
ピ

ド
を
出
す
必
要
も
な
い
か
ら

お

見
え
て
き
た
な

あ
そ
こ
の
ス
タ
ン
ド
に
突

込
ん
で
く
れ

う
ん

 
ラ
ン
は
普
通
に
そ
う
答
え
た
が

ハ
チ
マ
ン
が

さ
せ
る

で
は
な
く
突

込
む

 
と
い
う
表
現
を
使

た
事
に
気
付
く
べ
き
で
あ

た

 
目
的
地
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
中
は

ン
ビ
で

れ
返

て
お
り

 
ラ
ン
は
小
さ
な

鳴
を
上
げ
る
事
に
な

た
か
ら
だ

大
丈
夫
だ

一
撃
で

を
破
壊
し
て
く
る
よ
う
な

ン
ビ
は
こ
こ
に
は
い
な
い

て
事
は

ど
こ
か
に
は
い
る
の
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お
う

前
に
遭
遇
し
た
ぞ

そ
ん
な
の
と
は
絶
対
や
り
合
い
た
く
な
い
わ

そ
れ
が
さ

き
見
え
た
ん
だ
よ
な

え
え
え
え
え
え
え

 
さ
す
が
の
ラ
ン
も

そ
の
言
葉
に
少
し
び
び

た
ら
し
い

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
間
に
も

ン
ビ
の
集
団
は
ど
ん
ど
ん
近
付
い
て
く
る

こ

こ
れ

て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

け
え全

部

け

り

了
解

 
ラ
ン
は
言
わ
れ
た
通
り
ス
タ
ン
ド
に
突

込
ん
だ

ハ
ン
ド
ル
を

る
手
に

な
感
触
が
伝
わ

る
よ
し

よ
く
や

た

い
い
突

込
み
方
だ

 
ラ
ン
は

こ
ん
な
に
嬉
し
く
な
い
褒
め
ら
れ
方
は
初
め
て
だ
と
思

た
が



 第７５７話  ランクミッション（開始）

 
そ
の
間
に
も

仲
間
達
は

自
必
要
な
行
動
を
行

て
い
た

う
し

出
番
だ
な

時
間
は

げ
て
五
分

分
か

た

頼
む

 
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
は
そ
う
言

て

の
上
に
乗
り

銃
を
乱
射
し
始
め
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

何
を
思

た
か
突
然
ラ
ン
の
足
の
間
に
手
を
突

込
ん
だ

え

や

こ

こ
ん
な
所
じ

う
う
ん

一

回

て
あ
り
か
も
だ
け
ど

 
初
め
て
は
や

ぱ
り
も

と
ム

ド
の
あ
る
所
の
方
が

う
る
さ
い
な

い
い
か

こ
こ
に

油
口
を
開
け
る
レ
バ

が
あ
る
か
ら
覚
え
て
お
け

 
ま
あ

の
種

に
よ

て
違
う
け
ど
な

あ

そ
う
い
う

今
は
妄
想
し
て
る
暇
は
ね
え

 
と
り
あ
え
ず
合
図
が
あ

た
ら
直
ぐ
に

を
ス
タ

ト
出
来
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
ん
だ

ぞ
わ

分
か

た
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

油
口
に
ノ
ズ
ル
を
突

込
み

油
を
始
め
た

 
き

ち
り
満
タ
ン
に
す
る
必
要
は
無
い

あ
る

度
で
ノ
ズ
ル
を
抜
い
た
の
は
ま
だ
分
か
る

が 
今
度
は
そ
こ
ら
中
に
ガ
ソ
リ
ン
を

い
て
い
く

え

え

よ
し

こ
ん
な
も
ん
だ
な

ま

ま
さ
か

 
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
意
図
を
何
と
な
く
悟
り

顔
を

く
し
た

 
丁
度
そ
の
時

の
屋

の
上
か
ら
レ
ヴ

の
声
が
し
た

ボ
ス

敵
の
集
団
が
接
近
中

多
分
あ
と
一
分
後
に
囲
ま
れ
る

分
か

た

ラ
ン

こ
の
ま
ま

を
ス
タ

ト
さ
せ
ろ

 
上
の
二
人
も
ル

フ
キ

リ
ア
が
あ
る
か
ら
落
ち
た
り
は
し
な
い

う

う
ん

 
そ
し
て
ラ
ン
は
思
い

き
り
ア
ク
セ
ル
を

み

そ
の
ま
ま

を
急
発
進
さ
せ
た

 
凄
ま
じ
い

が
か
か

た
が

誰
も
体
勢
を
崩
し
た
り
は
し
な
い
の
は
さ
す
が
で
あ
る
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二
人
と
も
中
に
入
れ

爆
破
す
る
ぞ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
屋

の
上
の
二
人
に
声
を

け
二
人
が
窓
か
ら
中
に
滑
り
こ
ん
だ

間

に 
先

い
た
ガ
ソ
リ
ン

ま
り
目

け
て
銃
を
発
射
し
た

ち

待

 
そ
の

間
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
大
爆
発
し

後
ろ
か
ら
凄
ま
じ
い
衝
撃
が
襲

て
き
た

う
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
の
爆
風
に
煽
ら
れ
た
ラ
ン
は
何
と
か

の
制
御
を
保
と
う
と
必
死
で
ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し

つ
つ

 
そ
う
女
の
子
に
あ
る
ま
じ
き
叫
び
声
を
上
げ
た

よ
し

今
の
で
追

手
が
い
な
く
な

た
な

ち

ち

と

危
な
い
じ

な
い

だ
が
何
と
か
な

た
じ

な
い
か

俺
は
お
前
の
ゲ

ム
の

は
信
頼
し
て
る
か
ら
な

う
 
ラ
ン
は
褒
め
て
も
ら

て
嬉
し
い
気
持
ち
と
抗
議
し
た
い
気
持
ち
の
間
で

ば
さ
み
に
あ
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た
が

 
何
か
言
お
う
と
す
る
前
に

ハ
チ
マ
ン
が
ラ
ン
に
こ
う
言

た

よ
し

次
は
あ
そ
こ
だ

こ
の
ま
ま
突

込
め

あ

あ
そ
こ

て

が

山

ん
で
る
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
は

問
の
よ
う
な

態
に
な

て
お
り

横
向
き
に
な

た

に

さ
れ
て
い
た

 
こ
の
ま
ま

を
走
ら
せ
て
も
と
て
も
突
破
出
来
る
よ
う
に
は
見
え
な
い

大
丈
夫

い
け
る
い
け
る

頼
む

お
嬢

私
達
の
事
は
気
に
し
な
い
で
い
い

で

で
も

絶
対
に
ア
ク
セ
ル
を
緩
め
る
な
よ

そ
の
ま
ま

そ
の
ま
ま
だ

う
 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
念
押
し
さ
れ
て
も

 
や
は
り
目
前
に

が
迫

て
く
る
と
い
う
の
は
や
は
り
怖
か

た
の
か

 
ア
イ
は
思
わ
ず

足
の
力
を
抜
い
て
し
ま
い
そ
う
に
な

た

戦
い
と
は
別
種
の
怖
さ
が
そ
こ



 第７５７話  ランクミッション（開始）

に
は
あ
る

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
が
そ
れ
を
フ

ロ

し
た

一
歩
間
違
え
ば
セ
ク
ハ
ラ
に
な

て
し
ま
う
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ラ
ン
の
気
配
を
察
知
し

ラ
ン
の
太
も
も
を
し

か
り
と
押
さ
え

 
ア
ク
セ
ル
か
ら
足
が
離
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
う
し
て
い
る
間
に

の

が
目
前
に
迫
り

ア
イ
は
再
び
絶
叫
を
上
げ
た

 
そ
し
て
一
同
の
乗
る

は
障
害
物
を
ぶ

飛
ば
し

そ
の
ま
ま

問
の
突
破
に
成
功
し
た

は

は

な

大
丈
夫
だ

た
だ
ろ

し

死
ぬ
か
と
思

た
わ

大
丈
夫
大
丈
夫

本
番
は
次
だ
か
ら
な

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
し
て
ラ
ン
は
こ
の
直
後
に

走
馬

と
い
う
言
葉
の
意
味
を
実
感
す
る
事
に
な
る



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
第
７
５
８
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

成
功

ハ
チ
マ
ン

そ
れ

て
ど
う
い
う

こ
の

り
は
道
が

い

し

か
り
前
を
見
て
い
ろ

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
分
か

て

え

 
そ
の
時
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
手
が
自
ら
の
胸
へ
と

び
て
く
る
の
が
見
え
た

大
混
乱
に

陥

た

 
あ
の
ハ
チ
マ
ン
が
自
分
の
胸
に
触
ろ
う
と
し
て
い
る

し
か
し
そ
れ
は
あ
り
え
な
い

 
で
も
実

に
手
が

び
て
き
て
い
る

一
体
何
が

こ

て
い
る
の

と
い

た
所
で
あ
ろ

う
かち

ち

と
ハ
チ
マ
ン

嬉
し
い
け
ど

嬉
し
い
け
ど

ん

窓
が
開
く
と
喜
ぶ
な
ん
て

お
前
に
は
特

な
性

で
も
あ
る
の
か

へ
 
そ
の
言
葉
通
り

ハ
チ
マ
ン
の
手
は

れ
る
ラ
ン
の
胸
の
前
を
素
通
り
し

 
窓
を
開
け
る
ス
イ

チ
へ
と
触
れ
た

そ
の
ま
ま
窓
が
大
き
く
開
け
放
た
れ
て
い
く



 第７５８話  ランクミッション（成功）

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
た
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
も
同
様
に
窓
を
開
け
た

え

と

何
で
窓
を

待

て
ろ

ま
だ
や
る
事
が
あ
る
か
ら

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

次
に
ラ
ン
の
下
半
身
の
方
に
手
を

ば
し
た

こ

今
度
こ
そ
騙
さ
れ
な
い
わ
よ

こ
れ
は
フ
リ

何
か
の
フ
リ
に
決
ま

て
る
わ

お
前
が
何
を
言

て
る
の
か
ま

た
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

平
然
と
し
た
顔
で
ラ
ン
の
お
腹
の

り
を
ま
さ
ぐ

た

ひ
 
さ
す
が
の
ラ
ン
も
そ
れ
に
は
驚
き

お
か
し
な
声
を
上
げ
る
事
に
な

た

な

な
な
な

 
だ
が
さ
す
が
の
ラ
ン
も
こ
の

況
で
ハ
チ
マ
ン
が
エ
ロ
い
行

に

ぶ
な
ど
と
は
思
わ
な
い

 
こ
う
し
て
実

に
触
ら
れ
て
い
て
も

そ
の
意
識
は
変
わ
ら
な
か

た

 
多
分
何
か
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

た
そ
の
直
後
に

 
パ
イ
ス
ラ

態
だ

た
ラ
ン
の
シ

ト
ベ
ル
ト
が
ス
ル

と
外
れ
た

あ

そ
う
い
う
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ラ
ン
は
そ
れ
で
納
得
し
て
し
ま
い
そ
の
行

に
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
深
く
考
え
な
か

た

 
と
い
う
か
考
え
る
余

が
な
か

た

再
び
前
方
に

問

と
い
う
か
バ
リ
ケ

ド
が
現

れ
た
か
ら
だ

あ

あ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
突
破
出
来
な
い
わ
よ
ね

あ
あ
そ
う
だ
な

さ
す
が
に
あ
れ
は
無
理
だ

 
で
も
ま
あ
最
初
か
ら
あ
そ
こ
を
突
破
す
る
つ
も
り
は
無
か

た
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
特
に
動
じ
た
様
子
も
な
く

々
と
そ
う
言

た

じ

じ

あ
ど
う
す
る
の

お
う
俺
が
合
図
し
た
ら
最
速
で
ハ
ン
ド
ル
を
思
い

き
り

に
き
れ

と
に
か
く
一
気
に

な
分
か

た

ね

え

 
ラ
ン
は
チ
ラ
リ
と

線
を
横
に
向
け
た

に
は
色
々
な
船
が

ん
で
い
る
の
が
見
え
る

 
要
す
る
に

に
は
道
な
ど
な
い

な
の
だ

あ
あ
の
ま
さ
か
と
は
思
う
ん
だ
け
ど
も
し
か
し
て
窓
を
開
け
て
シ

ト
ベ
ル
ト
を
外
し

た
の

て



 第７５８話  ランクミッション（成功）

あ
あ

そ
の
ま
さ
か
だ

今
か
ら

ご
と

に
向
け
て
ダ
イ
ブ
す
る

う

で
し

 
さ
す
が
の
ラ
ン
も

こ
れ
に
は
顔
面

白
で
あ

た

い
い
か
ラ
ン

正
面
を
見
て
み
ろ

遠
く
に

く
突
き
出
た

が
見
え
る
だ
ろ

う

う
ん

あ
れ
が

の

を
一
撃
で
破
壊
す
る
化
け
物
だ

正
式
な
名
前
は
知
ら
な
い
が

 
俺
達
は
あ
い
つ
の
事
を
ギ
ガ

ン
ビ
と
呼
ん
で
い
る

何
そ
れ

こ
こ
に
日
本
を
誕
生
さ
せ
る
つ
も
り
な
の

よ
く
知

て
る
な
お
前

そ
こ
で
質
問
だ

ド
ラ

ン
ビ
の
い
な
い
こ
の
世
界
で

 
あ
い
つ
に
こ
の
ま
ま
突

込
む
の
と

に
ダ
イ
ブ
す
る
の

ど

ち
が
マ
シ
だ
と
思
う

未
来
の
秘
密
道

に
頼

て
ば
か
り
じ

い
け
な
い
と
思
う
の

 
え

と

こ
の
ま
ま
正
面
が
い
い
と
思

よ
し

今
だ

に
ハ
ン
ド
ル
を
切
れ

あ

と

了
解

て

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
障
害
物
に
突

込
む
ノ
リ
で
ギ
ガ

ン
ビ
に
突

込
ん
だ
方
が
ま
し
だ
と
考
え
て
い
た
に
も
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関
わ
ら
ず

 
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
葉
に
反
射
的
に
手
が
動
き
思
い

き
り
ハ
ン
ド
ル
を

に
切

た 
直
後
に

は
ガ

ド
レ

ル
を
突
き
破

て

を
舞
い

 
ラ
ン
は
デ
ロ
リ
ア
ン

に
乗

た
ら
ど
ん
な
感
じ
が
す
る
の
か
実
感
し
た

き

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ヒ

ホ
楽
し
い

ま
る
で
ジ

ト
コ

ス
タ

だ
な

 
ラ
ン
の

に

か
れ
る
レ
ヴ

の
叫
び
と
モ
エ
カ
の

き

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の

静
な
言
葉
が
入

て
き
た

 
そ
の
直
後
に
ラ
ン
は

ハ
チ
マ
ン
に
し

か
り
と

き
締
め
ら
れ
た

ハ

ハ
チ
マ
ン

思
い

き
り
息
を

て
衝
撃
に
備
え
ろ
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そ
し
て
ラ
ン
は
言
わ
れ
た
通
り
に
大
き
く
息
を

い

そ
の
ま
ま

に

み

 
そ
の
十
分
後

一
同
は
ゴ

ル
近
く
の

に
這
い
上
が

た

げ
ほ

げ
ほ

ふ
う

や

と

か

思

た
よ
り
も
遠
か

た
な

女
だ
ら
け
の
水

大
会

て
か

服
が

け
て
る

こ
の
ゲ

ム

よ
く
出
来
て
る
ね

ま
あ
外
部
発
注
と
は
い
え
う
ち
の
製
品
だ
し
な

巨

三
人
組
の

れ

け
に
ち

と
は
反
応
し
た
ら
ど
う
な
の

言
い
方
が
お

さ
ん
く
さ
い
ぞ
ラ
ン

私
の
理
想
は
ち

い
悪
オ
ヤ
ジ
ギ

ル
だ
か
ら
別
に
い
い
の

ま
た
昭
和
か

 
そ
ん
な

い
ノ
リ
の
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
三
人
は

 
見
事
に
ゴ

ル
前
へ
の
シ

ト
カ

ト
に
成
功
し
た

 
だ
が
さ
す
が
に
そ
の
や
り
方
に
は
ラ
ン
か
ら
苦
情
が
出
た

て
か
ハ
チ
マ
ン

さ
す
が
に
あ
の
ダ
イ
ブ
は
い
き
な
り
す
ぎ
だ
か
ら
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最
初
に

が
あ
る

て
分
か

た
時
か
ら
予
想
し
と
け

て

そ
ん
な
の
分
か
る

な
い
じ

な
い

他
の
二
人
は
防
水
対

を
ち

ん
と
し
て
る
だ
ろ

ほ
れ

見
て
み
ろ

え
 
見
る
と
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
は

ビ
ニ

ル
の
よ
う
な
物
か
ら
銃
と

を
取
り
出
し
て
い
た

あ

あ
れ

も
し
か
し
て

こ
れ
は
想
定
の

囲
内
だ

て
奴

ん

ま
あ
こ
れ
く
ら
い
は
普
通
だ

お
嬢

こ
の
ゲ

ム
は
中

半

に
リ
ア
ル
だ
か
ら
対

は
必
要

モ
エ
モ
エ
の
説
明
が
微

に
ズ
レ
て
る
け
ど
で
も
ま
あ
分
か

た
ま
だ
ま
だ
私
は

か

た 
二
人
が
事
も
無
げ
に
そ
う
言

た

さ
す
が
の
ラ
ン
も

 
そ
れ
以
上
ハ
チ
マ
ン
に
抗
議
す
る
事
は
出
来
な
か

た
よ
う
だ

はほ
れ
ラ
ン

お
前
の
刀
だ

え

あ

あ
れ

そ
う
い
え
ば
私

て
ば
刀
を
ど
う
し
て
た

け



 第７５８話  ランクミッション（成功）

シ
フ
ト
レ
バ

の
横
に
置
い
て
あ

た
か
ら
な

 
さ
す
が
に
余

が
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
俺
が
持

て
き
た
ぞ

ど

ど
こ
に
そ
ん
な
余

が

あ

余

だ
ろ

事
前
に
窓
も
開
け
て
お
い
た
か
ら
水
中
で
の
脱
出
も
容
易
だ

た
し

 
息
も
大
き
く

て
お
い
た
か
ら
な

た

確
か
に
楽
だ

た
け
ど

う

自
分
の
未

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
わ

 
ラ
ン
は
そ
う
言
わ
れ

か
ら
の
脱
出
が
実
に
ス
ム

ズ
に
成
功
し
た
事
を
思
い
出
し
た

 
一
見
無
茶
に
見
え
て

実
は
ハ
チ
マ
ン
が
色
々
と
事
前
準
備
を
し
て
い
た
せ
い
で
あ
ろ
う

 
ラ
ン
は

そ
う
い
う
部
分
は
見

わ
な
け
れ
ば
と

め
て
思

た

さ
て

さ
す
が
の
ギ
ガ

ン
ビ
も
水
の
中
ま
で
は
追
い
か
け
て
こ
な
か

た
か
ら

 
こ
こ
か
ら
は
も
う

ル
ゲ
だ
が

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
ゴ

ル
ま
で
突
撃
す
る
と
す
る
か

多
分
近
く
ま
で
行
け
ば

ク
リ
ア
扱
い
に
な
る
は
ず

敵
も
全
部
ま
い
た
し

後
は
あ
そ
こ
に
い
る
何
匹
か
を

散
ら
せ
ば
そ
れ
で
終
わ
り
だ

お

終
わ
り

や

と
終
わ
り
な
の

ん

大
し
て
時
間
は
か
か

て
な
い
よ
な
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私
に
と

て
は
凄
く
⻑
か

た
わ
よ

 
さ
す
が
の
ラ
ン
も

か
な
り
へ
こ
た
れ
た
よ
う
に
そ
う
言
う
事
し
か
出
来
な
か

た

 
確
か
に
攻
略
速
度
は

い
の
だ
ろ
う
が

あ
ま
り
に
も
常
識
外
れ
す
ぎ
る
か
ら
だ

 

問
に
突

込
む
く
ら
い
は
と
も
か
く
ま
さ
か
そ
の
ま
ま
水
の
中
に
ダ
イ
ブ
す
る
事
に
な
る

と
は

 
さ
す
が
の
ラ
ン
も
想
像
す
ら
し
て
い
な
か

た

ね

い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
な
の

ん

そ
う
で
も
な
い
が

フ

ル
ド
マ

プ
は
こ
う
い
う
力
技
が
通
用
す
る
か
ら
な

 
自
然
と
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
な

今
日
は
い
つ
も
よ
り
も
シ
ン
プ
ル
で
良
か

た

ん

楽
だ

た

シ
ン
プ
ル
で
楽

こ
れ
が

 
ラ
ン
は

然
と
そ
う
言

た
が

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い

 
ま
だ
ス
テ

ジ
ク
リ
ア
に
は
な

て
お
ら
ず

最
後
の
仕
事
が
残

て
い
る

よ
し

突
撃
す
る
ぞ
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ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
で
そ
の
事
に
気
が
付
い
た
ラ
ン
は

 
最
後
の
力
を

り
絞

て
ハ
チ
マ
ン
の
後
に
続
い
た

こ
う
な

た
ら
と
こ
と
ん
や

て
や
る
わ
よ

お

元
気
だ
な
ラ
ン

だ
が
こ
こ
は
簡

に
抜
け
る
か
ら
な

え
 
そ
の
言
葉
通
り

ま
だ
敵
が
少
し
残

て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
素

く
ゴ

ル
ラ
イ
ン
に
入

た

間
に
ゴ

ル
の
ゲ

ト
が
開
き

 
外
か
ら
中
に
入

て
き
た
軍

が

ン
ビ
を
一

し
始
め
た

 
同
時
に
空
か
ら
爆
撃
機
ら
し
き
飛
行
機
が
突
入
し
て
き
て

街
に
爆
撃
を
開
始
し
た

お

終
わ

た

お
う

後
は
こ
の
ム

ビ

的
な
エ
ン
デ

ン
グ
の
見
物
だ

イ
エ

イ

楽
勝
楽
勝

こ
の

出
は

新

 
そ
し
て
ラ
ン
が

然
と
見
守
る
中

街
は

の
海
に
包
ま
れ
て
い

た
の
だ

た

う
わ

軍

と
ギ
ガ

ン
ビ
が
激
戦
を

り
広
げ
て
る
ぞ
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凄
え
な

な

ボ
ス

ど

ち
が
勝
つ
の
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

普
通
に
考
え
れ
ば
軍

だ
が

ん

抗
し
て
る

出
と
し
ち

て
る
よ
な

軍
の
人

頑
張

て

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
攻
略
は
終
わ
り

ラ
ン
は
一
つ
成
⻑
す
る
事
と
な

た



 第７５９話 鎌倉回想録

 
第
７
５
９
話
 
鎌
倉
回
想
録

 
ラ
ン
が
絶
叫
し
つ
つ

に
ダ
イ
ブ
し
て
い
た
そ
の

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
は

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
そ
れ
に
リ
ズ
ベ

ト
が
集
ま

て
三
人
で
の
ん
び
り
と
雑
談
を
し
て
い
た

ね

ア
ス
ナ

今
日
は
ハ
チ
マ
ン
は

え

と
ね

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

て
い
う
ゲ

ム
を
や

て
る
よ

ま
た
別
の
ゲ

ム
に
手
を
出
し
た
の

う
ん

何
か
最
初
は
イ
ベ
ン
ト
提

の

し
込
み
が
あ

た
か
ら

 
お

し
で
や

て
み
る
事
に
し
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど

意
外
と
面
白
か

た
み
た
い

 
今
は
レ
ヴ

と
萌
郁
さ
ん
と
三
人
で
チ

ム
を
組
ん
で
攻
略
し
て
る
ら
し
い
よ

ん

萌
郁

て
誰
だ

あ
 
ア
ス
ナ
は
キ
リ
ト
に
そ
う
問
わ
れ

内
心
で
し
ま

た
と
思

た

 
ア
ス
ナ
は
一

に
麻
衣
の
ロ
ケ
を
見
に
鎌
倉
に
行

た
事
も
あ
り
萌
郁
の
存
在
を
知

て
い

る
が
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他
人
に
話
し
て
い
い
か
ど
う
か
を
ハ
チ
マ
ン
か
ら

か
さ
れ
て
い
な
か

た
か
ら
で
あ
る

う

ん

い
や

言
い
に
く
い
な
ら
別
に

わ
な
い
ん
だ
が

う
う
ん

多
分
大
丈
夫

ハ
チ
マ
ン
君
は

 
他
の
人
に
言

ち

い
け
な
い
場
合
は
ち

ん
と
そ
う
言
う
か
ら

 
萌
郁
さ
ん
に
つ
い
て
何
も
言
わ
れ
て
な
い

て
事
は

 
私
が
い
い

て
判
断
し
た
ら
言

て
も
い
い

て
事
だ
と
思
う
の

ふ

ん

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ

う
ん

え

と
ね

キ
リ
ト
君
は
い
ず
れ
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社
す
る
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
し

 
リ
ズ
は
そ
の
奥
さ
ん
に
な
る
ん
だ
か
ら
教
え
て
お
く
け
ど

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
前
置
き
に

二
人
は
飲
ん
で
い
た
お
茶
を
思
い

き
り

き
出
し
た

な

な

な

ち

ち

と
ア
ス
ナ

い
き
な
り
何
を

 
こ
こ
で
ま
さ
か
の
ア
ス
ナ
の
天
然
が

で
あ
る

ん

私

何
か
変
な
事
を
言

た
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あい
や

何
で
も
な
い

 
二
人
は
そ
の
ア
ス
ナ
の
反
応
を
見
て

突

込
む
の
を
や
め
る
事
に
し
た

 
つ
ま
り
こ
う
い

た
事
は

よ
く
あ
る
事
な
の
で
あ
ろ
う

そ
う

え

と
そ
れ
で
ね

ソ
レ
イ
ユ
に
は

市
場
調
査
部

て
い
う
部

が
あ
る
の
ね

 
で
も
そ
の
実
態
は

じ

じ

ん

ル
ミ
ナ
ス

て
い
う

ソ
レ
イ
ユ
の
情
報
部

な
ん
だ
よ

じ

じ

ん

て

情
報
部

も
し
か
し
て
そ
れ

て
非
合
法
な
活
動
も

む
の

別
に
殺
人
と
か
し
て
る

じ

な
い
よ

過
去
の
事
は
知
ら
な
い
け
ど
さ

 
で
も
ま
あ
企
業
活
動
を
行
う
上
で
ど
う
し
て
も
避
け
て
通
れ
な
い
ト
ラ
ブ
ル

て
あ
る
よ
ね

暴
力
団
対
応
と
か
防

活
動
と
か
か

う
ん

そ
れ
と
法
に
触
れ
な
い

度
の
ス
パ
イ
活
動
と
か
な
の
か
な

よ
く
分
か
ら
な
い
や

な
る
ほ
ど

ま
あ
そ
う
い
う
部

も
企
業
に
は
必
要
か

や

ぱ
り
そ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
ね
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そ
れ
で
二
人
は
一
応
そ
の
事
に
つ
い
て
納
得
し
た

で
桐
生
萌
郁
さ
ん
は
そ
こ
の
部
員
で
表
向
き
は
ハ
チ
マ
ン
君
の
運
転
手
を
や

て
る

麗

な
人

 
そ
の
実
態
は

多
分
ハ
チ
マ
ン
君
の
懐
刀
だ
ね

な
る
ほ
ど

表
の
薔
薇

裏
の
桐
生
み
た
い
な
感
じ
か

何
そ
れ
格
好
い
い

 
ア
ス
ナ
は

き
な
が
ら
か
つ
て
萌
郁
と
一

に
行

た
鎌
倉
で
の
ロ
ケ
見
学
の
事
を
思
い
出

し
て
い
た

 
八
幡
君

八
幡

お
う
明
日
奈

理
央

今
日
は
お
め
か
し
て
き
た
な

よ
く
似
合

て
る
ぞ

え
へ
へ

あ
り
が
と
う

麻
衣
さ
ん
の
前
で

あ
ん
ま
り
恥
ず
か
し
い
格
好
は
し
た
く
な
か

た
か
ら

 
明
日
奈
は
ピ
ン
ク
に

い
白
の
ス
ト
ラ
イ
プ
の
入

た

シ

ツ
の
上
に
白
い
ジ

ケ

ト
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を

り

 

と
白
の
ギ
ン
ガ
ム
チ

ク
の
ミ
ニ
ス
カ

ト
に
黒
の
ス
ト

キ
ン
グ
と
い
う
服
装
で
あ

た 
理
央
は
黒
の
タ
ン
ク
ト

プ
の
上
に

緑
の
オ
フ
シ

ル
ダ

の
ト

プ
ス

 
そ
し
て
下
は

の
フ
レ
ア
ス
カ

ト
で
あ
る

の
露
出
を

え
め
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
理

央
ら
し
い
が

 
胸
が
ま

た
く

え
ら
れ
て
い
な
い
所
が
八
幡
的
に
は
困
り
物
で
あ

た

 
続
い
て
レ
ス
キ
ネ
ン
が
笑
顔
で
八
幡
の

を

ん

ん
と
叩
い
て
き
た

八
幡
君

今
日
は
オ
サ
ソ
イ
あ
り
が
と
う
ね

い
え
い
え
部
⻑

約
束
で
し
た
か
ら
ね

あ

ん

ど
う
か
し
た
か
い

あ
い
え
そ
う
い
え
ば
レ
ヴ

も
一

に
連
れ
て

て
や
る

て
前
に
約
束
し
た
よ
う
な
気

が
し
て

ほ
う
ほ
う

で
も
そ
の
ク
ル
マ
じ

六
人
は
乗
れ
な
い
ね

し
ま

た
な

ど
う
す
る
か
な
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そ
れ
じ

あ
私
が
バ
イ
ク
を
出
す

 
そ
の
時
後
ろ
に

え
て
い
た
萌
郁
が
八
幡
に
そ
う
提
案
し
て
き
た

 
今
日
の
萌
郁
は
デ
ニ
ム
パ
ン
ツ
に
白
の

シ

ツ

そ
し
て
ラ
イ
ダ

ジ

ケ

ト
と
い
う

格
好
だ

た

 
最
初
か
ら
自
分
が
バ
イ
ク
に
乗
る
事
を
想
定
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
た

そ
れ
は
助
か
る
が

い
い
の
か

い
い

私
が
バ
イ
ク
の
運
転
が
上
手
い
事
を
八
幡
君
に
見
せ
た
い
し

そ

そ
う
か

 
最
近
よ
く
見
せ
る
よ
う
に
な

た
こ
う
い
う
萌
郁
の
微

な
ア
ピ

ル
が
八
幡
は

い
で
は

な
か

た

 
以
前
は
ほ
と
ん
ど
感
情
を
見
せ
な
か

た
萌
郁
が

 
徐
々
に
人
間
味
を
取
り

し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
だ

萌
郁
さ
ん

格
好
い
い

 
そ
こ
で
横
か
ら
明
日
奈
が
八
幡
の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
見
な
が
ら
そ
う
言

て
き
た

 
ど
う
や
ら
八
幡
に
も
褒
め
ろ
と
言
い
た
い
ら
し
い
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萌
郁
の
可
愛
い
格
好
も
見
て
み
た
い
気
は
す
る
が

や

ぱ
り
そ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
の
が

 
美
人
の
萌
郁
に
は
よ
く
似
合
う
な

そ
う

 
萌
郁
は
一
言
だ
け
そ
う
言

て

り
向
い
て
し
ま

た
が

 
そ
の
顔
が

く

ま

て
い
た

明
日
奈
は
よ
く
や

た
と
い
う
風
に
八
幡
の
背
中
を

く

叩
き

 
そ
の
ま
ま
萌
郁
に
歩
み
寄

た

萌
郁
さ
ん

気
を
遣
わ
せ
ち

て
ご
め
ん
ね

 

し

な
さ
そ
う
に
そ
う
言
う
明
日
奈
に
対
し

萌
郁
は

く

を

り
な
が
ら
言

た

う
う
ん

一
応
保
険
の
つ
も
り
だ

た
し

バ
イ
ク
の
運
転
は
好
き
だ
か
ら

 
そ
の
会
話
に
横
か
ら
理
央
が
加
わ

た

凄
い
な

格
好
い
い
よ
ね

私
は
そ
う
い
う
の
苦
手
だ
か
ら

練

す
れ
ば
き

と
出
来
る

か
な

ま
あ
私
が
免
許
を
と
る
と
し
た
ら

の
方
だ
ろ
う
け
ど

 
今
度
時
間
が
出
来
た
ら
チ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
か
な
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う
ん

乗
り
物
を
自
由
に
操
る
の
は
き

と
楽
し
い

 
萌
郁
は
無
表
情
な
が
ら
も

微

に
口
の

を
持
ち
上
げ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
笑
顔
を

か
べ
て
い
る
ら
し
い

事
前
に
八
幡
に
言
い

め
ら
れ
て
い
た
の
か

 
明
日
奈
も
理
央
も
萌
郁
の
感
情
が
薄
い
事
は
理
解
し
て
お
り

 
逆
に
そ
の
事
で

そ
の
萌
郁
の
表
情
の
変
化
に
気
が
付
く
事
が
出
来
た

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

笑
顔
で
萌
郁
の
手
を

た

楽
し
い
一
日
に
し
よ
う
ね

萌
郁
さ
ん

案
内
は
私
に
任
せ
て

う

う
ん

 
萌
郁
は
そ
う
言

て
再
び
顔
を

く
し
八
幡
と
レ
ス
キ
ネ
ン
は
そ
れ
を
見
て
う
ん
う
ん
と

い
た

仲
ヨ
キ
事
は
美
し
き
か
な

だ

た
か
な

そ
う
で
す
ね

い
い
と
思
い
ま
す

お

い
ボ
ス

 
そ
こ
に
レ
ヴ

カ
が

露
出
は
激
し
い
が
動
き
や
す
そ
う
な
格
好
で
現
れ
た
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白
の
へ
そ
出
し
ト

プ
ス
の
上
に
若

サ
イ
ズ
が
大
き
め
な
黒
の

シ

ツ
を

り

 
下
は
シ

ト
デ
ニ
ム
パ
ン
ツ
と
い
う
服
装
で
あ
る

 
実
は
こ
れ
は

陽
乃
の
私
服
を

り
た
も
の
で
あ

た

 

シ

ツ
が
大
き
め
な
の
は

そ
の
懐
に
い
つ
も
通
り
銃
を
吊

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う

 
ち
な
み
に
レ
ヴ

カ
は
嘉
納
の
伝
手
で
シ

ク
レ

ト
・
サ

ビ
ス
に

ず
る
扱
い
を
受

け
て
い
る

 
銃
の
所
持
を
許
可
さ
れ
て
い
る
の
で
特
に
問
題
は
な
い

ボ
ス

い
き
な
り
だ

た
か
ら
待
た
せ
ち
ま

た
な

い
や

こ

ち
こ
そ
悪
い

約
束
の
事
を
す

か
り
忘
れ
て
て
な

 
急
な
話
に
な

ち
ま

て
本
当
に
す
ま
ん

こ
れ
か
ら
楽
し
い
お
出
か
け
な
ん
だ

そ
れ
く
ら
い
別
に
い
い

て

 
そ
の
時
明
日
奈
が
八
幡
の
お
し
り
を
つ
ね

た

何
す
る
ん
だ
よ
明
日
奈

八
幡
君

女
の
子
が
お
し

れ
し
て
い
る
時
は

 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

即
座
に
レ
ヴ

カ
の
格
好
を
褒
め
た
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レ
ヴ

の
私
服

て
珍
し
い
よ
な

 
や

ぱ
り
ス
タ
イ
ル
が
い
い
と

そ
う
い
う
格
好
が
似
合
う
ん
だ
な

お
う

サ
ン
キ

な

ボ
ス

 
珍
し
く

を
少
し

く
し
な
が
ら
レ
ヴ

カ
が
そ
う
言

た

う
ん

よ
ろ
し
い

何
度
も
フ

ロ

あ
り
が
と
な

明
日
奈

い
え
い
え

 
そ
し
て
萌
郁
は
バ
イ
ク
に

り

他
の
者
は
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ

そ
れ
じ

あ
出
発
だ

 
一
行
は
そ
の
ま
ま
の
ん
び
り
と
鎌
倉
を
目
指
し

無
事
に

影
現
場
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
こ
こ
か

あ

八
幡
さ
ん

 
そ
ん
な
一
行
を
丁
度
休

し
て
い
た
の
か
に
こ
や
か
に
他
の
者
と
会
話
し
て
い
た
麻
衣
が

見
付
け
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嬉
し
そ
う
に
こ
ち
ら
へ
と
走

て
き
た

麻
衣
さ
ん

今
日
は
押
し
か
け
ち

て
す
み
ま
せ
ん

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

今
監
督
に
紹
介
し
ま
す
ね

 
そ
の
言
葉
に
他
の
ス
タ

フ
は
驚
い
た

 
こ
れ
ま
で
に
も
知
り
合
い
ら
し
き
業
界
の
人
間
は
何
人
か
訪
れ
て
い
た
が

 
麻
衣
が
監
督
に
紹
介
す
る
と
言

た
の
は
八
幡
だ
け
だ

た
か
ら
だ

 
し
か
も
八
幡
の
見
た
目
は
若
く

と
て
も
大
物
に
は
見
え
な
い

監
督

ん

何
か
あ

た
の
か
い

え

と

紹
介
し
た
い
人
が
い
ま
し
て

そ
れ
は
珍
し
い
ね

こ
ち
ら
は

ソ
レ
イ
ユ
の
比
企
谷
八
幡
さ
ん
で
す

私
が
凄
く
お
世
話
に
な

て
る
ん
で
す
よ

比
企
谷
で
す

今
日
は
見
学
を
許
し
て

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
は
ご
丁

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

必
ず
い
い
映
画
に
し
て
み
せ
ま
す
の
で

 
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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は
い

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
ね

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

影
の
見
学
を
し

 
麻
衣
の

技
力
を
見
て

こ
の
映
画
は
成
功
間
違
い
な
し
と
思

た
一
行
は

 
理
央
の
案
内
で
鎌
倉
の
色
々
な
観
光
ス
ポ

ト
を
回

た
後

食
事
を
と
る
事
に
し
た

 
そ
の
店
で
の
事
で
あ
る

う
わ

紅
葉
が

麗
だ
ね

お
お

ま
だ
少
し

い
け
ど

も
う
す

か
り
秋

て
感
じ
だ
な

ワ
オ

ビ

テ

フ
ル

エ
ク
セ
レ
ン
ト

レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑

気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
け
ど
落
ち
着
い
て

 
丁
度
そ
の
時
同
じ
よ
う
に
窓
の
外
を
見
て
い
た
萌
郁
が
突
然
八
幡
に
ひ
そ
ひ
そ
と
こ
う

い

て
き
た

八
幡
君

あ
れ

ん

あ
れ
は

ま
さ
か
重
村
教

か

隣
に
い
る
奴
の
顔
は
よ
く
見
え
な
い
が

 
八
幡
は
顔
を
確
認
出
来
な
か

た
が

そ
れ
は
ノ

チ
ラ
ス
こ
と
後

二
で
あ

た

こ
ん
な
所
で
見
か
け
る
な
ん
て

偶
然
も
あ
る
も
ん
だ
な
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う
ん

 
実
は
こ
の
時
二
人
は

近
く
の
病
院
で
眠
る
ユ
ナ
こ
と
重
村

那
の
所
へ
と
向
か
う
最
中
で

あ

た

 
そ
の
事
を
八
幡
が
知

て
い
た
ら

後
先
考
え
ず
に
店
を
飛
び
出
し
て
い
た
事
で
あ
ろ
う

 
だ
が
ノ

チ
ラ
ス
の
顔
を
確
認
出
来
な
か

た

八
幡
は
動
か
な
か

た

 
八
幡
が
そ
の
病
院
に
た
ど
り
着
く
の
は
か
な
り
先
の
事
と
な
る

引
き
続
き

教

の
動
向
に
つ
い
て
は
調
べ
て
お
い
て
く
れ
な

う
ん

 
重
村
教

に
つ
い
て
の
話
は
そ
こ
で
終
わ
り

食
事
を
終
え
た
後

店
を
出
た
一
同
は

 
再
び
色
々
な
ス
ポ

ト
を
回

た
後
に
帰
路
に
つ
い
た

 
そ
れ
が
ア
ス
ナ
が
知
る

少
し
前
の
鎌
倉
で
の
出
来
事
で
あ

た

 
ア
ス
ナ

ア
ス
ナ

あ

う

う
ん

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
呼
び
か
け
る
リ
ズ
ベ

ト
の
声
で
我
に
返

た
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ど
う
し
た
の

何
か
心
配
事

う
う
ん
萌
郁
さ
ん
達
と
麻
衣
さ
ん
の
映
画
の

影
現
場
に
見
学
に
い

た
時
の
事
を
思
い

出
し
て
た

え

麻
衣
さ
ん

て
も
し
か
し
て

ア
サ
ギ
さ
ん
の
事

う
ん

う
わ

ま
し
い

私
も
行
き
た
か

た
な

ご
め
ん
ね

私
も
ハ
チ
マ
ン
君
に
突
然
言
わ
れ
た
か
ら
さ

そ

か
今
度
そ
う
い
う
機
会
が
あ

た
ら
誘

て
く
れ
る
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
頼
ん
ど
こ

と
う
ん

そ
う
だ
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

何
と
な
く
外
の
景
色
を

め
た

 
そ
こ
は
い
つ
も
の
景
色
と
は
違
い

遠
く
に
見
え
る
森
が

く
燃
え
る
よ
う
で
あ

た

あ
 
そ
れ
で
ア
ス
ナ
は
と
あ
る
事
実
に
思
い
当
た

た

ん

ど
う
し
た
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今
日
か
ら
こ
の
二
十
二
層
が

秋
モ

ド
に
な
る
ん
じ

な
か

た

け

秋
モ

ド

あ
あ

そ
う
い
え
ば
確
か
に

あ
あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
の

裏
に

鎌
倉
で
見
た
見
事
な
紅
葉
の
風
景
が

か
び
上
が

た

ね

せ

か
く
だ
か
ら

み
ん
な
で
紅
葉
を
見
に
行
か
な
い

お

そ
れ
は
い
い
な

二
十
二
層
の
奥
の
方

ど
ん
な
感
じ
に
な

て
る
ん
だ
ろ
う
ね

興
味
が
あ
る
よ
ね

よ
し

当
で
も
準
備
し
て

ピ
ク
ニ

ク
と
し

れ
こ
む
か

そ
れ
じ

あ

速
準
備
す
る
ね

ご
め
ん
キ
ズ
メ
ル

ち

と
手
伝

て

 
こ
う
し
て
三
人
は

ピ
ク
ニ

ク
に
出
か
け
る
事
に
し
た
の
だ

た
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第
７
６
０
話
 
甲
斐
性
を
見
せ
な
さ
い

 
ラ
ン
が
い
な
く
な

た
後
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
街
で
ひ
た
す
ら
情
報
収
集
を
行

て

い
た

 
こ
れ
は
別
に
確

た
る
目
的
が
あ

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く

 
他
な
ら
ぬ
ユ
ウ
キ
が

ま

た
く
指

を
出
せ
な
い

態
だ

た
か
ら
で
あ

た

ユ
ウ
キ

今
日
は
ど
う
す
る

う
ん

何
か
や
り
た
い
事
が
あ
る
な
ら
何
で
も
付
き
合
う

う
ん

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
だ
ね

参

た
な

う
ん

今
後
の

に
も

層
の
街
が
ど
う
な

て
る
か
徹

的
に
調
べ
て
み
る
の
も
い
い
か
も
ね

う
ん

 
万
事
が
こ
ん
な
感
じ
で
あ
り

一
同
は
い

そ
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ハ
チ
マ
ン
に
相
談
す
る
の
も
ア
リ
じ

な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な

て
い
た

い
つ
も
こ
う
い
う
時
に
相
談
に
乗

て
く
れ
る
ラ
ン
が
い
な
い
ん
だ
し

 
他
に
何
か
相
談
出
来
る
よ
う
な
知
り
合
い

て

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
く
ら
い
し
か
い
な
い
の
よ

ね
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ノ
リ
に
は

い
か
ら
な

ふ
ふ
ん

ま
し
い
で
し

も
し
く
は
相
談
す
る
な
ら
お
ば
ば
様
と
か
か

可
能
な
ら
そ
う
し
た
い
で
す
け
ど
最
近
ち

と
も
ロ
グ
イ
ン
し
て
な
い
み
た
い
な
ん
で
す
よ

ね
そ

か

そ
れ
じ

あ
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
誰
か
は

う

ん

相
談
相
手
に
は
向
い
て
な
い
気
が
し
て
な
ら
な
い

じ

あ
後
は

ユ
キ
ノ
さ
ん
と
か

正
妻
様
か

う
ん

ア
リ
だ
な

と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
か
ユ
キ
ノ
さ
ん
か
お
ば
ば
様
を
見
つ
け
た
ら
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連

を
取
り
合

て
ど
こ
か
に
集
合
な

 
仲
間
達
の
そ
ん
な
会
話
に
ま

た
く
反
応
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か

た
が

 
そ
の
時
の
そ
り
と
ユ
ウ
キ
が
立
ち
上
が

た

ユ
ウ
キ

出
か
け
る
の
か

う
ん
こ
の
ま
ま
じ

目
だ
と
思
う
か
ら
ち

と
ど
こ
か
で

を

や
し
て
く
る

 
そ
の
若

前
向
き
な
言
葉
に
一
同
は
少
し
安
心
し
た
が

 
そ
れ
で
も
今
の

態
の
ま
ま
お
か
し
な
場
所
に
行
か
せ
る

に
は
い
か
な
い
と
思

た
の
か

 
シ
ウ
ネ

が
気
を
利
か
せ
て
ユ
ウ
キ
に
こ
う
声
を
か
け
た

そ
れ
な
ら
二
十
二
層
が
お

め
で
す

あ
そ
こ
は
敵
も
出
ま
せ
ん
し

 
景
色
も
と
て
も

麗
な
の
で

散
歩
に
は
も

て
こ
い
で
す
か
ら

 
ち
な
み
に
こ
の
セ
リ
フ
が
出
た
の
は
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な
く

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
が
あ
る
二
十
二
層
な
ら
ば

 
も
し
か
し
た
ら
ユ
ウ
キ
が
直
接
ハ
チ
マ
ン
か
ユ
キ
ノ
と
遭
遇
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と

 
シ
ウ
ネ

が
期
待
し
た
せ
い
も
あ

た



 第７６０話 甲斐性を見せなさい

そ

か

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
う
し
て
み
る

あ
り
が
と
う
シ
ウ
ネ

は
い

お
気
を
つ
け
て

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
が
去

た
後

一
同
は
深
い
た
め
息
を
つ
い
た

重

だ
な

ま
あ
多
少
は
気
持
ち
が
前
向
き
に
な

た
よ
う
に
感
じ
な
か

た

こ
れ
で
復
活
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
な

今
日

目
だ

た
ら
ど
う
す
る

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
か
に
相
談
す
る
前
に

 
俺
達
か
ら
発
破
を
か
け
る
か

で
も
出
来
れ
ば
自
分
の
力
だ
け
で
立
ち
上
が

て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
よ
ね

確
か
に
そ
う
だ
ね

ま
あ
ユ
ウ
キ
が
帰

て
き
た
時
の
反
応
を
見
て

め
て
相
談
し
よ
う

だ
な

と
り
あ
え
ず
こ

ち
は
こ

ち
で
戦
闘
メ
イ
ン
の
活
動
に

る
前
に

 
色
々
と
情
報
を
集
め
て
お
こ
う

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
復
活
し
た
時
に

 
ど
ん
な
指

が
出
て
も
直
ぐ
に
動
け
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
か
な
い
と
だ
わ
ね

よ
し

ボ
ク
達
も
行
き
ま
す
か
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残
さ
れ
た
五
人
は
そ
う
張
り
切

た
声
を
上
げ

方
々
に
散

て
い

た

 
ラ
ン
の
不
在
と
ユ
ウ
キ
の
不
調
を
受
け
自
分
達
が
何
と
か
し
な
い
と
と
結
束
し
た
五
人
の
士

気
は
高
い

  
さ
て
そ
の

仲
良
く

当
を
作

て
い
た
ア
ス
ナ
と
リ
ズ
ベ

ト
そ
れ
に
キ
ズ
メ
ル
は
料

理
を
終
え

 
味
見
役
を

せ
つ
か

て
い
た
キ
リ
ト
と
共
に

い
ざ
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
た

準
備
完
了

普
通
の
格
好
で
い
い
よ
ね

こ
ん
な
日
に
戦
闘
す
る
つ
も
り
も
な
い
し

そ
れ
で
い
い
と
思
う

さ
て

出
発
す
る
か

あ

そ
う
だ

キ
ズ
メ
ル
も
一

に
行
か
な
い

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

当
然
他
の
者
も
そ
れ
に

成
で
あ
る

し
か
し
私
に
は
こ
こ
を
守
る
と
い
う
仕
事
が

別
に
義

じ

な
い
ん
だ
か
ら
そ
う

を
張
る
な

て

確
か
に
そ
う
だ
が



 第７６０話 甲斐性を見せなさい

大
丈
夫
だ

て

ハ
チ
マ
ン
は
絶
対
に

た
り
し
な
い
か
ら

 
む
し
ろ
キ
ズ
メ
ル
が
一

に
紅
葉
を
見
た
な
ん
て

い
た
ら

凄
く
喜
ぶ
と
思
う
ぞ

む

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
私
も
共
に
行
く
と
し
よ
う

 
こ
う
し
て
四
人
は
連
れ
立

て
散
歩
に
向
か
う
事
と
な

た

 
そ
の
道
中
で

話
は
再
び

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
話
題
に
移

た

と
こ
ろ
で
ア
ス
ナ
は

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

て
の
は
や
ら
な
い
の

う
う
ん

そ
の
う
ち
み
ん
な
で
や
り
た
い
な

て
気
は
あ
る
よ

 
で
も
ま
あ
今
は
ハ
チ
マ
ン
君
達
が
熱
心
に
攻
略
し
て
る
み
た
い
だ
か
ら

 
そ

ち
が
落
ち
着
い
た
ら
か
な

て
思

て
る
け
ど
ね

み

み
ん
な

そ

そ
う

み
ん
な

み
ん
な
ね

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
に
リ
ズ
ベ

ト
は
や
や
顔
を

く
し
た

 
そ
れ
も
そ
の
は
ず

リ
ズ
ベ

ト
は
普
通
に

ン
ビ
と
か
が
苦
手
な
の
で
あ
る

ア

ア
ス
ナ
は
そ
の

ン
ビ
と
か
平
気
な
ん
だ

け

確
か
オ
バ
ケ
は
大
の
苦
手
だ
よ
ね

あ

う
ん

オ
バ
ケ
み
た
い
に
実
体
が
無
い
の
は
苦
手
だ
よ
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で
も
ま
あ

ン
ビ
み
た
い
な
モ
ン
ス
タ

い
の
は
別
に
大
丈
夫

そ

そ
う

 
そ
の
リ
ズ
ベ

ト
の
態
度
を
見
て

さ
す
が
の
ア
ス
ナ
も
事
情
を
察
し
た
ら
し
い

ま
あ
大
丈
夫
だ
よ

希
望
者
を

る
感
じ
に
な
る
と
思
う
し

あ

う

う
ん

そ
う
だ
よ
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
の
言
葉
に
ホ

と
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

 
そ
の
時
キ
リ
ト
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
二
人
に
横
か
ら
話
し
か
け
て
き
た

そ
う
い
え
ば
み
ん
な
が
料
理
を
し
て
い
る
時
に
ち

と
調
べ
た
ん
だ
け
ど

 

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

て

開
発
は
レ
ク
ト
の
運

は
ソ
レ
イ
ユ
な
の
な

えあ

そ
う
だ

た
ん
だ

で
も
他
社
の
ス
ポ
ン
サ

が

山
つ
い
て
る
ん
だ
よ
な

 
ど
う
や
ら
達
成
度
に
応
じ
て

い
物
に
使
え
る
ク

ポ
ン
と
か
を
く
れ
る
ら
し
い

う
ん

そ
れ
も
今
説
明
し
よ
う
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

 
ハ
チ
マ
ン
君
が
そ
う
い
う
ク

ポ
ン
を

山
持

て
て
ね
最
近
色
々
と
連
れ
て

て
く
れ
る
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ん
だ
よ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
も
ア
ス
ナ
も
基
本
は
お
金
持
ち
の
は
ず
な
の
だ
が

 
や
は
り
そ
う
い

た
楽
し
み
は

ま
た
別
物
の
よ
う
だ

そ

そ
う
な
の

う
ん

あ

後

ゲ

ム
内
に
も
ア
ン
テ
ナ
シ

プ
的
な
お
店
が
た
く
さ
ん
あ

て

 
そ
こ
で
直
接
注
文
を
す
る
事
も
出
来
る
み
た
い
だ
ね

へ

完
全
な
ス
ポ
ン
サ

連
動
型
な
ん
だ

誰
が
考
え
た
ん
だ
ろ
う
ね

姉
さ
ん
か
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
リ
ズ
ベ

ト
の
方
に

り
返

た
が

 
リ
ズ
ベ

ト
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
な
が
ら

何
か
考
え
て
い
る
よ
う
だ

た

リ
ズ

あ

う
う
ん

何
で
も
な
い

気
に
し
な
い
で

あ

う
ん

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
が
キ
ズ
メ
ル
に
話
し
か
け
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

て

 
リ
ズ
ベ

ト
は
キ
リ
ト
を
ぐ
い

と
自
分
の
方
に
引
き
寄
せ
た
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キ
リ
ト

な

何
だ
よ

分
か

て
る
わ
よ
ね

へ

私
が
ホ
ラ

映
画
と
か
苦
手
な
の

当
然
知

て
る
わ
よ
ね

 
そ
れ
じ

あ
私
が
何
を
言
い
た
い
か
も
分
か
る
わ
よ
ね

彼
氏
な
ん
だ
か
ら

え

あ

お

お
う

分
か

た

そ
れ
じ

あ

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
は
や
ら
な
い
方
向

で 
キ
リ
ト
が
そ
う
言

た

間
に

リ
ズ
ベ

ト
は
キ
リ
ト
の
背
中
を
バ
シ

と
叩
い
た

な

何
だ
よ

あ
ん
た
は
や
り
な
さ
い

へあ
ん
た
も
ハ
チ
マ
ン
を
見

て

た
ま
に
は
男
の
甲
斐
性

て
も
の
を
見
せ
な
さ
い

あ

そ
う
い
う
事
か

 
そ
れ
で
さ
す
が
の
キ
リ
ト
も
リ
ズ
ベ

ト
が
言
い
た
い
事
を
理
解
し
た
よ
う
だ
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わ

分
か

た

今
度
や

て
み
る
わ

頼
ん
だ
わ
よ

 
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
う
言

て
キ
リ
ト
を
じ

と

み

 
キ
リ
ト
は
後
で
ハ
チ
マ
ン
に

し
い
話
を

こ
う
と
心
に

た

あ

見
て
見
て

こ
の

り
の
景
色

凄
く
な
い

こ
れ
は
確
か
に
美
し
い
な

あ
の
緑

れ
て
い
た
森
が

今
は
燃
え
る
よ
う
だ

 
そ
の
ア
ス
ナ
と
キ
ズ
メ
ル
の
言
葉
で
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
も
思
わ
ず
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

う
わ

凄
い
ね

お
お

ど
こ
か
の
観
光
地
み
た
い
だ
な

 
秋
モ

ド
の
実
装
当
日
と
い
う
事
も
あ
り

ま
だ

囲
に
は
人
の

は
見
え
な
い

こ
こ
ま
で

麗
だ
と
は
思

て
な
か

た
わ
ね

ま
だ
そ
れ
ほ
ど
移
動
し
て
な
い
し

今
か
ら
で
も
シ
リ
カ
ち

ん
を
呼
ぼ

か

あ
そ
う
だ
ね
そ
れ
じ

あ
私
も
お
花
摘
み
に
行
き
た
い
し
そ
の
時
つ
い
で
に

い
て
み

る
あ

悪
い

そ
れ
じ

あ
つ
い
で
に
俺
も
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う
ん
分
か

た

キ
ズ
メ
ル
と
二
人
で
待

て
る
ね

ご
め
ん
ね
ア
ス
ナ

う
う
ん

シ
リ
カ
ち

ん
へ
の
連

は
お
願
い
ね

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
の
ま
ま
そ
の
場
に

を
下
ろ
し

 
そ
の
場
に
は
魂
の
抜
け
た
二
人
の
体
だ
け
が
残

た

そ
う
い
え
ば
こ
の
近
く
に

シ
を
釣

た
川
が
あ
る
ん
だ

た

け

そ
れ
な
ら
あ
の
川
じ

な
い
か

 
キ
ズ
メ
ル
が
遠
く
を
指
差
し

ア
ス
ナ
は
目
を

め
て
そ
ち
ら
を
見
た

あ

多
分
あ
そ
こ
か
な

あ
れ

あ
ん
な
と
こ
ろ
に
人
が
い
る

 
横
に
な

て
ジ
タ
バ
タ
し
て
る
け
ど

何
し
て
る
ん
だ
ろ

 
見
る
と
川
べ
り
に
は

確
か
に
プ
レ
イ
ヤ

が
一
人
い
た

 
遠
く
か
ら
見
る
感
じ

女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
よ
う
だ

う

ん

 
ア
ス
ナ
が
そ
ち
ら
を
ち

こ
ち

こ
と
気
に
す
る
様
子
を
見
せ
た
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キ
ズ
メ
ル
が
気
を
利
か
せ
て
ア
ス
ナ
に
言

た

遠
く
て
ど
ん
な
プ
レ
イ
ヤ

な
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
が
ア
ス
ナ
な
ら
別
に
危
険
は
無
い
だ

ろ
う

 
気
に
な
る
の
な
ら
様
子
を
見
に
い

て
く
る
と
い
い

二
人
の
体
は
私
が
見
て
お
く
か
ら
な

え

で
も

大
丈
夫
だ

こ
こ
は
モ
ン
ス
タ

も
出
現
し
な
い
し

も
し
他
人
が
来
て
も

 
私
が
黒
ア
ゲ
ハ
の
格
好
を
す
れ
ば

あ
え
て
仕

け
て
き
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

う

う
ん

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
て
ち

と
行

て
く
る
ね

 
こ
う
し
て
ア
ス
ナ
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
下
へ
と
一
人
で
向
か
う
事
と
な

た
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第
７
６
１
話
 
フ

ス
ト
・
コ
ン
タ
ク
ト

う

ん

こ
れ
か
ら
何
を
す
れ
ば
い
い
か
は
分
か
る
ん
だ
よ
ね

 
大
き
な
目
標
と
し
て
は
ハ
チ
マ
ン
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
防

を
も
ら
う
お
ば
ば
様
か
ら

武
器
を

う

 
そ
の

に
何
が
必
要
か

レ
ベ
ル
上
げ
を
し
て
ス
テ

タ
ス
を
上
げ
つ
つ
金

を
す
る

 
そ
の

に
も

く
装
備
を
整
え
る
そ
の

に
金

を
す
る
で
も
金

に

な
ス
キ
ル
も

あ
る

 
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
結
局
何
を
優
先
し
た
ら
い
い
の

そ
れ
く
ら
い
教
え
て
け

て
の
ラ

ン
の
馬

 
そ
れ
を
し
て
し
ま

た
ら
ユ
ウ
キ
の
成
⻑
は
見
込
め
な
い

 
も
ち
ろ
ん
分
か

た
上
で
ラ
ン
は

何
も
指

を
残
し
て
い
な
い
の
だ
が

 
こ
の
時
の
ユ
ウ
キ
は
そ
こ
ま
で
考
え
る
余

も
な
く

ひ
た
す
ら
悩
ん
で
い
た

あ
あ
も
う

ボ
ク
が
し

か
り
し
な
い
と
い
け
な
い
の
に

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
言

て
目
を

り

川
べ
り
に
ご
ろ

と

転
ん
だ
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こ
う
な

た
ら
い

そ

子
さ
ん
に
相
談
し
て
一
度
落
ち
て
直
で
ラ
ン
に
話
を
し
に

 
そ
う
思
い
な
が
ら
目
を
開
け
た
ユ
ウ
キ
は

 
自
分
の
顔
を
上
か
ら

き
込
む
女
性
プ
レ
イ
ヤ

と
目
が
合
い

思
わ
ず

鳴
を
上
げ
た

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ

ご
め
ん

驚
か
せ
ち

た

 
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
敵
意
も
何
も
な
い

本
当
に

し

な
さ
そ
う
な
表
情
に

 
ユ
ウ
キ
は
多
少

静
さ
を
取
り

し

と
あ
る
事
に
気
付
い
て
愕
然
と
し
た

あ

い
や

確
か
に
驚
い
た
け
ど

 
ユ
ウ
キ
が
驚
い
た
の
は

ま

た
く
人
の
気
配
を
感
じ
な
か

た
か
ら
だ

 
さ
す
が
の
ユ
ウ
キ
も
い
か
に
こ
ん
な

態
で
あ
る
と
は
い
え
そ
れ
く
ら
い
は
気
を
配

て

い
る

 
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
が
気
配
を
察
知
出
来
な
か

た
こ
の
女
性
は
果
た
し
て
本
当
に
プ
レ
イ
ヤ

な

の
か

 
も
し
か
し
た
ら
オ
バ
ケ
か
何
か
な
の
で
は
な
い
か

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
思
い

恐
る
恐
る
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
こ
う

ね
た
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お

お
姉
さ
ん

ま
さ
か

霊
か
何
か
じ

な
い
よ
ね

え

そ
ん
な
風
に
見
え
る

見
え
な
い
か
ら
困

て
る

え

私
が

霊
じ

な
い
と
何
か
困
る
の

ち

違
う
よ

お
姉
さ
ん
の
気
配
を
ま

た
く
感
じ
な
か

た
か
ら

 
そ
の
言
葉
に
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

ア
ス
ナ
は

 
テ
ヘ
ペ
ロ

と
い

た
感
じ
で
コ
ツ
ン
と
自
分
の

を
叩
い
た

ご
め
ん
ご
め
ん

こ
う
い
う
歩
き
方

も
う

に
な

ち

て
る
ん
だ
よ
ね

え

そ
れ
じ

あ
常
に
そ
ん
な
感
じ
な
の

 
も
し
か
し
て
こ
の
女
性
は
と
て
も
そ
う
は
見
え
な
い
が
リ
ア
ル
忍
者
か
何
か
な
ん
だ
ろ
う
か

 
ユ
ウ
キ
は
そ
ん
な
あ
り
え
な
い
想
像
を
し
な
が
ら
も

 
リ
ア
ル
の
事
を

索
す
る
の
は
ル

ル
違
反
だ
と
い
う
ハ
チ
マ
ン
の
教
え
を

実
に
守
り

 
そ
れ
以
上
何
も
突

込
も
う
と
は
し
な
か

た

そ
れ
よ
り
も

分
と
悩
ん
で
い
た
み
た
い
だ
け
ど

何
か
あ

た
の

私
で
良
け
れ
ば
話
く

ら
い

く
よ



 第７６１話 ファースト・コンタクト

 
ほ
ら
下
手
に
知
り
合
い
に
話
す
よ
り
ま

た
く
の

の
他
人
に
話
を

い
て
も
ら

た
方

が 
気
楽
に
色
々
話
せ
る

て
事

あ
る
じ

な
い

あ

う

う
ん

確
か
に
そ
う

く
よ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ユ
ウ
キ
は
迷

て
い
た
が

 
や
が
て
決
心
し
た
の
か

ア
ス
ナ
に

つ

つ
と
今
の
自
分
の

遇
に
つ
い
て
話
し
始
め
た

え

と
ね

ボ
ク

身
内
だ
け
で

成
さ
れ
て
る
ギ
ル
ド
に
所
属
し
て
る
ん
だ
け
ど

 
う
ち
の
リ

ダ

が
し
ば
ら
く
来
れ
な
く
な

ち

て

 
そ
れ
で
ボ
ク
が
リ

ダ

代
行
に
指
名
さ
れ
た
の
ね

 
一
応
ギ
ル
ド
の
大
雑

な
方
向
性
は
も
う
決
ま

て
る
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
に
到
達
す
る

に

ど
う
い
う

番
で
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か

 
何
が
最

な
の
か
さ

ぱ
り
分
か
ら
な
く
て
さ

 
リ

ダ

の
ボ
ク
が
仲
間
を

い
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
に

な
る
ほ
ど

 
言
い
方
は
悪
い
が
ア
ス
ナ
は
ユ
ウ
キ
の
悩
み
が
自
分
に
ア
ド
バ
イ
ス
出
来
る

の
悩
み
だ
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た 
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

こ
れ
が

え
ば
彼
氏
に

気
さ
れ
た
け
ど
別
れ
た
く
な
い
ど

う
し
よ
う

 
と
か

両
親
が
離
婚
し
そ
う
で
ど

ち
に
付
い
て
い
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

 
と
か
の
悩
み
で
あ

た
ら

さ
す
が
の
ア
ス
ナ
も
返
答
に
困

た
事
で
あ
ろ
う

 
だ
が
こ
の
問
い
に
関
し
て
は

ど
う
答
え
れ
ば
い
い
の
か
は

に
分
か

て
い
る

一
人
で

え
込
む
必
要
は
な
い
ん
じ

な
い
か
な

で

で
も
ボ
ク
が
リ

ダ

な
ん
だ
し

リ

ダ

が
何
で
も
決
め
な
い
と
い
け
な
い
な
ん
て
決
ま
り

あ
る

決
ま
り

て
い
う
か

そ
こ
は
ほ
ら

そ
の

の
リ

ダ

な
ん
だ
し

 
そ
う
反

し
つ
つ
も

ユ
ウ
キ
の
声
は

々
と
小
さ
く
な

て
い

た

 
自
分
が
考
え
て
い
た
リ

ダ

像
が

ブ
レ
始
め
て
い
た
の
で
あ
る

道
に
迷

た
ら

仲
間
と
相
談
し
て
進
む
方
向
を
決
め
れ
ば
い
い
よ

 
も
し
相
談
が
出
来
な
い
よ
う
な
間

だ
と
す
れ
ば

そ
れ
は
仲
間
じ

な
く
て

部
下
な
ん

じ

な
い



 第７６１話 ファースト・コンタクト

 
ユ
ウ
キ
は
そ
の
言
葉
に
ハ

と
し
た

仲
間
じ

な
く
て
部
下

も

も
し
か
し
て
ボ
ク

 
気
付
か
な
い
う
ち
に
み
ん
な
を
そ
ん
な
目
で
見
ち

て
た
の
か
な

 
そ
の
言
葉
か
ら

ア
ス
ナ
は
こ
の
少
女
の
所
属
す
る
ギ
ル
ド
が

 
い
わ
ゆ
る
ト

プ
ダ
ウ
ン
式
の
上
下
関
係
が
絶
対
の
ギ
ル
ド
で
は
な
く

 
横
の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
ギ
ル
ド
な
の
だ
と
悟
り

そ
れ
に
合
わ
せ
て
こ
う
言

た

相
手
が
そ
う
思

て
た
ら

も
う
と

く
に
ギ
ル
ド
は
無
く
な

て
る
ん
じ

な
い
か
な

そ

そ
う
か
な

ボ
ク

今
か
ら
で
も
間
に
合
う
か
な

う
ん

大
丈
夫

き

と
あ
な
た
の
仲
間
は
あ
な
た
の
事
を
待

て
く
れ
て
る
よ

 
そ
れ
か
も
し
か
し
た
ら
あ
な
た
が
決
断
し
た
時
に
備
え
て
も
う
色
々
と
準
備
し
て
る
か
も
ね

あ
 
そ
の

間
に

ユ
ウ
キ
の

裏
に

こ
こ

日
の
仲
間
達
の
行
動
が

か
び
上
が

て
き
た

 
ジ

ン
や
テ

チ

ノ
リ

タ
ル
ケ
ン

シ
ウ
ネ

は

日
必
ず
ユ
ウ
キ
に
向
か
い

 
今
日
は
何
を
す
る
と
宣
言
し
て
出
か
け
て
い

て
い
た
の
だ

 
つ
い
さ

き
ま
で
の
ユ
ウ
キ
は

そ
の
仲
間
達
の
言
葉
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
し
て
い
な
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か

た
が

 
今
こ
こ
に
至

て
や

と
そ
の
言
葉
が
像
を
成
し
意
味
の
あ
る
言
葉
と
し
て
ユ
ウ
キ
の

に

認
識
さ
れ
た

そ

か

ボ
ク

こ
こ

日
は
心
が
死
ん
で
た
み
た
い

 
み
ん
な
の
言
葉
が

に
入

て
い
た
よ
う
で

全
然
入

て
な
か

た

今
は
そ
の
言
葉
が
ち

ん
と

の
中
に
入

て
き
た

う
ん

そ
う

そ
れ
じ

あ
次
に
何
を
す
れ
ば
い
い
か

も
う
分
か
る

大
丈
夫

う
ん

み
ん
な
の
所
に
い

て

一

に
考
え
て
み
る

そ

か

頑
張

て
ね

あ
り
が
と
う
お
姉
さ
ん

ボ
ク
の
名
前
は
ユ
ウ
キ

お
姉
さ
ん
の
名
前
は

私
の
名
前
は

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
が
驚
い
た
顔
を
し

直
後
に
カ
ク
ン
と
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

あ

あ
れ

 
ユ
ウ
キ
は

か
ん
と
し
た
が

今
の
現
象
に
は
心
当
た
り
が
あ

た
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あ

そ

か

こ
れ

て
多
分
回
線
切
断
だ

 
参

た
な

自

紹
介
は
対
人
関
係
の
基
本

て

ハ
チ
マ
ン
に
き
つ
く
言
わ
れ
て
る
の
に

な 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
し
ば
ら
く
そ
こ
で
残
さ
れ
た
そ
の
女
性

ア
ス
ナ
の
体
を
守

て
い
た
が

 
し
ば
ら
く
し
て
そ
の
体
が
消
え
た

名
残

し
そ
う
に
何
度
も

り
返
り
な
が
ら
去

て

い

た
同
じ
ゲ

ム
の
中
に
い
る
ん
だ
し

き

と
ま
た
会
え
る
よ
ね

優
し
い
お
姉
さ
ん

 
そ
の
ま
ま
ユ
ウ
キ
は
自
分
達
が

り
て
い
る

屋
に
大
急
ぎ
で

り

 
丁
度
揃

て
い
た
仲
間
達
に
向
け

大
き
な
声
で
こ
う
言

た

ご
め
ん

ボ
ク

つ
い
さ

き
ま
で
死
ん
で
た
み
た
い

 
今
は
も
う
生
き
帰

た
か
ら

め
て
ボ
ク
の
相
談
を

い
て
欲
し
い
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
五
人
は
同
時
に

き
出
し

ユ
ウ
キ
は
恥
ず
か
し
そ
う
に

を

ら
め
た

も
う

何
で
笑
う
の
さ

だ

て
よ

死
ん
で
た
と
か
生
き
返

た
と
か
意
味
が
分
か
ら
な
い
か
ら
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そ
う
言
う
ジ

ン
の
言
葉
を

シ
ウ
ネ

が
こ
う
受
け
た

で
も
ま
あ
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
よ
ね

ジ

ン

 
確
か
に

日
ま
で
の
ユ
ウ
キ
は

う
ん

し
か
言
わ
な
か

た
で
す
か
ら

 
死
ん
で
い
た

て
表
現
は
ピ

タ
リ
か
と

ま
あ
確
か
に
な

多
分
僕
達
が
セ
ク
ハ
ラ
発
言
を
し
て
も

う
ん

て
返

て
き
た
よ
ね

う
ん
う
ん
そ
ん
な
感
じ
あ

あ
せ

か
く
だ
か
ら
何
か
の
言
質
を
と

て
お
け
ば
良
か

た
か
も

 
テ

チ
と
タ
ル
ケ
ン
の
そ
の
言
葉
に

即
座
に
ノ
リ
が
突

込
ん
だ

死
ね

変
態
ど
も

ち

違
う

僕
が
言

た
の
は
あ
く
ま
で
比

で

そ
う

冗
談

冗
談
で
す
よ

ど
う
だ
か

 
ノ
リ
は
ジ
ト
目
を
崩
さ
ず

二
人
は

て
て
ユ
ウ
キ
に
謝

た

ご
め
ん
ユ
ウ
キ

冗
談
に
し
ち

不

慎
だ

た



 第７６１話 ファースト・コンタクト

こ

こ
の
事
は
兄
貴
に
は
内

で

大
丈
夫
だ

て

も
ち
ろ
ん
冗
談
だ

て
分
か

て
る
か
ら
さ

 
ま
あ
で
も
ハ
チ
マ
ン
に
は
報
告
し
と
く
け
ど
ね

え
え
え
え
え
え

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
叫
び

ユ
ウ
キ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
二
人
に
言

た

冗
談
だ

て

さ
て

そ
れ
じ

あ
本
題

ボ
ク
か
ら
の
相
談
ね

 
ボ
ク
は
今
朝
ま
で
今
後
ど
う
い
う

番
で
活
動
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
凄
く
悩
ん
で
た
ん
だ
け

ど 
や

と
さ

き
そ
の
答
え
が
出
た
の

 
ユ
ウ
キ
に
そ
う
言
わ
れ

五
人
は
表
情
を
引
き
締
め
た

分
か
ら
な
い

て
の
が
そ
の
答
え

い
く
ら
考
え
て
も
ボ
ク
に
は
考
え
つ
か
な
か

た
よ

 
だ
が
そ
う
言
わ
れ
て
も

五
人
は
表
情
を
変
え
な
か

た

 
次
に
来
る
言
葉
が
ユ
ウ
キ
の
決
断
し
た
結
果
を
表
す
言
葉
な
の
だ
と
分
か

て
い
た
か
ら
だ

だ
か
ら
み
ん
な
に
も
一

に
考
え
て
欲
し
い
ん
だ

 
楽
し
さ
を
優
先
さ
せ
て
も
い
い
し

あ
く
ま
で

を
追

て
も
い
い
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み
ん
な
で
ボ
ク
達
ら
し
い
ゲ

ム
の
進
め
方
を

一

に
相
談
し
よ
う

 
五
人
は
そ
の
言
葉
に
し
ば
ら
く
無
言
だ

た
が

や
が
て
シ
ウ
ネ

が
笑
顔
で
こ
う
言

た

⻑
く
な
り
そ
う
で
す
し

私

お
茶
を
入
れ
て
き
ま
す
ね

じ

あ
私
は
お
茶

子
を

俺
は
テ

ブ
ル
を
片
付
け
る
わ

僕
は

に
敷
く
布
団
を
準
備
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
僕
は

出
た
意
見
を
メ
モ
出
来
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
ね

み
ん
な

あ
り
が
と
う

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
再

動
を
果
た
し
そ
の
日
は
ハ
チ
マ
ン
の
言
い
つ
け

を
破
り

 
一
同
は
明
け
方
ま
で

一
面
に
布
団
を
敷
き
詰
め

 
ご
ろ
ご
ろ
し
な
が
ら
徹
夜
し

全
員
で
色
々
な
事
を
話
し
合

た
の
だ

た
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第
７
６
２
話
 
結
城
家
の
食
卓

あ
り
が
と
う
お
姉
さ
ん

ボ
ク
の
名
前
は
ユ
ウ
キ

お
姉
さ
ん
の
名
前
は

私
の
名
前
は

 
そ
の
問
い
に
答
え
よ
う
と
し
た

間
に

ア
ス
ナ
の

界
が
ザ
ザ

と
ブ
レ
た

え
 
そ
し
て

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
 
Ｐ
Ｏ

Ｅ
Ｒ

Ｏ

Ｎ
の
文

が
表

さ
れ

 
一

で
ア
ス
ナ
は
現
実
世
界
へ
と
帰
還
す
る
事
と
な

た

あ

あ
れ

一
体
何
が

も
し
か
し
て

 
そ
う

い
て
ア
ミ

ス
フ

ア
を
外
す
明
日
奈
の
目
の
前
に

 
凄
く

し

な
さ
そ
う
な
表
情
を
し
た
⺟
親
の
顔
が
現
れ
た

き

お

お
⺟
さ
ん

一
体
ど
う
し
た
の

ご
め
ん
な
さ
い

私

て
ば
ち

と
ド
ジ

ち

て

コ
ン
セ
ン
ト
に
足
を
引

け

て 
見
る
と
確
か
に
ア
ミ

ス
フ

ア
に
繋
が
る
コ
ン
セ
ン
ト
が
抜
け
て
い
た
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そ
う
い
う
事
か

い
き
な
り
だ

た
か
ら
驚
い
ち

た
よ

 
あ
れ

で
も
お
⺟
さ
ん
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

食
の
時
間
に
な

て
も
あ
な
た
が
降
り
て
こ
な
い
か
ら

様
子
を
見
に
き
た
の
よ

あ
 
そ
れ
で
明
日
奈
は

約
束
し
て
い
た

食
の
時
間
が
過
ぎ
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
家
に
い
る
時
は
家
族
み
ん
な
で
決
ま

た
時
間
に
一

に

食
を
と
る
と
い
う
の
が

 
結
城
家
の
家
族
の
間
で
取
り
決
め
ら
れ
た
約
束
事
な
の
で
あ

た

ご

ご
め
ん

 

し

な
さ
そ
う
に
そ
う
言
う
明
日
奈
に

京
子
は
だ
が
笑
顔
を
見
せ
た

そ
れ
は
ま
あ

一
言
言

て
お
い
て
欲
し
か

た
の
は
確
か
だ
け
ど

 
そ
う
い
う
事
だ

て
あ
る
わ
よ

だ
か
ら
気
に
す
る
ん
じ

な
い
わ

 
私
達
だ

て
も
う

と

く
に
娘
離
れ
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
ね

そ
れ
で
も
や

ぱ
り
ご
め
ん
な
さ
い

 
明
日
奈
は
自
分
が
い
か
に
両
親
の
心
の
広
さ
に
助
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
そ
の
言
葉
で
実
感

し
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こ
の
ま
ま
休

が
て
ら

一

に
食
事
を
と
ろ
う
と
考
え
た

お
⺟
さ
ん

す
ぐ
行
く
か
ら
下
で
待

て
て
も
ら

て
い
い

 
ち

と
里
香
に
メ

セ

ジ
だ
け
入
れ
て
お
く
か
ら

あ
ら
そ
う

別
に
明
日
奈
だ
け

食
は
後
で
も
い
い
の
よ

 
私
は

一
郎
で
我
慢
す
る
し

お

さ
ん
な
ん
か

か
せ
て
お
け
ば
い
い
ん
だ
し

う
う
ん

い
つ
も
私
の
我

を

い
て
も
ら

て
る
ん
だ
し

 
あ
ま
り

え
て
ば

か
り
な
の
は
い
け
な
い
と
思
う
か
ら

 
明
日
奈
は

勝
に
も
そ
う
言

た
が
兄
で
あ
る

一
郎
の
扱
い
が
雑
な
事
に
は
一
切
触
れ
て

い
な
い

 
ど
う
や
ら
結
城
家
で
は
い
つ
も
の
事
の
よ
う
で
あ
る

頑
張
れ

一
郎

負
け
る
な

一
郎

 
そ
し
て
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を

い
た
京
子
は
少
し
目
を
う
る
う
る
さ
せ
な
が
ら
明
日
奈
を

き
締
め
た

き

ど

ど
う
し
た
の

お
⺟
さ
ん

う
う
ん

本
当
に
い
い
子
に
育

て
く
れ
た
な

て
思

て

え

そ

そ
う
か
な

好
き
勝
手
ば

か
り
さ
せ
て
も
ら

て

し

な
い

て
思

て
る
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ん
だ
け
ど

 
京
子
は
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に
居

ま
い
を
正
し

真
面
目
な
顔
で
こ
う
言

た

言
う
の
は
何
度
目
か
に
な
る
と
思
う
け
ど

 

の
私
は
明
日
奈
に
対
し
て
決
し
て
い
い
⺟
親
じ

な
か

た
と
思
う
の

 
口
を
開
け
ば
勉
強
し
ろ
お

や
か
で
い
ろ
と
か
あ
れ
こ
れ
口
や
か
ま
し
か

た
で
し

う

そ

そ
ん
な
事
な
い
よ

う
ん

 
明
日
奈
は
目
を

ら
し
な
が
ら
そ
う
答
え

そ
の
事
を
京
子
に
バ

チ
リ
と
指
摘
さ
れ
た

目
を

ら
し
な
が
ら
言

て
も
無

よ

明
日
奈

あ

あ
は

ご
め
ん

 
再
び
謝

た
明
日
奈
に

だ
が
京
子
は
笑
顔
を
向
け
た

で
も
私
の
そ
う
い
う

に

て
明
日
奈
が
今
日
ま
で
成
⻑
し
て
い
た
と
し
て
も

 
今
み
た
い
に
笑

て
く
れ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

 
う
う
ん

多
分
笑
わ
な
い
子
に
な

て
い
た
と
思
う
の

そ

そ
ん
な
事
は
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そ
う
否
定
す
る
明
日
奈
を

京
子
は
更
に
否
定
し
た

う
う
ん

今
思
え
ば

小
学
校
高
学
年

り
か
ら
中
学
校
に
か
け
て
の
明
日
奈
の
笑
顔
は

 
ど
こ
か
作
り
物
め
い
て
い
た
よ
う
に
思
う
の

や

ぱ
り
今
の
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
る
と

目

ね 
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
の

分
か

ち

う
の
よ
ね

お

お
⺟
さ
ん

 
明
日
奈
は
何
と
言

て
い
い
の
か
分
か
ら
ず

そ
う
言
う
事
し
か
出
来
な
か

た

な
ん
て
ね

シ
リ
ア
ス
ご

こ
は
こ
こ
ま
で

さ
て

食
に
し
ま
し

う
か

て

今
の
全
部

技

お
⺟
さ
ん

変
わ
り
す
ぎ
だ
か
ら

 
明
日
奈
は
そ
う
絶
叫
し

京
子
は
そ
れ
を
見
て

こ
ろ
こ
ろ
と
笑

た

変
え
た
の
は
あ
な
た
と
八
幡
君
で
し

う
に

 
と
い
う
か
明
日
奈

お
友
達
に
ち

ん
と
連

は
入
れ
て
お
き
な
さ
い
よ

あ

そ
う
だ

た

忘
れ
る
と
こ
ろ
だ

た
よ

 
明
日
奈
は
京
子
に
そ
う
言
わ
れ

ゲ

ム
内
の
里
香
に

 

食
で
十
五
分
ほ
ど

を
外
す
と
自
分
の
ス
マ
ホ
か
ら
メ

セ

ジ
を
入
れ
た
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オ

ケ

て
ず
に
よ
く

ん
で
食
べ
る
の
よ

 
里
香
か
ら
そ
ん
な
返
信
が
あ
り
明
日
奈
は
つ
い
で
に
ユ
ウ
キ
へ
の
伝
言
を
頼
も
う
か
と
思

た
が

 
さ
す
が
に
も
う
い
な
い
だ
ろ
う
と
考
え

そ
れ
は
や
め
て
お
い
た

き

と
ま
た
会
え
る
よ
ね

 
そ
の
言
葉
が
実
現
す
る
の
は

自
作
ソ

ド
ス
キ
ル
シ
ス
テ
ム
が
実
装
さ
れ
た
後
と
な
る

 
こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

い
い
天
気
で
す
ね

あ

ど
も

 
丁
度
そ
の

ユ
ウ
キ
は
イ
ン
し
て
き
た
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
と
丁
度
す
れ
違

た
と
こ
ろ

で
あ

た

 
知
ら
な
い
人
に
も
ち

ん
と

を
す
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
の
教
育
の
成
果
だ
ろ
う
か

な

キ
リ
ト

今
の
娘
だ
が

お

キ
ズ
メ
ル
も
気
付
い
た
か
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あ
あ

正
直
剣
に
愛
さ
れ
て
い
る
な
と
感
じ
た

そ
こ
ま
で
か

あ
い
つ
が
成
⻑
し
た
時
が
楽
し
み
だ
な

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

い
て
い
た
リ
ズ
ベ

ト
が
き

と
ん
と
し
な
が
ら
こ
う

ね
て
き

た
え

何
の
事

今
す
れ
違

た
彼
女
が
さ

多
分
相
当
強
い
だ
ろ
う
な

て

へ

そ
う
な
の

あ
あ

装
備
か
ら
す
る
と
多
分
コ
ン
バ

ト
組
だ
ろ
う
な

に
対
し
て
装
備
が

す
ぎ
る

よ
く
そ
う
い
う
の
分
か
る
わ
よ
ね

リ
ズ
も
剣
の
良
し
悪
し
は
分
か
る
だ
ろ

あ
れ
と
一

さ

あ
あ

そ
う
言
わ
れ
た
ら
私
も
納
得
か
も

だ
ろ

 
こ
う
し
て
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト

そ
し
て
キ
ズ
メ
ル
に
も
鮮
や
か
な

象
を
残
し
つ
つ

 
ユ
ウ
キ
は
街
へ
と
走
り
去

て
い

た

 



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

で

学
校
の
方
は
ど
う
な
ん
だ

う
ん

日
楽
し
い
よ

あ

こ
れ
美
味
し
い

お
⺟
さ
ん

今
度
作
り
方
を
教
え
て

別
に
い
い
わ
よ

で
も
こ
れ
を
八
幡
君
に
食
べ
さ
せ
る
時
は

 
お
⺟
さ
ん
に
作
り
方
を
教
わ

た

て
ち

ん
と
正
直
に
言
う
の
が

件
よ

お
⺟
さ
ん

八
幡
君
の
事
が
大
好
き
だ
よ
ね

お

お

さ
ん
だ

て
負
け
て
な
い
か
ら
な

ま

た
く
う
ち
の
両
親
は

そ
う
い
う
お
前
が
一
番
八
幡
君
の
事
が
大
好
き
だ
ろ

兄
さ
ん
う
る
さ
い

さ

さ
と
フ
カ
ち

ん
の
親

と
結
婚
し
な
さ
い

言
わ
れ
な
く
て
も
す
る

て
の

 
結
城
家
の
食
卓
が
こ
ん
な
に

や
か
に
な

た
の
は

つ
い
最
近
の
事
で
あ
る

 

は
ほ
と
ん
ど
会
話
も
な
く

明
日
奈
に
と

て
は
苦

で
し
か
な
か

た
食
事
の
時
間
も

 
今
で
は
す

か
り
幸
せ
な
時
間
へ
と
変
貌
し
て
い
た

 
そ
の
せ
い
な
の
だ
ろ
う
か

実
は
明
日
奈
の
食
事

は

と
比
べ
て
確
実
に

え
て
い
た

 
そ
の
過

な
栄

が
胸
に
回

た

明
日
奈
は
他
人
よ
り
も
や
や

れ
た
成
⻑
期
を
迎
え
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最
近
胸
の
サ
イ
ズ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

て
い
る
の
で
あ
る

 
同
時
に
体
重
も

え
て
い
る
の
だ
が

明
日
奈
は
そ
れ
ほ
ど
気
に
し
て
は
い
な
い

 
ま
だ
世
間
一

か
ら
見
れ
ば

せ
て
い
る
部

に
入
る
か
ら
で
あ
る

お
い
明
日
奈

お
前

最
近
太

た
ん
じ

な
い
か

兄
さ
ん
は
死
ね
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

お

お
前
な

で
も
確
か
に
明
日
奈
は
最
近
太

た
よ
う
に
見
え
る
わ
ね

事
実
だ
か
ら
ね

ま
あ
で
も
ほ
と
ん
ど
胸
に
い

て
る
み
た
い
だ
し

 
世
間
一

と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ

せ
て
る

て
言
え
る

だ
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

 
こ
の
ま
ま
い
け
ば

ハ
ル
姉
さ
ん
み
た
い
に
な
れ
る
か
な

そ
う
な
れ
る
と
い
い
わ
ね

ま
だ
ま
だ
希
望
は

て
な
い
よ

い
や

そ
れ
は
無
理
だ
ろ

だ
か
ら
兄
さ
ん
は
死
ね
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

お

俺
の
扱
い

て
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こ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

明
日
奈
は
食
事
を
終
え

洗
い
物
を
手
伝
お
う
と
立
ち
上

が

た
が

 
そ
ん
な
明
日
奈
に
京
子
が
笑
顔
で
こ
う
声
を
か
け
た

明
日
奈

片
付
け
は
今
日
は
い
い
か
ら

く
お
友
達
の
所
に

て
あ
げ
な
さ
い
な

あ
り
が
と
う
お
⺟
さ
ん

今
日
は

え
る
ね

そ
の
代
わ
り

く

の
顔
を
見
せ
る
の
よ

も
う

ま
だ

い

て
ば

あ

そ

か

私

い
い
事
を
思
い
つ
い
た
わ

 
突
然
京
子
が
そ
う
言
い

明
日
奈
は

な
予
感
が
し
た

な

何
か
な

明
日
奈
に
今
す
ぐ
子

を
産
ん
で
も
ら

て
二
人
が

職
す
る
ま
で
う
ち
で
育
て
る
と
い
う

の
は
ど
う

 
も
ち
ろ
ん
結
婚
は
そ
の
後
で
い
い
わ
よ

 
結
婚
式
に
二
人
の
子

が
参

す
る
な
ん
て
珍
し
く
て
い
い
じ

な
い

親
が
未
婚
の
娘
に
子
作
り
を

奨
し
な
い
で
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ケ
チ

 
京
子
は

を

ら
ま
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

正
直
ク

ル
ビ

テ

が
台
無
し
で
あ

る
も
う

子

じ

な
い
ん
だ
か
ら
我

言
わ
な
い
の

は

そ
れ
じ

あ
も
う
い
い
わ

明
日
奈

行

て
い
い
わ
よ

シ

シ

さ

き
と
態
度
が
違
う

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
明
日
奈
は

笑
い
な
が
ら
自
分
の
部
屋
へ
と

て
い

た

幸
せ
だ
な

 
明
日
奈
は
そ
う

く
と

表
情
を
引
き
締
め
な
が
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
を
か
ぶ

た

さ
て

待
た
せ
ち

て
る
か
ら

く

ら
な
い
と

 
そ
し
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
後

ア
ス
ナ
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

や

ぱ
り
い
な
い
か

 
そ
し
て
近
く
に
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
と
キ
ズ
メ
ル
の

を
見
つ
け
た
ア
ス
ナ
は

 
嬉
し
そ
う
な
顔
で
三
人
に
駆
け
寄
り

開
口
一
番
に
こ
う
言

た

ち

と

い
て
よ

う
ち
の
お
⺟
さ
ん
が
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
出
し
た
の
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え

何
だ

て

そ
れ
が
ね

 
そ
の
少
し
後
に

四
人
の
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
そ
の
場
に

き

た

 
こ
の
日
の
ア
ス
ナ
の
幸
せ
な
時
間
は

そ
の
後
も
ま
だ
ま
だ
続
く
事
と
な

た
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第
７
６
３
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

取
り
込
み
中

 
さ
て

古
来
よ
り
ど
ん
な
戦
い
も

戦

勝
と
は
い
か
な
い
も
の
で
あ
る

 
当
然
ハ
チ
マ
ン
で
あ
ろ
う
と

確

は

い
が
負
け
る
時
は
負
け
る

 
今
回
は
そ
の

な

を
見
て
み
よ
う

  
何
度
か

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
を
達
成
し

チ

ム
ワ

ク
も
し

か
り
と
し
て
き
た
ハ
チ

マ
ン
達
は

 
こ
の
日

に

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
に
挑
む
事
に
し
た

 
そ
の
ミ

シ

ン
の
名
は
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

こ

た
研
究
所
か
ら
脱
出
せ
よ
と
い
い

 
ス
ト
レ

ト
す
ぎ
て
ハ
チ
マ
ン
も

れ
る
く
ら
い

定
番
中
の
定
番
ミ

シ

ン
で
あ

た

さ
て

初
の

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
だ
が

ま
あ
俺
達
は
今
ま
で
通
り

出
来
る
事
を
や
る

だ
け
だ

 
失
敗
し
て
も

わ
な
い
く
ら
い
の
気
持
ち
で
と
に
か
く
リ
ラ

ク
ス
し
て
い
こ
う

 
実
は
こ
の
日
の
レ
ヴ

は
二
日

い

態
で
あ
り
モ
エ
カ
は
前
日
の
仕
事
が

く
ま
で
か
か
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り 
か
な
り

不
足
で
あ

た

二
人
と
も
そ
の
事
を
ハ
チ
マ
ン
に
伝
え

 
時
間
を
ず
ら
し
て
も
ら
う
な
り
何
な
り
す
れ
ば
良
か

た
の
だ
が

 
下
手
に
体
力
の
あ
る
二
人
の
事

き

と
大
丈
夫
だ
と
安
易
に
考
え

 
そ
の
ま
ま
こ
の
日
の
攻
略
に
参
加
す
る
事
と
な

た

と
は
い
え
そ
の
考
え
も
あ
な
が
ち
間
違

い
で
は
な
い

 
レ
ヴ

に
し
て
み
れ
ば

戦
場
に
い
る
方
が
も

と
過

で
あ
り

 
モ
エ
カ
は
タ

ゲ

ト
の
張
り
込
み
な
ど
こ
の

度
の

不
足
は
し

ち

う
で
あ

た

か
ら
だ

 
と
は
い
え
こ
の
日

二
人
の
テ
ン
シ

ン
が

に
高
か

た
事
は
間
違
い
な
い

う
ん

ま
あ
王
道
よ
ね

あ

は

は

俺

こ
う
い
う
の

の
映
画
で
見
た

ン
ビ
も
の
の
基
本

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

よ
し

行
く
ぞ

 
ス
テ

ジ
を
開
始
し
て
直
ぐ
に
場
面
が
切
り

わ
る
と
そ
こ
は
病
室
の
よ
う
な
場
所
で
あ
り
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四
人
が
四
人
と
も

の
ロ

プ
で
ベ

ド
に

束
さ
れ
て
い
る

態
で
あ

た

ま
さ
か
全
員
が

束
さ
れ
た

態
か
ら
ス
タ

ト
と
は
な

ま
あ
あ
り
う
る

態
じ

な
い

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
だ
け
ど
な

で
も
ま
あ
こ
れ
だ
け
あ
か
ら
さ
ま
だ
と
逆
に
分
か
り
や
す
く
て
い
い
じ

ね
え
か

 
近
く
に
必
ず
ヒ
ン
ト
が
あ
る
は
ず
だ
し
よ

ま
あ
そ
う
い
う
事
に
な
る
よ
な

よ
し

と
り
あ
え
ず

を
観
察
だ

 
だ
が
ど
ん
な
に
探
し
て
も

り
に
は
そ
れ

い
ス
イ

チ
も
何
も
見
つ
か
ら
な
か

た

一
応
あ
の
ロ

カ

の
上
に

ナ
イ
フ

い
の
は
見
え
る
が

誰
か
一
人
が
脱
出
出
来
た
ら
そ
れ
で
全
員
解
放
出
来
そ
う
ね

問
題
は
そ
の
最
初
の
脱
出
方
法
だ
な

ま
さ
か
時
間
じ

な
い
だ
ろ
う
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

い
た

間
に

ラ
ン
が
こ
う

い
た

別
に
一
発
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
る

じ

な
い
ん
だ
し

 
も
し
こ
こ
で
一
番
に
こ
の

束
か
ら
抜
け
出
せ
た
ら
ハ
チ
マ
ン
を
襲
う
の
は
あ
り
か
し
ら

 
も
ち
ろ
ん

ら
れ
る
と
思
う
け
ど

別
に
実
害
が
あ
る

じ

な
い
し
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所

ゲ

ム
の
中
で
の
出
来
事
よ
ね

お
い
こ
ら
ラ
ン

こ
ん
な
時
に
何
を
言

て
や
が
る

 
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は

て
た
よ
う
に
こ
う
答
え
た

あ

あ
れ

今
私

口
に
出
し
て
た

お
う

バ

チ
リ
と
な

後
で
お
仕
置
き
が
必
要
だ
な

 
だ
が
ラ
ン
は
そ
の
言
葉
に
何
の
反
応
も

さ
ず

何
か
考
え
込
ん
で
い
た

ん

何
だ

う
う
ん

ど
う
せ
お
仕
置
き
さ
れ
る
ん
だ
な

て
思

て

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
の
失
敗
を
悟

た

 
結
局
お
仕
置
き
さ
れ
る
ん
だ
な
と
思

た
ラ
ン
が
暴
走
す
る
未
来
が
見
え
た
か
ら
だ

あ

い
や

し
な
い
し
な
い

考
え
る
だ
け
な
ら
自
由
だ

俺
は
お
前
の
内
心
の
自
由
を
保
障

す
る

 

て
て
そ
う
取
り

た
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た
が

ラ
ン
は
何
も
反
応
し
な
い

ま
ず
い

こ
い
つ
な
ら
本
当
に
や
り
か
ね
ん
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そ
う
考
え
て
ハ
チ
マ
ン
は
顔
を

く
し
た

 
こ
う
い
う
場
合

誰
か
一
人
が
ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
て
先
に
自
動
で
解
放
さ
れ
る
の
は

 
ゲ

ム
的
に
十
分
あ
り
う
る
展
開
だ

た
か
ら
だ

レ

レ
ヴ

モ
エ
カ

頼
む
ぞ

絶
対
に
ア
イ
よ
り
も
先
に

束
か
ら
逃
れ
て
く
れ

 
こ
れ
で
確

は
四
分
の
三
に
な
る
か
ら
大
丈
夫
な
は
ず
だ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
の
方
に
顔
を
向
け
た
が

 
二
人
も
ま
た
無
言
で
あ

た

背
筋
を
寒
く
す
る
事
と
な

た

お

お
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
の

況
に
か
な
り

た

だ
が
幸
い
な
事
に
天
は
ハ
チ
マ
ン
に
味
方
し
た

 
カ
チ

 
そ
ん
な
音
と
共
に

ハ
チ
マ
ン
の
体
を

束
し
て
い
た
ロ

プ
が

元
か
ら
外
れ
た
の
だ

 
こ
れ
は
強
運
の
よ
う
に
見
え
て
実
は
そ
う
で
は
な
い

 
元
々
リ

ダ

の

束
が
時
間

過
で
外
れ
る
よ
う
な
仕
様
だ

た
か
ら
だ

ふ
う

こ
れ
で
や

と
攻
略
に
専
念
出
来
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ロ

プ
を
解
き
な
が
ら
そ
う
考
え

三
人
の

束
を
外
す

に
ナ
イ
フ
を
手
に
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と

た
よ
し

今
解
放
し
て
や
る
か
ら
な

 
そ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
は

ピ
タ
リ
と
そ
の
動
き
を
止
め
た

こ
れ
は
も
し
か
し
て

 
最
初
に
解
放
し
た
奴
が
俺
に
襲
い
か
か

て
く
る
な
ん
て
事
が
あ
る
ん
じ

な
い
の
か

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

う
様
子
を
見
た
レ
ヴ

が

首
を

げ
な
が
ら
こ
う

ね
て
き
た

ボ
ス

ど
う
か
し
た
か

あ

い
や

悪
い

こ
の
ま
ま
誰
か
の

束
を
解
い
た
ら

 
そ
い
つ
に
俺
が
襲
わ
れ
る
ん
じ

な
い
か
な
ん
て
お
か
し
な
事
を
考
え
ち
ま

た

 
そ
ん
な
事
あ
る
は
ず
な
い
の
に
な

今

束
を
解
く
か
ら
待

て
て
く
れ

あ
は
は
は
は
は
は
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

レ
ヴ

は
面
白
そ
う
に
笑

た
が

 
笑

た
だ
け
で
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
い

お
い

 
だ
が
レ
ヴ

は
や
は
り
何
も
言
わ
な
い
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ハ
チ
マ
ン
は
ま
さ
か
と
思
い

モ
エ
カ
と
ラ
ン
の
方
を
見
た

 
ラ
ン
は
先

と
変
わ
ら
ず
静
か
に
し
て
お
り

 
モ
エ
カ
は
い
つ
も
以
上
に
無
表
情
で

何
を
考
え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

こ

こ
れ
は
大
丈
夫
な
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
悩
み
に
悩
ん
だ
末

ラ
ン
の
方
に
向
か

た

 
そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る

こ
の
限
定
的
な

況
だ
と

 
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
に
は

れ
を
と
る
可
能
性
が
あ
る

こ
こ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
な
い
か
ら
だ

 
だ
が
ラ
ン
が
相
手
な
ら
ラ
ン
が
コ
ン
バ

ト
し
て
き
た
が
故
に
ス
テ

タ
ス
こ
そ
上
を
行
か

れ
る
が

 
素
手
の
戦
闘
技
術
に
お
い
て
そ
う
そ
う

れ
は
と
ら
な
い
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え
た
の
で
あ

る
う

 
ラ
ン
も
ラ
ン
で

束

態
で
は
な
く
自
由
に
動
け
る
ハ
チ
マ
ン
を
自
分
が

え
る
の
は
難
し

い
と
考
え

 
そ
ん
な
う
め
き
声
を
上
げ
た

そ
の
声
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

心
の
中
で
安

し
た
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さ
す
が
の
こ
い
つ
ら
も

こ
う
な

た
ら
ふ
ざ
け
る
の
を
や
め
て

 
真
面
目
に
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
勘
違
い
し
て
い
た

 
ラ
ン
が
う
め
き
声
を
上
げ
た
の
は

に
ハ
チ
マ
ン
を
独

出
来
な
く
な

た
か
ら
だ

た
の

だ 
そ
う
な
る
と
手
は
一
つ
で
あ
る

こ
こ
は
三
人
で
か
か
る
し
か
な
い
け
ど

二
人
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
が
判
断
出
来
な
い

 
こ
こ
は
私
が
キ

カ
ケ
と
な

て
二
人
を
覚

さ
せ
る
し
か
な
い
場
面
だ
け
ど
下
手
な
行

動
を
と
る
と

 
ハ
チ
マ
ン
に
気
付
か
れ
て
真
面
目
に
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
す
る
と
約
束
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い

 
つ
ま
り
大
事
な
の
は
タ
イ
ミ
ン
グ

二
人
が
解
放
さ
れ
た

間
に

 
二
人
に
キ

カ
ケ
を

え
つ
つ

ハ
チ
マ
ン
の

に
空
白
を
作
れ
れ
ば
ベ
ス
ト
ね

 
そ
う
な
る
と
私
に
出
来
る
事
は

 
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
鍛
え
ら
れ
た
事
に
よ
り

以
前
よ
り
も
よ
く

り
を
見
て
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よ
く
考
え
る
よ
う
に
な

て
い
た

と
ん
だ

肉
な
事
態
で
あ
る

よ
し

決
め
た

あ
と
は

心
の
注
意
を

て

 
ハ
チ
マ
ン
が
多
少

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

ラ
ン
は
あ
く
ま
で
も
真
面
目
な
風
を
装

い 
ハ
チ
マ
ン
に
余
計
な
事
を
言
わ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
た

 
も
し
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
が
一
言
で
も
ゲ

ム
の
ク
リ
ア
を
目
指
す
的
な
事
を
言

て
し
ま
え

ば 
そ
の
性
格
上

ラ
ン
は
そ
の
指

に
逆
ら
う
事
は
し
た
く
な
か

た
か
ら
だ

 
そ
れ
は
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
も
同
様
で
あ

た
が

に
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
を
口
に
し
な

か

た

 

し
す
ぎ
て

力

ら
な
い
よ
う
に
し
た
ハ
チ
マ
ン
の
ミ
ス
と
は
言
え
な
い
ミ
ス
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
ラ
ン
か
ら

番
に
三
人
を
解
放
し
て
い
く
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ラ
ン
を
解
放
し
た

 
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
何
か
す
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
は
ま

た
く
見
せ
ず

 
う

ん
と

び
を
す
る
と

ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た
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そ
れ
じ

あ
私
は
今
の
う
ち
に
室
内
を
チ

ク
し
て
お
く
わ

お
う

頼
む
わ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
モ
エ
カ
を
解
放
し

最
後
に
レ
ヴ

を
解
放
し
よ
う
と
し
た

 
丁
度
そ
の
時
ラ
ン
が

て
き
て
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
報
告
し
た

ハ
チ
マ
ン
私
達
が

か
さ
れ
て
い
た
ベ

ド
の
下
に
私
達
の
武
器
が

り
付
け
て
あ

た

わ
へ

束
か
ら
解
放
さ
れ
る
手

が
簡

な
の
は

そ
う
い
う
事
だ

た
か

ど
う
い
う
事

多
分
あ

さ
り
と

束
か
ら
解
放
す
る
事
に
よ
り
こ
の
部
屋
は
全
然
重
要
じ

な
い
と
思
わ

せ
て

 
室
内
の
探
索
を
し
な
い
ま
ま
外
に
出
さ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
た
か

た
ん
じ

な
い
か

 
わ
ざ
と
ナ
イ
フ
が
一
本
目
立
つ
と
こ
ろ
に
置
い
て
あ
る
の
も
そ
の
一

か
も
し
れ
な
い
な

あ
あ

い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
手
口
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ラ
ン
は

メ
ニ

を
開
く
よ
う
な
動
作
を
し
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
所
持
ア
イ
テ
ム
の
確
認
で
も
し
て
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
特
に
何
も
言
わ
な
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か

た
さ
て

最
後
に
な

ち
ま

た
が
レ
ヴ

を
解
放
す
る
ぞ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

レ
ヴ

の

束
を
解
い
て

り
返

た

 
見
る
と
ラ
ン
が

し
く
メ
ニ

を
操
作
し
て
お
り
ハ
チ
マ
ン
も
さ
す
が
に
そ
れ
を

し
く

思

た
ラ
ン

何
を
し
て
る
ん
だ

う
ん

魔
さ
れ
ち

た
ら
困
る
な

て

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
の

は
一

真

白
に
な

た

 
だ
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

界
の
中
で

モ
エ
カ
は
ハ

と
し
た
顔
を
し
て

 
ラ
ン
同
様
に
忙
し
く
手
を
動
か
し
始
め
た

同
時
に
後
方
か
ら
も
レ
ヴ

が
何
か
し
て
い
る

気
配
が
す
る

ヤ
バ
イ

ヤ
バ
イ

ウ
ゴ
ケ

ヤ
バ
イ

 
そ
う
本
能
が
激
し
く

鐘
を
鳴
ら
し
た
せ
い
で

 
ハ
チ
マ
ン
は

う
じ
て
一
言
だ
け
言
葉
を
発
す
る
事
に
成
功
し
た

お

お
前
ら
今
一
体
何
を
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さ
あ

さ
す
が
は
お
嬢
だ

千
載
一
遇
の
チ

ン
ス

 
そ
う
言

て
三
人
は

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
襲
い
か
か

た

い
た
だ
き
ま
す

 
当
然
ハ
チ
マ
ン
は

三
人
に
激
し
く

抗
し
た

い
た
だ
き
ま
す
じ

ね
え

お
い
コ
ラ
離
せ

ち

と
く
ら
い
い
い
じ

な
い

お
い
馬

や
め
ろ

俺
の
手
を
胸
に
押
し
付
け
る
な

る
も
ん
じ

な
い
か
ら
い
い
じ

ね
え
か
よ

 
離
し
て
ほ
し
か

た
ら
そ
の
ま
ま
指
を
動
か
し
て
俺
の
胸
を

み
や
が
れ

ど
ん
な

し
文

だ
よ

く
そ

ふ
ざ
け
ん
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
さ
ん
仕
事
し
ろ

て
 
ま

ま
さ
か
さ

き
の
は

 
通
常
は
と

く
に
シ
ス
テ
ム
か
ら

告
が
出
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
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い
く
ら
待
て
ど
も

告
が
出
る
気
配
は
ま

た
く
無
い

う
ん

そ
の
ま
さ
か

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
は
さ

き
オ
フ
に
し
た

そ
う
い
う
事
か
よ
畜
生

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
の
側
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
は
当
然
機
能
し
て
い
た
が

 
三
人
は

に
立
ち
ま
わ
り

告
を
発
動
さ
せ
る
よ
う
な
ヘ
マ
は
し
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
暴
れ
た
が
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
は
戦
い
の
プ
ロ
で
あ
り
こ
う
い
う

み
合
い
に

滅
法
強
い

 
ラ
ン
も
ラ
ン
で

ハ
チ
マ
ン
の

界
を
塞
ぐ
よ
う
に
手
で
目

し
し
て
く
る
な
ど

 
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
の
動
き
を

魔
し
な
い
よ
う
に
よ
く
考
え
て
行
動
し
て
い
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
手
が
何
か
柔
ら
か
い
物
に
触
れ
た
が
ハ
チ
マ
ン
は

況
を

出
来
な

い 
思
い
余

て
ハ
チ
マ
ン
が
選
択
し
た
の
は

目
元
で
モ
エ
カ
に
助
け
を
求
め
る
事
だ

た

 
こ
の
三
人
の
中
で
は
モ
エ
カ
が
一
番
ハ
チ
マ
ン
の
言
う
事
を

く
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た

か
ら
で
あ
る
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モ
エ
カ

お
前
は
俺
の
味
方
だ
よ
な

助
け
て
く
れ

も
ち
ろ
ん
味
方

だ
か
ら
私
は
ハ
チ
マ
ン
君
に
一
番
喜
ん
で
も
ら
え
る
選
択
肢
を
選
ぶ

お

俺
に
味
方
し
て
も
ら
え
る
の
が
一
番
嬉
し
い
ん
だ
が

違
う

こ
の
手
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る

 
そ
の

間
に
ラ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
の
目
か
ら
手
を
離
し
た

 
見
る
と
ハ
チ
マ
ン
の
手
が
触
れ
て
い
た
の
は
モ
エ
カ
の
胸
で
あ
り
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
そ
の

手
を
離
し
た

ほ
ら

手
が
嬉
し
が

て
た

べ

別
に
嬉
し
く
ね
え
よ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
目
を

モ
エ
カ
は
じ

と
見
つ
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
そ
の
目
を

ら
し
そ
の

間
に
モ
エ
カ
は
口
の

を

か
に
持
ち
上
げ

た 
ど
う
や
ら
笑

た
ら
し
い

や

ぱ
り
喜
ん
で
た

喜
ん
で
ね
え
よ
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う
う
ん

喜
ん
で
た

だ
か
ら

 
そ
ん
な
二
人
の
仲
の
い
い
様
子
に

し
た
の
か
レ
ヴ

と
ラ
ン
が
こ
う
声
を
か
け
て
き
た

私
も
背
中
か
ら
胸
を
押
し
付
け
て
る
ん
だ
け
ど

も
う
片
方
の
手
で
俺
の
胸
も

み
や
が
れ

う
う

誰
か
何
と
か
し
て
く
れ

 
そ
の
時
入
り
口
の
扉
が
バ
タ
ン
と
開
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
こ
で
ま
さ
か
の
助
け
が

場
か
と
思

て
感
動
し
た
よ
う
に
入
り
口
の
方
を

見
た
が

 
そ
の
顔
が
一

で
顔
面

白
に
な

た

同
様
に
ラ
ン
も

一

で
そ
の
表
情
を
変
え
た

 
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
も
そ
れ
を
見
て
手
を
止
め

入
り
口
の
方
に

り
返

た

あ
 
そ
こ
に
は

取
り
込
み
中

と

き
た
げ
な
感
じ
で

 
入
り
口
か
ら
顔
を

か
せ
る
ギ
ガ

ン
ビ
の

が
あ
り

 
四
人
は
完
全
に

直
し

そ
の
ま
ま
侵
入
し
て
き
た
ギ
ガ

ン
ビ
に
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番
に
ミ
ン
チ
に
さ
れ
て
い

た
の
だ

た

 
こ
う
し
て
初
め
て
の

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
へ
の
挑
戦
は

 
四
人
の
心
に
微

な
ト
ラ
ウ
マ
を
残
し
て
終
わ
る
事
と
な

た
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第
７
６
４
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

リ
ベ
ン
ジ

お
い
お
前
ら

い
や

や

ぱ
り
い
い

 
四
人

め
て
ミ
ン
チ
に
さ
れ

ロ
ビ

へ
と

て
き
た
一
同
で
あ

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
三
人
に
文

を
言
い
か
け

そ
し
て
や
め
た

 
三
人
が
死
ん
だ
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

今
日
は
こ
こ
で
や
め
て
お
く
か

 
さ
す
が
に
そ
う
口
に
出
し
た
ハ
チ
マ
ン
の

を

し
か
し
三
人
は
ガ
シ

と
掴
ん
だ

行
き
ま
し

う

さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
じ

終
わ
れ
ね
え

こ
の
ま
ま
落
ち
て
も
絶
対
に

れ
な
い

そ

そ
う
か

自
業
自
得
と
は
い
え
そ
こ
ま
で
悔
し
か

た
ん
だ
な

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
そ
し
て
四
人
は
す
ぐ
さ
ま
リ
ベ
ン
ジ
へ
と
向
か

た

 
と
は
い
え
ハ
チ
マ
ン
の
言
う
通
り
自
業
自
得
な
の
で

 
リ
ベ
ン
ジ
と
い
う
の
は
少
し
間
違

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
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そ
し
て
ス
テ

ジ
は
再
び
の

束

態
か
ら
開
始
さ
れ
た

 
そ
の

態
で
ハ
チ
マ
ン
は

仲
間
達
に
こ
う
指

を
出
し
た

先
ず
は
や
る
事
を
確
認
す
る
ぞ
多
分
俺
が
最
初
に
解
放
さ
れ
る
か
ら
直
ぐ
に
全
員
の

束

を
解
く

 
そ
し
た
ら
ベ

ド
の
裏
の
武
器
を
回
収
だ

そ
し
て
一
分
ほ
ど
全
員
で
室
内
に
何
か
無
い
か
確

認
し

 
部
屋
を
出
て
そ
の
ま
ま

に
行
く

さ

き
ギ
ガ

ン
ビ
は
ド
ア
の

か
ら
顔
を
出
し
て
い
た

か
ら
な

 
お
そ
ら
く
そ

ち
に
行
く
と

合
わ
せ
し
て
し
ま
う
は
ず
だ

了
解

 
そ
し
て
予
定
通
り
に
ハ
チ
マ
ン
が
解
放
さ
れ

ハ
チ
マ
ン
は
最
速
で
全
員
の

束
を
解
い
た

付
き
ロ

プ
を
発
見

手

発
見

の
手
発
見
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何
で

の
手

す
き
発
見

す
き

て
何

こ
れ
だ

 
そ
れ
は
一

が
刀
の
よ
う
に

く
な

て
い
る
三

の
金
属

に
木
の
取

手
が
つ
い
た

物
だ

た

 
そ
の

の
部
分
も
金
属
で

わ
れ
て
お
り

ハ
ン
マ

と
し
て
も
使
え
る
よ
う
だ

何
そ
れ

装
用
の

だ
な

シ
ン
プ
ル
な
の
に

利
な
ん
だ

こ
れ

 
前
に

で

装
の
事
を
教
え
て
く
れ
た
人
が
持

て
た
の
を
見
せ
て
も
ら

た
か
ら
知

て
た
わ

色
々
や

て
る
の
ね

 
そ
し
て
一
同
は
部
屋
を
出
て

へ
と
進
ん
だ

 
予
想
通
り
ギ
ガ

ン
ビ
の

は
見
え
な
か

た
が

と
に
か
く
敵
の

が
多
か

た

 
こ
の
道
は
一
本
道
で

基
本
敵
は
い
な
い
の
だ
が

 

中
に
あ
る
扉
の
中
か
ら

ン
ビ
が
わ
ら
わ
ら
と
現
れ
る
の
だ
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そ
し
て
ど
の
部
屋
の
中
を

い
て
も
何
も
無
い

と
い
う
事
が

り
返
さ
れ
て
い
た

 
だ
が
ど
う
し
て
も
こ
の

態
で
は
部
屋
を
調
べ
な
い

に
は
い
か
な
い

 
一
同
は

ま
れ
て
感

し
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
敵
を
殲
滅
し
つ
つ
進
ん
で
い

た

こ
こ
ま
で
の

ン
ビ

全
員
白
衣
を
着
て
る
よ
な

確
か
に
ね

そ
れ
に
し
て
も
こ
の

設

研
究
員
多
す
ぎ
じ

な
い

大
企
業

う
ち
が
モ
デ
ル
だ

た
ら
笑
え
る
な

よ

と

 
そ
ん
な
冗
談
を
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は

何
匹
目
か
の

ン
ビ
の
首
を

ね
た
が

 
直
後
に
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

むど
う
し
た
の

い
や

今
倒
し
た
奴
が
変

種

か

た
ん
で
な

あ
ら
そ
う

見
た
目
じ

分
か
ら
な
か

た
け
ど

分
と
⻑
い
牙
が
生
え
て
た
ん
だ
よ

を
突
き
破
る
く
ら
い
の
な

う
わ

本
当
だ

セ
イ
ウ
ち
ん
と
名
付
け
て
お
く
わ
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何
だ
そ
り

ま
あ
他
に
も
気
に
な
る
所
は
無
く
も
な
い
ん
だ
が

と
り
あ
え
ず
今
は
い
い

ふ

ん

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
ま
あ
先
へ
進
み
ま
し

う

 
そ
し
て
そ
の
一
本
道
は

に
行
き
止
ま
り
と
な
り
そ
の
突
き
当
た
り
に
あ
る
扉
を
残
す
の
み

と
な

た

こ
こ
が
本
命
じ

な
か

た
ら
や
ば
い
な

ギ
ガ

ン
ビ
と
や
り
合
わ
な
い
と
い
け
ね
え
な

ま
あ
今
は
フ
ル
装
備
だ
し
何
と
か
な
る
ん
じ

な
い

そ
う
か
も
だ
が

ま
あ
と
り
あ
え
ず
こ
こ
か
ら
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
扉
を
開
け
た

間

中
か
ら
い
き
な
り
変

種
が
現
れ
た

 
ま
る
で

の
よ
う
に
四
つ
ん
這
い
に
な

て
お
り

そ
の
口
に
は
巨
大
な
牙
が
生
え
て
い
る

さ

き
の
奴
と
一

だ
な

 
そ
の
部
屋
に
は
そ
の
敵
し
か
お
ら
ず
た
か
が
一
匹
で
は
ハ
チ
マ
ン
達
に
対
抗
出
来
る
は
ず
も

な
く

 
そ
の
変

種
は
あ

さ
り
と
倒
さ
れ
る
事
と
な

た

ふ

む
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何

ど
う
か
し
た

い
や

こ
い
つ
の
着
て
る
白
衣
が

な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

そ
の
白
衣
を
し
げ
し
げ
と

め
て
い
た

 
そ
の
間
に
三
人
は
部
屋
の
中
を
調
べ
た
が
そ
の
部
屋
に
も
先
へ
と
続
く
ル

ト
は
無
か

た

ど
う
す
る

さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
時
間
を
か
け
ち
ま
う
と
ギ
ガ

ン
ビ
が
背
後
か
ら
来
て
も
お
か
し
く
は

ね
え
よ
な

ま
あ
あ
の
部
屋
の

在
時
間
の
⻑
さ
が
さ

き
襲
わ
れ
た
理
由
だ
と
は
思
う
が
確
か
に
怖
い

な
で
も
引
き
返
す
し
か
な
い
か
な

中
ま
で
な

ち

と
確
認
し
て
お
き
た
い
事
が
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

来
た
道
を
足

に

り
始
め
た

ど
こ
に
行
く
の

最
初
の
変

種
が
い
た
部
屋
だ

実
は
あ
い
つ
の
白
衣
だ
け
ち

と
デ
ザ
イ
ン
が
違

た

ん
だ
よ
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で
も
ま
あ
変

種
特

の
白
衣
な
の
か
な
と
か
思

て
そ
の
場
は
放
置
し
ち
ま

た
が

 
今
倒
し
た
変

種
の
白
衣
は
他
の
敵
の
着
て
る
の
と
同
じ
だ

た
か
ら

 
何
か
あ
る
可
能
性
が
否
定
出
来
な
い
と
思

て
な

へ

よ
く
見
て
る
わ
ね

 
そ
し
て
最
初
の
変

種
が
い
た
部
屋
に

る
と
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
白
衣
を
ご
そ
ご
そ
と
探
り

始
め
た

違
い
な
ん
て
あ
る

ん

こ
こ
を
見
て
み
ろ

こ
の

の
ラ
イ
ン
が
一
本
多
い

そ
し
て

の

が
違
う

 
ラ
ン
は
そ
う
言
わ
れ
て
そ
の
白
衣
を

し

や

と
そ
の
違
い
を
理
解
し
た

こ
ん
な
の
普
通
気
付
か
な
い
と
思
う

こ
う
い
う
の
は
違
和
感
を
感
じ
取
る
ん
だ
よ

覚
え
と
け

う

う
ん

分
か

た

お

あ

た
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
白
衣
の
ポ
ケ

ト
か
ら
何
か
カ

ド
の
よ
う
な
物
を
見
つ
け
出
し
て
取
り

出
し
た
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そ
れ
は

多
分
カ

ド
キ

だ
な

で
も
そ
れ

い
扉
は
無
か

た
わ
よ
ね

あ
あ

な
の
で
結
局
ギ
ガ

ン
ビ
の
い
る
方
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い

て
事
だ
な

う
え

ま
あ
動
い
て
る
と
は
限
ら
な
い
さ

覚
悟
を
決
め
て
い
く
ぞ

 
そ
し
て
一
同
は

最
初
に

束
さ
れ
て
い
た
部
屋
の
前
を
通
過
し

 
す
ぐ
に
突
き
当
た
り
に
ぶ
ち
当
た

た

だ
が
今
回
の
そ
の
ド
ア
は
今
ま
で
の
扉
と
デ
ザ
イ

ン
が
違
う

 

て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で

一
同
は
そ
こ
か
ら
中
に
入

た

う
わ

い

い
た

こ
ん
な
に
近
か

た
ん
だ

 
そ
こ
に
は
ガ
ラ
ス
の
筒
の
中
で
眠
る

ギ
ガ

ン
ビ
の

が
あ

た

ハ
チ
マ
ン

こ

ち
の
扉
に
カ

ド
キ

の
ス
ロ

ト
が
あ
る
わ
よ
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こ
こ
が
出
口
か

し
か
し
こ
い
つ
は
な

 
そ
の
筒
に
繋
が
る
機

に
は
タ
イ
マ

の
よ
う
な
物
が
つ
い
て
お
り

 
そ
の
タ
イ
マ

は
残
り
一
分
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
所
だ

た

ま
さ
か
こ
の
タ
イ
マ

が
ゼ
ロ
に
な

た
ら
こ
い
つ
が
出
て
く
る
の
か

こ
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
止
ま
る
ん
じ

な
い

 
ラ
ン
が
指
差
す
そ
の
先
に
は

と

の
二
つ
の
ボ
タ
ン
が
あ

た

か
も
し
れ
な
い
し

逆
に

め
に
出
て
く
る
の
か
も
し
れ
ね
え

お
嬢

あ

そ

か

こ
う
い
う
場
合
の
定
番
か

の
線
を
切
る
か

の
線
を
切
る
か

て
か

ど

ど
う
す
る

そ
う
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
考
え
た
後

ラ
ン
に
向
か

て
こ
う
言

た

こ
う
な

た
ら
最
初
に
そ
の
ボ
タ
ン
を
見
つ
け
た
ラ
ン
に
任
せ
る
さ

 
何

失
敗
し
て
も
気
に
す
る
な

そ
の
時
は
こ
い
つ
と
こ
こ
で
ガ
チ
で
や
り
合
お
う

私
が
決
め
る
の
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お
う

お
前
の
好
き
に
し
ち
ま
え

う
ん

分
か

た

 
タ
イ
マ

の
残
り
は
三
十

ほ
ど

そ
し
て
ラ
ン
は
ボ
タ
ン
の
前
で
一
度
目
を

り

 
そ
の
目
を
カ

と
開
く
と

そ
の
ボ
タ
ン
に
手
を

ば
し
か
け

ピ
タ
リ
と
止
め
た

ど
う
し
た

ど

ど
ど
ど
ど
う
し
よ
う
ハ
チ
マ
ン

だ
か
ら
ど
う
し
た
ん
だ
よ

私
ね

今
は
い
て
る
パ
ン
ツ
の
色
を
選
ぼ
う
と
思

た
ん
だ
け
ど

 
私
今

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
中
に
い
る
か
ら
パ
ン
ツ
を

い
て
な
い
の

心

ど
う
で
も
い
い
わ

時
間
が
無
い
ん
だ
よ

さ

さ
と
選
べ

ど
う
で
も
い
い
と
は
何
よ

ち

と
は
興
味
を
持
ち
な
さ
い
よ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

ク
ス

 
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
も
そ
の
や
り
取
り
を

い
て
さ
す
が
に
笑
い
を

え
ら
れ
な
か

た
よ
う

だ
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さ
す
が
だ

お
嬢

最
高

最

の
間
違
い
だ

モ
エ
カ

あ
あ
も
う

そ
れ
じ

あ
ど
う
す
れ
ば
い
い

て
の
よ

お
前
の
好
き
に
し
ろ
こ
の

時
間
切
れ
で
も
仕
方
な
い
そ
う
な

た
ら
な

た
で
戦
う
だ

け
だむ

む
む
む
む

 
ラ
ン
は

も
悩
ん
で
い
た
が
残
り
十

を
切

た
時
点
で
そ
の
顔
が
パ

と
明
る
く
な

た

そ
う
か

こ
れ
よ

こ
れ
し
か
な
い
わ

 
そ
し
て
ラ
ン
は
何
を
考
え
た
の
か

と

の
ボ
タ
ン
を

同
時
に

押
し
た

えお
お

お

お
い
ラ
ン

 
だ
が
そ
の

間
に
カ
ウ
ン
ト
が
止
ま
り

筒
の
中
の
ギ
ガ

ン
ビ
の
体
が
崩
れ
始
め
た

マ
ジ
か
よ

信
じ
ら
れ
ん
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あ
は
は
は
は
は

や

ぱ
り
お
嬢
は
面
白
え

ど
う
や

て
決
め
た
の

え

と
ね

私
が
い
つ
か
ハ
チ
マ
ン
に
脱
が
せ
て
も
ら
お
う
と
思

て

 
密
か
に
準
備
し
て
あ

た
勝
負
パ
ン
ツ
の
色
に
し
た
わ

要
す
る
に
紫
か

お
お

エ
ロ
い
な
お
嬢

褒
め
す
ぎ
よ

レ
ヴ

誰
も
褒
め
て
ね
え
よ

か

ら

の

い
や

変
わ
ら
ね
え
か
ら
な

え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
ラ
ン
は
そ
う
絶
叫
し

そ
の
場
に
両
手
を
つ
い
た

そ
そ
ん
な

自
分
で
も
ち

と
エ
ロ
す
ぎ
る
か
な
と
思

た

の
と

て
お
き
だ

た

の
にい

や

た
だ
勝
負
パ
ン
ツ
と
か
言
わ
れ
て
も

俺
に
は
ま

た
く
想
像
出
来
な
い
か
ら
な
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想
像
出
来
な
い
な
ら
妄
想
く
ら
い
し
な
さ
い
よ

あ

は
い
は
い

エ
ロ
い
エ
ロ
い

レ
ヴ

モ
エ
カ

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ

ち

待

て

私
を
置
い
て
い
か
な
い
で

 
そ
ん
な
つ
れ
な
い
態
度
を
と
り
な
が
ら
も

前
を
行
く
ハ
チ
マ
ン
の
口
元
は
ニ
ヤ
ケ
て
い
た

ラ
ン
は
も
し
か
し
て

恐
ろ
し
い
強
運
を
持

て
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
い
つ
か
そ
れ
が
救
い
に
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が

 
ち
な
み
に

の
ス
イ

チ
は
ギ
ガ

ン
ビ
の
即
時
解
放

 

の
ス
イ

チ
は
時
間
を
五
分

⻑
し
て
の
解
放
に
設
定
さ
れ
て
い
る

 
ど
ち
ら
も
押
さ
な
け
れ
ば
カ
ウ
ン
ト
通
り
の
解
放
だ

 
こ
の
お
そ
ら
く
誰
も
が
引

か
か

て
し
ま
う
最
初
に
し
て
最
大
の
難
関
を

 
ラ
ン
の
お
か
げ
で
ク
リ
ア
し
た
一
行
は
か
な
り

利
な

態
で
ミ

シ

ン
を
進
め
ら
れ
る

事
と
な

た
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第
７
６
５
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

成
功

 
気
が
付
い
た
ら
４
０
０
万

に
到
達
し
て
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
達
が
扉
を
開
け
る
と

そ
こ
は

に
別
れ
た
通
路
に
な

て
お
り

 

は
培

室

は
居

区
と
い
う
案
内

が
壁
に
付
け
ら
れ
て
い
た

培

室
と
か
想
像
し
た
く
も
な
い
な

必
要
な
ア
イ
テ
ム
と
か
も
無
さ
そ
う

こ
こ
は
や

ぱ
り
居

区

だ
な

り
を

し
つ
つ
そ

ち
に
向
か
お
う

 
し
ば
ら
く
進
む
と
突
き
当
た
り
に

が
あ

た

そ
の

は
上
下
に

び
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず

打
ち
を
し
た

チど
う
し
た
の
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い
や

さ

き
の
ギ
ガ

ン
ビ
の
所
に
あ

た
ボ
タ
ン
と
い
い

 
こ
の
シ
ナ
リ
オ
を
作

た
奴
は
性
格
が
悪
い
な
と
思

て
な

 
そ
の
言
葉
に
首
を

げ
る
三
人
に

ハ
チ
マ
ン
は
こ
う
説
明
し
た

見
て
み
ろ

が
上
下
に
分
か
れ
て
る
だ
ろ

つ
ま
り
選
択
を
間
違
え
た
ら

 
こ
こ
か
ら
の
脱
出
は
ほ
ぼ
確
実
に
失
敗
す
る

て
事
だ

あそ
う
い
え
ば
そ
う
だ
な

運
命
の
分
か
れ
道

そ
う
い
う
事
に
な
る
な

よ
し
ラ
ン

ま
た
お
前
が
選
べ

え
え
え
え
え
え
え
え

ま
た
私

 
困

た
顔
で
そ
う
言
う
ラ
ン
に

レ
ヴ

が
笑
顔
で
言

た

大
丈
夫
だ
お
嬢

失
敗
し
た
ら
し
た
で
そ
れ
も
ま
た
楽
し
い

て
も
ん
だ

 
そ
し
て
モ
エ
カ
も
ラ
ン
の

に
手
を
置
き

う
ん
う
ん
と

い
た

 
そ
し
て
最
後
に
ハ
チ
マ
ン
が
こ
う
言

た

ラ
ン
今
日
の
お
前
に
は
強
運
の
星
が
つ
い
て
る
何
も
考
え
ず
に
本
能
の
ま
ま
行
動
し
て
み
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ろ
本
能
の
ま
ま

本
能

本
能

 
ラ
ン
は
そ
う

い
た
後
ハ

と
し
た
顔
で
ハ
チ
マ
ン
を
見
て
直
後
に
も
じ
も
じ
し
始
め
た

や

や

ぱ
り
恥
ず
か
し
い
よ

人
の
見
て
る
前
で
ハ
チ
マ
ン
と
す
る
な
ん
て

い
い
か
ら
真
面
目
に
や
れ

あ

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
に

た
い
目
で
見
ら
れ
な
が
ら
そ
う
言
わ
れ

さ
す
が
の
ラ
ン
も
反
省
し

 
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
真
剣
に
考
え
始
め
た

上
か
下
か

 
そ
し
て
ラ
ン
は
顔
を
上
げ

真

直
ぐ
な

で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

上
に
行
き
ま
し

う

お
う

ち
な
み
に
理
由
を

い
て
も
い
い
か

え
ば
女
性
の

ン
ビ
が
出
て
き
た
と
す
る
じ

な
い

下
か
ら
見
上
げ
れ
ば

 
そ
の

ン
ビ
の
パ
ン
チ
ラ
が
拝
め
る
か
も
し
れ
な
い
わ

こ
れ
も
全
て
ハ
チ
マ
ン
の

の
選

択
な
の
よ
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お
う
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
女

ン
ビ
の
パ
ン
ツ
を
見
る

に
上
に
行
く
か

や

ご
め
ん

冗
談

冗
談
だ

て
ば

て

あ
れ

 
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
叩
か
れ
る
な
り
何
な
り
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
そ
う
言

た
の
だ

が 
ハ
チ
マ
ン
は
平
然
と
ラ
ン
の
指

に

て
上
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た

え

と

ら
な
い
の

何
で

る
ん
だ
よ
さ

き
も
同
じ
よ
う
な
く
だ
ら
な
い
理
由
で
ボ
タ
ン
を
押
し
た
じ

な
い

か
よ

 
そ
し
て
そ
れ
は
正
解
だ

た
だ

た
ら
今
回
も
迷
う
事
は
な
い
俺
は
お
前
を
信
じ
て
い
る

か
ら
な

ハ

ハ
チ
マ
ン

 
ラ
ン
は
感
動
し
た
顔
で

う
る
う
る
と
し
た

を
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
た

後
は
お
前
が
女

ン
ビ
の
パ
ン
チ
ラ
を
拝
め
れ
ば
完

だ
な

私
は
ハ
チ
マ
ン
に
見
て
欲
し
か

た
ん
で
す
け
ど

俺
に
は
そ
ん
な
趣
味
は
無
え
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ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
の
妄
言
を
バ

サ
リ
と
切

て

て
た

だ
が
ラ
ン
は

め
な
い

色

が
ほ
ぼ

パ

セ
ン
ト
の

ン
ビ
だ

た
ら
ど
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
一

動
き
を
止
め
た
が
直
後
に

れ
た
よ
う
な
顔
で
ラ
ン
に
言

た
無
く
も
な
い
が

そ
も
そ
も
何
故
お
前
は
そ
ん
な
に
女

ン
ビ
の
パ
ン
チ
ラ
に

る
ん

だ
よハ

チ
マ
ン

今
一

心
が
動
い
た
で
し

気
の
せ
い
だ

い
い
え

絶
対
に
心
が
動
き
ま
し
た

な
る
ほ
ど

て
ち

ん
か

ぐ
 
そ
の
言
葉
は
確
か
に
ラ
ン
の

い
と
こ
ろ
を
突
い
た
ら
し
い

 
今
の
ラ
ン
は

と
に
か
く
ハ
チ
マ
ン
に
相
手
を
し
て
欲
し
が

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
故
か
と
考
え
と
あ
る
事
実
に
思
い
当
た
り
鎌
を
か
け
る
つ
も
り
で
ラ
ン
に

こ
う
言

た
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は
は

そ
ん
な
に
ユ
ウ
が
い
な
く
て

し
い
の
か

べ

別
に
ユ
ウ
な
ん
か
い
な
く
て
も
私
は
平
気
で
す
し

 
そ
の
反
応
か
ら

そ
の
言
葉
が
ま
さ
に
真
実
を
言
い
当
て
た
事
を
悟

た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
ラ
ン
の

に
手
を
置
い
た

そ
う
か
そ
う
か

あ

は

は

べ

別
に
そ
ん
な
ん
じ

な
い
か
ら

本
当
だ
か
ら

お
前
に
も
そ
ん
な
部
分
が
あ

た
ん
だ
な

う
ん
う
ん

 
し
ば
ら
く
俺
達
が
一

に
遊
ん
で
や
る
か
ら
あ
ま
り

し
が
る
な
よ
ラ
ン

何
で

知
ら
な
い
の
か

は

し
い
と
死
ん
じ

う
ん
だ
ぞ

 
だ
か
ら
俺
は
お
前
を

し
が
ら
せ
た
り
は
し
な
い

う

う

そ
う
い
う
所
が
ず
る
い

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て
顔
を

く
し
下
を
向
い
た

そ
の
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
は
ピ
タ
リ
と
足
を

止
め
た

ス
ト

プ
だ

上
に
何
か
い
る
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そ
の
言
葉
を

い
た

間
に
ラ
ン
の
ス
イ

チ
が
切
り

わ
り
ラ
ン
は

い
目
を
上
へ
と
向

け
た

 
ま
だ
ま
だ

い
が

さ
す
が
一
流
の
世
界
に
足
を
突

込
み
か
け
て
い
る
だ
け
の
事
は
あ
る

敵そ
う
だ
な

ま
あ
で
も
足
音
か
ら
す
る
と
い
い
と
こ

体
だ
ろ

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
見

め
る

少
し
待
ち
だ

 
ハ
チ
マ
ン
達
は

り
場
の

か
ら
上
の

の
様
子
を

た

 
ず
る
ず
る
と
い
う
音
が
徐
々
に
大
き
く
な
り

そ
し
て

を
現
し
た
の
は

 

色

パ

セ
ン
ト
の
女
研
究
員
の

ン
ビ
で
あ

た

 
そ
の

ン
ビ
達
は
か
な
り
ミ
ニ
な
ス
カ

ト
を

い
て
お
り

 
そ
の
奥
か
ら
色
と
り
ど
り
の
布
が
チ
ラ
リ
チ
ラ
リ
と
顔
を

か
せ
て
い
た

 
そ
の

面
だ
け
見
れ
ば
確
か
に

手
で
あ
り

 
無
表
情
な
上
に
足
を
引
き
ず

て
い
る
の
が
微

に
エ
ロ
さ
を
感
じ
さ
せ
る



 第７６５話  ランクミッション（成功 ）

 
四
人
は
同
時
に
絶

し

特
に
ラ
ン
は

え

本
当
に

み
た
い
な
表
情
を
し
て
い
た

 
自
分
で
言

た
事
が
実
現
し
た

だ
が

さ
す
が
の
ラ
ン
も

 
こ
れ
を
ネ
タ
に
ハ
チ
マ
ン
を
か
ら
か
う
余

も
無
い
ほ
ど
驚
い
て
い
る
よ
う
だ

ま
あ
こ
う
い
う

況
も
あ
り
え
な
く
は
な
い
と
思

て
は
い
た
が

え

そ
う
な
の

さ

き
無
言
だ

た
の
は
そ
の
想
定
が

に

か
ん
だ
か
ら
だ

 
見
て
み
ろ

あ
の
見
た
目
な
ら

思
わ
ず
攻
撃
を

う
プ
レ
イ
ヤ

も
い
そ
う
だ
ろ

あ

確
か
に

し
か
も
パ
ン
ツ
に
目
が
い

て

殺
さ
れ
る
馬

も
絶
対
い
そ
う

表
現
は
と
も
か
く
ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
こ
の
ス
テ

ジ
を
設
計
し
た
奴
は
本
当
に
性

格
が
悪
い

私
達
に
は
関
係
な
い
け
ど
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
の
ま
ま
問
題
な
く
そ
の

色

ン
ビ
達
を
殲
滅
し
た

 
こ
の
中
に

見
た
目
が
普
通
だ
か
ら
と

う
よ
う
な

い
者
は
い
な
い

さ
て

こ
れ
で
地
下
四

ま
で
は
来
れ
た
が
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ど

ち
の
通
路
も
見

す
限
り

ず

と
続
い
て
る
ね

こ
こ
ま
で
広
い
と
さ
す
が
に
だ
る
い
な

ど
う
す
る

そ
う
だ
な

手
持
ち
の
ア
イ
テ
ム
か
ら
す
る
と
ワ
ン
チ

ン
あ
る
か
も
し
れ
ん

 
こ
こ
は
一
つ
シ

ト
カ

ト
す
る
か

お
い
ラ
ン
も
う
一
度
お
前
の
強
運
を
見
せ
て
く

れ
え

失
敗
し
た
ら

て
考
え
た
ら
微

に

な
ん
だ
け
ど

大
丈
夫
だ

今
度
こ
そ
失
敗
し
て
も
何
も
問
題
は
な
い

あ
る
事
を

す
だ
け
だ

あ
る
事

て

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
問
わ
れ

天

を
指
差
し
た

手

で
天

を
爆
破
し
て

つ
き
ロ

プ
で
上
に
上
が
る

 
そ
の
言
葉
に
ラ
ン
は
絶

し
た

レ
ヴ

は
面
白
そ
う
に
口

を

き

 
モ
エ
カ
は

て
手

と

つ
き
ロ

プ
を
取
り
出
し
た

と
い
う

で

お
前
の
勘
に
ピ
ピ

と
来
る
場
所
を
探
し
て
く
れ

は

別
に
い
い
け
ど

本
当
に

当
に
選
ぶ
か
ら
ね
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そ
れ
で
い
い

 
ラ
ン
は
そ
の
ま
ま
先

に
立
ち

上
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
く

 
や
が
て
立
ち
止
ま

た
の
は

何
の
変

も
な
い
通
路
の
ど
真
ん
中
で
あ
り

 
し
か
も
ラ
ン
の

線
は
真
横
を
向
い
て
い
た

こ
の
向
こ
う
か
ら
ラ
ブ
コ
メ
の

動
を
感
じ
る

ラ

感

何
だ

分
か
ら
な
い
け
ど
と
に
か
く
ラ
ブ
コ
メ

で
も
外
に
出
れ
そ
う
な
気
が
す
る

上
じ

な
く
横
か

 
さ
す
が
に

物
も
何
も
無
い
こ
の
場
所
で
手

を
使
う
の
は
リ
ス
ク
が
高
い
よ
う
に
思
わ

れ
た

 
四
人
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
相
談
し

す
き
を
力
任
せ
に
壁

い
の
地
面
に

め
に
突
き

し 
そ
こ
に
手

を
セ

ト
し
て

ピ
ン
に

つ
き
ロ

プ
を
引

け

 
そ
の
ロ

プ
の
先
を
ハ
チ
マ
ン
の

に

き
付
け
た

使
い
道
が
無
さ
そ
う
な
物
で
も

夫
す
れ
ば
そ
れ
な
り
に
何
と
か
な
る
も
ん
だ
な
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後
は
お
願
い
ね

お
う

と
に
か
く
全
力
で
走
る
わ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
一
人
が
手

の
所
に
残
り
三
人
は
遠
く
に
避
難
し
そ
の
場
に
伏
せ
た

 
そ
の
ま
ま
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
・
ス
タ

ト
の
要
領
で
走
り
出
し
た
ハ
チ
マ
ン
が

 
一
気
に
ト

プ
ス
ピ

ド
に
乗

た

り
で
手

の
ピ
ン
が
抜
け
た

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は
三

後
に
三
人
が
伏
せ
て
い
る
場
所
ま
で
到
達
し
同
様
に
そ
の
場

に
伏
せ
た

 
バ
ン

 
そ
の
音
か
ら

ど
う
や
ら
思

た
よ
り
も

力
が

え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
は
あ
る
が

 
手

は
問
題
な
く
爆
発
し

壁
に

か
り
と

が
開
い
た

さ
て

奥
は
ど
う
な

て
い
る
の
や
ら

ラ
ブ
コ
メ
の

動
が
強
く
な

た

本
当
か
よ

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
壁
の

を

り

そ
の
奥
へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
そ
こ
は

直
室
的
な
部
屋
な
の
だ
ろ
う
か

水
道
が
あ

て
ト
イ
レ
や
シ

ワ

が
あ
り
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そ
し
て
部
屋
の

に
置
か
れ
た
ベ

ド
に
は
一
人
の
女
性
が
ぐ

た
り
と
横
た
わ

て
い
た

あ
れ

て

ン
ビ
か

ど
う
だ
ろ
う

よ
し

せ

か
く
だ
し
こ
の
残

た

の
手
で
つ
つ
い
て
み
る
ね

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て
一
歩
前
に
出
た

そ
の
ま
ま
慎
重
に
そ
の
女
性
に
近
付
き

 

の
手
で
そ
の
女
性
の
胸
を
も
に

も
に

し
た

お
お

ナ
イ
ス
な
巨

ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
な

力

 
で
も
ど
う
や
ら
動
か
な
い
方
の
死
体
で
間
違
い
な
い
み
た
い
ね

お
い

ち

直
接
じ

な
い
か
ら
セ

フ

セ

フ
よ

お
前
は
本
当
に
ブ
レ
な
い
よ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
物
言
わ
ぬ
死
体
に
近
付
い
た

 
見
る
と
そ
の
手
に
何
か
が

ら
れ
て
い
る

ん

写
真
か

あ

そ
こ
か
ら
強
い
ラ

感
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そ
れ
は
小
さ
な
写
真
立
て
で
あ

た

そ
こ
に

ら
れ
て
い
た
写
真
は

あ
れ

こ
れ

て
ボ
ス
と
大
ボ
ス
じ

ね
え
の

ど
う
見
て
も
事
後

ハ

ハ
チ
マ
ン
の

気
者

ん
な

ね
え
だ
ろ

何
だ
こ
の

写
真
は

 
そ
れ
は

で
眠
る
男
性
と
胸
を
布
団
で

し
な
が
ら
嬉
し
そ
う
に
微
笑
む
女
性
の
写
真
で
あ

り 
二
人
は
完
全
無

の
愛
し
合
う
カ

プ
ル
に
見
え
た

 
と
こ
ろ
が
そ
の
顔
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
八
幡
と
陽
乃
の
顔
で
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
写
真
を
見
て

て
て
そ
の
死
体
の
顔
を
見
た

姉
さ
ん

う
お

マ
ジ
だ

こ
れ

て
大
ボ
ス
の
死
体
か
よ

と
い
う
事
は

こ
の
ミ

シ

ン
の
考
案
者

て

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

る

る
と

え
な
が
ら

絞
り
出
す
よ
う
な
声
で
言

た
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そ
う
か

道
理
で
道
中
の

々
か
ら

考
案
者
の
性
格
の
悪
さ
が
に
じ
み
出
て
る

だ

て
事
は
出
口
は
こ
こ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ラ
ン
が

い
き
な
り
そ
の
ベ

ド
を
ず
ら
し
た

 
見
る
と
そ
こ
に
は
ポ

カ
リ
と

が
あ
い
て
い
る

お
お

凄
え
な
お
嬢

ど
う
し
て
分
か

た
の

え

と
ね

多
分
私
な
ら

愛
す
る
ハ
チ
マ
ン
を
こ
の
部
屋
か
ら
逃
が
し
て

 
そ
の
入
り
口
を
ベ

ド
で

し
て
死
ん
で
も
そ
こ
を
守
る
か
な

て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ラ
ン
は
ド
ヤ
顔
で
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
ラ
ン
の

に
手
を
乗
せ

こ
う
言

た

そ
う
い
う
場
合

そ
こ
で
死
体
に
な

て
る
の
は
俺
だ
と
思
う
ぞ

あ

た

確
か
に
ハ
チ
マ
ン
な
ら
そ
う
か
も

ま
あ
で
も
こ
の
部
屋
が
今
ラ
ン
が
言

た
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
を
前
提
に
作
ら
れ
た
の
は
確
か

だ
ろ
う
な

 
と
り
あ
え
ず
中
に
入

て
み
る
か
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う
ん

 
そ
し
て
レ
ヴ

が
笑
顔
で
こ
う
言

た

ま
さ
か
こ
れ
で
終
わ
り
な
ん
て
事
は
さ
す
が
に
無
い
と
思
う
け
ど
な

 
そ
の
一
分
後

レ
ヴ

は

然
と
し
た
顔
で
こ
う
言

た

さ
す
が
に
あ

た
わ

レ
ヴ

日
本
語
が
変

仕
方
な
い
だ
ろ
モ
エ
モ
エ

さ
す
が
に
こ
れ
は
想
定
外
す
ぎ
る
だ
ろ

 
そ
の
抜
け

は
そ
の
ま
ま
外
へ
と
通
じ
て
い
た

あ
と
一
歩

み
出
せ
ば
ク
リ
ア
認
定
さ
れ
る

で
あ
ろ
う

ま
あ
あ
の
部
屋
ま
で
た
ど
り
着
く
の
に
本
来
な
ら
も

と
苦
労
す
る
ん
だ
ろ
う
な

あ
あ

確
か
に
そ
う
か

て
事
は

や

ぱ
り
お
嬢
凄
え

て
事
に
な
ん
の
か

あ
り
え
な
い
強
運
だ
な

ま
あ
こ
れ
が
続
け
ば
大
し
た
も
ん
だ
が

続
く
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
そ
う
言

て
ラ
ン
は
一
歩
を

み
出
し

こ
の

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
は
ク
リ
ア
さ
れ
た
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後
日
談

 
そ
の
次
の
日

別
の

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
に
挑
ん
だ
四
人
は

今
度
は
死
ぬ

苦
労
す
る

事
に
な

た

 
何
と
か
ミ

シ

ン
自
体
は
ク
リ
ア
し
た
が
ラ
ン
の
選
択
が
こ
と
ご
と
く
裏
目
に
出
た

で

あ
るな

何
で
こ
う
な
る
の

ま
あ
こ
ん
な
も
ん
だ
ろ

お
疲
れ
さ
ん

納
得
行
か
な
い
い
い
い
い
い
い
い

 
あ
の
日
の
強
運
は

陽
乃
の

念
が
ラ
ン
に
乗
り
移
り
で
も
し
た
せ
い
だ

た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
以
降
ラ
ン
の
身
に
あ
の
日
ほ
ど
の
強
運
が
舞
い
降
り
た
の
は
た

た
一
度
だ
け
で
あ

る 
そ
の
時
八
幡
は
日
本
に
は
い
な
い
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第
７
６
６
話
 
お
仕
置
き
の
時
間

 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア
し
た
次
の
日

八
幡
は
ソ
レ
イ
ユ
本
社
に
い
た

あ

八
幡

様

お
帰
り
な
さ
い
ま
せ

 
八
幡
の
顔
を
見
た
か
お
り
は
思
わ
ず
い
つ
も
の
よ
う
に
話
し
か
け
よ
う
と
し

て
て
言
い

直
し
た

か
お
り

そ
う
い
う
の
は
い
い
か
ら

て
へ

 
か
お
り
は
そ
う
言

て
自
分
の

を
コ
ツ
ン
と
叩
き

 
八
幡
は
そ
ん
な
か
お
り
に
対
し

に
真
面
目
な
顔
を
向
け
た

な

何

か
お
り

う

う
ん

 
か
お
り
は
そ
の
真
剣
な

差
し
に
思
わ
ず

を

ら
め
た

 
直
後
に
八
幡
は

と
て
も
優
し
い
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
か
お
り
に
こ
う
言

た
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て
へ

は
俺
達
の

だ
と
も
う
き
つ
い
と
思
う
か
ら
気
を
付
け
ろ
よ

 
か
お
り
は
そ
う
言
わ
れ

一

ま

た
後

拳
を

て

る

る
と

え
出
し
た

そ

そ
ん
な
の
分
か

て

て

あ
れ

え
る

八
幡
は

八
幡
さ
ん
な
ら
凄
い
ス
ピ

ド
で
逃
げ
て
い

た
よ

く

相
変
わ
ら
ず
逃
げ
足
が
速
い

ほ
ら
ほ
ら
か
お
り

仕
事
仕
事

あ

い
ら

し

い
ま
せ

ソ
レ
イ
ユ
へ
よ
う
こ
そ

 
こ
う
し
て
直
ぐ
に
切
り

え
ら
れ
る

り

か
お
り
の
成
⻑
の
ほ
ど
が

え
る

さ
て

本

へ
と
向
か
う
前
に
裏
を
と
る
か

 
八
幡
は
そ
う

く
と

第
一
開
発
室
へ
と
向
か

た

お
お

ハ

ど
し
た

何
か
用
事
カ

あ

八
幡
さ

ん

 
そ
ん
な
八
幡
を
ア
ル
ゴ
が
出
迎
え

舞
衣
も
こ
ち
ら
に
手
を

て
き
た

 
こ
の
第
一
開
発
室
を
使

て
い
る
の
は
基
本

ア
ル
ゴ
と
舞
衣

そ
し
て
ダ
ル
だ
け
で
あ
る

 
他
の
者
達
は
皆

新
設
さ
れ
た
第
二
開
発
室
に
い
る
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今
は
そ
ち
ら
が
主
力
に
な

て
お
り
第
一
の
方
は
本
当
に
大
事
な
部
分
だ
け
を
担
当
し
て
い

る
の
だ

な

ア
ル
ゴ

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
に
つ
い
て
一
番

し
い
の
は
誰
だ

 
特
に

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

こ

た
研
究
所
か
ら
脱
出
せ
よ

 

て
い
う

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
に
つ
い
て
な

ん
ん

そ
の
ミ

シ

ン
だ
け
う
ち
で
開
発
し
た
は
ず
だ
ぞ

 
担
当
し
た
の
は
確
か
マ
イ
マ
イ
だ

た
カ

ほ
う

わ
ざ
わ
ざ
第
一
で
担
当
し
た
の
か

し
か
も
舞
衣
が
な

 
そ
う

い
た
八
幡
は
舞
衣
の
い
た
デ
ス
ク
の
方
を
見
た
が
舞
衣
の

は
い
つ
の
間
に
か
消

え
て
い
た

あ
れ

お
い
ア
ル
ゴ

舞
衣
は
ど
う
し
た

ん

お

い
マ
イ
マ
イ

あ
れ

つ
い
さ

き
ま
で
そ
こ
に
い
た
よ
ナ

あ
あ

 
八
幡
は
そ
う
答
え
る
と

後
ろ
手
に
入
り
口
の
鍵
を
ガ
チ

と

め
た

え

お
い
お
い
ハ

乱
交
で
も
す
る
つ
も
り
カ
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お
前
は
も

と
言
葉
を
オ
ブ
ラ

ト
に
包
め

が
正
直
な
も
ん
で
な

欲
望
に
は
素
直
に
な
る
主
義
な
ん
だ
ヨ

ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
舞
衣
に
用
事
が
あ
る

探
す
の
を
手
伝

て
く
れ

ん

あ
い
ヨ

 
一
方
こ
ち
ら
は
八
幡
の
口
か
ら

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

こ

た
研
究
所
か
ら
脱
出
せ
よ

 
と
い
う
言
葉
が
出
た

間
に
少
し
離
れ
た
所
に
あ
る
ダ
ル
の
デ
ス
ク
の
下
に

れ
た
舞
衣
で

あ
るや

ば
い
や
ば
い
や
ば
い

ま
さ
か
あ
の
事
が
八
幡
さ
ん
に
知
ら
れ
た

 
あ
そ
こ
に
到
達
出
来
る
人
な
ん
て
い
る
は
ず
な
い

て
思

て
た
の
に

 
陽
乃
に
依
頼
さ
れ
た
と
は
い
え

ノ
リ
ノ
リ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
舞
衣
は

 
そ
う
考
え
て
背
筋
を
寒
く
し
た

ど

ど

ち
だ
ろ

確

は
七
分
の
一
だ
け
ど

 
実
は
あ
の
ゲ

ム
内
の
陽
乃
の
写
真
と

は

 
週
に
一
度
だ
け
舞
衣
の

に
変
わ
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

 
そ
れ
が
舞
衣
が
ノ
リ
ノ
リ
で
作
業
を
行

た
理
由
で
あ

た
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そ
し
て
八
幡
と
ア
ル
ゴ
の
足
音
が

コ
ツ
コ
ツ
と
遠
ざ
か

て
い

た

 
ど
う
や
ら
入
り
口
か
ら
遠
い
所
を
探
し
て
い
る
よ
う
だ

チ

ン
ス

今
の
う
ち
に
あ
の
鍵
を
外
し
て
外
に
出
さ
え
す
れ
ば

 
そ
う
考
え
た
舞
衣
は
デ
ス
ク
の
下
か
ら
出
て
こ
そ
こ
そ
と
入
り
口
へ
向
か

て
這

て
い

た
あ
と
少
し

 
そ
う
思

て
取

手
に
手
を

ば
し
た
舞
衣
の
首

こ
が
い
き
な
り
誰
か
に
捕
ま
れ
た

ヒ
 
舞
衣
は

て
て
そ
の
主
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
が

 
首

こ
を
押
さ
え
ら
れ
て
い
る

に

り
向
く
事
が
出
来
な
い

 
そ
し
て
背
中
の
方
か
ら
今
一
番

き
た
く
な
い
声
が

こ
え
た

お
う
舞
衣

に
這
い
つ
く
ば

て

合
で
も
悪
い
の
か

 
よ
し
よ
し

俺
が
仮
眠
室
へ
と
運
ん
で
や
ろ
う

だ

大
丈
夫

ち

と
立
ち
く
ら
み
が
し
た
だ
け
だ
か
ら

立
ち
く
ら
み

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
立
ち
く
ら
み
に
よ
く

く
マ

サ

ジ
を
し
て
や
ろ
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う
ヒ

 
そ
し
て
舞
衣
は

無
を
言
わ
さ
ず
八
幡
に
お
姫
様

こ
さ
れ
た

お
い
ア
ル
ゴ

仮
眠
室
だ

が

て
ん

知
だ
ゼ

 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
ま
ま
仮
眠
室
に
入

て
い
き

 
八
幡
は
舞
衣
を
ベ

ド
に
横
た
わ
ら
せ

ア
ル
ゴ
が
そ
の
舞
衣
を
背
後
か
ら

束
し
た

さ
て

立
ち
く
ら
み
に

く
ツ
ボ
は
こ
こ
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
舞
衣
の
足
裏
に
指
を
当
て
た

い

く
し
な
い
で

 
舞
衣
は

願
す
る
よ
う
に
そ
う
言

た
が

八
幡
は
顔
色
一
つ
変
え
る
事
は
な
い

大
丈
夫
だ

こ
れ
が
終
わ
れ
ば
お
前
は
今
よ
り
も
健

に
な
れ
る

く
す
る
事
を
否
定
し
な
い

 
あ

八
幡
さ
ん

そ
の

置
だ
と
私
の
パ
ン
ツ
が
見
え
ち

い
ま
す
よ

 
舞
衣
は
あ
の
手
こ
の
手
で

せ
め
て
足
裏
マ

サ

ジ
だ
け
は
避
け
よ
う
と

み
た
が
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八
幡
は

も
顔
色
一
つ
変
え
る
事
は
な
か

た

大
丈
夫
だ

そ
う
い
う
の
は
他
の
奴
で
見
慣
れ
て
る
か
ら

く

そ
お
お
お
お

み
ん
な
の
馬

馬

馬

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
の
間

仮
眠
室
に
は
舞
衣
の

鳴
と

声
が

き

り

 
少
し
後
に
ア
ル
ゴ
が

束
す
る
ま
で
も
な
く
舞
衣
は
ぐ

た
り
と
ベ

ド
に
横
た
わ

た

な

な

ハ

ん

ど
う
し
た
ア
ル
ゴ

と
り
あ
え
ず
ノ
リ
で
手
伝

た
け
ど

マ
イ
マ
イ
は
一
体
何
を
し
た
ん
ダ

そ
れ
を
今
か
ら

き
出
す

ま
あ
大
体
分
か

て
る
ん
だ
け
ど
な

 
そ
し
て
舞
衣
の

問
が
始
ま

た
が

舞
衣
は
全
く

抗
す
る
事
な
く

 
八
幡
の
質
問
に
ス
ラ
ス
ラ
と
答
え
て
い

た

ふ

ふ

い

確
か
に
私
が
あ
の
写
真
と
死
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
ち
た

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
れ
は
全
部
姉
さ
ん
の
指

て
事
で
い
い
ん
だ
な

そ

そ
う
で
し

分
か

た

忙
し
い
中
す
ま
な
か

た
な

俺
は
社
⻑
室
に
行

て
く
る
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ふ

ふ

い

行

て
ら

し

い
ま
し

 
舞
衣
は
息
も
絶
え
絶
え
に
そ
う
答
え

八
幡
は
立
ち
上
が

た

そ
ん
な
八
幡
に
ア
ル
ゴ
が

言

た
お
い
ハ

んオ

オ
レ

ち
に
も

く
な
い
よ
う
に
そ
の

ち

こ

と
だ
け
マ

サ

ジ
を
頼
む

 
特
に

を
中
心
に
ナ

分
か

た

で
も
ち

と
だ
け
だ
ぞ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
八
幡
に

り
を

ま
れ

楽
に
い
る
よ
う
な
表
情
を
し
た

こ
れ
は
気
持
ち
い
い
ナ

ず

ず
る
い

 
そ
れ
を
横
で
見
て
い
た
舞
衣
が

め
し
そ
う
な
目
で
言

た

お
前
の
体
も
か
な
り
楽
に
な

て
い
る
は
ず
だ
が

確
か
に
そ
う
で
す
け
ど

そ
う
で
す
け
ど

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
も
少
し
し
て
ふ
に

ふ
に

に
な
り
そ
ん
な
二
人
を
残
し
て
八
幡
は
外
に
出
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て
い

た

マ

マ
イ
マ
イ

し
ば
ら
く
休

ナ

う
ん

ど
う
せ
立
て
な
い
し
ね

ど
う
し
よ
う

他
の
ス
テ

ジ
の
事
も

め
に
言

て
謝

た
方
が
い
い
の
か
な

  
そ
し
て
最
終
目
的
地
で
あ
る
社
⻑
室
に
到
着
し
た
八
幡
は
コ
ン
コ
ン
コ
ン
と
ド
ア
を
ノ

ク

し
たは

い

ど
う
ぞ

 
八
幡
は
そ
の
声
に

い
中
に
入

た

見
る
と
陽
乃
は
デ
ス
ク
に
座
り

 
休

し
て
い
る
の
か
の
ん
び
り
を
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
所
だ

た

ち

と
お
疲
れ
み
た
い
だ
な

ん

ま
あ
ね

最
近
書

仕
事
が
多
く
て
ね

そ
れ
な
ら
俺
が

を

ん
で
や
ろ
う

こ

ち
の
ソ
フ

に
座

て
く
れ

あ
ら
優
し
い

 
陽
乃
は
そ
う
言

て

大
人
し
く
ソ
フ

へ
と
移
動
し
た
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さ
て

と
り
あ
え
ず

の
こ
り
を
集
中
的
に
ほ
ぐ
す
か

う
ん

お
願
い

 
八
幡
は
真
面
目
に

術
し

陽
乃
は
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
目
を

め
た

あ

う

い
い
わ

出
来
れ
ば
も
う
ち

と
前
の
下
の
方
を
お
願
い

断

と
し
て

否
す
る

え

そ
こ
が
一
番
重
い
の
に

重
い
だ
け
で

て
は
い
な
い
よ
な

そ
ん
な
事

触

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
じ

な
い

あ
あ

は
い
は
い

き

と
柔
ら
か
い
柔
ら
か
い

は
今

度
の
会
話
で
顔
を

く
し
て
い
た
の
に

慣
れ
た
ん
だ
よ

今
や
姉
さ
ん
の
地

は
絶
対
じ

な
い

 
小
猫
や
理
央

レ
ヴ

に
萌
郁
に
マ

ク
ス

ま
あ

山
い
る
か
ら
な

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

私
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が

 
そ
ん
な
会
話
で
様
子
を
見
つ
つ

八
幡
は
本
題
に
入
る
事
に
し
た

そ
う
い
え
ば

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

て

う
ち
が
運

し
て
た
ん
だ
な
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あ
ら

言

て
な
か

た

け

お
う

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
は

し
て
な
か

た

も
し
か
し
て
プ
レ
イ
し
て
み
た

あ
あ

こ
の
前

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
の

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

こ

た
研
究
所
か
ら
脱

出
せ
よ

 
を

苦
労
し
て
何
と
か
ク
リ
ア
し
た
と
こ
ろ
だ
な

 
そ
の
言
葉
に
陽
乃
は
一

動
き
を
止
め

探
る
よ
う
に
こ
う
質
問
し
て
き
た

あ
れ
は

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
の
中
で
も
特
に
難
易
度
が
高
い
の
に

よ
く
ク
リ
ア
出
来
た

わ
ね一

度
失
敗
し
た
け
ど
な

い
や

と

の
選
択
で
両
押
し
と
か
⻤
す
ぎ
ん
だ
ろ

え

あ
そ
こ
で
イ
モ

タ
ル
オ
ブ
ジ

ク
ト
を

出
来
た
の

イ
モ

タ
ル
オ
ブ
ジ

ク
ト

あ
あ

あ
の
や
ば
い

ン
ビ
の
事
か

て
か

し
い
ん
だ

な

姉
さ
ん

ま

ま
あ
う
ち
の
製
品
み
た
い
な
も
の
だ
し

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

陽
乃
は

て
て
そ
う
取
り

た



 第７６６話 お仕置きの時間

で

そ
の
後
は
ど
う
し
た
の

あ
あ

普
通
に

を
上

て
か
な
り
⻑
い
時
間
う
ろ
う
ろ
さ
せ
ら
れ
た
が

 
ま
あ
何
と
か
地
上
ま
で
た
ど
り
着
い
た
わ

へ

そ
う

へ

そ
れ
は
大
変
だ

た
わ
ね

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
陽
乃
は
あ
か
ら
さ
ま
に
ホ

と
し
た
表
情
を
見
せ
た

 
そ
の
せ
い
で
自

主
張
し
た
く
な

た
の
か

陽
乃
は
ド
ヤ
顔
で
八
幡
に
こ
う
言

た

実
は
あ
の
ス
テ

ジ
は
私
が
設
計
し
た
の
よ

マ
ジ
か
最
初
に

束
さ
れ
た
時
に
ベ

ド
の
下
に
武
器
が
あ
る
と
か

点
で
見
逃
し
そ
う
に

な

た
わ

ふ
ふ
ん
わ
ざ
と
目
立
つ
所
に
武
器

い
ナ
イ
フ
を
置
い
て
目
を

ら
さ
せ
る
心
理
的
ト

ラ

プ
よ

 

て

武
器
も
見
つ
け
た
ん
だ

ま
あ
萌
郁
は
優

だ
か
ら
な

萌
郁
ち

ん
も
一

な
の
ね

へ

や
る
も
ん
ね

ち
な
み
に
次
の
カ

ド
キ

を
見
つ
け
た
の
は
俺
だ
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片

か
ら
敵
を
倒
し
て
何
か
持

て
な
い
か
調
べ
た
の

い
や

あ
い
つ
だ
け
制
服
の
デ
ザ
イ
ン
が
違

た
か
ら
な

ま
あ
分
か
り
や
す
か

た

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
陽
乃
は

か
ん
と
し
た

え

あ
れ
が
分
か

た
の

違
和
感
を
感
じ
た
か
ら
な

く

生
意
気
な

そ
れ
じ

あ
次
の
ボ
タ
ン
の
選
択
も
八
幡
君
が

い
や

あ
れ
は
ア
イ
だ
な

ア
イ

あ
あ

眠
り
の
森
の

あ
の
子
も
一

な
ん
だ

あ
と
レ
ヴ

な

そ
れ
は
ま
た
凄
い
メ
ン
バ

を
集
め
た
も
の
ね

戦
闘
に
関
し
て
は
余

じ

な
い

ま
あ
な

し
か
し
ボ
タ
ン
を
両
押
し
な
ん
て
よ
く
思
い
つ
い
た
な

 
あ
れ
は
さ
す
が
の
オ
レ
も
見
抜
け
な
か

た
ぞ

ふ
ふ
ん

最
初
は

と

ど

ち
に
し
よ
う
か

て
普
通
に
考
え
て
た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
つ
け
て
た
下
着
が
紫
だ

た
か
ら

そ
れ
で
思
い
つ
い
た
の
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
八
幡
は
微

な
顔
を
し
た
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八
幡
が
突

込
む
と
思

て
い
た
陽
乃
は

そ
の
態
度
に

子
抜
け
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

何
で
何
も
言
わ
な
い
の

い
や

ち

と

が
し
て
な

ア
イ
が
両
押
し
を
決
め
た
理
由
も

 
あ
い
つ
の
勝
負
パ
ン
ツ
が
紫
だ
か
ら

だ

た
ん
だ
よ

何
で
す

て

あ
な
ど
れ
な
い
子

将
来
的
に
私
の
一
番
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
わ
ね

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
関
し
て
は
完
全
に
ス
ル

し
た

ま
あ
あ
の

色

パ

セ
ン
ト
な

ン
ビ
は
ど
う
か
と
思

た
が

健

な
男
の
子
は
手
が
出
し
に
く
い
で
し

う

ま
あ
確
か
に
な

俺
は
気
に
せ
ず
殲
滅
し
た
が

さ
す
が
と
い
う
か

後
は
そ
う
ね

地
下
二

の
ト
ラ

プ
な
ん
だ
け
ど
さ

お
う

 
そ
の

り
に
つ
い
て
は
八
幡
は
未

験
な
の
で

当
な
答
え
を
返
す
だ
け
と
な

た

 
だ
が
基
本

定

定
で
押
し
た

陽
乃
は
気
分
が
良
く
な

た
の
か
ず

と

り
続
け
て

い
る
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そ
ろ
そ
ろ
完
全
に
油
断
し
て
き
て
る
な

話
す
の
に
夢
中
に
な

て
や
が
る

 
八
幡
は
そ
ろ
そ
ろ

合
い
か
と
思
い
密
か
に
持
ち
込
ん
だ
結
束
バ
ン
ド
で
陽
乃
の
手
を

束

し
た

 

の
上
か
ら
そ

と

束
し
た

陽
乃
は
ま
だ
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い

足
も
疲
れ
て
な
い
か

ち

と
見
せ
て
み
ろ

あ

う
ん

く
し
な
い
で
ね

分
か

て
る

て

 
八
幡
は
そ
ん
な
口
実
で
陽
乃
の
前
に
屈
ん
で
足
を
持
つ
と
そ
の
ま
ま
一
気
に
両
足
を

束
し

た
な

何
を
す
る
の

あ

あ
れ

い
つ
の
間
に
両
手
ま
で

 
も
し
か
し
て
私
に
欲
情
し
て

こ
れ
か
ら
特

な
プ
レ
イ
に
興
じ
よ
う
と
し
て
る

悪
い
姉
さ
ん

さ

き
俺
は
一
つ
だ
け

を
つ
い
た

 
八
幡
は
そ
の
陽
乃
の
言
葉
も
当
然
無

し
て
そ
う
言

た

私
を
愛
し
て
る

結
婚
し
て
く
れ

て
言

た
の
は

だ

た
の

お
う

そ
れ
も
間
違
い
な
く

だ
な

で
も
今
俺
が
言
い
た
い
の
は
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実
は
俺
達
は

地
下
四

か
ら
直
接
地
上
に
出
た
ん
だ
わ

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間
に

陽
乃
の
顔
か
ら
ぶ
わ

と

が

き
出
し
た

え

え

と

最
初
は
シ

ト
カ

ト
し
よ
う
と
思

て
天

を
手

で
ぶ
ち
抜
く
つ
も
り
だ

た
ん
だ

が 
地
下
四

の
廊
下
で
ア
イ
が
こ
の
向
こ
う
か
ら
ラ
ブ
コ
メ
の
気
配
を
感
じ
る
と
か
言
い
出
し

て
な

 

し
に
壁
を
ぶ
ち
破

て
み
た
ら

あ

た
ん
だ
よ

な

な
な
な
何
が
あ

た
の

 
陽
乃
は
顔
面

白
に
な
り
な
が
ら
も
そ
う

ね
て
き
た

姉
さ
ん
が
舞
衣
に
作
ら
せ
た

写
真
と
死
体
だ
よ

こ
の
馬

姉
が

ひ
い
い
い
い
い
い
い
い
い

な

何
で
そ
ん
な
神
業
を
披
露
し
て
る
の
よ

 
あ
ん
な
の
絶
対
見
つ
け
ら
れ

こ
な
い
の
に

絶
対

本
来
は
ど
う
や

て
あ
そ
こ
に
行
く
ん
だ

ダ

ダ
ス
ト
シ

ト
か
ら
入
る
の
よ

学
校
と
か
に
あ

た
奴
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上
を
目
指
し
て
る
ん
だ
か
ら

普
通
下
に

ろ
う
と
す
る
人
な
ん
か
い
な
い
で
し

う

な
る
ほ
ど

ま
あ
運
が
悪
か

た
な

ど
ん
な
確

な
の
よ

ふ
ざ
け
る
ん
じ

な
い
わ
よ

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ
こ
の
馬

が

 
八
幡
は
そ
う
言

て

陽
乃
の
足
を
持
ち
上
げ
た

今
日
は
特
別

い
コ

ス
な

ま

待

て

直
ぐ
に
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
さ
せ
る
か
ら

ほ
ん
の
出
来
心
だ

た
の
よ

そ
れ
は
大
前
提
だ

て
の

あ

そ
そ
う
そ
の
体
勢
だ
と
私
の
パ
ン
ツ
が

見
え
に
な

ち

う
わ
よ
い
い
の

舞
衣
も
同
じ
事
を
言

た
が

も
う
慣
れ
た
か
ら
別
に
気
に
し
な
い

く

そ
お
お
お
お

み
ん
な
の
馬

馬

馬

セ
リ
フ
ま
で
同
じ
か
よ

 
そ
し
て
八
幡
は

容

な
く

術
を
開
始
し
た

い

い

い

い

死
ぬ
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ま
あ

く
し
て
る
か
ら
な

ご
め
ん
な
さ
い
も
う
し
ま
せ
ん

本
当
に
し
な
い
か
ら

絶
対
だ
な

う
ん

絶
対

そ
れ
じ

あ
あ
と
十
分
ほ
ど
で
勘

し
て
や
る

え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
し
て
十
分
後

陽
乃
は
や

と

束
を
解
い
て
も
ら
い

 
ソ
フ

に
座

て

ろ

ろ
と
涙
を
流
し
て
い
た

う

う

も
う
や
る
な
よ

う

う
ん

社
⻑

失

し
ま
す

 
丁
度
そ
こ
に
薔
薇
が
入
室
し
て
き
た

薔
薇
は

し
て
い
る
陽
乃
を
見
て
ギ

と
し

 
八
幡
の
方
を
見
て

何
故
か
顔
を

ら
め
た

ご

ご
め
ん
な
さ
い

も
し
か
し
て
事
後
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ん
な

あ
る
か

 
そ
の
後
薔
薇
は
八
幡
か
ら
説
明
を
受
け

何
と
も
い
え
な
い
表
情
で
陽
乃
の
方
を
見
た

社
⻑

何
よ

他
の
ス
テ

ジ
に
も
そ
う
い
う
仕

け

絶
対
あ
り
ま
す
よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
陽
乃
は
ビ
ク

と
し

八
幡
は
目
を

い
た

何
だ
と

な

無
い

無
い
よ

信
用
出
来
な
い
な

お
い
小
猫

舞
衣
を
こ
こ
に

分
か

た
わ

そ

薔
薇
の
裏
切
り
者

 
そ
の
後

全
て
白

さ
せ
ら
れ
た
二
人
は

き
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

正
し

 
こ
う
し
て
こ
の
一
件
は

完
全
に
解
決
す
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
７
６
７
話
 
ラ
ン
の
小
さ
な
幸
せ
の
時
間

 
こ
の
日
は
珍
し
く
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
が
二
人
き
り
で
あ

た

 
二
人
は
と
り
あ
え
ず
と
い

た
感
じ
で
攻
略
準
備
用
の
小
部
屋
を

り

 
特
に
予
定
も
何
も
決
ま

て
い
な
か

た

そ
こ
で
雑
談
を
し
て
い
た
の
だ

た

 
今
日
は
レ
ヴ

は
陽
乃
の
護
衛
に
行

て
お
り

モ
エ
カ
は

の
仕
事
の
ヘ
ル
プ
に
行

て

不
在
で
あ
る

な
あ
ラ
ン

何

ダ

リ
ン

お

い
ダ

リ
ン
さ
ん

呼
ん
で
る
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
お
お
げ
さ
な
態
度
で

囲
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た

く

何

ハ
チ
マ
ン

お
前
さ

俺
達
が
い
な
い
時
は
何
を
し
て
る
ん
だ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
問
い
に
ラ
ン
は

特
に
考
え
る
事
も
な
く
こ
う
答
え
た

 
と
い
う
か

や

て
い
る
事
の
種

が
少
な
い
の
で
考
え
る
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
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ラ
ン
ク
や

ラ
ン
ク
の
ミ

シ

ン
を
一
人
で
や

た
り

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
様
子
を
見
に
行

た
り
か
し
ら

 
実
に
シ
ン
プ
ル
な
生
活
で
あ
る
が

ラ
ン
は
ず

と
こ
ん
な
感
じ
で

ら
し
て
い
る

 
い
ず
れ
病
気
の
事
が
落
ち
着
い
た
ら

現
実
社
会
に
復
帰
す
る

に

 
若

時
間
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う

ほ
う

装
備
は
ど
う
し
て
る
ん
だ

あ
あ

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
に
は
装
備
の

か
り
屋
が
あ
る
の
よ

 
こ
こ
の
ハ
チ
マ
ン
は
新

で
作

た
キ

ラ
な
の
で

知
ら
な
い
の
も
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
は
知
ら
な
か

た
な

あ
れ

そ
う
い
え
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
装
備
は
ど
う
し
た
ん
だ

ユ
イ
ち

ん
に

け
た
わ

ユ
イ
ち

ん

誰
だ

ハ
チ
マ
ン
の
娘
な
ん
で
し

う

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
ギ

と
し
た

ま

た
く
予
想
も
し
て
い
な
い
言
葉
だ

た
か
ら
だ

な

お

お
前

い
つ
ユ
イ
と
知
り
合

た
ん
だ
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前
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の

り
を
う
ろ
う
ろ
し
て
た
時
に

 

い
物
帰
り
の
あ
の
子
と
行
き
あ

て

そ
れ
か
ら
の
付
き
合
い
ね

 
結

街
で
話
も
し
て
る
わ
よ

色
々
な
話
を
ね

 
そ
の
ラ
ン
の
説
明
に
一
つ
だ
け
思
い
当
た
る
事
が
あ

た
よ
う
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
微

に
こ
め
か
み
を
ピ
ク
ピ
ク
さ
せ
な
が
ら

ラ
ン
に
こ
う
言

た

こ
の
前
ユ
イ
が

パ
パ

つ
つ
も
た
せ

て
何
で
す
か

 
と
か

い
て
き
た
の
は
お
前
の
せ
い
だ

た
の
か

あ

確
か
に
そ
ん
な
会
話
を
し
た
か
も

ま

た
く

お
か
し
な
事
を
ユ
イ
に

き
込
む
な
よ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
苦
情
に

ラ
ン
は
珍
し
く
神

な
顔
を
し
た

そ
れ
に
つ
い
て
は
反
省
し
て
い
る
わ

ん
じ
て
罰
を
受
け
ま
し

う

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ラ
ン
は

部
屋
の
中
で
い
き
な
り
服
を
脱
ぎ
始
め
た

ば

お
前

い
き
な
り
何
し
て
ん
だ
よ

罰
と
い
え
ば

や

ぱ
り
全

に
し
て
の
辱
め
じ

な
い

や

ぱ
り

て
何
だ
よ
や

ぱ
り

て
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で
も
心
ま
で
は
あ
な
た
の
好
き
に
は
さ
せ
な
い

 
ラ
ン
は
何
故
か
ノ
リ
ノ
リ
に
な

て
そ
う
言
い
な
が
ら
何
か
の
ポ

ズ
を
と

た

何
の
セ
リ
フ
だ

特
に
決
ま

た
作
品
を
元
ネ
タ
に
し
て
る

じ

な
い
わ
定
番

い
事
を
言

て
み
た
だ

け
よ

 
も
ち
ろ
ん
ポ

ズ
も

当

な
る
ほ
ど

確
か
に
あ
ち
こ
ち
で
言
わ
れ
て
そ
う
な
セ
リ
フ
だ
な

 
ま
あ
い
い
か

別
に
罰
と
か
は
ど
う
で
も
い
い
わ

そ
も
そ
も
そ
の
気
に
な
れ
ば

 
ユ
イ
は
い
く
ら
で
も
そ

ち
方
面
の
勉
強
も
出
来
る
は
ず
だ
し
な

あ
れ

て
な
い
の

 
ラ
ン
は
意
外
そ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

ね
た

 

ユ
イ
は
あ
あ
見
え
て
別
に
子

て

じ

な
い
か
ら
な

ど
う
い
う
事

に
大
人
も
子

も
無
い
だ
ろ

あ

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
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ラ
ン
は
そ
の
言
葉
に
ハ

と
し
た

本
来
は
男
女
の
区
別
も
無
い
わ
よ
ね

そ
し
て

悪
も

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て
ド
ヤ
顔
を
し
た
が

当
然
ハ
チ
マ
ン
は
ス
ル

で
あ
る

物

が
子

設
定
な
だ
け
で

実

に
子

て

じ

な
い
ん
だ
よ
な

 
ユ
イ
は
多
分
お
前
よ
り
も

年

だ
が
空
気
を

ん
で
そ
う
い
う
事
は
話
題
に
し
な
い

て

感
じ
か

か

体
は
子

は
大
人

そ
し
て
空
気
も

め
る
ん
だ

凄
い
な

 
素
直
に
そ
う
感
心
す
る
ラ
ン
に

ハ
チ
マ
ン
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
こ
う
言

た

お
前
と
正
反
対
だ
な

失

ね

だ

て

 
ラ
ン
は
そ
う
反

し
か
け

ハ

と
し
た
顔
を
し
て
こ
う
言

た

ん

て
事
は

ハ
チ
マ
ン
は
私
の
体
を
大
人
だ
と
認
め
て
い
る
事
に

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は

旗
色
の
悪
さ
を
感
じ
つ
つ

と
り
あ
え
ず
こ
う
返
し
た

正
す
る

心
も
体
も
ど

ち
も
子

だ

 
実
に
苦
し
い

正

り
で
あ
り
当
然
そ
ん
な
言
葉
に
は
ラ
ン
は
何
の

も
感
じ
な
い



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

も
う

い
わ
よ

へ

そ

か
そ

か

ハ
チ
マ
ン

て
や

ぱ
り
ム

ツ
リ
な
ん
だ

そ
の
表
現
に
は
遺

の
意
を
表
明
す
る
ぞ

そ
れ

て
確
か

残
念
に
思
う

て
事
じ

な
か

た

 
こ
こ
で
ラ
ン
は

中
々

識
な
と
こ
ろ
を
見
せ
た

あ
れ

よ
く
知

て
や
が
る
な

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
に
言
わ
れ
て
ち

ん
と
勉
強
も
し
て
る
し
ね

あ
あ

紅
莉
栖
が
先
生
役
を
し
て
く
れ
て
る
ん
だ

た
な

う
ん

凄
く
分
か
り
や
す
い
の
よ

オ
レ
も
前
教
わ

た
か
ら
そ
れ
は
知

て
る

 
二
人
は

め
て

紅
莉
栖
の
偉
大
さ
に
思
い
至

た

 
そ
の
能
力
に
は
ま

た
く
疑
う
余
地
は
な
い

で

話
は
変
わ
る
ん
だ
け
ど

ほ
ら

私

て
ば
今
は
自
宅
に

れ
な
い
じ

な
い

 
ユ
ウ
と

合
わ
せ
し
た
ら
ま
ず
い
し

ま
あ
そ
う
だ
な

で
ね

実
は

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
に
は

屋
の

が
一
つ
も
無
い
の
よ
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む

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
だ
な

 
そ
う
な
る
と
ず

と
ロ
グ
イ
ン
し
た
ま
ま
の
ラ
ン
に
は
ち

と
困
り
物
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
を
失
念
し
て
い
た
自
分
の

さ
を

た

 
年

の
女
の
子
に
は
確
か
に
つ
ら
い

況
で
あ
る

ま
あ
今
ま
で
ず

と

な
い
で
こ
の
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
し
て
た
ん
だ
け
ど

 
さ
す
が
の
私
も
さ
ず

と
こ
ん
な
生
活
を
続
け
て
た
ら
ま
ず
い
ん
じ

な
い
か
と
思
う

よ

ま
あ
確
か
に
良
く
は
な
い
だ
ろ
う
な

す
ま
ん

そ
の

り
の
配

が
足
り
な
か

た

な
の
で
何
か
い
い

代
わ
り
の

物
が
あ

た
ら
教
え
て
も
ら

て
も
い
い

オ
レ
も
こ
こ
の
街
に
そ
こ
ま
で

し
い
わ
け
じ

な
い
か
ら
な

 
待

て
ろ

今
知

て
る
奴
に

い
て
み
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ゲ

ム
内
の
メ

ル
機
能
を
使

て
舞
衣
に
連

を
入
れ
た

 
舞
衣
は
仕
事
中
な
せ
い
か

逆
に
直
ぐ
に
返
信
が
返

て
き
た

て
返
信

ふ
む
ふ
む
な
る
ほ
ど

よ
し

こ

ち
だ

あ

何
か
見
つ
か

た

お
う

バ

チ
リ
だ
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
歩
き
始
め

ラ
ン
も
そ
の
後
に
続
い
た

こ
の

り
は
ち

と
混
ん
で
る
な

ラ
ン

手
を

う

う
ん

 
ラ
ン
は

を
少
し

ら
め
な
が
ら

差
し
出
さ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
の
手
を

た

こ
う
し
て
る
と
カ

プ
ル
に
見
え
た
り
し
ち

う
の
か
な

 
そ
う
思
い
つ
つ
も
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
が
ど
ん
ど
ん

や
か
な
方
に
向
か

て
い
る
の
を
見
て

 
こ
の

り
に
そ
ん
な
場
所
が
あ

た
か
と
疑
問
に
思

た

何
か
ど
ん
ど
ん
街
の
中
心
に
向
か

て
る
け
ど

お
う

こ
こ
の
上
ら
し
い

 
そ
こ
は
街
の
一
番
の
中
心
地
に
あ
る
ビ
ル
の
前
で
あ
り

と
に
か
く
人
が
多
か

た

こ
こ

こ
こ

て

名
な
お
店
の
ネ

ト
シ

プ
的
な
の
ば
か
り
入

て
る
ビ
ル
よ
ね

 
こ
こ
は
基
本
リ
ア
ル
の
商
品
の

り
場
な
ん
じ

な
い
の

実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が

 
こ
の
上
に
下
の
店
が
共
同
で
出
し
て
る
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ス
が
あ
る
ら
し
い

 
下
の
店
の
ア
イ
テ
ム
を

そ
こ
に
自
由
に

べ
た
り
出
来
る
ら
し
い
ぞ
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あ

そ
れ

て
お

し
的
な
感
じ
で

あ
あ

そ
う
い
う
事
ら
し
い

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
ま
あ
そ
こ
ま
で
⻑
く
こ
の
ゲ

ム
に

在
す
る

じ

な
い
し
丁
度

い
い
ね

そ
う
い
う
事
だ
な

そ
れ
じ

あ
行

て
み
る
か

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
エ
レ
ベ

タ

に
乗
り

ビ
ル
の
最
上

へ
と
向
か

た

こ
こ

お
う

こ
こ
ら
し
い

思

た
よ
り
も
人
が
少
な
い
し

静
か
か
も

ま
あ
中
は
防
音
ら
し
い
か
ら

音
の
心
配
は
無
い
と
思
う
ぞ

 
と
り
あ
え
ず
奥
の
目
立
た
な
い
場
所
を
探
す
か

 
二
人
は
そ
の

件
に
合
う
部
屋
を
見
付
け

そ
の
中
に
入

て
み
た

見
事
に
何
も
な
い
ね

ま
あ
待

て
ろ

こ
こ
を
こ
う
し
て
こ
う
す
る
と

あ

普
通
の
部
屋
み
た
い
に
な

た
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デ
フ

ル
ト
の
モ
デ
ル
ル

ム
の
一
つ
だ
な

へ

面
白
い

こ
の
部
屋
に

む
感
じ
で
い
い
か

う
ん

気
に
い

た

 
ラ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
答
え
た

よ
く
よ
く
考
え
る
と

 
ラ
ン
は
今
ま
で
ず

と
ユ
ウ
キ
と
二
人
で

ら
し
て
き
た

一
人

ら
し
は
初
め
て
の

験

な
の
で
あ
る

と
り
あ
え
ず
こ
こ
は

し
て
お
い
た
か
ら

下
の
店
に
行

て
み
る
か

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
下
の

の

名
な
家

屋
に
入
り

店
内
を
色
々
回

て
み
た

お
展

品
も
変
え
ら
れ
る
の
か
カ
タ
ロ
グ
に
あ
る
商
品
は
自
由
に
呼
び
出
せ
る
ら
し
い
ぞ

こ
れ
じ

あ
そ
の
う
ち
店
と
か
が
無
く
な

ち

う
ね

全
部
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
の
か
も
な

ま
あ
商
品
を
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
り
た
い
人
も
い
る
だ
ろ

う
か
ら

 

れ
筋
商
品
く
ら
い
は
店
に
在

と
し
て
置
い
て
お
く
く
ら
い
は
す
る
か
も
だ
け
ど
な
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そ
れ
じ

あ
部
屋
に
置
く
家

を
好
き
に
選
ぶ
と
い
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
に
そ
う
言

た
が

ラ
ン
は
そ
の
言
葉
に
首
を
横
に

た

一

に
選
ぼ
う
よ

ん

別
に
お
前
の
好
き
に
し
て
い
い
ん
だ
ぞ

一

に
選
ぶ
の
が
楽
し
い
ん
じ

な
い

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
だ
け
ど
な

よ
し

そ
れ
じ

あ
一

に
選
ぶ
か

今
く
ら
い
は
幸
せ
を
満

し
て
も
い
い
よ
ね
私
に
将
来
が
あ
る
の
か
ど
う
か
ま
だ
分
か
ら
な

い
ん
だ
し

 
ラ
ン
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た

 
あ

楽
し
か

た

そ
れ
じ

あ
部
屋
に

て
み
る
か

店
で
設
置
の
設
定
を
し
た
か
ら

 
き

と
も
う
室
内
が
変
化
し
て
る
は
ず
だ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

し
た
部
屋
に

り

中
へ
と
入

た

う
わ

素
敵
に
な

た
ね



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

か
な
り
お
高
い
家

も
普
通
に
選
べ
た
か
ら
な

壊
す
心
配
と
か
が
一
切
無
い

て
の
も
い
い
ね

シ

ワ

と
か
を
使
う
の
に
水
道
と
か
が
ま

た
く
必
要
な
い

て
の
も
ゲ

ム
な
ら
で
は

だ
よ
な

と
り
あ
え
ず
ち

と
ゆ

く
り
し
よ

か

そ
う
だ
な

の
ん
び
り
す
る
か

 
二
人
は
ソ
フ

に
座
り

そ
こ
で
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
い
だ

 
ラ
ン
は
さ
り
げ
な
く
ハ
チ
マ
ン
に
く

つ
き

幸
せ
を
満

し
て
い
た

ん

誰
か
か
ら
連

が
入

た
み
た
い
だ
な

 
ス
マ
ホ
か
ら
こ
こ
に
転
送
す
る
設
定
に
し
て
あ

た

 
丁
度
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
に
誰
か
か
ら
メ

ル
が

い
た

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

安
心
し
た
よ
う
な
顔
で
ラ
ン
に
こ
う
言

た

ど
う
や
ら
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
や

と
動
き
始
め
た
ら
し
い
ぞ

本
当
に

 
ど
う
や
ら
ラ
ン
は
何
度
か
様
子
を
見
に
行
き
悩
む
ユ
ウ
キ
の

を
見
て
心
配
し
て
い
た
よ
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う
だお

う

今
う
ち
の
レ
コ
ン
が
密
か
に
後
を
追

て
る

本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
な

ち

と
心
配

こ
れ
か
ら
こ

そ
り
と
様
子
を
見
に
い

て
み
る
か

う
ん

出
来
れ
ば

よ
し

そ
れ
じ

あ
レ
コ
ン
に

し
い
場
所
を

い
て
み
る
わ

あ
り
が
と
う

ハ
チ
マ
ン

 
こ
う
し
て
二
人
は
再
始
動
し
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
ち

ん
と
や
れ
て
い
る
か
ど
う
か

 
様
子
を
見
に
行
く
事
に
し
た
の
で
あ

た
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第
７
６
８
話
 
第
二
十
一
層
・
迷
宮
区

 
夜

く
ま
で

徹

的
な
話
し
合
い
を
行

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
基
本
的
に
現

で
は
金

を
優
先
す
る
事
と
し

 
リ
ツ
に
も
ら

た
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
集
め
て
き
た
情
報
と

ら
し
合
わ
せ

 
ネ

ト

も
駆
使
し
て
狩
り
場
の
選
定
を
進
め
て
い
た

品
薄
の
素
材
を
中
心
に
狙
う
の
は
ま
あ
当
然
と
し
て

で
も
そ
う
い
う
の
を
ド
ロ

プ
す
る
敵
が
出
る
狩
り
場

て
人
気
じ

な
い
の

 
そ
の
ノ
リ
の
当
然
の
疑
問
に
答
え
た
の
は
タ
ル
ケ
ン
だ

た

本
来
な
ら
そ
う
な
ん
だ
け
ど
今
は
ほ
ら
人
が
ト
ラ
フ

ク
ス
の
方
に
流
れ
て
る
か
ら
さ

あ
あ

み
ん
な
ト
ラ
フ

ク
ス
や
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
方
に
行

て
る
ん
だ

そ

か
そ

か

そ
れ
じ

あ
今
の
う
ち
だ
ね

 
ユ
ウ
キ
も
納
得
し
た
よ
う
に
う
ん
う
ん
と

い
た

う
ん

多
分
上

人
気
の
狩
り
場
は
混
ん
で
る
と
思
う
け
ど

 
多
少
移
動
が
大
変
な
狩
り
場
は
す
い
て
る
と
思
う
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い

そ
そ
こ
で
キ

ン
プ
で
も
張

て

可
能
な
限
り
頑
張

て
み
よ
う
か

い
い
ね

兄
貴
の
言
い
つ
け
に
は
逆
ら
う
事
に
な

ち
ま
う
け
ど

 

ず
に
集
中
し
て
や
れ
ば
相
当

げ
る
ん
じ

ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
そ
れ
に

当
す
る
狩
り
場
を
タ
ル

紹
介
し
て

う
ん

二
十
一
層
の
迷
宮
区
が
い
い
か
な

て
思
う
ん
だ
よ
ね

 
そ
こ

て
水

の
狩
り
場
ら
し
い
ん
だ
け
ど

す
ぐ
近
く
に
安
全
地

も
あ
る
し

 
何
よ
り
兄
貴
達
が
一
気
に
攻
略
し
ち

た
か
ら

 
中
の
情
報
が
あ
ん
ま
り
広
ま

て
な
く
て
行
く
の
は
素
材
収
集
ギ
ル
ド
の
人
達
く
ら
い
ら
し

い
い
い
ね

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
そ
こ
に
行
こ
う

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
出
撃
し

そ
の
後
を
レ
コ
ン
が
密
か
に
付
い
て
い

た

  
一
方
急
い
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
移
動
し
た
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
も

 
レ
コ
ン
か
ら
の
情
報
を
得
て
二
十
一
層
の
迷
宮
区
に
向
か

て
い
た
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今
向
か

て
る
の

て
ど
ん
な
狩
り
場

迷
宮
区
に

し
扉
が
あ

て
な

そ
こ
の
奥
に

が
あ
る
ん
だ
よ

 
そ
こ
の
川
か
ら
敵
が

く
ん
だ
が
一
定

離
ま
で
川
に
近
付
か
な
い
と
敵
が

か
な
い
上
に

 
そ
の

の
後
ろ
が
安
全
地

に
な

て
る

て
い
う
ペ

ス
配
分
が
し
や
す
い
狩
り
場
だ
な

へ

そ
ん
な
所
が
あ

た
ん
だ

ま
あ
迷
宮
区
の
奥
の
奥
だ
か
ら

素
材
狩
り
専
門
ギ
ル
ド
く
ら
い
し
か
行
か
な
い
け
ど
な

 

験

だ
け
言
え
ば

も

と

の
い
い
狩
り
場
は

山
あ
る
し
な

な
る
ほ
ど

つ
ま
り
あ
の
子
達
は

金

を
優
先
す
る
事
に
し
た
の
ね

先
に
装
備
を
揃
え
る
と
い
う
の
は
い
い
考
え
だ
と
思
う
ぞ

そ
う
ね

私
も
そ
う
す
る
つ
も
り
だ

た
し
ね

 
そ
し
て
二
人
は
レ
コ
ン
と
合
流
し

追
跡
役
を
交
代
し
た

悪
い
な
レ
コ
ン

こ
ん
な
役
目
ば

か
り
さ
せ
ち
ま

て

い
え
い
え

そ
れ
が
僕
の
仕
事
で
す
か
ら

 
ち
な
み
に
リ
ツ
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に

し
た
資
料
を
作
成
し
た
の
は
レ
コ
ン
で
あ
る

 
情
報
を
集
め

め

そ
し
て
仲
間
達
に
フ

ド
バ

ク
す
る
レ
コ
ン
の
存
在
は
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今
や
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
影
の
大
黒

と
言

て
も
過
言
で
は
な
い

大
き
い
の
で
あ

る
そ
れ
じ

あ
僕
は
こ
れ
で

サ
ン
キ

な

レ
コ
ン

あ
り
が
と
う

レ
コ
ン
さ
ん

 
そ
し
て
二
人
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
見
守
り
な
が
ら

そ
の
後
を
つ
い
て
い

た

 
本
当
に
誰
も
い
な
い
な

そ
れ
で
も
い
つ
も
は
素
材
狩
り
の
人
が
そ
れ
な
り
に
い
る
ら
し
い
よ

 
で
も
そ
れ
系
の
人
は
今
は
三
十
二
層
と
三
十
三
層
の
調
査
に
出
て
る

て
リ
ツ
さ
ん
が
言

て
たあ

あ

層
更
新
が
さ
れ
た
も
ん
な

大
忙
し
な
ん
だ
ろ
う
ね

さ
て

こ
の

り
に

し
扉
が
あ
る
は
ず
な
ん
だ
け
ど

 
タ
ル
ケ
ン
は
地
図
を
見
な
が
ら
仲
間
達
に
そ
う
言

た
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そ
の
地
図
も
そ
う
だ
け
ど
他
の
層
の
地
図
も
フ

ル
ド
迷
宮
区
ダ
ン
ジ

ン

て

 
ほ
と
ん
ど
網

さ
れ
て
る
よ
な

こ
れ

て
絶
対
ヴ

ル
ハ
ラ
の
内
部
資
料
だ
よ
ね

ま
あ
直
接
も
ら

た
わ
け
じ

な
い
か
ら
セ

フ

セ

フ

 
実

は
ロ

バ

由
な
の
で
ア
ウ
ト
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
は
言
わ
ぬ
が
花
で
あ
ろ

う
あ

こ
こ
だ
こ
こ
だ

こ
の
岩
の
裏
に
取

手
が
あ
る
ん
だ

て
さ

お

本
当
だ

こ
れ
を
え

と

 
ジ

ン
が
そ
の
取

手
を
押
し
た
が
扉
は
開
か
な
い

開
か
な
い
ね

押
し
て

目
な
ら
引
い
て
み
ろ

て
か

 
だ
が
扉
は
開
か
な
い

て
事
は

ま
さ
か
の
ス
ラ
イ
ド
式
か

 
横
向
き
に
力
を
入
れ
る
と
扉
は
簡

に
動
き

奥
へ
続
く
道
が
現
れ
た

し
か
し
よ
く
こ
ん
な
の
を
見
つ
け
た
よ
な
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噂
だ
と
兄
貴
は

ダ
ン
ジ

ン
内
に
罠
と
か
が
あ
る
と

何
と
な
く
分
か
る
ら
し
い
よ

え

そ
う
な
の

近
付
く
と
お
し
り
の

が
ム
ズ
ム
ズ
す
る
と
か

そ
ん
な

な
い
で
し

 
そ
の
ジ

ン
の
言
葉
が

こ
え
た
ハ
チ
マ
ン
は

ス

と
目
を

く
し
た

ジ

ン
は
今
度
お
仕
置
き
だ
な

う
ん

ま
あ
今
の
は
私
も
仕
方
な
い
と
思
う
わ

 
冗
談
だ

た
の
だ
ろ
う
が
自
業
自
得
で
お
仕
置
き
さ
れ
る
の
が
決
定
し
た
ジ

ン
を
先

に

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
そ
の
ま
ま
岩
の

を
下

て
い

た

奥
か
ら
水
音
が
す
る
ね

目
的
地
は
近
い
な

お

向
こ
う
に
明
か
り
が

 
そ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
歩
く
と
開
け
た
場
所
に
出
た

思

た
よ
り
も
広
い

お
お

こ
れ
は
中
々

絶
景
か
な
絶
景
か
な
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よ

し
そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

の
裏
に
あ
る

て
い
う
安
全
地

に

物
を
下
ろ
そ

う 
ユ
ウ
キ
の

令
で

一
同
は
そ
の
ま
ま

の
裏
に
続
く
道
を
上

て
い

た

お

何
か
色
々
置
い
て
あ
る
な

あ

こ
れ

て
ば

ユ

ザ

共
用
ア
イ
テ
ム

て
奴
だ

 
黒

宮
に
あ

た
ユ

ザ

伝
言

と
一

で

 
一
応
ア
イ
テ
ム
の
帰
属

は
設
置
し
た
ギ
ル
ド
に
あ
る
け
ど

 
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
お
使
い
下
さ
い

み
た
い
な
奴

お
お

さ
す
が
は
兄
貴

こ
の
ソ
フ

と
か
か
な
り
お
高
く
ね

ふ
わ

ふ
わ
だ

ち

と
眠
く
な
り
そ
う

 
一
同
は
し
ば
ら
く
は
し

い
だ
後

 
少
し
休

し
て
か
ら
本
来
の
目
的
を
達
成
す
る

に
戦
闘
準
備
を
始
め
る
事
に
し
た

 
こ
う
な
る
と
出
て
く
る
の
は

や
は
り
ラ
ン
の
話
題
で
あ
る

し
か
し
ラ
ン
は

い
き
な
り
だ

た
ね

一
体
ど
う
し
ち

た
ん
だ
か
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査

て
言

て
た
ん
だ
か
ら

そ
の
ま
ん
ま
じ

な
い

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

今

兄
貴
と
い
ち

い
ち

し
て
た
り
し
て
な

 
そ
の
ジ

ン
の
言
葉
に
真

先
に
反
応
し
た
の
は
や
は
り
ユ
ウ
キ
で
あ

た

え

ず
る
い

ボ
ク
だ

て
ハ
チ
マ
ン
と
い
ち

い
ち

し
た
い
の
に

ユ
ウ
キ
に
男
女
の
そ
う
い

た
機
微
な
ん
て
分
か
る
の

そ
れ
く
ら
い
の
知
識
は
あ
る
よ

子

じ

な
い
ん
だ
か
ら
さ

本
当
に

当
た
り
前
で
し

そ
も
そ
も
ボ
ク
が
何
も
言
わ
な
く
て
も

 
ラ
ン
が
勝
手
に
恥
ず
か
し
い
事
を
教
え
て
く
る
し

あ
あ

 
ど
う
や
ら
ユ
ウ
キ
の
性
教
育
の
先
生
は
ラ
ン
の
よ
う
で
あ
る

 
そ
れ
は
そ
れ
で
問
題
が
あ
り
ま
く
り
そ
う
だ
が

 
こ
れ
ば
か
り
は
さ
す
が
に

ハ
チ
マ
ン
に
教
わ

た
り
す
る

に
も
い
か
な
い
の
だ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
だ
よ
な

ち

と
ユ
ウ
キ
の
将
来
が
心
配
に
な

て
き
た
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う
ん

ボ
ク
も
そ
ん
な
気
が
し
て
き
た

 
も
し
か
し
て
ボ
ク
の
知
識

て
偏

て
る
ん
じ

な
い
か

て

ま

ま
あ
そ
れ
は
今
度
兄
貴
に
確
認
し
て
も
ら
え
よ

う

う
ん

そ
う
す
る

 
場
の
空
気
は
そ
の
せ
い
で
若

暗
く
な
り
か
け
た
が

 
そ
こ
は
リ

ダ

の
自
覚
の
出
て
き
た
ユ
ウ
キ
が
即
座
に
立
て
直
し
た

さ
て

準
備
を
終
わ
ら
せ
て

ひ
と
狩
り
い
こ
う

お
う

だ
ね

よ

し

頑
張

て

ご
う

 
そ
し
て
準
備
が
整
い

に
狩
り
が
始
ま

た

無
理
な
く
自
分
達
の
ペ

ス
で
出
来
る
の
が
い
い
な

ジ

ン

敵
が
足
り
な
い

も

と
釣

て
い
い
よ

オ

ケ

だ

ま
と
め
て
行
く

 
ジ

ン
は
打
た
れ
強
い

し
ば
ら
く
川

に

ま
り
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出
来
る
だ
け
多
く
の
敵
を

か
せ
て
か
ら
釣

て
い
た

 
ラ
ン
が
い
な
く
と
も
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
チ

ム
ワ

ク
は
し

か
り
し
て
お
り

 
そ
れ
を
見
て
い
た
ラ
ン
は

悔
し
そ
う
に
ハ
ン
カ
チ
を

え
た

キ

も

と
ピ
ン
チ
に
な
り
な
さ
い
よ

お
前

何
し
に
こ
こ
に
来
た
ん
だ
よ

で
も
こ
の

は
私
の
理
想
じ

な
い
か
ら
別
に
い
い
け
ど
ね

 
ラ
ン
は
急
に
真
顔
に
な

て
そ
う
言

た

理
想

お
前
の
理
想

て
何
だ

ヒ
・
ミ
・
ツ

 
ラ
ン
は

で
胸
を
寄
せ
て
上
げ
て
前
か
が
み
に
な
り

 
人
差
し
指
を
自
ら
の

に
当
て
な
が
ら
片
目
を
つ
ぶ
り

そ
う
言

た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
当
然
ス
ル

で
あ
る

ふ

ん

ま
あ
い
い
け
ど
な

ち

と
こ
の
か
わ
い
く
て
色

い
ラ
ン
ち

ん
に
ち

と
は
ド
キ
ド
キ
し
な
さ
い
よ
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そ
う
い
う
の
に
は
も
う
慣
れ
た

く

こ
れ
だ
か
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
は

 
ラ
ン
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

に
つ
い
て

し
い

で
は
な
い
が

 
他
に
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
と

し

そ
う
言

た

ま
あ
見
た
感
じ
⻑
丁
場
に
な
り
そ
う
だ

キ

ン
プ
用
の

手
の
ラ
グ
を
持

て
き
た
か
ら

 
こ

ち
も
ご
ろ
ご
ろ
し
な
が
ら
見
守
る
事
に
し
よ
う

何
そ
の
気
配
り

も
し
か
し
て
私
を
落
と
そ
う
と
し
て
る
の

 
で
も
ご
生

様

私
は
と

く
に
落
ち
て
る
の
よ

ふ
う

だ
か
ら
人
の
話
を

き
な
さ
い
よ

 
ラ
ン
は
し
ば
ら
く
ジ
タ
バ
タ
し
て
い
た
が

や
が
て

め
た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
ご
ろ
り
と
横
に
な

た

  
そ
し
て

時
間
後

ぶ

続
け
で
敵
を
狩

て
い
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
動
き
が
止

ま

た
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あ
れ

ど
う
し
た
の
か
し
ら

ジ

ン
が
き

ろ
き

ろ
し
て
る
な

敵
の

も
見
え
な
い
み
た
い

も
し
か
し
て

れ
た

ど
う
だ
ろ
う
そ
ん
な
事

は
今
ま
で
一
度
も
確
認
さ
れ
て
な
い
が
ま
あ
少
な
く
と
も
こ
の

場
所
で

 
あ
れ
だ
け
の
ペ

ス
で
敵
を
狩

た
奴
ら
な
ん
て
今
ま
で
い
な
か

た
だ
ろ
う
し
な

あ

見
て
ハ
チ
マ
ン

川
の
中

 
ジ

ン
は
気
付
い
て
な
い
よ
う
だ
が
川
の
中
か
ら
何
か
の
背
び
れ
の
よ
う
な
物
が
顔
を

か

せ
て
い
た

 
そ
の
大
き
さ
は
今
ま
で
の
雑

の
二
倍
く
ら
い
は
あ
る
だ
ろ
う
か

ま
ず
い
な

何
か
ジ

ン
に
ピ
ン
チ
を
知
ら
せ
る
方
法
は

こ
こ
で
出
て
い
く

に
も
い
か
な
い
し
ね

ま
あ
最
悪
出
て
い
く
け
ど
な

う

ん

こ

ち
に
い
る
誰
か
が
気
付
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
ハ

と
し

ラ
ン
に
こ
う
言

た
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そ
う
い
や
お
前
達
姉
妹
は

テ
レ
パ
シ

的
な
繋
が
り
は
無
い
の
か

ハ
チ
マ
ン

ア
ニ
メ
の
見
す
ぎ

ま
あ

目
元
で
ユ
ウ
に
念
を
送

て
み
ろ
よ

何
も
し
な
い
よ
り
は
マ
シ
だ
ろ

は

分
か

た

や

て
み
る
わ

 
ラ
ン
は
そ
う
言
う
と

ユ
ウ
キ
に
向
か

て
念
を
送
り
始
め
た

川

背
び
れ

川

背
び
れ

川

背
び
れ

 
そ
の
直
後
に
ま
さ
か
の
事
態
が

こ

た

 
ユ
ウ
キ
が
川
の
中
に
い
る
モ
ン
ス
タ

の
存
在
に
気
付
い
た
の
だ

た

ジ

ン

後
ろ

川
の
中
に
何
か
い
る

え
え

あ

危
ね
え

本
当
だ

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
も

こ
れ
に
は
び

く
り
で
あ

た

マ
ジ
か

で
し

今
の
反
応
だ
と

多
分
偶
然
だ
よ
な

う

う
ん

テ
レ
パ
シ

的
な
も
の
を
受
信
し
た
よ
う
に
は
見
え
な
か

た
わ
ね
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で
も
も
し
か
し
た
ら
も
し
か
す
る
か
も
し
れ
な
い
が

本
人
に
確
認
し
た
い
わ
よ
ね

あ
あ

何
か
も
や
も
や
す
る

あ

見
て
ハ
チ
マ
ン

モ
ン
ス
タ

が

を
現
し
た
わ

 
見
る
と
背
び
れ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
そ
の
ま
ま
の
そ
り
と
何
か
が

へ
と
這
い
出
し
た

な
ん
だ
あ
れ

ト
カ
ゲ

で
か
い
背
び
れ
だ
な

あ
あ

あ
れ
だ

ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス
だ

た
か

あ
れ
と
似
て
る
な

何
そ
れ

恐
⻯

あ
あ

肉
食
恐
⻯
だ
な

そ
れ
じ

あ
あ
い
つ
の
呼
び
名
は

ス

ピ
ん

に
し
ま
し

う
か

 
そ
れ
に
し
て
も
あ
の
子
達

大
丈
夫
か
し
ら

相
変
わ
ら
ず
の
ネ

ミ
ン
グ
セ
ン
ス
だ
な

ま
あ
平
気
だ
ろ
雑

の

き
も
止
ま

た
し

 
フ

ル
ド
ボ
ス
や
フ
ロ
ア
ボ
ス
よ
り
は

い
は
ず
だ
し
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り

り
声
を
上
げ
て
襲

て
き
た
そ
の
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス
も
ど
き
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は 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
よ

て
あ

さ
り
と
倒
さ
れ
た

ふ
う

見
た
目
ほ
ど
強
く
は
な
か

た
ね

テ

チ

タ
ン
ク
お
疲
れ

ま
あ
攻
撃
が

み
つ
き
だ
け
だ

た
か
ら
楽
だ

た
よ

う
ん

誰
か
何
か
ド
ロ

プ
し
た

こ

ち
は
何
も

こ

ち
も
よ

 
全
員
が
そ
う
言
わ
れ

ド
ロ

プ
品
を
確
認
し
た
が

誰
も
何
も
得
て
は
い
な
か

た

一
応
初
物

い

ど
こ
に
も
載

て
な
い
よ
あ
ん
な
モ
ン
ス
タ

何
な
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ
少
し
休
も
う
よ

さ
す
が
に
休

し
た
い

だ
な

そ
う
し
よ
う

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
よ

か

 
そ
の
ま
ま
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
休

の

に

の
裏
に
消
え
て
い

た
が
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直
後
に

の
方
か
ら
こ
ん
な
声
が

こ
え
た

お
お

な

何
こ
れ

一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ
ろ

も
し
か
し
て
あ
の
敵
は

こ
れ
の
ト
リ
ガ

だ

た

か
も

ち

と
だ
け
休
ん
だ
ら

奥
に
行

て
み
よ
う

し

か
り
準
備
も
し
な
い
と
で
す
ね

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

ね

今
の
会
話

て

し
通
路
で
も
出
て
き
た

い
な

私
達
も
行

て
み
ま
し

う
か

だ
な

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
戦
い
は

こ
こ
か
ら
第
二
ラ
ウ
ン
ド
を
迎
え
る
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第
７
６
９
話
 
目
覚
め
る
才
能

こ
こ
は

ま
ず
間
違
い
な
く
未

破
エ
リ
ア
だ
ね

何
こ
の
景
色

こ
ん
な
の
初
め
て
見
た

多
分
上
の
フ
ロ
ア
の
木
か
ら

こ
こ
ま
で

が

び
て
る
イ
メ

ジ
な
ん
だ
ろ
う
ね

 
そ
こ
は
結

広
い
広
場
に
な

て
い
た
が

天

か
ら
木
の

が

ま
で

び
て
き
て
い
る

 
木
の

だ
け
の
森
の
よ
う
な
場
所
で
あ

た

 
一
応

か
ら
若

と
い
う
か

の
先
な
の
だ
ろ
う
が

そ
う
い

た
物
が

び
て
お
り

 
そ
こ
に
ち

と
だ
け
葉
が
つ
い
て
い
る

何
て
い
う
か

雄
大
な
景
色
だ
ね

で
も
敵
の

は
全
然
見
え
な
い
ね

も
し
か
し
て

場
と
か

集
場
と
か
そ
ん
な
感
じ
な
の
か
な

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
期
待
出
来
そ
う
だ
け
ど

よ

し

そ
れ
じ

あ
手
分
け
し
て
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ジ

ン
が

り
返

て
そ
う
言
い
か
け
た

間
に

そ
の
体
に
凄
ま
じ
い
衝
撃
が
走

た

う
お

総
員
戦
闘
準
備

 
ユ
ウ
キ
に
は
何
か
見
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

即
座
に
そ
う
指

が
出
た

 
そ
の
言
葉
を
受
け

テ

チ
が
前
に
出
た

く

が
い
き
な
り
一

も

ら
れ
た
ぞ

何
だ

分
か
ら
な
い

で
も
何
か
が
飛
ん
で
き
た
の
は
確
か
だ
ね

そ
う
か

す
ま
ん
テ

チ

頼
む
わ

こ
こ
は
任
せ
て

 
テ

チ
は
盾
を

え

仲
間
を
守
る
よ
う
に

王
立
ち
し
た

 
そ
の
手
に
持
つ
盾
に

ガ
ン

ガ
ン

と
衝
撃
が
走
る
が

 
や
が
て

果
が
無
い
と
分
か

た
の
か

そ
の
攻
撃
が
止
ん
だ

一
時

退

 
ユ
ウ
キ
が
続
け
て
そ
う
指

を
出
し

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
少
し
後
方
へ
と
後
退
し

 
そ
れ
を
後
ろ
で
見
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
も

て
て
後
ろ
に
下
が

た
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ハ
チ
マ
ン

ど
う
思
う

少
し
だ
け
見
え
た
が

あ
れ
は
敵
の
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
タ

ク
だ
な

え

て
事
は

敵
が
突

込
ん
で
き
て
る

て
事

あ
あ
し
か
し
あ
の
フ

ル
ム

あ
い
つ
ら
は
あ
ん
な
に
好
戦
的
じ

な
い
は
ず
だ
が

あ
い
つ
ら

 
ラ
ン
は
そ
う

き
返
し
た
が

ハ
チ
マ
ン
か
ら
返
事
は
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
下
を
向
き

首
を

げ
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

い
て
い
た
が

 
や
が
て
顔
を
上
げ

ラ
ン
に
こ
う
言

た

あ
れ
は
多
分

ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
変

種
だ

 
見
て
よ
こ
の
盾

こ
れ

て
足
跡
じ

な
い

 
敵
の
攻
撃
が

か
な
い
で
あ
ろ
う

離
ま
で
後
退
し
た
後

 
テ

チ
が
そ
う
言

て

仲
間
達
に
自
分
の
盾
を
見
せ
た

マ
ジ
だ

足
跡
だ

つ
ま
り
敵
は
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
ス
ピ

ド
で
飛
ん
で
き
て
こ
の
盾
を

て

て
る
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て
事そ

う
い
う
事
に
な
る
ね

 
そ
の
盾
に
は
敵
の
足
跡
の

が
ハ

キ
リ
と
残
さ
れ
て
い
た

 
幸
い
盾
が
壊
れ
る
よ
う
な
事
は
無
さ
そ
う
だ
が

ジ

ン
が
く
ら

た
ダ
メ

ジ
か
ら
し
て

 
一
気
に
来
ら
れ
る
と
非
常
に
ま
ず
い
と
思
わ
れ
た

ど
う
す
る

敵
の
正
体
が
知
り
た
い
ね

と
り
あ
え
ず
一
匹

て
み
る
し
か

あ
の

さ
で
動
く
敵
を

る
と
な
る
と

こ
の
中
じ

ユ
ウ
キ
く
ら
い
し
か
可
能
性
が

 
他
の
者
は
自
信
が
な
い
の
で
あ
ろ
う

困

た
よ
う
な
顔
で
ユ
ウ
キ
を
見
た

と
り
あ
え
ず
や

て
み
る
よ

僕
も
フ

ロ

す
る
か
ら

う
ん

お
願
い

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
と
テ

チ
が
前
に
出
た

 
テ

チ
は
危
な
く
な

た
ら
直
ぐ
に
前
に
出
る
つ
も
り
で
盾
を

え
た
ま
ま
ユ
ウ
キ
の
隣
に
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取
り

 
ユ
ウ
キ
は
体
を
半
身
に
し

剣
を

に

え
た

 
こ
れ
な
ら
ば
敵
が
真

直
ぐ
突

込
ん
で
き
て
も

そ
の
ま
ま

る
事
が
出
来
る

 
そ
し
て
向
こ
う
か
ら
何
か
が
飛
来
し
た

間
に
ユ
ウ
キ
は
剣
を
そ
の
敵
の
前
へ
と
持

て
い

こ
う
と
し
た

 
だ
が
中
々
そ
の
攻
撃
は
当
た
ら
ず

テ

チ
の
盾
に
ガ
ン

ガ
ン

と
い
う
衝
撃
が
走
り
続

け
たく

 
そ
れ
で
も
ユ
ウ
キ
は

め
ず
に
チ

レ
ン
ジ
し
や

と
一
匹
の
敵
を
そ
の
剣
で

る
事
に
成

功
し
た

 
そ
の

間
に
ユ
ウ
キ
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
何
か
が
加
わ

た

オ

ケ

再
度
後
退

 
そ
し
て
再
び
後
方
に
下
が

た
後

ユ
ウ
キ
は
自
ら
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
を
確
認
し
た

ん

何
だ
こ
れ

ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
だ

て
さ

え
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そ
の
言
葉
に
タ
ル
ケ
ン
は
驚
愕
し
た

ほ

本
当
に

う
ん

タ
ル

こ
れ
が
何
か
知

て
る
の

そ
れ

て

級
食
材
の
名
前
だ
よ

多
分
こ
の
ゲ

ム
の
中
で

一

二
を
争
う

が

高
い
よ

え
え
え
え
え

マ
ジ
か
よ

ほ
ら
こ
こ

も
ら

た
資
料
に
説
明
が
書
い
て
あ
る

 
そ
れ
に
よ
る
と

ラ
グ

ラ
ビ

ト
は
ほ
と
ん
ど
の

層
の
森
エ
リ
ア
に
存
在
す
る
が

 
性
格
は

め
て

病
な
上
に
慎
重
で
あ
り
仕

め
る
の
は
簡

で
は
な
い
と
書
い
て
あ

た

め
て

病

好
戦
的
の
間
違
い
じ

な
く
て
か

う
ん

こ
れ
だ
と
そ
う
な

て
る
ね

て
事
は

こ
れ
は
大
発
見
な
の
か
も

で
も
こ
れ
を
倒
す
の
は
至
難
の
技
だ
と
思
う
な

僕
も
ま

た
く
自
信
が
な
い
で
す

正
直
私
も
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俺
も
だ
わ

 
そ
れ
で
も
せ

か
く
の

級
食
材
で
あ
る

一
同
は

目
元
で
や
る
だ
け
や

て
み
よ
う
と

思
い

 
テ

チ
を
中
心
に
フ

メ

シ

ン
を
組
み

少
し
ず
つ
前
進
し
た

来
た

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
絶
望
的
な
戦
い
が
始
ま

た

 

級
食
材

お
高
い
の

お
う

と
て
も
お
高
い

そ
れ
は
い
い
わ
ね

で
も
あ
れ
を
倒
す
の

て

 
剣
を

べ
て
防
御
壁
を

成
す
る
く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
な
い
ん
だ
け
ど

確
か
に
そ
れ
は

か
も
し
れ
な
い
が

ユ
ウ
キ
な
ら
あ
ん
な
の

れ
る
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
う
の

お
う

多
分
あ
い
つ
は
ま
だ
自
分
の
才
能
が
ど
こ
に
あ
る
か

出
来
て
い
な
い

 
あ
の
ベ
タ
足
が
そ
の
証

だ
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見
る
と
確
か
に
ユ
ウ
キ
は
待
ち
の
体
勢
で

べ

た
り
と
足
を
地
面
に
つ
け
て
い
た

確
か
に
ユ
ウ
が
調
子
が
い
い
時
は

も

と

や
か
な
気
も
す
る
わ
ね

  
当
の
ユ
ウ
キ
は
攻
撃
を
当
て
ら
れ
な
い
自
分
に
若

り
を
感
じ
て
い
た

く
そ

く
そ

何
で
当
た
ら
な
い
ん
だ

 
ラ
ン
な
ら
き

と

余

で
こ
ん
な
奴
ら

倒
し
ち

う
と
思
う
の
に

 
だ
と
よ

ユ
ウ
は
私
を
何
だ
と
思

て
い
る
の
か
し
ら

私
で
も
こ
れ
は
難
し
い
わ
よ

ま
あ
今
の
お
前
に
は
確
か
に
難
し
い
か
も
な

気
に
な
る
言
い
方
ね

今
の
私
に
は

お
う

お
前
は
ま
だ
ま
だ

行
が
足
り
な
い
か
ら
な

そ
れ
は
認
め
る
け
ど

あ
れ

で
も
ユ
ウ
は
現
時
点
で
も

れ
る
の

あ
あ

あ
い
つ
が
自
分
の
剣
と
い
う
も
の
を
掴
ん
だ
ら
な

ふ

ん
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ラ
ン
は
面
白
く
無
さ
そ
う
に
そ
う
言

た

 
ま
だ
そ
う
簡

に
自
分
が
ユ
ウ
キ
に
負
け
る
と
は
思

て
い
な
か

た
か
ら
だ

き
 
そ
の
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
が
い
き
な
り
動
き

ラ
ン
の
目
の
前
に

剣
を
突
き
だ
し
た

 
ラ
ン
は
た
ま
ら
ず
そ
う

鳴
を
上
げ
た

な

何

油
断
す
る
な

こ

ち
に
も
来
て
る
ぞ

え
え
え
え
え

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
後
退
し

ハ
チ
マ
ン
は
近
く
に
あ
る

む
ら
に
手
を
突

込
む
と

 
そ
こ
か
ら
何
か
を

い
上
げ
た

そ
れ
は
完
全
に
目
を
回
し
た
ラ
グ

ラ
ビ

ト
で
あ

た

な

何
そ
の
子

も
し
か
し
て
そ
れ
が
ラ
グ

ラ
ビ

ト

お
う
あ
の
ま
ま
だ
と
お
前
の
顔
面
に
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
だ

た
か
ら
な
撃

し
て
お
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
そ
の
ま
ま
ラ
グ

ラ
ビ

ト
に
と
ど
め
を

し
た

え

全
然
見
え
な
か

た

ま
あ
お
前
は
よ
そ
見
を
し
て
た
か
ら
仕
方
な
い

と

こ
こ
で
も
ま
だ
来
る
か
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そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

く

剣
を

た

 
そ
の
直
後
に
再
び
後
方
で

ボ
ス

と
い
う
音
が
し
た

 
ど
う
や
ら
ラ
グ

ラ
ビ

ト
が

ま
た

む
ら
に
突

込
ん
だ
の
だ
ろ
う

ど
う
や
ら
敵
は

徐
々
に
こ

ち
に
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
な

今
の
は
見
え
た
わ

目
の
前
で
敵
が
ぶ

叩
か
れ
て
気
絶
し
て
た

ほ
う

よ
く
目
を
つ
ぶ
ら
な
か

た
な

う
ん

ま
あ
そ
の
く
ら
い
は
何
と
か
ね

そ
れ
な
ら
い
ず
れ

お
前
に
も

れ
る
よ
う
に
な
る
さ

そ
う
だ
と
い
い
け
ど

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
再
び
ラ
グ

ラ
ビ

ト
を

い
上
げ

そ
の
ま
ま
と
ど
め
を

し
た

 
直
接

ら
な
い
の
は
ラ
ン
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に

度
を
変
え
て

い
て
い
る
せ
い
で
あ
る

や

ぱ
り
ま
だ
私
は
ハ
チ
マ
ン
の

に
は
達
し
て
い
な
い
み
た
い
ね

才
能
は
あ
る
ん
だ

ま
あ
今
は
と
に
か
く

験
を

ん
で
み
ろ

験
ね

そ
れ
に
し
て
も
ユ
ウ
の
奴

い
つ
ま
で
あ
あ
し
て
る
つ
も
り
だ
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リ
ズ
ム
が
悪
い

も

と
調
子
が
い
い
時
の
自
分
を
イ
メ

ジ
し
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は
若

イ
ラ
イ
ラ
し
た
よ
う
な
感
じ
で
少
し
大
き
め
な
声
で
そ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン

声

声

お

と
悪
い

つ
い
声
が
大
き
く
な

ち
ま

た

  
だ
が
予
想
外
に
そ
の
言
葉
に
反
応
し
た
者
が
い
た

ユ
ウ
キ
で
あ
る

 
ユ
ウ
キ
は
驚
い
た
顔
で
き

ろ
き

ろ
し
た
後

仲
間
達
に
向
け
て
こ
う
言

た

い

今
ハ
チ
マ
ン
の
声
が
し
た
気
が
す
る

幻

じ

ね

こ

ち
に
は
何
も

こ
え
な
か

た
ぞ

 
確
か
に
ジ

ン
が
言
う
通
り
声
が

く
は
ず
も
な
い
く
ら
い
ハ
チ
マ
ン
と
の

離
は
離
れ

て
い
る

本
当
に

こ
え
た
の
か

う
ん

リ
ズ
ム
が
悪
い

て

も
し
か
し
て
こ
れ

愛
の
力
か
な

さ
あ

 
他
の
者
達
は
さ
す
が
に
余

が
無
い
の
か

何
も
言

て
こ
な
い
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当
の
ジ

ン
も
た
ま
た
ま
テ

チ
の
真
後
ろ
に
い
た
せ
い
で

れ
た
だ
け
で

 
余

が
あ
る

で
も
な
い
の
で
そ
の
返
事
は
と
て
も

か

た

リ
ズ
ム

リ
ズ
ム
か

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う

き
な
が
ら

突
然

歌
を
歌
い
出
し

一
同
を
驚
愕
さ
せ
た

ユ
ウ
キ

待

て

今
何
か
掴
め
そ
う
な
気
が
す
る
ん
だ

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
曲
に
乗

て

に

か
く
ス
テ

プ
を

み
始
め

 
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
を
テ

チ
は
必
死
に
守
り
続
け
た

 
おユ

ウ
の

歌
が

こ
え
る

あ
れ

今
度
は
ち

と
体
を

す

て
る

ま
さ
か
俺
の
声
が

こ
え
た

じ

な
い
だ
ろ
う
が

何
か
掴
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
な

そ
う
な
の

あ
れ
で
い
い
の

あ
あ

ユ
ウ
は
あ
れ
で
い
い

 
ユ
ウ
キ
は
今
や

完
全
に
自
分
の
世
界
に

し
て
い
た
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リ
ズ
ム

リ
ズ
ム

そ

か

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ね

ハ
チ
マ
ン

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
カ

と
目
を
開
く
と
ま
る
で

て
い
る
よ
う
に

に
ス
テ

プ
を

み
始
め
た

そ
こ
か

 
そ
う
言
う
の
と
同
時
に
ユ
ウ
キ
の

が
消
え
た

 
も
ち
ろ
ん
実

に
消
え
た

で
は
な
く
相
手
の

道
上
に

発
力
だ
け
で
移
動
し
た
だ
け
で

あ
る
が

 

り
の
者
達
に
は
確
か
に
消
え
た
よ
う
に
見
え
た

唯
一
の

外
が
テ

チ
で
あ
る

 
テ

チ
は
ユ
ウ
キ
の
前
に
い
た

に
い
き
な
り
目
の
前
に
ユ
ウ
キ
が
現
れ
た
の
を
ハ

キ
リ

と
見
た

う
わ

 
そ
の

間
に

テ

チ
の
目
の
前
に
飛
来
し
た
物
体
が
真

二
つ
に
な

た

 
ユ
ウ
キ
が

た
の
で
あ
る

う
お

先
ず
ひ
と

つ
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ユ
ウ
キ
は
そ
う
言
う
と

 
ア
ク
ロ
バ
テ

ク
な
動
き
を
し
な
が
ら
次
々
と
飛
来
す
る
物
体
を
撃
ち
落
し
て
い

た

 
そ
の

は
ま
る
で
か
つ
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
銃

の
嵐
を
撃
ち
落
し
ま
く

た
キ
リ
ト
の

に

似

し
て
い
た

 
ユ
ウ
キ
は
あ
の
時
の
キ
リ
ト
と
同
じ
よ
う
に
一
度
た
り
と
も
足
を
止
め
る
事
な
く

 
ず

と
動
き
続
け
て
い
た

 
よ
し
よ
し

そ
れ
だ
そ
れ

ユ
ウ
は
そ
う
じ

な
く

ち

な

し

信
じ
ら
れ
な
い

 
さ
す
が
の
ラ
ン
も

驚
き
に
目
を
見
開
い
て
い
た

今
の
ユ
ウ
に
は
あ
れ
く
ら
い
の
動
き
は
出
来
る
は
ず
な
ん
だ
よ

 
ま
あ
で
も
お
前
と
ユ
ウ
の
間
に
そ
ん
な
差
が
あ
る

じ

な
い
あ
く
ま
で
相
性
の
問
題
だ
な

確
か
に
ユ
ウ
は
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
だ
も
の
ね

 
ラ
ン
は
若

悔
し
さ
を

ま
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
確
か
に
ハ
チ
マ
ン
の
言
う
通
り

今
の
光
景
を
見
た
後
で
も
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ラ
ン
は
ま
だ
そ
う
簡

に
ユ
ウ
キ
に
は
負
け
る
気
は
し
な
か

た
の
だ
が

 
目
の
前
で
自
分
に
出
来
な
い
事
を
や
ら
れ
る
と
相
性
の
せ
い
と
は
い
え
や
は
り
悔
し
い
の
だ

ろ
うね

も
し
か
し
て
ユ
ウ
の
才
能
が
開
花
し
始
め
た

そ
う
い
う
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な

く

私
達
は

と
ん
で
も
な
い
も
の
を
目
覚
め
さ
せ
て
し
ま

た
よ
う
ね

ネ
タ
に
走
る
な

お
前
は
お
前
で
ユ
ウ
に
負
け
な
い
よ
う
に
も

と
頑
張
れ

言
わ
れ
な
く
て
も

 
ラ
ン
は
ユ
ウ
キ
を
見
て
闘

を
燃
や
し
な
が
ら
そ
う
言
い
ハ
チ
マ
ン
は
一
人
ほ
く
そ
笑
ん
だ

こ
れ
は
予
想
外
に
い
い
結
果
が
出
た
な
二
人
と
も
こ
こ
か
ら
急
激
に
強
く
な

て
い
く
だ
ろ

う 
凄
い
な
ユ
ウ
キ

う
ん

凄
く
体
が

い
ん
だ
よ
ね

ど
う
や
ら
ボ
ク
に
は
こ
う
い
う
の
が
向
い
て
る
み
た
い

 
仲
間
達
の
目
か
ら

今
の
ユ
ウ
キ
は
と
て
も
大
き
く
見
え
た
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何
よ
り
安
心
感
が
す
ご
い

ま
る
で
そ
う

ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
場
に
い
る
か
の
よ
う
に

俺
達
も
負
け
ち

い
ら
れ
な
い
な

だ
ね

 
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
の

が
一
同
の
心
に

を
つ
け
た
の
か

 
ユ
ウ
キ
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
他
の
者
も
何
匹
か
の
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
撃

に
成
功
し
た

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
新
た
な
ユ
ウ
キ
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
た

 
お
う

あ
い
つ
ら
も
や
る
も
ん
だ
な

く

こ
の
ま
ま
じ

私
の
居
場
所
が
無
く
な
り
そ
う

そ
れ
は
大
丈
夫
だ
ろ

ユ
ウ
の
奴

攻
撃
が
間
に
合

て
は
い
る
も
の
の

 

へ
の
反
応
が
微

に

い
か
ら
な

そ
う
な
の

あ
あ

お
前
が
隣
で
戦

て
い
る
光
景
を
思
い

か
べ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り
ラ
ン
の
目
に
ユ
ウ
キ
の
隣
で
戦

て
い
る
自
分
の

が

か
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ん
だ

 
だ
が
そ
の
動
き
は
ま

た
く
ユ
ウ
キ
と

み
合

て
は
い
な
い

私
が
動
く
イ
メ

ジ
と
合
わ
な
い
の
だ
け
れ
ど

お
前
の
方
が
ハ

ド
ル
を
上
げ
ら
れ
ち
ま

た
み
た
い
だ
な

 
そ
の
言
葉
に
ラ
ン
は

を

み
締
め
た

こ
う
し
ち

い
ら
れ
な
い
わ

も
う
あ
の
子
達
は
大
丈
夫
そ
う
だ
し

 
私
達
も
街
に

て
そ
の
ま
ま

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
に

り
ま
し

う

 
ハ
チ
マ
ン

二
人
で
戦
闘
メ
イ
ン
の
ミ

シ

ン
を
や
り
ま
く
る
わ
よ

へ
い
へ
い

せ
の
通
り
に

ほ
ら

さ

さ
と
来
な
さ
い

 
こ
う
し
て
ユ
ウ
キ
は
覚

し

ラ
ン
は
そ
の
後
を
追
い
か
け
る
事
に
な

た

 
こ
の
日
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
急
激
に
そ
の
実
力
を

し
て
い
く

 
そ
の
記
念
す
べ
き
キ

カ
ケ
の
日
と
な

た
の
で
あ
る
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こ
の
時
か
ら
ユ
ウ
キ
の
戦
い
方
が

ア
ニ
メ
に
近
い
ス
タ
イ
ル
と
な
り
ま
し
た
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第
７
７
０
話
 
ラ
グ

ラ
ビ

ト
狂
想
曲

ユ
ウ
キ

さ
す
が
に
も
う
ア
イ
テ
ム
が
持
て
な
い

そ

か

そ
れ
じ

あ
今
回
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
こ
う
か

 
ま
た
明
日
に
で
も
来
れ
ば
い
い
し
ね

い
や

こ
の
狩
り
場
に
来
る
の
は
多
分
当
分
先
に
し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
な

何
で

 
そ
の
タ
ル
ケ
ン
の
言
葉
に
ユ
ウ
キ
は
き

と
ん
と
し
た

い
や

こ
れ
全
部
一
度
に

た
ら

い
く
ら

級
食
材
で
も
絶
対
に

崩
れ
す
る

て

あ

あ
あ

 
過
ぎ
た
る
は

ば
ざ
る
が

し

 
さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
の

を

今
ま
で
と
同
じ

で

る
事
は
不
可
能
だ
ろ
う

 
そ
の

実
に
三

七
十
二
個

そ
の
ほ
と
ん
ど
が

ユ
ウ
キ
の
ス
ト
レ

ジ
に
入

て
い
た

く
そ

や
り
す
ぎ
た

ま
あ
少
し
ず
つ

て
い
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な
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を
絞
れ
ば
そ
う
そ
う

崩
れ
し
な
い

し

ま
あ
で
も
プ
レ
イ
ヤ

間
取
引
は

要
と

の
バ
ラ
ン
ス
だ
し
ね

 
そ
う

い
た
直
後
に
タ
ル
ケ
ン
は
ハ

と
し
た
顔
を
し
た

そ
う
か

シ
ス
テ
ム
に

ち

え
ば
い
い
ん
だ

シ
ス
テ
ム
に

ど
う
い
う
事

う
ん

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

す
る
飲
食
店
が

山
あ
る
じ

な
い

 
で

そ
こ
の
食
材

て
ど
う
や

て
調
達
し
て
い
る
と
思
う

え

と

そ
も
そ
も
調
達

て
い
う

念
が
あ
る
の
が
驚
き
な
ん
だ
け
ど

 
普
通
は
仕
入
れ
と
か
は
関
係
な
く

品
切
れ
無
し
の
無
限
在

で
し

 
確
か
に
ノ
リ
の
言
う
通
り
通
常
Ｎ
Ｐ
Ｃ
シ

プ
の
商
品
は
無
限
と
い
う
の
が
定
番
で
あ
る

一

的
な
料
理
は
も
ち
ろ
ん
仕
入
れ
と
か
関
係
な
く
出
て
く
る
ん
だ
け
ど

 

え
ば
こ
の
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を
使

た
料
理
な
ん
か
は

 
プ
レ
イ
ヤ

が
店
に
直
接

た
ら
商
品
が

り
出
さ
れ
る

て
シ
ス
テ
ム
な
ん
だ
よ
ね

何
そ
れ
珍
し
い
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レ
ア
食
材
を
手
に
入
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

が

自
分
じ

調
理
出
来
な
い

で
も
食
べ
た
い

 

て
所
か
ら
ギ

グ
で
要
望
し
て
み
た
ら
通

た

て
噂
だ
よ

何
そ
の
神
運

ま
あ
そ
の

り
は
兄
貴
の
仕
業

て
事
に
し
と
こ
う

多
分
的
外
れ
じ

な
い
だ
ろ
う
し

さ

す
が
兄
貴

さ
す
あ
に

 
実

の
と
こ
ろ
こ
れ
は

キ
リ
ト
の
要
望
だ

た
り
す
る

そ
れ
よ
り
も
話
の
続
き

続
き

 
そ
う
せ
か
さ
れ
た
タ
ル
ケ
ン
は

一
気
に
話
の

心
に
迫

た

要
す
る
に
色
々
な
フ
ロ
ア
を
回

て
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を

取
り
し
て
く
れ
る
店
を
探

し
て

 
そ
こ
に
分
散
し
て

ち

え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

て
事

取
価
格
は
ど
う
な

て
る
の

前
調
べ
た
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に

る

の
八

け
く
ら
い

だ

た
か
な

悪
く
な
い
な
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む
し
ろ
そ

ち
の
方
が
こ
の
場
合
は
楽
で
い
い
か
も
な

で
も
義
理
を

く
の
は
反
対
か
な

だ
ね

と
り
あ
え
ず
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
は

崩
れ
す
る
か
も

て
伝
え
た
上
で

 
通
常

い
取
り
価
格
の
半
分
の

で
二
十
個
く
ら
い

れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

ま
あ
そ
の
く
ら
い
が

当
か
な

で
も
そ
の
前
に

や
ら
な
き

い
け
な
い
事
が
あ
る
ん
じ

な
い
の
か

 
ジ

ン
が
真
剣
な
顔
で
そ
う
言
い

一
同
に

張
が
走

た

な

何

い
い
か

こ
れ
は

級
食
材
だ

そ
し
て
何
個
か

て
も
こ
の

況
な
ら
ま

た
く
問
題

な
い

 
要
す
る
に
味
見
だ
味
見

と
り
あ
え
ず
食

て
み
よ
う

そ

そ
う
か

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

危
な
く
普
通
に
全
部

る
と
こ
ろ
だ

た
ね

い
や
い
や
待

て
待

て
そ
れ
以
前
に
こ
れ
を
調
理
出
来
る
人
な
ん
て
こ
の
中
に
い
る
の

 
仮
に
も
こ
れ

級
食
材
だ
よ
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そ
の
言
葉
に
一
同
は
顔
を
見
合
わ
せ

が

く
り
と

を
落
と
し
た

無
理
で
す
ね

お
い
お
い
ど
う
す
る
よ
兄
貴
に

を
下
げ
て
ヴ

ル
ハ
ラ
の
料
理
人
に
作

て
も
ら
う
か

う
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

そ
れ
は
出
来
れ
ば
避
け
た
い
ね

て
事
は
食
え
な
い
の
か

少
し
お
高
く
な
る
と
思
う
け
ど

や

ぱ
り
店
に
持
ち
込
ん
で

そ
れ
し
か
な
い
か

 
一
同
は
微

に
負
け
た
よ
う
な
気
分
に
な

た
が
背
に
腹
は
か
え
ら
れ
な
い

 
そ
の
ま
ま
街
に

り

近
場
に
あ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
に
駆
け
込
ん
だ

お

い
け
る
い
け
る

こ
れ

肉
一
つ
で
何
人
前
い
け
る
ん
だ
ろ

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

人

分
い

と
け

そ
う
だ
ね

ど
う
せ

る
ん
だ
し
ね

 
そ
し
て
人

分
の
肉
を

た
一
同
は

料
理
の

を
チ

ク
し
た
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お

こ
れ

て
肉
一
つ
で
二
人
前
く
ら
い
に
な
る
の
か

的
に
は
そ
う
か
も

な
ら
資
金
も
余

だ
な

速
注
文
し
よ
う

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
い
い
所
に

待
ち
時
間
が
無
い
と
い
う
点
が
あ
る

 
そ
の

注
文
し
て
直
ぐ
に
料
理
が
テ

ブ
ル
に

び
一
同
は

張
し
な
が
ら
そ
の
料
理
を
口

に
運
ん
だ

う

う
め
え

こ
れ
は
や
ば
い
で
す
ね

ま
さ
か
こ
れ

と
は

生
き
て
て
良
か

た

こ
れ
か
ら
は

に
も
も
う
少
し
気
を
つ
か
お
う
か

だ
ね

 
そ
し
て
料
理
を

能
し
た
後

一
同
は
手
分
け
し
て

フ
ロ
ア
の
店
を
回
り

 

大
な
金

を
手
に
入
れ
る
事
に
成
功
し
た

こ
れ

二
十
個

る
と

取
金

が
ガ
ク
ン
と
下
が
る
な
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在

が
無
く
な

た
ら
ま
た
上
が
る
ん
じ

な
い

料
理
の

は
下
が

て
な
か

た
し

多
分
相
当
先
に
な
る
だ
ろ
う
ね

さ
す
が
に
そ
う
上
手
く
は
い
か
な
い
か

 
だ
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
ネ

ト
の
力
を

く
見
て
い
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
専
用
の

に
肉
を

た
十
分
後
こ
ん
な
文
章
が
書
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る

何
か
ラ
グ

ラ
ビ

ト
料
理
が
あ
ち
こ
ち
の
層
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

れ
返

て
る
ぞ

 
確
認
出
来
た
だ
け
で
十
八

二
十
一
層

 
そ
の
二
十
分
後

そ
の

層
の
ラ
グ

ラ
ビ

ト
料
理
は
全
て

り
切
れ

態
と
な

た

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
後
を
追
う
よ
う
に

 
じ
わ
じ
わ
と
上
層
下
層
に
探
索
の
網
が
広
が

て
い
く

く

そ

二
十
二
層
よ
り
も
上
の
層
じ

り
出
さ
れ
て
な
い
み
た
い
だ

十
五
層
で
確
認

我
注
文
に
成
功
す

十
三
層

頼
ん
だ

間
に

り
切
れ
た

セ

フ

 
ト
ラ
フ

ク
ス
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
も
そ
の
情
報
を

い
て
続
々
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

り
つ
つ

あ
り
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今
や
一

台
の
層
の
主
街
区
に
は

か
な
り
の

の
プ
レ
イ
ヤ

が
殺
到
し
て
い
た

 
さ
す
が
は
日
本
人

食
に
対
す
る

念
が
半

無
い

 
そ
し
て
つ
い
に

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
存
在
が
明
る
み
に
出
た

七
層
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
食
材
を

て
い
る
ギ
ル
ド

い
連
中
を
発
見

 
仲
間
と
共
に
メ
ニ

の
チ

ク
に
入
る

た

た
今
ラ
グ

ラ
ビ

ト
料
理
の

り
出
し
を
確
認

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
も
間
違
い
な
い

 
六
人
く
ら
い
の
小

模
ギ
ル
ド
だ

た

ど
う
や
ら
移
動
す
る
模
様

六
層
に
行
く
と
山
を
は

て
先
回
り
す
る
わ

 
そ
の
直
後
に
六
層
に

凄
ま
じ
い

の
プ
レ
イ
ヤ

が
転
移
を
開
始
し
た

 
少
し

れ
て
六
層
に
転
移
し
た
ユ
ウ
キ
達
は

 
あ
り
え
な
い
く
ら
い
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
転
移
門
広
場
に
集
ま

て
い
る
の
を
見
て
驚
愕
し

た
え

何
こ
の
人
達

こ
こ
で
何
し
て
ん
の

何
か
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ

た

け
か

そ
ん
な
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
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ま
あ
い

か

と
り
あ
え
ず
ボ
ク
達
に
は
関
係
な
い
で
し

 
関
係
お
お
あ
り
で
あ
る

幸
い
ユ
ウ
キ
達
の
特
徴
を
書
き
込
む
よ
う
な
者
は
お
ら
ず

 
そ
こ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

度
の
高
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
が

 
人

だ
け
は
書
き
込
ま
れ
て
い
た

当
然
ユ
ウ
キ
達
は
マ

ク
さ
れ
る
事
と
な

た

何
か
こ

ち
の
後
を
ぞ
ろ
ぞ
ろ
つ
い
て
き
て
る
気
が
し
な
い

う

う
ん

何
な
ん
だ
ろ
う
ね

ち

と
怖
い
ん
で
す
け
ど

 
そ
こ
に
た
ま
た
ま
通
り
か
か

た
の
が
ユ
キ
ノ
で
あ
る

 
ユ
キ
ノ
は
先
日
会

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の

を
見
か
け

 

り
に
他
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
い
な
い
事
を
確
認
し

 
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
だ
が

こ
の
光
景
の

様
さ
に
す
ぐ
に
気
付
き

足
を
止
め
た

こ
れ
は
連
合

じ

な
い
わ
ね

同
盟
で
も
な
い
し

一
体
何
な
の
か
し
ら
ね

 
と
り
あ
え
ず
そ
の

り
の
人
に

い
て
み
る
と
し
ま
し

う
か

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う

く
と

集
ま

た

の
一
人
に
声
を
か
け
た
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ご
め
ん
な
さ
い

そ
こ
の
あ
な
た

ち

と
い
い
か
し
ら

あ

は
い

何
で
し

絶
対

度
さ
ん

 
そ
の
声
は
か
な
り
大
き
く

ユ
キ
ノ
の
存
在
は

知
さ
れ
る
事
と
な

た

 
だ
が
ユ
キ
ノ
は
注
目
さ
れ
る
事
に
慣
れ
て
い
る

そ
ん
な
事
は
気
に
し
な
い

こ
れ
は
一
体
何
の
集
ま
り
な
の

あ

は
い

実
は
で
す
ね

 
そ
こ
で
ユ
キ
ノ
は
初
め
て

こ
の
ラ
グ

ラ
ビ

ト
祭
の
事
を
知

た

な
る
ほ
ど

と
り
あ
え
ず
あ
そ
こ
に
い
る
の
は
私
の
知
り
合
い
な
の

 
今
確
認
し
て
く
る
か
ら
ち

と
待

て
て
も
ら
え
る
か
し
ら

は

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ユ
キ
ノ
は
他
の
者
に
も

こ
え
る
よ
う
に
そ
う
言
い

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
方
へ
と
歩
い
て
い

た

 
ユ
ウ
キ
達
も

に
ユ
キ
ノ
に
は
気
付
い
て
お
り
一
同
は
嬉
し
そ
う
に
ユ
キ
ノ
に
手
を

た

ユ
キ
ノ
さ
ん

こ
の
前
ぶ
り
で
す
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み
ん
な
お
久
し
ぶ
り
そ
れ
で
い
き
な
り
で
悪
い
の
だ
け
れ
ど
ち

と

き
た
い
事
が

あ
る
の

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
切
り
出
し

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
か
ら
事
情

取
を
し
た

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
こ
の
連
中

て

ネ

ト
を
見
て
集
ま

て
き
た

て
事
で
す
か

え
え
そ
の
よ
う
ね

で
も
あ
な
た
達
よ
く
そ
ん
な
に
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を
集
め
た
も

の
ね実

は

場
を
見
付
け
た
ん
で
す
よ

あ
ら
そ
う
な
の

ふ
ふ

ハ
チ
マ
ン
君
が

い
た
ら
悔
し
が
る
わ
ね

 
彼
も
こ
つ
こ
つ
と
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を
集
め
て
い
る
よ
う
だ
し

そ
う
な
の

そ
れ
じ

あ
今
度

ハ
チ
マ
ン
に
自
慢
し
て
み
よ
う
か
な

 
だ
が
ユ
ウ
キ
よ

ハ
チ
マ
ン
は

に
そ
の
事
を
知

て
い
る
の
だ

し
か
し
参

た
な

残
り
の
肉
は
い
く
つ
な
ん
だ

け

あ
と
十
八
個

十
八

そ
れ
で
も
多
い
と
は
思
う
の
だ
け
れ
ど

さ
す
が
に
こ
の
人

で
は
ね
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ユ
キ
ノ
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後

こ
う
質
問
し
て
き
た

ま
た
肉
を
狩
り
に
い
く
予
定
は
あ
る
の
か
し
ら

多
分

崩
れ
し
ち

う

て
思

て

当
分
や
め
と
こ
う

て
話
し
て
た
ん
で
す
け
ど

 
こ
う
な

た
ら
ま
た
行
く
し
か
な
い
で
す
よ
ね

別
に
義

で
は
な
い
の
だ
か
ら
気
に
す
る
事
は
な
い
と
思
う
わ

 
で
も
こ
れ
は
あ
な
た
達
に
と

て
は
大
金
を
得
る
チ

ン
ス
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

だ
よ
ね

明
後
日
ま
た
肉
を
仕
入
れ
て
く
る
よ

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
決
断
し

他
の
誰
か
ら
も

が
出
る
事
は
な
か

た

で

お
店
の

取
価
格
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
し
ら

え

と
で
す
ね

 
ユ
キ
ノ
は
そ
の
金

を

い
て

ニ

コ
リ
と
笑

た

分
か

た
わ

私
に
任
せ
て

あ

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
ユ
ウ
キ
は
反
射
的
に
そ
う
答
え

事
の

移
を
見
守
る
事
に
し
た

み
ん
な

残
念
な
が
ら
肉
の
残
り
は
あ
と
十
八
個
だ
そ
う
よ
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な
の
で
こ
こ
は
一
つ
純

に
勝
負
と
い
き
ま
し

う

 
今
か
ら
私
が
ア
イ
テ
ム
を
使

て
ク
ジ
を
作
る
か
ら
先
着
十
八
名
に
そ
の
肉
を

る
わ

は
 
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
は

店
で
の

取
価
格
よ
り
も
高
く

 
通
常
の
相
場
よ
り
も
や
や
安
い

絶

な
金

を
提

し
た

そ
の
ク
ジ
引
き
に
参
加
し
た
い
人
は

こ
こ
に

ん
で

こ
ち
ら
で
人

を

え
る
わ

 
そ
れ
じ

あ
は
い

ス
タ

ト
よ

 
そ
の
言
葉
と
共
に

ユ
キ
ノ
の
前
に
ず
ら
り
と
プ
レ
イ
ヤ

が

ん
だ

ご
め
ん
な
さ
い

誰
か
人

を

え
て
く
れ
る
か
し
ら

あ

は
い

俺
が
や
り
ま
す

 
ジ

ン
が
そ
う
言

て

ん
で
い
る
人

を

え
始
め
た

 
そ
の

は
実
に

三
十
人
に
も
の
ぼ

た
の
で
あ
る

こ
こ
で
締
め
切
り
よ
そ
れ
じ

あ
ク
ジ
を
キ

ト
で
作
成
す
る
か
ら

番
に
引
い
て
い

て

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
そ
ん
な
ア
イ
テ
ム
も
あ
る
ん
で
す
ね
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え
え

ド
ロ

プ
武
器
と
か
を
誰
に

す
か
公
平
に
決
め
る
の
と
か
に
も

利
で
し

う

あ

確
か
に

そ
れ
じ

あ
運

し
と
い
き
ま
し

う
か

 
そ
し
て
十
八
人
の
ラ

キ

な
者
が
選
ば
れ

 
そ
の
者
達
は
ほ
く
ほ
く
し
た
顔
で
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を
入
手
し

帰

て
い

た

 
そ
れ
を
見

け
た
ユ
キ
ノ
は
ユ
ウ
キ
に
言

た

ま
た
混
乱
す
る
の
を
避
け
た
か

た
ら

こ
こ
で
予
約
を
と

て
お
く
の
も
あ
り
よ

予
約
か

こ
の
人

な
ら
い
け
る
ね

う
ん

そ
う
す
る

 
ユ
キ
ノ
さ
ん

何
か
ら
何
ま
で
あ
り
が
と
う

気
に
し
な
い
で

ハ
チ
マ
ン
君
か
ら
も
よ
く
し
て
や

て
く
れ
と
頼
ま
れ
て
い
る
事
だ
し
ね

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
自
ら
他
の
者
達
に
声
を
か
け
た

初
め
ま
し
て

ボ
ク
達
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
一
応
在

一

セ

ル

て
事
で

明
後
日
に
残
り
の
肉
を

り
出
し
ま
す

 
そ
こ
そ
こ
の

が
あ
る
の
で

予
約
し
た
い
方
は
今
こ
こ
で
受
け
付
け
ま
す

 
そ
の
声
に

い

ね
て
し

げ
て
い
た
者
達
は
大
歓
声
を
上
げ
た
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ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
は
常
に
品
薄
な
の
で

い
た
く
て
も

え
な
い
の
が
現

で
あ
り

 
こ
れ
は
ま
さ
に
千
載
一
遇
の
チ

ン
ス
だ

た
か
ら
で
あ
る

 
そ
し
て
タ
ル
ケ
ン
が
希
望
者
の
名
前
を
チ

ク
し
て
い
き
残
り
の

十
二
人
は
全
員
予
約

を
終
え
た

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
後
日
の
こ
の
時
間
に
こ
の
場
所
で

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
名
は

 
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を
頑
張

て
集
め
て

山
提

し
て
く
れ
た
神
ギ
ル
ド
と
し
て

 
一
部
の
者
達
に
そ
の
名
を
覚
え
ら
れ
る
事
と
な

た

 
こ
れ
以
降

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
名
は
徐
々
に
知
れ

て
い
く
事
と
な
り

 

足
で
は
あ
る
が

六
人
の
ユ
キ
ノ
に
対
す
る

拝
度
が
か
な
り
上
昇
す
る
事
と
な

た
の

だ

た
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第
７
７
１
話
 
助

人
参
上

 
ユ
ウ
キ
が
覚

し

完
全
に
取
り
残
さ
れ
た
ラ
ン
は

 
ハ
チ
マ
ン
と
共
に

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

迫
り
来
る
敵
を
殲
滅
せ
よ

を
何
度
も
プ
レ
イ

し
て
い
た

 
こ
の
ミ

シ

ン
は
ラ
イ
ト
ユ

ザ

に
一
番
人
気
の
い
わ
ゆ
る
無
双
系
の
ミ

シ

ン
で

あ
る

 
通
常
は
た
だ
銃
を
乱
射
し
て
い
れ
ば
い
い
だ
け
の
ミ

シ

ン
で
あ
る
が

 
二
人
は
こ
の
ミ

シ

ン
を

近
接
武
器

り
で
プ
レ
イ
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
は
基
本
見
て
い
る
だ
け
で
あ
り
全
て
の
敵
を
ラ
ン
が
一
人
で
殲
滅
し
て

い
る

 
こ
の
ミ

シ

ン
で
出
て
く
る

ン
ビ
の

は
実
に
千
体
そ
し
て
今
五
回
目
の
ミ

シ

ン

が
終
了
し
た

 
こ
れ
ま
で
に
ラ
ン
は

都
合
五
千
体
の

ン
ビ
を
一
人
で
殲
滅
し
て
い
る
事
に
な
る

次
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ま
あ
待
て

た
だ
戦
う
だ
け
じ

強
さ
は
身
に
つ
か
ん

で

で
も

る
気
持
ち
は
分
か
る
が

今
の
お
前
は
た
だ
力
任
せ
に
敵
を
倒
し
て
い
る
だ
け
だ

 
全
て
の
敵
を

て
い
る
ん
じ

な
く

全
て
の
敵
を
叩
き
潰
し
て
い
る

 
そ
う
言
わ
れ
る
と
自
分
で
も
心
当
た
り
が
あ
る
だ
ろ

う
 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
見
て
も

確
か
に
ラ
ン
は
強
い

強
い
の
だ
が

 
敵
の
倒
し
方
に
つ
い
て
は
不
満
が
あ

た

 
先
ほ
ど
の
言
葉
通
り

え
ば
全
て
の
敵
の
首
を
一
撃
で
落
と
し
て
い
る
と
か
な
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
全
く
不
満
を
感
じ
な
か

た
で
あ
ろ
う

 
だ
が
ラ
ン
は

囲
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る

の

り
や

打
ち
に
関
し
て
は

 
先
日
の
教
え
通
り
に
上
手
く
こ
な
し
て
い
た
が

 
い
ざ
敵
を
倒
そ
う
と
す
る
時
に

撃
で
は
な
く
打
撃
に
よ

て
敵
を
倒
す
回

が
か
な
り
多

か

た

 
こ
れ
で
は

純
に
ス
テ

タ
ス
の
高
さ
で
押
し
切

て
い
る
に
す
ぎ
ず
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も
し
も
ラ
ン
よ
り
ス
テ

タ
ス
が
高
い
強
敵
が
出
て
き
た
場
合
苦
戦
す
る
の
は
目
に
み
え
て

い
るじ

じ

あ
ど
う
す
れ
ば

そ
こ
な
ん
だ
よ
な

俺
が
教
え
ら
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
乱
戦
の
時
の
戦
い
方
く
ら
い
で

 
俺
自
身

日
本
刀
の
扱
い
に

し
て
る

じ

な
い
し

 
何
よ
り
俺
と
お
前
じ

ス
タ
イ
ル
が
違
い
す
ぎ
る
か
ら
な

 
基
本
カ
ウ
ン
タ

使
い
の
ハ
チ
マ
ン
に
対
し
ラ
ン
は
特
に
決
ま

た
ス
タ
イ
ル
を
持
た
な
い

 
恐
ろ
し
い
速
度
の
連
続
突
き
を
放

た
か
と
思
え
ば

流
れ
る
よ
う
な

の
連
撃
を
見
せ

 
刀
の
持
ち
換
え

も
平
気
で
行
い

先

ま
で
普
通
に
刀
を

て
い
た
か
と
思
え
ば

 
次
の

間
に
は
逆
手
で
刀
を

え
た
り
と

と
に
か
く
変
幻
自
在
な
の
で
あ
る

 

し
む
ら
く
は
決
め
手
に

け
る
事
だ
ろ
う
か
必
殺
技
と
呼
べ
る

の
技
は
ラ
ン
に
は
ま
だ

無
いい

そ
リ

フ

に
で
も
指
南
役
を

 
い
や
い
や
さ
す
が
に
将
来
や
り
合
う
か
も
し
れ
な
い
相
手
を
師
匠
と
呼
ば
せ
る
の
は
な

 
そ
ん
な
悩
む
ハ
チ
マ
ン
を
見
て

ラ
ン
は

し

な
い
と
思

た
の
か
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努
め
て
明
る
い
顔
を
し
な
が
ら
こ
う
言

た

大
丈
夫
今
度
は
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
と
に
か
く
敵
を

る
よ
う
に
心
が
け
て
や

て
み

る
わ

 

回
そ
う
い

た
目
標
を
立
て
て

一
つ
ず
つ
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い

て

 
最
終
的
に
は
そ
れ
を

で
考
え
ず
に
自
由
自
在
に

り
出
せ
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
い
い
わ
よ

ね
と
り
あ
え
ず
そ
う
す
る
し
か
な
い
な
ど
ん
な
体
勢
か
ら
で
も
敵
を
真

二
つ
に
出
来
る
技
術

を 
そ
う
言

た
ハ
チ
マ
ン
の

裏
に
と
あ
る
光
景
が

か
ん
だ

 
そ
れ
は
ど
ん
な
時
も
こ
ち
ら
に
と

て
致
命
的
な
攻
撃
を

り
出
し
て
く
る

 
一
人
の
剣
士
と
戦

た
記
憶
で
あ

た

ん
い
や
ち

と
待
て
ラ
ン
も
し
か
し
た
ら
お
前
に
剣
を
教
え
ら
れ
る
奴
が
い
る
か
も

し
れ
ん

 
ち

と
頼
ん
で
み
る
か
ら
と
り
あ
え
ず
家
で
待

て
て
く
れ

 
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
な
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そ
れ
な
ら
も
う
一
回
く
ら
い
今
の
ミ

シ

ン
を

目
だ

少
し
休
め

思

た
よ
り
も
精
神

て
の
は
疲

し
や
す
い
も
ん
だ
か
ら
な

 
目
標
を
決
め
る
の
は
い
い
が
た
だ

然
と
そ
の

況
を
ク
リ
ア
す
る
だ
け
じ

意
味
が
な
い

 
ち

ん
と
休

し

精
神
を
研
ぎ

ま
せ
て

そ
の

態
で
敵
と
向
き
合

た
方
が

 
お
前
に
と

て
も
よ
り
い
い
結
果
が
出
る
は
ず
だ
と
俺
は
思
う

 
確
か
に
ラ
ン
は

微

に

が

て
い
る
の
を
感
じ
て
い
た

 
さ
す
が
に
五
千
体
の
敵
を

そ
の
対
処
方
法
ま
で
考
え
な
が
ら
一
気
に
倒
し
た
の
だ

 

に
も
見
え
な
い
負
担
が
か
か

て
い
て
当
然
で
あ
る

分
か

た

そ
れ
じ

あ

い
も
の
で
も
食
べ
な
が
ら
休

す
る
わ

お
う

そ
う
し
ろ
そ
う
し
ろ

気
分
だ
け
で
も

分
を

に
補

し
と
け

 
確
か
プ
レ
イ
ヤ

一
人
に
つ
き

ど
の
食
べ
物
系
ア
イ
テ
ム
も

 
一
回
ま
で
な
ら
無
料
で

食
可
能
な
は
ず
だ
か
ら

 
今
の
う
ち
に
い
ず
れ
元
気
に
な

た
時
に
俺
に

ら
せ
た
い

味
を
チ

イ
ス
し
て
お
く
と
い

い
や

た

そ
れ
じ

あ
片

か
ら
食
べ
て
み
る
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お
う

そ
れ
じ

あ
家
で
待

て
て
く
れ

う
ん

い
い
結
果
が
出
る
事
を
期
待
し
て
待

て
る
わ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

速
ど
こ
か
に

話
を
か
け
た

久
し
ぶ
り
だ
な

一
つ
頼
み

い
や

命
令
が
あ
る

 
う
わ

こ
ん
な
に
ブ
ラ
ン
ド
物
の
お

子
が
あ
る
な
ん
て

知
ら
な
か

た
わ

 
こ
れ
は
私
的
に

ラ
ン
ク

こ
れ
美
味
し
い

文

な
く

ね

こ
れ
は

ご
め
ん

な
さ
い

ね

 
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
言
わ
れ
た
通
り
色
々
な
店
を
訪
れ

山
の
戦
利
品
を
確
保
し
て
い
た

 
今
ま
で
は
意
識
し
て
い
な
か

た
が

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
に
は
か
な
り
多
く
の
ス
イ

ツ

店
が
あ
り

 
ラ
ン
は
調
子
に
乗

て

無
料
の
ス
イ

ツ
を
と
に
か
く
集
め
回

た
の
で
あ
る

 
そ
し
て
家
に
帰
り

そ
の
ス
イ

ツ
を
テ

ブ
ル
に

べ
て
一
人
ご
満

な
表
情
で

 
生
意
気
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
イ

ツ
の
自
分
的
ラ
ン
ク
付
け
を
行

て
い
た
の
で
あ

た

と
り
あ
え
ず

と

ラ
ン
ク
の
物
は

い
ず
れ
ハ
チ
マ
ン
に
全
部

ら
せ
ま
し

う
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自
分
で
言

た
の
だ
か
ら

今
更

い
た

は
飲
み
込
ま
な
い
わ
よ
ね

 
う
ん
こ
の
リ
ス
ト
は

久
保
存

ね
こ
の
ま
ま
リ
ア
ル
の
私
の
メ
ア
ド
に
送

て
お
こ

と 
こ
の
リ
ス
ト
の
通
り
に

い
物
に
行
く
と
す
る
と

 
ハ
チ
マ
ン
は
普
通
に
日
本
を

断
す
る
事
に
な
る
の
だ
が
そ
ん
な
事
は
ラ
ン
の
知

た
事
で

は
な
い

 
約
束
は
約
束
だ
し
ハ
チ
マ
ン
な
ら
ば
そ
の
約
束
は
必
ず
実
行
し
て
く
れ
る
と
知

て
い
る
か

ら
で
あ
る

 
コ
ン
コ
ン
コ
ン

 
そ
の
時
ラ
ン
の
部
屋
の
扉
が
ノ

ク
さ
れ
た

こ
こ
に
は
イ
ン
タ

ホ
ン
な
ど
は
付
い
て
い
な

い 
ラ
ン
は
一
応

し
な
が
ら
ド
ア
の
向
こ
う
に
こ
う
声
を
か
け
た

合
言
葉
は

あ

合
言
葉

そ
ん
な
の
ハ
チ
マ
ン
か
ら
は
何
も

い
て
な
い
が

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ラ
ン
は
相
手
が
ハ
チ
マ
ン
が
呼
ん
で
き
て
く
れ
た
助

人
な
の
だ
と
確
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信
し
た

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
が
こ
の
場
に
い
な
い
事
も
分
か

た
が

ハ
チ
マ
ン
の
事
だ

 
多
分
助

人
用
の
装
備
で
も
調
達
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ラ
ン
は
そ
の
ま
ま
扉
を
開
け

た
合
言
葉
は
冗
談
よ

ど
う
ぞ

入

て

 
そ
こ
に
立

て
い
た
の
は
高
校
生
く
ら
い
に
見
え
る
男
子
で
あ

た

 
だ
が
若
い

に

に
風
格
を
感
じ
さ
せ
る

こ
の
人

多
分
凄
く
強
い

 
そ
し
て
そ
の
男
子
が
口
を
開
い
た
が

 
そ
の
言
葉
は
そ
の
風
格
に
は
釣
り
合
わ
な
い

と
て
も

い
調
子
で
あ

た

何
だ
冗
談
か
て

き
り
ハ
チ
マ
ン
が
ミ
ス

た
か
と
思

て

ち

と

ま

ち

た
ぞ
い

そ
れ
に
変
な
語
尾

ぞ
い

て

 
そ
の

に
古
め
か
し
い
言
い
方
に

何
と
な
く

な
予
感
が
し
た
ラ
ン
は

 
そ
の
男
に
向
か
い

ス
ト
レ

ト
に
こ
う
質
問
を
し
た
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あ
な
た

誰

は
結
城

主
と
は
一
度
く
ら
い
は
会

た
事
が
あ

た
気
も
す
る
が

 
今
日
は
現
当
主
の
命
令
を
受
け
て
駆
り
出
さ
れ
て
き
た
ま
あ
引
退
し
た
た
だ
の
じ
じ
い
じ

よ 
あ
や
つ
め

死
ぬ
前
に
も
う
一
人
く
ら
い
前

あ
る
若
者
の
役
に
立
て

と
か
ぬ
か
し
お

て
の

 
そ
う
な

た
ら
も
う
来
る
し
か
な
い
じ

ろ

 
ラ
ン
の

は

そ
の
言
葉
を
す
ぐ
に
は
処
理
出
来
な
か

た

 
ラ
ン
が
再

動
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
十

後
で
あ
る

え
え
え
え
え
え
え
え
え

か

楓
ち

ん
の
お

さ
ん
の

偏
屈
ラ
ス
ボ
ス
じ
じ
い

 
そ
の
ラ
ン
の
言
い
方
に

は

る
事
も
な
く

逆
に

し

な
さ
そ
う
な
顔
を
し
た

ま
あ
お
主
か
ら
す
れ
ば
そ
う
思
う
わ
な

う
ち
の
一
族
の
馬

共
が
不

な
思
い
を
さ
せ

た
の

 
そ
れ
に
気
付
か
な
か

た

も
同
罪
じ

な

本
当
に
す
ま
ん
か

た

い
い
え
そ
ん
な

そ
れ
に
確
か
そ
の
人
達
は
噂
の
結
城

に
放
り
込
ん
で
く
れ
た
ん
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で
す
よ
ね

 
だ

た
ら
そ
れ
で
十
分
で
す

私
も
変
な
呼
び
方
を
し
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
ラ
ン
は

勝
な
態
度
で
そ
う
謝

た

確
か
に
か
つ
て
の

は

悪
の
対
象
で
し
か
な
か

た
が

 
今
の
ハ
チ
マ
ン
と
関
係
を
持

た

は

別
に
そ
ん
な
事
は
な
く

 
む
し
ろ
今
接
し
て
感
じ
た
通
り
の
好
々

な
の
だ

そ
う
言

て
も
ら
え
る
と

も
気
が
楽
に
な
る
わ
い

 
ま
あ
そ
の
分
の
お

び
と
し
て

に
出
来
る
事
は
何
で
も
さ
せ
て
も
ら
う
か
ら
の

 

は
胸
を
ド
ン
と
叩
い
て
そ
う
言
い

そ
ん
な

を
見
て

 
ラ
ン
は
気
に
な

て
い
た
事
を

に

ね
た

と
こ
ろ
で
あ
の

そ
の

は

ん

こ
れ
か

あ
ば
た

と
か
い
う
の
を
作
る
の
を
ハ
チ
マ
ン
に
任
せ
た
ら

 
こ
の

に
し
て
き
お

た
ん
じ

よ

こ
れ
は

の
半
世

以
上
前
の

じ

な

と

時
の
流
れ
の
残

さ
を
感
じ
る
わ

 
ち
な
み
に
今
の

の

は
ハ
チ
マ
ン
と
ガ
チ
で
や
り
合

た
あ
の
時
の

の
流
用
で
あ
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る
待
た
せ
た
な

ラ
ン

じ
じ
い

 
そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
が

を
現
し
た

そ
の
手
に
は
一

り
の
日
本
刀
が

ら
れ
て
い
る

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
刀
を

に
差
し
出
し
な
が
ら
言

た

お
い
キ
ヨ
モ
リ

こ
れ
で
ど
う
だ

う
む

い
い
バ
ラ
ン
ス
だ

手
に
し

く
り
と

む
わ
い

あ
の
時
キ
ヨ
モ
リ
が
選
ん
だ
刀
と
同
じ
バ
ラ
ン
ス
の
奴
を
選
ん
だ
か
ら
な

 
そ
の
二
人
の
会
話
に

て
た
よ
う
に
ラ
ン
が
突

込
ん
だ

ち

ハ
チ
マ
ン

呼
び

て
は
失

で
し

ん

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が

今
は
こ
や
つ
が
結
城
家
の
当
主
じ

か
ら

別
に

わ
な
い
ん
じ

よ

名
目
上
は
な

あ

そ

そ
う
い
え
ば
確
か
に
そ
ん
な
事
を

い
た
よ
う
な

 
だ
が
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
ら
し
く

ハ
チ
マ
ン
は
続
け
て
ラ
ン
に
こ
う
説
明
し
た

そ
れ
に
な

プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
が
ま
ん
ま
キ
ヨ
モ
リ
な
ん
だ
よ
こ
の
じ
じ
い
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本
名
は
や
め
ろ

て
言

た
の
に
よ

だ

て
こ
う
い
う
時
く
ら
い

本
名
を
呼
び

て
に
し
て
欲
し
か

た
ん
じ

も
ん

 
そ
の
方
が
い
か
に
も
仲
間

て
感
じ
で
い
い
じ

ろ

 
そ
の
言
い
方
に
ラ
ン
は
思
わ
ず

き
出
し

ハ
チ
マ
ン
は
苦
々
し
い
顔
を
し
た

と
話
し
方
と
態
度
が
全
然
違
う
の
な

そ
れ
に
前
は
そ
の

の
時
は

俺

と
か
言

て
た

に

 
今
は
ま
ん
ま
い
つ
も
通
り
の

だ
し

楓
と
一

に

ら
し
て
る
か
ら

合
わ
せ
て
た
ら
こ
う
な

た
ん
じ

 
そ
れ
に
今
更
俺
と
か
言

た
ら
楓
を
怖
が
ら
せ
て
し
ま
う
じ

ろ

 
そ
こ
に
ラ
ン
も
同
意
し
た

私
も
そ
の
方
が
か
わ
い
く
て
い
い
と
思
い
ま
す

 
そ
の
言
葉
に
喜
び
つ
つ
も

キ
ヨ
モ
リ
は
ラ
ン
に
こ
う
告
げ
た

お
嬢
ち

ん

い
や

ラ
ン
じ

た
か

敬
語
を
使
う
必
要
は
な
い
ぞ
え

 

達
は
仲
間
な
の
じ

か
ら
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は

く
か
と
思
い
き
や

首
を
横
に

た



 第７７１話 助っ人参上

う
う
ん

そ
れ
な
ら
師
匠

て
呼
ば
な
い
と

そ
の
方
が
キ
ヨ
モ
リ
的
に
良
く
な
い

 
そ
の
言
葉
に
キ
ヨ
モ
リ
は

パ

と
明
る
い
顔
を
し
た

ふ
む

師
匠

師
匠
か

思
え
ば

は

学
の
道
で
は

多
く
の
弟
子
を
と

た
が

 
剣
の
道
で
は
弟
子
は
と
ら
な
か

た
ん
じ

た
わ

つ
ま
り
ラ
ン
が

の
一
番
弟
子
と
い
う

事
に
な
る
の

本
当
に

や

た

 
ラ
ン
は
そ
の
言
葉
に
素
直
に
喜
び

キ
ヨ
モ
リ
も
喜
ん
だ

ま
さ
か
こ
の

で
剣
の
道
の
弟
子
が
と
れ
る
と
は
の

こ
れ
も
ハ
チ
マ
ン
の
お
か
げ
じ

な

俺
に
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
る
の
な
ら
そ
の
分
こ
い
つ
を
し
ご
い
て
や

て
く
れ
よ
じ
じ
い

じ
じ
い
じ

な
い

キ
ヨ
モ
リ
じ

あ
あ
は
い
は
い

分
か

た
よ
キ
ヨ
モ
リ

そ
れ
で
い
い

何
た

て

ら
は
仲
間
じ

か
ら
な

仲
間
だ
か
ら
ね

イ
エ

イ

 
キ
ヨ
モ
リ
と
ラ
ン
は
仲
良
く
そ
う
言

て
ハ
イ
タ

チ
を
し
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ハ
チ
マ
ン
は

を

え
る
か
の
よ
う
に
こ
め
か
み
を

み
始
め
た

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
チ

ム
に

五
人
目
の
仲
間
が
加
わ

た
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第
７
７
２
話
 
じ
じ
い
無
双

そ
れ
じ

あ

速

向
き
の
ミ

シ

ン

と
や
ら
を
紹
介
せ
い

え

い
き
な
り
か

じ
じ
い
の
そ
の
キ

ラ

初
期
ス
テ

タ
ス
の
ま
ま
だ
よ
な

ま

た
く
⻭
が
立
た
な
い
よ
う
な
ら

め
て
育
成

と
や
ら
を
す
る
わ
い

ま
あ
そ
う
言
う
事
な
ら
お

し
で

て
の
は
あ
り
か

 
キ
ヨ
モ
リ
が
熱
心
に
そ
う
主
張
し
て
き
た

三
人
は

の

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

迫
り
来
る
敵
を
殲
滅
せ
よ

を
三
人
で
プ
レ
イ
し
て
み
る
事
に
し
た

 
当
然
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
は
見
て
い
る
だ
け
で
あ
る

ふ
む

あ
れ
が

ン
ビ
と
か
い
う
⻄

怪

か

 
あ

ち
の
文
化
は
今
一
理
解
出
来
ん
と
い
う
か

ま

た
く
趣
き
が
無
い
の
う

ま
あ
日
本
の

怪
と
か
と
比
べ
る
と
な

日
本
の

怪
も
人
を
食

た
り
は
す
る
が

そ
れ
ぞ
れ
き
ち
ん
と
背
景
が
あ
る
か
ら
の

 
あ
ん
な
の
は
た
だ
の
動
く
死
体
に
す
ぎ
ん
じ

な
い
か
い

ま

た
く
発
想
が

困
よ
の

そ
れ
に
は
同
意
す
る
が
さ
し
あ
た

て
こ
の
ゲ

ム
の
敵
は
全
部
あ
ん
な
感
じ
だ
か
ら
な
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や
れ
や
れ

ま
あ
と
り
あ
え
ず

慣
ら
し
と
い
く
か
の

 
そ
う
言

て
キ
ヨ
モ
リ
は
刀
を

え
た

ど
れ

今

が
成

さ
せ
て
や
る
か
ら
の

南
無

南
無

 
ラ
ン
は
そ
ん
な
キ
ヨ
モ
リ
の
様
子
を
見
て
や

ぱ
り
お

ち

ん
な
ん
だ
な
と
あ
ら
た
め
て

実
感
し
た

ほ
れ
行
く
ぞ

突
撃
じ

 
そ
の
直
後
に
キ
ヨ
モ
リ
が
そ
う
言

て
い
き
な
り
敵
に
突
撃
し
て
い

た

 
二
人
は

然
と
し
た
後

て
て
そ
の
後
を
追

た

お
い
お
い
マ
ジ
か

い
き
な
り
か
よ

ハ
チ
マ
ン

フ

ロ

お
う

分
か

て
る

て

 
だ
が
そ
ん
な
心
配
は
ま

た
く
無
用
で
あ

た

 
ど
う
見
て
も
キ
ヨ
モ
リ
は

く
剣
を

て
い
る
だ
け
に
見
え
る
の
だ
が

 
そ
の
一

り
ご
と
に

敵
の
首
が
ま
と
め
て
い
く
つ
か
飛
ぶ
の
で
あ
る

は
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え

何
あ
れ

 
そ
う
言

た
の
も
束
の
間
キ
ヨ
モ
リ
は
足
を
止
め
刀
を
見
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か
言
い

出
し
た

ふ

む

あ
ま
り
期
待
し
て
は
お
ら
ん
か

た
が

こ
の
刀
は
中
々
の
業
物
よ
の

 
手
に
し

く
り
と

む
わ

お

お
い
じ
じ
い

よ
そ
見
す
ん
な

か
ら
来
て
る

来
て
る
か
ら

 
そ
ん
な
二
人
の

り
を

う
言
葉
に
は
ま

た
く
反
応
を

さ
な
か

た
が

 
キ
ヨ
モ
リ
は
敵
が
至
近

離
ま
で
近
付
い
て
き
た

間
に

 
敵
の
方
を
ま

た
く
見
ず
に

ス

と
剣
を

る

た

う
る
さ
い
の
う

考
え
事
の

魔
を
す
る
ん
じ

な
い
わ
い

 
よ
く
時
代
劇
で

く
よ
う
な
ス
バ

と
か
ザ
シ

な
ど
と
い
う
音
は
ま

た
く
し

な
い

 

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
は
あ
く
ま
で
も
ゲ

ム
な
の
で

 
多
少
そ
う
い

た

音
が
す
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
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そ
れ
な
の
に
そ
う
い

た

の
音
が
ま

た
く
し
な
い
ま
ま

 

か
ら
迫

て
い
た

ン
ビ
の
首
が

コ
ト
リ
と
落
ち
た

ん

何
か
言

た
か
の

 
こ
こ
で
初
め
て
キ
ヨ
モ
リ
は

ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
に
反
応
し
た

い

い
や

何
で
も
な
い

ち

と
ハ
チ
マ
ン

あ
ん
た
京
都
で
あ
の
師
匠
に
勝

た
の
よ
ね

お

お
う

そ
の
は
ず
な
ん
だ
が

本
当
に
現
実
だ

た
の
か

ち

と
自
信
が
無
く
な

て
き
た
ぞ

 
そ
の

に
は
二
人
は
も
う
戦
闘
に
介
入
す
る
意
思
を
失

て
い
た

 
前
進
を
再
開
し
た
キ
ヨ
モ
リ
は
ま
る
で
無
人
の
野
を
進
む
が

く
平
然
と

ン
ビ
達
の
間
を

進
ん
で
い
く

 
キ
ヨ
モ
リ
は

手
な
動
作
は
ま

た
く
見
せ
ず

 
た
だ
無

作
に

最
小
の
動
き
で
敵
を

て
い
く
の
み
で
あ

た

 
そ
れ
か
ら
一
時
間
後
キ
ヨ
モ
リ
の
撃
破
ス
コ
ア
は
ま
も
な
く
千
に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
た

 
残
る
敵
は
四
体

最
後
の
山
場
の
変

種
カ
ル
テ

ト
で
あ
る
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ほ
 
さ
す
が
の
キ
ヨ
モ
リ
も

雰
囲
気
が
違
う
そ
の
四
体
を
目
に
し
て
足
を
止
め
た

も
し
か
し
て
こ
い
つ
ら
で
最
後
か
の

 
キ
ヨ
モ
リ
は

り
返

て
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

ね

ハ
チ
マ
ン
は

き
な
が
ら
こ
う
答
え
た

か
ら

ク
ズ
マ

バ
ル
ス

女

モ
モ
ン

だ

こ
り

ま
た

一
性
の
無
い
名
前
じ

の
う

ま
あ

当
に
付
け
た
名
前
だ
か
ら
な

ふ

む

一
番

が
確
か

何
じ

た
か

女
だ

さ

き
と

番
が
違
う
気
が
す
る
ん
じ

が

ま
あ

当
に
付
け
た
名
前
だ
か
ら
な

そ

ち
も

当
じ

た
か

 
要
す
る
に
誰
が
誰
と
は
決
ま

て
な
い
ん
じ

な
と
思

た
キ
ヨ
モ
リ
は

 
こ
こ
で
初
め
て
居
合
い
の
体
勢
を
と
り

敵
の
襲
撃
に
備
え
た

居
合
い
か
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居
合
い
か

 
そ
の

を
見
た
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
は
同
時
に
そ
う
言

た
が

そ
の
ニ

ア
ン
ス
は
微

に

違

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
興
味
深
そ
う
に
そ
う
言

た
だ
け
で
あ

た
が

 
ラ
ン
の
言
葉
は
迷
う
よ
う
な

き
を

て
い
た

ん

何
か
思
う
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
か

う

う
ん

師
匠
に
居
合
い
も
教
え
て
も
ら
う
べ
き
な
の
か
な

て

ふ
む

と
り
あ
え
ず
チ

レ
ン
ジ
し
て
み
る
の
は
悪
い
事
じ

な
い
だ
ろ

そ
う
か
な

う
ん

そ
れ
じ

あ
今
度
教
え
て
も
ら

て
み
る

 
そ
れ
に

し
た
よ
う
な
場
所

て
ど
こ
か
に
あ
る

そ
れ
な
ら

ラ
ン
ク
サ
バ
イ
バ
ル
ミ

シ

ン

腐
死
山
か
ら
脱
出
せ
よ

だ
な

 
舞
台
が
山
の
中
だ
か
ら

練

に
使
え
る
木
が

山
あ
る
ぞ

へ

士
山
ね

お
う

腐
死
山
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
が
普
通
に

士
山
を
想
像
し
て
い
る
事
は
も
ち
ろ
ん
分
か

て
い
た
が
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て
い
た
方
が
面
白
い
と
思
い

特
に

正
は
し
な
か

た

 
そ
ん
な
二
人
が
見
守
る
中

カ
ル
テ

ト
の
中
の
一
人
が
動
い
た

 
こ
ち
ら
を
か
く
乱
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
ト
リ

キ

な
動
き
で
キ
ヨ
モ
リ
に
ぐ
ん
ぐ
ん
近

付
い
て
い
く

 
だ
が
そ
の

度
で
は
当
然
キ
ヨ
モ
リ
は
惑
わ
さ
れ
な
い

 
キ
ヨ
モ
リ
は
半

で
敵
を
見
つ
つ

敵
が
射

離
に
入

た

間
に

 
気
合
い
の

け
声
と
共
に
居
合
い
で
敵
を
一
刀
両
断
に
し
た

ス
テ

ル

 
そ
の
声
に
ハ
チ
マ
ン
が
ピ
ク

と
反
応
し
た

い
や

ま
さ
か
な

ス
テ

ル

て
何

た
だ
の

け
声
だ
ろ

ふ

ん

変
わ

て
る
わ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
に
そ
う

ね
ら
れ

き
間
違
い
で
は
な
か

た
な
と
思
い
つ
つ
も

 
と
り
あ
え
ず

過
を
見
守
る
事
に
し
た
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そ
し
て
立
て
続
け
に
襲
い
来
る
敵
を
相
手
に
キ
ヨ
モ
リ
か
ら
続
け
て
こ
ん
な

け
声
が
放
た

れ
たど

う
じ

⻤
が
か

て
る
じ

ろ

 
ピ
ク

死
ね

存
在

め

 
ピ
ク
ピ
ク

せ
よ

 
ピ
ク
ピ
ク
ピ
ク

 
キ
ヨ
モ
リ
が
そ
う
叫
ぶ
ご
と
に

調
に
変

種
が
倒
さ
れ
て
い
き

 
つ
い
に
こ
の
ミ

シ

ン
は
無
事
ク
リ
ア
さ
れ
た

 
そ
し
て
あ
と

歩
歩
け
ば
ク
リ
ア
と
い
う
所
で

る

る

え
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
が
突
然
キ
レ

た
何
で
じ
じ
い
の

に
そ
ん
な
マ
イ
ナ

ネ
タ
の
更
に
元
ネ
タ
ま
で
知

て
ん
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

え
き
れ
ず
に
そ
う
絶
叫
し
た

え

え
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楓
に
付
き
合

て
ア
ニ
メ
を
見
て
い
た
ら

そ
の

な

そ
の

何
だ
よ

引
退
し
て
暇
じ

か
ら

ほ
れ

色
々
見
た
く
な
る
じ

ろ

て
へ

て
へ

じ

ね
え
よ

じ
じ
い
が
そ
ん
な
事
言

て
も
全
然
か
わ
い
く
ね
え
よ

ち

ち

と
ハ
チ
マ
ン

何
じ

と

楓
は

の
事

い
つ
も
か
わ
い
い

て
言

て
く
れ
る
ん
じ

ぞ

そ
ん
な
の
お
世

に
決
ま

て
ん
だ
ろ

真
に
受
け
て
ん
じ

ね
え
よ
ク
ソ
じ
じ
い

ふ
ざ
け
る
ん
じ

な
い
わ
い

天
使
の
楓
た
ん
が
そ
ん
な
事
思

て
る
は
ず
が
無
か
ろ
う

た
ん

て
何
だ
よ
た
ん

て

の
重

な
キ

ラ
は
ど
こ
に
い

た
ん
だ
よ
こ
の

馬

が

馬

で
大
い
に
結

じ

わ
い

高
を
気
取

て

に

わ
れ
た
ら
本
末
転
倒
じ

 
そ
も
そ
も
お
主
も

の

み
た
い
な
も
ん
じ

な
い
か

 
も

と

に
お

ち

ん
お

ち

ん
と

え
て
こ
ん
か

そ
の
セ
リ
フ
は
二
十
二
年
分
の
お
年

を
俺
に

し
て
か
ら
言
い
や
が
れ

何
で

よ
り
金
持
ち
の
お
主
に
お
年

を
や
ら
に

い
か
ん
の
だ

む
し
ろ

に
よ
こ
せ
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も
う
滅
茶
苦
茶
で
あ
る

そ
ん
な
二
人
の
言
い
合
い
を
見
て

気
に
と
ら
れ
て
い
た
ラ
ン
は

 
二
人
の
言
い
合
い
が
一
向
に
収
ま
ら
な
い
の
を
見
て
さ
す
が
に
何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思

た
の
か

 
お
も
む
ろ
に
ハ
チ
マ
ン
の

を

た

う
ぎ

ハ
チ
マ
ン

落
ち
着
い
て

そ
し
て
師
匠

ご
め
ん
な
さ
い

 
ラ
ン
は
続
け
て
キ
ヨ
モ
リ
の

を

り

ク
リ
ア

ン
に
叩
き
こ
ん
だ

 
そ
の

間
に
ク
リ
ア
メ

セ

ジ
が
流
れ

三
人
は

え
室
へ
と

出
さ
れ
る
事
と
な

た

何
を
す
る
ん
じ

愛
弟
子
よ

 
そ
う
抗
議
す
る
キ
ヨ
モ
リ
に

ラ
ン
は
目
を
う
る
う
る
さ
せ
な
が
ら
こ
う
言

た

師
匠

敬
愛
す
る
師
匠
と
愛
す
る
人
が
言
い
争

て
い
る
の
を
見
る
の
は
つ
ら
い
の
で
す

む

た

確
か
に
そ
う
じ

な

す
ま
ん
か

た

反
省

 
さ
す
が
の
キ
ヨ
モ
リ
も

か
わ
い
い
弟
子
の
涙
に
は

い
ら
し
い

 
も

と
も
そ
れ
は
ラ
ン
の

技
な
の
だ
が

キ
ヨ
モ
リ
が
そ
ん
な
事
に
気
付
く
は
ず
も
な
い

ほ
ら

ハ
チ
マ
ン
も
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ち

今
日
の
と
こ
ろ
は
引
い
て
や
る
か

あ
り
が
と
う

愛
し
て
る
わ

う
ぐ

 
い
つ
も
の
よ
う
な

年

的
セ
ク
ハ
ラ
攻
撃
に
は
強
い
ハ
チ
マ
ン
だ
が

 
こ
う
い

た
正

の
攻
撃
に
は
か
な
り

い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
以
上
何
も
言
え
ず

大
人
し
く
引
き
下
が
る
事
し
か
出
来
な
か

た

そ
れ
に
し
て
も
師
匠

よ
く
初
期
ス
テ

タ
ス
の
ま
ま
ク
リ
ア
出
来
ま
し
た
ね

ま
あ
少
し
体
が
重
く
感
じ
た
が
の

な
ら
今
得
た

験

を
使

て
身
体
能
力
を
上
げ
ま
し

う

そ
う
じ

な

教
え
て
く
れ
る
か
ラ
ン

は
い

喜
ん
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
師
弟
の
交
流
の
場
面
を
見
て

 
こ
の
二
人
は

は
お

い
あ
ま
り
良
く
は
思

て
い
な
か

た
は
ず
な
の
に

 
変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
ん
だ
よ
な

と
感

深
く
思

た

そ
れ
じ

あ
じ
じ
い

そ
れ
が
終
わ

た
ら

今
後
の
ラ
ン
の
育
成
計
画
を
立
て
よ
う
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そ
う
じ

な

ど
こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
立

な

に
教
育
し
て
や
る
わ
い

じ

ね
え
よ

剣
士
だ
よ

 
と
に
も
か
く
に
も
こ
う
し
て
ラ
ン
は

 
キ
ヨ
モ
リ
の
実
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ

そ
の
力

に
ま

た
く
疑
い
を
持
つ
事
な
く

 
素
直
に
キ
ヨ
モ
リ
の
教
え
に

い

こ
こ
か
ら
成
⻑
を
加
速
さ
せ
て
い
く
事
と
な

た
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第
７
７
３
話
 
腐
死
山

 
す
み
ま
せ
ん
カ
ビ
取
り
の

品
で

を
や
ら
れ
て
し
ま

た
の
で
次
の
投
稿
は
金
曜
に
な

り
そ
う
で
す
ｏ
ｒ

さ
て

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
い
の

あ
の

師
匠

出
来
れ
ば
私

居
合
い
の
指

も
お
願
い
し
た
い
ん
で
す
が

 
ラ
ン
の
そ
の
頼
み
に

キ
ヨ
モ
リ
は

揚
に

い
た

お
う
別
に

わ
ん
ぞ
い
お
い
ハ
チ
マ
ン
そ
れ
じ

あ

行
に

し
た
場
所
に
で
も

も
う
設
定
し
た

す
ぐ
に
飛
べ
る
が
ど
う
す
る

相
変
わ
ら
ず
仕
事
が

い
の
う

そ
れ

て
さ

き
言

て
た

士
山

お
う

腐
死
山

だ
な

ほ
う
ほ
う
霊

士
と
な

そ
れ
は
ま
た
い
か
に
も

行
し
ろ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
場
所
じ
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の
う

 
特
に

も
な
さ
そ
う
だ

た
の
で
ハ
チ
マ
ン
は
さ

さ
と
転
移
の
準
備
を
進
め
る
事
に
し

た 
元
よ
り
他
に

行
に
向
い
た
場
所
の
心
当
た
り
な
ど
無
か

た
か
ら
で
あ
る

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
か

う
ん

よ
し

ハ
イ
キ
ン
グ
と

落
こ
む
か
の
う

 
そ
の
直
後
に
い
ざ
ス
テ

ジ
の
中
に
突
入
し

り
の
風
景
を
見
た
ラ
ン
と
キ
ヨ
モ
リ
は

 
そ
の

様
な
風
景
に

り
こ
く

た

よ
し
着
い
た
ぞ

こ
こ
が
腐
死
山
だ

士
山

て
お
前

こ
の

士
山

凄
く

い
ん
だ
け
ど

麗
な

腐
死
だ
ろ
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何
だ
ろ
う

私
達
と
ハ
チ
マ
ン
の
発
音
が
微

に
違
う
よ
う
に

こ
え
る
の
は
気
の
せ
い

気
の
せ
い
じ

な
い

ん
だ
サ
ム
ラ
イ
の

士
じ

な
く
腐

て
死
ぬ
の
腐
死
だ
か
ら
な

そ

ち
だ

た
ん
だ

と
り
あ
え
ず
居
合
い
の
練

を
す
る
な
ら
こ
こ
の

だ
な

二
人
と
も

こ

ち
だ

 
ハ
チ
マ
ン
に
案
内
さ
れ

二
人
は
小
屋
の
外
に
出
た

 
確
か
に
そ
の

り
に
は

度
な
太
さ
の

太
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
る

お
い
じ
じ
い

こ
れ
使
え
る
よ
な

こ
れ
な
ら
練

に
は
最

じ

が

て
い
い
の
か

た
だ
の

の
残

だ
し
別
に
い
い
だ
ろ
そ
れ
じ

あ
俺
は
時
間

⻑
モ
ブ
を
倒
し
て
く
る
か

ら 
二
人
は
居
合
い
の
練

に
集
中
し
て
て
く
れ

時
間

⻑
モ
ブ

 
ハ
チ
マ
ン
が
説
明
を
サ
ボ

た

二
人
に
は
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
も
一
応

く
説
明
し
て
お
こ
う
と
考
え
直
し
た
の
か
こ
の
場
所
に
つ
い
て
二
人
に

話
し
始
め
た
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こ
の
ス
テ

ジ
の
目
的
地
は

に
あ
る
ゲ

ト
な
ん
だ
が

そ
こ
ま
で
は
結

遠
く
て
な

 
制
限
時
間
も
設
定
さ
れ
て
て

普
通
に
向
か

て
た
ん
じ

確
実
に
間
に
合
わ
な
い
ん
だ
よ

 
で

あ
ち
こ
ち
に
白
い
物
が
見
え
る
だ
ろ

あ
れ
は
墓
な
ん
だ
よ
な

な
る
ほ
ど

あ
れ

て
お
墓
な
ん
だ

 
遠
く
に
見
え
る
白
い
物
が
何
な
の
か
気
に
な

て
い
た
ラ
ン
は

納
得
し
た
よ
う
に

い
た

お
う

で

そ
の
墓
に
近
付
く
と

中
か
ら

ン
ビ
が
出
て
き
て

 
そ
い
つ
ら
を
倒
す
と
制
限
時
間
が

⻑
さ
れ
る

 

い
墓
は
確
実
に
二
十
分
時
間

⻑
さ
れ
る
が

 
背
景
も

だ
か
ら
と
に
か
く
見
付
け
に
く
い
上
に
敵
が
強
い

 
白
い
墓
は
敵
は

い
が
時
間

⻑
の
確

が
十
分
の
一
く
ら
い
な
上
に
五
分
し
か

⻑
さ
れ
な

い 
お
ま
け
に

い
墓
が
白
い
墓
に
囲
ま
れ
た
り
し
て
る
か
ら
た
ち
が
悪
い
ん
だ
よ
な

あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ね

ち
な
み
に

い
墓
か
ら
は
通
常
ア
イ
テ
ム
が
出
る

 
そ
れ
と
黒
い
墓
も
存
在
す
る
ら
し
い
が
そ
こ
か
ら
は
レ
ア
な
ア
イ
テ
ム
が
出
た
り
す
る
ら
し
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い 
ま
あ
ま
だ
お
目
に
か
か

た
事
は
な
い
か
ら
ど
ん
な
物
が
入

て
る
の
か
は
知
ら
な
い
け
ど

な
へ

面
白
そ
う
じ

な
い

そ
う
だ
な

遊
び
方
の

は
広
い
よ
な

 
ラ
ン
は
居
合
い
の
練

が
落
ち
着
い
た
ら
普
通
に
チ

レ
ン
ジ
し
た
い
な
と
思
い
な
が
ら
そ
う

言

た
と
い
う

で
出
来
る
だ
け
⻑
く
練

す
る

に
も
俺
が
一
人
で
時
間

⻑
を
狙
い
ま
く
る

か
ら

 
二
人
は
こ
こ
で
集
中
し
て
居
合
い
の
練

を
し
て
て
く
れ

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
う
る
さ
い
か
も
し

れ
な
い
が

 
そ
う
い
う

で
も
集
中
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
訓
練
に
も
な
る
と
思
う
か
ら
ま
あ
頑

張

て
く
れ

う
ん

頑
張
る

な
る
ほ
ど

理
解
し
た

そ

ち
は
任
せ
た
ぞ
い
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あ
あ

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

の
方
に
走

て
い

た

そ
の
手
に
は
珍
し
く
自
動
小
銃
が

ら

れ
て
い
る

ほ

あ
や
つ

こ
こ
で
は
銃
を
使
う
の
か

 
そ
れ
に
気
付
い
た
キ
ヨ
モ
リ
が
そ
う
言
い

ラ
ン
も
う
ん
う
ん
と

い
た

ハ
チ
マ
ン

て
多
芸
だ
よ
ね

あ
奴
は
決
し
て
天
才
で
は
な
い
が

そ
の
分
裏
で
努
力
し
て
る
ん
じ

ろ
う
な

 
そ
の
言
葉
が
自
分
の
持
つ
イ
メ

ジ
と
重
な
ら
な
い

 
ラ
ン
は
首
を

げ
な
が
ら
キ
ヨ
モ
リ
に
こ
う

ね
た

あ
れ

ハ
チ
マ
ン

て
そ
う
い
う
タ
イ
プ

 
私

ハ
チ
マ
ン
は
最
初
か
ら
強
か

た
も
の
だ
と
ば
か
り
思

て
た

あ
奴
の
取
り

は
観
察

的
な
目
の
良
さ
く
ら
い
じ

な

 

い
た
話
だ
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
は
テ
ス
ト
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
相
当
や
り
込
ん
で

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
や
ら
の
時
も

最
初
に
一
人
で
死
ぬ
ほ
ど
銃
の
練

を
し
た
ら
し
い
ぞ
い

そ
う

あ
の
ハ
チ
マ
ン
が
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ラ
ン
は
強
い
ハ
チ
マ
ン
の

し
か
知
ら
な
い

そ
の
言
葉
を
意
外
に
感
じ
つ
つ
も

 
一
人
で
一
生

命
銃
の
練

を
す
る
ハ
チ
マ
ン
の

を
思
い

か
べ
そ
れ
を
微
笑
ま
し
く
感

じ
たま

あ
逆
に
言
え
ば
努
力
は
必
ず
で
は
な
い
が
多
く
の
場
合
は
実
を
結
ぶ

て
事
に
な
る
の

か
の
う

確
か
に
必
ず
じ

な
い
よ
ね

私
も
頑
張
ら
な
い
と

そ
う
じ

な

そ
れ
じ

あ
始
め
る
と
す
る
か
の

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

師
匠

 
そ
こ
だ
け
丁

に
そ
う
言

た
ラ
ン
は

 
キ
ヨ
モ
リ
の
指

に

て

先
ず
は

え
方
か
ら
練

を
開
始
し
た

  

に
向
か

て
走

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

中
で
い
く
つ
か
白
い
墓
の
敵
を
倒
し
た
が

 
運
悪
く
一
つ
も
時
間

⻑
は
出
な
か

た

ま
あ
初
期
設
定
の
一
時
間
だ
け
を
何
度
も

り
返
す
手
も
あ
る
が

 
そ
れ
だ
と
ラ
ン
の
ス
テ

タ
ス
が
上
が
ら
な
い
し

何
よ
り
俺
が
暇
だ
か
ら
な
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自
分
が
い
な
い
時
は
そ
れ
で
も
い
い
だ
ろ
う
が

な
ど
と
考
え
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は
通
り
か
か

た
場
所
に
あ
る
白
い
墓
を
一
つ
ず
つ
潰
し
て
い

た

 
感
知
さ
れ
る

離
に
足
を

み
入
れ
て
す
ぐ
離
れ
そ
こ
か
ら
銃

を
叩
き
こ
む
簡

な
お
仕

事
で
あ
る

 
ち
な
み
に
ス
テ

タ
ス
う
ん
ぬ
ん
の
話
に
関
し
て
は

 
パ

テ

の
誰
か
が
倒
し
た
敵
の

験

が
メ
ン
バ

全
員
に
入
る
と
い
う
だ
け
の
事
だ

 
こ
れ
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
て
も

で
あ
り

 
あ
る
い
は
ラ
ン
が
楽
を
す
る
事
を

が
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

 
ハ
チ
マ
ン
が
あ
え
て
説
明
し
な
か

た
部
分
で
も
あ

た

 
ま
あ
そ
こ
ま
で
説
明
す
る
の
が
面
倒

か

た
と
い
う
理
由
が
一
番
大
き
い
か
も
し
れ
な
い

い
墓
も
見
当
た
ら
な
い
な

仕
方
な
い

白
い
墓
が

山
あ
る
あ
そ
こ
を
目
指
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

く
と

 
白
い
墓
が
か
な
り
密
集
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
場
所
へ
と
向
か

て
歩
き
始
め
た

 
時
間
が
五
分

⻑
さ
れ
ま
し
た
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ラ
ン
は
そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

刀
を

る

た
後
の
残
心

態
の
時
に

い
た

ほ

や

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
や
ら
が
流
れ
お

た
の

結

か
か

た
ね

 
ラ
ン
は
刀
を

に
し
ま
い
な
が
ら
そ
う
言

た

苦
戦
し
て
る
な
ん
て
事
は
無
い
と
思
う
か
ら

純
に
ハ
チ
マ
ン
が
つ
い
て
な
い

て
事
か
な

か
も
し
れ
ん
の

あ
奴
は
思
い

き
り
女
難
の
相
が
出
と
る
か
ら
の

 
ラ
ン
は
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い

思
わ
ず

き
出
し
た

 
そ
ん
な
二
人
の
や
り
取
り
が

こ
え
た

で
も
な
い
だ
ろ
う
が
遠
く
で
何
度
か
破

音
が
し

た
後

 
そ
の
直
後
に
ま
る
で
狂

た
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
連
呼
を
開
始
し
た

 
ボ
ン

ボ
ン

ボ
ン

時
間
が
五
分

⻑
さ
れ
ま
し
た

時
間
が
五
分

⻑
さ
れ
ま
し
た
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時
間
が
五
分

⻑
さ
れ
ま
し
た

時
間
が
五
分

⻑
さ
れ
ま
し
た

時
間
が
五
分

⻑
さ
れ
ま
し
た

お
お

師
匠

ま
さ
か
ハ
チ
マ
ン
は

 
今
の
私
達
の
会
話
が

こ
え
た
か
ら

悔
し
く

て
意
地
に
な

た
の
か
な

 
ラ
ン
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
冗
談
を
言

た

そ
の
時
の
顔
は
見
て
み
た
い
が

ま
あ
冗
談
は
さ
て
お
き

 
お
そ
ら
く
大

の
敵
を
一
度
に
相
手
ど

て
い
る
ん
じ

な
い
か
の

 
そ
の
キ
ヨ
モ
リ
の
言
葉
で
ラ
ン
は

ハ
チ
マ
ン
が
何
を
し
て
い
る
の
か
に
気
が
付
い
た

あ
あ

リ
ン
ク
狩
り
か

り
ん
く

何
じ

 
ラ
ン
は
き

と
ん
と
す
る
キ
ヨ
モ
リ
に

リ
ン
ク
狩
り
に
つ
い
て
説
明
し
た

要
す
る
に
大

の
敵
を
一
度
に
釣

て

囲
攻
撃
と
か
で
一
気
に
殲
滅
す
る
ん
だ
よ
師
匠

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
さ

き
の
音
は

手

か
何
か
を
使

た
ん
じ

な



 第７７３話 腐死山

多
分
ね

で
も
五
分

⻑
ば

か
り
だ
し

い
も
の
い
じ
め
ば

か
り
し
て
る
の
か
な

か
も
し
れ
ん
の

男
子
た
る
者

そ
れ
じ

あ
い
か
ん
と
思
う
が
の
う

 
そ
の
言
葉
も
も
し
か
し
た
ら
ハ
チ
マ
ン
に

こ
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
ん
な
事
は
絶
対
無
い
の
だ
が

二
人
が
そ
う
思

て
し
ま
う
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

 
次
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
二
人
の

に

い
た

時
間
が
二
十
分

⻑
さ
れ
ま
し
た

お
お

あ
奴
め

こ
の
近
く
に
で
も
お
る
の
か

凄
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
よ
ね

 
二
人
は
そ
う
言

て

を

め

そ
の
ま
ま
居
合
い
の
練

を
再
開
し
た

こ

ち
も
負
け
て
ら
ん
な
い
ね

師
匠

じ

な
ハ
チ
マ
ン
の
奴
も
き
ち
ん
と
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
だ
し

ら
も
頑
張
ら
ね
ば
の

う
ん

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
集
中
し
て
練

に
取
り
組
み

 
師
匠
が
い
い
の
だ
ろ
う

ラ
ン
の
居
合
い

も
そ
れ
な
り
に
様
に
な

て
き
た

 
だ
が
そ
の
太
刀
筋
は
ま
だ
ま
だ
未

で
あ
り
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ラ
ン
は
こ
の
日
か
ら

暇
さ
え
あ
れ
ば
腐
死
山
で
刀
を

る
う
よ
う
に
な

た

 
そ
の
努
力
は
居
合
い
だ
け
で
は
な
く
総
合
的
な
部
分
で
ラ
ン
の
実
力
を

上
げ
し
て
い
く
事

と
な
る

 
す
み
ま
せ
ん
カ
ビ
取
り
の

品
で

を
や
ら
れ
て
し
ま

た
の
で
次
の
投
稿
は
金
曜
に
な

り
そ
う
で
す
ｏ
ｒ
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第
７
７
４
話
 
再
び
二
十
一
層
へ

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

も
回
復
し
て
今
日
か
ら
再
開
で
す

そ
れ
じ

あ
無
理
せ
ず
ノ
ル
マ
を
果
た
し
た
後
は

 
ラ
グ

ラ
ビ

ト
先
生
に
鍛
え
て
も
ら

て
み
ん
な
で
レ
ベ
ル
ア

プ
し
よ
う

 
成
り
行
き
で
一
躍
時
の
人
と
な

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
予
約
し
て
く
れ
た
人
達
の

に

再
び
二
十
一
層
の
迷
宮
区
を
訪
れ
て
い
た

 
さ
す
が
に
顔
が

れ
て
し
ま

た

変
装
し
て
の
移
動
と
な

た
が

 
幸
い
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
気
付
く
者
は
い
な
か

た
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
今
ユ
ウ
キ
が
言

た
レ
ベ
ル
ア

プ
と
は
実
力
を
上
げ
る
と
い
う
意
味
で
あ

て

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
レ
ベ
ル
の

念
が

入
さ
れ
た

で
は
な
い

肉
の
余

分
も
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
で

い
と

て
も
ら
え
る
事
に
な

た
と
は
い
え

 
こ
こ
に
は
し
ば
ら
く
来
れ
な
い
か
ら

集
中
し
て
い
こ
う
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予
約
分
以
外
の
肉
を
店

り
し
て
し
ま

て
は
ま
た
混
乱
を
生
む
可
能
性
が
高
い
と
い
う
事

で 
余

た
肉
は
店

り
と
同
じ

で
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
で

い
取

て
も
ら
え
る
事
に

な

て
い
た

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
と
し
て
も
混
乱
し
な
い
よ
う
に
少
し
ず
つ

り
出
す
し
か
な
い

 
一
時
的
に
大

の
資
金
が
必
要
に
な

て
し
ま

た
が

 
そ
こ
は
話
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
が
こ

そ
り
と
ヴ

ル
ハ
ラ
の
資
金
を
提

す
る
事
で
解
決
し

た
そ
れ
じ

あ
今
日
も
張
り
切

て
い
こ

か

ス
テ

タ
ス
も
か
な
り
上
が

た
し
今
日
こ
そ
狙

て
ラ
グ

ラ
ビ

ト
先
生
を
撃

し
て

や
る

 
前
回
の
戦
闘
だ
と

ま
と
も
に
狙

て
敵
を
撃

出
来
た
の
は
ユ
ウ
キ
だ
け
で
あ
り

 
他
の
者
達
は
何
と
な
く
と
い

た
感
じ
で
し
か
敵
を
倒
せ
て
い
な
か

た

 
ユ
ウ
キ
以
外
の
四
人
は
今
日
は
か
な
り
の
意
気
込
み
を
持

て
狩
り
に
望
ん
で
い
た

 
当
然
シ
ウ
ネ

以
外
の
四
人
と
い
う
事
で
あ
る
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ち
な
み
に
今
日
も
レ
コ
ン
が
密
か
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
見
守

て
い
る

そ
れ
じ

あ
最
初
は
地
味
な
作
業
か
ら
だ
な

確
か
に
地
味
だ
け
ど

こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
収
入
に
な
る
か
ら
い
い
よ
な

 
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
限
ら
ず

 
こ
う
い

た
多
人

参
加
型
の
ゲ

ム
で
大
成
す
る
者
に
は
一
定
の
共
通
点
が
あ
る

 
そ
れ
は
地
味
な
作
業
を
続
け
る
の
を

わ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る

 
先
日
ラ
ン
と
キ
ヨ
モ
リ
が
話
し
て
い
た

努
力
が
必
ず
実
る

で
は
な
い
と
い
う
の
は

 
居
合
い
の
技
術
を
超
一
流
ま
で
高
め
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
正
し
い
が

 
居
合
い
そ
の
も
の
を

得
す
る
と
い
う
点
で
言
え
ば
正
し
く
な
い

 
な
ん
ち

て
で
良
け
れ
ば
ゲ

ム
に
お
い
て
は
努
力
次
第
で
そ
れ
は
モ
ノ
に
な

て
し
ま

う 
こ
こ
は
実
戦
レ
ベ
ル
ま
で
で
良
け
れ
ば
努
力
が
確
実
に
実
を
結
ん
で
し
ま
う
世
界
な
の
だ

背
ビ
レ
は
ま
だ
か
な
ま
だ
か
な

や
め
な
よ
タ
ル

そ
う
い
う
の

強
欲
セ
ン
サ

に
引

か
か
る
ん
だ
か
ら
ね

う

確
か
に
そ
う
か
も
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だ
が
こ
の
場
合

そ
の
心
配
は

憂
で
あ

た

 
前
回
と
同
じ

の
敵
を
狩

た

間
に

敵
の

き
が
ピ
タ
リ
と
止
ま

た
か
ら
だ

お

き
た
か

あ

出
た
出
た

多
分
こ
れ

狩

た
敵
の
総

だ
ね

他
の
狩
り
場
で
も
こ
う
い
う

し
要
素

て
あ
る
の
か
ね

メ
ジ

な
狩
り
場
じ

無
い
ん
だ
ろ
う
け
ど
こ
う
い
う
マ
イ
ナ

な
所
だ
と
あ
る
か
も
ね

し
扉
の
奥
限
定
み
た
い
な

今
度
探
し
て
み
よ

か

だ
な

 
そ
し
て
一
同
は
休

す
る
間
も

し
ん
で
再
び

の
裏
の
入
り
口
か
ら
奥
へ
と
進
ん
で
い

た
さ
て

今
日
も
や
り
ま
す
か

今
日
は
ユ
ウ
キ
は
最
初
サ
ポ

ト
な

危
な
く
な

た
ら
助
け
て
く
れ

本
当
に
大
丈
夫

大
丈
夫
大
丈
夫

こ
の
前
で
慣
れ
た
上
に

ス
テ

タ
ス
だ

て
か
な
り
上
が

た
か
ら
ね
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ど
う
や
ら
今
日
は
テ

チ
と
タ
ル
ケ
ン
を
中
心
に

を
ジ

ン
と
ノ
リ
が

め
る
事
に
し

た
ら
し
い

 
こ
れ
は

純
に
武
器
の
問
題
で
あ

た

片
手

を
使
う
テ

チ
と

を
使
う
タ
ル
ケ
ン
は

 
正
面
か
ら
向
か

て
く
る
敵
を
迎
撃
す
る
の
に
相
性
が
い
い
が

 
両
手
剣
を
使
う
ジ

ン
と
ハ
ン
マ

を
使
う
ノ
リ
は

取
り
ま
わ
し
の
速
度
の
関
係
で

 
敵
の
来
る

置
が
分
か

て
い
て
も
ど
う
し
て
も

れ
を
と

て
し
ま
う
事
が
あ
る
の
で
あ

る 
そ
し
て
前
回
と
同
じ
よ
う
に
奥
か
ら
ラ
グ

ラ
ビ

ト
が

の
よ
う
に
飛
び
出
し
て
き
た

今
回
は
前
み
た
い
に
は
い
か
な
い

よ

ほ

は

う
ん

敵
が
見
え
る
見
え
る

ま

た
く
問
題
な
い
ね

 
四
人
は
取
り
こ
ぼ
し
も
あ
る
が

確
実
に
敵
を

て
い
く

 
そ
こ
か
ら
は
安
定
感
す
ら
感
じ
ら
れ
ユ
ウ
キ
は
自
分
も
参
加
し
た
い
と
う
ず
う
ず
し
な
が
ら

も
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リ

ダ

代
理
と
し
て
仲
間
達
の
成
⻑
を
チ

ク
す
る
事
も
必
要
だ
と
考
え

 
戦
い
た
い
と
い
う
欲
求
に
じ

と

え
な
が
ら

そ
の
様
子
を
見
守

て
い
た

 
そ
し
て
一
時
間
後

ユ
ウ
キ
が
休

の
指

を
出
し
た

そ
ろ
そ
ろ
休

に
し
よ

か

さ

き
休
ま
な
か

た
し
ね

そ
う
だ
な

一

下
が

て
戦
利
品
の

も
チ

ク
し
よ
う

 
そ
れ
な
り
に
ダ
メ

ジ
も
く
ら

た
が

そ
の
回

は
前
回
よ
り
も
か
な
り

少
し
て
お
り

 
ま
ず
ま
ず
成
⻑
し
た
と

れ
る
戦
い
ぶ
り
を

せ
た
四
人
は
か
な
り
満
足
す
る
事
が
出
来
た
よ

う
だユ

ウ
キ

ど
う
だ

た

う
ん

か
な
り
安
定
し
て
た
と
思
う
よ

私
も
前
回
よ
り
回
復
さ
せ
る
の
が
楽
だ
と
感
じ
ま
し
た
ね

お
お

つ
い
に
乗
り
越
え
た

て
感
じ
だ
な

で

肉
は
合
計
い
く
つ
く
ら
い
取
れ
た

 

え
て
み
る
と

こ
こ
ま
で
得
た
肉
の

は
大
体

個

で
あ

た

 
こ
れ
で
予
約
分
の
肉
は
ほ
ぼ
ほ
ぼ
調
達
出
来
た
事
に
な
る
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ド
ロ

プ

は
さ
す
が
に
地
上
の
よ
う
に

パ

セ
ン
ト
と
は
い
か
ず

 
だ
い
た
い
十
パ

セ
ン
ト
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か

 
つ
ま
り
こ
こ
ま
で
で
四
人
の
合
計
で
千
体
く
ら
い
の
敵
を
倒
し
た
事
に
な
る

 
体
感
だ
と
一

三

ご
と
に
一
匹
敵
が
飛
ん
で
く
る
イ
メ

ジ
が
あ
る
の
で

 
大
体
攻
撃
さ
れ
た
回

は
千
八

回

度
と
い
う
事
に
な
る

 
撃
破

は
五
十
パ

セ
ン
ト
強
で
あ
り
前
回
と
比
べ
る
と
こ
れ
は
格

に
高
い

で
あ

た
特
に
タ
ル
は
か
な
り
い
い
感
じ
だ

た
ね

ま
あ

は
こ
う
い
う
時

取
り
ま
わ
し
が
楽
で
す
か
ら
ね

 
直
線

道
で
飛
ん
で
く
る
敵
に

先
を
合
わ
せ
る
と
い
う
の
は
言
う
ほ
ど
楽
で
は
な
い
が

 
タ
ル
ケ
ン
は
問
題
な
く
そ
れ
を
こ
な
し
て
い
た

ジ

ン
と
ノ
リ
も

間
に
合
わ
な
い

て
思

た
時
は

手
元
で
上
手
く
敵
を

い
て
た
ね

も

に
活
用
し
な
い
と
だ
し
な

そ
れ
で
も

く
方
向
が
悪
く
て
何
度
か
く
ら

ち

た
け
ど
ね

で
も
回

は
そ
ん
な
に
多
く
な
か

た
じ

な
い
で
す
か

凄
い
安
定
し
て
ま
し
た
よ
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シ
ウ
ネ

に
そ
う
言
わ
れ

ジ

ン
と
ノ
リ
は

れ
た
よ
う
な
笑
い
を

か
べ
た

テ

チ
は
も
う
ほ
ぼ
完

だ
ね

全
部
盾
の
お
か
げ
で
す
け
ど
ね

 
テ

チ
は

と
盾
を
上
手
く
使
い
分
け

敵
を
か
な
り
正
確
に
倒
せ
る
よ
う
に
な

て
い
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
今
度
は
ボ
ク
の
番
か
な

そ
の
顔
は

待
ち
き
れ
な
か

た

て
感
じ
だ
ね

う
ん

今
の
ボ
ク

て
ば

凄
く
調
子
が
い
い
ん
だ
よ
ね

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
言

て
一
人
前
に
出
て
迎
撃
体
勢
を
と

た

 
そ
の
動
き
は
確
か
に

く

剣
の

え
も
素
晴
ら
し
い

 
密
か
に
そ
れ
を

影
し
て
い
た
レ
コ
ン
は

を

き

 
ユ
ウ
キ
の
成
⻑

り
を
ハ
チ
マ
ン
に
見
せ
よ
う
と
動
画
を

影
し
て
ハ
チ
マ
ン
へ
と
送

て
い
た

 
完
全
に

し

り
で
あ
る
が
ま
あ
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
ハ
チ
マ
ン
の
関
係
か
ら
す
る

と 
ど
こ
か
に
勝
手
に
ア

プ
さ
せ
る
よ
う
な
事
も
無
い
し

ギ
リ
ギ
リ
セ

フ
で
あ
ろ
う
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そ
の
動
画
は
一

ハ
チ
マ
ン
の
ス
マ
ホ
に
送
ら
れ

そ
こ
か
ら

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
内
で

 
キ
ヨ
モ
リ
に
指

さ
れ
る
ラ
ン
を
の
ん
び
り
と
見
守

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
へ
と
転
送
さ
れ
た

ん

レ
コ
ン
か
ら
か

こ
れ
は
動
画
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
る
と
立
ち
上
が

て
ラ
ン
と
キ
ヨ
モ
リ
に
訓
練
を
一

中
断
し
て
も

ら
い

 
三
人
で
一

に
そ
の
動
画
を
見
た

ユ
ウ
は
も
う
完
全
に
覚

し
た
感
じ
ね

こ
れ
は
誰
じ

私
の
双
子
の
妹
よ

ほ
う
ほ
う

嬢
ち

ん
の
な

し
か
し
ま
あ
双
子
に
し
て
は

分
と
体
型
が
違
う
の
う

じ
じ
い

セ
ク
ハ
ラ
だ

そ
れ
以
前
に
こ
い
つ
が
調
子
に
乗
る
か
ら
や
め
て
く
れ

 
だ
が
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
制
止
は
少
し

か

た

そ
う
な
の
師
匠

ユ
ウ
に
は
悪
い
け
ど

 
ハ
チ
マ
ン
は
私
く
ら
い
の
サ
イ
ズ
じ

な
い
と
興
奮
出
来
な
い
の
よ

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て
自
分
の
胸
を
持
ち
上
げ
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
に
対
し
て
面
倒

そ
う
な

線
を
向
け
た

は
い
は
い
興
奮
し
た
興
奮
し
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

当
な
返
事
に
も
め
げ
ず
ラ
ン
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
胸
を
ア
ピ

ル

し
た

み
た
い
な
ら

ん
で
も
い
い
の
よ

い
い
の
か

そ
れ
じ

遠

な
く

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
の
胸
に
手
を

ば
し
そ
の

間
に
ラ
ン
は

て
て
後
ろ
に
下

が

た

 
ど
う
や
ら
心
の
準
備
が
出
来
て
い
な
か

た
ら
し
い

ふ
 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
の
勝
利
だ
と
い
う
風
に

で
笑
い
ラ
ン
は
悔
し
さ
に

絶

し
たき

い
い
い
い

ハ
チ
マ
ン
の

に
生
意
気
な

は
い
は
い

今
は
忙
し
い
か
ら
ま
と
も
に
お
前
の
相
手
を
し
て
い
る
暇
は
無
い
ん
だ
よ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
画
面
を

き
込
み
ラ
ン
も
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
そ
の
後
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に
続
い
た

 
さ
す
が
は
ラ
ン

メ
ン
タ
ル
は
強
い

じ
じ
い

こ
れ
を
ど
う
見
る

こ
れ
だ
け
じ

何
と
も
判
断
が
つ
か
ん
の
う

 
こ
ん
な
バ
テ
ン
グ
セ
ン
タ
み
た
い
な
動
画
だ
け
じ
よ
く
分
か
ら
ん
分
か
ら
ん
が

 
そ
う
言

て
キ
ヨ
モ
リ
は

り
込
み

そ
ん
な
キ
ヨ
モ
リ
に
ハ
チ
マ
ン
は
こ
う
言

た

前
回
も
こ
ん
な
感
じ
だ

た
ら
し
い
ぞ

な
ら
多
分

お
主
の
危

す
る
通
り
じ

な
い
か
の
う

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

そ
れ
が
い
い
じ

ろ
う
な

動
画
は

え
室
の
モ
ニ
タ

に
転
送
す
る
設
定
に
し
と
く
か
ら
そ
こ
で
じ

く
り
と
見
て
い

る
と
い
い

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま

を
消
し
ラ
ン
は
そ
の
い
き
な
り
の
展
開
に
つ
い
て
い

け
ず

 

然
と
見
送
る
事
し
か
出
来
な
か

た
の
で
あ

た



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
第
７
７
５
話
 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
指
令

師
匠

ハ
チ
マ
ン
は
一
体
ど
う
し
た
の

 
ラ
ン
は
我
に
返
る
と
キ
ヨ
モ
リ
に
そ
う

ね
た

稽
古
を
付
け
に
行

た
ん
じ

ろ
う
な

稽
古

て

ユ
ウ
に

あ
あ
そ
う
じ

ラ
ン
は
さ

き
の
動
画
を
見
て
ど
う
思

た
ん
じ

え

と

我
が
妹
な
が
ら
凄
い
剣
さ
ば
き
だ
な

て

 
ラ
ン
は

自
分
が
気
付
か
な
い
何
か
が
あ
る
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
も

 
素
直
に
そ
う
言
う
事
し
か
出
来
な
か

た

確
か
に
そ
の
感
想
は
間
違

と
ら
ん
よ

今
の
あ
の
子
は
一
流
の
剣
士
じ

な
ら
一
体
何
が

お
主
ら
の
目
標
は
何
じ

 
キ
ヨ
モ
リ
は
ラ
ン
の
質
問
に
は
答
え
ず

突
に
そ
う
言

た

ヴ

ル
ハ
ラ
に
勝

て

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
名
声
を
高
め
る
事



 第７７５話 ハチマンからの指令

そ
れ
は
お
主
ら
が
一
対
一
で
ハ
チ
マ
ン
に
勝
て
ば
そ
れ
で
済
む
話
な
の
か
え

そ

そ
れ
は

 
ラ
ン
は

め
て
そ
う
言
わ
れ

言
葉
に
詰
ま

た

 
自
分
で
も
そ
れ
で
は
目
標
を
達
成
し
た
事
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
自
覚
が
あ

た
の
だ
ろ
う

お
主
の
妹
が
一
流
の
剣
士
た
ら
ね
ば
と
思
う
あ
ま
り

剣
に
頼
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
と

 
ハ
チ
マ
ン
は
危

し
た
ん
じ

ろ
う
な

剣
に

 
ラ
ン
は
今
ひ
と
つ
理
解
出
来
な
か

た

必
死
に
そ
の
意
味
を
考
え
た
が

 
明
解
に
こ
れ
だ
と
い
う
答
え
は
出
な
い

よ
く
分
か
ら
な
い

ふ
む

分
か
ら
な
い
事
を
分
か
ら
な
い
と
素
直
に
言
え
る
の
は
ラ
ン
の
美
点
じ

な

 
そ
れ
じ

あ
こ
う
考
え
て
み
い
お
主
が
ハ
チ
マ
ン
に
剣
だ
け
の
勝
負
で
勝

た
と
し
よ
う

や

た

師
匠

に
ハ
チ
マ
ン
に
勝
ち
ま
し
た

 
ラ
ン
は
そ
の
場
面
を
想
像
し

ノ
リ
ノ
リ
で
キ
ヨ
モ
リ
に
そ
う
言

た

り
の
者
達
は

お
主
の
事
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
一
の
剣
士
だ
と
褒
め
称
え
る
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い
や

そ
れ
ほ
ど
で
も

 
次
に
ラ
ン
は

れ
た
顔
で
手
を
ぶ
ん
ぶ
ん
と

た

 
こ
う
い
う
時
は
ノ
ら
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
ら
し
い

だ
が
そ
の
者
達
は

お
主
を
褒
め
称
え
た
そ
の
口
で
こ
う
言
う
の
じ

 
そ
れ
で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
一
の
プ
レ
イ
ヤ

は

ハ
チ
マ
ン
で
す
よ
ね

と
な

む
 
ラ
ン
は
何
と
な
く
キ
ヨ
モ
リ
の
言
い
た
い
事
が
自
分
の
中
で

を
成
し
て
い
く
気
が
し
た
が

 
ま
だ
確
信
に
は
至
れ
な
い

す
み
ま
せ
ん
師
匠

何
と
な
く
し
か
分
か
り
ま
せ
ん

ふ
む

そ
れ
じ

あ
次
の

え
じ

 
お
主
は
そ
の
後

ハ
チ
マ
ン
相
手
に
何
で
も
あ
り
の
ル

ル
で
戦
い
を
挑
ん
で
負
け
る

 
そ
れ
が
悔
し
く
て
ひ
た
す
ら
剣
の
道
を
究
め
よ
う
と
努
力
し
つ
い
に
戦

を
五
分
五
分
ま
で

持
ち
込
む

も
う
少
し
頑
張

て
剣
の

行
を
す
れ
ば
勝
ち
こ
せ
る
か
も

そ
し
て
満
足
が
い
く

行
が
出
来
仲
間
達
と
共
に
ハ
チ
マ
ン
に
再
戦
を

し
込
み
に
行
く
最
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中
に

 
お
主
ら
は
凄
ま
じ
い

の
敵
プ
レ
イ
ヤ

に
囲
ま
れ

お
主
の
奮
戦
も
空
し
く

 
仲
間
達
は
全
員
討
ち
取
ら
れ

そ
の
場
に
は
お
主
だ
け
が
残
る

むそ
し
て
再
戦
し
て
お
主
は
ハ
チ
マ
ン
に
勝
利
す
る

一
人
ぼ

ち
の
勝
利
じ

 
だ
が

り
の
者
達
は
こ
う
言
う
の
じ

も
し
襲
わ
れ
た
の
が
ハ
チ
マ
ン
だ

た
ら

 
仲
間
達
も
全
員
無
事
で
こ
の
場
に
立

て
い
た
だ
ろ
う
と
な

 
ラ
ン
は
そ
の

況
を
思
い

か
べ

キ
ヨ
モ
リ
が
何
を
言
い
た
い
の
か
必
死
に
考
え
た

 
そ
し
て
出
て
き
た
答
え
は
こ
れ
で
あ

た

つ
ま
り
私
達
だ
け
が
強
く
な

て
も
仲
間
達
も
一

に
強
く
な
ら
な
く
て
は
意
味
が
な
い
と

ま
あ
そ
れ
も
必
要

件
で
は
あ
る
じ

ろ
う
な

ぐ
ぬ
ぬ

そ
れ
じ

あ
指

能
力
を
高
め
ろ

そ
れ
も
必
要

件
に
過
ぎ
ん
の

そ
う
す
る
と

対
応
力
を
高
め
ろ
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そ
う
じ

の
う

一
番
し

く
り
く
る
の
は
そ
の
表
現
か
の
う

 
キ
ヨ
モ
リ
が
や

と

い
て
く
れ
た

ラ
ン
は
ほ

と
ひ
と
安
心
し
た

対
応
力

な
る
ほ
ど

今
の
お
主
ら
は

ま
る
で
剣
術
大
会
で
ト

プ
に
立
と
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
で
な

 
そ
れ
は
そ
れ
で

り
だ
と
は
思
う
が

お
主
ら
が
目
指
す
の
は

 
あ
く
ま
で
全
プ
レ
イ
ヤ

の
ト

プ
な
ん
じ

ろ

う
ん

そ
の
つ
も
り

な
ら
一
対
一
の
勝
負

多
対
一
の
勝
負

知
略
に
よ
る
勝
負

 
そ
う
い

た
色
々
な
戦
い
に

勝
利
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
の

そ
れ
は

そ
う
か
も

で

ラ
ン
の
剣
の

が
ハ
チ
マ
ン
よ
り
も
上
を
い

た
と
し
て

 
一
対
一
で
ハ
チ
マ
ン
に
勝
て
る
と
思
う
か
の

そ

そ
れ
は

 
ラ
ン
は
そ
う
言
わ
れ

め
て
気
付
い
た
事
が
あ

た

 
今
ま
で
は
と
に
か
く
剣
の

を

け
ば
ハ
チ
マ
ン
に
追
い
つ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

て
い
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た
の
だ
が

 
い
ざ
そ
の
場
面
を
思
い

か
べ
て
み
て
も
ハ
チ
マ
ン
に
勝
て
る
気
が
し
な
い
と
い
う
事
に
で

あ
る確

か
に
色
々
な
手
で

の
差
な
ん
か
簡

に
逆
転
さ
れ
そ
う

ま
あ
そ
う
い
う
事
じ

と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
が
お
主
ら
に
何
を
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

か 
動
画
を
見
て
よ
く
考
え
る
事
じ

な

う
ん

そ
う
す
る

 
そ
し
て
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
が
設
定
し
て
く
れ
た
動
画
を
見
る
事
に
し
た
の
だ
が

 
そ
こ
に
は
意
外
な
光
景
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

た

 
お

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
か
ら
メ

セ

ジ

え

と

あ

こ

ち
に
来
る
ん
だ

 
レ
コ
ン
は
送
ら
れ
て
き
た
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
メ

セ

ジ
を
見
て

 
ハ
チ
マ
ン
が
こ
の
場
所
に
向
か

て
い
る
事
を
知
り

 
ユ
ウ
キ
の
成
⻑
を
実

に
自
分
の
目
で
確
か
め
た
い
ん
だ
な
と
考
え
た
が
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次
の
メ

セ

ジ
を
見
て
き

と
ん
と
し
た

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
誰
か
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
れ
な
い
か

 
フ
レ
ン
ド

録
を
し
て
い
な
い
か
ら
メ

セ

ジ
が
送
れ
な
い

う

ん

そ
れ
な
ら

 
レ
コ
ン
は
ノ
リ
が
一
人
で
後
方
の
壁
に
背
を
も
た
れ
か
け
さ
せ

 
背
後
の
守
り
に
注
意
を
注
い
で
い
る
の
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
返
信
し
た

ノ
リ
さ
ん
が
今
一
人
で
い
る
の
で
多
分
僕
が
コ
ン
タ
ク
ト
出
来
ま
す

と

 
直
後
に
再
び
ハ
チ
マ
ン
か
ら
返
信
が
あ

た

俺
は
そ

ち
に
十
五
分
後
に
着
く
が

と
り
あ
え
ず
レ
コ
ン
は
ノ
リ
と
接
触
し

 
次
の
メ

セ

ジ
で
書
く
内
容
を
実
行
す
る
よ
う
に

 
ユ
ウ
キ
以
外
の
メ
ン
バ

で
共

す
る
よ
う
に
伝
え
て
も
ら
い
た
い

 
そ
の
直
後
に
別
の
メ

セ

ジ
が

き
レ
コ
ン
は
と
り
あ
え
ず
そ
の
通
り
に
動
く
事
に
し
た

  
後
方
を

し
て
い
た
ノ
リ
は
突
然
誰
か
に
口
元
を
塞
が
れ
て
ギ

と
し

抗
し
よ
う

と
し
た

 
だ
が
そ
の

元
で
レ
コ
ン
が
こ
う

い
た
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す
み
ま
せ
ん
す
み
ま
せ
ん

僕
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
レ
コ
ン
と
言
い
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
か
ら
の
伝
言
が
あ
る
の
で

 
そ
れ
を
ユ
ウ
キ
さ
ん
以
外
の
全
員
で
共

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に
ノ
リ
は
元
の
よ
う
に
リ
ラ

ク
ス
し
た
体
勢
に

た

そ
れ
じ

あ
次
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
か
ら
の
メ

セ

ジ
テ
キ
ス
ト
を
そ
ち
ら
に

し
ま
す
ね

 
こ
れ
を
他
の
人
に
も
見
て
も
ら

て
下
さ
い

 
そ
う
言

て
レ
コ
ン
は
ノ
リ
に
メ

セ

ジ
の
ト
レ

ド
を

し
込
み

 
ノ
リ
は
何
気
な
い
態
度
で
そ
の
メ

セ

ジ
を
確
認
し
た

え
 
ノ
リ
は
一

驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た
が

そ
れ
以
上
何
も
言
う
事
は
な
く

 
何
故
か

い
足
取
り
で
シ
ウ
ネ

の
方
に
向
か
い

何
事
か
話
し
か
け
た

 
そ
の
後
に
ノ
リ
は

ジ

ン

テ

チ

タ
ル
ケ
ン
の
所
に
向
か
い

 
ユ
ウ
キ
に
気
付
か
れ
る
事
な
く
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
指
令
書
を

し
終
え
た

 
そ
し
て
そ
ろ
そ
ろ
予
定
時
刻
に
な
る
と
い
う

つ
い
に
ハ
チ
マ
ン
が
こ
の
場
に

を
現
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
黒
ず
く
め
の
格
好
を
し
て
お
り
そ
の
見
た
目
か
ら
は
ハ
チ
マ
ン
だ
と
は
分
か
ら
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な
い待

た
せ
た
な

レ
コ
ン

い
え
い
え

お

い
お
着
き
で
驚
き
ま
し
た
よ

ま
あ
場
所
は
分
か

て
る
ん
だ
か
ら

後
は
思
い

き
り
走

て
く
る
だ
け
だ
し
な

 

中
に
は
敵
も
い
た
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な
と
思
い
つ
つ
も

 
レ
コ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
や
る
事
だ
か
ら
と
特
に
驚
く
よ
う
な
事
は
な
か

た

そ
れ
じ

あ

速
行

て
く
る
わ

は
い

お
気
を
つ
け
て

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

特
に

を

す
事
も
な
く

々
と
ノ
リ
に
近
寄

て
い

た

 
ノ
リ
は
わ
く
わ
く
し
た
よ
う
な
顔
で
む
し
ろ
ウ

ル
カ
ム
だ
と
い
う
風
に
ハ
チ
マ
ン
の
方
を

見
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
ノ
リ
に
言

た

お
い
ノ
リ

ち

ん
と

技
し
ろ
よ

う

も

も
ち
ろ
ん

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
声
を
変
え
る
パ

テ

ア
イ
テ
ム
を
使
用
し
た
後
に

を
取
り
出
し
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ノ
リ
の
体
を

き
寄
せ
る
と

そ
の
首
に

を
突
き
つ
け
な
が
ら
言

た

ぐ
へ
へ
へ
へ

お
い
お
前
ら

分
変
わ

た
所
で
狩
り
を
し
て
い
る
な

 
こ
の
女
の
命
が

し
か

た
ら

こ
こ
で
得
た
戦
利
品
を
俺
に
よ
こ
し
や
が
れ

く

み
ん
な
ご
め
ん

油
断
し
た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ノ
リ
の
顔
は
微

に
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
て
お
り

 
一
番
遠
く
に
い
る
ユ
ウ
キ
か
ら
は
見
え
な
か

た
が
男
達
は
そ
の
顔
を
見
て
少
し

れ
て
い

た

ノ
リ
の
奴

め

ち

嬉
し
そ
う
だ
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
次
に

シ
ウ
ネ

に
向
か

て
こ
う
言

た

お
い
そ
こ
の
女

お
前
も
武
器
を

て
て
こ

ち
に
来
い

お
前
も
人
質
だ

わ

分
か
り
ま
し
た

 
こ
ち
ら
も
ユ
ウ
キ
か
ら
は
見
え
な
か

た
が

 
シ
ウ
ネ

も
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
の
方
に
走

て
い
き

 
男
達
は
再
び

れ
る
事
と
な

た

そ
こ
の
男
連
中
は

こ
の

で
自
分
達
を

れ
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く
そ

わ

分
か

た

ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

を
人
質
に
と
ら
れ
て
る
ん
だ

仕
方
な
い

ユ
ウ
キ

後
は
任
せ
た

 
と
ん
だ
大

技
で
あ
る
が

三
人
も

え
ら
れ
た
役

を
果
た
し

 
自
ら
を

で

て

の
方
に
座
り
こ
ん
だ

も

と
も
本
当
に

た

で
は
な
く
た
だ
の

フ
リ
で
あ
る

だ

誰
だ
お
前
は

 
こ
こ
で
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
攻
撃

囲
か
ら
何
と
か
離
脱
に
成
功
し
た
ユ
ウ
キ
が
こ
ち
ら
に

て
き
て

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言

た

た
だ
の
通
り
す
が
り
の
盗
賊
様
よ

お
前
が
リ

ダ

か

さ

さ
と
金
目
の
物
を
よ
こ
し

や
が
れ

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ウ
キ
以
外
に
よ
る

劇
が
幕
を
開
け
る
事
と
な

た
の
で
あ

た
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第
７
７
６
話
 
ユ
ウ
キ

盗
賊
と
対
峙
す

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
接
触
す
る
少
し
前
ハ
チ
マ
ン
は
レ
コ
ン
が

影
し
て
い
る
動
画

に
向
け

 
一
つ
の
メ

セ

ジ
を
残
し
て
い
た

 
そ
れ
は
要
す
る
に
ラ
ン
に

て
た
メ

セ

ジ
で
あ
り

そ
の
内
容
は
こ
う
で
あ

た

俺
が

を
か
く
仕

を
し
た
時
の
ユ
ウ
の
行
動
に
注
目
し
て
お
け

 
そ
し
て
今

ユ
ウ
キ
は
仲
間
達
を
全
員
失

た

態
で
ハ
チ
マ
ン
と
対
峙
し
て
い
た

く
そ

二
人
を
離
せ

離
せ
と
言
わ
れ
て
素
直
に
離
す
馬

が
い
る
か
よ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

を
か
く
と

二
人
の
体
を

で
回
し
た

ぐ
へ
へ
へ
へ

二
人
と
も
い
い
体
を
し
て
ん
じ

ね
え
か
よ

く
そ

こ
の
ゲ
ス
野
郎
め

 
ち
な
み
に
こ
の
時
ジ

ン
達
三
人
は

笑
い
を

え
る
の
に
必
死
だ

た
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師
匠

今
ハ
チ
マ
ン
は

を
か
い
た
わ
よ
ね

あ
あ

そ
う
じ

な

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

私
に
は
あ
ん
な
事
し
て
く
れ
な
い
の
に

見
事
な
セ
ク
ハ
ラ
じ

の

ぐ
へ
へ
へ
へ

二
人
と
も
い
い
体
を
し
て
ん
じ

ね
え
か
よ

く
そ

こ
の
ゲ
ス
野
郎
め

あ
奴

思

た
よ
り
役
者
じ

の
う

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

ラ
ン
よ

こ
こ
の
妹
の
行
動
を
見
て
お
け
と
言
わ
れ
て
た
は
ず
じ

ろ

あ
は
は
は
は

ご

ご
め
ん
師
匠

そ
う
だ

た
わ
ね

 
で
も
こ
こ
の
ユ
ウ
の
行
動

て

普
通
じ

な
い

 
仲
間
が
体
を

で
回
さ
れ
て

相
手
に
向
か

て
ゲ
ス
野
郎
と
叫
ぶ
そ
の
ユ
ウ
キ
の

は

 
ラ
ン
か
ら
見
る
と
ま

た
く
普
通
の
反
応
に
見
え
た

ふ

む

ラ
ン
は
あ
の
ハ
チ
マ
ン
を
ハ
チ
マ
ン
だ
と
思
う
の
は
よ
し
た
方
が
い
い
の
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師
匠

ど
う
い
う
事

あ
れ
を
本
物
の
暴

だ
と
思

て
見
て
み
い

分
か

た

イ
メ

ジ
イ
メ

ジ

み

ん
み

ん
み

ん
み

ん

 
ラ
ン
は
そ
う
変
な
セ
リ
フ
を
口
走
り
な
が
ら

を
切
り
か
え
て
画
面
を
じ

と
見
つ
め
た

あう
む

分
か

た
か
の

う
ん

そ
う
言
わ
れ
る
と
ユ
ウ
の

目
な
所
が
分
か

た

 
普
通
こ
の
場
面
だ
と
絶
対
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
が
出
る
は
ず
な
の
に
出
て
な
い
事
に
気
付

い
て
な
い

多
分
そ
れ
じ

ろ
う
な

も
さ

き

そ
う
と
思

て

え
て

く
セ
ク
ハ
ラ
発
言
を
し

て
み
た
が

 
言
葉
だ
け
じ

セ
ク
ハ
ラ
認
定
は
さ
れ
な
か

た
の

 
で
も
ま
あ
あ
そ
こ
ま
で
や
れ
ば

普
通
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
に
引

か
か
る
ん
じ

ろ

さ

き
の

て
わ
ざ
と
だ

た
の

 
ラ
ン
は
そ
の
キ
ヨ
モ
リ
の
発
言
に
驚
い
た
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当
た
り
前
じ

ろ

こ
の
ご
時
勢
じ

ぞ

そ
も
そ
も

の
立
場
だ
と

 
人
一
倍
そ
う
い

た
事
に
は
気
を
つ
け
て
い
た
わ
い

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

と
は
い
え
現
実
と
虚

は
基
準
が
違
う
か
ら
の

も
い
つ
も
と
違
う

の
中
で
活
動
す
る

ん
じ

 
ど
の
く
ら
い
ま
で
が
セ

フ
な
の
か
見

め
て
お
く
必
要
が
あ

た
ん
じ

よ

さ
す
が
と
い
う
か

師
匠

て
や

ぱ
り
凄
い
人
な
ん
だ
ね

こ
れ
も
人
生

験
の
成
せ
る
技
じ

 
ラ
ン
が
キ
ヨ
モ
リ
に
感
心
し
た
と
こ
ろ
で
二
人
は
再
び
画
面
に
目
を

し
た

 
お
前
は
中
々
や
り
そ
う
だ
な

と
り
あ
え
ず
武
器
を

て
て
も
ら
お
う
か

分
か

た

 
ユ
ウ
キ
は
ハ
チ
マ
ン
の
要
求
に
対
し
て
即
答
し
た

 
万
が
一
に
も
誰
か
が

つ
け
ら
れ
る
事
が
あ

て
は
い
け
な
い
と
考
え
た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ウ
キ
の
剣
を

い

合
を
確
か
め
る
よ
う
に
ブ
ン
ブ
ン
と

る
と
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ユ
ウ
キ
に
こ
う

ね
た

こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
お
前
に
と

て
は
最

な
バ
ラ
ン
ス
な
の
か

そ
う
だ

で
も
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
を

く
ん
だ

い
や

た
だ
の
興
味
本

だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ウ
キ
の
剣
を
そ
の
場
に
置
く
と

 
ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

を
ジ

ン
達
の
隣
に
座
ら
せ

ロ

プ
を
取
り
出
し
た

十
分
楽
し
ま
せ
て
も
ら

た
し

と
り
あ
え
ず
こ
の
二
人
も

て
お
く
か

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
は

二
人
に
こ
う

い
て
い
た

面
倒
だ
か
ら

ら
な
い
が

ら
れ
た
フ
リ
を
し
て
お
く
ん
だ
ぞ

う
ん

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
の
体
に
ロ

プ
を

き
つ
け
る
と

続
け
て
ユ
ウ
キ
の
前
に
立

た

ふ
む

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

を
か
き
ユ
ウ
キ
の

に
手
を
当
て
て
ク
イ

と
持
ち
上
げ
た

こ
う
し
て
見
る
と

中
々
の
上
物
だ
な

お
前
は
こ
の
ま
ま
ど
こ
か
に

り
飛
ば
す
か
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ひ

ひ
ど
い
事
を
す
る
つ
も
り
な
ら
ボ
ク
一
人
に
し
て
よ

は

わ
ざ
と

を
見
せ
た
つ
も
り
な
ん
だ
が

 
素
手
じ

俺
を
制
圧
出
来
な
い
の
か

そ
れ
と
も
自
信
が
無
い
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

ユ
ウ
キ
が
動
く
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
つ
つ

 
今
度
は
ユ
ウ
キ
の
腹
や

を

で
回
し
始
め
た

ぐ
へ
へ
へ
へ

そ
う
い
う
事
な
ら
俺
は
女
に
モ
テ
な
い
か
ら

 
こ
う
い
う
機
会
に
は
存
分
に
楽
し
ま
な
い
と
な

ど
こ
が

 
そ
の
セ
リ
フ
を

い
た
ジ

ン
達
五
人
は
心
の
中
で
そ
う
突

込
ん
だ

く
 
こ
の
時
ユ
ウ
キ
は
悔
し
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
も
何
故
か
戸
惑

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

何
だ
こ
の
反
応

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ウ
キ
の
顔
を
見
て
そ
ん
な
疑
問
を

き
つ
つ
も

そ
ろ
そ
ろ
盗
賊
ら
し
く

 
金
目
の
物
で
も
要
求
す
る
か
と
の
ん
び
り
考
え
て
い
た
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あ

師
匠

ハ
チ
マ
ン
が
ま
た

を
か
い
た
わ

今
度
は
何
を
す
る
つ
も
り
な
の
か
の
う

き
い
い
い
い
い
い
い
い

 
直
後
に
ラ
ン
が

ど
こ
か
か
ら
取
り
出
し
た
ハ
ン
カ
チ
を

み
な
が
ら
そ
う
絶
叫
し
た

ラ
ン
よ

そ
の
ハ
ン
カ
チ
は
ど
こ
か
ら
取
り
出
し
た
ん
じ

こ
う
い
う
時
の

に
常
備
し
て
い
る
わ

師
匠

そ

そ
う
か

 
キ
ヨ
モ
リ
は

い
て
は
い
け
な
い
事
を

い
て
し
ま

た
か
の
よ
う
に
ラ
ン
か
ら
目
を
背
け
つ

つ 
続
け
て
ラ
ン
に
こ
う

ね
た

で

今
の
叫
び
は
一
体
何
じ

そ

そ
う

そ
れ
よ
そ
れ

ユ
ウ
め

ま
さ
か
ハ
チ
マ
ン
に

ク
イ
し
て
も
ら
え
る
な
ん
て

 
な
ん
て

ま
し
い

あ
れ
く
ら
い
お
主
も
し
て
も
ら
え
ば
良
か
ろ
う
に

大
し
た
事
じ

あ
る
ま
い
し

え
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ラ
ン
は
そ
の
キ
ヨ
モ
リ
の
セ
リ
フ
に
首
を

げ
た

大
し
た
事
じ

な
い

だ

て
そ
う
じ

ろ

え
ば
胸
を

め
と
か
言
わ
れ
た
ら

 
多
分
ハ
チ
マ
ン
は
絶
対
に
首
を

に
は

ら
ん
じ

ろ
う
が

 
ち

と
私
の
ア
ゴ
を
ク
イ

て
持
ち
上
げ
て
み
て

と
頼
め
ば

 
そ
の
く
ら
い
な
ら
別
に
い
い
か
と
思

て
や

て
く
れ
そ
う
じ

な
い
か
え

ま
待

て
師
匠
も
し
か
し
て
男
の
子
に
と

て

ク
イ

て
大
し
た
事
じ

な
い
の

恥
ず
か
し
い
奴
は
恥
ず
か
し
い
の
か
も
し
れ
ん
が

 
普
通
そ
こ
ま
で
キ

ア
キ

ア

ぐ
よ
う
な
事
じ

な
い
じ

ろ

そ

そ
う
な
ん
だ

 
ラ
ン
は
そ
の
キ
ヨ
モ
リ
の
言
葉
に

男
女
の
価

観
の
違
い
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

あ
り
が
と
う
師
匠

覚
え
と
く

 
そ
し
て
ラ
ン
は
気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に

続
け
て
キ
ヨ
モ
リ
に
こ
う

ね
た

そ
う
い
え
ば
叫
ん
じ

て

き
逃
し
た
ん
だ
け
ど

さ

き
ハ
チ
マ
ン
が
何
か
言

て
な

か

た
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お
う

確
か
こ
う
じ

な

こ
う
し
て
見
る
と

中
々
の
上
物
だ
な

お
前
は
こ
の
ま
ま
ど
こ
か
に

り
飛
ば
す
か

ひ

ひ
ど
い
事
を
す
る
つ
も
り
な
ら
ボ
ク
一
人
に
し
て
よ

と
か
言
う
と

た
の
う

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ラ
ン
は

を

え
て
そ
の
場
に

た

ラ
ン

ど
う
か
し
た
か
の

う
う
ん

我
が
妹
な
が
ら

さ
す
が
に
そ
の
セ
リ
フ
を
お
か
し
い
と
思
わ
な
い
の
は
ど
う
な

の

て
ま
あ
他
の
プ
レ
イ
ヤ

を

り
飛
ば
す
事
な
ぞ
出
来
る
は
ず
が
な
い
か
ら
の
う

ち
な
み
に
そ
の
後
ハ
チ
マ
ン
は

ぐ
へ
へ
へ
へ

そ
う
い
う
事
な
ら
俺
は
女
に
モ
テ
な
い
か
ら

 
こ
う
い
う
機
会
に
は
存
分
に
楽
し
ま
な
い
と
な

と
か
言
う
と

た
ぞ

ど
こ
が

て

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ま
た

 
ラ
ン
は
突

込
ん
だ
後

即
座
に
絶
叫
し
た

何
と
も
忙
し
い
事
で
あ
る

 
画
面
の
中
で
ハ
チ
マ
ン
が
ユ
ウ
キ
の
色
々
な
と
こ
ろ
を

で
回
し
て
い
る
の
を
見
た
せ
い
な
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の
だ
が

 
そ
の
直
後
に
ラ
ン
は

意
外
な
分

を
し
た

し
か
も
ユ
ウ
め

あ
の
顔
は
喜
ん
で
る
わ
よ

ほ

に
は
戸
惑

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ん
じ

が

確
か
に
そ
う
ね

ユ
ウ
は
多
分

何
で
こ
ん
な
ゲ
ス
な
奴
に

で
回
さ
れ
て

 
自
分
が
嬉
し
く
感
じ
て
し
ま
う
の
か
分
か
ら
な
い

て
戸
惑

て
る
と
思
う
わ

何
と
も
不
思
議
な
戸
惑
い
方
も
あ

た
も
ん
じ

の

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
が
疑
問
に
思

た
ユ
ウ
キ
の
反
応
は
そ
う
い
う
事
だ

た
ら
し
い

そ
れ
に
し
て
も
ユ
ウ
は

あ
れ
だ
け
セ
ク
ハ
ラ
さ
れ
て

 
相
手
が
監
獄
行
き
に
な
ら
な
い
の
を
お
か
し
い
と
思
わ
な
い
の
か
し
ら

よ
く
分
か
ら
ん
が

男
を
相
手
に
し
慣
れ
て
な
い
ん
じ

な
い
か
の

あ
あ

そ
れ
は
あ
る
か
も

あ
の
子
が
知

て
る
男

て

 
仲
間
以
外
だ
と
ハ
チ
マ
ン
だ
け
み
た
い
な
も
の
だ
し
ね

セ
ク
ハ
ラ
と
い
う

念
自
体
に

み
が
無
い
と
い
う
事
な
の
じ

ろ
う
な

 
二
人
は
な
る
ほ
ど
と

き
あ
い
つ
つ

再
び
画
面
へ
と
目
を

し
た
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さ
て

お
遊
び
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て

そ
ろ
そ
ろ
金
目
の
物
を
出
し
て
も
ら
お
う
か

く

し

仕
方
な
い

こ
れ
を
持

て
い
け

そ
れ
で
満
足
し
た
ら
さ

さ
と
消
え
ろ

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
言

て

馬

正
直
に
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を
ハ
チ
マ
ン
に
差
し
出
し
た

こ
れ
は
判
断
に
迷
う
な

ユ
ウ
の
こ
う
い
う
所
は
美
点
で
も
あ
る
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
の
事
に
つ
い
て
は

ら
ず
に
ア
ド
バ
イ
ス
に

め
て
お
こ
う
と
思
い
つ
つ

 
大
げ
さ
に
驚
い
た
よ
う
な
表
情
で
こ
う
言

た

お
い
お
い

こ
れ
は
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
じ

ね
え
か

し
か
も
こ
ん
な
に

山
か

 
こ
い
つ
は
と
ん
だ
お
宝
が
手
に
入

ち
ま

た

ぐ
ふ
ふ
ふ
ふ

 
そ
の

間
に
ジ

ン
と
タ
ル
ケ
ン
と
ノ
リ
が

き
込
ん
だ

 
ど
う
や
ら

き
出
し
た
の
を

き
込
む
事
で
誤
魔
化
し
た
ら
し
い

ジ

ン

タ
ル

ノ
リ

ア
ウ
ト

悪
い
悪
い

つ
い

な

む
し
ろ
テ

チ
と
シ
ウ
ネ

は
何
で
あ
れ
を
我
慢
出
来
る
の
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あ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
じ

な
い
と
自
分
に
強
く
言
い

か
せ
て
ま
す
か
ら

な

な
る
ほ
ど

僕
も
そ
う
し
て
み
よ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
五
人
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た
だ
け
で
ユ
ウ
キ
が
出
し
た
肉
に
再
び
目
を
や

た

 
そ
こ
に
は
ユ
ウ
キ
が
倒
し
た
分
の
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
が
全
て

ま
れ
て
い
た

 
そ
の

は
時
間
が

か

た

か

ま
だ
十
個

で
あ

た
が

 
そ
れ
で
も
か
な
り
の
金

に
な
る
事
は
間
違
い
な
い

こ
れ
で
済
む
な
ら
安
い
と
も
言
え
る
し

ま
あ
い
い
判
断
か

い
や

一
応

す
か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は

り
難
く

い
て
お
く

一
応

く
が

 
ま
さ
か
こ
れ
を
も

と

山
持

て
る
な
ん
て
事
は
な
い
よ
な

た
だ
で
さ
え
貴
重
な
肉
を
そ
ん
な
に
持

て
た
ら
こ
ん
な
所
に
金

に
な
ん
か
来
る
も
ん
か

ち

し
け
た
野
郎
ど
も
だ

お
お

今
の
は
後
で
褒
め
て
や
ろ
う

 
そ
う
思

た
ハ
チ
マ
ン
の

に

ユ
ウ
キ
の
こ
ん
な

き
が
飛
び
込
ん
で
き
た

く

剣
さ
え
あ
れ
ば

お
前
な
ん
か
に
は
絶
対
に
負
け
な
い
の
に



 第７７６話 ユウキ、盗賊と対峙す

ふ
む

こ
れ
は
手
間
が
省
け
た
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

更
に
不
敵
な
声
を
作
り

ユ
ウ
キ
に
向
か

て
こ
う
言

た

は

お
前
み
た
い
な
ガ
キ
が

剣
を
持

た
く
ら
い
で
俺
に
勝
て
る
と
で
も
思

て
る
の

か
か

勝
て
る
よ

そ
う
か

な
ら
余
興
だ

少
し
遊
ん
で
や
る

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

先
ほ
ど
ユ
ウ
キ
か
ら
取
り
上
げ
た
剣
を

い
上
げ

 
そ
の
ま
ま
ユ
ウ
キ
に
向
か

て
放

た

え余
興
だ

て
言

た
だ
ろ

ほ
れ

さ

さ
と
か
か

て
こ
い
ガ
キ

言
わ
れ
な
く
て
も

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
ハ
チ
マ
ン
目

け
て
全
力
で
剣
を

り
下
ろ
し
た

 
時
期
は
未
定
で
す
が
暇
な
時
に
コ
ツ
コ
ツ
書
き
進
め
て
い
る

話
 
ヴ

ル
ハ
ラ
高
度
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育
成
高

学
校
編

を
投
稿
す
る
予
定
で
す

面
白
く
な
る
か
ど
う
か
は
正
直
何
と
も
で
す
が

通
常
の
投
稿
は
切
ら
さ
ず
に
一
日
二
話
更
新
み
た
い
な
感
じ
で
突
然
投
稿
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の

で

も
し
見
か
け
た
ら
そ
の
時
は
本
編
も
あ
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け
下
さ
い
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第
７
７
７
話
 
レ
ク
チ

 
ユ
ウ
キ
の
剣
速
は
凄
ま
じ
く

そ
れ
を
見
て
い
た
他
の
者
達
も

 
思
わ
ず
ハ
チ
マ
ン
が
真

二
つ
に
さ
れ
る
光
景
を
想
像
し
た

 
だ
が
真

直
ぐ

り
下
ろ
さ
れ
た
は
ず
の
そ
の
剣
は
ハ
チ
マ
ン
が
ス

と

げ
ら
れ
た
剣
に

受
け
流
さ
れ

 

め
に

道
を
変
え

空

り
さ
せ
ら
れ
る
事
と
な

た

く
 
ユ
ウ
キ
は

て
て
飛
び
退
り

再
び
剣
を

え
た

だ
が
い
つ
の
間
に
移
動
し
て
き
た
の
か

 
そ
の
目
の
す
ぐ
前
に
は

に
ハ
チ
マ
ン
の
被
る
黒
い
マ
ス
ク
の
顔
が
あ

た

う
わ

 
ユ
ウ
キ
は
大

て
で
再
び

離
を
取
ろ
う
と
す
る
が

 
そ
の
黒
ず
く
め
の
顔
は
ユ
ウ
キ
か
ら
決
し
て
離
れ
な
い

うほ
れ
ど
う
し
た

俺
に
勝
て
る
ん
じ

な
か

た
の
か
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勝
て
る

て
ば

 
ユ
ウ
キ
は
再
び
下
が
る
と
見
せ
か
け

近

離
か
ら
突
き
を
放
ち

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
そ
れ
を
受
け
て
刃
が

か
な
い
分
だ
け
後
ろ
に
下
が

た

こ
こ

 
そ
こ
か
ら
ユ
ウ
キ
の
連
打
が
始
ま

た

受
け
流
さ
れ
よ
う
が
受
け
止
め
ら
れ
よ
う
が

 
す
ぐ
次
に
繋
が
る
そ
の
連
打
の

さ
は
凄
ま
じ
い
も
の
で
あ

た

 
だ
が
そ
の
剣
は
ハ
チ
マ
ン
に
は
当
た
ら
な
い

く

盗
賊
の
く
せ
に

や
る
な

お
前
こ
そ
ガ
キ
の

に
中
々
や
る
な

な
ら
ば
こ
う
だ

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
言

て

い
突
き
を
ハ
チ
マ
ン
の
胸
に
放

た
が

 
そ
の
攻
撃
は
少
し
大

り
す
ぎ
た

剣
を
持
つ

ご
と
ハ
チ
マ
ン
の

に
捕
ら
え
ら
れ
て

し
ま

た

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
武
器
を
持
つ

手
が
ユ
ウ
キ
の

に
回
さ
れ
る

で
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ち

近
い

で
も
何
で

う

 
ユ
ウ
キ
は
こ
こ
で
再
び
複
雑
そ
う
な
表
情
を
し
た

 
も
し
か
し
た
ら
ま
た

な
は
ず
な
の
に
何
故
か
嬉
し
い
と
い
う
矛
盾
に
戸
惑

て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い

 
そ
ん
な
パ
ニ

ク

態
に
陥

た

か

ユ
ウ
キ
は

ろ

ろ
と
涙
を
こ
ぼ
し
始
め
た

う

ぐ
す

ま

待
て

何
故
そ
こ
で

く

そ
ん
な
の
分
か
ん
な
い

よ

 
ガ

 
そ
の
ユ
ウ
キ
の
言
葉
と
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
の

に
衝
撃
が
走

た

 
ま
さ
か
の
ま
さ
か

ユ
ウ
キ
は

き
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に

突
き
を
放

た
の
だ

た

う
お

ふ
う

こ
れ
で

が
多
少
ス

キ
リ
し
た

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
こ
れ
に
は
驚
き

ユ
ウ
キ
か
ら

離
を
と

た

 
そ
し
て
自
由
を
取
り

し
た
ユ
ウ
キ
は
そ
の
ま
ま
突
き
主
体
の
攻
撃
へ
と
ス
タ
イ
ル
を
変
え
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た 
そ
の
突
き
の
速
度
も
ま
た
凄
ま
じ
く

剣
先
が
見
え
な
い

で
あ

た

チ

厄
介
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
大
き
く
バ

ク
ス
テ

プ
し

 
そ
の
反
動
を
生
か
し
て
一
気
に
ユ
ウ
キ
の
懐
に
飛
び
込
ん
だ

と

た

 
ユ
ウ
キ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
目

け
て
絶
対
の
自
信
を
持

て
剣
を
突
き
だ
し
た

 
そ
の
自
信
が

す
通
り

そ
の
剣
は
真

直
ぐ
に
ハ
チ
マ
ン
の
胸
に

い
込
ま
れ
て
い
き

 
確
か
に
そ
の
胸
を

い
た
よ
う
に
見
え
た
の
だ
が

そ
の
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
の

が
消
え
た

え残
像
だ

 
そ
の
直
後
に
剣
を
持
つ

を
捕
ま
れ
次
の

間
に
ユ
ウ
キ
の

界
は

八
十
度
ぐ
る
り
と

回
転
し
た

 
そ
し
て
背
中
に

い
衝
撃
が
走
り

ユ
ウ
キ
は
息
を
詰
ま
ら
せ
た

 
ど
う
や
ら
背
中
か
ら
地
面
に
叩
き
付
け
ら
れ
た
ら
し
い
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ぐ
は

 
そ
し
て
ド
ス
ン
と
い
う
音
と
共
に

お
腹
の
上
に
重
さ
を
感
じ
た
ユ
ウ
キ
は

 
自
分
が
完
全
に
マ
ウ
ン
ト
ポ
ジ
シ

ン
を
と
ら
れ
て
し
ま

た
事
を
知

た

 
剣
を
持
つ

手
は
完
全
に
押
さ
え
込
ま
れ
て
お
り

自
由
に
な
る
の
は

手
だ
け
だ

た

 
ユ
ウ
キ
は

手
を
何
と
か
し
よ
う
と
も
が
い
た
が

そ
ん
な
ユ
ウ
キ
に
ハ
チ
マ
ン
は
言

た

そ
の
空
い
て
る

手
で
ど
う
に
か
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
の
か

え
 
ユ
ウ
キ
は

が
分
か
ら
な
い
と
い

た
表
情
を
し
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
は

を
か
く
と

た
め
息
を
付
き
な
が
ら
ユ
ウ
キ
の

手
を
解
放
し

 
同
時
に
自
ら
が
被

て
い
た
マ
ス
ク
を
取

た

チ

ン
ス

 
ユ
ウ
キ
は

手
が
自
由
に
な

た

間
に

敵
目

け
て
突
き
を

り
出
し
た
が

 
そ
の

間
に
相
手
の
顔
が
見
え

そ
の
手
は
ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
た

え

ハ
チ
マ
ン

 
そ
う
言

て

然
と
す
る
ユ
ウ
キ
の
顔
の
横
に
ハ
チ
マ
ン
は
ド
ス

と

を
突
き

し
た
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や
れ
や
れ
相
手
が
俺
だ
と
分
か
ろ
う
が
敵
な
ん
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
攻
撃
す
れ
ば
良
か

た

の
に
な

だ

て

だ

て

ま
あ
今
回
は
さ
す
が
に
仕
方
な
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ユ
ウ
キ
を

き
上
げ

他
の
者
達
に
声
を
か
け
た

お
前
ら

も
う
い
い
ぞ

 
そ
の
言
葉
を
受
け
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
五
人
は
立
ち
上
が
り
こ
ち
ら
へ
と
走

て

き
たみ

み
ん
な

束
さ
れ
て
な
か

た
ん
だ

お

と
ユ
ウ

こ
い
つ
ら
を

む
な
よ

全
部
俺
の
指

で
や

た
事
だ
か
ら
な

な

何
で
こ
ん
な
事
を

ど
う
も
お
前
が
偏

た
方
向
に
進
も
う
と
し
て
た
み
た
い
だ
か
ら
ち

と

を

し
に
な

 
つ
い
で
に
あ
れ
だ

か
い
部
分
の
お
説
教
だ

お

お
説
教

お
う

こ
の
後
い
く
つ
か
お
説
教
だ
な
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し

ぼ

ん

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
声
に
出
し
て
し

ぼ
ん
と
し
た

と
て
も
か
わ
い
い

 
そ
し
て
全
員
で

に
な

て
の
ユ
ウ
キ
の
反
省
会
が
始
ま

た

 
ち
な
み
に
ユ
ウ
キ
は
頑
な
に
ハ
チ
マ
ン
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
か

た

 
ま
だ
ハ
チ
マ
ン
の

の
上
で
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た
ま
ま
で
あ

た

 

と
り
あ
え
ず
こ
れ
は
他
の
者
に
も
言
え
る
事
だ
が

 

え
ば
俺
が
全
員
を

束
し
た
後
素
手
の
お
前
の
前
で

更
に

を
見
せ
て
い
た
事
に
気
付

い
た
か

あ

う
ん

そ
れ
は
気
付
い
た
ん
だ
け
ど

何
も
出
来
な
か

た

最
後
に
ず

と

手
が
自
由
だ

た
時
も
か

う

う
ん

は

や
は
り
ス
キ
ル
を
取
得
さ
せ
た
だ
け
じ

な
く
応
用
ま
で
教
え
て
お
く
べ
き
だ

た

な 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

全
員
の
顔
を
見
回
し
た
後
に
こ
う
言

た

お
前
達
は
ど
う
も

体
術
ス
キ
ル
を
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
み
た
い
だ
な
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え
ば
そ
う
だ
な

お
い
ユ
ウ

ち

と
俺
か
ら
離
れ
ろ

や
だ

ま
あ
い
い
か

多
少
負
担
が

え
る
だ
け
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ユ
ウ
キ
を

き
か
か
え
た
ま
ま
体
を
倒
し
背
中
を
地
面
に
付
け

た
こ
こ
か
ら
体
術
ス
キ
ル
の
応
用
で

ふ
ん

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
の
体
は

ね
上
が
り

一

で
直
立

態
に
な

た

お
お

 

れ
て
い
る
レ
コ
ン
ま
で
思
わ
ず
感

の
声
を
上
げ
て
し
ま
う

そ
れ
は
見
事
な
動
き
だ

た 
レ
コ
ン
の
存
在
が
誰
に
も
気
付
か
れ
な
か

た
の
は
幸
い
で
あ
る

敵
に
倒
さ
れ
て
も
一

で
こ
う
や

て
体
勢
を
立
て
直
す
事
と
か
も
出
来
る

 
他
に
も
色
々
と
技
が
あ
り

そ
れ
を
応
用
も
出
来
る
か
ら
な

 
体
術
を
駆
使
す
れ
ば
ユ
ウ
キ
は
俺
に
マ
ウ
ン
ト
を
取
ら
れ
て
も
何
と
か
な

た
か
も
し
れ
な

い
し
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そ
も
そ
も
仲
間
が

束
さ
れ
た
時
に

も

と

抗
出
来
た
だ
ろ
う
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
再
び

か
け
ユ
ウ
キ
は
し

ぼ
ん
と
し
た
顔
の
ま
ま
コ
ク
リ
と

い
た

体
術
ス
キ
ル
関
連
の
資
料
は
ロ

バ

に
も
ら
う
と
い
い

今
度

し
て
お
く

 
ど
う
せ

の
武
器
も

う
ん
だ
ろ

う
う
ん
今
回
の

ぎ
も
合
わ
せ
れ
ば
あ
の
二
本
の
武
器
が

え
る
く
ら
い

ま
る
予
定

や
れ
や
れ
よ
く
も
ま
あ

い
だ
も
ん
だ

そ
れ
に
し
て
も
よ
く
こ
ん
な
場
所
を
見
つ
け
た
よ

な
タ
ル
の
功

だ
よ

い
や
い
や

偶
然
で
す

て

え
ら
い
ぞ
タ
ル

そ
し
て
同
じ
場
所
で
何
時
間
も
頑
張
れ
る

 
お
前
達
の
忍

力
の
賜
物
で
も
あ
る
な

え
ら
い
ぞ
お
前
達

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
褒
め
ら
れ

一
同
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず
全
員
体
術
も
駆
使
し
て

戦
闘
力
を
も

と
高
め
る
努
力
を
す
る
事

 
特
に
ユ
ウ
は
今
の
ま
ま
だ
と
剣
に
頼
り
す
ぎ
て
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剣
が
無
い
と
戦
闘
力
が
ガ
タ
落
ち
に
な

ち
ま
う
み
た
い
だ
か
ら
な

 
剣
が
無
く
て
も
あ
る

度
戦
え
る
よ
う
に
す
る
か

 
剣
を
失

た
時
に
す
ぐ
に
変
わ
り
の
剣
を
用
意
出
来
る
く
ら
い
の
準
備
は
常
に
し
て
お
く
よ
う

に
う
ん

分
か

た

後
は
一

常
識
の
問
題
な
ん
だ
が

 
そ
こ
で
ノ
リ
が
手
を
上
げ
た

は
い

は
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

そ
れ
は
私
が

ノ

ノ
リ

よ
し
ノ
リ

こ
の
お
子
様
に
ビ
シ

と
言

て
や
れ

任
せ
て

 
そ
し
て
ノ
リ
は
立
ち
上
が
る
と

ユ
ウ
キ
を
ビ
シ

と
指
差
し
な
が
ら
言

た

よ
く
考
え
な
さ
い
ユ
ウ
キ

私
と
シ
ウ
ネ

は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
あ
ん
な
に
可
愛
が

て
も

ら

た
の
よ

 
あ
そ
こ
ま
で
さ
れ
た
ら
普
通
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
が
出
る
に
決
ま

て
る
で
し

う
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え

あ

 
シ
ウ
ネ

も
そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

き

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
わ
れ
方
が
気
ま
ず
か

た
の
か

そ

を
向
い
た

た

確
か
に

ユ
ウ
キ
自
身
の
事
も
そ
う
よ

あ
ん
な
に
可
愛
が

て
も
ら

た
ら

 
絶
対
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
が
出
る
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
そ
れ
が
出
な
か

た
時
点
で
相
手
の
正
体
に
気
付
け
た
は
ず
よ

ご

ご
め
ん

確
か
に
そ
う
だ

た

 
こ
の
時
の
ユ
ウ
キ
は
一
つ
仲
間
達
に
言
え
な
い
事
が
あ

た

 
そ
れ
は
自
分
に
対
し
て
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

々
に
気
付
け
な
か

た
理
由
で
あ
る

 
ユ
ウ
キ
は
ラ
ン
が
気
付
い
た
通
り
敵
で
あ
る
は
ず
の
黒
ず
く
め
の
盗
賊
に

ら
し
い
事
を
さ

れ 
そ
れ
を
嬉
し
く
感
じ
る
事
で
パ
ニ

ク

態
に
陥
り
自
分
の
性

に
疑
問
を

い
て
い
た
の

で
あ
る

 
ラ
ン
の

は
正
に
正

を
言
い
当
て
て
お
り

ユ
ウ
キ
は
ハ
チ
マ
ン
が
正
体
を
現
し
た
時
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自
分
が
変
態
に
な

た
の
で
は
な
か

た
と

安

し
て
い
た
の
で
あ

た

後
あ
れ
だ

お
前
を

り
飛
ば
す

々
な

そ
ん
な
事
ゲ

ム
の
中
で
出
来
る

が
な
い
だ

ろ 
ユ
ウ
キ
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た
後

何
故
か
顔
を

く
し
た

ん

ど
う
し
た

そ
そ
う
い
う

ら
し
い
商

も
裏
で
や

て
る
人
が
い
る

て
ラ
ン
に

い
た
事
が
あ

た

か
ら

 
ユ
ウ
キ
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
言
い

他
の
者
達
は
ハ
チ
マ
ン
も

め
て

を

え
た

あ
の

年

め

ま
あ
ラ
ン
だ
し
仕
方
な
い
よ
な

う
ん

ラ
ン
だ
し
ね

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
指

は
終
わ
り
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
狩
り
を
再
開
す
る
事
と

な

た
あ
ま
り
無
理
を
せ
ず

当
な
所
で
や
め
て

収
す
る
ん
だ
ぞ

 
さ
す
が
に

が
多
す
ぎ
る
と
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
方
も
資
金
の
調
達
が
大
変
だ
か
ら
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な
う
ん

一
応
リ
ツ
さ
ん
と
話
し
て
二

個
く
ら
い
か
な

て

ま
あ
そ
の
く
ら
い
か

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
六
人
は
ち

と

り
だ
か
ら

 
な
る
べ
く
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
な

う
ん

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ウ
キ
を
下
ろ
す
と

他
の
メ
ン
バ

達
に

に
声
を
か
け
て
い

た

お
前
達
も
い
ず
れ
う
ち
に
挑
戦
し
て
く
る
ん
だ
ろ
う
が

 
み
ん
な

期
間
で
よ
く
成
⻑
し
て
る
な

え
ら
い
ぞ

あ

兄
貴

兄
貴

待

て
て
下
さ
い
ね

わ

私
に
も
出
来
れ
ば
ユ
ウ
キ
み
た
い
な

こ
を

あ

出
来
れ
ば
私
に
も

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
ハ
チ
マ
ン
に
存
分
に

え

 
再
び
ヴ

ル
ハ
ラ
を
目
標
と
す
る
戦
い
の
中
へ
と

て
い
き
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ハ
チ
マ
ン
は
レ
コ
ン
と
共
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と

る
事
に
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
の

た

態
か
ら

き
上
が
る
技
の
コ
ツ
を
僕
に
も
教
え
て
下
さ
い

ん

あ
れ
は
な

 
二
人
が
の
ん
び
り
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
最
中
に
突
然
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が

き

た
本
日
午
後
二
十
五
時
か
ら
六
時
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

て

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
が
実
装
さ
れ
ま
す

 
こ
こ
か
ら
運
命
は
大
き
く
動
き
始
め
る
事
に
な

た
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第
７
７
８
話
 
ハ
イ
ブ
リ

ド
・
ラ
ン

 
ユ
ウ
キ
達
と
別
れ

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
レ
コ
ン
と
別
れ

そ
の
ま
ま

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
に
舞
い

た

さ
て

ラ
ン
も
何
か

激
を
受
け
て
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が

 
そ
う
思

て

し
て
い
る
部
屋
の
扉
を
開
け
た
ハ
チ
マ
ン
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

 
ハ
ン
カ
チ
を

え
な
が
ら

ぐ
ぬ
ぬ
と
こ
ち
ら
を

み
つ
け
て
い
る
ラ
ン
の

で
あ

た

ま
た
か

お
い
じ
じ
い

ラ
ン
は
今
度
は
一
体
ど
う
し
た
ん
だ

お
主
が
ラ
ン
の
妹
の
マ
ウ
ン
ト
を
と

た
時
か
ら
ず

と
こ
う
じ

ぞ

マ
ウ
ン
ト
で

何
で
そ
う
な
る

 
き

と
ん
と
す
る
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が
ラ
ン
は
ま
る
で

の
よ
う
に
ぶ
つ
ぶ
つ
と
こ
う

い
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
に
乗

て
も
ら
え
る
な
ん
て

ユ
ウ
の
奴
何
て

ま
し
い

 
と
い
う
か
妹
に
先
を
越
さ
れ
る
な
ん
て

乗

て

て
何
だ
よ

そ
れ
に
何
の
先
を
越
さ
れ
た

て
ん
だ
相
変
わ
ら
ず
の

年

が
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ハ
チ
マ
ン
は

れ
た
よ
う
に
そ
う
言

た
が

ラ
ン
の
目
は
虚
ろ
で
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
よ
う
と
も
し
な
い

お
い
じ
じ
い

こ
れ
は
ど
う
す
り

い
い
ん
だ

ど
う
す
れ
ば
い
い
と
言
わ
れ
て
も
の
う

 
そ
の
後
お
主
が
ず

と
妹
御
を

の
上
に
乗
せ
て
い
た
の
が
ト
ド
メ
に
な

た
よ
う
じ

が

 
ま
あ
外
部
か
ら

激
を

え
て
覚

さ
せ
る
し
か
な
い
ん
じ

な
い
か
の
う

外
部
か
ら
の

激
か

 
キ
ヨ
モ
リ
に
そ
う
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず
ラ
ン
の

を
ペ
チ
ペ
チ
と

叩
い
た

 
だ
が
ま

た
く

果
は
な
く

ラ
ン
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
続
け
て
い
た

う

ん

こ
れ
じ

足
り
な
い
か

ま

た
く
面
倒

え

妹
御
と
同
じ
よ
う
に
す
る
し
か
な
い
ん
じ

な
い
か
の
う

仕
方
な
い

マ
ウ
ン
ト
か
ら
顔
の
真
横
の
地
面
に
パ
ン
チ
で
も

 
ま

た
く
手
間
を
か
け
さ
せ
や
が

て

 
キ
ヨ
モ
リ
が
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は
た
め
息
を
付
き
な
が
ら
愚
痴
る
よ
う
に
そ
う
言

た
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一
応
覚

を
期
待
し
て
か

ハ
チ
マ
ン
は
や
や
乱
暴
に
ラ
ン
を

向
け
に
転
が
し
た
の
だ
が

 
何
の
反
応
も
無
く

く
の
を
や
め
な
い
と
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
仕
方
な
く
ラ
ン
に
馬
乗
り
に
な
り

を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
し
た

さ
て

特
に
こ
い
つ
の
場
合
は

変
な
所
に
触
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
い
と
な

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
で
は
体
の
一
部
分
の

伏
が
か
な
り
違
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
必
要
以
上
に
気
を
遣
い

ラ
ン
の
そ
の
部
分
を
し

か
り
注

し
つ
つ

 
顔
の
横
に
パ
ン
チ
を
入
れ
る

に
前

勢
を
と

た

は

こ
い
つ
も
胸
ば

か
り
じ

な
く

に
も
栄

を
回
し
て
く
れ
れ
ば
な

 
そ
ん
な
失

な
事
を
言
い
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は

手
を

り
上
げ
た

 
そ
の

間
に
ラ
ン
は
ニ
タ
リ
と
笑
い
ハ
チ
マ
ン
の

を
つ
い
て
そ
の
顔
を
自
分
の
胸
に
押
し

付
け
た

 
ラ
ン
の
胸
に
注
意
を
向
け
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
攻
撃
を
防
げ
な
か

た

わ

し

い

う
わ

て

て
め
え

い
つ
か
ら
覚

し
て
い
や
が

た

最
初
か
ら
だ
け
ど
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何
だ
と

だ

騙
し
や
が

た
な

お
い
じ
じ
い

く
助
け
ろ

 
今
は
こ
い
つ
の
方
が
俺
よ
り
も
ス
テ

タ
ス
が
高
い
か
ら
ひ
き
は
が
せ
な

う
ご

 
ラ
ン
は
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
の

を
持
つ
手
に
力
を
入
れ
た

師
匠

協
力
あ
り
が
と

な

な
な
な
何
の
事
じ

は
別
に
何
も

 
ラ
ン
に
突
然
そ
う
お

を
言
わ
れ
た
キ
ヨ
モ
リ
は

 
ハ
チ
マ
ン
の
手
前
さ
す
が
に
ま
ず
い
と
思

た
の
か

た
よ
う
な
顔
を
し
て
そ
う
言
う

と 
そ

を
向
き
な
が
ら
鳴
ら
な
い
口

を

き
始
め
た

ヒ

ウ

ヒ

ウ

む
ぐ

く
く
そ

微

に
お
か
し
い
と
思

た
ら
じ
じ
い
も
グ
ル
だ

た
の
か
よ

し
仕
方
な
い
ん
じ

も
せ

か
く
出
来
た
か
わ
い
い
弟
子
に

わ
れ
た
く
な
い
ん
じ

ざ
け
ん
な

弟
子
な
ら
俺
が
も

と
か
わ
い
い
の
を
紹
介
し
て
や
る

無
理
じ

も
う

ラ
ン
に
情
が

い
て
し
ま

た
ん
じ

も
ん
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も
ん

と
か
ガ
キ
み
た
い
な
事
を
言

て
ん
じ

む
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
い
た
が

ス
テ

タ
ス
の
差
は

何
と
も
し
が
た
い

 
当
然
こ
の
事
も
ラ
ン
は
し

か
り
と
計
算
済
で
あ

た

 
ラ
ン
は
こ
う
い
う
事
に
は
と
て
も
よ
く

が
回
る
の
で
あ
る

 
胸
に

な
栄

を
回
し
つ
つ

の
一
部
に
も
し

か
り
栄

を
回
す
ラ
ン
は
デ
キ
る
女
の

よ
う
だ

く
そ

ど
う
す
れ
ば

 
そ
の
時
思
い
が
け
な
い
事
態
が

き
た

三
人
の
い
つ

え
室
の
扉
が
誰
か
に
ノ

ク
さ
れ
た

の
で
あ
る

 
コ
ン

コ
ン

コ
ン

お
い

誰
か
来
た
ぞ
ラ
ン

待
た
せ
る
の
も
悪
い
か
ら
と
り
あ
え
ず
俺
を
解
放
し
ろ

え

こ
こ
に
は
他
に
知
り
合
い
な
ん
か
い
な
い
し

や
か
し
か
い
た
ず
ら
じ

な
い

 
そ
ん
な
の
ほ

と
け
ば
い
い
わ
よ

 
そ
の
時
ド
ア
の
向
こ
う
か
ら

き
覚
え
の
あ
る
声
が
し
た

ハ
チ
マ
ン
君

い
る

あ
な
た
の
大
好
き
な
お
姉
ち

ん
で
す
よ
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こ
こ
に
キ
ヨ
モ
リ
さ
ん
が
来
て
る

て

い
て

に
来
た
わ
よ
ん

え

ハ
チ
マ
ン
の
お
姉
さ
ん

馬

姉

 
そ
れ
は

う
こ
と
な
き
雪
ノ
下
陽
乃
の
声
で
あ

た

 
も
し
陽
乃
に
こ
ん
な
場
面
を
見
ら
れ
た
ら

ど
ん
な
行
動
を

こ
す
か
想
像
も
つ
か
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

り
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
姉
ら
し
き
人
物
に
ど
う

し
よ
う
か
と
考
え

ま

た

 
だ
が
そ
ん
な
二
人
よ
り
先
に

名
指
し
さ
れ
た
キ
ヨ
モ
リ
が
動
い
た

お
い
ハ
チ
マ
ン

今
の
は
確
か

ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
の
声
じ

よ
な

あ
あ
そ
う
だ

ち

と
待

て
て
く
れ

今
ラ
ン
を
説
得

そ
う
か
そ
う
か

ほ
い
ほ
い

は
こ
こ
じ

ぞ
い

あ

じ
じ
い

待
て

て

 
だ
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
声
も
空
し
く
キ
ヨ
モ
リ
の
手
に
よ

て
扉
は
開
か
れ
た

あ
ら
キ
ヨ
モ
リ
さ
ん

ま
た
そ
の

で
遊
ん
で
た
ん
だ

 
目
の
前
に
い
る
若
い
男
が
キ
ヨ
モ
リ
だ
と

陽
乃
は
す
ぐ
に

破
し
た
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陽
乃
は
こ
の

を
以
前
京
都
で
見
た
事
が
あ

た
か
ら
で
あ
る

お
う
そ
う
じ

そ
う
じ

別
に

が
望
ん
だ

じ

な
い
ん
じ

が
ハ
チ
マ
ン
が
勝
手

に
の
う

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

し
か
し
よ
く
こ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
や

が
い
る
と
分
か

た
の
う

そ
れ
は
ま
あ

え
室
を
レ
ン
タ
ル
し
た
ら

外
に
代
表
者
の
名
前
が
表

さ
れ
る
か
ら
ね

 
そ
れ
を
見
て
こ
こ
だ
な
と
当
た
り
を
つ
け
て
き
た

て

ほ
う
ほ
う

さ
す
が
じ

の
う

い
や
い
や

そ
れ
ほ
ど
で
も

 
ど
う
や
ら
こ
の
二
人

京
都
で
の
一
件
以
来

実
は
と
て
も
仲
良
し
だ

た
よ
う
だ

 
会
話
が
ま
る
で

な
じ
み
の
よ
う
に
気
さ
く
な
雰
囲
気
で
あ
る

で

ハ
チ
マ
ン
君
は

お
う

小

な
ら
そ
こ
じ

あ
ら
そ
う
あ
り
が
と
う
キ
ヨ
モ
リ
さ
ん
え

と
ハ
チ
マ
ン
君
ハ
チ
マ
ン
く

ん

ん

ん
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陽
乃
は
ど
う
見
て
も
ラ
ン
を
襲

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
て
ス

と
目
を

め
た

違
う

誤
解
だ

こ
れ
は
ラ
ン
の
罠
に
は
ま

て
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

線
を
受
け
て

て
て
そ
う
言
い

を
し

 
ラ
ン
も

て
て
ハ
チ
マ
ン
の

束
を
解
き

立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
言
い

に
集
中
し
動
き
を
止
め
て
い
た
他
に
中
々
立
ち
上
が
る
事
が
出
来
な
い

ほ
う
ほ
う

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

あ
な
た
が
噂
の
ラ
ン
ち

ん
ね

は
初
め
ま
し
て
お
姉
さ
ん
ハ
チ
マ
ン
相
手
に

成
事
実
を

み
重
ね
て
い
る

態
で
失

し
ま
す

 
そ
の
う
ち
あ
な
た
の
妹
に
な
る

野
藍
子
と

し
ま
す

 
ラ
ン
が
ど
う

し
よ
う
か
と
考
え
た
末
に
出
し
た
答
え
が
こ
れ
で
あ

た

 
ま

た
く
い
い
性
格
を
し
て
い
る

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

 
そ
の
答
え
は
確
か
に
陽
乃
の
意
表
を
つ
い
た
ら
し
く

陽
乃
は
大
声
で
そ
う
笑

た

見
る
の
と

く
の
で
は
大
違
い
だ
わ

想
像
以
上
に
凄
い
子
み
た
い
ね

ハ
チ
マ
ン
君
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お

お
う

色
々
と
面
倒
を
か
け
ら
れ

ぱ
な
し
で
大
変
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
ラ
ン
の

束
が
外
れ
て
い
る
事
に
や

と
気
付
き
そ
の
ま
ま
立
ち

上
が

た

今
解
放
し
て
あ
げ
た
の
は
貸
し
に
し
て
お
く
わ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

ラ
ン
は
更
に
そ
ん
な
ジ

ブ
を
飛
ば
し
て
き
た

お
前
は
本
当
に
い
い
性
格
を
し
て
る
よ
な

私
も
そ
ん
な
自
分
の
性
格
を

私
の
美
点
だ
と
思

て
い
る
わ

 
ラ
ン
は
ぬ
け
ぬ
け
と
そ
う
言
い

陽
乃
も
そ
れ
に
同
意
し
た

あ
ら

私
も
そ
の
何
て
い
う
か

抜
け
目
の
な
い
所

好
き
よ

お
褒
め
に
あ
ず
か
り
光
栄
で
す

姉
様

あ
ん
ま
り
こ
い
つ
を
調
子
に
乗
ら
せ
る
ん
じ

ね
え

た
く

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
が
知
り
合

た
事
に
漠
然
と
し
た
不
安
を
感
じ
た
が
も
う
後
の
祭
り
で
あ

る 
そ
ん
な
中

突
然
陽
乃
が
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

ま
あ
そ
れ
は
置
い
て
お
い
て

一
応
お
仕
置
き
は
必
要
よ
ね
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そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
内
心
で
喜
び

ラ
ン
は
身
を

く
し
た

お

こ
れ
で
ラ
ン
も
少
し
は
大
人
し
く

ま

ま
ず
い
わ
ね

さ
す
が
に
や
り
す
ぎ
た
か
し
ら

 
だ
が
陽
乃
は
二
人
が
想
像
し
た
の
と
は
真
逆
な
行
動
を
と

た

 
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
の

を
と

た
か
と
思
う
と

 
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
に
は
ま

た
く
見
え
な
か

た
の
に

 
ふ
わ
り
と
ハ
チ
マ
ン
を
投
げ
飛
ば
し

地
面
に
叩
き
つ
け
た
の
で
あ
る

う
お
お
お
お
お

は
い

お
仕
置
き

ま

た
く
ハ
チ
マ
ン
君
は

女
の
子
相
手
に

が
多
す
ぎ
る
の
よ
ね

 
そ
こ
で
そ
う
や

て
し
ば
ら
く
反
省
し
て
い
な
さ
い

く

く
そ

お
仕
置
き

て
俺
に
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言
い
キ
ヨ
モ
リ
は
そ
の
一
連
の
動
き
を
見
て
感
心
し
た
よ
う

に
言

た

ほ
う

い
い

じ

な
陽
乃
さ
ん
よ

あ
り
が
と

キ
ヨ
モ
リ
さ
ん
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ラ
ン
は
そ
の
光
景
に

が
追
い
つ
か
ず

そ
の
思
考
は

内
で

し
て
い
た
が

 
や
が
て
一
つ
の
場
所
に
落
ち
着
き

一
つ
の
結

を
出
し
た

あ
の

ね

姉
様

も
し
か
し
て
そ
の
キ

ラ
は
コ
ン
バ

ト
で
す
か

 
こ
の
質
問
か
ら
ラ
ン
が
陽
乃
の
強
さ
は
高
い
ス
テ

タ
ス
の
せ
い
な
の
で
は
と
考
え
た
事
が

分
か
る

 
だ
が
そ
の
ラ
ン
の
質
問
に

陽
乃
は
あ

さ
り
と
こ
う
答
え
た

こ
れ

名
前
こ
そ
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
同
じ
で
ソ
レ
イ
ユ
だ
け
ど

さ

き
作

た
ば

か
り
の
初
期

キ

ラ
よ
ん

え
 
ラ
ン
は
陽
乃
に
そ
う
言
わ
れ

こ
の
二
人
は
同
じ
人
種
な
の
だ
と
悟

た

 
こ
の
二
人
と
は
当
然
ソ
レ
イ
ユ
と
キ
ヨ
モ
リ
で
あ
る

ソ

ソ
レ
イ
ユ
姉
様

私
を
弟
子
に
し
て
下
さ
い

 
そ
ん
な
ラ
ン
が
出
し
た
結

は
こ
れ
で
あ

た

 

り
し
も
先
ほ
ど
ユ
ウ
キ
が
ハ
チ
マ
ン
の
せ
い
で
体
術
ス
キ
ル
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

め

た
よ
う
に
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そ
れ
を
見
て
い
た
ラ
ン
も
体
術
ス
キ
ル
を
も

と
使
い
こ
な
さ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
の

で
あ
る

 
当
初
ラ
ン
は

ハ
チ
マ
ン
と
キ
ヨ
モ
リ
が
不
在
の
時
間
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

り

 
そ
こ
で
人
の
い
な
い
所
で
独
学
で
体
術
ス
キ
ル
の

行
を
し
よ
う
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
ソ
レ
イ
ユ
の

場
で
事
情
は
ま

た
く
変
わ

た
の
で
あ
る

弟
子

て
何
の

体
術
の
で
す

姉
様

ん

体
術

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
体
術
ス
キ
ル
の
事

 
私
が
や

て
る
の
は
合
気
道
で
あ

て

あ
れ
と
は
ち

と
別
物
だ
と
思
う
け
ど
な

そ
の
差
分
は
自
分
で
何
と
か
し
ま
す

暇
な
時
だ
け
で
い
い
の
で
私
に
稽
古
を
つ
け
て
下
さ

い
ん

ど
う
し
よ

か
な

 
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

ち
な
み
に
ラ
ン
は

じ
じ
い
の
弟
子
で
も
あ
る

あ

剣
術
の
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そ
う
じ

今
は
居
合
い
を
教
え
て
お
る
ぞ
い

へ

そ
れ
は
中
々
ハ
イ
ブ
リ

ド
な
子
が
出
来
上
が
り
そ
う
ね

 
そ
の
言
葉
で
ラ
ン
は

自
分
の
弟
子
入
り
が
認
め
ら
れ
た
事
を
知

た

私
の

行
は
厳
し
い
わ
よ

し

か
り
つ
い
て
き
な
さ
い

は
い

ソ
レ
イ
ユ
姉
様

 
こ
う
し
て
ラ
ン
に

二
人
目
の
師
匠
が
誕
生
す
る
事
と
な

た
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第
７
７
９
話
 
ア
ス
ナ
の
不
調

 
ラ
ン
が
二
人
の
強
力
な

と
い
う
よ
り
強

な
師
匠
を
得
て

行
に
邁
進
し

 
ユ
ウ
キ
が
剣
に
覚

し
て
体
術
の

行
に
あ
け
く
れ
て
い
た
そ
の

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
の
も
う
一
人
の
主
人
公
で
あ
る
は
ず
の
ア
ス
ナ
は

 
仲
間
達
に

め
ら
れ
な
が
ら

一
人
落
ち
込
ん
で
い
た

  
実
は
こ
の
日
ヴ

ル
ハ
ラ
で
は
近
接
戦
闘
職
の
者
達
に
よ
る
総
当
た
り
戦
が
行
わ
れ
て
い
た

 
こ
れ
は
二

月
に
一
度

自
由
参
加
が
前
提
で
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

 
勝

た
か
ら
特
に
何
か
あ
る
と
い
う

で
は
な
か

た
の
だ
が

 
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

の
実
力
の

上
げ
を
図
る
と
い
う
点
で
は
か
な
り
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

た 
ち
な
み
に
ル

ル
は
魔
法
な
し
の
ガ
チ
ン
コ
勝
負

 
半

決
着
モ

ド
で
制
限
時
間
は
一
戦
に
つ
き
五
分

だ
け
で
あ
る

 
こ
の
日
の
参
加
者
は

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

コ
マ
チ

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

エ
ギ
ル

ク
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ラ
イ
ン

 
シ
ノ
ン

セ
ラ
フ

ム

リ

フ

フ
カ
次
郎

ク

ク
ロ
ビ
ン
の
十
二
人
で
あ
り

 
見
学
に
ユ
キ
ノ
と
ス
ク
ナ
が
訪
れ
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
に
付
き
合

て

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
を
プ
レ
イ
し
て
お
り

 
レ
コ
ン
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
見
守

て
い
た

に
不
参
加
で
あ
る

 
そ
し
て
こ
の
日
の
戦
闘
で
ア
ス
ナ
は
何
と
五
勝
六
敗
と
負
け
越
し
て
し
ま

た
の
で
あ

た

 
ア
ス
ナ
に
と

て
は
初
の

験
で
あ
り

特
に
調
子
が
悪
か

た

で
も
な
く

 
更
に
は

姫
と
い
う
強
力
な
武
器
を

え
て
の
敗
北
だ

た

 
ア
ス
ナ
の
受
け
た
衝
撃
は
凄
ま
じ
く

戦
い
が
終
わ

た
後
に
ど
よ
ん
と
落
ち
込
み

 
そ
れ
を
今

皆
が
必
死
で

め
て
い
る
所
な
の
で
あ

た

ま
あ
こ
う
い
う
日
も
あ
る
だ
ろ

う
ん

確
か
に
ち

と
調
子
が
悪
そ
う
だ

た
わ
ね

ど
う
か
な

自
分
じ

普
通
だ
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

微

に

勢
が
守
り
に
入

て
た
気
は
し
た
か
な
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私
が
守
り
に

う
ん

何
だ
ろ
な

ち

と
モ
チ
ベ

シ

ン
が

そ
う
み
た
い
な

そ

か

確
か
に
闘
争
心
が
足
り
な
か

た
よ
う
な
気
は
し
た
な

闘
争
心

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
ん
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
か
も

 
そ
の
最
後
の
キ
リ
ト
の
言
葉
が
ア
ス
ナ
に
と

て
は
一
番
し

く
り
と
感
じ
ら
れ
た
よ
う
だ

 
今
も
確
か
に
シ

ク
を
受
け
て
は
い
る
が

直
ぐ
に
や
り
返
し
て
や
る
と
い
う
感
覚
が

 
自
分
の
中
に

き
あ
が

て
こ
な
い
の
で
あ
る

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
と
話
し
て
み
ろ
よ
俺
達
が
気
付
か
な
い
事
に
何
か
気
付
い
て
る
か
も
し
れ
な

い
し
な

う
ん

と
り
あ
え
ず
今
日
ハ
チ
マ
ン
君
の
家
に
お

ま
り
し
て
相
談
し
て
み
る

 
そ
の
言
葉
に
そ
の
場
に
い
た
何
人
か
は
と
て
も

ま
し
そ
う
な
顔
を
し
た
が

 
そ
の
時
の
ア
ス
ナ
は

普

な
ら
一
部
の
女
性

に
気
を
遣

て
言
わ
な
い
よ
う
な

 
そ
ん
な
ス
ト
レ

ト
な
セ
リ
フ
を
自
分
が
言

て
し
ま

た
事
に
す
ら
気
付
い
て
い
な
か

た
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そ
し
て
ア
ス
ナ
は
フ
ラ
フ
ラ
と
立
ち
上
が
り

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

お
い
お
い

ア
ス
ナ
の
奴
大
丈
夫
か

ど
う
だ
ろ
う
な

 
ク
ラ
イ
ン
の
そ
の
言
葉
に

エ
ギ
ル
は
難
し
い
顔
を
し
た

あ
れ
は
重

か
も

 
続
け
て
フ
カ
次
郎
が
心
配
そ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

多
分
問
題
は
心
の
方
に
あ
る
よ
ね

 
そ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
言
葉
に

キ
リ
ト
は

き
な
が
ら
こ
う
答
え
た

確
か
に
最
近
の
ア
ス
ナ
は

く
な

て
き
て
た
し
な

多
分
そ
の

り
の
影

な
の
か
も
な

お
兄
ち

ん

セ
ク
ハ
ラ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
に
即
座
に
リ

フ

が
突

込
ん
だ

 
ち
な
み
に
リ

フ

的
に
は
冗
談
の
つ
も
り
で
あ

た
が

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
は
そ
の
言
葉
を
真
に
受
け
て
し
ま

た
よ
う
だ

ち

違
う

く

て
の
は
性
格
的
な
意
味
で
あ

て

 
決
し
て
太

た
と
か
そ
う
い
う
意
味
じ

な
い
よ
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お
兄
ち

ん

て
す
ぎ

冗
談
だ

て
ば

冗
談
か
よ

本
気
で

た
じ

な
い
か
よ
リ

フ

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
に
横
か
ら
こ
ん
な
突

込
み
が
入

た

ま
あ
で
も
こ
の
前
体
重
を

た
ら

ち

と
太

て
た
の
は
確
か
ら
し
い

 
そ
の
言
葉
を
発
し
た
の
は
セ
ラ
フ

ム
で
あ

た

 
そ
れ
に
対
し
て
ユ
キ
ノ
が
首
を

げ
な
が
ら
こ
う
返
し
た

で
も
ア
ス
ナ
は
太

た
よ
う
に
は
全
く
見
え
な
い
わ
よ
ね

そ
う

問
題
は
そ
れ
な
の
よ

 
リ
ズ
ベ

ト
が
悔
し
そ
う
な
顔
で
そ
う
言
い

そ
ん
な
リ
ズ
ベ

ト
を
シ
リ
カ
が

め
た

ま
あ
ま
あ

こ
う
い
う
の
は
個
人
差
で
す
か
ら
仕
方
な
い
で
す
よ

個
人
差

何
の
事

 
興
味
深
そ
う
に
そ
う

ね
て
き
た
ス
ク
ナ
に
リ
ズ
ベ

ト
は
更
に
悔
し
そ
う
な
顔
で
こ
う
答

え
た実

は
こ
の
前
う
ち
の
学
校
で

身
体

査
が
あ

た
の
よ
ね

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に

キ
リ
ト
と
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
は
そ

と
そ
の
場
を
離
れ
た
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そ
の
話
は
自
分
達
が

く
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
た
の
だ
ろ
う

 
ヴ

ル
ハ
ラ
は
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
方
が
多
い
特

な
ギ
ル
ド
で
あ
る

 
基
本
男
性

は

普

か
ら
女
性

に
は
か
な
り
気
を
遣

て
い
る
の
で
あ
る

で

そ
の
時
の
ア
ス
ナ
の

が
さ

 
こ
こ
で
リ
ズ
ベ

ト
は
一

話
す
の
を
止
め

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

 
男
性

が
遠
く
に
い
る
の
を
確
認
し
て

キ
リ
ト
に
こ
う
声
を
か
け
た

キ
リ
ト

え
ら
い

 
そ
の
呼
び
か
け
に
対
し

キ
リ
ト
は
当
然
だ
と
ば
か
り
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
手
を

た

う
ち
の
男
ど
も

て
こ
う
い
う
時
に
は
ち

ん
と
気
を
遣

て
く
れ
る
か
ら
い
い
よ
ね

逆
に

し

な
く
な
る
事
も
あ
る
け
ど

ま
あ
確
か
に
助
か
る
わ
よ
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

ユ
キ
ノ
も
そ
れ
に
同
意
し
た

さ
て
そ
れ
じ

あ
安
心
し
て
話
を
続
け
ま
す
か
で
そ
の
時
の
ア
ス
ナ
の

な
ん
だ
け

ど 
ウ

ス
ト
は
一
セ
ン
チ

く
な

て
て

お

は
変
化
な
し
だ

た
ん
だ
よ
ね

 
身
⻑
は
変
わ
ら
ず

体
重
だ
け
が

え
た
み
た
い
な
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そ
の
言
葉
に
何
人
か

ま

た
者
が
い
た

 

体
的
に
は
リ

フ

シ
ノ
ン

ク

ク
ロ
ビ
ン
の
三
人
で
あ
る

今
故
意
に

何
か
の
変
化
に
つ
い
て
触
れ
な
か

た
よ
ね

う
ん

ま
あ
そ
れ
が
オ
チ
だ
し

私
も
教
室
で
そ
の
話
を

い
て
愕
然
と
し
た
も
ん

で
す
よ
ね

私
も
で
す

な
る
ほ
ど

胸
が
大
き
く
な

た
分
だ
け
体
重
が

え
た

ね

 
そ
こ
で
ユ
キ
ノ
が
ス
ト
レ

ト
に
そ
う
言
い

 
三
人
は
ユ
キ
ノ
を
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
物
を
見
る
目
で
愕
然
と
見
つ
め
た

な

何
か
し
ら

ま
さ
か
ユ
キ
ノ
の
口
か
ら
そ
ん
な
言
葉
が
平
然
と
出
る
な
ん
て

え

そ
ん
な
に
お
か
し
い

実
は
私
も
同
じ
よ
う
な

態
な
の
だ
け
れ
ど

え
え
え
え
え

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
告
白
に

三
人
は
目

が
飛
び
出
る

驚
い
た

ま
あ
私
の
場
合
は
そ
の
元
が
小
さ
い
か
ら
別
に
自
慢
出
来
る

に
な

た

で
は
な
い
の

だ
け
れ
ど
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そ
れ
で
も
成
⻑
は
成
⻑
だ
し

私
的
に
は
満
足
と
い
う
か

 
も
し
万
が
一
彼
に
触
ら
れ
た
時
に
最

限
心
地
よ
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
く
ら
い
だ
け
あ
れ

ば 
そ
れ
で
い
い
か
な
と
思
う
よ
う
に
な

た
と
い
う
か

て
や
だ
私
は
何
を
言

て
い
る

の
か
し
ら

 
そ
ん
な
ユ
キ
ノ
を
他
の
者
達
は

生

か
い
目
で
見
つ
め
て
い
た

え

そ
の
目
は
何

副
⻑
が
乙
女
に
な

た

う
う
ん

ユ
キ
ノ
も
変
わ

た
な

て

そ
う
い
う
と
こ

く
な

た
よ
ね

ま
あ
私
も
も
う
す
ぐ
二
十
二
だ
し

し

か
り
と
現
実
を
見
る
よ
う
に
な

た
の
よ

さ

す
が
大
人
の
女

 
ユ
キ
ノ
は
そ
の
言
葉
に
柔
ら
か
い
笑
顔
を
見
せ
た
が

 
ユ
キ
ノ
は
今
で
も
敵
の
前
に
立

た
時
に
は
ま

た
く
容

を
見
せ
る
事
は
無
い

 
大
人
に
な

た
と
は
い
う
が
そ
の

り
は

か
ら
ま

た
く
変
わ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
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お
義
姉
ち

ん
が
言
う
に
は

多
分
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
ず

と
入
院
し
て
て

 
栄

が
足
り
な
か

た
分
成
⻑
が
止
ま

て
て

 
そ
れ
が

さ
れ
た
か
ら
胸
に
栄

が
い
く
よ
う
に
な

て

 
こ
の

で
い
き
な
り
成
⻑
を
始
め
た
ん
じ

な
い
か

て

あ
あ

そ
れ
は
あ
り
そ
う

ま
あ
元
々
そ
う
い
う
身
体
的
素
質
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
ね

基
本
ス
ペ

ク
の
違
い
か

ま
あ
そ
の

り
の
話
は
今
回
の
件
と
は
無
関
係
で
し

う
し
こ
の
く
ら
い
に
し
ま
し

う
か

 
そ
こ
で
ユ
キ
ノ
が
穏
や
か
に
話
を
終
わ
ら
せ

 
リ
ズ
ベ

ト
が
も
う

て
き
て
い
い
と
い
う
風
に
キ
リ
ト
達
を
手

き
で
呼
び
寄
せ
た
後

 
話
は
元
の
ア
ス
ナ
の
不
調
の
話
に

た

さ

き
の
話
で
出
た
の
は

守
り
に
入

て
た

モ
チ
ベ

シ

ン
が

か

た

 
闘
争
心
が
足
り
な
か

た

と
い
う
三
点
だ

た
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

 
や
は
り
そ
の

り
が
調
子
が
出
な
い
原
因
な
の
か
し
ら
ね

問
題
は
次
の
総
当
り
戦
の
結
果
だ
ろ
う
な
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確
か
に
今
回
の
件
に
つ
い
て
の
再
現
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
が
一
番
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
わ

ね
ま
あ
俺
達
に
は
な
ん
と
な
く

度
の
感
想
し
か
言
え
な
い
か
ら
な

ま
あ
結
局
ハ
チ
マ
ン
に
任
せ
る
し
か
な
い
ん
じ

な
い
か
な

 
ア
ス
ナ
の
事
を
一
番
よ
く
分
か

て
い
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
な
ん
だ
し

 
当
然
の
事
な
が
ら

結
局
そ
の
後
も
こ
れ
だ
と
い
う
意
見
は
出
ず

 
こ
の
日
の
活
動
は
こ
れ
で
終
了
と
な

た

 
そ
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
明
日
奈
は
一
人
と
ぼ
と
ぼ
と
八
幡
の
実
家
へ
と
向
か

て
い
た
の

だ

た
は

私

一
体
ど
う
し
ち

た
ん
だ
ろ

 
明
日
奈
は
立

た
ま
ま

に

ら
れ
な
が
ら

ぼ

と
流
れ
る
景
色
を
見
つ
め
て
い
た

 
正
直
明
日
奈
に
は

不
調
に
対
す
る
心
当
た
り
は
ま

た
く
無
い

 
む
し
ろ
今
は
私
生
活
が
充
実
し
す
ぎ
て
怖
い
く
ら
い
な
の
で
あ
る

 
そ
し
て

が

ま
り

明
日
奈
の
目
に

見
覚
え
が
あ
る

物
が
映

た

あ

ソ
レ
イ
ユ
だ
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明
日
奈
は
誰
か
知
り
合
い
が
乗

て
く
る
か
な
と
思
い
何
と
な
く
乗

口
の
方
を
じ

と
見

て
い
た
が

 
明
日
奈
の
ソ
レ
イ
ユ
の
知
り
合
い
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寮
生
活
の

そ
ん
な
偶
然
は
滅
多

に
な
い

 
だ
が
今
日
に
限

て
い
え
ば

偶
然
の
神
様
が
明
日
奈
に
気
を
遣

て
く
れ
た
よ
う
で

 
発

の
ベ
ル
が
鳴

た
後

明
日
奈
の
知
り
合
い
が
一
人

の
中
に
駆
け
込
ん
で
き
た

ふ
う

危
な
い
危
な
い

あ

あ
れ

明
日
奈

か
お
り

偶
然
だ
ね

 
そ
の
駆
け
込
ん
で
き
た
知
り
合
い
は

本
か
お
り
で
あ

た



 第７８０話 過去と今の違い

 
第
７
８
０
話
 
過
去
と
今
の
違
い

あ
れ

で
も
か
お
り

て
確
か
ソ
レ
イ
ユ
の
寮
に

ん
で
る
ん
だ
よ
ね

今
日
は
実
家
に
で

も
帰
る
の

う
う
ん

寮
に
は

る
よ

今
日
は
千
佳
と
ご

を
食
べ
に
行
く
約
束
を
し
て
た
ん
だ

 
明
日
奈
は
こ
れ
か
ら
八
幡
の
家

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

ま
あ
こ
の
路
線
に
乗

て
る
ん
だ
か
ら
当
た
り
前
だ
よ
ね

 
今
度
ま
た
別
の
日
に
誘
う
か
ら

そ
の
時
は
三
人
で
ま
た
出
か
け
よ
う
ね

う
ん

喜
ん
で

 
二
人
は
楽
し
そ
う
に
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
た
が
こ
の
美
女
二
人
が
揃
う
と
と
に
か
く
目
立

つ 
そ
し
て
今
の
時
刻
は

方
で
あ
り

乗

が
か
な
り
高
く
な
る
時
間
で
も
あ
る

 
当
然
不

な
事
を
考
え
な
が
ら
二
人
に
近
付
こ
う
と
す
る
者
も
お
り

 
そ
う
い

た
者
の
一
人
が

今
ま
さ
に
二
人
の
隣
に
移
動
し
よ
う
と
し
て
い
た
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き
 
そ
の
時
明
日
奈
が
小
さ
な
声
で

鳴
を
上
げ

そ
の
不
審
者
は
驚
い
た

 
見
る
と
狙

て
い
た
美
女
二
人
組
と
自
分
と
の
間
に
山
の
よ
う
な
背
中
が

り
込
ん
で
お
り

 
明
日
奈
と
か
お
り
に
近
付
く
の
は
不
可
能
だ
と
悟

た
そ
の
不
審
者
は

 
悔
し
そ
う
に

打
ち
を
し
て
去

て
い

た

な
ん
だ

義

君
か

び

く
り
し
た

久
し
ぶ
り
だ
ね

あ
れ

材
木
座
君

お
疲
れ
様

ご
め
ん
ご
め
ん

我
の
せ
い
で
驚
か
せ
て
し
ま

た
か
な

 
明
日
奈
さ
ん
お
久
し
ぶ
り

そ
し
て

本
さ
ん
お
疲
れ
様

 
そ
の
山
の
よ
う
な
背
中
の
持
ち
主
は

 
た
ま
た
ま
別
の
ド
ア
か
ら
同
じ
時
間
の
同
じ

両
に
乗
り
込
ん
だ
材
木
座
で
あ

た

 
材
木
座
は

内
で
二
人
を
見
付
け
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
そ
ち
ら
に
移
動
し
て
い

た
が

 
同
じ
よ
う
に
そ
の
二
人
に
近
付
こ
う
と
す
る
男
の

を
見
付
け

 

て
て
二
人
と
そ
の
男
の
間
に

り
込
ん
だ
の
で
あ

た
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材
木
座
は
そ
の
ま
ま
二
人
を
守
る
よ
う
な

置
を
キ

プ
し

 
近
く
に
不
審
者
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
に

囲
に
気
を
配

て
い
た

 
だ
が
二
人
を
不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に

そ
の
事
は
二
人
に
は
一
切
言
う
つ
も
り
は
な
い

 
義

は

と
比
べ
る
と

格

に
い
い
男
に
成
⻑
し
て
い
る
よ
う
で
あ

た

明
日
奈
さ
ん
は
今
日
は
八
幡
の
家

う
ん

そ
う
す
る
つ
も
り

私
は
友
達
と
食
事
か
な

な
る
ほ
ど

我
も
そ
ろ
そ
ろ

を
消
化
し
な
い
と
ま
ず
い
と
言
わ
れ
た
の
で

 
た
ま
に
は
と
思

て
実
家
に
帰
る

中
か
な

あ

そ
う
い
え
ば
義

君
は
今
は
う
ち
の
会
社
に
出
向
し
て
る
ん
だ

け

う
ち
の
会
社

あ
あ

そ
う
で
す
よ
お
嬢
様

お

様
の
会
社
に
出
向
さ
せ
て
も
ら

て
ま

す 
材
木
座
は
冗
談

い
口
調
で
そ
う
言
い

か
お
り
は
ポ
ン
と
手
を
叩
い
た

あ

そ

か

そ
う
い
え
ば
明
日
奈

て
レ
ク
ト
の
社
⻑
令
嬢
な
ん
だ

け

お

さ
ん
に
パ

テ

と
か
に
無
理
や
り
付
き
合
わ
さ
せ
さ
せ
ら
れ
て
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苦

ば

か
り
な
ん
だ
け
ど
ね

あ

そ
う
い
う
の

て
や

ぱ
り
あ
る
ん
だ

う
ん

 
そ
う
語
る
明
日
奈
の
表
情
は
本
当
に

そ
う
に
見
え
か
お
り
は
心
か
ら
明
日
奈
に
同
情
し
た

 
そ
の
時
材
木
座
が
意
外
な
事
を
言
い
出
し
た

あ

そ
れ
な
ら
我
も
あ
る
ぞ

パ

テ

に
出

さ
せ
ら
れ
て
苦

な

験

え

そ
う
な
ん
だ

八
幡
の
奴
が

た
ま
に
我
に
そ
う
い
う
の
を
押
し
付
け
て
く
る
の
だ

う
わ

八
幡
君

し
か
も
八
幡
の
奴

い
つ
ま
で
た

て
も
我
を
ソ
レ
イ
ユ
に
呼
び

し
て
く
れ
な
い
し

な

何
か
ご
め
ん
ね

 
明
日
奈
は
い
た
た
ま
れ
な
く
な

た
の
か

思
わ
ず
そ
う
謝

た

も
し
良
か

た
ら

今
度
私
か
ら
八
幡
君
に
言

て
お
こ
う
か

あ

い
や

冗
談
冗
談

レ
ク
ト
の
仕
事
も
楽
し
い
か
ら
大
丈
夫
大
丈
夫



 第７８０話 過去と今の違い

 
材
木
座
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

明
日
奈
は
興
味
深
げ
な
顔
で
材
木
座
に
こ
う

ね
た

義

君
は
レ
ク
ト
で
今
何
を
し
て
い
る
の

今
我
は

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
運

と
開
発
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
か
な

あ

そ
れ

今
度
私
達
も
や
ろ
う
か

て
話
し
て
た
の

そ
れ
は
ま
た
奇
遇
な

そ
れ
そ
れ

い
て
よ
明
日
奈

 

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
名
前
が
出
た

間
に
か
お
り
は
自
慢
げ
な
顔
を
し
明
日
奈
に
こ
う

言

た
実
は
あ
の
ゲ

ム
の
ス
ポ
ン
サ

連
動
方
式

て
私
の
ア
イ
デ
ア
な
ん
だ
よ

そ
う
な
の

う
ん

前
に
新
し
い
ゲ

ム
の
ア
イ
デ
ア
の
社
内
公

が
あ

て

 
そ
こ
で
私
が
出
し
た
意
見
が
通

た
の

 
そ
の
か
お
り
の
言
葉
を
受
け

材
木
座
も
こ
う
賞

し
た

あ
の
ア
イ
デ
ア
は
我
も
か
な
り
良
か

た
と
思
う

実

結
果
も
出
し
て
る
し
な

う
ん

金
一

も
も
ら

た
し

お

布
的
に
も
か
な
り
良
か

た
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金
一

ど
の
く
ら
い

え

と
ね

 
か
お
り
は
明
日
奈
の

元
で
こ
そ
こ
そ
と
何
か

き

明
日
奈
の
顔
が
驚
愕
に
見
開
か
れ
た

え

そ
ん
な
に

う
ん

私
も
正
直
び

く
り
し
た

と
か

え
そ
う
じ

な
い

ま
あ
免
許
を
と
る
の
が
先
だ
け
ど
ね

 
か
お
り
は
ま
だ
そ
の
お
金
の
使
い
道
を
決
め
て
お
ら
ず
今
日
千
佳
に
相
談
す
る
つ
も
り
ら
し

い
あ
の
時
は
我
も

め
て
ゲ

マ

目
線
の
ア
イ
デ
ア
ば

か
り
だ

た
か
ら

 

本
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
は
一
歩
抜
き
ん
出
て
見
え
た
し

一

を
と
る
の
も

け
る
か
な

へ

そ
う
な
ん
だ

か
お
り

凄
い
ね

い
や

あ
は
は
は
は

 
明
日
奈
に
純

な
賞

の

線
を
向
け
ら
れ
た
か
お
り
は

 
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
で
見
た
ア
ニ
メ
が
元
ネ
タ
だ
と
は
今
更
言
え
な
い
の
で
あ

た
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そ
う
い
え
ば
今

八
幡
君
も

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
を
や

て
る
よ

何

あ
奴
め

い
つ
の
間
に

ち
な
み
に
キ

ラ
の

録
名
は

普
通
に
ハ
チ
マ
ン
か
な

ふ
む
ふ
む

ち

と
失

 
材
木
座
は
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て
何
か
調
べ
始
め

直
後
に
そ
の
目
が
驚
愕
に
開
か
れ
た

千
葉
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ

ズ
の
リ

ダ

て
ハ
チ
マ
ン
だ

た
の
か

 
メ
ン
バ

の
名
前
と
か
全
然
見
て
無
か

た
な

 
明
日
奈
と
か
お
り
は
そ
の
言
葉
に
思
わ
ず

き
出
し
た

千
葉
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ

ズ

な

何
そ
れ

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
ト

プ
に
君
臨
す
る
攻
略
チ

ム
の
名
前
か
な

 
今
思
え
ば
い
か
に
も
八
幡
ら
し
い
と
い
う
か

ト

プ

て
凄
い
じ

な
い

八
幡
君

さ
す
が
だ
な

 
か
お
り
は
素
直
に
そ
う
賞

し
た
が
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明
日
奈
は
微

に
も
や
も
や
し
た
も
の
が
胸
に

き
あ
が

て
く
る
の
を
感
じ
て
い
た

 
や
は
り
ま
だ
ま
だ
昼
間
の
総
当
り
戦
の
シ

ク
を
引
き
ず

て
い
る
よ
う
だ

 
そ
ん
な
明
日
奈
の
微

な
感
情
の

ら
ぎ
に
気
付
い
た
者
が
い
た
ま
さ
か
の
材
木
座
で
あ
る

あ
の

明
日
奈
さ
ん

も
し
か
し
て
何
か
悩
み
で
も

え
て
る

あ
れ

そ
ん
な
風
に
見
え
る

ま
あ
う
ん

今
ち

と
悩
ん
で
る
ん
だ
よ
ね

前
に
会

た
時
と
笑
顔
の

象
が
違
う
と
い
う
か
ま
あ
そ
ん
な
感
じ
が
し
た
か
ら
も
し
か
し

た
ら
と

う
わ

材
木
座
君
凄
い
ね

私

全
然
気
付
か
な
か

た
よ

逆
に
ま
め
に
会

て
る
せ
い
で
は
な
い
か
な
我
明
日
奈
さ
ん
と
会
う
の
は
か
な
り
久
々
だ

し 
材
木
座
は
そ
う
言

て

友
達
の
悩
み
に
気
付
か
ず

 
や
や
落
ち
込
ん
だ
様
子
を
見
せ
た
か
お
り
を
フ

ロ

し
た

 
や
は
り

の
材
木
座
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
気
の
遣
い
方
で
あ
る

確
か
に
久
し
ぶ
り
だ
よ
ね

本
当
に
感
覚
的
な
も
の
だ
か
ら

正
直
我
も
ま

た
く
自
信
は
無
か

た
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で
も
凄
い
な

確
か
に
ち

と
今
日

落
ち
込
む
事
が
あ

て
さ

人
に
言
え
る
悩
み
な
ら

我
と

本
さ
ん
に
話
し
て
み
て
は

う
ん
そ
れ
は
問
題
な
い
よ
ち

と
く
だ
ら
な
い
話
に
な

ち

う
ん
だ
け
ど

い
て

く
れ
る

も
ち
ろ
ん

我
で
良
け
れ
ば

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に
か
お
り
と
材
木
座
は
笑
顔
で

い
た

え

と
ね

 
そ
し
て
明
日
奈
は
今
日
の
出
来
事
を
二
人
に
語
り
始
め
た

 

な
る
ほ
ど

そ
ん
な
事
が

全
然
く
だ
ら
な
く
な
ん
か
な
い

て
ば

あ
り
が
と
う
二
人
と
も

私
に
と

て
は
や

ぱ
り
大
事
な
事
な
ん
だ
よ
ね

 
八
幡
君
の
隣
に
立
つ
資
格
を
失

ち

た
み
た
い
に
感
じ
ら
れ
ち

た
か
ら
さ

い
や
い
や
い
や

そ
れ
は
無
い
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明
日
奈
の
そ
の
自
信
無
さ
げ
な
言
葉
に
二
人
は
即
座
に
そ
う
突

込
ん
だ

え

で
も

八
幡
は
明
日
奈
に
ゲ

ム
内
の
強
さ
な
ん
て
求
め
て
な
い

て
ば

と
い
う
か

何
か
を
要
求
し
よ
う
だ
な
ん
て
思

て
も
い
な
い
と
思
う
ぞ

む
し
ろ
一

に
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

み
た
い
な

う
む

そ
の
言
葉
は
実
に
八
幡
に
似
合
う
表
現
だ
な

 
明
日
奈
は
そ
う
言
わ
れ

微

に
納
得
し
が
た
い
表
情
を
し
た
が

 
本
人
の
納
得
に
は
関
係
な
く

そ
れ
は
事
実
で
あ
る

し
か
し
そ
う
い
う
事
か

そ
れ
な
ら
我
に
一
つ
心
当
た
り
が
あ
る

本
当
に

教
え
て

義

君

た
だ
合

て
い
る
か
ど
う
か
は
自
信
が
な
い

そ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て
く
れ

そ
れ
で
も
手
が
か
り
に
な
る
か
も
だ
し

い
て
お
き
た
い

 
明
日
奈
は

に
も
す
が
る
思
い
で
そ
う
言
い
義

は
自
分
な
り
の
考
え
を
述
べ
る
事
に
し
た

分
か

た

我
の
心
当
た
り
と
い
う
の
は

明
日
奈
さ
ん
の
変
化
に
つ
い
て
な
ん
だ
が

 
我
の
記
憶
だ
と

最
初
に
会

た
時
の
明
日
奈
さ
ん
は
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せ

か
く
再
会
出
来
た
と
い
う
の
に
家
族
特
に
⺟
上
に
対
し
て
少
し
身

え
て
い
る
よ
う

に
見
え
た

最
初
に
会

た
時

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
た
直
後
だ
よ
ね

う
む

そ
の
く
ら
い
か
な

あ
の
時
か

確
か
に
あ
の
時
は
な

 
お
⺟
さ
ん
に
対
し
て
不
満
と
い
う
か

た
る
気
持
ち
も
あ

た
か
も

そ
の
少
し
後
に
会

た
明
日
奈
さ
ん
は
そ
の
話
し
ぶ
り
か
ら
ご
家
族
と
の
関
係
は

さ
れ

て
お
り

 
そ
の
代
わ
り
に
何
か
強
い
決
意
を
秘
め
た

で
八
幡
と
一

に
行
動
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し

た
そ
れ

て
い
つ
く
ら
い
の
時

二
人
が
熱
心
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
い
た

か
な

あ
あ

 
そ
の

の
明
日
奈
は

自
分
よ
り
も
む
し
ろ
八
幡
の
安
全
の

に

 
と
に
か
く
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
手
が
か
り
を
掴
も
う
と
頑
張

て
い
た
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八
幡
が

む
事
な
の
で
そ
の
モ
チ
ベ

シ

ン
は
確
か
に
高
か

た
は
ず
で

 
材
木
座
か
ら
そ
う
見
え
た
と
し
て
も
ま

た
く
不
思
議
で
は
な
い

で
も
今
の
明
日
奈
さ
ん
は

そ
う

と
て
も
穏
や
か
で
幸
せ
そ
う
に
見
え
る

 
確
か
に
塞
ぎ
こ
ん
で
い
た
よ
う
に
も
感
じ
た
け
ど
で
も

こ
の
部
分
は
幸
せ
そ
う
に
見
え

た
う
ん

確
か
に
今
は
何
も
か
も
が
幸
せ
す
ぎ
て
怖
い
く
ら
い
か
も

な
の
で
そ
う
考
え
る
と

今
の
明
日
奈
さ
ん
に
足
り
な
い
も
の
は

 
明
確
な
敵

も
し
く
は
ラ
イ
バ
ル

あ
る
い
は
目
標

な
の
で
は
な
い
か
な

敵

ラ
イ
バ
ル

そ
れ
に
目
標
か

 
明
日
奈
は
確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た

 
人
の
悪
意
に

感
で

病
だ

た
材
木
座
は

 
社
会
人

験
を

て

他
人
の
感
情
を
何
と
な
く

め
る
よ
う
に
な

て
い
た
よ
う
で
あ
る

あ

私
も
一
つ
い
い

か
お
り
も
何
か
気
付
い
た

そ
う
じ

な
い
ん
だ
け
ど

ほ
ら

明
日
奈

て
お
兄
さ
ん
が

て
き
た
ナ

ヴ
ギ
ア
を



 第７８０話 過去と今の違い

 
た
ま
た
ま
被

て
事
件
に

き
込
ま
れ
た
ん
だ
よ
ね

う
ん

そ
う
だ
よ

て
事
は

明
日
奈
は
元
々
ゲ

ム
と
か
す
る
人
じ

な
か

た
ん
で
し

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ
ね

じ

あ
あ
れ
だ
も
し
か
し
て
明
日
奈
は
そ
の

の
明
日
奈
に

り
つ
つ
あ
る
ん
じ

な
い

え
 
そ
の
指
摘
は
明
日
奈
に
と

て
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
で
あ

た

 
今
の
自
分
に
と

て

ゲ

ム
が
切

て
も
切
り
離
せ
な
い
存
在
な
の
は
間
違
い
な
い
が

 
ほ
ん
の
五
年
前
ま
で
の
自
分
は
ま

た
く
そ
ん
な
事
は
な
か

た
と
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
の
だ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
け
ど

 
で
も
私

も
し
今

ゲ

ム
禁
止

て
言
わ
れ
た
ら

禁
断

が
出
る
く
ら
い
の
自
覚
は

あ
る
よ

で
も
プ
レ
イ
す
る
事
と
強
く
あ
る
事
は
違
う
で
し

う

あ
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今
の
自
分
は
確
か
に
幸
せ
だ

り
に
は

山
仲
間
が
い
て
い
つ
で
も
一

に
わ
い
わ
い

げ

る
し

 
家
族

特
に
以
前
は

意
が
あ

た
⺟
と
の
関
係
も
劇
的
に

し
て
い
る
し

 
愛
す
る
人
と
好
き
な
時
に
好
き
な
だ
け
一

に
い
ら
れ
る

 
で
も
そ
れ
は
全
て

自
分
が
ゲ

ム
内
で
強
く
あ
る
事
と
は
何
の
関
係
も
な
い
の
だ

 

え
自
分
が

く
と
も

仲
間
は
変
わ
ら
ず
一

に
い
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
り

 
家
族
も
何
も
変
わ
ら
ず
に
接
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
り

 
八
幡
も
変
わ
ら
ず
自
分
の
事
を
愛
し
て
く
れ
る
の
だ

か
お
り
の
言
う
通
り

え
私
が
強
く
な
く
て
も
今
の
私
の
幸
せ
に
は
何
の
変
化
も
無
い
の
か

も
だ
よ
ね

多
分
そ
れ
が
今
回
負
け
越
し
ち

た
原
因
だ
よ
き

と

そ
う

な
の
か
な

な
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
の
答
え
は
簡

だ
ね

さ

き
材
木
座
君
が
言

た
よ
う
に

 
強
く
あ
る
事
で
明
日
奈
が
よ
り
幸
せ
に
な
れ
る
ん
だ

て
自
覚
出
来
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
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ラ
イ
バ
ル
に
勝
つ
と
か

強
大
な
敵
に
勝
つ
と
か

何
か
大
き
な
目
標
を
達
成
す
る
と
か

 
そ
う
い
う
目
的
意
識
が
あ
れ
ば

こ
の
問
題
は
自
然
と
解
決
出
来
る
ん
じ

な
い
か
な

う
ん

う
ん

あ
り
が
と
う
二
人
と
も

 
そ
う
お

を
言
う
明
日
奈
の
目
に
は
光
が

て
い
た

 
そ
う
す
る
事
で
事
態
が

す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
定
か
で
は
な
い
が

 
少
な
く
と
も
大
き
な
ヒ
ン
ト
で
あ
る
事
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
た
か
ら
だ

ま
あ
後
は

思

た
事
を
八
幡
に
話
し
て
み
る
と
い
い

そ
れ
あ
る

多
分
八
幡
な
ら
き

と
何
か
し
ら
い
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
よ
き

と

う
ん

そ
う
し
て
み
る

今
日
二
人
に
会
え
て

本
当
に
良
か

た

 
そ
し
て
目
的
地
に
到
着
し

を
降
り
た
三
人
は

 
再
会
を
約
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
へ
と
散

て
い

た

 
お

い

明
日
奈

あ

八
幡
君

 
八
幡
の
家
へ
と
向
か
う
道
の

中
で

お
そ
ら
く
小
町
に
で
も
話
を

い
た
の
だ
ろ
う
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八
幡
が
笑
顔
で
明
日
奈
を
迎
え
に
現
れ
た

今
日
は
散
々
だ

た
ら
し
い
な

大
丈
夫
か

う
ん
実
は
さ

き
か
お
り
と
義

君
に
会

て
色
々
話
し
て
二
人
か
ら
い
い
ヒ
ン
ト
を
も

ら
え
た
の

 
家
に
着
い
た
ら
そ
の
時
の
事
を
色
々
話
す
ね

か
お
り
に
材
木
座
が

ま
あ
元
気
に
な

て
く
れ
た
な
ら
良
か

た
よ

 
ち
な
み
に
後
日
八
幡
は

か
お
り
と
義

を
食
事
に
誘
い

 
何
で
も
好
き
な
物
を
頼
む
よ
う
に
と
感
謝
の
意
を
表
現
し
た

 
そ
れ
く
ら
い
話
に

い
て
い
た
明
日
奈
の
様
子
と
今
の
明
日
奈
の
様
子
は
違

て
い
た
の
で
あ

る
そ
れ
じ

あ
帰
る
か

う
ん

 
明
日
奈
は
嬉
し
そ
う
に
八
幡
の

を

き

二
人
は
仲
良
く
家
へ
と
歩
き
始
め
た

 
こ
こ
か
ら
明
日
奈
の
強
さ
を
取
り

す

の
戦
い
が
始
ま
る
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第
７
８
１
話
 
懐
か
し
き
閃
光

お
義
姉
ち

ん

大
丈
夫

う
ん

ご
め
ん
ね
小
町
ち

ん

心
配
を
か
け
ち

た
ね

 
明
日
奈
の
事
が
心
配
で

八
幡
が
帰
宅
し
て
直
ぐ
に
回
れ

を
さ
せ

 
明
日
奈
の
迎
え
に
出
さ
せ
た
小
町
は
明
日
奈
が
元
気
な

を
見
せ
て
く
れ
た

心
か
ら
安

し
た

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

実
は
こ
こ
に
来
る

中
で
か
お
り
と
義

君
に
会

て

 
話
を
し
て
た
ら
不
調
の
原
因
が
何
と
な
く
分
か

た
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
ん
だ

さ

す
が
か
お
り
さ
ん

で

義

て
誰
だ

け

 
そ
う
首
を

げ
る
小
町
に

八
幡
が
こ
う
声
を
か
け
た

材
木
座
だ
小
町

あ

材
木
座
材
木
座

て

あ
あ

あ
の
中
二
病
の
人

言

て
お
く
が

う
ち
の
社
の
人
間
は
ほ
と
ん
ど
が
中
二
病
の
因
子
を
持

て
る
か
ら
な
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小
町
も
今
の
う
ち
に
慣
れ
て
お
い
た
方
が
い
い
ぞ

つ
い
で
に
あ
い
つ
は
お
前
の
上

に
な
る

か
ら
な

あ

そ

か

確
か
に
そ
う
か
も
ね

て

か
お
り
さ
ん
は
中
二
病
じ

な
い
よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
と
明
日
奈
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

か
お
り
は
中
二
病
と
は
言
え
な
い
と
思
う
が

 

う
と
カ
ラ
オ
ケ
で
プ
リ
キ

ア
の
曲
を
熱

す
る
ぞ

な

明
日
奈

う
ん

こ
れ
が
ま
た
上
手
な
ん
だ
よ
ね

そ

そ
う
な
ん
だ

え

と

ま
さ
か
フ
リ
つ
き
と
か

当
た
り
前
だ
ろ

あ

当
た
り
前
な
ん
だ

 
小
町
は
自
分
も
一
つ
く
ら
い
そ
れ
系
の
ア
ピ

ル
が
出
来
る
よ
う
に
な

て
お
く
べ
き
だ
ろ

う
か
と

 
若

の

り
を
感
じ
た

小
町
も
暇
を
見
て
色
々
勉
強
し
て
お
か
な
く
ち

 
後
日
た
ま
た
ま
か
お
り
と
遭
遇
し

そ
の
話
を
し
た
小
町
は
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ア
ニ
メ
が
原
作
の
ゲ

ム
も

多
く
あ
る
の
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で

 
勉
強
の

と
称
し
て
か
お
り
と
一

に
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
で
定
期
的
に
ア
ニ
メ
鑑
賞
会
を
開

き 
仕
事
中
に
話
を

ら
れ
た
場
合
そ
の
内
容
が
大
体
理
解
出
来
る

度
に
は
ア
ニ
メ
に

し
く

な
るそ

れ
で
ね

結
局
私
が
幸
せ
す
ぎ
る
の
が
理
由
な
ん
じ

な
い
か

て
話
に
な

て
ね

え

何
そ
れ

 
さ
す
が
の
小
町
も
理
解
不
能
だ

た
ら
し
く
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
う
ん
う
ん

て
考
え

だ
し
た

 
そ
ん
な
小
町
に
明
日
奈
は

の
中
で
も
会
話
の
内
容
を
教
え
小
町
も
そ
れ
を

い
て
納
得

し
た
が

 
小
町
の
口
か
ら
出
て
き
た
の
は
納
得
と
は
真
逆
の
言
葉
で
あ

た

お
義
姉
ち

ん

そ
う
い
う
の
は

目

絶
対

目

え
え

こ

小
町
ち

ん
は
お
義
姉
ち

ん
が

い
な
の

違
う
よ
お
義
姉
ち

ん
小
町
は
お
義
姉
ち

ん
の
世
間
知
ら
ず
な
と
こ
ろ
を
心
配
し
て
る
ん
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だ
よ

 
い
い

こ
の
世
の
中
に
は
ね

リ
ア
充
死
ね
爆
発
し
ろ

 
と
か
思

て
る
性
格
の

じ
曲
が

た
人
が

山
い
る
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
不
特
定
多

の
人
が
多
い
と
こ
ろ
で
そ
う
い
う
話
は
絶
対
に
し
ち

目

 
い
い

お
義
姉
ち

ん
に
何
か
あ

た
ら
小
町
だ

て

し
く
て
死
ん
じ

う
ん
だ
か
ら
ね

 
確
か
に
材
木
座
が
ガ

ド
し
て
い
な
か

た
ら

 
何
だ
こ
い
つ
と
思

て
ち

か
い
を
か
け
て
く
る
馬

も
あ
る
い
は
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
そ
の
小
町
の
言
葉
に
明
日
奈
は
真
面
目
に
反
省
し
た

う

う

ご
め
ん
な
さ
い

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
は
小
町
の
言
葉
に
よ
る
流
れ

に
被

し
苦
し
そ
う
に
心

を
押
さ

え
て
い
た

性
格
が

じ
曲
が

た

確
か
に

の
俺
は
そ
う
だ

た
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
ん
な
八
幡
に

い

線
を
向
け
な
が
ら

小
町
は
八
幡
に
も
お
説
教
を
し
た

ま

た
く
も
う

本
当
は
お
兄
ち

ん
が

先
し
て
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お
義
姉
ち

ん
の
こ
う
い
う
所
に
注
意
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
か
ら
ね

返
す
言
葉
も
な
い

と
い
う
か
お
義
姉
ち

ん
を
失

た
ら

 
お
兄
ち

ん
の
と
こ
ろ
に
お

に
来
て
く
れ
る
人
な
ん
て

も
う
二
度
と

 
現
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
か
ら
ね

と
小
町
は
言
う
つ
も
り
で
あ

た
が

 
そ
の

間
に
陽
乃
や
雪
乃

結
衣
に
優
美
子
に
い
ろ
は

他
多

の
女
性
の
顔
が

か
び

 
何
と
な
く
む
か
つ
い
た
小
町
は
い
き
な
り
八
幡
の
ボ
デ

に
パ
ン
チ
を
入
れ
た

ぐ
ほ

こ

小
町
ち

ん

い
き
な
り
何
を
す
る
の

 
不
意
打
ち
を
く
ら
い

思
わ
ず
そ
ん
な
口
調
に
な

て
し
ま

た
八
幡
で
あ
る

こ
れ
は
お
兄
ち

ん
に
対
す
る
罰
な
の
で
す

そ

そ
う
か

罰
な
ら
仕
方
な
い
な

 
そ
れ
で
納
得
し
て
し
ま
う
八
幡
も
八
幡
で
あ
る

ま
あ
後
ろ
向
き
な
話
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
と
り
あ
え
ず
ご

を
作
ろ

か
お
義
姉
ち

ん

 
さ
す
が
の
小
町
も
今
の
八
幡
に
対
す
る
攻
撃
を
気
ま
ず
く
思

た
の
か
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話
題
を
変
え
る
よ
う
に
明
る
い
表
情
を
作

て
そ
う
言

た

う

う
ん

作
ろ
う

お

俺
も
手
伝
う
ぞ

お
兄
ち

ん
は

魔
だ
か
ら
そ
こ
に
座

て
テ
レ
ビ
で
も
見
て
て

あ

は
い

 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ
て
す
ご
す
ご
と
ソ
フ

に
座
り

 
明
日
奈
と
小
町
が
仲
良
さ
そ
う
に
料
理
を
す
る

を
指
を
く
わ
え
て
見
て
い
る
事
し
か
出
来
な

か

た

 
そ
し
て
料
理
が
完
成
し
三
人
は
仲
良
く

食
を
と
る
事
に
な

た
そ
の

上
で
の
事
で
あ

る
で

明
日
奈
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ

う

ん
そ
こ
な
ん
だ
よ
ね

強
力
な
敵
に
な
り
そ
う
な
プ
レ
イ
ヤ

に
心
当
た
り
は
な
い

し 
ラ
イ
バ
ル
は
結
局
身
内
に
な

ち

う
ん
だ
ろ
う
け
ど
お

い
気
を
遣

ち

い
そ
う
だ
し

 
何
か
私
が
目
標
に
出
来
る
よ
う
な
事

て

心
当
た
り
と
か
あ
る
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ふ
む

 
八
幡
は
箸
を
休
め
て
考
え
込
み

直
ぐ
に

日
の
夜
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
事
を
思
い
出
し
た

そ
う
い
え
ば
確
か

日
の
夜
の
メ
ン
テ
で

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
が
実
装
さ
れ
た
ん
じ

な
か

た
か

あ

そ
う
い
え
ば
そ
の
事
が
今
日
も
話
題
に
の
ぼ

て
た

か
な
り
難
易
度
が
高
い

て
噂
だ
か
ら

 
そ
れ
で
強
力
な
ソ

ド
ス
キ
ル
を
開
発
し
て
み
る

て
の
は
ど
う
だ

 
明
日
奈
は

り
性
な
所
が
あ
る
か
ら
案
外
は
ま
る
ん
じ

な
い
か
と
思
う
ぞ

な
る
ほ
ど

色
々

行

誤
し
て
た
ら

お
か
し
な
悩
み
な
ん
か
忘
れ
ち

い
そ
う
だ
ね

つ
い
で
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ソ

ド
ス
キ
ル
も
実
装
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら

 
復

が
て
ら
そ
れ
も

し
て
み
る
と
い
い

 
今
日
は
キ
リ
ト
は
ソ

ド
ス
キ
ル
を
何
も
使

て
な
か

た
の
か

 
明
日
奈
は
今
日
の
戦
い
の
事
を
思
い
出
し

 
キ
リ
ト
が
一
度
も
そ
れ
ら
し
き
技
を
見
せ
な
か

た
事
に

め
て
気
が
付
い
た

あ
れ

そ
う
い
え
ば
使

て
な
か

た
か
も
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あ
い
つ
め

さ
す
が
に
大
技
を
い
き
な
り
使
う
の
は
遠

し
た
み
た
い
だ
な

さ
す
が
に
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
と
か
を
使
わ
れ
た
ら
勝
負
に
な
ら
な
い
し
ね

他
の
奴
ら
は

誰
も
使

て
な
か

た
か
も

そ
う
か

ま
あ
そ
の
う
ち
み
ん
な
使
い
だ
す
だ
ろ
う
な

 

あ
あ

そ
う
だ
小
町

食
事
の
後
に
明
日
奈
と
一

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
行

て

 
お
義
姉
ち

ん
の
格
好
い
い
所
を
見
せ
て
も
ら
う
と
い
い

 
そ
の
八
幡
の

め
に
小
町
は
目
を

か
せ
た

お
義
姉
ち

ん

小
町

凄
く
見
て
み
た
い

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
よ

か

八
幡
君
は
ど
う
す
る

俺
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ち
と
野

用
が
あ
る
ん
で
な

後
で
合
流
す
る
わ

ん

分
か

た

そ
れ
じ

あ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
練

場
で
待

て
る
ね

お
う

悪
い
な

 
そ
し
て
食
事
が
終
わ
り

明
日
奈
と
小
町
は
仲
良
く
お
風
呂
に
入

た
後

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
世
界
へ
と
旅
立

て
い

た

ち
な
み
に
八
幡
は
食
後
直
ぐ
に
ロ
グ
イ
ン
済
で
あ
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る
そ
れ
じ

あ
基
本
の
技
か
ら
見
せ
る
ね

う
ん

お
願
い

う
わ

今
日
イ
ン
し
て
良
か

た

ア
ス
ナ
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
見
る
の
は
い
つ
以
来
だ
ろ
う
か
な

 
も
う
い
い
時
間
の

今
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
い
る
の
は
ア
ス
ナ
と
コ
マ
チ
の
他
は

 
ア
サ
ギ
と
キ
ズ
メ
ル
だ
け
で
あ

た

 
と
い
う
か
ア
サ
ギ
が
い
た
の
は
二
人
に
と

て

完

に
予
想
外
で
あ

た

 
何
故
な
ら
今
は
ま
だ
映
画
の

影
の
真

最
中
だ
か
ら
で
あ
る

 
到
着
し
て
す
ぐ
に
ア
サ
ギ
を
見
付
け
た
二
人
は
と
て
も
驚
い
た
も
の
だ

あ
れ

ア
サ
ギ

こ
ん
な
時
間
に
イ
ン
し
て
た
ん
だ

う
ん

今
日
の
昼
間
は

影
で
忙
し
い
か
ら
入
れ
な
か

た
ん
だ
け
ど

 
こ
の
時
間
な
ら
入
れ
る
か
ら

昼
に
見
れ
な
か

た
総
当
り
戦
の
動
画
を
少
し
だ
け
見
た
い

な

て
思

て
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キ
ズ
メ
ル
と
二
人
で
お
茶
を
し
な
が
ら
動
画
を
鑑
賞
し
て
た
ん
だ

う
む

楽
し
い
時
間
だ

た

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

ア
サ
ギ
も
参
加
出
来
れ
ば
良
か

た
の
に
ね

私

防
御
力
は
と
も
か
く
攻
撃
力
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
だ
か
ら
な

 
で
も
い
ず
れ
は
参
加
し
て
み
た
い
か
も

で
も
そ
れ
に
は
ア
サ
ギ
の
仕
事
が

ら
な
い
と
い
け
な
い

て
い
う

う

そ
れ
も
困
る
の
よ
ね

 
四
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し

笑
い
合

た

で

こ
ん
な
時
間
に
二
人
は
何
を

あ

う
ん

実
は
ね

 
ア
ス
ナ
は
自
ら
の
不
調
を
回
復
さ
せ
る

に

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
を
作
ろ
う
と
思
い
立

た
事

 
そ
の
準
備

と
し
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
完

に
思
い
出
す

に

 
今
日
は
こ
こ
で
そ
れ
を
小
町
に
披
露
す
る

に
二
人
で
イ
ン
し
た
事
を
ア
サ
ギ
に
告
げ
た



 第７８１話 懐かしき閃光

確
か
に
今
日
の
ア
ス
ナ
は
調
子
が
悪
そ
う
だ

た
わ
よ
ね

 
ソ

ド
ス
キ
ル
か

興
味
が
あ
る
な

そ
れ

私
も
見
て
も
い
い

も
ち
ろ
ん

 
二
人
は
声
を
揃
え
て
そ
う
言
い

コ
マ
チ
と
ア
サ
ギ
と
キ
ズ
メ
ル
の
前
で

 
ア
ス
ナ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
披
露
を
開
始
し
た

先
ず
は
基
本
の
リ
ニ
ア

か
ら
ね

今
ま
で
も
な
ん
ち

て
な
ら
使

て
た
け
ど

 
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
が
追
加
さ
れ
て
ど
う
な

た
の
か
ち

ん
と

し
て
お
き
た
い
し
ね

あ
れ

今
日
の
戦
闘
で
お
義
姉
ち

ん

そ
れ

い
動
き
を
し
て
な
か

た

今
日
は
リ
ニ
ア

を
撃
つ
ぞ

て
意
識
は
な
か

た
し

 
フ

ム
も
あ
く
ま
で
な
ん
ち

て
の

囲
だ

た
か
ら
発
動
し
な
か

た
ん
じ

な
い
か

な 
ま
あ
今

し
に
や

て
み
る
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
う
と

を
思
い
出
す
よ
う
に
体
の
中
心
に

姫
を
持

て
い
き

 

め
る
感
覚
で

か
に
剣
を
引
い
た

お
お



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
の

間
に

姫
が

い
光
を
放
ち
ア
ス
ナ
は

り
を
加
え
な
が
ら

姫
を

く
前
に
突
き

出
し
た

リ
ニ
ア

 
そ
の

間
に

か
つ
て
の
呼
び
名
を

と
さ
せ
る
よ
う
に

 
ボ

と
い
う
音
と
共
に

い
閃
光
が
走

た

か
つ
て
は
白
か

た
閃
光
で
あ
る
が

 
今
は
武
器
の
せ
い
で

く
見
え
る
よ
う
で
あ
る

う
わ

凄
い
凄
い

二
人
と
も

こ
れ
が
ア
ス
ナ
の

閃
光

だ
ぞ

 
そ
の
言
葉
を
コ
マ
チ
は
知

て
い
た
が

ア
サ
ギ
は
知
ら
な
か

た

に
き

と
ん
と
し
た

閃
光

て

え

と
ね
ア
サ
ギ
さ
ん
お
義
姉
ち

ん
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
閃
光
の
ア
ス
ナ

て
呼
ば
れ
て

た
ん
だ
よ

 
そ
の
意
味
が
今
日
コ
マ
チ
に
も
や

と
分
か

た
よ

そ
う
な
ん
だ

凄
い
凄
い
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ア
サ
ギ
は
凄
い
を
連
発
す
る
事
し

ア
ス
ナ
は
恥
ず
か
し
そ
う
に

を
か
い
た

そ
れ
じ

あ
次

フ
ラ

シ
ン
グ
・
ペ
ネ
ト
レ
イ
タ

い
き
な
り
大
技
か
よ

あ

ハ
チ
マ
ン
君

 
い
き
な
り
現
れ
た
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
に
そ
う
突

込
ん
だ

ど
う
や
ら
用
事
は
済
ん
だ
よ

う
で
あ
る

ア
ス
ナ

調
子
は
ど
う
だ

う
ん

凄
く
懐
か
し
い

そ
れ
に
楽
し
い

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

を
抜
き

ア
ス
ナ
の
正
面
に
立

た

お
兄
ち

ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

 
コ
マ
チ
と
ア
サ
ギ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
行
動
を
見
て
ま
さ
か
と
思

た
が

 
そ
の
ま
さ
か
は
次
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
よ

て
直
ぐ
に
現
実
と
な

た

ア
ス
ナ

俺
が
敵
役
を
や

て
や
る
か
ら

殺
す
つ
も
り
で
来
い
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ま
あ
俺
は
ア
ス
ナ
が

く
て
も
一
向
に

わ
な
い
ん
だ
が

 
ア
ス
ナ
自
身
が
そ
れ
は

み
た
い
だ
し

俺
に
出
来
る
事
を
し
て
や
ら
な
い
と
な

え

本
当
に

あ
あ

ま
あ
俺
は
ア
ス
ナ
の
技
な
ん
か
く
ら

た
り
は
し
な
い
け
ど
な

ふ

ん

へ

そ
ん
な
事
を
言

ち

う
ん
だ

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
挑
発
に
ま
ん
ま
と
乗

た

 
も
し
か
し
た
ら
わ
ざ
と
乗

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
当
然
ア
ス
ナ
を
奮

さ
せ
る

に
そ
ん
な
事
を
言

た
の
だ
が

 
コ
マ
チ
と
ア
サ
ギ
は
そ
ん
な
二
人
を
見
て

張
を

え
ら
れ
な
か

た

あ
の
二
人
が
戦
う
所

て
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
か
ら
ち

と
ド
キ
ド
キ
か
も

私
は
見
る
の

初
め
て
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
が
相
手
だ
と
本
気
で
攻
撃
出
来
な
い

 
別
に
二
人
が
ガ
チ
で
や
り
合
う

で
は
な
い
の
だ
が

 
と
に
も
か
く
に
も
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

訓
練
場
で
対
峙
す
る
事
と
な

た
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第
７
８
２
話
 
デ

エ
ル
ス
テ

ジ

 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
と
対
峙
す
る
そ
の
少
し
前
の
事
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
グ
イ
ン
し
て
す
ぐ
に
ユ

ジ

ン
に
ア
ポ
を
と
り

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の

点
へ
と
顔
を
出
し
て
い
た

ユ

ジ

ン

い
き
な
り
押
し
か
け
ち
ま

て
悪
い
な

別
に
そ
ん
な
事
は
気
に
し
な
く
て
も
い
い
ぞ

 
と
い
う
か
お
前
が
こ
こ
に
来
る
な
ん
て
珍
し
い
と
い
う
か
初
め
て
じ

な
い
か

一
体
何
の

用
事
だ

実
は
ち

と
お
前
に
相
談
が
あ

て
な

な
る
ほ
ど
了
解
し
た

そ
れ
で
相
談

て
の
は

 
だ
が
ユ

ジ

ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
ま

た
く

か
ず
に
う
ん
う
ん
と

く
と

 
い
き
な
り
剣
を
抜
い
て
ハ
チ
マ
ン
に
突
き
つ
け
た

で
は
勝
負
だ
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ん

 
了
解
し
た
と
言
わ
れ
た
時
点
で
ユ

ジ

ン
の

を
得
た
と
思
い

 
用
件
を
話
そ
う
と
し
た
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が
そ
の
言
葉
の
意
味
に
気
が
付
き
首
を

げ
た

な

今
勝
負
だ

て

こ
え
た
ん
だ
が

あ
あ

そ
う
言

た
ん
だ
か
ら
当
た
り
前
だ
ろ
う

え

と

何
故
俺
と
お
前
が
勝
負
を

人
に
物
を
頼
む
時
は
先
ず
勝
負
だ
ろ

 
ユ

ジ

ン
に
い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は
た

り
十

間
ほ
ど
無
言
に
な

た

一
応

く
が

勝
負
を
や
め
て
く
れ
と
言

た
ら
ど
う
す
る

勝
負
を
や
め
て
欲
し
か

た
ら
勝
負
し
ろ

は
い
は
い
知

て
た
知

て
た

こ
の

筋
め

褒
め
言
葉
だ
と
受
け
取

て
お
く

い
や
褒
め
て
ね
え
よ

ま
あ
い
い

お
ら

さ

さ
と
や
る
ぞ

お
お

だ
と
言
わ
れ
た
ら
ご
ね
よ
う
と
思

て
準
備
し
て
た
の
に
今
日
は

に
素
直
で
は
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な
い
か

何
と
な
く
そ
う
な
る
の
が
分
か

て
た
か
ら
だ
よ

初
撃
決
着
モ

ド
だ

は
認
め
ん

そ
れ
で
い
い
よ
し
誰
か
コ
イ
ン
を
投
げ
ろ
そ
の
コ
イ
ン
が
地
面
に
着
い
た
ら

合
開
始

だ 
ユ

ジ

ン
の
そ
の
言
葉
を
受
け

カ
ゲ
ム
ネ
が
一
歩
前
に
進
み
出
た

そ
れ
じ

あ
俺
が

合
開
始
の
合
図
を

オ

ケ

だ

い
つ
で
も
い
い
ぞ

い
き
ま
す

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
コ
イ
ン
を
高
く
放
り
チ

ン
と
い
う
音
が
し
た

間
に
ユ

ジ

ン
が
動
い
た

先
手
必
勝

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
も
ユ

ジ

ン
と
同
時
に
動
い
て
い
た

 

体
的
に
は
ユ

ジ

ン
の
顔
め
が
け

剣
を
投
げ
つ
け
た
の
だ

 
し
か
も
た
だ
投
げ
た
の
で
は
な
く

投

ソ

ド
ス
キ
ル

 
ク
イ

ク
シ

ト
を
使
用
す
る
と
い
う
お
ま
け
つ
き
で
あ

た

う
お
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こ
れ
は
さ
す
が
の
ユ

ジ

ン
も
予
想
外
だ

た
ら
し
く

 

剣
が
か
な
り
の
ス
ピ

ド
で
顔
に
迫

て
き
た

に
は
剣
で
受
け
る
事
が
出
来
ず

 
大
き
く
体
勢
を
崩
し
な
が
ら
避
け
る
他
は
無
か

た

だ
が
そ
ん
な

を
見
せ
た
ら
も
う
終
わ

り
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
ユ

ジ

ン
の
懐
に
飛
び
込
む
と

 

剣
の

を
ユ

ジ

ン
の
腹
に
思
い

き
り
叩
き
こ
ん
だ

ぐ
ほ

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
に
勝
利
判
定
が
出
て

こ
の
勝
負
は
あ

さ
り
と
終
わ

た

く

や
る
で
は
な
い
か

ま
あ
こ
ん
な
の
は
一
回
限
り
の
奇
襲
だ
か
ら
な

 
お
前
が
ソ

ド
ス
キ
ル
に
慣
れ
て
な
い
今
し
か
通
用
し
な
い
だ
ろ

 
そ
の
言
葉
に
ユ

ジ

ン
は
ハ

と
し
た
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た

お
お

そ
れ
だ
そ
れ

デ
フ

ル
ト
で
存
在
す
る
ソ

ド
ス
キ
ル
は
簡

に
出
せ
る
の
だ
が

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
三
連

度
で
作
ろ
う
と
し
て
も

 
全
然
上
手
く
い
か
な
い
の
は
何
故
な
の
だ
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俺
も
そ
こ
ま
で

し
い

じ

な
い
ん
だ
が

あ
れ
は
か
な
り
⻤
畜
な
仕
様
み
た
い
だ
な

 

撃
や

突
の

発
技
は

に
ほ
と
ん
ど
が
網

さ
れ
て
い
る
か
ら

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
必
然
的
に
連
続
技

て
事
に
な
る
ん
だ
が

 
重
心
移
動
や
剣
の

道
が
無
理
な
く
ス
ム

ズ
に
行
え
そ
の
上
で
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
無
し

で 
そ
の
連
続
技
を
デ
フ

ル
ト
の
ソ

ド
ス
キ
ル

の
速
さ
で
放
た
な
い
と

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
ら
し
い

 
ま
あ
要
す
る
に

簡

な
奴
で
も
死
ぬ
ほ
ど
反
復
練

し
て

 
と
に
か
く
そ
の
動
き
を
体
に

み
込
ま
せ
ろ

て
事
に
な
る
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
や
り
甲
斐
が
あ
る
な

 
ど
う
や
ら
ユ

ジ

ン
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
を
作
る
気
が
満
々
の
よ
う
だ

ま
あ
そ
れ
は
置
い
て
お
い
て

と
り
あ
え
ず
お
前
の
用
件
を

こ
う
か

お
う

悪
い
な

そ
れ
で
用
件
な
ん
だ
が

 
な

ユ

ジ

ン

今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ

て

よ
り
は
全
然
平
和
だ
よ
な

う
む

ま
あ
平
和
と
い
え
ば
平
和
だ
ろ
う
な
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特
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
出
来
て
か
ら
は

ギ
ル
ド
も
爆
発
的
に

え

 
ど
の
ギ
ル
ド
も
色
々
な
種
族
の
奴
が
混
在
し
て
る
か
ら

 
種
族
同

の
争
い
な
ん
て

も
う
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
な

う
む

ま
あ
少
し
残
念
で
は
あ
る
が

そ
れ
も
時
代
の
流
れ
だ
ろ
う

戦
い
も
ほ
と
ん
ど
が
集
団
戦
が
中
心
で
あ
り
個
人
の
勇
は

さ
れ
る
よ
う
に
な

て
き
て

い
る

 
だ
が
そ
れ
じ

あ
つ
ま
ら
な
い
よ
な

あ
あ

つ
ま
ら
な
い
な

で

結
局
お
前
は
何
が
言
い
た
い
の
だ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
回
り
く
ど
い
言
い
方
に
我
慢
出
来
な
く
な

た
の
か

 
ユ

ジ

ン
は

く
本
題
に
入
る
よ
う
に

と
ハ
チ
マ
ン
を
せ
か
し
て
き
た

俺
は
誰
で
も
自
由
に
参
加
出
来
る

デ

エ
ル
専
用
の
ス
テ

ジ
を
作
ろ
う
と
思
う

む
 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
言
葉
に
目
を
見
開
い
た

こ
れ
は
合
成
と
い
う
よ
り
は

み
た
い
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら

 
ナ
タ
ク
だ
け
じ

職
人
の
手
が
足
り
な
い

お
前
の
所
は
そ
れ
な
り
に
職
人
の

が
揃

て
る
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だ
ろ

 
と
い
う

で
ユ

ジ

ン

手
伝
え

な
る
ほ
ど

大

模
な
ユ

ザ

共
用
ア
イ
テ
ム
と
い
う

か

 
ユ

ジ

ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
意
図
を
す
ぐ
に
理
解
し
て
そ
う
言

た

 
馬

で
は
将
軍
は

ま
ら
な
い
の
で
あ
る

ど
う
だ

う
む

や
ろ
う

さ
す
が
話
が

い
な

明
日
は
暇
か

明
日
な
ら
大
丈
夫
だ

そ
れ
じ

あ
明
日
一

に
色
々
回

て

候
補
地
を
探
そ
う

心
得
た

 
こ
う
し
て
ユ

ジ

ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
提
案
に
乗
り

 
デ

エ
ル
専
用
ス
テ

ジ
の

設
に
乗
り
出
す
事
と
な

た

と
り
あ
え
ず
場
は
用
意
出
来
そ
う
だ
な

後
は
ア
ス
ナ
次
第
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず
こ
の
事
は
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
に
は
秘
密
に
し
て
お
く
事
に
し
た
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ア
ス
ナ
の

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
意
味
合
い
も
あ

た
が

 
出
来
れ
ば
二
人
に
は
多
少
は

り
上
が

た
後
で
参
加
し
て
ほ
し
か

た
か
ら
で
あ
る

 
そ
う
じ

な
い
と

他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
と

て
は
最
初
の
ハ

ド
ル
が
高
す
ぎ
る
の
だ

 
こ
の
事
で
後
日
ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
は

 
ま
た
お
前
ら
か
の
仕
業
か

と
仲
間
達
か
ら
突

込
ま
れ
る
事
に
な
る

さ
て

ア
ス
ナ
は
ど
う
し
て
る
か
な

い
い
気
分
転
換
に
な

て
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い
な
が
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

り

 
ア
ス
ナ
が
リ
ニ
ア

を
放
つ
と
こ
ろ
を
こ

そ
り
と
見
物
し
て
い
た

あ
れ
で
ス
ラ
ン
プ
と
か
納
得
が
い
か
な
い
が

 
そ
の
リ
ニ
ア

は
か
な
り
の
キ
レ
が
感
じ
ら
れ
る
出
来
で
あ
り
ハ
チ
マ
ン
は
ほ

と
安

し

た
ま
あ
楽
し
そ
う
だ
か
ら
提
案
し
た
甲
斐
も
あ

た
か

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
の

に
こ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

そ
れ
じ

あ
次

フ
ラ

シ
ン
グ
・
ペ
ネ
ト
レ
イ
タ

い
き
な
り
大
技
か
よ
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ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
ん
で
し
ま
い

 
丁
度
い
い
機
会
だ
か
ら
ア
ス
ナ
が
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
と
こ
ろ
を
正
面
か
ら
見
て

 
何
か
問
題
点
が
他
に
な
い
か
見

め
る
事
に
し
た

つ
い
で
に
ち

と
挑
発
し
て
お
く
か

ア
ス
ナ
は
あ
れ
で
負
け
ず

い
だ
か
ら
な

ア
ス
ナ

俺
が
敵
役
を
や

て
や
る
か
ら

殺
す
つ
も
り
で
来
い

え

本
当
に

あ
あ

ま
あ
俺
は
ア
ス
ナ
の
技
な
ん
か
く
ら

た
り
は
し
な
い
け
ど
な

ふ

ん

へ

そ
ん
な
事
を
言

ち

う
ん
だ

 
目

見
通
り

そ
の
言
葉
で
ア
ス
ナ
の
目
の
色
が
変
わ
り

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
背
を
向
け
て

後
方
へ
と
歩
い
て
い

た

お
義
姉
ち

ん

あ
の
技
は
確
か

結

⻑
い
助
走

離
が
必
要
な
ん
だ

 
キ
ズ
メ
ル
が
二
人
に
そ
う
説
明
し

二
人
は
驚
い
た
表
情
を
し
た

そ
ん
な
ソ

ド
ス
キ
ル
が
あ
る
ん
だ

突
進
技

て
事
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ま
あ
そ
う
だ
な

手
だ
か
ら
動
画
で
も
と

て
お
い
た
ら
ど
う
だ

そ

そ
う
す
る

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
ま
る
で
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス
タ

ト
の
よ
う
な
格
好
に
な
り

 
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
全
力
で
走
り
出
し
た

速近
く
に
い
た
ら
カ
メ
ラ
で
追
い
き
れ
な
か

た
か
も

 
高
速
で
走
る
ア
ス
ナ
の
持
つ
剣
が

く
発
光
し
そ
れ
を
合
図
に
ア
ス
ナ
は
剣
を
前
に
突
き
だ

し
た行

け

 
ア
ス
ナ
の
通

た
後
に
衝
撃

が
発
生
し

コ
マ
チ
は
そ
ち
ら
に
必
死
で
カ
メ
ラ
を
向
け

 
キ
ズ
メ
ル
と
ア
サ
ギ
は
手
を
目
の
上
に

え

衝
撃

か
ら
く
る
突
風
に
備
え
た

お
お
お
お
お
お
お

来
い

と
は
言

た
も
の
の

こ
ん
な
の
く
ら

た
ら
死
ん
じ
ま
う
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

直
前
で
そ
の
攻
撃
を
避
け
た
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あ

ず
る
い

い
や
い
や

こ
れ
を
受
け
る
と
か
無
理

無
理
だ
か
ら
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ま
ま
ヒ
ラ
リ
と
飛
び
上
が
り
衝
撃
を
殺
す
よ
う
に
両
足
で
ブ
レ

キ
を
か
け

な
が
ら

 
そ
の
ま
ま
十
メ

ト
ル
ほ
ど
地
面
を
滑

た

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
だ

た

何
と
も
言
え
な
い
が
前
の
ア
ス
ナ
な
ら
あ
そ
こ
か
ら
俺
に
か
す
ら
せ
る
く
ら
い
は
出
来
た

気
が
す
る

う

ん
そ

か

本
当
に
殺
す
つ
も
り
で
や
ら
な
い
と

目
か

う
わ

ハ

ド
ル
高

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に

を
ピ
ク
ピ
ク
さ
せ
な
が
ら
も

 
こ
れ
が
ア
ス
ナ
の
た
め
に
な
る
ん
だ
と
自
分
に
言
い

か
せ

笑
顔
で
ア
ス
ナ
に
言

た

と
り
あ
え
ず
も
う
少
し
付
き
合

て
や
る
か
ら
今
度
は
普
通
の
ソ

ド
ス
キ
ル
で

そ
う

う
ん

あ
り
が
と
う
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ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
に
近
付
き
何
を
思

た
か
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ

い
たう

お

な

何
だ

う
う
ん

や

ぱ
り
私
は
幸
せ
だ
な

て

そ

そ
う
か

 
そ
ん
な
二
人
を
コ
マ
チ
は

め
た
目
で
見
つ
め
て
い
た

バ
カ

プ
ル
が
い
る

ま
あ
い
い
じ

な
い

ゲ

ム
は
笑
顔
で
プ
レ
イ
出
来
る
の
が
一
番
だ
よ

 
そ
の
後
ア
ス
ナ
は
本
来
の
目
的
通
り
に
ハ
チ
マ
ン
相
手
に
い
く
つ
か
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を

し 
問
題
な
く
発
動
さ
せ
ら
れ
る
事
を
確
認
し
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
全
て
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の

道
を

知
し
て
い
た

 
結
局
ハ
チ
マ
ン
に
攻
撃
を
当
て
ら
れ
な
い
ま
ま
こ
の
日
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
披
露
は
終
わ

た
う

ち

と
悔
し
い
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ま
あ
ま
あ
お
義
姉
ち

ん

相
手
が
悪
か

た

て
事
で

俺
じ

な
か

た
ら
避
け
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル
だ

た
か
ら

 
こ
れ
か
ら
徐
々
に
精
度
を
高
め
て
い
け
ば
い
い
さ

そ

そ
う
だ
ね

う
ん

頑
張
る

 
こ
の
時
の
ア
ス
ナ
は
気
合
い
十
分
で
あ
り

 
こ
の
日
か
ら
ア
ス
ナ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
開
発
が
始
ま

た
の
だ
が

 
そ
れ
は
思

た
よ
り
も
時
間
が
か
か
る
事
と
な

た
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第
７
８
３
話
 
場
は
作
ら
れ
た

 
そ
の
次
の
日
か
ら

デ

エ
ル
専
用
ス
テ

ジ

設
計
画
が

ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク

 
そ
れ
に
ユ

ジ

ン
と
つ
い
で
に
カ
ゲ
ム
ネ
に
よ

て

着
々
と
進
め
ら
れ
る
事
と
な

た

 
先
ず
最
初
に
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
ど
の
く
ら
い
の

模
の

設
を
作
る
か
と
い
う

事
で
あ
る

 
こ
う
い

た
場
合

先
ず
用
地
の
確
保
が

に

か
ぶ
が

 
そ
も
そ
も
ど
れ
く
ら
い
の
広
さ
の
土
地
が
必
要
に
な
る
の
か
が
決
ま
ら
な
く
て
は
話
に
な
ら
な

い 
と
い
う

で
今
日
四
人
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
一
室
に
集
ま

て
い
る
の

で
あ

た

ス
テ

ジ
の
サ
イ
ズ
は
ど
の
く
ら
い
が
い
い
と
思
う

話
に

く
突
進
技
と
や
ら
が
十
分
に
放
て
る
く
ら
い
は
必
要
な
の
で
は
な
い
か

突
進
技

突
進
技
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
先
日
見
た
ア
ス
ナ
の
フ
ラ

シ
ン
グ
・
ペ
ネ
ト
レ
イ
タ

の
事
を
思
い
出
し
な
が
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ら 

内
で
大
雑

に
必
要
な

囲
を
計
算
し
た

そ
れ
だ
と
多
分

五
十
メ

ト
ル
く
ら
い
必
要
に
な

ち
ま
う
ぞ

何

突
進
技
と
は
そ
れ
ほ
ど
の
も
の
な
の
か

丁
度
ア
ス
ナ
が
使

た
時
の
映
像
が
あ
る
ぞ

見
て
み
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
先
日
コ
マ
チ
が
録
画
し
た
映
像
が
丁
度
手
元
に
あ

た

ユ

ジ

ン
に
そ
う

提
案
し
た

是
非
頼
む

そ
れ
じ

あ
ち

と
こ
こ
の
モ
ニ
タ

を

り
る
ぞ

 
そ
し
て
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ
れ
た
ア
ス
ナ
の

を
見
て
ナ
タ
ク
で
す
ら
思
わ
ず
息
を

ん

だ 
当
然
ユ

ジ

ン
と
カ
ゲ
ム
ネ
も

然
と
し
て
い
た

こ

こ
こ
ま
で
凄
ま
じ
い
と
は

凄
い
で
す
ね

中
々
使
い
ど
こ
ろ
が
難
し
い
ん
だ
け
ど
な
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問
答
無
用
で
敵
と
の

離
を
詰
め
ら
れ
る
の
が
大
き
な
利
点
で
す
ね

た
だ
デ

エ
ル
で
使
う
奴
が
い
る
か

て
い
う
と

正
直
何
と
も
言
え
な
い
ん
だ
よ
な

確
か
に
一
対
多
の
戦
い
じ

な
い
と
力
を
発

出
来
な
い
技
と
も
い
え
る
か

ま
あ
こ
れ
は
最
上
級
突
進
技
だ
か
ら

も

と

い
突
進
技
な
ら
使
う
奴
も
い
る
だ
ろ
う
し

 
二
十
五
メ

ト
ル
四
方
く
ら
い
の
ス
ペ

ス
が
あ
れ
ば
十
分
な
ん
じ

な
い
か

 
イ
メ

ジ
は
小
学
校
の
プ

ル
で

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
サ
イ
ズ
は
そ
の
く
ら
い
と
し
て

 
俺
と
し
て
は
十
メ

ト
ル
四
方
く
ら
い
の
小
さ
な
フ

ル
ド
が

 
メ
イ
ン
ス
テ

ジ
と
は
別
に
い
く
つ
か
あ

た
方
が
い
い
と
思
う
ん
だ
が

 
そ
の
話
し
合
い
の

中
で
ユ

ジ

ン
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

ほ
う
ほ
う

そ
の
心
は

俺
達
ク
ラ
ス
な
ら
戦
い
に
広
い
ス
ペ

ス
が
必
要
に
な
る
が

 
初
心
者
か
ら
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
戦
い
だ
と
そ
の
く
ら
い
の
ス
ペ

ス
が
あ
れ
ば
十
分

で
は
な
い
か
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そ
う
い

た
奴
ら
が
気

に
遊
べ
る
よ
う
な
場
所
も
作

た
方
が
い
い
と
思

て
な

お
お

指

者

い
発
言
だ
な

将
軍
の

書
き
は

達
じ

な
い
ん
だ
な
ユ

ジ

ン

お
前
達
を
見
て
い
る
と
後
進
を
育
て
る
の
を

て
は
い
け
な
い
と
実
感
さ
せ
ら
れ
る
か
ら

な 
こ
う
い

た
部
分
が
ユ

ジ

ン
の
⻑
所
な
の
だ
ろ
う

 

筋
な
の
は
間
違
い
な
い
が

筋
な
だ
け
で
は
な
い
の
だ

デ

エ
ル
に
場
外
負
け
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど

設
定
し
た
方
が
い
い
ん
で
す
か
ね

い
や

別
に
い
ら
な
い
だ
ろ

た
だ
一
応
客

の
安
全
の

に

 
四
方
を
一
メ

ト
ル
く
ら
い
の
壁
で
囲

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
上
級
者
な
ら
そ
れ
す
ら
も
攻
撃
の
手

と
し
て
上
手
く
使
い
こ
な
す
だ
ろ
う
し

 
見
ご
た
え
も

す
だ
ろ
う
よ

客

は
ど
の

度
整
備
し
ま
し

う
か
ね

囲
を

に
囲
む
く
ら
い
で
い
い
だ
ろ

 
ま
あ
そ
れ
と
は
別
に

い
場
所
を
作
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

い
い
で
す
ね

そ
れ
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ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
そ
う
言
う
ナ
タ
ク
を
見
て

 
さ
す
が
に

し

な
い
と
思

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
が
す
ま
な
さ
そ
う
な
顔
で
こ
う
言

た

あ

何
か
負
担
ば

か
り

え
て
す
ま
な
い
な

ナ
タ
ク

い
え
い
え

こ
う
い
う
の
も
楽
し
い
で
す
か
ら

 
そ
れ
か
ら
話
し
合
い
は
続
け
ら
れ

と
り
あ
え
ず
ス
テ

ジ
は
全
部
で
五
つ
作
ら
れ
る
事
に

な

た

 
中
心
に
二
十
五
メ

ト
ル
四
方
の
メ
イ
ン
ス
テ

ジ
を
設
置
し

 
そ
の
四

を
十
メ

ト
ル
四
方
の
サ
ブ
ス
テ

ジ
が
囲
む
事
と
な
る

 
メ
イ
ン
ス
テ

ジ
の
四

は
客

と
言
う
名
の

差
で
囲
ま
れ
る
事
と
な
り

 

設
全
体
と
し
て
は
余

を
も

て
八
十
メ

ト
ル
四
方
く
ら
い
の
広
さ
を
確
保
す
る
事
と

な

た
こ
こ
ま
で
や
る
な
ら
さ
す
が
に
運

の
許
可
を
と
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
な

大
丈
夫

も
う
連

し
て
許
可
を
得
て
あ
る

お

お
前

仕
事
が

い
に
も
ほ
ど
が
あ
る
だ
ろ
う

 

い
と
い

て
も
ハ
チ
マ
ン
に
し
て
み
れ
ば

ア
ル
ゴ
に
メ

ル
す
る
だ
け
で
あ
る
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公
私
混
同
を
避
け
る

に
あ
く
ま
で
全
て
プ
レ
イ
ヤ

の
手
だ
け
で

設
を
行
う
と
伝
え
て

あ

た
が

 
実
は
一
つ
だ
け
ア
ル
ゴ
か
ら
サ
ポ

ト
を
受
け
ら
れ
る
事
と
な

て
い
た

そ
れ
は
場
所
の
選

定
で
あ
る

 
と
い

て
も

件
に
合
う
場
所
を
何

所
か
候
補
地
と
し
て
ピ

ク
ア

プ
し
て
く
れ
る
だ
け

な
の
だ
が

 
そ
れ
だ
け
で
も
十
分
手
間
が
省
け

か
な
り
計
画
が
前
倒
し
で
進
め
ら
れ
る
事
だ
ろ
う

 
そ
し
て
話
し
合
い
は

そ
の
場
所
決
め
の

へ
と
進
ん
だ

さ
て

先
ず
は
場
所
の
選
定
に
あ
た

て

必
要
な

件
を
あ
げ
て
い
く
か

ふ

む

先
ず
は
交
通
の
利

性
か

街
か
ら
そ
れ
な
り
に
近
い
方
が
い
い
で
す
ね

後
は
基
本
平
ら
な
地

で
あ
る
事
だ
な

部
分
は
平
ら
で
あ
れ
ば
自
然
の
ま
ま
で
い
き
た
い
で
す
し
ね

後
は
モ
ン
ス
タ

が

か
な
い
事
か

だ
な

安
全
地

で
あ
る
の
は
絶
対

件
だ
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出
来
れ
ば
街
か
ら
現
地
へ
の
ル

ト
も
安
全
な
の
が
望
ま
し
い

 
こ
こ
で
一
つ
問
題
が
発
生
し
た

空
中
戦
闘
い
わ
ゆ
る
エ
ア
レ
イ
ド
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か

で
あ
る

 
そ
も
そ
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
プ
レ
イ
ヤ

が
空
を
飛
ぶ
事
を

ま
え
た
作
り
に
は
な

て

い
な
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
敵
は
空
中
か
ら
の
攻
撃
に
対
応
す
る
動
き
を
と
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て

い
る
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
そ
ん
な
事
は
な
く
空
中
か
ら
の
一
方
的
な
攻
撃
に
対
し
て
モ
ン
ス
タ

は
無
防

備
で
あ

た

空
中
戦
闘
も
出
来
る
の
が
望
ま
し
く
は
あ
る
よ
な

空
中
で
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
と

ん
張
り
が
き
か
な
い
分
難
易
度
が

ね
上
が
る
け
ど
な

確
か
に
そ
の
せ
い
で
地
上
戦
が
メ
イ
ン
に
な
る
ん
だ
ろ
う
が

 
そ
れ
で
も
空
中
戦
闘
を
は
な
か
ら
否
定
す
る
の
も
な

 
こ
の
話
し
合
い
の
結
果
に
よ

て
は

当
初
予
定
し
て
い
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
は
な
く

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
に

設
を

設
す
る
事
も

討
し
な
く
て
は
い
け
な
か

た
の
だ
が
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そ
れ
は
ア
ル
ゴ
か
ら
の
一
通
の
メ

ル
に
よ

て
あ

さ
り
と
解
決
し
た

あハ
チ
マ
ン

ど
う
か
し
た
の
か

今
開
発
日
記
を
チ

ク
し
て
み
た
ん
だ
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
飛
行
に
つ
い
て
の
対
応
が
も
う
す
ぐ
完
了
す
る
ら
し
く

 
十
一
月
を
目
安
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
空
を
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
ら
し
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

ま
さ
か
直
接
開
発
か
ら
メ

ル
が
来
た
と
言
う

に
も
い
か
ず

 
誤
魔
化
す
よ
う
に
そ
う
説
明
し
た

ほ
ほ
う

そ
れ
は
通
常
の
攻
略
も
は
か
ど
り
そ
う
だ
な

ち
な
み
に
十
メ

ト
ル
を
超
え
る
高
さ
よ
り
上
で
は
一
切
地
上
へ
の
攻
撃
が
出
来
な
く
な
る
ら

し
い逆

に
言
え
ば

そ
こ
ま
で
は
モ
ン
ス
タ

が
対
応
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
の
だ
な

調
整
は
大
変
だ

た
だ
ろ
う
な

 
迷
宮
区
は
変
わ
り
な
く
飛
べ
な
い
ま
ま
の
よ
う
で
は
あ
る
が

 
そ
れ
で
も
調
整
作
業
は
か
な
り
難

し
た
と
思
わ
れ
ハ
チ
マ
ン
は
内
心
で
ア
ル
ゴ
達
を
労
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た
と
り
あ
え
ず
今
上
が

た

件
に
当
て
は
ま
る
場
所
に
い
く
つ
か
心
当
た
り
が
あ
る

 
そ
こ
に
案
内
す
る
か
ら
四
人
で
回

て
み
よ
う

そ
う
か

助
か
る

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ル
ゴ
か
ら
の
連

に

い
三
人
を
何

所
か
そ
れ

い
場
所
へ
と
案
内

し
た

 
そ
し
て
三

所
目

二
十
四
層
主
街
区
の
少
し
北
に
あ
る

 
巨
大
な
木
が
あ
る
観
光
ス
ポ

ト
の
小

に
到
着
し
た
時

 
一
同
は
そ
こ
が
あ
ま
り
に
も
お
あ
つ
ら
え
向
き
の
場
所
で
あ

た

思
わ
ず
感

の
声
を
上

げ
たお

お

こ
れ
は
こ
れ
は

木
の
あ
る
小

へ
は

い
道
が
あ
る
の
み
ス
ペ

ス
は
二

メ

ト
ル
四
方
く
ら
い
は
あ
る

か
ら

 
あ
ま
り
景
観
も

ね
な
く
て
す
み
そ
う
だ
よ
な
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観
光
ス
ポ

ト
に
な

て
る
だ
け
あ

て

敵
も

き
ま
せ
ん
し
ね

よ
し
こ
こ
に
し
よ
う
ハ
チ
マ
ン
こ
こ
を
見
て
し
ま

て
は
も
う
他
の
場
所
は
考
え
ら
れ
ん

だ
な

こ
こ
し
か
な
い

て
感
じ
だ
な

 
こ
う
し
て
場
所
が
決
ま
り

そ
の
ま
ま
ナ
タ
ク
の
指

の
も
と

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
職
人
が

人
動
員
さ
れ
デ

エ
ル
専
用
ス
テ

ジ
の

設
が
始
ま

た

 
ハ
チ
マ
ン
も

的
に
手
伝

て
い
た
が

中
そ
の
せ
い
で

 
そ
の
不
審
な
動
き
に
気
付
い
た
フ
カ
次
郎
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
残
念
コ
ン
ビ
に
見
つ
か

て
し

ま
い

 
口
止
め
を
し
て
手
伝
わ
せ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

た
が

ね

設
は

調
に
進
み

 
一
週
間
ほ
ど
で
見
事
な
ス
テ

ジ
が
完
成
す
る
事
と
な

た
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第
７
８
４
話
 
デ

エ
ル
の
聖
地

 
す
み
ま
せ
ん

日
は
急
用
が
あ

て
更
新
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ

ジ

ン

そ
れ
に
ナ
タ
ク
と
カ
ゲ
ム
ネ
と

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
職
人
達

 
更
に
な
し
崩
し
で
手
伝
わ
さ
せ
ら
れ
た
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
フ
カ
次
郎
は

 
出
来
上
が

た
ス
テ

ジ
を
見
て
ご
満

態
で
あ

た

お
お

こ
れ
は
中
々
い
い
出
来
な
ん
じ

な
い
か

誰
か
に
自
慢
し
た
い

ま
あ
そ
の
う
ち
口
コ
ミ
で
こ
こ
を
訪
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

の

も

え
る
だ
ろ

い
ず
れ
大
会
と
か
開
き
た
い
ね

お
前
は
仕
事
し
ろ

え

手
伝

た
の
に
そ
れ
は
な
い
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と
い
う
か
お
前
成
り
行
き
で
手
伝
わ
さ
せ
ち
ま

た
が
ち

ん
と
仕
事
は
し
て
る
ん
だ
ろ

う
な大

丈
夫
大
丈
夫

ラ
イ
ブ
が
無
い
時
は
レ
コ

デ

ン
グ
も
し
く
は
曲
作
り
だ
し

 
ほ
ら

元
々
私

て

知
る
人
ぞ
知
る
タ
イ
プ
の
歌
姫
だ

た
か
ら
さ

 
多
少
名
前
が

れ
た
か
ら

て

ガ
ツ
ガ
ツ
働
く
タ
イ
プ
じ

な
い
の
よ

な
ら
い
い
が

 
そ
の
会
話
を
横
で

い
て
い
た
ユ

ジ

ン
が
き

と
ん
と
し
た
顔
で
二
人
に
こ
う

ね
て

き
たも

も
し
か
し
て
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

プ
ロ
の
シ
ン
ガ

か
何
か
だ

た
り
す
る
の
か

え

ユ

ジ

ン
さ
ん
知
ら
な
か

た
ん
だ

ロ
ビ
ン
さ
ん
は
実
は
あ
の

も
が

 
神
崎
エ
ル
ザ
の
大
フ

ン
で
あ
る
フ
カ
次
郎
が
反
射
的
に
そ
の
質
問
に
答
え
そ
う
に
な
り

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
フ
カ
次
郎
の
口
を
ふ
さ
い
た

お
い
フ
カ

他
人
の
個
人
情
報
を
勝
手
に
言
お
う
と
し
て
る
ん
じ

ね
え

ご

ご
め
ん
な
し

い
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と
い
う

で
ユ

ジ

ン

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

つ

つ
ま
り
プ
ロ
な
の
は
否
定
し
な
い
の
だ
な

ま
あ
こ
い
つ
は
見
た
目
の
イ
メ

ジ
が

八
十
度
違
う
か
ら

 
中
身
が
誰
な
の
か
が
バ
レ
る
事
は
な
い
だ
ろ
う
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い
つ
つ

後
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
本
人
に
任
せ
よ
う
と
思
い

 
そ
の
背
中
を
ポ
ン
と
叩
い
た

そ
れ
を
受
け
て
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
ユ

ジ

ン
に
笑
顔
で
こ
う

言

た
は

い

一
応
プ
ロ
で

す

で
も
本
業
は
ハ
チ
マ
ン
の
性
奴

で

す

ば

お
い
こ
ら
ロ
ビ
ン

デ
タ
ラ
メ
言

て
ん
じ

ね
え

え

前
は
私
が
気
絶
す
る
く
ら
い

あ
ん
な
に
激
し
く
し
て
く
れ
た
じ

な
い

そ
れ
は
お
前
が
勝
手
に

 
そ
う
抗
議
し
よ
う
と
し
た
ハ
チ
マ
ン
の
目
の
前
に
い
き
な
り
魔
剣
グ
ラ
ム
が
突
き
つ
け
ら
れ

た
お
わ

い
き
な
り
何
を
し
や
が
る
ユ

ジ

ン

き
貴
様
と
い
う
奴
は

プ
ロ
の
シ
ン
ガ

と
い
え
ば
我
々
に
と

て
は
天
の
上
の
人
だ
ぞ
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そ
れ
な
の
に

そ
れ
な
の
に
お
前
は

別
に
お
か
し
な
事
は
何
も
し
て
な
い
ぞ

知
り
合
い
な
だ
け
で

ま
し
い
ん
だ
よ

ま
し
い

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
普

の
態
度
が
ア
レ
な
だ
け
に

 
知
り
合
い
な
の
が

ま
し
い
と
い
う
感
覚
は
ハ
チ
マ
ン
の
中
に
は
無
か

た
が

 
よ
く
よ
く
考
え
る
と
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る

ま
あ
私
の
フ

ン
が
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
知

た
ら

多
分
殺
さ
れ
る
ん
じ

な
い

俺
は
何
も
し
て
ね
え
だ
ろ

月
の
出
て
い
な
い
夜
は
魔
剣
グ
ラ
ム
の

に
な
ら
な
い
よ
う
に
精
々
気
を
付
け
る
ん
だ
な

お
前
が
一
番
怖
え
ん
だ
よ
ユ

ジ

ン

さ

さ
と
そ
の
剣
を
し
ま
い
や
が
れ

し
ま
い
た
い
の
は
や
ま
や
ま
だ
が
グ
ラ
ム
が
大
人
し
く
言
う
事
を

い
て
く
れ
る
か
ど
う
か

分
か
ら
ん

剣
を
カ
タ
カ
タ
さ
せ
る
ん
じ

ね
え

そ
れ

絶
対
お
前
が
わ
ざ
と
や

て
ん
だ
ろ
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ち
な
み
に
リ
ア
ル
の
私
は
と
て
も
小
さ
く
て
か
わ
い
い
わ
よ

お
前
も
煽
る
ん
じ

ね
え
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
息
を
荒
げ
た
が

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を

こ
こ
ま
で

て
い
た
フ
カ
次
郎
が
ツ
ン
ツ
ン
つ
つ
い
た

お
う
フ
カ

お
前
か
ら
も
何
か

リ

リ

ダ

一

人
の
私
を
性
奴

に
す
れ
ば

 
命
の
危
険
も
な
く
誰
に
も
文

を
言
わ
れ
る
事
も
な
く

楽
を

れ
ま
す
よ

別
に
そ
ん
な
も
ん
欲
し
て
ね
え
よ

お
前
は
少
し

て
ろ

え
え

私
の
方
が
ロ
ビ
ン
さ
ん
よ
り
も
胸
が
あ
る
か
ら
き

と
色
々
と
気
持
ち
い
い
よ

 
そ
の

間
に

今
度
は
フ
カ
次
郎
の
目
の
前
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
剣
を
突
き
つ
け
た

フ
カ
ち

ん

そ
れ
は
私
に
対
す
る
挑
戦

こ
こ
は
引
け
ね
え
な
ロ
ビ
ン
さ
ん

実

の
と
こ
絶
対
に
私
の
方
が

き
心
地
が
い
い

私
は
確
か
に
胸
は
な
い
け
ど

ど
こ
も
柔
ら
か
く
て

き
心
地
は
最
高
な
ん
だ
け
ど

上

だ

せ

か
く
デ

エ
ル
ス
テ

ジ
が
目
の
前
に
あ
る
ん
だ

 
こ
う
な

た
ら
剣
で
白
黒
つ
け
よ
う
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望
む
と
こ
ろ

 
そ
う
言

て
二
人
は
す
ぐ
横
に
あ

た
サ
ブ
ス
テ

ジ
に
上

て
い
き
な
り
戦
い
始
め

 
ユ

ジ

ン
は

気
に
と
ら
れ
た
よ
う
に
そ
れ
を

か
ん
と
見
つ
め
て
い
た

お
い
ユ

ジ

ン

少
し
は
落
ち
着
い
た
か

そ
も
そ
も
俺
に
は
ア
ス
ナ
が
い
る
ん
だ

 
性
奴

だ
の
な
ん
だ
の
言

て
た
ら

ア
ス
ナ
に
殺
さ
れ
ち
ま
う

て

う

う
む

確
か
に
そ
う
だ
な

 
ユ

ジ

ン
は
多
少

が

え
た
の
か

そ
う
言

て
剣
を
お
ろ
し
た

確
か
に
そ
ん
な
事
が
あ
る

な
い
な

こ
の
ご
時
勢
に
性
奴

な
ど
と

 
ん

い
や

し
か
し
実

そ
う
で
は
な
く
て
も

願
者
が
二
人
い
る
の
は
間
違
い
な
い
の

で
は
な
い
か

チ

そ
こ
に
突

込
ん
で
き
や
が
る
の
か

 
ユ

ジ

ン
が
ハ

と
し
た
顔
で
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は

打
ち
し
た

き

貴
様

ふ
ざ
け
る
な

ま
し
す
ぎ
る
だ
ろ

だ

た
ら
代
わ

て
や
る

俺
だ

て
困

て
る
ん
だ
か
ら
な

型
的
な
ハ

レ
ム
野
郎
の
セ
リ
フ
を

き
や
が

て
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ユ

ジ

ン
は
そ
う
叫
ん
で
い
き
な
り
魔
剣
グ
ラ
ム
を
ハ
チ
マ
ン
目

け
て

り
下
ろ
し

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
そ
れ
を
避
け
た

お
わ

危
な

俺
達
も
勝
負
だ

メ
イ
ン
ス
テ

ジ
に
上
が
れ

面
倒

え

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
て
も

そ
う
な
顔
で
そ
の
勝
負
を
受
け

 
ス
テ

ジ
へ
と
上
が
り

ユ

ジ

ン
と
戦
い
始
め
た

死
ね
リ
ア
充

爆
発
し
ろ

過
去
の
自
分
が
フ
ラ

シ

バ

ク
し
て

凄
く
胸
が

く
な
る
セ
リ
フ
だ
な

 
と
は
い
え
こ
こ
は
そ
こ
そ
こ
メ
ジ

な
観
光
ス
ポ

ト
で
あ
り

 
ス
テ

ジ

設
の
噂
が
広
ま

て
い
る
か
ら
今
は
あ
ま
り
人
は
来
な
い
か
ら
と
は
い
え

 
そ
れ
で
も
い
つ
人
が
来
る
か
分
か
ら
な
い

ユ

ジ

ン
の
こ
ん
な
格
好
悪
い

を
他
の
奴
に
見
せ
る
の
は
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
か
な
り
上
か
ら
目
線
で
そ
う
考
え

 
魔
剣
グ
ラ
ム
の
攻
撃
が
こ
ち
ら
の
防
御
を
す
り
抜
け
る
の
を
利
用
し
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い
わ
ゆ
る
ク
ロ
ス
カ
ウ
ン
タ

方
式
の
武
器
を

か
な
い
カ
ウ
ン
タ

を
ユ

ジ

ン
に
く

ら
わ
せ

 
容

な
く
ユ

ジ

ン
を
一
発

し
た

ち
な
み
に
半

決
着
モ

ド
で
あ
る

 
ユ

ジ

ン
が
ど
れ
だ
け
無
防
備
に
そ
の
攻
撃
を
く
ら

て
し
ま

た
か
が
よ
く
分
か
る
と
い

う
も
の
だ

 
い
つ
も
の
ユ

ジ

ン
な
ら
こ
こ
ま
で
簡

に
や
ら
れ
は
し
な
い
の
だ
ろ
う
が

 
完
全
に

静
さ
を
失

て
い
た

も
ろ
に
攻
撃
を
く
ら

て
し
ま

た
よ
う
で
あ
る

 
ユ

ジ

ン
は
そ
れ
で
一
気
に

が

え
た
の
か
ば
つ
が
悪
そ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
謝

た
す
ま
ん

よ
く
考
え
た
ら
お
前
の
そ
れ
は
い
つ
も
の
事
だ

た
な

そ
う
言
わ
れ
る
の
も
何
か

だ
な
お
い

も
う

め
ろ

お
前
は
こ
れ
か
ら
一
生
女
で
苦
労
す
る
が
い
い

不
安
に
な
る
よ
う
な
事
を
言
う
な
よ

フ
ラ
グ
に
な

た
ら
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
よ

 
そ
う
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
ハ
チ
マ
ン
を

目
に

 
ユ

ジ

ン
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
フ
カ
次
郎
の
戦
い
に
目
を
向
け
た
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あ
の
二
人
も
大
分
強
く
な

た
み
た
い
だ
な

そ
ろ
そ
ろ
お
前
も
危
な
い
ん
じ

な
い
か

か
も
し
れ
ん
追
い
つ
か
れ
な
い

に
も

く
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
を
開
発
せ
ね
ば

な
本
当
に
大
変
み
た
い
で
ア
ス
ナ
が

日

詰
ま

た
顔
を
し
て
る
ぞ

そ
う
な
の
か

そ
れ
は
や
り
甲
斐
が
あ
る
な

ま
あ
頑
張
れ

 
そ
の
二
人
の
戦
い
は

か
ら
見
る
と
激
戦
で
あ

た
が
実
は

声
の
応

が

り
広
げ
ら

れ
て
い
た

そ
も
そ
も
う
ち
に
は
か
な
り
の
ラ
ン
ク
の
お

ぱ
い
キ

ラ
が
揃

て
る
の
よ

 
そ
こ
に
中

半

な
お

ぱ
い
が
混
じ

た

て

す
る
だ
け
じ

な
い

 
だ

た
ら
私
み
た
い
に
ほ
と
ん
ど
無
い
方
が

要
を
満
た
せ
る
の
は
間
違
い
な
い
わ

は

そ
れ
な
り
に
あ
る

て
の
は

 
つ
ま
り
リ

ダ

に

ん
で
大
き
く
し
て
も
ら
え
る
望
み
が
あ
る

て
こ

た

 
ま

た
く
無
い
の
は
望
み
薄
す
ぎ
て

育
て
て
も
ら
う
楽
し
み
が
味
わ
え
な
い
ん
だ
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こ
の
よ
う
に

裏
で
は
非
常
に

い
戦
い
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ

た

お

い
お
前
ら

そ
ろ
そ
ろ
俺
は
帰
る
ぞ

あ

待

て
リ

ダ

よ
し

次
で
決
着
を
つ
け
て
や
る

望
む
と
こ
ろ

 
二
人
も
こ
の
時
は
半

決
着
モ

ド
で
戦

て
い
た
が

 
お

い
の
残
り

は
六

度
で
あ
り

二
人
と
も
次
の
一
撃
で

 
相
手
を
殺
す
つ
も
り
で

力
の
高
い

発
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
つ
も
り
で
あ

た

死
ね

微

死
ね

無

何
て

け
声
だ
よ
お
前
ら

 
こ
の
勝
負
は
自
分
の
攻
撃
が
先
に
相
手
に

い
た
方
の
勝
ち
で
あ

た
が

 
今
回
の
場
合

そ
れ
は
ま

た
く
の
同
時
で
あ

た

 
二
人
は
相
打
ち
で
同
時
に
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
な
り

 
ハ
チ
マ
ン
は

れ
た
顔
で

二
人
の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
に
向
か

て
言

た

先
に

て
ろ

別
に
待
た
な
い
で
落
ち
て
も
い
い
か
ら
な
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そ
ん
な
二
人
の
戦
い
を
見
て

ユ

ジ

ン
と
カ
ゲ
ム
ネ
は

を

め
た

女
は
怖
い
な

俺

あ
ん
な
奴
ら
を
平
気
で
仕
切

て
る
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
を
尊
敬
し
ま
す
よ

 
こ
の
日
か
ら
徐
々
に
こ
の
場
所
の
事
が
口
コ
ミ
で

散
し

 
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が

自
分
の

を

き
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り

 
そ
し
て
こ
こ
は
い
つ
し
か

デ

エ
ル
の
聖
地
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た
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第
７
８
５
話
 
家
族

 
時
間
は

り
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
二
度
目
の
ラ
グ

ラ
ビ

ト
狩
り
に
行

た
次
の

日 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
代
表
し
て
ユ
ウ
キ
と
タ
ル
ケ
ン
が
こ
の
日

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を

り
に
き
て
い
た

 
要
す
る
に
リ

ダ

と
金

番
だ
け
で
店
を
訪
れ
た
と
い
う

な
の
で
あ
る

こ
ん
に
ち
は

ど

ど
も

お

ユ
ウ
キ
に
タ
ル
な
の
な

久
し
ぶ
り
な
の
な

今
日
の
店
番
は
リ
ナ

リ
ン
ね

ね
も
庭
の
倉

に
い
る
の
な

そ

か

今
日
は
こ
の
前
約
束
し
た
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を

り
に
来
た
ん
だ
け
ど

お
お

か

た
の
な

リ
ツ
ね

ね
か
ら
話
は

い
て
る
の
な

 
そ
れ
じ

あ
は
い

先
に
こ
れ
を

し
て
お
く
の
な



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
う
言

て
リ
ナ
は

ユ
ウ
キ
に
二
本
の
武
器
を
差
し
出
し
て
き
た

 
そ
れ
は
ユ
ウ
キ
が
夢
に
見
る
ほ
ど
欲
し
が

て
い
た
セ
ン
ト
リ

と

ラ
ン
の
ス
イ
レ

で

あ

た
い

い
い
の

も
ち
ろ
ん
後
で
お
代
は

く
の
な

も
ち
ろ
ん
だ
よ

タ
ル

お
金
の
話
は
任
せ
る

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
タ
ル
ケ
ン
と
リ
ナ
が
お
金
の
話
を
始
め
た
横
で

ユ
ウ
キ
は
ス
イ
レ

を
し
ま
う
と

 
庭
に
出
て
嬉
し
そ
う
に
セ
ン
ト
リ

を

り
始
め
た

あ
れ

ど
う
し
た

何
か
気
に
な
る
事
で
も
あ
る
の
か

 
何
か
に
気
が
付
き
首
を

げ
る
ユ
ウ
キ
に
庭
の
倉

か
ら
出
て
き
た
リ
ン
が
そ
う
声
を
か
け

た
あ

リ
ン

え

と
ね

気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
ど

 
こ
の
前

た
時
よ
り
も
何
か
手
に
な
じ
む
と
い
う
か

そ
ん
な
感
じ
が
し
た
か
ら
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あ
あ

そ
れ
な
ら

日
ハ
チ
マ
ン
が
ナ
タ
ク
と
一

に
調
整
し
て
い
た
ぞ

ハ
チ
マ
ン
が

あ
あ

夜

く
に
ナ
タ
ク
を
連
れ
て
調
整
に
来
て
な

 
熱
心
に
そ
の
武
器
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
じ

て
い
た
ぞ

そ
う
だ

た
ん
だ

う
わ

さ
す
が
と
い
う
か

ハ
チ
マ
ン
に
は

が
上
が
ら
な
い
や

 
リ
ン
に
そ
う
答
え
な
が
ら

ユ
ウ
キ
は
も
う
一
度
セ
ン
ト
リ

を

た

う
ん

や

ぱ
り
前
よ
り
も
使
い
や
す
い

な
ら
良
か

た
じ

な
い
か

う

う
ん

で
も
ハ
チ
マ
ン
は
一
体
ど
う
や

て

あ

 
そ
の
時
ユ
ウ
キ
は

先
日
の
ハ
チ
マ
ン

す
る
盗
賊
と
の
会
話
を
思
い
出
し
た

こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
お
前
に
と

て
は
最

な
バ
ラ
ン
ス
な
の
か

そ
う
だ

で
も
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
を

く
ん
だ

い
や

た
だ
の
興
味
本

だ

そ

か

あ
の
時
か

問
題
は
解
決
し
た
よ
う
だ
な
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う
ん

あ
り
が
と
う
リ
ン

つ
い
で
に
さ

 
キ

ン
プ
用
品
み
た
い
な
の
を

て
い
る
お
店
と
か

ど
こ
か
知
ら
な
い

そ
れ
な
ら
う
ち
に
一
通
り
あ
る
ぞ

ナ
タ
ク
が
作

た
も
の
ら
し
い
が

 
さ
す
が
に
使
い
ど
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
無
か

た

に
い
く
つ
か
残
し
て
処
分
す
る
事
に
し
た

ら
し
い

あ
る
ん
だ

お
願
い

そ
れ
を
ボ
ク
に
二
セ

ト

て

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

わ
な
い
が

 
キ

ン
プ
用
品
み
た
い
な
の

と
言
う
か
ら
に
は
他
に
も
何
か
必
要
な
の
か

う
ん

⻑
期
間
野

を
続
け
る
の
に
必
要
な
ア
イ
テ
ム
一
式
み
た
い
な

分
か

た

揃
え
る
か
ら
店
の
方
で
待

て
て
く
れ

う
ん

分
か

た

 
ユ
ウ
キ
は
笑
顔
で
店
に

て
い
き

リ
ン
は
倉

へ
と
入

て
い

た

だ
そ
う
だ

何
を
用
意
す
れ
ば
い
い

あ
い
つ
ら
ど
こ
か
で
キ

ン
プ
を
張
る
つ
も
り
な
の
か

ナ
タ
ク

ど
う
す
る

そ
う
で
す
ね
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そ
の
倉

の
中
に
は
ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
が
い
た

 
ユ
ウ
キ
達
が

ね
て
く
る
の
を
見
越
し
て

 
何
か
あ

た
時
に
す
ぐ
対
応
出
来
る
よ
う
に
先
に
来
て
い
た
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
こ
れ
と
こ
れ

そ
れ
に
こ
れ
か

 

は
前
に
リ
ン
さ
ん
達
に
提

し
た
の
と
同
じ
物
で
い
い
と
し
て

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

て
全
部
で
何
人
で
し
た

け

一
応
ラ
ン
の
分
も
用
意
し
て
お
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
か
ら
七
人
だ
な

そ
れ
じ

あ
八
つ
用
意
し
て
お
き
ま
す

何
故
だ

だ

て
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
付
き
あ
わ
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
じ

な
い
で
す
か

そ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

 
他
に
も
食
材
や

々
の
道

を

ハ
チ
マ
ン
は
リ
ン
に
ど
ん
ど
ん
運
ば
せ
て
い

た

リ
ン
全
部
運
び
終
わ

た
ら
相
手
の
手
持
ち
金

か
ら
見
て

え
る

を
提

し
て
く
れ

 
足
り
な
い
分
は
俺
が
出
す
か
ら

分
か

た

リ
ナ
に

投
げ
し
て

そ
の
時
に
残
り
の
武
器
も
見
せ
て
お
け
ば
い
い
な
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悪
い
な
リ
ン

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
リ
ン
の

を

で
リ
ン
は

を

ら
め
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
言

た
し

仕
事
だ
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
こ
の

は
色
々
と
問
題
が
あ
る
の
だ
が

 

り
の
者
達
も

本
人
に
悪
気
が
無
い
の
は
分
か

て
い
る

 
中
々

え
る
よ
う
に
言
い
出
せ
な
い
の
が
現

だ

家
族
の

に
頑
張

て
る
ん
だ
な

え
ら
い
ぞ

 
だ
が
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
リ
ン
は
き

と
ん
と
し
た

家
族

家
族
と
は
何
だ

私
は
姉
妹
達
の

に
頑
張

て
い
る
ん
だ
が

 
そ
の
言
葉
に
は

さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
き

と
ん
と
し
た

家
族
と
い
う

念
が
な
い
の
か

本
当
に
謎
だ
よ
な

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
が

知
ら
な
い
と
ま
ず
い
言
葉
な
の
か
と

 
リ
ン
を
動

さ
せ
る
よ
う
な
態
度
を
と
る
よ
う
な
事
は
決
し
て
な
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
時
間
を
お
か
ず
に
即
座
に
リ
ン
に
こ
う
言

た
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助
け
合

て
生
き
て
い
る
の
が
家
族
だ
だ
か
ら
リ
ン
に
と

て
は
あ
の
五
人
が
大
切
な
家
族

だ
なな

る
ほ
ど

じ

あ
ハ
チ
マ
ン
や
ナ
タ
ク
も
私
の
家
族
な
ん
だ
な

 
リ
ン
が
笑
顔
で
そ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
は
思
わ
ず
涙
腺
を
緩
ま
せ
た

ん

二
人
と
も

ど
う
か
し
た
の
か

い
や

何
で
も
な
い

リ
ン
の
言
う
通
り
だ
と
思

て
な

そ
う
で
す

僕
達
は
家
族
で
す

リ
ン
ね

ね

 
そ
の
時
外
か
ら
リ
ン
を
呼
ぶ
リ
ナ
の
声
が

こ
え

リ
ン
は

て
て
運

作
業
を
再
開
し
た

そ
れ
じ

あ
家
族
の

に
頑
張

て
く
る

 
そ
う
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
言

て
去

て
い

た
リ
ン
を

 
二
人
は
眩
し
い
思
い
で
見
送

た
の
で
あ

た

す
ま
ん

待
た
せ
た
な

う
う
ん

い
き
な
り
変
な
事
を
頼
ん
じ

た
の
は
こ

ち
だ
か
ら

ど
こ
か
で
キ

ン
プ
で
も
や
る
の
か
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う
ん

山
ご
も
り
を
ち

と
ね

山
ご
も
り

ま
あ
ち

と
集
中
し
て

行
し
よ
う

み
た
い
な

な
る
ほ
ど

確
か
に
強
く
な
い
と

家
族
を
守
れ
な
い
か
ら
な

か

家
族

 
ユ
ウ
キ
は
何
故
リ
ン
が
そ
ん
な
表
現
を
使

た
の
か
分
か
ら
な
か

た
が

 
そ
の
言
葉
を
何
と
な
く
嬉
し
く
感
じ
た

う
ん

ま
あ
家
族
み
ん
な
で
強
く
な
ろ
う

て
ね

そ
う
か

な
ら
こ
れ
も
必
要
か

 
リ
ン
は
そ
う
言

て

ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
に

さ
れ
た
武
器
を
ユ
ウ
キ
に
差
し
出
し
た

 
そ
れ
は
一
目
見
て
業
物
と
分
か
る

両
手
剣

メ
イ
ス

盾

ハ
ン
マ

の
六
種

で
あ
り

 
そ
れ
を
見
た
ユ
ウ
キ
と
タ
ル
ケ
ン
は
目
を

か
せ
た

こ
れ
は

お
ば
ば
様
か
ら
必
要
な
よ
う
な
ら

る
よ
う
に
と

さ
れ
た
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や

た

さ

す
が
お
ば
ば
様

こ
れ
で
全
員
分
の
武
器
が
揃
う
ね

タ
ル

資
金
に
余

は

キ

ン
プ
用
品
の

次
第
だ
け
ど

多
分
問
題
な
い

大
丈
夫

 
タ
ル
ケ
ン
は
大
体
の
品
の
相
場
を

し
て
い
る

 
素

く

内
で
合
計
金

を
計
算
し
て
そ
う
言

た

さ

す
が

算

定
の

持
ち

計
算
が

い
ね

ボ
ク
に
は
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
だ
よ

チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン

て
言
葉
を
リ
ア
ル
に
使

て
る
人

初
め
て
見
た

 
タ
ル
ケ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
ユ
ウ
キ
は
思
わ
ず
顔
を

ら
め
た

う

そ
れ
は
ラ
ン
の
影

あ
あ

確
か
に
ラ
ン
は

そ
う
い
う
死
語
的
な
の
を
多
用
す
る
か
ら
ね

 
そ
ん
な
二
人
の
様
子
を
見
て

リ
ン
は
こ

そ
り
リ
ナ
に

打
ち
し
た

リ
ナ

付
け
は
任
せ
た

こ
の
感
じ
だ
と
相
場
通
り
で
い
い
か
ら

分
か

た
の
な

 
そ
し
て
全
て
の
武
器
と
物
資
が
引
き

さ
れ
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ユ
ウ
キ
と
タ
ル
ケ
ン
は
意
気
揚
々
と
仲
間
達
の
所
に

て
い

た

 
う
わ

何
だ
こ
れ

こ
ん
な
物
ま
で

て
き
て
く
れ
た
の
か

タ
ル

金
は
大
丈
夫
だ

た
の
か

あ

う
ん

そ
れ
は
ま

た
く
問
題
な
い
よ

さ
す
が
ラ
グ

ラ
ビ

ト

金
は
偉
大
だ
ね

 
ち
な
み
に
こ
の
武
器
は

向
こ
う
か
ら
必
要
か
ど
う
か

て
見
せ
ら
れ
た
ん
だ
よ
ね

多
分
ハ
チ
マ
ン
が
お
ば
ば
様
に
手
を
回
し
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
う

お
お

さ

す
が
兄
貴
だ

さ
す
が
の
気
配
り
だ
ね

兄
貴

愛
し
て
ま
す

タ
ル

さ
す
が
に
そ
れ
は
気
持
ち
悪
い

ま
し
か

た
ら
ノ
リ
も
叫
べ
ば
い
い
の
に

な

べ

別
に

ま
し
く
な
ん
か
な
い
か
ら
ね

ま
あ
い
い
や

と
り
あ
え
ず
武
器
の
使
い
心
地
を

し
て
み
よ
う

 
確
か
街
に
訓
練
場
が
あ

た
だ
ろ
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そ
う
だ
ね

場
合
に
よ

て
は
バ
ラ
ン
ス
調
整
と
か
必
要
だ
ろ
う
し

 
だ
が
そ
の
必
要
は
な
か

た

そ
の
装
備
が

自
に
合
わ
せ
て
最

化
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
さ
す
が
兄
貴

さ
す
兄

神
様

様
ハ
チ
マ
ン
様

兄
貴

愛
し
て
ま
す

あ

ノ
リ

ど
さ
く
さ

れ
に
何
言

て
ん
の

ず

ず
る
い

ユ
ウ
キ
も
シ
ウ
ネ

も

ま
し
か

た
ら
言
え
ば
い
い
じ

な
い

く

や

ぱ
り
さ

き
の
タ
ル
が
凄
く

ま
し
か

た
ん
じ

な
い

こ
う
い
う
の
は
先
に
言

た
者
勝
ち
だ
か
ん
ね

さ

き
は
言
え
な
か

た

に

タ
ル

何
か
言

た

い

い
や

何
で
も
な
い
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こ
う
し
て
新
し
い
武
器
の
性
能
に

か
れ
つ
つ
も

全
員
新
し
い
武
器
の

に
成
功
し

 
パ

テ

の
飛
躍
的
な
強
化
を
果
た
し
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
こ
の
日
か
ら
し
ば
ら
く

を
消
す
事
と
な

た
の
で
あ

た

 
す
み
ま
せ
ん

明
日
の
投
稿
も
お
休
み
と
な
り
ま
す
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第
７
８
６
話
 
出
撃

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

み
ん
な

準
備
は
い
い

お
う

バ

チ
リ
よ

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
は
初
め
て
だ

ど
ん
な
所
な
ん
だ
ろ
う
な

 
新
し
い
武
器
に
も
慣
れ

大

の

物
を
分
担
し
て
持

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
今
ま
さ
に
山
ご
も
り
へ
と
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

た

 
目
的
地
は
ま
さ
か
の
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
地
で
あ
る

 
ト
ラ
フ

ク
ス
の
影

で

今
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
は
ほ
と
ん
ど
人
は
い
な
い

 
ユ
ウ
キ
は
体
術
の

行
を
し
つ
つ

行
の
成
果
を
確
認
す
る

に
巨
人
族
と
戦

て

験

を

ぎ

 
過

な

に
品
薄
ぎ
み
な
巨
人
族
由
来
の
素
材
で
金

す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
た

 
上
手
く
い
け
ば
確
か
に
得
る
物
が
大
き
い
プ
ラ
ン
で
あ
る

ち
な
み
に
今
日
の
場
所
を
決
め
る

に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ホ

ム
ペ

ジ
を
参
考
に
し
た
よ
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そ
り

信
頼
度
高
い
な

も
う
体

と
か
ど
う
で
も
よ
く
な

て
る
ね

ボ
ク
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
ホ

ム
ペ

ジ
な
ん
か
置
く
か
ら
い
け
な
い

ど
ん
な
理
屈
だ
よ

使
え
る
も
の
は
敵
か
ら
の
情
報
で
も
使
う
ん
だ

い
や

ま
あ
別
に
文

と
か
は
無
い
ん
だ
け
ど
な

 
こ
の
武
器
も
ど
う
見
て
も
ヴ

ル
ハ
ラ
産
の
製
品
だ
し

し
か
し
こ
の
テ
ン
ト

岩
に

態
す
る
な
ん
て

利
だ
よ
な

ま
さ
に
ボ
ク
達
の

に
作
ら
れ
た
ア
イ
テ
ム
だ
ね

 

神
族

主
に
ト
ン
キ

の
能
力
に
似
た
性
能
の
そ
の
テ
ン
ト
は

 
使
用
す
る
と
完
全
に
岩
に
し
か
見
え
ず
そ
の
中
に
入
れ
ば

眠
中
に
も
敵
に
襲
わ
れ
る
事
は

な
い

 
だ
が
設
置
す
る
と
移
動
さ
せ
る
事
は
出
来
な
い
の
で

 
こ
れ
を
使

て
敵
の
真

中
を
進
む
事
は
不
可
能
で
あ
る
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更
に
言
う
と

敵
の
タ

ゲ

ト
に
さ
れ
た
後
に
使
用
す
る
の
も
不
可
能
で
あ
り

 
完
全
に
野
外
で
休

す
る

の
ア
イ
テ
ム
で
あ

た

 
ち
な
み
に
一

は
さ
れ
て
お
ら
ず

ナ
タ
ク
が
設
計
し
た
ア
イ
テ
ム
の

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
に
十
個
し
か
存
在
し
な
い
レ
ア
ア
イ
テ
ム
だ

た
り
す
る

 
そ
の
う
ち
の
八
個
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
所

で
あ
り

残
り
の
二
つ
は
こ
こ
に
あ
る

そ
れ
じ

あ
出
発

お
う

 
ち
な
み
に
今
回
の
目
的
地
は

ハ
チ
マ
ン
の
誕
生
日
の
時
に

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
が
連
合
を
待
ち
伏
せ
る
の
に
使

た
広
場
で
あ
り

 
ユ
ウ
キ
は
そ
こ
に
あ
る
岩
陰
で
キ

ン
プ
を
張
る
つ
も
り
だ

た

 
ト
ン
キ

が
岩
に

態
し
た
あ
の
場
所
で
あ
る

 
ち
な
み
に
ナ
タ
ク
が
こ
の
テ
ン
ト
を
開
発
し
た
の
も
そ
の
話
を

い
た
の
が
キ

カ
ケ
で
あ

た 
た
だ
で
さ
え
人
が
来
な
い
所
で
目
立
た
な
い
所
に
岩
に
し
か
見
え
な
い
テ
ン
ト
を
張
る
の
だ

 
見
張
り
を
立
て
な
く
て
も
恐
ら
く
他
人
に
見
つ
か
る
事
は
そ
う
そ
う
無
い
だ
ろ
う
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そ
も
そ
も
人
が
通
り
か
か
る
か
す
ら
怪
し
く
当
然
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
全
員
そ
う
考

え
て
い
た

人
が
全
く
来
な
い
場
所
で
⻑
期
間
キ

ン
プ
と
か

Ｓ

以
来

い
や

そ
の
後
に

俺

で
大
貴
族
を
敵
に
回
し
た
時
に
や

た
は
ず

そ
れ
を
言

た
ら

 
ど
う
や
ら
全
員
キ

ン
プ
の

験
は
豊

な
よ
う
で
あ
る

も

と
も
ゲ

ム
の
中
で
の
話
で

あ
る
が

し
か
し
Ｓ

と
か
懐
か
し
い
な

サ
バ
イ
バ
ル
・
デ

ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド

だ

け

飛
行
機
が
落
ち
て
絶
海
の

に
放
り
出
さ
れ
る
ん
だ
よ
な

そ
れ
に
何
故
か

ン
ビ
要
素
が
加
わ

て
る

て
い
う
謎
設
定
だ

た
わ
ね

俺

は
も
う
一
回
や
り
た
い
よ
な

で
俺
Ｔ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
転
生

な

あ
れ
を
や

た
後
に
他
の
ゲ

ム
を
や

た
ら
自
分
が

く
な

た
気
が
し
て
仕
方
が
な
か

た
け
ど
ね



 第７８６話 出撃、スリーピング・ナイツ

そ
れ
あ
る

お
前
は
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
か

 
な
ど
と
ソ
レ
イ
ア
ル
を
ネ
タ
に
し
な
が
ら
一
行
は
和
気

々
と
目
的
地
へ
と
向
か

て
い

た 
ナ
ビ
ゲ

ト
役
は
言
い
だ
し

の
ユ
ウ
キ
で
あ
る

シ
ナ
リ
オ
が

い

に
自
由
度
が
高
く
て

ま
あ
い
い
ゲ

ム
だ

た
よ
な

誰
で
も

世
界
チ

ト
無
双
が
出
来
る

て
の
は
や

ぱ

だ
よ
ね

個
別
シ
ナ
リ
オ
は
定
番
の
俺
Ｔ
Ｕ
Ｅ
Ｅ

悪
も
の
だ

た
け
ど

で
も
そ
れ
が
い
い

唯
一
不
満
が
あ
る
と
す
れ
ば

世
界
の
設
定
が

に
魔
法
が
あ
る
だ
け
の
地

の
中
世
だ

て
事
だ
ね

そ
れ
系
は
食

ぎ
み
な
ん
だ
よ
な

何
故
か
必
ず

世
界
の
方
が
文
化
が

れ
て
る
事
に
な

て
る
よ
ね

で
も
面
白
か

た
の
は
確
か
だ
ね

 
そ
の
時
ジ

ン
が
ふ
と
思
い
つ
い
た
よ
う
に
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

な

よ
く
考
え
る
と

兄
貴
達
は
素
で
あ
の

態
な
ん
じ

ね
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そ
う
考
え
る
と
恐
ろ
し
い
ね

や

ぱ
り
チ

ム
と
し
て
の
強
さ
な
の
か
な

ま
あ
あ
れ
だ

 
ジ

ン
は
少
し
言
い
よ
ど
ん
だ
後
に

若

言
い

ら
そ
う
に
こ
う
言

た

戦
略
級
魔

師
が
何
人
も
い
る
時
点
で

偏
差

が
高
い
事
は
分
か
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

文

複
雑
だ
も
ん
な

そ
れ
以
前
に
僕
達
の
学
力
も
平

だ
し
ね

ま
あ
あ
れ
だ

勉
強
が
出
来
る
の
と

文
が
覚
え
ら
れ
る
の
は
ま

た
く
別
物
だ

う
ん

大
丈
夫
だ
よ

ジ

ン
に
も
い
つ
か
き

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
が
使
え
る
よ

う
 
こ
の
会
話
か
ら

ジ

ン
が
ま
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
を
一
つ
も
使
え
な
い
事
が
よ
く
分
か
る

 
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
一
行
は

あ

け
な
く
目
的
地
の
近
く
ま
で
た
ど
り
着
い
た

 
マ

プ
ま
で
ご
丁

に
用
意
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
ま
あ
当
然
な
の
だ
が

 
こ
こ
ま
で
何
度
か
あ

た
戦
闘
も
全
員
が
危
な
げ
な
く
こ
な
し
て
お
り

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
全
体
の
強
さ
が
確
実
に
上
が

て
い
る
事
が
証
明
さ
れ
た
格
好
だ



 第７８６話 出撃、スリーピング・ナイツ

さ
て

そ
こ
を
曲
が
れ
ば
目
的
地
に

て
あ
れ

参

た
な

 
最
初
に

を
曲
が

た
ユ
ウ
キ
が
そ
う
言

て
こ
ち
ら
に

て
き
た

 
ユ
ウ
キ
は
ま
さ
か
と
い
う
顔
で
仲
間
達
に
こ
う
言

た

な
ん
か
先
客
が
い
る
み
た
い

何
い
い
い
い
い

え

本
当
に

 
一
同
は
そ
の
報
告
に
驚
き

か
ら
顔
を

か
せ

そ
の
言
葉
が
事
実
だ
と
確
認
し
た

こ
の
時
期
の
こ
ん
な
所
に
ま
さ
か
プ
レ
イ
ヤ

が
い
る
な
ん
て

参

た
な

ボ
ク
に
も
こ
れ
は
想
定
外
だ

た
よ

ど
う
し
よ
う
か
な

 
ユ
ウ
キ
は

を

え

他
の
者
達
も
困

た
よ
う
に
顔
を
見
合
わ
せ
た

と
り
あ
え
ず
場
所
を

て
も
ら
え
な
い
か
交

す
る
か

 
今
か
ら
ど
れ
く
ら
い
こ
こ
に

ま
る
か
確
認
し
て
空
く
ま
で
待
つ
か
そ
れ
と
も
一

に
や
る

か
か
な

ボ
ク
も
そ
れ
く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
な
い
け
ど

み
ん
な
は
ど
う
思
う

 
ユ
ウ
キ
は
そ
の
ノ
リ
の
提
案
を
受
け
そ
れ
で
い
い
の
か
確
認
す
る
よ
う
に
仲
間
達
の
顔
を
見



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

回
し
た

一

に

ま
あ
ど
ん
な
人
か
話
し
て
み
な
い
と
何
と
も

お
か
し
な
人
達
と
一

に
は
や
れ
な
い
で
す
し
ね

あ
で
も
よ
く
見
え
な
か

た
け
ど
多
分
あ
の
服
装
は
女
の
子
の
三
人
組
だ

た
気
が
す

る
マ
ジ
か
よ

是
非
ご
一

さ
せ
て
も
ら
お
う

 
ジ

ン
は
即
座
に
そ
う
言

た
が

 
他
の
者
達
は
ジ

ン
の
そ
う
い
う
所
に
は
慣
れ

こ
な
の
か

誰
も
相
手
に
は
し
な
い

え

本
当
に

珍
し
く
な
い

確
か
に
街
中
で
も
そ
ん
な
の
一
度
も
見
た
事
な
い
よ

し
か
も
こ
こ

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
地
だ
よ

そ
こ
に
女
性
が
三
人
な
ん
て

ヴ

ル
ハ
ラ
な
ら
分
か
る
け
ど
な

 
完
全
に
ス
ル

さ
れ
て
い
た
ジ

ン
が
め
げ
ず
に
そ
う
会
話
に
復
帰
し

 
他
の
者
達
は
そ
れ
を

い
て
ハ

と
し
た
顔
を
し
た

そ
の
可
能
性
は

う
ん

か
な
り
高
い
よ
ね
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だ

た
ら
事
情
を
話
せ
ば
ど
う
な
る
に
し
ろ

め
た
り
は
し
な
い
は
ず

で
も
兄
貴

俺
達
の
事
を
仲
間
に
話
し
て
い
な
い

く
ね

 
あ

確
か
に
一
部
の
人
に
し
か
言

て
な
か

た

か

た

 
ち
な
み
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
番
と
も
言
う
べ
き
レ
コ
ン
は

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
強
さ
が
か
な
り
ア

プ
し
た

今
は
監

の
任
を
解
か
れ
て
い

た 
そ
の
レ
コ
ン
は
今
は
お

と
い
う
事
で
ハ
チ
マ
ン
に
誘
わ
れ
て
キ
リ
ト
と
三
人
で
遊
び
に
出

か
け
て
い
る

 
キ
リ
ト
を
誘

た
の
も
ハ
チ
マ
ン
な
の
で
当
然
の
全
て
の

い
は
ハ
チ
マ
ン
持
ち
で
あ
る

と
り
あ
え
ず
ど
ん
な
人
か
ち

ん
と
見
て
み
よ
う
よ

だ
ね

先
ず
は
そ
こ
か
ら
か
な

ど
れ

 
一
同
は
話
が
そ
う

ま

た

通
路
の

か
ら
顔
を
出
し
そ
の
三
人
を
よ
く
観
察
し
よ
う

と
し
た

よ
く
顔
が
見
え
な
い
な
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一
人
は
タ
ン
ク
だ
ね

で
も
あ
の
装
備

さ
す
が
に

ま

て
る
な

テ

チ

そ
う
い
う
の

て
や

ぱ
見
て
分
か
る
も
ん

う
ん

意
匠
の

り
方
が
凄
い
か
ら
ね

明
ら
か
に
プ
レ
イ
ヤ

・
メ
イ
ド
の
品
で

 
店
で

え
る
よ
う
な
物
じ

な
い
と
思
う
よ

あ

れ

残
り
の
二
人
は
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

て
の
を
着
て
る

く
ね

え
え
え
え
え

て
事
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
じ

ん

な

ヴ

ル
ハ
ラ
の

部

て
何
人
い
る
ん
だ

さ
 
こ
こ
に
き
て
ヴ

ル
ハ
ラ
関
連
の
情
報
を
全
て
シ

ト
ア
ウ
ト
し
て
い
た
事
が
災
い
し
た

 
ユ
ウ
キ
は
街
に

た
ら
多
少
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
情
報
も
仕
入
れ
よ
う
か
な
と
思
い
つ
つ

 
そ
の
三
人
の
装
備
を
も

と
よ
く
観
察
し
た

全
員
背
中
に
違
う
マ

ク
を
つ
け
て
る
ね

の
盾
に

が
生
え
て
る
の
と

 
剣
の
十

と

の
十

か

あ
あ

識
別
マ

ク

そ
う
い
え
ば
前
に
兄
貴
が
話
し
て
く
れ
た

け
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ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は

全
員
別
の
個
人
マ

ク
を
付
け
て
る

て

言

て
た
言

て
た

確
か
敵
に

圧
感
を

え
る

だ

け

確
か
に

圧
感
あ
る
な

あ
の
胸

ジ

ン

ど
こ
を
見
て
る
の
よ

タ
ン
ク
の
人
の
胸

こ
い
つ

ぬ
け
ぬ
け
と

 
そ
の
時
三
人
の
う
ち
の
一
人
が
隣
の
女
性
に
何
か

打
ち
し

 
そ
の
話
し
か
け
ら
れ
た
女
性
が
何
か
の

文
の

を
始
め
た

ん

何
だ

戦
闘
準
備

 
一
同
は
何
だ
ろ
う
と
思

て
顔
を
見
合
わ
せ
た
が

 
そ
の
直
後
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の

囲
に
い
き
な
り

の

が
持
ち
上
が

た

う
お
お
お
お
お

何
だ
こ
れ

何
だ
こ
れ

こ

こ
ん
な
事
が
出
来
る
の
は
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そ
う
言

て

て
て
三
人
の
方
に
目
を

し
た
一
同
は

 
す
ぐ
近
く
で
自
分
達
を
し
げ
し
げ
と
観
察
す
る
女
性
の

を
発
見
し
心

が
飛
び
出
る
ほ
ど

驚
い
た

う
お

い

い
つ
の
間
に

ま
さ
か
今
の
一

で
こ
こ
ま
で
移
動
を

あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
時
突
然
ユ
ウ
キ
が
そ
ん
な
大
声
を
上
げ

そ
の
女
性
に
向
か

て
こ
う
呼
び
か
け
た

前
に
二
十
二
層
の
川
で
会

た
人
だ

あ

あ
な
た
は
確
か

ユ
ウ
キ

だ

た

け

う
ん

あ
の
時
お
姉
さ
ん
は
落
と
さ
れ
ち

た
か
ら

 
お
姉
さ
ん
の
名
前
は

け
ず
じ
ま
い
だ

た
け
ど
ね

あ
の
時
は
本
当
に
ご
め
ん
ね

お
⺟
さ
ん
が
う

か
り
コ

ド
を
抜
い
ち

て
さ

 
そ
し
て
そ
の
女
性
は

残
り
の
二
人
の
方
に

り
返
り

こ
う
呼
び
か
け
た

ユ
キ
ノ

セ
ラ

多
分
連
合
の
人
じ

な
い

い
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そ
の

間
に

ま
る
で
手
品
の
よ
う
に

の

が
消
滅
し
た

敵
か
も
し
れ
な
い

て
思

た
か
ら

驚
か
せ
ち

た
ね

 
私
の
名
前
は
ア
ス
ナ
だ
よ

よ
ろ
し
く
ね

ユ
ウ
キ

 
そ
う
言

て
そ
の
女
性

ア
ス
ナ
は
に
こ
や
か
に
微
笑
ん
だ
の
で
あ

た
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第
７
８
７
話
 
セ
カ
ン
ト
・
コ
ン
タ
ク
ト

ア
ス
ナ

あ
の
時
は
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う

 
ユ
ウ
キ
は
ア
ス
ナ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
だ

た
事
に
驚
き
つ
つ
も

 
再
会
出
来
た
事
に
対
す
る
喜
び
を
爆
発
さ
せ

嬉
し
そ
う
に
ア
ス
ナ
の
手
を

た

 
ア
ス
ナ
も
先
日
ユ
ウ
キ
と
会
話
中
に
回
線
落
ち
し
て
し
ま

た
事
が
心
残
り
だ

た
ら
し
く

 
ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
み
な
が
ら

そ
の
手
を

り
返
し
て
い
た

 
そ
ん
な
二
人
の
方
に

続
け
て
二
人
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
近
付
い
て
き
た

 
ユ
キ
ノ
と
セ
ラ
フ

ム
で
あ
る

あ
ら

誰
か
と
思

た
ら
あ
な
た
達
だ

た
の
ね

大
丈
夫

私
の
魔
法
で
怪
我
と
か
は
し

な
か

た

ユ
キ
ノ
さ
ん
も
来
て
た
ん
だ

は

い
た
の
が
知
り
合
い
で
良
か

た

ち

と
驚
い
た
け
ど
大
丈
夫

す

ワ

ワ
タ
ク
シ
達
に
は
特
に
被
害
は
出
て
ま
せ
ん
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ま
た
タ
ル
の
そ
れ
が
始
ま

た

 
そ
の
言
葉
か
ら

タ
ル
ケ
ン
が
凄
ま
じ
く

張
し
て
い
る
の
が
分
か
る

 
美
女
が
三
人
揃

て
い
る
の
だ
か
ら

そ
れ
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

ユ
キ
ノ
も
ユ
ウ
キ
達
と
知
り
合
い
だ

た
ん
だ

え
え
以
前
ち

と
ね

ア
ス
ナ
こ
そ
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
と
知
り
合
い
だ

た
な
ん
て
驚
い
た

わ
私
も
前
二
十
二
層
で
ち

こ

と
だ
け

そ
う
な
の
ね

奇
遇
だ
わ

 
そ
う
に
こ
や
か
に
会
話
す
る
二
人
を
セ
ラ
フ

ム
が
つ
ん
つ
ん
と
つ
つ
い
た

あ
ら

ど
う
し
た
の

求
む

紹
介

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
わ
ね
こ
こ
で
立
ち
話
を
し
て
る
と
敵
が

い
て
し
ま
う
か
も
だ
し

 
あ
ち
ら
の
岩
陰
に
移
動
し
ま
し

う
か

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

か

 
一
同
は
そ
の
言
葉
に

い

以
前
ト
ン
キ

が
岩
に

態
し
た
小
さ
な
広
場
へ
と
移
動
し
た
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そ
こ
に
は
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
不
自
然
な
岩
が
あ
り
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
そ
れ
を

見
て
驚
い
た

あ

こ
れ

も
し
か
し
て
テ
ン
ト

あ
ら

よ
く
分
か

た
わ
ね

こ
れ
の
事
を
知

て
る
人
な
ん
て

 
う
ち
の
メ
ン
バ

以
外
に
は
い
な
い
は
ず
な
の
だ
け
れ
ど

実
は
同
じ
物
を

さ

き
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
で

て
も
ら

た
の

同
じ
物
を
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
で

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
ね

 
ユ
キ
ノ
は
多
分
ハ
チ
マ
ン
が
裏
で
手
を
回
し
た
ん
だ
ろ
う
な
ど
と
考
え
な
が
ら
無
難
な
事
を

言

た

 
そ
し
て
一
同
は
そ
の
八

く
ら
い
の
大
き
さ
の
テ
ン
ト
の
中
に
入
り

 
少
し

か

た
が
そ
の
場
に

け
た

さ
て

最
初
に
自

紹
介
と
い
き
ま
し

う
か

 
私
は
絶
対

度
の
ユ
キ
ノ

ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
を
拝
命
し
て
い
る
わ

私
は
ア
ス
ナ

同
じ
く
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
を
や

て
ま
す

セ
ラ
フ

ム
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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そ
の
自

紹
介
を

き

 
ユ
ウ
キ
は

め
て
ア
ス
ナ
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

な
の
だ
と
実
感
し
た

 
今
日
の
装
備
は
確
か
に
以
前
会

た
時
と
は
違

て
完
全
武
装
と
い

た
感
じ
で
あ
り

 
そ
の
性
能
も
凄
ま
じ
い
よ
う
に
見
え
る

ボ
ク
は
ユ
ウ
キ
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

て
い
う
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

を
や

て
る
よ

ジ

ン
で
す

宜
し
く

テ

チ
で
す

タ
ン
ク
を
や

て
ま
す

ワ
タ
ク
シ
は
タ
ル
ケ
ン
と

し
ま
す

ど

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

タ
ル

張
し
す
ぎ

私
は
ノ
リ

宜
し
く
ね

シ

シ
ウ
ネ

で
す

初
め
ま
し
て

 
こ
う
し
て
簡

な
自

紹
介
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
最
初
に
ユ
キ
ノ
が
ユ
ウ
キ
達
に
こ
う

ね

て
き
た

そ
れ
で

ユ
ウ
キ
さ
ん
達
は
今
日
は
何
故
こ
ん
な
所
に

え

と

実
は
こ
こ
で
山
ご
も
り
を
し
よ
う
と
思

て

山
ご
も
り

そ
う
な
の
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う
ん

色
々
と
ヒ
ン
ト
を
も
ら

た
か
ら
こ
の

り
で
一
気
に
強
く
な

て
お
き
た
い
な

て 
ユ
ウ
キ
は
明
る
い
笑
顔
で
そ
う
言

た

ゲ

ム
で
山
ご
も
り

て
あ
ま
り

か
な
い
け
ど

 
そ
こ
ま
で
し
て
強
く
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
理
由
が

 
セ
ラ
フ

ム
の
そ
の
当
然
の
疑
問
に

ユ
ウ
キ
は
真

直
ぐ
な
目
で
こ
う
答
え
た

う
ん

ボ
ク
達

ヴ

ル
ハ
ラ
に
勝
ち
た
い
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
ア
ス
ナ
と
セ
ラ
フ

ム
は
き

と
ん
と
し

 
そ
の
事
を

に
知

て
い
た
ユ
キ
ノ
も

の
上
だ
け
は
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た

な
る
ほ
ど

で
も
正
直
正
面
か
ら
う
ち
と
ぶ
つ
か

て
も

 
勝
て
る
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
無
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

人

も
違
う
し
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
今
何
人
く
ら
い
の
プ
レ
イ
ヤ

が
参
加
し
て
る
の

丁
度
三
十
人
か
な

そ
ん
な
に
い
る
ん
だ

そ
れ
だ
と
確
か
に
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る
の
は
厳
し
い
か
も
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ユ
ウ
キ
は
こ
の
時
初
め
て
ヴ

ル
ハ
ラ
の
総

を
知
り

難
し
そ
う
な
顔
で
考
え
込
ん
だ

な
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う

え

と

 
ユ
ウ
キ
は
ま
だ
明
確
な
ビ
ジ

ン
を
持

て
い
な
か

た

そ
う
口
ご
も

た

ヴ

ル
ハ
ラ
が
ま
だ
成
し

げ
て
い
な
い
事
を
や
る
と
か

て
の
は
ど
う

確
か
に
そ
う
い
う
方
向
性
を
目
指
す
の
も
ア
リ

も
ち
ろ
ん
正
面
か
ら
ぶ
つ
か

て
き
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
ね

 
こ
こ
で
ア
ス
ナ
と
セ
ラ
フ

ム
が
横
か
ら
そ
う
言

て
き
た

 
敵
に
対
し
て

分
親
切
な
事
で
あ
る
が
二
人
か
ら
す
れ
ば
ラ
イ
バ
ル
の

場
は
大
歓
迎
な
の

で
あ
る

 
特
に
ラ
イ
バ
ル
を
求
め
て
い
る
ア
ス
ナ
か
ら
見
れ
ば
そ
う
で
あ
ろ
う

ま
だ
成
し

げ
て
い
な
い
事

何
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

ふ
ふ

ま
あ
頑
張

て
考
え
て
み
る
と
い
い
わ

仲
間
と
一

に
ね

う

う
ん

 
ユ
キ
ノ
が
柔
ら
か
く
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
言
い

ユ
ウ
キ
は

い
た
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で
も
総
合
的
な
強
さ
的
に
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
ユ
ウ
キ
今
の
ス
テ

タ
ス

て
大
体
ど
れ
く

ら
いえ

と
ね

ボ
ク
の
場
合
は
一
番
高
い
の
が
Ａ
Ｇ

で

 
そ
の
ユ
ウ
キ
が
開

し
た

を

い
て

ユ
キ
ノ
が
横
か
ら
こ
ん
な
提
案
を
し
た

な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら
こ
こ
で
ひ
と
狩
り
し
て
い
き
ま
し

う
か

 
う
ち
は
タ
ン
ク
が
一
人
に
ヒ

ラ

が
二
人
だ
か
ら
私
達
が
あ
な
た
達
を
サ
ポ

ト
す
る
わ

そ
れ
は

り
難
い
け
ど

ユ
キ
ノ
さ
ん
達
の
方
の
用
事
は
い
い
の

も
う
す
ん
だ
よ

こ
こ
に
は
ス
タ

・
ス
プ
ラ

シ

と
か
カ
ド
ラ
プ
ル
・
ペ
イ
ン
と
か
の

 
ソ

ド
ス
キ
ル
の

力
に
変
化
が
あ
る
の
か
ど
う
か

証
し
に
来
た
だ
け
だ
か
ら
ね

あ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

 
横
か
ら
ア
ス
ナ
が
そ
う
答
え

ユ
ウ
キ
は
う
ん
う
ん
と

い
た

 
ユ
ウ
キ
は

く
流
し
て
し
ま

た
が

こ
れ
に
は
重
要
な

が
二
つ
あ
る

 
一
つ
は

力
の
変
化
と
い
う
言
葉
こ
れ
は
要
す
る
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
と
比
べ
て
と
い
う
意
味

な
の
だ
が

 
ユ
ウ
キ
は
そ
の
事
に
気
付
け
な
か

た

も
う
一
つ
は
ソ

ド
ス
キ
ル
の
名
前
で
あ
る
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ス
タ

・
ス
プ
ラ

シ

と
カ
ド
ラ
プ
ル
・
ペ
イ
ン
は

剣
の
技
で
あ
り

 
今
は
三
人
と
も
武
器
を
し
ま

て
い
る
が

通
常
タ
ン
ク
は

剣
を
持
た
な
い
し

 
ヒ

ラ

で
あ
る
ユ
キ
ノ
も

剣
を
持
つ
は
ず
が
な
い

通
常
は

 
そ
の
通
常
で
は
な
い

外
が
横
に
い
る
ア
ス
ナ
な
の
だ
が

 
ア
ス
ナ
の
そ
の
雰
囲
気
か
ら
ユ
ウ
キ
は
ア
ス
ナ
の
事
を
後
衛
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま

て
い

た
の
で
あ
る

 
更
に
先
ほ
ど
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
が
そ
れ
を
助
⻑
し
た
の
は
間
違
い
な
い

 
ち
な
み
に
ソ

ド
ス
キ
ル
の

力
に
つ
い
て
は

以
前
よ
り
も
確
か
に
強
い
が

 
そ
も
そ
も
以
前
と
は
ス
テ

タ
ス
の
違
い
が
あ
る

 
お
そ
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
同
じ
く
ら
い
だ
ろ
う
と
い
う
結

が
出
て
い
た

ま
あ
用
事
が
済
ん
だ
ん
だ

た
ら

ち

こ

と
だ
け
お
付
き
合
い
を
お
願
い

ふ
ふ

ち

こ

と
だ
け
ね

そ
れ
じ

あ

速
や
り
ま
し

う
か

う
ん

ゴ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

ゴ

 
そ
し
て
狩
り
が
始
ま

た

釣
り
役
は

役
が
い
な
か

た

ア
ス
ナ
が
引
き
う
け
た

ア
ス
ナ

大
丈
夫
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う
ん

と
に
か
く
走
る
だ
け
だ
し
ね

こ

ち
に
来
た
敵
の
ヘ
イ
ト
を
み
ん
な
で
頑
張

て

と

て
ね

任
せ
て

 
そ
し
て
最
初
の
釣
り
で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は
目
を

か
ん
ば
か
り
に
驚
い

た 
ア
ス
ナ
が
い
き
な
り
三
体
の
敵
を
釣

て
き
た
か
ら
だ

う
お

い
き
な
り
か

 
ジ

ン
や
テ

チ
は
そ
う
驚
い
た
が

す
れ
違
い
様
に
ア
ス
ナ
が
二
人
に
こ
う
言

た

最
初
は

め
に
し
て
お
い
た
か
ら

ま
あ
堅
実
に
ね

えあ

わ

分
か

た

 
テ

チ
は
敵
に
ス
キ
ル
を
飛
ば
し

盾
で
し

か
り
と
そ
の
足
を
止
め
た

 
そ
の
横
で
セ
ラ
フ

ム
は

い
き
な
り
最
初
の
敵
に
シ

ル
ド
バ

シ

を
飛
ば
し

 
そ
の
凄
ま
じ
い

力
で
敵
は
そ
の
場
に
ご
ろ
ん
と
転
が
る
事
に
な

た
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え
え
え
え
え
え

巨
人
族
を
転
ば
す
な
ん
て

 
驚
く
一
同
に

ユ
キ
ノ
が

く
指

を
飛
ば
し
た

ほ
ら
み
ん
な

さ

さ
と
攻
撃
よ

あ

う

う
ん

み
ん
な

攻
撃
開
始

 
こ
う
し
て
激
し
い
狩
り
が
開
始
さ
れ
た

 
な

ノ
リ

何
か
楽
じ

ね

あ

う
ん

そ
れ

私
も
思

た

ワ
タ
ク
シ
も

タ
ル

あ
ん
た
戦
闘
中
く
ら
い

い
い
加

普
通
に

れ
る
よ
う
に
な
り
な
よ

 
ア
タ

カ

の
三
人
は

戦
闘
が
進
む
に
連
れ

そ
ん
な
感
想
を

く
よ
う
に
な

て
い
た

 
ヒ

ラ

が
二
人

ア
ス
ナ
も
敵
を
釣

て
き
た
後
に
ヒ

ラ

役
を
こ
な
し
て
い
る

 
実
質
三
人
の
ヒ

ラ

か
ら
の
回
復
と
補
助
を
受
け
タ
ン
ク
も
二
人
で
敵
の
攻
撃
を
し

か

り
と

み
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釣
ら
れ
て
く
る
敵
の

は
多
く
と
も

戦
闘
自
体
は
ま

た
く
危
な
げ
な
く
進
行
し
て
い
た

 
そ
れ
で
い
て

験

の

ま
り
が
凄
ま
じ
く

い

や
ば
い

セ
ラ
フ

ム
さ
ん
や
ば
い

 
テ

チ
は
セ
ラ
フ

ム
の
タ
ン
ク

を
見
な
が
ら

 
そ
の
技
術
を
参
考
に
し
よ
う
と
必
死
で
そ
ち
ら
を
観
察
し
て
い
た

ユ
キ
ノ
さ
ん

凄
い
で
す

 
同
じ
く
シ
ウ
ネ

も

横
で
回
復
を
し
て
い
る
ユ
キ
ノ
の

を
見
て

 
何
と
か
そ
の
立
ち
回
り
を
も
の
に
し
よ
う
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
狩
り

は
続
き

 
少
な
く
と
も
テ

チ
と
シ
ウ
ネ

の
戦
闘
技
術
は
格

に
向
上
す
る
事
と
な

た

 
優

な
プ
レ
イ
ヤ

と
一

の
戦
闘

験
は

や
は
り
重
要
だ
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

さ
て

今
日
は
こ
の
く
ら
い
か
し
ら
ね

あ

そ
ろ
そ
ろ
お
店
の
予
約
の
時
間
に
間
に
合
わ
な
く
な

ち

う
ね

お
店

何
の

あ

う
ん

今
日
は
三
人
で
一

に
出
か
け
る
約
束
が
あ

た
ん
だ
よ
ね
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あ

そ
う
な
ん
だ

そ
ん
な
日
に
こ
ん
な
に
助
け
て
も
ら

ち

て
ご
め
ん
ね

い
い
な

ボ
ク
も
い
つ
か
き

と

う
う
ん

大
丈
夫
だ
よ

好
き
で
や

て
る
事
だ
か
ら

 
こ
の
戦
闘
を

て

ア
ス
ナ
と
ユ
ウ
キ
は
か
な
り
仲
良
く
な

て
い
た

 
ア
ス
ナ
が
釣

て
き
た
後
に
主
に
ユ
ウ
キ
の
補
助
を
担
当
し
て
い
た
せ
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
私
達
は
こ
の

り
で
お
暇
す
る
わ

ま
た
会
い
ま
し

う

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

 
ア
ス
ナ
は
名
残

し
そ
う
に

最
後
に
ユ
ウ
キ
の
手
を

た

ユ
ウ
キ

ま
た
一

に
遊
ぼ
う
ね

う
ん

ア
ス
ナ

ま
た
一

に
遊
ぼ
う

 
あ
あ
と
さ
ア
ス
ナ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
だ
け
ど
も
し
か
し
て
二
つ
名
と
か
が
あ
る
の

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
質
問
に

微

な
表
情
を
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

あ

う

う
ん

あ
る
よ

何
て
い
う
の
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え

と

バ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

 
そ
の
言
葉
に
ユ
ウ
キ
は
特
に
お
か
し
な
顔
を
せ
ず

笑
顔
で
た
だ
お

を
言

た

そ

か

あ
り
が
と
う

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
表
情
を
見
て

気
に
し
す
ぎ
だ

た
か
と
反
省
し

 
笑
顔
で
ユ
ウ
キ
に
別
れ
の

を
し
た

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

ユ
ウ
キ

う
ん

ま
た
ね

ア
ス
ナ

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
が
去

た
後

ユ
ウ
キ
は
一
人

い
た

バ

サ
ク
ヒ

ラ

神
聖
系
魔
法
で
も
乱
射
す
る
の
か
な

 
今
日
の
ユ
ウ
キ
は
仲
間
を
気
に
し
な
が
ら
戦

て
い
た

 
そ
こ
ま
で
実
力
を
発

出
来
て
い
な
か

た
が

現
時
点

で
の
ユ
ウ
キ
の
実
力
に
つ
い
て

ア
ス
ナ
は
あ
る

度

す
る
事
と
な

た

 
だ
が
ユ
ウ
キ
は
ア
ス
ナ
の
実
力
を
知
る
事
な
く
こ
う
し
て
二
人
の
二
度
目
の
邂
逅
は
終
わ
り

を
告
げ
た
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第
７
８
８
話
 
楽
し
め
よ

 
ず

と

続
き
で
外
仕
事
な
せ
い
で
ち

と
最
近
苦
労
し
て
い
ま
す

 
も
し
か
し
た
ら

明
け
ま
で
た
ま
に
ち

こ
ち

こ
投
稿
が
お
休
み
に
な
る
事
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん

 
そ
れ
で
も
二
日
連
続
で

る
事
は
無
い
よ
う
に
し
ま
す
の
で
そ
れ
ま
で
は

し

あ
り
ま
せ

ん
が

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ア
ス
ナ
達
三
人
を
笑
顔
で
見
送

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
だ

た
が

 
三
人
の

が
見
え
な
く
な

た

間
に

テ

チ
と
シ
ウ
ネ

が
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

ふ

二
人
と
も

一
体
ど
う
し
た
の

い

い
や

何
か
ど

と
疲
れ
が

体
が
疲
れ
る
事
な
ん
か
な
い
は
ず
な
ん
だ
け
ど
さ

一
度
に
処
理
し
な
い
と
い
け
な
い
情
報
が
多
す
ぎ
て
大
変
で
し
た
ね

 
ど
う
や
ら
テ

チ
は
セ
ラ
フ

ム
の
そ
し
て
シ
ウ
ネ

は
ユ
キ
ノ
の
指

を
受
け
た
せ
い
で
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あ
る
意
味

が
パ
ン
ク
し
て
し
ま

た
よ
う
だ

よ
し

と
り
あ
え
ず
休

に
し
よ

か

食
事
も
し
な
い
と
だ
し
ね

兄
貴
と
の
約
束
だ
か
ら
な

ま
あ
た
ま
に
破

ち
ま
う
け
ど
よ

食
事
を
し
た
ら
と
り
あ
え
ず

験

を
使

て
ス
キ
ル
取
得
な
り
ス
テ

タ
ス
ア

プ
も
し

な
い
と
ね

 
腹
が

て
は
戦
は
出
来
な
い

ま
あ
実

に
こ
こ
で
腹
が

る

で
は
な
い
の
だ
が

 
そ
れ
で
も
食
事
と

眠
は
彼
ら
に
と

て
は
と
て
も
重
要
な
儀
式
の
よ
う
な
も
の
で
あ

た

 
何
故
な
ら
そ
れ
を
行
う
事
に
よ

て

え
ゲ

ム
の
中
で
も
自
分
達
は
普
通
に

ら
し
て

い
る
の
だ
と

 
自
分
に
言
い

か
せ
る
事
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る

 
そ
し
て
い
つ
か
ハ
チ
マ
ン
に
手
料
理
を
食
べ
て
も
ら
う
事
が
目
標
な
ノ
リ
と

 
女
子
に
モ
テ
る

に
は
料
理
が
出
来
た
方
が
い
い
の
で
は
と
考
え
て
密
か
に

行
し
て
い
た

ジ

ン
が

 
持

て
来
た
食
材
を
料
理
し
一
同
は
食
事
を
し
な
が
ら
先

の
戦
闘
に
つ
い
て
の
話
を
始
め

た
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と
い
う
か

俺
達
よ
く
あ
の

を

け
た
よ
な

最
後
は
八
匹
く
ら
い
居
た
よ
ね

や

ぱ
り
ヒ

ラ

が
多
い
と

あ
の

で
も
楽
だ
よ
ね

う
ち
の

点

て
実
は
後
衛
の
少
な
さ
だ
よ
ね

魔
法
戦
闘
と
か
何
そ
れ

て
感
じ

私
も
多
少
は
攻
撃
魔
法
が
使
え
ま
す
け
ど
そ
う
す
る
と
回
復
の
手
が
足
り
な
く
な

ち

い

ま
す
し
ね

強
敵
に
挑
む
時
は

臨
時
で
後
衛
を

や
さ
な
い
と
い
け
な
い
事
も
あ
る
か
も
ね

 
そ
し
て
話
題
は
今
日
の
三
人
の
話
に
移

た

ユ
キ
ノ
さ
ん
に
は
色
々
と
お
世
話
に
な
り

ぱ
な
し
で

が
あ
が
ら
な
い
よ
な

さ
す
が
は
正
妻
様
と
言
う
べ
き
か

で
も
あ
の
三
人
の
誰
が
兄
貴
の
彼
女
で
も
違
和
感
無
か

た
よ
な

あ

そ
れ
は
思

た

し
か
し
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部

て
ヒ

ラ

が
多
い
ん
だ
な

そ
う
い
え
ば

部

て
何
人
い
る
ん
だ
ろ
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そ
の
ノ
リ
の
疑
問
に
ユ
ウ
キ
は
ハ

と
し
た
顔
を
し
た

そ
う
い
え
ば
さ

き
思

た
ん
だ
よ
ね

 
ボ
ク
達
も
そ
ろ
そ
ろ
ヴ

ル
ハ
ラ
の
事
を
そ
れ
な
り
に
知

て
お
く
べ
き
じ

な
い
か
な

て
あ

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も

も
う
結

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

の
人
達
と
関
わ

ち

て
る
し
ね

そ
れ
じ

あ
ち

と
調
べ
て
み
る
ね

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
言

て
コ
ン
ソ

ル
を
開
き
テ
ン
ト
に
備
え
付
け
の
モ
ニ
タ

と
連
動
さ
せ

 
そ
こ
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ギ
ル
ド
専
用
ペ

ジ
を
表

さ
せ
た

部
は
四
人
か

ソ
レ
イ
ユ

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

て
書
い
て
あ
る
ね

 
そ
の
う
ち
ヒ

ラ

が
二
人
か

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

前
か
ら
思

て
た
け
ど

こ
れ

て
メ
ン
バ

専
用
ペ

ジ
だ
よ
な

 
何
で
ユ
ウ
キ
は
こ
こ
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る
ん
だ

え

そ

そ
う
な
の

多
分
そ
の
は
ず

前
見
た
の
と
違
う
し

み
ん
な

ち

と
自
分
の
コ
ン
ソ

ル
に
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ヴ

ル
ハ
ラ
の
ペ

ジ
を

索
し
て
呼
び
出
し
て
み
て
く
れ
よ

 
ジ

ン
が
そ
う
言
い
他
の
者
達
は
そ
の
言
葉
通
り
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ホ

ム
ペ

ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
た

 
ユ
ウ
キ
も

て
て
別
窓
を
開
き
同
じ
よ
う
に

索
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ホ

ム
ペ

ジ
を
開

い
て
み
た

あ
れ

本
当
だ

書
い
て
あ
る
内
容
が
全
然
違
う

だ
よ
な

な
地
図
と
か
素
材
情
報
と
か
そ
ん
な
の
あ

た

け
か
な

て
前
か
ら
思

て
た
ん
だ

ユ
ウ
キ
は
こ
こ
の
事

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

た
の

あ

う
ん
前
に
リ
ア
ル
で
ハ
チ
マ
ン
が
ボ
ク
の
ス
マ
ホ
に
ア
ド
レ
ス
を
入
れ
て
く
れ
て
さ

 

と
パ
ス
も
そ
の
時
入
れ
て
く
れ
て

保
存
し

ぱ
な
し
か
な

さ
す
兄

 
一
同
は
そ
の
ユ
ウ
キ
の
言
葉
を

き

 
自
分
達
は
何
だ
か
ん
だ
ハ
チ
マ
ン
に
見
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

め
て
実
感
し
た

敵
わ
な
い
な
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も
う
こ
う
な

た
ら

く
強
く
な

て

兄
貴
離
れ
す
る
し
か
な
い
な

な

み
ん
な

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
れ
し
か
な
い
よ
ね

う
ん

頑
張
ろ
う

 

り
上
が
る
ユ
ウ
キ
と
男
達
に

だ
が
ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

は
目
を
合
わ
せ
な
か

た

ノ
リ

シ
ウ
ネ

え

あ

う
ん

も
ち
ろ
ん
強
く
な
る
よ

 
な
る
け
ど

別
に

て
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
離
れ
を
す
る
必
要
は
な
い
ん
じ

な
い
か
な

そ

そ
う
で
す
ね

私
も
別
に

は
あ
り
ま
せ
ん
が

せ
め
て
未
成
年
の
間
く
ら
い
は
そ

の
あ

二
人
と
も

ボ
ク
だ

て
実
は
そ
う
思

て
た
の
に
ず
る
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
離
れ
は
ユ
ウ
キ
に
任
せ
る
わ

う
ん

え
え

リ

ダ

に
お
任
せ
し
ま
し

う

え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
う
絶
叫
す
る
ユ
ウ
キ
の

を

ジ

ン
が
ポ
ン
と
叩
い
た
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頼
む

リ

ダ

一

に
頑
張

て
兄
貴
離
れ
を
し
よ
う
な

あ
あ
あ
あ
あ
あ

は
め
ら
れ
た

そ
ん
な
事
あ
る

な
い
だ
ろ

ほ
れ

も
う
休

も
十
分
だ
ろ

行
こ
う

ユ
ウ
キ
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
離
れ
の

に
そ
し
て
私
と
シ
ウ
ネ

は

純
に
強
く
な
る

に
頑

張
ろ
う

う

裏
切
り
者

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の

行
が
開
始
さ
れ
た

 
最
初
は

純
に
体
術
ス
キ
ル
由
来
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
型
を
な
ぞ
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ

ト

で
あ
る

 
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
頼

て
動
く
事
が
悪
い

で
は
な
い
が
そ
れ
で
は
応
用
が
き
か
な
い

 
シ
ス
テ
ム
に
動
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
自
分
の
意
思
で
動
く

 
そ
こ
か
ら
始
め
る
事
に
よ

て
一
同
は

的
な
体
の
動
か
し
方
を
体
に

ま
せ
て
い

た 
そ
れ
は
後
衛
の
シ
ウ
ネ

も

外
で
は
な
く
あ
る

度
動
け
る
よ
う
に
と
熱
心
に

行
し
て

い
た
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さ
て

そ
ろ
そ
ろ

に
し
よ
う

あ

も
う
そ
ん
な
時
間

つ
い
夢
中
に
な

ち

て
気
付
か
な
か

た
よ

 
ハ
チ
マ
ン
と
の
約
束
通
り

三
食
は
き
ち
ん
と

り

し

か
り
と

眠
も
と
る
が

 
そ
れ
以
外
の
時
間
は
全
て

行
の
時
間
で
あ
る

 
時
々
そ
の
成
果
を
確
認
す
る
よ
う
に
狩
り
も
す
る
が
基
本

き
て
い
る
時
間
は
全
て

行
に

あ
て

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
少
な
く
と
も
自
分
と
同
じ
く
ら
い
の
能
力
を
持
つ
相
手
に
は

 
負
け
る
気
が
し
な
い
く
ら
い
ま
で
そ
の
戦
闘
能
力
を
高
め
て
い
た

体
術
ス
キ
ル
の
動
き

て

他
の
武
器
を
使

て
る
時
に
も
応
用
が
出
来
る
し

 
兄
貴
の
言

た
通
り
本
当
に
戦
い
方
の

が
広
が
る
よ
な

う
ん

そ
う
だ
ね

ボ
ク
も
自
分
が
ど
ん
ど
ん
強
く
な

て
き
て
る
実
感
が
あ
る
よ

 
そ
ん
な
日
々
を

り
返
す
事

実
に
一
週
間

そ
の

度
に
は
個
人
差
が
あ
り

 
シ
ウ
ネ

や
タ
ル
ケ
ン
は
ま
だ
少
し
手
こ
ず

て
い
た
が

 
メ
ン
バ

の
中
で
一
番

度
が
高
い
ユ
ウ
キ
は

行
し
て
別
の
作
業
を
行
う
よ
う
に
な

て
い
た
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オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
の
開
発
で
あ
る

ユ
ウ
キ

そ
ろ
そ
ろ

だ
け
ど

そ

ち
の
調
子
は
ど
う

う

ん

こ
れ

確
か
に
難
し
い
ね

 
二
連
く
ら
い
ま
で
の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
網

さ
れ
ち

て
る
か
ら

 
開
発
す
る
と
し
た
ら
三
連
か
ら
に
な
る
ん
だ
け
ど

り
上
げ

り
下
げ

突
き

 
結

な

度
で

存
の
ソ

ド
ス
キ
ル
と
同
じ
に
な

ち

う
し
全
然
コ
ツ
が
掴
め
な
い
ん

だ
よ
ね

そ

か

こ
う
い
う
時

兄
貴
な
ら
何
て
言
う
ん
だ
ろ
う
な

う

ん

参
考
に
な
ら
な
い
言
葉
な
ら

一
つ
思
い
付
く
の
が
あ
る
ん
だ
け
ど
ね

ど
ん
な
言
葉

も

と
ゲ

ム
を
楽
し
め
よ

み
た
い
な

 
そ
の
言
葉
を

い
た
一
同
は

確
か
に
ハ
チ
マ
ン
な
ら
言
い
そ
う
だ
と
う
ん
う
ん
と

い
た

あ

そ
れ
あ
る
そ
れ
あ
る

楽
し
む

か

ソ

ド
ス
キ
ル
で
壁
に
お

か
き
で
も
し
た
ら
ど
う
だ

お

か
き
か

こ
ん
な
感
じ
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ユ
ウ
キ
は
微

に

置
を
変
え
な
が
ら
壁
に
連
続
し
て
三
度
突
き
を
放
ち

 
ド
ヤ
顔
で
仲
間
達
の
方
に

り
返

た
が

壁
が
え
ぐ
れ
る

で
も
な
く

 
何
を

い
た
か
さ

ぱ
り
分
か
ら
な
か

た

 
仲
間
達
は

な
笑
顔
を

か
べ
る
事
し
か
出
来
な
か

た

む

反
応
が
薄
い

て
い
う
か
何
を

い
た
の
か
俺
達
に
は
分
か
ら
ね
え
よ

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か

上
手
く

け
て
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

だ
か
ら
何
を
だ
よ

ネ
コ

三
回
し
か
突
い
て
な
い
の
に
ネ
コ
と
か
意
味
が
分
か
ん
な
い
わ
よ

 
そ
の
言
葉
に
珍
し
く
ノ
リ
が
切
れ

ユ
ウ
キ
は

て
て
こ
う
言
い

を
し
た

ご

ご
め
ん
ご
め
ん

ネ
コ
は
言
い
す
ぎ
た

ネ
コ
の

尾

ネ
コ
の

尾
を

こ
う
と
し
た
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
ね

 
さ
す
が
の
シ
ウ
ネ

も
理
解
不
能
と
い
う
風
に
そ
う

き

 
ユ
ウ
キ
は

を
か
き
な
が
ら

再
び
壁
に
今
度
は
五
度
突
き
を
放

た
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の

尾

回

以
外
の
違
い
が
分
か
ら
ね
え

あ
 
そ
の
時
ユ
ウ
キ
が
と
て
も
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
叫
ん
だ

え

何

ど
う
か
し
た

い

い
や

ボ
ク

て
ば
ソ

ド
ス
キ
ル
の

録
モ

ド
の
ま
ま
に
し
て
あ

た
ん
だ
け
ど

 
今
の
突
き
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
と
し
て

録
可
能
に
な

た

え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
再
び
同
じ
動
作
を
し
た
が
そ
の

力
は
今
度
は
先
ほ
ど
ま
で
と
は

違
い

で
あ

た

 
つ
い
で
に
言
う
と

剣
が

麗
に
発
光
し
て
い
る

う
お
お
お
お

な

何
か

力
が
上
が

て
ね
え

ソ

ド
ス
キ
ル
と
し
て

録
さ
れ
た
か
ら
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そ
う
み
た
い

的
に
突
き
の

力
が
上
が

て
る
ね

と

録
す
る
の
か

う

ん
一
応
し
た
ん
だ
け
ど
さ
ま
だ
ま
だ
い
け
る
気
が
す
る
か
ら
も
う
少
し
先
を
目
指
し

て
み
る
よ

 
ユ
ウ
キ
は
ヒ
ン
ト
を
掴
め
て
嬉
し
か

た
の
か

明
る
い
笑
顔
で
そ
う
言

た

も
う
少
し
先
か

せ
め
て
二

に
は
乗
せ
た
い

二

か

目
標
は
高
く
持
た
な
い
と
な

う
ん

ち

と
頑
張

て
み
る

 
こ
う
し
て
ユ
ウ
キ
は
突
き
主
体
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
の
開
発
に

し

 
こ
の
日
の
う
ち
に
八
連
ま
で
は
達
成
す
る
事
が
出
来
た

そ
う
い
え
ば
ユ
ウ
キ
ソ

ド
ス
キ
ル
の
仮

録
は
し
た
ん
だ
ろ
名
前
は
ど
う
し
た
ん
だ

う
ん

五
連
の

だ
と
わ
ん
こ
の

尾

で

八
連
ま
で

え
た
か
ら
そ

ち
は
消
し
て

 
今
度
は
ハ
チ
マ
ン
の
し

て
名
付
け
た
よ
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だ
が
こ
こ
か
ら
が

ユ
ウ
キ
の
苦
難
の
始
ま
り
で
あ

た

 
そ
の
後
三
日
間

ソ

ド
ス
キ
ル
の
連
打

を

や
す
事
が
出
来
な
か

た
の
で
あ
る

 
ユ
ウ
キ
の

行
は

も
続
く
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第
７
８
９
話
 
ユ
ウ
キ
の
完
成

ユ
ウ
キ

そ
ろ
そ
ろ

の
時
間
だ
よ

も
う
そ
ん
な
時
間
か

う
ん

一
息
入
れ
る
よ

分
か

た

今
行
く

 
三
日
後

ユ
ウ
キ
は

り
を
感
じ
な
が
ら
も
食
事
の
時
間
に

れ
る

に
は
い
か
な
い

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
の
開
発
を
切
り
上
げ

 
呼
び
に
き
た
ノ
リ
と
共
に
仲
間
達
の
方
へ
と

て
い

た

調
子
は
ど
う

正
直

詰
ま

て
る

八
連
か
ら

び
な
い
よ
ね

何
か
が
足
り
な
い
か
間
違

て
る
か
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
が
何
か
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

ね
ま
あ
と
り
あ
え
ず
腹
ご
し
ら
え
し
て
ひ
と
休
み
し
な
よ

 
こ
う
い
う
時
は
無
理
を
す
る
よ
り
も

気
分
転
換
の
方
が
多
分
大
事
な
ん
だ
と
思
う
し

う
ん

そ
う
だ
ね

さ
す
が
に
ボ
ク
も
疲
れ
た
か
ら
休
む
よ
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ユ
ウ
キ
は
慣
れ
な
い

を
使
い
す
ぎ
て
見
る
か
ら
に
へ
と
へ
と
に
な

て
い
た

 
通
常
の
戦
闘
で
あ
れ
ば

々
と
動
き
続
け
ら
れ
る
ユ
ウ
キ
も

 
さ
す
が
に
今
回
の
よ
う
な
行
動
は
勝
手
が
違

た
の
だ
ろ
う

お
う
ユ
ウ
キ

ど
ん
な
感
じ
だ

う

ん

全
然
変
わ

て
な
い

あ
り

ま
あ
満
足
す
る
ま
で
や
れ
ば
い
い
さ

八
連
だ

て
凄
い
ん
だ
し

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
の
ユ
ウ
キ
の
表
情
か
ら

ジ

ン
は
ま
だ
ユ
ウ
キ
が
満
足
し
て
い
な
い
事
を
理
解
し
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず

だ

ほ
い

ユ
ウ
キ
の
分

う
ん

あ
り
が
と

 
そ
し
て
ジ

ン
に
手

さ
れ
た
シ
チ

を
口
に
し

ユ
ウ
キ
は
顔
を

ば
せ
た

う
わ

美
味
し
い

で
も
ど
こ
か
で
食
べ
た
事
が
あ
る
よ
う
な

お
う

こ
れ
は
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
シ
チ

だ
か
ら
な

 
自
分
達
用
の
ス
ト

ク
分
を
使

て
作

て
み
た

え

ジ

ン

ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を
調
理
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
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か
な
り
ギ
リ
ギ
リ
だ
け
ど
な

凄
い
凄
い

こ
れ
で
女
の
子
に
モ
テ
る
事
は
間
違
い
な
い
な

わ
は
は
は
は

 
そ
う
は
言

た
も
の
の

結
果
か
ら
言
う
と
ジ

ン
は
特
に
モ
テ
な
か

た

 
料
理
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
そ
の
方
向
性
は
間
違

て
い
な
い
の
だ
が

 
そ
も
そ
も
個
人
ハ
ウ
ス
か
も
し
く
は
部
屋
で
も

り
て

 
そ
こ
に
親
し
く
な

た
女
性
を
呼
び
で
も
し
な
い
限
り
料
理
を

舞
う
機
会
な
ど
は
訪
れ
は

し
な
い
の
だ

 
街
中
で
い
き
な
り

俺
の
作

た
料
理
を
食
べ
て
み
な
い

 
な
ど
と
言

て
も
誰
も
相
手
に
は
し
て
く
れ
な
い
の
で
あ
る

ふ
う

ご
ち
そ
う
さ
ま

そ
れ
じ

あ
ボ
ク
は
ち

と
横
に
な

て
く
る

お
う

食

た
後
す
ぐ

て
も

に
な
ら
な
い
の
が
ゲ

ム
の
い
い
所
だ
よ
な

え

何
そ
れ

昭
和

意
味
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が

ラ
ン
が
た
ま
に
言

て
た
ん
だ
よ

あ
あ

ラ
ン
は
そ
う
い
う
と
こ
あ
る
よ
ね
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そ
う
言
い
な
が
ら
ユ
ウ
キ
は
女
性
用
の
テ
ン
ト
に

り

う
と
う
と
し
始
め
た

は

何
が
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
な

 
お
い

き
ろ
ユ
ウ

き
ろ

え

ハ

ハ
チ
マ
ン

お
う

お
前
が
悩
ん
で
る

て

い
た
か
ら
来
て
や

た
ぞ

あ

あ
り
が
と
う

も
う
ボ
ク
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
く
て
さ

そ
う
い
う
時
は
基
本
に
立
ち
返
れ

 
動
き
が
シ
ス
テ
ム
に

正
な
動
き
と
し
て
認
識
さ
れ
な
い

て
事
は
つ
ま
り
ど
う
い
う
事
だ

そ
れ
は
き

と

動
き
が
不
自
然
か

も
し
く
は
体
重
移
動
が

あ

そ
う
い
う
事
だ

あ
と
一
歩
だ
か
ら
な

の
力
を
抜
い
て
頑
張
れ

う

う
ん

ボ
ク
頑
張
る
よ

 
そ
う
言

て
ユ
ウ
キ
は
ハ
チ
マ
ン
に
強
く

き
つ
い
た
の
だ
が

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
は

苦
し
そ
う
に
ノ
リ
の
声
で
こ
う
言

た
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ユ

ユ
ウ
キ

く

苦
し
い

え
 

ユ

ユ
ウ
キ

中
身
が
出
ち

う
か
ら

く

苦
し
い

あ

あ
れ

ノ
リ

ハ
チ
マ
ン
は

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
い
る

な
い
じ

ん

そ

そ

か

 
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
の
ハ
チ
マ
ン
と
の
会
話
は
夢
だ

た
ら
し
く

 
気
が
付
く
と
目
の
前
に
は
ユ
ウ
キ
に

き
潰
さ
れ
て
苦
し
そ
う
に
し
て
い
る
ノ
リ
の

が
あ

た 
ハ
チ
マ
ン
だ
と
思

て
ユ
ウ
キ
が

き
つ
い
た
の
は

ど
う
や
ら
ノ
リ
だ

た
よ
う
で
あ
る

ま

た
く
も
う

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
夢
で
も
見
た
の

う

う
ん

ハ
チ
マ
ン
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら

た

ア
ド
バ
イ
ス
ね

 
そ
れ
は
多
分
ユ
ウ
キ
の

在
意
識
の
声
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
も
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ノ
リ
は
笑
顔
で
ユ
ウ
キ
に
言

た

で

ア
ド
バ
イ
ス

て
言
う
か
ら
に
は
何
か
参
考
に
な

た

う
ん

凄
く
な

た

そ
う

そ
れ
じ

あ
頑
張

て
ね

う
ん

速

し
て
み
る

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
少
し
遠
く
に
離
れ
て
再
び
剣
を

り
始
め
た

何
と
も
せ
わ
し
な
い
事
で
あ

る
八
連
ま
で
は
い
い
ん
だ
よ

で

八
発
目
を
放
つ
時
に

み
込
み
を
こ
う

 
い
や

剣
を

る
力
加

を
少
し

め
て

 
そ
う
ぶ
つ
ぶ
つ

き
な
が
ら

行

誤
す
る
ユ
ウ
キ
を
ノ
リ
は
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
て
い
た

や

ぱ
り
ユ
ウ
キ
は
リ

ダ

以
前
に
一
人
の
剣
士
な
ん
だ
よ
な

 
ま
あ
し
か
し
今
の
ユ
ウ
キ
に
は
ラ
ン
も
不
満
は
な
い
で
し

ラ
ン

く

て
き
な
さ

い
よ
ね

  
そ
の
日
の
夜

く

い
つ
も
通
り
の
サ
イ
ク
ル
だ
と
そ
ろ
そ
ろ

る
時
間
で
あ

た
が
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ユ
ウ
キ
は
ま
だ
剣
を

て
い
た

お

い
ユ
ウ
キ

そ
ろ
そ
ろ

る
時
間
だ
ぞ

待

て

多
分
も
う
少
し

も
う
少
し
だ
か
ら

 
ユ
ウ
キ
は
何
か
手
応
え
を
掴
ん
で
い
る
の
か

そ
う
言

て
剣
を

り
続
け
た

あ
ん
ま
り
無
理
す
る
な
よ

う
ん

 
そ
う
元
気
に
返
事
を
し
た
も
の
の
ど
う
し
て
も
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
技
と
し
て
繋
が
ら
ず

 
ユ
ウ
キ
は
内
心
で
少
し

て
い
た

ふ
う

目
だ

ち

と
落
ち
着
い
て

 
ユ
ウ
キ
は
胸
に
手
を
当
て
て
深
呼

し

そ
の
時
手
に
何
か
が
当
た

た

ん

あ
あ

お
⺟
さ
ん
の
ロ
ザ
リ
オ
か

 
そ
う
い
え
ば
ハ
チ
マ
ン
に
も
ら

て
か
ら
ず

と
付
け

ぱ
な
し
だ

け

 
ユ
ウ
キ
は
首
に
か
け
て
い
た
ロ
ザ
リ
オ
を
い
じ
り
な
が
ら

 
そ
れ
を
も
ら

た
時
の
事
を
思
い
出
し

何
と
な
く
そ
の
ア
イ
テ
ム
の
説
明
文
を

ん
だ

⺟
か
ら
受
け
継
い
だ
祝
福
さ
れ
た
ロ
ザ
リ
オ
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ロ
ザ
リ
オ
ロ
ザ
リ
オ
か

待
て
よ
八
発
目
を
点
と
し
て
残
り
を
十

の
に

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う

く
と

 

い
気
持
ち
で
十
一
発
目
ま
で
を
八
発
目
か
ら
繋
げ
て
十
時
の

に
撃
ち
込
ん
だ

 
そ
の

か
ら
は
完
全
に
力
が
抜
け
て
お
り

何
と
な
く
い
い
感
じ
に
技
は
繋
が

た

今
の
は
良
か

た
気
が
す
る

そ

か

ボ
ク

て
ば

に
力
が
入
り
す
ぎ
て
た
の
か

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
脱
力

態
か
ら
今
度
は
本
気
で
技
を
放
つ
つ
も
り
で
今
の
動
き
を
ト
レ

ス

し
た

  
ド
カ
ン

 
そ
の
凄
ま
じ
い
音
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

達
は

て
て
テ
ン
ト
の
外
に
飛

び
出
し
た

 
見
る
と
ユ
ウ
キ
が
満
足
そ
う
に
立
ち
尽
く
し
て
お
り

ユ
ウ
キ
は
こ
ち
ら
に
気
付
く
と

 
満
面
の
笑
顔
で
仲
間
達
に
言

た

に
完
成
し
た
よ

ボ
ク
の
技

お
お
お
お
お
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仲
間
達
は
ユ
ウ
キ
に
駆
け
寄
り

口
々
に
ユ
ウ
キ
を
祝
福
し
た

や

た
な
ユ
ウ
キ

お
め
で
と
う

凄
い
音
で
し
た
ね

力
も
凄
そ
う
で
す

結
局
何
連
に
な

た

十
一
連
か
な

名
前
は

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

 
ユ
ウ
キ
は
胸
の
十

を
い
じ
り
な
が
ら

ら
し
げ
に
そ
う
言
い

 
そ
の
表
情
を
見
て

仲
間
達
は
ユ
ウ
キ
の

行
が
終
わ

た
事
を
理
解
し
た

こ
れ
で
準
備
は
整

た
か
な

み
ん
な
の
方
の

行
の
調
子
は
ど
う

お
う

バ

チ
リ
だ

後
は
ユ
キ
ノ
さ
ん
に
言
わ
れ
た
ヴ

ル
ハ
ラ
を
超
え
る

の
方
法
を
相
談
し
て
考
え
る
だ
け

か
なあ

そ
う
だ
ね

そ
の
事
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

た
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で
も
ま
あ
そ
れ
は

ラ
ン
が

て
き
て
か
ら
で
い
い
だ
ろ

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

か

そ
れ
じ

あ
朝
ま
で

て

そ
の
ま
ま

物
を
片
付
け
て
街

に
帰
ろ
う

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝

キ

ン
プ
を
引
き

て
ア
ル
ン
に

り

 
真

先
に
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
顔
を
出
し
た
一
同
の
前
に

を
現
し
た
の
は

 
リ
ツ
と
リ
ナ
と
一

に
美
味
し
そ
う
に
お
茶
を
飲
む
ラ
ン
の

で
あ

た

あ
ら
み
ん
な

待
ち
く
た
び
れ
た
わ
よ

何
で
い
る
の

 
こ
う
し
て
全
員
が
揃
い

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
次
の

へ
と
移
る
事
と
な

た
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第
７
９
０
話
 
二
人
の
師
匠

 
さ
て

一
方
の
ラ
ン
で
あ
る

ラ
ン
は
キ
ヨ
モ
リ
に
続
き

 
ソ
レ
イ
ユ
と
い
う
師
匠
を
得
て
か
ら
今
日
で
三
日
目
と
な
る

 
キ
ヨ
モ
リ
の

行
は

純
で
あ
り

と
に
か
く
素

り

て
も
覚
め
て
も
素

り
で
あ
る

 
こ
れ
は
居
合
い
に
関
し
て
も

外
で
は
な
く

 
ラ
ン
は
と
に
か
く
何
度
も
何
度
も

り
返
し

り
返
し
剣
を
抜
き

ら
さ
れ
て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
た
だ

る

で
は
な
く

少
し
で
も
剣
筋
が
乱
れ
る
と

 

に
キ
モ
ヨ
リ
に

を
バ
シ

と
叩
か
れ
る
の
だ

い
わ
ゆ
る
座

の
時
の
ア
レ
と
一

で

あ
る

 
こ
の
三
日
間
の
う
ち
に

ラ
ン
が

を
叩
か
れ
る
回

は
格

に

て
い
た

 
こ
れ
は

い
よ
う
で
い
て

実
は
と
て
も

い
成
⻑

り
で
あ
る

 
キ
ヨ
モ
リ
の
指

は
本
人
が
暇
を
持
て
余
し
て
い
る
せ
い
か
一
日
八
時
間
に
も

び

 
三
日
間
で
計
二
十
四
時
間

ラ
ン
は

一
日
剣
を

り
続
け
た
事
に
な
る

 
そ
の
間
ラ
ン
が
集
中
力
を

い
た
の
は
一
日
に
一
度
ず
つ
の
計
三
度
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い
ず
れ
も
ハ
チ
マ
ン
が
到
着
し
た

間
に
で
あ

た

 
だ
が
キ
ヨ
モ
リ
は
そ
の
事
に
対
し
て
何
も
言
わ
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
到
着
後
は

ラ
ン
の
集
中
力
が
格

に
上
が
る
事
が
分
か

た
か
ら
で
あ
る

 
お
そ
ら
く
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と
し
て
よ
り
集
中
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う

お
い
小

出
来
れ
ば
ず

と
こ
こ
に
い
て
く
れ
ん
か
の
う

い
や

俺
に
も
学
校
と
か
が
あ
る
か
ら
な

そ
こ
を
何
と
か

何
と
も
な
ら
ね
え
よ

我
が

言

て
ん
じ

ね
え
よ
じ
じ
い

か

ら

の

く
る
く
る
回

て
ん
じ

ね
え

て
か
い
い

し
て
簡

に
ラ
ン
の
影

を
受
け
ん
じ

ね
え
よ

か
わ
い
い
じ

ろ

楓
に
受
け
が
い
い
ん
じ

よ
こ
れ

だ

た
ら
楓
に
だ
け
見
せ
て
り

い
い
だ
ろ
う
が

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
そ
の
キ
ヨ
モ
リ
の
変
わ
り

り
に
は

り
を

え
ら
れ
な
か

た
ら
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し
く

 
か
な
り
エ
キ
サ
イ
ト
し
た
口
調
で
キ
ヨ
モ
リ
に

鳴
り
ま
く

た

 
だ
が
キ
ヨ
モ
リ
は
何
度

鳴
ら
れ
て
も
笑
顔
を
崩
さ
な
い

 
キ
ヨ
モ
リ
に
し
て
み
れ
ば
ハ
チ
マ
ン
も
ま
た
か
わ
い
い

の
一
人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り

 
楽
し
く
じ

れ
あ

て
い
る
よ
う
な
感
覚
な
の
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
ん
な
会
話
の
最
中
に
も

キ
ヨ
モ
リ
は
ラ
ン
の

を
叩
く
事
を
や
め
な
い

 
さ
す
が
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か

お
い
じ
じ
い

ラ
ン
の
調
子
は
ど
う
だ

う
む

調
じ

ぞ
次
は
色
々
な
体
勢
で
体
の

が
ブ
レ
な
い
よ
う
に
剣
を
扱
う

行
じ

な
じ
じ
い
も
い
い

な
ん
だ
か
ら
あ
ま
り
無
理
す
ん
な
よ

こ
の
く
ら
い
余

じ

て

そ
も
そ
も

の
若
い

は
な

 
キ
ヨ
モ
リ
は
そ
う
言

て
若
い

の
苦
労
自
慢
を
始
め
た
が
ハ
チ
マ
ン
は
完
全
に
ス
ル

で

あ
るよ

し
ラ
ン

ち

と
一

に
休
も
う
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あ

小

何
を
勝
手
に

い
い
か
ら
い
い
か
ら

そ
ろ
そ
ろ
姉
さ
ん
も
来
る

だ
か
ら

ど
う
せ
交
代
の
時
間
だ
ろ

何

も
う
そ
ん
な
時
間
か

な
ら
今
の
う
ち
に
少
し
休
ま
せ
て
お
か
ん
と
の
う

そ
う
い
う
こ

た

ラ
ン

行
く
ぞ

う
ん

 
ラ
ン
は
そ
う
返
事
を
し
て
刀
を
し
ま
う
と

嬉
し
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に

ん
だ

そ
う
い
え
ば
ユ
ウ
が
山
ご
も
り
を
始
め
た
ら
し
い
ぞ

へ

ど
こ
で

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
地
だ
そ
う
だ

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム

私
も
行

た
事
な
い
の
よ
ね

そ
の
う
ち
あ

ち
を
メ
イ
ン
に
し
た
シ
ナ
リ
オ
が
追
加
さ
れ
る
か
ら
そ
の
時
に
行
け
ば
い
い

さ 
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
に
そ
う
言
い

ラ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
休

し
た

ソ
レ
イ
ユ
が
到
着
し
二
人
は
そ
の
ま
ま
訓
練
場
へ
と
向

か

た



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
入
れ

わ
り
で
キ
ヨ
モ
リ
は
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
で
あ
る

姉
さ
ん

忙
し
い
の
に
悪
い
な

大
丈
夫
大
丈
夫

忙
し
い
の
は
薔
薇
だ
け
だ
か
ら

そ
う
か

そ
れ
な
ら
ま
あ
い
い
か

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
は

薔
薇
の
負
担
に
つ
い
て
は
気
に
し
な
い
よ
う
で
あ
る

 
も

と
も
今
度
労

て
や
ろ
う
と
考
え
て
は
い
た
の
で
薔
薇
的
に
も
多
分
嬉
し
い
で
あ
ろ
う

 
そ
し
て
今
度
は
ソ
レ
イ
ユ
の

行
が
始
ま

た

え

何
だ
こ
れ

も
し
か
し
て
ず

と
こ
れ
を
続
け
て
た
の
か

 
ソ
レ
イ
ユ
の

在
は
一
日
四
時
間

度
で
あ
り

 
実
は
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
稽
古
を
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
の
は
今
日
が
初
め
て
で
あ

た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
目
の
前
で

ラ
ン
が
ソ
レ
イ
ユ
に

々
と
投
げ
ら
れ
続
け
て
い
る

 
ラ
ン
も
投
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に

抗
す
る
そ
ぶ
り
は
見
せ
る
の
だ
が

 
そ
れ
は
ま

た
く
上
手
く
い

て
い
な
い

ラ
ン
ち

ん

そ
ろ
そ
ろ
ど
う
い
う
時
に
投
げ
ら
れ
る
か
分
か

て
き
た

師
匠

ま
だ
何
と
な
く
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
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そ
う

ま
あ
そ
の
体
に
教
え
て
あ
げ
る
わ

 
そ
う
悔
し
そ
う
に
言
う
ラ
ン
に
ソ
レ
イ
ユ
は
あ

さ
り
と
そ
う
言
い

も
ラ
ン
を
投
げ
続

け
たこ

い
つ
も
頑
張
る
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
ラ
ン
を
見
る
真
剣
な

線
を
受
け

ソ
レ
イ
ユ
が
突
然
動
き
を
止
め
た

ん

何
だ

ハ
チ
マ
ン
君

分
熱
心
に
ラ
ン
ち

ん
を
見
て
る
わ
ね

お

お
う

ま
あ
興
味
は
あ
る
か
ら
な

そ
う

 
ソ
レ
イ
ユ
は
一

手
を
止
め

ラ
ン
と
何
か
話
し
て
い
る

 
ラ
ン
は
ポ
ン
と
手
を
叩
き
そ
し
て
二
人
は
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て
あ

だ
こ

だ
議

し
て

い
た
が

 
や
が
て
話
が
ま
と
ま

た
の
か
ま
る
で
着
物
の
よ
う
な
和
風
の
戦
装
束
へ
と
い
き
な
り
着

え 
二
人
揃

て
こ
ち
ら
に
向
か

て
歩
い
て
き
た
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ん

動
き
や
す
い
服
装
に
し
た
の
か

 
思
わ
ず
そ
う
声
を
か
け
た
ハ
チ
マ
ン
に

ラ
ン
は
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

え
え
そ
う
よ

ど
う
思
う

い
い
ん
じ

な
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
動
き
や
す
そ
う
な
格
好
を
見
て
何
と
な
く
そ
う
答
え
二
人
は
そ
の
言
葉
に

い
た

そ
れ
じ

あ
絶
対
に
目
を
離
さ
ず
問
題
点
が
無
い
か
ど
う
か
し

か
り
と
見
て
い
て
ね
約

束
よん

お
う

約
束
だ

 
自
分
に
も
何
か
手
伝
え
る
事
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
安
易
に
そ

う

い
た

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
ね

ハ
チ
マ
ン

ち

ん
と
見
て
る
の
よ

分
か

て
る

て

何
か
気
に
な
る
事
が
あ

た
ら
直
ぐ
に
言
う
さ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
背
を
向
け
て
元
の
場
所
へ
と

て
い

た
が
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そ
の
表
情
が
と
て
も

ら
し
く
ニ
ヤ
リ
と
し
て
い
た
の
は
ハ
チ
マ
ン
か
ら
は
見
え
な
か

た

 
そ
し
て

行
が
再
開
さ
れ
ハ
チ
マ
ン
は
し

か
り
と
見

め
よ
う
と
二
人
の
様
子
に
集
中
し

た
お

 

行
再
開
後

い
き
な
り
ラ
ン
が
ソ
レ
イ
ユ
の
投
げ
に

え

 

く
も
着

え
の

果
が
出
た
の
か
と
ハ
チ
マ
ン
は
若

驚
き
な
が
ら
少
し
前
の
め
り
に

な

た

 
そ
の

間
に
二
人
は
お

い
の

の
部
分
を
ぐ

と
掴
み

思
い

き
り
力
を
入
れ
た

 
直
後
に
ど
う
や

た
の
か

二
人
の
体
が
ふ
わ

と

か
び
上
が

た
よ
う
に
見
え

 
ハ
チ
マ
ン
の

界
が
二
人
の
着
て
い
た
戦
装
束
に
よ

て
完
全
に
塞
が
れ
た

 
そ
う
見
え
た
の
は
戦
装
束
が
舞

た
せ
い
な
の
だ
が
ハ
チ
マ
ン
の
目
に
は
ま
だ
そ
う
認
識
さ

れ
て
い
な
い

う
お

何
だ
今
の

一
体
ど
う
や

た
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
き

と
ん
と
し

界
を
塞
ぐ
そ
の
戦
装
束
が
完
全
に
地
面
に
落
ち
き
る
の
を

待

た
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だ
が
何
か
お
か
し
い

二
人
の
体
が

か
び
上
が

た
の
で
あ
れ
ば

 
そ
の
戦
装
束
は
も

と
勢
い
よ
く
地
面
へ
と
到
達
す
る
は
ず
だ

 
だ
が
今
目
の
前
に
あ
る
そ
の
布
は

ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
下
へ
舞
い
落
ち
て
い
る

な

何
か
や
ば
い
気
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
本
能
的
に
そ
う
察
知
し

思
わ
ず
目
を
つ
ぶ

た

 
そ
の
判
断
は
完
全
に
正
し
か

た

二
人
は

し
合
わ
せ
た
上
で
お

い
の
衣
服
を
相
手
か
ら

は
ぎ
と
り

 
ハ
チ
マ
ン
に
自
分
達
の
プ
ロ
ポ

シ

ン
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
せ
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ

た
き

や
だ

ど
う
し
よ
う

ハ
チ
マ
ン
君
に
全
部
見
ら
れ
ち

た

 
こ
れ
は

任
を
と

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

い
や

ん

ま
い

ち
ん
ぐ

て
師
匠

ハ
チ
マ
ン
の
奴

目
を

じ
て
ま
す

何
で
す

て

生

が
悪
い

見
え
な
い
か
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
が
ど
う
せ
い
つ
も
の
全

に
な

て
る
と
か
そ
う
い
う
奴

だ
ろ
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残
念
だ

た
な

見
え
見
え
す
ぎ
て
対
処
す
る
の
が
簡

だ

た
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
慢
げ
に
そ
う
言

た
が

そ
の
認
識
は
間
違
い
で
あ
る

 
今
の
ハ
チ
マ
ン
は

確
か
に
危
険
な
も
の
を

界
に
お
さ
め
ず
に
は
済
ん
だ
が

 
二
匹
の
肉
食

を
相
手
に
完
全
に
無
防
備

態
な
の
で
あ
る

そ
れ
は
ど
う
か
し
ら

タ

ク
ル
は

か
ら
下

う
お

 
い
き
な
り
そ
う
叫
ん
だ
ラ
ン
に
タ

ク
ル
を
く
ら

た
ハ
チ
マ
ン
は

 
地
面
に
後

部
を
打
ち
つ
け
な
い
よ
う
に
思
わ
ず
身
を

く
し
た
が

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
は
柔
ら
か
い
ク

シ

ン
の
よ
う
な
物
に

え
ら
れ
た

は
い

束

師
匠

こ

ち
も
オ

ケ

で
す

 
ハ
チ
マ
ン
の
両
手
は
ソ
レ
イ
ユ
に
背
後
か
ら
凄
い
力
で

束
さ
れ

 
同
時
に
腹
の
上
に
何
か
が
ド
ス
ン
と
乗

た

は
い

ご
開
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い
や

ん

ま
い

ち
ん
ぐ

 
背
後
か
ら

び
て
き
た
手
が
ハ
チ
マ
ン
の
目
を
無
理
や
り
こ
じ
あ
け
て
い
く

 
そ
の

界
に
う

す
ら
と
見
え
る
の
は
背
後
か
ら

び
た
足
に
よ

て

束
さ
れ
る
ハ
チ
マ

ン
の
両
手
と

 
目
の
前
い

ぱ
い
に
広
が
る
白
い
ラ
ン
の
胸
で
あ

た

お

お
前
ら
何
を
す
る

あ
ら

ち

ん
と
見
て
て
ね

て
い
う
約
束
を
強
制
的
に

行
さ
せ
て
い
る
だ
け
よ

ち

ん
と
見
て
る

て
約
束
し
た
わ
よ
ね

あ

あ
れ
は
そ
う
い
う
意
味
じ

て
か
真
面
目
に

行
し
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
抗
議
し
た
が

二
人
は
と
り
あ
わ
な
い

あ
ら

こ
れ
も

行
の
一

よ

強
敵
相
手
に
マ
ウ
ン
ト
を
と
る

立

な

行
よ
ね

は

は

ラ
ン
の
奴
が
目
を
血
走
ら
せ
て
荒
い
息
を

い
て
ん
じ

ね
え
か

こ
ん
な
の

行
じ

ね

え
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
師
匠

お
先
に

き
ま
す
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次
は
私
の
番
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
ラ
ン
が
後
ろ
手
に
ハ
チ
マ
ン
の
ズ
ボ
ン
に
手
を
か
け
よ
う
と
し
た

間

 
遠
く
か
ら
三
人
に
呼
び
か
け
る
声
が

こ
え
て
き
た

す
ま
ん
す
ま
ん
待
た
せ
た
の

 

て

や
や
や

こ

こ
れ
は

福

福

な
ま
ん
だ
ぶ
な
ま
ん
だ
ぶ

きし

師
匠

 
さ
す
が
の
ラ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
も
い
き
な
り
の
キ
ヨ
モ
リ
の
復
帰
に

て
て
ハ
チ
マ
ン
か
ら
離

れ 
解
放
さ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
装
備
を
整
え
さ
せ
た
後
に
正
座
さ
せ
ガ
ミ
ガ
ミ
と
お
説

教
を
し
た

お
前
ら
は
本
当
に
何
が
し
た
い
の

何
で
俺
を
困
ら
せ
る
の

え

だ

て
ハ
チ
マ
ン
君
が

興
味
が
あ
る

て
言

て
熱
心
に
ラ
ン
ち

ん
の
胸
を
見

て
た
か
ら

 
も

と
見
や
す
い
よ
う
に
し
て
あ
げ
な
く
ち

て
思
う
じ

な
い
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胸
と
は
一
言
も
言

て
ね
え

や
だ
も
う
ハ
チ
マ
ン

た
ら

い
い
の
よ

何
が
い
い
ん
だ
よ

何
も
良
く
は
ね
え
よ

 
の

の
う
ハ
チ
マ
ン

こ
の
二
人
も
悪
気
が
あ

た

じ

な
か
ろ
う

 
広
い
心
で
そ
れ
く
ら
い
勘

し
て
や
れ

 
し

げ
る
二
人
に
見
か
ね
た
キ
ヨ
モ
リ
が
仲

す
る
ま
で
そ
の
お
説
教
は
続
い
た

 
今
日
の
ハ
チ
マ
ン
は
叫
び

ぱ
な
し
で
あ
る

そ
し
て
説
教
を
終
え
た
後

 
ハ
チ
マ
ン
は
疲
れ
た
顔
で

を
お
ろ
し

二
人
に

行
を
続
け
る
よ
う
に

し
た

よ

し

そ
れ
じ

あ
ラ
ン
ち

ん

気
を
取
り
直
し
て

行
を
再
開
す
る
わ
よ

は
い
師
匠

頑
張
り
ま
し

う

 
ハ
チ
マ
ン
は

に
手
を
つ
き

そ
ん
な
二
人
を
苦
々
し
く
見
つ
め
て
い
た
が

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
キ
ヨ
モ
リ
が
言

た

ほ

お
主
は
お
な
ご
相
手
に
は
相
変
わ
ら
ず

が
多
い
の
う

返
す
言
葉
も
ね
え
わ
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ま
あ
し
か
し

今
の

ぎ
で
あ
の
二
人
も
機

よ
く

行
に
集
中
出
来
て
い
る
よ
う
じ

し

 
お
主
が

に
な
る
事
に
よ

て
よ
り

く
ラ
ン
が
強
く
な
る
な
ら
そ
れ
に
こ
し
た
事
は
無
か

ろ
う
て

俺
に
と

ち

困
る
事

ま
り
な
い
ん
だ
が

あ
の
二
人
に
あ
あ
さ
れ
る
の
は
迷
惑
じ

た
か
の

 
ハ
チ
マ
ン
は
迷
惑
と
言
う

語
を
出
さ
れ
一

言
葉
に
つ
ま

た
が
直
ぐ
に
こ
う
叫
ん
だ

あ

当
た
り
前
だ
ろ

 

て
て
そ
う
言
う
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
を

キ
ヨ
モ
リ
は
ポ
ン
ポ
ン
と
叩
き
な
が
ら
言

た

ま
あ
そ
う
い
う
事
に
し
て
お
く
か
の

ふ
ふ
ん

よ
し
よ
し

子

扱
い
す
ん
な

な
ん
の
な
ん
の

に
と

ち

ま
だ
ま
だ
お
主
も
子

じ

て

 
そ
ん
な
男
二
人
を
横
目
で
見
つ
つ
ラ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
は
ひ
そ
ひ
そ
と
言
葉
を
交
わ
し
て
い

た
師
匠

し
か

た
で
す
ね

今
度
ま
た
チ

レ
ン
ジ
し
ま
し

う
ね
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は
い

今
度
こ
そ
頑
張
り
ま
し

う

 
ハ
チ
マ
ン
の
ピ
ン
チ
は
ま
だ
ま
だ
こ
の
後
何
度
も
訪
れ
る
よ
う
で
あ
る

 
だ
が
こ
の
事
で
ラ
ン
は
よ
り
集
中
力
を

し

 
こ
の
日
初
め
て
ラ
ン
は

技
で
は
な
く
ソ
レ
イ
ユ
の
投
げ
に

え
る
事
が
出
来
た
の
で
あ

た 
ラ
ン
の

行
は
続
く
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第
７
９
１
話
 
ラ
ン
の
完
成

 
最
近
誤

が
多
く
て
す
み
ま
せ
ん

皆
さ
ん

正
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
二
人
の
師
匠
と
の

行
を
終
え

ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
と
の
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
は
先
ほ
ど
の
出
来
事
を

ま
え
ラ
ン
の
ガ
ス
抜
き
を
行
う
必
要
性
を
感

じ
た
ら
し
く

 
い
つ
も
な
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
時
間
に
も
落
ち
る
事
は
な
く

 
こ
の
日
は
ラ
ン
に
ず

と
付
き
合

て
い
た

最
後
の
方

何
か
掴
め
た
感
じ
だ

た
な

う
ん

ど
う
す
れ
ば
投
げ
ら
れ
ち

う
か

て
い
う
感
覚
が
や

と
分
か

た
気
が
す
る

そ
れ
さ
え
掴
め
れ
ば

相
手
を
自
在
に
投
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
あ
と
一
歩
だ
な

う
ん

ま
あ
さ
す
が
に
普

は
剣
を
持

て
る
か
ら

 
片
手
で
相
手
を
い
な
す
く
ら
い
に
な
る
と
思
う
け
ど
そ
れ
で
も
動
き
の

が
か
な
り
広
が
る
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と
思
う

そ
う
か

ま
あ
頑
張
れ
よ

う
ん

そ
れ
じ

あ
俺
は
も
う
落
ち
る
が

あ
ま
り
無
理
は
す
ん
な
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
落
ち
て
い
き

そ
れ
を
見
送

た
後
に
ラ
ン
は
こ
う

い
た

大
丈
夫

無
理
は
し
て
な
い
か
ら

 
ラ
ン
は
そ
の
ま
ま
い
つ
も
使

て
い
る

え
室
を

し

 
日
課
の

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

迫
り
来
る
敵
を
殲
滅
せ
よ

を
一
人
で
開
始
し
た

今
日
の
課
題
は
ど
う
し
よ
う
か
な
時
間
は
か
か

て
も
い
い
か
ら
な
る
べ
く
慎
重
に
進
ん
で

 
敵
を
投
げ
て
か
ら
倒
し
て
い
こ
う
か
し
ら

で
も
変
な

が
つ
い
て
も
困
る
し
な

 
よ
し

今
日
は
全
部
の
敵
を
ひ
と
太
刀
で
倒
し
て
い
く
事
に
し
よ

と

 
ラ
ン
は

行
の
せ
い
で
実
は
も
う
か
な
り
の
レ
ベ
ル
で
素
手
で
も
戦
え
る
よ
う
に
な

て
い

る
の
だ
が

 
慎
重
な
ラ
ン
は
も
う
少
し
投
げ
に
つ
い
て
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
学
ん
で
か
ら
実
戦
に
移
ろ
う
と
考
え

て
い
た
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下
手
に
自

流
で
戦

て
間
違

た
技
を
身
に
つ
け
て
し
ま
う
の
が
怖
か

た
と
い
う
の
も
あ

る 
ラ
ン
は
ソ
レ
イ
ユ
と
キ
ヨ
モ
リ
が
不
在
時
に

た
ま
に
レ
ヴ

と
モ
エ
カ
と
三
人
で

り

 
そ
の
動
き
を
参
考
に
す
る
事
に
よ

て

に
集
団
戦
を
ス
ム

ズ
に
こ
な
す
技
術
は
手
に
入

れ
て
い
た

 
最
近
は

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
で
は
も
う
物
足
り
な
い
く
ら
い

 
一
人
で
も
ス
ム

ズ
に
ク
リ
ア
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た
の
だ
が
こ
の
日
の
ラ
ン
は
一
味

違

た

 
と
に
か
く
敵
が
ど
う
動
く
の
か

先
が
見
え
る
の
だ

 
つ
い
で
に
言
う
と
多
少
無
理
な
体
勢
か
ら
で
も
今
ま
で
よ
り
も

力
の
あ
る
攻
撃
が

り
出

せ
て
い
る

私

確
実
に
強
く
な

て
る

 
自
身
の
成
⻑
を
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
実
感
さ
せ
ら
れ
た
ラ
ン
は

 
次
の
日
も

そ
し
て
ま
た
次
の
日
も
集
中
し
て

行
を
こ
な
し

 
最
終
的
に
は
キ
ヨ
モ
リ
に
一
度
も

を
叩
か
れ
ず



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
ソ
レ
イ
ユ
の
投
げ
に
ほ
ぼ
完

に

え
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
も

と
も
ソ
レ
イ
ユ
が
本
当
に
本
気
を
出
せ
ば

ま
だ
ま
だ
投
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
が

 
逆
に
言
う
と
そ
こ
ま
で
高
度
な
技
術
を
使
わ
な
い
限
り

 
今
の
ラ
ン
は
そ
う
そ
う
投
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
事
で
あ
る

ラ
ン
ち

ん

私
の
動
き
を
思
い
出
し
て

今
度
は
ち

と
私
を
投
げ
て
み
て

 

行
の
最
後
に
突
然
ソ
レ
イ
ユ
が
そ
う
言
い
出
し

ラ
ン
は
目
を

く
し
た

で
も
師
匠

私

ま
だ
投
げ
に
つ
い
て
は
何
も

大
丈
夫
大
丈
夫

抗
も
一

人
レ
ベ
ル
で
し
か
し
な
い
か
ら
と
に
か
く
や

て
み
る
の
よ

う

う
ん

 
ラ
ン
は
何
度
も
深
呼

を
し
心
を
落
ち
着
か
せ
た
後
に
ソ
レ
イ
ユ
に
立
ち
向
か

て
い

た 
そ
し
て
そ
の
一
発
目
ラ
ン
は
い
と
も
あ

さ
り
と
ソ
レ
イ
ユ
を

に
舞
わ
せ
る
事
と
な

た
えき

そ
う
そ
う
そ
の
イ
メ

ジ
よ

今
の
感
覚
を
忘
れ
な
い
で
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う
ん

 
そ
れ
を
見
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
と
キ
ヨ
モ
リ
は

 
ソ
レ
イ
ユ
が
わ
ざ
と
お
お
げ
さ
に
投
げ
ら
れ
た
事
を
理
解
し
て
い
た
が

 
そ
の

性
も
ま
た
よ
く
理
解
し
て
い
た

小

見
た
か
え

今
の
で
嬢
ち

ん
の
動
き
が
明
ら
か
に
良
く
な

た
の

顔
つ
き
も

自
信
あ
り
げ
な
顔
に
な

た
な

さ
す
が
は
姉
さ
ん
だ

そ
ろ
そ
ろ
完
成

て
事
で
い
い
の
か

そ
う
じ

の
う

ま
あ
仕
上
が
り

合
を
ど
こ
か
の
ミ

シ

ン
で
見
る
事
に
な
る
か
の

分
か

た

何
か
良
さ
そ
う
な
の
を
見

て
く
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
訓
練
場
を
出
て

別
に
部
屋
を
一
つ

し

 
何
か
い
い
ミ

シ

ン
は
な
い
か

色
々
と
探
し
始
め
た

ふ
む

こ
れ
で
い
い
か

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

パ
ン
デ
ミ

ク

だ
な

 
ギ
ガ

ン
ビ
や
変

種
が
か
な
り
出
て
く
る
が

ま
あ
問
題
な
い
だ
ろ

 
そ
し
て
こ
の
日
の

行
を
終
え
た
後

と
り
あ
え
ず
ラ
ン
を
休
ま
せ

 
ハ
チ
マ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
と
キ
ヨ
モ
リ
は
三
人
で

座
に
な

て
ラ
ン
の
仕
上
が
り

合
を
確
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認
し
た

姉
さ
ん

ど
う
だ

そ
う
ね

あ
の
レ
ベ
ル
な
ら
も
う
後
は
実
戦
を

り
返
せ
ば
仕
上
が
る
ん
じ

な
い
か
な

じ
じ
い
の
方
も
そ
ん
な
感
じ
で
い
い
ん
だ
よ
な

じ

な

基
本
は
し

か
り
し
て
る
か
ら
そ
れ
で
問
題
な
い
の
う

 
そ
こ
に
丁
度

レ
ヴ

と
モ
エ
カ
が
現
れ
た

よ
う
ボ
ス

そ
れ
に
大
ボ
ス

今
日
の

行
は
終
わ

た
か

あ
あ

今
日
は
も
う
終
わ
り
だ

そ
れ
じ

あ
ま
た
お
嬢
と
ど
こ
か
の
ミ

シ

ン
に
で
も
行
く
と
す
る
か
ね

そ
れ
な
ら
丁
度
良
か

た

今
日
は
こ
の
後
全
員
で

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
に
行
く
ぞ

ほ
う

そ
う
な
の

あ
あ

手

と
し
て
は
こ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
四
人
に
何
か
を
説
明
し

四
人
は
若

驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

そ
れ
は
さ
す
が
に
き
つ
く
な
い
か
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あ
あ

そ
の

に
最
初
六
人
で

て

あ
あ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

そ
れ
は
い
い
か
も
し
れ
ん
の
う

よ
し
モ
エ
カ

悪
い
が
ラ
ン
を
呼
ん
で
き
て
く
れ

分
か

た

 
呼
び
出
さ
れ
た
ラ
ン
は

こ
れ
か
ら

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
に
行
く
と

き

目
を

か
せ

た

に

ラ
ン
ク
に
挑
戦
な
の
ね

で

何
に
挑
む
の

パ
ン
デ
ミ

ク

だ

あ
れ
か

や
ば
い
敵
が

山
出
て
く
る
無
双
系
の

に
無
双
出
来
な
い
奴
ね

 
そ
の
ま
ま
六
人
は

パ
ン
デ
ミ

ク

に
乗
り
込
む
事
と
な
り

 
中
に
入

て
す
ぐ
に

ハ
チ
マ
ン
が
ラ
ン
に
言

た

ラ
ン
こ
こ
の
敵
の
配
置
を
と
に
か
く
し

か
り
と
学
ん
で
お
け
よ
こ
の
後
何
度
か
入
る
か

ら
なそ

そ
う
な
の

う
ん

分
か

た

に
叩
き
込
ん
で
お
く
わ
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そ
し
て
六
人
の
進
撃
が
始
ま

た

先

は
ハ
チ
マ
ン
そ
の
横
を
ラ
ン
と
キ
ヨ
モ
リ
が

め

 
そ
の
後
ろ
に
ソ
レ
イ
ユ
を
中
心
に

銃
を
持

た
三
人
が
続
く

正
面
に
変

種
の
集
団

か
ら
通
常
雑

は
俺
に
任
せ
て
く
れ

あ
の
く
ら
い
な
ら
一
人
で
十
分
だ

は
私
が

レ
ヴ

モ
エ
カ

そ

ち
は
頼
む

ラ
ン

じ
じ
い

り
込
む
ぞ

姉
さ
ん
は
フ

ロ

を
頼
む了

解

 
ど
う
や
ら
こ
の

度
の
戦
力
が
押
し
寄
せ
て
く
る
の
が
日
常
茶

事
な
ス
テ

ジ
の
よ
う
だ

 
そ
し
て
殲
滅
を
終
え
し
ば
ら
く
進
ん
だ
後
ハ
チ
マ
ン
は
一
同
に
止
ま
る
よ
う
に
指

を
し

た
ギ
ガ

ン
ビ
が
二
体
に
雑

の

れ
か

広
場
で
戦
う
の
は
少
し
厄
介
だ
な

 
こ
の
ま
ま
あ
そ
こ
の
通
路
に
お
び
き
寄
せ
る

み
ん
な
は
向
こ
う
で
待
機
し
て
て
く
れ

ハ
チ
マ
ン

気
を
つ
け
て
ね

お
う

と
り
あ
え
ず
ラ
ン
と
じ
じ
い
も
銃
を
持

て
お
い
て
な
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
敵
を
釣
り
に
い
き
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
大

の
敵
を
連
れ
て

て
き
た

滑
り
込
む

直
後
に
一

射
撃
だ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
声
が

こ
え

一
同
は
横
に

ん
で
銃
を

え
た

 
こ
こ
な
ら
ば
敵
に
避
け
ら
れ
る
事
な
く
全
て
の

を
敵
に
叩
き
込
む
事
が
出
来
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て
一
同
の
目
の
前
で
凄
い
勢
い
で
走

て
き
た
ハ
チ
マ
ン
が
こ
ち
ら
に
向
け
て
ス
ラ
イ

デ

ン
グ
し

 
そ
の

間
に
五
人
は
敵
に
向
か

て
一

に
射
撃
を
し
た

く
た
ば
れ
ギ
ガ

ン
ビ

前
に
ミ
ン
チ
に
さ
れ
た
事

忘
れ
て
な
い
わ
よ

死
ね

 
特
に
以
前

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
で
若

の
ト
ラ
ウ
マ
を

え
て
い
た
三
人
は

 

み
の
こ
も

た

線
を
ギ
ガ

ン
ビ
に
向
け

そ
う
叫
び
な
が
ら
全
力
で
攻
撃
し
て
い
た

 
も

と
も
あ
れ
は
自
業
自
得
だ

た
は
ず
な
の
で

若

筋
違
い
な

み
で
は
あ
る

 
完
全
な
被
害
者
と
い
え
る
の
は

ハ
チ
マ
ン
だ
け
で
あ
ろ
う
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そ
ん
な
事
が
あ

た
の

ら
し
い
の
う
ま
あ

い
た
話
だ
と
そ
の
時
は
三
人
が
か
り
で
ハ
チ
マ
ン
を
襲

て
た
ら
し

い
が
の

 
も
ち
ろ
ん
性
的
な
意
味
で
じ

が

え

何
そ
れ

私
も
参
加
し
た
か

た

ま

た
く
お
主
ら
は
ブ
レ
ん
の
う

 
さ
す
が
に
こ
の
地

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た
の
か
そ
れ
で
ギ
ガ

ン
ビ
は
あ

さ
り

と
倒
れ

 
つ
い
で
に
他
の
雑

も
ミ
ン
チ
に
な

た

ま
あ
一
人
で
戦
う
な
ら
こ
う
い
う
場
所
じ

な
く
広
い
所
の
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

な 
ハ
チ
マ
ン
は
何
気
な
く
そ
う
言
い

一
同
は
更
に
先
へ
と
進
ん
で
い

た

 
そ
の
後
も
変

種
や
ギ
ガ

ン
ビ
が
そ
れ
な
り
に
出

し
正
面
か
ら
力
で
戦
う
展
開
に
な

た
が

 
思

た
よ
り
も
こ
の
ミ

シ

ン
は
敵
は
強
い
が
道
の
り
自
体
は

い
ミ

シ

ン
ら
し
く
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そ
の
ま
ま
あ

さ
り
と
ク
リ
ア
す
る
事
が
出
来
た

ラ
ン
ク
な
の
に
簡

に
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
が

 
実

一

の
プ
レ
イ
ヤ

が
こ
れ
に
挑
戦
し
た
場
合
通
常
は
銃
の

力
が
足
り
な
く
て
詰
む

事
に
な
る

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

と
比
べ
る
と
か
な
り
の
資
金
を
使

て
装
備
を
充
実
さ

せ
て
お
り

 
そ
の
装
備
に
関
し
て
い
え
ば
比
べ
る
べ
く
も
な
い
高
性
能
の
武
器
を
揃
え
て
い
る
の
で
あ
る

 
何
せ

ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

す
ら
所
持
し
て
い
る
く
ら
い
な
の
だ

思

た
よ
り
も
簡

だ

た

ま
あ
こ

ち
は

力
が
充
実
し
て
る
か
ら
な

本
来
は
こ
う
い
う
風
に
色
々
頑
張

て
資
金
を
使

て
準
備
す
れ
ば

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
も
ち

ん
と
ク
リ
ア
出
来
る
よ
う
な
難
易
度
に
な

て
る
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
こ
ま
で
ラ
ン
ク
を
上
げ
な
く
て
も
下
の
方
の
サ

ビ
ス
が
充
実
し
ち

て
る
か
ら

 
そ
の

り
の
調
整
が
今
後
の
課
題
に
な
る
わ
ね

な
る
ほ
ど

ま
あ
そ

ち
は
姉
さ
ん
に
任
せ
る
と
し
て

だ
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ま

た
顔
で
ラ
ン
に
言

た

ラ
ン
卒
業

験
だ
何
度
挑
戦
し
て
も
い
い
か
ら
一
人
で
こ
の
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア
し

て
こ
い

へ
 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は
最
初
に
ハ
チ
マ
ン
が
言

た
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た

こ
の
後
何
度
か
入
る

て
そ
う
い
う
事

あ
あ

そ
う
い
う
事
だ

分
か

た
わ

敵
の
配
置
は
言
わ
れ
た
通
り
覚
え
て
お
い
た
し
コ
ツ
も
何
と
な
く
分
か

た

 
今
の
自
分
が
持
つ
能
力
を
フ
ル
に
生
か
し
て
や

て
み
る

 
ラ
ン
は
そ
う
宣
言
し

持
て
る
限
り
の
武
器
を
五
人
か
ら
か
き
集
め

一
人
で
中
に
入

て

い

た
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

ま
あ
と
り
あ
え
ず
俺
は
出
て
く
る
ま
で
待

て
る
わ

 
お
前
ら
は
先
に
落
ち
て
て
も
い
い
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

た
が

誰
も
落
ち
る
事
は
な
か

た
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そ
し
て
外
で
待

て
い
る
間

ラ
ン
は
何
度
か
敗
北
し
て
外
に

出
さ
れ
て
き
た
が

 
そ
の
度
に
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か
反
省
し
た
後
に
再
挑
戦
を
続
け

迎
え
た
何
度
目
か
の
挑
戦
で

 
ラ
ン
は
今
ま
で
と
は
違
い

今
度
は
か
な
り
の
時
間

外
に

出
さ
れ
て
こ
な
か

た

お

こ
れ
は
も
し
か
し
て
も
し
か
す
る
か

か
も
し
れ
な
い
わ
ね

お

こ
れ
は

 
そ
の

間
に
部
屋
に

シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が

き

た

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

パ
ン
デ
ミ

ク

が
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た

 
直
後
に
ラ
ン
が
ド
ヤ
顔
で
外
に
出
て
き
た

ラ
ン
は
そ
の
豊
満
な
胸
を
張
り
一
同
に
向
け
て

言

た
こ
れ
で
卒
業
ね

フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や

た
わ

 
こ
う
し
て
ラ
ン
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
帰
還
す
る
事
に
な

た
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第
７
９
２
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

前
半

 
そ
れ
で
は
ラ
ン
の

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
が
ど
う
進
行
さ
れ
た
か
見
て
み
よ
う

 
分
か

た
わ
敵
の
配
置
は
言
わ
れ
た
通
り
に
覚
え
て
お
い
た
し
コ
ツ
も
何
と
な
く
分
か

た 
今
の
自
分
が
持
つ
能
力
を
フ
ル
に
生
か
し
て
挑
戦
し
て
み
る

と
り
あ
え
ず
こ
れ
を
持

て
い
け

前
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
お
前
が
使

て
た
の
と
同
じ
奴
だ

 
最
近
の
ラ
ン
は

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
内
で
は
刀
の
み
で
戦

て
い
た

に
銃
を
所
持
し
て

い
な
い

 
そ
れ
を

ま
え
て
ハ
チ
マ
ン
が
差
し
出
し
て
き
た
の
は
ベ
レ

タ

で
あ

た

 
ラ
ン
は
確
か
に
こ
の
銃
を

ア
チ
マ
ン
と
し
て
の
デ
ビ

戦
で
使

た
覚
え
が
あ

た

 
そ
の
時
の

は
お

末
で
あ

た
が

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
で

ま
れ
た
今
は

 
ラ
ン
も
普
通
に
銃
も
扱
え
る
よ
う
に
な

て
い
る

懐
か
し
い
な

う
ん

使
わ
せ
て
も
ら
う
わ
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こ
れ
も
持

て
お
い
た
方
が
い
い

き

と
役
に
た
つ

 
次
に
モ
エ
カ
が
手

し
て
き
た
の
は
定
番
の
Ａ
Ｋ
４
７
で
あ
る

あ
り
が
と
う
モ
エ
モ
エ

違
う

モ
エ
カ

え

モ
エ
モ
エ

て
呼
び
方
の
方
が
か
わ
い
い
の
に

 
そ
の
も
は
や
定
番
と
な
り
つ
つ
あ
る
や
り
取
り
の
横
か
ら
レ
ヴ

が
ラ
ン
に
話
し
か
け
て
き

た
お
嬢

持
て
る
な
ら
こ
れ
も
一
応
持

て

と
き
な

 
そ
う
言

て
最
後
に
レ
ヴ

が
差
し
出
し
て
き
た
の
は

巨
大
な
一
本
の
筒
の
よ
う
な
物
で

あ

た
こ
れ
は

ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

 
そ
れ
は
ま
さ
か
の
最
終
兵
器
で
あ
る
ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

で
あ

た

ど
う
だ

持
て
る
か

え

と

う
ん
大
丈
夫
み
た
い
私
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
は
最
大
ま
で

張
し
て
あ
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る
か
ら
ね

そ
れ
な
ら
良
か

た

は
一
発
し
か
無
い
が

手
に
ぶ
ち
か
ま
し
て
や

て
く
れ

あ
り
が
と
う
レ
ヴ

ぶ
ち
か
ま
し
て
く
る

 
ラ
ン
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

五
人
の
方
を
見
た

そ
れ
じ

あ
頑
張
れ
よ
ラ
ン

頑
張
る
ん
じ

ぞ

我
が
弟
子
よ

ラ
ン
ち

ん
フ

イ
ト

お
嬢
な
ら
出
来
る

頑
張

て

 
そ
う
激

さ
れ

ラ
ン
は
目
を

ま
せ
な
が
ら
五
人
に
勝
利
を
約
束
し
た

任
せ
て

ギ
ガ

ン
ビ
な
ん
か
こ
の
ラ
ン
ち

ん
が
ひ
と

り
よ

 
そ
し
て
ラ
ン
は

高
揚
し
た
気
分
で

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

パ
ン
デ
ミ

ク

に
ソ
ロ
で

突
入
し
た

し
ま

た

ち

と
乗
せ
す
ぎ
た
か

か
も
ね
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ま
あ
何
度
か
失
敗
す
れ
ば

も

え
る
じ

ろ

 
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
達
に
そ
ん
な
心
配
を
さ
れ
て
い
た
と
は
露
知
ら
ず

 
中
に
入
る
と

速
最
初
の
敵
を
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
始
め
て
い
た

さ
て
と

最
初
は
変

種
と
雑

の
コ
ン
ビ
だ

た
わ
ね

雑

は
簡

だ
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
こ
こ
は

の
通
路
に
駆
け
込
ん
で

背
後
の
危
険
を
無
く
し
て
と

 
ラ
ン
は
三

路
に
向
か

て
駆
け
出
し
風
の
よ
う
な
速
さ
で
先
も
見
ず
に

の
通
路
に
突

込
ん
だ

 
も
ち
ろ
ん

に
抜
刀
済
み
で
あ
る

お
ら
お
ら
お
ら

ラ
ン
ち

ん
の
お
通
り
よ

 
こ
の
セ
リ
フ
か
ら

ラ
ン
が
今
か
な
り
調
子
に
乗

て
い
る
事
が
察
せ
ら
れ
る
が

 
少
な
く
と
も
こ
の
ク
ラ
ス
の
敵
相
手
に
ラ
ン
が

れ
を
と
る
事
は
な
い

 
ラ
ン
は
そ
の
ま
ま
通
路
の
先
に
い
た
雑

を
一
刀
両
断
に
し
ま
く

て
蹂
躙
す
る
と

 
即
座
に
刀
を
し
ま

て
Ａ
Ｋ
４
７
を
取
り
出
し

三

路
目

け
て
銃
を
乱
射
し
た

 
そ
の
お
か
げ
で
奥
の
通
路
に
い
る
雑

が
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
を
受
け
そ
の
動
き
が

た

 
同
時
に
三

路
に
飛
び
込
ん
で
き
た
変

種
の
集
団
も

所
に
ダ
メ

ジ
を
受
け
て
動
き
が
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く
な
り

 
そ
れ
を
見
た
ラ
ン
は
銃
を
放
り
出
し
て
抜
刀
し

一
気
に
敵
に
肉
薄
し
た

 
通
常
は

ン
ビ
が
相
手
だ
と
大
口

の
銃
で
首
か
ら
上
を
一
気
に
破
壊
す
る
の
が
セ
オ
リ

な
の
だ
が

 
通
常
の
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
で
の
フ
ル
オ

ト
射
撃
で
も
部

破
壊
に
は
繋
が
る

 
ラ
ン
は
上
手
く
敵
の
戦
闘
力
を

ぎ

い
通
路
で
壁
に
刀
を
当
て
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

剣
を

る
い

 
突
き
と

撃
の
中
間
の
よ
う
な
攻
撃
で
次
々
と
敵
の
首
を

ね
て
い

た
の
で
あ

た

 
こ
こ
は
別
に
刀
だ
け
で
戦

て
も
問
題
な
い
ケ

ス
で
あ

た
が

 

か
れ
て
い
る
と
は
い
え
ラ
ン
は
そ
れ
な
り
に

静
で
あ
り

 
い
ず
れ
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
魔
法
銃
を
使
う
機
会
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

 
銃
の
扱
い
に
も
慣
れ
て
お
く
べ
き
だ
と
判
断
し

銃
も

的
に
使
う
事
に
し
た
の
で
あ
る

さ
て

次

お
待
ち
か
ね
の
ギ
ガ

ン
ビ
二
体
と
雑

集
団
ね

 
ラ
ン
は
敵
に
感
知
さ
れ
る

離
ま
で
近
付
く
と
ギ
ガ

ン
ビ
に
背
中
を
向
け
て
今
来
た
道
を

り
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中
で
発
見
し
て
あ

た

い
通
路
へ
と
飛
び
込
ん
だ

 
狙
い
通
り
に
移
動
速
度
の

い
雑

は
取
り
残
さ
れ

 
動
き
が
素

い
ギ
ガ

ン
ビ
も
通
路
が

い

に
一
体
ず
つ
し
か
中
に
入

て
こ
れ
な
い

 
ラ
ン
は
ま
ん
ま
と
一
対
一
の

況
を
作
り
出
す
事
に
成
功
し
た

後
は
素

く
こ
い
つ
ら
を
倒
せ
ば
い
い
だ
け
ね

格
好
良
く
決
め
て
や
る
わ

 
ラ
ン
は
敵
の
両
手
に
よ
る

り
下
ろ
し
攻
撃
を

一
重
で
避
け

そ
の

を
駆
け
上
が
り

 
そ
の
ま
ま
居
合
い
の
要
領
で
ギ
ガ

ン
ビ
の
首
を
一
撃
で

ね

ら
れ
な
か

た

 
ギ
ガ

ン
ビ
が
ラ
ン
の
乗

て
い
た
両

を
い
き
な
り

り
上
げ
た
か
ら
で
あ
る

あ

や
ば
た
に
え
ん

 
だ
が
こ
の
体
勢
で
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い

 

に
放
り
出
さ
れ
た
ラ
ン
を
ギ
ガ

ン
ビ
は
そ
の
ま
ま
空
中
で
パ
チ
ン
し

 
ラ
ン
は
い
つ
か
の
よ
う
に
ミ
ン
チ
に
さ
れ
た
の
で
あ

た

一
回
目
の
チ

レ
ン
ジ
の
終
了
で

あ
る

 
お

お
嬢
が

て
き
た
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時
間
的
に
は
ま
あ
予
想
通
り

最
初
の
ギ
ガ

ン
ビ
で
や
ら
れ
た
感
じ
だ
ろ
う
な

 
完
全
に
外
に

出
さ
れ
る
前
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

 
目
覚
め
て
直
ぐ
に
そ
ち
ら
を
見
た
ラ
ン
の
目
が

ハ
チ
マ
ン
の
目
と
バ

チ
リ
合

た

 
ラ
ン
は
つ
い
先
ほ
ど

ギ
ガ

ン
ビ
な
ん
か
ひ
と

り

と
言

た
手
前

 
さ
す
が
に
恥
ず
か
し
い
と
思

た
の
か

 

れ

し
の
つ
も
り
で
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
色

い
ポ

ズ
を
と

た

う

ふ

ん

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
無
表
情
で
ラ
ン
か
ら
目
を

ら
し

 
ラ
ン
は
そ
の
格
好
の
ま
ま
屈
辱
で

る

る
と

え
出
し
た

ラ
ン
ち

ん
は
こ
ん
な
に
か
わ
い
い
ん
だ
か
ら

ち

と
は
反
応
し
な
さ
い
よ
ね

 
ラ
ン
は
そ
う
叫
ん
で
ハ
チ
マ
ン
達
に
背
を
向
け

 
一
人
で
反
省
会
で
も
し
て
い
る
の
か
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
始
め
た

 
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
い
た
後
ラ
ン
は

く
の
を
や
め

て
消
え
て
い

た

二
度
目
の

挑
戦
で
あ
る
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そ
ん
な
ラ
ン
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は

を

め
な
が
ら
こ
う

い
た

さ
て

次
は
ど
の
く
ら
い
で
出
て
く
る
か
ね

 
キ

ハ
チ
マ
ン
の
奴
め

今
に
見
て
な
さ
い

え
面
か
か
せ
て
や
る
わ

 
そ
ん
な
そ
こ
は
か
と
な
く
昭
和

い
セ
リ
フ
を

き
な
が
ら

 
ラ
ン
は
と
り
あ
え
ず
ギ
ガ

ン
ビ
の
所
ま
で
は

先
ほ
ど
と
ま

た
く
同
じ
行
動
を
と

た

さ
て

さ

き
み
た
い
な
ミ
ス
は
も
う
し
な
い
わ
よ

 
ラ
ン
は
今
度
は

を
予
め
探
索
し

 
最
初
に
全
員
で
通

た
ル

ト
と
は
少
し
外
れ
る
所
に
あ
る
別
の

い
通
路
で

 
手
す
り
の
無
い

を
発
見
し

こ
こ
に
敵
を
お
び
き
寄
せ
る
事
に
し
た

こ
こ
な
ら
い
け
る
わ
ね

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て

の
下
に

足
場
代
わ
り
の
ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

を
置
い
た

ち

と

な
足
場
だ
け
ど
他
に
い
い
物
が
無
い
の
よ
ね

 
ラ
ン
は
そ
う

く
と

再
び
ギ
ガ

ン
ビ
を
釣
り
に
走

た

 
今
回
も
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に

敵
の
速
度
差
を
生
か
し
て
ギ
ガ

ン
ビ
と
雑

を
分
断
し
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ま
ん
ま
と
通
路
に
お
び
き
寄
せ
た
ラ
ン
は
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
ギ
ガ

ン
ビ
に
空

り
さ

せ 
そ
の

間
に
ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

を

み
台
に
し
て

の
上
へ
と
駆
け
上
が
り

 
そ
こ
で
ギ
ガ

ン
ビ
の
首
め
が
け
て

身
の
居
合
い
を

り
出
し
た

死
に
た
く
な
り
な
さ
い

 
そ
う
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な

か
な
い
よ
う
な
セ
リ
フ
を
言
い

 
ラ
ン
が
刀
を

り
ぬ
い
た

間
に
ギ
ガ

ン
ビ
の
動
き
が
止
ま

た

 
そ
の
後
ろ
に
は
二
体
目
の
ギ
ガ

ン
ビ
が

え
て
い
た
が

 
前
の
ギ
ガ

ン
ビ
が
動
き
を
止
め
た

に
こ
ち
ら
に
来
れ
ず

 
じ
れ
た
よ
う
に
前
の
ギ
ガ

ン
ビ
を
ド
ン
と
押
し
た

 
そ
の

間
に
前
に
い
た
ギ
ガ

ン
ビ
の
首
が
コ
ロ
リ
と
落
ち

 
後
方
の
ギ
ガ

ン
ビ
は
そ
の
体
勢
の
ま
ま
前
に
よ
ろ
け

地
面
に
手
を
つ
い
た

 
今
ラ
ン
の
目
の
前
に
は
二
体
目
の
ギ
ガ

ン
ビ
の
首
が
無
防
備
の
ま
ま

さ
れ
て
い
る

態

で
あ

た

あ
れ

こ
れ
は
予
想
外
に
あ
り
え
ん
て

な

ボ
タ
ラ

キ
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ラ
ン
は
も
う
一
体
の
ギ
ガ

ン
ビ
も
最
初
の
一
体
と
同
じ
手

を

ん
で
倒
す
つ
も
り
で
い

た
が

 
ま
さ
か
の
二
体
目
の
無
防
備

態
を
受
け

即
座
に
次
の
居
合
い
を

り
出
し

 
連
続
し
て
そ
の
首
を
叩
き
落
と
す
事
に
成
功
し
た

よ

し

ラ
ン
ち

ん
大
勝
利

 
そ
う
叫
ん
だ
ラ
ン
の

界
に
大

の
雑

ン
ビ
が
映
り

 
ラ
ン
は

て
て
Ａ
Ｋ
４
７
を
取
り
出
す
と

そ
ち
ら
に
銃
口
を
向
け
た

幕
薄
い
ぞ

何
や

て
ん
の

 
ラ
ン
は

撃
ち
で
高
さ
だ
け
を
気
に
し
つ
つ
狙
い
を
付
け
ず
に
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｋ
４
７
を
乱
射

し
た

 
敵
が
多
か

た

に
そ
の
命
中

は
か
な
り
良
く
な
り

 
多
く
の
雑

が
そ
の
攻
撃
に
よ

て
倒
れ
る
事
と
な

た

残
敵
を

討
せ
よ

ラ
ジ

 
ラ
ン
は
ギ
ガ

ン
ビ
を
見
事
に

た
事
で
気
を
良
く
し
た
の
か

 
そ
ん
な
一
人

居
を

み
つ
つ

残
る
雑

集
団
を
あ

さ
り
と
殲
滅
し
た
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ざ

と
こ
ん
な
も
ん
ね

 
再
び
調
子
に
乗
り
始
め
た
ラ
ン
の
挑
戦
は
続
く
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第
７
９
３
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

中
盤

 
首
尾
よ
く
ギ
ガ

ン
ビ
二
体
と
雑

集
団
を
殲
滅
し
た
ラ
ン
は

次
な
る
戦
い
に
挑
む

 
奥
へ
奥
へ
と
移
動
を
続
け
て
い
た

さ
て

こ
の

り
は
ビ
ル
の
裏
路
地
に
な

て
て

横
の
窓
か
ら
敵
が
襲

て
く
る
の
よ
ね

 
で

私
か
ら
は
見
え
な
か

た
け
ど

確
か
あ
の
時
は

 
レ
ヴ

と
モ
エ
モ
エ
が
背
後
に
向
け
て
銃
を
撃

て
た
か
ら
多
分
背
後
か
ら
も
敵
が
襲

て

く
る
の
よ
ね

 
ラ
ン
は

こ
こ
こ
そ
居
合
い
の
出
番
だ
と
思
い

 
背
後
を
し

か
り
と

し
つ
つ

武
器
を

え
た
ま
ま
じ
り
じ
り
と
進
ん
で
い

た

 
そ
し
て
前
回
攻
略
し
た
通
り

窓
の
中
か
ら
い
き
な
り

ン
ビ
が
飛
び
出
し
て
き
て

 
ラ
ン
の
す
ぐ
前
の
地
面
に
着
地
し
た

今
思
え
ば
こ
の

ン
ビ
も
変

種
な
の
で
あ
ろ
う

ハ
 
ラ
ン
は

け
声
と
共
に
居
合
い
で
そ
の
敵
を
一
刀
両
断
に
し
た

お
か
わ
り
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そ
の
声
が

こ
え
た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が
釣
ら
れ
る
よ
う
に
再
び
敵
が
飛
び
出
し
て
き
て

 
待
ち

え
て
い
た
ラ
ン
の
居
合
い
の

食
と
な

た

ふ

余

ね

さ
す
が
は
が
ラ
ン
様
ね

 
ラ
ン
ち

ん
だ
の
ラ
ン
様
だ
の

や
は
り
ま
だ
高
揚

態
は
続
い
て
い
る
ら
し
い

 
こ
う
い
う
時
は
得
て
し
て
予
期
せ
ぬ
罠
に
は
ま
る

 
だ
が
こ
の
時
の
ラ
ン
の
ケ

ス
は
必
ず
し
も
ラ
ン
の

任
と
い
う

で
は
な
い
だ
ろ
う

う

ん

後
ろ
か
ら
は
何
も
来
な
い
わ
ね

私
の
記
憶
違
い
だ

た
か
し
ら

 
ラ
ン
は
若

静
さ
を
取
り

し

首
を

げ
つ
つ
も

も
前
進
し
た

 
ポ
タ

 
そ
の
時
突
然
上
か
ら
何
か

体
の
よ
う
な
物
が
降

て
き
て
思
わ
ず
ラ
ン
は
そ
ち
ら
を
見
た

 
そ
ん
な
ラ
ン
の

前
に
黒
い
物
が
迫
り

ラ
ン
は
思
わ
ず

直
し
た

 
そ
れ
は
一
匹
の
変

種
の

ン
ビ
で
あ

た

き
 
さ
す
が
に
上
か
ら
の
重
力
加
速
度
が
加
わ

て
い
た

 
ラ
ン
は
立

た
ま
ま
で
い
る
事
が
出
来
ず

そ
の
変

種
に
押
し
倒
さ
れ
た
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同
時
に

に

な
感
触
が
走
る

な

何
で
上
か
ら

 
ラ
ン
は
そ
う
叫
び
つ
つ
も

敵
を

ね

け
一
刀
両
断
に
し
た

 
そ
こ
に
も
う
一
匹
の

ン
ビ
が

て
き
た
が

そ
ち
ら
は
ち

ん
と
見
え
て
い
た

 
ラ
ン
は
居
合
い
で
空
中
に
い
た
そ
の

ン
ビ
を
横

ぎ
に
し
た

そ

か

あ
の
時
は
も

と

く
に
こ
こ
を
通
過
し
た
か
ら

 
前
回
の
攻
略
の
時
は
メ
ン
バ

が
充
実
し
て
い
た

こ
の
道
は
ガ
ン
ガ
ン
走
り
な
が
ら
殲
滅

し
て
い
た

 
ラ
ン
は
普
通
に
横
だ
け
に
集
中
し
て
敵
を
叩
き
落
と
し
て
い
た
が

 
後
で

い
た
話
だ
と

キ
ヨ
モ
リ
は
窓
ご
と
敵
を
ぶ

た

て
い
た
ら
し
い

あ
の
時

て
上
か
ら
敵
が
落
ち
て
き
た
ん
だ
し
ま

た
な
ち

ん
と
確
認
し
て
お
け
ば
良

か

た

 
ラ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

先

な
感
触
を
受
け
た

の

態
を
確
認
す
べ
く

 
誰
も
い
な
い
の
を
い
い
事
に
上
半
身
を
は
だ
け
さ
せ
ブ
ラ
を
完
全
に
露
出
さ
せ
て

を
確
認

し
た
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ち
な
み
に
こ
の
道
は
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
新
し
い
敵
が
出
て
こ
な
い
の
は
確
認
済
で
あ

た

あ
 
予
想
通
り

ラ
ン
の

に
は

み
跡
が
あ
り

ラ
ン
は
そ
れ
を
見
て

 
自
分
が
ま
も
な
く

ン
ビ
に
な
る
と
い
う
事
を
理
解
し
た

し
ま

た

や

ぱ
り
感

し
て
た
か

せ

か
く
い
い
調
子
だ

た
の
に
な

 
こ
の
ま
ま
で
は
仕
様
的
に

あ
と
十
分
で
ラ
ン
は
行
動
不
能
に
な
り

 
残
念
だ
が

そ
の
時
点
で
ク
リ
ア
失
敗
と
な
る

時
間
の
無

ね

リ
ザ
イ
ン

と

 
ラ
ン
は
そ
の
ま
ま
退
出
ボ
タ
ン
を
押
し

そ
の
ま
ま
外
に
出
た
の
が

 
そ
ん
な
ラ
ン
を
見
て

何
故
か
ハ
チ
マ
ン
は

然
と
し
た
顔
を
し
た

お

お
前

中
で
何
や

て
た
ん
だ

ま
さ
か
一
人
ス
ト
リ

プ
で
も
し
て
た
の
か

え
 
そ
う
言
わ
れ
て
ラ
ン
は

や

と
今
の
自
分
の
格
好
に
気
が
付
い
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
に
見
ら
れ
る
の
は
む
し
ろ
望
む
所
な
の
で
ラ
ン
は
時
に
何
も

そ
う
と
は
し

な
い
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キ
ヨ
モ
リ
に
見
ら
れ
る
の
は
微

な
と
こ
ろ
だ
が
直
接
素

を
見
せ
て
い
る

で
は
な
い
の

で 
ラ
ン
は
セ

フ
と
判
断
し
た
よ
う
だ

ど
う
せ
相
手
は

れ
た
お

ち

ん
な
の
で
あ
る

え

と

 
ラ
ン
は
ど
う
し
よ
う
か
考
え

ど
う
い
う
思
考
回
路
を

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 

ン
ビ
の
真
似
を
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
方
へ
と
じ
り
じ
り
と
近
付
い
て
い

た

あ

あ

あ

あ

あ

あ

 
当
然
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ラ
ン
の

を
ガ
シ

と
掴
ん
で
ガ

ド
す
る

お
前

何
が
し
た
い
の

死
体
だ
け
に

 
ラ
ン
は
と

さ
に
ド
ヤ
顔
で
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
も
即
座
に
こ
う
言
い
返
し
た

全
然
上
手
く
な
ん
か
ね
え
よ

と
り
あ
え
ず
そ
の
ド
ヤ
顔
を
や
め
ろ

ち
 
ラ
ン
は

ン
ビ
風
に
正
面
に

ば
し
て
い
た
手
を
下
げ
ハ
チ
マ
ン
も
ラ
ン
の

か
ら
手
を
離

し
た



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
の

間
に
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
飛
び
か
か
り

そ
の

を
ガ
シ
ガ
シ
と

ん
だ

は
い

ハ
チ
マ
ン
も

ン
ビ
ね

本
当
に
お
前
が
何
を
し
た
い
の
か
さ

ぱ
り

あ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
ド
ン
マ
イ
だ
わ

ま
あ
気
を
取
り
直
し
て
頑
張

て
こ
い

は

い

 
ラ
ン
は
素
直
に
ハ
チ
マ
ン
の

か
ら
口
を
離
し

 
そ
の
ま
ま
ま
た
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か
反
省
す
る
よ
う
に

い
た
後

 
再
び
中
に
入
ろ
う
と
し
て

思
い
出
し
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た

次
負
け
た
ら
全

で
出
て
く
る
か
ら
期
待
し
て
て
ね

ハ
チ
マ
ン

 
ラ
ン
は
お
そ
ら
く
ハ
チ
マ
ン
が

て
る

を
見
て

飲
を
下
げ
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

が 
ハ
チ
マ
ン
と
て
多
く
の
女
性
に
囲
ま
れ

日
々

験

を

い
で
い
る
つ
わ
も
の
で
あ
る

 
い
つ
ま
で
も
ラ
ン
に
や
ら
れ

ぱ
な
し
に
な

た
り
は
し
な
い

マ
ジ
か

期
待
し
と
く
わ

い
や

楽
し
み
だ
な

お
前
の

特
に
胸

へ
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ま
さ
か
の
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
返
し
に
ラ
ン
は
も
じ
も
じ
し
始
め
た

え

え

と

お
前
が
出
て
く
る
場
所
を
を
じ

と
見
て
お
く
か
ら
し

か
り
脱
い
で
か
ら
出
て
く
る
ん
だ

ぞ
う

よ

冗
談
だ

て
ば

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
ね

 
ラ
ン
は

て
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

そ
の
ま
ま
再
び
中
へ
と
入

て
い

た

ふ
う

こ
れ
で
よ
し
と

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

い
て

り
向
い
た
が

 
そ
こ
に
は
ハ
チ
マ
ン
を
白
い
目
で
見
つ
め
る
三
人
の

が
あ

た

 
ち
な
み
に
女
性
三
人
で
あ
り

キ
ヨ
モ
リ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
だ
け
で
あ

た

今
の
ラ
ン
ち

ん
の
あ
の
行
動
は
何

多
分
あ
い
つ

今
回
は

ン
ビ
に

を
感

さ
せ
ら
れ
て
負
け
た

て
事
だ
と
思
う

あ
あ

そ
う
い
う
事

そ
れ
は
そ
う
と

エ
ロ
大
魔
王

お

ぱ
い
星
人

ム

ツ
リ
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違
う
ぞ
あ
い
つ
は
た
だ
の

年

だ
か
ら
あ
あ
言

と
け
ば
自
分
か
ら
引
い
ち
ま
う
奴
な

ん
だ
よ

 
だ
か
ら
わ
ざ
と
あ
あ
い
う
事
を
言

た
だ
け
だ

ど
う
だ
か

実

引
い
た
じ

ね
え
か

ま
あ
そ
う
だ
け
ど

特
に
胸

は
ど
う
な
の

あ
れ
は
別
に
言
う
必
要
が
無
か

た
ん
じ

な
いち

違
う

誤
解
だ

あ
い
つ
が
い
つ
も
胸
を
ア
ピ

ル
し
て
く
る
か
ら

 
そ
れ
に
合
わ
せ
て
そ
う
言

た
ま
で
だ

ふ

ん
ま
あ
こ
こ
に
い
る
四
人
が
全
員
胸
が
大
き
く
て
良
か

た
わ
ね
お

ぱ
い
星
人
さ

ん
違
う
か
ら
な

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

を

キ
ヨ
モ
リ
が
ポ
ン
と
叩
い
た

小

今
度

が
巨

で
エ
ロ
い
お
姉
ち

ん
の
い
る
店
に
連
れ
て

て
や
る
か
ら
な

行
か
ね
え
よ
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外
で
は
こ
ん
な

け
合
い
が
ま
だ
続
い
て
い
た
が

ラ
ン
は

に

を
切
り

え
て
お
り

 
め
げ
ず
に
再
び
先
ほ
ど
の

置
ま
で
同
じ
よ
う
に
攻
略
を
進
め
て
い
た

さ
て
と

今
度
は
最
初
か
ら
上
に
注
意
を

て
れ
ば
あ
そ
こ
は
問
題
な
い
だ
ろ
う
け
ど

 
そ
こ
ま
で
行
く
の
が
骨
な
の
よ
ね

 
ラ
ン
は
再
び
同
じ
手

で
変

種
を
倒
し

ギ
ガ

ン
ビ
を
倒
し

 
元
の
場
所
に

て
く
る
と

上
か
ら
降

て
く
る
変

種
を
あ

さ
り
と
倒
し
た

ま
あ
タ
ネ
が
分
か
れ
ば
余

よ
ね
さ
て
と
最
後
の
山
場
の
ギ
ガ

ン
ビ
五
体
と
変

ギ
ガ

ン
ビ
か

 
そ
う
言

て
ラ
ン
は
遠
く
に
か
か
る
橋
を
見
た

 
そ
こ
に
は
線
路
が
通

て
お
り

上
の

と
下
の

の
二
重

に
な

て
い
る

 
上
下
の
道
の
高
さ
の
差
は
約
二
メ

ト
ル

 
ラ
ン
な
ら
普
通
に
立
て
て

多
少
な
ら

ね
た
り
も
出
来
る
高
さ
で
あ
る

と
り
あ
え
ず
あ
そ
こ
に
行
く
ま
で
に
ま
だ
雑

が

山
い
る
け
ど
今
の
私
の
敵
じ

な
い
わ

ね 
こ
の
時
の
ラ
ン
は

自
分
の
事
を
い
つ
も
通
り
私
と
呼
ん
で
い
た
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つ
ま
り

静
さ
を
取
り

し
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る

 
さ
す
が
の
ラ
ン
も

全

で
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
出
る
の
は
恥
ず
か
し
か

た

 
あ
ん
な
の
は
た
だ
の
冗
談
な
の
だ
か
ら

別
に
普
通
の
格
好
で
い
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
だ
が

 
ラ
ン
は
そ
の
約
束

を
本
気
で
実
行
す
る
と
決
め

そ
れ
を
口
実
に
自
分
を
追
い
込
ん
で
い

た
の
で
あ
る

 
ラ
ン
は
今
回
で
絶
対
に
ク
リ
ア
す
る
つ
も
り
な
の
だ

 
そ
し
て
三
十
分
後

道
中
の
雑

の
殲
滅
を
終
え

ラ
ン
は
最
後
の
関
門
で
あ
る
橋
の
前
に

立

て
い
た

こ
こ
は
私
な
り
に
考
え
て
い
た
攻
略
法
が
あ
る
の
よ
ね

集
中

集
中

 
変

ギ
ガ

ン
ビ
と
普
通
の
ギ
ガ

ン
ビ
の
違
い
は
簡

で
あ
る

 
変

ギ
ガ

ン
ビ
は
巨
大
な
剣
を
二
本
持

て
お
り
そ
の
剣
を
凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
で

る

う
の
だ

 
ち
な
み
に
手
は
四
本
あ
り

二
本
は
素
手
で
こ
ち
ら
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
て
く
る

 
何
と
も
厄
介
な
ラ
ス
ボ
ス
で
あ

た

ち
な
み
に
前
回
は
ハ
チ
マ
ン
が

に
な
り

 
そ
の

を
突
い
て
ソ
レ
イ
ユ
が
変

ギ
ガ

ン
ビ
を
投
げ

下
に
ポ
イ
し
た
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ラ
ン
は
そ
れ
を
見
て

め
て
ソ
レ
イ
ユ
へ
の
尊
敬
を
深
め
た
も
の
で
あ

た

さ
て

前
座
の
ギ
ガ

ン
ビ
に
は

 
ち

と
ず
る
い
か
も
だ
け
ど
ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

を
使

ち

い
ま
し

う
何
匹
か
は

倒
せ
る
は
ず

 
ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

の

は
凄
ま
じ
く
高
い

 
よ
ほ
ど
の
時
で
な
い
限
り
使
わ
れ
る
事
は
な
い
の
だ
が

 
さ
す
が
に
今
回
は
ハ
チ
マ
ン
も
許
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
別
に
禁
じ
ら
れ
た
手

と
い
う

で
も
な
い
し

こ
れ
も
戦
術
の
う
ち
で
あ
る

 
ち
な
み
に
ミ

シ

ン
で
の
使
用
は
一
回
に
つ
き
一
発
だ
け
と
い
う
仕
様
に
な

て
い
る

そ
れ
じ

あ
い
き
な
り
ぶ
ち
か
ま
す
わ
よ

 
ラ
ン
は
敵
の

が
見
え
た

間
に

い
き
な
り
ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

を
発
射
し
た

 
シ

バ

 
と
い
う
音
と
共
に

が
一
直
線
に
敵
に
向
か
い
先

の
ギ
ガ

ン
ビ
に
命
中
し
て
爆
発
し

た
や

た
か
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ラ
ン
は
そ
う
フ
ラ
グ
ま
が
い
な
セ
リ
フ
を

い
た
が

 
そ
ん
な
フ
ラ
グ
が
立
つ
事
は
な
く

普
通
に
二
体
の
ギ
ガ

ン
ビ
が
消
滅
し
た

 
だ
が
逆
に
言
え
ば

ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

を
も

て
し
て
も

 
二
体
の
ギ
ガ

ン
ビ
を
倒
す
の
が
精
一

だ

た
と
い
う
事
に
な
る

残
る
は
三
体
か

幸
い
作
戦
を
実
行
す
る
の
に
丁
度
い
い

が
開
い
て
く
れ
た

 
要
は
最
初
の
ギ
ガ

ン
ビ
の
応
用

私
な
ら
い
け
る

静
に

静
に

 
ラ
ン
は
自
分
に
そ
う
言
い

か
せ
な
が
ら
敵
に
向
か

て
走

た

 
目
指
す
は
ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

の
せ
い
で
開
い
た
橋
の
真
ん
中
の
大

で
あ
る

 
橋
が
落
ち
る
事
は
無
い

下
の
通
路
は
破
壊
不
可
能
属
性
と
な

て
お
り
健
在
で
あ

た

が 
上
の
線
路
の
中
央
部
分
に
大

が
開
い
て
お
り

 
ラ
ン
は
そ
こ
で
ギ
ガ

ン
ビ
三
体
を
相
手
に
す
る
つ
も
り
だ

た

と
に
か
く
先
に
着
く
事

 
ラ
ン
は
全
速
力
で
走
り

そ
の
言
葉
通
り
に
先
に
そ
の

に
飛
び
込
ん
だ

 
そ
れ
を
確
認
し
た
三
体
の
ギ
ガ

ン
ビ
は

ラ
ン
の
後
を
追

て
そ
の

に
飛
び
込
ん
だ
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は
い

残
念
で
し
た

 
ラ
ン
は
下
ま
で
降
り
て
は
お
ら
ず

の
フ
チ
に
手
を
か
け
て
ぶ
ら
下
が

て
い
た

 
そ
の
目
の
前
を
ギ
ガ

ン
ビ
が
通
過
し
ラ
ン
は
ギ
ガ

ン
ビ
の

を

み
台
に
し
て
上
へ
と

り
 
即
座
に
体
勢
を

く
し
て
居
合
い
の

え
を
と

た

 
下
に
降
り
た
そ
の
三
体
の
ギ
ガ

ン
ビ
は

て
て
そ
の

か
ら
上
に
顔
を

か
せ

 
そ
の

間
に
ラ
ン
は
ダ

シ

し

の
縁
を

て
飛
び
そ
の
勢
い
の
ま
ま
刀
を

り
ぬ

い
た

 
ラ
ン
の
持
つ
刀
が
光
を
反
射
し

ま
る
で

の
よ
う
な
閃
光
が
走
る

 
ラ
ン
は
驚

的
な

躍
力
を
見
せ

の
反
対
ま
で
到
達
す
る
と

 
そ
の
ま
ま
刀
を
し
ま
い
な
が
ら
こ
う

い
た

殲
滅
完
了

 
刀
が

に
納
ま
る

チ
ン

と
い
う
音
と
共
に
背
後
の
三
体
の
首
が
落
ち
る

残
る
は
あ
ん
た
だ
け
よ

変

種

 
も
し
か
し
た
ら

覚
か
も
し
れ
な
い
が

ラ
ン
は
変

ギ
ガ

ン
ビ
が
そ
の
声
に
応
え
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ニ
ヤ
リ
と
笑

た
よ
う
な
気
が
し
た

こ
う
し
て
ソ
ロ
ク
リ
ア
を

け
た
最
後
の
戦
い
が
幕
を

開
け
た

 
明
日
は
免
許
の
更
新
と
か
参
院
選
の
投

と
か
で
忙
し
い
の
で
お
休
み
さ
せ
て
下
さ
い
す
み

ま
せ
ん
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第
７
９
４
話
 

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

バ

サ
ス
剣
⻤

 
残
る
は
ラ
ス
ボ
ス
の
変

ギ
ガ

ン
ビ
の
み
で
あ
り

 
ラ
ン
は
今
ま
さ
に
そ
の
ラ
ス
ボ
ス
と
対
峙
し
て
い
た

さ
す
が
は
ラ
ス
ボ
ス
と
い
う
べ
き
か

 
ラ
ン
を
見
て
も
考
え
無
し
に
い
き
な
り
襲
い
か
か

て
く
る
よ
う
な
事
は
し
て
こ
な
い

さ
す
が
に

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン
の
ボ
ス
と
も
な
る
と

見
る
か
ら
に
強
そ
う
よ
ね

 
こ
の
変

種
は

上
二
本
の
手
に
剣
を
持

て
お
り

 
下
二
本
の
手
は
懐
に
飛
び
込
ん
で
く
る
敵
を
ひ
ね
り
つ
ぶ
す

か

無
手
と
な

て
い
る

厄
介
そ
う
だ
け
ど

必
ず
倒
し
て
み
せ
る
わ

 
手
始
め
に
ラ
ン
は

先
ほ
ど
通
常
の
ギ
ガ

ン
ビ
を
倒
し
た
手
を
使

て
み
る
事
に
し
た

 
一

後
方
に
下
が

た
ラ
ン
は
下
に
飛
び
降
り
る
と
見
せ
か
け
て

の
縁
の

骨
に
捕
ま
り

 
後
を
追

て
き
た
変

種
が
中
に
飛
び
込
ん
で
き
た

間
に

 

の
力
と
腹
筋
だ
け
を
使

て
上
へ
と

り

居
合
い
の

え
を
と

て
上
で
待
ち

え
た

 
そ
し
て
敵
が
顔
を
出
し
た

間
に
そ
ち
ら
に
向
け
て
飛
び
込
も
う
と
し
た
ラ
ン
は

 
一
歩
を

み
込
ん
だ
所
で
自
ら
の
失
敗
に
気
付
き
無
理
や
り
足
を

ん
張

て
後
方
へ
と
飛
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ん
だよ

く
考
え
て
み
た
ら

そ
り

そ
う
よ
ね

 
重
ね
て
言
う
が

こ
の
変

種
に
は

が
四
本
あ
る

 
そ
し
て
上
二
本
の
手
に
は
剣
を
持

て
い
る

 
下
か
ら
上
に

る
に
し
て
も
そ
の

に
使
用
す
る

は
当
然
下
の
二
本
と
い
う
事
に
な
る

 
下
か
ら
顔
を
出
し
た
変

種
は

手
に
持
つ
剣
を
顔
の
前
で
ク
ロ
ス
さ
せ
て
お
り

 
い
く
ら
ラ
ン
で
も
そ
の

態
か
ら
居
合
い
を
決
め
る
の
は
不
可
能
で
あ

た

で
も
ま
あ
こ
の

態
な
ら
他
に
も
や
れ
る
手
は
あ
る
の
よ

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て

敵
が
ま
だ
上
が
り
き

て
い
な
い
の
を
見
て
変

種
に
突

込
み

 
不
自
由
な
体
勢
か
ら
変

種
が
た
て
続
け
に

る

て
き
た
二
本
の
剣
を
ヒ
ラ
リ
ヒ
ラ
リ
と

い

り

 
敵
の
横
に
飛
び
出
す
と

そ
の
ま

を

て

度
を
変
え

敵
の
首
目

け
て
飛
ん
だ

も
ら

た

 
だ
が
そ
の

間
に

そ
こ
に
あ

た
敵
の
首
が
い
き
な
り

ん
だ

 
ど
う
や
ら
下
二
本
の
手
を
離
し
た
ら
し
く

敵
の
体
は
再
び
下
の
通
路
へ
と

て
い
た
の
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だ

た

 
そ
し
て
ラ
ン
が
通
過
し
た
後

変

種
は
余

を
持

て
上
へ
と
上
が

て
き
た

 
そ
の
表
情
は
気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
が

こ
ち
ら
を
あ
ざ
笑

て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

 
ラ
ン
は

に
血
が
上
り
そ
う
に
な
る
の
を

え
よ
う
と
深
呼

を
し
た

ふ

中
々
い
い
動
き
を
す
る
じ

な
い

手
は

分
と
器
用
に
動
く
み
た
い
ね

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て

間

入
れ
ず
に
再
び
敵
へ
と
突
撃
し
た

 
今
度
の
突
撃
は

分
と
体
勢
が

く

地
を
這
う
よ
う
に
敵
へ
と
突
撃
し
た
ラ
ン
は

 
敵
の
懐
に
見
事
に
滑
り
込
み

そ
の
ま
ま
足
を
狙

た

 
変

種
は
リ

チ
が
⻑
い
せ
い
で
敵
に
懐
に
入
ら
れ
た
場
合
剣
で
の
攻
撃
は
当
た
ら
な
い

の
だ

 
残
る
二
本
の
手
で
ラ
ン
を
捕
ま
え
よ
う
に
も
ラ
ン
が
剣
を

り
下
ろ
し
た

の
真
下
に
入

た 
そ
れ
が
ブ
ラ
イ
ン
ド
と
な

て
ラ
ン
の
居
場
所
を
正
確
に

す
る
事
が
出
来
ず

 

切
な
対
応
を
と
れ
な
い
で
い
た
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足
一
本

も
ら

た
わ

 
こ
こ
で
変

種
の

は
凄
ま
じ
い
勘
の

え
を
み
せ
た

 
そ
の

置
的
に

ラ
ン
が
お
そ
ら
く
ど
ち
ら
か
の
足
を
狙

て
く
る
だ
ろ
う
と

し

 
ラ
ン
が

に
刀
を
差
し
て
い
る
こ
の

況
な
ら
ラ
ン
が
自
身
の

足
を
狙

て
く
る
と

み 

足
を

に
無
理
や
り
自
身
の
体
を
く
る
り
と
回
転
さ
せ

 
接
近
し
て
く
る
は
ず
の
ラ
ン
の
後

部

り
を
狙

て
回
し

り
を
放

た
の
で
あ
る

な
 
ラ
ン
は
い
き
な
り
目
標
が
消
失
し
た
よ
う
に
見
え

一

狼

し
た
が

 
こ
こ
で
足
を
止
め
る
と
い
う
愚
か
な
選
択
を
取
る
事
は
な
く

 
そ
の
ま
ま

足
で
地
面
を

て

正
面

へ
と
ジ

ン
プ
し
た

 
そ
の
背
後
を
凄
ま
じ
い
音
を
立
て

敵
の

足
が
通
過
し
て
い
く

手
だ
け
じ

な
く
足
技
も
中
々
ね

そ
れ
で
こ
そ
我
が
ラ
イ
バ
ル
よ

 
勝
手
に
変

種
を
ラ
イ
バ
ル
認
定
し
た
ラ
ン
は

 
ど
う
や
ら
敵
は
こ
ち
ら
に
攻
撃
に
対
応
す
る
の
が
上
手
い
よ
う
だ
と
判
断
し
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め
て
目
の
前
に
い
る
こ
の
変

種
を
あ

さ
り
と
下
に
放
り
出
し
た
ソ
レ
イ
ユ
の
偉
大
さ
を

感
し
た

凄
い
な
師
匠

こ
い
つ
を
あ
ん
な
に
あ

さ
り
と
投
げ
ち

う
な
ん
て

 
だ
が
同
時
に
ラ
ン
は

こ
う
も
思

て
い
た

で
も
私
だ

て

何
回
か
そ
の
師
匠
を
投
げ
飛
ば
す
事
に
成
功
し
て
い
る
の
よ

 
な
ら
こ
い
つ
相
手
に
も

私
の
技
は
絶
対
に
通
用
す
る
は
ず

 
ラ
ン
は
そ
う
考
え
て
刀
を
し
ま
う
と

無
手
で
敵
に
向
か

て

え
を
と

た

ソ
レ
イ
ユ
流

拳
士

ラ
ン

参
る

 
そ
ん
な
流

が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が

気
分
を
出
す

に
そ
う
言
い

 
ラ
ン
は
と
に
か
く
相
手
の
動
き
を
よ
く
見
よ
う
と
深
呼

を
し
た

心
を
静

に
保

て
敵
の
力
の
方
向
を
よ
く
見
る
師
匠
そ
の
教
え
を
今
こ
こ
で
実

し
ま

す 
ラ
ン
は
体
の
力
を
抜
き

脱
力
し
た

態
で
敵
が
攻
撃
し
て
く
る
の
を
待
ち

え
た

 
そ
れ
を
好
機
と
思

た
の
か
変

種
は
大
雑

な
動
き
で
ラ
ン
に
近
付
き
両
手
を

り
か

ぶ
る
と
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ラ
ン
目

け
て

か
ら
二
刀
を
同
時
に

り
下
ろ
し
た

そ
の
動
き
は
何
度
も
見
た
わ

 
ラ
ン
は
そ
う
言
う
と

足
一
本
の
力
だ
け
で

ト
ン

と

く
前
に

び

 
そ
の
ひ
と

び
で
敵
の
殺

内
か
ら
逃
れ
る
と

 

前
に
迫
る
敵
の

を
掴
み

い
や

そ
の
表
現
は
正
し
く
な
い
だ
ろ
う

 
正
確
に
は

そ
の

に

く
手
を

え

ス

と
そ
の

を
下
げ
た

 
そ
の

間
に
変

種
の
体
が
フ
ワ
リ
と

き
あ
が
る

完
 
ラ
ン
は
確
か
な
手
応
え
を
感
じ

思
わ
ず
そ
う
叫
ん
だ

確
か
の
今
の
動
き
は

 
ソ
レ
イ
ユ
が
見
て
も
か
な
り
の
高
得
点
を

え
た
で
あ
ろ
う

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ

た

 
だ
が
ラ
ン
は
一
つ
だ
け
ミ
ス
を
犯
し
た

 
そ
れ
は
ソ
レ
イ
ユ
が
見
せ
た
動
き
と
は
本
当
に

な
違
い
で
し
か
な
か

た
が

 
こ
の
ケ

ス
に
お
い
て
は
と
て
も
大
き
な
ミ
ス
と
な
り
う
る
も
の
で
あ

た

あ
れ

 
ラ
ン
は
先
ほ
ど
ま
で
感
じ
て
い
た
確
か
な
手
応
え
が
急
に
消
失
し
た
の
を
感
じ
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危
険
を
感
じ
て

に
投
げ
を

中
で
止
め

一
気
に
後
方
へ
と

ん
だ

一
体
何
が

え

 

然
と
そ
う

く
ラ
ン
の

界
に

下
二
本
の
手
を
失

た
変

種
の

が
映

た

 
ソ
レ
イ
ユ
と
ラ
ン
の
動
き
の
違
い
は
こ
う
で
あ
る

 
ソ
レ
イ
ユ
は
敵
が
そ
の
手
に
持
つ
剣
を
完
全
に

り
下
ろ
し
た
後
に
投
げ
を
打

た
の
に
対

し 
ラ
ン
は
若

勝
利
を

た
せ
い
か
敵
の
剣
が
ま
だ

り
下
ろ
さ
れ
て
い
る

中
で
投
げ
を

打

た
の
だ

 
そ
の
せ
い
で
フ
ワ
リ
と
体
を

か
さ
れ
た
変

種
は

の
判
断
で
剣
の

道
を
変
え

 
本
当
に
ま
さ
か
で
は
あ
る
が
自
ら
の
下
側
の
二
本
の

を
そ
の
ま
ま
自
分
で

り
落
と
し

 
か
な
り
乱
暴
な
や
り
方
で
は
あ
る
が

ラ
ン
に
投
げ
ら
れ
る
の
を
防
い
だ
の
で
あ

た

 
そ
の
事
を

気
な
が
ら
理
解
し
た
ラ
ン
は
不

好
な
が
ら
も
何
と
か
着
地
し
た
変

種
に
対

し 

し
み
な
い
賞

の
言
葉
を
送

た

素
晴
ら
し
い
わ
ま
さ
か
自
分
の

を

り
落
と
し
て
敗
北
を
防
ぐ
な
ん
て
思
い
も
し
な
か
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た 
そ
ん
な
あ
な
た
を
た
だ
変

種
と
呼
ぶ
の
は
失

ね

 
こ
れ
か
ら
は
あ
な
た
の
事
を

剣
⻤

と
呼
ぶ
事
に
す
る
わ

剣
⻤

は
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
た

で
も
な
い
の
だ
ろ
う
が

 
手
に
持
つ
二
本
の
剣
を
高
く
上
げ
て

め
に

り
下
ろ
し

そ
の
剣
先
を
ラ
ン
に
向
け
た

 
ど
う
や
ら
や
る
気
満
々
の
よ
う
で
あ
る

こ
う
な

た
ら
純

に
剣
と
剣
の
勝
負
よ

結
城
流

剣
士

ラ
ン

参
る

 
当
然
キ
ヨ
モ
リ
の

を
知

て
る
ラ
ン
は
そ
う
言
う
と

 
刀
を
正

に

え

じ
り
じ
り
と
敵
と
の

離
を
詰
め
て
い

た

剣
⻤

も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
じ
り
じ
り
と
ラ
ン
に
近
付
い
て
く
る

 
リ

チ
の
差
が
あ
る

当
然
剣
⻤
の
方
が
先
に
ラ
ン
を
殺

内
に
収
め
る
事
に
な
る

だ
ろ
う

 
理

的
に
当
然
の
帰
結
と
し
て
そ
う
考
え
た
ラ
ン
は

敵
を

し
つ
つ

 
そ
の
時
が
く
る
の
を
全
神

を
集
中
さ
せ
て
待
ち

え
て
い
た

 

ン
ビ
に
筋
肉
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
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ラ
ン
は
以
前
ハ
チ
マ
ン
に
教
わ

た
事
を
思
い
出
し
な
が
ら

ン
ビ
の
手
首
に
注
目
し
て
い

た
敵
が
攻
撃
し
て
く
る
時
は
敵
の

の
筋
肉
が

り
上
が
る
ん
じ

な
い
か

て
思
う
だ
ろ

 
そ
れ
は
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が

そ
ん
な
筋
肉
を

ら
ま
せ
る
よ
う
な
攻
撃
は

 
速
度
が

い
か
ら
別
に

す
る
必
要
は
な
い

 
敵
が
動
き
出
し
て
か
ら
で
も
お
前
な
ら
十
分
間
に
合
う
は
ず
だ

 
だ
が
も
し
お
前
が

発
力
を
生
か
し
て
速
度
の
あ
る
攻
撃
を
し
て
く
る
奴
を
相
手
に
す
る
場
合

か 
も
し
く
は
速
度
か
力
が
ど
ち
ら
が
得
意
か
分
か
ら
な
い
敵
を
相
手
に
す
る
場
合
は
敵
の
手
首
に

注
目
し
ろ

 
武
器
を
強
く

ろ
う
と
す
る
時
に
手
首
の

が
ピ
ク
リ
と
動
く
か
ら
そ
れ
が
攻
撃
の
合
図
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

た
後

も
ち
ろ
ん
色
々
あ
る
中
の

 
観
察
す
べ
き
一

目
に
過
ぎ
な
い
が
な
と
付
け
加
え
た
が

 
今
回
ラ
ン
は
そ
の
教
え
を

用
し

敵
に
カ
ウ
ン
タ

を
合
わ
せ
る
つ
も
り
で
い
た

 
も
し
敵
が
両
手
の
武
器
を
ほ
ぼ
同
時
に
使

て
き
た
と
し
て
も
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そ
れ
な
ら
対
応
出
来
る
と
い
う
自
信
が
ラ
ン
に
は
あ

た

比
企
谷
流

戦
士

比
企
谷
藍
子

参
る

な
ん
て
ね

ハ
チ
マ
ン
に

か
れ
た
ら

た
め
息
を
つ
か
れ
そ
う
だ
け
ど

 
ラ
ン
は
そ
う
思
い
つ
つ

剣
⻤

の
手
首
が
ピ
ク
リ
と
し
た

間
に
全
力
で
敵
に
突

込
ん

だ
剣
⻤

は
少
し

て
た
よ
う
に
見
え
た
が
時

に

し

 
今
更
モ

シ

ン
を
止
め
て
も
ラ
ン
の
刀
の

に
な
る
だ
け
で
あ
り

 
ラ
ン
の
目

見
通
り

ラ
ン
に
対
応
す
る
よ
う
な
動
き
は
出
来
ず

 
そ
の
ま
ま
剣
を

り
上
げ
る
選
択
を
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
ガ
キ
ン

 
ラ
ン
は
そ
の

今
ま
さ
に

り
上
げ
る

間
の
敵
の

手
の
剣
に

 
ハ
チ
マ
ン
直
伝
の
攻
撃
的
カ
ウ
ン
タ

を
合
わ
せ
て

剣
⻤

を

け
反
ら
せ
る
と

 
返
す
刀
で
勢
い
に
押
さ
れ
て
後
方
に
流
れ
て
い
た
敵
の

手
を
切
断
し
た

お
お
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
一

で
刀
を

に
収
め
た
後
に

の
気
合
い
を
放
ち
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ガ
ラ
空
き
の

剣
⻤

の
首
に
向
け

神
速
の
居
合
い
抜
き
を
放

た

死
に
た
く
な
り
な
さ
い

 
そ
の
一
撃
で

剣
⻤

の
首
は

を
舞
い

そ
の
体
は
ど

と
地
に
倒
れ
伏
し
た

ふ
 
ラ
ン
は
刀
を

に
収
め
る
と
満
足
そ
う
な
顔
で
地
面
に
落
ち
て
い
た
剣
⻤
の
首
に
話
し

か
け
た

私
を
強
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

あ
な
た
の
事

忘
れ
な
い
わ

 
そ
の

間
に

剣
⻤

の
首
は
消
滅
し

囲
に
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が

き

た

ラ
ン
ク
ミ

シ

ン

パ
ン
デ
ミ

ク

が
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た

 
そ
し
て
ラ
ン
は

い
足
取
り
で
出
口
に
向
か

て
歩
き
始
め
た

  
そ
の

ハ
チ
マ
ン
達
は

前
回
の
ク
リ
ア
時
間
か
ら

し

 
も
し
か
し
た
ら
ラ
ン
が
ク
リ
ア
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と

 
か
な
り

り
上
が
り
な
が
ら
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

お

こ
れ
は
も
し
か
し
て
も
し
か
す
る
か
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か
も
し
れ
な
い
わ
ね

お

こ
れ
は

 
そ
の

間
に
部
屋
に
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が

き

り

 
少
し
後
に

ド
ヤ
顔
の
ラ
ン
が
一
同
の
前
に

を
現
し
た

 
ラ
ン
は
そ
の
豊
満
な
胸
を
張
り

一
同
に
向
け
て
言

た

こ
れ
で
卒
業
ね

フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や

た
わ

お
嬢

や

た
な

 
一
番
最
初
に
ラ
ン
に

き
つ
い
た
の
は
レ
ヴ

で
あ

た

 
そ
し
て
モ
エ
カ
が

え
め
に
続
き

最
後
に
ソ
レ
イ
ユ
が
ラ
ン
の
顔
を
自
身
の
胸
に

め

 
ラ
ン
は
嬉
し
い
や
ら
悔
し
い
や
ら

複
雑
な
思
い
を

く
事
と
な

た

く

こ

ち
で
も
い
つ
か
み
ん
な
を
追
い
越
し
て
や
る
わ

さ
す
が
は

の
弟
子
じ

な

よ
く
や

た
な
ラ
ン

あ
り
が
と
う
師
匠

 
ラ
ン
は
キ
ヨ
モ
リ
に
そ
う
お

を
言
う
と

問
答
無
用
で
ハ
チ
マ
ン
に
ダ
イ
ブ
し
た
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そ
ん
な
事
を
す
れ
ば

当
然
ハ
チ
マ
ン
は
避
け
る
に
決
ま

て
い
る

む

何
で
受
け
止
め
て
く
れ
な
い
の

い
や

普
通
避
け
る
だ
ろ

ま

た
く

私
の
全

が
見
ら
れ
な
か

た
か
ら

て

ね
る
ん
じ

な
い
わ
よ

は
い
は
い

ね
て
ま
ち

よ

も
う

い
つ
ま
で
も
子

扱
い
し
て

 
ま
あ
い
い
わ

と
て
も
気
分
が
い
い
し

今
日
は
こ
の
く
ら
い
で
許
し
て
あ
げ
ま
し

う

 
そ
し
て
ラ
ン
は

ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
宣
言
し
た

そ
れ
じ

あ
今
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

る
わ
よ

ハ
チ
マ
ン

お

し
な
さ
い

え

今
か
ら
か

え
え

み
ん
な
と
再
会
す
る
前
に

 
私
も
ソ

ド
ス
キ
ル
の
一
つ
や
二
つ
は
使
え
る
よ
う
に
な

て
お
き
た
い
も
の

あ
あ

そ
う
い
う

 
も
う
か
な
り
夜
も
更
け
て
い
た
が
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ラ
ン
の
頼
み
を

い
て
や
る
事
に
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
か



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

う
ん

み
ん
な

そ
の
う
ち
落
ち
着
い
た
ら

ま
た
こ

ち
で
一

に
遊
ぼ
う
ね

 
こ
う
し
て
ラ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
帰
還
す
る
事
と
な

た

 
ユ
ウ
キ
が

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

を
完
成
さ
せ
た

一
日
前
の
事
で
あ
る
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第
７
９
５
話
 
二
人
の
寄
り
道

Ａ
Ｌ
Ｏ
よ

私
は
帰

て
き
た

ま
た
ベ
タ
な
ネ
タ
を

で

ど
こ
で
教
え
て
く
れ
る
の

言

て
お
く
が

俺
は
刀
は
専
門
じ

な
い
か
ら
な

い
い
よ
別
に

で

ど
う
す
る

そ
う
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
迷
い
な
が
ら
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

の
リ
ス
ト
を
開
き

 
今
は
誰
も
イ
ン
し
て
い
な
い
事
を
確
認
し
た

 
一

的
に
は
リ
ス
ト
に
映
ら
な
い
よ
う
に

を

し
て
活
動
す
る
者
も
い
た
り
す
る
の
だ
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

で
こ
そ
こ
そ
と
活
動
す
る
事
が
あ
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
く
ら
い
な
の

で 
多
分
リ
ス
ト
通
り

誰
も
い
な
い
の
だ
ろ
う

よ
し

誰
も
い
な
い
事
だ
し

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
行
く
か
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え

私
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

ん

何
か
都
合
が
悪
か

た
か

都
合
が
悪
い
と
い
う
か
ラ
ス
ボ
ス
の
城
だ
か
ら
な
る
べ
く
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て
た
の

よ
ねそ

う
い
う
事
か
ま
あ
し
か
し
お
前
も
情
報
の

用
性
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
る
ん
だ
ろ
う

し 
ど
ん
な
手

で
俺
達
を
超
え
よ
う
と
す
る
に
せ
よ

 
そ
ろ
そ
ろ
敵
の
情
報
も
収
集
し
て
お
く
べ
き
じ

な
い
か

確
か
に
そ
う
な
の
よ
ね

 
ラ
ン
は
少
し
迷

た
が

結
局
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
意
見
に

い

 
最
終
目
標
た
る
敵
の
本

地
へ
と
乗
り
込
む
事
を
決
断
し
た

分
か

た

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

よ
し

そ
う
と
決
ま

た
ら

速
行
く
か

 
二
人
は
は
じ
ま
り
の
街
を
そ
の
ま
ま

ん
で
歩
い
た

 
こ
れ
は
ま
る
で
デ

ト
の
よ
う
で
は
な
い
か
ラ
ン
は
そ
う
思
い
気
分
が
高
揚
す
る
の
を
感
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じ
て
い
た

 
ラ
ン
も
も
う
そ
れ
な
り
に
⻑
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
お
り

 
こ
の

り
は
よ
く
見
慣
れ
た
景
色
の
は
ず
で
あ

た
が

 
今
日
の
街
は
何
故
か
キ
ラ
キ
ラ
し
て
見
え

ラ
ン
は
そ
の
現
象
を
不
思
議
に
思
い
な
が
ら

 
ふ

と
隣
を
歩
い
て
い
る
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

い
つ
も
と
違
う
事
と
い
え
ば

ハ
チ
マ
ン
が
隣
に
い
る
事
く
ら
い
ね

ん

い
き
な
り
何
だ

え

と
ね

見
慣
れ
た
は
ず
の
こ
こ
の
景
色
が

 
何
か
キ
ラ
キ
ラ
し
て
見
え
る
か
ら
何
で
か
な

て
思

て

 
あ

も
し
か
し
て
こ
れ
が
恋
の
力

て
奴

 
ラ
ン
が
そ
う
言

た

間
に

ま
さ
か

れ
た
の
だ
ろ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

面
し

を

る
わ
せ
始
め
た

 
そ
れ
を
見
た
ラ
ン
は
あ

と
驚
き

思
わ
ず
胸
を
と
き
め
か
せ
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
が
つ
い
に
私
に
デ
レ
た

い

い
や

お
前

恋
の
力

て
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よ
く
見
る
と
ハ
チ
マ
ン
は

れ
て
い
る
の
で
は
な
く
ど
う
や
ら
笑
い
を

え
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
の
事
を
理
解
し
た
ラ
ン
は

先
ほ
ど
の
自
分
の
く
さ
い
セ
リ
フ
を
思
い
出
し

 
恥
ず
か
し
さ
の
あ
ま
り

ハ
チ
マ
ン
と
同
様
に

面
し
た

な

何
よ

私
だ

て
本
当
な
ら
女
子
高
生
な
ん
だ
か
ら

 
そ
れ
く
ら
い
の
夢
を
見
た

て
別
に
い
い
じ

な
い

い

い
や
す
ま
ん

こ
れ
は
俺
が
悪
か

た

 
お

び
に
ト
レ
ン
ブ
ル
・
シ

ト
ケ

キ
を

る
か
ら
許
し
て
く
れ

ト
レ
ン
ブ
ル
・
シ

ト
ケ

キ

 
あ

そ
う
い
え
ば
前
に
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
み
ん
な
が
嬉
し
そ
う
に

 
ハ
チ
マ
ン
に

て
も
ら

た

て
話
し
て
た

一
度
食
べ
て
み
た
い

て
思

て
た
の
よ

ね
そ
う
か

そ
れ
な
ら
丁
度
良
か

た
な

 
ラ
ン
は
一
体
ど
ん
な
ケ

キ
な
ん
だ
ろ
う
と

期
待
に
胸
を

ら
ま
せ
た
が

 
次
の

間
に
ハ

と
し
た
顔
を
し

ハ
チ
マ
ン
に
抗
議
し
た

あ

い
物
で
私
の

り
を

ら
そ
う
だ
な
ん
て
そ
う
は
い
か
な
い
わ
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私
は
そ
ん
な
安
い
女
じ

な
い
の
よ

そ
う
か

じ

あ
こ
の
話
は
ボ
ツ
だ
な

ま

待
ち
な
さ
い

別
に
食
べ
な
い
と
は
言

て
な
い
わ

 
内
容
が
ち

と
不
満
だ

て
事
が
言
い
た
か

た
の
よ

そ
れ
じ

あ
も

と

の
高
い
肉
料
理
で
も

 
ラ
ン
は
今

自
分
が
不
利
な
事
を
自
覚
し
て
い
た

完
全
に
ミ
ス

た

余
計
な
意
地
は
張
ら
ず

素
直
に
喜
ん
で
お
け
ば
良
か

た

 
ど
う
考
え
て
も
今
の
ハ
チ
マ
ン
は

神

そ
う
な
表
情
こ
そ
し
て
い
る
が

 
内
心
で
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
に
違
い
な
い
の
だ

そ
れ
に
よ

て
受
け
る
屈
辱
を
差
し
引
い

て
も

 
ラ
ン
は
ト
レ
ン
ブ
ル
・
シ

ト
ケ

キ
を
食
べ
て
み
た
か

た

 
以
前
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
で
話
を

い
て
か
ら

 
す
ぐ
に
で
も
そ
の
名
物
ケ

キ
を
食
べ
に
行
き
た
い
と
い
う
欲
求
を

い
て
い
た
ラ
ン
は

 
強
く
な
る

に
全
員
が
必
死
で
金

を
し
て
い
る

況
の
中
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ケ

キ
が
食
べ
た
い
な
ど
と
は
ど
う
し
て
も
言
え
な
か

た
の
だ

 
お
そ
ら
く
そ
れ
く
ら
い
な
ら
誰
も
文

を
言
う
事
は
な
い
と
分
か

て
い
る
分
か

て
い
る

の
だ
が

 
そ
れ
で
も
こ
う
い
う
場
合
に
は
遠

し
て
何
も
言
え
な
い
の
が

 
ラ
ン
の
い
い
所
で
も
あ
り
悪
い
所
で
も
あ

た

 
ユ
ウ
キ
達
が
ラ
ン
の
不
在
時
に
ど
の
く
ら
い

い
だ
の
か
を
知

て
い
れ
ば

 
こ
ん
な
に

す
る
事
も
無
か

た
だ
ろ
う
が

 
今
の
ラ
ン
に
と

て
は
ハ
チ
マ
ン
の
誘
い
こ
そ
が
唯
一
の

の
糸
な
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
そ
ん
な
ラ
ン
は
通
常
は
ハ
チ
マ
ン
に
対
し
て
は
ま

た
く
遠

が
無
く
我

い

ぱ
い
で
あ
る

 
こ
れ
も
や
は
り
恋
の
力
と
い
う
奴
な
の
で
あ
ろ
う
か

し

仕
方
な
い
わ
ね

こ
ん
な
時
間
に
ソ

ド
ス
キ
ル
の
指
南
を
頼
ん
だ
の
は
私
だ
し

 
今
日
は
ト
レ
ン
ブ
ル
・
シ

ト
ケ

キ

き
で
手
を
打

て
あ
げ
る
わ

お
前
は
詩
乃
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

ラ
ン
は
き

と
ん
と
し
た
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シ
ノ

て
誰

ヴ

ル
ハ
ラ
最
強
の
ツ
ン
デ
レ

子
だ

そ
れ

て
言
う
必
要
あ

た

確
か
に
無
い
が

う
ち
の
メ
ン
バ

は

い

子
が
多
い
か
ら
つ
い

な

い

て

ど
ん
な

体
的
に
は
ツ
ン
デ
レ

子
と
肉
食

子
と
相
対
性

子
の
三
人
が
い
る

ツ
ン
デ
レ

子
が
一
番
普
通
だ

た

 
ラ
ン
は
相
対
性

子

て
ど
ん
な
子
な
ん
だ
ろ
う
と
興
味

々
で
あ

た
が

 
ま
さ
か
リ
ア
ル
で
紹
介
し
て
く
れ
と
も
言
え
ず
歩
き
な
が
ら
色
々
と
妄
想
を

ら
ま
せ
る
事

に
な

た

 
あ
そ
こ
だ

 
相
対
性

子
に
つ
い
て
考
え
に

て
い
た
ラ
ン
に
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

た
あ

い
つ
の
間
に
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ラ
ン
は
転
移
門
を

た
こ
と
も
覚
え
て
い
な
い
く
ら
い
歩
き
な
が
ら
考
え
に
集
中
し
て
い

た
よ
う
だ

 
見
る
と
ラ
ン
の
手
を
ハ
チ
マ
ン
が

て
い
た

ど
う
や
ら
こ
こ
ま
で
連
れ
て
き
て
く
れ
た
ら

し
い

 
そ
し
て
ラ
ン
は
そ
の
事
を
自
覚
し
た

間
に
真

に
な

た

な

な

こ
こ
だ
こ
こ
だ

よ
し

入
る
ぞ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
の
手
を
離
し

中
に
入

て
い

た

 
ラ
ン
は
そ
の
事
を
残
念
に
思
い
な
が
ら
も

 
一
刻
も

く
ト
レ
ン
ブ
ル
・
シ

ト
ケ

キ
を
食
べ
た
か

た

 

て
て
ハ
チ
マ
ン
の
後
を
追

て

に
つ
く
と

い
き
な
り
目
的
の
品
を
注
文
を
し
た

べ

別
に
楽
し
み
に
し
て
た

じ

な
い
ん
だ
か
ら
ね

余

が
足
り
な
い

平

す
ぎ
る

三
十
点

う
ぐ

じ

あ
お
手
本
を
見
せ
な
さ
い
よ
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そ
う
だ
な

詩
乃
な
ら
多
分

あ
ん
た
が

く
食
べ
た
そ
う
だ

た
か
ら
代
わ
り
に
注
文
し
て
あ
げ
た
の
よ

 
感
謝
の

に
今
後
こ
れ
を
食
べ
る
時
は

回
必
ず
私
の
顔
を
思
い

か
べ
な
さ
い

 
く
ら
い
は
言
う
か
も
し
れ
ん
な

ツ
ン
デ
レ
要
素
が
ど
こ
に
も
な
い

そ
う
思

て
る
う
ち
は
お
前
も
ま
だ
ま
だ
だ

え

そ
の
セ
リ
フ
に
は
ツ
ン
デ
レ
が

れ
て
い
る
の

ぐ

ツ
ン
デ
レ
道
は
奥
が
深
い

 
な
ど
と
会
話
し
て
い
る
う
ち
に
注
文
の
品
が
す
ぐ
に
到
着
し
た

本
来
は
一

で
出
て
く
る

の
だ
が

 
も
し
か
し
た
ら

が

載
さ
れ
た
店
員
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

会
話
中
の
二
人
に
気
を
利
か
せ
た
の
か

も
し
れ
な
い

う
わ

何
こ
れ
本
当
に
こ
の
大
き
さ

や
だ
ど
う
し
よ
う
こ
ん
な
に
食
べ
て
太
ら
な

い
か
し
ら

む
し
ろ
こ
こ
で
太

た
ら
そ

ち
の
方
が
び

く
り
だ
よ

た

確
か
に
そ
う
ね

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
動

し
て
し
ま

て
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気
に
す
る
な

大
体
み
ん
な
そ
う
い
う
反
応
を
す
る

だ
よ
ね
だ
よ
ね

食
べ
た
い
だ
け
持

て

て
い
い
か
ら
な

当
に
切
り
分
け
て
く
れ

分
か

た
わ

刃
物
の
扱
い
は
得
意
だ
も
の

普
通
は
そ
の
セ
リ
フ

包
丁
の
扱
い
が
上
手
い
人
と
か
が
使
う
セ
リ
フ
な
ん
だ
け
ど
な

何

何
か
文

で
も
あ
る
の

別
に
無
い
さ
人
そ
れ
ぞ
れ
だ

ほ
れ
も
う
い
い
時
間
だ
し
さ

さ
と
食

て
移
動
し
よ

う
う
ん

今
切
り
分
け
る
か
ら
待

て
て

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て

ケ

キ
を
ピ

タ
リ
半
分
に
切
り
分
け
た

半
分
で
い
い
の
か

も

と
取

て
も
い
い
ん
だ
ぞ

足
り
な
か

た
ら
そ

ち
の
を
あ

ん
し
て
も
ら
う
か
ら
大
丈
夫

い
や

し
な
い
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ラ
ン
の

に
自
身
の
ケ

キ
の
三
分
の
一

を

し

 
残
り
を
パ
ク
パ
ク
と
食
べ
始
め
た
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負
け
じ
と
フ

ク
を
持
ち

ケ

キ
を
一
口
食
べ
た

間
に
ラ
ン
の
顔
が

け
た

や
ば
た
に
え
ん

お
前
は
本
当
に
覚
え
た
ば
か
り
の
言
葉
を
す
ぐ
使
い
た
が
る
よ
な

い

い
い
じ

な
い

私

世
が
世
な
ら
絶
対
に
ギ

ル
に
な

て
た
ん
だ
し

ギ

ル
を
職
業
み
た
い
に
言
う
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ラ
ン
が
何
か
言
お
う
と
し
た

間
に

 
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
三
十
三
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た

ほや

と
か

結

か
か

た
な

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
か
ら
結

て
る
わ
よ
ね

ま
あ
で
も
こ
の
く
ら
い
が
普
通
な
ん
だ
よ
な

そ
う
な
ん
だ

や

ぱ
ヴ

ル
ハ
ラ

て
や
ば
た
に
え
ん

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
も
う
突

込
ま
な
か

た
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さ
て

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
行
く
前
に

ち

と
寄
り
道
す
る
か
ら
な

ど
こ
に
行
く
の

剣
士
の
碑
だ

剣
士
の
碑

ふ

ん

 
ラ
ン
は
剣
士
の
碑
と
い
う
の
が
何
の
事
か
分
か
ら
な
か

た

 
と
り
あ
え
ず
大
人
し
く
ハ
チ
マ
ン
に
付
い
て
い
く
事
に
し
た

 
そ
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
は
以
前
見
た
何
か
名
前
の
よ
う
な
物
が

さ
れ
て
い
る
石

の

前
で
あ

た

あ

こ
こ
知

て
る

ね

こ
こ

て
何
の

設
な
の

こ
こ
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
を
討
伐
し
た
レ
イ
ド
か
ら
七
人

今
は
八
人
に
な

た
ん
だ
が

 
そ
の
名
前
が
表

さ
れ
る
場
所
だ
な

へ

あ

本
当
だ

あ
ち
こ
ち
に
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
が
あ
る

 
あ
れ

そ
の
七
人

最
近
は
八
人
に
な

て
る
け
ど

そ
の
名
前
の
下
に
書
い
て
あ
る
の
は

何
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ほ

よ
く
あ
れ
に
気
付
い
た
な

最
近
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
ん
だ
が

 
近
く
で
見
る
と

一
番
下
の
名
前
の
更
に
下
に
小
さ
く

が
書
い
て
あ
る
ん
だ
よ
な

 
そ
れ
が
名
前
が
表

さ
れ
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

以
外
に

 
何
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
の
戦
闘
に
参
加
し
て
た
か

て
い
う

だ
な

へ

そ
う
な
の
ね

全
部
の
フ
ロ
ア
の
所
に

が
表

さ
れ
て
る
ん
だ

 
そ
の
時
ラ
ン
の

理
に
一

何
か
閃
い
た
が

そ
の
考
え
は

を
成
さ
ず

直
ぐ
に
消
え
て

い

た
時
間
を
と
ら
せ
て
悪
か

た
な
そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
向
か
う

か
う
ん

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
の
プ
チ
デ

ト
は
終
わ
り
二
人
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

向
か

た
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第
７
９
６
話
 
三
人
目
の
師
匠

や

や

と
入
れ
た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
初
め
て
足
を

み
入
れ
た
ラ
ン
は

疲
れ
た
顔
で
そ
う
言

た

だ
な

ま
さ
か
こ
の
時
間
に
も
あ
ん
な
に
プ
レ
イ
ヤ

が
い
る
と
は
な

 
二
人
は
時
間
も
時
間
で
あ
り

特
に
何
も
考
え
ず

 

当
に
雑
談
を
し
な
が
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
向
か

て
歩
い
て
い
た

 
そ
し
て
不
用
意
に

の
前
の
広
場
に
出
て
し
ま
い

 
そ
こ
に
そ
れ
な
り
に
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

の

を
見
付
け

 
こ
こ
に
初
め
て
来
る
ラ
ン
は

す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

だ
が
そ
ん
な
ラ
ン
を
ハ
チ
マ
ン
が

制
し
た

ま
さ
か
こ
れ
が
全
部
ハ
チ
マ
ン
の
知
り
合
い
じ

な
い
わ
よ
ね

当
然
だ

俺
に
は
友
達
は
仲
間
と
身
内
以
外
に
は
ほ
ぼ
い
な
い
か
ら
な

 
そ
う
言
う
ハ
チ
マ
ン
は
し
ま

た
と
い
う
顔
を
し
て
お
り
ラ
ン
は
一
体
何
だ
ろ
う
と
思

た
が
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そ
の

間
に
前
方
の
プ
レ
イ
ヤ

達
か
ら

色
い
声
が
上
が

た

ザ
・
ル

ラ

様
よ

日
課
の
散
歩
の
つ
も
り
だ

た
け
ど

今
日
の
私
は
つ
い
て
る
わ

さ

き
回

て
き
た

二
層
で
見
か
け
た

て
い
う
情
報
は
正
し
か

た
の
ね

ハ
チ
マ
ン
様

私

に

王

の
マ

ク
を
入
れ
て
き
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン
様

う
ち
の
ギ
ル
ド
の

問
を
や

て
く
れ
ま
せ
ん
か

 
ま
だ
メ
ン
バ

は
少
な
い
で
す
が

全
員
女
性
で
す

ハ
チ
マ
ン
様

ザ
・
ル

ラ

様

 
よ
く
見
る
と

そ
こ
に
い
た
の
は
全
員
女
性
プ
レ
イ
ヤ

で
あ

た

え

何
こ
れ

グ
ル

ピ

て
奴
だ
な

つ
ま
り
ハ
チ
マ
ン
の
フ

ン

そ
れ
も
熱
狂
的
な
な

も

と
も
俺
だ
け
の
フ

ン
じ

な
く

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
フ

ン

て
の
も
多
い
は
ず
だ
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さ
す
が
と
い
う
か

他
の
ゲ

ム
で
も
こ
ん
な
の
見
た
事
な
い
わ
よ

 
ラ
ン
は
そ
う

き

の

勢
を
解
か
な
い
ま
ま
一
歩
後
ろ
に
下
が

た

 

名
人
で
あ
る
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
い
る
と
い
う
だ
け
で

 

の
感
情
を
向
け
ら
れ
る
可
能
性
を
考

し
た
か
ら
で
あ
る

 
だ
が
予
想
外
な
事
に

そ
ん
な
事
に
は
ま

た
く
な
ら
な
か

た

 
完
全
に
無

さ
れ
て
い
る
と
い
う

で
は
な
く
会

を
し
て
い
る
者
も

多
く
い
た
の
だ
が

 
た
だ
一
人
と
し
て

ラ
ン
を
敵

し
て
く
る
よ
う
な
者
は
い
な
か

た
の
で
あ
る

う
わ

度
高

か

 
ラ
ン
は
通
常
あ
り
え
な
い
そ
の
風
景
に
驚
い
た
が

 
こ
の

況
で
そ
の
理
由
を
ハ
チ
マ
ン
に

ね
る
事
は
不
可
能
で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

達
を

当
に
相
手
に
し
つ
つ
上
手
く
あ
し
ら

て
お
り

 
そ
の

か
ら
は
か
な
り
の
慣
れ
を
感
じ
さ
せ
た

 
ど
う
や
ら
こ
う
い
う
日
々
の

み
重
ね
が
ハ
チ
マ
ン
の
対
人
ス
キ
ル
を
成
⻑
さ
せ
て
い
る
ら

し
い

 
ち
な
み
に

問
の
話
だ
が

顔
を
出
し
た
り
す
る
事
は
出
来
ず
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何
か
あ

て
も
よ
ほ
ど
の
事
じ

な
い
限
り
基
本
関

し
な
い
と
い
う

件
付
き
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
珍
し
く
そ
の
話
を
受
け
た
よ
う
だ

 
何
故
こ
ん
な
話
を
受
け
た
か
と
い
う
と

理
由
は
簡

で
あ
り

 
そ
の
ギ
ル
ド
が

女
連
と
ナ
イ
ツ
を
組
ん
で
い
る
ギ
ル
ド
だ

た
か
ら
で
あ
る

 
先
日
の
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
内
の
戦
争
に
は
参
加
し
て
い
な
か

た
よ
う
だ
が

 
い
ず
れ
ヴ

ル
ハ
ラ
と
関
わ

て
く
る
事
も
あ
る
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
全
て
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

を

き
終

た
後
で

話
は
冒

に

る

や

や

と
入
れ
た

だ
な

ま
さ
か
こ
の
時
間
に
も
あ
ん
な
に
プ
レ
イ
ヤ

が
い
る
と
は
な

パ
パ

お
疲
れ
様
で
す

と
り
あ
え
ず
飲
み
物
を
ど
う
ぞ

パ

パ
パ

お
う
ユ
イ

準
備
が
い
い
な

上
か
ら
見
て
た
の
か

は
い

相
変
わ
ら
ず
凄
い
人
気
だ
な

て
思
い
な
が
ら
見
て
ま
し
た

 
今
日
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の

守
番
係
は
ど
う
や
ら
ユ
イ
だ

た
ら
し
く

 
そ
の
ユ
イ
の
一
言
で
驚
い
た
せ
い
か

ラ
ン
の
疲
れ
は
一
気
に

き
飛
ん
だ
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だ
が
そ
の
時
の
ユ
イ
は

精
バ

ジ

ン
の

を
し
て
い
た

 
ラ
ン
は
す
ぐ
に
相
手
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
判
断
す
る
事
が
出
来

 
余
計
な
誤
解
が
生
ま
れ
る
余
地
は
ま

た
く
無
か

た

 
そ
し
て
自

紹
介
を
済
ま
せ
ユ
イ
が
何
故
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
パ
パ
と
呼
ぶ
の
か
説
明
を
受
け

た
ラ
ン
は

 
い
つ
も
の

な
の
か

胸
を
持
ち
上
げ
る
よ
う
に

を
組
み
な
が
ら

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
イ
に
は

こ
え
な
い
く
ら
い
の
声
で

ボ
ソ
リ
と

い
た

な
る
ほ
ど

ユ
キ
ノ
さ
ん
は

ア
ス
ナ

て
名
前
だ

た
ん
だ

 
勘
違
い
も
こ
こ
に

ま
れ
り
で
あ
る

 
そ
し
て
ラ
ン
は
顔
を
上
げ
る
と
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
ユ
イ
に
言

た

ユ
イ
ち

ん

今
度
か
ら
私
の
事
は

二

さ
ん

て
呼
ん
で
ね

二

さ
ん
で
す
か

は
い

分
か
り

 
よ
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
な
が
ら
も

 
持
ち
前
の
社
交
心
を
発

し
て
笑
顔
で
そ
う
答
え
よ
う
と
し
た
ユ
イ
の
口
を

 
ハ
チ
マ
ン
が
素

く

手
で
塞
い
だ
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そ
し
て
残
り

手
で

ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
の

を
思
い

き
り
ゴ
ン

と
上
か
ら
叩
い
た

な

何
す
る
の
よ

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ

ユ
イ
に
変
な
事
を

き
込
む
ん
じ

ね
え

 
い
い
か
ユ
イ

こ
い
つ
の
事
は

普
通
に
ラ
ン
お
姉
ち

ん

て
呼
ぶ
ん
だ
ぞ

分
か
り
ま
し
た

ラ
ン
お
姉
ち

ん

 
そ
の
呼
び
方
は

想
像
以
上
に
ラ
ン
の
心
に
衝
撃
を

え
た
よ
う
だ

い
い

ん

何
か
言

た
か

ハ
チ
マ
ン

も
し
か
し
た
ら
私

生
ま
れ
て
初
め
て
お
姉
ち

ん

て
呼
ば
れ
た
か
も

い
や

お
前
に
は
ユ
ウ
が
い
る
だ
ろ

ユ
ウ
に
は
お
姉
ち

ん
な
ん
て
呼
ば
れ
た
事
な
い
も
の

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か

い
つ
も
は
ラ
ン
か
ラ
ン
ち

ん
だ

た
し
な

あ
あ

何
だ
ろ
う
こ
の
気
持
ち

私
の
こ
の
胸
に
詰
ま

た
⺟
性
本
能
が

 
今
ま
さ
に
目
覚
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

お
姉
ち

ん
な
の
に
⺟
性
本
能
と
か
俺
に
は
よ
く
分
か
ら
ん
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
胸
の
く
だ
り
は
華
麗
に
ス
ル

し
て

そ
う
言
う
に

め
た

ユ
イ
ち

ん

私
達

こ
れ
か
ら
も
ず

と
家
族
だ
よ

は
い

ラ
ン
お
姉
ち

ん

今
後
と
も
末

く
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

 
ち
な
み
に
ユ
イ
は

こ
れ
に
似
た
セ
リ
フ
を
ヴ

ル
ハ
ラ
の
女
性

に
何
度
も
言

て
い
る

 
最
終
的
に
誰
が
残
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
ユ
イ
は
ハ
チ
マ
ン
と
特
に
関
係
が
深
い
女
性
に

対
し
て
は

 
今
後
も
そ
う
い

た
呼
び
方
を
続
け
る
つ
も
り
で
あ

た

こ
の
事
が
あ
る
意
味
ヴ

ル
ハ
ラ
の
女
性

に
と

て

 
ハ
チ
マ
ン
と
の

離
を
客
観
的
に

る
密
か
な
基
準
の
一
つ
と
な

て
い
る

 
ユ
イ
は
そ
れ
が
相
手
の
精
神
衛
生
上
に
も
最

だ
と
理
解
し
て
お
り

 
そ
れ
は
Ｍ

Ｃ
Ｐ

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
と
し
て
生
ま
れ
た
ユ
イ
の

を
成
す
基
本
的
な
本
能
の
よ
う
な
物
な
の
で
あ

た

で

パ
パ

今
日
は
こ
ん
な
時
間
に
ど
う
し
た
ん
で
す
か

お
う

こ
の
ラ
ン
に

刀
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
教
え
て
や
ろ
う
と
思

て
な
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ま
あ
俺
は

個
し
か
刀
の
ソ

ド
ス
キ
ル
は
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
な

あ

そ
れ
な
ら
私
が
全
部
分
か
り
ま
す
よ

そ
う
な
の
か

そ

そ
う
な
の

は
い

そ
れ
も
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
役
目
の
一
つ
で
す
か
ら

 
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
ら
し
い

 
つ
ま
り
今
こ
の
場
に
お
い
て
は

ユ
イ
が
ラ
ン
の
新
し
い
師
匠
と
い
う
事
に
な
る
の
だ

ユ
イ
ち

ん
師
匠

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

私
の

行
は
厳
し
い
で
す
よ

ち

ん
と
つ
い
て
き
て
下
さ
い
ね

 
ユ
イ
も
師
匠
と
呼
ば
れ
て
嬉
し
か

た
の
か

を

に
当
て
な
が
ら
ド
ヤ
顔
で
そ
う
言
い

 
そ
の

を
見
た
ラ
ン
は
萌
え
死
に
そ
う
に
な
り
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
カ
メ
ラ
モ

ド
を

動

し 
そ
の
ユ
イ
の

を
パ
チ
パ
チ
と
写
真
に
収
め
た
の
で
あ

た

 
で
は
こ
れ
よ
り

行
を
始
め
ま
す
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お
お

 
準
備
を
終
え
て
訓
練
場
に

を
現
し
た
ユ
イ
に
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
と
二
人
は

手
を
し

た 
今
は
ユ
イ
は
少
女
の

に
変
化
し
て
お
り
武
器
を
持

た
そ
の

は
そ
れ
な
り
に
様
に
な

て
い
た

そ
れ
じ

あ
今
か
ら

番
に
ソ

ド
ス
キ
ル
を
披
露
し
て
い
き
ま
す
か
ら

 
そ
の
型
を
隣
で
ト
レ

ス
し
て
み
て
下
さ
い
ね

押
守

 
ユ
イ
は
張
り
切

て
次
々
と
ソ

ド
ス
キ
ル
を
披
露
し

ラ
ン
が
そ
れ
を
真
似
て
い
く

 
ユ
イ
は
別
に
ソ

ド
ス
キ
ル
が
使
え
る
だ
け
で

強
い
と
い
う

で
は
な
い
の
だ
が

 
い
や

い
は
ち

ん
と
戦
え
ば
強
い
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
今
回
の
ケ

ス
だ
と
と
に
か
く
ど
ん
な
ソ

ド
ス
キ
ル
が
あ
る
の
か
ラ
ン
に
見
せ
る
の
が
目

的
な
の
で

 
そ
れ
に
は
知
識

が
豊

な
ユ
イ
は

う

て
つ
け
な
師
匠
役
で
あ

た

 
中
に
は
い
か
に
も
実
戦
で
は
役
に
立
た
な
そ
う
な
ソ

ド
ス
キ
ル
も
多

ま
れ
て
い
た
が
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取

選
択
を
す
る
の
は
ラ
ン
の
役

で
あ
り
ラ
ン
は
熱
心
に
ソ

ド
ス
キ
ル
の
研
究
を
し
て

い
た俺

も
後
で

俺
が
知
ら
な
い

剣
ソ

ド
ス
キ
ル
が
あ
る
の
か
ど
う
か
確
認
し
て
お
く
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い
つ
つ

眠
い
目
を

り
な
が
ら

 
二
人
が
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
の
を
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
て
い
た

 
ど
う
だ

 
し
ば
ら
く
し
て
ラ
ン
が
動
き
を
止
め
た
の
を
見
計
ら
い
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
に
そ
う
話
し
か

け
たう

ん

私

か
な
り
強
く
な

た
か
も

そ
う
か

後
は
技
の
組
み
立
て
を
し

か
り
さ
せ
て

ど
ん
な
ケ

ス
で
ど
の
技
を
出
す
か

 
し

か
り
反
復
練

し
て
お
く
ん
だ
ぞ

う
ん

分
か

た

さ
て
と

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
今
日
の

を
探
す
わ

か

お
前
達
も
そ
ろ
そ
ろ
自
分
達
の

点
が
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
よ
な

そ
う
な
の
よ
ね

ま
あ
そ
れ
は
資
金
に
余

が
出
来
て
か
ら
み
ん
な
で
探
す
わ
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資
金
に
余

な

 
こ
の
時
ハ
チ
マ
ン
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
今
の
資
金
力
を
ほ
ぼ
正
確
に

し
て
お

り 
そ
れ
な
り
の
家
す
ら

え
る

の
資
金
は
あ
る
事
を

し
て
い
た
が

 
こ
こ
で

え
て
そ
れ
を
言
う
と
今
か
ら
家
を
探
し
に
行
く
か
ら
付
き
合
え
な
ど
と
言
わ
れ
そ

う
だ

た

 
こ
こ
は

を

く
事
に
し
た

う
ん

資
金
に
余

ま
あ
気
に
入

た
家
が
あ

て

金
が
足
り
な
か

た
ら
貸
し
て
や

て
も
い
い
か
ら

 

め
に
安
心
し
て
生
活
出
来
る
家
を
手
に
入
れ
る
事
だ
な

安
心
し
て
か
分
か

た
も
し
そ
う
な

た
ら
素
直
に

り
る
事
に
す
る

利
子
は
私
の
体

で
い
い

お
う

そ
れ
で
い
い
ぞ

 
こ
こ
で
ま
た
ハ
チ
マ
ン
の
悪
い

が
出
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

何
か
し
ら
仕
事
を
さ
せ
て
返
し
て
も
ら
う
つ
も
り
で
い
た
の
だ
が
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当
然
こ
の
場
合

ラ
ン
は
そ
う
い
う
意
味
に
は
と
ら
な
い

わ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で

 
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
気
が
変
わ
ら
な
い
う
ち
に
逃
げ
出
そ
う
と
思

た
の
か

 
そ
の
ま
ま
急
ぎ
足
で
外
へ
と
出
て
い

た

 
そ
し
て
ユ
イ
が

困

た
よ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

パ
パ

今
自
分
が
何
を
言

た
か
ち

ん
と
理
解
し
て
ま
す
か

今

ラ
ン
に
労
働
で
金
を
返
さ
せ
る
の

て
何
か
ま
ず
か

た
か

え

と

世
の
中
の
大
半
の
女
性
は

 

金
を
体
で
返
せ
と
言
わ
れ
た
ら

別
の
想
像
を
す
る
と
思
い
ま
す
け
ど

別
の

あ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
ラ
ン
を
追
い
か
け
る
事
に
な
り

 
ラ
ン
は

々
と
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

正
を
受
け
入
れ
る
事
に
な

た

 
こ
う
し
て
ラ
ン
の
復
帰
初
日
の
夜
は
終
わ
り
い
つ
に
な
る
の
か
は
ユ
ウ
キ
達
次
第
な
の
だ
ろ

う
が

 
ラ
ン
は
仲
間
達
が

て
き
た
ら
直
ぐ
に
再
会
出
来
る
よ
う
に
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次
の
日
の
朝
か
ら
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
入
り

る
事
を
決
め

 
そ
こ
で
思

た
よ
り
も
か
な
り

く

仲
間
達
と
再
会
す
る
事
と
な

た
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第
７
９
７
話
 
屈
辱
の
エ
ア
痴
女

お
い

待
て
よ
ラ
ン

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
を
逃
げ
出
す
よ
う
に
飛
び
出
し
た
直
後

 
追
い
か
け
て
き
た
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
呼
び
止
め
ら
れ
た
ラ
ン
は

 
迷
い
な
が
ら
も
そ
の
場
で
足
を
止
め

か
な
り

張
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
が
到
着
す
る
の
を

待

て
い
た

う

や

ぱ
り
肉
欲

れ
の
顔
で
追
い
か
け
て
き
た
わ
ね

 
こ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
と
ゲ

ム
の
中
で
結
ば
れ
る
の
は
ア
リ
な
の
か
し
ら

 
嬉
し
い
ん
だ
け
ど
複
雑
な
部
分
も
あ
る
と
い
う
か

 
そ
も
そ
も
今
の
私
の
体

て
ち

ん
と
現
実
と
同
じ
サ
イ
ズ
や
柔
ら
か
さ
に
な

て
る
の
か

し
ら

 
サ
イ
ズ
は
と
も
か
く
柔
ら
か
さ
は
微

よ
ね
そ
ん
な
の
ス
キ

ン
じ

絶
対
に
分
か
ら
な
い

は
ず
だ
し

 
と
り
あ
え
ず

ん
で
確
認
し
て
み
よ
う
か
し
ら

も
み
も
み
も
み

と
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む
む
む
む
む

ん
だ
感
じ
は
確
か
に
記
憶
に
あ
る
私
の
胸
の
柔
ら
か
さ
に
近
い
気
が
す
る

 
な
ら
別
に
問
題
な
い
の
か

今
日
は
お
風
呂
に
入

て
な
い
け
ど

 
別
に
こ
こ
な
ら
何
か
が

れ
た
り

た
り
す
る

じ

な
い
し

多
分
平
気
よ
ね

 
あ

で
も
待

て
待

て

こ
こ
に
い
る
私

て
本
当
に
今
の
私

 
だ

て
だ

て

こ
の
前
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
時

 
私

て
ば

も
二

飲
ん
だ
し
バ
ス
ト
ア

プ
体
操
も
し
た
わ
よ
ね

 

て
事
は
今
が
ま
さ
に
成
⻑
期
の
私
と
し
て
は

 
ゲ

ム
を
始
め
た

の
体
型
デ

タ
を
使

て
る
こ
の
キ

ラ
よ
り
も

 
リ
ア
ル
じ

遥
か
に
グ
ラ
マ

で
エ
ロ
チ

ク
な
よ
り
ハ
チ
マ
ン
好
み
の
体
に
成
⻑
し
て
る

ん
じ

な
い

 
こ
れ
は
困

た
わ

私
と
し
て
は

ネ

ト
で
培

た
こ
の
私
の
テ
ク
ニ

ク
を
駆
使
し
て

 
今

は
ハ
チ
マ
ン
を

か
さ
な
い
で
一

中
ひ

ひ

言
わ
せ
て
や
り
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど

 
せ

か
く
だ
し
よ
り
エ
ロ
さ
を

し
た
ス

パ

私
で
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
立
ち
た
い
わ
よ
ね

 
や

ぱ
り
今
日
の
と
こ
ろ
は
パ
ス
し
て

 
後
日
完

な

態
で
ベ

ド
の
中
の
戦
い
に
望
む
の
が
良
さ
そ
う
ね
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そ
う
結

付
け
る
の
に
こ
こ
ま
で

か
三

と
い
う
高
速
思
考
で
あ

た
が

 
正
直
色
々
と
突

込
み
ど
こ
ろ
が
満
載
で
あ
る

 
そ
も
そ
も
ラ
ン
は
ネ

ト
で
培

た
テ
ク
ニ

ク
と
か
言

て
い
る
が

 
ま
あ
あ
り
え
な
い
の
だ
が
も
し
仮
に
今
日
こ
の
後
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
が
結
ば
れ
る
事
に
な

た
と
し
て

 
何
の

験
も
無
い
た
だ
の

年

の
ラ
ン
が
ま
が
り
な
り
に
も

験
が
あ
る
ハ
チ
マ
ン
を
相

手
に

 
そ
の
テ
ク
ニ

ク
と
や
ら
で
主

を

れ
る
は
ず
も
な
く

い
ざ
そ
の

況
に
な

た
時

 
ラ
ン
は
ベ

ド
に
横
た
わ

て

張
に
身
を

く
す
る
事
し
か
出
来
な
い
で
あ
ろ
う

 
要
す
る
に
こ
れ
は

ハ
チ
マ
ン
と
は
結
ば
れ
た
い
が

 
正
直
怖
い
の
で
勇
気
が
出
る
ま
で
先
送
り
し
た
い
と
い
う
ラ
ン
の
言
い

の

の
理

武
装

な
の
で
あ
る

お
前
は
何
を
ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
る
ん
だ

 
そ
ん
な
ラ
ン
に
ハ
チ
マ
ン
が
や

と
追
い
つ
い
て
き
た

そ
ん
な

で
ハ
チ
マ
ン
私
の
グ
ラ
マ
ラ
ス
で
エ
ロ
チ

ク
な
体
を
肉
欲
の
ま
ま
に

る
の
は
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後
日
私
の
準
備
が
き
ち
ん
と
整

た
ら
で
お
願
い

ど
ん
な

か
は
分
か
ら
な
い
が

整

て
も
何
も
無
い
か
ら
な

え

で
も
さ

き

々
と
私
に
体
を
要
求
し
て
き
た
じ

な
い

す
ま
ん

そ
れ
は
俺
の
言
い
方
が
悪
か

た
だ
け
で

 
正
確
に
は
労
働
に
よ

て
返
し
て
も
ら
う

と
い
う
意
味
だ

え
え
え
え
え

で
も

だ

て

 
ラ
ン
は
口
で
こ
そ
困

た
よ
う
な
事
を
言

て
い
た
が

内
心
で
は
ほ

と
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
過

な
ス
キ
ン
シ

プ
を
と
る
の
は
平
気
で
も

 
い
ざ
最
後
ま
で
と
な
る
と

勇
気
が
出
な
い
の
は
当
然
で
あ
る

そ
う
い
う
事
だ
か
ら
安
心
し
て
く
れ

エ
ア
痴
女
さ
ん

べ

別
に
エ
ア
じ

な
い
し

普
通
に
痴
女
だ
し

 
ハ
チ
マ
ン
が

大
丈
夫
ち

ん
と
分
か

て
る
と
い
う
顔
で
そ
う
言

た

 
ラ
ン
は
不
本
意
の
あ
ま
り

即
座
に
そ
う
反

し
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ラ
ン
の

を
ポ
ン
と
叩
き

う
ん
う
ん
と

い
た

と
い
う

で

体
で
の

い
に
つ
い
て
は
心
配
す
る
な

無
理
な
事
は
さ
せ
な
い
か
ら
な
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い
い
と
こ
ろ
素
材
狩
り
の
手
伝
い
を
さ
せ
る
く
ら
い
に
し
て
お
く
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
今
日
は

当
な

に

ま

て
し

か
り
休
む
と
い
い

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

な
ら

の
名
残
り
で
大
体
の

は
ち

ん
と
ベ

ド
を
完
備
し
て
る
か

ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

て
い
き

 
残
さ
れ
た
ラ
ン
は
屈
辱
に

え
つ
つ

そ
れ
を

て
見
送
る
事
し
か
出
来
な
か

た

く

こ
の
私
を
エ
ア
呼
ば
わ
り
し
た
事
を
絶
対
に
今
度
後
悔
さ
せ
て
や
る
ん
だ
か
ら

 
ラ
ン
は
一
人
に
な

た
後
に
そ
う

く
と

は
じ
ま
り
の
街
で

当
な

を
確
保
し

 
ハ
チ
マ
ン
に
ど
ん
な
セ
ク
ハ
ラ
を
し
て
や
ろ
う
か
と
妄
想
し
な
が
ら
そ
の
日
は
眠
り
に
つ
い

た  
そ
し
て
次
の
日
の
朝

ラ
ン
は

速
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
へ
と
向
か

た

お
は
よ
う

久
し
ぶ
り

あ

ラ
ン
な
の
な

し
ば
ら
く

を
見
な
か

た
け
ど
ど
う
し
て
た
の
な

ち

と
他
の
ゲ

ム
で

行
を
し
て
た
の
よ

お
か
げ
で

分
と
強
く
な

た
わ
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他
の
ゲ

ム

ふ

ん

 
リ
ナ
は
他
の
ゲ

ム
と
い
う

念
が
よ
く
分
か
ら
な
い
よ
う
で

に
そ
う

い
た
後

 
思
い
出
し
た
よ
う
に
奥
か
ら
何
か
を
持

て
き
て

ラ
ン
に
差
し
出
し
た

そ
れ
じ

あ
こ
れ

と
り
あ
え
ず

か

て
た
か
ら

し
て
お
く
の
な

こ
れ

一
体
何
を

て

あ
れ

こ
れ

て
お
ば
ば
様
の

 
そ
れ
は
ユ
ウ
キ
達
が
頑
張

て

入
し
た
ス
イ
レ

で
あ

た

 
ど
う
や
ら

物
が
多
い

に
そ
の
ま
ま
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に

け
ら
れ
て
い
た
ら
し

い
な
の
な

ラ
ン
の
武
器
だ
な

嬉
し
い
け
ど
こ
れ

本
当
に
も
ら

ち

て
い
い
の

も
ら
う
も
何
も

ユ
ウ
キ
達
が
普
通
に

て

そ
の
ま
ま

け
て
い

た
の
な

た

あ
れ

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と

が
こ
の
現

に
追
い
つ
い
て
こ
な
い
ん
だ

け
ど

 
そ
れ
じ

あ
ユ
ウ
キ
の
セ
ン
ト
リ

は

普
通
に

て
持

て
い

た
な
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え
え
え
え
え

あ
の
子
達

ど
う
や

て
そ
ん
な
大
金
を

新
し
い
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
狩
り
場
を
発
見
し
て
こ
の
前
ま
で
そ
れ
で
荒

ぎ
し
て
た
の
な

ラ

ラ
グ

え

あ
れ
が
そ
ん
な
に

 
ラ
ン
は
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
価

に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
に
知

て
い
た
が

 
ま
さ
か
そ
こ
ま
で
の
金

に
な
る
と
は
思

て
も
お
ら
ず
に
混
乱
し
た
が

 
ど
う
や
ら
仲
間
達
が
凄
ま
じ
い
大
金
を

ぎ

首
尾
よ
く
武
器
を
入
手
し
た
の
だ
と
知

て

 
目
標
が
一
つ

期
に
達
成
出
来
た
安

感
で

そ
の
場
に
へ
た
り
こ
ん
だ

何
だ

ユ
ウ
の
奴

私
が
い
な
く
て
も
ち

ん
と
出
来
た
ん
じ

な
い

 
ラ
ン
は
ユ
ウ
キ
の
成
⻑
を
喜
び
つ
つ

当
の
本
人
が
ど
こ
に
い
る
か

 

め
て
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

リ
ス
ト
を

め
た

そ
う
い
え
ば
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
い
る

て
言

て
た
け
ど

ど
の

り
に
い
る
の
か
し
ら
ね

 
そ
こ
に
は
見
慣
れ
ぬ
地
名
が
表

さ
れ
て
お
り
ラ
ン
は
そ
の
地
名
の
事
を
リ
ナ
に

ね
て
み

た
ね

リ
ナ

こ
の

巨
人
の
る
つ
ぼ

て
ど
の

り
に
あ
る
の
か
知

て
る

巨
人
の

う

ん

リ
ナ
に
は
分
か
ら
な
い
の
な
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多
分
リ

ク
ち

ん
な
ら
知

て
る
か
ら

ち

と
呼
ん
で
く
る
の
な

あ
り
が
と
う

わ
ざ
わ
ざ
ご
め
ん
ね

別
に

わ
な
い
の
な

リ

ク
ち

ん

ち

と
い
い

 
そ
の
声
に
呼
ば
れ
て
奥
か
ら
出
て
き
た
リ

ク
は

ラ
ン
の
質
問
に
こ
う
答
え
た

そ
こ
な
ら
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
入

て
か
ら

五
時
間
ほ
ど
進
ん
だ
所
じ

ん

五

五
時
間

し
か
も
道
中
の
道
は
意
外
と
入
り
組
ん
で
る
か
ら

行
く
の
は
か
な
り
大
変
じ

ん
ね

そ
う
な
の
ね

う

ん

面
倒

い
と
こ
ろ
に
い
る
わ
ね

合
流
し
よ
う
と
思

て
た
け
ど

 
さ
す
が
に
そ
れ
は
パ
ス
さ
せ
て
も
ら
お
う
か
し
ら

そ
れ
が
い
い
じ

ん

地
図
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ペ

ジ
に
載

て
る
か
ら
い
い
と
し
て
も

 
正
直
あ
そ
こ
ま
で
一
人
で
行
く
の
は
か
な
り
骨
じ

ん
ね

う
ん

だ
る
い
か
ら
パ
ス

そ
れ
じ

あ
ど
う
し
よ
う
か
な

 
こ
こ
に
ず

と
い
る
の
も

し

な
い
気
が
す
る
し

 
新
し
い

点
に
出
来
そ
う
な
家
で
も
ど
こ
か
に
無
い
か

探
し
に
行
こ
う
か
な

あ

そ
れ
な
ら
ユ
ウ
キ
達
に

う
お
金
の
残
り
が
用
意
出
来
た
か
ら
そ
れ
も

し
て
お
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く
の
な

お
金

 
そ
う
言

て
リ
ナ
が
ラ
ン
に
差
し
出
し
て
き
た
の
は
か
な
り
の
大
金
で
あ
り

 
ユ
ウ
キ
達
が
と
ん
で
も
な
い

を

い
だ
の
だ
と

ラ
ン
は

め
て
実
感
し
た

ま

ま
だ
こ
ん
な
に

な
の
な

こ
れ
で
追
加
の
素
材
分
も

め
て
全
て
の

い
が
完
了
じ

ん

あ

あ
り
が
と
う

そ
れ
が
あ
れ
ば

き

と
そ
れ
な
り
の
家
が

え
る
じ

ん

 
ま
あ
一
人
で
決
め
て
い
い
か
は
別
と
し
て

う
ん
そ
う
ね
候
補
だ
け
見

て
お
い
て
と
り
あ
え
ず
後
で
み
ん
な
と
相
談
す
る
事
に

す
る
わ

 
と
こ
ろ
で
ユ
ウ
達
は

い
つ

て
き
そ
う

て
く
る
前
に
連

が
入
る
は
ず
だ
け
ど

正
確
に
は

い
て
な
い
か
な

そ
う
そ
れ
じ

あ
ま
た
そ
の

に
顔
を
出
す
わ
何
か
分
か

た
ら
連

し
て
も
ら

て
い

い
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任
せ
る
の
な

 
こ
う
し
て
ラ
ン
は

こ
の
日
は
家
探
し
に
潰
す
事
に
し
た

で
も
私
も
ま
だ
ま
だ
土
地
勘
が
無
い
し
な

ハ
チ
マ
ン
で
も
呼
び
出
そ
う
か
し
ら

 
ラ
ン
は
そ
う

き
つ
つ

日
の
事
が
あ

て
ま
だ
ハ
チ
マ
ン
と
顔
を
合
わ
せ
る
の
は
気
ま
ず

か

た

 
と
り
あ
え
ず
は
じ
ま
り
の
街
は
広
す
ぎ
る

に
パ
ス
し

つ
い
先
日
更
新
さ
れ
た

 
今
の
最
高
到
達
点
で
あ
る
三
十
四
層
か
ら
下
へ
下
へ
と
主
街
区
を
巡

て
い
く
事
に
し
た
の

だ

た
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第
７
９
８
話
 
絶
刀

 
三
十
四
層
は
つ
い
先
日
行
け
る
よ
う
に
な

た
ば
か
り
と
い
う
事
も
あ
り

 
物
見
遊
山
の
プ
レ
イ
ヤ

達
で

わ

て
い
た

ま
あ
や

ぱ
り
混
ん
で
る
わ
よ
ね

ま
だ
ち

ん
と
探
索
さ
れ
て
な
い
だ
ろ
う
し

 

り
出
し
物
の
物
件
と
か
無
い
の
か
し
ら

 
ラ
ン
は
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ
転
移
門
の
中
央
に
立
ち
ど
ち
ら
に
行
こ
う
か
考
え
て
い
た

 
そ
の
時
い
き
な
り
す
ぐ
近
く
で
プ
レ
イ
ヤ

の
も
の
と
思
し
き

声
が
上
が
り

 
ラ
ン
は
何
事
か
と
思

て
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

最
近
の
お
前
ら
は

え
ん
だ
よ

絶
対
に
一
番
乗
り
は
し
な
い

に

 
常
に
二
番
手
を
キ

プ
し
て
初
見
ク
リ
ア
を

々
と
続
け
る
と
か
怪
し
す
ぎ
ん
だ
ろ

 
ど
う
や
ら
ラ
ン
も
よ
く

く
同
盟
の
疑
惑
に
つ
い
て

 
中
堅
ギ
ル
ド
の
連
中
が
物

し
て
い
る
場
面
に
遭
遇
し
て
し
ま

た
よ
う
だ

何
が
怪
し
い
ん
だ

に
実
力
の
差
だ
ろ

だ

た
ら
何
で
い
つ
も
ボ
ス
に
一
番
手
で
突
入
し
な
い
ん
だ
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そ
れ
の
ど
こ
が
実
力
が
あ
る

て
事
に
な
る
ん
だ

確
実
に
ク
リ
ア
出
来
る
確
信
が
あ
る
か
ら

て
な
い
だ
け
さ

 
こ
れ
で
も
う
ち
は
攻
略
ギ
ル
ド
の
ト

プ
だ
か
ら
ね

そ
れ
く
ら
い
は
普
通
だ
ろ

 
確
か
に
同
盟
が
フ
ロ
ア
ボ
ス
を
倒
し
た
回

は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ト

プ
な
の
は
確
か
で
あ
る

は

お
前
ら
が
ト

プ

ど
う
考
え
て
も
二
番
手
だ
ろ

 
お
前
ら
一
度
で
も
ヴ

ル
ハ
ラ
に
勝

た
事
が
あ
る
の
か
よ

 
そ
う
だ
そ
う
だ

と
い
う
声
が

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
口
々
に
上
が
る

 
ど
う
や
ら
人
気
の
上
で
は
同
盟
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
ぶ

ち
ぎ
ら
れ
て
い
る
ら
し
い

ヴ

ル
ハ
ラ
は
き

ち
り
一
番
手
で
突
入
し
て
初
見
ク
リ
ア
し
て
る
と
思
う
け
ど

は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
奴
ら
は

知

て
る

ん
だ
か
ら
当
た
り
前
だ
ろ

 
お
前
ら
は
う
ち
に
は
文

を
言
う

に
ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
絶
対
に
文

は
言
わ
な
い
ん
だ
よ

な
は

お
前

先
の
内
容
を
知

て
る
事
が
ず
る
い
と
か
言
う
つ
も
り
か

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
攻
略
組
が

た
だ
の
ほ
ほ
ん
と
戦

て
た
と
で
も
思

て
ん
の
か

そ

そ
こ
ま
で
は
言
わ
な
い
が
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そ
う
言

て
ん
の
と
同
じ
だ
ろ
う
が

ふ
ざ
け
ん
な

あ
の
人
達
は
文

通
り
命
を

け
て

 
ボ
ス
や
フ
ロ
ア
の
情
報
を
手
に
入
れ
て
き
た
ん
だ
よ

そ
う
だ
そ
う
だ

そ
も
そ
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
人
達
は

 
普

は
遠

し
て
攻
略
に
は
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
が

こ
の
前
み
た
い
に
お
前
ら
が
煽
ら
な
い
限
り
な

煽

と
い
て
完

負
け
す
る
と
か
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
よ

 
ど
う
や
ら
プ
レ
イ
ヤ

の
感
情
は

ほ
と
ん
ど
が
ヴ

ル
ハ
ラ
寄
り
の
よ
う
だ

 
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

さ
す
が
に
こ
の
話
の
進
め
方
だ
と
分
が
悪
い
と
思

た
の
か

 
露
骨
に
話
を
最
初
の
話
に

し
て
き
た

と

と
に
か
く
だ

ヴ

ル
ハ
ラ
の
事
は
関
係
な
い
か
ら
置
い
て
お
い
て

 
う
ち
が
必
ず
初
見
で
ボ
ス
を
倒
し
て
い
る
の
は

 
普

か
ら
し

か
り
と
ど
ん
な

況
に
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
だ
け
だ

 
さ
す
が
に
そ
う
言
わ
れ
て
し
ま
う
と
中
堅
ギ
ル
ド
の
連
中
も
下
手
に
突

込
む
事
が
出
来
な

か

た

 
そ
も
そ
も
同
盟
の
疑
惑
と
は
言
う
が

何
か
証

が
あ
る

で
は
な
い
の
だ
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相
手
を
詰
め
て
い
く
に
は
や
は
り
証

が
少
な
す
ぎ
る

は

攻
略
ギ
ル
ド
も
大
変
よ
ね

 
ヴ

ル
ハ
ラ
は
そ
の
強
さ
故
に

判
に

さ
れ
る
の
は
よ
く
あ
る
事
で
あ
り

 
そ
の
事
に
つ
い
て
は
ラ
ン
は
何
と
も
思
わ
な
か

た

 
ど
う
せ
名
前
が

れ
れ
ば
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
だ

て
叩
か
れ
る
に
決
ま

て
る
の
で
あ

る
と
に
か
く
疑
惑
が
あ
る
の
は
確
か
な
ん
だ
か
ら

 
今
度
は
一
番
手
で
入

て
初
見
ク
リ
ア
し
て
み
せ
て
く
れ
よ

 
こ
の
言
い
方
か
ら
中
堅
ギ
ル
ド
の
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ス
パ
イ
の
存
在
を
疑

て
い
る
の

が
分
か
る

そ
う
し
て
も
い
い
ん
だ
が
そ
う
す
る
と
お
前
ら
の
挑
戦
す
る
機
会
が
無
く
な

ち
ま
う
か
ら

な 
そ
れ
は
さ
す
が
に

し

な
い
か
ら

う
ち
は
ま
た
二
番
手
以
降
で
い
か
せ
て
も
ら
う
さ

 
俺
達
を
疑
う
の
は
勝
手
だ
が
突

か
か

て
く
る
な
ら
何
か
証

に
な
る
も
の
で
も
持

て

く
る
ん
だ
な
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私
達
の
事
は
気
に
せ
ず
一
番
手
で
突
入
し
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
で
中
堅
ギ
ル
ド
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
う
言
い

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
対
し

同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
こ
ん
な
声
が
上
が

た

は

女
連
れ
で
攻
略
と
か
い
い
ご
身
分
だ
ね

 
あ
ん
た
も
精
々
仲
間
に

を
開
い
て

い
い
ア
イ
テ
ム
を
回
し
て
も
ら
う
ん
だ
な

 
な
ん
な
ら
ハ
チ
マ
ン
に

を
開
け
ば
ヴ

ル
ハ
ラ
に
入
れ
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
ね
え
ぞ

 
あ
そ
こ
は
そ
う
い
う
ギ
ル
ド
じ

な
い
か

て
評
判
だ
し
な

 
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
噂
は
一
切
無
く

こ
れ
は
た
だ
の

象
操
作
で
あ
る

そ
ん
な
噂

い
た
事
な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は

り
を
内
に
秘
め
た
よ
う
な
声
で
そ
う
反

し
た

 

辱
さ
れ
て
も
感
情
を
ス
ト
レ

ト
に
は
表
に
出
さ
な
い
我
慢
強
い
プ
レ
イ
ヤ

な
の
だ
ろ

う 
だ
が
そ
ん
な
彼
女
に
容

な
く

声
が
飛
ぶ

な
ら

し
て
み
ろ
よ

ハ
チ
マ
ン
様

私
を
ヴ

ル
ハ
ラ
に
入
れ
て
下
さ
い

 
そ
の
代
わ
り
に
こ
の
体
を
好
き
に
し
て
く
れ
て
い
い
で
す

て
な
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も
し
く
は
攻
略
で
も
手
伝

て
も
ら
え
よ

そ
う
す
れ
ば
初
見
の
一
番
手
で
突
入
し
て
も

 
楽
々
ク
リ
ア
出
来
る
だ
ろ
う
よ

ヴ

ル
ハ
ラ
に
手
伝

て
も
ら
え
れ
ば

さ
ぞ
楽
だ
ろ
う
な

 
結
局
ハ
チ
マ
ン
は
た
だ
の

者
な
ん
だ
よ

俺
達
同
盟
が
一
番
熱
心
に
攻
略
を
進
め
て
き
た
ん
だ

文

が
あ
る
な
ら
実
力
で
来
い
や

 
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
の
そ
の
勢
い
に
さ
す
が
の

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
も
絶

し
た
の
か

 
そ
の
言
葉
に
対
し
て
即
座
に
反
応
が
返

て
く
る
事
は
な
か

た

 
言

て
る
内
容
が
ひ
ど
す
ぎ
て

く
に

え
な
か

た
と
い
う
面
も
あ
る
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
ん
な
中

両

の
中
央
に
進
み
出
た
プ
レ
イ
ヤ

が
一
人
い
た

ラ
ン
で
あ
る

 
ラ
ン
は
愛
す
る
ハ
チ
マ
ン
を

辱
さ
れ

ハ

キ
リ
言

て
ぶ
ち
キ
レ
て
い
た
の
で
あ
る

な

何
だ
て
め
え
は

通
り
す
が
り
の
た
だ
の
ハ
チ
マ
ン
の
知
り
合
い
よ

 
文

が
あ
る
か
ら
実
力
で
相
手
を
し
て
も
ら
お
う
と
思

て
前
に
出
て
き
た
と
ま
あ
そ
う
い

う
事

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
に
場
は
シ
ン
と
静
ま
り
返

た
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凛
と
し
て
立
つ
ラ
ン
は

そ
の
見
た
目
の
美
し
さ
と
プ
ロ
ポ

シ

ン
の
良
さ
に
加
え

 
今
は
や
や

た
い
雰
囲
気
を

し
出
し
て
い
た
せ
い
か

 
そ
れ
以
上
ラ
ン
に
何
か
言
え
る
者
は
こ
の
場
に
は
皆
無
で
あ

た

あ
ら

さ

き
ま
で
の

勢
は
ど
こ
に
い

た
の

 
心
配
し
な
く
て
も
私
は
ヴ

ル
ハ
ラ
じ

な
い
か
ら
こ
の
場
に
あ
そ
こ
の
メ
ン
バ

は
出
て

こ
な
い
わ
よ

 
そ
の
言
葉
で
安
心
し
た
の
か

つ

つ
と
ラ
ン
に
対
す
る
攻
撃
が
始
ま

た

何
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
の
グ
ル

ピ

て
奴
か

日
さ
ぞ
か
わ
い
が

て
も
ら

て
る
ん
だ
ろ
う
な

く
そ

ハ
チ
マ
ン
の
野
郎

こ
ん
な
美
人
を
好
き
な
よ
う
に

美
人
は
得
だ
ね

簡

に
ハ
チ
マ
ン
に
取
り
入
れ
る
ん
だ
か
ら
よ

 
そ
ん
な
彼
ら
に
対
し

ラ
ン
は
静
か
に
ス
イ
レ

を
抜
く
と

そ
ち
ら
に
剣
先
を
向
け
た

ご
ち

ご
ち

い
わ
ね

実
力
で
行
く

て
言

て
る
ん
だ
か
ら

 
さ

さ
と
デ

エ
ル
を

し
込
ん
で
き
な
さ
い
よ

い

言
わ
れ
な
く
て
も
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血
の
気
の
多
そ
う
な

体
格
の
い
い
両
手
剣
使
い
が
一
歩
前
に
出
て
そ
う
言
い

 
ラ
ン
に
デ

エ
ル
を

し
込
ん
だ

 
二
人
の
間
に
は

見
た
目
か
ら
し
て
ま
る
で
大
人
と
子

く
ら
い
の
身
⻑
差
が
あ
る

半

決
着
モ

ド
で
い
い
か
し
ら

お
う

そ
れ
で
い
い

 
そ
の
二
人
の
声
で
我
に
返

た
の
か

り
の
者
達
は
ラ
ン
に
向
か

て
口
々
に
こ
う
叫
ん

だ
ち

と
あ
ん
た

や
め
と
き
な

て

そ
う
よ
そ
う
よ

女
の
子
が
無
理
に
戦
う
事
は
な
い
わ
よ

男
共

誰
か
あ
の
子
と
代
わ

て
あ
げ
て
よ

 
そ
う
声
を

け
て
き
て
く
れ
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

達
に
ラ
ン
は

り
返

て
笑
顔
で
言

た

心
配
し
な
い
で

こ
ん
な
雑

に
私
が
や
ら
れ
る
事
な
ん
て
あ
り
え
な
い
か
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ラ
ン
は

と
て
も
柔
ら
か
い
表
情
で
ウ

ン
ク
し
た

 
先
ほ
ど
ま
で
敵
に
向
け
て
い
た
表
情
と
は
ま
る
で
違
う
そ
の
表
情
を
を
見
て

 

り
の
者
達
は
何
も
言
え
な
く
な

た
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さ
て

い
つ
で
も
い
い
わ
よ

行
く
ぞ
ク
ソ
女

俺
達
に
挑
ん
だ
事
を
後
悔
さ
せ
て
や
る
か
ら
な

 
そ
し
て
デ

エ
ル
が
開
始
さ
れ

 
そ
の
両
手
剣
使
い
は
雄
叫
び
を
上
げ
な
が
ら
ラ
ン
に
向
か

て
突
撃
し
た

 
ラ
ン
に
と

て
は
い
い

物
で
あ
る

考
え
無
し
に
突

込
ん
で
く
る
と
か
馬

な
の

 
ラ
ン
は

く
ス
テ

プ
を

ん
で
そ
の
攻
撃
を

し
着
地
し
た

間
に
居
合
い
の
体
勢
を
と

り 
そ
の
ま
ま
凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
で
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
横
を
駆
け
抜
け
た

 
ぶ
わ

と
い
う
風
が
舞
い

こ
り

気
が
付
く
と
ラ
ン
は

 
抜
い
て
い
た
刀
を
チ
ン

と

に
収
め
て
い
る
真

最
中
で
あ

た

えお
い

今
い
つ
抜
い
た

て
い
う
か
あ
の
男

動
か
な
い
ぞ

一
体
ど
う
し
た
ん
だ



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
の

間
に
両
手
剣
使
い
の

バ

が
ご

そ
り
と

ら
れ

 
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
ラ
ン
の
勝
利
が
宣
言
さ
れ
た

 

て
か
ら
判
定
ま
で
若

タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る

の
凄
ま
じ
い
速
度
の

撃
が
放
た
れ
た
の

だ
が

 
そ
の
攻
撃
が
ハ

キ
リ
と
見
え
た
の
は

本
当
に
一
部
の
者
達
だ
け
で
あ

た

マ
ジ
か
よ

マ
ジ
よ

次

か
か

て
き
な
さ
い

く
そ

今
度
は
俺
が
い
く

 
そ
ん
な

況
が

々
と

り
返
さ
れ
同
盟
の
敗
北
者
は

に
十
人
に
達
し
よ
う
か
と
し
て
い

た 
も
は
や
ラ
ン
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
者
は
い
な
く
な

て
お
り

 

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
や
ん
や
や
ん
や
と
ラ
ン
に

手

し
て
い
た

凄
い
ぞ
あ
ん
た

ま
る
で
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

み
た
い
だ

さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
様
の
お
知
り
合
い
ね



 第７９８話 絶刀

お

お
前

一
体
何
者
だ
よ

 
先
ほ
ど
ま
で

勢
の
い
い
事
を
言

て
い
た
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

の
一
人
が

 

し
た
よ
う
な
口
調
で

々
し
く
ラ
ン
に
そ
う

ね
て
き
た

 
そ
の
疑
問
は
同
盟
も

め
た
こ
こ
に
い
る
全
て
の
プ
レ
イ
ヤ

に
共
通
す
る
思
い
で
あ

た

私

そ
う
ね

自
分
で
言
う
の
は
少
し
恥
ず
か
し
い
気
も
す
る
け
ど

こ
こ
は

え
て
名
乗

る
わ

 
私
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
い
う
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

を
し
て
い
る
ラ
ン
と
い
う
者
よ

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
か
ら
は

絶
刀

を
名
乗
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
る
わ

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
に

囲
は
ざ
わ
つ
い
た

 
要
す
る
に
今
の
宣
言
は
ハ
チ
マ
ン
が
自
ら
ラ
ン
に
二
つ
名
を

え
た
と
い
う
事
に
他
な
ら
な

い
か
ら
だ

絶
刀

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
だ

て

こ
の
前
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
肉
を

山

し
て
く
れ
た
ギ
ル
ド
が
確
か
そ
ん
な
名
前
だ

た

な
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期
待
の
新
星
の

場
だ
な

 
そ
ん
な
ラ
ン
に

同
盟
の
一
人
が
と
て
も
悔
し
そ
う
に
こ
う
言

た

ち

所

ヴ

ル
ハ
ラ
の
太

持
ち
じ

ね
え
か

あ
ら

気
持
ち
の
上
で
は
ラ
イ
バ
ル
の
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど

う
ち
は
近
い
う
ち
に

 
ヴ

ル
ハ
ラ
に
出
来
な
か

た
事
を
探
し
て
何
か
一
つ
は
必
ず
や
り
と
げ
る
予
定
で
い
る
の

よ
ん
な
事
出
来

か
よ

出
来
な
い
と
思

て
る
あ
な
た
達
に
は
一
生
出
来
な
い
で
し

う
ね

 
ラ
ン
は
笑
顔
で
そ
う
言
い
も
は
や
ラ
ン
に
対
し
て
何
か
文

を
言
え
る
者
は
同
盟
に
は
皆
無

で
あ

た

 
何
よ
り
彼
ら
は
ラ
ン
一
人
に
手
も
足
も
出
な
か

た
の
だ

 
ラ
ン
は
中
堅
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

や

囲
の
プ
レ
イ
ヤ

達
に
囲
ま
れ

 
そ
の
横
で
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

す
ご
す
ご
と
ど
こ
か
に
立
ち
去

て
い

た

 
絶
刀
の
伝
説
は

こ
こ
か
ら
始
ま

た
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第
７
９
９
話
 
ト
ラ
ブ
ル
の
後
で

 
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
い
な
く
な

た
後
ラ
ン
は
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

に
囲
ま
れ
る
事
と

な

た
あ
ん
た
凄
い
な

ヴ

ル
ハ
ラ
の
関
係
者

て
言
わ
れ
た
時
は

だ
な

て
思

た
け
ど

 
あ
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
ら
納
得
だ
わ

ど
う
し
て
今
ま
で
無
名
だ

た
の
か
し
ら

ハ
チ
マ
ン
様
に

絶
刀

を
名
乗
る
よ
う
に
言
わ
れ
た

て
本
当

お
姉
様

私
と
付
き
合

て
下
さ
い

 
最
後
に

合

合
し
い
セ
リ
フ
が

こ
え

ラ
ン
は
思
わ
ず
身
を

く
し
た
が

 
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
れ
以
上
何
か
し
て
く
る
気
配
が
無
か

た

 
ラ
ン
は
安

し
な
が
ら
愛
想
よ
く
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
の
相
手
を
し

 
答
え
る
べ
き
事
に
は
き
ち
ん
と
答
え
て
い

た

 
そ
し
て
場
が
落
ち
着
い
た

同
盟
と
最
初
に

め
て
い
た
中
堅
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

が
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し

な
さ
そ
う
な
顔
で
ラ
ン
に
謝
罪
し
て
き
た

絶
刀

さ
ん

結
果
的
に
う
ち
の

め
事
を

代
わ
り
し
て
も
ら
う
よ
う
な

に
な

て
し

ま

た

 
本
当
に

し

な
く
思
う

あ
ら

別
に
気
に
し
な
い
で
い
い
の
よ

私
が
こ
の
場
に
飛
び
込
ん
だ
の
は

 

に
個
人
的
に
ム
カ
つ
い
た

て
の
が
主
な
理
由
な

だ
し
ね

ど
う

多
少
は

飲
が
下

が

た

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
に

り
に
い
た
中
堅
ギ
ル
ド
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
大
声
で
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は

正
直
胸
が
ス
カ

と
し
た
よ

あ
い
つ
ら
は
い
つ
も
あ
ん
な
態
度
だ
か
ら
さ

そ
う
だ
そ
う
だ
絶
刀
さ
ん
が
あ
い
つ
ら
を
叩
き
の
め
し
て
い
く
の
を
見
た
時
は
本
当
に
嬉
し

か

た
確
か
に

な
態
度
だ

た
わ
よ
ね

で
も
一
つ
疑
問
が
あ
る
の
よ

戦

た
感
じ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ト

プ
を
張
れ
る
よ
う
な
実
力
を
持

た
プ
レ
イ
ヤ

は
い
な
か

た
と
思
う
ん
だ

け
ど

 
本
当
に
あ
そ
こ

て
攻
略
に
関
し
て
は
他
の
追

を
許
さ
な
い
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
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ど
う
や
ら
ラ
ン
は
そ
ん
な

象
を

い
た
よ
う
で
そ
の
言
葉
を

い
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達

は 
難
し
い
顔
を
し
な
が
ら
ラ
ン
に
こ
う
答
え
た

そ
れ
な
ん
だ
よ
な

あ
そ
こ
は
人

は
確
か
に
多
い
ん
だ
よ
複

の
ギ
ル
ド
の
集
合
体
だ

し
さ個

人
の
実
力
は
う
ち
く
ら
い
の
中

模
ギ
ル
ド
と
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
の
に

 
何
故
か
必
ず
初
見
ク
リ
ア
を
達
成
し
ち
ま
う
ん
だ
よ
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

の
事
を

て
る
か
ら
メ
ン
バ

の
中
に
は
一
人
も
い
な
い
は
ず
だ
し

 
本
当
に
ど
う
し
て
ク
リ
ア
出
来
る
の
か
謎
な
ん
だ
よ

 
複

の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
の
そ
の
話
に
ラ
ン
も
同
意
し
た

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
確
か
に
お
か
し
い
わ
ね

そ
ん
な
に
簡

な

が
な
い
も
の
ね

ま
あ
ヴ

ル
ハ
ラ
の
連
中
が
簡

に
初
見
で
ク
リ
ア
す
る
の
は
分
か
る
ん
だ
け
ど
な

あ
は

は
は
は

 
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
う
言
い

他
の
者
達
は
再
び
楽
し
そ
う
に
笑

た
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で
も
ハ
チ
マ
ン
達
は

滅
多
に
攻
略
に
は
出
て
こ
な
い
ん
で
し

お
う

人

が
足
り
な
そ
う
な
時
は
手
伝
い
の
ノ
リ
で
来
て
く
れ
る
ん
だ
け
ど
よ

 
そ
の
時
も
ア
ド
バ
イ
ス
く
ら
い
は
く
れ
る
が

 
上
か
ら
目
線
で
あ
あ
し
ろ
こ
う
し
ろ

て
言

て
く
る
事
は
絶
対
に
な
い
ん
だ
よ
な

そ
の
時
は
う
ち
も
初
見
ク
リ
ア
余

だ

そ
の
時
だ
け
は
な

他
の
時
は
や

ぱ
り
難
し
い

だ
な

う
ち
も
知
り
合
い
と
か
と
協
力
し
て

回
三
十
人
以
上
で
突
入
し
て
る
ん
だ
け
ど

 
や

ぱ
り
初
見
じ

中
々
な

そ
う
な
ん
だ

ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
も
攻
略
に
参
加
し
た
り
す
る
の

い
や

ザ
・
ル

ラ

は
基
本
来
な
い
な

よ
く
来
て
く
れ
る
の
は
黒
の
剣
士
だ
な

後
は
ツ
ヴ

イ
ヘ
ン
ダ

シ
ル
フ
か

必
中
も
結

多
い
よ
な

へ

そ
う
な
ん
だ

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
は
色
々
と
忙
し
い
み
た
い
だ
か
ら
な
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ラ
ン
は
そ
う
思
い
な
が
ら
し
ば
ら
く
そ
の
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

達
と
楽
し
く
会
話
を
し
て
い

た 
こ
う
い
う
場
で
は
ラ
ン
は
か
な
り
社
交
的
で
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
を
相
手
に
す
る
時
に
時
々
見
せ
る
変
態

り
は

片
も
見
せ
る
事
が
な
い

 
そ
ん
な
話
題
の
尽
き
な
い
中
会
話
の
き
り
の
い
い
所
で
ラ
ン
は
そ
の
中
堅
ギ
ル
ド
の
者
達
に

別
れ
を
告
げ

 
本
来
の
目
的
の

に
主
街
区
巡
り
を
再
開
す
る
事
に
し
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
私
は
行
く
わ

今
日
の
事
は
本
当
に
気
に
し
な
い
で
い
い
か
ら
ね

 
私
が
好
き
で
首
を
突

込
ん
だ
だ
け
な
ん
だ
か
ら

そ
う
言

て
も
ら
え
る
と
多
少
気
が
楽
に
な
る
が
そ
れ
な
ら
せ
め
て
何
か
お

を
さ
せ
て
く

れ
な
い
か

 
ラ
ン
は
そ
う
言
わ
れ

別
に
い
ら
な
い
と
言
い
か
け
た
後

あ
る
事
に
思
い
当
た
り

 

目
元
で
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
こ
ん
な
頼
み
事
を
し
た

そ
う
い
う
事
な
ら
お

と
い
う
か
も
し
知

て
た
ら
教
え
て
欲
し
い
情
報
が
あ
る
ん
だ
け
ど

い
い
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も
ち
ろ
ん
だ

う
ち
に
分
か
る
事
な
ら
何
で
も
教
え
よ
う

そ
れ
じ

あ

 
ラ
ン
は
間
を
置
い
た
後

少
し

し

な
さ
そ
う
な
口
調
で
こ
う
言

た

七
人
く
ら
い
で
使
う
の
に
丁
度
い
い
ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
い
い
物
件
に
心
当
た
り
は
な
い
か
し

ら
物
件

あ
あ

も
し
か
し
て
今
は

ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
を
探
し
て
る
最
中
だ

た
の
か

そ
ん
な
感
じ

こ
こ
か
ら
下
に
下
に

て
主
街
区
を
下

て
行
こ
う
か
な

て
思

て

待

て
く
れ

ち

と
仲
間
に
確
認
し
て
み
る
わ

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
そ
の

り
に
座

て
待

て
る
わ

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て
近
く
に
あ

た

水
に

け
て
足
を
ブ
ラ
ブ
ラ
さ
せ
は
じ
め
た

 
丁
度
そ
の
時
横
を
通
り
か
か

た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
あ

と
叫
ん
で
ラ
ン
に
話
し
か
け

て
き
た

あ
れ

ラ
ン
さ
ん

む
む

誰
か
と
思

た
ら
ル
ク
ス
じ

な
い

久
し
ぶ
り
ね

前
一

に
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
行

て
以
来
で
す
ね
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ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
み
ん
な
を
遠
目
に
見
る
機
会
は
何
回
か
あ

た
ん
で
す
が

 
ラ
ン
さ
ん
だ
け
い
な
か

た
か
ら
ど
う
し
た
の
か
な

て
思

て
た
ん
で
す
よ

ご
め
ん
ね

ち

と
用
事
で
し
ば
ら
く
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
か

た
の
よ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

体
調
不
良
と
か
じ

な
く
て
本
当
に
良
か

た
で
す

 
ラ
ン
に
と

て

ル
ク
ス
と
会
う
の
は
本
当
に
久
し
ぶ
り
で
あ
り

 
そ
ん
な
ル
ク
ス
が
自
分
の
事
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
た
事
が
分
か

た

 
ラ
ン
は
嬉
し
く
な
り

ル
ク
ス
を
強
引
に
自
分
の
方
に

き
寄
せ
た

も
う

ル
ク
ス
は
本
当
に
か
わ
い
い
わ
ね

え

え

ラ

ラ
ン
さ
ん

ち

と
恥
ず
か
し
い
で
す

れ
る
そ
の
表
情
も
か
わ
い
い
わ
ね

こ
の
ま
ま
お
持
ち
帰
り
し
た
い
く
ら
い
だ
わ

 
丁
度
そ
こ
に
先
ほ
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

が

て
き
た

絶
刀
さ
ん
よ

い
い
情
報
が

て

お
取
り
込
み
中
か
い

あ

と

久
し
ぶ
り
に
会

た
か
ら
つ
い

ご
め
ん
な
さ
い

大
丈
夫
よ

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て
ル
ク
ス
を
解
放
し
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
情
報
を

く
体
勢
に
な

た

 
だ
が
ラ
ン
は
ま
だ
ル
ク
ス
の
手
を

た
ま
ま
で
あ
り



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
ル
ク
ス
も
特
に
用
事
が
あ
る

で
は
な
か

た

何
と
な
く
そ
の
ま
ま
そ
の
場
に

ん
で
い

た
う
ち
の
ギ
ル
ド
の
話
に
な
る
ん
だ
が

つ
い
先
日
念
願
の
ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
を

た
ん
だ
よ

あ
ら
そ
う
な
の

や

た
わ
ね

お
め
で
と
う

お
う

あ
り
が
と
な

で
な

そ
の

に
複

の
物
件
を
仮
予
約

態
で
押
さ
え
て
あ

た

ん
だ
が

 
そ
の
中
の
一
番
小
さ
い
物
件
な
ら
多
分
七

八
人
で
使
う
の
に
丁
度
良
さ
そ
う
だ

て
話
に

な

て
な

 
今
か
ら
俺
が
そ
こ
ま
で
案
内
し
て
仮
予
約
を
キ

ン
セ
ル
す
る
か
ら

 
そ
の
後
に
そ

ち
で
仮
予
約
し
て
お
く
と
い
い

 
そ
こ
に
す
る
に
し
ろ
他
の
物
件
に
す
る
に
し
ろ
そ
う
す
れ
ば
と
り
あ
え
ず
一
週
間
は
キ

プ

出
来
る

な
る
ほ
ど

 
そ
の
言
葉
に

く
そ
う

い
た
ラ
ン
は

チ
ラ
リ
と
ル
ク
ス
の
方
を
見
た

 
そ
の

線
を
受
け
こ
の

に
自
分
に
残

て
い
て
欲
し
か

た
の
だ
と
思
い
当
た

た
ル
ク
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ス
は

 
ま
だ
そ
こ
ま
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
に

し
い

で
は
な
か

た
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
同
じ
シ
ス
テ
ム
が
あ

た
事
を
思
い
出
し

ラ
ン
に
小
さ
く

い
た

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
よ
う
か
し
ら

任
せ
て
く
れ

お
安
い
御
用
だ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
ド
ン
と
自
分
の
胸
を
叩
き

他
の
者
達
を
帰
ら
せ
た
後

 
ラ
ン
と
ル
ク
ス
の
前
に
立

て
そ
の
ま
ま
歩
き
出
し
た

二
人
と
も

と
り
あ
え
ず
転
移
門
か
ら
十
一
層
に
飛
ん
で
く
れ

分
か

た
わ

十
一
層
ね

 
そ
う
返
事
を
し
た
後

ラ
ン
は
ル
ク
ス
に
こ
う

ね
た

ご
め
ん
ね
そ
ん
な

で
今
か
ら
物
件
を
紹
介
し
て
も
ら
う
ん
だ
け
ど
少
し
時
間
は
あ
る
か

し
ら一

に
行
け
ば
い
い
ん
で
す
ね

全
然
平
気
で
す

さ
あ
行
き
ま
し

う

あ
り
が
と
う
ル
ク
ス

 
そ
し
て
二
人
は
転
移
門
か
ら
十
一
層
に
飛
ん
だ
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こ
こ
は
何
て
い
う
街
な
の

こ
こ
は
主
街
区
の
タ
フ
ト
で
す
ね

レ
ン
ガ
と
石
で
つ
く
ら
れ
た

麗
な
街
で
す
よ

本
当
だ

凄
く

感
が
あ

て

麗
な
街
ね

 
ル
ク
ス
か
ら
の
説
明
に
そ
う

き
な
が
ら
ラ
ン
は
前
を
歩
く
プ
レ
イ
ヤ

に
声
を

け
よ
う

と
し

 
あ
る
事
に
気
が
付
い
て
こ
う
言

た

ご
め
ん
な
さ
い

そ
う
言
え
ば
ま
だ
あ
な
た
の
名
前
を
教
え
て
も
ら

て
な
か

た
わ
ね

お

と
す
ま
ん

俺
の
名
は
ス
ピ
ネ
ル

ギ
ル
ド

ジ

エ
リ

ズ

の
リ

ダ

を
や

て

る
ジ

エ
リ

ズ

も
し
か
し
て
宝
石

い
名
前
の
人
ば

か
り
と
か

立
ち
上
げ
の
時
は
そ
う
だ

た
ん
だ
が

今
は
特
に
こ
だ
わ

て
な
い
感
じ
か
な

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

で

ス
ピ
ネ
ル

あ
と
ど
れ
く
ら
い
で
着
く
の
か
し
ら

も
う
着
く

転
移
門
か
ら
近
く
て
い
い
だ
ろ

も
う

お
う

お

こ
こ
だ
こ
こ
だ
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そ
う
言

て
ス
ピ
ネ
ル
が
立
ち
止
ま

た
の
は

麗
な
レ
ン
ガ
作
り
の
一

家
だ

た

悪
い
俺
も
こ
の
後
ち

と
用
事
が
あ
る
ん
で
な
キ

ン
セ
ル
だ
け
し
た
ら

ら
な
い
と

い
け
ね
え

う
う
ん

十
分
よ

あ
り
が
と
う
ス
ピ
ネ
ル

 
ま
た
機
会
が
あ

た
ら
う
ち
の
ギ
ル
ド
と
一

に
遊
び
ま
し

う

喜
ん
で

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

絶
刀

う
ん

ま
た

 
そ
う
言

て
ス
ピ
ネ
ル
は
去

て
い

た

 
も
う
三
十
四
層
の
攻
略
は
始
ま

て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
何
か
と
忙
し
い
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
二
人
は

と
り
あ
え
ず
そ
の
一

家
を
仮
予
約
し

中
に
入

た

う
わ

素
敵
な
家
で
す
ね

立
地
的
に
も

し
分
な
い
で
す
し

部
屋

は

一

は
広
め
の
リ
ビ
ン
グ
と
そ
れ
に

設
さ
れ
た
キ

チ
ン

か

二

に
は
中
く
ら
い
の
部
屋
が
二
部
屋
と

大
き
め
の
部
屋
が
一
つ
あ
り
ま
す
ね

庭
も
そ
れ
な
り
に
広
い
わ
ね

よ
く
こ
こ
が

れ
残

て
い
た
も
の
だ
わ
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で
す
ね

ル
ク
ス
は
こ
の
家
の
事

ど
う
思
う

そ
う
で
す
ね

正
直
凄
く
い
い
と
思
い
ま
す

こ
こ
を

う
ん
で
す
か

ま
だ
候
補
の
一
つ
だ
け
ど

そ
う
な
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

わ

も
し
そ
う
な

た
ら
遊
び
に
来
て
も
い
い
で
す
か

え
え

喜
ん
で

 
こ
う
し
て
紹
介
さ
れ
た

点
候
補
を
仮
予
約
で
押
さ
え
た
ラ
ン
は

 
そ
の
後
も
ル
ク
ス
に
付
き
合

て
も
ら
い

い
く
つ
か
の

点
を
仮
予
約
し
た
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第
８
０
０
話
 
業
腹
ね

 
ラ
ン
は
結
局
全
部
で
五
件
の
物
件
を
仮
予
約
し
た

 
ち
な
み
に
同
時
に
仮
予
約
が
出
来
る
の
は
ギ
ル
ド
一
つ
に
つ
き
五
件
ま
で
と
な

て
い
る

 
そ
の
全
て
の

を
使

た
感
じ
と
な
る

ふ
う

と
り
あ
え
ず
こ
ん
な
も
の
か
し
ら

ど
の
物
件
も
素
敵
で
し
た
よ
ね

で
も
一
番
は
や

ぱ
り
最
初
の
所
で
す
か
ね

そ
う
ね

私
も
そ
う
思

た
わ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ス
ピ
ネ
ル
に
紹
介
し
て
も
ら

た
最
初
の
家
に

り

 
リ
ビ
ン
グ
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら

少
し
雑
談
を
し
た

そ
う
い
え
ば
ル
ク
ス
は
何
で
あ
そ
こ
に
い
た
の

新
し
く
行
け
る
よ
う
に
な

た
三
十
四
層

の
観
光

あ

い
え

は
じ
ま
り
の
街
で
と
あ
る
噂
を

い
た
か
ら
で
す
ね

 
三
十
四
層
で
同
盟
相
手
に

ゼ

ト

て
い
う
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
無
双
し
て
る

て

言

て
た
か
ら
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ち

と
興
味
本

で
見
に
来
た
ん
で
す
よ

も

と
も
間
に
合
わ
な
く
て

 
そ
れ

い
プ
レ
イ
ヤ

は
も
う
い
な
か

た
で
す
け
ど
ね

え
 
ラ
ン
は
そ
の
ル
ク
ス
の
言
葉
に
キ

ト
ン
と
し
た

あ
れ

さ
す
が
に
あ
の

況
な
ら
私
が
絶
刀
だ

て
分
か
る
ん
じ

な
い
か
な

 
連
呼
さ
れ
て
た
の
に
お
か
し
い
わ
ね

発
音
が
違
う
せ
い
か
し
ら

 
ル
ク
ス
は

り
方
は
の
ん
び
り
し
て
る
け
ど

別
に

く
は
な
い
は
ず
な
ん
だ
け
ど

 
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
ラ
ン
に

ル
ク
ス
は
次
に
こ
う

ね
て
き
た

ラ
ン
さ
ん
は
見
ま
し
た
か

ゼ

ト

さ
ん

 
そ
の
ル
ク
ス
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
や
は
り
引

か
か

た
ラ
ン
は

 
ま
さ
か
と
思
い
つ
つ
も
恐
る
恐
る
ル
ク
ス
に
こ
う

き
返
し
た

ね

ね

ル
ク
ス

ゼ

ト

さ
ん

て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前

は
い

私
は
そ
う

き
ま
し
た

あ
あ

や

ぱ
り

や

ぱ
り
何
で
す
か
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き

と
ん
と
す
る
ル
ク
ス
に

ラ
ン
は
は

き
り
と
こ
う
言

た

ル
ク
ス

ゼ

ト

て
の
は

プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
じ

な
く
て
二
つ
名
よ

 

で
書
く
と

絶
対
の
絶
に
刀
よ

だ
か
ら
発
音
も
そ
う
じ

な
い
わ

え
 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
が
徐
々
に

に

み

る
の
と
同
時
に

 
ル
ク
ス
の
顔
が
ど
ん
ど
ん

く
な

て
い

た

わ

私

た
ら
何
て
勘
違
い
を

ま
あ
気
に
し
な
い
気
に
し
な
い
噂
話
を
小

に

ん
だ
だ
け
だ

た
ら
し

う
が
な
い
わ
よ

 
で

も
う
分
か

た
と
思
う
け
ど

私
が
そ
の

絶
刀

よ

え
え

ゼ

ト

じ

な
か

た

絶
刀

て
ラ
ン
さ
ん
の
事
だ

た
ん
で
す
か

 
そ
う
い
え
ば
ず

と
目
の
前
で
そ
う
呼
ば
れ
て
た
の
に

 
私
て
ば
は
な
か
ら
人
の
名
前
だ
と
思
て
て
言
葉
が
に
入
て
き
て
ま
せ
ん
で
し
た

あ
は

ル
ク
ス
に
も
そ
ん
な
ド
ジ

子
な
部
分
が
あ

た
の
ね

 
前
に
ハ
チ
マ
ン
に
ね

自
信
が
つ
い
た
ら
そ
う
名
乗
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
た
の

 
も

と
も
人
前
で
名
乗

た
の
は
今
日
が
初
め
て
な
ん
だ
け
ど
ね
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て
事
は

や

と
そ
う
名
乗
る
自
信
が
つ
い
た

て
事
な
ん
で
す
ね

え
え

今
の
私
は
相
当
強
い
わ
よ

ふ
ふ

 
ラ
ン
は

い
な
く
そ
う
言
い

得
意
げ
に

を

ら
ま
せ
た

凄
い
な

前
か
ら
強
か

た
ラ
ン
さ
ん
が
も

と
強
く
な

た
な
ん
て

 
一
体
ど
の
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
な
の
か
想
像
も
つ
か
な
い
で
す

 
そ
の
言
葉
に
気
を
良
く
し
ラ
ン
が
何
か
言
お
う
と
し
た
そ
の
時
不
意
に

関
の
呼
び

が

鳴

た
あ
ら

誰
か
し
ら

こ
こ
を
知

て
い
る
人
は
限
ら
れ
て
る
し

 
い
た
ず
ら
じ

な
け
れ
ば
も
し
か
し
て
ス
ピ
ネ
ル
か
な

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て
外
を
見
る

の
モ
ニ
タ

を
表

さ
せ

 
そ
れ
を
見
た

間
に

て
て

関
の
方
へ
と
走

て
い

た

あ

ち

ち

と
ラ
ン
さ
ん

 
ル
ク
ス
は
ラ
ン
に
そ
う
声
を
か
け
た
が
ラ
ン
は
止
ま
ら
な
い

ど
う
し
ち

た
ん
だ
ろ

 
そ
う
思

た
ル
ク
ス
は
モ
ニ
タ

画
面
を
見
て
み
る
事
に
し
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そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
の

が
映

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

あ
あ

そ
う
い
う

 
ル
ク
ス
は
そ
れ
で
納
得
し

と
り
あ
え
ず
こ
の
場
で
待
つ
事
に
し

 
ほ
ど
な
く
し
て
ラ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
を

て

て
き
た

 
ラ
ン
は
そ
の
後
二
人
に
飲
み
物
を
用
意
し
た
が

今
は
キ

チ
ン
に
何
も
な
い

 
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま

て
お
い
た
飲
み
物
を
出
し
た
だ
け
で
あ
る

あ
れ

ル
ク
ス
も
来
て
た
の
か

は
い

偶
然
三
十
四
層
で
ラ
ン
さ
ん
と
お
会
い
し
た
ん
で
す
よ

と
い
う
か
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
し
て
こ
こ
の
事
が
分
か

た
の

三
十
四
層
で
さ

き

め
事
が
あ

た
ん
だ
ろ

 
そ
こ
で
う
ち
の
名
前
が
出
た

て
い
う
情
報
が
伝
わ

て
き
た
ん
で
な

 

況
を

し
よ
う
と

き
込
み
を
し
た
ら

ス
ピ
ネ
ル
の
所
が

め
た
事
が
分
か

て

 
ジ

エ
リ

ズ
の
所
に
ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス

入
の
お
祝
い
が
て
ら

出
向
い
て
み
た
ら

 
こ
こ
の

所
と
お
前
の
名
前
が
出
て
き
た
ん
で
な

 
お
前
の
方
の
事
情
も

い
て
み
よ
う
と
思

て
出
向
い
て
き
た

て
感
じ
だ
な
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あ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

と
い
う
か
お
前

に
自
分
か
ら
絶
刀
を
名
乗

た
ん
だ
な

う
ん

そ
ろ
そ
ろ
か
な

て
思

た
の

ま
あ
そ
う
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

き
つ
つ

続
け
て
ラ
ン
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
も
う
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に

簡

に
負
け
る

に
は
い
か
な
く
な

た
な

望
む
と
こ
ろ
よ

向
か

て
く
る
敵
を
全
部
フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や
る
わ

ま
あ
頑
張
れ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
お
茶
を
飲
む
と

ラ
ン
の
顔
を
真

直
ぐ
見
な
が
ら
言

た

そ
れ
じ

あ
同
盟
と

め
た
時
の
事
を
お
前
の

点
か
ら
教
え
て
く
れ

 
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は

ハ
チ
マ
ン
に
さ

き
の
出
来
事
の
説
明
を
始
め
た

 

と
ま
あ
こ
ん
な
感
じ

ふ
む

ル
ク
ス
が

い
た
噂

て
の
は
ど
ん
な
感
じ
だ

あ
は
い

ね
今
の
話
の
通
り
で
す
ね
ま
あ
私
は
直
接
そ
の
現
場
は
見
ら
れ
な
か

た
ん
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で
す
け
ど

ふ

む

ち
な
み
に

り
に
い
た
人
達
の
反
応
は
ま
た
同
盟
か

て

悪
感
に
満
ち
た
感
じ
で
し
た

ね
な
る
ほ
ど

同
盟
の
疑
惑
は
や
は
り
世
間
的
に
は
結

が
深
い
問
題
な
ん
だ
な

ど
う
な
の

や

ぱ
り
同
盟
は
何
か
不
正
を
行

て
い
る
の

い
や

ま
だ
分
か
ら
ん

だ
が
何
か
を
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
な

何
か

か

 
ラ
ン
は
そ
う

い
た
後

じ

と
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
つ
め
た

同
盟
の
事
を
調
べ
た
り
し
な
い
の

そ
れ
は
ま
あ
そ
の
う
ち
な

現

特
に
う
ち
に
被
害
が
出
て
い
る

じ

な
い
し

 
バ
グ

の
不
正
利
用
を
し
て
い
る
気
配
も
な
い
か
ら
な

結
局
基
本
的
に
は
当
事
者
間
で
何
と
か
し
ろ

て
事
に
な
る
の
ね

当
面
は
そ
う
い
う
方
向
に
な
る
だ
ろ
う
な

ま
あ
う
ち
が
動
く
と
す
れ
ば

 
同
盟
が
明
ら
か
に
プ
レ
イ
ヤ

理
に
も
と
る
事
を
や

て
た
と
か
分
か

た
時
だ
ろ
う
よ
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だ
が
ラ
ン
は
か
な
り
不
満
げ
の
よ
う
に
見
え
た

ラ
ン

不
満
か

え
え
ハ
チ
マ
ン
を

辱
し
た
あ
い
つ
ら
に
で
か
い
顔
を
さ
せ
て
お
く
の
は
業
腹
な
ん
だ
け
ど

言
わ
せ
と
け
言
わ
せ
と
け

目
に
余
る
よ
う
な
ら
う
ち
で
潰
す
か
ら
気
に
す
る
な

無
理

気
に
な
る

じ

あ
お
前
が
あ
い
つ
ら
に
一

ふ
か
せ
て
や
る
と
い
い

う
ん

そ
う
す
る

 
ラ
ン
は
た
め
ら
い
な
く
そ
う
言
い

ル
ク
ス
は
そ
れ
を

い
て
さ
す
が
だ
な
と

き

 
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
つ
つ
も
特
に
ラ
ン
を
止
め
た
り
す
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
は
見
せ
な
か

た

ま
あ
事
情
は
分
か

た

そ
れ
じ

あ
俺
は
今
日
は
落
ち
る
ぞ

あ

私
も
そ
ろ
そ
ろ
友
達
と
お
出
か
け
す
る
用
事
が
あ
る
の
で
落
ち
ま
す
ね

 

足
で
は
あ
る
が

そ
の
友
達
と
は
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
の
事
で
あ
る

 
ル
ク
ス
に
は

の
ハ
チ
マ
ン

に
友
達
が
居
ら
ず

 
他
に
友
達
と
呼
べ
る
の
は
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
く
ら
い
の
も
の
な
の
だ

 
そ
し
て
二
人
が
去

た
後

ラ
ン
は
大
人
し
く
ベ

ド
に
横
に
な

て
直
ぐ
に
眠
り
に
つ
き
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色
々
あ

た
こ
の
日
は
こ
う
し
て
終
了
し
た

  
そ
し
て
次
の
日
の
朝

ラ
ン
は
再
び
朝
一
番
に
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
へ
と
向
か

た

 
こ
れ
は

に
一
人
で
朝
食
を
と
る
の
が

し
く
感
じ
ら
れ
た

で
あ
り

 
ラ
ン
は
図
々
し
く
も

リ
ナ
の
作

た
朝
食
の
お
相

に

か
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
あ
る

あ

ラ
ン

遊
び
に
来
た
の
な

そ
こ
は

何
か
用
事

と

い
て
ほ
し
い
気
も
す
る
わ
ね

ラ
ン
は
用
事
が
無
く
て
も
よ
く
こ
こ
に
来
る
か
ら
な

 
ま
あ
ラ
ン
と
話
す
の
は
面
白
い
か
ら
い
つ
で
も
歓
迎
な
の
な

 
そ
う
言

て
リ
ナ
は

ラ
ン
の
分
の
朝
食
の
用
意
を
始
め
た

ラ
ン
も
一

に
朝
ご

を
食
べ
て
い
く
の
な

あ
り
が
と
う
リ
ナ

り
難
く

く
わ

 
そ
こ
に
続
々
と
姉
妹
達
が
入
室
し
て
き
た

お

ラ
ン

久
し
ぶ
り
だ
な

元
気
か

う
ん

元
気
元
気
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な
ら
良
か

た
今
度
一

に
狩
り
に
で
も
行
こ
う

新
し
い
魔
法
の
練

を
し
た
い
ん
だ

よ
な

 
リ
ク
は
そ
う
言

て

活
に
笑

た

次
に
出
て
き
た
の
は
リ

ク
で
あ
る

お
よ

ラ
ン

家
探
し
は
上
手
く
い

た

う
ん

五
つ
ほ
ど
候
補
を
押
さ
え
て
お
い
た
わ

あ
り
が
と
う
ね

リ

ク

ど
う
い
た
し
ま
し
て
じ

ん

 
そ
し
て
そ
の
後
に
リ
ン
と
リ

ウ
が
続
く

お
は
よ
う

お
は
よ
う
リ
ン

ち

と
眠
そ
う
だ
け
ど
大
丈
夫

日
は
在

整
理
に
少
し
手
間
取

て
な

で
も
問
題
な
い

大
丈
夫
だ

そ
う

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

あ

れ

ね

ラ
ン

と
り
あ
え
ず
戦
う

ご
め
ん

ソ

ド
ス
キ
ル
の
復

も
し
た
い
し

ま
た
今
度
ね

 
ど
う
や
ら
リ

ウ
は

ラ
ン
の
成
⻑
を

感
に
感
じ
取

た
ら
し
い

 
そ
し
て
そ
の
後
か
ら
リ
ツ
が
パ
タ
パ
タ
と
足
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら

を
見
せ
た
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ど
う
や
ら
走

て
き
た
ら
し
い

み
ん
な

も
う
す
ぐ

あ

ラ
ン

来
て
た
の
に

う
ん

朝
ご

を
ご

走
に
な
り
に
ね

丁
度
良
か

た
に

も
う
す
ぐ
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
み
ん
な
が

て
く
る
ら
し
い

に
も
う
す
ぐ

そ
う
な
の

今
か
ら
帰
る

て
連

が

た

た
今
あ

た
の
に

 
な
の
で
み
ん
な
は
持
ち
込
ま
れ
る
素
材
を
整
理
す
る

に
そ
の
時
間
に
家
に
残

て
て
欲
し

い
の
に

今
か
ら

ま
あ
ま
だ
時
間
は
あ
る
よ
な

そ
う
に

ね

多
分
四
時
間
く
ら
い
は
か
か
り
そ
う
か
に

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
俺
は

そ
れ
ま
で
も
う
一
度

て
く
る

私
も
そ
う
し
よ
う
か
ね

そ
れ
じ

あ
私
は
倉

に
そ
の
ス
ペ

ス
を
確
保
し
て
お
こ
う

な
ら
リ
ナ
も
リ
ン
ね

ね
を
手
伝
う
の
な
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大
丈
夫
だ

大
し
た

じ

な
い
か
ら

リ
ナ
は
ラ
ン
と
お

り
し
て
い
る
と
い
い

む

ん

分
か

た

そ
う
す
る
の
な

 
そ
し
て
ま

た
り
し
た
時
間
が
過
ぎ

 

に
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

達
が

て
き
た

 
そ
ん
な
彼
ら
が
見
た
の
は
リ
ツ
と
リ
ナ
と
一

に
美
味
し
そ
う
に
お
茶
を
飲
む
ラ
ン
の

で

あ

た
あ
ら
み
ん
な

待
ち
く
た
び
れ
た
わ
よ

何
で
い
る
の

 
こ
れ
が
ラ
ン
が
仲
間
と
再
会
す
る
ま
で
の
顛
末
で
あ
る

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が

に
再
び
全
員
揃
い
ま
し
た
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第
８
０
１
話
 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン

何
で
と
言
わ
れ
て
も

み
ん
な
を
待

て
い
た
か
ら
と
し
か

 
言
え
な
い
の
だ
け
れ
ど

そ
う
言
い
か
け
た
ラ
ン
に

い
き
な
り
ユ
ウ
キ
が

き
つ
い
た

ラ
ン
の
馬

馬

馬

馬

ち

と
ユ
ウ

い
き
な
り
何
を

 
だ
が
ユ
ウ
キ
は
ラ
ン
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
し
な
い

 
リ

ダ

と
し
て
の

を
果
た
そ
う
と
ず

と
気
を
張

て
き
た
ユ
ウ
キ
で
あ

た
が

 
ラ
ン
と
再
会
し
た
事
に
よ
り

張
り
詰
め
て
い
た
気
持
ち
が
一
時
的
に
切
れ
た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
他
の
者
達
も

口
々
に
ラ
ン
を
気
遣
う
よ
う
な
事
を
言

た

お
い
ラ
ン

体
の
方
は
大
丈
夫
な
の
か

査
だ

た
の
よ
ね

結
果
は
問
題
な
い
の

ま

た
く
心
配
さ
せ
す
ぎ
だ
よ
ね

い
き
な
り
だ

た
か
ら
な

 
次
々
と
仲
間
達
に
心
配
さ
れ

ラ
ン
は

し

な
さ
を
感
じ
て
い
た
が
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理
由
を
言
う

に
も
い
か
な
い
の
で
こ
こ
は
誤
魔
化
す
し
か
な
い
場
面
で
あ
る

も
ち
ろ
ん
大
丈
夫
よ

日
も
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

を
デ

エ
ル
で
何
人
も
血
祭
り
に
あ
げ
た

わ 
ブ
ラ

ド
・
フ

ス
テ

バ
ル
よ

わ

し

い

 
ラ
ン
は
仲
間
達
を
安
心
さ
せ
よ
う
と

つ
い
つ
い
そ
ん
な
事
を
言

て
み
た
が

 
さ
す
が
は
ラ
ン
を
付
き
合
い
の
⻑
い
連
中
で
あ
る

当
然
全
員
そ
の
最
後
の
言
葉
は
ス
ル

し

た 
唯
一
の

外
が
ユ
ウ
キ
で
あ
る

そ
の
言
葉
を
付
け
加
え
る
意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ユ
ウ
キ
は
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
ラ
ン
の
様
子
に
安
心
し
た
よ
う
な
表
情
を

か
べ
た

で
も
デ

エ
ル

て

と
り
あ
え
ず
そ
の
話
も
後
で

し
く
み
ん
な
に
教
え
る
わ

ま
あ
元
気
そ
う
で
良
か

た
よ
こ
れ
で
や

と
ボ
ク
の
リ

ダ

と
し
て
の
仕
事
も
終
わ
り

か
な
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う
む

ご
苦
労

い

い
き
な
り
え
ら
そ
う

え
ら
そ
う
な
の
で
は
な
い
わ

エ
ロ
い
の
よ

そ
こ
は
エ
ロ
い
の
よ

て
言
う
場
面
だ
よ
ね

 
ユ
ウ
キ
は

て
て
そ
う
返
し
た
が

 
自
分
が

え
ら
い
の
よ

と

エ
ロ
い
の
よ

を
間
違
え
た
事
に
は
ま
だ
気
付
い
て
い
な
い

あ
ら

ユ
ウ
ま
で
エ
ロ
い
の
よ
と
言
う
な
ん
て

 
や
は
り
私
の
エ
ロ
さ
が
こ
の
一
週
間
で
パ
ワ

ア

プ
し
た
と
い
う
事
ね

え

ボ
ク
そ
ん
な
事
言

て
な
い
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ユ
ウ
キ
は
仲
間
達
の
方
を
見
た

 
だ
が
二
人
の

才
を

て
見
て
い
た
他
の
五
人
は
一

に
首
を

た

言

て
た
ぞ

言

て
た
ね

言

て
ま
し
た

言

て
た
わ
よ
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そ

そ
の

ド
ン
マ
イ
で
す
よ

 
五
人
に
そ
う
断
言
さ
れ
た
ユ
ウ
キ
は
愕
然
と
し
た
顔
で

を

え
な
が
ら
そ
の
場
に

た

ど

ど
う
し
よ
う

ボ
ク
に
ラ
ン
の
病
気
が

ち

た

お
い
コ
ラ

実
の
姉
の
エ
ロ
さ
を
病
気
扱
い
す
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
ラ
ン
は
片
言
で
そ
う
言
い
つ
つ
も

そ

と
ユ
ウ
キ
の

を

き
し
め

 
ユ
ウ
キ
は
一

ビ
ク

と
し
た
も
の
の

そ
の
ま
ま
ラ
ン
に
身
を
任
せ

 
若

え
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

姉
妹
の
感
動
的
な
シ

ン
で
あ
る

 
だ
が
次
の
ラ
ン
の
言
葉
が
そ
の
い
い
シ

ン
を
ぶ
ち
壊
し
に
し
た

は
い

ユ
ウ
に
エ
ロ

が
感

し
た
わ

次
は
ユ
ウ
が
⻤
ね

こ
の
感
動
的
な
シ

ン
で
い
き
な
り
何
を
言

ち

て
る
の

は
い
は
い
あ
な
た
に
そ
う
い
う
の
は
似
合
わ
な
い
の
よ
い
つ
も
通
り
の
明
る
い
ユ
ウ
で
い

な
さ
い

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て
そ

を
向
い
た

ど
う
や
ら
今
の
は
ラ
ン
な
り
の

れ

し
の
よ
う
で

あ
る

 
そ
れ
で
ユ
ウ
キ
も
立
ち
上
が
り

い
つ
も
通
り
の
笑
顔
を
見
せ
た
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ま
あ
ラ
ン
が
元
気
そ
う
で
本
当
に
良
か

た
よ
で
も
連

く
ら
い
し
て
く
れ
れ
ば
良
か

た

の
に

 
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

リ
ス
ト
の
名
前
も
消
え
た
ま
ま
だ

た
し

 
そ
う
言
わ
れ
た

間
に

今
度
は
ラ
ン
の

動
が
怪
し
く
な

た

そ

そ
れ
は
み
ん
な
の
気
を
散
ら
し
ち

い
け
な
い
と
思

て

 
ラ
ン
は
目
を

ら
し
な
が
ら
そ
う
言

た

不
審
な
事
こ
の
上
な
い

別
に
そ
ん
な
事
で
気
は
散

た
り
し
な
い
け
ど

も
し
か
し
て
面
倒
だ

た

と
か

そ

そ
ん
な
事
あ
る

が

そ
も
そ
も

 
ラ
ン
が
そ
う
言
い
か
け
た
時
横
で
二
人
の
話
を

い
て
い
た
リ
ナ
が
空
気
を

ま
ず
に
こ

う
言

た

あ
れ

で
も
ラ
ン
は
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行
く
の
は
面
倒

い

て
言

て

あ
あ
あ
あ
あ

今
日
も
空
が

い
わ

実
に

々
し
い
一
日
ね

 
さ
あ
み
ん
な

今
日
も
張
り
切

て
活
動
し
ま
し

う

 
ラ
ン
は

て
て
そ
う
叫
ん
だ
が
時

に

し

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は
ラ
ン
を
白
い
目
で
見
つ
め
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誤
魔
化
し
き
れ
な
い
と
悟

た
ラ
ン
は
そ
の
場
で
正
座
を
し

に
三
つ
指
を
つ
い
て
素
直
に

を
下
げ
た

ご
め
ん
な
さ
い

面
倒
だ

た
の
で
サ
ボ
り
ま
し
た

 
そ
の
謝
罪
を
受
け
た
一
同
は

ラ
ン
ら
し
い
と
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

ま
あ
別
に
い
い
だ
ろ

確
か
に
あ
そ
こ
に
一
人
で
来
る
の
は
面
倒
だ
し
な

だ
ね

と
り
あ
え
ず
お

い
の
話
を

か
せ
合
わ
な
い
と
だ
し

 
素
材
を
換
金
し
て
も
ら

て
ど
こ
か
で
落
ち
着
こ
う
よ

そ
れ
な
ら
も
う
確
保
し
て
あ
る
か
ら
大
丈
夫
よ

そ
う
な
の

一
体
ど
こ
に

て

そ
れ
は
後
で
い
い
か

 
リ

ク
ち

ん

と
り
あ
え
ず
素
材
の

取
り
を
お
願
い
し
て
い
い

あ
い
よ

い
つ
も
あ
り
が
と
じ

ん
ね

 
あ

前
の
素
材
の
代
金
の
残
り
は

も
う
ラ
ン
に

し
て
あ
る
か
ら
ね

 
そ
し
て
無
事
に
素
材
の

を
終
え
た
一
同
は
今
回
も
か
な
り
の
金

に
な

た
事
を
喜
び

つ
つ

 
ラ
ン
の
案
内
で
そ
の
ま
ま
十
一
層
へ
と
転
移
し
た
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で

そ
の

て
ど
こ

こ

ち
よ

 
そ
し
て
ラ
ン
に

ど
う
見
て
も

屋
で
は
な
い

物
に
案
内
さ
れ
た
一
同
は
目
を

く
し
た

こ

こ
こ
は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
候
補
の
一
つ
よ

 
勝
手
な
事
を
し
て
し
ま

て
悪
か

た
け
ど
い
い
物
件
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
仮
押
さ
え
し
て

あ
る
わ

確
か
に
素
敵
な
物
件
で
す
ね

仮
押
さ
え

て

お
金
は

仮
だ
か
ら
ま
だ
か
か

て
な
い
わ
よ

今
の
う
ち
の
資
産
も
大
体

出
来
た
か
ら

 
資
金
的
に
無
理
の
無
い

囲
で
全
部
で
五
件

押
さ
え
て
あ
る
わ

え
え

よ
く
そ
ん
な
に
見
つ
け
た
ね

こ
こ
は

日
の
同
盟
と
の
デ

エ
ル
の
時
に
知
り
会

た
人
に
紹
介
し
て
も
ら

て

 
他
の
四
件
は
ル
ク
ス
と
一

に
探
し
て
見
つ
け
た
所
ね

ル
ク
ス
が
手
伝

て
く
れ
た
ん
だ
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え
え

日
偶
然
会

た
か
ら

付
き
合

て
も
ら

た
の

し

仕
事
が

え

 
そ
し
て
中
に
入

た
一
同
は

情
報
の
す
り
合
わ
せ
を
始
め
た

こ

ち
は
ま
あ
簡

か
な

運
良
く
ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
新
し
い
狩
り
場
を
見
つ
け
て
さ

 
そ
の
せ
い
で
当
分
資
金
の
や
り

り
に
困
ら
な
い
く
ら
い
の
大
金
を
手
に
入
れ
た
よ

そ
れ
は
リ
ナ
か
ら

い
た
わ

か
な
り

い
だ

て
の
は
知

て
た
け
ど

 
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
と
は
思
わ
な
か

た
け
ど
ね

で

そ
れ
を
二
回
ほ
ど
や

た
後

 
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行

て

自
で
体
術
を
意
識
し
な
が
ら

行
し
て
さ

で

ボ
ク
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
の
開
発
を
終
え
た
所
で

て
き
た

て

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル

完
成
し
た
の

う
んい

て
驚
け

多
分
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
最
高

の

十
一
連
だ

 
十
一
連
と

い
た

間
に

さ
す
が
の
ラ
ン
も

然
と
し
た
顔
を
し
た

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
で
の
雑
談
で
そ
れ
系
の
話
も
出
て
き
た
の
だ
が
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ま
だ
五
連
以
上
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
開
発
出
来
た
プ
レ
イ
ヤ

は
一
人
も
い
な
い
と

い
て
い

た
か
ら
だ

 
そ
の
話
を
ラ
ン
か
ら

い
た
一
同
は

難
し
い
顔
を
し
な
が
ら
口
々
に
こ
う
言

た

や

ぱ
り
突
き
中
心
に
し
た
の
が
勝
因
み
た
い
な

ソ

ド
ス
キ
ル

て
い
う
と

ど
う
し
て
も

撃
メ
イ
ン
で
考
え
ち

う
か
ら
ね

 
ま
あ
突
き
も
そ
う
簡

じ

な
い
だ
ろ
う
け
ど

撃
よ
り
楽
な
の
は
確
か
だ
し

手
に
剣
を

る
う
の
は
格
好
い
い
け
ど

ど
う
し
て
も
体
重
移
動
が
ね

そ
れ
で
も
ま
あ
そ
の
う
ち
誰
か
が
開
発
す
る
と
思
う
け
ど
な

そ
れ
に
し
て
も
十
一
連

て

 
ラ
ン
は
漠
然
と

そ
れ
が
個
人
に
作
れ
る
限
界
近
い
領

な
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
て
い
た

で

名
前
は

え

と

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
に
し
た

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

 
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は

以
前
ハ
チ
マ
ン
に
も
ら
い

 
今
も
ず

と
胸
に

け

ぱ
な
し
の
ロ
ザ
リ
オ
を

り
し
め
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ユ
ウ
キ
も
そ
れ
を
見
て
大
切
そ
う
に
自
分
の
胸
に
か
か

て
い
る
ロ
ザ
リ
オ
を

り
し
め
た

最
高
の
名
前
ね

う
ん

あ
り
が
と
う
ラ
ン

 
ユ
ウ
キ
達
の
話
は
そ
れ
で
終
わ
り

そ
し
て
次
は
ラ
ン
の
番
と
な

た

私
の
方
は
簡

よ

あ
な
た
達
が
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
い
る
と

か
さ
れ
て

 
そ
こ
ま
で
行
く
の
が
面
倒
だ
と
感
じ
た
私
は

め

面
倒
だ

て

も
う
ハ

キ
リ
言

ち

う
の
ね

素
材
の
料
金
を
受
け
取

て

大
体
の
手
持
ち
金

を

出
来
た
か
ら

 
そ
ろ
そ
ろ
う
ち
の

点
も
探
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

て

 
三
十
四
層
か
ら

番
に

い
い
物
件
が
な
い
か
探
し
て
お
こ
う
と
思

た
の
よ

確
か
に
い
つ
ま
で
も

屋

ら
し

て
の
も
な

う
ん

ラ
ン

グ

ジ

ブ

あ
り
が
と
う

で

そ
の
三
十
四
層
で

ち

と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に

き
込
ま
れ
た
の

 
そ
し
て
ラ
ン
は

ジ

エ
リ

ズ
と
同
盟
の
い
ざ
こ
ざ
や

 
そ
の
流
れ
で
ハ
チ
マ
ン
を

辱
さ
れ
て
我
慢
が
出
来
な
く
な
り
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デ

エ
ル
を

か
け
て
全
員
を
ボ
コ
ボ
コ
に
し
た
事
を
み
ん
な
に
話
し
た

お
お

ラ
ン

え
ら
い

よ
く
や

た

で
し

さ
す
が
の
私
も
我
慢
す
る
事
は
出
来
な
か

た
わ

分
か
る

多
分
俺
で
も
同
じ
事
を
し
た

ボ
ク
も
き

と
そ
う

 
一
同
大
絶

で
あ
る

で
ね

そ
の
流
れ
で
何
か
お

を
し
た
い

て

 
ジ

エ
リ

ズ
の
リ

ダ

の
ス
ピ
ネ
ル

て
人
に
言
わ
れ
た
か
ら

 
こ
の
物
件
を
紹
介
し
て
も
ら

た
と

ま
あ
そ
う
い
う

そ
う
い
う
流
れ
か
あ

で

他
に
も
四
件
あ
る
と

う
ん

そ
の
デ

エ
ル
の
直
後
に
ル
ク
ス
と
会

て
ね

一

に
回

た
わ
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そ
れ
じ

あ

速
そ

ち
も
見
て
み
よ
う

そ
う
ね

行

て
み
ま
し

う
か

 
さ
す
が
思
い
立

た
ら
す
ぐ
動
く
が
モ

ト

の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
そ
の
ま
ま
他
の
四
件
の
物
件
を
見
た
後
で
や
は
り
最
初
の
物
件
が
一
番
い
い
と
い
う
事
に
な

り 
元
の
十
一
層
へ
と

て
き
た
後

速
攻
で
そ
の
物
件
の

入
を
確
定
さ
せ
た

 
こ
の
家
は
当
然
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
と
名
付
け
ら
れ

 

に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
確

た
る

点
を
確
保
す
る
事
に
成
功
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
今
日
は
色
々
と
必
要
な
物
を
分
担
し
て

い
に
行
き
ま
し

う

 
そ
の

況
に
よ

て
は

今
度
ハ
チ
マ
ン
を
呼
び
出
し
て

 
足
り
な
い
物
を
色
々
と
作

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
ね

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
生
活
基
盤
を
整
備
し
終
え
た
後

 
話
し
合
い
を

て

次
の
目
標
で
あ
る
黒

宮
に
向
か
う
事
と
な
る



 第８０２話 あの幻影の少女は

 
第
８
０
２
話
 
あ
の
幻
影
の
少
女
は

お
は
よ
う
み
ん
な

お
は
よ
う
ラ
ン

い
や

日
は
ぐ

す
り
眠
れ
た
な

や

ぱ
り
自
分
達
の
家
が
あ
る

て
い
い
よ
ね

家
じ

や

ぱ
り

げ
ま
せ
ん
か
ら
ね

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

達
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
で
初
め
て
の
夜
を

過
ご
し

 
全
員
が
自
宅
と
呼
べ
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
幸
せ
を

み
し
め
て
い
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
朝
食
に
し
ま
す
か
ね

今
日
は
予
定
通
り
に
黒

宮
で
い
い
の
か

え
え
そ
う
ね

ま
あ
今
の
私
達
な
ら
も
う
余

だ
と
思
う
け
れ
ど

油
断
し
な
い
で
い
き
ま

し

う
つ
い
に
兄
貴
に

え
ら
れ
た

練
を
ク
リ
ア
す
る
時
が
来
た
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や

て
や
り
ま
し

う

 
皆
は
そ
う
気
勢
を
上
げ

転
移
門
を
通
り

は
じ
ま
り
の
街
へ
と
乗
り
込
ん
だ

さ
て

黒

宮
に
向
か
う
わ
よ

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
黒

宮
目
指
し
て
進
ん
で
い

た

 
さ
す
が
に
ま
だ
ラ
ン
の
見
た
目
と
二
つ
名
は
広
ま

て
い
な
い
よ
う
で

 
道
中
で
特
に
誰
か
に
声
を
か
け
ら
れ
る
事
は
な
か

た
の
だ
が

 
剣
士
の
碑
の
前
に
通
り
か
か

た
時

ラ
ン
に
声
を
か
け
る
者
が
い
た

お

そ
こ
を
行
く
の
は
絶
刀
さ
ん
か

 
そ
の
セ
リ
フ
を

い
た
他
の
者
達
は
驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た

 
ど
う
や
ら
ま
だ
ラ
ン
か
ら

絶
刀
を
名
乗
る
事
に
し
た
と
は

い
て
い
な
か

た
ら
し
い

あ
ら

ス
ピ
ネ
ル
さ
ん

お
と
と
い
ぶ
り
ね

 
そ
こ
に
い
た
の
は
先
日
家
を
紹
介
し
て
く
れ
た
ス
ピ
ネ
ル
で
あ

た

 
後
ろ
に
は
お
と
と
い
会

た
他
の
メ
ン
バ

の

も
ち
ら
ほ
ら
見
え

 
ラ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
そ
ち
ら
に
も
手
を

た

お
お

今
日
は
そ

ち
も
仲
間
と
一

な
ん
だ
な



 第８０２話 あの幻影の少女は

え
え

日
合
流
し
た
の

ふ
ふ

み
ん
な
強
そ
う
で
し

お
お

何
か
雰
囲
気
が
あ
る
な

特
に
そ
こ
の

絶
刀
に
よ
く
似
た
子
と
か
は
や
ば
そ
う
だ

 
ス
ピ
ネ
ル
は
ユ
ウ
キ
の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

あ
ら

よ
く
分
か
る
の
ね

こ
の
子
は
私
の
双
子
の
妹
の
ユ
ウ
キ
よ

 
こ
こ
だ
け
の
話

も
う
す
ぐ
絶
剣
を
名
乗
る
予
定
に
な

て
る
の

は

初
め
ま
し
て

ボ
ク
は
ユ
ウ
キ
で
す

お
う

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

ユ
ウ
キ
ち

ん

ユ
ウ

そ
れ
に
み
ん
な

 
こ
の
人
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
を
私
に
紹
介
し
て
く
れ
た
ス
ピ
ネ
ル
さ
ん
よ

あ

そ
う
だ

た
ん
だ

あ
り
が
と
う
お
兄
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
お

を
言
わ
れ
た
当
の
ス
ピ
ネ
ル
は
ラ
ン
に

し
く
説
明
さ
れ
な
く
て
も
事
情
を
察
し

た
の
か

 

揚
な
態
度
で
ひ
ら
ひ
ら
と
手
を

た

そ
う
か

あ
の
家
を

た
ん
だ
な

そ
れ
な
ら
紹
介
し
た
甲
斐
が
あ

た

て
も
ん
だ
よ
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ふ
ふ

み
ん
な
あ
の
家
を
気
に
入

て
し
ま

た
の

そ
う
か

本
当
に
良
か

た

で

今
日
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

剣
士
の
碑
で
も
見
に
き
た

の
かう

う
ん

こ
れ
か
ら
黒

宮
に
向
か
う
予
定
な
の

黒

宮

あ
そ
こ
か

あ
そ
こ
に
も
い
ず
れ
攻
略
の
手
が
回
る
と
思
う
が

 

層
更
新
の
方
が
忙
し
い
か
ら

ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
な
ん
だ
よ
な

ヴ

ル
ハ
ラ
が
三
十
層
近
く
ま
で
攻
略
し
て
る
と
思
う
の
だ
け
れ
ど

そ
う
そ
う

そ
ん
な
感
じ
だ
な

た
だ
そ

ち
は
ほ
ら

名

て
い
う
か

 
そ
う
い
う
の
が
足
り
な
い
か
ら
う
ち
も
あ
ま
り
攻
略
に
熱
心
に
は
な
れ
な
い
ん
だ
よ
な

 
そ
う
言

て
ス
ピ
ネ
ル
は

剣
士
の
碑
の
方
を
チ
ラ

と

め
た

あ
あ

名

名

ね

確
か
に
そ
う
か
も

だ
ろ

あ
そ
こ
に
名
前
が
載
る

て
の
は

 
一
流
プ
レ
イ
ヤ

の
仲
間
入
り
を
し
た

て
事
に
な
る
か
ら
さ

 
俺
と
し
て
も
い
つ
か
は
ギ
ル
ド
の
全
員
の
名
前
を
載
せ
て
や
り
た
い

て
思

て
る
ん
だ
よ

な
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で
も
同
盟
の
存
在
の
せ
い
で

中
々
そ
う
も
い
か
な
い

ね

ま
あ
そ
う
い
う
こ

た

向
こ
う
が
本
当
に
正
々

々
と
攻
略
し
て
る
な
ら

 
今
の

況
に
も
別
に
文

は
無
い
ん
だ
が
な

そ
う
ね

怪
し
す
ぎ
る
わ
よ
ね

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
す
二
人
の
横
か
ら

ユ
ウ
キ
が
こ
う
質
問
し
て
き
た

ね

前
か
ら
気
に
な

て
た
ん
だ
け
ど

こ
の
剣
士
の
碑

て
ど
ん
な
場
所
な
の

こ
こ
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
を
討
伐
し
た
レ
イ
ド
か
ら
八
人
の
名
前
が
選
ば
れ
て
表

さ
れ
る
場
所
だ

な
あ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

よ
く
見
て
み
な
さ
い
ユ
ウ

あ
ち
こ
ち
に
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
が
あ
る
わ
よ

う
わ

本
当
だ

そ

か

そ
う
い
う
場
所
な
ん
だ

 
ユ
ウ
キ
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
そ
ち
ら
を
見
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
に
ス
ピ
ネ
ル
が
言

た

い
つ
か
う
ち
と
そ

ち
で
合
同
で
あ
そ
こ
に
名
前
を
載
せ
る

て
の
も
楽
し
そ
う
だ
な

え
え
そ
う
ね

そ
の
時
は
是
非
宜
し
く
お
願
い
す
る
わ

こ
ち
ら
こ
そ
喜
ん
で
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二
人
は
そ
う
言
葉
を
交
わ
し
て

手
し
た

そ
れ
じ

あ
私
達
は
そ
ろ
そ
ろ
行
く
わ

お
う

頑
張

て
な

そ

ち
も
ね

 
そ
し
て
ジ

エ
リ

ズ
と
別
れ
た
後

ノ
リ
が
勢
い
良
く
ラ
ン
に
迫

て
き
た

ち

と
ラ
ン

ど
う
い
う
事

ん

ど
う
し
た
の

い
や

さ

き
絶
刀

て

あ
あ

そ
の
事

お
と
と
い
同
盟
の
雑

共
を

散
ら
し
た
時
に

 
多
く
の
観
客
の
前
で
絶
刀
を
名
乗

た
の
よ

 
そ
の
事
に
は
ハ
チ
マ
ン
も
特
に

を
差
し

ま
な
か

た
か
ら

 
今
の
私
の
実
力
が

絶
刀
を
名
乗
る
に
足
る
と
判
断
し
て
も
ら
え
た
ん
じ

な
い
か
し
ら

そ
そ
う
な
の

で
も
ラ
ン
し
ば
ら
く
ゲ

ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
か

た
ん
じ

け

査
の
間
に
一
人
で

行
し
て
た
の
よ
時
々
ハ
チ
マ
ン
に
も
手
ほ
ど
き
し
て
も
ら

て

ね



 第８０２話 あの幻影の少女は

 
ラ
ン
は
そ
う
言
い

し

他
の
者
達
も
一
応
そ
の
説
明
に
納
得
し
た

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に

ラ
ン

ず
る
い

ノ
リ
は

れ
ハ
チ
マ
ン
好
き
す
ぎ
る
で
し

う

全
然

れ
て
な
い
け
ど
な

ボ

ボ
ク
は

ボ
ク
も
も
う
絶
剣
を
名
乗

て
い
い
の
か
な

 
ユ
ウ
キ
が
や
や
興
奮
ぎ
み
に
そ
う
言
い

ラ
ン
は

組
み
し
な
が
ら
ユ
ウ
キ
に
こ
う
答
え
た

そ
う
ね

ユ
ウ
も
も
う
絶
剣
を
名
乗

て
も
い
い
と
は
思
う
の
だ
け
れ
ど

 
そ
れ
に
は
一
つ

絶
対
に
外
せ
な
い

件
が
あ
る
わ

件

ど
ん
な

の
他
人
の
前
で

そ
れ

い
実

を

す
事

 
そ
の
言
葉
に
ユ
ウ
キ
も

め
た
他
の
者
達
は
納
得
し
た

あ
あ

そ

か

二
つ
名

て
そ
う
い
う
も
の
だ
よ
ね

え
え

自
分
で
勝
手
に
名
乗
る
だ
け
じ

説
得
力
が
無
い
も
の
ね

確
か
に
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そ
う
ラ
ン
に
説
明
さ
れ
た
ユ
ウ
キ
は

息
も
荒
く
こ
う
言

た

分
か

た

ボ
ク
も
そ
う
い
う
チ

ン
ス
を
逃
さ
ず

実
力
を
世
に

す
よ

そ
の
意
気
よ

頑
張
り
な
さ
い

う
ん

頑
張
る

決
し
て

ら
な
い
よ
う
に
ね

先
ず
は
黒

宮
の
三
十
層
か
ら
よ

だ
ね

 
そ
し
て
黒

宮
に
入

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
と
り
あ
え
ず
前
回
の
続
き
で
あ
る
十
八
層
を
目
指
し
た

さ
て

ま
た
カ
エ
ル
天
国
か

タ
イ
ニ

ト

ド
ち

ん

久
し
ぶ
り

 
そ
こ
か
ら
ト

ド
地

を

て
ジ

イ
ア
ン
ト
・
ト

ド
地

へ
と
た
ど
り
着
い
た
一
行
は

 
敵
の
⻭
ご
た
え
の
無
さ
に
や
や
驚
か
さ
れ
た

敵
が

い

ラ
グ

ラ
ビ

ト
の
足
元
に
も

ば
な
い
わ
ね

し
か
も

い



 第８０２話 あの幻影の少女は

こ
ん
な
も
ん
だ

た

け

 
こ
の
事
か
ら
も

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
か
な
り
成
⻑
し
た
事
が
分
か
る

ラ
ン

ど
う
す
る

そ
う
ね

一
気
に
二
十
五
層
く
ら
い
ま
で
駆
け
抜
け
て
み
ま
し

う
か

オ

ケ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

ゴ

 
そ
の
ユ
ウ
キ
の
声
を
合
図
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
走
り
出
し
た

 
道
中
を
急
い
だ
分
敵
の
出
現

は
少
な
く
済
み
一
行
は
あ

さ
り
と
二
十
五
層
へ
と
た
ど

り
着
い
た

よ
し

こ
こ
で
敵
の
強
さ
を
調
べ
る
わ
よ

オ

ケ

オ

ケ

ち
な
み
に
出
て
く
る
敵
が
ジ

イ
ア
ン
ト
・
ト

ド
だ

た
ら
ど
う
す

る 
そ
の
ジ

ン
の
問
い
に

ラ
ン
は
あ

さ
り
と
こ
う
答
え
た

当
然
ス
ル

し
て
次
に
行
く
わ

一
気
に
三
十
層
ま
で
行
く
の
も
ア
リ
だ
と
思
う
け
ど

一
応
よ
一
応

も
し
三
十
層
の
分
岐
の
奥
で
お
か
し
な
罠
に

き
込
ま
れ
て

じ
込
め
ら
れ
た
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と
し
て

 
そ
こ
の
敵
を
相
手
に
す
る
の
に
何
か
の
ア
イ
テ
ム
が
多
め
に
必
要
と
か
な

た
ら
困
る
し
ね

あ
あ

そ
う
い
う
の
も
あ
る
ね

う
ち
は
ヒ

ラ

が
少
な
い
か
ら

 
ジ

ン
が
ぼ
そ
り
と
そ
う

き

ヒ

ラ

と
い
う
言
葉
で

 
ユ
ウ
キ
の

裏
に
先
日
知
り
合

た
一
人
の
ヒ

ラ

の
優
し
げ
な
笑
顔
が

か
ん
だ

こ
こ
に
ア
ス
ナ
が
い
て
く
れ
た
ら
良
か

た
の
に
な

 
ち
な
み
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
全
員
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
事
を
調
べ
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
何
か
と
忙
し
か

た

 
精
々
が
メ
ン
バ

リ
ス
ト
を
簡

に

め
る
く
ら
い
で
あ
り

 
ま
だ
誰
も
メ
ン
バ

個
々
の
事
を

し
く
調
べ
た
者
は
い
な
い
の
で
あ
る

ア
ス
ナ

誰

ま
さ
か
ユ
ウ

私
と
い
う
お
姉
ち

ん
が
あ
り
な
が
ら

気
を

そ
こ
は
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
を
出
す
べ
き
だ
よ
ね

ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ウ
の
お
姉
ち

ん
じ

な
い
の
よ

ご
め
ん
ラ
ン

ち

と
意
味
が
分
か
ら
な
い

 
そ
う
ユ
ウ
キ
に
言
わ
れ
た
ラ
ン
は

一

し
そ
う
な
表
情
を
し
た



 第８０２話 あの幻影の少女は

 
先
日
ユ
イ
に
お
姉
ち

ん
と
呼
ん
で
も
ら

た
ラ
ン
は

 
こ
の
ど
さ
く
さ
に

れ
て
ユ
ウ
キ
に
も
お
姉
ち

ん
と
呼
ん
で
欲
し
か

た
の
で
あ
る

 
だ
が
さ
す
が
に
今
ま
で
ず

と
お

い
の
事
を
名
前
で
呼
び
合

て
き
た
せ
い
か

 
ユ
ウ
キ
が
自
主
的
に
そ
う
呼
ぶ
の
を
期
待
す
る
の
は
か
な
り
ハ

ド
ル
が
高
い
よ
う
で
あ

た
で

ア
ス
ナ

て
誰

あ

う
ん

モ
ブ
を
釣
る
の
が
上
手
い
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ヒ

ラ

さ
ん

ち
な
み
に
ボ
ク
の

友
達へ

そ
ん
な
知
り
合
い
が
出
来
た
の
ね

う
ん

ア
ス
ナ

て
ば

麗
な
⻑
い
水
色
の

を
し
た

と

て
も
美
人
さ
ん
な
ん
だ
よ

わ

私
と
ど

ち
が
美
人

え

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

ん

そ

そ
う
よ
ね

私
と
ユ
ウ
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
顔
な
ん
だ
し

当
然
私
を
選
ん

ア
ス
ナ

う
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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ラ
ン
は
ユ
ウ
キ
が
そ
う
言

た

間
に
発
狂
モ

ド
に
入
り

り
を
滅
茶
苦
茶
に
走
り
始
め

た
う
わ

ラ
ン
が
壊
れ
た

お
い
ユ
ウ
キ

任
を
も

て
ラ
ン
を
止
め
て
く
れ
よ

え

あ
あ
な

た
ラ
ン
を
止
め
る
の

て
か
な
り
面
倒

そ
う
な
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言

て
ユ
ウ
キ
が
ラ
ン
に
声
を

け
よ
う
と
し
た

間
に
ラ
ン
は
走
る
の
を
や
め

 
平
然
と
し
た
顔
で
元
の
場
所
に

て
き
た

そ
う
い
え
ば
ア
ス
ナ

て

ユ
キ
ノ
さ
ん
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
名
前
じ

な
か

た
か
し
ら

落
ち
着
い
た
と
思

た
ら
い
き
な
り
何

え

そ

そ
う
な
の

ハ
チ
マ
ン
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
彼
女
の
名
前
は
ア
ス
ナ
だ

た
ら
し
い
わ

 
つ
ま
り
そ
れ

て
正
妻
で
あ
る
ユ
キ
ノ
さ
ん
が

そ
う
名
乗

て
た

て
事
で
し

う

 
こ
の
前
当
時
の
説
明
を
し
て
も
ら

た
か
ら
間
違
い
な
い
わ

そ
う
だ

た
ん
だ

へ

 
ラ
ン
の
勘
違
い

こ
こ
に

ま
れ
り
で
あ
る

 
も

と
も
そ
れ
を
言

た
ら
こ
こ
に
い
る
全
員
が
そ
う
な
の
で
は
あ
る
が
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そ
れ
じ

あ
あ
れ
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
先
に
ア
ス
ナ
が
い
た
か
ら

 
ユ
キ
ノ
さ
ん
は
ア
ス
ナ

て
名
前
を
選
べ
な
か

た

て
事
に
な
る
の
か
な

ア
ス
ナ

と
か

ア†

ス†

ナ

と
か
い
う
手
も
あ

た
か
も
だ
け
ど

 
ユ
キ
ノ
さ
ん
は
そ
う
い
う
事
を
す
る
人
じ

無
さ
そ
う
だ
し
ね

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い

 
全
員
に
即
座
に
そ
う
否
定
さ
れ
た
ラ
ン
は

ね
た
表
情
で

を

ら
ま
せ
た

何
よ

み
ん
な
し
て
私
の
事
を
中
二
病
と
で
も
言
い
た
い
の

そ
こ
ま
で
は
言

て
な
い

こ
れ
は
あ
る
意
味
自
爆
な
の
で
は

い
や

ラ
ン
は
中
二
病
だ
ろ

む
し
ろ
違
う
と
思

て
い
た
事
の
方
が
驚
き
で
す
よ

む
 
ラ
ン
は
分
が
悪
い
と
思

た
の
か

露
骨
に
話
題
の

正
に
入

た

で

ア
ス
ナ

て
ど
ん
な
人
な
の

え

と
ね

水
色
の
⻑
い

が
凄
く

麗
で

笑
顔
が
か
わ
い
く
て
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専
門
の
ヒ

ラ

な
ん
だ
ろ
う
け
ど

凄
く
上
手
か

た

そ
う
な
ん
だ

シ
ウ
ネ

は
ど
う
思

た

は
い

多
分
敵
を
釣
り
な
が
ら
回
復
魔
法
の

も
行

て
た
と
思
い
ま
す

そ
れ
は
凄
い
わ
ね

 
ラ
ン
は
シ
ウ
ネ

の
そ
の
意
見
を

き

素
直
に
感
心
し
た

さ
す
が
ヴ

ル
ハ
ラ
と
言
う
べ
き
か
し
ら

し
か
し
水
色

水
色
の

ね

 
ラ
ン
は
そ
の
言
葉
に
記
憶
が

激
さ
れ
る
の
を
感
じ

 
何
と
な
し
に

に
差
し
て
い
た
ス
イ
レ

に
手
を

え
た

 
そ
の

間
に
ラ
ン
の

裏
に
以
前
初
め
て
ス
イ
レ

に
触

た
時
に
見
た
映
像
が
フ
ラ

シ

バ

ク
し
た

あど
う
し
た
の

ユ
ウ

覚
え
て
な
い

初
め
て
あ
な
た
が
セ
ン
ト
リ

に
触
れ
た
時
の
事

初
め
て
セ
ン
ト
リ

に

あ

 
そ
う
言
わ
れ
て
思
い
出
し
た
の
か

ユ
ウ
も
あ

と
い
う
表
情
を
し
た
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ど
う

確
か
に
あ
の
時
見
え
た
女
の
子

て

ア
ス
ナ
そ

く
り
か
も
し
れ
な
い

そ
の
ア
ス
ナ

て
子
は
レ
イ
ピ
ア
は
使
え
る
の

使
え
な
い

ん
じ

な
い
か
な

武
器
で
戦

て
る
の
な
ん
て
見
た
事
な
い
し

そ
う

ま
あ
で
も
こ
れ
が
偶
然
と
は
思
え
な
い
わ

 
ど
ん
な
不
思
議
な
力
が
働
い
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
私
達
が
あ
の
時
見
た
映
像
の
少
女
が
手
に
持

て
い
た
の
が

 
レ
イ
ピ
ア
じ

な
く

だ

た
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
し
ね

う

う
ん

確
か
に
そ
う
か
も

ま
あ
と
り
あ
え
ず
直
ぐ
に
ど
う
こ
う
す
る
話
で
は
な
い
し

そ
れ
は
一
時
置
い
て
お
い
て

 
今
は
三
十
層
の
攻
略
の
事
だ
け
を
考
え
ま
し

う

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

か

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
進
軍
を
再
開
し

 
正
確
に
は
二
十
五
本
目
の
分
岐
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
黒

宮
の
二
十
五
層
へ
と
た
ど
り
着

い
た



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
だ
が
そ
こ
に
い
た
の
は

今
ま
で
と
変
わ
り
映
え
し
な
い
ジ

イ
ア
ン
ト
・
ト

ド
の

で

あ

た
う

ん

仕
方
な
い

こ
の
ま
ま
三
十
層
ま
で
駆
け
抜
け
ま
し

う

了
解

 
そ
し
て
三
十
層
に
到
達
し
た

間
に

空
気
が
変
わ

た
よ
う
な
気
が
し
た

こ
れ
は

前
に
ト

ド
が
ジ

イ
ア
ン
ト
・
ト

ド
に
変
わ

た
時
の
雰
囲
気
と
同
じ
だ
ね

あ

見
て

あ
れ

 
そ
こ
で
一
同
が
見
た
の
は

ジ

イ
ア
ン
ト
・
ト

ド
よ
り
も
更
に
大
き
い

 
ス
カ
ベ
ン
ジ

・
ト

ド
と
い
う
新
種
の
カ
エ
ル
の

で
あ

た
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第
８
０
３
話
 
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン

来
た

新
種
の
カ
エ
ル
来
た

と
り
あ
え
ず
一
戦
し
て
み
て
敵
の
情
報
を
探
り
ま
し

う
か

そ
う
だ
ね

み
ん
な

が
多
い
か
ら
気
を
つ
け
て

 
三
十
回
目
の
分
岐
で
初
め
て
出
現
し
た
そ
の
カ
エ
ル
を
相
手
に

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
フ

メ

シ

ン
を
組
み

立
ち
向
か

た

名
前
は
ス
カ
ベ
ン
ジ

・
ト

ド
み
た
い
だ
な

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
は

ま
た
肉
だ
け
み
た
い

多
分
美
味
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

こ
れ
は
ち

と
な

い
え

リ
ス
ト
に
よ
る
と

こ
い
つ
の
肉
は
ま
ず
い
ら
し
い
で
す

え

て
事
は

は
い

食
肉
と
し
て
は
ゴ
ミ
で
す
ね

で
も
素
材
に
は
な
る
ら
し
い
で
す
よ

オ

ケ

オ

ケ

ま
あ

え
て

て
る
の
も

体
無
い
し
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と
り
あ
え
ず
ア
イ
テ
ム
に
関
し
て
は
放

て
お
い
て

こ
の
ま
ま
進
む
わ
よ

 
さ
す
が
に
こ
の
ス
カ
ベ
ン
ジ

・
ト

ド
は

 
表
の
最
高
到
達

層
近
い
三
十
層
ク
ラ
ス
の
敵
と
い
う
事
も
あ
り

 
戦

て
い
て
も

か
な
り
手
応
え
が
感
じ
ら
れ
た

 
も

と
も
苦
戦
す
る

で
は
な
く

一
同
は

調
に
奥
へ
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

ん

行
き
止
ま
り
か

い
や

こ
れ

扉
じ

な
い
か

て
事
は
ボ
ス
部
屋

つ
い
に
か

 
一
同
は
ボ
ス
部
屋
を
前
に
し
て

や
や

張
し
て
い
た

 
そ
ん
な
仲
間
達
の

張
を
ほ
ぐ
し
た
の
は

リ

ダ

の
ラ
ン
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

な
で
な
で

と

き
 
ラ
ン
は
い
き
な
り
ノ
リ
の
お

に
触
り

 
男
勝
り
の
ノ
リ
に
し
て
は
珍
し
く

そ
ん
な
か
わ
い
い

鳴
を
上
げ
た
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何
す
る
ん
だ
よ
ラ
ン

男
も
女
も
お

い
な
し
か
よ

失

ね

私
は
立

な
痴
女
だ
か
ら

男
に
し
か
興
味
が
な
い
わ

自
分
で
痴
女

て
言
う
と
か

ま
あ
ラ
ン
ら
し
い
よ

う
ん

兄
貴
も
苦
労
す
る
よ
な

平
常
運
転
で
す
ね

我
が
姉
な
が
ら
恥
ず
か
し
い
よ
ボ
ク
は

し
い

 
お
姉
ち

ん

ま
で
ニ
ア
ピ
ン
だ

た
と
思

た
ラ
ン
は

思
わ
ず
そ
う
叫
ん
だ

え

何
が

し
い
の

さ
あ

 
ラ
ン
は
そ
の
問
い
に
そ

け
な
く
そ
う
答
え

続
け
て
こ
う
言

た

男
に
し
か
興
味
が
な
い
の
は
確
か
だ
け
ど
そ
も
そ
も
ハ
チ
マ
ン
以
外
は
男
と
認
め
な
い
の
だ

け
れ
ど
ね

 
そ
れ
は
さ
て
お
き
み
ん
な

張
は
解
れ
た
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張

あ

や
り
方
は
微

だ

た
け
ど

確
か
に
も
う
平
気
だ
ね

と
い
う
か
何
故
私
を
選
ん
だ
し

何
故
か

て

そ
こ
に
ノ
リ
の
お

が
あ

た
か
ら
よ

あ
あ

は
い
は
い

分
か

た
分
か

た

次
や

た
ら
殴
る
か
ら
ね

い
い
じ

な
い

別
に

る
も
の
じ

な
い
ん
だ
し

そ
れ
に
女
同
士
な
ん
だ
し

い
や

私
の
中
の
何
か
が

る

そ
し
て
私
に
そ
う
い
う
趣
味
は
な
い

ふ

ん

や

ぱ
り
ノ
リ
は

触
ら
れ
る
な
ら
ハ
チ
マ
ン
に
触
ら
れ
た
い
の
ね

当
た
り
前

て

き

あ
あ
あ
あ

今
の
無
し

 
ノ
リ
は
う

か
り
そ
う
答
え
か
け
再
び
か
わ
い
い

鳴
を
上
げ
即
座
に
そ
の
言
葉
を
否
定

し
た

 
だ
が
当
然
時

に

く

見
る
と
全
員
が
生

か
い
目
で
ノ
リ
の
方
を
見
て
い
た

く

ラ
ン

超
殺
す

 
そ
の
ラ
ン
は

ノ
リ
に
親
指
を
立
て
て
こ
う
言

た

私
達

ず

痴
女
だ
よ
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く
 
そ
の
言
葉
に
ノ
リ
は
と
て
も

そ
う
な
顔
を
し
た
が

 
直
後
に
ラ
ン
が
表
情
を
引
き
締
め
た

ノ
リ
だ
け
で
な
く
他
の
者
も
ハ

と
し

 
し

か
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
武
器
を

り
し
め
た

冗
談
は
こ
こ
ま
で

そ
れ
じ

あ
行
く
わ
よ

み
ん
な

お
う

 
そ
し
て
ボ
ス
部
屋
と
思
し
き
部
屋
に
乗
り
込
ん
だ

間
に

背
後
の
扉
が

ま

た

む
じ
込
め
ら
れ
た

落
ち
着
き
な
さ
い

さ
く

と
ボ
ス
を
倒
せ
ば
済
む
事
よ

 
ラ
ン
が
そ
う
言
い
放
ち

仲
間
達
は
す
ぐ
に
落
ち
着
い
た

 
こ
の

り
は
ユ
ウ
キ
に
は
出
せ
な
い
雰
囲
気
で
あ
る

来
る
わ
よ

 
見
る
と
部
屋
の
中
央
に

何
か
の
影
が

か
び
上
が

て
き
た

 
そ
れ
は

れ
た
肉

と
い
う
べ
き

を
し
て
お
り
そ
の
肉

が
ゲ
ロ
ゲ
ロ
と
鳴
き
声
を
発
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し
たう

げ
ま
た
カ
エ
ル
な
ん
だ

名
前
は

ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン

あ

何
か
俺
兄
貴
達
が
こ
い
つ
を
倒
さ
な
い
で
放
置
し
た
理
由
が
何
と
な
く
分
か

ち

た
奇
遇
で
す
ね

僕
も
で
す
よ

あ

僕
も
僕
も

男
共
は
グ
チ
グ
チ
言

て
な
い
で
さ

さ
と
突

込
む

え

 
ジ

ン

テ

チ

タ
ル
ケ
ン
の
三
人
は
と
て
も

そ
う
に
そ
う
言
う
と

 
仕
方
な
い
と
い

た
感
じ
で
一
歩
前
に
出
た

そ
の

間
に
そ
の
カ
エ
ル
の

か
ら

が

に
落
ち

 
そ
の
部
分
が
ジ

と
い
う
音
を
立
て
て
煙
を

い
た

 
そ
れ
を
見
た
三
人
は

背
筋
が

る
よ
う
な
思
い
を
し

思
わ
ず
足
を
止
め
た
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う
げ

マ
ジ
か
よ

イ
ン
フ

ク
シ

ン

て
ど
ん
な
意
味
で
し
た

け

さ
あ

俺
達
も
勉
強
は
そ
れ
な
り
に
し
て
る
け
ど

そ
こ
ま
で
英
語
に

能
な

じ

な
い
か
ら
な

ア
イ

キ

ン
ト

ス
ピ

ク

イ
ン
グ
リ

シ

 
そ
ん
な
三
人
に

さ

き
の
仕
返
し
と
ば
か
り
に
ノ
リ
が
言

た

い
い
か
ら
さ

さ
と
突

込
み
な
さ
い

生
贄
ど

い
や

勇

な
男
の
子
達

そ
れ
は
ち

と
追

が
露
骨
す
ぎ
や
し
ま
せ
ん
か
ね

そ
う
だ
そ
う
だ

骨
は

て
あ
げ
る
か
ら
安
心
し
な
さ
い

あ
れ
が

な
ら
骨
も
残
ら
な
さ
そ
う
だ
け
ど
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
テ

チ
は
タ
ン
ク
の

を
果
た
す

に
果

に
前
へ
と
一
歩
を

み

出
し
た

 
そ
ん
な
テ

チ
目

け
て
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
は
口
か
ら
何
か
の

体
を
飛
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ば
し

 
避
け
る
間
も
な
く
テ

チ
の
持
つ
盾
に
着

し
た

が

何
も

こ
ら
な
い

あ

あ
れ

と
か
じ

な
い
み
た
い
だ
ね

盾
の

久
度
は
ど
う

変
わ

て
な
い
ね

ラ
ン

一
度
下
が
る
わ

直
接
手
で
触

て
み
て
確
認
す
る

分
か

た
わ

ボ
ス
も
ま
だ
動
か
な
い
し

許
可
す
る
わ

 
そ
の
言
葉
通
り

ボ
ス
は
ま
だ
動
こ
う
と
し
な
い

 
そ
し
て

て
き
た
ジ

ン
は

恐
る
恐
る
テ

チ
の
盾
に
つ
い
て
い
た

体
に
触

た

 
そ
の

間
に

ピ
コ
ン
と
い
う
音
と
共
に

ジ

ン
の

態
表

が
変
化
し
た

ど
う
な

た

う
わ

マ
ジ
か
よ

ど
う
し
た
の

化
・
カ
エ
ル

て
出
て
る
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えジ

ン

カ
エ
ル
に
な

て
し
ま
う
ん

ど
こ
ぞ
の
名
作
ア
ニ
メ

い
言
い
方
す
ん
な

て

こ
れ
は
予
想
外
ね

化
魔
法
は

く
の
か
し
ら

 
ラ
ン
は
そ
う
言

て

ジ

ン
を
丈
夫
な
ロ

プ
で

ら
せ
た

ロ
ウ
ソ
ク
や
ム
チ
が
無
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
ね

お
い
お
い
俺
を
見
く
び
る
な
よ

あ

と

ご
め
ん
な
さ
い

ジ

ン
の
変
態
レ
ベ
ル
は
そ
ん
な
も
の
じ

な
か

た
わ
ね

そ

ち
の
意
味
じ

う

ケ
ロ

う
ま

 
ジ

ン
は
そ
う
言
い
か
け
た
が
そ
の
口
は
ジ

ン
の
意
思
に
反
し
て
お
か
し
な
事
を
口
走

た
お今

ケ
ロ

て
言

た

シ
ウ
ネ

ジ

ン
が
完
全
に
カ
エ
ル
に
な

た
ら

化
魔
法
を

分
か
り
ま
し
た
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そ
し
て
ジ

ン
が
四
つ
ん
這
い
に
な
り
そ
の
口
か
ら
再
び
ケ
ロ

と
い
う
声
が

こ
え
た

間
に

 
シ
ウ
ネ

は
ジ

ン
に

化
魔
法
を
か
け
た

ケ
ロ

ケ
ロ
ケ
ロ

て

復
活

 
や
べ
え
や
べ
え

自
分
の
体
を
他
人
に
動
か
さ
れ
る
感
覚

て
気
持
ち
悪
す
ぎ
る
わ

良
か

た

化
魔
法
は

み
た
い
ね

ち
な
み
に
も
し

か
な
か

た
ら

骨
は

て
あ
げ
る
と
言

た
で
し

う

 
ジ

ン
は
そ
の
言
葉
に

ざ
め

化
魔
法
が

い
て
良
か

た
と
心
の

か
ら
安

し
た

で

ど
う
し
ま
す

そ
う
ね

さ
す
が
に
全
て
の
攻
撃
を
避
け
る
の
は

だ
け
ど

 
と
り
あ
え
ず
口
に
注
目
し
て
お
け
ば
被

も

る
で
し

う

と
に
か
く
気
を
つ
け
る
し
か
な
い
ね

シ
ウ
ネ

か
な
り
の
負
担
を
か
け
る
事
に
な
る
と
思
う
け
ど

頑
張

て
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は
い

死
ぬ
気
で
や
り
ま
す

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

本
格
的
に
敵
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た

テ

チ
は
と
に
か
く
盾
を
前
面
に
出
し
て

敵
の
ヘ
イ
ト
を
ス
キ
ル
で
し

か
り

め
て
ね

 
他
の
ア
タ

カ

は
や
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
敵
が
自
分
の
方
を
向
い
た
ら
即
回
避
の
準
備
よ

 
そ
の
作
戦
は
一
定
の

果
を
発

し

敵
の

は

調
に

れ
て
い

た

 
特
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
攻
撃
力
は
凄
ま
じ
く

 
か
な
り
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
敵
の

も
残
り
六

と
な

て
お
り

 
こ
の
ま
ま
い
け
ば
攻
略
は
確
実
と
思
わ
れ
た

 

変
が

こ

た
の
は
敵
の

が
丁
度
半
分
に
な

た
時
で
あ
る

う
わ

な

何
だ

総
員

一
時

退

 
そ
し
て
敵
の

が
半
分
に
な

た

間
に

い
き
な
り
敵
の
体
が
崩
れ
た

 
そ
の
ピ
ン
ク
色
の
ゲ
ル

の
物
体
が

そ
の
ま
ま
地
面
に
広
が

て
い
く

う
げ
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気
持
ち
悪
い
ね

何
が
し
た
い
の
こ
の
ケ
ロ
リ
ン
は

お
い
お
い

も
う
フ

ル
ド
の
半
分
以
上
が
肉
に

わ
れ
て
ん
ぞ

ど
ん
ど
ん
こ

ち
ま
で
広
が

て
く
る
ね

あ

見
て

奥

 
そ
の
時
部
屋
の
奥
が
急
速
に

り
上
が
り

 
そ
れ
と
共
に
部
屋
中
に
広
が

て
い
た
肉

が
急
速
に
引
い
て
い

た

 
そ
の

り
上
が

た
肉

は
再
び
カ
エ
ル
の

を
と
り
つ
つ
あ

た
が

 
肉
が
広
が

て
い
た
部
分
の

の
色
は

ま
る
で
血
で
も
ぶ
ち
ま
け
た
よ
う
に

い
ま
ま
で

あ

た
一
体
何
が
し
た
か

た
ん
だ

の
色
が
八

く
ら
い
は

く
な
り
ま
し
た
ね

と
い
う
か

敵
が
奥
か
ら
動
か
な
く
な

た
ね

考
え
て
い
て
も
仕
方
な
い
わ

こ

ち
も
攻
撃
を
再
開
し
ま
し

う

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
テ

チ
を
中
心
に

再
び
敵
に
向
か

て
進
み
始
め
た
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一
同
は
そ
の
ま
ま

い

に
差
し
か
か
り

慎
重
に
一
歩
を

み
出
し
た
が

 
そ
の

間
に
全
員
の

が

り
始
め

一
同
は

て
て
後
退
し
た

う
わ

ま
じ
か
よ

ま
さ
か
の
ダ
メ

ジ

ン

ま
ず
い
わ
ね

う
ち
に
と

て
は
最
悪
な
仕
様
だ
わ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
は
遠

離
攻
撃
を
得
意
と
す
る
者
は
お
ら
ず

 
シ
ウ
ネ

以
外
の
全
員
が
ダ
メ

ジ
ソ

ン
の
上
に
居
な
が
ら
戦
闘
を
行
う
以
外
の
選
択
肢
は

無
いシ

ウ
ネ

今
の
感
じ
だ
と
ど
う

そ
う
で
す
ね
悔
し
い
で
す
が
私
一
人
だ
と
ち

と
回
復
が
追
い
つ
か
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
んや

ぱ
り
無
理
か

 
ラ
ン
は
下
を
向
き
な
が
ら

組
み
し
や
が
て
何
か
を
決
断
し
た
の
か
キ

と
顔
を
上
げ
た

よ
し

こ
こ
は
私
と
ユ
ウ
の
二
人
だ
け
で

り
ま
し

う

そ
れ
し
か
な
い
か
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残
念
だ
け
ど

さ
す
が
に
こ
こ
は
そ
う
す
る
し
か
な
い
わ
よ
ね

ユ
ウ

出
し

し
み
は
無
し
よ

い
き
な
り
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
を
使
い
な
さ
い

う
ん

分
か

た

任
せ
て

他
の
み
ん
な
は
敵
の

が
残
り
二

に
な

た
ら
即
座
に
あ
い
つ
に
突
撃
し
て
ね

 
こ

ち
が
や
ら
れ
る
前
に
一
気
に
敵
の

を

り
き
る
わ
よ

了
解

ゴ

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ

ゴ

 
ユ
ウ
キ
の
そ
の

け
声
と
共
に

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
敵
目

け
て
走
り
出
し
た

ユ
ウ

う
ん

く
ら
え

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

 
ユ
ウ
キ
は
い
き
な
り
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
を
発
動
さ
せ

敵
に
襲
い
か
か

た
が

 
最
初
の
三
手

で

ユ
ウ
キ
の
顔
色
が
変
わ

た

ラ
ン

ま
ず
い

ど
う
し
た
の

 
だ
が
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
ち
な
が
ら
で
あ
る

ユ
ウ
キ
は
そ
れ
以
上
何
も
言
え
な
か

た
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マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
は
突
き
の
十
一
連
打
で
あ
る

開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
時
間
が
と
て

も

く

 

る
余

な
ど
あ
り
は
し
な
い
か
ら
だ

 
そ
し
て

変
を
察
知
し
な
が
ら
も
ユ
ウ
キ
は
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
を
き

ち
り
撃
つ
他
は

な
い

 
こ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
と
し
て

録
し
た
せ
い
で

 
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
が
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を
受
け
る
事
に
な

た

 

中
で
ソ

ド
ス
キ
ル
を
止
め
る
事
が
出
来
な
い
せ
い
で
あ
る

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
の
フ

ニ

シ

を
放

た
が

 
そ
の
エ
フ

ク
ト
は
心
持
ち
大
人
し
く
感
じ
ら
れ
実

敵
へ
の
ダ
メ

ジ
も
驚
く
ほ
ど
小

さ
か

た

ユ
ウ

何
が
あ

た
の

ラ
ン
こ
い
つ
一
度

け
た
後
に
再

成
さ
れ
た
ん
だ
と
思

て
た
け
ど
勘
違
い
だ

た

 
こ
い
つ
の
体
は
ま
だ
ゲ
ル

態
の
ま
ま
多
分
物
理
ダ
メ

ジ
に
対
す
る

性
か
カ

ト
が
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つ
い
て
る

そ
う
い
う
事

 
ち
な
み
に
こ
の
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
は

 
こ
ち
ら
が
魔
法
攻
撃
主
体
で
攻
撃
す
る
と
今
度
は
魔
法

性
が
高
く
な
る
仕
様
と
な

て
い

る
の
だ
が

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
そ
の
事
実
を
知
る
事
は
な
い

ラ
ン

ど
う
す
る

そ
れ
で
も
私
達
が
攻
撃
し
続
け
る
し
か
な
い
わ

 
ダ
メ

ジ
が
ま

た
く
ゼ
ロ
と
い
う

で
は
な
い
の
だ
し
ね

分
か

た

頑
張
る

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て
い
る
事
し
か
出
来
な
い
他
の
ア
タ

カ

は
⻭
が
ゆ
さ
を
感
じ
て
い
た

が 
敵
の

が
残
り
四

に
な

た

間
に

そ
ん
な
五
人
の
意
識
が

突
に
消
滅
し
た

シ
ウ
ネ

 
ラ
ン
は
先
ほ
ど
ま
で
続
い
て
い
た
シ
ウ
ネ

か
ら
の
援
護
が
突
然
無
く
な

た
事
に
疑
問
を
感
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じ 
チ
ラ
リ
と
後
方
に
目
を
走
ら
せ
た

え
 
そ
こ
に
は
五
つ
の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
あ
り
ラ
ン
は
五
人
が
い
つ
の
間
に
か
死
ん
だ
の
だ
と

理
解
し
た

な

何
で

ユ
ウ

み
ん
な
が

み
ん
な
が

え

え
え
え
え
え
え

何
で

 
こ
の
ま
ま
下
が

て
も

二
人
に
こ
の

況
を
打
開
す
る
術
は
な
い

 
そ
し
て
二
人
は

覚
悟
で
そ
の
ま
ま
戦
い
続
け

当
然
の
よ
う
に

し

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
こ
こ
に
全
滅
す
る
事
と
な

た
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第
８
０
４
話
 
ち

と
し
た
ト
ラ
ブ
ル

 
そ
し
て
話
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
全
滅
し
た

日
前
の

方

 
ア
ス
ナ
が
ユ
ウ
キ
と
二
度
目
の
邂
逅
を
果
た
し
た
そ
の
次
の
日
へ
と

る

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
を
開
発
す
る
と
意
気
込
み

 
何
日
か
に

て
色
々
と

し
て
い
た
ア
ス
ナ
で
あ

た
が

 
一
向
に
新
し
い
ソ

ド
ス
キ
ル
の

録
が
出
来
ず

完
全
に

詰
ま

て
い
た

う

こ
れ

本
当
に
実
装
さ
れ
て
る
の
か
な

い
や

も
ち
ろ
ん
さ
れ
て
る
か
ら
な

あ

ハ
チ
マ
ン
君

 
い
つ
の
間
に
来
た
の
か

そ
う
声
を

け
て
き
た
の
は
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
が

詰
ま

て
い
る
と
い
う
話
を

き
激

に
訪
れ
た
ら

し
い

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

ん
で
地
面
に

け
た

調
子
は
ど
う
だ
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あ
ま
り
良
く
は
な
い
か
な

か
な
り
色
々

し
て
る
ん
だ
け
ど
ね

コ
ツ
が
掴
め
れ
ば
案
外
す
ぐ
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

そ
う
だ
ね

く
掴
ん
で
そ
の
ま
ま
一
気
に
完
成

て
い
け
れ
ば
い
い
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
は
剣
を
持

て
立
ち
上
が

た
の
だ
が

再
び
そ
の
場
に
座

た

う

ん

こ
れ
は
か
な
り
き
て
る
な

気
分
転
換
で
も
さ
せ
た
方
が
い
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

ど
こ
か
い
い
場
所
は
な
い
か
と
考
え
始
め
た

そ
う
い
え
ば

日

紅
莉
栖
に
モ
ニ
タ

を
頼
ま
れ
た
ん
だ

た
な

 
あ
れ
を
こ
こ
と
リ
ン
ク
し
て
も
ら
え
ば

前
に
話
し
て
い
た
通
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
を
思
い
つ
い
た
の
か

そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
に
誘
い
を
か
け
た

ア
ス
ナ

今
日
の
夜

ち

と
一

に
出
か
け
な
い
か

う
ん

別
に
い
い
け
ど

ど
こ
に
行
く
の

三
十
三
層
と
か

そ
れ
と
も
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ

イ
アあ

い
や

こ

ち
じ

な
い

リ
ア
ル
の
話
だ

 
そ
う
言
わ
れ
た
ア
ス
ナ
の
顔
が

パ

と

い
た
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最
近
は
色
々
あ

た

二
人
だ
け
で
出
か
け
る
の
は
か
な
り
久
し
ぶ
り
な
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ

く
落
ち
て
準
備
し
な
き

い
や

ち

と
こ

ち
に
も
準
備
が
あ

て
な

 
二
時
間
後
く
ら
い
に
キ

ト
で
迎
え
に
行
く
か
ら

 
そ
れ
ま
で
に
準
備
し
て
お
い
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
問
題
な
い

 
確
か
今
日
は
寮
じ

な
く

自
宅
に

て
る
ん
だ
よ
な

う
ん

今
日
は
自
宅
だ
よ

そ
れ
じ

あ
自
宅
ま
で
行
く
わ

あ
り
が
と
う

そ
れ
な
ら
後
一
時
間
く
ら
い

こ
の
ま
ま
頑
張

て
み
る
ね

あ
あ

ア
ス
ナ
な
ら
き

と
出
来
る

今
は
ち

と

詰
ま

て
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
う
い
う
時
期
は
必
ず
あ
る
も
の
だ
か
ら

も

と
楽
し
む
つ
も
り
で
リ
ラ

ク
ス
し
て
な

う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
街
の
方
へ

て
い
き

 
ア
ス
ナ
は

歌
を
歌
い
な
が
ら

上
機

で
剣
を

り
始
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
会

た
事
で

特
に
何
か
ヒ
ン
ト
を
掴
め
た

で
は
な
か

た
が
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ど
う
や
ら
落
ち
込
ん
で
い
た
気
分
を
高
揚
さ
せ
る

果
は
あ

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
リ
ラ

ク
ス
し
た

態
で

歌
に
合
わ
せ
て
剣
を

り
そ
れ
に
合
わ
せ
て

り
始
め
た

 
実
は
こ
れ
は

神
崎
エ
ル
ザ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ

マ
ソ
ン
グ
の

を
真
似
し
た
も
の
で
あ
る

 
エ
ル
ザ
は
普

そ
ん
な
ア
イ
ド
ル
の
よ
う
な
真
似
は
し
な
い
が

 
そ
の
曲
に
合
わ
せ
て
ゲ

ム
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

る
と
い
う

が
放
送
さ
れ
て
お
り

 
エ
ル
ザ
が
密
か
に
そ
の

り
を
練

し
て
い
る
の
を
知

て
い
た
ア
ス
ナ
は

 
い
つ
か
カ
ラ
オ
ケ
で
エ
ル
ザ
と
一

に

り
な
が
ら
歌
お
う
と
考
え

 
た
ま
に
一
人
で
練

し
て
い
た
の
で
あ

た

う

ん

こ
こ
は
ど
う
だ

け
な

ち

と
映
像
を
見
て
み
よ
う
か
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
う

き

の
動
画
を
画
面
を
大
き
く
し
て

に
映
し
出
し
た

あ

そ
う
か

こ
こ
は
こ
う
し
て

こ
う

 
そ
し
て
こ
こ
の
決
め
ポ

ズ
で

パ
ラ
レ
ル
・
ス
テ

ン
グ

 
パ
ラ
レ
ル
・
ス
テ

ン
グ
と
は

突
系
の
二
連
撃
ソ

ド
ス
キ
ル
で
あ
る

あ

あ
れ

今
何
か
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ア
ス
ナ
は
パ
ラ
レ
ル
・
ス
テ

ン
グ
を
放

た
後

 
何
か
を
掴
め
た
よ
う
な
気
が
し
て
そ
の
ま
ま
動
き
を
止
め
た

今
パ
ラ
レ
ル
・
ス
テ

ン
グ
の

道
の
終
点
が

う

ん

 
ア
ス
ナ
は
悩
み
な
が
ら
も
と
り
あ
え
ず
表

さ
せ
て
い
た
動
画
を
一

消
す

に
手
を

ば

し 
そ
の
流
れ
で
時
間
表

に
目
が
い

た

あ

や
ば

も
う
こ
ん
な
時
間
じ

な
い

急
い
で
準
備
し
な
い
と

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
全
速
力
で
街
へ
と
駆
け
出
し
街
に
入

た

間
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

た 
と
り
あ
え
ず
シ

ワ

シ

ワ

を

び
な
き

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て

ド
タ
ド
タ
と
下
に
お
り
て
い
き

室
へ
と
向
か

た

 
そ
の
音
に
驚
い
た
の
か

京
子
が
リ
ビ
ン
グ
か
ら
ひ

こ

と
顔
を
出
し
た

明
日
奈

何
を
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
の

ご
め
ん

こ
れ
か
ら
八
幡
君
と
お
出
か
け
だ
か
ら

急
い
で
シ

ワ

を

び
な
い
と
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も
う

そ
う
い
う
の
は
も

と
余

を
持

て
準
備
し
な
さ
い

は

い

 
丁
度
そ
の
時
家
の
チ

イ
ム
が
鳴

た

 
京
子
は
そ
れ
以
上
は
何
も
言
わ
ず
に
リ
ビ
ン
グ
に

り

イ
ン
タ

ホ
ン
の
操
作
を
始
め
た

 
そ
れ
を
横
目
で
見
な
が
ら
明
日
奈
は

室
の
ド
ア
を
開
け
て
中
に
入
り

 
服
を
脱
い
だ
時
点
で

着

え
の
下
着
を
忘
れ
た
事
に
気
が
つ
い
た

あ

し
ま

た
な

ま
あ
い

か

ど
う
せ
後
で
ど
れ
を
着
る
か
悩
む
事
に
な
る
ん
だ
し

 
洗

物
を
無

に

や
す
事
も
な
い
よ
ね

 
明
日
奈
は
そ
う

き
出
来
る
だ
け
簡

に
済
ま
せ
よ
う
と
思

て
体
を
洗
い
始
め
た
の
だ
が

 
い
ざ
そ
う
な

て
み
る
と

こ
こ
も
そ
こ
も
と
あ
ち
こ
ち
が
気
に
な
り

 
結
局
念
入
り
に
体
を

く
事
に
な

て
し
ま

た

う

時
間
大
丈
夫
か
な

ま
あ
で
も
家
に
迎
え
に
来
て
く
れ
る
事
に
な

て
る
ん
だ
し

 
ち

と
く
ら
い

れ
て
も
平
気
だ
よ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら

明
日
奈
は

室
の
ド
ア
か
ら
顔
を
出
し

そ

と
外
の
様
子
を

た

 
先
ほ
ど
来
客
が
あ

た
事
を
覚
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
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お
⺟
さ
ん

 
明
日
奈
は

し
に
京
子
に
呼
び
か
け
て
み
た
が
返
事
は
無
く

 
リ
ビ
ン
グ
に
人
が
い
る
気
配
も
ま

た
く
無
い

出
か
け
た
の
か
な

ま
あ
い
い
や
ち

と
は
し
た
な
い
け
ど
こ
の
ま
ま

で
部
屋
に

 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

さ
す
が
に
恥
ず
か
し
か

た
の
だ
ろ
う

 
急
ぎ
足
で
自
分
の
部
屋
へ
と
向
か
い

そ
の
扉
を
開
け
た

さ
て

急
い
で
準
備
し

な

 
明
日
奈
は
そ
う

き
か
け

中
に
二
人
の
人
物
が
い
る
の
を
見
付
け

直
し
た

明
日
奈

あ
な
た

さ
す
が
に
年

の
女
の
子
が
そ
れ
は
ど
う
か
と
思
う
わ
よ

 
ま
あ
八
幡
君
に
サ

ビ
ス
し
た
い
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど
さ

お

お
⺟
さ
ん

と
い
う
か

え

は

八

 
そ
し
て
京
子
の
後
ろ
か
ら
出
て
き
た
八
幡
が

 
困

た
顔
を
し
な
が
ら
明
日
奈
に
下
着
を
差
し
出
し
て
き
た

 
明
日
奈
は
何
も
考
え
ら
れ
な
い
ま
ま
そ
の
下
着
を
受
け
取
り
い
そ
い
そ
と
そ
の
場
で
着

え

始
め
た
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そ
の
少
し
前

京
子
は
明
日
奈
が

室
に
消
え
た
の
を
横
目
で
見
つ
つ

 
イ
ン
タ

ホ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て

来
客
の
様
子
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
た

は
い

ど
ち
ら
様
で
す
か

あ

明
日
奈

俺
だ

八
幡
だ

あ
ら

 
京
子
は
八
幡
が
自
分
と
明
日
奈
を
間
違
え
て
い
る
事
に
気
付
き

 
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
明
日
奈
の
真
似
を
し
た

八
幡
君

待

て
て

今
行
く
か
ら

 
そ
し
て
京
子
は

関
の
扉
を
開
け

い
き
な
り
八
幡
に

き
つ
い
た

八
幡
君

う
わ

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
だ
よ
明
日

い
や

今
日

じ

な
く
て
京
子
さ
ん

違
う
よ
八
幡
君

私
は
明
日
奈
だ
よ

二
十
五
年
後
の

え

あ

い
や

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
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八
幡
は
さ
す
が
に
京
子
相
手
に
強
く
出
る
事
も
出
来
ず

ま
ご
ま
ご
し
て
い
た

 
京
子
は
そ
ん
な
八
幡
の
顔
を
見
て
満
足
し
た
の
か
八
幡
を
解
放
し
家
の
中
に

き
入
れ
た

ふ
ふ

ご
め
ん
な
さ
い

冗
談
よ
冗
談

で
も
私
と
明
日
奈
の
声

そ
ん
な
に
似
て
た

そ
う
で
す
ね

普

は
そ
こ
ま
で
意
識
す
る
事
は
な
い
ん
で
す
が

 
た
ま
に

あ
れ

て
思
う
事
が
あ
り
ま
す
ね

そ
う

そ
れ
は
ち

と
嬉
し
い
わ
ね

 
京
子
は
そ
う
言
う
と

八
幡
を
リ
ビ
ン
グ
に
案
内
し

手

よ
く
コ

ヒ

を
出
し
て
き
た

は
い

砂

と
ミ
ル
ク

し

し
ね

あ

す

す
み
ま
せ
ん

そ
れ
で
ね

ご
め
ん
な
さ
い

悪
い
ん
だ
け
ど

明
日
奈
は
今
シ

ワ

を

び
て
る
の
よ

あ
そ
う
で
し

う
ね
俺
が
予
定
よ
り

く
来
ち

た
だ
け
な
ん
で
こ
の
ま
ま
待

て

ま
す今

日
は
こ
の
後
デ

ト
な
の
よ
ね

は
い

そ
の
予
定
で
す

そ
う

今
日
は
そ
の
ま
ま
帰

て
こ
な
く
て
い
い
か
ら
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三

月
後
く
ら
い
に

が
出
来
た

て
報
告
を
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

い

い
や

そ
れ
は

 
も
し
こ
れ
が
理
事
⻑
だ

た
ら
八
幡
も
も

と
強
い
態
度
で
説
教
な
り
な
ん
な
り
し
た
と
思

う
が

 
さ
す
が
に
京
子
相
手
だ
と

八
幡
も
そ
こ
ま
で
強
く
出
れ
な
い
の
で
あ

た

あ
ら

な
の

と
い
う
か

ち

と

い
か
な
と

私
と
し
て
は

一
刻
も

く
八
幡
君
に

お
義
⺟
さ
ん
と
呼
ん
で
欲
し
い
の
よ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
京
子
は

チ
ラ

チ
ラ

と
八
幡
の
方
を
見
た

 
ど
う
や
ら

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
思

た
八
幡
は

 
そ
ん
な
京
子
対
し

真
面
目
な
表
情
に
な

て
こ
う
言

た

い
や

今
で
も
ち

ん
と
そ
う
思

て
ま
す

お
義
⺟
さ
ん

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間
に

京
子
は
ソ
フ

に
ど

と
倒
れ
た

う
わ

お

お
義
⺟
さ
ん

だ

大
丈
夫

ち

と
興
奮
し
す
ぎ
て
の
ぼ
せ
た
だ
け
だ
か
ら
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そ

そ
う
で
す
か

京
子
さ
ん

て
最
初
会

た
時
は
も

と
ク

ル
・
ビ

テ

て
感
じ
だ

た
ん
だ

け
ど
な

 
今
で
も
八
幡
以
外
の
前
で
は
そ
う
な
の
で
あ
る
が

八
幡
は
当
然
そ
の
事
を
知
ら
な
い

 
そ
し
て
京
子
は
ス
ク

と
立
ち
上
が
り

八
幡
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

八
幡
君
に
そ
こ
ま
で
言

て
も
ら

た
ん
だ
か
ら
私
も
女
気
を

さ
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

 
八
幡
君

明
日
奈
の
部
屋
に
行
く
わ
よ

え

あ

は
い

で
も
何
で
で
す
か

実
は
さ

き

明
日
奈
は
着

え
も
何
も
持
た
な
い
で

室
に
入

て
い

た
の
よ

 
だ
か
ら
明
日
奈
が
出
て
く
る
前
に
今
日
明
日
奈
が
着
る
勝
負
下
着
を
私
達
で
選
び
ま
し

う

 
ど
う
や
ら
京
子
は
そ
の
事
を
し

か
り
と
見
て
い
た
よ
う
だ

 
さ
す
が
デ
キ
る
女
は
そ
の
観
察
力
も
一
味
違
う

い

い
や

そ
れ
は
さ
す
が
に

大
丈
夫
大
丈
夫

さ
あ

行
き
ま
し

う

あ

ち

ち

と
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そ
ん
な
八
幡
の
手
を
京
子
は
強
引
に
引

張
り

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
二

の
明
日
奈
の
部
屋
へ
と
突
入
す
る
事
に
な

た

あ
ら
思

た
よ
り
も

麗
に
し
て
る
わ
ね
ま
あ
で
も
こ
の
後
あ
の
子
は
何
を
着
て
い
く
か

迷

て

 
こ
の
部
屋
中
を
服
で
い

ぱ
い
に
し
ち

う
ん
だ
け
ど
ね

そ

そ
う
い
う
も
の
で
す
か

そ
う
よ

そ
の
中
に
は
当
然
下
着
も
混
じ
る
事
に
な
る
か
ら

 
今
か
ら
私
達
が
す
る
事
は

あ
る
意
味
あ
の
子
の
部
屋
の
片
付
け
と
同
義
な
の
よ

何
で
す
か
そ
の
エ
ク
ス
ト
リ

ム
理

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
は
反
応
を

さ
ず

 
京
子
は
い
き
な
り
明
日
奈
の
下
着
の
入

た
引
き
出
し
を
開
け
た

う
わ

京
子
さ
ん

マ
ジ
で
や
り
や
が

た

あ
ら
あ
ら
ま
あ
ま
あ

こ
れ
な
ん
か
私
に
も
似
合
う
と
思
わ
な
い

ち

想
像
し
ち

う
じ

な
い
で
す
か

そ
う
い
う
事
を
言
わ
な
い
で
下
さ
い

あ
ら

別
に
い
い
じ

な
い

私
だ

て
ま
だ
ま
だ
女

り
な
の
よ



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

た
確
か
に
京

い
や
お
義
⺟
さ
ん
は
凄
く
若
く
見
え
ま
す
し
お

麗
で
す
け
ど

あ
ら
あ
ら
あ
ら

私
を
口
説
い
て
く
れ
る
の

 
も
う

八
幡
君

た
ら

今
日
は
明
日
奈
じ

な
く
て
私
と
一

に
出
か
け
な
い

い
や

そ
う
い
う

に
は

ふ
ふ

冗
談
よ

そ
れ
で
ね

私
は
こ
の

り
が
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
京
子
は

い
く
つ
か
の
下
着
を
取
り
出
し
て
八
幡
に
見
せ
て
き
た

は

は

い
い
ん
じ

な
い
で
し

う
か

も
う

こ
ん
な
チ

ン
ス
は
滅
多
に
無
い
ん
だ
か
ら

も

と
し

か
り
選
び
な
さ
い

は

は
い

 
八
幡
は
さ

さ
と
選
ん
で
こ
の
場
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
思
い

 
京
子
が
差
し
出
し
て
き
た
下
着
の
中
か
ら
何
と
な
く
目
に
つ
い
た

 
生
地
が
一
番
少
な
い
下
着
を
手
に
取

た

あ
ら

そ
れ
は
ま
た

分
と
大

な

そ
う

あ
の
子
も
大
人
に
な

た
の
ね

ま

ま
あ
俺
達
も
も
う
成
人
で
す
か
ら
ね

こ
れ
を
あ
の
子
が

こ
れ
は

の
顔
が

く
見
れ
そ
う
ね
う
ん
実
に
い
い
わ
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い

い
や

こ
れ
は
た
ま
た
ま
目
に
つ
い
た
の
を
手
に
取

た
だ
け
で
で
す
ね

 
そ
の

間
に

バ
タ
バ
タ
と
い
う
足
音
と
共
に

部
屋
の
ド
ア
が
開
け
ら
れ
た

さ
て

急
い
で
準
備
し

な

 
全

の
明
日
奈
は
そ
の
ま
ま

直
し

京
子
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
明
日
奈
に
言

た

明
日
奈

あ
な
た

さ
す
が
に
年

の
女
の
子
が
そ
れ
は
ど
う
か
と
思
う
わ
よ

 
ま
あ
八
幡
君
に
サ

ビ
ス
し
た
い
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど
さ

お

お
⺟
さ
ん

と
い
う
か

え

は

八

 
そ
し
て
八
幡
は

困

た
顔
で
手
に
持

た
下
着
を
明
日
奈
に
差
し
出
し
た
の
で
あ

た
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第
８
０
５
話
 
あ
の
約
束
を
果
た
す
時

 
八
幡
に

さ
れ
た
下
着
を
付
け
終
わ

た

や

と
明
日
奈
の
意
識
が
再

動
し
た

 
明
日
奈
は

こ
れ

て
ど
う
い
う
事

と
い
う
表
情
を
し
た
後

困

た
よ
う
な
顔
を
し

て
い
る
八
幡
と

 
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
京
子
の
顔
を
見
比
べ
て
何
と
な
く
事
情
を
悟

た

お
⺟
さ
ん

な

に

さ

き
来
た
お
客
さ
ん
が
八
幡
君
だ

た
と
い
う
の
は
何
と
な
く
分
か

た
し

 
そ
の
八
幡
君
を
私
の
部
屋
に
連
れ
て
き
た
の
は
ま
あ
い
い
と
し
て

 
ど
う
し
て
お
⺟
さ
ん
は

私
の
下
着
を
八
幡
君
に

し
た
の
か
な

だ

て
明
日
奈

て
ば
い
つ
も

八
幡
君
が
気
に
入
る
下
着
は
ど
れ
だ
ろ
う

 
ど
の
下
着
だ
と
一
番
か
わ
い
い
と
思

て
も
ら
え
る
か
な

て
凄
く
迷

て
る
じ

な
い

 
だ
か
ら
今
日
は
私
が
気
を
利
か
せ
て

 
間
違
い
な
く
八
幡
君
が
気
に
入
る
下
着
を
本
人
に
選
ん
で
も
ら

た
の
よ
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な

な
な
な
な
な

 
明
日
奈
は
出
来
れ
ば
八
幡
に
は

か
れ
た
く
な
か

た
事
を
京
子
に
言
わ
れ
て
し
ま
い
顔
を

く
し
た

は

八
幡
君

違
う
の

確
か
に
そ
う
い
う
事
は
多
い
ん
だ
け
ど

 
で
も
い
つ
も

て

じ

な
い
ん
だ
よ

い
や

ま
あ
何
を
着
て
い
て
も
変
に
は
思
わ
な
い
し

 
あ
あ
そ
う
い
う
事
を
言
う
の
は
せ

か
く
頑
張

て
選
ん
で
く
れ
て
い
る
明
日
奈
に
失

だ

な 
で
も
な

明
日
奈
の
そ
の
下
着
に
関
し
て
言
え
ば
俺
が
不
満
に
思

た
事
は
今
ま
で
一

度
も
無
い
ぞ

 
明
日
奈
は
セ
ン
ス
が
い
い
か
ら
な

ほ

本
当
に

あ
あ

本
当
だ

そ

か

良
か

た

 
明
日
奈
は
自
分
の
努
力
が
無

じ

な
か

た
と
分
か
り

心
か
ら
安

し
た
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ま
あ
俺
の

に
し
て
く
れ
て
い
る
事
な
ん
だ
し

 
別
に
待
た
さ
れ
て
も
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思

て
い
る
か
ら

 
時
間
に
関
し
て
は
そ
こ
ま
で
気
に
し
な
く
て
も
い
い
か
ら
な

八
幡
君

あ
ま
り
明
日
奈
を

や
か
し
て
は

目
よ

 
決
ま

た
時
間
内
に
相
手
の
気
に
入
る
服
や
下
着
を
選
ぶ
の
も
ま
た
女
子
力
な
ん
で
す
か
ら

ね
え

あ

は

は
い

つ

次
か
ら
は
も

と
頑
張
る
よ

 
今
日
は
八
幡
に
下
着
を
選
ん
で
も
ら

た

あ
れ
こ
れ
迷
う
必
要
が
無
く
な

た
明
日
奈
は

 
そ
う
い
え
ば
今
自
分
は
ど
の
下
着
を
付
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
気
に
な
り

 

め
て
今
の
自
分
の
格
好
を
見
る
事
に
し
た

下
着
を
付
け
た
事
は
覚
え
て
い
た
が

 
ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
だ

た
か
は
意
識
が
飛
ん
で
い
た

に
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
は
い
な
か

た

の
だと

い
う
か

私
が
今
着
て
る
下
着

て

え

あ

こ

こ
れ
な
の

あ
ら
明
日
奈

今

驚
い
た
り
し
て
ど
う
し
た
の
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う
う
ん
実
は
こ
れ
を
着
て
る
時
は

が
真

白
に
な

て
た
か
ら
正
直
よ
く
見
て
な
か

た
ん
だ

 
今
回
八
幡
が
選
ん
だ
下
着
は

か
な
り
布
地
が
少
な
い

ど
い
デ
ザ
イ
ン
の
下
着
で
あ
り

 
里
香
に
選
ん
で
も
ら

て

た
は
い
い
も
の
の

 
さ
す
が
に
少
し
恥
ず
か
し
く

今
ま
で
一
度
も
着
れ
な
か

た
下
着
で
あ

た

 
八
幡
も

め
て
明
日
奈
の
格
好
を
見
て
そ
の
事
に
気
が
付
き

て
て
明
日
奈
に

解
し
た

い

い
や

違
う
ん
だ
明
日
奈

俺
は
別
に
そ
れ
を

的
に
選
ん
だ
ん
じ

な
く

京
子
さ

ん
がお

義
⺟
さ
ん

 
そ
こ
に
京
子
か
ら
横

が
入
り

八
幡
は

て
て
言
い
直
し
た

お
義
⺟
さ
ん
か
ら

さ
れ
た
中
に

一
度
も
見
た
事
が
な
い
下
着
が
あ
る
な
と
思

て

 
丁
度
手
に
と

た
そ
の
時
に
明
日
奈
が
部
屋
に
入

て
き
た
か
ら

 
さ
す
が
に
全

の
ま
ま
は
ま
ず
い
と
思

て

に

し
て
し
ま

た
と
そ
う
い
う

な
ん

だ
あ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

そ
れ
じ

あ
八
幡
君

も
う
一
回
別
の
か
ら
じ

く
り
選
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ぶ 
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

か
な
り

す
る
よ
う
な
表
情
を
見
せ
た

明
日
奈

八
幡
君
の
気
持
ち
も
分
か

て
あ
げ
な
さ
い

 
八
幡
君
は
ね

本
当
は
そ
の
ま
ま
で
い
い

て
言
い
た
い
け
ど

 
さ
す
が
に
か
な
り

ど
い
デ
ザ
イ
ン
だ
か
ら

 
今
日
は

め
て
着

え
て
も
ら
お
う
か
ど
う
し
よ
う
か

凄
く
悩
ん
で
い
る
の
よ

そ
そ
う
な
の

そ

か
そ
れ
じ

あ
八
幡
君
今
日
は
私
こ
の
下
着
で
行
く
事
に
す
る

よ

お

お
う

 
八
幡
は
京
子
に
図
星
を
突
か
れ

と
て
も
情
け
な
い
表
情
を
し
た
後

 
そ
れ
で
も
こ
こ
で
余
計
な
事
を
言
う
事
は
出
来
ず

そ
の
ま
ま
明
日
奈
に

い
た

し
か
し
明
日
奈

あ
な
た

て
ば

分
胸
が
大
き
く
な

た
わ
ね

 
も
し
か
し
て
八
幡
君
に

山

ん
で
も
ら

た

そ
れ
も
あ
る
と
思
う
け
ど

多
分
成
⻑
期
が

れ
て
き
た
ん
じ

な
い
か
な

 
平
然
と
そ
う
言
う
明
日
奈
を
見
て

京
子
は
少
し
心
配
に
な

た
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ね

明
日
奈

く

の
顔
が
見
た
い
私
と
し
て
は

 
明
日
奈
が
あ
ま
り
恥
ず
か
し
が
ら
な
い
の
を
見
て
も
何
も
感
じ
な
い
け
ど

 
八
幡
君
的
に
は
明
日
奈
に
は
も
う
少
し
恥
じ
ら

て
欲
し
い

て
思

て
る
ん
じ

な
い
か

し
ら
ね

 
そ
の
京
子
の
正

に

明
日
奈
は
難
し
い
顔
を
し
た

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど

ほ
ら

私
と
八
幡
君

て

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
し
ば
ら
く
一

に

ら
し
て
た

じ

な
い

 
そ
の
せ
い
で

下
着
ま
で
な
ら
か
な
り
慣
れ
ち

て
る
部
分
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

あ
あ

そ
う
い
う
の
も
あ
る
の
ね

 
京
子
は
そ
の
説
明
に
納
得
し

八
幡
は
そ
の
言
葉
に

に

い
た

 
確
か
に
八
幡
も
そ
う
思
わ
な
い
で
は
な
い
が

 
さ
り
と
て
慣
れ
て
き
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
だ

た
か
ら
で
あ
る

確
か
に
二
人
の

年
夫

い
雰
囲
気
は
ど
う
か
と
思

た
け
ど

 
ま
あ
そ
れ
な
ら
そ
れ
で

の
顔
が

く
見
れ
そ
う
だ
か
ら
別
に
い
い
か

あ

あ
と
五
年
く
ら
い
待

て
ね
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は
い
は
い

そ
れ
ま
で
は
う

か
り
出
来
ち

う
の
を
期
待
し
て
待
つ
事
に
す
る
わ

お

お
⺟
さ
ん
の
言
葉
と
し
て
そ
れ
は
ど
う
な
の

 
そ
ん
な
明
日
奈
に
ウ

ン
ク
し
た
後

京
子
は
明
日
奈
に
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
明
日
奈

く
出
か
け
る
準
備
を
し
ち

い
な
さ
い
な

あ

そ
う
だ
ね

ち

と
急
が
な
い
と
だ

 
京
子
は
そ
う
言

て
下
に
お
り
て
い
き

そ
の
場
に
は
八
幡
と
明
日
奈
だ
け
が
残
さ
れ
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
準
備
し
ち

う
ね

あ

と
こ
ろ
で
今
日
は
ど
こ
に
行
く
の

に
あ
る
う
ち
の
会
社
の
保

所
だ
な

多
少

く
な
る
が

日
帰
り
の
つ
も
り
だ

ま
あ
明
日
も
学
校
だ
し
ね

で
も
ま
あ

刻
前
提
で

ま
る
の
も
あ
り
か
な

 
そ
う
思

た
明
日
奈
は

一

く
ら
い
な
ら

ま
れ
る

度
の
準
備
を
し

 
八
幡
が
明
日
奈
の
バ

グ
を
キ

ト
に

ん
で
く
れ
て
い
る
間
に
そ

と
京
子
に

打
ち
し

た
お
⺟
さ
ん

こ
れ
か
ら
日
帰
り
で

に
行
く
ら
し
い
ん
だ
け
ど

 
も
し
あ
ん
ま
り

く
な
る
よ
う
だ

た
ら
八
幡
君
を
説
得
し
て

ま

て
き
ち

う
ね
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あ
ら
結

遠
く
ま
で
行
く
の
ね

で
も
ま
あ
別
に

わ
な
い
わ
よ

 
明
日
奈
だ

て
も
う
子

じ

な
い
ん
だ
し

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
ね

お
⺟
さ
ん

行

て
ら

し

い

京
子
さ
ん

行

て
き
ま
す

お
・
義
・
⺟
・
さ
・
ん

お

お
義
⺟
さ
ん

行

て
き
ま
す

は
い

行

て
ら

し

い

 
そ
し
て
二
人
は
キ

ト
に
乗

て

へ
と
向
か
う
事
と
な

た

  
道
中
は
キ

ト
に
運
転
を
任
せ
て
い
た
の
で

 
二
人
は
景
色
を
見
な
が
ら
の
ん
び
り
と
雑
談
す
る
事
が
出
来
た

で
も
ど
う
し
て

何
か
理
由
で
も
あ
る
の

あ
あ
明
日
奈
が
気
分
転
換
に
な
る
よ
う
に
行

た
事
の
無
い
所
に
行
き
た
か

た

て
の

も
あ
る
が
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も
う
一
つ
か
ね
て
か
ら
の
約
束
を
果
た
せ
る

が
や

と
整

た
か
ら

て
の
も
あ
る
か

な
約
束

何
か
約
束
し
て
た

け

そ
の
前
に
こ
れ
を

も
う
調
整
は
し
て
あ
る
か
ら

 
八
幡
が
そ
う
言

て

し
て
き
た
の
は

の
よ
う
な

の
機

で
あ

た

こ
れ
は

う
ち
で
開
発
し
て
る

末
の

作
品
の
最
新
バ

ジ

ン
だ
な

ニ

ロ
リ
ン
カ

て
奴
だ

あ
あ

こ
れ
が
ニ

ロ
リ
ン
カ

な
ん
だ

確
か

に
被
る
ん
だ

け

い
や

こ
の
バ

ジ

ン
か
ら
首
に

け
る
仕
様
に
な

た

分
か

た

そ
れ
じ

あ
付
け
て
み
る
ね

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て

八
幡
に

さ
れ
た
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
手
に
取

た

 
ふ
と
見
る
と

ニ

ロ
リ
ン
カ

の
側
面
に

ｖ
ｅ
ｒ
２

 

 
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

の
文

が
書
い
て
あ
り

 
明
日
奈
は
思
わ
ず
笑
い
な
が
ら
八
幡
に
言

た
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こ
れ

ダ
ル
君
が
作

た
ん
だ
ね

の
部
分
に
関
し
て
は
そ
う
だ
な

で
も
何
で
分
か

た
ん
だ

だ

て
こ
こ
の
文

 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

そ
の
文

を
見
て
苦
笑
し
た

あ
あ

確
か
に
こ
れ
は
一
発
で
分
か
る
よ
な

う
ん

 
明
日
奈
は
笑
顔
で
そ
う
答
え

ニ

ロ
リ
ン
カ

を
首
に
か
け
た

こ
れ
で
い
い

あ
あ

ス
イ

チ
は
明
日
奈
の

を
感
知
し
て
自
動
で
入
る
か
ら

 
特
に
ど
こ
も
い
じ
ら
な
く
て
い
い
か
ら
な

う
わ

凄
い
ん
だ
ね

 
明
日
奈
が
そ
う
言

た

間
に

明
日
奈
の

界
を
囲
む
よ
う
に

 
ま
る
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
に
い
る
時
の
よ
う
な
コ
ン
ソ

ル
が
現
れ
た

 
だ
が
ま
だ
開
発
中
ら
し
く

今
は
ま
だ
ほ
ぼ

だ
け
の

態
の
よ
う
だ

ま
だ
ど
こ
も
い
じ
れ
な
い
ん
だ
ね
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ま
だ
未
完
成
だ
し
な

だ
が
ま
あ
完
成
し
て
る
部
分
も
あ

て

 
今
日
は
紅
莉
栖
に

機
能
の
モ
ニ
タ

を
頼
ま
れ
た
つ
い
で
に

 
無
理
を
言

て
そ
の
機
能
を
ち

と
い
じ

て
も
ら

た
ん
だ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ

て
ど
ん
な
機
能

そ
れ
じ

あ
明
日
奈

ち

と
後
部
座

の
方
を
見
て
く
れ

あ

う
ん

分
か

た

 
そ
し
て
明
日
奈
が

り
向
く
と

そ
こ
に
は
二
人
の
人
物
の

が
あ

た

あ

ユ
イ
ち

ん

そ
れ
に
キ
ズ
メ
ル
も

マ
マ

ア
ス
ナ

ど
う
だ

驚
い
た
か

う
ん

び

く
り
し
た

八
幡
君

そ
れ
じ

あ
約
束

て

あ
あ

こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
星
を
見
に
行
く
ぞ

 
と
言

て
も
こ
こ
か
ら
で
も
も
う

少
し
は
見
え
ち
ま

て
る
け
ど
な

約
束

て

そ

か

そ

か

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

明
日
奈
は
目
を

ま
せ
な
が
ら

嬉
し
そ
う
に
そ
う

い
た
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ど
う
し
た
ア
ス
ナ

ど
こ
か

い
の
か

 
そ
う
言

て
キ
ズ
メ
ル
が
手
を

ば
し

ア
ス
ナ
の

に
触
れ
た

 
驚
い
た
事
に

そ
の
手
の
感
触
ま
で
も
が
ち

ん
と
再
現
さ
れ
て
い
た

う
う
ん

嬉
し
い
だ
け

そ
う
か

私
も
ア
ス
ナ
と
現
実
世
界
で
も
一

に
い
ら
れ
て

と
て
も
嬉
し
い

私
も
で
す

マ
マ

う
ん

う
ん

 
明
日
奈
は
涙
を

き
な
が
ら
そ
う
答
え

 
そ
し
て
一
行
は

外
の
景
色
を
見
な
が
ら
あ
れ
こ
れ
と
色
々
な
話
を
し
つ
つ

 
そ
の
ま
ま

に
あ
る
ソ
レ
イ
ユ
の
保

所
に
到
着
し
た
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第
８
０
６
話
 
星
の
涙

こ
こ

分
と

麗
な

物
だ
ね

こ
こ
は
先
月
完
成
し
た
ば
か
り
で

ま
だ
誰
も
使

た
事
が
無
い
ら
し
い

 
社
内
で
の
予
約
が
始
ま

た
ら
案
外
大
人
気
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

ど
う
だ
ろ
う

こ
こ

て

り
に
何
も
無
い
し

結

山
奥
じ

な
い

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
が
う
ち
の
社
員
は
他
社
と
比
べ
て
免
許
の
取
得

と

の
所
持

が
高
い

か
ら

 
そ
の

り
は
み
ん
な
何
と
か
す
る
ん
じ

な
い
か

え

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
は
知
ら
な
か

た
な

ち
な
み
に
紅
莉
栖
は
ま
だ
十
七
な
の
に

も
う
免
許
を
持

て
い
る
ら
し
い
ぞ

え

そ
う
な
の

あ
あ

ア
メ
リ
カ
で
十
六
に
な

た
時
に
直
ぐ
取
得
し
た
ら
し
い

あ
あ
そ

か

あ

ち
は

い
ん
だ

凄
い
な

 
そ
し
て
八
幡
は

チ
ラ
リ
と
空
を
見
上
げ
て
こ
う
言

た
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し
か
し
確
か
に
こ
ん
な
山
奥
だ
と
は
思

て
い
な
か

た
か
ら
来
る
の
も
若

大
変
だ

た
が

 
そ
の
分
星
も

麗
に
見
え
そ
う
で
良
か

た
な

う
ん

凄
く
楽
し
み

 
八
幡
と
明
日
奈
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
横
で

 
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
は

何
故
か
下
を
向
い
て

て
い
た

 
そ
れ
に
気
付
い
た
明
日
奈
は

き

と
ん
と
し
な
が
ら
二
人
に
ど
う
し
た
の
か
と

ね
た

二
人
と
も
ど
う
し
た
の

何
か
あ

た

い
や
せ

か
く
だ
か
ら
屋
上
と
や
ら
に
行
く
ま
で
空
を
見
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思

て

な

の
中
で
も

力
上
は
見
な
い
よ
う
に
し
て
た
ん
で
す
よ

マ
マ

あ

そ
う
だ

た
ん
だ

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
中
に
入
ろ
う
か

 
そ
う
す
れ
ば
無
理
に
下
ば
か
り
向
い
て
い
る
必
要
も
な
い
し
ね

そ
う
し
て
も
ら
え
る
と

り
難
い

 
そ
の
言
葉
を
受
け

八
幡
が
家
の
鍵
を
開
け

四
人
は
そ
の
ま
ま
中
へ
と
入

た

こ
れ
で
オ

ケ

と

俺
は
と
り
あ
え
ず
屋
上
の
様
子
を
見
て
く
る
か
ら
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い
つ
か
ま
た
み
ん
な
で
こ
こ
に
来
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
し

 
三
人
は
保

所
の
設
備
で
も
チ

ク
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
し
て
て
く
れ

う
ん
分
か

た

そ

ち
は
お
願
い
ね

八
幡
君

お
う

 
八
幡
は
そ
う
言

て

二

へ
と
上
が

て
い

た

 
明
日
奈
は
そ
れ
を
確
認
し
た
後
に
リ
ビ
ン
グ
へ
ら
し
き
部
屋
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た
が

 
何
故
か
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
が

明
日
奈
の
後
に
付
い
て
こ
よ
う
と
す
る
気
配
が
な
い

あ
れ

二
人
と
も
今
度
は
ど
う
し
た
の

い
や

ア
ス
ナ

ド
ア
が

ご
め
ん
な
さ
い
マ
マ

私
達
に
は
こ
の
ド
ア
は

め
ら
れ
ま
せ
ん

ド
ア

あ

そ
う
か

二
人
は
実

に
こ
こ
に
い
る

じ

な
い
も
ん
ね

 
ご
め
ん
ご
め
ん

そ
の
事
を
す

か
り
忘
れ
て
た
よ

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て
ド
ア
を

め

三
人
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
こ
ん
な
ど
う
で
も
い
い
事
で
も
今
の
三
人
に
と

て
は
と
て
も
楽
し
い
出
来
事
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ

め
て
リ
ビ
ン
グ
に
行
こ

か
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明
日
奈
は
そ
う
言

て
二
人
の
前
に
出
よ
う
と
し
た

 
入
り
口
の
ド
ア
を

め
た

置
関
係
が
先
ほ
ど
と
は
逆
に
な

て
い
た
か
ら
だ

 
だ
が
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
は

今
度
は
先
ほ
ど
と
は
真
逆
の
行
動
を
と

た

 
ま
だ
明
日
奈
が
開
け
て
い
な
い
部
屋
の
扉
に
向
か

て
突

込
ん
で
い

た
の
だ

あ

危
な
い

ん

何
が
だ

ど
う
し
た
ん
で
す
か

マ
マ

う
お
お
お
お
お
お

 
そ
の

間
に
明
日
奈
は

年

の
女
の
子
に
あ
る
ま
じ
き
驚
愕
の
雄
叫
び
を
上
げ
た

 
そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る

り
向
い
た
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
の
顔
が

 
ま
る
で
レ
リ

フ
の
よ
う
に
ド
ア
の
表
面
に

か
び
上
が

て
い
た
か
ら
で
あ
る

あ
は
は
は
は

作
戦
成
功
だ
な
ユ
イ

は
い

大
成
功
で
す

 
そ
ん
な
明
日
奈
を
見
て

二
人
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

二
人
が
ド
ア
を
素
通
り
し
ち

う
理
屈
は
何
と
な
く
分
か
る
け
ど
作
戦

て
ど
う
い
う
事
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う
む
実
は
な
こ
れ
と
同
じ
事
が

方
に
ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
で
あ

た
ん
だ

よ
ち
な
み
に
そ
の
時
の
被
害
者
は
パ
パ
で
す

ま
あ
そ
の
時
は
わ
ざ
と
や

た

で
は
な
か

た
の
だ
が
な

す
ま
ん

今
の
は
わ
ざ
と
だ

ち
な
み
に
そ
の
事
を
提
案
し
た
の
も
パ
パ
で
す

 
ユ
イ
は
そ
う
言

た

間
に

明
日
奈
の
目
が
ス

と

く
な

た

へ

ふ

ん

そ
う
な
ん
だ

マ

マ
マ

ち

と
雰
囲
気
が
怖
い
で
す
よ

気
の
せ
い
だ
よ

そ
う

八
幡
君
が
ね

 
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
事
に

そ
の
時
丁
度
八
幡
が
二

か
ら
降
り
て
き
た

 
そ
の
表
情
は
ま

た
く
普
通
で
あ

た

お
そ
ら
く
外
に
居
た
か
何
か
で

 
今
の
明
日
奈
の
雄
叫
び
は

い
て
い
な
か

た
の
だ
ろ
う

 

こ
え
て
い
た
ら

こ
ん
な
に
平
然
と
し
た
顔
は
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る

お

い
明
日
奈

こ

ち
の
準
備
は
終
わ

て
な
か

た
わ
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す
ま
ん
す
ま
ん

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で

 
八
幡
は
明
日
奈
の
表
情
を
見
て
身
の
危
険
を
感
じ
た
の
か

 
そ
う
言

て
ス

と

を
返
し

屋
上
へ
と

ろ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
明
日
奈
が
凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
で
ダ

シ

し
八
幡
の
足
首
を
ガ
シ

と
掴
ん

だ
は

ち

ま

ん
ん

く

ん

ひ
い

 
八
幡
は

を

り
乱
し
な
が
ら
足
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
く
る
明
日
奈
の
剣
幕
に
か
な
り
び
び

り 
そ
の
原
因
に
つ
い
て
す
ぐ
に
思
い
当
た
り

 
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
に
余
計
な
事
を
言
う
ん
じ

な
か

た
と
後
悔
し
た

ま

待
て
明
日
奈

俺
が
悪
か

た

俺
一
人
が
驚
か
さ
せ
ら
れ
る
の
は
ず
る
い
か
ら

 
明
日
奈
に
も
驚
い
て
も
ら
お
う
だ
な
ん
て

下
ら
な
い
事
を
考
え
た
俺
が
悪
か

た

大
丈
夫
だ
よ
八
幡
君

い
の
は
最
初
だ
け
だ
か
ら

ね

い

一
体
俺
に
何
を
す
る
つ
も
り
だ
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そ
う
だ
ね

ど
う
し
よ

か
な

る

す

そ
れ
と
も

り
取
る

り
取
る

て
何
だ
よ

 
そ
し
て
も
う
逃
げ
ら
れ
な
い
と
悟

た
八
幡
は

め
て
体
の
力
を
抜
き

 
明
日
奈
が
そ
の
上
に
圧
し

か
ろ
う
と
し
た

間
に
そ
れ
は

こ

た

 
二
人
の
顔
の
前
に

人
の
生
首
が
二
つ

突
然

か
び
上
が

て
き
た
の
で
あ
る

う
お
お
お
お
お
お
お
お

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

明
日
奈

そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
い
た
ら
ど
う
だ

パ
パ

マ
マ

仲
良
く
し
な
き

め

で
す
よ

 
よ
く
見
る
と
そ
れ
は
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
で
あ

た

 
二
人
は
ど
う
や
ら

の
下
か
ら

を
通
過
し
て
顔
を
出
し
た
ら
し
く

 
八
幡
と
明
日
奈
は
そ
の
事
を
理
解
し

安

の
あ
ま
り
そ
の
場
に
へ
た
り
こ
ん
だ

今
の
は
マ
ジ
び
び

た
わ

う

う
ん

心

が
止
ま
り
そ
う
だ

た
ね

 
そ
し
て
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑

た
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す
ま
ん
明
日
奈

俺
が
余
計
な
事
を
言

た
ば
か
り
に

う
う
ん

よ
く
考
え
た
ら
滅
多
に

と
い
う
か

多
分
一
生
見
る
事
が
な
い
レ
ア
な
光
景

だ

た
し

 
私
も
ち

と
過

反
応
し
す
ぎ
ち

た
よ

ご
め
ん
ね

 
こ
う
し
て
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
の
体
を
張

た
仲

の
お
か
げ
で

 
二
人
の

と
も
言
え
な
い

は
あ

さ
り
と
終
わ
り

 
そ
の
ま
ま
四
人
は
八
幡
に
案
内
さ
れ
て

屋
上
へ
と
の
ぼ

た

 
そ
こ
に
は
レ
ジ

シ

ト
の
上
に
い
く
つ
か
ク

シ

ン
が
置
い
て
あ
り

 
四
人
は
そ
こ
に

そ
べ

て

満
天
の
星
を

め
た

お
お

観
だ
な

凄
い

こ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
ら
私
の
ち

け
な
悩
み
な
ん
て
一
気
に

き
飛
ん
じ

う
よパ

パ

マ
マ

お
空
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
ま
す

な
る
ほ
ど

確
か
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
空
と
は
ま

た
く
別
物
だ
な

 
ま
る
で
空
が

い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
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ふ
ふ

星
の
涙

て
感
じ
か
な

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
感
動
し
た
様
子
で
静
か
に
星
空
を

め
て
い
た
が

 
や
が
て
八
幡
が
ボ
ソ
リ
と
こ
う
言

た

や

と
約
束
を
果
た
せ
た
な

み
ん
な

待
た
せ
て
悪
か

た

う
う
ん

か
な
り

か

た
と
思
う
よ

そ
う
で
す
よ

全
然

く
な
ん
か
な
か

た
で
す

謝
る
必
要
な
ん
か
な
い
さ

私
達
は
家
族
な
ん
だ
か
ら
な

 
四
人
の
間
に
は
血
の
繋
が
り
が
一
切
無
い
が

そ
ん
な
事
は
ま

た
く
関
係
な
く

 
こ
の
四
人
は
今
こ
の

間

確
実
に
家
族
で
あ

た

あ
あ

そ
う
だ
な

う
ん

そ
う
だ
ね

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
そ
う
し
て
お
り

 
や
が
て
明
日
奈
が
く
し

み
を
し
た
の
を
キ

カ
ケ
に
四
人
は
リ
ビ
ン
グ
へ
と

る
事
に
し

た
ど
う
だ
明
日
奈

気
分
転
換
に
は
な

た
か
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う
ん

バ

チ
リ

今
日
は
こ
ん
な
に
素
敵
な
所
に
連
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

八

幡
君パ

パ

あ
り
が
と
う
で
す

こ
れ
が
感
動
す
る
と
い
う
気
持
ち
な
の
だ
ろ
う
か

あ
り
が
と
う

八
幡

 
三
人
に
そ
う
お

を
言
わ
れ
た
八
幡
は

れ

し
な
の
か

を
か
き
な
が
ら
こ
う
言

た

な
ら
今
度

ク
リ
シ

ナ
や
リ
オ
ン
に
言

て
や

て
く
れ

あ

確
か
に
そ
う
だ
ね

そ
う
か

あ
の
二
人
に
も

を
言
わ
な
い
と
な

で
す
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
チ
ラ
リ
と
時
計
を
見
な
が
ら
三
人
に
言

た

さ
て
も
う
い
い
時
間
だ
し
こ
の
続
き
は
今
度
と
い
う
事
に
し
て
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
と
す
る
か

あ

あ
の

八
幡
君

 
そ
の
提
案
の
直
後
に

明
日
奈
が
八
幡
の
顔
色
を

う
よ
う
に
そ
う
声
を

け
て
き
た

ん

ど
う
し
た

え

と
ち

と
移
動
で
疲
れ
ち

た
し
今
日
は
こ
の
ま
ま
こ
こ
に

ま

て
い
か
な
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い 
確
か
に
時
間
は
も
う
夜
の
十
一
時
を
回

て
お
り

 
今
か
ら

る
の
も

い
く
ら
運
転
を
キ

ト
任
せ
に
し
て
い
る
と
は
い
え

 
か
な
り
体
に
負
担
が
か
か
る
と
思
わ
れ
た

そ
う
だ
な

⻑

離
移
動
は
座

て
る
だ
け
で
も
体
力
を
消

す
る
し

 
明
日
は
多
少
学
校
に

刻
す
る
く
ら
い
の
つ
も
り
で
今
日
は

ま

て
い
く
か

や

た

 
幸
い
こ
こ
に
来
る

中
の
高
速
の
イ
ン
タ

で

く
食
事
を
済
ま
せ
て
あ

た
二
人
は

 
食
事
の
事
は
気
に
せ
ず
一

に
風
呂
に
だ
け
入
り

キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
風
呂
場
に
持
ち
込
む
の
は

わ
れ
た

そ
の

は
二
人
に
は
見
え

な
か

た

 
こ
の
日
は
大
き
な
窓
の
あ
る
部
屋
で

星
空
を

め
な
が
ら
四
人
で

ん
で

る
事
に
し
た

 
も

と
も
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
に
は
基
本

る
機
能
は
つ
い
て
い
な
い

以
前
ユ
イ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
初
め
て
ハ
チ
マ
ン
達
に
会

た
時
は
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て
い
た
の
で
は
な
く
機
能
の
一
部
が
壊
れ

自

復
中
だ
け
だ

た
だ
け
で
あ
る

 
二
人
は
先
に

た
八
幡
と
明
日
奈
の
顔
と
そ
し
て
星
空
と
を
幸
せ
そ
う
な
顔
で
交

に

め

て
い
た

  
そ
し
て
次
の
日
の

方

学
校
か
ら
帰

て
す
ぐ
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
ア
ス
ナ
は

 

日
ま
で
の
悩
み
が

の
よ
う
に
体
が

く

今
な
ら
何
で
も
出
来
そ
う
だ
と
感
じ
て
い
た

日
は
星
が
凄
く

麗
だ

た
な

 
ア
ス
ナ
は

日
の
事
を
思
い
出
し
つ
つ

 
地
上
に
星
を

現
さ
せ
よ
う
と
い
う
つ
も
り
で
星
の

に
剣
を

る

た

 
そ
の

間
に

今
ま
で
ピ
ク
リ
と
も
し
な
か

た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
の
認
証
シ
ス
テ
ム
が
ピ
コ
ン
と
反
応
し
た

え

ま

ま
さ
か
今
の
が

録
可
能
に
な

た
の

 
コ
ン
ソ

ル
に
目
を
や
る
と
そ
の
ソ

ド
ス
キ
ル
は
当
た
り
前
だ
が
五
連
の
突
き
で

成
さ

れ
て
い
た

何
も
考
え
ず
に
本
当
に
リ
ラ

ク
ス
し
た

態
で
動
け
た
せ
い
か
な
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ア
ス
ナ
は
今
ま
で
の
苦
労
は
何
だ

た
の
か
と
苦
笑
し
つ
つ

 
名
前
を
入
力
す
る

の
ス
ペ

ス
に
目
を
や

た

名
前
か

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の

裏
に

日
四
人
で
見
た
星
空
が
フ
ラ

シ

バ

ク
し
て
い
く

う
ん

こ
れ
し
か
な
い
ね

私
は

日
見
た
星
空
を

き

と
一
生
忘
れ
な
い

ス
タ

リ

・
テ

ア

 
星
の
涙

そ
う
名
前
を
入
力
し

録
を
完
了
さ
せ
た
ア
ス
ナ
は

姫
を

え

 

の
気
合
い
を
込
め
て

今
自
ら
が
作
り
出
し
た
ば
か
り
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放

た

ス
タ

リ

・
テ

ア

 
そ
の
五
発
目
を
ア
ス
ナ
が
放

た

間
に

 
剣
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
星
の
よ
う
な
エ
フ

ク
ト
が
発
生
し
た

 
お
そ
ら
く
偶
然
そ
の
エ
フ

ク
ト
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
天
か
ら
の
贈
り
物
の
よ
う
に
感
じ
た

も

と
先
ま
で
い
け
そ
う
な
気
も
す
る
け
ど

 
ア
ス
ナ
は
そ
う

い
た
後

珍
し
く
興
奮
し
た
よ
う
な
様
子
で
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空
に
向
か

て
両
手
を
広
げ
な
が
ら
こ
う
叫
ん
だ

と
り
あ
え
ず
の
目
標
は
達
成
し
た
ぞ

 
こ
う
し
て
ア
ス
ナ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
ス
タ

リ

・
テ

ア

が
こ
こ
に

誕
生
し
た
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第
８
０
７
話
 
仮
眠
室
の
八
幡

 
次
の
日
八
幡
は

学
校
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た

作
型
ニ

ロ
リ
ン
カ

ｖ
ｅ
ｒ
２

 

 
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
を
使

て
み
た
結
果
を
紅
莉
栖
に
伝
え
る

で
あ
る

う
い

す

あ

八
幡

分
と
眠
そ
う
な
目
を
し
て
る
ね

 
八
幡
が
部
屋
に
入

た

間
に

誰
よ
り
も

く
理
央
が
こ
ち
ら
に

け
寄

て
き
た

 
ま
だ
ま

た
く
反
応
し
て
い
な
い
者
も
い
る
の
に

 
ど
う
や
ら
ま
だ
八
幡
が
外
に
い
る
時
か
ら
そ
の
存
在
に
気
付
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る

 
恋
す
る
少
女
は
実
に
目
ざ
と
い

お
前
ほ
ど
じ

な
い
が
な

え

私

そ
ん
な
に
眠
そ
う

と
い
う
か

目
の
下
の

が
ち

と
な

あ
ま
り
無
理
を
す
る
な
よ

無
理
は
し
て
な
い
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
な
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じ

あ

純
に

不
足
だ
な

眠
時
間
を
も

と
⻑
く
と
る
事
だ

う

う
ん

 
そ
の
時
八
幡
の
背
中
が
ツ
ン
ツ
ン
と
誰
か
に
つ
つ
か
れ
た

八
幡

ん

紅
莉
栖

ど
う
し
た

そ
ん
な
ん
じ

こ
の
子
に
は

か
な
い

 
そ
う
言

て
紅
莉
栖
は
八
幡
の

を
引

張
り

そ
の

元
で
何
か

い
た

俺
が
理
央
に
そ
う
言
え
ば
い
い
の
か

う
ん

八
幡
が
良
け
れ
ば
だ
け
ど
ね

ん

ま
あ
い
い
か

分
か

た

や

て
み
る

 
そ
し
て
八
幡
は
理
央
の
方
に
向
き
直

て
こ
う
言

た

そ
の
目
の
下
の

が
消
え
た
ら

今
度
二
人
で
一

に

で
も
食
い
に
行
く
か

師
匠
ち

と

い
け
ど
休

に
入
り
ま
す
も
し
何
か
あ

た
ら
仮
眠
室
に
い
ま
す
か
ら

 
そ
の
言
葉
に
対
す
る
反
応
は
劇
的
で
あ

た

 
理
央
は
紅
莉
栖
の
返
事
も
待
た
ず
に
そ
う
言

て
部
屋
を
出
て
い
き
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そ
れ
を
見
た
八
幡
は

か
ん
と
し
た
顔
を
し
た

ま
さ
か
こ
ん
な
に

果
が
あ
る
と
は

正
直
助
か

た
わ

最
近
理
央
の
体
調
の
事
は

ち

と
気
に
な

て
い
た
の
よ

学
校
よ
り
も
全
然
楽
し
い
と
は
言

て
た
し
動
き
に
も
特
に
問
題
は
無
さ
そ
う
だ

た
け
ど

 
そ
れ
で
も
や

ぱ
り
ち

と

ね

 
紅
莉
栖
の
そ
の
言
葉
に
真
帆
も
同
意
し
た

で
す
ね

ま
あ
あ
れ
く
ら
い
の
年
の
女
の
子
が

 
相
手
の
男
次
第
で
こ
ろ
こ
ろ
と
気
分
を
変
え
る
の
は
よ
く
あ
る
事
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

 
紅
莉
栖
は
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
の
方
を
見
た

釣
ら
れ
て
真
帆
も
八
幡
の
方
を
見
る

何
で
そ
こ
で
俺
を
見
る

相
手
の
男
だ
か
ら

い
や

そ
の
表
現
は
ど
う
な
ん
だ

ど
う
も
何
も

理
央
を
連
れ
て
き
た
の
は
八
幡
じ

な
い

 
そ
の
予
想
と
違
う
言
葉
に

八
幡
は
少
し

て
な
が
ら
こ
う
答
え
た

あ

そ

ち
の
意
味
か



 第８０７話 仮眠室の八幡

何

ど
う
い
う
意
味
だ
と
思

た
の

 
も
し
か
し
て
八
幡

て

思

て
た
よ
り
も
恋
愛

だ

た
り
す
る

ぐ
ぬ

 
紅
莉
栖
が
ド
ヤ
顔
で
そ
う
言

た

若

イ
ラ

と
し
た
八
幡
で
あ

た
が

 
詩
乃
や
雪
乃
が
相
手
な
ら
と
も
か
く
紅
莉
栖
相
手
に
大
人
し
く
言
わ
れ

ぱ
な
し
に
な
る
八

幡
で
は
な
い

 
当
然
八
幡
は

即
座
に
紅
莉
栖
に
反
撃
を
開
始
し
た

ク
リ
ス
テ

ナ
よ

 
さ

き
理
央
の
事
を

あ
の
く
ら
い
の
年

の
子
と
か
言

て
い
た
が

 
そ
れ
を
言

た
ら
お
前
の
方
が
理
央
よ
り
年
下
の
思
春
期
真

中
で
は
な
い
の
か

 
よ
も
や
そ
の

で
も
う
お
局
様
を
気
取

て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
な

そ

そ
れ
は
一
体
誰
の
真
似
の
つ
も
り
か

 
顔
を

く
し
て
そ
う
抗
議
す
る
紅
莉
栖
を
無

し

八
幡
は
チ
ラ
リ
と
真
帆
の
方
を
見
た

そ
う
よ
紅
莉
栖

あ
な
た
は
ま
だ
十
七
な
ん
だ
し

 
日
本
に
い
た
ま
ま
だ

た
ら
ま
だ
一
介
の
女
子
高
生
に
す
ぎ
な
か

た
は
ず
な
ん
だ
か
ら
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大
人
ぶ

て
ば
か
り
い
な
い
で
た
ま
に
は
や
ば
た
に
え
ん
と
か
使

て
み
て
も
い
い
の
よ

何
で
す
か
そ
れ

て
い
う
か
先
輩

裏
切
る
ん
で
す
か

私
は
誰
の
味
方
で
も
な
い
わ
強
い
て
言
う
な
ら
こ
の
場
を
面
白
く
し
て
く
れ
る
方
の
味
方
よ

 
ね

部
⻑
も
そ
う
で
す
よ
ね

そ
う
ダ
ネ
ボ
ク
も
か
ね
て
か
ら
ク
リ
ス
に
は
少
し
モ
エ
が
足
り
な
い
な
と
思

て
は
い
た

ん
だ
ヨ
ネ

わ

私
に
萌
え
と
か
必
要
な
い
で
す
か
ら

萌
え
と
い
え
ば
こ
の
僕

橋
田
至
に
お
任
せ
だ
お

 
そ
の

間
に
部
屋
の
扉
が
開
き

外
か
ら

息
を
荒
く
し
た
ダ
ル
が
中
に
飛
び
込
ん
で
き
た

ま
た
面
倒
な
の
が

紅
莉
栖

そ
う
い
う
時
は

場
が
カ
オ
ス
す
ぎ
て
や
ば
た
に
え
ん

と
言
い
な
さ
い

先
輩
し
つ
こ
い

て
い
う
か
そ
ん
な
の
私
に
は
無
理
で
す
か
ら

 
紅
莉
栖
は
ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を

り
な
が
ら
そ
う
言
い
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勢
が
こ
ち
ら
に

利
だ
と
感
じ
た
八
幡
は

再
び
キ

マ
の
物
真
似
で
押
す
事
に
し
た

よ
く
来
た
な

我
が
フ

イ
バ
リ

ト
・
ラ
イ
ト
ア

ム

よ

八
幡

何
で
疑
問

で
オ
カ
リ
ン
風
な
ん

 
ま
あ
僕
と
し
て
は

萌
え
の
布
教
が
出
来
れ
ば
何
で
も
い
い
ん
だ
け
ど

丁
度
良
か

た
わ

も
う
す
ぐ
休

時
間
だ
し

 
そ
の
間
に
萌
え
の
何
た
る
か
を
紅
莉
栖
に
徹

的
に
叩
き
込
ん
で

む
む

心
得
ま
し
た

真
帆
た
ん
軍
曹

え
え

ち

ち

と

私
に
は
そ
ん
な
の
必
要
な
い

必
要
な
い
か
ら

い
い
か
ら
行
く
わ
よ
紅
莉
栖

え
え
え
え
え
え
え
え
え

 

抗
空
し
く

そ
の
ま
ま
紅
莉
栖
は
ダ
ル
と
真
帆
に
連
行
さ
れ
て
い
き

 
そ
の
場
に
は
八
幡
と
レ
ス
キ
ネ
ン
だ
け
が
残
さ
れ
た

さ
て

僕
か
ら
も
ハ
チ
マ
ン
君
に
一
つ
オ
ネ
ガ
イ
が
あ
る
ん
だ
ヨ
ネ

あ

は
い

何
で
す
か

さ

き
リ
オ
が
仮
眠
室
に
行
く
と
言

て
た
ダ
ロ
ウ
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え
え

そ
う
で
す
ね

な
の
で
ち

と
仮
眠
室
に
行

て
リ
オ
の
ス
マ
ホ
を
こ
こ
に
持

て
き
て
欲
し
い
ん
ダ
ヨ

 
実
は
今
日
の
仕
事
は
も
う
終
わ

た
よ
う
な
も
の
で
ね

 
あ
の
子
は
ス
マ
ホ
で
目
覚
ま
し
を
セ

ト
し
て
る
と
思
う
か
ら
そ
れ
を
こ

そ
り
回
収
し
て

 
今
日
く
ら
い
は
ぐ

す
り

か
せ
て
や
ろ
う
と
思

て
ね

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
な
ら
任
せ
て
下
さ
い

す
ま
な
い
ね

頼
む
よ

は
い

そ
れ
じ

あ

速
行

て
き
ま
す
ね

 
八
幡
は
そ
の
レ
ス
キ
ネ
ン
の
頼
み
を

く
引
き
受
け

仮
眠
室
へ
と
向
か

た

 
仮
眠
室
に
は
一
つ
だ
け
使
用
中
に
な

て
い
る
ド
ア
が
あ
り

 
八
幡
は
そ
の
部
屋
の
マ
ス
タ

キ

を

り
よ
う
と
考
え
た
が

 
一
応
そ
の
前
に
ド
ア
が
開
く
か

し
て
み
よ
う
と
思
い

ド
ア
ノ
ブ
を

た

お
い

 
そ
の
ド
ア
に
は
鍵
が
か
け
ら
れ
て
お
ら
ず

八
幡
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
こ
う

い
た

無
用
心
だ
な

ま
あ
う
ち
の
社
内
で
何
か
あ
る
は
ず
も
な
い
が
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世
の
中
に
は
絶
対

て
言
葉
は
た
ま
に
し
か
な
い
か
ら
な

た
ま
に
し
か

 
そ
し
て
八
幡
は
中
に
入
り

理
央
の
様
子
を

た

お

理
央
の

を
外
し
た
顔
を
見
れ
る
の
は
か
な
り
レ
ア
だ
な

 
ふ

む

ま
あ
で
も

を
し
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
こ
い
つ
は

 
お

と

と

い
か
ん
い
か
ん

本
来
の
目
的
を
果
た
さ
な
い
と
だ
な

 
八
幡
は
雑
念
を

う
よ
う
に
首
を
ぶ
ん
ぶ
ん
と

り

 
ど
こ
に
ス
マ
ホ
を
置
い
て
い
る
の
か
探
そ
う
と
と
思
い

部
屋
の
中
を
見
回
し
た

 
そ
し
て
ベ

ド
の

の
部
分
に
三

の
布
が
放
置
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し

 
思
わ
ず
叫
び
そ
う
に
な
り

て
て
自
分
の
口
を
押
さ
え
た

こ

こ
い
つ

俺
が
来
る
と
分
か

て
て
わ
ざ
と
や

て
ん
の
か

 
何
で
そ
こ
に
白
衣
と
ス
カ

ト
と
ブ
ラ
が
あ
る
ん
だ
よ

と
い
う
か
こ
れ
は
実
に
け
し
か
ら

ん 
よ
く
見
る
と
理
央
の
胸
元
は
大
き
く
露
出
さ
れ
て
い
た
が

 
今
の
八
幡
の
セ
リ
フ
が
そ
の

態
を
目
に
し
た
上
で
放
た
れ
た
言
葉
か
ど
う
か
は
定
か
で
は

な
い
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ま

た
く

今
こ
こ
に
い
る
の
が
俺
だ
か
ら
良
か

た
も
の
の

 
こ
れ
は
今
度
注
意
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
な

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間
に
理
央
が

返
り
を
う
ち

冗
談
で
は
な
く
布
団
が

飛
ん
だ

 
そ
し
て
上
半
身
は

シ

ツ
が
一

の
み

下
半
身
は
下
着
だ
け
と
い
う

 
理
央
の
あ
ら
れ
も
な
い

が
八
幡
の
目
の
前
に

さ
れ
た

う

俺
だ
か
ら
良
か

た

俺
だ
か
ら
良
か

た

 
八
幡
は
う
わ
ご
と
の
よ
う
に
そ
う

り
返
す
と
理
央
を

こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が

ら 

飛
ん
だ
布
団
を
そ

と
理
央
に

け
直
し

 
ホ

と
し
た
よ
う
に
た
め
息
を
つ
く
と

ボ
ソ
リ
と
こ
う

い
た

は

理
央
の

那
に
な
る
奴
は
こ
の

相
の
悪
さ
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
八
幡
は

本
来
の
目
的
を
達
成
す
る

に
再
び
キ

ロ
キ

ロ
し

 
枕
元
に
目
的
の
品
で
あ
る
理
央
の
ス
マ
ホ
が
置
い
て
あ
る
の
を
見
て
そ
ち
ら
に
手
を

ば
し

た
ふ
う

ま
さ
か
た

た
こ
れ
だ
け
の
事
に

こ
ん
な
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
と
は
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ま
あ
こ
れ
さ
え
回
収
し
ち
ま
え
ば
ア
ラ

ム
が
鳴
る
事
も
な
く
理
央
も
ぐ

す
り
眠
れ
る

だ
ろ

 
そ
の
時
八
幡
の
指
が
理
央
の
ス
マ
ホ
の
画
面
に

く
触
れ
待
ち
受
け
画
面
が
表

さ
れ
た

 
そ
こ
に
は
八
幡
と
理
央
が

ん
だ

態
で
ま
る
で
恋
人
同
士
の
よ
う
に
笑
顔
で
写

て
お
り

 
八
幡
は
そ
の
見
覚
え
の
無
い
写
真
を
見
て
動

し
た

え

あ
れ

何
だ
こ
れ

こ
ん
な
写
真

た
事
あ

た

け
か

 
八
幡
は
首
を

げ
な
が
ら
そ
の
写
真
を
じ

と
見
つ
め

 
画
面
の

の
方
で
咲
太
と

真
の
顔
が
見
切
れ
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

あ

こ
れ

て
あ
れ
か

前
に
学
校
で

た
奴
を
理
央
が
加

し
た
の
か

 
そ
れ
は
ま
だ
理
央
が
学
校
に
通

て
い
た
時
に

 
た
ま
た
ま
八
幡
が
迎
え
に
行

た
時
に

ら
れ
た
写
真
で
あ

た

ま

た
く

俺
な
ん
か
の
ど
こ
が
い
い
ん
だ
か

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う

い
た
が

そ
の

間
に
背
後
か
ら
理
央
の
声
が
し
た

全
部

お

お
前

き
て
た
の
か
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う
ん

結

前
か
ら

 
そ
し
て
理
央
は
八
幡
の
手
を

り
締
め

再
び
言

た

全
部
だ
か
ら

 
そ
ん
な
理
央
に
八
幡
が

い
顔
で
何
か
言
お
う
と
し
た

間
に

理
央
は
八
幡
の
手
を
離
し

 

に
布
団
を
被
り
な
が
ら

口
で
こ
う
言

た

ご
め
ん
ち

と
気
分
が
高
揚
し
過
ぎ
た
み
た
い
冗
談

じ

な
い
け
ど
今
の
は

無
し

 
ち

ん
と
ア
ラ

ム
を
切

て

る
か
ら

私
の
事
は
心
配
し
な
い
で

そ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ゆ

く
り

る
ん
だ
ぞ

 
八
幡
は
そ
れ
以
上
何
を
言

て
い
い
の
か
分
か
ら
ず

大
人
し
く
仮
眠
室
を
出
た

 
残
さ
れ
た
理
央
は
部
屋
の
鍵
を

め

再
び
ベ

ド
に
横
た
わ
り

を

え
た

し

し
ま

た

攻
め
す
ぎ
た

 
こ
の
後
理
央
は
結
局
眠
れ
ず

こ
し
に
来
て
く
れ
た
紅
莉
栖
に
事
情
を

か
れ

 
何
が
あ

た
の
か
を
正
直
に
話
し

そ
の
ま
ま
紅
莉
栖
に

め
ら
れ
る
事
と
な

た

い
い
理
央

理
央
は
ま
だ
若
い
ん
だ
か
ら

絶
対
に

ち

目
よ
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チ

ン
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
は
私
に
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
少
な
く
と
も
他
の
人
達
は
全
然

て
な
い
で
し

う

 
む
し
ろ

々
と
何
か
を
待

て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
気
が
し
な
い

 
こ
の
時
か
ら
理
央
に
は

 
自
分
を
八
幡
に
と

て

無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
ま
で
押
し
上
げ
る
と
い
う
目
標
が
出

来
た
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第
８
０
８
話
 
あ
の
仮
眠
室
の
出
来
事
が
人
生
の
岐
路
だ

た

 
は
ち
は
ち
は
ち
は
ち

え

私

そ
ん
な
に
眠
そ
う

 
次
世
代
技
術
研
究
部
を
訪
れ
た
八
幡
に
光
の
速
さ
で
駆
け
寄

た
理
央
は

 
八
幡
に
そ
う
指
摘
さ
れ

て
て

を
探
し
た

 
理
央
は
高
校
在
学
中
は

は
な
か
ら
自
分
は

力
あ
る
女
で
は
な
い
と
決
め
付
け
て
お
り

 
そ
う
い

た
物
に
は
ま

た
く
興
味
を

さ
な
か

た
の
だ
が

 
八
幡
と
出
会
い

そ
の

り
の
女
性

と
接
し
て
い
く
う
ち
に

 
そ
う
い

た
方
面
に
も
徐
々
に
手
を
出
し
つ
つ
あ
り

 
普

持
ち
歩
く
用
の
手

も
一
応

て
あ

た
の
だ
が

 
ま
だ
そ
れ
が

慣

い
て
い
な
い

 
そ
の
手

は

の
上
の
置
き
物
に
な

て
し
ま

て
い
る
の
が
現

だ
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つ
ま
り
今

理
央
の
手
元
に

は
無
い

と
い
う
か

目
の
下
の

が
ち

と
な

あ
ま
り
無
理
を
す
る
な
よ

無
理
は
し
て
な
い
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
な

じ

あ

純
に

不
足
だ
な

眠
時
間
を
も

と
⻑
く
と
る
事
だ

う

う
ん

 
理
央
は
八
幡
が
自
分
の
身
を
案
じ
て
く
れ
て
い
る
事
に
喜
び
を
感
じ
つ
つ
も

 
一
刻
も

く

を
見
た
く
て
仕
方
が
な
く
さ
り
と
て
八
幡
の

か
ら
離
れ
た
く
な
か

た

 
か
な
り
集
中
力
を

い
て
い
る

態
に
あ
り

 
そ
の
せ
い
で
紅
莉
栖
が
八
幡
に
何
か

打
ち
し
た
事
に
気
が
付
か
な
か

た

 
そ
し
て
八
幡
の
口
か
ら

プ
ロ
デ

ス
・
バ
イ
・
紅
莉
栖
の
言
葉
が
放
た
れ
た

そ
の
目
の
下
の

が
消
え
た
ら

今
度
二
人
で
一

に

で
も
食
い
に
行
く
か

 
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た

間
に

理
央
の
口
と
体
が
勝
手
に
動
い
た

師
匠
ち

と

い
け
ど
休

に
入
り
ま
す
も
し
何
か
あ

た
ら
仮
眠
室
に
い
ま
す
か
ら

 
そ
し
て
理
央
は

紅
莉
栖
の
返
事
を
待
た
ず
に
そ
の
ま
ま
仮
眠
室
へ
と
走

た

あ
れ

理
央
ち

ん

そ
ん
な
に
急
い
で
ど
う
し
た
の
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仮
眠
室
へ
と
向
か
う

中
で
そ
う
声
を

け
て
き
た
の
は
ど
う
や
ら
今
日
は

番
だ

た
の

だ
ろ
う

 
帰
り

度
で
向
こ
う
か
ら
歩
い
て
き
た
か
お
り
で
あ

た

あ

か
お
り
さ
ん

も
し
か
し
て
今

手

と
か
持

て
ま
せ
ん

コ
ン
パ
ク
ト
な
ら
あ
る
け
ど
使
う

さ
す
が
は
か
お
り
さ
ん

す
み
ま
せ
ん

ち

と
貸
し
て
も
ら

て
い
い
で
す
か

う
ん

ち

と
待

て
て
ね

 
そ
し
て
か
お
り
は
バ

グ
の
中
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
を
取
り
出
し

理
央
に
手

し
た

も
し
か
し
て
そ
の
目
の
下
の

が
気
に
な

ち

た

あ

や

ぱ
り

ひ
ど
い
で
す
か

う
ん

せ

か
く
の
美
人
が
台
無
し
だ
よ

い
や

私
は
別
に
美
人
じ

な
い
で
す
か
ら

 
誰
に

い
て
も
美
人
と
答
え
る
で
あ
ろ
う

か
お
り
に
そ
う
言
わ
れ

 
理
央
は
恐

し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

え

理
央
ち

ん
が
美
人
じ

な
か

た
ら
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世
の
中
に
美
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
事
に
な

ち

う
よ

か
お
り
さ
ん

そ
れ
は
さ
す
が
に
言
い
す
ぎ
で
す

う
わ

本
当
だ

凄
い

え

全
然

張
じ

な
い
と
思
う
け
ど
な

 
か
お
り
は
そ
う

き
つ
つ

 

を
見
て
シ

ク
を
受
け
た
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
た
理
央
に
こ
う

ね
た

も
し
か
し
て
そ
の

八
幡
に
見
ら
れ
ち

た

は

は
い

そ

か

そ
れ
で
こ
れ
か
ら
寮
に
帰

て

る
感
じ

あ

ま
だ

業
時
間
中
な
の
で

仮
眠
室
に
行
こ
う
か
と

仮
眠
室

仮
眠
室
か

 
こ
の
時
か
お
り
は

も
し
か
し
た
ら
八
幡
が

 
理
央
が
ち

ん
と

た
か
ど
う
か
確
認
し
に
仮
眠
室
に
こ

そ
り
様
子
を
見
に
来
る
可
能
性
を

考
え
て
い
た

私
も
仮
眠
室
に
行
こ
う
か
な

え

か
お
り
さ
ん
も
眠
い
ん
で
す
か
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あ

う
う
ん

冗
談
冗
談

そ
れ
じ

あ
理
央
ち

ん

し

か
り
と

て
く
る
ん
だ
よ

は
い

コ
ン
パ
ク
ト
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

か
お
り
さ
ん
も
お
気
を
つ
け
て

 
そ
の
ま
ま
歩
き
去

た
理
央
の
背
中
を
見
つ
つ

か
お
り
は
ぼ
そ
り
と
こ
う

い
た

ま
あ
今
日
は

魔
し
な
い
で
お
い
て
あ
げ
よ
う

理
央
ち

ん
は
か
わ
い
い
後
輩
だ
し
ね

仕
事
の
上
で
も
恋
の
上
で
も
ね

 
か
お
り
は
せ

か
く

上
が
り
な
ん
だ
し

千
佳
で
も
誘

て
ど
こ
か
に
行
こ
う
と
思
い

 
そ
の
ま
ま

い
足
取
り
で
帰
宅
し
て
い

た

  
仮
眠
室
に
着
い
た
理
央
は
バ
サ

と
白
衣
を
脱
ぎ
そ
の
ま
ま
ベ

ド
に
横
た
わ

た
の
だ

が 
そ
の
ま
ま
だ
と
想
像
以
上
に

に
く
か

た

思
い
切

て
ブ
ラ
を
外
し

 
つ
い
で
に
ス
カ

ト
も
脱
い
で

の
方
に
放
り
投
げ
ご
そ
ご
そ
と
布
団
に

り
込
ん
で
目
を

じ
た

 
エ
ア
コ
ン
が

い
た
室
内
で

度
に

や
さ
れ
た
布
団
が
と
て
も
心
地
よ
く

 
理
央
は
元
々

不
足
だ

た
事
も
あ
り

す
ぐ
に
う
と
う
と
と
し
始
め
た
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そ
の
ま
ま
ま
ど
ろ
ん
で
い
た
理
央
で
あ

た
が

し
ば
ら
く
し
て
ド
ア
の
方
か
ら
物
音
が
し

 
あ
ま
つ
さ
え
ド
ア
が
開
く
音
が
し
た

理
央
の
意
識
は
驚
き
に
よ

て
一

で
覚

し
た

し
ま

た

ド
ア
の
鍵
を

け
忘
れ
て
た

や
ば
そ
う
な
ら
大
声
を
上
げ
な
い
と

 
だ
が
理
央
と
て
駆
け
出
し
と
は
い
え

学
者
の

く
れ
で
あ
り

 
ソ
レ
イ
ユ
の
セ
キ

リ
テ

が
ど
れ
だ
け

い
の
か
は
当
然
知

て
い
た

 
し
か
も
仮
眠
室
に
は
社
員
証
が
な
い
と
入
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な

て
い
る

 
理
央
は
案
外
紅
莉
栖

り
が
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
た
の
か
と
思
い

薄
目
を
開
け
た

あ

あ
れ

も
し
か
し
て
八
幡

 
理
央
は
そ
こ
に
八
幡
の

を
見
付
け

心

の

動
が
一
気
に

ね
上
が
る
の
を
感
じ
た

 
そ
し
て
八
幡
の
目
が
理
央
の
顔
の
方
に
向
い
た
の
を
見
て

て
て
薄
く
開
け
て
い
た
目
を

じ
たお

理
央
の

を
外
し
た
顔
を
見
れ
る
の
は
か
な
り
レ
ア
だ
な

 
ふ

む

ま
あ
で
も

を
し
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
こ
い
つ
は

 
お

と

と

い
か
ん
い
か
ん

本
来
の
目
的
を
果
た
さ
な
い
と
だ
な

こ
い
つ
は

何

そ
の
続
き
が
大
事
な
ん
で
し

う
が

て
い
う
か
目
的

て
何
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八
幡
が
こ
こ
に
来
る
理
由

て
私
の
事
を
心
配
し
て
と
か
以
外
に
は
何
も
無
い
と
思
う
け
ど

 
そ
う
す
る
と
目
的
と
い
う
言
葉
と
矛
盾
し
て
る
気
が
す
る

 
理
央
は
ロ
ジ
カ
ル
に
そ
う
考
え

そ
の
ま
ま
八
幡
の
様
子
を
観
察
す
る
事
に
し
た

 
そ
の
直
後
に
八
幡
は

何
か
に
対
し
て
驚
愕
し

て
て
自
分
の
口
を
押
さ
え
た

え

何
そ
の
反
応

こ

こ
い
つ

俺
が
来
る
と
分
か

て
て
わ
ざ
と
や

て
ん
の
か

 
何
で
そ
こ
に
白
衣
と
ス
カ

ト
と
ブ
ラ
が
あ
る
ん
だ
よ

と
い
う
か
こ
れ
は
実
に
け
し
か
ら

ん
あ
あ
あ
あ
あ

し
ま

た

せ
め
て
脱
い
だ
も
の
は

麗
に

ん
で
お
く
ん
だ

た

 
理
央
は
自
分
の
女
子
力
の
無
さ
に
打
ち
の
め
さ
れ
つ
つ

同
時
に
羞
恥
で
顔
を

く
し
た

う

私
が

き
て
る
事
が
八
幡
に
気
付
か
れ
ち

う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
顔
が

く
な
る
の
を
止
め
ら
れ
な
い

ま

た
く

今
こ
こ
に
い
る
の
が
俺
だ
か
ら
良
か

た
も
の
の

 
こ
れ
は
今
度
注
意
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
な

 
そ
う
言

て
八
幡
が

再
び
理
央
の
顔
を

き
込
も
う
と
し
た
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テ
ン
パ

た
理
央
は

て
て

返
り
を
う

た

た
ふ
り
が
バ
レ
る
よ
り
は
ま
し

 
そ
の
理
央
の
強
攻

は

完
全
に
失
敗
で
あ

た

 

て
す
ぎ
た

に
勢
い
が
つ
き
す
ぎ
て

け
布
団
が
思
い

き
り

飛
ん
で
し
ま
い

 
八
幡
の
目
の
前
に
理
央
の
あ
ら
れ
も
な
い

が

し
げ
も
無
く

さ
れ
て
し
ま

た
の
で
あ

る
う
わ
あ
あ
あ
あ

こ
れ
じ

あ
ま
る
で
痴
女
じ

な
い

 
だ
が
八
幡
は
思

た
よ
り

静
で
あ

た

う

俺
だ
か
ら
良
か

た

俺
だ
か
ら
良
か

た

 
八
幡
は
そ
う
う
わ
ご
と
の
よ
う
に

り
返
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が

 
そ

と
理
央
に
布
団
を

け
直
し
て
く
れ
た
の
だ

 
お
そ
ら
く
そ
の
言
葉
か
ら

八
幡
は
確
実
に
理
央
の
豊
満
な
胸
や

 

よ
り
は
よ
ほ
ど
デ
ザ
イ
ン
的
に
大
人
な
下
着
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
が

 
そ
れ
で
も
八
幡
は

士
的
で
あ
り

そ
れ
が
理
央
は
若

不
満
で
あ

た
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ち

ち

と
は
興
奮
し
て
く
れ
た
り
と
か

う

か
り
手
を
出
し
そ
う
に
な
る
と
か

 
そ
う
い

た
イ
ベ
ン
ト
を

こ
し
て
く
れ
て
も
良
か

た
の
に

 
そ
し
て
次
の
八
幡
の
言
葉
で

理
央
は
若

キ
レ
た

は

理
央
の

那
に
な
る
奴
は
こ
の

相
の
悪
さ
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
ん
だ
ろ
う
な

八
幡
が

那
に
な

て
苦
労
し
な
さ
い
よ

 
だ
が
更
に
そ
の
次
の
言
葉
で

理
央
の
精
神
は
急
激
に
安
定
し
た

実
に
忙
し
い
事
で
あ
る

ふ
う

ま
さ
か
た

た
こ
れ
だ
け
の
事
に

こ
ん
な
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
と
は

 
ま
あ
こ
れ
さ
え
回
収
し
ち
ま
え
ば
ア
ラ

ム
が
鳴
る
事
も
な
く
理
央
も
ぐ

す
り
眠
れ
る

だ
ろあ

そ
う
か

八
幡
は
私
を

こ
さ
な
い

に

 
そ
こ
に
今
度
は
爆

が
投
下
さ
れ
た

え

あ
れ

何
だ
こ
れ

こ
ん
な
写
真

た
事
あ

た

け
か

し

し
ま

た

あ
の
写
真
を
見
ら
れ
た

ど
う
し
よ
う

恥
ず
か
し
い
恥
ず
か
し
い

あ

こ
れ

て
あ
れ
か

前
に
学
校
で

た
奴
を
理
央
が
加

し
た
の
か

 
八
幡
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
ず

特
に
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
が
出
て
く
る
事
も
無
か

た
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理
央
は
そ
の
写
真
を
待
ち
受
け
に
す
る
事
を
八
幡
が
許
し
て
く
れ
た
の
だ
と
感
じ

 
自
身
の
心
の
中
で

急
激
に
八
幡
に
対
す
る
感
情
が
高
ま

て
ゆ
く
の
を
感
じ
て
い
た

 
そ
し
て

に

理
央
の
理
性
を
決
壊
さ
れ
る
一
言
を
八
幡
が
放

た

ま

た
く

俺
な
ん
か
の
ど
こ
が
い
い
ん
だ
か

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に

理
央
の
体
は
自
然
と
動
い
て
い
た

 
そ
の
口
か
ら

理
央
の
心
か
ら
の
気
持
ち
が

れ
出
る

全
部

八
幡
の
全
部
が
好
き

お

お
前

き
て
た
の
か

う
ん

結

前
か
ら

 
そ
し
て
理
央
は

を

ま
せ

八
幡
の
手
を
し

か
り
と

り
な
が
ら
言

た

全
部
だ
か
ら

 
そ
の

間
に
理
央
は
八
幡
が
困

た
よ
う
な
笑
顔
を

か
べ
何
か
言
お
う
と
し
た
の
を
見

た 
そ
の
顔
は
確
か
に

く
な

て
い
た
が
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そ
の
口
か
ら
理
央
の
望
む
言
葉
が
放
た
れ
る
可
能
性
は
お
そ
ら
く
ゼ
ロ
で
あ
る

 
そ
う
一

で
判
断
し
た
理
央
は

今
の
関
係
性
を
守
る

に

 
八
幡
の
機
先
を
制
し

必
死
に
言
葉
を

ぎ
出
し
た

ご
め
ん
ち

と
気
分
が
高
揚
し
過
ぎ
た
み
た
い
冗
談

じ

な
い
け
ど
今
の
は

無
し

 
ち

ん
と
ア
ラ

ム
を
切

て

る
か
ら

私
の
事
は
心
配
し
な
い
で

そ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ゆ

く
り

る
ん
だ
ぞ

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
部
屋
を
出
て
い

た
が
そ
の
顔
は
困
惑
し
つ
つ
も
安

し
て
い
る
よ
う
に

見
え
た

 
八
幡
と
て
こ
ん
な
イ
レ
ギ

ラ

な
事
で
理
央
と
の
関
係
を
崩
し
た
く
は
な
い
の
で
あ
ろ
う

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
理
央
は
部
屋
の
鍵
を

め

再
び
ベ

ド
に
横
た
わ
り

を

え
た

し

し
ま

た

攻
め
す
ぎ
た

 
こ
の
後
理
央
は
眠
れ
ず

そ
の
し
ば
ら
く
後
に

部
屋
の
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ
た

は
い

理
央

私

紅
莉
栖
だ
け
ど
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師
匠

 
理
央
は
扉
を
開
け
て
紅
莉
栖
を
中
に

き
入
れ
紅
莉
栖
は
開
口
一
番
に
理
央
に
こ
う
言

た

八
幡
が
理
央
の

に
い
て
や

て
く
れ

て
言
う
か
ら
来
て
み
た
ん
だ
け
ど
何
か
あ

た

の
う

 
今
の
理
央
に
は
そ
の
八
幡
の
優
し
さ
が
と
て
も
つ
ら
く
感
じ
ら
れ
た

 
理
央
は

ろ

ろ
と
涙
を
流
し
始
め

て
た
紅
莉
栖
は
必
死
で
理
央
を

め
た

ち

ち

と

本
当
に
一
体
何
が
あ

た
の

 
ま
さ
か
八
幡
に
襲
わ
れ
た
り
し
て
な
い
で
し

う
ね

違
う
ん
で
す
師
匠
私
自
分
の
ミ
ス
で
八
幡
の
心
に
負
担
を
か
け
ち

た
ん
で
す

ど
う
い
う
事

実
は
さ

き

 
そ
し
て
理
央
は
あ
り
の
ま
ま
の

を
紅
莉
栖
に
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

私

馬

で
す
よ
ね
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紅
莉
栖
は
し
ば
ら
く
無
言
で
あ

た
が

や
が
て
少
し
迷
い
な
が
ら
で
は
あ
る
が

 
理
央
に
向
か

て
こ
う
言

た

い
い
理
央

理
央
は
ま
だ
若
い
ん
だ
か
ら

絶
対
に

ち

目
よ

 
チ

ン
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
は
私
に
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
少
な
く
と
も
他
の
人
達
は
全
然

て
な
い
で
し

う

 
む
し
ろ

々
と
何
か
を
待

て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
気
が
し
な
い

 
こ
の
言
葉
を
放
つ
前
に
迷
い
が
あ

た
の
は

 
紅
莉
栖
に
と

て
は
明
日
奈
も
大
切
な
友
人
だ
か
ら
で
あ
る

 
だ
が
紅
莉
栖
は
理
央
を
放

て
お
く
事
は
出
来
ず
言
葉
を
選
び
な
が
ら
理
央
に
希
望
を

え

よ
う
と
し
た

あ
な
た
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
で
し

も

と
ロ
ジ
カ
ル
に
考
え
な
さ
い

 
仮
に
仮
に
よ
八
幡
が
複

の
女
性
を
愛
す
る
事
に
な

た
と
し
て
そ
れ
が
合
法
化
さ
れ

た
時

 
そ
の
中
に
理
央
が
入
る
か
ど
う
か
は
今
の
と
こ
ろ
不

明
よ

複

の
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え
え
そ
う
よ

ア
イ
ン
シ

タ
イ
ン
も
言

て
い
る
で
し

う

人
生
と
は
自
転

の
よ
う
な
も
の
だ

倒
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
し
て
彼
は
こ
う
も
言

て
い
る
わ

成
功
者
に
な
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く

む
し
ろ
価

の
あ
る
人
間
に
な
ろ
う
と
し
な
さ
い

 
私
に
言
え
る
の
は
こ
の
く
ら
い
よ

ど
う
や
ら
少
し
は
落
ち
着
い
た
み
た
い
だ
し

 
後
は
一
人
で
色
々
と
考
え
て
結

を
出
し
な
さ
い

は
い

師
匠

何
か
見
え
た
気
が
し
ま
す

う
ん

よ
ろ
し
い

 
紅
莉
栖
は
笑
顔
で
そ
う
言
う
と

そ
の
ま
ま
去

て
い

た

々
と
待
つ
狙
う
で
は
な
く
待
つ
そ
し
て
そ
の
時
が
訪
れ
た
時
に
私
が
勝
利
す
る

に
は

 
理
央
は
そ
の
ま
ま
ベ

ド
に
横
た
わ
り

口
に
出
し
て
こ
う
言

た

私
が
い
な
け
れ
ば
何
も
出
来
な
い
く
ら
い

八
幡
を
私
に
依
存
さ
せ
て
や
る
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こ
う
し
て
理
央
に
人
生
の
目
標
が
出
来
た

こ
の
日
か
ら
理
央
は
本
当
の
意
味
で
走
り
始
め

 
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
ロ
ジ
カ
ル
に

討
し
て
様
々
な
事
を
学
び

 
小
猫
と
萌
郁

そ
し
て
師
匠
で
あ
る
紅
莉
栖
と

び

 
い
ず
れ
八
幡
の
懐
刀
と
し
て

囲
に
認
知
さ
れ
る
事
に
な
る

 
理
央
は
い
ず
れ

ニ

ロ
リ
ン
カ

の
件
で
世
界
的
に
そ
の
名
を

か
せ

 
様
々
な
方
面
か
ら
引
き
抜
き
を
受
け
る
事
に
な
る
の
だ
が

 
そ
れ
で
も
彼
女
は
終
生
八
幡
の

か
ら
離
れ
る
事
は
無
か

た

 
今
日
は
八
幡
の
誕
生
日
で
す
が

こ
の
話
も
偶
然
８
０
８
話
で
し
た
ね

本
当
に
偶
然
で

す 
そ
ん
な
記
念
す
べ
き
話
の
主
人
公
は

ま

た
く
関
係
な
い
理
央
な

で
す
が

 
そ
れ
は
書
き
終
わ

て
か
ら
予
約
投
稿
の

で
そ
の
事
に
気
付
い
た
せ
い
で
し
た

 
こ
の
記
念
す
べ
き
日
を
引
き
当
て
た
理
央
に
敬
意
を
表
し
て
未
来
の
話
を
少
し

て
み
ま
し

た
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第
８
０
９
話
 
サ

ド
・
コ
ン
タ
ク
ト

 
仮
眠
室
か
ら
出
た
八
幡
は

そ
の
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
う
の
が

わ
れ

 
隣
接
し
た
自
動

機
の
前
の
ソ
フ

に

け

 
心
配
そ
う
な
顔
で
理
央
の
い
る
仮
眠
室
の
ド
ア
を

め
て
い
た

く
そ
理
央
に
あ
ん
な
顔
を
さ
せ
ち
ま

た
の
に
は
い
そ
う
で
す
か
と
帰
れ
る

が
な
い
だ

ろ 
と
は
い
え
仮
に
顔
を
合
わ
せ
た
と
し
て
も

何
を
言

て
い
い
の
か
分
か
ら
ね
え

 

 
八
幡
は
そ
ん
な

を
続
け
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
決
め
る
事
が
出
来
ず
そ
の
場
に

ま
り

続
け
た

八
幡

何
し
て
る
の

 
そ
ん
な
八
幡
に
声
を

け
て
き
た
の
は
紅
莉
栖
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
飲
み
物
を

い
に
来
た
ら
し
い
紅
莉
栖
は

迷
い
無
く
ド
ク
ペ
を

入
し
た
後

 
少
し
考
え
込
ん
だ
後

ド
ク
ペ
を
も
う
一
本

い

八
幡
に
差
し
出
し
て
き
た

は
い

こ
れ

お
ご
り
ね
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お

お
う

あ
り
が
と
な

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の
隣
に

け
た

でち

と
理
央
と
色
々
あ

て
な

理
央
と

あ
あ

も
し
か
し
て
言
い
寄
ら
れ
た
り
し
ち

た

ふ

ん

ま
あ
若
い
時
は
勢
い
で
突

走

た
り
し
ち

う
も
の
よ
ね

 
八
幡
を
取
り

く
女
性
関
係
に
そ
れ
な
り
に

し
い
紅
莉
栖
は

 
八
幡
が
何
も
言
え
な
い
の
を
見
て
何
と
な
く
何
が
あ

た
の
か
理
解
し
た
の
か

知
り
顔
で

そ
う
言

た

さ

き
キ

マ
も
言

て
た
が

お
前
の
方
が
理
央
よ
り
若
い
と
思
う
が

言

た
の
は
あ
ん
た
で
し

う
が

俺
だ
ろ
う
が
あ
い
つ
だ
ろ
う
が

多
分
同
じ
事
を
言

た
は
ず
だ

知

て
る

正

て
の
は
た
ま
に
人
を
イ
ラ

と
さ
せ
る
も
の
な
の
よ

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け

ほ
ん
の

い
冗
談
だ
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紅
莉
栖
は
そ
う
言
わ
れ

深
呼

を
し
た

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
置
い
て
お
き
ま
し

う

 
で

八
幡
は
理
央
に
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
て
ど
う
し
た
の

キ

パ
リ
と
断

た
と
か

い
や

そ
の
前
に
向
こ
う
が
引
い
た

へ

そ
こ
は
最
後
の
最
後
で

み
と
ど
ま

た
ん
だ

 
そ
の
時
八
幡
の
ス
マ
ホ
に
メ

ル
が

い
た

 
そ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
か
ら
ア
ス
ナ
が
送

て
き
た
メ

ル
で
あ

た

お

ア
ス
ナ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
を
完
成
さ
せ
た
ら
し
い

あ
ら

や

た
じ

な
い

そ
れ
じ

あ
八
幡
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
行

て
き
な
さ
い
よ

 
こ

ち
の
事
は
私
に
任
せ
な
さ
い

上
手
く
事
を
収
め
て
お
い
て
あ
げ
る
か
ら

い
や

で
も

気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

八
幡
に
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
で
し

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
が

 
八
幡
は
そ
う

え
切
ら
な
い
態
度
を
見
せ
た
が

そ
ん
な
八
幡
に
紅
莉
栖
は
言

た

こ
れ
は
役

分
担
よ

そ
れ
が
い
つ
も
の
私
達
の
や
り
方
で
し
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だ
か
ら
理
央
の
事
は
私
に
任
せ
な
さ
い

お
前

や

ぱ
り
い
い
女
だ
よ
な

ふ
え

い

い
き
な
り
何
を

ら
れ
ま
す
か

 
突
然
八
幡
が
そ
ん
な
事
を
言

た

紅
莉
栖
は
激
し
く
テ
ン
パ

た

い
や

ま
あ
普

も
色
々
な
機
会
に
色
々
な
奴
に
そ
う
思

て
は
い
る
ん
だ
が

 
お
前
以
外
に
は
そ
ん
な
事

口
に
出
し
て
言
え
な
い
か
ら
な

ま
あ
確
か
に
あ
ん
た
が
恋
愛
関
連
の
あ
れ
こ
れ
か
ら
自
由
で
い
ら
れ
る
の
は

 
私
と
他

人
が
相
手
の
時
く
ら
い
よ
ね

そ
う
い
う
事
だ
な

そ
れ
じ

あ
後
は
紅
莉
栖
に
任
せ
る
わ

頼
む
ぞ
相
棒

任
せ
な
さ
い

相
棒

 
二
人
は
笑
い
合
い
自
分
の
役

を
果
た
す

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
へ
と
向
か

て
歩
き
出

し
た

  
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル

ス
タ

リ

・
テ

ア

を
完
成
さ
せ
た
ア
ス
ナ
は

 

く
そ
の
事
を
仲
間
の
誰
か
に
伝
え
た
い
と
思
い

街
に
向
か

て
全
力
で
走

て
い
た
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そ
し
て
は
じ
ま
り
の
街
に
到
着
し

中
央
広
場
付
近
に
差
し

か

た
時

 
と
あ
る
事
を
思
い
つ
い
て
足
を
止
め
た

そ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
君
に
だ
け
は
先
に
メ

ル
で
伝
え
て
お
こ
う
か
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
メ

ル
を
し

直
ぐ
に
返
信
を
受
け
取

た

今
ソ
レ
イ
ユ
だ
か
ら

す
ぐ
ロ
グ
イ
ン
し
て
そ

ち
に
行
く
わ

ハ
チ
マ
ン
君
が
来
て
く
れ
る
ん
だ

え

と

そ
れ
じ

あ
待
ち
合
わ
せ
は

 
ア
ス
ナ
は
剣
士
の
碑
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
よ
う
と
返
信
し

そ
の
ま
ま
走
り
続
け
た

あ

ハ
チ
マ
ン
く

ん

 
ア
ス
ナ
が
丁
度
剣
士
の
碑
に
到
着
し
た
時

同
時
に
ハ
チ
マ
ン
も

を
現
し
た

お
う

や

た
な
ア
ス
ナ

う
ん

今
回
は
本
当
に
苦
労
し
た
け
ど

ハ
チ
マ
ン
君
の
お
か
げ
で
無
事
完
成
し
た
よ

俺
の
お
か
げ

俺

何
か
し
た

け
か

そ
れ
は
後
で
披
露
す
る
時
の
お
楽
し
み
ね

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
い
か
け
た
時
二
人
の
近
く
に
い
き
な
り
多

の
プ
レ
イ
ヤ

が
Ｐ
Ｏ
Ｐ
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し
たお

と

ど
こ
か
の
パ

テ

が
全
滅
で
も
し
た
か

み
た
い
だ
ね

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら
少
し
横
に
避
け
た
が

 
そ
ん
な
二
人
の

に

き
お
ぼ
え
の
あ
る
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た

だ

や
ら
れ
た

み
ん
な
一
体
何
が
あ

た
の

い
や

そ
れ
が
俺
達
に
も
よ
く
分
か
ら
な
く
て
さ

録
画
は
し
て
お
き
ま
し
た
か
ら

一
度

点
に

て
そ
れ
を
見
な
が
ら
反
省
会
で
す
ね

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に

 
そ
う
言

て

り
向
い
た
ラ
ン
と
ハ
チ
マ
ン
の
目
が
バ

チ
リ
合
い

 
そ
の
横
で
は
ユ
ウ
キ
が
ア
ス
ナ
を
目
ざ
と
く
見
付
け

こ
ち
ら
に

け
寄

て
き
た

あ

あ
ら

ハ
チ
マ
ン
じ

な
い

ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ

久
し
ぶ
り
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無

気
に
再
会
を
喜
ぶ
二
人
の
横
で
ラ
ン
は
気
ま
ず
そ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
て

き
たお

ほ
ん
お
ほ
ん

こ
れ
は
格
好
悪
い
所
を
見
ら
れ
て
し
ま

た
わ

い
や

別
に
そ
ん
な
事
は
思
わ
ね
え
よ

て
い
う
か
一
体
何
と
や
り
合

た
ん
だ

 
今
の
お
前
達
が
負
け
る
な
ん
て

フ

ル
ド
ボ
ス
に
で
も

を

た
の
か

い
や
え

と

黒

宮
の
ハ
チ
マ
ン
が
私
達
へ
の

練
と
し
て
設
定
し
た
ア
レ

マ
ジ
か

あ
の
気
持
ち
悪
く
て
絶
対
に
触
り
た
く
な
か

た
腐
れ
ガ
エ
ル

て

 
そ
ん
な
に
強
か

た
の
か

あ

や

ぱ
り
そ
う
思

て
た
ん
だ

 
ラ
ン
に
ジ
ト
目
で
見
ら
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の

線
を
華
麗
に
ス
ル

し
た

い
や

そ
れ
は
災
難
だ

た
な

災
難

て
い
う
か

ま
あ
ど
う
し
て
負
け
た
の
か
も
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
気
が
付
い
た
ら
私
と
ユ
ウ
以
外
の
全
員
が
死
ん
で
た
し

む

敵
の
攻
撃
方
法
も
分
か
ら
な
い
の
か

一

の
出
来
事
だ

た
ん
だ
よ
兄
貴
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で
も
録
画
は
し
て
お
い
た
の
で

こ
れ
か
ら
そ
れ
を
見
て

証
し
よ
う
と
思

て
ま
す

 
ジ

ン
と
シ
ウ
ネ

が
横
か
ら
そ
う
言
い

反
対
か
ら
も
こ
ん
な
声
が

け
ら
れ
た

ハ
チ
マ
ン
君

そ
の
映
像

私
達
も
一

に
見
せ
て
も
ら
わ
な
い

 
少
し
離
れ
た
所
で
ユ
ウ
キ
と
話
し
て
い
た
ア
ス
ナ
が
横
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言

て
き
た

ん

ま
あ
俺
は
別
に

わ
な
い
が

と
い
う
か

ハ
チ
マ
ン
君

て
や

ぱ
り
ユ
ウ
キ
達
と
知
り
合
い
だ

た
ん
だ
ね

 
ユ
キ
ノ
が
知
り
合
い
だ

た
か
ら

も
し
か
し
た
ら
と
は
思

て
た
ん
だ

あ
あ

こ
い
つ
ら
は
俺
の
弟
と
妹
み
た
い
な
も
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

た
ま
た
ま
自
分
の

手
の
近
く
に
い
た
ノ
リ
の

を

で
た

 
そ
の
ラ

キ

な
ノ
リ
に
対
し
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は

を

ら
ま
せ
た
が
ハ
チ
マ
ン
は
取
り

合
わ
な
い

と
い
う
か

ア
ス
ナ
が
ユ
ウ
と
知
り
合
い
だ

た
事
の
方
が
驚
き
な
ん
だ
が

そ
う

も
う
会
う
の
は
今
日
で
三
度
目
だ
よ
ね

ユ
ウ
キ

う
ん

ボ
ク
達
と

て
も
仲
良
し
な
ん
だ
よ

ハ
チ
マ
ン

そ
う
か

ま
あ
世
間
は

い

て
奴
だ
な
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
納
得
し
そ
の
正
面
に
い
た
ラ
ン
が
ア
ス
ナ
の
前
に
出
て
丁

な

を
始
め
た

ア
ス
ナ
さ
ん

始
め
ま
し
て

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

の
ラ
ン
と
言
い
ま
す

 
妹
が
と
て
も
お
世
話
に
な

て
い
る
み
た
い
で

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
は
ご
丁

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑
を
努
め
て
お
り
ま
す
ア

ス
ナ
で
す

 
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は
同
時
に
ア
ス
ナ
の
服
装
を
見
て
一

ギ

と
し
た
よ
う
な
表
情
を

し
た

 
だ
が
特
に
何
も
言
う
事
は
な
く

す
ぐ
に
笑
顔
を
作

て
ア
ス
ナ
に
こ
う
言

た

堅
苦
し
い
の
は
こ
こ
ま
で
に
し
て

ア
ス
ナ
さ
ん

確
か
さ

き

映
像
を
一

に
見
る

て
あ

う
ん

私
も
あ
の
ボ
ス
の
事
は
知

て
る
け
ど

 
ま
さ
か
そ
こ
ま
で
お
か
し
な
敵
だ
と
は
思

て
な
か

た
か
ら

ち

と
興
味
が
あ

て

な
る
ほ
ど

ち

と

討
さ
せ
て
下
さ
い

 
ユ
ウ

し
ば
ら
く
ア
ス
ナ
さ
ん
と
お

り
し
て
て
い
い
わ
よ
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い
い
の

や

た

 
ユ
ウ
キ
は
無

気
に
そ
う
言
い

言
わ
れ
た
通
り
に
ア
ス
ナ
と
話
し
始
め
た

 
そ
し
て
ラ
ン
は

ハ
チ
マ
ン
に
こ

そ
り
話
し
か
け
た

ハ
チ
マ
ン

こ
れ

て
ど
う
な
の

確
か
に
俺
が

え
た

練
に
関
し
て
の
映
像
を
俺
達
が
見
て
何
か
言
う

て
の
は

 
結

線
引
き
と
し
て
は
微

な
気
も
す
る
な

ま
あ
で
も
別
に
い
い
ん
じ

な
い
か

 
俺
達
は
た
だ
思

た
事
を
言
う

お
前
達
は
そ
れ
を
参
考
に
す
る

 
ま
あ
利
用
出
来
る
も
の
は
何
で
も
利
用
す
る

て
の
は

普
通
に
ア
リ
だ
ろ

ふ
む

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
る
事
に
し
よ
う
か
し
ら
ね

で

ど
こ
で
見
る

う
ち
の
ギ
ル
ド
ホ

ム

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た

お
お

あ
の
家
を

た
ん
だ
な

や
る
じ

な
い
か

ふ
ふ
ん

凄
い
で
し

そ
れ
じ

あ

速
う
ち
の
ホ

ム

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン

に
向
か
い
ま
し

う
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つ

か
名
前
を
パ
ク
ん
な
コ
ラ

て
へ

ま
あ
い
い
じ

な
い

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
正
式

入
後

 
初
の
訪
問
者
と
な

た
の
だ

た
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第
８
１
０
話
 
鑑
賞
会

 

日
は
す
み
ま
せ
ん

夏
休
み
前
の
追
い
込
み
で
投
稿
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

 
今
日
か
ら
一
週
間
休
み
な
の
で

そ
こ
で
出
来
る
だ
け
書
き

め
た
い
と
思
い
ま
す

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に
向
か
う
道
中

 
ラ
ン
が
後
ろ
を
歩
く
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
を
チ
ラ
見
し
な
が
ら
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
ユ
ウ
キ
に
話
し
か

け
て
き
た

ユ
ウ

あ
な
た
ね

ん

ラ
ン

一
体
ど
う
し
た
の

ど
う
し
た
じ

な
い
わ
よ

ど
う
い
う
事
な
の
ユ
ウ

え

何
の
事

あ
の
格
好
か
ら
し
て

ア
ス
ナ
さ
ん

て
ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑
じ

な
い
の
よ

あ

う
ん

そ
れ
が
ど
う
し
た
の
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さ
す
が
に
ハ
チ
マ
ン
か
ら

え
ら
れ
た

練
を
こ
な
す
の
に

 
ハ
チ
マ
ン
の
所
の
副
⻑
を

り
た
ら

目
で
し

う

あ

う
ん

そ
れ
は
ボ
ク
も
考
え
な
い
で
も
な
か

た
ん
だ
け
ど
ね

 
さ

き
も
言

た
け
ど

ヒ

ラ

だ
か
ら
ま
あ
セ

フ
か
な

て
思

た
し

 
何
よ
り
下
手
に
知
ら
な
い
人
に
頼
む
よ
り
は

全
然
い
い
と
思
わ
な
い

 
む
し
ろ
こ
れ
以
上
の
人
材
は
い
な
い

て
い
う
か

む
む

 
確
か
に
ユ
ウ
キ
の
言
い
た
い
事
も
分
か
る
の
だ

 
ア
ス
ナ
は
今
の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
と

て
ヘ
ル
プ
と
し
て
は
最
高
の
人
材
で
あ

た 
あ
く
ま
で
自
分
達
が
主
体
で
敵
を
倒
す
と
し
て
ア
ス
ナ
に
は
回
復
補
助
の
み
を
担
当
し
て
も

ら
い

 
野
良
の
プ
レ
イ
ヤ

を

た
場
合
と
比
べ
て
ユ
ウ
キ
達
に
不
利

な
行
動
を
と
る
心
配
も
な

く 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑
で
あ
る
以
上
ヒ

ラ

と
し
て
の

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ト

プ
ク
ラ
ス
だ
ろ
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う
し

 
そ
の
実
力
に
何
の
疑
問
も
差
し

む
必
要
は
な
く
そ
の
上
他
の
メ
ン
バ

達
と
も
仲
が
良
い

む

一
応
言

て
み
て

ハ
チ
マ
ン
の
反
応
待
ち
と
い
う
事
に
し
て
お
こ
う
か
し
ら

 
も
し
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
が

目
と
言

た
ら

め
る
の
よ

ユ
ウ

う
ん

分
か

た

そ
れ
で
い
い
よ

 
そ
ん
な
二
人
の
後
方
で
ア
ス
ナ
も
ま
た

ひ
そ
ひ
そ
と
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
て
い
た

ね

ハ
チ
マ
ン
君

ユ
ウ
キ
達

て
多
分
凄
く
強
い
よ
ね

あ
あ

ま
あ
そ
う
だ
な

で

戦

た
の

て
黒

宮
の

の
気
持
ち
悪
い
カ
エ
ル
だ
よ
ね

お
う

ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
だ

た
か

あ
の
感

カ
エ
ル
だ
な

 
そ
の
言
葉
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
イ
ン
フ

ク
シ

ン
の
意
味
を
正
確
に

し
て
い
る
事
が
分

か
る

 
も

と
も
そ
の
意
味
を
ハ
チ
マ
ン
に
教
え
た
の
は
丁
度
パ

テ

に
参
加
し
て
い
た
ク
リ
シ

ナ
で
あ

た

強
さ
か
ら
言
え
ば
大
体
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
三
十
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
く
ら
い
の
強
さ
に
な
る
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の
か
な

そ
れ
よ
り
は

る
だ
ろ
う
が

フ

ル
ド
ボ
ス
く
ら
い
の
強
さ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

な
る
ほ
ど
そ
れ
で
も
負
け
た
と
な
る
と
や

ぱ
り
初
見
ク
リ
ア
を
連
続
で
続
け
る
の

て

 
天
文
学
的
な
確

の

さ
に
な
り
そ
う
だ
よ
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
遠
ま
わ
し
な
言
い
方
を
し
た
が

何
が
言
い
た
い
の
か
は
明
ら
か
で
あ
る

だ
ろ
う
な

色
々
と
落
ち
着
い
た
ら

本
気
で
同
盟
を
調
査
し
て
み
る
か

そ
れ
が
い
い
ね

何
を
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
真

当
な
攻
略
方
法
じ

な
い
可
能
性
が
高
い
も
ん

 
二
人
が
そ
う
真
面
目
な
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
一
同
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
へ
と
到

着
し
た

着
い
た
よ

よ
う
こ
そ
ボ
ク
ら
の
家

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
へ

ご

に
す
る

お
風
呂
に
す
る

そ
れ
と
も
ワ
・
タ
・
シ

い
い
所
じ

な
い
か
ユ
ウ

そ
れ
じ

あ
中
を
案
内
し
て
く
れ

う
ん

こ

ち
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
当
然
の
よ
う
に
ラ
ン
を
ス
ル

し

ラ
ン
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

抗
議
し
た
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ち

ち

と

何
で
相
手
し
て
く
れ
な
い
の
よ

相
手
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
事
を
言
え

以
上
だ

ぐ
ぬ
ぬ

 
ラ
ン
は
そ
の
場
で
悔
し
そ
う
に
立
ち
止
ま
り
ど
こ
か
か
ら
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
し
て

み
締

め
た
が

 
そ
れ
が
ラ
ン
に
と

て
は

の
ミ
ス
と
な

た

 
リ
ビ
ン
グ
に
移
動
し
た
後

録
画
を
担
当
し
て
い
た
シ
ウ
ネ

が
準
備
を
し
て
い
る
間

 
一
同
は
思
い
思
い
の
場
所
に
座
る
事
に
な

た
の
だ
が

そ
の
せ
い
で
出

れ
た
ラ
ン
は

 
ハ
チ
マ
ン
の
隣
を
ア
ス
ナ
と
ユ
ウ
キ
に
先
に
確
保
さ
れ
る
結
果
と
な

て
し
ま

た
の
だ

 
も

と
も
急
げ
ば
ア
ス
ナ
が
座

て
い
る

置
は
確
保
出
来
た
可
能
性
が
あ
り

 
事
実
ラ
ン
も

め
に
そ
の
事
に
気
付
い
て
小
走
り
で
そ
の
場
所
へ
と
向
か

て
い
た
の
だ
が

 
ア
ス
ナ
が
こ
れ
以
上
無
い
く
ら
い
自
然
な
態
度
で
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
ス

と

を
下
ろ
し
た

 
抗
議
を
す
る
間
も
な
く
場
所
を

わ
れ
た
と
い
う
の
が
実

の
話
で
あ

た

む
む
む
む
む

も
し
か
し
て
ア
ス
ナ
さ
ん

て
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ユ
キ
ノ
さ
ん
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
だ

た
り
す
る
の
か
し
ら

 
そ
の

め
て
自
然
な
動
き
を
見
て
ラ
ン
は
そ
う
思

た
が

 
そ
の
事
を
ハ
チ
マ
ン
の
前
で
直
接
口
に
出
す
の
は

わ
れ
た

 
無
言
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
座
り
チ
ラ
チ
ラ
と
ア
ス
ナ
の
様
子
を
観
察
す
る
に

め
る
事

に
し
た

そ
れ
じ

あ
準
備
が
出
来
ま
し
た
の
で

動
画
を
再
生
し
ま
す
ね

お
お

何
か
映
画
を
見
る
み
た
い
な
ワ
ク
ワ
ク
感
が
あ
る
な

ま
あ
自
分
達
が
や
ら
れ
役
の
映
画
だ

て
の
が
情
け
な
い
所
だ
け
ど
ね

ま
あ
そ
う
言
う
な
お
前
達
初
見
で
や
ら
れ
る
の
は
仕
方
が
な
い
さ
要
は
次
勝
て
ば
い
い
ん

だ
よ
次

 
ハ
チ
マ
ン
が

ま
す
よ
う
に
そ
う
言
い

そ
れ
を
横
目
で
見
て
い
た
シ
ウ
ネ

は

 
微
笑
み
な
が
ら
再
生
ボ
タ
ン
を
押
し
た

出
た
出
た

ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン

ね

兄
貴

イ
ン
フ

ク
シ

ン

て
ど
う
い
う
意
味

ん

あ
あ

感

と
か
そ
う
い
う
意
味
だ
な
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あ
あ

そ
う
い
う
事
か

名
前
の
意
味
が
分
か

て
れ
ば

 
余
計
な
実
験
を
し
な
く
て
も
あ
る

度
敵
の
攻
撃
が

出
来
た
の
に

だ
な

勉
強
し
ろ
勉
強

ち

も
う
少
し
頑
張
る
か

 
以
前
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
に
遭
遇
し
た
時
に

 
ハ
チ
マ
ン
が
同
じ
事
を
ク
リ
シ

ナ
に

ね
て
い
た
の
を
知

て
い
る
ア
ス
ナ
は

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
セ
リ
フ
を

い
て

ク
ス
ク
ス
と
笑

て
い
た

ふ
む

敵
か
ら
放
た
れ
た

体
を
調
べ
た
の
か

よ
く
敵
が
襲

て
こ
な
か

た
な

そ
れ
が
謎
な
ん
だ
よ
ね
攻
撃
し
て
き
た
か
ら
に
は
こ

ち
の
事
を
感
知
し
て
る
と
思
う
ん
だ

け
ど攻

撃
は
し
て
く
る
が
動
か
な
い
敵
も
中
に
は
い
る
か
ら
な

 
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
か
も
し
れ
な
い
な

待
ち
伏
せ
タ
イ
プ
の
敵

て
奴
だ

へ

そ
ん
な
の
が
い
る
ん
だ

で

触

て
み
た
ら

化
・
カ
エ
ル

て
い
う

態
に
な

た
と

そ
う
な
ん
だ
よ
兄
貴

凄
く
気
持
ち
悪
い
感
覚
だ

た
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全
部
避
け
な
い
と
い
け
な
い

て
の
は
面
倒
だ
な

一
応
口
に
注
目
し
て
戦

て
た
ん
だ
け
ど

口
を
開
い
た

間
に
避
け
る
事
に
な
る
か
ら

 
さ
す
が
に
全
部
は
避
け
ら
れ
な
か

た
な

ふ
む

ア
ス
ナ

ど
う
思
う

 
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に
話
を

た

 
攻
略
慣
れ
し
て
い
る
ア
ス
ナ
な
ら

何
か
に
気
が
付
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
か
ら
だ

 
そ
の
期
待
通
り

ア
ス
ナ
は
こ
ん
な
指
摘
を
し
て
き
た

口
を
見
て
か
ら
だ
と
確
か
に
避
け
き
る
の
は
難
し
い
ね
で
も
見
て
カ
エ
ル
の
口
が
開
く
前

に 

が
不
自
然
に

ら
ん
で
る
で
し

多
分
あ
そ
こ
を
見
れ
ば
上
手
く
避
け
ら
れ
る
ん
じ

な
い
か
な

あ

本
当
だ

さ
す
が
は
ア
ス
ナ

う
う
ん

こ
う
し
て
動
画
で
見
て
る
か
ら
気
付
い
た
だ
け
だ
し

 
実

そ
の
場
に
い
た
ら
気
付
い
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
よ
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ユ
ウ
キ
に
褒
め
ら
れ
た
ア
ス
ナ
は

す
る
よ
う
に
そ
う
言

た

ま
あ
で
も
顔
の
向
き
を
見
て
か
ら
避
け
る
の
で
も

 
若

回
復
の
手
間
が
か
か
る
だ
け
で

り
自
体
は

調
じ

な
い
か

特
に
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
さ
ん
の

り
が
凄
い
ね

い
や

そ
れ
ほ
ど
で
も

ふ

さ
す
が
は
私
ね

も
そ
う
だ
け
ど

二
人
の
持

て
る
武
器

て
ち

と
凄
く
な
い

金

を
か
な
り
頑
張

た
の
よ

私
以
外
の
み
ん
な
が

こ
の
武
器
は
ね

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
お
ば
ば
様
に

て
も
ら

た
ん
だ
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ユ
ウ
キ
は
ア
ス
ナ
に
セ
ン
ト
リ

を
差
し
出
し

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
見
せ
て
も
ら
い
な
が
ら

ね
る
よ
う
な
口
調
で
こ
う
言

た

お
ば
ば
様

 
ア
ス
ナ
は
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
六
人
と
は
か
な
り
親
し
か

た
が

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
そ
の
よ
う
な
人
物
が
い
る
な
ど
と
は
全
く
知
ら
な
か

た

 

し
げ
な

線
を
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
た
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お

お
ば
ば
様

て
の
は

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
出
入
り
の
商
人
プ
レ
イ
ヤ

で
な

 
ナ
タ
ク
や
リ
ズ
の
作

た
製
品
を

た
ま
に

て
あ
げ
て
る
ん
だ
よ

え

あ
の
ク
ラ

あ

う
う
ん

そ

か

そ
ん
な
人
が
い
た
ん
だ
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
時
こ
う
言
う
つ
も
り
で
あ

た

え

あ
の
ク
ラ
ス
の
武
器
は
今
ま
で
絶
対
に
他
の
ギ
ル
ド
に
は
流
さ
な
か

た
よ
ね

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
の
目
を
見
て
何
か
言
え
な
い
事
情
が
あ
る
の
だ
と
悟

た
ア
ス
ナ
は

 
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
い
で
お
く
事
に
し
た

 
こ
れ
が
夫

の
機
微
と
い
う
奴
で
あ
ろ
う
か

も

と
も
二
人
は
ま
だ
夫

で
は
な
い
が

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
敵
の

が
半
分
を
切
る
な
こ
の

り
で
何
か
動
き
が
あ

た
ん
だ
ろ

よ
く
分
か
る
ね

ハ
チ
マ
ン

ま
あ
大

の
敵
が
そ
う
だ
か
ら
な

 
そ
し
て
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
の
体
が
い
き
な
り
崩
れ

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
も
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た

う
げ

ち

と
気
持
ち
悪
い
ね
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ま
る
で
Ａ
Ｋ

Ｒ
Ａ
だ
な

Ａ
Ｋ

Ｒ
Ａ

て
何

あ
あ

ま
あ
今
度
見
せ
て
や
ろ
う

あ

ア
ニ
メ
か
何
か
な
ん
だ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
二
人
は
画
面
か
ら
目
を
離
さ
ず

じ

と
敵
の
動
き
を
注

し
て
い
た

こ
れ

多
分
フ

ル
ド
を
分
け
た
ん
だ
ね

だ
ろ
う
な

が
ダ
メ

ジ

ン
だ

て
な
ら

他
の
部
分
に
も
何
か
あ
る
だ
ろ
う
な

や

ぱ
り
そ
う
い
う
も
の
な
ん
だ

そ
う
だ
な

せ
め
て

証
し
て
い
る
余

が
あ
れ
ば

 
ま
た
違

た
結
果
に
な

た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

残
念
だ

た
な

も
う
一
人
ヒ

ラ

が
い
れ
ば
ま
た
違

た
か
も
ね

あ

ア
ス
ナ
も
や

ぱ
り
そ
う
思
う

そ
う
だ
ね

誰
か
他
に
回
復
補
助
を
出
来
る
人
は
い
な
い
の
か
な

ご
め
ん

ボ
ク
達

て
ば

い
わ
ゆ
る

筋
だ
か
ら
さ

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
言

て
ポ
リ
ポ
リ
と

を
か
き

他
の
者
達
も
そ
れ
に

た
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で

二
人
で
の

り
を
選
択
し
た
の
か

ま
あ
そ
れ
し
か
な
い
よ
な

ご
め
ん
な
さ
い

私
の
力
が

ば
な
か

た
せ
い
で

い
や

お
前
の
せ
い
じ

な
い
さ

物
理
的
に
無
理
だ
か
ら
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
シ
ウ
ネ

の

を

で

再
び
画
面
に
目
を
向
け
た

 
そ
の

間
に
画
面
か
ら
凄
ま
じ
い

音
が
走

た

 
ユ
ウ
キ
が

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

を
使

た
の
だ

い

今
の
は

 
ア
ス
ナ
が

然
と
し
た
顔
で
ユ
ウ
キ
に
そ
う

ね
た

う
ん

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

ボ
ク
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
だ
よ

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル

 
ア
ス
ナ
は
画
面
を
見
な
が
ら

然
と
そ
う

い
た

十

い
や

十
一
連
か

う
ん

十
一
連
ソ

ド
ス
キ
ル
だ
よ

や

ぱ
り

撃
メ
イ
ン
だ
と
難
し
く
て

 
突
き
を
主
体
に
し
た
ら
上
手
く
い

た
ん
だ
よ
ね

突
き
を
主
体
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私
の
方
針
は
間
違

て
い
な
か

た

 
ア
ス
ナ
は
ポ
ジ
テ

ブ
に
そ
う
考
え

ス
タ

リ

・
テ

ア

が
自
分
の
終
着
点
で
は
な
い
と

め
て
確
信
し

 
絶
対
に
そ
の
上
を
目
指
そ
う
と
心
に

た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
自
分
の
遥
か
先
を
い
く
ユ
ウ
キ
を
心
か
ら
賞

し
た

凄
い
凄
い

ま
さ
か
こ
ん
な
凄
い
技
を
開
発
し
て
た
な
ん
て

本
当
に
び

く
り
し
た

え
へ

あ
り
が
と
う
ア
ス
ナ

で
も
あ
の
敵
に
は
あ
ん
ま
り

か
な
か

た
ん
だ
よ
ね

そ
う
い
え
ば
何
か

て
た
よ
う
に

こ
え
た
か
も

ま
ず
い

と
か
言

て
た
な

う
ん

ま
あ
見
て
て

 
そ
し
て
画
面
の
中
の
ユ
ウ
キ
が
丁
度
そ
の
説
明
を
し
た

ラ
ン
こ
い
つ
一
度

け
た
後
に
再

成
さ
れ
た
ん
だ
と
思

て
た
け
ど
勘
違
い
だ

た

 
こ
い
つ
の
体
は
ま
だ
ゲ
ル

態
の
ま
ま
多
分
物
理
ダ
メ

ジ
に
対
す
る

性
か
カ

ト
が

つ
い
て
る
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な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

こ
の
パ
タ

ン
だ
と

魔
法
メ
イ
ン
で
攻
撃
し
て
た
ら
魔
法

性
が
つ
く
タ
イ
プ
の
敵
だ
ね

そ
う
な
の

あ
あ

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

の
一
つ
だ
な

あ
あ

そ

ち
系
の
情
報
も
集
め
る
べ
き
で
し
た
ね

ま
あ
初
見
じ

そ
の
タ
イ
プ
の
敵
か
ど
う
か
判
別
す
る
の
は
無
理
だ
か
ら
気
に
す
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
タ
ル
ケ
ン
を
そ
う

め
た
時

テ

チ
が
横
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

兄
貴

そ
ろ
そ
ろ
問
題
の
時
間
だ

こ
の
後
に
い
き
な
り
俺
達
の
意
識
が
無
く
な

た
ん

だ
よそ

う
そ
う
私
と
ユ
ウ
だ
け
が
生
き
残

た
の
だ
け
れ
ど
二
人
と
も
そ
の
場
面
は
見
て
な
い

の
よ
ね

ふ
む

 
一
同
は
画
面
を
注

し

そ
の

間
を
待

た

 
そ
し
て
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
以
外
の
五
人
が
い
た
部
分
の

が
一

発
光
し

 

か
ら
ゲ
ル

の
何
か
が
い
き
な
り
飛
び
出
し
て
五
人
を
飲
み
込
ん
だ
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う

わ

そ
う
い
う
事
か

こ

ち
の
フ

ル
ド
に
も
何
か
仕

け
が
あ
る
だ
ろ
う
と
は
言

た
け
ど

 
ま
さ
か
の
即
死
ギ
ミ

ク
と
は
ね

こ
れ
は
た
ち
が
悪
い
な

 
そ
の
後

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
か
な
り
頑
張

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が

 
い
く
ら
敵
の
攻
撃
を
全
て
か
わ
し
た
と
し
て
も
ダ
メ

ジ

ン
の
上
で
戦

て
い
る
以
上

 
敵
に
勝
利
す
る
術
は
も
は
や
な
く
そ
こ
で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
全
滅
す
る
事
と
な

た
な
る
ほ
ど
な

こ
う
い
う
流
れ
だ

た
か

め
て
動
画
で
見
る
と

で
も
勝
て
る
目
が
無
か

た

じ

な
い
わ
よ
ね

そ
う
だ
な

時
間
ギ
リ
ギ
リ
に
全
員
で
ダ
メ

ジ

ン
に

み
込
ん
で

 
か
な
り
高
価
な
ポ

シ

ン
を

自
が
使
用
す
れ
ば
ま
あ
ギ
リ
ギ
リ
何
と
か
な

た
か
も
し

れ
な
い
が

 
多
分
そ
れ
で
も
本
当
に
ギ
リ
ギ
リ
だ
ぞ
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ハ
チ
マ
ン
の
分

で
も
そ
れ
だ
と

何
か
一
つ
で
も
ミ
ス
れ
ば
そ
こ
で
終
わ
り
と

や

ぱ
り
も
う
一
人

後
衛
が
い
る
か

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
や
や

い
な
が
ら
も
お
願
い
す
る
よ
う
な
口
調
で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

ね

ハ
チ
マ
ン

次
こ
の
ボ
ス
に
挑
む
時

 
ア
ス
ナ
に
手
伝

て
も
ら

た
り
す
る
の

て

目

か
な

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
目
を
見
張

た
の
だ

た
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第
８
１
１
話
 
お
姉
ち

ん

ね

ハ
チ
マ
ン

次
に
こ
の
ボ
ス
に
挑
む
時

 
ア
ス
ナ
に
手
伝

て
も
ら

た
り
す
る
の

て

目

か
な

 
当
然
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ユ
ウ
キ
の
頼
み
を
無

に
し
た
り
は
し
な
い
だ
が
即
座
に

定
も

し
な
い

む
 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
迷
い
は
も

と
も
で
あ
る

 
ア
ス
ナ
の
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て
の
格
は
遥
か
高
み
に
あ
り

 
お
い
そ
れ
と
攻
略
に
貸
し
出
せ
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
か
ら
だ

 
当
の
ア
ス
ナ
は
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
強
さ
を
近
く
で
見

め
た
い
と
い
う
希
望
を
持

て
は
い
た

が 
参
加
の
可
否
に
関
し
て
は
ハ
チ
マ
ン
に
一
任
す
る
つ
も
り
な
の
か

 
こ
の
件
に
関
し
て
は

を

い
て
い
た

な
あ
ユ
ウ

ユ
ウ
は
ア
ス
ナ
の
実
力
に
つ
い
て
ど
う
思

て
る
ん
だ
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え

え

と

敵
を
釣
り
な
が
ら
平
行
し
て
回
復
魔
法
の

を
行
う
と
か

 
応
用
力
が
あ

て
凄
い
ヒ

ラ

だ
な

て

ふ
む

他
に
は

え

他

う

ん

こ
の
前
一
度
一

に
戦

た
だ
け
だ
か
ら

 
そ
こ
ま
で

し
く
見
て
た

じ

な
い
ん
だ
よ
な

ん

ア
ス
ナ

そ
ん
な
感
じ

な
の
か

あ

う
ん

そ
ん
な
感
じ

か
な

 
そ
ん
な
二
人
の
微

な
言
い
回
し
の
意
味
が
分
か
る
者
は
こ
こ
に
は
い
な
い

な
る
ほ
ど

お
前
達
も
大
体
同
じ
よ
う
な

象
か

う
ん

野
が
広
い
な

て
驚
い
た
覚
え
が
あ
る

補
助
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
絶

で

凄
く
助
か
り
ま
し
た

か
ゆ
い
所
を
か
い
て
く
れ
る

み
た
い
な

な
る
ほ
ど

お
前
達
が
持

た

象
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
一
同
の
言
葉
で

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
全
員
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

に
つ
い
て
ま
だ
あ
ま
り
調
べ
て
な
い
ん
だ
な
と
い
う
事
を
理
解
し
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た
敵
対
す
る
か
も
し
れ
な
い
相
手
の
情
報
を
調
べ
る
の
は
ず
る
い
と
か
考
え
ち
ま

た
ん
だ
ろ
う

が 
ち

と

い
気
も
す
る
な

ま
あ
こ
い
つ
ら
だ
か
ら
こ
れ
で
い
い
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え
つ
つ
も
ま
だ
ユ
ウ
キ
か
ら
の
要

に
つ
い
て
の
結

は
出
せ
な
か

た
ラ
ン
は
ど
う
だ

リ

ダ

と
し
て
ど
う
思

て
る
ん
だ

そ
う
ね

正
直
私
は
ア
ス
ナ
さ
ん
と
一

に
戦

た
事
が
無
い
か
ら

 
あ
く
ま
で
み
ん
な
の
感
想
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
の
だ
け
れ
ど

 
出
来
れ
ば
参
加
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
か
し
ら
私
達
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
あ
ま
り
伝
手
は
な
い

し 
今
か
ら
ア
ス
ナ
さ
ん
と
同
じ
く
ら
い
信
頼
出
来
る
別
の
ヒ

ラ

を
探
す
の
は
正
直
骨
が

れ

る
わま

あ
そ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ
ろ
う
な

 
ち
な
み
に
そ
の

件
に
合
う
ヒ

ラ

を
紹
介
す
る
事
も
俺
に
は
可
能
だ
が
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そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
思
う

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
が

誰
か
が
何
か
言
う
前
に

 
ユ
ウ
キ
が
先
ん
じ
て
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た

や
だ

ボ
ク
は
ア
ス
ナ
が
い
い

ほ
う
ほ
う

そ
れ
は
ど
う
し
て
だ

い
く
ら
信
用
出
来
て
も
知
ら
な
い
人
と
と
一

に
戦
う
の
は
や

ぱ
り
ち

と

だ
し

 
何
よ
り
ボ
ク
は

ア
ス
ナ
の
事
が
全
部
大
好
き
だ
か
ら

 
そ
う
言
わ
れ
た
ア
ス
ナ
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
で
思
わ
ず
先
ほ
ど
の
理
央
の
顔
が

に

か
ん
だ

全
部
が
好
き
な
ら
一

に
い
た
い

て
当
然
思
う
よ
な

 
理
央
に
は

謝
罪
す
る
の
も
何
か
違
う
気
が
す
る
し

 
紅
莉
栖
が
上
手
く
や

て
く
れ
る
事
に
期
待
す
る
し
か
な
い
か

 
そ
う
し
た
ら
約
束
通
り

に
で
も
連
れ
て

て
や
る
と
し
て
こ

ち
に
つ
い
て
は

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
顔
を
上
げ

に
こ
や
か
な
顔
で
ユ
ウ
キ
に
言

た

分
か

た

ア
ス
ナ
の
参
加
を
認
め
よ
う
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た
だ
し
今
回
だ
け
じ

な
く

し
ば
ら
く
の
間
は
メ
ン
バ

と
し
て
扱
う

て
の
が

件
だ

え

本
当
に

ア
ス
ナ
は
そ
れ
で
い
い
の

私
は

わ
な
い
ん
だ
け
ど

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
し
て

ア
ス
ナ
に
と

て
も
い
い
気
分
転
換
に
な
る
と
思

て
な

あ

確
か
に
そ
う
か
も

や

た

そ
れ
じ

あ
決
ま
り
ね

 
ユ
ウ
キ
は
嬉
し
そ
う
に
ア
ス
ナ
の
手
を

り
な
が
ら
そ
う
言

た

ふ
う

こ
れ
で
攻
略
の
目
処
が
た

た
ね

や

た

こ
ん
な

麗
な
人
と
一

に
冒
険
出
来
る
な
ん
て
夢
み
た
い
だ

 
ち
な
み
に
最
後
に
そ
う
言

た
ジ

ン
は
私
が

麗
じ

な
い

て
言
い
た
い
の
と
ノ
リ
に

凄
ま
れ

 

て
て
テ

チ
の
後
ろ
に

れ
て
い
た

そ
ん
な
喜
ぶ
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

を
よ
そ
に

 
ア
ス
ナ
は
こ
そ
こ
そ
と
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
君

嬉
し
い
ん
だ
け
ど
本
当
に
い
い
の
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別
に

わ
な
い
だ
ろ

み
ん
な
に
は
俺
か
ら
説
明
し
て
お
く
わ

 
あ
と

ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
の
攻
略
さ
え
済
め
ば

 
仮
に
別
の
敵
相
手
に
一

に
戦
う
事
に
な

て
も
そ
れ
は
そ
れ
で
本
気
を
出
し
て

わ
な
い

ぞ 
気
分
転
換
の

⻑

て
事
で
し
ば
ら
く
こ
い
つ
ら
と
行
動
を
共
に
し
て
み
る
と
い
い

 
き

と
ア
ス
ナ
に
は
い
い

激
に
な
る
は
ず
だ

う
ん

分
か

た

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
て
み
る
ね

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
下
に
向
か

た

み
ん
な

こ
れ
か
ら
は
私
の
事
は
ア
ス
ナ

て
呼
び

て
に
し
て
ね

 
戦
闘
中
に
名
前
を
呼
ぶ
時
は

い
方
が
い
い
に
決
ま

て
る
か
ら
ね

分
か

た

宜
し
く
な

ア
ス
ナ

あ
り
が
と
う
ア
ス
ナ

ア
ス
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
光
景
を
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら
見
て
い
た
が

 
よ
く
見
る
と
ラ
ン
が
そ
の

に
加
わ

て
い
な
い
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ラ
ン
は

の
ハ
ン
カ
チ
を

り
締
め

少
し
離
れ
た
所
で

る

る
し
て
い
た

お
い
ラ
ン

お
前

何
や

て
る
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
声
で
ラ
ン
の
様
子
が
お
か
し
い
事
に
気
付
い
た
の
か

 
ユ
ウ
キ
が

て
て
ラ
ン
に
駆
け
寄

た

ラ
ン

ど
う
し
た
の

ユ
ウ

 
ラ
ン
が

え
た
ま
ま

そ
う
言

て
涙
目
で
ユ
ウ
キ
を
見
つ
め
て
き
た

 
ユ
ウ
キ
は
ギ

と
し
つ
つ
も
そ
の
雰
囲
気
に
押
さ
れ

思
わ
ず
一
歩
下
が

た

な

何

 
そ
し
て
ラ
ン
は

め
し
そ
う
な
声
で
ユ
ウ
キ
に
向
か

て
言

た

お

お
姉
ち

ん
と
ア
ス
ナ
さ
ん
だ

た
ら

ど

ち
の
事
が
好
き
な
の

 
ラ
ン
が
そ
う
叫
ん
だ

間
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

達
は

を

え

 
そ
ん
な
一
同
に
ハ
チ
マ
ン
が
こ
う

ね
た

え

お
い
お
前
ら

ラ
ン

て
こ
ん
な
に
シ
ス
コ
ン
だ

た

け

あ

う
ん

そ
う
な
ん
だ
よ
兄
貴

最
近
た
ま
に
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
ん
だ
よ
ね
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今
ま
で
は
ず

と
一

だ

た
か
ら
そ
う
で
も
な
か

た
け
ど

 
し
ば
ら
く
離
れ
て
た
か
ら

シ
ス
コ
ン

り
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
き
た
の
か
も
ね

は

あ
の
ラ
ン
が
な

 
ユ
ウ
キ
以
外
の
者
の
反
応
は
そ
ん
な
感
じ
で
あ

た
が

 
当
の
ユ
ウ
キ
は
ま

た
く
シ
ス
コ
ン
の

が
無
か

た

困
惑
し
た
顔
で
ラ
ン
に
言

た

え

そ
ん
な
の
比
べ
る
も
の
じ

な
い
じ

ん

比
べ
な
さ
い

え

面
倒
だ
な

そ
れ
じ

あ

ア
ス
ナ

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
ユ
ウ
キ
の
口
か
ら
そ
の
言
葉
が
放
た
れ
た

間
に
ラ
ン
は
そ
う
叫
ん
で
崩
れ
落
ち

 
ア
ス
ナ
は
何
と
な
く

し

な
さ
を
感
じ
て
そ
の
場
で
も
じ
も
じ
し
た

 
そ
し
て
ラ
ン
は
顔
を
上
げ

⻤
の

相
で
ユ
ウ
キ
に
質
問
し
た

ど

ど
う
し
て

何
か
理
由
で
も
あ
る
の

あ

う
ん

最
近
た
ま
に
思
う
ん
だ
よ
ね

 
本
来
は
ボ
ク
の
胸
に
来
る
は
ず
だ

た
栄

を

ラ
ン
が
全
部
持

て
ち

て
る
な

て
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そ
の
言
葉
に
ア
ス
ナ
以
外
の
一
同
は
思
わ
ず

き
出
し
た

た

確
か
に

で
も
ラ
ン
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ね

こ
れ
ば

か
り
は
ね

 
一
方
ア
ス
ナ
は
何
故
か
自
分
の
胸
を
触
り
な
が
ら

ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

い
て
い
た

ア
ス
ナ

ど
う
か
し
た
か

あ

う
う
ん
こ
の
キ

ラ
の
胸
の
サ
イ
ズ

て
今
の
私
の
サ
イ
ズ
と
全
然
違
う
な

て

思

て
あ
あ

ラ
ン
ダ
ム
で
出
来
た
と
は
い
え

確
か
に
当
時
は
そ
の
く
ら
い
だ

た
よ
な

 
も
し
そ
の
せ
い
で
自
分
の
動
き
に
違
和
感
が
出
て
る
の
な
ら

 
今
度
ス
キ

ン
機
能
を
使

て

正
す
る
と
い
い

え

そ
ん
な
事
が
出
来
る
ん
だ

ま
あ
キ

ラ
メ
イ
ク
の
サ
ブ
機
能
み
た
い
な
も
ん
だ
な

そ

か

そ
ん
な
機
能
が

 
そ
ん
な
二
人
の
下
に

突
然
ラ
ン
が

ダ

シ

し
て
き
た
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う
お

きハ

ハ
チ
マ
ン

今
す
ぐ
私
の
胸
の

を
ユ
ウ
に
移
し
て
あ
げ
て

い
き
な
り
何
か
と
思
え
ば

ん
な
事
出
来
る

な
い
だ
ろ
う
が

じ

あ
今
か
ら
ユ
ウ
の
胸
を

み
ま
く

て

私
と
同
じ
サ
イ
ズ
に
し
て
あ
げ
て

言

て
お
く
が

こ
こ
で
何
を
し
よ
う
が
現
実
の
自
分
に
は
ま

た
く
影

な
い
か
ら
な

う

う

そ
れ
じ

あ
私
は
一
体
ど
う
す
れ
ば

今
の
ま
ま
で
い
い
だ
ろ

別
に
ユ
ウ
が

お
前
の
事
を

て
る

じ

な
い
ん
だ
か
ら
な

で

で
も

 
ラ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

ぶ
つ
ぶ
つ

き
始
め

 
そ
の

き
の
一
つ
が

こ
え
た
ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず
ラ
ン
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
思
い

 
そ

と
ユ
ウ
キ
の
下
へ
行
き

そ
の

元
で
何
か

い
た

え

そ
う
な
の

お
う

ラ
ン
が
今
そ
う

い
て
た

こ
の
ま
ま
だ
と
面
倒
だ
か
ら

ラ
ン
の
機

を
直
し
て

や

て
く
れ
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本
当
に
そ
ん
な
事
で
機

が
直
る
の
か
な

 
そ
し
て
一
同
が
何
事
か
と
見
守
る
中
ユ
ウ
キ
は
ラ
ン
に
近
付
き
そ
の

元
で
こ
う
言

た

余
計
な
心
配
は
し
な
い
で

大
好
き
だ
よ

お
姉
ち

ん

 
そ
の

間
に
ラ
ン
は
顔
を
上
げ

を
紅
潮
さ
せ
な
が
ら
じ

と
ユ
ウ
キ
の
方
を
見
た

ユ

ユ
ウ

な

な

に

お

お
姉
ち

ん

 
そ
ん
な
ラ
ン
の
様
子
に
ユ
ウ
キ
は
内
心
か
な
り
引
い
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
ユ
ウ
キ
に
向
か

て
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
頼
む
と
い
う
風
に

を
下
げ
て
い
る

の
を
見
て

 
我
慢
し
て
そ
の
場
に

み
と
ど
ま
る
事
に
し
た

私
も
大
好
き
よ

ユ
ウ

う
わ

ラ

ラ
ン

じ

な
い

お
姉
ち

ん

苦
し
い
か
ら

あ

と

ご
め
ん
な
さ
い

 
本
当
の
お
姉
ち

ん
な
ら

妹
が
苦
し
ん
で
い
た
ら
即
座
に
手
を
離
す
も
の
よ
ね

何
故
そ
こ
で
大
岡

き
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ラ
ン

て
や

ぱ
り
時
々
昭
和

い
よ
な

 

り
の
者
達
は
そ
ん
な
感
想
を
言
い
合

て
い
た
が

ユ
ウ
キ
か
ら
離
れ
た
ラ
ン
は

 
満
面
の
笑
み
で
ア
ス
ナ
に
近
寄
り

そ
の
手
を

り
な
が
ら
こ
う
言

た

ユ
ウ
キ
の

お
姉
ち

ん

の
ラ
ン
よ

ア
ス
ナ

こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

 
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
を
し

か
り
と

い
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
ラ
ン
は
言
わ
れ
た
通
り
に
ア
ス
ナ
を
呼
び

て
に
し
な
が
ら

 
お
姉
ち

ん
の
部
分
を
特
に
強
調
し
つ
つ
そ
う
言

た

う
ん

宜
し
く
ね

ラ
ン
お
姉
ち

ん

ず
き

う
う
う
う
う
う
う
ん

 
ア
ス
ナ
は
冗
談
の
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
が
そ
の

間
に
ラ
ン
が
そ
ん
な
奇
声
を
上
げ

た

ラ
ン

 

れ
た
顔
で
そ
う
言
う
ハ
チ
マ
ン
に

ラ
ン
は
興
奮
ぎ
み
に
こ
う
言

た

ハ
ハ
チ
マ
ン
今
私
の
体
を

流
が
走
り
抜
け
た
ん
だ
け
ど

今
の
は
一
体
何
か
し
ら

あ
あ

は
い
は
い

き

と
体
が
喜
ん
だ
ん
だ
ろ

良
か

た
な

お
姉
ち

ん
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ハ
チ
マ
ン
に
言
わ
れ
て
も

流
が
走
ら
な
い
わ
ね

俺
は
ど
う
見
て
も
弟
キ

ラ
じ

な
い
か
ら
な

ア
ス
ナ
さ
ん
も
妹
キ

ラ
に
は
見
え
な
い
の
だ
け
れ
ど

ア
ス
ナ
に
は
リ
ア
ル
で
お
兄
さ
ん
が
い
る
か
ら
な

正
真
正

妹
で
間
違
い
な
い

そ
う
な
ん
だ

あ

う
ん

私

妹
だ
よ

 
ア
ス
ナ
は
は
に
か
み
な
が
ら
そ
う
言
い

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
一
同
に
向
け
て
こ
う
言

た

そ
ん
な

で

と
り
あ
え
ず
ア
ス
ナ
は
期
間
限
定
の
レ
ン
タ
ル
移

と
い
う
事
に
す
る
か
ら

 
そ
れ
に
合
わ
せ
て
そ
の
服
の
マ

ク
も
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
マ

ク
に
変
え
て
も
ら
う

か 
お
い
ラ
ン

お
前
達
の
ギ
ル
ド
の
マ

ク

て
ま
だ
無
い
の
か

あ
る
わ
よ

ほ
ら
こ
れ

 
そ
う
言

て
ラ
ン
は

コ
ン
ソ

ル
を
可

化
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
見
せ
た

フ
カ
の
愛
天
使
に
似
て
る
な

え

本
当
に
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ま
あ
ハ

ト
と

て
い
う
モ
チ

フ
が
一

な
だ
け
で
デ
ザ
イ
ン
は
別
物
だ
か
ら
気
に

す
る
な

 
ふ
む

そ
う
い
え
ば
お
前
達
の
装
備
に
は
こ
の
マ

ク
は
つ
い
て
な
い
ん
だ
な

あ

う
ん

職
人
に
伝
手
が
な
い
か
ら
さ

分
か

た
つ
い
で
に
そ
れ
も
俺
が
手
配
し
て
や
ろ
う
ナ
タ
ク
は

と

お
い
る
な

 
今
か
ら
職
人
を
こ
こ
に
呼
ぶ
か
ら

み
ん
な
装
備
に
マ

ク
を
付
け
て
も
ら
う
と
い
い

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

一
同
は
大
歓
声
を
上
げ
た

 
こ
う
し
て
ア
ス
ナ
は
し
ば
ら
く
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

と
し
て
活
動
す
る
事
に

な
り

 
マ

ク
の
件
を

め
て
ギ
ル
ド
と
し
て
の
体

が
完
全
に
整

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
開
始
す
る
事
と
な

た

 
そ
の
最
初
の
目
標
は

当
然
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
で
あ
る

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が

に
本
格
始
動
で
す
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第
８
１
２
話
 
内
と
外
で
準
備
は
進
む

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
を
後
に
し
た
ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
は

 
そ
の
ま
ま
ア
シ

レ
イ
の
店
に
向
か

て
い
た

い
や

ま
さ
か
ア
ス
ナ
さ
ん
が
レ
ン
タ
ル
移

す
る
事
に
な
る
と
は
思

て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
よ

最
近
色
々
迷
い
も
出
て
い
た
み
た
い
だ
し

い
い
気
分
転
換
に
な
れ
ば
い
い
と
思

て
な

 
そ
れ
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
か
ら
い
い

激
を
受
け
ら
れ
れ
ば
ア
ス
ナ
も
今
よ
り
も
強
く
な
れ
る

と
思
う
し
な

そ
う
い
え
ば
ア
ス
ナ
さ
ん

て
こ
の
と
こ
ろ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
を
作
ろ
う
と
ず

と
頑
張

て
た
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん
で
し

た

け
あ

 
そ
の
ナ
タ
ク
の
言
葉
で
ハ
チ
マ
ン
は
や

と
完
成
し
た
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ

ル
を
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ア
ス
ナ
か
ら
見
せ
て
も
ら
う
の
を
忘
れ
て
い
た
事
に
気
が
付
い
た

ま
あ
今
度
で
い
い
か

何
か
忘
れ
物
で
す
か

い
や

ア
ス
ナ
が
五
連
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
を
完
成
さ
せ
た
ら
し
く
て

 
今
日
は
そ
れ
を
見
せ
て
も
ら
う

に
ロ
グ
イ
ン
し
た
ん
だ
が

す

か
り
忘
れ
て
た
わ

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
そ
れ
は
ま
た
今
度
で
す
ね

ち
な
み
に
ユ
ウ
キ
は

十
一
連
ソ

ド
ス
キ
ル
を
完
成
さ
せ
た
ら
し
い

 
ナ
タ
ク
は
そ
の
言
葉
に
目
を
見
開
い
た

ど
う
や
ら
か
な
り
驚
い
た
ら
し
い

え

本
当
で
す
か

そ
れ

て
ち

と
凄
く
な
い
で
す
か

あ
あ

多
分

力
的
に
も
全
ソ

ド
ス
キ
ル
の
中
で
最
高

だ
ろ
う
な

十
一

が
違
い
ま
す
ね

ま

た
く
あ
い
つ
の
才
能
は

知
れ
な
い
よ
本
当
に

そ
れ
じ

あ
ア
ス
ナ
さ
ん
は
悔
し
い
思
い
を
し
て
る
ん
で
し

う
か
ね

い
や

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
尊
敬
す
る
よ
う
な
感
じ
で
見
て
た
気
が
す
る
な

尊
敬

で
す
か
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あ
あ

目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
ユ
ウ
の
事
を
褒
め
て
た
か
ら
な

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
の
開
発
が
ど
れ
だ
け
大
変
か
知

て
い
る
か
ら

 
悔
し
い
と
い
う
感
情
に
な
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
な

あ
れ

て
そ
ん
な
に
大
変
な
ん
で
す
か

お
う

か
な
り
マ

い
ら
し
い

俺
も
ス
タ
イ
ル
的
に

 
五
連
く
ら
い
の
カ
ウ
ン
タ

技
を
開
発
し
た
い
と
は
思

て
る
が

 
そ
の
せ
い
で
中
々
や
る
気
が

き
な
く
て
な

 
そ
ん
な
雑
談
を
し
な
が
ら

二
人
は
無
事
に
ア
シ

レ
イ
の
店
に
到
着
し
た

ア
シ

レ
イ
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

失

し
ま
す

あ
ら

ハ
チ
マ
ン
君
に
ナ
タ
ク
君
じ

な
い

ち

と
待

て

今
お
茶
で
も
入
れ
る
わ

す
み
ま
せ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご

走
に
な
り
ま
す

 
ア
シ

レ
イ
は
二
人
の
顔
を
見
て

嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
ち
な
み
に
ナ
タ
ク
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
ア
シ

レ
イ
と
面
識
が
あ
る
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そ
れ
で
今
日
は
ど
う
し
た
の

は
い
ち

と
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
を
い
じ
ら
せ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
て

い
じ
る

て

ナ
タ
ク
君
が

は
い

あ
ら

ナ
タ
ク
君

て

も
出
来
る
ん
だ

け

あ
あ
い
え
背
中
の
マ

ク
を
変
え
る
だ
け
で
す
ね
さ
す
が
に
本
体
に
手
を
出
す
の
は
無

理
で
す

あ
あ

そ
う
い
う
事
な
の

て
事
は

に
ア
レ
を

せ
る
日
が
来
た
の
ね

そ
う
で
す
ね
多
分
明
日
中
に
あ
い
つ
ら
が
ア
ス
ナ
と
一

に
こ
こ
に
取
り
に
来
る
と
思
い

ま
すえ

ア
ス
ナ
ち

ん
が
一

な
ん
だ

 
ア
シ

レ
イ
は
そ
う
言

て
微

な
顔
を
し
た

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
が
手
伝
う
の
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
思

た
よ
う
で
あ
る

 
そ
の
表
情
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は

今
回
の

を
説
明
す
る
事
に
し
た

一
応
今
回
の

の
説
明
だ
け
し
て
お
き
ま
す
ね
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あ

じ

あ
そ
の
間
に
僕
は
作
業
を

お
う

悪
い
な
ナ
タ
ク

頼
む
わ

は
い

任
せ
て
下
さ
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ア
シ

レ
イ
に
説
明
を
始
め

 
そ
れ
を

い
た
ア
シ

レ
イ
は

な
る
ほ
ど
と
納
得
し
た

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
う
い
え
ば
ア
ス
ナ
ち

ん

て
ヒ

ラ

だ

た
わ
よ
ね

 
た
ま
に
忘
れ
そ
う
に
な

ち

う
わ
よ
ね

特
に
俺
達
か
ら
し
た
ら
そ
う
で
す
ね
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
ヒ

ラ

な
ん
て
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら私

の
中
に
は
当
時
の
凛
々
し
い
ア
ス
ナ
ち

ん
の
イ
メ

ジ
し
か
ま
だ
な
い
の
よ
ね

あ
は
は
は
は

あ
の

の
ア
ス
ナ
は
格
好
良
か

た
で
す
し
ね

と
い
う
か

ハ
チ
マ
ン
君
が
指
定
し
た
敵

て
そ
ん
な
に
強
い
ん
だ

い
や
ま
あ
敵
の

動
が
分
か

て
し

か
り
と
ヒ

ラ

が
い
れ
ば
そ
う
で
も
な
い
で
す

ど
ん
な
敵
な
の

あ

コ
ピ

し
て
も
ら

た
動
画
が
あ
り
ま
す
よ

ち

と
見
て
み
ま
す
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い
い
の

そ
れ
じ

あ
入
り
口
の

を
準
備
中
に
し
て
鍵
を

め
て
く
る
わ

 
ア
シ

レ
イ
は
そ
う
言

て
入
り
口
を

し
作
業
を
終
え
た
ナ
タ
ク
も
加
わ
り
三
人
は
動

画
を
見
た

う
わ

気
持
ち
悪
い

や

ぱ
り
私
に
は
戦
闘
職
は
無
理
だ
わ

ア
シ

レ
イ
さ
ん

こ
う
い
う
の
苦
手
で
す
か

普
通
に
グ
ロ

性
は
無
い
わ
ね

ア
ス
ナ
ち

ん
は
こ
う
い
う
の
大
丈
夫
な
の

そ
う
で
す
ね
ま
あ
ア
ス
ナ
が
苦
手
な
の
は
オ
バ
ケ
と
か
そ
う
い

た

の
も
の
だ
け
だ
と
思

い
ま
す

ア
ス
ナ
ち

ん

て
そ
う
な
ん
だ

ふ
ふ

か
わ
い
い
わ
ね

そ
う
で
す
ね

ま
あ
ア
ス
ナ
の

点
は
そ
れ
く
ら
い
で
す
ね

 
そ
の
ま
ま
動
画
を
見
続
け
て
い
た
三
人
は
ヒ

ラ

が
必
要
だ
と
い
う
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

納
得
し
た

ダ
メ

ジ

ン
の
上
で
戦
え
と
か

そ
れ
は
ヒ

ラ

が
必
要
よ
ね

も
し
か
し
た
ら
あ
の

ン
を
あ
る

度

め
る
手

が
あ
る
の
か
も
で
す
け
ど

 
こ
の
動
画
だ
け
じ

ち

と
分
か
ら
な
か

た
ん
で
す
よ
ね
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う
ん

納
得
し
た
わ

そ
れ
じ

あ
明
日

 
敵
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
と
交
換
で
ア
レ
を

せ
ば
い
い
の
ね

あ

い
や

確
認
し
て
も
ら
え
る
だ
け
で
い
い
で
す

 
も

と
も
何
を
落
と
す
か
は
知
ら
な
い
ん
で
何
を
見
せ
ら
れ
て
も
装
備
は

し
ち

て
下

さ
い

 
あ
い
つ
ら
や
ア
ス
ナ
が
そ
う
い

た
事
で

を
つ
く
事
な
ん
か
あ
り
え
ま
せ
ん
し
ね

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る

 
そ
し
て
三
人
は
バ

ク
ヤ

ド
に

て
あ
る
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
を

め
た

こ
れ
は
何
の
マ

ク

は
い

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
マ

ク
ら
し
い
で
す

な
る
ほ
ど

の
生
え
た
ハ

ト
マ

ク
の
中
に

絶

の
文

そ
の
下
に
刀
と
剣
ね

ラ
ン
は
も
う

絶
刀

と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
て
る
ん
で

 
後
は
ユ
ウ
が
分
か
り
や
す
い
実

を
上
げ
て

絶
剣

を
名
乗
る
だ
け
で
す
ね

へ

も
う

名
に
な

た
ん
だ

ま
だ
そ
こ
ま
で
じ

な
い
で
す
が
こ
れ
か
ら
口
コ
ミ
で
ど
ん
ど
ん
広
が

て
い
く
と
思
い
ま
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す
し
か
し
ハ
チ
マ
ン
君
も
こ
う
い
う
事
に
関
し
て
は
ま
め
よ
ね

あ
い
つ
ら
に
関
し
て
俺
が
何
か
す
る
の
は
ま
あ

こ
れ
が
最
後
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

も
う
そ
ん
な

な
の
ね
あ
の
子
達
が
ど
ん
な
風
に
変
わ

た
の
か
明
日
が
楽
し
み
だ
わ

は
い

面
倒
を
か
け
ま
す
が

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
は
ア
シ

レ
イ
の
店
を
去
り

 

業
を
再
開
し
た
ア
シ

レ
イ
は

そ
の
日
一
日
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
過
ご
す
事
と
な

た

  
そ
し
て
迎
え
た
次
の
日
の

方
ア
ス
ナ
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に
直
接
ロ
グ
イ
ン
し

た 

日
の
う
ち
に
戦
闘
に
関
し
て
の

か
な
話
し
合
い
は
終
え
て
お
り

 
そ
の
場
で
即
落
ち
た

自
動
的
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
中
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
に

な

た
の
だ

お
は
よ
う
み
ん
な

あ

お
は
よ
う
ア
ス
ナ

時
間
ピ

タ
リ
だ
ね
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お
は
よ
う

今
日
は
宜
し
く
ね

今
日
は

と
い
う
か

ま
あ
し
ば
ら
く
こ

ち
に
い
る
事
に
な
る
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
わ
ね

そ
れ
じ

あ
準
備
に

れ
が
な
い
か
確
認
し
て

 
黒

宮
に
出
発
す
る
事
に
し
ま
し

う

 
さ
す
が
は
ネ

ト
ゲ

ム
歴
が
⻑
い
だ
け
の
事
は
あ
り

 

方
に
お
は
よ
う
と
言
わ
れ
て
も

誰
も
変
な
顔
は
し
な
い

 
ネ

ト
ゲ

ム
で
の

と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
か
ら
だ

 
そ
し
て
一
同
は
無
事
に
準
備
を
終
え

黒

宮
へ
と
乗
り
込
ん
だ

 
そ
の
道
中
で

ア
ス
ナ
の
知
り
合
い
の
プ
レ
イ
ヤ

が
何
度
も
声
を
か
け
て
き
た

 
さ
す
が
ア
ス
ナ
は

名
な
だ
け
で
は
な
く
顔
も
広
い

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

最
初
ア
ス
ナ
が
移

し
た
の
か
と
思

て
驚
き

 
レ
ン
タ
ル
移

し
た
と

い
て

再
び
驚
い
て
い
た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
そ
う
い

た
事
を
す
る
の
は
前

が
無
か

た

で
あ
る

 
し
か
も
ア
ス
ナ
は
二
つ
名
持
ち
の
副
⻑
な
の
だ
か
ら

そ
の
驚
き
は
想
像
に
難
く
な
い

や

ぱ
り
ア
ス
ナ

て

名
な
ん
だ
ね
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名
と
い
う
か

顔
が
広
い
の
は
確
か
だ
け
ど
ね

そ
う
い
え
ば
ボ
ク
達

そ
ろ
そ
ろ
ヴ

ル
ハ
ラ
の
事
に
つ
い
て
も

と

し
く
調
べ
よ
う
と

思

て

 
そ
の
ま
ま
ず

と
放
置
し
ち

て
る
な

う
ち
の
事

て

メ
ン
バ

に
つ
い
て
と
か

え
え

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
ね

そ
れ
な
ら
攻
略
を
終
え
て
帰

た
後
に

私
が
説
明
し
て
あ
げ
よ
う
か

え

い
い
の

そ
れ
は
助
か
る
わ
ね

う
ん

ど
う
せ
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
だ
し
ね

や

た

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
後
で
宜
し
く
ね

ア
ス
ナ

 
ア
ス
ナ
と
ラ
ン
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
こ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
最
後
尾
を
歩
い
て

い
た

 
残
り
の
五
人
が

や
や
開
い
て
し
ま

た
ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
と
の
差
を
少
し
で
も
詰
め
る

に
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道
中
の
戦
闘
は
任
せ
ろ
と
言

て
き
た
か
ら
で
あ
る

し
か
し

相
変
わ
ら
ず
カ
エ
ル
ば

か
り
だ
ね

ち

と
気
持
ち
悪
い
よ
ね

ア
ス
ナ
は
こ
う
い
う
の
は
平
気

そ
う
だ
ね

ま

た
く
平
気

て

じ

な
い
け
ど
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
平
気

て
感
じ

か
なへで

も
ま
あ
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
み
た
い
な
の
は
や

ぱ
り
ち

と

だ
け
ど

ね
あ

分
か
る
分
か
る

あ
あ
い
う
腐

た
死
体
み
た
い
な
の
は
ち

と
ね

肉
片
が
手
に
つ
い
た
ら
と
か
思
う
と
無
理
よ
ね

 
そ
し
て
一
同
は

に
ス
カ
ベ
ン
ジ

ト

ド
の
い
る
エ
リ
ア
ま
で
た
ど
り
着
き

 
そ
こ
で
初
め
て
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
武
器
を
抜
い
た

さ
す
が
に
こ
こ
か
ら
は

私
達
も
手
伝

た
方
が
い
い
わ
ね

だ
ね

私
は
シ
ウ
ネ

と
回
復
役
を
交
代
す
る
ね
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こ
こ
ま
で
頑
張

て
も
ら

た
か
ら

少
し
は
休
ん
で
も
ら
わ
な
い
と

う
ん

お
願
い

さ
あ
ユ
ウ

殺
し
ま
く
る
わ
よ

よ

し

頑
張
る
ぞ

 
た
だ
で
さ
え
四
人
い
た
前
衛

に
二
人
が
加
わ

た
せ
い
で

 
ス
カ
ベ
ン
ジ

ト

ド
は
成
す
す
べ
も
な
く
駆

さ
れ
て
い
き

 

に
一
行
は
因
縁
の
敵
で
あ
る
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
の
い
る
部
屋
へ
と
た
ど

り
着
い
た

さ
て

部
屋
の
前
で
少
し
休

し
た
ら
い
よ
い
よ
本
番
よ

 
み
ん
な

し

か
り
準
備
の
確
認
を
し
て
お
い
て
ね

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

万
全
の
体
勢
で
リ
ベ
ン
ジ
に
挑
む
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第
８
１
３
話
 
油
断
な
き
リ
ベ
ン
ジ
マ

チ

う

相
変
わ
ら
ず
気
持
ち
悪
い

ま
あ
や
る
し
か
な
い

う
ん

や
る
し
か
な
い

い
が
分
か
ら
な
い
の
が
唯
一
の
救
い
よ
ね

言
わ
な
い
で

想
像
し
ち

う
か
ら

 
他
の
者
達
が
そ
ん
な
会
話
を

り
広
げ
る
中

 
ア
ス
ナ
は
初
め
て
こ
こ
に
来
た
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

お
い

何
か
部
屋
み
た
い
な
の
が
あ
る
ぞ

中
に
な
に
か
い
る
な

う

も
し
か
し
て
あ
れ

て
腐

て
る
ん
じ

な
い
の

こ
こ
は
一
つ
定
番

て
事
で

あ

し
の

魔
法
で
焼
き

う

う

ん

で
も
こ
の
扉

も
し
か
し
て

ま
る
ん
じ

な
い
か

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

そ
う
な

た
ら
俺
達
ま
で
一

に

し
焼
き
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
な
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そ
れ
に
正
直
面
倒

い

絶
対
あ
い
つ

⻑
期
戦
に
な
る
ぞ

ま
あ
確
か
に
な

と
い
う

で

今
日
は
大
人
し
く
帰
る
と
し
よ
う

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

み
ん
な
も
う
い
い
時
間
だ
し
あ
れ
は

後
の
楽
し
み

て

事
で

 
と
り
あ
え
ず
街
に

ろ
う

 
こ
こ
ま
で
散
々
カ
エ
ル
を
相
手
に
し

も
う

易
し
て
い
た
一
同
で
あ
る
が

 
特
に
女
性

は
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
を
見
て
こ
の
決
定
に
安

し

 
帰

た
後
も

ヴ

ル
ハ
ラ
内
で
こ
の
話
題
が
出
る
事
は
無
か

た
の
で
あ
る

ま
さ
か
そ
の
敵
と
こ
う
や

て
相
対
す
る
事
に
な
る
な
ん
て
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
思
い
な
が
ら

仲
間
達
と
一

に

く
攻
略
の
復

を
し

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
二
度
目
の
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
戦
が
開

始
さ
れ
た

 
基
本
は
こ
の
前
と
同
じ
よ
う
に
テ

チ
を
中
心
に
フ

メ

シ

ン
を
組
み

 
ア
タ

カ

が
ス
イ

チ
し
な
が
ら
ヒ

ト
＆
ア
ウ

イ
を

り
返
し
て
い
く
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前
回
と
の
違
い
は

そ
れ
ぞ
れ
が
属
性
系
ソ

ド
ス
キ
ル
を
多
用
し
て
い
る
事
で
あ

た

や

ぱ
り

系
の
ソ

ド
ス
キ
ル
は
い
い
感
じ

な
気
が
す
る

神
聖
系
も
い
い
ね

他
は
普
通
か
ち

と
悪
い
く
ら
い
か
も

 

果
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

ラ
ン
の
提
案
に
よ
り

 
今
回
は
攻
撃
の
方
法
が
物
理
攻
撃
の
み
に
偏
ら
な
い
よ
う
に

 
準
魔
法
攻
撃
扱
い
で
あ
る
属
性
系
ソ

ド
ス
キ
ル
を
出
来
る
だ
け
使
う
よ
う
に
指

さ
れ
て
い

た 
こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
動
画
を
見
て
い
た
時
の
発
言
が

と
な

て
い
た
が

 
も
し
仮
に
二
人
が
そ
の
場
に
い
な
く
と
も

 
い
つ
か
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
自
力
で
そ
の
結

に

り
つ
い
た
で
あ
ろ
う

 
考
え
て
み
れ
ば
簡

な
理
由
で
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
違
い
魔
法
や
遠

攻
撃
が
存
在
す
る
Ａ
Ｌ

Ｏ
に
お
い
て

 
魔
法
中
心
で
ボ
ス
を
攻
撃
し
て
い
た
ら
物
理

性
が
つ
き
ま
し
た
な
ど
と
い
う
事
が
あ
る
は
ず

が
な
い
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当
然

性
と
は
受
け
た
攻
撃
の
種

を
勘
案
し
て
付

さ
れ
る
も
の
で
あ
り

 
基
本
的
に
は
受
け
身
な

態
な
の
で
あ
る

ア
ス
ナ

そ
ろ
そ
ろ

化
魔
法
い
き
ま
す
ね

了
解

回
復
に
回
る
ね

 
そ
し
て
も
う
一
つ

今
回
は
念
に
は
念
を
入
れ

ま
め
に

化
魔
法
を
か
け
る
事
に
よ

て

 
テ

チ
の
持
つ
盾
や

そ
こ
ら
中
に
飛
び
散

た

を
処
理
す
る
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た

 
こ
れ
は
テ

チ
か
ら

の
せ
い
で

々
盾
が
重
く
な
る
と
い
う
意
見
が
出
た
か
ら
だ

え

そ
う
な
の

う
ん

今
思
え
ば
あ
の

ま

た
く
消
え
な
か

た
ん
だ
よ
ね

 
こ
の
前
は
見
れ
な
か

た
け
ど

 
も
し
か
し
た
ら
敵
の
お
か
し
な
攻
撃
に
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
か
な

て

ふ
む

ア
ス
ナ

ど
う
思
う

そ
う
だ
ね

通
常
そ
う
い

た
敵
の
攻
撃

て

外
れ
た
時
点
で
消
滅
す
る
は
ず
だ
か
ら

 
何
か
が
怪
し
い
の
は
確
か
だ
ね

 
ラ
ン
の
そ
の
問
い
か
け
に

そ
の
時
ア
ス
ナ
は

み
な
く
そ
う
答
え
た
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さ
す
が
は
元
⻤
の
攻
略
担
当

閃
光
の
ア
ス
ナ
で
あ
る

も
う
す
ぐ
敵
の

が
半

し
ま
す
ね

ア
ス
ナ

う
ん

み
ん
な

そ
ろ
そ
ろ
後
退
を

了
解

 
そ
の
指

に
ア
タ

カ

の
五
人
が
そ
う
答
え

テ

チ
だ
け
が
そ
の
場
に
残

た

テ

チ

後
は
任
せ
た

 
タ
ン
ク
で
あ
る
テ

チ
は

そ
の
ま
ま
一
人
で
敵
を

て
い
く

 
一
人
で
あ
る
が
故
に
時
々
攻
撃
も
く
ら

て
し
ま

て
い
た
が

 
そ
れ
は
ヒ

ラ

二
人
が
魔
法
が
被
ら
な
い
よ
う
に
上
手
く

し
て
い
く

 
そ
し
て
テ

チ
は
敵
の

を
半
分
ま
で

り

即
座
に
後
ろ
に
下
が

た

 
そ
の

間
に
前
回
と
同
じ
よ
う
に
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
の
体
が
ぐ
ち

と

崩
れ
た

シ
ウ
ネ

今

は
い

化
魔
法
い
き
ま
す

 
こ
こ
で
ア
ス
ナ
と
シ
ウ
ネ

は

そ
の

い
肉
が
再
び
集
ま
り
始
め
る
前
に
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に
向
か

て

化
魔
法
を
放

た

こ
れ
は
何
か
を
確
信
し
て
い
た

で
は
な
く

 

せ
る
事
は
全
部
や

て
み
よ
う
と
い
う
方
針
に
基

い
て
行
わ
れ
た
行
動
で
あ

た
が

 

化
魔
法
が
か
か

た
部
分
の
肉
が
消
滅
し
た

存
外

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
一
同

は
期
待
し
た

 
そ
れ
を
二
度

り
返
す
う
ち
に

敵
が
再
び
元
の

に

り

奥
の
方
で
立
体
化
し
た

 
そ
し
て

化
魔
法
を
か
け
た
四

所
の

は

ダ
メ

ジ

ン
で
は
な
く
な

て
い

た
や

た
わ
ね

こ
れ
で
大
分
楽
に
な

た
な

な
る
ほ
ど

初
見
じ

こ
う
い
う
の
に
は
ど
う
し
て
も
気
付
か
な
い
よ
ね

あ

見
て

化
し
た
分
だ
と
思
う
け
ど

敵
の

が
半
分
よ
り
ち

と

て
る
よ

 
見
る
と
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
の

バ

が
半
分
を
や
や
下
回

て
お
り

 

化
魔
法
が
確
実
に

果
を
発

し
た
の
だ
と
い
う
事
が
そ
れ
で
分
か

た

案
外
ユ
キ
ノ
な
ら

こ
こ
で
敵
の

を
大

に

れ
ち

た
か
も
ね

え

ど
う
や

て
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ユ
キ
ノ
は
回
復
魔
法

神
聖
魔
法
に
特
化
し
て
る
か
ら

 
大

模
な
神
聖
魔
法
を
使
え
ば
さ

き
の

態
な
ら
あ
る
い
は

て
感
じ

そ
う
な
ん
だ

ユ
キ
ノ
さ
ん

て
武
器
は
使
わ
な
い
の

一
応
ハ
チ
マ
ン
君
に
も
ら

た
大
剣
を
持

て
る
よ

大
剣

あ
の
ユ
キ
ノ
さ
ん
が

想
像
出
来
ね
え

 
一
同
は
余

が
出
来
た
の
か

そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
再
び
攻
撃
を
再
開
し
た

 
ア
ス
ナ
と
シ
ウ
ネ

は
後
方
の
安
全
地

に
立
ち
テ

チ
も
前
方
に
あ
る
安
全
地

に
敵
を

誘

し

 
そ
こ
で
タ
ン
ク
と
し
て
の
役

を
果
た
し
て
い
た

残
る
安
全
地

は
一

所
だ
け
で
あ

た

が 
何
か
あ

た
時
の

に
ユ
ウ
キ
が
そ
こ
に
入
る
事
と
な

た

ラ
ン

そ
ろ
そ
ろ
撃
つ

分
か

た
わ

守
り
は
私
が

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
が
前
回
と
同
じ
よ
う
に
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
を
放

た
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行

け

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

 
そ
の

ダ
メ

ジ
は
前
回
よ
り
も
明
ら
か
に
多
く
な

て
お
り

 
一
撃
で
敵
の

バ

の
六
分
の
一
を

り
取

た

 
ち
な
み
に
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
の

バ

は
二
本
で
あ
る

ど
う
や
ら

性
が
前
回
と
比
べ
て
ほ
と
ん
ど
つ
い
て
な
い
み
た
い
ね

 
だ
が
ユ
ウ
キ
に
そ
の
言
葉
に
返
事
を
す
る
余

は
な
い

 
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
の

力
が
高
す
ぎ
た

敵
の
攻
撃
が
ユ
ウ
キ
に
向
い
た

で
あ
る

 
ユ
ウ
キ
の

直
が
解
け
る
ま
で
残
り
一

そ
の
間
の
敵
の
攻
撃
は
前
に
出
た
ラ
ン
が
見
事
に

防
ぎ
き
り

 
そ
の
間
に
テ

チ
が
ス
キ
ル
を
駆
使
し
て
敵
の
タ

ゲ

ト
を
取
り
返
し

 
復
活
し
た
ユ
ウ
キ
は

そ
こ
で
や

と
ラ
ン
に
返
事
を
し
た

う
ん

こ
れ
な
ら
い
け
る
ね

さ
て

こ
の
ま
ま
残
り
四

ま
で

る
わ
よ

 
そ
の
後
の
戦
闘
は

調
に

移
し
た

 
ヒ

ラ

の

が

え
た
上
に
ダ
メ

ジ

ン
が

た
せ
い
で
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か
な
り
余

を
残
し
た

態
で

一
同
は
問
題
の

四

態
ま
で
た
ど
り
着
い
た

み
ん
な

一
応
テ

チ
を
残
し
て
敵
か
ら
離
れ
て

 
ア
タ

カ

は
少
し
離
れ
た
所
で
テ

チ
を
見
守
り

 
同
時
に
お
か
し
な
事
は

こ
ら
な
い
か

囲
に
目
を
配

た

そ
ろ
そ
ろ

あ
 
そ
の

間
に
後
方
の

が
光

た
が

誰
も
そ
こ
に
い
な
か

た
せ
い
か

何
も

こ
ら
な

か

た
よ
し

こ
こ
も
ク
リ
ア

あ
と
は

る
だ
け
だ
と
思
う
け
ど

残
り
一

で
絶
対
何
か
あ
る
か
ら

 
み
ん
な
気
を
つ
け
て
ね

 
そ
こ
か
ら
慎
重
に
戦
い
を
進
め
た
一
同
は

敵
の

が
残
り
一

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の

を
見
て

 
一
応
後
方
へ
と
自
主
的
に
下
が
り
始
め
た

だ
が
ユ
ウ
キ
だ
け
が
そ
の
場
か
ら
動
か
な
い

ユ
ウ
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待

て

あ
と
十

 
だ
が
そ
の
直
後
に

ユ
ウ
キ
の
近
く
に
飛
び
散

て
い
た

が

の
よ
う
に
立
ち
上
が
り

 
ユ
ウ
キ
に
向
か

て
襲
い
か
か

て
き
た

ま
さ
か
の
触
手
プ
レ
イ

 
そ
う

の
分
か
ら
な
い
事
を
言
い
つ
つ
も

ラ
ン
は

に
ユ
ウ
キ
を
守
る

に
走

て
い
た

 
だ
が
そ
の
ラ
ン
の

前
を
白
い
光
が
通
過
し
そ
れ
が
命
中
し
た

間
に
そ
の

の

は
消

滅
し
た

む
む

 
疑
問
に
思

て

り
向
い
た
ラ
ン
の

界
に
入

た
の
は
小
さ
な

を

え
る
ア
ス
ナ
の

で
あ

た

 
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
の
光
は

ア
ス
ナ
が
即
座
に
放

た

化
魔
法
だ

た
ら
し
い

ま
さ
か
こ
の
私
よ
り
反
応
が

い
な
ん
て
ね

さ

す
が
ア
ス
ナ

 

直
が
解
け
た
ユ
ウ
キ
は
そ
う
言
う
と

敵
に
向
か

て

え
を
取
り

再
び
こ
う
叫
ん
だ

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
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さ

き
言

た
十

と
は

ソ

ド
ス
キ
ル

の
ク

ル
タ
イ
ム
の
事
だ

た
ら
し
い

 
そ
し
て
こ
こ
で
本
日
二
度
目
の
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
が

し

 
そ
の
一
撃

正
確
に
は
十
一
撃
だ
が

に
よ

て

 
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
の

バ

は
一

で
消
し
飛
ん
だ

成
敗

う
お
お
お
お

や

た

ユ
ウ

狙

て
た
の
ね

う
ん

丁
度
ク

ル
タ
イ
ム
が
終
わ
り
そ
う
だ

た
か
ら
さ

そ
う

本
当
に
凄
ま
じ
い

力
だ

た
わ

 
そ
し
て
ラ
ン
は
刀
を
天
に

げ
な
が
ら
言

た

ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン

こ
こ
に
討
ち
取

た
り

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
見
事
に
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら

え
ら
れ
た
課
題
を
見
事
に
ク
リ
ア
し
た

 



 第８１４話 凱旋、そして剣士の碑

 
第
８
１
４
話
 
凱
旋

そ
し
て
剣
士
の
碑

 
す
み
ま
せ
ん
三
分
ほ
ど

れ
ま
し
た

 
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
を
倒
し
た

間
に

ざ
さ
れ
て
い
た
入
り
口
の
扉
が
開

き 

に
展
開
さ
れ
て
い
た
ダ
メ

ジ

ン
も
一

で
消
滅
し
た

お

な
ん
か
部
屋
が

麗
に
な

た
な

そ
う
い
え
ば
ユ
ウ

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
は
何
か
あ

た

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た

え

と

イ
ン
フ

ク
シ

ン
ダ
ガ

だ

て

そ
れ
は
ど
ん
な
武
器
な
の
か
し
ら

プ
レ
イ
ヤ

相
手
に
は
使
え
な
い
け
ど

モ
ブ
を

態
に
す
る

剣
み
た
い

あ
ら

そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
使
い
ど
こ
ろ
が
あ
り
そ
う
ね

で
も
ボ
ク
達
の
中
に

剣
使
い
は
い
な
い
し
な
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そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
行
き
ね

他
に
は
な
い
の

あ

う
ん

あ
る
に
は
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
で
何
故
か
ユ
ウ
キ
は
口
ご
も

た

 
要
す
る
に
そ
う
い
う
ア
イ
テ
ム
が
ド
ロ

プ
し
た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

ト

ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
の
肉

う
え
え
え
え

気
持
ち
悪
い

い
や

で
も
さ
す
が
に
食
用
じ

な
い
よ
な

金
素
材
ら
し
い
ね

こ
れ
も
ハ
チ
マ
ン
行
き
か
な

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

ま
あ
ア
イ
テ
ム
に
関
し
て
は
別
に
期
待
し
て
な
か

た
し

 
目
的
を
達
成
出
来
た
の
だ
か
ら
良
し
と
し
ま
し

う
そ
れ
じ

あ
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
に

凱
旋
よ

 
ラ
ン
の
口
か
ら
そ
の
言
葉
が
飛
び
出
し
た

間
に

ア
ス
ナ
は

天
し
た

え

え

み
ん
な
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
と
知
り
合
い
な
の

え
え
最
初
に
会

た
の
は
ハ
チ
マ
ン
が
同
盟
と

め
て
い
た
の
を
見
物
し
て
い
た
時
か
し

ら
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あ

あ
の
時
現
場
に
い
た
ん
だ

で

そ
の
後
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
か
ら
依
頼
の
品
を

け
る

に
店
に
行

て

 
そ
れ
で
本
格
的
に
知
り
会

た
感
じ
だ
ね

へ

そ
う
な
ん
だ
私
も
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
に
は

か
ら
お
世
話
に
な

て
た
ん
だ
よ

ね
あ
ら
そ
う
な
の
ね

や

ぱ
り
世
間

て

い
の
ね

 
ラ
ン
は
そ
の
ア
ス
ナ
の
セ
リ
フ
を
そ
う

く
流
し
て
し
ま

た
が

 
先
日
ア
シ

レ
イ
か
ら
店
が
出
来
た
の
は
最
近
だ
と

か
さ
れ
た
事
は
覚
え
て
い
な
か

た

よ
う
だ

で

そ
れ
は
い
い
と
し
て

ど
う
し
て
目
的
地
が
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
な
の

 
ア
ス
ナ
の
そ
の
当
然
の
疑
問
に

ラ
ン
は
事
も
な
げ
に
こ
う
答
え
た

そ
も
そ
も
こ
の
敵
を
倒
す
事
に
な

た

は

ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
で

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の

練
を
受
け
た
事
が
キ

カ
ケ
だ

た
か
ら

え

そ

そ
う
な
の

 
そ
う
い
え
ば
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
と
戦
う
事
に
な

た
の
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か 
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
ま

た
く
考
え
た
事
が
無
か

た
よ

 
確
か
に
よ
く
考
え
て
み
れ
ば

新
興
ギ
ル
ド
で
あ
る
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が

 
知
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
黒

宮
の
奥
の
マ
イ
ナ

ボ
ス
を
わ
ざ
わ
ざ
倒
そ
う
と
す
る
の
は

不
自
然
だ

 
そ
も
そ
も
こ
こ
の
事
を
知
る
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

く
ら
い
な
も
の
で

 
ハ
チ
マ
ン
が
関

し
て
い
る
と

す
る
の
は
そ
う
難
し
い
事
で
は
な
い

ま
あ
い

か
ハ
チ
マ
ン
君
が

え
た

練
な
ん
だ

た
ら
き

と
何
か
意
味
が
あ
る
ん
だ

よ
ね

 
そ
の
理
由
は
実
は

練
を
設
定
す
る
時
に

当
な
敵
が
見
つ
か
ら
ず

 
先
日
放
置
し
た
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
あ
た
り
で
い
い
か
と

 
ハ
チ
マ
ン
が

当
に
決
め
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
る

 
自
分
達
で
倒
す
の
が
気
持
ち
悪
か

た
と
い
う
理
由
も
ま
あ

あ

た
の
か
も
し
れ
な
い

よ
し

そ
れ
じ

あ
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
に
行
き
ま
し

う

う
え
え

帰
り
も
ま
た
カ
エ
ル
ど
も
を
相
手
に
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
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さ
す
が
に
あ
の

は
面
倒
だ
よ
ね

ま
あ
文

を
言

て
も
仕
方
な
い
わ
足
を
止
め
ず
に
最

限
の

だ
け
相
手
に
す
る
事
に
し

ま
し

う

 
そ
う
言

て
メ
イ
ン
通
路
に

た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
で
あ

た
が

 
予
想
に
反
し
て
敵
の

が
見
当
た
ら
な
い

あ

あ
れ

ま
だ
リ
ポ

プ
し
て
な
い
と
か

そ
ん
な
生
半
可
な

じ

な
か

た
と
思
う
け
ど
な

も
し
か
し
て

ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
を
倒
し
た
せ
い

か
も
し
れ
な
い
わ
ね
何
に
し
ろ
ラ

キ

だ
わ
今
の
う
ち
に
街
ま
で
駆
け
抜
け
ま
し

う

 

中
多
少
カ
エ
ル
と
遭
遇
す
る
事
は
あ

た
が

そ
の

は
相
当
少
な
く

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
楽
勝
で
街
に

る
事
が
出
来
た

か
な
り
楽
に
な

て
た
な

黒

宮

て
そ
う
い
う
仕
様
な
の
か
な

ボ
ス
を
倒
せ
ば
雑

が

る
み
た
い
な

十
層
二
十
層
で
は
特
に
変
化
は
無
か

た
気
が
し
た
け
ど
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通
路
に
い
る
敵
と
同
じ
種

の
ボ
ス
限
定
で
そ
う
な
の
か
も
ね

 
も
し
く
は
先
の
方
に
そ
れ
に

当
す
る

が

た
敵
が
い
る
と
か

ま
あ
い
い
や

と
り
あ
え
ず
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
に
行
き
ま
し

う

そ
れ
じ

あ
十
八
層
だ
ね

 
そ
し
て
歩
き
出
し
た
一
同
で
あ

た
が
剣
士
の
碑
の
横
を
通
り
か
か

た
時
ラ
ン
が
足
を

止
め
た

あ

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
は
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
し
か
チ

ク
し
な
か

た
け
ど

 
よ
く
見
た
ら
ア
ス
ナ
の
名
前
も
あ
ち
こ
ち
に
載

て
る
の
ね

あ

う
ん

ち

こ
ち

こ
攻
略
に
は
参
加
し
て
た
か
ら
ね

 
ま
あ
最
近
は
同
盟
が
い
る
か
ら
サ

パ
リ
だ
け
ど

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
剣
士
の
碑
を
指
差
し
な
が
ら
言

た

ち
な
み
に
一
二
三
層
と
三
十
二
層
に
あ
る
名
前
は
ほ
と
ん
ど
が
う
ち
の
メ
ン
バ

だ
よ

あ

三
層
ま
で
全
部
な
ん
だ

う
ん

そ
の
時
は
全
員
の
名
前
を
載
せ
る
ん
だ

て
ハ
チ
マ
ン
君
が
頑
張

て
く
れ
て
ね

 
余

た
ス
ペ

ス
に
は
せ

か
く
だ
か
ら

て

シ
ル
フ
領
主
の
サ
ク
ヤ
さ
ん
と
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ケ

ト
シ

の
領
主
の
ア
リ
シ

さ
ん
の
名
前
が
載
る
よ
う
に
し
た
ん
だ
よ

つ
ま
り
当
時
の
メ
ン
バ

は

十
九
人
も
い
た

て
事
な
ん
だ

そ
の
時
は
十
七
人
だ

た
か
な

ま
あ
今
は
三
十
人
い
る
け
ど
ね

 
ち
な
み
に
女
の
子
が
男
の
子
の
四
倍
い
る
よ

 
そ
の
言
葉
に
ジ

ン
が
そ
の
場
で
絶
叫
し
た

う
お
お
お
お

兄
貴

俺
は
あ
な
た
の
よ
う
に
な
り
た
い
で
す

ジ

ン

相
変
わ
ら
ず
ね

あ

あ
は

 
正
妻
と
し
て
苦
労
し
て
い
る
ア
ス
ナ
は

そ
の
言
葉
に
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
ユ
キ
ノ
さ
ん
は
か
な
り
苦
労
し
て
い
る
の
で
し

う
ね

え

あ

う
ん

ま
あ

の
あ
る
メ
ン
バ

が
多
い
か
ら
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
に
一

ん

と
な

た
が

 
ユ
キ
ノ
が
問
題

が
多
い
女
性

を

め
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
事
は
間
違
い
な
い

 
素
直
に
そ
う

い
た
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性

と
か

せ

性

た

確
か
に
お
か
し
な
人
は
多
い
け
ど
ね

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
の
意
図
が
分
か
ら
ず

ア
ス
ナ
は
と
り
あ
え
ず
そ
う
答
え
る
に

め
た

な
る
ほ
ど

前

多
難
ね

ま
あ
大
変
で
は
あ
る
ね

 
ラ
ン
は
自
分
に
言
い

か
せ
る
よ
う
に
そ
う
言
い

ア
ス
ナ
も
そ
う
無
難
な
返
事
を
返
し
た

ね

ア
ス
ナ

や

ぱ
り
あ
そ
こ
に
名
前
が
載
る
の

て

特
別
な
事

 
そ
の
時
ユ
ウ
キ
が
無

気
に
そ
う

ね
て
き
た

あ

う
ん

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
何
万
人
も
い
る
か
ら
ね

 
で
も
一
フ
ロ
ア
で
名
前
を
載
せ
ら
れ
る
の
は
た

た
七
人

今
は
八
人
か

 
だ
か
ら
名

で
は
あ
る
ん
じ

な
い
か
な

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
攻
略
ペ

ジ
に
も

名
前
を
載
せ
て
る
所
が
あ
る
し
ね

そ
う
な
ん
だ

 
ユ
ウ
キ
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
そ
う

き

そ
れ
を
見
た
ラ
ン
は

 
少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た
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そ
れ
じ

あ
次
は

こ
こ
に
名
前
を
載
せ
る
事
を
目
標
に
す
る
の
も
い
い
わ
ね

 
私
達
の
名
前
が

遠
に
残
る

中
々

じ

な
い

い
い
ね
そ
れ

こ
れ
で
次
の
目
標
が
出
来
た
な

あ

そ
れ
な
ら
う
ち
と
一

に
攻
略
に
出
る

 
ア
ス
ナ
は
何
と
な
く
そ
う
言

た
が

ラ
ン
は
そ
れ
に
難
し
い
顔
を
し
た

そ
れ
だ
と
本
当
の
意
味
で
名
前
を
載
せ
た
事
に
な
る
の
か
し
ら
ね

 
あ

さ

き
の
一
層
か
ら
三
層
ま
で
み
た
い
な
特
別
な
場
所
な
ら
い
い
の
だ
け
れ
ど

 
と
い
う
か
む
し
ろ
こ

ち
か
ら
お
願
い
し
た
い
所
な
の
だ
け
れ
ど

 
今
の

で
そ
れ
を
し
て
も
ら

て
し
ま
う
の
は
さ
す
が
に
ど
う
か
と
思

て
し
ま
う
わ
ね

あ

確
か
に
そ
う
だ
よ
ね

ご
め
ん

余
計
な
事
を
言

ち

た
ね

う
ん

い
い
の
よ

む
し
ろ
断

て
し
ま

て
ご
め
ん
な
さ
い

う
う
ん

考
え
て
み
れ
ば
無
神

だ

た
よ

 
そ
し
て
二
人
は
何
と
な
く
剣
士
の
碑
を
見
上
げ
た

そ
う
な
る
と

う
ち
主
体
で
仲
間
を
集
め
て
攻
略
す
る
事
に
な
る
け
ど
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そ
う
す
る
と
他
の
ギ
ル
ド
に
も
配

し
て
何
人
か
名
前
の

を

ら
な
い
と
い
け
な
く
な
る

わ
ねそ

れ
だ
と
全
員
の
名
前
が
離
れ
ち

て

仲
間
だ

て
分
か
ら
な
く
な

ち

う
ね

そ
れ
な
の
よ
ね

ま
あ
こ
の
事
は
も
う
少
し
よ
く
考
え
て
み
ま
し

う

 
そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
に
行
き
ま
し

う
か

お
う

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
ア
シ

レ
イ
の
店
に
到
着
し
た

間

 
中
か
ら
当
の
ア
シ

レ
イ
が
飛
び
出
し
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君
か
ら

い
て
待

て
た
わ

さ
あ

中
に
入

て

あ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

ア
ス
ナ
ち

ん
も
い
た
し

当
然
勝

た
の
よ
ね

う
ん

い

ぱ
い
助
け
て
も
ら

ち

た

や
だ
な

回
復
補
助
を
し
た
だ
け
じ

な
い

で
も
ア
ス
ナ
が
い
な
か

た
ら
絶
対
無
理
だ

た
し
さ

そ

そ
う
か
な
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そ
う
だ
よ
ア
ス
ナ

凄
く
助
か

た
よ

う
ん

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

ま
あ

も
る
話
も
あ
る
で
し

う
が

と
り
あ
え
ず
中
に
入

て
入

て

 
ア
シ
レ
イ
は
そ
う
言
て
店
の

を
下
ろ
し
全
員
を
店
の
中
に
き
入
れ
た
の
だ
た
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第
８
１
５
話
 
引
き
締
ま
る
思
い

 
店
に
入
れ
て
も
ら

た
後
ラ
ン
は

速
と
ば
か
り
ア
シ

レ
イ
に
こ
う
話
を
切
り
だ
し
た

ア
シ

レ
イ
さ
ん

速
だ
け
ど

 
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
か
ら
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
の
確
認
を
お
願
い
し
て
も
い

い
か
し
ら

分
か

た
わ

と
り
あ
え
ず
見
せ
て
も
ら
え
る

ユ
ウ

お
願
い

う
ん

え

と

先
ず
は
こ
の
イ
ン
フ

ク
シ

ン
ダ
ガ

か
ら
か
な

 
そ
う
言

て
ユ
ウ
キ
が
差
し
出
し
て
き
た

剣
は

 
光
を
反
射
し
な
い
漆
黒
の
刀
身
に

紫
の
ラ
イ
ン
が
入

た

剣
で
あ

た

 
そ
の

剣
は
ど
こ
か

々
し
い
オ

ラ
を
放

て
お
り
ア
シ

レ
イ
は
思
わ
ず
息
を

ん
だ

あ
ら

ま
る
で
暗
殺
者
が
持

て
い
そ
う
な

剣
ね

性
能
も
そ
ん
な
感
じ
か
な

敵
に

を
付

す
る
み
た
い

 
で
も
プ
レ
イ
ヤ

相
手
に
は
そ
の

果
は
発
動
し
な
い
ん
だ
よ
ね
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へ

良
心
的
じ

な
い

絶
対
悪
用
す
る
人
が
出
て
く
る
よ
ね
こ
れ

お
か
し
な
人
に
持
た
せ
た
ら
厄
介
だ
よ
ね

う
ん
う
ん

私
な
ん
か

遊
び
感
覚
で
簡

に
殺
さ
れ
ち

う
わ
ね

 
そ
う
冗
談
を
言
い
な
が
ら

ア
シ

レ
イ
は

剣
を
ユ
ウ
キ
に
返
し
た

ハ
チ
マ
ン
君
は

確
認
す
る
だ
け
で
受
け
取
ら
な
く
て
い
い

て
言

て
た
か
ら

 
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
持
ち
帰

て
ね

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

う
ち
に
は

剣
を
使
え
る
人
が
い
な
い
か
ら

 
そ
う
事
情
を
説
明
し
て

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に

し
て
も
ら
え
な
い
か
な

て

あ
ら
そ
う
な
の
ね

分
か

た
わ
そ
う
い
う
事
な
ら
こ
れ
は
ア
ス
ナ
ち

ん
に
お
任
せ
す

る
わあ

う
ん

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
君
に

し
て
お
く
ね

ア
シ

レ
イ
さ
ん

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て

剣
を
受
け
取
り

ス
ト
レ

ジ
に
収
納
し
た

そ
れ
で
も
う
一
つ
の
ア
イ
テ
ム
な
ん
だ
け
ど
出
来
れ
ば
こ
れ
も
ハ
チ
マ
ン
に
押
し
付
け
た
い

な

て
あ
ら

他
に
も
何
か
出
た
の
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そ
れ
が
こ
こ
じ
出
せ
な
い
と
い
う
か
あ
ん
ま
り
出
し
た
く
な
い
ア
イ
テ
ム
な
ん
だ
よ
ね

え

そ
う
な
の

う
ん

ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
の
肉

て
言
う
ん
だ
け
ど

 
そ
の
敵

て
ば

ン
ビ
と
い
う
か

腐

た
死
体
み
た
い
な
感
じ
な
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
言
葉
で
ア
シ

レ
イ
は
事
情
を
察
し
た
よ
う
だ

な
る
ほ
ど

ま
さ
か
食
用
じ

な
い
わ
よ
ね

う
ん

何
か
の
素
材
み
た
い

や

ぱ
り
そ
う
よ
ね

そ
れ
は
見
せ
て
も
ら
う
必
要
は
な
い
わ

 
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
ち

ん
に

し
ち

て

う
ん

そ
れ
じ

あ
ア
ス
ナ

ト
レ

ド
を

 
だ
が
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
に
若

い
を
み
せ
た

何
か
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
が

く
な

ち

い
そ
う

そ
れ
な
ら
も
う
ボ
ク
の
ス
ト
レ

ジ
は
と

く
に
ひ
ど
い

態
に
な

て
る
よ

 
二
人
は
そ
う
言

て
笑
い
合
う
と

素

く
ト
レ

ド
を
済
ま
せ
た

 
ア
イ
テ
ム
の
名
前
す
ら

⻑
く
見
て
い
た
く
な
か

た
の
で
あ
ろ
う
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こ
れ
で
全
部

て
事
で
い
い
の
か
し
ら

う
ん

こ
れ
で
全
部
か
な

オ

ケ

よ

そ
れ
じ

あ
二
人
に
装
備
を

す
わ

や

た

思

た
よ
り
も

く
手
に
入
れ
ら
れ
た
わ
ね

ふ
ふ

待

て
て

 
そ
う
言

て
ア
シ

レ
イ
は
奥
へ
と
消
え
て
い
き

 
事
情
を
知
ら
な
い
ア
ス
ナ
は
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
に
装
備
の
事
に
つ
い
て

ね
た

そ
う
い
え
ば
ハ
チ
マ
ン
君
か
ら
の

練
み
た
い
に
言

て
た
け
ど

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
持

て
き
て
く
れ
る
の
が
そ
の
報

な
の

う
ん

そ
ん
な
感
じ
ね

ア
ス
ナ
が
今
装
備
し
て
る
の
と
同
じ
奴
だ
よ

え

そ
れ

て

 
そ
の
ユ
ウ
キ
の
言
葉
に
さ
す
が
の
ア
ス
ナ
も
一

あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
と
驚
い
た

こ

こ
れ
と

こ
れ

て
一
応
う
ち
の

部
用
の
最
新

の
装
備
な
ん
だ
け
ど
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う
ん

そ
れ
は

い
た
か
ら

ボ
ク
達
も
驚
い
た
ん
だ
よ
ね

ま
あ
こ
れ
も
ハ
チ
マ
ン
の
私
達
に
関
す
る
期
待
感
の
現
れ
だ
と
思

て
い
る
わ

な
る
ほ
ど

 
期
待
感
と
い
う
言
葉
は
ア
ス
ナ
の
中
に
驚
く
ほ
ど
ス
ム

ズ
に
入

て
き
た

 
確
か
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の

特
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は

 
そ
の
強
さ
か
ら
言

て
も

に
か
な
り
上

に
あ
り

 
今
は
無
名
だ
が
い
ず
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
ク
ラ
ス
と
同
じ
く
ら
い
の
名
声
を
得
る
の
は

間
違
い
な
い

お
待
た
せ

は
い

そ
れ
じ

あ
こ
れ

 
そ
し
て
ア
シ

レ
イ
が

て
き
て

二
人
に
装
備
を
手

し
た

 
ス
ト
レ

ジ
に
入

た

態
で
は
な
く

え
て
見
え
る
よ
う
な

で

し
て
き
た
の
が
心

い
や

た

に
ゲ

ト

あ
れ

背
中
の
マ

ク
が
前
見
た
時
と
違
う
わ
ね

本
当
だ

う
ち
の
マ

ク
が
入

て
る
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あ
あ

そ
れ
な
ら

日
ハ
チ
マ
ン
君
と
ナ
タ
ク
君
が
来
て
書
き
換
え
て
た
わ
よ

え

ハ
チ
マ
ン
達
が

え
え

こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
ま
め
よ
ね

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
三
人
の
男
達
に
後
ろ
を
向
か
せ

 
そ
の
ま
ま
直
接
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
に

を
通
し
た

 
一

ス
ト
レ

ジ
に
し
ま

て
か
ら
装
備
変
更
を
選
択
す
る
方
が
楽
な
の
だ
が

 
二
人
は
気
分
を
出
す

に

わ
ざ
と
そ
う
し
た
の
で
あ
る

 
実

シ
ス
テ
ム
を
使

て
着

え
る
の
と
直
接
着

え
る
の
と
で
は
気
分
が
ま

た
く
違
う

 
二
人
は
装
備
の
前
を
締
め
た

間
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た

何
か

し

か
り
し
な
き

て
感
じ
が
す
る
わ
ね

う
ん

こ
う
気
分
が
シ

と
す
る
ね

 
感
覚

の
ユ
ウ
キ
が
言

て
い
る
事
は
何
と
な
く
し
か
分
か
ら
な
い
が

 
そ
れ
で
も
身
が
引
き
締
ま

て
い
る
の
は
そ
の
表
情
か
ら
理
解
出
来
た

ア
ス
ナ
ち

ん

ち

と
こ

ち
に
来
て
三
人
で

ん
で
み
た
ら

 
そ
の
ア
シ

レ
イ
の
提
案
に
乗

た
三
人
は
仲
良
く

び
つ
い
で
に
記
念

影
ま
で
こ
な
し
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た 
そ
も
そ
も
ア
ス
ナ
は
疑
問
を
持
ち
は
し
た
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
理
由
を
知
り
た
か

た
だ
け

で
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
が
決
め
た
事
で
あ
る
以
上
こ
の
事
に
文

を
言
う
つ
も
り
は
無
か

た
の
で
あ
る

お
揃
い
だ
ね

ア
ス
ナ

う
ん

お
揃
い
だ
ね

や

た
ね

こ
う
い
う
の
も
意
外
と
馬

に
出
来
な
い
わ
ね

確
か
に
仲
間
意
識
が

成
さ
れ
る
わ

 
三
人
が
そ
う
感
想
を
言
う
中

他
の
者
達
も
ま
た

 
ア
シ

レ
イ
か
ら

一
さ
れ
た
装
備
を
受
け
取

て
い
た
よ
う
だ

 
気
が
付
く
と
残
り
の
五
人
も
着

え
を
済
ま
せ
て
お
り
そ
の

を
見
て
ア
ス
ナ
は
あ

と
叫

ん
だあ

れ

み
ん
な
が
着
て
る
の

て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
じ

え
え
そ
う
よ

こ
れ
も

す
よ
う
に

て
言
わ
れ
て
多
の
よ

 
ま
あ
街
中
で
普

着
る

の
装
備
と
い
う

置
付
け
だ
し
ね
ヴ

ル
ハ
ラ
で
も
そ
う
な
ん
で

し
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あ

う
ん

戦
闘
で
は
も

と
特
化
し
た
装
備
が
必
要
だ
か
ら

 
確
か
に
そ
れ
は
主
に
街
で
着
る

の
装
備
だ
ね
オ

ト
マ
チ

ク
フ
ラ
ワ

ズ
は
別
だ
け
ど

 
あ
れ

で
も
デ
ザ
イ
ン
が
う
ち
の
と
微

に
違
う
気
が
す
る

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

の
正
式
装
備
で
あ
る
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
で
あ

た
が

 
そ
の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
バ

ジ

ン
は

や

の
デ
ザ
イ
ン
が
若

変
わ

て
お
り

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
事
に

感
に
気
付
い
た
よ
う
だ

そ
う
ね

さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
君
も

 
ま

た
く
同
じ
な
デ
ザ
イ
ン
が
許
さ
れ
る
の
は
そ

ち
の
装
備
だ
け
だ
と
思

た
ん
じ

な
い

か
し
ら

 
一
歩
間
違
え
れ
ば
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
下
部
組

だ
と
思
わ
れ
ち

う

し
ねあ

確
か
に
そ
う
か
も

と
も
あ
れ
こ
れ
で
や

と

の

が
お
り
た
わ
み
ん
な
一
先
ず
の
目
標
達
成
お
め
で
と
う

あ
り
が
と
う
ア
シ

レ
イ
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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や

た
な

こ
れ
で
次
の
目
標
に
突
き
進
め
る

あ
ら

も
う
次
の
目
標
が
決
ま

た
の

う
う
ん

こ
れ
か
ら
話
し
合
い
で
決
め
る
予
定

そ
う

あ
ま
り
無
理
は
し
な
い
で
ね

あ

う
う
ん

も
う
無
理
を
し
て
も
い
い
の
か
し
ら

 
こ
こ
は
も
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

な
い
ん
だ
し
ね

 
ア
シ

レ
イ
は
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
言
い

 
そ
の
ま
ま
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は
し
ば
ら
く
そ
こ
で
雑
談
し
た
後

 
ア
シ

レ
イ
に
見
送
ら
れ
て
店
を
後
に
し
た

さ
て

と
り
あ
え
ず
ど
う
す
る

一

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に

る
か

話
し
合
い
も
し
な
い
と
だ
し
そ
う
し
よ

か

ア
ス
ナ
は
ま
だ
時
間
は
大
丈
夫

あ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
君
達
が
二
十
四
層
に
い
る
み
た
い
だ
か
ら

 
こ
れ
か
ら
ち

と
そ

ち
に
行

て
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て
直
接
報
告
し
て
お
こ

う
か
な

て

あ
ら

そ
う
な
の

う
ん

な
の
で
私
は
ち

と
先
に
そ

ち
に
行

て
み
る
よ
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時
間
は
大
丈
夫
だ
か
ら

後
で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に
向
か
う
ね

あ

な
ら
私
も
そ

ち
に
行
き
た
い
か
も

 
突
然
ノ
リ
が
そ
う
言
い
出
し
た

 
そ
の
顔
は
や
や
紅
潮
し
て
お
り

ハ
チ
マ
ン
に
会
い
た
が

て
い
る
の
は
見
え
見
え
で
あ
る

あ

ボ
ク
も
行

て
褒
め
て
も
ら
い
た
い
な

俺
も
俺
も

僕
は
ど

ち
で
も
い
い
か
な

僕
も
で
す
ね

二
十
四
層

て
何
か
あ
る
ん
で
す
か

 
そ
の
時
シ
ウ
ネ

が
何
気
な
く
ア
ス
ナ
に
そ
う

ね
た

う

ん

ち

と
思
い
つ
か
な
い
ん
だ
け
ど

 
メ

セ

ジ
を
送

た
ら
ど
う
や
ら
主
街
区
の
北
に
あ
る
大
き
な
木
の
所
に
い
る
み
た
い
だ
か

ら 
そ
こ
で
何
か
や

て
る
ん
じ

な
い
か
な

一
応
そ
こ

て
観
光
ス
ポ

ト
な
ん
だ
け
ど

ね
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観
光
ス
ポ

ト
で
す
か

そ
れ
は
見
て
み
た
い
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
で
行

て
み
ま
し

う
か

 
ラ
ン
が
そ
う
提
案
し

一
同
は
そ
の
言
葉
に

い
た

こ
う
し
て
一
同
は

 

に
ハ
チ
マ
ン
が
密
か
に
製
作
し
た
デ

エ
ル
ス
テ

ジ
へ
と
た
ど
り
着
く
事
に
な

た
の
で

あ
る
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第
８
１
６
話
 
こ
ん
な
の
知
ら
な
い

 
ア
シ

レ
イ
の
店
を
出
た
後

 
転
移
門
を

て
二
十
四
層
に
た
ど
り
着
い
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
一
行
で
あ

た
が

 
道
中
で
ラ
ン
が

そ
う
い
え
ば
と
い

た
感
じ
で
ア
ス
ナ
に
質
問
を
し
て
き
た

ね

ア
ス
ナ

さ

き

ハ
チ
マ
ン
君
達
が

て
言

て
た
み
た
い
だ
け
ど

 
も
し
か
し
て
こ
の
先
に

ハ
チ
マ
ン
以
外
に
も
誰
か
ヴ

ル
ハ
ラ
の
人
が
い
る
の

あ

う
ん

ハ
チ
マ
ン
君
の
他
に

キ
リ
ト
君
に
ユ
キ
ノ

後
は
セ
ラ
と
ロ
ビ
ン
と
シ
ノ
ノ

ン 
あ

と
ご
め
ん
セ
ラ
フ

ム
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
シ
ノ
ン
そ
れ
に
リ
オ
ン
ち

ん
が
い
る

ね 
愛
称
で
は
通
じ
な
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
ア
ス
ナ
は
セ
ラ
フ

ム
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
シ
ノ
ン
を
し

か
り
と
フ
ル
ネ

ム
で
言
い
直
し

た
へ

ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
さ
ん
以
外
は
知
ら
な
い
人
ば

か
り
ね
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や

ぱ
り
俺
達
勉
強
不
足
だ
よ
な

 
一
応
一
同
は
理
央
と
は
面
識
が
あ
る
は
ず
だ
が
理
央
は
そ
の
時
リ
オ
ン
と
は
名
乗
ら
な
か

た 
そ
の
事
に
気
付
く
者
は
誰
も
い
な
か

た

一
応
全
員
二
つ
名
持
ち
だ
し

副
⻑
が
全
員
集
合

態
な
ん
だ
け
ど
ね

 
ア
ス
ナ
は
知
ら
な
け
れ
ば
ま
あ
そ
ん
な
も
の
か
と
思
い
つ
つ

苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ち
な
み
に
一
応
副
⻑
の
一

で
あ
る
ソ
レ
イ
ユ
は
メ
ン
バ

の
中
で
は
別

扱
い
さ
れ
て
い

る
え

そ
う
な
の

う
ん

ち
な
み
に
キ
リ
ト
君
以
外
は
み
ん
な
女
の
子
か
な

 
そ
の
言
葉
に
ジ

ン
が
素

く
反
応
し
た

い
て
た
比

よ
り
ち

と
高
い
け
ど

俺
は
別
に

ま
し
く
な
ん
か
な
い
か
ら
な

ジ

ン

誰
も
何
も
言

て
な
い
わ
よ

い

い
じ
ら
れ
る
前
に
言

て
み
た
だ
け
だ
よ

心
配
し
な
く
て
も
誰
も
ジ

ン
を
い
じ

て
る
暇
な
ん
か
な
い
わ
よ
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も
し
私
達
が
い
じ
る
と
し
た
ら
ハ
チ
マ
ン
の
方
だ
し

そ

そ
う
か

確
か
に
そ
う
だ
な

あ

多
分
今
の
ハ
チ
マ
ン
君
の
ガ

ド
は

壁
だ
と
思
う
か
ら

 
い
じ

た
り
出
来
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
よ

 
多
分
フ

ン
の
女
の
子
達
も
ど
う
や

て
も
近
付
け
な
い
よ
う
な

況
だ
ろ
う
し

 
ア
ス
ナ
は
対
ハ
チ
マ
ン
強
行

が
ほ
ぼ
勢
揃
い
と
い
う

 
そ
の
豪
華
メ
ン
バ

の
事
を
思
い

か
べ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ち
な
み
に
強
行

の
残
り
に
は
フ
カ
次
郎
と
イ
ロ
ハ
が
居
る

 
穏
健

は
ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

ス
ク
ナ

メ
ビ
ウ
ス

シ
リ
カ

り
で
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
を
お
も
ち

に
す
る

が
ソ
レ
イ
ユ

フ

イ
リ
ス

レ
ヴ

ア
ル
ゴ
で

 
絶
対
中
立

が
リ
ズ
ベ

ト
コ
マ
チ
リ

フ

ク
リ
シ

ナ
ア
サ
ギ
な
の
で
あ

た

そ
う
な
の

そ
れ

て
ユ
キ
ノ
さ
ん
が
い
る
か
ら

 
そ
う
ユ
ウ
キ
が
思

た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う

 
ア
ス
ナ
は
当
然
そ
の
言
葉
の
裏
の
意
味
に
は
気
付
か
な
い
ま
ま

 

に
言
葉
の
表
面
だ
け
を
と
ら
え
て
こ
う
答
え
た
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ユ
キ
ノ
は
案
外

容
な
方
だ
か
ら

こ
う
い
う
時
は
過

な
反
応
を

さ
な
い
よ

 
よ

ど
お
か
し
な
フ

ン
じ

な
い
限
り
は
ハ
チ
マ
ン
君
が

が

て
な
い
限
り
大
目
に

見
る
か
ら
ね

そ

そ
う
な
の

そ
れ
じ

あ
一
体
誰
が

他
の
全
員

 
そ
の
言
葉
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
全
員
が

直
し
た

そ

そ
れ
は
ど
う
い
う

あ

ま
あ
今
い
る
メ
ン
バ

は
か
な
り
個
性
的
だ
か
ら
ね

 
ま
あ
ち

ん
と
紹
介
す
る
か
ら
み
ん
な
は
そ
こ
ま
で

し
な
く
て
も
い
い
よ

今
回
は
私
も
い
る
ん
だ
か
ら

お
か
し
な
事
に
は
な
ら
な
い
し
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
そ
う
言

た

個
性
的

も
し
か
し
て
全
員
が
ラ
ン
み
た
い
な
人
だ

た
り
し
て

何
そ
れ
怖
い

常
識
で
考
え
て
そ
ん
な
事
あ
る

な
い
ん
じ

な
い
か
な

だ

て
あ
の
ラ
ン
だ
よ
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あ
な
た
達

私
の
事
を
褒
め
す
ぎ
よ

褒
め
て
な
い

あ
は
は
は
は
は
は

 
そ
ん
な
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
会
話
に
笑
い
な
が
ら
も
ア
ス
ナ
は
内
心
で
こ
う
思

て

い
た実

は
そ
ん
な
事
あ
る
ん
だ
け
ど
ね

 
だ
が

て
い
た
方
が
面
白
そ
う
だ
と
思

た
ア
ス
ナ
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
か

た

 
こ
の

り
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
も
ハ
チ
マ
ン
も
し
く
は
ソ
レ
イ
ユ
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
あ

後
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

じ

な
い
け
ど

ユ

ジ

ン
君
も
い
る
み
た
い

え

と

ど
ち
ら
様

ユ
ウ
ジ
ン

ア
ス
ナ
の
お
友
達

あ
は
は
は
は

確
か
に
友
人
だ
け
ど
ね

ユ
ウ
ジ
ン
じ

な
く
て
ユ

ジ

ン

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

領
の
領
主
の
弟
さ
ん
で

ま
あ
今
は

名
無
実
化
し
つ
つ
あ
る
け
ど

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
将
軍
だ
よ

前
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
の
剣
士

て
言
わ
れ
て
た
人
か
な

そ
の
人
は
そ
ん
な
に
強
い
の
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う
ん

魔
剣
グ
ラ
ム
の
所

者
で

こ

ち
の
攻
撃
は
普
通
に
防
が
れ
ち

う
け
ど

 
向
こ
う
の
攻
撃
は
こ

ち
の
武
器
を
素
通
り
し
て
く
る

て
い
う
と
て
も
厄
介
な
相
手
だ
よ

何
そ
れ
ず
る
い

チ

ト
武
器
か
よ

へ

面
白
そ
う
な
武
器
だ
ね
そ
れ

 
ほ
と
ん
ど
の
者
が
驚
く
中

ユ
ウ
キ
が

静
に
こ
う
質
問
し
て
き
た

で
も
そ
ん
な
武
器
を
持

て
る
の
に

今
は
最
強
じ

な
い
ん
だ

そ
う
だ
ね

今
の
最
強
は
多
分
キ
リ
ト
君
じ

な
い
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
君
も
事
あ
る
ご
と
に
そ
う
言

て
る
し
ね

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は

天
し
た

え

兄
貴
が
最
強
じ

な
い
の

う

ん
多
分
ハ
チ
マ
ン
君
は
そ
う
言
わ
れ
て
も
キ

パ
リ
と
否
定
す
る
ん
じ

な
い
か
な

兄
貴
よ
り
も
更
に
上
が
い
る
ん
だ

少
な
く
と
も
ハ
チ
マ
ン
君
は

 
キ
リ
ト
君
と
ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん
は
自
分
よ
り
強
い

て
い
つ
も
言

て
る
よ
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実
は
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
の
事
も
自
分
よ
り
強
い
と
日
ご
ろ
か
ら
言

て
い
る
の
だ
が

 
さ
す
が
に
そ
の
事
を
自
分
で
言
う
の
は
恥
ず
か
し
か

た
よ
う
で
あ
る

へ

そ
う
な
ん
だ

ア
ス
ナ

さ

き
言

て
た
通
り

後
で
色
々

か
せ
て
ね

 
ボ
ク
達
も
も

と
色
々
な
事
を
勉
強
し
な
い
と
だ
し

う
ん

後
で
ね

 
そ
ん
な
会
話
を

り
広
げ
て
い
る
う
ち
に

遠
く
に
よ
く
目
立
つ
巨
大
な
木
が
見
え
て
き
た

あ

目
的
地
の
観
光
ス
ポ

ト
の
木

て
あ
れ
の
事

う
ん

そ
う
だ
よ

で
も
ハ
チ
マ
ン
君
達
は

あ
ん
な
所
に
集
ま

て
何
を

 
そ
う
言
い
な
が
ら

ア
ス
ナ
は
ピ
タ
リ
と
足
を
止
め
た

ア
ス
ナ

ど
う
し
た
の

あ

う
ん

あ
の
木
の

り

て
何
も
無
か

た
は
ず
な
ん
だ
け
ど

 
よ
く
見
る
と
な
ん
か
凄
く

山
の
人
が
集
ま

て
な
い

ん

そ
う
い
え
ば
確
か
に
そ
ん
な
気
も

と
い
う
か
何
か
壁
み
た
い
な
物
が
あ
る
よ
ね
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そ
の
上
に
人
の

が

山
見
え
る
な

あ
れ

て
何
だ
ろ
う
ね

う

ん

 
一
同
は

た
が

当
然
誰
も
正
解
に
た
ど
り
着
く
者
は
い
な
い

 
も
し
当
て
ら
れ
た
ら
多
分
そ
の
者
は
神
で
あ
る

ま
あ
で
も
こ
こ

て
ば
観
光
ス
ポ

ト
な
ん
で
し

だ

た
ら
そ
れ
な
り
に
人
は
い
る
ん

じ
う

ん

そ
う
い
う
レ
ベ
ル
じ

な
い
よ
う
な

と
い
う
か
こ
こ
に
は
あ
ん
な
壁
み
た
い
な
物
は
絶
対
に
無
か

た
は
ず
な
ん
だ
よ
ね

ま
あ
と
り
あ
え
ず
行

て
き
ま
し

う

そ
う
す
れ
ば
理
由
が
分
か
る
は
ず
よ

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
一
同
は

そ
の
木
に
向
か

て
歩
い
て
い

た

あ

確
か
に
人
が

山
い
る
ね

そ
の
向
こ
う
に
は
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど

何
が
あ
る
の
か
よ
く
見
え
な
い
ね

兄
貴
は
ど
こ
か
な



 第８１６話 こんなの知らない

こ
う
い
う
場
合
は
普
通

一
番
人
が
多
い
所
に
い
る
ん
だ
け
ど

 
今
日
に
限

て
は
多
分

人
が
ま

た
く
い
な
い
所
に
い
る
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
分

は
正
し
い
の
だ
が

そ
も
そ
も
壁
が

魔
を
し
て

 
そ
の
向
こ
う
に
何
が
あ
る
の
か
は
全
然
見
え
な
い

 
そ
し
て
そ
の
壁
の
目
の
前
に
来
た
一
同
は

や

と
そ
れ
が
何
な
の
か
を
理
解
し
た

こ
れ

て

古
代
ギ
リ
シ

の
遺
跡
と
か
に
よ
く
あ
る
闘
技
場
の
座

み
た
い
な
奴

何
か
そ
ん
な
感
じ
だ
ね

あ

あ

ち
に
道
が
あ
り
ま
す
よ

あ
そ
こ
か
ら
座

の
上
に
上
が
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

行

て
み
よ
う

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う

 
そ
し
て
一
同
は
そ
の
道
か
ら
座

の
中
へ
と
入
り

 
そ
こ
で
こ
こ
が
ど
ん
な
場
所
な
の
か

や

と
理
解
す
る
事
と
な

た

 
中
央
に
は
い
わ
ゆ
る
天
下
一
武
道
会
タ
イ
プ
の
ス
テ

ジ
が
あ
り
プ
レ
イ
ヤ

同
士
が
戦

て
い
る

 
そ
し
て
そ
の

に
も
小
さ
な
ス
テ

ジ
が
あ
り
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そ
こ
で
も
ま
た

プ
レ
イ
ヤ

同
士
が
戦

て
い
た
の
で
あ
る

こ
れ

て
ま
ん
ま
闘
技
場
じ

ね

う
ん

ど
う
見
て
も
そ
ん
な
感
じ
だ
ね

分

り
上
が

て
る
ね

 
そ
ん
な
ジ

ン
達
の
言
葉
が

こ
え
て
き
た
が
ア
ス
ナ
は

然
と
し
て
し
ま
い
中
々
言
葉

が
出
な
い

あ

あ
そ
こ
に
立

て
る
の

ユ

ザ

伝
言

じ

ね

本
当
だ

え

と
な
に
な
に

誰
で
も
気

に
使
え
る
デ

エ
ル
・
ス
テ

ジ
へ
よ
う
こ
そ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
だ

て
え

う
ち

私

こ
ん
な
の
知
ら
な
い

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
に
愕
然
と
し
た

そ
ん
な
話
は
誰
か
ら
も

い
た
事
が
な
か

た
か
ら

だ 
だ
が
ま
さ
か
自
分
に
対
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
意
地
悪
を
す
る
は
ず
が
な
い

 

て
こ
こ
に
呼
び
出
し
た
事
か
ら
考
え
て
も
こ
れ
は
恐
ら
く
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
い
う
奴
だ
ろ
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う 
ア
ス
ナ
は
そ
う
考
え

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
て
ハ
チ
マ
ン
の

を
探
し
た

あ

ア
ス
ナ

あ
そ
こ

ほ
と
ん
ど
人
が
い
な
い
よ

あ
そ
こ
に
い
る
の

て
兄
貴
じ

ね

や

ぱ
り
さ

き
ア
ス
ナ
が
言

た
通
り

人
が
全
然
い
な
い
ね

あ

ア
ス
ナ

 
一
同
が
ハ
チ
マ
ン
を
発
見
し
た

ア
ス
ナ
は
そ
ち
ら
に
向
か

て
走
り
出
し

 
他
の
者
達
は

て
て
そ
の
後
を
追

た

 
よ
く
見
る
と
ハ
チ
マ
ン
の

隣
に
は
ユ
キ
ノ
が
居
り
ハ
チ
マ
ン
の

隣
に
は
誰
も
い
な
か

た
が

 
ど
う
や
ら
誰
が
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
座
る
か
場
所
を
争

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
四
人
の
女
性
ら
し
き
プ
レ
イ
ヤ

が
激
し
く
に
ら
み
合

て
い
る
の
が
見
え
た

う
わ

あ
れ

て

場
か
な

ど
う
見
て
も
女
同
士
の
争
い
だ
ね

さ
す
が
は
兄
貴

場
が
似
合
う
兄
貴
だ
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ジ

ン

落
ち
着
き
な
さ
い

日
本
語
が
変
よ

ユ
キ
ノ
さ
ん

さ
す
が
だ
な

兄
貴
の
隣
を
ガ

チ
リ
キ

プ
し
て
る
ね

 
通
常
こ
う
い

た
場
合

ユ
キ
ノ
も
加
え
た
五
人
で

の

を
争
う
の
が
普
通
で
あ
る

 
だ
が
今
日
の
場
合
は
ユ
キ
ノ
が
こ
の
場
に
先
着
し
て
お
り

 
そ
の
お
か
げ
で

々
と
片
方
の

を
確
保
し
て
い
た
の
で
あ

た
が

 
そ
ん
な
事
は
知
ら
な
い
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
か
ら
見
れ
ば

 
そ
の
光
景
は
確
か
に
そ
う
見
え
て
も
仕
方
が
な
か

た

し
か
し
ア
ス
ナ
は
足
が
速
い
な

そ
れ
だ
け
じ

な
い
わ

見
て

観
客
の
人
達
が

み
ん
な
道
を
開
け
て
い
く
わ

う
わ

何
か
す
ご
い

さ
す
が
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑
み
た
い
な

あ

見
て

あ
の
四
人
が
ア
ス
ナ
に
気
付
い
た
み
た
い

こ
れ
は
更
な
る

場
な
予
感

私
達
も
急
ぎ
ま
し

う
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そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
目
の
前
で

に
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
近
く
ま
で
た
ど

り
着
き

 
そ
の
四
人
と
向
か
い
合

た
の
で
あ

た
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第
８
１
７
話
 
予
想
と
違
う
雰
囲
気

場
く
る

ア
ス
ナ

大
丈
夫
か
な

確
か
に
ち

と
心
配
ね

で
も
こ
の

況
だ
と
僕
達
の
出
る
幕

て
全
く
な
い
よ
ね

ま
あ
兄
貴
な
ら
上
手
く
あ
の
場
を
収
め
る
ん
じ

な
い
か
な

 
一
同
は

を
ゴ
ク
リ
と
飲
み
込
み
つ
つ

ハ
チ
マ
ン
が
ど
う
す
る
の
か
見
守

て
い
た

 
だ
が
予
想
を
裏
切
り
ハ
チ
マ
ン
が
何
か
を
す
る
事
は
全
く
無
か

た

 
た
だ
ハ
チ
マ
ン
が
行

た
の
は

ア
ス
ナ
に
向
か

て
手
を

た
だ
け
で
あ

た

え

兄
貴

そ
り

無
い

隣
が
ど
う
な

て
る
か

ち

ん
と
分
か

て
る
よ
な

と
い
う
か
ア
ス
ナ
は
大
人
し
い
か
ら
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ
に
で
も
座
る
ん
じ

な
い

か
し
ら

あ

そ
れ
あ
る
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ま
あ
も
し
ア
ス
ナ
が
何
か
さ
れ
そ
う
に
な

た
ら
助
け
る
わ
よ

 
だ
が
ア
ス
ナ
は
手
を

り
つ
つ
そ
の
ま
ま
近
付
い
て
い
き
何
の
障
害
も
無
く
ハ
チ
マ
ン
の
隣

に
座

た
え

 
そ
し
て
争

て
い
た
四
人
は
大
人
し
く
ハ
チ
マ
ン
達
の
後
ろ
に
座
り

 
親
し
げ
に
ア
ス
ナ
に
話
し
か
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
ユ
キ
ノ
も
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
行
動
に
つ
い
て
気
に
し
た
様
子
は
ま

た
く
無
く

 
ハ
チ
マ
ン
も
交
え
て
三
人
で
仲
良
く
話
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

一
同
は
激
し
く
混
乱
し
た

ど

ど
う
い
う
事

や

ぱ
り
私
の
予
想
通
り

ア
ス
ナ

て
ば

者
じ

な
い
の
か
し
ら

そ
ん
な
予
想
を
し
て
た
の

え
え

前
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
で
一

に
動
画
を
見
た
時
か
ら
思

て
た
わ

 
よ
く
考
え
て
み
て
あ
の
時
の
ア
ス
ナ
は
私
に
先
ん
じ
て
ハ
チ
マ
ン
の
隣
を
確
保
し
た
の
よ

そ
れ
は
ラ
ン
が
出

れ
た
か
ら
じ

な
い
の
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い
い
え
私
は
急
げ
ば
間
に
合

た
わ
で
も
ア
ス
ナ
の
雰
囲
気
が
そ
う
さ
せ
な
か

た
の
よ

ほ
え

じ

あ
今
の
も
そ
の
雰
囲
気
と
や
ら
の
せ
い

ど
う
か
し
ら
ね

他
に
も
理
由
が
あ
る
の
か
も
だ
し

ま
だ
何
と
も
言
え
な
い
わ

え
ば
ど
ん
な
理
由

 
そ
の
言
葉
に
ラ
ン
は

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
答
え
た

え
ば
以
前

け
を
し
て

そ
の

け
に
ア
ス
ナ
が
勝

て

 
し
ば
ら
く
の
間

ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
座
る

利
を
ゲ

ト
し
た
と
か
は
ど
う

凄
く
あ
り
そ
う

そ
れ

ボ
ク
は
ア
ス
ナ
が

け
を
す
る

て
想
像
も
出
来
な
い
ん
だ
け
ど

実
は
私
も
よ

ま
あ
今
の
は

の

合
わ
せ
の
予
想
で
し
か
な
い
し

 
ま
あ
実

に
あ
そ
こ
に
行

て
探
り
を
入
れ
て
み
る
の
が
一
番
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

ま
あ
そ
う
だ
ね

こ
こ
に
い
て
も
仕
方
な
い
し

ボ
ク
達
も
あ
そ
こ
に
行
こ
う

だ
な

そ
う
し
よ
う

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
人
ご
み
を
抜
け
ハ
チ
マ
ン
達
の
方
に
一
歩
を

み
出
し

た
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そ
の

間
に
一
同
は
凄
ま
じ
い
プ
レ

シ

を
感
じ

思
わ
ず
足
を
止
め
た

う
わ

な

何
て
事
は
み
ん
な
も
感
じ
た
の
か

え
え

こ
れ
は

も
し
か
し
て
プ
レ

シ

ま
さ
か
俺
達
い
つ
の
間
に
か
ニ

タ
イ
プ
に
な

て
た
り
し
た

い
え
こ
れ
は
多
分

り
の
人
達
が
一

に
こ
ち
ら
に
注
目
し
た
か
ら
じ

な
い
か
と

 
チ
ラ
チ
ラ
と

り
に

線
を
向
け
な
が
ら
シ
ウ
ネ

が
そ
う
言
い
他
の
者
達
も

て
て
そ
れ

に

た

 
直
接
じ
ろ
じ
ろ
と

り
を
見
回
す
事
は
せ
ず
チ
ラ
チ
ラ
と

囲
に

線
を
走
ら
せ
た
だ
け
で

あ

た
が

 
シ
ウ
ネ

の
言

た
事
が
真
実
な
の
だ
と

一
同
は
思
い
知
ら
さ
れ
た

う
わ

マ
ジ
だ

す
げ
え
見
ら
れ
て
る

こ
れ
は
一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ
ろ

少
な
く
と
も
う
ち

独
で
こ
ん
な
に
注
目
を
集
め
る
は
ず
が
な
い
わ
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て
事
は
も
し
か
し
て

ボ
ク
達
が
ハ
チ
マ
ン
達
に
近
付
こ
う
と
し
た
せ
い

お
そ
ら
く
そ
う
ね

こ
れ
は
か
な
り
非
難
ま
じ
り
の

線
だ
も
の

 
お
そ
ら
く
ヴ

ル
ハ
ラ
の

魔
を
す
る
な

も
し
く
は
抜
け
駆
け
す
る
な
と
い
う
事
な
の
で

し

う
ね

 
そ
の
プ
レ

シ

は
凄
ま
じ
く

一
同
は
そ
れ
以
上

一
歩
も
動
け
な
く
な

た

 
こ
う
な
る
と
も
う
ハ
チ
マ
ン
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
声
を

け
て
く
れ
る
の
を
待
つ
し
か
な

い 
一
同
は
そ
う
な
る
事
を
信
じ
て
ひ
た
す
ら

え
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
や
ら
デ

エ
ル
・
ス
テ

ジ
の
方
を
見
て
い
る
ら
し
く

 
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
く
れ
る
よ
う
な
気
配
は
ま

た
く
無
い

や
べ

そ
ろ
そ
ろ
限
界

ち

と

き
そ
う
か
も

分
か

た
わ

こ
う
な

た
ら
私
が
頑
張

て
ハ
チ
マ
ン
を
呼
ん
で
み
る

 
ラ
ン
は
そ
う
決
意
し

仲
間
達
に
そ
う
言

た

お
い
お
い

い
く
ら
ラ
ン
で
も
こ
の

況
で
兄
貴
の
名
前
を
呼
ぶ
の
は
や
ば
く
ね
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で
も
や
る
し
か
な
い
わ

 
そ
う
言

て
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
を
呼
ぼ
う
と
し
た
が

中
々
声
を
出
す
事
が
出
来
な
い

 
そ
れ
で
も
何
と
か

性
を
総
動
員
さ
せ
ラ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
に
呼
び
か
け
よ
う
と
し
た
そ
の

間 
一
人
の
人
物
が
立
ち
上
が

て
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

 
そ
の
お
か
げ
な
の
だ
ろ
う
か

直
後
に

囲
か
ら
の
プ
レ

シ

が

散
し
た

み
ん
な

そ
ん
な
所
で
止
ま

ち

て

一
体
ど
う
し
た
の

 
そ
の
人
物
と
は
ま
あ
当
然
で
は
あ
る
が

ア
ス
ナ
で
あ

た

 
そ
し
て
そ
の
後
方
で
は
ハ
チ
マ
ン
が
や

と
気
付
い
た
の
か
こ
ち
ら
に
向
け
て
手
を

て

お
り

 
一
同
は
ア
ス
ナ
の
後
に

い
お
ず
お
ず
と
し
た
態
度
で
ハ
チ
マ
ン
の
方
へ
と
歩
い
て
い

た

何
だ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

様
の
知
り
合
い
だ

た
の
ね

連
合
か
ど
こ
か
の
変
な
奴
ら
か
と
思

た
け
ど

違

た
み
た
い
だ
な

王
様
や
剣
王
様
の
近
く
に
行
け
る
な
ん
て
い
い
な

 
そ
の
道
中
で
は

観
客

の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
こ
ん
な
声
が
多

こ
え
て
き
た
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お
い
お
い
さ

き
ま
で
あ
ん
な
雰
囲
気
だ

た
の
に
も
し
か
し
て
俺
達

ま
し
が
ら
れ
て

る
と
い
う
か
ア
ス
ナ

様
付
け
さ
れ
て
た
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑

て
男
女
を
問
わ
ず
人
気
な
の
ね

そ
う
い
う
所
は
素
晴
ら
し
い
と
思

う
わう

ち
も
そ
う
な
れ
る
と
い
い
ね

 
プ
レ

シ

か
ら
解
放
さ
れ

や

と
リ
ラ

ク
ス
す
る
事
が
出
来
た
一
同
は

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に

さ
れ

そ
の
前
に
座

た

よ

お
前
ら

首
尾
よ
く
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
を
倒
し
た
み
た
い
だ
な

 
よ
く
や

た
な

お
め
で
と
う

ふ

余

だ

た
わ
よ

ま
あ
大
体
ア
ス
ナ
の
お
か
げ
な
ん
だ
け
ど
ね

え

こ
の
子
達
が
あ
の
腐

た
カ
エ
ル
を
倒
し
て
く
れ
た
ん
だ

 
そ
こ
に
突

込
ん
で
き
た
の
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ

た

と
い
う
か
そ
こ
の
二
人
が
着
て
る
の

て
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
だ
よ
ね
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ア
ス
ナ
も
い
つ
の
間
に
か
出
向
し
て
る
し

一
体
何
が
ど
う
な

て
る
の

ア
ス
ナ
が
気
分
転
換
の

に
出
向
す
る

て
こ
の
前
言

た
だ
ろ

 
で

こ
い
つ
ら
は
俺
の
身
内
だ
と
思

て
く
れ
て
い
い

え

じ

あ
私
の
身
内
で
も
あ
る

て
事

 
さ
す
が
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
こ
う
い
う
時
で
も
ブ
レ
た
り
は
し
な
い

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
と
戯
れ
よ
う
と
口
を
開
き
か
け
た
ク

ク
ロ
ビ
ン
を
見
て

 
そ
こ
で
負
け
じ
と
シ
ノ
ン
が
介
入
し
た

あ
ら

て
事
は

私
に
と

て
は
義
理
の
姉
妹
み
た
い
な
も
の
ね

 
リ
オ
ン
に
と

て
も
そ
う
で
し

え

え

え
え
と

う
ん

し

姉
妹
み
た
い
な
も
の
か
な

 
そ
こ
に
突

込
ん
だ
の
は
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

お
い
シ
ノ
ン

リ
オ
ン
を
お
か
し
な
色
に

め
る
ん
じ

ね
え

あ
ら

ヤ
キ
モ
チ

ち

と

け
る
わ
ね

で
も
リ
オ
ン
は

さ
な
い
わ
よ

 
返
し
て
欲
し
か

た
ら
私
と
リ
オ
ン
に
ご

を

り
な
さ
い

あ

え

と

シ
ノ
ン
ち

ん

実
は
私

そ
の
約
束
な
ら

件
付
き
だ
け
ど
も
う
し
て
る
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ん
だ
よ
ね

 
そ
の
リ
オ
ン
の
言
葉
と
表
情
で
ハ
チ
マ
ン
は
紅
莉
栖
が
上
手
く
や

て
く
れ
た
の
だ
と
確
信

し
た

 

を
争

て
い
た
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に

シ
ノ
ン
達
が
こ
こ
に
着
い
て
か
ら
ま
だ
間
も
な

か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
の
リ
オ
ン
の

態
に
つ
い
て

ま

た
く

し
て
い
な
か

た
の
で
あ
る

 
と
い
う
か
む
し
ろ
お
か
し
な
事
に
な
ら
な
い
か
と
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
た

 
そ
の
心
配
が
こ
こ
で
解
消
さ
れ
た

だ

ア

ア
ス
ナ

も
し
か
し
て
私
今

リ
オ
ン
に
裏
切
ら
れ
た

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
ア
ス
ナ
は
余
計
な
事
は
言
わ
ず

楽
し
そ
う
に
笑

た

 
確
か
に
ハ
チ
マ
ン
と
リ
オ
ン
が
二
人
で
食
事
に
行
く
の
は
気
に
な
る
が

 
こ
う
し
て
ア
ス
ナ
の
前
で

々
と
言

て
い
る
以
上
や
ま
し
い
事
は
何
も
無
い
の
は
明
ら
か

だ
か
ら
だ

 
こ
う
い
う
時
に
ア
ス
ナ
に
出
来
る
事
は

風
が
立
た
な
い
よ
う
に

々
と
し
て
い
る
事
で
あ
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る 
そ
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
こ

そ
り
ハ
チ
マ
ン
に
話
を

く
と
い
う
の
が
ア
ス
ナ
の
日
常

で
あ

た

ち

と
ハ
チ
マ
ン

ど
う
し
て
私
は
誘
わ
な
い
の

 
そ
ん
な
ん
で
ロ
リ
コ
ン
王
を
名
乗
れ
る
と
思
わ
な
い
で
欲
し
い
わ
ね

 
こ
の
言
葉
を
発
し
た
の
は

 
自
ら
が
放

た
ネ
タ
を
シ
ノ
ン
に
横
か
ら

わ
れ
た
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ

た

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
シ
ノ
ン
か
ら
主

を
取
り

す

に

身
の
自

ネ
タ
を
放

た
の
で

あ
るお

前
さ

お
前
も
一
応
い
い
大
人
な
ん
だ
か
ら
さ

一
応
は
余
計

い
い
ハ
チ
マ
ン

こ
の
世
に
は
ね

合
法
ロ
リ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
よ

 
そ
し
て
こ
の
私
こ
そ
が

そ
の
言
葉
を
体
言
す
る
者
よ

最
後
の
方
は
ち

と
格
好
良
く

こ
え
る
が
言

て
る
内
容
は
残
念

ま
り
な
い
か
ら
な

く

い
つ
に
な

た
ら
自
分
の
性

を
認
め
る
の

ロ
ビ
ン

ハ
チ
マ
ン
様
の
好
み
は
私
や
ユ
キ
ノ

そ
れ
に
ア
ス
ナ
の
よ
う
に
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落
ち
着
い
て
い
て
知
的
な
会
話
が
通
じ
る
大
人
の
女
性
よ

そ
う
で
す
よ
ね

ハ
チ
マ
ン
様

 
そ
こ
に
今
度
は
セ
ラ
フ

ム
が
参
戦
し
た

お

お
う

そ

そ
う
だ
な

 
セ
ラ
フ

ム
が
言

た

件
の
中
に
ア
ス
ナ
の
名
前
が
あ
る
以
上

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
答
え
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
れ
を
見
越
し
て
キ

チ
リ
自
分
の
名
前
を
入
れ

 
な
お
か
つ
味
方
を

や
す

に
ユ
キ
ノ
の
名
前
を
入
れ
る
な
ど

 
さ
す
が
セ
ラ
フ

ム
は
中
々
の

士
で
あ

た

セ
ラ

ず
る
い

 
そ
の
事
を
即
座
に

破
し
て
抗
議
し
た
ク

ク
ロ
ビ
ン
も

 
先
ほ
ど
の
よ
う
に
事
あ
る
ご
と
に
ふ
ざ
け
る

が
無
く

 
な
お
か
つ
自
ら
の
欲
望
を
多
少
な
り
と
も

え
る
事
が
出
来
た
な
ら

 
十
分
知
的
で
大
人
の
女
性
な
の
で
あ
る
が

仮
に
そ
う
な

た
と
し
た
ら

 
そ
れ
は
も
う
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
は
な
く
別
の
何
か
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う

ち
な
み
に
私
は
普

ハ
チ
マ
ン
様
か
ら
の

線
を
よ
く
私
の
む
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ほ
ら
あ
な
た
達

お
客
様
の
前
よ

ち

と
は
落
ち
着
き
な
さ
い

 
こ
こ
で
初
め
て
ユ
キ
ノ
が
動
い
た

こ
の
ま
ま
だ
と
も
し
か
し
た
ら
セ
ラ
フ

ム
が
胸
の
事
を
言
い
出
す
か
も
し
れ
な
い
も
の
ね

 
と
い
う
か
今
絶
対
に
言
い
か
け
て
い
た
わ
よ
ね

私
も
も
う
ほ
と
ん
ど
気
に
し
て
い
な
い
の

だ
け
れ
ど

 
え
え

本
当
に
も
う
ほ
と
ん
ど
気
に
し
て
は
い
な
い
の
だ
け
れ
ど

 
と
い
う
か
ま

た
く
気
に
し
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
考
え
な
が
ら

こ
の
場
を
収
め
る
事
を
ハ
チ
マ
ン
に

し
た

ハ
チ
マ
ン
君
そ
ろ
そ
ろ
こ
の

り
で
お

い
に
自

紹
介
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か

し
らん

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
な

悪
い
悪
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ラ
ン
達
の
方
を
見
た
が

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は

口
を
半
開
き
に
し
て
ポ
カ
ン
と
し
て
い
た

ど
う
し
た
お
前
ら

い
や

だ

て
兄
貴

ヴ

ル
ハ
ラ
の
イ
メ

ジ

て
も

と
格
好
い
い

て
い
う
か
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そ
ん
な
感
じ
だ

た
か
ら
さ

ん
な

な
い
だ
ろ

俺
の
ギ
ル
ド
だ
ぞ

分
か
る
だ
ろ

み
ん
な
が
ラ
ン
み
た
い

お

お
う

ま
あ
そ
れ
は
否
定
出
来
ん

と
い
う
か
見
事
な
ハ

レ
ム

り
に
声
も
出
な
い
よ

い
や

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
ハ

レ
ム
じ

な
い
か
ら
な

え

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
全
員
が
首
を

げ
た
が

 
そ
の
中
に
ア
ス
ナ
も

ま
れ
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
は
心

情
け
な
さ
そ
う
な
表
情
を
し
た

ア
ス
ナ

お
前
も
か

あ
は

ご
め
ん
ご
め
ん

冗
談

冗
談
だ

て
ば

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
を

め
る
よ
う
に
そ
う
言
い

 
ハ
チ
マ
ン
の
代
わ
り
に
場
を
進
行
さ
せ
よ
う
と

続
け
て
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
お

い
自

紹
介
を

て
ご
め
ん

ち

と
待

て

 
そ
の
言
葉
に
そ
の
場
に
い
た
全
員
が
顔
を
上
げ

ア
ス
ナ
の
方
を
見
た



 第８１７話 予想と違う雰囲気

ほ
ら
ハ
チ
マ
ン
君

ス
テ

ジ
ス
テ

ジ

 
ア
ス
ナ
に
そ
う
言
わ
れ

ハ
チ
マ
ン
は
メ
イ
ン
ス
テ

ジ
の
方
を
見
た

 
そ
こ
で
は
ま
だ
見
知
ら
ぬ
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
戦

て
い
た
が

 
そ
の
後
方
で
次
の
出
番
を
待

て
い
た
の
は

キ
リ
ト
と
ユ

ジ

ン
で
あ

た

あ
あ

キ
リ
ト
と
ユ

ジ

ン
の
出
番
か

そ
れ
は
見
逃
せ
な
い
な

 
そ
れ
じ

あ
こ
こ
は
サ
ク

と
自

紹
介
を
済
ま
せ
ち
ま
お
う

 
こ

ち
は
最
近
出
来
た
ギ
ル
ド

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

な

 
そ
れ
じ

あ

か
ら
ラ
ン

リ

ダ

の
ラ
ン
よ

一
応

絶
刀

と
呼
ば
れ
て
い
る
わ

宜
し
く
ね

そ
し
て
ユ
ウ
キ

ボ
ク
は
ユ
ウ
キ

絶
剣

を
名
乗
る
予
定
な
ん
だ
け
ど

 
今
は
そ
の

に
誰
か
丁
度
い
い
相
手
が
い
な
い
か
な

て
探
し
て
い
る
真

最
中

宜
し
く

後
は

に

ジ

ン

テ

チ

タ
ル
ケ
ン

ノ
リ

シ
ウ
ネ

だ

 
五
人
は
ハ
チ
マ
ン
に
呼
ば
れ
た

に

自
ら
の
名
を
名
乗

た
が
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ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
の
よ
う
に
⻑
く

た
り
は
し
な
か

た

多
分

張
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

こ

ち
は
ユ
キ
ノ
と
ア
ス
ナ
の
事
は
省
い
て
い
い
な

 

か
ら

い
や

と
り
あ
え
ず
セ
ラ
フ

ム
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
セ
ラ
フ

ム
に
目
配
せ
し
た

 
そ
の
意
図
を
正
確
に

み
取

た
セ
ラ
フ

ム
は
落
ち
着
い
た
態
度
で
こ
う
自

紹
介
し
た

セ
ラ
フ

ム
で
す

姫
騎
士
イ

ジ
ス

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

宜
し
く

 
こ
う
な
る
と
残

た
三
人

ま
あ
リ
オ
ン
は
問
題
な
い
だ
ろ
う
が

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
も
シ
ノ
ン
も
余
計
な
事
は
言
え
な
く
な
る

ど
う
し
て
も

い
て
し
ま
う
か
ら

だ 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
目

見
通
り
二
人
は
突

込
み
が
必
要
に
な
る
よ
う
な
お
か
し
な
事
は

言
わ
ず

 
セ
ラ
フ

ム
に

て
落
ち
着
い
た
自

紹
介
を
し
た

私
は
ク

ク
ロ
ビ
ン

デ

ド
オ
ア
デ

ド

て
呼
ば
れ
て
る
よ

シ
ノ
ン
よ

人
は
私
の
事
を

必
中

と
呼
ぶ
わ

リ

リ
オ
ン
で
す

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

と
か
呼
ば
れ
て
ま
す
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そ
れ
で
え

と

み
ん
な

久
し
ぶ
り

私
の
事
覚
え
て
る

 
最
後
に
自

紹
介
を
し
た
リ
オ
ン
が
突
然
そ
う
言
い
出
し
た

 
リ
オ
ン
は
前
に
眠
り
の
森
を
訪
れ
た
時
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
会

て
お
り

 
名
前
を

い
て

懐
か
し
く
思

て
声
を
か
け
る
事
に
し
た
の
だ

た

え

と

リ
オ
ン

リ
オ
ン

あ

も
し
か
し
て

 
そ
の
様
子
か
ら

リ
オ
ン
は
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
が

 
現
実
は
そ
う
な
ら
ず

リ
オ
ン
に
と

て

め
上
の
反
応
が
返

て
き
た

あ

も
し
か
し
て
相
対
性
妄
想

子
さ
ん

そ
う
だ
そ
う
だ

相
対
性
妄
想

子
さ
ん
だ

う
わ

久
し
ぶ
り

相
対
性
妄
想

子
さ
ん

ち

ち

と
み
ん
な

リ
オ
ン
さ
ん
に
失

で
す
よ

 
シ
ウ
ネ

が

中
で
止
め
て
く
れ
た
が
時

に

し

 
ハ
チ
マ
ン
以
外
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
は
生

か
い

線
を
リ
オ
ン
に
向
け
て
い
た

う

う
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ド
ン
マ
イ

相
対
性

子

 
横
に
い
た
シ
ノ
ン
が
武
士
の
情
け
な
の
か

妄
想
の
部
分
を
抜
い
て
リ
オ
ン
を

め
た

と
い
う
か
リ
オ
ン

知
り
合
い
だ

た
の
ね

う

う
ん

前
に
リ
ア
ル
で
会

た
事
が
あ
る
の

へ

そ
う
だ

た
ん
だ

 
そ
の
時
メ
イ
ン
ス
テ

ジ
の
方
か
ら
大
歓
声
が
上
が
り
一
同
は
思
わ
ず
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

兄
貴

何
こ
れ

あ
あ

今
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
だ
な

 
も
う

に
な
り
つ
つ
あ
る
ん
だ
が
う
ち
の
キ
リ
ト
と
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ユ

ジ

ン
の

戦
い
だ

あ

さ

き
ア
ス
ナ
が
言

て
た
強
い
人
達
だ

こ
れ
は
注
目
ね

 
こ
う
し
て
一
同
の
目
の
前
で
大
一
番
が
開
始
さ
れ

 
リ
オ
ン
は
話
題
が

れ
て

ほ

と
胸
を

で
下
ろ
す
事
と
な

た
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第
８
１
８
話
 
剣
王

将
軍

あ
の

い
人

い
か
に
も
強
そ
う
だ
な

で
も
黒
い
人
の
方
が
強
い
ん
だ
ろ

最
強
レ
ベ
ル
の
戦
い
が
見
ら
れ
る
と
か
ラ

キ

だ
ね

く

ボ
ク
も
戦

て
み
た
い

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
こ
の
戦
い
を

わ
く
わ
く
し
な
が
ら

め
て
い
た

 
他
の
観
客
達
も
同
様
な
の
だ
ろ
う

囲
か
ら
は

色
い
声
援
と
野
太
い
声
の
声
援
が
飛
ぶ

剣
王
様

頑
張

て

将
軍

頼
ん
ま
す

キ
・
リ
・
ト
・
様

ユ
ユ
ユ
ユ

ジ

ン

ラ
ラ
ラ
イ

 
そ
し
て
い
よ
い
よ
戦
い
が
始
ま
る
と
思
わ
れ
た
矢
先

突
然
ユ

ジ

ン
が
剣
を
下
ろ
し
た

ん

ど
う
し
た
ユ

ジ

ン

お
腹
で
も

い
の
か

 
そ
れ
を
不
審
に
思

た
キ
リ
ト
が

そ
う
冗
談
混
じ
り
に
ユ

ジ

ン
に
問
い
か
け
た
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見
る
と
ユ

ジ

ン
は

る

る

え
て
お
り
キ
リ
ト
は
本
当
に

合
で
も
悪
い
の
か
と
心

配
に
な

た

お

お
い

お
前
本
当
に
大
丈
夫
か

う
る
さ
い

い
の
は
腹
で
は
な
く
胸
だ

 
そ
の
時
突
然
ユ

ジ

ン
が
そ
う
叫
ん
だ

は

胸

さ

き
か
ら

い
て
い
れ
ば

何
故
お
前
に
は
女
の
子
か
ら
の
声
援
が
多
い
の
に

 
俺
に
は
む
さ
苦
し
い
男
か
ら
の
声
援
し
か
来
な
い
ん
だ

理
不
尽
だ
ろ
う

い
や

そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
て
も
な

 
別
に
キ
リ
ト
が
そ
う
す
る
よ
う
に
頼
ん
だ

で
も
な
く

 
あ
く
ま
で
観
客
達
の
意
思
で
そ
う
な

て
い
る

 
そ
の
事
に
文

を
言
わ
れ
て
も

キ
リ
ト
に
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い

 
そ
の
や
り
取
り
に

そ
の
場
に
い
た
全
員
が
笑

た
が

 
そ
ん
な
中

ハ
チ
マ
ン
が
立
ち
上
が

て
こ
う
言

た

ユ

ジ

ン

お
前
の
不
満
は
よ
く
分
か

た

こ
こ
は
俺
に
任
せ
ろ
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む
 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
一

期
待
す
る
よ
う
な
目
を
向
け
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
大
き
な
声
で
こ
う
叫
ん
だ

よ
し

会
場
に
い
る
男
共
は
俺
に
続
け

き

ユ

ジ

ン
さ
ん

格
好
い
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
と

裏
声

で
そ
う
叫
び

 
客

に
い
る
他
の
男
共
も
そ
れ
に

て
裏
声
で
叫
び
始
め
た

ユ

ジ

ン
将
軍

素
敵

絶
対
に
勝

て
下
さ
い
ね

き

将
軍

い
て

 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
声
援
に

気
に
と
ら
れ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た
が

 
や
が
て
顔
を
真

に
し
て
こ
う
叫
ん
だ

ハ
チ
マ
ン

ふ
ざ
け
る
な

キ
リ
ト
と
戦

た
後
に
俺
と
戦
え

フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や
る

や
だ
よ
面
倒

い

逃
げ
る
の
か
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あ

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
こ
い
つ
を
倒
せ
た
ら

次
は
俺
が
相
手
を
し
て
や
る
よ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
ウ
キ
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

え

ボ
ク

お
う

お

立
て
は
し
て
や

た
ぞ

ユ
ウ

今
日
こ
の
場
で
お
前
は
絶
剣
に
な
れ

 
ユ
ウ
キ
は
そ
の
言
葉
に
ぶ
る

と

え
た

分
か

た

や

て
み
る

お
う

俺
の
名
代
で
も
あ
る
ん
だ

絶
対
に
負
け
る
な
よ

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に

再
び
声
が
か
か

た

む
む

お
い
ハ
チ
マ
ン

そ
の
女
性
は
何
者
だ

俺
の
身
内
だ

名
は
ユ
ウ
キ

お
い
ユ

ジ

ン

こ
い
つ
と
や
る
時
は
本
気
で
や
れ
よ

 
負
け
た
後
で
言
い

さ
れ
て
も
困
る
か
ら
な

む
む

お
前
が
そ
う
言
う
の
な
ら

全
力
で
や

て
や
る

 
さ
す
が
は
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

な
ユ

ジ

ン
で
あ
る

 
強
そ
う
な
相
手
は
誰
で
あ
ろ
う
と
大
歓
迎
な
よ
う
だ
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ハ
チ
マ
ン

後
で
俺
に
も
紹
介
し
て
く
れ
よ
な

 
続
い
て
キ
リ
ト
が
こ
ち
ら
に
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

お
う

後
で
な

お
い
ユ

ジ

ン

そ
ろ
そ
ろ
始
め
よ
う

あ
あ

も
う
声
援
は
ど
う
で
も
い
い

と
り
あ
え
ず
お
前
を
倒
す

よ
し

合
開
始
だ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
叫
び

二
人
の

合
が
開
始
さ
れ
た

 
二
人
の
戦
い
は
お

い
が
持
て
る
力
を
総
動
員
し

絶
な
打
ち
合
い
か
ら
ス
タ

ト
し
た

 
だ
が

利
な
の
は
当
然
キ
リ
ト
の
方
で
あ
る

む

剣
が

過
せ
ん

そ
り

こ

ち
も
攻
撃
し
て
る
か
ら
な

回
転
の

さ
な
ら
負
け
な
い

な
ら
ば
正
面
か
ら

し
て

う
お
お
お
お

 
そ
の
時
突
然
魔
剣
グ
ラ
ム
が
キ
リ
ト
の
剣
を

過
し

 
キ
リ
ト
の
持
つ
剣
が

前
に
迫

て
き
た

ユ

ジ

ン
は

て
て
飛
び
退
い
た

キ
リ
ト

今
何
を
し
た
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分
か
る
だ
ろ

一

剣
を
止
め
て
防
御
の
体
勢
を
と

た
ん
だ
よ

 
そ
し
て
グ
ラ
ム
が
通
過
し
た

間
に
攻
撃
に
転
じ
た
だ
け
だ

く
そ

そ
ん
な
手
が

と
い
う
か
ユ

ジ

ン
も
う
魔
剣
グ
ラ
ム
に
頼
る
の
は
や
め
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

 
そ
の
剣
は
利
点
も
多
い
が
今
み
た
い
な

点
も
あ
る
か
ら
絶
対
に
い
つ
か
致
命

に
な
る
ぞ

む
む

真
面
目
に
考
え
て
お
く

お
う

そ
れ
じ

あ
戦
い
を
続
け
よ
う

 
だ
が
そ
の
後
は

か
な
り
一
方
的
な
展
開
と
な

た

 
ソ

ド
ス
キ
ル
が
復
活
し
た
以
上
そ
れ
を
知
り
尽
く
す
キ
リ
ト
は
大
技
は
使
わ
な
い
も
の
の

 
二
連

三
連
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
駆
使
し

じ
わ
じ
わ
と
ユ

ジ

ン
の

を

て
い
く

 
そ
の
技
術
は
ま
さ
に
芸
術
的
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
り

追
い
詰
め
ら
れ
た
ユ

ジ

ン
は

 
や
や

離
を
と
る

に
一
歩
下
が

た

ど
う
し
た

も
う
終
わ
り
か

く

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
差
が
あ
る
と
は

悪
い
な

こ

ち
が
本
当
の
俺
の
ス
タ
イ
ル
な
ん
だ
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な
る
ほ
ど

で
は
俺
も

奥
の
手
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
な

奥
の
手

へ

 
キ
リ
ト
は
嬉
し
そ
う
に
目
を

め
た

さ
す
が
こ
ち
ら
も
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

で
あ
る

よ
し

来
い

お
う

 
そ
う
叫
ぶ
と
ユ

ジ

ン
は
何
の

夫
も
せ
ず
馬

正
直
に
正
面
か
ら
突

込
ん
で
き
た

お
い
お
い

 
キ
リ
ト
は
そ
う

く
と

何
を
す
る
つ
も
り
な
の
か
様
子
を
見
よ
う
と
思
い

 
再
び
防
御
の
体
勢
か
ら
カ
ウ
ン
タ

を
狙
う
事
に
し
た

だ
が
そ
の
選
択
は
間
違
い
だ

た

 
グ
ラ
ム
が
キ
リ
ト
の
持
つ
剣
を

過
し
た

間
に

い
き
な
り
グ
ラ
ム
が
発
光
し
た
の
だ

ま
ず
い

こ
れ
は
多
分

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル

 
ユ

ジ

ン
が
使
お
う
と
し
て
い
た
の
が

存
の
片
手
直
剣
の
ソ

ド
ス
キ
ル
で
あ
れ
ば

 
こ
ん
な
事
は
絶
対
に

こ
る
は
ず
が
無
か

た

 
キ
リ
ト
は
片
手
直
剣
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
知
り
尽
く
し
て
お
り

 
今
の
ユ

ジ

ン
の
動
き
か
ら
開
始
さ
れ
る
ソ

ド
ス
キ
ル
が
存
在
し
な
い
事
は
当
然

し
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て
い
た

何
と
か

ぎ
き
る

 
キ
リ
ト
は
そ
う
覚
悟
を
決
め

と
り
あ
え
ず

過
し
た
剣
を
ユ

ジ

ン
に
叩
き
つ
け
た
が

 
ユ

ジ

ン
の
突
進
は
止
ま
ら
な
い

く
ら
え

八
連
撃

ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

八
連
だ
と

て
か
何
で
こ
い
つ
は
ネ
タ
バ
レ
し
ち
ま
う
ん
だ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
思
い
つ
つ

絶
対
に
八
撃
目
は
く
ら

て
は
い
け
な
い
と
思
い

 
ユ

ジ

ン
の
攻
撃
を
見

め
よ
う
と

ダ
メ

ジ
覚
悟
で
じ

く
り
観
察
す
る
事
に
し
た

 
そ
の
せ
い
で
ユ

ジ

ン
の
攻
撃
が

一
撃

ま
た
一
撃
と
キ
リ
ト
に
ヒ

ト
し

 
キ
リ
ト
の

が
ど
ん
ど
ん

ら
れ
て
い
く

一
番

す
べ
き
は
ラ
ス
ト
直
前
七
撃
目
で
体
を

か
せ
ら
れ
た
ら
そ
の

間
に
俺
の
負
け

だ 
キ
リ
ト
は
そ
う
考
え
つ
つ

自
身
の

の

り
を

静
に
観
察
し
て
い
た

ま
だ
い
け
る
が

や

ぱ
り
全

く
ら
う
と
そ
こ
で

が
半

し
ち
ま
う
な

 
そ
し
て
運
命
の
七
撃
目

ユ

ジ

ン
は
体
勢
を

く
と
り

剣
を
地
面
に
這
わ
せ
た
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や

ぱ
り
こ
こ
で

か
せ
か
よ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
考
え

に
こ
う
叫
ん
だ

ア
イ
ゼ
ン

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
の

か
ら
ア
イ
ゼ
ン
が
飛
び
出
し
キ
リ
ト
の
体
が
そ
の

置
に

定
さ

れ
た

 
そ
の

七
撃
目
の
被
ダ
メ

ジ
が
若

上
が

て
し
ま

た
が
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
事
は
気
に

し
な
か

た

 
要
は
こ
こ
で
死
な
な
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
で
あ
る

こ
こ
だ

 
キ
リ
ト
は
強
引
に
敵
の

か
せ
技
を
防
い
だ

足
首
が
千
切
れ
そ
う
に
な
る
の
を
自
覚
し
た

が 
そ
の
ま
ま
強
引
に
腹
筋
を
使

て
体
を

こ
し

 
足
首
の
ア
イ
ゼ
ン
を
解

す
る
の
と
同
時
に
そ
の
ま
ま
ソ

ド
ス
キ
ル
の
体
勢
を
と

た

ア
イ
ゼ
ン
解

レ
イ
ジ
ス
パ
イ
ク

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
の
体
が
前
に

ね
た
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そ
れ
は

力
は
そ
う
で
も
な
い
下

の
突
進
系
の
技
で
あ
り

 
キ
リ
ト
は
そ
の
レ
イ
ジ
ス
パ
イ
ク
を

前
に
出
る

の

進
力
と
し
て
利
用
し
た
の
だ

た

何
だ
と

 
ユ

ジ

ン
は
ソ

ド
ス
キ
ル
の

の
攻
撃
を
放
と
う
と
大
上

に

え
て
お
り

 
そ
の
せ
い
で
ま
ん
ま
と
キ
リ
ト
の
侵
入
を
許
し
て
し
ま

た
が

今
更
ど
う
し
よ
う
も
な
い

 
ソ

ド
ス
キ
ル
が
継
続
中
で
あ
る
以
上

こ
こ
か
ら
防
御
の
体
勢
は
と
れ
な
い
の
だ

 
ま
あ
し
か
し
ユ

ジ

ン
に
と

て
は
ソ

ド
ス
キ
ル
に

う
リ
ス
ク
を
身
を
も

て
知
れ

た
の
で

 
今
後
の
事
を
考
え
れ
ば

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
良
い
事
だ

た
か
も
し
れ
な
い

こ
れ
で
終
わ
り
だ

ぐ

ぐ
お
お
お
お
お

 
キ
リ
ト
は
ユ

ジ

ン
に
剣
を
突
き

し
た
ま
ま

そ
の
体
も
ろ
と
も
前
進
し

 
ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

の
八
撃
目
を
見
事
に
回
避
す
る
事
に
成
功
し
た

 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
ま
ま

直
入
り

キ
リ
ト
も
同
様
に

直
に
入

た
が

 
当
然
キ
リ
ト
の

直
の
方
が
先
に
解
け
る
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ふ
う

危
な
か

た

く
そ

初
め
て
お
前
に
勝
て
る
と
思

た
ん
だ
が

ま
あ
ま
だ
不
慣
れ
な
ん
だ
ろ

ま
た
や
ろ
う

お
う

ま
た
頼
む

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
剣
を

り
下
ろ
し

ユ

ジ

ン
の

は
き

ち
り
半

し
た

 
キ
リ
ト
が
勝
利
し
た
旨
を
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が
空
に
表

さ
れ

 
そ
の

間
に
客

か
ら
大
歓
声
が

こ
り

会
場
は

れ
ん
ば
か
り
の
賞

に
包
ま
れ
た

う
お
お
お

や

ぱ
り
凄
え

ユ

ジ

ン
さ
ん

次
は
頑
張

て

剣
王
様

や

ぱ
り
最
強
で
す
ね

キ
・
リ
・
ト

キ
・
リ
・
ト

ユ

ジ

ン

ユ

ジ

ン

 
ユ

ジ

ン
に
と

て
一
番
嬉
し
か

た
の
は

 
少
し
で
は
あ
る
が

女
性
か
ら
の
声
援
が

こ
え
た
事
で
あ
ろ
う

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン
は
ま

た
く
疲
れ
た
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
ず
ユ
ウ
キ
に
向
か

て
剣
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先
を
向
け
た

で
は
次
は
お
前
だ

来
い

ユ
ウ
キ
と
や
ら

 
そ
の
言
葉
に
ユ
ウ
キ
は

武
者

い
し
つ
つ
立
ち
上
が

た
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第
８
１
９
話
 
絶
剣

 
こ
こ
で
話
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
デ

エ
ル
・
ス
テ

ジ
に
到
着
し
た
直
後
へ
と

る

 
ハ
チ
マ
ン
の

を
発
見
し
た

間

ア
ス
ナ
は
そ
ち
ら
に
向
け
て
走
り
出
し
て
い
た

あ

ア
ス
ナ

 
後
ろ
か
ら
ユ
ウ
キ
の
声
が

こ
え
た
気
が
し
た
が

ア
ス
ナ
は
そ
れ
で
も
足
を
止
め
ず

 
ハ
チ
マ
ン
の
方
へ
向
か

て
進
み
続
け
た

 
よ
く
見
る
と
セ
ラ
フ

ム
ク

ク
ロ
ビ
ン
シ
ノ
ン
リ
オ
ン
の
四
人
が
ハ
チ
マ
ン
の
隣
を

争

て
お
り

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
少
し
前
か
ら
歩
き
始
め

ゆ

く
り
と
そ
ち
ら
に
近
付
い
て
い

た

あ

ア
ス
ナ

あ
ら

そ
れ
じ

あ
こ
の
勝
負
は
後
日
に
持
ち
越
し
ね

だ
ね

さ
あ
ア
ス
ナ

こ
の

に
座

て
座

て

あ

う
ん

あ
り
が
と
う
み
ん
な

 
四
人
は
あ

さ
り
と
ア
ス
ナ
に

を

り
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そ
れ
ま
で
の
争
い
の
激
し
さ
が

だ

た
よ
う
に

大
人
し
く
後
ろ
の

に
座

た

お
う
ア
ス
ナ

や

と
来
た
の
か

う
ん

ハ
チ
マ
ン
君

こ
こ

て

こ
こ
は
ア
ス
ナ
の

に
ハ
チ
マ
ン
君
が
作

た
デ

エ
ル
・
ス
テ

ジ
よ

 
横
か
ら
ユ
キ
ノ
が
そ
う
言
い

さ
す
が
の
ア
ス
ナ
も
驚
い
た

わ

私
の
た
め

い
や

ま
あ
そ
れ
だ
け
じ

な
い
が

こ
う
い
う
場
所
が
あ
れ
ば

 
み
ん
な
も
も

と
気

に
デ

エ
ル
を
楽
し
め
る
だ
ろ
う
と
思

て
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ

を
向
き
な
が
ら
そ
う
言

た

ど
う
や
ら
少
し

れ
て
い
る
ら
し
い

そ
れ
じ

あ
や

ぱ
り
こ
こ
ま
で
ず

と
教
え
て
く
れ
な
か

た
の

て

サ
プ
ラ
イ
ズ

ま
あ
そ
う
だ
な

い
き
な
り
バ
ラ
し
た
ら
面
白
く
も
何
も
な
い
だ
ろ
う

実
は
私
達
も

今
日
初
め
て
こ
こ
の
事
を
知

た
ん
だ
よ

キ
リ
ト
な
ん
か
は
し

い
じ

て

い
き
な
り
ユ

ジ

ン
を
呼
び
つ
け
て

 

番
待
ち
の

に

び
に
行

た
わ

ふ
ふ

キ
リ
ト
君
ら
し
い
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そ
し
て
二
人
の
出
番
を
待
つ
間

ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
に
そ

と

ね
て
き
た

ね

ハ
チ
マ
ン
君
こ
こ
に
来
る
前
に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
に
寄

た
ん
だ
け
ど
さ

ん

あ
あ

ア
レ
を
見
た
の
か

う
ん

オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
だ

た

 
ね

あ
の
二
人

て

ハ
チ
マ
ン
君
に
と

て
ど
ん
な
人

そ
う
だ
な

あ
の
二
人
と
い
う
か

あ
い
つ
ら
に
つ
い
て
の
知
識
は

 
ア
ス
ナ
も
一
応
持

て
い
る

は
ず
だ

え

そ
う
な
の

ま
あ
直
接
の
面
識
は
無
か

た
だ
ろ
う
が
あ
い
つ
ら
は
元
々
京
都
に
あ

た
眠
り
の
森
に
い

た
ん
だ
よ

 
今
は
東
京
の
眠
り
の
森
に
い
る
ん
だ
が
な

え

眠
り
の
森

て

そ
れ
じ

あ
も
し
か
し
て

 
そ
の
言
葉
に
ア
ス
ナ
は

を

器
で
ガ
ン

と
殴
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た

終
末

療
の

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

京
都
で
は
九
人
い
た
メ
ン
バ

も

今
は
七
人
に

ち
ま

た
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そ
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
ア
ス
ナ
で
は
な
い

 
ア
ス
ナ
は
実

か
な
り
シ

ク
を
受
け
て
い
た
が

 
と
て
も
悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た
ハ
チ
マ
ン
の
目
の
光
が
消
え
て
い
な
い
の
を
見
て

 
何
と
か
涙
を
流
す
事
な
く

み
と
ど
ま

た

楓
ち

ん
の
時
み
た
い
に
ど
う
に
か
な
り
そ
う
な
の

そ
う
だ
な

正
直
一
番

が
ま
ず
い
の
は
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
な
ん
だ
が

 
そ

ち
は
ア
メ
リ
カ
で

さ
ん
が
頑
張

て
く
れ
て
て
徐
々
に
成
果
が
出
つ
つ
あ
る

態

だ 
そ
の

み
で
俺
は
今
度
ア
メ
リ
カ
に
飛
ぶ
つ
も
り
だ

 
ア
ス
ナ
に
は

守
番
を
任
せ
る
事
に
な
る
ん
だ
が
そ
の
間
ア
ス
ナ
は
あ
い
つ
ら
の

に
い
て

や

て
く
れ

 
そ
し
て
い
つ
も
前
向
き
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
あ
い
つ
ら
の
前
で
は
笑
顔
で
い
て
や

て
く
れ

う
ん

分
か

た

私
に
出
来
る
事
な
ら
何
で
も
す
る
よ

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
即
答
し

こ
れ
か
ら
は
決
し
て

か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
心
に

た

ち
な
み
に
他
の
奴
ら
の
両
親
は
普
通
に
存
命
だ
が

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
親
は
も
う
い
な
い
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あ
い
つ
ら
は
天

独
と
い
う

だ

あ

つ
ま
り
二
人
は
優
里
奈
ち

ん
の
ポ
ジ
シ

ン

て
事

ま
あ
い
ず
れ
は
そ
う
な
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
が

そ
こ
は
う
ち
の

と
相
談
だ
な

う
ち
の

ね

う
ん

そ
れ
じ

あ
そ
の
事
も
真
面
目
に
考
え
て
お
く
ね

頼
む
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は

し

な
さ
そ
う
に
そ
う
言

た
後

 
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら

ア
ス
ナ
に
こ
う

ね
て
き
た

で

そ
の
ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
達
は
ど
こ
だ

一

に
来
た
ん
だ
よ
な

あ

し
ま

た

み
ん
な
の
事
を
忘
れ
て
た

 
ア
ス
ナ
は
て
へ

と

を
叩
き

ハ
チ
マ
ン
と
同
じ
よ
う
に

り
を
見
回
し
始
め
た

 
そ
の

間
に
客

の
雰
囲
気
が
変
わ
り

何
だ
ろ
う
と
思

た
ア
ス
ナ
は

 
そ
の

線
の
先
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
い
る
の
を
発
見
し
た

と
い
う
か
何
こ
の
雰
囲
気

ア
ス
ナ

分
か
る
だ
ろ

く
助
け
に
行

て
や
れ

助
け

あ
あ

も
し
か
し
て
み
ん
な
は

う
ち
に

も
う
と
し
て
る

て
思
わ
れ
て
る
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そ
う
い
う
事
だ
な

ほ
れ

あ
い
つ
ら

き
そ
う
に
な

て
る
ぞ

う
ん

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
ね

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
立
ち
上
が
り

 
そ
の
ま
ま
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
こ
ち
ら
に
引

張

て
き
た

は

助
か

た

や

と
解
放
さ
れ
た
わ
ね

あ
り
が
と
う
ア
ス
ナ

お
う
お
前
ら
俺
が
作

た
デ

エ
ル
・
ス
テ

ジ
に
よ
く
来
た
な
ま
あ
そ
こ
に
座

て
く

れ 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

一
同
は
大
人
し
く
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
座

た

首
尾
よ
く
ト

ド
・
ザ
・
イ
ン
フ

ク
シ

ン
を
倒
し
た
み
た
い
だ
な

よ
く
や

た
な

お

め
で
と
う

ふ

余

だ

た
わ
よ

ま
あ
大
体
ア
ス
ナ
の
お
か
げ
な
ん
だ
け
ど
ね

え

こ
の
子
達
が
あ
の
腐

た
カ
エ
ル
を
倒
し
て
く
れ
た
ん
だ
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興
味
深
げ
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
方
を
観
察
し
て
い
た
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

 
そ
の
言
葉
を

い
て
思
わ
ず
そ
う
言

た

と
い
う
か
そ
こ
の
二
人
が
着
て
る
の

て
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
だ
よ
ね

 
ア
ス
ナ
も
い
つ
の
間
に
か
出
向
し
て
る
し

一
体
何
が
ど
う
な

て
る
の

ア
ス
ナ
が
気
分
転
換
の

に
出
向
す
る

て
こ
の
前
言

た
だ
ろ

 
で

こ
い
つ
ら
は
俺
の
身
内
だ
と
思

て
く
れ
て
い
い

え

じ

あ
私
の
身
内
で
も
あ
る

て
事

 
そ
こ
か
ら
⻑
い

才
が
始
ま
り

そ
の
お
か
げ
で
場
は
和
み

 
と
て
も
い
い
雰
囲
気
の
ま
ま
キ
リ
ト
と
ユ

ジ

ン
の
戦
い
を
迎
え
る
事
に
な

た
そ
の
矢

先 

の
ハ
チ
マ
ン
の
裏
声
が

き

り

一
同
は
思
わ
ず
大
爆
笑
し
た

あ
は
は
は
は

ハ
チ
マ
ン
君

何
そ
れ

さ
す
が
に
や
り
す
ぎ
じ

な
い
か
し
ら

い
い
ん
だ
よ

わ
ざ
と
煽

て
る
ん
だ
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い

一
同
が
思
わ
ず
首
を

げ
た
時

ユ

ジ

ン
が
こ
う
言

た
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ハ
チ
マ
ン

ふ
ざ
け
る
な

キ
リ
ト
と
戦

た
後
に
俺
と
戦
え

フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や
る

や
だ
よ
面
倒

い

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
取
り
合
わ
な
い

煽

た

に
そ
り

な
い
よ
と
一
同
が
思

た

間
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
出
し
た

あ

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
こ
い
つ
を
倒
せ
た
ら

次
は
俺
が
相
手
を
し
て
や
る
よ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
ウ
キ
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

え

ボ
ク

お
う

お

立
て
は
し
て
や

た
ぞ

ユ
ウ

今
日
こ
の
場
で
お
前
は
絶
剣
に
な
れ

 
ユ
ウ
キ
は
そ
の
言
葉
に
ぶ
る

と

え
た

分
か

た

や

て
み
る

 
ユ
ウ
キ
は
や
る
気
満
々
な
表
情
で

合
を
見
始
め

そ
し
て
終
盤
に
入
り

 
ユ

ジ

ン
の
剣
が
光

た
の
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
立
ち
上
が

た

え

ど
う
し
た
の

い
や

あ
ん
な
の
見
た
事
が
無
い
と
思

て
な
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多
分
あ
れ
は
ユ

ジ

ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
だ

あ
ら

あ
の
ユ

ジ

ン
君
が

ま
あ
あ
い
つ
は
と
ん
で
も
な
い
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

だ
か
ら
な

 
陰
で
凄
ま
じ
い
努
力
を
し
た
ん
だ
ろ
う

凄
い
な

一
体
何
連
な
ん
だ
ろ

ど
う
だ
ろ
う
な

こ
こ
で
勝
負
に
出
る
か
ら
に
は

か
な
り
の
多

だ
と
思
う
が

 
そ
の
時
ユ

ジ

ン
の
叫
び
声
が

囲
に

き

た

く
ら
え

八
連
撃

ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

自
分
で
ネ
タ
バ
レ
す
ん
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
思
わ
ず
そ
う
突

込
み

囲
の
者
達
は
苦
笑
し
た

で
も
八
連

て
凄
い
じ

な
い

驚
い
た
わ

 
ソ

ド
ス
キ
ル
に
は
縁
の
無
い
ユ
キ
ノ
が

感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

だ
な

あ
い
つ

本
当
に
頑
張

た
ん
だ
な

こ
こ
は
真
面
目
に
褒
め
て
や
ろ
う

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
は

心
の
中
で
密
か
に
闘

を
燃
や
し
て
い
た



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

私
も
い
つ
か
き

と

 
そ
し
て
戦
い
が
キ
リ
ト
の
勝
利
に
終
わ

た
後

に
ユ
ウ
キ
の
出
番
が
来
た

ユ
ウ

頑
張
る
の
よ

ユ
ウ
キ

俺
達
の
代
表
は
任
せ
た

勝

て
来
い
よ

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
最
後
に
ハ
チ
マ
ン
が

ユ
ウ
キ
に
こ
う
言

た

切
り

は
あ
ま
り
見
せ
る
も
ん
じ

な
い
が

ユ

ジ

ン
は
強
い
か
ら
な

 
先
制
し
て
一
発
で

し
て

こ
い
つ
ら
の
度

を
抜
い
て
や
れ

う
ん

分
か

た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ユ
ウ
キ
は
ス
テ

ジ
へ
と
走

て
い

た

ハ
チ
マ
ン

ど
う
い
う
事

ん

あ
あ

ま
あ
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
い

へ

ハ
チ
マ
ン
が
そ
こ
ま
で
言
う
な
ん
て
ね

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

て
大
人
し
く
座
り

そ
こ
に

合
を
終
え
た
キ
リ
ト
が
合
流
し
て
き
た
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お
疲
れ
だ
な
キ
リ
ト

分
と

て
た
み
た
い
だ
が

上
手
く
や

た
な

正
直
危
な
か

た
わ

ユ

ジ

ン
が
ア
ホ
で
良
か

た
よ

あ
の
技
名
を
叫
ぶ
の
が
無
か

た
ら

初
見
じ

や
ら
れ
て
た
か
も
な

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
も
そ
う
思
う
か

お
う

さ
す
が
の
俺
で
も
絶
対
に
や
ら
れ
て
た
わ

ま
あ
ユ

ジ

ン
ら
し
い
と
い
え
ば
ら
し
い
か

 
そ
う
言

て
二
人
は
笑
い
合
い
そ
し
て
キ
リ
ト
の
目
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
へ
と
向
い

た
で

こ
ち
ら
は

こ
い
つ
ら
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

俺
の
身
内
だ

 
そ
の
う
ち
俺
達
を
超
え
よ
う
と
挑
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
が

ま
あ
普

は
宜
し
く
し
て

や

て
く
れ

オ

ケ

オ

ケ

向
上
心
が
あ
る
の
は
い
い
事
だ

 
俺
は
キ
リ
ト

宜
し
く
な

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
そ
れ
に
答
え
て
ラ
ン
が
自

紹
介
を
し
よ
う
と
し
た
時

丁
度

合
が
開
始
さ
れ
た
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こ
の
続
き
は
後
と
い
う
事
に
な

た

そ
し
て

上
で
は
ユ
ウ
キ
と
ユ

ジ

ン
が
笑
顔
で

話
し
て
い
た

ボ
ク
の
名
は
ユ
ウ
キ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
ユ
ウ
キ
だ
よ

宜
し
く

ふ
む

こ
れ
は
こ
れ
は
ご
丁

な

み
入
る

 
俺
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
将
軍
職
を
拝
命
し
て
い
る

ユ

ジ

ン
と
い
う
者
だ

そ
れ
じ

あ
今
日
は
宜
し
く
ね

お
う

お

い
全
力
で
戦
お
う

 
二
人
は

儀
正
し
く

手
を
交
わ
し

少
し
離
れ
て

え
を
と

た

 
ユ

ジ

ン
は
ど

し
り
と
し
た

え
で
あ
り

 
ユ
ウ
キ
は
い
つ
も
の
半
身
で
の

く
ス
テ

プ
を

む

え
で
あ
る

や
は
り
お
前
は
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
か

う
ん

ボ
ク
の
ス
ピ

ド

て
ば

ハ
チ
マ
ン

だ
か
ら
覚
悟
し
て
ね

ほ
う

そ
れ
は
楽
し
み
だ

 
そ
の

間
に
ユ
ウ
キ
が
動
い
た

う
お
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ユ
ウ
キ
は
ぬ
る
ぬ
る
と
動
き

に
迎
撃
し
よ
う
と
し
た
ユ

ジ

ン
の
剣
を
す
り
抜
け

 
ユ

ジ

ン
の
体
に

を
作

て
い
く

こ
れ
ほ
ど
ま
で
と
は

 
そ
ん
な
二
人
の
最
初
の
手
合
わ
せ
を
見
て

セ
ラ
フ

ム
が
驚
い
た
よ
う
な
顔
で
言

た

ハ
チ
マ
ン
様

あ
の
子
は
一
体

ま
あ
期
待
の
ホ

プ
だ
な

ど
う
だ

あ
の
攻
撃
は
防
げ
る
か

私
が

と
い
う
な
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

こ
ち
ら
か
ら
手
出
し
は
出
来
ま
せ
ん
が

 
ま
あ
防
御
に
集
中
す
れ
ば
い
け
ま
す

だ
そ
う
だ

ラ
ン

ど
う
す
る

そ
う
ね

さ
す
が
に
タ
ン
ク
を
タ
イ
マ
ン
で
ど
う
に
か
す
る
の
は
骨
が

れ
そ
う
だ
し

 
そ
の
時
は
大
人
し
く
二
人
で
か
か
る
わ

そ
れ
だ
と
私
も
厳
し
い
で
す

ハ
チ
マ
ン
様

ほ
う
ほ
う

お
前
で
も
か

は
い

多
分
一
時
間
く
ら
い
し
か
持
た
な
い
か
と

だ
そ
う
だ

ラ
ン
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ど

努
力
す
る
わ

 
そ
の
時
ス
テ

ジ
に
集
中
し
て
い
た
ア
ス
ナ
が

あ

と
声
を
上
げ
た

ユ
ウ
キ
が
い
き
な
り
い
く
み
た
い

ま
あ
そ
う
言

た
か
ら
な

 
最
初
の
動
き
か
ら
す
れ
ば

使
わ
な
く
て
も
勝

ち
ま

た
か
も
し
れ
な
い
が

 
今
日
の
目
的
は
そ

ち
じ

な
く

観
客
に
ユ
ウ
キ
の
名
を
覚
え
さ
せ
る
事
だ
か
ら
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
で
何
か
が

こ
る
と
思

た
ヴ

ル
ハ
ラ
組
は
ユ
ウ
キ
の
動
き
に
注

目
し
た

ね

ユ

ジ

ン
さ
ん

さ

き
の
技

凄
か

た
ね

ふ
む

褒
め
て
も
ら

て
光
栄
だ
な

で
も
あ
あ
い
う
の

ボ
ク
も
使
え
る
ん
だ
よ
ね

何
 
そ
う
言

た
ユ
ウ
キ
の
剣
が
光
り
だ
し

 
ユ

ジ

ン
も
思
わ
ず
ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

を
発
動
さ
せ
る
体
勢
に
入

た

 
お

い
の
剣
が
光
り

く
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え

ソ

ド
ス
キ
ル
の
撃
ち
合
い

大
丈
夫
な
の

ま
あ
見
て
ろ

て

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
が

の
よ
う
に
ユ

ジ

ン
の
方
に
飛
び
込
ん
だ

い
く
よ

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

ふ
ん

負
け
ん
ぞ

ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

 
二
人
は
一
歩
も
引
か
ず
相
手
の
攻
撃
を
く
ら
う
の
を
上

で
足
を
止
め
て
お

い
の
技
を

り
出
し
た

全

命
中
さ
せ
れ
ば
絶
対
に
負
け
ん

そ
れ
で
終
わ
り
だ

 
ユ

ジ

ン
は
そ
う
叫
ん
だ
が

そ
れ
は

り
の
裏
返
し
で
あ

た

何
だ
こ
い
つ
の
ソ

ド
ス
キ
ル

突
き
主
体
な
せ
い
か

速
い

 
ユ

ジ

ン
が
二
撃
を
放
つ
う
ち
に

ユ
ウ
キ
の
マ
ザ

ズ
ロ
ザ
リ
オ
は

 

に
最
初
の

で
あ
る
五
撃
目
を
撃
ち
終
え
て
い
た

五
連
と
は
凄
ま
じ
い
が

も
う

直
す
る
だ
ろ
う

そ
れ
で
俺
の
勝
ち
だ

 
だ
が
六
撃
目
が
飛
ん
で
き
た

ユ

ジ

ン
は
内
心
で
驚
愕
し
た
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な

何

だ
と

 
そ
し
て
何
が

こ

た
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま

ユ

ジ

ン
の
意
識
は

突
に
消
滅
し
た

 
半

決
着
な
の
に

ま
さ
か
の
全

で
あ
る

 
こ
こ
ま
で
ユ

ジ

ン
が
放

た
ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

は
六
撃
目
く
ら
い
で
あ

た
が

 
そ
の
時
点
で

に
ユ
ウ
キ
は
フ

ニ

シ

に
入

て
い
た
の
だ

 

撃
系
ソ

ド
ス
キ
ル
と

突
系
ソ

ド
ス
キ
ル
の
差
が
こ
こ
で

著
に
出
た

 
お
そ
ら
く
ト

タ
ル
の

力
は
同
じ
く
ら
い
だ
と
思
わ
れ
る
が
と
に
か
く
速
さ
が
違
う
の
だ

 
そ
し
て
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
で
ユ
ウ
キ
の
勝
利
が
宣
言
さ
れ
た
が

 
客

は
完
全
に
静
ま
り
返

て
い
た

ヴ

ル
ハ
ラ
組
も
さ
す
が
に
度

を
抜
か
れ
た
の
か

 
誰
も
声
を
発
し
よ
う
と
は
せ
ず

さ
す
が
の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も

 
こ
の

況
で
歓
声
は
上
げ
ら
れ
な
か

た

へ
へ

ボ
ク
の
勝
ち
だ
ね

 
ユ
ウ
キ
が
そ
う
言

た

間
に

観
客

か
ら
凄
ま
じ
い
歓
声
が

き

こ

た

う
お
お
お

あ
の
子

ユ

ジ

ン
に
勝

ち
ま

た
ぞ
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し
か
も
一

で
か
よ

何
だ
よ
あ
の
ソ

ド
ス
キ
ル

オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
よ
な

信
じ
ら
れ
ね
え

ユ
・
ウ
・
キ

ユ
・
ウ
・
キ

 
ハ
チ
マ
ン
達
も
大
興
奮
す
る
中

ユ
ウ
キ
が
大
き
な
声
で
こ
う
叫
ん
だ

み
ん
な

ボ
ク
は
ユ
ウ
キ

絶
剣

の
ユ
ウ
キ
だ
よ

 
こ
れ
か
ら
一

に
遊
ん
だ
り
敵
対
し
た
り
す
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
そ
の
時
は
宜
し
く

ね 
そ
の
言
葉
に
今
日
一
番
の
大
歓
声
が
上
が

た

絶
剣

絶
剣

て
言

た
か

そ
う
い
え
ば
ヴ

ル
ハ
ラ
と
一

に
い
る
の

て

先
日
暴
れ
た
絶
刀
じ

な
い
か

あ
の
二
人

凄
く
似
て
る
よ
な

も
し
か
し
て
双
子
か

絶
剣

絶
剣

絶
刀

絶
刀

 
そ
の
声
に
押
さ
れ

ラ
ン
も
仕
方
な
く
ス
テ

ジ
に
上
が
り

 
二
人
に
対
す
る
賞

が

し
み
な
く
注
が
れ
続
け

こ
う
し
て
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
名
は
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そ
の
二
つ
名
と
共
に

一
気
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
中
に

散
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

  
だ
が
こ
の
日
の
出
来
事
は
こ
こ
で
終
わ
り
で
は
な
か

た



 第８２０話 副⻑の意味するもの

 
第
８
２
０
話
 
副
⻑
の
意
味
す
る
も
の

 
今
日
ち

と
資
格

験
が
あ
る
の
で
明
日
は
も
し
か
し
た
ら
投
稿
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
す
み
ま
せ
ん

と
り
あ
え
ず
ユ

ジ

ン
さ
ん
の

生
を
し
て
し
ま
い
ま
し

う
か

 
そ
う
言

て
立
ち
上
が

た
の
は
ユ
キ
ノ
だ

た

 
そ
し
て
⻑
い

を

て
無
事
に
復
活
し
た
ユ

ジ

ン
は

 
豪

に
笑
い
な
が
ら
ユ
ウ
キ
に
歩
み
寄

た

い
や

言
い

の
し
様
が
無
い
く
ら
い
の
完
敗
だ

お
前
は
強
い
な

う
ん

ボ
ク
は
強
い
よ

あ
の
技

凄
か

た
な

て

き
り
俺
が
ナ
ン
バ

ワ
ン
だ
と
思

て
い
た
ん
だ
が

え
へ

今
は
ボ
ク
が
ナ
ン
バ

ワ
ン
だ
ね

あ
は
は
は
は
絶
剣
だ

た
か
い
い
二
つ
名
だ
い
ず
れ
俺
が
も

と
強
く
な

た
時
に
ま
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た
や
ろ
う

う
ん

ま
た
や
ろ
う

 
ユ
ウ
キ
と
ユ

ジ

ン
は

く

手
を
し

再
戦
を

た

 
だ
が
こ
う
い
う

況
を

て
見
て
い
ら
れ
な
い
者
が
一
人
い
た

 
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

二

こ
と
キ
リ
ト
で
あ
る

よ
し

ユ
ウ
キ

次
は
俺
と
や
ろ
う

 
キ
リ
ト
は
突
然
そ
う
言

て
立
ち
上
が

た

何

キ
リ
ト

そ
れ
は
ず
る
い
ぞ

俺
は
お
前
に
勝

た

ユ
ウ
キ
も
お
前
に
勝

た

そ
れ
じ

あ
当
然
次
は
俺
の
番
だ
ろ

 
ど
う
だ
ユ
ウ
キ

俺
と
戦

て
み
た
く
な
い
か

う
ん

戦

て
み
た
い

 
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

三

で
あ
る
ユ
ウ
キ
が

そ
の

し
出
を
断
る
は
ず
も
な
く

 
ユ

ジ

ン
は
悔
し
そ
う
で
は
あ

た
が
大
人
し
く
引
き
下
が
り
仲
間
達
の
方
へ
と
移
動
し

て
い

た

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ス
テ

ジ
上
に
移
動
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が
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そ
ん
な
二
人
の

を

誰
か
が
掴
ん
で
止
め
た

ん

ハ
チ
マ
ン
か

こ
う
な

た
ら
止
め
て
も
無

だ
ぞ

そ
う
だ
よ

ボ
ク
も
も
う
や
る
気
に
な

ち

て
る
か
ら
ね

い
や

俺
じ

な
い
ぞ

あ
れ

 
そ
の
言
葉
に

り
向
い
た
二
人
の
前
に
い
た
の
は

な
ん
と
ハ
チ
マ
ン
で
は
な
く
ア
ス
ナ
で

あ

た
あ
れ

ア
ス
ナ

も
し
か
し
て
ボ
ク
を
心
配
し
て
く
れ
て
る
の

 
そ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
よ

絶
対
に
ボ
ク
が
勝

て
み
せ
る
か
ら

 
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
に
ア
ス
ナ
は
首
を

た

今
の
私
が
勝
て
る
と
は
思
わ
な
い
け
ど

で
も
一
度
戦

て
お
か
な
い
と

 
私
は
前
に
進
め
な
い
気
が
す
る
ん
だ
よ
ね

何
の
事

キ
リ
ト
君

ユ
ウ
キ
と
は
私
が
戦
う
わ

 
ア
ス
ナ
は
キ

パ
リ
と
そ
う
宣
言
し

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は

天
し
た
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ユ
ウ
キ
は
そ
の
言
葉
に

然
と
し

ラ
ン
は
目
を

め
て
無
言
を

い
て
い
た

ち

ち

と
ア
ス
ナ

本
気

さ
す
が
に
無
茶
だ
よ

何
で
そ
ん
な
事
を

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
以
外
の
者
達
が
口
々
に
ア
ス
ナ
に
声
を

け
て
き
た
一
方
で

 
き

と
ん
と
し
て
い
た
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
組
で
あ
る

み
ん
な
は
何
を
言

て
る
の

ア
ス
ナ
が
戦
う
の
が
ど
う
し
て
無
茶
な
の

えど
う
し
て

て

だ

て
ア
ス
ナ
は

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
か
ら

名

し
難
い
何
か
の
気
配
が

て
き
て

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は

て
て
そ
ち
ら
を
向
い
た

 
そ
こ
に
は
一

り
の
剣
を

た
ア
ス
ナ
が
立

て
お
り

 
そ
の

を
目
に
し
た
一
同
は

背
筋
が

ク
リ
と
す
る
の
を
感
じ
た

ア
ス
ナ

そ
の
剣
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あ

こ
れ

私
の
愛
剣
で

姫

て
言
う
ん
だ
よ

凄
く

麗
な
剣
で
し

も

も
し
か
し
て
ア
ス
ナ

て
剣
が
使
え
た
り

あ

う
ん

ま
あ
そ
れ
な
り
に
ね

で

で
も
ア
ス
ナ
は
ヒ

ラ

で

 
こ
の
時

然
と
し
て
い
た
ユ
ウ
キ
が
我
に
返
り

そ
う

い
た

 
だ
が
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
に
ユ
キ
ノ
が

厳
の
あ
る
声
で
言

た

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

あ
な
た
達
は
何
か
考
え
違
い
を
し
て
い
る
み
た
い
ね

 
う
ち
の
副
⻑
と
い
う
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
恐
怖
の
代
名

な
の
よ

 
恐
怖

つ
ま
り
そ
れ
は

強
大
な
戦
闘
力
を

し
て
い
る
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 
ユ
ウ
キ
は

も
迷

て
い
る
よ
う
だ

た
が

そ
ん
な
ユ
ウ
キ
に
ラ
ン
が
言

た

ユ
ウ

あ
の
幻
の
意
味
が
や

と
分
か

た
わ
ね

こ
れ
は
運
命
よ

あ

そ

か

分
か

た

ボ
ク
は
ア
ス
ナ
と
戦
う
よ

 
そ
の
言
葉
で
ユ
ウ
キ
は
パ

と
顔
を

か
せ

 
ラ
ン
も
以
前
見
た
幻
が
事
実
だ

た
事
に
満
足
し
た
の
か
ニ
ヤ
リ
と
笑

た

 
だ
が
ラ
ン
の
体
も
戦
い
た
が

て
い
る
の
か

武
者

い
が
止
ま
ら
な
い
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さ
て
と

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
け
ど

キ
リ
ト
君

い
い

ユ
ウ
キ
本
人
と
ハ
チ
マ
ン
が
い
い

て
な
ら
俺
は
別
に

わ
な
い

 
別
に
戦
う
の
が
今
す
ぐ
じ

な
き

目
な
ん
て
事
は
な
い
し
な

い
い
よ
ね

ハ
チ
マ
ン
君

ア
ス
ナ
の
好
き
に
す
る
と
い
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

揚
に

き

ユ
ウ
キ
は
当
然

い
た

 
ア
ス
ナ
と
ユ
ウ
キ
が
戦
う
事
が
こ
こ
に
決
定
さ
れ
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
は
ど
う
す
る
か
な

そ
れ
な
ら
キ
リ
ト
は
ラ
ン
の
相
手
を
し
て
や

て
く
れ

 
ど
う
や
ら
こ
い
つ

武
者

い
が
止
ま
ら
な
い
み
た
い
な
ん
で
な

別
に
ハ
チ
マ
ン
が
戦

て
も
い
い
ん
じ

な
い
か

や
だ
よ

絶
対
こ
い
つ

中
で
セ
ク
ハ
ラ
と
か
し
て
く
る
し

え

そ
れ
は
俺
も

な
ん
だ
け
ど

大
丈
夫
よ

私
は
ハ
チ
マ
ン
以
外
に
セ
ク
ハ
ラ
は
し
な
い
わ

 
ラ
ン
は
そ
う
断
言
し

キ
リ
ト
は
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
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な
ら
ま
あ

く
相
手
を
し
て
も
ら
お
う
か
な

い
い
え

や
る
か
ら
に
は
本
気
で
相
手
を
し
て

 
も
し
手
加

な
ん
か
し
た
ら

私
は
一
生
付
き

う
わ
よ

ハ
チ
マ
ン
に

 
キ
リ
ト
は
一

ま
り
最
後
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た

間
に

た
よ
う
に
わ
め
き

散
ら
し
た

ハ
チ
マ
ン
に
か
よ

ち

と
ビ
ク

て
し
ち

た
じ

な
い
か
よ

お
い
キ
リ
ト

絶
対
に
手
を
抜
く
な
よ

絶
対
だ
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
も

れ
て
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
の
か

た
顔
で
キ
リ
ト
に
そ
う
念
押
し
し

た 
そ
し
て
ラ
ン
は

し

な
さ
そ
う
な
顔
で
キ
リ
ト
に
謝
罪
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

勘
違
い
さ
せ
て
し
ま

た
わ
ね

 
お

び
に
服
の
上
か
ら
私
の
胸
の

ら
み
を
見
て

妄
想
を

ら
ま
せ
る
事
を
許
可
す
る
わ

お
い
ロ
ビ
ン

選
手
交
代
だ

ど
う
考
え
て
も
こ
れ
は
お
前
向
き
の
相
手
だ
ろ

 
キ
リ
ト
の
そ
の
叫
び
を

い
た
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

じ

と
ラ
ン
の
顔
を
見
た

 
ラ
ン
も
ク

ク
ロ
ビ
ン
を
見
返
し

一
触
即
発
か
と
思
わ
れ
た
そ
の

間
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ロ
ビ
ン
は
ラ
ン
に
親
指
を
立
て

ラ
ン
も
そ
れ
に
答
え
た

 
ど
う
や
ら
変
態
同
士

通
じ
る
物
が
あ

た
ら
し
い

目
か

ま
あ

め
ろ
キ
リ
ト
ラ
ン
も
さ
す
が
に
戦
い
が
始
ま

た
ら
ふ
ざ
け
た
り
は
し
な
い
は
ず
だ

 
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

三
人
い
る
ラ
ン
の
師
匠
に
ぶ

飛
ば
さ
れ
ち
ま
う
だ
ろ
う
し
な

師
匠

師
匠

て
誰
だ

京
都
の
じ
じ
い
と
姉
さ
ん
と
う
ち
の
娘
だ
な

え
マ
ジ
か
よ

じ
じ
い

て
前
に
動
画
で
見
た
ア
ス
ナ
の
と
こ
ろ
の
ご

居
だ
ろ

 
そ
れ
に
ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん
と

ん

娘

て
ユ
イ
ち

ん
か

ユ
イ
ち

ん
は
何
の
師

匠
な
ん
だ

 
こ
れ
に
対
す
る
ハ
チ
マ
ン
の
答
え
は
衝
撃
で
あ

た

何
だ
知
ら
な
い
の
か

う
ち
の
ユ
イ
は
全
部
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
デ

タ
を
知

て
る
か
ら

 
今
や
ラ
ン
は
刀
系
の
ソ

ド
ス
キ
ル
は
全
部
使
え
る
し

 
他
の
武
器
の
ソ

ド
ス
キ
ル
へ
の
対

も
バ

チ
リ

て
い
う
ま
さ
に
チ

ト

態
な
ん
だ

ぞ



 第８２０話 副⻑の意味するもの

え

何
そ
れ
ず
る
い

そ
ん
な
に
褒
め
ら
れ
る
と

れ
る
わ

お
い
ハ
チ
マ
ン

ど
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
知
り
合
い
は
こ
ん
な
子
ば

か
り
な
ん
だ
よ

す
ま
ん

俺
も
努
力
は
し
て
る
ん
だ
が

 
と
り
あ
え
ず
ラ
ン

キ
リ
ト
と
戦
う

て
事
で

は
な
い
な

え
え

も
ち
ろ
ん
よ

そ
れ
じ

あ
決
ま
り
だ

み
ん
な
全
力
で
頑
張
れ
よ

 
こ
う
し
て
ラ
ン
と
キ
リ
ト
が
戦
う
事
も
決
定
さ
れ

 
四
人
は
デ

エ
ル
・
ス
テ

ジ
の

番
待
ち
の

に
加
わ

た

 
そ
の
前
に

ん
で
い
た
者
達
は

て
て
四
人
に
場
所
を

ろ
う
と
し
た
が

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
が
そ
れ
を
断

た

 

え
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

と
い
え
ど
も
特
別
扱
い
は

目
だ

 
二
人
は
そ
う
主
張
し

そ
の
者
達
は
そ
の
言
葉
に
納
得
し

番
待
ち
の

に

た

 
こ
う
い
う

か
い
所
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
名
声
を

え
て
い
る
の
で
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
待
ち
時
間
の
間
に

残
さ
れ
た
者
達
は
仲
良
く
お

り
し
て
い
た
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兄
貴

ア
ス
ナ

て
ど
の
く
ら
い
強
い
の

そ
う
だ
な
ノ
リ

ア
ス
ナ
は
俺
よ
り
も
強
い

て
言

た
ら
信
じ
る
か

驚
く
け
ど
信
じ
る
よ

だ

て
兄
貴
の
言
う
事
だ
も
ん

そ
う
か

ま
あ
こ
こ
に
い
る
誰
よ
り
も
強
い
事
は
確
か
だ
な

そ
こ
ま
で
な
ん
だ

ま
あ
ノ
リ
も

い
ず
れ
相
手
の
強
さ
が

で
分
か
る
よ
う
に
な
る
さ

頑
張
れ
よ

う

う
ん

ち
な
み
に
不
意
打
ち
出
来
れ
ば
私
は
勝
て
る
わ
よ

最
初
に
大
き
い
の
を
当
て
て

 
あ
と
は
必
中
ソ

ド
ス
キ
ル
の
引
き
撃
ち
か
し
ら

 
そ
の
時
横
か
ら
そ
う
言

て
き
た
の
は
シ
ノ
ン
で
あ
る

確
か
に
シ
ノ
ン
相
手
だ
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

兄
貴

引
き
撃
ち

て

あ
あ

お
前
ら
の
中
に
は
遠

攻
撃
の
使
い
手
は
い
な
い
も
ん
な

 
引
き
撃
ち

て
の
は
下
が
り
な
が
ら

や
銃
を
撃
つ

の
あ
れ
だ

あ

あ
れ
か
あ

そ

か

そ
れ
じ

あ
シ
ノ
ン
さ
ん

て

使
い
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え
え
そ
う
よ

な
の
で
こ
こ
で
の
デ

エ
ル
に
は
参
加
し
に
く
い
の
よ
ね

 
シ
ノ
ン
は
残
念
そ
う
に
そ
う
言

た

や
は
り
シ
ノ
ン
も
デ

エ
ル
が
し
て
み
た
い
の
だ
ろ

う
私
も
不
意
打
ち
す
れ
ば
い
け
る
わ
ね
遠
く
か
ら
足
を

ら
せ
れ
ば
後
は
ど
う
と
で
も
な
る
で

し

う
し

 
続
け
て
ユ
キ
ノ
が
そ
う
言

た
が

そ
れ
に
は
ハ
チ
マ
ン
が
疑
問
を

し
た

で
も
ア
ス
ナ
な
ら
足
を
切
り
落
と
し
て
ユ
キ
ノ
に
迫

て
い
く
と
か
や
り
そ
う
じ

な
い
か

う

否
定
出
来
な
い
の
が
恐
ろ
し
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ

ま
で

け
に
す
る
わ

ユ
キ
ノ
さ
ん
で
も
そ
ん
な
感
じ
な
ん
だ

そ
う
ね
接
近
さ
れ
た
ら
終
わ
り
か
し
ら
私
は
近
接
戦
闘
の
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
な
い
も
の

で
も
多
分
ユ
キ
ノ
は
ど
ん
な
武
器
で
も
そ
れ
な
り
に
使
え
る
よ
な

ま
あ

リ
ア
ル
と
は
違

て
こ
こ
で
は
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
も

き
な
い
し

 
そ
れ
な
り
に
は
可
能
で
し

う
け
ど
や
は
り
命
が
け
の
近
接
戦
闘
を

験
し
て
い
な
い
私
で

は
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ア
ス
ナ
に
対
抗
す
る
の
は
無
理
だ
と
思
う
わ

ユ
キ
ノ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
て
く
れ
た
ら

俺
も
も

と
楽
が
出
来
た
と
思
う
ん
だ
が
な

ハ
チ
マ
ン

私
は
私
は

お
前
は
こ
の
前
死
に
た
が

て
た
か
ら

目
だ

役
に
た
た
ん

ご
め
ん
な
さ
い
反
省
し
て
ま
す
も
う
し
ま
せ
ん

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

て
て
ハ
チ
マ
ン
に
謝
り

ヴ

ル
ハ
ラ
組
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
だ
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
組
は
全
員
変
な
顔
を
し
て
お
り

 
そ
れ
を
疑
問
に
思

た
ハ
チ
マ
ン
は

そ
ち
ら
に
声
を
か
け
た

ん

お
前
ら
ど
う
し
た

い
や

今
の
会
話
に
何
か
違
和
感
が

 
そ
の

間
に
ス
テ

ジ
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

ど
う
や
ら
ユ
ウ
キ
と
ア
ス
ナ
の
出
番
が
来

た
ら
し
い

お

話
は
後
だ
な

今
は
あ

ち
の
戦
い
に
集
中
し
よ
う

あ

う
ん

そ
う
だ
ね

ユ
ウ
キ

頑
張
れ
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ア
ス
ナ
も
フ

イ
ト

 
真
実
の
一

に
手
を

け
か
け
た
ジ

ン
や
ノ
リ
達
で
あ

た
が

 
結
局
そ
の
手
は
そ
こ
か
ら
離
れ
て
し
ま

た
よ
う
だ

実
に

し
い
事
で
あ
る

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
と
ユ
ウ
キ
の
戦
い
が

に
幕
を
開
け
る
事
と
な

た
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第
８
２
１
話
 
ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ

 
ど
う
や
ら
実
技

験
は
通

た
ら
し
く

日
曜
の
午
前
中
に

記

験
が
あ
る
の
で

 
度
々
で

し

あ
り
ま
せ
ん
が

土
日
の
更
新
は
お
休
み
さ
せ
て

き
ま
す

 
本
当
に

し

あ
り
ま
せ
ん

 
ア
ス
ナ
と
ユ
ウ
キ
は
ス
テ

ジ
の
上
で
対
峙
し
て
い
た
が

 
そ
の
雰
囲
気
は
と
て
も
和
や
か
な
も
の
で
あ

た

い
や

ま
さ
か
ア
ス
ナ
が
剣
を
使
え
る
な
ん
て
想
像
も
し
て
な
か

た
よ

別
に

し
て
た

じ

な
い
ん
だ
け
ど

何
か
ご
め
ん
ね

う
う
ん

こ

ち
が
ヒ

ラ

補
助
で

て
事
で
お
願
い
し
て
た
ん
だ
し

 
元
は
と
い
え
ば
ヴ

ル
ハ
ラ
の
事
を
何
も
調
べ
て
な
い
ボ
ク
達
が
悪
い
ん
だ
か
ら
気
に
し
な
い

で
そ
れ
じ

あ
お

い
プ
ラ
マ
イ
ゼ
ロ

て
事
で

勝

て
も
負
け
て
も

み

こ
な
し
ね
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こ
の
後
ヴ

ル
ハ
ラ
の
事
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
し

 
そ
も
そ
も
ボ
ク
と
ア
ス
ナ
が
勝

た
負
け
た
で
ギ
ス
ギ
ス
す
る
事
な
ん
か
あ
り
得
な
い
よ

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
始
め
よ
う
か

そ
う
だ
ね

あ
ん
ま
り
ギ

ラ
リ

を
待
た
せ
ち

い
け
な
い
も
ん
ね

 
こ
の
戦
い
に
臨
む
に
あ
た
り

二
人
は
ど
ち
ら
も
自
分
の
事
を
挑
戦
者
だ
と
思

て
い
た

 
ア
ス
ナ
に
と

て
ユ
ウ
キ
は

 
自
分
の
倍
以
上
の
連
撃

を

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
を
持
つ
強
者
で
あ
り

 
ユ
ウ
キ
に
と

て
ア
ス
ナ
は

恐
怖
の
象
徴
と
呼
ば
れ
る

の
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
り

 
ど
う
考
え
て
も
格
上
だ
と
し
か
思
え
な
か

た
の
だ

 
ま
あ
そ
れ
を
言

た
ら
ユ

ジ

ン
も
ア
ス
ナ
と
同
じ
よ
う
な
立
場
な
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
よ
く
知

て
い
る
分

ユ
ウ
キ
に
と

て
ユ

ジ

ン
は

 
そ
こ
ま
で
格
上
だ
と
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
所
で
あ

た

 
そ
し
て
二
人
は

え
を
と
り

真
剣
な
表
情
で
向
か
い
合

た

 
ユ
ウ
キ
が
い
つ
も
の
通
り

く
ス
テ

プ
を

み
な
が
ら

 
ま
る
で

を
引
く
よ
う
に
剣
を

え
た
の
に
対
し
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ア
ス
ナ
は

上
高
く
剣
を

げ
た
後

そ
の
剣
の
切

先
を
ユ
ウ
キ
へ
と
向
け
た

兄
貴

こ
の
戦
い

て
ば
ど
う
な

ち

う
の

ん

ま
あ
今
の
ま
ま
な
ら
ユ
ウ
キ
が
勝
つ
ん
じ

な
い
か

え
え
え
え
え

そ
ん
な
あ

さ
り

最
近
の
ア
ス
ナ
は
ず

と
調
子
が
悪
か

た
か
ら
な

 
見
た
感
じ

ま
だ

態
的
に
良
く
は
な

て
な
い
と
思
う
ぞ

へ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
と
ユ
ウ
キ
が
同
時
に
動
い
た

 
最
初
は
様
子
見
な
の
だ
ろ
う

主

争
い
が
行
わ
れ
て
い
る

 
お

い
一
歩
も
引
か
ず
に
凄
ま
じ
い
突
き
の
連
打
を
放
ち

 
ど
ち
ら
も
そ
の
場
か
ら
動
こ
う
と
し
な
い

い
や

動
け
な
い

 
二
人
と
も

可
能
な
ら
相
手
の
懐
に
飛
び
込
み
た
い
所
な
の
だ
ろ
う
が

 
そ
ん
な
事
は
そ
う
簡

に
は
出
来
そ
う
も
な
い
よ
う
で
あ
る

あ

兄
貴

ア
ス
ナ

て
本
当
に
調
子
が
悪
い
の

あ
あ

動
き
の
切
れ
が
い
ま
い
ち
だ
な
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あ
れ
で
い
ま
い
ち
な
ん
だ

ユ
ウ
キ
と

に
戦
え
る
奴
が
い
る
な
ん
て
ち

と
信
じ
ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど

 
あ

も
ち
ろ
ん
ラ
ン
と
兄
貴
は
別
ね

そ
ん
な
フ

ロ

は
い
ら
ん
ユ
ウ
キ
相
手
に
俺
が
勝
て
る
か

て
い
う
と
正
直
微

だ
ぞ

え

そ
う
な
の

あ
あ

元
々
俺
は

突
き
主
体
で
攻
撃
し
て
く
る
敵
は
苦
手
な
ん
だ
よ

 
カ
ウ
ン
タ

が
取
り

ら
い
か
ら
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
組
は

戦

て
い
る
二
人
の
方
を
チ
ラ

と
見
た

て
事
は

兄
貴
は
ア
ス
ナ
は
苦
手
な
の

ア
ス
ナ
と
の
戦
闘
か

そ
う
だ
な

少
な
く
と
も
俺
は
一
度
も
勝
て
た
事
は
な
い
な

い
や

本
当
だ

ア
ス
ナ
と
戦
う
時
は
何
故
か
力
が
入
ら
な
い
ん
だ
よ

 
も
し
か
し
た
ら
何
か
の
病
気
か
も
し
れ
な
い
と
思

て

子
さ
ん
に
相
談
も
し
た
が

八
幡
君

そ
れ
は
病
気
じ

な
い
わ

と
苦
笑
さ
れ
な
が
ら
断
言
さ
れ
ち
ま

た

 
ま

た
く
何
な
ん
だ
ろ
う
な
こ
れ
は
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ジ

ン
達
は
そ
の
言
葉
に
首
を

げ
た

言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
か
ら
で
あ
る

ん
ん
ん

ど
う
い
う
事

力
が
入
ら
な
い

そ
れ

て
攻
撃
出
来
な
い

て
事

お
う

ア
ス
ナ
に
向
か

て
剣
を

り
下
ろ
す
だ
ろ

で

ま
あ
攻
撃
が
当
た

た
と
し
て

 
そ
の
時
の
音
が

ザ
シ

じ

な
く

ポ
コ

だ
と
思
え
ば
い
い

ん
ん
ん

そ
れ

て
ど
う
い
う
意
味

 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
相
手
に
ま

た
く
攻
撃
を
出
来
な
い
と
い
う
事
は

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
な
ら
よ
く
知

て
い
る
事
で
あ

た
が
こ
の
場
に
そ
の
事
を
知

て
い
る
者
は
い

な
い

 
だ
が
知
ら
な
い
な
り
に

は
出
来
た
の
か
ユ
キ
ノ
と
セ
ラ
フ

ム
が
次
々
と
ハ
チ
マ
ン
に

こ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン
君

そ
れ
は
病
気
よ

ハ
チ
マ
ン
様

絶
対
に
そ
れ
は
病
気
で
す

 
ち
な
み
に
シ
ノ
ン

リ
オ
ン

ク

ク
ロ
ビ
ン
の
三
人
は

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
同
様
に
意
味
が
分
か
ら
な
か

た

き

と
ん
と
し
て
い
る
だ
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け
で
あ

た

え

マ
ジ
で

病
名
に
心
当
た
り
と
か
あ

た
り
し
て

え
え

そ
れ
は

ハ
チ
マ
ン
様

そ
れ
は

 
そ
う
二
人
が
何
か
言
い

け
た
時
に

ス
テ

ジ
の
方
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

 
二
人
は
お
そ
ら
く

恋
の
病

と
言
い
た
か

た
の
だ
ろ
う
が

 
こ
の
会
話
は
こ
こ
で
中
断
し

再
開
さ
れ
る
事
は
無
か

た

あア
ス
ナ
が

離
を
と

た

胸
の
あ
た
り
に
攻
撃
が
当
た

た
ね

 
見
る
と
確
か
に
ア
ス
ナ
の
胸
の
あ
た
り
に

い
線
が
走

て
い
た

 
ど
う
や
ら
主

争
い
を
制
し
た
の
は
ユ
ウ
キ
の
方
だ

た
ら
し
い

 
ユ
ウ
キ
は
ま
だ
若

余

が
あ
る
の
か

そ
れ
で
笑
顔
を
見
せ
た
が

 
ア
ス
ナ
は
き

と
⻭
を
食
い
し
ば

た
後

ス

と
目
を

め
た

ん

ど
う
や
ら
目
が
覚
め
た
か
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そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う

い
た

間
に

ア
ス
ナ
が
い
き
な
り
動
い
た

 
そ
の
攻
撃
を
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に

こ
う
と
し
た
ユ
ウ
キ
で
あ

た
が

 
そ
の
速
度
は
先
ほ
ど
の
比
で
は
な
く

い
き
な
り
ユ
ウ
キ
の

に

い
筋
が
走
り

 
そ
れ
で
ユ
ウ
キ
も
ア
ス
ナ
の
変
化
に
気
が
付
い
た
の
か
ア
ス
ナ
同
様
に
ス

と
目
を

め
た

そ
れ
が
本
当
の
ア
ス
ナ

ど
う
か
な

で
も
ユ
ウ
キ
の
お
か
げ
で

自
分
が
剣
士
だ

て
事
を
や

と
思
い
出
せ
た
よ

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
半
身
に
な
り
剣
を

口
で
水
平
に

え

手
を
ユ
ウ
キ
に
向
け
た

行
く
よ

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
叫
ん
で
ユ
ウ
キ
に
突
撃
し

二
人
は
中
央
で
剣
を
合
わ
せ
た
が

 
ア
ス
ナ
は
そ
の

間
に
剣
を

う
よ
う
に
ユ
ウ
キ
の
剣
を

ね
上
げ
そ
こ
か
ら
更
に
一
歩

み
込
ん
だ

リ
ニ
ア

 
ア
ス
ナ
は
そ
こ
で
何
千
回
何
万
回
と
使

て
き
た
技
を

り
出
し
そ
の
剣
が
加
速
し
た

く
 
だ
が
ユ
ウ
キ
は
そ
れ
を
反
応
速
度
の
速
さ
だ
け
で
か
わ
し
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そ
の
ま
ま
一
回
転
し
て
水
平
に

撃
を

り
出
し
て
反
撃
し
た

だ
が
今
の
ア
ス
ナ
は
止
ま
ら

な
い

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
攻
撃
を
体
を

く
し
て
か
わ
し

そ
の
ま
ま
ユ
ウ
キ
の
懐
に
飛
び
込
ん
だ

ま
だ
ま
だ

 
そ
こ
か
ら
二
人
の
超
至
近

離
で
の

り
合
い
が
始
ま
り

 
ア
ス
ナ
も
突
き
だ
け
で
は
な
く

撃
も
交
え
な
が
ら
ユ
ウ
キ
に
対
し
て
攻
撃
を
続
け

 
ユ
ウ
キ
も
そ
れ
に
応
じ
て
自
分
の
持
つ
全
能
力
を
駆
使
し
二
人
の
体
に
ど
ん
ど
ん

が

え

て
い

た

こ
の
く
ら
い
ま
で

ら
せ
ば

多
分
い
け
る
は
ず

 
激
し
く

り
結
び
な
が
ら
も

の
一
部
分
に

静
さ
を
残
し
て
い
た
ア
ス
ナ
は

 
自
分
と
ユ
ウ
キ
の

を
見
な
が
ら
そ
う
判
断
し

ユ
ウ
キ
の

を
突
い
て
い
き
な
り
拳
打
を

り
出
し
た

え
 
こ
れ
は
さ
す
が
の
ユ
ウ
キ
も
予
想
し
て
い
な
か

た
の
か

そ
の
攻
撃
を
ま
と
も
に
く
ら
い

 
ユ
ウ
キ
の
体
が
少
し

い
た
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ス
タ

リ

・
テ

ア

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
は
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
を
発
動
さ
せ

 
ユ
ウ
キ
の

を
一
気
に

り
に
か
か

た

い
け
る

 
だ
が
そ
の

間
に
危
険
を
察
知
し
た
の
だ
ろ
う

ん
張
り
の
き
か
な
い

態
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず

 
ユ
ウ
キ
も
ア
ス
ナ
同
様
に
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放

た

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

 
そ
し
て
二
人
は
お

い
の
持
つ
剣
が
放
つ
光
に
包
ま
れ

 
観
客
達
は
思
わ
ず

を

か
せ

二
人
の
戦
い
に
見
入

た

危
な

 
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
の
最
初
の
何
発
か
が
ア
ス
ナ
の
剣
に
か
す
り

 
そ
の
せ
い
で
ス
タ

リ

・
テ

ア

の

力
が

さ
れ
た
の
か

 
ユ
ウ
キ
は
敗
北
に
追
い
込
ま
れ
る
事
な
く

を
ま
だ
六

残
し
て
い
た
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ユ
ウ
キ
は

に
地
面
に
足
を
つ
け
て
お
り

そ
の
体
勢
も
万
全
で
あ
る

 
一
方
ア
ス
ナ
は
技
を
終
え
た
後
の

直

態
に
あ
り

 
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
の
残
り
何
発
か
を
迎
撃
す
る
の
は
も
う
不
可
能
な

態
に
あ

た

か
な
か

た
か

 
ア
ス
ナ
は
今
ま
さ
に
自
身
の
体
に
迫
り
来
る
ユ
ウ
キ
の
剣
を
見
な
が
ら

い
た

負
け
は
確
定
し
た
け
ど

で
も
私
は
絶
対
に
死
な
な
い

死
ぬ

に
は
い
か
な
い

 
今
の
ア
ス
ナ
の

は

に
残
り
三

と
な

て
お
り

 
半

決
着
モ

ド
の
敗
北
ラ
イ
ン
を
と
う
に
超
え
て
い
た

 
お
そ
ら
く
一

で
シ
ス
テ
ム
の
判
定
が
行
わ
れ
ア
ス
ナ
の
敗
北
が
告
げ
ら
れ
る
事
で
あ
ろ
う

 
だ
が
そ
の
前
に
お
そ
ら
く
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
の
フ

ニ

シ

に
よ

て

 
ア
ス
ナ
の

は
全

す
る
は
ず
で
あ
る

ア
ス
ナ
は
そ
れ
だ
け
は
避
け
た
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
に
自
分
が
全

す
る

を
見
せ
る

に
は
い
か
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る

死
な
な
い
と
分
か

て
い
て
も

ハ
チ
マ
ン
君
は
き

と
シ

ク
を
受
け
ち

う
は
ず

 
そ
う
考
え
た
ア
ス
ナ
は

直
が
解
け
る
か
解
け
な
い
か
の
一

に
剣
を
わ
ず
か
に
動
か
し

 
そ

と
ユ
ウ
キ
の
剣
に
触
れ
さ
せ

そ
の

道
を
変
え
る
事
に
成
功
し
た
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え
 
も
は
や
勝
利
が
確
定
し
て
い
た
ユ
ウ
キ
は
フ

ニ

シ

の

道
が
ズ
レ
た
事
に
驚
愕
し
た

が 
そ
の
直
後
に
シ
ス
テ
ム
が
ユ
ウ
キ
の
勝
利
を
宣
言
し

 
ア
ス
ナ
の

が
一

ほ
ど
残

た

態
で
こ
の
戦
闘
は
終
了
し
た

ふ
う

負
け
ち

た
ね

ア
ス
ナ

最
後
に
一
体
何
を
し
た
の

あ
う
ん
私
が
全

す
る

を
ハ
チ
マ
ン
君
が
見
た
ら
シ

ク
を
受
け
ち

う
と
思

て

 
ユ
ウ
キ
の
剣
の

道
を
ず
ら
し
た
ん
だ
よ

あ
の

況
で
そ
ん
な
事
を

や

ぱ
り
ア
ス
ナ
は
凄
い
や

 
ユ
ウ
キ
は
笑
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
に

き
つ
き
こ
う
し
て
二
人
の
戦
い
は
ユ
ウ
キ
の
勝
利
に

終
わ

た
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第
８
２
２
話
 
違
和
感
の
正
体

 
や

と

験
が
終
わ
り
ま
し
た

今
日
の
午
後
に
自

点
し
て
み
ま
す

 
そ
し
て
お
待
た
せ
し
ま
し
た

今
日
か
ら
再
開
で
す

 
最
初
ア
ス
ナ
が
消

戦
を
選
ん
だ
の
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
も
そ
れ
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
感
じ

て
い
た

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
感
じ
だ
と
フ

ニ

シ

の

力
は

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
の
方
が

存
の
ソ

ド
ス
キ
ル
よ
り
も
上
だ
か
ら
な

 

り
き
れ
る
と
思

た

間
に
ア
ス
ナ
が
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
を

り
出
せ

ば 
十
分
に
勝
機
は
あ
る
と
思
う
が

相
手
は
あ
の
ユ
ウ
キ
だ
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
見
る
と
こ
ろ

今
の
ユ
ウ
キ
の
実
力
は

 
キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ
を
超
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
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ス
テ

タ
ス
的
に
は
確
か
に

る
の
だ
が
と
に
か
く
相
手
の
攻
撃
に
対
し
て
の
対
応
力
が
半

な
い
の
だ

 
事
実
今
目
の
前
で
戦

て
い
る
ユ
ウ
キ
の
動
き
は
い
わ
ゆ
る
ぬ
る
ぬ
る
動
く
感
じ
で
あ

り 
調
子
が
悪
い
と
は
い
え

あ
の
ア
ス
ナ
を
相
手
に
ま
だ
余

が
あ
る
よ
う
で
あ

た

武
器
は
同
ラ
ン
ク
で
特
に
違
い
は
無
い
が

問
題
は
防

の
差
な
ん
だ
よ
な

 
実
は
ア
ス
ナ
の
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
は
物
理
と
魔
法
の
バ
ラ
ン
ス
型
ビ
ル
ド
に

な

て
お
り

 
物
理
特
化
の
ユ
ウ
キ
の
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
と
比

す
る
と

 
攻
撃
力
に
お
い
て
や
や

る

成
と
な

て
い
る

 
こ
れ
は
基
本
は
ヒ

ラ

と
い
う
ア
ス
ナ
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ

た
が

 
そ
の
微

な
差
が
こ
う
い

た
勝
負
で
は
重
要
に
な
る

や

ぱ
り
打
ち
負
け
る
よ
な

 
そ
の
直
後
に
ア
ス
ナ
が

を
負

た
の
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思

た
が
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同
時
に
そ
こ
か
ら
ア
ス
ナ
の
顔
つ
き
が
変
わ

た
の
を
見
て

 
こ
れ
で

の

勢
ま
で
は
持

て
い
け
る
か
と
も
感
じ
て
い
た

ん

ど
う
や
ら
目
が
覚
め
た
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
そ
う

き

同
時
に
ア
ス
ナ
の
動
き
が
加
速
し
た

 
そ
こ
か
ら
は
し
ば
ら
く
お

い
の

を
じ
わ
じ
わ
と

て
い
く
戦
い
と
な

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
が

手
の
拳
を

た
の
が
し

か
り
と
見
え
た

 
も
う
す
ぐ
戦
い
が
大
き
く
動
く
と
確
信
し
た

な
る
ほ
ど

い
い
不
意
打
ち
だ

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
の
拳
打
に
よ

て
ユ
ウ
キ
の
体
が
少
し

い
た

間
に
ア
ス
ナ
の

姫
が
光

を
放

た

ス
タ

リ

・
テ

ア

お
お

あ
れ
が
ア
ス
ナ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の
剣
筋
を
も

と
よ
く
見
よ
う
と
目
を

ら
し
た
が

 
そ
れ
に
よ

て
別
の
も
の
も
ま
た
見
え
て
し
ま

た

 
必
死
に
足
を

ば
し
た
の
で
あ
ろ
う
よ
く
見
る
と
ユ
ウ
キ
の
足
の
先
が

か
に
接
地
し
て
お
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り 
同
時
に
ユ
ウ
キ
の
持
つ
セ
ン
ト
リ

が
ア
ス
ナ
同
様
に
発
光
し
た

こ
こ
で
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
そ
う
叫
び

他
の
者
達
も
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

 
同
時
に

か
に
金
属
音
が

こ
え
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の
剣
の

力
が

さ
れ
る
の
を
確

か
に
見
た

こ
れ
は

り
き
れ
な
い
ま
ま
ア
ス
ナ
が

直
に
入

ち
ま
う
か

 
そ
し
て
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
に
よ

て
ア
ス
ナ
の

が
敗
北
ラ
イ
ン
を
超
え

 
ユ
ウ
キ
が
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
の
フ

ニ

シ

を
放
と
う
と
し
た

間
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の

が
全

す
る
の
を
予
感
し

内
が

す
る
の
を
感
じ
た

 
ギ
リ

 
ハ
チ
マ
ン
は
⻭
を
食
い
し
ば
り

同
時
に
そ
の
全
身
か
ら
⻤
気
の
よ
う
な
物
が
放
出
さ
れ
た

 

り
の
者
達
は
そ
れ
を
感
じ
取
り

背
筋
を

ら
せ
た

あ

兄
貴
が
怖
い

気
が
す
る



 第８２２話 違和感の正体

何
こ
れ
何
こ
れ

や
ば
い
や
ば
い
や
ば
い

 
だ
が
そ
の
雰
囲
気
は
一

で

散
し

 

り
の
者
達
は
ハ
チ
マ
ン
が
落
ち
着
い
て
く
れ
た
の
だ
と
安

し
た

 
怖
く
て
ハ
チ
マ
ン
の
方
が
見
れ
な
か

た

に
誰
に
も
分
か
ら
な
か

た
が

 
実
は
こ
の
時
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
い
た
ユ
キ
ノ
が

 
大
丈
夫
だ
と
い
う
風
に
ハ
チ
マ
ン
の

に
そ

と
手
を
乗
せ
て
い
た
の
で
あ

た

 
そ
れ
に
よ

て
ハ
チ
マ
ン
は
若

落
ち
つ
き
を
取
り

し

 
直
後
に
ア
ス
ナ
が
何
と
か
ユ
ウ
キ
の
剣
の

道
を
ず
ら
し
て

を

か
に
残
す
事
に
成
功
し

た 
完
全
に
平
静
を
取
り

す
事
に
成
功
し
た

あ

兄
貴

 
こ
こ
で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
が

恐
る
恐
る
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
て
き
た

ん

ど
う
し
た

い
や

さ

き
の
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あ
あ

悪
か

た

怖
が
ら
せ
ち
ま

た
か

う

う
ん

す
ま
ん

も
う
大
丈
夫
だ
か
ら
心
配
し
な
い
で
く
れ

そ

か

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

じ

も
う
平
気
だ

て
分
か

て
る
ん
だ
が
な

 
そ
の
最
後
の
ハ
チ
マ
ン
の

き
で

他
の
者
達
も
何
と
な
く
事
情
を
察
し
た

 
ま
あ
本
当
の
意
味
で
理
解
出
来
た

で
は
な
い
が

気
持
ち
は
ち

ん
と
伝
わ

て
い
る

 
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
な
ら
ば
ハ
チ
マ
ン
の
気
持
ち
を
完
全
に
理
解
出
来
た
と
思
う
が

 
そ
の
キ
リ
ト
は
今
は
ス
テ

ジ
上
に
お
り
ア
ス
ナ
は
丁
度
こ
ち
ら
に
向
か

て
き
て
い
る
最

中
で
あ

た

あ
れ

て
ア
ス
ナ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル

う
ん

ス
タ

リ

・
テ

ア

て
言
う
の

 
ユ
ウ
キ
の
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
と
比
べ
た
ら

全
然
ま
だ
ま
だ
な
ん
だ
け
ど
さ

そ
ん
な
事
な
い
よ

凄
く

麗
で
速
い
な

て
び

く
り
し
た
も
ん

ふ
ふ

あ
り
が
と
う
ユ
ウ
キ
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ア
ス
ナ
と
ユ
ウ
キ
は
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
達
の
下
へ
と
到
着
し
た

み
ん
な

お
待
た
せ

お
お

凄
か

た
な
ユ
ウ
キ

い
い
も
の
見
せ
て
も
ら

た
わ

ア
ス
ナ
が
あ
そ
こ
ま
で
強
い
な
ん
て
本
当
に
び

く
り
し
た
よ

ま
あ
負
け
ち

た
け
ど
ね

い
や
い
や

の
戦
い

て
言

て
い
い
と
思
う

う
ん
う
ん

今
回
の
結
果
は
偶
々
だ

て

ど
う
か
な

ま
あ
で
も
今
度
ま
た
や
ろ
う
ね

ユ
ウ
キ

う
ん

約
束
ね

 
そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

ア
ス
ナ
と
ユ
ウ
キ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に

を
下
ろ
し
た

 
ユ
ウ
キ
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
中
央
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
当
然
ハ
チ
マ
ン
の
隣
で
あ
る

そ
れ
に
し
て
も
さ

兄
貴
と
ア
ス
ナ

て
ど
ん
な
関
係
な
ん
だ
ろ

 
後
ろ
を
気
に
し
な
が
ら
タ
ル
ケ
ン
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

あ

そ
れ
そ
れ

気
に
な
る
よ
ね
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え

ボ
ク
が
い
な
い
間
に
何
か
あ

た

さ

き
兄
貴
が

ア
ス
ナ
の

が
全

し
か
け
た
時

凄
え
怖
か

た
ん
だ
よ
な

そ
う
な
の

う
ん

あ
れ
は
マ
ジ
で
や
ば
か

た

 
い
つ
も
陽
気
な
ジ

ン
が
や
や
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
言

た
の
を
見
て
ユ
ウ
キ
は
少
し

驚
い
た

そ
う
な
ん
だ

あ
と

さ

き
兄
貴
が
何
か
気
に
な
る
事
を
言

て
な
か

た

あ
あ

そ
う
い
え
ば
何
か
気
に
な

た
よ
な

何
だ

け

ユ
キ
ノ
さ
ん

み
で
何
か

あ

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
何
と
か

命
が
け
の
近
接
戦
闘
は
し
て
な
い
と
か

そ
も
そ
も
さ

き
兄
貴

ユ
キ
ノ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
て
く
れ
れ
ば

て
言

て
な
か

た

え

そ
う
な
の

ど
う
い
う
事

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は

困
惑
し
た
顔
で
チ
ラ
リ
と
後
ろ
を
見
た
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そ
こ
に
は
ハ
チ
マ
ン
に
体
を
も
た
せ
か
け
る
ア
ス
ナ
の

が
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
ア
ス
ナ
の

を

く

で
て
い
た

一
同
の
困
惑
は
そ
こ
で
最
高
潮
に
達

し
た

  
一
方
こ
ち
ら
は
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
で
あ
る

ご
め
ん

負
け
ち

た

 
ア
ス
ナ
は

て
す
ぐ
に

笑
顔
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言

た

ん

い
や

ま
あ
ア
ス
ナ
が
満
足
し
て
る
み
た
い
だ
か
ら

別
に
い
い
だ
ろ

え

私

て
ば
そ
ん
な
風
に
見
え
る

あ
あ

と
て
も
晴
れ
や
か
な
顔
を
し
て
い
る
ぞ

そ

か

確
か
に
そ
ん
な
気
持
ち
な
ん
だ
よ
ね

 
全
部
出
し
切

た

て
い
う
か

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い

あ
と

怖
が
ら
せ
ち

て
ご
め
ん
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
こ
で
本
当
に

し

な
さ
そ
う
な
表
情
を
し

再
び
ハ
チ
マ
ン
に
謝

た
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ん

何
の
事
だ

だ

て
ハ
チ
マ
ン
君

多
分
私
が
さ

き
全

し
か
け
た
時
に
さ

何
か
感
じ
た
の
か

う
ん

だ
か
ら
必
死
で
死
な
な
い
よ
う
に

て
頑
張

て
み
た
よ

そ
う
か

逆
に
何
か
ご
め
ん
な

う
う
ん

私
こ
そ
ご
め
ん
ね

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
も
た
れ
か
か
り
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

を
優
し
く

で
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
気
持
ち
が
伝
わ

た
せ
い
か

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ハ
チ
マ
ン
強
行

組
も
全
員
大
人
し
く
し
て
お
り

二
人
を

か
い
目
で
見

守

て
い
た

 
逆
に
動
い
た
の
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
組
で
あ
る

ハ

ハ
チ
マ
ン

ん

ユ
ウ

ど
う
か
し
た
か

あ

あ
の
ね

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

お
う

俺
に
答
え
ら
れ
る
事
な
ら
何
で
も
答
え
て
や
る
ぞ
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え

と

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
関
係

て

 
そ
の
質
問
に

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
首
を

げ
た

 
当
た
り
前
す
ぎ
て
当
然
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
全
員
知

て
い
る
と
思

て
い
た
の
で

あ
ろ
う

あ
れ

言

て
な
か

た
か

ア
ス
ナ
は
俺
の
彼
女
だ
ぞ

う
ん

私
は
ハ
チ
マ
ン
君
の
奥
さ
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
た
が

さ
す
が
に

り
か
ら
突

込
み
が
入

た

ア
ス
ナ

ど
さ
く
さ

れ
に
飛
躍
し
す
ぎ
で
は
な
い
か
し
ら

そ
う
だ
よ
ア
ス
ナ

ま
だ

い

ま
あ
実
質
的
に
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

ハ
チ
マ
ン
様

後
で
私
の

も

で
て
下
さ
い

て
い
う
か

ま
し
い

 
ヴ

ル
ハ
ラ
組
は
突

込
み
半
分

や
か
し
半
分
で
口
々
に
そ
う
言

た
が

 
当
の
質
問
を
し
た
ユ
ウ
キ
を
始
め
と
す
る
一
同
は

完
全
に

ま

て
い
た

お
い
ユ
ウ

ど
う
し
た

お

い
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ペ
チ
ペ
チ
と
ユ
ウ
キ
の

を
叩
き
そ
れ
で
ユ
ウ
キ
は
再

動

し
たか

彼
女

ア
ス
ナ

て
ハ
チ
マ
ン
の
彼
女
な
の

ち

ん
と
言

て
な
か

た
ん
だ
な

悪
か

た

別
に
悪
く
は
な
い
け
ど

え
え

そ
れ
じ

あ
ユ
キ
ノ
さ
ん
は

何
故
そ
こ
で
ユ
キ
ノ
の
名
前
が
出
て
く
る
の
か
分
か
ら
な
い
が

 
そ
の
言
葉
に
ユ
キ
ノ
も
困
惑
し
た
顔
を
し
た

も
し
か
し
て

私
が
ハ
チ
マ
ン
君
の
彼
女
だ
と
勘
違
い
し
て
い
た
の

う

う
ん

ど
う
し
て
そ
ん
な
事
に
な

た
の
か
し
ら

だ

て
ほ
ら

体
術
ス
キ
ル
を
取
り
に
行

た
時
に

凄
く
仲
が
良
さ
そ
う
だ

た
か
ら

ハ
チ
マ
ン
君

そ
の
話
を

し
く

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
が
じ
と

と
し
た
目
で
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言

た

 
最
近
珍
し
い

ア
ス
ナ
の
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
く

で
あ
る

え

あ
の
時
に
そ
ん
な
事
あ

た
か
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あ
れ
じ

な
い
か
し
ら

私
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
上
の

か
ら
落
ち
そ
う
に
な

た
の
を

 
ハ
チ
マ
ン
君
に
受
け
止
め
て
も
ら

た
時

あ
あ

あ

た
あ

た
違
う
ん
だ
ア
ス
ナ
ユ
キ
ノ
が
お
か
し
な
体
勢
で
落
ち
て
き
た
か

ら 
俺
が

て
て
下
で
受
け
止
め
た
事
が
あ

た
ん
だ
が

 
多
分
こ
い
つ
ら
は
そ
の
時
に
勘
違
い
し
た
ん
だ
と
思
う

あ
の
運
動
神

の
い
い
ユ
キ
ノ
が

体
勢
を

 
ア
ス
ナ
は
疑
い
の
目
で
じ

と
ユ
キ
ノ
を
見
た

 
ユ
キ
ノ
は
若

や

を
た
ら
し
な
が
ら

素
直
に
こ
う
告
白
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

わ
ざ
と
体
勢
を
崩
し
た
わ

や

ぱ
り

え

お
前
あ
れ
わ
ざ
と
か
よ

ご
め
ん
な
さ
い
ハ
チ
マ
ン
君
な
ら
受
け
止
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
な

て
思

て
そ
れ
で

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ア
ス
ナ
は

ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
の
顔
を
見
比
べ
な
が
ら
こ
う
言

た

ま
あ
い
い
か

で
も
ユ
キ
ノ

今
度
何
か

て
ね
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分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
で
女
子
会
と
い
き
ま
し

う

 
ア
ス
ナ
に
そ
う
言
わ
れ
た
ユ
キ
ノ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
仲
間
達
に
向
け
て
笑
顔
で
そ
う
言

た

当
然
私
も
参
加
す
る

あ

私
も
行
き
た
い

私
も
私
も

あ

じ

あ
私
も

 
そ
ん
な
和
や
か
な
ヴ

ル
ハ
ラ
組
を
見
て

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

か
ん
と
し
た

え

ア
ス
ナ

そ
れ
で
い
い
の

う
ん

ま
あ
今
更
だ
し

普

は
み
ん
な
私
に
気
を
遣

て
く
れ
て
る
し

 
間
違
い
が

こ
ら
な
け
れ
ば
そ
れ
く
ら
い
な
ら
た
ま
に
は
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ

そ
う
な
ん
だ

こ
れ
が
真
の
正
妻
力

ア
ス
ナ

て
や

ぱ
り
凄
い

 
こ
う
し
て
や

と
誤
解
は
解
け

 
ア
ス
ナ
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
ハ
チ
マ
ン
の
正
妻
認
定
を
さ
れ
る
事
と
な

た

ラ
ン
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以
外
に
は



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
第
８
２
３
話
 
キ
リ
ト

ラ
ン

 
自

点
の
結
果

無
事
に
資
格

験
に
合
格
が
決
ま
り
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
で
も
な

何
で
あ
れ
だ
け
で
ユ
キ
ノ
が
俺
の
彼
女
だ
と
勘
違
い
す
る
ん
だ

普
通
あ
り
え

な
い
だ
ろ

 
事
情
は
分
か

た
が

ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
し
て
も
そ
の
事
が
納
得
い
か
な
か

た
ら
し
く

 
首
を

げ
な
が
ら

組
み
を
し

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
向
け
て
そ
う
言

た

そ
の
時

て
ど
ん
な

況
だ

た
の

あ
の
時
は
確
か
ユ
キ
ノ
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
上
か
ら
落
ち
て
き
た
か
ら

て
て
受
け
止
め

た
ん
だ
よ

 
ま
あ
確
か
に
お
姫
様

こ
の

に
は
な

た
が
そ
れ
以
外
に
受
け
止
め
る
方
法
は
無
い
だ

ろ
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う

ん

確
か
に
変
な
体
勢
で
受
け
止
め
る
の
は
危
な
い
も
ん
ね

だ
ろ

で
感
謝
の

に
ち

と
首
に
手
を
回
さ
れ
た
が
そ
れ
以
上
の
事
は
何
も
無
か

た
し

 
あ
ん
な
ん
で
彼
女
認
定
さ
れ
ち
ま

た
ら
正
直
た
ま
ら
ん

首
に
手
を

ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
う

い
て
チ
ラ
リ
と
ユ
キ
ノ
の
方
を
見
た

 
当
の
ユ
キ
ノ
は

て
へ

と
い

た
顔
で
ア
ス
ナ
に
手
を
合
わ
せ
て
お
り

 
ア
ス
ナ
は
不
覚
に
も

同
性
な
が
ら
そ
の
ギ

プ
に
萌
え
て
し
ま
い

 
ユ
キ
ノ
に
対
し
て
そ
れ
以
上
特
に
何
か
言
う
事
は
無
か

た

 
代
わ
り
に
発
言
し
た
の
は

思

た
事
が
す
ぐ
口
か
ら
出
て
し
ま
う
ジ

ン
で
あ

た

あ
あ

そ
れ
な
ら
ラ
ン
だ
よ
兄
貴

ラ
ン

う
ん
ラ
ン
が
ユ
キ
ノ
さ
ん
の
事
を
彼
女
認
定
し
た
か
ら
俺
達
も
何
と
な
く
そ
う
か
な

て

思

て
さ

ほ
う

ラ
ン
が
ね
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ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

て
ス

と
目
を

め
た
の
を
見
て
ジ

ン
は

た

あ

ち

違
う

今
の
は
別
に
悪
い
意
味
で
言

た
ん
じ

な
い
か
ら

大
丈
夫
だ
ち

ん
と
分
か

て
る

に
発

が
ラ
ン
の
思
い
込
み
だ

た

て
話
だ
よ
な

う

う
ん

な
ら
ま
あ
キ
リ
ト
に
は
悪
い
が

ラ
ン
に
事
実
を
ち

ん
と
教
え
て
お
く
と
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
悪
い
顔
を
し

他
の
者
達
は
苦
笑
し
た

何
を
す
る
つ
も
り
か
分
か
ら
な
い
け
ど

ま
あ

ほ
ど
に
ね

ハ
チ
マ
ン
君

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
首
を

げ
た

何
を
言

て
る
ん
だ
ア
ス
ナ

ほ
ら
行
く
ぞ

こ

ち
だ

え

え

ラ
ン
に
俺
達
が
付
き
合

て
る

て
し

か
り
と
教
え
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

戸
惑
う
ア
ス
ナ
の
手
を
引
い
て
前
へ
と
進
み
出
た

 
あ
の
子
は
確
か
ユ
ウ
キ
だ

た
か

ラ
ン
の
妹
は

分
強
い
ん
だ
な

正
直
驚
い
た
よ
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ふ
ふ

自
慢
の
妹
な
の
よ

欲
し
い
と
言
わ
れ
て
も
絶
対
に
あ
げ
な
い
わ

い
や

そ
ん
な
事
を
言
う
つ
も
り
は
ま

た
く
無
い
よ

本
当
か
し
ら

あ
あ
見
え
て
あ
の
子

脱
ぐ
と

別
に
凄
く
な
い
け
ど

 
ま
あ
と

て
も
か
わ
い
い
の
よ

そ
ん
な
情
報
は
俺
に
は
必
要
な
い
か
ら

ち
な
み
に
私
は
脱
ぐ
と
凄
い
の
よ

そ
ん
な
の
見
れ
ば

あ

い
や

無
し

今
の
は
無
し

 
一
方
次
に
戦
う
予
定
の
キ
リ
ト
と
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
達
が
真
顔
で
何
か
話
し
て
い
る
の
を
見

て 
戦
い
始
め
る
の
を
一

止
め

様
子
見
を
し
つ
つ
雑
談
を
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
が
ラ
ン
に
遊
ば
れ
て
い
る
感
も
あ
る
が

 
基
本
ラ
ン
が
ボ
ケ
て
キ
リ
ト
が
突

込
む
ス
タ
イ
ル
で
あ
る

そ
れ
に
し
て
も
あ
の
技
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

て
言

た
か
な
あ
れ
は
本
当
に
凄
い
な

私
が
言
う
の
も
ア
レ
だ
け
ど

そ
れ
は
同
感
ね

我
が
妹
な
が
ら
本
当
に
恐
ろ
し
い
わ

い
つ
か
ユ
ウ
キ
と
も
戦

て
み
た
い
も
ん
だ
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そ
の

に
は
私
を
倒
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
わ
よ

こ
こ
を
通
り
た
か

た
ら
私
を
倒
し
て
か
ら
行
け

て
か

そ
れ
も
い
い
け
ど

私
的
に
は
こ
こ
は
通
行
止
め
だ

他
を
あ
た
れ

の
方
が
燃
え
る
わ

お

ラ
ン
は
そ

ち
系
も
い
け
る
口
か

ど
の
作
品
が
元
ネ
タ
な
の
か
は
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
の
会
話
は
中
々

り
上
が

て
お
り
ど
う
や
ら
こ
の
二
人
は
中
々
馬
が
合
う
よ
う
に
思
わ

れ
たし

か
し
私
と
し
て
は

ア
ス
ナ
が
あ
そ
こ
ま
で
戦
え
た
事
の
方
が
驚
き
な
ん
だ
け
ど

俺
と
し
て
は

ア
ス
ナ
の
事
を
知
ら
な
か

た
事
の
方
が
驚
き
だ
よ

ア
ス
ナ

て
そ
ん
な
に

名
人
な
の

あ
あ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
な

あ
ら

そ
の
時
ア
ス
ナ
は
別
の
名
前
で
プ
レ
イ
し
て
い
た
の
で
は
な
か

た
か
し
ら

 
こ
の
言
葉
に
は
さ
す
が
の
キ
リ
ト
も

と
な

た

一
体
ど
う
す
れ
ば
そ
の
発
想
に
な
る
ん
だ

え
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ア
ス
ナ
は
今
も

も
ア
ス
ナ
で
あ

て
そ
の
名
を
別
人
が
名
乗

た
事
は
一
度
も
無
い
ん
だ

け
ど
な

え

え

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
ア
ス
ナ
を
名
乗

て
た
の
は
ユ
キ
ノ
さ
ん
じ

い
や
何
で
だ
よ

何
で
そ
う

く
れ
た
考
え
方
を
す
る
か
な

 
キ
リ
ト
に
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は

こ
こ
で

心
と
な
る
言
葉
を
発
し
た

だ

て
ハ
チ
マ
ン
の
彼
女
は
ユ
キ
ノ
さ
ん
で
し

う

は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

て
ハ
チ
マ
ン
の
身
内
み
た
い
な
も
の
な
ん
だ
ろ

 
そ
れ
な
の
に
何
で
そ
ん
な
勘
違
い
を
す
る
ん
だ

か

勘
違
い

 
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
ン
は

て
て
ハ
チ
マ
ン
達
が
い
る
方
を
見
た

 
丁
度
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
前
に
進
み
出
て
来
た

おハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ

 
そ
し
て
二
人
の
目
の
前

ス
テ

ジ
の

近
く
に

を
下
ろ
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
を
自
分
の

の
上
に
乗
せ

二
人
を
じ

と
見
つ
め
た
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ハ

ハ
チ
マ
ン
君

さ
す
が
に
ち

と
恥
ず
か
し
い
ん
だ
け
ど

大
丈
夫
だ

俺
も
恥
ず
か
し
い

じ

じ

あ
み
ん
な
の
所
に

ろ

こ
の
戦
い
が
終
わ

た
ら
な

う

う

 
ア
ス
ナ
に
と

て
は
と
ん
だ
羞
恥
プ
レ
イ
で
あ

た
が

 
そ
の
光
景
は

ラ
ン
を
こ
れ
以
上
な
く
混
乱
さ
せ
る
の
に
は
十
分
だ

た
よ
う
だ

あ
れ

え

と

あ

あ
れ

あ
い
つ
ら
は
一
体
何
を
や

て
る
ん
だ

 
キ
リ
ト
は

れ
た
声
で
そ
う
言
い
な
が
ら
も
そ
ろ
そ
ろ
勝
い
を
始
め
よ
う
と
ラ
ン
の
方
を
見

た 
そ
の
ラ
ン
は
混
乱
の

み

態
に
あ
り
キ
リ
ト
は
こ
の
ま
ま
始
め
て
い
い
の
か
と
さ
す
が
に

悩
ん
だ

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
か
ら
キ
リ
ト
に
声
が
か
か

た

キ
リ
ト

デ

エ
ル
開
始
だ
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え

こ
ん
な

態
の
ま
ま
始
め
て
い
い
の
か

お
う

手
加

は
一
切
無
し
な

あ

そ
う
い
う

 
キ
リ
ト
は
こ
れ
ま
で
の

か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
ラ
ン
に
お
仕
置
き
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
感

じ 
や
れ
や
れ
と

を

め
な
が
ら
こ
う
言

た

今
度
別
の
機
会
に
万
全
の

態
で
や
ら
せ
て
く
れ
よ
な

お
う

そ
の
時
は
ユ
ウ
キ
も
セ

ト
で
な

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
デ

エ
ル
開
始
だ

ラ
ン

そ

そ
う
ね

そ
ろ
そ
ろ
よ
ね

 
ラ
ン
は
動

し
た
ま
ま
そ
う
答
え

そ
し
て
二
人
の
デ

エ
ル
が
始
ま

た

 
そ
の
せ
い
で
多
少
は

が

え
た
の
か

 
ラ
ン
は
最
初

キ
リ
ト
を
相
手
に
そ
の
全
て
の
攻
撃
を
叩
き
落
と
す
事
に
成
功
し
た
が

 
や
は
り
気
に
な
る
の
だ
ろ
う

ど
う
し
て
も
チ
ラ
チ
ラ
と
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
て
し
ま
い

 
そ
こ
を
キ
リ
ト
に
狙
わ
れ

手

い
一
撃
を
く
ら
う
事
に
な

た
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ぎ

ん

ぎ

ん

て

ま
る
で
昭
和
だ
な
お
い

一

回

て
か
わ
い
い
で
し

 
ラ
ン
は

面
も
無
く
そ
う
言
い

深
呼

を
し
た
後

刀
を

に

え
た

 
ど
う
や
ら
今
の
一
撃
で

が

え
た
ら
し
い

そ
ん
な
ラ
ン
を
見
て
キ
リ
ト
も
ニ
ヤ
リ
と
口

を
上
げ
た

そ
れ
が
本
気
か

行
く
わ
よ

 
そ
こ
か
ら
二
人
の
激
し
い

り
合
い
が
始
ま

た

 
基
本
待
ち
の
は
ず
の
ラ
ン
は
珍
し
く
自
ら
攻
勢
に
出
て

的
に
敵
に

を
作
ろ
う
と
し

 
キ
リ
ト
は
キ
リ
ト
で
そ
の
事
を
分
か

て
い
る
の
か
最

限
の
動
き
で
そ
の
攻
撃
を
い
な
し

て
い
た

さ
す
が
ね

一
応
最
強
の

を
背
負

て
い
る
ん
で
ね

じ

あ
そ
の

は
私
が
も
ら
う
事
に
す
る
わ
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う
ち
の

部
を
全
員
倒
せ
た
ら
な

あ

そ
れ
じ

あ
無
理

だ

て
ソ
レ
イ
ユ
師
匠
が
い
る
ん
で
し

い
き
な
り

め
る
の
か
よ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
突

込
ん
だ
が

そ
れ
は
ラ
ン
に
と

て
は
明
ら
か
に

で
あ

た

 
刀
を
だ
ら
り
と
下
げ
た
ま
ま
ス

と
前
に
出
た
ラ
ン
は

 
キ
リ
ト
の

手
を
掴
ん
で
い
き
な
り
投
げ
飛
ば
し
た
の
だ

う
お

決
ま
り
ね

 
ラ
ン
は
そ
の
ま
ま
ソ

ド
ス
キ
ル
の
体
勢
に
入

た
が

験
の
未

さ
で
あ
ろ
う

 
一
撃
で
こ
の
勝
負
の
決
着
を
狙

た

若

最
初
に

め
が
あ
る
技
を
選
択
し

 
そ
の
せ
い
で
キ
リ
ト
に
ほ
ん
の
一

で
は
あ
る
が

余

を

え
る
事
と
な

た

ま
だ
ま
だ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
先
ほ
ど
捕
ま
れ
た

手
を
必
死
に

ば
し
地
面
に
手
を
つ
く
事
に
成

功
す
る
と

 
そ
の
ま
ま
強
引
に
体
を

て

い
体
勢
か
ら
の
回
し

り
を
放

た
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あ

し
ま

 
ラ
ン
は
キ
リ
ト
に
足
を

ら
れ
て
そ
の
場
に
転
ば
さ
れ

 
そ
の
間
に
立
ち
上
が

た
キ
リ
ト
が
ラ
ン
の
目
の
前
に
剣
を
突
き
つ
け
た

ど
う
す
る

ま
だ
や
る
か

い
い
え

今
日
の
と
こ
ろ
は
私
の
負
け
よ

 
今
度
は
も
う
少
し
ソ

ド
ス
キ
ル
の
実
戦
練

を
し
て
く
る
わ

そ
う
だ
な

そ
の
方
が
い
い

そ
れ
じ

あ

し

な
い
の
だ
け
れ
ど

こ
し
て
も
ら
え
る
か
し
ら

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

俺
は

士
だ
か
ら
な

 
キ
リ
ト
が
そ
う
言

て
ラ
ン
に
手
を

ば
し
た

間
に

横
か
ら
声
が
か
か

た

そ
の
必
要
は
な
い

お
前
は
こ

ち
だ

ラ
ン

き
 
そ
れ
は
い
つ
の
間
に
横
に
来
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
の
お
腹
に
手
を
回
し

そ
の
ま
ま
ラ
ン
を

に
か
つ
い
だ

 
久
々
に
見
せ
る
ハ
チ
マ
ン
の
お

様

こ
で
あ
る



 第８２３話 キリト ラン

わ

私
を
ど
う
す
る
つ
も
り

ま
さ
か
ア
ス
ナ
と
一

に
ペ
ロ
リ
と
食
べ
ち

う
の

お
前
の
妄
想
に
ア
ス
ナ
を

き
込
む
な

キ
リ
ト

み
ん
な
の
所
に

ろ
う

お

お
う

 
ラ
ン
に

ば
し
た
手
を
持
て
余
し
て
い
た
キ
リ
ト
は
そ
う
言
わ
れ
て
手
を
引

込
め

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
後
に
続
い
た

そ
の
隣
に
ア
ス
ナ
が

ぶ

キ
リ
ト
君

ラ
ン
は
ど
う
だ

た

こ
の
ま
ま
成
⻑
し
た
ら
多
分
凄
い
剣
士
に
な
る
だ
ろ
う
な
性
格
と
か
色
々
な
部
分
を

ん

で
だ
け
ど

じ

あ
ユ
ウ
キ
は

あ
の
子
は
あ
る
意
味
完
成
し
て
る
な

ま
あ
今
度
や
り
合

た
と
し
て

 
そ
う
簡

に
負
け
る
気
は
無
い
が

そ
れ
は
ア
ス
ナ
も
だ
ろ

う
ん

私
も
ユ
ウ
キ
に
勝
ち
た
い

そ
う
か

な
ら
お

い
も

と
強
く
な
ろ
う

う
ん

 
そ
ん
な
二
人
の

に

観
客
の
中
か
ら
こ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た
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さ

き
の
戦
闘
に
は
驚
か
さ
れ
た
が

何
だ
よ

俺
で
も
何
と
か

に
戦
え
そ
う
な
感
じ

じ

ね
え
か

 
ヴ

ル
ハ
ラ
も
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
実
は
そ
の

度
か

 
そ
の
声
は

同
盟
の
連
中
が
た
む
ろ
し
て
い
た
場
所
か
ら

こ
え

 
ハ
チ
マ
ン
達
三
人
は
そ
ち
ら
に
チ
ラ
リ
と
目
を
向
け
た
の
だ

た



 第８２４話 何がしたいの

 
第
８
２
４
話
 
何
が
し
た
い
の

さ

き
の
戦
闘
に
は
驚
か
さ
れ
た
が

何
だ
よ

俺
で
も
何
と
か

に
戦
え
そ
う
な
感
じ

じ

ね
え
か

 
ヴ

ル
ハ
ラ
も
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
実
は
そ
の

度
か

 
そ
の
声
は
た
ま
た
ま
先
ほ
ど
の

合
が
終
わ

て
観
客
達
が
一
息
つ
い
た

に
放
た
れ
た

 
そ
の
発
言
主
の
想
定
以
上
に

り
に

い
て
し
ま

た
よ
う
で
あ
る

 

り
の
観
客
達
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
白
い
目
を
向
け

 
発
言
し
た
プ
レ
イ
ヤ

は

居
心
地
が
悪
そ
う
に
顔
を
背
け
た

ね

ハ
チ
マ
ン

あ
れ
は
誰

ん

今
の
勘
違
い
野
郎
の
事
か

俺
は
知
ら
な
い
が

キ
リ
ト
は
知

て
る
か

あ
あ

ほ
ら

こ
の
前
同
盟
か
ら
ギ
ル
ド
が
一
つ
離
脱
さ
せ
ら
れ
た
だ
ろ

そ
れ

て
こ
の
前

め
た
時
の
奴

あ
あ

ラ
ン
は
事
情
を
知

て
る
の
か

ま
あ
そ
う
だ
な

 
で

そ
の
代
わ
り
の
補
充
で
入

た

チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス

て
ギ
ル
ド



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

の
奴
だ
な

 
確
か
名
前
は
ヘ
ラ
ク
レ
ス
だ

た
と
思
う

ふ

ん

神
様
か
ら
生
ま
れ
た
子

の
名
前
で
も
付
け
て
ん
の
か
ね

だ
ろ
う
な

ち
な
み
に
略
称
は
チ
ル
グ
リ
ら
し
い

ほ

う

へ
 
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
は

に

い
た

ど
う
や
ら
名
前
の
由
来
に
は
興
味
が
無
い
ら
し
い

で

そ
い
つ
ら
は
強
い
の
か

で

そ
の
人
達
は
強
い
の

ど
う
か
な
ま
あ
で
か
い
口
を
叩
く
く
ら
い
な
ん
だ
か
ら
そ
こ
そ
こ
強
い
ん
じ

な
い
か

つ
ま
り
キ
リ
ト
も
知
ら
な
い
ん
だ
な

ま
あ
元
ネ
タ
が

名
ど
こ
ろ
だ

た
か
ら
名
前
は
知

て
た
け
ど

 
別
に
強
さ
で

名
に
な

た
ギ
ル
ド
じ

な
い
か
ら
な

そ
れ
で
あ
の
セ
リ
フ
か

さ
す
が
に
苦
笑
す
る
し
か
な
い
ん
だ
が

ま
あ
い
い
じ

な
い

自
分
と
相
手
と
の
実
力
差
が
分
か
ら
な
い
よ
う
な
雑

と
い
う
事
よ



 第８２４話 何がしたいの

 
ラ
ン
は

な
口
調
で
そ
う
言

た

 
だ
が
そ
の
言
葉
は
若

ボ
リ

ム
が
大
き
か

た
よ
う
で
相
手
に
も

こ
え
て
し
ま

た

ら
し
い

お
い

誰
が
雑

だ

て

 
ヘ
ラ
ク
レ
ス
が
い
き
り
た

た
表
情
で
立
ち
上
が
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
面
倒
な
事
に
な

た
と
小
さ
く
た
め
息
を
つ
い
た

 
だ
が
こ
の
場
に
は
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

が
二
人
も
い
る
の
だ

 
当
然

ら
れ
た

を

わ
な
い
は
ず
が
な
い

あ
ら

あ
な
た
が
私
達
を
そ
の

度
呼
ば
わ
り
し
た
か
ら
雑

と
返
し
た
だ
け
な
の
だ
け
ど

 
こ
う
い
う
の
は
お

い
様
と
言
う
ん
じ

な
い
か
し
ら

そ
う
そ
う
俺
達
は
こ
の

度
で
し
か
な
い
か
ら
つ
い
余
計
な
事
を
口
走

ち
ま
う
ん
だ
よ

な
ぐ

 
さ
す
が
に
発

は
自
分
だ
と
い
う
意
識
は
あ

た
の
か

 
そ
れ
で
ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
矛
先
を
収
め
た
が

そ
の
目
は

り
に
燃
え
て
い
た
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調
子
に
乗
る
な
よ

ヴ

ル
ハ
ラ
に
言
わ
れ
る
だ
け
な
ら
と
も
か
く

 

と
出
の
新
参
ギ
ル
ド
に
な
め
ら
れ
て
た
ま
る
か
よ

 
そ
の
言
葉
は
ハ
チ
マ
ン
達
に
は

こ
え
な
か

た
が

 
も
し

こ
え
て
い
た
ら

お
前
ら
も
新
参
だ
ろ
う
が
と

肉
の
一
つ
も
返
し
た
事
だ
ろ
う

チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
の
メ
ン
バ

達
は
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に

き
つ
つ

を
立
ち

 
こ
う
し
て
遺

が
残
さ
れ
た
ま
ま

こ
の
日
の
戦
い
は
終
了
す
る
事
と
な

た

ま

た
く
お
前
ら

好
戦
的
す
ぎ
だ
ろ

い
や

で
も

ら
れ
た

は

わ
な
い
と
だ
ろ

そ
れ
は
ま
あ
否
定
し
な
い

ほ
ら

ハ
チ
マ
ン
だ

て
俺
達
と
同
じ

の
ム
ジ
ナ
じ

な
い
か
よ

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は

を

め
た
だ
け
で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
君

今
日
は
私

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に
寄

て
く
ね

 
仲
間
達
の
所
に

た
後

ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
俺
達
は

当
に
落
ち
と
く
わ



 第８２４話 何がしたいの

う
ん

ま
た
明
日
学
校
で
ね

あ
あ

お
休
み

ア
ス
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
の
ま
ま
去

て
い
き

残
さ
れ
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
ア
ス
ナ
を

て
そ
の
ま
ま
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
へ
と
向
か

た
が

 
そ
の
道
中
で
思
い
が
け
な
い
事
件
が

こ

た

確
か
絶
刀
だ

た
か

さ

き
は

分
と
調
子
に
乗

て
く
れ
た
な

う
わ

び

く
り
し
た

あ
ん
た
確
か
さ

き
の

テ
ン
プ
レ
き
た
よ

こ
れ
は
ま
さ
か
の
展
開
だ
ね

い
や
い
や
い
や

も
う
ち

と

ろ
う
よ

フ
ラ
グ
回
収
が

す
ぎ
ね

 
そ
の
言
葉
で
馬

に
さ
れ
た
と
思

た
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
の
メ
ン
バ

達
は

 
激
高
し
な
が
ら
口
々
に
こ
う
言

た

な

ふ
ざ
け
る
な

俺
は
オ
ル
フ

ウ
ス
だ
ぞ

何
故
名
乗
る
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馬

に
す
る
の
も
い
い
加

に
し
ろ
よ

俺
は
テ
セ
ウ
ス
だ

だ
か
ら
何
故
名
乗
る

 
そ
の
他
の
メ
ン
バ

達
も
次
々
に
名
乗

て
い
き

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
そ
の
自
意
識
過

さ
に

れ
る
他
は
な
か

た

で

何
の
用

め
ら
れ
た
ま
ま
だ
と
う
ち
の

に
関
わ
る
か
ら

 
う
ち
の
メ
ン
バ

の
多
さ
を
見
せ
つ
け
に
き
た
ん
だ
よ

何
で
す
か
そ
の
謎
行
動

タ
ル

多
分
こ
の
人
達
は

こ
れ
で

圧
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
よ

あ
あ

実
力
行
使
無
し
の

圧
の
み

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

だ
か
ら
俺
達
を
馬

に
す
る
な
と

悪
い
け
ど
そ
の
く
ら
い
に
し
て
も
ら
え
る
か
な

 
そ
の
時
後
方
か
ら
そ
ん
な
声
が
か
か
り
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
の
メ
ン
バ

達

は 
一
体
誰
だ
と
思
い

そ
ち
ら
の
方
を
見
た

そ
こ
に
立

て
い
た
の
は
当
然
ア
ス
ナ
で
あ
る



 第８２４話 何がしたいの

げ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

何
で
お
前
が
し

し

り
出
て
く
る
ん
だ
よ

こ
れ
は
う
ち
と
こ
い
つ
ら
の
問
題
で
あ

て

 
ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
一
切
関
係
ね
え

さ

き
う
ち
に
も
因
縁
を
つ
け
て
き
て
た
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

そ
の
話
は
あ
そ
こ
で
終
わ
り
だ

そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
の
話
だ

何
そ
れ

意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

こ
の
人
達
は
本
当
に
何
が
し
た
い
の

 
楽
し
い
時
間
を

魔
さ
れ
た
事
に
イ
ラ

と
し
た
ア
ス
ナ
は
そ
れ
で
も
我
慢
強
く
言
葉
を
続

け
たち

な
み
に
私
は
今
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
出
向
し
て
い
る
か
ら

 
ヴ

ル
ハ
ラ
と
は
無
関
係
な
の
は
そ
の
通
り
だ
け
ど
逆
に
こ

ち
の
関
係
者

て
事
に
な
る

ね 
と
い
う

で

う
ち
に
何
か
言

て
く
る
つ
も
り
な
ら

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は

姫
を
抜
い
た

私
が
今
か
ら
あ
な
た
達
全
員
と
デ

エ
ル
し
て
あ
げ
る
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そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
男
達
は
そ
の
迫
力
に
押
さ
れ
て
一
歩
後
ろ
に
下
が

た
ア
ス
ナ

格
好
い
い

こ
れ
は
テ
ン
プ
レ
出
る
か

出
る
ん
じ

な
い
か
な

む
し
ろ
他
に
言
う
べ
き
言
葉
が
無
い
と
思
う

 
そ
の
言
葉
に

た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が
男
達
は
そ
の
予
想
通
り
の

て
ゼ
リ
フ
を

い

た
く
そ

今
に
み
て
ろ

俺
達
は
負
け
て
な
い
し

こ
れ
か
ら
も
負
け
る
つ
も
り
は
な
い
か
ら
な

今
日
の
と
こ
ろ
は
こ
れ
く
ら
い
で
勘

し
て
や
る

 
そ
の
ま
ま
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
は
逃
げ
る
よ
う
に
去

て
い
き

 
残
さ
れ
た
一
同
は

か
ん
と
し
た

結
局
何
が
し
た
か

た
ん
だ

ほ
ら
あ
い
つ
ら
に
し
て
み
れ
ば
サ

カ

の
二
部
か
ら
一
部
に
上
が

た
よ
う
な
も
の
だ



 第８２４話 何がしたいの

か
ら

 
ち

と
調
子
に
乗

ち

た
ん
じ

な
い

引
く
に
引
け
な
く
な

ち

た
ん
だ
ろ
う
ね

ま
あ
で
も
ち

と
う
ざ
か

た
よ
な

そ
う
ね

あ
い
つ
ら
を
た

た
今
か
ら
私
達
の
敵
と
認
定
す
る
事
に
す
る
わ

 
無
闇
に
攻
撃
を
仕

け
た
り
は
し
な
い
け
ど

そ
の
事
は
忘
れ
な
い
で
ね

お

や
り

正
直
殴
り
た
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね

シ
ウ
ネ

が
言
う
く
ら
い
な
ら
よ

ど
だ
な

 
こ
う
し
て
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
は

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
敵
認
定
さ
れ
る
事
と
な

た

 
ま
あ
大
し
た
敵
で
は
な
い

そ
も
そ
も
戦
い
に
発
展
す
る
可
能
性
も

い
の
で
あ
る
が

 
も
し
彼
ら
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た
時
は

 
容

な
く
殲
滅
さ
れ
る
事
と
な
る
の
だ
ろ
う

ま
あ
気
を
取
り
直
し
て

く
ボ
ク
達
の
家
に
帰
ろ
う
よ
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彼
ら
は
こ
れ
以
上
不

な
目
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
家
路
を
急
ぎ

 
ほ
ど
な
く
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に
帰
り
つ
い
た

と
り
あ
え
ず
風
呂
と

そ
の
後
ア
ス
ナ
に
話
を

い
て

そ
れ
か
ら

眠
だ
ね

 
そ
の
言
葉
に
ア
ス
ナ
は
少
し
懐
か
し
さ
を
感
じ
た

 

は
自
分
も
ゲ

ム
内
で
こ
ん
な
感
じ
で

ら
し
て
い
た
事
を
思
い
出
し
た
か
ら
だ

 
自
分
に
は
今
は
不
可
能
だ
が

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
み
ん
な
は
こ
こ
で

れ
る
ん
だ

 
そ
の
事
に
ア
ス
ナ
は

ま
し
さ
を
感
じ
つ
つ

 
や
は
り
み
ん
な
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使
い

ぱ
な
し
な
ん
だ
な
と
再
確
認
す
る
事
と
な

た
み
ん
な
の
病
気

心
配
だ
な

ハ
チ
マ
ン
君
の
話
だ
と

特
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
思
い
つ
つ
も

そ
の
事
は
決
し
て
表
に
は
出
さ
ず

 
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
ま
ま
料
理
を
手
伝
い

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
と
一

に
お
風
呂
に
入

た

 
そ
し
て
再
び
リ
ビ
ン
グ
に
集
ま

た
一
同
の
前
で

 
ア
ス
ナ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
関
す
る
情
報
を
開

す
る
事
と
な

た



 第８２５話 次の目標

 
第
８
２
５
話
 
次
の
目
標

そ
れ
じ

あ
ヴ

ル
ハ
ラ
に
つ
い
て
の
説
明
を
始
め
よ

か

ア
ス
ナ
先
生
お
願
い
し
ま
す

み

み
ん
な
ノ
リ
ノ
リ
だ
ね

 
一
同
は
元
気
い

ぱ
い
に
そ
う
答
え

ア
ス
ナ
は
た
じ
た
じ
と
な
り
な
が
ら
そ
う
言

た

あ

そ
う
だ
ア
ス
ナ

せ

か
く
だ
か
ら
こ
の

を
か
け
て
み
て

 
そ
ん
な
中

何
故
そ
ん
な
物
を
持

て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
ユ
ウ
キ
が
ど
こ
か
ら
か

を
取
り
出
し
て
ア
ス
ナ
に
差
し
出
し
て
き
た

別
に
い
い
け
ど

 
ア
ス
ナ
は
特
に
断
る
理
由
も
無
い

そ
の

を
素
直
に
受
け
取

て
か
け
て
み
た

へ
 
そ
の

は
た
だ
の
ネ
タ
装
備
で
あ
り
特
に
何
か
エ
ン
チ

ン
ト
が
つ
い
て
い
る

で
は
な

い
の
だ
が

 
何
故
か
身
が
引
き
締
ま
る
気
が
し

ア
ス
ナ
は
自
然
と
あ
ら
た
ま

た
口
調
に
な

て
い
た
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そ
れ
で
は
不

な
が
ら

私
が
ヴ

ル
ハ
ラ
に
つ
い
て
レ
ク
チ

し
た
い
と
思
い
ま
す

 
み
な
さ
ん

居
眠
り
し
な
い
で
ち

ん
と

業
を

い
て
下
さ
い
ね

は

い
先
生

 
こ
う
し
て
ア
ス
ナ
も
上
手
く
乗
せ
ら
れ
て
ノ
リ
ノ
リ
と
な

た

そ
れ
で
は

業
を
開
始
し
ま
す
先
ず
は
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
を
こ
の
モ
ニ
タ

に
映
し
ま

す 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
公
式
ペ

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

 
メ
ン
バ

専
用
ペ

ジ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
そ
の
映
像
を
モ
ニ
タ

に
映
し
た

 
お
風
呂
で
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
か
ら
二
人
が
メ
ン
バ

専
用
ペ

ジ
を

出
来
る
と
い
う
話
を

き
 
ど
こ
ま
で
話
し
て
い
い
か
の
参
考
に
す
る

に
そ
う
す
る
事
に
し
た
の
で
あ
る

最
初
は
も
ち
ろ
ん
リ

ダ

の
ハ
チ
マ
ン
君

私
の
愛
し
い

那
様
で
す

 
調
子
に
乗

た
ア
ス
ナ
は
得
意
げ
な
顔
で

普

な
ら
絶
対
に
言
わ
な
い
よ
う
な
セ
リ
フ
を

言

た
が

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
に
こ
の
時
の
事
を
思
い
出
し
ベ

ド
の
中
で
一
人

絶
す
る
事
と
な
る
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ハ
チ
マ
ン
君
に
つ
い
て
は
特
に
説
明
は
い
ら
な
い
よ
ね

み
ん
な
よ
く
知

て
る
だ
ろ
う
し

ま
あ
大
丈
夫

か
な

下
手
に
知
り
す
ぎ
ち

う
の
も
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
つ
ま
ら
な
く
な
る
し
ね

兄
貴
は
や

ぱ
り
謎
め
い
て
な
い
と
な

 
そ
の
後
も

々
と

り
広
げ
ら
れ
た
ハ
チ
マ
ン
ト

ク
を

い
て

 
ア
ス
ナ
は
複
雑
な
顔
を
し
な
が
ら
一
同
に
こ
う
言

た

み
ん
な

ハ
チ
マ
ン
君
の
事
が
好
き
す
ぎ
で
し

 
そ
し
て
続
け
て
ア
ス
ナ
は

部
四
人
の
説
明
に
移

た

え

と

ラ
ン
は
よ
く
知

て
る
と
思
う
け
ど

こ
ち
ら
が
ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん

 
滅
多
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
こ
な
い
け
ど

う
ち
の
影
の

配
者

部
だ
よ

影
の

配
者

何
で
ラ
ン
は
こ
の
人
の
事
を
知

て
る
ん
だ

 
ラ
ン
は
そ
う
問
わ
れ

一

返
事
に
詰
ま

た

 

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
で
の

行
の
事
は
内

だ

た
か
ら
だ

け

査
の
時
に
ち

と
ね
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あ

そ
う
い
う
事
か

ん

て
事
は
も
し
か
し
て
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

て
あ
の
超
絶
グ
ラ
マ

美
人
社
⻑
の
陽
乃
さ

ん
な
の

 
こ
こ
で
ジ

ン
が

い
と
こ
ろ
を
み
せ
た

 
ソ
レ
イ
ユ
の
名
は
知
ら
な
か

た
が

陽
乃
は
何
度
か
眠
り
の
森
に
足
を
運
ん
で
お
り

 
当
然
一
同
と
も
顔
見
知
り
だ

た

社
名
と
キ

ラ
名
が
一
致
し
て
い
る
所
か
ら

し
た

ら
し
い

う
ん

そ
の
超
絶
グ
ラ
マ

美
人
社
⻑
の
陽
乃
姉
さ
ん
だ
よ

あ

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

と
い
う
か

み
ん
な
は
姉
さ
ん
と
顔
見
知
り
な
ん
だ
ね

眠
り
の
森
に
た
ま
に
来
て
く
れ
て
た
よ

う
ん

と

て
も
良
く
し
て
も
ら

た
よ
ね

凄
く
優
し
い
よ
ね

陽
乃
さ
ん

え
え

尊
敬
に

す
る
人
物
だ
と
思
う
わ

へ
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さ
す
が
は
姉
さ
ん

や
る
べ
き
事
は
し

か
り
と
や

て
る
ん
だ
な

 
ア
ス
ナ
は
普

の

象
と
は
か
け
離
れ
た
そ
の
陽
乃
に
対
す
る
一
同
の
感
想
を

き

 
陽
乃
へ
の
尊
敬
を
一
層
深
め
る
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
次
は
キ
リ
ト
君
だ
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
最
強
の
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
で
す
よ
ね

う
ん

そ
れ
で
間
違
い
な
い
か
な

多
分
ハ
チ
マ
ン
君
も
私
も

 
た
ま
に
勝
つ
事
は
あ

て
も
キ
リ
ト
君
に
勝
ち
越
す
の
は
無
理
だ
と
思
う

 
あ

姉
さ
ん
は
特
別
だ
か
ら

外
ね

キ
リ
ト

て
人

そ
ん
な
に
強
い
ん
だ

ア
ス
ナ
の
強
さ
も
普
通
じ

な
い

て
思

た
ん
だ
け
ど
な

 
ア
ス
ナ
の
説
明
に
実
感
が

か
な
い
ら
し
い
一
同
を
見
て

 
ア
ス
ナ
は
自
分
な
り
の
分

を
披
露
す
る
事
に
し
た

キ
リ
ト
君

て

私
達
と
違

て
ス
テ

タ
ス
が
パ
ワ

寄
り
な
ん
だ
よ
ね

 
そ
れ
な
の
に
動
き
が
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
の
私
達
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
か
ら

 
ま
あ
勝
て
な
く
て
当
然
だ
よ
ね
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え

そ
れ

て
ど
ん
な
チ

ト

別
に
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
よ
た
だ
思
考
の

発
力
が
他
の
人
と
比
べ
て

違
い
に

い
み

た
い

 
だ
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
も
銃

を

た
り
出
来
る
ん
だ
ろ
う
ね

 
そ
の
言
葉
で
一
同
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
キ
リ
ト
と
同
一
人
物
で
あ
る
事
に
気
が

付
い
た

あ

あ
あ

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
優
勝
し
た
の

て
も
し
か
し
て

う
ん

あ
れ
は
キ
リ
ト
君
本
人
だ
ね

そ
う
い
う
事
か

ユ
ウ

相
手
は
ど
う
や
ら
本
物
の
化
け
物
み
た
い
よ

今
度
戦
う
時
が
と
て
も
楽
し
み
だ
わ

い
い
な
い
い
な

ボ
ク
も
戦
う

 
ど
う
や
ら
ユ
ウ
キ
も
闘
争
心
を

激
さ
れ
た
ら
し
い

そ
う
ね

挑
戦
者
の
つ
も
り
で
そ
の
う
ち
二
人
で
相
手
を
し
て
も
ら
い
ま
し

う

う
ん

 
続
け
て
ア
ス
ナ
の
説
明
は

ユ
キ
ノ
の
番
と
な

た
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そ
し
て
次
は
絶
対

度
こ
と
ユ
キ
ノ
だ
ね

も
う
知

て
い
る
と
思
う
け
ど

 
ユ
キ
ノ
は
大

模
攻
撃
魔
法
も
使
い
こ
な
す

Ａ
Ｌ
Ｏ
最
高
の
ヒ

ラ

だ
ね

ユ
キ
ノ
さ
ん

て
や

ぱ
凄
え

で
も
何
で
大

模
攻
撃
魔
法
メ
イ
ン
な
の

う

ん

そ
れ
は
ま
あ
役

分
担
か
な

 
少

が
相
手
な
ら
普
通
の
攻
撃
魔
法
は
仲
間
に
任
せ
て
お
け
ば
い
い
し

 
ユ
キ
ノ
が
攻
撃
し
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
場
面

て
こ
れ
は
ま
あ
よ
く
あ
る
事
な
ん
だ
け

ど 
相
手
が
う
ち
の
何
倍
も
い
る
時
と
か
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
か
ら
ね

よ
く
あ
る
事
な
ん
だ

 
一
同
は

さ
す
が
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
と
感
心
し
た

名
に
な
る
と

敵
も
味
方
も
そ
の

模
が
大
き
く
な
る
と
い
う
事
か
し
ら
ね

ま
あ
う
ち
の
場
合
は
敵
の

模
ば

か
り
大
き
く
な

ち

て
る
け
ど
ね

 
相
手
は
主
に
連
合
な
ん
だ
け
ど

最
近
は
同
盟
と
の
関
係
も
怪
し
い
か
ら
な

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
ア
ス
ナ
の
表
情
は
余

で
あ
り

そ
れ
を
見
た
一
同
は
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い
ず
れ
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
そ
う
い

た
大

模
戦
闘
に

き
込
ま
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が

 
そ
の
時
が
来
る
前
に
ア
ス
ナ
に
レ
ク
チ

を
受
け
て
お
こ
う
と

 
ひ
そ
ひ
そ
と
言
葉
を
交
わ
し
て

き
合

た
の
で
あ

た

最
後
は
私
だ
け
ど
別
に
説
明
は
い
ら
な
い
よ
ね

ア
ス
ナ
に
つ
い
て
ま
だ
知
ら
な
い
事
は

山
あ
る
と
思
う
け
ど

 
そ
う
い

た
事
に
関
し
て
は
徐
々
に
知

て
い
け
ば
い
い
と
思
う
わ

今
の
私
達
は
仲
間
な
ん

だ
し
ね

 
一
同
は
そ
の
言
葉
に
微
笑
み
あ

た

そ
し
て
次
に
ア
ス
ナ
は
通
常
メ
ン
バ

の
説
明
に
入

た
の
だ
が

 
さ
す
が
は
ヴ

ル
ハ
ラ

二
つ
名
持
ち
の

が

常
に
多
い

メ
ン
バ

全
体
の
半
分
が
二
つ
名
持
ち
な
ん
だ

い
ず
れ
全
員
に
な
り
そ
う
ね

く
そ

俺
も
い
つ
か
格
好
い
い
二
つ
名
を

エ
タ

ナ
ル
シ
ン
グ
ル
の
ジ

ン
と
か
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確
か
に
格
好
い
い
け
ど
や
め
て
く
れ
よ

フ
ラ
グ
に
な

た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

 
こ
う
し
て
レ
ク
チ

が
終
わ
り

一
同
は

る
前
の
雑
談
に
入

た
の
だ
が

 
そ
こ
で
は
主
に
デ

エ
ル
・
ス
テ

ジ
で
の
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
の
話
が
中

心
と
な

た

そ
う
い
え
ば
さ

き
の
あ
い
つ
ら

ど
こ
か
で
う
ち
に
仕

け
て
く
る
か
な

ど
う
だ
ろ
う
後
ろ
に
ヴ

ル
ハ
ラ
が
い
る

て
思

た
だ
ろ
う
か
ら
仕

け
て
は
こ
な
い

か
もア

ス
ナ
は
ど
う
思
う

う

ん

ど
う
だ
ろ
う
ね

 
う
ち
は
今
ま
で
そ
う
い

た
他
の
ギ
ル
ド
同
士
の
争
い
に
介
入
し
た
事
は
無
い
か
ら

 
あ
る
い
は
仕

け
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

そ
れ
な
ら
う
ち
か
ら
仕

け
ま
し

う

 
そ
の
時
ラ
ン
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言

た

え

ラ
ン

本
気



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

も
ち
ろ
ん
よ

で
も
勘
違
い
し
な
い
で

直
接

を

る
よ
う
な
事
は
し
な
い
わ

 
何
故
な
ら
私
は
平
和
主
義
者
だ
も
の

な
い
な
い

 
一
同
は
即
座
に
そ
の
言
葉
を
否
定
し

ア
ス
ナ
も
そ
れ
に
乗

た

 
ア
ス
ナ
も

調
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に

み
つ
つ
あ
る
よ
う
だ

と
い
う

で

私
か
ら
提
案
が
あ
る
わ

ラ
ン
は
め
げ
な
い
よ
な

相
変
わ
ら
ず
ラ
ン
は
兄
貴
が

ま
な
い
時
は

の
メ
ン
タ
ル
だ
な

兄
貴
が
か
ら
む
と
へ

こ
な
の
に
ね

そ
こ

静
か
に
し
な
さ
い

私
が
提
案
し
た
い
の
は

 
ラ
ン
は
そ
こ
で
ひ
と
呼

置
い
た
後

一
同
の
顔
を
見
回
し
な
が
ら
こ
う
言

た

こ
こ
に
い
る
八
人
だ
け
で
の
三
十
五
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
攻
略
よ

 
三
十
四
層
は
も
う
か
な
り
攻
略
が
進
ん
で
い
る
は
ず
だ
か
ら
こ
の
次
の
フ
ロ
ア
と
い
う
事
に

な
る
わ
ね

 
そ
の
言
葉
は
ま

た
く
の
予
想
外
で
あ
り

一
同
の

は
し
ば
ら
く
動
き
を
止
め
て
い
た
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だ
が
徐
々
に
そ
の
言
葉
が

に

み

る
に
連
れ

一
同
の
顔
は
驚
愕
に

ま

て
い

た

え

そ
れ

て
マ
ジ
で
言

て
る

愚
問
ね

本
気
と
書
い
て
マ
ジ
の
マ
ジ

大
マ
ジ
よ

 
ア
ス
ナ

さ
す
が
の
ヴ

ル
ハ
ラ
で
も

 
ま
だ
剣
士
の
碑
文
に
名
前
が
載
る
最
小
人

で
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
攻
略

験
は
無
い
わ
よ
ね

う

う
ん

そ
れ
は
そ
う
だ
ね

つ
ま
り
こ
れ
は

ヴ

ル
ハ
ラ
に
何
か
で
勝
利
す
る
と
い
う
事
と

 
あ
の
気
持
ち
悪
い
同
盟
の
連
中
に
一

か
せ
る
と
い
う

一
石
二

な
計
画
な
の
よ

た

確
か
に

と
い
う
か
可
能
な
の
か

ア
ス
ナ

ど
う
な
の

そ
の
前
に
私
は
三
十
五
層
の
ボ
ス
の
事
を
完

に
じ

な
い
け
ど
そ
れ
な
り
に
知

て
る
け

ど 
そ
の
事
は
気
に
し
た
り
し
な
い
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ア
ス
ナ
の
そ
の
言
葉
に
一
同
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
も
そ
も
最
初
か
ら
八
人
で

て
の
が
無
茶
な
ん
だ
し

多
少
は
知

て
る
く
ら
い
じ

な
い
と

ハ
ン
デ
が
あ
り
す
ぎ
る
か
も
ね

と
い
う

で
ア
ス
ナ
ア
ス
ナ
の
知

て
る
知
識
が
あ
る
と
い
う
前
提
で
考
え
て
も
ら

て
い

い
う
ん

分
か

た

 
そ
う
問
わ
れ
た
ア
ス
ナ
は
考
え
込
み

や
が
て
一
つ
の
結

に
た
ど
り
着
い
た

私
が
加
わ

て
ヒ

ラ

が
二

に
な

た
し

も
し
か
し
た
ら
い
け
る
か
も
し
れ
な
い

 
ち
な
み
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ベ
ス
ト
メ
ン
バ

で
な
ら
問
題
な
く
可
能
な
気
が
す
る
よ

 
ハ
チ
マ
ン
君

キ
リ
ト
君

姉
さ
ん

私

ユ
キ
ノ

セ
ラ
フ

ム

シ
ノ
ノ
ン

ク
リ
シ

ナ
か
な

 
で
も
ア
タ

カ

が
多
少

て
も
い
け
る
気
も
す
る
し

 
ハ
チ
マ
ン
君
が
こ
の
事
を
知

た
ら

も
し
か
し
た
ら
先
に
動
き
出
す
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
実
行
す
る
か
は
と
も
か
く
決
断
は

い
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い

ま
あ
確
か
に
う
ち
に
可
能
な
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
に
も
可
能
な
の
が
理
屈
よ
ね
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ラ
ン
は
悔
し
が
る
事
も
な
く

々
と
そ
う
言

た

 
こ
う
い

た
戦
力
分

で
私
情
を

ま
な
い
の
は
さ
す
が
で
あ
る

で
も
ア
ス
ナ
は
そ
れ
で
い
い
の

と
し
て
は
ヴ

ル
ハ
ラ
を
裏
切
る
事
に
な
ら
な
い

今
の
私
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
だ
か
ら
ね

 
ア
ス
ナ
は
き

ぱ
り
と
し
た
口
調
で
そ
う
言
い

ラ
ン
は
ア
ス
ナ
に

い
た

そ
う
い
う
事
な
の
だ
け
れ
ど

み
ん
な

ど
う
す
る

ボ
ク
は

成

 
ユ
ウ
キ
が
真

先
に
手
を
上
げ
て
そ
う
言

た

僕
も

成
か
な

私
も
で
す

俺
も
俺
も

 
仲
間
達
が
次
々
に
そ
う
声
を
上
げ

ラ
ン
は
満
足
そ
う
に

い
た

こ
れ
で
次
の
目
標
が
決
ま

た
わ
ね

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は

ア
ス
ナ
も

め
て
全
員
が
力
強
く

い
た

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
の

独
攻
略
を
目
指
し
て
動
き
出
し
た
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第
８
２
６
話
 
動
き
始
め
た
作
戦

 
そ
れ
か
ら
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
密
か
な
努
力
が
始
ま

た

ね

ア
ス
ナ

そ
も
そ
も
三
十
五
層
の
敵

て
ど
ん
な
敵

ロ
ギ

て
い
う

の
巨
人
だ
よ

な
の
で

性
装
備
を
揃
え
て
い
く
事
に
な
る
ね

 
ち
な
み
に
三
十
四
層
の
ボ
ス
は

双

の
巨
人
で

の
巨
人

て
言
わ
れ
て
る
ヨ
ツ
ン

 

て

よ
く
考
え
た
ら
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
ヨ
ツ
ン
だ
ね

へ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
シ

プ
を
回

て

性
装
備
を
探
し
て
み
よ

か

そ
う
ね

ま
だ
時
間
は
あ
る
の
だ
し

確
実
に
一
つ
一
つ
準
備
を
整
え
て
い
き
ま
し

う

う
ん

そ
れ
が
い
い
ね

性
装
備
か

ナ
タ
ク
君
な
ら
持

て
そ
う
だ
け
ど

 
ナ
タ
ク
君
に
頼
る
の
は
私
達
の
狙
い
が
バ
レ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
や
め
て
お
い
た
方
が
い
い

か
な

 
ま
あ
ナ
タ
ク
君
な
ら

て
て
く
れ
る
と
は
思
う
け
ど

あ

そ
う
だ
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そ
の
時
ア
ス
ナ
の

に
天

が
舞
い
降
り
た

ね

み
ん
な

性
装
備
に
関
し
て
は
私
に
任
せ
て
も
ら
え
な
い
か
な

 

性
の
み
の
装
備
に
は
ち

と

る
け
ど
全

性
の
装
備
な
ら
あ
て
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

あ
ら

い
い
じ

な
い

敵
の
攻
撃
が
全
て

属
性
だ
と
は
限
ら
な
い
し
ね

う
ん

確
か
他
の
属
性
の
攻
撃
も
使

て
き
た
と
思
う
ん
だ
よ
ね

な
ら
任
せ
て
も
い
い
か
し
ら

う
ん

任
せ
て

で

予
算
は
と
り
あ
え
ず
ど
れ
く
ら
い
か
な

タ
ル

お
願
い

オ

ケ

今
の
手
持
ち
だ
と

使
え
る
金

は

 
ア
ス
ナ
が
ひ
ら
め
い
た
の
は
こ
の
事
で
あ

た

 

性
装
備
で
は
な
く
全

性
装
備
を
ナ
タ
ク
に
頼
む
事
で

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
何
を
狙

て
い
る
の
か
ぼ
か
す
事
に
し
た
の
で
あ
る

ま
あ
念
に
は
念
を
入
れ
て

か
な

 
ア
ス
ナ
は

速
ナ
タ
ク
に
メ

セ

ジ
を
送
り
全

性
装
備
を
作

て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼

し
た
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ち
な
み
に
頼
ん
だ
の
は

と
り
あ
え
ず
で
は
あ
る
が
ア
ク
セ
サ
リ

と
盾
で
あ
る

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
と
ア
ス
ナ
の
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
に
は
始
め
か
ら
全

性
が
つ
い

て
お
り

 
他
の
仲
間
達
の
防

に
関
し
て
は

ま
だ
整

て
い
る
と
は
言
い
難
い

 
ア
ス
ナ
は
次
に

そ
ち
ら
を
揃
え
て
も
ら
う
よ
う
に
提
案
す
る
つ
も
り
で
あ

た

 
そ
し
て
ナ
タ
ク
か
ら
色
々
と
相
談
し
た
い
と
い
う
返
事
を
も
ら

た
ア
ス
ナ
は

 
さ
す
が
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
話
す

に
は
い
か
な
か

た

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
で
ナ
タ
ク
と
落
ち
あ
う
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
私
は
ち

と

性
装
備
の
手
配
を
し
て
く
る
ね

 
み
ん
な
は
出
来
れ
ば
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
以
外
の
装
備
に
つ
い
て
話
を
し
て
て
欲
し
い
ん
だ
よ
ね

確
か
に
俺
達
と
ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
の
装
備
と
の
差
が
開
い
ち
ま

て
る
よ
な

分
か

た

こ

ち
は
と
り
あ
え
ず
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
に
寄

て
み
る
ね

私
も
話
が
終
わ

た
ら
そ

ち
に
合
流
す
る
ね

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
と
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
へ
と
向
か

て

い

た
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こ
ん
に
ち
は

ナ
タ
ク
君

て
も
う
来
て
る
か
な

あ

ア
ス
ナ

ナ
タ
ク
君
な
ら
も
う
来
て
る
の
に

あ
り
が
と
う
リ
ツ
さ
ん

ち

と
こ
こ
で
話
を
さ
せ
て
も
ら

て
い
い

も
ち
ろ
ん
に

今
お
茶
を
入
れ
る
に

ご
め
ん
ね

あ
り
が
と
う

 
ア
ス
ナ
は
リ
ツ
に
お

を
言

て
中
に
入
り

ナ
タ
ク
と
リ

ク
を
見
つ
け
て
手
を

た

 
二
人
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
の
依
頼

み
で
話
を
し
て
い
た
ら
し
い

ナ
タ
ク
君

わ
ざ
わ
ざ
ご
め
ん
ね

い
え
い
え
暇
し
て
た
ん
で
全
然
問
題
な
い
で
す
む
し
ろ
や
る
事
が
出
来
て
嬉
し
い
で
す
よ

ナ
タ
ク
君
も
結

な
ワ

カ

ホ
リ

ク
だ
よ
ね

あ
は
は
は
は

ま
あ
そ
う
い
う
性
分
な
ん
で
す
よ

 
ナ
タ
ク
は
そ
う
言

て
微
笑
ん
だ

と
り
あ
え
ず
お
願
い
さ
れ
た
分
の
装
備
を
作
る

に
必
要
な
素
材
の
リ
ス
ト
を

め
て
お
き
ま

し
た
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今
リ

ク
さ
ん
と
話
し
て
そ
の
う
ち
ど
の
素
材
の
ス
ト

ク
が
あ
る
の
か
確
認
し
て
た
所
で

す
ねさ

す
が
ナ
タ
ク
君

仕
事
が

い

い
え
い
え
こ
れ
も
普

か
ら
在

を
き

ち
り
管
理
し
て
く
れ
て
い
る
リ

ク
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
よ

私
は
報
告
を

め
る
だ
け
で

実

に
管
理
し
て
る
の
は
リ
ン
姉

じ

ん
ね

あ

そ
う
で
し
た
か

そ
れ
じ

あ
リ
ン
に
も
お

を
言
わ
な
い
と
ね

リ
ン
な
ら
リ
ナ
ち

ん
と
一

に

い
物
に
出
て
る
の
に

あ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
お

は
ま
た
今
度
だ
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
う
と

ナ
タ
ク
が
作

て
く
れ
た
リ
ス
ト
の
内
容
を
チ

ク
し

 
ど
う
集
め
れ
ば
素
材
が

的
に
集
め
ら
れ
る
か

リ

ク
も
交
え
て
三
人
で
話
し
合

た

こ
れ
だ
と
や

ぱ
り
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
は
絶
対
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ね

あ
そ
こ
の
奥
は
素
材
の
宝

で
す
か
ら
ね

あ
と
ア
ス
ナ
こ
れ
必
要
な
素
材
で
う
ち
に
あ
る
物
の

と
在

の
リ
ス
ト
じ

ん
ね
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あ

あ
り
が
と
う

今
度
お

に

い
物
で
も
一

に
食
べ

そ
れ
は
楽
し
み
じ

ん

 
リ

ク
は
食
い
ぎ
み
に
そ
う
言

た

 

労
働
を
担
当
し
て
い
る
せ
い
か

ど
う
や
ら
リ

ク
は

い
物
が
大
好
き
の
よ
う
だ

あ
は

そ
れ
じ

あ
僕
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

り
ま
す
ね

う
ん

あ
り
が
と
う
ね

ナ
タ
ク
君

い
え
い
え

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
装
備
の
強
化

頑
張

て
下
さ
い
ね

 
そ
の
言
葉
で
ア
ス
ナ
は
ど
う
や
ら
ナ
タ
ク
が
狙
い
通
り
に
勘
違
い
し
て
く
れ
た
と
判
断
し
た

 
ナ
タ
ク
を
騙
す
よ
う
な

に
な

て

し

な
い
気
も
す
る
が

 
い
ず
れ
こ
の
お

は
何
か
の
時
に
し
て
お
こ
う
と

ア
ス
ナ
は

め
て
心
に

た

そ
れ
じ

あ
私
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
店
に
行

て
み
る
ね

ア
ス
ナ

ま
た
な
の
に

ん

ま
た
い
つ
で
も
遊
び
に
来
る
じ

ん
ね

う
ん

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

二
人
と
も

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
み
ん
な
は
ま
だ
い
る
か
な
と
思
い
つ
つ
ア
シ

レ
イ
の
店
へ
と
向
か

た
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ア
ス
ナ
が
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
そ
の

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
ま
た

ア
シ

レ
イ
の
店
で

い
で
い
た

ア
シ

レ
イ
さ
ん

お
茶

あ
り
が
と
う
ね

凄
く
美
味
し
い
で
す

い
え
い
え
ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
で

欲
し
い
の
は
ノ
リ
ち

ん
と
タ
ル
君
と
シ
ウ
ネ

ち

ん
の
装
備
で
い
い
の
よ
ね

う
ん

俺
と
テ

チ
の
装
備
は
こ
こ
に
は
さ
す
が
に

て
な
い
か
ら
ね

さ
す
が
に
重

は
私
の
管

外
だ
わ

で
す
よ
ね

 
そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

ア
シ

レ
イ
は
三
人
に
装
備
を
手

し
て
い

た

こ
の

り
で
ど
う
か
し
ら
ち
な
み
に
デ
ザ
イ
ン
を
い
じ
り
た
い
時
は
遠

な
く
言

て

ね
あ

そ
れ
な
ら
背
中
に
う
ち
の
マ

ク
を
付
け
て
ほ
し
い
で
す

ア
シ

レ
イ
さ
ん

任
せ
て

お
安
い
御
用
よ
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シ
ウ
ネ

の
そ
の
お
願
い
は
確
か
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
事
で
あ
り

 
タ
ル
ケ
ン
と
ノ
リ
も
そ
れ
を
見

て
背
中
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
マ

ク
を
入
れ
て

も
ら
い

 
先
ず
は
三
人
の
装
備
が
こ
こ
に
整

た

と
は
い
え
エ
ン
チ

ン
ト
は
ま
だ
な
の
で

 
達
成
度
と
し
て
は
半
分
と
言

て
い
い
か
も
し
れ
な
い

街
中
じ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
で
十
分
な
ん
だ
け
ど

さ
す
が
に
戦
闘
と
な
る
と
ね

い
や

手
持
ち
が
足
り
て
本
当
に
良
か

た
よ

後
は
俺
達
の

か

そ
の
前
に
ち

と
金

を
し
な
い
と
で
す
ね

タ
ル

残
り
資
金
は
も
う
尽
き
た
か
し
ら

う

う
ん

ワ
タ
ク
シ
達
の
資
金
は
今
の
で
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た

タ
ル

あ
ん
た
の
そ
れ
は
本
当
に
直
ら
な
い
よ
ね

い
や

ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

麗
だ
か
ら

張
し
ち

て

 
ア
シ

レ
イ
は
そ
の
タ
ル
ケ
ン
の
言
葉
に
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
つ
つ

 
興
味
深
そ
う
な
口
調
で
タ
ル
ケ
ン
に
話
し
か
け
た
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あ
ら

タ
ル
君
の
普

の

り
方
は
そ
ん
な
感
じ
な
の

 

分
馬

丁

だ
と
思

て
た
け
ど

実
は
違

た
の
ね

あ

い
や

え

と

ワ

ワ
タ
ク
シ
は
で
す
ね

 
そ
の
不
意
打
ち
に
タ
ル
ケ
ン
は
ど
き
ま
ぎ
し
た

ア
シ

レ
イ
さ
ん

タ
ル
は
私
達
以
外
の
女
の
子
の
前
だ
と
こ
う
な

ち

う
ん
で
す
よ

へ

そ
う
な
の
ね

ま
あ
こ
う
い
う
の
は
慣
れ
だ
か
ら

頑
張

て
ね

は

は
い

頑
張
り
ま
し

 
タ
ル
ケ
ン
は

心
な
所
で
そ
う

ん
で
し
ま
い

一
同
の
笑
い
を
誘

た

 
丁
度
そ
の
時
ア
ス
ナ
が
ア
シ

レ
イ
の
店
へ
と
到
着
し
た

み
ん
な
お
待
た
せ

ア
ス
ナ

性
装
備
の
方
は
ど
う
だ

た

う
ん

エ
ン
チ

ン
ト
素
材
を
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
取
り
に
行
け
ば

何
と
か
な
る
み
た
い

あ
ら

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に

う
ん

ど
う
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
は
無
い
素
材
ら
し
い
ん
だ
よ
ね

 
ち
な
み
に
必
要
な
中
で
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
在

に
あ
る
素
材
の

と

の
リ
ス
ト
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が
こ
れ
だ
よ

 

こ
れ
は

分
と

麗
に

め
ら
れ
て
る
わ
ね

さ
す
が
だ
わ

 
そ
の
リ
ス
ト
を
見
た
ラ
ン
が

感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

ど
の
素
材
が
ど
こ
で
取
れ
る
と
か

分

し
く
書
い
て
あ
る
ね

そ
れ
じ

あ
こ
の
後

速
取
り
に
行
く

そ
う
ね

ア
ス
ナ
は
時
間
は
大
丈
夫

う
ん

大
丈
夫
だ
よ

あ

で
も
ち

と
一
度
落
ち
て
ご

を
食
べ
た
い
か
な

そ
れ
じ

あ
一
時
間
後
く
ら
い
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に
集
合
と
い
う
事
で
い
い
か
し

ら
分
か

た

そ
れ
じ

あ
一

落
ち
る
ね

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
全
員
に

を
し

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
ふ
う

あ
ら
明
日
奈

丁
度
今

体
を

す
ろ
う
と
思

て
た
と
こ
ろ
よ

わ

び

び

く
り
し
た
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明
日
奈
が
目
覚
め
た
時
ち

う
ど
そ
の
横
に
京
子
が
立

て
お
り
明
日
奈
は
ド
キ
リ
と
し

た
ふ
ふ

ご
め
ん
な
さ
い
ね

そ
れ
じ

あ
ご

に
し
ま
し

う
か

は

い

 
そ
ん
な
明
日
奈
を
見
て

京
子
は
目
を

く
し
た

あ
ら
明
日
奈

分
と
機

が
い
い
み
た
い
だ
け
ど

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
八
幡
君
と
い
ち

い
ち

で
も
し
て
き
た
の
か
し
ら

お

お
⺟
さ
ん

も

と
言
葉
を
オ
ブ
ラ

ト
に
包
ん
で

 
そ
の
京
子
の
言
葉
に
明
日
奈
は
顔
を

く
し
た

八
幡
君
な
ら
今
日
は
ソ
レ
イ
ユ
だ
よ

臨
時
の
会
議
が
あ
る
ん
だ

て

あ
ら

そ
う
な
の
ね

え

と
ね

私
が
機

が
い
い
の
は

新
し
い
友
達
が

山
出
来
た
か
ら
だ
よ

へ

新
し
い
友
達
ね

う
ん

 
そ
の
後
二
人
は
仲
良
く
食
事
を
し
明
日
奈
は
嬉
し
そ
う
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
事
を
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語

た

 
京
子
も
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら
そ
の
話
を

き
楽
し
そ
う
に
色
々
と
明
日
奈
に

ね
て
い

た 
ど
う
や
ら
⺟
娘
の
仲
は
良
好
な
よ
う
で
あ
る

 
そ
し
て
明
日
奈
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
再
ロ
グ
イ
ン
し

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
へ
と
向
か

た
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第
８
２
７
話
 
呼
び
出
さ
れ
た
八
幡

八
幡
君
今
日
は
大
事
な
会
議
が
あ
る
か
ら
学
校
が
終
わ

た
ら
急
い
で
会
社
ま
で
来
て
も

ら
え
る

え

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
ね
ん

 
帰
還
者
用
学
校
の
屋
上
で
仲
間
達
と
一

に
昼
食
を
食
べ
て
い
た
八
幡
は

 
陽
乃
か
ら
そ
ん
な

話
を
受
け

き

と
ん
と
し
た
表
情
で
し
き
り
に
首
を

げ
て
い
た

八
幡
君

ど
う
か
し
た

い
や

姉
さ
ん
か
ら
の

話
だ

た
ん
だ
が

 
今
日
会
議
が
あ
る
か
ら
学
校
が
終
わ

た
ら
急
い
で
会
社
に
来
い
だ

て
よ

へ

姉
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
八
幡
君
を
会
議
に
呼
ぶ
な
ん
て
珍
し
い
ね

だ
よ
な

ま
あ
い
い
か

と
り
あ
え
ず
行

て
く
る
わ

う
ん

頑
張

て
ね

お
努
め
ご
苦
労
さ
ん
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そ
し
て
放
課
後

仲
間
達
に
見
送
ら
れ
た
八
幡
は

 
ソ
レ
イ
ユ
に
到
着
し
た
後

真

先
に
受
付
へ
と
向
か

た

 
出
迎
え
た
の
は
か
お
り
と
え
る
の
い
つ
も
の
コ
ン
ビ
で
あ
る

あ
れ

八
幡

じ

な
い

次
期
社
⻑

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

い
や
そ
う
い
う
の
は
い
い
か
ら

な

か
お
り
今
日
の
会
議
に
つ
い
て
何
か
知

て
る
か

一
介
の
受
付
嬢
が

会
議
の
内
容
ま
で
知

て
た
ら
逆
に
び

く
り
じ

な
い

ま
あ
確
か
に
な

 
当
然
え
る
も
何
も
知
ら
ず

八
幡
は
受
付
で
の
安
易
な
情
報
収
集
を

々
に

め

 
大
人
し
く
秘
書
室
へ
と
向
か
う
事
に
し
た

う

む

さ

ぱ
り
分
か
ら
ん
が

ま
あ
何
か
俺
を
呼
ぶ
ほ
ど
の
議
題
が
出
来
た
ん
だ
ろ
う

な 
八
幡
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
な
が
ら

い
き
な
り
秘
書
室
の
扉
を
開
け

中
に
向
か

て
こ
う

言

た
お

い
小
猫

会
議
が
あ
る
か
ら

て
あ
ん
ま
り
化

を

く
す
る
の
は
や
め
て
お
け
よ
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も
ち
ろ
ん
八
幡
は
冗
談
の
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
が

 
中
に
入
る
と
ま
さ
か
の
薔
薇
が
化

中
で

そ
の
体
勢
の
ま
ま

ま

て
お
り

 
二
人
は
無
言
の
ま
ま
し
ば
ら
く
見
つ
め
合
う
事
と
な

た

ほ

ほ
ど
ほ
ど
に
な

あ

あ
ん
た
ね

せ
め
て
ノ

ク
く
ら
い
し
な
さ
い
よ

わ

悪
い

ま
さ
か
本
当
に

化

中
だ
と
は
思
わ
な
か

た
ん
で
な

全
然

化

じ

な
い
わ
よ

ほ
ら

よ
く
見
な
さ
い
よ

 
薔
薇
は
立
ち
上
が

て
つ
か
つ
か
と
八
幡
に
近
付
く
と

 
八
幡
の
胸
に
自
ら
の
豊
満
な
胸
を
押
し
付
け
つ
つ
ぐ
い
ぐ
い
と
八
幡
に
迫

た

ち

近
い

近
い

て

そ
れ
に
胸

胸
が
当
た

て
る
か
ら

当
た

て
る
ん
じ

な
い
わ
よ

当
て
て
ん
の
よ

悪
か

た

悪
か

た

て

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け

 
八
幡
は
薔
薇
の
剣
幕
に
押
さ
れ
て
じ
り
じ
り
と
後
ろ
に
下
が
り
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そ
の
背
中
が
壁
に
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
押
し
込
ま
れ
た

で

小
猫
の
化

は
全
然
普
通
だ

た

正
直
す
ま
な
か

た

よ
ろ
し
い

 
そ
れ
で
八
幡
は
や

と
解
放
さ
れ

薔
薇
は
自
分
の

に

て
再
び
化

を
始
め
た

 
八
幡
は
そ
の
隣
の

に

か
け

薔
薇
に
話
し
か
け
た

そ
う
や

て
化

を
し
て
る

て
事
は

小
猫
も
会
議
に
出
る

て
事
だ
よ
な

え
え

今
日
は
外
部
の
方
も
い
ら

し

る
か
ら

く
化

直
し
を
し
て
お
こ
う
か
な

て

外
部

へ

誰
が
来
る
ん
だ

ナ
イ
シ

 
薔
薇
は
そ
う
言

て
片
目
を
つ
ぶ

た

ふ

ん

て
事
は
俺
の
知
り
合
い
か

な

小
猫
今
日
の
会
議
の
議
題

て
知

て

る
かも

ち
ろ
ん
知

て
る
け
ど

八
幡
に
は
言

ち

目

て
言
わ
れ
て
る
わ

何
で
だ
よ
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参
加
す
れ
ば
分
か
る
わ
よ

ま
あ
悪
い
内
容
じ

な
い
か
ら
心
配
し
な
い
で

社
内
の
人
間
は
誰
が
参
加
す
る
ん
だ

社
⻑

私

ク
ル
ス

レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑

紅
莉
栖

あ
と
め
ぐ
り
よ

め
ぐ
り
ん

め
ぐ
り
ん
が

て
き
て
る
の
か

え
え

日
帰

て
き
た
み
た
い

お
お
そ
う
か

め
ぐ
り

し

さ
れ
ち

う
の
か

 
い
つ
の
間
に
か
め
ぐ
り
ん
呼
び
が
八
幡
に
と

て
普
通
に
な

て
い
る
み
た
い
だ
な
と
思
い
な

が
ら
も

 
小
猫
は
そ
の
事
を
決
し
て
口
に
は
出
さ
な
か

た

 
い
つ
か
自
分
も
何
か
の
機
会
に
八
幡
に

り
込
み
を
行
う
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た

か
ら
だ

し
か
し
マ

ク
ス
も
参
加
す
る
の
か

珍
し
い
な

ま
あ
そ
う
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
薔
薇
は
八
幡
の
後
方
に
一

線
を
走
ら
せ
た
が
八
幡
は
そ
の
事
に
気
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付
か
な
い

で

そ
の
マ

ク
ス
は
ど
こ
に
い
る
ん
だ

そ
こ

私
は
こ
こ
で
す

八
幡
様

う
わ

 
突
然
後
ろ
か
ら
そ
う
声
を

け
ら
れ

八
幡
は
驚
い
て

り
向
い
た

 
そ
の

間
に
八
幡
の
顔
が
何
か
柔
ら
か
い
物
に

ま
り

そ
の

に
ク
ル
ス
の
手
が
回
さ
れ

 
不
本
意
な
が
ら
こ
う
い
う
事
に
慣
ら
さ
れ
て
し
ま

て
い
る
八
幡
は
一

で

況
を
理
解
し

た
お
い
マ

ク
ス

さ
す
が
に
や
り
す
ぎ
だ

離
せ

す
み
ま
せ
ん

先
ほ
ど
八
幡
様
が

め
ぐ
り

し

と
言

て
い
る
の
を
見
て

 
つ
い
⺟
性
本
能
が

激
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

え

俺
そ
ん
な
事
言

て
た
か

は
い

と
て
も
か
わ
い
か

た
で
す

そ

そ
う
か
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八
幡
は
そ
の
言
葉
で
顔
を

く
し
そ
の
行

が
ク
ル
ス
の
⺟
性
本
能
を
更
に

激
し
た
ら
し

い 
ク
ル
ス
は
手
を
離
す
ど
こ
ろ
か
更
に
力
を
込
め

あ
ま
つ
さ
え
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

八
幡
様

私

八
幡
様
と
の
子

が
欲
し
く
な
り
ま
し
た

お
前
い
き
な
り
何
言

ち

て
ん
の

あ

そ
れ
じ

あ
私
も

小
猫
ま
で
何
を
言

て
ん
だ
よ

だ

て

ね

私
は
一
生
八
幡
様
の
お

に
い
ま
す
か
ら
当
然
私
は
八
幡
様
の
子
を
産
む
事
に
な
り
ま
す
ね

私
は
あ
ん
た
の
所

物
な
ん
だ
し

当
然
あ
ん
た
以
外
の
子
を
産
む
事
は
な
い
わ
ね

出
来
れ
ば
二
十
代
の
う
ち
に
お
願
い
し
ま
す
ね

私
は
仕
方
な
い
か
ら
三
十
代
半
ば
ま
で
我
慢
し
て
あ
げ
る
わ

お
前
ら
そ
ろ
そ
ろ
会
議
の
時
間
だ
ろ
冗
談
は
そ
の
く
ら
い
に
し
て
さ

さ
と
会
議
室
に
行

こ
う

 
こ
の
二
人
に
対
し
て
は
関
わ
り
方
か
ら
し
て

険
に
出
来
な
い
八
幡
は
そ
う
言

て
逃
げ
を
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う

た

 
だ
が
正

で
は
あ
る

ク
ル
ス
は
大
人
し
く
八
幡
を
解
放
し

 
薔
薇
も
資
料
ら
し
き
物
を
手
に
と

て
立
ち
上
が

た

ふ
う

確
か
に
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
ね

八
幡
様

行
き
ま
し

う

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

 
薔
薇
と
ク
ル
ス
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
気
ま
ず
い
思
い
を
し
て
い
る
の
は
八
幡
だ
け
の
よ
う
だ

お

お
う

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
そ
し
て
三
人
は
会
議
室
へ
と
向
か

た

 
八
幡
は
若

気
が
重
く

終
始
無
言
で
あ

た
が

そ
ん
な
八
幡
に
救
世
主
が
現
れ
た

八
幡
く

ん

あ

め

め
ぐ
り
ん

 
会
議
室
の
前
の
廊
下
で
手
を

り
な
が
ら
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
く
る
め
ぐ
り
の
声
を

い
た

間
に
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謎
の
め
ぐ
り

し

果
に
よ
り

八
幡
の
心
が

化
さ
れ
た
の
で
あ
る

帰

て
き
て
た
ん
で
す
ね

め
ぐ
り
ん

う
ん

向
こ
う
に
行

て
る
間

八
幡
シ

ク
に
か
か

て
仕
方
が
な
か

た
よ

八
幡
シ

ク

て

ホ

ム
シ

ク
の
俺

で
す
か

よ
く
分
か

た
ね

う
ん

そ
ん
な
感
じ

 

面
も
な
く
そ
う
言
い
き
り
な
が
ら
も

わ

わ
し
た
笑
顔
を
見
せ
る
め
ぐ
り
に

 
八
幡
は
自
身
の
心
が
ど
ん
ど
ん

さ
れ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
た

今
日
は
会
議
の

に
日
本
に

て
き
た
ん
で
す
か

う
ん

色
々
と
報
告
が
あ

て
ね

八
幡
君
も
き

と
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
う
な

お

そ
う
で
す
か

そ
れ
は
楽
し
み
で
す

ふ
ふ

期
待
し
て
て
ね

 
そ
ん
な
二
人
の
様
子
を
見
て

薔
薇
と
ク
ル
ス
は
ひ
そ
ひ
そ
と
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た

室
⻑

あ
の
路
線
も
あ
り
じ

な
い
で
す
か

そ
う
ね

八
幡

て
案
外
あ
あ
い
う
の
に

い
気
も
す
る
わ

ち

と
違
う
け
ど

香
蓮
も
あ
の
系

で
す
よ
ね
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広
い
意
味
で
言

た
ら
明
日
奈
も
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
よ

今
度
の
社
乙
会
の
議
題
に
し
て
み
ま
し

う
か

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う

 
そ
し
て
四
人
は
会
議
室
に
入

た
が

そ
こ
で
八
幡
は
意
外
な
人
物
の

を
目
に
す
る
事
と

な

た
あ

あ
れ

お
う

 
そ
の
人
物
は
き

と
ん
と
す
る
八
幡
に
対
し

揚
に
手
を

た

お
い
小
猫

お
前
さ

え

な

何

 
い
き
な
り
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
薔
薇
は

戸
惑
い
な
が
ら
八
幡
に
そ
う

き
返
し
た

会
議
室
に

人
の
腐
乱
死
体
が
あ
る
じ

な
い
か

 
事
前
に
ち

ん
と
チ

ク
し
て
片
付
け
て
お
か
な
い
と

目
だ
ろ

誰
が
腐
乱
死
体
か

こ
の
た
わ
け
が

う
わ

た
だ
の
死
体
じ

な
く
ウ

キ
ン
グ
・
デ

ド
か
よ
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ま
だ
死
ん
で
な
い
わ
い

そ
も
そ
も

は

お
主
の
子
を
こ
の
手
に

く
ま
で
死
ぬ
つ
も
り

は
無
い
わ

 
そ
の
セ
リ
フ
は
先
ほ
ど
の
秘
書
室
で
の
様
子
を
目
に
し
て
い
た
の
か
と
思
う
く
ら
い

 
タ
イ
ム
リ

な
セ
リ
フ
で
あ
り

さ
す
が
の
八
幡
も

白
ん
だ

 
そ
ん
な
八
幡
の
表
情
を
見
た
そ
の
人
物

結
城

は

得
意
げ
な
顔
で
八
幡
に
言

た

ふ
ふ
ん

ぐ

の
音
も
出
な
い
よ
う
じ

な
小

 
さ

さ
と

に

ひ

を

か
せ
る
よ
う
に
努
力
せ
い

正
確
に
は
明
日
奈
は
じ
じ
い
の

じ

 
そ
の
言
葉
に
反

し
よ
う
と

み
た
八
幡
で
あ

た
が

そ
ん
な
八
幡
を
陽
乃
が

た

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
会
議
を
始
め
る
わ
よ

 
そ
れ
で
八
幡
は
そ
れ
以
上
の
反

は
後
回
し
に
す
る
事
と
し
大
人
し
く
自
分
の

へ
と
座

た 
こ
う
し
て
八
幡
に
と

て
は
と
て
も
重
要
な
会
議
が
幕
を
開
け
る
事
と
な

た
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第
８
２
８
話
 
再
び
彼
の
地
へ

そ
れ
じ

あ
め
ぐ
り

説
明
を

は
い

そ
れ
で
は
我
が
社
の
投
資
に
よ
る
新

開
発
の
進

況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
思
わ
ず

を

か
せ
た

 
待
ち
望
ん
で
い
た
時
が
来
た
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
か
ら
で
あ
る

八
幡
君

気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
き
ま
し

う
か

は
い

 
八
幡
は
陽
乃
に
笑
顔
で
そ
う
言
わ
れ

や
や
恥
じ
入

た
よ
う
な
表
情
で

を
下
ろ
し
た

す
み
ま
せ
ん
め
ぐ
り
ん

続
け
て
下
さ
い

そ
れ
で
は
説
明
を
続
け
ま
す

 
ど
う
や
ら
今
日
の
会
議
は
ス
ポ
ン
サ

に
対
す
る

過
説
明
の
意
味
合
い
が
強
い
ら
し
い

 
め
ぐ
り
の
説
明
は
専
門
用
語
の
オ
ン
パ
レ

ド
で
あ

た
が

 
そ
の
意
味
は
隣
に
い
る

が
説
明
し
て
く
れ
た

 
そ
し
て
今
の
研
究
を
続
け
た
場
合

果
が
出
る
で
あ
ろ
う
可
能
性
が
高
い
病
気
の
リ
ス
ト
の
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中
に

 
藍
子
と
木
綿
季
の
病
名
が
入

て
い
る
事
を
確
認
し
た
八
幡
は

内
心
で
小
躍
り
し
た

現
在
の

況
は
そ
ん
な
感
じ
で
す

そ
し
て
こ
こ
か
ら
が
本
題
な
の
で
す
が

 
め
ぐ
り
は
一

置
い
て
か
ら

続
け
て
こ
う
言

た

こ
の
先
に
研
究
を
進
め
る
に
は
更
な
る
資
金
が
必
要
に
な
り
ま
す

 
そ
れ
を
認
め
て
も
ら
う

に

学
に
精
通
し
た
者
と
共
に

 
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
誰
か
見

め
人
を

遣
し
て

け
な
い
か
と
い
う
の
が
先
方
か
ら
の
提
案
と
な

り
ま
す

あ
あ

だ
か
ら
死

じ
じ
い
が
こ
こ
に
呼
ば
れ
た
の
か

お
主

今
死
体
と
言
い
か
け
た
じ

ろ

気
の
せ
い
だ

や
れ
や
れ
こ
れ
だ
か
ら
死
体
は
被
害
妄
想
が
強
す
ぎ
て
困
る

八
幡
様

死
体

て
言

ち

て
ま
す

 

が
何
か
言
う
前
に
ク
ル
ス
が
機
先
を
制
し
て
そ
う
言

た

さ
す
が
は
デ
キ
る
女
で
あ

る
む

し
ま

た
な

秘
密
に
し
て
い
た
事
実
を
公
開
し
て
し
ま

た
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こ
の

で
ア
メ
リ
カ
ま
で
付
い
て

て
や
ろ
う
と
い
う

人
に
感
謝
の
気
持
ち
は
な
い
の
か
小

い
や

別
に
じ
じ
い
じ

な
く
て
も

わ
な
い
し

他
に
も
候
補
は

山
い
る
し

 
八
幡
と

の
会
話
は

々
エ
ス
カ
レ

ト
し
て
い

た
が
何
故
か
陽
乃
は
そ
れ
を
止
め
な

か

た

 
会
議
に
参
加
し
て
い
る
者
達
は
内
心

し
が

て
い
た
が

 
そ
の
理
由
は
次
の

の
セ
リ
フ
に
よ

て

全
員
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
と
な

た

ふ
ざ
け
る
な

の
身
を
案
じ
て
く
れ
て
い
る
の
は

り
難
い
が

り
難
迷
惑
じ

何
の
事
だ

ま

た
く
お
主
は
素
直
じ

な
い
の
う

ま
あ
心
配
は
い
ら
ん
ぞ

 
こ
の
前
受
け
た
精
密

査
で
も

は
健

そ
の
も
の
で

 
肉
体
年
齢
は
ま
だ
六
十
台
く
ら
い
だ
と

断
さ
れ
た
か
ら
の

ち

あ
と
何
年
生
き
る
つ
も
り
だ
よ

化
け
物
め

じ

か
ら
お
主
の
子

を
こ
の
手
に

く
ま
で
は
死
な
ん
と
言

た
じ

ろ
う
が

じ

あ
じ
じ
い
に
俺
の
子
は
一
生

か
せ
ん
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そ
の
言
葉
に
さ
す
が
の

も
顔
を

く
し
て
反

し
よ
う
と
し
た
の
が

 
そ
の
時
横
か
ら
陽
乃
が
こ
う
言

た

さ
ん
八
幡
君
は
ね
子

を

か
せ
た
ら

さ
ん
が
満
足
し
て
死
ん
で
し
ま
い
そ
う

だ
か
ら

 
ず

と
⻑
生
き
し
て
欲
し
く
て
わ
ざ
と

ま
れ
口
を
叩
い
て
る
の
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
て

は
破
顔
し

八
幡
は
苦
々
し
げ
な
表
情
を
し
た

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
じ

た
か

ま

た
く
お
主
は
素
直
じ

な
い
の
う

姉
さ
ん
そ
れ
は
俺
を

い
か
ぶ
り
す
ぎ
で
す
俺
は
純

に
じ
じ
い
に
意
地
悪
し
て
い
る
だ

け
で
す

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
わ

う
ん
う
ん

そ
う
い
う
事
に
し
て
お
い
て
や
る
か
の
う

ち
 
八
幡
は

勢
が
不
利
な
事
を
悟
り

そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
か

た

 
そ
ん
な
八
幡
を
見
な
が
ら
一
同
は
く
す
く
す
と
笑
い

 
続
け
て
誰
を
ア
メ
リ
カ
に

遣
す
る
の
か
の
話
し
合
い
が
始
ま

た
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そ
し
て
冒

に

八
幡
が
い
き
な
り
こ
う
宣
言
し
た

姉
さ
ん

ア
メ
リ
カ
に
は
俺
が
行
く

最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
だ

た
わ

そ
し
て
も
う
分
か

て
る
で
し

う
け
ど

 
ク
ル
ス
と
紅
莉
栖
ち

ん
は

員
で
決
定
ね

二
人
に
は
も
う
了
解
は
と

て
あ
る
わ

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
と
は
思

た
よ
で
こ
こ
に
い
な
い

て
事
は
雪
乃
は
今
回
は
居
残
り

か
今
回
は
そ
の
つ
も
り
よ

そ
し
て
め
ぐ
り
も
八
幡
君
と
入
れ

え
で
こ
ち
ら
に
残
す
わ

 

は
無
い
け
ど
二
人
が
必
要
に
な
る
予
感
が
す
る
の
よ
ね

予
感

ね

 
陽
乃
が
そ
う
言
う
か
ら
に
は
き

と
何
か
が

こ
る
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
そ
れ
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
で
も

こ
る
事
に
な
る
可
能
性
が
高
い

 
陽
乃
の
そ
う
い

た

覚
を
信
用
し
て
い
る
八
幡
は
そ
う
考
え

 
残
り
の
メ
ン
バ

に
つ
い
て
は
柔

性
が
あ
り

 
ど
ん
な

況
に
も
対
応
出
来
る
よ
う
な
メ
ン
バ

を
集
め
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
萌
郁
だ
な

萌
郁
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
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そ
う
ね

問
題
な
い
と
思
う
わ

後
は

ダ
ル
を
連
れ
て
い
こ
う

ダ
ル
君
か

ま
あ
調
整
す
れ
ば
大
丈
夫
か
な

他
に
は

可
能
な
ら

下
に
交

し
て

莉
さ
ん
を

莉

あ
あ

黒
川
さ
ん

あ
あ

学
の
心
得
の
あ
る
人
が
欲
し
い
か
ら
な

が
お
る
じ

ろ

だ
か
ら
死
に
か
け
の
じ
じ
い
は
連
れ
て
か
ね
え

て
の

 
八
幡
は
今
度
は
素
で

ま
れ
口
を
叩
い
た
が

 

は
そ
の
煽
り
に
反
応
す
る
事
な
く
八
幡
に

い

線
を
向
け
た

い
と
る
ぞ

前
回
は
お
主

銃
の
撃
ち
合
い
に

き
込
ま
れ
た
ん
じ

ろ

何
故
そ
れ
を
じ
じ
い
が
知

て
い
る

あ
れ
は
情
報

制
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ

な
め
る
な
よ

こ
れ
で
も

は

海
外
の

学
界
に
も
顔
が
利
く
ん
じ

ぞ

 
そ
ん
な
事
件
が
あ
れ
ば

死
人
も
怪
我
人
も
多

出
と
る
に
決
ま

て
る
じ

ろ

 
当
然
こ

ち
に
も
話
が
伝
わ

て
く
る
わ
い
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そ
う
い
う
事
か
よ

 
八
幡
は

の
持
つ
情
報
網
が

意
外
と

れ
な
い
と
知

て
素
直
に
感
心
し
た

ま
あ
今
回
は
そ
う
い
う
事
は
ま
ず
無
い
は
ず
だ
か
ら
安
心
し
て
く
れ

 
そ
れ
よ
り
も
マ
ジ
で
じ
じ
い
は
残

て
く
れ

誰
か
に
何
か
あ

た
時
に
備
え
て
な

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

さ
す
が
の

も
押
し

た

そ
う
い
う
事
な
ら
ま
あ
い
い
わ
い

楓
へ
の
土
産
を
忘
れ
る
ん
じ

な
い
ぞ

任
せ
ろ

楓
が
喜
ぶ
品
を
頑
張

て
探
し
て
や
る
さ

 
ど
こ
か
遠
く
で
優
里
奈
が

八
幡
さ
ん

私
へ
の
お
土
産
も
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
ね

 
と
言

て
い
る
の
が

こ
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
が

大
丈
夫
だ
優
里
奈
よ

 
そ
う
い
う
事
は
マ
メ
な
八
幡
は

知
り
合
い
全
員
に
土
産
を

て
帰
る
気
満
々
な
の
だ

そ
う
す
る
と
八
幡
君
紅
莉
栖
ち

ん
ク
ル
ス
萌
郁
ち

ん
ダ
ル
君

莉
さ
ん
の

 
六
人
で

す
る

て
事
で
い
い
の
か
し
ら

あ
と
二
人
く
ら
い
は
余

が
あ
る
け
ど

そ
う
で
す
ね

 
八
幡
は

内
で
様
々
な

況
を
想
像
し
自
分
が
不
在
時
の
ま
と
め
役
が
い
な
い
事
に
気
が
付
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い
た

 
紅
莉
栖
で
も
い
い
の
だ
が

紅
莉
栖
は
そ
の

能
さ
故
に

も
し
そ
う
な

た
時

 
他
の
仕
事
が

り
当
て
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い

俺
が
い
な
い
時
に
メ
ン
バ

を
強
力
に

め
ら
れ
る
人
が
い
れ
ば
い
い
ん
で
す
が

そ
う
ね

今
回
は
雪
乃
ち

ん
が
い
な
い
し
ね

そ
う
な
る
と

他
の

任
者
は
私

で
も
そ
れ
は
不
可
能

小
猫
に
は

め
役
は
無
理
だ
し
な

ま
あ
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
に
や

て
る
余

は
な
い
け
ど
ね

と
な
る
と

 
八
幡
は
自
分
の
知
り
合
い
の
顔
を
片

か
ら
思
い

か
べ
て
い

た

 
そ
し
て
と
あ
る
人
物
の
所
で
思
考
が
ピ
タ
リ
と
止
ま

た

い
や

ど
う
考
え
て
も
無
理
だ
ろ

あ
ら

誰
か

任
者
の
名
前
が

か
ん
だ

い
や

え
え
と
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そ
し
て
八
幡
は
困

た
顔
を
し
な
が
ら
も

自
分
の
考
え
を
皆
に
説
明
し
た

雪
ノ
下
の
一
族
に

も
う
一
人
傑
物
が
い
ま
す
よ
ね

セ
ク
ハ
ラ
体
質
な
の
が
困
り
者
で
す

が 
そ
の
言
葉
に
陽
乃
は
目
を
見
開
き

直
後
に
大
き
な
声
で
笑

た

あ
は
は
は
は

ま
さ
か
そ
う
く
る
と
は
思
わ
な
か

た
わ

 
そ

か

う
ち
の
お
⺟
さ
ん
な
ら
ど
ん
な

況
で
も
何
と
か
し
て
く
れ
そ
う
ね

 
う
ん
分
か

た

も
し
オ

ケ

が
と
れ
た
な
ら
そ
れ
で
い
い
わ
よ

よ
し
小
猫

理
事
⻑
に
連

し
て
み
て
く
れ

分
か

た
わ

 
薔
薇
は
一

部
屋
の
外
に
出
て

理
事
⻑
こ
と
雪
ノ
下

乃
に
連

を
入
れ
た

  
そ
し
て
一
分
後

薔
薇
が

て
き
た

 
そ
の
表
情
は
微

に
引
き
つ

て
お
り

何
か
が
あ

た
事
を
容
易
に
想
像
さ
せ
る

小
猫

に

か

た
が
ど
う
だ

た

や

ぱ
り

目
だ

た
か

 
そ
の
八
幡
か
ら
の
問
い
に
関
し

薔
薇
は
両
手
を
上
げ

の
上
で

を
作

た
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え

マ
ジ
で

て
い
う
か
あ
の

時
間
で
よ
く
ス
ケ
ジ

ル
の
調
整
が
出
来
た
な

し
て
な
い
わ
よ

えや

て
お
い
て
と
私
に

投
げ
さ
れ
た
わ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
絶

し

陽
乃
は

え
き
れ
な
い
よ
う
に

再
び
大
き
な
声
で
笑

た

あ
は
は
は
は
は
は

さ
す
が
は
お
⺟
さ
ん

や
る
事
が
え
げ
つ
な
い
わ
ね

ま
あ
ま
あ

助
け
て
く
れ
る
ん
だ
し
今
回
は
仕
方
な
い
だ
ろ

 
珍
し
く
八
幡
が

護
に
回

た
が
次
の
薔
薇
の
言
葉
を

い
た

間
に
八
幡
は
前
言
を

し

た
あ
と

別
に

成
事
実
を
作

て
し
ま

て
も
問
題
な
い
の
で
し

う

て
言

て
た

わ
お
い
馬

姉

お
前
さ

今
度
き

ち
り
と
あ
の
人
を
教
育
し
と
け
よ

 
あ
の
人
か
ら
の
圧
力
を
か
わ
す
の
は
本
当
に
大
変
な
ん
だ
よ

大
丈
夫
で
す

八
幡
様
の

操
は
私
と
萌
郁
さ
ん
が
守
り
ま
す

 
そ
の
時
横
か
ら
ク
ル
ス
が
そ
う
宣
言
し

八
幡
は
救
わ
れ
た
よ
う
な
顔
を
し
た
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お
お

お
前
達
二
人
な
ら

何
と
か
し
て
く
れ
そ
う
な
気
が
し
て
き
た
ぞ

あ

え

と

 
そ
の
言
葉
を

い
た
薔
薇
が

何
故
か
バ
ツ
が
悪
そ
う
な
表
情
を
し
た

小
猫

ど
う
し
た

え

と

こ
れ
は
絶
対
言
え

て

さ
れ
た
か
ら
言
う
ん
だ
け
ど

 

乃
さ
ん
に
誰
が
参
加
す
る
の
か

か
れ
た
か
ら
正
直
に
答
え
た
ら
即
座
に
こ
う
言
わ
れ
た

の
あ
ら

そ
れ
な
ら
ク
ル
ス
ち

ん
と
萌
郁
ち

ん
も
誘
わ
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

 
四
人
同
時

う
ん

八
幡
君
な
ら
何
と
か
す
る
で
し

う

て

 
そ
の

間
に
ク
ル
ス
は
即
座
に

返

た

八
幡
様
ご
め
ん
な
さ
い

よ
く
考
え
た
ら

私
達
は
あ
の
人
に
は
逆
ら
え
ま
せ
ん

お
い
こ
ら
マ

ク
ス

俺
の
目
を
見
な
が
ら
同
じ
事
を
言

て
み
ろ

そ

そ
ん
な

恥
ず
か
し
く
て
無
理
で
す

そ
の

に
は
か
な
り
目
が

い
で
い
る
み
た
い
だ
が

き

気
の
せ
い
で
す

別
に
欲
望
に
負
け
た
と
か

そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
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思
い

き
り
言

ち

て
る
よ
ね

 
八
幡
は

を

え
つ
つ

投
げ
や
り
な
口
調
で
紅
莉
栖
に
言

た

も
う
こ
う
な

た
ら
お
前
だ
け
が
頼
り
だ

頼
ん
だ
ぞ
紅
莉
栖

は

そ
ん
な
の
私
が
ど
う
こ
う
出
来
る
は
ず
が
な
い
で
し

う
が

橋
田
に
で
も
頼
り
な

さ
い
よ

い
や

あ
い
つ

と
か
を
も
ら

た
ら
す
ぐ

返
り
そ
う
じ

な
い
か

う

そ
れ
は
確
か
に

 
だ
が

乃
以
上
に

役
な
者
は
い
な
い

八
幡
は
今
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
は
目
を
つ
ぶ
る

事
に
し
た

大
丈
夫

き

と
大
丈
夫
な
は
ず
だ

相
手
は
常
識
あ
る
大
人
な
ん
だ
か
ら

 
何
か
お
か
し
な
事
が

こ
る
は
ず
は
な
い

 
そ
の

は

⻤
め
い
た
よ
う
に
見
え

一
同
は
心
か
ら
八
幡
に
同
情
し
た

 
こ
う
し
て
八
幡
の
ア
メ
リ
カ
行
き
と

そ
の

員
が
決
定
さ
れ

 
そ
の
日
か
ら
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
る
事
と
な

た
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第
８
２
９
話
 
旅
は
道
連
れ

来
週
ち

と
ア
メ
リ
カ
に
行
く
事
に
な

た

 
次
の
日
学
校
で

八
幡
は
仲
間
達
に
再
び

す
る
と
い
う
事
を
伝
え
た

え

そ
の

で
ユ
ウ
キ
達
の
病
気
が
治
る
の

い
や

可
能
性
が
出
て
き
た

て
感
じ
だ
な

 
い
け
そ
う
な
ら
更
に
金
を
出
し
て
研
究
を
加
速
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ

そ
う

な
ん
だ

間
に
合

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

て
い
う
か
間
に
合
わ
せ
な

き

ね

 
ア
ス
ナ
は
期
待
す
る
よ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た

だ
な

で

誰
が
行
く
ん
だ

俺

紅
莉
栖

ク
ル
ス

萌
郁

莉
さ
ん

ダ
ル

そ
れ
に
理
事
⻑
だ

へ
 
最
後
の
人
物
の
名
前
を

い
た

間

そ
の
場
に
い
た
一
同
の
目
が
点
に
な

た
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理
事
⻑
も
行
く
の

あ
あ

も
し
俺
の
不
在
時
に
み
ん
な
を

め
て
も
ら
お
う
と
思

て
な

な
る
ほ
ど

今
回
は
雪
乃
が
不
参
加
み
た
い
だ
も
ん
ね

 
さ
す
が
ア
ス
ナ
は
理
解
が

い

参
加
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
て

 
副
リ

ダ

に

当
す
る
者
が
い
な
い
事
に
気
付
い
た
の
だ
ろ
う

お
い
八
幡

事
情
は
分
か

た
け
ど

今
度
は
こ
の
前
み
た
い
に
音
信
不
通
に
は
な
る
な
よ

お

お
う

あ
の
時
は
悪
か

た
よ

頼
む

本
当
に

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も
そ
の
顔
は
笑
顔
で
あ

た

そ
う
い
え
ば
今
日

て
月
に
一
度
の

問
公

だ
よ
ね

今
日
は
誰
が
来
る
の
か
な

 
帰
還
者
用
学
校
で
は
月
に
一
度
芸
能
人
が
学
校
に
呼
ば
れ

 

問
と
称
し
て
の
全
校
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
た

 
こ
れ
は
理
事
⻑
が
私

を
投
じ
て
行

て
い
る
も
の
で
生
徒
達
の
心
の

め
の
一
助
と
な

て
い
た

い
つ
も
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
秘
密
だ
よ
ね
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お

も
し
か
し
て
あ
れ
じ

な
い
か

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
屋
上
か
ら
校
門
の
方
を
指
差
し
た

 
見
る
と
丁
度
黒

り
の

が
校
内
に
入

て
く
る
所
で
あ
り

 
そ
の

は
い
か
に
も
Ｖ

Ｐ
と
い

た
雰
囲
気
を

し
出
し
て
い
た

お
お

か
も
し
れ
な
い
な

そ
れ

い
よ
ね

お

出
て
く
る
ぞ

一
体
誰
だ

 
そ
し
て

か
ら
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
人
物
が
降
り
て
き
た

あ

あ
れ

あ
れ

て
も
し
か
し
て

 
そ
の
人
物
は

囲
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た
後
屋
上
に
目
を
向
け
て
八
幡
達
の

を
見

つ
け
る
と

 
い
き
な
り
校
内
へ
と
走
り
出
し
た

え

と

悪
い

俺
は
ち

と
用
事
を
思
い
出
し
た
か
ら
保
健
室
に
で
も
避
難
し
と
く
わ
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あ

八
幡
君

ち

と

 
だ
が
そ
の
行
動
は
残
念
な
が
ら
一
歩

か

た

 
い
や

決
し
て

く
は
な
い
の
だ
が

相
手
の
行
動
が

す
ぎ
た
の
だ

は

ち
ま

ん

う
が

 
八
幡
が
校
内
に

る
ド
ア
を
開
け
よ
う
と
し
た

間
に

そ
の
扉
が
い
き
な
り
開
い
た

 
そ
し
て
そ
こ
か
ら

の
よ
う
に
飛
び
込
ん
で
き
た
人
物
が
八
幡
に
飛
び
か
か

た

や

ぱ
り
エ
ル
ザ
か

八
幡

八
幡
の

に
歌
い
に
来
た
よ

褒
め
て
褒
め
て

き

今
日
は
理
事
⻑
か
ら
頼
ま
れ
た
の
か

う
ん

そ

そ
う
か

何
か
悪
い
な

別
に
い
い
ん
だ

て

今
日
は
私
の
歌

楽
し
み
に
し
て
て
ね

お

お
う

 
ど
う
や
ら
今
日
の
ゲ
ス
ト
は
神
崎
エ
ル
ザ
だ

た
よ
う
だ
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そ
ろ
そ
ろ
昼
休
み
も
終
わ
る

八
幡
は
エ
ル
ザ
を
理
事
⻑
室
に
連
れ
て
い
く
事
に
し
た

悪
い

先
に

て
て
く
れ
る
か

う
ん

そ
れ
じ

あ
エ
ル
ザ

ま
た
後
で
ね

う
ん

楽
し
み
に
し
て
て

 
そ
し
て
理
事
⻑
室
へ
の
道
す
が
ら
エ
ル
ザ
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
八
幡
に
こ
う
切
り
出
し
た

と
こ
ろ
で
さ

来
週

ま

た
オ
フ
が
取
れ
そ
う
な
ん
だ
け
ど

 
良
か

た
ら

当
に
誰
か
誘

て
ど
こ
か
に
遊
び
に
行
か
な
い

来
週

来
週
な
ら
俺
は
い
な
い
ぞ

え

ど
こ
か
に
行
く
の

ア
メ
リ
カ
だ

ア
メ
リ
カ

何
で

 
驚
く
エ
ル
ザ
に
八
幡
は

今
回
の

を
説
明
し
た

ほ
う
ほ
う

そ
う
い
う
事
な
の
ね

そ
ん
な

で

遊
び
に
行
く
の
は
ま
た
今
度
な

ふ

ん
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エ
ル
ザ
は
何
か
考
え
込
ん
で
い
た
が

そ
の
理
由
は
理
事
⻑
室
に
着
い
た
時
に
判
明
し
た

 
エ
ル
ザ
が
い
き
な
り
理
事
⻑
相
手
に
直
談
判
を
始
め
た
の
だ

理
事
⻑
先
生

私
も
ア
メ
リ
カ
に
着
い
て
い
き
た
い
で
す

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
と
理
事
⻑
は
キ

ト
ン
と
し
た

何
故
そ
れ
を
私
に
頼
む
の
か
し
ら

八
幡
に
頼
む
と

目

て
言
う
か
ら

 
そ
の
返
事
を

き

理
事
⻑
は
苦
笑
し
な
が
ら
八
幡
を
見
た

目

て
言
う
の

も
ち
ろ
ん
で
す

遊
び
じ

な
い
で
す
か
ら
ね

だ

て
よ

も
し
連
れ
て

て
く
れ
る
な
ら

今
日
の
報

は
い
り
ま
せ
ん

 
そ
の
言
葉
か
ら
は

エ
ル
ザ
の
本
気
度
が
十
分
感
じ
ら
れ
た

お
前
そ
れ

本
気
で
言

て
る
の
か

う
ん

も
ち
ろ
ん
だ
よ

ま
あ
元
々
報

は
断
る
つ
も
り
だ

た
け
ど

別
に
そ
の
事
を
今
言
う
必
要
は
な
い
よ
ね
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さ
す
が
は
エ
ル
ザ

こ
う
い
う
所
は
抜
け
目
が
な
い

う

む

八
幡
君

今
回
は
別
に
危
険
な
旅
と
い
う

じ

な
い
ん
だ
し

 
元
々
一
人
分
の
空
き
が
キ

プ
し
て
あ
る
ん
だ
か
ら

別
に
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

は

ま
あ
確
か
に
そ
う
で
す
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
た
め
息
を
つ
く
と

エ
ル
ザ
の
方
に
向
き
直

た

今
回
は
遊
び
じ

な
い
ん
だ
か
ら

俺
の

魔
だ
け
は
す
る
な
よ

う
ん

も
ち
ろ
ん
だ
よ

な
ら
ま
あ
一

に
連
れ
て

て
や
る
か
ら
小
猫
に
連

し
て
ス
ケ
ジ

ル
を
詰
め
て
お
く

ん
だ
ぞ

や

た

 
エ
ル
ザ
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
ガ

ツ
ポ

ズ
を
す
る
と

 
そ
の
ま
ま
理
事
⻑
に
連
れ
ら
れ
て

会
場
で
あ
る
体
育

へ
と
向
か

た

そ
れ
じ

あ
俺
は
教
室
に

り
ま
す
ね

え
え

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
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八
幡

ま
た
ね

お
う

 
そ
し
て
八
幡
は

自
分
の
教
室
へ
と

た
が

 
そ
の

中
で

て
た
顔
で
向
こ
う
か
ら
歩
い
て
く
る
エ
ム

豪

の

を
見
つ
け
た

あ
れ

お
い
エ
ム

ど
う
し
た
ん
だ

あ

八
幡
さ
ん

エ

エ
ル
ザ
を
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
か

 

か
ら
降
り
た
と
思

た
ら
急
に
走
り
出
し
て

そ
の
ま
ま
行
方
不
明
な
ん
で
す
よ

あ
い
つ
は
理
事
⻑
と
一

に
体
育

に
向
か

た
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

行

て
み
ま
す

お
う

ま
あ
苦
労
が
絶
え
な
い
と
思
う
が

ま
あ
頑
張
れ

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
歩
き
去

て
い
く
豪

の
後

を
見
な
が
ら

八
幡
は
ぼ
そ
り
と

い
た

こ
れ
で
来
週
あ
い
つ
が
ア
メ
リ
カ
に
行
く
な
ん
て
知

た
ら

 
ま
た
あ
い
つ
は

を

え
る
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か

 
こ
う
し
て
八
幡
の
ア
メ
リ
カ
行
き
の
最
後
の

員
に
神
崎
エ
ル
ザ
が
滑
り
こ
む
事
と
な

た
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そ
し
て
迎
え
た
エ
ル
ザ
の
イ
ベ
ン
ト
は

生
徒
達
に
大
好
評
で
迎
え
ら
れ
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ

マ
ソ
ン
グ
を
歌

て
い
る
事
も
あ
り

 
こ
の
学
校
の
神
崎
エ
ル
ザ
の
フ

ン
比

は
実
に
世
間
一

の
フ

ン
比

の
十
倍
に
も
達

す
るみ

ん
な

今
日
は
あ
り
が
と
う

こ
こ
で
私
か
ら
一
つ
報
告
が
あ
り
ま
す

 
エ
ル
ザ
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

八
幡
は
と
て
も

な
予
感
が
し
た

私
は
来
週

八
幡
と
一

に
ア
メ
リ
カ
に
行

て
き
ま
す

 
そ
の
言
葉
に
生
徒
達
が
ど
よ
め
き

八
幡
は

を

え
た

あ
い
つ
は
何
で
余
計
な
事
を
言
う
か
な

あ

あ
は

と
い
う

で

向
こ
う
で
色
々
な
音
楽
に
触
れ
て
み
て

新
曲
を
一
曲
作

て
く
る
の
で

 
帰

て
き
た
ら
そ
の
曲
を
一
番
に
こ
こ
で
披
露
し
ま
す
ね

 
そ
れ
は
ま
さ
か
の
宣
言
で
あ
り

旅
行
の
話
を

い
て
ど
よ
め
い
て
い
た
生
徒
達
は

 
そ
れ
で
一
気
に

り
上
が

た
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ま

た
く
あ
い
つ
は

お
お

り
上
げ
て
き
た
な

こ
こ
で
新
曲
発
表
を
す
る

て
事
だ
よ
ね

そ
れ
は
か
な
り
の
ニ

ス
に
な
り
そ
う
で
す
ね

さ
す
が
に
マ
ス
コ
ミ
に
は
言
わ
な
い
と
思
う
け
ど
ね

 
こ
の
無
茶
苦
茶
さ
が
神
崎
エ
ル
ザ
の
真
骨

で
あ
る

 
や
は
り
神
崎
エ
ル
ザ
は
ど
ん
な
時
で
も
神
崎
エ
ル
ザ
な
の
で
あ

た

  
そ
し
て
エ
ル
ザ
が
去

た
後

下
校

中
で
の
事
で
あ
る

 
八
幡
と
明
日
奈
は
仲
良
く
帰
宅
し
て
い
た
が
そ
の
道
中
で
こ
れ
か
ら
の
事
に
つ
い
て
話
を
し

て
い
た

と
い
う

で
明
日
奈

俺
が
い
な
い
間

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
事
を
宜
し
く
頼
む

う
ん

ま
あ
私
に
何
が
出
来
る

て

で
も
な
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

ち

ん
と
見
て
お
く
ね

悪
い
な

任
せ

き
り
に
し
ち
ま

て

う
う
ん

そ
も
そ
も
八
幡
君
が
ア
メ
リ
カ
に
行
く
の
だ

て

あ
の
二
人
の

じ

な
い
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だ
か
ら
気
に
し
な
い
で

夫
の

守
を
守
る
の
も
妻
の
役
目
だ
よ

 
明
日
奈
は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
な
表
情
を
し
な
が
ら
そ
う
言

た

お

お
う

そ

そ
う
か

う
ん

そ
う
だ
よ

ま
あ
何
か
あ

た
ら
連

し
て
く
れ
向
こ
う
か
ら
で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
ロ
グ
イ
ン
出
来
る
か
ら

な
今
回
は
本
当
に
大
丈
夫
な
ん
だ
よ
ね

危
な
い
事
は
無
い
ん
だ
よ
ね

あ
あ

レ
ヴ

を
通
じ
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
確
認
し
て
も
ら

た
か
ら
大
丈
夫
だ

そ

か

良
か

た

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
で
ホ

と
胸
を

で
下
ろ
し
た

そ
れ
よ
り
そ

ち
は
ど
う
な
ん
だ

あ
い
つ
ら
が
ヴ

ル
ハ
ラ
を
超
え
る
算

は
つ
い
た
の

か
う
ん

一
応
考
え
て
る
事
は
あ
る
よ

準
備
も
し
て
る
し

そ
う
か

そ
れ
は
楽
し
み
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
は
に
か
む
よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
た
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そ
し
て
次
の
週

八
幡
達
は
ア
メ
リ
カ
へ
と
旅
だ

た
の
で
あ
る



 第８３０話 三時のおやつは

 
第
８
３
０
話
 
三
時
の
お
や
つ
は

 
八
幡
達
が

の
準
備
に
追
わ
れ
る
中

ユ
ウ
キ
達
も
ま
た
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
た

そ
れ
じ

あ
今
日
は
予
定
通
り
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行
く
わ
よ

素
材
狩
り
ね

楽
勝
楽
勝

敵
は
そ
ん
な
に
強
く
な
い
け
ど
ド
ロ

プ

が
最
悪
だ
か
ら

⻑
丁
場
に
な
る
と
思
う
よ

え

そ
う
な
の
か

持

て
く
食
料
は
こ
れ
だ
け
で
足
り
る
か
な

ま
あ
⻑
丁
場

て
言

て
も
い
い
と
こ
ろ
十
時
間
く
ら
い
だ
と
思
う
か
ら

 
二
食
分
も
あ
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫

ち
な
み
に
お
や
つ
は

自
で
用
意
だ
か
ら
ね

私

む
し
ろ
お
や
つ
だ
け
で
も
い
い
か
も

ま
あ
そ
れ
も
あ
り
じ

な
い
で
す
か
ね

と
り
あ
え
ず
一
時
間
後
に
出
発
す
る
か
ら
そ
れ
ま
で
に
個
人
の
準
備
は
済
ま
せ
る
よ
う
に
ね

は

い
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相
変
わ
ら
ず

が
し
い
事
こ
の
上
無
い
が

彼
ら
に
と

て
は
こ
れ
が
日
常
で
あ
る

 
堅
苦
し
さ
な
ん
か
必
要
な
い
と
に
か
く
み
ん
な
で
楽
し
も
う
こ
れ
が
彼
ら
の
モ

ト

な

の
だア

ス
ナ

い
い
お
や
つ
を

て
る
店

て
ど
こ
か
知
ら
な
い

あ

ボ
ク
も
教
え
て
欲
し
い
な

出
来
れ
ば
そ
の

私
も

そ
れ
は
興
味
が
あ
る
わ
ね

 
女
性

が
一

に
ア
ス
ナ
に
そ
う
話
し
か
け
て
き
た

あ

う
ん

そ
れ
じ

あ
私
が
知

て
る
お
店
を
い
く
つ
か
回

て
み
よ
う
か

 
ア
ス
ナ
は

く
そ
の
頼
み
を
引
き
受
け
女
性

は
連
れ
立

て

い
物
に
行
く
事
に
な

た

 
そ
れ
じ

あ
最
初
は
こ
こ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

子
屋
さ
ん

お
お

 
ア
ス
ナ
が
最
初
に
み
ん
な
を
案
内
し
た
の
は

ま
さ
か
の

子
屋
で
あ

た

こ
ん
な
お
店
が
あ

た
ん
だ



 第８３０話 三時のおやつは

う
わ

安

ま
あ

子
だ
し
ね

 
狩
り
に
持

て
い
く
お
や
つ
を

い
に
来
た
に
も
関
わ
ら
ず
一
同
は

い
食
い
に
熱
中
し
て

し
ま
い

 
い
く
つ
か
ス
ト

ク
は
手
に
入
れ
た
が

と
て
も
満
足
出
来
る

に
は
な
ら
な
か

た

 
時
刻
を
見
る
と

も
う
四
十
分
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

わ

も
う
こ
ん
な
時
間

ア
ス
ナ

次
は
と

て
お
き
の
お
店
を
お
願
い

と

て
お
き
ね

分
か

た

そ
れ
じ

あ
こ

ち

 
ア
ス
ナ
は
転
移
門
に
向
か
い

そ
の
ま
ま
二
十
二
層
へ
と
転
移
し
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
方
へ
と
向
か

て
い
く

え

そ

ち

う
ん

本
当
は
こ
こ
に
来
る
つ
も
り
は
な
か

た
ん
だ
け
ど

時
間
が
無
い
か
ら
ね

 
そ
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
前
に
た
ど
り
着
い
た
一
同
は

 
そ
こ
に
小
さ
な
屋
台
の
よ
う
な
物
が
あ
る
事
に
気
が
付
い
た
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何
人
か
の
客
が

ん
で
お
り

そ
の
相
手
を
し
て
い
る
の
は
ま
さ
か
の
ユ
キ
ノ
で
あ

た

ユ
キ
ノ
さ
ん

な

何
あ
れ

え

と

た
ま
に
ユ
キ
ノ
が
や

て
る
趣
味
の
屋
台

 
不
定
期

業
な
ん
だ
け
ど

今
日
や

て
る
事
は
知

て
た
か
ら
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て

遠
く
か
ら
ユ
キ
ノ
に
手
を

り

 
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
い
た
の
だ
ろ
う

ユ
キ
ノ
も
こ
ち
ら
に
手
を

り
返
し
た

お
お
う

ま
さ
か
の
展
開

と
り
あ
え
ず
商
品
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

う

 
一
同
は
そ
う
言

て

丁
度
客
が
い
な
く
な

た
屋
台
へ
と
足
を
運
ん
だ

ユ
キ
ノ

ア
ス
ナ

そ
れ
に
み
ん
な

い
に
来
て
く
れ
た
の

う
ん
実
は
こ
れ
か
ら
狩
り
な
ん
だ
け
ど
ち

と
食
べ
物
を
仕
入
れ
て
い
こ
う
と
思

て

そ
う

そ
れ
じ

あ
こ
れ
が
メ
ニ

に
な
る
わ

は
い

ど
う
ぞ

 
何
故
ユ
キ
ノ
が
こ
ん
な
事
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
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こ
れ
は
実
は
ハ
チ
マ
ン
の
提
案
に
よ
る
も
の
だ

た

 
と
は
い
え
相
談
を
持
ち
か
け
た
の
は
ユ
キ
ノ
の
方
で
あ
る

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
人
付
き
合
い
が
苦
手
な
ユ
キ
ノ
が

 

職
に

し
て
少
し
で
も
そ
れ
を

服
し
た
い
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
ハ
チ
マ
ン
に
相
談

し 
そ
れ
に
対
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
の
が
こ
の
屋
台
を
や
る
事
で
あ

た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
資
金
源
に
も
な
り

一
石
二

と
い
う

で
あ
る

う
わ

種

が
結

あ
る
ね

ど
れ
も
美
味
し
そ
う

ユ
キ
ノ
さ
ん

こ
れ
は

あ
あ

そ
れ
は
ね

 
ユ
キ
ノ
は

ね
ら
れ
た
事
に

み
な
く
答
え
て
い
く

 
一
同
は
時
間
を
気
に
し
な
が
ら
も

時
間
い

ぱ
い
迷
い
に
迷
い

 
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
気
に
な
る
商
品
を

入
し
た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

狩
り

頑
張

て
ね
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う
ん

頑
張

て
く
る
ね

ユ
キ
ノ
さ
ん

ど
う
も
あ
り
が
と
う

ユ
キ
ノ

ま
た
ね

 
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
ユ
キ
ノ
に
そ
う
見
送
ら
れ

 
一
同
は
ユ
キ
ノ
に
別
れ
を
告
げ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
へ
と
帰
還
し
た

ふ
う

間
に
合

た
ね

良
か

た
良
か

た

ジ

ン
達
は

て
き
て
る
か
し
ら

お

お
帰
り

そ
れ
じ

あ

速
行
こ
う

 
ど
う
や
ら
男
子
連
中
は
待
機
中
だ

た
よ
う
で
ジ

ン
が
待
ち
き
れ
な
い
と
い
う
風
に
そ
う

言

た
そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

出
発
よ

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
出
撃
し

ア
ル
ン
に
向
か

た
一
同
は

 
そ
こ
か
ら
大
空
へ
と
飛
び
上
が

た

み
ん
な

飛
ぶ
の
が
上
手
い
ね



 第８３０話 三時のおやつは

う
ん

か
な
り
練

し
た
か
ら
ね

も
う
全
員
コ
ン
ト
ロ

ラ

が
無
く
て
も
大
丈
夫

空
中
戦
も
ま
あ
こ
な
せ
る
か
な

 
そ
し
て
一
同
は
そ
の
ま
ま
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
へ
と
突
入
し

ア
ス
ナ
の
案
内
で
歩
き
始
め
た

ア
ス
ナ
は
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
は

し
い
の

う

ん

ま
あ
普
通
か
な

狩
り
場
へ
の
道
を
い
く
つ
か
知

て
る
く
ら
い
だ
ね

今
か
ら
行
く
所
は
遠
い
の

そ
う
だ
ね

三
十
分
く
ら
い
で
着
く
か
ら
ま
あ

近
い
方
か
な

先
客
と
か
い
た
ら
ど
う
し
よ
う

そ
れ
な
ら
大
丈
夫

そ
の
付
近
に
何

所
か
同
じ
敵
が

山
わ
く
場
所
が
あ
る
か
ら
ね

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
そ
う
だ
ね

 
一
同
は
雑
談
を
し
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
奥
へ
と
進
ん
で
い
く

 
そ
し
て
目
指
す
狩
り
場
に
あ
と

分
で
着
く

置
ま
で
近
付
い
た
時

 
遠
く
か
ら
戦
闘
音
が

こ
え

一
同
は
足
を
止
め
た

あ

こ
こ
は
先
客
が
い
る
ね
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音
か
ら
す
る
と
そ
れ
な
り
に
人

が
い
そ
う
だ
け
ど

ど
こ
の
ギ
ル
ド
だ
ろ

え

と

あ

ま
ず
い

み
ん
な

出
来
る
だ
け
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
し
て
ね

 
物

か
ら
そ

と
戦
闘
中
の
プ
レ
イ
ヤ

達
の
方
を

き
こ
ん
だ
ア
ス
ナ
か
ら
そ
ん
な
指

が

出
た

て
事
は

敵

う
ん

同
盟
の
人
達
だ

た
よ

こ
の
前
の
な
ん
と
か
さ
ん
達
は
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど

 
私
の
記
憶
だ
と

あ
れ
は
結

古
参
の
ギ
ル
ド
だ
ね

へ

な
ん
と
か
さ
ん
は
い
な
い
の
か

も
し
い
た
ら
全
滅
さ
せ
て
や

た
の
に
ね

な
ん
と
か
さ
ん

と
こ
ろ
で
な
ん
と
か
さ
ん
の
名
前

て
何
だ

け

と
い
う
か
ギ
ル
ド
名
も
忘
れ
た

確
か
神
の
子

々

て

あ
あ

サ
ン
オ
ブ
ゴ

ド
と
か
だ

け

そ
ん
な
感
じ
だ
ね

で
も
個
人
名
は
忘
れ
た

 
正
解
は

チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス

な
の
だ
が

困

た
事
に
オ
ブ
し
か
合

て

い
な
い



 第８３０話 三時のおやつは

あ
れ
ア
ス
ナ

戦
場
を
何
か
が
ち

ろ
ち

ろ
と
駆
け
回

て
な
い

え

ど
れ

ほ
ら

あ
そ
こ

 
ユ
ウ
キ
が
指
差
し
た
先
に
は

確
か
に
小
さ
な
モ
ン
ス
タ

の
よ
う
な
生
き
物
が
い
て

 
驚
く
事
に

敵
に
攻
撃
を
仕

け
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

何
だ
ろ
あ
れ

何
か
の
装
備
か
な

で
も
生
き
物
に
見
え
る
よ
ね

う

ん

分
か
ら
な
い
な

今
度
ハ
チ
マ
ン
君
に
で
も

い
て
み
る
よ

そ
う
だ
ね

き

と
兄
貴
な
ら
知

て
る
よ
ね

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
そ
の
戦
場
の
横
を
す
り
抜
け

少
し
先
に
あ
る
狩
り
場
へ
と
向
か

た

 
そ
こ
に
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

は
誰
も
お
ら
ず

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
そ
こ
を
今
日
の
狩
り
場
と
決
め
た

さ
て

お

ぱ
じ
め
ま
す
か

ジ

ン

そ
れ
は
セ
ク
ハ
ラ
よ

い
や
ら
し
い

へ
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き

と
ん
と
す
る
ジ

ン
に

ラ
ン
は
ド
ヤ
顔
で
言

た

お

ぱ
い
始
め
ま
す
か
と
か

ど
れ
だ
け
女
の
子
の
お

ぱ
い
が
好
き
な
の

言

て
な
い
よ

い
い
か
ら
さ

さ
と
狩
り
を
始
め
ろ
よ

ほ
ら
ジ

ン

も
う
敵
が
来
る
わ
よ

さ

さ
と
敵
に
備
え
な
さ
い

え
 
見
る
と
確
か
に
ア
ス
ナ
が
敵
を
釣

て
き
て
お
り

ジ

ン
は
そ
の
素

さ
に
驚
愕
し
た

行
動

み
ん
な

そ
れ
じ

あ
狩
り
ま
く
る
わ
よ

お
う

 
そ
れ
か
ら
三
時
間
後

一
同
は
と
り
あ
え
ず
休

す
る
事
に
し
た

お
や
つ

お
や
つ

三
時
の
お
や
つ
は

ユ
キ
ノ

え

何
そ
れ

 
き

と
ん
と
す
る
男
性

に

ア
ス
ナ
が
事
情
を
説
明
し
た



 第８３０話 三時のおやつは

マ
ジ
か

今
度

い
に
行

て
み
よ

で
も
あ
の
お
店

い
つ
や

て
る
か
分
か
ら
な
い
よ

く

そ
う
な
の
か

 
ジ

ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

横
目
で
女
性

が
食
べ
て
い
る
お
や
つ
を
チ
ラ

と
見
た

う

美
味
そ
う

あ
ら
ジ

ン

食
べ
て
み
た
い
の

そ
れ
な
ら
分
け

い
い
の

 
ジ

ン
は
食
い
気
味
に
そ
う
言

た
が

ラ
ン
が
そ
ん
な
に
優
し
い
は
ず
が
な
い

分
け
て
あ
げ
る
つ
も
り
は
な
い
か
ら

指
を
く
わ
え
て
そ
こ
で
見
て
い
な
さ
い

そ

そ
ん
な

 
そ
ん
な
ジ

ン
を
横
目
に

女
性

は
ユ
キ
ノ
が
作

た
お
や
つ
を
存
分
に

能
し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
狩
り
を
再
開
す
る
わ
よ

 
そ
れ
か
ら
実
に
六
時
間
か
け

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
や

と
目
的
の
素
材
を
必
要
な

だ
け
集
め
る
事
に
成
功
し
た
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第
８
３
１
話
 
同
盟
の
謎

 

日
は
す
み
ま
せ
ん

ち

と
転
ん
で

手
を

し
て
し
ま

て

 
思
う
よ
う
に
タ
イ
ピ
ン
グ
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
ｏ
ｒ

こ
れ
で
ま
た
装
備
を
強
化
出
来
る
ね

調

調

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に

り
ま
し

う
か

 
狩
り
を
終
え
た
一
同
は

そ
の
ま
ま
元
来
た
道
を

り
始
め
た

 
必
然
的
に
同
盟
が
狩
り
を
し
て
い
た
部
屋
の
前
も
通
る
事
に
な
る
の
だ
が

 
予
想
に
反
し
て
そ
の
同
盟
の
パ

テ

は

ま
だ
狩
り
を
行

て
い
る
真

最
中
だ

た

あ
れ

ま
だ
や

て
る

案
外
真
面
目

こ
れ
は
ち

と
予
想
外
だ

た
わ
ね

ど
う
す
る



 第８３１話 同盟の謎

め
る
可
能
性
が
高
い
ん
だ
し
せ

か
く
だ
か
ら
ち

と

れ
て
見
物
し
て
い
か
な
い

敵
を
知
れ
ば
な
ん
と
か

て
奴
だ
ね

そ
れ
じ

あ
ち

と
お
手

み
拝
見
と
い
き
ま
し

う
か

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
そ
の
場
に
し
ば
ら
く

ま
り

 
そ
の
同
盟
の
パ

テ

の
戦
い
ぶ
り
を
見
物
し
て
い
た

 
だ
が
少
し
後
に
そ
の
口
か
ら
出
て
き
た
の
は

失
望
の
言
葉
で
あ

た

何
だ
あ
れ

コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
も
な

て
な
い
し

動
き
が
悪
い

つ
い
で
に
攻
撃
力
も
足
り
な
い
よ
ね

そ
れ
な
り
に
い
い
装
備
を
持

て
る
よ
う
に
見
え
る
け
ど
な

で
も
同
盟
の
中

な
ん
で
し

ど
う
い
う
事

何
か
理
由
で
も
あ
る
の
か
ね

 
一
同
が
そ
ん
な
感
想
を
述
べ
る
中

ア
ス
ナ
は
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

に
注
目
し
て
い
た
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あ
の
人
の

に
何
か
が
乗

て
る

小
さ
な
ト
カ
ゲ
み
た
い
な
の

え

ど
こ
ど
こ

ほ
ら

あ
そ
こ

あ

本
当
だ

も
し
か
し
て
あ
れ
が
テ
イ
マ

て
奴

う

ん

で
も
あ
ん
な
小
さ
な
モ
ン
ス
タ

な
ん
て
い
た
か
な

あ
 
一
同
が
見
守
る
中

そ
の
ト
カ
ゲ
が
突
然
動
い
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の

か
ら
下
り
そ
の
部
屋
か
ら
奥
に
続
い
て
い
る
通
路
の
方
へ
と
走

て

い

た
の
だ何

あ
れ

何
だ
ろ
う
ね

も
し
か
し
て
敵
を
釣

て
る
の
か
な

う

ん

プ
レ
イ
ヤ

の
方
は
目
を

て
微
動
だ
に
し
な
い
ね

と
い
う
か
あ
い
つ

そ
も
そ
も
戦
闘
中
に
も
何
も
し
て
な
い
よ
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謎
だ

 
だ
が
そ
の
ト
カ
ゲ
は

て
来
ず

さ
す
が
に

き
て
き
た
一
同
は

 
観
察
す
る
の
を
や
め

街
へ
と
帰
還
す
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
帰
り
ま
し

う
か

う
ん

た
ら
ハ
チ
マ
ン
に
連

を
と

て

あ
の
ト
カ
ゲ
に
つ
い
て

ね
て
み
よ
う
か
し
ら

あ
 
ラ
ン
が
そ
う
言

た

ア
ス
ナ
は
思
わ
ず
そ
ん
な
声
を
上
げ
た

ア
ス
ナ

ど
う
し
た
の

あ

う
ん

え

と
ね

ハ
チ
マ
ン
君

て
ば

 
実
は

日
か
ら
仕
事
の
関
係
で
ア
メ
リ
カ
に
行

て
る
ん
だ
よ
ね

え

そ
う
な
の

兄
貴
イ
ン
ア
メ
リ
カ

い
い
な

俺
も
い
つ
か
行

て
み
た
い
な

 
幸
い
そ
の
理
由
に
つ
い
て

か
れ
る
事
は
無
か

た

ア
ス
ナ
は
内
心
で
安

し
た
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ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
病
気
を
直
す
可
能
性
の
あ
る

を
見
に
行

た
事
を

 
さ
す
が
に

は
ず
み
に
は
言
え
な
か

た
か
ら
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
事
を
双
子
に
伝
え
ず
に

て
行

た
以
上

 
そ
の
事
を
自
分
が
勝
手
に
言
う
べ
き
で
は
な
い
と
ア
ス
ナ
は
考
え
て
い
た

 
だ
が
そ
の
代
わ
り
に
な
る
言
い

も
考
え
て
い
な
か

た
の
で

一

た
と
い
う

で

あ

た
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
は
ど
の
く
ら
い
向
こ
う
に
行

て
い
る
の

一
週
間
は
か
か
ら
な
い
と
は
言

て
た
け
ど

正
確
な
日
時
は
分
か
ら
な
い
み
た
い

そ
ん
な
に

そ
う

そ
れ
は
夜
が

し
い
わ
ね

ア
ス
ナ

う
ん

そ
う
だ
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ラ
ン
問
い
に
何
気
な
く
そ
う
答
え
た

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
後
方
か
ら
こ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

夜
が

し
い

 
そ
れ
は
す
ぐ
後
ろ
を
歩
い
て
い
た
ノ
リ
の
声
で
あ

た

ノ
リ
は

面
し
て
お
り

 
そ
れ
を
見
た
ア
ス
ナ
も
自
分
が
何
と
発
言
し
た
の
か
理
解
し

面
す
る
事
に
な

た
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そ
ん
な
ア
ス
ナ
を
ラ
ン
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
た
目
で
見
詰
め
て
い
た

ラ
ン

今
の
は

 
ア
ス
ナ
が
ラ
ン
に
何
か
言
い

を
し
よ
う
と
し
た
そ
の

間
に

 
遠
く
の
方
か
ら
こ
ん
な
会
話
が

に
飛
び
込
ん
で
き
た

こ
の
ま
ま
だ
と
俺
達
の
出
番
は
当
分
無
さ
そ
う
だ
な

ま
あ
ど
こ
も
ボ
ス
に
挑
も
う
と
し
な
い
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
さ

だ
よ
な

ま

た
く
中
堅
ど
こ
ろ
の
攻
略
ギ
ル
ド
連
中

さ

さ
と
動
け

て
ん
だ
よ
な

 
そ
れ
で
一
同
は
同
盟
が

的
に
ボ
ス
を
攻
略
す
る
つ
も
り
が
無
い
事
を

め
て
確
認
し
た

 
同
時
に
や
は
り
他
ギ
ル
ド
が
攻
略
を
開
始
す
る
の
を
待

て
い
る
事
も
分
か

た
が

 
そ
の
理
由
は
や
は
り
不
明
の
ま
ま
で
あ

た

一
体
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
ね

あ
い
つ
ら
は

何
が
し
た
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い

 
そ
の
時
テ

チ
が

た
よ
う
な
口
調
で
こ
う

い
た

ま
ず
い

あ
い
つ
ら
帰
り

度
を
始
め
た
み
た
い
だ

こ

ち
も

く

収
し
よ
う

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
行
く
わ
よ
み
ん
な

音
を
立
て
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
ね
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ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

て
て
移
動
を
開
始
し
一
行
は
何
と
か
見
つ
か
ら
ず
に
済
ん
だ

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
ナ
タ
ク
に
連

を
と
り
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に
来
て
も
ら
う
事
に

し
た

 
ご
め
ん
ね

わ
ざ
わ
ざ
来
て
も
ら

ち

て

い
え
い
え

こ
う
い
う
の
も
ま
た
楽
し
み
で
す
か
ら

 
ナ
タ
ク
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

素
材
の
確
認
を
始
め
た

ひ

ふ

う
ん

ち

ん
と
人

分
あ
り
ま
す
ね

 
そ
れ
じ

あ

番
に
や

て

ち

い
ま
し

う
か

 
ナ
タ
ク
は
一
人
ず
つ

番
に
装
備
を
見
て
い
き

か
い
要
望
に
も
丁

に
応
え
て
い

た

 
そ
の
職
人
的
見
地
か
ら
的
確
な
意
見
を
言
う

は
い
か
に
も
頼
り
甲
斐
が
あ
り

 
仕
事
が

さ
が
感

を

え
た
事
も
あ
り

 
誰
か
ら
と
も
な
く
ナ
タ
ク
を
ハ
チ
マ
ン
と
同
じ
よ
う
に
兄
貴
と
呼
び
出
し
た

あ

兄
貴

待
ち
な
さ
い

そ
の
呼
び
方
だ
と
ハ
チ
マ
ン
も
反
応
し
て
し
ま
う
わ
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あ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ナ
タ
ク
兄
貴

う

ん

ち

と
⻑
い

ナ
タ
ニ
キ
と
か
ど
う
か
し
ら

ナ
タ
ニ
キ

ナ
タ
ニ
キ
ナ
タ
ニ
キ
ナ
タ
ニ
キ

う
ん

い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
う
し
た
り
顔
で
突

込
み
を
入
れ
て
い
た
の
は
ラ
ン
で
あ
る

ナ
タ
ニ
キ

こ
れ
か
ら
も
私
達
の
事
を
宜
し
く
ね

え

あ

う
ん

も

も
ち
ろ
ん

 
ネ

ミ
ン
グ
セ
ン
ス
は
壊
滅
的
だ

た
が

ラ
ン
の
目
に
は
尊
敬
の
念
が

て
お
り

 
ナ
タ
ク
は
苦
笑
し
な
が
ら
も
そ
の
呼
び
方
を
受
け
入
れ
た

 
そ
し
て
全
員
分
の
装
備
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
済
み

そ
の
ま
ま
雑
談
タ
イ
ム
と
な

た
時

 
ア
ス
ナ
は
先
ほ
ど
あ

た
出
来
事
に
つ
い
て
意
見
を

こ
う
と
ナ
タ
ク
に
相
談
し
て
み
た

そ
ん
な
事
が

う
ん

ナ
タ
ク
君
は
ど
う
思
う

普
通
に
考
え
れ
ば

彼
ら
が
人
に
言
え
な
い
攻
略
の
仕
方
を
し
て
い
て

 
そ
れ
に
は
二
番
手
以
降
に
ボ
ス
に
挑
む
の
が

件

て
事
に
な
り
ま
す
ね
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だ
よ
ね

で
も
そ
れ
が
ど
ん
な
内
容
な
の
か
が
ま

た
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
ね

そ
れ
じ

あ
少
し
探
り
を
入
れ
て
み
ま
す
か

ど
う
や

て

レ
コ
ン
君
や
コ
マ
チ
ち

ん
に
情
報
収
集
を
頼
ん
で
み
る
と
い
う
の
は
ど
う
で
し

う

あ
あ
な
る
ほ
ど

そ
の
手
が
あ

た
ね

う
ん

今
度
ち

と
頼
ん
で
み
る

そ
れ
で
情
報
が
集
ま
れ
ば

色
々
と
見
え
て
く
る
気
が
し
ま
す
ね

 
そ
の
日
は
コ
マ
チ
は
不
在
だ

た

ア
ス
ナ
は
レ
コ
ン
に
連

を
入
れ
た

レ
コ
ン
君

ち

と
頼
み
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

直
接
話
せ
な
い
か
な

あ

は
い

大
丈
夫
で
す
よ

今
か
ら
そ
ち
ら
に
向
か
い
ま
す

え

そ
ち
ら

 
ア
ス
ナ
は
ま
だ
場
所
を
説
明
し
て
な
い
の
に
と
思

た
が
そ
の
時
に
は
も
う
通
信
は
切
れ
て

い
た

 
そ
し
て
そ
の
直
後
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
呼
び

が
鳴

た

う
わ

ま
さ
か
も
う
着
い
た
の
か
な

 
そ
う
思
い
つ
つ
ア
ス
ナ
は
シ
ウ
ネ

に
頼
ん
で
対
応
し
て
も
ら
い
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ね
て
き
た
の
が
レ
コ
ン
か
ど
う
か

後
ろ
で
確
認
す
る
事
に
し
た

は
い
こ
ち
ら
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
で
す
が
ど
ち
ら
様
で
す
か

あ
す
み
ま
せ
ん
僕
は
レ
コ
ン
と

し
ま
す
が
ア
ス
ナ
さ
ん
は
い
ら

し

い
ま
す
で
し

う
かや

ぱ
り
レ
コ
ン
君
だ

た

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ま
ま
入
り
口
に
向
か
い

レ
コ
ン
を
中
へ
と

き
入
れ
た

レ
コ
ン
君

分

か

た
け
ど
ど
う
な

て
る
の

あ

そ
れ
は
で
す
ね

 
レ
コ
ン
が
言
う
に
は

ハ
チ
マ
ン
が
不
在
の
間

 
可
能
な
時
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
様
子
を
見
て
い
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
ら
し
い

 
さ
す
が
に
狩
り
に
ず

と
付
き
あ
う
の
は
大
変
だ

た

 
今
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン

に
お
か
し
な
ギ
ル
ド
の

点
が
な
い
か
チ

ク
し
て

い
た
よ
う
で

 
偶
々
こ
の
近
く
に
い
た
と
い
う
事
の
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
君
も
心
配
性
だ
ね
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あ
は

ま
あ
そ
う
で
す
ね

 
そ
の
ま
ま
レ
コ
ン
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
紹
介
さ
れ
そ
こ
で
依
頼
が
成
さ
れ
る
事
と

な

た

と
い
う

な
の

分
か
り
ま
し
た

色
々
な
方
面
か
ら
調
べ
て
み
て
報
告
書
を
上
げ
ま
す
ね

ご
め
ん
ね

あ
り
が
と
う

い
え
い
え

こ
れ
が
僕
の
仕
事
で
す
か
ら

 
レ
コ
ン
は

く
そ
の
依
頼
を
引
き
受
け

速
と
ば
か
り
に
そ
の
ま
ま
外
へ
飛
び
出
し
て
い

た
レ
コ
ン
君
も
頼
れ
る
よ
う
に
な

た
な

 
ア
ス
ナ
は
微
笑
み
な
が
ら
そ
の
後
ろ

を
見
送
り

そ
し
て
話
題
は
攻
略
の
話
と
な

た

ナ
タ
ニ
キ

私
達

こ
ん
な
予
定
で
い
る
ん
だ
け
ど

 
ま
だ
ナ
タ
ク
が
残

て
い
た
が
ラ
ン
が
そ
う
言

た
事
で
話
が
そ
ち
ら
に
移

た
の
で
あ

る 
ど
う
や
ら
ラ
ン
は
こ
の
話
が
ヴ

ル
ハ
ラ
に
伝
わ

て
も
も
う
問
題
な
い
と
判
断
し
た
よ
う
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だ
八
人
で
の
ボ
ス
攻
略
で
す
か

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
や

て
み
る
価

が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね

 
僕
も
全
力
で
サ
ポ

ト
し
ま
す
よ

あ
り
が
と
う
ナ
タ
ニ
キ

で
も
そ
う
な
る
と

こ
の
層
の
攻
略
が
進
ま
な
い

て
の
が
困

ち

い
ま
す
ね

う
ん

そ
れ
な
ん
だ
よ
ね

ま
あ
レ
コ
ン
さ
ん
が
何
か
掴
ん
で
き
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し

 
当
面
は
そ
の
情
報
を
待
ち
な
が
ら
何
か
あ

た
時
に
即
応
出
来
る
体
勢
を
整
え
て
お
く
し
か

な
い
わ
ね

 
今
出
来
る
事
は
そ
れ
し
か
な
く

一
同
は

め
て
攻
略
作
戦
の
内
容
を
確
認
す
る
事
に
し
た

 
そ
の
最
中
に

レ
コ
ン
か
ら
ア
ス
ナ
に
連

が
入

た

ア
ス
ナ
さ
ん
今
丁
度
同
盟
と
中
堅
攻
略
ギ
ル
ド
が
剣
士
の
碑
の
前
で

め
て
い
る
み
た
い
で

す 
そ
の
連

を
受
け

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
ナ
タ
ク
は
剣
士
の
碑
へ
と
走

た
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第
８
３
２
話
 
私
達
に
は
時
間
が
無
い
の
よ

レ
コ
ン
君

ア
ス
ナ
さ
ん

こ

ち
で
す

 
レ
コ
ン
か
ら
連

を
受
け
た
一
同
は

て
て
剣
士
の
碑
へ
と
向
か
い

 

囲
の
注
目
を
集
め
な
が
ら

そ
こ
で
レ
コ
ン
と
合
流
し
た

あ

あ
れ

て
さ

き
の

 
そ
こ
に
は
先
ほ
ど
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
で
狩
り
を
し
て
い
た
ギ
ル
ド
の

が
あ
り

 

め
て
い
る
相
手
は
知
ら
な
い
ギ
ル
ド
の
よ
う
で
あ

た
が
後
方
に
は
ス
ピ
ネ
ル
の

も
あ

り 
ど
う
や
ら
双
方
と
も
に

か
な
り
の
人

が
こ
こ
に
集
ま

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

で

今
の

況
は

は
い

元
々
あ
そ
こ
に
い
る
同
盟
の
連
中
が

 
剣
士
の
碑
の
三
十
四
層
の
所
に
自
分
達
が
名
前
を
載
せ
る
予
定
に
な

て
い
る
と
言

て
い
た

の
を
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た
ま
た
ま
通
り
か
か

た
中
堅
ギ
ル
ド
の
連
中
が

き

め
た
の
が
発

ら
し
い
で
す

え

で
も
あ
の
人
達
さ

き

こ
の
ま
ま
だ
と
俺
達
の
出
番
は
当
分
無
さ
そ
う
だ
な
と
か

 
ど
こ
も
ボ
ス
に
挑
も
う
と
し
な
い
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
か

 
中
堅
ど
こ
ろ
の
攻
略
ギ
ル
ド
連
中
は
さ

さ
と
動
け
と
か
言

て
た
よ

 
そ
れ

て
自
分
達
は
攻
略
し
な
い

て
事
じ

な
い
の
か
な

そ
こ
で
す
よ
ね

確
か
に
こ
の
層
に
着
い
て
か
ら
同
盟
の
連
中
は

 

的
に
攻
略
に
出
る
つ
も
り
は
な
い

て
散
々
ア
ピ

ル
し
て
る
ん
で
す
よ

 
そ
れ
は
当
然

全
然
攻
略
に
出
な
い

に
何
言

て
ん
だ

て
言
わ
れ
ま
す
よ
ね

だ
よ
ね

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
に

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
他
の
者
達
も
混
ざ

て
き
た

そ
れ
は

て
当
然
だ
よ
ね

本
当
に
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
ね

言

て
る
事
と
や

て
る
事
が
バ
ラ
バ
ラ
じ

な
い

 
丁
度
そ
の
時

ジ

エ
リ

ズ
の
ス
ピ
ネ
ル
が
外
か
ら
こ
う
叫
ん
だ

本
当
に
何
な
ん
だ
よ
お
前
ら
言

て
る
事
と
や

て
る
事
が
デ
タ
ラ
メ
す
ぎ
て
意
味
不
明
だ

ぞ
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ヴ

ル
ハ
ラ
み
た
い
に
と
は
言
わ
な
い
が

筋
く
ら
い
は
通
せ
よ

 
や
は
り
皆

同
じ
よ
う
な
感
想
を

い
て
い
た
の
だ
ろ
う

 

に

り
か
ら

そ
う
だ
そ
う
だ
と
声
が
上
が
る

 
そ
の
中
に
は
一

プ
レ
イ
ヤ

も
か
な
り
混
じ

て
お
り

 
同
盟
の
行
動
の
う
さ
ん
く
さ
さ
が

知
さ
れ
て
き
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ

 
そ
の
事
を
自
覚
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
同
盟
の
連
中
は
冗
談
だ
冗
談
だ
と

り
返
す
ば
か
り

で 
と
に
か
く
こ
の
場
を

く
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
逃
げ

で
し
き
り
に
相
手
を

め
て

い
たい

や

だ
か
ら
冗
談
な
ん
だ

て

そ
ん
な
に
マ
ジ
に
な
る
な
よ

本
当
に
冗
談
だ

た
の
か

お
前
ら
の
普

の
態
度
を
見
て
い
る
と
信
用
出
来
な
い
ん
だ
よ

 
そ
う
い

た
言
葉
の
応

を

り
広
げ
て
い
る
う
ち
に
同
盟
側
が
押
し

る
事
が
多
く
な

て
き
た

 
だ
が
そ
の
表
情
は
明
ら
か
に
イ
ラ
つ
い
て
お
り
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こ
の
ま
ま
だ
と
い
ず
れ
爆
発
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
そ
の
矢
先
の
事
で
あ
る

お
ら

何
と
か
言
え
よ

お
前
ら
は
お
偉
い
同
盟
様
な
ん
だ
ろ

せ
え

あ
ん

う
る
せ
え

つ

て
ん
だ
よ

 
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
き
な
り
そ
う

鳴
り
出
し

場
は
シ
ン
と
静
ま
り
か
え

た

そ
も
そ
も

層
攻
略
を
キ

チ
リ
や

て
る
ん
だ
か
ら
俺
達
は
え
ら
い
に
決
ま

て
ん
だ
ろ

 
そ
れ
な
の
に
い
つ
も
い
つ
も
ヴ

ル
ハ
ラ
ヴ

ル
ハ
ラ

て

 
ハ
チ
マ
ン
の
方
が
よ

ど
え
ら
そ
う
じ

な
い
か
よ

ふ
ざ
け
ん
な

 
そ
の
言
葉
が
放
た
れ
た

間
に

ア
ス
ナ
に

線
が
集
ま

た
の
は
当
然
の
事
だ
ろ
う

 
だ
が
ア
ス
ナ
は
そ
う
い

た
セ
リ
フ
は
言
わ
れ
慣
れ
て
い
る

苦
笑
し
た
だ
け
で
あ

た

 
そ
の
横
を
二
筋
の
風
が
駆
け
抜
け

ア
ス
ナ
は
思
わ
ず
目
を

り

を
押
さ
え
た

誰
が
え
ら
そ
う
だ

て

キ
ミ
が
ハ
チ
マ
ン
の
何
を
知

て
る
の
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て
て
目
を
開
く
と

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
首
筋
に
は

 
今
ま
さ
に
刀
と
剣
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

言
う
ま
で
も
な
く
ラ
ン
と
ユ
ウ

キ
で
あ
る

お
い

あ
れ

て

絶
刀
と
絶
剣
だ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

と
つ
る
ん
で
る
の
か

 

囲
か
ら
そ
ん
な
声
が
上
が
る
中
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

み
つ
け
て
い
た

な

何
だ
よ

お
前
ら
に
は
関
係
な
い
だ
ろ

私
達
の
二
つ
名
が
ハ
チ
マ
ン
か
ら
も
ら

た
も
の
だ

て
事
は

 
こ
の
前
私
が
ぶ
ち
の
め
し
た
人
達
か
ら

い
て
知

て
る
で
し

う

そ
れ
で
関
係
な
い
は
な
い
よ
ね

さ
あ

ど

ち
を
相
手
に
す
る

も
し
か
し
て

れ
な
い
と
何
も
出
来
な
い
の
か
な

 
二
人
に
交

に
そ
う
凄
ま
れ

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
さ
す
が
に
ま
ず
い
と
思

た
の
か

 
下
を
向
い
て
素
直
に
謝
罪
し
た



 第８３２話 私達には時間が無いのよ

う

す
ま
ん

ハ
チ
マ
ン
に
つ
い
て
の
言
葉
は

回
す
る

そ
う

そ
れ
な
ら
そ
の
事
に
つ
い
て
は
い
い
わ

 
二
人
は
武
器
を
し
ま
い

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
助
か

た
と
い
う
風
に
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

 
だ
が
二
人
は
そ
の
場
か
ら
動
こ
う
と
し
な
い

ま
だ
何
か

ス
ピ
ネ
ル
さ
ん

ち

と
い
い
か
し
ら

 
ラ
ン
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
無

し

ス
ピ
ネ
ル
を
こ
の
場
に
呼
ん
だ

お

お
う

何
だ

一
応
確
認
す
る
け
ど
あ
な
た
方
は
三
十
四
層
の
ボ
ス
に
一
番
乗
り
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
よ

ね
お

お
う

そ
の
予
定
だ

で

同
盟
も
そ
の
予
定
は
な
い
と

あ

あ
あ

そ
う

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
顔
を
見
合
わ
せ
て

き
合
い

続
け
て
こ
う
言

た
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な
ら
ば
こ
の
層
の
攻
略
に
は
う
ち
が
出
る
わ

ま
あ
初
見
ク
リ
ア
な
ん
て
出
来
な
い
だ
ろ
う
け
ど
こ
こ
で

し
て
る
よ
り
は
マ
シ
だ
よ
ね

と
い
う
か

私
達
に
は
時
間
が
無
い
の
よ

そ
ん
な

で
明
日

ボ
ク
達
は
ボ
ス
に
挑
ま
せ
て
も
ら
う
ね

 
二
人
の
そ
の
宣
言
を

い
た
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

次
々
と
こ
う
言

た

お
い
お
い

お
仲
間
の
ギ
ル
ド
は
や
ら
な
い

て
言

て
る
は
ず
だ
ろ

何
だ
よ

結
局
中
堅
ギ
ル
ド
連
合
は
動
く
の
か

だ

た
ら
最
初
か
ら
動
け
ば
良
か

た
じ

な
い
か
よ

 
だ
が
そ
の
言
葉
は
ス
ピ
ネ
ル
が
明
確
に
否
定
し
た

い
や

俺
達
も
そ
の
話
は
初

だ
し

一
応
準
備
は
し
て
あ
る
し
情
報
も
集
め
て
あ
る
が

 
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
な

態
じ

な
い
ぞ

は

そ
れ
じ

あ
一
体

あ
な
た
達
は
何
故
そ
う
余
計
な
事
ば
か
り
考
え
て
し
ま
う
の
か
し
ら

 
う
ち
が
出
る
と
言

た
で
し

う

も
ち
ろ
ん

独
で
突
撃
す
る
に
決
ま

て
る
じ

な
い



 第８３２話 私達には時間が無いのよ

な

た

独

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

は
実
は
も

と
多
い
の
か

い
い
え

こ
こ
に
い
る
八
人
だ
け
よ

 
そ
の
言
葉
に
は

当
事
者
達
だ
け
じ

な
く

囲
の
者
達
も
絶

し
た

 
だ
が
不
思
議
と

か
ら
否
定
す
る
よ
う
な
言
葉
は
出
て
こ
な
か

た

 
絶
刀
と
絶
剣
に
加
え
て
バ

サ
ク
ヒ

ラ

が
い
る
の
だ
も
し
か
し
た
ら
や
る
か
も
し
れ
な

い 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
は

そ
う
い

た
期
待
を

か
せ
る
独
特
の
雰
囲
気
が
あ

た

そ
れ
じ

あ
私
達
は
準
備
が
あ
る
か
ら
こ
れ
で
失

す
る
わ

明
日
を
楽
し
み
に
待

て
る
と
い
い
よ

 
二
人
は
そ
う
言

て

を
返
し

残
さ
れ
た
者
達
も

し
く
動
き
出
し
た

お
い

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
他
の
ギ
ル
ド
に
こ
の
事
を
伝
え
て
会
議
を
開
い
て
も
ら
お
う

俺
達
も
他
の
ギ
ル
ド
に
連

を
入
れ
ろ

こ
れ
は
忙
し
く
な
り
そ
う
だ
な
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こ
れ
は
忙
し
く
な
り
そ
う
だ
ね

 
そ
の
セ
リ
フ
を
今
一
番
実
感
し
て
い
る
の
は
ア
ス
ナ
で
あ

た

ア
ス
ナ

ご

め

ん

こ
れ
以
上
待
た
さ
れ
る
の
が
我
慢
出
来
な
か

た
の

 

し

な
い
の
だ
け
れ
ど

協
力
し
て
も
ら
え
る
か
し
ら

う
ん

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

幸
い

性
装
備
も
全

性
で
揃
え
て
あ
る
し

 
あ
と
は

か
い
物
を

い
足
す
く
ら
い
で
い
け
る
よ
き

と

 
ア
ス
ナ
は

し

な
さ
そ
う
な
二
人
に
対
し

笑
顔
で
そ
う
言

た

 
内
心
で
は
攻
略
を
練
り
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
に

り
も
あ

た
が

 
そ
ん
な
そ
ぶ
り
は
決
し
て
見
せ
る
事
は
な
い

と
い
う
か

私
達
に
は
時
間
が
無
い
の
よ

 
先
ほ
ど
の
ラ
ン
の
そ
の
言
葉
が

ア
ス
ナ
の
心
に

い
て
い
た
か
ら
で
あ
る

ま
あ
三
十
四
層
は
練

の
つ
も
り
で

目
指
す
は
三
十
五
層

て
事
で

そ
う
だ
ね

一
度
ボ
ス
戦
を

験
し
て
お
く
の
は
大
事
か
も
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
帰

て
準
備
だ
な



 第８３２話 私達には時間が無いのよ

や

て
や
ろ
う

 
そ
の
ま
ま
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

点
へ
と

り
始
め

 
そ
の
道
中
で
ア
ス
ナ
は
そ

と
レ
コ
ン
に

打
ち
し
た

レ
コ
ン
君

直
接

め
て
た
同
盟
の
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

で

 
一
人
だ
け
ロ

ブ
を
着
て
た
人
が
い
た
の
を
覚
え
て
る

あ

は
い

い
ま
し
た
ね

あ
の
人
を
中
心
に
色
々
探

て
み
て
も
ら
え
る

 
こ
ん
な
事
に
な

ち

た
か
ら

あ
ま
り
時
間
が
無
く
て

し

な
い
ん
だ
け
ど

大
丈
夫
で
す

任
せ
て
下
さ
い

そ
れ
じ

あ
お
願
い
ね

は
い

 
続
け
て
ア
ス
ナ
は
一

に
付
い
て
き
て
く
れ
て
い
た
ナ
タ
ク
に

し

な
さ
そ
う
に
声
を

け

た
そ
ん
な

で
ナ
タ
ク
君

ア
イ
テ
ム
の
追
加
発
注
を

任
せ
て
下
さ
い

た
ら
す
ぐ
に
と
り
か
か
り
ま
し

う
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こ
う
し
て

の
動
き
は
急
加
速
し

そ
れ
ぞ
れ
が

し
く
動
き
始
め
た

 
さ
す
が
に
そ
の
日
中
に
攻
略
を

め
る
事
は
出
来
ず

 
テ
キ
パ
キ
と
準
備
の
指

を
出
し
た
後

め
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
明
日
奈
は
八
幡
に
連

を

入
れ
た

う

ん

や

ぱ
り
忙
し
い
ん
だ
ろ
う
な

 
だ
が
八
幡
が

話
に
出
る
気
配
は
無
く

明
日
奈
は
八
幡
と
直
接
話
す
の
を

め

 
八
幡
に
事
情
を
説
明
す
る
メ

ル
を
入
れ
た

さ
て

今
日
は
と
り
あ
え
ず
疲
れ
た
か
ら
明
日

き
し
て
攻
略
を

め
よ

と

 
明
日
奈
は
体
調
の
事
を
考
え
て

め
に
ベ

ド
に
横
た
わ
り

そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た

 
そ
し
て
次
の
日
さ
す
が
に
時
間
が
足
り
な
い

に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

は
あ
り
そ
う
だ

た
が

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
ア
ス
ナ
の
レ
ク
チ

を
受
け
攻
略
を
即

で

に
叩
き
込
ん

だ
後

 
三
十
四
層
の
迷
宮
区
へ
と
出
撃
し
た
の
だ

た
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第
８
３
３
話
 
ボ
ス
部
屋
へ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
三
十
四
層
の
迷
宮
区
に
出
撃
し
た
そ
の
日
の
朝

 
明
日
奈
が

き
て
直
ぐ
に

を
チ

ク
す
る
と

 
そ
こ
に
は
八
幡
か
ら
の
着
信

歴
と
メ

ル
が
残
さ
れ
て
い
た

 
ど
う
や
ら

日
は

し
て
し
ま

て
い
た
の
か

着
信
に
気
が
付
か
な
か

た
ら
し
い

マ
ジ
か

面
白
そ
う
だ
か
ら
俺
も
後
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
顔
を
出
す
わ

 
レ
ク
チ

も
ひ
と

落
し
た
し

そ
れ
く
ら
い
の
時
間
は
作
れ
る
と
思
う

 
明
日
奈
は
そ
の
文
章
を
見
て

本
当
に
忙
し
そ
う
だ
な

頑
張

て
ね
八
幡
君

 
な
ど
と
考
え
た
後

少
し

し
さ
を
感
じ

そ
の
事
を
理
解
し
た

間
に
顔
を

ら
め
た

そ
ん
な
に

そ
う

そ
れ
は
夜
が

し
い
わ
ね

ア
ス
ナ

 
と
い
う

日
の
ラ
ン
の
言
葉
が
フ
ラ

シ

バ

ク
し
た
せ
い
だ

ち

違
う
の

こ
れ
は
そ
う
い
う
意
味
の

し
さ
じ

な
い
の

 
明
日
奈
は
誰
に

か
せ
る
で
も
な
く
そ
う

く
と

た
顔
を
パ
ン
と
叩
い
て
気
合
い
を

入
れ
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三
十
四
層
の
ボ
ス
攻
略
を
ま
と
め
る

に
ノ

ト
と
ペ
ン
を
取
り
出
し
た

双

の
巨
人
ヨ
ツ
ン

双

の
巨
人
ヨ
ツ
ン

確
か
あ
の
時
は

 
明
日
奈
は
思
い
出
せ
る
限
り
の
敵
の
行
動
を
メ
モ
し
て
い
き
そ
れ
を

番
に

べ
て
い

た

こ
れ
は
確
か
序
盤
の
攻
撃

こ
れ
は
中
盤

 
あ
れ
発
狂
モ

ド

て
ど
ん
な
攻
撃
だ

け
か
な
ち

と
和
人
君
に

い
て
み
よ
う
か

な 
今
の
時
間
は
朝
八
時
を
少
し
回

た
く
ら
い
で
あ
り

和
人
が

き
て
い
る
か
微

な
時
間

だ

た

 
な
の
で
明
日
奈
は
先
に
直
葉
に
連

を
入
れ
る
事
に
し
た

 
直
葉
が
朝
練
を

か
す
事
は
無
い
と

い
て
い
る
の
で
も
う

き
て
い
る
と
確
信
し
て
い
た

か
ら
だ

あ

も
し
も
し

お
は
よ
う
直
葉
ち

ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ん
な
時
間
に
ど
う
し
た
ん
で
す
か

朝

く
に
ご
め
ん
ね

え

と

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
和
人
君

て
も
う

き
て
る
か
な

い
き
な
り
か
け
て

て
た
ら
悪
い
と
思

た
ん
だ
よ
ね
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あ
今
日
は
朝
練
に
無
理
や
り
付
き
合
わ
せ
た
の
で
も
う

き
て
ま
す
よ
今
代
わ
り
ま
す

ね 
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
ら
し
く

和
人
は
直
ぐ
に

話
に
出
て
く
れ
た

和
人
君

朝
練
し
て
た
ん
だ

お
う

た
ま
に
は
付
き
合
え

て

日
か
ら
ス
グ
が
う
る
さ
く
て
さ

で

用
件
は

実
は
ち

と

き
た
い
事
が
あ

て
さ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
三
十
四
層
の
双

の
巨
人
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
事

覚
え
て
た
り
す
る

 
そ
の
問
い
に
一

し
た
後

和
人
は
直
ぐ
に
こ
う
答
え
た

あ
あ

ヨ
ツ
ン
の
事
か

そ
れ
な
ら
そ
こ
そ
こ
覚
え
て
る
け
ど

 
あ
れ
で
も
三
十
四
層

て
今
の
最
前
線
だ
よ
な

も
し
か
し
て
攻
略
に
参
加
す
る
の
か

い
や

参
加
す
る
と
い
う
か
む
し
ろ
私
達
だ
け
で
攻
略
す
る
事
に
な

た
と
い
う
か

え

確
か
に
攻
略
が

し
て
い
る
な
と
は
思

て
た
け
ど

 
も
し
か
し
て
う
ち
で
や
る
事
に
な

た
の
か

八
幡
も
い
な
い
の
に

 
そ
れ
は
当
然
の
疑
問
で
あ

た

明
日
奈
が
私
達
と
言
え
ば
そ
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
を
意
味
す

る
の
だ
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通
常
で
あ
れ
ば

あ

ほ
ら

今
の
私
は
そ
の

ね

今
の
私

て
事
は
ま
さ
か

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

独
で
攻
略
を
目
指
す
の
か

う
ん

日
そ
う
い
う
事
に
な

ち

て
さ

マ
ジ
か

マ
ジ
で

 
明
日
奈
が
こ
う
い
う
物
言
い
を
す
る
事
は
珍
し
い
が

 
そ
れ
故
に
そ
の
言
葉
に
は
真
実
の

き
が
あ

た

 
も

と
も
明
日
奈
が
和
人
相
手
に

を
つ
く
事
は
あ
り
え
な
い

 
和
人
は
何
故
か
無
言
だ

た
が

し
ば
ら
く
し
て
こ
う
言

た

あ

ス
レ
に
載

て
た
わ

な
る
ほ
ど

こ
う
い
う
事
だ

た
の
か

 
ど
う
や
ら
和
人
は
自
分
の
ス
マ
ホ
を
い
じ

て
調
べ
物
を
し
て
い
た
よ
う
だ

あ

話
題
に
な

て
た

な

て
る
な

て
る

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
見
送
る
会

ま
で
企
画
さ
れ
て
る
ぞ

マ
ジ
で
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マ
ジ
で

 
明
日
奈
は
噂
が
広
が
る
の
が

い
な
と

に
感
心
し
た

 
そ
の
後

明
日
奈
は
和
人
に
思
い
つ
く
限
り
の
情
報
を
教
え
て
も
ら
い

 
こ
れ
な
ら
何
と
か
な
り
そ
う
だ
と
安

し
た

あ
り
が
と
う

こ
れ
で
大
体
の
情
報
は
確
保
出
来
そ
う

と
い
う
か

俺
よ
り
も
八
幡
の
方
が

し
い
と
思
う
ぞ

八
幡
に
は

か
な
い
の
か

そ
れ
が
ね

八
幡
君
は
ち

と
忙
し
い
み
た
い
で

 

日
の
夜
に
連

を
入
れ
た
ん
だ
け
ど

返
事
が
あ

た
の
が
夜
中
で
さ

 
私
も
着
信
に
気
付
か
な
く

て

直
接
は
話
せ
な
か

た
ん
だ
よ
ね

明
日
奈
忙
し
い

て
の
は
確
か
に
そ
う
だ
ろ
う
が
そ
れ
以
前
に
時
差
の
事
も
考
え
よ
う
な

あ
 
明
日
奈
は
そ
の
事
は
忘
れ
て
い
た
ら
し
く

コ
ツ
ン
と
自
分
の

を
叩
い
た

そ

か

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た

ま
あ
今
度
は
そ
の
事
も
考
え
て
連

し
て
み
ろ
よ
八
幡
も
き

と

し
が

て
る
と
思
う
ぞ
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明
日
奈
は
そ
う
言
わ
れ

再
び

日
の
事
を
思
い
出
し
て

面
し
た
の
だ
が

 
幸
い
和
人
が
そ
の
事
に
気
付
く
事
は
な
い

ま
あ
初
回
な
ん
だ
し
思
わ
ぬ
事
故
も
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
何
が
あ

て
も

め
ず
に
頑
張

て
なう

ん

ベ
ス
ト
を
尽
く
す
よ

俺
も
後
で
見
物
に
行
く
わ

あ

八
幡
君
も
後
で
見
物
に
来
る

て
言

て
た
よ

へ

じ

あ
後
で
連

し
て
み
る
か
な

こ
れ
は
負
け
ら
れ
な
く
な

ち

た
ね

だ
な

 
二
人
は
そ
う
言

て
笑
い
合
う
と

そ
の
ま
ま
通
話
を
終
え
た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
コ
ン
デ

シ

ン
を
整
え
ロ
グ
イ
ン
前
に
⺟
で
あ
る
京
子
の
所
に
行

た

お
⺟
さ
ん
今
日
は
大
事
な
戦
い
が
あ
る
か
ら
う

か
り
接
続
を
切
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ね

あ
ら

明
日
奈
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
事
を
言
う
な
ん
て
珍
し
い
わ
ね

 
分
か

た
わ

こ

そ
り
と
明
日
奈
の

て
る

を
写
真
に
と

て
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八
幡
君
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
く
ら
い
に
し
て
お
く
わ

ち

お
⺟
さ
ん

や
め
て
よ

え

八
幡
君
は
喜
ぶ
と
思
う
け
ど
な

明
日
奈
の
油
断
し
た
パ
ジ

マ

目
な
も
の
は

目

と
に
か
く
接
続
の
件

お
願
い
ね

 
明
日
奈
は
そ
う
念
を
押
し
て
自
室
に

り

 
そ
の
ま
ま
ベ

ド
に
横
た
わ
ろ
う
と
し
て

は
た
と
止
ま

た

う

ん

ま
さ
か
と
は
思
う
け
ど
ま
あ
一
応
備
え
て
お
い
た
方
が
い
い
の
か
な

 
明
日
奈
は
そ
う

く
と
里
香
や
珪
子
と
一

に
お

り
す
る
時
用
の
か
わ
い
い
パ
ジ

マ
に

着

え

 
つ
い
で
に
ベ

ド
の

り
を

麗
に
整

し
て
か
ら
ベ

ド
に
横
た
わ

た

こ
れ
で
よ
し

と

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

 
ア
ス
ナ
は
仮
に
写
真
を

ら
れ
て
も
問
題
な
い
よ
う
に
準
備
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
み
ん
な

お
待
た
せ

お
は
よ
う
ア
ス
ナ
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こ

ち
の
準
備
は
バ

チ
リ
よ

そ
れ
じ

あ

速
ボ
ス
攻
略
を
レ
ク
チ

す
る
ね

 
ア
ス
ナ
は
自
分
で
は
中
々
い
い
出
来
だ
と
自
負
し
て
い
る
攻
略
法
を
一
同
に
伝
え

 
十
分
だ
と
思
う
ま
で

り
返
し

り
返
し
レ
ク
チ

を
続
け
た

う
ん

バ

チ
リ

言
わ
れ
た
だ
け
じ

イ
メ

ジ
し

い
と
こ
ろ
も
あ
る
け
ど
ま
あ
大
体

は
出
来
た
か
な

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
し

う
か

オ

ケ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

出
撃

お
う

 
ア
ス
ナ
は
出
発
直
前
に
レ
コ
ン
か
ら
連

が
入

て
い
な
い
か
確
認
し
た
が

 
特
に
何
も
連

は
来
て
い
な
か

た

ま
あ
一
日
し
か
な
か

た
し

無
理
は
言
え
な
い
よ
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
考
え

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
後
に
続
い
て
歩
き
出
し
た

 
そ
し
て
三
十
四
層
に
着
い
た

間
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
一

プ
レ
イ
ヤ

の
歓
声

に
包
ま
れ
た
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う
お

何
こ
れ

あ

何
か
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
見
送
る
会

て
の
が
企
画
さ
れ
て
た
み
た
い

マ
ジ
か

俺
達
も

名
人
の
仲
間
入
り
か

 
そ
の
言
葉
通
り
に
今
こ
こ
に
い
る
の
は

 
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
見
送
る
会
の
参
加
者
で
あ
り

 

り
に
は
声
援
が
飛
び
交

て
い
た

あ
り
が
と
う

頑
張
る
ね

精
一

や

て
み
る
か
ら

期
待
し
な
い
で
待

て
て

で
も
期
待
し
て
て

 
一
同
が
そ
う
返
事
を
返
す
横
で

ア
ス
ナ
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
て
い
た

 
そ
れ
は
見
知

た
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
な
い
か
確
認
す
る

で
あ

た
が
そ
こ
に
は
同
盟

の

は
無
く

 
ア
ス
ナ
は
や
は
り
同
盟
は
こ
の
層
の
攻
略
に
出
る
気
は
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
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代
わ
り
に
そ
の
場
に
い
た
の
は
ス
ピ
ネ
ル
で
あ
る

あ

ス
ピ
ネ
ル
さ
ん

よ

俺
の
仲
間
を
先
行
さ
せ
て

道
中
の
露

い
を
さ
せ
て
あ
る
か
ら

 
一
気
に
ボ
ス
部
屋
ま
で
突

走

て
く
れ
て
い
い
ぞ
応
援
し
て
る
か
ら
な
頑
張

て
く
れ

あ
り
が
と
う

凄
く
助
か
る
よ

あ

つ
い
で
に
俺
も
仲
間
と
合
流
し
て
お
き
た
い
か
ら
一

に
行

て
も
い
い
か

う
ん

も
ち
ろ
ん

 
こ
う
し
て
一
同
は

ス
ピ
ネ
ル
と
共
に
ボ
ス
部
屋
へ
と
走

た
が

 
道
中
に
は
モ
ブ
は
ま

た
く
い
な
か

た

 
ジ

エ
リ

ズ
が
し

か
り
と

え
ら
れ
た
役

を
果
た
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

凄
く
楽
だ
ね

力
を

存
出
来
る
の
は
助
か
る
な

本
当
に
あ
り
が
と
う

ス
ピ
ネ
ル

い
や
い
や

俺
達
も
同
盟
に
一

か
せ
た
い
か
ら
な

気
に
し
な
い
で
く
れ
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そ
し
て
ボ
ス
部
屋
前
の
通
路
に
到
達
し
た
一
同
は

 
通
路
の
入
り
口
で
無
事
に
ジ

エ
リ

ズ
の
残
り
の
メ
ン
バ

と
合
流
す
る
事
が
出
来
た

お
前
ら

よ
く
や

て
く
れ
た
な

ふ
ふ
ん

当
然

同
盟
を
へ
こ
ま
す

に
頑
張

た

 
ス
ピ
ネ
ル
の
説
明
だ
と

 
ジ

エ
リ

ズ
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
勝
利
し
て
外
に
出
て
く
る
の
を
こ
の
場
で
待
つ

ら
し
く

 
ボ
ス
部
屋
前
で
キ

ン
プ
を
張
る
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ

報
を
期
待
し
て
る

本
当
に
あ
り
が
と
う

こ
の

り
は
い
つ
か
返
す
ね

な

に

勝

て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
さ

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
ジ

エ
リ

ズ
は
ボ
ス
部
屋
の
前
に
向
か

て
歩
い
て
い

た

 
だ
が
残
り
十
五
メ

ト
ル
く
ら
い
ま
で
近
付
い
た
時

ア
ス
ナ
が
仲
間
達
を
制
止
し
た
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ご
め
ん

ち

と
ス
ト

プ

ん

ア
ス
ナ

一
体
ど
う
し
た
の

う

ん

ち

と
違
和
感
が
ね

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
死
線
を
超
え
て
き
た
ア
ス
ナ
に
し
か
分
か
ら
な
い
感
覚
で
あ

た

 
首
筋
が
チ
リ
チ
リ
と

危
険
の
存
在
を
伝
え
て
く
る
の
で
あ
る

 
ア
ス
ナ
は
予
備
で
持
ち
歩
い
て
い
る
魔
法
銃
を
取
り
出
し

前
方
に
向
け
て

え
た

 
そ
れ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
ア
ス
ナ
が
使

て
い
る
の
と
同
じ
Ｐ
９
０
で
あ
り

 
そ
の
扱
い
に
つ
い
て
ア
ス
ナ
は
自
信
を
持

て
い
た

 
そ
の
せ
い
か

ア
ス
ナ
が
銃
を

え
る

は
実
に

に
い

た
も
の
で
あ

た

さ

て

誰
が

れ
て
い
る
の
か
な

 
ア
ス
ナ
は
こ
と
さ
ら
に
大
き
な
声
で
そ
う
言
う
と
正
面
よ
り
や
や

り
に
狙
い
を
付
け
た

 
そ
の

間
に

何
も
な
い
空
間
か
ら
こ
ん
な
声
が

こ
え
た

待

て
く
れ

こ
ち
ら
に
敵
対
の
意
思
は
な
い

 
モ
ブ
に
見
つ
か
る
と
面
倒
だ
か
ら

を

し
て
い
た
だ
け
だ

 
そ
の
直
後
に

名
の
男
が

を
現
し
た

同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る
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モ
ブ
に
見
つ
か
る
と
面
倒

ね

 
ス
ピ
ネ
ル
が
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
に
疑
い
の
目
を
向
け
る

そ

そ
う
だ

見
て
の
通
り

こ

ち
は
少

な
ん
で
な

 
確
か
に
そ
こ
に
は
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

し
か
い
な
か

た

 
だ
が
そ
の
中
に

の
フ

ド
を
被

た
プ
レ
イ
ヤ

が
混
じ

て
い
る
事
を
ア
ス
ナ
は
見
逃

さ
な
か

た

こ
い
つ
ら
か
ら
は
俺
達
が
話
を

い
て
お
く

あ
ん
た
達
は
こ
の
ま
ま
ボ
ス
部
屋
に
入

ち

ま

て
く
れ

そ
う

そ
れ
じ

あ
任
せ
て
も
い
い
か
し
ら

お
う

任
せ
て
く
れ

頑
張

て
な

う
ん

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

の
事
を
ジ

エ
リ

ズ
に
任
せ

 
ボ
ス
部
屋
へ
と
突
入
し
た
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第
８
３
４
話
 
こ
の
三
人
は
扱
い
が
難
し
い

 
八
幡
が
ど
う
し
て
も
き
つ
く
当
た
れ
な
い
者
の
中
で
ク
ル
ス
に
関
す
る
記
述
が
抜
け
て
い
た

の
で
追
加
し
ま
し
た

２
０
１
９

 
こ
こ
で
話
は
少
し

る

 

し
た
八
幡
達
は
連
日
結
城

の
⻑
男
で
あ
る

か
ら
新

に
関
す
る
説
明
を

き

 
新
た
な
投
資
に
関
す
る
事
や

援
体
制
の

充
な
ど
を
話
し
合
い
忙
し
い
日
々
を
送

て

い
た

さ
ん

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
調
子
は
ど
う
で
す
か

う
ん

こ
れ
は
凄
い

療
器

だ
ね

優
先
的
に
回
し
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

い
え

の
開
発
に
役
立
て
て

け
れ
ば
そ
れ
で

 
八
幡
達
よ
り
先
行
し
て
こ
こ
に
運
び
込
ま
れ

 
ソ
レ
イ
ユ
の
ス
タ

フ
達
に
よ

て
設
置
さ
れ
た
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の

察
を
終
え
た
八
幡



 第８３４話 この三人は扱いが難しい

は 
こ
れ
で
急
ぎ
の
案
件
は
あ
ら
か
た
片
付
い
た
な
と
ほ

と
一
息
つ
い
た

八
幡
様

お
疲
れ
様
で
す

あ
あ

マ

ク
ス
に
萌
郁
も
な

後
は

乃
さ
ん
や
ク
リ
ス
達
の
方
の
進

次
第
だ
か
ら

 
そ
れ
ま
で
少
し
の
ん
び
り
す
る
か

そ
れ
じ

あ
エ
ル
ザ
も
誘

て
お
土
産
で
も

い
に
行
き
ま
し

う
か

 
後
に
な

て

て
る
時
間
が
無
い
と
か
な

た
ら
み
ん
な
に

ら
れ
ち

い
ま
す
か
ら

お
土
産

楽
し
み

 
萌
郁
も
横
で
そ
ん
な
微

に
意
味
不
明
な
事
を
言

た
が

 
お
そ
ら
く

い
物
に
い

て
土
産
物
を
探
す
の
が
楽
し
み
と
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う

 
以
前
に
比
べ
れ
ば
萌
郁
は
し

か
り
と
感
情
を
出
し
て
く
る
よ
う
に
な

て
お
り

 
今
も
笑
み
を

か
べ
て
い
た

八
幡
は
そ
ん
な
萌
郁
の
事
を
微
笑
ま
し
く
思

て
い
た

 
今
こ
の
場
に
い
る
の
は
八
幡
と
ク
ル
ス

そ
れ
に
護
衛
役
の
萌
郁
の
三
人
だ
け
で
あ

た

 

乃
は
大
学
の
え
ら
い
人
と

衝
中
で
あ
り
紅
莉
栖
と
ダ
ル
は
病
院
の
シ
ス
テ
ム
関
連
の

察
を
し
た
後
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今
は
紅
莉
栖
の
伝
手
を
頼

て

ニ

ロ
リ
ン
カ

関
連
の
話
を
す
る

に

 
色
々
な
技
術
者
の
所
を
回

て
い
る
ら
し
い

莉
は
そ
の
護
衛
と
し
て
同
行
し
て
い
る

 
そ
し
て
八
幡
は

に
近
く
の
シ

ピ
ン
グ
エ
リ
ア
の
事
を
教
え
て
も
ら
い

 
エ
ル
ザ
と
合
流
す
る

に

在
し
て
い
る
ホ
テ
ル
へ
と
向
か

た

 
よ

エ
ル
ザ

今
日
は
ど
う
し
て
た
ん
だ

ソ
レ
イ
ユ
の
ア
メ
リ
カ

社
に
行

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ

マ
ソ
ン
グ
の
英
語

と
か
歌

て
き

た
え

何
だ
そ
れ

そ
ん
な
話
が
あ

た
の
か

う
う
ん
本
当
は
ア
メ
リ
カ
の
ユ

ザ

向
け
の
記
事
の

の
イ
ン
タ
ビ

だ
け
だ

た
ん

だ
け
ど

 
そ
の
場
で
前
か
ら
た
ま
に
歌

て
た
フ
ル
英
語
バ

ジ

ン
を
披
露
し
た
ら

 
そ
れ
が

に
ス
タ

フ
の
人
達
に
受
け
ち

て

つ
い
で
に
録
音
し
て
き
た
の

 
ア
メ
リ
カ
で
発

さ
れ
る
グ

ズ
の

入
特

に
す
る
ん
だ

て

そ
う
な
の
か

し
に
ち

と
こ
こ
で
歌

て
み
て
も
ら

て
い
い
か



 第８３４話 この三人は扱いが難しい

う
ん

別
に
い
い
よ

こ
の
部
屋
は
防
音
だ
し

多
少
大
き
な
声
で
歌

て
も
平
気
だ
よ
ね

 
そ
う
言

て
エ
ル
ザ
は

々
と
歌
い
始
め
た

 
そ
れ
が
終
わ

た
後

八
幡
達
三
人
は

大
な

手
を
し
た

お
お

凄
い麗

な
歌
声

ふ
ふ
ん

私
は
た
だ
の
変
態
じ

な
く

歌
が
歌
え
る
変
態
だ
か
ら
ね

い
や
お
前

そ
れ

自
分
で
言
う
事
じ

な
い
だ
ろ

 
あ

そ
う
だ
エ
ル
ザ

一
応
今
の
歌
は
録
音
し
て
お
い
た
け
ど

 
こ
れ

後
で
ア
ス
ナ
に
送

て
や

て
も
い
い
か

う
ん

別
に
い
い
よ

あ
り
が
と
な

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る
わ

 
そ
し
て
四
人
は
そ
の
ま
ま

い
物
へ
と
向
か

た

あ

こ
こ
か

こ
の
間
こ
こ
の
前
を
通
り
か
か

て
気
に
な

て
た
ん
だ
よ
ね
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エ
ル
ザ
は
時
間
が
あ
い
た
時
に
ち

こ
ち

こ
出
か
け
て
る
よ
な

 
で
も
危
な
い
所
に
は
絶
対
に
行
く
な
よ
お
前
は
リ
ア
ル
じ

別
に
強
く
は
な
い
ん
だ
か
ら
な

私
の
事
が
心
配

 
エ
ル
ザ
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

八
幡
は
顔
を
背
け
な
が
ら
こ
う
答
え
た

当
た
り
前
だ
ろ

て
い
う
か
お
前
だ
け
じ

な
く
全
員
が
心
配
だ

ま
あ
大
丈
夫
だ
よ

ほ
ら

銃
も
ち

ん
と
持

て
る
し

う
わ

お
前
い
く
ら
許
可
を
と

て
い
る
と
は
い
え
そ
ん
な
物
を
人
前
で
出
す
ん
じ

ね
え護

身
用
の

砲
な
の
が
不
満
だ
け
ど
ね

ま
あ
今
の
私
に
は
お
似
合
い
か
な

い
い
か
ら

く
仕
舞
え

許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
ら
大
変
だ
か
ら
な

は

い

 
そ
し
て
一
同
は
あ
ち
こ
ち
の
店
を
見
て
回
り

た
物
を

め
て
日
本
に
送
る
手
配
を
し
た

後 
そ
の
ま
ま
近
く
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行

て
食
事
を
と
り

 
ホ
テ
ル
に

た
後
に
八
幡
の
部
屋
に
集
ま

て
の
ん
び
り
と
雑
談
を
し
て
過
ご
し
た



 第８３４話 この三人は扱いが難しい

 
そ
し
て
そ
ろ
そ
ろ

る
か
と
い
う

に

そ
の
事
件
は

こ

た

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ

る
と
す
る
か

う
ん

そ
れ
じ

あ

よ

か

 
そ
う
言

て
エ
ル
ザ
が
い
き
な
り
着
て
い
る
服
を
脱
ぎ
八
幡
の
ベ

ド
に

り
こ
ん
だ
の
で

あ
る

お
い
お
前

い
き
な
り
何
を
し
ち

て
る
の

る
準
備

い
や

そ
こ
は
俺
の
ベ

ド
な
ん
だ
が

て
い
う
か
さ

さ
と
自
分
の
部
屋
に

れ
よ

て
ほ
し
い
の

い
く
ら
出
す

え

そ
う
く
る
の

 
ま
さ
か
の
エ
ル
ザ
か
ら
の

件
の
提

で
あ

た

お
い
マ

ク
ス

こ
い
つ
を
何
と
か
し
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

ほ
ら
エ
ル
ザ

八
幡
様
が
困

て
る
わ
よ

さ

さ
と
服
を
着
な
さ
い

え

八
幡
は
喜
ん
で
る
と
思
う
け
ど

別
に
喜
ん
で
ね
え
よ
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だ

て
よ

八
幡
は

れ
屋
さ
ん
だ
か
ら

絶
対
に
そ
う
言
う
ん
だ

て

 
そ
れ
じ

あ

し
に
ク
ル
ス
も
脱
い
で
み
な
よ

八
幡
は
絶
対
に
喜
ぶ
か
ら

あ

お
前

 
八
幡
は
こ
の
流
れ
は
や
ば
い
と
本
能
的
に
そ
う
思

た

 
当
の
ク
ル
ス
は
そ
う
言
わ
れ

少
し
考
え
込
ん
だ
後
に
八
幡
の
方
を
ち
ら

と
見
て
き
た
が

 
八
幡
は
こ
こ
で
安
易
に
先
ほ
ど
の
エ
ル
ザ
の
発
言
を
否
定
す
る
事
が
出
来
な
い

 
こ
こ
で

別
に
マ

ク
ス
が
脱
い
で
も
嬉
し
く
な
ん
か
な
い

と
言
う
の
は
簡

だ
が

 
そ
う
す
る
と
八
幡
が
全
て
で
あ
る
ク
ル
ス
が

し
む
事
は
目
に
見
え
て
い
る
か
ら
だ

や
ば
い
や
ば
い
や
ば
い

何
か
い
い
言
い

は

 
そ
し
て
や

と

か
ん
だ
言
い

は

誰
が

い
て
も
ど
う
か
と
思
う
も
の
で
あ

た

マ

マ

ク
ス

そ
う
い
う
の
は
明
日
奈
が
い
る
時
の
方
が

よ
り
嬉
し
い
か
な

な
る
ほ
ど

最
初
は
複

で
と
い
う
事
で
す
ね

 
ク
ル
ス
は
目
を

か
せ
脱
ぎ
か
け
て
い
た
服
を
元
に

し
た

八
幡
完

な
や
ら
か
し
で

あ
る



 第８３４話 この三人は扱いが難しい

 
だ
が
そ
の
言
葉
を
こ
の
場
で
否
定
す
る
事
は
出
来
ず
エ
ル
ザ
も
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
大
人
し

く
服
を
着
た

八
幡
様

そ
の
機
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
ね

八
幡

ま
さ
か

い
た

は
飲
み
込
ま
な
い
わ
よ
ね

お

お
う

も
ち
ろ
ん
だ

俺
は

は
言
わ
ん

や
べ

今
後
は
今
以
上
に
慎
重
に

 
夜
に
俺
と
明
日
奈
と
も
う
一
人
が
三
人
で
同
じ
部
屋
に

ま
る
と
か
が
無
い
よ
う
に
気
を
つ
け

な
い
と
だ

 
そ
し
て
ク
ル
ス
と
エ
ル
ザ
は
こ
こ
ま
で
ず

と
静
か
に
し
て
い
た
萌
郁
に
声
を
か
け
た

モ
エ
モ
エ

そ
れ
じ

あ
自
分
の
部
屋
に

ろ

そ
の
前
に
私
は
護
衛
に
つ
い
て

八
幡
君
と
相
談
し
な
い
と

あ

明
日
は
オ
フ
に
す
る
ん
だ

け

分
か

た

そ
れ
じ

あ
先
に

る
ね

う
ん

 
ク
ル
ス
と
エ
ル
ザ
は
そ
の
ま
ま
入
り
口
の
方
へ
消
え
て
い
き
直
後
に
ド
ア
が
開

す
る
音
が

し
た
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そ
れ
じ

あ
八
幡
君

護
衛
に
つ
い
て
の
話
を

お
う

そ
う
だ
な

ま
あ
そ
の
前
に

明
日
の
行
動
を
ど
う
す
る
か
な
ん
だ
よ
な

そ
れ
も
そ
う
だ
け
ど

先
ず
は
今
夜
の
護
衛
の
話
か
ら

今
夜

 
八
幡
は

今
夜
は
特
に
出
か
け
る
予
定
は
無
い
が
と
疑
問
に
思
い

 
何
か
あ

た
だ
ろ
う
か
と
萌
郁
に
確
認
し
よ
う
と
思
い

そ
ち
ら
に
目
を
向
け
た

ん
な

 
そ
こ
に
は
上
着
を
脱
い
で
下
着

に
な

た
萌
郁
の

が
あ
り
八
幡
は
思
わ
ず
そ
ん
な
声
を

上
げ
た

も

萌
郁

そ
の
格
好
は

い

し
て
護
衛
を
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

べ
別
に

い

す
る
必
要
は
な
い
し
そ
も
そ
も
同
じ
部
屋
で
一

過
ご
す
必
要
も
無
い
よ

な
大
丈
夫

た
だ
の
護
衛
だ
か
ら

何
も
や
ま
し
い
事
は

こ
ら
な
い

 
そ
れ
に
八
幡
君
に
何
か
が
あ

た
ら
多
く
の
人
が

し
む



 第８３４話 この三人は扱いが難しい

う
 
そ
の
正

に
八
幡
は
一

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た

 
八
幡
は
ど
う
説
得
す
れ
ば
い
い
も
の
か
再
び

を
悩
ま
せ
た
が
中
々
い
い
答
え
は

か
ん

で
こ
な
い

 
だ
が
そ
の
時

八
幡
に
と

て
救
い
の
神
が
現
れ
た

そ
こ
ま
で
よ
モ
エ
モ
エ

ま
さ
か
の
正
攻
法
と
は

 
そ
れ
は
つ
い
先
ほ
ど
立
ち
去

た
は
ず
の
ク
ル
ス
と
エ
ル
ザ
で
あ

た

二
人
と
も

ど
う
し
て

ふ
ふ
ん
こ
ん
な
事
じ

な
い
か
と
思

て
出
て
い

た
フ
リ
を
し
て

関
に

れ
て
た
の

よ
抜
け
駆
け
は
許
さ
な
い

さ
あ
萌
郁

服
を
着
よ
う
か

く

ダ
ル
君
に
教
え
て
も
ら

た
作
戦
に
こ
ん
な

が

ダ
ル

今
ダ
ル

て
言

た
か

 
八
幡
は
後
で
ダ
ル
を
し
め
よ
う
と
心
に

い
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そ
の
後

三
人
が
部
屋
を
出
て
い
く
の
を
自
分
の
目
で
確
認
し

 
や

と
一
人
に
な
れ
た
事
に
ほ

と
安

し

ベ

ド
に
横
た
わ

た

は

も
う
少
し
ハ

キ
リ
と

絶
す
る
べ
き
な
ん
だ
ろ
う
か
で
も
あ
い
つ
ら
は
な

 
八
幡
の
身
内
の
中
で
明
日
奈
以
外
に
八
幡
が
ど
う
し
て
も
き
つ
く
当
た
れ
な
い
者
が
何
人
か

い
る

 
八
幡
の
所

物
と
言

て
も
い
い
小
猫
と
萌
郁
八
幡
の
被
保
護
者
で
あ
る
優
里
奈
と
そ
れ
に

準
ず
る
詩
乃

 
八
幡
と
会
う
事
に
全
て
を

け

自
ら
を

に
し
な
が
ら
そ
れ
を
成
し

げ
た
ク
ル
ス

 
そ
し
て
八
幡
が
進
学
を
や
め
さ
せ
て
引

張

て
き
た
理
央
で
あ
る

 
エ
ル
ザ
は
そ
れ
に
準
ず
る
立
場
で
は
あ
る
が

 
こ
ち
ら
は
逆
に

き
つ
く
当
た

て
も
ま

た
く

え
な
い
の
が
問
題
だ

ま
あ
い
い
や

今
日
は
疲
れ
た

よ

 
今
の
ド
タ
バ
タ
の
せ
い
で
時
刻
は
も
う
深
夜
二
時
を
回

て
お
り

 
八
幡
は
布
団
を
被
る
と

す
ぐ
に

し
て
し
ま

た

 
そ
し
て
明
け
方
近
く
に
八
幡
の

が
鳴
り

画
面
に
明
日
奈
の
名
前
が
表

さ
れ
た
が



 第８３４話 この三人は扱いが難しい

 
八
幡
が
そ
の
事
に
気
付
く
の
は

時
間

れ
る
事
と
な

た
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第
８
３
５
話
 
ジ

ジ

 
ジ

ジ

の
奇

な
冒
険
と
の
コ
ラ
ボ
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん

久
々
に

す
ぎ
て
し
ま

た

 
八
幡
が
目
を
覚
ま
す
と

時
刻
は

に
朝
九
時
と
な

て
い
た

 
今
日
は
特
に
予
定
も
無
い

に

誰
も
八
幡
を

こ
そ
う
と
し
な
か

た
の
で
あ
る

と
り
あ
え
ず

を
食
う
か

 
そ
う
言

て
八
幡
は

日

て
お
い
た
ス

パ

の
パ
ン
を
も
ぐ
も
ぐ
と
食
べ
始
め
た

 
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
り
何
な
り
で
食
べ
る
の
が
普
通
な
の
だ
ろ
う
が

 
八
幡
は
生
来
の

性
か
ら
そ
れ
を
面
倒

い
と
思

た
ら
し
く

 
前
日
か
ら
こ
う
す
る
つ
も
り
で

い
物
を
済
ま
せ
て
お
い
た
の
だ

た

さ
て

一
応
他
の
連
中
に
今
日
の
予
定
を

い
て
お
く
か

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
部
屋
を
出
て

他
の
者
達
が

ま

て
い
る
部
屋
を

番
に
ノ

ク
し
て



 第８３５話 ジョジョ

い

た

 
最
初
は
ク
ル
ス
の
部
屋
で
あ
る

あ

俺
だ

八
幡
だ

あ

八
幡
様

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
八
幡
が
部
屋
の
ド
ア
を
ノ

ク
す
る
と

直
ぐ
に
ク
ル
ス
が
返
事
を
し

顔
を
出
し
た

今
朝
は
よ
く

て
た
み
た
い
で
す
ね

ん

も
し
か
し
て
俺
の
部
屋
を
訪
ね
た
り
し
て
た
か

い
い
え

壁
越
し
に

マ

ク
ス

愛
し
て
る
ぞ

と
八
幡
様
の

言
が

こ
え
た
の
で

で

今
日
は
マ

ク
ス
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ

 
ク
ル
ス
は
八
幡
に
ス
ル

さ
れ
て
も
何
の
そ
の

笑
顔
を
崩
す
事
な
く
平
然
と
こ
う
答
え
た

八
幡
様
と
一

に
行
動
し
ま
す

 
ク
ル
ス
は
ニ
コ
ニ
コ
と
そ
う
言
う
だ
け
で

そ
れ
以
上
何
も
言
お
う
と
は
し
な
い

そ

そ
う
か

は
い

そ
う
で
す

わ

分
か

た

ま
た
後
で
連

す
る
わ
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は
い

お
待
ち
し
て
ま
す
ね

 
次
に
八
幡
が
訪
れ
た
の
は
萌
郁
の
部
屋
で
あ
る

あ

俺
だ

八
幡
だ

八
幡

お
は
よ
う

 
萌
郁
も
ク
ル
ス
同
様
に

八
幡
の
ノ

ク
に
応
え
て
直
ぐ
に
顔
を
出
し
た

萌
郁
は
今
日
は
何
か
予
定
が
あ
る
の
か

八
幡
の
護
衛

あ
あ

今
日
は
オ
フ
だ
し

萌
郁
も
自
由
に
行
動
し
て
も
ら

て
い
い
ん
だ
が

な
ら
八
幡
の
護
衛

そ

そ
う
か

分
か

た

ま
た
後
で
連

す
る

 
八
幡
は
萌
郁
に
気
圧
さ
れ

そ
う
答
え
る
し
か
な
か

た

 
そ
し
て
最
後
は
エ
ル
ザ
の
部
屋
で
あ

た
が
こ
ち
ら
は
も
う
出
か
け
た
の
か
不
在
で
あ

た

 
エ
ル
ザ
は
八
幡
達
と
は
基
本
別
行
動
で

 
ソ
レ
イ
ユ
の
ア
メ
リ
カ

社
の
人
間
が

日
迎
え
に
来
る
事
に
な

て
い
る
の
だ

ま
あ
い
い
か
働
い
て
い
る
な
ら
良
し
も
し
暇
に
な

た
ら
あ

ち
か
ら
連

し
て
く
る
だ
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ろ 
そ
し
て
八
幡
は
部
屋
に

り

乃
や
紅
莉
栖
に
連

し
よ
う
と

を
手
に
と
り

 
そ
こ
で
初
め
て
明
日
奈
か
ら
の
着
信
と
メ

ル
に
気
が
付
い
た

あ
れ

明
日
奈
か
ら

話
が
あ

た
の
か

気
が
付
か
な
か

た
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い

最
初
に
明
日
奈
か
ら
の
メ

ル
を

ん
だ

は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

独
で
三
十
四
層
を
攻
略
だ
と

そ
れ
は
ま
た
い
き
な
り

だ
な

 
メ

ル
を

し
く

ん
で

を
理
解
し
た
八
幡
も

 
さ
す
が
に
同
盟
の
ち
ぐ
は
ぐ
さ
に
は
違
和
感
を
覚
え
た
よ
う
だ

日
本
に

た
ら

同
盟
は
徹

的
に
調
査
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

明
日
奈
に

話
を

け
た
が
繋
が
ら
な
い

う

ん

今
は
日
本
は
夜
十
一
時
く
ら
い
だ
よ
な

も
う

ち
ま

た
か
も
し
れ
な
い
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い
ど
う
せ
今
日
は
オ
フ
な
ん
だ
し
今
日
の
深
夜
に
で
も
見
物
に
行
こ
う
と

思
い

 
そ
の
旨
を
明
日
奈
に
メ

ル
し
て
お
く
事
に
し
た



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

マ
ジ
か

面
白
そ
う
だ
か
ら
俺
も
後
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
顔
を
出
す
わ

 
レ
ク
チ

も
ひ
と

落
し
た
し

そ
れ
く
ら
い
の
時
間
は
作
れ
る
と
思
う

こ
れ
で
良
し

と

さ
て

と
り
あ
え
ず
理
事
⻑
に

 
八
幡
は
先
ず

乃
に
連

を
入
れ

今
日
の
予
定
を

い
た

こ

ち
の
予
定

そ
う
ね

今
日
い

ぱ
い
は

衝
に
時
間
が
か
か
る
と
思
う
け
ど

 
明
日
に
は
そ

ち
に
合
流
出
来
る
と
思
う
わ

分
か
り
ま
し
た

面
倒
な
事
を
お
願
い
し
て
す
み
ま
せ
ん

う
ふ

こ
う
い
う
の
は
慣
れ
て
る
か
ら
平
気
よ

 
さ
す
が
は
雪
ノ
下
家
の
陰
の

力
者
た
る

乃
で
あ
る

こ
う
い
う
時
は
と
て
も
頼
り
に
な

る 
そ
し
て
八
幡
は
次
に
紅
莉
栖
に
連

を
と

た

あ
ら
八
幡

こ

ち
は

調
よ

そ

ち
は
ど
う

あ
あ

こ

ち
も
何
も
問
題
は
な
い

一
応
今
日
は
オ
フ
に
す
る
予
定
だ

そ
う

こ

ち
も
明
日
に
は
そ

ち
に
合
流
出
来
る
わ

 
中
々
の
収

よ

帰

て
か
ら
色
々
と
実
験
し
て
み
た
い
事
が

山
出
来
た
わ



 第８３５話 ジョジョ

そ

そ
う
か

相
変
わ
ら
ず
実
験
大
好
き

子
だ
な

ク
リ
ス
テ

ナ

べ

別
に
好
き
じ

な
い
わ
よ

あ
と
テ

ナ
と
か
言
う
な

 
予
定
に
関
す
る
話
を
終
え
た
後

八
幡
は
と
あ
る
事
を
思
い
出
し

紅
莉
栖
に
こ
う

ね
た

と
こ
ろ
で
ダ
ル
は
近
く
に
い
る
か

橋
田

い
る
け
ど
ど
う
か
し
た
の

い
や

実
は

日
萌
郁
が
な

 
八
幡
は

日
の
萌
郁
の
行
動
を
紅
莉
栖
に
説
明
し
た

は

や

ぱ
り
橋
田
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
変
態
な
の
ね

 
紅
莉
栖
が
そ
う
言

た

間
に

後
ろ
か
ら
ダ
ル
の
声
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
と

こ
え
た

八
幡
は

を
感
じ

こ
め
か
み
を
押
さ
え
た

ま
あ
そ
ん
な

で

今
度
シ
メ
る
か
ら
な

て
ダ
ル
に
伝
え
と
い
て
く
れ

分
か

た
わ

本
当
は
私
や

莉
か
ら
も
一
言
言

て
や
り
た
い
け
ど

 

こ
え
た
で
し

私
達
が

て
も

橋
田
の
奴
は
喜
ぶ
だ
け
な
の
よ
ね

あ
あ

莉
さ
ん
の

は

あ
い
つ
に
と

て
は
ご
褒
美
だ
ろ
う
か
ら
な
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そ
う
な
の
よ

 
二
人
は
同
時
に

は

と
た
め
息
を
つ
く
と

明
日
の
再
会
を
約
束
し

通
話
を
終
え
た

さ
て

全
員
揃
う
の
は
明
日
と
し
て

差
し
当
た
り
今
日
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え

何
と
な
く
ゲ

ム
関
連
の
ニ

ス
を

り
始
め
た

お

ザ
ス
カ

社
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
を
や

て
る
の
か

 
場
所
は

う

ん
こ
の

だ

て
事
は
分
か
る
が
土
地
勘
が
無
い
か
ら
何
と
も
だ
な

 
ち

と
マ

ク
ス
と
萌
郁
と
相
談
し
て
み
る
か

 
八
幡
は
そ
う
思
い

二
人
を
部
屋
に
呼
ん
だ

八
幡
様

ど
こ
に
行
く
か
決
ま
り
ま
し
た
か

そ
れ
な
ん
だ
が

ち

と
こ
れ
を
見
て
く
れ
よ

こ
れ
は

へ

な
る
ほ
ど

こ
の
近
く
で
す
ね

お

場
所
が
分
か
る
の
か

は
い

こ
の
付
近
の
地
図
は

に
入

て
ま
す
の
で

さ
す
が
と
い
う
か

と
い
う

で
こ
れ
に
行

て
み
よ
う
と
思
う
ん
だ
が
ど
う
思
う

い
い
ん
じ

な
い
で
し

う
か

ね
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う
ん

興
味
が
あ
る

 
ク
ル
ス
も
萌
郁
も
そ
の
提
案
に
同
意
し

 
つ
い
で
に
可
能
な
ら
ザ
ス
カ

の
人
間
に

し
よ
う
と
い
う
事
に
な
り

 
八
幡
は
社
員
証
を
持

て
そ
れ
な
り
に
フ

マ
ル
な
格
好
を
し

 
萌
郁
は

ら
し
い
服
装
を
す
る
事
に
な

た

ち
な
み
に
ク
ル
ス
は

純
に
お
め
か
し
し
た

だ
け
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
こ
う
し
て
三
人
は
近
く
で
開

さ
れ
て
い
る
ザ
ス
カ

社
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
と

向
か

た

 
お
お

中
々

況
だ
な

さ
す
が
は
本
場
で
す
ね

 
会
場
は
若
い
人
で
ご

た
返
し
て
お
り

凄
ま
じ
い
熱
気
が
感
じ
ら
れ
た

と
り
あ
え
ず
誰
か
ザ
ス
カ

の
人
に

だ
け
し
て
お
き
た
い
な

八
幡
様
あ
そ
こ
に
ス
タ

フ
が
集
ま

て
い
る
み
た
い
で
す
ち

と

い
て
み
ま
し
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う
かお

悪
い
が
ち

と
頼
む
わ

は
い

お
任
せ
下
さ
い

 
ク
ル
ス
は
八
幡
か
ら
社
員
証
を

り

そ
の
ス
タ

フ
達
に
話
し
か
け
た

 
ど
う
や
ら
本
物
と
証
明
す
る

だ
ろ
う
か
ホ
ロ
グ
ラ
ム
機
能
を
使

て

に
映
像
を

か
べ

て
い
る

 
そ
の
せ
い
か

ス
タ

フ
達
の
動
き
が

し
く
な
り

 
ほ
ど
な
く
し
て
い
か
に
も
陽
気
そ
う
な
人
物
が
現
れ

八
幡
の
方
に
向
か

て
歩
い
て
き
た

や

君
が
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
の

君

も
し
か
し
て
シ

ナ
か
な

 
そ
の
人
物
は

流

な
日
本
語
で
そ
う
話
し
か
け
て
き
た
が

 
さ
す
が
に
比
企
谷
と
い
う
の
は
発
音
し
に
く
い
ら
し
い

 
シ

ナ
の
名
前
が
出
て
き
た
事
か
ら

ど
う
や
ら
前
の
源
平
合
戦
の
時
に

 
ソ
レ
イ
ユ
側
と
話
を
し
て
く
れ
た
中
の
誰
か
な
の
だ
と
思
わ
れ
る

 
八
幡
は
少
し
迷
い
な
が
ら
も

も
う
知
ら
れ
て
い
る
の
な
ら
と
思
い

そ
の
言
葉
に

い
た

確
か
に
俺
が
シ

ナ
で
す

な
の
で
俺
の
名
前
が
言
い
に
く
い
な
ら
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今
後
は
シ

ナ
と
呼
ん
で
く
れ
て
い
い
で
す
よ

あ
と
日
本
語
が
お
上
手
で
す
ね

 
最
後
の
言
葉
は
わ
ざ
と
冗
談
め
か
し
て
言

た
の
だ
が

 
そ
の
事
も
分
か

て
く
れ
た
よ
う
で

相
手
は
こ
う
返
し
て
き
た

は
は
は

テ
ン
プ
レ

て
奴
だ
ね

 
日
本
語
は
日
本
の
ア
ニ
メ
を
見
る
の
に
必
要
だ

た
か
ら
学
ん
だ
ん
だ
よ

 
僕
は
ジ

ン
・
ジ

ン
ズ

良
か

た
ら
ジ

ジ

と
呼
ん
で
く
れ

 
そ
の
男
性
は
ド
ヤ
顔
で
そ
う
言
い

八
幡
は
目
を
見
張

た

え
マ
ジ
で
す
か
リ
ア
ル
で
そ
う
呼
ば
れ
る
の
が
可
能
な
ん
て
ち

と

ま
し
い
で
す
ね

 
分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
ジ

ジ

で

 
二
人
は

く

手
を
し

三
人
は
ス
タ

フ
ル

ム
へ
と
通
さ
れ
た

さ
て

は
る
ば
る
日
本
か
ら
よ
う
こ
そ

今
日
は
い
き
な
り
で
驚
い
た
け
ど

観
光
の

中

と
か
か
い

そ
う
で
す
ね

た
ま
た
ま
こ
の
近
く
で
仕
事
が
あ

て

今
日
は
オ
フ
な
ん
で
す
よ

な
る
ほ
ど

今
度
は
ち

ん
と

待

を
出
す
事
に
す
る
よ

は
い

こ
ち
ら
も
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
時
は
そ
ち
ら
に

待

を
出
し
ま
す
ね
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二
人
の
会
話
は
と
て
も
和
や
か
で
あ

た

お
そ
ら
く
馬
が
合
う
の
だ
と
思
わ
れ
る

 
実
は
こ
の
ジ

ジ

は

ザ
ス
カ

の
次
期
社
⻑
と
目
さ
れ
て
お
り

 
ザ
ス
カ

と
ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
の
ト

プ
同
士
が
偶
然
知
り
合

た
と
い
う
事
に
な
る

 
こ
の
出
会
い
は
二
社
の
将
来
に
と

て

と
て
も
幸
運
な
も
の
と
な

た

そ
れ
に
し
て
も
素
敵
な
女
性
を
二
人
も
連
れ
て

ま
し
い
な

あ

あ
れ

 
ジ

ジ

は
ク
ル
ス
と
萌
郁
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

 
二
人
と
も
日
本
人
離
れ
し
た
プ
ロ
ポ

シ

ン
を
し
て
い
る
美
人
で
あ
り

 
ジ

ジ

は
そ
の
事
を
と
て
も

ま
し
く
感
じ
た
よ
う
だ

 
だ
が
最
後
に

か
ん
と
し
た
よ
う
な
顔
で
ク
ル
ス
の
方
を
見
て
い
た

 
そ
の
理
由
が
分
か
ら
ず
に
八
幡
は
首
を

げ
た

こ
ち
ら
は
間
宮
ク
ル
ス
と
桐
生
萌
郁

う
ち
の
ス
タ

フ
で
す

 
二
人
も
そ
う
紹
介
さ
れ

ジ

ジ

と

手
を
し
た
が

 
ジ

ジ

は
何
故
か
ク
ル
ス
の
方
を
気
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

と
こ
ろ
で
今
日
は
ユ

ザ

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
バ
ト
ル
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
良
か

た
ら
出
場
し
て
み
な
い
か
い
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観
客
も
強
い
プ
レ
イ
ヤ

が
参
加
し
て
く
れ
れ
ば

り
上
が
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね

そ
れ

て
ど
ん
な

式
で
す
か

Ｂ
ｏ
Ｂ
方
式
さ

ま
あ
フ

ル
ド
が

い
か
ら

く
に
決
着
が
つ
く
ん
だ
け
ど
ね

へ

個
人
戦
で
す
か

個
人
戦
と
団
体
戦
が
あ
る
よ

団
体
戦
の
方
は
三
人
の
チ

ム
を
作
る
事
に
な
る
ね

そ
れ
な
ら
ど

ち
も
参
加
が
可
能
で
す
ね

ど

ち
も
か
い

 
さ
す
が
に
こ
の
言
葉
に
は

ジ

ジ

も
驚
い
た
ら
し
い

 
ジ

ジ

は
ク
ル
ス
と
萌
郁
を
交

に
見
な
が
ら
八
幡
に
こ
う
言

た

さ
す
が
に
ジ

ク
だ
よ
ね

え

こ
の
可

な
女
性
二
人
も
戦
え
る
の
か
い

マ

ク
ス

ク
ル
ス
は

験
者
だ
か
ら
大
丈
夫
で
す

 
萌
郁
は

験
者
じ

な
い
で
す
が
銃
の
扱
い
に
は
慣
れ
て
い
る
の
で
多
分
い
け
る
と
思
い
ま

す
マ
ジ
で

 
ジ

ジ

の
そ
の
セ
リ
フ
に
三
人
は
思
わ
ず

き
出
し
た
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ア
メ
リ
カ
人
に

マ
ジ
で

と
言
わ
れ
る
の
は

確
か
に
く
る
も
の
が
あ
る

そ
れ
じ

あ
や

ぱ
り
ク
ル
ス
は

マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス
な
の
か
い

あ

は
い

よ
く
ご
存
知
で
す
ね

お
お
お
お
お
お

 
そ
の

間
に

り
に
い
た
ス
タ

フ
も
驚
く

の
音

で
ジ

ジ

が
叫
び
声
を
上
げ
た

や

ぱ
り
そ
う
な
の
か

顔
が
そ

く
り
だ

た
か
ら

も
し
か
し
た
ら

て
思

て
た
ん

だ
よあ

 
八
幡
と
ク
ル
ス
は

そ
の
言
葉
で
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
と
思
い
出
す
事
と
な

た

マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス

戦
争
の
動
画
を
何
度
も
見
返
し
た
よ

 
あ
の
動
画
は
日
本
語
だ

た
か
ら
僕
が
通

し
て
あ
げ
て
た
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
と
は
関
係
な
く
あ
の
動
画
は
何
度
も
見
た
ん
だ

 
ジ

ジ

は
興
奮
し
た
よ
う
に
そ
う
言
い

き
な
が
ら
ク
ル
ス
の
手
を

た

シ

ナ
と
の
出
会
い
は
本
当
に
感
動
的
だ

た

 
そ
し
て
今
こ
う
し
て
リ
ア
ル
・
ワ

ル
ド
で
も
一

に
い
る

だ
お
め
で
と
う
本
当
に
良
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か

た
ね

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
あ
の
時
の
自
分
の
行
動
を
見
て
感
動
し
て
く
れ
た
人
が
い
た
事
に
ク
ル
ス
は
胸
を
熱
く
し
た

 
そ
し
て

り
の
ス
タ

フ
達
も
そ
の
声
を

き

次
々
と
ク
ル
ス
に

手
を
求
め
て
き
た

 
ど
う
や
ら
マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス
の
名
は
ザ
ス
カ

の
ス
タ

フ
内
で
は

名
の
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ
個
人
戦
と
団
体
戦

ど

ち
も
参
加

て
事
で
い
い
か
な

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
個
人
戦
は
俺
が

団
体
戦
は
三
人
で
出
ま
す

 
こ
う
し
て
八
幡
は

国
の
地
で
思
わ
ぬ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
事
と
な

た

 
ジ

ジ

が
言
う
動
画
と
は

３
５
０
話
の
事
で
す
ね

も
う
５
０
０
話
近
く
前
の
事
に
な

る
の
か
と
驚
き
で
す
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第
８
３
６
話
 
イ
ベ
ン
ト
参
加

団
体
戦

 
す
み
ま
せ
ん

明
日
の
投
稿
は
所
用
に
よ
り
お
休
み
さ
せ
て

き
ま
す

 
ど
う
や
ら
最
初
は
団
体
戦
ら
し
く

八
幡
達
は
鍵
の
か
か
る
個
室
に
案
内
さ
れ
た

一
応
セ
キ

リ
テ

が
不
安
だ
ろ
う
か
ら

 
こ
の
扉
が
開
く
の
と
同
時
に
接
続
が
切
れ
る
よ
う
に
設
定
し
て
お
い
た
の
で
確
認
し
て
く
れ

 
そ
の
言
葉
通
り

ド
ア
の
開

と
連
動
し

 
ア
ミ

ス
フ

ア
の
ス
イ

チ
が
切
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る
事
を
確
認
し
た
三
人
は

 
簡

な
説
明
を

い
た
後

簡
易
ベ

ド
に
横
た
わ

て
戦
場
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
自
分
の
キ

ラ
を
使
う
事
は
出
来
ず

 
キ

ラ
性
能
は
全
員
が
同
一
の
物
と
な

て
い
た

選
べ
る
の
は
銃
だ
け
で
あ
る

 
そ
し
て

自
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
予
備
の
上
着

ナ
イ
フ
が
入

て
お
り

 
そ
れ
と
は
別
に

チ

ム
に
一
つ
ド
ロ

ン
が

さ
れ
て
い
た
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そ
う
い
え
ば
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
も
ド
ロ

ン
が

入
さ
れ
た
ん
だ

た
か

す

か
り
忘
れ
て
た
な

最
近
行

て
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
ね

フ
ロ

リ
ア
も

し
が

て
い
る
だ
ろ
う
し

今
度
顔
を
出
し
て
み
る
か

は
い

 
ち
な
み
に
対
物
ラ
イ
フ
ル
の
み

制
限
が
あ
り

使
え
る

は
十
発
の
み
で
あ
る
が

 
他
の
銃
に
関
し
て
は

は
無
限
設
定
に
な

て
い
る
よ
う
だ

 
説
明
書
き
に
よ
る
と
最
初
の
ス
キ

ン
は
フ

ル
ド
が

い
せ
い
か
十
分
後
に
設
定
さ

れ
て
い
る

 
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
は
ア
ル
フ

ブ
ラ
ボ

チ

リ

で

一
さ
れ
て
お
り

 
そ
の
後
ろ
に

ま
で
の

が
付
く

こ
れ
な
ら
ま
あ
公
平
だ
な

対
物
ラ
イ
フ
ル
を
選
ぶ
奴
は
少
な
い
だ
ろ
う
が

な

 
何
の

も
な
く
対
物
ラ
イ
フ
ル
を
選
ん
だ
ア
ル
フ

こ
と
八
幡
は

 
銃
の
調
子
を
確
か
め
な
が
ら
そ
う
言

た

八
幡
様

作
戦
は
ど
う
し
ま
す

 
そ
ん
な
八
幡
に

ブ
ラ
ボ

こ
と
ク
ル
ス
が
そ
う

ね
て
き
た
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配
置
に
も
よ
る
が

最
初
は
囲
ま
れ
な
い
よ
う
に
フ

ル
ド
の

を
目
指
そ
う

 
マ

ク
ス
と
萌
郁
も

開
始
後
は
と
に
か
く
地

の

に
努
め
て
く
れ

了
解

 
今
回
の
参
加
チ

ム
は
全
部
で
九
チ

ム

こ
れ
が
三
×
三
の
フ

ル
ド
に
配
置
さ
れ
る

 
マ

プ
は
二
キ
ロ
四
方
で
あ
り

正
直
か
な
り

い

と
り
あ
え
ず
中
央
だ
け
は
絶
対
に
避
け
た
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
が

 
ド
ロ

ン
を
飛
ば
し
な
が
ら
八
幡
が
そ
う
言
い

 
萌
郁
は

囲
を
見

し
な
が
ら

じ
と

と
し
た

線
を
八
幡
に
向
け

こ
う

い
た

フ
ラ
グ

あ
あ

も
う
分
か

て
る

て

俺
が
悪
か

た
よ

ど
う
見
て
も
こ
こ
は
中
央
だ

 
八
幡
は
上
空
で
ド
ロ

ン
を
回
転
さ
せ

自
分
達
の

置
を
確
認
し

 
そ
の
一

で
自
分
達
が
と
る
べ
き
行
動
を
決
定
し
て
ド
ロ

ン
を

し
た

よ
し

北
東
に
向
か
お
う

今
の
一

で
何
か
見
え
ま
し
た
か

あ
あ

ど
う
や
ら
北
東
が

だ
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あ
い
つ
ら
は
ま
だ
索
敵
す
ら
し
て
い
な
か

た
し
戦
闘
準
備
も
ま
と
も
に
出
来
て
な
か

た
か

ら
な八

幡
様

さ
す
が
で
す

 
ク
ル
ス
は
目
を

か
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

も
し
か
し
た
ら
中
央
に
配
置
さ
れ
た
事
す
ら

 
予
言
通
り
に
中
央
を
引
く
な
ん
て
さ
す
が
で
す

と
か
思

て
い
そ
う
な
勢
い
で
あ
る

と
り
あ
え
ず
囲
ま
れ
る
前
に
向
こ
う
に
抜
け
る
ぞ

 
俺
は
こ
こ
か
ら
一
人

ら
す
か
ら

二
人
は
そ
の
混
乱
に
乗
じ
て
敵
に
襲
い
か
か

て
く
れ

そ
れ
で
は
万
が
一
八
幡
様
が
囲
ま
れ
た
時
に

 
ク
ル
ス
が
心
配
そ
う
に
そ
う
言

た
が

八
幡
は
そ
の
言
葉
に
首
を

た

大
丈
夫
だ

そ
れ
は
何
と
か
す
る

今
は
時
間
が

し
い
か
ら

と
に
か
く
急
い
で
く
れ

わ

分
か
り
ま
し
た

気
を
付
け
て

 
ク
ル
ス
と
萌
郁
は
即
座
に
行
動
を
開
始
し
八
幡
は
地
面
に

そ
べ

て
対
物
ラ
イ
フ
ル
を

え
たさ

て

久
々
に
や
る
か
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八
幡
は
久
々
の
狙
撃
に
心
を
躍
ら
せ
な
が
ら

じ

と
ス
コ

プ
を

い
た

 
ど
う
や
ら
敵
は
ま
だ
二
人
の
接
近
に
気
付
い
て
い
な
か

た
ら
し
く

 
銃
撃
を
受
け
た

間
に

て
て
物

か
ら
飛
び
出
し
て
き
た

素
人
か

悪
い
な

 
八
幡
は
そ
う

く
と
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の

を
ふ

飛
ば
し
即
座
に
銃
を
担
い
で
走
り

始
め
た

 

の
つ
も
り
な
の
か
予
備
の
上
着
を

に
か
け

そ
の
場
に
残
す
事
も
忘
れ
な
い

 
そ
し
て
前
方
か
ら
銃
声
が

こ
え

直
ぐ
に
静
か
に
な

た

 
ど
う
や
ら
二
人
は
無
事
に
敵
の
殲
滅
に
成
功
し
た
よ
う
だ

八
幡
様

こ

ち
で
す

お
う

首
尾
良
く
い

た
み
た
い
だ
な

敵
は
八
幡
様
の
狙
撃
で
大
混
乱
で
し
た
か
ら
ね

そ
れ
は
良
か

た

さ
て

俺
の
方
も

を
残
し
て
き
た
ん
だ
が

 
八
幡
は
そ
う
言

て

り
返
り

を

い
た

 
そ
の

界
に
映

た
の
は

三
方
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
自
分
の
予
備
の
上
着
の

で
あ

た
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よ
し

ラ

キ

だ
な

多
分
⻄
よ
り
の
三
チ

ム
が
中
央
で
カ
チ
合
い
や
が

た

 
八
幡
は

の
飛
ん
で
き
た
方
向
か
ら

し
て
そ
う
言

た

そ
れ
に
比
べ
て
南
と
東
は

に
静
か
で
す
ね

あ
あ

だ
が
あ
の
銃
声
を

い
た
ら

さ
す
が
に
介
入
し
に
向
か
う
だ
ろ
う
さ

で
す
ね

と
り
あ
え
ず
俺
達
は

出
来
る
だ
け
マ

プ
の
東
寄
り
か
ら
南
に
向
か
お
う

了
解
し
ま
し
た

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
慎
重
に
南
へ
と
向
か
い

 
上
手
く
敵
を
や
り
す
ご
し
て
マ

プ
南
東
ま
で
移
動
す
る
事
に
成
功
し
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
ス
キ

ン
の
時
間
だ
な

ど
ん
な

況
に
な

て
い
る
事
や
ら

 
そ
し
て
ス
キ

ン
が
始
ま
り

チ

ム
の

置
が
マ

プ
に
表

さ
れ
た

 
残

て
い
る
光
点
の

は
五
つ
ま
で

て
お
り

 
八
幡
達
以
外
に
は

中
央
に
三
つ

そ
し
て
真
南
に
一
つ
の
光
点
が
残

て
い
る
よ
う
だ

ほ
う

た

た
十
分
の
間
に
結

た
な

中
央
は
か
な
り
の
乱
戦
だ

た
み
た
い
で
す
ね
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こ
の

置
か
ら
す
る
と

北
と
東

そ
れ
に
南
東
に
い
た
チ

ム
が
残

て
る
み
た
い
だ
な

⻄
の
三
チ

ム
は
功
を

て

く
に
動
き
す
ぎ
た

だ
な

さ
て

そ
れ
を

ま
え
て
俺
達
は
ど
う
す
る
か
な

こ
の

況
だ
と
南
東
に
い
た
チ

ム
を
私
達
と
南
の
チ

ム
で

撃
す
る
の
が
セ
オ
リ

ま
あ
そ
う
だ
な

だ
が
こ
こ
は
少
し
変
化
を
加
え
よ
う

 
八
幡
は
そ
う
言

て
対
物
ラ
イ
フ
ル
を

に
担
い
だ

ど
う
す
る
の

二
人
は
南
の
チ

ム
と
一

に
南
東
の
チ

ム
を
攻
撃
し
て
く
れ

 
俺
は

独
で
移
動
し
て

南
の
チ

ム
を
背
後
か
ら
狙
撃
し
て
全
滅
さ
せ
る

 
ク
ル
ス
と
萌
郁
は
そ
の
八
幡
の
提
案
に

手
を
送

た

さ
す
が
は
八
幡
様

悪

で
す
ね

さ
す
が
は
八
幡
君

や
る
事
が
え
げ
つ
な
い

お
前
ら

手
を
し
て
る

て
事
は

褒
め
て
く
れ
て
る

て
事
で
い
い
ん
だ
よ
な

当
然
で
す
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も
ち
ろ
ん

と
て
も
そ
う
は
思
え
な
い
ん
だ
が

ま
あ
い
い

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ

は
い

う
ん

 
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
向
か
い

作
戦
通
り
に
行
動
を
始
め
た

 
南
東
に
い
た
チ

ム
が
残
り
一
人
と
な

た
と
こ
ろ
で
八
幡
が
南
チ

ム
の
背
後
か
ら
狙
撃
を

開
始
す
る

 
そ
の
狙
撃
は
正
確
無
比
で
あ
り
南
チ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

が
一
人
ま
た
一
人
と
倒
れ
て
い

く 
そ
し
て
あ

さ
り
と
南
チ

ム
を
全
滅
さ
せ
た

間
に
そ
れ
は

こ

た

む
 
八
幡
は
殺
気
を
感
じ

対
物
ラ
イ
フ
ル
を
放
り
出
し
て
そ
の
ま
ま
横
に
飛
ん
だ

 
八
幡
が
直
前
ま
で
い
た

置
を
銃

が
通
過
し
て
い
く

中
央
に
い
た
二
つ
の
チ

ム
の
う
ち
の
ど

ち
か
か

 
敵
も
案
外
や
る

八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

そ
の
ま
ま
全
力
で
逃
走
に
移

た
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敵
の

が
分
か
ら
な
い
以
上
ナ
イ
フ
一
本
し
か
な
い

態
で
相
手
を
す
る
の
は
危
険
だ
か
ら

だ 
そ
し
て
そ
の
銃
声
は

ク
ル
ス
と
萌
郁
の
所
に
も

い
て
い
た

今
の
は

八
幡
様
の
い
る
方
か
ら

 
二
人
は

を

き

必
死
に
八
幡
の

を
探
し
た

い
た

こ

ち
に
向
か

て
る

そ
の
後
ろ
か
ら
二
人
来
て
る

こ
れ
は

待
ち
伏
せ
る

了
解

 
二
人
は
そ
う
言
う
と

お

い
の
予
備
の
上
着
を
木
に
ぶ
ら
下
げ

 

に
分
か
れ
て
そ
の
近
く
に
伏
せ
た

 
そ
の
前
を
八
幡
が
通
過
し

上
着
が
ぶ
ら
下
が

た
木
ま
で
到
着
す
る

こ
れ
は

こ
こ
に
い
ろ
と
い
う
事
か

 
八
幡
は
ク
ル
ス
と
萌
郁
が
お
そ
ら
く
近
く
に

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
判
断
し
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二
人
の
上
着
を
手
に
持

て
そ
の
木
の
陰
に

れ
複

の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
る
か
の
よ
う
に

 

か
ら
ち

こ
ち

こ
と
そ
の
上
着
を
追
跡
者
達
か
ら
見
え
る
よ
う
に
動
か
し
た

Ｓ

Ｔ

 
そ
の
事
に
気
付
い
た
追
跡
者
達
が

そ
う
叫
び
な
が
ら

す
る
よ
う
に
足
を
止
め
る

 
そ
の

間
に

か
ら

ク
ル
ス
と
萌
郁
が
敵
に
銃

を

あ
ら
れ
と

び
せ
か
け

 
二
人
い
た
追
跡
者
は
ど

と
そ
の
場
に
倒
れ
伏
し
た

ふ
う

サ
ン
キ

な

二
人
と
も

危
な
か

た
で
す
ね

八
幡
様

お
う

ち

と
調
子
に
乗
り
過
ぎ
た
わ

ま
さ
か
敵
も

回
し
て
き
て
る
と
は
な

こ
れ
で
残
り
は

中
央
に
い
る
チ

ム
の
み

よ
し

と
り
あ
え
ず
中
央
に
向
か
う
か

 
三
人
は

き
合
う
と

慎
重
に
移
動
を
開
始
し
た

 
遠
く
か
ら
銃
声
が

こ
え

何
故
か
中
央
で
戦
い
が
続
い
て
い
る
事
が
分
か
る

ん

ど
う
な

て
る
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さ

き
倒
し
た
の
は
二
人
だ

た
の
で

そ
の
残

で
す
か
ね

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

と
中
央
に
残

て
い
た
チ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

が
一
対
一
で
戦

て
ま
す

ね 
あ

今
接
近
戦
に
突
入
し
ま
し
た

 
そ
の
言
葉
通
り

銃
声
が
止
ん
だ

 
銃
を
叩
き
落
と
さ
れ
た
片
方
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ナ
イ
フ
を
抜
い
て
上
手
く
接
近
戦
に
持
ち
込

み 
そ
れ
を
も
う
一
人
が
迎
撃
し
よ
う
と
し
て
そ
う
な

た
ら
し
い

八
幡
様

ど
う
し
ま
す
か

あ
の
戦
い
に
参
加
し
ま
す
か

撃
て

 
八
幡
は
即
座
に
そ
う
答
え

ク
ル
ス
と
萌
郁
は
そ
ん
な
八
幡
を
再
び
褒
め

え
た

さ
す
が
は
八
幡
様

見
事
な
見
事
な
⻤
畜

り
で
す

さ
す
が
は
八
幡
君

男
相
手
に
は
容

な
い

お
前
ら
そ
れ

本
当
に
褒
め
て
る
ん
だ
よ
ね

も
ち
ろ
ん
で
す
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当
然

 
そ
し
て
ク
ル
ス
と
萌
郁
は
戦

て
い
る
二
人
に
向
け
て

を
ぶ
ち
込
み

 
こ
う
し
て
団
体
戦
は

あ

さ
り
と
八
幡
達
の
勝
利
で
幕
を

じ
た

 
ワ

オ

さ
す
が
は
強
い
ね

シ

ナ

い
や

今
の
は
敵
が

か

た
よ
う
な

ま
あ
会
場
か
ら

選
で
集
め
た
連
中
だ
か
ら
ね
次
の
個
人
戦
は
強
い
連
中
が
集
ま

て
る
か

ら 
期
待
し
て
く
れ
て
い
い
と
思
う
よ

へ
 
そ
し
て
会
場
で
は
表

式
が
行
わ
れ
た
が

あ
く
ま
で
結
果
と

が
表

さ
れ
る
だ
け
で

 
誰
も

上
に
上
る
事
は
無
か

た

 
こ
れ
は
ゲ

ム
の
性
質
上
リ
ア
ル
で
の
報
復
の
危
険
性
に
つ
い
て
配

さ
れ
た
結
果
で
あ
り

 
後
で
賞
品
だ
け
が
贈
ら
れ
る
事
に
な

て
い
る
よ
う
だ

 
そ
れ
で
も
観
客
達
は

り
上
が
り

口
々
に
八
幡
達
の
事
を
褒
め
て
い
た
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あ
れ
で
褒
め
ら
れ
る
の
か

結
果
が
全
て

て
感
じ
で
す
ね

ど
う
だ
萌
郁

楽
し
か

た
か

う
ん

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
と
は
ま
た
違

た
楽
し
さ
が
あ

た

そ
れ
は
良
か

た

 
そ
し
て
次
は
個
人
戦
と
い
う
事
に
な
り

八
幡
は
ル

ル
の
説
明
を
受
け

 
ク
ル
ス
と
萌
郁
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

ベ

ド
に
横
た
わ

た

八
幡
様

頑
張

て
下
さ
い
ね

お
う

今
度
は
シ

ナ
で
ロ
グ
イ
ン
出
来
る
か
ら

思
い

き
り
や

て
く
る
わ

も
し
負
け
た
ら
私
が
こ
の
胸
で

め
て
差
し
上
げ
ま
す

い
や

そ
う
い
う
の
は
い
い
か
ら

そ
ん
な
塩
対
応
も
素
敵
で
す

お
前
は
俺
を
褒
め
す
ぎ
だ

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言
う
と

大
会
用
の
ス
テ

ジ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
て
い

た
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第
８
３
７
話
 
イ
ベ
ン
ト
参
加

個
人
戦
・
ま
さ
か
の
再
会

さ
て

名
前
は
ど
う
す
る
か

 
個
人
戦
に
出
場
す
る
に
当
た

て
安
全
対

と
し
て
の

名
の
設
定
画
面
を
前
に
八
幡
は
悩

ん
で
い
た

う

ん

こ
う
い
う
の
は
い
つ
も
悩
む
ん
だ
よ
な

何
か
い
い
ネ
タ
は
あ

た

け
か

 
そ
し
て
制
限
時
間
が
迫
る
中

八
幡
は
先
ほ
ど
の
ジ

ジ

の
顔
を
思
い

か
べ

 

に
こ
う
入
力
し
た

デ

オ

と

こ
れ
で
良
し

と

さ
て

ど
の
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
の
敵
が
出
て
く
る
の
が
楽
し
み
だ

 
八
幡
は
わ
く
わ
く
し
た
表
情
を
し

 
ま
る
で
こ
れ
か
ら
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
臨
む
か
の
よ
う
な
気
分
で
フ

ル
ド
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
今
回
も
マ

プ
は

く
三
×
三
の
フ

ル
ド
に
プ
レ
イ
ヤ

が
配
置
さ
れ
る
事
に
な

て

お
り

 
八
幡
は

囲
の
様
子
か
ら

こ
こ
が
マ

プ

下
だ
と

し
た

 
そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る

南
⻄
方

に
高
い
壁
が
あ

た
か
ら
だ
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個
人
戦
は
団
体
戦
と
違
い

最
初
に
ス
キ

ン
が
行
わ
れ
る
事
に
な

て
い
た

さ
て

と
り
あ
え
ず
ス
キ

ン
を
待
つ
か

 
ど
う
せ
他
の
奴
ら
も
直
ぐ
に
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
八
幡
は
そ
う
思
い
そ
の
場
に

を
下
ろ

し
た

 
そ
し
て
ス
キ

ン
が
始
ま
り
八
幡
は

麗
に

ん
だ
九
つ
の
点
を

に
タ

プ
し
て
い

た

や

ぱ
り
俺
は
南
⻄
か
後
は

と

ハ
ロ

ワ

ル
ド

カ

ネ
ル

コ
カ
コ

ラ

 
や

ぱ
り
み
ん
な

当
な
ん
だ
な

う
げ

ル
ポ

て
何
だ
よ

 
ど
こ
で
こ
う
い
う
言
葉
を
覚
え
る
ん
だ
か

 
で
も
ま
あ
名
前
が
分
か

て
も

実

の
と
こ
ろ
敵
の
強
さ
は
全
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
な

 
全
員

名
を
使

て
い
る
と
思
わ
れ
る
上
に

八
幡
は

サ

バ

に
つ
い
て
は
完
全
に
無

知
で
あ
る

 
当
然
敵
の
強
さ
な
ど
分
か
る
は
ず
も
な
い

だ
が
そ
ん
な
八
幡
を
衝
撃
が
襲

た

 
光
点
の
中
に
実
名
の
ま
ま
で
エ
ン
ト
リ

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
知

て
る
名
前
を
見
つ

け
た
か
ら
だ

サ
ト
ラ
イ
ザ

だ
と
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八
幡
は
ま
さ
か
と
思
い
な
が
ら
も

こ
れ
が
本
当
に
あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

か
確
認
す
る

に

 
そ
の
光
点
が
あ

た

マ

プ

上

北
東
方
面
を
目
指
す
事
に
し
た

油
断
し
な
い
よ
う
に
慎
重
に
行
く
か

 
八
幡
は
ゆ

く
り
と

囲
を
確
認
し
な
が
ら
目
的
地
へ
と
進
ん
で
い

た
が

 
何
故
か
道
中
で
は
誰
に
も
出
会
わ
な
い

と
い
う
か
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
気
配
も
無
い

お
か
し
い
な

そ
ろ
そ
ろ
中
央
な
ん
だ
が

定
番
の
中
央
の
プ
レ
イ
ヤ

狙
い
も
無
し
か

 
も
し
か
し
て
こ

ち
の
プ
レ
イ
ヤ

は
消

的
な
の
か

 
い
や
い
や

で
も
そ
れ
だ
と
こ
こ
に
誰
も
い
な
い
の
は
お
か
し
い

う

ん

 
こ
こ
ま
で
ゆ

く
り
慎
重
に
進
ん
で
き
た
せ
い
か
そ
ろ
そ
ろ
次
の
ス
キ

ン
の
時
間
が
迫

て
い
た

ま
あ
こ
れ
で

況
が
分
か
る
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え
そ
の
場
で
少
し
待
つ
事
に
し
た

こ
こ
ま
で
八
幡
は
ま
だ
何
も
出
来
て
い

な
い

 
そ
し
て
二
度
目
の
ス
キ

ン
が
始
ま
り

そ
の
画
面
を
見
て
八
幡
は
息
を

ん
だ

そ
う
い
う
事
か
よ
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そ
の
画
面
に
は

マ

プ

上
に
三
つ
の
光
点
と

 
そ
の
南

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
光
点
が
一
つ
表

さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

た

 
も
ち
ろ
ん
八
幡
以
外
の
プ
レ
イ
ヤ

は

で
あ
る

 
こ
こ
か
ら

に
四
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

ら
れ
た
事
が
分
か
る

な
る
ほ
ど

全
員
一

に
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
方
に
向
か

た

て

か

 
日
本
で
の
俺
と
同
じ
よ
う
に

あ
い
つ
も
狙
わ
れ
る
立
場
だ

て
事
だ
な

 
そ
し
て
今
も
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

と
交
戦
中
と

 
こ
れ
は
中
継
が
さ
ぞ

り
上
が

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

チ

相
変
わ
ら
ず
の
化
け

物
め

 
八
幡
は
自
分
の
事
を

に
上
げ
て
そ
う
言

た

ま
あ
し
か
し

こ
れ
で
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
本
物
で
あ
る
事
は
ほ
ぼ
確
定
か

 

名
を
使
わ
な
い
と
か
自
信
過

な
奴
だ

さ
て

俺
は
ど
う
す
る
か
な

 
出
来
れ
ば
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
や
り
合
う
の
は
他
人
に

魔
さ
れ
た
く
な
い
ん
だ
よ
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え
と
り
あ
え
ず
ポ
ツ
ン
と
一
つ
あ

た
光
点
の

置
へ
と
向
か
う
事
に
し
た

こ

ち
に
い
る
の
は

ル
ポ
か

ま
さ
か
日
本
人
じ

な
い
だ
ろ
う
な
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個
人
戦
の
参
加
者
は
選
抜
ら
し
い
か
ら

当
然
自
宅
と
か
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
る
だ
ろ
う
し

 
日
本
人
で
あ

て
も
不
思
議
は
な
い
ん
だ
よ
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え
つ
つ

ル
ポ
ら
し
き
人
物
を
発
見
し
た
が

 
そ
の

置
取
り
が
絶

な
せ
い
で
ど
う
に
も
狙
撃
出
来
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
見
つ
か
ら
な
い

 
お
そ
ら
く

ル
ポ
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

は

名
前
に
似
合
わ
ず
上
級
者
な
の
で
あ
ろ
う

仕
方
な
い

久
々
に
こ
れ
を
使
う
か

 
八
幡
は
ア
ハ
ト

を
両
手
に
持
ち
な
が
ら
そ
う

く
と
じ
り
じ
り
と

ル
ポ
の
方
に
向
か

て
い

た

そ
ろ
そ
ろ
か

 
八
幡
は
あ
る

度
近
付
い
た
と
こ
ろ
で
ア
ハ
ト

の
刃
を
展
開
す
る

に
一

ル
ポ
か
ら

目
を
切

た

 
そ
し
て
八
幡
は
チ
ラ

と

ル
ポ
の
方
を
見
た
が

 

ル
ポ
は
そ
の
一

で

先
ほ
ど
い
た
場
所
か
ら

を
消
し
て
い
た

し
ま

 
そ
の

間
に
八
幡
目

け
て
い
き
な
り
銃

が

び
せ
ら
れ
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八
幡
は

て
て
そ
の
場
に
伏
せ
た
の
だ
が

 
そ
の
過

で
偶
然
何
発
か
の
銃

が
ア
ハ
ト

の
刃
に
当
た
り

 
銃

の
い
く
つ
か
ら
両
断
さ
れ
る
事
と
な

た

 
そ
れ
は
本
当
に
偶
然
の
出
来
事
だ

た
の
だ
が

そ
の
せ
い
か
銃
声
が
い
き
な
り
止
ん
だ

狙

て
や

た
と
勘
違
い
し
て
く
れ
た
の
か
な

 
八
幡
は
そ
う

き

こ

そ
り
と
相
手
の
様
子
を

た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
驚
く
べ
き
事
に

に
銃
を
持

て
お
ら
ず

 
何
か
武
器
の
よ
う
な
物
を
両
手
に
だ
ら
ん
と
ぶ
ら
下
げ
た
ま
ま

 
へ
ら
へ
ら
と
笑
い
な
が
ら
そ
の
場
に
突

立

て
い
た

何
だ
こ
い
つ

ク
ス
リ
で
も
や

て
や
が
る
の
か

 
八
幡
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
不
気
味
に
思
い
な
が
ら
も

 
銃
を
持
た
な
い
相
手
に
銃
を
向
け
る
の
は
何
と
な
く

わ
れ

 
ア
ハ
ト

を
両
手
に
持

た
ま
ま
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
前
に

を
現
し
た

 
二
人
は
し
ば
ら
く
無
言
で
向
か
い
合

て
い
た
が

や
が
て

ル
ポ
が
口
を
開
い
た

ま
さ
か
と
は
思

た
が
そ
の
黒
い
シ

イ
ニ
ン
グ
・
ラ
イ
ト
ソ

ド

て
め
え
ハ
チ
マ
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ン
か

 
そ
れ
は
八
幡
に
と

て
も
ま
さ
か
の
日
本
語

そ
し
て
ま
さ
か
の
名
前
バ
レ
で
あ

た

お
前

何
者
だ

 
八
幡
は
相
手
の
問
い
に
は
答
え
ず
に
そ
う
言

た

 
も

と
も
相
手
は
答
え
な
か

た
事
を

定
だ
と
受
け
取

た
の
だ
ろ
う

 
突
然
狂

た
よ
う
に
笑
い
出
し
た

ク
ク

ク

ク

ク
フ

フ
フ

ア
ハ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
八
幡
は
相
手
が
落
ち
着
く
ま
で
油
断
し
な
い
よ
う
に
様
子
を
見
る
事
に
し
た
が

 

ル
ポ
は
突
然
銃
を
取
り
出
し
笑

た
ま
ま
近
く
に

い
て
い
た
中
継
用
の
カ
メ
ラ
を
破
壊

し
た

 
そ
し
て
直
ぐ
に
銃
を
し
ま

た

ル
ポ
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
た
顔
で
八
幡
の
顔
を

き
こ
ん
だ

俺
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
の
か

一
時
は
俺
に
会
い
た
く
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
中
を
探
し
回

て
い
た

に
 

分
と

た
い
じ

な
い
か
よ

な

参
謀
様

 
俺
だ
よ
俺

お
前
が
結
局
最
後
ま
で
見
つ
け
ら
れ
な
か

た
Ｐ
ｏ

だ
よ
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ギ

ハ

イ

ツ

シ

タ
イ
ム

 
そ
の

間
に
八
幡
は

相
手
の
首
目

け
て
ア
ハ
ト

を
交
差
さ
せ
た

 
Ｐ
ｏ

は
そ
の
攻
撃
を
伏
せ
て
か
わ
し

 
逆
に
下
か
ら
八
幡
の

を
狙

て
手
に
持
つ
武
器
を

り
上
げ
て
き
た

 
よ
く
見
る
と
そ
の
武
器
は

か
つ
て
Ｐ
ｏ

が
所
持
し
て
い
た
包
丁
型
の
剣

 
友
切
包
丁

あ
る
い
は
メ
イ
ト
・
チ

パ

と
呼
ば
れ
る

悪
な
武
器
に

似
し
て
い
た

て
め
え
か

Ｐ
ｏ

久
し
ぶ
り
だ
な
ハ
チ
マ
ン

山
の

の
上
に

い
た
平
和
な
人
生
を
楽
し
ん
で
る
か

 
そ
の

な

肉
に
も
八
幡
は
動
じ
な
い

あ
あ

お
か
げ
さ
ま
で
な

お
う
お
う

言
う
じ

ね
え
か

実
は
俺
も
だ

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ

 
Ｐ
ｏ

は
そ
う
言

て
八
幡
に
連
続
攻
撃
を
加
え
て
き
た
が

 
そ
の
攻
撃
は
い
わ
ゆ
る
軍
人
の
動
き
を
し
て
お
り

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

や
レ
ヴ

り
の
動
き
を
よ
く
知

て
い
る
八
幡
は
そ
の
攻
撃
を
難
な
く
避

け
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逆
に
Ｐ
ｏ

の

を
ア
ハ
ト

で

り
飛
ば
し
た

お
い
お
い

や

ぱ
り
そ
の
剣
は
反

だ
ろ

そ
れ
で
も
ザ
ザ
は

今
の
お
前
よ
り
は
手
ご
わ
か

た
と
思
う
ぞ

 
も

と
も
戦

た
の
は
俺
じ

な
く
キ
リ
ト
だ
が
な

あ
あ
ん

や

ぱ
り
あ
の
ス
テ
ル
ベ
ン

て
野
郎
は
ザ
ザ
だ

た
か
よ

大
会
の
動
画
を
見
た
の
か

あ
あ
相
手
が
死
な
な
い
の
に
よ
く
も
ま
あ
ゲ

ム
で
熱
く
な
れ
る
な

て
感
心
し
た
も
ん
さ

 
し
か
も
殺
し
の
手

は

だ
と

な
め
て
ん
の
か
あ
の
ク
ソ
野
郎

 
そ
ん
な
の
は
た
だ
の
ご

こ
遊
び
じ

ね
え
か

合
法
的
に
直
接
殺
す
の
が
楽
し
い
ん
だ
ろ
う

が 
Ｐ
ｏ

は
馬

に
し
た
よ
う
な
笑
い
を

か
べ
つ
つ
だ
が
そ
の
直
後
に

て
武
器
を
下
ろ

し
た何

だ

降
参
か

と
は
い
え
ご

こ
遊
び
な
の
は
俺
も
一

か

ハ

や

ぱ
り
つ
ま
ら
ん

俺
が
相
手
じ

不
足
だ

た
か
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い
や

お
前
は
強
い

確
か
に
お
前
と
や
り
合
う
の
は
闘
争
本
能
を

激
さ
れ
る

 
だ
が
俺
が
望
ん
で
る
の
は
そ
う
い
う
事
じ

ね
え
ん
だ
よ

 
こ
こ
で
や
り
合

て
も

俺
も
お
前
も
死
ん
だ
り
は
し
ね
え
だ
ろ

ま
あ
な

あ
あ

つ
ま
ら
ん
つ
ま
ら
ん

今
日
の
目
的
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

だ

た
が
も
う
い
い
わ

 
俺
は
下
り
る

ま
た
な

俺
と
し
て
は
も
う
二
度
と
お
前
に
は
会
い
た
く
な
い
ん
だ
が

そ
う
つ
れ
な
い
事
を
言
う
な
よ
兄
弟

あ
ば
よ

 
そ
う
言

て
Ｐ
ｏ

は
速
攻
で

を
消
し
た

 
そ
の
直
後
に
他
の
場
所
か
ら
別
の
中
継
カ
メ
ラ
が
飛
ん
で
き
た

 
Ｐ
ｏ

が

を
消
し
た
の
は

お
そ
ら
く
そ
の
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う

く
そ

相
変
わ
ら
ず
ふ
ざ
け
た
野
郎
だ

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
八
幡
は
Ｐ
ｏ

が
ま
だ
現
役
だ
と
い
う
事
を

と
い
う
ほ
ど
実
感
さ

せ
ら
れ
た

合
法
的
に
と
か
言

て
た
か
ら

直
接
仕

け
て
く
る
可
能
性
は

い
と
思
う
が
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八
幡
は
そ
う

き
つ
つ

自
分
や
仲
間
の
身
の
安
全
に
つ
い
て

 
も
う
少
し
気
を
付
け
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
な
と

め
て
考
え
て
い
た

 
レ
ヴ

と
萌
郁
は
十
分
な
働
き
を
し
て
く
れ
て
い
る
が

 
レ
ヴ

は
サ
ト
ラ
イ
ザ

こ
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

か
ら
期
間
限
定
で

か

て
い
る
だ
け

で
あ
り

 
も
し
レ
ヴ

が
い
な
く
な

た
ら
萌
郁
の
負
担
は
か
な
り
大
き
く
な
る
は
ず
だ

ち

と
真
面
目
に
考
え
る
か

 
丁
度
そ
の
時
再
び
ス
キ

ン
が
始
ま

た

 
ス
キ

ン
画
面
を
見
て
み
る
と

ど
う
や
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
最
後
の
敵
を
倒
し
た
ら
し
く

 
残

て
い
る
の
は
八
幡
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

だ
け
と
な

て
い
た

相
手
が
俺
だ

て
の
は
当
然
知
ら
な
い
だ
ろ
う
が

ま
あ
と
り
あ
え
ず
行
く
と
す
る
か

 
そ
う
思
い
な
が
ら
八
幡
は

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
下
へ
と
向
か

た
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第
８
３
８
話
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
誘
い

 
一
応
一
対
一
に
な

た
と
い
う
事
も
あ
り
八
幡
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

か
ら
の
攻
撃
を

し
て

い
た
が

 
そ
ん
な
気
配
は
全
く
無
く

子
抜
け
す
る
ほ
ど
あ

さ
り
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

を
発
見
す
る
事

と
な

た

 
そ
う
あ

さ
り
と

で
あ
る

普
通
は
ト
ラ

プ
と
か
が
仕

け
ら
れ
て
る
と
思
う
ケ

ス
な
ん
だ
ろ
う
が

 
相
手
が
あ
い
つ
だ
と
す
る
と

多
分
そ
ん
な
手

は
使
わ
な
い
よ
な

 
残
り
一
人
な
ら

普
通
に
ナ
イ
フ
で
倒
せ
ば
い
い
や
と
か
思

て
そ
う
だ

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

む
し
ろ
逆
に
ア
ピ

ル
す
る
よ
う
に

 
大
き
な
音
を
立
て
な
が
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
近
付
い
て
い

た

 
そ
れ
に
対
応
し
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

も
立
ち
上
が
る

 
そ
の

は
常
識
で
は
あ
り
え
な
い
八
幡
の
行
動
を

し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
そ
ん
な
サ
ト
ラ
イ
ザ

を

八
幡
は
じ
ろ
じ
ろ
と
無
遠

に
観
察
し
た
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ん
ん
ん

や

ぱ
り
見
た
だ
け
じ

イ
ベ
ン
ト
の
せ
い
で
外
見
も
違
う
か
ら
判
断
出
来
な

い
か

日
本
語
だ
と

君
は
日
本
人
な
の
か

一
体
何
の
事
だ

要
は
本
人
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
な

て
事
だ

君
が
何
を
言

て
い
る
の
か
さ

ぱ
り
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

そ
の
う
ち
分
か
る
さ

と
り
あ
え
ず
は
肉
体
言
語
で
会
話
と
い
こ
う

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ハ
ト

を

え
た

そ
の
剣
は

い
や

ま
さ
か
な

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
う

く
と
業
物
の
よ
う
に
見
え
る
コ
ン
バ

ト
ナ
イ
フ
を
二
刀
で

え

た
こ
う
い
う
事
で
い
い
の
か
な

あ
あ

そ
れ
じ

あ
い
く
ぞ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
無

作
に
ア
ハ
ト

を
サ
ト
ラ
イ
ザ

目

け
て

り
下
ろ
し
た

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
あ

さ
り
と
そ
れ
を
避
け
的
確
に
八
幡
の
心

目

け
て
ナ
イ
フ
を
突
き

出
し
て
く
る
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そ
の
動
き
に
は
一
切
の
無

が
無
く

八
幡
は
そ
の
攻
撃
を

う
じ
て
避
け

 
相
手
が
や
は
り
本
物
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

だ
と
確
信
し
た

ア
メ
リ
カ
に

て
き
て
た
ん
だ
な
サ
ト
ラ
イ
ザ

ま
だ
そ
の
事
を
妹
に
は
連

し
て
い
な

い
の
か

 
だ
が
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
れ
を
か
く
乱
の
一
種
だ
と
で
も
思

た
の
か

 
八
幡
へ
の
攻
撃
の
手
を
ま

た
く
緩
め
な
い

 
仕
方
な
く
八
幡
も
応
戦
し
し
ば
ら
く
戦

た
と
こ
ろ
で
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
突
然
そ
の
動
き
を

止
め
た

一
応

く
け
ど

誰
だ
い

反
応

せ

よ

今
は
中
継
さ
れ
ち
ま

て
る
か
ら
言
え
な
い

 
武
器
を

て
る
か
ら

ち

と
近
く
ま
で
行

て
も
い
い
か

い
い
だ
ろ
う

だ
が
武
装
解

は
必
要
な
い

へ

へ

相
変
わ
ら
ず
自
信
た

り
な
こ

て

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
無

作
に
近
付
き

小
声
で
こ
う
言

た

レ
ヴ

に
は
い
つ
も
助
け
て
も
ら

て
る

た
ま
に
は
顔
を
出
し
て
や
れ
よ
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や
は
り
八
幡
だ

た
か

何
故
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

 
ど
う
や
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

は

戦
闘
ス
タ
イ
ル
や
ア
ハ
ト

か
ら

 
そ
う
で
は
な
い
か
と
薄
々
疑

て
い
た
よ
う
だ

実
は
今
仕
事
で
ア
メ
リ
カ
に
来
て
る
ん
だ
が

 
た
ま
た
ま
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
事
を
知

て
主

者
に

に
行

た
ら
こ
う
な

た

な
る
ほ
ど

そ
れ
で
あ

さ
り
と
参
加
を
決
め
る
と
こ
ろ
が
君
ら
し
い

で

名
を
使

て
な
い
自
信
た

り
の
奴
が
い
た
か
ら

 
本
人
か
ど
う
か
確
か
め
よ
う
と
思

て
こ
こ
に
来
た

て

だ

 
も

と
も
も
う
俺
達
以
外
は
誰
も
残

て
い
な
い
が
な

は
は

実
名
で
や
れ
ば

わ
ざ
わ
ざ
敵
を
探
し
に
行
く
必
要
は
な
い
と
思

た
ん
で
ね

自
分
の
名
前
を

に
し
た
の
か
よ

し
か
し
こ
れ
は
幸
運
だ

た

そ
こ
な
ら
今
俺
が
い
る
場
所
の
近
く
だ
な

 
実
は
落
ち
着
い
た
ら
君
に
連

を
と
ろ
う
と
思

て
い
た
と
こ
ろ
だ

た
ん
だ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
自

ぎ
み
に
そ
う
言

た
の
を
見
て

八
幡
は
小
さ
く
首
を

げ
た

何
か
あ

た
の
か
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そ
れ
を

ま
え
て
説
明
が
し
た
い

も
し
良
か

た
ら
こ
こ
に
来
て
く
れ
な
い
か

 
そ
う
言

て
サ
ト
ラ
イ
ザ

が

打
ち
し
て
き
た
の
は

病
院
ら
し
き
名
前
で
あ

た

ま
さ
か
お
前

怪
我
で
も
し
た
の
か

あ
あ

ま
あ
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ

だ
か
ら
こ
ち
ら
か
ら
は
ち

と
出
向
け
な
い
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
か
ら

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
怪
我
が

い
も
の
で
は
な
い
事
が
分
か
る

分
か

た

こ
の
後
す
ぐ
行
く
わ

す
ま
な
い
ね

待

て
い
る

 
そ
う
言
い
な
が
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
不
意
を
突
く
よ
う
に
八
幡
目

け
て
ナ
イ
フ
を

る
い

 
八
幡
は
そ
の
ナ
イ
フ
を
ア
ハ
ト
ラ
イ
ト
で
受
け
た

い
き
な
り
か
よ

で
も
ち

ん
と
対
応
し
て
る
じ

な
い
か

お
前
が
手
加

し
て
な
き

く
ら

て
た
わ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は
ア
ハ
ト
レ
フ
ト
を
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
首
に
突
き
出
し
た

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
の
攻
撃
を

も
う
一
本
の
ナ
イ
フ
で

い
た

お

や

ぱ
り
い
い
武
器
を
使

て
る
な
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分
か
る
か
い

あ
あ

こ
の
ア
ハ
ト

で

れ
な
い

て
事
は

そ
の
ナ
イ
フ
は

船
の
装
甲

を
使

て
る
ん
だ
ろ

 
そ
う
じ

な
か

た
ら
ナ
イ
フ
ご
と

ち
ま

た
と
こ
ろ
だ

そ
れ
は
ラ

キ

だ

た
ね
こ

ち
の
サ

バ

に
は
ま
だ
そ
れ
を
作
れ
る
職
人
は
い
な
い

ん
だ
よ

へ

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
や
り
合
う
と
し
よ
う
か

だ
な

観
客
の
皆
さ
ん
が
お
待
ち
か
ね
だ

 
二
人
は
そ
う
言

て

離
を
と
り

今
度
は
本
気
で

え
た
が

 
そ
こ
で
ま
さ
か
の
主

か
ら
の
横

が
入

た

突
然
二
人
に
直
接
通
信
が
入

た
の
だ

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て

そ
の
ま
ま
武
器
を
下
ろ
し
た

ス
ト

プ

ス
ト

プ

そ
の
声
は
ジ

ジ

か

ど
う
い
う
つ
も
り
だ

こ
ん
な
豪
華
な
カ

ド
を
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一
部
の
人
し
か
見
て
い
な
い
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
や

ち

う
の
は
も

た
い
な
い

 
三

月
後
に
第
四
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
を
日

共

で
開

す
る
予
定
だ
か
ら

 
決
着
は
そ
こ
で
付
け
る

て
の
は
ど
う
だ
い

 
そ
の
提
案
に
二
人
は
苦
笑
し
た

商
魂

し
い
な

お
い

だ
が
ま
あ
特
に

存
は
無
い
な

な
ら
そ
う
い
う
事
に
す
る
か

だ
な

あ
り
が
と
う

そ
れ
は
助
か
る
よ

そ
れ
じ

あ
後
で
な

サ
ト
ラ
イ
ザ

あ
あ

待

て
い
る

 
そ
こ
で

合
は
強
制
終
了
と
な
り

観
客
達
か
ら
は
大
ブ

イ
ン
グ
が

き

こ

た

 
だ
が
そ
こ
で
ジ

ジ

が

場
し

第
四
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
開

を
告
げ

 
そ
こ
で
こ
の
戦
闘
の
続
き
が
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た

間
に
会
場
は
大
歓
声

に
包
ま
れ
た
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こ
の
続
き
は

の
後
で

み
た
い
な
も
ん
か

 
何
度
も
や
ら
れ
る
と
う
ざ
い
が

た
ま
に
な
ら
い
い
の
か
ね

 
目
覚
め
た
後

八
幡
は
ぼ
そ
り
と
そ
う

い
た

 
そ
し
て
体
を

こ
そ
う
と
し
た
八
幡
は

に
体
が
重
く
感
じ
た

 
ア
ミ

ス
フ

ア
を
外
し
て
そ
ち
ら
を
見
た

 
そ
こ
に
乗

て
い
た
の
は
紅
潮
し
た
顔
で
こ
ち
ら
を
見
詰
め
て
い
る
ク
ル
ス
と
萌
郁
で
あ

た

お
い

八
幡
様
お
帰
り
な
さ
い

守
の
間
は
こ
う
し
て
八
幡
様
の
体
を
お
守
り
し
て
ま
し
た

う
ん
う
ん

 
そ
う
言

た
ク
ル
ス
に
萌
郁
も
同
意
し

二
人
は
そ
の
ま
ま
八
幡
か
ら
離
れ
よ
う
と
せ
ず

 
逆
に
胸
を
押
し
付
け
て
き
た

そ
ろ
そ
ろ
そ
こ
か
ら
ど
い
て
欲
し
い
ん
だ
が

安
全
が
確
認
さ
れ
た
ら
そ
う
し
ま
す

う
ん
う
ん
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二
人
は
そ
う
言

て
離
れ
よ
う
と
し
な
い

仕
方
な
く
八
幡
は
両
手
を

り
上
げ

 
二
人
の
お

を
思
い

き
り
叩
い
た

 
何
故
お

か
と
い
う
と
た
ま
た
ま
そ
こ
が
ち

う
ど
手
を

ば
し
た
先
だ

た
か
ら
で
あ

る
き

ん

 
二
人
は
そ
の

み
を
受
け
て

て
て
体
を

こ
し

そ
れ
で
や

と
八
幡
は
解
放
さ
れ
た

や
れ
や
れ

た
ら
お
仕
置
き
だ
な

そ

そ
れ
は
性
的
な
お
仕
置
き
で
す
ね

分
か
り
ま
し
た

お
受
け
し
ま
す

い
や

俺
は
そ
ん
な
事
は
一
言
も
言

て
な
い
よ

悪
い
事
を
し
た
ら
お
仕
置
き
さ
れ
る
の
は
当
然

え
そ
れ
が
性
的
な
も
の
で
も

萌
郁
ま
で
何
言

ち

て
ん
の

大
丈
夫
で
す
八
幡
様

エ
ル
ザ
も
誘
い
ま
す
か
ら
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

う
ん
う
ん

秘
密
厳
守

 
八
幡
は
た
め
息
を
つ
く
と

そ
ん
な
二
人
の
お

を
再
び
叩
い
た
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きい

い

 
幸
い
こ
の
二
人
は
エ
ル
ザ
の
よ
う
に
ド

で
は
な
か

た

普
通
に

果
が
あ

た
よ
う

で 
二
人
は
お

を
押
さ
え
な
が
ら
そ
の
場
に

た

ほ
れ

お
仕
置
き
終
了
だ

こ
の
後
移
動
す
る
か
ら
そ
の
準
備
を
頼
む

分
か
り
ま
し
た

了
解

 
二
人
は
そ
う
言
わ
れ
即
座
に
立
ち
上
が

て
そ
う
言

た

何
と
も
切
り

え
の

い
事
で

あ
るで

ど
こ
に
行
く
ん
で
す
か

病
院
な
ん
だ
が

ジ

ジ

に
場
所
を

く
つ
も
り
だ

 
丁
度
そ
の
時
部
屋
が
ノ

ク
さ
れ

そ
の
ジ

ジ

が
中
に
入

て
き
た

や

や

戦
い
の

魔
を
し
ち

て
ご
め
ん
ね

い
や

そ
れ
は
別
に
い
い

そ
れ
よ
り
ジ

ジ

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
が
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八
幡
は
そ
う
言

て
ジ

ジ

に
と
あ
る
病
院
の
名
を
告
げ
そ
こ
ま
で
の
道

を

ね
た

 
Ｐ
ｏ

に
つ
い
て
は
個
人
情
報
で
も
あ
る
し

最
初
か
ら

く
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

 
ど
う
せ

録
も

名
で
行

て
い
る
だ
ろ
う
し

ど
こ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
か
も

 

に
カ
モ
フ
ラ

ジ

さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思

た
か
ら
で
あ
る

 
む
し
ろ
八
幡
は
Ｐ
ｏ

が
日
本
に
い
な
い
ら
し
い
事
が
分
か

た

ひ
と
安
心
し
て
い
た

へ

こ
こ
か

 
ジ

ジ

は
そ
の
病
院
の
名
を

い
て

知
り
顔
で
そ
う
言

た

何
か
あ
る
の
か

い
や
ね

こ
こ

て
ば
一

の

者
さ
ん
は
受
け
付
け
て
な
い
病
院
な
ん
だ
よ
ね

 
い
わ
ゆ
る
セ
レ
ブ
御
用
達

て
奴

そ
う
な
の
か

だ
か
ら
タ
ク
シ

の
運
転
手
と
か
に
こ
の
病
院
の
名
前
を
言

て
も

 
多
分
ど
こ
だ
か
分
か
ら
な
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね

あ
の
野
郎

そ
う
い
う
事
は
事
前
に
言

と
け

て
の

 
そ
う

く
八
幡
に

ジ

ジ

か
ら
こ
ん
な
提
案
が
あ

た
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そ
れ
な
ら
僕
が
連
れ
て

て
あ
げ
る
よ

入
り
口
も
顔
パ
ス
で
い
け
る
し
ね

マ
ジ
か

そ
れ
は
助
か
る
わ

そ
の
か
わ
り

僕
も
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
会
わ
せ
て
く
れ
な
い
か

そ
こ
に
彼
が
い
る
ん
だ
ろ

 
ジ

ジ

は
ど
う
や
ら
二
人
の
様
子
か
ら
そ
う
考
え
た
ら
し
い

 
何
と
も
食
え
な
い
が

や
は
り

能
な
男
で
あ
る

何
故
あ
い
つ
に

い
や

彼

て
ば
う
ち
の
ス
タ

だ
か
ら
ね

理
由
は
分
か
ら
な
い
が

 
も
し
お
か
し
な
病
気
で
引
退
と
か
な

た
ら
僕
も
困
る
か
ら
一
応
確
認
し
て
お
き
た
い
ん
だ

よ
ねう

ん

 
さ
す
が
の
八
幡
も

そ
の
提
案
に
は
迷

た

あ

一
応
面
識
は
な
い
け
ど
話
し
た
事
は
あ
る
か
ら

 
彼
に
僕
の
名
前
を
出
し
て
確
認
し
て
も
ら

て

許
可
が
出
た
ら

て
事
で
い
い
よ

ん

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い
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オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ

速
行
こ
う
か

 
こ
う
し
て
四
人
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
い
る
病
院
へ
と
向
か
う
事
に
な

た
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第
８
３
９
話
 
だ
が
断
る

 
ジ

ジ

が
同
行
し
て
く
れ
た
せ
い
か

八
幡
達
は
そ
れ
は
も
う
あ

さ
り
と

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

こ
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
い
る
病
室
へ
と
案
内
さ
れ
た

 
最
初
に
ジ

ジ

が
同
行
し
て
い
る
事
を
伝
え
た
が

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
二
つ
返
事
で
あ

さ
り
と
同
行
の
許
可
を
出
し
て
く
れ
た

 
そ
し
て
今
八
幡
の
前
に
は
片
目
に
包

を

き

を
吊

た
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

が
あ
り

 
さ
す
が
の
八
幡
も
一

絶

し
た
後

て
て
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
駆
け
寄

た

お
い
お
い

一
体
何
が
あ

た
ん
だ

部
下
を
か
ば

た
名

の
負

て
奴
さ

ま
あ
あ
い
つ
が
無
事
で
良
か

た
よ

お
前
は
そ
う
い
う
事
に
関
し
ち

も

と
ド
ラ
イ
な
奴
だ
と
思

て
た
ん
だ
け

ど
な俺

自
身
も
そ
う
思

て
い
た
さ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
自

ぎ
み
に
そ
う
答
え
た

今
は
違
う

て
の
か
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多
分
そ
う
な
ん
だ
ろ
う

俺
が

た
の
は
う
ち
の

の
一
番
の
問
題

で

 
普

か
ら
人
殺
し
を
シ

と
し
か
思

て
い
な
い
よ
う
な
奴
な
ん
だ
が

 
そ
れ
で
も
俺
は
あ
い
つ
を

て
し
ま

た

体
が
勝
手
に
動
い
た
ん
だ

 
そ
し
て
そ
の

間
に

確
か
に
俺
は
君
の
顔
を
思
い

か
べ
た
よ
う
な
気
が
す
る

 
八
幡
は
そ
の
変
化
が
悪
い
事
だ
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
か

た
が

 
そ
の
事
を
直
接
口
に
出
す
事
は
は
ば
か
ら
れ
た
の
か

代
わ
り
に

ま
れ
口
を
叩
い
た

そ
う
か

そ
れ
は
ご

様
だ

た
な

 
ま
あ
俺
と
知
り
合

た
の
が
不
運
だ

た
と
思

て

め
て
く
れ

ま

た
く
だ

お
か
げ
で
俺
は

く
な

た
か
も
し
れ
ん

さ
て

そ
れ
は
ど
う
だ
ろ
う
な

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

ハ
ハ

と
笑

た

と
い
う

で

君
に
は

任
を
と

て
も
ら
い
た
い

う
げ

そ
う
く
る
の
か
よ

一
応

く
が

俺
は
ど
う

任
を
と
れ
ば
い
い
ん
だ

 
そ
の
言
葉
を
受
け

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
神

な
顔
に
な
る
と

こ
う
八
幡
に
切
り
出
し
た

妹
の
事
だ



 第８３９話 だが断る

ん

レ
ヴ

の

あ
あ

実
は
俺
の
こ
の
目
な
ん
だ
が

も
う
見
え
る
よ
う
に
な
る
事
は
な
い

そ

そ
れ
は

 
八
幡
は
そ
の
重
い
現
実
に
打
ち
の
め
さ
れ
た

つ
い
で
に
こ
の

は

元
通
り
に
な
る
可
能
性
は
か
な
り

く

 
も
し
治

て
も

リ
ハ
ビ
リ
に

方
も
無
い
時
間
が
か
か
る
ら
し
い

そ
れ
は
つ
ま
り

あ
あ

兵
は
も
う
引
退
だ

退
院
し
た
ら

職
活
動
を
し
な
い
と
だ
ね

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言
う
と

八
幡
に

を
下
げ
た

お

お
い

な
ん
か
下
げ
る
な

て

そ
ん
な

で

す
ま
な
い
が
レ
ヴ

の
事
だ
け
は
宜
し
く
頼
み
た
い

 
ど
う
や
ら
あ
い
つ
は
日
本
を

そ
し
て
君
を
気
に
入

て
い
る
よ
う
だ

 
俺
が

兵
を
や
め
る
以
上

あ
い
つ
が
こ

ち
に

て
く
る
意
味
は
も
う
あ
ま
り
な
い

 
だ
か
ら
可
能
な
ら

こ
の
ま
ま
あ
い
つ
を
君
の
と
こ
ろ
で
働
か
せ
て
や

て
く
れ
な
い
か

 
落

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
は
悪
い
が
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そ
の
言
葉
は
八
幡
に
と

て
は
運
命
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ

た

 
な
の
で
八
幡
は

そ
の
言
葉
を
即
座
に
否
定
し
た

だ
が
断
る

 
八
幡
は
ジ

ジ

の
目
を
意
識
し
つ
つ
そ
う
言
い

ジ

ジ

は
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
し
た

目
か
い

 
さ
す
が
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
も

こ
の
時
ば
か
り
は
と
て
も

し
そ
う
な
顔
で
そ
う

ね
て
き
た

今
の
ま
ま
じ

目
だ
な

で
も
ま
あ
保
護
者
同

て
事
な
ら
認
め
な
く
も
な
い

保
護
者

だ
が
困

た
事
に

俺
達
の
両
親
は

に
他
界
し
て
い
て
ね

そ
れ
が
ど
う
し
た

 
八
幡
は
そ
う
言

て

ガ
ブ
リ
エ
ル
を
じ

と
見
つ
め
た

い
や

で
も

そ
れ
が
ど
う
し
た

俺
が
何
か
の
役
に
た
つ
と
は

そ
れ
が
ど
う
し
た
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ガ
ブ
リ
エ
ル
は
取
り
付
く

が
無
い
八
幡
の
態
度
に
困
り
果
て
た
が
決
し
て
悪
い
気
分
で
は

な
か

た

 
だ
が
こ
の
ま
ま
素
直
に
お
願
い
し
ま
す
と
言
う
の
は
何
か
し

く
で
あ

た
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

 
ど
う
答
え
れ
ば
い
い
の
か
と
考
え
込
み

し
ば
ら
く
無
言
に
な

た

 
そ
の
時
横
か
ら
ク
ル
ス
が
八
幡
に
こ
う
言

た

八
幡
様

相
手
は
怪
我
人
で
す
し

そ
の

 
こ
こ
で
ク
ル
ス
の
日
本
人
的
気
質
が
発

さ
れ
た

 
お
そ
ら
く
ク
ル
ス
は

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
怪
我
人
で
あ
る
が
故
に

 
遠

し
て
し
ま

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
よ
う
だ

 
そ
れ
は
八
幡
も
同
様
で
あ
り

八
幡
は
考
え
を

め

言
葉
遊
び
を
や
め
る
事
に
し
た

な

お
前
さ
え
良
か

た
ら

残
り
の
人
生
を
日
本
で
過
ご
し
て
み
な
い
か

 
さ

き
も
言

て
た
が

レ
ヴ

も
日
本
を
気
に
入

て
る
み
た
い
だ
し

 
自
分
で
言
う
の
は
少
し
恥
ず
か
し
い
が
う
ち
に

職

て
の
は
決
し
て
悪
い
話
じ

な
い
と

思
う
ん
だ
が

日
本
か
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ど
う
や
ら
そ
の
八
幡
の
真

な
態
度
を
受
け

ガ
ブ
リ
エ
ル
も
素
直
に
な

た
よ
う
だ

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
遠
い
目
を
し
な
が
ら

今
後
の
事
に
思
い
を

せ
た

確
か
に
俺
は
日
本
の
文
化
が
好
き
だ
し
何
よ
り
八
幡
と
一

に
何
か
を
す
る
の
は
楽
し
そ
う

だ 
ソ
レ
イ
ユ
は

料
も
い
い
と

い
て
い
る
し

後
も
安

だ
ろ
う

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
そ
う
考
え

八
幡
に

手
を
差
し
出
し
た

分
か

た

怪
我
が
あ
る

度
治

た
ら

妹
共
々
世
話
に
な
る

よ

し

決
ま
り
だ

マ

ク
ス

姉
さ
ん
に
連

を
頼
む

分
か
り
ま
し
た

 
八
幡
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

い

手
を
交
わ
し
し
ば
ら
く
お

い
に
そ
の
手
を
離
さ
な
か

た

 
そ
の
せ
い
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
二
人
の
間
に
ク
ル
ス
が

て
入
り

 
ク
ル
ス
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
を
ビ
シ

と
指
差
し
な
が
ら
こ
う
宣
言
し
た

あ
な
た
に
八
幡
様
は

し
ま
せ
ん
か
ら
ね

 
そ
の
言
葉
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
キ

ト
ン
と
し
八
幡
は
こ
め
か
み
に
手
を
当
て
な
が
ら
ク
ル
ス

に
言

た
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マ

ク
ス

い
い
か
ら
さ

さ
と
連

だ

す

す
み
ま
せ
ん

つ
い

 
ク
ル
ス
は

て
て
ど
こ
か
に

話
を
か
け
始
め

八
幡
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
謝

た

悪
い

今
の
は
気
に
し
な
い
で
く
れ

大
丈
夫
だ

日
本
に
は

フ
ジ

シ

と
い
う
文
化
が
あ
る
と

い
て
い
る

お
い
馬

や
め
ろ
そ
の
言
葉
を
出
す
と
海

名
さ
ん

て
い
う
怖
い
人
が

場
す
る
気
が
す

る
か
ら

 
絶
対
に
人
前
で
そ
の

語
を
口
に
出
す
ん
じ

ね
え

 
八
幡
は
そ
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
言
葉
を
即
座
に
そ
う

て

て
た

わ

分
か

た

と
こ
ろ
で
そ
ろ
そ
ろ
そ
ち
ら
の
彼
を
紹
介
し
て
も
ら

て
も
い
い
か
な

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
八
幡
の
剣
幕
に
驚
い
て
そ
う

く
と

 
別
の
話
題
を
探
す
か
の
よ
う
に

ジ

ジ

の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
う
だ

た
そ
う
だ

た

す
ま
ん
ジ

ジ

あ
ん
た
の
事
を
忘
れ
て
た

い
や

別
に

わ
な
い
よ

無
理
を
言

て
付
い
て
き
た
の
は
こ

ち
だ
し
ね

 
ジ

ジ

は
そ
う
言
う
と

ガ
ブ
リ
エ
ル
に

手
を
差
し
出
し
な
が
ら
言

た
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僕
は
ジ

ン
・
ジ

ン
ズ

初
期
の

の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で

 
同
じ
名
前
で
プ
レ
イ
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
覚
え
て
い
る
か
な

サ
ト
ラ
イ
ザ

あ
あ

や

ぱ
り
ジ

ン
だ

た
の
か

久
し
ぶ
り

そ
れ
と
も
初
め
ま
し
て
か
な

 
ど
う
や
ら
先
だ

て
ジ

ジ

が
言

た

 
面
識
は
無
い
け
ど
話
し
た
事
は
あ
る
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
意
味
だ

た
ら
し
い

 
二
人
も
ま
た

く

手
を
交
わ
し

そ
れ
か
ら
は
和
や
か
な
会
話
が

り
広
げ
ら
れ
る
事
と

な

た
八
幡
様

社
⻑
の
許
可
が
と
れ
ま
し
た

と
い
う
か

是
非
お
願
い
と
の
事
で
す

お
お
そ
う
か

そ
ん
な

で
ガ
ブ
リ
エ
ル

さ

き
の
話

決
定
な

分
か

た

こ
ち
ら
も
準
備
を
進
め
て
お
く

と
こ
ろ
で
サ
ト
ラ
イ
ザ

そ
の
体
で
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
の
に

障
は
無
い
ん
だ
ろ

う 
ま
さ
か
引
退
す
る
と
は
言
わ
な
い
よ
ね

そ
れ
は
新
し
い
仕
事
の
内
容
次
第
な
ん
だ
が

 
そ
う
言

て
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
八
幡
の
方
を
見
た
が

八
幡
は
問
題
な
い
と
い
う
風
に

い
た
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大
丈
夫
ら
し
い

そ

ち
は
現
役
続
行
だ
な

で
も
所
属
は
日
本
サ

バ

に
な
る
よ
ね

ま
あ
そ
う
な
る
だ
ろ
う
ね

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

ま
あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
続
け
て
く
れ
る
な
ら
問
題
な
い
か

 
ジ

ジ

は
そ
う

く
と

二
人
に
向
か

て
笑
顔
で
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
僕
も
日
本
で
働
く
よ

そ
の
方
が
楽
し
そ
う
だ

は

い
き
な
り
何
を
言

て
る
ん
だ
よ
ジ

ジ

い
や
ね

僕

て
ば
仕
事
が
出
来
る
男
だ
か
ら
さ

昇
進
の
話
が
来
て
る
ん
だ
け
ど

 
本
社
の
役
員
か
日
本

社
⻑

ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
い
い

て
言
わ
れ
て
る
ん
だ
よ
ね

 
だ
か
ら
日
本

社
⻑
に
な
る
事
に
す
る
よ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
ん
な

で

今
後
と
も
宜
し
く
ね

分
か

た

そ
う
い
う
事
な
ら
宜
し
く
だ
な

 
ジ

ジ

は
そ
う
言
う
と

準
備
が
あ
る
か
ら
と
東
京
で
の
再
会
を
約
し
て
去

て
い

た

な

と
こ
ろ
で
ガ
ブ
リ
エ
ル

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ん
て
持

て
な
い
よ
な
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あ
あ

さ
す
が
に
そ
れ
は
持

て
な
い
が

そ
れ
じ

あ
作

て
く
れ

も
し
く
は
コ
ン
バ

ト
な

 
そ
の
八
幡
の
い
き
な
り
の

し
出
に

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
狼

し
た

い
や
し
か
し
新
し
い

に

く
慣
れ
な
い
と
だ
し
新

で
ゲ

ム
を
始
め
る
の
は

い
い
ん
だ
よ

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
う
ち
の
製
品
だ
ぞ

つ
ま
り
遊
ぶ
の
も
仕
事
の
内

て
事
だ

そ

そ
う
な
の
か
い

あ
あ

そ
う
だ

 
八
幡
は
自
信
た

り
に
そ
う
言
い

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
二
つ
返
事
で
了

し
た

分
か

た

と
り
あ
え
ず
サ
ト
ラ
イ
ザ

を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
て
お
く

よ
し
マ

ク
ス

大
至
急

央
と
沙
希
に
連

を
入
れ
て

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
用
の
装
備
を
揃
え
て
も
ら

て
く
れ

 
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
だ
ぞ

間
違
え
る
な
よ

わ

分
か
り
ま
し
た

オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
で
す
ね

 
ク
ル
ス
は
目
を
見
張
り
つ
つ

念
を
押
す
よ
う
に
そ
う
復

し
た

そ
う
だ
そ
れ
と
武
器
は
ギ
ル
ド
の
在

を
使

て

ク
ラ
ス
の
武
器
を
作
る
よ
う
に
伝
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え
て
く
れ

 
や
や
大
き
め
の

剣
が
い
い
な
名
前
は

な

ガ
ブ
リ
エ
ル
好
き
な
日
本
語

て
何

か
あ
る
か

そ
れ
な
ら

星

と
い
う

が
個
人
的
に
は
お
気
に
入
り
か
な

 
目
の
前
で
今

こ

て
い
る
事
が
一
体
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
無

気
に
そ
う
答
え
た

星
か

星

星

あ
あ
そ
う
か

あ
れ
に
し
よ
う

 
八
幡
は
そ
う

く
と

に

星

の
文

を
表

さ
せ

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
見
せ
た

何
だ
い
こ
の
格
好
い
い
文

は

ま
あ

フ

イ
ア

て
意
味
の
別
の

だ
な

な
る
ほ
ど

日
本
語
は
奥
が
深
い
な

ガ
ブ
リ
エ
ル
の
武
器
の
名
前
は
こ
れ
で
い
い
か

あ
あ

と
て
も
気
に
入

た

是
非
そ
れ
で
頼
む

了
解
だ

マ

ク
ス

手
配
し
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た
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こ
う
し
て
本
人
も
知
ら
ぬ
ま
ま

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

と
な
り

 
特
別

の
ソ
レ
イ
ユ
を

く
と

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ
に
次
ぐ

四
人
目
の
副
⻑
と

な

た

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
は

金
時
代
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た



 第８４０話 気にしないで、仲間でしょ

 
第
８
４
０
話
 
気
に
し
な
い
で

仲
間
で
し

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

誘
に
成
功
し

八
幡
達
は
意
気
揚
々
と

在
し
て
い
る
ホ
テ
ル
に

た

 
そ
し
て
関
係

所
に
連

を
入
れ
た
後

さ
す
が
に
疲
れ
た
の
だ
ろ
う

 
八
幡
は
明
日
奈
達
が
出
発
す
る
時
間
ま
で
仮
眠
を
と
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
俺
は
ち

と

て
く
る
わ

は
い

私
は
先
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
待

て
ま
す
ね

そ
れ
な
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
を
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
案
内
し
て
や

て
く
れ

 
誰
か
を
迎
え
に
出
す

て
事
は
も
う
伝
え
て
あ
る
か
ら
な

分
か
り
ま
し
た

私
が
案
内
し
て

他
の
み
ん
な
を
驚
か
せ
て
や
り
ま
す

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ベ

ド
に
横
た
わ
り

 
ク
ル
ス
は
先
に
一
人
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
に
な

た

 
ち
な
み
に
萌
郁
は
紅
莉
栖
達
を
迎
え
に
出
か
け
て
い
る

そ
れ
じ

あ
後
で
な

あ

八
幡
様

一
応
部
屋
の
鍵
を
お

か
り
し
て
お
い
て
い
い
で
す
か
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何
か
あ

た
時
に
直
接
部
屋
に

え
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
の
で

ん

そ
う
か

分
か

た

そ
れ
じ

あ
こ
れ
を

 
八
幡
は
そ
う
言

て
部
屋
の
鍵
を
ク
ル
ス
に

し
た

こ
の

り

相
変
わ
ら
ず

が

い

 
ク
ル
ス
は
自
分
の
部
屋
に

て
ア
ミ

ス
フ

ア
を
持

て
く
る
と

 
ド
ア
に
張
り
付
い
て
八
幡
の
気
配
を
探
り
八
幡
が
眠
り
に
つ
い
た
の
を
見
計
ら

て
部
屋
の

中
に
入

た

萌
郁
も
い
な
い
事
だ
し

八
幡
様
は
私
が
守
ら
な
い
と

 
そ
う

こ
れ
は
あ
く
ま
で
護
衛
で
あ

て

別
に
八
幡
様
の

顔
を
見
た
い
だ
と
か

 
決
し
て
そ
う
い

た

な
理
由
で
は
な
い
の
で
す

 
ク
ル
ス
は
一
体
誰
に
向
か

て
話
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
そ
う
独
り
言
を
言

て

八
幡
の
隣
に
横
た
わ

た

も
し
か
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら

た
ら
八
幡
様
が
う

か
り
私
に

き
付
い
て
い
た
り
と
か

 
き

そ
ん
な
ラ

キ

ス
ケ
ベ
イ
ベ
ン
ト
が
本
当
に
あ

た
ら
ど
う
し
よ
う

 
ク
ル
ス
は
と
て
も
レ
ア
な
素
の

り
方
で
そ
う

く
と
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し

た
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も
し
か
し
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
ス
タ

ト
地
点
で
き

ろ
き

ろ
し
つ
つ
も
強
者
の
オ

ラ
を
出
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

を

見
付
け

 
セ
ラ
フ

ム
は
即
座
に
そ
う
声
を

け
た

あ

あ
あ

君
は

私

ク
ル
ス

こ
こ
で
は
セ
ラ
フ

ム
ね

あ
あ

八
幡
が
迎
え
を
出
し
て
く
れ
る
と
言

て
い
た
が

君
だ

た
の
か

 
ま
さ
か
仕
事
で
ゲ

ム
を
や
る
事
に
な
る
と
は
思
わ
な
か

た
が

今
後
と
も
宜
し
く
頼
む

そ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
様
の
冗
談

 
セ
ラ
フ

ム
に
い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た

え

い
や

だ

て
仕
事
だ
と

確
か
に
そ
う
い
う
側
面
も
あ
る

で
も
仕
事
と
い
う
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
様
は
多
分

あ
な
た
と
一

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
だ
け

楽
し
い
時
間
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そ
う

仲
間
と
共
に
過
ご
す
楽
し
い
時
間

そ
し
て
ち

り
の
戦
闘

 
多
分
今
ま
で
の
あ
な
た
に
足
り
な
か

た
も
の

俺
に
足
り
な
か

た
も
の

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
の
言
葉
に
面
食
ら

た
も
の
の

決
し
て
悪
い
気
は
し
て
い
な
か

た

そ
れ
じ

あ
こ
こ
で
の
私
達
の
ホ

ム
に
案
内
す
る
わ

 
道
中
は
ち

と
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
基
本
こ
ち
ら
に
関
わ

て
く
る
人
は
い
な

い
わ

 
も
し
話
し
か
け
ら
れ
て
も

当
に
あ
し
ら

て
ね

そ
れ
は
ど
う
い
う

行
け
ば
わ
か
る

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
う
言

て
歩
き
出
し

サ
ト
ラ
イ
ザ

も
そ
の
後
に
続
い
た

 
そ
し
て
転
移
門
の
前
で

セ
ラ
フ

ム
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
手
を
差
し
出
し
た

そ
の
手
は

転
移
は
初
め
て
だ
ろ
う
か
ら

今
回
は
私
と
一

に
飛
び
ま
し

う

 
手
を
繋
い
で
い
れ
ば
目
的
地
が
同
じ
だ
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
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私
の
後
に
続
い
て
門
を
通
り
過
ぎ
て
く
れ
れ
ば
い
い
わ

分
か

た

本
当
は
こ
の
手
は
八
幡
様
専
用
な
の
だ
け
れ
ど

今
日
は
特
別
よ

 
セ
ラ
フ

ム
の
そ
の
言
葉
を

き

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
思
わ
ず
こ
う
言

た

な
る
ほ
ど

君
も
ハ
チ
マ
ン
の
事
が
好
き
な
ん
だ
ね

も
し
か
し
て
今

気
付
い
た
の

あ
あ

仕
事
中
は
そ
う
い
う
事
は

力
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
か
ら
ね

そ
う

ハ
チ
マ
ン
様
は
私
の
全
て

そ
し
て
私
の
全
て
は
ハ
チ
マ
ン
様
の
も
の

な
る
ほ
ど

ハ
チ
マ
ン
は
モ
テ
る
ん
だ
な

こ
れ
か
ら
も

と
実
感
さ
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
わ
よ

分
か

た

覚
悟
し
て
お
く

 
そ
し
て
二
人
は
転
移
門
を

り

二
十
二
層
へ
と
転
移
し
た

こ

ち
よ

あ

あ
あ

 
二
人
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
向
か

て
歩
き
出
し
た

当
然
も
う
手
は
繋
い
で
は
い
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な
いあ

の
人
だ
か
り
は

多
分
う
ち
の
フ

ン
よ

ま
あ
い
つ
も
の
事

あ
れ
が
全
部

 
そ
こ
に
は
今
日
も
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
詰
め

け
て
い
た
が

 
そ
の
中
を
歩
く
見
知

た
後
ろ

に
気
付
い
た
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
声
を

け
たシ

ノ
ン

あ
れ

セ
ラ

確
か
今
は
ア
メ
リ
カ
じ

な
か

た

け

ち

と
ハ
チ
マ
ン
様
か
ら
の
頼
み
で

新
人
を
連
れ
て
き
た

そ
う
な
の

へ

あ
な
た
が
新
人
さ
ん

私
は
シ
ノ
ン

宜
し
く
ね

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
手
を
差
し
出
し
て
き
た

俺
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

だ

こ
れ
か
ら
宜
し
く
頼
む
よ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
そ
う
自

紹
介
を
し
た

間
に

シ
ノ
ン
の
手
が
止
ま

た

え

サ
ト
ラ
イ
ザ

て
あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
者
の
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確
か
に
俺
は
そ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

だ
が

君
は
よ
く
そ
ん
な
事
を
知

て
い
る
ね

だ

て
私

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
者
だ
も
の

 
そ
う
言
わ
れ
た
サ
ト
ラ
イ
ザ

は

驚
き
の
あ
ま
り
目
を
見
開
い
た

本
当
か
い

女
性
な
の
に
凄
い
ん
だ
な
君
は

あ
な
た
に
そ
う
言
わ
れ
る
の
は

し

し
ね
で
セ
ラ
フ

ム
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
に

ハ
チ
マ
ン
様
が
決
め
た
事

そ
う

な
ら
い
い
わ

 
そ
れ
で
あ

さ
り
と
納
得
し
た
様
子
の
シ
ノ
ン
を
見
て

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
目
を

い
た

そ

そ
れ
で
い
い
の
か
い

だ

て
ハ
チ
マ
ン
が
決
め
た
事
で
し

私
は
そ
れ
に

う
だ
け

こ
こ
で
も
リ
ア
ル
で
も

ね 
そ
の
主
体
性
の
無
さ
は
あ
ま
り
い
い
事
で
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が

 
そ
う
言

た
シ
ノ
ン
の
顔
が
紅
潮
し
て
い
た

サ
ト
ラ
イ
ザ

は

 
お
そ
ら
く
こ
れ
は
男
女
の
関
係
の
事
を
比

し
て
言

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
た

そ
う
か

君
も
ハ
チ
マ
ン
の
事
が
好
き
な
ん
だ
ね
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思
わ
ず
そ
う
口
に
出
し
た
サ
ト
ラ
イ
ザ

に

シ
ノ
ン
は
満
面
の
笑
み
で
こ
う
答
え
た

そ
う
よ

悪
い

い
や

悪
く
な
い

な
ら
い
い
わ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
笑
顔
で
そ
う
答
え

シ
ノ
ン
も
そ
う

い
た

 
丁
度
そ
の
時
二
人
組
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が

三
人
に
声
を

け
て
き
た

あ

あ
の

姫
騎
士
様

必
中
様

今
日
も
ザ
・
ル

ラ

様
は
い
ら

し

ら
な
い
ん
で
す

か 
最
近

が
見
え
な
い
の
で

ち

と
心
配
で

姫
騎
士
と
か
必
中
と
か
ザ
・
ル

ラ

て
何
の
事
だ
い

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
の

き
慣
れ
な
い
言
葉
に
つ
い
て

そ

と
シ
ノ
ン
に

ね
た

私
達
の
二
つ
名
よ

私
が
必
中

セ
ラ
が
姫
騎
士
イ

ジ
ス

 
ザ
・
ル

ラ

て
の
は
ハ
チ
マ
ン
の
事
ね

あ
あ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
え
ば
俺
に
も
あ

た
わ

そ
う
な
の

何
て
名
前
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死
神

そ

そ
う

ピ

タ
リ
す
ぎ
て
言
葉
も
出
な
い
わ

 
若

気
ま
ず
い
雰
囲
気
が
流
れ
る
中
そ
の
横
で
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の
女
性
と
和
や
か
に
話

し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
様
は
今
ち

と
旅
行
に
行

て
る
の

で
も
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
よ

そ
う
で
す
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

う
ち
の
リ

ダ

が
心
配
か
け
て
ご
め
ん
な
さ
い
ね

い
え

こ
ち
ら
こ
そ
不

な
質
問
を
し
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
の
女
性
は
そ
う
言

て

を
下
げ
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
の
女
性
に
何
気
な
く
こ
う

ね
た

君
は
ハ
チ
マ
ン
の
事
が
好
き
な
の
か
い

す

好
き

い

い
え

私
は
た
だ
憧
れ
て
い
る
だ
け
で

 
そ
ん
な
恐
れ
多
い
事
は
考
え
て
も
い
ま
せ
ん

お

が
見
ら
れ
る
だ
け
で
十
分
で
す

 
そ
の
反
応
を
見
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

は

 
こ
れ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
女
性
メ
ン
バ

と
一

人
の
違
い
な
ん
だ
ろ
う
と
実
感
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
に
対
す
る
本
気
度
が
ま

た
く
違
う
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
だ
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あ

あ
の

ヴ

ル
ハ
ラ
の
新
し
い
メ
ン
バ

の
方
で
す
か

あ
あ

一
応
そ
う
い
う
事
に
な

て
い
る
ね

そ
う
で
す
か

こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
お

り
し
て
い
ま
す
ね

あ
あ

あ
り
が
と
う

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
う
言

て
手
を
差
し
出
し
そ
の
女
性
は
驚
い
た
顔
で
そ
の
手
を

る
と

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
表
情
で
仲
間
達
の
方
へ
と
去

て
い

た

君
達
は

分
と
人
気
が
あ
る
ん
だ
ね

そ
う
ね

私
達
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
も
の

あ
な
た
も
今
の
反
応
で
分
か

た
で
し

う

 
で
も
ま
あ
あ
ん
な
も
の
じ

な
い
わ
よ

そ
れ
は
想
像
も
つ
か
な
い
な

ま
あ
い
ず
れ
実
感
す
る
事
に
な
る
わ

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

 
そ
し
て
い
つ
も
の

く
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
加
入
を

す
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が

点
前
に

鳴
り

き

 
そ
こ
に
集
ま

て
い
た
者
達
は

 
ま
た
ヴ

ル
ハ
ラ
に
新
し
い
メ
ン
バ

が
加
わ

た
事
を
知

て
大
い
に

り
上
が

た
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こ
こ
は

ど
う

ち

と
凄
い
で
し

言
葉
も
な
い
な

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
内
部
の
豪
華
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た

 
そ
こ
に
事
前
に
ハ
チ
マ
ン
か
ら
連

を
も
ら

て
い
た
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
が
現
れ
た

セ
ラ
フ

ム
さ
ん

そ
ち
ら
の
方
が

う
ん

サ
ト
ラ
イ
ザ

さ
ん

そ
う
で
す
か

僕
は
主
に
鍛
治
を
担
当
し
て
い
ま
す

ナ
タ
ク
で
す

私
は
ス
ク
ナ
よ

や

を
主
に
や

て
い
る
わ

初
め
ま
し
て

サ
ト
ラ
イ
ザ

で
す

こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す

 
そ
う

く

を
交
わ
し
た
後

ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
は
い
き
な
り
サ
ト
ラ
イ
ザ

を

 
奥
の

へ
と
連
れ
て
い

た

そ
れ
じ

あ

速
行
き
ま
し

う

武
器
と
装
備
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
し
ま
す
か
ら
ね
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え

も
う
武
器
と
防

が
完
成
し
て
い
る
の

え
え

設
計
図
は
も
う
あ
り
ま
す
か
ら

素
材
さ
え
あ
れ
ば
一

で
出
来
ま
す
よ

仕
事

 
こ
う
し
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
二
人
に
連
れ
て
い
か
れ

 
セ
ラ
フ

ム
と
シ
ノ
ン
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
つ
い
て
話
を
始
め
た

そ
う
い
え
ば
ア
ス
ナ
達
は
そ
ろ
そ
ろ
出
発

う
ん

確
か
そ
う
か
も

見
送
り
に
行
く

う

ん
私
達
が
行

て

ぎ
に
な
る
と
余
計
な
プ
レ

シ

を
か
け
ち

う
か
も
だ
し

 
凱
旋
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
迎
え
る
く
ら
い
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
れ
も
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
れ
ま
で
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
飛
び
方
で
も
教
え
て
お
く

う
ん

そ
う
し
よ

か

 
そ
し
て
二
人
の
前
に

 
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
の
手
に
よ

て
装
備
の
調
整
を
終
え
た
サ
ト
ラ
イ
ザ

が

を
現
し
た

え

そ

そ
の
格
好

も
し
か
し
て
副
⻑
に
な
る
の
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え
え

そ
の
通
り
よ

副
⻑

副
⻑

て
ど
う
い
う
事
だ
い

セ
ラ

ど
う
い
う
事

全
部
ハ
チ
マ
ン
様
か
ら
の
指

実
力
か
ら
考
え
る
と

当

私
も
一

で
首
を

ね
ら
れ
た

し
ねえ

お

俺
が
君
に
そ
ん
な
事
を

 
そ
の
言
葉
に
一
番
驚
い
た
の
は

当
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

で
あ

た

あ
な
た
は
覚
え
て
い
な
い
で
し

う
け
ど

第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
私
も
出
場
し
て
い
た
か
ら

そ

そ
う
な
の
か

す
ま
ん

全
然
覚
え
て
な
い

で
し

う
ね

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
恐

し
て
い
た
が
そ
ん
な
サ
ト
ラ
イ
ザ

の

を
セ
ラ
フ

ム
は
ポ
ン

と
叩
い
た

気
に
し
な
い
で

こ
れ
か
ら
は
シ

ナ
様
と
共
に
楽
し
く

ら
し
て
い
き
ま
し

う

楽
し
く

ね

 
そ
れ
で
サ
ト
ラ
イ
ザ

も
気
が
楽
に
な

た
の
か

リ
ラ

ク
ス
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た
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副
⻑
に
任
命
さ
れ
た
驚
き
は

そ
の
言
葉
で
ど
こ
か
に
飛
ん
で
い

て
し
ま

て
い
る

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
そ
の
重
み
を
知
る
事
に
な
る
の
は

も
う
少
し
先
の
事
で
あ

た

そ
れ
じ

あ

速
だ
け
ど

飛
び
方
の
練

を
し
に
行
き
ま
し

う

 
今
日
は
暇
だ
か
ら

私
が
み

ち
り
と
鍛
え
て
あ
げ
る
わ

そ
う
か

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
空
を
飛
べ
る
ん
だ

た
ね

そ
れ
は
楽
し
み
だ

僕
は
こ
こ
で
落
ち
て
お
き
ま
す
ね

 
実
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
か
ら
の
頼
み
を
果
た
す

に

て
な
い
ん
で
す
よ

そ
う
な
の
か
い

俺
の

に
本
当
に
す
ま
な
い

い
え
い
え

趣
味
で
や

て
る
事
で
す
か
ら

 
恐

す
る
サ
ト
ラ
イ
ザ

に

ナ
タ
ク
は
笑
顔
で
そ
う
答
え
た

私
も
そ
ん
な
感
じ

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
の
頼
み
だ
か
ら
別
に
い
い
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
の
変
わ
り
今
度

ふ

二
人
き
り
で
食
事
に
で
も
連
れ
て

て
も
ら
お
う
か
し
ら

 
ス
ク
ナ
が
顔
を
背
け
な
が
ら
も
何
か
を
期
待
す
る
よ
う
に
紅
潮
し
た
表
情
で
そ
う
言
う
の
を

見
て

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
今
日
三
度
目
と
な
る
質
問
を
し
た
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そ
う
か

や

ぱ
り
君
も
ハ
チ
マ
ン
の
事
が
好
き
な
の
か

う

い

今
は
出

れ
た
感
が
あ
る
け
ど

 
こ
の
中
で
一
番

く
に
あ
い
つ
と
知
り
合

た
の
は
私
な
の
よ

な
る
ほ
ど

そ
う
な
ん
だ
ね

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
ん
な
ス
ク
ナ
の
態
度
を
微
笑
ま
し
く
感
じ
た

 
そ
し
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
二
人
に
丁

に
お

を
言

た

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
副
⻑
が
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
ま
だ
分
か
ら
な
い
が
精
一

頑
張
る
よ

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

仲
間
な
ん
で
す
か
ら

そ
う
そ
う
で
も
も
し
何
か
あ

た
ら
私
達
を
守

て
ね
私
達
は
戦
闘
力
は
あ
ま
り
な
い
の

よ
分
か

た

約
束
し
よ
う

 
こ
う
し
て
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
残

た
三
人
は
そ
の
ま
ま
ア
ル
ン
へ
と
向
か

い 
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
飛
行
訓
練
が
行
わ
れ
る
運
び
と
な

た
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そ
し
て
三
時
間
後

ち

と
休

と
い
う
事
に
な
り

 
三
人
は
一

街
に

て
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
に
し
た

 
フ

ル
ド
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
の
は
ロ

テ
ア
ウ
ト
の
必
要
が
あ
り
面
倒
だ
か
ら
で
あ
る

い
や

色
々
教
え
て
も
ら
え
て
本
当
に
助
か

た
よ

と
い
う
か
あ
ん
た

コ
ツ
を
掴
む
の
が

す
ぎ
よ

 
も
う
コ
ン
ト
ロ

ラ

無
し
で
自
由
自
在
に
飛
び
ま
わ

て
る
じ

な
い

こ
う
い
う
の
は
得
意
な
ん
だ

そ
れ
に
も
限
度
が
あ
る
わ
よ

ま
あ
ま
あ

上
達
が

い
の
は
い
い
事
だ
よ
シ
ノ
ン

そ
う
だ
け
ど

や

ぱ
り
ち

と
悔
し
い

で

休

の
後
は
ど
う
す
る

そ
う
ね

街
の
色
々
な

設
を
案
内
し
ま
し

う
か

そ
う
ね

そ
れ
が
い
い
か
も

何
か
ら
な
に
ま
で
本
当
に
す
ま
な
い
ね

気
に
し
な
い
の

仲
間
で
し



 第８４０話 気にしないで、仲間でしょ

あ

あ
あ

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
三
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

ク
ル
ス
は
八
幡
の
ベ

ド
で
目
を
覚
ま
し
た
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第
８
４
１
話
 
召
喚
ス
キ
ル

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

達
が
飛
行
訓
練
を
終
え
た
丁
度
そ
の

 

き
る
予
定
の
時
刻
を
と
う
に
過
ぎ
て
も
ま
だ

て
い
た
八
幡
は

ま
ど
ろ
み
の
中
に
い
た

ん

こ
の

き
枕

中
々
調
子
が
い
い
な

 
そ
の
時
突
然
近
く
で
ビ

と
い
う

き
な
れ
た
音
が

こ
え
た

ん

今
の
は
ア
ミ

ス
フ

ア
の
音
か

何
だ

 
上
手
く
働
か
な
い

で
そ
う
考
え
た
八
幡
は

何
と
か
体
を

こ
そ
う
と
し
た
が

 
丁
度
そ
の
時
八
幡
の
ス
マ
ホ
に
着
信
が
あ
り
八
幡
は
う
と
う
と
し
な
が
ら
そ
の

話
に
出
た

は
い

比
企
谷
で
す

あ

八
幡
さ
ん

僕
で
す
レ
コ
ン
で
す

お
う

レ
コ
ン
か

ど
う
し
た

い
き
な
り
す
み
ま
せ
ん

も
し
か
し
て

て
ま
し
た
か

い
や

大
丈
夫
だ

そ
れ
で
何
か
あ

た
か

あ

は
い

八
幡
さ
ん
は

召
喚
ス
キ
ル
に
つ
い
て
何
か
ご
存
知
で
す
か
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召
喚
ス
キ
ル

あ
あ

あ
の
偵
察
用
ス
キ
ル
な

偵
察
用

お
う

召
喚
出
来
る
の
は
か
な
り

い
魔
物
の
み
で

召
喚
主
と

界
の
共

は
出
来
る
が

 
戦
闘
に
は
ま

た
く
使
え
な
い

ま
さ
に

候
職
の

に
あ
る
よ
う
な
ス
キ
ル
だ
な

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
も
召
喚
ス
キ
ル
持
ち
が
い
た
ん
だ
が

実
は
使
い
魔
が
敵
に
感
知
さ
れ
る
と

 
主
人
ま
で
感
知
さ
れ
ち
ま
う

て
い
う

点
が
あ

て
な

 
何
度
も
ト
レ
イ
ン
を
引
き

こ
し
て
か
ら
ま

た
く
使
わ
れ
な
く
な

た

て
い
う
ネ
タ
ス
キ

ル
だ
な

 
で

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の
か

は
い

実
は

の
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

召
喚
ス
キ
ル
持
ち
み
た
い
な
ん
で
す

ほ
う

そ
れ
で
考
え
た
ん
で
す
け
ど
使
い
魔
を
ボ
ス
部
屋
に

れ
込
ま
せ
る
事

て
可
能
だ
と
思
い

ま
す
か

 
そ
の
時
八
幡
の

裏
に

昼
に
ド
ロ

ン
を
使

た
時
の
記
憶
が

た

ど
う
だ
ろ
う

実
験
し
た
事
が
無
い
か
ら
分
か
ら
な
い
が
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で
も
よ
く
気
付
い
た
な
レ
コ
ン

俺
に
は
そ
の
発
想
は
最
初
か
ら
無
か

た
わ

 
使
い
魔
と
主
人
は
一
心
同
体
だ
と
思

て
い
た
か
ら
な

 
こ
の
時
八
幡
の

裏
に
あ

た
の
は

シ
リ
カ
と
ピ
ナ
で
あ
る

 
召
喚
ス
キ
ル
と
テ
イ
マ

ス
キ
ル
は
ま

た
く
違
う
が

 
普

か
ら
シ
リ
カ
達
と
接
し
て
い
た
八
幡
は
そ
う
考
え
る
の
が
普
通
に
な

て
い
た
の
で
あ

る
で
も
そ
れ
な
ら

が
合
う
な

同
盟
が
絶
対
に
一
番
手
で
ボ
ス
部
屋
に
突
入
し
な
い
理
由

 
そ
し
て
二
番
目
に
入

て
必
ず
初
見
突
破
す
る
理
由

 
そ
う
か

あ
い
つ
ら
そ
ん
な
事
を
や

て
や
が

た
か

ど
う
し
ま
す

ル

ル
上
は
別
に
禁
止
だ

て
い
う
決
ま
り
は
無
い
が

 
そ
れ
で
で
か
い
顔
を
さ
れ
る
の
は
気
に
食
わ
な
い
な

 
い
ず
れ
何
ら
か
の
注
意
喚

は
す
る
と
し
て
と
り
あ
え
ず
レ
コ
ン
そ
の
事
を
ア
ス
ナ
に
伝

え
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た
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て

も
う
こ
ん
な
時
間
か
よ

 
ち

と
仮
眠
す
る
つ
も
り
だ

た
が

分
と

ち
ま

た
よ
う
だ
ア
ス
ナ
は
も
う
ボ
ス
部

屋
かえ

と

あ

は
い

た

た
今
居
場
所
が
ボ
ス
部
屋
に
変
わ
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
急
い
で
連

し
て
や

て
く
れ
多
分
メ

セ

ジ
な
ら
問
題
な
く

く
だ
ろ
う

 
俺
も
後
で
そ

ち
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
か
ら

は
い

僕
は
こ
の
ま
ま
同
盟
の
動
き
を
監

し
ま
す
ね

悪
い
な

頼
む
わ

 
そ
し
て
八
幡
は
ス
マ
ホ
を
置
き

ど
う
し
よ
う
か
考
え
な
が
ら

き
枕
に
顔
を

め
た

な
る
ほ
ど
な

さ
て

ど
う
し
た
も
ん
か

と
り
あ
え
ず

方
面
に

突
入
時
の
注
意
喚

で
も
し
ま
す
か

そ
う
だ
な

今
出
来
る
の
は
そ
の
く
ら
い
だ
よ
な

で
は
私
か
ら
ジ

エ
リ

ズ

り
に
連

を
入
れ
て
お
き
ま
す
ね

お
う

い
つ
も
悪
い
な

マ

ク
ス

い
い
え

こ
う
い

た
役
得
も
あ
り
ま
す
か
ら
お
気
に
な
さ
ら
ず
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役
得

何
か
お
前
に
役
得
な
ん
か
あ

た
か

は
い

私
は
今

と
て
も
幸
せ
で
す

 
そ
の

間
に
八
幡
の

が
一
気
に
覚

し
た

 
今
自
分
は
誰
と
話
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

こ
の
部
屋
に
は
俺
し
か
い
な
か

た
は
ず
だ

 
そ
も
そ
も
こ
の
部
屋
に
は

き
枕
な
ど
無
か

た
は
ず
だ

 
と
い
う
か
普
通
の
ホ
テ
ル
に
は
そ
ん
な
物
は
存
在
し
な
い

 
そ
う
考
え
て

を
上
げ
た
八
幡
の

界
に
入

て
き
た
の
は

 
今
ま
さ
に
自
分
が
顔
を

め
て
い
た
で
あ
ろ
う

 
ま
る
で
パ
ジ

マ
の
よ
う
な
見
覚
え
の
無
い
布
地
に
包
ま
れ
た
と
て
も
柔
ら
か
い
二
つ
の
物

体
で
あ

た

な

何
だ
こ
れ
は

私
の
胸
で
す

八
幡
様

お
お
そ
う
か

相
変
わ
ら
ず
お
前
は
い
い
胸
を
し
て
る
な

て
違
う

 
え

も

も
し
か
し
て
マ

ク
ス
か

え

と

は

は
い
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八
幡
は

て
て
体
を

こ
し
て

囲
を
観
察
し
た

 
見
る
と
自
分
の
隣
に
は
顔
を
紅
潮
さ
せ
た
ク
ル
ス
が
横
に
な

て
お
り

 
そ
の
横
に
は
ア
ミ

ス
フ

ア
が
置
い
て
あ

た

ど
う
や
ら
さ

き
の
音
は
こ
れ
だ

た
ら

し
いど

ど
う
し
て
こ
ん
な
事
に

は
い
八
幡
様
を
お
守
り
す
る

念
の

に
隣
に

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
の
で
す
が

 

き
た
ら
八
幡
様
が
私
の
胸
に
顔
を

め
て
い
ま
し
た

 
も
し
か
し
て

き
枕
か
何
か
だ
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
か

そ

そ
う
だ
な

さ

き
ま
で
そ
う
思

て
た
わ

 
八
幡
は
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

そ
の

態
で

話
が
か
か

て
き
て

そ
の
内
容
が

こ
え
て
し
ま

た

 
私
な
り
に
対
応

を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
八
幡
様
が
私
に
問
い
か
け
る
よ
う
な
事
を

ら
れ

た
の
で

 
そ
れ
に
対
し
て
自
分
な
り
の
考
え
を
述
べ
た
と

ま
あ
そ
う
い
う
流
れ
で
す
ね

そ

そ
う
か

助
言
あ
り
が
と
な
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は
い

 
ク
ル
ス
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
答
え
た

で

こ
こ
か
ら
が
本
題
な
ん
だ
が

は
い

え
え
と
俺
は
お
前
に
そ
の
セ
ク
ハ
ラ
ま
が
い
な
事
を
他
に
し
で
か
し
た
り
は
し
て
な
い
よ

な
そ
れ
は
あ
り
え
ま
せ
ん
八
幡
様

何
故
な
ら
八
幡
様
が
私
に
何
か
し
た
と
し
て

 
そ
れ
を
私
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
と
受
け
取
る
事
は
絶
対
に
無
い
か
ら
で
す

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

や

ぱ
り
自
分
は
何
か
し
た
の
か
と

 

を
だ
ら
だ
ら
と
た
ら
し
な
が
ら
こ
う
う
言
い
な
お
し
た

俺
の
言
い
方
が
悪
か

た

俺
は

て
る
最
中
に

お
前
に
何
か
エ
ロ
い
事
を
し
た
か

 
ク
ル
ス
は
そ
れ
に
倒
し
て
満
面
の
笑
み
で
こ
う
答
え
た

大
丈
夫
で
す
よ
八
幡
様

私
の
体
に

常
は
み
ら
れ
ま
せ
ん

 
も
し
か
し
た
ら
全
身
を
ま
さ
ぐ
ら
れ
た
り
は
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

そ
の
く
ら
い
で
す

そ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

い
や

良
く
は
な
い
が
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私
に
と

て
は
ご
褒
美
な
の
で
す
が

そ

そ
う
か

残
念
な
が
ら
俺
は
そ
の
事
を
ま

た
く
覚
え
て
い
な
い

 
い
や
い
や

そ
う
じ

な
い

決
し
て
そ
れ
が
残
念
な
ど
と
い
う
事
は
な
い

 
と
い
う
か
こ
う
い
う
事
は
あ
ま
り
感
心
し
な
い
な
俺
の
身
を
案
じ
て
く
れ
る
気
持
ち
は
嬉

し
い
が

 
間
違
い
が

こ

た
ら
大
変
だ
か
ら

あ
ま
り

に
こ
う
い
う
事
は
す
る
ん
じ

な
い
ぞ

私
と
し
て
は
間
違
い
が

こ

て
し
ま
う
の
は
む
し
ろ
望
む
と
こ
ろ
な
ん
で
す
が

 
八
幡
様
を
困
ら
せ
て
し
ま

た
の
は
不
本
意
で
す

本
当
に

し

あ
り
ま
せ
ん

い
や
い
や

ま
あ
分
か

て
く
れ
れ
ば
い
い

は
い

初
め
て
は
ア
ス
ナ
と
三
人
で

て
約
束
し
ま
し
た
か
ら

今
後
は
気
を
付
け
ま
す

 
そ
の
ク
ル
ス
の
言
葉
に
八
幡
は

大
に

を
引
き
つ
ら
せ
た

そ

そ
う
だ
な

気
を
付
け
て
く
れ

は
い

 
そ
し
て
二
人
は
ベ

ド
の

と

に
座
り
な
お
し
お

い
に
や
や
乱
れ
て
い
た
着
衣
を
直
し

た
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は
た
か
ら
見
る
と
完
全
に
事
後
で
あ

た
が

今
は
着

え
直
す
時
間
が

し
か

た

さ
て
マ

ク
ス

事
情
は
分
か

て
い
る
な

は
い

大
体
は

う
ち
の
対
応
は
さ

き
言

た
通
り
だ
が
問
題
は
今
ま
さ
に
戦

て
い
る
で
あ
ろ
う
ア
ス
ナ

の
事
だ

 
マ

ク
ス
は
ア
ス
ナ
が
ど
う
動
く
と
思
う

そ
う
で
す
ね

 
ク
ル
ス
は
少
し
考
え
込
む
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
後

顔
を
上
げ
て
こ
う
言

た

ア
ス
ナ
の
気
性
だ
と

初
見
で
勝
て
れ
ば
そ
れ
で
よ
し

 
も
し

目
だ

た
ら
続
け
て
も
う
一
回
同
じ
ボ
ス
に
挑
も
う
と
す
る
の
で
は

つ
ま
り
も
し
負
け
た
場
合
に
一
戦
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て

 
三
十
五
層
に
挑
戦
し
直
す
よ
う
な
事
は
し
な
い
と
思
う
ん
だ
な

そ
う
思
い
ま
す

ア
ス
ナ
は
あ
れ
で

負
け
ず

い
で
す
か
ら
ね

俺
も
同
じ
意
見
だ

し
か
も
今
回
は

一

に
い
る
あ
い
つ
ら
も
そ
う
だ
し
な

 
八
幡
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
の
顔
を
思
い

か
べ
な
が
ら
そ
う
言

た
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特
に
ラ
ン
は
そ
う
い

た

向
が
強
い
気
が
す
る

そ
れ
で
ネ

ク
と
な
る
の
は
同
盟
の
動
き
で
す
ね

う
ち
が
介
入
し
つ
つ
あ
る
こ
の

況
で

 
こ
の
層
は

め
る
か
そ
れ
と
も
い
つ
も
通
り
に
二
番
手
で
突
入
し
て
あ

さ
り
攻
略
し
て
し

ま
う
か

 
ど
ち
ら
を
選
ぶ
の
か
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
よ
ね

レ
コ
ン
の
調
査
結
果
次
第
で
は

俺
達
も
動
く
事
に
な
る
か

は
い

ア
ス
ナ
達
だ
け
で
同
盟
全
体
と
や
り
合
う
の
は
少
し
厳
し
い
か
と

だ
な
よ
し
マ

ク
ス
と
り
あ
え
ず
ユ
キ
ノ
に
連

を
と

て
く
れ
俺
は
キ
リ
ト
に
連

を
と
る

そ
の
二
人
だ
け
で
い
い
ん
で
す
か

お
う

つ
い
で
に
こ
の
機
会
に

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
衝
撃
の
デ
ビ

て
奴
を
さ
せ
て
や
ろ
う
と
思

て
な

 
そ
れ
に
は
あ
ま
り
こ

ち
の
人

は
多
く
な
い
方
が
い
い

確
か
に
そ
う
で
す
ね

つ
い
で
に
新
し
い
副
⻑
を
キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
に
お
披
露
目
だ
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あ
の
二
人

驚
く
で
し

う
ね

ど
う
だ

面
白
い
だ
ろ

は
い

と
て
も

 
二
人
は
そ
う
言

て
ク

ク

と
悪
い
顔
で
笑
い
合
う
と
キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
に
連

を
入
れ

 
二
人
が
ロ
グ
イ
ン
可
能
な
時
間
に
合
わ
せ
て
自
ら
も
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
マ

ク
ス

祭
り
の
始
ま
り
だ

は
い

わ

し

い
し
て
い
き
ま
し

う

 
二
人
は
そ
う
言

て

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
部
屋
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

  
一
方
ボ
ス
部
屋
に
突
入
し
た
ア
ス
ナ
は

 
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
レ
コ
ン
か
ら
の
メ

セ

ジ
を
受
け
取

て
い
た

あ

ご
め
ん

ち

と
誰
か
か
ら
メ

セ

ジ
が
来
た
み
た
い

 
大
事
な
内
容
だ
と
困
る
か
ら

ち

と
先
に
確
認
し
て
い
い

う
ん

別
に
い
い
よ

ご
め
ん
ね

あ
り
が
と
う
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結
果
と
し
て

こ
こ
で
先
に
メ

セ

ジ
を
確
認
し
た
事
は

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
と

て
は
ま
さ
に

な
出
来
事
と
な

た

え

と

何
々

え

そ
う
い
う
事
な
の

 
ア
ス
ナ
も
召
喚
ス
キ
ル
に
つ
い
て
は
知

て
い
た
が
そ
の
認
識
は
八
幡
と
同
じ
よ
う
な
も
の

で
あ

た

 
最
初
に
ア
ス
ナ
が
や

た
の
は
自
分
達
の
会
話
を

か
れ
な
い
よ
う
に
音
楽
を
流
す
事
で
あ

る 
幸
い
に
も
ア
ス
ナ
は
攻
略
後
の
お
祝
い
で
披
露
し
よ
う
と
思

て
い
た
曲
を
持

て
お
り

 
そ
の
曲
を
今
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
流
し
始
め
た

あ
れ

こ
れ

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ

マ
ソ
ン
グ

神
崎
エ
ル
ザ
だ

で
も
こ
れ

て
英
語
バ

ジ

ン
な
ん
か
あ

た

け

ふ
ふ

本

初
公
開
だ
よ

ち

と
前
に
ハ
チ
マ
ン
君
が
送

て
き
て
く
れ
た
の

マ
ジ
か

テ
ン
シ

ン
上
が
る

さ
す
が
は
兄
貴
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最
高
だ
ね

 
こ
れ
に
よ
り

仮
に
ど
こ
か
に
同
盟
が
放

て
き
た
ス
パ
イ
召
喚

が
い
た
と
し
て
も

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
会
話
を

く
事
は
難
し
く
な

た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
仲
間
達
を
集
め
レ
コ
ン
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
メ

セ

ジ
の
内
容
を
説
明

し
たえ

本
当
に

そ
う
い
う
事
だ

た
の
か

あ
い
つ
ら

い
ね

ま
あ
ル

ル
上
は
セ

フ
な
ん
で
し

う
け
ど

さ
す
が
に
ち

と

な
の
で
み
ん
な
に
は
さ
り
げ
な
く

囲
を
観
察
し
て
み
て
欲
し
い
の

 
術
士
は
扉
の
前
に
い
た
し

ど
こ
か
に
あ
の
ト
カ
ゲ
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
一
同
は
こ

そ
り
と

り
を

い
あ
の
ト
カ
ゲ
の
よ
う
な
召
喚

が
ど
こ
か
に
い
な
い
か
探

し
始
め
た

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
が
真

先
に
そ
の
存
在
を
確
認
し
た

あ

い
た
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ど
こ

ほ
ら

ボ
ク
の
正
面

岩
の
陰

あ

本
当
だ

や

ぱ
り

召
喚

は
こ
の
中
に
入
れ
る
ん
だ
ね

他
の
プ
レ
イ
ヤ

は

か
れ
る
の
に
ね

さ
て

ど
う
す
る

と
は
言
え
と
り
あ
え
ず
戦
う
し
か
手
は
無
い
よ
ね

ま
あ
一
発
で
ク
リ
ア
す
れ
ば
問
題
な
く
ね

ア
ス
ナ
が
立
て
て
く
れ
た
作
戦
な
ら
大
丈
夫
で
し

そ
う
だ
と
い
い
ん
だ
け
ど

 
ア
ス
ナ
は
自
分
の
立
て
た
作
戦
に
は
自
信
を
持

て
い
た

 
だ
が
何
か
見
落
と
し
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
て
お
り
そ
れ
が
何
か
分
か
ら
ず
に
若

り
を

感
じ
て
い
た

 
だ
が
そ
ん
な
そ
ぶ
り
を
仲
間
達
に
見
せ
る

に
も
い
か
ず
ア
ス
ナ
は

更
に
笑
顔
を
作

て
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こ
う
言

た

う
ん

と
に
か
く
頑
張

て

同
盟
の

を
あ
か
せ
て
や
ろ
う

お
う

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
音
楽
の
ボ
リ

ム
を
少
し
下
げ
仲
間
達
の
声
が
お

い
に

く
よ
う
に

し
たそ

れ
じ

あ
始
め
よ
う

私
達
の
戦
い
を

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
初
の
ボ
ス
戦
が

に
幕
を
開
け
た
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第
８
４
２
話
 
走
れ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
そ
し
て
始
ま

た
ボ
ス
戦
の
序
盤
で

い
き
な
り
ア
ス
ナ
の
不
安
の
理
由
が
判
明
し
た

し
ま

た

ジ

ン
と
テ

チ
の
被
ダ
メ
が
予
想
以
上
に
多
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら

ア
ス
ナ
が
指

を
す
る
相
手
は
当
代
最
強
の
タ
ン
ク
で
あ

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ら
始
ま
り

ユ
イ
ユ
イ

セ
ラ
フ

ム
と
続
く
流
れ
で
あ
る

 
ユ
イ
ユ
イ
が
最
強
と
い
う
の
は
イ
メ

ジ
し
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
初
期

で
は
タ
ン
ク
を
選
ぶ
者
が
あ
ま
り
い
な
か

た
せ
い
も
あ
り

 
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
そ
の
二
人
以
上
の
タ
ン
ク
は
存
在
し
な
い

 
だ
が
問
題
が
そ
れ
だ
け
な
ら
ア
ス
ナ
は
何
と
か
し
た
で
あ
ろ
う

そ
れ
に
シ
ウ
ネ

の

が
時
々

れ
る

参

た
な

 
仲
間
が
つ
い
て
こ
れ
な
い
作
戦
を
考
え
る
な
ん
て

私

最
悪
だ

 
ア
ス
ナ
の
知
る
ヒ

ラ

と
い
え
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
は
ヒ

ラ

と
い
う
職
は
無
か

た

 
ユ
キ
ノ
と
メ
ビ
ウ
ス

そ
れ
に
リ

フ

で
あ
る

 
そ
の
中
で
シ
ウ
ネ

に
近
い
立
ち
回
り
を
す
る
の
は
ユ
キ
ノ
だ
け
で
あ
り
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ア
ス
ナ
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ユ
キ
ノ
を
イ
メ

ジ
し
な
が
ら
作
戦
を
立
て
て
し
ま

て
い
た

 
ア
ス
ナ
が
も

と

多
く
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
行
動
を
共
に
出
来
て
い
れ
ば

 
今
回
の
よ
う
な
ミ
ス
は
無
か

た
事
で
あ
ろ
う

 
だ
が
ア
ス
ナ
は
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
が
故
に

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
全
体
を
あ
る
意
味
過
大
評
価
し
て
し
ま

て
い
た

で
も
や
る
し
か
な
い

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
覚
悟
を
決
め

方
面
の
フ

ロ

を
し
つ
つ

 
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
に
一
時
的
に
避
け
タ
ン
ク
を
さ
せ
る

の
戦
法
を
と
り
何
と
か
戦
線
を

持

し
て
い
た

 
だ
が
奇

は
や
は
り
奇

で
あ
り
仲
間
達
も
敵
の
動
き
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
は
い
た
が

 
今
の

勢
を
劇
的
に
ひ

く
り
返
す
よ
う
な
事
は
出
来
な
い

 
そ
れ
で
も
戦
闘
は
進
み

に
ア
ス
ナ
の
体
感
で
は
あ
る
が
全
滅
確
定
へ
の
リ
ミ

ト
ラ
イ

ン
を
超
え
た

 
そ
し
て
今

ア
ス
ナ
は
と
て
も
迷

て
い
た
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ど
う
し
よ
う

再
挑
戦
す
る
な
ら
出
来
る
だ
け

い
方
が
い
い

 
で
も
戦
闘
を

中
で
投
げ
出
す
よ
う
な
真
似
を
み
ん
な
に
強
制
し
て
も
い
い
の
か
ど
う
か

 
で
も
も
し
同
盟
が

に
戦
力
を
集
め
始
め
て
い
た
ら

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
迷
い
を
感
じ
取

た
の
か
仲
間
達
が
次
々
と
ア
ス
ナ
に
声
を
か
け
て
き
た

ア
ス
ナ

私
達
に
気
を
遣
う
の
は
や
め
な
さ
い

作
戦
通
り
に
動
け
な
く
て
ご
め
ん
な

作
戦
は
ア
ス
ナ
に
全
て
任
せ
た
ん
だ

ど
ん
な
無
茶
な
指

に
で
も
僕
達
は

う
よ

そ
う
そ
う

何
か
考
え
が
あ
る
な
ら
教
え
て
く
れ
よ

こ
の
戦
い
は
ボ
ク
達
み
ん
な
の
も
の
だ
け
ど
ア
ス
ナ
が
決
断
し
た
ら
そ
れ
は
み
ん
な
の
決
断

だ
よ

 

い
付
き
合
い
で
は
あ
る
が

仲
間
達
は
ア
ス
ナ
の
事
を
心
か
ら
信
頼
し
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
の
言
葉
で
ア
ス
ナ
の
覚
悟
は
決
ま
り

全
員
に

こ
え
る
よ
う
な
大
声
で
こ
う
言

た

ラ
ン

ユ
ウ
キ

最
後
に
持
て
る
最
大

力
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
敵
に
向
け
て
撃

て

 
そ
し
た
ら
み
ん
な
で
素
直
に
全
滅
し
よ
う

こ
の
戦
闘
は
こ
こ
ま
で
だ
よ

 
そ
の
言
葉
は
一
見
敗
北
主
義
の
よ
う
に

こ
え
た
が
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ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
誰
も
文

を
言
わ
な
か

た

 
そ
れ
は
お
そ
ら
く
ア
ス
ナ
の
言
葉
の
前
半
の
せ
い
で
あ
ろ
う

 
全
滅
す
る
の
に
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
必
要
は
な
い
の
だ

オ

ケ

手
に
ぶ
ち
か
ま
す
わ
よ

う
ん

最
後
に
思
い

き
り
や

て
や
る
よ

ご
め
ん
ね

お
願
い

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
テ

チ
と
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
に
戦
闘
を
任
せ

残
り
の
全
員
を
呼
び
集
め
た

み
ん
な

お
願
い
が
あ
る
の

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ

そ
れ
に
私
の
ソ

ド
ス
キ
ル
で

 
敵
の

が
ど
の
く
ら
い

る
の
か
見

め
て

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
が
先
に
繋
が
る
ん
だ
よ
な

任
せ
て

ミ
リ

ま
で
見

め
て
や
る
わ

デ

タ
収
集
は
得
意
で
す

任
せ
て
下
さ
い

私

ゲ

ジ
か
ら
絶
対
に
目
を
離
し
ま
せ
ん

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
テ

チ
を
も
下
が
ら
せ

代
わ
り
に
自
身
が
前
に
出
た

二
人
と
も

い
く
よ
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そ
の
言
葉
を
受
け

ラ
ン
は

存
の
ソ

ド
ス
キ
ル
の
中
で
最
強
の
も
の
を

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
当
然
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
を
放

た

任
せ
て

く
ら
え

花

風
月

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

ス
タ

リ

・
テ

ア

 
そ
の
三
人
の
同
時
攻
撃
に
よ

て

敵
の

が
一
気
に

た

 
だ
が
当
然
ボ
ス
は
倒
れ
ず

直
中
の
三
人
に

番
に

打
を

び
せ
て
い
き

 
三
人
は

番
に
死

し
て
い

た

お
ら
お
ら

ひ
と
思
い
に
さ

さ
と
殺
し
や
が
れ

あ
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

待

て
ろ
よ

俺
達
は
必
ず
帰

て
く
る
か
ら
な

 
他
の
五
人
も
思
い
思
い
に
叫
び
な
が
ら
ボ
ス
に
殺
さ
れ
て
い
く

 
そ
し
て
ボ
ス
部
屋
に
八
つ
の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が

ん
だ

間
に
全
員
は
街
へ
と
転
送
さ
れ

た 
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は

あ
は
は
は
は

や
ら
れ
た
や
ら
れ
た

や

ぱ
り
手
ご
わ
い
で
す
ね

さ
す
が
に
八
人
だ
と
ね

で
も
次
は
き

と
上
手
く
や
れ
る
は
ず

う
ん

そ
の
通
り

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

ま
た
ボ
ス
部
屋
ま
で
走
る
よ

 
ア
ス
ナ
は

無
を
言
わ
さ
ず
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
手
を
引
き

走
り
始
め
た

 
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
他
の
者
達
も
そ
の
後
に
続
く

ま

当
然
こ
う
な
る
よ
な

当
た
り
前
で
し

何
の

に
ア
ス
ナ
が
全
滅
を
指

し
た
と
思

て
る
の

ア
ス
ナ

間
に
合
う
か
な

間
に
合
わ
な
か

た
ら
仕
方
な
い
け
ど
同
盟
は
私
達
が
も

と

る
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

は
ず

 
い
き
な
り

中
で
戦
闘
を
切
り
上
げ
た
か
ら

間
に
合
う
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
う

な
る
ほ
ど

よ
し

全
力
で
走
る
わ
よ
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そ
の
間
に
私
は
作
戦
に

正
を
加
え
る
ね

そ
れ
じ

あ
ボ
ク
が
ア
ス
ナ
を
誘

し
て
あ
げ
る
よ

転
ぶ
と
い
け
な
い
か
ら
ね

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
の
手
を
引
き
ア
ス
ナ
は
思
考
に
集
中
す
る
事
が
可
能
に
な

た 
そ
の
ま
ま
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
フ

ル
ド
を
超
え

再
び
迷
宮
区
へ
と
突
入
し
た

  
一
方
ハ
チ
マ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
の
到
着
を
待

て
い
た

 
横
で
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
シ
ノ
ン

そ
れ
に
セ
ラ
フ

ム
も
待
機
し
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
話
を

い
て

大
人

を
相
手
に
戦
闘
を
す
る
準
備
を
着
々
と
進
め
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

同
盟
は
や
は
り
戦
力
を
集
め
始
め
ま
し
た

 
そ
こ
に
レ
コ
ン
か
ら
そ
う
報
告
が
入

た

や
は
り
同
盟
は
動
く
事
を
選
択
し
た
ら
し
い

分
か

た

レ
コ
ン
は
そ
の
ま
ま
奴
ら
を
見
張

て

 
敵
の
主
力
が
出
発
し
た
ら
そ
の
後
を
つ
い
て
い
き

迷
宮
区
の
入
り
口
で
待
機
し
て

 
更
な
る
敵
の
後
続
が
来
る
か
ど
う
か

そ
こ
で
監

を
続
け
て
く
れ
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了
解
し
ま
し
た

任
せ
て
下
さ
い

 
待

て
い
る
間
に
ハ
チ
マ
ン
は
コ
ン
ソ

ル
か
ら
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
呼
び
出
し

 
ア
ス
ナ
の
居
場
所
に
変
化
が
無
い
か

じ

と
そ
の
リ
ス
ト
を
見
つ
め
続
け
て
い
た

ど
う

ア
ス
ナ
に
ま
だ
動
き
は
無
い

ま
だ
み
た
い
だ
な

ま
あ
突
入
時
間
か
ら
考
え
る
と

 
今
は
お
そ
ら
く
敵
の

を
半
分

た
く
ら
い
な
ん
じ

な
い
か
と
思
う

そ
れ
は
ち

と
ペ

ス
が

い
わ
ね

そ
り

そ
う
だ

あ
い
つ
ら
は
八
人
で
ボ
ス
に
挑
ん
で
い
る
ん
だ
か
ら
な

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
わ
ね

 
シ
ノ
ン
と
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
待
機
し
て
い
る
と

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
誰
か
が
入

て
き
た
気
配
が
し
す
ぐ
に
キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
が

を
現
し
た

お

や

と
来
て
く
れ
た
か

悪
い
な

急
に
呼
び
出
し
た
り
し
て

こ

ち
こ
そ

れ
て
す
ま
ん

で

何
が
あ

た

キ
リ
ト
君

そ
の
前
に
こ
ち
ら
の
方
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し

う
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ユ
キ
ノ
は
目
ざ
と
く
サ
ト
ラ
イ
ザ

の

を
見
付
け

キ
リ
ト
に
そ
う
言

た

ん

新
人

て

そ
の
装
備
は

え

い
き
な
り
副
⻑

 
も
し
か
し
て
俺
が
知

て
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

の
誰
か
か

 
ま
さ
か
ゴ
ド
フ
リ

の
お

さ
ん
じ

な
い
よ
な

キ
リ
ト
君

驚
く
の
は
分
か
る
け
ど
落
ち
着
い
て

キ
リ
ト

ナ
イ
ス
な
反
応
だ

期
待
通
り
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
に
親
指
を
立
て

続
け
て
こ
う
言

た

こ
い
つ
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

キ
リ
ト
は
と
も
か
く
ユ
キ
ノ
は
知

て
る
よ
な

サ
ト
ラ
イ
ザ

だ

兵
を
し
て
い
た
が

先
日
怪
我
を
し
て
引
退
す
る
事
に
な

て
ね

 
ハ
チ
マ
ン
の
誘
い
に
乗

て

残
り
の
人
生
を
日
本
で
送
る
事
に
し
た

宜
し
く

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
う
言

て

手
を
差
し
出
し
て
き
た

 
そ
の
手
を
先
に
掴
ん
だ
の
は
ユ
キ
ノ
で
あ
る

こ
れ
は
驚
い
た
わ
ね

お
久
し
ぶ
り

サ
ト
ラ
イ
ザ

さ
ん

久
し
ぶ
り
だ
ね
ユ
キ
ノ

そ
う
い
え
ば
君
も
ハ
チ
マ
ン
の
事
が
好
き
な
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
い
き
な
り
の
問
い
に
ユ
キ
ノ
は

か
ん
と
し

ハ
チ
マ
ン
は

て
た
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お
い
サ
ト
ラ
イ
ザ

い
き
な
り
何
を

ハ
チ
マ
ン
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
さ

き
か
ら
ず

と
会
う
メ
ン
バ

全
員
に
そ
う

ね
て
い

た
わ
よ

え

何
そ
れ

何
の
つ
も
り
で

 
ハ
チ
マ
ン
は

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
表
情
で
そ
う

ね
た

君
が
ど
の
く
ら
い
み
ん
な
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
か
興
味
が
あ

て
ね

何
で
お
前
が
そ
ん
な
事
に
興
味
を
持
つ
ん
だ
よ

だ

て
上

が
ど
の
く
ら
い
人
気
者
な
の
か
興
味
が
あ
る
じ

な
い
か

ね

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
の
方
を
見
た

そ
の

線
を
受
け
ユ
キ
ノ
は
こ
う
答

え
たそ

う
ね

私
は
彼
の
事
を
愛
し
て
い
る
の
だ
け
れ
ど

今
の
ま
ま
じ

ジ
リ

だ
か
ら

 
頑
張

て
外

を

め
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
し
ら
ね

な
る
ほ
ど

や
は
り
彼
に
は
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
だ
ね

え
え

ま
あ
そ
う
い
う
事

お
前
ら
な
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ハ
チ
マ
ン
が
困

た
よ
う
に
そ
う
言
う
の
を

横
か
ら
キ
リ
ト
が

た

あ

サ
ト
ラ
イ
ザ

て

あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

か

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
は
今
ま
で
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
い
う
名
前
に
つ
い
て
必
死
で
考
え
て
い
た
ら

し
い確

か
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
ハ
チ
マ
ン
を
フ
ル
ボ

コ
に
し
て
ア
メ
リ
カ
で
も
一

に
戦

た
ん
だ
よ
な

ち

と
待
て
キ
リ
ト

俺
は
フ
ル
ボ

コ
に
な
ん
か
な

て
ね
え

で
も
負
け
た
ん
だ
ろ

確
か
に
負
け
た
が

フ
ル
ボ

コ
に
は
な

て
ね
え

 
そ
ん
な
二
人
を
一
同
は
苦
笑
し
な
が
ら

め
て
い
た
が

中
で
ユ
キ
ノ
が
二
人
の
仲

に

入

た
ま
あ
ま
あ

で

ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

あ

と
悪
い

こ
れ
か
ら
こ
の
メ
ン
バ

で

同
盟
に

を

る

 
そ
の
言
葉
に
先
ほ
ど
ま
で
ハ
チ
マ
ン
と
言
い
合

て
い
た
キ
リ
ト
は
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
し
た

ほ
う

事
情
を

か
せ
て
く
れ
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お
う

実
は
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
に
同
盟
が
や

て
い
た
事
を
説
明
し
た

は

何
だ
よ
そ
れ

よ
く
も
ま
あ
そ
ん
な
事
を
思
い
つ
く
よ
な

も
し
か
し
た
ら

闇
魔
法
の
ピ

ピ
ン
グ
で
も
同
じ
事
が
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
あ
の
魔
法
は

さ
れ
た
か
ら
な

あ
あ
あ
の

き
魔
法
ね
あ
れ
を
悪
用
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
報
告
が
続
出
し
た
か
ら
ま
あ
当

然
よ

 
ど
う
や
ら
過
去
に

そ
う
い

た

の
魔
法
が
あ

た
ら
し
い

よ
し

久
々
に
暴
れ
ら
れ
る
な

そ
れ
じ

あ

速
ボ
ス
部
屋
の
前
に
向
か
う
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て
ア
ス
ナ
の
居
場
所
を
確
認
し
よ
う
と

し
た

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
目
の
前
で
ア
ス
ナ
の
居
場
所
が
三
十
四
層
の
フ

ル
ド
か
ら
迷
宮
区
へ

と
変
化
し
た

う
わ

や
べ

話
を
し
て
い
る
間
に
ア
ス
ナ
の
奴

ボ
ス
部
屋
か
ら
離
脱
し
て
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再
挑
戦
の

に
た

た
今
迷
宮
区
へ
と
突
入
し
た
み
た
い
だ

え

行
動

な

実
は
ボ
ス
を
倒
し
ま
し
た
と
か
は
無
い
の
か

ア
ス
ナ
な
ら
や
り
そ
う
じ

な
い
か

い
や

一

フ

ル
ド
に
い
た
の
が
見
え
た
し

 
こ
こ
ま
で
の
時
間
で

り
き
る
の
は
物
理
的
に
不
可
能
だ
か
ら

 
お
そ
ら
く

め
に
決
断
し
て
わ
ざ
と
負
け
て
外
に
出
て
き
た
ん
だ
と
思
う

お
お
う

さ
す
が
の
決
断
の

さ
だ
な
お
い

 
丁
度
そ
の
時
レ
コ
ン
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
連

が
入

た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

同
盟
が
動
き
出
し
ま
し
た

 
ほ
ぼ
集
合
を
終
え
た
後

凄
い
勢
い
で
迷
宮
区
に
向
か

て
ま
す

マ
ジ
か

分
か

た

レ
コ
ン
は
指

通
り
に
頼
む

 
こ

ち
も
人

が
集
ま

た
か
ら

急
い
で
迷
宮
区
に
向
か
う

お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
仲
間
達
に
向
け
て
言

た
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そ
れ
じ

あ
白
馬
の
騎
士
ご

こ
で
も
す
る
と
す
る
か
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第
８
４
３
話
 
回
転

よ
し

ち

と
急
ぐ
か

お
い
シ
ノ
ン

お
前
は
筋
肉
ゴ
リ
ラ
な
ん
だ
か
ら

頑
張

て
走
れ
よ

筋
肉
ゴ
リ
ラ

て
何
よ

は
は

さ
て
は
ハ
チ
マ
ン

 
私
の
事
が
好
き
で
た
ま
ら
な
い
か
ら
そ
の
裏
返
し
で
つ
い
私
に
ち

か
い
を
出
し
た
く
な

る
の
ね

へ
い
へ
い
そ
の
通
り
そ
の
通
り

く

な
ん
か
む
か
つ
く
わ
ね

 
そ
ん
な

い
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
も
全
力
で
走
り

 
あ

と
い
う
間
に
迷
宮
区
の
入
り
口
前
に
た
ど
り
着
い
た
ハ
チ
マ
ン
達
を
レ
コ
ン
が
出
迎
え

た
待
た
せ
た
な
レ
コ
ン

今
ど
ん
な

況
だ

は
い
同
盟
の
メ
ン
バ

は
ほ
ぼ
全
員
中
に
入
り
ま
し
た

え
た
か
ら
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

全
員
だ
と

全
部
で
何
人
い
た
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僕
の
知
ら
な
い
間
に
新

加
入
の
ギ
ル
ド
で
も
な
い
限
り

八
十
人
と
ち

と
で
す
ね

 

を

し
て
会
話
を
盗
み

き
し
た
限
り
で
は

に
ボ
ス
部
屋
前
に
二
十
人
ほ
ど
い
る
み

た
い
で
す

全
部
で

人
を
超
え
る
の
か

同
盟
は
思

た
よ
り
も
大
所

な
ん
だ
な

そ
ん
な
に
多
か

た
ら
全
員
で
ボ
ス
に
挑
む
の
は
無
理
じ

な
い
の

う
ん

い
つ
も
は
ロ

テ

シ

ン
を
組
ん
で

 
八
人
×
六

八
人
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
で
挑
ん
で
い
る
み
た
い

 
ど
う
や
ら
レ
コ
ン
は
シ
ノ
ン
に
対
し
て
だ
け
フ
ラ
ン
ク
な
口
調
に
な
る
よ
う
だ

 
そ
れ
も
当
然
で
あ
る

こ
の
中
で
レ
コ
ン
よ
り
年
下
な
の
は
シ
ノ
ン
だ
け
な
の
だ

ま
あ

回
全
員
が
集
ま
れ
る

じ

な
い
だ
ろ
う
し
な

で
も
今
回
は
ほ
ぼ
全
員
が
集
ま

て
い
る
の
ね

は
い

同
盟
存

の
危
機
だ
と
か
言

て

無
理
や
り
集
合
さ
せ
た
み
た
い
で
す

ほ
う
ほ
う

あ
い
つ
ら
も
ど
う
や
ら

 
自
分
達
の
ケ
ツ
に

が
つ
い
て
い
る
事
を
分
か

て
る
み
た
い
だ
な

 
よ
し

そ
う
い
う
事
な
ら
レ
コ
ン
も
俺
達
と
一

に
奥
に
行
く
ぞ
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手
な

に
な
る
か
ら
し

か
り
準
備
し
て
な

は
い

お

し
ま
す

 
こ
う
し
て
レ
コ
ン
を
加
え

七
人
は
同
盟
の
主
力
を
追
い
か
け
始
め
た
が

 
丁
度
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
く
敵
の
リ
ポ

プ
と
重
な

て
し
ま
い

 
中
々
先
行
す
る
同
盟
の
主
力
と
の
差
を
つ
め
る
事
が
出
来
な
か

た

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
ボ
ス
部
屋
前
へ
と
到
着
し
た

う
わ

結

人
が
い
る
ね

で
も
ま
だ
挑
戦
出
来
る
人

じ

な
い
と
思
う

人

が
揃

て
い
る
方
が
優
先
さ
れ
る

て

の
が

 
通
常
の
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
自
治
ル

ル
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
が
一
歩
前
に
出
た

 
何
だ
か
ん
だ
い

て

こ
の
中
で
一
番
知
名
度
が
高
い
の
は
ア
ス
ナ
な
の
で
あ
る

ご
め
ん
な
さ
い
私
達
こ
れ
か
ら
ボ
ス
に
挑
戦
し
た
い
ん
だ
け
ど
そ
こ
を
通
し
て
も
ら
え

る
バ

バ

サ
ク
ヒ

ラ



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
の
ア
ス
ナ
が
話
し
か
け
た
プ
レ
イ
ヤ

は
筋
骨

々
と
し
た
ご
つ
い
プ
レ
イ
ヤ

で
あ

た

が 
た
じ
ろ
い
だ
様
子
で
そ
う
言

た

わ
お

や

ぱ
り
ア
ス
ナ

て
凄
い
ん
だ
ね

見
た
目
は
正
反
対
な
の
に

相
手
が
一

人
で

ア
ス
ナ
が
ヤ
ク
ザ
の
お

さ
ん
み
た
い
な

ラ
ン

お

さ
ん
は
余
計

 
ア
ス
ナ
に
即
座
に
そ
う
突

込
み

ラ
ン
は
ペ
ロ
リ
と

を
出
し
た

お

と

失
言
失
言

そ
れ
に
絶
刀
と
絶
剣
か

 
ど
う
や
ら
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
デ

エ
ル
ス
テ

ジ
に
い
た
の
だ
ろ
う

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
を
見
て
そ
う

い
た

で

ど
う
か
し
ら

悪
い
ん
だ
け
ど

く
答
え
て
も
ら
え
る
か
な

す
す
ま
ん
答
え
は
ノ

だ
何
故
な
ら
も
う
す
ぐ
俺
達
も
ボ
ス
部
屋
に
突
入
す
る
予
定
だ

か
ら
だ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

が
引
け
て
い
た
が

仲
間
達
の

線
を
一
身
に
受
け
て
い
る
せ
い
か
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頑
張

て

み
と
ど
ま

て
そ
う
言

た

そ
う
な
の

そ
の
人

で

あ
ん
た
達
に
言
わ
れ
た
く
な
い
が
俺
達
も
す
ぐ
に
人

が

え
て
準
備
も
終
わ
る
予
定
だ

す
ぐ

す
ぐ

て
ど
れ
く
ら
い

本

が
到
着
す
る
の
は
あ
と
少
し

準
備
を
全
部

め
る
と
一
時
間
く
ら
い
だ
な

は
 
そ
の
言
葉
は

さ
す
が
の
ア
ス
ナ
も

過
出
来
な
か

た
よ
う
だ

 
そ
も
そ
も
そ
れ
だ
け
他
の
パ

テ

を
待
た
せ
る
と
な
る
と

 
普
通
は
戦
闘
で
の

番
の
取
り
合
い
に
な

て
も
お
か
し
く
な
い
ケ

ス
で
あ
る

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い
ん
じ

な
い

プ
レ
イ
ヤ

間
の
自
治
ル

ル
は
当
然
知

て
る
で

し

う
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
知

て
い
る
が
俺
に
は
こ
こ
を

て
い
い
か
決
め
る

限
は
無
い
ん
だ

よ
じ

あ

限
を
持

て
い
る
人
を
出
し
て

そ

そ
れ
が

う
ち
の
ト

プ
連
中
は
後
続
の
中
に
い
る
ん
だ
よ
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話
に
な
ら
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
先
に
入
ら
せ
て
も
ら
う
わ

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
横
を
す
り
抜
け
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の
前
に
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
立
ち
塞
が

た

ど
う
い
う
つ
も
り

同
盟
は
自
治
ル

ル
を

守
し
な
い
と

ど
う
も
こ
う
も
ね
え

俺
達
は
た
だ
立

て
い
る
だ
け
だ

 
通
り
か
か

た
ら
俺
達
を
押
し
の
け
て
い
く
ん
だ
な

言
う
に
事

い
て

ア
ス
ナ

も
う
い
い
わ

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
に
ラ
ン
が
そ
う
声
を
か
け
た

う
ん

も
う
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
れ
に
ユ
ウ
キ
も
同
意
す
る

も
う
い
い

て

ど
う
す
る
つ
も
り

戦
い
ま
し

う

戦
お
う

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
言
い

ア
ス
ナ
は
そ
の
言
葉
に
驚
い
た
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確
か
に
こ
こ
は
そ
う
な

て
も
お
か
し
く
な
い
場
面
だ
け
ど

そ
れ
で
い
い
の

え
え
私

い
な
の
よ
ね
組

力
に

を
か
い
て
ル

ル
を

じ
曲
げ
よ
う
と
す
る
輩

て
そ
う
そ
う

正
義
は
我
に
在
り

て
ね

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
よ

か

 
三
人
は

ん
で
立
ち

同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
に
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
か
け
た

ほ

本
気
か

先
に

を

て
き
た
の
は
そ

ち
だ
と
思
う
け
ど

ぐ

た

確
か
に
見
方
に
よ

て
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
後
ろ
手
で
何
か
合
図
を
出
し
た
の
を
ア
ス
ナ
は
見
逃
さ

な
か

た

そ
の
合
図
は
何

不
意
打
ち
で
も
す
る
つ
も
り

 
召
喚

を
使

て
の

き
見
と
い
い
同
盟

て
本
当
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
人
の
集
ま
り
な

ん
だ
ね

う

う
る
せ
え

こ
う
な

た
ら
や
る
ぞ
お
前
ら



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
の

間
に
三
人
に
向
け

後
方
に
い
た
魔

師
達
か
ら

が
飛
ん
だ

 
だ
が
そ
ん
な

純
な
攻
撃
が
こ
の
三
人
に
当
た
る
は
ず
が
な
い

言

て
お
く
け
ど
今
の

況
は
動
画
に
と

て
お
い
た
わ
よ

も
う
言
い

出
来
な
い
ね

か
わ
い
そ
う

え

二
人
と
も
本
当
に

や
る
な

私
は
そ
こ
ま
で
思
い
つ
か
な
か

た
よ

 
口
調
は
の
ん
び
り
で
あ
る
が

三
人
は

を
避
け
る
の
と
同
時
に

 
凄
ま
じ
い
動
き
で
目
の
前
の
敵
を

き
飛
ば
し
た

 
だ
が
同
盟
の
先
遣

は

逆
に
嬉
し
そ
う
に
歓
声
を
上
げ
た

え

何
こ
の
人
達

ド

な
の

違
う

ラ
ン

後
ろ

え
 
ノ
リ
に
そ
う
言
わ
れ
て

り
返

た
ラ
ン
は

 
遠
く
か
ら

え
切
れ
な
い

の
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
こ
ち
ら
に
殺
到
し
て
き
て
い
る
の
を

見
た

 
ど
う
や
ら
前
に
い
る
者
達
は

そ
の

を
見
て
歓
声
を
上
げ
た
ら
し
い
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ど

ど
う
す
る

さ
す
が
に
あ
の

は
ま
ず
い
わ
ね

 
負
け
る
か
ど
う
か
は
や

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
け
ど
ボ
ス
戦
に

障
が
出
て
し
ま
う
わ

こ
う
な

た
ら
前
に
い
る
連
中
を
速
攻
で
ぶ

倒
し
て

 

く
中
に
入

ち
ま
う
し
か
手
が
な
い
ん
じ

な
い
か

そ
う
だ
ね

そ
れ
し
か
な
い
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ジ

ン
の
言
葉
に
同
意
し

覚
悟
を
決
め
た

 
だ
が
そ
の

間
に

後
方
か
ら
混
乱
す
る
よ
う
な
声
が

こ
え
て
き
た

ま
ず
い

ヴ

ル
ハ
ラ
だ

で
も

は
少
な
い
ぞ

後
方
の
ギ
ル
ド
は
あ
い
つ
ら
の
足
止
め
を
前
に
い
る
ギ
ル
ド
は
そ
の
ま
ま
前
方
へ
と
走
れ

 
そ
の
声
を

き
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
援
軍
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
事

を
知

た

ま
さ
か
兄
貴
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半
分
く
ら
い
敵
を
引
き
受
け
て
く
れ
れ
ば

こ

ち
の
負
担
が

る
な

う
ん

何
と
か
な
る
か
も

 
そ
う
言

て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
元
気

倍
で
敵
へ
と
突
撃
を
開
始
し
た

 
だ
が
そ
れ
は
過
小
評
価
で
あ
る

そ
も
そ
も
ハ
チ
マ
ン
が

 
相
手
の
半
分
を
引
き
受
け
る
な
ど
と
い
う
消

的
な
手

を
と
る
は
ず
が
な
い
の
だ

ア
ス
ナ
さ
ん

き
 
自
分
も
一

に
突
撃
し
よ
う
と
し
た
そ
の
矢
先

 
突
然
自
分
の
横
の
何
も
無
い
空
間
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
ア
ス
ナ
は

ら
ず

鳴
を
上
げ

た
あ

と
す
み
ま
せ
ん

僕
で
す

レ
コ
ン
で
す

レ
コ
ン
君

い
つ
か
ら
こ
こ
に

つ
い
さ

き
で
す

を
消
し
て
あ
い
つ
ら
の
間
を
す
り
抜
け
て
き
ま
し
た

 
レ
コ
ン
は
何
気
な
く
そ
う
言

て

を
現
し
た
が

そ
れ
は
凄
い
技
術
で
あ
る

 
何
し
ろ
レ
コ
ン
の

し
は

他
人
に
触
れ
る
と
解

さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
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つ
ま
り
レ
コ
ン
は
あ
れ
だ
け
の
大
人

の
中
を
誰
に
も
接
触
す
る
事
も
な
く
す
り
抜
け
て
き

た
の
で
あ
る

レ
コ
ン
君

こ
こ
に
は
一
体
誰
が
来
て
く
れ
た
の

全
部
で
七
人
で
す

も
う
ま
も
な
く
到
着
し
ま
す
よ

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
他
は
副
⻑
が
全
員
と

あ
と
シ
ノ
ン
と
セ
ラ
フ

ム
さ
ん
で
す

そ
れ

て
人

が

 
合
わ
な
く
な
い

そ
う
言
い
か
け
た
ア
ス
ナ
の
目
の
前
で

 
何
と
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
横
の
壁
を
走

て
き
た

相
変
わ
ら
ず
人
間
離
れ
し
た
二
人
で
あ

る 
二
人
は
そ
の
ま
ま
着
地
す
る
と

滑

て
勢
い
を
殺
し
つ
つ

ピ
タ
リ
と
ア
ス
ナ
の
前
で
止

ま

た
待
た
せ
た
な

ア
ス
ナ

お
う
お
う

ま
た

手
な
事
に
な

て
ん
な

ハ
チ
マ
ン
君

キ
リ
ト
君

お

い
ユ
キ
ノ

く
し
ろ
よ
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ハ
チ
マ
ン
が
後
方
に
大
き
な
声
で
そ
う
呼
び
か
け
た

間
に
敵
が
ひ
し
め
く
通
路
の
真
ん
中

に 
ド
ン

ド
ン

ド
ン

と

の

が
何
本
も
立

た

そ
の
上
を
仲
間
達
が
走

て
く
る

 
最
初
に
到
着
し
た
の
は
シ
ノ
ン
で
あ

た

ア
ス
ナ

お
待
た
せ

シ
ノ
ノ
ン

 
そ
し
て
重
装
備
の

に

々
と
そ
の
後
に
続
く
の
は
セ
ラ
フ

ム
で
あ
る

 
そ
の
後
に
華
麗
な
身
の
こ
な
し
で
ユ
キ
ノ
が
続
く

そ
の

は
と
て
も
後
衛
と
は
思
え
な
い

ユ
キ
ノ

セ
ラ

 
そ
し
て

を
努
め
る
の
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

で
あ

た

 
仲
間
の
安
全
確
保
の

に

最
後
尾
で
の
移
動
を
自
ら

願
し
た
の
で
あ
る

ま
さ
か
姉
さ
ん

じ

な
い
ね

 
あ
れ

そ
れ

て
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
だ
よ
ね

誰

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
を
見
て

 
ま
さ
か
ソ
レ
イ
ユ
か
と
思

て
そ
う
呼
び
か
け
た
ア
ス
ナ
は
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相
手
が
ま

た
く
知
ら
な
い
男
性
だ

た
せ
い
で
混
乱
し
た

君
は
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
愛
し
て
い
る
か
い

そ
れ

こ
の

況
で

く
事
か

あ

は
い

ハ
チ
マ
ン
君
の
事
を
愛
し
て
ま
す

く
結
婚
し
た
い
で
す

ア
ス
ナ
も
真
面
目
に
答
え
な
く
て
い
い
か
ら
な

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
突

込
み
も
何
の
そ
の

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
こ
う
い

た
戦
場
に
は
慣
れ
て
い
る
ら
し
く
平
然
と
し
た
顔
で
こ
う
言

た
な

に

こ
ん
な

象
無
象
の
相
手
よ
り
も

 
先
ず
は
ハ
チ
マ
ン
の
正
式
な
パ

ト
ナ

に

を
す
る
べ
き
だ
と
思

て
ね

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
と
の
仲
の
良
さ
そ
う
な
様
子
に

 
目
の
前
の
プ
レ
イ
ヤ

が
誰
な
の
か
心
当
た
り
が
無
か

た
ア
ス
ナ
は
更
に
混
乱
し
た

 
あ
え
て
言
う
な
ら
こ
う
い
う
ノ
リ
で
ハ
チ
マ
ン
と
話
す
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
く
ら
い
だ
が

 
彼
は
も
う
こ
の
世
に
は
存
在
し
な
い

え

と

つ
い
ノ
リ
で
答
え
ち

た
け
ど

本
当
に
ど
ち
ら
様
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お

と
失

前
回
ア
メ
リ
カ
に
来
た
時
に
会

た
サ
ト
ラ
イ
ザ

だ

 
今
度
ハ
チ
マ
ン
の
誘
い
で
ソ
レ
イ
ユ
に

職
す
る
事
に
な

た
か
ら

今
後
と
も
宜
し
く

え

え
え

ち
な
み
に
こ
い
つ
に
は
新
し
く
副
⻑
に
な

て
も
ら

た
か
ら
な
こ
き
使

て
や
る
と
い
い

は
は

手
厳
し
い
な
ハ
チ
マ
ン

だ
が
期
待
に
は
応
え
さ
せ
て
も
ら
う
よ

ほ

本
当
に

本
当
の
本
当
だ

ほ
ら
ア
ス
ナ
ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
が
大
変
そ
う
だ
ぞ

く
手
伝

て
や
れ
よ

あ

そ
う
だ

た

こ

ち
は
俺
達
に
任
せ
て
お
け

何
と
か
す
る
か
ら

ご
め
ん

お
願
い

 
ア
ス
ナ
は

て
て
剣
を

え
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
戦

て
い
る
戦
場
の
様
子
を
観
察

し
た

 
ラ
ン
は
重
い
攻
撃
を
連
続
で
敵
に
叩
き
こ
み
ユ
ウ
キ
は
い
つ
も
の
よ
う
に

く
ス
テ

プ
を

み
な
が
ら

 
敵
の

の
間
を
す
り
抜
け
た
り
敵
の
背
中
に
乗

た
り
と
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変
幻
自
在
の
動
き
で
敵
を

し
て
確
実
に
敵
の

を

て
は
い
る
が

 
そ
の
大
部
分
が
敵
の
ヒ

ラ

に
よ

て
回
復
さ
れ
て
し
ま

て
い
た

 
今
自
分
が
成
す
べ
き
事
は
敵
の
後
衛

特
に
ヒ

ラ

の

 
そ
う
判
断
し
た
ア
ス
ナ
は
一
気
に
敵
と
の

離
を
詰
め
る

に
と
あ
る
ソ

ド
ス
キ
ル
を
選

択
し
た

 
だ
が
そ
れ
に
は
少
し

離
が
足
り
な
い

ハ
チ
マ
ン
君

離
が
足
り
な
い

回
転

お
う

 
そ
れ
で
ア
ス
ナ
が
何
を
し
た
い
か
悟

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の
手
を

た

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
が
さ
り
げ
な
く
ハ
チ
マ
ン
の
口
に
キ
ス
を
す
る

なむ
む

ア
ス
ナ

ず

ず
る
い

 
そ
れ
を
見
た
ユ
キ
ノ

シ
ノ
ン

セ
ラ
フ

ム
の
三
人
が
抗
議
の
声
を
上
げ
る
が

 
そ
ん
な
三
人
に
ア
ス
ナ
は
ウ

ン
ク
し
な
が
ら
こ
う
言

た
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ふ
ふ

お
守
り
お
守
り

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の

り
を
ぐ
る
り
と
回

た

 
要
す
る
に
ハ
チ
マ
ン
に
手
を

て
も
ら

た

態
で

 
ハ
チ
マ
ン
の

り
を
ぐ
る
り
と
回
転
す
る
よ
う
に
走
り

助
走

離
を

い
だ
の
で
あ
る

行

て
こ
い
ア
ス
ナ

う
ん

 
そ
し
て
打
ち
合
わ
せ
な
し
の
二
人
の
見
事
な
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
を

て

 
ハ
チ
マ
ン
の
力
も
加
わ
る
事
に
よ
り

ア
ス
ナ
は

の
よ
う
に
飛
び
出
し
た

 
そ
の
手
に
持
つ

姫
が
ま
ば
ゆ
い
光
を
放
つ

シ
ウ
ネ

し
ば
ら
く

え
て
て

わ

分
か
り
ま
し
た

 
隣
を
通
過
す
る
時
に
シ
ウ
ネ

に
そ
う
声
を
か
け
た
ア
ス
ナ
は

 
次
に
前
方
に
い
る
ユ
ウ
キ
に
こ
う
声
を

け
た

ユ
ウ
キ

避
け
て

へ

う
わ
あ
あ
あ
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て
て
飛
び
の
く
ユ
ウ
キ
の
横
を
通
り
過
ぎ
た
ア
ス
ナ
は

 
そ
の
ま
ま
敵
を

散
ら
し
な
が
ら
光
と
な

て
直
進
し
て
い
く

 

剣
の
最
上
級
突
撃
技

フ
ラ

シ
ン
グ
・
ペ
ネ
ト
レ
イ
タ

で
あ
る

お
お
お
お
お
お
お
お

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
雄
叫
び
を
上
げ
な
が
ら

 
障
害
物
も
何
の
そ
の
で
一
直
線
に
敵
の
ヒ

ラ

へ
と
突
進
し
て
い
く

 
そ
の
移
動
を

め
る
よ
う
な
プ
レ
イ
ヤ

は
誰
も
お
ら
ず

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ま
ま
両
足
を
地
面
に
滑
ら
す
よ
う
に

速
し
ピ
タ
リ
と
ヒ

ラ

達
の
横
で

止
ま

た

バ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

 
ヒ

ラ

達
は
思
わ
ず
そ
う

い
た

そ
の
言
葉
に
は

敬
の
念
が

て
い
る
よ
う
に

こ

え
た
が

 
そ
ん
な
彼
ら
に
ア
ス
ナ
は
容

な
く
剣
を

り
上
げ
た

 
ヒ

ラ

達
は
こ
う
し
て
成
す
術
も
な
く
倒
さ
れ

 
そ
れ
を
も

て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
と
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同
盟
と
の
戦
い
の

が
本
格
的
に
切

て
落
と
さ
れ
た



 第８４４話 ここは通行止めだ、他を当たれ

 
第
８
４
４
話
 
こ
こ
は
通
行
止
め
だ

他
を
当
た
れ

 
今
日
は
残
業
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で

次
の
投
稿
は
土
曜
日
に
な
り
ま
す
す
み
ま
せ
ん

 
ア
ス
ナ
が
ド

手
に
飛
ん
で
い

た
後

残
さ
れ
た
ヴ

ル
ハ
ラ
組
は

 
同
盟
を
迎
え
撃
つ
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
た

体
的
に
は

ジ

ン
ケ
ン
で
あ

る
よ
し

誰
が
あ
の
セ
リ
フ
を
言
う
か
ジ

ン
ケ
ン
な

こ
こ
を
逃
し
た
ら
次
は
い
つ
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
負
け
ら
れ
な
い
な

他
に
勝
負
に
参
加
し
た
い
奴
は
い
る
か

 
二
人
で

り
上
が
る
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
を

ユ
キ
ノ
は

め
た
目
で
見
つ
め
て
い
た

あ
な
た
達
は
一
体
何
を
や

て
い
る
の
か
し
ら

ユ
キ
ノ
こ
そ
何
を
言

て
る
ん
だ

こ
れ
は
天
下
分
け
目
の
関
が
原
の
戦
い
な
ん
だ
よ
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そ
こ
ま
で
な
の

私
に
は
分
か
ら
な
い
世
界
だ
わ

何
を
言

て
る
ん
だ

お
前
の
カ
イ
ゼ
リ
ン
も
元
ネ
タ
は
一

だ
ぞ

え
 
そ
う
説
明
さ
れ

ユ
キ
ノ
の
目
が
飛
び
出
さ
ん
ば
か
り
に
大
き
く
見
開
か
れ
た

そ

そ
う
な
の

あ
あ

ち
な
み
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
武
器
は
基
本
そ
う
だ
ぞ

そ

そ
う
だ

た
の

そ
れ
は
私
も
勝
負
に
参
加
し
な
い
と
い
け
な
い
か
し
ら

お
う

参
加
し
ろ
参
加
し
ろ

他
は
い
い
な

よ
し

勝
負
だ

ジ

ン
ケ

ン

ポ
ン

 
そ
の
勝
負
の
勝
者
は
さ
す
が
と
い
う
べ
き
か

ユ
キ
ノ
で
あ

た

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

く
そ

負
け
た

し

な
い
と
思
う
け
ど

勝
負
と

い
て
手
を
抜
く

に
は
い
か
な
い
も
の
ね

ま
あ
ジ

ン
ケ
ン
だ
か
ら

手
の
抜
き
よ
う
が
な
い
が
な
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で

何
と
言
え
ば
い
い
の

よ
し

教
え
て
や
る
か
ら

を
貸
せ

私
は

が

い
か
ら

息
を

き
か
け
た
り
し
な
い
で
ね

ハ
チ
マ
ン
君

い
や

そ
ん
な
事
は
し
ね
え
よ

 
そ
ん
な
や
り
取
り
の
間
に

同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
ど
ん
ど
ん
こ
ち
ら
に
迫

て
く
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
て

ユ
キ
ノ
の

に
こ
し

こ
し

と
セ
リ
フ
を

打
ち
し
た

い
い
か
ユ
キ
ノ

い
か
に
も
強
者
感
を

し
出
し
な
が
ら
こ
う
言
う
ん
だ

こ
こ
は
通
行
止
め
だ

他
を
当
た
れ

と
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
確
か
に
燃
え
る
わ
ね

だ
ろ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
以
上
何
も
せ
ず
に
ユ
キ
ノ
か
ら
離
れ
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ユ
キ
ノ
が
抗
議
を
す
る

ち

と
ハ
チ
マ
ン
君

せ

か
く
の
フ
リ
だ

た
の
に

何
故
息
を

き
か
け
な
い
の

い
い
か
ら

く
し
ろ

も
う

今
度
は
ち

ん
と
や
る
の
よ



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言

て
微
笑
み
な
が
ら

通
路
の
中
央
に

王
立
ち
し
た

 
そ
の

厳
は
凄
ま
じ
く

そ
れ
を
見
た
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

の
足
が
一

る

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
敵
に
向
か

て
手
を
横
に

い
な
が
ら

ノ
リ
ノ
リ
で
こ
う
叫
ん
だ

こ
こ
は
通
行
止
め
よ

他
を
当
た
り
な
さ
い

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
素

く

に
入
り
敵
の
目
の
前
に

く
ら
い
の
高
さ
の

の
壁
を
生
成

し
た

 
ド
ン

ド
ン

と
い
う
音
と
共
に

敵
が
足
止
め
さ
れ
て
い
く

 
そ
れ
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

を
し
て
感

す
る

の

見
事
な

達
女

り
で
あ

た

お
お

 
残
り
の
五
人
は
ユ
キ
ノ
に

し
み
な
い

手
を
送
り

ユ
キ
ノ
は

り
返
る
と

 
満
面
の
笑
み
で
仲
間
達
に
向
か

て
こ
う
言

た

は

思

た
よ
り
も
か
な
り
気
持
ち
が
い
い
も
の
ね
さ
あ
敵
を

散
ら
し
ま
し

う

お
お

 
そ
の
言
葉
を
受
け
て
セ
ラ
フ

ム
が
飛
ぶ

の
壁
の
前
に
降
り
立

た
セ
ラ
フ

ム
は

 
ド
ン

と
盾
を
前
に
出
し

り
一

に

き

る
よ
う
な
大
音
声
で
叫
ん
だ
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我
が
名
は
イ

ジ
ス

我
が
盾
を
簡

に

け
る
と
思
う
な

 
そ
の
声
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に

 
セ
ラ
フ

ム
の
個
人
マ

ク
で
あ
る
セ
ラ
フ

ム
イ

ジ
ス
が
光
を
放
つ

 
ち
な
み
に
こ
れ
自
体
に
は
何
の
意
味
も
無
い
の
だ
が

相
手
を

圧
す
る

果
は
抜

だ

 
あ
る
意
味
対
プ
レ
イ
ヤ

限
定
の
パ
フ

マ
ン
ス
と
言
え
よ
う

レ
コ
ン

行
け

は
い

 
セ
ラ
フ

ム
を
飛
び
越
え
て
そ
の
前
に
降
り
立

た
レ
コ
ン
は

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
指

を
受
け

凄
ま
じ
い
速
度
で
敵
の
ど
真
ん
中
へ
と
突
撃
し
た

何
だ
こ
い
つ

な
め
や
が

て

囲
ん
で
潰
せ

 
当
然
レ
コ
ン
に
敵
が
殺
到
し
て
き
た
が
そ
の

間
に
レ
コ
ン
は
準
備
し
て
い
た
魔
法
を
発
動

さ
せ
た

ダ

ク
・
ク
ラ
ウ
ド
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そ
の

間
に
レ
コ
ン
を
中
心
に

真

黒
な
煙
が

り
に
充
満
し
て
い

た

く
そ

煙
幕
か

何
も
見
え
ね
え

う
ぎ

ぐ
がで

の
攻
撃
だ

盾
持
ち
は
上
に
盾
を

え
ろ

 
そ
の
レ
コ
ン
の
魔
法
に
合
わ
せ

シ
ノ
ン
は
魔
力
を
使

て
矢
を

や
し

 
一
発

り
の

力
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
が
凄
ま
じ
い

の
光
の
矢
を

あ
ら
れ
と
敵
に
降

ら
せ
た

 
レ
コ
ン
は
当
然
そ
の
場
か
ら

に
離
脱
済
だ

オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ

勇
ま
し
い
な

シ
ノ
ン

後
は
あ
ん
た
達
に
任
せ
た
わ
よ

お
う

ま
と
め
て
ぶ

た

て
や
る
さ

 
そ
し
て
つ
い
に
ハ
チ
マ
ン
達
の
出
番
が
訪
れ
た



 第８４４話 ここは通行止めだ、他を当たれ

 
セ
ラ
フ

ム
の

に
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
立

た

間
に
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
ど

よ
め
い
た

く

王
と
剣
王
だ
ぞ

あ
そ
こ
を
突
破

て
ど
う
や
る
ん
だ
よ

お
前
ら

相
手
も
同
じ
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
だ

と
に
か
く

で
押
せ

 
後
方
か
ら
そ
ん
な
声
が
か
か
り

前
の
方
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は

 
覚
悟
を
決
め
た
よ
う
な
表
情
で
二
人
に
殺
到
し
た

 
だ
が
そ
の

上
か
ら
死
神
が
舞
い
降
り
た

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
セ
ラ
フ

ム
の

上
を
飛
び
越

え 
先

に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

を

か
ら
真

二
つ
に
し
た
の
で
あ
る

な

何
だ

見
た
事
が
な
い
奴
だ
ぞ

で
も
あ
い
つ
が
着
て
い
る
あ
の
服

ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑
の
専
用
装
備
じ

な
い
の
か

お
い
お
い

新

メ
ン
バ

な
の
に
副
⻑
か
よ

ど
れ
だ
け
強
い
ん
だ

 
そ
ん
な
声
は
ど
こ

く
風
で

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
向
か

て
く
る
敵
を
文

通
り
に

り
ま
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く

た
何
だ
よ
こ
い
つ

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

死
神

死
神
だ

タ
ン
ク
連
中
が

み
た
い
に
倒
さ
れ
て
い
く
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
そ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
戦
い
ぶ
り
に

思
わ
ず
目
を

わ
れ
て
い
た

お
い
ハ
チ
マ
ン

そ
の
う
ち
あ
い
つ
と
戦
う
ん
だ
ろ

本
当
に
勝
て
る
の
か

勝
て
る
の
か

じ

な
い

勝
つ
ん
だ

な
る
ほ
ど

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
が
負
け
た
ら
俺
が

を
と

て
や
る
よ

チ

言

て
ろ
バ

カ

 
そ
し
て
二
人
も
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
横
か
ら
敵
に
突
撃
し
た

 
三
人
は
ま
る
で
⻯

の
よ
う
に
敵
を
蹂
躙
し
て
い
く

 
こ
の
乱
戦

態
で
は
敵
も
安
易
に
魔
法
攻
撃
を
す
る

に
も
い
か
ず

 
敵
の
魔

師
達
は
ま
ご
ま
ご
す
る
ば
か
り
で
あ
り

 
そ
こ
に
再
突
撃
し
た
レ
コ
ン
が
後
方
で
再
び
ダ

ク
・
ク
ラ
ウ
ド
を
使
い



 第８４４話 ここは通行止めだ、他を当たれ

 
そ
こ
に
シ
ノ
ン
が
光
の
矢
を
降
ら
せ
て
い
く

 
何
と
か
ハ
チ
マ
ン
達
の
攻
撃
を

い

て
前
に
出
た
敵
の
プ
レ
イ
ヤ

は

 
容

な
く
セ
ラ
フ

ム
の
盾
に
ぶ

飛
ば
さ
れ

ハ
チ
マ
ン
達
に
潰
さ
れ
て
い
く

 
負

た

は

時
に
ユ
キ
ノ
が

し

い
く
ら
ダ
メ

ジ
を

え
て
も

 
ヴ

ル
ハ
ラ
組
の

は
ま

た
く

る
事
が
無
い

 
広
い
フ

ル
ド
な
ら
と
も
か
く

こ
の

い
通
路
で
は
同
盟
の

に
は
何
の
意
味
も
無
く

 
た

た
六
人
の
ヴ

ル
ハ
ラ
軍
団
に
よ
り
同
盟
の
七
十
人
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
駆

さ

れ
て
い

た

何
な
ん
だ
よ
こ
れ
は

誰
だ
よ
ヴ

ル
ハ
ラ
と
敵
対
し
よ
う
な
ん
て
言
い
出
し
た
奴
は

ふ
ざ
け
ん
な

ふ
ざ
け
ん
な

 
同
盟
は
今
や
完
全
に

解
し
て
お
り

に
戦
線
を

持
す
る
事
は
不
可
能
に
な

て
い
た

 

に
戦
況
は
残
敵

討
の

に
移

て
お
り
ヴ

ル
ハ
ラ
の
優

は
も
は
や
動
き
よ
う
が

な
い

 
そ
ん
な

レ
コ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
の
所
に

て
き
た
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ハ
チ
マ
ン
さ
ん
敵
の

が
少
し
足
り
ま
せ
ん
ど
こ
か
で
行
き
違

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す

 
ど
う
や
ら
レ
コ
ン
は
真
面
目
に
敵
の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
の

を

え
た
ら
し
い

 
レ
コ
ン
の
こ
う
い
う
所
を
ハ
チ
マ
ン
は

と
て
も
高
く
評
価
し
て
い
る
の
だ

何
人
く
ら
い
だ

お
お
よ
そ
十
人

同
盟
の
首

の

と
一
致
し
ま
す

な
る
ほ
ど

そ
い
つ
ら
は
一

の
プ
レ
イ
ヤ

に
戦
わ
せ
て
自
分
達
は
高
見
の
見
物
か

か
も
し
れ
ま
せ
ん

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
に
到
着
す
る
か
も
し
れ
な
い
な

ど
う
し
ま
す
か

偵
察
に
出
ま
す
か

そ
う
だ
な

す
ま
な
い
が
そ
う
し
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
レ
コ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
指
令
を
受
け
て

入
り
口
の
方
へ
と
走

て
い
く

 
そ
の
間
に
も
敵
は
ど
ん
ど
ん
殲
滅
さ
れ
て
い
き

 
や
が
て
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
全
員
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
チ
ラ
リ
と
ボ
ス
部
屋
の
入
り
口
を
見
た
が
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そ
も
そ
も
ヒ

ラ

を
失

た
二
十
人

度
の
パ

テ

が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
敵
う

は
ず
も
な
く

 
ア
ス
ナ
達
は

に
ボ
ス
部
屋
に
突
入
し
た
後
で
あ

た

頑
張
れ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
ボ
ソ
リ
と

い
た
時

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
話
し
か
け
て
き
た

幻
想
的
な
光
景
だ
ね

だ
ろ

で
も
こ
れ
は
全
て
敵
の
死
体
な
ん
だ
よ
ね
も
し
魂
が
見
え
た
ら
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
か

か
も
し
れ
な
い
な

そ
う
い
え
ば
日
本
に
も
死
者
の
魂
を
川
に
流
す
祭
り
が
あ
る
ん
だ

た
か

流
し
か

死
者
の
魂
を
流
す
ん
じ

な
く

の

に

え
物
を
流
す
ん
だ
が

 
ま
あ
今
度
機
会
が
あ

た
ら
見
に
い

て
み
る
と
い
い

な
る
ほ
ど

今
度
調
べ
て
み
る
よ

 
そ
ん
な
風
流
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

の

に

 
キ
リ
ト
が
嬉
し
そ
う
な
顔
で
近
付
い
て
き
た
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い
や

た

た

久
々
の

手
な
戦
い
だ

た
な

少
し
前
に
猫
が
原
で
暴
れ
た
ば
か
り
だ
と
思
う
が

猫

猫
が
ど
う
し
た
の

 
そ
こ
に
食
い
つ
い
て
き
た
の
は
ユ
キ
ノ
で
あ
る

ユ
キ
ノ

自
重

自
重

こ
の
前
猫
カ
フ

に
付
き
合

て
あ
げ
た
の
に
ま
だ
足
り
な
い
の

猫
と
遊
ぶ
の
に
終
わ
り
は
無
い
の
よ

あ
は
は
は
は

と
て
も
あ
ん
な
戦
い
の
後
の
会
話
だ
と
は
思
え
な
い
ね

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
そ
う
笑

た

う
ち
の
戦
い
は

回
こ
ん
な
感
じ
だ

ど
う
だ

楽
し
い
だ
ろ

あ
あ

楽
し
い
ね

あ
と
も
う
少
し
き
つ
く
て
も
問
題
は
な
い
よ

そ
れ
は
頼
も
し
い
な

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

 
こ
の
後
結
局
同
盟
の
首

は

を
現
さ
な
か

た

お
そ
ら
く
逃
げ
出
し
た
の
だ
と
思
わ

れ
る
が

 
彼
ら
は
街
に

て
す
ぐ
に

ヴ

ル
ハ
ラ
に
襲
わ
れ
た
と
一

プ
レ
イ
ヤ

に

え
た



 第８４４話 ここは通行止めだ、他を当たれ

 
だ
が
そ
の

え
を
信
じ
た
者
は

懐
か
し
き
連
合
の
プ
レ
イ
ヤ

の
み
で
あ

た

 
そ
し
て
そ
の
少
し
後
に
ヴ

ル
ハ
ラ
側
か
ら
動
画
が
公
開
さ
れ

 
同
時
に
同
盟
が
攻
略
の

に
何
を
行

て
い
た
の
か
が
広
く
知
れ

る
事
と
な
り

 
ル

ル
違
反
で
は
な
か

た
が

判
の
嵐
に

さ
れ
た
同
盟
は

 
あ
ま
り
の

判
の
凄
ま
じ
さ
に
た

た
一

で
音
を
上
げ
て
解
散
を
宣
言
し

 
こ
の
日
か
ら
ボ
ス
攻
略
に
関
し
て
は
中
堅
ギ
ル
ド
が
乱
立
す
る

雄

の
時
代
を
迎
え
る

事
と
な

た
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第
８
４
５
話
 
決
着

そ
し
て

よ
し

君
で
最
後

く

く
そ
お
お
お
お
お
お

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
相
手
を
し
て
い
た
二
十
人
の
プ
レ
イ
ヤ

は

 
ア
ス
ナ
が
ヒ

ラ

を

た
の
を
キ

カ
ケ
に
一
気
に
崩
れ

 
最
後
の
一
人
が
今
ま
さ
に
ユ
ウ
キ
に
倒
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

た

こ
れ
で
全
員
片
付
い
た
わ
ね

ハ
チ
マ
ン
達
が
後
続
を
全
部
引
き
受
け
て
く
れ
た
か
ら
ね

あ

ち
は
今
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
し
ら

 
ラ
ン
が
後
方
を
気
に
し
つ
つ
そ
う
言
い

一
同
は
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
後
方
を

め
た

 
そ
の

間
に

り
一

に

ユ
キ
ノ
の
大
音
声
が

き

た

こ
こ
は
通
行
止
め
よ

他
を
当
た
り
な
さ
い

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の

前
で

ヴ

ル
ハ
ラ
の
激
し
い
戦
い
が
開
始
さ
れ
た

お
お



 第８４５話 決着、そして

や

ぱ
り
強
え

総
合
力
じ

敵
わ
な
い
な

結
局
私
達

て

編
成
が
偏
り
す
ぎ
な
の
よ
ね

ん

ラ
ン

ど
う
か
し
た

 
何
故
か
ラ
ン
は
会
話
に
加
わ

て
来
ず

プ
ル
プ
ル
と

え
て
い
た

る
い

んず
る
い

へず
る
い
ず
る
い
ず
る
い

私
だ

て
あ
の
セ
リ
フ
を
言

て
み
た
い
の
に

 
そ
う
言

て
顔
を
上
げ
た
ラ
ン
は
ど
こ
か
ら
取
り
出
し
た
の
か
ま
た

の
ハ
ン
カ
チ
を

え
て
い
た

ま
た
か

と
い
う
か
そ
の
ハ
ン
カ
チ

常
に
持
ち
歩
い
て
る
の

昭
和
か
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も
う
そ
れ
ラ
ン
の
持
ち
ネ
タ
に
な

て
る
よ
ね

ネ
タ
と
か
じ

な
く
本
気
で

ま
し
い
の

あ
あ
は
い
は
い
分
か

た
か
ら
ハ
チ
マ
ン
達
が
戦

て
く
れ
て
る
間
に
さ

さ
と
行
く
よ

あ

ち

と
ユ
ウ

お
姉
ち

ん
に
対
し
て
そ
の
態
度
は
何

 

て

引

張
ら
な
い
で

ち

ん
と
自
分
の
足
で
歩
く
か
ら

 
そ
の
ま
ま
ラ
ン
は
ユ
ウ
キ
に
ズ
ル
ズ
ル
と
引
き
ず
ら
れ
て
い
き

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
再
び
ボ
ス
部
屋
へ
と
突
入
し
た

ヨ
ツ
ン
よ

私
は

て
き
た

 
中
に
入
る
な
り
ラ
ン
は
そ
う
叫
び

他
の
者
達
は
さ
す
が
に

れ
た

切
り

え

何
か
し
ら
の
ネ
タ
を

ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
ん
だ
な

ま
あ
ラ
ン
だ
か
ら
仕
方
な
い
ね

さ
て
み
ん
な

ア
ス
ナ
に
教
え
て
も
ら

た

正
点
を
心
に

め
な
が
ら

 
今
度
こ
そ
あ
い
つ
を
や

つ
け
て
や
り
ま
し

う

 
そ
ん
な
仲
間
か
ら
の
感
想
は
ど
こ

く
風
で

ラ
ン
は
そ
う
声
を
上
げ



 第８４５話 決着、そして

 
テ

チ
に
突
撃
の
指

を
出
し
た

テ

チ

戦
闘
開
始
よ

了
解
だ
よ

 
こ
う
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
二
度
目
の
ヨ
ツ
ン
戦
が
開
始
さ
れ
た

敵
の
攻
撃
は
受
け
止
め
る
ん
じ

な
く
流
す
意
識
で

盾
の

度
に
注
意

 
テ

チ
は
ア
ス
ナ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
愚
直
に
こ
な
し

 
敵
か
ら
の
被
ダ
メ
を
一

二

ら
す
事
に
成
功
し
て
い
た

敵
が

足
を
引
い
た
ら
後
退

敵
が

足
を
引
い
た
ら
後
退

 
ジ

ン
は
と
に
か
く
敵
か
ら
の
一
番

い
攻
撃
だ
け
は
回
避
す
る
事
に
専
念
し
て
い
た

 
こ
れ
が
地
味
な
よ
う
で

か
な
り
魔
力
の

約
に
繋
が

て
い
る

囲
攻
撃

来
る
わ
よ

 
そ
し
て
ラ
ン
が
敵
の

囲
攻
撃
に
対
し
て
注
意
を
喚

し

 
他
の
ア
タ

カ

が
余
計
な
ダ
メ

ジ
を
く
ら
わ
な
い
よ
う
に
上
手
く
調

し
て
い
た

 
こ
う
い

た
地
味
な
行
動
の

が

戦
線

持
に
は
実
に

で
あ
る

 
ア
ス
ナ
は
仲
間
達
が
上
手
く
や

て
く
れ
て
い
る
事
に
喜
び
つ
つ
も
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前
回
の
戦
い
と
の
違
い
を

内
で
計
算
し

 
戦
闘
可
能
時
間
を
ク
リ
ア
可
能
な
ラ
イ
ン
ま
で
何
と
か

ば
そ
う
と

 
仲
間
達
の
一

手
一
投
足
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に

心
の
注
意
を

て
戦
闘
を
進
め
て
い

た 
最
近
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
大
戦
力
が
前
提
で
の
攻
略
ば
か
り
だ

た

 
こ
こ
ま
で

か
い
指

を
す
る
の
は
久
々
だ

た
が

 
ア
ス
ナ
は
戦
闘
中
に
身
も
心
も
研
ぎ

ま
さ
れ

 
ま
る
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

た
か
の
よ
う
な

覚
を
覚
え
て
い
た

み
ん
な

集
中

集
中
だ
よ

 
そ
の
自
分
に
言
い

か
せ
る
よ
う
に
も

こ
え
る
言
葉
に
対
し
て
の
返
事
は
な
い
が

 
そ
の
事
を
ア
ス
ナ
は
ま

た
く
気
に
し
な
か

た

 
そ
れ
は
他
の
仲
間
達
が
戦
闘
に
集
中
出
来
て
い
る
と
い
う
証

で
も
あ
る
か
ら
だ

も
う
少
し

あ
と
少
し

よ
し

に
こ
こ
ま
で
来
れ
た
よ

 
戦
闘
開
始
か
ら
四
十
分

つ
い
に
ア
ス
ナ
は
勝
利
を
確
信
し

思
わ
ず
そ
う

い
た

テ

チ
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ア
ス
ナ
は
テ

チ
に
何
度
も
ヒ

ル
を

け

そ
の

を
完
全
に
回
復
さ
せ
る

シ
ウ
ネ

後
は
お
願
い

任
せ
て
下
さ
い

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
剣
を
抜
き

ヨ
ツ
ン
へ
と
突
撃
を
開
始
し
た

 
そ
れ
が
合
図
と
な
り

ジ

ン
が

ノ
リ
が

そ
し
て
タ
ル
ケ
ン
が

 
ヨ
ツ
ン
に
持
て
る
最
大

力
の
攻
撃
を
叩
き
こ
む

お
ら
お
ら
お
ら
お
ら
お
ら

く
ら
え

行

け

 
そ
の

間
に
ヨ
ツ
ン
の

ゲ

ジ
が
ぐ
ぐ

と

り

つ
い
に
ヨ
ツ
ン
は
発
狂
モ

ド
へ
と

突
入
し
た

ア
イ
ゼ
ン

 
そ
れ
に
対
応
し
テ

チ
が
ア
イ
ゼ
ン
を
倒
立
さ
せ
必
死
の

相
で
そ
の
攻
撃
を
受
け
止
め

る
こ
の
ラ
イ
ン
か
ら
は
絶
対
に
引
か
な
い
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そ
し
て
真
打
ち

場
よ

花

風
月

 
そ
の

間
に

の
よ
う
に
飛
び
出
し
て
き
た
ラ
ン
が

ヨ
ツ
ン
に
大
技
を
叩
き
こ
む

 
ラ
ン
は
そ
の
ま
ま

直

態
に
陥

た
が

ア
ス
ナ
は
そ
の
ラ
ン
の
横
を

り
抜
け

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
で
あ
る
ス
タ

リ

・
テ

ア

を
放

た

お
お
お
お
お
お
お
お

 
ア
ス
ナ
が
さ
す
が
な
の
は
こ
こ
か
ら
だ

た

 
ア
ス
ナ
は
ヨ
ツ
ン
の

を

り

ス
タ

リ

・
テ

ア

の
五
発
目
を
放

た

間

 
自
身
が

直
に
入
る
直
前
に
後
方
へ
と
飛
ん
だ
の
だ

 
そ
れ
に
よ
り

ヨ
ツ
ン
の
目
の
前
に
は
ラ
ン
だ
け
が
残
さ
れ
た

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

 
そ
の
時
ヨ
ツ
ン
が
い
き
な
り

え
た

さ
す
が
に
こ
の
連
続
攻
撃
は
た
ま
ら
な
か

た
の
で
あ

ろ
う
か

 
ヨ
ツ
ン
は
目
の
前
に
い
る
ラ
ン
目

け
て
手
に
持
つ

棒
を
叩
き
つ
け
た

ラ
ン

危
な
い

 
そ
の
攻
撃
に
は
テ

チ
が
間
一

で
間
に
合

た
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テ

チ
は
そ
の
ま
ま
そ
の
場
に

み
と
ど
ま
り

ヨ
ツ
ン
と
力
比
べ
の
格
好
に
な
る

⻑
く
は
も
た
な
い
よ

ユ
ウ
キ

後
は
任
せ
た

ラ
ン

ご
め
ん

 
そ
の
声
は

上
か
ら

こ
え

テ

チ
は
思
わ
ず
顔
を
上
へ
と
向
け
た

 
ヨ
ツ
ン
と
テ

チ
が
力
比
べ
に
入

た
の
を
好
機
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
ユ
ウ
キ
は
ラ
ン
の
背
中
を

み
台
に
し

ヨ
ツ
ン
の

上
へ
と
飛
び
上
が

て
い
た
の
だ

 
そ
の
時
ユ
ウ
キ
の

内
で

こ
こ
に
来
る

中
に
ア
ス
ナ
が
言

た
言
葉
が
再
生
さ
れ
た

さ

き
の
戦
い
の
最
後
に
使

て
も
ら

た
私
達
三
人
の
ソ

ド
ス
キ
ル

 
あ
れ
で

れ
た
の
は
敵
の

の
一

五
分
だ

た

 
敵
の

が
残
り
二

に
な

た
ら
ジ

ン
と
ノ
リ
と
タ
ル
ケ
ン
に
全
力
で
攻
撃
し
て
も
ら

て 
そ
し
た
ら
敵
は
発
狂
モ

ド
に
入
る
け
ど
多
分
そ
の
時
点
で
パ

テ

に
は
も
う
余
力
は
な

い 
だ
か
ら
そ
こ
ま
で
持

て
い
け
た
ら

私
達
三
人
で
勝
負
を
決
め
よ
う

こ
れ
で
決
め
る

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
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そ
の
声
と
共
に

ヨ
ツ
ン
の
体
に
連
続
し
て
衝
撃
が
走
る

 
だ
が
ヨ
ツ
ン
は
む
ざ
む
ざ
と
や
ら
れ
る

に
は
い
か
な
い
と
ば
か
り
に
手
に
持
つ

棒
を

り

上
げ

 
ユ
ウ
キ
目

け
て

り
下
ろ
そ
う
と
し
た

そ
れ
は
ア
ス
ナ
に
は
予
想
外
の
行
動
で
あ

た

ま
ず
い

ま
さ
か
あ
ん
な
に
機

に
動
け
る
な
ん
て

 
ユ
ウ
キ
の
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
は
突
き
技
で
あ
る

そ
の
発
動
開
始
か
ら
終
了
ま
で
は
か

な
り

い

 
そ
の

ア
ス
ナ
は
そ
の
間
に
敵
が
反
撃
可
能
な
ど
と
は
予
想
も
し
て
い
な
か

た

 
だ
が
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の

み
違
え
を
し

か
り
と
フ

ロ

し
て
く
れ
る
仲
間
が
ま
だ
残

て

い
たさ

せ
ま
せ
ん

 
そ
の

間
に
ヨ
ツ
ン
の
顔
面
で
光
が

け
た

そ
の
魔
法
を
放

た
の
は
後
を

し
た
シ
ウ

ネ

で
あ
る

 
シ
ウ
ネ

は
他
の
者
達
が
次
々
と
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放

て
い
る
間
も
ヨ
ツ
ン
か
ら
目
を
離
さ

ず
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ヨ
ツ
ン
が
動
い
た

間
に

ヨ
ツ
ン
の
顔
目

け
て
魔
法
を
放

た
の
で
あ

た

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

 
攻
撃
モ

シ

ン
に
入

て
い
た
ヨ
ツ
ン
は
そ
の
攻
撃
で
動
き
を
止
め

 
そ
ん
な
ヨ
ツ
ン
に
ユ
ウ
キ
は
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
の
最
後
の
一
撃
を
く
ら
わ
せ
た

こ
れ
で
終
わ
り
だ

 
そ
の
言
葉
と
共
に
ヨ
ツ
ン
の
体
に
か
つ
て
な
い
衝
撃
が
走
り
爆
発
と
共
に
ヨ
ツ
ン
が
急
に
静

か
に
な
る

 
そ
し
て
一
同
が

を
飲
ん
で
見
守
る
中

ヨ
ツ
ン
の
体
は
光
の

子
と
な

て
消
え
た

終
わ

た

か
な

 
誰
か
が
生

を
飲
み
込
む
音
が

こ
え
そ
の

間
に
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が

に
表

さ

れ
たＣ

Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｓ

 
同
時
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
中
に

メ

セ

ジ
が
流
れ
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
三
十
四
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た
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そ
の
言
葉
は
徐
々
に
全
員
の

に

み

て
い
き

そ
し
て
一
同
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ
た

よ

し

あ

や

て
や

た

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
歴

に
名
を
残
し
ま
し
た
ね

ふ
う

や

ぱ
り
勝
つ
と

疲
労
感
も
心
地
い
い
ね

シ
ウ
ネ

ナ
イ
ス

我
な
が
ら
あ
れ
は
会
心
で
し
た

ア
ス
ナ

き
 
そ
の
喜
び
の

に
加
わ
ろ
う
と
し
た
矢
先
に
ユ
ウ
キ
が
ア
ス
ナ
の
名
を
呼
び
な
が
ら

き
付

い
て
き
た

ア
ス
ナ

あ
り
が
と
う

お

な
ん
て
言
う
必
要
は
な
い
よ

こ
れ
は
み
ん
な
の
勝
利
な
ん
だ
か
ら

で
も
ア
ス
ナ
が
い
な
か

た
ら
絶
対
に
勝
て
な
か

た
と
思
う
も
ん

ま
あ
役
に
た
て
た
な
ら
良
か

た
か
な

さ
あ

み
ん
な
で
お
祝
い
し
よ

う
ん

お

い
ラ
ン

ラ
ン
も

く
こ

ち
に
お
い
で
よ
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見
る
と
ラ
ン
は
ま
だ
そ
こ
に
敵
が
い
る
か
の
よ
う
に
戦
闘
体
勢
を
と

て
お
り

 
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
の
呼
び

け
に
も
ま

た
く
反
応
し
な
い

ラ
ン

お

何
だ

ど
う
し
た
ん
で
す
か
ね

 
そ
し
て
一
同
が

し
げ
な
顔
で
ラ
ン
に
近
寄

た

間
に
ラ
ン
の

が

突
に
消
え
た
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第
８
４
６
話
 
新
た
な
英
雄

ラ
ン

えも

も
し
か
し
て
今
の

て
回
線
落
ち

そ
う
い
え
ば
何
と
な
く
ラ
ン
の
体
が

け
て
た
よ
う
な

い
や
い
や
そ
ん
な
の
あ
り
え
な
い

て
僕
達
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使

て
る
ん
じ

な

く 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使

て
ロ
グ
イ
ン
し
て
る
ん
だ
よ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

達
は
ラ
ン
が
回
線
落
ち
し
た
事
で
大
混
乱
に
陥

て

い
た

 
今
の
こ
の

況
は

ラ
ン
が
死

し
た

 
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い

態
に
あ
る
可
能
性
を

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

 
そ
の
時
ユ
ウ
キ
が
首
を
横
に

り
な
が
ら
こ
う
言

た

大
丈
夫

ラ
ン
は
無
事
だ
よ

ボ
ク
に
は
そ
う
い
う
の
分
か
る
か
ら
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そ
れ
は
双
子
の
繋
が
り
の
せ
い
な
の
だ
ろ
う
か

 
ユ
ウ
キ
は
少
な
く
と
も

ラ
ン
が
ま
だ
生
き
て
い
る
事
だ
け
は
確
信
し
て
い
た

 
そ
の
時
ボ
ス
部
屋
の
扉
が
開
き

ハ
チ
マ
ン
達
が
中
に
入

て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君

お
前
ら

に
や

た
な

お
め
で
と
う

あ

う

う
ん

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン

 
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
の
喜
び
半
分

戸
惑
い
半
分
な
表
情
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
首
を

げ
た

ん

ど
う
し
た

戦
闘
内
容
に
不
満
で
も
あ
る
の
か

ち

違
う
ん
だ
よ
兄
貴

ラ
ン
が

ラ
ン
が

 
ジ

ン
に
そ
う
言
わ
れ

ハ
チ
マ
ン
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

そ
う
い
え
ば
あ
の
エ
セ
痴
女
が
い
な
い
な
一
人
で
暴
走
し
て
転
移
門
の
解
放
に
で
も
向
か

た
の
か

ラ
ン
が
エ
セ
痴
女
な
の
は
認
め
る
け
ど

違
う
ん
だ
よ
兄
貴

 
ラ
ン
が
戦
闘
の
山
場
で
回
線
落
ち
し
ち
ま

た
ん
だ
よ

何
だ
と
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何
で
す

て

 
む
し
ろ
そ
の
言
葉
に
よ
り
大
き
な
反
応
を

し
た
の
は
ユ
キ
ノ
で
あ

た

 
ユ
キ
ノ
は
ソ
レ
イ
ユ
の

に
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
の
で

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
つ
い
て
も
よ
く
勉
強
し
て
お
り

 
そ
ん
な
事
が
あ
り
え
な
い
の
を

知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

 
一
方
き

と
ん
と
し
て
い
る
の
は
キ
リ
ト
で
あ

た

な

回
線
落
ち
く
ら
い
で
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
驚
い
て
る
ん
だ

そ
う
か

キ
リ
ト
に
は
説
明
し
た
事
は
な
か

た
な

実
は
こ
い
つ
ら
は
眠
り
の
森
の
メ
ン

バ

な
ん
だ

 
今
は
ア
ミ

ス
フ

ア
じ

な
く
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使

て
ロ
グ
イ
ン
し
て
る

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

て

の
ア
レ
か

 

し
く
は
知
ら
な
い
ん
だ
が

ど
ん
な
機
能
を
持

て
る
機

な
ん
だ

私
が
説
明
す
る
わ

 
そ
の
間
に
ユ
ウ
キ
は

ハ
チ
マ
ン
に
自
分
が
感
じ
た
事
を
伝
え
て
い
た

で
も
ハ
チ
マ
ン

多
分
ラ
ン
の
命
に
別

は
無
い
と
思
う



 第８４６話 新たな英雄

ラ
ン
が
生
き
て
る

て
感
じ
る
の
か

う
ん
多
分

う
う
ん

絶
対

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
安

し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

 
一
方
キ
リ
ト
は
ユ
キ
ノ
の
説
明
を
受
け

表
情
を
厳
し
く
し
て
い
た

そ
の
仕
様

て
事
は

ラ
ン
が
無
事
だ
と
し
て
も

況
は
か
な
り
ま
ず
い
な

 
こ

ち
の
事
は
俺
達
に
任
せ
て
ハ
チ
マ
ン
は
情
報
収
集
の

に
直
ぐ
落
ち
た
方
が
い
い

そ
れ
な
ら
三
十
五
層
ま
で
走

て
街
で
落
ち
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
こ
こ
だ
と
ど
う
し
て
も
体
が
し
ば
ら
く
残

ち

う
か
ら
誰
か
が
残
ら
な
い
と
だ
し

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
提
案
に
ハ
チ
マ
ン
は

い
た

そ
う
だ
な
こ
こ
で
待

て
て
も
ら
う
の
は

し

な
い
し
全
力
で
走
れ
ば
一
分
く
ら
い
で

着
く
だ
ろ

兄
貴
が
同
盟
の
奴
ら
に
襲
わ
れ
て
も
困
る
し
ね

 
ノ
リ
が
そ
う
言

た
が

ハ
チ
マ
ン
は
首
を
横
に

て
そ
れ
を
否
定
し
た

大
丈
夫
だ

あ
い
つ
ら
は
全
滅
さ
せ
た

よ
し

行
く
ぞ
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え
え

あ

待

て
兄
貴

あ
の
人

を
全
滅

て
マ
ジ
か
よ

ヴ

ル
ハ
ラ
お

か
ね
え

 
そ
ん
な
ジ

ン
の

を

セ
ラ
フ

ム
が
ポ
ン
と
叩
い
た

私
達
を
恐
が
る
の
は
敵
対
し
て
く
る
人
達
だ
け

そ
う
そ
う

俺
達
は
一

プ
レ
イ
ヤ

に
愛
さ
れ
る
ギ
ル
ド
だ
か
ら
な

そ
う
真
顔
で
言
わ
れ
る
と
少
し
恥
ず
か
し
い
わ
ね

は
は
は
は
は

ヴ

ル
ハ
ラ
は
本
当
に
楽
し
い
ギ
ル
ド
だ
ね

あ
な
た
も
一

の
人
達
に
は
優
し
く
ね

サ
ト
ラ
イ
ザ

 
そ
ん
な
会
話
を

り
広
げ
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
を
先

に
彼
ら
は
走
り
出
し
た

ア
ス
ナ

俺
は
街
に
着
い
た
ら
即
落
ち
る

こ

ち
の
事
は
ア
ス
ナ
に
任
せ
た

う
ん

任
せ
て

ラ
ン
の
事

お
願
い
ね

 
ラ
ン
の
事
が
気
に
な
る
だ
ろ
う
に
今
の
自
分
に
出
来
る
事
は
ま
だ
何
も
無
い
と
分
か

て
い

る
か
ら
か

 
ア
ス
ナ
は
努
め
て
明
る
い
表
情
を
作

て
そ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
転
移
門
を
ア
ク
テ

ベ

ト
し
た
ら
ア
ス
ナ
達
は
剣
士
の
碑
に
向
か

て
く
れ



 第８４６話 新たな英雄

 
も
し
回
線
落
ち
の
せ
い
で
ラ
ン
の
名
前
が
無
か

た
ら
も
う
一
回
チ

レ
ン
ジ
す
る
事
に
な

る
か
ら
な

あ
 
そ
の
事
は
考
え
て
い
な
か

た
の
か

ア
ス
ナ
は
驚
き
の
声
を
上
げ
た

う
ん

そ
う
だ
ね

確
認
し
て
み
る

ま
あ

目
で
も
ま
た
挑
戦
す
れ
ば
い
い

当
然
ラ
ン
も
一

に
な

う
ん

一

に
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
力
強
く
そ
う
言
い

ア
ス
ナ
は
笑
顔
を
返
し
た

 
そ
し
て
三
十
五
層
に
着
い
た
直
後

ハ
チ
マ
ン
と
セ
ラ
フ

ム
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
剣
士
の
碑
へ
と
向
か

た

う
わ

す
ご
い
人

ん

何
か

説
し
て
る
奴
が
い
る
な

あ
れ
は
同
盟
の

部
の
一
人
で
す
ね

 
レ
コ
ン
の
そ
の
言
葉
に

一
同
は
表
情
を
険
し
く
し
た

戦
場
に
現
れ
な
か

た

病
者
の
一
員
か
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そ
う
ね

一
体
何
を
言

て
い
る
の
か
し
ら
ね

こ
の
ま
ま
だ
と
剣
士
の
碑
に
近
寄
れ
な
い
し

ち

と

い
て
み
る
か

 
だ
が
丁
度

説
が
終
わ

た
所
だ

た
ら
し
く

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
何
か
の
メ
デ

ア
の
取
材
を
受
け
始
め
た

 
そ
の

章
に
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
と
書
か
れ
て
い
る

ん

あ
れ
は
シ
ン
カ

さ
ん
か

あ

そ
う
か
も

一
体
何
を
話
し
て
る
ん
だ
ろ
う
ね

と
り
あ
え
ず
行

て
み
ま
し

う

 
一
同
は
そ
の
ま
ま

々
と
そ
ち
ら
に
近
付
い
て
い
き
そ
れ
と
共
に

り
の

集
が
ど
よ
め
い

た
お

ヴ

ル
ハ
ラ
だ

一

に
い
る
の
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
か

絶
対

度
様

そ
の
馬

を

破
し
て
や

て
く
れ
よ

 
さ

き
か
ら

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

て
る
ん
だ
よ

剣
王
様

そ
の
馬

を
ぶ
ち
の
め
し
て
や

て
下
さ
い
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そ
ん
な
声
が

こ
え

キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

何
の
事
だ

ま
あ
シ
ン
カ

さ
ん
に
話
を

い
て
み
ま
し

う

そ
う
だ
な

 
ど
う
や
ら
シ
ン
カ

も
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
ら
し
く

笑
顔
で
こ
ち
ら
に
手
を

て
き
た

 
そ
の
横
に
い
る
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

は
こ
ち
ら
を
見
て
や
や
逃
げ

に
な

て
い
る

や

や

キ
リ
ト
君
ユ
キ
ノ
さ
ん

ち

と
取
材
さ
せ
て
も
ら

て
も
い
い
か
な

シ
ン
カ

さ
ん

こ
れ
は
何
の

ぎ
で
す
か

う

ん
実
は
ね

 
一
時
間
ほ
ど
前
に
な
る
だ
ろ
う
か
同
盟
の
プ
レ
イ
ヤ

が
大

に
街
に

さ
れ
て
き
た
ら
し

い 
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

顔
を

く
し
な
が
ら
ど
こ
か
に
去

て
い

た
が

 
一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

が
残
り

転
移
門
か
ら
現
れ
た
別
の
集
団
と
合
流
し
て

 
い
き
な
り
あ
ち
こ
ち
で

ぎ
始
め
た
ら
し
い

そ
の
内
容
は

ボ
ス
部
屋
前
で
ヴ

ル
ハ
ラ
に
問
答
無
用
で
襲
わ
れ
た

話
し
合
い
を
す
る
暇
も
な
か

た
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で
あ
る

 
そ
れ
に
一
部
の
者
が
呼
応
し

大

ぎ
に
な

た
よ
う
だ

 
だ
が
シ
ン
カ

が
言
う
に
は
そ
の

同
者
は
連
合
の
プ
レ
イ
ヤ

の
み
で
あ
り

 
そ
の
他
の
大
多

の
者
達
は

そ
れ
を

め
た
目
で
見
て
い
た
よ
う
だ

い
や

た
ま
た
ま
こ
こ
に
い
た
う
ち
の
ス
タ

フ
か
ら
連

を

い
て
飛
ん
で
き
た
時
に
は

 
こ
こ
は
も
う
一
触
即
発
の

態
だ

た
ん
で
ね
取
材

て
事
で
介
入
し
た
と
ま
あ
そ
ん
な

か
な

な
る
ほ
ど

シ
ン
カ

さ
ん
や
り
ま
す
ね

は
は

ま
あ
こ
れ
も
お
仕
事

て
奴
さ

 
シ
ン
カ

は
楽
し
そ
う
に
そ
う
笑

た

で

こ
の
人
の
主
張
は
大
体

け
た
ん
で
す
か

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い
な
が
ら
同
盟
の

部
ら
し
き
プ
レ
イ
ヤ

を
じ
ろ

と

ん
だ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
た
じ
ろ
い
だ
が
他
人
の

線
が
あ
る
せ
い
か
虚
勢
を
張
る
よ
う
に
胸

を
そ
ら
し
た

 
も
し
か
し
た
ら

自
分
達
の
主
張
を
否
定
す
る
証

な
ど
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何
も
無
い
と
た
か
を
く
く

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

う
ん

ま
あ
大
体
は
ね

そ
れ
じ

あ
今
度
は
こ
ち
ら
の
番
ね

シ
ン
カ

さ
ん

そ
う
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
ね

 
こ
う
い
う
事
は
一
方
か
ら
の
主
張
だ
け
を
載
せ
る
の
は
不
公
平
だ
か
ら
ね

さ
す
が
シ
ン
カ

さ
ん

分
か

て
る
わ
ね

い
や

は
は
は

そ
の
上
で
こ
ち
ら
か
ら
提

し
た
い
物
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど

ほ
う
ほ
う

何
で
す
か

今
回
の

の
全
て
を
録
画
し
た
動
画
よ

 
そ
の

間
に
同
盟

部
の
表
情
は
あ
か
ら
さ
ま
に

ざ
め

り
の
観
客
達
は
わ

と

り
上

が

た
マ
ジ
か
よ

動
画
だ

て
よ

あ
い
つ
の
言
う
事
は
信
じ
ら
れ
な
い
け
ど

何
が
あ

た
の
か
は
興
味
あ
る
よ
な

絶
対

度
様

私
達
に
も
見
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
ね
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ユ
キ
ノ
は
そ
の
呼
び
か
け
に
笑
顔
で
手
を

り

 
そ
し
て
シ
ン
カ

は
興
奮
し
た
表
情
で
ユ
キ
ノ
に
こ
う
言

た

動
画
が
あ
る
ん
で
す
か

え
え

う
ち
は
ハ
チ
マ
ン
君
か
ら
の
指

で

基
本
他
の
ギ
ル
ド
と
関
わ
る
時
は

 
録
画
機
能
を
フ
ル
活
用
し
て
全
員
分
の

点
の
映
像
を
保
存
し
て
い
る
の
よ

 
そ
れ
は
以
前

メ
イ
ク
イ

ン
で
運
用
さ
れ
て
い
た

 
プ
レ
イ
ヤ

点
で
の
映
像
を
外
部
に
見
せ
る
機
能
の
応
用
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い

 
そ
の
機
能
は

に
実
装
さ
れ
て
お
り

 
そ
れ
を
利
用
し
た
動
画
配
信
も
じ
わ
じ
わ
と
そ
の

を

や
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

そ
う
な
ん
で
す
か

い
や

さ
す
が
で
す
ね

全
員
分

て
と
こ
ろ
が
ま
た
い
い
で
す
ね

え
え

ハ
チ
マ
ン
君

く

こ
う
い
う
の
は
複

の

点
か
ら
の
動
画
が
無
い
と

 
編
集
を
疑
わ
れ
る
か
ら

目

と
の
事
よ

え
え

そ
う
な
ん
で
す
よ

さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
で
す

あ

で
も
ご
め
ん
な
さ
い

お
そ
ら
く
こ
ち
ら
の
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そ
う
言
い
な
が
ら
ユ
キ
ノ
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
方
を
見
た

私
達
の
到
着
前
に
ボ
ス
部
屋
前
で

め
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
側
の
映
像
だ
け
は

 
そ
れ
に
参
加
し
て
い
た
う
ち
の
ア
ス
ナ
一
人
分
の
映
像
し
か
な
い
と
思
う
わ

あ

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
よ
ユ
キ
ノ

客
観
カ
メ
ラ
も
こ

そ
り

動
さ
せ
て
お
い
た
か
ら

 
一
応
複

点
で

影
し
て
あ
る
よ

あ
ら

さ
す
が
ね
ア
ス
ナ

う
ん
ハ
チ
マ
ン
君
か
ら
こ
う
い
う
事
に
関
し
て
は
口
を
す

ぱ
く
し
て
言
わ
れ
て
る
か
ら
ね

シ
ン
カ

さ
ん

そ
う
い
う

だ
か
ら

後
で
動
画
の
デ

タ
を
お

し
す
る
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
だ
し
ち

と
編
集
す
る
わ
よ

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

集
に
呼
び
か
け
た

一
応
こ
ち
ら
か
ら
は

編
集
な
し
の
音
声
カ

ト

と

 
こ
ち
ら
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
に
関
わ
る
部
分
を
カ

ト
し
た
編
集

を
提

す
る
わ

 
後
の
動
画
の
扱
い
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
さ
ん
に
お
任
せ
す
る
け
ど

証
は
み
ん
な
に
任
せ
る

わ
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少
し
時
間
が
か
か
る
と
思
う
か
ら

み
ん
な

公
開
さ
れ
る
日
を
楽
し
み
に
待

て
い
て
ね

 
そ
れ
は
間
接
的
な
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
宣
伝
で
も
あ
る

さ
す
が
は
ユ
キ
ノ
抜
け
目
が
無
い

そ
ん
な

な
ん
で

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
更
新
に
し
ば
ら
く
ご
注
目
下
さ
い

 
シ
ン
カ

が
そ
う
言

て
そ
の
場
を
ま
と
め

 
そ
し
て
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
は
横
で

然
と
立
ち
尽
く
し
て
い
た
同
盟

部
に

た
い
声
で
言

た
分
か

た
ら
消
え
ろ

う
ち
に

を

る

て
事
が
ど
う
い
う
事
か
教
え
て
や
る

そ
う
そ
う

あ
ま
り
調
子
に
乗
る
ん
じ

な
い
わ
よ

こ
の

き
魔
野
郎

ひ
 
そ
の
男
は

鳴
を
上
げ
て
逃
げ
去
り

集
達
も
満
足
し
た
の
か
半

ほ
ど
が
立
ち
去

て

い

た

 
こ
れ
に
よ

て
剣
士
の
碑
へ
の
道
が
開
け
一
同
は
そ
ち
ら
へ
と
ゆ

く
り
近
付
い
て
い

た

あお
お

あ

た
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そ
こ
に
は
ラ
ン
も

め

き

ち
り
八
人
全
員
の
名
前
が
表

さ
れ
て
お
り

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
安

の
あ
ま
り

そ
の
場
に
へ
た
り
込
ん
だ

 
そ
の
時
シ
ン
カ

が
驚
き
の
声
を
上
げ
た

あ

あ
れ

そ
の
他
の
表
記
が
無
い
じ

な
い
で
す
か

 
ま
さ
か
八
人
だ
け
で
ボ
ス
を
攻
略
し
た
ん
で
す
か

う
ん

ま
あ
そ
う
い
う
事

そ
れ
は
凄
い

こ
れ
は

で
す
よ

い
や

記
事
の
更
新
を
頑
張
ら
な
い
と

シ
ン
カ

さ
ん

二
戦
分
あ
り
ま
す
け
ど

そ
の
動
画
も
提

し
ま
す
よ

え

本
当
で
す
か
ア
ス
ナ
さ
ん

今
度
何
か
で
必
ず
お

は
し
ま
す

 
そ
の

間
に
観
客
達
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

マ
ジ
か
よ

あ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
で
さ
え
ま
だ
そ
ん
な
事
一
度
も
出
来
て
な
い
ぞ

凄
え

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
凄
え

あ

い
や

ヴ

ル
ハ
ラ
は
や

て
な
い
だ
け
で

多
分
や
ろ
う
と
思
え
ば

 
ユ
ウ
キ
が

て
て
そ
う
言
お
う
と
し
た
が

そ
れ
は
レ
コ
ン
が
止
め
た
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そ
れ
は
こ
の
場
で
言
う
事
じ

な
い
で
す
よ
さ
あ
新
た
な
英
雄
と
し
て
み
ん
な
に
応
え

な
い
と

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う
言
わ
れ

観
客
達
の
方
を

り
返

た

 
そ
こ
は
凄
ま
じ
い
熱
気
で

れ
て
お
り

そ
の
大
声
援
に
手
を

て
応
え
な
が
ら

 
ユ
ウ
キ
は
今
こ
こ
に
い
な
い
姉
の
事
を
思

て
い
た

ラ
ン

こ
の
声
が

こ
え
る

こ
れ
は
み
ん
な
ボ
ク
達
に
向
け
ら
れ
た
声
援
だ
よ

 
だ
か
ら

く

て
き
て

 
こ
う
し
て
こ
の
日

リ

ダ

が
不
在
で
は
あ
る
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
新
た
な
英
雄
が
誕
生
し
た
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第
８
４
７
話
 
行

て
き
ま
す

 
そ
の
後

場
が
落
ち
着
い
た
の
を
見
計
ら

て

一
同
は
今
後
の
事
を
相
談
し
た

俺
と
シ
ノ
ン
と
レ
コ
ン
は
も
う
し
ば
ら
く
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
付
き
合

て
色
々
と
教
え
る
事

に
す
る
よ

 
つ
い
で
に
ト
ラ
フ

ク
ス
に
も
足
を

ば
し
て
み
る
つ
も
り
だ

ト
ラ
フ

ク
ス
に

そ
れ
は
面
白
い
事
に
な
り
そ
う
ね

 
ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
が
そ
う
言
い

シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
に
ニ
ヤ
リ
と
し
た

ゼ
ク
シ

ド
や
闇
風
や
た
ら
こ
が
彼
に
対
し
て
ど
う
い
う
反
応
を

す
か
興
味
が
あ
る
で
し

そ
れ
は
見
て
み
た
い
か
も

シ
ノ
ノ
ン
後
で
ハ
チ
マ
ン
君
に
も
見
せ
た
い
か
ら
動
画
宜

し
くえ

え

任
さ
れ
た
わ

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

か

シ
ノ
ン

そ
れ
は
一
体
誰
な
ん
だ
い
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あ
あ

あ
ん
た
の
事
を
よ
く
知

て
る
連
中
よ

ほ
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

行
く
わ
よ

あ

あ
あ

分
か

た

 
さ
す
が
は
シ
ノ
ン
で
あ
る

サ
ト
ラ
イ
ザ

相
手
で
も
ま

た
く
動
じ
て
い
な
い

ま

た
く
シ
ノ
ン
は
い
つ
も
変
わ
ら
な
い
わ
ね

場
の
雰
囲
気
を

ん
で

少
し
で
も
明
る
く

舞
お
う
と
し
て
く
れ
て
る
ん
じ

な
い
か
な

ふ
ふ

か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
ア
ス
ナ

私
は
こ
こ
で
落
ち
て
お
く
わ

 
ハ
チ
マ
ン
君
か
ら
連

が
あ

た
時

日
本
に
動
け
る
人
が
い
な
い
と
困
る
と
思
う
し
ね

う
ん
分
か

た

私
に
出
来
る
事
が
あ

た
ら
何
で
も
言

て
ね

え
え

こ
き
使

て
あ
げ
る
わ

う
ん

そ
う
し
て

 
そ
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
組
が
い
な
く
な

た
後

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
と
り
あ
え
ず
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
へ
と
帰
還
し
た

今
日
は
と
り
あ
え
ず
休
も
う
か

う
ん

祝
勝
会
は
ラ
ン
が

て
き
た
ら

て
事
で

だ
ね

や

ぱ
り
ラ
ン
が
い
な
い
と
ね
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外
で
は
明
る
く

舞

て
は
い
た
が

や
は
り
ラ
ン
の
事
が
心
配
ら
し
い

 
だ
が
そ
ん
な
み
ん
な
を
ユ
ウ
キ
が
力
強
く

ま
し
た

大
丈
夫
だ

て
あ
の
ラ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
に
何
も
エ
ロ
い
事
を
し
な
い
う
ち
に
死
ぬ
は
ず
が
な

い
か
ら

あ

あ
は

さ
れ
な
い
じ

な
く
し
な
い
な
ん
だ

あ

ご
め
ん
ア
ス
ナ

ア
ス
ナ
に
し
て
み
れ
ば
面
白
く
な
い
よ
ね

 
ユ
ウ
キ
は
ア
ス
ナ
が
苦
笑
す
る
の
を
見
て

て
て
そ
う
言

た

ま
ま
あ
相
手
は
あ
の
ラ
ン
だ
し
ラ

キ

ス
ケ
ベ

度
に
収
め
て
く
れ
れ
ば
特
に
何
も
言

わ
な
い
よ

 
こ
こ
で
ア
ス
ナ
は
正
妻
ら
し
い
度

の
大
き
さ
を
み
せ
た

大
丈
夫
だ

て

ラ
ン
に
そ
ん
な
度
胸
は
無
い
か
ら

 
横
か
ら
そ
う
言

て
き
た
の
は
ノ
リ
で
あ
る

そ
う
そ
う

さ

き
兄
貴
も
言

て
た
け
ど

ラ
ン
は
エ
セ
痴
女
だ
し
な

あ
る

度
の
ラ
イ
ン
は
絶
対
に
超
え
ら
れ
な
い
よ
ね

そ
れ
で
い
て
自
分
の
そ
う
い
う
と
こ
ろ

絶
対
に
認
め
な
い
か
ら
な
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兄
貴
も
大
変
だ
よ
ね

 
そ
の
メ
ン
バ

達
の
ラ
ン
評
に

ア
ス
ナ
は
再
び
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

で

明
日
か
ら
は
ど
う
す
る

同
盟
が
う
ち
に
何
か
ち

か
い
を
出
し
て
く
る
か
な

ま
あ
し
ば
ら
く
は
デ

エ
ル
ス
テ

ジ
と
か
人
が
多
い
と
こ
ろ
で
遊
ん
で
れ
ば
い
い
ん
じ

な
いそ

れ
か
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
で
も
遊
び
に
行
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
提
案
に
一
同
は
目
を

か
せ
た

え

マ
ジ
で

う
ん

別
に
い
い
と
思
う
け
ど

や

た

一
度
あ
の
中
を
見
て
み
た
か

た
ん
だ

ラ
ン
が

ま
し
が
る
だ
ろ
う
な

 
ラ
ン
は

に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
入

た
事
が
あ
る
の
だ
が
他
の
者
は
そ
の
事
を
知

ら
な
い

そ
れ
じ

あ
私
も
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
ね

ハ
チ
マ
ン
君
か
ら
連

が
あ
る
か
も
だ
し
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う
ん

そ
れ
じ

あ
ア
ス
ナ

ま
た
ね

う
ん

ま
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

 
ベ

ド
で
目
覚
め
る
と

最
初
に
自
身
の
ス
マ
ホ
を
チ

ク
し
た

着
信
は
あ

た
み
た
い
だ
け
ど

メ

ル
は
来
て
な
い
か

 
も
し
メ

ル
が
来
て
い
た
ら
ゲ

ム
内
に
転
送
さ
れ
る
設
定
に
な

て
い
る

 
そ
の
事
自
体
に
明
日
奈
は
驚
か
な
か

た

本
当
に
驚
い
た
の
は

そ
の
直
後
で
あ
る

 
八
幡
に

話
を

け
な
お
そ
う
と
し
た
矢
先

 
い
き
な
り
明
日
奈
の
ス
マ
ホ
に
着
信
が
あ
り
そ
こ
に
キ

ト
の
名
前
が
表

さ
れ
た
か
ら
だ

う
わ

び

く
り
し
た

て
キ

ト
か
ら

一
体
何
だ
ろ
う

 
明
日
奈
は
ど
う
や
ら
キ

ト
か
ら

話
が
来
る
事
自
体
に
は
驚
い
て
い
な
い
ら
し
い

 
名
前
が
表

さ
れ
た
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
八
幡
に
言
わ
れ
て

録
は
し
て
あ

た
か
ら
で

あ
るも

し
も
し

キ

ト

ど
う
し
た
の

明
日
奈
八
幡
か
ら
の
指
令
で
今
か
ら
そ
ち
ら
に
迎
え
に
行
き
ま
す
外
出
の
準
備
を
お
願
い
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し
ま
す

今
か
ら

八
幡
君
が
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
外
出
を
指

す
る

て
事
は

多
分
行
き
先
は

 
明
日
奈
は
そ
う
考
え
て
チ
ラ
リ
と
時
計
を
見
た

時
刻
は
ま
も
な
く

方
六
時
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る

分
か

た

準
備
す
る
ね

も
し
か
し
て

ま
り
と
か
も
あ
る

況
を
考
え
る
と
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

分
か

た

行
き
先
は
多
分
眠
り
の
森
だ
よ
ね

は
い
明
日
奈

そ
の
予
定
で
す

分
か

た

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
感
じ
で
準
備
す
る
ね

お
願
い
し
ま
す

三
十
分
ほ
ど
で
着
き
ま
す
の
で

 
明
日
奈
は
キ

ト
と
の
通
話
を
終
え
た
後
⺟
で
あ
る
京
子
の

を
得
る

に

下
へ
と
向

か

た
も
う

の

度
を
始
め
ち

た
か
な

時
間
的
に
ギ
リ
ギ
リ
だ
け
ど

 
そ
う
考
え
な
が
ら
明
日
奈
は
リ
ビ
ン
グ
を
チ
ラ
リ
と

い
た
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京
子
は

に
座

て
何
か
を

い
て
お
り
ど
う
や
ら
ま
だ
キ

チ
ン
に
は
立

て
い
な
い
よ

う
だ

 
お
手
伝
い
さ
ん
の

も
キ

チ
ン
に
は
見
当
た
ら
な
か

た

明
日
奈
は
ほ

と
し
た

良
か

た

食
事
が
無

に
な
ら
な
く
て
済
ん
だ
み
た
い

 
そ
れ
じ

あ
出
か
け
る
事
を
お
⺟
さ
ん
に
伝
え
て

 
明
日
奈
が
京
子
に
声
を

け
よ
う
と
し
た
そ
の
時
明
日
奈
の

に
京
子
の

き
が

こ
え
て

き
た我

な
が
ら
よ
く

れ
て
る
わ
ね
こ
れ
も
よ
し
こ
れ
は

ち

と
や
り
す
ぎ
か
し
ら

 
う
う
ん

今
更
よ
ね

あ
の
子
と
八
幡
君
は

も
う
何
度
も
結
ば
れ
て
い
る
は
ず
だ
し

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
は
一

で

面
し
た

な

な
な
な

 
一
体
何
を
言

て
い
る
の

と
言
い
か
け
た
と
こ
ろ
で

 
明
日
奈
は
京
子
が
ス
マ
ホ
で
写
真
を
見
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

ま
さ
か
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明
日
奈
は
そ
の
ま
ま
忍
び
足
で
京
子
に
近
付
き

 
背
後
か
ら
こ

そ
り
と
京
子
が
何
を
見
て
い
る
の
か

き
こ
ん
だ

や

や

ぱ
り

こ
れ
も

付

こ
れ
も
こ
れ
も

と

 
京
子
が
画
面
に
指
を
走
ら
せ
る
度
に
ス
マ
ホ
に
明
日
奈
の
パ
ジ

マ

が
次
々
と
表

さ
れ

て
い
く

 
そ
の
中
に
は
明
ら
か
に
パ
ジ

マ
を
め
く
り
あ
げ
て

た
の
で
あ
ろ
う

 
明
日
奈
の
あ
ら
れ
も
な
い
写
真
も
か
な
り
混
じ

て
い
た

 
わ
ざ
と
ズ
ボ
ン
を
下
ろ
し

明
日
奈
の
お

が
半
分
ほ
ど
見
え
て
い
る
写
真
ま
で
あ
り

 
明
日
奈
は

る

る
と

え
な
が
ら
も
京
子
を
止
め
よ
う
と
そ
の

を
ポ
ン
と
叩
こ
う
と
し

た 
そ
の

間
に
京
子
の

が
明
日
奈
の

界
か
ら
消
え
た

え
い
わ
ね
明
日
奈

少
し
前
か
ら
あ
な
た
の

は
ス
マ
ホ
に

映
り
だ

た
わ
よ

ぐ
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そ
し
て
京
子
が
テ

ブ
ル
を

ん
で
反
対
側
に

を
現
し
た

 
ど
う
や
ら
体
を

め

テ

ブ
ル
の
下
を
通

て
反
対
に
出
た
ら
し
い

そ
し
て
も
う
手

れ
よ

今
か
ら
八
幡
君
に
こ
の
写
真
を
送
る
わ

そ

そ
れ
だ
け
は

目
え
え
え
え
え

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て
テ

ブ
ル
を
乗
り
越
え
て
京
子
に
掴
み
か
か
ろ
う
と
し
た
が

 
京
子
は
そ
の
明
日
奈
の
突
撃
を
難
無
く
か
わ
し
た

は
い

送
信

と

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
明
日
奈
は
思
わ
ず
そ
う
絶
叫
し
た
が

そ
ん
な
明
日
奈
に
京
子
は
こ
う
言
い
放

た

明
日
奈
こ
れ
は
あ
な
た
の
心
が
望
ん
だ
結
果
な
の
よ
い
い
加

に
そ
の
事
を
自
覚
し
な
さ

い
わ

私
の
心
が

そ
う
よ

あ
な
た
は
あ
ん
な
に
か
わ
い
い
パ
ジ

マ
を
着
て

 
部
屋
の
鍵
を
か
け
な
い
ま
ま
無
防
備
に
ベ

ド
に
横
た
わ

て
い
た
の
よ

 
そ
れ
が
か
わ
い
い
写
真
を

て
く
れ
と
い
う
意
味
じ

な
け
れ
ば
一
体
何
だ
と
い
う
の
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そ

そ
れ
は

 
明
日
奈
は
そ
の
言
葉
に
反

出
来
ず

京
子
は
厳
し
い

線
を
明
日
奈
に
向
け
た

明
日
奈
は
本
心
で
は

全
身
を
く
ま
な
く
八
幡
君
に
見
ら
れ
た
い
と
望
ん
で
い
る
の

 
だ
か
ら
明
日
奈

あ
な
た
は

わ

私
は

 
そ
し
て
京
子
は
ビ
シ

と
明
日
奈
を
指
差
し
て
こ
う
叫
ん
だ

も

と
八
幡
君
を
誘
惑
し
て

め
に
子

を
仕
込
ん
で
も
ら

て

の
顔
を
私
に
見
せ
な

さ
い結

局
お
⺟
さ
ん
は
そ
れ
が
言
い
た
か

た
だ
け
じ

な
い

当
た
り
前
よ

そ
れ
が
今
の
私
の
一
番
の
望
み
な
の
よ

 
京
子
は
完
全
に
居
直

て
そ
う
言
う
と
真
面
目
な
表
情
を
し
て
明
日
奈
に
こ
う
話
し
か
け
た

そ
れ
よ
り
明
日
奈

私
と
こ
こ
で

才
な
ん
か
し
て
て
い
い
の

 
出
か
け
る
準
備
を
し
な
き

い
け
な
い
ん
じ

な
い
の

え

ど
う
し
て
お
⺟
さ
ん
が
そ
れ
を

だ

て
さ

き
八
幡
君
か
ら
連

が
あ

た
も
の
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そ
う
な
の

え
え

ま
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ご
め
ん
な
さ
い

て

 
事
情
は

い
た
わ

今
現
地
は
大
変
ら
し
い
か
ら

雑
用
が
メ
イ
ン
に
な
る
で
し

う
け
ど

 
自
分
の
出
来
る

囲
で
や
れ
る
事
は
何
で
も
や
る
の
よ

明
日
奈

う

う
ん

頑
張

て
く
る

そ
れ
じ

あ

く
準
備
を
し
て
き
な
さ
い

明
日
奈

う
ん

 
明
日
奈
は
京
子
に
激

さ
れ

や
る
気
満
々
で
部
屋
に

た

 
一
方
京
子
は

明
日
奈
が
写
真
の
事
を
忘
れ
て
く
れ
た
事
に
に
ん
ま
り
し
て
い
た

ふ
う

危
な
い
危
な
い

今
度
か
ら
も
う
少
し
慎
重
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

 
そ
う
言

て
京
子
は
ス
マ
ホ
の
写
真
を
次
々
と
め
く

て
い

た

 
そ
の
中
に
は
明
ら
か
に
今
日

た

で
は
な
い
よ
だ
れ
を
た
ら
し
て
居
眠
り
す
る
明
日
奈

や 

シ

ツ
を
前
後
逆
に
着
た
ま
ま
家
の
中
を
う
ろ
う
ろ
す
る
明
日
奈
の
写
真
が
収
め
て
あ

た
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こ
れ
で
ま
た
写
真
と
引
き
換
え
に

八
幡
君
に
お
義
⺟
さ
ん

て
呼
ん
で
も
ら
え
る
わ
ね

 
ど
う
や
ら
京
子
は

八
幡
と
そ
う
い

た
約
束
を
し
た
ら
し
く

 
事
あ
る
ご
と
に
八
幡
に
明
日
奈
の
写
真
を
送

て
い
る
よ
う
だ

ま
あ
あ
の
子
も
明
ら
か
に
元
気
が
な
い
よ
う
に
見
え
た
し

丁
度
良
か

た
か
し
ら
ね

 
京
子
は
そ
う

く
と
今
日
の

は
一
人
だ
し
外
食
で
も
し
よ
う
か
し
ら
な
ど
と
考
え
始
め

た 
そ
う
し
て
る
間
に
明
日
奈
が
二

か
ら
下
り
て
き
て
京
子
に
言

た

そ
れ
じ

あ
お
⺟
さ
ん

行

て
く
る
ね

は
い

行

て
ら

し

い

 
そ
ん
な
明
日
奈
の
表
情
か
ら
は
落
ち
込
ん
だ
様
子
が

て
お
り

 
京
子
も
こ
と
さ
ら
に
笑
顔
を
作
り
な
が
ら
こ
う
言

た

頑
張

て
ね

明
日
奈

う
ん

 
こ
う
し
て
明
日
奈
は
キ

ト
に
乗
り

眠
り
の
森
へ
と
向
か
う
事
に
な

た



 第８４８話 私は死ぬ気で抗うわよ

 
第
８
４
８
話
 
私
は
死
ぬ
気
で
抗
う
わ
よ

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
八
幡
は
真

先
に

子
に
連

を
入
れ
た

だ
が

話
は
一
向
に
繋
が

ら
な
い

 
同
様
に
凛
子
も
ま

た
く
着
信
に
反
応
せ
ず

 

た
八
幡
は
考
え
に
考
え
た
末
に
現
地
に
い
る
可
能
性
の
高
い
一
人
の
人
物
の
存
在
を
思

い
出
し
た

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

こ
れ
で

目
な
ら
小
猫
あ
た
り
に
連

し
て
様
子
を
見
に
行
か
せ
る
し
か

あ

八
幡
君

良
か

た

多
少
落
ち
着
い
た
か
ら
丁
度
連

を
入
れ
よ
う
と
思

て
た

ん
だ
よて

事
は
め
ぐ
り
ん
は
今
眠
り
の
森
で
す
か

一
体
何
が
あ

た
ん
で
す

う
ん

実
は

 
八
幡
が
思
い
つ
い
た
人
物
と
は
め
ぐ
り
で
あ

た

 
め
ぐ
り
の
説
明
に
よ
る
と

い
き
な
り
藍
子
の
病

が
悪
化
し



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 

が
か
な
り
乱
れ
た

に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
の
接
続
も
切
れ

 
そ
の
ま
ま
藍
子
は
集
中
治
療
室
へ
と
運
び
込
ま
れ
た
ら
し
い

で
も
努
力
の
甲
斐
が
あ

て
今
は
落
ち
着
い
た
み
た
い

と
り
あ
え
ず
だ
け
ど
ね

実

ア
イ
の

態
は
ど
う
な
ん
で
す
か

う
ん

私
は

者
じ

な
い
か
ら

々
し
い
事
は
言
え
な
い
け
ど

次
に
発
作
が

こ

た

ら 
そ
れ
以
上
め
ぐ
り
は
何
も
言
わ
な
か

た

そ
れ
で
色
々
と
察
し
た
八
幡
は
め
ぐ
り
に
お

を

言
い

 

子
に
連

し
て
く
れ
る
よ
う
に
伝
言
を
頼
ん
だ
上
で

話
を
切

た

と
り
あ
え
ず

子
さ
ん
か
ら
話
を

か
な
い
と

そ
の
前
に
俺
が
や
れ
る
事
は

 
八
幡
は
最
初
に

に
連

を
入
れ

こ
の
後
す
ぐ
に
会
え
る
よ
う
に
ア
ポ
を
と

た

 
つ
い
で
に
紅
莉
栖
に
も
連

を
入
れ

と
の
話
に
同

し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ

 
八
幡
の
知
る
限
り
最
高
の

を
持
つ
紅
莉
栖
で
あ
れ
ば

 
八
幡
が
気
付
か
な
い
事
に
も
気
付
い
て
助
言
を
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
た
か
ら

で
あ
る
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ち
な
み
に
ク
ル
ス
は
大
人
し
く
八
幡
の

で
待
機
し
て
い
る

 
も
し
何
か
あ

た
時
に
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
に
で
あ
る

そ
う
い
え
ば
剣
士
の
碑
の
方
は
ど
う
な

た
か
な

あ
そ
れ
な
ら
ネ

ト
で
見
ら
れ
ま
す
よ
自
動
更
新
な
の
で
も
う
結
果
が
分
か
る
は
ず
で
す

す
ぐ
に
確
認
し
て
く
れ

は
い
え

と

あ

や
り
ま
し
た
八
幡
様
ち

ん
と
八
人
全
員
の
名
前
が
記
載
さ

れ
て
ま
す

そ
う
か

そ
れ
は
何
よ
り
だ

た
な

は
い

 
そ
し
て
八
幡
が
落
ち
着
い
た
の
を
見
計
ら
い

ク
ル
ス
は
八
幡
に
お
茶
を
差
し
出
し
て
き
た

八
幡
様

お
茶
を

お
う

悪
い
な

 
八
幡
は
そ
れ
を
飲
ん
で
一
息
つ
く
と

ク
ル
ス
に
こ
う
話
し
か
け
た

マ

ク
ス
と
り
あ
え
ず
ラ
ン
は
大
丈
夫
み
た
い
だ
が
次
に
発
作
が
来
た
ら
ア
ウ
ト
だ
そ
う

だ
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そ
う

で
す
か

と
り
あ
え
ず
も
う
す
ぐ

子
さ
ん
か
ら
連

が
あ
る
と
思
う
か
ら

そ
こ
で
話
を
し
た
後

 
可
能
な
限
り
の
手
を
打

て

さ
ん
の
所
に
行
く
事
に
な
る
そ
の
つ
も
り
で
準
備
し
て

お
い
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
ち

う
ど
そ
の
時
八
幡
の

に

子
か
ら
着
信
が
あ

た

子
さ
ん

ア
イ
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か

気
を

ま
せ
て
し
ま

て
ご
め
ん
な
さ
い
ね
八
幡
君

連

が

れ
て
ご
め
ん
な
さ
い

 
ア
イ
ち

ん
は
今
は
も
う
落
ち
着
い
た
わ

意
識
も
ハ

キ
リ
し
て
る
わ
よ

良
か

た

子
さ
ん

ア
イ
を
救
う

に

何
か
俺
に
出
来
る
事
は
あ
り
ま
す
か

ち

と
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
デ

タ
管
理
の
人
手
が
足
り
な
い
か
ら

 
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
技
術
者
を
回
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
る
わ

学
の
知
識
が
無
く
て
も
全
然
問

題
な
い
わ
よ

分
か
り
ま
し
た

優

な
の
を
向
か
わ
せ
ま
す

者
の

員
は
結
城
本
家
に
頼
ん
だ
か
ら
問
題
な
い
と
し
て



 第８４８話 私は死ぬ気で抗うわよ

 
あ
と
は

を

え
る

な
ん
だ
け
ど

兄
さ
ん
か
ら
送

て
も
ら

た
デ

タ
を
見
た
わ

 
確
か
に

果
は
あ
り
そ
う
だ
け
ど

ま
だ
人
に
使
え
る

じ

な
い
み
た
い
ね

そ
の
事
で
何
か
手
は
無
い
か

こ
れ
か
ら

さ
ん
の
所
に
行
く
つ
も
り
で
す

そ
う

そ

ち
は
お
願
い
ね

後
は
ア
イ
ち

ん
の
メ
ン
タ
ル
面
の
問
題
な
ん
だ
け
ど

 
今
は
か
な
り
気
落
ち
し
て
し
ま

て
い
て
何
と
か
元
気
付
け
て
あ
げ
た
い
と
思

て
る
の
よ

ね
後
で
明
日
奈
達
に
そ

ち
に
行

て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
が

 
と
り
あ
え
ず
俺
が
話
し
ま
す

話
の
声
を
あ
い
つ
に

け
る
事
は
可
能
で
す
か

分
か

た
わ

ス
ピ

カ

モ

ド
に
す
る
か
ら
ち

と
待

て
て

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
間
が
開
い
た
後

話
の
向
こ
う
か
ら
ア
イ
の
声
が

こ
え
て
き
た

 
多
少
く
ぐ
も

た
声
な
の
は

お
そ
ら
く
ガ
ラ
ス
越
し
に

て
い
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う

八
幡

こ
え
る

お
う

こ
え
る
ぞ
ア
イ

元
気
そ
う
で
何
よ
り
だ

あ
は

元
気
と
は
と
て
も
言
え
な
い
か
も

で
も
ま
だ
生
き
て
る
わ

 
そ
の
藍
子
の

々
し
い
言
葉
に
八
幡
は
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
た
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ま
だ

何
を
言

て
る
ん
だ
お
前
は

 
お
前
に
は
俺
が
よ
ぼ
よ
ぼ
に
な

た
時
に
世
話
を
し
て
も
ら
う
予
定
な
ん
だ
か
ら
な

そ
れ
は
シ
モ
の
世
話
的
な

お
前
は
相
変
わ
ら
ず
だ
な
お
い

で
も
ま
あ
そ
れ
は
私
と
八
幡
の
子

か

に
お
願
い
し
ま
し

う

 
そ
の
時
は
私
も
八
幡
同
様
に
よ
ぼ
よ
ぼ
の
お

ち

ん
に
な

て
る
は
ず
だ
し
ね

 
さ
す
が
の
八
幡
も

こ
の

況
で
そ
の
言
葉
を
否
定
す
る
の
は
困
難
で
あ

た

あ
あ

そ
う
し
よ
う

 
そ
の

間
に
ア
イ
が
と
て
も
元
気
そ
う
な
声
で
こ
う
叫
ん
だ

よ
し

言
質
を
と

た
わ

子
さ
ん

今
の
八
幡
の
セ
リ
フ

い
た
わ
よ
ね

え

え
え

こ
え
た
わ

う
わ

マ
ジ
か
よ
お
前

何
で
そ
ん
な
に
元
気
な
ん
だ
よ

違
う
の
よ

ア
イ
ち

ん

た
ら

八
幡
君
の
声
を

い
た

間
に
急
に
元
気
に

シ

子
さ
ん

そ
れ
は
八
幡
が
調
子
に
乗
る
か
ら
言

ち

目

お
前
は
本
当
に
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八
幡
は

え
き
れ
ず
に
涙
を
流
し

声
が
少
し
涙
声
に
な

た

八
幡

も
し
か
し
て

い
て
る
の

ば

か
お
前

そ
ん
な

あ
る
か
よ

俺
が

く
の
は
明
日
奈
に

ら
れ
た
時
だ
け
だ

ハ

ハ

キ
リ
言

ち

う
ん
だ

当
た
り
前
だ

俺
に
は
ア
ス
ナ
以
外
に
怖
い
も
の
な
ん
て
無
い

ユ
キ
ノ
さ
ん
は

正
す
る

た
ユ
キ
ノ
は
ち

と
怖
い

分
と
正
直
ね

い
や

ま
あ
俺
は
基
本

き
だ
け
ど
な

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

こ

そ
り
と
涙
を

い
た

そ
れ
よ
り
も
八
幡

ボ
ス
戦
は
ど
う
な

た
の

お
お
そ
れ
だ

ア
イ
は

中
で
落
ち
た
ん
だ

た
よ
な

お
め
で
と
う

 
お
前
達
は
無
事
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
歴

に
名
を
残
し
た

も
ち
ろ
ん
お
前
も
だ

本
当
に

い
く
ら
俺
が

き
で
も
こ
ん
な
事
で

を
つ
い
て
ど
う
す
る
よ
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疑
う
な
ら
ネ

ト
で
調
べ
て
み
ろ

結
果
が
載

て
る
か
ら

そ

か

良
か

た

 
そ
し
て

話
の
向
こ
う
か
ら

藍
子
の
大
き
な
声
が

こ
え
て
き
た

み
ん
な

や

た
よ

 
そ
の

間
に

り
か
ら

手
が

こ
え
て
き
た

 
ど
う
や
ら
他
の
ス
タ

フ
達
も
藍
子
を
賞

し
て
い
る
よ
う
だ

 

し
い
事
情
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
に

空
気
が

め
る
事
こ
の
上
な
い

八
幡
君

そ
ろ
そ
ろ

 
そ
し
て

子
の
声
が

こ
え

八
幡
は
藍
子
に
こ
う
呼
び
か
け
た

お
い
ア
イ

お
前
は
と
り
あ
え
ず
休
ん
ど
け

 
あ
と
こ
れ
だ
け
は
言

て
お
く
け
ど
な
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰

た
ら
最
初
に
そ

ち
に
行
く
か

ら 
お
前
は
ち

ん
と
俺
を
出
迎
え
る
ん
だ
ぞ

絶
対
に
約
束
だ

絶
対
に
忘
れ
る
な
よ

も
う
仕
方
な
い
わ
ね
こ
の
と
て
も
か
わ
い
く
て
胸
の
大
き
い
私
が
出
迎
え
て
あ
げ
る
ん
だ

か
ら
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き
な
が
ら
感
謝
し
て
私
の
胸
に
し

ぶ
り
つ
く
の
よ

考
え
て
お
く

え
え

考
え
て
お
い
て

 
藍
子
は
楽
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

一

置
い
た
後
に
八
幡
に
向
け
て
こ
う
言

た

ね

八
幡

私
は
死
ぬ
気
で
抗
う
わ
よ

お
う

抗
え
抗
え

俺
も
自
分
に
出
来
る
事
は
全
部
や
る

待

て
る
わ

ダ

リ
ン

お

い
ダ

リ
ン

呼
ん
で
る
ぞ

そ
こ
は
素
直
に
う
ん

て
言
う
と
こ
ろ
で
し

う

も
う
そ
の
手
に
は
乗
ら
ん

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

ア
イ

う
ん

ま
た
ね

八
幡

 
そ
し
て
通
話
は
終
了
し
八
幡
は
す
ぐ
に
動
き
始
め
た

最
初
に
八
幡
が

話
し
た
の
は
陽
乃

で
あ
る

姉
さ
ん
か

頼
み
が
あ
る

眠
り
の
森
の
事
な
ら
も
う
手
は
打

た
わ
よ
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さ
す
が
に

い
な

と
り
あ
え
ず
技
術
者
が
多
め
に
欲
し
い

て
事
ら
し
い
ん
だ
が

大
丈
夫
よ

オ
ペ
レ

シ

ン

を
発
動
し
た
わ

 
み
ん
な
や
る
気
満
々
で

ロ

テ

シ

ン
と
か
組
ん
で
く
れ
て
る
わ
よ

え

そ
こ
ま
で
す
る
か

そ
こ
ま
で
す
る
わ
よ

私
は
あ
な
た
が

く
と
こ
ろ
を
見
た
く
な
い
も
の

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
胸
が
熱
く
な

た

あ

あ
り
が
と
な

姉
さ
ん

ど
う
い
た
し
ま
し
て

そ
れ
に
忘
れ
て
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
あ
の
子
は
私
の
弟
子
で
も
あ

る
の
よ

そ
う
だ

た
な
と
り
あ
え
ず
キ

ト
を
迎
え
に
出
さ
せ
て
明
日
奈
に
眠
り
の
森
に
行

て
も

ら
う

 
後
は
そ
う
だ
な

か
お
り
も
あ
い
つ
と
顔
見
知
り
だ
か
ら
一

に
行

て
も
ら
う
と
し
よ

う
分
か

た
わ

こ

ち
の
事
は
任
せ
て

頼
む

姉
さ
ん
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え
え

私
も
こ
の
後
す
ぐ
に
現
地
に
向
か
う
わ

 
次
に
八
幡
が

話
を
し
た
の
は

の
と
こ
ろ
で
あ

た

お
い
じ
じ
い

死
ぬ
前
に
一
つ
い
い
事
を
し
ろ

い
き
な
り
何
じ

い

は
こ
う
見
え
て
結

忙
し
い
ん
じ

ぞ

ア
イ

い
や
ラ
ン
が
や
ば
い
じ
じ
い
も
眠
り
の
森
に
手
伝
い
に
行

て
や

て
く
れ

何
じ

と

我
が
弟
子
が

 
な
る
ほ
ど
分
か

た

丁
度
暇
じ

た
し

久
々
に

を

る

て
や
る
わ
い

じ
じ
い

今
忙
し
い

て

予
定
を
全
部
キ

ン
セ
ル
す
れ
ば
そ
れ
は
暇
だ

て
事
じ

急
ぐ
か
ら
も
う
切
る
ぞ

 
結
果
的
に
お
主
の
言
う
通
り
に
な

た
な

が
こ

ち
に
残

て
お

た
の
は
幸
い
じ

 
と
こ
ろ
で

と
話
は
し
た
か
の

こ
れ
か
ら
向
か
う
予
定
だ

そ
う
か

何
か
思
い
つ
い
た
ら
す
ぐ
に
こ

ち
に
知
ら
せ
る
ん
じ

ぞ

了
解

そ

ち
の
事
は
頼
ん
だ

お
う

任
せ
ろ
い
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宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
最
後
に
八
幡
は
そ
う
言

た

そ
れ
を

い
た

は
か
な
り

て
た
よ
う
だ

お
主
が
強
気
じ

な
い
の
は
ち

と
気
持
ち
が
悪
い
の
う

悪
い

結

余

が
無
く
て
な

ベ
ス
ト
は
尽
く
す

絶
対
に
ラ
ン
は
助
け
る
ぞ
い

あ
あ

助
け
よ
う

 
二
人
は
そ
う

い
合

て
通
話
を
終
え
た

 
最
後
に
八
幡
が
連

を
し
た
の
は
キ

ト
で
あ
る

キ

ト
か

悪
い
が
明
日
奈
を
自
宅
で

て

そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
で
か
お
り
を

て

く
れ

 
そ
う
し
た
ら
そ
の
ま
ま
二
人
を
眠
り
の
森
に
運
ん
で
や

て
く
れ
な
い
か

分
か
り
ま
し
た

八
幡

一
応
今
の

況
を
説
明
し
て
お
く

 
八
幡
は
そ
う
言

て
キ

ト
に
事
情
を
説
明
し

 

の
い
い
キ

ト
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
内
ネ

ト
ワ

ク
な
ど
も
利
用
し



 第８４８話 私は死ぬ気で抗うわよ

 
今
の

況
を
完

に

し
て
く
れ
た

そ
れ
じ

あ
頼
む
ぞ

は
い

任
せ
て
下
さ
い

 
キ

ト

こ

ち
こ

ち

お
待
た
せ
し
ま
し
た
明
日
奈

た
ま
に
は
運
転

に
ど
う
ぞ

う
ん

あ
り
が
と
う

こ
の
ま
ま
か
お
り
を
迎
え
に
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
い
ま
す

あ

そ
う
な
ん
だ

か
お
り
も
来
て
く
れ
る
ん
だ
ね

か
お
り
だ
け
じ

あ
り
ま
せ
ん

ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
が
全
員
動
き
ま
す

え

そ

そ
う
な
の

は
い

し
い
事
は
か
お
り
に

い
て
下
さ
い

う
ん
分
か

た

そ
れ
じ

あ
行
こ

か

 
そ
し
て
無
事
に
か
お
り
を

た
キ

ト
と
明
日
奈
は
そ
の
ま
ま
眠
り
の
森
へ
と
向
か

た
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第
８
４
９
話
 
オ
ペ
レ

シ

ン

再
び

 
そ
の
日
か
お
り
は
業

を
終
え

寮
の
自
室
に

ろ
う
と
し
て
い
た

か
お
り

お
疲
れ

あ

舞
衣

お
疲
れ

イ

イ

 
二
人
は
特
に
意
味
も
な
く
ハ
イ
タ

チ
を
か
ま
す

 
受
付
の

本
か
お
り
と
開
発
の
岡
野
舞
衣

二
人
は
何
故
か
と
て
も
仲
良
し
な
の
で
あ
る

今
日
は
こ
の
後
ど
う
す
る
の

う

ん

今
日
は
仕
事
中
に

い
物
が
食
べ
た
く
て
仕
方
が
な
か

た
ん
だ
け
ど
さ

 
か
お
り
も
そ
う
い
う
事

て
あ
る
よ
ね

あ
る
あ
る

そ
れ
あ
る

で

は

め
に
し
て

そ
の
分
ガ

ツ
リ
と

い
物
を
食
べ
に
行
こ
う
か
な

 
な
ん
て
思

て
る
ん
だ
け
ど

か
お
り
も
行
く

 
か
お
り
は
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
そ
う
言
う
舞
衣
に

め
し
そ
う
な

線
を
向
け
た
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舞
衣

て
い
く
ら
食
べ
て
も
太
ら
な
さ
そ
う

 
私
も
行
き
た
い
け
ど

最
近
ち

と
お
腹
の

り
の
お
肉
が
気
に
な

て
さ

え

全
然
気
に
な
ら
な
い
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
舞
衣
は

か
お
り
の
お
腹
を
さ
す

た

い
や

そ
れ
で
も
雪
乃
と
か
詩
乃
と
比
べ
る
と
ち

と

ね

あ
あ

八
幡
さ
ん
に
直
接
目
の
前
で
比
べ
ら
れ
る
の
が

な
ん
だ

ち

ち

と
舞
衣

声
が
大
き
い
か
ら

 
か
お
り
は

て
て
舞
衣
の
口
を
押
さ
え

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

 
だ
が
幸
い
こ
ち
ら
に
意
識
を
向
け
る
者
は
い
な
い

 
と
い
う
か
そ
の
会
話
が

こ
え
た
で
あ
ろ
う
全
員
が
そ
の
事
に
つ
い
て
は
ス
ル

し
て
い
た

 
八
幡
と
か
お
り
が
受
付
で
よ
く
話
し
て
い
る
の
は

知
の
事
実
で
あ
り

 
か
お
り
が
八
幡
の
事
を
好
き
な
の
も
ま
た

一
目
見
れ
ば
分
か

て
し
ま
う

 
今
更
か
お
り
が
何
を
言

て
い
よ
う
と
誰
も
気
に
も

め
な
い
の
で
あ
る

ま
あ
い
い
や

そ
れ
じ

あ
か
お
り
は
行
か
な
い

て
事
で
い
い
よ
ね

う
ん

残
念
だ
け
ど
目
標
体
重
に
な
る
ま
で
我
慢
す
る
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あ

も
う
オ

バ

し
て
る
ん
だ

う

う
ん

八
幡
に
ご

に
連
れ
て

て
も
ら
う
と
つ
い
食
べ
す
ぎ
ち

て

色
気
よ
り
食
欲

い
や

だ

て
八
幡
が
選
ぶ
お
店
の
ご

て
本
当
に
美
味
し
い
ん
だ
よ

だ
か
ら
か
お
り
は

目
な
の
よ

え

私
が
美
味
し
そ
う
に
ご

を
食
べ
て
る
の
を
見
て
八
幡
も
よ
く
褒
め
て
く
れ
る
よ

か
お
り

い
つ
も
お
前
は
本
当
に
美
味
そ
う
に

を
食
う
よ
な

て

だ
か
ら
か
お
り
は

目
な
の
よ

大
事
な
事
だ
か
ら
二
度
言
い
ま
し
た

何
そ
れ
ウ
ケ
る
し

い
や

ウ
ケ
な
い
か
ら
ね

 
次
に
八
幡
に
誘
わ
れ
た
時
か
お
り
が
ま
た
同
じ
事
を
す
る
の
が
こ
の
反
応
か
ら
容
易
に
想
像

出
来
る

そ
れ
じ

あ
理
央
か
ウ
ル
シ
エ
ル
で
も
誘

て
み
よ
う
か
な

う
ん

ご
め
ん
ね

ま
た
誘

て
ね

 
二
人
が
そ
う
言

て
別
れ
よ
う
と
し
た

間
に
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突
然
寮
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ス
ピ

カ

が

ザ
ザ

と
音
を
発
し
た

えこ
こ
の
ス
ピ

カ

が
使
わ
れ
る
の

て

 
直
後
に
寮
と
社
内
両
方
に

薔
薇
の
声
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
始
め
た

全
社
員
に
通
達

た

た
今

オ
ペ
レ

シ

ン

が
発
動
さ
れ
ま
し
た

 
あ
ん
た
達

二
度
目
に
な
る
け
ど
今
回
も
気
合
い
を
入
れ
て
い
く
わ
よ

 
そ
れ
に
関
し
て
今
回
は

社
⻑
か
ら
み
ん
な
に
今
回
の
オ
ペ
レ

シ

ン
の
説
明
が
あ
る
わ

注
 
そ
し
て
次
に

ス
ピ

カ

か
ら
陽
乃
の
声
が

こ
え
て
き
た

ち

と
⻑
く
な
る
け
ど
み
ん
な

い
て

 
う
ち
が
深
く
関
わ

て
い
る
終
末

療
用

設

眠
り
の
森
に
お
い
て

 
今
ま
さ
に
一
人
の
女
の
子
が
苦
し
ん
で
い
る
わ

 
終
末

療

設
で
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
事
の
意
味
は
分
か
る
わ
ね

 
そ
し
て
み
ん
な
も
知

て
い
る
と
思
う
け
ど

今
八
幡
君
は
ア
メ
リ
カ
に
行

て
い
る
わ

 
そ
の
目
的
は
彼
女

正
確
に
は
双
子
の
姉
妹
が
二
人
と
も
同
じ
病
気
に
か
か

て
い
る
か
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ら 
彼
女
達

な
ん
だ
け
ど

そ
の
病
気
を
治
す

の
新

の
開
発

況
の
説
明
を
受
け
る
事

 
だ
け
ど
八
幡
君
が
ま
だ
不
在
で
あ
る
今
日

双
子
の
姉
の
容
態
が
悪
化
し
て
し
ま

た
の

 
そ
し
て
残
念
な
事
に
そ
の
新

は
ま
だ
人
に
投

出
来
る

で
は
な
い
と

い
て
い
る
わ

 
で
も
八
幡
君
は

こ
の
日
の

に
色
々
と
準
備
を
し
て
き
て
い
る
の
よ

 
そ
の

を
私
は
よ
く
知

て
い
る
し

正
直
に
言
う
と
勝
算
は
あ
る
の
よ

 
で
も
そ
れ
に
は
も
う
少
し

ほ
ん
の
少
し
だ
け
時
間
が
必
要
な
の

 
そ
の
双
子
の
姉
妹
は
彼
に
と

て

家
族
同
様
の
存
在
な
の

 
だ
か
ら
も
し
彼
女
達
に
何
か
あ

た
ら
八
幡
君
は
き

と
深
い

し
み
に
包
ま
れ
る
事
に
な

る
わ

 
き

と
何
も
手
に
つ
か
な
い

意
気
消

し

日
枕
を
涙
で
ぬ
ら
す
事
に
な
る

 
私
は
ね

彼
に
そ
ん
な
思
い
を
さ
せ
た
く
は
な
い
の

 
だ
か
ら
み
ん
な

八
幡
君
に
力
を
貸
し
て

彼
女
に
力
を
貸
し
て

 
今
回
の
ミ

シ

ン
の
目
的
は

可
能
な
限
り
の
彼
女
の

命
よ

 
畑
違
い
な
の
は

知
の
上
で

シ
ス
テ
ム
面
の
完

な
運
用
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そ
し
て

療
ス
タ

フ
の
ケ
ア
を

交
代
で
み
ん
な
に
お
願
い
し
た
い
の

 

人
の
奮
闘
を
期
待
し
ま
す

こ
の
戦
い

絶
対
に
勝
利
し
ま
し

う

 
陽
乃
の

説
は
そ
こ
で
終
了
し

し
ば
し
の
静

の
後

ソ
レ
イ
ユ
の
敷
地
が

れ
た

 
文

通
り

れ
た
の
で
あ
る

ソ
レ
イ
ユ
の
近
く
を
歩
い
て
い
た
通
行
人
は
さ
ぞ
驚
い
た
事

で
あ
ろ
う

う
お
お
お
お
お
お

次
期
社
⻑
の
大
切
な
人
を
死
な
せ
て
た
ま
る
か
よ

ソ
レ
イ
ユ
魂
を
見
せ
て
や
れ

必
要
最

限
の
準
備
だ
け
で
い
い

み
ん
な

急
げ

悪
い

今
日
の
約
束
は
キ

ン
セ
ル
さ
せ
て
く
れ

理
由

 
う
ち
の
次
期
社
⻑
の
大
切
な
人
が
ピ
ン
チ
な
ん
だ
よ

何
人
か
は
会
社
に
残

て
可
能
な
限
り
前
倒
し
で
仕
事
を
片
付
け
る
ぞ

居
残
り
組
の
選
抜

を
急
げ

 
舞
衣
も
こ
の
事
態
を
受
け

自
分
も
動
か
な
く
て
は
と
か
お
り
の
方
を
見
た

 
だ
が
何
故
か
か
お
り
は
動
か
な
い
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か
お
り

ど
う
し
た
の

あ
ご
ご
め
ん
今
社
⻑
が
言

て
た
双
子

て
も
し
か
し
て
私
の
知

て
る
子
達
か
な

て
あ

 
舞
衣
は
そ
う
い
え
ば
か
お
り
は
ソ
レ
イ
ア
ル
と
し
て
あ
の
子
達
と
接
し
て
い
た
な
と
思
い
つ

つ 
正
直
に
そ
の
事
を
か
お
り
に
告
げ
た

う
ん
そ
う

八
幡
さ
ん
が
家
族
だ
と
思

て
い
る
双
子

て
言

た
ら
あ
の
二
人
の
事
だ
よ

や

や

ぱ
り

ど
う
し
よ
う

私

行
か
な
く
ち

だ
か
ら
今
か
ら
行
く
の
よ

か
お
り

準
備
準
備

そ

そ
う
だ

た

急
が
な
き

 
丁
度
そ
こ
に

遠
く
か
ら
二
人
を
呼
ぶ
声
が

こ
え
て
き
た

舞
衣
さ
ん

か
お
り
さ
ん

あ

理
央

理
央
も
今
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は

こ
え
た
わ
よ
ね

く
準
備
準
備

ご
め
ん
な
さ
い

オ
ペ
レ

シ

ン

に
つ
い
て
は
前
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
け
ど
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い
ざ
発
動
さ
れ
た
時
に
ど
う
動
け
ば

 
そ
の
理
央
の
言
葉
で

二
人
は
理
央
が
ま
だ
正
式
に
入
社
し
て
お
ら
ず

 
オ
ペ
レ

シ

ン

の
説
明
を

し
く
受
け
て
い
な
い
事
に
気
が
付
い
た

あ

そ

か

前
に

か
れ
た
時
は
簡

に
し
か
教
え
て
な
か

た
よ
ね

 
オ

ケ

私
が
説
明
す
る
ね

舞
衣

先
に
行

て
て

そ
れ
じ

あ
後
は
任
せ
た
よ
か
お
り

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
か
お
り
に
説
明
を
受
け
た
理
央
は

驚
い
た
顔
で
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た

な
る
ほ
ど

業
時
間
と
か
関
係
な
く
全
社
が
一

と
な

て
動
く
ん
で
す
ね

う
ん
ま
あ
そ
う
か
な

理
央
は
ま
だ
正
式
な
社
員
じ

な
い
か
ら
不
参
加
で
も
い
い
と
思
う

け
どい

え

も
ち
ろ
ん
参
加
し
ま
す

そ
れ
に
し
て
も
凄
い

り
上
が
り

今
回
で
二
度
目
な
ん
だ
け
ど

前
回
も
こ
ん
な
感
じ
だ

た
よ

あ

説
明
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
ね

殺
人
犯
を
捕
ま
え
た
と
か

 
理
央
は
そ
の
事
に
あ
ま
り
実
感
が

い
て
い
な
か

た
よ
う
だ
が
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今
回
の
件
で

そ
れ
く
ら
い
は
可
能
な
ん
だ
ろ
う
な
と
ソ
レ
イ
ユ
の

力
に
感
動
し
た

実

前
回
の
時

て
ど
ん
な
感
じ
だ

た
ん
で
す
か

う
ん

前
の
時
は
み
ん
な
で
ロ

ラ

作
戦

て
奴
を
や

た
ん
だ
よ
ね

ロ

ラ

作
戦
で
す
か

う
ん
ま
あ
Ｓ
Ａ
Ｏ

み
の
案
件
で
ね
八
幡
と
詩
乃
の
命
も
ち

と
危
な
か

た
み
た
い

詩
乃
も
関
わ

て
る
ん
で
す
か

そ
う
だ
よ

今
度
詩
乃
に
話
を

い
て
み
れ
ば

そ

そ
う
し
て
み
ま
す

 
さ
す
が
の
理
央
も
親
友
の
命
が
危
な
か

た
と

い
て
は
平
静
で
は
い
ら
れ
な
か

た
よ
う

だ
で

私
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か

う

ん

理
央
は
レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑
の
指

を

い
だ
方
が
い
い
か
も
ね

 
立
ち

置
的
に
は
結

特

だ
し

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
理
央
は
レ
ス
キ
ネ
ン
に

話
を

け

か
お
り
の
方
に

り
返

た
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私
は
か
お
り
さ
ん
と
一

に
眠
り
の
森
に
行

て
い
い
そ
う
で
す

オ

ケ

そ
れ
じ

あ

ま
り
の
可
能
性
も
あ
る
し

 
最

限
の
着

え
と
か
色
々
準
備
し
て

十
分
後
に
ま
た
こ
こ
で
待
ち
合
わ
せ
し
よ

か

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
理
央
と
か
お
り
は
そ
れ
ぞ
れ
準
備
を
し

十
分
後
に
同
じ
場
所
で
合
流
し
た

そ
れ
じ

行
こ
う

は
い

 
そ
し
て
二
人
は
寮
か
ら
出
て

会
社
の
正
門
前
へ
と
移
動
し
た

う
わ

凄
い
人

あ

あ
ん
な
所
に
社
⻑
が

 
見
る
と
何
台
も

ま

て
い
る
バ
ス
の
前
で

 
陽
乃
が
バ
ス
に
乗
り
込
も
う
と
す
る
全
員
に
声
を

け

敬

を
し
て
い
た

社
⻑
自
ら
激

で
す
か

う
ん
だ
か
ら
み
ん
な
社
⻑
と
八
幡
に
絶
大
な

を

て
る
ん
だ
よ
ね
ま
あ
私
も
な

ん
だ
け
ど
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確
か
に
ち

と
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
ね

り
の
人
達
は
び

く
り
だ
ろ
う
け
ど
ね

 
そ
う
言

て
か
お
り
は
正
門
の
方
を
見
た

そ
こ
に
は
凄
ま
じ
い

の
野
次
馬
が
集
ま

て
お

り 
や
ん
や
や
ん
や
と
出
発
す
る
社
員
を
応
援
し
て
い
た

り
上
が

て
ん
な

ソ
レ
イ
ユ

前
に
も
確
か
こ
ん
な
事
が
あ

た
わ
よ
ね

お
前
ら
人
助
け
だ

て

頑
張
れ
よ

 
ど
う
や
ら
野
次
馬
達
に
は
そ
ん
な
感
じ
の
ア
バ
ウ
ト
な
説
明
が
成
さ
れ
た
よ
う
だ

ソ
レ
イ
ユ

て
凄
い

も
う
理
央
も
そ
の
一
員
み
た
い
な
も
の
じ

な
い

う
ん

か
お
り
さ
ん

私

も

と
頑
張
る

う
ん
う
ん

頑
張
り
な
さ
い

 
か
お
り
は
先
輩
風
を

か
せ
つ
つ

理
央
と
共
に
バ
ス
に
乗
り
込
む

に

ん
だ

 
そ
し
て
陽
乃
の
前
に
来
た
時

陽
乃
が
か
お
り
に
こ
う
言

た
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あ

か
お
り
ち

ん
は
バ
ス
に
乗
ら
な
く
て
い
い
わ
よ

え

私

居
残
り
組
で
す
か

う
う
ん

さ

き
八
幡
君
か
ら

話
が
あ

て
ね

 
か
お
り
ち

ん
は
明
日
奈
ち

ん
と
一

に
動
い
て
く
れ
だ

て

 
も
う
す
ぐ
明
日
奈
ち

ん
が
キ

ト
に
乗

て
到
着
す
る
か
ら

 
か
お
り
ち

ん
は
そ

ち
で
移
動
し
て

な
る
ほ
ど

分
か
り
ま
し
た

あ

あ
の

社
⻑

 
そ
の
時
理
央
が
陽
乃
に
そ
う
声
を

け
た

ん

な

に

さ

き
社
⻑
が
話
し
て
た
双
子

て
も
し
か
し
て
藍
子
ち

ん
と
木
綿
季
ち

ん
の
事
で
す

か
あ
ら

理
央
ち

ん
は
二
人
の
事

知

て
る
の

は
い

前
に
八
幡
に

眠
り
の
森
に
連
れ
て

て
も
ら

た
の
で

あ
あ

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
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そ
れ
じ

あ
理
央
ち

ん
も
か
お
り
ち

ん
と
一

に
移
動
す
れ
ば
い
い
わ

い
い
ん
で
す
か

う
ん

多
分
八
幡
君
は

ラ
ン

藍
子
ち

ん
を
元
気
付
け
る

に

 
知
り
合
い
を
動
員
し
た
ん
だ
と
思
う
か
ら
理
央
ち

ん
も
そ

ち
に
回
れ
ば
い
い
ん
じ

な

い
か
な

分
か
り
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

う
う
ん

材

所

て
奴
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
陽
乃
は
表
情
を

め

二
人
に
向
か

て
敬

し
た

そ
れ
で
は
二
人
の
健
闘
を

り
ま
す

 
藍
子
ち

ん
は
実
は
私
の
弟
子
で
も
あ
る
か
ら

く
れ
ぐ
れ
も
あ
の
子
の
事
を
お
願
い
ね

は
い

 
二
人
も
陽
乃
に
敬

を
返
し

そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て
明
日
奈
が
到
着
し

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ

か
お
り

そ
れ
に
理
央
ち

ん
も
こ

ち
な
ん
だ

さ
あ

乗

て
乗

て

お

お

魔
し
ま
す
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う
わ

明
日
奈
が
キ

ト
の
運
転

に
い
る
の

て
何
か
ウ
ケ
る

座

て
る
だ
け
で
何
も
し
て
な
い
け
ど
ね

 
そ
し
て
道
中
で
か
お
り
と
理
央
は

先
ほ
ど
ま
で
の
出
来
事
を
明
日
奈
に
説
明
し
た

理
央
ち

ん
も
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
と
知
り
合
い
だ

た
ん
だ
ね

う
ん

み
ん
な
と
面
識
が
あ
る
よ

こ

ち
は
ま
あ

そ
ん
な
感
じ
か
な

な
る
ほ
ど

二
度
目
の
オ
ペ
レ

シ

ン

が
発
動
さ
れ
た
ん
だ
ね

 
ソ
レ
イ
ユ
に
着
い
た
ら
バ
ス
が

山

ま

て
た
か
ら
何
か
と
思

た
よ

そ
う
い
え
ば
明
日
奈
は
前
の
時
は
い
な
か

た
ん
だ

け

い
な
か

た

て
い
う
か

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
中
に
い
た
ん
だ
よ
ね

 
だ
か
ら
後
で
話
は

い
た
ん
だ
け
ど

オ
ペ
レ

シ

ン

て
の
が
ど
ん
な
感
じ
な
の
か

 
い
ま
い
ち
想
像
出
来
な
か

た
の

そ
う
だ

た
ん
だ

そ
れ
じ

あ
眠
り
の
森
に
着
い
た
ら
も

と
驚
く
と
思
う
よ

 
何
た

て
う
ち
の
社
員
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
集
合
し
て
る
は
ず
だ
か
ら

そ

そ
れ
は
想
像
も
出
来
な
い
や
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そ
し
て
眠
り
の
森
が
近
付
い
て
く
る
に
連
れ
明
日
奈
の
目
に
と
ん
で
も
な
い
物
が
見
え
て
き

た 
そ
れ
は
見

す
限
り
の
人

人

人
で
あ

た

ち何
こ
れ
凄
い

ほ
ら

だ
か
ら
言

た
で
し

 
さ
す
が
の
明
日
奈
も
そ
の
光
景
に
は
絶

す
る
事
し
か
出
来
な
か

た



 第８５０話 藍子、初めての女子会

 
第
８
５
０
話
 
藍
子

初
め
て
の
女
子
会

明
日
奈

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず

子
さ
ん
の
所
か
な

多
分
八
幡
君
か
ら
話
が
い

て
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね

 
明
日
奈
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た
が

 
生

り
に
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
し
か
見
当
た
ら
な
い

 
だ
が
別
の
知
り
合
い
を
見
付
け

明
日
奈
は
少
し
驚
い
た
顔
で
そ
の
人
物
に
話
し
か
け
た

大
お
じ
様

ど
う
し
て
こ
こ
に

お

明
日
奈
の
嬢
ち

ん
か
い

は
八
幡
に
言
わ
れ
て
ラ
ン
の
治
療
の
手
助
け
に
来
た
ん

じ

よ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

大
お
じ
様

子
さ
ん
が
ど
こ
に
い
る
か
知
り
ま
せ
ん
か

も
丁
度

子
の
所
に
行
く
と
こ
ろ
じ

案
内
し
よ
う

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
三
人
は

に
案
内
さ
れ

眠
り
の
森
の
病

の
方
へ
と
進
ん
で
い

た

で

そ

ち
の
二
人
は
八
幡
の
愛
人
か
何
か
か
え
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ま
た
ま
た

大
お
じ
様

た
ら
冗
談
ば

か
り

 
そ
う
言
い
な
が
ら
明
日
奈
は

の
背
中
を
バ
シ

と
叩
い
た
が

 
そ
の
顔
は
全
く
笑

て
は
い
な
か

た

げ
ほ

げ
ほ

も

も
う
少
し
手
加

せ
ん
か
い

た
だ
の
お
茶
目
な
冗
談
じ

ろ

冗
談
で
も
言

て
い
い
事
と
悪
い
事
が
あ
り
ま
す
よ

大
お
じ
様

 
こ
の
二
人
は
私
の
友
達
で
す

失

な
事
を
言
わ
な
い
で
下
さ
い

ね

二
人
と
も

 
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
て
ニ
ヤ
リ
と
し
た

初
め
ま
し
て

私
は
八
幡
の
二

の

本
か
お
り
で
す

わ

私
は
三

の
双
葉
理
央
で
す

な明
日
奈
よ

本
人
達
は
そ
う
言

て
お
る
よ
う
じ

が

ち

ち

と
二
人
と
も

冗
談

冗
談
だ

て
ば

今
の
と
こ
ろ
は
ね

今
の
と
こ
ろ

て
何
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や
れ
や
れ

正
妻
と
し
て
愛
人
は
ち

ん
と
管
理
し
な
い
と
い
か
ん
ぞ

大
お
じ
様
ま
で

 
明
日
奈
は
ム
キ

と
な
り
な
が
ら
三
人
に
抗
議
し
た
が
そ
ん
な
明
日
奈
に

が
言

た
ほ
れ

着
い
た
ぞ

あ
ら
明
日
奈
さ
ん

八
幡
君
か
ら

い
て
る
わ

理
央
ち

ん
は
久
し
ぶ
り
ね

 
で

そ
ち
ら
の
あ
な
た
は

私
は

本
か
お
り
で
す

藍
子
さ
ん
と
は
一
応
知
り
合
い
で
す

そ
う
な
の
ね

三
人
と
も
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね

子
さ
ん

ラ
ン

じ

な
か

た

藍
子
の

合
は
ど
う
で
す
か

八
幡
君
と

話
で
話
し
た
か
ら
か

少
し
は
元
気
に
な

た
み
た
い
よ

そ

か

良
か

た

 
藍
子
が
元
気
だ
と

い
て

三
人
は
ほ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

藍
子
ち

ん
は
こ

ち
よ

三
人
と
も
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

 
そ
し
て

子
の
案
内
で

三
人
は
藍
子
の
病
室
の
隣
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
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さ
す
が
に
病
室
の
中
に
入
る
の
は
無
理
ら
し
く

ガ
ラ
ス
越
し
の
対
面
と
な
る
よ
う
だ

藍
子
ち

ん

お
友
達
が
来
て
く
れ
た
わ
よ

 

子
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

三
人
の
名
前
を
あ
え
て
言
わ
な
か

た

友
達

私
の

 
そ
の
言
葉
に
藍
子
は
き

と
ん
と
し
た

 
何
故
な
ら
藍
子
に
は

ね
て
き
て
く
れ
る
よ
う
な
リ
ア
ル
の
知
り
合
い
は
全
く
い
な
い
か
ら
で

あ
る

 
藍
子
は
三
人
の
顔
を
見
て

最
初
に
理
央
の
名
前
を
呼
ん
だ

あ

八
幡
に
ぱ
ん
つ
を
見
せ
つ
け
て
い
た

エ
ロ

女
の
理
央
じ

な
い

 
あ
れ

エ
ロ
の
伝
道
師

閃
光
の
エ
ロ
テ

シ
ズ
ム
だ

け

 
ま
あ
何
で
も
い
い
や

そ
の
胸
の

と
大
き
さ
に
は
見
覚
え
が
あ
る
わ

覚
え
て
る
の
そ
こ

 
理
央
は
そ
の
藍
子
の
言
葉
に
た
ま
ら
ず
絶
叫
し
た

そ
ん
な
理
央
の

を
明
日
奈
が
ポ
ン
と

叩
い
た

理
央

後
で
色
々
と
話
を

か
せ
て
く
れ
る
か
な
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ひ
 
理
央
は
明
日
奈
の
迫
力
に
び
び
り
な
が
ら
も

こ
く
こ
く
と

く
事
し
か
出
来
な
か

た

そ
し
て
そ
ち
ら
の
二
つ
の
お

ぱ
い
は

見
覚
え
が
な
い
わ
ね

 
そ
れ
じ

あ
初
め
ま
し
て

私
は

野
藍
子
よ

 
ち

と
体
を
悪
く
し
て
て
今
は
肉
付
き
も
悪
い
け
ど

 
真
の
私
が
巨

だ
と
い
う
事
を
覚
え
て
お
い
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
わ

あ

あ
は

ラ
ン
は
相
変
わ
ら
ず
だ
ね

ま
あ
元
気
そ
う
で
良
か

た

の
か
な

 
そ
の
二
人
の
反
応
を
見
て

藍
子
が
ス

と
目
を

め
た

む
む
む

友
達

て
理
央
だ
け
か
な

て
思

て
た
け
ど

 
や

ぱ
り
あ
な
た
達
も
私
の
友
達
の
誰
か
な
の
ね

 
自

紹
介
は
待

て

自
力
で
当
て
る
か
ら

 
藍
子
は
そ
う
言
う
と

両
手
の
人
差
し
指
を

に
当
て

う
ん
う
ん
と

り
始
め
た

 
そ
の

は
ま
る
で
一
休
さ
ん
の
よ
う
で
あ
る
が

 
こ
の
場
に
い
る
三
人
は
一
休
さ
ん
を
知
ら
な
い

藍
子
の
昭
和
ネ
タ
に
突

込
む
者
は
い
な
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い
見
覚
え
が
無
い
と
い
う
事
は
ゲ

ム
内
で
の
知
り
合
い

 
そ
し
て
こ
こ
に
い
る
時
点
で
八
幡

み
の
誰
か
と
い
う
事
は
間
違
い
な
い

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

も
し
く
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
な
の
は
確
定
と
し
て
問
題
は
誰
か
だ

け
ど

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
で
私
が
直
接
面
識
が
無
い
の
は
た

た
一
人
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
し
か
い
な

い 
藍
子
は
そ
う

く
と

明
日
奈
と
か
お
り
を
じ

と
見
比
べ
た

と
こ
ろ
で

無
意
識
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
八
幡

て
た
ま
に
人
の
胸
を
じ

と
見
つ
め
た
後

 
そ
れ
を
誤
魔
化
す
か
の
よ
う
に

突
然

に
な
る
事
が
あ
る
わ
よ
ね

そ
れ
あ
る

 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
に
対
し

か
お
り
は

に
そ
う
反
応
し
て
し
ま

た

 
ま
あ
何
と
い
う
か

い
か
に
も
か
お
り
ら
し
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い

初
め
ま
し
て

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
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う

バ
レ
た

初
め
ま
し
て

私
は

本
か
お
り
だ
よ

か
お
り
・
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
ね

了
解
し
た
わ

何
そ
の
呼
び
方
ハ

フ
み
た
い
で
超
ウ
ケ
る
ん
だ
け
ど

て
か
ち

と
格
好
よ
く
な
い

と
り
あ
え
ず
胸
の

を

内
に
イ
ン
プ

ト
し
た
か
ら
も
う
間
違
わ
な
い
わ

や

ぱ
り
人
を
覚
え
る
基
準
は
そ
こ
な
ん
だ

 
明
日
奈
は
藍
子
の
ブ
レ
な
さ
に
感
心
し
つ
つ
も

他
に
気
に
な
る
事
が
あ

た

 
か
お
り
に
向
か

て
こ
う

ね
た

と
こ
ろ
で
か
お
り

ソ
レ
イ
ア
ル

て
何
の
事

あ

う
ん

実
は
私

 
リ
ア
ル
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン

て
い
う
ゲ

ム
の
中
で
情
報
屋
を
し
て
る
ん
だ
よ
ね

情
報
屋

う
ん

ま
あ
社
内
バ
イ
ト

て
奴

何
そ
れ

あ
れ

知
ら
な
い
の

八
幡
の
提
案
で

 
ほ
ぼ
全
て
の
ネ

ト
ゲ

ム
を
う
ち
の
社
員
が
プ
レ
イ
し
て
る
ん
だ
よ
ま
あ
リ
サ

チ
の
一
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て
奴

そ
そ
う
だ

た
ん
だ

で
ソ
レ
イ
ア
ル

て
名
前
は
か
お
り
の
口

か
ら
と

た
の

あ
は
は
は
は

前
に
同
じ
事
を
ラ
ン

藍
子
か
ら

か
れ
た
け
ど

 

に
八
幡
が
つ
け
て
く
れ
た
名
前
を
そ
の
ま
ま
名
乗

た
だ
け
だ

て
ば

そ
れ

て

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て
藍
子
の
方
を
チ
ラ

と
見
た

え
え

ご
想
像
の
通
り

八
幡
は
か
お
り
さ
ん
の
事
を

そ
れ
あ
る
さ
ん

と
呼
ん
で
い
た

わ
よ

本
当
に

 
さ
す
が
の
か
お
り
も
そ
の
言
葉
に
は
か
な
り
驚
い
た
ら
し
い

 
だ
が
直
後
に
か
お
り
は
さ
ば
さ
ば
し
た
表
情
で
こ
う
言

た

ま
あ
い

か

ウ
ケ
る
し

い
い
ん
だ

 
三
人
は
同
時
に
そ
う
言
い

そ
の
ま
ま
笑
い
出
し
た

ち

と
三
人
と
も
笑
い
す
ぎ
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か
お
り
が
面
白
す
ぎ
る
ん
だ

て
ば

い
か
に
も
八
幡
が
好
き
そ
う
な
性
格
よ
ね

さ
す
が
は
そ
れ
あ
る
さ
ん

理
央

ソ
レ
イ
ア
ル
だ
か
ら

 
か
お
り
は

ね
た
顔
で
理
央
の
胸
を

か

か
と
叩
く

そ
れ
を
見
た
ラ
ン
の
目
が
キ
ラ
リ
と

光

た
そ
れ
あ
る
さ
ん
合
法
的
に
理
央
の
お

ぱ
い
の
感
触
を
楽
し
む
な
ん
て
さ
す
が
ね

え

ち

違

エ

チ
が

そ
う

自
分
が
エ

チ
だ
と
い
う
自
覚
は
あ
る
の
ね

あ

藍
子
は
本
当
に
ブ
レ
な
い
ね

本
当
に

れ
な
い

失

ね

私
の
胸
は
ま
だ
ま
だ

れ
る
わ
よ

オ
ヤ
ジ
だ

オ
ヤ
ジ
が
い
る
よ

藍
子

て
ゲ

ム
の
中
よ
り
リ
ア
ル
の
方
が
凄
い
か
も

そ
ん
な
に
褒
め
て
も
何
も
出
な
い
わ
よ

え

と

 
そ
う
い
え
ば
あ
な
た
の
名
前
を
ま
だ
当
て
て
な
か

た
わ
ね
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話
が
思
い

き
り
脱
線
し
た
か
ら
ね

 
そ
し
て
藍
子
は
再
び
明
日
奈
を
じ

と
見
つ
め
た

ま
あ
こ
れ
は
考
え
る
ま
で
も
な
い
わ
ね

多
分
明
日
奈

よ
ね

う

う
ん

ふ
ふ

私
の
方
が
先
に
明
日
奈
に
会

ち

て

き

と
ユ
ウ
が
悔
し
が
る
わ
ね

あ
は

そ
う
か
も
ね

リ
ア
ル
で
も
宜
し
く
ね

明
日
奈

う

う
ん

 
こ
れ
が
藍
子
と
明
日
奈

初
め
て
の
邂
逅
で
あ
る

そ
れ
で
今
日
は
三
人
で
お
見
舞
に
来
て
く
れ
た
の

あ

う
ん

私
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど

か
お
り
と
理
央
は
ま
あ
お
仕
事
も
関
係
し
て
る
か
な

お
仕
事

そ
う
そ
う

ソ
レ
イ
ユ
の
人
間
が
全
員
で
お
見
舞
に
来
た
よ
う
な
も
の
だ
し
ね

確
か
に
人
が
多
い
な

て
思

て
た
け
ど

ど
う
い
う
事

え

と
ね
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そ
し
て
か
お
り
は
藍
子
に
オ
ペ
レ

シ

ン

の
事
を
説
明
し
た

何
そ
の

の
お
か
し
い
制
度

み
ん
な
喜
ん
で
参
加
し
て
る
け
ど
ね

喜
ん
で

残
業
み
た
い
な
も
の
な
の
に

そ
れ
だ
け
八
幡
君
が
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る

て
事
な
ん
じ

な
い
か
な

 
明
日
奈
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言
い
そ
の
余

な
態
度
に
藍
子
は
若

の
敗
北
感
を
覚

え
たこ

れ
が
八
幡
の
正
妻

最
初
見
た
時
か
ら
直
感
で
分
か

て
は
い
た
け
れ
ど

 
優
し
そ
う
な
笑
顔
気
品
あ
る
物

胸
も
大
き
い
し

も

い
そ
し
て
な
に
よ
り
凄
ま
じ

い
美
少
女

 
更
に
そ
の
上
強
い
と
か
完

超
人
じ

な
い

 
あ
わ
よ
く
ば
愛
人
じ

な
く
私
が
正
妻
に
と
か
思

て
た
け
ど

こ
れ
は
絶
対
に
無
理

 
今
日
か
ら
作
戦
変
更
ね
こ
れ
か
ら
は
八
幡
じ

な
く
明
日
奈
の
好
感
度
を
上
げ
る
努
力
を

す
べ
き

 
藍
子
が
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
と
は
露
知
ら
ず
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明
日
奈
は
笑
顔
を
崩
さ
な
い
ま
ま
話
題
を
変
え
て
き
た

そ
れ
で
ね

ボ
ス
戦
の
事
な
ん
だ
け
ど

あ

う
ん

八
幡
か
ら

い
た
わ

に
や

た
わ
ね

う
ん

や

た
ね

 
二
人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に

ガ
ラ
ス
越
し
に
で
は
あ
る
が
ハ
イ
タ

チ
を
し
た

何
を
や

た
の

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
八
人

私
も
入
れ
て
だ
け
ど

 
そ
の
八
人
だ
け
で
三
十
四
層
の
ボ
ス
を
倒
し
た
の

え

凄
い
じ

な
い

ふ
ふ
ん

も

と
褒
め
て
く
れ
て
も
い
い
の
よ

 
藍
子
は

高
々
で
そ
う
言

た

ま
あ
で
も
そ
の
間
に
八
幡
君
達
は

 
同
盟
の
七
十
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を
た

た
六
人
で
全
滅
さ
せ
て
た
か
ら

 
多
分
あ
の
六
人
で
挑
め
ば
普
通
に
ボ
ス
も
倒
せ
て
そ
う
だ
け
ど
ね

え

あ
れ
を
全
滅
さ
せ
た
の

追
い

た
と
か
じ

な
く
て
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う
ん
そ
う
み
た
い
ま
あ
で
も
最
初
に
達
成
し
た
の
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
な
ん
だ
か

ら 
気
に
せ
ず
そ
の
事
を

ろ
う

え

え
え

そ
れ
は
ま
あ
当
然
な
ん
だ
け
ど

で
も

う
わ

 
さ
す
が
の
藍
子
も
絶

し

気
の
利
い
た
セ
リ
フ
は
何
も
言
え
な
か

た

 
よ
く
分
か

て
い
な
い
か
お
り
は
と
も
か
く

理
央
も
か
な
り
の
衝
撃
を
受
け
た
よ
う
だ

 
実
は
ヴ

ル
ハ
ラ
で
は
よ
く
あ
る
事
な
の
だ
が

 
理
央
は
ま
だ
ヴ

ル
ハ
ラ

体
で
の
大
き
な
戦
い
は
未

験
だ
か
ら
で
あ
る

そ
れ

て
誰
が
参
加
し
て
た
の

え
え
と
ハ
チ
マ
ン
君
キ
リ
ト
君
レ
コ
ン
君
シ
ノ
ノ
ン
ユ
キ
ノ
あ
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

さ
んサ

ト
ラ
イ
ザ

誰

 
驚
く
理
央
に

藍
子
が
即
座
に
突

込
ん
だ

え

理
央
も
知
ら
な
い
の

同
じ
ヴ

ル
ハ
ラ
な
の
に

う

も
し
か
し
て
私

仲
間
外
れ
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違
う
違
う
今
日
加
入
し
た
ば
か
り
の
新
人
だ
か
ら
だ
よ
で
も
い
き
な
り

部
扱
い
な
ん
だ

け
ど
ね

そ

そ
ん
な
に
強
い
人
な
の

う
ん

実
は
大
き
な
声
じ

言
え
な
い
け
ど

本
職
の
人
だ
よ

 
明
日
奈
は
声
を

め
な
が
ら
そ
う
言

た

本
職

て
ゲ

ム
の

う
う
ん

戦
争
の

 
三
人
は
そ
の
言
葉
に

し
た

プ

プ
ロ
の
軍
人
さ
ん

正
確
に
は

兵
さ
ん
か
な

え
え
え
え
え

そ
の
人

実
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
ね

 
少
女
達
の
会
話
は

も
続
い
た

 

子
は
藍
子
の

態
を
チ

ク
し
な
が
ら
い
つ
止
め
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
が

 
予
想
以
上
に

が
安
定
し

逆
に
上
が

て
す
ら
い
た
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三
人
の
存
在
が
藍
子
に
と

て
の
治
療

の
よ
う
な
役

を
果
た
し
て
い
る
の
だ
と
考
え

 
ニ
コ
ニ
コ
し
た
顔
で
も
う
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
に
さ
せ
て
あ
げ
る
事
に
し

 
他
の
ス
タ
フ
達
も
そ
の
四
人
の
仲
が
良
さ
そ
う
な
を
微
笑
ま
し
く
め
て
い
た
の
だ
た

 
理
央
に
変
な
あ
だ
名
が
つ
い
た
の
は
６
４
２
話
八
幡
が
ソ
レ
イ
ア
ル
を
そ
れ
あ
る
さ
ん
と
呼

ん
だ
の
は

６
９
２
話
の
事
で
す
ね
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第
８
５
１
話
 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
三
人
娘

 
作
中
で
色
々
な
呼
び
方
が
混
在
し
て
い
ま
す
が
そ
の
時
そ
の
時
の

人
物
が
そ
う
い
う
認

識
で
名
前
を
口
に
し
て
い
る
と
思

て
下
さ
い

 
あ
と
第
８
４
９
話
オ
ペ
レ

シ

ン

再
び
の
か
お
り
と
理
央
の
セ
リ
フ
を
少
し

正

し
ま
し
た

理
央
が
オ
ペ
レ

シ

ン

の
存
在
を
知

て
い
る
事
を
失
念
し
て
い
た
の
で

 
一
方
の
ユ
ウ
キ
は

ラ
ン
が
再
接
続
し
な
い
事
に
や
き
も
き
し
て
い
た

う

ラ
ン
が

て
こ
な
い

兄
貴
か
ら

レ
コ
ン
さ
ん

由
で
今
は
そ
れ
な
り
に
元
気
ら
し
い

て
連

が
来
た
の
に
ね

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は
も
う
使
え
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

と
り
あ
え
ず
こ

ち
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
み
よ
う

眠
ら
な
い
森
か
ら
な
ら
可
能
だ
ろ
う
し

あ

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
一
度
あ

ち
に
行

て
み
よ
う
か

 
実

子
は

あ
る

度
四
人
の
会
話
が
落
ち
着
い
た
ら
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藍
子
を
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
入
れ
る
つ
も
り
で
あ

た
が

 
四
人
が
本
当
に
楽
し
そ
う
に
会
話
を
続
け
て
い
た

に
今
は
様
子
見
し
て
い
る
と
い
う
の
が

現

で
あ
る

 
そ
れ
で
も
さ
す
が
に
時
間
的
限
界
は
存
在
す
る

藍
子
ち

ん

そ
ろ
そ
ろ

わ

も
う
こ
ん
な
時
間

も

と
お
話
し
て
い
た
い
け
ど

 
さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
入
ら
な
い
と

そ
れ
な
ら
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
接
続
し
た
後
に

中
の
モ
ニ
タ

を
使

て
話
せ
ば
い
い

じ

な
い

そ
の
手
が
あ

た

み
ん
な

ち

と
待

て
て
ね

 
藍
子
は
そ
う
断
る
と

い
そ
い
そ
と
ベ

ド
に
横
た
わ

た

 
そ
の
直
後
に
わ
ら
わ
ら
と
ス
タ

フ
が
現
れ

明
日
奈
達
三
人
が
恐

す
る
中

 
テ
キ
パ
キ
と
準
備
は
進
ん
で
い
き
藍
子
は
そ
の
ま
ま
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
そ
し
て
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
ラ
ン
と
な

た
藍
子
は
き

ろ
き

ろ
と

り

を
見
回
し
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そ
こ
が
三
十
四
層
の
ボ
ス
部
屋
だ
と
確
認
し
た

 
ロ
グ
イ
ン
前
と
一
つ
違
う
の
は

上
の

に
向
か
う

の

が
現
れ
て
い
る
事
で
あ

た

こ
の
ま
ま
三
十
五
層
に
出
て
か
ら
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に

ろ

と

 
ラ
ン
は
そ
の
ま
ま
三
十
五
層
を
目
指
し
て

を
上

て
い

た

 
藍
子
ち

ん

い
ね

あ
多
分
ス
タ

ト
地
点
は
ボ
ス
部
屋
だ
と
思
う
か
ら
上
の

に
歩
い
て
る
ん
じ

な
い
か

な 
明
日
奈
は
正
確
に
ラ
ン
の
今
の

況
を
分

し

 
三
人
は
ラ
ン
が
モ
ニ
タ

に
顔
を
出
す
の
を
の
ん
び
り
と
待
つ
事
に
し
た

子
さ
ん
藍
子
は

分
元
気
に
見
え
ま
し
た
け
ど
こ
の
分
な
ら
し
ば
ら
く
問
題
無
し
で
す

か
そ
れ
な
ら
良
か

た
ん
だ
け
ど

ね

 

子
は
そ
の
明
日
奈
の
問
い
に
難
し
い
顔
を
し
た

こ
の

だ
か
ら

藍
子
ち

ん
と
木
綿
季
ち

ん
の
病
気
に
つ
い
て
少
し
話
し
て
お
く
わ
ね
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二
人
の
病
気
は
一
度
発
作
が

き
る
と
も
う
後
が
無
い
の

 
確
か
に
今
は

態
は
か
な
り
安
定
し
て
い
る
け
れ
ど

日
後
に
は
必
ず
次
の
発
作
が
く
る

 
そ
う
な

た
ら
も
う
二
度
と
集
中
治
療
室
か
ら
出
ら
れ
な
い
わ

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
緩
や
か
な
死
を
迎
え
る
事
に
な
る

 
そ
の
死
と
い
う
言
葉
は
三
人
の
心
に
ず
し
り
と
圧
し

か

て
き
た

そ
ん
な

そ
れ
じ

あ
今
私
達
が
こ
こ
に
い
る
事
は
無
意
味
な
ん
で
す
か

そ
ん
な
事
は
な
い
わ

あ
そ
こ
ま
で
い
い

が
出
た
と
い
う
事
は

 
次
の
発
作
が

き
る
の
が

日

く
な

た
は
ず
よ

 
そ
の
言
葉
は
希
望
が
あ
る
よ
う
で
実
は
無
い

 
要
す
る
に
発
作
が
来
る
事
自
体
は
ど
う
し
て
も
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
事
を

し
て
い
る
か

ら
だま

あ
藍
子
ち

ん
に
つ
い
て
は
そ
ん
な
感
じ
ね
で
も
実
は
木
綿
季
ち

ん
も
も
う
後
が
無
い

の
えそ

う
な
ん
で
す
か
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で
も
木
綿
季
は
ま
だ
発
作
は
一
度
も

 
明
日
奈
は
何
か
に
す
が
る
様
に
そ
う
言

た
が

子
は
そ
の
言
葉
に
首
を

た

私
達
も
最
初
は
そ
う
思

て
い
た
わ

他
な
ら
ぬ
藍
子
ち

ん
自
身
も

 
自
分
の
方
が
木
綿
季
ち

ん
よ
り
も

が
重
い
と
思

て
い
る
は
ず
よ

違
う
ん
で
す
か

最
近
分
か

た
の
だ
け
れ
ど

生
ま
れ
た
時
の
木
綿
季
ち

ん
は
未

で
ね

 
実
は
藍
子
ち

ん
よ
り
も
免

系
の
発
達
が

れ
て
い
る
の

 
だ
か
ら
木
綿
季
ち

ん
の
場
合
は

次
の
発
作
が
最
初
で
最
後
に
な
る
わ

で

で
も
そ
の
発
生
時
期
は
当
分
先
な
ん
で
す
よ
ね

 
そ
の
理
央
の
問
い
も

即
座
に

子
に
否
定
さ
れ
た

実
は
こ
の
前
藍
子
ち

ん
が
発
作
を

こ
し
た
そ
の
直
後
に

 
木
綿
季
ち

ん
の

態
も
い
つ
発
作
が

こ

て
も
お
か
し
く
な
い
く
ら
い
悪
く
な

た
の

 
そ
れ
は
今
も
ほ
と
ん
ど

さ
れ
て
い
な
い
の
よ

じ

じ

あ

 
そ
の
説
明
に
三
人
は
や
や
顔
を

く
し
た
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こ
れ
も
双
子
の
因
果
な
の
か
し
ら
ね
な
の
で
私
達
は
二
人
を
同
時
に
守
ら
な
い
と
い
け
な

い
の
よ

 
だ
か
ら
み
ん
な
に
は
藍
子
ち

ん
だ
け
じ

な
く
木
綿
季
ち

ん
と
も
仲
良
く
し
て
あ
げ
て

ほ
し
い
の

 
そ
の

子
の
言
葉
に
三
人
は
仲
良
く
こ
う
答
え
た

も
ち
ろ
ん

 
そ
ん
な
三
人
の
声
に
呼
応
し
た
か
の
よ
う
に
部
屋
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ

か
ら

子
音
が

こ
え
た

あ
ら

藍
子
ち

ん
か
し
ら

 

子
は
そ
う
言
い
な
が
ら
モ
ニ
タ

の
ス
イ

チ
を
入
れ
た

 
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は

木
綿
季
が
画
面
を

き
こ
む

で
あ

た

 
そ
の

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の

で
な
く
現
実
世
界
の

と
な

て
お
り

 
木
綿
季
が
今

ス
ペ

ス
内
の
自
宅
に

て
い
る
事
が
分
か
る

あ

子
さ
ん

ア
イ
は
今
ど
こ

も
う
回
復
し
た

て

い
た
ん
だ
け
ど

え

も
う
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
接
続
し
て
る
わ
よ



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

あ
れ

み
ん
な

も
う
ロ
グ
イ
ン
し
て
る

て

え

マ
ジ
か

ま
さ
か
の
入
れ
違
い

こ
れ
は
失
敗
し
ち

た
ね

ま
あ
で
も
こ

ち
に
向
か

て
る
ん
じ

な
い
か
な

こ
の
ま
ま
待

て
よ
う
よ

そ
れ
が
い
い
か
も
で
す
ね

 
明
日
奈
は
目
の
前
で
そ
ん
な
会
話
を

り
広
げ
る
者
達
に
見
覚
え
は
な
か

た
が

 
そ
の

り
方
か
ら
相
手
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
だ
と
い
う
事
は
理
解
し
た

も
し
か
し
て

 
ユ
ウ
キ

だ
よ
ね

明
日
奈
が
そ
う
声
を

け
よ
う
と
し
た

間
に

 
画
面
の
中
の
木
綿
季
ら
し
き
人
物
が

明
日
奈
の
後
方
を
見
な
が
ら
驚
い
た
声
を
上
げ
た

あ

あ
れ

も
し
か
し
て
理
央

え

エ
ロ

女
様

本
当
だ

エ
ロ
の
宣
教
師
の
理
央
だ

あ
れ

で
も
他
に
も

と
格
好
い
い
呼
び
方
が
無
か

た

け

そ
う
い
え
ば
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画
面
の
中
の
六
人
は
う
ん
う
ん
と

り
な
が
ら
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
ハ

と
し
た

顔
を
し
た相

対
性
妄
想

子
さ
ん
だ

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
う
呼
ば
れ
た
理
央
は
絶
叫
し

そ
の
場
で

を

え
た

理
央

前
こ
こ
に
来
た
時
に
何
が
あ

た
の

ち

違
う
の

全
部
八
幡
が
い
け
な
い
の

え

と

さ

き
の
ぱ
ん
つ

々
の
話
も

不
幸
な
事
故
だ

た
ん
だ

て
ば

 
理
央
は
羞
恥
で
顔
を
真

に
し
て
お
り

明
日
奈
と
か
お
り
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

 

め
る
よ
う
に
理
央
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

ド
ン
マ
イ

相
対
性
妄
想

子

そ
の
呼
び
方
は
や
め
て
え
え
え
え
え

 
理
央
は
そ
う
言

て
手
で
顔
を

い

さ
す
が
に
や
り
す
ぎ
た
か
と
思

た
二
人
は

 
と
り
あ
え
ず
理
央
を
そ

と
し
て
お
く
事
に
し

モ
ニ
タ

に
向
き
直

た
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も
し
か
し
て

ユ
ウ
キ
な
の
か
な

そ
う
言
う
お
姉
さ
ん
は

誰

私
は
通
り
す
が
り
の
美
少
女
だ
よ

そ
れ
自
分
で
言
う

超
ウ
ケ
る
ん
だ
け
ど

あ

そ

ち
は
も
し
か
し
て
ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん

 
そ
の
一
言
で
か
お
り
の
正
体
が
即
バ
レ
し
た

あ
り

ま
た
や

ち

た

も
う

か
お
り
は
相
変
わ
ら
ず
の
ド
ジ

子
だ
よ
ね

て
へ

そ
れ
じ

あ

め
て

私
は
ソ
レ
イ
ア
ル
こ
と

本
か
お
り
よ

 
こ
う
し
て
顔
を
合
わ
せ
る
の
は
超
久
し
ぶ
り
だ
ね

み
ん
な

元
気
だ

た

お
お

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
だ

リ
ア
ル
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン
以
来
か
な

う
ん

元
気
元
気

そ
れ
じ

あ
そ

ち
の
自
称
美
少
女
さ
ん
は

 
そ
の
ジ

ン
の
呼
び
方
に

全
員
か
ら
突

込
み
が
入

た
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い
や

他
称
で
も
美
少
女
で
し

う
ん
う
ん

私
じ

ち

と
敵
わ
な
い
よ
う
な
美
少
女
だ
ね

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
美
少
女
じ

な
い

 
そ
う
連
呼
さ
れ
た
明
日
奈
は
も
じ
も
じ
と

を

め
な
が
ら
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
こ

う
言

た

ご

ご
め
ん

や

ぱ
り
恥
ず
か
し
い
か
ら
さ

き
の
は
無
し
で

か
わ
い
い

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
六
人
だ
け
で
は
な
く
か
お
り
ま
で
そ
う
言
い

 
明
日
奈
は

々
顔
を

く
す
る
事
と
な

た

 
そ
の
せ
い
で
シ

タ

音
が
し
た
事
に

明
日
奈
は
気
付
か
な
か

た

も
う

か
お
り
ま
で
や
め
て
よ
ね

さ

き
の
は
ほ
ん
の
冗
談
だ

た
ん
だ
か
ら

今
の
明
日
奈
の
顔

写
真
に
と

て
お
い
た
か
ら
後
で
八
幡
に
送

と
く
ね

え

い
つ
の
間
に

ア
ス
ナ

あ
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そ
の
か
お
り
の
言
葉
で
明
日
奈
の
正
体
も
バ
レ

 
明
日
奈
は
苦
笑
し
な
が
ら
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
自

紹
介
を
し
た

え
へ

バ
レ
ち

た

私
は
結
城
明
日
奈
で
す

み
ん
な

会
い
に
来
た
よ

お
お

ワ

ワ
タ
ク
シ
も
お
会
い
出
来
て
光
栄
で
す

ま
た
タ
ル
の
そ
れ
が
始
ま

た

ア
ス
ナ

ア
ス
ナ
だ

ボ
ク
も
会
い
た
か

た
よ
ア
ス
ナ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
全
員
大
喜
び
で
あ
り
そ
れ
を
見
た

子
は
明
日
奈
達
に
こ
う
提

案
し
た

そ
う
だ

も
し
良
か

た
ら
予
備
の
ア
ミ

ス
フ

ア
で
そ
こ
に
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
い
い
ん

じ

な
い

 
八
幡
君
も
い
つ
も
そ
う
し
て
い
る
ん
だ
し
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
ユ
ウ
キ

そ

ち
に
お

魔
し
て
い
い

え

こ
こ
に
来
て
く
れ
る
の

や

た
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う
ん

そ
れ
じ

あ
ち

と
待

て
て

 
そ
し
て
三
人
は

子
の
案
内
で
ア
ミ

ス
フ

ア
の
あ
る
部
屋
に
移
動
し

 
ユ
ウ
キ
達
が
待
つ

眠
ら
な
い
森

へ
と
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
と
な

た

 
そ
れ
を
見
な
が
ら

子
は
一
人

い
た

八
幡
君

こ

ち
は
あ
と
少
し
は
大
丈
夫
よ

二
人
を

う
う
ん

み
ん
な
を
助
け
て
あ
げ

て 
そ
の
八
幡
は

今
ま
さ
に

と
話
を
し
て
い
る
最
中
で
あ

た
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第
８
５
２
話
 
二
人
を
救
う
可
能
性

 
藍
子
と
木
綿
季
の
病

の
悪
化
に
胸
を

め
つ
つ

 
八
幡
は
今
自
分
に
出
来
る
事
を
し
よ
う
と

に
会
い
に
い

て
い
た

事
前
に
頼
ん
で
あ

た
通
り

 
そ
こ
に
は
紅
莉
栖
と
護
衛
の
萌
郁
と
秘
書
代
わ
り
の
ク
ル
ス
が
同

し
て
い
た

さ
ん

野
藍
子
が
発
作
を

こ
し
ま
し
た

つ
い
に
来
て
し
ま

た
ん
だ
ね

は
い

う
う
む

 

は
苦

に
満
ち
た
表
情
を
し
な
が
ら

組
み
を
し
た

確
か
に
藍
子
君
や
木
綿
季
君
の
病
気
に

そ
う
な
成
分
は
発
見
出
来
た
が

 
あ
れ
を
人
に
投

出
来
る
よ
う
に
な
る
に
は
お
そ
ら
く
最

で
も
一
年
は
か
か
る
は
ず
だ

 
で
も
発
作
が

こ

た
と
い
う
事
は
タ
イ
ム
リ
ミ

ト
は
あ
と

日
し
か
な
い
と
い
う
事
だ

ね



 第８５２話 二人を救う可能性

子
さ
ん
の
話
だ
と

発
作
を

こ
し
た
の
は
ア
イ
だ
け
で
す
が

 
そ
も
そ
も
ユ
ウ
は
最
初
の
発
作
に

え
ら
れ
な
い
そ
う
で
す

と
に
か
く
今
出
来
る
事
を
や
る
し
か
な
い
ね

最
悪
副
作
用
の

証
を
し
な
い
ま
ま

 
理

の
み
を
参
考
に
し
て

を
調
合
し
投

す
る
事
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
か
も
し
れ
な

い 
そ
れ
は
藍
子
と
木
綿
季
の
体
に
計
り
知
れ
な
い
危
険
が

う
が
命
を
失
う
よ
り
は
マ
シ
な
の

だ
ろ
う

今
は

療
先
進
国
が
躍

に
な

て

 

学
の
知
識
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

に
覚
え
さ
せ
て
い
る

で
ね

 
そ
の
中
で
も
い
く
つ
か
の
国
が
話
し
合

て

 
知
識
を
持
ち
寄

て
共
通
の

フ

マ

ト
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
が
完
全
に

動
を
開
始
す
れ
ば

お
そ
ら
く

学
に
関
し
て
は

 

の
設
計
図
を
全
て

が
作
成
し

そ
れ
を
元
に
新

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
な
ん

だ 
そ
う
す
れ
ば
今
難
病
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
病
気
に
関
し
て
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画
期
的
な

果
の
あ
る

の
開
発
が
加
速
す
る
は
ず
な
ん
だ
が

 
残
念
な
が
ら
今
は
ま
だ
ど
の
国
も
そ
の
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
な
い
ん
だ
よ
ね

 
せ
め
て
ど
こ
か
の
国
が
製

用
エ
キ
ス
パ

ト

を
完
成
さ
せ
て
い
れ
ば

 
ま
だ
何
と
か
な

た
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
が

さ
ん

そ
れ
な
ん
で
す
が

紅
莉
栖

い
い
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て
紅
莉
栖
の
顔
を
見
た

一
応
決
断
の
可
否
を

ね
る
風
で
は
あ

た
が

 
八
幡
の
表
情
は

無
を
言
わ
せ
ぬ
迫
力
が
あ
り

紅
莉
栖
は
笑
い
な
が
ら
八
幡
に

い
た

何
て
顔
し
て
る
の
よ

心
配
し
な
く
て
も
公
開
に
反
対
な
ん
か
し
な
い
わ
よ

 
今
こ
の
時
の

に
準
備
し
て
き
た
事
な
ん
だ
し
ね

悪
い

助
か
る

 
そ
の
表
情
は
絶
望
し
て
い
る
よ
う
に
は
ま

た
く
見
え
な
か

た

 

の
期
待
は
い
や
が
う
え
に
も
高
ま

て
い

た

も
し
か
し
て
何
か

が
あ
る
の
か
い

と
い
う
か

紅
莉
栖

会
わ
せ
て
や

て
く
れ

分
か

た
わ
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あ

会
わ
せ
る

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

を
操
作
し

二
分

さ
れ
た
そ
の
画
面
に
少
年
と
少
女
の
顔
が
映
し
出

さ
れ
た

ん

こ
の
子
達
は
確
か

い
や

分
と
精

な

み
た
い
だ
け
ど

 
え

い
や

今
確
か
会
わ
せ
る

て

あ
は

お
久
し
ぶ
り
で
す
先
生

生
前
は
何
度
か
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
ね

 
そ
の
生
前
と
い
う
言
葉
を
受
け

の
記
憶
が
フ
ラ

シ

バ

ク
し
た

い
や

そ
う
だ

確
か
に
僕
は
こ
の
子
達
を
知

て
い
る

八
幡
君

こ
れ
は
一
体

こ
れ
は
人
の
記
憶
と
人
格
を
持

た

で

ア
マ
デ
ウ
ス

と
言
い
ま
す

 
一
応
社
外
秘
な
ん
で

こ
の
事
は
ご
内
密
に

だ

て

そ
う
だ

確
か
君
達
は
こ
の
前

く
な

た

矢

文
で
す

ク
ロ

ビ
ス
と
呼
ん
で
下
さ
い

山
城
芽
衣
子
で
す

私
の
事
は
メ
リ
ダ
と

 
二
人
は
に
こ
や
か
に

に

し

は
混
乱
し
つ
つ
も
二
人
に

を
返
し
た
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あ

あ
あ

久
し
ぶ
り
だ
ね

元
気
だ

た
か
い

 

と
い
う
の
は

切
な
表
現
じ

な
い
ね

す
ま
な
い

先
生

ど
う
か
お
気
遣
い
な
く

私
達
は
あ
く
ま
で
自
分
達
が

で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね

そ

そ
う
か

そ
れ
は
多
分
必
要
な

置
な
ん
だ
ろ
う
ね

 
そ
の
問
い
に
答
え
た
の
は
紅
莉
栖
で
あ

た

は
い

そ
の
通
り
で
す
先
生

そ
の
事
だ
け
は

意
し
て
基
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

焼
付
け

て

あ
り
ま
す

だ
よ
ね

そ
う
じ

な
い
と

お
そ
ら
く
精
神

が

に
あ
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら

な
い
が

 
精
神
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
ね

 

が
人
格
崩
壊
す
る
か
ど
う
か
は
未
知

で
あ

た
が

 
紅
莉
栖
は
予
め
そ
の
事
を

討
し
て
お
り

 
ア
マ
デ
ウ
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
は
そ
の
セ

フ
テ

ネ

ト
が
デ
フ

ル
ト
で

載
さ
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
ア
マ
デ
ウ
ス
と
い
う
あ
る
意
味
禁
断
の
技
術
を
使
用
す
る
に
当
た

て
の
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絶
対
に

れ
な
い

学
者
と
し
て
の
紅
莉
栖
の

持
で
あ

た

先
生

こ
の
二
人
に
は

学
の
知
識
を
選
択
的
に
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た

 
勉
強
時
間
は

ク
ロ

ビ
ス

メ
リ
ダ

ど
の
く
ら
い
だ

け
か

三
週
間
だ
け
ど
実
質
約
四
年
だ
よ
兄
貴

そ
れ
だ
け
を
ず

と
や

て
き
た
か
ら
ね

私
は
二

月
で
九
年
よ

基
本
知
識
は
ほ
ぼ
マ
ス
タ

し
た
と
自
負
し
て
い
る
わ

 

は
知
ら
な
い
事
だ
が

こ
の
二
人
が
言
う
年

は
一

人
の
基
準
と
は
少
し
違
う

 
二
人
は

る
必
要
が
無
い

ま

た
く
休
ま
ず
に
ず

と
勉
強
を
続
け
て
い
た
の
だ

 
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
休
ま
せ
る

に
多
少
の

時
間

が
必
要
で
あ

た
が

 
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
通
常
の

倍
の
速
度
で
こ
な
し
て
い
た

 
勉
強
時
間
を
と
問
わ
れ
た
時
に
出
て
く
る

は
そ
の
二
通
り
と
な
る

と
い
う

で

学
知
識
を
豊

に

え
た
者
が
こ
こ
に
二
人
い
ま
す

 
そ
の
上
で
先
生
に
お
願
い
で
す
先
生
の
研
究
結
果
を
俺
達
に
使
わ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

わ
な
い
ん
だ
け
ど

そ
の
前
に
質
問
い
い
か
な

 
確
か
矢

君
が

く
な

た
の

て
二

三
週
間
前
く
ら
い
の
事
じ

な
か

た
か
い
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山
城
君
も
確
か

そ
の
ち

と
前
だ

た
と
記
憶
し
て
い
る
ん
だ
が

 
い
や

に
そ
う
い

た
僕
達
基
準
の
時
間
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
実
質
勉
強
時
間

て
の
は
一
体
何
の
事
だ
い

そ
う
で
す
ね

説
明
が
い
り
ま
す
よ
ね

と
り
あ
え
ず
時
間
も
無
い
事
で
す
し

 
ち

と
場
所
を
変
え
て
話
を
し
ま
し

う

紅
莉
栖

付
き
合

て
く
れ

 
萌
郁
と
ク
ル
ス
は
悪
い
が

守
番
な

オ

ケ

よ

体
の
護
衛
は
任
せ
て

八
幡
様

そ
れ
で
は
こ
れ
を

 
ク
ル
ス
は
そ
う
言

て
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
三
つ
取
り
出
し
て
三
人
に

し
た

 
八
幡
と
紅
莉
栖
は
当
然
の
よ
う
に
そ
れ
を

の

り
に
装
着
す
る

こ
れ
は
何
だ
い

し
い
話
は
こ
れ
か
ら
行
く
場
所
で

そ
れ
を

に
装
着
し
て
こ
う
叫
ん
で
下
さ
い

バ

ス
ト
リ
ン
ク

と

あ
と
入
る
直
前
の
時
間
を
確
認
し
て
お
い
て
下
さ
い

分
か

た

や

て
み
よ
う
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い
い
大
人
が
そ
ん
な
事
を
す
る
の
は
恥
ず
か
し
い
事
で
あ
ろ
う
に

 

は
好
奇
心
が
勝

た
の
か

た
め
ら
い
な
く
そ
の
言
葉
を
叫
ん
だ

バ

ス
ト
リ
ン
ク

バ

ス
ト
リ
ン
ク

 
続
け
て
八
幡
と
紅
莉
栖
も
そ
う
叫
び
次
の

間
に
三
人
は
研
究
室
の
よ
う
な
場
所
へ
と

を
現
し
た

え

こ
こ
は

一
体
ど
う
や

て
移
動
し
た
ん
だ
い

こ
こ
は
う
ち
で
開
発
し
た

ラ
ボ
で
す

さ
ん

 
あ
ま
り

し
く
は
言
え
ま
せ
ん
が
現
実
世
界
で
の
一
分
が
こ
こ
で
は

分
に
相
当
し
ま
す

な

何
だ

て

兄
貴

八
幡
さ
ん

 
そ
の
時
研
究
室
の
奥
か
ら
ク
ロ

ビ
ス
と
メ
リ
ダ
が
八
幡
に

き
つ
い
て
き
た

お
お

お
前
達

元
気
だ

た
か

う
ん

元
気
元
気
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八
幡
さ
ん
は
ち

と
も
変
わ
ら
な
い
ね

そ
り

ま
あ
現
実
で
は
ま
だ
そ
ん
な
に
時
間
が

て
な
い
か
ら
な

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
す
ね

矢

君
に
山
城
君

 

は
二
人
の

場
に
驚
い
た
が
こ
こ
は
特

な
仮
想
空
間
な
の
だ
と

り
切
る
事
に
し
た

よ
う
だ

さ
て
そ
れ
じ

あ
簡

に
説
明
し
ま
す
ね
最
初
の
キ

カ
ケ
は
メ
リ
ダ
か
ら
の
お
願
い
で

し
た

 
俺
が
雑
談
と
し
て

う
ち
の
会
社
で
や

て
い
る
事
の
話
を
し
て
い
た
時
に

 
メ
リ
ダ
が
こ
う
言
い
出
し
た
ん
で
す

八
幡
さ
ん

私

自
分
と
話
し
て
み
た
い

そ
う
そ
う

こ
ん
な
感
じ
で
し
た
ね

で

紅
莉
栖
と
相
談
し
て

 
メ
リ
ダ
に
ア
マ
デ
ウ
ス
の
モ
ニ
タ

を
や

て
も
ら
う
事
に
な
り
ま
し
た

ア
マ
デ
ウ
ス

 
興
味
深
げ
に
そ
の
言
葉
を

く

に

メ
リ
ダ
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
言

た
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特

な

に
私
の
記
憶
を
コ
ピ

し
た
ん
だ
よ

先
生

 
そ
の

間
に

は

か
れ
た
よ
う
に
勢
い
よ
く
顔
を
上
げ
た

記
憶
の
コ
ピ

そ
う
か

側

葉
に

さ
れ
た
記
憶
に
関
す
る
神

パ
ル
ス
信

の
解

 

さ
ん
の

文
に
あ

た
あ
れ
か

う
わ

先
生

し
い
で
す
ね

純
に
興
味
が
あ

た
ん
だ
よ

さ
ん
は
ま
ず
間
違
い
な
く
ノ

ベ
ル
賞
候
補
に
な
る
だ

ろ
う
し
ね

ふ
え

 
紅
莉
栖
は

て
た
が

そ
れ
は
お
そ
ら
く
事
実
と
な
る
で
あ
ろ
う

 
こ
の
ア
マ
デ
ウ
ス
に
は
そ
れ
く
ら
い
の
価

が
あ
る

ん

そ
う
か

特

な

と
い
う
の
は

茅
場

が
作

た

の
事
か
い

先
生
が
言

て
い
る
の
は
お
そ
ら
く

の
事
で
す
ね

世
間
に
広
ま

て
る
の
は
そ

ち
で

す
か
ら

 
こ
の
二
人
に
使

て
る
の
は

で
す

と
言

て
も
何
の
事
か
分
か
り
ま
せ
ん
よ
ね
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要
す
る
に
学

能
力
が

違
い
の

で
す

ま
あ
茅
場

が

作
し
て
い
た
奴
を

 
う
ち
で
完
成
さ
せ
た

で
す
け
ど
ね

そ
ん
な
物
が

い
や

そ
れ
な
ら

け
る

世
界

国
の

療
研
究
所
は

 
と
に
か
く

に

学
的
知
識
を
覚
え
さ
せ
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
か
ら
ね

ま
あ
企
業
秘
密
も
あ
る
の
で
言
え
る
の
は
そ
の
く
ら
い
な
ん
で
す
が

 
そ
の
後
に
メ
リ
ダ
の
病

が
悪
化
し
て
し
ま

て

私
が
死
ん
じ

た
の

で
も
こ
う
し
て
私
は
こ
こ
に
残
る
事
が
出
来
た

 
偶
然
と
は
い
え
そ
の
お
か
げ
で

私
は
大
切
な
仲
間
達
を
救
う
機
会
に
恵
ま
れ
た

僕
は
そ
の
事
を
兄
貴
に

い
て

自
分
も
そ
う
し
て
く
れ

て
兄
貴
に
お
願
い
し
た
ん
で
す

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

 

は
簡

な
説
明
で
は
あ

た
が

納
得
し
た
よ
う
に

い
た

 
色
々
と

理
的
に
問
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
と
に
か
く
目
の
前
に

眠
り
の
森
の

者
達
を
救
え
る
可
能
性
が
存
在
す
る
の
だ

 

者
と
し
て
は
そ
れ
以
上

何
も
望
む
つ
も
り
は
な
か

た

そ
れ
じ

あ
一
度
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
み
ま
し

う
先
生
バ

ス
ト
ア
ウ
ト
と

え
て
み
て
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下
さ
い

分
か

た

バ

ス
ト
ア
ウ
ト

 
そ
の

間
に

は
元
の
部
屋
に
立

て
い
た

八
幡
と
紅
莉
栖
も
覚

し
八
幡
は

に

言

た
先
生

時
間
の
確
認
を

あ
あ

え
え
と

本
当
だ

あ
れ
か
ら
ま
だ
一
分
も

て
な
い
じ

な
い
か

そ
う
い
う
事
で
す

先
生

こ
れ
で
あ
い
つ
ら
を
救
え
ま
せ
ん
か

い
け
る
か
も
し
れ
な
い

速
今
後
の
事
に
つ
い
て
話
を
し
よ
う

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
八
幡
は
紅
莉
栖
に

り
返

て
こ
う
言

た

紅
莉
栖

俺
も
中
に
入
る
か
ら
な

は

八
幡
に
出
来
る
事
な
ん
か
何
も
無
い
で
し

う
に

や

ぱ
り
そ
う
な
る
の
ね

 
紅
莉
栖
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
そ
う
言

た

分
か

た
わ

私
達
が
全
力
で
サ
ポ

ト
す
る

で
も
絶
対
に
無
理
は
し
な
い
で
ね

あ
あ

も
ち
ろ
ん
無
理
は
し
な
い
さ
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紅
莉
栖

萌
郁

ク
ル
ス
の
三
人
は

そ
の
言
葉
を
全
く
信
用
し
て
い
な
か

た
が

 
危
険
そ
う
な
ら
無
理
や
り
回
線
を
切
断
す
る
つ
も
り
で
い
た

こ
の
場
で
は
何
も
言
わ
な

か

た
そ
れ
じ

あ
先
生

今
後
の
予
定
を
立
て
ま
し

う

あ
あ

頑
張
ろ
う

 
こ
う
し
て
藍
子
と
木
綿
季
を
救
う

の
プ
ロ
ジ

ク
ト
が
ア
メ
リ
カ
で
始
動
し
た

 

と

に
つ
い
て
は
第
６
６
５
話
に

そ
し
て
ク
ロ

ビ
ス
に
つ
い
て
は

第
７
０
６
話
で

決
断
し
て
お
り
そ
の
時
に
二
番
目
の

落
内
の
大
丈
夫
だ
よ
八
幡
さ
ん
一
人
じ

な
く
二

人
だ
も
ん

が

五
人
に
混
じ

て
会
話
を
し
て
い
た
メ
リ
ダ
の
言
葉
に
な
り
ま
す

こ
の

時
は
八
幡
さ
ん

て
呼
ぶ
人
間
は
こ
の
場
に
い
な
い
は
ず
だ
と
突

込
ま
れ
る
か
と
ド
キ
ド

キ
し
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す

も
し
そ
う
な

た
ら
ネ
タ
バ
レ
出
来
な
い
の
で
困

た
事
で

し

う

そ
し
て
そ
の
後
理
央
が
眠
り
の
森
に
行

て
記
憶
の
コ
ピ

の
準
備
を
し
リ
ア
ル
・

ト

キ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
最
後
の
戦
い
で
ク
ロ

ビ
ス
が
ボ
タ
ン
を
押
し
た
事
に
よ
り
そ



 第８５２話 二人を救う可能性

れ
は
実
行
さ
れ
ま
し
た
と

ま
あ
そ
う
い
う
流
れ
に
な

て
い
ま
し
た
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第
８
５
３
話
 
ア
イ
の
時
間

 
明
日
奈

か
お
り

理
央

そ
れ
に
ユ
ウ
キ
と
ノ
リ

シ
ウ
ネ

の
六
人
は

眠
ら
な
い
森

に
移
動
し
た
後

そ
こ
か
ら
ア
イ
と
ユ
ウ
の
家
に
移
動
し
た

 
六
人
の
会
話
は

み

場
は
大
い
に

り
上
が

て
い
た

 
一
方
そ
の

ラ
ン
は

三
十
五
層
を

由
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に

り

 
予
想
通
り
誰
も
い
な
い
事
を
確
認
し
た
後
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
眠
ら
な
い
森
に
到

着
し
て
い
た

た
だ
い
ま

お

ラ
ン

お
帰
り

子
さ
ん
に

い
た
ら
も
う
ロ
グ
イ
ン
し
た

て

い
て
た
か
ら
さ

 
や

ぱ
り
ボ
ス
部
屋
か
ら
三
十
五
層
ま
で
歩
い
て
た
の

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
と
い
う
か

そ
れ
し
か
選
択
肢
が
無
か

た
の
よ
ね

 
そ
ん
な
ラ
ン
を
出
迎
え
た
の
は

今
ま
さ
に
自
宅
に

ろ
う
と
し
て
い
た
男
子
組
で
あ

た

体
の
方
は
大
丈
夫
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あ
あ

う
ん

ま
あ
お
察
し
の
通
り
よ

そ

か

 
ラ
ン
の
病
気
に
つ
い
て
よ
く
知
る
三
人
は

そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
か

た

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
中
で
は
基
本

湿

い
事
を
言
う
の
は
ご
法
度
な
の
だ

で
も
ま
あ
き

と
兄
貴
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
よ

あ
ん
ま
り
他
力
本
願
な
の
は
良
く
な
い
の
か
も
だ
け
ど
俺
達
に
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い

し
なそ

う
ね
ま
あ
過
度
の
期
待
を
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
け
ど
今
は
八
幡
を
信
じ
る
し
か
な

い
わ
ね

 
で

他
の
三
人
は
ど
こ

今
眠
り
の
森
に
明
日
奈
達
が
来
て
い
る
か
ら

 
モ
ニ
タ

越
し
に
で
も
話
せ
れ
ば

て
思

て
こ

ち
に
来
た
ん
だ
け
ど

あ
あ

そ
れ
な
ら

 
ジ

ン
に
事
情
を

い
た
ラ
ン
は

て
て
自
宅
へ
の
扉
を

た

 
そ
し
て
久
し
ぶ
り
の
自
宅
に

を
感
じ
る
余

も
な
く

 
窓
か
ら
部
屋
の
中
を

い
た
ラ
ン
は

楽
し
そ
う
に
お

り
を
す
る
六
人
の

を
見
付
け
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や
や
落
ち
込
ん
だ
気
分
に
な

た

う

私
が
い
な
い
の
に
あ
ん
な
に
楽
し
そ
う
に

 
き

と
私
な
ん
て
い
ら
な
い
子
な
ん
だ
わ

 
ど
う
や
ら
ラ
ン
は
自
分
の
病
気
に
つ
い
て
さ
ほ
ど
気
に
し
て
は
い
な
い
よ
う
に

舞

て
い

た
も
の
の

 
実

は
や
は
り
落
ち
込
ん
で
い
た
ら
し
く

ネ
ガ
テ

ブ
な
気
分
に
な
る
の
を

え
ら
れ
な

か

た
よ
う
だ

 
そ
し
て
ラ
ン
は

を
返
し
今
日
は
眠
ら
な
い
森
か
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
で
一
人
で

よ
う
と

 
と
ぼ
と
ぼ
と
自
宅
を
後
に
し
よ
う
と
し
た

そ
の

間
に
ド
ア
が
開
き
中
か
ら
六
人
が
飛
び

出
し
て
き
た

も
う

ラ
ン

何
で
中
に
入

て
こ
な
い
の

ラ
ン

お
帰
り

時
間
が
か
か

て
た
み
た
い
だ
か
ら

私
達
か
ら
こ

ち
に
来
ち

た
よ

今
日
は

な
い
で
パ
ジ

マ
パ

テ

だ

て

超
ウ
ケ
る
よ
ね
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そ
の
言
葉
通
り

よ
く
見
る
と
全
員
が
か
わ
い
い
パ
ジ

マ

に
な

て
お
り

 
そ
ん
な
事
に
す
ら
気
付
か
な
か

た
事
を
理
解
し
た
ラ
ン
は

 

め
て
自
分
が
ま

た
く
余

が
無
い
精
神

態
だ

た
事
を
理
解
し

少
し
へ
こ
ん
だ

わ

私
が
こ
こ
に
い
る

て
事

気
付
い
て
た
の

当
た
り
前
じ

な
い

ハ
チ
マ
ン
が
来
た
ら
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に

て

 
外
か
ら
こ
こ
に
人
が
来
た
ら

室
内
に
い
て
も
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
調
整
し
た
の
は
ラ
ン
で

し
そ

そ
う
だ

た
わ
ね

久
し
ぶ
り
す
ぎ
て
す

か
り
忘
れ
て
い
た
わ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ラ
ン
は

目
か
ら
涙
を
こ
ぼ
し
て
い
た

わ

ラ
ン

何
で

い
て
る
の

う

だ

て
み
ん
な
楽
し
そ
う
だ

た
か
ら

私
の
事
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
の
か
な

て 
で
も
そ
ん
な
事
無
か

た

て
思

て
安
心
し
た
ら
つ
い

 
そ
れ
は
と
て
も
珍
し
い

ラ
ン
の

気
な

で
あ

た

 
ラ
ン
は
年
の

に
は
し

か
り
し
て
い
る
方
だ
が
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や
は
り
年
相
応
に
感
受
性
も
強
い
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

そ
ん
な
事
あ
る
わ
け
な
い
で
し

そ
も
そ
も
私
達
は
ラ
ン
が

い
か
ら
こ

ち
に
来
た
の
に
無

な
ん
か
す
る
は
ず
な
い
じ

ん
ほ
ら

中
に
入

て
入

て

う

う
ん

 
ラ
ン
は
明
日
奈
に

さ
れ
て
そ
の
ま
ま
中
に
入

た

 
そ
こ
は
本
当
に
久
し
ぶ
り
の
我
が
家
で
あ
り

ラ
ン
は
少
し
感
動
し
な
が
ら
こ
う
言

た

た

た
だ
い
ま

お
帰
り
な
さ
い

 
六
人
の
言
葉
は
見
事
に
ハ
モ
り
ラ
ン
が
そ
れ
で
再
び

く
事
に
な

た
の
は
ご
愛

で
あ
る

 
そ
れ
は
と
て
も
愛
に

れ
る
優
し
い
風
景
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
気
を
取
り
直
し
て

私
を
囲
む
パ
ジ

マ
女
子
の
会
を
始
め
ま
し

う
か

 
ラ
ン
は
涙
を

き

自
分
の
顔
を
パ
ン
と
叩
い
て
そ
う
宣
言
し
た

 
そ
し
て
と
て
も
い
い
笑
顔
で
全
員
の
顔
を
見
な
が
ら
こ
う
付
け
加
え
た
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み
ん
な

い
い

今
日
は

ん
で

ん
で

み
ま
く
る
わ
よ

 
そ
の

間
に

明
日
奈
と
か
お
り
と
理
央
が

ま

た

 
ユ
ウ
キ
に
ノ
リ

そ
し
て
シ
ウ
ネ

は
慣
れ
て
い
る
の
か
特
に
反
応
を

さ
な
い

え

と

冗
談
だ
よ
ね

場
を

り
上
げ
る

み
た
い
な

い
や
い
や
二
人
と
も

認
識

く
な
い

だ

て
あ
の
ラ
ン
だ
よ

 
明
日
奈
と
か
お
り
が
恐
る
恐
る
そ
う
言

た
が

理
央
は
真

向
か
ら
そ
れ
を
否
定
し
た

 
そ
の
言
葉
通
り

ラ
ン
は
突

と
し
て
服
を
脱
ぎ
は
じ
め

い
き
な
り
全

に
な

た

 
こ
こ
は
ゲ

ム
内
で
は
な
く
ア
ル
ゴ
作
の
居

空
間
な
の
で
そ
う
い

た
事
が
可
能
な
の
だ

な

な
な
な
何
で
脱
い
だ
の

え

何

て
私
が
パ
ジ

マ
に
着

え
る
だ
け
よ

別
に
全

に
な
る
必
要
は
無
い
じ

な
い

私
は
こ
こ
で
は
い
つ
も

全

に
パ
ジ

マ
だ
け
ど

い
や
い
や

誰
か
男
が
来
た
ら
ど
う
す
る
の

こ
こ
に
男
は
ハ
チ
マ
ン
し
か
入
れ
な
い
わ
よ



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
も
そ
も
ハ
チ
マ
ン
だ

た
ら
別
に
見
ら
れ
て
も
よ
く
な
い

 
ラ
ン
の
そ
の
言
葉
に
か
お
り
と
理
央
は
思
わ
ず
明
日
奈
の
方
を
見
た

 
だ
が
明
日
奈
は
笑
顔
を
崩
さ
な
か

た

 
そ
の
内
心
で
ど
ん
な

が

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い

ま
あ
別
に
い
い
ん
じ

な
い
か
な

ほ
ら
ラ
ン

く
着

え
ち

い
な
よ

 
だ
が
直
後
に
明
日
奈
が
そ
う
言

た

二
人
は
ホ

と
胸
を

で
下
ろ
し
た

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
は
今
日
は
ラ
ン
の
好
き
に
さ
せ
る
ら
し
い

そ
う

し
つ
つ
も
二
人
は

 
自
分
達
ま
で

乗
し
て

目
を
外
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
合
図
し

合

た

 
そ
し
て
ラ
ン
も
も
そ
も
そ
と
パ
ジ

マ
に
着

え
パ
ジ

マ
パ

テ

が
再
開
さ
れ
る
事

と
な

た

そ
れ
じ

あ
ま
ず

こ
こ
の
テ

ブ
ル
と
ソ
フ

を
全
部
片
付
け
ま
し

う

 
そ
し
て
一
面
に

山
布
団
を
敷
き
詰
め
る
の
よ

 
ラ
ン
の
そ
の
提
案
は
す
ぐ
に
実
行
さ
れ
七
人
は
全
員
思
い
思
い
に
ご
ろ
ご
ろ
す
る
事
と
な

た
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そ
こ
か
ら
は
ハ
チ
マ
ン
に
関
す
る
思
い
出
だ
と
か

 
学
校
で
の
ハ
チ
マ
ン
が
ど
う
だ
と
か

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
ハ
チ
マ
ン
が
ど
う
だ
と
か

 

き
も
せ
ず

々
と
ハ
チ
マ
ン
ト

ク
が

り
広
げ
ら
れ
る
事
と
な

た

ふ
う

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
ネ
タ
は

り
上
が
る
わ
ね

ま
あ
そ
れ
が
通
じ
る
の
は
こ
こ
で
だ
け
だ
け
ど
ね

ボ
ク
も

山
ハ
チ
マ
ン
の
話
が

け
て

楽
し
か

た
な

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
お
待
ち
か
ね
の

 
そ
う
言

て
ラ
ン
が
一
同
の
胸
の

り
を
ぐ
る
り
と
見
回
し
た

 
一
同
は
ス

と
後
ろ
に
下
が
り

ラ
ン
か
ら

離
を
と

た

 
唯
一
そ
れ
に
気
付
か
な
か

た
の
は
理
央
で
あ
る

 
理
央
は
そ
の
時
た
ま
た
ま
コ
ロ
ン
と
後
ろ
に

そ
べ

た

ラ
ン
の
動
き
に
気
付
い
て
い
な

か

た

 
ラ
ン
か
ら
見
れ
ば
そ
の

は
さ
ぞ
美
味
し
そ
う
に
見
え
た
事
で
あ
ろ
う

 
無
防
備
な

で

向
け
に

転
が
る
理
央
は

 
ラ
ン
と
い
う
狼
に
と

て
は
目
の
前
に
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
た
ウ
サ
ギ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

た
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当
然
一
同
は

そ
ん
な
理
央
に
気
の

そ
う
な

線
を
向
け
た

理
央
ち

わ

ん

い

た
だ

き
ま

す

 
相
変
わ
ら
ず
昭
和
な
ラ
ン
は

世
界
的
大

棒
の
よ
う
な
セ
リ
フ
を

き
な
が
ら

を
舞
い

 
マ
ウ
ン
ト
を
取
る

で
理
央
の
上
に
着
地
し
た

き

な

何

う
ふ
ふ
ふ
ふ

う
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

 

て
て
体
を

こ
そ
う
と
し
た
理
央
で
あ

た
が

そ
れ
は
当
然
不
可
能
で
あ

た

 
見
る
と
目
の
前
に
は
手
を
わ
き
わ
き
さ
せ
る
ラ
ン
の

が
あ
り

 
他
の
者
達
が
遠
く
か
ら
自
分
に
同
情
す
る
よ
う
な

線
を
向
け
て
い
る
の
に
気
が
付
い
た
理
央

は 
自
ら
の
失

を
悟
り
つ
つ
も

目
元
で
助
け
を
求
め
た

だ

誰
か
助
け

 
そ
の

間
に
全
員
が
ゴ
メ
ン
と
い
う
よ
う
な
ジ

ス
チ

を
し

 
そ
の
ま
ま
五
人
は
ハ
チ
マ
ン
ト

ク
を
再
開
し
た

は

薄
情
者
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ふ

そ
ん
な
誘
う
よ
う
な
格
好
を
し
て
い
た
理
央
が
悪
い
の
よ

 
さ
す
が
は
エ
ロ
の
伝
道
師
だ
と
感
心
す
ら
し
た
わ

ち

違

そ
ん
な
意
図
は
し
て
い
な
い
し
私
は
そ
も
そ
も
エ
ロ
く
な
ん
か
な
い
か
ら

さ
て

そ
れ
は
ど
う
か
し
ら
ね

 
そ
う
言

て
ラ
ン
は
理
央
の
胸
を

掴
み
に
し

そ
の
ま
ま

み
始
め
た

ち

目

目
だ

て
ば

 
だ
が
ラ
ン
が
手
を
止
め
て
く
れ
る
は
ず
も
な
く

し
ば
ら
く
そ
う
さ
れ
て
い
た
理
央
は

 
解
放
さ
れ
た
後
に

を

く

め
な
が
ら
こ
う

い
た

う

こ
れ
は
も
う
八
幡
に
お

に
も
ら

て
も
ら
う
し
か

何
で
そ
う
な
る

い
や

こ
の
流
れ
な
ら
言
え
る
か
な

て
思

て

 
ど
う
や
ら
理
央
は
意
外
と
タ
フ
な
よ
う
で
あ
る

し
か
し
ハ
チ
マ
ン
と
言
え
ば
さ
ア
メ
リ
カ
か
ら
こ
こ
に
は
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い
の
か
し
ら
ね

ん

出
来
る
は
ず
だ
よ
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そ
う
普
通
に
答
え
た
の
は
理
央
で
あ

た

な
ん
と
も
立
ち
直
り
が

い

 

の
理
央
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
そ
の

を
咲
太

り
が
見
た
ら

 
ソ
レ
イ
ユ
で
鍛
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
微

に
ズ
レ
た
感
想
を
述
べ
た
か
も
し
れ
な
い

え

そ
う
な
の

う
ん

別
に
リ
ア
ル
の

離
と
か
ほ
と
ん
ど
関
係
な
い
し

そ
れ
じ

あ

し
に
メ

ル
し
て
み
よ

か

 
そ
う
言
い
出
し
た
の
は
明
日
奈
で
あ

た

さ
す
が
に
明
日
奈
が
い
る
場
面
で

 
自
分
が
呼
ぶ
と
言
え
る
よ
う
な
勇
気
の
あ
る
者
は
こ
の
場
に
は
い
な
い
の
で
そ
れ
も
当
然
で

あ
るえ

い
い
の

う
ん

も
ち
ろ
ん

や

た

正
妻
様
の
お

付
き
だ
わ

ハ

ハ
チ
マ
ン
君
に
エ

チ
な
事
は
し
ち

目
だ
か
ら
ね

 
明
日
奈
は
そ
う
言
い
な
が
ら
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
た

あ

こ
こ
で
の
コ
ン
ソ

ル

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
同
じ
仕
様
な
ん
だ
ね
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そ
う
言
え
ば
そ
う
だ

た
か
し
ら
ね

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を
受
け

ラ
ン
も
同
じ
よ
う
に
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
た

え

ど
う
し
た
の

何
か
お
か
し
な
事
で
も
あ

た

う

う
ん

あ
れ

え

待

て
待

て

ど
う
し
て

 
そ
う
戸
惑
う
ラ
ン
の
コ
ン
ソ

ル
に
は

 
ア
ク
テ

ブ
な
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

の
リ
ス
ト
が
表

さ
れ
て
お
り

 
当
た
り
前
だ
が
ず

と
黒
い
表

の
ま
ま
だ

た
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
の
名
前
が

 
ア
ク
テ

ブ
扱
い
で
白
く
表

さ
れ
て
い
た
の
で
あ

た

 
す
み
ま
せ
ん
今
日
休
日
出
勤
に
な

て
し
ま
い
書
き

め
が
不
可
能
に
な

て
し
ま

た

の
で

 
今
週
の
ど
こ
か
で
お
休
み
さ
せ
て
し
ま
う
事
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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第
８
５
４
話
 
ハ

レ
ム
王
様
ゲ

ム

 
時
間
が
無
い
時
に
は
暴
走
す
る
に
限
り
ま
す
ね

何
故
か

く
書
け
ま
す

ほ

本
当
だ

ど
う
な

て
る
ん
で
す
か
ね

 
ラ
ン
の
言
葉
を
受
け

ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

も
コ
ン
ソ

ル
を
開
き

驚
き
の
声
を
上
げ
た

ま
さ
か

霊
な
ん
じ

 
ユ
ウ
キ
は
明
日
奈
同
様
そ
う
い

た
も
の
が
苦
手
な
の
か
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う

い
た

り

理
央
は
何
か
知

て
る

さ

さ
あ

バ
グ
な
ん
じ

な
い

 
と
は
言

た
も
の
の

理
央
は
そ
の
理
由
を
知

て
い
た

 
そ
も
そ
も
ク
ロ

ビ
ス
の
記
憶
を
コ
ピ

す
る
準
備
を
し
た
の
は
理
央
な
の
で
あ
る

多
分
ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン
だ

た

ラ
ボ
を
ネ

ト
に
接
続
し
た
せ
い
な
ん
だ
ろ
う
な
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あ
れ
も
ザ
・
シ

ド

格
だ
し
多
分
こ
の
場
所
を
作
る
の
に
使

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
流
用
し

て
い
る
か
ら

 
ゲ

ム
間
で
ギ
ル
ド
デ

タ
を
共
用
出
来
る
よ
う
に
な

た
あ
の
シ
ス
テ
ム
の
せ
い
で

 
名
前
が
復
活
し
ち

た
ん
だ
ろ
う
け
ど

 
理
央
は
こ
の

況
の
ま
ず
さ
を
理
解
し
て
い
た

メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
の
事
は
秘
密
だ

た

か
ら
だ

と
り
あ
え
ず
ア
ル
ゴ
部
⻑
に
こ
の

況
を
伝
え
な
き

 
そ
し
て
理
央
は
機
転
を
き
か
せ

こ

そ
り
と
ア
ル
ゴ
に
メ

ル
を
し
た

あ
れ

よ
く
見
た
ら
八
幡
君
と
紅
莉
栖

そ
れ
に
ク
ル
ス
も
ロ
グ
イ
ン

態
に
な

て
る
ね

そ
れ

て
も
し
か
し
て
ア
メ
リ
カ
組

ア
メ
リ
カ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
で
も
ロ
グ
イ
ン
し
て
る
の
か
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
明
日
奈
は

三
人
が
今
ど
こ
に
い
る
の
か
確
認
し
よ
う
と
し
た

え

と

今
八
幡
君
が
い
る
の
は

や

や
ば
い
や
ば
い

三
人
の
居
場
所
が
何
て
表

さ
れ
て
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
そ
れ
が
も
し
メ
リ
ダ
ち

ん
や
ク
ロ

ビ
ス
君
と
一

だ

た
ら
本
当
に
や
ば
い
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理
央
が

り

何
と
か
誤
魔
化
そ
う
と
話
題
を
変
え
よ
う
と
し
た
そ
の

間

 
明
日
奈
と
ラ
ン
が
キ

ト
ン
と
し
た
顔
で
同
時
に
こ
う
言

た

あ

あ
れ

消
え
た

こ

ち
も
消
え
た
わ

一
体
何
だ

た
の
か
し
ら
ね

や

や

ぱ
り
バ
グ
だ

た
ん
じ

な
い

 
理
央
は

て
て
そ
う
言
い

他
の
者
達
も
そ
の
言
葉
に
納
得
し
て
く
れ
た

ま
あ
普
通
に
考
え
れ
ば
そ
う
だ
よ
ね

で
も
本
当
に

霊
だ

た
ら
良
か

た
の
に
ね

そ
う
し
た
ら
ま
た
会
え
る
も
ん
ね

セ

フ

ア
ル
ゴ
部
⻑

ナ
イ
ス
で
す

 
理
央
は
何
と
か
誤
魔
化
せ
た
事
で

ホ

と
一
息
つ
く
事
が
出
来
た

 
そ
の

間
に
室
内
に

何
故
か
ダ

ス
ベ
イ
ダ

の
テ

マ
が
流
れ
始
め
た

き

な

何
こ
の
曲

あ
れ

こ
れ

て

本
当
に
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ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
何
も
説
明
せ
ず
に
外
に
駆
け
出
し
て
い
き
残
り
の
者
達
も
そ
れ
に
続
い
た

 
外
に
出
る
と

二
人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
誰
か
と
話
を
し
て
お
り

 
そ
の
人
物
は

く
手
を
上
げ
て
明
日
奈
に
声
を

け
て
き
た

よ

明
日
奈

お
疲
れ

あ

八
幡
君

 
こ
こ
で
ま
さ
か
の
八
幡
の

場
で
あ
る

八
幡
は
ア
ル
ゴ
か
ら
連

を
受
け

 
さ

き
の
事
を
誤
魔
化
す

に

ラ
ボ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

こ
こ
に
移
動
し
て
き
た
の

で
あ

た

 
も
ち
ろ
ん
メ
リ
ダ
達
の
名
前
が
表

さ
れ
て
し
ま

た
事
は
ア
ル
ゴ
に
よ

て
対

済
で
あ

る
八
幡

来
て
く
れ
た
ん
だ

ま
あ
見
舞
い
く
ら
い
は
な

地

の
反
対
側
に
い
る
く
せ
に
無
理
し
ち

て

別
に
無
理
は
し
て
な
い
し

ま
あ
顔
く
ら
い
は
出
し
て
お
か
な
い
と
と
思

て
な

 
そ
れ
に
し
て
も
み
ん
な
の
そ
の
格
好

パ
ジ

マ
パ

テ

か
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ま
あ
俺
は
男
共
と
少
し
話
し
て
帰
る
つ
も
り
だ
か
ら

み
ん
な
で
楽
し
く
や

て
く
れ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
が

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
そ
れ
を
許
さ
な
い

ま
あ
ま
あ

男
子
で
交
流
を
深
め
る
の
は
い
つ
で
も
出
来
る
じ

な
い

そ
う
そ
う

今
度
で
い
い
今
度
で
い
い

い
や

あ
い
つ
ら
も
た
ま
に
は
俺
と
話
し
た
い
だ
ろ
う
し

い
い
か
ら
い
い
か
ら

そ
う
そ
う

必
要
な
い
必
要
な
い

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
に
よ

て

強
引
に
家
に
連
れ
込
ま
れ
た

 
明
日
奈
が
い
な
け
れ
ば
完
全
に
事
案
で
あ
る
が
明
日
奈
は
も
ち
ろ
ん
二
人
の
行
動
を
止
め
る

気
は
無
い

 
そ
し
て
室
内
に
入
り

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
自
分
か
ら
離
れ
た

間
に

 
八
幡
は
近
く
に
理
央
が
来
た
の
を
見
計
ら

て
こ
う

い
た

理
央

よ
く
や

た

え

あ

う
ん

危
な
か

た
ね

そ
の
事
を
話
す
の
は
二
人
の
病
気
が
何
と
か
な

て
か
ら
が
い
い
と
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あ
の
二
人
に
言
わ
れ
て
る
か
ら
な

マ
ジ
で
助
か

た
わ

う
ん

私
も
あ
の
二
人
の
希
望
は
尊
重
し
て
あ
げ
た
い
か
ら
ね

 
そ
し
て
理
央
と
の

い
会
話
を
終
え
た
後
八
幡
は
何
故
か
七
人
の
中
央
に
座
ら
さ
せ
ら
れ
た

何
で
俺
が
こ
こ

 
そ
ん
な
八
幡
を
無

し

ラ
ン
は

り
箸
の
よ
う
な
物
を
手
に
持
ち
な
が
ら
こ
う
宣
言
し
た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

こ
れ
か
ら

ド
キ

女
だ
ら
け
の
ハ

レ
ム
王
様
ゲ

ム

を
始
め

ま
す何

だ
そ
の
不
穏
な
名
前
の
ゲ

ム
は

そ
れ
で
は
ル

ル
を
説
明
し
ま
す

け
よ

 
だ
が
そ
ん
な
八
幡
に
ラ
ン
が
答
え
る
事
は
当
然
な
い

王
様
が
番

を
指
定
し
て
命
令
出
来
る
と
い
う
の
は
普
通
の
王
様
ゲ

ム
と
一

だ
け
ど

 
王
様
は
何
を
命
令
す
る
か
最
初
に
こ
の
カ

ド
を
引
い
て
公
開
し
そ
の
内
容
通
り
に
命
令

す
る
事

そ
ん
な
カ

ド

い
つ
作

た
ん
だ
よ
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王
様
は
命
令
対
象
に
自
分
を
指
定
出
来
な
い

お

そ
れ
は
珍
し
い
な

そ
し
て
王
様
は
必
ず
命
令
対
象
の
片
方
に
七
番
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

は

七
番
を
指
定
だ
と

そ
し
て
八
幡
は
七
番
に

定
よ

お
い

そ
れ

て
つ
ま
り

 
そ
の
ル

ル
を

い
た

間
に

ラ
ン
以
外
の
六
人
の
目
付
き
が
変
わ

た

つ
ま
り
王
様
に
な
る
と

六
分
の
一
の
確

で
イ
ヤ
ン
な
イ
ベ
ン
ト
発
生

先
生

で
も
そ
れ

て
内
容
次
第
で
は
私
的
に
困
る
事
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
が

明
日
奈

よ
く
言

た

 
こ
こ
で
明
日
奈
が
手
を
上
げ
て
ラ
ン
に
そ
う
疑
問
を

し

 
八
幡
は
こ
れ
で
ゲ

ム
自
体
が
行
わ
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
た

 
だ
が
ラ
ン
は
そ
ん
な
明
日
奈
を
制
し

笑
顔
で
こ
う
言

た

え
え

そ
の
心
配
は
当
然
だ
と
思
う
わ
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だ
か
ら
命
令
内
容
を
明
日
奈
が

下
し
た
ら

そ
の
ゲ

ム
は
不
成
立
と
し
ま
す

そ
れ
な
ら
文

は
あ
り
ま
せ
ん

先
生

あ

明
日
奈

裏
切

た
な

う
ふ
ふ
ふ
ふ
八
幡
君
こ
う
い
う
の
は
い
い
ガ
ス
抜
き
に
な

て
私
の
地

が
安
定
す
る

ん
だ
よ

 
天
才
か
よ
お
前

て
言

て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
よ

黒
い

黒
い
よ
明
日
奈

 
八
幡
は
そ
の
明
日
奈
の
笑
顔
を
見
て

そ
れ
以
上
何
も
言
え
な
か

た

 
反
対
に

り
か
ら
は
明
日
奈
を
賞

す
る
声
が
飛
ぶ

よ

さ
す
が
は
正
妻

天
才
か
よ
お
前

太

腹

一
生
付
い
て
い
き
ま
す

う
ん
う
ん

も

と
言

て
も

と
言

て

 
明
日
奈
は
完
全
に
調
子
に
乗

た
の
か

そ
ん
な
事
ま
で
言
い
出
し
た
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こ
う
な
る
と
も
う
八
幡
に
発
言

は
無
い

と
い
う
か
ま
あ

そ
も
そ
も
最
初
か
ら
無
い

よ
ろ
し
い

そ
れ
で
は
ゲ

ム
を
始
め
ま
す

 
そ
し
て
ラ
ン
の
無

な
宣
言
に
よ
り

ゲ

ム
が
開
始
さ
れ
た

王
様
だ

れ
だ

ほ
ら

八
幡
もだ

れ
だ

 
他
の
七
人
と
は
対

的
に

八
幡
は

々
な
が
ら
そ
う
言

た

う
わ

王
様
私
だ

い
き
な
り
ハ
ズ
レ
を
引
い
た

 
そ
う
言

た
の
は
か
お
り
で
あ

た

命
令
は

て

カ

ド
の

多
す
ぎ
な
い

 
王
様
に
な

た
か
お
り
の
前
に
は

以
上
の
カ

ド
が
置
か
れ
て
い
た

え

と

私
と
ユ
ウ
が
暇
な
時
に
書
き

め
て
お
い
た
の

 
い
つ
か
こ
れ
で
み
ん
な
と
一

に
八
幡
で
遊
べ
る
日
が
来
た
ら
い
い
な

て
思

て

今
八
幡
で

て
言

た
か

 
八
幡
は
た
ま
ら
ず
そ
う
突

込
ん
だ
が
当
然
ス
ル

さ
れ
る
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う

う
ん

ボ
ク
達
の
夢
だ

た
ん
だ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
夢
が
叶

た
ね
二
人
と
も

そ
れ
じ

あ
今
日
を
記
念
日
に
し
て

年
こ
の
日
に
み
ん
な
で
集
ま
ろ
う
よ

成

 
と
て
も
い
い
場
面
の
よ
う
に
見
え
て
内
容
的
に
は
実
は
そ
う
で
も
な
い
会
話
が
交
わ
さ
れ
た

後 
か
お
り
は
命
令
の

を
山
か
ら
一

抜
き
取

た

え

と

相
手
に
壁
ド
ン
し
て
次
の
セ
リ
フ
を
言
わ
せ
る

 
そ
の
セ
リ
フ
は
言
う
者
だ
け
に
見
せ
る
事

か

ま
あ
普
通
だ
ね

明
日
奈

判
定
は

も
ち
ろ
ん
セ

フ

は
い

こ
の
ゲ

ム
は
成
立
よ

そ
れ
じ

あ
王
様

相
手
の
指
定
を

オ

ケ

で
も
八
幡
が
誰
か
に
言
う
ん
じ

面
白
く
な
い
か
ら
逆
で

 
五
番
が
七
番
に
壁
ド
ン
し
て
セ
リ
フ
を
言
う
事

 
そ
し
て
残
り
の
六
人
は

自
分
が
引
い
た

り
箸
を
じ

と
見
つ
め
た
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や

た

五
番

私

 
そ
う
言

て
満
面
の
笑
み
で
立
ち
上
が

た
の
は
明
日
奈
で
あ

た

 
最
初
に
引
き
当
て
た
所
は
さ
す
が
正
妻
の

と
言
う
べ
き
か

そ
れ
じ

あ
明
日
奈

セ
リ
フ
は
こ
れ
ね

オ

ケ

あ

ふ

ん

そ
う
い
う
事

そ
れ
じ

あ
こ
こ
を
少
し
変
え
て

と

 
八
幡
君

そ
こ
の
壁
の
前
に
立

て
く
れ
る
か
な

分
か

た

 
相
手
が
明
日
奈
と
い
う
事
も
あ
り

八
幡
は
素
直
に
そ
の
言
葉
に

た

 
そ
し
て
八
幡
の
顔
の
横
に
ド
ン

と
手
を
付
き

明
日
奈
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
こ
う
言

た
お
い
八
幡

け
え
事
は
い
い
か
ら
さ

さ
と
俺
の

に
な
れ

 
今
夜
は
ず

と
ベ

ド
の
中
で
か
わ
い
が

て
や
る
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
思
わ
ず

面
し

そ
の
事
に
気
付
い
て
悔
し
そ
う
な
顔
を
し
た

き明
日
奈

男
前
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エ
ロ
そ
う
で
エ
ロ
く
な
い
の
が
い
い

完
全
に
プ
ロ
ポ

ズ
だ
ね

て
か
今
の
シ

ン

写
真
に

た
わ
よ

面
す
る
八
幡
の
様
子
が
バ

チ
リ
写

て

る
わ何

だ
と

お
い
こ
ら
ラ
ン

そ
の
写
真
を
今
す
ぐ
消
せ

 
だ
が
ラ
ン
は
当
然
八
幡
を
ス
ル

し

こ
の
場
で
一
番
の

力
者
で
あ
る
明
日
奈
に
言

た

明
日
奈

後
で
こ
の
写
真
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ね

本
当
に

や

た

 
見
事
に
明
日
奈
の
言
質
を
と

た
ラ
ン
は

ド
ヤ
顔
で
八
幡
に
言

た

でう

消
さ
な
く
て
い
い

 
初

か
ら
押
さ
れ

ぱ
な
し
の
八
幡
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
次
行
く
わ
よ

み
ん
な
準
備
は
い
い

王
様
だ

れ
だ

ほ
ら

八
幡
も
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だ

れ
だ

 
先
ほ
ど
と
同
じ
光
景
が

り
返
さ
れ

次
に
王
様
を
引
い
た
の
は
ラ
ン
で
あ

た

く

不
覚

王
様
を
引
い
て
悔
し
が
る

て
の
は
ま
あ

新
で
は
あ
る
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
つ
つ

ラ
ン
が
お
か
し
な
カ

ド
を
引
か
な
い
よ
う
に

た

は
い

そ
れ
じ

あ
命
令
は

と

相
手
の
胸
の
中
で

ご
ろ
ご
ろ
ニ

ン
と
言
い
な
が
ら

え
る

明
日
奈

判
定

む
む
む

う

ん

う

ん

ま
あ
い

か

セ

フ

は
い
成
立

で
も
当
た
り
前
な
命
令
は
し
な
い
わ
七
番
が
三
番
の
胸
の
中
で

え
る
事

お
い
こ
ら
ラ
ン

て
め
え

猫
は
お

り
な
さ
い

王
様
の
命
令
は
絶
対
よ

三
番
は
誰

や

た

私
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た
の
は
ノ
リ
で
あ

た

は
い
兄
貴

私
の
胸
の
中
に
ど
う
ぞ

 
ノ
リ
は
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
そ
う
言
い
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さ
す
が
の
八
幡
も
そ
れ
を

否
す
る
事
は
出
来
な
か

た

 
明
日
奈
も
ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

が
普

か
ら
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
を
立
て

 
自
分
達
は
八
幡

み
の
色
々
な
事
を
我
慢
し
て
い
る
の
を
知

て
い
た

 
む
し
ろ
ノ
リ
を
応
援
す
る
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
た

うは
い
ど
う
ぞ

ご

ご
ろ
ご
ろ
ニ

ン

き

か
わ
い
い

 
ノ
リ
は
そ
ん
な
八
幡
の

を

き
し
め

八
幡
は
完
全
に

直
し
た

 
ノ
リ
に
と

て
は
一
生
も
の
の
思
い
出
に
な

た
事
で
あ
ろ
う

 
八
幡
に
と

て
は
一
生
も
の
の
黒
歴

で
あ
る

は
い
次

は
い
は
い

王
様
私

 
そ
う
言

て
手
を
上
げ
た
の
は
明
日
奈
で
あ

た

 
他
の
者
な
ら
意
気
消

す
る
と
こ
ろ
だ
が
明
日
奈
は
こ
の
ゲ

ム
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
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よ
う
だ

え

と

あ
あ

こ
れ
は

目
だ
ね

相
手
と
キ
ス
を
す
る
だ
か
ら
ア
ウ
ト

 
で
も
ほ

な
ら
セ

フ
と
し
ま
す

お

お
い
明
日
奈

さ
す
が
明
日
奈

太

腹

え

へ
ん

 
こ
の
命
令
を
引
い
た
の
は
シ
ウ
ネ

で
あ

た

そ
の
事
が
分
か

た

間
に
明
日
奈
は
気
を

利
か
せ

 
八
幡
と
シ
ウ
ネ

二
人
が
お

い
の
ほ

た
に
キ
ス
を
す
る
よ
う
に
仕
向
け
た

 
こ
う
し
て
シ
ウ
ネ

に
も
一
生
も
の
の
思
い
出
が
出
来
た
の
で
あ
る

 
こ
の
ゲ

ム
は
全
員
が
ひ
と
通
り
八
幡
と

み
終
え
る
ま
で
続
け
ら
れ
る
事
と
な
り

 
ゲ

ム
が
終
了
す
る

に
は
さ
す
が
の
八
幡
も
ぐ

た
り
す
る
事
に
な

て
し
ま

た
の
で

あ

た



 第８５５話 今後について

 
第
８
５
５
話
 
今
後
に
つ
い
て

ふ
う

楽
し
か

た
わ
ね

絶
対
に
ま
た
や
ろ
う
ね

も
う
勘

し
て
く
れ

 
一
生
も
の
の
黒
歴

の

々
を

み
上
げ
た
八
幡
は
疲
れ
た
顔
で
そ
う
言

た
が

 
当
然
そ
の
言
葉
は
誰
の

に
も
入
ら
な
い

ま
あ
い
い
か

み
ん
な
楽
し
そ
う
だ

た
し
な

 
八
幡
は
こ
こ
で
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
テ
ン
シ

ン
の
高
さ
に
水
を
さ
す
事
も
な
い
だ
ろ
う
と
考
え

直
し

 
い
ず
れ
二
人
が
元
気
に
な

た
ら
リ
ベ
ン
ジ
し
て
や
ろ
う
な
ど
と
思
い
つ
つ

 
落
ち
る
前
に
明
日
奈
達
が
少
し
話
を
し
て
い
く
と
言
い
出
し
た
の
で
そ
れ
に
付
き
合
う
事
に

し
たで

何
の
話
を
す
る
ん
だ

う
ん

ボ
ス
戦
の
話
か
な
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あ
あ

な
る
ほ
ど
な

 
八
幡
は
そ
れ
で
納
得
し

興
味
も
あ

た

大
人
し
く
そ
の
話
を

く
事
に
し
た

 
私
が
落
ち
た
後

そ
ん
な
感
じ
だ

た
の
ね

な
る
ほ
ど

上
手
く
や

た
ん
だ
な

明
日
奈

う
ん

で
も
実

は
か
な
り

り
だ

た
よ

実
は
私
の

も

そ
の

に
は
も
う
尽
き
ち

て
た
ん
で
す
よ

 
シ
ウ
ネ

も
今
だ
か
ら
言
え
る
と
前
置
き
し
た
上
で
そ
う
言

た

 
そ
の
時
シ
ウ
ネ

は

仲
間
達
を
不
安
に
さ
せ
な
い

に
笑
顔
を
崩
さ
な
か

た
ら
し
い

そ
う
か

本
当
に
頑
張

た
ん
だ
な

え
ら
い
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
う
い
え
ば

自
動
回
復
の
エ
ン
チ

ン
ト
と
か

て
無
い
の

 
そ
の
時
か
お
り
が
八
幡
に
そ
う

ね
て
き
た

あ
の
か
お
り
が
で
あ
る

 
か
お
り
が
い
つ
の
間
に
か
エ
ン
チ

ン
ト
と
い
う
フ

ン
タ
ジ

特

の
用
語
の
意
味
を
知

て
い
た
事
に
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八
幡
は
賞

に
も
似
た
気
持
ち
を

い
た

か
お
り
も
い
つ
の
間
に
か
立

に
な

た
ん
じ

の
う

あ
ん
た
は
私
の
お

ち

ん
か

 
そ
の
や
り
取
り
に
一
同
は
思
わ
ず
顔
を

ば
せ
た

 
そ
し
て
八
幡
は
先
ほ
ど
の
か
お
り
の
質
問
に
こ
う
答
え
た

実
は
あ
る
に
は
あ
る
ん
だ
が

 
素
材
が
あ
ま
り
に
も
レ
ア
す
ぎ
て
う
ち
で
も
ユ
キ
ノ
の
装
備
に
し
か
付
い
て
な
い
ん
だ
よ
な

あ

ヒ

ラ

は
パ

テ

の
生
命
線
だ
も
ん
ね

か
お
り

本
当
に
立

に
な

て

 
明
日
奈
も
そ
の
言
葉
に
驚
い
た
の
か

し
わ
が
れ
た
声
で
そ
う
言

た

明
日
奈
は
私
の
お

ち

ん
か

実
は
う
ち
と
し
て
も

回
復
の
エ
ン
チ

ン
ト
の
二
つ
目
が
欲
し
い
ん
だ
よ
ね

ス
ル

さ
れ
た

タ
ン
ク
に
装
備
さ
せ
れ
ば

あ
る
意
味

久
機
関
の
完
成
だ
か
ら
な

あ
あ

そ
う
言
え
ば
確
か
に
そ
う
だ
ね
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回
復
速
度
に
も
よ
る
け
ど
相
手
の
攻
撃
に

え
ら
れ
る
時
間
が
か
な
り

び
る
は
ず
だ
よ
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

 
か
お
り
が
ゲ

ム
会
社
の
社
員
と
し
て
日
々
ち

ん
と
勉
強
し
て
い
る
事
を
確
認
出
来
た
八
幡

は 
素
直
に
そ
の
事
を
嬉
し
く
思

た

し
か
し
ユ
ウ
の
マ
ザ

ズ
ロ
ザ
リ
オ
は
本
当
に
凄
い
よ
な

い
や

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い

て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ユ
ウ
キ
は

高
々
で
あ

た

 
ソ

ド
ス
キ
ル
の
開
発
中
に
八
連
の

で
そ
の
名
前
を
ハ
チ
マ
ン
の
し

な
ど
と
名
付

け
た
事
は

 
ハ
チ
マ
ン
に
は
絶
対
に
言
え
な
い
ユ
ウ
キ
の
秘
密
で
あ
る

実
は
こ
れ
は
ま
だ
発
表
は
さ
れ
て
な
い
情
報
な
ん
だ
が
な

 
次
の
メ
ン
テ
で
複

の
人
間
が
一
つ
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
て
る
よ
う
に
な
る
ら
し
い
ぞ

え

何
そ
れ

協
力
プ
レ
イ

て
奴
だ
な

要
す
る
に
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
で
言
え
ば
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最
初
の
四
連
を
ラ
ン
が
次
の
四
連
を
明
日
奈
が
最
後
の
三
連
を
ユ
ウ
が
放
つ
み
た
い
な
感

じ
ら
し
い
ぞ

あ

そ
う
い
う
事
か

と
は
い
え
そ
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル

て
扱
い
に
な
る
ら
し
い
か
ら

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
と
明
日
奈
で
開
発
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
ん
じ

な
い
か

 
ど
う
や
ら
八
幡
は
次
の
目
標
を
二
人
に
提

し
生
き
る
事
に
張
り
を

え
る
つ
も
り
ら
し

い
そ
れ

て
い
つ
の
メ
ン
テ
で

入

実
は
明
後
日
だ

そ
ん
な
い
き
な
り

事
前
に
予
告
し
て
対

を
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
う
ち
の
流
儀
で
な

と
か
言

て
八
幡
が
こ
こ
で
言

ち

て
る
じ

な
い

ま
あ
今
回
は
特
別
だ
特
別

 
そ
の
特
別
が
自
分
達
の

に
八
幡
の
主
義
を
曲
げ
て
知
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
理
解
し
た

二
人
は
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そ
の
事
で
奮

し

ソ

ド
ス
キ
ル
の
開
発
に
意
欲
を
見
せ
た

明
日
奈

せ

か
く
だ
し
や

て
み
な
い

う
ん

そ
れ
も
楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
ね

で
も
二
日
後
か

そ
れ
ま
で
ど
う
す
る

さ

き
の
話
じ

な
い
け
ど
エ
ン
チ

ン
ト
の
素
材
集
め
を
し
た
い
な

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
総
合
力
も
も

と
上
げ
て
い
か
な
い
と
だ
し
ね

ま
あ
明
日
一
日
潰
せ
れ
ば
す
ぐ
に
メ
ン
テ
な
ん
だ
か
ら

そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
ま
し

う
か

 
男
連
中
の
意
見
を

く
事
な
く

こ
う
し
て
明
日
の
予
定
が
決
定
さ
れ
た

そ
れ
に
し
て
も
ソ

ド
ス
キ
ル
か

そ
れ

て
名
前
を
決
め
る
の
が
大
変
そ
う

お
い
か
お
り

心
配
す
る
の
そ
こ
か
よ

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
八
幡
は

そ
の
素
人
な
り
の
意
見
が
的
を
射
て
い
る
事
を
理
解
し
て
い
た

 
何
せ
八
幡
は

そ
う
い

た
名
前
を
付
け
る
の
が
大
の
苦
手
な
の
で
あ
る

だ

て
ほ
ら

ソ
レ
イ
ア
ル
な
ん
て
名
前
を
付
け
ら
れ
ち

た
ら
困
る
じ

な
い

 
か
お
り
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言

た
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そ
の
い
き
な
り
の
不
意
打
ち
を
受
け

八
幡
は

し

な
さ
そ
う
に
か
お
り
に
謝

た

あ
れ
は
確
か
に

当
す
ぎ
た

悪
か

た
な

別
に
い
い
よ

相
対
性
妄
想

子
よ
り
は
ま
し
だ
し
ね

い
き
な
り
こ

ち
に
飛
び

し
た

ま
あ
そ
れ
も
俺
の
せ
い
な
ん
だ
が
な

ま
あ
で
も
個
性
的
で
い
い
じ

な
い

オ
ン
リ

ワ
ン
だ
よ

ま
あ
確
か
に
シ
ノ
ノ
ン
は
ツ
ン
デ
レ

子

フ
カ
は
肉
食

子
だ
し
ね

そ
れ
は
確
か
に
無
個
性
か
も
だ
け
ど

で
も
そ
ん
な
オ
ン
リ

ワ
ン
は
別
に
嬉
し
く
な
い

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
そ
ん
な
会
話
を
続
け
て
い
る
間
に

ど
う
や
ら
ユ
ウ
キ
に
限
界
が
訪
れ
た
ら
し
い

 
ユ
ウ
キ
は
明
日
奈
の

に

を
乗
せ

う
と
う
と
し
始
め
た

そ
ろ
そ
ろ
い
い
時
間
だ
な

俺
達
は
こ
こ
じ

ら
れ
な
い
し

そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
か

え

も
う

別
に
い
い
だ
ろ

こ
れ
か
ら
何
度
で
も
こ
う
い
う
機
会
は
あ
る
ん
だ

 
そ
れ
こ
そ
俺
達
が
ジ
ジ
バ
バ
に
な
る
ま
で
な
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う

う
ん

そ
う
だ
ね

 
ラ
ン
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
で
そ
の
言
葉
に
同
意
し
た

よ
し

ユ
ウ
は
俺
が
ベ

ド
ま
で
運
ん
で
や
る
か

う
ん

あ
り
が
と
う

た
ま
に
は
二
人
一

に

る
と
い
い
さ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は
ユ
ウ
キ
を
ベ

ド
に
横
た
え

 
リ
ビ
ン
グ
へ

て
く
る
と

ラ
ン
も
そ
の
場
で

て
し
ま

て
い
た

明
日
奈

こ
の

時
間
に
こ
い
つ
も

ち
ま

た
の
か

あ

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い

運
ぶ
か

 
こ
れ
は
明
日
奈
の

な
は
か
ら
い
で
あ
る

 
明
日
奈
は
ラ
ン
も
八
幡
に
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と

た
フ
リ
を
す
る
よ
う
に
お

め
し
た

の
だ

 
ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

は

さ
す
が
に
直
接
そ
ん
な
お
ね
だ
り
は
出
来
な
い
よ
う
で
あ

た
が

 
何
か
を
期
待
す
る
よ
う
に
も
じ
も
じ
し
な
が
ら

て
き
た
八
幡
の
前
に
立

た
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そ
ん
な
二
人
に
八
幡
は

く
ハ
グ
を
し
た
後
に

を

で
て
あ
げ

 
そ
れ
で
二
人
は
嬉
し
そ
う
に
お
や
す
み
な
さ
い
と

を
し
て

自
宅
へ
と

て
い

た

さ
て

明
日
奈
達
は
ど
う
す
る
ん
だ

今
日
は
眠
り
の
森
に

ま
る
の
か

う
ん

し
ば
ら
く
は
そ
う
す
る
つ
も
り

 
社
員
さ
ん
達
は
や
る
事
の
内
容
を
チ

ク
し
て
交
代
シ
フ
ト
を
組
ん
で
た
か
ら

 
も
う
ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
宅
に
帰

た
と
思
う
ん
だ
よ
ね

そ
う
か

み
ん
な
に
も
迷
惑
か
け
ち
ま
う
な

八
幡
君
も
無
理
し
な
い
で
ね

お
う

 
そ
し
て
八
幡
が
落
ち
た
後
に
明
日
奈
達
も
落
ち
た
の
だ
が

 
そ
の
直
後
か
ら
明
日
奈
が
何
か
思
い
悩
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

明
日
奈

ど
う
か
し
た

う

う
ん

さ

き
八
幡
君
が

を
つ
い
た
か
ら
さ

 
ま
あ
私
に
バ
レ
る
の
が
分
か

た
上
で

い
た

だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね

え

い
つ
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私
が
八
幡
君
に

無
理
し
な
い
で
ね

て
言

た
時
か
な

 
き

と
無
理
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
時
が
あ
る

て
考
え
て
る
ん
だ
と
思
う

あ
の
時
か

で
も
こ
の

況
じ

さ
す
が
に
止
め
ら
れ
な
い
よ

だ
ね

せ
め
て
こ

ち
の
事
で
心
配
を
か
け
る
事
が
無
い
よ
う
に

私
達
も
頑
張
ろ
う

 
三
人
は
八
幡
の
事
を
心
配
し
つ
つ
も
そ
う

た

 
そ
の

ア
メ
リ
カ
で
は

ラ
ボ
の

動
の
準
備
が
急
ピ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
た

分

か

た
わ
ね

八
幡
様

一
週
間
ぶ
り
で
す

そ
り

ま
あ
こ
こ
と
比
べ
る
と
な

ふ
ふ

冗
談
よ

 
お
察
し
の
通
り

こ
こ
は

ラ
ボ
の
中
で
あ
り

八
幡
達
は
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
使
用
し

て
い
る

こ

ち
は
ど
ん
な

合
だ
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は
整

た
わ

あ
と
は
ひ
た
す
ら
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ

み
た
い
よ

分
か

た

よ
し

や
る
か

メ
リ
ダ

ク
ロ

ビ
ス

頼
む
ぞ

う
ん

任
せ
て

兄
貴

み
ん
な
は
ど
ん
な
感
じ
だ

た

お
う

一

に
い
た
の
は
ラ
ン

ユ
ウ

ノ
リ

シ
ウ
ネ

と
他
に
三
人
だ
け
な
ん
だ
が

 
ラ
ン
が

の
分
か
ら
な
い
遊
び
を
し
た
い
と
言
い
出
し
て
な

 
こ
う
し
て
二
人
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
事
を
話
し
て
あ
げ
た
り
し
つ
つ
も

 
こ
の
日
か
ら
八
幡
達
は

ト
イ
レ
と
食
事
と
仮
眠
時
以
外
は

ラ
ボ
に
こ
も
る
事
と
な

た
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第
８
５
６
話
 
キ
リ
ト
チ

ム

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ

 
一
方
別
行
動
を
と

た
キ
リ
ト
達
は
無
事
に
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
へ
と
到
着
し

 

守
番
役
の
キ
ズ
メ
ル
が
四
人
を
出
迎
え
て
い
た

や

キ
リ
ト

久
し
ぶ
り
じ

な
い
か

よ

キ
ズ
メ
ル

速
で
悪
い
ん
だ
が
紹
介
し
と
く

 
今
度
ヴ

ル
ハ
ラ
に
入
る
事
に
な

た
サ
ト
ラ
イ
ザ

だ
待
遇
は
副
⻑

て
事
で
一
つ
宜
し

く
頼
む

副
⻑

そ
う
か

了
解
し
た

驚
か
な
い
ん
だ
な

ま
あ
実
力
は
見
れ
ば
分
か
る
し

ハ
チ
マ
ン
が
決
め
た
と
い
う
な
ら
否
や
は
な
い

 
キ
ズ
メ
ル
は
驚

的
な

応
性
を
発

し

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
事
を
素
直
に
受
け
入
れ
た

 
も

と
も
ハ
チ
マ
ン
が
決
め
た
と
い
う
の
が
キ
ズ
メ
ル
の
中
で
は
大
き
い
の
だ
ろ
う

ね

キ
ズ
メ
ル

他
の
み
ん
な
は

 
い
つ
も
な
ら
何
人
か
が
た
む
ろ
し
て
い
る
の
に

今
日
は
誰
も
い
な
か

た
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シ
ノ
ン
が
首
を

げ
な
が
ら
キ
ズ
メ
ル
に
そ
う

ね
た

コ
マ
チ
な
ら
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

に
い
る
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
が
し
ば
ら
く
顔
を
出
せ
な
い
と
言

て
い
た
と
他
の
み
ん
な
に
伝
え
に
来
て
く
れ

て 
そ
の
ま
ま
休

が
て
ら

色
々
な
飲
み
物
に
チ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
よ
う
だ

そ
う
な
の
か

で
も
そ
れ
に
し
て
は
他
の
奴
ら
は
誰
も
い
な
い
ん
だ
な

あ
あ

実
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
方
で

要
塞
防
衛
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
の
が
あ
る
ら
し
く
て

 
皆
そ

ち
に
向
か

た
よ
う
だ

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
で
納
得
し
た
が

キ
リ
ト
や
レ
コ
ン
に
は
何
の
事
か
分
か
ら
な
い

要
塞
防
衛
イ
ベ
ン
ト

何
だ
そ
れ

 
そ
の
質
問
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
横
か
ら
口
を

ん
だ

あ
あ
そ
れ
な
ら
知

て
い
る
よ
世
界
樹

⻯
谷
門

そ
れ
と
も
光
の
空
中
都
市
か
い

確
か
世
界
樹

と
言

て
い
た
な

ね

サ
ト
ラ
イ
ザ

は

⻯
谷
門
と
か
光
の
空
中
都
市
の
場
所
を
知

て
る
の

そ
の
質
問
に
対
す
る
答
え
は
イ
エ
ス
で
あ
り
ノ

だ
ね
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ど
う
や
ら
サ

バ

ご
と
に
場
所
が
違
う
ら
し
く
て
ね

 
日
本
サ

バ

に
お
け
る
正
確
な

置
は
知
ら
な
い
ん
だ

そ
う

ハ
チ
マ
ン
か
ら
そ
う
い
う
の
も
あ
る
ら
し
い

て

い
て
た
か
ら

 
可
能
な
ら
一
度
く
ら
い
は
見
て
み
た
か

た
の
に
残
念

 
シ
ノ
ン
は
本
当
に
残
念
そ
う
に
そ
う
言
い

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
キ
リ
ト
に
要
塞
の
仕
様
と
防
衛
戦
の
事
を
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

第
一
発
見
者
に
な
れ
れ
ば
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
な
仕
様
な
ん
だ
な

キ
リ
ト

ち
な
み
に
世
界
樹
要
塞
を
今

配
し
て
い
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
よ

え

マ
ジ
か
よ

ま

た
く
さ
す
が
と
い
う
か
何
と
い
う
か

ハ
チ
マ
ン

て
冒
険
大
好
き
だ
も
の
ね

ん

そ
う
か

 
キ
リ
ト
の
知
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ハ
チ
マ
ン
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

重

な
所
が
あ

た

 
そ
の
言
葉
と
イ
メ

ジ
が
合
わ
ず

キ
リ
ト
は
首
を

げ
た

こ
の
世
界
は
お
前
が
考
え
て
い
る
よ
り
も
ず

と
ず

と
広
い
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お
前
が
見
た
の
は
世
界
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
だ

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
未
知
の
世
界
を
冒
険
す
る
よ
う
な
も
の
で
お
前
の
知
ら
な
い
物
も
ま
だ

山
あ
る

 
さ
あ

こ
の
広
い
世
界
を
一

に
冒
険
し
よ
う

 
み
た
い
な
事
を

ピ
ト
が
ハ
チ
マ
ン
に
言
わ
れ
た
ら
し
い
わ
よ

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の

つ
ま
み
者
だ

た
ピ
ト
が
変
わ

た
の
は
そ
の

か
ら
ね

な
る
ほ
ど

ハ
チ
マ
ン
は
本
来
は
そ
う
い
う
の
が
好
き
だ

た
ん
だ
な

実
に
冒
険
心
を
く
す
ぐ
る
セ
リ
フ
だ
ね

私
も
そ
れ
で
や
ら
れ
た
口
だ
け
ど
ね

い
や
い
や

シ
ノ
ン
は

純
に
ハ
チ
マ
ン
の
事
が
好

そ

そ
れ
じ

あ
せ

か
く
だ
し

私
達
も
要
塞
防
衛
戦
に
参
加
し
ま
し

う
か

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
先
を
言
わ
せ
ま
い
と
そ
う
言
い

 
他
の
者
達
も
せ

か
く
だ
か
ら
と
そ
の
言
葉
に

同
し
た

そ
れ
じ

あ
コ
マ
チ
も
誘
い
ま
し

う
か

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か
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守
は
私
に
任
せ
て
く
れ

悪
い
な
キ
ズ
メ
ル

こ
こ
を
頼
む
な

 
そ
し
て
四
人
は
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

に
移
動
し

コ
マ
チ
を
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
誘

た

う

ん
も
う
伝
え
る
べ
き
事
は
大
体
の
人
に
伝
え
た
し
こ
こ
で
待

て
る
必
要
は
な
い
か

な 
そ
れ
じ

あ
久
々
に
参
加
し
に
行
き
ま
す
か

そ
う
こ
な
く

ち

 
コ
マ
チ
は
そ
の
頼
み
を

し
た

久
し
ぶ
り
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
が
楽
し
み
な
の
も
あ
る
だ
ろ
う

多
分
敵
は
千
体
だ
と
思
う
ん
で

一
度
う
ち
の

点
に
寄

て
い
き
ま
し

う

十
狼

だ

け
か

せ

か
く
だ
し
俺
も
入
れ
て
も
ら
お
う
か
な

お

い
い
ん
じ

な
い
で
す
か

ち

と
お
兄
ち

ん
に

い
て
み
ま
す
ね

 
コ
マ
チ
は
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
に
メ

ル
を
送

た
が

そ
の
返
事
は
一

で
来
た

返
信

わ
な
い
そ
う
で
す

ハ
チ
マ
ン

て
そ
ん
な
に
メ

ル
が
得
意
だ

た

け
か

む
し
ろ

い
方
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な



 第８５６話 キリトチーム、ＧＧＯへ

 
こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
が

ラ
ボ
に
い
る
せ
い
で
あ
り

今
で
も
ハ
チ
マ
ン
は
メ

ル
を
打
つ
の

が

い
そ
う
か
君
は
ハ
チ
マ
ン
の
妹
さ
ん
な
ん
だ
ね
う
ち
の
妹
と
違

て
お

や
か
そ
う
で

ま

し
い
よ

コ
マ
チ
的
に
は
レ
ヴ

の
あ
の
胸
が

ま
し
い
で
す
け
ど
ね

ん

そ
う
か
い

あ
ん
な
の
た
だ
の

だ
ろ

 
そ
う
い
か
に
も
モ
テ
男
的
な
セ
リ
フ
を
言
う
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
コ
マ
チ
は
諭
す
よ
う
に
こ
う

言

た
そ
の

の
一
グ
ラ
ム
が
女
に
と

て
は
重
要
な
の
で
す

 
コ
マ
チ
は
チ
ラ
リ
と
自
分
の
胸
に
目
を
走
ら
せ
な
が
ら
そ
う
言

た

そ
う
だ

せ

か
く
だ
し
サ
ト
ラ
イ
ザ

さ
ん
も
う
ち
の
ス
コ

ド
ロ
ン
に
入
り
ま
す
か

十
狼
の
活
躍
は
動
画
で
見
た
か
ら
よ
く
知

て
る
よ
せ

か
く
だ
し
そ
う
さ
せ
て
も
ら
お
う

か
な

 
実
は
ス
コ

ド
ロ
ン
に
所
属
す
る
の
は
初
め
て
な
ん
だ

ほ
う
ほ
う

そ
れ
じ

あ
初
体
験
と
い
う

で
す
ね

イ
ヤ

ホ
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コ
マ
チ
は
テ
ン
シ

ン
高
く
そ
う
言
い

レ
コ
ン
に
も
参
加
の
可
否
を

ね
た
が

 
レ
コ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
情
報
収
集
を
一
手
に
担

て
い
る

難
し
い
と
い
う
話
に
な
り

 
結
局
十
狼
は
十
二
狼
で
落
ち
着
く
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
ま
た
お
兄
ち

ん
の
許
可
を
と

て

と

う
わ

返
信

し
か
も
二

通 
物
理
的
に
あ
り
え
な
い
ん
だ
け
ど

確
か
に

い
わ
ね

む
し
ろ
送

た

間
に
返
事
が
返

て
き
た
よ
う
に
見
え
た
な

謎
で
す
ね

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
最
初
の
メ

ル
に
は

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
加
入
の
件
は
も
ち
ろ
ん
オ

ケ

だ 
と
書
か
れ
て
お
り
二
通
目
に
は
十
狼
は
本
日
を
持

て

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
と

名
す
る

 
手
続
き
は
ロ
ザ
リ
ア
あ
た
り
を
こ
き
使

て
や
ら
せ
て
お
い
て
く
れ

と
書
か
れ
て
い
た

 
確
か
に
こ
れ
が
一

以
内
に
連
続
で
返

て
き
た
ら
驚
く
だ
ろ
う
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デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
か

中
々
い
い
セ
ン
ス
じ

な
い
か

お
兄
ち

ん
に
し
て
は
そ
う
か
も

そ
れ
じ

あ

速
コ
ン
バ

ト
す
る
か

そ
う
し
ま
し

う

い
や

ベ
ン
ケ
イ
に
な
る
の
は
久
し
ぶ
り
だ
な

 
五
人
は
キ
ズ
メ
ル
に
別
れ
を
告
げ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
コ
ン
バ

ト
し
た

 
当
然
装
備
は
全
て
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
に

け
て
あ
る

う
わ

久
し
ぶ
り
の
キ
リ
子
ち

ん

キ
リ
子
言
う
な

て
の

そ
の
ア
バ
タ

リ
ア
ル
マ
ネ

で
五
万
く
ら
い
で

れ
る
ら
し
い
わ
よ

マ
ジ
か
よ

く

コ
ン
バ

ト
じ

な
く
新

キ

ラ
に
し
て
お
け
ば

ふ
う
む

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
女
性
に
し
か
見
え
な
い
ね

そ
う
な
の
よ

こ
い
つ
は

そ
れ
を
利
用
し
て
私
の

を
見
よ
う
と
企
ん
で
い
た
か
ら
ね

話
を

る
な

罪
だ

 
シ
ノ
ン
は

速
キ
リ
ト
を
い
じ
り

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
楽
し
そ
う
に
そ
れ
を
見
て
い
た

レ
コ
ン
君
は
大
人

い
キ

ラ
に
な

た
ね
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ど
れ
ど
れ

 
コ
マ
チ
こ
と
ベ
ン
ケ
イ
に
そ
う
言
わ
れ
た
レ
コ
ン
は
ビ
ル
の
窓
に
自
分
の

を
映
し
て
み
た

あ
あ

で
も
今
は
リ
ア
ル
で
こ
れ
く
ら
い
の
身
⻑
に
は
な

て
る
か
ら
違
和
感
無
い
か
も

え

そ
う
な
の

高
校
に
入

て
か
ら
一
気
に

び
た
ん
だ
よ
ね

今
ど
れ
く
ら
い

七
十
六
く
ら
い
か
な

う
わ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ

ラ
が
小
さ
め
だ
か
ら

違
和
感
あ
り
ま
く
る

あ
は
は
は
は

多
分
そ
う
い
う
人

結

い
る
と
思
う
よ

あ
あ

そ
う
い
え
ば
リ

フ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
じ

大
き
い
の
に
リ
ア
ル
だ
と
小
さ
い
よ
ね

う
ん

確
か
に
そ
う
だ
ね

仲
は
少
し
は
進
展
し
た
の

い
や

ま
あ
そ
れ
な
り
か
な

そ

か

頑
張

て
ね

う
ん

あ
り
が
と
う
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そ
ん
な
の
ん
び
り
し
た
会
話
を
し
つ
つ

一
同
は

馬
山
へ
と
足
を

み
入
れ
た

へ

こ
こ
が
十
狼
の

点
な
の
か

キ
リ
ト
も
ま
あ

こ
こ
は
初
め
て
み
た
い
な
も
の
よ
ね

前
来
た
時
は

し
か

た
か
ら
な

ま
あ
と
り
あ
え
ず
武
器
と
足
を
調
達
し
て
直
ぐ
に
現
地
に
向
か
い
ま
し

う

 
シ
ノ
ン
と
ベ
ン
ケ
イ
は

そ
う
言

て
武
器

へ
と
向
か
い

色
々
と
持
ち
出
し
て
き
た

キ
リ
ト
は
エ
リ

シ
デ

タ
は
持

て
る
わ
よ
ね

お
う

銃
も
あ
る
か
ら
い
ら
な
い
ぞ

ど
う
せ
撃

て
も
当
た
ら
な
い
し
な

サ
ト
ラ
イ
ザ

に
は
こ
れ

シ

ナ
の
ア
ハ
ト

を

り
ち

い
ま
し

う

あ
り
が
と
う

そ
う
い
え
ば

サ

バ

か
ら
こ

ち
に
移
動
し
て
き
た
時
に

 
武
器
も
装
備
も
お
金
も
全
部
あ

ち
に
置
い
て
き
て
し
ま

た
か
ら
助
か
る
よ

あ

ち
に
遊
び
に
い
く
可
能
性
も
あ
る
ん
だ
か
ら
そ
れ
で
い
い
ん
じ

な
い

 
と
り
あ
え
ず
こ
れ

使
い
方
は
分
か
る

確
か
二
本
に
分
か
れ
る
ん
だ

た
ね

そ
う
そ
う

そ
れ
で
ね
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シ
ノ
ン
に
ア
ハ
ト

の
様
々
な
機
能
を
説
明
し
て
も
ら

た
サ
ト
ラ
イ
ザ

は

 
ま
る
で
新
し
い
お
も
ち

を
手
に
入
れ
た
子

の
よ
う
に
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
た

こ
こ
な
ら

界
も
ち

ん
と
確
保
さ
れ
て
い
る
し

こ
れ
な
ら
暴
れ
ら
れ
そ
う
だ

界
が
ど
う
か
し
た
の
か

僕
が
日
本
に
行
く
事
に
な

た
の
は
片
目
を
失

た
か
ら
な
ん
だ

 
で
も
こ
こ
な
ら
ち

ん
と
両
目
で
の

界
が
確
保
さ
れ
て
い
る

実
に
あ
り
が
た
い
ね

そ
う
い
う
事
だ

た
の
か

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は

い
調
子
で
言

が

そ
れ
は
と
て
も
重
い
発
言
で
あ

た

そ
れ
じ

あ

兵
は

業
か

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

こ
れ
か
ら
は
日
本
に
骨
を

め
る
つ
も
り
で
楽
し
く

ら
す
さ

歓
迎
す
る

今
度
ど
こ
か
に
一

に
遊
び
に
行
こ
う

そ
れ
は
楽
し
み
だ
ね

 
そ
し
て
レ
コ
ン
に
は
シ
ズ
カ
の
夜

と
Ｐ
９
０
が
貸
し
出
さ
れ
る
事
と
な

た

 
と
い
う
か
ベ
ン
ケ
イ
が
勝
手
に
持
ち
出
せ
る
の
は
そ
の
二
人
の
装
備
だ
け
な
の
で
あ
る

レ
コ
ン
君

銃
の
撃
ち
方
は
分
か
る
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う

ん

込
め
の
や
り
方
と
安
全
装
置
の
外
し
方
だ
け
教
え
て
も
ら
え
ば
大
丈
夫
だ
と
思

う
オ

ケ

そ
れ
じ

あ
説
明
す
る
ね

 
ベ
ン
ケ
イ
は
慣
れ
た
手
付
き
で
レ
コ
ン
に
レ
ク
チ

を
し
そ
し
て
五
人
は
ガ
レ

ジ
へ
と

向
か

た

ほ
う

こ
れ
は
立

な
ハ
ン
ヴ

だ
ね

そ
れ
じ

あ
ブ
ラ

ク
で
行
き
ま
し

う
か

運
転
は
当
然
私

そ
れ
じ

あ
私
が
運
転
す
る
ね

 
シ
ノ
ン
が
ブ
ラ

ク
を
運
転
し
よ
う
と
し
た
が

そ
れ
を
ベ
ン
ケ
イ
が
必
死
に

て
そ
う

言

た

 
初
め
て
世
界
樹
要
塞
に
訪
れ
た
時
に
発
覚
し
た
の
だ
が

シ
ノ
ン
は
ス
ピ

ド
狂
で
あ
り

 

え
後
部
座

に
乗

た
と
し
て
も

と
て
も
怖
い
か
ら
で
あ
る

い
や

で
も
私
が

シ
ノ
ン
は
ほ
ら

の
上
で
狙
撃
を
す
る
可
能
性
も
あ
る
じ

な
い

た

確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど
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そ
れ
じ

あ
み
ん
な

乗

て
乗

て

さ
あ

レ

ツ
ゴ

 
ベ
ン
ケ
イ
が
み
ん
な
の
背
中
を
押
し
な
が
ら
そ
う
言
い
五
人
は
世
界
樹
要
塞
へ
と
向
か

た

 
勝
手
知

た
る
何
と
や
ら

何
度
も
通

た
道
だ
と
い
う
事
も
あ
り

 
ベ
ン
ケ
イ
の
運
転
は
実
に
ス
ム

ズ
で
あ
り
三
十
分
も
す
る
と
遠
く
に
巨
大
な
木
が
見
え

て
き
た

ち

と
様
子
を
見
て
み
ま
す
ね

 
こ
こ
で

候

性
を
発

し
た
レ
コ
ン
が
そ
う
言
い

ル

フ
を
開
け
て
上
に

り

 

を

い
た
か
と
思
う
と

す
ぐ
に
下
に
顔
を
出
し
た

ご
め
ん
シ
ノ
ン

ち

と
上
に
来
て
も
ら

て
い
い

何
か
あ

た
の

僕
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
初
め
て
だ
か
ら
判
断
し

ら
い
ん
だ
け
ど
何
か
ピ
ン
チ
に
見
え
る
ん
だ
よ
ね

待

て

今
行
く
わ

 
シ
ノ
ン
は
素

く
上
に
移
動
し

レ
コ
ン
か
ら

さ
れ
た

を

き
こ
ん
だ

あ

本
当
だ

ま
ず
い
わ
ね

も
う
陥
落

前

て
感
じ
か
も

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
を

い
た

間
に

ベ
ン
ケ
イ
は
ア
ク
セ
ル
を
思
い

き
り

み
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ハ
ン
ヴ

・
ブ
ラ

ク
は
凄
ま
じ
い
速
度
で
世
界
樹
要
塞
へ
と
近
付
い
て
い

た

 
シ
ノ
ン
が
ス
ピ

ド
狂
だ
と
発
覚
し
た
の
は
第
３
２
０
話
で
し
た
ね
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第
８
５
７
話
 
集
結

歴
代
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者

 
こ
こ
で
時
間
は
少
し

る

ま
あ
い
つ
も
の
事
な
の
だ
が

 
今
日
も
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

達
は

 
特
に
理
由
は
な
く
と
も
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
に
だ
ら
だ
ら
と
集
ま

て
い
た

 
ち
な
み
に
今
日
こ
の
場
に
い
る
の
は

た
ま
た
ま
で
は
あ
る
が

レ
ン

フ
カ
次
郎

闇
風

薄
塩
た
ら
こ

 
ゼ
ク
シ

ド

ユ

コ

ハ
ル
カ
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
の
み
で
あ

た

そ
し
て
コ
マ
チ
参
上

 
コ
マ
チ
が
そ
う
言
い
な
が
ら

ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
の
ド
ア
を
開
け
た

そ
し
て
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
け
ど

コ
マ
チ

う

す

 
そ
う
返
事
を
し
た
の
は
闇
風
で
あ
る

コ
マ
チ
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

 
そ
し
て
レ
ン
が
コ
マ
チ
に
元
気
一

な

を
し
て
き
た

レ
ン
ち

ん
イ

イ
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イ

イ

 
コ
マ
チ
は
そ
ん
な
レ
ン
に
手
を
か
ざ
し

二
人
は
拳
と
拳
を
合
わ
せ
た

 
さ
す
が
は
コ
マ
チ
と
い
う
べ
き
か

そ
の
社
交
力
は
半

な
い

や

コ
マ
チ

ハ
チ
マ
ン
は
元
気
か
い

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
が
コ
マ
チ
に
そ
う

ね
て
き
た

夢
の
中
の
出
来
事
だ
と
思
わ
さ
れ
て
は

い
る
が

 
何
と
な
く
ハ
チ
マ
ン
に
助
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
ゼ
ク
シ

ド
は

 
あ
の
一
件
以
来

す

か
り
ハ
チ
マ
ン

ま
あ
正
確
に
は
シ

ナ
だ
が

 
シ

ナ
の
シ
ン
パ
に
な

て
い
る

は

め
て
い
た
事
を
思
え
ば
何
と
も
変
わ

た
も
の
で

あ
るあ

そ
れ
な
ん
で
す
け
ど

今
日
コ
マ
チ
は

 
お
兄
ち

ん
と
ク
リ
シ

ナ
さ
ん
と
セ
ラ
フ

ム
さ
ん
が
お
仕
事
で
ア
メ
リ
カ
に
行

て
る
の

で 
し
ば
ら
く
こ

ち
に
は
来
れ
ま
せ
ん

て
伝
え
に
来
ま
し
た

え

ま
た
ア
メ
リ
カ
に
行

て
る
の
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お
い
お
い

ま
た
飛
行
機
が
落
ち
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
な

あ

そ
れ
は
大
丈
夫
み
た
い
で
す

敵
対
し
て
い
た
組

は
潰
し
た
ら
し
い
ん
で

 
コ
マ
チ
の
そ
の
言
葉
に
一
同
は
ポ
カ
ン
と
な

た

い
や

さ
す
が
と
い
う
か
何
と
い
う
か

そ
の
う
ち
世
界
の

配
者
に
な

ち

う
ん
じ

な
い

い
や

そ
れ
は
さ
す
が
に

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

コ
マ
チ
は
そ
の
言
葉
が
フ
ラ
グ
に
な
ら
な
い
事
を
切
に

た

 
世
界
の

配
者
の
妹
に
な
ん
か
な

た
日
に
は
命
が
い
く
つ
あ

て
も
足
り
な
い
気
が
し
た

か
ら
だ

で
も
ま
あ
今
も
ま
だ
ト
ラ
フ

ク
ス
の
新
し
い
寄
港
先
が

入
さ
れ
て
な
い

だ
し

 
し
ば
ら
く
だ
ら
だ
ら
と
交
流
を
深
め
ま
す
か
ね

 
そ
の
時
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
に

シ

リ

が
駆
け
込
ん
で
き
た

お

シ

リ

じ

ね
え
か

て
て
ど
う
し
た

み
ん
な

い
て

も
う
す
ぐ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
要
塞
防
衛
戦
が
始
ま
り
そ
う
だ

て

 
フ
ロ

リ
ア
さ
ん
か
ら
連

が
あ

た
わ
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シ

リ

は

も
そ
こ
そ
こ
に
そ
う
大
声
で
言
い

一
同
は
色
め
き
た

た

お

マ
ジ
か

こ
れ
は
行
か
な
い
と
だ
な

だ
ら
だ
ら
し
て
い
る
暇
が
無
く
な

ち

た
ね

キ
ズ
メ
ル
さ
ん

そ
う
い
う

な
ん
で
ち

と
行

て
き
ま
す
ね

あ
あ

活
躍
出
来
る
よ
う
に

て
い
る
よ

レ
ン

コ
マ
チ
は
ど
う
す
る

う

ん
一
応
他
の
人
に
も
色
々
と
事
情
を
説
明
し
た
い
ん
で
コ
マ
チ
は
も
う
少
し
こ
こ
に

い
る
か
な

オ

ケ

気
が
向
い
た
ら
来
て
ね

う
ん

 
こ
う
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は
要
塞
防
衛
戦
に
出
撃
し
て
い

た

 
そ
れ
か
ら
何
人
か
が
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
を
訪
れ

 
コ
マ
チ
は
そ
の
度
に
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
伝
言
を
伝
え
て
い
き

 
人
の
足
が
絶
え
た
と
こ
ろ
で
コ
マ
チ
は
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

に
移
動
し

 
の
ん
び
り
と
休

す
る
事
に
し
た

そ
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は

戦
力
集
め
に

走
し
て
い
た
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今
集
め
ら
れ
る
戦
力
は
大
体
集
ま

た
な

闇
風
よ

誘

て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

い
や

こ

ち
も
人
手
が
い
る
か
ら
逆
に
助
か

た

ダ
イ
ン

今
日
は
シ

ナ
さ
ん
は
い
な
い
ん
だ

残
念
だ
な

あ
ん
た
達

そ
う
い
う
時
に
頑
張

て
こ
そ
女
は

く
ん
だ
よ

お

か
さ
ん

分
か

て
ま
す

て

あ
ん
た
達

今
日
は
モ
ブ
が
相
手
な
ん
だ
か
ら
本
領
が
発

出
来
る
わ
よ

 
Ｋ
Ｋ

Ｃ
こ
こ
に
あ
り

て
所
を
見
せ
て
や
り
ま
し

う

ボ
ス
大
会
が
終
わ

て
久
々
に
ロ
グ
イ
ン
出
来
た
と
思

た
ら
要
塞
防
衛
戦
と
か
ラ

キ

だ
ねあ

あ

Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
活
動
再
開
一
発
目
は

手
に
や

て
や
ろ
う

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
八
人
が
集
め
ら
れ
た
戦
力
は

 
ダ
イ
ン
達
が
十
名

女
連
が
十
名
Ｋ
Ｋ

Ｃ
が
四
名
の
Ｓ

Ｎ
Ｃ
が
六
名
で
あ

た

 
総
勢
三
十
八
名
で
あ
り

戦
力
と
し
て
は
そ
れ
な
り
の

模
に

ぶ

ま
あ
向
こ
う
に
も
結

人
が
い
る
だ
ろ
う
し
大
丈
夫
か
ね
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合
計
七

八
十
人
く
ら
い
に
な
れ
ば
ま
あ
い
け
る
だ
ろ
う
ね

 
そ
し
て
一
同
は
バ
ス
を
チ

タ

し

世
界
樹
要
塞
へ
と
向
か

た

 
だ
が
到
着
直
後
に
計
算
違
い
が
発
覚
し
た

マ
ジ
か

フ
ロ

リ
ア

こ

ち
の
戦
力
は
た

た
こ
れ
だ
け
か

今
こ
こ
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

は

全
部
で
十
人

に
な
り
ま
す

て
事
は
敵
は
千
体

に
な
る
の
か

も
う
少
し
前
で
し
た
ら
三
十
人

模
の
ス
コ

ド
ロ
ン
が

在
し
て
い
た
の
で
す
が

 
一
時
間
く
ら
い
前
に
狩
り
場
に
向
か

て
し
ま
わ
れ
ま
し
た

ま
あ
無
い
も
の
強

り
を
し
て
も
仕
方
が
な
い

こ
の
人

で
何
と
か
頑
張
ろ
う

 
そ
し
て
防
衛
戦
が
開
始
さ
れ

一
同
は
本
気
で
頑
張

た
が

 
戦
力
が
足
り
な
い
上
に
十
狼
が
誰
も
い
な
い

戦
況
は
徐
々
に
悪
く
な

て
い

た

ま
ず
い
な

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
正
門
前
に
戦
力
を
集
中
さ
せ
よ
う
他
の
場
所
は
要
塞
の
防
御
力
に
任
せ
る
し
か

な
い
が

 
ま
あ
そ
う
簡

に
破
ら
れ
は
し
な
い
と
思
う
か
ら
ね

そ
れ
よ
り
も
正
門
が
破
ら
れ
る
事
の
方
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が
怖
い
か
な

確
か
に
な

み
ん
な

と
り
あ
え
ず
正
門
前
の
敵
を
何
と
か

ら
す
ぞ

 
そ
の
時
レ
ン
が

決
死
の
覚
悟
で
闇
風
に
こ
う
言

て
き
た

師
匠

私

か
く
乱
の

に
下
に
行
く
よ

か
く
乱
か

 
闇
風
は
そ
う
言

て
ゼ
ク
シ

ド
を
チ
ラ
見
し

ゼ
ク
シ

ド
が

い
た

レ
ン
に
こ
う

言

た
よ
し

俺
も
一

に
行
く
ぞ

ゼ
ク
シ

ド

指

は
お
前
に
任
せ
る

俺
も
行
こ
う
か

 
横
か
ら
そ
う
言

て
き
た
の
は
薄
塩
た
ら
こ
で
あ
る

い
や

お
前
は
俺
達
ほ
ど
足
が

く
な
い
か
ら
上
で
援
護
し
て
く
れ

 
分
か

た

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

し

な
さ
そ
う
に
闇
風
と
レ
ン
に
言

た

危
険
な
役
目
を
押
し
付
け
て
し
ま

て
す
ま
な
い

 
出
来
る
だ
け
敵
の
注
意
を
要
塞
か
ら

ら
し
て
く
れ
る
と
助
か
る
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オ

ケ

オ

ケ

こ
う
い
う
危
機
的

況
で
死
地
に
向
か
う
の
は

い
じ

な
い

よ
し

行
こ
う
師
匠

フ
カ

援
護
し
て

オ

ケ

俺
の

太
と

子
に
任
せ
な

 
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
グ
レ
ネ

ド
の
使
用
は
禁
止
だ
か
ら

砲
で
援
護
す
る

ご
め
ん

や

ぱ
り
い
い
や

え
え
え
え
え

そ
り

無
い

親
友

 
フ
カ
次
郎
は
通
常
の
銃
で
の
射
撃
の
命
中

が
恐
ろ
し
く

い

 
レ
ン
は
自
ら
の
身
を
守
る

に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
二
人
は
ロ

プ
を
伝

て
下
に
下
り

銃
を
乱
射
し
な
が
ら
敵
の
中
を
駆
け
回

た

 
そ
れ
は
一
定
の

果
を
上
げ
た
が

や
は
り
多
勢
に
無
勢
で
あ
り

 
レ
ン
と
闇
風
は
徐
々
に
追
い
詰
め
ら
れ
今
ま
さ
に
敵
の
包
囲
下
に
置
か
れ
よ
う
と
し
て
い
た

あ
あ

囲
ま
れ
ち

た

師
匠

ど
こ
か
に
攻
撃
を
集
中
さ
せ
て
一
点
突
破
し
よ
う

あ
あ
そ
れ
し
か
な
い
な
最
悪
敵
の
攻
撃
を
避
け
な
が
ら
強
引
に
敵
の
真

中
を

り

抜
け
よ
う
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そ
う
す
る
と
一
番
敵
の
包
囲
が
薄
そ
う
な
の
は

あ

レ
ン

危
な
い

 
突
然
上
か
ら
フ
カ
次
郎
の
そ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

 
二
人
が
会
話
を
し
て
い
た

を
突
い
て

一
体
の
ゴ
リ
ラ
タ
イ
プ
の
モ
ブ
が

 
レ
ン
目

け
て
そ
の
太
い

を

り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
だ
が
レ
ン
は
そ
の
攻
撃
を

速
度
任
せ
で
強
引
に
回
避
し
た

危
な

援
護
射
撃
だ

急
げ

 
ゼ
ク
シ

ド
の
指

に
よ

て
今
ま
さ
に
レ
ン
を
囲
も
う
と
し
て
い
た
モ
ブ
は
駆

さ
れ
た

 
だ
が
敵
は
ど
ん
ど
ん
こ
ち
ら
に
殺
到
し
て
お
り

 
レ
ン
と
闇
風
が
走
れ
る
よ
う
な
ス
ペ

ス
も
無
く
な
り
つ
つ
あ

た

く
そ

レ
ン

一
度
上
に

退
だ

分
か

た

幕
を
張

て
敵
が
あ
る

度

た
ら
再
突
撃
だ
ね

よ
く
分
か

て
る
じ

ね
え
か

と
り
あ
え
ず
ロ

プ
を
上
る
ぞ

了
解
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だ
が
そ
の
時
レ
ン
は
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た

滅
多
に
使

て
は
こ
な
い
が

 
敵
の
遠

離
攻
撃
が
ロ

プ
を
上

て
い
る
最
中
の
レ
ン
の
背
中
に
ヒ

ト
し
た
の
で
あ
る

 
そ
れ
は
太
古
か
ら
戦
争
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
き
た
攻
撃

投
石
で
あ
る

う
ぐ

レ
ン

レ
ン

 
そ
し
て
地
面
に
落
下
し
た
レ
ン
に
二
体
の
ゴ
リ
ラ
モ
ブ
が
殺
到
し

 
レ
ン
を
叩
き
潰
そ
う
と
そ
の

を

り
上
げ
た

 
闇
風
は
レ
ン
を
助
け
よ
う
と
下
に
飛
び
降
り
よ
う
と
し
た
が
と
て
も
で
は
な
い
が
間
に
合
わ

な
いく

そ
お

み
ん
な

ご
め
ん

 
レ
ン
は
死
を
覚
悟
し
て
そ
う

い
た
が

そ
ん
な
レ
ン
の
目
の
前
で

 
そ
の
二
体
の
ゴ
リ
ラ
モ
ブ
の

が
大
口

の
銃

に
よ

て

ま
と
め
て
破

し
た

う
わ
あ

び

く
り
し
た

 
そ
の
お
か
げ
で
闇
風
の
フ

ロ

が
何
と
か
間
に
合

た

 
闇
風
は
敵
の
後
続
と
レ
ン
と
の
間
に
入
り

カ
ゲ
ミ
ツ

光
石

を
抜
き



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
片

か
ら
敵
を

り
ま
く

た

そ
の
直
後
に
再
び
モ
ブ
の

が

飛
び

 
レ
ン
は
遠
く
か
ら
近
付
い
て
く
る
土
煙
を
見
て
歓
声
を
上
げ
た

今
の
は
シ

ナ

う
う
ん

シ

ナ
は
今
ア
メ
リ
カ
だ
か
ら

シ
ノ
ン
だ

 
み
ん
な

援
軍
が
来
て
く
れ
た
よ

お
お

あ
の
黒
い

体
は
ブ
ラ

ク
か

 
そ
し
て
土
煙
の
中
か
ら
漆
黒
の

体
が
顔
を

か
せ

 
そ
の
ま
ま
凄
ま
じ
い
勢
い
で
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た
か
と
思
う
と

 
ブ
ラ

ク
は
レ
ン
と
闇
風
を
避
け
る

道
で
ぐ
る
り
と
回
り
つ
つ

門
の
前
で
急

止
し
た

シ
ノ
ン

あ
り
が
と
う

レ
ン

危
な
か

た
わ
ね

 
シ
ノ
ン
は
レ
ン
に
向
け
て
ニ
ヤ
リ
と
す
る
と

上
に
い
る
ゼ
ク
シ

ド
に
こ
う
叫
ん
だ

ゼ
ク
シ

ド
重
い

あ

と
銃
が
重
い
か
ら
上
る
の
が
大
変
上
か
ら
私
を
引
き
上

げ
て

え
て
銃
が

と
付
け
な
く
て
も

体
重
の
事
だ
な
ん
て
思
わ
な
い
よ
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む
 
そ
ん
な
冗
談
を
言
い
な
が
ら
ゼ
ク
シ

ド
は
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
と
共
に
ロ

プ
を
引

張
り

 
ヘ
カ

ト

ご
と
シ
ノ
ン
を
上
に
引

張
り
上
げ
た

今
の
働
き
に
免
じ
て

さ

き
の
言
葉
は
不
問
に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
わ

へ
い
へ
い

そ
り

ど
う
も

さ
あ

こ
こ
か
ら
が
反
撃
よ

シ
ノ
ン

正
直
助
か

た
よ

こ
こ
で
負
け
て
た
ら
シ

ナ
に

し

な
い
か
ら
ね

 
さ
て

ま
だ
ま
だ
不
利
な
の
に
変
わ
り
は
な
い
が

も
う
ひ
と
頑
張
り
す
る
と
し
よ
う
か

あ
ら

も
う
何
も
心
配
は
い
ら
な
い
わ
よ

今
日
は
驚
き
の
援
軍
が
来
て
る
か
ら
ね

驚
き
の

一
体
誰
が

え

 
そ
う
言
い
な
が
ら
下
を
見
た
ゼ
ク
シ

ド
は

思
わ
ず
息
を

ん
だ

 
下
で
は
い
つ
の
間
に
か

レ
ン
を
守
る
よ
う
に
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
剣
を
抜
い
て
お
り

 
そ
の
中
の
一
人
の

に
ゼ
ク
シ

ド
の

は

付
け
に
な

た
の
で
あ
る

あ

あ
れ
は
ま
さ
か

キ
リ
ト
君
以
外
の
二
人
は
知
ら
な
い
人
だ
け
ど

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

知
り
合
い
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そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
に
ユ

コ
が
そ
う
問
い
か
け
て
き
た

あ

黒
い

の
方
は
レ
コ
ン
君
よ

あ
あ

レ
コ
ン
君
だ

た
ん
だ

や

ほ

キ
リ
ト
君
も
助
け
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
説
明
を
受
け

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
二
人
に
手
を

り

 
キ
リ
ト
と
レ
コ
ン
は

く
剣
を

て
そ
れ
に
答
え
た

そ
し
て
あ
の
金

の
プ
レ
イ
ヤ

の
事
は

ゼ
ク
シ

ド
な
ら
よ
く
知

て
る
わ
よ
ね

あ
あ

忘
れ
る
も
の
か

ど
う
し
て
彼
が
こ
こ
に

今
度
日
本
に
引

越
し
て
く
る
事
に
な

た
の
よ

シ

ナ
の
関
係
で
ね

本
当
か
い

い
や

シ

ナ
な
ら

り
得
る
の
か

 
そ
ん
な
よ
く
分
か
ら
な
い
会
話
を
し
て
い
る
二
人
に
ハ
ル
カ
が
首
を

げ
な
が
ら
再
び
質
問

し
たあ

の

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ
の
方
は

 
ハ
ル
カ
が
思
わ
ず
あ
の
方
と
表
現
し
て
し
ま

た
の
は

 
ゼ
ク
シ

ド
の
口
調
か
ら

何
と
な
く
敬
意
の

た

き
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
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あ
あ
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
知
ら
な
い
よ
ね
あ
れ
は
第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
無
敵
の
強
さ
を

り

 
シ

ナ
以
外
を
相
手
す
る
時
に
は
銃
す
ら
使
わ
な
か

た

歴
代
最
強
と
名
高
い
優
勝
者

 
そ
の
名
も
サ
ト
ラ
イ
ザ

さ

あ
あ

前
に
動
画
で
見
た
か
も

確
か
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
も
あ
の
人
と
戦

て

動
画
で
見
た
の
か
い

な
ら
知

て
る
よ
ね

 
あ
の
大
会
で
あ
い
つ
に
倒
さ
れ
な
か

た
の
は
僕
だ
け
な
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
は
僕
が
シ

ナ
に
倒
さ
れ
た
か
ら
な
ん
だ
よ
ね

あ
は
は
は
は
は

 
ゼ
ク
シ

ド
は

そ
う
に
そ
う
笑
い

全
軍
に
向
け
て
こ
う
言

た

さ
あ
み
ん
な
こ
こ
に
歴
代
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
優
勝
者
が
全
員
揃

た
こ
こ
か
ら
反
撃
開
始
だ
よ

お

お
い

今
全
員

て
言

た
よ
な

て
事
は
あ
の
援
軍

キ
リ
ト
に
シ
ノ
ン

そ
し
て

ま
さ
か
サ
ト
ラ
イ
ザ

サ
ト
ラ
イ
ザ

だ
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お
お
お
お
お

ま
さ
か
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
味
方
し
て
く
れ
る
な
ん
て

 
そ
の
声
を
下
で

い
た
キ
リ
ト
は

か
ら
か
う
よ
う
な
口
調
で
こ
う
言

た

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
凄
い
人
気
な
ん
だ
な

な

に

物
珍
し
さ

て
奴
だ
ろ
う
さ

す
る
な

て

さ
て

そ
れ
じ

あ
一
丁
や

て
や
る
と
し
よ
う
か

あ
あ

全
て
は
仲
間
の

に

レ
ン
ち

ん
闇
風
さ
ん
僕
達
が
敵
に

り
こ
む
か
ら
落
ち
着
い
た
ら
援
護
し
て
下
さ
い

お

お
う

分
か

た

な

レ
コ
ン

あ
い
つ
は
マ
ジ
で
あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

な
ん
だ
よ
な

は
い

そ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

さ
ん
で
す

そ
う
か

よ
し
レ
ン

今
の
う
ち
に

を
リ
ロ

ド
し
て
俺
達
も
突
撃
だ

 
あ
い
つ
ら
の
戦
い
ぶ
り
を
絶
対
に
見
逃
す
な
よ

う

う
ん

分
か

た
よ
師
匠

 
こ
う
し
て
心
強
い
援
軍
を
得
て

守
備

の
反
撃
が
開
始
さ
れ
る
事
と
な

た
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第
８
５
８
話
 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
総
突
撃

 
お
い
あ
れ

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
持

て
る
あ
の
漆
黒
の
剣

 
あ
れ
は
シ

ナ
の
ア
ハ
ト

じ

な
い
の
か

 
誰
か
が
そ
う
言
い
出
し

そ
の
せ
い
で

囲
に
ど
よ
め
き
が
広
が

て
い

た

え

シ

ナ
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

て
敵
同
士
じ

な
い
の
か

馬

野
郎

強
敵
と
書
い
て
友
と

む

て
奴
に
決
ま

て
る
だ
ろ

も
う
一
人
が
持

て
る
の
は
シ
ズ
カ
の
夜

だ

あ
い
つ
さ

き

レ
コ
ン

て
呼
ば
れ
て
た
よ
な

レ
コ
ン
に
シ
ノ
ン
に
キ
リ
ト

俺

そ
の
メ
ン
バ

に
凄
く

き
覚
え
が
あ
る
ん
だ
が

奇
遇
だ
な

俺
も
だ

ま
あ
み
ん
な
薄
々
分
か

て
た
け
ど
な

十
狼
が
実
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ

て
か

や

ぱ
り
そ
う
い
う
事
な
ん
だ
な
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今
や
要
塞
防
衛
戦
に
参
加
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

達
の
士
気
は
最
高
に
高
ま

て
い
た

 
そ
の
会
話
を

き
な
が
ら
も

に
キ
リ
ト
達
が
動
き
出
し
た

ま
あ
普
通
バ
レ
る
よ
な
こ
う
な

た
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
の
名
前
も
存
分
に
活
用
す
る
と
す
る
か

そ
う
し
よ
う

士
気
が
高
け
れ
ば
大

の
事
は
何
と
か
な
る
か
ら
ね

そ
う
で
す
ね

い
い
と
思
い
ま
す

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

り
一

に

く
大
音
声
を
発
し
た

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
副
⻑

剣
王
キ
リ
ト

参
る

お
お
お
お
お

 
キ
リ
ト
が
そ
う
名
乗

た

間
に
大
歓
声
が
上
が

た

剣
王

や

ぱ
り
剣
王
だ

そ
り

も
全
部

ち
ま
う

だ
よ

 
続
い
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
レ
コ
ン
も
そ
れ
に

た

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
副
⻑

サ
ト
ラ
イ
ザ

だ

今
後
と
も
宜
し
く

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

士

レ
コ
ン

行
き
ま
す

え
え
え
え
え
え
え
え
え
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こ
の
驚
き
は

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
名
乗
り
に
対
す
る
も
の
で
あ

た

お
い

い
た
か

ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑

て
言

て
た
よ
な

マ
ジ
か
よ

あ
い
つ
ら
ど
ん
だ
け
強
く
な
る
ん
だ

 
そ
う

き
合
う
プ
レ
イ
ヤ

達
に

シ
ノ
ン
が
得
意
げ
な
表
情
で
言

た

あ
ん
た
達
は
運
が
い
い
わ
ね
う
ち
に
新
し
い
副
⻑
が
加
わ

た
事
は
一
部
の
人
に
知
ら
れ
て

い
る
け
ど

 
そ
れ
が
サ
ト
ラ
イ
ザ

だ

て
事
は

ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
ト

プ
シ

ク
レ

ト
よ

 
せ

か
く
歴

の
生
き
証
人
に
な
れ
た
ん
だ
か
ら

こ
の
事
を
頑
張

て

散
し
な
さ
い

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
に
キ
リ
ト
は

を

め
た

や
れ
や
れ

あ
い
つ
は
意
外
と
宣
伝
上
手
だ
な

ま
あ
い
い
じ

な
い
か

り
上
が

て
る
み
た
い
だ
し

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
行
く
か

了
解

 
そ
し
て
三
人
は
敵
に
突
撃
を
開
始
し
た
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三
人
が
三
人
と
も
剣
を

る

て
い
る
の
が
実
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ら
し
く
な
い
が

 
そ
の
三
人
の
剣
技
の

え
は
凄
ま
じ
く

ま
た
た
く
間
に
正
門
近
く
の
敵
が
一

さ
れ
た

く

さ
す
が
に
剣
の
扱
い
に
慣
れ
て
や
が
る

に
わ
か
の
俺
と
は
違
う
な

師
匠

あ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

て
人

わ
ざ
と
剣
を

く
調
整
し
て
ま
す
ね

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
元
々

剣
使
い
だ
か
ら
な
ど
う
だ
レ
ン
本
物
の

剣
術
を
見
た
感
想
は

凄
い
で
す

 
レ
ン
は
そ
う
言

て
ぶ
る
り
と
体
を

わ
せ
た

レ
ン
は
も
う
俺
と
同
じ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
で
ラ
ン
＆
ガ
ン
を
使
え
る
か
ら
な

 
後
は
色
々
な
奴
の
動
き
を
見
て
自
分
に
必
要
だ
と
思

た
も
の
は

欲
に
取
り
入
れ
て
い
く

ん
だ
ぞ

う
ん

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
俺
達
も
行
く
ぞ

基
本
は
釣
り
感
覚
だ

あ
の
三
人
の
方
に
敵
を
連
れ
て
い
け
ば
い
い
ん
だ
ね

そ
う
い
う
事
だ
な

 
そ
し
て
闇
風
と
レ
ン
は
凄
ま
じ
い
速
度
で
走
り
出
し
た
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今
の
待
機
時
間
に
回
復
ア
イ
テ
ム
も
使

た

も
満
タ
ン
で
あ
る

キ
リ
ト
君

敵
を
運
ん
で
く
る
ね

お
う

頼
む
ぞ
レ
ン

 
レ
ン
は
キ
リ
ト
を
追
い
抜
き
ざ
ま
に
そ
う
言
い
砂
煙
を
上
げ
な
が
ら
敵
の
中
へ
と
突

込
ん

で
い

た

 
や

て
い
る
事
は
先
ほ
ど
の
か
く
乱
と
一

だ
が
今
回
は
囲
ま
れ
る
ま
で

る
必
要
も
な
い

 
レ
ン
は
リ
ラ

ク
ス
し
た
表
情
で
と
に
か
く
走

て
走

て
走
り
回

た

 
闇
風
も
同
様
に
敵
を
釣
り
ま
く

た
が
三
人
の
殲
滅
力
が
凄
ま
じ
い

ま

た
く
問
題
は

な
か

た

 
二
人
が
取
り
こ
ぼ
し
た
敵
は

シ
ノ
ン
と
シ

リ

が
狙
撃
で
倒
し
て
い
く

 
こ
れ
を
見
て

て
い
ら
れ
な
か

た
の
が
フ
カ
次
郎
だ

う

私
の
存
在
価

が
な
い

 
フ
カ
次
郎
は
得
意
の
グ
レ
ネ

ド
ラ
ン
チ

を
使
う
事
も
出
来
ず

 
か
な
り
ス
ト
レ
ス
を

め
て
い
る
よ
う
で
あ

た
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そ
し
て
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
と
い

た
感
じ
で
ベ
ン
ケ
イ
が
ブ
ラ

ク
を
動
か
し
た
の
を
見
て

 
思
い
切
り
良
く
ロ

プ
を
使

て
下
に
飛
び
降
り
た

ケ
イ

私
も
行
く
よ

あ

そ
う

そ
れ
じ

あ
私
の
白
銀
を
貸
し
て
あ
げ
よ
う
か

 
ど
う
や
ら
ベ
ン
ケ
イ
は

フ
カ
次
郎
が
何
も
出
来
て
お
ら
ず

 
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
の
を
見
て
い
た
よ
う
で

気
を
遣

て
そ
う
言

た
の
で
あ

た

い
い
の

や

た

貸
し
て
貸
し
て

オ

ケ

 
フ
カ
次
郎
は
ブ
ラ

ク
の
上
で
嬉
し
そ
う
に
白
銀
を
ブ
ン
ブ
ン

り
回
し
な
が
ら
言

た

 
と

そ
の
横
に
四
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
フ
カ
次
郎
の
後
を
追

て
飛
び
下
り
て
き
た

 
ゼ
ク
シ

ド

ユ

コ

ハ
ル
カ

薄
塩
た
ら
こ
で
あ
る

僕
達
も
ご
一

さ
せ
て
も
ら
え
る
か
な

Ａ
Ｌ
Ｏ
組
に
ば
か
り
目
立
た
れ
る
の
は
ち

と
悔
し
い
か
ら
な

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
総
突
撃
と
い
こ
う

オ

ケ

で
す

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
す
よ
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ブ
ラ

ク
の
屋

に
設
置
さ
れ
て
い
る
ミ
ニ
ガ
ン
に
は
薄
塩
た
ら
こ
が
付
く
事
に
な
り

 
フ
カ
次
郎
は
キ
リ
ト
達
の
所
で
下

す
る
事
と
な

た

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
が
出
撃
し

残
る
敵
の
集
団
に
向
け
て
突
撃
し
て
い

た

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

士

フ
カ
次
郎

参

 
ど
う
や
ら
フ
カ
次
郎
は

先
ほ
ど
の
他
の
者
達
の
名
乗
り
が
と
て
も

ま
し
か

た
よ
う
で

 
要
塞
に
い
る
者
達
に
ア
ピ

ル
す
る
よ
う
に
そ
う
叫
ん
だ

お

フ
カ

来
た
の
か

 
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
に
キ
リ
ト
が
声
を

け
た

私
だ
け

け
者
に
す
る
な
ん
て
ひ
ど
い

普
通
に
飛
び
降
り
て
付
い
て
く
れ
ば
良
か

た
ん
だ
よ

だ

て
私

光
剣
と
か
持

て
な
い
も
ん

こ
れ
は

り
物
だ
し

そ
こ
は
普
通
の

剣
と
か
で
我
慢
し
と
け

て

そ
れ
じ

あ
全
然
目
立
て
な
い
じ

な
い

相
変
わ
ら
ず
だ
な
お
前
は

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
戦

に
加
わ

た
フ
カ
次
郎
は
今
ま
で
の
鬱

を
晴
ら
す
か
の
よ
う
に
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ば

た
ば

た
と
敵
を
な
ぎ
倒
し
て
い
く

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
フ
カ
次
郎
は

グ
レ
ネ

ダ

の
イ
メ

ジ
が
強
か

た

 
フ
カ
次
郎
が
見
せ
た
剣
技
の

え
に

要
塞
に
残

て
い
た
者
達
は
と
て
も
驚
か
さ
れ
た

 
そ
し
て
ブ
ラ

ク
が
外

を
走
り
回

て

を

き
散
ら
し
つ
つ
敵
を
殲
滅
し

 

に
要
塞
に
攻
め
寄

た
敵
は
全
滅
す
る
事
と
な

た

い
や

久
々
に

り
ま
く

た
な

サ

バ

だ
と

何
台
も
の

が
走
り
回

て
る
ん
だ
け
ど

こ
う
い
う
の
も
新
鮮
で
凄

く
い
い
ね

へ

そ
う
な
の
か

ま
あ

光
剣
が
無
い
と
そ
ん
な
感
じ
に
な
る
よ
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
キ
リ
ト
は

後
方
か
ら
自
身
の

に
向
け
て

び
て
き
た

い
光
を
見
て

 
即
座
に
体
を

り
な
が
ら
飛
び

直
後
に
飛
ん
で
き
た
ヘ
カ

ト

の

を

り
飛
ば
し

た
あ

あ
の
野
郎

何
て
事
を
し
や
が
る

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
の

を
見
て

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
目
付
き
を

く
し
た

へ

キ
リ
ト
は
そ
ん
な
風
に

を

れ
る
の
か
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ん

ま
あ
正
確
に
は

を

て
る
と
い
う
よ
り

道
予

線
に
剣
筋
を
合
わ
せ
て
る
ん

だ
け
ど
な

い
や
い
や
見
事
な
も
ん
だ

当
然
次
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
は
出
る
ん
だ
ろ
う

あ
あ

ま
あ
そ
の
つ
も
り
だ
け
ど

そ
れ
は
と
て
も
楽
し
み
だ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
一

そ
う
な
表
情
を

か
べ
て
そ
う
言

た

ま
あ
お
手
柔
ら
か
に
な

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ
よ

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら
要
塞
へ
向
け
て
歩
き
出
し
た

 
そ
の
道
中
で
更
に
二
発
の
銃

が
飛
ん
で
き
た
事
を
追
記
し
て
お
く

  
そ
し
て
要
塞
に
到
着
し

キ
リ
ト
は
正
門
前
に

む
シ
ノ
ン
に
向
け

い
き
な
り
抗
議
し
た

お
い
シ
ノ
ン

何
で
三
回
も
俺
を
狙
撃
し
て
き
た
ん
だ
よ

あ
れ
は

く

て
こ
い

て
合
図
よ

そ
れ
く
ら
い
分
か
り
な
さ
い

ふ
ざ
け
ん
な

危
な
い
だ
ろ
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あ
ん
た
な
ら
あ

さ
り
と

を

る
か
ら
平
気
で
し

実

平
気
だ

た
じ

な
い

ぐ
ぬ
ぬ

あ
あ
言
え
ば
こ
う
言
う

 
キ
リ
ト
は
シ
ノ
ン
が
相
手
だ
と
ど
う
し
て
も
相
手
の
ペ

ス
に
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
だ

 
そ
の
直
後
に
大
歓
声
が
上
が
り

中
か
ら
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
続
々
と
飛
び
出
し
て
き
た

さ
す
が
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ

凄
い
な
あ
ん
た
ら

あ
あ

い
や

確
か
に
さ

き
は
あ
あ
名
乗

ち

た
け
ど

 
俺
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
十
狼
に
入
る
事
に
な

た
か
ら

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ
と
そ

ち
扱
い
を
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
か
な

十
狼
に

そ
れ
は
ち

と
凄
ま
じ
い
な

歴
代
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者
が
三
人
か
よ

 
あ

で
も
そ
れ
じ

あ
十
二
人
に
な

ち
ま
う
な

あ
あ

そ
の
事
で
発
表
が
あ

た
ん
だ

た
わ
ね

 
今
度
十
狼
は
二
人
の
加
入
を
受
け
て

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ

て
名
前
を
変
え
る
事
に

な

た
か
ら

 
そ
の
事
も
一

に

散
し
て
お
い
て
ね
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そ
こ
で
シ
ノ
ン
が
横
か
ら
そ
う
言
い

一
同
は
ど
よ
め
い
た

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ

メ
ン
バ

間
で
星
座
の
取
り
合
い
に
な
る
の
か

そ
れ
じ

あ
シ
ノ
ン
は
絶
対
に
サ
ソ
リ
座
だ
な

よ

サ
ソ
リ
座
の
女

意
味
は
分
か
ら
な
い
け
ど
何
か

な

き
ね

 
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
は
ラ
ン
と
は
違
い

昭
和
で
は
な
い
ら
し
い

 
こ
う
し
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
と
十
狼
に
加
入
し
た
事
と

 
キ
リ
ト
が
十
狼
に
加
入
し
た
事
そ
し
て
十
狼
が

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
と

名
し
た
事

が 
こ
の
場
に
参
加
し
た
プ
レ
イ
ヤ

達
に
よ

て

散
し
て
い
く
事
と
な

た
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第
８
５
９
話
 
教
え
て
く
れ
よ

 
シ

ナ
が
不
在
の
中

何
と
か
世
界
樹
要
塞
の
防
衛
に
成
功
し
た
一
同
は

 
と
り
あ
え
ず
話
を
す
る

に

馬
山
へ
と
移
動
す
る
事
に
し
た

 
当
然
そ
の
移
動
の
手

は
ブ
ラ

ク
と
バ
ス
に
別
れ
て
乗
る
事
に
な
る
の
だ
が

 
来
た
時
と
同
じ
組
み
合
わ
せ
で
移
動
す
る
事
に
は
な
ら
な
か

た

 
シ
ノ
ン
が
余
計
な
事
を
言
い
出
し
た
か
ら
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
帰
り
は
私
が
ブ
ラ

ク
を
運
転
す
る
わ
ね

あ

そ
れ
じ

あ
私
は
バ
ス
を
運
転
す
る
ね

 
シ
ノ
ン
が
そ
う
言

た

間
に

ベ
ン
ケ
イ
は
光
の

さ
で
そ
う
言
い

 
誰
か
が
何
か
言
う
前
に
素

く
バ
ス
の
方
へ
と
移
動
し
て
い

た

身
の
安
全
の
確
保
成

功
で
あ
る

え

と

ケ
イ
そ

ち
は
お
願
い
ね

 
そ
う
だ
せ

か
く
だ
し
帰
り
は
ブ
ラ

ク
に
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝

験
者
で
乗
り
合
わ
せ
て
い
か



 第８５９話 教えてくれよ

な
いん

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か

そ
れ
じ

あ
ゼ
ク
シ

ド

お
前
は
こ

ち
だ
な

オ

ケ

オ

ケ

そ
う
い
う
事
だ
か
ら
闇
風
君

僕
は
こ

ち

君
は
そ

ち
ね

て
め
え

て
ん
の
か

は
は
は
は
は

君
も
い
つ
か
こ

ち
に
乗
れ
る
よ
う
に
頑
張

て
く
れ
よ

く
そ

悔
し
い
が

さ
す
が
に
こ
こ
で
何
か
言
い
返
す
の
は
格
好
悪
す
ぎ
だ
な

 
だ
が
闇
風
は
知

て
い
た

シ
ノ
ン
の
運
転
す
る

に
乗
る
の
は
地
獄
だ
と
い
う
事
を

 
同
じ
く
源
氏
軍
だ

た
薄
塩
た
ら
こ
も
そ
の
事
を
理
解
し
て
お
り

 
二
人
は
ブ
ラ

ク
に
乗
ら
な
く
て
済
ん
だ
幸
運
を

み
締
め
な
が
ら
も

 
小

居
を
し
つ
つ
バ
ス
の
方
へ
と
向
か

た

ち

覚
え
て
ろ
よ

い
つ
か

え
面
か
か
せ
て
や
る

ま
あ
ま
あ
闇
風

事
実
な
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
さ

さ
あ
行
こ
う

 
そ
う
言
い
な
が
ら
二
人
が

心
の
中
で

を
出
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い

そ
れ
じ

あ
フ
ロ

リ
ア

ま
た
な

は
い

あ

あ
の

キ
リ
ト
さ
ん

は

マ
ス
タ

と
は
親
友
な
ん
で
す
よ
ね
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マ
ス
タ

は
最
近
ど
う
さ
れ
て
ま
す
か

 
フ
ロ

リ
ア
は
誰
か
に

い
た
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
に
お
ず
お
ず
と
そ
う

ね
て
き
た

あ
あ

シ

ナ
な
ら
今
ア
メ
リ
カ
に
行

て
る
よ

 
俺
か
ら
も

フ
ロ

リ
ア
が

し
が

て
い
た

て
伝
え
て
お
く
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

出
来
れ
ば
と
て
も
と
て
も

し
が

て
い
た
と
お
伝
え
下
さ
い

は
は

分
か

た

必
ず
伝
え
て
お
く
よ

て
か
今
伝
え
る
か
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い
な
が
ら
メ

セ

ジ
を
送
り

に
よ

て
一

で
そ
の
返
事
が
き
た

う
わ

気
持
ち
悪
い
く
ら
い
返
事
が

い
な

え

も
う
返
信
が
来
た
の

さ
す
が
に

す
ぎ
な
い

で
も
確
か
に
来
て
る
ぞ

ほ
ら

 
キ
リ
ト
が
シ
ノ
ン
に
見
せ
た
メ

ル
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た

フ
ロ

リ
ア

し
が
ら
せ
て
本
当
に
す
ま
ん

 
そ

ち
に

た
ら
防
衛
戦
が
無
く
て
も
す
ぐ
に
顔
を
出
す
か
ら

 
そ
れ
ま
で
キ
リ
ト
で
も
い
じ

て
遊
ん
で
て
く
れ

そ
ん
な

で
俺
が
た
ま
に
顔
を
出
す
か
ら
あ
い
つ
が

て
く
る
ま
で
は
俺
で
我
慢
し
て
く
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れ 
キ
リ
ト
は
八
幡
に
い
じ
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず

そ
れ
に
反
抗
は
せ
ず

 
む
し
ろ
自
分
か
ら
そ
う
言
い
出
し
た

 
本
当
に

し
そ
う
な
フ
ロ

リ
ア
の
表
情
を
見
て
心
が
動
か
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

我
慢
だ
な
ん
て
失

な
事
は
言
い
ま
せ
ん

 
私
は
い
つ
で
も
大
歓
迎
で
す

お
暇
な
時
は
是
非
い
ら
し
て
下
さ
い
ね

 
フ
ロ

リ
ア
は
ニ
コ
ニ
コ
と
そ
う
言

た
が
こ
こ
で
フ
カ
次
郎
が
横
か
ら
余
計
な
口
を

ん

で
き
た

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
フ
カ
ち

ん
も

副
⻑
を
い
じ

て
遊
ん
で
れ
ば
い
い
ん
だ

シ

ナ
に
同
じ
よ
う
な
メ

セ

ジ
を
送

て
も
絶
対
に
こ
う
い
う
返
事
は
返

て
こ
な
い

と
思
う
ぞ

い
や
い
や
は

は

は

そ
ん
な
事
あ
る
わ
け
な
い
で
す
し

 
リ

ダ

は
フ
カ
ち

ん
の
事
が
大
好
き
で
す
し

そ
れ
じ

あ

し
て
や
る

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
八
幡
に

フ
カ
も
凄
く

し
い

て
よ

と
メ

セ

ジ
を
送

た
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当
然
そ
の
返
事
に
は
一

も
か
か
ら
な
い

あ副
⻑

ど
う
し
た
の

い
や

お
前
は
こ
れ

見
な
い
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

レ
ン
も
そ
う
思
う
だ
ろ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
レ
ン
に
そ
の
返
事
を
見
せ
た

 
レ
ン
は
そ
の
文
面
を
見
た

間
に

フ
カ
次
郎
の
手
を
と

て
バ
ス
の
方
へ
と
引

張

て

い

た
さ
あ
フ
カ

元
気
を
出
し
て
バ
ス
に
レ

ツ
ゴ

ま

待
て

て
レ
ン

ま
だ
返
事
を

い
て
な

シ

リ

さ
ん

フ
カ
の
空
い
て
る
方
の
手
を
引

張

て
あ
げ
て

オ

ケ

オ

ケ

何
と
な
く
分
か

た
わ

 
空
気
の

め
る
シ

リ

は
そ
の
頼
み
を

し

 
フ
カ
次
郎
は
そ
の
ま
ま
二
人
に
引

張
ら
れ
て
い

た

で

結
局
何
て
書
い
て
あ

た
の

う

え
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な
る
ほ
ど

フ
カ
は
八
幡
に
愛

動
物
的
な
意
味
で
愛
さ
れ
て
る
の
ね

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な

 
要
す
る
に
そ
れ
は

ロ
ザ
リ
ア
的
な
立
ち

置
で
あ
ろ
う

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
じ

あ
帰
り
ま
し

か

だ
な

 
一
同
は
ブ
ラ

ク
と
バ
ス
に
分
乗
し
フ
ロ

リ
ア
に
手
を

り
な
が
ら
街
へ
と

て
い

た
し
か
し
こ
う
し
て
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者
が
全
員
揃
う
事
に
な
る
な
ん
て
夢
に
も
思
わ
な
か

た
わ

ま
あ
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
来
た

て
だ
け
で

他
の
三
人
は
よ
く
揃

て
た
け
ど
な

次
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
は
い
つ

に
な
る
の
か
し
ら
ね

あ
と

月
後
ら
し
い
よ

ま
だ
公
式
発
表
は
無
い
わ
よ
ね

そ
れ

て
ど
こ
情
報
な
の

八
幡
と
僕
が
日
本

社
⻑
か
ら

い
た
か
ら

間
違
い
な
い
と
思
う
よ

そ
れ
じ

あ
ガ
チ
ね

が
な
る
わ

キ

ホ

イ

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

て
ブ
ラ

ク
の
速
度
を
上
げ

一
同
は
必
死
に
体
を

え
た
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お

お
い
シ
ノ
ン

飛
ば
し
す
ぎ
だ

て

え

こ
の
く
ら
い
は
ま
だ
序
の
口
じ

な
い

ケ
イ
の
様
子
が
お
か
し
か

た
の
は
こ
う
い
う
事
か

 

れ
ば
せ
な
が
ら
そ
の
事
に
気
付
い
た
三
人
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
相
談
を
始

め
たこ

の
ま
ま
街
ま
で
行
く
の
は
少
し
き
つ
い
ね

確
か
に
き
つ
い

幸
い
こ
こ

て
何
も
な
い
場
所
だ
よ
ね

多
少
ス
ピ
ン
と
か
し
て
も
問
題
は
な
い
よ
な

バ
ス
か
ら
も
離
れ
た
し
ね

や
る
か

あ
あ

や
ろ
う

オ

ケ

先
ず
は
僕
が
シ

ト
を
倒
す

そ
う
し
た
ら

 
三
人
は
簡

に
相
談
を
済
ま
せ
た
後

強

手

に
出
た

 
ゼ
ク
シ

ド
が
い
き
な
り
シ

ト
を
倒
し
シ
ノ
ン
を
無
理
や
り
後
部
座

へ
と
引

張
り
込



 第８５９話 教えてくれよ

む
き

ち

ち

と

い
き
な
り
何
す
る
の
よ

危
な
い
じ

な
い

危
な
い
の
は
シ
ノ
ン
の
運
転
だ

て
の

 
そ
の

間
に
助
手

に
い
た
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
素

く
運
転

に
移
動
し

の
制
御
を
始
め

た 
さ
す
が
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
運
転
技
術
は
凄
ま
じ
く

 
ブ
ラ

ク
は
一

で

な
走
行

態
へ
と
復
帰
す
る
事
と
な

た

も
う

一
体
何
な
の
よ

お
前
の
運
転
は
怖
い
ん
だ
よ

私
は
別
に
怖
く
な
ん
か
な
か

た
わ
よ

と
に
か
く
シ
ノ
ン
は
教

所
に
通
う
よ
う
に
な
る
ま
で

の
運
転
は
す
る
な

絶
対
に
だ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
強
い
調
子
に
さ
す
が
の
シ
ノ
ン
も

た

 
多
少
や
り
す
ぎ
な
自
覚
は
あ

た
の
だ
ろ
う
か
も
し
れ
な
い

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
じ

あ
優
勝
者
の
交
流
会
を
続
け
ま
し

う
か

お
前

や

ぱ
り
タ
フ
だ
よ
な



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

う
ん

本
当
に
ね

こ
う
い
う
性
格
だ
か
ら
こ
そ

Ｂ
ｏ
Ｂ
に
優
勝
出
来
た

て
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ね

 
三
人
は
シ
ノ
ン
に
苦
笑
し
つ
つ
も

雑
談
を
続
け
る
事
に
し
た

 
こ
の
間
に
キ
リ
ト
が
助
手

へ
と
移
動
し
て
い
る

そ
う
い
え
ば
言
え
な
い
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
今
回
八
幡
は
何
で
ア
メ
リ
カ
に
行
く
事
に
な

た
ん
だ
い

あ
あ

関
係
の
説
明
を
受
け
る

ら
し
い
ぞ

へ

ソ
レ
イ
ユ
は
そ
ん
な
事
も
や

て
る
ん
だ

あ
あ
あ
い
つ
の
知
り
合
い
が

と
こ
れ
は
個
人
情
報
に
な

ち
ま
う
か
ら
ま
ず
い

な 
ま
あ
そ
の
病
気
が
結

難
し
い
病
気
で
そ
れ
を
ど
う
し
て
も
何
と
か
し
た
い

て
の
が
発

ら
し
い

へ

そ
れ
は
彼
ら
し
い
ね

だ
な

 
そ
の
時
シ
ノ
ン
が
突
然
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た



 第８５９話 教えてくれよ

 
シ
ノ
ン
は
何
か
メ

セ

ジ
で
も

い
た
の
か
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て
テ
キ
ス
ト
に
目
を
走

ら
せ
て
い
る

ん

ど
う
か
し
た
の
か

あ

う
ん

丁
度
今
八
幡
か
ら
メ

セ

ジ
が

 
え

と

ゼ
ク
シ

ド
は
防
衛
戦
に
参
加
し
た
か

だ

て

へ

何
故
僕
の
事
を
気
に
す
る
ん
だ
ろ
う
ね

と

と
り
あ
え
ず
返
信
し
て
お
く
わ
ね

あ
あ

参
加
し
た
け
ど
何
で

と
で
も
言

て
お
い
て
く
れ
よ

う

う
ん

 
シ
ノ
ン
は
戸
惑
い
つ
つ
も
そ
う
応
じ

八
幡
に
そ
の
通
り
に
返
信
し
た

 
今
回
は
返
信
は

く

分
後
に
八
幡
か
ら
返
事
が
返

て
き
た

え

え

と
ゼ
ク
シ

ド
八
幡
が
シ

ナ
で
ロ
グ
イ
ン
し
て

馬
山
で
待

て
る

て
彼
が
僕
を

ふ

ん

何
の
用
事
か
分
か
ら
な
い
が

多
分
何
か
大
事
な
用
事
な
ん
だ
ろ
う
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な 
ゼ
ク
シ

ド
は
考
え
込
み
一
同
は
戸
惑
い
の
せ
い
か
街
に
付
く
ま
で
会
話
ら
し
い
会
話
も

せ
ず

 
到
着
し
た

間
に
そ
の
ま
ま

馬
山
へ
と
走

た

 
ほ
ぼ
同
時
に
到
着
し
た
バ
ス
の
メ
ン
バ

達
は

そ
の
光
景
に
目
を

く
し
て
い
た

シ
ノ
ン

何
か
あ

た
の
か

馬
山
に
シ

ナ
が
来
て
る
ら
し
い
の

ほ
え

お
兄
ち

ん
が
今
の

況
で
わ
ざ
わ
ざ

え

マ
ジ
か
よ

俺
達
も
行
く
ぞ

 
一
同
は
そ
の
ま
ま

馬
山
に
走
り

 
中
に
入

た

間
に

シ

ナ
が
少
し
疲
れ
た
よ
う
な
顔
で
一
同
を
出
迎
え
た

 
驚
い
た
事
に

隣
に
は
ニ

ン
ゴ
ロ

の

も
あ
る

よ

お
疲
れ
さ
ん

シ

ナ

ニ

ン
ゴ
ロ

ま
で
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お
兄
ち

ん

一
体
ど
う
し
た
の

あ
あ

ち

と
ゼ
ク
シ

ド
に
用
事
が
あ

て
な

何
故
わ
ざ
わ
ざ
僕
に

 
ゼ
ク
シ

ド
に
そ
う
問
わ
れ
た
シ

ナ
は

最
初
に
こ
う
切
り
出
し
た

ゼ
ク
シ

ド

お
前
が
入
院
し
て
た
時
の
事
を
覚
え
て
い
る
か

入
院

あ
あ

何
か
⻑
い
夢
を
見
て
い
た
気
が
す
る
が

覚
え
て
い
る
よ

そ
う
か

 
そ
し
て
一
同
が

を

ん
で
見
守
る
中

シ

ナ
は
ボ
ソ
リ
と

い
た

ア
イ
と
ユ
ウ

 
そ
の

間
に
ゼ
ク
シ

ド
の
顔
色
が
変
わ

た

ア
イ
と
ユ
ウ
だ

て

そ
う
だ
俺
は
入
院
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
確
か
に
あ
の
時

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
シ

ナ
に
詰
め
寄

た

お
い
シ

ナ

ア
イ
と
ユ
ウ
は
実
在
す
る
人
物
な
の
か

 
な

教
え
て
く
れ
よ

あ
れ
は
本
当
に
夢
だ

た
の
か

 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の

変
ぶ
り
に

事
情
を
知
ら
な
い
者
達
は
驚
い
た
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お

お
い
ゼ
ク
シ

ド

落
ち
着
け

て

先
ず
は
シ

ナ
の
話
を

こ
う

な

そ

そ
う
だ
ね

済
ま
な
い

取
り
乱
し
て
し
ま

て

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
れ
で
多
少
落
ち
着
い
た
の
か

じ

と
シ

ナ
の
顔
を
見
た

ゼ
ク
シ

ド

今
ど
こ
に
い
る

え

あ
あ

自
宅
だ
け
ど

そ
う
か

そ
こ
に
ニ

ン
ゴ
ロ

が
迎
え
に
行
く

 
お
前
は
そ
の
ま
ま
ニ

ン
ゴ
ロ

と
一

に
眠
り
の
森
と
い
う

設
へ
と
向
か

て
く
れ

眠
り
の
森

そ
れ
じ

あ
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

 
今
直
ぐ
落
ち
て
準
備
を
し
て
待

て
い
て

私
も
直
ぐ
に
そ
ち
ら
に
行
く
わ

分
か

た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
戸
惑
い
つ
つ
も
そ
の
シ

ナ
の
強
い
調
子
に
押
さ
れ

 
そ
の
ま
ま
素
直
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

ニ

ン
ゴ
ロ

も
消
え
て
い

た

 
残
さ
れ
た
者
達
は

当
然
シ

ナ
に
詰
め
寄
る
事
に
な
る
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お
い
シ

ナ

今
の
は
一
体
ど
う
い
う
事
だ

そ
う
だ
な
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は
事
情
を
知
ら
な
い
奴
が
多
い
よ
な
さ
て
何
か
ら
説
明
し
た
も
ん

か 
そ
し
て
シ

ナ
は
大
切
な
仲
間
達
に
向
け
今
自
分
が
何
を
し
て
い
る
の
か
の
説
明
を
始
め

た
そ
も
そ
も
俺
が
ソ
レ
イ
ユ
に
製

部
門
を
作

た
の
は
難
病
指
定
さ
れ
た
知
り
合
い
の
子

達 
ま
あ
中
学
か
ら
高
校

度
の
年
齢
の
奴
ら
を
子

達

て
表
現
す
る
の
も
ど
う
か
と
思
う
が

 
ま
あ
そ
の
子

達
の
命
を
何
と
か
助
け
た
い
と
思

た
か
ら
だ

 
そ
の
中
で
二
人

特
に
差
し
迫

た

態
に
い
る
双
子
が
い
る

 
も
し
か
し
た
ら
動
画
で
見
た
か
も
し
れ
な
い
が

絶
刀
と
絶
剣
だ

あ
あ

見
た
見
た

凄
い
よ
な
あ
の
二
人

や

ぱ
り
リ
ア
ル
知
り
合
い
だ

た
の
か

 
シ

ナ
は
そ
の
言
葉
に

き
つ
つ

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
向
け
て
こ
う
言

た

ち
な
み
に
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
は
ア
イ
と
ユ
ウ
と
面
識
が
あ
る
よ
な
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う
ん

さ
す
が
に
さ

き
そ
の
事
で
口
を

む
の
は
ど
う
か
と
思

た
か
ら

て
た
け
ど
ね

そ
う
だ

た
の
か

い
つ
知
り
合

た
ん
だ

み
ん
な
覚
え
て
る

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
が
闇
風
さ
ん
と
対
談
し
て
い
た
時
に
落
ち
た
時
の
事

あ
あ

あ
の
時
な

事
情
を
知

て
い
る
人
も
多
い
と
思
う
け
ど
あ
の
時
の
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
は
本
当
に
命
の
危

機
で
ね

 
そ
の
後
の
言
葉
は
シ

ナ
が
引
き
継
い
だ

そ
の
時
俺
は

あ
い
つ
を
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
叩
き
こ
ん
で

 
同
じ
よ
う
な

遇
だ

た
そ
の
双
子
と
交
流
さ
せ
た
ん
だ

 
そ
れ
が
ア
イ
と
ユ
ウ

さ

き
名
前
を
出
し
た
そ
の
二
人
だ

 
ま
あ
ゼ
ク
シ

ド
は
あ
の
時
の
事
を

夢
か
何
か
だ
と
思
わ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
ん
だ
け
ど
な

え

何
で

再
会
を
感
動
的
な
も
の
に
す
る

に
そ
う
し
て
く
れ

て
ア
イ
と
ユ
ウ
に
頼
ま
れ
た
ん
だ
よ
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そ
ん
な
事
が

 
事
情
を
知
ら
な
か

た
者
達
は

そ
の
言
葉
に
驚
い
た

で
も
ど
う
し
て
今
な
の

あ
あ

あ
の
二
人
の
病

が
ち

と
や
ば
く
て
な

 
俺
と
し
て
は
あ
の
二
人
を
元
気
付
け
る
事
は
何
で
も
や
る
つ
も
り
だ

 
だ
か
ら
今
ゼ
ク
シ

ド
に
事
実
を
話
し
あ
い
つ
ら
の
元
気
の
源
に
な

て
も
ら
う
事
に
し

た 
今
の
俺
は
正
直
余

が
な
く
て
な
や
れ
る
事
が
あ

た
ら
全
て
手
を
回
し
て
い
る
そ
ん
な

態
な
ん
だ

 
そ
の
シ

ナ
の
余

の
無
い
様
子
を
見
て

他
の
者
達
は
絶

し
た

 
こ
ん
な
に

々
し
い
シ

ナ
の

を
見
る
の
は
初
め
て
だ

た
か
ら
だ

 
だ
が
こ
こ
で
シ

ナ
は

精
一

の
笑
顔
を
見
せ
た

い
ず
れ
み
ん
な
に
も
何
か
協
力
を
頼
む
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

そ
の
時
は
頼
む
な

お

お
う

任
せ
ろ

何
が
出
来
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
声
を

け
て
く
れ
よ
な
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す
ま
ん

に
着
る

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て
微
笑
む
と

続
け
て
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
湿

い
話
は
こ
こ
で
終
わ
り
に
し
て

防
衛
戦
の
話
で
も

か
せ
て
く
れ
よ

お

お
う

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に
応
じ
て

一
同
は
そ
れ
ぞ
れ
の
防
衛
戦
の
話
を
始
め

 
シ

ナ
は
そ
れ
を

き
な
が
ら

今
ま
さ
に
眠
り
の
森
へ
と
向
か

て
い
る
で
あ
ろ
う

 
ゼ
ク
シ

ド
の
顔
に
思
い
を

せ
た

頼
む
ぞ
ゼ
ク
シ

ド

あ
の
二
人
を
元
気
付
け
て
や

て
く
れ

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
終
盤
か
ら
４
０
０
話
以
上
か
け
て

に
こ
の
伏
線
を
回
収
す
る
時
が
や

て
き
ま

し
た
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第
８
６
０
話
 
八
幡
に
集
ま
る
み
ん
な
の
気
持
ち

 
す
み
ま
せ
ん

日
は
仕
事
に
な

て
し
ま
い
前
の
日
も
疲
れ
て

落
ち
て
し
ま

た

に

投
稿
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

代
休
は

曜
な
の
で

月
曜

曜
に
か
け
て

少
し
書
き

め

出
来
れ
ば
と
思

て
い
ま
す

 
シ

ナ
に
要
塞
防
衛
戦
に
つ
い
て

か
れ
た
一
同
は

 
キ
リ
ト
達
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
ま
で
ど
れ
だ
け
大
変
だ

た
か

 
そ
し
て
合
流
後
は
特
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
存
在
が
ど
れ
ほ
ど
味
方
の
士
気
を
上
げ
た
か
を
熱

く
語

た

へ

さ
す
が
は
キ
リ
ト

り
上
げ
方
を
よ
く
分
か

て
る
な

ま
あ
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
全
部
持

て
か
れ
た
け
ど
な

い
や
い
や

あ
の
セ
リ
フ
は
本
当
に
や
ば
か

た

て

血
が

す
る
か
と
思

た
し
な

キ
リ
ト

す
る
な

て
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ん

ま
あ
勝
利
の
役
に
た
て
た
な
ら
良
か

た
よ

 
シ

ナ
に
そ
う
言
わ
れ
た
キ
リ
ト
は

は
に
か
み
な
が
ら
そ
う
微
笑
ん
だ

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
ま
あ

期
待
以
上
だ
な

 
こ
れ
で
俺
が
い
な
く
て
も
そ
う
そ
う
う
ち
の
戦
力
が
落
ち
る
事
は
な
い
だ
ろ

リ

ダ

そ
れ
じ

あ
ま
る
で
遺
言
み
た
い
じ

な
い
で
す
か

そ
う
い
う
の
は
や
め
て

下
さ
い

 
そ
の
シ

ナ
の
言
葉
に
食
い
つ
い
た
の
は
フ
カ
次
郎
で
あ

た

 

え
雑
に
扱
わ
れ
て
も

フ
カ
次
郎
は
常
に
シ

ナ
に
対
し
て
は
真

直
ぐ
で
あ
る

悪
い

そ
う
い
う
つ
も
り
じ

な
い
ん
だ
が

ち

と
疲
れ
て
る
の
か
も
な

シ

ナ

大
丈
夫

 
そ
う
言

て
レ
ン
が
シ

ナ
の
顔
を
下
か
ら

き
こ
む

 
シ

ナ
の
事
が
心
配
な
の
か

今
は
い
つ
も
の
元
気
い

ぱ
い
モ

ド
で
は
な
く

 
香
蓮
の
通
常
モ

ド
の
よ
う
で
あ
る

は
は

 
シ

ナ
は
笑
い
な
が
ら
レ
ン
の

を

で
た



 第８６０話 八幡に集まるみんなの気持ち

 
レ
ン
は
そ
の
事
自
体
は
嬉
し
か

た
の
だ
が

シ

ナ
が
何
も
言
わ
な
か

た
事
が
気
に
か

か

た

 
だ
が
こ
の
場
で
そ
れ
を
口
に
す
る
の
は

わ
れ
レ
ン
は
今
は
何
も
言
う
事
が
出
来
な
か

た
レ
コ
ン
も
慣
れ
な
い
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
よ
く
頑
張

た
な

ま
あ
僕
は
剣
を

る

て
た
だ
け
で
す
か
ら
ね

今
度
銃
の
使
い
方
を
教
え
て
や
る
か
ら
な

い
い
ん
で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

シ

ナ

私
に
は
何
か
言
う
事
は
な
い
の

 
シ
ノ
ン
が
そ
う
言

て

シ

ナ
に
背
中
を
も
た
れ
か
け
さ
せ

 
そ
の
ま
ま

り
向
い
て
上
目
遣
い
で
シ

ナ
の
顔
を
見
上
げ
た

 
い
ろ
は
に
で
も

た
の
だ
ろ
う
か

実
に
あ
ざ
と
い
仕

で
あ
り

 
そ
れ
を
見
た
レ
ン
は
ハ

と
し
た
顔
を
し

そ
れ
を
見

お
う
と

 
壁
を
シ

ナ
に
見
立
て

寄
り
か
か
る
仕

を
練

し
始
め
た

実
に
か
わ
い
い

 
だ
が
当
然
そ
ん
な
シ
ノ
ン
の
攻
撃
は
シ

ナ
に
は
通
用
し
な
い
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シ
ノ
ン

あ
あ

う
ん

お
前
は
別
に
い
い
わ

ち

と

私
の
扱
い
ひ
ど
く
な
い

 
あ
あ

も
し
か
し
て
あ
れ

好
き
な
人
を
い
じ
め
た
く
な

ち

う
小
学
生
の
心

お
前
は
フ
カ
み
た
い
な
事
を
言

て
ん
じ

ね
え
よ

こ

ち
に
飛
び

し
た

あ

で
も
シ

ナ

今
日
は
私

シ
ノ
ン
に
助
け
て
も
ら

ち

た

 
レ
ン
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言

た

間

 
シ

ナ
は
手
の
平
を
返
す
よ
う
に
シ
ノ
ン
の
手
を

く

り
し
め
た

よ
く
や

た
ぞ
シ
ノ
ン

お
前
は
最
高
だ

え
ら
い

ぐ

微

に
納
得
い
か
な
い
ん
だ
け
ど

 
シ
ノ
ン
は
ぐ
ぬ
ぬ

態
で
そ
う
言

た
が

シ

ナ
は
ま

た
く
取
り
合
わ
な
い

 
そ
し
て
一
同
の
顔
を
見
回
し
な
が
ら

思
い
付
い
た
よ
う
に
こ
う
言

た

で

お
前
ら
さ

き
か
ら
ち

と
も
話
が
出
な
い
が

 
戦
利
品
は
い
い
物
が
何
も
ド
ロ

プ
し
な
か

た
の
か

戦
利
品
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一
同
は
一

キ

ト
ン
と
し
た
か
と
思
う
と

一

に
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
た

 
ど
う
や
ら
そ
の
事
を
す

か
り
忘
れ
て
い
た
ら
し
い

お
お
お
お
お
お

に
キ
タ

 
最
初
に
叫
ん
だ
の
は
薄
塩
た
ら
こ
で
あ

た

 
薄
塩
た
ら
こ
は
宝
石
の
は
ま

た
機

の
よ
う
な
物
を
天
に

げ

 
世

末

者
の
よ
う
に

王
立
ち
し
て
い
る

お

光
ユ
ニ

ト
か

や

た
じ

な
い
か

そ
れ

僕
に
も
ド
ロ

プ
し
て
い
る
み
た
い
だ

 
横
か
ら
そ
う
言

た
の
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

で
あ

た

ま
さ
か
の
一
発
ゲ

ト
で
あ
る

あ

船
の
装
甲

だ

私
も
私
も

あ
れ

私
も
だ
わ

私
も
で
す

 
ユ

コ

ハ
ル
カ

シ
ノ
ン

レ
ン
が

番
に
そ
う
言
い

 
続
け
て
キ
リ
ト
と
レ
コ
ン
が
銃
を

げ
て
み
せ
た
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お

レ
コ
ン
も
銃
か

キ
リ
ト
さ
ん
も
で
す
か

で
も
俺
銃
を
撃

て
も
当
た
ら
な
い
か
ら
な

サ
ト
ラ
イ
ザ

良
か

た
ら
い
る
か

い
い
の
か
い

そ
れ
は
嬉
し
い
よ

い
い

て
い
い

て

使
え
る
奴
が
持

た
方
が
い
い

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
銃
を
手

し
た

 
シ

ナ
は
そ
れ
を
横
か
ら

き
込
み

感
心
し
た
顔
で
言

た

お
お
さ
す
が
太

腹
だ
な
キ
リ
ト
こ
れ
は

て
金
に
か
え
た
ら
一
万

く
ら
い
に
は
な

る
の
に
な

 
キ
リ
ト
は
そ
の
言
葉
に

ま

た

い

今

て
言

た
か

お
う

だ
な

こ
れ
が

一
万

お
う

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
か

 
そ
う
言

た
シ

ナ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
し
て
お
り
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わ
ざ
と
キ
リ
ト
を
い
じ

て
い
る
の
が

分
か
り
な
表
情
を
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
は
引
く
に
引
け
な
く
な

た

い
や

ど
う
も
し
な
い
ね

サ
ト
ラ
イ
ザ

大
事
に
し
て
く
れ
よ

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

大
事
に
す
る
さ

そ

そ
れ
な
ら
い
い

 
キ
リ
ト
は
内
心
の
動

を

し
な
が
ら
そ
う
言
い

 
シ

ナ
は
何
と
な
く
か
ら
か

た
の
が

し

な
い
気
分
に
な
り

 
今
度
キ
リ
ト
に
い
い
仕
事
を
回
そ
う
と
心
の
中
で
決
意
し
た

リ

リ

ダ

フ
カ
ち

ん
は

フ
カ
ち

ん
は

 
そ
の
時
フ
カ
次
郎
が

し
そ
う
な
顔
で
シ

ナ
に

わ
り
つ
い
て
き
た

ん

お
前
は
何
が
ド
ロ

プ
し
た
ん
だ

ウ
ザ
次
郎

う
ん

え

と

あ

あ
れ

何
か
今
違
う
名
前
で
呼
ば
れ
た
よ
う
な

気
の
せ
い
だ
フ
カ

で

ど
う
だ

た
ん
だ

そ

そ
れ
が

 
落
ち
込
ん
だ
表
情
で
フ
カ
次
郎
が
差
し
出
し
て
き
た
の
は

お

用

詰
め
合
わ
せ

で
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あ

た

 
そ
の
名
の
通
り

種

の

の
詰
め
合
わ
せ
の
よ
う
で
あ
る

オ
チ
担
当
乙

キ
 
フ
カ
次
郎
は
発
狂
し
た
よ
う
に
そ
う
叫
び

き
な
が
ら
レ
ン
の
所
へ
と
走

て
い

た

さ
て
オ
チ
も
つ
い
た
と
こ
ろ
で
そ
ろ
そ
ろ
俺
は
落
ち
る
と
す
る
わ
ゆ

く
り
出
来
な
く
て

悪
い
な

 
俺
は
俺
で
頑
張
る
か
ら
み
ん
な
も
頑
張

て

い
や
楽
し
ん
で
く
れ

そ
れ
じ

あ

ま
た
な

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
残
さ
れ
た
者
達
は

レ
ベ
ル
は
違
え
ど
や
は
り
シ

ナ
の
様
子
に
違
和
感
を
覚
え
た
の
か

 
そ
の
事
に
つ
い
て
色
々
と
話
を
始
め
た

ケ
イ

シ

ナ
の
奴

大
丈
夫
な
の
か

う

ん

大
丈
夫
じ

な
い
で
す
か
ね

疲
れ
て
る
の
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
け
ど

 
中
学
の
時
み
た
い
に
何
も
か
も

め
た
よ
う
な
死
ん
だ
目
に
は
な

て
な
か

た
で
す
し
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そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

そ
う
い
え
ば
ゼ
ク
シ

ド
は
真
相
を
知

て

 
今

ど
う
し
て
る
の
か
し
ら
ね

多
分
あ
の
二
人
に

り
回
さ
れ
て
る
ん
じ

な
い
か

確
か
に
そ
う
か
も
で
す
ね

 
そ
ん
な
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
の
会
話
を

い
て

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
も
二
人
に
興
味

々
の
よ
う
だ

な

そ
の
二
人

て
そ
ん
な
に
凄
い
の
か

強
さ
に
関
し
て
は

し
分
な
い
な

特
に
ユ
ウ
キ
は
ア
ス
ナ
に
勝

た
く
ら
い
だ
し
な

え
え

マ
ジ
か
よ

あ
と
ア
イ

ラ
ン
は

フ
カ
や
ピ
ト
み
た
い
な
性
格
を
し
て
い
る
わ
ね

う
わ

ま
た
問
題

が

え
た

ま
た
フ
カ
ち

ん
に
流
れ

が
来
た

 
フ
カ
次
郎
は
愕
然
と
そ
う
言
い
レ
ン
は
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
の

を

で
な
が
ら
こ
う
言

た

ま
あ
フ
カ
の
事
は
ど
う
で
も
い
い
と
し
て

レ
ン
が
ひ
ど
い

ゼ
ク
シ

ド
師
匠
は
き

と
今

間
接
的
に
シ

ナ
の
事
を
助
け
て
る
は
ず
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そ
れ
が
凄
く

ま
し
い

私
達
に
も
何
か
出
来
る
事
が
あ
れ
ば
い
い
の
に

そ
れ
な

シ

ナ
か
ら
何
か
頼
ま
れ
る
の
を
待
つ
だ
け
じ

な
く

 
俺
達
に
出
来
る
事
が
あ
る
か
ど
う
か

常
に
考
え
て
い
か
な
い
と
な

そ
う
ね

も
し
何
か
思
い
付
い
た
ら
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ヴ
ン
で
で
も
相
談
し
ま
し

う

成成

 
結
局
彼
ら
に
出
来
る
事
は
何
も
無
か

た
の
だ
が

 
少
な
く
と
も
そ
の
気
持
ち
は
シ

ナ
に
伝
わ
り

そ
の
力
と
な

た

 
そ
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
八
幡
は

 
ア
ミ

ス
フ

ア
を
外
し
た

間
に
目
の
前
に
ク
ル
ス
の
顔
が
あ

た

と
て
も
驚
い
た

う
わ

マ

ク
ス

驚
か
せ
る
な
よ

す
み
ま
せ
ん
八
幡
様

八
幡
様
の

顔
が
か
わ
い
か

た
の
で
つ
い

顔

て

お
前
か
ら
は
俺
の
口
元
し
か
見
え
な
か

た
は
ず
だ
が

は
い

口
の

度
が
と
て
も
か
わ
い
い
と
思

た
も
の
で
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そ

そ
う
か

 
ク
ル
ス
は
八
幡
の
世
話
係
を
命
じ
ら
れ
て
お
り

 
今
み
た
い
に
い
き
す
ぎ
な
部
分
は
あ
る
が
と
て
も
甲
斐
甲
斐
し
く
八
幡
の
世
話
を
し
て
い
た

 
そ
ん
な
ク
ル
ス
は

八
幡
の
世
話
を
す
る

は
常
時
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
装
着
し
て
い
る

 
ち
な
み
に
近
く
に
は

莉
も
い
た
の
だ
が

莉
は
そ
ん
な
ク
ル
ス
を
見
て
苦
笑
す
る
だ
け
で

あ

た
あ

う
ん

分
か

た

伝
え
る
ね

 
八
幡
様

さ
ん
は
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
方
が
い
い
み
た
い
で
す

 
研
究
に
集
中
し
て
い
る
せ
い
か

メ

セ

ジ
を
送

て
も
返
事
が
無
い
み
た
い
な
の
で

ん

そ
う
か

ち

と
待

て
く
れ
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て

ク
ル
ス
同
様
に
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
装
着
し
た

 
そ
の

間
に
八
幡
の
目
の
前
に

光
り

く

精
の
よ
う
な

が
映
し
出
さ
れ
た

分
か

た
ユ
イ

俺
が
今
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
そ
の
事
を
伝
え
る
わ

お
願
い
し
ま
す

パ
パ

こ
ん
な
地

の
裏
側
ま
で
連
れ
て
き
ち
ま

て
悪
い
な
み
ん
な
の
健

管
理
本
当
に
助
か
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る
わ体

調
面
は

莉
さ
ん

精
神
面
は
ユ
イ
に
任
せ
て
下
さ
い

 
ユ
イ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
い
な
い
理
由
は
こ
れ
で
あ
る

 
ア
メ
リ
カ
で
八
幡

紅
莉
栖

の
三
人
の
体
調
管
理
を
担
当
す
る

 
全
て
の
リ
ソ

ス
を
こ
ち
ら
に
回
し
て
い
る

に

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
に

を
見
せ
る
余

が
無
い
の
で
あ
る

パ
パ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん
の
件
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か

お
う

今

雪
乃
と
一

に
眠
り
の
森
に
向
か

て
る
最
中
の
は
ず
だ

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

ゼ
ク
シ

ド
の
事

ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
が
と
な

 
二
人
が
仕

け
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
逆
手
に
と

て

逆
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
仕

け
る
な
ん
て

 
俺
に
は
思
い
も
つ
か
な
か

た
わ

あ
の
二
人
が
少
し
で
も
元
気
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
事
は
何
で
も
し
な
い
と
で
す
し
ね

だ
な

出
来
る
事
は
何
で
も
や
る

え

果
が
あ
る
か
ど
う
か
怪
し
い
事
で
も
な

 
ど
う
や
ら
ゼ
ク
シ

ド
の
件
を
八
幡
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
の
は
ユ
イ
だ

た
よ
う
で
あ
る
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八
幡
様

久
し
ぶ
り
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
ど
う
で
し
た
か

あ
あ

と
て
も
楽
し
か

た
わ

特
に
み
ん
な
の
笑
顔
が
見
れ
た
の
が
な

そ
れ
は
と
て
も
八
幡
様
ら
し
い
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
今
度
は
ア
イ
と
ユ
ウ
の
笑
顔
を
守
り
に
行
く
か

 

莉
さ
ん

俺
も

ラ
ボ
に
ロ
グ
イ
ン
し
ま
す
ね

う
ん

体
の
事
は
私
達
に
任
せ
て
無
理
し
な
い
よ
う
に
頑
張

て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

行

て
き
ま
す

 
そ
し
て

ラ
ボ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
八
幡
は

熱
心
に
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
た

に
声
を

け
た

さ
ん

ユ
イ
が
メ

セ

ジ
を
送

て
も
返
事
が
無
い

て
心
配
し
て
ま
し
た
よ

八
幡
君
お
帰
り

ご
め
ん
ご
め
ん

 
い
い
デ

タ
が
と
れ
た
ん
で

つ
い
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
先

ば
し
に
し
ち

て
た
よ

と
り
あ
え
ず
一
度
落
ち
て
休
ん
で
き
て
下
さ
い

食
事
と
か
も
し
な
い
と
で
す
し
ね

分
か

た

そ
れ
じ

あ
僕
は
一
度
落
ち
る
よ

 
後
は
メ
リ
ダ
君
と
ク
ロ

ビ
ス
君
の
指

に

て
く
れ
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分
か
り
ま
し
た

 

は
そ
う
言

て
落
ち
て
い
き

残
さ
れ
た
八
幡
は

二
人
に
こ
う
声
を

け
た

さ
て

俺
も
二
人
か
ら
回

て
く
る
デ

タ
の
チ

ク
を
再
開
す
る
か

 
落
ち
る
前
は
や

と
一
万
通
り
の
デ

タ
の
チ

ク
が
終
わ

た
と
こ
ろ
だ

た
か
ら
残

り
は今

の
残
り
は
あ
と
五
万
だ
よ

兄
貴

 
そ
ん
な
八
幡
に

ク
ロ

ビ
ス
が
そ
う
声
を

け
て
き
た

ふ
ふ
ん

た

た
五
万
か

も

と
デ

タ
を
回
し
て
く
れ
て
い
い
ぞ

 
そ
う
強
が
る
八
幡
に

メ
リ
ダ
が
笑
い
な
が
ら
言

た

あ
は

後
で

き
言
を
言
わ
な
い
で
ね
兄
貴

な

に

き
た
く
な

た
ら

き
な
が
ら
作
業
を
続
け
る
さ

も
し
そ
う
な

た
ら
私
が
兄
貴
の

を
胸
に

い
て

め
て
あ
げ
る
ね

 
そ
の
言
い
方
が
ラ
ン

い
と
感
じ
た
八
幡
は

や
れ
や
れ
と
い
う
風
に

を

め
た

メ
リ
ダ
も
ラ
ン
と
の
付
き
合
い
が
一
番
⻑
か

た
せ
い
か

あ
い
つ
の
影

を
受
け
て
る
よ

な
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ラ
ン
の
事
は
関
係
な
い

私
が
そ
う
し
た
い
か
ら
す
る
の

分
か

た
分
か

た

そ
の
時
は
頼
む
わ

ま
あ
俺
は

か
な
い
け
ど
な

 
そ
れ
を

い
た
メ
リ
ダ
は
ク
ロ

ビ
ス
に
こ
う
命
令
し
た

ク
ロ

ビ
ス

今
す
ぐ
兄
貴
を

か
せ
な
さ
い

い
き
な
り
無
茶
ぶ
り
し
な
い
で
よ

は
は

そ
れ
じ

あ
作
業
を
始
め
よ
う

 
た
ま
に
こ
ん
な
感
じ
で
息
抜
き
を
し
つ
つ
も

ラ
ボ
に
お
い
て

 
八
幡
と

そ
し
て
今
仮
眠
中
の
紅
莉
栖
の
デ
ス
マ

チ
は
続
く
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第
８
６
１
話
 
ゼ
ク
シ

ド
は
真
実
を
知
る

こ
こ
が
ソ
レ
イ
ユ
か

 
ゼ
ク
シ

ド
こ
と

村
保
は

タ
ク
シ

を
利
用
し
て
ソ
レ
イ
ユ
本
社
前
に
到
着
し
て
い
た

 
ソ
レ
イ
ユ
本
社
の
場
所
を
調
べ
る
手
間
も

し
み
感
情
の
ま
ま
タ
ク
シ

に
飛
び
乗

た

 
思

た
よ
り
も
⻑
い

離
を
利
用
す
る
事
に
な

て
し
ま
い

そ
の
分
料
金
も

ん
だ
が

 
仮
に
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る
ゼ
ク
シ

ド
に
は
余

で
許
容
出
来
る
金

で
あ

た

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
生
ま
れ
て
初
め
て
ソ
レ
イ
ユ
の
門
を
く
ぐ
り

受
付
へ
と
向
か

た

思

た
よ
り
人
が
少
な
い
な

も

と
人
が

山
い
る

て
イ
メ

ジ
だ

た
ん
だ
け
ど

な 
中
に
入
る
と
そ
こ
は

散
と
し
て
お
り

保
は
そ
ん
な
感
想
を

い
た
が

 
当
然
そ
れ
は

眠
り
の
森
に
多
く
の
社
員
が
動
員
さ
れ
て
い
た

で
あ
る

 
そ
し
て
保
は
受
付
を
チ
ラ

と
見
て
そ
こ
に
誰
も
い
な
い
事
を
確
認
し

 
更
に
そ
こ
に
近
付
こ
う
と
す
る
者
も
誰
も
い
な
い
の
を
確
認
し
て
か
ら
そ
ち
ら
に
一
歩
足
を
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み
出
し
た

 
受
付
の
女
性
と
話
し
て
い
る
最
中
に
他
の
人
に
後
ろ
に
立
た
れ
る
と

 
何
と
な
く
気
後
れ
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
思

た
か
ら
で
あ
る

 
普
通
に
人
と
会
話
す
る
だ
け
な
ら
保
は
ま

た
く
平
気
な
の
だ
が

 
や
は
り
こ
う
い
う
場
だ
と

そ
う
い

た
場
面
と
は
勝
手
が
違
う
の
で
あ
ろ
う

い
ら

し

い
ま
せ

ソ
レ
イ
ユ
へ
よ
う
こ
そ

 
受
付
に
い
た
の
は
ウ
ル
シ
エ
ル
こ
と
漆
原
え
る
で
あ

た

 
え
る
は
保
が
も
じ
も
じ
し
て
い
る
の
を
見
て

先
に
話
し
か
け
る
事
に
し
た
ら
し
い

 
こ
の
気
の
遣
い
方
は
さ
す
が
で
あ
る

あ

す

す
み
ま
せ
ん

え

と

村
保
と

し
ま
す
が

 
雪
ノ
下
雪
乃
さ
ん
に

こ
ち
ら
に
来
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が

 
保
は
そ
う

落
ち
る
間

に
ニ

ン
ゴ
ロ

に
言
わ
れ
た
通
り
の
事
を
え
る
に
伝
え
た

あ

次
期
社
⻑
の
お
友
達
の

話
は

て
お
り
ま
す

す
ぐ
に
雪
ノ
下
を
こ
こ
に
呼
び

ま
す
ね

友
達

僕
が
八
幡
の
友
達

あ

は
い

友
達
で
す

お
願
い
し
ま
す
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保
は
一

衝
撃
を
受
け

お
か
し
な
受
け
答
え
を
し
た
が

え
る
は
笑
顔
を
崩
さ
な
い

そ
れ
で
は
そ
ち
ら
の
ソ
フ

に
お

け
に
な

て
お
待
ち
下
さ
い
ね

 
え
る
に
そ
う
進
め
ら
れ

保
は
え
る
に
会

を
し
て
そ
の
ソ
フ

に
座

た

友
達

友
達
か

 
そ
う

く
保
の
顔
は
若

ニ
ヤ
つ
い
て
い
た

 
他
人
か
ら
八
幡
の
友
達
認
定
を
さ
れ
た
の
が
と
て
も
嬉
し
か

た
の
だ
と
思
わ
れ
る

 
そ
れ
か
ら
少
し
し
て
奥
か
ら
複

の
女
性
の
声
が
し
保
は
何
げ
な
く
そ
ち
ら
の
方
を
見
て

息
を

ん
だ

う

受
付
さ
ん
も
美
人
だ
と
思

た
け
ど
ソ
レ
イ
ユ
に
は
何
故
こ
ん
な
に
美
人
が
多
い
ん

だ 
保
は
自
分
で
も
気
付
か
な
い
ま
ま
に
そ
う
声
に
出
し
そ
れ
に
対
し
て
受
付
か
ら
こ
ん
な
返
事

が
あ

た

あ
ち
ら
は
全
て
お
知
り
合
い
の
は
ず
で
す
よ

村
さ
ん

 
そ
の

受
付
さ
ん

は
保
に
向
け
て
そ
う
言
い

保
の
心

は

ね
上
が

た

あ

あ

す

す
み
ま
せ
ん

失

な
事
を
言

て
し
ま

て
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褒
め
ら
れ
た
の
に
失

だ
な
ん
て
思

て
ま
せ
ん
よ

 
え
る
が
そ
う
言

て
微
笑
ん
だ

保
は
思
わ
ず

面
し

 
雪
乃
達
が
向
こ
う
か
ら
こ
ち
ら
に
向
か

て
い
る
事
な
ど

か
ら
飛
ん
で
し
ま

た

い
や

あ

あ
の

と
に
か
く
す
み
ま
せ
ん

 
保
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
が

 
そ
の

み
に
足
を
も
つ
れ
さ
せ

そ
の
場
に
転
倒
し
て
し
ま

た

て

大
丈
夫
で
す
か

 
気
が
付
く
と
目
の
前
に
え
る
の
整

た
顔
が
あ
り
保
は
思
わ
ず
そ
の
顔
に
見

れ
て
し
ま

た 
こ
の
後
ゼ
ク
シ

ド
は
ソ
レ
イ
ユ
を
訪
れ
る
度
偶
然
え
る
が
そ
の
受
付
を
担
当
す
る
事
に
な

り 
二
人
は
い
つ
し
か
付
き
合
い
始
め
る
事
に
な
る
の
だ
が

そ
れ
は
ま
だ
先
の
お
話
で
あ
る

村
さ
ん

大
丈
夫

 
そ
の
時
前
方
か
ら
別
の
女
性
の
そ
ん
な
声
が

け
ら
れ
た
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見
上
げ
る
と
そ
こ
に
は
え
る
と
は

色
の
違
う
黒

の
美
人
が
心
配
そ
う
に
保
を
見
下
ろ
し
て

お
り

 
お
そ
ら
く
そ
れ
が
雪
ノ
下
雪
乃
な
の
だ
ろ
う
と
保
は

し
た

す

す
み
ま
せ
ん

お
恥
ず
か
し
い
と
こ
ろ
を

 
そ
う
言

て
保
は
立
ち
上
が
り

お
ず
お
ず
と
こ
う
口
に
出
し
た

え
え
と

雪
ノ
下
雪
乃
さ
ん

で
い
い
の
か
な

え
え

私
が
ユ
キ
ノ
よ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

 
ユ
キ
ノ
は
保
の
事
を
そ
う
呼
び

そ
れ
で
保
の

張
は
一
気
に
解
れ
た

 
そ
ち
ら
の
呼
ば
れ
方
の
方
が
慣
れ
て
い
て
楽
だ

た
か
ら
で
あ
る

初
め
ま
し
て

ユ
キ
ノ

は
い

初
め
ま
し
て

 
二
人
は
そ
う

を
交
わ
し

ゼ
ク
シ

ド
は
冗
談
め
か
し
て
こ
う
言

た

そ
れ
に
し
て
も

や

ぱ
り
ユ
キ
ノ
の
時
と
ニ

ン
ゴ
ロ

の
時
じ

 
ユ
キ
ノ
の
時
の
方
が
素
に
近
い
ん
だ
ね

当
た
り
前
よ

あ
ん
な
女
性
が
実
在
す
る

な
い
で
し

う
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ユ
キ
ノ
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
言
い

釣
ら
れ
て
ゼ
ク
シ

ド
も
笑

た

で

こ
ち
ら
の
方
々
は

 
ゼ
ク
シ

ド
は
後
ろ
で
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
三
人
の
女
性
に
会

を
し
な
が
ら
ユ
キ
ノ
に
そ
う

ね
た

こ
ち
ら
は
私
の
姉
よ

ソ
レ
イ
ユ
で

す

ゼ
ク
シ

ド
君

初
め
ま
し
て

あ

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
で
し
た
か

 
あ
あ

そ
う
い
え
ば
二
人
は
姉
妹
だ
と

い
た
事
が
あ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
ソ
レ
イ
ユ
に
だ
け
は
そ
の
発
す
る
オ

ラ
か
ら
つ
い
敬
語
に
な

て
し
ま
う
ゼ
ク
シ

ド

で
あ

た

う
ん

私
達

と
て
も
仲
が
い
い
美
人
姉
妹
で
恋
の
ラ
イ
バ
ル
な
の

は
は

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
言
葉
に
愛
想
笑
い
を
す
る
し
か
な
か

た

 
内
心
で
は

ど
う
返
事
せ
い

ち

う
ね
ん

と
考
え
て
い
る

そ
し
て
私
は
ユ
イ
ユ
イ
だ
よ

ゼ
ク
シ

ド
君

初
め
ま
し
て
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あ

し
は
ユ
ミ

だ
よ

宜
し
く
ね

あ
あ

言
わ
れ
て
み
る
と
雰
囲
気
が
あ
る
ね

 
ゼ
ク
シ

ド
は

力
相
手
の
胸
に

線
を
走
ら
せ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
そ
う
言

た 
さ
す
が
に
身
内
と
呼
べ
る
女
性
達
に
後
で
悪
く
言
わ
れ
る
の
は
勘

し
て
欲
し
い
と
思

た

か
ら
で
あ
る

今
日
は
い
つ
も
一

に
い
る
イ
ロ
ハ
は
い
な
い
の
か
い

あ
あ

イ
ロ
ハ
ち

ん
は
私
達
よ
り
一
つ
年
下
だ
か
ら
ね

あ

し
達

春
か
ら
こ
こ
で
働
き
始
め
る
ん
だ
け
ど

今
日
た
ま
た
ま
こ
こ
に
居
合
わ
せ
て

 
ゼ
ク
シ

ド
君
が
来
る

て
い
う
か
ら

し
て
お
こ
う
か
な

て
ね

そ
う
だ

た
ん
だ

そ
れ
は
そ
れ
は
わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
ん
な
相
手
の
気
遣
い
を
素
直
に
嬉
し
い
と
感
じ
た

 
以
前
の
ゼ
ク
シ

ド
は

高
を
気
取

て
お
り
他
人
と
リ
ア
ル
で
繋
が
り
を
持
つ
事
を

避

し
て
い
た
が

 
今
は
そ
う
い
う
の
も
ま
あ
悪
く
な
い
な
と
思
い
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
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さ
て

そ
れ
じ

あ
ユ
キ
ノ
ち

ん

ゼ
ク
シ

ド
君
を
お
願
い
ね

え
え

速
行
く
と
し
ま
し

う
か

し
い
話
は

の
中
で
ね

あ
あ

お
願
い
す
る
よ

 
そ
し
て
別
れ

に
ユ
ミ

は
ゼ
ク
シ

ド
に
こ
う
言

た

ね

ね

ゼ
ク
シ

ド
君

こ
れ
か
ら
も
八
幡
と
友
達
で
い
て
や

て
ね

 
あ
い
つ

リ
ア
ル
で
の
男
友
達
が
少
な
い
か
ら

さ

 
そ
う
ユ
ミ

が

を

ら
め
つ
つ
目
を

ら
し
な
が
ら
言
う

を
見
て

 
ゼ
ク
シ

ド
は
当
然
だ
と
い
う
風
に
胸
を
張

た

正
直
さ

あ
い
つ
と
仲
良
く
な

た
キ

カ
ケ
が
思
い
出
せ
な
い
ん
だ
け
ど

 
今
じ

も
う
か
け
が
え
の
な
い
友
達
だ
と
思

て
る
か
ら
こ
れ
か
ら
も
必
ず
そ
う
す
る
と
約

束
す
る
よ

ん

あ
り
が
と

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
立
ち
去

て
い
き

ユ
キ
ノ
が
歩
き
出
そ
う
と
し
た
そ
の

間
に

 
ゼ
ク
シ

ド
は
ユ
キ
ノ
を
呼
び
止
め
た

あ

ご
め
ん

ち

と
だ
け
待

て
て
も
ら

て
い
い
か
な
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え

え
え

大
丈
夫
よ

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
受
付
に
向
か

て
走

て
い
き

え
る
の
前
に
立

た

あ
れ

村
さ
ん

ど
う
か
さ
れ
ま
し
た
か

い
え

あ
の

さ

き
僕
が
転
ん
で
し
ま

た
時
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

 
そ
れ
に
今
日
は
色
々
と
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

い
え
い
え

村
さ
ん

ま
た
い
ら
し
て
下
さ
い
ね

は
い

機
会
が
あ
れ
ば

 
え
る
は
そ
う
微
笑
み

ゼ
ク
シ

ド
は
ペ
コ
リ
と

を
下
げ

ユ
キ
ノ
の
方
へ
歩
き
去

た

ご
め
ん

お
待
た
せ

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

あ
な
た

て
意
外
と

儀
な
の
ね

 
と
て
も

シ

ナ
達
と
い
が
み
合

て
い
た
人
と
同
一
人
物
だ
と
は
思
え
な
い
わ

そ
れ
を
言
わ
な
い
で
く
れ

て

ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
の
所
に
向
か
い
ゼ
ク
シ

ド
が
キ

ト
に
驚
く
と
い
う
お
約
束
を

た
後
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眠
り
の
森
へ
の
移
動
が
開
始
さ
れ
た

今
か
ら
向
か
う
眠
り
の
森
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
場
所
な
ん
だ
い

終
末

療

設
よ

週
末

土
日
限
定
み
た
い
な

あ
あ

い
え

そ
ち
ら
の
文

で
は
な
く
て

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言

て
ゼ
ク
シ

ド
の
方
を
見
た
が
そ
の
顔
が
と
て
も
厳
し
い
も
の
だ

た

の
で

 
ゼ
ク
シ

ド
が
本
来
の
意
味
を
知
り
な
が
ら
も
わ
ざ
と
冗
談
で
そ
う
言

た
事
に
気
が
付
い

た 
お
そ
ら
く
終
末
と
い
う
言
葉
を
口
に
出
し
た
く
は
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
ゼ
ク
シ

ド
は
口
元
を
引
き
締
め

苦
し
そ
う
な
声
で
こ
う

い
た

ア
イ
と
ユ
ウ
は
そ
こ
に
い
る
ん
だ
ね

え
え

彼
女
達
は
ず

と
そ
こ
に
い
る
の
か
い

え
え

そ
の
通
り
よ
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と
い
う
事
は
つ
ま
り

僕
も
そ
こ
に
い
た

そ
う
ね

何
か
ら
話
せ
ば
い
い
か
し
ら
ね

最
初
か
ら
で
頼
む
よ

分
か

た
わ

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
事
の
顛
末

そ
の
全
て
を
ゼ
ク
シ

ド
に
語

て

か
せ
る
事
に
し
た

事
の
顛
末
は

死
銃
事
件

で
あ
な
た
が
そ
の
タ

ゲ

ト
に
さ
れ
た
事
よ

や

ぱ
り
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ
ね

 
ゼ
ク
シ

ド
が
知
る
事
実
は

誰
か
が
家
に
侵
入
し
て

物
を
自
分
に
注
射
し

 
そ
の
せ
い
で
自
分
が

態
に
陥

た
と
い
う
事
だ
け
で
あ

た

 
犯
人
に
つ
い
て
は
八
幡
が
ゼ
ク
シ

ド
と
シ

ピ

ゲ
ル
の
関
係
に
気
を
遣

た
せ
い
で

 
ま
だ
逃

中
だ
と
し
か
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
家
の
鍵
を
強

な
も
の
に
付
け

え
る
処
置
が

成
さ
れ

 
そ
れ
以
降
ゼ
ク
シ

ド
は
色
々
あ

た
事
も
あ
り
い
つ
し
か
そ
の
事
を
忘
れ
て
い

た
の

で
あ
る

 
だ
が
薄
々
そ
う
じ

な
い
か
と
思

て
は
い
た
の
だ
ろ
う
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ゼ
ク
シ

ド
は
と
て
も
苦
い
顔
を
し
な
が
ら
ユ
キ
ノ
に
そ
う
言

た

と
い
う
事
は
つ
ま
り

僕
を
襲

た
犯
人
は

シ

ピ

ゲ
ル
だ

た
ん
だ
ね

え
え

そ
の
通
り
よ

そ
う
か

シ

ピ

ゲ
ル
が

あ
な
た
と
彼
の
関
係
は
知

て
る
わ

気
を
落
と
さ
な
い
で
ね

い
や

多
分
こ
れ
は
僕
の
自
業
自
得
な
ん
だ
よ

 
あ
の
時
の
僕
は
確
か
に
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
ひ
ど
い
事
を
言

て
い
た

 
実

僕
の
言
葉
を
信
じ
て
Ａ
Ｇ

を
上
げ
て
し
ま

た
プ
レ
イ
ヤ

も
多
く
い
る
事
だ
ろ
う

し 
シ

ピ

ゲ
ル
に

ま
れ
る
の
も
当
た
り
前
さ

 
そ
の
言
葉
は
ゼ
ク
シ

ド
の
口
か
ら
ス
ラ
ス
ラ
と
流
れ
出
し
た

 
お
そ
ら
く
ゼ
ク
シ

ド
は
以
前
か
ら
そ
の
事
を
仮
定
し

考
え
て
も
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
う
で
な
け
れ
ば
シ

ピ

ゲ
ル
が
自
分
を
襲
う
事
に
な

た
理
由
を

 
こ
ん
な
に
正
確
に
一

で
予
想
出
来
る
は
ず
は
な
い

で
も
そ
れ
は
間
違
い
だ

た

闇
風
君
が
そ
れ
を
証
明
し
た
わ

そ
う
で
し

う
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あ
あ
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ
も
Ｓ
Ｔ
Ｒ
タ
イ
プ
も
関
係
な
い
要
は
本
人
の
努
力
次
第
だ

た
ん
だ

よ
ねそ

う
い
う
事
よ

だ
か
ら
悪
い
の
は
心
が

か

た
シ

ピ

ゲ
ル
君
で
あ

て

 
絶
対
に
あ
な
た
で
は
な
い
わ

そ
れ
で
も
俺
は

い
つ
か
シ

ピ

ゲ
ル
に
謝
り
た
い

そ
ん
な
機
会
が
く
れ
ば
い
い
わ
ね

面
会
に
行
く

て
手
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
は
さ
す
が
に
時
期

ね

そ
う
だ
ね

も
う
少
し
落
ち
着
い
て
か
ら
の
方
が
い
い
ね

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言
い

ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
言
葉
に

い
た

で

話
を
続
け
る
と

貴
方
は
親

の
手
に
よ

て
知
り
合
い
の
病
院
に
運
び
込
ま
れ
た
の

 
で
も
体
面
を
気
に
し
た
の
か

そ
の
事
は
表
に
は
出
て
こ
な
か

た

 
そ
ん
な
貴
方
を
八
幡
君
が
強
引
に
別
の
場
所
に
移
動
さ
せ
高
度
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
た

 
そ
の

設
が
こ
れ
か
ら
行
く
眠
り
の
森

あ
そ
こ
に
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
が
あ
る
の
よ
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メ
デ

キ

ボ
イ
ド

そ
う
か

だ
か
ら
僕
は
治
療
中
も
意
識
を
保

た
ま
ま

 
ゼ
ク
シ

ド
の
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
だ
と

確
か

空
間
に
あ
る
家
で

 
シ

ナ
と
ユ

コ
と
ハ
ル
カ
に
会

て

そ
こ
で

ら
す
よ
う
に
な

て

そ
し
て
僕
は
シ

ナ
達
か
ら
治
療
を

す
と

か
さ
れ

そ
の
ま
ま

空
間
で
過
ご
し
た

 
あ
れ
は
や

ぱ
り
現
実
に
あ

た
出
来
事
だ

た

そ
う
い
う
事
だ
よ
ね

え
え

そ
の
通
り
よ

で
も
ど
う
し
て
シ

ナ
が
僕
な
ん
か
の
事
を

純
に
あ
な
た
が
い
な
く
な
る
の
が

だ

た
ん
で
し

う
ね

 
ほ
ら

人
生
に
は
や

ぱ
り
ス
パ
イ
ス
が
必
要
だ
と
思
う
も
の

僕
は
ス
パ
イ
ス
か

あ
の

は
い
い
ラ
イ
バ
ル
を
し
て
い
た
じ

な
い

そ
し
て
今
は
頼
れ
る
仲
間

そ
う
だ
ね

少
年
マ
ン
ガ
の
王
道
を
地
で
い

て
る
感
じ
だ
ね

ま
あ
他
に
も
色
々
と
因
縁
は
あ

た
の
だ
け
れ
ど

そ
れ
は
今
回
は
置
い
て
お
き
ま
し

う

そ
し
て
僕
は

あ
の
二
人
に
紹
介
さ
れ
た
と

そ
う
い
う
事
ね

そ
ろ
そ
ろ
着
く
わ
よ
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そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に
ゼ
ク
シ

ド
は
顔
を
上
げ
た

 
そ
こ
に
は
あ
ま
り
病
院
に
見
え
な
い
落
ち
着
い
た

物
が
あ
り

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の

物
を
感

深
く
見
つ
め
た

こ
こ
が
僕
が
居
た

設

そ
し
て
あ
の
二
人
が
今
も
い
る

設

え
え
そ
う
よ

ゼ
ク
シ

ド
君

眠
り
の
森
へ
よ
う
こ
そ

 
こ
う
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は

再
び
眠
り
の
森
へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
ち

と
⻑
く
な
り
す
ぎ
た
の
で
二
つ
に
分
け
ま
し
た
待
望
の
再
会
は
明
日
と
な
り
ま
す



 第８６２話 未来についての話をしよう

 
第
８
６
２
話
 
未
来
に
つ
い
て
の
話
を
し
よ
う

 
眠
り
の
森
は

療

設
に
し
て
は
と
て
も

し
い
雰
囲
気
に
感
じ
ら
れ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
ス
ト
レ

ト
に
そ
の
事
を
感
想
と
し
て
口
に
出
し
た

こ
こ
は

分
人
が
多
い
ん
だ
ね

い
つ
も
は
そ
う
じ

な
い
の
よ

た
だ
今
は
ソ
レ
イ
ユ
社
で

オ
ペ
レ

シ

ン

 
と
い
う
危
機
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
動
さ
れ
て
い
て
そ
の
せ
い
で
社
員
の
多
く
が
こ
こ
に
動

員
さ
れ
て

 
必
死
に
彼
女
達
の
命
を
繋
ぎ
と
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
の
よ

 
今
は
ま
だ
二
人
の

は
落
ち
着
い
て
い
る
の
だ
け
れ
ど

 
次
に
何
か
が

こ

た
ら

こ
こ
は
今
以
上
の
戦
場
に
な
る
と
思
う
わ

戦
場
か

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
の
言
葉
に
危
機
感
を
覚
え

同
時
に
身
が
引
き
締
ま
る
の
を
感
じ
た

な
ら

絶
対
に
勝
た
な
い
と
ね

え
え
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そ
ん
な
二
人
を
見
つ
け
た
の
か
向
こ
う
か
ら
三
人
の
こ
れ
ま
た
美
女
が
二
人
の
方
に
歩
い

て
き
た

 
か
わ
い
い
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
正

ア
イ
ド
ル
の
よ
う
な
美
女
と

 
活
発
に
見
え
人
懐

こ
そ
う
な
美
女
そ
し
て
何
と
な
く
放

て
お
け
な
い
タ
イ
プ
の

美
女
で
あ
る

 
そ
し
て
中
央
の
正

ア
イ
ド
ル
が

雪
乃
に
声
を

け
て
き
た

雪
乃

到
着
し
た
ん
だ

そ
ち
ら
が

村
君

え
え

ゼ
ク
シ

ド
君
よ

 
雪
乃
が
そ
う
言
い
直
し
た
の
に
合
わ
せ
空
気
の

め
る
明
日
奈
は
即
座
に
呼
び
方
を
変
え
た

そ

か

ゼ
ク
シ

ド
君

今
日
は
来
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

あ

あ
あ

え

と

 
相
手
が
誰
な
の
か
分
か
ら
な
い
ゼ
ク
シ

ド
は
口
ご
も

た
が

 
そ
れ
を
見
た
明
日
奈
は
即
座
に
自
分
の
失
敗
を
悟

た
の
か

す
ぐ
に
自

紹
介
を
し
た

ご
め
ん
ね

つ
い
気
が
は
や

ち

て

私
は
明
日
奈

結
城
明
日
奈
だ
よ

 
初
め
ま
し
て

ゼ
ク
シ

ド
君
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あ

あ
あ

ア
ス
ナ
だ

た
の
か

こ
ち
ら
こ
そ
初
め
ま
し
て

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
言

て
明
日
奈
に
手
を
差
し
出
し
た

 

は
ピ
ト
フ

イ

み
で
フ
ル
ボ

コ
に
さ
れ
た
事
も
あ
り
苦
手
意
識
も
あ

た
も
の
だ
が

 
最
近
で
は
そ
ん
な
意
識
は
ま

た
く
感
じ
な
く
な

て
い
た

 
そ
し
て
二
人
が

手
を
し
た
後

残
り
の
二
人
も
自

紹
介
を
始
め
た

私
は
完
全
に
初
め
ま
し
て
だ
ね
ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
を
し
て
い
ま
す

本
か
お
り
で
す
宜

し
く
ね

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

え

と

わ

私
は
双
葉
理
央

リ
オ
ン
だ
よ

宜
し
く
ね

ゼ
ク
シ

ド
君

あ
あ

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

う

い
ざ
リ
ア
ル
で
そ
う
呼
ば
れ
る
と

恥
ず
か
し
い
ね

そ
れ
じ

あ
明
日
奈

私
は
め
ぐ
り
先
輩
に
用
事
が
あ
る
か
ら
後
は
任
せ
る
わ
ね

う
ん

任
さ
れ
ま
し
た

 
そ
う
言

て
雪
乃
は
去

て
い
き
明
日
奈
は
ゼ
ク
シ

ド
を
連
れ
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

 
か
お
り
と
リ
オ
ン
は
そ
の
後
ろ
か
ら
付
い
て
く
る



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
の
道
中
で
は
何
度
も
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
ら
し
き
者
達
が
声
を

け
て
き
た

明
日
奈
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

今
ご
出
勤
で
す
か

は
い

今
か
ら
朝
ま
で
頑
張
り
ま
す

無
理
は
し
な
い
で
下
さ
い
ね

今
日
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
万
事
が
こ
ん
な
感
じ
で
あ
り

ゼ
ク
シ

ド
は
明
日
奈
の
そ
の
風
格

う

に

を

い
た

 
中
に
は
明
日
奈
の
事
を
奥
方
様
と
呼
ぶ
者
も
お
り
そ
ん
な
時
明
日
奈
は

れ
な
が
ら
こ
う
答

え
て
い
た

や
だ
な

ま
だ
気
が

い
で
す
よ

あ

す
み
ま
せ
ん

つ
い

う
う
ん

私
も

く
そ
う
な
れ
れ
ば
い
い
な

て
思
う
ん
で
す
け
ど

 
そ
の
前
に
大
学
に
行
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
ね

い

そ
学
生
結
婚
で
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か

と
い
う
か
今
す
ぐ
結
婚
し
ち

て
も
い

い
ん
じ

正
直
そ
れ
も
可
能
だ
し

う
ち
の
親
も
そ
う
言

て
る
ん
で
す
け
ど
ね
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そ
れ
な
ら
今
度
次
期
社
⻑
に
プ
ロ
ポ

ズ
は
い
つ
す
る
ん
で
す
か

て

い
て
お
き
ま
す

ふ
ふ

お
願
い
し
ま
す

 
こ
の
会
話
か
ら

二
人
が
ど
れ
ほ
ど
社
員
達
に

わ
れ
て
い
る
の
か
が
よ
く
分
か
る

む
し
ろ
明
日
奈
か
ら
し
ち

え
ば

プ
・
ロ
・
ポ
・

・
ズ

え

か

か
お
り

か
ら
か
わ
な
い
で
よ

 
そ
の
少
し
後
に
か
お
り
が
明
日
奈
を
か
ら
か
う
よ
う
に
そ
う
言

た

そ
う
そ
う

ベ

ド
の
中
で
そ
う
言
え
ば
イ
チ
コ
ロ
だ

て

ち

理
央

お

さ
ん

い

だ

て
明
日
奈
さ
ん
が
片
付
い
て
く
れ
な
い
と
私
も

め
て
他
の
み
ん
な
も
全
員
片
付
か
な

い
よそ

れ
は
確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

最
終
的
に
は
一
体
何
人
家
族
に
な
る
ん
だ
ろ
う
ね

う
ん

楽
し
み
だ
な

う

プ
レ

シ

が
凄
い

私
達
か
ら
の
プ
レ

シ

な
ん
か
大
し
た
事
な
い
で
し
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年
齢
的
に

社
⻑
や
秘
書
室
⻑
か
ら
の
プ
レ

シ

の
方
が
凄
い
は
ず

た

確
か
に
ね

 
そ
の
会
話
を

て

い
て
い
た
ゼ
ク
シ

ド
は

 
や

ぱ
り
女

て
怖
い
と
内
心
で
ガ
ク
ブ
ル
し
て
い
た

 

ま
し
く
な
い
と
い
え
ば

に
な
る
が
そ
れ
で
も
あ
れ
だ
け
の
自
分
に
思
い
を
寄
せ
る
女
性

達
を

 

さ
せ
ず
に
仲
良
く
さ
せ
て
い
る
八
幡
を

内
心
で
は
素
直
に
凄
い
と
思
い
す
ら
し
た

で
も
こ
う
い
う
立
場
に
は
な
り
た
く
な
い
よ
な

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
考
え
つ
つ

て
三
人
と
一

に
進
ん
で
い

た

さ
あ

そ
れ
じ

あ
ゼ
ク
シ

ド
君

こ
の
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使

て
ね

こ
れ
を
使
え
ば
あ
の
二
人
に
会
え
る
の
か
い

最
初
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
の
は
ゼ
ク
シ

ド
君
が
使

て
た
お
う
ち
だ
よ

 
何
か
困
る
よ
う
だ

た
ら
室
内
に
マ
イ
ク
が
あ
る
か
ら
声
を
か
け
て
ね

あ
り
が
と
う

で
も
多
分
大
丈
夫
か
な

何
と
な
く
覚
え
て
る
し

そ
れ
じ

あ
あ
の
二
人
と
楽
し
く
話
し
て
き
て
ね
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女
性
と
の
会
話
は
あ
ま
り
得
意
じ

な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被

た

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

 
そ
の

間
に
ゼ
ク
シ

ド
は

に
見
覚
え
の
あ
る
場
所
に
立

て
い
た

こ
こ
は

 
そ
こ
は
そ
れ
な
り
の
広
さ
の

原
の
中
に
立
つ
一

家
で
あ

た

 
ド
ア
は

に
開
い
て
お
り
中
に
入
る
と
何
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
手
に
と
る
よ
う
に
理
解
出
来

る
や

ぱ
り
僕
は
こ
こ
に
い
た
ん
だ
な

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う

き

外
に
出
て
家
の
裏
手
に
回

た

 
そ
こ
に
は
一

の
ド
ア
が
何
の

え
も
無
し
に
立

て
お
り
呼
び

の
よ
う
な
物
が

に

い
て
い
る

 
ゼ
ク
シ

ド
は
少
し

い
な
が
ら
も
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

は

い

ど
ち
ら
様
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そ
の
口
調
か
ら

二
人
が
若

し
て
い
る
事
が
分
か

た

 
ゼ
ク
シ

ド
は
何
と
言
お
う
か
少
し
迷

た
後

張
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

僕
だ

ゼ
ク
シ

ド
だ

え

ゼ
ク
シ

ド
師
匠

師
匠
だ

待

て

今
マ
ス
ク
を
探
す
か
ら

ど
こ
に
し
ま

た

け
か
な

 
イ
ン
タ

ホ
ン
越
し
に
そ
ん
な
声
が

こ
え

ゼ
ク
シ

ド
は

 
あ
あ

そ
う
い
え
ば
二
人
は
ず

と
マ
ス
ク
を
付
け
て
た

け
と
思
い
つ
つ

 

強
く
二
人
か
ら
声
が

か
る
の
を
待

た

ご
め
ん

お
待
た
せ

ド
ア
は
開
け
と
い
た
か
ら
入

て
い
い
よ

あ

あ
あ

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
ド
ア
を
開
け

一
歩
前
へ
と

み
出
し
た

 
そ
こ
に
は
二
人
の
少
女
が
お
め
か
し
し
て
立

て
お
り
そ
の
顔
に
マ
ス
ク
は

つ
け
て
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い
な
か

た

マ
ス
ク
が
見
つ
か
ら
な
か

た
か
ら

も
う
こ
の
ま
ま
で
い
い
か
な

て

う
ん

師
匠
は
八
幡
の
マ
ブ
ダ
チ
だ
か
ら

何
も
心
配
す
る
事
は
な
い
だ
ろ
う
し
ね

ふ
ふ

私
達
の
あ
ま
り
の
か
わ
い
さ
に
驚
い
た

 
で
も

れ
て
は

目
よ

私
達
は
二
人
と
も
八
幡
の
物
な
ん
だ
か
ら

そ
う
そ
う

バ
イ
ヤ
ク
ズ
ミ

て
奴

は
は

そ
ん
な
気
は
ま

た
く
無
い
か
ら
大
丈
夫
だ
よ
で
も
ま
あ
二
人
が
か
わ
い
い
の
は

認
め
る

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
少
し

れ
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

師
匠
は
ボ
ク
達
の
顔
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
よ
ね

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
ね

 
二
人
は
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
を
見
て
ク
ス
ク
ス
笑

た

師
匠

何
そ
の
話
し
方

は
も

と
乱
暴
で
強
気
な
感
じ
じ

な
か

た

自
分
の
事

俺
と
か
俺
様

て
呼
ん
で
た
し
ね
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あ

あ
あ

実
は
こ

ち
が
素
な
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
に
し
て
も
初
め
て
見
た
け
ど

二
人
と
も
や

ぱ
り
そ

く
り
な
ん
だ
ね

そ
れ
は
ま
あ
双
子
だ
し
ね

エ
ロ
そ
う
な
の
が
ア
イ
で

素
直
そ
う
な
の
が
ボ
ク
だ
よ

子

な
の
が
ユ
ウ
で

大
人
の
色
気
が
あ
る
の
が
私
よ

ご
め
ん

違
い
が
ま

た
く
分
か
ら
な
い
よ

い
や

分
か
る
ん
だ
け
ど

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
言
い
な
が
ら

を
か
き
二
人
は
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
を
家
へ
と
誘

た

そ
れ
じ

あ
師
匠

こ

ち
こ

ち

お
も
て
な
し
の
準
備
は
し
て
お
い
た
わ

そ

そ
う
か
い

そ
れ
は
あ
り
が
と
う

女
性
の
家
に
上
が
り
こ
む
の
は
気
が
引
け
る
か
ら

 
本
当
は
う
ち
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
良
か

た
ん
だ
け
ど

 
ほ
ら

僕
の
家

て
ば
今
は
も
う
何
も
無
い
か
ら
さ

ふ
ふ

そ
う
よ
ね

さ
さ

上
が

て
上
が

て
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こ
う
し
て
ゼ
ク
シ

ド
は
二
人
の
家
の
リ
ビ
ン
グ
へ
と
通
さ
れ
た

 
こ
の
家
に
入
れ
て
も
ら

た
男
は
八
幡
以
外
で
は
ゼ
ク
シ

ド
が
初
め
て
で
あ
る

そ
れ
に
し
て
も
い
き
な
り
で
驚
い
た
わ

 
も
し
再
会
す
る
と
し
た
ら
こ

ち
が
主

だ
と
思

て
い
た
の
に

と
ん
だ
サ
プ
ラ
イ
ズ
ね

八
幡
の
差
し
金
な
の
か
な

あ
あ

多
分
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
ね

今
日
い
き
な
り
あ
い
つ
に
そ
う
言
わ
れ
た
ん
だ
よ

く

八
幡
め

今
度
お
仕
置
き
ね

お
仕
置
き
さ
れ
る
の
は
ア
イ
の
方
だ
と
思
う
け
ど
な

そ
れ
は
そ
れ
で
ア
リ
ね

ア
リ
な
ん
だ

 
そ
ん
な
二
人
の

才
を
見
て

ゼ
ク
シ

ド
は
思
わ
ず

を
緩
め
た

師
匠

ど
う
し
た
の

い
や

ハ

キ
リ
と
は
覚
え
て
い
な
い
ん
だ
が

前
も
こ
ん
な
感
じ
だ

た
気
が
す
る

て

思

て
ね

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ

た
か
も
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二
人
が
実
在
し
て
た
な
ん
て

少
し
前
ま
で
は
夢
に
も
思
わ
な
か

た
よ

ふ
ふ

ど
う

驚
い
た

あ
あ

二
人
の
名
前
を

い
た
時
に

ま
る
で

気
が
走

た
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た
よ

 
二
人
と
普
通
に
話
し
て
い
る
だ
け
で

ゼ
ク
シ

ド
の

裏
に
は

 
二
人
と
過
ご
し
た
思
い
出
の
日
々
が

て
き
て
い
た

 
こ
の
二
人
は
今
で
も
こ
ん
な
に
明
る
く
生
き
て
い
る

 
だ
が
こ
の
二
人
は
話
に
よ
る
と
明
日
を
も
し
れ
な
い
命
ら
し
い
そ
ん
な
の
理
不
尽
じ

な

い
か

 
そ
う
思

た

間
に

ゼ
ク
シ

ド
の
目
か
ら
は

ろ

ろ
と
涙
が
こ
ぼ
れ
て
い
た

し

師
匠

ど
う
し
た
の

ど
こ
か

い
の

あ
あ

そ
う
だ
ね

胸
が

い
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

も
し
か
し
て

私
達
の
病
気
の
事
を

い
た
の

あ
あ

だ
か
ら
八
幡
は

僕
に
こ
こ
に
来
る
よ
う
に
言

た
ん
だ
と
思
う
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ボ
ク
達
が
死
ぬ
前
に

ち

ん
と
お
別
れ
が
出
来
る
よ
う
に

そ
れ
は
絶
対
に
違
う

 
ゼ
ク
シ

ド
は

き
な
が
ら
顔
を
上
げ

キ

パ
リ
と
そ
う
言

た

君
達
は
絶
対
に
死
な
な
い

そ
の

に
八
幡
は
今
も
頑
張

て
い
る
は
ず
だ

 
君
達
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
今
外
で
は
凄
く

山
の
人
が
君
達
の

に
頑
張

て
る
ん
だ

 
だ
か
ら
安
易
に
そ
う
い
う
事
を
言
う
ん
じ

な
い

 
僕
が
こ
こ
に
来
た
理
由
は
そ
う
だ
な

君
達
が
自
由
に
外
を
出
歩
け
る
よ
う
に
な

た
後

 
一

に
ど
こ
に
遊
び
に
行
く
か

そ
の
計
画
を
練
る

だ

そ
れ

て
今
考
え
た
ん
だ
よ
ね

師
匠

 
ア
イ
は
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
を
見
な
が
ら
ク
ス
ク
ス
と
笑

た

ふ
ふ
ん

今
考
え
た
の
か
ど
う
か
は
誰
に
も

証
出
来
な
い

 
つ
ま
り
今
僕
が
口
に
出
し
た
事
が
全
て
で
あ
り
絶
対
の
真
実
だ

 
だ
か
ら
二
人
と
も

こ
れ
か
ら
遊
び
の
計
画
を
立
て
る
ぞ

お
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二
人
は
そ
ん
な
ゼ
ク
シ

ド
に
乗
せ
ら
れ
て

片
手
を
上
げ
な
が
ら
そ
う
答
え
た

よ
し

そ
れ
じ

あ

速
二
人
の
希
望
を

こ
う
か

二
人
は
八
幡
と
ど
こ
に
行
き
た
い

う

ん
八
幡
と
一

に
メ
イ
ド

茶
に
行

て
三
人
で
メ
イ
ド
の
コ
ス
プ
レ
を
し
て
み
た

い
わそ

れ
は
八
幡
に
も
着
せ
る

て
事
で
い
い
の
か
な

う
ん

そ
う
い
う
事

分
か

た
八
幡
の
説
得
は
僕
に
任
せ
ろ
フ

イ
リ
ス
に
頼
め
ば
何
と
か
し
て
く
れ
る
は
ず

だ
さ
す
が
師
匠

頼
り
に
な
る

海
に
も
一
度
く
ら
い
は
行

て
み
た
い
よ
ね

確
か
に

ど
い
水
着
で
八
幡
を
悩
殺
し
て
や
り
た
い
わ

ふ
む

だ
が
今
は
も
う
秋
だ
し
そ
れ
は
来
年
だ
な

 
来
年
の
春
あ
た
り
に
ボ
ク
が
二
人
に
水
着
を

て
あ
げ
よ
う

 
だ
が
さ
す
が
に
水
着
選
び
に
付
き
あ
う
の
は
僕
が
恥
ず
か
し
い
か
ら

 
僕
が
八
幡
に
二
人
の
水
着
選
び
に
付
き
あ
う
よ
う
に
キ

チ
リ
と
言
い

か
せ
て
お
く
と
す



 第８６２話 未来についての話をしよう

る
よさ

す
が
師
匠

頼
り
に
な
る

そ
う
い
え
ば
前
に
八
幡
が

の
別

が

々

て
言

て
た
よ
う
な

任
せ
ろ

そ
れ
も
夏
の
方
が
い
い
か
も
だ
か
ら

僕
が
予
定
を
立
て
て
お
く
と
す
る

ち

ん
と
し
た
女
子
会

て
の
も
や

て
み
た
い
な

分
か

た

明
日
奈
さ
ん
に
計
画
を
立
て
て
も
ら
う
と
し
よ
う

そ
れ
に
ね
そ
れ
に
ね

あ
あ

ど
ん
ど
ん
来
い

全
部
僕
が
実
現
し
て
や
る

 
二
人
は
そ
の
後
も

や
り
た
い
事
を
ど
ん
ど
ん

し
て
い
き

 
ゼ
ク
シ

ド
は
胸
を
ド
ン
と
叩
い
て
そ
の
実
現
を
約
束
し
た

 
こ
の
ま
ま
だ
と
ゼ
ク
シ

ド
は
破
産
確
実
な
の
だ
が
今
の
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
ん
な
事
は
気
に

し
な
い

 
こ
の
二
人
の

な
ら

金
は
全
部
無
く
な

て
も
い
い
し

 
足
り
な
い
分
は
八
幡

り
に
頼
ん
で
バ
イ
ト
を
さ
せ
て
も
ら
え
ば
い
い

 
幸
い
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
に
ソ
レ
イ
ユ
で
の
バ
イ
ト
に
誘
わ
れ
た
事
も
あ
る
し
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可
能
な
限
り
頑
張

て
働
け
ば
そ
れ
く
ら
い
の
金
を

め
る
の
は
不
可
能
で
は
な
い
は
ず
だ

 
そ
れ
で
も
足
り
な
か

た
ら
八
幡
に
出
世

い
で

り
れ
ば
い
い

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
考
え

二
人
の
話
を
ず

と

き
続
け
て
い
た

 
そ
の
目
か
ら
は
も
う
涙
は
流
れ
て
い
な
い

 
今
の
ゼ
ク
シ

ド
と
ア
イ

ユ
ウ
は

未
来
へ
の
希
望
に
満
ち
て
お
り

 
実

外
で
二
人
の
体
調
デ

タ
を
見
て
い
る
者
達
も
そ
の
デ

タ
の
上
向
き
ぶ
り
に
驚
い
て

い
たゼ

ク
シ

ド
君

凄
い
ね

さ
す
が
頼
り
に
な
る
ね

こ

ち
は
み
ん
な
の
お
か
げ
で
何
と
か
な
り
そ
う
だ
よ

 
だ
か
ら
八
幡
君

お
願
い

く
二
人
を
助
け
て
あ
げ
て

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
話
し
続
け
て
い
た
三
人
だ

た
が
最
初
に
ユ
ウ
が
大
き
な
あ
く
び
を
し

た
ふ
わ

ユ
ウ

眠
い
の
か



 第８６２話 未来についての話をしよう

う
ん

今
日
は
昼
間
か
ら
み
ん
な
で
素
材
狩
り
に
い

て
た
ん
だ
よ
ね

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ

る
と
い
い

続
き
は
明
日
に
で
も
ま
た
話
そ
う

 
迷
惑
じ

な
け
れ
ば
こ
れ
か
ら

日
会
い
に
来
る
か
ら

え

い
い
の

や

た

そ
れ
じ

あ
今
度
は
私
達
が
知
ら
な
い
八
幡
の
話
で
も

か
せ
て
も
ら
お
う
か
し
ら

そ
れ
じ

あ
僕
が

知

て
る
限
り
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
話
で
も
し
て
あ
げ
よ
う
か

 
ま
あ
そ
の
中
で
は
僕
も
か
な
り
格
好
悪
い

を

し
て
る
け
ど

 
そ
れ
で
二
人
が
喜
ぶ
な
ら
そ
ん
な
の
は
何
の
問
題
も
な
い
か
ら
ね

そ
う
な
の

ふ
ふ

そ
れ
は
楽
し
み
ね

師
匠

約
束
だ
よ

あ
あ

約
束
だ

 
ゼ
ク
シ

ド
は

の
手
の
小
指
を
出
し

二
人
と
指
き
り
を
し
た

 
そ
し
て
二
人
に
別
れ
を
告
げ
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
ゼ
ク
シ

ド
の
手
を

 

を
紅
潮
さ
せ
た
三
人
娘
が

く

て
き
た

凄
い
よ
ゼ
ク
シ

ド
君

二
人
が
凄
く
元
気
に
な

た
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そ

そ
う
な
の
か
い

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

本
当
に

病
は
気
か
ら

て

全
て
じ

な
い
ん
だ
ろ
う
け
ど
や

ぱ
り
本
当
な
ん
だ
ね

だ
ろ
う
ね
僕
自
身
も
こ
こ
に
入
院
し
て
た
時
に
あ
の
二
人
に
ど
れ
ほ
ど
元
気
を
も
ら

た

の
か

 
正
直
想
像
も
つ
か
な
い
レ
ベ
ル
で
助
け
ら
れ
て
た
ん
だ
と
思
う

あ
の
二
人
は
い
つ
も
元
気
い

ぱ
い
だ
も
ん
ね

ま
あ
ア
イ
の
セ
ク
ハ
ラ
は
勘

し
て
欲
し
い
け
ど
ね

あ
あ

あ
る
あ
る

 
そ
の
ゼ
ク
シ

ド
の
冗
談
に

理
央
が
こ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
き
た

そ
う
い
う
時
は

そ
う
い
う
の
は
八
幡
に
し
て
く
れ

て
言
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

い
い
ね
そ
れ

今
度
言

て
み
る
よ

 
今
の
四
人
は
未
来
へ
の
希
望
に
満
ち
て
い
た

そ
こ
に
雪
乃
が

て
き
た

あ
ら

み
ん
な
楽
し
そ
う
ね

い
て
雪
乃
ゼ
ク
シ

ド
君
が
凄
か

た
の
か
な
り
二
人
の
体
調
が

し
た
ん
だ
よ



 第８６２話 未来についての話をしよう

あ
ら

そ
れ
は
良
か

た
わ

ゼ
ク
シ

ド
君

本
当
に
あ
り
が
と
う

い
や

こ
れ
は
僕
の

で
も
あ
る
か
ら
ね

僕
も
二
人
に

返
し
を
し
た
い
ん
だ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
言
い
つ
つ

少
し
言
い
に
く
そ
う
に
雪
乃
に
こ
う
切
り
出
し
た

と
こ
ろ
で
雪
乃
君
は
闇
風
君
や
た
ら
こ
君
が
し
て
い
る
ソ
レ
イ
ユ
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
事
に
つ

い
て

 

し
か

た
り
す
る
か
い

あ
ら

ゼ
ク
シ

ド
君
は
お
金
を

ぎ
た
い
の

あ
あ

実
は
ア
イ
と
ユ
ウ
を
色
々
な
所
に
連
れ
て
い
く
約
束
を
し
て
し
ま

て
ね

 
何
と
し
て
も
実
現
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
ち

と
真
面
目
に

い
で
み
よ
う
と
思

て

さ
そ
れ
で
ア
ル
バ
イ
ト

安
易
な
手

に
逃
げ
な
い
所
は
本
当
に
尊
敬
す
る
わ

 
そ
う
言
わ
れ
た
ゼ
ク
シ

ド
は

れ
た
表
情
で
こ
う
言

た

あ
り
が
と
う

ま
あ
そ
れ
で
思
い
つ
い
た
の
が
ソ
レ
イ
ユ
で
の
バ
イ
ト
だ

て
の
は

 
自
分
と
し
て
も
八
幡
に
頼

て
る
み
た
い
で
複
雑
な
ん
だ
け
ど

 
実
は
前
に
闇
風
君
と
た
ら
こ
君
に
そ
の
バ
イ
ト
に
誘
わ
れ
た
事
が
あ
る
か
ら
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ど
う
せ
な
ら
知
り
合
い
の
所
で
働
け
れ
ば
と
思

た
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど
ね

分
か

た
わ

私
か
ら
話
を
通
し
て
お
く
か
ら

後
日
連

す
る
わ
ね

あ
り
が
と
う

に
き
る

う
う
ん

回
り
ま
わ

て
そ
れ
が
八
幡
君
の
た
め
に
も
な
る
事
な
の
だ
か
ら

 
私
と
し
て
も

的
に
協
力
さ
せ
て
も
ら
う
わ

す
ま
な
い
け
ど
宜
し
く
頼
む
よ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
嬉
し
そ
う
に

く
と

続
け
て
全
員
の
顔
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

あ
あ
と
も
う
一
つ
頼
み
が
あ
る
ん
だ
け
ど
誰
か
フ

イ
リ
ス
と
連

が
と
れ
な
い
か
な

フ

イ
リ
ス
と

ゼ
ク
シ

ド
君
が

珍
し
い
組
み
合
わ
せ
だ
よ
ね

確
か
に
そ
う
ね

何
か
用
事
で
も
あ
る
の

あ
あ

実
は

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
こ
で
ア
イ
と
ユ
ウ
が
八
幡
に
メ
イ
ド
服
を
着
せ
よ
う
と
し
て
い
る
事
を
話

し
た



 第８６２話 未来についての話をしよう

え

何
そ
れ

凄
く
見
て
み
た
い

私
か
ら
フ

イ
リ
ス
さ
ん
に

店
を
予
約
出
来
る
よ
う
に
打

し
て
お
く
わ

君
達

ち

と
前
の
め
り
す
ぎ
じ

な
い
か

い
や
い
や

そ
ん
な
大
イ
ベ
ン
ト
を
見
逃
し
た
ら
一
生
後
悔
す
る
じ

な
い

そ

そ
う
い
う
も
の
な
の
か
い

そ
う
ね

そ
ん
な
感
じ
か
な

な

な
る
ほ
ど

 
こ
う
し
て
八
幡
が
い
な
い
所
で
色
々
な
計
画
が
進
め
ら
れ
る
事
と
な
り
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
ゼ
ク

シ

ド
に

 
ソ
レ
イ
ユ
と
ゼ
ク
シ

ド
の
家
そ
し
て
眠
り
の
森
全
て
に
行
け
る
よ
う
な
定
期

が

さ
れ

 
次
の
日
か
ら
ゼ
ク
シ

ド
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
そ
の
後
に
眠
り
の
森
に
寄
る
と
い
う
生
活

を
始
め
た
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第
８
６
３
話
 
ゼ
ク
シ

ド

初
め
て
の
ア
ル
バ
イ
ト

こ
の
度
こ
ち
ら
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
せ
て

く
事
に
な

た

村
保
で
す
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す

 
久
々
に
ソ
レ
イ
ユ
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
来
た
詩
乃
は

 
い
き
な
り
知
ら
な
い
男
性
か
ら

そ
ん
な
堅
苦
し
い

を
受
け
た

あ

う
ん

私
は
朝
田
詩
乃

宜
し
く
ね

 
そ
れ
に
対
す
る
詩
乃
の
受
け
答
え
は

々
と
し
た
も
の
で
あ

た

 
詩
乃
は
身
内
が
相
手
だ
と
そ
れ
な
り
に
社
交
的
な
対
応
が
出
来
る
が

 
他
人
が
相
手
だ
と

ま
あ
常
に
こ
ん
な
感
じ
な
の
で
あ
る

村
君

そ
れ
じ

あ
今
か
ら
説
明
し
ま
す
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
保
は
女
子
社
員
に
連
れ
ら
れ

隣
の
ブ

ス
へ
と
入

て
い

た

分
と
真
面
目
そ
う
な
人
ね

 
詩
乃
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も
バ
イ
ト
を
始
め
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一
定
の
成
果
が
出
た
と
判
断
し
た

自
主
的
に
休

に
入

た

 
こ
こ
で
の
バ
イ
ト
は
基
本

時
間
内
に
十
五
分
の
休

さ
え
と
れ
ば

 
休

自
体
は
い
つ
で
も
入

て
い
い
事
に
な

て
い
る

 
ち
な
み
に
今
は

ソ
レ
イ
ユ
の
業

大
に

て

 
一
日
の
バ
イ
ト
時
間
が
任
意
で
四
時
間
ま
で

ば
せ
る
よ
う
に
な

て
お
り

 
そ
の
場
合
の
休

時
間
は
十
五
分
追
加
さ
れ
る

そ
し
て
詩
乃
が
い
る
休

室
に
保
が
入

て
き
た

あ
ら

さ

き
の

あ

先
輩

お
疲
れ
様
で
す

村
さ
ん
の
方
が
年
上
な
ん
だ
し

そ
ん
な
に

ま
ら
な
く
て
も

い
え

こ
う
い
う
の
は
大
事
で
す
か
ら

そ

そ
う

ま
あ
い
い
け
ど

 
調
子
は
狂
い

ぱ
な
し
で
あ

た
が

さ
り
と
て
保
が
悪
い
人
だ
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
ず

 
詩
乃
は
保
か
ら
付
か
ず
離
れ
ず
の

離
を
保
つ
事
に
し
た

 
そ
し
て

分
後

ス
マ
ホ
で
熱
心
に
何
か
調
べ
て
い
た
保
が
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誰
か
か
ら
メ

セ

ジ
で
も
来
た
の
か

ぼ
そ
り
と
こ
う

い
た

ん

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
か

何
々

公
式
に
第
四
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
発
表
が
あ

た

か

 
ふ

ん

と
り
あ
え
ず
見
て
み
る
か

 
そ
の
声
は

こ
え
る
か

こ
え
な
い
か
の
大
き
さ
で
あ

た
が

 
詩
乃
は
そ
の
声
を

き
逃
さ
な
か

た

 
詩
乃
は
驚
い
て
立
ち
上
が
り

そ
ん
な
詩
乃
に
保
も
驚
い
た
よ
う
な

線
を
向
け
た

い

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
で
す
か

先
輩

あ

あ
ん
た
今

ユ

コ
と
ハ
ル
カ

て

あ
あ

ち

と
し
た
ゲ

ム
で
の
知
り
合
い

て
奴
で
す

チ

ム
メ
イ
ト
で
す
よ

チ

チ

ム
メ
イ
ト

じ

じ

あ
あ
ん
た

も
し
か
し
て
ゼ
ク
シ

ド
な
の

へ
 
保
は
そ
の
言
葉
に
キ

ト
ン
と
し

詩
乃
に
こ
う

き
返
し
た

そ
う
か

考
え
て
み
れ
ば
こ
こ
で
バ
イ
ト
す
る

て
事
は

え

と

誰

 
そ
の

り
方
か
ら
す
る
と
あ
あ
名
前
確
か
詩
乃

て

そ
れ
じ

あ
も
し
か
し
て
シ

ノ
ン
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う

う
ん

私

シ
ノ
ン

そ
う
か

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト

て
時
点
で
最
初
に
気
付
く
べ
き
だ

た

 
こ
こ
で
バ
イ
ト
し
て
る
の

て
基
本
ハ
チ
マ
ン
の
知
り
合
い
だ
け

て
認
識
で
い
い
の
か
な

う
ん
そ
ん
な
感
じ

い
や

驚
い
た
わ
ゼ
ク
シ

ド

て
リ
ア
ル
だ
と
そ
ん
な
感
じ
な

の
ねそ

ん
な
に
驚
く
事
か
い

こ
の
く
ら
い
普
通
だ
ろ

あ
あ

う
ん

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か
も

 
詩
乃
は
自
身
が
フ

ス
ト
フ

ド
で
バ
イ
ト
し
て
い
た
時
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う

言

た
ゼ
ク
シ

ド
は
お
金
が
必
要
な
の

あ
あ

も
う
す
ぐ
お
金
が
大

に
必
要
に
な
り
そ
う
で
ね

 
女
の
子
二
人
を
エ
ス
コ

ト
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
は

知
り
顔
で
こ
う

ね
て
き
た

そ
れ

て
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
事
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知

て
た
の
か

う
う
ん

た
だ

日

あ
ん
た
が
眠
り
の
森
に
行

た

て
事
だ
け
は
知

て
た
か
ら
さ

そ

か

ま
あ
そ
う
い
う
事
さ

あ
の
二
人
の
望
み
を
出
来
る
だ
け
叶
え
て
や
り
た
い
ん
だ

も
ち
ろ
ん
悪
い
意
味
じ

な
い
わ
よ
ね

当
然
だ

あ
の
二
人
は
八
幡
の
お
か
げ
で
こ
の
先
何
十
年
も
生
き
続
け
て
い
く

そ
れ
が
運

命

て
奴
さ

そ

か

う
ん

そ
う
だ
ね

も
し
お
金
が
足
り
な
か

た
ら
カ
ン
パ
す
る
わ
よ

闇
風
と
た

ら
こ
が

そ
こ
は
シ
ノ
ン
じ

な
い
ん
だ

 
保
は
そ
の
詩
乃
ら
し
い
言
葉
に
思
わ
ず

き
出
し
た

私
が
カ
ン
パ
す
る
の
は
最
後
の
手

よ

頑
張
り
な
さ
い

男
の
子
で
し

言
わ
れ
な
く
て
も
頑
張
る
さ

僕
は
あ
の
二
人
の
師
匠
な
ん
だ
か
ら
ね

 
そ
う
強
い
意
思
を

す
保
を

詩
乃
は
尊
敬
の
念
を
持

て
見
つ
め
て
い
た

と
こ
ろ
で
シ
ノ
ン
は
い
つ
も
こ
こ
で
バ
イ
ト
を

 
自
宅
で
や

て
も
い
い
事
に
な

て
る
の
は
知

て
る
よ
ね
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う
ん

私
は
こ

ち
で
や
る
方
が
飲
み
物
も
自
由
だ
し

色
々
な
人
と
も
会
え
る
か
ら

 
時
間
が
あ
る
時
は
こ

ち
で
や

て
る
事
が
多
い
か
な

な
る
ほ
ど

僕
の
場
合
は
こ
こ
で
働
い
た
後

 
眠
り
の
森
に
移
動
す
る
関
係
で
こ

ち
で
や
る
事
に
し
た

て
感
じ
か
な

 
こ
こ
の
方
が
あ
そ
こ
に
近
い
ん
だ
よ
ね

自
宅
で
や

て
も
結
局
ト

タ
ル
時
間
は
同
じ
な
ん

だ
け
ど

 
何
か
あ

た
時
に
こ
こ
に
い
た
方
が

移
動
時
間
が

く
済
む
か
ら

て
理
由
も
あ
る
か
な

へ

色
々
考
え
て
る
の
ね

出
来
る
事
を

か
に
し
て
後
悔
は
し
た
く
な
い
ん
だ

そ

か

頑
張

て
ね

 
詩
乃
は
保
に
そ
う
エ

ル
を
送
り

二
人
は
そ
の
ま
ま
バ
イ
ト
へ
と

た

  
そ
し
て
バ
イ
ト
の
時
間
が
終
了
し

二
人
は
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

 
帰
り

度
は
も
う
済
ま
せ
た

態
で
シ

ワ

ル

ム
か
ら
出
て
き
た

あ
ら

ゼ
ク
シ

ド
も
今
上
が
り
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シ
ノ
ン
も
か

お
疲
れ
様

せ

か
く
だ
し

ま
で
一

に
行
く

正
直
こ
の

り

て
意
外
と
ナ
ン
パ
が
多
い
の
よ

 
詩
乃
は
そ
う
言

て
フ
ラ
グ
を
立
て
た

 
こ
う
い
う
場
合

大
体
そ
の
フ
ラ
グ
は
成
立
し
て
し
ま
う
も
の
だ

そ
う
だ
ね

こ
ん
な
僕
で
も
ま
あ

男
避
け
く
ら
い
に
は
な
る
ん
じ

な
い
か
な

そ
の
時
は
お
願
い
ね

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

か

 
そ
し
て
二
人
は
ソ
レ
イ
ユ
本
社
か
ら
出
よ
う
と
し
て
そ
こ
で
偶
然
漆
原
え
る
と

合
わ
せ
た

あ

村
さ
ん
も
今
上
が
り
で
す
か

あ

は
い

漆
原
さ
ん
も
お
疲
れ
様
で
し
た

ウ
ル
シ
エ
ル
も
今
上
が
り
な
ん
だ

こ
ら
詩
乃

そ
の
名
前
で
呼
ば
な
い
の

八
幡
が
相
手
だ
と
許
し
て
る
じ

な
い

私
が
い
く
ら
抗
議
し
て
も
八
幡
さ
ん
は

い
て
く
れ
な
い
か
ら
ね

は
は

あ
い
つ
ら
し
い
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
せ

か
く
だ
し

ま
で
一

に
行
き
ま
し

う
か
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う
ん

行
こ
行
こ

ほ
ら
ゼ
ク
シ

ド

行
く
わ
よ

へ
い
へ
い

 
こ
う
し
て
三
人
は
連
れ
立

て

へ
と
向
か

た

村
さ
ん
は
こ
の
後
眠
り
の
森
で
す
か

あ

は
い

あ
の
二
人
と
話
を
し
て
帰
る
の
が
日
課
な
ん
で

ふ
ふ

か
お
り
が
凄
く
褒
め
て
ま
し
た
よ

そ
う
言
わ
れ
る
と

れ
ま
す
ね

私
も
素
直
に
え
ら
い
と
思
う

そ
う
か
い

あ
り
が
と
う

シ
ノ
ン

 
三
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
仲
良
く

へ
と
歩
い
て
い

た

 
そ
し
て
も
う
す
ぐ

が
見
え
る
か
見
え
な
い
か
と
い
う
所
ま
で
来
た
時

 
シ
ノ
ン
の
立
て
た
フ
ラ
グ
が
こ
こ
で
成
立
し
た

そ
こ
の
か
わ
い
い
お
姉
さ
ん
達

ち

と
い
い

二
人
と
も
凄
い
美
人
だ
よ
ね

も
し
良
か

た
ら

 
そ
う
言

て
二
人
組
の
若
い
男
が
声
を
か
け
て
き
た
の
で
あ
る
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い
い
え

良
く
な
い
で

す

ご
め
ん
な
さ

い

 
え
る
と
詩
乃
は

そ
の
ま
ま
相
手
を
ス
ル

し
て
歩
き
去
ろ
う
と
し
た

 
だ
が
今
回
の
相
手
は
引
か
な
か

た

そ
ん
な
つ
れ
な
く
し
な
い
で
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

片
方
の
男
が
え
る
の

を
掴
ん
だ
の
だ

 
お
そ
ら
く
こ
の

り
で
ソ
レ
イ
ユ
の
者
に
手
を
出
す
と
ど
う
い
う
事
に
な
る
の
か
知
ら
な
い

ら
し
い

 

く

法

部
に
と
こ
と
ん
追
い
込
み
を
か
け
ら
れ
る

 

く

直
ぐ
に

の
店
に
顔
写
真
が

り

近
く
の
店
が
何
も

て
く
れ
な
く
な
る

 

く

近
く
に
あ
る
露
店
の
店
主
達
に
フ
ル
ボ

コ
に
さ
れ
る

 
他
に
も
色
々
な
都
市
伝
説
め
い
た
話
が
広
が

て
お
り

 
こ
の

り
の
治
安
は
ソ
レ
イ
ユ
の
人
間
に
限
れ
ば
と
て
も
い
い

態
な
の
で
あ
る

 
少
し
調
べ
れ
ば
そ
の

り
の

話
は
い
く
ら
で
も
ネ

ト
に
転
が

て
い
る
の
だ
が

 
こ
の
男
達
は
お
そ
ら
く
情
報

者
な
の
だ
ろ
う
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自
分
達
の
置
か
れ
て
い
る

況
が
ど
ん
な

況
な
の
か
を
ま

た
く
分
か

て
い
な
い

 
事
実

保
が
動
こ
う
と
す
る
前
に

に

り
の
露
店
の
店
主
達
が

 
ギ
ラ
リ
と
目
を
光
ら
せ
て
動
き
始
め
て
い
た

 
そ
し
て
保
が
そ
の
男
に
手
を

ば
し
た

間
に

そ
の
男
の
体
が
一
回
転
し
た

て
め
え
ら

い
い
加

う

え
ん
だ
よ

 
そ
の
声
の
主
は

何
と
え
る
で
あ

た

 
ど
う
い
う
技
術
な
の
か

え
る
は
自
分
の

を
掴
ん
で
き
た
男
を
投
げ
飛
ば
し
た
よ
う
だ

こ
こ
は
ソ
レ
イ
ユ
の
城
下
町
だ
よ

 
こ
こ
で
私
達
に
手
を
出
す

て
事
が
ど
う
い
う
事
か
分
か

て
ん
の
か
い

あ
あ
ん

い

い
い
え

す
み
ま
せ
ん

知
ら
な
い
で
す

 
倒
れ
て
い
る
男
は
テ
ン
パ

た
口
調
で
そ
う
言
い

 
も
う
一
人
の
男
も
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
見
え
た

フ
ン

り
を
よ
く
見
て
み
な

り

う
お

 
気
が
付
く
と

一
同
は

り
に
あ
る
露
店
の
店
主
達
に
囲
ま
れ
て
い
た
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何
だ

え
る
ち

ん
だ

た
の
か
い

男
連
れ
だ

た
か
ら
気
付
か
な
か

た
わ

な
ら
俺
達
が
出
る
ま
で
も
な
か

た
か
な

う
ん
ま
あ
大
丈
夫
か
な
で
も
み
ん
な
い
つ
も
う
ち
の
社
員
を
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ねな

に

ソ
レ
イ
ユ
の
人
達
は
み
ん
な
凄
く
丁

だ
し
な

い
つ
も
色
々

て
も
ら

て
る
し

気
に
せ
ん
で
く
れ

で

そ
れ
は
そ
う
と

私
が
男
連
れ
だ
と
ど
う
し
て
私
だ

て
気
付
か
な
い
の
か
な

 
そ
う
え
る
が
口
に
出
し
た

間
に

店
主
達
は
脱

の

く
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た

そ
れ
じ

あ
え
る
ち

ん

気
を
付
け
て
帰

て
な

そ
の
男
共
を
あ
ま
り
ボ
コ
ら
ん
よ
う
に
な

あ

ち

と

ま

た
く
も
う

私
を
何
だ
と
思

て
ん
の
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
え
る
は
男
の
手
を
離
し

と
て
も
面
倒

そ
う
に
こ
う
言

た

は

も
う
い
い
わ

あ
ん
た
ら
さ

さ
と
ど

か
に
消
え
な

ひ
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す

す
ん
ま
せ
ん

し
た

 
二
人
は
そ
う
言

て
逃
げ
出
し

え
る
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
詩
乃
と
保
に
向
き
直

た

ご
め
ん
な
さ
い

驚
か
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね

え

い
や

え
え

ウ
ル
シ
エ
ル

て
そ
う
い
う
の
が
素
な
の

あ

う
う
ん

さ

き
み
た
い
な
の
は
殴
り
合
い
の

を
す
る
時
く
ら
い
か
な

 
普
通
に
い
つ
も
の

り
方
は
こ
ん
な
感
じ
よ

な

殴
り
合
い

す
る
ん
で
す
ね

あ

い

い
い
え

あ
あ
い
う
の
は
月
に

回
だ
け

で
す
よ

そ
れ
で
も
多
い
わ
よ

そ

そ
う
か
な

 
え
る
は
そ
う
言

て
シ

ン
と
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

私

て

か
ら
男
み
た
い
だ

て
よ
く
言
わ
れ
て
た
の

 
弟
の
方
が
私
よ
り
も
よ

ど
女
ら
し
い
の
よ
ね

そ
れ
は
そ
れ
で
問
題
が
あ
る
と
思
う
け
ど

は

こ
ん
な
ん
だ
か
ら
い
つ
ま
で
た

て
も
恋
人
が
出
来
な
い
の
よ
ね
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ま
あ
い
い
わ

私
の
恋
人
は
仕
事

う
ん

も
う
一
生
独
身
で
も
別
に
い
い
わ

 
え
る
は

め
た
よ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た

そ
の
目
か
ら
は
薄

す
ら
と
涙
が
こ
ぼ
れ
て
い

る
そ
ん
な
事
な
い
い
つ
か
え
る
さ
ん
の
事
を
ち

ん
と
分
か

て
愛
し
て
く
れ
る
人
が
現
れ
る

よ
ど
う
か
な

村
さ
ん
も

今
の
を
見
て
引
い
た
で
し

い
い
え

そ
ん
な
事
は
な
い
で
す

僕
は
格
好
い
い
な

て
思
い
ま
し
た

えで
も
僕
は
え
る
さ
ん
を
誘
え
ま
せ
ん

僕
は
見
た
目
も
普
通
で
す
し

 
特
に
お
金
持
ち

て

で
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
き

と
え
る
さ
ん
と
は
釣
り
合
わ
な
い
で
す

か
ら
ね

 
む
し
ろ
僕
と
一

に
い
た
ら

え
る
さ
ん
が
下
に
見
ら
れ
ち

う
と
思
う
ん
で

そ

そ
ん
な
事
は

ま
あ
今
の
事
は
も
う
忘
れ
ま
し

う

ほ
ら

り
の
人
達
が
こ

ち
を
見
て
ま
す
よ

 
こ
こ
は
ま

た
く
普
通
の
態
度
で
や
り
す
ご
し
ま
し

う



 第８６３話 ゼクシード、初めてのアルバイト

 
そ
し
て
家
に
帰

て
美
味
し
い
物
を
食
べ
て

今
日
は
ぐ

す
り

ち

い
ま
し

う

 
そ
れ
が
精
神
衛
生
的
に
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
か
ら
ね

あ

あ
の

は

は
い

 
そ
の
え
る
の
返
事
を

い
て

詩
乃
の
第
六
感
が
ピ
ン

と
反
応
し
た

こ

こ
れ
は
も
し
か
し
て

脈
が
あ
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
こ
の
日
か
ら
詩
乃
は

え
る
の
前
で
マ
メ
に
保
の
話
を
す
る
よ
う
に
な
り

 
そ
の
せ
い
も
あ

て
え
る
も
保
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

た

 
だ
が
こ
の
二
人
は
全
く
恋
愛
に
慣
れ
て
お
ら
ず
二
人
の
関
係
が
多
少
な
り
と
も
進
展
し
た
の

は 
そ
れ
か
ら

月
後

え
る
が
勇
気
を
出
し
て
保
を
食
事
に
誘

た
の
が
最
初
と
な
る
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第
８
６
４
話
 
ア
メ
リ
カ
チ

ム
の
戦
い

そ
し
て

 
ア
メ
リ
カ
組
の
中
で
神
崎
エ
ル
ザ
だ
け
が
自
分
が
成
す
べ
き
事
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
悩
ん

で
い
た

 
自
慢
で
は
な
い
が

エ
ル
ザ
は
家
事
が
一
切
出
来
な
い

そ
れ
は
も
う
何
も
出
来
な
い

 
ま
し
て
や
他
人
の
お
世
話
な
ど
出
来
る
は
ず
も
な
く

 
こ
の

況
で
は
八
幡
に
セ
ク
ハ
ラ
を
し
て
ム

ド
メ

カ

に
な
る
な
ど
と
い
う
事
も
出
来

ず 
エ
ル
ザ
は
無
力
感
に
包
ま
れ

眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
て
い
た

む

モ
エ
モ
エ
は
み
ん
な
の
護
衛

ク
ル
ク
ル
は
み
ん
な
の
お
世
話

 
ク
リ
ス
テ

ナ
と
ダ
ル
君
は
中
と
外
を
行

た
り
来
た
り
し
な
が
ら
デ

タ
ベ

ス
を
作
成

中 
ユ
イ
ち

ん
と
マ
リ
リ
ン
は
み
ん
な
の
健

管
理

 
マ
マ
ノ
ン
は
日
本
と
連

を
と
り
つ
つ

界
と
の
パ
イ
プ
を

し
て
る
し

 
私
だ
け
が
何
の
役
に
も
た

て
な
い
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実

の
と
こ
ろ

八
幡
的
に
は
そ
れ
で
ま

た
く

わ
な
か

た

 
何
故
な
ら
元
々
エ
ル
ザ
は
ア
メ
リ
カ
行
き
の

員
の
予
定
に
入

て
い
な
か

た
か
ら
で
あ

る 
実

八
幡
も

エ
ル
ザ
に
は
好
き
に
し
ろ
と
言

て
く
れ
て
い
た
の
だ
が

 
エ
ル
ザ
は
と
に
か
く
八
幡
の
役
に
た
ち
た
か

た
の
だ

 
も
ち
ろ
ん
藍
子
と
木
綿
季
の

に
何
か
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
か
な
り
大
き
か

た

の
だ
が

 
や
は
り
エ
ル
ザ
に
と

て
は
八
幡
が
全
て
な
の
で
あ
る

 
そ
し
て
考
え
あ
ぐ
ね
た
あ
げ
く
エ
ル
ザ
は
自
分
に
何
か
や
れ
る
事
が
な
い
か

乃
に
相
談
す

る
事
に
し
た

あ

あ
の

あ
ら
エ
ル
ザ
ち

ん

私
に
何
か
用
事

実
は
そ
の

私
に
も
何
か
仕
事
が
も
ら
え
な
い
か
な

て

 
エ
ル
ザ
は
自
分
も
何
か
八
幡
の
役
に
た
ち
た
い
事

 
で
も
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
事
な
ど
を
切
々
と

乃
に

え
た
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そ
こ
に
は
い
つ
も
の
フ
リ

ダ
ム
な
神
崎
エ
ル
ザ
の
面
影
は
ま

た
く
無
く

 

乃
は
ス
ト
レ

ト
に
そ
の
事
を
エ
ル
ザ
に
指
摘
し
た

ら
し
く
な
い
わ
ね

だ

だ

て

や

ぱ
り
こ
ん
な
時
に

い
つ
も
み
た
い
な
態
度
は
と
れ
な
い
も
ん

あ
あ

そ

ち
の
事
じ

な
く
て
ね

そ
う
ね

エ
ル
ザ
ち

ん
は
一
体
何

え

何

て

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
出
来
る
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る

 
そ
れ
じ

あ
エ
ル
ザ
ち

ん
の
仕
事

て
何

そ
れ
は

シ
ン
ガ

な
ら
歌
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

歌
は
世
界
を
救
う
ん
で
し

う

 
な
ら
女
の
子
二
人
く
ら
い
簡

に
救
え
る
ん
じ

な
い

あ
 
エ
ル
ザ
は
そ
の

乃
の
言
葉
で
自
分
が
何
者
な
の
か
思
い
出
せ
た
よ
う
だ

私
は
神
崎
エ
ル
ザ

私
に
出
来
る
の
は

歌
う
事
だ
け

 
エ
ル
ザ
は

乃
に
お

を
言
う
と

部
屋
に

り

二
人
の

の
曲
の
製
作
を
開
始
し
た
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エ
ル
ザ
ち

ん
は
八
幡
君
の
事
が
本
当
に
好
き
な
の
ね

 

乃
は
そ
ん
な
エ
ル
ザ
に
微
笑
ま
し
さ
を
感
じ
つ
つ
も

自
分
の
仕
事
に

た

 
そ
の

乃
も
ま
た

不
眠
不
休
に
近
い
ペ

ス
で
働
き
続
け
て
い
る

 
何
と
い

て
も
通
常
の

倍
の
速
度
で

か
も
し
れ
な
い

の
材
料
が
提

さ
れ
て
く
る

の
だ

 
本
社
に
そ
の
材
料
の
在

を

会
し

無
け
れ
ば
入
手
方
法
を
調
べ
さ
せ

 
可
能
な
限
り

く
入
手
出
来
る
よ
う
に
手
配
を
進
め
る
そ
の
手

は

 

乃
に
と

て
は
畑
違
い
の
分
野
に
も
関
わ
ら
ず
こ
こ
ま
で
何
の
破

も
見
せ
て
い
な
か

た 
さ
す
が
は
雪
ノ
下
家
の
ラ
ス
ボ
ス
と
呼
ば
れ
る
だ
け
の
事
は
あ
る

 
だ
が
そ
ん
な

乃
で
も

入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
材
料
に
関
し
て
は
や
や
苦
労
し
て
い

た 
そ
の
助
け
と
な

た
の
が

嘉
納
大
臣
に
紹
介
さ
れ
た

生
労
働
大
臣
の

健
で
あ
る

 
彼
は
八
幡
と
同
級
生
の

ひ
よ
り
の

親
で
あ
り

 
嘉
納

の
若
手
の
ホ

プ
と
し
て
少
し
前
に
入

し
た
人
物
で
あ
る
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彼
は
嘉
納
か
ら
の
そ
の
頼
み
を
む
し
ろ
前
の
め
り
に
引
き
受
け
た

 
公
私
混
同
を
す
る
よ
う
な
男
で
は
な
い
が

超
法

的

置
を
と

た
と
し
て
も

 
今
回
の
件
は

そ
の
病
に
苦
し
む
者
達
の
福
音
と
な
る
と
信
じ
る
が
故
の
行
動
で
あ

た

 
だ
が
ひ
よ
り
の
件
が
ま

た
く
影

し
て
い
な
か

た
と
い
う
事
は
絶
対
に
無
い

 
情
け
は
人
の

な
ら
ず
八
幡
の
今
ま
で
の
行
い
は
巡
り
巡

て
一
番
助
け
が
欲
し
い
場
面

で
結
実
し
た

 
そ
の
八
幡
で
あ
る
が

八
幡
達
の
作
業
は

に
大
詰
め
に
達
し
て
い
た

さ
ん

見
て
下
さ
い
こ
の
デ

タ

求
め
て
い
た
の
は
こ
れ
で
す
よ
ね

ど
れ
ど
れ

お
お

そ
う
そ
う

こ
れ
だ
よ
こ
れ

 
こ
の
ル

ト
を
突
き
詰
め
て
い
け
ば

絶
対
に
完
成
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
る
は
ず
だ

こ
こ
が
最
後
の
正
念
場
で
す
ね

死
ん
で
も
や
り

げ
ま
す
よ

君
が
も
し
こ
こ
で
死
ん
だ
ら
僕
が

方
面
に
フ
ル
ボ

コ
に
さ
れ
る
く
ら
い
じ

済
ま
な
い
か

ら 
出
来
れ
ば
死
な
な
い
よ
う
に
頼
む
よ

あ

い
や

何
か
す
み
ま
せ
ん
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そ
れ
で
も
場
は
と
て
も
明
る
か

た

待
機
中
だ

た
メ
ン
バ

も
総
動
員
さ
れ

 
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス

そ
れ
に

八
幡

紅
莉
栖

ダ
ル
の
六
人
は

 
正
解
の
ル

ト
に
到
達
す
る

に

一
心
不
乱
に
作
業
を
続
け
て
い
た

ご
め
ん

ユ
イ
ち

ん
が
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
ろ

て

そ
う
か

後
は
任
せ
て
く
れ

 
最
初
に
限
界
が
来
た
の
は

や
は
り
体
力
的
に

る
紅
莉
栖
で
あ

た

 

の
性
能
は
こ
の
中
で
一
番
な
の
だ
が
い
か
ん
せ
ん

久
力
は
体
力
頼
み
な
部
分
が
あ
る

の
だご

め
ん
八
幡

そ
ろ
そ
ろ
僕
も
限
界
だ
お

お
う
ア
メ
リ
カ
ま
で
引

張

て
き
た
上
に
こ
ん
な
苦
労
を
さ
せ
ち
ま

て
本
当
に
悪
い

い
い

て
い
い

て

僕
達
友
達
じ

な
い

あ
り
が
と
な

ダ
ル

 
次
に
ダ
ウ
ン
し
た
の
は
ダ
ル
で
あ

た

 
こ
の

り

ユ
イ
は
中
で
何
が
あ
ろ
う
と
絶
対
に
時
間
を

ば
し
て
く
れ
る
事
は
な
い

 
そ
の
代
わ
り
に
そ
の
人
が

え
ら
れ
る
限
界
ギ
リ
ギ
リ
に
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
時
間
を
設
置
し
て
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く
れ
て
お
り

 
そ
の
お
か
げ
で
今
回
の

品
開
発
が

実
に

良
く
進
ん
だ
事
は
間
違
い
な
い
の
だ

 
今
回
一
番
褒
め
ら
れ
る
べ
き
は

ユ
イ
と

莉
の
体
調
管
理
組
で
あ
ろ
う

こ
ん
な
事
な
ら
も

と
ダ
イ
エ

ト
し
て
鍛
え
て
お
く
べ
き
だ

た
お

い
や

十
分
だ

外
で
紅
莉
栖
と
一

に
フ

ロ

に
回

て
く
れ

 
あ

で
も
せ

か
く
だ
か
ら

こ
の
機
会
に
ち

と
は

せ
ろ

そ
ん
な
殺
生
な

と

時
間
だ
わ
ご
め
ん

後
は
宜
し
く
だ
お

 
そ
し
て
ダ
ル
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

も
そ
ろ
そ
ろ
危
な
く
な

て
き
た

 
一
番

く
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
八
幡
が

一
番
⻑
く

え
ら
れ
て
い
る
の
は

 
ひ
と
え
に
二
年
間
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
活
で

性
が
出
来
て
い
た
事
と
普

か
ら
鍛
え
て
い
た
せ
い

で
あ
る

 
そ
の
事
だ
け
見
て
も

八
幡
の
二
年
間
は
決
し
て
無

で
は
な
か

た
の
だ

 
そ
の
二
年
間
が
あ

た
か
ら
こ
そ

今
回
の
双
子
を
救
う
事
が
可
能
に
な

た
の
で
あ
る

八
幡
君

僕
も
そ
ろ
そ
ろ
時
間
み
た
い
だ

最
後
ま
で
見

け
ら
れ
な
く
て
す
ま
な
い

い
え

先
生
が
い
て
く
れ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
来
れ
た
ん
で
す

後
は
俺
達
に
任
せ
て
下
さ
い
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そ
う
で
す
よ

勉
強
し
た
と
は
い
え

僕
達
は
や

ぱ
り
に
わ
か
で
す
か
ら

そ
う
ね

ク
ロ

ビ
ス
は
確
か
に
ち

と
勉
強
不
足
よ
ね

く
 
確
か
に
そ
れ
は
事
実
だ

た

ク
ロ

ビ
ス
は
悔
し
そ
う
な
顔
を
し
た

 
そ
の
感
情
の
豊
か
さ
は
と
て
も

と
は
思
え
な
い

 
だ
が
こ
れ
は
ア
マ
デ
ウ
ス
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
優

な
の
で
あ
り

 
ま

た
く
の
ゼ
ロ
か
ら

が
自
我
を
持
つ
に
至
る
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
事
だ
ろ

う 
キ
ズ
メ
ル
と
ユ
イ
も

元
の
人
格
が
茅
場

に
よ

て
設
定
さ
れ
て
い
た

 
完
全
に
ゼ
ロ
か
ら
と
は
言
え
な
い
の
だ

そ
れ
じ

あ
外
で

報
を
待

て
い
る
よ

は
い

ご
期
待
下
さ
い

 
こ
う
し
て
八
幡
だ
け
が
残
る
事
に
な
り

ク
ロ

ビ
ス
と
メ
リ
ダ
も
作
業
に

た

し
か
し
兄
貴
は

へ
の

性
が
高
い
わ
よ
ね

ま
あ
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
た
時
間
が
⻑
か

た
か
ら
な
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Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う
言
葉
を

い
た

間
に

メ
リ
ダ
の
手
が
ほ
ん
の
一

だ
け
止
ま
り

 
す
ぐ
に
ま
た
動
き
出
し
た

ね

兄
貴

ん

ど
う
し
た

え

と
ね
私
実
は
病
気
に
な
る
前
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ベ

タ
テ
ス
タ

を
や

て
た
ん

だ
そ
う
な
の
か

メ
リ
ダ

そ
う
な
の

う
ん

一
番
付
き
合
い
の
⻑
い
ア
イ
と
ユ
ウ
は
知

て
る
ん
だ
け
ど

 
他
の
人
に
は
言

て
な
い
か
ら

ク
ロ

ビ
ス
が
知
ら
な
い
の
は
当
然
ね

そ
う
な
の
か

で
も
あ
い
つ
ら
か
ら
そ
う
い
う
話
を

い
た
事
は
無
い
な

う
ん
口
止
め
し
て
た
か
ら
ね

私
は
製
品

が
出
た

に
は
も
う
病
気
を
発

し
て
し
ま

て
て

 
病
院
の
先
生
に
ナ

ヴ
ギ
ア
の
使
用
を
禁
止
さ
れ
た
せ
い
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
事
は
無
か

た
け
ど
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も
し
か
し
た
ら
兄
貴
と
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
知
り
合

て
た
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
よ
ね

メ
リ
ダ
が
攻
略
組
に
参
加
し
て
た
ら
そ
の
可
能
性
は
高
か

た
だ
ろ
う
な

そ
し
た
ら
私
が
兄
貴
の
彼
女
に
な

て
た
可
能
性
は
あ
る
の
か
な

い
や

無
い
な

俺
と
明
日
奈
が
知
り
合

た
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
開
始
直
後
だ
か
ら
な

そ
う
だ

た
ん
だ

ち

 
メ
リ
ダ
は
と
て
も
残
念
そ
う
に
そ
う
言

た

実
は
一
度

ア
イ
と
ユ
ウ
の
前
で
さ

 
ナ

ヴ
ギ
ア
を
被

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
よ
う
と
し
た
事
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

そ
れ
は

中
参
加
的
な
意
味
で
か

う
ん
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
現
実
世
界
で
死
ぬ
の
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
死
ぬ
の
も
一

か
な

て
思

て

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
の
行

を

定
も
否
定
も
し
な
か

た

実

に
メ
リ
ダ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
行

て
い
な

い 
こ
こ
で
余
計
な
事
を
言

て
も
仕
方
が
な
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

で
も
ア
イ
と
ユ
ウ
に
止
め
ら
れ
ち

て
さ

自
暴
自

に
な

て
た
私
に
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い
つ
か
三
人
で
ギ
ル
ド
を
作
ろ
う

そ
し
て
一

に
新
し
い
世
界
を
冒
険
し
よ
う

て

 
二
人
は
そ
う
言

て
く
れ
た
ん
だ
よ
ね

そ
う
だ
な

冒
険
は
い
い
も
ん
だ

で
も
結
局
私
の
体
は
そ
れ
に

え
ら
れ
な
く
て
二
人
を
残
し
て
先
に
死
ぬ
事
に
な

ち

た
け
ど

 
ま
だ
ジ

ン
や
テ

チ

タ
ル
や
ノ
リ
に
シ
ウ
ネ

が
残

て
る
し

 
あ
の
二
人
に
は

残
さ
れ
た
み
ん
な
を
さ

 
も

と
も

と
色
々
な
冒
険
に
連
れ
て

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
ね

あ
あ

そ
う
だ
な

だ
か
ら
あ
の
二
人
は
絶
対
に
死
な
せ
る

に
は
い
か
な
い
ク
ロ

ビ
ス
も
そ
う
思
う
わ
よ
ね

う
ん

僕
も
み
ん
な
を
残
し
て
死
ん
じ

て

し

な
か

た
け
ど

 
だ
か
ら
こ
そ
残
さ
れ
た
み
ん
な
に
は
生
き
て
い
て
欲
し
い
か
ら
ね

と
い
う

で
最
後
の
追
い
込
み
よ

ク
ロ

ビ
ス

気
合
い
入
れ
て
い
く
わ
よ

僕
達
は
も
う
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
じ

な
い
け
ど
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今
こ
そ
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
魂
を
見
せ
る
時
だ
ね

 
二
人
は
や
る
気
満
々
で
そ
う
言
い

そ
ん
な
二
人
に
八
幡
は

ぼ
そ
り
と

い
た

い
や

お
前
達
は
今
で
も
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
だ
ぞ

あ
あ

う
ん

気
持
ち
の
上
で
は
そ
の
つ
も
り
だ
よ

い
や
い
や

そ
う
い
う
意
味
じ

な
く
て
な

 
も
う
少
し
し
た
ら

お
前
達
は
ま
あ
う
ち
の
製
品
限
定
だ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
な
る
ん
だ
が

 
そ
こ
で
完
全
に
復
帰
す
る
事
に
な
る
か
ら
な

今
は
た
だ
休
ん
で
る
だ
け
だ

へほ
え

 
八
幡
が
い
き
な
り
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

二
人
は
お
か
し
な
声
を
上
げ
た

今
の
私
達
の

態
で
Ａ
Ｌ
Ｏ

て
プ
レ
イ
出
来
る
の

悪
い

今
は
ま
だ
無
理
だ

だ
が
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
が
も
う
少
し
進
め
ば
可
能
だ

そ
う
な
の

あ
あ
と
い
う
か
ま
あ
別
に
お
前
達
の

に
開
発
し
て
る
と
か
じ

な
く

定
路
線
な
ん

だ
け
ど
な
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え

と

ど
う
い
う
事

さ

ぱ
り
分
か
ら
な
い
よ
兄
貴

お
前
達

ニ

ロ
リ
ン
カ

の
仕
様
は
理
解
し
て
る
よ
な

あ

う
ん

ア
マ
デ
ウ
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

 
そ
の
人
の
記
憶
を
コ
ピ

さ
れ
た

が
本
人
の
代
わ
り
に
高
速
思
考
を
行
い

 

似
的
に
時
間
が
ゆ

く
り
流
れ
る
よ
う
な

態
に
す
る
ん
だ
よ
ね

そ
し
て
そ
の
記
憶
を
本
人
の

に
書
き

す
事
で

本
人
の
記
憶
と
の
整
合
性
を
と
る

で

合

て
る

あ
あ
合

て
る
ぞ

そ
れ
で
だ
仮
に
ニ

ロ
リ
ン
カ

用
の
ゲ

ム
が
リ
リ

ス
さ
れ

た
場
合

 
そ
れ
を
プ
レ
イ
す
る
事
に
な
る
の
は
誰
だ
と
思
う

ほ
え

そ
れ
は

え

と

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
答
え
に
思
い
当
た
り

目
を
見
開
い
た

あ

私
達
と
同
じ

だ
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そ
う
だ
そ
う
だ

僕
達
と
同
じ
存
在
だ

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

う
ち
は
ゲ

ム
メ

カ

だ
か
ら
な

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

で
ゲ

ム
が
出
来
る
よ
う
に
す
る

て
事
は

 
つ
ま
り
お
前
達
も
ま
た
ゲ

ム
が
出
来
る

て
事
だ

本
当
に

本
当
だ

て
の
だ
か
ら
期
待
し
て
く
れ
て
い
い
ち
な
み
に
も
う
す
ぐ

作
品
が
完
成
予
定

だ
う
お
お
お
お
お

や

た

凄
く
嬉
し
い

 
二
人
は
そ
の
事
が
本
当
に
嬉
し
い
よ
う
で
作
業
の
手
を
止
め
て
八
幡
の

り
を
く
る
く
る
回

り
始
め
た

お
い
お
い
お
前
達

手
は
止
め
な
い
で
く
れ
よ
な

あ

そ
う
だ

た

ご
め
ん
兄
貴

作
業
を
続
け
る
ね
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お
う

そ
う
し
て
く
れ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は

優
し
い
目
で
二
人
の
事
を

め
て
い
た

俺
達
が
復
帰
し
た
時
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
い
な
い
な
ん
て
事
に
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
ぞ

あ
と
少
し

あ
と
少
し
頑
張
れ
ば

 
二
人
は
先
ほ
ど
以
上
に
作
業
に

し

八
幡
も
ペ

ス
を
上
げ
た

 
そ
し
て

に
念
願
の
そ
の
時
が
や

て
き
た

ク
ロ

ビ
ス
が
い
き
な
り
手
を
止
め
こ
う
叫

ん
だ
の
だ

よ
し

今
か
な
り
ピ
ピ

と
き
た

兄
貴

多
分
こ
れ

こ
れ
で
間
違
い
な
い
よ

お

ク
ロ

ビ
ス

手
応
え
あ

た

う
ん
メ
リ
ダ

こ
れ
で
い
け
る
と
思
う

 
八
幡
は

さ
れ
た
そ
の
組
成
デ

タ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
乗
せ
様
々
な

を
チ

ク
し
た

お
お

い
け
て
る
で
し

あ
あ

間
違
い
な
い

こ
れ
で
完
成
だ

や

た



 第８６４話 アメリカチームの戦い、そして

こ
れ
で
二
人
は
助
か
る
ね

よ
し

今
デ

タ
を

め
て
外
に
送
る

 
八
幡
が
そ
う
言

て
作
業
を
始
め
よ
う
と
し
た
時

ユ
イ
が
八
幡
に

告
を
発
し
た

パ
パ

ま
も
な
く
限
界
時
間
が
訪
れ
ま
す

そ
ろ
そ
ろ
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
下
さ
い

悪
い
ユ
イ

こ
れ
を
外
に
送
ら
な
い
と

そ
れ
な
ら
兄
貴

俺
達
が
や

て
お
く
か
ら

そ
う
だ
よ
兄
貴

本
当
に
危
な
い
か
ら
落
ち
な
い
と

あ
と
少
し

も
う
少
し
だ

パ
パ

時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

ま
も
な
く
強
制
切
断
さ
れ
ま
す

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い

よ
し

こ
れ
で
完
成
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
バ

チ

ル
コ
ン
ソ

ル
の
ボ
タ
ン
を
押
し
そ
の

間
に
ア
ラ

ト
が

こ
え

 
八
幡
は

ラ
ボ
か
ら
強
制
切
断
さ
れ
る
事
と
な

た

 
だ
が
こ
こ
で
誰
も
想
定
し
て
い
な
か

た
事
が

こ

た

 
八
幡
が
デ

タ
を
送
信
す
る
の
と
ロ
グ
ア
ウ
ト
処
理
が
重
な

た



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
シ
ス
テ
ム
に
若

の

が
発
生
し
た
の
で
あ
る

 
デ

タ
の
送
信
が
後
だ

た
ら
何
の
問
題
も
無
か

た
の
だ
が

 

番
的
に
先
だ

た

に
そ
ち
ら
が
優
先
さ
れ
て
し
ま
い

 
八
幡
の
ロ
グ
ア
ウ
ト
が
十

ほ
ど

れ
る
事
に
な

て
し
ま

た
の
で
あ
る

来
た

来
た
わ
よ

先
生

結
城
先
生

待

て
く
れ

今
デ

タ
を
チ

ク
し
て
み
る

 
お
お

こ
れ
だ

こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
あ
の
二
人
の
病
気
は
劇
的
に

す
る

 
こ
の

さ
え
飲
み
続
け
て
い
れ
ば
以
後
は
一

人
と
ま

た
く
変
わ
ら
な
い
生
活
が
送
れ
る

は
ず
だ

う
お
お
お
お

キ
タ

八
幡
様

や
り
ま
し
た
ね

 
八
幡
の
限
界
時
間
を
き
ち
ん
と

し
て
い
た
ク
ル
ス
は

 
八
幡
と
喜
び
を
分
か
ち
合
お
う
と
そ
う
声
を

け
た
が
八
幡
か
ら
の
返
事
は
な
い

あ
れ

八
幡
様

八
幡
様

 
ク
ル
ス
が

て
て
そ
う
言

た

間
に



 第８６４話 アメリカチームの戦い、そして

 
八
幡
が
装
着
し
て
い
る
ニ

ロ
リ
ン
カ

か
ら

子
音
が

こ
え
て
き
た

ラ
ボ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た

えク
ル
ス

ど
う
し
た
の

い

今
八
幡
様
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
た
ん
だ
け
ど

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た

て
メ

セ

ジ
が
そ
の
強
制
切
断
の
時
間
よ
り
も
十

く
ら
い

く

て
何
だ

て

何
で
す

て

そ

そ
れ
は
ま
ず
い
お

 
そ
し
て

莉
の
前
に
設
置
さ
れ
た

 

似
ニ

ロ
リ
ン
カ

と
言
う
べ
き
モ
ニ
タ

に
ユ
イ
の

が
映
し
出
さ
れ
た

 
こ
れ
自
体
は
そ
う
い
う
仕
様
な
の
で
特
に
お
か
し
な
事
は
無
い
の
だ
が

 
問
題
は
映
し
出
さ
れ
た
そ
の
ユ
イ
の

で
あ

た

画
面
の
中
の
ユ
イ
は

し
て
い
た
の

だ
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ユ
イ
ち

ん

一
体
何
が
あ

た
の

ご
め
ん
な
さ
い

ぐ
す

シ

シ
ス
テ
ム
の

が

こ

て

 
そ
れ
を
何
と
か
し
よ
う
と
頑
張

た
ん
で
す
け
ど

パ
パ
が

パ
パ
が

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
ま
ま
目
を
覚
ま
さ
な
か

た



 第８６５話 日本チームの動向、そして明日奈は

 
第
８
６
５
話
 
日
本
チ

ム
の
動
向

そ
し
て
明
日
奈
は

八
幡
様

八
幡
様

落
ち
着
い
て
ク
ル
ス

と
り
あ
え
ず
あ
な
た
は
萌
郁
さ
ん
を
呼
ん
で
き
て

 
こ
こ
は
私
に
任
せ
な
さ
い

こ
れ
で
も
私
は

学
の
世
界
的
な

な
の
よ

で

で
も

い
い
か
ら

く

八
幡
の
努
力
を
無

に
し
た
い
の

わ

分
か

た

 
ク
ル
ス
は
非
常
に
珍
し
い
紅
莉
栖
の

声
を

き

か
れ
る
よ
う
に
部
屋
を
飛
び
出
し
た

さ
て
と

莉
さ
ん

結
城
先
生

八
幡
の
体
に

常
が
無
い
か

チ

ク
を
お
願
い
し
ま

す
わ

分
か

た
わ

任
せ
て
く
れ

橋
田
あ
ん
た
は
一
刻
も

く
八
幡
達
が
見
つ
け
出
し
た

の
レ
シ
ピ
を
日
本
に

け
る
の

よ
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り

了
解
だ
お

ユ
イ
ち

ん
は
私
と
一

に

ラ
ボ
に
お
願
い

中
に
い
る
二
人
に
も
協
力
し
て
も
ら
わ
な

い
とは

は
い

 
さ
す
が
は
紅
莉
栖
で
あ
る

そ
の

理
的
思
考
は
こ
ん
な

況
で
も
決
し
て

る
が
な
い

橋
田

つ
い
で
に

乃
さ
ん
に

況
を
説
明
し
て
お
い
て

 

し
い
事
は

中
か
ら

た
ら
私
か
ら
説
明
す
る
わ

分
か

た

八
幡
の
事
は
頼
ん
だ
お

任
せ
な
さ
い

 
紅
莉
栖
は
胸
を
ド
ン
と
叩
き

再
び

ラ
ボ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
先
ほ
ど
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
ば
か
り
で
休

時
間
が
足
り
な
い

限
界
ま
で
あ
ま
り
時
間
の
余

は
無
い
が

 
二
人
に
話
を

く
だ
け
な
の
で

問
題
は
無
い
だ
ろ
う

あ
れ

紅
莉
栖
さ
ん

ど
う
し
た
ん
で
す
か

そ
れ
に
ユ
イ
ち

ん
ま
で

の
デ

タ
は
日
本
に
送
れ
ま
し
た
か



 第８６５話 日本チームの動向、そして明日奈は

 
二
人
は
ま
だ
研
究
を
続
け
て
い
た
ら
し
く

何
か
の
作
業
中
で
あ

た

 
そ
れ
も
そ
の
は
ず

メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
の
戦
い
は

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
他
の
メ
ン
バ

の

の

を
開
発
す
る
ま
で
ま
だ
ま
だ
継
続
中

な
の
で
あ
る

実
は
ね

 
そ
し
て
紅
莉
栖
が

況
を
伝
え
る
と

さ
す
が
の
二
人
も
そ
の
手
を
止
め
た

え
え

兄
貴
が

た

確
か
に
兄
貴
の

が
消
え
る
の
が
少
し

い
な

て
思

て
た
け
ど

 
さ
す
が
の
二
人
も
ま
さ
か
外
が
そ
ん
な
事
に
な

て
い
る
な
ど
と
は
夢
に
も
思

て
い
な
か

た
ら
し
い

紅
莉
栖
さ
ん

ど
う
し
ま
す
か

私
は
こ
の
後
仮
眠
し
な
い
と
い
け
な
い
の

そ
う
し
な
い
と
こ
こ
に
入
れ
な
い
か
ら
ね

 
そ
の
間
に
三
人
に
は
八
幡
の

に
書
き

さ
れ
た
記
憶
デ

タ
に

が
無
か

た
か
調
べ
て

欲
し
い
の

 
主
に
入
出
力
デ

タ
の
比

と
ノ
イ
ズ
の

無
ね
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わ

分
か
り
ま
し
た

兄
貴

待

て
て

今
私
が
助
け
て
あ
げ
る
か
ら

パ
パ

絶
対
に
マ
マ
の
所
に
連
れ

し
ま
す
か
ら
ね

 
三
人
は
決
意
も
新
た
に
作
業
に
入
り

紅
莉
栖
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

あ

紅
莉
栖
さ
ん

か

た
で
す
ね

え
え

ま
あ
確
認
だ
け
で
し
た
か
ら

 
紅
莉
栖
が

た
と
思

た
ら
す
ぐ

き
上
が

て
き
た

莉
は
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た 
だ
が
よ
く
考
え
れ
ば
そ
れ
は
当
然
で
あ
る

莉
は
直
ぐ
に
自
分
の
作
業
に

た

後
は
三
人
の
解

結
果
次
第
だ
け
ど

と
り
あ
え
ず
今
は
休
ま
な
き

 
紅
莉
栖
は
そ
う

く
と

乃
に
事
情
を
説
明
し
仮
眠
を
と
る

に
近
く
の
ベ

ド
に
横
に

な

た
私
ま
で
倒
れ
た
ら
本
当
に
ま
ず
い
事
に
な

ち

う

急
が
ば
回
れ
急
が
ば
回
れ

 
気
丈
に

舞

て
は
い
た
も
の
の

や
は
り

の
疲
労
が
激
し
か

た
の
だ
ろ
う

 
紅
莉
栖
は
目
覚
ま
し
を
か
け
る
と
同
時
に
す
ぐ
に

息
を
た
て
始
め



 第８６５話 日本チームの動向、そして明日奈は

 

と
ダ
ル
も
何
か
あ

た
ら
す
ぐ
知
ら
せ
て
く
れ
と

莉
に
頼
み
仮
眠
す
る
事
に
し
た
の

で
あ

た

  
一
方
ア
メ
リ
カ
組
と
入
れ

わ
り
で

場
に
突
入
し
た
の
は
日
本
組
で
あ
る

 
ち
な
み
に
八
幡
の

態
に
つ
い
て
は

乃
の
判
断
で
ま
だ
陽
乃
以
外
に
は
誰
に
も
伝
え
ら
れ

て
い
な
い

 
こ
れ
は
藍
子
と
木
綿
季
が
誰
か
か
ら
話
を

き
シ

ク
を
受
け
る
事
を
防
ぐ

の

置
で

あ

た
め
ぐ
り

材
料
の
手
配
の
進

は

現
在
八
十
二
パ

セ
ン
ト
で
す

み
ん
な
の
頑
張
り
の
お
か
げ
で
多
少
余

が
あ
る
け
ど

 
材
料
だ
け
集
ま

て
も
そ
れ
で
済
む

じ

な
い
の
よ
ね

と
り
あ
え
ず
中
間
素
材
の
作
成
に
は

に
着
手
し
て
い
ま
す
問
題
は

入
関
係
の
材
料
で
す

ね 
い
く
つ
か

査
の
関
係
で
空
港
で
止
め
ら
れ
て
い
る
材
料
が
あ
り
ま
す
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と
に
か
く
急
が
せ
て

嘉
納
さ
ん
や

さ
ん
が
協
力
し
て
は
く
れ
る
け
ど

 
そ
れ
に

え
ず
こ
ち
ら
か
ら
も
要
望
は
続
け
て

は
い

 
そ
ん
な
中

ア
ス
ナ
と
ラ
ン

そ
れ
に
ユ
ウ
キ
は

 
朝
か
ら
三
人
で
放
つ
共

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ

ド
ス
キ
ル
の
開
発
に
着
手
し
て
い
た

メ
ン
テ
中
に
色
々
考
え
て
お
い
た
も
の
の

中
々
技
が
繋
が
ら
な
い
ね

要
は
技
と
技
の
繋
が
り
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

何
か
ヒ
ン
ト
で
も
あ
れ
ば
な

 
だ
が
や
は
り
そ
う
簡

に
事
が
運
べ
る
は
ず
も
な
く

 
三
人
は
直
ぐ
に
行
き
詰
ま
り
こ
う
し
て
う
ん
う
ん
と

り
な
が
ら
意
見
を
出
し
合

て
い
た

の
で
あ
る

あ

そ
ろ
そ
ろ
ゼ
ク
シ

ド
師
匠
が
来
る
時
間
だ

も
う
そ
ん
な
時
間

そ
れ
じ

あ
私
は
一

落
ち
る
ね

あ

待

て

せ

か
く
だ
し

師
匠
に
意
見
を

い
て
み
な
い

 
案
外
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ま

た
く
縁
の
無
い
人
の
方
が
客
観
的
な
意
見
を
言

て
く
れ
る
か
も
だ
し



 第８６５話 日本チームの動向、そして明日奈は

そ
う
い
う
の

て
あ
る
か
も
ね

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

か

 
三
人
は
そ
う
相
談
し

ゼ
ク
シ

ド
に
話
を

い
て
み
る
事
に
し
た

二
人
と
も
お
待
た
せ

お
お

と
今
日
は
ア
ス
ナ
さ
ん
も
一

な
ん
だ
ね
は
は
は
は
は

 
ゼ
ク
シ

ド
は

に
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
な
調
子
で
そ
う

し
て
き
た

ゼ
ク
シ

ド
君

バ
イ
ト
の
調
子
は
ど
う

い
や

凄
く
楽
し
い
ね

 
ま
さ
か
こ
ん
な
に
楽
し
く
お
金
が

げ
る
な
ん
て
思

て
い
な
か

た
と
い
う
か

 
も

と

く
闇
風
君
達
の
誘
い
に
乗

て
お
け
ば
よ
か

た
と
今
は
後
悔
し
て
い
る
よ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
そ
の
会
話
に
つ
い
て

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
何
も
言
わ
な
か

た

 
内
心
で
は
そ
こ
ま
で
し
て
も
ら

て

し

な
い
と
い
う
気
持
ち
は
持

て
い
た
の
だ
が

 
こ
こ
で
余
計
な
事
を
言

て
ゼ
ク
シ

ド
の
プ
ラ
イ
ド
を

つ
け
る
の
は
避
け
た
か

た
か

ら
で
あ
る

そ
れ
で
ね
師
匠

今
日
は
ち

と
意
見
を

き
た
い
事
が
あ

て
さ

ほ
う

僕
に
分
か
る
事
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

ま
あ
何
で
も

い
て
く
れ
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え

と
ね

 
そ
し
て
三
人
は

出
来
る
だ
け

し
く
共

ソ

ド
ス
キ
ル
に
つ
い
て
説
明
し
た

ふ
む
ふ
む

な
る
ほ
ど

師
匠

何
か
思
い
付
く
事
と
か

て
あ
る

そ
う
だ
ね

素
人
考
え
で
良
け
れ
ば
無
く
も
な
い
か
な

そ
れ
で
い
い
よ

か
せ
て

か
せ
て

本
当
に
思
い
付
き
な
ん
だ
け
ど
ね

 
ゼ
ク
シ

ド
は
そ
う
言

て

ユ
ウ
キ
の
方
を
向
い
た

な

ユ
ウ
キ
の
マ
ザ

ズ
ロ
ザ
リ
オ

て
の
は
十
一
連
ソ

ド
ス
キ
ル
な
ん
だ
よ
ね

う

う
ん

そ
れ
を
分
解
し
て

三
人
で

し
に
撃

て
み
る

て
い
う
の
は
ど
う
か
な

 
そ
れ
な
ら
何
と
な
く
上
手
く
い
き
そ
う
じ

な
い
か

た

確
か
に

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
な
ら
突
き
が
三
つ
の
パ

ト
に
分
か
れ
て
る
か
ら

 
案
外
上
手
く
発
動
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね



 第８６５話 日本チームの動向、そして明日奈は

そ
れ
が
上
手
く
い

た
ら

後
は

置
取
り
と
か
タ
イ
ミ
ン
グ
を
変
化
さ
せ
て

 
発
動
す
る
し
な
い
の
研
究
が
出
来
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

ど
う
だ
ろ
う

師
匠

凄
い
ね

そ
の
発
想
は
無
か

た
わ

 
ゼ
ク
シ

ド
は
三
人
に
褒
め
ら
れ
て
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し

続
け
て
こ
う
言

た

後
は
型
稽
古

て
の
が
あ
る
じ

な
い

え
ば
二
人
の
体
を

て
く
れ
て
る
結
城

先

生

て

 
確
か
剣
の
達
人
な
ん
だ
よ
ね

先
生
な
ら
日
本
刀
の

舞
の
型
も
知

て
そ
う
だ
し

 
そ
れ
を
真
似
し
て
み
る

て
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
ね

 
何
た

て
先
人
達
の
英
知
の
結

な
ん
だ
か
ら
さ

う
わ

師
匠

て
も
し
か
し
て
天
才

い
や

そ
ん
な
事
は
な
い
よ

た
だ
僕
は
さ

ち

と
古

い
け
ど

 
ノ

ト
に
手
書
き
で
デ

タ
を

め
る
の
が
好
き
だ
か
ら

 
い
つ
も
そ
ん
な
感
じ
で
色
々
と
考
え
て
い
る
せ
い
か
も
し
れ
な
い
ね
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そ
れ
は
か
つ
て
恭
二
が
保
の
部
屋
で
目
撃
し
た
攻
略
ノ

ト
の
事
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
で
も
凄
い
よ
師
匠

こ
れ
は
か
な
り
テ
ン
シ

ン
が
上
が
る
わ
ね

そ
れ
じ

あ
明
日

し
て
み
よ

か

う
ん

今
日
は
も
う
い
い
時
間
だ
し
ね

さ
す
が
に
眠
い
や

師
匠

貴
重
な
ヒ
ン
ト
を
あ
り
が
と
う

凄
く
参
考
に
な

た
よ

い
や
い
や

役
に
た
て
た
な
ら
良
か

た
よ

 
三
人
は
ゼ
ク
シ

ド
か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
明
日
ど
う
や

て

し
て
み
よ
う
か
と
相
談
し

た 
そ
の
ま
ま
話
が

調
に

ま

た

ア
ス
ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
は
二
人
に
別
れ
を
告
げ
て
ロ
グ

ア
ウ
ト
し
た

ふ
う

保
君

と
て
も
い
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
本
当
に
あ
り
が
と
う

い
や
い
や

そ
れ
よ
り
何
か
気
付
か
な
い
か
い

何
か

 
そ
う
言
わ
れ
た
明
日
奈
は

し
げ
な
表
情
で

り
を
見
回
し
た



 第８６５話 日本チームの動向、そして明日奈は

あ

あ
れ

急
に
人
が

え
て
る

ご
名
答

二
人
の
前
で
言
う
べ
き
か
ど
う
か
判
断
が
つ
か
な
か

た
か
ら

 
さ

き
は
言
わ
な
か

た
ん
だ
け
ど
さ

八
幡
達
が

に
や

て
く
れ
た
み
た
い
だ
よ

八
幡
君
が

て
事
は

あ
あ

二
人
の
病
気
の
特

が

に
完
成
し
た
み
た
い
な
ん
だ

 
後
は
材
料
を
集
め
て
調
合
す
る
だ
け
だ
と
か

う

本
当
に

や

た

や

た

 
明
日
奈
は
よ
ほ
ど
嬉
し
か

た
の
だ
ろ
う

バ
ン
ザ
イ
を
し
な
が
ら

り
を

ね
回

た

だ
か
ら
保
君

あ
ん
な
に
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
だ

た
ん
だ
ね

え

そ

そ
う
か
い

そ
れ
は
ち

と
恥
ず
か
し
い
な

そ
う
だ

八
幡
君
に
お

を
言
わ
な
く
ち

あ

そ
の
事
な
ん
だ
け
ど
さ

ち

と
明
日
奈
さ
ん
に

き
た
い
事
が
あ

て

あ

う
ん

何
か
な

こ
の
ア
ド
レ
ス

て
八
幡
の
ア
ド
レ
ス
で
合

て
る
よ
ね

ど
れ
ど
れ
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明
日
奈
は
そ
う
言

て
保
の
ス
マ
ホ
を

き
こ
ん
だ

 
そ
こ
に
表

さ
れ
て
い
た
ア
ド
レ
ス
は

確
か
に
八
幡
の
ア
ド
レ
ス
で
あ

た

う
ん

合

て
る
よ

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
ね

う

ん

お
か
し
い
な

 
保
は
ス
マ
ホ
を
じ

と

み
な
が
ら
し
き
り
に
首
を

げ
て
い
る

ど
う
し
た
の

い
や

明
日
奈
さ
ん
も
知

て
の
通
り

八
幡
が
ア
メ
リ
カ
で
作
業
し
て
た
時

て

 
こ

ち
の
リ
ス
ト
に
も
居
場
所
が
表

さ
れ
て
い
た
よ
ね

あ

う
ん

さ
れ
て
た
ね

 
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
に
関
し
て
は
名
前
が
表

さ
れ
な
い
よ
う
に
手
を
打

た
ア
ル
ゴ
で

あ

た
が

 
八
幡
達
ヴ

ル
ハ
ラ
組
に
関
し
て
は

一
時
的
に
名
前
を
表

し
な
い
事
に
し
た
も
の
の

 
二
人
の
名
前
を
消
し
た
事
で
も
う
見
ら
れ
て
も
問
題
な
い
と
判
断
し

 
消
し
た
少
し
後
に
表

す
る
よ
う
に

し
て
し
ま

て
い
た
の
で
あ

た

 
そ
の

二
人
は
先
ほ
ど
話
し
て
い
た
よ
う
に

八
幡
の

態
を
確
認
出
来
て
い
た
の
だ
が



 第８６５話 日本チームの動向、そして明日奈は

 
そ
の
事
を
疑
問
に
思

て
口
に
出
す
者
は
誰
も
い
な
か

た

 
ア
ル
ゴ
は
や
は
り
問
題
な
し
と
結

付
け
て
い
た
の
で
あ
る

 
こ
れ
は
別
に
ア
ル
ゴ
の
手
落
ち
と
い
う

で
は
な
い
が

 
今
回
に
限
り

そ
の
判
断
は
裏
目
に
出
る
事
に
な

た

で
も
今
は
消
え
て
る
よ
ね

あ

ご
め
ん

今
日
は
見
て
な
か

た
や

そ
う
か
ま
あ
さ

き
確
認
し
た
か
ら
間
違
い
な
い
よ
今
八
幡
は
ネ

ト
と
か
に
は
接
続
し

て
い
な
い

ふ
む
ふ
む

そ
れ
で

い
や
ね

あ
の
二
人
に
会
わ
せ
て
く
れ
た
事
の
お

に
と
思

て

 

日
の
夜
か
ら
何
通
か
八
幡
に
メ

ル
を
送

た
ん
だ
け
ど
一
向
に
返
事
が
来
な
い
ん
だ
よ

ね
そ
う
な
ん
だ

も
し
か
し
て

て
る
の
か
な

う

ん

そ
れ
で
も
二
十
四
時
間

ぱ
な
し

て
の
は
お
か
し
く
な
い

確
か
に
お
か
し
い
ね
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明
日
奈
は
そ
う
言

て
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て
八
幡
に

話
を

け
た
が
当
然
繋
が
ら
な
い

や

ぱ
り
出
な
い
か
い

う
ん

何
か
あ

た
の
か
な

う

ん

 
丁
度
そ
こ
に

運
悪
く
陽
乃
が
通
り
か
か

た

あ

姉
さ
ん

丁
度
良
か

た

ち

と

き
た
い
事
が

ん

明
日
奈
ち

ん

ど
し
た
の

 
そ
う
言

て
陽
乃
が
こ
ち
ら
を
見
た

間
に

明
日
奈
は

り
こ
く

た

ん

ど
う
し
た
の

私
に
何
か
用
事
じ

な
い
の

ね

姉
さ
ん

う
ん

私
ね

姉
さ
ん
と
は
⻑
い
付
き
合
い
じ

な
い

ほ
え

ま
あ

確
か
に
そ
う
だ
ね

だ
か
ら
何
と
な
く
分
か

ち

う
ん
だ
よ
ね



 第８６５話 日本チームの動向、そして明日奈は

 
八
幡
君
命
名
の
強
化
外
骨
格

て
の
を

姉
さ
ん
が
使

て
る
時

て

 
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ
た
陽
乃
は
驚
い
た
表
情
を
し
た
後
気
ま
ず
そ
う
な
顔
で
明
日
奈
の

顔
を
見
た

 
明
日
奈
は
や
は
り
と
思
い
つ
つ

真
剣
な
表
情
で
陽
乃
に
こ
う
切
り
出
し
た

姉
さ
ん

八
幡
君
に
何
が
あ

た
の
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第
８
６
６
話
 
し
ま

た

油
断
し
た

 
陽
乃
は
明
日
奈
に
八
幡
の
事
を

ね
ら
れ

ど
う
答
え
る
べ
き
か
悩
ん
で
い
た

ま
さ
か
八
幡
君
以
外
に
見
破
ら
れ
る
と
は
思

て
な
か

た
な

さ
て
ど
う
し
よ
う

 
で
も
こ
れ
以
上

で
取
り

て
も

明
日
奈
ち

ん
に
は
絶
対
に
通
用
し
な
い
だ
ろ
う
し

な 
陽
乃
は
そ
う
考
え

明
日
奈
に
全
て
正
直
に
話
す
事
に
し
た

 
こ
の
場
に
は
今
は
保
も
い
る
が

今
更
だ
ろ
う

さ
す
が
と
い
う
か
何
と
い
う
か

う
ん

し
て
て
ご
め
ん
ね

 
実
は
私
以
外
の
人
は
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど

ア
メ
リ
カ
で
ち

と
ト
ラ
ブ
ル
が

あ

て
ね

 
八
幡
君
が

ニ

ロ
リ
ン
カ

を
⻑
く
使
い
す
ぎ
て

目
を
覚
ま
さ
な
い
み
た
い
な
の

は

八
幡
君
が

ま

ま
さ
か
そ
ん
な

で
も
心
配
し
な
い
で

紅
莉
栖
ち

ん
が
言
う
に
は

多
少
の

は
あ

た
も
の
の



 第８６６話 しまった、油断した

 
記
憶
デ

タ
の
や
り
取
り
に

は
ま

た
く
無
か

た
み
た
い

 
だ
か
ら
も
う
す
ぐ
目
を
覚
ま
す
と
思
う
の
よ
ね

そ

そ

か

良
か

た

 
明
日
奈
は
多
少
は
危
機
感
が
薄
れ
た
の
か

先
ほ
ど
よ
り
も
落
ち
着
い
た
声
で
そ
う
言

た

と
り
あ
え
ず

は
も
う
覚

し
つ
つ
あ
る
み
た
い

 
で
も
覚

し
き
る
ま
で
意
識
は

ら
な
い
は
ず
だ
か
ら

 
そ
の

態
に
な

た
ら
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
叩
き
こ
ん
で

 
中
で
お
説
教
し
て
や
る

て
紅
莉
栖
ち

ん
が
張
り
き

て
た
わ
よ

そ

か

紅
莉
栖
が

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
八
幡
は
大
丈
夫
な
ん
で
す
よ
ね

 
保
は
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
存
在
を
知
ら
な
い

今
の
会
話
の
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
か

た
よ
う
だ

え
え

も
ち
ろ
ん
よ

で
も
今
の
会
話
に
つ
い
て
は
今
は
ま
だ
秘
密
ね

一
応
社
外
秘
な
の

は
い

も
ち
ろ
ん
で
す

い
つ
も
バ
イ
ト
で
お
世
話
に
な

て
ま
す
か
ら
絶
対
に
誰
に
も
言

い
ま
せ
ん
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ふ
ふ

あ
り
が
と

 
陽
乃
は
保
の
頑
張
り
を
知

て
い
る
ら
し
く

に
こ
や
か
な
笑
顔
で
そ
う
言

た

 
だ
が
和
や
か
な
時
間
は
そ
こ
ま
で
だ

た

 
ビ

ビ

 
急
に
ブ
ザ

の
よ
う
な
音
が

り
に

き

た
の
で
あ
る

え

何
の
音

こ

こ
れ
は

ま
さ
か

 
陽
乃
は
そ
う
言

て

囲
を
見
回
し

あ
る
一
点
で
目
を
止
め
た

 
そ
の
表
情
が
見
る
見
る
う
ち
に
苦

に
満
ち
た
も
の
に
変
化
し
陽
乃
は
ぎ

と

を

ん

だ
し
ま

た

油
断
し
た

 
そ
の
言
葉
を

い
た
明
日
奈
は
陽
乃
は
一
体
何
を
見
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
そ
の

線
の
先

を
見
た

 
そ
こ
に
は
一
台
の
モ
ニ
タ

が
設
置
さ
れ
て
お
り

そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
て
い
た
の
は

 
あ
ろ
う
事
か

今
に
も

き
そ
う
な
表
情
を
し
た
双
子
の

で
あ

た



 第８６６話 しまった、油断した

 
ど
う
や
ら
今
の
ブ
ザ

の
よ
う
な
音
は

二
人
の
体
の
い
く
つ
か
の

が

 
危
険
な

態
に
陥

た
事
を

す

の
物
で
あ

た
よ
う
だ

 
そ
の
証

に
そ
れ
を
合
図
に

囲
で
は
多
く
の
人
が
忙
し
そ
う
に
動
き
始
め
て
い
た

藍
子

木
綿
季

ど
う
し
て

あ

あ
は

え

と

明
日
の
待
ち
合
わ
せ
時
間
を
決
め
て
な
か

た
か
ら

 
ま
だ
間
に
合
う
か
な
と
思

て
モ
ニ
タ

の
ス
イ

チ
を
入
れ
た
ん
だ
よ
ね

全
部

い
て
た
の

 
そ
の
問
い
に
二
人
は
答
え
な
か

た
が
代
わ
り
に
二
人
は
明
日
奈
に
こ
う
問
い
か
け
て
き
た

ね

明
日
奈

八
幡
の
意
識
が

ら
な
い
の

て

 
も
し
か
し
て
私
達
の

に
頑
張
り
す
ぎ
た
か
ら

明
日
奈

ど
う
し
よ
う

ボ
ク
達
の
せ
い
で
八
幡
が

二
人
と
も
そ
れ
は
違
う
わ

八
幡
君
は
安
全
に
は
十
分
気
を
付
け
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
た

の 
で
も
た
ま
た
ま
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
く
て

回
線
が

し
て
し
ま

て

 
そ
の
せ
い
で
ち

と
意
識
を
失

た
ん
だ
け
ど

今
は

方
に
向
か

て
い
る
わ
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陽
乃
は
二
人
に
向
け

必
死
に
そ
う
呼
び
か
け
た

明
日
奈
ち

ん

保
君

二
人
の
所
へ

う

う
ん

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
陽
乃
は
二
人
に
そ
う

き

明
日
奈
と
保
は

て
て
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
り

 
藍
子
と
木
綿
季
の
家
に
再
び
ロ
グ
イ
ン
し
た

そ
の
間
も
陽
乃
は
二
人
に
声
を

け
続
け
て
い

る
二
人
と
も

お
願
い
だ
か
ら
落
ち
込
ま
な
い
で

本
当
に
二
人
の
せ
い
じ

な
い
の

 
八
幡
君
は
確
か
に
ち

と
頑
張
り
す
ぎ
ち

た
け
ど

そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
の

 
そ
の
時
八
幡
君
は

二
人
の
病
気
を
治
す

の
開
発
に

に
成
功
し
た
の
よ

 
だ
か
ら
二
人
の
笑
顔
が
見
た
く
て
ほ
ん
の
少
し
だ
け
ネ

ト
の
中
に
⻑
居
し
す
ぎ
て
し
ま

た

の 
だ
か
ら
お
願
い

そ
の
八
幡
君
の
気
持
ち
を
考
え
て

無
理
に
で
も
笑

て

 
あ
な
た
達
の
病
気
は
八
幡
君
の
力
で

服
さ
れ
た
の
よ

 
あ
と
少
し
で
あ
な
た
達
は
元
気
に
外
を
歩
け
る
よ
う
に
な
る
の



 第８６６話 しまった、油断した

く

が

本
当
に

え
え

今
は
み
ん
な
が
頑
張

て
材
料
を
集
め
て
く
れ
て
い
る
わ

 
だ
か
ら
あ
な
た
達
も

み
ん
な
の
頑
張
り
を
無

に
し
な
い
よ
う
に
前
を
向
い
て

 
八
幡
君
は
必
ず
私
達
が
助
け
る
か
ら

 
陽
乃
は
強
化
外
骨
格
を
駆
使
し
て
満
面
の
笑
顔
を
見
せ
た

 
明
日
奈
や
八
幡
に
は
通
用
し
な
く
て
も

他
の
人
間
に
は
ま
だ
ま
だ

の
よ
う
だ

ア
イ

ユ
ウ

 
そ
の
時
画
面
の
中
に

明
日
奈
と
保
が
現
れ
た

 
二
人
は
藍
子
と
木
綿
季
の
手
を
し

か
り

り
二
人
を
元
気
付
け
よ
う
と
必
死
に
話
し
か
け

始
め
た

大
丈
夫
だ
よ

八
幡
君
の

に
は
紅
莉
栖
が
付
い
て
て
く
れ
る
か
ら
ね

 
紅
莉
栖
は
あ
あ
見
え
て

本
当
に
天
才
な
ん
だ
よ

世
界
最
高
の

学
の
専
門
家
な
の

 
そ
の
紅
莉
栖
が
大
丈
夫

て
言
う
ん
だ
か
ら

絶
対
に
大
丈
夫
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本
当
に
大
丈
夫

う
ん
絶
対
だ
よ
紅
莉
栖
が
何
か
間
違

た
事
を
言

た
の

て
ま

た
く
記
憶
に
な
い

も
の

 
そ
れ
に
ほ
ら

私
も
全
然
心
配
し
て
い
な
い
で
し

う

 
多
少
落
ち
着
い
た
と
は
い
え
実
は
内
心
で
は
八
幡
の
事
が
相
当
心
配
な
明
日
奈
で
あ

た
が

 
⻭
を
食
い
し
ば

て
二
人
を

ま
し
続
け
た

 
こ
れ
が
明
日
奈
が
初
め
て
強
化
外
骨
格
を
会
得
し
た

間
で
あ
る

う

う
ん

そ
う
な
ん
だ

紅
莉
栖

て
や

ぱ
り
凄
い
の
ね

 
二
人
は
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
に

か
に
笑
顔
を
見
せ
た

そ
れ
じ

あ
次
は
僕
の
番
だ
ね

喜
べ
二
人
と
も

さ

き
は
言
い
忘
れ
て
た
け
ど

 
八
幡
に
メ
イ
ド
服
を
着
せ
る
作
戦
の
目
処
が
立

た
よ
店
の
予
約
も
バ

チ
リ
取
れ
た
し
ね

フ

イ
リ
ス
さ
ん

だ

け

あ
あ

実
は

日

フ

イ
リ
ス
さ
ん
に

話
を

け
た
ん
だ
け
ど
ね



 第８６６話 しまった、油断した

 
そ
し
て
保
は
そ
の
時
の
話
を
面
白
お
か
し
く
二
人
に
語

て

か
せ
た

 
は
い

こ
ち
ら
は
メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
で
す

 
こ
の

話
は
フ

イ
リ
ス
・
ニ

ン
ニ

ン
が
お
受
け
し
ま
す
の
ニ

あ

フ

イ
リ
ス
さ
ん

い
き
な
り

話
し
て
ご
め
ん

え
え
と

僕
は
ゼ
ク
シ

ド
だ
け

ど
あ

ゼ
ク
シ

君
ニ

そ
の
呼
び
方
は
結
婚
情
報

み
た
い
で
ち

と

だ
な

と
ご
め
ん
ご
め
ん

 
日
付
は
も
う
す
ぐ
と
し
か
言
え
な
い
ん
だ
け
ど

お
店
の
予
約

て
出
来
る
か
な

ご
予
約
で
す
か
ニ

あ
り
が
と
な
の
ニ

無
理
な
日
も
あ
る
け
ど
ま
あ
大
体
オ

ケ

ニ

よ
そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た

実
は
ア
イ
と
ユ
ウ
に
頼
ま
れ
た
ん
だ
け
ど

そ
れ
な
ら
他
の
予
約
を
キ

ン
セ
ル
し
て
で
も
そ
ち
ら
の
予
約
を
優
先
さ
せ
る
の
ニ

 
保
が
用
件
を
最
後
ま
で
言
わ
な
い
う
ち
に

フ

イ
リ
ス
は
被
せ
る
よ
う
に
そ
う
言

た

 
そ
の
気
持
ち
が
保
は
と
て
も
嬉
し
か

た
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そ

か

あ
り
が
と
う

フ

イ
リ
ス
さ
ん

ど
う
し
た
し
ま
し
て
な
の
ニ

で

何
人
く
ら
い
に
な
り
そ
う
な
の
か
ニ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
ね

実
は
あ
の
二
人
が
さ

 
八
幡
と
三
人
で
メ
イ
ド
服
を
着
て
み
た
い

て
言
い
出
し
て
さ

ニ

ニ

ニ

ン
と

そ
れ
は
是
非
フ

イ
リ
ス
も
参
加
し
た
い
の
ニ

そ
う
言
う
と
思

た
よ

で

そ
う
い
う
人
達
が
続
々
と
参
加
し
て
き
そ
う
な
ん
だ
け
ど

 
全
部
で
何
人
く
ら
い
に
な
る
の
か

討
も
つ
か
な
く
て
さ

な
る
ほ
ど
ニ

そ
れ
じ

あ
お
店
を
貸
し
切
り
に
す
る
の
ニ

レ

ツ
パ

テ

な

の
ニそ

そ
ん
な
に
来
る
か
な

絶
対
に
来
る
の
ニ

間
違
い
な
い
ニ

そ

そ
う

そ
れ
じ

あ

し
い
事
が
決
ま

た
ら
ま
た
連

す
る
ね

了
解
ニ

フ

イ
リ
ス
は
こ
れ
か
ら
八
幡
に
一
番
似
合
う
メ
イ
ド
服
が
ど
れ
か

 
じ

く
り
と

味
に
入
る
の
ニ

そ

そ
の

り
は
任
せ
る
よ

そ
れ
じ

あ



 第８６６話 しまった、油断した

は
い
ニ

そ
れ
じ

あ
ま
た
な
の
ニ

 
保
が
語

て

か
せ
た
フ

イ
リ
ス
と
の
会
話
の
内
容
は

こ
ん
な
感
じ
で
あ

た
ら
し
い

 
こ
れ
を

い
た
二
人
は

さ
す
が
に
笑
い
を

え
ら
れ
な
か

た
よ
う
だ

あ
は
は
は
は

何
そ
れ

こ
れ
は
期
待
出
来
そ
う
ね

だ
ろ

だ
か
ら
ち

ん
と
体
を
治
そ
う
か

心
配
な
の
は
僕
も
同
じ
だ
け
ど

 
あ
の
八
幡
が
簡

に
く
た
ば
る
は
ず
が
無
い
と
も
僕
は
思

て
る
よ

確
か
に
そ
う
か
も

ア
イ

僕
達
も
負
け
て
ら
れ
な
い
ね

出
来
る
だ
け
発
作
が

こ
ら
な
い
よ
う
に

穏
や
か
な
気
分
を
保
ち
ま
し

う

だ
ね

 
こ
う
し
て
最
悪
の
危
機
は
ギ
リ
ギ
リ
で
回
避
さ
れ
た
が

 
も
は
や
一
刻
の

予
も
無
い
の
は
間
違
い
な
く

陽
乃
は
急
い
で
め
ぐ
り
の
元
に

た

め
ぐ
り

あ

ち
は
多
少
落
ち
着
い
た
み
た
い
よ

そ
う
で
す
か

い
き
な
り
だ

た
の
で
び

く
り
し
ま
し
た
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ご
め
ん

実
は
さ

き
の
ブ
ザ

私
の
せ
い
な
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

社
⻑
が
ミ
ス
を
す
る
な
ん
て
珍
し
い
で
す
ね

う
ん

さ

き
は
ち

と
動

し
ち

て
た
か
も

で
も
も
う
大
丈
夫
よ

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

で

進

は
ど
う

九
十
六
パ

セ
ン
ト

あ
と
一
種

で
全
て
揃
い
ま
す

 
残
る
は
さ

き
言

た

空
港
で
足
止
め
を
く
ら

て
い
る
ら
し
い
材
料
だ
け
で
す

こ
う
な

た
ら
直
接
行

て

て
こ
よ
う
か
し
ら
ね

あ

待

て
下
さ
い

先
方
か
ら
連

が
来
ま
し
た

 
め
ぐ
り
は
デ

ス
プ
レ
イ
に
表

さ
れ
た
名
前
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

も
し
も
し

こ
ち
ら
ソ
レ
イ
ユ
の
眠
り
の
森
で
す

え

あ

は
い

そ
う
な
ん
で
す
か

 
分
か
り
ま
し
た

も
う
少
し
待

て
み
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
め
ぐ
り
は

が

砲
を
く
ら

た
よ
う
な
表
情
で

直
ぐ
に

話
を
切

た

ど
し
た
の

そ
れ
が

あ

来
ま
し
た

多
分
こ
れ
で
す



 第８６６話 しまった、油断した

ほ
え

ヘ
リ
で
す

 
め
ぐ
り
は
そ
う
言

て
庭
の
方
へ
と
走

て
い
き

陽
乃
も
そ
れ
に
続
い
た

 
移
動
す
る
に
連
れ

確
か
に
遠
く
か
ら
ヘ
リ
の
よ
う
な
音
が
近
付
い
て
く
る

め
ぐ
り

も
し
か
し
て
材
料
が
ヘ
リ
で

い
た
の

は
い

そ
う
み
た
い
で
す

ほ
ら

あ
れ

 
め
ぐ
り
が
指
差
す
先
に
は

ま
さ
か
の
日
の

の
付
い
た
ヘ
リ
が
い
た

も
し
か
し
て
自
衛

は
い

原
大
臣
が
許
可
を
出
し
て
く
れ
て
嘉
納
大
臣
が
ヘ
リ
の
手
配
を
し
て
く
れ
た
み
た

い
で
す

 
そ
し
て
そ
の
自
衛

の
ヘ
リ
は
ゆ

く
り
と
眠
り
の
森
の
庭
に
降
下
し

 
そ
の
中
か
ら
見
知

た
人
物
が
顔
を
出
し
た

社
⻑

お
待
た
せ
し
ま
し
た

あ
ら

乃
ち

ん
じ

な
い

 
手
に
ア
タ

シ

ケ

ス
を
持

て
ヘ
リ
か
ら
降
り
て
き
た
の
は
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自
衛

か
ら
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
し
て
き
て
い
る

乃
で
あ

た

 
そ
し
て
そ
の
後
ろ
か
ら

陽
乃
は
直
接
面
識
は
無
い
が

 
情
報
と
し
て
顔
だ
け
は
知

て
い
る
人
物
が
顔
を
見
せ
た

あ

ど
も

宅
配

で
す

受
け
取
り
の
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
ま
す

 
そ
れ
は
か
つ
て
八
幡
と
共
に
源
平
合
戦
を
戦
い
そ
の
後
何
度
か
共
闘
し
た

で
あ

た
受
け
取
り
の
サ
イ
ン
は
ほ

に
チ

で
い
い

あ
は
は
は
は
そ
れ
は
光
栄
で
す
が
隣
に
い
る

の

線
が
凄
く

い
ん
で
遠

し
て
お

き
ま
す

だ

て
よ
め
ぐ
り

残
念
だ

た
わ
ね

え
え

も
し
か
し
て
私
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
ま
し
た

当
た
り
前
じ

な
い

私
は
高
い
の
よ

 
材
料
が
無
事
揃

た
事
で
安
心
し
た
の
か

 
そ
う
冗
談
を
言
い
な
が
ら
陽
乃
は

と

と

に

手
を
し
た

あ
り
が
と
う

素
晴
ら
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
わ



 第８６６話 しまった、油断した

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
は
良
か

た
で
す

そ
れ
じ

あ
自
分
達
は
こ
れ
で

嘉
納
大
臣
と

原
大
臣
に
も
お

を
言

て
お
い
て
ね

は
い

必
ず
伝
え
て
お
き
ま
す

さ
ん

ボ

ナ
ス
は
期
待
し
て
お
い
て
ね

い
い
ん
で
す
か

や

た

あ

ず
る
い
ぞ

ふ
ふ
ん

今
の
私
は
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
し
て
る
身
で
す
か
ら
ね

 
悔
し
か

た
ら

⻑
も
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
さ
せ
て
も
ら
え
ば
い
い
じ

な
い
で
す
か

く

真
面
目
に

下
に
お
願
い
し
て
み
よ
う
か
な

 
そ
し
て
自
衛

の
ヘ
リ
は

し
く
去

て
い

た

 
後
で
マ
ス
コ
ミ
が
何
事
か
と

ぐ
だ
ろ
う
が
人
助
け
で
す
と
押
し
切
れ
ば
ま
あ
問
題
な
い
だ

ろ
うよ

し

こ
れ
で
全
て
揃

た
わ
ね

め
ぐ
り

は
い

急
い
で

を
完
成
さ
せ
ま
す
ね

お
願
い
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八
幡
君

こ

ち
は
何
と
か
や
り

げ
た
わ

く
目
覚
め
て
日
本
に
帰

て
き
て

 
そ
の
願
い
が

い
た
の
だ
ろ
う
か

八
幡
は
ま
だ
目
覚
め
て
は
い
な
い
が

 
丁
度
そ
の

八
幡
の

レ
ベ
ル
が
通
常

態
ま
で
復
帰
し
た



 第８６７話 全員の努力が実る時、八幡は

 
第
８
６
７
話
 
全
員
の
努
力
が
実
る
時

八
幡
は

 
め
ぐ
り
達
が
製

作
業
を
開
始
し
た

ア
メ
リ
カ
組
は
交
代
で
八
幡
の
様
子
を
見
守

て

い
たと

り
あ
え
ず

の

が
無
く
て
本
当
に
良
か

た
わ

シ
ス
テ
ム
面
の
安
全
対

は
今
後
の
課
題
だ
ね

の

も
正
常
な

態
に

た
み
た
い
だ
し

後
は
目
を
覚
ま
す
の
を
待
つ
だ
け
ね

ど
う
す
る

さ
す
が
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
接
続
す
る
の
は
ま
だ

い
か
な

そ
う
ね
か
な
り

を

使
し
て
い
た
か
ら
こ
の
機
会
に
も
う
少
し
休
ま
せ
て
あ
げ
ま
し

う
ク
ル
ス

そ
ろ
そ
ろ
点

を
変
え
る
か
ら
手
伝

て

あ

莉
さ
ん

今
行
き
ま
す

 
八
幡
の

態
は

に
何
の
問
題
も
無
い
く
ら
い
に
回
復
し
て
い
た

 
後
は
先
ほ
ど
言

て
い
た
よ
う
に

目
覚
め
る
の
を
待
つ
だ
け
な
の
だ
が

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
て

に
ま

た
く
負
担
が
か
か
ら
な
い

で
は
な
い
の
で
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紅
莉
栖
の
判
断
で
八
幡
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
へ
の
接
続
は
少
し
時
間
を
空
け
る
事
と
な

た
何
も
か
も
完
全
に
正
常

ね

と
り
あ
え
ず
し
ば
ら
く
は
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て

 
そ
れ
ま
で
に
目
覚
め
る
気
配
が
無
い
よ
う
だ

た
ら

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
接
続
し
て
外
部
か
ら

激
を

え
る
事
に
し
ま
し

う
か

 
紅
莉
栖
は
モ
ニ
タ

の
変
化
を
見
な
が
ら
そ
う

き
コ

ヒ

を
入
れ
よ
う
と
立
ち
上
が

た 
キ

チ
ン
に
行
く
と

丁
度
ダ
ル
が
コ

ヒ

メ

カ

を
持
ち

 
カ

プ
に
コ

ヒ

を
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

た

あ

氏

お
疲
れ
様

つ
い
で
に
コ

ヒ

で
も
入
れ
る

え
え

お
願
い
す
る
わ

そ
れ
じ

あ
ち

と
待

て
て
だ
お

 
ダ
ル
は
そ
う
言

て

紅
莉
栖
の
分
の
カ

プ
を
取
り
出
し
な
が
ら
言

た

そ
う
い
え
ば

一
応
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
準
備
は
整

た
ら
し
い
お

そ
う

さ
ん
に
は
お

を
言
わ
な
い
と
ね



 第８６７話 全員の努力が実る時、八幡は

一
台
だ
け
先
行

出
さ
れ
て
た
の
は
ラ

キ

だ

た
ね

こ
れ
で
八
幡
を

こ
す
準
備
は
バ

チ
リ
ね

日
本
の
様
子
は
ど
ん
な
感
じ

作
り
は
も
う
始
ま

て
い
る
ら
し
い
お

が
多
く
て
大
変
だ
け
ど

 
明
日
奈
さ
ん
達
が
頑
張

て
く
れ
て
る
み
た
い
で

 
も
う
二
人
が
投

前
に
危
険
な

態
に
な
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

て
さ

そ
う

そ
れ
は
頑
張

た
甲
斐
が
あ

た
わ
ね

後
は
八
幡
が
目
を
覚
ま
せ
ば
僕
達
の
完
全
勝
利
だ
ね

本
当
に

よ
く
間
に
合

た
も
の
よ
ね

全
て
は
あ
の
二
人
の
お
か
げ
だ
お

そ
う
ね

八
幡
も

だ

た
わ
ね

 
あ
の
二
人
と
い
う
の
は
当
然
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
の
事
で
あ
る

 
常
時
加
速

態
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
二
人
が
い
な
か

た
ら

 
今
回
の
計
画
は
絶
対
に
成
功
し
な
か

た
で
あ
ろ
う

こ
の
お

に
あ
の
二
人
の

の
体
と
か
用
意
出
来
な
い
か
し
ら
ね

は
ち
ま
ん
く
ん
レ
ベ
ル
な
ら
何
と
か
な
る
ん
じ

ね
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あ
あ

そ
れ
な
ら
直
ぐ
に
出
来
そ
う
ね

八
幡
が

き
た
ら
そ
の
話
も
し
て
み
ま
し

う
か

 
二
人
は
未
来
に
思
い
を

せ
る
か
の
よ
う
に
笑
い
合
う
と

八
幡
の
と
こ
ろ
に

た

氏

八
幡
は
本
当
に
目
覚
め
る
ん

え
え
後
は
自
然
に
目
覚
め
る
か
外
部
か
ら
の

激
に
よ

て
目
覚
め
る
か
ど
ち
ら
か
ね

本
当
の
本
当
に
も
う
心
配
な
い
ん

 
し
つ
こ
く
そ
う

い
て
く
る
ダ
ル
に

紅
莉
栖
は
苦
笑
し
な
が
ら
こ
う
言

た

橋
田

て

本
当
に
八
幡
の
事
が
好
き
な
の
ね

い
や

だ

て
次
は
何
を
や

て
く
れ
る
の
か

て

わ
く
わ
く
す
る

し

そ
れ
は
岡
部
と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
わ
ね

オ
カ
リ
ン
の
場
合
は
心
配
で
ド
キ
ド
キ
す
る
と
い
う
か

た

確
か
に
そ
う
か
も
ね

 
紅
莉
栖
は
そ
う
言
い
な
が
ら
こ
め
か
み
を
押
さ
え
た

 
自
分
の
恋
人
な
が
ら

そ
う
い

た
面
に
関
し
て
は

の
種
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
交
代
で
少
し
仮
眠
し
ま
し

う
か

氏

先
に

て
き
て
い
い
お

か
な
り
眠
い

し



 第８６７話 全員の努力が実る時、八幡は

そ
う

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
る
と
す
る
わ

で
も
何
か
あ

た
ら
直
ぐ
に

こ
し
て

ね
う
ん

そ
れ
じ

あ
お
や
す
み

氏

え
え

ま
た
後
で
ね

 
そ
う
や

て
ダ
ル
が
紅
莉
栖
を
ド
ア
ま
で
見
送

て
い
た

間
に

 

源
は
落
と
さ
れ
た
が
八
幡
の

の

態
を
チ

ク
す
る

に
装
着
さ
れ
た
ま
ま
に
な

て

い
た

 
八
幡
用
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
ア
ク
セ
ス
ボ
タ
ン
が

 
何
故
か

回
点
滅
し
た
事
に
ダ
ル
も
紅
莉
栖
も
気
付
く
事
は
無
か

た

  
一
方
そ
の

藍
子

木
綿
季

明
日
奈
の
三
人
は

室
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
が

 
丁
度
そ
の
時
明
日
奈
の
所
に
外
部
に
い
る
め
ぐ
り
か
ら
メ

セ

ジ
が

け
ら
れ
た

あ
れ

メ

セ

ジ

あ

二
人
と
も

今

い
た
メ

セ

ジ
だ
と

 
二
人
の
病
気
を
治
す

の

が
朝
に
は
完
成
す
る
み
た
い

だ
か
ら
も
う
安
心
だ
よ

そ

そ
う
な
の
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い
み
ん
な
徹
夜
で
頑
張

て
く
れ
て
る
か
ら
ね

 
だ
か
ら
私
達
も

頑
張

て
あ
と

時
間

最
後
の
山
場
を
乗
り
越
え
よ
う

う
ん

頑
張
ろ
う

朝
ま
で
私
も
ず

と
一

に
い
る
か
ら
ね
あ
で
も
二
人
は
も
ち
ろ
ん

て
て
も
い
い
よ

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
は
時
間
ま
で
こ
こ
で
二
人
を
見
守
る
つ
も
り
ら
し
い

 
さ
す
が
に
保
は
女
性
の

室
に
入
る
事
は

わ
れ
た

に
落
ち
て
い
た

 
も

と
も
今
日
は
眠
り
の
森
か
ら
帰
ら
な
い
つ
も
り
ら
し
く

 
多
分
今
は
ス
タ

フ
達
の

に
お
茶

み
で
も
し
て
い
る
事
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
ボ
ク
達
も

き
て
る
ね

で

で
も

た
方
が
い
い
ん
じ

う
う
ん

本
当
は
ボ
ク
達

こ
こ
に
い
る
間
は

眠
と
か
は
必
要
な
い
か
ら
ね

病
気
が
治

た
時
の

に
普
通
の
生
活
と
同
じ
サ
イ
ク
ル
で
行
動
す
る
よ
う
に
八
幡
に
言
わ
れ

て
た
か
ら

 
食
事
も

眠
も
決
ま

た
時
間
に
と

て
い
た
だ
け
だ
も
の
ね



 第８６７話 全員の努力が実る時、八幡は

あ

そ
う
な
ん
だ

私

勘
違
い
し
ち

て
た
よ

で
も
お
か
げ
で

き
上
が
れ
る
よ
う
に
な

て
も
違
和
感
無
く
過
ご
せ
そ
う

や

ぱ
り
八
幡
君

て

先
の
先
ま
で
色
々
考
え
て
る
ん
だ
ね

き

と
明
日
奈
と
の
新
婚
生
活
の
事
ま
で
考
え
て
る
と
思
う
よ

え
 
そ
う
言
わ
れ
た
明
日
奈
の
顔
は

一

で
真

に
な

た

も
う

か
ら
か
わ
な
い
で

あ
は
は
は
は

で
も
絶
対
そ
う
だ

て

八
幡
の
事
だ
か
ら

そ
こ
ま
で
す
る

て
く
ら
い
色
々
準
備
し
て
そ
う

 
実

八
幡
は

そ
れ
な
り
に
大
き
い
一
戸

て
を

う
準
備
を
し
て
い
る
の
だ
が

 
そ
の
事
は
ま
だ
八
幡
と
陽
乃
と

乃
以
外
は
誰
も
知
ら
な
い

あ
れ

も
う
一
通
送
ら
れ
て
き
た

エ
ル
ザ
か
ら

え

本
当
に

何
て
何
て

え
え
と

デ

タ
が

付
さ
れ
て
る
ね
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明
日
奈
が
そ
の
デ

タ
を
開
く
と

そ
こ
か
ら
は

き
覚
え
の
無
い
歌
が
流
れ
出
し
た

う
わ

素
敵
な
曲

で
も

き
覚
え
は
な
い
ね

も
し
か
し
て
新
曲
か
な

二
人
の

に
頑
張

て
作

た
み
た
い

 
明
日
奈
が
説
明
書
き
を

み
な
が
ら
そ
う
言

た

う
わ

う
わ

凄
い
凄
い

私
達
の

だ
け
に
作
ら
れ
た
曲

て
事
よ
ね

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
の
曲
の
出
来
は
素
晴
ら
し
く
二
人
は
体
の

か
ら
生
き
る
活
力
が

い
て
く
る
の
を
感
じ

て
い
た

う
ん

こ
れ
な
ら
最
後
ま
で
乗
り
切
れ
そ
う

体
の
奥
か
ら
力
が

き
出
て
く
る
ね

 
二
人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

そ
の
曲
は
そ
の
ま
ま

々
と
流
さ
れ
続
け
た

そ
れ
じ

あ
明
日
奈

色
々
八
幡
の
話
を

か
せ
て

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
今
日
は
目
先
を
変
え
て

学
校
の
話
で
も
し
よ

か



 第８６７話 全員の努力が実る時、八幡は

学
校
の

う
ん

そ
れ

き
た
い

え

と

そ
れ
じ

あ
ね

 
そ
し
て
明
日
奈
は
今
通

て
い
る
学
校
が
ど
ん
な
感
じ
か

二
人
に
語

て
き
か
せ
た

へ

そ
れ
じ

あ
帰
還
者
用
学
校

て

二
年
で

な
ん
だ

う
ん

そ
の
後
は
名
前
を
変
え
て

普
通
の
学
校
に
な
る
み
た
い

い
い
な

ボ
ク
達
も
学
校
に
通
い
た
い
な

退
院
し
た
ら
行
け
る
よ
き

と

八
幡
君
に
お
願
い
し
て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

う
ん

そ
う
し
て
み
る

そ
れ
で
学
校
で

面
白
い
事
件
と
か

て
無
か

た
の

う

ん
あ

そ
う
い
え
ば
学
校
に
レ
ン
ち

ん
と
フ
カ
ち

ん
が
来
た
事
が
あ

て
ね

何
そ
れ

き
た
い

き
た
い

え

と
ね

 
明
日
奈
は
そ
の
時
の
事
を
面
白
お
か
し
く
二
人
に
話
し
て
き
か
せ
た

朝
か
ら
何
か
が

こ
る
の
は
分
か

て
た
ん
だ
け
ど

お
昼
ま
で
は
何
も

こ
ら
な
く
て
さ

 
当
然
二
人
が

ね
て
く
る
事
な
ん
か
知
ら
な
く
て
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ふ
む
ふ
む

そ
し
た
ら
キ
リ
ト
君
が

八
幡
君
を
探
し
て
る
二
人
組
が
い
る

て

い
た
ら
し
く

て

 
誰
だ
ろ
う

て
話
し
て
た
ら

そ
の
二
人
が
教
室
に
来
て

こ
ち
ら
に
ハ
チ
マ
ン
様
は
い
ら

し

い
ま
す
か

て

い
き
な
り
様
付
け

そ
れ
は
知
ら
な
か

た
ら
怪
し
す
ぎ
る
ね

で
も
み
ん
な
当
然
そ
の
人
に
は
見
覚
え
が
無
く
て
さ

 
あ

顔
を

か
せ
て
た
の
は
フ
カ
ち

ん
だ
け
だ

た
ん
だ
け
ど

 
見
え
な
か

た
レ
ン
ち

ん
の
声
が

こ
え
て
き
て
八
幡
君
が

き
覚
え
が
あ
る

て
言

い
出
し
て
ね

 
そ
し
た
ら
シ
リ
カ
ち

ん
が

私
が
釣

て
き
ま
す

て

 
で

不
審
者
な
ら
遠
く
に
引

張

て

て
て
き
ま
す
ね

て
言

た
の

 
そ
の
説
明
に
ツ
ボ
を
突
か
れ
た
ら
し
く

二
人
は
思
わ
ず

き
出
し
た

で

シ
リ
カ
ち

ん
が
そ
の
二
人
に
声
を

け
て
く
れ
て



 第８６７話 全員の努力が実る時、八幡は

 
そ
れ
で
相
手
が
レ
ン
ち

ん
と
フ
カ
ち

ん
だ

て
分
か

た

間
に
ね
八
幡
君
が
言

た

の
総
員
迎
撃
体
勢
を
と
れ

て

え

何
そ
れ

え

と

ほ
ら

う
ち
の
ク
ラ
ス

て
八
幡
君
に
対
す
る

心
が
凄
く
て

 
そ
の
命
令
を

い
て

ク
ラ
ス
全
員
が
一

に
立
ち
上
が

て
さ

う
わ

何
か
凄
い
ね

で

そ
の

間
に
フ
カ
ち

ん
が

私
の
愛
を
ジ

テ

ム

と
か
言

て
八
幡
君
に
飛
び

か
か

て
あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は

 
で

八
幡
君
が

う

え

て
言
い
な
が
ら
そ
れ
を
避
け
て

 
全
員
で
フ
カ
ち

ん
を
取
り

え
よ
う
と
し
た
ん
だ
け
ど

 
フ
カ
ち

ん
は
機

に
動
い
て
そ
の
攻
撃
を
全
部
か
わ
し
て
再
び
八
幡
君
に
襲
い
か
か

て

さ



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
キ
リ
ト
君
が
そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た
ん
だ
け
ど

だ
け
ど

そ
の
時
レ
ン
ち

ん
が
あ

さ
り
と
フ
カ
ち

ん
の
首

子
を
捕
ま
え
て

 
そ
れ
で
フ
カ
ち

ん
は
お

に
な

た
ん
だ
よ
ね

え

リ
ア
ル
レ
ン
ち

ん

て
結

凄
い

あ
れ

今
思
え
ば
レ
ン
ち

ん
は

そ
の

は
ま
だ
レ
ン
ち

ん
じ

な
か

た
ん
だ
よ

ね 
明
日
奈
が
ハ

と
し
た
顔
で
そ
う
言

た

ど
う
い
う
事

ま
だ
そ
の
時
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
や

て
な
か

た

て
事

そ
う
な
の

へ

運
動
神

が
い
い
ん
だ
ね

う
ん

ま
あ
レ
ン
ち

ん
は
リ
ア
ル
で
は

う
う
ん

会

た
時
の
秘
密
に
し
て
お
く
ね

レ
ン
ち

ん
の
事
は
ま
だ
動
画
で
し
か
見
た
事
無
い
か
ら
楽
し
み
だ
な

う
ん

き

と
驚
く
と
思
う
よ



 第８６７話 全員の努力が実る時、八幡は

 
そ
ん
な
風
に
色
々
と
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
う
ち
に

時
刻
は
も
う
朝
に
な

て
い
た

  
保
は
ま
だ

て
お
ら
ず

何
か
あ

た
時
の

に
待
機
し
て
い
た

 
そ
ん
な
中

の
調
合
を
行

て
い
る
部
屋
の
ド
ア
が
バ
タ
ン
と
開
け
ら
れ
た

や

た

に
や

た
よ

 
そ
こ
に
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ
た
め
ぐ
り
が
い
た

他
の
ス
タ

フ
達
も
続
々
と
中
か
ら
外
に

出
て
く
る

城

さ
ん

 
保
も
立
ち
上
が
り

期
待
を
込
め
た
目
で
め
ぐ
り
を
見
た

 
そ
ん
な
保
に
め
ぐ
り
は

サ
イ
ン
を
し
て
み
せ
た

 
子

い
仕

で
は
あ
る
が

保
も

わ
ず
に
め
ぐ
り
に

サ
イ
ン
を
返
し
た

そ
れ
じ

あ
す
ぐ
投

す
る
わ
ね

み
ん
な

こ
れ
が
最
後
よ

頑
張

て

 

と

子
の
指

で

テ
キ
パ
キ
と
二
人
に

を
投

す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
く

 
そ
し
て
め
ぐ
り
は

を
飲
み

に
加

す
る

況
の
進

を
確
認
す
る

に
本
社
に

る
事

に
な
り
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一
部
の
社
員
達
を
残
し
て

ソ
レ
イ
ユ
組
は

に

退
し
て
い

た

保
君

や

た
ね

か
お
り
さ
ん

リ
オ
ン

お
疲
れ
様
で
し
た

 
そ
ん
な
中

か
お
り
と
理
央
が
保
に
そ
う
声
を

け
て
き
た

 
二
人
も
喜
び
を
爆
発
さ
せ
て
お
り

保
と
二
人
は

く

手
を
交
わ
し
た

保
君
も
お
疲
れ
様

こ
れ
で
も
う
安
心
で
す
ね

う
ん
も
う
大
丈
夫
だ
と
思
う

私
達
は
明
日
奈
と
合
流
し
て
家
に
帰
る
け
ど
保
君
も
一

に
行
く

そ
う
で
す
ね

二
人
へ
の

は
後
日
に
し
て

今
日
は
こ
れ
で
帰
り
ま
す
か

で
も

を
投

さ
れ
る
ま
で
は
見

け
た
い
よ
ね

で
す
ね

そ
れ
だ
け
確
認
し
ま
し

う

 
そ
し
て
準
備
が
整

た
の
か

三
人
の
目
の
前
で

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
横
た
わ
る
藍
子
と
木
綿
季
に

が
投

さ
れ
た

 
そ
れ
で
三
人
は
本
当
に
安
心
す
る
事
が
出
来

か
お
り
が
明
日
奈
に
メ

セ

ジ
を
送

た



 第８６７話 全員の努力が実る時、八幡は

 
あ

ま
た
メ

セ

ジ

そ
う
い
え
ば
そ
ろ
そ
ろ
朝
ね

出
来
た
の
か
な

 
そ
し
て
そ
の
メ

セ

ジ
を
確
認
し
た

間
に

明
日
奈
は

ろ

ろ
と
涙
を
こ
ぼ
し

 
い
き
な
り
二
人
を

く

き
し
め
た

き明
日
奈

一
体
ど
う
し
た
の

お
め
で
と
う

た

た
今

の
投

が
終
わ

た
み
た
い

 
も
う
何
も
心
配
し
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
二
人
は
も
う
絶
対
に
死
ん
だ
り
な
ん
か
し
な
い

て 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に
二
人
は
目
を
見
開
い
た

本
当
に

う
ん

本
当
に

本
当
の
本
当
に
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う
ん

本
当
の
本
当
に

も
う
暗
い
気
分
に
な

て
も
大
丈
夫
な
の

そ
れ
は
出
来
る
だ
け
や
め
て
お
こ
う
ね

せ

か
く
の
お
祝
い
な
ん
だ
か
ら

そ
の
う
ち
学
校
と
か
に
も
行
け
る
よ
う
に
な
る
の
か
な

う
ん

き

と
行
け
る
よ

こ
れ
か
ら
も
ず

と

八
幡
と
明
日
奈
の

に
い
て
い
い
の

う
ん

も
ち
ろ
ん
だ
よ

私
達

ず

と
一

だ
よ

うあ

明
日
奈

 
二
人
も

ろ

ろ
と
涙
を
流
し
始
め

三
人
は

し
な
が
ら

く

き
合

た

良
か

た

本
当
に
良
か

た

後
は
八
幡
を

こ
す
だ
け
ね

う
ん
う
ん

さ

さ
と
叩
き

こ
さ
な
い
と
ね

 
そ
れ
で

張
の
糸
が
切
れ
た
の
か

二
人
は
そ
の
ま
ま
う
と
う
と
し
始
め
た

二
人
と
も

眠
い
の



 第８６７話 全員の努力が実る時、八幡は

う

う
ん

ほ
ん
の
ち

と
ね

そ
れ
じ

あ
ゆ

く
り

る
と
い
い
よ

私
も
一

家
に

て

て
く
る
か
ら

 
ま
た
明
日
に
で
も
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
み
ん
な
と
お
祝
い
し
よ
う

う
ん

そ
う

し
よ

明
日
奈

あ
り
が

と
う

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら

息
を
立
て
始
め
た

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
二
人
を
ベ

ド
の
正
し
い

置
に

か
せ

優
し
く
布
団
を

け
た

お
や
す
み

ま
た
明
日
ね

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

外
に
い
た
か
お
り
達
と
喜
び
を
分
か
ち
合

た
後

 
キ

ト
に
同
乗
し

一

家
に
帰
る
事
に
し
た

  
一
方
こ
ち
ら
は
ア
メ
リ
カ
組
で
あ
る

藍
子
と
木
綿
季
に

が
投

さ
れ
た
そ
の

 
八
幡
の
様
子
を
コ

ヒ

を
飲
み
な
が
ら
の
ん
び
り
と

め
て
い
た
の
は
紅
莉
栖
で
あ

た

 
三
時
間
ほ
ど
前
に
ダ
ル
と
交
代
し
た
紅
莉
栖
は
同
じ
く

莉
と
交
代
し
た
ク
ル
ス
と
一

に

 
そ
ろ
そ
ろ
八
幡
を
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
移
動
さ
せ
よ
う
か
と
話
を
し
て
い
た
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あ

今
入

た
情
報
だ
と

二
人
へ
の

の
投

が
無
事
に
終
わ

た
み
た
い

 
後
は
定
期
的
に

を
投

し
て
い
く
事
に
な
る
け
ど

 

的
に
も
若

の

が
見
ら
れ
た
か
ら

こ
の
ま
ま
い
け
ば
間
違
い
な
く
大
丈
夫
だ
ろ

う

て
そ
う

や

た
わ
ね

 
紅
莉
栖
と
ク
ル
ス
は
手
を
取
り
合

て
喜
び

そ
の
声
が

こ
え
た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が

 
予
定
の

時
間
に
な

た

莉
と
ダ
ル
も
部
屋
に

を
現
し
た

ご
め
ん
橋
田

萌
郁
さ
ん
と

乃
さ
ん
と
エ
ル
ザ
を
呼
ん
で
き
て
も
ら

て
い
い

お

何
か
進
展
で
も
あ

た

私
達
が
完
成
さ
せ
た

が

あ
の
二
人
に
無
事
に
投

さ
れ
た
み
た
い

お
お

分
か

た

直
ぐ
に
呼
ん
で
く
る
お

 
そ
し
て
ダ
ル
に
呼
ば
れ
た
三
人
も
入
室
し

七
人
は
喜
び
を
分
か
ち
合

た

良
か

た

や

た
わ
ね

努
力
が
実
る
と
い
う
の
は
や
は
り
嬉
し
い
わ

頑
張

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
ね



 第８６７話 全員の努力が実る時、八幡は

私
が
送

た
二
人
の

の
歌

役
に
た

た
か
な

歌
を
送

た
ん
だ

そ
れ
は
き

と
力
に
な

た
と
思
う

後
は
八
幡
君
が
目
覚
め
る
の
を
待
つ
だ
け
ね

そ
れ
な
ん
で
す
が

も
う

態
に
は
何
の
問
題
も
無
い
し

 

も
い
つ

き
て
も
お
か
し
く
な
い

態
に
な

た
の
で

 
そ
ろ
そ
ろ
八
幡
を
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
映
し
て
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

て
み
よ
う
と
思
う
ん
で

す
が

 
そ
の
紅
莉
栖
の
提
案
は
了

さ
れ

七
人
は
人
を
呼
ん
で
準
備
に
入

た

 
だ
が
そ
の

間
に

変
は

こ

た

 
い
き
な
り
八
幡
に
装
着
さ
れ
た
ま
ま
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

が
動
き
出
し
た
の
だ

え橋
田

ど
う
な

て
る
の

い
や
え
動
く
は
ず
が
な
い
お

だ

て

源
ス
イ

チ
は
ほ
ら
切
れ
た
ま
ま
だ
お

 
ダ
ル
が
指
差
し
た
そ
の
先
に
は

 
確
か
に
オ
フ
に
な

た
ま
ま
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
ス
イ

チ
が
あ

た
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そ
し
て
六
人
の
目
の
前
で
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
プ
が
ゆ

く
り
と
点
滅
し

始
め
た

ど
こ
か
に
接
続
し
て
る

橋
田

急
い
で
調
べ
て

わ

分
か

た
お

 
ダ
ル
は

に
向
か
い

凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
で
キ

を
叩
き
始
め
た

 
そ
し
て
少
し
後
に

ダ
ル
は
驚
愕
し
た
顔
で
こ
う

い
た

あ

あ
れ

不
正
ア
ク
セ
ス
の

跡
が
あ
る

ま
さ
か
ハ

キ
ン
グ

ど
こ
か
ら

い

い
や

そ
れ
が

ど
こ
か
ら
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
か

 
ハ

キ
ン
グ
元
が
存
在
し
な
い
と
い
う
か

何
そ
れ

ど
う
い
う
事

分
か
ら
な
い

分
か
ら
な
い
お

 
だ
が
そ
の

間
に

ニ

ロ
リ
ン
カ

の
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
プ
が
い
き
な
り
消
え

 
次
の

間
に
八
幡
が
い
き
な
り
体
を

こ
し
た

ひ
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一
体
何
が

 
そ
し
て
目
覚
め
た
八
幡
は
ゆ

く
り
と
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
外
し

 
き

ろ
き

ろ
と

囲
を
見
回
し
た
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第
８
６
８
話
 
天
才
同
士
の
邂
逅

 
こ
こ
で
少
し
話
は

る

ニ

ロ
リ
ン
カ

の
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
た
時

 
暗
闇
の
中
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
八
幡
の
意
識
は

急
激
に
覚

す
る
事
と
な

た

う

こ
こ
は

や

八
幡
君

久
し
ぶ
り
だ
ね

そ
の
声
は

さ
ん

あ
れ

で
も
つ
い
先
日
会

た
ば
か
り
じ

 
そ
の
八
幡
の
反
応
を
見
た
茅
場

は

し
げ
な
表
情
を
し
た

つ
い

先
日

え
え

も
う
す
ぐ
製
品

が
発

に
な
る
か
ら

て

 
二
人
で
簡

な
打
ち
上
げ
を
し
た
ば

か
り
じ

な
い
で
す
か

 
あ
れ

で
も
そ
う
す
る
と
こ
こ
は

す
み
ま
せ
ん

ち

と
記
憶
が

で

な
る
ほ
ど

 
茅
場

は

そ
れ
で
事
情
を

し
た
の
か

困
惑
し
た
顔
で
そ
う
言

た

八
幡
君

ち

と
待

て
て
く
れ
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あ

は
い

 
茅
場

は
そ
う
言

て

し
ば
ら
く
目
を

じ
て
い
た

 
そ
し
て
何
か
に
納
得
し
た
よ
う
に

く
と

ゆ

く
り
と
目
を
開
け
た

ど
う
や
ら
何
も
問
題
は
無
い
よ
う
だ
ね

大
丈
夫

直
ぐ
に
元
通
り
に
な
る
か
ら
ね

え

と

何
が
で
す
か

久
し
ぶ
り
に
ゆ

く
り
話
を
し
た
か

た
ん
だ
が
仕
方
な
い
そ
れ
は
ま
た
今
度
に
し
よ
う
か

 
僕
の
意
識
の
一
部
を
君
が
今
付
け
て
い
る
機

に
残
し
て
お
く

 
ま
た
君
が
色
々
と
思
い
出
し
た

に
お

魔
さ
せ
て
も
ら
う
よ

え

そ
れ

て
ど
う
い
う

大
丈
夫

ま
た
直
ぐ
に
会
え
る
さ

 
そ
の
時
に
は
君
の
記
憶
は
間
違
い
な
く

て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
ま
た
そ
の
時
に
話
を
し
よ

う
俺
の
記
憶

え

さ
ん

さ
ん

 
そ
こ
で
八
幡
の
記
憶
は

切
れ

目
を
覚
ま
す
と
そ
こ
は
見
知
ら
ぬ
部
屋
で
あ

た

は

八
幡
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や

た

八
幡
が
目
を
覚
ま
し
た

八
幡
様

八
幡
君

大
丈
夫

意
識
は
ハ

キ
リ
し
て
る

 
そ
の
部
屋
に
い
た
見
知
ら
ぬ
人
々
に
そ
う
声
を

け
ら
れ

 
八
幡
は
戸
惑

た
顔
で
そ
の
問
い
に
こ
う
答
え
た

え

あ

は
い

そ
れ
は
大
丈
夫
で
す
け
ど

そ
の

 
そ
し
て
八
幡
は

お
ど
お
ど
し
た
顔
で
こ
う
言

た

あ
の

こ
こ
は
ど
こ
で
す
か

皆
さ
ん
は
一
体
誰
で
す
か

も
し
か
し
て
手
の
込
ん
だ
ド

キ
リ
と
か

 
そ
う
言

た
八
幡
は

の
よ
う
に
腐

た

の
よ
う
な
目
を
し
て
い
た

紅
莉
栖

も
し
か
し
て
八
幡
様
は

ど
う
や
ら
記
憶
が
混

し
て
る
み
た
い
ね

そ
ん
な

八
幡
様
は
大
丈
夫
な
の

お
そ
ら
く
と
し
か

 
さ
す
が
の
紅
莉
栖
も
こ
の
事
は
想
定
外
だ

た
ら
し
く
自
信
無
さ
げ
な
表
情
で
そ
う
言

た
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八
幡
君

私
の
事

分
か
る

 
こ
の
中
で
一
番
八
幡
と
付
き
合
い
が
古
い
で
あ
ろ
う

 

乃
が
一
同
を
代
表
し
て
そ
う
八
幡
に
問
い
か
け
た

え

す
み
ま
せ
ん
分
か
り
ま
せ
ん

あ
で
も
何
と
な
く
雪
ノ
下
に
似
て
る
よ
う
な

そ
の
雪
ノ
下
と
い
う
の
は
誰
の
事
を
言

て
い
る
の

あ

え
え
と

奉
仕
部
の
部
⻑
で

雪
ノ
下
雪
乃

て
い
う
ん
で
す
が

 
も
し
か
し
て
お
知
り
合
い
だ

た
り
し
ま
す
か

そ
れ
は
私
の
娘
の
名
前
ね

あ
あ

そ
う
で
す
か

雪
ノ
下

さ
ん
の
お
⺟
さ
ん

て
事
は

あ

 
そ
こ
で
八
幡
は
顔
色
を
変
え

一
歩
後
ろ
へ
と
下
が

た

あ
ら

急
に
ど
う
し
た
の

い
い
え
雪
ノ
下
さ
ん
の
お
⺟
さ
ん
が
怖
い
人
だ
な
ん
て

い
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
本
当

で
す

な
る
ほ
ど

 
そ
れ
で

乃
は

今
の
八
幡
が
お
そ
ら
く
高
校
二
年
く
ら
い
の
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雪
乃
と
知
り
合

て
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
ま
で
の
間
の

 
ど
こ
か
の

ま
で
の
記
憶
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
と
悟

た

で

こ
こ
は
ど
こ
な
ん
で
す
か
ね

も
し
か
し
て
こ
こ

て
ア

ガ
ス
の
社
内
で
す
か

 
俺

バ
イ
ト
中
に
倒
れ
た
と
か
だ

た
り
し
ま
す

皆
さ
ん
は
ア

ガ
ス
の
社
員
さ
ん
で
す

か 
立
て
続
け
に
そ
う

ね
ら
れ
た
一
同
は

ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

ア

ガ
ス

て
確
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
発

し
た
会
社
の
名
前
ね

つ
ま
り
今
の
八
幡
は

そ
の
く
ら
い
の
時
期
の
記
憶
し
か
無
い

と
い
う
か
バ
イ
ト
し
て
た
ん
だ

 
そ
れ
で
初
め
て
一
同
は

八
幡
が
ア

ガ
ス
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
事
を
知

た

 
こ
の
中
に

八
幡
か
ら
そ
こ
ま
で

し
い
話
を

い
て
い
た
者
は
い
な
か

た
の
で
あ
る

ど
う
し
て
そ
う
思
う
の

 
そ
の
紅
莉
栖
の
問
い
か
け
に

八
幡
は
愛
想
笑
い
を
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

い
や

つ
い
さ

き

さ
ん
と
話
し
た
か
ら

も
し
か
し
た
ら
そ
う
か
な
と
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さ
ん

て

茅
場

 
ダ
ル
が
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言
い

八
幡
は
そ
の
言
葉
に

い
た

え

え
え

そ
う
で
す
ね

茅
場

自
分
の

を
ス
キ

ン
し
て
消
え
た

人
事
件
の
時
に
八
幡
の
前
に
出
て
き
た

て
の
は

い
た
け
ど

え

何
そ
れ

私
知
ら
な
い

じ

じ

あ
さ

き
の
不
正
ア
ク
セ
ス

て
ま
さ
か

そ
う

子
の
海
の
中
で

ま
だ
生
き
て
い
る
の
ね

 
一
同
は
そ
う
言
葉
を
交
わ
し
あ

た

茅
場

は
あ
な
た
に
何
と

そ
れ
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ

す
ぐ
に
元
通
り
に
な
る
と
か

 
記
憶
が

た
ら
ま
た
会
お
う
と
か
自
分
の
一
部
を
俺
が
付
け
て
る
機

に
残
し
て
お
く
と

か
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そ
ん
な
事
を
言

て
ま
し
た
け
ど

意
味
不
明
で
す
よ
ね

 
あ

機

て
こ
れ
で
す
か
ね

何
だ
こ
れ

イ
ヤ
ホ
ン
で
す
か

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ニ

ロ
リ
ン
カ

を

か
ら
外
し

乃
に
見
せ
て
き
た

ダ
ル
君

了
解

 
そ
れ
を
受
け
取

た
ダ
ル
は

て
て
そ
の
解

に
入

た

で

あ
の

今
の

況
は

そ
う
ね

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に

乃
は
少
し
考
え
た
後
に
こ
う
答
え
た

ご
め
ん
な
さ
い

私
達
の
ミ
ス
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
暴
走
し
て
し
ま

て
ね

 
バ
イ
ト
中
に
あ
な
た
が
倒
れ
て
し
ま

た
の

 
そ
の

に

を
打

た
せ
い
で

記
憶
が
ハ

キ
リ
し
な
い
ん
だ
と
思
う
わ

あ
あ

や

ぱ
り
そ
う
だ

た
ん
で
す
か

あ
れ

で
も
俺

 

さ
ん
と

も
う
す
ぐ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
製
品

が
発

さ
れ
る
か
ら

て

 
一

に
打
ち
上
げ
を
し
た
記
憶
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
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そ

そ
れ
は
そ
う

最
終
チ

ク
を
依
頼
し
た
か
ら
よ

 
確
か
に
も
う
す
ぐ
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
発

さ
れ
る
わ

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

そ

か

や

と

さ
ん
の
努
力
の
結

が

に

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は
苦
い
顔
を
し
た

 
そ
の
発

さ
れ
た
結
果
が

未

の
大
事
件
を
引
き

こ
す
事
に
な

た
か
ら
で
あ
る

と
り
あ
え
ず
お
腹
が
す
い
て
い
る
わ
よ
ね

今
日
は
私
が
ご

走
し
て
あ
げ
る
わ

 
あ
な
た
の
事
は

娘
か
ら

い
て
よ
く
知

て
る
も
の

娘
さ
ん

て

ま
さ
か
本
当
に
雪
ノ
下
の
お
⺟
さ
ん
で
す
か

え
え
そ
う
よ

私
の
名
前
は
雪
ノ
下

乃
よ

娘
か
ら
何
を

い
た
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
そ
の
話
が
全
部
誤
解
だ

て
事
を

今
か
ら
教
え
て
あ
げ
る
わ

え

い
や

お

俺
は
何
か
食
べ
ら
れ
れ
ば
別
に
一
人
で
い
い
ん
で
す
が

そ
ん
な
遠

し
な
く
て
い
い
の
よ

ク
ル
ス
ち

ん

一

に
来
て
も
ら
え
る

は
い

お

し
ま
す

 
そ
し
て

乃
と
ク
ル
ス
は
八
幡
の
両

を

か
ら

い
た

え

い
や

あ
の
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八
幡
は

た
顔
で
そ
う
言

た

そ
の
顔
は
真

に
な

て
お
り

 
ク
ル
ス
は
こ
ん
な
八
幡
は
初
め
て
見
た
と

内
心
で
興
奮
し
て
い
た

い
い
か
ら
い
い
か
ら

さ
あ

行
き
ま
し

う
八
幡
様

あ
の

様
付
け
と
か
意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
で
や
め
て
も
ら
え
ま
す
か
ね

と
い
う
か
胸

胸
が
や
ば
い

絶
対
こ
れ

ハ
ニ

ト
ラ

プ
か
何
か
だ
と
思
う
ん
で
す
け

ど 
八
幡
は
内
心
で
そ
う
思
い
な
が
ら

抗
し
よ
う
と

み
た
が

 
や
は
り
二
人
の
胸
の
圧
力
に
は
逆
ら
え
な
か

た
の
だ
ろ
う

 

中
か
ら

抗
を
放

し

そ
の
ま
ま
二
人
と
共
に
別
室
へ
と
移
動
し
て
い

た

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
四
人
は

乃
の
意
図
を
理
解
し

対

を
協
議
し
て
い
た

正
直
私
に
は
何
が
何
だ
か
な
ん
だ
け
ど

莉
さ
ん
は
八
幡
の
事
情
に
は

し
く
な
い
も
の
ね

橋
田

そ

ち
は
ど
う

確
か
に
知
ら
な
い
デ

タ
が
存
在
し
て
る
お

ど
う
す
る

う

ん

こ
れ
は
私
達
に
は
手
が
余
る
問
題
ね



 第８６８話 天才同士の邂逅

 
そ
の
ま
ま
物
理
的
に
ネ

ト
に
接
続
す
る
部
分
の
機
能
を
取
り

け
る

今
の
ま
ま
の

態
で
い
け
る
お

そ
れ
だ
と
内
部
か
ら
ま
た
接
続
可
能
な

態
に
さ
れ
ち

う
か
も
し
れ
な
い
で
し

あ

そ
う
い
う
事
か

正
直
今
そ
う
や

て
接
続
し
て
る
の
も
危
な
い
気
が
す
る
の
よ
ね

了
解

接
続
を
切
る
お

 
ダ
ル
は
紅
莉
栖
の
意
図
を
即
座
に
理
解
し

 

を
落
と
し
て
ニ

ロ
リ
ン
カ

に
繋
い
で
い
た
ケ

ブ
ル
を
外
し

 
そ
の
カ
バ

を
外
し
て
何
か
を
い
じ
り
始
め
た

オ

ケ

い
け
る
お

そ
れ
で
そ
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

は
完
全
に
ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン
に
な

た
わ
ね

 
こ
の
ま
ま
日
本
に
持
ち
帰

て
社
⻑
や
ア
ル
ゴ
さ
ん
と
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
相
談
し
ま
し

う
ほ
い
ほ
い

了
解

と

 
だ
が
紅
莉
栖
の
想
定
は
ま
だ
ま
だ

か

た
よ
う
だ
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ダ
ル
が
落
と
し
た
は
ず
の

が
い
き
な
り

動
し
た
の
で
あ
る

う
え

今
度
は
何

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い

ど
う
考
え
て
も
こ
れ
は
さ

 
そ
し
て
一
同
が
見
守
る
中

ダ
ル
の

の
画
面
に

見
覚
え
の
あ
る
顔
が
映
し
出
さ
れ
た

や

君
達
が
今
の
八
幡
君
の
仲
間
か
い

や

ぱ
り
茅
場

で
も
い
つ
の
間
に

今
は
外
部
か
ら
ア
ク
セ
ス
さ
せ
て
も
ら

て
い
る
よ

 
さ
す
が
に
さ

き
残
し
た
僕
の
一
部
に
関
し
て
は
お
手
上
げ
さ

 
も

と
も
そ
の
せ
い
で

に
気
付
い
た
か
ら

て
て
こ
こ
に
舞
い

た

な
ん
だ
け
ど

ね 
茅
場
は
そ
う
言

て

を

め
た

 
肉
体
を
失
い
デ

タ
と
し
て
の
存
在
に
な

た
は
ず
な
の
に

に
人
間

さ
を
感
じ
さ
せ

る
初
め
ま
し
て

僕
は
茅
場

さ



 第８６８話 天才同士の邂逅

私
は

紅
莉
栖
よ

あ
な
た
と
は
一
度
話
し
て
み
た
い
と
思

て
い
た
わ

紅
莉
栖
だ

て

そ
う
か

君
が

 
茅
場
は
感
動
し
た
よ
う
な
面
持
ち
で
そ
う
言

た

八
幡
君
は

世
界
最
高
の

を
手
に
入
れ
た

て
事
か

そ
れ
は
褒
め
す
ぎ
で
は

私
か
ら
見
れ
ば

世
界
最
高
の

は
あ
な
た
だ
と
思
い
ま
す
け

ど
僕
は
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
か
ら
ね
君
が

り
上
が

て
一

に
な
る
の
は
当
然
だ
ろ
う

 
紅
莉
栖
は
そ
の
言
葉
で
内
心
で
は
あ
の
茅
場

に
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
喜
び
を
感
じ

て
い
た

 
だ
が
今
重
要
な
の
は
そ
の
事
で
は
な
く
紅
莉
栖
は
雑
念
を

り

う
よ
う
に
か
ぶ
り
を

た
あ
な
た
は
一
体
何
を
し
に
こ
こ
へ

あ
あ

実
は
見
つ
け
た
の
は
偶
然
で
ね

懐
か
し
い

⻑
を
感
じ
た
か
ら

 
久
し
ぶ
り
に
八
幡
君
に
会

て

一
つ
頼
み
事
を
し
よ
う
と
思

た
ん
だ
け
ど
ね
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直
接
ソ
レ
イ
ユ
に
行

て
も
良
か

た
ん
だ
け
ど

あ
そ
こ
は
セ
キ

リ
テ

が

く
て
ね

頼
み
事

あ
な
た
が

あ
あ

だ
が
ど
う
や
ら
八
幡
君
は
記
憶
を
失

て
い
る
よ
う
だ

た
か
ら

 
そ
れ
は
次
の
機
会
に
す
る
事
に
す
る
よ

多
分
す
ぐ
に
彼
の
記
憶
は

る
だ
ろ
う
か
ら
ね

ど
う
し
て
そ
う
言
い
き
れ
る
の

君
が
作

た
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

彼
の
記
憶
を
少
し
ス
キ

ン
さ
せ
て
も
ら

た
の
さ

 
そ
の
記
憶
を
少
し

か
せ
て
も
ら

た
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入

て
か
ら
こ
こ
ま
で
の
記
憶
が
全
て
保
存
さ
れ
て
い
た
か
ら
ね

 
そ
れ
で
こ
の
記
憶
の
混
乱
は

一
時
的
な
も
の
だ
と
判
断
し
た
と
ま
あ

そ
う
い
う

さ

そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
わ

 
紅
莉
栖
は
あ

さ
り
と
そ
う
言

て
の
け
る
茅
場

に

内
心
で
恐
怖
を
覚
え
て
い
た

 
目
の
前
に
い
る
こ
の
デ

タ
の
集
合
体
は

格
外
す
ぎ
る
の
で
あ
る

で

あ
な
た
の
目
的
を

い
た
ら
答
え
て
く
れ
る
の
か
し
ら

あ
の
機

確
か
ニ

ロ
リ
ン
カ

と
言

た

け

 
あ
れ
の
中
に
残
し
た
僕
の
一
部
を
消
す
の
は
や
め
て
く
れ
な
い
か
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そ
れ
は
一
体

あ
れ
は
い
つ
か
必
ず
八
幡
君
の
役
に
立
つ

 
可
能
な
ら
あ
の
デ

タ
を
ア
マ
デ
ウ
ス
化
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

あ

あ
な
た
は
一
体
ど
こ
ま
で

 
ア
マ
デ
ウ
ス
の
事
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
と
は

正
直
紅
莉
栖
に
は
想
定
外
す
ぎ
た

そ
れ
以
上
は
八
幡
君
に
直
接
話
す
よ

僕
の
事
が
信
用
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
少
な
く
と
も
今
の
僕
は
彼
の
敵
で
は
な
い

も
し
敵
な
ら
彼
に
ザ
・
シ

ド
を

し
た
り

は
し
な
い

 
確
か
に
そ
の
言
葉
に
は
一
定
の
説
得
力
が
あ
り
紅
莉
栖
は

い
な
が
ら
も
そ
の
言
葉
に

い
た分

か

た
わ

あ
の
デ

タ
は
消
さ
な
い

僕
の
ア
マ
デ
ウ
ス
化
が
成
功
し
た
ら

い
つ
か
君
と
も
じ

く
り
話
し
て
み
た
い
ね

 
そ
れ
で
は
僕
は
も
う
去
る
よ

正
直
こ
う
や

て

を
現
す
の
は
か
な
り
厳
し
い
ん
だ

 
少
し
油
断
す
る
と

直
ぐ
に
自
我
を
失

て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
ん
で
ね

 
そ
れ
じ

あ
僕
が
言
え
た
義
理
で
は
な
い
ん
だ
け
ど

八
幡
君
の
事

宜
し
く
頼
む
よ
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そ
う
言

て

の
画
面
は
消
え

残
さ
れ
た
一
同
は

声
も
無
く
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
す
事

と
な

た
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第
８
６
９
話
 
心
の
壁

そ
う

そ
れ
じ

あ
無
事
に

の
投

が
終
わ

た
の
ね

は
い

今
回
の
ミ

シ

ン
は
私
達
の
勝
利
で
す
ね

本
当
に
あ
り
が
と
う
め
ぐ
り

よ
く
間
に
合
わ
せ
て
く
れ
た
わ

い
え
い
え

こ
れ
も
み
ん
な
の
努
力
の
結

で
す
よ

そ
れ
で
も
よ

あ
り
が
と
う

私
の
弟
子
と
そ
の
妹
を
助
け
て
く
れ
て

は
い

 
め
ぐ
り
か
ら
報
告
を
受
け
た
陽
乃
は

達
成
感
に
包
ま
れ
て
い
た

良
か

た

本
当
に
良
か

た

 
そ
ん
な
陽
乃
の
所
に
今
度
は
紅
莉
栖
か
ら

話
が
か
か

て
き
た

も
し
か
し
て
八
幡
君
が
目
覚
め
た
の
か
し
ら

 
陽
乃
は

き
立
つ
気
分
を

え
な
が
ら
そ
の

話
に
出
た

も
し
も
し

紅
莉
栖
ち

ん

ど
う

何
か
進
展
は
あ

た

い
え

あ
の

そ
れ
が
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そ
の
紅
莉
栖
の
珍
し
く
⻭
切
れ
の
悪
い

い
に

陽
乃
は

な
予
感
を
覚
え
た

ど
う
し
た
の

も
し
か
し
て
八
幡
君
に
何
か
あ

た
の

 
陽
乃
は
血
相
を
変
え
て
そ
う

ね
た

陽
乃
に
と

て
八
幡
は
も
う
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

だ
か
ら
だ

え
え
と

八
幡
は
さ

き
目
覚
め
ま
し
た

で
も
ど
う
や
ら
記
憶
が
混
乱
し
て
る
み
た
い
で

 

乃
さ
ん
が
言
う
に
は
お
そ
ら
く
高
校
二
年
生
く
ら
い
の
時
の

態
に

て
る
ら
し
い
で

す
高
校
二
年

そ
れ

て
私
と
八
幡
君
が
出
会

た
ば
か
り
の
時

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
雪
乃
の
事
は
覚
え
て
ま
し
た
が

乃
さ
ん
の
事
は
覚
え
て
ま
せ
ん
で

し
た

 
多
分
高
校
二
年
の
秋

だ
と
思
い
ま
す

そ
れ
で

そ
の
記
憶

失
は
治
る
の

そ
れ
は
大
丈
夫
で
す

そ
の

太

判
を
押
し
て
く
れ
た
人
が
い
た
の
で

太

判

そ

ち
の
お

者
さ
ん

い
え



 第８６９話 心の壁

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

い
な
が
ら
も
陽
乃
に
こ
う
答
え
た

茅
場

で
す

 
そ
の
言
葉
に
さ
す
が
の
陽
乃
も

然
と
し
た

え

え

茅
場

が

私
達
の
前
に

を
現
し
た
ん
で
す

え

ほ

本
当
に

は
い

今
か
ら

し
く
ご
説
明
し
ま
す

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は

し
い
事
情
を
陽
乃
に
報
告
し

陽
乃
は

を

え
た

何
よ
そ
れ

で
す
よ
ね

も
う
た
め
息
し
か
出
な
い
わ

ど
う
し
ま
す

そ
う
ね

 
陽
乃
は
そ
の
明

な

を
フ
ル
回
転
さ
せ

様
々
な

況
に
つ
い
て
考
え
始
め
た

茅
場

は

彼
の
存
在
が
い
つ
か
必
ず
八
幡
君
の
役
に
た
つ

て
言

た
の
ね
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正
確
に
は

八
幡
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

に
残
し
て
き
た
デ

タ
が

で
す
ね

そ
れ
を
ア
マ
デ
ウ
ス
化
す
る
事

て
可
能

少
し
時
間
は
か
か
り
ま
す
が

可
能
だ
と
思
い
ま
す

そ
う

さ
す
が
ね

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
そ
の
線
で
進
め
て

 
こ
の
事
は
絶
対
の
秘
密
よ

絶
対
に
外
に

ら
さ
な
い
よ
う
に
ね

分
か
り
ま
し
た

で

問
題
の
八
幡
君
の
記
憶
に
関
し
て
だ
け
ど

 
陽
乃
に
と

て
は

や
は
り
八
幡
の
容
態
の
方
が
気
に

か
る
よ
う
だ

は
い

私
の
分

で
も

時
間
が
立
て
ば
勝
手
に

る
と
は
思
う
ん
で
す
が

 
さ
す
が
に
そ
れ
だ
と
い
つ
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で

 
こ
の
ま
ま
八
幡
を
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
で
も
放
り
込
ん
で

 
八
幡
と
関
係
が
深
い
人
と
話
し
て
も
ら
え
れ
ば

て
思

て
ま
す

そ
う
す
る
と

明
日
奈
ち

ん
や
和
人
君

そ
れ
に
小
町
ち

ん

り
か
し
ら

 
も
し
く
は
私
や
雪
乃
ち

ん
に
ガ
ハ
マ
ち

ん
と
か

う

ん

社
⻑
や
小
町
さ
ん
は
や
め
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
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力
記
憶
を
失
う
前
に
は
知
り
合

て
な
か

た
人
を
中
心
に
集
め
ま
し

う

な
る
ほ
ど
確
か
に
私
達
だ
と
逆
に
高
校
の
時
の
記
憶
が
強
調
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
だ
し
ね

 
紅
莉
栖
の
説
明
に

陽
乃
は
そ
う
納
得
し
た

さ
す
が
の
理
解
力
の

さ
で
あ
る

そ
う
す
る
と

雪
乃
ち

ん
と
ガ
ハ
マ
ち

ん
も

目

 
そ
し
た
ら
今
回
の
件
の
発

で
あ
る
藍
子
ち

ん
と
木
綿
季
ち

ん
に
は
絶
対
頼
む
と
し
て

 
そ
れ
以
外
だ
と
誰
が
い
い
と
思
う

そ
う
で
す
ね

任
な
の
は
優
里
奈
と
詩
乃
だ
と
思
い
ま
す

 
優
里
奈
は
八
幡
の
娘
の
よ
う
な
も
の
で
す
し
詩
乃
は
八
幡
と
一

に
死
線
を

り
抜
け
て
ま

す
か
ら
ね

 
そ
の
意
味
で
は
ユ
イ
ち

ん
も

任
で
は
あ
る
ん
で
す
が

 
ユ
イ
ち

ん
に
は
私
と
一

に
八
幡
の
精
神
面
の
ケ
ア
を
し
て
も
ら
う
つ
も
り
な
の
で

な
る
ほ
ど
そ
れ
じ

あ
そ
の
メ
ン
バ

で
い
き
ま
し

う
今
は
八
幡
君
は
ど
う
し
て
い
る

の
あ

は
い

乃
さ
ん
と
ク
ル
ス
と
一

に
食
事
中
で
す

あ
あ

そ
れ
な
ら
ク
ル
ス
ち

ん
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

う
か
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あ
の
子
の

心
と
愛
情
は
お
そ
ら
く
仲
間
の
中
で
は
突
出
し
て
る
か
ら
ね

そ
う
い
え
ば
そ
う
い
う
意
味
で
は
エ
ル
ザ
も
い
ま
す
ね

あ
あ

エ
ル
ザ
ち

ん
は
今
は
何
を
し
て
い
る
の

今
は
手
が
空
い
て
ま
す
ね

そ
れ
じ

あ
エ
ル
ザ
ち

ん
も
参
加
で
エ
ル
ザ
ち

ん

の
個
性
は
滅
多
に
い
な
い
か
ら
ね

分
か
り
ま
し
た

 
こ
う
し
て
二
人
の
話
し
合
い
に
よ
り

今
か
ら
五
時
間
後

 
今
言

た
者
達
を
集
合
さ
せ
る
事
が
決
ま
り
そ
れ
ま
で
八
幡
に
は
ゆ

く
り

て
も
ら
う
事

に
な

た

  
さ
て

こ
ち
ら
は

乃
と
ク
ル
ス
と
一

に
食
事
を
す
る
事
に
な

た
八
幡
で
あ
る

 
八
幡
に
と

て

こ
ん
な

で
女
性
と
三
人
だ
け
で
食
事
を
す
る
の
は

 
生
ま
れ
て
初
め
て
の

験
で
あ

た

あ
の

俺

テ

ブ
ル
マ
ナ

と
か
全
然
分
か
ら
な
い
ん
で

先
に
謝

て
お
き
ま
す

す
み

ま
せ
ん
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あ
ら

そ
ん
な
事
気
に
し
な
く
て
い
い
の
よ

八
幡
君

た
だ
の
ル

ム
サ

ビ
ス
で
す
し

気
に
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い
八
幡
様

こ
の
二
人
は
何
故
俺
の
事
を
名
前
で
呼
ぶ
ん
だ
ろ
う
か

 
ク
ル
ス
さ
ん
が
俺
を
様
付
け
す
る
理
由
は
更
に
分
か
ら
ん

 
八
幡
に
と

て
一
番
親
し
い
女
子
と
言
え
ば
今
は
若

関
係
性
が
お
か
し
く
な

て
は
い

る
が

 
雪
ノ
下
雪
乃

由
比

結
衣
の
二
人
で
あ
ろ
う

 
先
日
一
色
い
ろ
は
と
知
り
合

た
ば
か
り
で
は
あ
る
が
い
ろ
は
と
の
関
係
性
は
ま
だ
ま
だ

い
 
だ
が
そ
の
親
し
い
は
ず
の
二
人
で
す
ら
八
幡
の
事
を
比
企
谷
君

ヒ

キ

と
呼
ぶ

 
八
幡
を
名
前
で
呼
ぶ
者
が
い
る
と
す
れ
ば

茅
場

以
外
だ
と

 
そ
れ
は
同
じ
ア

ガ
ス
の
ア
ル
バ
イ
ト
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る

 
で
も
そ
れ
は
実
は
名
前
で
呼
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
キ

ラ
の
名
前
で
呼
ん
で
い
る
だ
け
で

あ
る

 
ま
あ
と
に
も
か
く
に
も

の
上
で
は
八
幡
を
名
前
で
呼
ぶ
の
は
そ
の
連
中
だ
け
と
い
う
事
に
な
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る 
八
幡
は
そ
の
流
れ
で
こ
の
二
人
だ
け
で
は
な
く

 
他
の
者
も
自
分
の
事
を
名
前
で
呼
ぶ
の
は
そ
の

だ
ろ
う
と
無
理
や
り
自
分
を
納
得
さ
せ
る

事
に
し
た

 
要
す
る
に
自
分
は
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
キ

ラ
の
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と

 
そ
う
考
え
る
事
に
し
た
の
で
あ
る

雪
ノ
下
さ
ん

そ
れ
じ

あ
ご

走
に
な
り
ま
す

 
ク
ル
ス
さ
ん
も
俺
な
ん
か
に
付
き
合

て
も
ら

ち

て
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

あ
ら

ク
ル
ス
ち

ん
は
名
前
で
呼
ぶ
の
に
私
は

で
呼
ぶ
の

え

さ
す
が
に
雪
ノ
下
さ
ん
を
名
前
で
呼
ぶ

に
は

 
雪
ノ
下

え

と

娘
さ
ん
も

で
呼
ん
で
ま
す
し

そ
れ
じ

あ

更
こ
ん
が
ら
が

て
し
ま
う
じ

な
い

私
の
事
は

乃
さ
ん
と
呼
ん
で
ね

え

あ

え

と

わ

分
か
り
ま
し
た

乃
さ
ん

う

こ
の
押
し
の
強
さ
は
あ
の
娘
に
し
て
こ
の
⺟
親
あ
り

て
感
じ
か
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で
も
思

た
よ
り
も
怖
い
人
じ

な
さ
そ
う
で

良
か

た
良
か

た

 
八
幡
は
そ
う
考
え
な
が
ら

ハ

と
し
た
顔
を
し
た

あ

あ
れ

そ
う
い
え
ば
さ

き

俺
が
ク
ル
ス
さ
ん
の
事
を
名
前
で
呼
ん
で
る

て

そ
う
い
え
ば
自

紹
介
が
ま
だ
で
し
た
ね

私
は
間
宮
ク
ル
ス
で
す

八
幡
様

え
え

す
す
み
ま
せ
ん
間
宮
さ
ん
ク
ル
ス

て
て

き
り

だ
と
勘
違
い
し
て

ま
し
た

私
の
事
も
そ
の
ま
ま
ク
ル
ス
で
い
い
ん
で
す
よ

 
も
し
く
は
マ

ク
ス
と
呼
ん
で
下
さ
い

も
ち
ろ
ん
呼
び

て
で

い
つ
も
そ
う
だ

た
の

で
い

い
つ
も

 
そ
の
言
葉
で
八
幡
は
お
そ
ら
く
ク
ル
ス
の
キ

ラ
ネ

ム
が
マ

ク
ス
な
の
だ
ろ
う
と
考
え

た 
や
は
り
先
ほ
ど
の
自
分
の
考
え
方
は
正
し
か

た
の
だ
ろ
う

 
八
幡
は
そ
う
納
得
し

お
ず
お
ず
と
こ
う
言

た

そ

そ
れ
じ

あ

マ

ク
ス

さ
ん
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や

ぱ
り
無
理
無
理
無
理

俺
が
呼
び

て
に
し
て
た

て
事
は

 
あ
な
た

多
分
ゲ

ム
の
中
で
は
男
の

で
し
た
よ
ね

で
も
こ
う
し
て
現
実
の

を
見
て

し
ま
う
と

 
こ
ん
な
雪
ノ
下
レ
ベ
ル
の
美
人
相
手
に
愛
称
み
た
い
な
呼
び
方
で
呼
び

て
と
か
絶
対
に
無
理

く

ま
あ
そ
れ
で

協
し
ま
す

 
そ
う
言

て
ク
ル
ス
は
残
念
そ
う
な
顔
を
し
た

い
や

そ
ん
な
残
念
そ
う
な
顔
を
さ
れ
て
も

無
理
な
も
の
は
無
理
だ
か
ら
ね

 
八
幡
は
そ
う
考
え
つ
つ

ル

ム
サ

ビ
ス
の
メ
ニ

を

さ
れ

 
そ
れ
が
全
部
英
語
な
事
に
驚
い
た

え

英
語
メ
ニ

あ

ご
め
ん
な
さ
い

こ
こ
に
日
本
語
の
メ
ニ

が
あ
る
わ

な

何
か
す
み
ま
せ
ん

う
う
ん

こ
ち
ら
の
手
落
ち
よ

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

あ
れ

で
も
意
味
は
分
か

た
よ
う
な
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八
幡
は
首
を

げ
な
が
ら
手
元
に
あ
る
英
語
メ
ニ

に
目
を
落
と
し
た

 
す
る
と
何
故
か

ス
ラ
ス
ラ
と
そ
の
内
容
が

に
入

て
き
た

 
仕
事

多
少
は
英
語
に
慣
れ
よ
う
と

真
面
目
に
勉
強
し
て
い
た
成
果
が
こ
こ
で
出
た

 
今
の
八
幡
の
ス
ペ

ク
だ
と

英
語
の

解
は
そ
れ
な
り
に
出
来
る
の
で
あ
る

 
た
だ

る
の
は
苦
手
で
あ
る

実
に
日
本
人
ら
し
い

す
み
ま
せ
ん

何
故
か
こ
の
メ
ニ

で
も
平
気
だ

た
ん
で
大
丈
夫
で
し
た

あ
ら

そ
れ
は
良
か

た
わ

お

お

が
せ
し
ま
し
た

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

 

乃
は
そ
う
言

て
八
幡
に
微
笑
ん
だ

 
そ
れ
は
ど
う
見
て
も
あ
の
雪
ノ
下
陽
乃
の
作
り
物
め
い
た
笑
顔
と
は
違
う
自
然
な
柔
ら
か
い

笑
顔
に
見
え

 
八
幡
は
や
は
り
あ
の
人
だ
け
が
特

な
の
だ
ろ
う
と

め
て
陽
乃
に
対
し
て
苦
手
意
識
を
覚

え
たそ

れ
じ

あ
俺
は
こ
れ
を
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八
幡
は
そ
う
言

て

な
る
べ
く
安
い
物
を
頼
ん
だ

あ
ら

そ
れ
で
足
り
る
の

遠

し
な
く
て
も
い
い
の
よ

あ

は
い

そ
ん
な
に
食
べ
る
方
じ

な
い
ん
で
大
丈
夫
で
す

そ
う

そ
れ
じ

あ
私
は
こ
れ

ク
ル
ス
ち

ん

そ
れ
じ

あ
注
文
お
願
い
ね

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
ク
ル
ス
は
そ
う
答
え
流

な
英
語
で
注
文
を
済
ま
せ
八
幡
は
思
わ
ず
感
心
し
た
よ
う
な
声

を
上
げ
た

お
お

あ
ら

ど
う
し
た
の

い
や

流

な
英
語
だ
な
と
思

て

あ
あ

ク
ル
ス
ち

ん
は
英
語
は
得
意
だ
も
ん
ね

俺
は
国
語
以
外
は
苦
手
な
ん
で

ほ
ん
と
尊
敬
し
ま
す

ふ
ふ

だ

て
よ
ク
ル
ス
ち

ん

そ
れ
じ

あ
英
語

に
旅
行
に
行
く
時
は

私
と
一

に
行
け
ば
安
心
で
す
ね

え

あ

そ

そ
う
で
す
ね
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八
幡
は
不
覚
に
も
そ
の
笑
顔
を
見
て
一

と
き
め
き
す
ぐ
に

を

て
そ
の
考
え
を
否
定

し
たく

そ

一
色
と
は
ま

た
く
違
う

あ
ざ
と
さ
の

片
も
な
い
あ
の
笑
顔

 
思
わ
ず
勘
違
い
し
て

れ
ち

い
そ
う
に
な
る
か
ら
や
め
て

俺
の
防
御
力
は
も
う
ゼ
ロ
よ

 
八
幡
は
必
死
に
勘
違
い
し
そ
う
に
な
る
自
分
を

し

 

力
無
難
な
言
葉
を
選
び
な
が
ら

何
と
か
食
事
を
終
え
た

 
だ
が
そ
ん
な
気
を
遣

た
食
事
で
も
二
人
が
ま

た
く
八
幡
に
悪
い

象
を
持

た
気
配
が

無
か

た

 
八
幡
は
そ
れ
な
り
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
た

 
唯
一
大
変
だ

た
の
は

二
人
の
胸
に
目
を
や
ら
な
い
よ
う
に
す
る
事
で
あ
る

ふ
う

ご

走
様
で
し
た

ふ
ふ

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
わ

あ
り
が
と
う
ね

八
幡
君

と
て
も
楽
し
か

た
で
す

八
幡
様

あ

い
や

こ
ち
ら
こ
そ
そ
の

楽
し
か

た
で
す
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そ
れ
は
ま
ご
う
こ
と
な
き
八
幡
の
本
心
で
あ

た

 
だ
が
そ
の
せ
い
で
勘
違
い
し
て
し
ま
う
事
は
決
し
て
な
い

こ
の
二
人
は
多
分

あ
の

本
み
た
い
な
性
格
な
ん
だ
ろ
う

 
今
日
の
事
を

麗
な
思
い
出
に
す
る

に

こ
の

離
感
を
絶
対
に

持
し
な
い
と
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
自
分
に
言
い

か
せ
な
が
ら

二
人
に
お

を
言

た

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
れ
は
何
の
変

も
な
い

で
あ

た
が

そ
れ
を

い
た
二
人
は
一

表
情
を
変
え

 
直
ぐ
に
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
に

た

そ
れ
じ

あ
八
幡
君

ゆ

く
り
休
ん
で
ね

明
日
は
私
が

こ
し
に
行
き
ま
す
の
で

あ

す
み
ま
せ
ん

お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
八
幡
は
待

て
い
た
ら
し
い
紅
莉
栖
に
部
屋
に
案
内
さ
れ
た

そ
れ
じ

あ
八
幡

ち

と

し

な
い
ん
だ
け
ど

 

査
の
関
係
で
五
時
間
後
に

こ
す
事
に
な
る
か
ら

そ
の

に
ま
た
来
る
わ
ね

そ
の

た
か
が
バ
イ
ト
の

に
お
手

を
お
か
け
し
ま
す



 第８６９話 心の壁

 
八
幡
は
本
当
に

し

な
さ
そ
う
に
そ
う
言
う
と

部
屋
の
中
に
入

て
い

た

 
中
は
か
な
り
広
く

調
度
品
も
豪
華
な
も
の
で
あ

た

 
こ
れ
は
主
に
セ
キ

リ
テ

の
関
係
で

し

か
り
し
た
ホ
テ
ル
を
選
ん
だ
か
ら
で
あ
る
が

 
今
の
八
幡
に
は
当
然
そ
ん
な
発
想
は

か
ん
で
こ
な
い

こ
ん
な
豪
華
な
部
屋
を
使

て
本
当
に
い
い
ん
だ
ろ
う
か
さ
す
が
は
ア

ガ
ス
だ
な

 
八
幡
は
感
心
し
つ
つ

部
屋
を

さ
な
い
よ
う
に
気
を
遣
い
な
が
ら
ベ

ド
に
横
た
わ

た

お
や
す
み
な
さ
い

  
そ
し
て
紅
莉
栖
と
共
に
部
屋
に

た

乃
と
ク
ル
ス
は

 
食
事
の
時
の
様
子
を
他
の
者
達
に
報
告
し
て
い
た

高
校
二
年
の
時
の
八
幡
は
ど
う
だ

た

 
最
初
に
エ
ル
ザ
が
興
味

々
と
い

た
感
じ
で
二
人
に
そ
う

ね
て
き
た

そ
う
ね

一
定
以
上
は
絶
対
に

み
込
ま
せ
な
い

て
い
う
壁
を
感
じ
た
わ

物

は
丁

な
ん
で
す
け
ど
ね

確
か
に
あ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
み
た
い
な

に
放
り
込
ま
れ
な
い
と
変
わ
れ
な
か

た
で
し
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う
ね

 
陽
乃
が
自
意
識
の
化
け
物

て
言

た
気
持
ち
も
確
か
に
分
か
る
わ

へ

今
の
八
幡
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
や

そ
れ
に
最
後
の

あ
れ

ク
ル
ス
ち

ん
も
気
が
付
い
た
み
た
い
ね

は
い

ア
レ
で
す
よ
ね

何
か
変
わ

た
事
で
も

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

て
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど
ね

そ
れ
が
何
か

言
葉
の
裏
に
明
ら
か
な

絶
の
意
思
が
あ

て
ち

と
シ

ク
を
受
け
た
の

 
こ
れ
以
上
自
分
に
優
し
く
し
な
い
で
く
れ

て
言
わ
れ
て
る
み
た
い
で

し
か

た

 
そ
の
ク
ル
ス
の
言
葉
に
一
同
は

り
こ
ん
だ

八
幡

て
そ
ん
な
感
じ
だ

た
ん
だ
ね

ど
れ
ほ
ど

つ
い
た
ら
そ
う
な
る
の

主
に
中
学
の
時
の

験
の
せ
い
ら
し
い
お

よ
し

そ
の
時
の
同
級
生

全
員
ボ
コ
ろ
う
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そ
れ
だ
と
か
お
り
も
に
な

ち

う

じ

あ
か
お
り
も
ボ
コ
ろ
う

か
お
り
は
ま
あ
深
く
反
省
し
て
る
み
た
い
だ
か
ら
い
い
ん
じ

な
い

ま
あ
確
か
に
か
お
り
は
も
う
八
幡
が
許
し
て
る
ん
だ
か
ら
問
題
な
い
ね

ま
あ
か
お
り
ち

ん
の
事
は
と
も
か
く

 
多
分
こ
の
時
点
だ
と
う
ち
の
雪
乃
ち

ん
が
何
か
や
ら
か
し
た
後
だ

た
と
記
憶
し
て
い
る

わ 
確
か
生
徒
会
選

関
連
の
ゴ
タ
ゴ
タ
ね

ク
リ
ス
マ
ス
の
事
は
覚
え
て
い
な
か

た
か
ら

 
前
に

い
た

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
の
和
解
の
直
前

て
事
に
な
る
わ
ね

 

乃
と
ク
ル
ス
は

八
幡
に
学
校
の
事
を

ね
る
事
に
よ

て

 
八
幡
の
記
憶
が
ど
こ
ま
で
あ
る
か
か
な
り
正
確
に
見

め
て
い
た

こ
こ
で

乃
が
い
た
の

が
幸
い
し
た

 

乃
は
雪
乃
か
ら

高
校
の
時
に
八
幡
と
何
が
あ

た
の
か
を

 
か
な
り
正
確
に

か
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

 
そ
れ
に
よ
る
と

ど
う
や
ら
八
幡
の
中
で
は

今
は
十
一
月
の
末

ら
し
い
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そ
し
て

乃
は
簡

に
そ
の
時
期
の
八
幡
に
あ

た
事
を
一
同
に
話
し
て

か
せ
た

そ
れ
な
ら
確
か
に
多
少
頑
な
で
も
仕
方
な
い
と
思
う
け
ど

そ
れ
に
し
て
も
手
強
い
と
感
じ
た
わ

そ
う
考
え
る
と
明
日
奈

て
凄
い
事
を
し
た
ん
だ
ね

況
が
そ
う
さ
せ
た
と
は
い
え

本
当
に
凄
い

 
思
わ
ぬ
所
で
明
日
奈

爆
上
が
り
で
あ
る

そ
れ
で
ね

あ
と
五
時
間
く
ら
い
後
の
話
に
な
る
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
で
紅
莉
栖
が
陽
乃
と
相
談
し
た
事
を
一
同
に
報
告
し
た

私
が

オ

ケ

私
の
愛
で

八
幡
の
目
を
覚
ま
さ
せ
て
や
る
わ

八
幡
様
は

絶
対
に
私
が
取
り

し
て
み
せ
る

 
エ
ル
ザ
と
ク
ル
ス
の
二
人
は
紅
莉
栖
に
名
指
し
で
指
名
さ
れ

闘

を
燃
や
し
た

 
そ
れ
と
同
様
な
光
景
は

日
本
で
も
見
ら
れ
た

ほ

本
当
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

絶
対
に
八
幡
君
に
私
の
事
を
思
い
出
し
て
も
ら
い
ま

す
八
幡
が

分
か

た
わ
師
匠

こ
の
私
に
任
せ
て
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ボ
ク
も
頑
張
る
よ

は

八
幡
さ
ん
が
そ
ん
な
事
に

は
い

頑
張
り
ま
す

八
幡
が
私
の
事
を
忘
れ
た

そ
う

そ
れ
じ

あ
制

が
必
要
ね

拳
で
思
い
出
さ
せ
て
あ

げ
る
わ

マ
ジ
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

俺
に
何
が
出
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

や

て
み
ま
す

 
こ
う
し
て
七
人
の
少
女
と
一
人
の
少
年
が

八
幡
の

に
立
ち
上
が

た
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第
８
７
０
話
 
治
療

の
開
始

 
五
時
間
後
八
幡
は
紅
莉
栖
に
言
わ
れ
た
時
刻
の
五
分
前
に
最
初
に
い
た
部
屋
の
扉
を
ノ

ク
し
た

は

い

あ

す
み
ま
せ
ん

比
企
谷
で
す

あ
ら

い
の
ね

 
こ
う
い

た
待
ち
合
わ
せ
が
面
倒
で
仕
方
な
い
の
が
デ
フ

ル
ト
の
八
幡
で
あ

た
が

 
い
ざ
約
束
を
す
る
と

決
め
た
時
間
は
必
ず
守
る

 
も

と
も
今
回
の
場
合
は
一
刻
も

く

査
を
終
え
家
に
帰
り
た
い
と
い
う
の
が
本
心
で

あ
る

 
そ
し
て
扉
が
開
き

中
か
ら

乃
と
紅
莉
栖
が

を
見
せ
た

お
は
よ
う

八
幡

あ

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
時
刻
は

に
深
夜
に
な

て
い
た
が

バ
イ
ト
を
し
た
事
で
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そ
の
日
最
初
に
会

た
時
の

は
お
は
よ
う
を
使
う
業
界
が
い
く
つ
も
あ
る
と
い
う
事
を
学

ん
だ
八
幡
は

 
紅
莉
栖
に
対
し
て
自
然
に

を
す
る
事
が
出
来
た

し
か
し
俺
と
同
い
年
く
ら
い
の
女
性
に
名
前
を
呼
び

て
に
さ
れ
る

て
の
は
や

ぱ
り
慣
れ

な
い
な

 
八
幡
は
自
分
の
事
を
十
七

だ
と
思

て
い
る

 
紅
莉
栖
の
事
を
自
分
と
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
だ
と
認
識
し
て
い
た

 
普

は
実
年
齢
よ
り
上
に
見
ら
れ
る
事
が
多
い
紅
莉
栖
に
し
て
み
れ
ば
さ
ぞ
や
嬉
し
い
事
で

あ
ろ
う

あ
の

こ
れ
か
ら
や
る

査
が
終
わ

た
ら

家
に
帰
れ
る
ん
で
す
よ
ね

そ
う
ね

そ
の
事
も

め
て
今
か
ら

況
を
説
明
す
る
か
ら

 
そ
こ
の
ベ

ド
に
横
に
な

て
も
ら

て
い
い
か
し
ら

あ

は
い

 
八
幡
は
紅
莉
栖
の
指

通
り
に
ベ

ド
に
横
た
わ
ろ
う
と
し
て

ギ

と
し
た

え

何
こ
れ

分
大

か
り
な
ん
で
す
け
ど

俺
の
体

て
本
当
に
大
丈
夫
な
の
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と
い
う
か
こ
れ

て
何
の

査

 
ま
あ
相
手
は
一
流
企
業
だ
し

さ
ん
が
俺
に
お
か
し
な
事
を
す
る
は
ず
は
な
い
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え

大
人
し
く
ベ

ド
に
横
た
わ

た

そ
れ
じ

あ
説
明
す
る
わ
ね
さ

き
言

た
通
り
今
あ
な
た
の
記
憶
は
混
乱

態
に
あ
る

わ
あ

は
い

最
終
確
認
の
バ
イ
ト
の
事
を
覚
え
て
な
い
し

そ
う
で
す
よ
ね

一
応
放

て
お
い
て
も
記
憶
は

る
と
思
う
ん
だ
け
ど

そ
れ
だ
と
色
々
都
合
が
悪
い
の
よ

 
な
の
で
今
か
ら
あ
な
た
に
は

空
間
で
色
々
な
人
と
会

て
も
ら

て

 
さ

さ
と
記
憶
を
取
り

し
て
も
ら
い
ま
す

色
々
な
人

て
カ
ウ
ン
セ
ラ

の
人
と
か
で
す
か

う
う
ん

あ
な
た
の
友
達
と

え

ま
さ
か
戸

で
す
か

戸

で
す
よ
ね

 
と
い
う
か
俺
に
は
戸

以
外
友
達
は
い
ま
せ
ん
し

 
八
幡
は
食
い
ぎ
み
に
そ
う
言
い

紅
莉
栖
は
ビ
ク

と
し
た

う

う
う
ん

違
う
わ
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そ

そ
う
で
す
か

て
事
は

我

の
方
か

 
八
幡
は
あ
か
ら
さ
ま
に
が

か
り
し
た
顔
を
し
紅
莉
栖
は
そ
れ
が
義

の
事
だ
と
す
ぐ
に
分

か
り

 
と
か
言

て
ち

ん
と
友
達
扱
い
し
て
る
じ

な
い
な
ど
と
考
え

み
笑
い
を
し
た

一
応
言

て
お
く
け
ど
そ
の
人
じ

な
い
わ
よ

え

そ
れ
以
外
に
俺
に
は
友
達
な
ん
か
い
な
い
で
す
け
ど

ま
あ
す
ぐ
に
分
か
る
わ

そ
し
て
そ
の
彼
と
一

に
い
る
の
は

あ
な
た
の
カ
・
ノ
・
ジ

は

あ
あ
と
こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
だ
か
ら

査
が
終
わ

て
も
す
ぐ
に
は
帰
れ
な
い
わ
よ
ほ
ら

 
紅
莉
栖
は
そ
う
言

て
カ

テ
ン
を
少
し
開
け

 
八
幡
は
そ
の
向
こ
う
に

見

す
限
り
の
英
語
の

が

ん
で
い
る
の
を
見
た

え

ち

あ

あ
の

と
い
う

で

頑
張

て
ね

行

て
ら

し

い

 
紅
莉
栖
は
そ
う
言

て
八
幡
の

に
テ
キ
パ
キ
と

子
を
付
け
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を

動

さ
せ
た
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ま

待

て
下
さ
い

か

彼
女

て
の
は
一
体

そ
れ
じ

あ
行

て
ら

し

い

 
紅
莉
栖
は
八
幡
の
問
い
か
け
を
ス
ル

し
て
そ
う
言
い

 
そ
の

間
に
八
幡
の
目
の
前
が
真

暗
に
な

た
か
と
思
う
と
直
ぐ
に

り
が
明
る
く
な

た
く
そ

ど
こ
だ
よ
こ
こ

こ
う
な

た
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

 
こ
れ
が
本
当
に

査
な
の
か

し
く
思
い
始
め
た
八
幡
は

 
必
死
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
を
探
し
た
が

当
然
そ
ん
な
物
は
存
在
し
な
い

無
い
無
い

く
そ

ア
メ
リ
カ

て
何
だ
よ
ど
う
し
て
俺
は
ア
メ
リ
カ
な
ん
か
に

 
と
い
う
か
俺
パ
ス
ポ

ト
な
ん
か
持

て
な
い
ぞ

ま
さ
か
違
法
な
人
身

に
捕
ま

た
と
か

ん
な

あ
る
か

人
に
会
わ
せ
る
と
言

と
ろ
う
が

う
わ

 
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
紅
莉
栖
の
声
が

こ
え

八
幡
は

り
を
き

ろ
き

ろ
と
見
た

 
だ
が
当
然
ど
こ
に
も
紅
莉
栖
の

は
な
い
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探
し
て
も
私
は
い
な
い
わ
よ
今
は
モ
ニ
タ

を
通
じ
て
あ
な
た
の
様
子
を
見
て
い
る
ん
だ
も

の
モ

モ
ニ
タ

そ

そ
う
か

ま
あ
落
ち
着
き
な
さ
い

こ
れ
は
本
当
に
治
療
の
一

よ

 
よ
く
考
え
て
も
み
な
さ
い

記
憶

失
を
治
す

に

よ
く
行
わ
れ
る
手
法
と
言
え
ば

あ

を
思
い

き
り
殴
る

そ
う
い
え
ば
そ
れ
は

し
て
な
か

た
わ
ね

い

い
や

す
み
ま
せ
ん
冗
談
で
す

殴
ら
な
い
で
下
さ
い

 
そ
の
紅
莉
栖
の
口
ぶ
り
が
本
当
に
や
り
そ
う
に

こ
え
た

八
幡
は

て
て
そ
う
答
え
た

そ
れ
は
残
念

さ
て
そ
ん
な

で
今
か
ら
あ
な
た
の
知
人
を
八
人
ほ
ど
こ
こ
に
呼
ぶ
か
ら

 
そ
こ
で
じ

く
り
話
す
と
い
い
わ

知
人
が
八
人

て
事
は

戸

は
い
な
い

て
言

て
た
な

 
雪
ノ
下

由
比

一
色

平

先
生

小
町

材
木
座

川
な
ん
と
か
さ
ん

 
あ
れ

一
人
足
り
な
い

ま
さ
か
葉
山
か
戸
部
あ
た
り
が
知
人

に

 
あ
の

す
み
ま
せ
ん

色
々
と
勘
違
い
し
て
ま
す
よ

あ
い
つ
ら
は
た
だ
の
ク
ラ
ス
メ
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ト
で
あ

て

 
俺
の
知
人
と
い
う

じ

あ
り
ま
せ
ん
か
ら

そ
ん
な
事
言

た
ら
あ
の
二
人
が

い
ち

う
よ

お
わ

 
い
き
な
り
背
後
か
ら
そ
う
声
を

け
ら
れ
た
八
幡
は
心

が
飛
び
出
さ
ん
ば
か
り
に
驚
い
た

だ

誰
だ

う
ん

ま
あ
そ
う
い
う
反
応
に
な
る
よ
ね

い
て
た
と
は
言
え

や

ぱ
り
シ

ク
だ

な 
そ
の
女
性

明
日
奈
は
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
表
情
で
そ
う
言
い

 
そ
の

を
見
た
八
幡
は

何
故
か
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
の
を
感
じ
た

うど
う
し
た
の

い
や

何
故
か
罪
悪
感
が

へ

八
幡
君
は

悪
い
事
を
し
て
い
る
自
覚
が
あ
る
ん
だ

い
や

そ
れ
は
無
い
で
す

あ

た
と
し
て
も
覚
え
て
な
い
ん
で



 第８７０話 治療 の開始

 
八
幡
は
平
然
と
し
た
顔
で
あ

さ
り
と
そ
う
言

た
が

 
胸
の

み
は
大
き
く
な
り
こ
そ
す
れ

治
ま
る
気
配
は
ま

た
く
無
か

た

 
だ
が
そ
の
事
を
八
幡
が
表
に
出
す
事
は
な
い

 
何
故
な
ら
一
見
親
し
げ
な
女
性
と
い
う
も
の
は

こ
ち
ら
が

み
を
見
せ
た

間
に

 
手
の
平
を
返
す
よ
う
に
こ
ち
ら
を
攻
撃
し
て
く
る
も
の
と
相
場
が
決
ま

て
い
る
か
ら
だ

私
の
事
は
覚
え
て
る
よ
ね

私
の
事
も
当
然
覚
え
て
ま
す
よ
ね

 
そ
う
言

て
一
歩
前
に
出
て
き
た
の
は
エ
ル
ザ
と
ク
ル
ス
で
あ

た

あ

は
い

英
語
の
得
意
な
マ

ク
ス
さ
ん
で
す
よ
ね

そ
れ
と
こ
ち
ら
は

 
え
え
と
す
み
ま
せ
ん

ど
こ
か
で
お
会
い
し
ま
し
た

け

 
あ

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
後
ろ
の
方
に
い
た
よ
う
な

モ
ブ
扱
い
さ
れ
た

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
言

て
ハ

ハ

し
始
め
た

え

あ
の

大
丈
夫
で
す
か

合
で
も
悪
い
ん
で
す
か

う
う
ん

と

て
も
気
持
ち
い
い
よ
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そ

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

 
八
幡
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

不
穏
な
も
の
を
感
じ
た
の
か
一
歩
後
ろ
に
下
が
り

 
背
後
に
い
た
誰
か
に
ぶ
つ
か

た

お
わ

す
み
ま
せ
ん

八
幡
さ
ん

今
は
他
人
よ
り
も
自
分
の
事
を
心
配
し
て
下
さ
い

 
そ
の
ま
ま
八
幡
は

そ
の
人
物
に
正
面
か
ら

き
つ
か
れ
た

優
里
奈
で
あ
る

 
そ
し
て
八
幡
の
胸
に

暴
力
的
に
柔
ら
か
い
も
の
が
押
し
付
け
ら
れ

 
八
幡
は
身
動
き
す
る
事
が
出
来
ず

完
全
に

ま

た

ど

ど
ち
ら
様
で
す
か

 
八
幡
は

う
じ
て
そ
れ
だ
け
言
う
事
が
出
来

 
優
里
奈
は
そ
の
言
葉
に
と
て
も
せ
つ
な
そ
う
に
こ
う
答
え
た

私
は
櫛
稲
田
優
里
奈
で
す
天

独
な
身
で
今
は
八
幡
さ
ん
に

て
も
ら

て
い
ま
す

へ

お

俺
が

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
の
意
味
が
ま

た
く
分
か
ら
な
か

た

 
一

こ
れ
は
美
人
局
か
と
も
考
え
た
が
ア

ガ
ス
の
人
間
が
八
幡
に
そ
ん
な
事
を
仕

け
る
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理
由
が
無
い

 
そ
も
そ
も
こ
れ
は
治
療
だ
と
言

て
い
た
の
だ
か
ら
こ
の
行
動
に
は
何
か
意
味
が
あ
る
は
ず

だ 
幸
い
な
事
に

優
里
奈
は
す
ぐ
に
八
幡
か
ら
離
れ
て
く
れ

 
代
わ
り
に
気
の
強
そ
う
な
少
女
が
八
幡
の
前
に
立

た

ま

た
く
ど
う
し
て
あ
ん
た
は
い
つ
も
い
つ
も
事
件
に

き
込
ま
れ
る
の
よ

 
ま
あ
ち

ん
と
や
る
事
は
や

た
ん
だ
か
ら
褒
め
て
あ
げ
る
け
ど
も

と
自
分
の
体
を
大
切

に
し
な
さ
い

あ

す

す
み
ま
せ
ん

え

と

ツ
ン
デ
レ

さ
ん

 
今
の
詩
乃
の
セ
リ
フ
に
は
ツ
ン
デ
レ
要
素
は
ま

た
く
無
か

た
が

 
八
幡
の
口
か
ら
出
て
き
た
言
葉
は
何
故
か
そ
れ
で
あ

た

 
そ
の
言
葉
を
口
に
出
し
た

間
に

八
幡
は
自
分
は
一
体
何
を
言

て
る
ん
だ
と

を

え

 
同
時
に
相
手
が

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

恐
る
恐
る
相
手
の
顔
を
見
た

 
だ
が
当
の
相
手
は

て
は
お
ら
ず

む
し
ろ
驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
た

あ

あ
ん
た

私
の
事
だ
け
覚
え
て
る
の
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い
や

ま

た
く

 
だ
が
そ
の
問
い
を
八
幡
は
バ

サ
リ
と
切

て

て
た

実

ま

た
く
覚
え
が
な
い
顔
だ

た
か
ら
だ

そ
う

じ

覚
え
て
な
く
て
も
体
が
覚
え
て
た
の
ね

そ

そ
の
言
い
方
は
色
々
と
誤
解
が
生
じ
る
か
ら
や
め
よ
う
ね

誤
解

覚
え
て
な
い
間
に
何
か
あ

た
か
も
し
れ
な
い
の
に

そ

そ
れ
は

 
八
幡
は
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い

目
の
前
の
少
女
を
じ

と
見
つ
め
た

私
の
名
前
は
詩
乃

朝
田
詩
乃
よ

朝
田
詩
乃

悪
い

覚
え
て
な
い

そ
う

そ
れ
じ

あ
や

ぱ
り
あ
の
夜
の
事
も
覚
え
て
い
な
い
の
ね

よ

夜

 
八
幡
は
そ
う
言
わ
れ

お
ろ
お
ろ
し
た
表
情
で
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
明
日
奈
の
顔
を
見
た

あ

明
日
奈

え
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明
日
奈
は
自

紹
介
を
し
て
い
な
い
の
に

八
幡
が
自
分
の
名
前
を
呼
ん
だ
事
に
驚
い
た

ど

ど
う
し
て
私
の
名
前
を

え
 
今
度
は
八
幡
が
キ

ト
ン
と
す
る
番
で
あ

た

な

名
前

そ
う
言
え
ば
今
俺
は

明
日
奈

て

 
八
幡
は
そ
う
言

て
目
を

じ

何
か
考
え
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
が

 
す
ぐ
に
目
を
開
け

困

た
よ
う
な
顔
で
こ
う
言

た

す
み
ま
せ
ん

や

ぱ
り
覚
え
て
ま
せ
ん

そ

そ
う

 
そ
し
て
続
け
て
八
幡
の
前
に
立

た
の
は
そ

く
り
な
顔
を
し
た
二
人
の
女
の
子
で
あ

た

 
お
そ
ら
く
双
子
な
の
だ
ろ
う
そ
の
二
人
は

こ
こ
ま
で
必
死
に
我
慢
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
八
幡
の
前
に
立
つ
と
い
き
な
り
涙
を
流
し
始
め

い
き
な
り
八
幡
に

き
つ
い
て
き
た

八
幡い

て

い
て

私
達
の
病
気

治
る
ん
だ

て

こ
れ
も
八
幡
の
お
か
げ
だ
よ

ボ
ク
達
を
助
け
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
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そ

そ
れ
は

 
一
体
何
の
事

八
幡
は
そ
う
言
い
か
け
た
が

結
局
何
も
言
わ
な
か

た

 
相
手
が
本
当
に
自
分
に
感
謝
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
た
か
ら
だ

俺
は
記
憶
が
無
い
間
に
ど
れ
だ
け
色
々
な
事
を
や

て
る
ん
だ

 
正
直
意
味
が
分
か
ら
な
い

分
か
ら
な
い
が

 
だ
が
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ
も

そ
の
双
子
の

に
手
を
乗
せ

 
ぶ

き
ら
ぼ
う
な
が
ら
も
こ
う
声
を
か
け
た

そ
う
か

よ

良
か

た
な

二
人
と
も

う
ん

 
二
人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
微
笑
み
八
幡
は
そ
れ
を
見
て
心
が
満
た
さ
れ
る
の
を
感
じ
て

い
た一

体
俺
に
何
が
あ

た
の
か
と
り
あ
え
ず
こ
の
人
達
に
説
明
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

一
人

つ
ん
と
遠
く
に
い
る
和
人
の
方
を
じ

と
見
つ
め
た

 
和
人
は
そ
の

線
を
受
け

ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を

り

 
八
幡
は
漠
然
と
そ
れ
が
そ
の
中
に
混
じ
る
な
ん
て
無
理
絶
対
無
理
と
言

て
い
る
よ
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う
に
感
じ

 
思
わ
ず
顔
を

ば
せ
た

あ
い
つ
が
俺
の
友
達
な
ん
だ
ろ
う
か

 
そ
し
て
八
幡
は

双
子
の

か
ら
手
を
離
し

一
同
に

を
下
げ
た

す
ま
ん

こ
こ
に
い
る
み
ん
な
の
事
は
ま

た
く
覚
え
て
い
な
い
の
で

 
俺
が
一
体
何
を
忘
れ
て
る
の
か

そ
の

お

教
え
て
も
ら
え
る
と
助
か
る

 
一
同
は
そ
の
言
葉
に

き

八
幡
を
囲
ん
で
座
り

そ
し
て
会
話
が
始
ま

た
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第
８
７
１
話
 
失
わ
れ
た
五
年

そ
れ
じ

あ

め
て
自

紹
介
し
て
お
こ
う
か

 
名
前
を

く
事
で
何
か
思
い
出
す
事
も
あ
る
か
も
だ
し
ね

 
明
日
奈
の
仕
切
り
に
よ
り

先
ず
最
初
に

番
に
自

紹
介
を
す
る
事
に
な

た

 
ち
な
み
に
藍
子
と
木
綿
季
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
事
は
知

て
い
て
も
神
崎
エ
ル
ザ
と
は
初
対

面
で
あ
り

 
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
神
崎
エ
ル
ザ
が
ク

ク
ロ
ビ
ン
だ
と
紹
介
さ
れ
少
し
前
ま
で
興
奮

態
に
あ

た

 
そ
の
紹
介
時
に
は
エ
ル
ザ
は
ま
と
も
で
あ

た
が

 
さ

き
あ
ん
な

態
を
見
せ
ら
れ

二
人
は
内
心
で
は
混
乱
し
て
い
た

 
だ
が
今
は
八
幡
の
事
の
方
が
先
決
な

二
人
は
そ
の
事
実
を
飲
み
込
ん
で

 
今
は
大
人
し
く
会
話
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る

あ

は
い

俺
も
忘
れ
て
る
事
は
思
い
出
し
て
お
き
た
い
ん
で

宜
し
く
で
す

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

一
同
に

を
下
げ
た
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そ
れ
じ

あ
俺
か
ら

俺
は
桐

谷
和
人

八
幡
の
親
友
だ

あ

や

ぱ
り
そ
う
な
の
か

ど
う
だ

何
か
思
い
出
し
た
か

い
や

ま

た
く

少
し
は
考
え
ろ
よ

 
八
幡
は
あ

さ
り
と
そ
う
言
い

和
人
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
ん
だ

い
や

そ
う
言
わ
れ
て
も

そ
も
そ
も
男
友
達
と
呼
べ
る
の
が
戸

し
か
い
な
い
俺
に

 
い
き
な
り
親
友
が
い
ま
し
た
と
か
言
わ
れ
て
も
な

葉
山
君
と
戸
部
君

そ
れ
に
材
木
座
君
は

材
木
座
は
ま
あ
知
り
合
い
以
上
友
達
未
満
と
認
め
る
の
も
や
ぶ
さ
か
じ

な
い
が

 
葉
山
と
戸
部
は
絶
対
に
違
う
だ
ろ

で
も
八
幡
君

そ
の
二
人
の
事

私
に
友
達
だ

て
紹
介
し
て
く
れ
た
よ

マ
ジ
で

 
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

目
も
飛
び
出
さ
ん
ば
か
り
に
驚
い
た

た

た

日
の
間
に

一
体
俺
に
何
が
あ

た
ん
だ
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本
当
は

日
ど
こ
ろ
じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

え

そ
れ

て
ど
う
い
う
事

 
さ
す
が
八
幡
は
難

系
主
人
公
で
は
な
い

そ
の
明
日
奈
の

き
を
し

か
り

い
て
い
た

う

ん

そ
も
そ
も
八
幡
君
さ

記
憶
が
無
い
期
間

て
ど
の
く
ら
い
だ
と
思

て
る
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
製
品

の
最
終
確
認
の
バ
イ
ト
を
し
て
た
ら
し
い
か
ら

 
お
そ
ら
く
最
大
で
も
一
週
間
く
ら
い
な
ん
じ

な
い
か

正
解
は
こ
れ
だ
け

 
明
日
奈
は
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
に
手
の
平
を
見
せ
て
き
た

い

五
日

う
う
ん

五
年
だ
よ

い
や
い
や
い
や

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い

 
さ
す
が
の
八
幡
も

そ
の
言
葉
を
安
易
に
信
じ
る
事
は
出
来
な
い
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ
八
幡
君

こ
の
二
人
を
見
て
ど
う
思
う

 
そ
ん
な
八
幡
に

明
日
奈
は
ク
ル
ス
と
エ
ル
ザ
を
指
差
し
て
み
せ
た

ど
う

て

マ

ク
ス
さ
ん
と
ハ

ハ

さ
ん
だ
ろ
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そ

そ
ん
な
興
奮
す
る
呼
び
方
は

目

 
そ
の
言
葉
が
ツ
ボ
に
入

た
ら
し
く

エ
ル
ザ
は
ま
た
ハ

ハ

し
だ
し
た

 
普

な
ら
そ
う
な

た
エ
ル
ザ
の
相
手
を
す
る
の
は
八
幡
な
の
だ
が

 
八
幡
が
こ
の

態
な

今
は
エ
ル
ザ
を
相
手
に
す
る
者
は
誰
も
い
な
い

こ
こ
は

空
間
だ
よ

そ
れ
な
の
に
本
人
だ

て
確
信
出
来
る
の

あ

あ
れ

い
や

し
か
し
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

八
幡
君
は

こ
の
二
人
を
ど
う
し
て
本
人
だ
と
認
識
し
た
の

そ
れ
は
リ
ア
ル
の

と
そ

く
り
だ
か
ら

ね

八
幡
君

ナ

ヴ
ギ
ア
に
そ
ん
な
機
能
は
あ

た

顔
だ
け
な
ら
再
現
す
る
機
能
は
あ

た

と
思
う

 
八
幡
は
そ
の
問
い
に

自
信
無
さ
げ
に
そ
う
答
え
た

そ
れ
じ

あ
こ
の
二
人
が
リ
ア
ル
と
同
じ
な
の
は

顔
だ
け
だ
と
感
じ
て
る

い

い
や

身
⻑
も
体
型
も
同
じ
に
見
え
る
な

そ
れ

て
つ
ま
り
八
幡
君
の
知
ら
な
い
技
術
が
普
通
に
使
わ
れ
て
る

て
事
な
ん
じ

な
い
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そ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
が

そ
れ
を

ま
え
て
八
幡
君
自
分
の
体
を
よ
く
確
認
し
て
み
て

に
鍛
え
ら
れ
て
い
な
い

え
 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は
自
分
の
体
の
あ
ち
こ
ち
を
触
り
明
日
奈
の
言
う
通
り
だ
と
い
う
事
を

確
認
し
た

え

マ

マ
ジ
だ

ど
う
な

て
る
ん
だ
こ
れ

こ
こ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
に
再
確
認
し
て
く
れ
て
も
い
い
け
ど

 
そ
れ
が
今
の
八
幡
君
の
体
だ
よ

ど
う

五
年

て
る

て
少
し
は
信
じ
る
気
に
な

た

お

お
う

 
さ
す
が
の
八
幡
も
自
分
の
体
を
証

と
し
て
出
さ
れ
た
ら
そ
れ
以
上
反

す
る
事
は
出
来

な
か

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
そ
れ
を

ま
え
て
色
々
と
お
話
し
し
よ
う
か

わ

分
か

た

そ
う
い
う
前
提
だ
と
思
う
事
に
す
る

 
こ
こ
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
説
明
か
ら
入
る
と
い
う
手
も
あ

た
が
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相
談
の
結
果

そ
れ
は
や
め
る
事
で
意
見
が
一
致
し
て
い
た

 
そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る

こ
の
時
点
で
八
幡
は

茅
場

を
兄
の
よ
う
に

て
い
た

 
そ
の
茅
場

が

上
最
悪
の
犯
罪
者
と
な

て
い
る
事
を

八
幡
が
信
じ
る
と
は
思
え
な

か

た
か
ら
だ

 
逆
に
意

地
に
な

て
し
ま
い
こ
ち
ら
の
言
う
事
を
何
も
信
じ
て
も
ら
え
な
く
な
る
可
能
性

も
あ
る

 
な
の
で
そ
の
説
明
は
省
略
さ
れ
る
事
と
な
り
も

と
も
ら
し
い
シ
ナ
リ
オ
が
用
意
さ
れ
る
事

と
な

た

今
の
八
幡
君
が
ど
う
し
て
ア
メ
リ
カ
に
い
た
か

て
い
う
と
ね

商
談
の

だ
よ

商
談

俺
が

う
ん

八
幡
君
が
高
校
を
卒
業
し
た
後

陽
乃
さ
ん
が
ゲ

ム
会
社
を
作

た
の

 
八
幡
君
は
そ
の
会
社
で
働
い
て
て

陽
乃
さ
ん
か
ら
次
期
社
⻑
に
指
名
さ
れ
て
る
ん
だ
よ

次
期

社
⻑

俺
が

働
き
た
く
な
い
で
ご
ざ
る
が
座

の

だ

た
俺
が
雪
ノ
下
さ
ん
の
会
社
で
働
い
て
て

 
あ
ま
つ
さ
え
次
の
社
⻑
と
か

ど
ん
な
罰
ゲ

ム
だ
よ
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八
幡
の
混
乱
は
か
な
り
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
が

そ
れ
は
ま
だ
ま
だ
序
の
口
で
あ

た

ま
あ
そ
ん
な

で

そ
の
後
知
り
合

た
俺
と
お
前
は
親
友
同
士
に
な

た

オ

ケ

オ

オ

ケ

分
か

た

忘
れ
ち
ま

て
て
す
ま
な
い
な

親
友

何
故
疑
問
系
か
は
さ
て
置
き

分
か

て
く
れ
て
嬉
し
い
よ

 
そ
の
和
人
の
裏
表
の
無
い
笑
顔
を
見
て

八
幡
は
そ
の
事
実
を
受
け
入
れ
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
自

紹
介
を
一
気
に
済
ま
せ
ち

お
う
か
優
里
奈
ち

ん
か
ら
時
計

り
に
お

願
い

 
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
を
受
け

和
人
は
少
し
離
れ
た
所
に
移
動
し

 
そ
こ
で
ど

し
り
と
あ
ぐ
ら
を
か
い
た

 
そ
れ
は
い
か
に
も

俺
の
出
番
は
ま
だ
先
だ

風
な
態
度
で
あ

た
が

 
実

は
こ
の
後
の
混
乱
に

き
込
ま
れ
る
の
が

だ

た
だ
け
で
あ
る

分
か
り
ま
し
た

八
幡
さ
ん

め
ま
し
て

私
は
櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

 
天

独
の
身
で
し
た
が

察

で
あ
る
相
模
南
さ
ん
の
お

さ
ん
に
紹
介
さ
れ
て

 
八
幡
さ
ん
に
保
護
者
に
な

て
も
ら
い

今
は
幸
せ
に

ら
し
て
い
ま
す

突

込
み
ど
こ
ろ
が
満
載
す
ぎ
て
逆
に
突

込
め
ね
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私
は
間
宮
ク
ル
ス

南
と
一

に
八
幡
様
の
秘
書
に
な
る
予
定
で
す

ひ

秘
書

俺
に

あ

そ
う
か

だ
か
ら
俺
の
事
を
様
付
け
で

 
八
幡
は
ク
ル
ス
だ
け
が
自
分
の
事
を
様
付
け
す
る
理
由
を
そ
れ
で
納
得
し
た
よ
う
で
あ
る

て

南

て
相
模
南

ま
た
相
模

て

一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ

八
幡
君
と
和
解
し
た
か
ら

え

そ
う
な
の

ま
あ
で
も
あ
い
つ
は
な

分
か

た

話
の

を

て
悪
か

た

 
ど
う
や
ら
八
幡
に
と

て
は

南
と
の
和
解
は
想
定
出
来
る

囲
内
だ

た
ら
し
い

次
は
私
だ
ね

私
は
神
崎
エ
ル
ザ

日
本
が

る
歌
姫
だ
よ

は

だ
か
ら
歌
姫

え

と

ほ
ら
こ
れ

私
の

 
エ
ル
ザ
は
事
前
に
用
意
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

モ
ニ
タ

を

に
表

さ
せ

 
そ
こ
に
自
ら
の

を
流
し
た

こ
う
し
て
現
物
を
見
せ
ら
れ
た
以
上

 
八
幡
は
そ
の
話
を
事
実
だ
と
受
け
止
め
る
他
は
無
か

た
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は
い
次

私
は
朝
田
詩
乃

子

の

運
悪
く
強
盗
に
遭
遇
し
て

 
逆
に
返
り
討
ち
に
し
た
せ
い
で
学
校
で
い
じ
め
に
あ

て
て

 
更
に
同
級
生
に
横
恋

さ
れ
て
殺
さ
れ
か
け
た
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
を
八
幡
に
助
け
て
も
ら

て
以
来
の
付
き
合
い
ね

い
や
い
や
待
て
待
て

さ
す
が
に
そ
れ
は
冗
談
だ
よ
ね

 
だ
が
そ
の
言
葉
を
否
定
す
る
者
は
誰
も
い
な
い

え

本
当
に

朝
田
さ
ん

ち

と
ハ

ド
す
ぎ
る
人
生
を
送

て
な
い

そ
う
ね

で
も

は
あ

て
る
か
ら
い
い
の
よ

 
今
は
あ
ん
た
の
お
か
げ
で
幸
せ
な
人
生
を
送
れ
て
い
る
ん
だ
も
の

お

お
役
に
立
て
て
な
に
よ
り
で
す

 
八
幡
と
し
て
は
そ
う
言
う
他
は
な
か

た

自
分
の
お
か
げ
で
今
幸
せ
だ
と
言
わ
れ

 
そ
れ
を
否
定
す
る
の
は
人
と
し
て
さ
す
が
に
ま
ず
い
と
思

た
か
ら
で
あ
る

そ
し
て
私
は

野
藍
子

ボ
ク
は

野
木
綿
季

私
達
は
難
病
指
定
さ
れ
て
い
た
病
気
で
死
ぬ

前
だ

た
ん
だ
け
ど
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八
幡
が
特

の
開
発
に
尽
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

命

い
し
た
わ

こ
れ
で
八
幡
と
い
つ
ま
で
も
一

に
い
ら
れ
る
ね

も
も
う
驚
か
な
い
ぞ
突

込
み
な
ん
か
絶
対
に
し
て
や
ら
ん

て
突

込
ま
ず
に
い

ら
れ
る
か

 
理
系
が
苦
手
な
俺
が
特

の
開
発

何
で
俺
は
そ
ん
な
聖
人
君
子
み
た
い
な
こ
と
ば
か
り

し
て
る
の

私
達
に
そ
う
言
わ
れ
て
も

八
幡
だ
か
ら
と
し
か

 
八
幡
は
も
う

然
と
す
る
し
か
な
か

た

誰
も
否
定
し
な
い
か
ら
に
は
事
実
な
の
だ
ろ
が

 
そ
れ
が
全
て
事
実
だ
と
す
る
と
今
の
自
分
は

が
お
か
し
い
と
結

付
け
る
他
は
な
か

た

の
だそ

し
て
最
後
が
私

結
城
明
日
奈
だ
よ

八
幡
君
の
大
切
な
彼
女
だ
よ

え
え

 
そ
の
八
幡
の
驚
き
よ
う
が
半

で
は
な
か

た

一
同
は
逆
に
驚
い
た

な

何
で
そ
ん
な
に
驚
く
の
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い
や

さ
ん
に

こ
こ
に
俺
の
彼
女
が
い
る
と
は
言
わ
れ
て
た
け
ど

 
正
直
結
城
さ
ん
が

一
番
無
い
な
と
思

て
た
か
ら

え
え
え
え
え
え
え
え
え

ど

ど
う
し
て

だ
て
結
城
さ
ん
て
活
発
そ
う
だ
し
誰
に
で
も
優
し
そ
う
だ
し
そ
れ
じ
あ
ま
る
で

 
八
幡
は
そ
こ
で
押
し

た

そ
こ
で
詩
乃
が

納
得
し
た
よ
う
な
顔
で
こ
う
言

た

あ
あ

か
お
り
と
被
る
か
ら
よ
ね

え

そ

そ
う
い
う
事

え

本
の
事
知

て
ん
の

こ
こ
に
い
る
み
ん
な
が
知

て
る
わ
よ

友
達
だ
も
ん

み

み
ん
な

て
事
は
ま
さ
か
俺
も

え
え

と

て
も
仲
良
し
よ

マ
ジ
か
よ

 
本
日
何
度
目
か
の
マ
ジ
か
よ
で
あ
る

明
日
奈
は
シ

ク
を
受
け
て

ま

て
お
り

 
一
同
は
ど
う
フ

ロ

す
れ
ば
い
い
か
困
り
果
て
た

 
そ
ん
な
中

エ
ル
ザ
が
空
気
を

ま
ず
に
爆

を
落
と
し
て
き
た
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ね

今
の
八
幡

て

こ
の
中
だ
と
誰
が
一
番
好
み
な
の
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第
８
７
２
話
 
暴
走

ね

今
の
八
幡

て

こ
の
中
だ
と
誰
が
一
番
好
み
な
の

 
そ
の
エ
ル
ザ
の
問
い
は
こ
の
場
に
い
る
者
達
の
誰
も
が

き
た
か

た
事
で
あ
り

 
明
日
奈
に
遠

し
て

け
な
か

た
事
で
も
あ

た

 
明
日
奈
は
ス

と
目
を

め
て
エ
ル
ザ
を

ん
だ
が

 
エ
ル
ザ
は
そ
ん
な
明
日
奈
に
あ

け
ら
か
ん
と
こ
う
話
し
か
け
た

だ

て
明
日
奈
も
興
味
あ
る
で
し

そ
れ
は
確
か
に
無
い
と
言
え
ば

に
な
る
け
ど

な
ら
こ
の
機
会
に

い
て
お
く
べ
き
な
ん
じ

な
い
か
な

 
だ

て
八
幡
の
記
憶
が

ち

た
ら
多
分
絶
対
に
答
え
て
く
れ
な
い

の
質
問
だ
と
思

う
よた

確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

で
も

で
も

別
に
こ
の
答
え
次
第
で
そ
の
人
と
八
幡
が
付
き
合
う
事
に
な
る
と
か
は
あ
り
え
な
い
ん
だ
し

 
こ
こ
は
一
つ
後
学
の

に

て
事
で
答
え
て
も
ら

て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
な
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後
学
の

確
か
に
そ
の
答
え
次
第
で
よ
り
八
幡
君
好
み
の
女
に
近
付
け
る
可
能
性
が

 
そ

そ

か

仕
方
な
い
な

そ
の
代
わ
り
八
幡
君
は

 
何
故
そ
の
人
が
一
番
好
み
な
の
か

ち

ん
と
理
由
ま
で
説
明
す
る
ん
だ
よ

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
を
受
け
そ
の
場
に
い
た
女
性

は
期
待
の
こ
も

た
目
で
八
幡
を
見

つ
め
た

い
や
い
や

多
少
な
り
と
も
俺
の
事
を
知

て
る

て
言
う
な
ら

 
俺
が
そ
ん
な
質
問
に
答
え
る
は
ず
が
な
い

て
分
か

て
る
ん
じ

な
い
か

た

確
か
に

完
全
な
記
憶

失

て

じ

な
い
ん
だ
し

確
か
に
基
本
的
な
性
格
は
変
わ

て
な
い
よ

ね
ど

ど
う
す
る

さ
す
が
に
無
理
強
い
す
る

に
も

こ
の
時
の
八
幡
に

何
か

点

て
無
い
の

そ
れ
を
一
番
知

て
そ
う
な
の
は

小
町
じ

な
い
の
か
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こ
こ
ま
で
ず

と
女
性

の
や
り
取
り
を

観
し
て
い
た
和
人
が
そ
う
言
い

 
そ
の

間
に
八
幡
の
目
の
色
が
変
わ

た

お
い
こ
ら
親
友

何
故
う
ち
の
小
町
を
呼
び

て
に
し
て
や
が
る

 
ま
さ
か
小
町
と
付
き
合

て
る
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

い
や
い
や

た
だ
の
友
達
だ
か
ら

う
ち
の
小
町
の
何
が
不
満
だ

て
言
う
ん
だ

俺
に
ど
う
し
ろ
と

 
和
人
は

方
に
く
れ

コ
ン
ソ

ル
を
呼
び
出
し
て
こ

そ
り
と
何
か
操
作
を
始
め
た

シ
ス
コ
ン

シ
ス
コ
ン
だ

今
は
そ
う
で
も
な
い
の
に

こ
の

は
こ
こ
ま
で
シ
ス
コ
ン
だ

た
ん
だ

い
や
い
や

俺
は
全
然
シ
ス
コ
ン
と
か
じ

な
い
か
ら
な

ゴ
ミ
い
ち

ん

本
当
に
そ
う
い
う
の

や
め
て
く
れ
る
か
な

 
そ
の
時
ど
こ
か
ら
か
小
町
の
声
が
し
た

和
人
が
連

を
取
り

事
情
を
話
し
た
の
で
あ
る

こ

小
町
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せ

か
く
み
ん
な
が
話
し
て
く
れ
て
る
ん
だ
か
ら

 

か
れ
た
事
に
は
ち

ん
と
答
え
な
い
と

目
だ
よ

い

い
や

し
か
し
そ
の
内
容
が
だ
な

何
が
キ

カ
ケ
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
ん
だ
か
ら
い
い
か
ら
質
問
に
は
全
部
正
直
に
答
え
な

さ
いお

お
う

分
か

た

 
和
人
の
機
転
は
大
成
功
の
よ
う
で
八
幡
は
エ
ル
ザ
の
質
問
に
答
え
る

に
女
性

の
顔
を
見

回
し
た

 
女
性

の
間
に

張
が
走
る

え

と

じ

あ

 
そ
し
て
八
幡
は

し
ば
ら
く
悩
ん
だ
後
に
ク
ル
ス
を
指
差
し
た

マ

ク
ス
さ
ん
で

よ

し

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の

間
に

ク
ル
ス
が
普

は
決
し
て
見
せ
な
い
興
奮
し
た
様
子
で
雄
叫
び
を
上
げ
た

う
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八
幡

て
そ
う
な
ん
だ

や

ぱ
り
胸

胸
な
の

そ
れ
な
ら
私
で
も
い
い
じ

な
い
で
す
か

あ

優
里
奈

や

ぱ
り
そ
こ
に
は
自
信
が
あ
る
ん
だ

 
や
は
り
と
い
う
か
明
日
奈
は
選
ば
れ
ず

一
同
は
八
幡
が
ク
ル
ス
を
選
ん
だ
理
由
を
知
り
た

が

た
な

八
幡

何
を
基
準
に
選
ん
だ
ん
だ

そ
ん
な
の
簡

だ

俺
を

て
く
れ
て

専
業
主
夫
に
さ
せ
て
く
れ
そ
う
な
人
を
選
ん
だ

あ

 
一
同
が
そ
う
い
う
事
か
と
声
を
上
げ
る
中
ク
ル
ス
は
興
奮
し
た
様
子
で
八
幡
に
こ
う
ま
く
し

立
て
た

任
せ
て
下
さ
い
八
幡
様

私

八
幡
様
を
超

い
ま
す
よ

 
そ
の
か
わ
り
家
に
帰

た
時
は

私
を
超

や
か
し
て
下
さ
い

 
そ
し
て
夜
は
超
激
し
く
愛
し
合
い
ま
し

う

よ

夜
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八
幡
は
こ
こ
ま
で
正
面
き

て
好
意
を

さ
れ
た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の

験
だ

た

 
ど
う
反
応
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず

思
わ
ず
こ
う
答
え
て
い
た

ふ

ふ
つ
つ
か
者
で
す
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ち

と
待

た
あ

 
そ
こ
に
突

込
み
を
入
れ
た
者
が
三
人
い
た

詩
乃

藍
子

エ
ル
ザ
で
あ
る

 
明
日
奈
は
口
を
あ
ん
ぐ
り
と
開
け
た
ま
ま

ま

て
い
る

そ
れ
だ
け
で
相
手
を
判
断
す
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
わ

他
に
も
色
々
な
要
素
が
あ
る
で
し

う

そ
れ
に
ほ
ら

私

私
も
八
幡
を
超

え
る
よ

た

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

 
八
幡
は
エ
ル
ザ
の
そ
の
言
葉
に
考
え
込
ん
だ

そ
れ
に
ほ
ら

多
分
こ
の
中
で
私
が
一
番
エ
ロ
い
よ

 
八
幡
の
ア
ブ
ノ

マ
ル
な
要
求
に

全
部
応
え
ら
れ
る
か
ら
ね

い
や

そ
れ
は
別
に
大
事
な
要
素
じ

な
い
か
ら
ね

今
答
え
る
ま
で
に
間
が
あ

た
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う
 
八
幡
は
エ
ル
ザ
相
手
に
一

色
々
と
妄
想
し
て
し
ま

た
の
は
確
か
だ

た

言
葉
に
詰

ま

た
八
幡
様

私
の
方
が

エ
ル
ザ
よ
り
も
全
然
脱
い
だ
ら
凄
い
で
す
よ

い

い
や

そ
れ
は
ま
あ

そ
れ
な
ら
私
だ

て
負
け
て
ま
せ
ん

 
む
し
ろ
私
の
方
が
全
体
的
に
ふ

く
ら
し
て
い
る
か
ら

き
心
地
が
い
い
と
思
い
ま
す

私
も
私
も

 
ク
ル
ス
に
続
き

負
け
じ
と
優
里
奈
と
藍
子
も
そ
う
ア
ピ

ル
し

 
八
幡
は
三
人
を
じ

と
見
つ
め

顔
を

く
し
た

待
ち
な
さ
い

自
分
で
自
分
の
い
い
部
分
を
ア
ピ

ル
す
る
ん
じ

意
味
が
な
い
わ

 
こ
こ
は
第
三
者
に
色
々
な

目
を
提

し
て
も
ら

て
そ
れ
に
合
う
人
を
選
ん
で
も
ら
わ
な

い
と

 
そ
こ
で
詩
乃
が
そ
う
介
入
し
て
き
た

肉
体
的
な
不
利
を
悟

た
の
だ
ろ
う

そ
れ
な
ら
和
人
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し

う
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え

お

俺

 
女
性

の
剣
幕
に
恐
れ
を
な
し

少
し
離
れ
た
場
所
に
移
動
し
て
い
た
和
人
は

 
仕
方
な
い
と
い

た
感
じ
で
色
々
な

目
を
八
幡
に
提

す
る
事
に
し
た

え

と
そ
れ
じ

あ

一
番
家
事
が
上
手
そ
う
な
人
は

櫛
稲
田
さ
ん
か
マ

ク
ス
さ
ん

一
番
気
が
合

て

一

に
い
て
も

き
な
さ
そ
う
な
人
は

う

ん

朝
田
さ
ん
か
ま
あ
神
崎
さ
ん
と

野

じ

あ
分
か
ら
な
い
か
藍
子

さ
ん一

番
⺟
性
本
能
を

激
し
て
く
る
人
は

い
や

俺
男
な
ん
だ
け
ど

え

と

木
綿
季
さ
ん
か
櫛
稲
田
さ
ん

一

に
い
て
一
番
安
心
出
来
そ
う
な
人
は

雰
囲
気
的
に
は
櫛
稲
田
さ
ん
か
な

あ

あ
れ

他
に
も
何
か

 
凄
く
背
の
高
い
子
が
一

の
中
に

か
ん
だ
ん
だ
が

ま
さ
か
の
香
蓮

絶
対
そ
う
だ
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香
蓮

恐
ろ
し
い
子

 
こ
こ
で
ま
さ
か
の
香
蓮
指
名
で
あ
る

一
番
ツ
ン
デ
レ
だ
と
思
う
人

何
だ
そ
れ
そ
ん
な
の
朝
田
さ
ん
し
か
い
な
い
だ
ろ
あ
あ
で
も
藍
子
さ
ん
も
そ
ん
な
感
じ

に
見
え
る

 
あ

い
や

待
て
待
て

ま
た
一

誰
か
知
ら
な
い
人
の
顔
が

か
ん
だ
気
が
す
る

 
え
え
と

を
か
け
て
⻑

で

そ
の

胸
が
大
き
い
感
じ
の
理
系

い
子

理
央
だ

理
央
ね

理
央

恐
ろ
し
い
子

 
そ
し
て
ま
さ
か
の
理
央
指
名
で
あ

た

 
こ
こ
ま
で
明
日
奈
の
指
名
は
ま

た
く
無
く
質
問
の
度
に
明
日
奈
の

に

筋
が

か
ん

で
い

た

そ
れ
じ

あ

も
う
い
い
よ
和
人
君
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ヒ
 
そ
こ
で
よ
う
や
く
明
日
奈
が
動
き
出
し
た

和
人
が
そ
の
様
子
を
見
て

鳴
を
上
げ
る

 
他
の
者
達
も
少
し
や
り
す
ぎ
た
と
思

た
の
か

ビ
ク

と
し
て
一
歩
後
ろ
に
下
が

た

 
そ
し
て
明
日
奈
は
八
幡
の
方
に
歩
き
出
し

八
幡
の
手
を
ガ

と
掴
ん
だ

八
幡
君

な
な
な
な
何
か
す
み
ま
せ
ん
別
に
わ
ざ
と
結
城
さ
ん
を
避
け
て
た
と
か
じ

な
い
ん
で
す

が 
結
果
的
に
そ
う
な

て
し
ま

た
と
い
う
か
何
と
い
う
か

ふ
ふ

ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

も
う
い
い
の

で
考
え
る
か
ら
こ
う
な

た
ん
だ
ろ
う
し
ね

あ

で

う
ん

や

ぱ
り
こ
う
い
う
の
は
体
全
体
で
思
い
出
し
て
も
ら
わ
な
い
と

目
だ
よ
ね

 
明
日
奈
は
ク
ス
ク
ス
と
笑
い
な
が
ら

し
い
目
付
き
で
八
幡
を
じ

と
見
つ
め
た

そ

そ
れ
は
一
体
ど
う
い
う

 
八
幡
は
逃
げ
出
す
事
も
出
来
ず
に
ド
ギ
マ
ギ
し
て
い
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
を
明
日
奈
は
ぐ
い

と
引
き
寄
せ
掴
ん
で
い
た
八
幡
の
手
を
自
分
の
胸
に
押
し
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当
て

 
ズ
キ

ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ン
と
い
う

果
音
が

こ
え
る
よ
う
な
勢
い
で
い
き
な
り
八
幡
の

を

た

 
キ
ス
を
し
た

な
ど
と
い
う
生
易
し
い
も
の
で
は
な
く

文

通
り

た
の
で
あ
る

う
わ

い
や

ち

あ

 
八
幡
は
一

明
日
奈
の

が
離
れ
た

間
に
そ
う
戸
惑
い
の
声
を
上
げ
た
が

 
明
日
奈
は
再
び
八
幡
の

を

い

更
に

を
入
れ
て
き
た

う
わ
あ

あ

 
和
人
は
そ
の
光
景
に
手
で
顔
を

し
優
里
奈
と
木
綿
季
は
同
じ
よ
う
に
顔
を

し
な
が
ら
も

 
指
の

間
か
ら
こ

そ
り
そ
の
光
景
を
ガ
ン
見
し
て
い
た

 
藍
子
と
エ
ル
ザ
は
や
や
興
奮
し
た
様
子
で
ハ

ハ

し
て
お
り

 
ク
ル
ス
と
詩
乃
は

ま
し
そ
う
に
そ
の
光
景
を
じ

と
見
つ
め
て
い
た

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
二
人
の
行

は
続
き

や
が
て
八
幡
の
手
が
だ
ら
り
と
下
が

た

 
そ
し
て
全
員
の
顔
が
真

に

ま

た

明
日
奈
は
や

と
八
幡
を
解
放
し
た
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八
幡
君

ど
う

何
か
思
い
出
し
た

 
だ
が
八
幡
は
何
も
答
え
な
い

ど
う
や
ら
完
全
に

が
オ

バ

ヒ

ト
し
て
い
る
ら
し
く

 
八
幡
は
ぐ

た
り
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が

そ
の
直
後
に
八
幡
の
目
が
ぐ
る
ん
と
し

 
い
き
な
り
八
幡
が
立
ち
上
が

た

藍
子

木
綿
季

ぐ
ぬ
ぬ

こ
の
期
に

ん
で
ま
だ
私
以
外
の
名
前
を

 
だ
が
そ
の
後
の
八
幡
の
行
動
は

速
だ

た

 
八
幡
は
二
人
に
駆
け
寄
る
と

き
な
が
ら
二
人
の
手
を

た
の
で
あ

た

お
前
達
無
事
か

無
事
だ
よ
な

は
完
成
し
た
ん
だ
ろ

も
う
投

は
済
ん
だ
の
か

 
そ
の
言
葉
で
一
同
は

八
幡
が
記
憶
を
取
り

し
た
事
を
知

た

 
明
日
奈
の
力
技
が
勝
利
し
た

間
で
あ

た
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第
８
７
３
話
 
カ
ナ
カ
ナ

八
幡

記
憶
が

た
の

え

記
憶

記
憶

て
何
の
事
だ

八
幡
は
つ
い
さ

き
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
発

直
前
か
ら
今
ま
で
の
記
憶
を
全
部
無
く
し
て
た
ん
だ

よ
え

マ
ジ
で

と
い
う
か
こ
こ
は
ど
こ
だ

こ
こ
は
何
も
な
い
即

の

空
間
で

 
こ
こ
に
い
る
の
は
八
幡
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す

に
集
め
ら
れ
た
メ
ン
バ

だ
よ

そ

そ
う
な
の
か

す
ま
ん

ま

た
く
覚
え
が
な
い

 
い
く
つ
か
あ
る
記
憶

失
の
パ
タ

ン
の
う
ち

今
回
の
八
幡
の
ケ

ス
は

 
ど
う
や
ら
記
憶
を
無
く
し
て
い
た
間
の
事
を
覚
え
て
い
な
い
パ
タ

ン
の
よ
う
だ

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い

ど
う
な
ん
だ

二
人
の
病
気
は
何
と
か
な

た
の
か

う

う
ん

ど
ん
ど
ん
悪
い

が

し
て
き
て
る

て

 
八
幡
や
結
城
先
生

そ
れ
に
紅
莉
栖
さ
ん
や
他
の
み
ん
な
の
お
か
げ
だ
よ
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先
生
と

子
さ
ん
が
そ
ろ
そ
ろ
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
か
ら
出
て
も
い
い

て

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
み
ん
な
に
は
悪
い
け
ど

一
足
先
に
退
院
み
た
い
な

そ
う
か

本
当
に
良
か

た

 
そ
の
ま
ま
八
幡
は

ろ

ろ
と

き
始
め
た

 
本
人
の
体
感
的
に

一
年
近
く
も
の
間

ず

と
二
人
の
事
を
心
配
し
て
き
た
の
だ

 
そ
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
な
の
で
あ
ろ
う

良
か

た
ね
八
幡
君

お

お
う

明
日
奈

頑
張

た
甲
斐
が
あ

た
わ

 
そ
し
て
そ
ん
な
八
幡
の

を
明
日
奈
が
自
分
の
胸
に

き
し
め
た

 
八
幡
は
ま
る
で

え
る
か
の
よ
う
に

明
日
奈
に
さ
れ
る
ま
ま
に
し
て
い
た
の
だ
が

 
何
故
か
明
日
奈
は
胸
に

い
た
八
幡
の

を
ギ
リ
ギ
リ
と
締
め
付
け
て
き
た

あ

明
日
奈

労

て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
け
ど

ち

と

い
と
い
う
か

 
そ
う
言

て
目
を
開
け
た
八
幡
の
前
か
ら
は
先
ほ
ど
ま
で
目
の
前
に
い
た
は
ず
の
藍
子
と
木

綿
季

 
そ
し
て
誰
が
い
た
か
ハ

キ
リ
と
確
認
は
し
て
い
な
か

た
が
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大
勢
の
仲
間
達
の

が
完
全
に
消
え
て
い
た

あ

あ
れ

他
の
み
ん
な
は

あ

ち
に
い
る
よ

お
 
そ
う
言

て
明
日
奈
は
八
幡
の
首
を
ぐ
る
ん
と
回
転
さ
せ
た

 
少
し
離
れ
た
所
に
藍
子

木
綿
季
の
他
に

ク
ル
ス

詩
乃

エ
ル
ザ

優
里
奈
と
和
人
の

が
あ
り

 
何
故
か
全
員
こ
ち
ら
か
ら
目
を
背
け
て
い
る
の
が
八
幡
は
と
て
も
気
に
な

た

お

お
前
ら

何
で
こ

ち
を
見
な
い
ん
だ

 
だ
が
そ
の
問
い
に
は
誰
も
答
え
な
い

 
そ
し
て
背
後
か
ら

明
日
奈
が
と
て
も
優
し
い
声
で
八
幡
に
話
し
か
け
て
き
た

ね

八
幡
君
今
こ
こ
に
い
る
人
の
中
で
一
番
八
幡
君
の
好
み
の
タ
イ
プ
な
の
は
だ

れ

そ
ん
な
の
明
日
奈
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 
八
幡
は
そ
の
問
い
に
即
答
し
た

ね

ク
ル
ス
は
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え

マ

ク
ス

マ

ク
ス
が
ど
う
か
し
た
の
か

ク
ル
ス
は
八
幡
君
の
好
み
の
タ
イ
プ
じ

な
い
の

そ
り

好
き
か

い
か
で
言

た
ら
好
き
だ
け
ど
明
日
奈
と
比
べ
る
の
は
お
か
し
い
と
思
う

ぞ
ふ

ん

 
八
幡
は
そ
の
声
に
背
筋
が

る
思
い
が
し
た

も
ち
ろ
ん
怖
く
て

り
向
く
事
な
ど
出
来
は
し

な
い

 
明
日
奈
の
機

が
悪
い
の
は
確
実
な
よ
う
だ
が
そ
の
時
の
記
憶
が
無
い
八
幡
に
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い

 
唯
一
出
来
る
の
は

何
が
あ

た
か
知

て
い
る
者
に
質
問
す
る
事
だ
け
で
あ

た

お

お
い
和
人

も
し
か
し
て
俺

記
憶
が
無
い
時
に
何
か
や
ら
か
し
た
の
か

さ

さ
あ

 
和
人
は
八
幡
と
目
を
合
わ
さ
な
い
よ
う
に
そ
う
答
え

 
八
幡
は
何
か
が
あ

た
事
は
間
違
い
な
い
と
確
信
し
た

 
だ
が
八
幡
が
何
か
ア
ク
シ

ン
を

こ
す
前
に
明
日
奈
か
ら
矢
継
ぎ

に
質
問
が

び
せ
ら
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れ
て
き
た

こ
の
中
で
一
番
家
事
が
得
意
そ
う
な
の
は

あ

明
日
奈
だ
ろ

あ
あ

ま
あ
家
事
に
関
し
て
は
優
里
奈
の
方
が
出
来
る
の
か
も
し
れ
な

い
が

ま
あ
そ
れ
は
い
い
か

確
か
に
優
里
奈
ち

ん
の
家
事
の
レ
ベ
ル
は
私
よ
り
上
だ
し

 
明
日
奈
は
そ
う

き

続
け
て
こ
う
言

た

一
番
気
が
合

て

一

に
い
て
も

き
な
さ
そ
う
な
人
は

そ
り

明
日
奈
だ
ろ

い
つ
も
一

に
い
る
ん
だ
し

一
番
⺟
性
本
能
を

激
し
て
く
る
人
は

い
や

俺
男
な
ん
だ
け
ど

そ
れ
じ

あ

性
本
能

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど

こ
れ
も
ま
あ
い
い
や

 
一

に
い
て
一
番
安
心
出
来
そ
う
な
人
は

さ

き
の
質
問
に
似
て
る
な

で
も
ま
あ
明
日
奈
以
外
に
い
な
い
だ
ろ

 
明
日
奈
は
そ
の
答
え
に
ス

と
目
を

め

続
け
て
こ
う
問
い
か
け
て
き
た

ね

香
蓮
は
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え

香
蓮

香
蓮
が
ど
う
か
し
た
の
か

香
蓮
と
は
一

に
い
て
安
心
し
な
い

そ
り

す
る
か
し
な
い
か

て
言

た
ら
す
る
け
ど
明
日
奈
と
比
べ
る
の
は
お
か
し
い
と
思

う
ぞふ

ん

 
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
や
り
取
り
が

り
返
さ
れ

 
再
び
八
幡
は

明
日
奈
の

ふ

ん

を

に
す
る
事
と
な

た

一
番
ツ
ン
デ
レ
だ
と
思
う
人
は

そ
り

あ
い
つ
だ
ろ

 
八
幡
は
迷
う
事
な
く
詩
乃
を
指
差
し

詩
乃
の

に

筋
が

か
ん
だ

失

ね

私
の
ど
こ
が
ツ
ン
デ
レ
な
の
よ

む
し
ろ
お
前
が
ツ
ン
デ
レ
じ

な
か

た
ら
こ
の
世
の
中
に
ツ
ン
デ
レ
は
存
在
し
な
い
だ
ろ

 
な

明
日
奈
も
そ
う
思
う
よ
な

 
さ
す
が
に
こ
の
答
え
に
は

ら
れ
る
余
地
は
ま

た
く
な
い
と
確
信
し
て
い
る
の
か

 
八
幡
は
平
然
と
明
日
奈
に
同
意
を
求
め
た
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う
ん

ま
あ
私
が
ツ
ン
デ
レ
じ

な
い
の
は
確
か
だ
し

 
ツ
ン
デ
レ
と
言
え
ば
し
の
の
ん
で
決
ま
り
か
な

 
明
日
奈
が
そ
う
言

た

間
に
詩
乃
の

か
ら

筋
が
消
え
詩
乃
は
目
を

ら
し
な
が
ら
こ

う
言

た

ご
め
ん

よ
く
考
え
た
ら
私

ツ
ン
デ
レ
で
し
た

お
い
詩
乃

一
体
お
前
に
何
が
あ

た

 
八
幡
が
心
の
中
で
そ
う
絶
叫
す
る
ほ
ど

そ
れ
は
あ
り
え
な
い
宣
言
で
あ

た

 
し
か
も
基
本
誰
に
も
敬
語
を
使
わ
な
い
詩
乃
が
敬
語
で
あ
る

 
詩
乃
が
何
を
見
て
そ
う
な

た
の
か
想
像
は
つ
く
が

 
八
幡
は
そ
れ
を
確
認
す
る

に

り
向
く
事
は
出
来
な
か

た

と
こ
ろ
で
八
幡
君

理
央
は

え

理
央

理
央
が
ど
う
か
し
た
の
か

理
央
は
ツ
ン
デ
レ
じ

な
い
の

あ
あ

ま

ま
あ
あ
い
つ
も
ツ
ン
デ
レ
だ
な

最
近
は
詩
乃
と
理
央
の
せ
い
で

 
ツ
ン
デ
レ
属
性
と

属
性
が
セ

ト
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
き
た
ま
で
あ
る
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八
幡
は
心
の
中
か
ら

き
あ
が

て
く
る
恐
怖
を
か
き
消
そ
う
と
す
る
か
の

く

 
矢
継
ぎ

に
そ
う
ま
く
し
た
て
た

 
だ
が
そ
ん
な
八
幡
の
内
心
を

ん
だ
か
の
よ
う
に

明
日
奈
は
八
幡
に
言

た

今
日
の
八
幡
君
は

分
と
よ
く

る
よ
ね

何
か
困

て
る
の
か
な

か
な

カ
ナ
カ
ナ
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
や
べ
え
マ
ジ
で
や
べ
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

え 
八
幡
は
動

し
な
が
ら
も

必
死
に
言
い

を
考
え
た

き

今
日
は
ア
イ
と
ユ
ウ
の
病
気
が
治

た
お
祝
い
だ
か
ら
な

 
や

ぱ
り
俺
が

先
し
て

て
場
を

り
上
げ
な
い
と
な

ふ

ん

 
こ
こ
で
追
い
討
ち
の
よ
う
に
本
日
三
度
目
の

ふ

ん

が
来
た

一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ

 
八
幡
は
パ
ニ

ク

態
に
陥
り

助
け
を
求
め
る
よ
う
に
思
い
切

て
明
日
奈
の
顔
を
見
た

 
そ
の
な
け
な
し
の
勇
気
を

り
絞

た
八
幡
の
英
雄
的
な
行
い
は

 
明
日
奈
の
満
面
の
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
事
と
な

た
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う
ん

ま
あ
お
祝
い
は
大
事
だ
よ
ね

 
そ
の
笑
顔
に
八
幡
は
救
わ
れ
た
よ
う
な
思
い
で
同
意
し
た

あ

あ
あ

そ
う
だ
よ
な

 
だ
が
次
の
明
日
奈
の
言
葉
は
八
幡
に
と

て

思
い
も
つ
か
な
い
も
の
で
あ

た

こ
う
い
う
お
祝
い
の
時

て

懐
か
し
い
ビ
デ
オ
と
か
を
流
す
の
が
定
番
だ
よ
ね

え

そ
れ
じ

あ
ち

と
一

に
動
画
で
も
見
よ
う
か

八
幡
君

あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
八
幡
は
明
日
奈
が
何
を
言

て
い
る
の
か
理
解
出
来
ず
そ
の
場
に
正
座
し
て
敬
語
で
そ
う
答

え
た

 
そ
し
て
明
日
奈
が
何
か
操
作
を
す
る
と

に
モ
ニ
タ

が
出
現
し

 
そ
こ
に
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
の
や
り
取
り
が
流
れ
始
め
た

え

何
こ
れ

八
幡
君
が
記
憶
を
失

て
た
時
の
記
録
映
像

ほ
ほ
う
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そ
し
て
八
幡
に
と

て

ま
る
で

問
の
よ
う
な
時
間
が
始
ま

た

ね

今
の
八
幡

て

こ
の
中
だ
と
誰
が
一
番
好
み
な
の

え

と

じ

あ

マ

ク
ス
さ
ん
で

ひ
 
動
画
の
中
の
自
分
が
そ
う
答
え
た

間
に

八
幡
は
そ
う

鳴
を
上
げ
た

こ
ん
な
の
明
日
奈
が

る
に
決
ま

て
ん
じ

ね
え
か

 
ア
ウ
ト
だ
よ
ア
ウ
ト

エ
ル
ザ
め

後
で
覚
え
て
ろ
よ

 
そ
う
思

て
八
幡
は
エ
ル
ザ
を
じ
ろ

と

ん
だ
が
エ
ル
ザ
は
当
然
ハ

ハ

す
る
だ
け
で

あ

た
く
そ

相
手
が
悪
い

俺
が
何
を
し
て
も
あ
い
つ
は
興
奮
す
る
だ
け
じ

ね
え
か

 
そ
し
て
立
て
続
け
に

八
幡
の
失
敗
が
再
現
さ
れ
て
い

た

ふ

ふ
つ
つ
か
者
で
す
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ち

が

う

だ

ろ

そ
れ
に
ほ
ら

多
分
こ
の
中
で
私
が
一
番
エ
ロ
い
よ

 
八
幡
の
ア
ブ
ノ

マ
ル
な
要
求
に

全
部
応
え
ら
れ
る
か
ら
ね
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い
や

そ
れ
は
別
に
大
事
な
要
素
じ

な
い
か
ら
ね

今
答
え
る
ま
で
に
間
が
あ

た

うお
い
コ
ラ
そ
こ
の
八
幡
遠
ま
わ
し
に
性

の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
し
て
ん
じ

ね
え
え
え
え

え
え
よ

八
幡
様

私
の
方
が

エ
ル
ザ
よ
り
も
全
然
脱
い
だ
ら
凄
い
で
す
よ

い

い
や

そ
れ
は
ま
あ

そ
れ
な
ら
私
だ

て
負
け
て
ま
せ
ん

 
む
し
ろ
私
の
方
が
全
体
的
に
ふ

く
ら
し
て
い
る
か
ら

き
心
地
が
い
い
と
思
い
ま
す

私
も
私
も

気
持
ち
は
分
か
る
が
三
人
の
胸
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
ん
じ

ね
え

 
そ
う
い
う
の
は
絶
対
に
相
手
に
は
バ
レ
て
ん
だ
よ

え

と
そ
れ
じ

あ

一
番
家
事
が
上
手
そ
う
な
人
は

櫛
稲
田
さ
ん
か
マ

ク
ス
さ
ん

ぐ

こ

こ
れ
は
仕
方
な
い

仕
方
な
い

よ
な
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一
番
気
が
合

て

一

に
い
て
も

き
な
さ
そ
う
な
人
は

う

ん

朝
田
さ
ん
か
ま
あ
神
崎
さ
ん
と

野

じ

あ
分
か
ら
な
い
か
藍
子

さ
ん確

か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

あ
い
つ
ら
は

き
な
い
け
ど

 
せ

か
く
の
無
難
な
質
問
な
ん
だ
か
ら
そ
こ
は

て
明
日
奈

て
言

と
け

て
ん
だ
よ

一
番
⺟
性
本
能
を

激
し
て
く
る
人
は

い
や

俺
男
な
ん
だ
け
ど

え

と

木
綿
季
さ
ん
か
櫛
稲
田
さ
ん

こ
れ
も
仕
方
な
い
よ
な

セ

フ
だ
ろ

セ

フ

一

に
い
て
一
番
安
心
出
来
そ
う
な
人
は

雰
囲
気
的
に
は
櫛
稲
田
さ
ん
か
な

あ

あ
れ

他
に
も
何
か

 
凄
く
背
の
高
い
子
が
一

の
中
に

か
ん
だ
ん
だ
が

優
里
奈
強
す
ぎ
だ
ろ

て
か
俺

香
蓮
の
事
覚
え
て
た
の
か
よ

 
完
全
に
ア
ウ
ト
じ

ね
え
か

ツ

ア
ウ
ト
だ
ツ

ア
ウ
ト

一
番
ツ
ン
デ
レ
だ
と
思
う
人
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何
だ
そ
れ
そ
ん
な
の
朝
田
さ
ん
し
か
い
な
い
だ
ろ
あ
あ
で
も
藍
子
さ
ん
も
そ
ん
な
感
じ

に
見
え
る

 
あ

い
や

待
て
待
て

ま
た
一

誰
か
知
ら
な
い
人
の
顔
が

か
ん
だ
気
が
す
る

 
え
え
と

を
か
け
て
⻑

で

そ
の

胸
が
大
き
い
感
じ
の
理
系

い
子

だ

か

ら

何
で
そ
こ
で
理
央
の
事
を
思
い
出
す
ん
だ
よ

 
胸
の
事
ま
で
言
う
と
か
完
全
に
ア
ウ
ト
だ
よ

ス
リ

ア
ウ
ト
は
チ

ン
ジ
な
ん
だ
ぞ

 
明
日
奈
が
自
分
の
事

俺
の
彼
女
だ

て
言

て
る
ん
だ
か
ら

 
お
前
は
明
日
奈
に
も

と
気
を
遣
え

て
か
俺
に
気
を
遣
え

 
記
憶
が

た
後
に
ど
う
な
る
か
な
ん
て

普
通
に
分
か
る
だ
ろ
お
お
お
お
お
お
お
お

 
八
幡
は
そ
の
一
連
の
映
像
を
見
て
う
な

れ
た

明
日
奈
が

る
の
も
当
然
だ
と
思

た
か
ら

で
あ
る

八
幡
君

こ
の
動
画

と

て
も
楽
し
い
ね

 
明
日
奈
は
相
変
わ
ら
ず
満
面
の
笑
顔
を
崩
さ
ず
に
そ
う
言

て
く
る

 
だ
が
さ
す
が
の
八
幡
で
も

こ
の

況
で
笑
顔
を
返
す
事
な
ど
出
来
な
か

た

そ

そ
う
で
す
か

俺
は
別
に
つ
ま
ら
な
い
動
画
だ
と
思
い
ま
す
ケ
ド
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ま

ま

こ
こ
か
ら
が
面
白
い
ん
だ
よ

え
と

そ

そ
れ
は
ど
う
い
う

 
そ
し
て
八
幡
の
目
の
前
で

八
幡
の
ラ
ブ
シ

ン
が
い
き
な
り
始
ま

た

こ

こ
れ
は
き
つ
い

何
が
き
つ
い

て
あ
い
つ
ら
の

線
が
き
つ
い

 
こ
の
時
ば
か
り
は
他
の
者
達
も
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
八
幡
の
反
応
を
観
察
し
よ
う
と
し
て
い

た 
明
日
奈
は
明
日
奈
で
自
分
が
偉
業
を
成
し

げ
た
と
い
う
満
足
感
で

息
が
荒
く
な

て
い

た

そ
も
そ
も
高
校
の
時
の
俺
と
今
の
俺
じ

違

て
当
然
な
ん
だ
よ
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い

仲
間
達
の
方
を
チ
ラ

と
見
た

思
え
ば
高
校
の
時
の
俺
は

常
に

め
上
の
解
決
方
法
を
模
索
し
て
い
た

 
な
ら
ば
今
こ
そ
あ
の
時
に

り

誰
に
も
思
い
つ
か
な
い
方
法
で
こ
の
場
を
収
め
て
や
る

 
八
幡
は
そ
う
決
意
し

立
ち
上
が

て
明
日
奈
の
前
に
立

た

八
幡
君

ど
う
し
た
の

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
八
幡
を
見
て

ス

と
目
を

め
る
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だ
が

め
上
に

が

り
切

て
し
ま

た
今
の
八
幡
は

 
そ
ん
な
明
日
奈
の

線
を
ま

た
く
恐
れ
な
い
勇
者
で
あ

た

お
い
明
日
奈

い
い
加

に
機

を
直
せ

つ

ん

 
明
日
奈
は
ま
る
で
子

の
よ
う
に

ね
た
よ
う
に
顔
を
背
け
た

 
だ
が
八
幡
は
そ
ん
な
明
日
奈
の
顔
を
自
分
の
方
に
向
け

い
き
な
り
そ
の

を

た

う
わ

 
そ
し
て
八
幡
は
明
日
奈
が
八
幡
に
し
た
よ
う
に

を
入
れ
て
明
日
奈
の
口
内
を
蹂
躙
し
始

め
た

 
最
初
は

抗
し
て
い
た
明
日
奈
の

が
徐
々
に
力
を
失

て
い
く

ち

と
奥
様

バ
カ

プ
ル
よ

バ
カ

プ
ル
が
い
ま
す
わ

ボ
ク
も
八
幡
に
あ
ん
な
風
に
さ
れ
た
い
な

奥
様

お

奥
様
方

明
日
奈
の
目
が

々
ハ

ト
マ

ク
み
た
い
に
な

て
き
ま
し
た
わ

 
そ
の
藍
子
と
木
綿
季
の

才
に

優
里
奈
が
乗

か

た

そ
の
昼
下
が
り
の
奥
様
風
の
会
話
は
何
だ
よ
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と
い
う
か
優
里
奈
ま
で
乗

か

ち

う
の
か
よ

珍
し
い
な
お
い

 
キ
リ
ト
は
当
然
の
よ
う
に
そ
の
会
話
に
突

込
ん
だ
さ
す
が
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
突

込
み
担

当
で
あ
る

う

ま
し
い

私
も
八
幡
様
の

み
を

て
強
く
出
て
み
る
べ
き
か
も

逆
に
反
撃
さ
れ
て
お
仕
置
き
さ
れ
ち

う
の
が
オ
チ
じ

な
い
の

 
ま
あ
あ
い
つ
は
そ
ん
な
事
は
し
な
い
と
思
う
け
ど

そ
れ
は
む
し
ろ
ウ

ル
カ
ム

れ
変
態

ム

ツ
リ
ス
ケ
ベ
に
言
わ
れ
た
く
な
い
で
す

な

だ

誰
が
ム

ツ
リ
な
の
よ

詩
乃
は
ム

ツ
リ
で
し

と
い
う
か
八
幡
様
に
何
か
さ
れ
る
所
を
妄
想
す
る
な
ん
て
日
常
茶

事
 
む
し
ろ
そ
れ
で
ご

が
三

は
い
け
る

こ
こ
に
も
別
の
種

の
変
態
が
い
た

そ
し
て
私
は
別
に
ム

ツ
リ
じ

な
い
か
ら

じ

あ
八
幡
に
ベ

ド
に
連
れ
込
ま
れ
る
の
を
一
度
も
想
像
し
た
事
が
無
い

て
い
う
の
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そ

そ
ん
な
の
無
い

は
い

そ
の

が
ダ
ウ
ト

ほ
ら

や

ぱ
り
ム

ツ
リ
じ

な
い

う
 
詩
乃
が
妄
想

し
い
の
が
発
覚
し
た

間
で
あ

た

 
思
春
期
な
の
だ
か
ら
仕
方
な
い

仕
方
が
な
い
の
で
あ
る

あ

見
て

明
日
奈
が

 
そ
し
て

に
明
日
奈
の

が
だ
ら
ん
と
ぶ
ら
下
が
り

 
目
が
完
全
に
ハ

ト
の

に
な
り

と
ろ
ん
と
し
た

 
そ
し
て
明
日
奈
か
ら

り
の
パ
ワ

を
全
て

い
取

た
八
幡
は

 
仲
間
達
に
向
け

厳
た

り
な
声
で
こ
う
言

た

お
前
ら
と
り
あ
え
ず
今
日
は
こ
こ
で
解
散
俺
達
が
日
本
に

た
ら

め
て
集
合
を
か
け

る
か
ら

 
そ
れ
ま
で
ち

ん
と
俺
の

守
を
守
る
よ
う
に
な

は

い

 
八
幡
が
強
い
リ

ダ

と
し
て
復
活
を

げ
た
以
上

そ
の
言
葉
に
逆
ら
う
者
は
誰
も
い
な



 第８７３話 カナカナ

か

た

 
こ
う
し
て
八
幡
は
無
理
や
り
力
技
で
窮
地
を
乗
り
越
え

 
ハ
チ
マ
ン
く
ん
と
ア
ス
ナ
さ
ん
の
バ
カ

プ
ル
伝
説
に
新
た
な
一
ペ

ジ
が
加
わ
る
事
と
な

た
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第
８
７
４
話
 
八
幡
と
明
日
奈

復
活
す

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
八
幡
を
迎
え
た
の
は

真

な
顔
を
し
た
紅
莉
栖
と

 

ん

ん
と

て
い
る
ダ
ル

そ
れ
に
笑
い
な
が
ら
転
げ
ま
わ

て
い
る

乃
と

 
無
表
情
で
何
を
考
え
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
萌
郁
何
と
も
い
え
な
い
微

な
顔
を
し
て
る

莉
で
あ

た

 
そ
こ
に
同
じ
く
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
た
ク
ル
ス
と
エ
ル
ザ
が
合
流
す
る

お
前
ら

さ
て
は
全
部
見
て
た
な

え
え

見
て
ま
し
た
が
何
か

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
ハ

と
し
た
顔
を
し
た

紅
莉
栖

本
当
に
す
ま
ん

は

い
き
な
り
何

俺
が
ツ
ン
デ
レ
の
名
前
を

げ
た
時
お
前
の
名
前
を
出
さ
な
か

た
事
深
く
反
省
し
て
い

る
そ

そ
ん
な
謝
罪
を
受
け
る

れ
は
無
い
わ

こ
の
馬

者
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八
幡
は
ど
う
や
ら
完
全
復
活
し
た
よ
う
で

そ
の
態
度
は
い
つ
も
以
上
に

 

ら
し
い

余

た

り
で
あ
る

 
お
そ
ら
く
藍
子
と
木
綿
季
を
救

た
と
い
う
高
揚
感
も
そ
の
余

の
一
因
で
あ
る
の
だ
ろ
う

あ
と
理
事
⻑

笑
い
す
ぎ
で
す

あ
は
は
は
は

だ

て
ま
さ
か
あ
あ
く
る
な
ん
て

予
想
も
し
て
な
か

た
ん
だ
も
の

 
そ
の
二
人
の
会
話
に
ク
ル
ス
と
エ
ル
ザ
が
横
か
ら
加
わ

た

本
当
で
す
よ
八
幡
様

や
り
す
ぎ
で
す

明
日
奈
が
完
全
に
堕
天
し
て
た
よ
ね

何
だ
そ
の
中
二
病
テ
イ
ス
ト

れ
る
表
現
は

あ

て
か
エ
ル
ザ

て
め
え

今
度
覚
え
て

ろ
よえ

や
だ

そ
ん
な
い
き
な
り
な
ん
て

ら
め

ら
め

じ

ね
え
よ

く
そ

ど
う
す
れ
ば
こ
い
つ
に
お
仕
置
き
出
来
る
ん
だ

八
幡
様

考
え
る
だ
け
無

で
す

確
か
に
そ
う
だ
な

よ
し

放
置
だ
放
置

放
置
プ
レ
イ
ね
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エ
ル
ザ
は
そ
う
言

て
ビ
ク
ン
ビ
ク
ン
し
始
め
た
が
八
幡
は
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
事
に
し
た

八
幡
君

て
本
当
に
変
態
よ
ね

そ
の
評
価
に
は
断

と
し
て
抗
議
し
ま
す
よ

莉
さ
ん

 
俺
は
あ
く
ま
で
被
害
者
に
過
ぎ
ま
せ
ん

変
態
は
こ
い
つ
だ
け
で
す

 
あ

い
や

も
う
一
人
い
ま
し
た

先
生
こ
い
つ
で
す

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ダ
ル
を
指
差
し
た

変
態
じ

な
い

変
態

士
だ
お

そ
し
て
リ
ア
充
爆
発
し
ろ

 
そ
の
言
葉
で
八
幡
は

ダ
ル
の
不
機

の
理
由
を
察
し
た

何
だ
ダ
ル

そ
ん
な
事
で

て
た
の
か

当
た
り
前
だ
お

激
お
こ

ん

ん

だ
お

ま
た
懐
か
し
い
表
現
を

だ
が
な

ダ
ル

フ
ン

何

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
ダ
ル
に
顔
を
近
付
け

そ
の

元
で
そ

と

い
た

万
音
由
季
さ
ん
と
の
交

が
ど
の

度
進
展
し
て
る
か
俺
が
知
ら
な
い
と
で
も
思

た
の

か
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そ
の

間
に
ダ
ル
の
顔
か
ら

が

の
よ
う
に
流
れ
出
し
た

八
幡
ご
め
ん

よ
く
考
え
た
ら
別
に

る
よ
う
な
事
じ

な
い
よ
ね

う
ん
う
ん

分
か

て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い

 
八
幡
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
ダ
ル
の

を

ん

ん
と
叩
い
た

 
ど
う
や
ら
八
幡
の
持
つ

報
網
は

中
々
優

な
よ
う
だ

 
と
は
い
え
そ
の

報
網
を
一
人
で
か
な
り
担

て
い
る
そ
の
当
人
は

 
何
も
言
わ
ず
に
無
表
情
の
ま
ま
じ

と
八
幡
を
見
つ
め
続
け
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は

ま
だ
一
言
も

て
い
な
い
萌
郁
の
方
に
目
を
向
け

首
を

げ
た

お
い
萌
郁

何
で
そ
ん
な
に

ね
て
る
ん
だ

え桐
生
氏

今

ね
て
る
ん

全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

八
幡
様

ん
そ
う
か

ほ
ら
こ
の

り
と
か
い
か
に
も
私

ね
て
ま
す

て
感
じ
じ

な
い
か
よ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

萌
郁
の
ほ

た
を
ツ
ン
ツ
ン
し
た

 
だ
が
そ
れ
で
萌
郁
の
表
情
が
変
わ
る
事
は
無
か

た

よ
う
に
見
え
る
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全
然
分
か
ら
な
い
わ
よ

む
し
ろ
何
で
分
か
る
ん

謎
ね

 
そ
う
悩
む
一
同
の
前
で

八
幡
は
萌
郁
に
笑
顔
で
話
し
か
け
た

ん

俺
に
何
か
頼
み
が
あ
る
の
か

何
だ

 
ど
う
や
ら
全
く
変
わ

た
よ
う
に
見
え
な
か

た
萌
郁
の
表
情
に
実
は
変
化
が
あ

た
ら
し

い
だ
か
ら
何
で
分
か
る
の

ず

と
見
て
た
け
ど

ど
こ
も
変
わ

た
よ
う
に
見
え
な
か

た
お

本
当
に
謎
だ
わ

 
だ
が
そ
の
八
幡
の
言
葉
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に

萌
郁
が
小
さ
く
う
ん
う
ん
と

き

 
そ
れ
で
一
同
は

八
幡
の
言
葉
が
正
し
か

た
事
を
理
解
し
た

今
回
も

め
て
私
は
護
衛
を
頑
張

た

あ
と

報
も

お
う

お
前
に
は
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
る
ぞ

も
う
お
前
無
し
の
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
な

 
こ
れ
は
八
幡
の
珍
し
い
リ

プ
サ

ビ
ス
で
あ
る

余

機

が
い
い
の
で
あ
ろ
う
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ま
だ

ん

ま
だ
私
は
マ
ン
シ

ン
に
自
分
の
場
所
を
確
保
し
て
い
な
い
そ
ろ
そ
ろ
い
い
と
思
う

ん
 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
首
を

げ
や
が
て
何
の
事
か
思
い
付
い
た
の
か
ガ
シ
ガ
シ
と

を
か

い
た

あ
あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
か

あ

そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と

確
か
に
ま
だ
だ

た
気
が
す
る
ね

私
で
す
ら
何
回
か
お

り
し
て
る
の
に

 
ク
ル
ス

エ
ル
ザ

そ
し
て

莉
が
そ
う
言
い

萌
郁
は
再
び
う
ん
う
ん
と

い
た

 
そ
し
て
萌
郁
が
ポ
ケ

ト
に
手
を
突

込
ん
だ
の
を
見
て

な
予
感
が
し
た
八
幡
は

 

て
て
萌
郁
の

を
ガ
シ

と
掴
ん
で
止
め
た

ま

待
て

何
を
す
る
気
だ

聖
布
の
奉
納
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ち

萌
郁
さ
ん

こ
こ
で

 
そ
の
言
葉
に

て
た
の
は
八
幡
よ
り
も
む
し
ろ
紅
莉
栖
で
あ

た

そ
の
顔
は
真

に

ま

て
お
り

 
相
変
わ
ら
ず
紅
莉
栖
が
そ
う
い

た
事
に
免

が
無
い
の
が
よ
く
分
か
る

 
こ
れ
で
よ
く
キ

マ
と
付
き
合

て
い
る
な
と
八
幡
は
あ
る
意
味
感
心
し
た

落
ち
着
け
紅
莉
栖

い
い
か
萌
郁

そ
う
い
う
の
は
俺
じ

な
く
明
日
奈
に
話
す
と
い
い

 
そ
れ
に
こ
こ
に
い
る
紅
莉
栖
も

莉
さ
ん
も
そ
う
い
う
事
は
し
て
い
な
い

 
だ
か
ら
お
前
も
無
理
に
そ
の

奉
納
を
す
る
必
要
は
な
い
ん
だ

私
と
こ
の
二
人
は
違
う

な

何
が
違
う
ん
だ

私
は
奉
納
を
望
ん
で
い
る

だ
か
ら
問
題
な
い

い

い
や

し
か
し
だ
な

い
い
じ

な
い
で
す
か
八
幡
様

そ
う
だ
よ

本
人
の
意
思
は
尊
重
し
な
き

 
そ
の
時
ク
ル
ス
と
エ
ル
ザ
が
萌
郁
の
フ

ロ

に
入

た
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二
人
は
萌
郁
の
も
う
片
方
の
手
を

り
仲
間
だ
仲
間
だ
と
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
は
し

ぎ
始

め
た

 
萌
郁
は
そ
ん
な
二
人
の
行
動
に
最
初
は
き

と
ん
と
し
て
い
た
が

 
や
が
て
彼
女
に
し
て
は
珍
し
く

一
同
に
分
か
る
よ
う
に
微
笑
ん
だ

ほ
ら

凄
く
嬉
し
そ
う
だ
よ

八
幡

あ
あ
も
う

分
か

た
分
か

た

日
本
に
帰

た
ら
好
き
に
す
れ
ば
い
い

う
ん

好
き
に
す
る

 
萌
郁
は
珍
し
く
ハ

キ
リ
し
た
声
で
即
答
し

八
幡
は
深
い
た
め
息
を
つ
い
た

は

ま

た
く
物
好
き
な

 
そ
し
て
八
幡
は
大
き
な
ア
ク
ビ
を
し
た

 

時
間
前
ま
で

て
い
た
は
ず
な
の
だ
が

や
は
り
疲
れ
が
た
ま

て
い
る
の
だ
ろ
う

よ
し

そ
れ
じ

あ
俺
は
ち

と

さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
ま
だ
ち

と

が
ぼ

と
し
て
る
気
が
す
る
ん
で
な

そ
う
ね
そ
う
し
た
方
が
い
い
と
思
う

そ
の
間
に
私
達
は
日
本
に
帰
る
準
備
を
進
め
て
お

く
わ
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悪
い
な

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ

う
ん

任
せ
て

 
そ
し
て
八
幡
は
自
分
の
部
屋
に

り

一
同
は
帰
国
の

の
準
備
を
始
め
た

  
一
方
明
日
奈

藍
子

木
綿
季

優
里
奈

詩
乃

和
人
の
六
人
は

 
明
日
奈
を

い
た
五
人
に
よ
る
話
し
合
い
の
結
果

 
藍
子
と
木
綿
季
は
ま
だ
病
み
上
が
り

と
い
う
か
そ
の

に
も
全
然
達
し
て
い
な
い

 
大
人
し
く
体
を
休
め
る
事
と
な
り

こ
の
場
所
か
ら
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
今

は
自
宅

と
い

て
も

空
間
の
だ
が

で

て
い
る
事
で
あ
ろ
う

 
和
人
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
み
ん
な
に
今
回
の
事
を
報
告
す
る
と
い

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
向
か

た

 
詩
乃
は
こ
の
後
ソ
レ
イ
ユ
に
バ
イ
ト
に
行
く
ら
し
い

 
つ
い
で
に
み
ん
な
に
八
幡
の
記
憶
が

た
事
を
報
告
す
る
つ
も
り
の
よ
う
だ

 
そ
し
て
こ
の
場
に
は

優
里
奈
だ
け
が
残
る
事
と
な

た

明
日
奈
さ
ん

今
日
は
頑
張
り
ま
し
た
ね

 
そ
ん
な
優
里
奈
は
今
明
日
奈
に

枕
を
し
な
が
ら
優
し
く
そ
の

を

で
て
い
る
と
こ
ろ
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で
あ

た

 
こ
れ
で
は
ど
ち
ら
が
親
的
立
場
な
の
か
分
か
ら
な
い

う

う

ん

八
幡
君

も
う
朝

 
そ
の
時
明
日
奈
が
だ
ら
し
な
く
緩
ん
だ
顔
で
そ
う

き
優
里
奈
は
思
わ
ず
ク
ス

と
笑

た

心
配
し
な
く
て
も

誰
も
明
日
奈
さ
ん
か
ら
八
幡
さ
ん
を
取

た
り
し
ま
せ
ん
よ

う

う
ん

そ
れ
は
そ
う
思
う

 
明
日
奈
か
ら
突
然
ハ

キ
リ
と
し
た
返
事
が

こ
え
て
き
た

 
優
里
奈
は
驚
い
て
明
日
奈
の
顔
を

き
こ
ん
だ

 
明
日
奈
さ
ん

て
き
ま
し
た
か

う
ん

何
か
ね

八
幡
君
が
夢
の
中
に
出
て
き
て

朝
だ
ぞ

き
ろ

て
私
の
ほ

た
を
ペ
チ
ペ
チ
叩
い
て
く
れ
た
の

 
も

と
も
そ
の
後
に

俺
は
今
か
ら

る
け
ど
な

て
言

て
た
け
ど

ふ
ふ

ま
あ
こ

ち
は
今
は

方
で
す
け
ど

あ

ち
は
明
け
方
で
す
も
ん
ね

ふ
ふ

そ
う
だ
ね
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そ
し
て
明
日
奈
は
体
を

こ
し

最
初
に
優
里
奈
に
謝

た

ご
め
ん
ね
優
里
奈
ち

ん

迷
惑
を
か
け
ち

た
ね

い
い
え
そ
ん
な

迷
惑
だ
な
ん
て
思

て
ま
せ
ん
か
ら

そ
れ
に
色
々
と
恥
ず
か
し
い

を
見
せ
ち

た
し

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て
顔
を

く
し

優
里
奈
も
明
日
奈
が
し
た
事
を
思
い
出
し
た
の
か

 
明
日
奈
と
同
じ
よ
う
に

面
し
た

ま
ま
あ
結
果
オ

ラ
イ
で
す
よ
と
に
か
く
八
幡
さ
ん
の
記
憶
が

て
良
か

た
で
す

そ
れ
は
う
ん

本
当
に
良
か

た
ね

で
す

他
の
人
達
は

先
に
落
ち
ま
し
た

そ

か

そ
れ
じ

あ
私
達
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ

か

で
す
ね

 
そ
し
て
二
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
一

後
に
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
の
ベ

ド
で
目
を
覚
ま
し

た
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ど
う
や
ら
二
人
は
一

に
ロ
グ
イ
ン
し
た
ら
し
く
二
人
の
手
は

く

ら
れ
た

態
で
あ

た 
そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る
二
人
は
八
幡
の
記
憶
が
本
当
に

る
の
か
お

い
に
不
安
だ

た
の
だ

ふ
う

そ
れ
じ

あ
少
し
休
ん
だ
後
に
ご

に
し
よ

か

そ
う
で
す
ね

時
間
的
に
も
丁
度
い
い
で
す
し
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
再
び
ベ

ド
に
横
た
わ
り

雑
談
を
始
め
た

八
幡
君

て

は
あ
あ
だ

た
ん
だ
ね

ち

と
だ
け
話
は

い
て
ま
し
た
け
ど

本
当
に
今
と
は
別
人
で
し
た
ね

優
里
奈
ち

ん
の
名
前
が
何
度
も
呼
ば
れ
て
た
よ
ね

 

の
八
幡
君
の
好
み

て

優
里
奈
ち

ん
み
た
い
な
子
な
の
か
な

そ

そ
れ
は
そ
う
い
う

目
ば

か
り
だ

た
か
ら
で
す

て

で
も
分
か
る
気
が
す
る
ん
だ
よ
ね
八
幡
君
活
発
そ
う
な
子
は
苦
手

か

た
じ

な
い

 
多
分
私
み
た
い
な
子
は

本
来
は
苦
手
な
ん
だ
と
思
う
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あ
れ

で
も
私

明
日
奈
さ
ん
に
そ
こ
ま
で
活
発

て
イ
メ

ジ
は
無
い
で
す
け
ど

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
落
ち
着
い
て
る

て
い
う
か

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
は
首
を

げ
た

あ
れ

た

確
か
に
本
来
の
私
は
そ
ん
な
に
活
発
じ

な
い
か
も
だ

で
す
よ
ね

明
日
奈
さ
ん
は
凄
く
社
交
的
で

誰
と
で
も
仲
良
く
し
て
く
れ
ま
す
け
ど

 
実
は
そ
こ
ま
で
活
発

て
感
じ
で
は
な
い
で
す
よ
ね

確
か
に
私

そ
こ
は
か
お
り
と
全
然
違
う
か
も

八
幡
さ
ん
は
多
分

明
日
奈
さ
ん
の
社
交
性
の
凄
さ
を
感
じ
取

て

 
活
発
な
人
だ
と
勘
違
い
し
た
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

あ
あ

そ
う
か
も

の
八
幡
君

て

女
の
子
に
親
し
げ
に
話
し
か
け
ら
れ
る
と

 
つ
い
ま
ご
ま
ご
し
ち

た

て
言

て
た
も
ん

 
二
人
は
そ
ん
な
八
幡
の

を
イ
メ

ジ
し

微
笑
ま
し
く
感
じ
た

で
も
や

ぱ
り
一
度
く
ら
い
は
私
の
名
前
を
呼
ん
で
欲
し
か

た
な

え

で
も
最
初
に
八
幡
さ
ん

教
え
ら
れ
て
な
い
の
に
明
日
奈
さ
ん
の
名
前
を
呼
ん
だ
じ

な
い
で
す
か
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え

あ

た

確
か
に
そ
う
だ

た
か
も

そ
れ

て
明
日
奈
さ
ん
の
事
を
ち

ん
と
覚
え
て
た

て
事
じ

な
い
で
す
か

 
そ
れ
に
八
幡
さ
ん
は
明
言
し
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど

詩
乃
ち

ん
が
言

た
よ
う
に

 
か
お
り
さ
ん
と
明
日
奈
さ
ん
の

が
重
な

た

て
の
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
よ

確
か
に
声
も
よ
く
似
て
る
ね

て
言
わ
れ
る
け
ど
ね

う
ん

そ
れ
あ
る

何
そ
れ
ウ
ケ
る

う
わ

本
当
に
似
て
ま
す
ね

で
し

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

と

き
出
し
た

そ
れ
に
し
て
も
八
幡
君

本
当
に
専
業
主
夫
に
な
り
た
か

た
ん
だ
ね

今
で
も
た
ま
に

働
き
た
く
な
い
で
ご
ざ
る

て
言

て
ま
す
か
ら
ね

ま
あ
そ
う
な

た
ら
私
が

う
う
ん

私
達
が

て
あ
げ
れ
ば
い
い
だ
け
だ
け
ど
ね

そ
う
で
す
ね

ク
ル
ス
さ
ん
じ

な
い
で
す
け
ど

八
幡
様
を
超

い
ま
し

う

 
そ
し
て
家
に
帰

た
時
は

超

や
か
し
て
も
ら
い
ま
し

う

で

夜
は
二
人
一

に
か
わ
い
が

て
も
ら
う
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そ
こ
ま
で
言

て
ま
せ
ん

 
明
日
奈
は
普

は
言
わ
な
い
よ
う
な
冗
談
を

平
気
で
優
里
奈
に
言

た

 
会
話
内
容
も
三
人
一

に

ら
し
て
い
く
の
が
前
提
と
な

て
い
る
の
は
間
違
い
な
く

 
そ
の
事
か
ら
明
日
奈
に
と

て
の
優
里
奈
が
他
の
女
性

よ
り
も
近
し
い
存
在
だ
と
い
う
事
が

よ
く
分
か
る

 
ハ

キ
リ
と
同
じ

り
に
入

て
い
る
の
は
陽
乃
と
小
町
と
ユ
イ
く
ら
い
の
も
の
で
あ
ろ
う

 
そ
の
他
で
こ
の

り
に
入

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
は

 
八
幡
の
被
保
護
者
的
存
在
の
藍
子
と
木
綿
季
そ
し
て
意
外
だ
ろ
う
が
詩
乃
と
フ

イ
リ

ス
で
あ
る

 
そ
の
全
員
が
同
じ
十
七

な
の
は

実
に
興
味
深
い

八
幡
君

い
つ
帰

て
く
る
の
か
な

近
い
う
ち
に
帰

て
き
そ
う
で
す
よ
ね

そ
れ
ま
で
私
達
が
ち

ん
と

守
を
守
ら
な
い
と
ね

あ

八
幡
さ
ん
も
落
ち
る
時
に
そ
う
言

て
ま
し
た
よ

え

そ
う
な
の

そ
れ
じ

あ
し

か
り
お

守
番
し
よ

か
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は
い

 
そ
し
て
二
人
は
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
立
ち
上
が
る
と

仲
良
く
キ

チ
ン
へ
と
向
か

た

 
ま
る
で
姉
妹
の
よ
う
に
実
に
仲
が
い
い
事
で
あ
る

 
こ
う
し
て
八
幡
の
記
憶

失

動
は
完
全
に
終
結
し
た

後
は
八
幡
達
の
帰
国
を
待
つ
ば
か
り

で
あ
る

 
後
四
話
く
ら
い
で
こ
の
章
も
終
わ
る
予
定
で
す

 
・
世
話
に
な

た
人
に

し
て
回
る
八
幡

そ
し
て
帰
国

 
・
日
本
で

り

ア
イ
＆
ユ
ウ
と
の
再
会

 
・
雪
乃

結
衣

沙
希

優
美
子

葉
山

戸
部

姫
菜

い
ろ
は
と
の
飲
み
会

記
憶

失

に

ん
だ
話

 
・
エ
ピ
ロ

グ

内
容
は
秘
密
で
す
が

ど
こ
か
に
伏
線
は
あ
り
ま
す

 
内
容
は
重
な

た
り
分
か
れ
た
り
す
る
か
も
で
す
が

基
本
こ
の
流
れ
と
な
り
ま
す
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第
８
７
５
話
 
再
会
を
約
す

 
次
の
日
八
幡
が
目
覚
め
る
と

に
他
の
メ
ン
バ

達
は
全
員

き
て
活
動
し
て
い
た

 
時
計
を
見
る
と

あ
れ
か
ら
十
二
時
間
近
く

て
お
り

今
は

方
で
あ

た

 
最
初
に
八
幡
に
声
を

け
て
き
た
の
は

乃
で
あ
る

あ
ら
八
幡
君

や

と

き
た
の
ね

合
は
ど
う

す
み
ま
せ
ん

お
か
げ
で

が
ス

キ
リ
し
ま
し
た

帰
国
の
準
備
の
方
は
ど
う
で
す
か

明
日
の
昼
の

を

え
て
お
い
た
わ

 
今
回
お
世
話
に
な

た
人
達
に
は
そ
れ
ま
で
に

を
済
ま
せ
て
ね

分
か
り
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
と
こ
れ

さ
ん
か
ら
よ

お

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
ね

 
八
幡
は

乃
か
ら
何
か
の
書

を
受
け
取
る
と

乃
に

を
下
げ

ク
ル
ス
を
呼
ん
だ

マ

ク
ス
と
り
あ
え
ず

さ
ん
と
ジ

ジ

そ
れ
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
ア
ポ
を
と

て
く

れ
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そ
れ
な
ら

番
的
に
は
ガ
ブ
リ
エ
ル

ジ

ジ

そ
れ
に

さ
ん
が
い
い
と
思
い
ま
す

 
病
院
の
面
会
時
間
と
ザ
ス
カ

の

業
時
間
の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で

そ
う
か

ま
あ
任
せ
る

分
か
り
ま
し
た

 
ク
ル
ス
は
正
式
な
秘
書

任
前
に
も
関
わ
ら
ず

そ
の
業

を
完

に
こ
な
し
て
い
た

 
日
ご
ろ
か
ら
八
幡
の

に
日
々
勉
強
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

 
そ
の

り
は
南
も
同
様
だ
が

二
人
は
ど
ち
ら
も
努
力
家
で
あ
り

 

に
薔
薇
か
ら
も
直
ぐ
に
業

に
入

て
も
何
の
問
題
も
無
い
と
お

付
き
を
も
ら

て
い

た
莉
さ
ん
今
回
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
帰
国
ま
で
自
由
に
し
て
下
さ
い
ね

う
ん

あ
り
が
と
う

せ

か
く
だ
か
ら
み
ん
な
に

す
お
土
産
で
も

て
く
る
わ

あ

じ

あ
私
も
一

に
行

て
い
い

別
に
い
い
け
ど

ち

ん
と
変
装
は
し
て
ね

 
あ
な
た
の
名
前
は
こ

ち
で
も
一
部
の
ゲ

マ

に
は

名
に
な
り
つ
つ
あ
る
か
ら

う
ん

分
か

た
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ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
は

莉
に
同
行
す
る
ら
し
い

 
自
衛

の

莉
が
一

な
ら

特
に
危
険
も
無
い
で
あ
ろ
う

紅
莉
栖
と
ダ
ル
は
ど
う
す
る

私
達
は
メ
リ
ダ
さ
ん
と
ク
ロ

ビ
ス
君
の
入

た
サ

バ

を
日
本
に
移
動
さ
せ
る

取
り

を
す
る
わ

結
城
先
生
が
こ

ち
か
ら
自
由
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る
よ
う
に

 
セ
キ

リ
テ

関
連
の
見
直
し
も
し
な
い
と
な
の
だ

土
産
と
か
は
い
い
の
か

明
日
の
午
前
中
空
港
に
向
か
う

中
に
で
も
ど
こ
か
に
寄

て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
い
い
わ

僕
も
そ
れ
で
問
題
な
い
か
な

ど
う
せ
オ
カ
リ
ン
と
か
の
分
だ
け
だ
し
ね

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
す
ま
な
い
が

宜
し
く
頼
む

え
え

任
さ
れ
た
お

 
最
初
か
ら
最
後
ま
で

実
に
頼
り
に
な
る
二
人
で
あ

た

 
そ
し
て
八
幡
は
ソ
フ

に
座

て

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
書

を

め
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時
々
う
ん
う
ん
と

い
て
て
い
た
が
そ
こ
に
ク
ル
ス
が

て
き
た

書

か
ら
顔
を
上

げ
たさ

て
と

ユ
イ
と
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
の
所
に
行
く
の
は
夜
で
い
い
と
し
て

 
マ

ク
ス

ア
ポ
は
と
れ
た
か

ジ

ジ

と

さ
ん
に
関
し
て
は
と
れ
ま
し
た

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
関
し
て
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で

今
す
ぐ
向
か
い
ま
し

う

ま
あ
そ
う
だ
な

よ
し

マ

ク
ス

萌
郁

行
く
ぞ

 
八
幡
達
三
人
は

そ
の
ま
ま
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
入
院
し
て
い
る
病
院
を
訪
れ
た

や

八
幡

も
し
か
し
て
記
憶
が

た
の
か
い

知

て
た
の
か

あ
あ

実
は
少
し
前
に

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
キ
リ
ト
か
ら
説
明
が
あ

た
の
さ

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
も
う
記
憶
は

た

何
も
問
題
は
な
い

そ
れ
な
ら
良
か

た

か
つ
て
の
部
下
の
中
に

戦

で
記
憶
を
失

た
奴
が
い
た
か
ら
ね

 
実
は
ち

と
心
配
し
て
い
た
ん
だ
よ

そ
い
つ
は
ど
う
な

た
ん
だ



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

自
分
が
人
殺
し
だ

た
過
去
な
ん
か
忘
れ
て

今
は
奥
さ
ん
と
幸
せ
に

ら
し
て
る
よ

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

 
八
幡
は

そ
う
い
う
ケ

ス
も
あ
る
の
だ
と
納
得
し

少
し
感
動
し
た

そ
れ
で
今
日
は
ど
う
し
た
ん
だ
い

お
う

実
は
明
日

日
本
に

る
事
に
な

た

そ
れ
は
急
だ
ね

で
も
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
僕
も
明
日
退
院
す
る
事
に
す
る
よ

え

お
前

明
日
退
院

て

そ
ん
な
の
自
分
で
決
め
ら
れ
る
も
の
な
の
か

別
に
問
題
な
い
さ

失

た
の
は

と
片
目
だ

移
動
す
る
の
に
何
の

障
も
な
い
よ

あ
あ

実
は
そ
の
事
で
お
前
に
話
が
あ
る

 
そ
う
言

て
八
幡
は

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
何

か
の
書

を
差
し
出
し
た

こ
れ
は

俺
の
知
り
合
い
の

者
に
お
前
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
や
ら

そ
の
他
一
式
を
送

て
見
て
も

ら

た

 
そ
の

者
は
死
に
か
け
た
じ
じ
い
だ
が
信
頼
出
来
る
じ
じ
い
だ

で
そ
の
返
事
が
そ
れ
だ

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
そ
の
書

に
目
を
通
し

ヒ

と
息
を

ん
だ
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ま
さ
か

こ
の

は
治
る
の
か
い

完
全
に
と
は
い
か
な
い
が
な

ま
あ
お
前
の
全

期
の
ほ
ん
の
九

て
と
こ
ろ
だ
な

九

だ

て

こ

ち
の

者
に
は

 
何
か
言
い
か
け
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
だ

た
が

そ
の
言
葉
は
八
幡
に

ら
れ
た

手
術
の
成
功

が
天
文
学
的

さ
だ

て
言
わ
れ
た
ん
だ
ろ

 
そ
れ
と
世
界
で
も
成
功

が
ほ
と
ん
ど
無
い
と
も

あ

あ
あ

よ
く
分
か
る
ね

俺
も
色
々
調
べ
た
か
ら
な

だ
が
俺
の
知
り
合
い
に
手
術
の
ス
ペ
シ

リ
ス
ト
が
い
る
ん
だ

 
そ
の
人
は
普
通
に
手
術
す
る
分
に
は
平

な

し
か
な
い
が

 
誰
か
の
真
似
を
さ
せ
た
ら
世
界
で
も

の
神
の
メ
ス
を

る
う
ぞ

真
似

つ
ま
り
ト
レ

ス
の
才
能

て
事
か
い

そ
う
だ
幸
い
お
前
の

と
同
じ
よ
う
な

態
の

者
を
手
術
で
治
し
た
映
像
を
手
に
入
れ
た

 
だ
か
ら
お
前
の

は
う
ち
で
治
す

絶
対
に
だ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

次
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
サ
ン
グ
ラ
ス
を
手

し
た

そ
し
て
こ
れ
だ

俺
が
こ

ち
に
い
る
う
ち
に
何
と
か
間
に
合

た
な
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こ
れ
は

そ
れ
は
今
う
ち
が
開
発
中
の

末
の
お
前
専
用
バ

ジ

ン
だ

 

張
現
実

オ

グ
メ
ン
テ

ド
・
リ
ア
リ
テ

て
奴
だ
な

 
も

と
も
性
能
は
か
な
り
限
定
的
に
さ
せ
て
も
ら

た
な
に
ぶ
ん
時
間
が
無
か

た
ん
で
な

 
さ
て

そ
れ
を
装
着
す
る
と
ど
う
な
る
か

ま
あ
騙
さ
れ
た
と
思

て

け
て
み
る
と
い
い

あ

あ
あ

分
か

た

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
言
わ
れ
た
通
り
に
そ
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を

け
た

 
そ
の

間
に

失
わ
れ
て
い
た
カ
ブ
リ
エ
ル
の

界
が
い
き
な
り
復
活
し
た

こ

こ
れ
は

見
え
る

見
え
る
ぞ

ま
あ
そ
う
な
る

だ

お
前
が
本
来
見
て
い
る
は
ず
の
映
像
を

 
サ
ン
グ
ラ
ス
に
内

さ
れ
た
レ
ン
ズ
が

い
そ
の
情
報
を
お
前
の

に
継
続
的
に
送
り
込
む

 
情
報

を
絞

て
い
る
分

へ
の
負
担
も
無
い
も
同
然
ら
し
い

こ

こ
ん
な
物
を
も
ら

て
い
い
の
か
い

か
な
り
金
が
か
か

た
ん
だ
ろ
う

な

に

い
ず
れ
こ
れ
を
も

と
シ
ン
プ
ル
に
し
た
バ

ジ

ン
を

 
目
の
見
え
な
い
人
達
に

り
出
す
つ
も
り
だ
か
ら

そ
こ
で
回
収
す
る
さ
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こ
れ
は
お
前
が
い
た
か
ら
こ
そ
作

て
み
よ
う
と
思

た
製
品
だ
か
ら

 
そ
の
将
来
の
利

の
一
部
を
先
行
し
て
お
前
の

に
使

て
も
別
に
い
い
だ
ろ

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
そ
の
説
明
に
押
し

た
後

八
幡
に
深
々
と

を
下
げ
た

あ
り
が
と
う

感
謝
の
言
葉
も
無
い
よ

 
俺
の
命
は
君
に

げ
る

何
で
も
命
令
し
て
く
れ

 

え
誰
か
の
暗
殺
だ
ろ
う
と
何
だ
ろ
う
と

必
ず
成
し

げ
よ
う

物

な
事
を
言
う
ん
じ

ね
え
よ

そ
ん
な
事
頼
む
機
会
な
ん
か
絶
対
に
無
え
よ

は
は

冗
談
だ
よ

し
か
し
ま
さ
か
ソ
レ
イ
ユ
の
技
術
が
こ
こ
ま
で
と
は
思

て
も
い
な

か

た
よ

ま
あ
う
ち
に
は
と
ん
で
も
な
い
天
才
が
い
る
か
ら
な
ま

た
く
あ
い
つ
に
は
足
を
向
け
て

れ
な
い
わ

ク
リ
ス
・
マ
キ
セ
か

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
だ
か
ら
俺
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
頼
み
た
い
の
は
第
一
に
あ
い
つ
の
命
を

守
る
事
だ

 
俺
の
事
は
心
配
し
な
く
て
い
い

俺
に
は
萌
郁
と
レ
ヴ

が
い
る
か
ら
な
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分
か

た

そ
の
依
頼

必
ず
成
し

げ
よ
う

 
こ
れ
で
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
の
会
話
は
終
わ
り
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
い
そ
い
そ
と
退
院
の
準
備
を
進

め
始
め
た

そ
れ
じ

あ
明
日

空
港
で
待

て
る
よ

お
う

飛
行
機
の
チ
ケ

ト
は
手
配
し
て
お
く

パ
ス
ポ

ト
を
忘
れ
る
な
よ

も
ち
ろ
ん
だ

こ
の
後
は
ど
こ
か
に
行
く
の
か
い

あ
あ

ジ

ジ

の
所
に

だ

そ
う
か

彼
に
も
宜
し
く
伝
え
て
く
れ

日
本
で
ま
た
会
お
う

て
ね

分
か

た

必
ず
伝
え
る

 
そ
し
て
病
院
を
出
た
三
人
は

ザ
ス
カ

社
に
向
か

た

や

八
幡

今
日
は
ど
う
し
た
ん
だ
い

ジ

ジ

実
は
明
日
日
本
に
帰
る
事
に
な

た
ん
で
な

に
来
た

明
日

そ

か

僕
も
来
週
に
は
日
本
に
行
く
か
ら
ね

 
向
こ
う
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
る
よ

ガ
ブ
リ
エ
ル
か
ら
も
伝
言
を
頼
ま
れ
た

同
じ
よ
う
に
日
本
で
ま
た
会
お
う

て
さ
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オ

ケ

オ

ケ

い
や

楽
し
み
だ
な

夢
だ

た
ん
だ
よ

日
本
に

む
の
が

そ
う
か

そ
れ
は
お
め
で
と
う

あ
り
が
と
う
八
幡

引
き
続
き
向
こ
う
で
も
宜
し
く
ね

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
な

ジ

ジ

 
こ
う
し
て
ジ

ジ

へ
の

は
あ

さ
り
と
終
わ

た

次
は

の
所
で
あ
る

さ
ん

明
日
日
本
に
帰
る
ん
で

に
来
ま
し
た

あ
あ

話
は

い
て
る
よ

今
回
は
実
に
い
い

験
に
な

た
よ

 
あ
の

ラ
ボ
と
ニ

ロ
リ
ン
カ

が
発

さ
れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
か
ら
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
一
応
こ

ち
か
ら
で
も

さ
ん
だ
け
は
今
ま
で
通
り
に
ロ
グ
イ
ン
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
す
の
で

 
こ
れ
か
ら
も
無
理
の
無
い

囲
で
あ
の
二
人
に
色
々
と
協
力
し
て
あ
げ
て
下
さ
い

え

い
い
の
か
い

も
ち
ろ
ん
で
す
よ
だ

て
俺
と

さ
ん
は
あ
と

年
で
親

に
な
る

じ

な
い
で
す

か
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そ
の
言
葉
に

は
楽
し
そ
う
に
笑

た

そ
う
だ

た
そ
う
だ

た

結
婚
式
に
は
呼
ん
で
く
れ
よ

も
し
生
き
て
た
ら
あ
の
じ
じ
い
も
来
ま
す
け
ど

平
気
で
す
か

な

に

実
は

日

そ
の
じ
じ
い
か
ら
珍
し
く
連

が
あ

て
ね

 
生
ま
れ
て
初
め
て
褒
め
て
も
ら

た
か
ら
平
気
だ
よ

生
ま
れ
て
初
め
て
と
か

や

ぱ
り
あ
い
つ
は
偏
屈
な
じ
じ
い
で
す
ね

 
今
度
か
ら
他
人
を
褒
め
て

ば
す
事
も
覚
え
ろ

て
説
教
し
て
お
き
ま
す
よ

は
は

う
ち
の
親

に
説
教
出
来
る
の
な
ん
て
八
幡
君
だ
け
だ
か
ら
宜
し
く
頼
む
よ

は
い

任
せ
て
下
さ
い

さ
ん

さ
ん
が
い
て
く
れ
て

本
当
に
良
か

た
で
す

 
あ
の
二
人
の
命
を
救

て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
八
幡
は
そ
う
言

て

の
手
を

り
な
が
ら
地
に

が
つ
か
ん
ば
か
り
に
お
じ
ぎ
を
し
た

役
に
立
て
て
本
当
に
良
か

た
よ

 
そ
う
答
え
た

の
顔
は
と
て
も

ら
し
げ
で
あ

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
ホ
テ
ル
に

て
あ
い
つ
ら
の
所
に
顔
を
出
す
か

 
最
後
の
目
的
地
は

ラ
ボ
で
あ
る
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ホ
テ
ル
に

た
八
幡
は

自
分
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
探
し

 
そ
れ
が
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
事
で

る
事
に
な

た

あ

あ
れ

無
い

無
い

な

紅
莉
栖

俺
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
知
ら
な
い
か

ご
め
ん
な
さ
い

あ
れ
は
調
整
中
な
の

そ
の
間
は
私
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
使

て

ん

そ
う
か

分
か

た

 
八
幡
は
紅
莉
栖
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
使
い

そ
の
ま
ま

ラ
ボ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

お

い
メ
リ
ダ

ク
ロ

ビ
ス

ユ
イ

こ

ち
の
調
子
は
ど
う
だ

あ

パ
パ

良
か

た

私
の
せ
い
で
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

ユ
イ
の
せ
い
じ

な
い
さ

純
な
シ
ス
テ
ム
の
問
題
だ

 
だ
か
ら
気
に
す
る
な

俺
は
こ
う
し
て
無
事
な
ん
だ
か
ら
な

う

パ
パ

パ
パ

 
ユ
イ
は
ま
だ
完
全
に
は
シ

ク
か
ら
立
ち
直

て
は
い
な
い
よ
う
だ

た
が

 
も
う
八
幡
は
元
気
な

で
ユ
イ
の
目
の
前
に
い
る
の
だ
直
ぐ
に
ユ
イ
も
元
気
に
な

て
く
れ

る
事
だ
ろ
う

 
そ
し
て
ユ
イ
に
遠

し
て
い
た
ら
し
い
二
人
も

八
幡
に
声
を
か
け
て
き
た
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兄
貴

久
し
ぶ
り

兄
貴

記
憶
が

た
ん
だ
ね

本
当
に
良
か

た

お
う

も
う
バ

チ
リ
だ

ユ
イ
に

い
た
の
か

う
ん

こ

ち
じ

も
う

日
以
上

て
る
か
ら
さ

本
当
に
心
配
し
た
よ

 
ど
う
や
ら
二
人
は
ユ
イ

由
で
そ
の
事
を
教
え
ら
れ
た
よ
う
だ

 
ユ
イ
は
自
分
の

任
だ
と
か
な
り
落
ち
込
ん
で
い
た

 
紅
莉
栖
が
気
を
利
か
せ
て
ユ
イ
に
一
番
に
教
え
た
ら
し
い

藍
子
と
木
綿
季
の

合
は
ど
う

お
う

バ

チ
リ
ら
し
い
ぞ

も
う
す
ぐ
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は
卒
業
だ
そ
う
だ

そ

か
そ

か

そ
れ
は
良
か

た

あ
と
は
残
り
の
五
人
の
病
気
を
治
せ
ば
コ
ン
プ
リ

ト
だ
ね

そ
の
五
人
の
病

は
実

ど
う
な
ん
だ

危
な
か

た
り
し
な
い
の
か

あ
あ

大
丈
夫
大
丈
夫

一
番
や
ば
い
の
は
ノ
リ
だ
と
思
う
け
ど

 
そ
れ
で
も
一
年
以
上
は
余

だ
か
ら

純
計
算
で

年
は
時
間
が
あ
る
か
ら
さ
何
と
か
し

て
み
せ
る
よ
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お
前
達
に
頼
り

き
り
に
な

ち
ま
う
が

頼
む
な

う
ん

任
せ
て

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
仲
間
を
絶
対
に
見

て
な
い
ん
だ

兄
貴

あ
あ

そ
う
だ
な

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
嬉
し
そ
う
に

い
た

な

二
人
と
も

俺
は
明
日

日
本
に

る
ん
だ
が

 
実
は
二
人
が
い
る
こ
の
サ

バ

も

こ
の
ま
ま
日
本
に
持

て
い
く
事
に
な

た

 
な
の
で
一
日

度

源
を
落
と
す
事
に
な

ち
ま
う
か
ら
そ
の
事
を
先
に
伝
え
て
お
く
わ

あ

そ
う
な
ん
だ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
た
ま
に
は
休

す
る
事
に
す
る
よ

と
言

て
も

目
を

て
す
ぐ
に
目
を
開
け
る
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
ん
だ
け
ど
ね

別
の

末
に
お
前
達
を
移
せ
れ
ば
良
か

た
ん
だ
が

 
お
前
達
の
今
の
デ

タ

は
ス
マ
ホ

度
に
は
ま

た
く
入
ら
な
い
レ
ベ
ル
に
な

て
て
な

 
都
合
の
い
い

末
が
近
く
に
無
か

た
ん
だ

す
ま
な
い

う
う
ん

い
い

て
い
い

て

体
感
的
に
は
ど
う
せ
一

だ
か
ら
さ

悪
い
な
約
束
通
り
日
本
に

た
ら
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
奴
ら
と
再
会
さ
せ
て
や
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る
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
通
り

二
人
は
藍
子
と
木
綿
季
の
病
気
を
治
し
た
事
で

 

に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
前
に

を
現
す
事
を
決
め
て
い
た
の
で
あ
る

 
最
初
は
プ
レ
イ
ヤ

キ

ラ
を

が
操
作
し
て
い
る
と
い
う

態
に
す
る
予
定
で
あ

た
が

 
ど
う
や
ら
技
術
的
に
色
々
と
問
題
が
あ
る
ら
し
く

 
当
日
は

操
作
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
予
定
と
な

て
い
る

 
要
す
る
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
二
人

が

 
こ
の
二
人
に
な
る
と
い
う
事
な
の
で
あ
る

二
人
に
は
ま
だ
仕
事
が
残

て
い
る

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
戦
闘
要
員
と
し
て
は
た
ま
に
し
か
復
帰
す
る
事
は
出
来
な
い
が

 
い
ず
れ
全
員
の
病
気
が
治

た
ら
正
式
に
復
帰
す
る
予
定
と
な

て
い
た

 
そ
の
場
合
も
扱
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
な
る
の
だ
が

プ
レ
イ
ヤ

扱
い
と
の
違
い
は

 
実
は
ス
キ
ル
を
自
由
に
取
れ
な
い
事
く
ら
い
で
あ
る

 
そ
し
て
そ
れ
は
ホ
ス
ト
側
か
ら
デ

タ
を
変
更
す
る
事
に
よ

て
解
消
す
る
予
定
と
な

て

い
たそ

れ
じ

あ
ユ
イ
は

一
足
先
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

て
く
れ



 第８７５話 再会を約す

 
き

と
キ
ズ
メ
ル
も

し
が

て
る
と
思
う
し
な

は
い
パ
パ

そ
れ
じ

あ
日
本
で
待

て
ま
す
ね

お
う

そ
れ
じ

あ
後
で
な

ユ
イ

メ
リ
ダ
さ
ん
と
ク
ロ

ビ
ス
さ
ん
も

ま
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
お
会
い
し
ま
し

う
ね

う
ん

ユ
イ
ち

ん
ま
た
ね

ま
た
な

 
こ
う
し
て
ユ
イ
と
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
も
お
別
れ
を
済
ま
せ

 
そ
し
て
次
の
日

土
産
の

入
を
終
え
た
一
行
は

空
港
で
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
合
流
し
た

よ

ガ
ブ
リ
エ
ル

調
子
は
ど
う
だ

は
ち

と

い
け
ど

目
の
方
は
バ

チ
リ
さ

お
前

サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
る
と

ど
こ
か
の

優
み
た
い
だ
よ
な

え

そ
う
か
い

だ
か
ら
さ

き
か
ら

女
性
に
よ
く
声
を

け
ら
れ
る
の
か

チ

リ
ア
充
モ
テ
野
郎
め

八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
違
和
感
し
か
な
い
ん
だ
が

 
こ
う
し
て
八
幡
達
は

ガ
ブ
リ
エ
ル
を

て
空
路
に
て

に
日
本
へ
と

る
事
と
な

た
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第
８
７
６
話
 
八
幡
の
帰
国

 
そ
の
日

成
田
空
港
の
ロ
ビ

は

普

よ
り
も
か
な
り
多
い
人
で

れ
返

て
い
た

 
そ
ん
な
中

海
外
出
張
に
向
か
う

中
の
何
人
か
の
客
が

 
こ
の

況
を
見
て
驚
い
た
顔
で
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

何
だ
こ
れ

誰
か

名
人
で
も
来
日
予
定
な
の
か

違
う
ん
じ

な
い
か

マ
ス
コ
ミ
と
か
全
然
来
て
な
い
し

お
い

あ
れ
見
ろ
よ

あ
そ
こ
に
美
人
が

山
集
ま

て
る
ぞ

 
も
し
か
し
て
あ
の
人
達
が
目
当
て
な
ん
じ

な
い
か

そ
れ
に
し
て
は

全
員
誰
か
を
待

て
る
み
た
い
に
同
じ
方
を
向
い
て
る
よ
う
な

 
丁
度
そ
の
時

つ

つ
と
到
着
ロ
ビ

に
人
が
現
れ
始
め

 
会
話
を
し
て
い
た
客
の
中
の
一
人
が

た
ま
た
ま
そ
の
中
に
神
崎
エ
ル
ザ
の

を
発
見
し
た

あ

お
い

あ
れ

て
神
崎
エ
ル
ザ
じ

な
い
の
か

え

本
当
だ

神
崎
エ
ル
ザ
だ

そ
う
か

こ
の
人
だ
か
り
は
神
崎
エ
ル
ザ
の
出
待
ち
を
し
て
る
連
中
だ

た
の
か
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そ
の
客
達
の
予
想
通
り
ロ
ビ

に
い
た
者
達
は
神
崎
エ
ル
ザ
が
い
る
方
へ
と
集
ま

て
き

た
お
い

俺
達
も

乗
し
よ
う

サ
イ
ン
と
か
し
て
も
ら
え
る
か
な

 
だ
が
彼
ら
の
そ
の
望
み
は
果
た
さ
れ
な
か

た

ロ
ビ

に
い
た
者
達
の
ほ
と
ん
ど
が

 
神
崎
エ
ル
ザ
の
前
を
歩
い
て
い
た
黒

の

年
に
殺
到
し
た
か
ら
で
あ
る

八
幡
さ
ん

お
帰
り
な
さ
い

次
期
社
⻑

お
努
め
ご
苦
労
様
で
す

お

ど
こ
か
で
見
た
連
中
が
い
る
と
思

た
ら

み
ん
な
来
て
た
の
か

 
あ
れ

で
も
今
日
は
う
ち
の
社
員
は
半
分
が
休
み
で
半
分
が
出
勤

て

い
た
ぞ

 
お
前
達
は
私
服
だ
か
ら
休
み
だ
よ
な

わ
ざ
わ
ざ
出
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
か

 
八
幡
の
言
う
通
り

オ
ペ
レ

シ

ン

が
終
了
し
た

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
達
は
今
日
と
明
日
の
交
代
で
休
み
を
も
ら

て
い
た
の
で
あ
る

は
い
実
は
寮

ま
い
の
休
み
の
連
中
で

り
上
が

ち

て
ノ
リ
で
ツ
ア

を
組
ん
で

み
ま
し
た
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ち
な
み
に
こ
の
後
は

寮
の
食

で
宴
会
の
予
定
で
す

何
だ
お
前
ら

せ

か
く
の
休
み
な
ん
だ
し

 
迎
え
は
い
い
か
ら
宴
会
だ
け
や

て
て
く
れ
て
も
良
か

た
の
に

 

む
し
ろ
宴
会
が
オ
マ
ケ
で
す

て

そ
う
か

ま
あ
み
ん
な

楽
し
ん
で
く
れ

 
俺
も
姉
さ
ん
に
ア
ポ
を
と

て
も
ら

た

だ
け
済
ま
せ
た
ら
顔
を
出
す
か
ら

は
い

お
待
ち
し
て
ま
す

 
そ
ん
な
会
話
の
間
中

エ
ル
ザ
は
ち

か
り
八
幡
の
隣
を
確
保
し

 
ず

と
ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
ん
で
い
た

さ
す
が
の
外
面
の
良
さ
で
あ
る

も

と
も
そ
れ
は

 
自
分
の
事
を
知

て
い
る
者
達
に
足
止
め
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
計
算
ず
く
の
行
動
で
あ

り 
事
実
先
ほ
ど
エ
ル
ザ
を
見
つ
け
た
者
達
は
ま

た
く
エ
ル
ザ
に
近
付
く
事
が
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
一

社
員
と
の
会
話
が
終
わ

た
後
ロ
ビ

に
い
た
客

く
の
美
人
軍
団
が
八
幡
の

前
に
立

た

八
幡
君

お
帰
り
な
さ
い
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姉
さ
ん

今

り
ま
し
た

ま

た
く
あ
な
た
と
い
う
人
は

や

や
さ
せ
な
い
で

悪
い
雪
乃

今
度
か
ら
気
を
付
け
る
わ

本
当
だ
よ

ま

た
く
ウ
ケ
な
い
わ

う
 
か
お
り
が
話
し
か
け
て
き
た

間
に

八
幡
は
何
故
か
一
歩
後
ろ
に
下
が

た

え

な

何
そ
の
反
応

え

あ
れ

分
か
ら
ん

体
が
勝
手
に
動
い
た
み
た
い
な

 
そ
の
後
は
そ
ん
な
事
は
一
度
も

こ
ら
な
か

た
が

こ
の
時
の
せ
い
で

 
そ
の
後
か
お
り
が
若

八
幡
に
対
し
て
ぐ
い
ぐ
い
来
る
よ
う
に
な

た
の
は
ご
愛

で
あ
る

 
そ
の
場
に
は
薔
薇
と
南
も
い
た
が

二
人
は
ク
ル
ス
と
話
す
事
を
優
先
さ
せ
た
よ
う
だ

 
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
業

に
関
し
て
の
情
報
共

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
同
様
に
舞
衣
も
ダ
ル
と
話
を
し
て
お
り

陽
乃
と
雪
乃
は
そ
の
ま
ま

乃
と
話
し
始
め
た

 

莉
は
そ
の
足
で
上

に
報
告
に
向
か
う
ら
し
い

 
そ
し
て
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

レ
ヴ

と
久
々
の
兄
妹
の
再
会
を
喜
ん
で
い
る
よ
う
だ
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そ
う
い
え
ば
姉
さ
ん

明
日
奈
は
い
な
い
ん
で
す
か

あ
あ

明
日
奈
ち

ん
は

八
幡
君
に
会
う
の
が
ち

と
恥
ず
か
し
い
か
ら

て
言

て

 
優
里
奈
ち

ん
と
一

に
寮
で
宴
会
の
準
備
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
わ
よ

あ
あ

そ
う
い
う

 
八
幡
は

若

顔
を

く
し
な
が
ら
そ
の
言
葉
に
納
得
し
た

 
八
幡
自
身

若

の
気
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
い
た
の
も
確
か
だ
か
ら
で
あ
る

 
そ
の
時
そ
ん
な
八
幡
の
前
に
理
央
が
立

た

何
故
か
理
央
は
ド
レ
ス
風
の
衣
装
を
着
て
お

り 
八
幡
は
驚
い
た
顔
で
理
央
に

ね
た

え

理
央

お
前

何
で
そ
ん
な
格
好
し
て
ん
の

し

仕
方
な
い
で
し

ジ

ン
ケ
ン
に
負
け
た
ん
だ
か
ら

ジ

ン
ケ
ン

 
き

と
ん
と
す
る
八
幡
に

陽
乃
が
八
幡
に
何
か
を
差
し
出
し
て
き
た

そ
れ
じ

あ
八
幡
君
も

ど
こ
か
で
こ
れ
に
着

え
て
ね

着

え

あ
れ

こ
れ

て
俺
の
正
装
じ
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そ
う
言

て
陽
乃
が
差
し
出
し
て
き
た
の
は

 
よ
く
見
る
と
そ
れ
は
八
幡
が
パ

テ

の
時
と
か
に
着
る

に
し
つ
ら
え
た
服
で
あ

た

え

あ
れ

何
で
で
す
か

だ

て
八
幡
君
嘉
納
大
臣
と

大
臣
に
ア
ポ
を
と

て
お
い
て
く
れ

て
言

た
じ

な

い
そ
れ
は
分
か
り
ま
す
が

さ
す
が
に
こ
れ
は
い
き
す
ぎ
じ

し
か
も
何
で
理
央
ま
で

仕
方
な
い
の
よ

二
人
と
も
今
日
は

パ

テ

に
出

し
て
る
ん
だ
も
の

 
そ
う
い

た
場
所
だ
と
女
性
同

が
基
本
で
し

え

マ
ジ
で
す
か

じ

あ
理
央
が
ジ

ン
ケ
ン
で
負
け
た

て
言

て
た
の
は

ま
あ
い
く
ら
八
幡
君
と
一

と
は
い
え

誰
も
そ
ん
な
所
に
行
き
た
く
は
な
い
も
の
ね

で

で
す
よ
ね

分
か
り
ま
し
た

行

て
き
ま
す

場
所
は
キ

ト
が
知

て
る
か
ら

待

も
キ

ト
の
中
に
あ
る
か
ら
ね

は

は
い

 
そ
し
て
一
同
は

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
移
動
を
始
め
た

 
そ
の
道
中
で
八
幡
は

興
味
深
そ
う
に
こ
ち
ら
を
見
て
い
た

備
員
に
気
付
き
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し

な
さ
そ
う
に

を
下
げ
た

す
み
ま
せ
ん

う
ち
の
者
が
お

が
せ
し
ま
し
た

え

あ
あ

い
や
い
や

凄
く

儀
正
し
い
人
達
だ
な
と
思

て
見
て
た
だ
け
だ
か
ら

 
別
に
お
か
し
な

ぎ
方
を
し
て
た

じ

な
い
し
何
の
迷
惑
も
か
け
ら
れ
て
な
い
か
ら
気
に

し
な
い
で
ね

 
そ
の
初

の

備
員
は

穏
や
か
な
顔
で
そ
う
言

た

く
つ
も
り
は
無
か

た
ん
だ
け
ど

君
が
次
の
社
⻑
さ
ん
な
の
か
い

 
部
下
に
も

わ
れ
て
る
み
た
い
だ
し

い
い
部
下
を
た
く
さ
ん
持

て

幸
せ
だ
ね

 
そ
の

備
員
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

晴
れ
や
か
な
顔
で
こ
う
言

た

は
い

こ
こ
に
い
る
全
員

俺
の
自
慢
な
ん
で
す

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は
わ

と

り
上
が
り

八
幡
は

て
て

備
員
に
謝

た

す

す
み
ま
せ
ん

い
や
い
や

気
持
ち
は
分
か
る
か
ら
ね

 
そ
し
て
一
同
は
去

て
い
き

最
初
に
会
話
を
し
て
い
た
無
関
係
の
何
人
か
は

 
そ
の
様
子
を

然
と
し
な
が
ら
見
送

た
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一
体
何
だ

た
ん
だ
あ
れ
は

何
か
凄
い
も
ん
を
見
ち
ま

た
な

ソ
レ
イ
ユ

て
言

て
た
よ
な

あ
そ
こ

て
お
か
し
な
会
社
な
ん
だ
な

 
こ
の
事
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

散
し

ソ
レ
イ
ユ
へ
の
入
社
希
望
者
が

更
に

え
る
事
と
な

た

 
さ
て

そ
れ
じ

あ
エ
ル
ザ
を
送

た
ら

パ

テ

と
や
ら
に
行
く
か

本
当
に
行
く
の

私

凄
く

な
ん
だ
け
ど

大
丈
夫
だ
よ
理
央

私
が
色
々
教
え
て
あ
げ
る
か
ら

い
い
の

お

お
願
い

 
ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
は
そ
う
い
う
機
会
が
何
度
か
あ

た
ら
し
く

 
そ
う
い
う
場
で
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
理
央
に
説
明
を
始
め
た

 
そ
の
説
明
に
理
央
は
う
ん
う
ん
と

い
て
い
る

し
か
し
何
故
わ
ざ
わ
ざ
パ

テ

な
ん
ぞ
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

 
別
に
パ

テ

と
や
ら
が
終
わ

て
か
ら
で
も
い
い
じ

な
い
か
よ

 
そ
の
八
幡
の
愚
痴
に
は
理
央
が
答
え
た
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あ

何
か
最
初
は
社
⻑
が

待
さ
れ
て
た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど

 
誰
が
参
加
す
る
の
か
う
ち
で
調
べ
た
リ
ス
ト
を
見
て
顔
色
を
変
え
て

こ
の
人

私

い
な
の
よ
ね

面
倒
だ
か
ら
八
幡
君
に

投
げ
し
よ
う
か
し
ら

て
言

て
た
よ

な

あ
の
馬

姉
め

一
体
誰
が

い
だ

て
い
う
ん
だ

さ
 
八
幡
は

待

と
一

に
置
い
て
あ

た
そ
の
リ
ス
ト
を
見
て
直
ぐ
に
そ
れ
が
誰
な
の
か
理

解
し
た

あ

一
発
で
分
か

た
わ

き

と
幸
原
み
ず
き
議
員
の
事
だ
な

あ
あ

あ
の
人

 
理
央
で
す
ら
そ
う
言
う
ほ
ど

そ
れ
は
悪
い
意
味
で

名
な
女
性
議
員
で
あ

た

俺
も

い
ん
だ
け
ど
な

ま
ま
あ
仕
方
な
い
ね
多
分
関
わ
る
事
は
な
い
だ
ろ
う
し

だ
け
済
ま
せ
て
さ

さ
と

帰
ろ
う
よ

だ
な
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そ
し
て
二
人
は
エ
ル
ザ
を
家
ま
で
送

た
後

そ
の
ま
ま
現
地
の
ホ
テ
ル
へ
と
向
か

た

 
ホ
テ
ル
で
は

に
若
い
二
人
の

に
受
付
の
者
が

し
げ
な

線
を
向
け
て
き
た
が

 

待

を
見
せ
る
と
そ
の
表
情
が
一
変
し
た

嘉
納
大
臣
か
ら
く
れ
ぐ
れ
も
宜
し
く
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

ど
う
ぞ
お
入
り
下
さ
い

す
み
ま
せ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
八
幡
は
ソ
レ
イ
ユ
の
名
前
も
結

名
に
な

て
き
た
な
と
思
い
な
が
ら
理
央
を
奥
へ
と

し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
ま
あ

行
く
か

う

う
ん

エ
ス
コ

ト
と
か
は
必
要
な
い
よ
な

そ
こ
ま
で
フ

マ
ル
な
感
じ
じ

な
い
か
ら
い
い
ん
じ

な
い

ち

と
残
念
だ
け
ど

だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と

め
て
理
央
の
格
好
を

め

直
ぐ
に
目
を

ら
し
た

 
理
央
の
ド
レ
ス
の
胸
の
部
分
が

に
強
調
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ

空
港
で
は
そ
ん
な
事
は
無
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か

た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
着

え
を
さ
せ
て
も
ら

た
エ
ル
ザ
の
家
で
エ
ル
ザ
が
理
央
の
服
装
を
チ

ク

し
た
ら
し
い

な

何
よ

い
や

理
央
は
相
変
わ
ら
ず
エ
ロ
い
な
と
思

て
な

相
変
わ
ら
ず

て
何
よ

そ
れ
に
私
は
別
に
エ
ロ
く
な
ん
か

 
そ
の
時
理
央
の
目
に
た
ま
た
ま
近
く
に
あ

た

に
う
つ

た
自
分
の

が
飛
び
込
ん
で
き

た 
そ
の

は
確
か
に
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
も
の
で
あ

た

え

あ
れ

そ
う
い
え
ば
さ

き
エ
ル
ザ
さ
ん
に
見
て
も
ら

た
時
に

 
胸
の

り
を
ご
そ
ご
そ
さ
れ
た
よ
う
な

何
で
そ
の
時
に
気
付
か
な
い
ん
だ
よ

し
仕
方
な
い
じ

な
い
芸
能
人
の
家
に
行
く
な
ん
て
初
め
て
だ

た
ん
だ
か
ら

張
し
て

た
ん
だ
も
ん

お
前

て
意
外
と
そ
う
い
う
と
こ
あ
る
の
な

麻
衣
さ
ん
と
は
仲
が
い
い

に
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だ

て
麻
衣
さ
ん
は
学
校
の
先
輩
だ
し

ま
あ
い
い
も
う
こ
こ
ま
で
来
ち
ま

た
ん
だ
か
ら
出
来
る
だ
け
目
立
た
な
い
よ
う
に
頑
張

れ
う

八
幡
以
外
に
は
な
る
べ
く
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
ス
ト

ル
を

け
て
し
の
ぐ
事
に
す

る
俺
に
見
ら
れ
て
い
い
も
の
で
も
な
い
と
思
う
け
ど
な

 
そ
し
て
理
央
は
首
に
ス
ト

ル
を

け

 
八
幡
は
目
当
て
の
人
物
を
や

と
見
付
け

そ
ち
ら
に
近
付
い
て
い

た

嘉
納
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

お

お
お

比
企
谷
君

帰
国

々
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
て
す
ま
な
い
ね

い
え

今
回
の
件

ご
助
力

い
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
こ
う
し
て
八
幡
は

嘉
納
と
再
会
す
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
予
定
よ
り
一
話
⻑
く
な
り
そ
う
で
す

い
つ
も
の
事
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第
８
７
７
話
 
パ

テ

と
宴
会

 
す
み
ま
せ
ん

日
忙
し
く
て
書
け
な
か

た
ん
で
す
が
昼
に
ち

と
家
に
帰
れ
た
の
で

と
り
急
ぎ
完
成
さ
せ
ま
し
た

中

半

な
時
間
の
投
稿
に
な

て
す
み
ま
せ
ん

ア
メ
リ
カ
じ

ち

と
し
く
じ

た
ら
し
い
じ

ね
え
か

あ

は
い

ま
あ
今
は
も
う
平
気
で
す

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た

 

に
嘉
納
は
八
幡
の
記
憶

失
の
事
を
知

て
い
た

 
口
止
め
は
し
て
い
な
か

た
し

お
そ
ら
く

莉

り
か
ら
報
告
を
受
け
た
の
だ
ろ
う

本
当
に
気
を
付
け
て
く
れ
よ

お
前
さ
ん
に
も
し
何
か
あ

た
ら

 
日
本
に
と

て
は
か
な
り
の

手
な
ん
だ
か
ら
な

そ
れ
は

い
か
ぶ
り
す
ぎ
で
す
俺
が
い
な
く
て
も
ソ
レ
イ
ユ
は
ち

ん
と
運

さ
れ
て
い
き

ま
す

て

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
が

お
前
さ
ん
が
い
な
く
な

て
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雪
ノ
下
社
⻑
が
い
な
く
な

た
ら
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
だ
ろ

ま
あ

そ
れ
は
そ
う
で
す
ね

ま
あ
で
も
悪
い
事
ば
か
り
考
え
て
い
て
も
仕
方
ね
え
な

と
に
か
く
無
事
で
良
か

た

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
の
時
点
で
隣
に
い
た
理
央
は

張
で
ガ
チ
ガ
チ
に
な

て
い
た

 
そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う
目
の
前
に
い
る
の
は
麻
衣
な
ど
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の

名
人
な
の
だ

で

こ
ち
ら
の
お
嬢
さ
ん
が

お
前
さ
ん
の
新
し
い
女
か
い

 
嘉
納
は
冗
談
の
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言

た

い
や
こ
い
つ
は
誰
が
こ
こ
に
来
る
か
の
ジ

ン
ケ
ン
で
負
け
た
た
だ
の
運
が
無
い
奴
で
す

 
ほ
ら
も
う

張
し
て
今
自
分
が
ど
ん
な

態
か
分
か

て
な
い
よ
う
に
見
え
る
で
し

う

い

い
や

確
か
に

張
し
て
る
け
ど

し
て
る
け
ど

 
理
央
が
そ
う
突

込
ん
で
き
た
が

二
人
は
微
笑
ん
だ
だ
け
で
あ
る

ジ

ン
ケ
ン

こ
こ
に
来
る
の
が
そ
ん
な
に

だ

た
の
か
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少
な
く
と
も
姉
さ
ん
は
逃
げ
や
が
り
ま
し
た
ね
ほ
ら
今
日
は
あ
の
人
が
来
て
る
じ

な
い

で
す
か

 
そ
う
言

て
八
幡
は

チ
ラ
リ
と
遠
く
に
い
る
幸
原
議
員
の
方
に

線
を
走
ら
せ
た

あ
あ

確
か
に
好
き
好
ん
で
お
近
付
き
に
な
り
た
い
相
手
じ

な
い
わ
な

 
ど
う
や
ら
嘉
納
も

幸
原
に
は
あ
ま
り
い
い

象
は
持

て
い
な
い
ら
し
い

俺
は
ま
あ
別
に
い
い
ん
で
す
け
ど

こ
い
つ
は
実
は

 
う
ち
の
見

い
社
員
の
高
校
生
な
ん
で
こ
う
い
う
場
に
は
ま

た
く
縁
が
無
い
お
子
様
な
ん

で
す
よ
ね

お

お
子
様
言
う
な

 
再
び
理
央
が
突

込
ん
で
き
た
が

二
人
は
そ
れ
に
対
し
て
も
微
笑
ん
だ
だ
け
で
あ
る

 
こ
の
二
人
と
理
央
で
は
役
者
が
違
う
の
だ

ほ
う

高
卒
で
ソ
レ
イ
ユ
入
り
と
は
将
来

望
で
い
い
じ

ね
え
か

は
い

そ
れ
は
ま
あ
認
め
ま
す

こ
い
つ
は
中
々
出
来
る
奴
な
ん
で
す
よ

 
ち
な
み
に
俺
が

て
き
ま
し
た

 
八
幡
は
や
や
ド
ヤ

た
感
じ
で
そ
う
言
い

嘉
納
は
関
心
し
た
よ
う
な
顔
で

い
た
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ほ
う
ほ
う

お
前
さ
ん
が
直
接
な

 
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

だ
か
ら
こ
ん
な
に
別

さ
ん
で

ス
タ
イ
ル
が
抜

な
ん
だ
な

い
や

そ
れ
は
俺
の
選
考
基
準
に
は
全
然
関
係
な
い
で
す
か
ら

ち

ち

と
は
そ

ち
に
も
興
味
を
持

て
く
れ
て
も

 
八
幡
は
あ

さ
り
と
そ
う
切

て

て

理
央
は
複
雑
そ
う
な
表
情
で
そ
う

い
た

 
通
常
の
相
手
な
ら
こ
こ
で
終
わ
る
話
だ
が

相
手
は

戦

の

治
家
で
あ
る

 
こ
の

度
で
八
幡
を
か
ら
か
う
事
を
や
め
た
り
は
し
な
い
の
だ

そ
れ
じ

あ
銃
士

の
嬢
ち

ん
は
ど
う
な
ん
だ

あ
の
子
も
お
前
さ
ん
が

た
ん
だ
ろ

え

い
や

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
な
ん
で
す
が

あ
と
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
も
お
前
が

た
よ
う
な
も
ん
だ

て

い
た

あ
あ

確
か
に
あ
の
猫
は

て
て
あ

た
ん
で

い
ま
し
た
ね

そ
れ
と
櫛
稲
田
優
里
奈

だ

た
か

あ
の
子
も
そ
う
だ
ろ

嘉
納
さ
ん

よ
く
知

て
ま
す
ね

は
は
は
は
は

ほ
れ

全
員
に
共
通
し
て
る
部
分
が
あ
る
じ

ね
え
か

な

お
嬢
ち

ん
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そ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

 
理
央
は
自
分
の
胸
を
見
な
が
ら
そ
う
言
い

八
幡
は

た
よ
う
な
顔
で
言
い

を
し
た

違
う

本
当
に
偶
然
だ

俺
は
胸
の
大
き
さ
に
そ
ん
な
に
価

を
見
出
し
て
は
い
な
い

そ

か

私
の
胸

て
価

が
無
い
ん
だ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
理
央
が
し

ん
ぼ
り
と
し

八
幡
は
更
に

た

い

い
や

違
う

決
し
て
そ
ん
な
事
は
な
い
か
ら
自
信
を
持
て

大
丈
夫
だ

お
前
は
十
分

に
エ
ロ
い

そ
れ

褒
め
言
葉
じ

な
い
か
ら

比
企
谷
君

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
え
だ
ろ

 
嘉
納
に
ま
で
そ
う
突

込
ま
れ

八
幡
は
顔
を

く
し
た

す
み
ま
せ
ん

お
か
し
な
事
を
言
い
ま
し
た

い
や
い
や

お
前
さ
ん
の
珍
し
い

が
見
れ
た
か
ら
良
し
と
す
る
さ

 
そ
れ
で
お
嬢
ち

ん

張
も
解
け
た
み
た
い
だ
し
そ
ろ
そ
ろ
自

紹
介
と
い
こ
う
じ

ね

え
かあ
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そ
れ
で
理
央
は
ガ
チ
ガ
チ
だ

た
自
分
が
リ
ラ

ク
ス
出
来
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
さ
す
が
は
嘉
納

実
に

で
あ
る

失

し
ま
し
た

私
は
双
葉
理
央
で
す

八
幡
の
新
し
い
女
で
す

ぶ
 
理
央
が
そ
う
言

た

に
八
幡
は
思
い

き
り

き
出
し

 
嘉
納
は
こ
の
上
な
く
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
た
顔
で
八
幡
に
言

た

本
人
は
そ
う
言

て
る
み
た
い
だ
が

お
い
理
央

お
前
は
時
と
場
所
を
も
う
少
し
わ
き
ま
え
よ
う
な

 
八
幡
は
平
静
を
装
い
な
が
ら

諭
す
よ
う
に
理
央
に
言

た

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
を
理
央
は
ど
う
や
ら
曲
解
し
た
ら
し
く

 
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら
嘉
納
に
こ
う
言

た

す

す
み
ま
せ
ん

私
も
う
十
八
で
す
け
ど

ま
だ
一
応
高
校
生
な
ん
で

 
今
の
セ
リ
フ
は
五

月
後
ま
で
忘
れ
て
お
い
て
下
さ
い

 
そ
う
言
わ
れ
た
嘉
納
は
き

と
ん
と
し
て

り
こ
ん
だ
後
と
て
も
楽
し
そ
う
に
大
笑
い
し
た

お
い
比
企
谷
君

分
と
面
白
い
子
を

た
じ

な
い
か
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ま
あ
面
白
い
の
は
確
か
で
す
ね

ち
な
み
に
こ
い
つ
は
来
年
度
か
ら

 
ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
に
所
属
す
る
予
定
で
す

ほ

花
型
部

じ

ね
え
か

本
当
に
優

な
ん
だ
な

い

今
必
死
に
勉
強
中
で
す

 
理
央
は
褒
め
ら
れ
た
の
が
嬉
し
か

た
よ
う
で
紅
潮
し
た
顔
で
そ
う
言

て
お
じ
ぎ
を
し
た

そ
う
か
そ
う
か

頑
張
れ
よ

は
い

俺
は
嘉
納
太
郎
だ

お
嬢
ち

ん
の
事
は
覚
え
て
お
く

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

実
に
楽
し
そ
う
で
す
ね

そ
ろ
そ
ろ
僕
も
混

て
く
れ
ま
せ
ん
か

お

さ
ん

悪
い
悪
い

ち

と

り
上
が

ち
ま

た
わ

 
そ
こ
に
横
か
ら
声
を

け
て
き
た
者
が
い
た

生
労
働
大
臣

健
で
あ
る

比
企
谷
君

紹
介
し
よ
う

こ
ち
ら
は

生
省
の

大
臣
だ

健
で
す

比
企
谷
君

君
の
事
は
娘
か
ら
よ
く

か
さ
れ
て
い
る
よ

 
そ
れ
に
双
葉
さ
ん
だ

た
か
な

宜
し
く
ね
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双
葉
理
央
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

比
企
谷
八
幡
で
す

失

で
す
が

娘
さ
ん
と
い
う
の
は

君
の
隣
の
ク
ラ
ス
に
通

て
い
る

ひ
よ
り
の
事
だ
ね

あ

ひ
よ
り

と
と

さ
ん
の
お

様
で
し
た
か

 
八
幡
は
い
つ
も
の
よ
う
に
ひ
よ
り
の
事
を
呼
び

て
に
し
よ
う
と
し

て
て
そ
う
言
い
直
し

た
い
や
い
や

い
つ
も
の
通
り
ひ
よ
り
と
呼
ん
で
や

て
く
れ

 
も
し
私
の
せ
い
で
今
後
の
呼
び
方
が
変
わ

て
し
ま

た
ら
娘
に

ら
れ
て
し
ま
う
か
ら

ね
あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 

は

揚
な
人
物
ら
し
く

人

も
穏
や
か
な
よ
う
で

八
幡
と
理
央
は
好
感
を

い
た

今
回
の
件

多
大
な
ご
協
力
を

き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

い
や
い
や

こ
ち
ら
こ
そ
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
娘
を
助
け
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

 
君
に
は
い
く
ら
感
謝
し
て
も
足
り
な
い
く
ら
い
だ
よ

 
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
も

少
し
前
か
ら
ひ
よ
り
が
急
に
元
気
に
な

て
ね



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
そ
の

か
ら
君
の
話
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

た
か
ら
そ
れ
も
君
の
お
か
げ
な
ん
だ
ろ

確
か
に
知
り
合

た
の
は
そ
の

だ
と
思
い
ま
す
け
ど

 
そ
れ
が
俺
の
せ
い
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
で
す
よ

君
は

虚
だ
ね

ま
あ
と
に
か
く
今
後
と
も
宜
し
く
頼
む
よ

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
嘉
納
大
臣
と

大
臣
へ
の

を
無
事
終
え
た
二
人
は
そ
の
ま
ま

収
す
る
事

に
し
た

 
先
ほ
ど
の
や
り
と
り
で
注
目
を
集
め
て
し
ま

た
せ
い
か

 
二
人
の
事
を

ね
て
く
る
者
が

々

え
て
き
た
か
ら
だ

お
い
理
央
こ
の
流
れ
は
あ
ま
り
良
く
な
い
特
に
あ
の
幸
原
議
員
に
目
を
付
け
ら
れ
る
の
は

避
け
た
い

う
ん

そ
う
だ
ね

一
刻
も

く
こ
の
怖
い
場
所
か
ら
逃
げ
出
そ
う
よ

あ

や
べ

こ

ち
に
来
や
が

た

八
幡

何
と
か
し
て
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ち

と
待

て
ろ

 
そ
し
て
八
幡
は

嘉
納
に
そ

と

打
ち
し
た

嘉
納
さ
ん

の
人
が
来
た
の
で
逃
げ
ま
す

ん

そ
う
か

そ
れ
は
ま
ず
い
な

 
俺
と
し
て
も

お
前
さ
ん
達
が
あ
の
人
に
目
を
付
け
ら
れ
る
の
は
避
け
た
い
か
ら
な

 
よ
し

俺
に
任
せ
て
お
け

す
み
ま
せ
ん

 
そ
し
て
嘉
納
は
自
分
達
を
囲
ん
で
い
る
者
達
に

笑
顔
で
言

た

さ
て
こ
の
二
人
は
そ
ろ
そ
ろ
別
の
パ

テ

に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
予
定
が
あ
る
の
で

 

り
上
が

て
い
る
と
こ
ろ
悪
い
ん
で
す
が

こ
の
ま
ま
俺
が
連
れ
て
い
き
ま
す
よ

 
そ
う
言

て
嘉
納
は
二
人
の
手
を
引
き

会

し
な
が
ら
ス
タ
ス
タ
と
歩
き
始
め
た

よ
し

こ
の
ま
ま
逃
げ
る
ぞ

え

嘉
納
さ
ん
も
逃
げ
る
ん
で
す
か

俺
だ

て
あ
い
つ
は

い
な
ん
だ
よ

 
嘉
納
は
そ
う
ぶ

ち

け
る
と

二
人
と
共
に
そ
の
ま
ま
外
へ
出
た
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ふ
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
遊
ぼ
う
や

は
い

そ
う
で
す
ね

今
度
は
し
が
ら
み
の
無
い
場
所
で
楽
し
く
遊
び
ま
し

う

理
央
ち

ん
も
頑
張

て
な

は
い

今
度
は
正
式
な
社
員
と
し
て
ご

し
た
い
で
す

お
う

そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
わ

 
そ
し
て
嘉
納
と
別
れ
た
二
人
は
ソ
レ
イ
ユ
に

る
と
寮
で
行
わ
れ
て
い
る
宴
会
に
合
流
し
た

私

着

え
て
か
ら
他
の
人
と
合
流
す
る
ね

お
う

俺
は

当
に
声
を

け
て
回
る
わ

ち

ん
と
夜
に
は
眠
り
の
森
に
顔
を
出
し
て
あ
げ
て
ね

あ
あ

も
ち
ろ
ん
そ
の
つ
も
り
だ

 
理
央
と
別
れ
た
後
八
幡
は
社
員
達
の
と
こ
ろ
を

り
今
回
の
件
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
を

労

た

 
そ
の
道
中
で
八
幡
は

思
わ
ぬ
人
物
達
の

を
見
付
け

か
ん
と
し
た

あ

あ
れ

葉
山
と
戸
部
じ

な
い
か

何
で
こ
ん
な
所
に
い
る
ん
だ

比
企
谷

お
帰
り
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ヒ
キ
タ
ニ
神

ち

す

お
い
戸
部

俺
を
お
か
し
な
風
に
呼
ぶ
な

 
二
人
の
説
明
だ
と

葉
山
は
今
回
の
件
に
つ
い
て

法
的
に
ま
ず
い
部
分
が
無
い
か
ど
う
か

 
陽
乃
と
相
談
に
来
た
帰
り
に
陽
乃
に
言
わ
れ
て
何
と
な
く
参
加
す
る
事
に
な

た
ら
し
い

 
戸
部
は
卒
業
後
の
寮
の

し
込
み
に
来
た
つ
い
で
に
葉
山
同
様
に
陽
乃
に
誘
わ
れ
た
よ
う
だ

い
や

久
し
ぶ
り

し

だ
な

あ
あ

で
も
悪
い

俺
は
こ
の
後
ち

と
行
く
所
が
あ

て

⻑
居
出
来
な
い
ん
だ

よ
なそ

れ
は
残
念
だ
ね
そ
う
だ
良
か

た
ら
明
日
に
で
も
三
人
で
飲
み
に
で
も
行
か
な
い
か

 
つ
も
る
話
も
色
々
と
あ
る
事
だ
し
ね

明
日
か

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
待
ち
合
わ
せ
は

あ
ら

そ
う
い
う
事
な
ら
私
達
も
参
加
し
た
い
の
だ
け
れ
ど

 
そ
の
時
横
か
ら
そ
う
声
が

か

た

そ
こ
に
い
た
の
は
雪
乃
と
結
衣
と
優
美
子
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
こ
の
三
人
も

寮
に
入
る
事
に
し
た
ら
し
い
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雪
乃
ま
で
寮
に
入
る
つ
も
り
な
の
か

え
え

そ
う
い
う

験
も
た
ま
に
は
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

て

ま
あ

年
ね

な
る
ほ
ど
な

ま
あ
確
か
に
楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
な

り
は
仲
間
ば

か
り
な
ん
だ
し

そ
れ
な
ら
せ

か
く
だ
し

明
日
は
姫
菜
と
か
川
崎
さ
ん
や
い
ろ
は
す
も
誘

て

 
総
武
高
校
の
プ
チ
同
窓
会
と
い
か
ね

い
ろ
は
は
一
個
下
だ
が
ま
あ
い
い
か

て
あ
れ

 
そ
う
い
え
ば
あ
い
つ

一
つ
下
な
の
に
こ
の
前
の
面
接
に
来
て
な
か

た
か

 
八
幡
は
今
更
な
が
ら
そ
の
事
を
思
い
出
し

不
思
議
そ
う
な
顔
で
雪
乃
に

ね
た

い
ろ
は
さ
ん
は

来
年
一
人
だ
と

し
い
だ
ろ
う
か
ら

て
姉
さ
ん
が
配

し
た
み
た
い
よ

え

マ
ジ
で

確
か
に
も
し
そ
う
な

た
ら

し
い
わ
な

ま
あ
い
ろ
は
さ
ん
は
実
は
優

だ
し
一
年

く
に
確
保
し
て
お
い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

し
らだ

な

あ
い
つ
は
何
だ
か
ん
だ

二
年
連
続
で
生
徒
会
⻑
を
努
め
た
伝
説
の
女
だ
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
全
部
で
九
人
に
な
る
の
か

 
俺
が
店
を
予
約
し
て
お
く
か
ら

後
で
こ

ち
か
ら
連

を
入
れ
る
わ
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ヒ

キ

楽
し
み
だ
ね

お
う

楽
し
み
だ
な

あ

し

姫
菜
が
ま
た
暴
走
し
な
い
か
不
安
な
ん
だ
け
ど

ま
あ
久
々
な
ん
だ
し
多
少
は
い
い
ん
じ

な
い
か

ど
う
せ
い
じ
ら
れ
る
の
は
俺
だ
ろ
う
し

確
か
に
そ
う
だ
ね

そ
れ
な
ら
い
い
か

俺
が
困

て
た
ら
助
け
て
く
れ
よ

お
か
ん

あ

し
を
お
か
ん
扱
い
す
ん
な
し

 
こ
う
し
て
明
日
の
プ
チ
同
窓
会
の
開

が
決
ま
り

八
幡
は
仲
間
達
に
別
れ
を
告
げ

 
予
定
通
り

眠
り
の
森
へ
と
向
か

た

い
よ
い
よ
二
人
と
の
再
会
で
あ
る
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第
８
７
８
話
 
似
合
わ
な
い
二
人

 

日
は
す
み
ま
せ
ん
お
と
と
い
ト
ラ
ブ
ル
続
出
で
帰
り
が
か
な
り

く
な

て
し
ま

て

原
稿
が
完
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
ｏ
ｒ

 
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
出
る
直
前
に

八
幡
は
見
送
り
に
出
て
き
た
雪
乃
に
歩
み
寄
り

 
ひ
そ
ひ
そ
と
雪
乃
の

元
で

い
た

な

雪
乃

明
日
奈
は
ま
だ
も
じ
も
じ
し
て
る
の
か

え
え

あ
そ
こ
の
物

で
顔
を
真

に
し
な
が
ら
こ

ち
を
見
て
い
る
わ
よ

あ
れ
か

確
か
に
顔
が
真

に
な

て
る
な

し
く
は

い
て
い
な
い
の
だ
け
ど

一
体
何
が
あ

た
の
か
し
ら

あ

そ
の
う
ち
動
画
で
見
ら
れ
る
だ
ろ

 
ま
あ
と
り
あ
え
ず

し
ば
ら
く
は
そ

と
し
と
い
て
や

て
く
れ

私
が

い
た
話
だ
と

あ
な
た
も
何
か
し
た

て
話
だ

た
の
だ
け
れ
ど
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ま

ま
あ

ち

と
仕
返
し
し
た
だ
け
だ

仕
返
し

ね

 
そ
う
言

て
雪
乃
が
チ
ラ

と
明
日
奈
の
方
を
見
た

間
に

 
明
日
奈
は
顔
か
ら

気
を

き
出
し
な
が
ら
フ

イ
ド
ア
ウ
ト
し
て
い

た

あ
あ
い
う
明
日
奈
は
珍
し
く
て
新
鮮
ね

そ
の
う
ち
元
に

る
さ

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
わ

あ
の
二
人
に
宜
し
く
ね

も
う
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
か
ら
は
出
て
る
ん
だ
よ
な

え
え

も
う
少
し
し
た
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
ら
れ
る
そ
う
よ

 
今
は
と
に
か
く
栄

の
高
い
物
を
中
心
に
食
べ
て
い
る
わ
ね
ま
あ
流
動
食
に
近
い
も
の
だ

け
れ
ど

そ
う
か

ま
あ

過
が

調
な
よ
う
で
何
よ
り
だ
な

こ
れ
も
あ
な
た
の
お
か
げ
ね

俺
だ
け
の
力
じ

な
い
さ

む
し
ろ
俺
が
一
番
役
立
た
ず
だ

た
わ

し
な
い
の

そ
れ
が
出
来
る
人
を
集
め
て
動
い
て
も
ら
う
の
も
才
能
の
一
つ
よ
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ま
あ
俺
に
出
来
る
事
は
限
ら
れ
て
る
か
ら
な

他
人
に
頼

て
ば
か
り
だ
が

 
気
持
ち
良
く
動
い
て
も
ら
え
る

な
ら
何
で
も
す
る
さ

え
え

い
い
と
思
う
わ

 
雪
乃
は
そ
う
言

て
微
笑
み

八
幡
を
見
送

た

そ
れ
じ

あ
行

て
ら

し

い

お
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日
な

え
え

ま
た
明
日

 
そ
し
て
移
動
中

八
幡
は
か
つ
て
二
人
と
交
わ
し
た
約
束
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

そ
う
い
え
ば
あ
の
二
人
が
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
か
ら
目
覚
め
た
時
に

 
二
人
に
選
ん
で
も
ら

て
お
い
た
服
を
枕
元
に
置
い
て
お
こ
う

て
準
備
し
て
あ

た

け

な 
一
応

子
さ
ん
に
は
伝
え
て
あ

た
か
ら
大
丈
夫
だ
と
は
思
う
が

 
そ
れ
は
か
つ
て

二
人
が
初
め
て
東
京
の
地
を

ん
だ
時
に
交
わ
さ
れ
た
約
束
で
あ

た

 
当
然

子
は
言
わ
れ
た
通
り
に
実
行
し
て
あ
り

二
人
は
そ
の
事
に
喜
び

 
八
幡
に
そ
の

を
見
て
も
ら
お
う
と

し
に
そ
の
服
を
着
て
み
た
の
だ
が
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二
人
は
⻑
い
入
院
生
活
で
か
な
り

せ
て
し
ま

て
い
た

 
肉
付
き
を
良
く
し
て
も

と
服
が
似
合
う
体
型
に
な
る
よ
う
に

 
頑
張

て
栄

を
と

て
い
る
の
で
あ

た

さ
て

キ

ト
も
あ
の
二
人
に
会
う
の
は
久
々
だ
よ
な

は
い

と
て
も
楽
し
み
で
す

ま
あ
今
後
は
あ
の
二
人
を
乗
せ
て
走
る
機
会
も

え
る
だ
ろ
う
さ

そ
う
で
す
ね

嬉
し
い
で
す

 
そ
の
ま
ま
眠
り
の
森
に
着
い
た
八
幡
は

子
と
凛
子
に
出
迎
え
ら
れ
た

八
幡
君

本
当
に
あ
り
が
と
う

に
や

て
く
れ
た
わ
ね

や
り
ま
し
た
ね

子
さ
ん

や

と
あ
の
二
人
の
元
気
な

を
見
れ
ま
す
ね

の
方
は
も
う
大
丈
夫
な
の

は
い

凛
子
さ
ん

何
と
か
無
事
に
記
憶
が

り
ま
し
た

ま

た
く
も
う

あ
ま
り
心
配
さ
せ
な
い
で
よ
ね

す
み
ま
せ
ん

 
こ
の
時
点
で
八
幡
は

ま
だ
茅
場

が
出
現
し
た
事
を
知
ら
な
か

た
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い
ず
れ
知
ら
さ
れ
る
事
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
が

 
そ
の
時
は
恐
ら
く
凛
子
も
同

す
る
事
に
な
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
部
屋
に
案
内
す
る
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
も

と
も
こ
の
時
点
で
二
人
の
い
る
部
屋
か
ら
は
八
幡
が
見
え
て
い
た

 
今
ま
さ
に
二
人
は
着

え
中
だ

た
り
す
る

 
だ
が
さ
す
が
に
今
日
は
二
人
に
は

色
成
分

し

し
の

で
出
向
か
え
る
つ
も
り
は
全
く

無
か

た

 
や
は
り
八
幡
に
は
二
人
が
自
ら
の
手
で
選
ん
で

た
服
を
着
て
い
る

を
見
せ
た
か

た

の
で
あ
る

こ
こ
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

あ
何
か
あ

た
ら
呼
ん
で

ね

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
八
幡
は
そ
う
言

て

い
を
し

少
し

張
し
な
が
ら
二
人
の
部
屋
を
ノ

ク
し
た
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ア
イ

ユ
ウ

俺
だ

八
幡
だ

今
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰

た

く
な

て
悪
い

鍵
は
か
か

て
な
い
わ

そ
の
ま
ま
入

て

八
幡

く

く

お

お
う

そ
れ
じ

あ
お

魔
し
ま
す

 
そ
し
て
部
屋
に
入

た
八
幡
が
最
初
に
見
た
物
は
壁
一
面
の
大
き
さ
ま
で
引
き

ば
さ
れ
た

 
自
分
の

に
藍
子
と
木
綿
季
が
キ
ス
を
し
て
い
る
写
真
で
あ

た

な

な
ん
だ
こ
れ
は

あ
れ

私
と
ユ
ウ
の

室
に
ず

と
張

て
あ

た
け
ど

気
が
付
か
な
か

た

そ
ん
な
の
ど
う
や

て
気
付
け

て
ん
だ
よ

ふ
ふ

こ
の
写
真
が
ボ
ク
達
の
生
き
る
希
望
だ

た
ん
だ
よ

い
つ
の
間
に

 
そ
れ
は
か
つ
て

子
が

た
写
真
で
あ

た

 
二
人
が
目
覚
め
る
予
定
の
日

子
が
気
を
利
か
せ
て
事
前
に
壁
に

て
お
い
た
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
二
人
が
そ
の
写
真
を
最
初
に
目
に
し
た
時

 
逆
に
こ
こ
が
ま
だ

空
間
な
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
思

て
し
ま
い
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子
が

て
て
説
明
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

こ

て
い
た

そ
れ
で
お
前
達
が
頑
張
れ
た

て
い
う
な
ら

ま
あ
い
い
か

 
そ
う
言

て
八
幡
は

藍
子
と
木
綿
季
の
方
を
見
た

 
そ
こ
に
は
八
幡
が
贈

た
服
を
着
て

恥
ず
か
し
そ
う
に
立
つ
二
人
の

が
あ
り

 
八
幡
は
そ
ん
な
二
人
に
向
か

て
手
を
広
げ
た

た
だ
い
ま

お
帰
り

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
八
幡
の
胸
に
飛
び
込
ん
だ

八
幡
は
二
人
を
受
け
止
め
優
し
く
そ
の

を

で
る

八
幡

約
束
を
守

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

こ
の
服

凄
く
気
に
入

た
よ

た
だ

似
合
わ
な
い

か

う
ん

 
こ
の

い
期
間
で
は

や
は
り
二
人
は
ま
だ

せ
す
ぎ
で
あ
り

 
顔
も
や
つ
れ
て
い
た

に

服
を
着
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
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サ
イ
ズ
の
合
わ
な
い
服
を
か
け
ら
れ
た
マ
ネ
キ
ン
の
よ
う
な

態
と
な

て
い
た

そ
う
だ
な

確
か
に
似
合
わ
な
い
な

だ
よ
ね

だ
か
ら

く
似
合
う
体
に
な
れ
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら

山
栄

を
と

て

 
そ
の

で
自
由
に
歩
き
ま
わ
れ
る
よ
う
に

リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
ろ
う
な

 
俺
も
手
伝

て
や
る
か
ら
こ
こ
ま
で
負

た
人
生
の
負

を
一
気
に
プ
ラ
ス
へ
と
持

て
い

こ
う

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

二
人
は
顔
を

か
せ
た

う
ん

ボ
ク

く
こ
の
服
が
似
合
う
よ
う
に
な
る

に
頑
張
る
よ

私
も

く
胸
の
サ
イ
ズ
を

さ
な
い
と

八
幡
が

し
ん
で
し
ま
う
も
の
ね

い
や

別
に
そ
れ
は

し
く
ね
え
か
ら

と
か
言

て
さ

き
か
ら
こ

そ
り
と
私
の
胸
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
る
の
は
知

て
い
る

わ
よん

胸
な
ん
か
当
た

て
た
か

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
比
べ
て
感
触
が
ま

た
く
無
い
か
ら
気
付
か
な

か

た
わ
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ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
い
今
に
見
て
な
さ
い
そ
の
顔
を
絶
対
に
羞
恥
で

め
て
や
る
ん
だ
か
ら

は
は

ま
あ
頑
張
れ

 
そ
し
て
八
幡
は

お
も
む
ろ
に
窓
の
外
を
指
差
し
た

ほ
ら
お
前
ら

キ

ト
も
お
前
ら
が
元
気
に
な

た
事
を
喜
ん
で
る
ぞ

え

あ

キ

ト

お

い
お

い

 
二
人
は
窓
の
外
に
見
え
る
キ

ト
に
向
か

て
手
を

り

 
キ

ト
も
窓
を
上
下
さ
せ
て
そ
れ
に
答
え
た

キ

ト
も

く

お
前
達
を
乗
せ
て
色
々
な
所
へ
行
き
た
い

て
言

て
た
ぞ

う
ん

う
ん

ア
イ

く
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張

て

キ

ト
に
乗
せ
て
も
ら
お
う
ね

も
う
私
達

自
分
の
意
思
で
好
き
な
所
に
行
け
る
の
よ
ね

そ
し
た
ら
ど
こ
に
行
き
た
い

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
わ

え

と
ね
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二
人
は
そ
う
言

て

八
幡
の

元
で
何
か
を

い
た

な
る
ほ
ど

分
か

た

何
と
か
し
て
や
る

う
ん

あ
り
が
と
う

八
幡

愛
し
て
る
わ

あ

ア
イ

ず
る
い

八
幡

ボ
ク
も
愛
し
て
る
よ

お
う

あ
り
が
と
な

二
人
と
も

 
そ
し
て
八
幡
は

懐
か
ら
何
か
を
取
り
出
し
て
二
人
に

し
て
き
た

さ
て
そ
れ
か
ら
こ
れ
は
お
前
達
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ

て
言

て
も
た
だ
の
ス
マ
ホ
だ
け

ど
なえ

い
い
の

お
う

こ
れ
か
ら
絶
対
に
必
要
に
な
る
も
の
だ
し
な

 
そ
れ
に
し
ば
ら
く
は
こ
こ
で

ら
し
て
い
け
ば
い
い
が

 
い
ず
れ
完
全
に
元
気
に
な

た
後
に

む
場
所
の
事
と
か
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
な

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
た

一
応
私
達
の

金
は
あ
る

度
は
あ
る
ら
し
い
け
ど

そ
れ
で
足
り
る
か
な
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お

さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
の
遺
産
な
の

あ

分
か

た

子
さ
ん
に
確
認
し
て
お
く
わ

 
ま
あ
そ
れ
が
足
り
な
く
て
も
問
題
な
い
今
度
か
ら
お
前
達
の
保
護
者
に
は
俺
が
な
る
か
ら

な
え八

幡
が
私
達
の
パ
パ
に

パ
パ

パ
パ
だ

 
い
き
な
り
そ
う
呼
ば
れ

八
幡
は
面
食
ら

た

お
前
達
実
の
両
親
の
事
は
お

さ
ん
お
⺟
さ
ん

て
呼
ぶ

に
俺
の
事
を
パ
パ
と
呼
ぶ
の

は
や
め
ろ

じ

じ

あ
も
し
か
し
て

私
達
の

が
比
企
谷
に
変
わ

ち

た
り
す
る
の

ん
な

あ
る
か

そ
れ
じ

あ

子
縁
組
じ

ね
え
か
よ

保
護
者
を
や
る
だ
け
だ

つ
の

良
か

た

そ
れ
は

だ

た
か
ら

う
ん

絶
対

だ
よ
ね

 
二
人
が
そ
う
言

た

間
に

八
幡
は

な
予
感
が
し
た
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か
つ
て
同
じ
よ
う
な
事
を

優
里
奈
が
言

て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
か
ら
で
あ
る

一
応

く
け
ど

そ
の
心
は

だ

て
親
子
に
な

ち

た
ら
八
幡
と
結
婚
出
来
な
い
じ

な
い

が
変
わ
る
の
は

入
り
の
時
じ

な
い
と
ね

お
前
ら
も
優
里
奈
と
一

か

 
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は

嬉
し
そ
う
に
笑

た

さ

す
が
優
里
奈

よ
く
分
か

て
る

も
う
ボ
ク
達

三
人
姉
妹

て
事
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

別
の
意
味
で
も
姉
妹
に
な
れ
れ
ば
言
う
事
は
無
い
わ
ね

お
い
ア
イ

不
穏
な
事
を
言
う
の
は
や
め
ろ

冗
談
よ
冗
談

あ
と
一
年
は
大
人
し
く
し
て
な
い
と

八
幡
が
犯
罪
者
に
な

ち

う
も
の

は

一
年

だ

て
私
達

ま
だ
十
七
じ

な
い

 
十
八
に
な
ら
な
い
と

八
幡
に
と

て
は
色
々
と
都
合
が
悪
い
で
し

十
七
の
ま
ま
で
も
全
然
都
合
は
悪
く
な
い
か
ら
心
配
す
る
な
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そ
う
答
え
つ
つ
も
八
幡
は

優
里
奈
や
詩
乃

 
そ
れ
に
フ

イ
リ
ス
や

美
や
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
顔
を
思
い

か
べ

 
来
年
は
あ
い
つ
ら
が
一
気
に
十
八
に
な
る
の
か
と
げ
ん
な
り
し
た

安
パ
イ
な
の
は
紅
莉
栖
だ
け
か

 
そ
う
考
え

八
幡
は
ハ

と
し
た
顔
を
し
た

そ
う
だ
そ
う
だ
忘
れ
て
た
わ
お
前
達
の
ス
マ
ホ
に

て
書
い
た
ア
イ
コ
ン
が
あ
る

だ
ろ

 
そ
れ
は
お
前
達
の
家
庭
教
師
だ
か
ら
な

勉
強
を
色
々
教
え
て
も
ら
う
と
い
い

て

あ

こ
れ

お
う

た
だ
し
二
人
同
時
に
は

動
出
来
な
い
か
ら

教
わ
る
の
は
二
人
一

に
な

今

し
て
み
て
も
い
い

お
う

い
い
ぞ

そ
れ
じ

あ

ポ
チ

と
な

 
藍
子
は
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
の
ア
イ
コ
ン
を
タ

プ
し
た

さ
す
が
は
昭
和
の
女
で
あ
る

 
そ
し
て
ブ
ン

と
い
う
音
と
共
に
画
面
に
一
人
の
女
性
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
た
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こ
う
い
う
時
の
定
番
で
あ
る

紅
莉
栖
の
ア
マ
デ
ウ
ス
で
あ
る

 
ち
な
み
に
理
央
が
持
つ
物
と
は
別
物
と
な

て
い
る

ア
イ

ユ
ウ

こ
ん
に
ち
は

私
は

紅
莉
栖
よ

あ

ク
リ
ス
テ

ナ
だ

本
当
だ

ク
リ
ス
テ

ナ
だ

 
二
人
に
同
時
に
そ
う
言
わ
れ

紅
莉
栖
は
じ
ろ

と
八
幡
を

ん
だ

八
幡

後
で
話
が
あ
る
か
ら

お

お
前
ら

こ
い
つ
の
事
は
先
生
と
呼
べ

い
い
な

分
か

た
わ

ク
リ
ス
テ

ナ
先
生

こ
ん
に
ち
は

ア
イ
ち

と
⻑
く
な
い

テ

ナ
先
生

て
略
し
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
ま
し

う
か

テ

ナ
先
生

こ
ん
に
ち
は

 
そ
う
呼
ば
れ
た
紅
莉
栖
は

る

る
と

え
な
が
ら
⻤
の

相
で
八
幡
を

ん
だ

お

お
前
達

先
生

だ
け
で
い
い
と
思
わ
な
い
か

テ

ナ
先
生
で
も
⻑
い
だ
ろ

う

ん

ま
あ
い

か

先
生

先
生
だ
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え
え

私
が
あ
な
た
達
に
勉
強
を
教
え
る
事
に
な

た

紅
莉
栖
の
ア
マ
デ
ウ
ス
で
す

ア
マ
デ
ウ
ス

 
き

と
ん
と
す
る
二
人
に

八
幡
は
ア
マ
デ
ウ
ス
の
事
を
簡

に
説
明
し
た

あ
あ

そ
れ
じ

あ
本
人
じ

な
い
ん
だ

ま
あ
本
人
と
変
わ
ら
な
い
ん
だ
け
ど
な

そ

か

ボ
ク
達
勉
強
に
関
し
て
は
か
な
り

れ
て
る
か
ら

 
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

先
生

任
せ
な
さ
い

高
校
一
年
く
ら
い
ま
で
の

囲
は
何
と
か
し
て
あ
げ
る
か
ら

お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
二
人
は
日
々

リ
ハ
ビ
リ
と
食
事
と
勉
強
を
頑
張
り

 
少
し
で
も

く
自
分
の
足
で
八
幡
と
共
に
歩
め
る
よ
う
に
な
る

の
努
力
を
開
始
す
る
事
と

な

た

 
あ
と
二
話
で
こ
の
章
も
終
わ
り
で
す
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第
８
７
９
話
 
も
う
無
茶
苦
茶
だ

 

最
終

正
完
了
し
ま
し
た

 
藍
子
と
木
綿
季
と
の
再
会
を
和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
え
た
八
幡
は

 
時
間
も

く
な

て
し
ま

た

今
日
は
ソ
レ
イ
ユ
近
く
の
マ
ン
シ

ン
に

る
事
に
し
た

さ
て

す

か
り

く
な

ち
ま

た

て
誰
か
い
る
の
か

優
里
奈

い
る
か

あ

八
幡
さ
ん

お
帰
り
な
さ
い

あ
ら
八
幡

お
帰
り

お

詩
乃
が
来
て
る
な
ん
て
珍
し
い
な

明
日
は
学
校
だ
ろ

そ
れ
が
ね

今
日
は
用
事
が
あ

て
ソ
レ
イ
ユ
に
行

て
た
ん
だ
け
ど
さ

 
何
と
か
い
う
教

に

り
葉

り
色
々

か
れ
ち

て
帰
り
が

く
な

ち

た
の

よ
ね教

誰
か
来
て
た
の
か
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う
ん

え

と
ね

名
前
は
何
て
言

た
か
な

あ

そ
う
そ
う

重
村
教

だ
わ

ほ
う

 
八
幡
に
と

て

そ
れ
は

天
の

で
あ

た

 
重
村
教

と
言
え
ば
以
前
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

の
調
査

み
で
怪
し
い
動
き
を
し
て
い
た
時

以
来

 
様
子
見
と
い
う
事
で
話
が
落
ち
着
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る

 
そ
れ
が
何
故
ソ
レ
イ
ユ
に
い
た
の
か

八
幡
は
と
て
も
気
に
な

た

詩
乃

重
村
教

が
う
ち
に
い
た
理
由

て
誰
か
か
ら

い
て
る
か

あ

う
ん

え

と
ね

オ

グ
マ

て
知

て
る

あ
あ

重
村
教

達
が
開
発
し
て
る

末
だ
な

あ
れ
で
ゲ

ム
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
ら
し
い
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

を

場
さ
せ
て
も
い
い
か

交

に
来
た
み
た
い
よ

え

何
だ
そ
れ

 
詩
乃
に
そ
う
説
明
さ
れ
た
八
幡
は
意
味
が
分
か
ら
ず
し
ば
ら
く
無
言
で
い
た
後
首
を

げ

た
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気
持
ち
は
分
か
る
わ

だ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
事
は

し
く
な
い
私
で
も

 
何
故
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
事
を

て
思

た
も
の

だ
よ
な

一
応
教

の
説
明
だ
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
ユ

ザ

も
取
り
こ
み
た
い
か
ら

て
事
ら
し
い
け
ど
ね

 
ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
や

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
ボ
ス
と
か
の
事
も

か
れ
た
み
た
い

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
確
か
に
面
白
い
手
で
は
あ
る
よ
な

 
で

姉
さ
ん
は
そ
れ
を
許
し
た
の
か

え
え

い
い
宣
伝
に
な
る
か
ら

て
許
可
し
た
み
た
い
よ

 
た
だ
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
に
関
し
て
は

ラ
イ
セ
ン
ス
料
を

高
に
し
た

て
言

て
た
わ

ふ

ん

ま
あ
い
ず
れ
姉
さ
ん
か
ら
話
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
は
い
い
か

 
で

何
で
詩
乃
が
重
村
教

に
質
問
攻
め
に
遭

た
ん
だ

そ
れ
は
俺
の
せ
い
だ

相
棒

 
そ
の

き
覚
え
の
あ
る
声
に

八
幡
は
驚
い
て

り
返

た

 
そ
こ
に
い
た
の
は
何
と

は
ち
ま
ん
く
ん
で
あ

た

お
お

ど
う
し
た
相
棒

俺
に
会
い
に
来
て
く
れ
た
の
か
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そ
う
だ
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が

実
は
今
日
は
俺
の
メ
ン
テ
だ

た
の
さ

あ
あ

だ
か
ら
詩
乃
が
ソ
レ
イ
ユ
に
い
た
ん
だ
な

ま
あ
そ
う
い
う
事

で

は
ち
ま
ん
く
ん
を

え
て
歩
い
て
た
ら

 
重
村
教

に
呼
び
と
め
ら
れ
た
と

ま
あ
そ
う
い
う

で

何
を

か
れ
た
ん
だ

お
前

シ
ス
テ
ム
的
な
事
は
サ

パ
リ
だ
ろ

う
ん

そ

ち
方
面
の
事
を

か
れ
た
ん
じ

な
く
て

 
は
ち
ま
ん
く
ん
は
モ
デ
ル
と
な

た
人
に
ど
れ
だ
け
似
て
る
の
か
と
か

 
比

し
て
み
て
ど
の

度
違
和
感
を
感
じ
る
も
の
な
の
か
と
か

 
ま
あ
そ
う
い

た
事
を
中
心
に

か
れ
た
か
な

な
る
ほ
ど

確
か
教

が
そ
れ
系
の
事
を
や
り
た
が

て
い
る
気
配
が
あ

た
は
ず
だ
し
な

凄
く
熱
心
で

や

ぱ
り
研
究
者
の
人

て
研
究
熱
心
な
ん
だ
な
と
思

た
わ

ち
な
み
に
重
村
教

は

あ
の
茅
場

の
師
匠
だ
ぞ

え

そ
う
な
ん
だ

そ
ん
な
凄
い
人
だ

た
の
ね

ま
あ
と
り
あ
え
ず

重
村
教

が
そ
う
い

た
事
に
興
味
を

い
て
い
る
の
は
確
定
か

そ
う
ね

正
直
熱
心
す
ぎ
て

く
引
い
た
け
ど
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そ
れ
以
外
の
部
分
だ
と
凄
く
物

が
丁

な
人
だ

た
わ

 
そ
れ
か
ら
八
幡
は
藍
子
と
木
綿
季
が
正
式
に
八
幡
の
被
保
護
者
に
な
る
事
を
二
人
に
伝
え
た

 
優
里
奈
は

に
八
幡
の
被
保
護
者
で
あ
り

 
詩
乃
も
学
校
関
連
に
関
し
て
は
八
幡
に
保
護
者
を
頼
ん
で
い
る

 
二
人
は
ま
た
仲
間
が

え
た
と
喜
ん
で
い
た

 
八
幡
は
せ

か
く
だ
か
ら
と
二
人
に
藍
子
と
木
綿
季
の

話
番

と
メ
ア
ド
と

 
Ａ
Ｃ
Ｓ

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
シ
ス
テ
ム

の

を
教
え
た

 
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
ま
も
な
く
正
式
配
信
と
な
る
予
定
で
そ
の
使
い
勝
手
の
良
さ
と
セ
キ

リ
テ

の

さ
か
ら

 
国
産
の
次
世
代
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
ツ

ル
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

 
そ
し
て
そ
の
日
の
夜
は

室
か
ら
グ
ル

プ
ボ
イ
ス
チ

ト
で
話
す
四
人
の
声
が

こ
え

 
八
幡
は
楽
し
そ
う
で
何
よ
り
だ
と
思
い
つ
つ

穏
や
か
な
気
分
で
眠
り
に
つ
い
た

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝

八
幡
は
詩
乃
の
襲
撃
を
受
け
た

ほ
ら
朝
よ

く

き
て

あ
・
な
・
た

ん

も
う
朝
か

お
い
詩
乃

ツ
ン
デ
レ
が
足
り
な
い

や
り
直
し
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な

き
て
い
き
な
り
言
う
事
が
そ
れ

 
詩
乃
に
と

て
は
会
心
の

い
声
本
人
談
で
あ

た
が
八
幡
に
は
ま

た
く
通
用
し
な

か

た
そ
う
い
う
の
は
お
前
に
は
似
合
わ
な
い
ん
だ
か
ら
さ

 
も

と
自
分
の
⻑
所
を

ば
す
よ
う
な
努
力
を
し
た
方
が
い
い
ぞ

ツ
ン
デ
レ
を
⻑
所
と
か
言
わ
れ
た
く
な
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
を
決
め
る
の
は
受
け
手
の
俺
で
あ

て
お
前
で
は
な
い

ま

た
く
あ
あ
言
え
ば
こ
う
言
う
ん
だ
か
ら

そ
れ
じ

あ
私
は
学
校
に
行

て
く
る
わ
ね

そ
れ
じ

あ
優
里
奈
と
一

に
キ

ト
に
送

て
も
ら
う
と
い
い
俺
は
し
ば
ら
く
出
か
け
な

い
か
ら
な

そ
う

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

八
幡
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
詩
乃
と
優
里
奈
は
出
か
け
て
い
き

八
幡
は
雪
乃
に

話
を

け
た

お
は
よ
う
八
幡
君

あ
の
二
人
は
ど
う
だ

た
か
し
ら

前
よ
り
は
元
気
そ
う
に
見
え
た
な
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実

に
二
人
の

を
見
て

こ
れ
で
や

と
一
区
切
り
だ
と
実
感
が

い
た
わ

そ
う

そ
れ
は
良
か

た
わ

で

話
を

け
て
き
て
く
れ
た
の
は

今
日
の
飲
み
会
の
事

よ
ねお

う

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

結
局
参
加
者
は
何
人
に
な

た
ん
だ

あ
な
た

葉
山
君

戸
部
君

私

ゆ
い
ゆ
い

優
美
子

沙
希
さ
ん

い
ろ
は
さ
ん

 
そ
れ
に
プ
リ
ン
セ
ス
の

合
計
九
人
ね

プ
リ
ン
セ
ス

て
誰
だ
よ

そ
れ
を
私
に
言
わ
せ
る
の

腐
海
の

分
か

た
皆
ま
で
言
う
な
ま
あ
そ
の
メ
ン
ツ
な
ら
お
か
ん
が
海

名
さ
ん
を

え
て
く

れ
る
だ
ろ

お
か
ん

て

今
本
人
が
私
の
横
で

こ
の
会
話
を

い
て
い
る
の
だ
け
れ
ど

八
幡

後
で
覚
悟
し
ろ
し

す
み
ま
せ
ん
冗
談
の
つ
も
り
だ

た
ん
で
す

ど
う
か
お

り
を
お
静
め
下
さ
い

 
ど
う
や
ら
雪
乃
の
家
に
は
今

優
美
子
が
い
る
ら
し
い

 
と
い
う
事
は
結
衣
も
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
八
幡
は
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こ
れ
以
上
余
計
な
事
を
言
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
事
に
し
た

と
こ
ろ
で
戸

は

戸

君
は

残
念
な
が
ら
出
張
中
で
九

に
い
る
ら
し
い
わ

 
で

材
木
座
君
に
は
絶
対
無
理
と
断
ら
れ
た
わ

あ
い
つ

ま
だ
こ
う
い
う
場
が
苦
手
な
の
か

む
し
ろ
あ
な
た
が
慣
れ
た
事
の
方
が
奇
跡
よ
ね

違
い
な
い

で

南
は

そ
れ
が
今
日
は

小
猫
さ
ん
と
ク
ル
ス
と
一

に
飲
み
に
行
く
約
束
が
あ
る
ら
し
い
の

あ
あ

秘
書
交
流
会
と
か
か

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
な

ま
た
今
度
誘
お
う

 
と
り
あ
え
ず
店
を
予
約
し
て
お
く
か
ら

ま
た
夜
に
な

え
え

そ
れ
じ

あ

し
い
事
が
決
ま

た
ら
連

お
願
い
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

よ
く
風
太
や
大

と
一

に
行
く
居
酒
屋
を
予
約
し

 
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
で
色
々
と
何
か
を
手
配
し
始
め
た

 
ど
う
や
ら
学
校
に
行
く
よ
り
も
大
切
な
事
が
あ
る
ら
し
い

 
小
町
か
ら
の
連

に
よ
る
と

明
日
奈
は
ま
だ
も
じ
も
じ

態
だ
と
い
う
事
で
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今
日
一
日
く
ら
い
は
学
校
で
顔
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
配

し
た
と
い
う
側
面
も
あ

る
こ
れ
で
よ
し

と

て
も
う

方
か
よ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な

出
か
け
る
と
す
る
か

八
幡
君

誰
か
と
待
ち
合
わ
せ

悪
い
姉
さ
ん

こ
れ
か
ら
総
武
高
校
の
プ
チ
同
窓
会
だ
わ

ち

ち

と

私

私
も
元
総
武
高
校
生

姉
さ
ん
と
は
三
つ
離
れ
て
る
し

一

に
学
校
通

た
事
は
無
い
か
ら
な

 
め
ぐ
り
ん
で
も
誘

て
行

て
く
れ

ち

そ
う
す
る
か

そ
れ
じ

あ
頼
ん
だ
件

宜
し
く
な

う
ん

任
せ
と
い
て

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
居
酒
屋
へ
と
向
か
い

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
合
流
し
た

悪
い

ち

と

れ
た
か

い
い
え

時
間
ピ

タ
リ
よ

さ
す
が
キ

ト
ね

少
し
は
俺
の
努
力
を
認
め
て
く
れ
て
も
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね
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あ
ら

こ
こ
に
着
く
ま
で
に
何
か
努
力
を
し
た
の

よ

し

速

だ

み
ん
な

久
し
ぶ
り
だ
な

ヒ

キ

話
の

ら
し
方
が
露
骨
す
ぎ

か
い
事
を
気
に
す
る
な

そ
れ
じ

あ
か
ん
ぱ

い

 
こ
う
し
て
飲
み
会
が
始
ま

た
が

や
は
り
一
番
最
初
に
話
題
と
な
る
の
は

 
八
幡
の
記
憶

失
の
話
で
あ

た

ヒ
キ
タ
ニ
君

ち

と
小

に

ん
だ
ん
だ
け
ど

記
憶

失
に
な

て
た

て
マ
ジ

マ
ジ
だ
な

ち

と
前
ま
で

俺
は
高
校
生
に

て
た
わ

高
校

て

ど
の

り
の

だ
い

え
え
と

学
旅
行
が
終
わ

て
少
し
し
た

り
か
な

 
そ
の
説
明
に

姫
菜
が

し

な
さ
そ
う
に
八
幡
に
謝

た

あ

あ
の
時
か

今
だ
か
ら
言
え
る
け
ど
あ
の
時
は
本
当
に
ご
め
ん
ね
比
企
谷
君

い
や

海

名
さ
ん
の
せ
い
じ

な
い

俺
が
勝
手
に
や

た
事
だ
か
ら
な

あ
れ
か

さ
す
が
に
あ
の
時
は

そ
り

な
い
わ

て
思

た

し
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悪
い
戸
部

あ
の
時
は

な
思
い
を
さ
せ
ち
ま

た

 
謝
る
八
幡
に

戸
部
は
に

こ
り
と
微
笑
ん
だ

そ
れ
は
お

い
様

し

今
じ

い
い
思
い
出
だ
し

 
結
果
的
に
俺
ら
の
関
係
が
壊
れ
な
か

た
ん
だ
か
ら

む
し
ろ
こ
こ
は
お

を
言
う
と
こ

し
戸
部
は
あ
の
時
の
事
を

今
は
ち

ん
と
理
解
し
て
る
ん
だ
な

あ
あ
ま
あ
そ
り

俺
も
ね

そ
の
後
ヒ
キ
タ
ニ
君
と
姫
菜
の
間
に
あ
ま
り
に
も
接
点
が
無

か

た
し

 
あ
れ
は
普
通
の
意
味
で
の
告
白
じ

な
か

た

て
薄
々
感
じ
て
た

し

 
と
い
う
か

人
君
も

本
当
の
事
を
こ

そ
り
教
え
て
く
れ
れ
ば
良
か

た
の
に

は
は

悪
か

た
よ
戸
部

で
も
あ
の
時
は
他
な
ら
ぬ
俺
自
身
が

 
比
企
谷
に
あ
あ
さ
せ
て
し
ま

た
事
を
悔
や
ん
で
た
か
ら
と
て
も
そ
ん
な
余

は
無
か

た

か
な

 
そ
ん
な
葉
山
に
同
意
し
た
の
は
結
衣
で
あ

た

あ
た
し
と
ゆ
き
の
ん
も
そ
ん
な
感
じ
だ

た
よ
ね
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え
え
そ
う
ね

今
思
え
ば
あ
の
時
が
一
番
気
ま
ず
い
時
期
だ

た
わ
ね

ほ
え

私
が
先
輩
と
知
り
合
う
前
に

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
で
す
ね

私
は
そ
う
い
う
の
に
は
一
切
関
わ

て
な
か

た
け
ど

 
あ
ん
た
達
が
気
ま
ず
そ
う
に
し
て
た
の
は
分
か

た
わ
ね

ま
あ
興
味
無
か

た
け
ど

 
こ
の
件
に
関
し
て
は

い
ろ
は
と
沙
希
は
完
全
に
部
外
者
で
あ
る

し
か
し
比
企
谷
が
あ
の

に

た

て

み
ん
な
相
当
戸
惑

た
ん
じ

な
い
か

そ
う
だ
よ
ね

ハ
ヤ
ハ
チ
や
ト
ベ
ハ
チ
全

期
だ

た
し
ね

え

海

名
さ
ん

そ
の
く
ら
い
で

姫
菜

自
重
し
ろ
し

八
幡
先
輩
以
外
の
先
輩
方

て

こ
う
し
て
見
る
と
全
然
変
わ

て
な
い
で
す
よ
ね

 
む
し
ろ
先
輩
が
変
わ
り
す
ぎ
と
い
う
か

て
い
う
か
リ
ア
ル
ハ

レ
ム

成
中
と
か
一
体

何
な
ん
で
す
か

 
も

と
私
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
よ

い
ろ
は
前
半
と
後
半
の
繋
が
り
が
ま

た
く
無
い
と
い
う
か
俺
は
ハ

レ
ム
な
ん
か
作

て
い
な
い
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そ
の

間
に
全
員
が

か
ん
と
し
た
顔
を
し
た

八
幡
は
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
て

こ

ま

た
や

で
も
姫
菜
以
外
は
全
員
ソ
レ
イ
ユ
に
入
る
事
に
な

た
ね

そ
う
い
え
ば
私
だ
け

け
者
に

姫
菜
は
好
き
な
事
で
十
分

ら
し
て
い
け
そ
う
な
ん
だ
か
ら
我
慢
し
ろ
し

ヒ

キ

が
ト

プ
に
立

た
時

こ
こ
に
い
る
み
ん
な
で

え
て
い
け
れ
ば
い
い
よ
ね

お

お
う

頼
り
に
し
て
る

 
八
幡
は
ハ

キ
リ
と
そ
う
口
に
出
し
て
言

た

こ
の

り
や
は
り

と
は
ま

た
く
違
う

本
当
に
あ
ん
た

そ
う
い
う
事
ハ

キ
リ
言
う
よ
う
に
な

た
わ
よ
ね

今
回
の
件
で
身
に

み
た
か
ら
な

何
か
困

た
事
が
あ

た
ら
ま
た
頼
ら
せ
て
も
ら
う

う
ん

任
せ
て

私
は
部
外
者
だ
け
ど

何
か
手
伝
え
る
事
が
あ

た
ら
何
で
も
言

て
ね

ぐ
ふ
ふ
ふ
ふ

あ

海

名
さ
ん
は
別
に
い
い
で
す

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
の
姫
菜
の
い
や
ら
し
い
笑
い
声
を

い
た
八
幡
は
即
座
に
そ
う
謝

た

え

残
念
だ
な

そ
れ
な
ら
代
わ
り
に
私
の
ぱ
ん
つ
で
も
見
る
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ち

姫
菜

お
い
優
美
子

海

名
さ
ん

て
な
い
か

あ

は
い
姫
菜

と
り
あ
え
ず
お
水
飲
ん
で

お
水

そ
う
い
え
ば
私

あ
ん
た
に
思
い

き
り
ぱ
ん
つ
を
見
ら
れ
た
わ
よ
ね

 
こ
こ
で
沙
希
が
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
爆

を
放
り
込
ん
で
き
た

え

何
そ
れ

違
う

あ
れ
は
事
故
だ

 
平

先
生
に
説
教
さ
れ
て

に
転
が

て
た
所
に
た
ま
た
ま
お
前
が
通
り
か
か

た
だ
け
だ

 
そ
れ
に
お
前
あ
の
時
は
ま

た
く
恥
ず
か
し
そ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
な
か

た
じ

な
い
か

よ
見
た
の
は
事
実
じ

な
い

ち

ん
と

任
は
と
り
な
さ
い
よ
ね

そ
う
や

て
持

て
く
ん
だ

サ
キ
サ
キ
や
る

私
は
出

れ
て
る
か
ら

利
用
出
来
る
も
の
は
何
で
も
し
な
い
と

実
は
お
前
が
一
番
変
わ

て
な
い
か

そ
う

ま
あ

済
的
に
余

も
出
来
た
し

そ
ろ
そ
ろ
私
も
自
分
が
や
り
た
い
事
を
し
よ
う
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か
な

て

ラ
イ
バ
ル
宣
言

へ

そ
れ
な
ら
あ

し
も
言
う
け
ど
あ

し
も
八
幡
に
は
ぱ
ん
つ
を
見
ら
れ
て
る
ん
だ
よ

ね
優
美
子
も

あ
私
そ
れ
知

て
る
確
か

い
物
し
て
る
時
に
優
美
子
が

人
君
を
見
付
け
て
転
ん
で

 
そ
れ
を
た
ま
た
ま
比
企
谷
君
が
見
て
た
ん
だ
よ
ね

え

俺
と
比
企
谷
が
一

に

い
物

て

あ
の
時
か

懐
か
し
い
な

お

お
う

か
お
り
と
千
佳
さ
ん
と
一

だ

た
時
な

そ
れ

て
私
も
い
た
時
じ

な
い
で
す
か

 
ど
う
し
て
そ
の
時
私
の
ぱ
ん
つ
も
見
て
く
れ
な
か

た
ん
で
す
か

い
や
い
や

あ
の
時
お
前
は
俺
に
何
の
興
味
も
無
か

た
だ
ろ

 

て
い
う
か
あ
の
時
の
お
前

超
怖
か

た
か
ら
な

何
で
す
か
そ
れ

私
は
こ
ん
な
に
か
わ
い
い
じ

な
い
で
す
か

と

と
に
か
く
も
う
ぱ
ん
つ
の
話
は
や
め
ろ

全
部
事
故

事
故
だ
か
ら
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実
に
カ
オ
ス
な

況
で
あ
る
が

こ
の
場
に
笑
顔
が
絶
え
る
事
は
な
い

 
み
ん
な
今
の
八
幡
の
事
が
大
好
き
だ
か
ら
で
あ
る

八
幡
君

あ
の

あ
な
た
と
一
番
親
し
か

た
私
達
と
は

 
そ
う
い

た
事
が
ほ
ぼ
無
か

た
わ
よ
ね

あ

で
も
テ
ニ
ス
対
決
の
時
に
ち

と
だ
け
あ

た

い
や

ど
う
だ

た
か
な

多
分
見
え
て
な
か

た
気
が
す
る
な

 
と
か
言
い
つ
つ
も

八
幡
は
そ
の
時
結
衣
の
ぱ
ん
つ
を
見
た
覚
え
が
あ

た

 
雪
乃
に
関
し
て
は
未

で
あ

た
が
こ
こ
で
そ
の
事
を
言
う
と
ま
た

れ
る

八
幡
は
無

言
を

い
た

む

や

ぱ
ず
る
い

そ
れ
が
普
通
な
ん
だ

て
の

て
か
そ
ん
な
事
で
俺
に
文

を
言
う
な

ふ

こ
こ
で
勝
ち
負
け
が
ハ

キ
リ
し
た

し

 
あ

し
も
丁
度
い
い
か
ら
沙
希
と
一

に

任
を
と

て
も
ら
う
事
に
す
る
し

優
美
子

ず
る
い

わ

私
も
何
か
そ
う
い

た
イ
ベ
ン
ト
を
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や
め
ろ
雪
乃

お
前
だ
け
は
そ
う
い
う
方
向
に
行
く
ん
じ

な
い

他
に
も
そ
う
い

た

験
を
し
た
人
が
い
な
い
か

後
で
調
べ
よ
う
か
し
ら

本
当
に
や
め
て
く
れ

 
も
う
滅
茶
苦
茶
で
あ
る

こ
の
後
一
同
は
更
に

り
上
が
り

 
八
幡
は
こ
の
日

ず

と
い
じ
ら
れ
る
事
に
な

た
の
で
あ

た

ふ
う

今
日
は
ひ
ど
い
目
に
あ

た

で
も
楽
し
か

た

し

お

お
う

そ
う
だ
な

 
そ
の
後
八
幡
は

キ

ト
に
雪
乃
と
結
衣

い
ろ
は
と
沙
希
を
放
り
込
み

 
今
は
優
美
子
と
二
人
で
タ
ク
シ

に
乗

て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

 
こ
れ
は
優
美
子
が
生
来
の
お
か
ん
気
質
を
発

し
て
全
員
の
介

役
を
努
め
て
い
た
か
ら
で

あ
る

 
ち
な
み
に
目
的
地
は
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
で
あ

た

 
更
に
ち
な
み
に
姫
菜
と
葉
山
と
戸
部
は

に
タ
ク
シ

で
帰
宅
し
て
い
る

 
お
そ
ら
く
こ
れ
以
上
女
の
戦
い
に

き
込
ま
れ
た
く
な
か

た
の
だ
ろ
う
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さ
て

大
変
な
の
は
こ
こ
か
ら
か

 
そ
の
後
八
幡
は

き
な
が
ら
全
員
を
お
姫
様

こ
し
て
自
分
の
部
屋
と
下
を

復
し
た

 
そ
の
中
に
は
ち

か
り
と
優
美
子
も
入

て
い
た
が

八
幡
に

否

は
無
い

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝

誰
が
八
幡
を

こ
す
の
か
で

 

義
無
き
女
の
戦
い
が

り
広
げ
ら
れ
る
事
に
な

た
の
だ
が
そ
れ
は
よ
く
あ
る
日
常
の
お

話
で
あ
る
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第
８
８
０
話
 
エ
ピ
ロ

グ

朝
の
学
校
に
て

 
す
み
ま
せ
ん
人
物
紹
介
を
い
く
つ
か

し
た
せ
い
で
し
お
り
が
エ
ラ

に
な

て
し
ま

う
そ
う
で
す

本
当
に

し

あ
り
ま
せ
ん
ｏ
ｒ

お
い
じ
じ
い
用
事
が
あ
る

て
言
う
か
ら
来
て
や

た
ぞ

り
難
く
思
う
な
ら
さ

さ
と

成

し
ろ

い
き
な
り
何
じ

お
主
は

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

過
が
見
た
い
と
言

て
勝
手
に
来
た
の
は
お
主
じ

ろ
う
が

 
そ
れ
か
ら
二
週
間
後

八
幡
は
眠
り
の
森
を
訪
れ
て
い
た

 
何
故
通
常
の
病
院
で
は
な
く
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
眠
り
の
森
に
入
院
す
る
事
に
な

た
か
と
い
う

と 
こ
れ
は

純
に

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
藍
子
と
木
綿
季
の
相
手
を
し
て
も
ら
う

で
あ

た

 
リ
ハ
ビ
リ
を
一

に
行

た
り
ネ
イ
テ

ブ
の
英
語
に
触
れ
さ
せ
て
も
ら

た
り
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戦
闘
技
術
を
教
え
て
も
ら

た
り
と
二
人
の
み
な
ら
ず
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
者
達

に
と

て
も

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
の
交
流
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な

た
は
ず
で
あ
る

で

ガ
ブ
リ
エ
ル
達
は
ど
こ
だ

ふ
ん

こ

ち
じ

こ

ち

 

は
ぶ
つ
く
さ
言
い
な
が
ら
も
八
幡
を
案
内
す
る

に
歩
き
出
し
た

 
だ
が
そ
の
顔
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
あ
り

遠
く
で
そ
れ
を
見
て
い
た

子
は
苦
笑
し
た

ま

た
く
お

さ
ん

た
ら

絶
対
に
私
達
よ
り
も
八
幡
君
の
方
が
好
き
よ
ね

 
ま
あ
仕
方
な
い
か
結
城
病
院
の
ト

プ
と
し
て
基
本
ず

と

独
だ

た
お

さ
ん
に
と

て 
年
は
凄
く
離
れ
て
る
け
ど

初
め
て
出
来
た
対

の
友
人
み
た
い
な
も
の
だ
も
の
ね

 

子
は
そ
う
言
い
な
が
ら

隣
に
い
た
知

の
方
を
見
た

 
今
日
は
知

も
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
手
術
を
担
当
し
た
者
と
し
て
眠
り
の
森
に
顔
を
出
し
て
い
た

の
だ

た

ま
あ
い
い
じ

な
い
か

八
幡
君
と
知
り
合

て
以
来
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親

が
俺
達
に
何
も
言

て
こ
な
く
な

た
ん
だ
か
ら
さ

そ
れ
は
助
か
る
け
ど

ま

た
く
変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
の
よ
ね

 
あ
の
お

さ
ん
が
弟
子
ま
で
持

て
ゲ

ム
に
興
じ
て
る
ん
だ
か
ら

い
先

い
身
な
ん
だ
か
ら
好
き
に
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
よ

 

子
は
知

の
そ
の
言
葉
に
微

そ
う
な
顔
を
し
た

本
当
に

い
先

い
の
か
し
ら
ね

ど
う
だ
ろ
う

絶
対
に

以
上
ま
で
生
き
そ
う
だ

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら

再
び
作
業
へ
と

た

 
そ
の

八
幡
と

は
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
病
室
に
到
着
し
て
お
り
八
幡
は
そ
の
扉
を
ノ

ク
し

た
お

い
ガ
ブ
リ
エ
ル

俺
だ

入

て
い
い
か

八
幡
か
い

ど
う
ぞ

入

て
く
れ

お
う

そ
れ
じ

遠

な
く

 
そ
し
て
八
幡
は
扉
を
開
け

部
屋
の
中
に
一
歩
を

み
入
れ
た

間
に
手
を
広
げ

 

か
ら
突
進
し
て
き
た
藍
子
と
木
綿
季
を
受
け
止
め
た
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お

と
お
前
ら

気
配
で
バ
レ
バ
レ
だ

た
ぞ

う
わ

バ
レ
て
た

も
う

ち

と
は
驚
い
て
よ

行
が
足
り
ん
な

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
勉
強
を
見
て
も
ら

て
た
の
か

 
八
幡
は

ガ
ブ
リ
エ
ル
の
ベ

ド
の
横
に
置
か
れ
た
テ

ブ
ル
に

 
英
語
が
書
か
れ
た
ノ

ト
が
二

置
い
て
あ
る
の
を
見
な
が
ら
言

た

う
ん

勉
強
は
大
事
だ
か
ら
ね

そ
う
か
そ
う
か

え
ら
い
ぞ
ユ
ウ

他
の
み
ん
な
も
一

よ

兄
貴
だ

兄
貴

こ

ち
こ

ち

 
見
る
と
横
に
あ
る
モ
ニ
タ

に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
面
々
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
て
い

た 
お
そ
ら
く
全
員
で

ガ
ブ
リ
エ
ル
先
生
の

義
を
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う

悪
い
な
ガ
ブ
リ
エ
ル

の
調
子
は
も
う
い
い
の
か
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あ
あ
リ
ハ
ビ
リ
は

調
さ

も
う

み
は
ま

た
く
無
い
し
今
週
中
に
は
退
院
出
来
る
だ

ろ
う
ね

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

八
幡

私
達
も

も
う
こ
ん
な
に
歩
け
る
よ
う
に
な

た
の
よ

リ
ハ
ビ
リ
頑
張

た
の

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
の

り
を
走
り
回

た

 
二
年
以
上

た
き
り
だ

た
八
幡
と
は
違
い
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
入

て
い
た
の
は

月
だ

た

 
そ
こ
ま
で
筋
力
が
落
ち
て
い
な
か

た
の
が
幸
い
し
た
の
だ
ろ
う

 
二
人
の
回
復
は

く

あ
れ
だ
け

せ
て
い
た
体
も
今
は
ふ

く
ら
と
し
て
き
て
お
り

 
町
中
に
普
通
に
い
る
よ
う
な
少
し

せ
気
味
な
女
子
高
生
達
と
変
わ
ら
な
い

度
の
体
型
と

な

て
い
た

 
先
日
は
似
合
わ
な
か

た

の
服
も

そ
れ
に

て
と
て
も
似
合
う
よ
う
に
な

て
い
る

そ
う
か
そ
う
か

で
も
ま
あ
ま
だ
無
茶
な
走
り
方
と
か
は
す
る
な
よ

危
な
い
か
ら
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
二
人
の

を

で
た
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そ
れ
じ

あ
ガ
ブ
リ
エ
ル

こ

ち
で
仕
事
を
始
め
る
日

を
組
ん
で
お
く
か
ら

 
ま
た
今
度
迎
え
に
来
る
わ

寮
に
は
い
つ
で
も
入
れ
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
か
ら
な

す
ま
な
い
ね

に
着
る
よ

仕
事
が
始
ま
る
前
の
週
末
の
日
曜
は
空
け
て
お
く
か
ら
そ
こ
で
ど
こ
か
に
観
光
に
で
も
行
こ

う
あ

ず
る
い
八
幡

私
達
は

ボ
ク
達
も
連
れ
て

て
よ

う

ん
ま
あ
い
い
か
た
だ
し
お
前
達
も
週
明
け
か
ら
忙
し
く
な
る
の
は
分
か

て
る
ん
だ

ろ
う
な

う
ん

も
ち
ろ
ん
だ
よ

ち

ん
と
準
備
は
し
て
お
く
か
ら

な
ら
い
い
か

そ
れ
じ

あ
日
曜
の
朝
に
迎
え
に
来
る
わ

や

た

楽
し
み
だ
ね

先
生

あ
あ

そ
う
だ
ね
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そ
の
週
末
の
日
曜
日

八
幡
は
三
人
に
あ
ち
こ
ち
へ
と
連
れ
回
さ
れ
る
事
と
な

た

 
ち
な
み
に
何
故
か
明
日
奈
も
一

だ

た
よ
う
で
あ
る

  
そ
し
て
迎
え
た
週
明
け
の
月
曜
日

八
幡
は
学
校
に
行
く
前
に
ソ
レ
イ
ユ
に
寄

た

ほ
い
ハ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
ナ

こ
ん
な

い
期
間
で
よ
く
完
成
し
た
な

な

に

う
ち
の
天
才
様
が
頑
張

て
く
れ
た
か
ら
ナ

悪
い
な
紅
莉
栖

い
つ
も
あ
り
が
と
う
な

何
か
そ
の
素
直
さ
が
気
持
ち
悪
い
ん
だ
け
ど

お
前
は
俺
を
何
だ
と
思

て
る
ん
だ

こ
こ
で
何
か
お
か
し
な
事
を
言
う
な
ん
て

 
そ
ん
な
の
た
だ
の

の
お
か
し
い
人
じ

な
い
か
よ

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
じ

あ

動
の
仕
方
を
教
え
る
わ
ね

悪
い

頼
む
わ

  
そ
の
一
時
間
後

帰
還
者
用
学
校
の
教
室
で
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和
人
と
珪
子
は
の
ん
び
り
と
雑
談
を
し
な
が
ら
他
の
三
人
を
待

て
い
た

そ
れ
じ

あ
明
日
奈
は
も
う
す

か
り
元
通
り
な
の
か

は
い

も
う
大
丈
夫
み
た
い
で
す

そ
う
か
先
週
く
ら
い
ま
で
は
見
て
る
こ

ち
が
恥
ず
か
し
く
な
る
く
ら
い
だ

た
か
ら
な

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
の
も
じ
も
じ
は

あ
れ
か
ら
二
週
間
続
い
た
よ
う
だ

 
八
幡
も
明
日
奈
に
気
を
遣

て
い
つ
も
以
上
に
優
し
く
接
し
て
い
た
の
が
逆

果
だ

た
の
か

も
し
れ
な
い

 

 
だ
が
日
曜
に
明
日
奈
と
里
香
と
三
人
で
遊
び
に
行

た
時
に
は
普
通
だ

た

 
そ
れ
で
珪
子
は
も
う
大
丈
夫
だ
と
判
断
し
た
よ
う
だ

土
曜
の
夜
に

八
幡
さ
ん
と
一

に
お
出
か
け
し
た
の
が
大
き
か

た
み
た
い
で
す
ね

そ

か

ま
あ
そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

ち
な
み
に
お

り
だ

た
ら
し
い
で
す
け
ど

突

込
ん
じ

目
で
す
よ

え

マ
ジ
で

は
い

マ
ジ
で
す

 
そ
の

間
に
和
人
の
顔
が
真

に
な
り

珪
子
は
思
わ
ず
和
人
に
突

込
ん
だ
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和
人
さ
ん
も
も
う
い
い
年
な
ん
で
す
か
ら
い
い
加

そ
の
く
ら
い
は
平
気
に
な

て
下
さ
い

よ
わ

分
か

て
る
よ

は

里
香
さ
ん
の
苦
労
が
思
い
や
ら
れ
ま
す
ね

 
そ
こ
に
当
の
明
日
奈
と
里
香
が
教
室
に
入

て
き
た

和
人

珪
子

お
は
よ
う

あ

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
れ

八
幡
は
一

じ

な
い
の
か

う
ん

何
か
ソ
レ
イ
ユ
に
寄

て
か
ら
来
る

て
言

て
た
よ

 
こ
の
時
間
に
い
な
い

て
事
は

少
し

れ
る
の
か
も
ね

あ
れ

で
も

場
に
キ

ト
が

ま

て
る
ぞ

え
 
そ
の
和
人
の
言
葉
に
明
日
奈
達
三
人
は

て
て
窓
の
外
を

き
こ
ん
だ

 
確
か
に
遠
く
に
キ

ト
が

ま

て
い
る
の
が
見
え
三
人
は
思
わ
ず
そ
ち
ら
に
手
を

た

い
や
い
や

何
で
キ

ト
に
手
を

て
る
ん
だ
よ
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あ

い
や

何
と
な
く

あ

見
て

あ
れ

 
そ
の
時
里
香
が
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

キ

ト
が
そ
の
ガ
ル
ウ

ン
グ
を
上
下
さ
せ
て

い
た
の
だ

あ

気
付
い
て
く
れ
た
み
た
い

マ
ジ
か
よ

凄
え
な
キ

ト

和
人
も
手
を

て
み
な
よ

お
お

お

い
キ

ト

 
和
人
は
窓
か
ら
身
を
乗
り
出
し
な
が
ら
キ

ト
に
手
を

り

 
キ

ト
も
そ
れ
に
答
え
て
ぶ
ん
ぶ
ん
と
ガ
ル
ウ

ン
グ
を

た

ノ
リ
ノ
リ
ね

キ

ト

い
や

何
か
嬉
し
い
よ
な

う
ん

そ
れ
に
し
て
も
八
幡
君

ど
こ
に
行

ち

た
ん
だ
ろ

ま
た
理
事
⻑
室
と
か
で
捕
ま

て
る
ん
じ

な
い
か

あ

そ
う
か
も
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だ
が
八
幡
が
不
在
の
ま
ま
担
任
が
来
て
し
ま
い

四
人
は
大
人
し
く
自
分
の

に

た

皆
さ
ん

そ
れ
じ

あ
今
日
は

初
め
に
転
校
生
を
紹
介
し
ま
す

え
え

 
そ
の
言
葉
に
教
室
に
い
た
全
員
が
驚
き
の
声
を
上
げ
た

 
そ
も
そ
も
こ
こ
は
帰
還
者
用
学
校
で
あ
る
普
通
に
考
え
て
転
校
生
が
い
る
は
ず
が
な
い
の

だ
ど

ど
う
い
う
事

あ

も
し
か
し
て
ア
イ
と
ユ
ウ
か
も

あ
あ

そ
の
可
能
性
は
高
い
な

あ
の
理
事
⻑
な
ら
特

と
か
で
認
め
そ
う
だ
し

確
か
に
今
か
ら
普
通
の
学
校
に
通
う
よ
り
も

 
こ
こ
に
来
た
方
が
八
幡
さ
ん
や
私
達
も
い
る
し

い
い
か
も
で
す
ね

 
そ
し
て
前
の
入
り
口
か
ら
一
人
の
人
物
が
中
に
入

て
き
た

そ
れ
は

八
幡
で
あ

た
あ

あ
れ

八
幡
君
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て

転
校
生
は

 
そ
ん
な
一
同
の
疑
問
を
目
で
制
し

八
幡
は
教
卓
の
上
に

二
体
の
人

を
置
い
た

えあ

あ
れ
は

 
そ
の

間
に

そ
の
二
体
の
人

が
立
ち
上
が
り

こ

こ
と
手
を

た

あ

明
日
奈

和
人
君
に
里
香
に
珪
子
も

え
え
え
え
え
え
え
え

 
四
人
は
自
分
達
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
せ
い
で
驚
い
た
声
を
上
げ
た

 
だ
が
そ
の
声
は
と
て
も

き
覚
え
が
あ
る
声
で
あ

た

ア
イ

ユ
ウ

 
そ
の
問
い
か
け
に
答
え
た
の
は
八
幡
で
あ

た

あ

み
ん
な

転
校
生
を
紹
介
す
る

こ
ち
ら
が

野
藍
子

野
藍
子
で
す

こ
ん
な

で
ご
め
ん
な
さ
い

宜
し
く
ね

そ
し
て
こ
ち
ら
が

野
木
綿
季
だ
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よ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ボ
ク
は

野
木
綿
季
で
す

 
そ
の
二
体
の
人

は
自
力
で
立
ち
上
が
り

そ
う

を
し
た

ち
な
み
に
こ
れ
が
二
人
の
顔
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

二
人
の
顔
写
真
を
取
り
出
し
て
見
せ
て
き
た

本
当
は
こ
の
二
人
が
転
校
し
て
く
る
の
は
二
週
間
後
の
予
定
だ

た
ん
だ
が

 
思

た
よ
り

く
に
こ
の
人

が
完
成
し
た
ん
で
な
予
定
を

め
て
今
日
か
ら
編
入
さ
せ
る

事
に
し
た

 
こ
の
二
人
は
少
し
前
ま
で
ず

と
入
院
し
て
い
た
ん
だ
が

 
先
日
や

と
病
気
が
治

て
今
リ
ハ
ビ
リ
中
な
ん
だ

 
だ
か
ら
こ
う
い

た

で
の
参
加
に
な
る
が
そ
の

り
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
と
助
か
る

 
ち
な
み
に
こ
の
二
人
は
天

独
の
身
の
上
だ
か
ら

保
護
者
は
俺
だ

 
み
ん
な

く
れ
ぐ
れ
も
宜
し
く
頼
む

は
い

 
そ
の

間
に

明
日
奈
達
以
外
の
全
員
が

同
時
に
そ
う

和
し
た

 
さ
す
が
は
八
幡
の
お

下
で
あ
る

そ
の
行
動
に
は
ま

た
く
乱
れ
が
無
い
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そ
れ
じ

あ
先
生
こ
い
つ
ら
の
面
倒
は
俺
と
明
日
奈
が
み
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
二
人
と
も
こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

二
人
が
自
分
の
体
で
学
校
に
来
れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
先
生

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
は
ち
ま
ん
く
ん
二

機

あ
い
こ
ち

ん

と

三

機

ゆ
う
き
ち

ん

が

 
八
幡
の
ク
ラ
ス
メ

ト
に
加
わ
る
事
に
な

た

 
二
人
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使

て
こ
の
二
体
を
操
作
し
て
お
り
ノ

ト
の
代
わ
り
に

子

体
を
使
い

 
そ
の
内
容
は
眠
り
の
森
に
直
接
送
ら
れ
る
仕
様
と
な

て
い
る

 
食
事
中
は
モ
ニ
タ

使
用
に
切
り

え

そ
れ
を
見
な
が
ら
眠
り
の
森
で
食
事
を
し
つ
つ

 
み
ん
な
と
お

り
も
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
二
人
の

は
無
い
が

八
幡
と
明
日
奈
の

の
上
が
定

置
と
さ
れ

 
午
後
に
は
リ
ハ
ビ
リ
も
あ
る

に

当
面
は
午
前
中
か
ら
お
昼
ま
で
の
参
加
と
な
る
が



 第８８０話 エピローグ〜朝の学校にて

 
こ
う
し
て
二
人
は
か
つ
て
か
ら
の
望
み
を
叶
え
無
事
に
学
校
へ
と
通
え
る
よ
う
に
な

た
の

で
あ
る

 
こ
れ
か
ら
二
人
の
人
生
は

希
望
に

れ
た
物
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

 
そ
の
二
人
の
隣
に
は
こ
れ
か
ら
も
ず

と
八
幡
と
そ
の
仲
間
達
が
寄
り

て
い
く
事
に

な
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
編

 
了

 
こ
れ
で
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
編
は
終
了
と
な
り
ま
す
次
の
章
は

日
後
の
再
開
と
な
り

ま
す

 
こ
こ
ま
で
８
８
０
話
残
り
を
考
え
て
も
絶
対
に
１
０
０
０
話
を
超
え
て
し
ま
い
そ
う
な
勢
い

で
す
が

 
も
う
し
ば
ら
く
お
付
き
合
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
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人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｄ
ｉ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
す
み
ま
せ
ん
人
物
紹
介
を
い
く
つ
か

し
た
せ
い
で
し
お
り
が
エ
ラ

に
な

て
し
ま

う
そ
う
で
す

本
当
に

し

あ
り
ま
せ
ん
ｏ
ｒ

 
人
物
紹
介

Ａ
Ｌ
Ｏ
組

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

 
・
ハ
チ
マ
ン

 
言
わ
ず
と
知
れ
た
主
人
公
そ
の
正
体
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

本
名
は
比
企
谷
八
幡

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に

任
予
定

主
に
指

担
当

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ア
ス
ナ

 
本
編
の
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
ス
ナ
で
あ
る

本
名
は
結
城
明
日
奈

 
ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
⻑
に

任
予
定

ヒ

ラ

物
理
ア
タ

カ
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Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
コ
マ
チ

 
ハ
チ
マ
ン
の
妹

候

ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
に
所
属
予
定

 
・
キ
リ
ト

 
本
名
は
桐

谷
和
人

八
幡
の
親
友

同
級
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
⻑
に

任
予
定

物
理
ア
タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
リ
ズ
ベ

ト

 
本
名
は

崎
里
香
八
幡
の
同
級
生

和
人
と
付
き
合

て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
最
高
の
正

鍛

治
職
人

 
物
理
ア
タ

カ

 
・
シ
リ
カ

 
本
名
は

野
珪
子

八
幡
の
同
級
生

 
物
理
ア
タ

カ

ヒ

ラ

ピ
ナ
を
使
用
時

 
・
ク
ラ
イ
ン
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本
名
は

遼
太
郎

平

静
と
結
婚

み

物
理
ア
タ

カ

 
・
エ
ギ
ル

 
本
名
は
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ

茶
店
ダ
イ
シ

カ
フ

を

中

 
物
理
ア
タ

カ

 
・
ユ
キ
ノ

 
本
名
は
雪
ノ
下
雪
乃

ソ
レ
イ
ユ
の

部
⻑
に

任
予
定

ヒ

ラ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
の

 
・
ユ
イ
ユ
イ

 
本
名
は
由
比

結
衣

八
幡
の
元
同
級
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
に
所
属
予
定

タ
ン
ク

 
・
ユ
ミ

 
本
名
は
三

優
美
子

八
幡
の
元
同
級
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
に
所
属
予
定

魔
法
ア
タ

カ

 
・
イ
ロ
ハ

 
本
名
は
一
色
い
ろ
は

八
幡
の
元
後
輩
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ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
に
所
属
予
定

魔
法
ア
タ

カ

 
・
リ

フ

 
本
名
は
桐

谷
直
葉

和
人
の
妹

剣
道
の

者

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

 
物
理
ア
タ

カ

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
嬢
に

職
予
定

 
・
レ
コ
ン

 
本
名
は
⻑
田
慎
一

直
葉
の
事
が
好
き

候

 
・
メ
ビ
ウ
ス

 
本
名
は
城

め
ぐ
り

ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
事
業
部
所
属

ヒ

ラ

 
・
ソ
レ
イ
ユ

 
本
名
は
雪
ノ
下
陽
乃

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の

設
者

魔
法
ア
タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ア
ル
ゴ

 
本
名
は
不
明

主
要
キ

ラ
の
中
で
は
唯
一
本
名
を

し
通
す

 
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
⻑

影
の
情
報
部
⻑

候

 
・
シ
ノ
ン
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本
名
は
朝
田
詩
乃

高
校
生

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

遠

ア
タ

カ

 
・
フ
カ
次
郎

 
本
名
は

原
美
優

北
海
道
在

物
理
ア
タ

カ

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

 
・
ク
リ
ス
ハ
イ
ト

 
本
名
は

岡

二
郎
総

省
通
信
ネ

ト
ワ

ク
内
仮
想
空
間
管
理
課
通
称
仮
想
課
職

員 
魔
法
ア
タ

カ

 
・
ク

ク
ロ
ビ
ン

 
本
名
は
神
崎
え
る
ざ
今
話
題
の
ア

テ

ス
ト

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ピ
ト
フ

イ
変
態

物
理
ア

タ

カ

 
・
セ
ラ
フ

ム

 
本
名
は
間
宮
ク
ル
ス

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

八
幡
の
専
属

タ
ン
ク

 
・
ク
リ
シ

ナ

 
本
名
は

紅
莉
栖
天
才

学
者

彼
女
の
存
在
が
い
ず
れ
何
人
か
の
人
物
の
救
い
と

な
る
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は

悟

と
カ
メ
ハ
メ

援

体
魔
法
担
当

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
の

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
に
所
属

八
幡
の
専
属

 
・
フ

イ
リ
ス

 
本
名
は
秋
葉

未

魔
法
ア
タ

カ

 
・
ナ
タ
ク

 
本
名
は
国
友

央

遠

ア
タ

カ

職
人

 
・
ス
ク
ナ

 
本
名
は
川
崎
沙
希

八
幡
の
元
同
級
生

遠

ア
タ

カ

職
人

 
ソ
レ
イ
ユ
の
グ

ズ
開
発
部
⻑
に

任
予
定

 
・
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
本
名
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

怪
我
を
し
て
療

中
に
八
幡
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
日
本
へ

 
Ｓ
Ｐ
Ｏ

ソ
レ
イ
ユ
・
プ
ロ
テ
ク
シ

ン
・
オ
フ

サ

部
⻑

 
オ

ル
マ
イ
テ

プ
レ
イ
ヤ

 
・
レ
ヴ

 
本
名
は
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

サ
ト
ラ
イ
ザ

こ
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
妹
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八
幡
の
ボ
デ

ガ

ド

身
元
引
受
人
は
八
幡
だ
が

実
は
八
幡
と
同
い
年
で
あ
る

 
新
し
く

入
さ
れ
た
魔
法
銃
を

え
ら
れ
る

遠

ア
タ

カ

 
・
リ
オ
ン

 
本
名
は
双
葉
理
央

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
に
所
属

遠

ア
タ

カ

 
・
ア
サ
ギ

 
本
名
は

麻
衣

女
優

タ
ン
ク

ソ
レ
イ
ユ
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

 
・
サ
イ
レ
ン
ト

 
本
名
は
平

静
プ
レ
イ
は
し
て
い
な
い
ゲ
ス
ト
扱
い

ク
ラ
イ
ン
こ
と

遼
太
郎
と
結

婚

み

 
・
ユ
イ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
娘

 
・
キ
ズ
メ
ル

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
ダ

ク
エ
ル
フ
の
美
女

自
称
ハ
チ
マ
ン
の

通
称
黒
ア
ゲ
ハ

 
そ
の
他
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ
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・
サ
ク
ヤ

 
シ
ル
フ
領
主

 
・
ア
リ
シ

・
ル

 
ケ

ト
シ

領
主

 
・
ユ

ジ

ン

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

領
主
の
弟

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ト

プ

元
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
剣
士

 
・
カ
ゲ
ム
ネ

 
ユ

ジ

ン
の
側
近

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ナ
ン
バ

ツ

扱
い

 
・
シ
グ
ル
ド

 
元
シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

サ
ク
ヤ
に
追
放
さ
れ
た
後
は
不
明

 
・
ト
ン
キ

 

神
型
モ
ン
ス
タ

 
・
ユ
ウ
キ

 
本
名
は

野
木
綿
季

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

病
気
が
治
り

今
は
八
幡
の
同
級
生



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

 
・
ラ
ン

 
本
名
は

野
藍
子

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

病
気
が
治
り

今
は
八
幡
の
同
級
生

 
・
ジ

ン

 
・
テ

チ

 
・
タ
ル
ケ
ン

 
・
ノ
リ

 
・
シ
ウ
ネ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
ク
ロ

ビ
ス

 
本
名
は
矢

文

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

故
人

 
現
在
は
ア
マ
デ
ウ
ス
と
し
て
活
動
中

 
・
メ
リ
ダ

 
本
名
は
山
城
芽
衣
子

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

故
人

 
現
在
は
ア
マ
デ
ウ
ス
と
し
て
活
動
中
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・
ゴ

グ
ル

 
・
コ
ン
タ
ク
ト

 
・
フ

ク
ス

 
・
テ

ル

 
・
ビ
ア

ド

 
・
ヤ
サ

 
・
バ
ン
ダ
ナ

 
ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き
七
人

 
・
ル
ク
ス

 
本
名
は

ひ
よ
り

帰
還
者
用
学
校
の
生
徒

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
元
メ
ン
バ

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
で
サ

コ
を
名
乗
る

は

生
労
働
大
臣
の

健

 
・
グ
ウ

ン

 

不
明

 
・
ビ

ビ

 
元
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍

ナ
イ
ツ

＆

マ
シ
ン
ガ
ン
＆
ゴ

デ
ス

の
リ

ダ
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通
称
女
神
様

 
・
リ

ウ

 
・
リ
ク

 
・
リ
ツ

 
・
リ
ン

 
・
リ
ナ

リ
ナ

チ

リ
ナ
ジ

リ
ナ

リ
ナ
ヨ

リ
ナ
コ

リ
ナ
ム

 
・
リ

ク

 
素
材
屋

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ

を

む
六
姉
妹

 
・
ロ

バ

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
内
で
万
屋

ロ

バ

を

む
謎
の

 
そ
の
正
体
は
八
幡
で
あ
る

 
・
グ
ラ
ン
ゼ

 
本
名
は
幸
原
り
り
す

 
職
人
ギ
ル
ド

小
人
の
靴
屋

の
リ

ダ

七
つ
の
大
罪
の
黒
幕

 
ヴ

ル
ハ
ラ
を
敵

す
る
女
性
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・
ル
シ
パ

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
リ

ダ

 
・
エ
ヴ

ア
タ
ン

 
・
サ

タ
ン

 
・
ベ
ル
フ

ノ

ル

 
・
マ
モ

ン

 
・
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

 
・
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

 
本
名
は
山
花
出
海

い
ず
み

ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

 
・
ラ
キ
ア

 
本
名
は
大
野

ギ
ル
ド

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
リ

ダ

大
野

の
会
⻑

 
・
ス
プ
リ
ン
ガ

 
本
名
は
大
野
春
雄

ギ
ル
ド

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
副
リ

ダ

大
野

の
夫
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デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
・
シ

ナ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

 
 
 
 
 
・
シ
ズ
カ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
ス
ナ

 
・
シ
ノ
ン
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ノ
ン

 
 
 
 
 
 
・
ベ
ン
ケ
イ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
マ
チ

 
・
ピ
ト
フ

イ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン

 
・
銃
士

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ラ
フ

ム

 
・
ニ

ン
ゴ
ロ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ユ
キ
ノ

 
 
 
・
イ
コ
マ
 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ネ
ズ
ハ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

ナ
タ
ク

 
・
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
・
キ
リ
ト
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト

 
・
エ
ム

 
本
名
は

豪

ピ
ト
フ

イ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
彼
女
の
秘
書

ド

 
・
ロ
ザ
リ
ア

 
本
名
は
薔
薇
小
猫

ソ
レ
イ
ユ
の
秘
書
室
⻑

 
・
セ
バ
ス

 
本
名
は
都

和

雪
ノ
下
家
の

事

八
幡
の
師
匠

元

兵

 
シ

ナ
に
近
い
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ
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・
薄
塩
た
ら
こ

 
本
名
は
⻑
崎
大

元
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
最
大
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト

中

 

 
・
闇
風

 
本
名
は
山
田
風
太

Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
高
の
ス
ピ

ド
ス
タ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

 
・
エ
ヴ

 
本
名
は
新

戸
咲

高
校
の
新
体
操
部
の
部
⻑

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
リ

ダ 
・
ソ
フ

 
本
名
は

カ
ナ

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ 
・
ロ

ザ

 
本
名
は
野
口
詩

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ 
狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
運

担
当
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・
ア
ン
ナ

 
本
名
は
安
中
萌
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
タ

ニ

 
本
名
は

リ
サ
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
ト

マ

 
本
名
は
ミ
ラ
ナ
・
シ
ド
ロ
ワ

ロ
シ
ア
出
身

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン
バ

狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
狙
撃
担
当

 
・
ダ
イ
ン

 
本
名
は
台
場

一

シ

ピ

ゲ
ル
の
所
属
す
る
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ギ
ン
ロ
ウ

 
本
名
は

銀
治

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
念
願
の
決
勝
進
出
を
果
た
す

 
・
お

か
さ
ん

 
本
名
は
田
中

子

女
性
だ
け
の
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｇ
Ｇ
Ｏ
女
性
連
合

通
称

女
連

の

リ

ダ
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サ

シ

の
⺟
親

 
・
ミ
サ
キ

 
本
名
は
海
野
美
咲

女
連
の
メ
ン
バ

銀
座
で
ス
ナ

ク

美
咲

を

 
最
初
の

那
は

治
家
だ

た
が
死
別
し
て
い
る

シ

ナ
に

想
中

海
野

の
⺟

 
・
イ
ヴ

 
本
名
は
岡
野
舞
衣

女
連
の
メ
ン
バ

ハ

カ

ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部

び
に
影
の

情
報
部
所
属

 
⺟
は
発
明
家
の
岡
野
由
香

 
・
レ
ン

 
本
名
は
小
比

香
蓮

第
一
回
と
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
優
勝
者

 
・
フ
カ
次
郎

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ
カ
次
郎

 
・
コ
ミ
ケ

 
本
名
は

自
衛

三

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
リ

ダ

 
・
ケ
モ
ナ
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本
名
は
倉
田
武
雄

自
衛

三

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ト
ミ

 
本
名
は

田
章

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ク
リ
ン

 
本
名
は

乃

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
現
在
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中

 
・
ブ
ラ

ク
キ

ト

 
本
名
は
黒
川

莉

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
現
在
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中

 
・
キ
リ
ト

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト

 
・
ゼ
ク
シ

ド

 
本
名
は

村
保

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

 
・
ユ

コ

 
本
名
は

川

子

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
友
達
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・
ハ
ル
カ

 
本
名
は

上
遥

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
友
達

 
・
ス
ネ

ク

 
本
名
は
嘉
納
太
郎

日
本
の
防
衛
大
臣

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
メ
ン
バ

の
一
人

Ｍ
Ｇ
Ｓ
プ
レ
イ
を
実

す
る

 
・
シ

リ

 
本
名
は

舞

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｋ
Ｋ

Ｃ

北
の
国
ハ
ン
タ

ズ
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ

 
そ
の
他
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ビ

ビ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ビ

ビ

 
・
シ

ピ

ゲ
ル

 
本
名
は
新
川
恭
二

サ
ク
リ
フ

イ
ス
を
殺
害

現
在
収
監
中

 
・
ス
テ
ル
ベ
ン
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本
名
は
新
川
昌
一

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

目
の
ザ
ザ

通
称
死
銃

デ
ス
ガ
ン

現
在
収
監
中

 
・
ノ
ワ

ル

 
本
名
は
金
本

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ジ

ニ

ブ
ラ

ク

通
称
ジ

 
ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

を
殺
害

現
在
逃

中

 
・
ギ

レ

ト

 
本
名
は

光
男

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

 
本
名
は
双
葉
駆

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・

子
王
リ

チ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ベ
ヒ
モ
ス

 
ミ
ニ
ガ
ン
使
い

 
・
シ
シ
ガ
ネ

 
Ｖ

Ｔ

り
プ
レ
イ
ヤ

 
・
デ
ヴ

ド
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ピ
ト
フ

イ
の
事
が

い
ら
し
い

古
参
プ
レ
イ
ヤ

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

メ
メ
ン
ト
・
モ
リ

の
リ

ダ

 
・
エ
ル
ビ
ン

 
ス
コ

ド
ロ
ン

の
リ

ダ

 
・
シ
ノ
ハ
ラ

 
マ
シ
ン
ガ
ン
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

全
日
本
マ
シ
ン
ガ
ン
ラ
ヴ

ズ

の
リ

ダ

 
・
ク
ラ
レ
ン
ス

 
男
性
の
よ
う
な
見
た
目
を
持
つ
女
性
プ
レ
イ
ヤ

相
方

集
中

 
・
フ

イ
ヤ

 
本
名
は
⻄
山
田

フ

イ
ヤ

 
パ

テ

で
香
蓮
と
出
会
い

ひ
と
目

れ
を
し
た

年

 
身
⻑
は
１
５
０
ｃ

台
業
界
内
で
は
そ
の
名
前
と
身
⻑
の
せ
い
で

名
だ
が
優

な
若
手

 
第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で

に
破
れ

現
在
は
香
蓮
の
事
を

め

地
道
に

業
中

 
・
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第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
予
選
に
て
キ
リ
ト
と
対
戦
す
る
も
無
意
識
の
キ
リ
ト
に
あ

さ
り
倒
さ
れ

る 
・
サ
ク
リ
フ

イ
ス

 
本
名
は

田
平

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
直
前
に
死

 
・
と
あ
る
作
家

 
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
を
提

し

第
一
回
の
ス
ポ
ン
サ

と
な
る

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
・
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の
メ
ン
バ

全
員
と
一
部
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

が
所
属

 
・
年
末
イ
ベ
ン
ト
参
加
予
定
者
は
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

ユ
キ
ノ

リ
ズ
ベ

ト

 
シ
リ
カ

セ
ラ
フ

ム

フ

イ
リ
ス

レ
コ
ン

シ
ノ
ン

フ
カ
次
郎

ク

ク
ロ
ビ
ン

 
レ
ヴ

ナ
タ
ク

ス
ク
ナ

リ
オ
ン

サ
ト
ラ
イ
ザ

 
レ
ン

闇
風

薄
塩
た
ら
こ

ゼ
ク
シ

ド

ユ

コ

ハ
ル
カ

ミ
サ
キ

シ

リ

 
そ
の
他
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
プ
レ
イ
ヤ
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・
コ
ヨ
ミ

 
本
名
は

原

二
十
三

で
大

の

だ
が
そ
の
外
見
は
中
学
生
レ
ベ
ル

 
・
ト
ビ
サ
ト
ウ

 
・
ユ
タ
ロ
ウ

 
・
ス
イ

 
・
ロ
ク
ダ
ユ
ウ

 
忍
レ
ジ

ン
ド
四
天
王

 
・
ヨ
ツ
ナ
リ

 
被
害
者
の
会
の
リ

ダ

 
元
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
本
名
は
茅
場

天
才

学
者

Ｓ
Ａ
Ｏ
四
天
王
の
一
人

神
聖
剣

故
人

 
現
在
八
幡
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
中
で

そ
の
一
部
が

中

 
・
ゴ
ド
フ
リ
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本
名
は
相
模
自
由

察

相
模
南
の

親

 
・
ク
ラ
デ

ル

 
本
名
は
倉
景
時

現
在
結
城

で
し
ご
か
れ
中

 
・
ノ

チ
ラ
ス

 
本
名
は
後

二

ユ
ナ
の
元
同
級
生

オ

グ
マ

に
関
わ
る
事
件
の
首
謀
者
の
一
人

 
ユ
ナ
の
気
持
ち
を
曲
解
し

彼
女
の
意
思
に
反
す
る
行
い
を

り
返
し

 
最
後
に
は
ユ
ナ
の
気
持
ち
も
失
う

 
・
Ｐ
ｏ

プ

 
本
名
は
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

殺
人
ギ
ル
ド

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
リ

ダ

 
現
在
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
新
し
い
配
下
と
し
て
中
東
を
転
戦
中

 
・
ザ
ザ

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ス
テ
ル
ベ
ン

 
・
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ノ
ワ

ル

 
・
キ
バ
オ
ウ
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本
名

一
郎

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ

ダ

 
・
シ
ン
カ

 
本
名
足
立

ネ

ト
ゲ

ム
攻
略
サ
イ
ト

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
管
理
人

 
・
ユ
リ
エ

ル

 
本
名
足
立
由
里
子

現
在
は
シ
ン
カ

の
妻

 
・
ヨ
ル
コ

 
本
名
は
明
星
夜
子

現
在
は
カ
イ
ン
ズ
の
妻

 
・
カ
イ
ン
ズ

 
本
名
は
明
星
優

 
・
サ

シ

 
本
名
は
田
中
沙

お

か
さ
ん
の
娘

現
在
総
武
高
校
で
教

を
と
る

奉
仕
部

問

 
・
ニ
シ
ダ

 
本
名
は
⻄
田

春

ソ
レ
イ
ユ
の
回
線
保
守
部
門
に
所
属

趣
味
は
釣
り

 
・
デ

ア
ベ
ル

 
本
名
は
日
高
直
人

故
人
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・
リ
ン
ド

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
シ

ミ

ト

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
シ
ヴ

タ

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
コ

バ

ツ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
所
属

故
人

 
・
モ
ル
テ

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
所
属
プ
レ
イ
ヤ

故
人

 
・
サ
チ

 
月
夜
の
黒
猫
団
団
員

故
人

 
・
ア
シ

レ
イ

 
本
名
は
神
野
ア
リ
ス

Ｓ
Ａ
Ｏ
一
の

師

 
・
ユ
ナ
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本
名
は
重
村

那

ハ
チ
マ
ン
の
弟
子
だ

た
時
期
が
あ
る

 
彼
女
の
持

て
い
た
レ
ア
装
備
と

剣
ス
キ
ル
に
は
ハ
チ
マ
ン
が
関

し
て
い
た

 
通
称
歌
姫

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
直
前
三
十

丁
度
に
ゲ

ム
内
で
死

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
さ
故
に

に
多
少
の

を
負
い
現
在
は
病
院
で
眠
り
姫
と
な

て

い
る

 
そ
の
存
在
は
重
村
徹
大
の
手
に
よ
り

に
も
完
全
に

さ
れ
公
式
に
は
死

扱
い
と
な

て
い
る

 
現
実
世
界
の
人
々

 
・
結
城

 
結
城
家
当
主

剣
豪

村
保
を
見
事
に
治
療
し
た

 
・
結
城

 
結
城
家
⻑
男

現
在

中

 
八
幡
の
依
頼
に
よ
り

藍
と
木
綿
季
の
病
気
を
治
す

の

品
を
完
成
さ
せ
る

 
・
結
城
知
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結
城
家
次
男

前

の
あ
る
手
術
の
技
術
は
超
一
流

 
・
結
城

子

 
結
城
家
⻑
女

現
在
東
京
在

眠
り
の
森
の
園
⻑

 
・
結
城
楓

 

子
の
娘

難
病
を

服

 
・
国
友
義

 
イ
コ
マ
の

親

 
・
倉
景

 
倉
エ

ジ

ン
シ

の
元
社
⻑

 
・
倉
朝
景

 
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

部
⻑

 
・
雪
ノ
下

乃

 
雪
ノ
下
姉
妹
の
⺟
親

帰
還
者
用
学
校
の
理
事
⻑
だ
が

八
幡
ら
の
卒
業
を
機
に
離
任

 
夫
で
あ
る
純
一
の

議
院
議
員
当
選
を
受
け
雪
ノ
下

設

め
ソ
レ
イ
ユ

設
の
社
⻑
に

任
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・
雪
ノ
下
純
一

 
雪
ノ
下
姉
妹
の

親

千
葉

選
出

議
院
議
員

 
・
相
模
南

 
八
幡
の
元
同
級
生

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

 
・
戸

加

 
八
幡
の
元
同
級
生

 
・
葉
山

人

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
法

部
⻑
に

任
予
定

 
・
戸
部

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
・
材
木
座
義

 
八
幡
の
元
同
級
生
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
帰
国
後
再
び
レ
ク
ト
に

出
向
中

 
・
海

名
姫
菜

 
八
幡
の
元
同
級
生

腐
女
子
業
界
で
人
気
作
家
と
な
る

サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス



 第七章 マザーズ・ロザリオ編

を

む

 
・

見
由
美

 
八
幡
の
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生

 
・

見

美

 
総
武
高
校
一
年
生
で
奉
仕
部
所
属

由
美
の
娘

 
・

本
か
お
り

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
嬢

後
に
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
情
報
屋
ソ
レ
イ
ア
ル

 
・
仲
町
千
佳

 
か
お
り
の
親
友
実
家
は
花
屋

ソ
レ
イ
ユ
関
連
の
花
や

木
の
注
文
を
一
手
に
引
き
受
け
る

事
と
な
る

 
・
昼
岡
映
子

 
詩
乃
の
親
友

真
面
目

ソ
レ
イ
ユ
の
労

部
に
所
属
予
定

 
・

美
衣

 
詩
乃
の
親
友

調
整
役

ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
に
所
属
予
定
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・
夜
野

奈

 
詩
乃
の
親
友

コ
ミ

力
の
⻤

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
そ
の

性
で

三
人
の
中
で
は
八
幡
に
一
番
近
い
存
在
と
な
る

八
幡
の
専
属

 
・
海
野

 
ク
ル
ス
の
親
友

美
咲
の
娘

 
美
咲
は
十
代
で

を
産
ん
だ

は
美
咲
の
事
を
美
咲
ち

ん
と
呼
ん
で
い
る

 
・

春
樹

 
元
海

総
合
高
校
の
生
徒
会
⻑
ソ
レ
イ
ユ
の
入
社

験
に
落
ち
る

か
お
り
に
告
白
し

 
・
須

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
の

人
事
件
の
首
謀
者
第
一
審
に
続
き
第
二
審
で

罪
判
決
が
下
る
も

中 
・
重
村
徹
大

 
東
都

業
大
学

気

子

学

教

オ

グ
マ

の
開
発
者

 
オ

グ
マ

の

メ

カ

で
あ
る
カ
ム
ラ
の
取
締
役
の
一
人

 
ア

ガ
ス
の
元
社
外
取
締
役

茅
場

須

神
代

比
嘉
は
い
ず
れ
も
彼
の
教
え
子
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重
村

那
の

親

那
の
生
存
を
全
力
で
秘

し

 
オ

グ
マ

を
使

て

那
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
画

中

 
・
神
代
凛
子

 
ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
事
業
部
部
⻑

 
・
比
嘉
健

 
オ

グ
マ

の
開
発
に
協
力

後
に
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

 
・
安
岐
ナ
ツ
キ

 
自
衛

付
属
の

護
病
院
の
卒
業
生

級
は
二

曹

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
和
人
の
体
調
の
保
全
を
担
当

 
・
結
城

三

 
明
日
奈
の

親

レ
ク
ト
社
⻑

 
・
結
城
京
子

 
明
日
奈
の
⺟
親

 
・
結
城

一
郎

 
明
日
奈
の
兄
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・
遠

貴
子

 
詩
乃
を

し
て
い
た
一

の
リ

ダ

今
は
許
さ
れ
て
た
ま
に
一

に
行
動
し
て
い
る

 
・

 
コ
ミ
ケ
の
元
奥
さ
ん

姫
菜
と
共
に
サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む

 
・

川
咲
太

 
理
央
の
友
人

自
称
八
幡
の
子
分

女
優
の

麻
衣
と
交

中

 
・

川
花
楓

 
咲
太
の
妹

以
前
事
故
で
記
憶

失
な
時
期
が
あ

た

 
・
国
見

真

 
理
央
の
友
人

自
称
八
幡
の
子
分

 
・
上
里
沙
希

 

真
の
彼
女

 
・
豊

の
ど
か

 

麻
衣
の
妹

ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

ス
イ

ト
バ
レ

ト

の
メ
ン
バ

 
・
ダ
ル
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本
名
は
橋
田
至
ス

パ

ハ
カ

大
学
卒
業
後
は
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部

情
報
部
に
所
属

予
定

 
・

院
凶
真

 
本
名
は
岡
部

太
郎

あ
だ
名
は
オ
カ
リ
ン

八
幡
と
友
達
付
き
合
い
を
し
て
い
る

 
時
々
情
報
屋

と
し
て
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
を
プ
レ
イ
中

 
ナ
ユ
タ
の
事
を

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

と
共
に
見
守

て
い
る

 
・
ま
ゆ
し
い

 
本
名
は

名
ま
ゆ
り

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
で
バ
イ
ト
中

 
・
比
屋
定
真
帆

 

紅
莉
栖
の
先
輩

ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
の
元
学
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
所
属

ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
に
邁
進
中

 
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン

 
元
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
教

で

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
の
部
⻑

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
に
邁
進
中

 
・
天
王
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コ

ド
ネ

ム

通
称
ミ
ス
タ

ブ
ラ
ウ
ン

 
岡
部

太
郎
の
ラ
ボ
未
来
ガ
ジ

ト
研
究
所
の
一

の

気
店
の
店
⻑
に
し
て
ビ
ル
の

オ

ナ

 
ソ
レ
イ
ユ
情
報
部

ル
ミ
ナ
ス

表
向
き
は
市
場
調
査
部

部
⻑

 
・
桐
生
萌
郁

 
コ

ド
ネ

ム

ソ
レ
イ
ユ
情
報
部

ル
ミ
ナ
ス

所
属

八
幡
の
専
属

 
・
漆
原
る
か

 
岡
部

太
郎
の
弟
子

神
社
の
宮

の
息
子

 
・
漆
原
え
る

 

原
神
社
の
宮

の
娘

漆
原
る
か
の
年
の
離
れ
た
姉

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
と
し
て
勤

中

 
通
称
ウ
ル
シ
エ
ル

ゼ
ク
シ

ド
こ
と

村
保
と
交

開
始

 
・

万
音
由
季

 
夏
コ
ミ
の
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
に
参
加
し
た
女
性
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

橋
田
至
と
交

中

 
・
櫛
稲
田
優
里
奈

 
八
幡
の
被
保
護
者

八
幡
の
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
の
管
理
役
を
努
め
る
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ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
を
ナ
ユ
タ
と
い
う
名
前
で
プ
レ
イ
中

 
・
櫛
稲
田
大
地

 
優
里
奈
の
兄

故
人

 
・
小
比

蓮
一

 
香
蓮
の

親

北
海
道
で

設
業
を

む

香
蓮
の
他
に

息
子
が
二
人

娘
が
二
人
い
る

 
香
蓮
は
そ
の
末

子
で
あ
り

蓮
一
は
香
蓮
を

愛
し
て
い
る

 
・

健

 

生
労
働
大
臣

ひ
よ
り
の

 
・
幸
原
み
ず
き

 
参
議
院
議
員

 
・
ジ

ジ

 
本
名
ジ

ン
・
ジ

ン
ズ

ザ
ス
カ

の
日
本

局
⻑

 
・
日
高
小
春

 
大
野
春
雄
の
元
同
級
生

大
野

の

遠
の
ラ
イ
バ
ル

 
両
親
が
他
界
し
た
後

日
高
商
店
と
い
う
酒
屋
を
一
人
で
切
り

り
す
る
強
い
女
性

独
身
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・
日
高
勇
人

 
日
高
小
春
の
親

兄
直
人
デ

ア
ベ
ル
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
失

た
後
両
親
を
も
事
故
で
失

う 
そ
の
後
親

筋
の
小
春
に
引
き
取
ら
れ
る

中
学
生

 
・
は
ち
ま
ん
く
ん

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

詩
乃
が
所
持

 
・
あ
い
こ
ち

ん

 
藍
子
の
分
身

現
在
帰
還
者
用
学
校
に
て
人
気

中

 
・
ゆ
う
き
ち

ん

 
木
綿
季
の
分
身

現
在
帰
還
者
用
学
校
に
て
人
気

中
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趣
味
の
資
料
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｄ

ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
す
み
ま
せ
ん
人
物
紹
介
を
い
く
つ
か

し
た
せ
い
で
し
お
り
が
エ
ラ

に
な

て
し
ま

う
そ
う
で
す

本
当
に

し

あ
り
ま
せ
ん
ｏ
ｒ

 

 

組

所
属
メ
ン
バ

一

 

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

 
リ

ダ

 
 
ハ
チ
マ
ン

 
副
リ

ダ

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
キ
リ
ト
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
ソ
レ

イ
ユ

 
メ
ン
バ

 
 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
シ
リ
カ
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
フ

イ
リ
ス
 
 
レ
コ

ン 
 
 
 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
フ
カ
次
郎

 
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
レ
ヴ

 
 
 
 
ナ
タ
ク



 趣味の資料 ｖｅｒ ＣａｌｉｂｅｒＣｒｏｓｓｉｎｇ ｅｄｉｔｉｏｎ

 
 
 
 
ス
ク
ナ
 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ア
サ
ギ
 
 
 
 
コ
マ
チ
 
 
 
 
ク
ラ
イ
ン

 
 
 
 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
ユ
ミ

 
 
 
 
イ
ロ
ハ
 
 
 
 
リ

フ

 
 
 
 
メ
ビ
ウ
ス
 
 
 
ア
ル
ゴ
 
 
 
 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
ロ
ザ
リ
ア

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
三
十
一

名

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
リ

ダ

 
 
シ

ナ

 
メ
ン
バ

 
 
シ
ズ
カ
 
 
 
 
ベ
ン
ケ
イ
 
 
 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
銃
士

 
 
 
 
ロ

ザ
リ
ア

 
 
 
 
ピ
ト
フ

イ
 
 
エ
ム
 
 
 
 
 
イ
コ
マ
 
 
 
 
ニ

ン
ゴ
ロ

 

 
 
 
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
キ
リ
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
 
十
二

名
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
リ

ダ

 
 
ハ
チ
マ
ン
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メ
ン
バ

 
 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
キ
リ
ト
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
リ
ズ

ベ

ト

 
 
 
 
シ
リ
カ
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
フ

イ
リ
ス
 
 
レ
コ
ン
 
 
 
 
シ
ノ
ン

 
 
 
 
フ
カ
次
郎

 
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
レ
ヴ

 
 
 
 
ナ
タ
ク
 
 
 
 
ス
ク
ナ

 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ア
サ
ギ
 
 
 
 
コ
マ
チ
 
 
 
 
ク
ラ
イ
ン
 
 
 
エ
ギ
ル

 
 
 
 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
ユ
ミ

 
 
 
 
イ
ロ
ハ
 
 
 
 
リ

フ

 
 
 
メ
ビ
ウ
ス

 
 
 
 
ア
ル
ゴ
 
 
 
 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
ロ
ザ
リ
ア
 
 
 
レ
ン

 
 
 
 
闇
風
 
 
 
 
 
薄
塩
た
ら
こ
 
 
ゼ
ク
シ

ド
 
 
ユ

コ
 
 
 
 
ハ
ル
カ
 
 

  
 
 
 
シ

リ

 
 
ミ
サ
キ
 
 
 
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
三
十
九
名

 
社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会

社
乙
会

 
会
⻑
 
 
薔
薇
小
猫

 
メ
ン
バ

 
 
相
模
南
 
 
 
 
間
宮
ク
ル
ス
 
 

本
か
お
り
 
 
仲
町
千
佳
 
 
 
岡
野
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舞
衣

 
 
 
 
朝
田
詩
乃
 
 
 
雪
ノ
下
雪
乃
 
 
由
比

結
衣
 
三

優
美
子
 
 
一
色
い
ろ
は

 
 
 
 
黒
川

莉
 
 
 

乃
 
 
 
双
葉
理
央
 
 
 
桐
生
萌
郁
 
 
 
川
崎
沙
希

 
 
 
 
秋
葉

未

 
 
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
十
八
名

  

 
二
つ
名
一

 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
銀
影
ザ
・
ル

ラ

王
 
 
 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
閃
光
バ

サ
ク

ヒ

ラ

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
黒
の
剣
士

剣
王
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
絶
対

度

 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
絶
対
暴
君
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
姫
騎
士
イ

ジ
ス

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
必
中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
デ

ド
オ
ア
デ

ド 
フ
カ
次
郎
 
 
 
ツ
ヴ

イ
ヘ
ン
ダ

シ
ル
フ
 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
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ク
ラ
イ
ン
 
 
 
サ
ム
ラ
イ
マ
ス
タ

 
 
 
 
 
 
 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
ア
ク
ス
ク
ラ

シ 
シ
リ
カ
 
 
 
 
⻯
使
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
タ
イ
ム
キ

パ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
死
神
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
神

 
レ
ン
 
 
 
 
 
ピ
ン
ク
の
悪
魔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
闇
風
 
 
 
 
 
ス
ピ

ド
ス
タ

 
ビ

ビ

 
 
 
指

者

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
個
人
マ

ク

出
分

 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 

王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
王

の
中
に

の

の
文

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
ク
ロ
ス
レ
イ
ピ
ア
 
 
 
 
 

十

に
な

た
レ
イ
ピ
ア

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
剣
王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王

の
中
に

の

剣

の
文

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
死
王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王

の
中
に

の

死

の
文

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
ア
イ
ス
ク
リ
ス
タ
ル
ク
ロ
ス
 

通
称
ア
イ
ス
ク
ロ
ス

の
十

 
セ
ラ
フ

ム
 
 
セ
ラ
フ

ム
イ

ジ
ス
 
 
 

巨
大
な

の
生
え
た

を

た
盾
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シ
ノ
ン
 
 
 
 
キ

ピ

ト
ア
ロ

 
 
 
先

に
ハ

ト
が
付
い
た
矢
を
番
え
た

 
ユ
ミ

 
 
 
 
ヘ
ル
フ

イ
ア
 
 
 
 
 
 

型
の

 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
ス
タ

ハ
ン
マ

 
 
 
 
 

ハ
ン
マ

の

上
に
星

 
フ
カ
次
郎
 
 
 
愛
天
使
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ

ト
に

と
天
使
の

 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
 
 
 
 

で
書
か
れ
た
ホ
ウ
キ
に
ま
た
が
る
魔

女 
ス
ク
ナ
 
 
 
 
ソ

イ
ン
グ
 
 
 
 
 
 
 

針
と
糸

 
ナ
タ
ク
 
 
 
 
ツ

ル
ボ

ク
ス
 
 
 
 
 

金

と

と
ペ
ン
チ

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
メ
イ
ン
武
器

出
分

現
在
の

況

 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 

姫

 
キ
リ
ト
 
 
 
 

王

二
本
に
分
け
た
時
の
呼
称
は
エ
リ

シ
デ

タ
ダ

ク
リ
パ
ル

サ 
フ
カ
次
郎
 
 
 
リ

ク
タ
イ
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リ

フ

 
 
 
イ

ン
ホ
ウ

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
ハ
イ
フ

 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
ジ
・
エ
ン
ド
レ
ス

 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
無
矢
の

・

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
カ
イ
ゼ
リ
ン

 

 
他
プ
レ
イ
ヤ

・
メ
イ
ン
武
器
 

 
ユ
ウ
キ
 
 
 
 
セ
ン
ト
リ

 
ラ
ン
 
 
 
 
 
ス
イ
レ

 
リ

ウ
 
 
 
 
神
珍

パ
イ
プ

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
制
式
装
備
 

 
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

リ

ダ

部
用

 
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

白

キ
リ
ト

黒

ユ
キ
ノ

ソ
レ
イ
ユ

金

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

白
黒
の

ラ
ン

藍

ユ
ウ
キ

紫
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ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
 
 
 

メ
ン
バ

用

  

 

光
剣
シ
リ
ア
ル
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
ア
ハ
ト

 
 
 
 
 
刀
身
は
黒

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
グ
ロ

ク

 
 
 
 
チ
ビ
ノ
ン
 
 
 
 
 
刀
身
は
水
色

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
刻
命
剣
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
黒

 
シ
ズ
カ
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
夜

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
ピ
ン
ク

 
ベ
ン
ケ
イ
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
白
銀
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
銀

 
ピ
ト
フ

イ
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
⻤

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
エ
リ

シ
デ

タ
 
 
刀
身
は
黒

 
銃
士

 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
流
水
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
シ

リ

 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
血
華
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
デ
ヴ

ド
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
破

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
緑

 
闇
風
 
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 

光
石

 
 
 
 
 
刀
身
は
紫

 
薄
塩
た
ら
こ
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 

利

 
 
 
 
 
刀
身
は
茶
色
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第
八
章
 
キ

リ
バ

・
ク
ロ

シ
ン
グ
編

 
第
８
８
１
話
 
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
と
七
つ
の
大
罪

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

今
日
か
ら
新
章
開
幕
で
す

 
と
り
あ
え
ず
最
初
な
の
で

朝
八
時
に
投
稿
し
て
お
き
ま
す

 
あ
れ
か
ら
半
月
が

ち

今
は
十
二
月
の
初
週
で
あ
る

 
こ
の
日
フ
カ
次
郎
は
ハ
チ
マ
ン
相
手
に

日
の
雪
か
き
が
大
変
だ
と
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
い
た

と
い
う

で

と
か
お
し
り
が
も
う
パ
ン
パ
ン
な
の
よ
リ

ダ

 
え

私
の
お
し
り
に
興
味

々

し
に
触

て
確
か
め
て
み
た
い

オ

ケ

オ

ケ

ウ

ル
カ
ム

れ
変
態

や

ぱ
り
そ

ち
は
大
変
な
ん
だ
な

あ

あ

リ

ダ

が
こ

ち
に
来
て

雪
か
き
を
手
伝

て
く
れ
な
い
か
な
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も
ち
ろ
ん
そ

ち
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
手
伝
う
ぞ

機
会
が
あ
れ
ば
な

つ
ま
り
そ
の
予
定
は
無
い
と

ま
あ
香
蓮
に
呼
ば
れ
で
も
し
な
い
限
り

無
い
だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
フ
カ
次
郎
は

愕
然
と
し
た
顔
を
し
た

リ

リ

ダ

は
コ
ヒ

ば

か
り

し
す
ぎ

ん

そ
う
か

普
通
友
達
に
呼
ば
れ
た
ら
行
く
だ
ろ

リ

ダ

友
達
と
し
て
誘
い
ま
す

是
非
北
海
道
に
来
て
く
だ
ち

い

や
だ

む
き
い
い
い
い

 
な
ど
と
い
つ
も
通
り
の
会
話
を

り
広
げ
て
い
た
二
人
で
あ

た
が

 
フ
カ
次
郎
は
こ
ん
な
た
わ
い
も
な
い
時
間
が
大
好
き
で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
相
変
わ
ら
ず
自
分
に

た
い
が
そ
れ
で
も
偶
然
二
人
き
り
に
な
る
こ
う
い

た

時
間
に

 
決
し
て
自
分
を

魔
者
扱
い
し
た
り
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る

も
う

好
き
な
子
は
い
じ
め
た
い
だ
な
ん
て

リ

ダ

は
か
わ
い
い
な
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よ
し

俺
は
久
々
に
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
顔
を
出
す
が

お
前
も
来
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
に
完
全
に
ス
ル

さ
れ
た
フ
カ
次
郎
は
め
げ
ず
に
す
ぐ
に
切
り

え
て
返
事
を
し

た
喜
ん
で
お

し
ま
ふ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ
フ
カ

う
ん

 
そ
し
て
時
々
こ
う
い

た
嬉
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

こ
る

 
最
近
気
付
い
た
の
だ
が
フ
カ
次
郎
は
ハ
チ
マ
ン
に
乱
暴
な
口
調
で
命
令
さ
れ
る
の
が
大
好
き

で
あ

た

 
ど
う
や
ら
フ
カ
次
郎
の
好
み
は

ぐ
い
ぐ
い
自
分
を
引

張

て
く
れ
る
男
の
よ
う
で
あ
る

リ

ダ

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
は
何
を
し
に

ち

と
リ

ク
に
呼
ば
れ
て
な

何
か
気
に
な
る
事
が
あ
る
そ
う
だ

リ

ク
ち

ん
か

リ

ク
ち

ん
も
リ

ダ

に
懐
い
て
る
け
ど

 
あ
の
六
人
の
中
じ

リ
ナ
ち

ん
が

常
な
く
ら
い
一
番
リ

ダ

に
懐
い
て
る
よ
ね
何

で
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区
別
が
つ
く
か
ら
だ
ろ
う
な

区
別

区
別

て
何
の
事

さ
あ

何
の
事
だ
ろ
う
な

む
む
む
む
む

 
ど
う
や
ら
リ
ナ
に
は
何
か
秘
密
が
あ
る
ら
し
い
が
フ
カ
次
郎
に
そ
れ
を
追

す
る
つ
も
り
は

無
い

 
も
し
必
要
な
ら
ハ
チ
マ
ン
は

絶
対
に
説
明
し
て
く
れ
る
か
ら
だ

 
逆
に
言
え
ば

説
明
が
無
い
と
い
う
事
は

知
ら
せ
る
必
要
が
な
い
か

 
自
分
が
知
る
べ
き
事
で
は
な
い
と
い
う
事
な
の
だ

そ
う
思

た
フ
カ
次
郎
は
す
ぐ
に

を
切

り

え

 
何
か
話
の
ネ
タ
は
な
い
か
と

囲
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

少
し
離
れ
た
所
に
集
ま

て
い
る
集
団
に
目
を
つ
け
た

ね

リ

ダ

あ
そ
こ
に
何
か
変
な
人
達
が
い
る
よ

変

ん
ん

確
か
に
何
と
い
う
か

々
し
い
格
好
を
し
た
連
中
だ
よ
な

あ
れ

で
も
あ
の
人
達
の
持

て
る
武
器

結

レ
ア
度
高
く
な
い
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確
か
に
そ
う
だ
な

よ
く
気
付
い
た
な

フ
カ

ま
あ
こ
れ
で
も
私

て
ば
シ
ル
フ
四
天
王
だ
し

 
久
々
に
ハ
チ
マ
ン
に
褒
め
ら
れ
た
フ
カ
次
郎
は

高
々
に
そ
う
言

た

し
か
し
あ
い
つ
ら
は
何
者
だ
ろ
う
な

今
度
調
べ
て
お
く
か

そ
う
だ
ね

情
報
は
大
事
だ
も
ん
ね

い
ず
れ
う
ち
の
前
に
立
ち
塞
が

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

ま
あ
そ
う
な

た
ら

散
ら
す
だ
け
だ
よ
ね

で
も
ま
あ
ま
だ
見
ぬ
強
敵
も
い
る
だ
ろ
う
さ

 
ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
だ

て

少
し
前
ま
で
は
無
名
だ

た

だ
し
な

で
も
ほ
ら

今
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
は
全
員
身
内
だ
し

当
分
は
安

じ

な
い

ま
あ
確
か
に
な

 
こ
の
二
週
間
で
変
わ

た
も
の
が
も
う
一
つ
あ
る

 
そ
れ
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の

入
で
あ

た

 
こ
れ
は
プ
レ
イ
ヤ

の
能
力
を
シ
ス
テ
ム
が
計
算
し
て
そ
の
上

七
名
に
贈
ら
れ
る
称

で
あ

り
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現
在
そ
の
七
人
は

完
全
に
身
内
だ
け
で

め
ら
れ
て
い
た

 
序

一

ソ
レ
イ
ユ

 
序

二

キ
リ
ト

 
序

三

ハ
チ
マ
ン

 
序

四

ユ
ウ
キ

 
序

五

ア
ス
ナ

 
序

六

ユ
キ
ノ

 
序

七

ラ
ン

 
今
の

は
こ
ん
な
感
じ
で
あ
る

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
少
な
く
と
も
一

に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
下
部
組

と
思
わ
れ
て
い

る 
今
は
完
全
に
ヴ

ル
ハ
ラ
一
強

態
な
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ

二
十

ま
で
の
名
前
が
公
開
さ
れ
て
い
る

 
実

が
少
な
い
の
に
八

が
サ
ト
ラ
イ
ザ

な
の
は
さ
す
が
と
言
え
よ
う

 
そ
し
て
九

に
や

と
ユ

ジ

ン
の
名
前
が
上
が
り
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十

に
シ
ノ
ン
十
一

に
リ

フ

十
二

に
ク
ラ
イ
ン
十
三

に
エ
ギ
ル
の
名
前
が

上
が
る

 
正
直
シ
ノ
ン
が
こ
こ
ま
で
上
に
く
る
と
は
ハ
チ
マ
ン
は
思

て
い
な
か

た

 
リ

フ

は
リ
ア
ル
で
の
実

か
ら
考
え
る
と

当
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
し
て
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
補
正
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う

 
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
の
名
前
が
無
い
の
も
ま
あ

当
と
言
え
る

 
い
く
ら

金
が
あ
る
と
言

て
も

二
人
は
攻
略
組
で
は
無
か

た
か
ら
で
あ
る

 
十
四

は
ま
さ
か
の
リ

ウ
で
あ
る

さ
す
が
戦
闘
狂
だ
け
の
事
は
あ
る

 
そ
し
て
十
五

は
こ
れ
ま
た
ま
さ
か
の
セ
ラ
フ

ム
で
あ
る

 
タ
ン
ク
は
通
常
戦
闘
力
評
価
は

め
に
な
る
は
ず
な
の
だ
が
こ
れ
は
驚

的
な

で
あ

た 
そ
の
次

十
六

に
は
ル
シ
パ

と
い
う
知
ら
な
い
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
が
上
が

て
い
た

 
十
七

は
懐
か
し
の
ビ

ビ

で

十
八

に
フ
カ
次
郎
が
入
る

 
十
九

は
こ
れ
ま
た
無
名
の
サ

タ
ン
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

で

 
そ
し
て
二
十

に
は
サ
ク
ヤ
の
名
前
が
上
が

て
い
た

ア
リ
シ

が
さ
ぞ
悔
し
が

て
い
る
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事
だ
ろ
う

 
ユ
ミ

や
イ
ロ
ハ
の
名
前
が
無
い
の
は
最
近
ロ
グ
イ
ン
回

が

て
い
た
か
ら
な
の
だ
ろ

う 
ク

ク
ロ
ビ
ン
も
同
様
で
あ
り

真
面
目
に

行
し
て
い
た
フ
カ
次
郎
が
一
歩
前
に
出
た
イ

メ

ジ
で
あ
る

う
わ

リ

ダ

さ

き
の
変
な
人
達
が
じ

と
こ

ち
を
見
て
る
よ

そ
ん
な
の
い
つ
も
の
事
だ
ろ

ほ

と
け
ほ

と
け

で

で
も
こ

ち
に
近

い
て
く
る
よ

面
倒
だ
な

ま
あ
敵
と
決
ま

た

じ

な
い

当
に
相
手
を
し
て
お
く
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

組
み
し

相
手
の
出
方
を
待

た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
て

相
手
も
足
を
止
め
た

あ
ん
た
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ハ
チ
マ
ン
か

相
手
に
名
を

ね
る
時
は
ま
ず
自

紹
介

て
子

の

に
親
か
ら
教
わ
ら
な
か

た
の
か

俺
に
親
は
い
ね
え

い
る
と
す
れ
ば
天
の
神
様
だ
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も

と
も
俺
は
堕
天
し
ち
ま

た
か
ら

と

く
に
勘
当
さ
れ
ち
ま

て
る
と
思
う
け
ど
な

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
と
フ
カ
次
郎
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

お
い
お
い

何
か
香
ば
し
い
奴
が
来
た
ぞ

ロ

ル
プ
レ
イ
に
も

が
あ
る
よ
ね

ま
あ
い
い
か

少
し
だ
け
付
き
合

て
や
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

そ
の
男
に
向
か

て
言

た

ふ

ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
天
の
神
様
に
許
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

 
精
々

行
を

ん
で

天
界
に
復
帰
出
来
る
陽
に
頑
張

て
く
れ

 
陰
な
が
ら
お
前
の
活
躍
を
お

り
し
て
お
く
わ

ハ

俺
は
天
界
に
未
練
な
ぞ
無
い

え

い
い
じ

な
い
か
よ
天
界

な

フ
カ

え

そ
こ
で
私
に

る

え

と

て

天
界
に
は
美
女
が

山
い
る
か
ら

 
普
通
に
考
え
て
堕
天
す
る
メ
リ

ト

て
あ
ん
ま
り
無
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
お
兄
さ
ん

て
も
し
か
し
て
モ
テ
な
い
人

う
わ

お
前

そ
れ
は
煽
り
す
ぎ
だ
ろ
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ハ
チ
マ
ン
の
言
う
通
り
相
手
は

り
で
顔
を

く
し
激
し
く
フ
カ
次
郎
に
抗
議
し
て
き
た

ふ
ざ
け
る
な

天
界
に
美
女
な
ん
て
い
ね
え

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
キ

ト
ン
と
し
た

あ

反
応
す
る
と
こ
そ
こ

こ
れ
は
予
想
外

だ
な

ど
う
返
す

ふ
ふ
ん

と

く
に
考
え
て
あ
る
よ

リ

ダ

じ

あ
お
前
に
任
せ
る
わ

ケ
ツ
は
俺
が
持

て
や
る

 
そ
の

間
に
フ
カ
次
郎
は

て
て
自
分
の
お
し
り
を
パ
ン
パ
ン
と
叩
い
た

え

や

ぱ
り
私
の
お
し
り
に
興
味

々

う

え

く
し
ろ

が

て
ん

知
の
助

 
フ
カ
次
郎
は
即
座
に
態
度
を
切
り

え

相
手
の
前
に

王
立
ち
し
た

 
こ
の

り
の
切
り

え
の

さ
は
も
は
や
定
番
で
あ
る

お
い
お
前

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
公
式

は
見
て
な
い
の
か

 
次
の
バ

ジ

ン
ア

プ
で
出
て
く
る
女
神
様
達
は

美
人
じ

な
い

て
言
う
の
か
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お
お

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
フ
カ
次
郎
の
機
転
に
素
直
に
感
心
し
た

 
そ
の
言
葉
に
は
反

出
来
な
か

た
ら
し
く
相
手
の
男
は
言
葉
に
詰
ま

て
い
る
よ
う
に
見

え
たや

る
じ

な
い
か
フ
カ

ふ
ふ
ん
ま
だ
続
き
が
あ
る
か
ら
ね

や
い
お
前
無
知
な
お
前
に
も
う
一
つ
教
え
て
お
い
て

や
る

 
ヴ

ル
ハ
ラ

て
の
は
北

神
話
の
主
神
の
宮

の
名
前
だ

つ
ま
り
天
界
イ
コ

ル
ヴ

ル

ハ
ラ
だ

 
そ
し
て
自
慢
じ

な
い
が

ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
美
女
が
多
い

 
代
表
的
な
の
は
絶
対
暴
君
絶
対

度
バ

サ
ク
ヒ

ラ

姫
騎
士
イ

ジ
ス
ロ
ジ
カ

ル
ウ

チ

 
そ
れ
に
こ
の
私
だ

な

み
ん
な

ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
美
女
が
多
い
よ
な

お
い

ツ
ヴ

イ
ヘ
ン
ダ

シ
ル
フ
の
奴

自
分
で
言
い
き
り
や
が

た
ぞ

だ
が
認
め
る
ぞ

あ
ん
た
達
は
最
高
だ
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ヴ

ル
ハ
ラ

最
強

と
い
う
か
相
手
の
男
は
何
者
だ
よ

新
人
が
イ
キ

て
ん
じ

ね
え
ぞ

 
そ
の
フ
カ
次
郎
の
言
葉
を
受
け

り
に
い
た
者
達
は
大
い
に

り
上
が
り

 
相
手
は
何
か
言
お
う
と
し
た
も
の
の

り
の
雰
囲
気
に
押
さ
れ
て
反

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

失

て
い
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
こ
い
つ
に
も
フ

ン
が
い
た
の
か
と
驚
き
フ
カ
次
郎
を
生

か
い
目

で
見
つ
め
た

リ

リ

ダ

私
を
そ
ん
な
欲
情
し
た
目
で
見
つ
め
る
な
ん
て

も

と
見
て

私
を
見
て

れ
変
態

そ
れ
よ
り
も
あ
い
つ
が
何
か
言
お
う
と
し
て
い
る
ぞ

あ

ち
に
集
中
し
ろ

が

て
ん

知
の
助

 
フ
カ
次
郎
は

本
日
二
度
目
の
が

て
ん
を
し

そ
の
ま
ま
相
手
に
向
か

て
言

た

何
か
言
い
た
い
よ
う
だ
な

こ
の
私
が

い
て
や
る

 
そ
う
言
わ
れ
若

余

を
取
り

す
事
が
出
来
た
よ
う
で
そ
の
男
は
フ
カ
次
郎
に
向
け
て
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断
言
し
た

お
前
は
別
に
美
人
じ

ね
え

な

何
だ
と

や
る
か
こ
の
野
郎

 
フ
カ
次
郎
は
そ
の
言
葉
に
激
高
し
た

だ
が
相
手
は
顔
色
を
変
え
ず
に
こ
う
言
い
放

た

お
前
じ

俺
に
は
勝
て
ね
え

ラ
ン
キ
ン
グ
は
俺
の
方
が
上
だ
か
ら
な

ラ
ン
キ
ン
グ

 
フ
カ
次
郎
は
首
を

げ
な
が
ら

 
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
で
自
分
よ
り
も
上
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

は
誰
だ
ろ
う
か
と
考

え 
す
ぐ
に

当
す
る
人
物
に
た
ど
り
着
い
た

 
何
故
な
ら
自
分
よ
り
上

で
自
分
が
知
ら
な
い
プ
レ
イ
ヤ

は
一
人
し
か
い
な
い
か
ら
で
あ

る
お
前

ま
さ
か
ル
シ
パ

て
奴
か

な

何
故
分
か

た

 
そ
の
答
え
を

い
た

間
に

そ
の
場
に
い
た
全
員
が
こ
い
つ
は
ア
ホ
だ
と
感
じ
た
が
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そ
れ
は
ま
ご
う
こ
と
な
き
事
実
で
あ

た

 
ル
シ
パ

は
確
か
に

は
た
つ
が

そ
の
名
の
通
り

ち

と
パ

な
男
な
の
で
あ
る

い
か
に
も
俺
は
ル
シ
パ

ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
リ

ダ

だ

七
つ
の
大
罪

じ

あ
お
前
は

慢

か

い
か
に
も

俺
は

慢

担
当
の
ル
シ
パ

様
だ

ほ
う
ほ
う

ま
あ
定
番
だ
も
ん
な

七
つ
の
大
罪

い
ず
れ
俺
の
六
人
の
仲
間
と
そ
の
配
下
の
悪
魔
達
が
お
前
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
で
あ
ろ

う
て
何
で
予
言
者
風
な
ん
だ
よ
あ

お
い
満
足
し
た
表
情
で
帰
ろ
う
と
す
る
ん
じ

ね

え
よま

だ
俺
に
何
か
用
事
が

そ
も
そ
も
話
し
か
け
て
き
た
の
は
お
前
だ
ろ
う
が

あ
あ
そ
う
か

ち

と

し
て
お
こ
う
と
思

た
だ
け
だ

 
も
う
用
は
済
ん
だ
か
ら
さ

さ
と
立
ち
去

て
く
れ
て
い
い
ぞ

こ

こ
の
野
郎
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珍
し
く
ハ
チ
マ
ン
が
相
手
の
ペ

ス
に

き
込
ま
れ
て
い
た

 
さ
す
が
は

慢
を
名
乗
る
だ
け
の
事
は
あ
り
ル
シ
パ

は
実
に

慢
な
男
で
あ

た

 
そ
こ
に
彼
の
仲
間
な
の
だ
ろ
う
六
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

て
て
ル
シ
パ

に
駆
け
寄

て
き

た
お
い
ル
シ
パ

俺
以
外
の
奴
と
仲
良
く
し
て
ん
じ

ね
え
よ

や
き
も
ち
焼
く
ぞ
コ
ラ

ま

た
く
だ

い
つ
も
勝
手
な
行
動
ば
か
り
と
る
ん
じ

ね
え

キ
レ
ん
ぞ

そ
れ
が
俺
だ

い
い
加

に
理
解
し
ろ

エ
ヴ

ア
タ
ン

そ
れ
に
サ

タ
ン

た
ん

て
愛
称
を
付
け
て
呼
ぶ
の
は
俺
だ
け
に
し
ろ

ま
し
い
ん
だ
よ
コ
ラ

俺
も
お
前
も
そ
れ
が
フ
ル
ネ

ム
な
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
だ
ろ

キ
レ
ん
ぞ

ま
あ
ま
あ
エ
ヴ

ア
タ
ン

サ

タ
ン

 
そ
う
い
う
会
話
は

い
て
る
だ
け
で
だ
る
い
か
ら
そ
の
く
ら
い
で

ベ
ル
フ

ノ

ル
の
言
う
通
り
だ
よ

と
り
あ
え
ず
君
達
は

 
精
神
的
苦

に
対
す
る
罰
金
を
俺
に

う
べ
き

金
だ
な
ん
だ

て
う
る
せ
え
よ
マ
モ

ン
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い
い
か
ら
さ

さ
と
み
ん
な
で

で
も
食
い
に
行
こ
う

く
ん
だ
よ

ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
の
言
う
通
り
だ

罰
金
と
し
て
俺
に

を

れ

み
ん
な
落
ち
着
き
な
さ
い
よ

お
客
さ
ん
の
前
で
し

う

あ
ら
い
い
男

あ
な
た
が
ハ
チ

マ
ン
さ
ん

 
ご
め
ん
な
さ
い
ね

う
ち
の
連
中

た
ら
い
つ
も
こ
う
な
の
よ

と
こ
ろ
で
今

ど
う

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

敵
に
ま
で

を

て
ん
じ

ね
え
よ

 
そ
ろ
そ
ろ
姉
御
と
の
約
束
の
時
間
だ

い
い
か
ら
お
前
ら

さ

さ
と
俺
に
つ
い
て
こ
い

へ

い

あ
ら
残
念

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

い
ず
れ
ま
た

ね

 
そ
し
て
七
人
は
そ
の
ま
ま
風
の
よ
う
に
去

て
い
き
ハ
チ
マ
ン
と
フ
カ
次
郎
は
ポ
カ
ン
と

し
たリ

ダ

何
あ
の
人
達

分
キ

ラ
が

い
奴
ら
だ

た
な

あ
ん
ま
り
関
わ
り
た
く
な
い
ね

だ
が
俺
達
の
事
を
敵
と
言

て
た
か
ら
な

い
ず
れ
や
り
合
う
事
に
な
る
か
も
な
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え

や
だ
な

で
も
私
よ
り
も
強
い

い
し
い
つ
か
叩
き
の
め
し
て
や
る
よ
う

ん
そ
う
だ
な

そ
の
意
気
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
の

に

ん
と
手
を
置
き
フ
カ
次
郎
は
や
る
気
満
々
で

い
た

と
こ
ろ
で
リ

ダ

七
つ
の
大
罪

て
何

よ
く
フ

ン
タ
ジ

で
ネ
タ
に
さ
れ
る
人
間
を
罪
に

く
可
能
性
が
あ
る
七
つ
の
罪
の
事
だ

な 

慢
の
ル
シ
フ

の
サ
タ
ン

の
レ
ヴ

ア
タ
ン

の
ベ
ル
フ

ゴ

ル

 
強
欲
の
マ
モ
ン
色
欲
の
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
暴
食
の
ベ
ル
ゼ
バ
ブ
み
た
い
に
悪
魔
と

け

ら
れ
て
る
な

あ

何
か

い
た
事
あ
る
か
も

さ

す
が
リ

ダ

そ
う
い
う
の
に

し
い
よ
ね

 
で
も
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前

微

に
違
わ
な
か

た

だ
な

今
の
う
ち
に
メ
モ

と
く
か

え

と

ル
シ
パ

に

エ
ヴ

ア
タ
ン
と
サ

タ
ン
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後
は
ベ
ル
フ

ノ

ル
と
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
と
マ
モ

ン
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
か

 
下
手
に
元
ネ
タ
に
寄
せ
て
あ
る
分

微

に
覚
え

ら
い
な

ま
あ

回
メ
モ
を
見
て
確
認
す
れ
ば
い
い

し

だ
な

後
で
み
ん
な
に
関
わ
る
と
う
ざ
い
リ
ス
ト
と
し
て
配

て
お
く
か

う
ん

そ
れ
が
い
い
ね

そ
れ
に
し
て
も

姉
御

ね

他
に
も
ま
だ
何
か
い
や
が
る

て
事
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え
つ
つ
本
来
の
目
的
通
り
に
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
へ
と
向
か
う
事

に
し
た

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
本
名
を
人
物
紹
介
に
追
加
し
て
お
き
ま
し
た

山
花
出
海
い
ず
み
で

す
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第
８
８
２
話
 
み
ん
な
ハ
チ
マ
ン
と
遊
び
た
い

あ

ハ
チ
マ
ン

来
て
く
れ
た
ん
だ

お
う
リ

ク

待
た
せ
ち
ま

た
か

う
う
ん

別
に
待

て
な
い
よ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
そ
の
声
が

こ
え
た
の
だ
ろ
う
奥
か
ら
凄
い
勢
い
で
リ
ナ
が
走

て
き
て
ハ
チ
マ
ン
に
飛
び

つ
い
た

よ

リ
ナ

チ

元
気
だ

た
か

い
つ
も
元
気
な
の
な

リ
ナ

チ
の
時
に
来
て
く
れ
て
嬉
し
い
の
な

 
そ
の
や
り
取
り
を

い
た
フ
カ
次
郎
は
キ

ト
ン
と
し
た

リ

ダ

て
リ
ナ
ち

ん
を
そ
ん
な
風
に
呼
ん
で
た

け

前
は
違
う
呼
び
方
を
し
て
た

よ
う
な

い
や

こ
れ
は
別
に
い
い
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

こ
れ
は
内

だ
と
い
う
風
に

の
前
で
人
差
し
指
を
立
て
た
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ふ

ん

ハ

こ

こ
れ
は
も
し
や

カ

プ
ル
に
あ
り
が
ち
な

 
二
人
だ
け
の
秘
密
だ
ね

て
奴
で
は

で

リ

ク

一
体
何
が
あ

た
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン

安
定
の
ス
ル

で
あ
る

最
近
市
場
の
様
子
が
お
か
し
い
じ

ん
金
属
素
材
や

系
の
素
材
は

み
品
薄
で
高

中 
こ
れ

て
ば
絶
対
誰
か
が

い

め
て
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね

ほ
う

ハ
イ
エ
ン
ド
の
素
材
も
か

そ

ち
は
ほ
と
ん
ど
う
ち
が

え
て
る
し

流
通
も
限
ら
れ
て
る
か
ら
動
き
は

い
け
ど

 

要
が
凄
ま
じ
い
か
ら

が
か
な
り
上
が

て
る
か
な

ほ
う上

が
り
し
て
る
素
材
の
種

か
ら
し
て

 
こ
れ
は
明
ら
か
に
ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
が
戦
い
の
準
備
を
し
て
る
じ

ん
ね

ふ
む

か
も
し
れ
な
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
リ

ク
の
言
葉
に

き
つ
つ
も

首
を

げ
た
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で
も
そ
れ
だ
け
の
金
を
持

て
る
ギ
ル
ド
な
ん
か
あ

た
か

 
連
合
も
同
盟
も
も
う

の
息
だ
ろ
う
し

金
が
あ
る
ギ
ル
ド
な
ん
て
も
う
限
ら
れ
て
る
だ
ろ

戦
闘
系
の
ギ
ル
ド
と
は
限
ら
な
い
じ

ん

私
が
思
う
に
可
能
性
は
二
つ

 
ど
こ
か
の
種
族
の
領
主
様
か

職
人
ギ
ル
ド
じ

な
い
か
な

な
る
ほ
ど
な

だ
が
領
主
の
線
は
お
そ
ら
く
無
い
だ
ろ
う
な

 
人

が
多
い
サ
ラ
マ
ン
ダ

シ
ル
フ
ウ
ン
デ

ネ
ケ

ト
シ

の
情
報
は
入

て
く

る
が

 
そ
ん
な
話
は

い
た
事
が
な
い

う
ん

私
も
そ
う
思
う

と
す
る
と

や

ぱ
り
本
命
は

職
人
ギ
ル
ド
か
う

ん
商
業
系
の
ギ
ル
ド
か
素
材

取
系
の
ギ
ル
ド
の
可
能
性
は
無
い
の

か
そ
の
二
つ
は
小
さ
い
ギ
ル
ド
ば

か
り
だ
か
ら
職
人
ギ
ル
ド
と
は
や
り
合
え
な
い
と
思
う
か

な 
う
ち
み
た
い
に
で
か
い
バ

ク
で
も
い
な
い
限
り
ね

で
も
結
局
武
器
を
使
う
の
は
戦
闘
系
の
ギ
ル
ド
な

だ
し
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要
す
る
に
で
か
い
職
人
ギ
ル
ド
が
ど
こ
か
の
バ

ク
に
付
い
た

て
事
な
の
か
も
し
れ
な
い

な
う
ん

そ
の
可
能
性
が
高
い
じ

ん

 
こ
の
間

リ
ナ
は
大
人
し
く
ハ
チ
マ
ン
の

の
上
で
話
を

い
て
お
り

 
そ
れ
を
横
で
見
て
い
た
フ
カ
次
郎
は

リ
ナ
に

ま
し
そ
う
な

線
を
向
け
て
い
た

俺
は
正
直
職
人
ギ
ル
ド
に
は

し
く
な
い
ん
だ
が

今
は
ど
ん
な
感
じ
な
ん
だ

エ
ン
シ

ン
ト
ウ

ポ
ン
を
作
れ
る
の
は
レ
プ
ラ
コ

ン
だ
け
だ
か
ら

 
ま
あ
そ
う
考
え
る
と
一
つ
だ
け

当
す
る
ギ
ル
ド
が
あ
る
か
な

 
と
い
う
か

そ
こ
し
か
無
い
ん
だ
け
ど

ほ
う

何
て
ギ
ル
ド
だ

小
人
の
靴
屋
な
の
な

 
そ
の
問
い
に
答
え
た
の
は
リ
ナ
で
あ

た

ほ
う

レ
プ
ラ
コ

ン
の
職
人
の
半

以
上
が
所
属
し
て
る

て
噂
な
の
な

何
だ
そ
り

ほ
ぼ
独

態
じ

ね
え
か
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そ
ん
な
で
か
い
ギ
ル
ド
が
あ

た
な
ん
て
全
然
知
ら
な
か

た
わ

ま
あ
う
ち
は
自
前
で
全
部

ち

て
る
も
ん
ね

 
そ
の
フ
カ
次
郎
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は

い
た

ま

た
く
リ
ズ
と
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
に
は

が
上
が
ら
な
い
よ
な

 
そ
う
い

た
事
で
苦
労
す
る
必
要
が
ま

た
く
無
い
し
な

ま
あ
そ
ん
な

で

も
し
か
し
た
ら
タ

ゲ

ト
は
ヴ

ル
ハ
ラ
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
一
応
報
告
し
て
お
こ
う
か
な

て

サ
ン
キ

リ

ク

こ

ち
で
も
調
べ
て
み
る
わ

 
ま
あ
も
し
か
し
た
ら
次
の
バ

ジ

ン
ア

プ
に
備
え
た
動
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

そ
の
可
能
性
も
あ
る
か
も
ね

と
り
あ
え
ず
用
件
は
そ
の
く
ら
い
じ

ん

 
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ね

ハ
チ
マ
ン

気
に
す
る
な

こ

ち
も
い
い
情
報
を
も
ら
え
た
か
ら
な

ま
た
何
か
あ

た
ら
頼
む
わ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

リ
ナ
を
横
に
下
ろ
し
て
帰
ろ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を

リ

ク
と
リ
ナ
が
引
き
止
め
た

ま

ま
あ
久
し
ぶ
り
な
ん
だ
し

ゆ

く
り
し
て
い
け
ば
い
い
じ

ん
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ハ
チ
マ
ン

遊
ん
で
遊
ん
で

い
や

ま
あ
そ
う
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま
だ
が

厄
介
な
お
前
達
の
姉
さ
ん
が
ほ
ら

な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

た

間
に

店
の
奥
か
ら
そ
の
厄
介
な
人
物
一

が

を
現
し
た

あ
ら

店
が

が
し
い
と
思

た
ら
ハ
チ
マ
ン
じ

な
い

と
り
あ
え
ず
戦
う

出
た
よ
リ

ウ

だ
か
ら
戦
わ
な
い

て
の

え

た
ま
に
は
い
い
じ

な
い

ね

え

や
だ
よ

お
前
は
時
間
を
決
め
て
も
も
う
ち

と
も
う
ち

と

て

 
絶
対
に
引
き

ば
し
て
く
る
じ

な
い
か
よ

え

そ
れ
は
ず

と
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
い
た
い

て
い
う
女
心
じ

な
い

け

お
前
は
戦
い
た
い
だ
け
だ
ろ

あ
れ

バ
レ
ち

た

 
あ

さ
り
開
き
直
る
リ

ウ
で
あ

た

相
変
わ
ら
ず
の
戦
闘
狂

り
で
あ
る

ま

た
く
い
い
加

に

お

ハ
チ
マ
ン
じ

ん
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
リ

ウ
に
苦
情
を
言
お
う
と
し
た

間
に

厄
介
な
人
物
二

が

を
現
し
た
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リ
ク
ま
で
来
や
が

た
か

 

々

況
が
悪
化
し
て
い
く
事
に
ハ
チ
マ
ン
は

り
を
感
じ
て
い
た
が

 
こ
こ
で
い
き
な
り
帰
る
と
い
う

に
も
い
か
な
い

丁
度
良
か

た
新
し
い
技
を
思
い
付
い
た
ん
で
的

練

相
手
に
な

て
く
れ

よ
的

今
的

て
言

た
よ
な

そ
れ
な
ら
私
も

し
た
い
技
が

リ
ン

お
前
も
か

お
前
ら
俺
に
ば

か
言

て
こ
な
い
で

大
人
し
く
訓
練
場
に
行
け
よ

え

ハ
チ
マ
ン
が
い
い

そ
う
そ
う

ハ
チ
マ
ン
が
い
い
ん
だ
よ
ハ
チ
マ
ン
が

わ

私
も
ハ
チ
マ
ン
が

 
三
人
は

ら
ず

ハ
チ
マ
ン
は

を

え
た

だ
が
そ
こ
に
猫

の
天
使
が
舞
い
下
り
た

み
ん
な

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
を
困
ら
せ
ち

目
に

よ

 
そ
の
リ
ツ
の
優
し
い
笑
顔
に
ハ
チ
マ
ン
は
感
激
し
た
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リ
ツ

俺
の
味
方
は
お
前
だ
け
だ

に

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

顔
が
近
い

近
い
の
に

 
他
の
五
人
と
フ
カ
次
郎
は

そ
の
リ
ツ
の

を

ま
し
そ
う
に

め
て
い
た

あ

リ
ツ
は
ず
る
い
な

私
も
味
方
だ
よ

一
応

お
い
リ

ウ

今
何
で
と

て
つ
け
た
よ
う
に
一
応

て
つ
け
た
よ
な

え

気
の
せ
い
じ

な
い

そ
う
言
い
な
が
ら

武
器
を

え
て
じ

と
こ

ち
を
見
る
の
は
や
め
ろ

あ

私
も
的
に
す
ん
の
は
ダ
チ
だ
け
だ
か
ら
よ

お
前
は

本
的
に
ダ
チ
と
い
う
言
葉
の
意
味
か
ら
調
べ
な
お
せ

す
ま
な
い
ハ
チ
マ
ン

し
た
い
な
ど
と
い
う
の
は
失

だ

た
全
力
で
攻
撃
さ
せ
て
欲
し

い
そ
う
い
う
意
味
じ

ね
え
よ

リ
ン
は
そ
の
真
面
目
す
ぎ
る
と
こ
ろ
を
何
と
か
し
よ
う
な

そ
れ
な
ら
私
も
ハ
チ
マ
ン
を
解

し
た
い
じ

ん

リ

ク
は
ど
う
し
て
そ
う
い
う
事
を
言
う
か
な

 
今
俺
に
対
す
る
友
好
度
を
み
ん
な
で

て
る

て
分
か
ら
な
い
か
な
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リ
ナ
が
一
番
最
初
に
遊
ん
で

て
言

た
か
ら

リ
ナ
が
最
初
な
の

こ
う
な
る
と
リ
ナ
の
遊
ぶ

て
の
も
ち

と
不
安
に
感
じ
ら
れ
て
き
た
な

み
ん
な

自
重

自
重
す
る
の
に

 
そ
ん
な
六
人
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
フ
カ
次
郎
は

小
さ
な
声
で

い
た

こ

こ
の
目
的
に
向
か

て
と
に
か
く
突
き
進
む

性
は
私
も
見

わ
な
い
と

ふ
ざ
け
る
な

お
前
は
そ
も
そ
も
肉
食

子
だ
ろ
う
が

ど
う
し
て
リ

ダ

は
私
に
だ
け
い
つ
も
そ
う
な
の

そ
ん
な
の
は
今
ま
で
の
お
前
の
行
い
の
せ
い
に
決
ま

て
る

も

と
反
省
し
ろ
反
省

ぐ
ぬ
ぬ

 
そ
う
⻭

み
し
つ
つ

こ
え
る
か

こ
え
な
い
か
く
ら
い
の
自
分
の

き
に

 
ち

ん
と
突

込
ん
で
相
手
を
し
て
く
れ
る
ハ
チ
マ
ン
が

 
フ
カ
次
郎
は
と
て
も
愛
お
し
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
あ

た

う

も
う
我
慢
出
来
な
い

ジ

テ

ム

お
わ

い
き
な
り
何
だ
よ
う

え

お
い
こ
ら

顔
が
近
い

近
い

て
の

 
誰
か

こ
い
つ
を
止
め
て
く
れ
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そ
れ
は
新
し
い
遊
び
な
の
な

そ
れ
じ

あ
リ
ナ
も
リ
ナ
も

違
う
か
ら
離
れ
ろ
リ
ナ

特
に
お
前
と
の
密
着
は

面
が
や
ば
い
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
が
い
る
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
は

今
日
も
と
て
も

や
か
な
の
で
あ

た

 
は

今
日
は
ひ
ど
い
目
に
あ

た

 
こ
れ
は
帰

て
か
ら
フ
カ
に
お
仕
置
き
を
し
な
い
と

目
だ
な

リ

ダ

何
が

目
な
の
か
ち

と
も
分
か
ら
な
い
け
ど
ウ

ル
カ
ム

お
仕
置
き
プ
リ

ズ
お
前
は
ノ

マ
ル
だ
ろ

ロ
ビ
ン
み
た
い
な
事
を
言
う
ん
じ

ん

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
止
ま
り

し
げ
な
表
情
を
し
た

リ

ダ

ど

た
の

今
ど
こ
か
か
ら

線
を
感
じ
た
気
が
し
て
な

ん

特
に
誰
も
見
当
た
ら
な
い
け
ど

ま
あ
見
ら
れ
る
の
は
い
つ
も
の
事
だ
し
ね

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
だ
よ
な

ま
あ
い
い
か

 
そ
し
て
二
人
が
立
ち
去

た
後

一
人
の

せ
型
の
男
が

を
現
し
た
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う
お
お
マ
ジ
び
び

た
こ
の
シ

ト
リ
様
の
気
配
に
気
付
く
と
は
さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン

だ 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
を
見
張
る
時
は
も
う
少
し
慎
重
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
な

 
マ
ジ
で
本
当
に
俺
は
ビ
ビ
リ
な
ん
だ
か
ら

勘

し
て
欲
し
い

 
そ
う
言

て
そ
の
男
は
再
び
闇
に

け
込
む
よ
う
に

を
消
し
て
い

た
の
だ

た



 第８８３話 バチカン・リバースの密談

 
第
８
８
３
話
 
バ
チ
カ
ン
・
リ
バ

ス
の
密
談

 
人
物
紹
介
で
抜
け
て
い
た

川
咲
太

川
花
楓

国
見

真

上
里
沙
希

豊

の
ど
か

を
追
加
し
ま
し
た

 
七
つ
の
大
罪
の
ホ

ム
は

第
十
九
層
の
主
街
区
で
あ
る
ラ

ベ
ル
ク
に
あ

た

 
こ
こ
は
か
つ
て
ア
ス
ナ
が

誰
も
い
な
く
て
オ
バ
ケ
が
出
そ
う
で
怖
い
と
言

て

 
ハ
チ
マ
ン
に
一

に

に

ま

て
も
ら

た

あ
る
意
味
思
い
出
の
街
で
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
ホ

ム

バ
チ
カ
ン
・
リ
バ

ス

に

 
今
ま
さ
に
ギ
ル
ド
小
人
の
靴
屋
の
リ

ダ

が
訪
れ
て
い
た

そ
の
名
を
グ
ラ
ン
ゼ
と
い

う

い
わ
よ
あ
ん
た
達

客
を
待
た
せ
る
ん
じ

な
い
わ
よ

ふ
ん

か
い
事
は
気
に
す
る
な
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う
る
せ
え
ん
だ
よ

キ
レ
ん
ぞ
マ
ジ
で

あ
あ
あ

も
う
色
々
と
面
倒

い

そ
れ
よ
り

だ

 
ル
シ
パ

達
は

相
手
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
大
の
職
人
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

で
あ
ろ
う
と

 
変
わ
ら
ず

慢
で
あ
り

で
あ
り

で
あ
り
暴
食
で
あ

た

は

本
当
は
こ
い
つ
ら
な
ん
か
利
用
し
た
く
な
い
ん
だ
け
ど

 
現

だ
と
ヴ

ル
ハ
ラ
に
対
抗
出
来
そ
う
な
ギ
ル
ド
が
こ
こ
以
外
に
無
い
ん
だ
よ
ね

 
腐

て
も
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
ラ
ン
ク
内
に
二
人
も
入

て
る
ん
だ
し

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
う
思
い
つ
つ
き

ち
り
キ

ラ
を
作
り
つ
つ
ル
シ
パ

達
に

れ
た
理
由
を

ね
た

で

何
で

れ
た
ん
だ
い

お
う

ハ
チ
マ
ン
に

を

て
た
か
ら
だ
な

は
 
大
勢
の
ギ
ル
メ
ン
達
を
仕
切
る
女
傑
で
あ
る
グ
ラ
ン
ゼ
も
そ
の
答
え
に
は
さ
す
が
に
驚
愕
し

た
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な

何
で
そ
ん
な
事
に

ハ
チ
マ
ン
が

を

て
き
た
か
ら
だ

別
に
俺
達
か
好
ん
で
ち

か
い
を
出
し
た

じ

な
い

さ

き

を

て
た

て
言

て
た
じ

な
い
の
よ

 
つ
ま
り
自
分
達
か
ら
ち

か
い
出
し
て
ん
じ

な
い
の
よ
お
お
お
お

 
内
心
で
は
そ
う
思
い
つ
つ
も

グ
ラ
ン
ゼ
は
あ
く
ま
で
平
静
を
装
い

 
そ
の
時
の

況
を
確
認
し
よ
う
と

み
た

確
か
に
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
や
そ
の
仲
間
に
敵
対
し
て
く
る
奴
に
は
容

が
な
い
け
れ
ど

 
そ
う
じ

な
い
他
人
に
自
分
か
ら

を

る
だ
な
ん
て

想
像
出
来
な
い
ん
だ
け
ど

い
や

あ
い
つ
は
確
か
に
俺
達
に

を

て
き
て
た
な

そ
り

キ
レ
ん
わ

ど
ん
な
風
に

ハ
チ
マ
ン
の
奴

女
連
れ
で
楽
し
そ
う
に
歩
い
て
や
が

て
よ

 
あ
れ
は
確
か

シ
ル
フ
四
天
王
の
フ
カ
次
郎
だ
な

い
い
女
だ

 
ど
う
や
ら
ル
シ
パ

が
フ
カ
次
郎
に
向
か

て

お
前
は
美
人
じ

な
い

と
言

た
の
は

 
た
だ
の

れ

し
で
あ

た
よ
う
だ
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い
い

女

え

フ
カ
次
郎
が
い
い
女

て

こ
い
つ
は
一
体
何
を
言

て
る
の

 
フ
カ
次
郎
と
言
え
ば

同
じ
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン
と

び

ち

と

の
ネ
ジ
が
一
本
抜
け
て
る

事
で

名
な
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る

 
そ
の

フ
カ
次
郎
に

い
い
女
と
い
う
評
価
が

え
ら
れ
た
事
は
未
だ
か
つ
て
無
い

 
も
し
か
し
た
ら
ハ
チ
マ
ン

り
は
内
心
で
そ
う
思

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
基
本
的
に
そ
う
い

た

を
ハ
チ
マ
ン
が
フ
カ
次
郎
に
あ
げ
る
事
は
無
い
の
で
あ
る

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
で

え

そ
れ
で
終
わ
り

そ
う
だ

ム
カ
つ
く
だ
ろ

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
の
答
え
に
愕
然
と
し
た

ま

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
パ

だ

た
と
は
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グ
ラ
ン
ゼ
は
眩

を
感
じ
つ
つ
も

我
慢
出
来
ず
に
絶
叫
し
た

そ
ん
な
の
当
た
り
前
じ

な
い
か

 
同
じ
ギ
ル
メ
ン
な
ん
だ
か
ら

一

に
歩
く
事
く
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
よ

だ
が
そ
れ
を
俺
達
に
見
せ
つ
け
る
か
の
よ
う
に
や
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
が

ふ
ざ
け
る
ん
じ

な
い
わ
よ

ハ
チ
マ
ン
は
あ
ん
た
達
の
事
な
ん
か
知
ら
な
い
ん
だ
か
ら

 
わ
ざ
わ
ざ
あ
ん
た
達
に
見
せ
つ
け
る

に
そ
ん
な
事
を
す
る
は
ず
が
無
い
で
し

う
が

 
そ
も
そ
も
あ
ん
た
達
だ

て

ア
ス
モ
を
連
れ
て
歩
い
て
る
じ

な
い
の
さ

 
そ
う
叫
び
な
が
ら
グ
ラ
ン
ゼ
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
方
を
見
た

あ
ら
ん

私
を
ご
指
名

う
ふ
ふ

 
七
つ
の
大
罪
の

部
の
中
の
紅
一
点
で
あ
る
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

 
色
欲
の
名
に
恥
じ
ぬ
美
貌
を

て
お
り
加
え
て
雰
囲
気
が

に
エ
ロ
い
と
に
か
く
エ
ロ

い
ほ
ら

ム
カ
つ
く
理
由
な
ん
か
あ
り

し
な
い
だ
ろ
う
が

こ
い
つ
は
プ
ロ
だ

プ

プ
ロ

そ
う
な
の
か
い
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グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
の
予
想
外
の
返
し
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
思
わ
ず
そ
う
問
い
か
け
た

い
や
ん

プ
ラ
イ
ベ

ト
の
事
は
内

よ
ん

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
言

て
そ
の
質
問
を
か
わ
し
た

今
の
態
度
で
分
か
る
だ
ろ
う

こ
い
つ
は
絶
対
に
プ
ロ
だ

 
そ
の
仕

は
だ
が

確
か
に
ル
シ
パ

の
言
う
よ
う
に

と
て
も
プ
ロ

か

た

も
し
本
当
に
プ
ロ
だ
と
し
て
も

ア
ス
モ
の
何
が
不
満
な
ん
だ
い

 
こ
ん
な
エ
ロ
美
人
な
女

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
滅
多
に
い
や
し
な
い
だ
ろ

別
に
不
満
な
ん
か
な
い

に
プ
ロ
相
手
に
は
と
き
め
か
な
い

て
だ
け
だ

 
と
い
う
か
俺
達
は
プ
ロ
に
は
リ
ア
ル
で
散
々

い
目
に
遭

て
る
ん
だ
い
い
加

キ
レ
ん
ぞ

マ
ジ
で

そ
う
だ
そ
う
だ

素
人
の
お
姉
さ
ん
と
い
ち

つ
け
る
な
ん
ざ

ま
し
い
ん
だ
よ
コ
ラ

あ
ん
た
ら
の
リ
ア
ル
事
情
な
ん
ざ
知
る
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
心
の
中
で
そ
う
絶
叫
し
た

さ
す
が
に
全
て
の
感
情
を

す
事
は
出
来
ず

 
呼

が
荒
く
な

て
し
ま

た

グ
ラ
ン
ゼ
は
落
ち
着
こ
う
と
深
呼

を
し
た

グ
ラ
ン
ゼ
ち

ん

大
丈
夫
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そ
ん
な
グ
ラ
ン
ゼ
を
見
て

当
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
駆
け
寄

て
き
た

 
さ
す
が
と
い
う
か

ま
さ
に
プ
ロ
の
気
配
り
で
あ
る

え

え
え

大
丈
夫
よ

 
そ
ん
な
グ
ラ
ン
ゼ
の

元
で

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ

と

い
た

て
い
う
か
グ
ラ
ン
ゼ
ち

ん

そ
も
そ
も
私
が
こ
の
ギ
ル
ド
に
い
る
の
は

 
そ
う
い

た
目
で
見
ら
れ
な
い

て
の
が
理
由
の
一
つ
だ
か
ら
ね

 
と
い
う
か
こ
い
つ
ら
に
そ
う
い
う
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
ら
私
は
す
ぐ
に
ギ
ル
ド
を

や
め
る
わ
よ

 
そ
の
ぶ

ち

け
ト

ク
に
グ
ラ
ン
ゼ
は
目
を

い
た

そ

そ
う

で

他
の
理
由

て

男
避
け

あ
あ

 
そ
の
理
由
に
は
グ
ラ
ン
ゼ
も
納
得
し
た

 
彼
女
自
身
も

別
の
職
人
か
ら
好
意
を
寄
せ
ら
れ
た
事
が
何
度
も
あ

た
か
ら
だ

 
む
し
ろ
そ
の

験
の
せ
い
で
グ
ラ
ン
ゼ
は
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男
勝
り
な
口
調
で
ロ

ル
プ
レ
イ
す
る
よ
う
に
な

た
の
で
あ
る

私
は
知
ら
な
い
男
共
に
話
し
か
け
ら
れ
た
く
な
い
の

だ
か
ら
こ
い
つ
ら
は
絶
好
の
壁
役

て

だ

た
ら
そ
の
男
に

び
る
よ
う
な
態
度
を
や
め
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
の

そ
う
も
い
か
な
い
で
し

だ

て
私

色
欲

だ
も
の

 
ど
う
や
ら
彼
女
は
色
欲
役
の
ロ

ル
プ
レ
イ
自
体
は
気
に
入

て
い
る
ら
し
く

 
少
し

ら
し
げ
な
口
調
で
そ
う
言

た

ま
あ
私
と
し
て
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

り
に
囲

て
も
ら
え
る
の
が
理
想
で
は
あ
る
ん
だ
け
ど

ね
え

も
し
そ
う
な

た
ら
あ
い
つ
ら
を

て
る
の

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
す

か
り
素
の
口
調
に
な
り
裏
切
る
で
は
な
く

て
る
と
い
う
表
現
を
使

た

 
そ
れ
ほ
ど
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
存
在
は

七
つ
の
大
罪
の
中
で
も

い
て
い
る
の
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
私
に
興
味
を
持

て
く
れ
た
ら
ま
あ

あ
る
か
も
ね

だ

た
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
の
友
好
ギ
ル
ド
に
で
も
所
属
し
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
の

 

え
ば
ほ
ら

白
銀
の
乙
女

と
か
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白
銀
の
乙
女
と
は

女
連
と
ナ
イ
ツ
を
組
ん
で
い
る
ギ
ル
ド
で

 
そ
の

問
を
ハ
チ
マ
ン
が
や

て
い
る
と
い
う

の
ギ
ル
ド
で
あ
る

う

ん
今
の
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
目
を
付
け
て
も
ら
う
の

て
か
な
り
ハ

ド
ル
高
そ
う
じ

な
い

 
私
が
思
う
に
味
方
の
一
人
と
し
て

す
る
よ
り
は
敵
で
い
た
方
が
よ
り
目
立
つ
と
思
う

の
よ
ね

 
何
よ
り
敵
と
の
恋

て
燃
え
る
じ

な
い

そ
れ
に
は
同
意
す
る
け
ど

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

内
心
で
は
可
能
性
は

い
だ
ろ
う
な
と
考
え
て
い
た

 
敵
な
が
ら
い

そ
天
晴
れ
な

ハ
チ
マ
ン
の

り
に
は
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
多
い
か
ら
で
あ

る
ま
あ
で
も
も
し
そ
う
な

て
も
グ
ラ
ン
ゼ
ち

ん
に
は
事
前
に
ち

ん
と
言
う
か
ら
許
し
て

ね
は

相
手
は
と
も
か
く
同
じ
女
と
し
て
気
持
ち
は
分
か
る
か
ら

 
そ
の
事
に
つ
い
て
は
了
解
よ

気
に
し
な
い
で
好
き
に
し
て
く
れ
て
い
い
わ
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そ
も
そ
も
グ
ラ
ン
ゼ
の
目
的
は
ヴ

ル
ハ
ラ
を
潰
す
事
で
は
な
く
そ
の
勢
力
を

ぐ
事
で

あ
る

 
そ
れ
は

純
に

ヴ

ル
ハ
ラ
一
強

態
な
今
が
気
に
入
ら
な
い
か
ら
で
あ

た

 

力
と
は
戦
う
べ
き
敵
で
あ
り

そ
の

に
は
ど
ん
な

い
手

を
使

て
も

 
法
に
触
れ
さ
え
し
な
け
れ
ば
問
題
な
い

彼
女
は

治
家
で
あ
る
⺟
親
に
そ
う
教
え
ら
れ
て

育

て
き
た

 
グ
ラ
ン
ゼ
の
本
名
は
幸
原
り
り
す

⺟
は
野

治
家
の
幸
原
み
ず
き
で
あ
る

 
同
時
に
彼
女
は
女
性
の

利
は
何
よ
り
も
尊
重
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
教
え
ら
れ
て
き

た 
そ
の

に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
敵
に
回
る
可
能
性
を
告
白
さ
れ
て
も
彼
女
は

揚
に
そ
れ
を
受

け
入
れ
た

 
彼
女
に
と

て
男
は
利
用
す
る
も
の

女
は
守
る
も
の
な
の
で
あ
る

あ
り
が
と
う
グ
ラ
ン
ゼ
ち

ん

に
着
る
わ

的
に
応
援
は
出
来
な
い
け
ど

ま
あ
頑
張

て

 
こ
の
約
束
が
実
現
す
る
よ
う
な

況
に
な
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
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と
に
も
か
く
に
も
二
人
の
間
で
の
話
は
こ
れ
で
ま
と
ま

た

 
そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
下
が

て
い
き

グ
ラ
ン
ゼ
は

を
切
り

え
て

ル
シ
パ

に

言

た
あ
な
た
達
の
気
持
ち
は
分
か

た
け
ど

で
も
ル
シ
パ

今
回
の
よ
う
な
事
は
困
る
わ

 
今
の

で
ヴ

ル
ハ
ラ
に
関
わ
る
の
は
も
う
や
め
な
さ
い

こ
れ
は
命
令
よ

チ

俺
に
指
図
す
ん
な

だ

た
ら
今
ま
で

え
た
分
の
装
備
の
代
金
を
返
し
な
さ
い

く

し

仕
方
ね
え

分
か

た

今
の
と
こ
ろ
は
あ
い
つ
ら
に
手
は
出
さ
ね
え

 
さ
す
が
の

慢
も

そ
う
言
わ
れ
て
は

れ
る
し
か
な
か

た

あ
く
ま
で
今
の
と
こ
ろ
だ
か
ら
な

ム
カ
つ
く
け
ど
な

 
そ
こ
で
サ

タ
ン
が
そ
う
念
を
押
し
て
き
た

そ
れ
は
当
然
よ

あ
く
ま
で
今
の

で
と
い
う
話
だ
か
ら
ね

 
グ
ラ
ン
ゼ
も
そ
れ
に
同
意
し
た

あ
く
ま
で
も
目
標
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の

体
化
そ
の
一
点
で

あ
り

 
い
ず
れ
事
を

え
る
の
は
確
定
事

だ
か
ら
で
あ
る
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で

実

に
向
か
い
合

て
み
て

ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
だ

た
ん
だ
い

直
接
あ
い
つ
と
は
や
り
合

て
ね
え

前
に
出
て
き
た
の
は
フ
カ
次
郎
だ

た
か
ら
な

 
そ
の
時
は
ま
あ
ラ
ン
キ
ン
グ
を
引
き
合
い
に
出
し
て

お
前
は
俺
に
勝
て
ね
え

と
か
言

て
お
い
た
が

 
正
直
ア
レ
は

目
だ
な

今
の
俺
じ

勝
て
ね
え

 

慢
の
く
せ
に
何
と
も

勝
な
事
で
あ
る

普

は
奇

な
行
動
が
多
い
ル
シ
パ

で
あ

た
が

 
少
な
く
と
も
戦
闘
に
関
し
て
は
か
な
り
の
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
よ
う
だ

 
そ
れ
故
に
リ

ダ

が

ま

て
い
る
の
だ
ろ
う

で
も
あ
ん
た
の
方
が
ラ
ン
ク
が
上
な
の
は
事
実
だ
ろ

 
グ
ラ
ン
ゼ
は

す
よ
う
な
口
調
で
そ
う
問
い
か
け
て
き
た

 
そ
れ
に
対
し
て
ル
シ
パ

は

々
と
こ
う
答
え
た

問
題
は
武
器
の
差
だ
フ
カ
次
郎
の
リ

ク
タ
イ
は
や
べ
え
抜
い
て
も
い
な
い
の
に

ク

と
き
た

お
や

さ
す
が
だ
ね
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そ
れ
く
ら
い
は
分
か
る
い
く
ら
俺
の
方
が

が
上
だ
と
い

て
も
絶
対
に
武
器
の
差
で
負

け
るそ

の
通
り
だ
よ

だ
か
ら
俺
達
に
は
あ
ん
た
達
の
作
る
武
器
が
必
要
だ

今
手
を
引
か
れ
る
の
は
困
る

そ
う
い
う
事
だ
ね
せ

か
く
私
達
の
事
を
知
ら
れ
な
い
ま
ま

調
に
素
材
が
集
ま

て
き

て
る
ん
だ

 
せ
め
て
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
が
十
分
に
確
保
出
来
る
ま
で
は

 
絶
対
に
ヴ

ル
ハ
ラ
に
手
を
出
す
ん
じ

な
い
よ

分
か

た

武
器
の

な
ら
仕
方
が
な
い

 
そ
の
ル
シ
パ

の
言
葉
に

グ
ラ
ン
ゼ
は
満
足
そ
う
に

い
た

で

ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
に
つ
い
て
は
何
か
分
か

た
か
い

俺
の
部
下
に
シ

ト
リ

て
い
う

報
に
⻑
け
た
奴
が
い
る
ん
だ
が

 
そ
い
つ
か
ら
の
報
告
だ
と

ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
の
ほ
ぼ
全
て
の
出
所
を
探

て
い
く
と

 
最
終
的
に
は
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
行
き
つ
く
ら
し
い

や

ぱ
り
そ
う
か
い

こ

ち
が
掴
ん
で
る
情
報
と
一

だ
ね
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し
か
し
あ
そ
こ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
お

元
だ
か
ら
ね

ど
う
し
た
も
ん
か
ね

手

を
選
ば
な
い
で
い
い
な
ら

尾
行
す
る
し
か
無
い
ん
じ

ね
え
の

そ
れ
で
偶
然
や
り
合
う
事
に
な

て
も
そ
れ
は
仕
方
な
い

し

そ
う
ね

り
場
で
か
ち
合
う
の
な
ん
ざ
日
常
茶

事
な
ん
だ
し

 
多
少
強
引
で
も
そ
う
す
る
し
か
な
い
か

 
そ
の
意
見
に
一
同
は

き
合

た

と
り
あ
え
ず
シ

ト
リ
は

し
ば
ら
く
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
張
り
つ
け
て
お
く

 
だ
が
俺
達
で
は
素
材
を
見
て
も

そ
れ
が
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
か
ら

 
も
し
動
き
が
あ

た
時
に

そ
ち
ら
か
ら
誰
か
を

遣
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
る

分
か

た

そ
の
時
は
う
ち
か
ら
誰
か

遣
す
る
よ

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
話
し
合
い
は
終
わ
り

こ
の
場
は
解
散
と
な

た

そ
れ
じ

あ
私
は
今
日
は
落
ち
る
わ
ね

あ
あ

お
疲
れ

ア
ス
モ

お
疲
れ
様
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ふ
う

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
こ
と
山
花
出
海
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
外
し

 

の

き
を
覚
え
た

近
く
に
用
意
し
て
あ

た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

タ

を
ご
く
ご
く
と
飲

ん
だ私

が
プ
ロ

ね

こ
れ
で
も
女
子
高
生
な
ん
だ
け
ど
な

 
ま
あ

技
が
上
手
く
い

て
る

て
事
で
良
し
と
し
よ

か
な

 
さ
て

明
日
も
学
校
だ
し

も
う

よ

と

 
出
海
は
そ
の
ま
ま
大
人
し
く
眠
り
に
つ
い
た

  
そ
し
て
次
の
日
の
朝

学
校
へ
向
か
う

中
の
事
で
あ
る

ま
ず
い

バ
ス
が
行

ち

う

 
出
海
は
今

バ
ス

に
向
け
て
全
力
で
走

て
い
た

ま
ず
い

こ
れ
は
間
に
合
わ
な
い
か
も

 
そ
う
思

て

刻
す
る
の
を
覚
悟
し
た
出
海
で
あ

た
が

 
今
ま
さ
に
バ
ス
に
乗
ろ
う
と
し
て
い
た
少
女
が
出
海
に
気
が
付
き
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バ
ス
に
ゆ

く
り
ゆ

く
り
と
乗
り
込
ん
で
く
れ
た

ギ
リ
ギ
リ
で
間
に
合
う
事
が
出
来
た

あ

あ
り
が
と

う

朝
田
さ
ん

ど
う
い
た
し
ま
し
て

て

あ
な
た

私
の
事
を
知

て
る
の

朝
田
さ
ん
の
事
を
知
ら
な
い
人
は

う
ち
の
学
校
に
は
い
な
い
と
思
う

え

あ

そ

そ
う

 
そ
う
言

て
恥
ず
か
し
そ
う
に
下
を
向
い
た
詩
乃
は

 
同

か
ら
見
て
も

ら
し
い

に
か
わ
い
か

た

こ
れ
が
あ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ノ
ン
だ
な
ん
て

正
直
信
じ
ら
れ
な
い
け
ど

 
出
海
は
そ
う
考
え
な
が
ら

ぼ
ん
や
り
と
詩
乃
の
隣
に
立

て
い
た

 
ち
な
み
に
出
海
が
そ
の
事
を
知

た
の
は

文
化
祭
の
時
で
あ
る

 
元
々
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
出
海
は
そ
の
時
に
偶
然
ハ
チ
マ
ン
と
シ
ノ
ン
が
八
幡
と
詩

乃
だ
と
知
り

 
そ
れ
以
降

詩
乃
に
対
し
て
複
雑
な
思
い
を

い
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
正
式
な
パ

ト
ナ

は
バ

サ
ク
ヒ

ラ

の
ア
ス
ナ
の
は
ず

 
つ
ま
り
王
子
と
朝
田
さ
ん
は

今
学
校
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
関
係
じ

な
い
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だ
が
出
海
は
そ
の
事
を
誰
に
も
言
わ
な
か

た

 
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
他
な
ら
ぬ
八
幡
が
仕
け
人
の
は
ず
で
あ
り
そ
れ
は
多
分

き

と
王
子
は
関
係
を

し
て
で
も

朝
田
さ
ん
を
守
ろ
う
と
し
た

て
事
だ
よ
ね

 
出
海
は
詩
乃
が
か
つ
て
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
事
を
知

て
お
り

 
考
え
に
考
え
た
上
で
そ
う
い
う
結

に
達
し
て
い
た

そ
し
て
同
時
に
こ
う
も
考
え
て
い
た

私
に
も
王
子
と
仲
良
く
な
れ
る
チ

ン
ス
が
あ

た
り
し
な
い
か
な

 
そ
の
結
果
が

回
り
ま
わ

て
今
の
こ
の

況
と
な

て
い
た

 
そ
し
て
バ
ス
が
学
校
の
前
に
到
着
す
る
と
詩
乃
は
笑
顔
で
出
海
に
会

を
し
バ
ス
を
降
り

て
い

た

朝
田
さ
ん
の
ポ
ジ
シ

ン
を

え
た
ら
な

て
考
え
た
事
も
あ
る
け
ど

 
ど
う
考
え
て
も
そ
れ
は
不
可
能
だ
よ
ね

そ
れ
に
朝
田
さ
ん
本
当
に
い
い
人
な
ん
だ
よ
な

 
出
海
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら

自
分
の
教
室
へ
と
向
か

た

  
そ
ん
な
彼
女
が
八
幡
の
目
に
止
ま
る
日
が
来
る
の
か
ど
う
か

誰
も
知
ら
な
い
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一
つ
ネ
タ
バ
レ
と
も
言
え
な
い
ネ
タ
バ
レ
を
し
ま
す
ソ

ド
ア

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ア
ニ
メ

二
期
第
三
話
鮮
血
の
記
憶
の
冒

八

く
ら
い
の
詩
乃
が
校
門
を
出
よ
う
と
し
て
い
る

所
で

校
門
の

側
に
寄
り

か

て
い
る
の
が
山
花
出
海
で
す

と
い
う
事
に
し
ま
し
た



 第８８４話 文化祭〜フェイリス編

 
第
８
８
４
話
 
文
化
祭

フ

イ
リ
ス
編

 
タ
イ
ト
ル
が
ネ
タ
バ
レ

 
こ
こ
で
時
間
は
少
し

る

時
期
は
秋
口
八
幡
達
が

す
る
一

月
前
く
ら
い
の
事
で
あ

る 
八
幡
は

日
忙
し
い
思
い
を
し
て
い
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
に
と
あ
る
日
の

方

ソ
レ
イ
ユ
で
詩
乃
が
話
し
か
け
て
き
た

ハ
イ
八
幡

分
と
忙
し
そ
う
ね

お
う

詩
乃
は
今
日
も
バ
イ
ト
か

精
が
出
る
な

う
ん

も
う
す
ぐ
忙
し
く
な

ち

う
か
ら

今
の
う
ち
に

て
思

て

何
か
あ
る
の
か

学
校
で
文
化
祭
が
ね

あ
あ

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
時
期
か
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八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

自
身
の
高
校
時
代
の
事
を
思
い
出
し

の

り
を
押
さ
え
た

ど
う
し
た
の

い
や

の
事
を
思
い
出
し
て

ち

と

が

く
な

て
な

へ

苦
い
思
い
出

て
奴

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
詩
乃
に
そ
う
答
え
た

今
日
は
こ
の
後
も
仕
事

あ
あ
今
日
は
結

く
ま
で
か
か
り
そ
う
だ

て
言

て
も
九
時
く
ら
い
ま
で
だ
ろ
う
け

ど
なそ

の
後
は
マ
ン
シ

ン
に

ま
る
の

そ
う
だ
な

そ
う
な
る
と
思
う

分
か

た

そ
れ
じ

あ
待

て
る
わ
ね

は

お
い

そ
れ
は
ど
う
い
う

 
だ
が
詩
乃
は

そ
ん
な
八
幡
を
ス
ル

し
て
走
り
去

て
い

た

あ
の
野
郎

マ
ン
シ

ン
に
来
る
つ
も
り
か

ま
あ
優
里
奈
も
い
る
だ
ろ
う
し

別
に

わ
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な
い
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え
つ
つ
仕
事
に

り

 
予
定
通
り
夜
九
時
く
ら
い
に
あ
が

て
マ
ン
シ

ン
へ
と
向
か

た

お

い
優
里
奈

も
し
か
し
て
詩
乃
も
い
る
か

あ

八
幡
さ
ん

お
帰
り
な
さ
い

も
ち
ろ
ん
い
る
わ
よ
八
幡

八
幡

お
帰
り
ニ

 
そ
ん
な
八
幡
を
出
迎
え
た
の
は
優
里
奈
と
詩
乃
そ
し
て
ま
さ
か
の
フ

イ
リ
ス
で
あ

た

な

何
で
フ

イ
リ
ス
が
い
る

私
が
い
る
の
は
変
か
ニ

い

い
や

珍
し
い
と
思

て
な

実
は
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
の
ニ

八
幡
さ
ん
と
り
あ
え
ず
今
お
茶
を
入
れ
ま
す
か
ら
楽
な
格
好
に
着

え
て
き
て
下
さ
い
ね

お

お
う

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
八
幡
は
フ

イ
リ
ス
が
言
う
理
由
と
言
う
の
が
気
に
な

た
が
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と
り
あ
え
ず
優
里
奈
に

め
ら
れ
た
通
り

先
に
着

え
る
事
に
し
た

正
直

な
予
感
し
か
し
な
い
が

 
八
幡
は
そ
う
考
え
な
が
ら
も
こ
こ
で
逃
げ
出
す
と
後
で
何
を
言
わ
れ
る
の
か
分
か
ら
な
い

 
大
人
し
く
三
人
の
前
に
出
た

ふ
う

で

実
は
八
幡
に
ち

と
し
た
頼
み
が
あ
る
の
ニ

頼
み

実
は
私
達
三
人
と
も

も
う
す
ぐ
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
文
化
祭
が
あ
る
の
よ
ね

文
化
祭

あ
あ

そ
ん
な
時
期
か

て
三
人

て
事
は

優
里
奈
も
か

そ
れ
に
八
幡
さ
ん
に
も
来
て
欲
し
い
な

な
ん
て

目

で
す
か

良
か

た

無
茶

り
が
来
な
い
で
本
当
に
良
か

た

 
八
幡
は
そ
の
三
人
の

し
出
に
心
か
ら
安

し
た

い
や
そ
の
く
ら
い
な
ら
ま

た
く
問
題
な
い
そ
れ
じ

あ
お

魔
さ
せ
て
も
ら
う
事
に
す

る
や

た
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ま
あ
俺
は
優
里
奈
の
親
代
わ
り
だ
し

問
題
は
な
い
さ

良
か

た

こ
れ
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
ド
ヤ
さ
れ
な
く
て
済
む
わ

Ａ
Ｂ
Ｃ

て

い
や

確
か
に
そ
う
呼
び
始
め
た
の
は
俺
だ
け
ど
よ

あ
り
が
と
ニ

し

か
り
お
も
て
な
し
す
る
の
ニ

フ

イ
リ
ス
は
メ
イ
ド

茶
で
も
や
る
の
か

う
ち
の
学
校
で
そ
う
い
う
の
が
許
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
の
ニ

あ
あ

ま
あ
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
だ
な

 
こ
の
三
人
の
中
で
は
フ

イ
リ
ス
が
通
う
金
糸
雀
学
園
が
ぶ

ち
ぎ
り
の
お
嬢
様
学
校
で

あ

た
で

そ
の
文
化
祭
は
い
つ
な
ん
だ

い
き
な
り
で
ご
め
ん
ニ

う
ち
が
一
番

く
て
三
日
後
な
の
ニ

私
は
四
日
後
で
す

う
ち
は
一
週
間
後
ね

分
か

た
ま
あ
大
丈
夫
だ
ろ
姉
さ
ん
に
も
あ
ま
り

を
つ
め
な
い
よ
う
に

て
言
わ
れ
て

る
し
な
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息
抜
き
の
つ
も
り
で
気
楽
に
行
か
せ
て
も
ら
う
わ

 
八
幡
は
三
人
を
安
心
さ
せ
る
よ
う
に
そ
う
言
い
こ
う
し
て
文
化
祭
を
ハ
シ
ゴ
す
る
事
と
な

た
そ
れ
じ

あ
八
幡

こ
れ
が

待

ニ

お
お
う

さ
す
が
は
お
嬢
様
学
校

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
が

笑
顔
で
八
幡
に

待

を
手

し
て
き
た

こ
れ
が
あ
れ
ば
学
校
の
敷
地
に
入
れ
る
の
ニ

あ

こ
れ

フ

イ
リ
ス
の
名
前
入
り
じ

な
い

誰
か
ら

さ
れ
た
か
ち

ん
と
分
か
る
よ
う
に
な

て
る
の
ニ

 
学
校
側
に
も
誰
に

し
た
か
報
告
す
る
よ
う
に
な

て
て

二
重
に
チ

ク
す
る
感
じ
か

ニ
さ
す
が
と
い
う
か

う
ち
な
ん
か
誰
で
も
フ
リ

パ
ス
で
す
よ

も
ち
ろ
ん
う
ち
も
よ

そ
れ
が
普
通
だ
ぞ

フ

イ
リ
ス
の
所
が
普
通
じ

な
い
だ
け
だ
か
ら
な

 
そ
し
て
八
幡
を
囲
み

三
人
は
自
分
の
所
が
何
を
す
る
の
か
説
明
を
始
め
た
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優
里
奈
の
と
こ
ろ
は
コ
ス
プ
レ

茶
店

だ
と

お

さ
ん
は
そ
ん
な
の
は
許
し
ま
せ
ん

そ
ん
な
露
出
の
多
い
格
好
は
し
ま
せ
ん

て

た
だ
の
巫
女
服
で
す
よ

そ
れ

て
い
つ
も
と
同
じ
な
ん
じ

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
お
い
て
確
か
に
優
里
奈
は
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
が
巫
女
服
を
着
用

し
て
い
る

だ
か
ら

抗
が
少
な
か

た
ん
で
す
よ
ね

本
当
は
断
ろ
う
と
し
て
た
ん
で
す
け
ど

ま

ま
さ
か
胸
が
強
調
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
じ

な
い
だ
ろ
う
な

大
丈
夫
で
す
よ

ま

た
く
普
通
の
巫
女
服
で
す

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い

 
そ
の
時
八
幡
は

背
後
か
ら
殺
気
の
こ
も

た

線
を
感
じ

て
て

り
向
い
た

 
八
幡
の
背
後
で
は

詩
乃
と
フ

イ
リ
ス
が

 
自
ら
の
胸
に
手
を
当
て
な
が
ら
じ
と

と
し
た

線
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
い
た

こ
の
親
バ
カ

ど
う
し
て
そ
こ
で
真

先
に
胸
の
事
を

く
の
ニ

殴

て
い
い
か
ニ
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ち

違
う

ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
で
の
格
好
を
知

て
る
か
ら
こ
そ
の
発
言
だ

 
お
前
達
と
う
ち
の
優
里
奈
を
比
べ
よ
う
と
か
の
お
か
し
な
意
図
は
無
い

う
ち
の

や

ぱ
り
親
バ
カ
ニ

と
い
う
か

私
達
も
保
護
者
は
八
幡
の
は
ず
だ
け
ど

そ

そ
う
だ
な

う
ち
の
詩
乃
に
う
ち
の
フ

イ
リ
ス

 
八
幡
は
と

て
つ
け
た
よ
う
に
そ
う
言

た

れ
ば

る

墓

を

る
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
と
り
あ
え
ず
言

て
み
ま
し
た

み
た
い
な
感
じ
だ

た
わ
よ
ね

そ
う
だ
ニ

そ
う
だ
ニ

ひ
ど
い
ニ

八
幡

そ
う
言
わ
れ
て
も

は

難
し
い
年

だ
よ
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

全
力
で
話
題
を

ら
そ
う
と

二
人
に

ね
た

で

フ

イ
リ
ス
と
詩
乃
は
何
を
す
る
ん
だ

う
ち
は
た
こ
焼
き
屋
ニ
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フ

フ

イ
リ
ス
の
イ
メ

ジ
と
合
わ
ね
え

逆
に

的
な
の
が

う
ち
の
生
徒
に
は
珍
し
く
て
ウ
ケ
る
の
ニ

い
や
い
や

た
こ
焼
き
が
珍
し
い

て
ど
ん
な
世
界
だ
よ

う
ち
は
メ
イ
ド

茶
よ

そ

ち
が
メ
イ
ド
だ

た
か

 
八
幡
は
絶
対
に
詩
乃
は
ツ
ン
デ
レ
メ
イ
ド
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
も
口
に
出
し
て
は
こ

う
言

た

ま
あ
俺
が
行

た
時
は

ち

ん
と
普
通
の
メ
イ
ド
と
し
て
対
応
し
て
く
れ
よ

当
た
り
前
じ

な
い

そ
れ
く
ら
い
余

よ

こ
い
つ
に
普
通
の
メ
イ
ド
な
ん
て
出
来
る
の
か

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ
も
余
計
な
事
を
言
う
と
ま
た
詩
乃
に

ら
れ
る
と
思
い

て
い

た
そ
れ
じ

あ
ま
あ

当
日
を
楽
し
み
に
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
話
し
た
後

室
と
居
間
で
四
人
は
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
て
眠
り
に
つ
い
た
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そ
し
て
迎
え
た
三
日
後

八
幡
は
キ

ト
に
乗
り

金
糸
雀
学
園
へ
と
到
着
し
た

 
さ
す
が
は
天
下
の
金
糸
雀
学
園
で
あ
る

り
に
は
高
級

が

ん
で
い
た

さ
て
と

そ
れ
じ

あ
フ

イ
リ
ス
を
探
す
と
し
ま
す
か
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
フ

イ
リ
ス
に
言
わ
れ
た
通
り

入
り
口
で

待

を
見
せ
た

金
糸
雀
学
園
に
よ
う
こ
そ

待

を
拝
見
致
し
ま
す
ね

あ

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は
や
や
気
圧
さ
れ
つ
つ
も

懐
か
ら

待

を
取
り
出
し
て
相
手
に
見
せ
た

お

か
り
し
ま
す

こ
れ
は
え
え
と

え

未

さ
ん
の

待

あ

は
い

私
は
比
企
谷
と

し
ま
す
が

何
か
お
か
し
な
と
こ
で
も
あ
り
ま
し
た
か

あ

い
え

こ
れ
は
失

し
ま
し
た

珍
し
か

た
の
で
つ
い

 
そ
の
女
生
徒
の
話
に
よ
る
と

 
去
年
も
何
回
か

生
徒
の
関
係
者
が
学
園
を
訪
れ
る
機
会
が
あ

た
ら
し
い
の
だ
が

 
い
ま
だ
か
つ
て

そ
こ
に

未

が
誰
か
を

待
し
た
事
は
無
か

た
ら
し
い

 
著
名
人
や
資
産
家
の
娘
ば
か
り
の
こ
の
学
園
で

親
の
遺
産
を
自
分
で
運
用
し

 
学
園
に
多

の
寄
付
ま
で
し
て
い
る

未

は
や
は
り
格
上
の
存
在
ら
し
く
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そ
の

未

が
い
つ
誰
を

く
か
は
常
に
生
徒
達
の
間
で
話
題
に
な

て
い
た
よ
う
な
の
だ

あ
れ

俺
は
進
路
相
談
で
少
し
前
に
こ
こ
に
来
て
る
ん
で
す
が

え

じ

じ

あ
あ
な
た
が
噂
の
王
子
様
で
す
の

お

王
子

こ
こ
で
も
か
よ

 
八
幡
は
そ
の

き
な
れ
た
フ
レ

ズ
に
天
を

い
だ

あ

は
い

少
し
前
に

未

さ
ん
が

素
敵
な

方
と

を
組
ん
で

 
校
内
を
歩
い
て
ら
し
た
と
い
う
噂
が
広
ま

た
も
の
で

 
更
に
そ
の
女
生
徒
が
言
う
に
は
学
内
で
そ
の

を
写
真
に

る
よ
う
な
不
心
得
者
は
い
な
い

ら
し
く

 
ど
ん
な
人
物
だ

た
か

噂
だ
け
が
一
人
歩
き
し
て
い
た

態
で
あ
る
ら
し
い

そ

そ
う
で
す
か

ま
あ
俺
は

一
応

未

の
保
護
者
は
や

て
ま
す
が

 
王
子
な
ん
て

じ

な
い

た
だ
の
一

人
で
す
か
ら
ね

そ
ん
な
の
関
係
あ
り
ま
せ
ん

未

さ
ん
が
選
ん
だ
人
だ
と
い
う
の
が
大
事
な
ん
で
す

あ

は
い
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何
な
ん
だ
こ
の
学
園
は

俺
の
知

て
る
高
校
と
違
い
す
ぎ
ん
ぞ

 
八
幡
は

め
て
そ
う
思
い
つ
つ
も

そ
の
女
生
徒
に
笑
顔
で
言

た

そ
れ
じ

あ
今
日
は
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
す
ね

あ

は
い

ど
う
ぞ
お
入
り
下
さ
い

ふ
う

先
が
お
も
い
や
ら
れ
る
な

 
そ
う
思
い
つ
つ
八
幡
は
フ

イ
リ
ス
に
教
え
ら
れ
た
通
り
に
学
園
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ト
を

進
み

 
美
し
い

で

た
こ
焼
き

と
書
か
れ
た
屋
台
に
た
ど
り
着
い
た

さ
て
と

未

は

お

い
た
い
た

お

い

未

来
て
や

た
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
店
員
達
は
特
に
大
げ
さ
な
反
応
は
し
な
か

た
が

 
他
の
女
生
徒
達
が
剣

な

線
を
向
け
て
き
た

 
お
そ
ら
く
そ
う
い

た
口
調
で
話
す
者
は

基
本
こ
こ
に
は
い
な
い
の
だ
ろ
う

何
だ
こ
い
つ

未

さ
ん
に

れ

れ
し
く
し
や
が

て

 
人
の

線
に

感
な
八
幡
は

そ
の

線
か
ら
そ
ん
な
意
味
を
感
じ
取

て
い
た

お
お

怖
い
怖
い
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だ
が
そ
の

線
は

次
の

間
に
全
て

散
し
た

あ

八
幡
君

待

て
て

今
そ

ち
に
行
く
か
ら

 

着
を
着
て
下
を
向
き
な
が
ら
美
し
い

勢
で
一
生

命
た
こ
焼
き
を
作

て
い
た

未

が
 
そ
の
言
葉
で
顔
を
上
げ

満
面
の
笑
顔
で
そ
う
言

た
か
ら
で
あ
る

え

未

さ
ん
が
あ
ん
な

り
方
を

あ
の

方
は
ど
な
た
か
し
ら

あ

も
し
か
し
て

噂
の

未

さ
ん
の
王
子
様
な
の
で
は

 
そ
ん
な
ひ
そ
ひ
そ
声
が

こ
え
て
き
た
が

八
幡
は
当
然
ス
ル

で
あ
る

い
や
い
や

仕
事
中
な
ん
だ
ろ

そ
れ
が
落
ち
着
く
ま
で
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
見
さ
せ
て

も
ら
う
わ

 
と
り
あ
え
ず
た
こ
焼
き
を
一
つ
頼
む

ご
め
ん
ね

そ
れ
じ

あ
こ
れ

出
来
た
て
だ
か
ら

お
う

頑
張

て
な

 
八
幡
は

未

か
ら
た
こ
焼
き
を
受
け
取
る
と
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近
く
の
ベ
ン
チ
に

け
て

未

の
働
き
ぶ
り
を

め
て
い
た

メ
イ
ク
イ

ン
で
の
あ
い
つ
と
こ

ち
の
あ
い
つ

ど

ち
が
本
当
の
あ
い
つ
な
ん
だ
ろ
う

な 
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
う
ち
に

未

が
仕
事
を
終
え
こ
ち
ら
へ
と
駆
け
寄

て
き
た

八
幡
君

お
待
た
せ

お
う

頑
張

て
働
い
て
た
な

え
ら
い
ぞ

え
へ
へ

 
そ
う
微
笑
む

未

に

八
幡
は
た
こ
焼
き
を
一
つ

に

し
て
差
し
出
し
て
き
た

ほ
れ

お
前
も
食
う
か

 

未

は
そ
の
言
葉
に
顔
を

く
し
て
一

ま
り

り
の
者
達
も
そ
れ
を
見
て

ま

た

 
だ
が

未

は
意
を
決
し
た
よ
う
に
そ
の
ま
ま
口
を
開
け

 
八
幡
が
差
し
出
し
て
き
た
た
こ
焼
き
を

ご
と
パ
ク

と
く
わ
え
込
ん
だ

ま
だ
熱
い
か
ら
気
を
つ
け
ろ
よ

あ

あ
ひ

い

は
は

や

ぱ
り
お
前

猫

な
の
な
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も
う

八
幡
君
の
意
地
悪

 
そ
ん
な
二
人
を

り
の
者
達
は

顔
を

く
し
な
が
ら
遠

き
に

め
て
い
た

ん

何
だ

八
幡
君

こ
こ
に
は
そ
う
い
う
事
を
す
る
人
は
普
通
い
な
い
ん
だ
よ

そ
う
い
う
事

て

今
の

あ

ん

み
た
い
な
事
か

う

う
ん

そ
の

あ

ん

ね

で
も

は
一
本
し
か
無
い
し

さ
す
が
に
手
掴
み

て
の
は
な

そ
う
い
う
事
じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

 

未

は
そ
う
言

て
微
笑
ん
だ

屋
台
の
方
は
も
う
い
い
の
か

う
ん

事
前
に
お
休
み
を
も
ら

て
お
い
た
か
ら

そ
う
か

そ
れ
な
ら
ま
あ
い
い
ん
だ
が

そ
の
代
わ
り

ち

と
お
願
い
が
あ
る
の

ん

何
だ

私
と
あ
の
子
達
と
一

に

写
真
を

て
欲
し
い
の
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写
真
を

あ
あ

ま
あ
学
園
祭
な
ん
だ
し

そ
う
い
う
事
も
あ
る
か

 
八
幡
は
先
ほ
ど
の
受
付
の
女
生
徒
と
話
し
た
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
要
は
さ

き
の
は

勝
手
に

影
す
る
者
は
い
な
い
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

別
に

わ
な
い
ぞ

そ
れ
じ

あ
ぱ
ぱ

と

ち
ま
お
う

う
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て

未

は
ク
ラ
ス
メ

ト
達
を

き
寄
せ

そ
こ
で

影
会
が
始
ま

た

 
最
初
に

未

が
八
幡
の

に
自
分
の

を

め

二
人
で

影
し
た
後

 
他
の
女
生
徒
達
が

お
ず
お
ず
と

未

に
お
願
い
を
し

 
八
幡
は
そ
の
全
員
と
二
人
き
り
で
写
真
を

る
事
に
な
り
最
後
に
全
員
で

影
を
す
る
事
に

な

た
ご
め
ん
ね

が
多
く
て

い
や

こ
れ
が
い
い
記
念
に
な
る

て
な
ら
い
い
じ

な
い
か

う
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て

影
が
終
わ

た
後

未

の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は

 
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
お

儀
を
し
て
屋
台
へ
と

て
い

た
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さ
て

そ
れ
じ

あ
行
こ

お
う

そ
う
だ
な

 
そ
れ
か
ら
二
人
は
一

に
校
内
を

り

 
ど
こ
へ
行

て
も

り
の
女
生
徒
達
か
ら

ま
し
そ
う
な

線
を
向
け
ら
れ
た

 
他
に
も
若
い
男
は
何
人
も
い
た
が
明
ら
か
に
場
違
い
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
者
は
当
然
お
ら

ず 
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

い
か
に
も
良
家
の
お

ち

ん
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
出
し
て
お
り

 
八
幡
の
持
つ

あ
る
意
味
精

さ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
者
は
一
人
も
い
な
か

た

 
さ
す
が
に
そ
の
中
に
は
女
生
徒
に
囲
ま
れ
て
い
る
者
も
何
人
か
存
在
し
た
が

 
二
人
が
そ
の
横
を
通
る
と
そ
の
囲
ん
で
い
た
女
生
徒
達
も
つ
い
八
幡
に
目
を

わ
れ
て
い

た 
八
幡
の
存
在
感
は

や
は
り
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
る
よ
う
だ

 
だ
が
そ
の

線
も

当
然
全
て
が
好
意
的
な
も
の
だ
と
は
限
ら
な
い

あ
ら

秋
葉
さ
ん
じ

な
い

分
と
楽
し
そ
う
で
す
わ
ね

あ

幸
原
さ
ん

ご
機

よ
う
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そ
の
滅
多
に

か
な
い
珍
し
い

に

八
幡
は
目
を
見
張

た

幸
原

も
し
か
し
て
幸
原

て

う
ん

幸
原
議
員
の
娘
さ
ん

名
前
は
り
り
す
だ
よ

な
る
ほ
ど

う
ち
の
学
校

て
男
女
交

が
禁
止
な
の
だ
か
ら
そ
れ
で
難

を
つ
け
に
き
た
ん
だ
と
思
う

そ
う
な
の
か

そ
れ
に
し
ち

さ

き
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は

み
ん
な
に
は
事
前
に
説
明
し
て
お
い
た
か
ら
ね

 

未

は
八
幡
に
そ
う

く
と

そ
の
女
生
徒

幸
原
り
り
す
に
向
か

て
言

た

幸
原
さ
ん
紹
介
す
る
わ

こ
ち
ら
は
比
企
谷
さ
ん
私
の
保
護
者
を
や

て
く
れ
て
い
る
方

な
のえ

そ

そ
う
で
し
た
の

 
り
り
す
は
そ
う
言
わ
れ
て
表
情
を
一
変
さ
せ
た

 
ど
う
や
ら

未

の

は
当
た

て
い
た
の
だ
ろ
う
り
り
す
は
明
ら
か
に
困
惑
し
て
い
た

 
そ
ん
な
リ
リ
ス
を

み

け
る
よ
う
に

八
幡
は
そ
の

手
を
差
し
出
し
た

初
め
ま
し
て

比
企
谷
で
す

お
⺟
様
を
先
日
パ

テ

で
お
見
か
け
し
ま
し
た
よ
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陽
乃
に
引

張
り
ま
わ
さ
れ
て
そ
う
い

た
パ

テ

に
出

す
る
事
が
多
い
八
幡
は

 
遠
め
に
幸
原
議
員
を
見
た
事
が
あ

た

そ
う
言

た

 
だ
が

い
だ
か
ら
近
く
に
は
行
か
な
か

た
な
ど
と
は
も
ち
ろ
ん
言
え
な
い

え

う
ち
の
⺟
を
で
す
の

そ

そ
う
で
し
た
の

 
そ
の
事
か
ら
り
り
す
は
八
幡
が

界
に
も
顔
が
利
く
の
だ
と
認
識
し
完
全
に
態
度
を

め
た

 
こ
の
勝
負

完
全
に
八
幡
と

未

の
勝
利
で
あ
る

 
り
り
す
は
完
全
に
勢
い
を
失
い
八
幡
と

手
を
し
た
後
よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
去

て
い

た

あ
い
つ
と
は
仲
が
悪
い
の
か

う

ん

ま
あ
良
く
は
な
い
か
な

私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

寄
り
だ
か
ら
ね

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

 
八
幡
は

お
嬢
様
学
校
の
中
で
も
そ
う
い

た
争
い
が
あ
る
の
か
と

 
労
わ
る
よ
う
な
表
情
で

未

の
方
を
見
た

ん

何

 

未

は
そ
ん
な
八
幡
に
笑
顔
を
向
け
た

し
ん
ど
い
事
も
あ
る
だ
ろ
う
に
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未

は
そ
れ
で
も
八
幡
の
前
で
は
気
丈
さ
を
失
う
事
は
無
か

た

な

さ

き
受
付
の
人
に

い
た
け
ど

 
こ
の
学
校

て

年
に
何
回
か

保
護
者
が
来
る
機
会
が
あ
る
ん
だ
ろ

え

あ

う

う
ん

俺
が
お
前
の
保
護
者
に
な

た
の
は
最
近
だ
け
ど

 
そ
れ
で
も
今
日
ま
で
に
何
回
か
は

そ
う
い

た
機
会
が
あ

た
ん
じ

な
い
の
か

え

え

と

ま
あ
そ
う
か
な

俺

そ
う
い
う
の
に
呼
ば
れ
て
な
い
よ
な

そ

そ
れ
は

 

未

は
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
て
も
じ
も
じ
し
た

そ
ん
な

未

の

を
八
幡
は
優
し
く

で
た何

だ

遠

し
て
た
の
か

子

が
大
人
に
そ
ん
な
気
を
遣
う
ん
じ

ね
え
よ

 
こ
れ
か
ら
は
俺
に
来
て
欲
し
い
時
は
ち

ん
と
言
う
ん
だ
ぞ

い

い
い
の

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

俺
は
お
前
の
保
護
者
だ
か
ら
な
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う

う
ん

あ
り
が
と
う
八
幡

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
文
化
祭
訪
問
は

未

に
と

て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
日
と

な

た

 
こ
の
日
以
降

八
幡
は
何
度
か
こ
の
金
糸
雀
学
園
を
訪
れ
る
事
に
な
る

 
第
８
８
８
話
は

多
分
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
が

り
上
げ
て
く
れ
る
予
定
で
す
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第
８
８
５
話
 
文
化
祭

優
里
奈
編

 
そ
の
次
の
日

八
幡
は
優
里
奈
の
学
校
に
い
た

は

さ
す
が
に
金
糸
雀
学
園
と
違

て
普
通
で
安
心
す
る
わ

 
到
着
し
て
す
ぐ
に

八
幡
は
そ
う
考
え
て
ほ

と
し
た

さ
て

優
里
奈
の
教
室
は

と

あ

い
た
い
た

比
企
谷
さ
ん

こ

ち
こ

ち

お
お

 
八
幡
は
い
き
な
り
何
人
か
の
女
生
徒
に
そ
う
手
を

ら
れ

ギ

と
し
た

 
だ
が
よ
く
見
る
と
そ
れ
が
進
路
相
談
の
時
に
い
た
優
里
奈
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
だ
と
分
か
り

 
八
幡
は

て
て
手
を

り
返
し
た

よ

よ
お

久
し
ぶ
り
だ
な

優
里
奈
は
今
手
が
離
せ
な
い
か
ら

私
達
が
迎
え
に
来
た
よ

さ
あ

く
行
こ
う
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お

お
う

悪
い
な

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に
優
里
奈
の
教
室
へ
と
連
れ
て
い
か
れ
た
が

 
そ
の
道
中
で
八
幡
は

思
わ
ぬ
知
り
合
い
と
遭
遇
す
る
事
に
な

た

あ
れ

ち

と
タ
ン
マ

ど
う
し
た
の
比
企
谷
さ
ん

誰
か
知
り
合
い
で
も
い
た

お
う

あ
い
つ
だ
あ
い
つ

 
八
幡
が
指
差
す
先
に
い
た
の
は

ま
さ
か
の

川
咲
太
で
あ

た

あ
あ

あ
の
人

確
か

麻
衣
と
交

し
て
る

て
前
に
報
道
さ
れ
た
人
じ

な
い

し
い
な
お
い
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が
あ
い
つ
の
家

て
神
奈
川
だ
ぞ
何
で
こ
こ
に

比
企
谷
さ
ん

あ
の
人
と
も
知
り
合
い
だ

た
ん
だ
ね

も
し
か
し
て

麻
衣
と
も

お
う

知
り
合
い
だ
ぞ

へ

凄
い
ね

実
は
こ
の
学
校

て
こ
の
前

麻
衣
の
映
画
の

影
に
使
わ
れ
て
さ

 
多
分
そ
の
関
係
で

麻
衣
に
く

つ
い
て
来
た
ん
じ

な
い
か
な

確
か
誰
か
が

待

し
て
た
し

そ
う
い
う
事
か
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八
幡
は
そ
れ
で
納
得
し
た
が

そ
れ
に
し
て
は
麻
衣
の

が
見
当
た
ら
な
い

 
代
わ
り
に
近
く
に
い
た
の
は

見
た
事
が
な
い
年
下
の
少
女
の

で
あ

た

ん

事
情
を

き
た
い
所
だ
が
と
り
あ
え
ず
今
は
時
間
が
無
い
な
後
で
ま
た
声
を
か
け

る
か

 
八
幡
は
そ
う
判
断
し

め
て
優
里
奈
の
教
室
へ
と
向
か

た

比
企
谷
さ
ん
ほ
ら

あ
そ
こ
に
優
里
奈
が
い
る
よ

見
て
み
て

ど
れ
ど
れ

 
教
室
に
着
い
て
す
ぐ
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は
入
り
口
か
ら
こ

そ
り
と
中
の
様
子
を

き

見
た

 
そ
こ
に
は
一
生

命
働
く
巫
女

が
と
て
も
似
合
う
優
里
奈
の

が
あ
り
八
幡
は
う
ん
う

ん
と

い
た

さ
す
が
は
う
ち
の
優
里
奈
だ

実
に
素
晴
ら
し
い

で
さ

比
企
谷
さ
ん
に
ち

と
相
談
が
あ
る
ん
だ
け
ど

お
う

何
だ

実
は
さ
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そ
の
女
生
徒
が
言
う
に
は

や
は
り
優
里
奈
の
人
気
は
絶
大
ら
し
く

 
口
説
こ
う
と
し
て
く
る
者
が
後
を
絶
た
な
い
と
い
う

 
だ
が
こ
こ
で
優
里
奈
を
外
し
て
し
ま
う
と

り
上
げ
に
大
き
く

い
て
し
ま
う

 
八
幡
に
何
と
か
し
て
欲
し
い
と
い
う
事
ら
し
い

ふ

む

優
里
奈
の
接
客
担
当
の
時
間
は
あ
と
ど
れ
く
ら
い
だ

一
時
間
く
ら
い
か
な

で

午
後
も
一
時
間
く
ら
い

オ

ケ

オ

ケ

俺
に
考
え
が
あ
る

を
貸
せ

お

教
え
て
教
え
て

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
女
生
徒
達
に
何
か
を

打
ち
し
た

う
ん

う
ん

え

い
い
の

任
せ
ろ

で
な

こ
う
し
て
こ
う
な
る
だ
ろ

そ
う
す
る
と

あ

確
か
に
そ
う
だ
ね

さ

す
が

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
感
じ
で

速
準
備
だ

う
ん

そ
れ
じ

あ
こ

そ
り
バ

ク
ヤ

ド
に
入
ろ
う

 
一
同
は
バ

ク
ヤ

ド
に
入

て
い
き

そ
こ
で
こ
そ
こ
そ
と
何
か
を
始
め
た
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優
里
奈
は
そ
れ
に
気
付
か
ず
に
頑
張

て
接
客
を
し
て
い
た
が
そ
こ
に
た
ち
の
悪
い
客
が
現

れ
た

 
そ
の
客
は

子
を
目
深
に
被

て
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
怪
し
い
人
物
で
あ

た

お
姉
さ
ん

凄
く
美
人
で
す
ね

良
か

た
ら
僕
と
付
き
合

て
み
ま
せ
ん
か

え

あ
の

す
み
ま
せ
ん

そ
う
い
う
の
は
ご
遠

け
る
と

こ
れ
は
き

と
運
命
で
す

大
丈
夫

済
的
に
困
ら
せ
る
よ
う
な
事
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん

 
私
は
こ
う
い
う
者
で
す

こ
れ
で
納
得
し
て

け
ま
せ
ん
か

は

は

 
優
里
奈
は
そ
の
名

を
見
て
一

キ

ト
ン
と
し
た

そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た
の
だ

迷
惑
そ
う
な

技
を
続
け
て

と

 
優
里
奈
は

が
分
か
ら
な
い
ま
ま
そ
の
指

に

い
と
に
か
く
迷
惑
だ
と
い
う

技
を
続
け

た
本
当
に
無
理
で
す
か
ら

ご
め
ん
な
さ
い

い
や
い
や
僕
は
怪
し
い
者
じ

あ
り
ま
せ
ん
付
き
合

て
も
ら
え
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
り
ま

す
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や
め
て
下
さ
い

他
の
お
客
さ
ん
に
も
迷
惑
に
な
り
ま
す
か
ら

 
さ
す
が
に
こ
う
な
る
と

他
の
生
徒
達
も

て
は
い
な
い

 
主
に
優
里
奈
を
口
説
こ
う
と
狙

て
い
た
他
の
男
子
生
徒
達
が
中
心
に
な

て

 
そ
の
客
を
叩
き
出
そ
う
と
し
た
そ
の

間
に

 
奥
か
ら
ス

ツ
を
着
て
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け

型
を
オ

ル
バ

ク
に
し
た
八
幡
が
そ
の

を
現
し
た

え

は

八

 
優
里
奈
が
驚
い
て
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
を
無

し

八
幡
は
そ
の
客
に
声
を
か
け
た

お
客
様

そ

の
く
ら
い
で

い
 
そ
う
言

て
八
幡
は
そ
の
客
の

を

り
上
げ

が
る
そ
の
客
に
向
か

て
諭
す
よ
う
に

言

た
こ
の
場
は
彼
女
達
の

を
見
て

そ
の
美
し
さ
を
楽
し
む

の
場
所
な
の
で

す

 
こ
ん
な
場
所
で
彼
女
達
を
口
説
こ
う
と
す
る
よ
う
な

い
男
は

女
性
に
は
絶
対
に
モ
テ
ま

せ

ん
よ
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た
だ
見
て

た
だ
楽
し
む

そ
れ
が

な
大
人
の

て
も
の
で

す

違
い
ま

す
か

 

に

居
が
か

た
セ
リ
フ
で
あ

た
が
優
里
奈
は
八
幡
が
何
か
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ

と
考
え

 

き
出
す
の
を
必
死
に

え
な
が
ら

そ
の
成
り
行
き
を
見
守

て
い
た

す

す
み
ま
せ
ん

僕
が
間
違

て
ま
し
た

分
か
れ
ば
結

で
す

ボ

イ

 
最
後
に
八
幡
は
そ
う
言
い

優
里
奈
の
み
な
ら
ず

他
の
者
達
も
思
わ
ず
笑

て
し
ま

た

 
お
か
げ
で
い
か
に
も
場
違
い
な
八
幡
の
存
在
に
つ
い
て

誰
も
突

込
む
者
は
い
な
か

た

そ
れ
で
は
み
な
さ

ん

ご
ゆ

く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ

い

 
こ
こ
は
あ
く
ま
で
彼
女
達
を
見
て
楽
し
む

の
場
所
で

す
そ
の
事
を
お
忘
れ
な

く

 
八
幡
は
そ
う
言

て
一

を
し

奥
へ
と
下
が

て
い

た

あ

そ

そ
れ
じ

あ
お
客
様

ご
ゆ

く
り

 
優
里
奈
は
そ
う
言

て

て
て
奥
へ
と
引

込
ん
で
い
き

 
そ
こ
で
ク
ラ
ス
メ

ト
に
囲
ま
れ
て
笑
わ
れ
て
い
た
八
幡
を
見
つ
け
た
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あ
は
は
は
は

比
企
谷
さ
ん

最
高

面
白
す
ぎ
る

こ
れ
で
も
う

優
里
奈
を
こ
こ
で
口
説
こ
う
な
ん
て
奴
は
出
て
こ
な
い
だ
ろ

 
出
て
き
た
ら
あ
ん
な
羞
恥
プ
レ
イ
を
く
ら
う
ん
だ
か
ら
な

う
ん

そ
う
だ
ね

後
は
こ
の
事
を
口
コ
ミ
で
広
げ
て
お
け

 
優
里
奈
を
口
説
く
と
変
な
人
が
出
て
き
て
恥
ず
か
し
い
目
に
遭
う

て
な

了
解

 
そ
れ
で
優
里
奈
は
事
情
を
悟
り

そ
の
ま
ま
八
幡
の
胸
に
飛
び
込
ん
だ

 
見
る
と
そ
の

は

え
て
お
り
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
優
里
奈
を

か
せ
て
し
ま

た
か
と

た

 
だ
が
八
幡
は
問
題
な
い
と
い
う
風
に

り
に

く
と
優
里
奈
の

を

ん

ん
と
叩
い
た

お
い
優
里
奈

笑
い
す
ぎ
だ

だ

だ

て

ボ

イ

て

プ

ク

ク
ス

ほ
ら

ど
う
ど
う

落
ち
着
け
落
ち
着
け

ま
だ
仕
事
が
残

て
る
だ
ろ

く
仕
事
に
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れ

て
は

は
い

行

て
き
ま
す
ね

お
う

待

て
て
や
る
か
ら
頑
張

て
な

は
い

 
八
幡
は
そ
ん
な
優
里
奈
を
優
し
い
目
で
見
送

た

 
そ
し
て
代
わ
り
に

裏
口
か
ら
先
ほ
ど
の
客
が
中
に
入

て
き
た

 
そ
の
客
は

子
を
と

て
マ
ス
ク
を
外
し

八
幡
に
親
し
げ
に
話
し
か
け
た

八
幡
さ
ん

あ
ん
な
感
じ
で
良
か

た
で
す
か

お
う

問
題
な
い

悪
か

た
な

い
き
な
り
呼
び
出
し
て
お
か
し
な
事
を
頼
ん
だ
り
し
て

い
や

本
当
に
び

く
り
し
ま
し
た
よ

ま
さ
か
八
幡
さ
ん
と
こ
ん
な
所
で
会
う
な
ん
て

 
ま
あ
い
い
バ
イ
ト
に
な
り
ま
し
た

む
し
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の
客

咲
太
は
笑
顔
で
そ
う
言

た

あ

そ
れ
で
す
み
ま
せ
ん

妹
を
紹
介
し
た
い
ん
で
す
が

妹

あ
あ

さ

き
連
れ
て
た
の
は
咲
太
の
妹
か

は
い

お

い
花
楓

入

て
き
て
い
い
ぞ
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あ

ど

ど
う
も

 
咲
太
に

さ
れ

先
ほ
ど
の
少
女
が
部
屋
の
中
に
入

て
き
た

あ

川
花
楓
で
す

兄
が
い
つ
も
お
世
話
に
な

て
ま
す

お
う

こ
ち
ら
こ
そ
だ
な

俺
は
比
企
谷
八
幡
だ

宜
し
く
な

花
楓
ち

ん

は

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
さ
ん
の
事
は
理
央
さ
ん
や
麻
衣
さ
ん
か
ら
よ
く

い
て
て
一
度
会

て
み
た
か

た

ん
で
す

 
花
楓
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
微
笑
ん
だ

そ
う
い
え
ば
今
日
は
麻
衣
さ
ん
は
ど
う
し
た

そ
れ
が

三
人
で
来
る
予
定
だ

た
ん
で
す
け
ど

急
に
仕
事
が
入

ち

て
来
れ
な
く

な

て

 
そ
れ
で
二
人
で
来
た
と

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
で
す

そ
う
か
そ
れ
は
残
念
だ

た
な
代
わ
り
に
こ
れ
で
美
味
い
物
で
も
食

て
帰

て
く
れ

バ
イ
ト
代

り
難
く

し
ま
す

 
咲
太
は
そ
う
言

て
恭
し
く
報

を
受
け
取
り

八
幡
は
花
楓
に
向
か

て
微
笑
ん
だ
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花
楓
ち

ん

今
日
は
兄
貴
に
い

ぱ
い
た
か

て
い
い
か
ら
な

は
い

そ
う
し
ま
す

花
楓

ち

と
は
遠

し
よ
う

な

八
幡
さ
ん
が
せ

か
く
そ
う
言

て
く
れ
て
る
ん
だ
か
ら

遠

し
た
ら
失

で
し

あ

兄
の

厳
が

 
咲
太
は
そ
う
言
い
は
し
た
が

内
心
で
は

が

て
い
な
い
よ
う
で

 
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
表
情
を
し
て
い
た

や
は
り
妹
の
事
が
か
わ
い
い
の
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
八
幡
さ
ん
ま
た
何
か
あ

た
ら
し
ば
ら
く
は
ど
こ
か
に
い
る
の
で
呼
ん
で
下
さ

い
そ
う
か

ま
あ
帰
る
時
に
で
も
一
応
声
を
か
け
る
わ

は
い

そ
れ
じ

あ
ま
た

あ
り
が
と
な

咲
太

そ
れ
に
ま
た
な

花
楓
ち

ん

は
い

 
そ
し
て
二
人
が
去

て
い

た
後

八
幡
は
バ

ク
ヤ

ド
で

ぎ
な
が
ら

 
優
里
奈
の
受
け
持
ち
時
間
が
終
わ
る
の
を
待

て
い
た
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優
里
奈
は
一
生

命
働
い
て
お
り
八
幡
は
さ
す
が
う
ち
の
優
里
奈
だ
と
一
人
満
足
そ
う
に

し
て
い
た

比
企
谷
さ
ん

も
う
す
ぐ
優
里
奈
を
解
放
す
る
か
ら

も
う
少
し
だ
け
待

て
て
ね

あ
あ

サ
ン
キ

な

し
か
し
比
企
谷
さ
ん

て
お
金
持
ち
な
ん
だ
ね

 
あ
ん
な
に
あ

さ
り
と
エ
イ
イ
チ
を

し
ち

う
ん
だ
か
ら

 
当
然
な
が
ら
エ
イ
イ
チ
と
は

何
年
か
前
に
切
り

わ

た
新
一
万

の
事
で
あ
る

み
ん
な
結

不
安
が

て
た
ん
だ
よ
優
里
奈
の
新
し
い
保
護
者
が
凄
く
若
い
人
だ

て

い

て
さう

ん
う
ん

優
里
奈
の
体
が
目
当
て
な
ん
じ

な
い
か

と
か
ね

確
か
に
普
通
は
そ
う
思
う
よ
な

 
ま
あ
優
里
奈
に
生
活
の
不
自
由
を
さ
せ
る
事
は
無
い
か
ら
安
心
し
て
く
れ

う
ん

お
願
い
ね

比
企
谷
さ
ん

任
せ
ろ

優
里
奈
は
俺
が
ち

ん
と
育
て
て
や
る

そ
れ
に
し
て
も

ま
し
い
な

い

そ
私
達
も
比
企
谷
さ
ん
に
保
護
し
て
も
ら
う
と
か
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い
い
ね

あ
り
あ
り

え

と

 
八
幡
は
思
わ
ず
後
ず
さ

た
が

そ
こ
に
仕
事
を
終
え
た
優
里
奈
が
現
れ
て
こ
う
言

た

ち

ち

と
み
ん
な

私
の
八
幡
さ
ん
に
近
す
ぎ
だ
か
ら

ほ
う

私
の

と
来
ま
し
た
か

 
だ
が
か
ら
か
わ
れ
て
も

今
日
の
優
里
奈
は
引
か
な
か

た

そ
う
だ
も
ん

私
の
だ
も
ん

 
そ
ん
な
珍
し
い
優
里
奈
の

を
女
子
達
は
生

か
い
目
で
男
子
達
は

ま
し
そ
う
に

め

て
い
た

は
い
は
い

取

た
り
し
な
い

て

そ
れ
じ

あ
優
里
奈

さ

さ
と
他
の
展

を
回

て
き
な

て

あ

で
も
そ
の
前
に

み
ん
な
で
写
真
を

ろ
う
よ

 
さ
す
が
の
優
里
奈
も
そ
の
事
は
断
ら
ず

み
ん
な
で
写
真

影
が
行
わ
れ
た

 
八
幡
と

そ
の

に
す
が
り
つ
く
優
里
奈
を
ク
ラ
ス
の
女
子
達
が
囲
ん
で
い
る
写
真
で
あ
る
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そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
ね

う
ん

行

て
ら

し

い

 
八
幡
と
優
里
奈
は
そ
の
ま
ま
一

に
学
校
を
回

た
が

 
優
里
奈
は
絶
対
に
八
幡
の

を
離
そ
う
と
は
し
な
か

た

な

優
里
奈

ち

と
恥
ず
か
し
い
ん
だ
が

私
は
恥
ず
か
し
く
な
い
で
す

む
し
ろ

成
事
実
に
し
た
い
で
す

成
事
実

て
な

ま
あ
い
い
か

 
お
そ
ら
く
優
里
奈
は

今
後
学
校
で
誰
か
ら
も
告
白
さ
れ
な
い
よ
う
に

 
予
防
線
を
張

て
い
る
の
だ
ろ
う
そ
う
思

た
八
幡
は
仕
方
な
く
優
里
奈
の
好
き
に
さ
せ

る
事
に
し
た

 
優
里
奈
は
普

学
校
で
八
幡
の
事
を
自
分
の
彼
氏
だ
と
言

て
い
た

そ
の
言
葉
を
補
強

し
た

だ

 
そ
の
道
中
で
二
人
は

当
然
の
よ
う
に
咲
太
と
花
楓
と
再
会
す
る
事
に
な

た

 
二
人
も
校
内
を
回

て
い
た
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る

お
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あ
 
最
初
咲
太
を
見
た
時

優
里
奈
は
驚
い
た
顔
を
し
た

 
咲
太
と
は
面
識
が
あ

た
が

そ
れ
は
理
央
の
学
校
で
の
事
で
あ
り

 
ま
さ
か
自
分
の
学
校
で
会
う
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か

た
か
ら
だ

優
里
奈

さ

き
の

子
の
マ
ス
ク
の
客
が
咲
太
だ

て
気
付
い
て
な
か

た
よ
な

え

あ
れ

て

川
さ
ん
だ

た
ん
で
す
か

櫛
稲
田
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

て
言
う
の
は
ち

と
変
か
な

 
さ

き
は

技
と
は
い
え
変
な
事
を
し
て

し

な
い

あ

い
え

私
も
気
付
か
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

 
優
里
奈
は
咲
太
に
丁

に
謝
ら
れ

客
に
恐

し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

実
は
全
部
仕
込
み
だ

た
ん
だ
よ

あ
れ
か
ら
言
い
寄

て
く
る
奴
は
い
な
か

た
だ
ろ

あ

は
い

確
か
に
働
き
や
す
か

た
で
す

で

こ
の
子
が
咲
太
の
妹
の
花
楓
ち

ん
だ

川
花
楓
で
す

先
ほ
ど
は

技
と
は
い
え
兄
が
失

し
ま
し
た

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

私
は
櫛
稲
田
優
里
奈
で
す
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う
ち
の
八
幡
さ
ん
共
々
今
後
と
も
仲
良
く
し
て
下
さ
い

 
そ
う

ま
る
で
夫

の
よ
う
な
自

紹
介
を
し
た
優
里
奈
は

 
す
ぐ
に
花
楓
と
意
気
投
合
し

そ
の
ま
ま
一

に
学
校
を
回
る
事
に
な

た

そ
れ
に
し
て
も

め
て
考
え
る
と
双
葉
と
い
い
櫛
稲
田
さ
ん
と
い
い
八
幡
さ
ん

て

み
な
ま
で
言
う
な
た
だ
の
偶
然
だ

俺
の

り
で
も
あ
の
ク
ラ
ス
は

え
る

し
か
い
な

い

え
る
く
ら
い
は
い
る

て
の
が
凄
い
と
思
い
ま
す
が

興
味
が
あ
る
の
か

麻
衣
さ
ん
に
チ
ク
ん
ぞ

す
み
ま
せ
ん

そ
れ
は
勘

し
て
下
さ
い

 
咲
太
は

た
よ
う
に
そ
う
言

た

ど
う
や
ら
完
全
に
麻
衣
の

に
敷
か
れ
て
い
る
よ
う

だ 
こ
の

り
は
八
幡
も
人
の
事
は
言
え
な
い
の
で

突

込
む
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

 
優
里
奈
と
花
楓
は
ま
る
で

か
ら
知
り
合
い
だ

た
よ
う
に
仲
良
く
し
て
い
た
が

 
そ
ん
な
二
人
を
見
な
が
ら

咲
太
は
一

そ
う
な
顔
を
し
た

咲
太

ど
う
か
し
た
か
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あ

す
み
ま
せ
ん

あ
の

八
幡
さ
ん

実
は
う
ち
の
花
楓

一
時
記
憶
を
無
く
し
て

た
ん
で
す
よ

そ
う
な
の
か

は
い
事
故
だ

た
ん
で
す
け
ど
一
時
期
花
楓
は
ま

た
く
別
人
み
た
い
に
な

て
ま
し
た

 
で

記
憶
が

た
ら
そ
の
時
の
事
を
覚
え
て
い
な
い

て
い
う

そ
れ
は

つ
ら
か

た
な

い
や

ま
あ
そ
う
で
す
ね

 
咲
太
は
そ
の
言
葉
に
微

そ
う
な
表
情
を
し
た

い
や
ま
あ
俺
が
言
い
た
い
の
は
お
前
の
事
だ
か
ら
そ
の
時
の
人
格
と
も
仲
良
く
な

て
た

だ
ろ
う
し

 
元
に

て
く
れ
た
の
は
嬉
し
い
が
複
雑
な
気
分
だ

た
ん
じ

な
い
か

て
話
な
ん
だ
が

な 
そ
う
言
わ
れ
た
咲
太
は
ハ

と
し
た
顔
で
八
幡
の
顔
を
見
た

八
幡
さ
ん

よ
く
分
か
り
ま
す
ね

正
直
凄
い
と
思
い
ま
し
た

い
や

ま
あ
別
人

て
言

た
時
の
お
前
の
表
情
で
ピ
ン
と
き
た
か
ら
な
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俺

顔
に
出
て
ま
し
た
か

あ
あ

で
も
ま
あ
お
前
と
そ
の
子
が
過
ご
し
た
時
間
は
確
か
に
存
在
し
た
ん
だ

 
そ
の
思
い
出
を
大
切
に
し
て

今
お
前
の
前
に
い
る
花
楓
ち

ん
を
大
切
に
し
ろ
よ

で
す
ね

は
い

 
丁
度
そ
の
時
優
里
奈
が
八
幡
を
呼
ん
だ

八
幡
さ
ん

こ

ち
に
面
白
い
物
が
あ
り
ま
す
よ

お
う

今
行
く

お
兄
ち

ん

こ

ち
こ

ち

分
か

た
花
楓

 
そ
う
呼
ば
れ

二
人
は
笑
顔
で
そ
ち
ら
に
駆
け
寄

た

 
そ
し
て
一
時
間
後

優
里
奈
は
教
室
に

る
事
に
な
り

 
八
幡
は
咲
太
と
花
楓
を
キ

ト
に
乗
せ

家
ま
で
送
り

け
た

 
次
は
い
よ
い
よ
詩
乃
の
学
校
の
文
化
祭
の
番
で
あ
る
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咲
太
と
優
里
奈
が
以
前
会

て
た
の
を
忘
れ
て
た
の
で

ち

と

正
し
ま
し
た
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第
８
８
６
話
 
文
化
祭

詩
乃
編

 
そ
れ
か
ら
三
日
後

八
幡
は
詩
乃
の
学
校
に
い
た

 
も
う
何
度
目
か
は
分
か
ら
な
い
が
八
幡
は
行
き
あ
う
学
校
中
の
生
徒
に
歓
迎
さ
れ
若

引
い
て
い
た

何
で
こ
の
学
校
は

俺
に
対
し
て
こ
う
も
友
好
的
な
ん
だ

 
八
幡
は
と
に
か
く
詩
乃
の
教
室
に
行

て
落
ち
着
こ
う
と
思
い
誰
か
に
道
を

ね
よ
う
と
考

え
た確

か

二
年
三
組

て
言

て
た
よ
な

 
丁
度
そ
の
時

八
幡
の

界
に
見
た
事
の
あ
る
女
子
生
徒
の

が
映

た

お

丁
度
い
い

お

い
遠

道
案
内
を
し
て
く
れ
な
い
か

 
そ
の
言
葉
に
そ
の
女
子
生
徒

遠

貴
子
は
一

ギ
ク

と
し
た
顔
を
し
た
後

 
八
幡
の
方
を
見
て
安
心
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

あ

王
子

来
て
た
ん
だ

そ
の
王
子
呼
ば
わ
り
は
や
め
ろ

て
言

て
も
全
員
が
そ
う
だ
か
ら
今
更
か
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う
ち
の
教
室
に
案
内
す
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね

お
う

悪
い
な

そ
の
通
り
だ

そ
れ
じ

あ
こ

ち

 
そ
う
言

て
遠

は
ス
タ
ス
タ
と
歩
き
出
し

八
幡
は
そ
の
後
を
つ
い
て
い

た

最
近
は
ど
う
な
ん
だ

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送

て
る
か

う
ん

お
か
げ
さ
ま
で

変
な
男
に
引

か
か
る
事
も
な
く
な

た
し

 
お
か
し
な
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
な

て
今
は
凄
く
楽
し
い
か
な
私
を
許
し
て
く
れ
て
本
当
に

あ
り
が
と
う

を
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
な
い
お
前
が
ち

ん
と
反
省
し
て
る

を
見
せ
た
か
ら
こ
そ
の
今

の
結
果
だ

 
全
部
お
前
の
手

で
あ

て

俺
は
ほ
ん
の
ち

と
そ
れ
に
関
わ

た
だ
け
だ

そ
う
だ
と
い
い
ん
だ
け
ど

で

お
前
は
メ
イ
ド
に
は
な
ら
な
い
の
か

今
は
ロ

テ

シ

ン
で
私
は
休

時
間
な
の

 
ま
さ
か
あ
ん
た
が
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
け
ど

ま
あ
丁
度
良
か

た
よ
ね
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悪
い
な

案
内
し
て
も
ら

て

別
に
い
い

て

あ
ん
た
と
一

に
い
る
の
は
も
う

じ

な
い
し

 
遠

は
八
幡
に
対
す
る
苦
手
意
識
は
も
う
無
く
な

て
い
る
よ
う
だ

 
よ
ほ
ど
ど
ん

か
ら
救
い
上
げ
て
も
ら

た
の
が
嬉
し
か

た
の
だ
ろ
う

ほ
ら

こ
こ
だ
よ

お
う

サ
ン
キ

な

 
そ
し
て
遠

は
二
年
三
組
の
前
ま
で
八
幡
を
案
内
し

そ
の
ま
ま
去

て
い

た

さ
て
と

詩
乃
の
奴

ち

ん
と
働
い
て
る
か
な

 
そ
う
思
い
な
が
ら

じ
ら
れ
た
方
の
教
室
の
扉
の
窓
か
ら

 
そ

と
中
を

き
こ
ん
だ
八
幡
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

 
想
像
以
上
に
真
面
目
に
働
く
詩
乃
の

で
あ

た

そ
の
隣
に
は
映
子
と
美
衣
の

も
あ
る

ほ
う

 
そ
の

か
ら
は

普

の
ツ
ン
デ
レ
要
素
は
微

も
感
じ
ら
れ
ず

八
幡
は
首
を

げ
た

あ
れ

あ
い
つ

て
あ
ん
な
感
じ
だ

た
か
な

 
八
幡
は
ま
さ
か
別
人
じ

な
い
よ
な
な
ど
と
考
え
な
が
ら
し
き
り
に
首
を

げ
て
い
た
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そ
ん
な
八
幡
の
背
中
に

何
か
柔
ら
か
い
物
が
押
し
つ
け
ら
れ
た

八
幡
さ
ん

ど
し
た
の

そ
の
声
は

奈
か

本
当
は
胸
の
感
触
で

私
だ

て
気
付
い
た
ん
じ

な
い
の

そ
ん
な
お

ぱ
い
ソ
ム
リ
エ
み
た
い
な
事
は
俺
に
は
出
来
ん

そ
ん
な
職
業
あ
る
の

あ
る
わ
け
な
い
だ
ろ

と
り
あ
え
ず
離
れ
ろ

奈

い
・
や
・
よ

詩
乃
の
真
似
は
や
め
ろ

と
に
か
く
離
れ
ろ

何
で
真
似
だ

て
分
か

た
の

詩
乃

て
ば
い
つ
も
こ
ん
な
事
を
し
て
る
の

そ
ん
な
の
お
前
が
一
番
良
く
知

て
る
だ
ろ

い
つ
も
あ
い
つ
と
接
し
て
る
ん
だ
か
ら

え

話
に
は

い
た
け
ど

実

に
見
た
事
は
無
い
ん
だ
け
ど
な

な
ん

だ
と

 
そ
れ
で
や

と

奈
は
八
幡
の
背
中
か
ら
離
れ

一

に
中
を

き
こ
ん
だ

で

何
を
見
て
た
の

て
詩
乃
と
映
子
と
美
衣
じ

な
い
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奈

近
い

顔
が
近
い

え

普
通
じ

な
い

い
い
か
ら
離
れ
ろ

お
前
の
態
度
は
男
を
勘
違
い
さ
せ
る
ん
だ
よ

八
幡
さ
ん
は
勘
違
い
な
ん
か
し
な
い

に

ま
あ
い
い
や

 
そ
う
言

て

奈
は
八
幡
か
ら
離
れ
た

で

三
人
が
ど
う
し
た
の

い
や

三
人

て
い
う
か

 
こ
こ
で
八
幡
は
初
め
て

奈
の
服
装
を
見
た

 
そ
の
メ
イ
ド
服
は
か
な
り
胸
を
強
調
さ
れ
て
お
り
ス
カ

ト
も

く
か
な
り
目
の

で
あ
り

 
八
幡
は

こ
ん
な

を
見
せ
ら
れ
た
男
子
高
校
生
は
大
変
だ
ろ
う
な
と
考
え
た

お
前
さ

も
う
ち

と
男
共
の
事
を
考
え
て
や
れ
よ

い
き
な
り

ら
れ
た

お
前
の
格
好
は
目
の

な
ん
だ
よ

詩
乃
を
よ
く
見
て
み
ろ

実
に
慎
ま
し
い
だ
ろ

誰
の
胸
が
慎
ま
し
い
で
す

て

 
突
然
背
後
か
ら
凄
ま
じ
い
殺
気
と
共
に
そ
う
声
を
か
け
ら
れ
た
八
幡
は

完
全
に

ま

た
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ど
う
や
ら
八
幡
が
い
る
と
誰
か
に

い
た
の
だ
ろ
う

 
い
つ
の
間
に
か
詩
乃
は
教
室
か
ら
出
て
き
て
い
た
よ
う
だ

ど
う
し
た
の

何
で

て
る
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら
詩
乃
は

八
幡
の

を
ガ
シ

と
掴
ん
で
自
分
の
方
を
向
か
せ
た

い

い
や

お
前
に
会
え
た
喜
び
で
つ
い

て
し
ま

た
だ
け
で
あ

て

 
特
に
何
か
を
誤
魔
化
そ
う
と
し
て
た

じ

な
い

 
そ
も
そ
も
俺
は

詩
乃
の
メ
イ
ド
服
の
慎
ま
し
い
着
こ
な
し
方
が
と
て
も
似
合

て
い
て

 
実
に
正
し
い
メ
イ
ド
の

を
体
現
し
て
い
る
な
と

奈
に
メ
イ
ド
道
を
説
い
て
い
た
最
中

だ

た
ん
だ

へ

ふ

ん

そ
ん
な
に
私
の
メ
イ
ド

が
気
に
入

た
ん
だ

も

も
ち
ろ
ん
だ
詩
乃

お
前
は
最
高
だ

ビ

テ

フ
ル
だ

エ
ク
セ
レ
ン
ト
だ

そ
う

ま
あ
別
に
嬉
し
く
な
い
け
ど

と
り
あ
え
ず
中
に
入
り
な
さ
い
よ

 
詩
乃
は
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
言

て
教
室
の
中
へ
と
入

て
い
き

 
残
さ
れ
た
八
幡
と

奈
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

ち

ろ
い
な
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チ

ロ
イ
ン
だ
ね

そ
れ
に
い
つ
も
の
詩
乃
だ

い
つ
も
の

て

ツ
ン
デ
レ

て
事
だ

あ
 

奈
は

に
そ
う
言
い

そ
の

奈
の
態
度
が
八
幡
は
気
に
な

た

ど
う
か
し
た
の
か

あ

う
ん

ま
あ
後
で
ね

急
が
な
い
と
詩
乃
に

ら
れ
ち

う
し

だ
な

 
二
人
は
そ
う
言

て
中
に
入
り

奈
は
仕
事
に

た
が

 
八
幡
は
部
屋
の
奥
に
あ
る
バ

ク
ヤ

ド
近
く
の
特
別

の
よ
う
な
場
所
に
通
さ
れ
た

は
い

そ
れ
じ

あ
こ
こ
が
八
幡
の

ね

お

お
う

こ
の

は
何
か
他
と
は
違
う
み
た
い
だ
な

八
幡
の

に
用
意
し
て
お
い
た

だ
も
の

そ
れ
に
今
日
は
特
別
に

私
が
八
幡
の
専
属
よ

そ

そ
う
か

心
遣
い

み
入
る
わ
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八
幡
は
い
つ
も
の

い
奴
で
い
い
の
よ
ね

お

お
う

そ
れ
じ

あ
待

て
て
ね

 
そ
う
言

て
詩
乃
は
飲
み
物
を
準
備
し
に
い
き

代
わ
り
に

奈
が
水
を
持

て
き
た

は
い

八
幡
さ
ん

水
道
水

お
う

お
前
の
そ
う
い
う
ハ

キ
リ
ぶ

ち

け
る
所
は

い
じ

な
い
ぞ

奈

で

さ

き
の
話
だ
け
ど

詩
乃
の
ツ
ン
デ
レ
の
事
か

う
ん

八
幡
さ
ん
は
詩
乃
の
事

ツ
ン
デ
レ

て
理
解
し
て
る
ん
だ
ろ
う
け
ど

 
学
校
で
の
評
価
は
別
に
そ
ん
な
事
は
ま

た
く
無
い
ん
だ
よ
ね

え
 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
驚
い
た

八
幡
に
と

て

詩
乃
と
言
え
ば
ツ
ン
デ
レ

 
ツ
ン
デ
レ
と
言
え
ば
詩
乃
と
紅
莉
栖
と
理
央
と
い
う
く
ら
い
完
全
に
定
着
し
た
認
識
だ

た

か
ら
だ

そ
う
な
の
か
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う
ん

学
校
じ

全
く
そ
ん
な

は
見
せ
な
い
よ

 
だ
か
ら
詩
乃
が
ツ
ン
デ
レ
だ

て
知

て
る
の
は
私
達
三
人
と
ま
あ
遠

く
ら
い
じ

な

い
か
な

ほ
う

詩
乃
の
奴

学
校
じ

そ
ん
な
に
上
手
く
猫
を
被

て
や
が
る
の
か

 
だ
が
そ
の
八
幡
の
言
葉
は

奈
が
否
定
し
た

違
う
よ
八
幡
さ
ん

本
的
に
間
違

て
る

 
ツ
ン
ツ
ン
す
る
の
も
デ
レ
デ
レ
す
る
の
も
相
手
が
そ
の
場
に
い
る
か
ら
こ
そ
で
し

う

相
手
が
そ
の
場
に

ま

ま
あ
確
か
に
そ
う
か
も
だ
が

要
す
る
に
そ
う
い
う
事

さ

き
八
幡
さ
ん
が
見
て
た
の
が
普

の
詩
乃
の

で

 
八
幡
さ
ん
の
前
で
だ
け

詩
乃
は
あ
あ
い
う
風
に
な

ち

う
ん
だ
よ

な
ん

だ
と

 
本
日
二
度
目
の
な
ん
だ
と
で
あ
る

い
や
い
や

あ
い
つ
は

か
ら
そ
う
だ

た
ぞ

本
当
に
そ
う

あ

あ
れ

ど
う
だ

た
か
な
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八
幡
は
詩
乃
と
の
出
会
い
の
事
を
思
い
出
し

考
え
に
ふ
け

た

 
そ
れ
で
出
た
結

は
最
初
は
確
か
に
気
が
強
か

た
が
ツ
ン
デ
レ
で
は
な
か

た
と
い
う

も
の
で
あ
る

う
わ

本
当
だ

確
か
に
お
前
の
言
う
通
り
だ
わ

奈

で
し

あ
い
つ

い
つ
か
ら
あ
ん
な
ツ
ン
デ
レ
に
な

た
ん
だ

八
幡
さ
ん
が
最
初
に
こ
の
学
校
に
来
た
時
く
ら
い
じ

な
い
の

か
も
し
れ
ん

 
八
幡
は

目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
で
そ
う
言

た

な
る
ほ
ど
な

私
は
別
に
ツ
ン
デ
レ
じ

な
い
わ
よ

て
よ
く
あ
い
つ
が
言

て
る
の

 
あ
る
意
味
真
実
だ

た
ん
だ
な

 
八
幡
は
感

深
く
そ
う
言
い

丁
度
そ
の
時
詩
乃
が
飲
み
物
を
持

て
現
れ

 
入
れ

わ
り
で

奈
は
立
ち
去

て
い

た

は
い

八
幡
ス
ペ
シ

ル

お

お
う

あ
り
が
と
な
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八
幡
は
そ
う
言

て
そ
の
飲
み
物
を
口
に
し
た

 
そ
れ
は
時
々
詩
乃
の
家
に
行

た
時
に
出
て
く
る
も
の
と
同
じ
味
で
あ
り

 
八
幡
は
そ
れ
で

詩
乃
が
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の
家
か
ら
材
料
を
持

て
き
た
の
だ
と
理
解
し
た

ど
う

お
う

い
つ
も
通
り
美
味
い

そ
う

そ
れ
は
良
か

た
わ

 
詩
乃
は
そ
う
言

て
楽
し
そ
う
に
八
幡
の
前
に
座
り

 
八
幡
は
そ
ん
な
詩
乃
を

穏
や
か
な
表
情
で
見
つ
め
て
い
た

 
そ
ん
な
二
人
を

り
は

ま
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
る

 
今
の
二
人
が

と
て
も

に
な
る
雰
囲
気
を

し
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

 
そ
の
ま
ま
詩
乃
の
担
当
時
間
は
終
了
し

 
せ

か
く
だ
か
ら
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
や
ク
ラ
ス
メ

ト
を
交
え
て
記
念

影
を
し
た
後

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
学
内
を
回
る
事
に
し
た

そ
し
て
と
あ
る
教
室
の
前
で
詩
乃
が
足
を
止
め

た
あ

見
て
八
幡

現
代

ゲ

ム
展

だ

て
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ほ
う

ち

と
入

て
み
る
か

う
ん

 
そ
の
展

を
見
つ
け
た
二
人
は

興
味
深
げ
に
そ
の
教
室
に
入

た

現
代
遊
戯
研
究
部
の
展

に
よ
う
こ
そ
何
か
質
問
が
あ

た
ら
い
つ
で
も
お
答
え
し
ま
す
の

で 
受
付
に
い
た
そ
の
女
生
徒
が
そ
う
言

て

パ
ン
フ
レ

ト
の
よ
う
な
物
を

し
て
き
た

あ

ど
も

そ
れ
で
は
ご
ゆ

く
り
ど
う
ぞ

 
そ
し
て
二
人
は

路
に

て
歩
き
出
し
た

や

ぱ
り
最
初
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
な
の
ね

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な

で
も
ま
あ
こ
れ
は
多
分

 
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
部
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で

た
写
真
だ
ろ
う
な

ま
あ
確
か
に
そ
れ
し
か
な
い
わ
よ
ね

あ

こ
れ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
じ

な
い

そ
う
だ
な

う
ち
だ
な

ま
さ
か
こ
の
写
真
を
チ

イ
ス
す
る
と
は
な
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き

と
部
員
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

が
い
る
の
ね

だ
ろ
う
な

 
誰
も
い
な
い
と
思

て

二
人
は
不
用
意
に
そ
ん
な
会
話
を
口
に
し
た

 
だ
が
そ
の
展

の
裏
は
受
付
で
あ
り

先
ほ
ど
受
付
に
い
た
女
生
徒

山
花
出
海
に
は

 
そ
の
会
話
が

こ
え
で
あ
り
出
海
は
そ
の
言
葉
を

い
て
思
わ
ず
心

を

ね
上
げ
さ
せ

た 
こ
の
学
校
で
は
部
活
の
設
立
に
は
三
名
以
上
の
人

が
必
要
だ
が

 
そ
の
後
は
人
が
い
な
く
な
る
ま
で
自
動
的
に
存
続
さ
れ
る

 
要
す
る
に
理
央
の
学
校
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
と
な

て
お
り

 
出
海
は
現
代
遊
戯
研
究
部
の

唯
一
の
部
員
で
あ

た

今
の

て
王
子
と
姫
よ
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
事
を
う
ち

て
ど
う
い
う

事 
出
海
は
そ
う
言

て
王
子
の
名
前
を
思
い
出
そ
う
と
必
死
に
な

た

 
他
の
女
生
徒
同
様
に
八
幡
に
憧
れ
て
い
た
出
海
は
逆
に
八
幡
の
事
を
王
子
と
し
か
呼
ん
で
お

ら
ず
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本
名
で
呼
ぶ
事
な
ど
無
か

た

に
は
思
い
出
せ
な
か

た
の
で
あ
る

確
か
比
企
谷

八
幡
だ

た
は
ず

え

も
し
か
し
て
王
子
が
あ
の
ハ
チ
マ
ン

 
で
姫
は
朝
田
詩
乃
だ
か
ら
似
た
名
前
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は
ま
さ
か
シ
ノ
ン
な

の 
確
か
二
人
は
付
き
合

て
る

て

 
で
も
私
の
知
る
限
り

ハ
チ
マ
ン
の
パ

ト
ナ

は
バ

サ
ク
ヒ

ラ

の
ア
ス
ナ
の
は
ず

 

て
事
は

二
人
の
関
係
は
フ

イ
ク

 
そ
う
結

付
け
た
出
海
は

好
奇
心
に
負
け

二
人
の
後
を
つ
け
る
事
に
し
た

そ
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
か

ま
あ
こ
こ
は
と
り
あ
え
ず
い
い
わ
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
し
て
こ
こ
か
ら
は
ザ
・
シ

ド

格
の
ゲ

ム
か

こ
こ
か
ら
一
気
に

え
る
わ
よ
ね

ま
あ
当
然
次
は
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
が
来
る
よ
な

人
口
じ

第
二

だ
し
ね

お

キ
ヨ
ミ
ハ
ラ
か

で
も
知
ら
な
い
場
所
だ
な

ま
だ
全
部
は
回
れ
て
な
い
わ
よ
ね

今
度
行

て
み
ま
し

う
か
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で
も
時
間
が
無
い
ん
だ
よ
な

 
も
う
す
ぐ
ト
ラ
フ

ク
ス
も

あ
そ
こ
を
離
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
し
な

ま
あ
そ
の
う
ち
コ
ン
バ

ト
な
り
新
キ

ラ
を
作
る
な
り
し
て

 
ナ
ユ
タ
か
忍
レ
ジ

ン
ド
の
誰
か
に
案
内
し
て
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

な
い

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
も
知
り
合
い
が
多
い
ん
だ

さ
す
が
だ
な

で

次
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
か

そ
う
い
え
ば
最
近
行

て
な
い
わ
ね

ヘ
カ

ト

が

を
被

ち

う
わ

俺
の
ア
ハ
ト
も
そ
ん
な
感
じ
だ
な

そ
う
い
え
ば
Ｍ
８
２
も

ア
ハ
ト

て
名
前
に
し
た
ん
だ

た
わ
ね

だ
な

ア
ハ
ト

と
は
ま
た
別
だ

ら
わ
し
い
し

Ｍ
８
２
の
名
前
は
変
え
た
ら

そ
う
だ
な

ち

と
考
え
る
わ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
は

し
く
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
け
ど

ヘ
カ

ト

Ｍ
８
２

 
出
海
は
す
ぐ
に
手
元
の
ス
マ
ホ
で

索
し

二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
に
た
ど
り
着
い
た
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え

シ

ナ
と
シ
ノ
ン

確
か
大
会
の
常
連
の

超
メ
ジ

プ
レ
イ
ヤ

じ

な
か

た

け

 
そ
の
後
も

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
や
リ
ア
ル
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン
の
前
で

 
八
幡
が
色
々
と
話
す
の
を

い
て

出
海
は
か
な
り
の
興
奮

態
に
陥

て
い
た

王
子

て
そ
ん
な
ヘ
ヴ

ユ

ザ

だ

た
ん
だ

 
そ
れ
と
同
時
に
出
海
は

別
の
事
実
に
思
い
当
た

て
い
た

て
事
は
も
し
か
し
た
ら

ゲ

ム
の
中
で
ハ
チ
マ
ン
の
目
に
止
ま
れ
ば

 
私
も
八
幡
さ
ん
と
仲
良
く
出
来
る
か
も

そ
し
て
私
が
朝
田
さ
ん
の
ポ
ジ
シ

ン
に

 
だ
が
そ
の
考
え
を

出
海
は
す
ぐ
に

て
た

う
う
ん
き

と
王
子
は
関
係
を

し
て
で
も
朝
田
さ
ん
を
守
ろ
う
と
し
た

て
事
だ
よ

ね 
そ
ん
な
関
係
を
崩
す
の
は
き

と
無
理
私
は
私
ら
し
く
知
り
あ
え
て
仲
良
く
な
れ
れ
ば
そ

れ
で
い
い
や

 
出
海
は
そ
う
考
え

二
人
が
出
て
い

た
後
も

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
続
け
た

 
だ
が
そ
う
簡

に
い
い
案
が
思
い
つ
く
は
ず
も
な
い
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は

今
日
は
凄
い
事
を
知

ち

た
な

で
も
こ
れ
は
私
だ
け
の
秘
密
に
し
て
お
こ

と 
下
手
に
誰
か
に

ら
し
て
王
子
に

わ
れ
た
ら
や
だ
し

 
出
海
は
そ
う
考
え

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ヴ

ル
ハ
ラ
関
連
の
情
報
収
集
を
行
い

 
今
や
ヴ

ル
ハ
ラ
に
つ
い
て
な
ら

ゲ

ム
内
で
一

二
を
争
う

し
く
な

て
い
た

 
さ
す
が
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
シ

ナ
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
め
る
余

は
無
か

た
が

 
そ
ん
な
出
海
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は

ゲ

ム
内
で
男
避
け
の

に
七
つ
の
大
罪
に
加
入
し

 
グ
ラ
ン
ゼ
と
知
り
合

て
か
ら
で
あ

た

 
出
海
は
八
幡
と
知
り
合
う

に
ハ
チ
マ
ン
と
敵
対
す
る
道
を
選
び

 
こ
う
し
て
七
つ
の
大
罪
の
色
欲
担
当

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
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第
８
８
７
話
 
文
化
祭

お
ま
け
の
理
央
編

 
そ
の

日
後
の
土
曜
日
の
午
前
十
時

特
に
仕
事
は
無
か

た
が

 
何
と
な
く
ソ
レ
イ
ユ
に
顔
を
出
し
た
八
幡
は

廊
下
で
い
き
な
り
理
央
の
襲
撃
を
受
け
た

あ

八
幡

お
わ

い
き
な
り
何
だ
よ
理
央

先
ず
は
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

だ
ろ

 
そ
れ
が
社
会
人
と
し
て
の
心
得
と
い
う
か
だ
な

い
い
か
ら
ち

と
こ

ち

お

お
い

 
理
央
は
八
幡
を
ぐ
い
ぐ
い
と
引

張

て
い
く

 
八
幡
は
そ
の
勢
い
に
押
さ
れ

何
も
言
え
な
い
ま
ま
理
央
の
後
を
つ
い
て
い

た

 
そ
し
て
連
れ
込
ま
れ
た
の
は

次
世
代
技
術
研
究
部
で
あ
る

 
そ
こ
に
は
今
は
紅
莉
栖
だ
け
が
居
り

紅
莉
栖
は

れ
み
の
表
情
で
八
幡
を

め
て
い
た

お

お
い

一
体
何
だ
よ

ブ
タ
や

あ

川
か
ら

い
た
の
よ

八
幡
が
優
里
奈
の
文
化
祭
に
い
た

て
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お

お
う

ま
あ
そ
う
だ
な

こ
い
つ
今

ブ
タ
野
郎

て
言
い
か
け
た
な

で

フ

イ
リ
ス
と
詩
乃
に
も

い
た
の

八
幡
が
文
化
祭
に
来
て
く
れ
た

て

あ
 
そ
れ
で
八
幡
は

理
央
が
何
故
こ
ん
な
に
エ
キ
サ
イ
ト
し
て
い
る
の
か
理
解
し
た

 
だ
が
八
幡
に
も
言
い
分
は
あ
る

い
や
い
や

だ

て
お
前

三
年
な
ん
だ
し
そ
も
そ
も
学
校
に
行

て
な
い
か
ら

 
文
化
祭
と
か
何
も
関
わ

て
な
い
だ
ろ

で

で
も
ほ
ら

高
校
最
後
の
文
化
祭
だ
し

一
応
そ
の

ね

お
わ

 
そ
う
言

て
理
央
は

八
幡
を
ベ
ン
チ
に
押
し
倒
し
て
そ
の
上
に
馬
乗
り
に
な

た

 
言

て
る
事
は
穏
や
か
だ
が

そ
の
態
度
は
真
逆
で
強
引
で
あ

た

 
正
直
人
に
見
ら
れ
た
ら
絶
対
に
誤
解
さ
れ
る
体
勢
で
あ
る

 
八
幡
は
困
り
果
て

線
で
紅
莉
栖
に
助
け
を
求
め
た
が

 
紅
莉
栖
は
我
関
せ
ず
と
い
う
風
に
ふ
い

と
目
を

ら
し
た
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あ

紅
莉
栖

て
め
え

は
い
は
い
何
も

こ
え
な
い

私
は
何
も

い
て
な
い

 
紅
莉
栖
は
実
は

朝
か
ら
ず

と
理
央
に
愚
痴
を

か
さ
れ
続
け
て
お
り

 
八
幡
に
理
央
を
押
し
つ
け
る
気
が
満
々
だ

た
の
で
あ

た

わ

私
の
話
を
ち

ん
と

い
て

あ

は
い

 
八
幡
は
理
央
の
手
で
顔
を

ま
れ

強
引
に
正
面
を
向
か
さ
れ
た

と
り
あ
え
ず
ま
だ
間
に
合
う
か
ら

今
か
ら
私
の
学
校
に
行
き
た
い
な

な
ん
て

は

今
か
ら

ほ
ら

こ
の
写
真

 
そ
う
言

て
理
央
が
見
せ
て
き
た
の
は

ス
マ
ホ
の
画
面
に
表

さ
れ
た

 
フ

イ
リ
ス
や
優
里
奈

詩
乃
や
そ
の
友
達
と
一

に

た
写
真
で
あ

た

う私
も
こ
う
い
う
の
が

り
た
い

わ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
行
く
か
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さ
す
が
に
こ
ん
な

態
の
理
央
に
何
を
言

て
も
無

だ
と
悟

た
八
幡
は

 
今
日
は
大
人
し
く
理
央
に
付
き
合
う
事
に
し
た

あ

あ
り
が
と

そ
う
思
う
な
ら
さ

さ
と
俺
の
上
か
ら
ど
い
て
く
れ
誰
か
に
見
ら
れ
た
ら
誤
解
さ
れ
る
だ
ろ

あ

そ

そ
う
だ
ね

紅
莉
栖
師
匠
に
は
も
う
誤
解
さ
れ
て
る
か
も
だ
け
ど

ぶ
ふ

 
そ
の
理
央
の
言
葉
に
紅
莉
栖
は
思
わ
ず

き
出
し
た

 
当
然
笑

て
い
る
の
で
は
な
く
驚
い
て
い
る
の
で
あ
る

私
は
理
央
が
八
幡
を
押
し
倒
し
た

間
か
ら
ず

と
見
て
る
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
で
何
を
ど
う
誤
解
す
る
と
い
う
の

う

う

確
か
に
ち

と
や
り
す
ぎ
た
か
も

 
さ
す
が
の
理
央
も
勢
い
に
ま
か
せ
て
行

た
今
の
一
連
の
行
動
が
恥
ず
か
し
く
な

た
の
か

 
も
じ
も
じ
し
て
下
を
向
い
た

は

ま

た
く
お
前
は
時
々
ポ
ン
コ
ツ
に
な
る
よ
な

ご

ご
め
ん
な
さ
い
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お
前
は
紅
莉
栖
と
違

て
色
々
エ
ロ
い
ん
だ
か
ら

 
変
な
と
こ
ろ
に
手
が
触
れ
ち
ま
う
の
が
心
配
で
俺
も
下
手
に

抗
出
来
な
い

て
事
を
も
う

少
し
だ
な

 
そ
の

間
に

バ
キ

と
い
う
音
が
し
た

 
見
る
と
紅
莉
栖
が
持

て
い
た
ボ

ル
ペ
ン
を
へ
し

て
い
る
の
が
見
え
た

お
い
理
央

そ
れ
じ

あ

速
行
く
ぞ

う

う
ん

 
二
人
は

て
て
そ
の
場
を
逃
げ
出
し

紅
莉
栖
は
ぼ
そ

と

い
た

八
幡
め

後
で
覚
え
て
お
き
な
さ
い
よ

 
よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
か

あ

ご
め
ん

先
に
私
の
家
に
寄

て
も
ら

て
も
い
い

何
か
持
ち
に
で
も
い
く
の
か

う
ん

一
応
ほ
ら

制
服
を
ね

あ
あ

確
か
に
そ
の
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
な



 第８８７話 文化祭〜おまけの理央編

 
理
央
は
久
し
ぶ
り
に
自
宅
に

り

こ
れ
ま
た
久
し
ぶ
り
に
制
服
に

を
通
し
た

 
だ
が
そ
こ
で
い
き
な
り
問
題
が
発
生
し
た

う

胸
が
き
つ
い

 
そ
れ
で
も
着
れ
な
い

で
は
な
か

た

理
央
は
多
少
の
き
つ
さ
に
は
目
を

り

 
そ
の
ま
ま
八
幡
の
所
に

た

ご
め
ん

お
待
た
せ

お
う

ん

何
か
窮
屈
そ
う
に
し
て
る
が
大
丈
夫
か

う

う
ん

ち

と
制
服
の
胸
が
き
つ
く
て

 
理
央
は
そ
う
言
い
な
が
ら
チ
ラ

と
八
幡
の
方
を
見
た

何
故
こ

ち
を
見
る

俺
は
何
も
し
て
な
い
だ
ろ

あ

う
ん

も
し
か
し
て

太

た
と
か
思
わ
れ
て
る
か
な

て

事
実
太

た
ん
じ

な
い
の
か

う

ん

ま
あ
確
か
に
ち

と

 
と
は
言
い
つ
つ
も

理
央
の
体
の
サ
イ
ズ
は
困

た
事
に
胸
以
外
は
変
わ

て
い
な
い

 
太

た
と
表
現
す
る
の
は
乙
女
心
的
に
複
雑
な
も
の
が
あ

た
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ま
あ
い
い
さ

そ
れ
く
ら
い
は

て
や

て
も
い
い

 
も
し
く
は
サ
キ
サ
キ

り
に
調

し
て
も
ら
え
ば
い
い
だ
ろ

い
い
よ

そ
れ
く
ら
い
自
分
で

う
か
ら

さ
す
が
に
無

か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
卒
業
式
に
は
絶
対
に
着
る
ん
だ
し

そ
の
時
に
着
れ
な
く
な

て
た
ら
困
る
か
ら

 
少
し
余

を
持
た
せ
た
サ
イ
ズ
の
奴
を

う
事
に
す
る

そ
う
か

な
ら
ま
あ
帰
り
に
指
定
の
店
に
寄

て
く
か

う
ん

何
か
ご
め
ん
ね

別
に
謝
る
事
じ

な
い
お
前
の
胸
が
ま
だ
成
⻑
し
て
る
の
は
別
に
お
前
の
せ
い
じ

な
い

か
ら
な

 
理
央
が
胸
に
コ
ン
プ
レ

ク
ス
を
持

て
い
た
事
を
知

て
い
る
八
幡
は

 
一
応
も
う
少
し
フ

ロ

し
て
お
こ
う
か
と
思

た
が

 
理
央
は
あ
ま
り
気
に
し
た
様
子
も
な
く

八
幡
に
こ
う
問
い
か
け
て
き
た

は

八
幡
は

胸
の
大
き
い
子
は
好
き

返
事
に
困
る
事
を

く
ん
じ

な
い

ご

ご
め
ん
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で
も
そ
う
だ
な

ま
あ
俺
も
男
だ

い
じ

な
い

 
そ
う
言

て
八
幡
は
理
央
に
笑
い
か
け
た

精
一

気
を
遣

た
の
で
あ
る

 
だ
が
そ
れ
に
対
す
る
理
央
の
反
応
は
八
幡
の
想
像
を
遥
か
に
超
え
て
い
た

そ

そ
う

そ
れ
じ

あ
今
の
う
ち
に
ち

と

ん
ど
く

何
で
そ
う
な
る
ん
だ
よ

や

ぱ
り
お
前
は
時
々
ポ
ン
コ
ツ
だ
な

 
そ
う
い
う
事
を
言
わ
れ
て
も
困
る
ん
だ
よ

ご

ご
め
ん

冗
談

冗
談
だ
か
ら

べ

別
に

ん
で
欲
し
い
と
か
思

て
な
い
か
ら

い
や

お
前
は
そ
う
い
う
時
目
が
マ
ジ
だ
か
ら

い
や

と
冗
談
抜
き
で

ほ

本
当
に

ま
あ
学
校
に
着
い
た
ら
自
重
し
て
く
れ
よ

多
分
お
前
は
目
立
つ
だ
ろ
う
か
ら
な

え

わ

私
な
ん
か
全
然
目
立
た
な
い
と
思
う
け
ど

何
を
言

て
る
ん
だ
お
前
は

自
分
が
姫

て
呼
ば
れ
て
る
事
を
忘
れ
た
の
か

あ
 
そ
し
て
学
校
に
着
い
た
後

二
人
は
キ

ト
を

場
に

め
た
の
だ
が

 
困

た
事
に

に
キ

ト
が
と
て
も
目
立

て
い
た
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そ
し
て
そ
の

内
か
ら
理
央
が
下
り
た

間
に

学
校
中
が

き
立

た

え

え

ほ
れ
み
ろ

や

ぱ
り
こ
う
な
る
と
思

て
た
よ

 
確
か
に
生
徒
達
の
半

は

こ
う

き
合

て
い
た

お
い

姫
だ
ぞ

久
し
ぶ
り
だ
な

姫

も
う
と
ん
で
も
な
く

が
良
く
な

て
る
ん
だ
ろ
う
な

そ
れ
で
い
て
あ
の
ス
タ
イ
ル
は
や
ば
い
よ
な

 
だ
が
残
り
の
半

は

別
の
事
を

き
合

て
い
た

王
子
だ

王
子
き
た
あ

や

ぱ
り

が
あ
る
な

王
子

あ
の
二
人

似
合

て
る
よ
な

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
だ
ろ
う

八
幡
は
決
ま
り
が
悪
そ
う
に
下
を
向
い
た

そ
そ
う
か
そ
う
い
え
ば
俺
も
こ
こ
で
は
詩
乃
の
学
校
と
一

で
王
子
扱
い
な
ん
だ

た
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理
央
は
理
央
で

あ
の
二
人

似
合

て
る
よ
な

と
い
う
言
葉
に
反
応
し

 
一
人
で
ニ
マ
ニ
マ
し
て
い
た

 
そ
ん
な
二
人
の
所
に
咲
太
と

真
そ
し
て

真
の
彼
女
の
上
里
沙
希
が
駆
け
寄

て
き
た

学
校
中
が

き
足
立

て
る
と
思

た
ら

や

ぱ
り
八
幡
さ
ん
と
双
葉
だ

た
か

八
幡
兄
貴

弟
二

参
り
ま
し
た

双
葉
さ
ん

久
し
ぶ
り

上
里
さ
ん

ひ

久
し
ぶ
り

 
理
央
は
沙
希
が
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
事
が
少
し
嬉
し
か

た

 

は
敵

さ
れ
て
い
た
の
に

変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
の
だ

で

八
幡
さ
ん

今
日
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か

い
や
な

咲
太
が
余
計
な
事
を
理
央
に

き
込
ん
だ
せ
い
で

 
理
央
が
う
ち
の
学
校
の
学
園
祭
に
ど
う
し
て
も
連
れ
て
け

て

 
俺
を
押
し
倒
し
て
色
仕

け
を
し
て
き
て
な

 
八
幡
は
満
面
の
笑
顔
で
そ
う
言
い

咲
太
は
顔
を

く
し
た

す
み
ま
せ
ん

ち

と
用
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
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真

咲
太
を
捕
ま
え
ろ

了
解

ほ
ら
咲
太

無

な
あ
が
き
は
や
め
ろ

お
い
国
見

俺
達
友
達
だ
よ
な

咲
太
と
八
幡
さ
ん
な
ら

俺
は
八
幡
さ
ん
に
つ
く

当
然
だ
ろ

く

力
に
お
も
ね
り
や
が

て

 
そ
ん
な
咲
太
の

を
八
幡
は
ガ
シ

と
掴
ん
だ

理
央
は
そ
れ
を
見
て

 
あ

あ
れ

て

い
ん
だ
よ
ね

な
ど
と
実
体
験
に
基

く
感
想
を

い
て
い
た

は

八
幡
さ
ん

か
ら

が
飛
び
出
そ
う
で
す

大
丈
夫
だ
咲
太

こ
れ
は
た
だ
の
ツ
ボ
マ

サ

ジ
だ

マ
ジ

す
か

そ
れ
じ

あ
俺

今
ま
さ
に
ど
ん
ど
ん
健

に
な

て
る

て
事
で
す
ね

さ
す
が
は
咲
太

こ
ん
な

況
で
も
め
げ
な
い
な

い
や

実
は
そ
ろ
そ
ろ
限
界
で
す

こ
こ
は
花
楓
に
免
じ
て
許
し
て
下
さ
い

う
わ

お
前

そ
れ
は

だ
ろ

こ
の

況
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
な
ら

俺
は
妹
で
も
何
で
も
利
用
し
ま
す
よ

と
り
あ
え
ず
後
で
麻
衣
さ
ん
に
お
前
の
悪
行
を
チ
ク

て
お
く
か
ら
な
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す
み
ま
せ
ん

俺
が
悪
か

た
で
す

と
り
あ
え
ず
土
下
座
し
ま
す
ん
で
勘

し
て
下
さ
い

土
下
座
は
し
な
く
て
い
い
か
ら
と
り
あ
え
ず
校
内
を
案
内
し
て
く
れ

つ
い
で
に
理
央
の
ガ

ド
な分

か
り
ま
し
た

お
任
せ
下
さ
い

 
と
て
も
そ
う
は
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

相
変
わ
ら
ず
仲
の
い
い
二
人
で
あ
る

あ
は
は
は
は

川

相
変
わ
ら
ず
の
ブ
タ
野
郎
だ
ね

ね

真

川

て
こ
ん
な
キ

ラ
だ

た

け

そ
れ
だ
け
咲
太
が
八
幡
さ
ん
に

が
上
が
ら
な
い

て
事
だ
ろ
八
幡
さ
ん
は
凄
え
か
ら
な

そ

か

双
葉
さ
ん

い
い
人
に
巡
り
合
え
た
ん
だ
ね

そ

そ
の

あ

あ
り
が
と

 
結
局
こ
の
後

男
の
咲
太
だ
け
で
は
理
央
の
ガ

ド
は
不
十
分
だ
と
沙
希
が
言
い
出
し

 
結
局

真
と
沙
希
も
一

に
行
動
す
る
事
に
な

た

 
だ
が
心
配
す
る
よ
う
な
事
は
何
も

こ
ら
ず

生
徒
達
が

度
を
保

た
事
も
あ
り

 
五
人
は
楽
し
く
校
内
を
回
る
事
が
出
来
た
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あ

ご
め
ん

ち

と
職
員
室
に

だ
け
し
て
く
る
ね

お
う

行

て
こ
い
行

て
こ
い

 
そ
の
道
中
で
職
員
室
の
前
に
通
り
か
か

た
時

理
央
が
八
幡
に
そ
う
言

て
き
た

 
八
幡
は
理
央
を

く
送
り
出
し
た

八
幡
さ
ん

双
葉

分
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
ね

そ
う
か

ま
あ
日
々
の
生
活
が
充
実
し
て
る
ん
だ
ろ

い
や

八
幡
さ
ん
と
一

だ
か
ら
じ

な
い
で
す
か
ね

別
に
そ
ん
な
事
は
無
い
と
思
う
け
ど
な

 
丁
度
そ
こ
に
理
央
が

て
き
た

理
央
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の

に
自
分
の

を

め

 
嬉
し
そ
う
に
こ
う
言

た

八
幡
た
だ
い
ま

そ
れ
じ

あ
次
は
ど
こ
に
行
く

 
そ
ん
な
八
幡
と
理
央
を
三
人
は
生

か
い
目
で
見
つ
め
八
幡
は
気
ま
ず
そ
う
に
目
を

ら

し
たえ

な

何

い
や

双
葉
も
大

に
な

た
な
と
思

て
さ
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え

だ

て

こ
う
い
う
時
に
一
生

命
ア
ピ

ル
し
な
い
と

ラ
イ
バ
ル
に
は
勝
て
な

い
ん
だ
よ

ラ

ラ
イ
バ
ル

二
人
は
付
き
合

て
る
ん
じ

な
い
の

八
幡
さ
ん
に
は
明
日
奈
さ
ん
と
い
う
超
絶
美
人
な
彼
女
さ
ん
が
い
ら

し

る

え
え
え
え
え

そ

そ
う
な
の

お
う
八
幡
さ
ん
は
押
し
に

い
か
ら
こ
う
い
う
時
に
女
の
子
を

た
く
あ
し
ら
え
な
い
ん

だ
よう

わ

そ
れ

て
彼
女
さ
ん
が

る
ん
じ

な
い
の

あ

明
日
奈
さ
ん
は

人

が

え
れ
ば
そ
れ
だ
け
一
人
一
人
の
密
度
が

る
か
ら

 
正
妻
の
地

が
安

に
な
る

て
言

て

こ
の
く
ら
い
な
ら
許
し
て
く
れ
る
よ

え

何
そ
れ

私
の
知
ら
な
い
世
界

ま

ま
あ
そ
の
く
ら
い
で

な

さ
あ

次
だ
次

行
く
ぞ
お
前
ら

 
八
幡
は
旗
色
の
悪
さ
を
感
じ

一
同
を
そ
う

し
た

う
い

す

次
い
き
ま
す
か

沙
希
八
幡
さ
ん
の

り
は
あ
れ
で
全
員
仲
良
く
や

て
る
ら
し
い
か
ら
ま
あ
気
に
し
な
い
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方
が
い
い

そ
う
な
ん
だ

何
か
凄
い
ね

 
そ
れ
か
ら
校
内
を
ひ
と
通
り
回

た
後

 
い
ざ
帰
る
と
い
う
時
に
な

て

理
央
が
み
ん
な
で
写
真
を

り
た
い
と
言
い
出
し
た

そ
れ
じ

あ
最
初
は
八
幡
さ
ん
と
双
葉
な

 
お
そ
ら
く
理
央
に
と

て
は

こ
れ
が
制
服

で
八
幡
と
一

に
写
真
を

る

 
最
後
の
チ

ン
ス
か
も
し
れ
な
か

た

あ
る
い
は
卒
業
式
で
ワ
ン
チ

ン
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が

 
そ
う
な

た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
し
て

理
央
は
こ
こ
し
か
な
い
と
い
う
つ
も
り
で

 
気
合
い
を
入
れ
て
カ
メ
ラ
に
向
か

て
自
分
を
ア
ピ

ル
し
た

も
ち
ろ
ん
八
幡
に

む
事
も

忘
れ
な
い

な

国
見

双
葉
の
気
合
い
が
ち

と
怖
い
ん
だ
が

あ
あ

こ
こ
で
終
わ

て
も
い
い
み
た
い
な
感
じ
だ
な

何
そ
の
フ
ラ
グ

純
に
褒
め
て
あ
げ
な
よ

恋
心
が

れ
て
る
じ

な
い

そ
う
い
う
も
ん
か
ね
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よ

し
双
葉

そ
の
ま
ま
八
幡
さ
ん
に
チ

し
ち

え

お
い
咲
太

調
子
に
乗
る
な

め
る
ぞ

す
ん
ま
せ
ん

し
た

 
こ
う
し
て
こ
の
日
理
央
は
高
校
生
活
最
後
の
文
化
祭
で
た
く
さ
ん
思
い
出
を
作
る
事
が
出

来
た

 
そ
の
思
い
出
を
胸
に

理
央
は
こ
の
日
か
ら

八
幡
の

に
頑
張

て
頑
張

て
頑
張

た

 
そ
の
努
力
の
甲
斐
が
あ
り

理
央
は

ラ
ボ
の
開
発
に
多
大
な

を
す
る
事
と
な
り

 
結
果
的
に

藍
子
と
木
綿
季
の
命
を
助
け
る
の
に
大
き
な
役

を
果
た
す
事
に
な

た
の
で

あ

た

 
明
日
は
あ
い
こ
ち

ん
が
頑
張
り
ま
す

 
第
８
８
８
話

あ
い
こ
ち

ん
の
性
な
る
戦
い

は

時

分
に
投
稿
し
ま
す
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第
８
８
８
話
 
あ
い
こ
ち

ん
の
性
な
る
戦
い

さ
て

今
日
は
エ
ル
ザ
の
コ
ン
サ

ト

そ
の
後
は
体
育
か

 
は

体
育

て
の
は
さ
す
が
に
ち

と
だ
る
い
な

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間
に

あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
は

き
合

た

 
つ
い
に
か
ね
て
か
ら
の
計
画
を
実
行
す
る
時
が
来
た
か
ら
で
あ
る

八
幡

来
た
よ

 
丁
度
そ
の
時
エ
ル
ザ
が
教
室
へ
と
侵
入
し
て
き
た

 
ホ

ム
ル

ム
中
だ
と
い
う
の
に
何
と
も
フ
リ

ダ
ム
な
事
で
あ
る

 
担
任
は
こ
の
事
を
予
想
し
て
お
り

苦
笑
し
つ
つ
も
エ
ル
ザ
の

を
認
め
て
く
れ
た

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

神
崎
エ
ル
ザ
で

す

み
ん
な

今
日
は
私
の
歌
を
存
分
に
楽
し

ん
で
ね

 
実
は
エ
ル
ザ
の

が
行
わ
れ
る
の
は

回
こ
の
教
室
だ
け
で
あ
る

 
こ
れ
は
八
幡
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
所
属
し
て
い
る
事
に
対
す
る
特

の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ

た
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で

八
幡

あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
に
サ
イ
ン
を
あ
げ
る
約
束
を
し
て
る
か
ら

 
こ
の
ま
ま
連
れ
て

て
も
い
い
か
な

コ
ン
サ

ト
中
は
舞
台

の
特

で
見
て
も
ら
う

つ
も
り
だ
し

俺
達
の

は
正
面
の
舞
台
近
く
だ
し

別
に

お
お

特

か

い
い
ん
じ

な
い
か

二
人
と
も
エ
ル
ザ
の
熱
心
な
フ

ン
ら
し
い
し

な 
何
か
言
い
か
け
た
八
幡
に
被
せ
る
よ
う
に
和
人
が
そ
う
言
い

八
幡
は
一

た
後

 
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
を
見
な
が
ら
こ
う
言

た

お
前
達

そ
う
し
て
も
ら
う
か

う

う
ん

ご
め
ん
ね
八
幡

せ

か
く
だ
し
エ
ル
ザ
の
言
葉
に

え
る
わ

そ
う
か
分
か

た

好
き
に
し
て
く
れ

今
日
の
主
役
は
お
前
だ
か
ら
な

 
こ
う
し
て
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
は
エ
ル
ザ
と
共
に
去

て
い

た

 
こ
れ
が
計
画
の
始
ま
り
で
あ

た
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キ

カ
ケ
は

な
事
だ

た

業
中
に
黒

が
よ
く
見
え
ず
に

 
身
を
乗
り
出
し
た
あ
い
こ
ち

ん
が

 
う

か
り
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
八
幡
の

か
ら
落
ち
そ
う
に
な

た
の
だ

 
八
幡
は

て
て
あ
い
こ
ち

ん
を
キ

チ
し
何
事
も
な
か

た
か
の
よ
う
に

に

し
た

の
だ
が

 
そ
の
時
あ
い
こ
ち

ん
は
思
わ
ず
声
を
あ
げ
そ
う
に
な
り

必
死
に
そ
れ
を
我
慢
し
た

 
そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る

八
幡
が
あ
い
こ
ち

ん
を

い
上
げ
た
時

 
八
幡
の
手
が
あ
い
こ
ち

ん
の
胸
を

掴
み
に
す
る
格
好
に
な
り

 
そ
の
せ
い
で
あ
い
こ
ち

ん
が
思
わ
ず

声
を
上
げ
そ
う
に
な

た
と
ま
あ
そ
ん
な

で

あ
るは

は

危
な
か

た

つ
い
ビ
ク
ン

て
な

て
し
ま

た
わ

 
う
ん

今
の
は
ま
さ
か
の
ラ

キ

パ
イ
タ

チ

し
か
も
八
幡
は

そ
の
事
に
気
付
い
て

な
い

 
そ
の
後

あ
い
こ
ち

ん
は

業
中
に
三
回
ほ
ど

か
ら
落
ち
そ
う
に
な
り

 
最
後
に
は
業
を

や
し
た
八
幡
に

か
ら
拳
骨
を
く
ら
う
事
と
な

た
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お
前
は
さ

き
か
ら
何
度
落
ち
れ
ば
気
が
済
む
ん
だ

動
か
す
の
は
手
だ
け
に
し
ろ

 
し
ま
い
に

に
ヒ
モ
で

り
付
け
る
か
ら
な

う

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
う
謝
り
つ
つ
も

内
心
で
は

ら
れ
る
の
も
一
度

験
し
て
み
た
い
わ

 
な
ど
と
考
え
て
い
た
藍
子
で
あ
る

 
だ
が
や
は
り
そ
れ
は

生
身
の
体
で
な
け
れ
ば
体
験
す
る
意
味
が
あ
ま
り
無
い

 
そ
う
考
え
た
藍
子
は

他
に
何
か
こ
う
い

た
ラ

キ

ス
ケ
ベ
は

こ
せ
な
い
か
と

 
そ
の
日
か
ら

日
考
え
続
け
て
い
た

う

ん

ユ
ウ

何
か
い
い
ア
イ
デ
ア
は
無
い

移
動
の
時
に

八
幡
の
手
の
平
の
上
に
座
る
と
か
す
れ
ば

 
お
し
り
を
ず

と

で
ら
れ
て
る
事
に
な
ら
な
い

う

ん
そ
れ
も
ア
リ
だ
け
ど
あ
の
乱
暴
に
胸
を

ま
れ
る
感
覚
を
一
度
体
験
し
ち

う
と

 
ど
う
も
そ
れ
じ

あ
物
足
り
な
く
感
じ
て
し
ま
う
の
よ

 
そ
れ
に
い
つ
も
の
移
動
方
法
も
気
に
入

て
る
の
よ
ね
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あ

ボ
ク
も
確
か
に
明
日
奈
に
あ
あ
や

て
運
ば
れ
る
の

好
き

 
木
綿
季
は
そ
の
藍
子
の
意
見
に

き
な
が
ら

少
し
考
え
た
後
に
こ
う
言

た

そ
れ
な
ら
目
先
を
変
え
て
み
る

て
の
は
ど
う
か
な

目
先

何
か
思
い
つ
い
た
の

う
ん

こ
の
前
見
た
マ
ン
ガ
に
載

て
た
ん
だ
け
ど
さ

 
八
幡
の
着

え
を

い
て
み
る

て
の
は
ど
う

な
る
ほ
ど

覚
情
報
か
ら
興
奮
を
得
る
と
い
う
事
ね

 
藍
子
は
真
剣
に
そ
の

果
を

討
し

そ
の
意
見
の

用
を
決
め
た

い
い
わ

や

て
み
ま
し

う

も
ち
ろ
ん
ユ
ウ
も
手
伝
う
の
よ

う
ん

分
か

た

 
実
に
無

気
な
よ
う
で

気
に

れ
た
会
話
を
す
る
双
子
で
あ

た

と
す
る
と

狙
う
は
男
子
更
衣
室

た
だ
そ
の
一
点
ね

 
こ
う
し
て
藍
子
は
入
念
な
下
準
備
を
開
始
し
た

 
最
初
に
行

た
の
は

八
幡
が
更
衣
室
を
使
う
ス
ケ
ジ

ル
の
確
認
で
あ
る

体
育
の

業
以
外
に
着

え
る
事

て
無
い
わ
よ
ね

そ
う
す
る
と
時
間

に
よ
る
と
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水
曜
と
金
曜
の
お
昼
前

て
事
に
な
る
わ
ね

 
そ
し
て
次
に
行

た
の
は

現
地
の

察
で
あ
る

 
だ
が
さ
す
が
に
理
由
も
無
く
男
子
更
衣
室
に
入
る
事
な
ど
不
可
能
だ

 
な
の
で
藍
子
は

八
幡
が
男
子
更
衣
室
の

当
番
に
な
る
日
を
じ

と
待

た

 

る
気
持
ち
を

え
な
が
ら

と
に
か
く
そ
の
チ

ン
ス
を
待

た
の
だ

 
そ
し
て
つ
い
に
そ
の
日
が
訪
れ
た

 
そ
の
日
の
放
課
後
の

の
時
間
に

藍
子
は
わ
ざ
わ
ざ
あ
い
こ
ち

ん
に
ロ
グ
イ
ン
し

 
教
室
に
置
い
て
あ
る
専
用
の
ド

ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
ひ

こ

と
立
ち
上
が

た

 
そ
し
て
中
か
ら
鍵
を
開
け

外
の
様
子
を

た

 
幸
い
な
事
に
そ
こ
に
は
和
人
が
残

て
お
り
今
ま
さ
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
最
中
で
あ

た

あ

和
人
君

ち

と
い
い
か
し
ら

あ
れ

あ
い
こ
ち

ん
じ

な
い
か

こ
ん
な
時
間
に
ど
う
し
た
ん
だ

実
は
ち

と
八
幡
に

き
た
い
事
が
あ

て

八
幡
の
所
に
連
れ
て

て
欲
し
い
の

オ

ケ

オ

ケ

え
え
と

今
八
幡
は

今
日
は
確
か

当
番
だ
な

 
場
所
は
え
え
と

男
子
更
衣
室
か

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
す
か
ね
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う
ん

あ
り
が
と
う

 
和
人
は

の
当
番
表
を
見
な
が
ら
そ
う
言
い

藍
子
は
そ
ん
な
和
人
に
お

を
言

た

 
そ
し
て
藍
子
は
和
人
の

の
上
に
ひ

い

と
乗
せ
ら
れ

八
幡
の
所
へ
と
運
ば
れ
た

 
ち
な
み
に
こ
れ
が
先
日
藍
子
と
木
綿
季
が
話
し
て
い
た
お
気
に
入
り
の
移
動
方
法
で
あ
る

 
和
人
の

の
上
に
ぐ
て

と

そ
べ
る
あ
い
こ
ち

ん
の

は
と
て
も
か
わ
い
く

 
す
れ
違
う
他
の
生
徒
達
が
皆

あ
い
こ
ち

ん
に
手
を

て
く
れ
た

 
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
は

今
は
学
園
の
ア
イ
ド
ル
な
の
で
あ
る

よ

八
幡

い
る
か

お
う
和
人

一

に
帰
ろ
う

て
誘
い
に
で
も
来
て
く
れ
た
の
か

 
悪
い

ま
だ

が
終
わ
ら
な
い
ん
だ
よ
な

あ
い
や
実
は
あ
い
こ
ち

ん
が
八
幡
に

き
た
い
事
が
あ
る

て
言
う
か
ら
連
れ
て
き

た
ん
だ
よ

ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
藍
子

そ
こ
の

子
に
で
も
座

て
待

て
て
く
れ

 
こ
う
し
て
和
人
は

意
図
し
な
い
ま
ま
に
性
に

え
た
ケ
ダ
モ
ノ
を

 
男
子
更
衣
室
に
引
き
入
れ
る
事
と
な

て
し
ま

た
の
で
あ
る
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そ
れ
じ

あ
俺
は
先
に
帰
る
わ

今
日
は
ち

と
里
香
と
約
束
が
あ
る
か
ら
さ

お
う

忙
し
い
と
こ
を
悪
か

た
な

ま
た
な

和
人

う
ん

ま
た
な
八
幡

 
そ
し
て
和
人
が
去

た
後
八
幡
は
ホ
ウ
キ
が
け
の
手
を
止
め
な
い
ま
ま
藍
子
に
質
問
し
て
き

た
で

何
に
つ
い
て

き
た
い
ん
だ

う
ん

リ
ハ
ビ
リ
の
事
に
つ
い
て
ち

と
ね

あ
あ
な
る
ほ
ど
な
で
も
そ
れ
な
ら
明
日
奈
か
和
人
に

い
て
も
良
か

た
ん
じ

な
い
か

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
か
も

で
も
明
日
奈
は
教
室
に
い
な
か

た
の
よ
ね

あ
あ

そ
う
い
え
ば
今
日
は

ひ
よ
り
と
珪
子
と
お
茶
し
に
行
く
と
か
言

て
た
わ

と
い
う

で

面
倒
だ
と
思
う
け
ど
八
幡
が
お
願
い

別
に
面
倒
じ

な
い
さ

そ
も
そ
も
俺
は
お
前
達
の
保
護
者
だ
か
ら
な

う

う
ん

八
幡
に
は
い
つ
も
感
謝
し
て
る
わ

 
そ
う

勝
そ
う
な

技
を
し
な
が
ら
も
藍
子
は

物
を
狙
う

の
目
で
更
衣
室
内
を
観
察
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し
て
い
た

窓
の
外

あ
い
こ
ち

ん
の
運
動
能
力
な
ら
不
可
能
じ

な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
さ
す
が
に
目
立
ち
す
ぎ
る
わ
よ
ね

 
カ
メ
ラ
を
事
前
に
ど
こ
か
に
仕

け
る

う
う
ん
確
か
プ
ラ
イ
バ
シ

対

で

 
そ
う
い

た
物
の

が
感
知
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
ガ

ド
マ
ン
が
来
ち

う
は
ず

 
特
に
こ
の
学
校
は
そ
う
い
う
の
が
厳
し
い
の
よ
ね

 
そ
う
す
る
と
や
は
り

事
前
に
忍
び
こ
ん
で
直
接

影
す
る
し
か
な
い

 
そ
の

の
機
能
は
あ
い
こ
ち

ん
に
標
準
装
備
さ
れ
て
る
か
ら

 
手
ぶ
ら
で
侵
入
す
れ
ば
い
い
と
い
う
の
は
い
い
わ
ね

後
は
あ
そ
こ
の
通
風

か

 
藍
子
は
通
風

が
ど
こ
に
通
じ
て
い
る
の
か
調
べ
た
い
と
思
い

じ

と
機
会
を
待

た

そ
れ
じ

あ
ち

と
ゴ
ミ

て
に
行

て
く
る
わ

あ

う
ん

そ
れ
じ

あ
こ
こ
で
大
人
し
く
待

て
る
わ
ね

悪
い
な

す
ぐ

る

 
そ
し
て
八
幡
が
更
衣
室
か
ら
出
て
い

た

間
に
あ
い
こ
ち

ん
が
動
い
た

 
あ
い
こ
ち

ん
は
手
首
を
射
出
し

通
風

の

め
金
を
上
手
に
外
す
と
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そ
こ
に
手
を
引

け
て
ワ
イ
ヤ

を

め

通
風

の
中
を

き
こ
ん
だ

サ
イ
ズ
は
あ
い
こ
ち

ん
の
サ
イ
ズ
な
ら
大
丈
夫
ね

 
あ

あ
れ

思

た
よ
り
も

い

は
多
分
外
に
通
じ
て
て

は

確
か
女

子
更
衣
室
だ

 
そ
の
通
風

は

ま
さ
か
の
ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン
で
あ
り

 
男
子
更
衣
室
に
侵
入
す
る

に
は

女
子
更
衣
室
か
ら
入
る
し
か
な
い
事
が
判
明
し
た

ど
う
し
よ
う
男
子
が
着
え
て
い
る
時
に
は
必
然
的
に
女
子
も
着
え
て
る
て
事
に

 
さ
す
が
に
そ
の
中
を

々
と

て

に
も
い
か
な
い
し
な
に
よ
り
明
日
奈
に
バ
レ
る
の
は
ま

ず
い
わ

 
藍
子
は
完
全
に
手
詰
ま
り
と
な

た

だ
が
そ
ん
な
藍
子
を
エ
ロ
の
神
様
は
見

て
な
か

た 
そ
の

日
後
の
教
室
で

ク
ラ
ス
メ

ト
達
の

こ
ん
な
会
話
が

こ
え
て
き
た
か
ら
だ

お
い

い
た
か

今
度
の
金
曜
日
に

ま
た
神
崎
エ
ル
ザ
が
う
ち
の
学
校
に
来
て
く
れ
る

ら
し
い

こ
の
前

麻
衣
が
妹
の
ド
カ
ち

ん
と
一

に

問
に
来
て
く
れ
た
ば

か
り
な
の
に
も
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う
かド

カ
ち

ん

あ
あ

ス
イ

ト
バ
レ

ト
の
豊

の
ど
か
な

 

麻
衣
の
妹
で
あ
る
豊

の
ど
か
は
麻
衣
と
は
⺟
親
が
違
う
が
大
の
仲
良
し
姉
妹
で
あ
り

 
先
日
八
幡
の
伝
手
で
帰
還
者
用
学
校
に

問
と
称
し
て
遊
び
に
来
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ
る

う
お
お

エ
ル
ザ
さ
ん

約
束
を
守

て
く
れ
た
ん
だ
な

新
曲
披
露
だ
ろ

楽
し
み
だ
な

で

い
つ
来
て
く
れ
る
事
に
な

た
ん
だ

今
度
の
金
曜
ら
し
い
ぞ

理
事
⻑

限
で
三
時
間
目
ま
で
の

業
は
全
部
無
し
だ
と

お

さ
す
が
理
事
⻑

太

腹
だ
な

こ
れ
も
間
接
的
に
八
幡
さ
ん
の
お
か
げ
だ
よ
な

金
曜
日

し
か
も
三
限
ま
で
で
す

て

お
お
神
よ

あ
な
た
の

な
は
か
ら
い
に
感
謝
し

ま
す

 
そ
の
日
の
夜

藍
子
は

速
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
使

て
エ
ル
ザ
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

た

エ
ル
ザ

ち

と
お
話
が
あ
る
の

八
幡
に
関
す
る
事
よ

 
エ
ル
ザ
の
反
応
は
凄
ま
じ
く

か

た

す
ぐ
に

話
が
か
か

て
き
た
の
で
あ
る
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最
後
の
文
言
が
利
い
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

は
い
は

い

ど
う
し
た
の

ま
だ
悪
だ
く
み

 
こ
の
い
き
な
り
の
エ
ル
ザ
の
言
葉
か
ら
分
か
る
よ
う
に

 
エ
ル
ザ
に
と

て
の
藍
子
は

自
分
と
同
じ
種

の
人
間
と
い
う
認
識
で
あ

た

 
く
く
り
と
し
て
は

悪
友

も
し
く
は
共
犯
者
と
い
う
事
に
な
る

う
ん

悪
だ
く
み

さ

す
が
藍
子

い
い
ね
い
い
ね

で

ど
ん
な

ほ
ら

私

て
ば
今

あ
い
こ
ち

ん
を
使

て
学
校
に
通

て
る
じ

な
い

う
ん

そ
だ
ね

で
ね

エ
ル
ザ
が
来
て
く
れ
る
今
度
の
金
曜
な
ん
だ
け
ど

 
コ
ン
サ

ト
の
後

て
私
達
の
ク
ラ
ス
は
体
育
の

業
な
の

 
そ
こ
で
私

八
幡
の
着

え
を

こ
う
と
思
う
ん
だ
よ
ね

何
そ
れ

し
く

ち

と
⻑
く
な
る
け
ど
い
い

い
い
よ
い
い
よ

全
然
い
い
よ
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そ
し
て
藍
子
は
先
日

か
ら
落
ち
そ
う
に
な

た
事
か
ら

番
に
エ
ル
ザ
に
説
明
し
た

実
は
こ
の
前

業
中
に

う

か
り
八
幡
の

か
ら
落
ち
そ
う
に
な

て
さ

あ
あ

あ
い
こ
ち

ん
の
サ
イ
ズ
な
ら
あ
り
そ
う

で

そ
の
時
は
八
幡
に
助
け
て
も
ら

た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
八
幡
の
手
が

偶
然
あ
い
こ
ち

ん
の
胸
を
こ
れ
で
も
か

て
く
ら
い

む
感
じ
に

な

て
さ

 
そ
の
感
触
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
私
に
来
て

正
直
気
持
ち
良
か

た

 
そ
の
説
明
を

い
た
エ
ル
ザ
は

然
と

い
た

そ

そ
ん
な
手
が
あ

た
ん
だ

目
か
ら
鱗
で
し

し
か
も
八
幡
は
そ
の
事
に
気
付
い
て
な
い
ん
だ
よ

わ
お

合
法
パ
イ
タ

チ
と
か

何
そ
の
神

て
感
じ
だ
よ

 
エ
ル
ザ

大
興
奮
で
あ
る

で
ね

も

と
あ
い
こ
ち

ん
を

活
用
出
来
な
い
か

て
思

て

 
思
い
つ
い
た
の
が
今
回
の

き
な
の

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

で

私
は
何
を
す
れ
ば
い
い
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話
が

い

エ
ル
ザ

て
ば
や

ぱ
り
最
高

ち

ん
と
報

は
も
ら
う
け
ど
ね

も
ち
ろ
ん
よ

と
り
あ
え
ず
報

は
そ
れ
を

影
し
た
動
画
と

 
あ
い
こ
ち

ん
の
一
日
使
用

で
ど
う

何
よ
そ
れ

最
高
か
よ

契
約
成
立
ね

と
り
あ
え
ず
あ
い
こ
ち

ん
の
サ
イ
ズ
な
ら

 

入
さ
え
出
来
れ
ば

影
自
体
は
比

的
簡

だ
と
思
う
の

 
そ
も
そ
も
デ
フ

ル
ト
で

界
同
調
の
録
画
機
能
が
付
い
て
る

だ
し

あ
あ

あ
そ
こ
の
更
衣
室

て
盗

関
連
へ
の
対
応
が
凄
く
厳
し
い
も
ん
ね

 
そ
れ
な
ら
い
け
る

い
け
る
よ

 
帰
還
者
用
学
校
は

以
前
マ
ス
コ
ミ
か
ら
ち

か
い
を
か
け
ら
れ
ま
く

た

 
そ
う
い

た
方
面
へ
の
対

は
か
な
り
厳
し
い
の
で
あ
る

そ
れ
で
手
伝

て
欲
し
い
の
は
ね

コ
ン
サ

ト
の
前
に

 
約
束
の
サ
イ
ン
を
あ
げ
る
と
か
言

て

更
衣
室
に
連
れ
出
し
て
欲
し
い
の

 
そ
こ
の
通
風

が

男
子
更
衣
室
に
繋
が
る
唯
一
の
侵
入

路
な
の
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そ
こ
に
を
放
り
込
め
ば
い
い
の
ね

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

後
は
こ

ち
で
何
と
か
す
る
か
ら

コ
ン
サ

ト
中
に
い
な
く
な

て

八
幡
に
怪
し
ま
れ
な
い

そ
こ
は
共
犯
者
を
確
保
し
て
何
と
か
す
る
つ
も
り

当
て
は
あ
る
の

う
ん

仕
込
み
は
し
て
あ
る
わ

そ

か

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
当
日
ま
で
に
計
画
を
詰
め
て
い
き
ま
し

う
と
り
あ
え
ず
明
日

協
力
者
に
接
触
す
る
わ

な
の
で
明
日
ま
た
連

す
る
ね

了
解

み
・
な
・
ぎ
・

・
て
・
き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
り
が
と
う

こ
の
計
画
は
絶
対
に
成
功
さ
せ
ま
し

う

 
こ
う
し
て
藍
子
と
エ
ル
ザ
の
間
に
同
盟
関
係
が
成
立
す
る
事
と
な

た
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第
８
８
９
話
 
協
力
者
達

さ
て

金
曜
ま
で
あ
と
三
日

そ
れ
ま
で
に
出
来
る
事
は
全
て
や

て
お
か
な
い
と

 
エ
ル
ザ
と
の

話
を
切

た
後
に
藍
子
は
そ
う
考
え
眠
り
の
森
で
一
人
計
画
を
練

て
い
た

通
風

か
ら
上
り
下
り
す
る
練

も
し
な
い
と
だ
し

 
当
日
に
確
実
に
エ
ル
ザ
に
連
れ
出
し
て
も
ら
う
手
配
と

 
男
子
更
衣
室
内
で
私
が

れ
る
場
所
の
確
保
を
し
な
い
と

 
後
は
身
代
わ
り
人

の
製
作
依
頼

ま
だ
ま
だ
や
る
事
は

山
あ
る
わ
ね

 
相
手
は
あ
の
八
幡
な
ん
だ
か
ら

念
に
は
念
を
入
れ
な
い
と

 
そ
し
て
藍
子
は
今
出
来
る
事
と
し
て

川
崎
沙
希
に
連

を
と
る
事
に
し
た

あ

も
し
も
し
沙
希
さ
ん

私

藍
子
だ
け
ど

え

藍
子

私
に
か
け
て
く
る
な
ん
て
初
め
て
じ

な
い

一
体
ど
う
し
た
の

う
ん

実
は
沙
希
さ
ん
に
一
生
の
頼
み
が
あ
る
ん
だ
け
ど

一
生
と
は
ま
た
大
げ
さ
ね

で
も
ま
あ
私
に
出
来
る
事
な
ら
別
に
い
い
よ

 
沙
希
は
そ
う
安

け
合
い
を
し
た

言
質
を
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
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や

た

そ
れ
じ

あ
え
え
と
ね

私
今
度

八
幡
の
着

え
シ

ン
を

影
す
る
つ
も
り

な
ん
だ
け
ど

 
そ
の

に
私
達
が
学
校
で
使

て
る

 
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
と
ま

た
く
同
じ
外
見
の
人

が
欲
し
い
の

え

ち

と

や
ば
い
話
な
ら
私
は
手
伝
わ
な
い
わ
よ

沙
希
さ
ん
は
さ

き

私
に
出
来
る
事
な
ら
い
い
よ

て
言

て
く
れ
た
は
ず

う

そ

そ
れ
は
ま
さ
か
そ
ん
な
内
容
だ
と
は
思

て
な
か

た
し

 
沙
希
は

に

し
て
し
ま

た
手
前

ハ

キ
リ
と

絶
す
る
事
が
出
来
ず

 
沙
希
に
し
て
は
珍
し
く

口
ご
も
る
格
好
と
な

た

そ
ん
な
沙
希
を
藍
子
が

み
か
け
た

お
願
い

沙
希
さ
ん
だ
け
が
頼
り
な
の

も
ち
ろ
ん
そ
の
動
画
は
社
乙
会
に
も
提

し
て

 
ち

ん
と
そ
こ
で
沙
希
さ
ん
も
見
れ
る
よ
う
に
す
る
か
ら

な

何
故
そ
の
事
を

 
沙
希
は
結
衣
や
優
美
子
に
誘
わ
れ

社
乙
会
に
何
度
か
参
加
し

 
今
で
は
も
う
す

か
り
メ
ン
バ

の
一
員
と
な

て
い
た

 
沙
希
に
と

て

自
分
と
似
た
よ
う
な

遇
の
者
達
と
一

に
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八
幡
へ
の
不
満
を
口
に
し
合
う
の
は
い
い
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
り

と
て
も
楽
し
か

た

実
は
私
達
も

も
う
少
し
リ
ハ
ビ
リ
が
進
ん
だ
ら

社
乙
会
に
参
加
す
る
予
定
な
の

 
こ
の
前
お
見
舞
に
来
て
く
れ
た
薔
薇
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
ん
だ
よ
ね

そ

そ
う
だ

た
ん
だ

と
い
う

で

社
乙
会
の
み
ん
な
の

に
も
是
非
協
力
を
お
願
い

う
 
今
沙
希
の

内
で
は

八
幡
の
着

え
を
見
て
み
た
い
ち

と
変
態
な
沙
希
と

 
そ
ん
な
事
に
協
力
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
理
性
の
沙
希
が

激
し
く
争

て
い
た

い
や
い
や
い
や

さ
す
が
に
そ
れ
は

目
で
し

私

何
を
言

て
ん
の

私
は
他
の
人
よ
り
か
な
り
出

れ
て
る
ん
だ
よ

 
こ
う
い
う
チ

ン
ス
を
物
に
し
な
い
で
ど
う
す
る
の
私

で

で
も
そ
ん
な
変
態

い
事
を
す
る
の
は

高
校
の
時
に
八
幡
に
下
着
を
見
ら
れ
た
ん
だ
か
ら
こ
れ
で
お
あ
い
こ

て
事
に
な
る
で
し

い
や

で
も
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か
い
事
は
ど
う
で
も
い
い
の

要
は
見
た
い
の
か
見
た
く
な
い
か
で
し

う

そ

そ
れ
は
見
た
い
け
ど

な
ら
決
ま
り
ね

無
理
や
り
に
で
も
納
得
し
な
さ
い
私

 
変
態
沙
希
が

圧
倒
的
な
力
で
理
性
沙
希
に
勝
利
し
た

間
で
あ

た

わ

分
か

た

で
も
そ
れ
な
ら
一
度
実
物
を
見
た
い
ん
だ
け
ど

あ

う
ん

待

て
て
沙
希
さ
ん

ち

と
色
々
手
配
し
て
み
る
か
ら

後
で
ま
た
連

す

る
わ分

か

た

連

待

て
る
わ

 
沙
希
と
の

話
を
切

た
後

藍
子
は
や
は
り
学
校
に
も
協
力
者
が
必
要
だ
と
考
え
た

里
香
と
珪
子
は
明
日
奈
に
近
す
ぎ
る
か
ら
無
理
よ
ね

そ
う
な
る
と
残
る
は
和
人
君
か
な

 
藍
子
は
ど
う
す
れ
ば
和
人
を
味
方
に
引
き
込
め
る
か
考
え
先
日
の
事
を
思
い
出
し
ニ
ヤ
リ

と
笑

た

よ
し

こ
の
手
で

し

も
と
い

協
力
を

ぎ
ま
し

う

 
そ
し
て
藍
子
は
す
ぐ
に
和
人
に

話
を
か
け
た

も
し
も
し

あ
い
こ
ち

ん
か

ど
う
し
た
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そ
の
呼
び
方
は
学
校
で
だ
け
よ

和
人
君

そ
う
い
や
そ
う
だ

た
な

そ
れ
じ

あ
藍
子

ど
う
し
た

実
は
ち

と
相
談
が
あ
る
ん
だ
け
ど

八
幡

み
か

そ
れ
な
ら
出
来
る
事
と
出
来
な
い
事
が
あ
り
そ
う
だ
け
ど

こ
の
前
更
衣
室
の
八
幡
の
所
に
あ
い
こ
ち

ん
を
連
れ
て

て
も
ら

た
じ

な
い

あ

う
ん

あ
れ

て
ば

実
は
私
が
八
幡
の
着

え
を

く

の
偵
察
だ

た
の

 
な
の
で
和
人
君
は
も
う
私
の
共
犯

て
事
に
な
る
わ
ね

え

 
和
人
は
光
に
地

を
七
十
五

ほ
ど
さ
せ
て
か
ら
そ
う

き
返
し
た

 
そ
れ
ほ
ど
そ
れ
は
和
人
に
と

て

理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
言
葉
だ

た
の
だ
ろ
う

そ
の
上
で
お
願
い
が
あ
る
の

明
日
の
朝

担
任
の
先
生
に

 
朝
の
ホ

ム
ル

ム
中
に
あ
い
こ
ち

ん
の
ほ
つ
れ
を
直
す

に

 
沙
希
さ
ん
が
学
校
に
来
る
の
を
許
可
し
て
欲
し
い
と
伝
え
て
欲
し
い
の

は

は

お

お
い

一
体
何
が
ど
う
な

て
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も
し
協
力
し
て
く
れ
な
い
な
ら

和
人
君
が
私
と
共
犯
だ

て
八
幡
に
バ
ラ
す
わ
よ

う
 
和
人
は
そ
の
藍
子
の
言
葉
に
声
を
詰
ま
ら
せ
た

 
和
人
が
あ
い
こ
ち

ん
を
更
衣
室
ま
で
連
れ
て
い

た
以
上

 
確
か
に
八
幡
に

二
人
が
共
犯
関
係
だ
と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
否
定
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る

で
も
も
し
協
力
し
て
く
れ
る
な
ら

仮
に
今
回
の
件
が
八
幡
に
バ
レ
た
場
合
で
も

 
私
は
和
人
君
の
名
前
は
絶
対
に
出
さ
な
い
わ

バ
レ
な
け
れ
ば
ま

た
く
問
題
な
い
ん
だ
け
ど

ね
ず

ず
る
い
ぞ
藍
子

何
だ
よ
そ
の
エ
ク
ス
ト
リ

ム
な

迫
は

そ
う

な
ら
仕
方
な
い
わ
ね

今
回
の
事
は

め
て

大
人
し
く
八
幡
に
報
告
を

は

ま
る
な

分
か

た

分
か

た
か
ら

 
こ
う
し
て
和
人
も
藍
子
に
ま
ん
ま
と
乗
せ
ら
れ
協
力
者
と
し
て
藍
子
の
手
助
け
を
す
る
事
に

な

た
で

俺
は
他
に
何
を
す
れ
ば
い
い
ん
だ

当
然
他
に
も
何
か
さ
せ
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ

そ
う
ね

ま
ず
私
が

れ
ら
れ
る
く
ら
い
の
大
き
さ
の
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入
り
口
付
き
の

の
よ
う
な
物
を
用
意
し
て
欲
し
い
の

分
か

た

更
衣
室
に
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
物
を
用
意
し
と
く
わ

後

当
日
の
朝
に

私
が
エ
ル
ザ
に
連
れ
て
い
か
れ
る
の
を

魔
さ
れ
な
い
よ
う
に

 
上
手
く
フ

ロ

し
て
欲
し
い
わ

て
事
は
エ
ル
ザ
も
共
犯
で

実
行
は
金
曜
な
の
か

え
え
そ
う
よ

そ
ん
な

で

依
頼
の
件
は
お
願
い
ね

あ
あ

く
そ

分
か

た

す
ぐ
に
と
り
か
か
る
事
に
す
る

う
ん

宜
し
く
ね

 
藍
子
は
満
足
そ
う
に
そ
う
言

て

話
を
切
る
と

沙
希
に

話
を

け
な
お
し
た

あ

沙
希
さ
ん

明
日
の
朝
な
ら
う
ち
の
学
校
に
来
て
く
れ
れ
ば
現
物
が
見
ら
れ
る
ん
だ
け

ど 
そ
の
時
間

て
大
丈
夫
か
な

え
え

大
丈
夫
よ

そ
れ
じ

あ
学
校
に
行
け
ば
い
い
の
ね

う
ん
朝
の
ホ

ム
ル

ム
中
に
あ
い
こ
ち

ん
の

理

て
名
目
で
触
れ
る
よ
う
に
し
て
お

い
た
わ
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和
人
君
が
対
応
し
て
く
れ
る
は
ず
よ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ

道

を
持

て
い
く
わ

 
こ
う
し
て
藍
子
は
着
々
と
準
備
を
整
え
て
い

た

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝
の
ホ

ム
ル

ム
中
に
予
定
通
り
帰
還
者
用
学
校
に
沙
希
が

を
現
し

た
あ
れ
サ
キ
サ
キ
じ

ね
え
か
守
衛
さ
ん
す
み
ま
せ

ん
部
外
者
が
侵
入
し
て
ま
す
よ

サ
キ
サ
キ
言
う
な

大
丈
夫

許
可
は
と

て
あ
る
わ

 
今
日
の
ホ

ム
ル

ム
は
中
止
で

私
は
あ
い
こ
ち

ん
に
呼
ば
れ
て
き
た
の

そ
う
な
の
か

お
い
ア
イ

ど
う
い
う
事
だ

実
は
お
し
り
の
部
分
が
ほ
つ
れ
て
し
ま

て

 
朝
の
う
ち
に
直
し
て
も
ら
お
う
と
思

て
沙
希
さ
ん
に
お
願
い
し
た
の

 
そ
う
言

て
あ
い
こ
ち

ん
は

ス
カ

ト
を
め
く

て
お
し
り
の
部
分
を
八
幡
に
見
せ
た

 
こ
の
時
藍
子
は
今
ま
さ
に
八
幡
に
自
分
の
お

が

さ
れ
て
い
る
と
内
心
で
興
奮
し
て
い

た 
ど
う
も
エ
ル
ザ
の
影

か

変
態
度
が

し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
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だ
が
八
幡
は
人

相
手
に
そ
ん
な
意
識
は
ま

た
く
無
く
事

的
に
チ

ク
す
る
の
み
で

あ

た
あ
れ

確
か
に
引

け
た
よ
う
な
ほ
つ
れ
が
出
来
て
る
な

分
か

た

サ
キ
サ
キ

頼
め

る
かだ

か
ら
サ
キ
サ
キ
言
う
な

て

こ
れ
を
言
わ
せ
る
の
何
度
目

 
ま
あ
そ
の

に
来
た
ん
だ
か
ら
当
然
よ

速
と
り
か
か
る
わ

 
そ
う
言

て
沙
希
は
一
同
の
目
の
前
で
針
と
糸
を
取
り
出
し
す
い
す
い
と
そ
の
ほ
つ
れ
を

直
し
た

お
お

手

が
プ
ロ

い

は

や

ぱ
り
凄
い
ね

よ
し
オ

ケ

と

一
応
ま
た
直
し
に
来
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら

 
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
の

部
の
写
真
を

ら
せ
て
も
ら

て
い
い

も
ち
ろ
ん

今
後
も
お
世
話
に
な
り
ま
す

な
り
ま
す

 
二
人
は
そ
う
言

て

こ
り
と
沙
希
に

を
下
げ
た
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そ
の

は
と
て
も
か
わ
い
く

ク
ラ
ス
中
の
者
達
が
そ
の

を
見
て

え
た

 
学
園
の
新
ア
イ
ド
ル
の
称

は

達
で
は
な
い

ふ
う

こ
ん
な
も
ん
か
な

こ
ん
な
時
間
に
わ
ざ
わ
ざ
悪
い
な
サ
キ
サ
キ

い
い
よ
別
に
こ
れ
も
仕
事
の
う
ち

そ
れ
じ

あ
私
は
帰
る
わ
み
ん
な
も
勉
強
頑
張

て

ね 
そ
し
て
沙
希
は
去

て
い
き

 
帰

て
す
ぐ
に

あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
の
身
代
わ
り
人

の
製
作
に
入
る
事
に

な

た

 
八
幡
達
は
そ
の
ま
ま

業
を
受
け

そ
し
て
迎
え
た
昼
休
み

 
和
人
は

に
行
く
と
言

て
立
ち
上
が

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
俺
は
戦
場
に
行

て
く
る

和
人

頑
張
れ

和
人
君

頑
張

て
ね

 
そ
ん
な
和
人
に
打
ち
合
わ
せ
通
り
に
あ
い
こ
ち

ん
が
声
を

け
た
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あ

待

て
和
人
君

い
ず
れ
自
分
の
足
で
こ
こ
に
通
え
る
よ
う
に
な

た
時
の

に
も

 
私
に
も

の
様
子
を
見
さ
せ
て
欲
し
い
の

あ

ボ
ク
も
ボ
ク
も

分
か

た

さ
す
が
に

に
二
人
乗
せ
る
の
は
怖
い
か
ら

ゆ

く
り
い
く
か

俺
も
行
こ
う
か

 
八
幡
は
気
を
利
か
せ
て
そ
う
言

た
が

和
人
は
そ
れ
を
断

た

い
や

お
前
は
明
日
奈
の
作

て
く
れ
た

当
が
あ
る
だ
ろ

 
こ
の
く
ら
い
ど
う

て
事
な
い
し
俺
一
人
で
い
い
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
気
を
付
け
て
な

 
二
人
と
も

落
ち
そ
う
に
な

た
ら
ち

ん
と
和
人
の

を
掴
む
ん
だ
ぞ

う
ん

和
人
君
を
ハ
ゲ
に
す
る
勢
い
で
全
力
で
引

こ
抜
く
わ

全
力
で
抜
く
意
味
は
無
い
よ
な

あ
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
八
幡

行

て
く
る
わ

お
う

気
を
付
け
て
な
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こ
う
し
て
一
人
と
二
体
は
ま
ん
ま
と
抜
け
出
し

そ
の
足
で
男
子
更
衣
室
へ
と
向
か

た

し
か
し
さ

人
の
い
な
い
夜
と
か
に
自
分
の
足
で
行
く

て
の
は

目
な
の
か

そ
れ
が

目
な
の
よ

方
五
時
以
降
は
盗
難
対

と
し
て

 
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
が
動
い
た
ら
セ
ン
サ

に
引

か
か

て

報
が
鳴

て

 
す
ぐ
に

備
員
さ
ん
が
飛
ん
で
く
る
事
に
な

て
る
の

え

そ
う
だ

た
の
か

知
ら
な
か

た
な

そ
れ
に
こ
の
セ
ン
サ

は

そ
も
そ
も
私
が
夜
に

 
八
幡
の
体
操
着
を
く
ん
か
く
ん
か
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
対

で
も
あ
る
ら
し
い
わ

く
ん
か
く
ん
か

て

え

マ
ジ
で

ね

冗
談
よ

お
お

マ
ジ

い
か
ら
信
じ
ち
ま

た
よ

 
実
は
そ
れ
は
マ
ジ
で
あ

た

そ
も
そ
も
藍
子
が
セ
ン
サ

の
事
を
知

た
の
も

 
実
は
直
接
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る

 
八
幡
に
し
て
み
れ
ば

盗
難
対

の
説
明
を
す
る

の
冗
談
だ

た
か
も
し
れ
な
い
が

 
藍
子
は
そ
の
時
の
八
幡
の
目
が
結

マ
ジ
だ

た
事
を
覚
え
て
い
た
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だ
が
さ
す
が
に
そ
の
事
を
正
直
に
和
人
に
告
げ
る
の
は
恥
ず
か
し
か

た
よ
う
だ

さ
て
時
間
が
無
い
か
ら
ち

と
急
ご
う

と
り
あ
え
ず

の
設
置
場
所
は
ど
こ
に
す
る

八
幡
は
ど
の

り
の
ロ

カ

を
使
う
の

い
つ
も
こ
こ
だ
な

そ
う
す
る
と

こ
の

り
が
い
い
わ
ね

 
あ
い
こ
ち

ん
は
微

に
物

に
は
な
る
が
八
幡
の
い
る

置
が
バ

チ
リ
見
え
る
場
所
を

指
定
し
た

オ

ケ

オ

ケ

で

自
力
で
上
ま
で

れ
そ
う
か

今
や

て
み
る
わ

 
そ
う
言

て
あ
い
こ
ち

ん
は
ビ

ン

と
手
を

ば
し

 
通
風

の
扉
の
鍵
を
器
用
に
外
し
て
パ
カ

と
開
い
た

ち

ろ
い
わ
ね

こ
の
ま
ま
上
に

と

 
あ
い
こ
ち

ん
は
そ
の
ま
ま
手
を

め

難
無
く
通
風

の
中
へ
と
侵
入
し
た

オ

ケ

よ

ゆ
う
き
ち

ん
も
問
題
な
い
わ
よ
ね
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う
ん

余

余

 
そ
の
ま
ま
二
体
は
通
風

の
中
か
ら
女
子
更
衣
室
へ
と
向
か
い
内
側
か
ら
そ
の
扉
を
開
け
た

問
題
な
い
み
た
い
ね

う
ん

バ

チ
リ

 
そ
し
て
二
体
は
男
子
更
衣
室
へ
と

り

和
人
に
問
題
無
か

た
と
告
げ

 
そ
の
ま
ま
和
人
達
は

由
で
屋
上
へ
と
向
か

た

か

た
な

和
人

お

お
う

出

れ
ち
ま

て
戦
争
に
負
け
ち
ま

た
か
ら

 
せ

か
く
だ
か
ら
ど
ん
な
メ
ニ

が
あ
る
か
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
に
説
明
し
て

た
お
前
が
負
け
る
な
ん
て
珍
し
い
な

い
や

ま
あ
教
室
を
出
る
の
が

れ
た
し
二
人
が
い
て
ゆ

く
り
歩
い
て
た
か
ら
仕
方
な

い
さ私

達
の
せ
い
で
ご
め
ん
な
さ
い

和
人
君

い
や

ま
あ
た
ま
に
は
こ
う
い
う
事
も
あ
る
だ
ろ

気
に
す
ん
な

て
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和
人
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

里
香
の
隣
に
座

て

で

た
パ
ン
を
食
べ
始
め
た

 
そ
し
て
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
は

こ

こ
と
八
幡
の
隣
に
行
き

 
八
幡
の
食
べ
て
い
る

当
を
興
味

々
で

め
て
い
た

 
こ
こ
か
ら
雑
談
タ
イ
ム
と
な
り

昼
休
み
が
終
わ

た
ら

 
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
は
ド

ル
ハ
ウ
ス
へ

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

 
午
後
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
が
開
始
さ
れ
る
と
い
う
の
が
今
の
日
常
で
あ

た

 
そ
し
て
い
つ
も
通
り
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
二
人
は
沙
希
や
エ
ル
ザ
と
連

を
取
り
つ
つ
準
備
を

進
め

 
こ
う
し
て

に

金
曜
日
を
迎
え
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
８
９
０
話
 
作
戦
の
結
末

 
先
日
頼
ん
だ
通
り
に
和
人
に
サ
ポ

ト
し
て
も
ら
い

 
八
幡
の
教
室
か
ら
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
を
連
れ
去

た
エ
ル
ザ
は

 
そ
の
ま
ま
女
子
更
衣
室
へ
と
向
か

た

 
今
日
は
そ
こ
が

エ
ル
ザ
の

え
室
の
代
わ
り
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
だ

 
本
来
な
ら
普
通
の
教
室
を
少
し
い
じ

て

え
室
に
当
て
る
の
だ
が

 
着

え
る
の
に
楽
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
エ
ル
ザ
が
学
校
と
交

し

 
一
時
的
に
テ

ブ
ル
と

子
を
運
び
込
む
事
で

そ
の
要
望
が
叶
え
ら
れ
た
の
だ

 
ち
な
み
に
エ
ル
ザ
の
マ
ネ

ジ

で
あ
る

豪

は
同

し
て
い
な
い

 
こ
れ
は
こ
の
日
の
活
動
が
エ
ル
ザ
の
オ
フ
を
利
用
し
た
完
全
な
る
ボ
ラ
ン
テ

ア
だ
か
ら
で

あ
り

 
今
日
エ
ル
ザ
が
帰
還
者
用
学
校
で
歌
う
事
す
ら
豪

に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る

さ
て

そ
れ
じ

あ
最
初
に
こ
れ
ね

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
言

て
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バ

グ
の
中
か
ら
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
に
そ

く
り
な
人

を
取
り
出
し
た

わ

そ

く
り
だ

凄
い
ね

さ
す
が
沙
希
さ
ん
だ

問
題
は
ま

た
く
動
か
な
い
の
を
八
幡
に
怪
し
ま
れ
な
い
か

て
事
だ
け
ど

あ

そ
れ
は
解
決
済
み
だ
わ
よ

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
言

て

の
上
に
置
い
て
あ

た
ス
イ

チ
の
よ
う
な
物
を
押
し
た

 
そ
の

間
に

あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
は

手
を
す
る
よ
う
な
動
き
を
し
た

わ

こ
れ

ど
う
な

て
る
の

サ
キ
サ
キ
と
は
ソ
レ
イ
ユ
社
内
で
こ
れ
に
つ
い
て
相
談
し
た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
に
私
達
も

こ
れ
が
ま

た
く
動
か
な
い
の
は
ま
ず
い

て
考
え
て
ね

 
考
え
た
末
に
二
人
で
近
く
の
お
も
ち

屋
に
行

て

 
リ
モ
コ
ン
式
の
子

用
の
シ
ン
バ
ル
を
持

た

の
ぬ
い
ぐ
る
み
を

た
ん
だ
よ
ね

 
で

そ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を

し
て
ぬ
い
ぐ
る
み
を
被
せ
た
の
が
こ
れ

 
ど
う

手
し
て
る
よ
う
に
見
え
る
で
し

凄
い
凄
い

こ
れ
な
ら
何
と
か
な
り
そ
う
だ
ね
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さ

す
が
エ
ル
ザ

抜
け
目
な
い
ね

ま
あ
私
達
の
大
い
な
る
目
的
の

だ
か
ら
ね

 
エ
ル
ザ
は
得
意
げ
に
そ
う
言
い

か
い
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
後

 
一
人
と
二
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
へ
と
向
か

て
い

た

 
こ
の

藍
子
と
木
綿
季
は
今
日
の
エ
ル
ザ
の
コ
ン
サ

ト
を
見
る
事
は
出
来
な
い
が

 
そ
の
代
わ
り
に
今
度
カ
ラ
オ
ケ
で
で
も
エ
ル
ザ
が
二
人
に
生
歌
を
披
露
す
る
事
で
話
が
つ
い

て
い
た

さ
て

者
の
配
置
先
は
こ
の

り
に
し
て

 
エ
ル
ザ
は
ス
テ

ジ

に
二
体
を
セ

ト
し

そ
の
隣
で
出
番
を
待
つ
事
に
し
た

 
コ
ン
サ

ト
と
言

て
も
そ
ん
な
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
く

 
エ
ル
ザ
が
ス
テ

ジ
で
何
曲
か

き
語
り
を
す
る
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
で

 
体
育

の
幕
を
開
け
る
ス
イ

チ
を
自
分
で
押
せ
ば
ス
タ

フ
も
特
に
必
要
が
な
く

 
集
中
し
た
い
か
ら
連

は
必
要
な
い

時
間
に
な

た
ら
勝
手
に
幕
を
開
け
る
と
い
う
話
に

な

て
い
る

 
他
人
が
こ
こ
に
来
る
可
能
性
は
限
り
な
く

い
の
だ
が
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万
が
一
に
備
え
て
エ
ル
ザ
は
そ
の
場
に
残
る
事
に
し
た
の
だ

 
今
日
の
企
み
は
絶
対
に
成
功
さ
せ
た
か

た
か
ら
で
あ
る

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
な

 
エ
ル
ザ
は
時
計
を
見
な
が
ら

の
準
備
を
始
め
た

 
必
要
な
の
は
マ
イ
ク
だ
け
で
あ
り

そ
れ
だ
け
は
事
前
に
セ

ト
し
て
も
ら

て
い
る

 
エ
ル
ザ
は
幕
を
開
け
る
ス
イ

チ
を
押
し
ス
テ

ジ
の
中
央
に
進
ん
で
マ
イ
ク
の
前
に
立

た  
そ
れ
か
ら

時
間
後

エ
ル
ザ
は
万

の

手
の
中
に
い
た

 
自
身
の

名
な
曲
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
作

た
新
曲
ま
で
を
披
露
し

 
心
地
よ
い
疲
労
感
に
包
ま
れ
て
い
た
エ
ル
ザ
は

笑
顔
で
ス
テ

ジ
か
ら
去
り

 
少
し
間
を
置
い
て
八
幡
の
教
室
へ
と
向
か

た

は

ち
ま

ん

お
お

お
疲
れ
だ
な
エ
ル
ザ

い
い
歌
だ

た
ぞ

う
ん

あ
り
が
と
う
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そ
う
い
え
ば
ア
イ
と
ユ
ウ
は
ど
う
し
た

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
さ

次
の

業
が
体
育
だ
か
ら

 
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
る

て
先
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
ん
だ
よ
ね

あ
あ

確
か
に
水
曜
と
金
曜
は
い
つ
も
そ
う
だ

た
な

 
そ
し
て
八
幡
が
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
を
受
け
取
る

に
一
歩
前
に
出
た

間
に

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
目
の
前
に

事
前
に
用
意
し
て
お
い
た
サ
イ
ン
色

を
差
し
出
し
た

八
幡

そ
ん
な

で

今
度
こ
れ
を
眠
り
の
森
に

け
て
あ
げ
て
欲
し
い
の

あ
あ
さ

き
し
て
や

た
サ
イ
ン
だ
な
分
か

た

か

て
お
い
て
今
度

し
て
お
く

わ 
八
幡
は
そ
う
言

て
自
分
の

に
色

を
し
ま
う

に

に

り

 
そ
の

に
エ
ル
ザ
が
和
人
に
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
を

し
た

そ
れ
じ

あ
和
人
君

こ
れ
を
し
ま

て
お
い
て
も
ら

て
い
い
か
な

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
八
幡
の
代
わ
り
に
俺
が
し
ま

て
お
く
よ

 
和
人
は
エ
ル
ザ
の
意
図
を
正
確
に

み
取
り

 
エ
ル
ザ
か
ら
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
を
受
け
取

た
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そ
の
時
一

驚
い
た
表
情
を
し
た
の
は
そ
の
重
さ
が
い
つ
も
よ
り
も
か
な
り

か

た
か
ら

で
あ
る

 
こ
う
し
て
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
が
不
在
だ

た
証

は

さ
れ

 
エ
ル
ザ
は
安
心
し
た
顔
で
教
室
か
ら
出
て
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
待
機
中
だ

た
藍
子
に
連

を
入
れ
た

あ

藍
子

今
か
ら
八
幡
達
が
更
衣
室
に
移
動
す
る
み
た
い

あ
り
が
と
う
エ
ル
ザ

速
配
置
に
つ
く
わ

期
待
し
て
る
わ
よ

頑
張

て

う
ん

任
せ
て

 

話
を
切
る
と

藍
子
と
木
綿
季
は
す
ぐ
に
ロ
グ
イ
ン
を
し

 
八
幡
達
が
更
衣
室
へ
現
れ
る
の
を
じ

と
待
ち
続
け
た

そ
し
て

に
八
幡
達
が
更
衣
室
に

を
現
し
た

今
日
の

業
は
何
を
す
る
ん
だ

け

バ
ス
ケ
だ
な

ま
あ
さ

さ
と
着

え
ち
ま

う

 
和
人
は
八
幡
の
問
い
に
そ
う
答
え
か
け

そ
の

中
で
い
き
な
り
腹
部
を
押
さ
え
た
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お

お
い
和
人

ど
う
し
た

い

い
や

朝
か
ら
ち

と
腹

合
が
お
か
し
い
な

て
思

て
た
ん
だ
け
ど

 
ち

と
急
な
腹

が

と
り
あ
え
ず
ト
イ
レ
に
行

て
く
る
か
ら

 
も
し
俺
が

れ
る
よ
う
な
ら
す
ま
な
い
け
ど
先
生
に
そ
の
事
を
伝
え
て
も
ら

て
も
い
い
か

分
か

た

と
り
あ
え
ず
ト
イ
レ
に
行
く
ま
で
に

ら
す
な
よ

う

が

頑
張
る
よ

 
そ
う
言

て
和
人
は
そ
の
場
を
逃
げ
出
し
た

 
こ
れ
は
当
然
自
分
の
着

え
を

影
さ
れ
な
い

の

置
で
あ
る

さ
て

そ
れ
じ

あ
着

え
る
と
す
る
か

 
そ
し
て
八
幡
は

業
に
備
え
て
着

え
を
始
め

 
息
を
ひ
そ
め
て
和
人
に
用
意
し
て
も
ら

た

に

ん
で
い
た
あ
い
こ
ち

ん
は

 
興
奮
し
な
が
ら
も
そ
の
光
景
を
決
し
て
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
じ

と
八
幡
を
見
つ
め
続
け
て

い
た

 
ゆ
う
き
ち

ん
も

通
風

の
中
か
ら
同
じ
よ
う
に
じ

と
八
幡
を
観
察
し
て
い
る
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こ
れ
は
い
い
動
画
に
な
り
そ
う
ね

よ
し

上
手
く

れ
て
る

 
あ
い
こ
ち

ん
は
そ
う
考
え
つ
つ
そ
の
ま
ま
観
察
を
続
け

 
八
幡
達
が
更
衣
室
を
出
て
い

た
後
も
慎
重
を
期
し
て
し
ば
ら
く
そ
の
場
に

ま
り
続
け
た

 
ゆ
う
き
ち

ん
も
上
か
ら
下
り
て
き
て
あ
い
こ
ち

ん
と
合
流
す
る

 
ほ
ど
な
く
し
て
和
人
が

て
き
た

二
人
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
部
屋
を
飛
び
出
し

 
そ
の
ま
ま
一
心
不
乱
に
教
室
へ
と
駆
け

た

 
そ
し
て
教
室
に
入

た

間
に
二
人
は
そ
こ
で
居
る
は
ず
の
な
い
人
物
の

を
見
て

鳴

を

ら
し
た

ひは

八
幡

さ
て

ど
う
い
う
事
か
説
明
し
て
も
ら
お
う
か

ど

ど
う
し
て
こ
こ
に

さ

き
和
人
が
あ
い
こ
ち

ん
を
し
ま

た
時
に

 
サ
キ
サ
キ
が
直
し
た
は
ず
の

い
目
が
見
え
な
か

た
ん
で
な
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お
か
し
い
と
思

て

合
の
合
間
に
確
認
に
来
た
ん
だ
よ

く
士
が

に

れ
ち

た

そ
う
み
た
い
ね

 
二
人
は
観
念
し

そ
の
ま
ま
お

と
な

た

でえ

え
え
と

ま
あ
い
い

見
れ
ば
分
か
る
か
ら
な

え
 
そ
し
て
八
幡
は
あ
い
こ
ち

ん
を
持
ち
上
げ
い
き
な
り
そ
の
お
腹
の
部
分
を
パ
カ

と
開
け

 
そ
こ
に
あ

た
何
か
の
ス
イ

チ
を
押
し
た

そ
の

間
に
あ
い
こ
ち

ん
の
目
か
ら
光
が
飛

び
出
し

 
壁
に
あ
い
こ
ち

ん
が
見
た
映
像
が
映
し
出
さ
れ
た

 
そ
こ
に
は
八
幡
の
着

え
シ

ン
が
バ

チ
リ
と
映
し
出
さ
れ
て
お
り

 
八
幡
は
し
ば
ら
く
無
言
で
い
た
後
に
同
じ
よ
う
に
ゆ
う
き
ち

ん
の
お
腹
を
開
い
て
同
様
に
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操
作
を
し

 
今
度
は
天

か
ら
の
映
像
を
目
撃
す
る
事
と
な

た

お

お
前
ら

一
体
何
を
し
て
や
が

た
か
と
思

た
ら

き
か
よ

え

え
へ

と
り
あ
え
ず
こ
れ
は
消
し
て
お
く
か
ら
な

二
度
と
こ
ん
な
事
を
す
る
な
よ

あ

あ

エ
ル
ザ
も
共
犯
だ
な

後
で
こ

ど
く

て
お
か
な
い
と

 
い
や
あ
い
つ
に
は
意
味
が
な
い
か
放
置
し
て
お
い
た
方
が
ま
だ
俺
の
精
神
衛
生
的
に
健

全
かう

う

ま
さ
か
和
人
も
共
犯
か

う

う
う
ん

和
人
君
は
私
達
と
エ
ル
ザ
が
上
手
く
利
用
し
た
だ
け

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な

さ
て

消
去

と

ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

う

う
う
う
う
う
う
う
う
う
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そ
れ
じ

あ
お
前
ら

さ

さ
と
リ
ハ
ビ
リ
に
行

て
こ
い

 
こ
の
人

は

サ
イ
ン
と
一

に
今
度

け
て
や
る
か
ら
な

は

八
幡

ひ
ど
い

計
画
は
失
敗
か

く
だ
ら
な
い
計
画
を
立
て
る
ん
じ

ね
え
よ

 
こ
う
し
て
二
人
は
ド

ル
ハ
ウ
ス
に
し
ま
わ
れ
失
意
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
に
な

た

  
そ
し
て
そ
の
夜

和
人
が
密
か
に
眠
り
の
森
を
訪
れ
た

お

い

藍
子

木
綿
季

持

て
き
た
ぞ

あ

あ
り
が
と
う

俺
の
事
を
ち

ん
と
か
ば

て
く
れ
た
み
た
い
だ
し
そ
れ
な
ら
こ

ち
も
仕
事
を
し
な
い
と

な 
そ
れ
じ

あ
は
い

こ
れ

や

や

た

上
手
く
い

た
ね
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そ
う
言

て
和
人
が
差
し
出
し
て
き
た
の
は

二

の
マ
イ
ク
ロ

カ

ド
で
あ

た

 
八
幡
も
知

て
い
る
事
だ
が

あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
が
見
た
映
像
は

 
キ

シ

と
し
て
保
存
さ
れ
る
も
の
と
は
別
に

マ
イ
ク
ロ

カ

ド
に
保
存
す
る
事
も

可
能
な
の
だ

 
昼
に
八
幡
に
捕
ま

た
時
は
何
も
差
さ

て
お
ら
ず
そ
も
そ
も
普

も
差
さ

て
は
い
な
い

 
二
人
が
そ
の
事
を
知

て
い
る
と
思
わ
な
か

た
八
幡
は
そ
れ
を
見
逃
し
た
の
だ
が

 
二
人
は
ち

ん
と
そ
の
事
を
知

て
お
り

エ
ル
ザ
に

て
き
て
も
ら

て

 
こ
れ
が

界
に
入
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら

 
秘
か
に
ス
ロ

ト
に
マ
イ
ク
ロ

カ

ド
の
準
備
を
し
て
お
い
た
の
で
あ
る

 
二
人
は
事
が
終
わ

た
後
に

そ
こ
が

界
に
入
ら
な
い
よ
う
に
そ
れ
を
抜
き

 
カ

ド
を
密
か
に
和
人
に
手

し
て
お
い
た
の
で
あ

た

 
二
人
が
和
人
の
到
着
を
待

て
更
衣
室
を
出
た
の
は
こ
の

な
の
で
あ
る

い
や

さ
す
が
は
八
幡
だ
よ
な

い
目
の
あ
る
な
し
に
気
付
く
な
ん
て
よ

ま
あ
そ
の

に
わ
ざ
と
八
幡
に
お
し
り
の
部
分
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
も
ら

た
ん
だ
け
ど
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ね
気
付
か
な
け
れ
ば
そ
れ
で
よ
し

気
付
か
れ
て
も
ま
あ

 
自
分
自
身
の
手
で
映
像
を
消
し
た

て
事
に
な
れ
ば
普
通
そ
れ
以
上
の
追
求
は
し
な
い
も
ん

な

に
八
幡
に
勝
利
出
来
た
わ
ね

素
直
に
感
心
し
た
よ

ま
さ
か
あ
の
八
幡
が
出
し
抜
か
れ
る
と
こ
ろ
が
見
れ
る
な
ん
て
な

 
こ
う
し
て
藍
子
と
木
綿
季
は
首
尾
良
く
お
宝
映
像
の
入
手
に
成
功
し

 
そ
れ
は
少
し
後
の
社
乙
会
に
て
披
露
さ
れ
る
事
と
な

た
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第
８
９
１
話
 
結
成

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団

 
藍
子
と
木
綿
季
が
八
幡
相
手
に
勝
利
し
た
そ
の

日
後
の
事
で
あ
る

 
七
つ
の
大
罪
を
ト

プ
と
す
る
グ
ル

プ
は

着
実
に
勢
力
を

ば
し
て
い
た

 
今
日
は
ル
シ
パ

の
呼
び
か
け
に
よ
り

い
く
つ
か
の
ギ
ル
ド
が
集
め
ら
れ
て
お
り

 
そ
の
中
に
は

連
合
や

同
盟
の
者
達
も
混
じ

て
い
た
が

 
基
本
ヴ

ル
ハ
ラ
へ
の

や

み
で
動
く
者
達
は

外
さ
れ
て
い
た

 
ル
シ
パ

は
確
か
に

の
ネ
ジ
が
何
本
か
飛
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
物
の
道
理
は
わ
き
ま
え
て
お
り

そ
う
い

た
者
達
が
戦
闘
で
は
役
に
立
た
な
い
事
を

 
本
能
で
ち

ん
と
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る

我
々
が
目
指
す
活
動
の
趣
旨
に

同
し
て

き

 
今
日
こ
の
場
に
集
ま

て

い
た
事

と
て
も

り
難
く
思
い
ま
す

 
今
日
の

会
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
行

て
い
た

 
さ
す
が
に
今
日
は
色
欲

さ
は

え

真
面
目
モ

ド
で
あ
る

 

と
し
て
は
ル
シ
パ

の
意
思
を
代

し
て
通

し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
が
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ル
シ
パ

に
⻑
く

ら
せ
る
と
場
が
目
茶
苦
茶
に
な

て
し
ま
う

こ
れ
は
正
し
い
処
置
だ

と
言
え
た

 
こ
れ
は
グ
ラ
ン
ゼ
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
る

 
普

は
フ
リ

ダ
ム
だ
が

現

で
は
や
は
り
グ
ラ
ン
ゼ
に
は
逆
ら
え
な
い
の
だ

今
日
集
ま

て

い
た
ギ
ル
ド
は
全
部
で
五
つ
と
な
り
ま
す
が

 
私
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ギ
ル
ド
の
名
前
と
メ
ン
バ

を
報
告
さ
せ
て

き
ま
す

 
最
初
に
我
ら

七
つ
の
大
罪

は

成
員
四
十
名

 
そ
し
て

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

が
二
名

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会

が
十
名

Ａ
Ｌ
Ｏ
攻
略
軍

が
二
十
二
名

そ
し
て
ま
だ
仮
参
加
の

で
は
あ
り
ま
す
が

チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス

が
十
六
名

と
な
り
ま
す

 
こ
の
中
で
特

な
立
場
に
い
る
の
は

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

と

チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス

で
あ
る

 
後
者
は
以
前

ヴ

ル
ハ
ラ
相
手
に

を

た

が
問
題

さ
れ
て
お
り

 
ま
だ
正
式
な
参
加
扱
い
に
は
な

て
い
な
か

た

 
前
回
の

層
攻
略
戦
で
同
盟
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
完
敗
し
た
時
点
で
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彼
ら
は
同
盟
所
属
と
し
て
は
何
の
活
動
実

も
無
か

た

 
と
り
あ
え
ず
様
子
見
と
い
う
事
で
仮
の
参
加
を
認
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
な

な
の
で
あ
る

 
そ
し
て
前
者

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の

成
員
は

ス
プ
リ
ン
ガ

と

ラ
キ
ア

の
た

た
二
名
で
あ
る

 
今
回
の
参
加
に
関
し
て
も

ル
シ
パ

が

慢
な
態
度
を
と
ら
ず

 
三

の

を
も

て
迎
え
た
と
い
う

が
あ
り

 
そ
の
事
だ
け
見
て
も

こ
の
二
人
が
特
別
な
存
在
だ
と
い
う
事
が
分
か
る

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

ラ
キ
ア
さ
ん

今
日
は
来
て
く
れ
て

そ
の

と
て
も
嬉
し
い

 
ル
シ
パ

が
た
ど
た
ど
し
い
言
葉
遣
い
な
が
ら
そ
う
言
い

 
そ
れ
に
対
し
て
ス
プ
リ
ン
ガ

が

揚
に
返
事
を
し
た

い
や
い
や
ル
シ
パ

君

俺
達
を
特
別
扱
い
と
か
し
な
く
て
い
い
か
ら

 

て
か
俺
と
こ
い
つ
は
い
い
お

さ
ん
と
い
い
お
ば
ち

ん
だ

 
こ
ん
な
集
ま
り
に
俺
達
み
た
い
な
の
を
呼
ん
じ

て
本
当
に
い
い
の
か

 
そ
の

間
に
ラ
キ
ア
が
ス
プ
リ
ン
ガ

に
い
き
な
り

突
き
を
か
ま
し
た

お
わ

て

な

い
き
な
り
か
よ
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お
前
の
そ
う
い
う
と
こ

も
う
結
婚
し
て
何
十
年
も
た
つ
の
に
本
当
に
変
わ
ら
な
い
よ
な

 
そ
ん
な
二
人
を

そ
の
場
に
い
た
多
く
の
者
達
は
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
て
い
た

 
こ
の
二
人
は
実
は

残
さ
れ
た

人
事
件

が
解
決
し
た
直
後
に

Ｇ
ワ

ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ゲ

マ

ズ

と
い
う
ギ
ル
ド
を
立
ち
上
げ
た
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
り

 
そ
し
て
そ
の

Ｇ
こ
そ
が

連
合
の
⺟
体
と
な

た
ギ
ル
ド
な
の
で
あ
る

 
そ
の

こ
の
二
人
の
知
名
度
は
高
く
同
時
に
ス
プ
リ
ン
ガ

は
愛
妻
家
だ
と
噂
さ
れ
て
お
り

 
こ
こ
に
集
ま

た
者
達
は

そ
の
噂
が
真
実
だ

た
と
感
じ

 
今
二
人
に

か
い

線
を
向
け
て
い
る
と

ま
あ
そ
ん
な

で
あ
る

 

Ｇ
の
話
に

る
が

Ｇ
は
来
る
者

ま
ず
の
精
神
で
一
気
に
大
き
く
な
り

 
ソ
レ
イ
ユ
社
が
運

を
始
め
た

に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ト

プ
ギ
ル
ド
と
し
て
攻
略
を
行

て
い

た 
だ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
旗
揚
げ
と
勢
力

大
の
煽
り
を
受
け

 
メ
ン
バ

達
が
い
つ
し
か
ヴ

ル
ハ
ラ
に
対
抗
す
る
事
ば
か
り
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

 
そ
れ
に

気
が
さ
し
た
こ
の
二
人
は

徐
々
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
足
が
遠
ざ
か

て
い

た
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そ
し
て
二
人
の
不
在
時
に
ギ
ル
ド
の
一
部
の
者
が
暴
走
し

 
ギ
ル
ド
の
名
称
が

反
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合

と
変
わ

た
の
を
知

た
二
人
は

 
そ
れ
か
ら
完
全
に
ロ
グ
イ
ン
し
な
く
な

て
い
た
の
で
あ

た

 
だ
が
最
近
再
び
ロ
グ
イ
ン
す
る
よ
う
に
な

た
と
い
う
噂
が
立
ち

 
ル
シ
パ

が
直
接
出
向
い
て
協
力
を
願

た
と
い
う
の
が
今
回
二
人
が
こ
こ
に
い
る
理
由
で
あ

る
で

ル
シ
パ

君

ど
う
な
ん
だ
い

は
い

俺
達
が
そ
の

お
か
し
な

方
向
に
進
み
始
め
た
ら

 
せ

説
教
し
て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
十
分
で
す

 
ル
シ
パ

は
た
ど
た
ど
し
い
な
が
ら
も

精
一

丁

な
言
葉
で
そ
う
言

た

 
グ
ラ
ン
ゼ
に
そ
う
言
う
よ
う
に
指

さ
れ
て
い
た
と
い
う
理
由
も
あ
る

よ
せ
や
い

慢
の
名
が

る

普

通
り
の
態
度
で
接
し
て
く
れ
れ
ば
い
い

て

 
こ
の
言
葉
か
ら

ブ
ラ
ン
ク
が
⻑
か

た
ス
プ
リ
ン
ガ

が

 
復
帰
後
に
情
報
収
集
は
し

か
り
と
行

た
と
い
う
事
が
分
か
る

そ

そ
れ
じ

あ

俺
達
が
間
違

て
る
と
思

た
時
は
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そ
の

骨
に

打

て
遠

な
く
ぶ
ち
か
ま
し
て
く
れ

出
来
る
も
の
な
ら
な

 
ル
シ
パ

は
胸
を
張
り
な
が
ら
そ
う
言

た

実
に

慢
な
頼
み
方
で
あ
る

ま
あ
俺
に
は
無
理
か
も
だ
が
う
ち
の

さ
ん
な
ら
何
と
か
す
る
だ
ろ

 
そ
れ
が
俺
達
の
役
目

て
事
だ
な

オ

ケ

オ

ケ

 
そ
う
い
う
事
な
ら
し

か
り
と
ご
意
見
番
を
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
戦
い
と
か
の
時
は

手
を
抜
か
ず
に
ち

ん
と
や
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
ス
プ
リ
ン
ガ

の
隣
で
ラ
キ
ア
も
う
ん
う
ん
と

き
そ
ん
な
二
人
に
集
ま

た
者
達
は

手

を
し
た

 
あ
の
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
ま
で
が
そ
う
し
て
お
り

 
二
人
の
人
望
が
未
だ
に
健
在
な
事
が

え
る

 
も

と
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

他
に
も
二
人
が
一
目
置
か
れ
る
理
由
が
あ
る

 
ち
な
み
に
八
幡
は
そ
の
理
由
を
二
日
前
に
知

た

あ

あ
と
よ

誤
解
さ
れ
て
も
困
る
か
ら
先
に
言

て
お
き
た
い
ん
だ
が

 
今
回
俺
達
の
復
帰
の
キ

カ
ケ
は
実
は
リ
ア
ル
で
ハ
チ
マ
ン
と
繋
が
り
を
持

た
か
ら
で
な

 
戦
場
以
外
じ

普
通
に
ヴ

ル
ハ
ラ
と
も
仲
良
く
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
が
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そ
れ
で
も
俺
達
を
仲
間
だ
と
思

て
く
れ
る
か

 
こ
れ
に
は
ル
シ
パ

で
は
な
く
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
答
え
た

別
に

い
ま
せ
ん

元
々
お
二
人
が
あ
ち
ら
側
な
の
は

名
な
話
で
す
し

 
情
報

さ
え
無
け
れ
ば
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
人
間
的
に

い
だ
と
か

 
そ
う
い

た
く
だ
ら
な
い
理
由
で
こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ

を
集
め
た

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら 
そ
の
言
葉
に
ス
プ
リ
ン
ガ

は

う
ん
う
ん
と

い
た

一
応
言

て
お
く
が
俺
達
は
ヴ

ル
ハ
ラ
と
か
ち
あ

た
ら
全
力
で
戦
う
つ
も
り
だ
か
ら
な

 
た
だ
因
縁
を
つ
け
て

を
ふ

か
け
る
よ
う
な
事
に
は
加
担
し
な
い

て
だ
け
で

 
攻
略
の
都
合
で
ぶ
つ
か

た
と
か
な
ら
む
し
ろ
喜
ん
で
戦
う
つ
も
り
だ

そ
の

り
は
信
頼
し
て
る

疑

た
り
は
し
な
い

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

み
ん
な

 
ス
プ
リ
ン
ガ

は

活
そ
う
な
笑
み
を

か
べ

直
後
に
思
い
出
し
た
よ
う
に
こ
う
言

た
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あ

そ
れ
か
ら

う
ち
の

さ
ん
は

に
無
口
で
無
愛
想
な
だ
け
で

 
別
に
い
つ
も

て
る
と
か
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
か
ら
宜
し
く

 
そ
の

間
に
ラ
キ
ア
が
再
び
ス
プ
リ
ン
ガ

に

突
き
を
か
ま
し

 
そ
の
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
た
の
で
あ

た

 
そ
し
て
口
下
手
な
ル
シ
パ

は
一
歩
下
が

て

を
下
ろ
し

 
事
前
に
グ
ラ
ン
ゼ
か
ら
指

さ
れ
た
内
容
を

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が

々
と
宣
言
し
た

そ
れ
で
は
こ
こ
に

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団

の
結
成
を
宣
言
し
ま
す

 
団
⻑
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
が
一
番
高
い
ル
シ
パ

が
努
め
ま
す

 
で
も
こ
れ
は
あ
く
ま
で
現

そ
う
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
そ
う
す
る
だ
け
で

 
も
し
ラ
ン
キ
ン
グ
が
変
動
し
て
ル
シ
パ

よ
り
も
強
い
プ
レ
イ
ヤ

が
仲
間
内
に
出
た
場
合

に
は

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
次
の
リ

ダ

に
な
る
と
い
う
事
を
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い

 
そ
の
場
に
い
た
者
達
は

そ
の
言
葉
に
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た

 
ま
さ
か
七
つ
の
大
罪
サ
イ
ド
か
ら
そ
ん
な
言
葉
が
出
て
く
る
と
は
思

て
も
い
な
か

た
か
ら

だ
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同
時
に
一
同
は
思

た
よ
り
も
ま
と
も
な
運

を
し
て
く
れ
そ
う
だ
と
内
心
で
喜
ん
で
い
た

さ
て

当
面
の
活
動
内
容
で
す
が

も
う
す
ぐ
行
わ
れ
る
大
型
バ

ジ

ン
ア

プ
に
向
け

 
そ
れ
ま
で
に
メ
ン
バ

の
装
備
の
充
実
を
図
ろ
う
と
思

て
い
ま
す

 
そ
の

に
最
優
先
な
の
は

ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
の
確
保
で
す

 
小
人
の
靴
屋
が
安
い

で
協
力
し
て
く
れ
る
事
に
な

て
い
る
の
で
と
に
か
く
素
材
の
情

報
を
集
め

 
も
し
ギ
ル
ド

体
で
向
か
う
の
が
困
難
な
場
所
に
そ
の
素
材
が
あ
る
と
い
う
場
合
は

 
協
力
し
て
素
材
の
確
保
に
当
た
り
ま
し

う

ち
な
み
に
完
成
し
た
武
器
の
所

の
決
め
方

で
す
が

 
そ
の
武
器
の
ス
キ
ル
を
持

て
い
る
者
の
中
か
ら

選
と
し
ま
す

 
こ
れ
は
七
つ
の
大
罪
の
意
向
で
は
な
く
当
然
グ
ラ
ン
ゼ
の
意
向
で
あ
る
が

 
少
な
く
と
も
今
こ
こ
に
参
加
し
て
い
る
者
達
に
と

て
は

と
て
も
助
か
る
提
案
で
あ

た

 
小
人
の
靴
屋
は
が
め
つ
い
事
で

名
で
あ
り
高
い
合
成
料
を
と
ら
れ
る
の
が
当
た
り
前
だ

た

で
あ
る

 
今
回
グ
ラ
ン
ゼ
が
方
向
転
換
し
た
の
は

ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
の
加

機
会
を

や
し
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自
分
達
の
合
成
の

を
上
げ
る

な
の
だ
が
お

い
の
利
害
が
一
致
す
る
の
は
確
か
で
あ

た 
そ
し
て
完
成
し
た
武
器
が

選
方
式
で

え
ら
れ
る
と
い
う
の
も
ま
た
好
評
で
あ

た

 
ほ
と
ん
ど
が
グ
ラ
ン
ゼ
の
意
見
と
は
い
え

七
つ
の
大
罪
が
仕
切

て
い
る
事
を
考
え
る
と

 
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い

ま
と
も
な
運

方
法
だ
か
ら
で
あ
る

 
も

と
も
当
然
七
つ
の
大
罪
サ
イ
ド
に
も
不
満
は
あ
る
の
だ
が

 
ス
ポ
ン
サ

の
意
向
に
は
逆
ら
え
な
い
と
い

た
感
じ
で
あ
ろ
う
か

他
に
質
問
な
ど
あ
れ
ば

今
の
う
ち
に
お
願
い
し
ま
す

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
次
に
そ
う
言

た
が

特
に
質
問
は
出
な
か

た

そ
れ
で
は
今
日
の
会
合
は
こ
れ
に
て
終
了
と
な
り
ま
す

み
な
さ

ん

今
後
と
も
宜
し
く

ね 
最
後
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

口
調
を
が
ら

と
変
え
て

い
声
を
出
し

 
い
か
に
も
色
欲
ら
し
く

一
同
に
投
げ
キ

ス
を
し
た

 
た

た
そ
れ
だ
け
の
仕

で
も
メ
ン
バ

達
は

り
上
が
り
意
気
揚
々
と
引
き
あ
げ
て
い

た
の
で
あ
る
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さ
て

俺
達
も

る
と
す
る
か

あ
あ

や

と
終
わ

た

だ
る
い

帰

て

に
し
よ
う

う

せ
え
ん
だ
よ

キ
レ
ん
ぞ
マ
ジ
で

お
い
ル
シ
パ

本
当
に
あ
ん
な
ル

ル
で
い
い
の
か

武
器
を
も
ら
え
た
奴
に

す
ん

ぞ
コ
ラ

そ
れ
よ
り

て
金
に
し
よ
う

こ
い
つ
ら
こ
ん
な
ん
で
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
な

 
ま
あ
い
い
わ

何
か
あ

た
ら
グ
ラ
ン
ゼ
に
出
て
き
て
も
ら
え
ば
い
い
だ
け
だ
し

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
漠
然
と
不
安
を
感
じ
つ
つ
も

 
問
題
が

き
た
ら
グ
ラ
ン
ゼ
に

投
げ
し
よ
う
と
心
に
決
め
た

さ
て

私
も
今
日
か
ら
敵
役
と
し
て

ヴ

ル
ハ
ラ
に
い

ぱ
い
ア
ピ

ル
し
な
い
と
ね

 
こ
う
し
て
い
く
つ
か
不
安
を

え
な
が
ら
も
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
は
そ
の
産
声
を
上
げ
た

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
へ
の
対
応
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
多
少
強
引
な
手
法
を
と
る
事
は

あ

た
が
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通
称
攻
略
団
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て

リ

ダ

を
変
え
つ
つ

今
後
も
⻑
く
存
続
し
て
い
く
事
と
な
る
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第
８
９
２
話
 
大
恋
愛
の
先
輩

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
が
結
成
さ
れ
た
日
の
夜
八
幡
の

に
ス
プ
リ
ン
ガ

か
ら
着
信
が

あ

た
よ

八
幡
君

今
日

の
集
ま
り
に
行

て
き
た

 
ま
あ
守
秘
義

を
課
せ
ら
れ
た
か
ら

あ
ま
り

し
い
事
は
言
え
な
い
ん
だ
け
ど
さ

へ

守
秘
義

と
か
意
外
と
し

か
り
し
て
ま
す
ね

ど
ん
な
感
じ
で
し
た

う

ん

し
く
は
言
え
な
い
が

基
本
ル

ル
は
意
外
と
ま
と
も
だ

た
な

 
君
か
ら
七
つ
の
大
罪
が
ど
う
い
う
連
中
か

い
て
た
か
ら
正
直
驚
い
た
よ

仕
切
り
は
も
ち
ろ
ん
七
つ
の
大
罪
な
ん
で
す
よ
ね

へ

そ
れ
は
意
外
で
す
ね

 

し
い
内
容
は

け
な
か

た
が

 
ス
プ
リ
ン
ガ

の
口
か
ら
ま
と
も
と
い
う
言
葉
が
出
る
と
は
思

て
い
な
か

た
ら
し
く

 
八
幡
は
感
心
し
た
よ
う
な
声
で
そ
う
言

た

で
も
こ
れ
は
俺
の
勘
な
ん
だ
が

多
分
あ
い
つ
ら

 
活
動
が
上
手
く
い
か
な
く
な

た
ら
す
ぐ
に
ボ
ロ
を
出
し
て

事
ギ
ル
ド
の
座
を
追
わ
れ
る
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と
思
う
な

何
か
気
に
な
る
事
で
も

リ

ダ

の
ル
シ
パ

君
は

多
分
誰
か
に
指

さ
れ
て
俺
達
の
所
に
来
た
ん
だ
と
思
う

 
俺
達
へ
の
好
意
は
そ
れ
な
り
に
感
じ
ら
れ
た
が
自
分
で
考
え
て
行
動
し
た
結
果
じ

な
い
か

ら 
そ
の
う
ち
俺
達
に
色
々
言
わ
れ
る
の
が

に
な

て

ボ
ロ
を
出
す
事
に
な
る
と
思
う
ね

俺
も

き
ま
し
た
よ

あ
い
つ
ら
が

姉
御

と
か
言

て
る
の

 
や

ぱ
り
黒
幕
が
い
る
の
は
確
か
み
た
い
で
す
ね

 
ル
シ
パ

は
ま
あ
感
情
を
優
先
さ
せ
る
タ
イ
プ
に
見
え
ま
し
た
か
ら
そ
う
な
る
可
能
性
が

高
そ
う
で
す

ま
あ
そ
う
は
言

て
も

本
当
に
ル

ル
が
し

か
り
し
て
る
か
ら

 
多
分
あ
い
つ
ら
が
何
か
や
ら
か
し
て
も
攻
略
団
自
体
は
残
る
と
思
う
よ
君
も
そ
の
方
が
い
い

だ
ろは

い

健
全
な
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
は

や

ぱ
り
必
要
不
可

で
す
か
ら
ね

 
八
幡
は
我
が
意
を
得
た
り
と
ば
か
り
に
そ
う
即
答
し
た
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俺
達
も
そ
う
な
る
よ
う
に
介
入
は
す
る
よ

 
で
も
ま
あ
活
動
が

道
に
乗

た
ら
お
さ
ら
ば
だ
ろ
う
け
ど
ね

 
ス
プ
リ
ン
ガ

の
そ
の
見
切
り
の

さ
に
苦
笑
し
つ
つ

八
幡
は
こ
う
提
案
し
た

は
は

そ
う
な

た
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
に
入
り
ま
す
か

う
ち
と
し
て
は
歓
迎
し
ま
す
け
ど

そ
う
だ
ね

う
ち
の

も
本
当
は
そ

ち
が
望
み
だ

た

い
し

 
そ
の
時
は
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
よ

ま
あ
で
も
し
ば
ら
く
は
本
気
で
敵
同
士
に
な
る
か
ら

 
か
ち
あ

た
ら
う
ち
の

の
相
手
を
宜
し
く
ね

分
か
り
ま
し
た

俺
も
本
気
で
や
り
ま
す

 
こ
こ
ま
で
の
会
話
か
ら

み
取
れ
る
の
は

ど
う
や
ら
ス
プ
リ
ン
ガ

は

 
話
し
合
い
の
場
で
の
七
つ
の
大
罪
の
言
葉
を

か
ら
信
じ
た

で
は
な
い
ら
し
い
と
い
う
事
で

あ
るそ

れ
じ

あ
ま
た
う
ち
に
遊
び
に
来
て
よ

今
度
は
噂
の
美
人
の
彼
女
と
一

に
ね

は
い

ま
た
機
会
を
見
て
明
日
奈
と
一

に
お

い
し
ま
す
ね

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

は
い

ま
た
で
す
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俺
と

遇
が
似
て
い
る
せ
い
か

話
し
易
い
ん
だ
よ
な

年
上
の
友
達

て
感
じ
だ
な

 

話
を
切

た
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

 
二
日
前
に
初
め
て
ス
プ
リ
ン
ガ

と
ラ
キ
ア
と
会

た
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

  
そ
の
前
の
日
八
幡
は
マ
ン
シ

ン
に
一
人
で

ま
り

ぐ

す
り
と

て
い
た
の
だ
が

 
次
の
日
の
朝

優
里
奈
を

た
陽
乃
の
襲
撃
を
受
け
る
事
と
な

た

八
幡
君

八
幡
君

ん

そ
の
声
は
姉
さ
ん
か

 
八
幡
は
眠
い
目
を

り
な
が
ら

き
上
が
り
そ
の

間
に
そ
の
顔
が
と
て
も
柔
ら
か
い
物
に

包
ま
れ
た

お
い
馬

姉

の

を
俺
の
顔
に
押
し
付
け
る
の
は
や
め
ろ

え

今
の
は
八
幡
君
が
自
分
か
ら
押
し
付
け
て
き
た
ん
じ

な
い

い
い
か
ら
さ

さ
と
ど
け
ろ

も
う

仕
方
な
い
な

ど
う
優
里
奈
ち

ん

ち

ん
と
見
て
た

 
今
の
が

ラ

キ

じ

な
い
ス
ケ
ベ

よ
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べ

勉
強
に
な
り
ま
す

 
横
か
ら
そ
ん
な
優
里
奈
の
声
が

こ
え
八
幡
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
大
き
く

び
を
し

た
優
里
奈
に
変
な
事
を
教
え
る
な

て
の

で

何
で
俺
が
今
日
こ
こ
に

ま

て
る
の
が
分

か

た日
こ
の
部
屋
の
明
か
り
が
つ
い
て
た
か
ら

優
里
奈
ち

ん
に
確
認
し
て
お
い
た
の

ふ

ん

要
す
る
に
た
ま
た
ま
か

て
か
姉
さ
ん
は

会
社
に
で
も

ま

て
た
の
か

 
さ
す
が
に
こ
の
時
間
に
家
か
ら
出
社
は
し
な
い
だ
ろ

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

ソ
フ

で

た
か
ら
も
う
胸
が
こ

て
こ

て
仕
方
な
い
の
よ
ね

 
ど
こ
か
に
私
の
胸
の
こ
り
を

み
解
し
て
く
れ
る
マ

サ

ジ
の
名
人
の
八
幡
君
は
い
な
い

か
し
ら

思
い

き
り
指
名
し
て
ん
じ

ね
え
か

 
と
い
う
か
さ

き
顔
で

ん
で
お
い
た
か
ら

も
う
胸
は
こ

て
な
い
は
ず
だ
ぞ

あ
ら

言
う
よ
う
に
な

た
わ
ね

い
い
か
ら
さ

さ
と
用
件
を
言
え
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八
幡
に
そ
う

さ
れ
た
陽
乃
は

や
れ
や
れ
と

を

め
な
が
ら
八
幡
に
言

た

実
は
今
日
の
放
課
後
に

パ

テ

に
付
き
合

て
欲
し
い
の

パ

テ

俺
と
姉
さ
ん
で
行
く

て
事
は

大
事
な
パ

テ

か

そ
れ
も
あ
る
ん
だ
け
ど

今
回
は
相
手
が
八
幡
君
を
ご
指
名
な
の
よ

俺
を

俺
が
知

て
る
相
手
か

う
う
ん
先
方
が
言
う
に
は
先
日
の
嘉
納
大
臣
が
い
た
パ

テ

の

で
八
幡
君
の
事
を

知

て

 
話
し
か
け
よ
う
と
し
た
け
ど
忙
し
そ
う
だ

た
か
ら
遠

し
た
ら
し
く
て

 
今
回
も
し
良
け
れ
ば
ち

と
話
し
た
い
ん
だ

て
さ

へ

誰
が
そ
ん
な
事
を

大
野

の
会
⻑
の

那
さ
ん

 

日
大
野

系
の
病
院
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を

入
す
る
大
口
の
契
約
が
決
ま

て
ね

 
夜
に
あ
ち
ら
か
ら

待
さ
れ
た

て

 
八
幡
は
大
野

の
存
在
は
知

て
い
た
が

会
⻑
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
か

た

 
だ
が
今
の
陽
乃
の
言
い
方
で
ピ
ン
と
く
る
も
の
は
あ

た
よ
う
だ
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て
事
は
会
⻑
は
奥
さ
ん
の
方
で

那
さ
ん
は

子
と
か
そ
ん
な
パ
タ

ン
か

ピ
ン
ポ

ン

二
人
が
出
会

た
の
は
小
学
校
六
年
生
の
時
で

 
で
も
奥
さ
ん
の
方
が
す
ぐ
に

す
る
事
に
な

て

 
そ
の
時
に

那
さ
ん
か
ら
お
も
ち

の
指

を
も
ら

た
事
で

 
奥
さ
ん
が

那
さ
ん
の
事
を
好
き
に
な

た
ら
し
い
ん
だ
け
ど

 

那
さ
ん
は
ど
う
も
や
ん
ち

な
人
だ

た
ら
し
く
て

 
奥
さ
ん
へ
の
恋
心
に
し
ば
ら
く
気
付
か
な
い
ま
ま
で
ね

 
で
奥
さ
ん
が
三
年
後
に
日
本
に

て
き
て
二
人
は
中
学
三
年
の
時
に
再
会
し
た
ん
だ
け

ど 
成

に
差
が
あ
り
す
ぎ
て
お

い
別
の
高
校
に
進
学
す
る
事
に
な

て

 
そ
れ
で
も
機
会
を
見
て
ま
め
に
会

て
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
か
ら

余
曲

を

て

に

那
さ
ん
が
自
分
の
気
持
ち
に
気
付
い
て
奥
さ
ん
に
告
白

し
て
ね

 
で

奥
さ
ん
の
親
に
は
内

で
恋
愛
し
て
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど

 
大
学
卒
業
を
期
に
奥
さ
ん
が
親
の
意
向
を
無

し
て

那
さ
ん
の
所
に
行

ち

て
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で

両
親
と
大

の
末
に

那
さ
ん
と
の
結
婚
を
認
め
て
も
ら

て

 
そ
れ
で
つ
い
に
二
人
は
結
ば
れ
た

て
い
う

大
恋
愛
だ

た
ら
し
い
わ
よ

し
い
な

姉
さ
ん

ま

ね

で
も
正
直
ち

と
感
動
し
た
わ

 
八
幡
が
そ
う
感
じ
た
の
は

も
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

残
さ
れ
た

人
事
件

が
無
か

た
ら

 
自
分
と
明
日
奈
も
そ
ん
な
感
じ
に
な

て
た
か
も
し
れ
な
い
と
共
感
し
た
せ
い
も
あ
る
だ
ろ

う 
そ
し
て
そ
の
二
人
に
興
味
が

い
た
八
幡
は

陽
乃
の

し
出
を
素
直
に
受
け
る
事
に
し
た

分
か

た

喜
ん
で
パ

テ

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う

そ
う

そ
れ
じ

あ
お
願
い
ね

 

で
も
パ

テ

で
俺
の
事
を
知

て
話
し
か
け
よ
う
と
し
た

て
何
か
理
由
で
も
あ
る
の

か
そ
れ
は
八
幡
君
が
ソ
レ
イ
ユ
の
人
間
だ

て
知

た
か
ら
で
し

う
ね

あ
の
二
人

ゲ

マ

だ
か
ら
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え

そ
う
な
の
か

う
ん

ま
あ
後
は
会

て
の
お
楽
し
み
ね

分
か

た

姉
さ
ん
に
乗
せ
ら
れ
る
の
は

だ
が

 
実

楽
し
み
だ
か
ら
今
回
は
乗
せ
ら
れ
て
や
る
わ

じ

あ
放
課
後
に
キ

ト
で
学
校
に
迎
え
に
行
く
わ
ね

準
備
宜
し
く

学
校
だ
と

マ
ジ
か
よ

悪
い
優
里
奈

俺
の

服
を
用
意
し
て
く
れ
な
い
か

は
い

す
ぐ
に
用
意
し
ま
す
ね

 
優
里
奈
は
笑
顔
で
八
幡
に
そ
う
答
え

速
準
備
を
始
め
た

相
変
わ
ら
ず
の
主

力
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
後
で
ね

お
う

後
で
な

 
こ
う
し
て
八
幡
は
前
回
か
ら
日
を
お
か
ず

再
び
パ

テ

に
出

す
る
事
に
な

た

 
そ
し
て
学
校
に
着
い
て
す
ぐ
に

八
幡
は

服
が
し
わ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
壁
に
か
け
た

八
幡
君

そ
れ
何

も
し
か
し
て
ま
た
パ

テ

お

い
な
明
日
奈

今
日
は
姉
さ
ん
を
エ
ス
コ

ト
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ

八
幡
君
と
姉
さ
ん
が
二
人
で

て
事
は

相
手
は
か
な
り
の
大
物
な
ん
だ
ね
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お
う

大
野

の
会
⻑
と
そ
の

那
さ
ん
の
誘
い
ら
し
い
ぞ

大
野

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
の
み
な
ら
ず

和
人
と
里
香
と
珪
子
も
反
応
し
た

お
い
お
い

分
と
ま
た

名
な
名
前
が
出
て
き
た
な

八
幡
も
大
変
よ
ね

こ
れ
も
し
が
ら
み

て
奴
だ
ろ

い
ず
れ
明
日
奈
さ
ん
も

回
そ
う
い
う
パ

テ

に
駆
り
出
さ
れ
る
日
々
が

や

や
め
て

あ
れ

て
本
当
に
疲
れ
る
ん
だ
か
ら
ね

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
は
ま
だ
パ

テ

の

が
苦
手
の
よ
う
だ

 
明
日
奈
は
そ
の
ま
ま
愚
痴
を
言
い
始
め

八
幡
だ
け
が
う
ん
う
ん
と
そ
れ
に

い
て
い
た

 
和
人
達
に
は
ま

た
く
分
か
ら
な
い
世
界
で
あ
る

八
幡
だ
け
が

く
の
は
ま
あ
当
然
と
言

え
る私

達

で
良
か

た
で
す
ね

本
当
に
ね

俺
も

だ

て
の
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八
幡
は
口
を

ら
せ
て
里
香
と
珪
子
に
抗
議
し
た

ま
あ
で
も
今
回
は
実
は

結

楽
し
み
に
し
て
る
ん
だ
よ
な

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う

実
は
姉
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
話
を

い
て
な

 
八
幡
は
四
人
に

今
朝

か
さ
れ
た
話
を
語

て
き
か
せ
た

わ

何
か
素
敵
で
す
ね

だ
よ
な

俺
と
明
日
奈
も
も
し
か
し
た
ら
そ
う
な

て
た
か
も
し
れ
な
い
な

 
な
ん
て
思

ち
ま

て

感
情
移
入
し
て
う
る

と
き
ち
ま

た
よ

私
と
八
幡
君
の
恋
愛
は

別
の
意
味
で
ド
ラ
マ
チ

ク
だ
と
思
う
け
ど
ね

ド
ラ
マ
チ

ク

て
い
う
か

乱
万
丈

て
気
も
す
る
な

八
幡
と
明
日
奈
に
と

て
は
大
恋
愛
の
先
輩
だ
な

お
い
和
人

恥
ず
か
し
い
事
を
真
顔
で
言
う
な

 
そ
の
時
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
が

ド

ル
ハ
ウ
ス
の
扉
を
開
け
て
現
れ
た

み
ん
な

お
は
よ
う

お
は
よ
う
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お
は
よ
う
二
人
と
も

お
は
よ
う

も
う
そ
ん
な
時
間
か

そ
ろ
そ
ろ
先
生
が
来
ち
ま
う
な

 
八
幡
は
あ
い
こ
ち

ん
を

そ
し
て
明
日
奈
が
ゆ
う
き
ち

ん
を

え
上
げ

 
自
ら
の

に
乗
せ
た
そ
の
時

入
り
口
か
ら
先
生
が
入
室
し
て
き
た

 
そ
し
て
す
ぐ
に
ホ

ム
ル

ム
が
始
ま

て
午
前
中
の

業
が
進
み

 
お
昼
の
間
に
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
に
朝
の
話
を

か
せ
て
驚
か
せ
た
後

 
午
後
の

業
を

て

あ

と
い
う
間
に
放
課
後
と
な

た

さ
て

急
い
で
着

え
な
い
と

こ
の
光
景

前
に
も
見
た
わ
よ
ね

あ
あ

優
里
奈
の
学
校
に
八
幡
が
行

た
時
な

八
幡
君

気
を
つ
け
て
ね

お
う

し
か
し
会
⻑
と
そ
の

那
さ
ん

て
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う
な

ふ
ふ

楽
し
み
だ
ね

お
う

楽
し
み
だ

そ
れ
じ

あ
俺
達

は
カ
ラ
オ
ケ
に
で
も
行
く
か
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あ

私

エ
ル
ザ
の
新
曲
を
フ
リ
付
き
で
覚
え
た
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に
八
幡
は

ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
た

う

そ
れ
は
俺
も
見
て
み
た
い
な

 
歌
う
の
は
苦
手
だ
が

八
幡
は
明
日
奈
が
歌

て
い
る
の
を
見
る
の
が
好
き
だ

た

 
八
幡
の

り
に
い
る
女
性

も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

 
八
幡
に
ア
ピ

ル
を
す
る

に
そ
れ
系
の
練

に
は
余
念
が
な
く

 
見
て
い
て
と
て
も
楽
し
い

八
幡
は
今
で
は
す

か
り
カ
ラ
オ
ケ
好
き
と
な

て
い
た

 
も

と
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合

き
専
で
あ
る

ま
あ
私
の
歌
は
ま
た
今
度
ね

こ

ち
の
機
会
は
い
つ
で
も
あ
る

だ
し
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
わ

 
八
幡
は
キ

ト
が
正
門
か
ら
入

て
く
る
の
を
目
ざ
と
く
見
付
け

そ
う
言

た

う
ん

行

て
ら

し

い

土
産
話
を
楽
し
み
に
し
て
る
わ
よ

期
待
し
て
て
く
れ

 
そ
し
て
八
幡
は
キ

ト
に
乗
り
込
ん
で
陽
乃
と
合
流
し
パ

テ

会
場
へ
と
向
か
う
事
と
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な

た

 
人
物
紹
介
に

ラ
キ
ア
と
ス
プ
リ
ン
ガ

を
追
加
し
ま
し
た

 
小
説
情
報
の
あ
ら
す
じ
の
一
番
最
後
に
一
文
追
加
し
ま
し
た



 第８９３話 むふぅ

 
第
８
９
３
話
 
む
ふ

 
キ

ト
が
走
り
出
し
て
す
ぐ
に

八
幡
は
陽
乃
に
目
的
地
が
ど
こ
か

ね
た

姉
さ
ん

こ
れ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
ん
だ

の
口
よ

お

都
内
じ

な
い
ん
だ
な

う
ん

会
⻑
夫

の
思
い
出
の
町
な
ん
だ

て
さ

へ

の
話
の
舞
台

て
事
か

そ
う
い
う
の

何
か
い
い
よ
な

ま
あ
今
と
な

て
は
い
い
思
い
出

て
言
え
る
み
た
い
だ
け
ど

 
当
時
は

し
い
事
も

山
あ

た
ら
し
い
わ
よ

 
先
代
の
会
⻑
は
現
会
⻑
の
意
向
を
全
然
確
認
し
て
く
れ
な
か

た
み
た
い
だ
し
ね

 
ま
あ
当
時
は
親
に
何
も
言
え
な
か

た
と
も
言

て
た
か
ら
厳
し
い
家
だ

た
ん
で
し

う

ね
あ
れ
だ

結
城
の
死
に
か
け

み
た
い
な
も
ん
か

八
幡
君
と

さ
ん
は

本
当
に
仲
良
し
よ
ね
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そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

二
人
は
会
場
へ
と
到
着
し
た

さ
す
が
に

模
が
大
き
い
な

そ
り

ね

う
ち
な
ん
か
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
大
き
い
グ
ル

プ
だ
も
ん

 
大
野

の
関
連
グ
ル

プ
の
パ

テ

は

そ
れ
は
も
う
圧

で
あ

た

 
さ
す
が
の
八
幡
も
圧
倒
さ
れ
る

山
の
人

が
参
加
し
て
い
る

 
お
そ
ら
く
参
加
者
の
会
話
一
つ
で
凄
ま
じ
い
金

が
動
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

 
八
幡
は

張
で
背
仲
が

ば
ん
で
く
る
の
を
感
じ
て
い
た

 
パ

テ

は
会
⻑
の
自
宅
の
ホ

ル
で
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
が

 
そ
の
ホ

ル
の
大
き
さ
が
と
に
か
く
半

な
い

 
ち
な
み
に
事
前
に
陽
乃
が
教
え
て
く
れ
た
が

二
人
の
年
齢
は
共
に
四
十
九

ら
し
い

さ
て

大
野
会
⻑
は
ど
こ
か
し
ら
ね

ね

姉
さ
ん
は

張
し
な
い
の
か

あ

う
ん

大
野
会
⻑

さ
ん
と
そ
の

那
さ
ん
の
春
雄
さ
ん
と
は

 
よ
く
一

に
遊
ん
で
た
か
ら
ね

遊
ん
で
た

て
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八
幡
は

さ
す
が
は
陽
乃
だ
と
少
し
感
心
し
た

ま

た
く
誰
と
で
も
友
達
に
な

ち
ま
う
ん
だ
な

姉
さ
ん
は

表
面
上
は

 
そ
う

く
れ
た
感
想
を

き
つ
つ
も

今
回
の
件
に
関
し
て
は

 
そ
の
ま
ま
言
葉
通
り

本
当
に
仲
良
く
し
て
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
う
八
幡
で
あ

た

 
そ
し
て
陽
乃
が
目
当
て
の
人
物
を
見
つ
け
た
ら
し
く

そ
ち
ら
に
手
を

り

 
遠
く
に
い
た
二
人
の
人
物
も
こ
ち
ら
に
手
を

り
返
し
て
き
た

あ

い
た
い
た

そ
れ
じ

あ

さ
ん
達
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し

う
か

え

も
う
か

待

て
く
れ

今
心
の
準
備
を
す
る
か
ら

そ
ん
な
の
必
要
な
い
わ
よ

ほ
ら

こ

ち
こ

ち

あ

お
い

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
陽
乃
の
胸
に
よ

て

を

束
さ
れ

 
年
配
の
男
女
が
ソ
フ

で

い
で
い
た
一

へ
と
連
れ
て
い
か
れ
た

約
束
通
り
連
れ
て
き
た
わ
よ

さ
ん

春
雄
さ
ん

陽
乃
さ
ん

わ
ざ
わ
ざ
す
ま
な
い
ね

比
企
谷
君

俺
は
大
野
春
雄

こ

ち
は
大
野

な

 
春
雄
と
名
乗

た
男
性
が

ど
う
や
ら
会
⻑
の

那
さ
ん
で
あ
る
よ
う
だ
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春
雄
は
友
好
的
な

線
を
八
幡
に
向
け
て
い
た
が

 

は

む
よ
う
な
目
で
じ

と
八
幡
を
見
つ
め
続
け
て
い
た

う
わ

怖
え

会
⻑
怖
え

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ
も
強
化
外
骨
格
を
駆
使
し
て
平
静
さ
を
保
ち
笑
顔
で
二
人
に

を
し
た

比
企
谷
八
幡
で
す

今
日
は
お

き

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の
言
葉
に
会
⻑
の
口
の

が

か
に
持
ち
あ
が

た

悪
い
比
企
谷
君

う
ち
の

は
子

の

か
ら

に
無
口
な
ん
だ

あ

は
い

そ
れ
に
し
て
も

が
こ
ん
な
に
機

が
い
い
の
は
久
し
ぶ
り
だ
な

え

マ
ジ
で

こ
れ

て
機

が
い
い
の

そ
れ
じ

あ
さ

き
の
は
笑

て
た
の

 
そ
う
思

た
の
も
束
の
間

は
突
然
立
ち
上
が

て
八
幡
の
手
を
引
き

 

物
の
奥
の
方
へ
ず
ん
ず
ん
と
歩
き
始
め
た
の
で
あ
る

お
わ

こ
の
人
凄
い
力
だ
な

 
そ
れ
に
よ
く
見
る
と
見
た
目
も
若
い
し

も

麗
だ
し
と
て
も
五
十
近
い
女
性
だ
と
は
思
え
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ん 
八
幡
は
そ
の
事
実
に
今
更
な
が
ら
驚
き
つ
つ
も

 

の
行
動
の
意
味
が
分
か
ら
ず

そ
の
背
中
に
声
を
か
け
た

す

す
み
ま
せ
ん

一
体
ど
こ
に
行
く
ん
で
す
か

 
そ
の
言
葉
に

は
一

足
を
止
め
て

り
返

た

 
そ
の
顔
は

か
に
紅
潮
し
て
お
り
八
幡
は
そ
の
表
情
を
見
て

が
恥
ら

て
い
る
の
だ
と

理
解
し
た

が
説
明
を
忘
れ
て
た
か
ら
恥
ず
か
し
い

て
さ

 
大
丈
夫
だ
よ
比
企
谷
君

プ
ラ
イ
ベ

ト
ス
ペ

ス
に
移
動
す
る
だ
け
さ

 
そ
こ
に
春
雄
が
追
い
つ
い
て
き
て
そ
う
言

た

そ
の
後
ろ
に
は
陽
乃
の

も
見
え
る

さ
す
が
は
夫

ら
な
く
て
も
相
手
が
何
を
考
え
て
る
の
か
分
か
る
ん
だ
な

分
か
り
ま
し
た
ち

ん
と
つ
い
て
い
き
ま
す
か
ら
手
を
引
い
て

か
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す

 
八
幡
は
そ
う
言

た
が

は
八
幡
の
手
を
離
し
て
は
く
れ
ず

 
そ
の
ま
ま
ず
ん
ず
ん
と
歩
き
続
け

と
あ
る
部
屋
の
中
へ
と
八
幡
を
連
れ
込
ん
だ

し

失

し
ま
す
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八
幡
は
そ
う
言

て
部
屋
の
中
を
観
察
し

に
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と

か
せ
た

え

何
こ
れ

う
わ

凄

げ

こ
こ

て
趣
味
の
部
屋
で
す
か

 
ま
さ
か
自
宅
に
ゲ

セ
ン
を
作

ち

う
な
ん
て

凄
く

で
す
ね

俺
も
見

い
た
い
で

す 
八
幡
の
そ
の
言
葉
通
り
そ
の
部
屋
に
は
ア

ケ

ド
ゲ

ム
が
ず
ら
り
と

べ
ら
れ
て
い
た

 
そ
ん
な
八
幡
を
見
て

は

む
ふ

と
得
意
げ
な
声
を
発
し
た

ど
う
だ
い

中
々
の
も
ん
だ
ろ

自
由
に
使
え
る
お
金
が

え
た
時
に

 

と
相
談
し
て
二
人
で
揃
え
た
ん
だ

は
い

本
当
に
凄
い
で
す

最
高
で
す

こ
う
い
う
部
屋
を
作
る
の
が

子

の

の
夢
だ

た
ん
だ
よ

こ
ん
な
部
屋
が
あ

た
ん
だ

私
に
は
教
え
て
く
れ
な
か

た
の
に

 
春
雄
の
自
慢
げ
な
言
葉
に
八
幡
は
興
奮
し
つ
つ
賞

の
言
葉
を

べ
陽
乃
は

ね
て
口
を

ら
せ
た

ま
あ
そ
う
言
わ
な
い
で
く
れ
よ

 
ち

う
ど
あ
の

は

が
会
⻑
職
を
継
い
だ
直
後
で
さ
う
ち
も
ち

と
ご
た
ご
た
し
て
た



 第８９３話 むふぅ

の
よあ

あ

ま
あ
確
か
に
そ
ん
な
時
期
で
し
た
ね

分
か
り
ま
し
た

広
い
心
で
許
し
ま
す

 
陽
乃
は
そ
う
言
い

三
人
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
八
幡
は
そ
れ
を
見
て

こ
の
三
人
は
本
当
に
仲
が
い
い
ん
だ
な
と
感
じ
て
い
た

 
そ
し
て

が
何
か
言
い
た
げ
な
表
情
を
し

春
雄
が
そ
の
顔
を
見
て

八
幡
に
こ
う
言

た

比
企
谷
君

が
何
か
の
ゲ

ム
で
一

に
遊
ぼ
う
だ

て
さ

あ

は
い
是
非
是
非

で
も
あ
ま
り
得
意
じ

な
い
ん
で
お
手
柔
ら
か
に
お
願
い
し
ま

す 
そ
う
言

て
八
幡
が
選
ん
だ
の
は

懐
か
し
い

の
対
戦
格
闘
ゲ

ム
で
あ

た

 
そ
の
チ

イ
ス
に

は
目
を

か
せ

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
の
正
面
に
座

た

 
だ
が
そ
ん
な
態
度
と
は
裏
腹
に

対
戦
で
は
ま

た
く
容

が
な
く

 
八
幡
は
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
る
事
に
な

た

く

つ

強
い
で
す
ね

ま
あ
俺
も

も
全
国
大
会
に
出
た
事
が
あ
る
か
ら
な

そ
う
な
ん
で
す
か
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八
幡
君

私
に
も
や
ら
せ
て

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
交
代
な

 
陽
乃
は
ア

ケ

ド
ゲ

ム
の

験
な
ど
は
少
な
い
は
ず
だ

た
が

相
手
に

戦
し
て
お

り 
八
幡
は

や
は
り
姉
さ
ん
は
何
で
も
出
来
ち
ま
う
ん
だ
な
と
感
心
し
た

相
変
わ
ら
ず
あ
の
二
人
は
天
才
だ
よ
な

俺
と
は
大
違
い
だ

相
変
わ
ら
ず
で
す
か

あ
れ
で
も
姉

陽
乃
さ
ん
は
こ
こ
に
は
来
た
事
が
無
い

て
お
う

や

て
た
の
は
別
の
ゲ

ム
だ
よ

ヴ

ル
ハ
ラ
の
ハ
チ
マ
ン
君

 
春
雄
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
八
幡
に
そ
う
言

た

あ
れ

陽
乃
さ
ん
か
ら

い
た
ん
で
す
か

い
や

ま
あ
レ
イ
さ
ん
が
か
わ
い
が

て
て
名
前
が
八
幡
だ

て
い
う
な
ら

 
そ
れ
以
外
な
い
だ
ろ
う
な

て
思

た
だ
け
さ

レ
イ
さ
ん

あ
あ

君
は
よ
く
知

て
る
だ
ろ

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
だ
か
ら
レ
イ
さ
ん
さ
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あ
あ

そ
れ
で
レ
イ
さ
ん
で
す
か

陽
乃
さ
ん
の
事
を
そ
う
呼
ん
で
る
人
を
初
め
て
み
ま
し

た 
そ
れ
じ

あ
別
の
ゲ

ム

て
の
は

や

ぱ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
な
ん
で
す
ね

お
う
結

名
人
だ

た
ん
だ

俺
達
は
レ
イ
さ
ん
と
パ

テ

を
組
ん
で
い
た
か
ら
な

え

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

そ
れ
は
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

 
八
幡
は
そ
の
事
実
に
驚
愕
し
た

俺
の
名
は
ス
プ
リ
ン
ガ

通
称

ス
プ
リ
ン
ガ

・
ザ
・
ソ
ニ

ク

 
そ
し
て

が
ラ
キ
ア
こ
と

無
言
の
ラ
キ
ア

 
そ
れ
に

絶
対
暴
君
ソ
レ
イ
ユ

と
い
え
ば

か
つ
て
は
か
な
り
恐
れ
ら
れ
た
も
ん
さ

 
ま
あ
俺
達
は

君
達
が
活
動
を
開
始
し
た
直
後
か
ら
活
動
を

え
て
て

 
今
は
す

か
り
活
動
休
止
中
だ
か
ら

知
ら
な
く
て
当
然
さ

な
る
ほ
ど
そ
う
だ

た
ん
で
す
か

し
か
し
無
言

て
ゲ

ム
内
で
も
物
静
か
な
ん
で
す
ね

だ
よ
な

笑
え
る
だ
ろ

 
そ
の
時
二
人
の

に

ゴ
ン

ゴ
ン

と
衝
撃
が
走

た

が
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り
向
く
と
い
つ
の
間
に
か
背
後
に
は

の

が
あ

た

 
ど
う
や
ら
後

部
に

突
き
を
く
ら

た
よ
う
だ

て

な
だ
か
ら

さ

れ

し
に

突
き
を
す
る
の
は
や
め
ろ

て
言

て
る
だ
ろ

 
春
雄
に
そ
う
言
わ
れ
た

は

ね
た
よ
う
に

を

ら
ま
せ
た

 
八
幡
は
苦
笑
し
つ
つ

丁
度
い
い
や
と
思
い

の
前
で
春
雄
に
こ
う

ね
た

と
こ
ろ
で
今
日
俺
を
呼
ん
だ
の

て

俺
が
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
か
ら
で
す
か

い
や

実
は

番
が
逆
な
ん
だ
よ

嘉
納
さ
ん
の
パ

テ

に
行

た
時
に

 

が
お
前
さ
ん
を
一
目
見
て
気
に
入

ち
ま

て
よ

 
調
べ
た
ら
レ
イ
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
子
だ

て
分
か

た

て
感
じ
か
な

 
そ
れ
か
ら

が
ず

と

う
ち
に
呼
べ
呼
べ

て
う
る
さ
か

た
ん
だ
よ

え

俺

あ
の
時
は

々
参
加
し
て
た
だ
け
で

気
に
入
ら
れ
る
よ
う
な
事
は
何
も
し
て
ま

せ
ん
け
ど

こ
の
部
屋
に
入

た
時
の
反
応
が
全
て
さ

大

の
奴
は
こ
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
時

 
口
で
は
凄
い
と
か
言
い
な
が
ら

馬

に
し
た
よ
う
な
目
を
向
け
て
き
や
が
る
も
ん
だ
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で
も
君
は
そ
ん
な
態
度
は
と
ら
な
い

て

ピ
ン
と
き
た
ら
し
い
ぞ

大
野
会
⻑
に
そ
ん
な
特

能
力
が

 
八
幡
は
冗
談
の
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
が

そ
の
言
葉
に

が
激
し
く
反
応
し
た

 

は
一
歩
前
に
出
る
と

八
幡
の
顔
を
下
か
ら
じ

と

き
こ
ん
だ

ど

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
八
幡
は
こ
の
時
初
め
て

の
声
を

く
事
に
な

た

ええ

と

 
さ
す
が
の
八
幡
も

こ
こ
ま
で
さ
れ
た
ら

が
何
を
言
い
た
い
の
か
分
か
る

わ

分
か
り
ま
し
た

さ
ん

 
八
幡
は

を
そ
う
名
前
で
呼
び

は
む
ふ

と
得
意
げ
な
顔
を
し
た

あ
は
は
は
は

は
本
当
に
八
幡
君
を
気
に
入

た
ん
だ
な
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俺
も

の
声
を

い
た
の
は
本
当
に
久
し
ぶ
り
だ
よ

 
そ
れ
じ

あ
俺
の
事
も

今
後
は
春
雄

て
呼
ん
で
く
れ

あ

は
い

春
雄
さ
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

に
向
き
直
り

ペ
コ
リ
と

を
下
げ
た

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
し
て
下
さ
い

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

は
笑
顔
で

い
た
後

春
雄
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た

ヴ

ル
ハ
ラ
の
話
を

か
せ
て
欲
し
い

て
さ

あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
れ
か
ら
部
屋
に

食
が
運
び
こ
ま
れ

八
幡
は
二
人
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
話
を
し
た

 
パ

テ

の
方
は
放

て
お
い
て
い
い
の
か
と
八
幡
は
心
配
に
な

た
が

 
そ
ち
ら
は
別
の
者
に

投
げ
し
た
よ
う
だ

何
と
も
フ
リ

ダ
ム
な
夫

で
あ
る

へ

今
は
そ
ん
な
事
に
な

て
ん
の
か
連
合
が
迷
惑
ば
か
り
か
け
て
本
当
に
す
ま
ね

な

ど
う
し
て
春
雄
さ
ん
が
謝
る
ん
で
す
か

い
や
ま
あ
あ
の
ギ
ル
ド
の
元
に
な

た

Ｇ

て
ギ
ル
ド
を
作

た
の
は
俺
達
だ
し
な

え

そ
う
な
ん
で
す
か
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お
う

一
部
の
奴
ら
が
ど
ん
ど
ん
暴
走
し
て
い
き
や
が

て

 
そ
れ
に

気
が
さ
し
て

俺
達
も

々
ロ
グ
イ
ン
し
な
く
な

た
ん
だ
が
よ

 
ま
あ
君
達
が
潰
し
て
く
れ
た
な
ら
良
か

た
よ

 
お
い

そ
う
い
う
事
ら
し
い
か
ら

今
度
ま
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
行

て
み
る
か

 
春
雄
に
そ
う
言
わ
れ
た

は

真
面
目
な
顔
で
八
幡
の
手
を

た

ヴ

ル
ハ
ラ
は
強
い
奴
が
多
そ
う
だ
か
ら

手
合
わ
せ
さ
せ
て
く
れ

て
さ

う
わ

今
の
仕

だ
け
で
よ
く
考
え
て
る
事
が
分
か
る
よ
な

 
そ
ん
な
二
人
の

に
八
幡
は

自
分
と
明
日
奈
も
い
つ
か
こ
う
な
れ
る
だ
ろ
う
か
と

 
未
来
に
思
い
を

せ
た

は
い
分
か
り
ま
し
た

ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
俺
の
彼
女
も
い
る
の
で
是
非
相
手
を
し
て
や

て

下
さ
い

え

レ
イ
さ
ん
が
君
の
彼
女
じ

な
い
の
か

い
え

違
い
ま
す
よ

う
ん

今
の
と
こ
ろ
は
違
う
の
よ
ね

今
の
と
こ
ろ
は

 
陽
乃
は
そ
う
強
調
し

春
雄
は
何
か
察
し
た
の
か

八
幡
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た
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大
変
だ
ろ
う
が

ま
あ
頑
張
れ

あ

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
顔
合
わ
せ
は
終
わ

た

 
八
幡
は

力
な
後
ろ
盾
を
得
る
事
に
な

た
の
だ
が

本
人
に
は
そ
の
自
覚
は
な
く

 

純
に
年
上
の
友
人
が
出
来
た
事
を
喜
ん
で
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
れ
が
ま
た
二
人
に
好
感
を

え
た
よ
う
で
あ
る

今
後
も
た
ま
に
は
遊
び
に
来
て

俺
と

の
相
手
を
し
て
や

て
く
れ

は
い

喜
ん
で

今
度
は
明
日
奈
ち

ん
を
連
れ
て
き
て
あ
げ
な
さ
い
よ

八
幡
君

そ
の
子
が
君
の
彼
女
か
い

あ
は
い
明
日
奈
は
レ
ク
ト
の
社
⻑
の
娘
な
ん
で
す
が
も
し
か
し
て
面
識
が
あ

た
り
し

ま
す
か

多
分
あ
る
と
思
う
な

見
れ
ば
思
い
出
す
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
の
春
雄
の
言
葉
に

も

い
た

明
日
奈
は
美
人
な
の
で

き

と
見
た
ら
す
ぐ
に
思
い
出
し
ま
す
よ
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お

の
ろ
け
か
い

八
幡
君
も

に
お
け
な
い
な

 
い
つ
の
間
に
か

春
雄
も
八
幡
の
事
を
名
前
で
呼
ぶ
よ
う
に
な

て
い
た

 
パ

テ

が
終
わ

た
後
も
四
人
の
交
流
は
続
き

 
八
幡
は
結
局
深
夜
に
帰
宅
す
る
事
と
な

た

 
そ
し
て
次
の
日

い
き
な
り
春
雄
が
八
幡
に

話
を
か
け
て
き
た

 
ど
う
や
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
再
び
ロ
グ
イ
ン
し
て
す
ぐ
に

七
つ
の
大
罪
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

 
そ
の
情
報
が
欲
し
い
と
い
う
用
件
で
あ

た

あ
い
つ
ら
が
で
す
か

お
う

ど
ん
な
奴
ら
な
ん
だ
い

え
え
と
で
す
ね

 
八
幡
は
七
つ
の
大
罪
に
つ
い
て
知
る
限
り
の
情
報
を
提

し

 
そ
し
て
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
結
成
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
後

 
春
雄
が
再
び
八
幡
に

話
を
か
け
て
き
た
と

そ
れ
が
今
回
の
話
の
流
れ
で
あ
る
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第
８
９
４
話
 
降
臨

エ
ル
ザ
ち

ん

 
と
あ
る
日
の
朝
神
崎
エ
ル
ザ
は
眠
り
の
森
を
訪
れ
て
い
た

も
ち
ろ
ん
八
幡
に
は
絶
対
に
内

で
あ
る

 
何
故
な
ら
今
日
の
訪
問
の
目
的
は
エ
ル
ザ
が
あ
い
こ
ち

ん
の
中
の
人
と
な
る

だ
か
ら
だ

あ

こ
の
前
あ
げ
た
サ
イ
ン

こ
ん
な

麗
な

に
入
れ
て

て
く
れ
て
る
ん
だ

実
は
そ
れ

八
幡
が

て
用
意
し
て
く
れ
た
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
の

う
ん

八
幡
を
出
し
抜
い
た
あ
の
日
の
放
課
後

八
幡
が
真

直
ぐ
こ
こ
に
来
た
の

で

気
持
ち
悪
い
く
ら
い
穏
や
か
な
笑
顔
で
こ
れ
を
ボ
ク
達
に
差
し
出
し
て
き
た
ん
だ
よ

え

ら
れ
な
か

た
の

 
エ
ル
ザ
は
さ
も
意
外
そ
う
に
そ
う
言

た

う
う
ん

そ
の
後
八
幡
は

い
き
な
り
ア
イ
を

え
上
げ
て

 
そ
の
ま
ま
パ
ジ

マ
の
ズ
ボ
ン
を
め
く

て
お
し
り
を
ペ
ロ
ン

て
露
出
さ
せ
て

え

何
そ
の
ご
褒
美

て
か
八
幡
が
そ
ん
な
事
を
す
る
な
ん
て
珍
し
く
な
い
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ま
あ
八
幡
は
ア
イ
の
お

を
見
な
い
よ
う
に

ず

と
前
を
向
い
た
ま
ま
だ

た
け
ど
ね

あ
の
時
は
私
も

あ

私
今
日

大
人
に
な
る
ん
だ

 
な
ん
て
調
子
の
い
い
事
を
考
え
た
り
も
し
て
た
ん
だ
け
ど

そ
の
後
笑
顔
の
ま
ま

ア
イ
は
二
十
発
く
ら
い
お
し
り
を
叩
か
れ
た
の

え

何
そ
の
ご
褒
美

中
で

子
さ
ん
が
中
を

い
た
ん
だ
け
ど
無
表
情
の
ま
ま
ど
こ
か
に
行

ち

た
ん
だ

よ
ね私

も
凛
子
さ
ん
を
見
た
わ
よ
気
ま
ず
そ
う
な
顔
で
同
じ
よ
う
に
ど
こ
か
に
行

ち

た
わ

え

何
そ
の
ご
褒
美

 
ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
に
と

て
は
何
で
も
ご
褒
美
に
し
か

こ
え
な
い
ら
し
い

 
ま

た
く
困

た
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
で
木
綿
季
は

ら
れ
な
か

た
の

ら
れ
た
よ
正
座
さ
せ
ら
れ
て

ア
イ
の
言
う
事
は

く
な

ア
イ
の
誘
い
に
乗
る
な

 

て

々
と
言
わ
れ
続
け
た
よ

言
葉

め
か

結
局
ご
褒
美
だ
ね
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や
は
り
何
を
言

て
も
エ
ル
ザ
に
は
プ
レ
イ
に
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
ら
し
い

い
い
な

露
出
プ
レ
イ
に

に
羞
恥
プ
レ
イ
に
言
葉

め
か

 
私
な
ん
か

て
す
ら
も
ら
え
ず
に
放
置
プ
レ
イ
さ
れ
て
る
だ
け
だ
よ

 
と
い
う
か

て
く
れ
る
気
配
す
ら
ま

た
く
無
い
よ

エ
ル
ザ
を

る
手

な
ん
て

こ
の
世
の
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
と
思
う
な

 
木
綿
季
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た

い
く
ら
私
だ

て

八
幡
に
面
と
向
か

て

お
前
の
事
が

い
だ

も
う
二
度
と
俺
の
前
に

を
現
す
な

 
と
か
言
わ
れ
た
ら
本
当
に

い
ち

う
よ

八
幡
は
そ
ん
な
事
は
言
わ
な
い

て

と
い
う
か
そ
こ
ま
で
し
な
い
と
エ
ル
ザ
の
心
に
は
ダ
メ

ジ
を

え
ら
れ
な
い
の
ね

ま
あ
と
に
か
く
私
は
も

と
八
幡
に
い
じ
め
て
欲
し
い
の

そ
れ
は
今
日
こ
れ
か
ら
の
行
動
次
第
じ

な
い

あ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
ね

ユ
ウ

エ
ル
ザ

学
校
に
行
く
時
間
よ

ま
ず
い

刻
し
ち

う

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

エ
ル
ザ
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エ
ル
ザ
の
健
闘
を

て
い
る
わ

う
ん

た

た
一
度
き
り
の
チ

ン
ス
だ
と
思

て
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
わ

 
エ
ル
ザ
は
や
る
気
満
々
な
表
情
で
そ
う
言

た

今
回
の
顛
末
は
後
で
動
画
で
見
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
さ
す
が
に
今
回
は

バ
レ
て
も
デ

タ
は
消
さ
れ
な
い
と
思
う
し

こ
こ
で
す
ぐ
に
見
ら
れ
る
ん
だ
よ

 
あ
い
こ
ち

ん
や
ゆ
う
き
ち

ん
の
見
た
風
景
は
自
動
で
記
憶
さ
れ
る
の
は
ご
存
知
の
通
り
だ

が 
そ
の
映
像
は
眠
り
の
森
か
ら
遠

操
作
で
モ
ニ
タ

に
映
し
出
せ
る
の
で
あ
る

 
こ
れ
は
本
来
は

業
内
容
を
家
で
復

出
来
る
よ
う
に
と
い
う
事
で
実
装
さ
れ
た
機
能
な
の

だ
本
当
に

そ
れ
じ

あ
午
後
に
一

に
見
よ

か

え
え

そ
れ
ま
で

能
小
説
で
も

ん
で
暇
つ
ぶ
し
を
し
て
い
る
わ

 
エ
ル
ザ
は
そ
れ
を
冗
談
だ
と
思

た
ら
し
く

笑
い
な
が
ら
言

た

あ
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
ね
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う
ん

頑
張

て

 
そ
し
て
木
綿
季
と
エ
ル
ザ
は
ゆ
う
き
ち

ん
と
あ
い
こ
ち

ん
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
藍
子
は
先
ほ
ど
言

た
通
り
本
当
に

能
小
説
を
取
り
出
し
て

み
出

し
た

 
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
の
セ
リ
フ
は
冗
談
で
も
何
で
も
な
か

た
よ
う
で
あ
る

 
お
は
よ
う
八
幡

お
は
よ
う
二
人
と
も

ん

ア
イ

ど
う
し
た

あ

う
う
ん

何
で
も
な
い
の

お
は
よ
う

八
幡

お
う

お
は
よ
う

 
幸
い
あ
い
こ
ち

ん
に
は
藍
子
の
声
だ
け
が

録
さ
れ
て
い
る
の
で

 
エ
ル
ザ
も
藍
子
の
声
で

す
る
事
が
可
能
で
あ

た

 
そ
し
て
帰
還
者
用
学
校
に
降
臨
し
た
エ
ル
ザ
ち

ん
は
す
ぐ
に
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回

し
た
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と
に
か
く

線
の

置
が

く

そ
の
違
和
感
が
凄
か

た
の
で
あ
る

人

に
な
る
の

て
こ
ん
な
感
覚
な
ん
だ

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
そ
う
思
い
つ
つ

こ

こ
と
八
幡
の
方
に
向
け
て
歩
き
出
し
た

 
と

丁
度
そ
の
時
明
日
奈
達
が

校
し
て
き
た

八
幡
君

あ
い
こ
ち

ん

ゆ
う
き
ち

ん

お
は
よ
う

 
も
う
お
気

き
の
方
も
い
る
か
と
思
う
が

 
学
校
で
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
の
事
を
ア
イ
ユ
ウ
と
呼
ぶ
の
は
八
幡
だ
け
で
あ
る

 
他
の
者
達
は

外
な
く
あ
い
こ
ち

ん

ゆ
う
き
ち

ん
と
呼
ぶ

 
こ
れ
は
特
に
何
か
理
由
が
あ
る

で
は
な
く

何
と
な
く
そ
の
方
が
か
わ
い
い
か
ら
で
あ
る

 
逆
に
言
え
ば

八
幡
は
そ
う
い
う
事
は
気
に
し
な
い
の
だ

和
人
君

明
日
奈

里
香

珪
子

お
は
よ
う

 
そ
う
言
い
な
が
ら

エ
ル
ザ
ち

ん
は
三
人
を
見
上
げ
た

 
当
然
の
事
な
が
ら

エ
ル
ザ
ち

ん
か
ら
は
三
人
の
ぱ
ん
つ
が

見
え
に
な
る

う

ほ

福

福

 
そ
う
思
い
な
が
ら

エ
ル
ザ
ち

ん
は
こ
そ
こ
そ
と
ゆ
う
き
ち

ん
に
話
し
か
け
た
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ね

木
綿
季

こ
こ
は
天
国
な
の

天
国

何
が

今
私
達
か
ら
見
え
て
る
あ
の
色
と
り
ど
り
の
ぱ
ん
つ
の
事
よ

 
ど
う
や
ら
三
人
と
も
今
日
は
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
な
下
着
を
着
用
し
て
い
る
ら
し
い

あ
あ

う
ん

ま
あ
そ
う
か
な

む

は

み
な
ぎ

て
き
た
わ

よ
し

次
は
あ
の
た
わ
わ
な
果
実
を

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
大
興
奮
し
な
が
ら
も

 
そ
れ
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
手
を
前
に
出
し

明
日
奈
に
向
か

て
ぱ
た
ぱ
た
さ
せ
た

な

に

き
上
げ
て
欲
し
い
の

う

う
ん

も
う

仕
方
な
い
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
明
日
奈
は
エ
ル
ザ
ち

ん
を
胸
に

い
た

う
ほ

育

て
る
育

て
る

お

さ
ん

興
奮
し
ち

う

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
そ
う
お

さ
ん
く
さ
い
事
を
考
え
な
が
ら

 
誘
惑
に

え
る
事
が
出
来
ず
に
明
日
奈
の
胸
を

ん
だ
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き

あ

あ
い
こ
ち

ん

い
き
な
り
何
す
る
の

ご

ご
め
ん

柔
ら
か
そ
う
だ

た
か
ら
つ
い

お
い
ア
イ

朝
か
ら
い
き
な
り
明
日
奈
に
セ
ク
ハ
ラ
す
ん
な

ま

ま
あ
い
つ
も
の
事
だ
か
ら
別
に
い
い
よ

い
つ
も
な
ん
だ

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
自
身
と
同
じ
よ
う
な
行
動
を
と

て
い
る
ら
し
い
藍
子
に

々
親
近
感

を
覚
え
た

そ
ん
な
事
言

ち

て

八
幡
も
嬉
し
い
く
せ
に

べ

別
に
そ
ん
な
事
は
な
い

そ
の

に
は
声
が
上
ず

て
る
け
ど

そ
う
そ
う

八
幡
君
は
本
当
は
私
の
胸
が
成
⻑
す
る
の
が
嬉
し
い
ん
だ
よ
ね

 
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

と
て
も
情
け
な
さ
そ
う
な
顔
を
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
を

和
人
達
三
人
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら

め
て
い
た

あ

明
日
奈

ア
イ
に
乗
せ
ら
れ
て
俺
を
か
ら
か
う
の
は
や
め
ろ

か

か
わ
い
い
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エ
ル
ザ
ち

ん
は

そ
ん
な
八
幡
を
見
て
そ
う
言

た

う
ん

か
わ
い
い
よ
ね

く

ほ

ほ
ら

そ
ろ
そ
ろ
ホ

ム
ル

ム
が
始
ま
る
ぞ

ふ
ふ

は

い

 
明
日
奈
は
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
返
事
を
し

エ
ル
ザ
ち

ん
を
八
幡
の

に
乗
せ

 
ゆ
う
き
ち

ん
を

き
上
げ
て
自
分
の

に
乗
せ
た

 
そ
し
て
ホ

ム
ル

ム
が
始
ま
り

エ
ル
ザ
ち

ん
は
思
わ
ず
目
を

め
た

う
わ

こ
の
雰
囲
気

凄
く
懐
か
し
い

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
自
分
が
高
校
時
代
に

た
よ
う
な
気
分
に
な
り
思
わ
ず
前
に
身
を
乗
り

出
し
た

 
そ
の

間
に
エ
ル
ザ
ち

ん
は
あ

け
な
く

か
ら
落
ち
八
幡
は

て
て
エ
ル
ザ
ち

ん
を

い
上
げ
た

あ

こ
れ
が
噂
の
ラ

キ

パ
イ
タ

チ

 

い
て
い
た
通
り

八
幡
の
手
が
思
い

き
り
エ
ル
ザ
ち

ん
の
胸
に
触
れ
て
い
た

 
次
の

間
に

エ
ル
ザ
ち

ん
に
第
二
の
ご
褒
美
が
来
た
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八
幡
が
エ
ル
ザ
ち

ん
の

を
ゴ
ン

と
叩
い
た
の
だ

お
前
は
何
度
言
わ
せ
る
ん
だ

前
に
身
を
乗
り
出
す
の
は
危
な
い
か
ら
や
め
ろ

て
の

ご

ご
め
ん

や

や
ば
い

に
な
り
そ
う

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
は

は

言
い
な
が
ら
も

 
さ
す
が
に
こ
れ
を
何
度
も
や
る
と
本
気
で
八
幡
が

り
そ
う
だ

た
の
で

 
以
後
は

か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
慎
重
に
動
く
事
に
し
た

 
そ
し
て

業
が
始
ま
り

エ
ル
ザ
ち

ん
は
何
年
か
ぶ
り
に
勉
強
を
す
る
事
に
な

た

え
え
と
確
か

こ
の
ノ

ト
代
わ
り
の

末
に
タ

チ
ペ
ン
で
書
き
込
ん
だ
ら

 
こ
の
ボ
タ
ン
で
送
信

と

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
ち

ん
が
ボ
タ
ン
を
押
し
た

間
に

書
か
れ
て
い
た
内
容
が
消
え
た

 
ど
う
や
ら
眠
り
の
森
に
送
信
さ
れ
た
ら
し
い

 
そ
の
画
面
を
見
な
が
ら
藍
子
と
木
綿
季
が
夜
に
ち

ん
と
し
た
ノ

ト
に
そ
れ
を
写
す
事
に

な

て
い
る

 
こ
れ
は
二
人
の
学
力
を
引
き
上
げ
る

に

日
ち

ん
と
復

す
る
よ
う
に
と
の
意
図
で
行
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わ
れ
て
い
る

 
そ
の
成
果
は
着
実
に
上
が

て
お
り
紅
莉
栖
の
ア
マ
デ
ウ
ス
が
家
庭
教
師
を
し
て
い
る
事
も

あ

て

 
二
人
が
自
分
の
足
で

校
す
る
よ
う
に
な

た

に
は

 
二
人
の
学
力
は
ち

ん
と
他
の
者
達
に
追
い
つ
く
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
た

 
今
の
と
こ
ろ

そ
の
予
定
は

け
れ
ば
十
二
月
半
ば

と
さ
れ
て
い
る

こ
う
い
う
の

何
か
新
鮮
で
い
い
な

 
次
の

業
は

覚
室
で
の
移
動

業
で
あ

た

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
八
幡
に

き
か
か
え
ら
れ

興
味
深
く
学
校
内
を
見
回
し
て
い
た

 
道
中
で
は

山
の
生
徒
が

外
な
く
八
幡
達
に
会

し
て
き
た

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
こ
の
学
校
で
の
八
幡
達
の
立
場
の
強
さ
を

め
て
思
い
知

た

八
幡

て

わ
れ
て
る
ん
だ
な

み
ん
な
八
幡
を
見
る
と
笑
顔
に
な
る
も
ん
ね

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
そ
の
事
を
嬉
し
く
思
い
な
が
ら
八
幡
の
胸
に

を
押
し
付
け
て
す
り
す
り

し
たお

い
ア
イ

く
す
ぐ

た
い
か
ら
や
め
ろ
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ご

ご
め
ん

つ
い

は

相
変
わ
ら
ず
お
前
は
お
子
ち

ま
だ
な

失

ね

私
は
も
う
立

な
レ
デ

よ

へ
い
へ
い

 
こ
ん
な
た
わ
い
も
な
い
会
話
が
エ
ル
ザ
ち

ん
は
と
て
も
楽
し
か

た

い
い
な

学
生

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
そ
う
思
い
な
が
ら

こ
の
日
一
日
学
校
生
活
を
楽
し
ん
だ

 

中
か
ら
は
本
来
の
目
的
を
忘
れ

八
幡
に
目
立

た
セ
ク
ハ
ラ
を
す
る
事
も
な
く

 
普
通
に
一
生
徒
と
し
て

業
に
加
わ

て
い
た

 
そ
し
て
お
昼
休
み
に
な
り

五
人
の
食
事
風
景
を
見
な
が
ら
楽
し
く
お

り
し
た
後

 

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
い
と
い
け
な
い
時
間
と
な

た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

ま
た
明
日
ね

う
ん

ま
た
明
日

リ
ハ
ビ
リ
頑
張
れ
よ

う
ん
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そ
ん
な
二
人
を
代
表
し
て
八
幡
が

え

教
室
に
あ
る
ド

ル
ハ
ウ
ス
に
向
か
う

中
で

 
八
幡
が
エ
ル
ザ
ち

ん
に
い
き
な
り
こ
う
言

た

お
い
エ
ル
ザ

学
校
は
楽
し
か

た
か

う
ん

と

て
も
楽
し
か

た

て

え
え
え
え
え
え

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
そ
う
言
わ
れ

気
に
と
ら
れ
た
顔
で
そ
う
叫
ん
だ

ど

ど
う
し
て
分
か

た
の

八
幡

気
付
い
て
た
ん
だ

お
前
と
ア
イ
じ

歩
き
方
が
ま

た
く
違
う

そ
れ
に

り
方
も
微

に
違
う
か
ら
な

 
そ
れ
に
ア
イ
は
シ
ス
コ
ン
だ
か
ら
な

い
つ
も
は
も

と
ユ
ウ
に
ベ
タ
ベ
タ
し
て
る
ん
だ
よ

あ

う
ん

ア
イ
は
確
か
に
そ
う
か
も

 
ゆ
う
き
ち

ん
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
ち

ん
は

少
し
期
待
の

た
目
を
し
な
が
ら
八
幡
に
問
い
か
け
た

お

ら
な
い
の

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
セ
ク
ハ
ラ
を
し
て
く
る
よ
う
な
ら
退
場
さ
せ
た
け
ど
な

 
そ
ん
な
事
は
無
か

た
し
ま
あ
た
ま
に
は
い
い
だ
ろ
そ
の
代
わ
り
ア
イ
に
は
ち

ん
と
今
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日
の
分

 
し

か
り
勉
強
し
て
お
く
よ
う
に
言

て
お
く
ん
だ
ぞ

あ

危
な

う

う
ん

分
か

た

 
エ
ル
ザ
ち

ん
は
ほ

と
し
な
が
ら
そ
う
言

た
が

 
そ
の
言
葉
が
少
し
残
念
そ
う
な

き
を

て
い
た
の
は
仕
方
が
な
い
事
だ
ろ
う

 
エ
ル
ザ
ち

ん
に
し
て
み
れ
ば
八
幡
に

て
も
ら
う
の
は
ご
褒
美
以
外
の
何
物
で
も
な
い

 
だ
が
八
幡
は
そ
ん
な

を

エ
ル
ザ
ち

ん
に

え
た
り
は
し
な
い
の
だ

そ
れ
じ

あ
エ
ル
ザ
ち

ん
と
仕
事
も
し
ろ
よ
お
前
の
歌
を
み
ん
な
が
待

て
る
ん
だ
か

ら
なう

う
ん

分
か

て
る
よ

ユ
ウ

ち

ん
と
ア
イ
に
勉
強
を
さ
せ
る
ん
だ
ぞ

夜
に
ボ
ク
が
ち

ん
と
教
え
な
が
ら
や
る
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て

最
後
に
二
人
の

を

で
た
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二
人
は
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
目
を

め
る
と

幸
せ
な
気
分
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
の
だ

た

 
ち
な
み
に
後
日

藍
子
だ
け
が
八
幡
に

ら
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
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第
８
９
５
話
 
八
幡

ゲ

ム
セ
ン
タ

へ

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で

え
え

チ

イ
ス
は
任
せ
る
わ

あ
と
女
の
子
の
意
見
も
欲
し
い
か
ら

 
誰
か

当
に
見

て
引

張

て
い

て

分
か

た

探
し
て
み
る
わ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
八
幡
は
社
⻑
室
を
出
た

目
指
す
は
開
発
部
で
あ
る

お

い
ア
ル
ゴ

今
暇
か

今
の
オ
レ

ち
が
暇
に
見
え
る
な
ら
ハ

は

を
カ
チ

て
死
ね
ば
い
い
ん
じ

な
い

カ 
ア
ル
ゴ
は
血
走

た
目
で
そ
う
言
い

八
幡
は
即
座
に
部
屋
を
出
た

悪
い

他
を
当
た
る
わ

 
ど
う
や
ら
年
末
の
バ

ジ

ン
ア

プ
に
向
け

開
発
部
は
今

大
忙
し
の
よ
う
だ

受
付
は

連
れ
て
い
け
る

が
な
い
な

秘
書
室
は

 
八
幡
は
そ
う

き
な
が
ら
秘
書
室
を

き
こ
ん
だ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

あ
ら
八
幡

何

小
猫

お
前
だ
け
か

え
え
そ
う
よ

そ
う
か

外
出
す
る
の
に
誰
か
連
れ
て
い
き
た
か

た
ん
だ
が

そ
れ
な
ら
い
い
わ

あ
ら
残
念

で
も
さ
す
が
に
私
は
動
け
な
い
わ

ご
め
ん
ね

 
薔
薇
は
本
当
に
残
念
そ
う
に
そ
う
言

た

 
八
幡
は
そ
ん
な
薔
薇
に
ひ
ら
ひ
ら
と
手
を

り

次
に
次
世
代
技
術
研
究
部
へ
と
向
か

た

こ

ち
は
ど
う
か
な

 
だ
が
そ
ち
ら
も
バ
タ
バ
タ
と

し
さ
を
感
じ
さ
せ
た

年
末
が
近
い
せ
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う

ど
う
す

か
な

今
日
は
萌
郁
も
い
な
い
し
な

 
八
幡
は
部
屋
の
前
で

組
み
し
な
が
ら
悩
み
始
め
た

何
や

て
る
の

お
わ

何
だ
理
央
か

お
前
の
方
こ
そ
何
し
て
る
ん
だ

勉
強
が
ひ
と

落
し
た
か
ら
飲
み
物
を

い
に
行

て
た
の

飲
み
物
な
ら
ビ

カ

で
コ

ヒ

で
も
入
れ
れ
ば
い
い
だ
ろ
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そ
ん
な
物
こ
こ
に
あ
る

な
い
で
し

 
理
央
は
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
の
目
の
前
で
マ

を
取
り
出
し
た

い
方
が
良
か

た
か
ら
こ
れ
を
ね

お
お

や

と
お
前
も
マ

の
良
さ
が
分
か

た
か

え
ら
い
ぞ
理
央

べ

別
に
八
幡
の
真
似
を
し
て
る

じ

 
顔
を

く
し
て

か
れ
て
も
い
な
い
事
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
理
央
で
あ

た

し
か
し
勉
強
が
ひ
と

落
か

そ
う
か
そ
う
か

そ
れ
は
丁
度
い
い

え

な

何
が

よ
い
し

と

き
 
八
幡
は
そ
ん
な
理
央
を
い
き
な
り

に
担
ぎ
部
屋
の
扉
を
開
け
て
中
に
い
た
紅
莉
栖
に
声
を

か
け
た

お

い
紅
莉
栖

こ
い
つ

り
て
く
ぞ

え

八
幡

ど
こ
に
行
く
の

仕
事
だ
仕
事

ち

と
女
性
の
意
見

て
奴
が
必
要
に
な

て
な
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そ
う

別
に

わ
な
い
わ
よ

理
央

行

て
ら

し

い

 
八
幡
が
理
央
を

に
担
い
で
い
る
の
を
見
て
も

 
も
は
や
目
立

た
反
応
を

す
事
は
な
い
紅
莉
栖
で
あ

た

し
か
し
お
前

が

い
よ
な

む

胸
ば

か
り
大
き
く
な
り
や
が

て
と
か
思

て
る
ん
で
し

何
も
言

て
ね
え
だ
ろ

わ

私
だ

て
結

忙
し
い
ん
だ
か
ら
ね

そ
う
か

悪
か

た
な

ま
あ
息
抜
き
代
わ
り

て
事
で
今
日
く
ら
い
付
き
合
え

ま

ま
あ
仕
事
な
ん
だ
か
ら
別
に
い
い
け
ど
さ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
理
央
は
内
心
で
喜
ん
で
い
た

こ
れ

て
デ

ト

デ

ト
だ
よ
ね

 

え
八
幡
が
そ
う
は
思

て
い
な
く
と
も
理
央
さ
え
そ
う
思

て
い
れ
ば
こ
れ
は
デ

ト
な

の
だ

 
理
央
は
そ
う
考
え

八
幡
に
ど
こ
に
行
く
の
か

ね
た

仕
事

て
言

て
た
け
ど

何
の
仕
事

ど
こ
に
行
く
の
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ゲ

セ
ン
だ

ゲ

ゲ

ム
セ
ン
タ

お
う

今
度
会
社
の
寮
に

楽
室
を
作
る
事
に
し
た
ん
で
な

 
ど
の

体
を

う
か

そ
の

察

て
感
じ
だ
な

そ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
入
り
口
ホ

ル
に
到
着
し

人
が
急
に

え
た

 
理
央
は
恥
ず
か
し
く
な
り

八
幡
の
背
中
を

か

か
と
叩
い
た

ち

と

み
ん
な
が
見
て
る
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
下
ろ
し
て

や
だ
よ

お
前

逃
げ
る
か
も
だ
し

に

逃
げ
な
い

逃
げ
な
い
か
ら

本
当
か

だ
が
断
る

な

何
で
よ

お
前
が
恥
ず
か
し
が

て
る
の
を
見
る
の
が
楽
し
い
か
ら
だ

こ

こ
の
ブ
タ
野
郎

 
理
央
は
思
わ
ず
そ
う
言

た

咲
太

真
に
続
き
三
人
目
の
ブ
タ
野
郎
が
誕
生
し
た

間
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で
あ
る

そ

そ
う
だ

ス
カ

ト
の
中
が
見
え
ち

う

見
え
ち

う
か
ら

 
そ
の
理
央
の
必
殺
の
言
い

に

し
か
し
八
幡
は
動
じ
な
い

ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
俺
が
ち

ん
と
手
で
押
さ
え
と
い
て
や
る
か
ら
な

ち
 
そ
し
て
八
幡
は
理
央
の
ス
カ

ト
を
空
い
て
い
た
方
の
手
で
押
さ
え
た

 
八
幡
の
手
が
理
央
の
太
も
も
を
ま
さ
ぐ
る

で
あ
る

 
理
央
は
そ
の
感
触
に

々
顔
を

く
し
た
が

 

り
は
そ
ん
な
二
人
を
生

か
い
目
で
見
つ
め
る
だ
け
で
あ

た

唯
一
の

外
が
か
お
り
で

あ
る八

幡

理
央
ち

ん

分
楽
し
そ
う
だ
ね

よ

か
お
り

か

か
お
り
さ
ん

別
に
楽
し
く
な
い
か
ら
助
け
て

そ
れ
は
私
に
は
無
理
か
な

で

ど
こ
に
行
く
の
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ゲ

セ
ン
に

察
だ

そ
う
な
ん
だ

い
い
な

私
も
行
き
た
か

た

ま
あ
さ
す
が
に
受
付
の
人

は

ら
せ
な
い
か
ら
な

だ
よ
ね

行

て
ら

し

い

気
を
つ
け
て
ね

あ
あ

行

て
く
る

か

か
お
り
さ

ん

 
理
央
の

抗
も
空
し
く

八
幡
は
結
局
キ

ト
の
所
ま
で
理
央
を
そ
の
ま
ま
運
び

 
理
央
は
や

と
解
放
さ
れ

へ
な
へ
な
と
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

も

も
う
お

に
行
け
な
い

 
そ
れ
は
遠
ま
わ
し
に
八
幡
に
ア
ピ

ル
し
た
も
の
だ

た
が

 
八
幡
は
そ
れ
に
気
付
か
ず

理
央
に
向
か

て
言

た

そ
し
た
ら
俺
が
お
前
に
相
応
し
い
相
手
を
ち

ん
と
見
つ
け
て
や
る
か
ら
大
丈
夫
だ

 
そ
う
言
わ
れ
た
理
央
は

八
幡
の
足
を
思
い

き
り

み
つ
け
た
の
で
あ

た

て

な

一
体
何
だ
よ

も
う
い
い
よ

さ

さ
と
行
こ
う
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お

お
う

 
そ
し
て
二
人
は
若

遠
い
が

都
内
で
も

の
大
き
さ
を

る
ゲ

ム
セ
ン
タ

へ
と
向

か

た

  
ア

ケ

ド
ゲ

ム
の

験
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ

た
が

 
そ
れ
で
も
理
央
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に

八
幡
と
色
々
な
ゲ

ム
を
楽
し
ん
で
い
た

お
前

こ
う
い
う
の

意
外
と
好
き
な
の
か

え

あ

う
ん

ま

ま
あ

い
じ

な
い
よ

 
理
央
は
別
に

は
言

て
い
な
い

そ
こ
ま
で
好
き
と
い
う

で
は
な
い
が

 
今
や

て
み
て

い
く
つ
か
の
ゲ

ム
を
と
て
も
楽
し
い
と
思

た
の
は
確
か
だ

た
し

 
何
よ
り
理
央
は

そ
も
そ
も
ア

ケ

ド
ゲ

ム
に
そ
れ
ほ
ど

し
く
な
い

 
微

だ
と
思

た
ゲ

ム
も

う

わ
な
い
と
い
う
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
な
い
の
で
あ
る

ふ

ん

そ
れ
じ

あ
次
に
こ
う
い
う
機
会
が
あ

た
ら

ま
た
理
央
を
誘
う
事
に
す
る
わ

や

や

た

ま
た
八
幡
と
デ

ト
出
来
る

 
理
央
は
そ
の
事
に
気
を
良
く
し

テ
ン
シ

ン
が
上
が

た
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々
ゲ

ム
が
楽
し
く
な
り

満
面
の
笑
顔
で
色
々
な
ゲ

ム
を
楽
し
ん
で
い
た

 
だ
が
テ
ン
シ

ン
が
上
が
り
す
ぎ
る
の
も
い
い
事
ば
か
り
で
は
な
い

 
理
央
は
今

下
手
で
は
あ
る
が

ダ
ン
ス
系
の
ゲ

ム
で
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
の
だ
が

 
八
幡
と
一

の
せ
い
で
他
人
の
目
を
ま

た
く
意
識
し
て
お
ら
ず

 
そ
の
胸
の

れ
が
凄
い
事
に
な

て
い
た

つ
い
で
に
ス
カ

ト
の
め
く
れ
も
危
険
で
あ
り

 
遠
く
か
ら
は
見
え
て
は
い
な
い
が
八
幡
の

置
か
ら
だ
と
そ
の
下
着
が
チ
ラ
チ
ラ
と
見
え
て

い
たり

理
央

も
う
少
し

え
目
で
な

え

別
に
い
い
じ

ん

楽
し
い
ん
だ
か
ら

い

い
や

そ
の

お
前
の
胸
と
ス
カ

ト
が
ち

と

な

 
そ
れ
で
理
央
は
自
分
の

態
に
気
が
付
き

て
て
動
く
の
を
止
め
た

む

胸
は
と
も
か
く

も
し
か
し
て
ス
カ

ト
の
中

結

見
え
て
た

俺
の

置
か
ら
し
か
見
え
て
な
か

た
と
思
う
が

ま

ま
あ
そ
う
だ
な

何
だ

そ
れ
な
ら
良
か

た

俺
だ
け
で
も
別
に
良
く
は
な
い
だ
ろ
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八
幡
は
内
心
で
そ
う
突

込
ん
だ
が
理
央
は
何
も
問
題
な
い
と
い
う
顔
で
平
然
と
し
て
い
た

あ

楽
し
か

た

そ

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
け
ど
な

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
店
内
を
チ

ク
し
て
い
き

 
最
後
に
格
闘
ゲ

ム
の
コ

ナ

に
到
着
し
た

こ
こ
は
私
に
は
本
当
に
縁
が
無
い
な

ま
あ
普
通
そ
う
だ
よ
な

お

何
か
人
だ
か
り
が
出
来
て
る
な

何
だ
ろ
う

名
人
で
も
来
て
る
の
か
な

ち

と
見
て
み
る
か

 
そ
し
て
二
人
は
そ
ち
ら
に
向
か
い

観
客
の

に
加
わ

た

あ

対
戦
を
見
て
る
ん
だ

凄
い

り
上
が
り
だ
な

プ
ロ
同
士
と
か
の
対
戦
か

だ

勝
て
ね
え

 
そ
ん
な
中

ち

う
ど
戦
い
に
決
着
が
つ
い
た
の
か

 

き
覚
え
の
あ
る
声
が
そ
ち
ら
か
ら

こ
え
て
き
た
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あ

あ
れ

今
の
声

 
八
幡
は
前
に
進
み
そ
こ
で
先
日
会

た
ば
か
り
の
顔
を
見
付
け
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ

た
は

春
雄
さ
ん

そ
れ
に

さ
ん

お
お

八
幡
君
じ

な
い
か

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
会
う
な
ん
て
奇
遇
だ
な

お

お
二
人
こ
そ
ど
う
し
て
こ
こ
に

こ
の
近
く
で
会
合
が
あ

て
な

そ
の
帰
り
に
ち

と
ま
あ

息
抜
き
に
な

そ
う
い
う
事
で
す
か

偶
然
で
す
ね

君
達
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

え
え
と

 
そ
ん
な
八
幡
の

を

が
引

張

た

 
ど
う
や
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ベ
ン
チ
に
行
こ
う
と
言

て
い
る
よ
う
だ

あ

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
話
は
向
こ
う
に
行

て
か
ら
で

そ
う
だ
な

休

に
し
よ
う
や

 
そ
し
て
四
人
は
ベ
ン
チ
に
座
り

八
幡
は
気
を
利
か
せ
て
四
人
分
の
飲
み
物
を

入
し
た
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ど
う
ぞ

お

あ
り
が
と
な

 
無
言
で
は
あ

た
が

も
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
に
微
笑
ん
で
く
れ
た

え

と

そ
ち
ら
が
君
の
彼
女
さ
ん
か
い

あ

い
え

こ
れ
は
双
葉
理
央

俺
の
部
下
で
未
来
の
う
ち
の
ホ

プ
で
す

こ

こ
れ
と
か
言
う
な

初
め
ま
し
て

双
葉
理
央
で
す

で
こ
ち
ら
は
大
野

の
会
⻑
の

さ
ん
と
え

と

春
雄
さ
ん
の
役
職
て
何
で
す

か
会
⻑
補

だ
な
ま
あ
こ
い
つ
が
何
で
も
や

ち
ま
う
ん
で
あ
ん
ま
り
仕
事
は
無
い
ん
だ
け

ど
な分

か
り
ま
し
た

会
⻑
補

の
春
雄
さ
ん
だ

理
央

お

お
会
い
出
来
て
光
栄
で
す

 
そ
し
て
八
幡
は

今
日
こ
こ
に
来
て
い
る
理
由
を
二
人
に
説
明
し
た

え

そ
う
な
の
か

は

さ
す
が
動
き
が

え
な
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春
雄
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言
い

は
何
か
言
い
た
げ
に
八
幡
の
方
を
見
た

あ

は
い

も
ち
ろ
ん
完
成
し
た
ら

お
二
人
も
お

き
し
ま
す
ね

 
八
幡
は

に
そ
う
言
い

は
ニ
コ
ニ
コ
と

い
た

驚
い
た

八
幡
君

の
言
い
た
い
事
が
分
か
る
の
か
い

い
え

で
も
今
の
流
れ
だ
と
そ
れ
し
か
な
い
か
な

て

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
よ
な

 
そ
し
て
二
人
は
笑
い

は
春
雄
に
だ
け

突
き
を
か
ま
し
た

お

俺
だ
け
か
よ

フ
ン

 

は
当
然
だ
と
い
う
よ
う
に

息
を
荒
く
し
た

そ
う
だ

せ

か
く
だ
か
ら

お

め
の
ゲ

ム
を
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

 
新
し
い
ゲ

ム
だ
け
じ

な
く

古
い
ゲ

ム
も
揃
え
よ
う

て
思

て
る
ん
で
す
け
ど

 
そ

ち
の
事
は
い
ま
い
ち
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね

そ
う
か

時
間
は
大
丈
夫
だ
よ
な

 

は
そ
の
春
雄
の
言
葉
に

い
た
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そ
れ
じ

あ
ち

と
遠
い
が

の
口
ま
で
行
く
か

は
い

お

し
ま
す

そ
れ
じ

あ

は

と

あ

も
し
良
か

た
ら
俺
の

で
一

に
行
き
ま
せ
ん
か

い
い
の
か

じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
お
う
か

 
そ
し
て
四
人
は
キ

ト
で

の
口
へ
と
向
か

た
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第
８
９
６
話
 
日
高
商
店
の
親
子

 
は

ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
い
ま
し
た

現
在

時

分

 

中
で
プ
ロ

ト
を
大

に
変
更
し
た
の
で
大
変
で
し
た

お
い
お
い
お
い

凄

げ

な

こ
れ

て
嘉
納
さ
ん
の
カ

ト
と
同
じ

か
い

こ

ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
よ

だ
よ
な

キ

ト

は
い

私
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す

春
雄

名
前
も
ま
ん
ま
じ

ね
え
か

キ

ト
は

Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
２
０
０
０
の
略
な
ん
で

微

に
違
う
ん
で
す
け
ど
ね

く

ま
し
い

俺
達
世
代
じ

憧
れ
の

じ

ね
え
か

 
移
動
中

助
手

に
は

が
乗
る
事
に
な

た

 
と
い
う
か
速
攻
で
助
手

に
乗
り
込
み

し
て
し
ま

た
の
で
あ
る

 
と
い
う

で
今
は
八
幡
の
後
ろ
に
理
央
が

そ
し
て

の
後
ろ
に
春
雄
が
乗

て
い
た
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助
手

に
座

た

は

わ
く
わ
く
し
た
顔
で
キ

ト
と
八
幡
が

る
の
を
見
つ
め
て
お
り

 
直
後
に
い
き
な
り

り
向
い
て

春
雄
を
じ

と
見
つ
め
た

は

マ
ジ
か
よ

 
そ
の

線
を
受
け
て
春
雄
は

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
八
幡
に
言

た

八
幡
君

が
こ
れ
と
同
じ

を

て
も
ら
う
の
は
可
能
か

て
言

て
る
ん
だ
け
ど

え

ま
あ
多
少
時
間
は
か
か
り
ま
す
が

多
分
平
気
で
す
よ

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間
に

の
表
情
が
パ

と
明
る
く
な

た

は

分
か

た
分
か

た

八
幡
君

今
度
話
を
詰
め
よ
う
か

分
か
り
ま
し
た

手
配
し
て
お
き
ま
す
ね

 
こ
う
し
て
キ

ト
三

の
開
発
が

撃
的
に
決
定
し
た

 
よ
し

こ
こ
だ

 
春
雄
の
案
内
で
到
着
し
た
の
は

古
び
た
ゲ

ム
セ
ン
タ

だ

た

 
扉
に
は
一
回
五
十

と
書
い
て
お
り

実
に
う
さ
ん
く
さ
い
事
こ
の
上
な
い

こ
こ
で
す
か



 第８９６話 日高商店の親子

お
う

い
か
に
も
昭
和

て
感
じ
だ
ろ

で
す
ね

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
中
に
入

た

そ
こ
に
は
八
幡
で
す
ら
見
た
事
が
な
い

 
古
い
ア

ケ

ド
ゲ

ム
が
ず
ら
り
と

ん
で
お
り
八
幡
は
そ
の
レ
ト
ロ
感
に
目
を

か
せ

た
う
わ

今
の
ゲ

ム
と
比
べ
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
簡

そ
う
だ
ね

こ
の
シ
ン
プ
ル
さ
が
い
い
ん
だ
よ

 
よ
し

さ
ん
と
春
雄
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

て
色
々
や

て
み
よ
う

 
二
人
は
そ
う
言

て

ス
ペ

ス
イ
ン
ベ

ダ

や
パ

ク
マ
ン
か
ら
始
ま
り

 
フ

イ
ナ
ル
フ

イ
ト
や
ス
ト
リ

ト
フ

イ
タ

 

様
の
野
望
や
タ
ン
ト
ア

ル
と
い

た
様
々
な
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
し
て
い

た

ど
う
だ
い

は
こ
ん
な
感
じ
だ

た
ん
だ

最
初
は
こ
ん
な
感
じ
だ

た
ん
だ

で
も
今
で
も
全
然
遊
べ
ま
す
ね

ま
あ
俺
と

が
子

の

は

さ
す
が
に
こ
の

り
が
メ
イ
ン
だ

た
け
ど
な
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そ
う
言

て

と
春
雄
は
フ

イ
ナ
ル
フ

イ
ト
に
座
り

プ
レ
イ
を
始
め
た

 
さ
す
が
に
二
人
の
ゲ

ム
の

は
凄
ま
じ
く

二
人
は
そ
の
ま
ま
あ

さ
り
と
ク
リ
ア
し

 
八
幡
と
理
央
は

感
動
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

う
わ

俺

ゲ

セ
ン
と
か
で
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
の
を
見
る
の
は
初
め
て
で
す
よ

ま
だ
ま
だ

は
落
ち
ち

い
な
い
な

む
ふ

 
春
雄
は
何
度
か
死
ん
で
い
た
が

は
一
度
も
死
ぬ
事
は
な
く

 
更
に
春
雄
の
フ

ロ

ま
で
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
更
に
は
見
せ
て
も
ら

た
他
の
ゲ

ム
の
プ
レ
イ
で
も

は
凄
ま
じ
い
強
さ
を
発

し

 
今
二
人
は

ス
ト
リ

ト
フ

イ
タ

の
ザ
ン
ギ
エ
フ
の
コ
サ

ク
ダ
ン
ス
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
た

何
こ
の
シ

ル
な
エ
ン
デ

ン
グ

の
ゲ

ム

て
大
体
こ
ん
な
感
じ
な
ん
じ

な
い
か

い

色
々
凄
い
ね
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四
人
は
次
に

多
少
新
し
目
な
ゲ

ム
を
置
い
て
あ
る
店
に
移
動
し

 
そ
こ
で
初
期
の

ゲ

ム
を
存
分
に

能
し
た

初
期
の

て
こ
ん
な
感
じ
だ

た
ん
だ

ポ
リ
ゴ
ン
が

分
荒
い
ん
だ
な

ち

と
や

て
み
る
か

 
八
幡
と
理
央
が
選
ん
だ
の
は

ソ
ウ
ル
エ

ジ
と
い
う
ゲ

ム
で
あ

た

 
格
闘
も
の
よ
り
も
武
器
を
持

て
い
た
方
が
何
と
な
く
遊
び
易
そ
う
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で

あ
るお

お

こ
の
動
き

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
に
出
来
ね
え
か
な

感
想
が
い
き
な
り
そ
れ

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル

あ
あ

こ
の
前

入
さ
れ
た
と
か
言

て
た

け

は
い

で
も
あ
れ

て
意
外
と
作
る
の
が
大
変
み
た
い
で

 
俺
も
時
間
が
無
く
て
中
々
手
を
つ
け
ら
れ
て
な
い
ん
で
す
よ

へ

今
度
チ

レ
ン
ジ
し
て
み
る
か

な

 

は
そ
の
言
葉
に
小
さ
く

い
た

 
八
幡
と
理
央
の
勝
負
は
当
然
八
幡
が
勝
ち

理
央
は

と
交
代
し
た
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こ
の
ゲ

ム
で

が
持
ち
キ

ラ
に
し
て
い
る
の
は
ど
う
や
ら
ロ

ク
と
い
う
重
戦
士
で
あ

る
ら
し
い

ど
う
や
ら

さ
ん
は
パ
ワ

タ
イ
プ
の
ご
つ
い
キ

ラ
が
好
き
み
た
い
だ
な

 
八
幡
は

が
プ
レ
イ
す
る

を
見
て

そ
ん
な
感
想
を

い
て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
二
人
の
対
戦
の
結
果
は
八
幡
が
フ
ル
ボ

コ
で
終
わ

て
い
る

も
し
か
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
こ
ん
な
感
じ
だ

た
り
し
て
な

 
そ
し
て
最
後
に
最
新
の
ゲ

ム
セ
ン
タ

に
行

た
四
人
は

 
あ
ま
り
⻑
居
す
る
事
な
く
そ
こ
を
後
に
す
る
事
と
な

た

カ

ド
に

録
だ
の
何
だ
の
鬱

し
い
の
が
多
い
だ
ろ

そ
う
で
す
ね

俺
も
来
る
の
は
久
々
で
し
た
け
ど

は
こ
こ
ま
で
じ

な
か

た
よ
う
な

通
信

と
か
の
問
題
も
あ
る
だ
ろ
う
し
や

ぱ
り
ゲ

セ
ン
は

退
し
て
い
く
運
命
な
の
か

ね
そ
う
と
も
言
い
き
れ
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど

 
今
後
の
店

は

少

向
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

ま
あ
で
も
そ
れ
な
り
に
人
は
い
る
み
た
い
だ
し
出
来
る
だ
け
⻑
く
残

て
欲
し
い
も
ん
だ
よ
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で
す
ね

 
春
雄
と
そ
ん
な
真
面
目
な
話
を
し
な
が
ら
店
を
出
よ
う
と
し
た
八
幡
は

 
店
の
入
り
口
で

何
が
入

て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

と
い
う
ガ
チ

を
見
つ
け
た

ふ

ん

 
八
幡
は
何
と
な
く
そ
れ
を
回
し

カ
プ
セ
ル
を
開
け
る
と

 
そ
こ
に
入

て
い
た
の
は
お
も
ち

の
指

で
あ

た

何
だ
こ
れ

ほ
れ
理
央

良
か

た
ら
や
る
よ

え
 
理
央
は
そ
の
言
葉
に
目
を
見
開
き

そ
の
指

を
八
幡
か
ら

う
よ
う
に
受
け
取

た

あ

あ
り
が
と

 
そ
う
言

て
理
央
は

あ
ろ
う
こ
と
か
そ
の
指

を

手
の

指
に
は
め
よ
う
と
し
た

ち

お
前

何
を
し
よ
う
と
し
て
や
が
る

あ

ご
め
ん

つ
い
嬉
し
く
て

 
そ
ん
な
八
幡
の

を

春
雄
が
ポ
ン
と
叩
い
た

ま
あ
頑
張
れ

色
々
と
な
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あ

は
い

 
そ
し
て
次
に

が
一
歩
前
に
出
て

理
央
が
持

て
い
る
指

を
懐
か
し
そ
う
に
見
詰
め
た

さ
ん

そ
の
お
も
ち

が
気
に
な
る
ん
で
す
か

あ
あ

同
じ
よ
う
な
事
が

あ

た
ん
だ
よ

 

は
小
学
校
の
時

一
度
ア
メ
リ
カ
に

て
る
ん
だ
け
ど
よ

 
そ
の
時
俺
が
お
別
れ
の
品
だ

て

し
た
お
も
ち

の
指

を
ず

と
大
事
に
持

て
て
く

れ
て
な

 
実
は
今
で
も
首
に
か
け
て
く
れ
て
る
ん
だ
よ

な

 

は
そ
の
言
葉
を
受
け
首
に
か
け
て
い
た
ネ

ク
レ
ス
を
取
り
出
し
て
二
人
に
見
せ
て
き
た

あ

本
当
だ

う
わ

か
わ
い
い

さ
す
が
に

化
し
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
だ
け
ど
な

 
ど
う
や
ら
そ
の
指

は
何
か
で
コ

テ

ン
グ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

 
指

を
絶
対
に
守
ろ
う
と
い
う

の
努
力
の
跡
が
感
じ
ら
れ
た

 
そ
こ
か
ら
は
確
か
に
二
人
の
絆
が
感
じ
ら
れ

理
央
は
自
分
も

に

お
う
と
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今
度
首
に

く

の
チ

ン
を

い
に
行
こ
う
と
心
に
決
め
た

さ
て

こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
が

参
考
に
な

た
か
い

は
い

色
々
な
世
代
の
ゲ

ム
を
満

な
く
選
ん
で
設
置
し
よ
う
と
思
い
ま
す

 
古
い
ゲ

ム
か
ら
も
絶
対
に
何
か
い
い
イ
ン
ス
ピ
レ

シ

ン
が

く
事
が
あ
る
と
思
う
ん

で
は
は

そ
の
調
子
で
も

と
面
白
い
ゲ

ム
を
作

て
く
れ
よ
な

は
い

 
そ
し
て
四
人
が
最
後
に
行

た
の
は

日
高
商
店
と
い
う
小
さ
な
酒
屋
だ

た

 
そ
の
入
り
口
に
は
確
か
に
古
ぼ
け
た
ゲ

ム
機
が
置
い
て
あ
る

 
そ
し
て

は

を
降
り

店
の
方
へ
と
歩
い
て
い

た

こ
こ
は

こ
こ
は
俺
達
の
原
点
の
一
つ
な
ん
だ
よ
な

中
学
校
の
同
級
生
の
家
な
ん
だ
け
ど
よ

 
行
き
つ
け
だ

た

ゲ

ム
が
置
い
て
あ

た

子
屋
が
無
く
な
り
そ
う
に
な

た
時
に

 
代
わ
り
に
こ
こ
に
通

て
た
ん
だ
よ

こ
こ
は
俺
の
実
家
と
近
い
か
ら
な

へ

そ
う
な
ん
で
す
ね
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ま
あ
こ
こ
も
一
時
は

が
ヤ
バ
そ
う
に
な

た
ん
だ
け
ど

 
実
は
こ

そ
り
う
ち
の
系

店
に
お
酒
を
納
入
し
て
も
ら
う
事
に
し
て

 
陰
な
が
ら
援
助
し
た
ん
だ
よ
な

あ

こ
れ
は
内

な

内

て

さ
ん
に
で
す
か

い
や

そ
の
同
級
生
に
さ

あ
あ

な
る
ほ
ど

 
見
る
と

は
同
い
年
く
ら
い
の
女
性
と
話
し
て
お
り
そ
の
女
性
の
隣
に
中
学
生
く
ら
い
の
子

が
い
た

あ
の
女
性
が
同
級
生
の
方
で
す
か

お
う

日
高
小
春

て
い
う
ん
だ

こ
こ
の
店
⻑
で

ゲ

ム
の

は

み
だ
ぞ

え

マ
ジ
で
す
か

凄
い
で
す
ね

あ
れ

店
⻑
さ
ん
は

那
さ
ん
じ

な
い
ん
で
す
か

 
そ
の
時
理
央
が

そ
う
春
雄
に
質
問
し
た

 
確
か
に
酒
屋
は
力
仕
事
も
多
い
だ
ろ
う
し

そ
う
考
え
る
の
が
普
通
だ
ろ
う

い
や

日
高
は
独
身
だ
ぞ

あ
の
子
は
親

の
子
で
な
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Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
時
に
兄
を
失

て

そ
の
後
両
親
が
事
故
で

く
な

ち
ま

て
な

 
そ
の
春
雄
の
説
明
に

八
幡
は
思
わ
ず

い
た

う
ち
の
優
里
奈
と
同
じ

遇
で
す
か

優
里
奈

誰
だ
い

あ

俺
が
引
き
取

て
育
て
て
る
子
で
す

今
度
紹
介
し
ま
す
ね

へ

楽
し
み
に
し
て
お
く
よ

そ
れ
に
し
て
も
そ
ん
な
感
じ
で
す
か

そ
れ
は
こ

そ
り
援
助
し
た
く
な
り
ま
す
よ
ね

だ
ろ

あ
の
子
は
高
校
の
時
に

俺
な
ん
か
を
好
き
に
な

て
く
れ
た
子
で
な

 

が
い
た
か
ら
結
局

る
事
に
な

ち
ま

た
ん
だ
が

 

が
む
し
ろ

的
に

そ
の
後
も
交
流
を
続
け
て
る
ん
だ
よ

ラ
イ
バ
ル
が
い
な
く
な
る
の
が

し
い
ん
じ

な
い
で
す
か

か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
の
時
小
春
が
春
雄
に
向
け
て
手
を

て
き
た

 
春
雄
は
そ
れ
に
対
し

ぎ
こ
ち
な
く
手
を

り
返
し
た

春
雄
さ
ん
は
や

ぱ
り
あ
そ
こ
に
は
行
き
に
く
い
ん
で
す
ね
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ま
あ
そ
う
い
う
も
ん
だ
ろ

俺
は
君
と
は
違

て

な
ん
だ

お

俺
も

で
す
よ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
春
雄
に
抗
議
し
た

は
は
は
は
は

ま
あ
頑
張

て
な

何
を
で
す
か

本
当
に
頑
張

て
よ
ね

何
で
そ
こ
で
理
央
が
突

込
む
か
な

さ
あ

何
で
だ
ろ
う
ね

 
理
央
は
と
ぼ
け
た
よ
う
に
そ
う
言
い

八
幡
は

を

め
た

あ
れ

お
い

が
八
幡
君
を
呼
ん
で
る
ぞ

え

あ

本
当
だ

ち

と
行

て
き
ま
す

 
見
る
と

が
八
幡
に
手

き
し
て
お
り

八
幡
は

か
ら
降
り
て
そ
ち
ら
に
向
か

た

さ
ん

ど
う
し
た
ん
で
す
か

む
ふ

 

は
そ
う
言

て

い
き
な
り
八
幡
の
背
中
に
お
ぶ
さ

た



 第８９６話 日高商店の親子

 
あ

春
雄
さ
ん

あ
れ

い
い
ん
で
す
か

 
そ
の
光
景
を

内
か
ら
見
て
い
た
理
央
は

驚
い
て
そ
う
春
雄
に

ね
た

ん

あ

あ
れ
な

実
は
俺
達
に
は
子

が
い
な
く
て
な

 
ど
う
も

は
八
幡
君
の
事
が
自
分
の
息
子
み
た
い
に
思
え
る
ら
し
い
ん
だ
よ

あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

 
理
央
は
春
雄
に
そ
う
説
明
さ
れ

そ
の
表
情
を
穏
や
か
な
も
の
に
変
え
た

 
ど
う
や
ら
一

が
新
た
な
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
の
か
と
心
配
し
た
ら
し
い

 
普
通
に
考
え
れ
ば
そ
ん
な
事
は
あ
る

が
な
い
の
だ
が

恋
は

目
と
い
う
奴
だ
ろ
う
か

び

く
り
し
た

ま
た
八
幡
が
年
上
の
女
性
を
落
と
し
た
の
か
と
思

た

あ
あ

確
か
に
八
幡
君

て
年
上
キ
ラ

い
よ
な

そ
う
な
ん
で
す
よ

社
⻑
の
お
⺟
さ
ん
と
か

噂
だ
と

美
咲

て
い
う
お
店
の
女
将
さ
ん

と
か

 
も
う
凄
く
八
幡
の
事
が
好
き

く

て
大
変
な
ん
で
す

え

陽
乃
さ
ん
の
お
⺟
さ
ん

て
雪
ノ
下

乃
さ
ん
だ
よ
な

そ
れ
に
美
咲

て

ま
さ
か
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銀
座
の

あ

は
い

ミ
サ
キ
さ
ん
と
は
私
も
知
り
合
い
で
す
け
ど
確
か
に
そ
う
言

て
ま
し
た
ね

マ
ジ
か
よ
あ
の
二
人
は
か
な
り
近
寄
り
が
た
い
オ

ラ
を
出
し
て
た
は
ず
だ
け
ど
凄
え
な

八
幡
君

 
さ
す
が
は
大
野

の
会
⻑
補

の
春
雄
で
あ
る
そ
の
二
人
の
事
は
よ
く
知

て
い
る
よ
う

だ

か
ら
彼
は
あ
ん
な
感
じ
な
の
か
い

私
は
知
り
合

て
か
ら
ま
だ
日
が

い
ん
で
何
と
も
で
す
け
ど

 

い
た
話
だ
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生
き
て

て
き
た
後
か
ら

 
今
み
た
い
に
モ
テ
る
よ
う
に
な

た
ら
し
い
で
す
よ

Ｓ
Ａ
Ｏ

八
幡
君
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
た
の
か
い

あ
れ

こ
れ

て
言

ち

い
け
な
か

た
の
か
な

 

界
の
一
部
じ

も
う
結

名
な
話
だ

て
認
識
だ

た
ん
で
す
け
ど

あ
あ

そ
う
言
え
ば

い
た
事
が
あ
る
か
も
し
れ
ん

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
英
雄
が

界
に
旋
風
を

こ
し
つ
つ
あ
る

て
な
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あ

多
分
そ
れ
で
す

八
幡
は
本
当
に
凄
い
ん
で
す
よ

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
も
し
か
し
た
ら

 
そ
う
言

て
春
雄
は
何
か
考
え
に

み

理
央
は
再
び
八
幡
達
の
方
を
見
た

 
八
幡
が

を
背
負

て
い
る
の
は
変
わ
ら
な
い
が

 
い
つ
の
間
に
か

小
春
ま
で
も
が
横
に
い
た
中
学
生
に
背
負
わ
れ
て
い
る

あ
れ

ち

と
目
を
離
し
た
ら
お
か
し
な
事
に
な

て
る

理
央
ち

ん

俺
達
も
ち

と
あ

ち
に
行
こ
う
や

あ

は
い

 
考
え
が

ま

た
の
か

春
雄
が
顔
を
上
げ
て
そ
う
言

た

 
理
央
も

を
降
り

八
幡
達
の
方
へ
と
向
か

た
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第
８
９
７
話
 
あ
の
日

 
い
き
な
り

に
お
ぶ
さ
ら
れ
た
八
幡
は
か
な
り

て

 

を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

そ
の
足
を
し

か
り

え
た

う
わ

さ
ん

い
き
な
り
何
で
す
か

む

本
当
だ

凄
く
仲
が
良
さ
そ
う

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て
小
春
が
そ
う
こ
ぼ
し
た

 
そ
れ
で
八
幡
は

自
分
が
ま
だ
名
乗

て
い
な
い
事
に
気
付
き

て
て
自

紹
介
し
た

あ

す
み
ま
せ
ん

俺
は
比
企
谷
八
幡
と
言
い
ま
す

私
は
日
高
小
春
よ

宜
し
く
ね

比
企
谷
君

 
小
春
は
に
こ
に
こ
と
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
自

紹
介
し
た

 

め
て
見
る
と
小
春
は

は
か
な
り
モ
テ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
落
ち
着
い
た
美
人
で
あ

た
あ
の

す
み
ま
せ
ん

こ
れ
は
一
体

子

が
い
な
い
は
ず
の

が

い
き
な
り
子

が
出
来
た

て
ド
ヤ
顔
を
し
て
き
て
ね
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そ
れ
で
比
企
谷
君
を
呼
ん
だ
の
よ

む
ふ
ん

 
ど
う
や
ら
小
春
も

が
何
を
言

て
い
る
の
か
分
か
る
ら
し
い

え

俺
が
で
す
か

俺
は

さ
ん
の
息
子

て

じ

て

い

い
で
す

さ
ん

 
き

と
ん
と
す
る
八
幡
の
首
を

が
ぐ
い
ぐ
い
と
締
め
付
け
て
き
た

 

は
そ
の
外
見
に
似
合
わ
ず

相
変
わ
ら
ず
と
て
も
力
が
強
い

む正
確
に
は
息
子
み
た
い
な
存
在

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

分
か

た

分
か
り
ま
し
た
か
ら

小
春
さ
ん

確
か
に
俺
は

さ
ん
の
息
子

い
奴

で
す息

子

い
奴

て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
小
春
は

き
出
し
た

あ
は
は
は
は

そ

か
そ

か

要
す
る
に

は
勇
人
が
い
る
私
が

ま
し
か

た
の
ね

 
納
得
し
た
よ
う
な
顔
で
そ
う
言
い
な
が
ら

小
春
は
横
に
い
た
中
学
生
の

を

で
た
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や
め
て
よ
⺟
さ
ん

も
う
子

じ

な
い
ん
だ
か
ら
さ

親
に
と

て
は
子

は
い
つ
ま
で
も
子

な
の

 
小
春
は
そ
う
言

て

に
対
抗
す
る
よ
う
に

勇
人
の
背
中
に
乗

た

 
そ
の
仲
の
良
さ
そ
う
な
感
じ
か
ら

 
た
と
え

子
と
言
え
ど
も
二
人
が
し

か
り
家
族
と
な

て
い
る
事
が
分
か
り
八
幡
は
嬉
し

く
な

た

 
同
時
に
自
分
と
同
じ
目
に
遭
わ
さ
れ
て
い
る
勇
人
と
目
が
合
い
八
幡
は
思
わ
ず
こ
う

い
た

何
だ
こ
れ

本
当
に
何
な
ん
す
か
ね

お
前
も
色
々
苦
労
し
て
る
み
た
い
だ
な

あ

は
い

比
企
谷
さ
ん
も
色
々
と
大
変
そ
う

す
ね

 
八
幡
と
勇
人
は
そ
う
言

て
ニ
ヒ
ル
に
笑
い
合

た

ど
う
や
ら
二
人
の
相
性
は
悪
く
な
い
よ

う
で
あ
る

 
だ
が
八
幡
は
勇
人
と
笑
い
合

て
い
る
最
中
に
そ
の
顔
を
じ

と
見
て
思
わ
ず
首
を

げ
た

俺
の
顔
に
何
か
つ
い
て
ま
す
か

あ

俺
は
日
高
勇
人
で
す
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あ

い
や

実
は
勇
人
の
顔
に

ど
こ
か
見
覚
え
が
あ
る
気
が
し
て
な

も
し
か
し
て
俺
達

ど
こ
か
で
す
れ
違

た
り
し
て
た
ん
で
す
か
ね

う

ん

そ
れ
は
無
い
と
思
う
け
ど
な

俺
は
基
本
こ

ち
に
は
来
な
い
し
な

 
そ
こ
に
キ

ト
か
ら
降
り
て
き
た
春
雄
と
理
央
が
合
流
し

 
春
雄
は
ぎ
こ
ち
な
い
仕

で
小
春
に

を
し
た

よ

よ

日
高

あ
ら
珍
し
い
い
つ
も
私
か
ら
逃
げ
回

て
る
春
雄
君
が
わ
ざ
わ
ざ
自
分
か
ら
こ

ち
に
来
る

な
ん
て

 
そ
う
言
わ
れ
た
春
雄
は
情
け
な
さ
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
言
い

す
る
よ
う
に
小
春
に
言

た
い
や

ち

と
勇
人
に
話
が
あ

て
よ

勇
人
に

私
じ

な
く

春
雄
お
じ
さ
ん

何
か
あ

た
ん
で
す
か

 
い
き
な
り
自
分
の
名
前
が
出
た
事
で
驚
い
た
勇
人
は

春
雄
に
そ
う

ね
た

あ
あ
つ
い
さ

き

い
た
ん
だ
が
こ
こ
に
い
る
八
幡
君
な
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
た
ん
だ

て
よ
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そ
の

間
に
勇
人
は
小
春
を

え
る
手
を
離
し

小
春
は
お

か
ら
地
面
に
落
下
し
た

きあ

ご
め
ん
⺟
さ
ん

う

う
う
ん

私
は
平
気
よ

 
小
春
は
そ
う
言
い
な
が
ら
立
ち
上
が
り
少
し

張
し
た
よ
う
な
顔
で
勇
人
を
じ

と
見
つ
め

た 
そ
し
て
勇
人
は

し
な
が
ら
も

八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

あ

あ
の

比
企
谷
さ
ん

て

本
当
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
た
ん
で
す
か

お
う

事
実
だ

あ
と
俺
の
事
は
八
幡
で
い
い
ぞ

あ

は
い

八
幡
さ
ん

勇
人

俺
に
何
か

き
た
い
事
が
あ
る

て
顔
を
し
て
る
な

そ
う
な
ん
で
す

実
は
俺
の
兄
さ
ん
が
ど
う
な

た
の
か
知
り
た
く
て

そ
の
話
な
ら

い
た

お
前
の
兄
さ
ん
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

く
な

た
ら
し
い
な

 
八
幡
は

な
表
情
で

勇
人
の
言
葉
を
引
き
取

た

は
い

丁
度
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
発

か
ら
一

月
後
く
ら
い
の
事
で
し
た
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病
院
か
ら
連

が
あ

て

兄
さ
ん
の
ナ

ヴ
ギ
ア
が
煙
を

い
た

て

一

月
後
か

確
か
に
あ
の

は

日
死
者
何
人

て
い
う
ニ

ス
が
出
て

 
憂
鬱
に
な

た
記
憶
が
あ
る
よ

 
理
央
が
自
ら
の

を

き
な
が
ら
そ
う
言

た

一

月
後

て
い
う
と

丁
度
第
一
層
の
攻
略
を
や

て
た
く
ら
い
だ
な

あ

最
初

て
そ
ん
な
に
時
間
が
か
か

た
ん
だ

あ
あ

も
し
そ
こ
で
負
け
た
ら

 
も
う
全
員
こ
の
ま
ま
死
ぬ
し
か
な
い

て
雰
囲
気
に
な
り
そ
う
だ

た
か
ら
な

 
最
初
は
と
に
か
く
慎
重
に
事
を
進
め
た
さ

確
か
に
そ
の
く
ら
い
か
ら

急
に
死
ぬ
人
が

た
記
憶
が
あ
る
ね

希
望
が
見
え
た
か
ら

み
ん
な
慎
重
に
な

た
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は
当
時
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た

ま
あ
そ
ん
な

で

丁
度

者
が
多
く
な

た
時
期
だ
か
ら

 
俺
が
お
前
の
兄
さ
ん
の
事
を
知

て
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
知
ら
な
か

た
ら
す
ま
ん

い
え

前
に
も
何
人
か
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

の
人
に

い
た
ん
で
す
け
ど
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知

て
る
人
が
誰
も
い
な
か

た
の
で

ま
あ

目
元

て
感
じ
で
す
ね

そ
う
思

て
も
ら
え
る
な
ら
助
か
る
わ
で
お
前
の
兄
さ
ん
が
何
て
名
乗

て
た
の
か
分
か

る
かは

い

兄
の
名
は

さ
て

俺
が
知

て
る
奴
の
名
前
が
出
て
く
れ
ば
い
い
ん
だ
が

 
八
幡
は
そ
う
思
い

勇
人
の
次
の
言
葉
を
待

た

 
そ
ん
な
勇
人
の
口
か
ら
出
て
き
た
の
は

予
想
も
し
な
か

た
名
前
で
あ

た

デ

ア
ベ
ル
で
す

デ

ア
ベ
ル
だ
と

 
八
幡
は
目
を
見
開
き

思
わ
ず
そ
う
叫
ん
だ

そ
う
か

だ
か
ら
見
覚
え
が

に

兄
さ
ん
の
事
を
知

て
る
ん
で
す
か

あ
あ
よ
く
知

て
る
さ
そ
う
か
お
前
の
兄
さ
ん
は
デ

ア
ベ
ル
だ

た
ん
だ
な

に

兄
さ
ん
は
ど
う
や

て
死
ん
だ
ん
で
す
か

お
前
の
兄
さ
ん
は

第
一
層
の
ボ
ス
戦
の
最
中
に
死
ん
だ

俺
の
目
の
前
で
な
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そ
の
言
葉
に
そ
の
場
に
い
た
者
達
は

驚
き
の
表
情
を
し
た

 
そ
し
て
小
春
は
こ
の
日
は
店
を

め

八
幡
達
を
家
の
中
に
誘

た

 
店
内
は
コ
ン
ビ
ニ
と
言

て
も
差
し

え
が
な
い
く
ら
い
商
品
が
揃

て
お
り

 
企
業
努
力
の
跡
が

え

八
幡
は
小
春
に
好
感
を
持

た

 
そ
し
て
四
人
は
居
間
に
通
さ
れ

そ
こ
で
八
幡
の
説
明
が
始
ま

た

 
お
前
の
兄
貴
は

第
一
層
を
攻
略
し
よ
う
と

最
初
に
呼
び
か
け
を
し
た
勇

な
男
だ

た

そ
う
な
ん
で
す
か

確
か
に
兄
さ
ん
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

テ
ス
ト
に
参
加
し
て
ま
し
た
け
ど

そ
う
か

や

ぱ
り
か

 
八
幡
は
そ
の
勇
人
の
言
葉
で
や
は
り
デ

ア
ベ
ル
も

テ
ス
タ

だ

た
か
と
心
の
中
で

い
たで

も
そ
の
事
が

デ

ア
ベ
ル
に
と

て
は
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
ち
ま

た
ん
だ
よ
な

で

事
前
に
し

か
り
情
報
を
集
め
て
い
た
俺
達
は

 
あ
い
つ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
攻
略
会
議
に
参
加
し
た

あ
い
つ
は
最
初

デ

ア
ベ
ル
で
す

気
持
ち
の
上
で
は
ナ
イ
ト
を
や

て
ま
す

て

し
て
た
か
な
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兄
さ
ん
ら
し
い
で
す

 
勇
人
は

し
げ
な
表
情
を
し
な
が
ら
も
決
し
て
涙
は
流
さ
ず
に
む
し
ろ
笑
顔
を
作
ろ
う
と

し
て
い
た

 
今
ま
で
ず

と
空

り
だ

た

や

と
デ

ア
ベ
ル
の
話
を

け
る
の
が
嬉
し
い
の
だ
ろ

う
勇
人
は
強
い
な

で
も
俺
は

 
だ
が
八
幡
が
こ
れ
か
ら
勇
人
に
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は

 
デ

ア
ベ
ル
が
死
ん
だ
そ
の
理
由
で
あ
る

そ
れ
が
勇
人
の
心
に
ど
う

く
の
か
分
か
ら
ず

 
八
幡
は
自
分
が
悪
者
に
な
る
事
を
覚
悟
し
て
正
直
に
言
う
か

 
そ
れ
と
も
美
談
に
仕
立
て
上
げ
て

当
に
お
茶
を

す
か

少
し
迷

て
い
た

で

に
攻
略
が
始
ま

た

デ

ア
ベ
ル
は
総
勢
四
十
五
人
の
仲
間
達
を
上
手
く
仕
切
り

 
攻
略
は

調
に
進
ん
で
い
た

で
デ

ア
ベ
ル
が

い
た

が
敵
に
向
か

て
い

た
丁
度

そ
の
時
に

 
ボ
ス
が
武
器
を
持
ち

え
た
ん
だ

ス
タ
ン
属
性
が
あ
る
刀
に
な

 
俺
達
は

て
て
デ

ア
ベ
ル
に
下
が
る
よ
う
に
叫
び
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あ
い
つ
も
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に
見
え
た
ん
だ
が

一
歩
間
に
合
わ
な
か

た

 
あ
い
つ
の

は
全
員
ス
タ
ン
さ
せ
ら
れ

ボ
ス
の
追
撃
で
後
方
に
飛
ば
さ
れ
た

に

兄
さ
ん
は
そ
の
時
に

い
や
そ
こ
は
俺
達
が
介
入
し
て
何
と
か
防
い
だ
か
ら
そ
の
時
は
誰
も
死
者
は
出
な
か

た

 
そ
し
て
デ

ア
ベ
ル
に
は
ポ

シ

ン
が
使
わ
れ

俺
達
は
再
び
ボ
ス
に
集
中
し
た

そ

そ
う
で
す
か

劇
は
そ
の
後
に

こ

た

 
そ
こ
で
八
幡
は
言
葉
を
止
め

勇
人
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た

 
勇
人
は
男
の
顔
を
し
て
お
り
ど
ん
な
内
容
で
も

く
と
い
う
決
意
の

た

を
し
て
い
た

敵
の

が
レ

ド

ン
に
達
し
た
時

丁
度
俺
達
の
パ

テ

の
一
人
が

直

中
で
な

 
い
き
な
り
攻
撃
が
激
し
く
な

て
ピ
ン
チ
だ

た
ん
だ
が
俺
は
そ
れ
を
助
け
る

に
敵
に
飛

び
込
み

 
何
と
か
敵
の
攻
撃
を
防
い
で

そ
い
つ
を
連
れ
て
一

後
方
に
下
が

た

 
そ
の
時
デ

ア
ベ
ル
が
こ
う
叫
ん
だ
ん
だ

よ
し

俺
が

を
撃
つ

こ
れ
で
決
め
る
ぞ
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て
な

 
だ
が
あ
い
つ
の

は

ま
だ
三

ほ
ど
し
か
回
復
し
て
な
か

た

当
然
俺
達
は
あ
い
つ
を

止
め
た

 
だ
が
あ
い
つ
は

に
ス
キ
ル
モ

シ

ン
を

こ
し
て
し
ま

て
い
て

身
動
き
が
と
れ
な

か

た

 
そ
の
時
運
悪
く

あ
い
つ
の
声
に
反
応
し
た
ん
だ
と
思
う
が

 
ボ
ス
が
デ

ア
ベ
ル
の
方
を
向
き

そ
の
ま
ま
あ
い
つ
に
向
か

て
刀
を

り
下
ろ
し
た

 
そ
れ
で

を
全

し
た
デ

ア
ベ
ル
の
体
は
そ
の
場
で

け
散
り

 
デ

ア
ベ
ル
は
第
一
層
の
ボ
ス
戦
で
唯
一
の
死

者
と
な

た

 
残
さ
れ
た
俺
達
は

そ
の
後
何
と
か

ん
張
り

無
事
に
ボ
ス
を
倒
す
事
に
成
功
し
た

 
こ
れ
が
デ

ア
ベ
ル
の
死
の
真
相
だ

 
結
局
八
幡
は
事
実
だ
け
を

々
と
勇
人
に
伝
え

後
は
勇
人
の
判
断
に
任
せ
る
事
に
し
た

 
デ

ア
ベ
ル
を
守
れ
な
か

た
事
を

め
ら
れ
た
ら

ん
じ
て
受
け
よ
う

 
八
幡
は
そ
う
覚
悟
を
し
て
い
た
が
勇
人
は
八
幡
が
思

て
い
た
よ
り
も
ず

と

静
だ

た

よ
う
だ
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そ

か

ま
た
兄
さ
ん
は

ラ
ス
ト
ア
タ

ク
ボ

ナ
ス
を
狙

た
ん
で
す
ね

お
い
勇
人

何
で
そ
の
言
葉
を
知

て
る
ん
だ

兄
さ
ん
の
口

で
し
た
か
ら

今
日
は
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
ボ

ナ
ス
が
取
れ
た
と
か

 
キ
リ
ト

て
奴
に
出
し
抜
か
れ
た
と
か

ま
あ
色
々
で
す

そ
う
か

や

ぱ
り
デ

ア
ベ
ル
は

キ
リ
ト
の
事
を
知

て
た
ん
だ
な

 
勇
人
が
覚
え
て
い
る
く
ら
い

デ

ア
ベ
ル
は
お
そ
ら
く
キ
リ
ト
に

て
い
た

 
だ
か
ら
直
前
に
キ
リ
ト
が
下
が

た

間
に

ゲ

マ

と
し
て
の
本
能
で

 
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
ボ

ナ
ス
を
狙
う
よ
う
に
動
い
て
し
ま

た
と
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
事
な

の
だ
ろ
う

 
た
ら
れ
ば
を
言
え
ば
き
り
が
な
い
が
お
そ
ら
く
デ

ア
ベ
ル
が

テ
ス
タ

じ

な
け
れ

ば 
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
ボ

ナ
ス
に

る
事
も
な
く
こ
こ
で
死
ぬ
事
も
無
か

た
か
も
し
れ
な
い

悪
い
な

お
前
の
兄
さ
ん
を
守

て
や
れ
な
か

た

い
え

全
て
兄
の
自
業
自
得
で
す
か
ら

 
む
し
ろ
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
殺
さ
れ
た
と
か
じ

な
く
て

ち

と
安
心
し
ま
し
た
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こ
れ
で
誰
も

ま
ず
に
済
み
ま
し
た
か
ら

 
そ
ん
な
勇
人
の

に

八
幡
は
そ

と
手
を
置
き
な
が
ら
言

た

勇
人

ち

と
散
歩
で
も
し
よ
う

理
央

お
前
も
付
き
合
え

う
ん

分
か

た

は
い

お

し
ま
す

 
そ
し
て
八
幡
達
は

三
人
の
大
人
達
を
残
し

近
場
を
の
ん
び
り
と
歩
く
事
に
し
た

 

日
の
夜
に

こ

そ
り
人
物
紹
介
の
デ

ア
ベ
ル
の

を

正
し

 
日
高
小
春

日
高
勇
人
を
最
後
の
方
に
追
加
し
ま
し
た
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第
８
９
８
話
 
バ
レ
な
き

い
い
ん
だ
よ

 
近
く
に
あ
る
川
原
ま
で
歩
い
た
三
人
は

そ
こ
の

の
上
に

を
下
ろ
し
た

勇
人
は
今
幸
せ
か

は
い

兄
さ
ん
や
本
当
の

さ
ん
と
⺟
さ
ん
の
事
は
確
か
に
残
念
で
し
た
け
ど

 
今
の
⺟
さ
ん
が
本
当
の
親
み
た
い
に
す
ご
く
良
く
し
て
く
れ
る
ん
で

凄
く
幸
せ
で
す

 
俺

⺟
さ
ん
に
は
凄
く
感
謝
し
て
る
ん
で
す
よ

 
親

中
を
た
ら
い
ま
わ
し
に
さ
れ
た
俺
を
引
き
取

て
く
れ
て

 
女
手
ひ
と
つ
で
こ
こ
ま
で
立

に
育
て
て
く
れ
ま
し
た
か
ら

小
春
さ
ん

凄
く
立

な
人
だ
ね

は
い

俺
の
自
慢
の
⺟
さ
ん
で
す

だ
か
ら
俺
は

く
中
学
を
卒
業
し
て

 
う
ち
で
働
い
て
⺟
さ
ん
に

返
し
が
し
た
い
ん
で
す

高
校
に
は
行
か
な
い
つ
も
り
な
の
か

春
雄
お
じ
さ
ん
達
も
色
々
と
注
文
し
て
く
れ
ま
す
け
ど

 
う
ち
に
は
そ
ん
な
に

済
的
に
余

が
あ
る

じ

あ
り
ま
せ
ん
し
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出
来
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
働
き
た
い
な

て

 
八
幡
は
そ
の
勇
人
の
言
葉
を

き

 
勇
人
に
は
国
か
ら
補
助
金
が
お
り
て
い
る
は
ず
だ
が
と
疑
問
を
感
じ
た

小
春
さ
ん
が
そ
の
お
金
を
使
い
こ
む

は
な
い
し

 
こ
れ
は
お
そ
ら
く
勇
人
の
進
学
に
備
え
て
小
春
さ
ん
が

金
を
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
か

な 
八
幡
は
そ
う
思
い

帰

た
ら
そ
の
事
を
こ

そ
り
小
春
に

ね
よ
う
と
考
え
た

そ
の
前
に

こ
い
つ
の

に
乗

か

た
お
も
り
を
少
し
外
し
て
や
る
か

お
い
理
央
勇
人
の
手
を

て
立
て
俺
は
反
対
の
手
を

る

勇
人
は
そ
の
ま
ま
座

て

ろ
よう

ん

分
か

た

え

八
幡
さ
ん

一
体
何
を

 
八
幡
は
そ
ん
な
勇
人
を
無

し

強
引
に
勇
人
の
手
を

て
立
ち
上
が

た

 
理
央
も
も
う
片
方
の
手
を

て
立
ち
上
が
り

 
少
し

線
を
下
げ
る
と
勇
人
の
胸
く
ら
い
の
高
さ
に
理
央
の
太
も
も
が
あ
る
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思
春
期
な
勇
人
は
そ
ち
ら
か
ら
目
を
背
け
つ
つ

を

ら
め
た

お
い
勇
人

今
お
前
は
俺
と
理
央
に
両
手
を

え
ら
れ
て
る

態
だ

 
い
い
か

お
前
く
ら
い
の
年
齢
だ
と

こ
う
い
う
の
が
普
通
だ
ぞ

え

と

よ
く
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん

 
勇
人
は
正
直
に
そ
う
言

た

確
か
に
ま
だ
言
葉
が
足
り
て
い
な
い

人
は
人
と

え
合

て
生
き
て
い
く
も
ん
だ

 
だ
か
ら
そ
ん
な
に

を
張
ら
ず

遠

な
く
大
人
に

え
て
も
ら
え

て
事
だ

 
ま
あ
直
接
金
銭
面
で

援
し
て
も
ら
う
の
は

 
お
前
の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
こ
こ
は
置
い
て
お
く
と
し
て

だ

 
い
い
か
勇
人

大
人
に
は
大
人
の
知
恵
が
あ
る

え

と

は

は
い

と
り
あ
え
ず
お
前

う
ち
で
バ
イ
ト
し
ろ

 
い
き
な
り
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
勇
人
は

か
ん
と
し
た

え

う

う
ち

て
ど
こ
で
す
か

ソ
レ
イ
ユ
だ
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え

八
幡
さ
ん

て
ソ
レ
イ
ユ
の
人
な
ん
で
す
か

お
う

結

え
ら
い
ん
だ
ぞ

そ
れ
で
だ

ど
う
だ

う
ち
で
働
く
か

で
も
中
学
生

て
確
か
法

で
バ
イ
ト
が
禁
止
で

 
そ
れ
に
ソ
レ
イ
ユ

て
こ
こ
か
ら
か
な
り
遠
い
で
す
よ
ね

 
そ
の
言
葉
か
ら

勇
人
が
か
な
り
真
面
目
ら
し
い
事
が
分
か
る

普
通
は
そ
う
思
う
よ
な
だ
か
ら
こ
こ
か
ら
は
大
人
の
知
恵
の
出
番
だ

法

に
は
こ
う
書
い

て
あ
る

の
健

び
福

に

害
で
な
く

か
つ

そ
の
労
働
が

易
な
も
の

映
画
の
製
作

は

劇
の
事
業

こ
の
二
つ
に
関
し
て
は
中
学
生
で
も
働
い
て
オ

ケ

と

な

て
い
る

本
当
に
簡

な
労
働
な
ら
い
い

て
事
で
す
よ
ね

そ
れ
を

ま
え
て
俺
が
お
前
に
頼
む
の
は

開
発
中
の
ゲ

ム
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
や
ら

 
難
易
度
調
整
の
仕
事
だ

そ
し
て
そ
れ
は
当
然
自
宅
で
も
や
る
事
が
可
能
だ

じ

自
宅
で
出
来
る
ん
で
す
か

と
い
う
か
横
に
な

た
ま
ま

ま

た
く
動
か
な
い
ま
ま
で
仕
事
を
す
る
事
が
可
能
だ
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だ
か
ら
お
前
が
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
事
が
学
校
に
バ
レ
る
事
は
絶
対
に
無
い

 
い
い
か

こ
う
い
う
の
は
バ
レ
な
き

い
い
ん
だ
よ

バ
レ
な
き

な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

い
て

理
央
は

れ
た
顔
で
言

た

八
幡
は
さ
す
が
だ
よ
ね

ブ
タ
野
郎
は
ブ
タ
野
郎
で
も
い
い
ブ
タ
野
郎
だ
よ
ね

理
央
意
味
が
分
か
ら
ん

ま
あ
と
に
か
く
そ
う
い
う
事
だ
勇
人
何
か
質
問
は
あ
る
か

あ

あ
の

う
ち

て
ア
ミ

ス
フ

ア
も
ネ

ト

も
無
い
ん
で
す
け
ど

そ
ん
な
の

に
決
ま

て
る
だ
ろ

当
然
回
線
も
う
ち
が
引
く

あ

は
い

 
勇
人
は
そ
の
言
葉
に

さ
す
が
は
天
下
の
ソ
レ
イ
ユ
だ
と
納
得
し
た

 
だ
が
当
然
普
通
は
そ
ん
な
の
は
あ
り
え
な
い

い
ず
れ
勇
人
は
そ
の
事
を
知
る
事
に
な
る
が

 
そ
の
事
を
今
勇
人
に
言
う
必
要
は
な
い

今
必
要
な
の
は

と
り
あ
え
ず
の
余

で
あ

た

そ
う
し
た
ら
お
前
は
自
分
の
力
で
高
校
に
行
け
る
だ
ろ

 
そ
し
て
小
春
さ
ん
も

済
的
に
多
少
は
楽
に
な
る
は
ず
で

万
々

だ

 
問
題
は
学
校
で
友
達
を
作

て
い
る
暇
が
無
い
か
も
し
れ
な
い
事
だ
が

 
そ
う
い
う
の
は
自
分
で
何
と
か
し
ろ

も

と
も
お
前
に
は
年
上
の
友
達
が
多
少
は

え
る
だ
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ろ
う
か
ら

 
そ
れ
で
い
い

て
な
ら
別
に

わ
な
い

私
も
も
う
友
達
だ
よ

勇
人
君

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

も
ち
ろ
ん
俺
も
だ

困

た
事
が
あ

た
ら
何
で
も
相
談
し
ろ
よ

八
幡
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
り
あ
え
ず
⺟
さ
ん
と
話
を
し
て
み
ま
す

も
ち
ろ
ん
俺
も
一

に
説
明
し
て
や
る
か
ら
ま
あ
気
楽
に
な

は
い

 
こ
う
し
て
三
人
は
散
歩
を
終
え

日
高
商
店
へ
と

た

す
み
ま
せ
ん

り
ま
し
た

お

う

お
帰
り

お

勇
人

い
い
顔
に
な

た
な

は
い

八
幡
さ
ん
と
話
を
し
た
ら

元
気
に
な

ち

い
ま
し
た

待

て
て
ね

今
三
人
の
分
の
お
茶
を
入
れ
る
わ

あ

そ
れ
な
ら
私
が

俺
が
手
伝
い
ま
す
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理
央
が
そ
う
言
い
か
け
た
の
を
制
し
て
八
幡
が
立
ち
上
が
り

 
そ
れ
で
理
央
は
八
幡
が
こ
の
機
会
に
小
春
と
話
を
す
る
つ
も
り
な
の
だ
と
考
え
大
人
し
く

座

た
そ
う

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
よ
う
か
し
ら

 
小
春
も
そ
の
不
自
然
な
八
幡
の
態
度
に
疑
問
を
差
し

む
事
は
な
く
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た

 
ど
う
や
ら
八
幡
が
自
分
に
話
が
あ
る
と
い
う
事
を
察
し
た
の
だ
ろ
う

の
い
い
女
性
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
こ

ち
よ

は
い

 
そ
し
て
台
所
に
着
き

小
春
は
八
幡
に
ス
ト
レ

ト
に
言

た

で

何
の
話
か
な

は
い

実
は
勇
人
の
奴
が

 
八
幡
は
勇
人
が
高
校
に
は
行
か
ず

 
中
学
を
卒
業
し
た
ら
す
ぐ
に
こ
の
店
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
事
を
小
春
に
伝
え

 
同
時
に
勇
人
が
小
春
に
と
て
も
感
謝
し

大
事
に
思

て
い
る
事
も
伝
え
た

そ
の
勇
人
の
気
持
ち
は
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

そ
う

あ
の
子
が
そ
ん
な
事
を
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八
幡
君
も
知

て
る
と
思
う
け
ど

 
あ
の
子
の
進
学
に
関
し
て
は

別
に
何
も
心
配
す
る
事
は
無
い
ん
だ
け
ど
な

で
す
よ
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
関
連
の
被
害
者
に
は
補
助
金
が
出
て
る
は
ず
で
す
し

 
親
の
事
故
死
関
連
で
も
多
分
保
険
が
お
り
て
る
ん
じ

な
い
か

て
思

た
ん
で
す
が

あ

補
助
金
は

金
し
て
あ
る
ん
だ
け
ど

 
ご
両
親
の
保
険
の
方
は
前
に
勇
人
の
面
倒
を
見
て
い
た
他
の
親

達
が
使
い
込
ん
じ

て

 
実
は
も
う
ほ
と
ん
ど
残

て
な
い
の
よ
ね

 
小
春
は
苦
い
顔
を
し
て
そ
う
言
い

八
幡
は

り
に

え
た

マ
ジ
で
す
か

ふ
ざ
け
て
ま
す
ね

い
い

護
士
を
紹
介
し
ま
し

う
か

 
も
し
や

て
い
い
な
ら
徹

的
に
潰
し
て
や
り
ま
す
け
ど

 
そ
の
八
幡
の
剣
幕
に

小
春
は
興
味
深
そ
う
な
顔
で
言

た

う
わ

八
幡
君

て

達
が
連
れ
て
く
る
だ
け
あ

て

結

力
が
あ
る
人

一
応
ソ
レ
イ
ユ
の
役
員
み
た
い
な
事
を
や

て
ま
す

え

ソ
レ
イ
ユ
の

そ
う
な
ん
だ

私
と
結
婚
し
な
い

小
春
さ
ん

目
が
笑

て
ま
す
よ

冗
談
だ

て
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
か
ら
ね
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ち

も
う
五
十
近
い
け
ど

自
分
じ

ま
だ
か
わ
い
い
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
な

あ

そ
れ
は
大
丈
夫
で
す

さ
ん
も
小
春
さ
ん
も
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
よ

 
そ
の
八
幡
の
反
撃
に

さ
す
が
の
小
春
も

を

ら
め
た

う
わ

八
幡
君

て
ジ
ゴ
ロ
な
ん
だ
ね

違
い
ま
す
か
ら

で

ど
う
し
ま
す
か

実
は
そ
れ
に
目
を
つ
ぶ
る
事
を

件
に
勇
人
を
強
引
に
引
き
取

た
か
ら
そ
れ
は
別
に
い
い

の
よ

 
ま
あ
学

だ
け
な
ら
補
助
金
で
余

だ
し

 
う
ち
の
親
が
残
し
て
く
れ
た
現
金
も
ほ
ん
の
ち

と
だ
け
ど
あ
る
か
ら

 

済
的
に
は
何
の
問
題
も
無
い
の
よ
ね

バ
レ
て
な
い
つ
も
り
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
春
雄
君
も
仕
事
を
回
し
て
く
れ
る
し
ね

あ

そ
れ

知

て
た
ん
で
す
ね

そ
う
で
す
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
で
も
勇
人
に
う
ち
が

済
的
に
余

が
無
い

て
思
わ
れ
て
た

な
ら

 
も
う
少
し

と
か
し
て
み
た
方
が
い
い
の
か
な
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う

ん

そ
う
で
す
ね

ま
あ
今
後
は
無
理
に

約
し
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
よ

 
そ
れ
に
関
し
て
後
で
提
案
が
あ
る
の
で

向
こ
う
に

た
ら
話
し
ま
す
ね

な

に

悪
だ
く
み

お
ば
さ
ん

そ
う
い
う
の
好
き
よ

お
ば
さ
ん

お
姉
さ
ん
の
間
違
い
で
し

う

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
小
春
姉
さ
ん

あ

う

う
ん

 
さ
す
が
は
八
幡
で
あ
る

自
分
が
調
子
に
乗
り
す
ぎ
て
い
る
事
に
気
付
か
な
い

 
小
春
が
大
人
だ
か
ら
勘
違
い
す
る
よ
う
な
事
は
無
か

た
が

 
一
歩
間
違
え
れ
ば
事
案
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ

た

 
何
し
ろ
小
春
は
高
校
の
時
に
春
雄
と

成
事
実
を
作
ろ
う
と
し
未

に
終
わ

た
前

が

あ
る
の
だ

 
小
春
は
こ
う
見
え
て

結

肉
食
系
な
の
で
あ
る

 
だ
が
小
春
も
今
の
自
分
の
年
齢
を
自
覚
し
て
お
り

 
さ
す
が
に
八
幡
に
ア
プ
ロ

チ
を
か
け
る
よ
う
な
事
は
し
な
い

 
そ
ん
な
小
春
の
今
後
の
楽
し
み
は
月
に
一
度
の
八
幡
と
の
情
報
交
換
を

ね
た
外
出
に
な
る

の
だ
が
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そ
の
時
も
決
し
て
何
か
間
違
い
が

こ
る
よ
う
な
事
は
無
か

た
の
で
あ
る

お
待
た
せ
し
ま
し
た

で

速
俺
か
ら
提
案
が
あ
る
ん
で
す
が

へ

何
の
提
案
だ
い

 
春
雄
は
そ
の
言
葉
に
興
味
深
そ
う
に
そ
う
言

た

も
興
味

々
な
表
情
を
し
て
い
る

勇
人
に
う
ち
で
バ
イ
ト
を
さ
せ
よ
う
と
思
う
ん
で
す

え

バ
イ
ト

で
も
ソ
レ
イ
ユ

て
確
か
遠
い
ん
じ

 
小
春
は
難
し
い
顔
で
そ
う
言

た

さ
す
が
は
親
子
で
あ
る
反
応
が
二
人
と
も
変
わ
ら
な
い

い
や

自
宅
で
出
来
る
バ
イ
ト
だ
か
ら
問
題
な
い
で
す

 
こ
の
家
に
う
ち
の
会
社
で
ネ

ト
回
線
を
引
か
せ
て
も
ら

て
ア
ミ

ス
フ

ア
を
持
ち
込

み
ま
す
の
で

 
勇
人
に
は
そ
れ
を
か
ぶ

て
一
日
二
時
間
く
ら
い
働
い
て
も
ら
え
ば

 
体
は

て
る
だ
け
で
す
し

特
に
疲
れ
る
事
も
な
く

学
校
に
バ
レ
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん

な
る
ほ
ど

さ
す
が
は
八
幡
君

い
い
考
え
だ
ね

 

も
そ
の
提
案
に

手
を
始
め

小
春
は
そ
ん
な
二
人
に
背
中
を
押
さ
れ
る
よ
う
に
八
幡
に

言

た
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で

で
も
そ
ん
な
好

件

い
い
の
か
し
ら

全
然
問
題
な
い
で
す

な

理
央

う
ん

う
ち
に
も
利

が
あ
る
事
だ
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ

小
春
さ
ん

 
中
学
生
く
ら
い
の
意
見

て

結

大
事
な
ん
で
す

未
来
の

客
で
す
か
ら

 
理
央
に
ま
で
そ
う
言
わ
れ

勇
人
も
乗
り
気
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
小
春
は
難
し
い
事
は
考
え
ず
に
八
幡
の

し
出
を
受
け
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
そ
の
言
葉
に

え
よ
う
か
し
ら

は
い

そ
う
し
て
下
さ
い

一
応
時

は
二
千
五

で

一
日
の
上
限
は
二
時
間
ま
で

 
日

は
ま
あ
そ
ち
ら
に
任
せ
ま
す
が
本
当
に
最
大
で
も
二
十
日
ま
で
に
し
て
お
き
ま
し

う

か
え
え

そ
の
時

は
高
す
ぎ
な
い

う
ち
じ

む
し
ろ
少
し

い
く
ら
い
で
す
よ

八
幡
が
い
い

て
言
う
な
ら
そ
れ
で
問
題
な
い
で
す

小
春
さ
ん

 
そ
の
八
幡
と
理
央
の
言
葉
に
小
春
は
気
圧
さ
れ
つ
つ
も

一
応
納
得
し
て
く
れ
た

分
か

た
そ
の

り
は
勇
人
と
相
談
す
る
わ

で
も
勇
人
勉
強
が

か
に
な
る
の
は

目
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だ
か
ら
ね

う
ん

分
か

て
る

て

あ

そ
れ
な
ら
う
ち
か
ら

の
い
い
家
庭
教
師
を
タ
ダ
で
貸
し
出
し
ま
す
よ

え

タ
ダ

は
い

人
間
じ

な
い
で
す
か
ら
ね

 
こ
の
時
点
で
小
春
は

が
か
な
り
混
乱
し
て
い
た
が
何
か
を
言
え
る
雰
囲
気
で
は
な
か

た

 
八
幡
と
理
央
が

ポ
ン
ポ
ン
と
色
々
決
め
て
い

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

誰
を

遣
す
る
の

マ

ク
ス

り
で
い
い
ん
じ

な
い
か

さ
す
が
に
紅
莉
栖
は
部
外
者
に
は

せ
な
い
し
な

そ
う
ね

そ
れ
が

当
か
も

末
は

う

ん

ど
う
す
る
か
な

も
う
い

そ

は
ち
ま
ん
く
ん
で
い
い
ん
じ

な
い

な
る
ほ
ど

ク
ル
ス
ち

ん
か

ま
あ
本
人
の
許
し
が
出
た
ら
そ
う
す
る
か

確
か
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
を
作

た
時

ボ
デ

が
一
体
分
余

て
た
よ
ね

そ
う
だ
な

あ
れ
を
流
用
す
る
と
し
て

ガ
ワ
は
沙
希
に
任
せ
れ
ば
い
い
な



 第八章 キャリバー・クロッシング編

そ
れ
じ

あ
や

ぱ
り
後
は
ク
ル
ス
の
意
思
だ
け
だ
ね

そ
う
だ
な

小
春
さ
ん

家
庭
教
師
に
つ
い
て
は
後
日
ま
た
連

し
ま
す

う

う
ん

分
か

た

 
そ
ん
な
話
の
内
容
は
小
春
や
勇
人
春
雄
や

に
は
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
会
話
で
あ

た
が

 
少
な
く
と
も
八
幡
に
任
せ
て
お
け
ば
何
の
問
題
も
な
い
と
い
う
安
心
感
だ
け
は
存
在
し
た

 
四
人
と
も
何
の
口
も

も
う
と
は
し
な
か

た

 

 
そ
し
て

し
い
話
は
回
線
を
引
い
た
後
と
い
う
事
に
な
り

 
こ
の
日
の
日
高
商
店
へ
の
訪
問
は

こ
れ
に
て
終
了
と
な

た

 
さ
て

そ
れ
じ

あ
帰
り
ま
す
か

あ

と
八
幡
君

つ
い
で
に
も
う
一
つ
頼
み
が
あ
る
ん
だ
け
ど

い
い
か
な

あ

は
い

何
で
す
か

実
は
ち

と
小

に

ん
だ
ん
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
体
術
ス
キ
ル

て
の
が

入
さ
れ
た
ん

だ
よ
な
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俺
も

も
武
器
で
の
戦
闘
以
外
に
格
闘
戦
も
や
る
か
ら
さ

 
も
し
迷
惑
じ

な
か

た
ら

そ
の
取
り
方
を
教
え
て
も
ら

て
も
い
い
か
な

 
そ
の
頼
み
を
八
幡
が
断
る
は
ず
も
な
か

た

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
活
動
は

そ
の
舞
台
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
移
す
事
と
な

た
の
で
あ
る
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第
８
９
９
話
 
密
か
な
変
動

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
ど
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
い
い
か
な

 
そ
う
だ

お
二
人
と
も
ま
だ
時
間
が
あ
る
よ
う
な
ら

ソ
レ
イ
ユ
に
来
ま
せ
ん
か

 
あ
そ
こ
な
ら
予
備
の
ア
ミ

ス
フ

ア
も
あ
り
ま
す
し
安
全
面
で
も
問
題
な
い
と
思
い
ま
す

よ 
そ
ん
な
八
幡
の

い
一
言
で

四
人
は
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

八
幡

あ
そ
こ

姉
さ
ん
が
入
り
口
に
立

て
る
な

 
八
幡
は
当
然
の
事
な
が
ら

事
前
に
陽
乃
に
連

を
入
れ
て
い
た

 
そ
の

陽
乃
が
出
迎
え
に
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

さ
ん

春
雄
さ
ん

ソ
レ
イ
ユ
へ
よ
う
こ
そ

陽
乃
さ
ん

わ
ざ
わ
ざ
出
迎
え
し
て
く
れ
な
く
て
も
良
か

た
の
に

 
ち

と
部
屋
の
一
部
を

り
る
だ
け
な
ん
だ
し

そ
ん
な
薄
情
な
事
は
出
来
ま
せ
ん

て

さ
さ

中
へ
ど
う
ぞ
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そ
れ
じ

あ
お

魔
す
る
わ

む
ふ

そ
れ
じ

あ
八
幡

私
は
次
世
代
技
術
研
究
部
に

る
か
ら

お
う

付
き
合

て
も
ら

て
悪
か

た
な

 
こ
こ
で
理
央
が
抜
け

八
幡
達
三
人
は

ル

ム
へ
と
向
か

た

 
そ
の

中
で
八
幡
は
何
か
の
用
事
で
来
て
い
た
の
だ
ろ
う
制
服
の
ま
ま
の
優
里
奈
と
遭
遇

し
たあ

れ

優
里
奈
じ

な
い
か

ど
う
し
て
こ
こ
に

あ

八
幡
さ
ん

ち

と
勉
強
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

て

 
紅
莉
栖
さ
ん
に

き
に
き
て
た
ん
で
す

お
お
そ
う
か

さ
す
が
は
優
里
奈
だ

え
ら
い
ぞ

え
へ
へ

 
八
幡
は
優
里
奈
の

を

で

優
里
奈
は
嬉
し
そ
う
に
目
を

め
た

あ

そ
う
だ

春
雄
さ
ん

さ
ん

こ
れ
が
さ

き
言

て
た
う
ち
の
優
里
奈
で
す

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

初
め
ま
し
て
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優
里
奈
は
そ
の
八
幡
の
言
葉
を

き

す
か
さ
ず
そ
う

を
し
た

 
さ
す
が
出
来
る
娘
は
行
動
の
一
つ
一
つ
が
実
に
抜
け
目
が
な
い

お
お

さ

き
言

て
た
娘
さ
ん
か
い

八
幡
君
が
育
て
て
る

て
い
う

は
い

自
慢
の
娘
で
す

 
八
幡
は
ニ
コ
ニ
コ
と
そ
う
答
え
た

相
変
わ
ら
ず
優
里
奈
に
は

い
よ
う
だ

優
里
奈

こ
ち
ら
は
大
野

の
会
⻑
の
大
野

さ
ん
と

会
⻑
補

の
大
野
春
雄
さ
ん
な

い
つ
も
う
ち
の
八
幡
さ
ん
が
お
世
話
に
な

て
お
り
ま
す

 
優
里
奈
は

う
ち
の

と
い
う
部
分
を
強
調
し
な
が
ら
そ
う
言
い

 
陽
乃
は
そ
ん
な
優
里
奈
を
見
て
ぼ
そ
り
と

い
た

優
里
奈
ち

ん
も
案
外
肉
食
系
よ
ね

 
そ
ん
な
陽
乃
に
突

込
も
う
と
し
た
八
幡
で
あ

た
が

そ
れ
は
実
行
に
移
せ
な
か

た

 
い
き
な
り

が
八
幡
に

り
を
放

て
き
た
の
で
あ
る

う
お

危
な

 
八
幡
が
そ
れ
を

に
受
け
止
め
た

は
少
し
驚
い
た
顔
を
し
た

 
ど
う
や
ら
防
が
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た
よ
う
だ
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は
悔
し
そ
う
な
表
情
で
胸
を
反
ら
し

実

に
は
見
上
げ
て
い
る
の
だ
が

 
気
持
ち
の
上
で
は
八
幡
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
下
目
遣
い
で

を
組
ん
だ

さ
ん

い
き
な
り
何
を

あ
あ
八
幡
君

は

会
⻑

て
君
に
不
満
を
表
明
し
て
る
み
た
い
だ
よ

え

そ
れ
が
不
満
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
他
に
何
て
説
明
す
れ
ば

む
 
そ
の
言
い
方
に

き
覚
え
が
あ

た
八
幡
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
理
解
し

 
優
里
奈
に
こ
う
言
い
直
し
た

正
だ
優
里
奈

こ
ち
ら
は
大
野

さ
ん

俺
の
⺟
親

い
感
じ
の
ア
レ
だ

 
そ
の
言
葉
に

は
笑
顔
で
う
ん
う
ん
と

い
た

ど
う
や
ら
正
解
だ

た
ら
し
い

 
だ
が
こ
こ
で
八
幡
は

不
用
意
に
余
計
な
事
を
言
お
う
と
し
た

つ
ま
り
お
前
に
と

て
は
お
ば
あ

 
そ
の
セ
リ
フ
の

中
で

が
八
幡
に

突
き
を
し
よ
う
と
し
た

だ
が
そ
の
前
に
優
里
奈
が
こ

う
叫
ん
だ

分
か
り
ま
し
た

お
⺟
さ
ん
で
す
ね
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そ
の

間
に

は
ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
満
面
の
笑
み
で
優
里
奈
に
近
寄
り
そ
の

を

で
始
め
た

 
優
里
奈
も

え
る
よ
う
に

に
寄
り

い

二
人
は
ま
る
で
本
当
の
親
子
の
よ
う
に
見
え
た

お
お

や
る
も
ん
だ
な

優
里
奈
ち

ん
は

さ
す
が
は
優
里
奈
ち

ん

恐
ろ
し
い
子

 
春
雄
と
陽
乃
は
そ
う

き

八
幡
は
嬉
し
そ
う
な

の
表
情
を
見
て

 
ま
あ
い
い
か
と
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
か

た

こ
の
一
件
で
優
里
奈
は

に
気
に
入
ら
れ

 
同
時
に
八
幡
と
同
じ

の
娘
ポ
ジ
シ

ン
に
納
ま
る
事
と
な

た

 
そ
れ
は

の
中
で
は
最
悪
で
も
八
幡
と
兄
妹
最
良
で
八
幡
の

と
い
う
立
場
に
立

た
事

を
意
味
す
る

 
陽
乃
が
恐
ろ
し
い
子
と
表
現
す
る
の
も
当
然
で
あ

た

 
こ
の
部
屋
を
使

て
下
さ
い

そ
れ
じ

あ
八
幡
君

あ
と
は
お
願
い
ね

あ
あ

全
部
終
わ

た
ら
ま
た
連

す
る
わ

う
ん

宜
し
く
ね
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ル

ム
に
案
内
し
た
後

陽
乃
は
社
⻑
室
へ
と

て
い
き

 
八
幡
達
が
中
に
入
る
と

そ
こ
に
は
何
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
い
た

あ
れ

ど
う
し
た
ん
だ

ガ
ブ
リ
エ
ル

君
達
の
護
衛
さ

今
の
僕
で
も
こ
れ
く
ら
い
は
出
来
る
か
ら
ね

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
じ

あ
悪
い
が
宜
し
く
頼
む
わ

私
は
皆
さ
ん
の
ロ
グ
イ
ン
を
見

け
た
ら
帰
り
ま
す
ね

お
う

優
里
奈
ち

ん

こ
れ
か
ら
も

の
事

宜
し
く
な

は
い
春
雄
さ
ん

こ
ち
ら
こ
そ
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
三
人
は
ロ
グ
イ
ン
し

優
里
奈
は

が
ロ
グ
イ
ン
を
終
え
る
ま
で

 
そ
の
手
を
し

か
り

て
い
た

は
と
て
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
で

 
八
幡
は
そ
れ
を
見
て

や
は
り
う
ち
の
娘
は
世
界
一
だ
と

一
人
で

い
て
い
た

 
さ
て

二
層
に
移
動
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
ロ
グ
イ
ン
し
た
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
あ

た

 
そ
こ
に
い
た
の
は
ア
サ
ギ
で
あ
る
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あ
れ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お

ア
サ
ギ
さ
ん
か

今
日
は
一
人

い
や

こ
れ
か
ら
知
り
合
い
と
待
ち
合
わ
せ
か
な

 
最
近
知
り
合

た
人
に

体
術
ス
キ
ル
の
取
り
方
を
教
え
る
事
に
な

て
な

あ

そ
れ

私
も
一

に
い

て
い
い

そ
う
い
え
ば
ア
サ
ギ
さ
ん
は
ま
だ
だ

た
か

そ
れ
じ

あ
一

に
行
く
と
し
よ
う

 
今
日
は
時
間
と
か
大
丈
夫
か

う
ん

咲
太
と
も
特
に
約
束
と
か
し
て
な
い
か
ら
大
丈
夫

 
ア
サ
ギ
も
今
は
す

か
り
ハ
チ
マ
ン
と

友
達
感
覚
で
話
せ
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
そ
し
て
二
層
で
ス
プ
リ
ン
ガ

と
ラ
キ
ア
と
合
流
し

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
二
層
の
フ

ル
ド
を
進
ん
で
い

た

ア
サ
ギ
さ
ん

こ
ち
ら
は
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
と
ラ
キ
ア
さ
ん

 

姉
さ
ん
と
パ

テ

を
組
ん
で
た
大
ベ
テ
ラ
ン
だ

初
め
ま
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
で
一
番

い
タ
ン
ク
の
ア
サ
ギ
で
す
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
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ま
すそ

の
自

紹
介
は
ど
う
な
ん
だ

ふ
ふ

だ

て
事
実
だ
し

確
か
に
そ
う
だ
け
ど
よ

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

ス
プ
リ
ン
ガ

が
か
ら
か
う
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君
の
知
り
合
い

て
今
の
と
こ
ろ

 
女
の
子
し
か
紹
介
さ
れ
て
な
い
気
が
す
る
ん
だ
が
気
の
せ
い
か

た

た
ま
た
ま
で
す

た
ま
た
ま
ね

ま
あ
ヴ

ル
ハ
ラ
は
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
方
が
多
い
で
す
し
ね

そ

そ
う
そ
う

ア
サ
ギ
さ
ん

ナ
イ
ス
フ

ロ

 
ラ
キ
ア
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を

半

で
じ

と
見
つ
め
て
き
た

ラ

ラ
キ
ア
さ
ん
は
何
と

あ
あ

も

と
男
友
達
も
作
り
な
さ
い

て
さ

だ
か
ら
ち

ん
と
い
ま
す

て

大
丈
夫
で
す
か
ら
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そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
達
を

ア
サ
ギ
が

し
げ
な
目
で
見
つ
め
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

線
に
気
付
き

ア
サ
ギ
に
説
明
が
足
り
て
い
な
か

た
と
反
省
し
た

悪
い
ア
サ
ギ
さ
ん

ラ
キ
ア
さ
ん
は
か
な
り
の
無
口
で
な

 
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
に
通

し
て
も
ら
わ
な
い
と
何
を
言
い
た
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
ん

だ
よあ

う
う
ん

違
う
の

 
ア
サ
ギ
は
そ
う
言

て

考
え
込
む
よ
う
な
仕

を
し
た

何
か
気
に
な
る
事
で
も

う
ん

お
二
人
が
私
の
知
り
合
い
に
似
て
る
な

て

奥
さ
ん
が
無
口
な
と
こ
ろ
と
か

俺
達
が

あ

は
い

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
と
ス
プ
リ
ン
ガ

は
顔
を
見
合
わ
せ
た

 
こ
の
二
人
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
が
そ
う
そ
う
い
る
は
ず
は
な
い
と
思

た
か
ら
だ

な

ア
サ
ギ
さ
ん

ち
な
み
に
そ
の
二
人
の
年
齢
は

え
え
と

今
年
五
十
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
だ

た
は
ず
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そ
の
二
人

て

ア

ケ

ド
ゲ

ム
が
大
好
き
だ

た
り
し
な
い
か

あ

う
ん

確
か
に
そ
う
ね

な
る
ほ
ど

 
ど
う
や
ら
三
人
は
知
り
合
い
と
い
う
事
で
間
違
い
な
い
よ
う
だ

 
他
に

の
よ
う
に
特
徴
が
あ
る
キ

ラ
の
人
間
が
い
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る

そ
れ
じ

あ

め
て
紹
介
す
る
と
し
ま
す
か

こ
ち
ら
は

麻
衣
さ
ん

 
そ
し
て
こ
ち
ら
は
大
野

さ
ん
と
大
野
春
雄
さ
ん
だ

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
葉
に
三
人
は
目
を

い
た

え

そ
れ
じ

あ
本
当
に

さ
ん
と
春
雄
さ
ん
な
ん
で
す
か

い
や

驚
い
た

麻
衣
ち

ん
だ

た
の
か
い

世
間
は

い
な

む
 
ラ
キ
ア
も
そ
う
言

て

嬉
し
そ
う
に
ア
サ
ギ
の
手
を

た

三
人
は
ど
こ
で
知
り
合

た
ん
で
す
か

こ
ち
ら
の
お
二
人
は

私
が
子

の

か
ら
私
の
ス
ポ
ン
サ

に
つ
い
て
く
れ
て
る
の

そ
う
そ
う

あ
き

ラ
キ
ア
が
子
役
だ

た
ア
サ
ギ
ち

ん
を
気
に
入

た
み
た
い
で
な
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ま
め
に
チ

ク
し
て

必
ず
ス
ポ
ン
サ

に
立
候
補
し
て
た
ん
だ
よ

う
ん

ラ
キ
ア
さ
ん
に
は
ず

と
か
わ
い
が

て
も
ら

て
る
の

そ
う
だ

た
の
か

本
当
に
世
間
は

い
な

 
そ
れ
で
す

か
り
打
ち
解
け
た
四
人
は
野
を
超
え
山
を
超
え

を
超
え

 
や

と
体
術
ス
キ
ル
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
居
場
所
へ
と
た
ど
り
着
い
た

い
や

結

大
変
だ
な
お
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
フ

ル
ド
で
も
飛
べ
る
よ
う
に
な
れ
ば
ま
た
違
う
ん
で
し

う
け
ど

ね
そ
う
だ
そ
う
だ

何
で
こ
こ
は
飛
べ
な
い
ん
だ

シ

ト
カ

ト
す
る
事
で
不

合
が
生
じ
な
い
か
の
チ

ク
に
時
間
が
か
か

て
る
み
た

い
で
す

 
で
も
ま
あ
多
分
年
末
の
バ

ジ

ン
ア

プ
の
時
に
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
よ

お
お

そ
れ
は
楽
し
み
だ
な

は
い

空
か
ら
見
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
ど
う
な

て
る
の
か
興
味
が
あ
り
ま
す

 
そ
し
て
ス
キ
ル
取
得
の

の
岩

り
が
開
始
さ
れ
た
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三
人
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し
か
け
て
ヒ
ゲ
を
生
や
し
お

い
の

に
笑
い
な
が
ら
最
初
に
記
念

影
を
し
た

 
そ
し
て
岩
に
立
ち
向
か

た
三
人
で
あ

た
が

結
果
は
予
想
通
り
で
あ

た

く
そ

そ
こ
そ
こ

い
な

こ
れ

結

き
つ
い
で
す
ね

 
そ
ん
な
二
人
を
横
目
に

ラ
キ
ア
が
あ

さ
り
と
岩
を
破
壊
す
る

お
お

さ
す
が
は
ラ
キ
ア
さ
ん
で
す
ね

む
ふ

 
ラ
キ
ア
は
得
意
げ
に

を
鳴
ら
し
ス
プ
リ
ン
ガ

は
悔
し
そ
う
に
岩
に
拳
を
叩
き
込
み
続
け

た 
そ
の
横
で
ア
サ
ギ
も
マ
イ
ペ

ス
で
岩
を
殴

て
い
る

 
だ
が
二
人
も
そ
れ
な
り
に
高
レ
ベ
ル
で
あ
る

 
多
少
時
間
は
か
か

た
が

二
人
も
無
事
に
岩
の
破
壊
に
成
功
し
た

さ
て

無
事
に
取
得
出
来
た
み
た
い
だ
し

帰
り
ま
す
か

お
お

結

あ

さ
り
だ

た
な
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良
か

た
失
敗
し
た
ら
ヒ
ゲ
の
せ
い
で
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
こ
ろ

だ

た
わ

 
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
事
だ

た
が

こ
の
時
点
で
実
は
と
ん
で
も
な
い
事
が

こ

て
い
た

 
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
内
部
で
の
変
動
で
あ
る

 
た
だ
体
術
ス
キ
ル
を

得
し
た
だ
け
に
も
関
わ
ら
ず

 
実
は
こ
の
時
点
で
ラ
キ
ア
は
十
七

ま
で
上
が

て
い
た

ル
シ
パ

の
す
ぐ
下
で
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
代
わ
り
に
サ
ク
ヤ
が

外
に
落
ち
る
結
果
と
な

て
い
る
の
だ
が

 
こ
の
事
実
は
次
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
更
新
日
ま
で
誰
も
知
る
事
は
出
来
な
い

 
そ
ん
な
事
に
な

て
い
る
と
知
ら
な
い
ハ
チ
マ
ン
は
帰
り
道
で

気
に
こ
う
提
案
し
て
い
た

そ
う
だ

せ

か
く
だ
し

 
こ
の
ま
ま
街
で
ト
レ
ン
ブ
ル
・
シ

ト
ケ

キ
で
も
食
べ
て
い
き
ま
せ
ん
か

え

何
だ
い
そ
れ

と

て
も
美
味
し
い
ケ

キ
で
す

ラ
キ
ア
さ
ん
も
好
き
で
す
よ
ね

む
ふ

で
す
よ
ね

そ
れ
じ

あ
案
内
し
ま
す
ね
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ハ
チ
マ
ン
は
別
に
ラ
キ
ア
が
何
と
言

て
る
か
理
解
し
て
そ
う
言

た

で
は
な
い

 
た
だ
ラ
キ
ア
の
満
面
の
笑
顔
を
見
て
そ
う
判
断
し
た
だ
け
で
あ
る

 
だ
が
そ
れ
は
確
か
に
正
解
で
あ
り

店
に
着
い
て
ケ

キ
が
運
ば
れ
て
き
て

 
そ
れ
を
口
に
し
た
ラ
キ
ア
は

と
て
も
満
足
そ
う
に
こ
ん
な
声
を
出
し
た

も
が

ラ
キ
ア
の
そ
の

本
当
に
直
ら
な
い
よ
な

 
ど
う
や
ら
ラ
キ
ア
は
物
を
食
べ
る
時

い
つ
も
そ
ん
な
声
を
上
げ
て
し
ま
う
ら
し
い

ふ
ん

て

足
を

む
な

て
の

む
が

 
そ
の
ま
ま
四
人
は
お

り
し
な
が
ら
ケ

キ
の
味
を
楽
し
み

 
十
分
に

能
し
た
後

そ
れ
ぞ
れ
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
と
な

た

ふ
う

今
日
は
お
疲
れ
様
で
し
た

い
や

色
々
あ

た
な

今
日
は

お
二
人
と
も

ま
た
で
す
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ま
た
ね

ア
サ
ギ
ち

ん

は
い

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後

と
春
雄
は
迎
え
が
来
る
と
の
事
で

 
そ
の
ま
ま
八
幡
に
見
送
ら
れ
て
去

て
い

た

 
そ
の

を
運
転
し
て
い
る
の
は
ど
う
や
ら
専
属
の
運
転
手
ら
し
く

 
中
学
の
時
か
ら
ず

と

の
運
転
手
を
し
て
い
た

や

と
い
う
人
の
息
子
さ
ん
ら
し
い

 
そ
し
て
そ
の
場
に
残

た
八
幡
は
自
宅
に
帰
る
か
マ
ン
シ

ン
に

ま
る
か
迷

て
い
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
声
を
か
け
た

そ
う
だ
八
幡

せ

か
く
だ
か
ら
僕
の
寮
の
部
屋
に

ま

て
い
か
な
い
か
い

お

い
い
の
か

あ
あ

最
初
に

く
の
は

や
は
り
友
人
で
あ
る
君
が
い
い
ん
じ

な
い
か
と
思

て
ね

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ち

と
姉
さ
ん
と
話
し
た
後
に
そ

ち
に
向
か
う
わ

あ
あ

待

て
る
よ

 
そ
し
て
八
幡
は
社
⻑
室
に
出
向
き

 
勇
人
の
事
を
陽
乃
と
話
し
合

た
後
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
部
屋
に
向
か

た



 第８９９話 密かな変動

 
こ
れ
が
八
幡
に
と

て

今
日
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る

 
も
う
分
岐
し
ち

て
て
参
考
に
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

一
応
俺
ガ
イ
ル

を
先

に

ん
で
お
き
た
い
の
で

明
日
の
投
稿
は
お
休
み
さ
せ
て
下
さ
い
す
み
ま
せ
ん
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第
９
０
０
話
 
ガ
ブ
リ
エ
ル

ム

 
俺
ガ
イ
ル

無
事

了
し
ま
し
た

続
き

か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

ま
だ
出

る
み
た
い
な
の
で
嬉
し
い
で
す

 
八
幡
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
部
屋
に
向
か
お
う
と
し
た
が

 
も
し
か
し
た
ら
優
里
奈
が
八
幡
の

ま
り
の
準
備
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

 
一
応

話
を
入
れ
て
お
く
事
に
し
た

あ

優
里
奈
か

八
幡
さ
ん

ど
う
か
し
ま
し
た
か

い
や

実
は
今
日
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
部
屋
に

ま
る
事
に
な

て
な

 
も
し
か
し
た
ら
俺
が
そ

ち
に

ま
る
と
思

て
優
里
奈
が
準
備
し
て
る
ん
じ

な
い
か
と

思

て

 
念
の

に
連

を
し
て
み
た
ん
だ
よ
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あ

そ
う
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

 
優
里
奈
が
答
え
る
ま
で
に
微

な
間
が
あ
り

そ
れ
で
八
幡
は
ピ
ン
と
き
た

も
し
か
し
て
食
事
の
準
備
と
か
を
始
め
た
り
し
て
た
か

あ

い
え

食
材
を
用
意
し
た
だ
け
な
ん
で
大
丈
夫
で
す

そ
れ

て
優
里
奈
が
一
人
で
食
べ
き
れ
る

か

う

ん

ち

と
厳
し
い
か
も
で
す
ね

分
か

た

そ
れ
じ

あ
明
日
は
そ

ち
に

ま
る
事
に
す
る
わ

は
い

そ
れ
じ

あ
張
り
切

て
料
理
し
ま
す
ね

 
普

八
幡
は

マ
ン
シ

ン
に

ま
る
場
合
も
結

ギ
リ
ギ
リ
で
決
断
す
る
場
合
が
多
い

 
そ
の

八
幡
は
い
つ
も
は
優
里
奈
に
あ
り
あ
わ
せ
の
食
材
で

食
を
作

て
も
ら
う
事
が
多

く 
こ
う
し
て
事
前
に
予
定
が
決
ま
り
優
里
奈
が
じ

く
り

立
を
考
え
ら
れ
る
日
は

な
の
で

あ
るそ

れ
じ

あ
明
日
は
宜
し
く
た
の
む

 
そ
う
だ

朝
に
は
着

え
に
寄
る
か
ら

明
日
の
洗

だ
け
頼
ん
で
も
い
い
か
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え

ガ
ブ
リ
エ
ル
さ
ん
の
部
屋
に

ま
る
な
ら

 
先
に
こ

ち
で
楽
な
格
好
に
着

え
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
だ
な

分
か

た

と
り
あ
え
ず
そ

ち
に
行
く
わ

は
い

お
待
ち
し
て
ま
す
ね

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
へ
と
移
動
し
楽
な
格
好
に
着

え
て
洗

物
を
優
里
奈
に
任

せ 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
部
屋
に
向
か
お
う
と
し
た

あ
あ

こ
の
機
会
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
に

マ

の
良
さ
を
教
え
て
や
る
か

 
八
幡
は
そ
う
思
い

引
き
返
し
て
再
び
部
屋
の
中
に
入

た

優
里
奈

 
そ
し
て
マ

を
出
し
て
も
ら
お
う
と
優
里
奈
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
八
幡
の
目
に

 
八
幡
の
シ

ツ
の

い
を
く
ん
か
く
ん
か
と

ぐ
優
里
奈
の

が
飛
び
込
ん
で
き
た

あ
 
優
里
奈
は
し
ま

た
と
い
う
顔
で
そ
う

く
と

す
ぐ
に

口
で
言
い

を
始
め
た

違
う
ん
で
す
八
幡
さ
ん
こ
れ
は
八
幡
さ
ん
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
変
態
的
行

じ

な
い
ん
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で
す

 
ほ
ら

風

の
時

て
風

の

い
が
す
る
じ

な
い
で
す
か

 
だ
か
ら
も
し
か
し
て
八
幡
さ
ん
が
風

を
ひ
い
て
な
い
か
な

て
心
配
に
な

て

 
こ
の
シ

ツ
を
使

て
健

態
を
チ

ク
し
て
い
た
ん
で
す

 
こ
れ
は
櫛
稲
田
家
の
秘
伝
の
や
り
方
な
ん
で
一

の
人
は
多
分
知
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ

ね 
八
幡
さ
ん
も
も
ち
ろ
ん
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
ね

で
す
よ
ね

 
う
ん
う
ん

チ

ク
の
結
果
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

八
幡
さ
ん
は
健

で
す

 
そ
う
一
気
に
ま
く
し
立
て
た
優
里
奈
は

ビ
シ

と
八
幡
を
指
差
し
た

お

お
う

俺
は
健

だ
よ

で
す
よ
ね

そ
れ
じ

あ
チ

ク
も
終
わ

た
し

こ
れ
は
洗

機
に
え
い

 
そ
う
言

て
優
里
奈
は
八
幡
の
シ

ツ
を
洗

機
に
放
り
込
ん
だ

な

優
里
奈

は

は
い

何
で
す
か

健

な
八
幡
さ
ん

押
す
な

ま
あ
ち

と
面
白
い
が
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そ
し
て
八
幡
は

布
か
ら
エ
イ
イ
チ
を
取
り
出
し
て
優
里
奈
の
手
に

ら
せ
た

優
里
奈
は
ど
う
や
ら
疲
れ
て
る
み
た
い
だ
か
ら

 
今
日
は
こ
れ
で
美
味
い
物
で
も
食
べ
て

ぐ

す
り

る
と
い
い

 
八
幡
は
穏
や
か
な
笑
顔
で
そ
う
言
い

マ

は
寮
の
下
の
コ
ン
ビ
ニ
で

う
事
に
し

 
く
る
り
と

を
返
し
て
部
屋
か
ら
出
て
い
こ
う
と
し
た

ま

待

て
下
さ
い
八
幡
さ
ん

も
し
か
し
て
何
か
誤
解
し
て
ま
せ
ん
か

い
や

別
に
何
も
誤
解
は
し
て
な
い
が

う

違
う
ん
で
す

違
う
ん
で
す

 
そ
う
言

て
優
里
奈
が
ま
ご
ま
ご
し
だ
し
た

八
幡
は
わ
ざ
と
明
る
く

舞
い
な
が
ら
こ
う

言

た
は
は
は
は
は

大
丈
夫

俺
は
何
の
誤
解
も
し
て
な
い
ぞ

 
そ
れ
じ

あ
優
里
奈

今
日
は
ち

ん
と
美
味
い

を
食
う
ん
だ
ぞ

 
お
つ
り
は
明
日
の
食
材

に
回
し
て
い
い
か
ら
な

あ

八
幡
さ
ん

八
幡
さ
ん

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
そ

と
扉
を

め

深
呼

を
し
た
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ふ

俺
は
何
も
見
な
か

た

今
は
何
も
無
か

た

よ
し

行
く
か

 
そ
し
て
八
幡
は
コ
ン
ビ
ニ
で
マ

を
仕
入
れ
た
後
予
定
通
り
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
部
屋
に
向

か

た

 
こ
こ
だ
よ
な

何
だ
こ
れ
は

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
部
屋
の
前
に
立

た
八
幡
は

 
そ
の
扉
に
大

旗
が

て
あ
る
の
を
見
て
絶

し
て
い
た

 
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
隣
の
部
屋
か
ら
レ
ヴ

カ
が
顔
を
出
し
た

あ
れ
八
幡
じ

ね
え
か
ま
さ
か
俺
に
夜
這
い
か

オ

ケ

オ

ケ

よ
し
や
る
か

俺
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
に

か
れ
て

ま
り
に
来
た
だ
け
だ

て
の

何
だ

兄
貴
に
夜
這
い
か

怖
い
事
言
う
ん
じ

ね
え
よ

の
プ
リ
ン
セ
ス
が
来
ち
ま
う
だ
ろ
う
が

 
そ
う
だ

せ

か
く
だ
し
お
前
も
兄
貴
の
と
こ
ろ
に
遊
び
に

そ

そ
れ
じ

あ
俺
は
コ
ン
ビ
ニ
に
行
く
か
ら

じ

あ
な

え

あ

お
い



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
八
幡
の
言
葉
を
最
後
ま
で

か
ず
レ
ヴ

カ
は
そ
の
場
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
走
り
去

て

い

た

 
こ
の
時
点
で
八
幡
に
は

な
予
感
し
か
し
な
い

ま

ま
あ
き

と
兄
貴
に

え
る

を
見
ら
れ
る
の
が
恥
ず
か
し
か

た
ん
だ
ろ
う

 
レ
ヴ

も
お
年

だ
し
な

う
ん
う
ん

 
八
幡
は
自
分
に
言
い

か
せ
る
よ
う
に
そ
う
独
り
言
を
言
う
と

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
部
屋
の
イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
し
た

は
い

悪
い

く
な

た

八
幡
か
い

今
扉
を
開
け
る
よ

 
そ
し
て
す
ぐ
に
半

を
着
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
顔
を
出
し
た

 
そ
の
背
中
に
は

や
は
り
俺
の

春
ラ
ブ
コ
メ
は
ま
ち
が

て
い
る

の
文

と
共
に

 
雪
乃
と
結
衣

そ
れ
に
八
幡
に
似
た
キ

ラ
の
顔
が

か
れ
て
い
た

 
ど
う
や
ら
ア
ニ
メ
か
何
か
の
半

ら
し
い

ガ
ブ
リ
エ
ル

そ
の
半

出
か
け
る
時
は
着
る
な
よ
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も
ち
ろ
ん
だ
よ

れ
ち

う
か
ら
ね

そ

そ
う
だ
な

 
そ
し
て
八
幡
は

ガ
ブ
リ
エ
ル
の
部
屋
に
一
歩
足
を

み
入
れ
た

い
ら

し

い

こ

ち
こ

ち

 

お

魔
し
ま

す

 
見
る
と

関
の

に
門

が
置
い
て
あ
り

八
幡
は

く
眩

が
し
た

こ
こ
は
も
う
正
月
か

 
そ
し
て
部
屋
に
入

た
八
幡
の
目
に
最
初
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

 
フ
ロ

リ
ン
グ
の
上
に
敷
い
て
あ
る

で
あ

た

 
当
然

室
に

は
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い

に

間
が
出
来
て
い
る

に
し
た
の
か

あ
あ

日
本
人
な
ら
や

ぱ
り

だ
ろ
う

い
や

お
前
は
日
本
人
じ

な
い
だ
ろ

 
八
幡
は
そ
う
突

込
み
な
が
ら
も
自
然
な
態
度
で
部
屋
の
中
央
に
あ
る
こ
た
つ
に

を
下
ろ

し
た
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こ
た
つ
が
あ

た
ら
と
り
あ
え
ず
足
を
入
れ
る
の
は

 
日
本
人
と
し
て
は
も
は
や
本
能
の
よ
う
な
行
動
で
あ
ろ
う

 
そ
し
て
そ
の
こ
た
つ
の
中
央
に
は

こ
れ
ま
た
当
然
の
よ
う
に
み
か
ん
が
置
い
て
あ
る

や

ぱ
り
日
本
人
な
ら
こ
た
つ
に
み
か
ん
だ
よ
ね

い
や

だ
か
ら
お
前
は
日
本
人
じ

な
い
だ
ろ

は
は
は
は
は

何
故
そ
こ
で
笑
う

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
笑

た
ま
ま
立
ち
上
が
り

台
所
に
向
か
い
な
が
ら
言

た

八
幡

今
お
茶
を
入
れ
る
よ

お

と
ガ
ブ
リ
エ
ル

こ
れ
は
土
産
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
マ

を
差
し
出
し
た

こ
れ
は

千
葉

の
ソ
ウ
ル
ド
リ
ン
ク
だ

お
う

チ
バ
ラ
ギ

ぶ

飛
ば
す
ぞ
コ
ラ
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は
は
は
は
は

だ
か
ら
何
故
そ
こ
で
笑
う

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
そ
の
突

込
み
を
華
麗
に
ス
ル

し
て
台
所
に
行
き

お
茶
を
二
つ
持

て

て
き
た

ソ
チ

で
す
が

お

お
う

よ
く
そ
ん
な
言
葉
を
知

て
る
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

差
し
出
さ
れ
た
お
茶
を
ず
ず

と

た

こ
ぶ
茶
か

ま
た

い
チ

イ
ス
だ
な

ほ
う
じ
茶
か

茶
の
方
が
良
か

た
か
い

い
や

こ
れ
で
い
い

 
お
茶
を
飲
ん
で
気
分
も
落
ち
着
い
た

 
八
幡
は
こ
こ
ま
で
見
た
物
に
つ
い
て

ガ
ブ
リ
エ
ル
に

ね
る
事
に
し
た

な
あ
ガ
ブ
リ
エ
ル

扉
に

て
あ

た
あ
の
旗

あ
あ

ビ
ク
ト
リ

フ
ラ

グ

て
言
う
ん
だ
ろ

い
物
の
案
内
を
し
て
く
れ
た
モ
エ
カ

に

い
た
よ
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あ
い
つ
の
仕
業
か

 
八
幡
は

今
度
萌
郁
に
会

た
ら
と

ち
め
て
や
ろ
う
と
心
に

た

そ
れ
じ

あ
入
り
口
の

ニ

イ
ヤ

ゲ

ト
か
い

あ
そ
こ
を
新
年
に
神
様
が
通
る
ん
だ
ろ
う

一
応
あ
れ
は
な

十
二
月
十
三
日
以
降
に

る

て
い
う
ル

ル
が
あ
る
ん
だ
よ

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
そ

と
立
ち
上
が
り

門

を
収
納
に
し
ま

た

 
そ
し
て
八
幡
は

他
に
は
何
が
あ
る
の
か
と
部
屋
の
中
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た

う
 
よ
く
見
る
と

何
故
か

の
上
に

提

が
置
か
れ
て
い
た

こ
こ
は
正
月
の
上
に
お

だ

た
か

あ
と
そ
こ
に
あ
る
そ
れ

ソ
ウ
ル
ラ
イ
ト
の
事
か
い

死
ん
だ
僕
ら
の
両
親
が

日
本
に
迷
わ
ず
来
れ
る
よ
う
に

て

思

て
さ

そ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
い
い

あ

で
も
あ
れ
だ

そ
の
提

の
近
く
に
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ご
両
親
の
写
真
で
も

て
お
く
と
も

と

果
的
だ
ぞ

 
そ
う
言
わ
れ
て
は

八
幡
も

か
な
ル

ル
を
押
し
つ
け
る

に
も
い
か
ず

 
逆
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
事
に
な

た

オ

ケ

今
度
写
真
を
大
き
め
の
サ
イ
ズ
の

に
プ
リ
ン
ト
し
て

て
お
く
よ

 
そ
し
て
窓
に
は
ヒ
モ
が
付
い
て
い
な
い
風

が

て
あ
る

こ
こ
は
正
月
で
お

で
日
本
の
夏
だ

た
か

 
ま
あ
さ
す
が
に
も
う

だ
か
ら

風

が
鳴
ら
な
い
よ
う
に
し
て
る
ん
だ
な

 
他
に
も
室
内
に
は
ま
ね
き
ね
こ
に
だ
る
ま

そ
れ
に
七
福
神
の
像
な
ど
が
あ

た

い

色
々
集
め
た
ん
だ
な

い
や

や

ぱ
り
本
場
で
の
シ

ピ
ン
グ
は
楽
し
い
よ

 
欲
し
い
物
が
い
く
ら
で
も
見
つ
か
る
か
ら
ね

ほ

ほ
ど
ほ
ど
に
な

も
ち
ろ
ん
だ
よ

部
屋
に
置
け
る

に
も
限
り
が
あ
る
か
ら
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

ま
ね
き
ね
こ
を
指
差
し
な
が
ら
言

た

で

そ
の
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に

ん
こ
先
生
か
い

お

と

そ
こ
ま
で
だ
ガ
ブ
リ
エ
ル

 
そ
の
名
前
を
出
す
と

目
を
血
走
ら
せ
た
雪
乃
が
襲

て
く
る
か
ら
な

で

そ

ち
は

マ
サ
ム
ネ
だ
ろ
う

モ
エ
カ
が
片
方
の
目
を
入
れ
て
く
れ
た
よ

あ
の
野
郎

で

こ
れ
が
ク
ロ
サ
ワ
の
七
人
の

す
ま
ん
ガ
ブ
リ
エ
ル

ち

と
萌
郁
に

話
を
か
け
る

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ガ
ブ
リ
エ
ル
を
制
し

ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
た

は
い

お
う
萌
郁

ち

と
話
が
あ
る

今
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

 
そ
の

間
に

話
は
切
ら
れ

こ
の
日
一
日
萌
郁
に

話
が
繋
が
る
事
は
無
か

た

チ

逃
げ
や
が

た
か

な

八
幡

も
し
か
し
て
こ
の
三
つ
に
も
何
か
置
く

の
ル

ル
が
あ
る
の
か
い
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い
や

ま
あ
そ
の
三
つ
は
問
題
な
い

そ
う
か

な
ら
良
か

た
よ

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
安
心
し
た
顔
で
そ
う
言

た
後
思
い
付
い
た
よ
う
に
八
幡
に
質
問
し
て
き
た

そ
う
だ

八
幡
に

き
た
い
事
が
あ

た
ん
だ
よ

お

何
だ

ち

と
こ
れ
を
見
て
く
れ
な
い
か

ゴ
ロ

コ

な
ん
だ
け
ど
さ

ゴ
ロ

コ

 
そ
し
て
ガ
ブ
ル
エ
ル
は
リ
モ
コ
ン
を
い
く
つ
か
操
作
し

 
テ
レ
ビ
に
水
戸
の
ご

居
が
映
し
出
さ
れ
た

あ
あ

ご

公
な

で

こ
れ
が
ど
う
し
た

え
え
と

あ

こ
こ
だ
よ
こ
こ

 
こ
の
ア
ク
ダ
イ
カ
ン
が
持

て
い
る
武
器
は
な
ん
て
い
う
武
器
な
ん
だ
い

十
手
の
事
か

ジ

テ

そ
う
か

こ
れ
は
ジ

テ

て
言
う
ん
だ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

ど
こ
か
ら
か
十
手
を
取
り
出
し
た
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あ
る
の
か
よ

実
は
お
も
ち

屋
で
見
つ
け
て

た
ん
だ
よ

そ
れ
な
の
に
名
前
を
知
ら
な
か

た
の
か

あ
あ

セ

ト

だ

た
か
ら
ね

銭

セ

ト

て
名
前
だ

た
か
な

そ
う
い
う
事
か

 
八
幡
は

平
次
だ
ろ
う
か

そ
れ
と
も

だ
ろ
う
か
な
ど
と
考
え
な
が
ら

 
そ
の
お
も
ち

の
十
手
を
手
に
取

た

そ
れ
は
ど
う
や

て
使
う
武
器
な
ん
だ
い

こ
れ
か

こ
れ
は
こ
う
し
て
突
い
た
り
叩
い
た
り

敵
の
武
器
を
こ
こ
で
受
け
て

め
取

た
り

 
あ
と
は
敵
の
関

を

め
た
り
す
る
の
に
も
使
う
ら
し
い
ぞ

お
お
用

が
広
い
ね
こ
ん
な
武
器
を
大

に
発
明
す
る
な
ん
て
さ
す
が
は
日
本
の
職
人

さ
ん
だ
ね

確
か
に
そ
う
考
え
る
と
凄
い
よ
な

ニ
ホ
ン
ト

も

あ
の
美
し
さ
が
僕
は
大
好
き
さ
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美
し
い
だ
け
じ

な
く
格
好
い
い
よ
な

う
ん

格
好
い
い
ね

 
八
幡
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

そ
の
後
も

の
日
本
文
化
に
つ
い
て

 
色
々
な
時
代
劇
を
見
な
が
ら
語
り
合

た
後

 
そ
の
ま
ま
食
事
も
と
ら
ず
に
面
倒
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
コ
タ
ツ
で

る
事
に
し
た

 
実
は
八
幡
に
と

て

男
友
達
の
家
に

ま
る
の
は
こ
れ
が
人
生
で
初
め
て
で
あ

た

 
レ
ヴ

カ
は
日
本
大
好
き
す
ぎ
な
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
相
手
を
す
る
の
が

で
逃
げ
出
し
た
よ
う

だ
が

 
当
然
八
幡
は
そ
ん
な
事
は
な
く
二
人
は
目
を

か
せ
な
が
ら
横
に
な

た
後
も
夢
中
で

り
続
け
た

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

落
ち
し
て
し
ま

た
の
だ
が
そ
の
絆
が

く
な

た
の
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝
八
幡
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
別
れ
を
告
げ
一
応
マ
ン
シ

ン
へ
と

た

さ
て
と

と
り
あ
え
ず
着

え
て
学
校
に
行
く
か

 
そ
う
思
い
な
が
ら

関
の
扉
を
開
け
る
と

そ
こ
に
は
優
里
奈
の
靴
が
置
い
て
あ

た
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あ
れ

優
里
奈
は

日
こ

ち
で

た
の
か
な

 
そ
し
て
居
間
に
入
る
と

い
つ
も
八
幡
が

て
い
る
ソ
フ

ベ

ド
の
上
で

 
優
里
奈
が
す
や
す
や
と

息
を
立
て
て
い
た

こ
さ
な
い
よ
う
に
着

え
る
だ
け
着

え
て
出
か
け
る
か

 
時
刻
は
ま
だ
朝
の
六
時
で
あ
り

優
里
奈
を

こ
す
の
も

し

が
な
い
気
が
し
た

 
八
幡
は
女
性

の
ク
ロ

ゼ

ト
を
見
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら

室
で
こ
そ
こ
そ
と
着

え
を
し

 
そ
の
ま
ま

室
を
出
て
忍
び
足
で

関
へ
と
向
か

た

 
そ
ん
な
八
幡
の

に

優
里
奈
の

言
が

こ
え
て
き
た

む
に

八
幡
さ
ん
の
ベ

ド
に
マ

キ
ン
グ

う
ふ
ふ
ふ
ふ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
ビ
ク

と
な

た
が

そ
の
ま
ま
何
も

こ
え
な
か

た
事
に
し
て

 
マ
ン
シ

ン
を
後
に
し
た
の
だ

た
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第
９
０
１
話
 
日
高
商
店
へ
の
再
訪
問

 
マ
ン
シ

ン
か
ら
そ
の
ま
ま
学
校
に
向
か

た
八
幡
は

 
い
つ
も
の
よ
う
に
ク
ラ
ス
メ

ト
達
と
お
昼
休
み
に
屋
上
で
昼
食
を
と
り
な
が
ら

 
デ

ア
ベ
ル
の
弟
と
会

た
事
を
報
告
し
た

 
当
然
デ

ア
ベ
ル
の
事
も

知
ら
な
い
者
に
は
説
明
済
み
で
あ
る

と
い
う

で

デ

ア
ベ
ル
の
弟
と
偶
然
知
り
合
い
に
な

た
ん
だ

デ

ア
ベ
ル
の
弟
か

凄
い
偶
然
だ
よ
な

八
幡
君

や

ぱ
り
お
兄
さ
ん
に
似
て
た

あ
あ

よ
く
似
て
た
わ

そ
れ
に
気
性
が
真

直
ぐ
で

と
て
も
い
い
奴
だ
と
感
じ
た
な

デ

ア
ベ
ル

て
第
一
層
の
攻
略
の
時
の
リ

ダ

だ

た
人
よ
ね

そ
の
デ

ア
ベ
ル
だ

あ
い
つ
の
事
は
本
当
に
残
念
だ

た

う
ん

だ
な

 
和
人
と
明
日
奈
は
当
時
の
事
を
思
い
出
し

な
表
情
を
し
た
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八
幡
君

こ
ん
な
事
を
私
が
頼
む
の
は
筋
違
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
勇
人
君
に
は
出
来
る
だ
け
良
く
し
て
あ
げ
て
ね

あ
あ
そ
の
つ
も
り
だ
か
ら
安
心
し
て
く
れ

先
ず
手
始
め
に
勇
人
に
は
バ
イ
ト
を
紹
介
し

て
あ
る

中
学
生
に
バ
イ
ト
を
さ
せ
る
の
か

バ
イ
ト

て
い

て
も
う
ち
の
仕
事
だ
か
ら
な
当
然
家
で
出
来
る
し
最
大
で
も
一
日
二
時

間
だ

 
だ
か
ら
学
校
に
は
バ
レ
な
い
し

も
し
バ
レ
て
も

 
ベ

ド
で
二
時
間
横
に
な
る
だ
け
の
簡

な
仕
事
で
す
で
押
し
通
せ
る
予
定
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
悪
い
顔
を
し
た

ま
あ
確
か
に
そ
の
通
り
だ
よ
な

ソ
レ
イ
ユ
と
の
パ
イ
プ
も
出
来
る
し

 
そ
の
勇
人

て
子
の
将
来
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
か

お
う
ち
の

済
的
に
も
ね

で
も
学
校
の
勉
強
に

障
が
出
ま
せ
ん
か

 
珪
子
の
そ
の
問
い
に

八
幡
は

き
な
が
ら
こ
う
答
え
た
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そ
れ
も
対
処
済
み
だ
勇
人
に
は
ク
ル
ス
ち

ん
を
家
庭
教
師
と
し
て
つ
け
る
つ
も
り
だ

ク
ル
ス
ち

ん

て

私
達
み
た
い
な
感
じ
の

 
そ
れ
を

い
た
あ
い
こ
ち

ん
が
そ
う

ね
て
き
た

 

に
人
差
し
指
を

え
な
が
ら
首
を

げ
る
そ
の
仕

は
実
に
あ
ざ
と
い

ま
あ
遠

操
作
タ
イ
プ
じ

な
く
自

タ
イ
プ
だ
が

似
た
よ
う
な
も
ん
だ
な

そ
れ

て
理
央
が
持

て
る
み
た
い
な
ス
マ
ホ
に

載
す
る
タ
イ
プ
じ

目
な
の

と
い
う
か

ど
う
せ
な
ら
紅
莉
栖
に
頼
め
ば
い
い
ん
じ

な
い

さ
す
が
に
う
ち
の
会
社
的
に
ア
マ
デ
ウ
ス
紅
莉
栖
を
身
内
以
外
に
出
す
の
は
リ
ス
ク
が
大
き

い
か
ら
な

 
自

タ
イ
プ
に
し
た
の
は

あ
そ
こ
は
⺟
子
家
庭
だ
か
ら

 

守
番
を
し
た
り
小
春
さ
ん
が
い
な
い
時
に

話
を
受
け
た
り
出
来
る
よ
う
に

 
家

的
な
役

が
出
来
る
奴
が
い
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ

な
い
か
と
思

た
ん
だ
よ

そ
こ
ま
で
考
え
て
る
ん
だ
ね

⺟
子
家
庭
の
大
変
さ
は

前
に
美
咲
さ
ん
に
熱
心
に
説
明
さ
れ
た
か
ら
な

 
ち
な
み
に
そ
の
時
の
ミ
サ
キ
は
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だ
か
ら
男
手
が
あ

た
ら
凄
く
助
か
り
ま
す
わ

体
的
に
は
八
幡
様
と
か
で
す
け
ど

 
と
い
う
流
れ
に
持

て
い

て

 
あ
わ
よ
く
ば
八
幡
に
自
宅
ま
で
来
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
を
持

て
い
た

 
八
幡
が
上
手
く
流
し
た

に
そ
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
な
か

た
が

 
一
歩
間
違
え
ば
八
幡
は
食
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

実
に
危
な
い
と
こ
ろ
で
あ

た

な
る
ほ
ど
な

あ
と
は
ま
あ
う
ち
の
社
員
食

が
今
度
み
ん
な
の
要
望
で
夜
ま
で

業
す
る
事
に
な

た
か

ら 
そ
の
時
に

方
五
時
以
降
に
解
禁
す
る
酒

の
注
文
を
一
手
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
つ
も
り

だ 
そ
れ
な
ら
今
頼
ん
で
る
業
者
と

み
分
け
る
事
が
可
能
だ
か
ら
な

そ
こ
ま
で
す
る
か

 
そ
の
場
に
い
た
四
人
と
二
体
は
そ
う
思

た
が

 
今
回
は
明
確
に
人
助
け
の
意
味
合
い
が

ま
れ
て
い
る

 
誰
も
八
幡
を
止
め
た
り
す
る
者
は
い
な
い
の
で
あ
る
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と
こ
ろ
で
ク
ル
ス
の
許
可
は
と

た
の

あ
あ

日
の
う
ち
に
連

を
し
て
お
い
た

今
度
食
事
を

て
く
れ
る
な
ら
喜
ん
で
だ

そ
う
だ

そ
の

度
で
済
ん
だ
ん
だ

 
明
日
奈
は
そ
の
答
え
に
ほ

と
し
た
顔
を
し
た

 
今
明
日
奈
が
要
注
意
だ
と
思

て
い
る
の
は

詩
乃

ク
ル
ス

優
里
奈

香
蓮

 
そ
れ
に
加
え
て
最
近
は
理
央
を

め
た
五
人
な
の
で
あ
る

雪
乃
達
が
入

て
い
な
い
の
は

 
付
き
合
い
の
⻑
さ
故
に

色
々
と

え
て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

ま
あ
そ
ん
な

で
何
か
問
題
が
持
ち
上
が

た
時
に
ま
た
何
か
相
談
す
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
の
時
は
宜
し
く
頼
む

 
八
幡
は
そ
う
言

て
仲
間
達
に

を
下
げ

四
人
と
二
体
は
当
然
の
よ
う
に

い
た

 
そ
し
て
迎
え
た
放
課
後

八
幡
は
紅
莉
栖
か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
次
世
代
技
術
研
究
部
に
い
た

え

も
う
出
来
た
の
か

当
然
よ

ボ
デ

は
も
う
あ
る
ん
だ
か
ら

 
ク
ル
ス
を
ア
マ
デ
ウ
ス
化
し
て
イ
ン
ス
ト

ル
す
る
だ
け
だ
も
の
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確
か
に
そ
う
だ
け
ど
よ

 

に
ク
ル
ス
ち

ん
が
完
成
し
て
い
る
と

い
て

八
幡
は
と
て
も
驚
い
た

 
ど
う
や
ら
ア
マ
デ
ウ
ス
関
連
の
作
業
は

 
も
う
紅
莉
栖
に
と

て
は
ほ
ん
の
片
手
間
で
出
来
る
よ
う
な
作
業
ら
し
い

こ
れ
が

ジ

バ
ン
ニ
が
一

で
や

て
く
れ
ま
し
た

て
奴
か

さ
す
が
だ
よ
な

 
八
幡
は

感
心
し
た
様
子
で
そ
う

い
た

ふ
ふ
ん
素
直
じ

な
い
あ
ん
た
で
も
た
ま
に
は
ち

ん
と
相
手
を
褒
め
ら
れ
る
み
た
い
ね

い
や
い
や
俺
の
一
番
の
功

は
お
前
を
う
ち
に
ス
カ
ウ
ト
し
た
事
だ
と
本
気
で
そ
う
思
う

わ
そ

そ
れ
は
ち

と
褒
め
す
ぎ
じ

な
い

い
や
い
や

い
く
ら
褒
め
て
も
褒
め
足
り
な
い
わ

お
前
は
最
高
だ

紅
莉
栖

そ

そ
う

ま
た
何
か
困

た
事
が
あ

た
ら
い
つ
で
も
相
談
し
て
き
て
い
い
わ
よ

も
ち
ろ
ん
だ

頼
り
に
し
て
る
ぞ
紅
莉
栖

 
こ
れ
ぞ

院
凶
真
流
の
ク
リ
ス
テ

ナ
操

法
で
あ
る
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ま
あ
実

は

な
る
褒
め
殺
し
だ

た
り
す
る
の
だ
が

あ

そ
う
そ
う

に
回
線

事
も
終
わ

て
る
ら
し
い
わ
よ

マ
ジ
か
よ

仕
事
が

す
ぎ
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は

り
難
く

か

て
い
く
わ

え
え

人
助
け

頑
張

て
ね

お
う

速
日
高
商
店
に
行

て
く
る

 
そ
う
言
い
な
が
ら
先
に
八
幡
が
向
か

た
の
は

開
発
室
横
の

ル

ム
で
あ

た

 
そ
こ
で
は
今
日

詩
乃

風
太

大

保
の
四
人
が
揃

て
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
の
だ

 
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く

八
幡
が
呼
び
出
し
た
か
ら
で
あ
る

み
ん
な
悪
い
な

わ
ざ
わ
ざ
来
て
も
ら

て

そ
れ
は
別
に
い
い
ん
だ
け
ど
八
幡
が
わ
ざ
わ
ざ
私
達
全
員
を
呼
び
出
す
な
ん
て
珍
し
い
わ
ね

 
代
表
し
て
そ
う
言

た
詩
乃
に

八
幡
は
勇
人
の
事
を
説
明
し
た

実
は
四
人
に
中
学
生
の
指

を
頼
も
う
と
思

て
な

中
学
生

こ
こ
で
中
学
生
を

う
の

あ
あ

し
い
事
は

愛
す
る
が

 
今
度
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

く
な

た
戦
友
の
弟
に

こ
こ
で
働
い
て
も
ら
う
事
に
し
た
ん
で
な
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そ
い
つ
は
勇
人

て
言
う
ん
だ
が

勇
人
に
仕
事
内
容
を
教
え
て
や

て
欲
し
い
ん
だ

 
四
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

任
せ
ろ
と
い
う
風
に
胸
を
叩
い
た

あ
り

て
奴
だ
な

任
せ
と
け

や

と
保
に
も
後
輩
が
出
来
る
の
か

そ
れ
は
楽
し
み
だ
ね

ど
ん
な
子
な
ん
だ
い

素
直
で
親
思
い
の
い
い
子
だ
な

お
い
詩
乃

絶
対
に
い
じ
め
る
な
よ

ど
う
し
て
私
に
だ
け
言
う
の
よ
八
幡

殴
る
わ
よ

そ
れ
そ
れ

そ
う
い
う
と
こ

お
前
は
口
よ
り
先
に
手
が
出
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
な

そ
れ
は
八
幡
が
相
手
の
時
だ
け
じ

な
い
か

 
そ
の
大

の
指
摘
に
八
幡
は
き

と
ん
と
し
た

え

そ
う
な
の

そ

そ
ん
な
事
な
い
わ
よ

ち

ん
と
平

に
手
が
出
る
わ
よ

や

ぱ
り
出
る
ん
じ

ね
え
か
よ

ち

違
う

て
ば

あ
あ

も
う

 
そ
う
言
い
な
が
ら
詩
乃
は

大

の
足
を
思
い

き
り

み
つ
け
た
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て

や

ぱ
り
さ

き
の
は

手
が
出
る
の
は
八
幡
に
だ
け
そ
し
て
他
の
人
に
は
足
が
出
る
わ

だ
か
ら
出
る
ん
じ

ね
え
か
よ

こ
れ
は
年
上
限
定
よ

意
味
が
分
か
ら
ん

女
心
は
複
雑
な
の

覚
え
て
お
き
な
さ
い

へ
い
へ
い

 
八
幡
は
大
体
い
つ
く
ら
い
か
ら
勇
人
が
来
る
の
か
四
人
に
伝
え

 
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
と
念
を
押
し

次
に
寮
の
社
員
食

へ
と
向
か

た

 
八
幡
は

ね
こ
や

と
書
い
て
あ
る
の
れ
ん
を

て
中
に
入
り

 

方
の

業
に
向
け
て
仕
込
み
中
の
マ
ス
タ

に
声
を
か
け
た

マ
ス
タ

う
ち
の
若
い
連
中
の
頼
み
を

い
て
も
ら

て
す
み
ま
せ
ん

あ
れ

次
期
社
⻑
直
々
に
わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん

 
ま
あ

日

業
が
昼
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
じ

体
が
な
ま

て
仕
方
が
な
か

た
し

 
こ

ち
か
ら
頼
も
う
か
と
思

て
た
く
ら
い
な
ん
で

丁
度
良
か

た
で
す
よ
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そ
の
分

料
も
上
乗
せ
し
ま
す
ん
で

無
理
の
無
い
よ
う
に
一
つ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
臨
時
休
業
日
を
作

て
も
ら

て
も
全
然

わ
な
い
ん
で

大
丈
夫

ア
レ

タ
と
ク
ロ
も
い
ま
す
か
ら
ね

二
人
と
も

頼
む
ぞ

む
し
ろ
収
入
が

え
る
の
で
嬉
し
い
で
す

頑
張
り
ま
す

 
そ
し
て
普

か
ら
無
口
な
ク
ロ
は

こ
く
り
と
八
幡
に

い
た

そ
れ
で
マ
ス
タ

ビ

ル
と
か
の
仕
入
れ
の
事
な
ん
で
す
が

 
そ
し
て
八
幡
は
マ
ス
タ

と
打
ち
合
わ
せ
を
し

 
や
り
残
し
が
な
い
事
を
確
認
し
た
後

そ
の
足
で
日
高
商
店
へ
と
向
か

た

 
あ

比
企
谷
さ
ん

 
店
の
前
に
着
く
と
小
春
が
空
き

の
入

た
ビ

ル
ケ

ス
を
運
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ

た

あ

俺

手
伝
い
ま
す
よ

大
丈
夫
よ

こ
れ
は
私
の
仕
事
だ
か
ら
ね

い
や

筋
ト
レ
が
し
た
か

た
ん
で
丁
度
い
い
ん
で
す
よ
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ち

と
苦
し
か

た
か
な

 
八
幡
は
遠

す
る
小
春
に
そ
う
言
い

小
春
は
苦
笑
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
こ

ち
に
運
ん
で
も
ら

て
い
い

任
せ
て
下
さ
い

 
そ
う
言

て
八
幡
は

ビ

ル
ケ

ス
を
同
時
に
三

持
ち
上
げ
た

う
わ

だ

大
丈
夫

空
の
ビ

ル

く
ら
い
ど
う

て
事
な
い
で
す
よ

 
実

空
き

が
入

た
ビ

ル
ケ

ス
は
平

的
な
成
人
男
子
に
と

て
は
さ
ほ
ど
重
く
は

な
いあ

り
が
と
う

お
か
げ
で
助
か

た
わ

い
え
い
え

本
当
に
お
気
に
な
さ
ら
ず

 
今
日
は
先
日
の
話
が
進
展
し
た
の
で

た
ん
で
す
が
今
ち

と
お
時
間
い
い
で
す
か

う
ん

大
丈
夫

 
そ
し
て
八
幡
は

小
春
と
勇
人
の
今
後
に
つ
い
て
話
を
始
め
た
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そ
れ
じ

あ
最
初
に
こ
れ
を

ア
ミ

ス
フ

ア
で
す

へ

こ
れ
が
そ
う
な
の
ね

で
も
ど
う
し
て
二
つ
も
あ
る
の

は
い

実
は
春
雄
さ
ん
か
ら

小
春
さ
ん
も
ヘ
ヴ

な
ゲ

マ

だ

た

て

い
た
ん
で

 
も
し
良
か

た
ら
何
か
親
子
で
遊
べ
る
よ
う
に

な
ん
て
考
え
ま
し
て

 
ソ
フ
ト
は
一
応
Ａ
Ｌ
Ｏ
と

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

 
そ
れ
に
リ
ア
ル
・
ト

キ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
イ
ン
ス
ト

ル
し
て
あ
り
ま
す

そ
こ
ま
で
し
て
も
ら
う

に
は

い
い
ん
で
す
よ

お
得
意
様
の
福
利

生
も
う
ち
の
仕
事
で
す

 
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
が
あ
る
は
ず
が
な
い
の
だ
が

 
八
幡
は
こ
の
場
だ
け
乗
り
切
れ
れ
ば
い
い
や
と
思
い

当
な
事
を
言

た

そ

そ
う

う

ん

い
い
の
か
な

そ
れ
で
勇
人
が
喜
ぶ
な
ら
い
い
ん
で
す

勇
人
が

ま

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と

 
勇
人
の
事
を
引
き
合
い
に
出
し
た
八
幡
の
説
得
が
功
を

し
た
の
か

 
小
春
は
そ
れ
で
仕
方
な
い
と
い
う
表
情
な
が
ら
も
納
得
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
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そ
れ
で
昼
に
ネ

ト
回
線
を
引
き
終
わ

た
と

い
た
ん
で
す
が

う
ん

日
の
今
日
だ

た
か
ら
び

く
り
し
ち

た

正
直
俺
も
で
す

 
二
人
は
そ
う
言

て
笑
い
合

た

で

家
庭
教
師
役
が
こ
い
つ
で
す
ね

紹
介
し
ま
す

ク
ル
ス
ち

ん
で
す

初
め
ま
し
て
ク
ル
ス
ち

ん
で
す

心

意
尽
く
さ
せ
て

き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
小
さ
な
ぬ
い
ぐ
る
み
が
そ
う
丁

な

を
し
て
き
た
事
で

 
小
春
は
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た
の
だ

た
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第
９
０
２
話
 
新
生
活
へ
の
第
一
歩

は

八
幡
君

こ
の
子

て

あ

勇
人
の
家
庭
教
師
だ
け
じ

な
く
日
高
商
店
の

守
番
役
と
し
て
も
使

て
も
ら
え

る
よ
う
に

 
自

型
の

載
型
モ
デ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

気

に
ク
ル
ス
ち

ん
と
呼
ん
で
や

て

下
さ
い

 
ち
な
み
に
元
に
な

た
の
は
超
一
流
大
学
の
生
徒
な
の
で
学
力
に
つ
い
て
は

り

付
き
で

す
よ

 
こ
の
時
小
春
は
パ
ニ

ク

態
に
陥

て
い
た

 
そ
も
そ
も
ぬ
い
ぐ
る
み
が

る
だ
け
で
も
驚
き
な
の
に

そ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
今

 
小
春
の
目
の
前
で
お
腹
の
前
で
手
を
組
み

も
じ
も
じ
し
て
い
る
の
だ

 
ま
だ
小
春
が
十

二
十
代
な
ら
対
応
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
小
春
は
詩
乃
や
藍
子
と
は
違
い

真
な
る
昭
和
の
女
で
あ
る
が
故
に

 
現
実
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
事
と
な

た
の
で
あ
る
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ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
混
乱
し
て
し
ま

て

無
理
も
な
い
で
す

こ
れ
は
ま
だ
市
場
に
も
出
回

て
な
い
で
す
か
ら
ね

そ

そ
ん
な
貴
重
な
物

も
し
盗
ま
れ
で
も
し
た
ら

 
そ
の
小
春
の
問
い
に

ク
ル
ス
ち

ん
が
ス
ラ
ス
ラ
と
答
え
始
め
た

大
丈
夫
で
す

私
の
内
部
に
は
発
信
機
が

め
込
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら

 

え
私
が
拉
致
さ
れ
て
も

ど
こ
に
あ
る
の
か
す
ぐ
に
場
所
を
特
定
出
来
ま
す
し

 
そ
れ
が
済
ん
だ
ら
す
ぐ
に
ソ
レ
イ
ユ
の
精

部

が
動
い
て
そ
の

棒
に

を
下
し
て
や
り

ま
す
か
ら

そ

そ
う
な
の

も
し
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
は

自
爆
し
ま
す

え
え

小
春
さ
ん

今
の
は
ク
ル
ス
ち

ん
の
冗
談
で
す

そ

そ
う
な
ん
だ

び

く
り
し
た

ま
あ
で
も
ま
る
で
ゲ

ム
の
世
界
み
た
い
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

 
最
初
に
ク
ル
ス
ち

ん
が
言

た
事
は
事
実
で
す
か
ら
ね
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八
幡
は
そ
う
言

て

前
半
の
ク
ル
ス
の
言
葉
に
太

判
を
押
し
た

そ
そ
う
私
が
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
る
間
に
技
術
の
進
歩
は
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
た

の
ねい

や

ま
あ
う
ち
は
結

特

で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね

あ

そ
れ
じ

あ
世
間
一

は
こ
こ
ま
で
で
は
な
い
の

そ
う
で
す
ね

ま
あ
そ
の
う
ち
世
間
が
小
春
さ
ん
に
追
い
つ
く
日
が
来
る
で
し

う
ね

 
そ
の
八
幡
の
答
え
に
小
春
は
思
わ
ず

き
出
し
た

八
幡
君

て
面
白
い
子
よ
ね

そ
ん
な
事

一
度
も
言
わ
れ
た
事
は
無
い
で
す
け
ど

あ
ら
そ
う

と

て
も
面
白
く
て
興
味
深
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
ま
あ
い
い
わ
そ
れ
じ

あ
ク
ル
ス
ち

ん
に
つ
い
て

し
い
話
を

か
せ
て
も
ら
え
る
か

し
らは

い

こ
ち
ら
の
想
定
で
は
で
す
ね

 
そ
し
て
実

に
何
が
出
来
る
の
か

小
春
の
前
で
ク
ル
ス
ち

ん
が
実

し
て
み
せ
た

 

話
対
応
は
完

学
力
も
優

で
あ
り
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料
理
こ
そ
出
来
な
い
が

レ
シ
ピ
自
体
は
即
座
に
ネ

ト
で

索
し
て
答
え
て
く
れ
る

 
昼
に
一
人
で
店
番
を
し
て
い
る
小
春
の
話
し
相
手
に
も
な
れ
る
し

 
配
達
の
時
は
ナ
ビ
の
役

を
果
た
す
ク
ル
ス
ち

ん
の
存
在
は
小
春
に
と

て
は
と
て
も

難
か

た

ク
ル
ス
ち

ん

て
本
当
に
凄
い
わ
本
当
の
本
当
に
う
ち
な
ん
か
に
来
て
も
ら

ち

て

い
い
の

は
い

も
ち
ろ
ん
で
す

そ
う

本
当
に
あ
り
が
と
う

実
の
娘
だ
と
思

て
大
事
に
す
る
わ

 
小
春
は
ク
ル
ス
ち

ん
を
胸
に

き
な
が
ら

笑
顔
で
そ
う
言

た

 
そ
の
仕

と
表
情
か
ら
小
春
が
本
当
に
ク
ル
ス
ち

ん
を
大
事
に
思

て
く
れ
て
い
る
の
が

分
か
り

 
八
幡
は
準
備
し
た
甲
斐
が
あ

た
と
と
て
も
嬉
し
い
気
分
に
な

た

 
ク
ル
ス
ち

ん
も
そ
の
小
春
の
期
待
に
応
え
た
い
ら
し
く

 
本
体
と
同
じ
よ
う
に
豊
か
な
胸
を
ポ
ヨ
ド
ン
と
叩
き
な
が
ら
言

た

お
任
せ
下
さ
い
必
ず
や
勇
人
君
を
八
幡
様
の
よ
う
な
立

な
男
性
に
教
育
し
て
み
せ
ま
す
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お
い

俺
を
引
き
合
い
に
出
し
て
余
計
な
事
を
言
う
の
は
や
め
よ
う
な

え

で
も
や

ぱ
り
そ
れ
が

八
幡
様
に
身
も
心
も

げ
た
私
に
求
め
ら
れ
る
役

て

い
う
か

こ
い
つ
本
体
と

り
方
が
若

違
う
気
が

ま
さ
か
こ
れ
が
マ

ク
ス
の
素
な
の
か

 
八
幡
は
そ
う
疑
問
を
覚
え
つ
つ

言
い

め
い
た
口
調
で
小
春
に
言

た

え

と

ち

ん
と
仕
事
は
出
来
る
奴
で
す
の
で

 
た
ま
に
お
か
し
な
事
を
言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

く
流
し
ち

て
下
さ
い

そ
ん
な
事
気
に
し
な
い
わ

娘
だ
も
の

 
ど
う
や
ら
小
春
は
八
幡
の
想
像
以
上
に

揚
な
人
物
ら
し
く

 
ま

た
く
問
題
な
い
と
い
う
風
に
微
笑
ん
だ

 
そ
の
時
勝
手
口
の
方
か
ら
元
気
な
声
が
し
た

ど
う
や
ら
勇
人
が
帰

て
き
た
よ
う
だ

⺟
さ
ん

た
だ
い
ま

勇
人

お
か
え
り
な
さ
い

あ
れ

比
企
谷
さ
ん

今
日
も
来
て
く
れ
た
ん
だ
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お
う

お
帰
り
勇
人

今
日
も
お

魔
し
て
る
ぞ

も
し
か
し
て
⺟
さ
ん
を
口
説
い
て
た
の

そ
れ
な
ら
嬉
し
い
ん
だ
け
ど

ま
せ
た
事
を
言

て
る
ん
じ

な
い
わ
よ

ま

た
く
も
う

 
小
春
は
勇
人
に
そ
う
言

た
が

そ
の
表
情
は
少
し

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

そ
う
だ
勇
人

今
度
あ
な
た
に
お
姉
さ
ん
が
出
来
た
の
よ

え

⺟
さ
ん
に

し
子
が
い
た
の

そ
ん
な

な
い
で
し

 
そ
ん
な
勇
人
の
足
を

ク
ル
ス
ち

ん
が
ち

ん
ち

ん
と
つ
つ
い
た

ん
 
勇
人
は
そ
の
感
触
に
気
が
付
き

何
事
か
と
思

て
自
分
の
足
元
を
見
た

 
そ
し
て
ぬ
い
ぐ
る
み
が
勝
手
に
動
い
て
い
る
の
を
見
て

を
抜
か
し
た
よ
う
に
そ
の
場
に
へ

た
り
こ
ん
だ

う

う
わ
あ
あ
あ
あ

勇
人
君
勇
人
君
私
が
お
姉
ち

ん
だ
よ
ク
ル
ス
姉
ち

ん

て
呼
ん
で
く
れ
て
い
い
か
ら

ね



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
ん
な
勇
人
に
ク
ル
ス
が
優
し
い
声
で
そ
う
言

た
が

勇
人
の
驚
き
は
収
ま
ら
な
い

ひ

比
企
谷
さ
ん

ぬ
い
ぐ
る
み
が

て
動
い
て
る

落
ち
着
け
勇
人

こ
れ
が
お
前
の
家
庭
教
師

い
や

お
姉
ち

ん
か

 
今
度
お
姉
ち

ん
に
な

た

ク
ル
ス
ち

ん
だ

ほ

本
当
に

も
ち
ろ
ん
だ

言

て
お
く
が

お
姉
ち

ん
は
俺
よ
り
も

が
い
い
か
ら
な

う
わ

え

本
当
に

 
勇
人
は
本
当
に
を
連
発
し
た
が

信
じ
ら
れ
な
い
そ
の
気
持
ち
は
八
幡
も
よ
く
理
解
出
来
る

本
当
だ

こ
れ
か
ら
色
々
教
え
て
も
ら
う
ん
だ
ぞ

勇
人

わ

分
か

た

こ
れ
か
ら
宜
し
く

ク
ル
ス
姉
ち

ん

宜
し
く
ね

勇
人
君

 
勇
人
が
認
め
た
事
で

晴
れ
て
ク
ル
ス
ち

ん
は

 
ク
ル
ス
お
姉
ち

ん
へ
と
ク
ラ
ス
チ

ン
ジ
す
る
事
に
成
功
し
た

 
今
後
こ
の
三
人
は

一
つ
屋

の
下
で
仲
良
く

ら
し
て
い
く
事
に
な
る

そ
れ
じ

あ
勇
人

バ
イ
ト
に
つ
い
て
説
明
す
る
ぞ
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八
幡
は
そ
う
言

て
ア
ミ

ス
フ

ア
を
取
り
出
し
た

あ

そ
れ

て
ア
ミ

ス
フ

ア

も
し
か
し
て
も
う
回
線
が
通

た
の

お
う

い
だ
ろ

う
ん

い

 
勇
人
は
無

気
に
そ
う
言

た
が

直
後
に
首
を

げ
た

あ
れ

で
も
何
で
二
つ
あ
る
の

小
春
さ
ん
に
も
同
じ
事
を

か
れ
た
ぞ

 
時
間
が
あ
る
時
に
お
前
と
小
春
さ
ん

二
人
で
遊
べ
る
よ
う
に
と
思

て
な

え
え

⺟
さ
ん
は
ゲ

ム
な
ん
て
や

た
事
な
い
で
し

小
春
さ
ん
は

か
な
り
の
ゲ

マ

だ

た
ら
し
い
ぞ

知
ら
な
い
の
か

え
 
勇
人
は
そ
の
言
葉
に

然
と
し
た

そ

そ
う
な
の

う

う
ん

あ

そ
う
い
え
ば
押
し
入
れ
に
プ
レ
イ
ス
テ

シ

ン
が
し
ま

て
あ
る
わ
よ

初
代
の
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う
ん

初
代
の

今
や

て
も
勇
人
が
面
白
い
と
思
う
か
ど
う
か
分
か
ら
な
か

た
か
ら

 
ず

と
し
ま
い

ぱ
な
し
に
な

て
た
の
よ
ね

そ

か

 
勇
人
は
何
故
か
考
え
込
み
小
春
が
店
の
用
事
で

を
外
し
た

に
八
幡
に
こ
う

い
て
き
た

比
企
谷
さ
ん
比
企
谷
さ
ん

お
う

何
か
考
え
込
ん
で
た
み
た
い
だ
が
ど
う
し
た
ん
だ

実
は
さ

⺟
さ
ん
の
ご
両
親

ま
あ
俺
は
面
識
は
無
い
ん
だ
け
ど

 
⺟
さ
ん
が
三
十
代
の
時
に

病
気
で
若
く
し
て

く
な

て
る
ん
だ
よ
ね

そ
う
い
え
ば
小
春
さ
ん
の
ご
両
親

て
確
か
に
見
た
事
が
無
い
な
そ
う
い
う
事
だ

た
の

か 
勇
人
は
そ
の
言
葉
に

き
な
が
ら

八
幡
に
こ
う
切
り
出
し
た

で
さ
俺
を
引
き
取

て
く
れ
て
か
ら
⺟
さ
ん

て
ず

と
一
人
で
頑
張

て
く
れ
て
た
ん

だ
け
ど

 
遊
び
に
行

た
り
し
て
る
の
を
一
度
も
見
た
事
が
無
い
ん
だ
よ
ね

 
だ
か
ら
も
し
か
し
た
ら
そ
の
前
か
ら
ず

と
ま

た
く
遊
ん
だ
り
し
て
な
か

た
ん
だ
と
思
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う
ん
だ

確
か
に
そ
う
い
う
事
な
ら
店
を

持
す
る
の
で
精
一

だ

た
か
も
し
れ
な
い
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

組
み
を
し
た

だ
か
ら
比
企
谷
さ
ん

月
に
一
度
く
ら
い
で
い
い
か
ら

 
⺟
さ
ん
を
遊
び
に
連
れ
出
し
て
あ
げ
て
く
れ
な
い
か
な

分
か

た
新
し
い
生
活
に
な

て
何
か
困

た
事
は
無
い
か
話
を

く

て
い
う
口
実
で

 
今
度
小
春
さ
ん
を
誘
い
出
す
事
に
す
る
わ

さ

す
が
比
企
谷
さ
ん

話
が

く
て
助
か
る
よ

ま
あ
お
前
が
小
春
さ
ん
を
思
う
気
持
ち
に
は
応
え
て
や
り
た
い
し
な

う
ん

あ
り
が
と
う

比
企
谷
兄
ち

ん

兄
ち

ん
か

う
ん

ま
あ
今
後
は
俺
の
事
は
そ
う
呼
べ
ば
い
い

 
つ
い
で
に

で
呼
ば
れ
る
の
も
ち

と
ケ
ツ
が
か
ゆ
く
な
る
か
ら
そ

ち
も
名
前
で
い

い
ぞあ

は
は
は
は

分
か

た
よ

八
幡
兄
ち

ん

 
勇
人
が
思
わ
ず
そ
う
言

た
事
で

八
幡
は
勇
人
の
兄
貴
分
に
昇
格
し
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八
幡
が
月
に
一
度

小
春
を
遊
び
に
連
れ
出
す
事
が
決
定
し
た

 
八
幡
に
こ
う
い

た
扱
い
を
し
て
も
ら
え
る
の
は

千
佳
に
続
い
て
二
人
目
と
な
る

 
そ
れ
か
ら
八
幡
は

ア
ミ

ス
フ

ア
の
使
い
方
を

し
く
勇
人
に
説
明
し

 
勇
人
関
連
の
色
々
な

案
が
片
付
い
た
の
を
見
計
ら

て

 
今
度
は
小
春
に
酒

の

ね
こ
や

か
ら
の
注
文
に
つ
い
て
の
相
談
に
入

た

と
い
う

な
ん
で
す
が

ど
う
で
す
か

そ
れ
は
大
変

難
い
お
話
な
ん
で
す
け
ど

こ
れ
以
上
お
世
話
に
な
る
の
は

丁
度
業
者
を
探
し
て
る
最
中
だ

た
ん
で
知
り
合
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か

た
と
お
考
え

下
さ
い

 
今
か
ら
他
の
業
者
を
探
す
と
な
る
と

逆
に
面
倒
で
困

ち

い
ま
す

そ
う
で
す
か

え
え

そ
う
で
す

そ
れ
で
は
お
言
葉
に

え
ま
す
ね

で
も
結

な

に
な
り
そ
う
だ
け
ど

 
私
一
人
で
ソ
レ
イ
ユ
ま
で

け
ら
れ
る
か
し
ら

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
で
す
よ

後
日
専
用
コ
ン
テ
ナ
を
持

て
こ
さ
せ
ま
す
ん
で
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そ
こ
に
さ
え

物
が
乗

て
い
れ
ば

物
を
下
ろ
す
の
だ
け
は
自
動
で
行
え
ま
す
か
ら

そ
う
な
ん
で
す
か

は
い
今
度
実

に
ご
説
明
し
ま
す
の
で
ソ
レ
イ
ユ
に
来
る
予
定
の
日
は
現
地
で
待

て
ま

す
ね本

当
に
何
か
ら
何
ま
で

 
小
春
は
恐

し
た
が
そ
れ
は
ソ
レ
イ
ユ
関
連
の
全
業
者
が
利
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

 
別
に
日
高
商
店
だ
け
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
う

で
は
な
い

 
ち
な
み
に
こ
れ
も

り
物
に
な
る
予
定
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

 
こ
う
し
て
日
高
商
店
に
若

の

済
的
余

が
生
ま
れ

 
小
春
と
勇
人
の
生
活
は

こ
の
日
か
ら
激
変
す
る
事
と
な

た
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第
９
０
３
話
 
二
人
の
食
事
会

⺟
さ
ん

た
だ
い
ま

あ
ら
勇
人

お
帰
り

勇
人
君

お
帰
り

 
そ
の
日

学
校
か
ら
帰

た
勇
人
を
出
迎
え
た
の
は

 
が

つ
り
と
化

中
の
小
春
と

そ
れ
を
手
伝
う
ク
ル
ス
ち

ん
で
あ

た

ク
ル
ス
ち

ん

ど
う

う
ん

い
い
と
思
い
ま
す

良
か

た

こ
う
い
う
の
は
久
し
ぶ
り
だ
か
ら

上
手
く
出
来
る
か
不
安
だ

た
の
よ
ね

 
ク
ル
ス
ち

ん
が
い
て
く
れ
て
本
当
に
良
か

た
わ

⺟
さ
ん

今
日
は
ど
こ
か
に
出
か
け
る
の

 
そ
ん
な
小
春
の

を
見
て

勇
人
が
そ
ん
な
質
問
を
し
た

あ
ら
勇
人

忘
れ
た
の

 
今
日
は
比
企
谷
さ
ん
の
誘
い
で
一

に
食
事
に
行
く

て
言

て
お
い
た
じ

な
い
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あ

そ
う
だ

け

し
ま

た

忘
れ
て
た
な

 
と
り
あ
え
ず
今
か
ら
バ
イ
ト
だ
か
ら

終
わ

て
か
ら

当
で
も

て
く
る
よ

う
ん

悪
い
け
ど
そ
う
し
て

 
そ
う
言
い
な
が
ら

も
化

の
手
を
止
め
な
い
小
春
に
勇
人
は
興
味
本

で
こ
う
問
い
か

け
た⺟

さ
ん

分
気
合
い
が
入

て
る
み
た
い
だ
け
ど
も
し
か
し
て
八
幡
兄
ち

ん
の
事
が
好

き
な
の

え

小
春
さ
ん
が
私
の
ラ
イ
バ
ル
に

あ
は
は
は
は
何
言

て
る
の
私
と
比
企
谷
さ
ん
の
年
の
差
が
い
く
つ
だ
と
思

て
る
の
よ

 
小
春
は
そ
の
勇
人
の
質
問
を
笑

て
否
定
し
た

で

で
も
そ
の
化

だ

て
せ

か
く
の
お
誘
い
な
の
よ

私
が
み

と
も
な
い
格
好
を
し
て
た
ら

 
勇
人
だ

て
恥
ず
か
し
い
で
し

 
そ
う
自
分
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
は

そ
れ
以
上
勇
人
も
突

込
む
事
が
出
来
な
い

ま
あ
で
も
勇
人
が
言
い
た
い
事
も
分
か
る
わ

比
企
谷
さ
ん

格
好
い
い
も
の
ね
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で
も
ま
あ
私
と
比
企
谷
さ
ん
の
関
係

て
多
分
ア
イ
ド
ル
と
そ
の
フ

ン
み
た
い
な
感
じ
な

の
よ
ね

あ

そ
の
気
持
ち

ち

と
分
か
り
ま
す

 
私
に
と

て
の
八
幡
様
は

拝
の
対
象
で
も
あ
り
ま
す
か
ら

拝
か

そ
の
気
持
ち
も
ち

と
分
か
る
わ

で
す
よ
ね

 
ど
う
や
ら
女
同
士
で
通
じ
る
も
の
が
あ
る
ら
し
く

二
人
は
そ
う
言

て
微
笑
み
合

た

 
と
は
い
え
ク
ル
ス
ち

ん
の
表
情
は
変
わ
ら
な
い

 
笑
い
合

た
と
い
う
の
は
小
春
の
主
観
だ

た
り
す
る

さ
て

こ
ん
な
も
ん
か
な

ど
う

勇
人

 
そ
こ
に
は
三
十
代
と
言

て
も
通
用
す
る
で
あ
ろ
う

美
し
い
女
性
が
い
た

 
さ
す
が

若
い

は
モ
テ
ま
く

て
い
た
小
春
で
あ
る

 
そ
の

き
は

ま
だ
ま
だ
失
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

う

う
ん

麗
だ
と
思
う

そ
う

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

あ
り
が
と
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ち

と
張
り
切
り
す
ぎ
な
気
も
す
る
け
ど
ま
あ
⺟
さ
ん
を
誘

て
く
れ

て
言

た
の
は

僕
だ
し

 
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
る
み
た
い
だ
か
ら
良
か

た
か
な

 
勇
人
は
そ
ん
な
小
春
を
見
て
嬉
し
く
な

た
の
か

元
気
良
く
小
春
に
言

た

こ

ち
の
事
は
心
配
し
な
い
で

ほ
ら
⺟
さ
ん
急
が
な
い
と
約
束
の
時
間
に

れ
ち

う
よ

あ
ら
い
け
な
い
も
う
そ
ん
な
時
間

そ
れ
じ

あ
勇
人
ク
ル
ス
ち

ん
後
は
お
願
い
ね

う
ん

行

て
ら

し

い

楽
し
ん
で
き
て
下
さ
い
ね

 
そ
し
て
小
春
は
出
か
け
て
い
き

残
さ
れ
た
勇
人
は
自
室
に

り

 
ア
ミ

ス
フ

ア
を
取
り
出
し
て
ベ

ド
に
横
に
な

た

 
そ
の
後
ろ
を
て
く
て
く
と
ク
ル
ス
ち

ん
が
つ
い
て
き
て

勇
人
に
話
し
か
け
て
き
た

勇
人
君

バ
イ
ト
は
楽
し
い

う
ん

詩
乃
の
姉
御
は

麗
だ
し

風
太
さ
ん
は
面
白
い
し

 
大

さ
ん
は
し

か
り
し
て
る
し

保
さ
ん
は
凄
く
理

な
ん
だ

あ

う
ん

ま
あ
お
笑
い
三
人

は
そ
ん
な
感
じ
だ
け
ど
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詩
乃
が

麗

む
む
む

で
も
お
姉
ち

ん
の
方
が

麗
だ
よ
ね

 
ク
ル
ス
ち

ん
は
対
抗
意
識
が

激
さ
れ
た
の
か

勇
人
に
向
か

て
そ
う
言

た

ご
め
ん

俺

姉
ち

ん
の
顔
を
知
ら
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い

う

た

確
か
に

 
い
く
ら
沙
希
の

が
良
く
て
も
ク
ル
ス
の
顔
を
ぬ
い
ぐ
る
み
で
正
確
に
再
現
す
る
の
は
不
可

能
だ分

か

た

今
度
私
を
こ
こ
に
来
さ
せ
る
か
ら

私
を

ね

分
か

た

楽
し
み
に
し
と
く
よ

 
勇
人
が
笑
顔
で
そ
う
言

た

ク
ル
ス
ち

ん
は
こ
の
場
は
そ
れ
で
良
し
と
す
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
よ

ク
ル
ス
姉
ち

ん

う
ん

頑
張

て
ね

 
こ
う
し
て
勇
人
も
バ
イ
ト
を
始
め
ク
ル
ス
ち

ん
は
こ
の
時
間
を
利
用
し
て
店
の

を
つ

け
始
め
た

 
実
に

能
な
ぬ
い
ぐ
る
み
で
あ
る
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八
幡
君

ご
め
ん

待

た

い
え

今
来
た
と
こ
ろ
で

す

 
八
幡
は
小
春
の
変
わ
り
よ
う
に
驚
き
つ
つ
も
こ
れ
が
本
来
の
小
春
の

な
ん
だ
ろ
う
な
と
納

得
し
た

 
小
春
は
小
春
で

八
幡
が
好
感
触
だ

た

気
分
を
良
く
し
て
い
た

こ
う
い
う
の

何
年
ぶ
り
だ
ろ

 
そ
う
思
い
な
が
ら
小
春
は

八
幡
を
上
か
ら
下
ま
で

め

足
元
で
目
を
止
め
た

う

ん

ど
う
か
し
ま
し
た
か

い
や

テ
ン
プ
レ
の
足
元
の
タ
バ
コ
の

の
山
が
無
い
な

て
思

て

タ
バ
コ
を

わ
な
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
仕
込
み
し
ま
せ
ん

て

え

何
か
物
足
り
な
い

そ
う
言
わ
れ
て
も
で
す
ね

ふ
ふ

冗
談
冗
談

さ

行
こ

そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
す
か
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小
春
に

さ
れ

二
人
は
連
れ
立

て
歩
き
始
め
た

 
そ
し
て
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
ビ
ル
に
入

た
二
人
は

 

分
後

ね
こ
や

と
書
か
れ
た
店
の
前
に
立

て
い
た

最
初
来
た
時
に
い
い

い
が
し
て
た
か
ら
そ
れ
か
ら
ず

と
凄
く
気
に
な

て
た
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
言
葉
で
小
春
と
八
幡
は
小
春
が
最
初
に
ソ
レ
イ
ユ
を
訪
れ
た
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い

た 
え
え
と

こ
こ
で
待

て
れ
ば
い
い
の
か
な

 
小
春
は

ト
ラ

ク
を
ソ
レ
イ
ユ
の

場
に
入
れ
約
束
の
時
間
ま
で
そ
の
場
で
待
機
し
て

い
たう

張
す
る

 
小
春
は

張
で
ガ
チ
ガ
チ
に
な

て
い
た
が

そ
の

分
後

 
遠
く
か
ら
八
幡
が
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
て
い
る
の
が
見
え
小
春
は
ほ

と
胸
を

で
下
ろ
し

た
小
春
さ
ん

い
で
す
ね
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う

う
ん

や

ぱ
り
最
初
は
し

か
り
し
な
い
と
と
思

て

め
に
来
て
み
た
の

そ
れ
じ

あ
案
内
し
ま
す
ん
で

ち

と
俺
と
運
転
を
代
わ

て
下
さ
い

分
か

た
わ

 
そ
し
て
小
春
は
助
手

に
移
動
し

八
幡
が
ハ
ン
ド
ル
を

た

先
ず

場
に
入

た
ら
こ

ち
に
進
ん
で

こ
こ
が
業
者
用
の

入
口
に
な
り
ま
す

 
そ
し
て
八
幡
は
カ

ド
キ

を
小
春
に
見
せ
そ
れ
を

入
口
の
横
に
あ
る
機

に
差
し
込
ん

だ 
そ
れ
で
ド
ア
が
開
き

中
に
入
る
と
そ
れ
な
り
に
広
い
ス
ペ

ス
が
あ
り

 
そ
の
横
に
巨
大
な
ア

ム
が

え
付
け
ら
れ
て
あ

た

こ
こ
に

を
止
め
た
ら

あ
と
は
ア

ム
の
ス
イ

チ
を
入
れ
れ
ば

 
後
は
自
動
で

台
か
ら

物
を
下
ろ
し
て
く
れ
ま
す
か
ら

え

そ
う
な
の

は
い

見
て
て
下
さ
い

 
そ
し
て
八
幡
の
操
作
で
ア

ム
が
動
き
出
し

 

台
に
置
い
て
あ

た
ビ

ル
ケ

ス
を
自
動
で
持
ち
上
げ

そ
の
ま
ま

下
ろ
し
を
し
た
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器
用
な
も
の
ね

制
御
で
す
か
ら
ね

 
そ
し
て
次
に

ア

ム
は
専
用
コ
ン
テ
ナ
に
入

て
い
た
商
品

を
持
ち
上
げ

 
同
じ
よ
う
に

下
ろ
し
を
し
た

あ
と
は
こ
の
ボ
タ
ン
で
行
き
先
を
指
定
す
る
と

勝
手
に
そ
こ
に

き
ま
す

す

凄
い
わ
ね

 
そ
の
光
景
に

小
春
は
絶

し
た

ま
あ
デ
モ
ン
ス
ト
レ

シ

ン
も

ね
て
ま
す
か
ら
ね

 
爆
発
的
に

れ
る
も
の
じ

あ
り
ま
せ
ん
け
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
も
そ
れ
な
り
に

要
は

あ
り
ま
す
よ

 
八
幡
は
そ
ん
な
説
明
を
し
な
が
ら
小
春
を
奥
へ
と
誘

た

そ
れ
じ

あ
現
地
に
行
き
ま
し

う

 
そ
し
て
二
人
は

ね
こ
や

の
前
に
移
動
す
る
と

 
果
た
し
て
そ
こ
に
は

麗
に
注
文
の
品
が

べ
ら
れ
て
い
た

こ
こ
で
一
応
伝

を
見
な
が
ら
確
認
で
す
か
ね
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ま
あ
店
で
チ

ク
し
て
あ
る
な
ら
必
要
な
い
か
も
で
す
け
ど

今
日
は
最
初
だ
し

一
応
も
う
一
回
チ

ク
し
て
お
く
わ

 
そ
う
言

て
小
春
は
商
品
の
チ

ク
を
始
め
た

 
も

と
も
そ
こ
ま
で

が
あ

た

で
は
な
い
の
で

そ
れ
自
体
は
す
ぐ
に
終
わ

た

あ

い
い

い

仕
込
み
中
み
た
い
で
す
ね

ち

と

し
て
お
き
ま
す
か

う
ん

 
そ
し
て
中
に
入

た
二
人
は
マ
ス
タ

に

を
し
無
事
に
顔
合
わ
せ
も
終
え
る
事
と
な

た 
そ
し
て

ト
ラ
の
所
ま
で

た
後

小
春
は
少
し
驚
い
た
よ
う
な
表
情
で
言

た

何
か
凄
く
楽
だ

た
ん
だ
け
ど

そ
れ
は
良
か

た
で
す

ど
う
で
す
か

も
う
一
人
で
も
大
丈
夫
そ
う
で
す
か

う
ん

も
う
覚
え
た
よ

 
こ
れ
が
小
春
が
最
初
に
ソ
レ
イ
ユ
を
訪
れ
た
時
の
出
来
事
で
あ
る

 
小
春
に
と

て
は
と
に
か
く
驚
き
の
連
続
で
あ

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
い
ら

し

い
ま
せ

お

へ
案
内
し
ま
す
ね

 
ね
こ
や
に
入

た
二
人
を

ア
レ

タ
が
予
約

ま
で
案
内
し
て
く
れ
た

 
ね
こ
や
の
内
部
は
夜

業
モ

ド
ら
し
く
昼
と
は
違

て
社
員
食

ら
し
さ
は
ま

た
く
無

く 
驚
い
た
事
に
壁
の
色
も
違
い

明
も
豪
華
な
シ

ン
デ
リ
ア
の
よ
う
な
物
へ
と
変
化
し
て
い

た
こ

こ
れ

て
ど
う
な

て
る
の

壁
の
色
は
元
々
自
由
に
変
え
ら
れ
る
ん
で
す
よ
あ
の
シ

ン
デ
リ
ア
は
実
は
立
体
映
像
で

す
そ

そ
う
な
の

は
い

マ
ス
タ

す
み
ま
せ
ん
ち

と

明
を
元
に

し
て
も
ら

て
も
い
い
で
す
か

あ
い
よ

 
そ
の
直
後
に
天

の

明
が

何
の
変

も
な
い

光

へ
と
変
化
し
た
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ほ

本
当
だ

凄
い
ね

ま
あ
こ
こ
は
社
外
の
人
間
が
使
う
事
も
あ
る
ん
で

 
そ
う
い

た
人
達
へ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

シ

ン
も

ね
て
る
ん
で
す
よ

さ
す
が
は
技
術
の
ソ
レ
イ
ユ

部

が
内
部
で
い
く
つ
か
チ

ム
を
作

て

他
の
部

と
連

し
つ
つ

 
ど
ん
ど
ん
新
商
品
を
生
み
出
し
て
ま
す
か
ら
ね

争
さ
せ
て
る
ん
だ

は
い

や

ぱ
り
仲
良
し
な
だ
け
じ

目
で
す
か
ら
ね

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

小
春
は
う
ん
う
ん
と

い
た

や

ぱ
り
ゲ

ム
で
も

ラ
イ
バ
ル
の
存
在
は
不
可

だ
か
ら
ね

私
に
と

て
の

と
か

 
ま
あ
決
着
自
体
は
高
校
の
時
に
あ

さ
り
つ
い
ち

た
ん
だ
け
ど
ね

え
が
小
春
さ
ん
ら
し
い
で
す
け
ど
そ
ん
な

さ
ん
と
は
今
で
も
仲
良
く
し
て
る
ん
で
す
ね

本
当
は
そ
ん
な
予
定
は
無
か

た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
後

が
ち

く
ち

く
う
ち
の
店
に
来
る
よ
う
に
な

て

 
ゲ

ム
し
て
る
の
を
見
た
り

一

に
や

て
る
う
ち
に

仲
良
く
な

ち

た
の
よ
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い
い
で
す
ね

そ
う
い
う
の

 
そ
う
懐
か
し
げ
に
目
を

め
る
小
春
を
見
て

八
幡
は
微
笑
ん
だ

ご
注
文
は
お
決
ま
り
で
す
か

あ

と

今
日
は
俺
が

る
ん
で

好
き
な
物
を
注
文
し
て
下
さ
い

そ
ん
な

悪
い
わ

い
え
い
え

代
わ
り
に
色
々
話
を

か
せ
て
下
さ
い

 
こ
う
し
て
若
い

に

た
つ
も
り
で
楽
し
く
八
幡
と
食
事
を
し
な
が
ら
話
を
し

 
勇
人
の
バ
イ
ト
の
様
子
な
ど
も

け
て
と
て
も
満
足
し
た
小
春
は

 
そ
の
後
も
月
一

度
で
八
幡
か
ら
誘
い
を
受
け

 
こ
の
食
事
会
は

い
つ
し
か
小
春
に
と

て
大
事
な
行
事
と
な

て
い

た
の
で
あ

た
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第
９
０
４
話
 
勇
人
と
ア
ル
バ
イ
ト

 
ソ
レ
イ
ユ
の
バ
イ
ト
用
サ

バ

に
ロ
グ
イ
ン
し
た
勇
人
は

 
真

直
ぐ
ナ
ビ
ゲ

タ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
下
に
向
か
い
今
日
は
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
説
明
を

受
け
て
い
た

今
日
の
仕
事
に
関
す
る
説
明
は
以
上
に
な
り
ま
す
こ
の
中
か
ら
タ
ス
ク
を
一
つ
選
択
し
て
下

さ
いむ

む
む

今
日
は
こ
の

探
険

に
し
て
み
る
か

 
勇
人
は
リ
ス
ト
の
中
か
ら
比

的
穏
や
か
そ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
タ
ス
ク
を
選
択
し
た

 
以
前
空
中
遊

と
い
う

中
で
ヒ
モ
を
掴
む
タ
イ
プ
の
バ
ン
ジ

ジ

ン
プ
を
さ
せ
ら

れ
た
り

千
本
ノ

ク

と
い
う
名
前
の
無
双
ゲ

ム
に
大
剣
を
持
た
さ
れ
て
放
り
込
ま
れ

 
一

で

山
の
敵
に
飲
み
込
ま
れ
て
が
ぶ
が
ぶ
さ
れ
た

験
が
あ
る
勇
人
は

 
さ
す
が
に
こ
の
タ
イ
ト
ル
な
ら
お
か
し
な
事
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考
え

 
今
日
の
一
発
目
は
こ
れ
を
選
択
し
た
の
で
あ

た
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ち
な
み
に
こ
う
い

た
タ
イ
ト
ル
は

ア
ル
ゴ
が

当
に
名
付
け
て
い
る

 
タ
イ
ト
ル
と
中
身
の
差
が
激
し
い
事
な
ど
日
常
茶

事
な
の
で
あ
る

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

フ

ル
ド
へ
移
動
し
ま
す

健
闘
を

り
ま
す

あ

や
べ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

健
闘
を

る

と
言

た
場
合

大
半
は
と
ん
で
も
な
い
内
容
で
あ
る
事
を

 
勇
人
は

験
か
ら
理
解
し
て
い
た

く
そ

ト
ラ

プ
だ

た
か

 
勇
人
は
一

で
移
動
さ
せ
ら
れ

気
が
付
く
と
何
も
な
い
荒
野
に
立

て
い
た

ど
こ
だ
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
勇
人
は
き

ろ
き

ろ
し
足
元
に
大
き
な

が
空
い
て
い
る
の
を
見
て
愕

然
と
し
た

え

て

直
か
よ

 
そ
の

の
横
に
は
プ
レ

ト
が
張

て
あ
り
そ
こ
に
タ
ス
ク
の
内
容
が
書
い
て
あ

た
の
だ

が 
今
回
そ
こ
に
は
こ
う
書
い
て
あ

た
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上
手
く
壁
を

て
落
下
速
度
を
調
整
し
つ
つ

下
ま
で

り
つ
け

う
げ

ま
さ
か
の
自
由
落
下
か
よ

 
ち
な
み
に
こ
れ
は
ど
ん
な
理
由
で
設
定
さ
れ
た
か
と
い
う
と

 
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
内
に
こ
う
い
う
道
を
設
計
し
た
場
合

 
プ
レ
イ
ヤ

が
ま
と
も
に
こ
の

を
抜
け
ら
れ
る
の
か

調
べ
る

で
あ

た

 
ど
ん
な
に
無
茶
に
見
え
て
も

必
要
だ
か
ら
こ
う
い

た
タ
ス
ク
が
存
在
す
る
の
で
あ
る

む
む

 
勇
人
は
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
み

の
縁
に
手
を
か
け

下
を

き
込
ん
だ

そ

が
見
え
ね
え

で
も
一
応
中
は
そ
れ
な
り
に
明
る
く
な

て
る
の
か

 
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
出

張

た
部
分
が
あ
り
勇
人
は
そ
こ
を

て
速
度
を
落
と
す
ん
だ
な

と
考
え

 
深
呼

を
し
た
後
に

の
縁
に
手
を
か
け
た
ま
ま

の
中
に
入

た

 
要
す
る
に
片
手
で
ぶ
ら
下
が

て
い
る

態
で
あ
る

お

押
す
な
よ

絶
対
に
押
す
な
よ

 
一
人
で
ぶ
つ
ぶ
つ
と
そ
う
言
い
な
が
ら

一
定
間

で
深
く
呼

を
し
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い
ざ
手
を
離
そ
う
と
し
た
勇
人
で
あ

た
が

丁
度
そ
の

間
に

 
シ

ト
パ
ン
ツ
か
ら

び
た
ス
ラ

と
し
た
美
脚
が
勇
人
の

上
に
い
き
な
り
現
れ
た

あ
ら
勇
人

勇
人
も
こ
れ
を
選
ん
だ
の
ね

へ

こ
こ
を
降
り
れ
ば
い
い
ん
だ

あ

姉
御

 
勇
人
が
そ
う
言

た

間
に
そ
の
美
脚
の
持
ち
主
で
あ
る
詩
乃
は
に
こ

と
口
の

を
上

げ
たね

勇
人

う

う
ん

今
何
て

あ

え
え

と
今
の
は
気
の
迷
い
と
言
う
か
そ
の
ち

と
し
た
手
違
い
で

 
ど
う
や
ら
詩
乃
は
姉
御
呼
ば
わ
り
が

お
気
に
召
さ
な
い
よ
う
で
あ
る

手
違
い
ね

勇
人

あ
ん
た
は
八
幡
の
事
を
何
て
呼
ん
で
る
ん
だ

け

は

八
幡
兄
ち

ん
で
す

じ

あ
私
は

し

詩
乃
姉
ち

ん
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勇
人
は
こ
れ
以
上
詩
乃
の
機

を

ね
な
い
よ
う
に

そ
の
質
問
に
即
答
し
た

よ
ろ
し
い

 
詩
乃
は
ニ
コ
ニ
コ
と
そ
う
言
い
つ
つ

同
時
に
片
方
の
足
を
ゆ

く
り
と

り
か
ぶ

た

ちそ
う
い
え
ば
さ

き

押
し
て
く
れ

て
ず

と

い
て
た
わ
よ
ね

 
そ
う
言

て
詩
乃
は

そ
の

り
か
ぶ

た
足
を
無

に

り
下
ろ
し

 

の
縁
を
掴
ん
で
い
た
勇
人
の
手
を

り
飛
ば
し
た

絶
対
押
す
な

て
言

た
じ

ん
よ
お
お
お
お

 
そ
う
絶
叫
し
つ
つ
も
勇
人
は

の
中
の
出

張

た
部
分
に
何
と
か
手
足
を
引

け

 
ブ
レ

キ
を
か
け
よ
う
と
必
死
で
も
が
き
な
が
ら
そ
れ
で
も

の
奥
へ
と
ぐ
ん
ぐ
ん
落
下
し

て
い

た

う

ん

勇
人
に
は
度
胸
を
つ
け
さ
せ
る

に

空

降
下
で
も
や
ら
せ
て
み
よ
う
か
し
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら
詩
乃
も

の
中
に
身
を
躍
ら
せ

 
さ
す
が
は
ベ
テ
ラ
ン
バ
イ
ト
ら
し
く

ト
ン

ト
ン
と

ね
る
よ
う
に
壁
を

り
な
が
ら

 
ま

た
く
体
勢
を
崩
す
事
な
く
勇
人
の
後
を
追

た
の
だ

た
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ブ

ブ
レ

キ

ブ
レ

キ

ま
だ
ま
だ
ね
勇
人

も
う
追
い
つ
い
ち

う
わ
よ

う
わ

姉
御

今
何
て

う
わ

あ

を

む
の
は
や
め
て
え
え
え
え

 
そ
し
て
三
十

後

別
に

く
は
な
か

た
の
だ
が

 

を
抜
け
た
先
の
地
面
に
ま
る
で
マ
ン
ガ
の
よ
う
に
大
の

で

ビ
タ
ン

と
落
下
し
た
勇

人
は

 
ぐ
ぬ
ぬ

態
な
が
ら
も
何
と
か
体
を

こ
し
た

 
そ
の
横
に
詩
乃
が

ト
ン

と
い
う
感
じ
で

や
か
に
着
地
す
る

く
そ

姉
御

て
ば
性
格
は
き
つ
い
け
ど

や

ぱ
り
格
好
い
い
ん
だ
よ
な

ま
あ
勇
人
は
ま
だ
慣
れ
て
な
い
か
ら
仕
方
な
い
わ
ね

 
で
も
そ
う
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ビ
ギ
ナ

だ
と
こ
う
な
る
可
能
性
が
高
い

て
事
に
な
る
の
か
な

 
そ
う

き
な
が
ら
詩
乃
は
勇
人
に
手
を

ば
し

勇
人
は
そ
の
手
を

て
立
ち
上
が

た

く

次
こ
そ
は
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ま
あ
今
の
も
い
い
デ

タ
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
結
果
を
恐
れ
な
い
で
思
い
切
り
や
り
な
さ
い

う

う
ん

そ
れ
じ

あ
私
は
次
の
タ
ス
ク
を
や

て
く
る
わ

ま
た
ね

勇
人

う
ん

ま
た
ね

姉
御

 
そ
の

間
に
詩
乃
は

足
を
高
く
上
げ
て
勇
人
の

に
か
か
と
落
と
し
を
決
め
た

う
ぎ

姉
ち

ん
で
し

う

う

し

詩
乃
姉
ち

ん

ま
た
ね

よ
ろ
し
い

 
そ
し
て
詩
乃
の

は
消
え

勇
人
は
の
そ
の
そ
と
立
ち
上
が

て
ぶ
ん
ぶ
ん
首
を

た

ち

と
一
息
入
れ
よ
う

 
そ
う

い
た
勇
人
は
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

レ
ス
ト
ス
ペ

ス
へ
と
移
動
し
た

ふ
う

姉
御
め

い
つ
か
絶
対
ぎ

ふ
ん
と
言
わ
せ
て
や
る

 
⺟
親
の
影

か

微

に
昭
和

い
セ
リ
フ
を

き
な
が
ら

 
勇
人
は
何
を
選
ぶ
で
も
な
く

当
に

無
料
自

機
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
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そ
れ
も
そ
の
は
ず

こ
の
自

機
の
メ
ニ

は
一
種

し
か
無
い
の
で
あ
る

 
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
一
種

と
は
マ

ク
ス
コ

ヒ

だ

 
ち
な
み
に
リ
ア
ル
の
レ
ス
ト
ス
ペ

ス
の
無
料
自

機
に
は

 
ち

ん
と
色
々
な
種

の
飲
み
物
が
用
意
さ
れ
て
い
る

 
こ
れ
が
完
全
に
八
幡
の
ゴ
リ
押
し
だ
と
い
う
事
が
分
か
る

 
こ
の
レ
ス
ト
ス
ペ

ス
は

実
は
勇
人
が
バ
イ
ト
を
始
め
て
か
ら
設
置
さ
れ
た
の
だ
が

 
こ
こ
に
勇
人
が
い
る
事
は

他
の
四
人
に
ち

ん
と
分
か
る
よ
う
に
な

て
お
り

 
ソ
レ
イ
ユ
に
あ
る
リ
ア
ル
の
レ
ス
ト
ル

ム
を
利
用
出
来
な
い
勇
人
の

に

 
他
の
四
人
と
少
し
で
も
交
流
出
来
る
よ
う
に
と
八
幡
が
ア
ル
ゴ
に
頼
ん
で
作

て
も
ら

た

の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
仕
事
中
勇
人
は
必
ず

中
で
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
水
分
を
と
る
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
る

ふ
う

こ
の

さ
に
も
慣
れ
て
き
た
な

お
う
勇
人

分
と
疲
れ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
る
な

 
そ
ん
な
勇
人
に
声
を
か
け
る
者
が
い
た

風
太
で
あ
る
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風
太
さ
ん

お
疲
れ
で
す

 
実
は
さ

き

姉
御
に

の
中
に
突
き
落
と
さ
れ
て
ひ
ど
い
目
に
あ

た
ん
で
す
よ

は
は

お
前
も
し
か
し
て

詩
乃
に
向
か

て
姉
御
と
か
言

ち
ま

た
ん
だ
ろ

正
解

さ

す
が
風
太
さ
ん

勘
が

い

ま
あ
俺
も
た
ま
に
や
ら
か
す
か
ら
な

風
太
さ
ん

格
好
悪
い

そ
う
言
う
な

て

あ
い
つ

年
下
の

に
マ
ジ
で
怖
い
ん
だ
よ

 
八
幡
が
い
れ
ば
矛
先
が
あ
い
つ
に
向
く
か
ら
安
心
な
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
風
太
の
言
葉
に
勇
人
は
き

と
ん
と
し
た

え

兄
ち

ん
と
姉
御

て
仲
が
悪
い
の

違
う
違
う
良
す
ぎ
る
ん
だ

て

詩
乃
は
八
幡
が
い
る
と
と
に
か
く
あ
い
つ
に

み
た
が

る
か
ら
な

 
詩
乃
が
お
前
に
姉
ち

ん
と
呼
べ

て
言

て
る
の
も
八
幡
を
意
識
し
て
る
か
ら
な
ん
だ
よ

え

あ

あ
あ

 
確
か
に
詩
乃
は
初
め
て
会

た
時
か
ら
勇
人
が
八
幡
の
事
を
ど
う
呼
ぶ
か
気
に
し
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自
分
も
同
じ
よ
う
に
呼
ぶ
よ
う
に
言

て
き
て
い
た

そ

か

姉
御
が
自
分
の
事
を

姉
ち

ん

て
呼
べ

て
い
つ
も
言

て
く
る
の

て

 
兄
ち

ん
と
お
揃
い
が
良
か

た
か
ら
な
ん
だ

多
分
そ
う
だ
ろ

あ
い
つ
は
肉
食
系
ツ
ン
デ
レ
乙
女
だ
か
ら

 
絶
対
に
そ
ん
な
事
は
口
に
出
さ
な
い
だ
ろ
う
け
ど
な

乙
女

 
勇
人
は
そ
の
言
葉
に
首
を

げ
た

 
肉
食
系
は
分
か
る
ツ
ン
デ
レ
も
分
か
る
だ
が
詩
乃
の
乙
女
な
面
を
勇
人
は
一
度
も
見
た

事
が
な
い

あ
あ

勇
人
は
こ
こ
で
八
幡
と
詩
乃
が
一

に
い
る
と
こ
ろ
を
ま
だ
見
た
事
が
無
い
の
か

え

兄
ち

ん
も
こ
こ
に
来
る
事
が
あ
る
の

お
う

興
味
が
引
か
れ
る
タ
ス
ク
が
あ
る
時
に
た
ま
に
ふ
ら

と
来
る
ん
だ
よ

そ
う
だ

た
ん
だ

 
勇
人
は
八
幡
と
一

に
色
々
や

て
み
た
い
な
と
思
い
今
度
八
幡
に
頼
ん
で
み
よ
う
と
心
に

決
め
た
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そ
れ
で
な

あ
い
つ

バ
イ
ト
の
時
は
常
に
ハ

フ
パ
ン
ツ

だ
ろ

う
ん

そ
れ
が
八
幡
が
来
た
時
だ
け
は

ミ
ニ
ス
カ

ト

に
な
る
ん
だ
よ
な

え
え
え
え
え

で

俺
達
が
一

に
な
る
と

す
ぐ
に
ハ

フ
パ
ン
ツ
に

し
ち
ま
う
ん
だ
よ

う
わ

で

い
つ
も
八
幡
が

凄
く
情
け
な
さ
そ
う
な
顔
で
詩
乃
に
こ
う
言
う
ん
だ
よ

お
い
詩
乃
何
で
お
前
は
俺
の
前
で
だ
け
わ
ざ
わ
ざ
ミ
ニ
ス
カ

ト
に
着

え
る
ん
だ
よ

て
な

 
そ
し
た
ら
詩
乃
の
奴
は
大
体
こ
う
答
え
る
ん
だ

何
よ

本
当
は
嬉
し
い

に

も
し
く

は
も
し
く
は

何
か

何
か
私
に
文

で
も
あ
る

そ
う
そ
れ
だ

よ
く
分
か

た
な
勇
人
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声
真
似
ま
で
し
や
が

て

今
の
は
か
な
り
あ
の
姉
御
に
似

て

え

 
そ
ん
な
風
太
の
目
の
前
で

勇
人
が
顔
を
激
し
く
ぶ
ん
ぶ
ん
と
横
に

て
い
た

え
え
と

 
ぶ
ん
ぶ
ん

あ
 
ぶ
ん
ぶ
ん

ち

ち

と
一

落
ち
て

水
分
補

を

 
そ
の

間
に

風
太
は
首
筋
を
ガ
シ

と
捕
ま
れ
た

飲
み
物
な
ら
こ
こ
に
あ
る
じ

な
い
今
日
は
私
が

て
あ
げ
る
か
ら
遠

し
な
く
て
い

い
わ
よる

も
何
も

こ
こ
の
飲
み
物
は
全
部
タ
ダ
じ

な
い
か
よ

り
な
さ
い

ほ
ら

さ

さ
と
口
を
開
け
て

だ
が
断

が
ぼ

が
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ

 
風
太
は
口
に
マ

を
突

込
ま
れ
ど
う
す
る
事
も
出
来
ず
に
涙
目
で
そ
れ
を
飲
み

し
た

ぶ
は

い

い
き
な
り
何
し
や
が
る
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はす
ん
ま
せ
ん

し
た

 
詩
乃
に
ギ
ロ
リ
と

ま
れ

風
太
は
即
座
に
謝

た

ふ
ん

 
続
け
て
詩
乃
は

勇
人
の
方
を
ジ
ロ

と

ん
だ

ひ
 
勇
人
は
自
分
も
何
か
制

を
く
ら
う
事
を
覚
悟
し
た
が

 
次
の

間
詩
乃
は

急
に
笑
顔
に
な

て
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
勇
人
に
言

た

お
疲
れ
様
勇
人

ど
う

仕
事
に
は
慣
れ
た

露
骨
に
話
題
を

ら
し
て
き
た

 
こ
の
時
詩
乃
は

実
は
必
死
で
あ

た

風
太
の
言

て
い
た
事
は
事
実
で
あ
り

 
否
定
し
よ
う
に
も
も
し
勇
人
が
八
幡
に

ね
た
ら

一
発
で
バ
レ
て
し
ま
う

 
か
と
い

て
言
い

し
よ
う
に
も
何
と
言

て
誤
魔
化
せ
ば
い
い
の
か
ま

た
く
分
か
ら
な

い 
な
の
で
今
の
詩
乃
は
と
に
か
く
必
死
に
話
を
は
ぐ
ら
か
そ
う
は
ぐ
ら
か
そ
う
と
し
て
い
る
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の
で
あ
る

う

う
ん

詩
乃
の
ア
ネ

ね

姉
ち

ん
に
も
色
々
教
え
て
も
ら

て
る
し

大
分
慣

れ
た
よ

 
だ
が
勇
人
も
こ
う
答
え
る
し
か
選
択
肢
は
無
か

た

 
こ
こ
で
下
手
な
事
を
言

て

制

を
く
ら
う
の
は

だ

た
か
ら
で
あ
る

そ
う

そ
れ
な
ら
色
々
教
え
て
き
た
甲
斐
が
あ
る
わ
ね

う
ん

姉
ち

ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
る
よ

あ
ら

か
わ
い
い
事
を
言

て
く
れ
る
じ

な
い

 
詩
乃
は
話
を

ら
す
事
に
成
功
し
た

 
そ
し
て
勇
人
は
ど
う
や
ら
制

さ
れ
る
事
は
無
さ
そ
う
だ
と
分
か
り

 
二
人
は
表
面
上
は
ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
み
あ

た

さ
て

私
は
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
わ

お
腹
も

て
き
ち

た
し
ね

そ
れ
な
ら
八
幡
兄
ち

ん
に

て
も
ら
え
ば

 
勇
人
は
更
に
詩
乃
の
機

を
と
る

に
そ
う
言

た

 
こ
の
時
勇
人
は
八
幡
と
小
春
が
今
一

に
出
か
け
て
い
る
事
を
完
全
に
忘
れ
て
い
た
の
だ
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そ
う
ね

そ
う
し
よ
う
か
し
ら

そ
れ
じ

あ
落
ち
た
ら
八
幡
に
連

し
て

と

あ

や
べ

今
日
は
兄
ち

ん
は

う
ち
の
⺟
さ
ん
と
食
事
に
行

て
る
ん
だ

た

 
勇
人
は
ハ

と
し
た
よ
う
に
そ
う

き

 
そ
の

間
に
詩
乃
は

バ

と

り
向
い
て
勇
人
に
詰
め
寄

た

勇
人

そ
の
話

し
く

え

え

勇
人
の
お
⺟
さ
ん

て
美
人

あ

う
ん

美
人
だ
け
ど

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

今
い
く
つ
く
ら
い

え
え
と

来
年
五
十
に
な
る
け
ど

ご
五
十

そ
そ
う
そ
れ
な
ら
ち

と
安
心
か
な
で
も
な

八
幡
だ
し
な

 
詩
乃
は
そ
う
言

て
や
き
も
き
し
た
表
情
を
し

あ
あ
だ
こ
う
だ
と
ぶ
つ
ぶ
つ

き
始
め
た

う
わ

本
当
に
乙
女
だ

だ
ろ

こ
い
つ
は
こ
う
い
う
奴
な
ん
だ
よ

 
復
活
し
た
風
太
が
勇
人
の

き
を

い
て
相

を
う
つ
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何
よ

何
か
文

で
も
あ
る
の

ひ
 
詩
乃
は
そ
の
言
葉
を
し

か
り

い
て
い
た
よ
う
で

向
こ
う
を
向
い
た
ま
ま
そ
う
言
い

 
二
人
は
恐
怖
の
あ
ま
り

小
さ
く

鳴
を
上
げ
た

 
だ
が
詩
乃
は
そ
う
言

た
だ
け
で

顔
を
こ
ち
ら
に
向
け
よ
う
と
は
し
な
い

んあ
れ

 
そ
れ
を
怪

に
思

た
二
人
は
そ

と
横
か
ら
詩
乃
の
顔
を

き
込
ん
だ

 
見
る
と
詩
乃
は

面
し
て
お
り

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
ニ
ヤ
リ
と
し
た

勇
人

と
り
あ
え
ず
こ
の
事
を
八
幡
に
報
告
だ

う
ん

ち

ち

と

や
め
な
さ
い
よ

本
当
に
殴
る
わ
よ

殴

た
ら
そ
の
事
も
八
幡
に
報
告
し
ま
す
が
何
か

あ

あ
ん
た
ね

風
太
さ
ん

や
り
す
ぎ
る
と
後
が
怖
い
気
が
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う

た

確
か
に

あ
ら
勇
人

よ
く
分
か

て
る
じ

な
い

で
も
も
う
手

れ
よ

ひま

待
て
詩
乃

話
せ
ば
分
か
る

二
人
と
も

ち

と
調
子
に
乗
り
す
ぎ
た
わ
ね

す
ん
ま
せ
ん

し
た

 
そ
し
て
バ
イ
ト
を
終
え

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
勇
人
を
ク
ル
ス
ち

ん
が
出
迎
え
た

勇
人
君

お
疲
れ
様

今
日
も
楽
し
か

た

う
ん

と

て
も
楽
し
か

た
よ

ク
ル
ス
姉
ち

ん

そ
う

そ
れ
は
良
か

た
わ

バ
イ
ト
の
話
も

き
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど

 
そ
の
前
に
と
り
あ
え
ず
勇
人
君
は

ご

を

て
こ
な
い
と
ね

だ
ね

ち

と

い
物
に
行

て
く
る

バ
イ
ト
の
事
は

を
食
べ
な
が
ら
話
す
ね

う
ん

楽
し
み
に
待

て
る
ね

 
こ
ん
な
感
じ
で
勇
人
も
充
実
し
た
日
々
を
送

て
い
る
の
で
あ

た
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年
末
は
忙
し
い

と
り
あ
え
ず
明
日
の
投
稿
は
お
休
み
と
な
り
ま
す

 
年
内
は
週
に
一
度

度
は
投
稿
出
来
な
い
日
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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第
９
０
５
話
 
訪
問
者

 
と
あ
る
日
曜
の
朝

日
高
商
店
の
入
り
口
と
は
別
の

日
高
家
の

関
が
ス

と
開
き

 
中
か
ら
ク
ル
ス
ち

ん
が
顔
を
出
し

関
前
に
立

て
い
た
女
性
に

こ

こ
と
手
を

た
一
応
初
め
ま
し
て

う
ん

そ
う
だ
ね

こ
の
前
こ
こ
に
来
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
ん
だ
け
ど

今
日
は
丁
度
良
か

た
ね

う
ん

手
間
が
省
け
ち

た

と
こ
ろ
で
小
春
さ
ん
と
勇
人
君
は

小
春
さ
ん
は
も
う

き
て
る

勇
人
君
は
ま
だ
ぐ

す
り

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
小
春
さ
ん
を
呼
ん
で
き
て
も
ら

て
い
い

あ
い

待

て
て

 
そ
し
て
ク
ル
ス
ち

ん
は
と
て
と
て

と
居
間
に
向
か
い

 
眠
い
目
を
こ
す
り
つ
つ

こ
た
つ
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
小
春
に
声
を
か
け
た

小
春
さ
ん

お
客
様
だ
よ
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あ
ら

こ
ん
な
時
間
に

う
ん

き

と
見
た
ら
驚
く
と
思
う

あ
ら
あ
ら

比
企
谷
君
で
も
来
た
の
か
し
ら

う
う
ん

近
い
け
ど
違
う
人

 
そ
し
て

関
に
向
か

た
小
春
は

そ
こ
に
ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ
う
な

 
で
も
絶
対
に
見
覚
え
が
無
い
女
性
の

を
見
て

首
を

げ
た

え
え
と

あ
な
た
は

あ
い
つ
も
私

い
の
が
お
世
話
に
な

て
ま
す
私
は
間
宮
ク
ル
ス
と

し
ま
す
初
め

ま
し
て

 
そ
う
言

て
ク
ル
ス
は
小
春
に
柔
ら
か
い
笑
顔
を
向
け
た

間
宮
ク
ル
ス

あ

も
し
か
し
て
ク
ル
ス
ち

ん
の
中
の
人

中
の
人
と
言

て
い
い
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

は
い

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ク
ル
ス
は
苦
笑
し
た

あ
ら
あ
ら
あ
ら

ま
あ
ま
あ
ま
あ

道
理
で
ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
と
思

た
わ

 
初
め
ま
し
て

私
は
日
高
小
春
よ

こ
ん
な
格
好
で

し

な
い
ん
だ
け
ど

遠

な
く
上
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が

て
は
い

お

魔
し
ま
す

 
こ
う
し
て
ク
ル
ス
は
無
事
に
日
高
家
の
客
と
な

た

勇
人
が
き

と
驚
く
わ
ね

今

こ
し
て
く
る
わ

あ

そ
の
前
に
一

に
朝
食
を
作
り
ま
せ
ん
か

ま
だ
で
す
よ
ね

私
も
お
手
伝
い
し
ま
す

か
らあ

ら

い
い
の

確
か
に
そ
の
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
ま

し

か

 
そ
し
て
二
人
は
仲
良
く
料
理
を
始
め

 
ク
ル
ス
ち

ん
は
台
所
と
居
間
を
と
こ
と
こ
と

復
し
な
が
ら
配

を
し
た

こ
ん
な
も
ん
か
し
ら
ね

で
す
ね

朝
か
ら
あ
ま
り

た
料
理
を
作
る
の
も
ど
う
か
と
思
い
ま
す
し

そ
れ
じ

あ
私
が
勇
人
君
を

こ
し
て
く
る
ね

あ
り
が
と
う
ク
ル
ス
ち

ん

お
願
い
ね

う
ん
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そ
う
言

て
た
た
た

と
走

て
い
く
ク
ル
ス
ち

ん
を
見
て
ク
ル
ス
は
微

そ
う
な
表
情

を
し
た

う

ん

あ
れ
も
自
分

こ
れ
も
自
分
だ
と
思
う
と

胸
の
奥
が
む
ず
む
ず
し
ま
す
ね

ふ
ふ

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

で

今
日
は
ど
う
し
て
う
ち
に

あ
は
い
実
は
今
日
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
案
内
な
ん
で
す
が
八
幡
様
が
会
社
の
用
で

れ
そ
う
な

の
で

 
そ
れ
ま
で
の
繋
ぎ
と
し
て
代
わ
り
に
私
が
参
り
ま
し
た

あ
あ

そ
う
い
う
事
だ

た
の
ね

で
も

分

い
わ
ね

実
は
先
日
ク
ル
ス
ち

ん
か
ら
一
度
こ
こ
に
顔
を
出
し
て
く
れ
な
い
か

て
頼
ま
れ
て
た
ん

で 
せ

か
く
だ
か
ら
事
前
に
勇
人
君
と
少
し
お
話
し
で
も
し
よ
う
か
な

て
思

た
ん
で
す

そ
う
い
う
事
ね

ふ
ふ

あ
の
子
は
ど
ん
な
顔
を
す
る
か
し
ら
ね

楽
し
み
で
す
ね

 
一
方
勇
人
を

こ
し
に
い

た
ク
ル
ス
ち

ん
は

 
だ
ら
し
な
い
顔
で

て
い
る
勇
人
の

を
つ
ん
つ
ん
と
つ
つ
き
な
が
ら
勇
人
に
声
を
か
け
た
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所
だ

た

勇
人
君
勇
人
君

そ
ろ
そ
ろ

き
る
時
間
だ
よ

ん

う

ん

お

お
ふ

よ
う
姉
ち

ん

お
は
よ
う

日
は
よ
く
眠
れ
た

よ
く
は
眠
れ
た
け
ど

正
直
も
う
ち

と

て
た
い

目
だ
よ

も
う
朝
ご

の
準
備
が
出
来
て
る
ん
だ
か
ら
ね

え

⺟
さ
ん
も
朝
が

い
は
ず
な
の
に
珍
し
い

分
か

た

着

え
た
ら
す
ぐ
行
く

そ
れ
じ

あ
私
は
居
間
で
待

て
る
ね

う
ん

ち

と
だ
け
待

て
て

 
そ
し
て
居
間
に

た
ク
ル
ス
ち

ん
は
う
ん
し

う
ん
し

と
ク
ル
ス
の

の
上
に
乗
り

 
そ
こ
に
ち

こ
ん
と

を
下
ろ
し
た

着

え
た
ら
来
る

て

と
い
う
か
ク
ル
ス
ち

ん

何
で
私
の

の
上
に

う

ん

何
と
な
く

ま
あ
い
い
け
ど
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そ
ん
な
二
人
を
小
春
は
微
笑
ま
し
い
表
情
で
見
つ
め
て
い
た

お
は
よ
う

⺟
さ

ん

あ
れ

だ

誰

お
は
よ
う
勇
人

さ
て

誰
で
し

う

さ

て

誰
で
し

う

む
む
む

ん

よ
く
見
る
と
姉
ち

ん
に
似
て
る
気
が
す
る

 
あ

も

も
し
か
し
て

マ
ジ
姉
ち

ん

マ
ジ
姉
ち

ん

 
そ
ん
な
呼
び
方
を
さ
れ
る
と
は
思

て
も
い
な
か

た
ク
ル
ス
は

 
そ
う
言
い
な
が
ら
首
を

げ
た

ク
ル
ス
ち

ん
が
ク
ル
ス
姉
ち

ん
だ
か
ら

本
物
の
ク
ル
ス
さ
ん
は
マ
ジ
姉
ち

ん

何
そ
れ

 
ク
ル
ス
は
そ
の
言
葉
に
思
わ
ず

き
出
し
た

ご

ご
め
ん

初
対
面
な
の
に
失

な
事
を
言

ち

た

別
に
い
い
よ
勇
人
君

初
め
ま
し
て

マ
ジ
姉
ち

ん
の
間
宮
ク
ル
ス
で
す

あ

ご

ご
め
ん

日
高
勇
人
で
す

初
め
ま
し
て
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そ
れ
じ

あ
朝
ご

が

め
ち

う
か
ら

続
き
は
ご

を
食
べ
な
が
ら
話
し
ま
し

う
か

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う

う

う
ん

そ
れ
じ

あ

き
ま
す

 
こ
う
し
て
今
日
の
日
高
家
の
朝
食
の
時
間
は

い
つ
も
よ
り

や
か
と
な

た

 
勇
人
は

張
し
た
様
子
で
も
ぐ
も
ぐ
と
パ
ン
を
か
じ
り
始
め

 
そ
の
ま
ま
チ
ラ
チ
ラ
と
ク
ル
ス
の
方
に
目
を
走
ら
せ
て
い
た

 
そ
れ
を
見
て
ク
ル
ス
ち

ん
が

少
し

ね
た
よ
う
な
様
子
で
勇
人
の

を
つ
つ
い
た

も
う

勇
人
君

も

と
私
の
方
も
チ
ラ
チ
ラ
見
て
よ

え

い

い
や

別
に
マ
ジ
姉
ち

ん
の
方
な
ん
か
見
て
な
い
し

私
は
別
に

誰
の
方
を
見
て
た
か
な
ん
て
言

て
な
い
よ

う
 
自
分
が
墓

を

た
事
に
気
が
付
き

勇
人
は
も
じ
も
じ
と
下
を
向
い
た

 
そ
ん
な
勇
人
を
見
て

三
人
が
か
わ
る
が
わ
る

い
た

思
春
期
ね

思
春
期
で
す
ね
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思
春
期
だ
ね

も
う

そ
ん
な
ん
じ

ね
え
よ

 
勇
人
は
真

な
顔
で
そ
う
言
い

 
こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

露
骨
に
話
題
を

ら
し
て
き
た

そ

そ
う
い
え
ば
八
幡
兄
ち

ん
は
一

じ

な
い
の

う
ん

今
日
は
急
な
仕
事
が
入

ち

た
み
た
い
で

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
の
が
少
し

れ
そ
う
だ
か
ら

て
事
で

 
私
が
代
わ
り
に
二
人
を
案
内
す
る

に
こ
こ
に
来
た
ん
だ
よ

 
ま
あ
本
当
は
私
が
こ
こ
に
来
な
く
て
も
現
地
で
待
ち
合
わ
せ
れ
ば
そ
れ
で
良
か

た
ん
だ
け

ど 
ク
ル
ス
ち

ん
の
事
も
あ
る
し

一
応
ご

に

て
ね

げ

八
幡
兄
ち

ん

日
曜
な
の
に
働
い
て
る
ん
だ

 
兄
ち

ん

て
い
つ
も
働
い
て
る
よ
う
な
イ
メ

ジ
し
か
な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の
勇
人
の
疑
問
に
ク
ル
ス
は
笑
い
な
が
ら
こ
う
答
え
た

確
か
に
そ
う
だ
ね

で
も
勇
人
君
く
ら
い
の
年
の
時
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八
幡
様
は

日

働
き
た
く
な
い
で
ご
ざ
る

て
言

て
た
ら
し
い
よ

え

そ
う
な
の

そ
の

に
今
は
熱
心
に
働
い
て
る
よ
ね

う
ん

ど
う
や
ら
俺
に
は
社
畜
の
才
能
も
あ

た
ら
し
い

て

 
ち

と
前
に
凄
く

そ
う
な
顔
で
言

て
た
よ

う
わ

俺

八
幡
兄
ち

ん
み
た
い
に
な
り
た
い

て
思

て
る
け
ど

 
そ
の
才
能
は
い
ら
な
い
わ

勇
人
君
は
八
幡
様
み
た
い
に
な
り
た
い
の

う
ん

 
ク
ル
ス
は
微
笑
ま
し
い
も
の
を
見
る
表
情
で
そ
う
言
い
勇
人
は
そ
の
問
い
に
素
直
に
返
事
を

し
たそ

れ
じ

あ
勇
人
君
は

女
の
子
に
モ
テ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
ね

ど

ど
の
く
ら
い
モ
テ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

 
勇
人
は
自
信
無
さ
げ
な
表
情
を
し
な
が
ら
も

参
考
に
す
る
つ
も
り
で
そ
う
質
問
し
て
み
た

そ
う
ね

勇
人
君
が
学
校
の
同
じ
ク
ラ
ス
の
女
の
子
全
員
に
モ
テ
た
と
し
て
も

 
全
然
足
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
な
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そ
の
答
え
に
勇
人
は

を
ひ
く
つ
か
せ
た

マ

マ
ジ
姉
ち

ん

そ
れ

て
本
気
で
言

て
る

う
ん

明
日
奈

私

雪
乃

結
衣

 
そ
し
て
ク
ル
ス
は
指
を

り
な
が
ら
女
性
の
名
前
を
ど
ん
ど
ん
あ
げ
て
い
き

 
二
十
人
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
勇
人
が

を

え
な
が
ら
絶
叫
し
た

そ
ん
な
の
絶
対
無
理
じ

ん

ふ
ふ

頑
張
り
な
さ
い

勇
人

⺟
さ
ん

こ
う
い
う
時
に
応
援
と
か
ち

と
勘

し
て

 
ど
う
や
ら
勇
人
は
⺟
親
と
こ
う
い

た
話
を
す
る
の
は

な
よ
う
だ

 
今
後
事
あ
る
ご
と
に
か
ら
か
わ
れ
る
の
が
間
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る

で
も
残
念
だ
わ
ク
ル
ス
さ
ん
に
は
う
ち
の
勇
人
の
姉
さ
ん
女

に
な

て
も
ら
い
た
か

た

の
にち

⺟
さ
ん

も
う
勘

し
て
よ

ご
め
ん
な
さ
い
小
春
さ
ん

私
は
も
う
身
も
心
も
八
幡
様
の
も
の
な
ん
で
す

で
も
比
企
谷
君
に
は
確
か

正
式
な
彼
女
さ
ん
が
い
た
わ
よ
ね
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は
い

そ
う
で
す
ね

そ
れ
な
の
に
そ
ん
な

山
の
女
の
子
に
好
か
れ
て
る

て
み
ん
な

と
か
に
な
ら
な
い
の

な
ら
な
い
で
す

み
ん
な
仲
良
し
で
す
よ

正
妻
様
も
し

か
り
仕
切

て
く
れ
ま
す
し
ね

そ

そ
う
な
の
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら

小
春
は
遠
い
目
を
し
た

 
も
し
か
し
た
ら
自
分
の
過
去
を
思
い
出
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

や

ぱ
り
八
幡
兄
ち

ん
は
凄
え

 
ね

マ
ジ
姉
ち

ん
は
ど
う
や

て
八
幡
兄
ち

ん
と
知
り
合

た
の

よ
く
ぞ

い
て
く
れ
ま
し
た

 
そ
の

間
に
ク
ル
ス
は

変
し
た

最
初
私
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ

て
い
う
銃
で
戦
う
ゲ

ム
を
や

て
た
ん
だ
け
ど

 
あ

も
し
か
し
て
知

て
る
か
な

ガ
ン
ゲ
イ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
ね

 
そ
こ
で
私

て
ば
結

名
な
プ
レ
イ
ヤ

だ

た
ん
だ
け
ど

 
そ
う
い
う

に
自
信
が
あ
る
人
同
士
が
戦
う
公
式
大
会
が
開

さ
れ
る
事
に
な

て
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余

で
予
選
を
突
破
し
て
調
子
に
乗

て
た
私
は

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

て
い
う
人
に
一

で
倒
さ
れ
ち

た
の

 
で

そ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
唯
一

に
戦
え
た
の
が
八
幡
様
で

 
そ
の
時
か
ら
私
は
八
幡
様
を

拝
し

追

か
け
み
た
い
な
事
を
や

て
た
の
ね

 
で

そ
の
ゲ

ム
内
で
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
戦
争
が

こ

た
時
に

 
私
は
八
幡
様
を
か
ば

て
死
ん
じ

て
そ
ん
な
私
を
八
幡
様
が
自
ら
迎
え
に
き
て
く
れ
て

 
そ
の
時
か
ら
私
達
は

い
絆
で
結
ば
れ
た
主

に
な

た
ん
だ
よ

 

し
く
知
り
た
か

た
ら

Ｇ
Ｇ
Ｏ

源
平
合
戦

で
調
べ
て
み
て
ね

あ

う

う
ん

 
よ
く

く
と
超

当
な
説
明
で
あ

た
が

 
勇
人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
の
事
を
語
る
ク
ル
ス
を
見
て

 
本
当
に
八
幡
の
事
を
大
好
き
な
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
た

マ
ジ
姉
ち

ん
は
本
当
に
八
幡
兄
ち

ん
の
事
が
大
好
き
な
ん
だ
ね

大
好
き
と
い
う
か

八
幡
様
は
わ
た
し
の
神
だ
か
ら
ね

神
か

恋
愛
面
は
と
も
か
く
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ち

と
で
も
兄
ち

ん
に
近
付
け
る
よ
う
に
俺
も
頑
張
ら
な
い
と

そ
う
だ
ね

先
ず
は
男
を

く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
の
第
一
歩
と
し
て
今
日
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
私
が
し

か
り
と
勇
人
君
を
鍛
え
て
あ
げ
る
か
ら
ね

う

う
ん

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
ロ
グ
イ
ン
し
て
み
ま
し

か

 
そ
の
小
春
の
提
案
に
二
人
は

い
た

そ
う
で
す
ね

そ
う
し
ま
す
か

ク
ル
ス
姉
ち

ん

守
を
お
願
い
ね

う
ん

任
せ
て

二
人
と
も
楽
し
ん
で
き
て
ね

 
こ
う
し
て
小
春

勇
人

ク
ル
ス
は
日
高
商
店
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た
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第
９
０
６
話
 
案
内
役
は
姫
騎
士

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
初
め
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
小
春
と
勇
人
は

現
実
で
は
あ
り
え
な
い

 
幻
想
的
な
街
の
中
央
に
立

て
い
た

こ
こ
が
ア
ル
ン

て
所

凄
い
わ
ね

今
の
ゲ

ム
は
こ
こ
ま
で
進
歩
し
て
い
る
の
ね

 
勇
人
の
キ

ラ
ネ

ム
は
ベ
ル
デ

ア
と
言
う

 
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
デ

ア
ベ
ル
を
逆
に
し
た
だ
け
で
で
あ
る

 
そ
し
て
小
春
の
キ

ラ
ネ

ム
は
ス
プ
リ
ン
グ
か
ら
と

て
プ
リ
ン
に
し
た
よ
う
だ

 
微

に
春
雄
の
ス
プ
リ
ン
ガ

に
寄
せ
て
い
る
の
は

 
ラ
キ
ア
に
対
す
る
小
春
な
り
の
ア
ピ

ル
な
の
か
も
し
れ
な
い

ね

ベ
ル
デ

ア

私

こ
ん
な
見
た
目
に
し
た
ん
だ
け
ど

 
お
ば
さ
ん
が
若
作
り
し
て
る

て
ハ
チ
マ
ン
君
に
笑
わ
れ
た
り
し
な
い
か
な

ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん
が
そ
ん
な
事
思
う

な
い
じ

ん

て
い
う
か
⺟
さ

プ
リ
ン
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プ
リ
ン
の
見
た
目

て
前
に
見
せ
て
も
ら

た
プ
リ
ン
の
若
い

の
写
真
に
そ

く

り
だ
ね

ふ
ふ
ん

ど
う

か
わ
い
い
で
し

そ

そ
う
で
す
ね

何
で
敬
語
な
の
よ

ま

た
く
も
う

失

し
ち

う
わ

 
二
人
は
ゲ

ム
の
中
で
は
お

い
を
名
前
で
呼
び

て
に
す
る
事
に
し
た
ら
し
い

 
間
違

て
も
本
名
を
呼
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
と
八
幡
か
ら
念
を
押
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

で
も
そ
の
見
た
目
だ
と

 
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
や
ラ
キ
ア
さ
ん
に
中
の
人
が
誰
な
の
か
す
ぐ
バ
レ
ち

い
そ
う

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
じ

な
い

 
も
し
ラ
キ
ア
が
ご
つ
い
キ

ラ
を
使

て
る
の
な
ら

私
の
完
全
勝
利
よ

そ
ん
な
事
で
対
抗
心
を
燃
や
さ
な
く
て
も

 
そ
う
苦
笑
す
る
ベ
ル
デ

ア
の
外
見
も

実
は
現
実
世
界
の
勇
人
に

似
し
て
い
た

 
正
確
に
言
え
ば

勇
人
は
兄
で
あ
る
直
人
の
外
見
に
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が

 
兄
弟
な
の
だ
か
ら
そ
う
な
る
と
結
局
リ
ア
ル
の
勇
人
に
似
た
外
見
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
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さ
て

セ
ラ
フ

ム
さ
ん
は
ど

ち
か
ら
来
る
の
か
し
ら
ね

ど
う
だ
ろ
う

俺
達

も

も
分
か
ら
な
い
し
ね

 
二
人
は
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
回
し
た

 
だ
が
ど
こ
に
も
そ
れ
ら
し
き

は
見
え
ず

た
だ
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く

待
ち
合
わ
せ
場
所

間
違

て
な
い
よ
な

ロ
グ
イ
ン
し
て
す
ぐ
の
広
場
に
い
て

て
言
わ
れ
た
ん
だ
か
ら
大
丈
夫
じ

な
い

お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
そ
の
時
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
リ
ア
ル
で

い
て
い
た
声
が
近
く
で

こ
え

 
二
人
は
き

ろ
き

ろ
し
た
が

囲
に
は
誰
も
い
な
い

あ

あ
れ

姉
ち

ん

こ

ち
だ
よ

ベ
ル
デ

ア
君

ど

ど
こ

上
だ
よ
上

あ
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そ
の
言
葉
で
二
人
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
空
が
飛
べ
る
の
だ
と
い
う
事
実
に
思
い
当
た

た

 
常
識
的
に
待
ち
合
わ
せ
た
者
が
空
か
ら
来
る
な
ど
と
い
う
発
想
が

か
ば
な
い
の
は
当
然
で
あ

る 
そ
し
て
二
人
の
前
に
セ
ラ
フ

ム
が
降
り
立
ち

広
場
に
い
た
者
達
は

然
と
な

た

お

お
い

姫
騎
士
イ

ジ
ス
様
だ
ぞ

凄
え
オ

ラ
だ

さ
す
が
は
序

十
五

相
変
わ
ら
ず
美
人
だ
よ
な

馬

野
郎

リ
ア
ル
で
も
そ
う
だ
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ

い
や

あ
の
人
は
絶
対
美
人
だ
ろ

そ
う
だ
そ
う
だ

姫
騎
士
様
に

ま
れ
た
い

 
一
部
変
態
が
混
じ

て
い
る
よ
う
だ
が

そ
ん
な

り
の
声
を

き

 
二
人
は
セ
ラ
フ

ム
が

名
人
だ
と
い
う
事
を

と
い
う
ほ
ど
理
解
し
た

姉
ち

ん

格
好
い
い

 
セ
ラ
フ

ム
が
着
て
い
る
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
タ
ン
ク
の
正
装
で
あ
る
ル

セ
ン
フ
リ

ド
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で
あ

た

 
さ
す
が
に
タ
ン
ク
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
の
よ
う
な

装
で
い
る

に
は
い
か
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
と
ナ
タ
ク
そ
れ
に
ク
リ
シ

ナ
が
設
計
に
関
わ

て
完
成
し
た
そ
の
三
つ
の

は

 
セ
ラ
フ

ム
が
白

ユ
イ
ユ
イ
が

ア
サ
ギ
が

の
も
の
を
着
用
し
て
お
り

 
セ
ラ
フ

ム
の
そ
れ
は

白
の
貴

人
と
呼
ば
れ
て
い
た

 
そ
し
て

に
は
ハ
イ
エ
ン
ド
装
備
で
あ
る

フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ
が
装
着
さ
れ
て
い
た

 
く
る
り
と

ま

た
天
使
の

の
よ
う
な
装

の
つ
い
た
⻑
剣
で
あ
る

 
ち
な
み
に
ユ
イ
ユ
イ
も
同
じ
タ
イ
プ
の
武
器
を
所

し
て
お
り

名
を
ハ
ロ
・
ガ
ロ
と
い
う

 
ア
サ
ギ
の

は
バ

ジ

ン
ア

プ
を

り
返
さ
れ
こ
ち
ら
は

公
主
と
呼
ば
れ
て
い

る
本
当
に
素
敵
よ
ね

ふ
ふ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
お

を
言
い
な
が
ら
セ
ラ
フ

ム
は
二
人
に
初
心
者
用
の
武
器
と
防

を
差
し
出
し
て

き
た本

当
は
も

と
性
能
の
い
い
も
の
を
あ
げ
た
い
ん
だ
け
ど
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装
備
す
る

の
ス
テ

タ
ス
が
多
分
全
然
足
り
な
い
と
思
う
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
は

験

を

い
で
ス
テ

タ
ス
を
上
げ
つ
つ
空
を
飛
ぶ
練

を
し
ま
し

う

姉
ち

ん
は
ど
ん
な
ス
テ

タ
ス
な
の

私
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｖ

Ｔ
タ
イ
プ
か
な

力
と

久
力
を
上
げ
て
る
の

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
様
は
万
能
寄
り
の
Ａ
Ｇ

タ
イ
プ

速
度
重

よ

な
る
ほ
ど

ど
う
い
う
風
に
キ

ラ
を
育
て
る
か
考
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
の
ね

は
い

一
応
う
ち
の
ギ
ル
ド
の
裏
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
も
お
教
え
し
ま
す
の
で

 
そ
こ
を
参
考
に
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

あ
り
が
と
う

是
非
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
う
わ

俺
も
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
う
よ

姉
ち

ん

 
勇
人
が
そ
う
叫
ん
だ

間
に

囲
が
ど
よ
め
い
た

お
い

あ
の
初
心
者

姫
騎
士
様
の
弟
ら
し
い
ぞ

て
事
は

一

に
い
る
の
は
妹
か

か
も
し
れ
な
い
な

今
後
に
注
目
だ
な

 
そ
ん
な
声
が

こ
え
た
の
だ
ろ
う

セ
ラ
フ

ム
は
二
人
に
移
動
を
提
案
し
た
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あ

と

こ
こ
じ

あ
人
目
が
多
い
か
ら

と
り
あ
え
ず
街
の
外
に
行
こ

か

う

う
ん

ふ
ふ

妹

私
が
妹
だ

て
よ

プ
リ
ン

ほ
ら

行
く
よ

 
そ
し
て
三
人
は

そ
の
ま
ま
ア
ル
ン
の
街
を
出
て

 
敵
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず

基
本
的
に
誰
も
来
な
い

原
へ
と
移
動
し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
最
初
に
飛
び
方
を
教
え
る
ね

 
二
人
は
セ
ラ
フ

ム
か
ら
丁

に
説
明
し
て
も
ら
い
な
が
ら
一
生

命
飛
ぶ

の
訓
練
を
し

た 
最
初
は
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
使
い

お

か
な
び

く
り
だ

た
二
人
も

 
徐
々
に
飛
ぶ
と
い
う
感
覚
に
慣
れ
て
き
た
の
か

意
飛
行
は
ま
だ
無
理
だ
が

 
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ

レ

タ

を
使
う
よ
う
な
感
覚
で

そ
れ
な
り
に
自
由
に
飛
べ
る
よ
う
に

な

た
う
わ

こ
れ

楽
し
い

ま
あ
飛
べ
る

て
の
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
一
番
の

り
だ
か
ら
ね
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慣
れ
た
ら
考
え
る
だ
け
で
飛
べ
る
の
よ
ね

え
え

き

と
す
ぐ
に
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
で

そ
う
な

た
ら
も

と
楽
し
い
で
す
よ

 
二
人
は
も

と
飛
ぶ
訓
練
を
し
た
か

た
の
だ
が

 
最
初
か
ら
あ
ま
り
⻑
時
間
ロ
グ
イ
ン
す
る
の
は
良
く
な
い

次
に
戦
闘
訓
練
を
行
う
事
に
し

た
そ
れ
じ

あ
私
が

い
敵
を
釣

て
き
ま
す
か
ら
最
初
は
好
き
に
攻
撃
し
て
み
て
下
さ
い
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ク
ル
ス
は
飛
ん
で
い
き
す
ぐ
に
モ
ン
ス
タ

を
複

連
れ
て

て
き
た

二
人
と
も

一
体
ず
つ
確
実
に
仕

め
て
下
さ
い
ね

ね

姉
ち

ん

敵
が
姉
ち

ん
を

ん
で
る
け
ど

 
そ
の
ベ
ル
デ

ア
の
言
葉
通
り

雑

モ
ン
ス
タ

は
セ
ラ
フ

ム
を

み

 
今
は
ブ
ラ
ン
と
そ
の

に
ぶ
ら
下
が

て
い
た

大
丈
夫

こ
の
ク
ラ
ス
の
敵
か
ら
は
ダ
メ

ジ
を
も
ら
わ
な
い
か
ら
ね

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
プ
リ
ン

頑
張

て
攻
撃
し
て
み
よ
う

お
う

 
そ
し
て
二
人
は

け
声
を
発
し
な
が
ら
敵
に

り
か
か

て
い

た
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え
い

とあ
れ

二
人
と
も

思

た
よ
り
も
太
刀
筋
が

麗
で
す
ね

お

日
の
イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
の
成
果
が
出
た
か
な

何
か
し
た
の

う
ん

ソ
ウ
ル
エ

ジ

て
ゲ

ム
の
動
き
を
二
人
で
ト
レ

ス
し
て
み
た

 
意
外
と
大
変
だ

た
し
意
味
が
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
か

た
け
ど
ま
あ
多
少
は

果
が

出
た
の
か
も

そ
う
な
ん
だ

ふ
ふ

 
二
人
が
自
宅
で
ゲ

ム
画
面
を
見
な
が
ら
仲
良
く
そ
の
真
似
を
し
て
い
る
光
景
を
想
像
し

 
セ
ラ
フ

ム
は
微
笑
ま
し
さ
を
感
じ
て

笑
顔
に
な

た

よ
し

次

は
い

ど
う
ぞ

 
セ
ラ
フ

ム
は

に
ぶ
ら
下
が

て
い
た
敵
を
倒
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
放
り
出
し

 
二
人
は
気
合
い
を
入
れ
て

そ
の
敵
に
挑
ん
で
い

た
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そ
ん
な
光
景
が
何
度
も

り
返
さ
れ
二
人
の
ス
テ

タ
ス
も
そ
れ
な
り
に
上
が
る
事
と
な

た 
ハ
チ
マ
ン
を
尊
敬
す
る
ベ
ル
デ

ア
は
Ａ
Ｇ

を

 
そ
し
て
ラ
キ
ア
を
ラ
イ
バ
ル

す
る
プ
リ
ン
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
中
心
に
上
げ
る
よ
う
だ

本
当
は
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
た
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
ど

 
生

今
日
は
み
ん
な
午
前
中
は
用
事
が
あ

て

来
れ
な
か

た
ん
で
す
よ
ね

そ
こ
ま
で
気
を
遣

て
も
ら
わ
な
く
て
も
大
丈
夫
よ
今
み
た
い
な
感
じ
で
も
十
分
楽
し
い
か

ら
ま
あ
後
で
ハ
チ
マ
ン
様
が
来
た
ら
ど
ん
な
無
茶
ぶ
り
を
し
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
の
で

 
今
の
う
ち
に
も
し
そ
う
な

た
場
合
の
心
得
を
説
明
し
て
お
き
ま
す

そ
う
な

た
ら
そ
う
な

た
で
楽
し
そ
う
だ
か
ら
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

 
確
か
に
説
明
だ
け
は

い
た
方
が
良
さ
そ
う
ね

ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん

く
来
て
く
れ
な
い
か
な

も
う
す
ぐ
だ
か
ら
待

て
て
ね

う
ん

楽
し
み
に
待

と
く
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そ
し
て
セ
ラ
フ

ム
か
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
の
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
の
や
り
方
を
教
わ

た
二
人
は

絶

し
た

え

本
当
に
そ
ん
な
感
じ
に
な
る
の

見

す
限
り
敵
み
た
い
な

う
ん

本
当
の
本
当
に
そ
ん
な
感
じ
だ
け
ど

二
人
が
危
険
な
目
に
遭
う
事
は
な
い
か
ら

 
と
に
か
く
落
ち
着
い
て
な
る
べ
く
多
く
の
敵
に
砂
を
投
げ
て
ね

 
あ

で
も
今
回
は
多
分

タ
ン
ク
に
強
化
魔
法
を
か
け
る
事
に
な
る
か
も

 
簡

な

文
を
後
で
教
え
る
ね

わ

分
か

た

頑
張

て
覚
え
る
よ

 
こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
が
考
え
た

験

を
得
る
方
法
で
あ

た

 
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
を
受
け
る
対
象
の
者
が

砂
を
大

に
敵
に
向
か

て
降
ら
せ

 
出
来
る
だ
け
多
く
の
敵
と
交
戦

態
に
入

た
と
シ
ス
テ
ム
に
認
識
さ
せ
る
方
法
で
あ
る

 
こ
れ
は
場
合
に
よ

て
は
ト
ン

で
砂
を
投
げ
る
事
に
な
る

 
も
し
く
は
タ
ン
ク
を
強
化
す
る
事
で
間
接
的
に
敵
の
ヘ
イ
ト
リ
ス
ト
に
名
前
を
乗
せ
る
の
だ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
ハ
チ
マ
ン
様
達
が
来
る
時
間
な
の
で

一
度
街
に

り
ま
し

か
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う
ん

そ
れ
じ

あ
街
ま
で

争
し
よ
う

プ
リ
ン

お

負
け
な
い
わ
よ

ベ
ル
デ

ア

二
人
と
も
あ
ま
り
無
茶
は
し
な
い
で
ね

 
そ
し
て
セ
ラ
フ

ム
は

ん
で
飛
ぶ
二
人
を
見
守
る
よ
う
に
後
か
ら
つ
い
て
い

た

さ
て

ハ
チ
マ
ン
様
は
ど
う
さ
れ
る
つ
も
り
な
の
か
な

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
飛
ん
で
い
た
が

 
そ
の

に
プ
リ
ン
と
ベ
ル
デ

ア
の
動
き
に
反
応
す
る
の
が
少
し

れ
た

 
先
ほ
ど
二
人
が
話
し
て
い
た
よ
う
に
二
人
は

争
だ
と
言

て
い
き
な
り
速
度
を
上
げ
た
の

で
あ
る

あ

こ
こ
で
そ
の
速
度
は

 
こ
こ
は

に
か
な
り
街
に
近
い
場
所
で
あ
り

そ
れ
な
り
に
人
通
り
も
多
い

 
こ
こ
で
速
度
を
上
げ
る
の
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

と
か
ち
合
う
可
能
性
が
高
い

 
セ
ラ
フ

ム
は
速
度
を
上
げ
て
二
人
の
後
を
追

た
が

最
悪
な
事
に

 

争
す
る
二
人
の
正
面
か
ら

十

名
の
プ
レ
イ
ヤ

の
集
団
が
飛
ん
で
く
る
の
が
見
え
た

二
人
と
も

待

て
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セ
ラ
フ

ム
は
そ
う
叫
ん
で
加
速
し
た

二
人
は
そ
の
声
が

こ
え
た
の
か

か
に
速
度
を
落

と
し
た
が

 
正
面
か
ら
近
付
い
て
く
る
点
が
プ
レ
イ
ヤ

の
集
団
だ
と
は
気
付
い
て
い
な
い

 
お

い
に
飛
行
し
て
い
る

相
対
速
度
は

純
計
算
で
倍
に
な
る
の
だ
が

 
そ
の

態
で
前
か
ら
何
が
来
る
の
か
を

す
る

に
は
か
な
り
の
慣
れ
が
必
要
と
な
る

で
あ
る

く
 
セ
ラ
フ

ム
は
全
力
で
飛
び

何
と
か
相
手
と
接
触
す
る
前
に
二
人
に
追
い
つ
き

 
そ
の

を
無
理
や
り
下
げ
さ
せ

衝
突
コ

ス
か
ら
外
す
事
に
成
功
し
た

ね

姉
ち

ん

二
人
と
も

ち

ん
と
前
を
見
て
飛
ば
な
い
と

目
だ
よ

前

あ

 
丁
度
そ
の
時

前
に
い
た
集
団
が

二
人
に
も

認
出
来
る

離
ま
で
迫

て
き
た

あ

本
当
だ

ご
め
ん
姉
ち

ん

遠
く
か
ら
点
が
近
付
い
て
き
た
ら

そ
れ
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

だ
か
ら
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今
度
か
ら
は
よ
く
注
意
し
て
前
を
見
て
ね

う
ん

セ
ラ
フ

ム
さ
ん

ご
め
ん
な
さ
い
ね

い
え

慣
れ
な
い
と
こ
う
い
う
の
は
難
し
い
で
す
か
ら

 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
集
団
を
や
り
す
ご
そ
う
と

空
を
の
ん
び
り
と
進
ん
で
い
た
が

 
そ
の
集
団
は
何
故
か
三
人
の
真
上
で

止
し

こ
ち
ら
に
声
を
か
け
て
き
た

あ
あ
ん

無
茶
な
飛
び
方
を
し
て
る
馬

が
い
た
か
ら
シ
メ
て
や
ろ
う
と
思

た
ら

 
ま
さ
か
姫
騎
士
イ

ジ
ス
様
だ

た
と
は
ね

 
そ
こ
に
い
た
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
内
で
は
敵
対
ギ
ル
ド
に
分

さ
れ
て
い
る

 
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
で
あ
り

 
そ
の
後
ろ
に
は
オ
ル
フ

ウ
ス
や
テ
セ
ウ
ス
の

も
見
え
た

装
備
に

一
性
が
あ
る
事
か

ら 
こ
こ
に
い
る
全
員
が
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
の
メ
ン
バ

だ
と
思
わ
れ
る

 
セ
ラ
フ

ム
は
戦
闘
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

二
人
を
か
ば
う
よ
う
に
前
に
出
た

こ
の

離
な
ら

そ
ち
ら
に
迷
惑
が
か
か
る
よ
う
な
事
は
何
一
つ
無
か

た
は
ず
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へ

初
心
者
か

 
セ
ラ
フ

ム
の
言
葉
を
無

し
て
放
た
れ
た
そ
の
言
葉
は

 
本
当
に
何
気
な
い
一
言
の
よ
う
で
あ
り

事
実
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
も
そ
う
思

た

 
だ
が
セ
ラ
フ

ム
は
そ
う
は
思
わ
な
か

た
ら
し
く
剣
を
地
面
に
突
き
立
て
な
が
ら
こ
う
叫

ん
だ展

開

フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ

 
そ
の

間
に

り
の

の
部
分
が
ふ
わ
り
と
開
い
て
一
気
に
広
が
り

 
フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ
は

で
縁
取
ら
れ
た
ハ

ト
の
よ
う
な

の
盾
と
な

た

 
そ
し
て
そ
の
中
心
の
剣
の
部
分
を
引
き
抜
い
た
セ
ラ
フ

ム
は

 
そ
の
剣
を
真

直
ぐ
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
向
け
た

でチ

初
心
者
ど
も
を
狙
え
ば
自
由
に
動
け
な
く
な
る
と
思

た
の
に
対
応
が

す
ぎ
る

 
そ
の
言
葉
で
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
は
一
歩
間
違
え
ば
危
な
い
と
こ
ろ
だ

た
の
だ
と
理
解

し
た

 
同
時
に
二
人
は
自
分
達
が
足
を
引

張
ら
な
い
よ
う
に
と
大
人
し
く
セ
ラ
フ

ム
の
背
後
に
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れ
た

や
る
な
ら
相
手
に
な
る
け
ど

一
人
で
俺
達
全
員
を
相
手
に
す
る
つ
も
り
か

え
え

そ
の
つ
も
り

別
に

だ
と
は
思
わ
な
い
か
ら
安
心
す
る
と
い
い

 
こ
れ
は
た
だ
の
遭
遇
戦

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
よ
く
あ
る
事

い
い
度
胸
だ

お
い
お
前
ら

や
る
ぞ

 
そ
う
仲
間
達
に
声
を
か
け
た

間
に

ヘ
ラ
ク
レ
ス
は

て
て
横
に
避
け
た

 
そ
の
す
ぐ
横
を
攻
撃
魔
法
な
の
だ
ろ
う
か
セ
ラ
フ

ム
が
放

た
黒
い
光
が
通
過
し
て
い

く
も
う
戦
い
は
始
ま

て
る

だ
な

い
く
ぞ

 
こ
う
し
て
セ
ラ
フ

ム
対
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
の
戦
い
が
始
ま

た
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第
９
０
７
話
 
セ
ラ
フ

ム
の
危
機

姉
ち

ん

セ
ラ
フ

ム
さ
ん

二
人
と
も

そ
の
中
へ

 
心
配
そ
う
に
声
を
か
け
て
き
た
二
人
に

セ
ラ
フ

ム
は
何
か
を
放
り
投
げ
た

 
そ
れ
は
地
面
に
つ
い
た

間
に
コ
テ

ジ
の
よ
う
な

に
広
が
り

 
二
人
は
言
わ
れ
た
通
り
そ
の
中
に
入

た

く
そ

結
界
コ
テ

ジ
か

 
結
界
コ
テ

ジ
と
は

狩
り
の
最
中
に
休
む

の
コ
テ

ジ
で
あ
る

 
こ
れ
は
モ
ン
ス
タ

は
通
し
て
し
ま
う
が

プ
レ
イ
ヤ

は
通
さ
な
い

 
安
全
地

で
使
用
す
る
の
に
と
て
も

利
な
簡
易
コ
テ

ジ
で
あ

た

こ
れ
で
二
人
に
は
手
が
出
せ
な
い
で
し

う

ま
あ
な

も

と
も
手
を
出
す
ふ
り
し
か
し
な
い
つ
も
り
だ

た
け
ど
な

本
当
に
手
を
出
し
た
ら
も
う
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
し

当
然
ね
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悪
意
の
無
い
初
心
者
を
狩
る
行

が

避
さ
れ
る
の
は

ど
の
ゲ

ム
で
も
一

で
あ
ろ
う

 
正
直
目
撃
者
が
い
な
け
れ
ば
何
の
問
題
も
無
い
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
こ
う
い
う
場
合
必
ず

況
を
録
画
し
て
い
る
の
は

名
な
話
で

あ
る行

く

 
ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
そ
う
言

て
剣
を

り
下
ろ
し

そ
れ
を
盾
で
受
け
止
め
た
セ
ラ
フ

ム
は

 
そ
の
攻
撃
の
重
さ
を
意
外
に
思

た

中
々
の
攻
撃
力
ね

そ
り

ど
う
も

で
も
私
の
相
手
を
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分

そ
れ
も
自
覚
し
て
る

 
そ
う
言

て
ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
下
が
り

横
合
い
か
ら
オ
ル
フ

ウ
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た

 
セ
ラ
フ

ム
は
余

で
そ
れ
を
受
け
止
め
た
が

オ
ル
フ

ウ
ス
は
す
ぐ
下
が
り

 
別
方
向
か
ら
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
再
び
突
撃
し
て
き
た

全
方

か
ら
の
ヒ

ト
ア
ン
ド
ア
ウ

イ

連

の

は
中
々
ね
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く
そ

余

だ
な
お
い

実

余

ス
パ
イ
ク

ぎシ

ル
ド
バ

シ

ぐ
わ

 
セ
ラ
フ

ム
は
安
定
感
の
あ
る
立
ち
回
り
で
敵
を
ま

た
く
寄
せ
付
け
な
い

 
そ
の

を
見
て
い
た
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
は

 
人

差
を
も
の
と
も
せ
ず
に
セ
ラ
フ

ム
が
勝
ち
そ
う
だ
と
思
い

驚
き
つ
つ
も
安
心
し
た

本
当
に
凄
い
ね

姉
ち

ん

ま
だ
ま
だ
余

そ
う
だ
な

そ
う
ね

こ
の
ま
ま
な
ら

待

て

ベ
ル
デ

ア

あ
そ
こ

 
そ
の
時
プ
リ
ン
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
そ
う
叫
ん
で
遠
く
を
指
差
し
た

 
そ
の
指
が
差
す
方
向
に

多
く
の
点
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る

あ
れ

て
ま
さ
か

敵
じ

な
い
よ
な

ど
う
な
の
か
し
ら

一
応
セ
ラ
フ

ム
さ
ん
に
知
ら
せ
ま
し

う
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そ
し
て
二
人
は
大
声
で
叫
ん
だ

姉
ち

ん

遠
く
か
ら

山
プ
レ
イ
ヤ

が
来
る

セ
ラ
フ

ム
さ
ん

敵
か
味
方
か
不
明
な
集
団
が
近
付
い
て
る
わ

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か

セ
ラ
フ

ム
は
チ
ラ
リ
と
そ
ち
ら
を
見
た

チ
 
そ
し
て
セ
ラ
フ

ム
は

珍
し
く

打
ち
を
し
た

 
要
す
る
に
近
付
い
て
く
る
の
が
敵
だ
と
い
う
事
な
の
で
あ
ろ
う

お
お

と

う
ち
の
本

が
来
ち
ま

た
か

 
も
う
ち

と
遊
び
た
か

た
が

こ
れ
で
も
う
あ
ん
た
は
終
わ
り
だ
な

さ
て

そ
れ
は
ど
う
か
し
ら
ね

来
る
の
が
あ
な
た
達
レ
ベ
ル
だ
と
し
た
ら

 
時
間
は
か
か
る
け
ど
結
局
結
果
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
け
ど
ね

残
念

今
か
ら
来
る
の
は
七
つ
の
大
罪
と

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

だ

七
つ
の
大
罪

 
さ
す
が
の
セ
ラ
フ

ム
も

そ
の
言
葉
を

い
て
顔
色
を
変
え
た

そ
う

そ
れ
は
さ
す
が
に
厄
介
ね
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逃
げ
る
つ
も
り
か

こ
う
な

た
ら
俺
達
は
あ
ん
た
の
足
止
め
に
回
る

 
何
よ
り
あ
の
二
人
を
残
し
て
逃
げ
る
な
ん
て

絶
対
に
出
来
な
い
よ
な

初
心
者
に
手
出
し
を
す
る
つ
も
り

俺
達
か
ら
は
し
な
い
さ

ま
あ
逃
が
す
つ
も
り
も
無
い
か
ら

 
い
ず
れ
向
こ
う
か
ら
手
を
出
し
て
き
た
ら
正
当
防
衛

て
事
で
ど
う
と
で
も
出
来
る
と
思
う

が
な

 
実

問
題
も
し
ベ
ル
デ

ア

り
が
エ
キ
サ
イ
ト
し
て
手
を
出
し
て
し
ま

た
ら

 
そ
の
時
点
で
悪
意
の
無
い
初
心
者
と
い
う

り
か
ら
外
れ
る

殺
さ
れ
て
も
文

は
言
え
な

い
の
だ

な
男
ね

何
と
で
も
言
え
相
手
は
序

十
五

の
姫
騎
士
イ

ジ
ス
だ
使
え
る
手

が
あ
れ
ば
何
で

も
使
う

 
ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
開
き
直

た
顔
で
そ
う
言

た

 
少
な
く
と
も
ま

た
く

を
使
わ
ず
に
力
押
し
だ
け
で

を
仕

け
て
き
て

 
あ

さ
り
と
返
り
討
ち
に
遭
う
と
い
う
行

を

り
返
し
て
い
た
連
合
の
馬

ど
も
と
は
違
う
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ら
し
い

 
自

欲
が
強
い
の
は
そ
の
通
り
だ
が
少
な
く
と
も
考
え
無
し
に
行
動
す
る
男
で
は
な
い

よ
う
だ

 
そ
の
後
も
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
は
頑
張

た
が

 
結
局
セ
ラ
フ

ム
に

打
を

え
る
事
が
出
来
な
い
ま
ま

七
つ
の
大
罪
が
到
着
し
た

く
そ

ま
た
鍛
え
直
し
だ
な

今
度
は
絶
対
に
あ
ん
た
を
倒
し
て
や
る

 
ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言
い

ル
シ
パ

を
迎
え
た

ヘ
ラ
ク
レ
ス

何
を
し
て
い
る

 

遭
遇
戦
だ
よ
ル
シ
パ

あ
ん
た
よ
り
序

が
上
の
騎
士
様
に
戦
い
方
を
教
え
て
も
ら

て

た
の
さ

む

姫
騎
士
イ

ジ
ス
か

 
ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
一

後
ろ
に
下
が
り

代
わ
り
に
ル
シ
パ

が
そ
う
言
い
な
が
ら
前
に
出
た

ま
さ
か
一
人
な
の
か

一
人
じ

な
い
わ

初
心
者
の
弟
分
と
姉
貴
分
が
一

初
心
者
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そ
う
言

て
ル
シ
パ

は
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
の
方
を
見
た
後
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
方
に

り

返

た
ヘ
ラ
ク
レ
ス

初
心
者
を
人
質
に
と

た
の
か

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が

手
出
し
は
一
切
し
て
な
い

 
姫
騎
士
様
に
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
だ
け
だ

そ
う
か

な
ら
い
い

 
ど
う
や
ら
ル
シ
パ

的
に
そ
れ
は
セ

フ
ら
し
い

 
そ
し
て
ル
シ
パ

は

慢
な
口
調
で
こ
う
言

た

こ
こ
で
タ
イ
マ
ン
で
お
前
を
倒
せ
ば
俺
の
序

が
上
が
る
な

や

て
み
る

私
は
別
に

わ
な
い

だ
が
足
止
め
を
し
た
の
は
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
だ

 
そ
の
手

を
横
か
ら
か

さ
ら
う
の
は
俺
の
主
義
じ

ね
え

 
悪
い
が
こ
こ
は

全
員
で
か
か
ら
せ
て
も
ら
う
ぞ

ど
う
ぞ

出
来
る
も
の
な
ら
ね

さ
す
が
は
序

十
五

実
に

い
な
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そ
う
言

て
ル
シ
パ

は
剣
を

り
か
ぶ
り

そ
の
横
で
他
の
者
達
も
戦
闘
体
勢
に
な

た

 
そ
こ
に
横
か
ら
声
を
か
け
る
者
が
い
た

今
到
着
し
た
ば
か
り
の
ス
プ
リ
ン
ガ

で
あ
る

お

い

ど
う
し
た

う
ち
が
姫
騎
士
と
遭
遇
し
て
戦
闘
に
な

た

た
だ
そ
れ
だ
け
だ

ほ

う

そ
れ
じ

あ
そ

ち
の
二
人
は

姫
騎
士
の
連
れ
の
初
心
者
だ

戦
い
が
終
わ

た
ら
解
放
す
る
予
定
だ

う

ん

こ
ん
な

況
だ
し
そ
い
つ
ら
は
俺
達
が
遠
く
に
連
れ
て

と
く
わ

 
さ
す
が
に
戦
闘
に

き
込
ん
で
殺
し
ち
ま
う
の
は

合
が
悪
い
だ
ろ

 
そ
の
言
葉
に
ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
考
え
込
む
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
結
局
そ
の
提
案
を

し
た

分
か

た

そ
い
つ
ら
の
事
は
任
せ
た

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

あ
い
よ

 
そ
の
名
前
を

い
た
プ
リ
ン
は

驚
い
た
顔
で
言

た

ス
プ
リ
ン
ガ

て
事
は

あ
の
上
に
い
る
の
が
ラ
キ
ア

ん

初
心
者
が
よ
く
俺
達
の
事
を
知

て

ん

ん
ん
ん

 
ス
プ
リ
ン
ガ

は
首
を

げ
な
が
ら
プ
リ
ン
の
顔
を
見
て

顔
色
を
変
え
た
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げ

ま

ま
さ
か
お
前

そ
の
ま
さ
か
よ

と
り
あ
え
ず
ラ
キ
ア
の
所
に
連
れ
て

て

そ
れ
じ

あ
そ

ち
は

う
ん

僕
だ
よ
お
じ
さ
ん

マ
ジ
か
よ

分
か

た

こ

ち
だ

 
ス
プ
リ
ン
ガ

は
そ
う
言

て
二
人
を
ラ
キ
ア
の
所
に
連
れ
て
い

た

お
う
ラ
キ
ア

こ
い
つ
な

ま
あ
見
れ
ば
分
か
る
か

 
そ
う
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く

ラ
キ
ア
は

て
プ
リ
ン
の
手
を

た

 
ど
う
や
ら
喜
ん
で
い
る
ら
し
く

そ
の
口
は
笑
う
よ
う
な

と
な

て
い
た

何
で
こ
こ
に
い
る

な
ん
て

く
ま
で
も
な
い
か

ハ
チ
マ
ン
君
に
誘
わ
れ
た
ん
だ
な

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
そ
れ
よ
り
二
人
と
も
お
願
い
セ
ラ
フ

ム
さ
ん
を
助
け
て
あ
げ
て
欲
し

い
の

 
そ
の
プ
リ
ン
の
頼
み
を

ス
プ
リ
ン
ガ

は
あ

さ
り
と
断

た

悪
い

そ
れ
は
無
理
な
ん
だ
わ

俺
達
は
一
応
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

り
上
げ
る

て
事
で

 
ま
あ
今
の
と
こ
ろ
は
な
ん
だ
が

ハ
チ
マ
ン
君
達
と
は
敵

て
立
場
に
な

て
る
か
ら
な
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そ

そ
ん
な

ま
あ
で
も
心
配
す
る
事
は
無
い
と
思
う
ぞ

 
俺
達
が
二
人
を
こ
こ
に
連
れ
て
き
た
の
も

戦
い
の

魔
を
し
な
い

だ
か
ら
な

えま
あ
見
て
な

て

 
そ
う
言

て
ス
プ
リ
ン
ガ

は

ラ
キ
ア
と
共
に
更
に
後
ろ
に
下
が
り

 
初
心
者
の
二
人
を
街
ま
で
送
る
風
な
態
度
を
装

て
近
く
の
木
陰
に

れ

 
そ

と
セ
ラ
フ

ム
の
方
を
観
察
し
始
め
た

ど
う
し
て

れ
る
の

そ
り

ま
あ

同
じ
場
所
に
い
て
戦
わ
な
い
な
ん
て
の
は

あ
か
ら
さ
ま
す
ぎ
る
だ
ろ

二
人
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
味
方
な
ん
だ

心
情
的
に
は
な

だ
か
ら
ど
う
し
て
も
回
避
出
来
な
い
戦
い
の
時
は
ち

ん
と
戦
う
け
ど

 
そ
う
じ

な
い
時
は
こ
う
し
て
さ
ぼ
る

よ

な
る
ほ
ど
ね

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

姉
ち

ん
一
人
で
大
丈
夫
か
な
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大
丈
夫
大
丈
夫

ま
あ
見
て
ろ

て

 
さ
て

こ
れ
で
心
置
き
な
く
全
力
で
戦
え
る
な

精
々

抗
し
て
く
れ

あ
な
た
達
に
私
を
仕

め
ら
れ
る
の
か
し
ら

こ
の

況
で
そ
の
セ
リ
フ
か

気
に
入

た
ぞ

お
前
は
俺
の
も
の
に
す
る

は
 
ル
シ
パ

は
そ
う
言
い
な
が
ら
セ
ラ
フ

ム
に

り
か
か
り

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の
攻
撃
を
難
無
く

き
返
し
つ
つ

乱
げ
な
表
情
で
ル
シ
パ

に

ね
た

意
味
が
わ
か
ら
な
い

つ
ま
り
ど
う
い
う
事

こ
こ
で
お
前
を
倒
せ
た
ら

お
前
は
俺
の
物
に
な
れ

そ
れ
は
恋
愛
的
な
意
味
で

そ
う
い
う
事
だ

私
が
ハ
チ
マ
ン
様
に
身
も
心
も

げ
て
い
る
の
は

名
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
は
さ
て
お
き

そ
う
い
う
の
は
私
に
タ
イ
マ
ン
で
勝

た
時
に
言
う
セ
リ
フ
じ

そ
ん
な
ま
ど
ろ

こ
し
い
事
を
や

て
ら
れ
る
か

要
は
勝
て
ば
良
か
ろ
う
な
の
だ
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は

ま
あ
あ
る
意
味

い
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
セ
ラ
フ

ム
は

ル
シ
パ

と

り
結
び
始
め
た

 
も
ち
ろ
ん
背
後
に
も
気
を
配

て
お
り

時
々
後
ろ
に

線
を
走
ら
せ
る

 
他
の
者
達
は
容
易
に
手
が
出
せ
な
い

く
そ

が
無
え

い

そ
全
員
で
か
か
れ
ば
誰
か
し
ら
の
攻
撃
が
当
た
る
ん
じ

な
い
か

 
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
の
メ
ン
バ

達
は
そ
う

き
合
い
な
が
ら
も

 
七
つ
の
大
罪
の

部
連
が
何
故
か
手
を
出
さ
な
い

攻
撃
に

し
て
い
た

 
見
る
と

部
連
は

ど
う
し
た
事
か

ル
シ
パ

の
方
を
見
て

る

る
と

え
て
い
る

 
だ
が
突
然
そ
の
時
セ
ラ
フ

ム
が
後
ろ
を
気
に
し
な
く
な
り

 

り
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

攻
撃
す
る
な
ら
今
し
か
な
い
と
色
め
き
た

た

今
よ

 
そ
ん
な

り
の
雰
囲
気
を
呼
ん
で

 

す
よ
う
に
仲
間
達
に
攻
撃
の
指

を
出
し
た
の
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
で
あ

た

ま
あ
気
持
ち
的
に
は
セ
ラ
フ

ム
ち

ん
を
応
援
し
た
い
ん
だ
け
ど
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こ
の

況
だ
と
ま
あ
仕
方
な
い
わ
よ
ね

 
そ
の
声
で
反
射
的
に
前
に
出
て
し
ま

た
残
り
の

部
連
は

 
文

を
言
い
な
が
ら
も
セ
ラ
フ

ム
に
攻
撃
を
開
始
し
た

ル
シ
パ

と
姫
騎
士
が
付
き
合
う
だ
と

何
だ
そ
の
ジ

ラ
シ

ク
パ

ク
は

ふ
・
ざ
・
け
・
る
・
な

恋
愛

み
と
か

だ
る
い

仕
方
な
く
手
伝

て
や
る
け
ど

成
功
報

は
も
ち
ろ
ん
も
ら
う
か
ら
な

俺
に
は

を

れ

 
そ
ん
な
五
人
の
剣
が
セ
ラ
フ

ム
に
迫
る
が

 
セ
ラ
フ

ム
は
何
故
か
ま

た
く
対
応
し
よ
う
と
は
し
な
い

 
ち
な
み
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
見
て
る
だ
け
で
あ
る

 
一
応

は
使
え
る
は
ず
な
の
だ
が

そ
の

を
見
た
者
は
誰
も
い
な
い
ら
し
い

 
だ
が
そ
の
事
に
誰
も
文

を
言
う
者
は
い
な
い

何
故
な
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
い
な
く
な

て

し
ま
う
と

 
彼
ら
と
言
葉
を
交
わ
し
て
く
れ
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
存
在
し
な
く
な

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
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る 
だ
が
こ
の
時
は

そ
ん
な
理
由
と
は
ま

た
く
関
係
な
く

 
一
歩
下
が

て
戦
闘
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
存
在
が

 
彼
ら
に
と

て
は
救
い
の
神
と
な

た

み
ん
な

下
が

て

う
お

な

何
だ

上
だ

 
そ
の

間
に
風
を
切
る
音
と
共
に

天
空
か
ら
五
人
の
足
元
に
矢
が
突
き
立

た

 
同
時
に
色
と
り
ど
り
の
光

が
五
人
に
降
り
注
ぎ
五
人
は

て
て
大
き
く
後
ろ
に
下
が

た

あ

危
ね
え

上
か
ら
だ
と

い
つ
の
間
に

こ
の
攻
撃
は

ま
さ
か

う
わ

今
の

て
絶
対
朝
田
さ
ん
じ

ん

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
即
座
に
そ
う
判
断
し
近
く
の
木
陰
に

れ
よ
う
と
そ
ち
ら
に
向
け
て
走
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り
出
し
た

 
そ
し
て
空
か
ら
三
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
凄
ま
じ
い
速
度
で
飛
来
し

 
セ
ラ
フ

ム
の
背
後
を
守
る
よ
う
に
地
上
へ
と
降
り
立

た

黒
い
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
が
見
え
た
か
ら

て
て
飛
ん
で
き
た
の
だ
け
れ
ど

 
ど
う
や
ら
セ
ラ
に
は
私
達
が
見
え
て
い
た
よ
う
ね

 
そ
う

セ
ラ
フ

ム
が
最
初
に
放

た
黒
い
魔
法
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
コ

ル
で
あ

た

 
意
味
は

救
援
求
む

で
あ
る

プ
リ
ン
と
ベ
ル
デ

ア
が
い
た

に

 
二
人
に
危
害
が

ぶ
可
能
性
を
考
え
た
セ
ラ
フ

ム
が
保
険
と
し
て
放

て
お
い
た
の
で
あ

る
あ

や

ぱ
り
そ
う
な
の
ね

セ
ラ
が
あ
ん
な
無
防
備
な
の
は
お
か
し
い
と
思

た

ま

ま
あ
で
も
私
達
の
フ

ロ

は
役
に
た

た
よ
ね

ね

う
ん

正
直
助
か

た

こ
い
つ
は
中
々
や
る

 
セ
ラ
フ

ム
は
虚
勢
を
張
る
で
も
な
く
そ
う
答
え
た

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

さ
て

め
ま
し
て

 
私
は
ユ
キ
ノ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
副
⻑
の
任
を
拝
命
し
て
い
る
わ
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私
は
シ
ノ
ン
よ

う
ち
の
弟
分
は
ど
こ

事
と
次
第
に
よ

て
は
容

し
な
い
わ
よ

二
人
の

が
見
え
な
い

絶
対
に
許
さ
な
い

 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
の
力
を
見
せ
て
や
る
わ

こ
の
ブ
タ
野
郎
ど
も

 
こ
う
し
て
こ
の
戦
い
は

新
た
な
局
面
を
迎
え
る
事
に
な

た
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第
９
０
８
話
 
稚
拙
な
序
盤
戦

 
す
み
ま
せ
ん

日
お
と
と
い
は
忙
し
す
ぎ
て
投
稿
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
ｏ
ｒ

序

六

と
十

か

こ
れ
は
実
に
や
り
甲
斐
の
あ
る
戦
い
に
な

た

あ
ら

一
人
相
手
に
五
十
人
以
上
で

を

て
お
い
て

今
更
や
り
甲
斐

ふ
ん

何
と
で
も
言
え

俺
達
は
連
合
の
ク
ズ
共
と
は
違
う

 
ど
ん
な
に

ら
れ
よ
う
と

勝
て
る
時
に
勝

て
お
く
の
が
我
ら
の
正
義
な
の
だ

あ
ら

い

で
も
そ
れ
が
正
解
よ

う
ち
に
勝
つ

に
は
そ
う
す
る
し
か
な
い
も
の
ね

 
私
が
貴
方
で
も
多
分
そ
う
す
る
わ

褒
め
言
葉
だ
と
受
け
取

て
お
く

さ
て

そ
れ
で
は
存
分
に
や
り
あ
い
ま
し

う
か

こ
こ
か
ら
が
本
番
だ
な

あ
ら

そ
れ
は
ど
う
か
し
ら
ね
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そ
う
言
い
な
が
ら
ユ
キ
ノ
は
い
き
な
り

文
を
放
ち

 
敵
と
味
方
を
分
け
る
巨
大
な

の
壁
が
生
成
さ
れ
た

な

何
を
す
る

あ
ら

女
同
士
の
内

話
に
興
味

々

う
 
ル
シ
パ

は
そ
の
言
葉
に
と
て
も

そ
う
に
首
を

た

い
や

き
た
く
な
い

ど
う
せ
男
共
の
悪
口
に
決
ま

て
る
か
ら
な

あ
ら

そ
う
思
う
の

思
う
と
か
じ

な
い

た
だ
知

て
る
だ
け
だ

 
ど
う
や
ら
そ
の
意
見
は
ル
シ
パ

の
実
体
験
に
基

く
も
の
ら
し
い
と
考
え
た
ユ
キ
ノ
は

 
そ
れ
以
上
ル
シ
パ

に
対
し
て
突

込
む
の
を
や
め
た

 
そ
れ
は
ル
シ
パ

へ
の
気
遣
い
で
あ

た
が

そ
れ
に
気
付
い
た
の
か
ど
う
か

 
ル
シ
パ

は

の
向
こ
う
で
く
る
り
と

を
返
し
な
が
ら
言

た

五
分
や
る

そ
の
後
総
攻
撃
に
入
る

あ
ら
お
優
し
い
事

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
る
わ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
の
お

に
対
し

ル
シ
パ

は
何
も
言
わ
ず
に
仲
間
達
の
方
へ
と
去

て
い
き

 
ユ
キ
ノ
は
す
ぐ
に
全
面
の
壁
を
消
し
た

の
消

を

え
る

で
あ
る

お
い
ル
シ
パ

何
で
待
た
な
き

い
け
な
い
ん
だ
よ

ま
さ
か
相
手
が
女
だ
か
ら

て

を

て
る
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

ハ

ん
な

あ
る
か
よ

も
う
少
し
す
れ
ば
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
十
名
と

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
攻
略
軍
の
二
十
二
名
が
合
流
し
て
く
る
そ
う
な

た
ら
も
う
勝
ち
だ
ろ
う
と
思

た

ま
で
よ

お
お

 
そ
し
て
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
は
休

に
入
り
そ
の
間
に
戦
闘
準
備
を
完
全
に
整
え
る
事
に

し
た

 
ユ
キ
ノ

あ
い
つ
ら
は
何
だ

て

五
分
ほ
ど
時
間
を
く
れ
る
そ
う
よ

そ
の
間
に
情
報
の

り
合
わ
せ
を
し
ま
し

う

 
と
り
あ
え
ず
一
番
気
に
な
る
の
は

プ
リ
ン
さ
ん
と
ベ
ル
デ

ア
君
だ

た
か
し
ら

 
そ
の
二
人
が
今
ど
う
な

て
い
る
の
か
と
い
う
事
な
の
だ
け
れ
ど
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そ
う
そ
う
そ
れ

二
人
は
ど
こ
に
い
る
の

ま
さ
か
あ
い
つ
ら
に
倒
さ
れ
た
と
か

 
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
と
シ
ノ
ン

リ
オ
ン
は
セ
ラ
フ

ム
の
方
を
見
た

う
う
ん

大
丈
夫

逃
が
し
た
だ
け

初
心
者
二
人
だ
け
で
大
丈
夫
な
の

心
配
な
い
信
頼
出
来
る
人
が
つ
い
て
く
れ
て
い
る

体
的
に
は
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
二
人

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

て

こ
の
前
ハ
チ
マ
ン
が
言

て
た
ベ
テ
ラ
ン
の
人
か

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
ね

え
え
私
も
面
識
が
あ
る
け
れ
ど
と
に
か
く
正
義
感
の
強
い
優
し
い
人
達
だ
か
ら
大
丈
夫
よ

 
ユ
キ
ノ
に
そ
う
太

判
を
押
さ
れ

シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は
そ
れ
で
大
人
し
く
引
き
下
が

た

さ
て
そ
れ
じ

あ
戦
闘
の
進
め
方
だ
け
ど
さ
す
が
に
あ
の
序

の
プ
レ
イ
ヤ

が
相
手
だ

と 
セ
ラ
で
も
完
全
に

え
込
む
の
は
難
し
い
わ
よ
ね

ル
シ
パ

と
サ

タ
ン
が
い
た
ら

多
分
そ
れ
で
手
一

に
な
り
そ
う
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へ

あ
の
二
人

結

や
る
ん
だ
ね

連
合
の
前
衛
と
比
べ
る
と
天
地
の
差
月
と
ス

ポ
ン
そ
れ
く
ら
い
ス
テ

タ
ス
に
差
が
あ

る
あ
い
つ
ら
を
相
手
に
し
て
た
時
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
か

今
こ
こ
に
は
味
方
の
魔
法
使
い
も
い
な
い
し
ね

相
手
の
魔
法
は
私
が
あ
る

度
防
げ
る
け
ど

ど
う
考
え
て
も
不
利
だ
よ
ね

と
り
あ
え
ず
方
針
と
し
て
は
他
の
メ
ン
バ

が
到
着
す
る
ま
で
時
間
を

ぐ
と
い
う
事
に
な

る
わ
ね了

解

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が
恐
る
べ
き
戦
闘
力
を
発

し
て
き
た
の
は
た
だ
で
さ
え
個
人
の
能
力
が
高
い

上
に

 
そ
の
個
人
が
き

ち
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役

を
果
た
し

 
相
乗

果
で
集
団
と
し
て
の
戦
闘
力
を
高
め
ら
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る

 
今
回
に
関
し
て
は

タ
ン
ク

ヒ

ラ

魔
法
使
い

そ
し
て
遠

攻
撃
が
二
人
と

 
実
に
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く

も
足
り
な
い
の
だ
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多
く
の
手
だ
れ
に
接
近
戦
を
挑
ま
れ
た
場
合
が
特
に
ヤ
バ
い

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
時
間
ね

と
り
あ
え
ず
戦
場
を

る

わ

 
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
は
何
か
の

文
を

え
そ
の

間
に
四
人
の
背
後
に

の
壁
が
せ
り
上

が

た
こ
れ
で
背
後
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
心
配
は
無
い
わ
背
水
の

み
た
い
に
な

て
し
ま

た
け

れ
ど上

じ

な
い

そ
う
簡

に
や
ら
れ
て
あ
げ
な
い
わ
よ

魔
法
攻
撃
は
私
に
任
せ
て

み
ん
な
は
私
が
守
る

そ
れ
じ

あ
戦
い
を
始
め
ま
し

う
か

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
を
合
図
に
敵
が
突
撃
を
開
始
し

戦
い
の

が
き

て
お
と
さ
れ
た

 
最
初
に
前
に
出
て
き
た
の
は

先
ほ
ど
ク
ル
ス
が
言

た
二
人
で
あ

た

 
オ

ソ
ド

ク
ス
な
剣
を

え
る
ル
シ
パ

と
巨
大
な
ハ
ン
マ

を
手
に
持
つ
サ

タ
ン
で

あ
るフ

ン

プ
チ

と
潰
し
て
や
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

姫
騎
士
は
俺
に
任
せ
ろ

や
れ
る
も
の
な
ら
や

て
み
な
さ
い

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
う
言
い
な
が
ら
迎
撃
体
勢
を
と
り

 
そ
し
て
ル
シ
パ

は
セ
ラ
フ

ム
に

り
か
か

た

ふ
ん

 
同
時
に
魔
法
使
い
系
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が

に
展
開
し
横
か
ら
四
人
に
魔
法
を
放

て
き

た
任
せ
て

 
だ
が
そ
の
攻
撃
は
リ
オ
ン
が
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を

に
向
け
全
て

収
し
た

く

厄
介
な

ひ
る
む
な

和
攻
撃
だ

さ
す
が
に
全
部
の
魔
法
な
ん
か

収
出
来

こ
な
い

い
や

そ
れ
は
ど
う
か
な

 
リ
オ
ン
は
そ
う
言

て

今
度
は

収
し
た

間
に
そ
の
魔
力
を
解
放
し

 

似
的
な
カ
ウ
ン
タ

を
放
つ
よ
う
な
感
じ
で
反
撃
を
開
始
し
た

う
お



 第９０８話 稚拙な序盤戦

な

何
で
そ
ん
な
に

が
保
つ
ん
だ

 
攻
撃
し
て
い
た
者
達
は

た
よ
う
な
声
を
出
し

交
代
で
魔
法
を
放
ち
続
け
た
が

 
自
前
の

を
ま

た
く
使

て
い
な
い
リ
オ
ン
は
当
然
の
よ
う
に
そ
れ
を
全
て

ね
返
す

 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
の
面
目
躍

で
あ
る

 
そ
し
て
こ
の
事
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
に
と

て
も
い
い
結
果
を
も
た
ら
し
た

 

手
に
魔
法
が
飛
び
交

て
い
る

近
接
ア
タ

カ

が
近
寄
れ
な
く
な

た
の
で
あ
る

 
そ
の

に
戦
況
は
い
わ
ゆ
る
一
対

の
戦
い
な
ら
一
対
一
を

回

り
返
せ
ば
い
い
じ

な
い

 

態
と
な
り
正
面
の
セ
ラ
フ

ム
と
ル
シ
パ

サ

タ
ン
の
戦
い
が
激
し
さ
を

し
た

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
た
だ
指
を
く
わ
え
て
戦
況
を
見
守
る
事
し
か
出
来
な
く
な

た
の
で
あ

る
チ

ン
ス
ね

 
シ
ノ
ン
は
自
身
の
安
全
が
確
保
さ
れ
た
事
で

 
余

々
で
何
も
出
来
な
く
な

た
近
接
プ
レ
イ
ヤ

達
に
攻
撃
を
を
加
え
て
い

た

 
完
全
に
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
側
が
不
利
な

況
で
あ
る
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ユ
キ
ノ
は
こ
の

況
に
内
心
で
笑
い
を

え
て
い
た

 
せ

か
く

の
上
で

利
な

況
を
作
り
上
げ
た
の
に
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
の
何
と
稚
拙

な
事
か

 
だ
が
余
計
な
事
を
言

て
戦
況
が
変
わ

て
し
ま

て
は
困
る
の
で

 
何
か
あ

た
時
に
す
ぐ
対
応
出
来
る
よ
う
に

を

存
し
つ
つ

 
ユ
キ
ノ
は

静
に

囲
の

況
を
見
守
り
つ
つ

セ
ラ
フ

ム
の
サ
ポ

ト
に
徹
し
た
の
で

あ

た

 
な

言

た
だ
ろ

本
当
だ

普
通
に
余

で
戦

て
る

う
ち
の
連
中

て
思

た
よ
り
集
団
戦
が
苦
手
な
の
か
な

そ
う
思
う
な
ら
手
伝

て
や
れ
よ

無
理
無
理
そ
れ
な
り
に
ス
テ

タ
ス
は
上
げ
て
あ
る
け
ど
私
は
戦
い
に
は
向
い
て
な
い
も

の 
一
方
こ
の
戦
い
を
こ

そ
り
観
戦
し
て
い
た
ス
プ
リ
ン
ガ

達
で
あ

た
が
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そ
こ
に
し
れ

と
し
た
顔
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
合
流
し
て
い
た

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
逃
れ
よ
う
と
し
た
近
く
の
木
陰
に
は

丁
度
ス
プ
リ
ン
ガ

達
が
お
り

 

合
わ
せ
し
て
し
ま

た
事
に

最
初
は
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た
の
だ
が

 
す
ぐ
に
お

い
気
ま
ず
そ
う
な
表
情
に
な
り

こ
の
事
は
内

と
い
う
暗

の
了
解
を

て

 
今
こ
う
し
て
一

に
戦
い
の
様
子
を
観
戦
し
て
い
る
と

ま
あ
そ
う
い
う

況
な
の
で
あ
る

ね

エ
ロ
い
姉
ち

ん
は

部
な
ん
で
し

こ
ん
な
所
に
い
て
い
い
の

エ

エ
ロ
い
姉
ち

ん

ま

ま
あ
い
い
け
ど

 
い
や

良
く
は
な
い
ん
だ
け
ど
ね

今
後
は
こ
う
い
う
事
が
よ
く

こ
る
だ
ろ
う
し

 

回
ま
め
に
参
加
し
て
た
ら
面
倒

い
な

と
か
思

ち

う
の
よ
ね

ん
だ
ん
だ

そ
も
そ
も
見
て
て
分
か
る
だ
ろ

こ

ち
の
連

は
バ
ラ
バ
ラ
だ

 
そ
う
い
う
の
を
今
日
予
定
し
て
た
狩
り
で

り
合
わ
せ
る
予
定
だ

た
の
に

 
正
直
何
で
今
ヴ

ル
ハ
ラ
相
手
に
戦
う
事
に
な

て
ん
だ

て
話
だ
よ

 
こ
こ
に
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
が
い
た
の
は

ど
う
や
ら
そ
う
い
う
理
由
ら
し
い

で
も
さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
一
度
引
い
て

体
勢
を
立
て
直
そ
う
と
す
る
ん
じ

な
い
か

う
ん

ア
ス
タ
ル
ト

り
が
何
か
言
う
ん
じ

な
い
か
な
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一
歩
引
い
て
ま
ご
ま
ご
し
て

困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
る
し
ね

 
そ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
言
葉
通
り

 
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
何
も
せ
ず
に
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
の
が
見
え
た

 
戦
術

は

い
の
だ
が
気
が

く
て
仲
間
に
中
々
指

を
出
せ
な
い
七
つ
の
大
罪
の
軍
師
役

で
あ
る

う

話
を

い
て
も
ら
わ
な
い
と

 
そ
う
思
い
つ
つ
も
ア
ス
タ
ル
ト
は
生
来
の
気
の

さ
を
発

し
て
中
々
動
き
出
せ
な
い

 
だ
が
そ
の
時

況
が
変
わ

た

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
十
名
と

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
攻
略
軍
の
二
十
二
名
が
合
流
し
て
き
た
の
で
あ
る

チ

チ

ン
ス

ル

ル
シ
パ

さ
ん

味
方
の
援
軍
で
す

 
そ
の
言
葉
を
受
け

ル
シ
パ

は
一
歩
後
ろ
に
下
が

た

 
敵
の
援
軍
が
来
た
み
た
い
ね

あ
れ

て
ア
ル
冒
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
攻
略
軍
よ
ね

こ
の

況
が
続
い
て
く
れ
れ
ば
楽
な
ん
だ
け
ど
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ど
う
や
ら
無
理
み
た
い
よ

敵
が
引
い
て
い
く
わ

 
ル
シ
パ

は
他
の

部
達
に
も
声
を
か
け
ら
れ

一

引
く
事
に
し
た
よ
う
だ

 
前
方
で
戦

て
い
た
セ
ラ
フ

ム
も

そ
れ
を
受
け
て
こ
ち
ら
に

て
く
る

セ
ラ

お
疲
れ
様

さ
す
が
に
あ
の
ク
ラ
ス
が
相
手
だ
と
し
ん
ど
い

で
も
リ
オ
ン
の
お
か
げ
で
大
分
楽
だ

た
わ
よ
ね

あ
の
人
達

て
馬

な
の
か
な

学

能
力
は
無
い
の
か
な

リ
オ
ン
が
何
を
し
て
い
る
の
か

少
し
は
考
え
れ
ば
い
い
の
に
ね

 
今
回
は
相
手
の
愚
か
さ
に
助
け
ら
れ
た
格
好
だ
が

ユ
キ
ノ
の
知
る
限
り

 
少
な
く
と
も
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
は
ま
と
も
な
戦
闘
が
行
え
る
ギ
ル
ド
だ

た
は
ず
だ

 
そ
し
て
敵
が
再
び
こ
ち
ら
に
向
か

て
き
た

 
今
度
は
前
衛

が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
お
り

魔
法
使
い
達
は

に

き

 
上
空
か
ら
味
方
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
攻
撃
し
て
く
る
つ
も
り
の
よ
う
だ

ま
と
も
に
な

ち

た
わ
ね

ア
ル
冒
が
加
わ

た
せ
い
か
し
ら



 第八章 キャリバー・クロッシング編

ど
う
す
る

正
直
こ
の
壁
を

持
す
る
の
も
そ
ろ
そ
ろ
限
界
な
の
よ
ね

こ

ち
の
援
軍
は
ま
だ
か
し
ら

ち

と
ハ
チ
マ
ン
に

い
て
み
ま
し

う
か

そ
ん
な
時
間
は
無
い
み
た
い

も
う
敵
が
来
ち

た

と
に
か
く
徹

抗
戦
ね

や
れ
る
だ
け
や

て
み
ま
し

う

 
そ
う
言
い
な
が
ら

ユ
キ
ノ
は
内
心
で
迷

て
い
た

 
壁
を
解

し
て

囲
攻
撃
魔
法
を
使
え
ば
敵
の
足
を

が

て
敵
の
行
動
を

ら
せ
る
事

が
出
来
る
が

 
さ
す
が
に
こ
の
場
所
は

迷
宮
内
と
違

て
敵
も
空
を
飛
べ
る

に

果
が
薄
い

 
そ
し
て
敵
の
近
接
ア
タ

カ

が
こ
ち
ら
に
殺
到
し
て
き
た

 
ユ
キ
ノ
は
自
身
も
多
少
は
物
理
で
相
手
を
し
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い

 
以
前
ハ
チ
マ
ン
に
も
ら
い

ナ
タ
ク
に

良
し
て
も
ら

た
大
剣
を
取
り
出
し
た

仕
方
な
い
わ
ね

ま
あ
何
と
か
な
る
で
し

う

 
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
は
剣
を

え

セ
ラ
フ

ム
の

め
後
ろ
に
立

た

ユ
キ
ノ

あ
ま
り
無
理
は
し
な
い
で
ね
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き
つ
い
と
思
う
け
ど

戦
闘
面
で
の
フ

ロ

は
お
願
い
ね

 
ヒ

ル
は
ち

ん
と
飛
ば
す
か
ら
そ
ち
ら
は
任
せ
て

う
ん

 
そ
し
て
目
の
前
に
敵
の
近
接
ア
タ

カ

が
殺
到
し
て
き
た
そ
の

間
に

 
遥
か
上
空
か
ら
何
か
が
降

て
き
た

そ
れ
を
最
初
に
見
つ
け
た
の
は
シ
ノ
ン
で
あ
る

ユ
キ
ノ

上

全
員
下
が

て

今
壁
を
解

す
る
わ

 
ユ
キ
ノ
は

に
そ
う
叫
び

四
人
は
素

く
後
ろ
に
下
が

た

む
 
ル
シ
パ

達
も
そ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
行
動
を
受
け

何
事
か
と
足
を
止
め
た

 
そ
の

の
前
に
一
本
の
剣
が
突
き

さ
る

そ
の
衝
撃
で
爆
風
が

き

り
一

は
煙
に
包

ま
れ
た

う
わ
あ
あ
あ
あ

何
だ

 
そ
ん
な
中
煙
の
中
か
ら
嬉
し
そ
う
な
そ
れ
で
い
て
少
し

ね
た
よ
う
な
ユ
キ
ノ
の
声
が
し
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た
も
う

い
わ
よ

悪
い
悪
い

後
で
何
か

る
か
ら
勘

し
て
く
れ

も
う

約
束
よ

 
そ
し
て
煙
が
晴
れ
た
後

そ
こ
に
は
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
立

て
い
た

ハ

ハ
チ
マ
ン

お
う

そ
れ
じ

あ
ま
あ

続
き
を
始
め
る
と
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
地
面
に
突
き

さ

た

を
抜
き
不
敵
に
笑

た
の
で
あ

た
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第
９
０
９
話
 
⻭
ご
た
え
の
あ
る
奴
ら

て

て
め
え

よ

ル
シ
パ

う
ち
の
連
中
が
世
話
に
な

た
み
た
い
だ
が

 
こ
れ
以
上
お
前
ら
の
好
き
に
さ
せ
る
つ
も
り
は
な
い
か
ら
覚
悟
し
て
お
け

ハ

望
む
と
こ
ろ
だ

勝
て
る
と
は
思
わ
ね
え
が

全
力
で

抗
し
て
や
る

そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

 
さ
り
げ
な
く
闇
風
の
口

を
パ
ク
り
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
ゆ

く
り
と
前
に
出
た

 
だ
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
制
す
る
よ
う
に

セ
ラ
フ

ム
が
そ
の
前
に
出
た

ハ
チ
マ
ン
様

そ
れ
は
私
の
役
目
で
す
か
ら

そ
う
だ

た
な

そ
れ
じ

あ
久
し
ぶ
り
に
暴
れ
る
か

と

そ
の
前
に

と

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
セ
ラ
フ

ム
の
手
を
引
き

歩
後
ろ
に
下
が

た

ハ

ハ
チ
マ
ン
様

み
ん
な
が
見
て
い
る
前
で
そ
ん
な

 
セ
ラ
フ

ム
が
そ
う
言
い
な
が
ら
も
じ
も
じ
し
始
め
た
の
を
見
て

 
ハ
チ
マ
ン
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
セ
ラ
フ

ム
に
言

た
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違
う
違
う

上
だ
上

上
 
そ
う
言
わ
れ
た
セ
ラ
フ

ム
は
上
を
向
き
こ
の
場
に
い
た
他
の
者
達
も
釣
ら
れ
て
上
を
向
い

た 
よ
く
見
る
と
か
な
り
上
空
に
黒
い
点
の
よ
う
な
物
が
二
つ
見
え

 
そ
れ
が
何
か
気
付
い
た

間
に
セ
ラ
フ

ム
は

て
て
フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ
を

え
た

イ

ジ
ス

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
達
の
前
に
光
の
盾
が
立
ち
は
だ
か
り

 
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
達
と
ル
シ
パ

達
の
間
に
一
本
の
剣
が
着

し

手
に
砂

が
舞

た

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
セ
ラ
フ

ム
の
お
か
げ
で
そ
の
場
に

ま
る
事
が
出
来
た
が

 
ル
シ
パ

達
は
衝
撃
で

大
に
後
方
へ
と
飛
ば
さ
れ
る
事
と
な

た

くな

何
だ

何
か
が
空
か
ら

 
そ
し
て
煙
が
晴
れ
た
後
そ
こ
に
は
キ
リ
ト
が
立

て
い
た
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
光
景
で
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あ
るう

ち
の
連
中
が
世
話
に
な

た
み
た
い
だ
が

 
こ
れ
以
上
お
前
ら
の
好
き
に
さ
せ
る
つ
も
り
は
な
い
か
ら
覚
悟
し
て
お
け

 
そ
の
言
葉
に
対
す
る
反
応
は
何
も
無
か

た

あ
れ

お
い

何
か
反
応
し
ろ
よ

え

あ

お

お
う

ど

ど
ん
ま
い

ど
ん
ま
い

 
キ
リ
ト
は
首
を

げ
な
が
ら

り
返
り

ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
に
謝
る
よ
う
に
手
の
平
を
合
わ
せ
て
い
た

悪
い
キ
リ
ト

そ
れ
は
さ

き
俺
が
や

ち
ま

た

ノ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た

間
に

キ
リ
ト
は

を

え
な
が
ら
そ
う
絶
叫
し
た

く
そ

み
ん
な
で
考
え
た
格
好
い
い

場
パ
タ

ン
そ
の
一
が
も
う
使
わ
れ
て
た
な
ん
て

お

お
う

悪
い
な

も
し
お
前
が
い
い
な
ら
仕
切
り
直
し
て
も
い
い
ぞ
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そ

そ
れ
じ

あ
そ
の
二
で

 
キ
リ
ト
が
気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に
そ
う
言
い

上
空
へ
と
飛
び
立
と
う
と
し
た

間
に

 
上
空
で

が
閃
き

キ
リ
ト
の
す
ぐ
隣
に
ド
カ
ン
と
落
ち

 
そ
の
衝
撃
で

囲
の
者
達
は
一

目
を

じ
た

あ

ち

 
そ
の

に

た
よ
う
な
キ
リ
ト
の
声
が

こ
え

目
を
開
け
た
一
同
の
目
の
前
に

 
体
に

を

た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
立

て
い
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

め
四
十
五
度
の

度
で
目
を

た
ま
ま
上
を
向
い
て
お
り

 
そ
の
立
ち

か
ら
は
神
々
し
さ
す
ら
感
じ
ら
れ
た

我

同

の
叫
び
を

き

土
と
な
り
て
こ
の
地
に
飛
来
す

我
が
敵
は

な
り
や

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ス

と
目
を
開
け

 
ル
シ
パ

達
の
方
を
向
き
な
が
ら
ス

と
そ
ち
ら
に
剣
を
向
け
た
の
は

ア
ス
ナ
で
あ

た

バ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

そ
の
名
を
知
る
と
は

貴
様
ら
は
デ

モ
ン
の
末

か

 
遥
か

神
話
の
時
代
か
ら
の
因
縁
に

こ
こ
で
決
着
を
着
け
よ
う
ぞ
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そ
し
て
ア
ス
ナ
は
挑
発
す
る
か
の
よ
う
に
ク
イ

ク
イ

と
剣
先
を

わ
せ
た

 
そ
の

に
ル
シ
パ

達
は

り

剣
を

え
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
場
の
雰
囲
気
を
ぶ
ち
壊
す
か
の
よ
う
に

再
び
キ
リ
ト
が
絶
叫
し
た

そ
の
二
も
や
ら
れ
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
声
に
一
同
は
ビ
ク

と
な

た
が

 
そ
ん
な
中
一
人

静
な
表
情
を
保

て
い
た
ユ
キ
ノ
が
キ
リ
ト
目

け
て
い
き
な
り
剣
を

る

た

 
だ
が
キ
リ
ト
は
地
面
に
突
き

さ

た
ま
ま
に
な

て
い
た

王

を
素

く
抜
き

 
そ
の
剣
を

王

で
難
無
く
受
け
止
め
た

お
い
ユ
キ
ノ

い
き
な
り
何
を
す
る
ん
だ
よ

あ
ら
ち

ん
と
動
け
る
み
た
い
ね
と
り
あ
え
ず
敵
の
皆
さ
ん
が
戸
惑

て
る
か
ら
落
ち
着

い
てあ

あ

悪
か

た
よ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
立
ち
上
が
り

ル
シ
パ

達
に
剣
先
を
向
け
た

で

俺
の
相
手
は
た

た
こ
れ
だ
け
か
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キ
リ
ト
は
キ
メ
顔
で
そ
う
言

た
が

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
に
ハ
チ
マ
ン
が
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
声
を
か
け
た

キ
リ
ト

今
更
格
好
つ
け
て
も
も
う

い
か
ら
な

分
か

て
る
よ
畜
生
お
お
お
お
お

 
キ
リ
ト
は
再
び
絶
叫
し

ユ
キ
ノ
は

め
る
よ
う
な
口
調
で
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

ハ
チ
マ
ン
君

お

お
う

す
ま
ん

ち

と
悪
ノ
リ
し
す
ぎ
た
わ

そ
れ
じ

あ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

を

に
担
い
だ

 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
と
セ
ラ
フ

ム
は
ピ
ク
リ
と
し
同
じ
よ
う
に
剣
を

に
担
い

だ 
ユ
キ
ノ
は
い
つ
の
間
に
か
剣
を
仕
舞

て
カ
イ
ゼ
リ
ン
を
取
り
出
し
て
い
る

ソ
ニ

ク
ラ

シ

音
速
突
撃

 
ハ
チ
マ
ン
が
い
き
な
り
そ
う
叫
ん
だ

間
に

セ
ラ
フ

ム
が
大
音
声
を
放

た

フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ
・
ラ
ン
ツ

 
そ
の

間
に
セ
ラ
フ

ム
の
持
つ
剣
が

へ
と
変
化
し
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セ
ラ
フ

ム
は
同
時
に
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放

た

ソ
ニ

ク
・
チ

ジ

 
そ
の
言
葉
と
共
に
盾
を

え
た

態
の
セ
ラ
フ

ム
は
ル
シ
パ

達
目

け
て
突
進
し
た

 
当
然
ル
シ
パ

達
は
そ
の
突
進
を
受
け
止
め
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
ソ

ド
ス
キ
ル
の
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
が
あ
る

に
そ
の
圧
力
は
凄
ま
じ
く

 
正
面
に
い
た
ル
シ
パ

と
サ

タ
ン
は
後
方
へ
と

か
れ

を
つ
く
事
と
な

た

く
そ

む
か
つ
く
な

お
い

 
二
人
は
そ
う
叫
ん
で
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
が

そ
の
目
の
前
で

 
二
人
の
横
に
い
た
せ
い
で

め
に
飛
ば
さ
れ
た
マ
モ

ン
と
ベ
ル
ゼ
バ
ブ

ン
の
腹
か
ら
剣
が

生
え

 
同
時
に
矢
と
光
の

が
そ
れ
ぞ
れ
に
着

し

二
人
の

は
い
き
な
り
半
分
以
下
ま
で
落

ち
込
ん
だ

な馬

な
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見
る
と
そ
の
剣
の
持
ち
主
は

セ
ラ
フ

ム
の
横
に
立
つ
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
セ
ラ
フ

ム
と
同
時
に
突
進
し
た
ら
し
い

 
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は
残
心

態
に
あ
り

遠

攻
撃
が
二
人
か
ら
放
た
れ
た
事
が
分
か
る

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
は
全
員
を
フ

ロ

す
べ
く

囲
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
お

お
い

今
何
が
あ

た

 
よ
ろ
け
な
が
ら
立
ち
上
が

た
マ
モ

ン
と
ベ
ル
ゼ
バ
ブ

ン
に
ル
シ
パ

が
そ
う

ね

 
二
人
は
ブ
ン
ブ
ン
と

を

り
な
が
ら
そ
れ
に
答
え
た

か
さ
れ
た

間
に
攻
撃
が
来
た

あ
あ

く
そ

強
制
ク
リ
テ

カ
ル
ヒ

ト
だ
よ

 
そ
の
二
人
の
説
明
で
ル
シ
パ

達
は

 
ハ
チ
マ
ン
が
指

し
た

ソ
ニ

ク
ラ

シ

音
速
突
撃
の
正
体
を
知

た

く

さ
す
が
に
や
る

そ

ち
こ
そ
打
た
れ
強
い
じ

な
い
か

ち

と
驚
い
た
よ

 
だ
が
当
初
は
九
十
名
近
く
お
り

ユ
キ
ノ
達
に

人
潰
さ
れ
た
と
は
い
え
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ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
は

ま
だ
八
十
人
近
く
は
残

て
い
る

二
人
は
下
が
れ

体
勢
を
立
て
直
す

タ
ン
ク
を
中
心
に

を
組
め

 
そ
こ
で
ル
シ
パ

が

静
な
口
調
で
そ
う
言

た

 
さ
す
が
に
た
だ
突

込
む
だ
け
の
よ
う
な
こ
こ
ま
で
の
戦
闘
に
つ
い
て

反
省
し
た
ら
し
い

い
い
判
断
だ
な

ふ
ん

当
た
り
前
だ

で
も
そ
れ
は
そ
れ
で

こ

ち
に
は
都
合
が
い
い
ん
だ
け
ど
な

何
 
そ
の
言
葉
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に

ル
シ
パ

達
の
足
元
が

に

わ
れ
た

そ
う
い
う
事
な
ら
こ
う
す
る
ま
で
よ

く
そ

絶
対

度
か

そ
れ
じ

あ
や
る
と
す
る
か

 
そ
の

況
を
見
て

に
ハ
チ
マ
ン
も
重
い

を
上
げ
た

 
半

く
ら
い
は

に

い
て
い
て
無
事
だ

た
と
は
い
え

 
前
衛

の
行
動
が

害
さ
れ
た
事
で

彼
ら
も
こ
ち
ら
に
攻
撃
し
に
く
く
な

て
い
る
の
だ
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
空
中
戦
を
始
め
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
が
そ
の
バ

ク
ア

プ
を
開
始
し

た
こ
の

相
手
に
一
人
で
戦
う
つ
も
り
か

い
や

ま
あ
さ
す
が
に
お
前
ら
相
手
に
圧
倒
出
来
る
な
ん
て
思

ち

い
な
い
さ

 
俺
の
役
目
は
ま
あ

こ
ん
な
感
じ
だ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

と
に
か
く
相
手
の
体
勢
を
崩
す
事
を
念

に

 
相
手
を
か
く
乱
し
ま
く

て
い
た

 
そ
し
て
体
勢
が
崩
れ
た
者
に
は
容

な
く
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
の
攻
撃
が
突
き

さ
る

く
そ

た
ち
が
悪
い

遠

物
理
ア
タ

カ

は
全
然

が
少
な
い
か
ら
な
お
前
達
も
ち

と
は
考
え
た
方
が
い

い
ぞ

考

す
る

 
そ
の
敵
は
素
直
に
そ
う
返
事
を
し
て
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
討
た
れ
た

ん

今
の
は
確
か

ア
ル
冒
の
リ

ダ

だ

た
か

ま
あ
い
い
か

こ
の
ま
ま
押
し
き
る
ぞ
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一
方
キ
リ
ト
達
は
移
動
を
制
限
さ
れ
た

態
の
敵
を
相
手
に
凄
ま
じ
い
地
上
戦
を

り
広
げ

て
い
た

 
セ
ラ
フ

ム
を
中
心
に
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が

か
ら
攻
撃
を
仕

け
ど
ん
ど
ん
敵
を

て
い
く

 
だ
が
敵
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
そ
の

況
を
見
て
い
た
だ
け
で
は
な
く

 

に
何
人
か
は

ユ
キ
ノ
に
よ
る
足
の

束
か
ら
逃
れ
て
い
た

さ
す
が
は
上

ね

⻭
ご
た
え
が
あ
る
わ

ユ
キ
ノ

足
止
め
は
も
う
い
い

後
は
フ

ロ

を
頼
む

分
か

た
わ

存
分
に
暴
れ
ま
く

て

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
戦
い
は
続
き

敵
は
四
分
の
一
ほ
ど
ま
で
討
ち

ら
さ
れ
て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
ヴ

ル
ハ
ラ
で
倒
れ
た
者
は
誰
も
い
な
い

だ
が
魔
法
攻
撃
を
受
け
な
く
な

た
事

で 
魔
力
を

収
出
来
な
く
な

た
リ
オ
ン
は
戦
闘
力
を
ほ
ぼ
失

て
お
り

 
シ
ノ
ン
は
矢
を
撃
ち
つ
く
し
今
は
自
前
の
魔
力
を
矢
に
変
換
し
て
攻
撃
を
し
て
い
る

態
と

な

て
い
た
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大
魔
法
を
何
発
も
放
て
る
は
ず
の
ユ
キ
ノ
の
魔
力
も
か
な
り

て
お
り

 
キ
リ
ト
達
が
い
か
に
激
戦
を

り
広
げ
た
か
が
分
か
る

 
そ
の

況
を

し
た
ハ
チ
マ
ン
は

下
に
お
り
て
ル
シ
パ

の
前
に
立

た

 
ル
シ
パ

は
さ
す
が
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
相
手
で
も
ま
だ
生
き

残

て
い
た

お
い
ル
シ
パ

さ
す
が
に
も
う

合
い
だ
ろ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し
な
い
か

 
お
前
達
も
何
か
予
定
が
あ

た
ん
だ
ろ

あ
あ
ん

ふ
ざ
け
る
な

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が

 

を

た
の
は
こ

ち
だ
し
確
か
に
予
定
が

て
る
分
か

た
そ
の
提
案
を
受

け
入
れ
る

お

さ
す
が
は
連
合
の
馬

ど
も
と
は
違
う
な

 
お

い
今
日
の
戦
闘
の
事
を
反
省
し
て

し
た
ら

ま
た
戦
お
う

も
ち
ろ
ん
そ
の
つ
も
り
だ

次
か
ら
は
む
ざ
む
ざ
と
や
ら
れ
た
り
は
し
な
い

お
う

楽
し
み
に
待

て
る
か
ら
な

慢

ふ
ん

首
を
洗

て
待

て
い
ろ

王
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そ
れ
を
合
図
に
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
は

退
し
て
い
き
次
々
と
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
消
え

て
い

た

 
こ
う
し
て
最
初
の
遭
遇
戦
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
勝
利
で
終
わ

た
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第
９
１
０
話
 
本
気
か

 
戦
闘
が
終
わ
り

全
員
街
へ
と

た
の
か

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
は
一
つ
も
残

て
い
な
か

た

 
そ
の
事
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
地
面
に
座
り
込
み

疲
れ
た
よ
う
な
声
を
出
し
た

ふ
う

久
々
の
空
中
戦
闘
は
疲
れ
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
の
立
場
か
ら
し
て

敵
に

味
を
見
せ
な
い

に
も

 
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
一
つ
で
も
残

て
い
た

態
で
こ
ん
な

を
見
せ
る

に
は
い
か
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
目

け
て

ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
が
走

て
き
た

 
そ
の
事
に

感
に
気
付
い
た
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は

に
ハ
チ
マ
ン
の

を

し

 
そ
の
ま
ま
武
器
を

え
な
お
し
た
の
だ
が

 
そ
の
横
で
ユ
キ
ノ
が
走

て
く
る
二
人
の
後
ろ
に
い
た
人
物
に
親
し
げ
に
声
を
か
け
た

あ
ら

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
に
ラ
キ
ア
さ
ん
じ

な
い

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
た
の
ね

 
そ
れ
で
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は

を
解
き

ラ
キ
ア
は

て
ユ
キ
ノ
に

き
つ
い
た
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二
人
は
ソ
レ
イ
ユ
の
パ

テ

メ
ン
バ

だ

た

ユ
キ
ノ
と
も
そ
れ
な
り
に
交
流
が

あ

た
事
は

 
ユ
キ
ノ
自
身
が
以
前
話
し
て
い
た
通
り
で
あ
る

お
二
人
と
も

ベ
ル
と
プ
リ
ン
さ
ん
を
守

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
ベ
ル
デ

ア
の
事
を
親
し
げ
に
ベ
ル
と
呼
ん
だ

 
こ
の

間
か
ら

他
の
者
達
も
ベ
ル
デ

ア
の
事
を
ベ
ル
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

た
の
で
あ
る

む
ふ

 
ラ
キ
ア
は
ハ
チ
マ
ン
に
お

を
言
わ
れ

得
意
げ
に

を

ら
ま
せ
る
と

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の

の
上
に
座

た

そ
れ
を
見
た
ア
ス
ナ
の

が
ヒ
ク

と
動
い
た

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
を

め
た
の
は
ユ
キ
ノ
で
あ
る

ユ
キ
ノ
は
ア
ス
ナ
の

元
で
こ

そ
り

い
たア

ス
ナ

あ
れ
は
ラ
キ
ア
さ
ん

大
野

の
会
⻑
さ
ん
よ

 
も
し
か
し
た
ら
ア
ス
ナ
も
会

た
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
し
ら

え

そ
う
な
の

姉
さ
ん
の
元
パ

テ

メ
ン
バ

と
し
か

い
て
な
か

た
け
ど

 
も
し
あ
れ
が
会
⻑
な
ら
私
会

た
事
が
あ
る
よ

優
し
そ
う
だ
け
ど
凄
く
無
口
な
人
だ
よ
ね
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え
え

そ
れ
で
間
違
い
な
い
わ

 
ラ
キ
ア
さ
ん
は
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
君
の
事
を
自
分
の
息
子
み
た
い
に
思

て
る

て
話
だ
か

ら 
あ
れ
も
多
分
そ
う
い

た
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
の
一

だ
と
思
う
わ

そ

か

な
ら
ま
あ
仕
方
な
い
か

 
だ
が
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

た
直
後
に
再
び

を
ヒ
ク
つ
か
せ
る
事
に
な

た

ず
る
い

私
も

 
そ
う
言

て
プ
リ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
に
圧
し

か

た
か
ら
で
あ
る

ユ

ユ
キ
ノ

あ
ち
ら
は
ベ
ル
君
の
お
⺟
さ
ん
な
ん
だ
よ
ね

え
え

ラ
キ
ア
さ
ん
と
同
い
年
で

命
の
ラ
イ
バ
ル
ら
し
い
わ

 
ハ
チ
マ
ン
君
へ
の
感
情
も
同
じ
感
じ
ら
し
い
か
ら

し
て
き
な
さ
い
な

そ

か

じ

あ
そ
う
す
る
よ

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
行
き

二
人
に
声
を
か
け
た

 
そ
の
ど
さ
く
さ
に

れ
ユ
キ
ノ
も
ち

か
り
ハ
チ
マ
ン
を

ん
で
反
対
側
の
隣
を
確
保
し



 第９１０話 本気か

て
い
る

あ

あ
の

初
め
ま
し
て

ハ
チ
マ
ン
君
の
彼
女
を
や

て
ま
す

ア
ス
ナ
で
す

あ
ら

ハ
チ
マ
ン
君
の
彼
女
さ
ん

 
そ
の

を
受
け

プ
リ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
ラ
キ
ア
は
無
言
だ

た
が

同
様
に
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
ア
ス
ナ
に
向
け
た

は
い

そ
う
な
の
ね

私
は
プ
リ
ン

ハ
チ
マ
ン
君
の
背
中
を

り
て
し
ま

て
ご
め
ん
な
さ
い
ね

い
え
い
え
ハ
チ
マ
ン
君
が
⺟
性
本
能
を

激
し
て
き
た
せ
い
だ
と
思
う
ん
で
気
に
し
な
い

で
下
さ
い

ア
ス
ナ

別
に
俺
は
そ
ん
な
事
は
し
て
な
い
ぞ

そ
れ
を
決
め
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
君
じ

な
く

り
に
い
る
大
人
達
だ
と
思
う
な

そ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
困

た
顔
で
そ
う
言
い
プ
リ
ン
は
そ
れ
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
を

く
手
に
力
を

込
め
た

 
そ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と
思

た
の
か

ラ
キ
ア
は
ま
る
で
私
の
娘
だ
と
い
う
風
に



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
ア
ス
ナ
を
背
中
か
ら

き
寄
せ
て
そ
の

を
い
い
こ
い
い
こ
と

で
始
め
た

あ

し
ま

た

ア
ス
ナ
ち

ん
が
遠
い

 
プ
リ
ン
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言
い

ラ
キ
ア
は
そ
ん
な
プ
リ
ン
に
ド
ヤ
顔
を
し
た

 
ア
ス
ナ
は
こ
の

況
で
ラ
キ
ア
の
手
か
ら
逃
れ
る

に
も
い
か
ず

 
少
し
顔
を

く
し
な
が
ら
も

ラ
キ
ア
に
さ
れ
る
ま
ま
に
し
て
い
た

 
一
方
の
ベ
ル
デ

ア
で
あ
る

ベ
ル
デ

ア
は
今

三
人
の
姉
的
存
在
に
囲
ま
れ
て
い
た

ベ
ル
君

久
し
ぶ
り

大
丈
夫
だ

た

ど
こ
か
怪
我
は
し
て
な
い

う
ん

大
丈
夫

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ベ
ル
デ

ア
は

セ
ラ
フ

ム
と
リ
オ
ン
と
シ
ノ
ン
を

番
に
見
な
が
ら

言

た
セ
ラ
姉
ち

ん
も

リ
オ
ン
姉
も

姉
御
も
過
保
護
す
ぎ
だ

て
ば

 
そ
の

間
に
ベ
ル
デ

ア
は

シ
ノ
ン
に
後

部
を
殴
ら
れ
た

誰
が
姉
御
で
す

て



 第９１０話 本気か

う
わ

い
き
な
り

が
五
分
の
一
も

た

 
ベ
ル
デ

ア
は

た
よ
う
に
そ
う
言
い

シ
ノ
ン
は

ね
た
表
情
を
し
た

ふ
ん

あ
ん
た
が
悪
い
の
よ

ベ
ル

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に

セ
ラ
フ

ム
と
リ
オ
ン
か
ら
当
然
の
よ
う
に
突

込
み
が
入
る

シ
ノ
ン

そ
う
い
う
と
こ
だ
よ
そ
う
い
う
と
こ

そ
う
そ
う

い
き
な
り
手
を
出
し
た
り
し
な
い
で
さ

 
そ
し
て
そ
の
突

込
み
の

に

ハ
チ
マ
ン
も
加
わ

た

お
い
こ
ら
ツ
ン
デ
レ

ベ
ル
を
い
じ
め
る
ん
じ

ね
え

べ
別
に
い
じ
め
て
な
ん
か
な
い
わ
よ
こ
れ
は
そ
う
姉
弟
の
ス
キ
ン
シ

プ
よ
ス
キ
ン
シ

プ
こ
い
つ

表
面
上
は
分
か
ら
な
い
が

ち

と
気
ま
ず
い
ん
だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い

れ
た
よ
う
な
顔
を
し
た
が

 
そ
の

と
な

た
の
は

シ
ノ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
に
ツ
ン
デ
レ
扱
い
さ
れ
た
の
に

 
そ
れ
を
否
定
し
な
か

た
か
ら
で
あ
る

ベ
ル
デ

ア
に
は
横
か
ら
ユ
キ
ノ
が
回
復
魔
法
を
か

け
て
く
れ
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ベ
ル
デ

ア
は
ユ
キ
ノ
の
方
を
向
い
て
お

を
言

た

あ

あ
り
が
と
う

あ

え

と

私
は
ユ
キ
ノ
よ

宜
し
く
ね

ベ
ル
君

あ

は

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

姉
上

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
は

大
に

き
出
し

ユ
キ
ノ
の
顔
か
ら
表
情
が
消
え
た

 
そ
し
て
ま
だ
ベ
ル
デ

ア
に
自

紹
介
を
し
て
い
な
か

た
キ
リ
ト
が

 
ユ
キ
ノ
に

乗
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た

俺
は
キ
リ
ト

宜
し
く
な
ベ
ル

あ

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

キ
リ
ト
の
兄
貴

兄
貴

兄
貴
か

ま
あ
姉
上
よ
り
は
ま
し
か
な

 
そ
の

間
に
ユ
キ
ノ
が
キ
リ
ト
の
足
を
思
い

き
り

み
つ
け
た

う
わ

お
い
ユ
キ
ノ

い
き
な
り
何
す
る
ん
だ
よ

が
ち

と

た
じ

な
い
か
よ

自
業
自
得
よ

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
君

私
に
何
か
言
い
た
い
事
で
も

 
続
け
て
ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
じ
ろ

と

ん
だ
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ぶ
ふ

い

い
や

別
に
言
い
た
い
事
は
な
い
ん
だ
が

 
と
り
あ
え
ず
ベ
ル

何
で
姉
上
な
ん
だ

え

何
で
だ
ろ
何
か
ユ
キ
ノ
さ
ん
の
声
を

い
て
た
ら
背
筋
が
ピ
ン
と

び
た
か
ら

背
筋
が

ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
の

を

ん

ん
と
叩
き

 
ユ
キ
ノ
は
そ
れ
で

ぐ
ぬ
ぬ
と
い

た
感
じ
の
表
情
に
な

た

あ

ご
め
ん
な
さ
い

変
な
呼
び
方
を
し
ち

て

 
ベ
ル
デ

ア
は
そ
う
言

て
し

ぼ
ん
と
し

ユ
キ
ノ
は

て
て
笑
顔
を
作

た

い
い
え
別
に
そ
ん
な
事
は
な
い
わ

う
ん
オ
ン
リ

ワ
ン
な
呼
び
方
で
い
い
ん
じ

な
い

か
し
ら

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
ユ
キ
ノ
は
無
理
や
り
自
分
を
納
得
さ
せ
な
が
ら
そ
う
言
い

ベ
ル
デ

ア
も
笑
顔
に
な

た

 
こ
の
一
連
の
流
れ
で

ベ
ル
デ

ア
が
ユ
キ
ノ
か
ら
プ
レ

シ

を
受
け
た
様
子
は
な
い

 
お
そ
ら
く
真

直
ぐ
に
育

て
い
る
の
だ
ろ
う
こ
れ
は
プ
リ
ン
の
教
育
の
成
果
で
あ
る
と
い

え
る
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そ
し
て

番
で
い
え
ば

ア
ス
ナ
の
自

紹
介
の
番
と
な
る
の
だ
が

 
ア
ス
ナ
は
何
か
考
え
に

て
い
る
よ
う
で

ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
て
い
た

セ
ラ
姉
ち

ん

姉
御

リ
オ
ン
姉

姉
上

う

ん

ハ
チ
マ
ン
君
は
何
て
呼
ば
れ
て

る
の

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
が
気
に
し
て
い
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
呼
び
方
の
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん
だ
よ

 
そ
の
問
い
に
ベ
ル
デ

ア
が
元
気
良
く
答
え
た

と
言
う
事
は
こ
の
中
で
格
上
な
の
は
組
み
合
わ
せ
か
ら
考
え
て
も
セ
ラ

な
る
ほ
ど

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
少
し

張
し
た
様
子
で
ベ
ル
デ

ア
に
微
笑
み

自

紹
介
を
し
た

教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ベ
ル
君
私
は
ハ
チ
マ
ン
君
の
彼
女
の
ア
ス
ナ
だ
よ
こ
れ
か
ら

宜
し
く
ね

あ

ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん
の
彼
女
さ
ん
だ

た
ん
だ

宜
し
く
ね
ア
ス
ナ
姉
ち

ん

う

し

 
ベ
ル
デ

ア
が
そ
う
答
え
た

間
に

ア
ス
ナ
は
拳
を
前
に
突
き
出
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ア
ス
ナ
に
し
て
は
珍
し
い
仕

で
あ
り

他
の
者
達
は

か
ん
と
し
た
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そ
ん
な
に
嬉
し
か

た
の
ね

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
と
セ

ト
だ
し
な

ぐ
ぬ
ぬ

ば
れ
た

そ
れ
く
ら
い
何
よ

私
な
ん
て

私
な
ん
て

私
は
無
難
で
良
か

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
自

紹
介
も
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ラ
キ
ア
を

え
て
立
ち
上
が
り

ス
ト
ン
と
前
に
置
い
た

 
プ
リ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
動
き
に
合
わ
せ
て
自
分
か
ら
離
れ
て
い
る

そ
の
前
に
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

何
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
こ
こ
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
所
在
無
げ
に
ず

と
後
ろ
に
立

て
い
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た 
他
の
者
達
も
当
然
そ
の
事
に
は
気
付
い
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
何
か
言
う
ま
で
誰
も
何
も
言
う
つ
も
り
は
無
か

た
よ
う
で

 
他
の
者
達
も

こ
こ
で
初
め
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
方
を
見
た
の
で
あ
る

 
そ
の
目
に
は
特
に
敵
意
は
無
か

た
が
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
プ
レ

シ

を
感
じ
て
小
さ
く
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な

た

 
そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う

今
こ
こ
に
は
真
な
る
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
が
四
人
も
い
る
の
で
あ
る

あ
あ

こ
の
子
は
戦
い
が
あ
ん
ま
り
好
き
じ

な
い
み
た
い
で

 
俺
達
の
い
る
場
所
に
た
ま
た
ま
逃
げ
て
き
て
一

に
な

た
ん
だ
け
ど
よ

 
そ
の
ま
ま
味
方
と
合
流
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
た
ら
し
い

へ

そ
う
な
の
か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
問
い
に

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ニ

コ
リ
笑
い
な
が
ら
こ
く
り
と

い
た

 
だ
が
そ
の
内
心
は

か
な
り
の
パ
ニ

ク

態
に
あ

た

ど

ど
ど
ど
ど
ど
う
し
よ
う

今
私

王
子
と
話
し
て
る
ん
で
す
け
ど

 
と
い
う
か
こ
こ
は
も

と
ア
ピ

ル
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
私
の
色
気
が
通
用
し
な
か

た
ら

て
思
う
と
怖
く
て
無
理

無
理
無
理
無
理

 
実

ハ
チ
マ
ン
に
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
色
気
は
通
用
し
な
い

 
他
の
女
性

の
敵
対
心
を
煽
る
だ
け
と
な

て
い
た
可
能
性
が
高
い

 
だ
が
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
び
び
り

り
が
そ
の
最
悪
の

況
を
回
避
す
る
助
け
と
な

た
の

で
あ
る
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ふ

ん

ち
な
み
に
こ

ち
は
こ
れ
か
ら
狩
り
の
予
定
だ

た
ん
だ
が

 
そ

ち
は
ど
ん
な
予
定
に
な

て
た
ん
だ

全
員
で
ど
こ
か
に
向
か

て
る

中
だ

た
ん

だ
ろえ

え
え

う
ち
も

験

ぎ
の
予
定
だ

た
わ

マ
ジ
か
よ

そ
れ
じ

あ

く
仲
間
と
合
流
し
な
い
と
ま
ず
い
ん
じ

な
い
の
か

 
戦
い
が

い

て
言

て
も

そ
れ
は
対
人
戦
の
事
な
ん
だ
ろ

 
そ
の
再
び
の
問
い
に

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
こ
く
り
と

い
た

そ
う
な
ん
だ
け
ど

今
か
ら
ノ
コ
ノ
コ
と
合
流
す
る
の
も
ど
う
か
な

て

 
確
か
に

験

は
欲
し
い
け
ど

私

さ

き
の
戦
い
に
は
参
加
し
て
な
か

た
し
ね

だ
よ
な

部
と
し
て
は

そ
れ
な
り
の
強
さ
が
無
い
と
ま
ず
い
よ
な

ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん

こ
の
エ
ロ
姉
ち

ん

多
分
い
い
人
だ
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

気
に
と
ら
れ
プ
リ
ン
は
ベ
ル
デ

ア
の

に
拳
骨
を
落

と
し
た

ぎこ
ら
ベ
ル

失

な
事
を
言
う
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん
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ご

ご
め
ん

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
腹
を

え
て
笑
い
出
し
た

釣
ら
れ
て
他
の
者
達
も
笑
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ま
す
ま
す

こ
ま
る
事
に
な

た

な

何
か
ご
め
ん
な
さ
い

い

い
や
い
や

今
の
は
ベ
ル
が
悪
い
ん
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
く
れ

 
そ
う
だ
な

お

び
と
言

ち

な
ん
だ
が

仲
間
の
所
に

り
に
く
い
ん
だ

た
ら

 
今
日
は
う
ち
の
レ
ベ
ル
上
げ
に
混
ざ

て
み
な
い
か

 
も
し
仲
間
に
見
つ
か

て
も
平
気
な
よ
う
に

変
装
用
の
装
備
を
貸
し
て
や
る
か
ら
さ

そ
れ
は
助
か
る
け
ど

い

い
い
の

あ
あ

み
ん
な
も
別
に
い
い
よ
な

何
せ
い
い
人
ら
し
い
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
い
他
の
者
達
も
う
ん
う
ん
と

い
た

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

面
し
た

あ

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

ロ
グ
イ
ン
リ
ス
ト
を
非
公
開
に
し
て
お
い
て
く
れ

 
で

変
装
用
の
装
備
は
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あ

そ
れ
な
ら
私
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
を
あ
げ
る
よ

 
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
が
あ
る
か
ら
も
う
使
わ
な
い
し
ね

 
ア
ス
ナ
は

貸
す

で
は
な
く

あ
げ
る

と
言

た

 
も
し
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ハ
チ
マ
ン
に
好
意
を
持

て
い
る
の
な
ら

 
今
の
う
ち
に
自
分
の
影

下
に
入
れ
て
お
こ
う
と
考
え
た

で
あ
る

 
そ
れ
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
を
転

し
た
り

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
名
を
騙

て
悪
用
し
た
り
す
る
事
も
ま

た
く
心
配
し
て
い
な
い

 
転

さ
れ
る
よ
う
な
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
は
そ
も
そ
も
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に

え
ら
れ
た
一

着
だ
け
だ
し

 
悪
用
し
よ
う
に
も
仲
間
達
の
前
で
ヴ

ル
ハ
ラ
か
ら
も
ら

た
装
備
を
着
れ
る
は
ず
が
な
い

か
ら
だ

 
要
す
る
に
今
後
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
を
装
備
す
る
機
会
が
あ
る
と
す
れ

ば 
そ
れ
は
今
回
の
よ
う
に

ヴ

ル
ハ
ラ
の
狩
り
に
同
行
す
る
時
以
外
に
無
い
の
で
あ
る

で

で
も
私
は
敵
だ
し

そ
ん
な
私
を
強
く
し
ち

て
い
い
の
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別
に

わ
な
い
だ
ろ

そ
れ
と
も
こ
の
中
の
誰
か
に
勝
て
る
く
ら
い
に
強
く
な
れ
る
の
か

 
そ
う
言
わ
れ
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

一
同
の
顔
を
見
回
し
な
が
ら
首
を

た

う
う
ん

絶
対
に
無
理
ね

だ

た
ら
別
に
い
い
だ
ろ

お
前
達
は
ど
こ
に
行
く
つ
も
り
だ

た
ん
だ

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
で

神
狩
り
の
予
定
だ

た
わ

な
ら
俺
達
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
行
く
か

よ
し
ベ
ル

俺
達
の

点
に
連
れ
て

て
や
る

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
他
の
者
達
は

さ
す
が
に
ざ
わ

と
し
た

ハ
チ
マ
ン

本
気
か

敵
の

部
を
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
連
れ
て
い
く
の

お
う

ま
あ
俺
に
全
部
任
せ
ろ

て

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

誰
も
反

す
る
事
は
出
来
な
い

 
そ
れ
で
丁
度
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思

た
の
か

ス
プ
リ
ン
ガ

が
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
こ
こ
で
お
暇
す
る
わ

さ
す
が
に
俺
達
の
立
場
だ
と

 
サ
ボ
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
な

で
す
ね

そ
れ
じ

あ
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

ラ
キ
ア
さ
ん

ま
た
で
す



 第９１０話 本気か

 
こ
う
し
て
二
人
と
別
れ
た
一
行
は

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
向
か

た
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第
９
１
１
話
 
悪
い
顔

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
の
奴
ら
は
誰
も
い
な
い
な
よ
し
こ
の
ま
ま
急
い
で
転
移
門
に
移
動

だ 
ハ
チ
マ
ン
の
指

で

一
同
は
駆
け
足
で
二
十
二
層
へ
と
向
か

た

お
い

ヴ

ル
ハ
ラ
だ

サ
ト
ラ
イ
ザ

て
の
は
い
な
い
の
か

で
も
そ
れ
以
外
の

部
が
勢
揃
い
し
て
る
わ
よ

 
ち
な
み
に
こ
う
い
う
場
合

ソ
レ
イ
ユ
の
存
在
は

外
さ
れ
る
の
が
通

だ

 
そ
れ
ほ
ど
ソ
レ
イ
ユ
が

場
す
る
の
が
レ
ア
だ
と
い
う
事
で
あ
ろ
う

あ
れ

あ
の
マ
ス
ク
を
付
け
て
る
の
は
誰
だ

か

ま
た
女
性
プ
レ
イ
ヤ

か
よ

ま
さ
か
新
人
か

ど
う
だ
ろ
う
な

ま
あ
そ
の
う
ち
正
体
も
分
か
る
だ
ろ

 
そ
の
マ
ス
ク
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

と
は

当
然
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
事
で
あ
る
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ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ア
ス
ナ
か
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
を
も
ら

て
着
用
し
て
お
り

 
そ
の
顔
に
は
グ
ロ
ス
・
フ

イ
ス
・
マ
ス
ク
と
い
う

 
完
全
に
顔
が

れ
る
金
属
の
マ
ス
ク
が
装
着
さ
れ
て
い
た

 
こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
が
趣
味
で
作

た
も
の
で
あ
り
特
に
何
か
が
付

さ
れ
た
り
は
し
て
い
な

い 
何
の
変

も
無
い
た
だ
の
マ
ス
ク
で
あ
る

ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
今

こ

て
い
る
事
が
信
じ
ら
れ
な
か

た

 
目
の
前
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
が
そ
び
え
立

て
お
り
今
か
ら
自
分
は
こ
の
中
に
入

る
の
だ

中
は
一
体
ど
ん
な
風
に
な

て
る
ん
だ
ろ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
仮
面
の
中
で
わ
く
わ
く
し
た
表
情
を
し
な
が
ら

 

に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
足
を

み
入
れ
た

思

た
よ
り
も
普
通

 
一

か
ら

物
の
あ
る
二

に
上
が
る
ま
で
は
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自
分
達
の

点
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
思

て
い
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
で
あ

た
が

 
そ
の

物
の
中
に
入

た

間
に

そ
の

厳
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
事
と
な

た

何
こ
れ

ヨ

ロ

パ
の
宮

み
た
い

 
そ
の
中
の
巨
大
な
リ
ビ
ン
グ
に

一
人
の
女
性
が

け
て
い
る
の
が
見
え
た

 
そ
の
女
性
は
ス

と
立
ち
上
が
り

こ
ち
ら
に
向
か

て
歩
い
て
き
た

エ
ル
フ

て
事
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 

て
事
は
ま
さ
か

こ
れ
が
噂
の
黒
ア
ゲ
ハ
様

 
興
奮
し
て
い
る
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
前
で

 
そ
の
女
性

キ
ズ
メ
ル
は
ハ
チ
マ
ン
に
向
か

て
親
し
げ
に
声
を
か
け
て
き
た

お
か
え
り
ハ
チ
マ
ン

お
茶
で
も
入
れ
る
か

そ
う
だ
な

頼
め
る
か

キ
ズ
メ
ル

お
安
い
御
用
だ

 
キ
ズ
メ
ル
は
そ
う
言

て

ち
ら
り
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
方
を
見
た

 
否
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
だ
け
で
は
な
く
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
の
方
に
も

線
を
走
ら
せ
て
い

る
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後
で
ま
と
め
て
紹
介
し
て
く
れ

お
う

何
で
す
と

今
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
反
応
で
す
と

 
七
つ
の
大
罪
の

点
に
い
る
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
同
じ
エ
ル
フ
タ
イ
プ
で
は
あ
る
が

 
こ
ん
な
に
自
然
な
表
情
を
見
せ
る
事
は
な
い

 
そ
れ
に
今
の
よ
う
に

プ
レ
イ
ヤ

に
自
分
か
ら
頼
み
事
を
し
て
く
る
事
も
な
い

や

ぱ
り
ヴ

ル
ハ
ラ

て
特
別
な
ん
だ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
こ
こ
で
見
る
物
全
て
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た

 
隣
に
い
る
ベ
ル
デ

ア
や
プ
リ
ン
も
同
じ
よ
う
な
態
度
を
と

て
お
り

 
あ
る

度
こ
う
い

た
フ

ン
タ
ジ

風
の

物
に
見
慣
れ
て
い
る
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
よ
り
も

 
そ
の
驚
き
は
大
き
い
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

凄

げ

ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん

凄
い
よ
こ
こ

そ
う
だ
ろ
う
そ
う
だ
ろ
う

こ
こ
が
俺
達
の

点
だ

ど
う
だ
ベ
ル

恐
れ
入

た
か

恐
れ
入

た
も
な
に
も
俺
は
ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん
が

む
事
は
何
で
も
恐
れ
入

て
る
よ
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そ
う
か

ま
あ
人
が
揃
う
ま
で
の
ん
び
り
し
て
て
く
れ

 
そ
し
て
キ
ズ
メ
ル
か
ら
お
茶
を
も
ら
い

三
人
を
紹
介
し
た
後

 
ま
だ
時
間
に
余

が
あ
る
と
い
う
事
で
ハ
チ
マ
ン
は
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
に
ロ
グ
ア
ウ
ト

を

め
た

プ
リ
ン
さ
ん

今
の
う
ち
に
二
人
で
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

 
ト
イ
レ
に
行

た
り
水
分
補

を
し
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

あ

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
て
ち

と
行

て
こ
よ
う
か
し
ら

ち

と
休

だ
ね

兄
ち

ん

行

て
く
る

お
う

行

て
こ
い
行

て
こ
い

 
こ
う
し
て
こ
の
場
に
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
だ
け
が
残
さ
れ
た

さ
て
と

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
何
故
か
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
隣
に
座
り
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ド
キ
リ
と

し
たな

何
で
す
と

ま
あ
お
茶
で
も
飲
ん
で
ゆ

く
り
し
て
く
れ

お
茶

子
が
い
る
な
ら
何
か
出
し
て
や
ろ
う
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他
に
困

て
る
事
は
無
い
か

俺
に
出
来
る
事
な
ら
相
談
に
乗
る
ぞ

え

あ

う
ん

今
は
特
に
何
も

 
そ
れ
を
見
て
い
た
ア
ス
ナ
達
は

少
し
離
れ
た
場
所
で
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

て
い
た

あ
の
態
度
は
い
く
ら
何
で
も
お
か
し
く
な
い

違
和
感
あ
り
ま
く
り
だ
ね

絶
対
裏
が
あ
る
よ
ね
あ
れ

見
ろ
よ

あ
の
無

に
い
い
笑
顔

あ
れ
は
絶
対
何
か
た
く
ら
ん
で
る
ぞ

 
そ
の
答
え
は
す
ぐ
に
判
明
し
た

う
ん

ま
あ
こ
ん
な
も
ん
か

え

え

おこ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
君
の
意
図
が
分
か
る
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
何
か
操
作
を
す
る
よ
う
な
手

り
を
す
る
と

 
一
同
の
目
の
前
に

可

化
さ
れ
た
モ
ニ
タ

が

を
現
し
た

 
そ
こ
に
先
ほ
ど
か
ら

り
広
げ
ら
れ
て
い
た
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ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
接
待
す
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
る

こ

こ
れ
は

う
ん

い
い
出
来
だ

俺
達
が
仲
良
し
だ

て
事
が
一
目
で
分
か
る
な

な

仲
良
し

お
う

仲
が
良
さ
そ
う
だ
ろ

あ
 
そ
れ
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

先
ほ
ど
か
ら
の
ハ
チ
マ
ン
の
行
動
の
意
味
に
気
が
付
い
た

ま

ま
さ
か

い
や

で
も
お
前

七
つ
の
大
罪
の
サ

ク
ル
の
姫
み
た
い
な
感
じ
な
ん
だ
ろ

 
さ
す
が
に
こ
ん
な
映
像
を
あ
い
つ
ら
に
見
ら
れ
ち

た
ら
ま
ず
い
よ
な

 
俺
達
の
関
係
は
絶
対
に
秘
密
に
し
て
お
か
な
い
と
だ
な

お
前
も
そ
う
思
う
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は
わ
ざ
と
ら
し
く
そ
う
言
い

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

然
と
し
た

あ
あ
あ
あ
あ
あ

も
し
か
し
て
私

て
ば

朝
田
さ
ん
を
い
じ
め
て
た
遠

て
子
の
ポ

ジ
シ

ン

 
こ
れ

て
い
い
の
悪
い
の

何
が
ど
う
な

て
る
の
か
さ

ぱ
り
分
か
ら
な
い
よ
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ア
ス
ナ
達
は

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
て
若

引
い
た

う
わ

あ
そ
こ
に
悪
魔
が
い
る
よ

完
全
に

味
を

た
わ
ね

悪
い
顔
を
し
て
る
わ
ね

さ
す
が
と
い
う
か

 
そ
の
間
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
対
し
て
笑
顔
を
崩
す
事
は
無
か

た
が

 
自
分
か
ら
は
特
に
何
も
言
お
う
と
は
し
な
い

わ

私
が
何
か
言
う
の
を
待

て
る
の
か
し
ら

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
考
え

ス
ト
レ

ト
に
こ
う
言

た

あ

あ
の

私
は
何
を
す
れ
ば

お

自
分
か
ら
そ
う
言

て
く
れ
る
な
ら
こ
ち
ら
と
し
て
も
助
か
る
な

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
頼
み
た
い
の
は
た
だ
一
つ

 
も
し
ま
た
今
日
み
た
い
な
事
が
あ

た
時
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
さ
ん
を
お
前
が
保
護
し
て

や

て
く
れ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
な
が
ら
も

に

の
言
葉
が
口
を
つ
い
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て
出
た

あ

は
い

そ
う
い
う
事
か

王
子

て
ば

朝
田
さ
ん
の
時
と
同
じ
で
優
し
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
思
い
つ
つ

 
同
時
に
こ
こ
で
自
分
に
対
し
て
の
利

を
何
か
確
保
出
来
な
い
か
必
死
に
考
え
た

悪
く
言
え
ば
今
の
こ
の

態
は
私
が
王
子
に
道

と
し
て
利
用
さ
れ
て
る
み
た
い
な
感
じ

だ
よ
ね

 
要
す
る
に
私
に
つ
い
て

個
人
的
に
興
味
が
あ
る
と
か
全
く
そ
う
い
う
の
が
無
い

て
事

 
せ
め
て
人
間
扱
い
し
て
も
ら
え
る

件

て
何
か
無
い
か
な

ん

ど
う
し
た

あ

う
う
ん

え

と
ね

私
の
役
目
は
保
護

う

ん

あ

保
護
し
た
後
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

 
王
子
に
連

し
て
も
ら

て
二
人
を
迎
え
に
来
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い

そ
う

連

連

手
そ
の

に
ど
う
し
て
も
必
要
な
物
が
あ
る
ん
だ
け
ど

提

し
て
も
ら

て
も
い
い
か
し
ら
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ん

そ
う
か

分
か

た

何
で
も
言

て
く
れ

よ

し

言
質

と
り
ま
し
た

え
え
と

あ
ん
た
の
そ
の

リ
ア
ル
の
連

先
を
教
え
て

 
そ
う
言
わ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
ア
ス
ナ
達
女
性

は

大
に

を
ひ
く

つ
か
せ
た

そ
れ
は
ど
う
し
て
だ

だ

て
ベ
ル
君
と
プ
リ
ン
さ
ん
を
私
が
保
護
し
た
と
し
て

 
す
ぐ
に
私
が
街
に
送

て
い
け
る

態
な
ら
い
い
け
ど

 
そ
う
じ

な
い
時
は
あ
な
た
に
迎
え
に
来
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
で
し

う

 
ま
あ
ヴ

ル
ハ
ラ
の
誰
か
に
連

し
て
も
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
な
る
と

急
連

先
が
複

あ
る
事
に
な

て

 
あ
な
た
が

況
を

す
る
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
発
生
し
て
し
ま
う
事
に
な
る
わ

 
も
し
そ
れ
で
何
か
問
題
が
発
生
し
た
ら
目
も
当
て
ら
れ
な
い
し

 
い
く
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
と
は
い
え

ギ
ル
メ
ン
が

人
迎
え
に
来
た
と
し
て

 
そ
こ
で
ま
た
う
ち
の
馬

ど
も
と

め
事
が

こ

て
し
ま

た
ら
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さ
す
が
の
私
も
あ
な
た
の
仲
間
を
か
ば
い
き
れ
な
い
わ

 
で
も
あ
な
た
な
ら

え
一
人
で
う
ち
の
馬

ど
も
を
相
手
に
し
て
も
ど
う
と
で
も
出
来
る

で
し

う

 
な
の
で
私
が
あ
な
た
の
連

先
を
知

て
お
く
事
は

あ
な
た
に
と

て

だ
と
思
う
の

違
うふ

む

 
そ
う
言

て
少
し
考
え
込
ん
だ
後

ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に

い
た

い
や

違
わ
な
い

分
か

た

俺
の
連

先
を
教
え
る

よ

し

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
必
死
の
説
得
は

こ
う
し
て
報
わ
れ
た

う
わ

な
ん
か
あ
の
子
凄
く
な
い

確
か
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
で
は
あ
る
け
れ
ど

こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
が
し
て
や
ら
れ
た
格
好
ね

正
妻
と
し
て
は
ど
う
す
る
の

う

ん

ま
あ
二
人
の
安
全
が
優
先
だ
し

認
か
な
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さ
す
が
の
あ
の
子
も
本
名
を

し
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
し

 
リ
ア
ル
で
深
い
関
係
に
な
る
事
も
無
い
だ
ろ
う
か
ら
ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
う

き
合
う
一
同
の
目
の
前
で

ハ
チ
マ
ン
は
ウ

ン
ド
ウ
を
可

化
し

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
も
操
作
出
来
る
よ
う
に
し
た
後

そ
れ
を
差
し
出
し
て
き
た

こ

こ
れ
は

連

先
を
自
分
で
入
力
し
て
く
れ

さ
す
が
に
口

で

て

に
は
い
か
な
い
だ
ろ

私
が
入
れ
る
ん
だ

 
そ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
ク
ス

と
笑

た

 
ど
う
や
ら
高
校
時
代
に
結
衣
と
交
わ
し
た
会
話
を
思
い
出
し
た
ら
し
い

 
そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
自
分
の

話
番

と
メ

ル
ア
ド
レ
ス
を
そ
こ
に
入
力
し

 

の
入
力

が
無
い
事
に
気
が
付
き

首
を

げ
た

え

と

と
か
は
入
れ
な
く
て
い
い

あ
あ

う
ち
じ

そ
う
い
う
の
は
使

て
な
い
ん
だ

 
今
世
の
中
に
は
び
こ

て
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
じ

情
報
が
だ
だ

れ
に
な

て
安
全
性
が
確
保
出
来

な
い
か
ら
な
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代
わ
り
に
後
で
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
提

す
る
か
ら
ま
あ
好
き
に
使

て
く
れ

Ａ
Ｃ
Ｓ・

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
・
シ
ス
テ
ム
だ

使
い
方
も

け
ば
教
え
て
く
れ
る

 
ち
な
み
に
俺
の
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
ア
ド
レ
ス
は

０
８
０
８

だ

な
る
ほ
ど

了
解
よ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
が

と
り
あ
え
ず
そ
う
答
え
て
お
く
事
に
し
た

 
そ
し
て
入
力

に
向
き
直

た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

 
名
前
の
入
力

を
前
に

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
悩
ん
で
い
た

む
む
む

さ
す
が
に
本
名
は
ま
ず
い
よ
ね

い
や

逆
に
そ
れ
も
あ
り
か
な

 
王
子
な
ら
き

と

名
前
だ
け
で
私
の
身
元
を

り
出
し
ち

う
と
思
う
し

 
知
り
合
う
チ

ン
ス
で
は
あ
る
よ
ね

 
で
も
セ
キ

リ
テ

の
意
識
が

い
の
は
王
子
的
に
マ
イ
ナ
ス
か
も
し
れ
な
い
し
な

う

ん
 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
悩
み
は
実
は
ま

た
く
意
味
が
な
い

 
何
故
な
ら
番

だ
け
で
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
身
元
を

り
出
せ
て
し
ま
う
か
ら
だ
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メ
ア
ド
ま
で
あ
れ
ば
も
う

で
あ
る

ま
あ
ニ

ク
ネ

ム
に
し
と
け
ば
い
い
か

学
校
じ

で

ち

ん

だ
け
ど

こ
こ
は
一

つ 
そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

名
前
の

に

と
入
力
し
た

 
こ
れ
な
ら
イ
ニ
シ

ル
だ
と
誤
認
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思

た
か
ら
だ
が

 
前
述
し
た
理
由
で
ま

た
く
無
意
味
な
行
い
で
あ
る

こ
れ
で
よ
し

と

そ
れ
じ

あ
お
前
の
メ
ア
ド
相
手
に
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
案
内
を
送

て
お
く
か
ら
使

て
み
る
と
い

い
え
え

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
目
の
前
で
ど
こ
か
に
連

を
入
れ
た

お
ア
ル
ゴ
か

Ａ
Ｃ
Ｓ
の
使
用
許
可
を
頼
む

名
前
は

話
番

と
メ
ア
ド
は

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
知
ら
な
か

た
が

Ａ
Ｃ
Ｓ
の
使
用
許
可
を
頼
む
と
い
う
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ル
ゴ
に

当
人
物
の
身
元
を
洗
わ
せ
る

の

語
で
あ
る

 
元
々
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
は
使
用
許
可
な
ど
必
要
な
く
た
だ
指
定
の
場
所
に
ア
プ
リ
が
置
い
て
あ
る
だ
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け
な
の
だ

 
ち
な
み
に

り
の
者
達
も
そ
の
事
を
知

て
い
る
が
当
然
そ
の
事
を
指
摘
す
る
よ
う
な
馬

は
い
な
い

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

分
か

た
わ

宜
し
く
ね

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
の
間
に
契
約
が
成
立
し
た

 
そ
の
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
に
ど
こ
か
か
ら
メ

セ

ジ
が
入
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
言

た

使
用
準
備
が
整

た
ら
し
い

一

落
ち
て
確
認
し
て
く
れ
て
も
い
い
ぞ

そ
う
ね

お
花
摘
み
に
も
行
き
た
い
し

そ
う
さ
せ
て
も
ら
お
う
か
し
ら

三
十
分
く
ら
い
ゆ

く
り
し
て
き
て
く
れ
て
も
い
い
ぞ

 
そ
の

に
は
他
の
参
加
者
も
揃
う
だ
ろ
う
か
ら

狩
り
に
行
く
準
備
も
出
来
て
る
だ
ろ
う

分
か

た

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
わ
ね

 
そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後

ア
ス
ナ
達
は
ハ
チ
マ
ン
を
囲
ん
だ

ハ
チ
マ
ン
君
さ

き
の
メ

セ

ジ

て
あ
れ
だ
よ
ね
あ
の
子
の
素
性
に
関
す
る
連

だ
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よ
ねさ

す
が
だ
な
ア
ス
ナ

よ
く
分
か

た
な

Ａ
Ｃ
Ｓ
を
使
う
の
に
審
査
な
ん
か
無
い
は
ず
だ
も
ん

ま
あ
そ
れ
く
ら
い
は
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

そ
ん
な

で

お
い
詩
乃

何お
前
の
同
級
生
に

山
花
出
海

て
の
が
い
る
か
ら

一
応
マ

ク
し
と
け

え

あ
の
子

う
ち
の
学
校
の
生
徒
な
の

そ
ん
な

で
あ
い
つ
の
担
当
は
お
前
だ

と
は
い
え
ま
あ
別
に
何
も
す
る
必
要
は
無
い
か
ら
な

わ

分
か

た
わ

夜
に
で
も
調
べ
て
み
る

 
こ
う
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
身
元
は

に
さ
れ
た

知
ら
ぬ
は
本
人
ば
か
り
な
り
で
あ
る
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第
９
１
２
話
 
常
識
外
れ
な
狩
り

ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん

た
だ
い
ま

お
う

お
帰
り
ベ
ル

う
わ

人
が
か
な
り

え
て
る
ん
だ
ね

だ
な

み
ん
な
俺
の
仲
間
達
だ

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
間
に
も

人
は
ど
ん
ど
ん

え
て
い
く

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

フ
カ
次
郎

レ
ヴ

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

 
ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

イ
ロ
ハ

コ
マ
チ

リ

フ

レ
コ
ン

ク
リ
シ

ナ

フ

イ
リ

ス
の
他

 
珍
し
い
事
に
ア
サ
ギ
と
ナ
タ
ク

ス
ク
ナ
も
い
た

ほ
ぼ
全
員
集
合
で
あ
る

 
今
回
は
そ
れ
ほ
ど
大

模
な
狩
り
に
な
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
そ
の
場
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も

て
き
た

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

て
す
ぐ
に

 
Ａ
Ｃ
Ｓ
の

利
さ
を
体
感
し
た
興
奮
を
ハ
チ
マ
ン
に
ぶ
つ
け
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
場
の
雰
囲
気
が
一
変
し
て
い
た

に

部
屋
の

で

こ
ま
る
事
と
な

た
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そ
ん
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
話
し
か
け
る
者
が
い
た

シ
ノ
ン
で
あ
る

ハ
イ

こ
ん
な
敵
地
の
真

中
に
放
り
込
ま
れ
て

あ
な
た
も
大
変
ね

ま

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
け
ど

私
の

力
で
何
と
か
し
て
み
せ
る
わ

あ
ら

色
欲
が

に
本
領
を
発

す
る
の

 
こ
こ
ま
で
の
あ
な
た

て

全
然
色
欲

く
な
か

た
か
ら
楽
し
み
だ
わ

あ

あ
れ
は
敵
地
だ

た
か
ら
遠

し
て
た
だ
け
よ

そ
う
も
し
か
し
た
ら
さ

き
ま
で
の
あ
な
た
が
素
な
ん
じ

な
い
か
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

 
違

た
み
た
い
ね

も

も
ち
ろ
ん
よ

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

魔
す
る
者
は
い
な
い

 
と
い
う
か

今
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
グ
ロ
ス
・
フ

イ
ス
・
マ
ス
ク
を
装
着
し

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
を
着
て
い
る

に

誰
も
部
外
者
だ
と
は
思

て
い
な
い
の
だ

 
他
人
の
出

を
気
に
し
て
い
た
者
も
い
な
い

 
全
員
が

仲
間
の
う
ち
の
誰
か
だ
と
漠
然
と
思

て
い
た
だ
け
な
の
で
あ
る

人

も
揃

た
し

そ
ろ
そ
ろ
出
発
よ
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こ
れ
か
ら
ど
こ
に
行
く
の

そ
れ
が
笑

ち

う
の
よ

死
の
森

て
言
う
ら
し
い
わ

 
ど
う
せ
な
ら
死
の
森
で
い
い
じ

な
い

て
思

ち

う
わ
よ
ね

あ
は

本
当
に
ね

 
こ
こ
ま
で
の
会
話
で

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
シ
ノ
ン
が
い
い
人
だ
と
再
認
識
す
る
事
に
な

た

 
あ
く
ま
で
も
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
主
観
と
し
て

で
あ
る

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
を

て
前
に
出
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
も
手

き
し
て
き
た

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
お
ず
お
ず
と
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に

ん
だ

さ
て

そ
れ
じ

あ
今
日
の
ゲ
ス
ト
を
紹
介
す
る

さ
あ

お
前
の
真
の

を
見
せ
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
茶
化
す
よ
う
に
そ
う
言
い

 
そ
れ
を
普

の
格
好
に
な
れ
と
言

て
い
る
の
だ
と
理
解
し
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

 
メ
ニ

か
ら
ワ
ン
タ

チ
で
装
備
を

し
た

あ
ら

う
ち
の
メ
ン
バ

じ

な
か

た
ん
だ
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て
い
う
か
そ
の
マ

ク

て

敵
じ

な
い
で
す
か

先
輩

ど
う
い
う
事
で
す
か

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
胸
に
は

二
次
元

の
七

星
の
マ

ク
が
大
き
く

か
れ
て
い
た

 
こ
れ
は
七
つ
の
大
罪
の
マ

ク
で
あ
り

中
心
に
は

６
６
６

の

が
書
か
れ
て
い
る

み
ん
な

驚
い
た
と
思
う
が

こ
い
つ
は
七
つ
の
大
罪
の

部

 
色
欲
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

通
称
エ
ロ
姉
ち

ん
だ

ち

ち

と

公
の
場
で
そ
ん
な
呼
び
方
し
な
い
で
よ

あ
あ
ん

お
前
は
色
欲
だ
ろ

む
し
ろ
そ
う
呼
ば
れ
る
事
を

る
べ
き
な
ん
じ

な
い
の
か

う

そ

そ
れ
は
そ
う
な
の
か
も
だ
け
ど

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
力
技
で

ら
せ
た

 
突

込
み
ど
こ
ろ
満
載
で
は
あ
る
が
本
人
が

て
し
ま

た
の
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な

い
今
回
参
加
し
て
も
ら
う
事
に
し
た
の
は
戦
い
が

で
仕
方
が
な
い
こ
い
つ
を
多
少
は
鍛
え
て

や
る

だ
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今
の
ま
ま
じ

他
の

部
共
の

え
役
と
し
て
も

す
ぎ
る
か
ら
な

 
ち
な
み
に
こ
い
つ
に
あ
る

度
の
情
報
が
流
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が

 
何
も
心
配
す
る
事
は
無
い
と
い
う
事
を
最
後
に
言

て
お
く

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
の
言
葉
を

自
分
が

味
を

ら
れ
て
い
る
せ
い
だ
と
理
解
し
た
が

 
ま
さ
か
も
う
リ
ア
ル

れ
し
て
い
る
と
ま
で
は
想
像
出
来
な
か

た

 
先
ほ
ど
シ
ノ
ン
が
話
し
か
け
て
き
た
の
も
そ
れ

み
の
情
報
収
集
の
一

で
あ

た
が

 
さ
す
が
に
そ
の
事
か
ら
何
か
を

す
る
の
は
不
可
能
だ

な
ん
た

て
俺
達
は
連

先
を
交
換
す
る
く
ら
い
の
仲
の
い
い
友
達
だ
か
ら
な
は
は
は
は

は 
そ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
者
は
誰
一
人
と
し
て
存
在
し
な
か

た

 
何
故
な
ら
上
機

の
ハ
チ
マ
ン
の
横
で

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
何
と
も
い
え
な
い
微

な
表
情
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

ハ
ニ

ト
ラ

プ
に
引

か
か

た

と
い
う

で
も
な
さ
そ
う
だ
ね

と
い
う
か
ハ
チ
マ
ン
の
奴

絶
対
に
あ
の
子
の

味
を

て
ん
だ
ろ

あ
の
子
が
ち

と
か
わ
い
そ
う
に
な

て
き
た
わ
ね
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ま
あ
ど
ん
な
手

だ
ろ
う
と
ハ
チ
マ
ン
が
あ
い
つ
を

え
て
く
れ
る

て
な
ら
別
に
い
い
さ

ち

と

い
じ
め
は
そ
の
く
ら
い
に
し
て
さ

さ
と
出
発
し
ま
し

う
よ

お

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
い
じ
め
と
い
う
言
葉
を
ま

た
く
否
定
し
な
か

た

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
表
情
を
し

 
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
に

め
ら
れ
な
が
ら
出
発
す
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
今
日
の
目
的
地
は

ヴ

ル
ハ
ラ
が
速
攻
で
ボ
ス
を
倒
し
て
し
ま

た
事
で

 
ほ
と
ん
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

が
駆
け
足
で
通
り
過
ぎ
る
事
に
な

て
し
ま

た
三
十
二
層
の
奥

 
迷
宮
区
と
は
ま

た
く
関
係
な
い
方
向
に
あ
る

死
の
森

の
中
央
に
存
在
す
る
広
場
で

あ

た
レ
コ
ン

コ
マ
チ

釣
り
を
頼
む

ほ
い
ほ

い

久
々
だ
か
ら
張
り
切

ち

う
よ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ど
の
く
ら
い
釣

て
く
れ
ば
い
い
で
す
か

そ
の

り
は
任
せ
る

ま
あ
好
き
な
だ
け
釣

て
き
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た
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そ
の
狩
り
の
様
子
を
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン

そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
後
方
で
見
て
い
た

 
三
人
は
タ
ン
ク
に

果
は
薄
い
が
持
続
時
間
の
⻑
い

援
魔
法
を

当
に
か
け
る
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
た

 
初
心
者
の
二
人
は
簡

な

文
を
教
え
て
も
ら
い

多
少
は
ス
テ

タ
ス
が
上
が

た
事
で

 
そ
れ
を
実

出
来
る
よ
う
に
な

た
か
ら
で
あ
る

 
そ
し
て
や
や

張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ベ
ル
デ

ア
に
横
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
声
を
か
け

て
き
た

ベ
ル

び
び
る
な
よ

落
ち
着
い
て
な

う

う
ん

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
レ
コ
ン
が

て
き
た

 
そ
の
背
後
に
は
大

の
敵
の

が
見
え
る

多
分
三
十
体
く
ら
い
だ
ろ
う
か

エ
ロ
姉
ち

ん

兄
ち

ん
が
あ
あ
言
う
く
ら
い
だ
か
ら

 
ど
ん
な
に
や
ば
い
の
か
と
思

た
け
ど

大
し
た
事
な
い
ね

そ
う
ね

あ
れ
く
ら
い
な
ら
う
ち
で
も
余

だ
わ

 
ど
う
や
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
エ
ロ
姉
ち

ん
と
呼
ば
れ
る
事
に
抗
議
す
る
の
は

め
た
ら
し
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い 
そ
ん
な
呼
び
方
を
す
る
の
は
ベ
ル
デ

ア
と
ハ
チ
マ
ン
だ
け
な
の
で

 
実
害
は
ほ
ぼ
無
い
に

し
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う

あ

見
て

も
う
次
の
集
団
が
来
た
わ

え

も
う

ま
だ
最
初
の
敵
も
到
着
し
て
な
い
の
に

 
そ
の

間
に
戦
場
に

音
が

き

た
ど
う
や
ら
味
方
か
ら
の
遠

攻
撃
が
始
ま

た
よ

う
だフ

レ
イ
ム
ラ
ン
ス

気

ニ

ン

ユ
キ
ノ
ジ

ベ
リ
ン

 
魔
法
使
い
三
人
が
選
択
し
た
の
は

 
味
方
を

き
込
ま
な
い
よ
う
に
配

し
た
直
線
攻
撃
が
可
能
な
魔
法
で
あ

た

 
そ
の
魔
法
は
敵
集
団
を
真

直
ぐ
に

い
て
い
く

イ
ロ
ハ
さ
ん

あ
な
た
ま
た
そ
の
名
前
を

や
だ
な

先
輩

こ
れ
は
敬
意
の
表
れ
で
す

て
ば
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そ
ん
な
敬
意
は
い
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど

ま
あ
後
で
ち

と
お
話
し
し
ま
し

う
か

ひ

ア

ア
イ
ス
ジ

ベ
リ
ン
の
間
違
い
で
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
ん
な
一
幕
も
あ

た
が

敵
の

体
が
そ
の
魔
法
で
消
滅
し

 
遠

攻
撃
組
の
シ
ノ
ン

リ
オ
ン

レ
ヴ

が
更
に

体
を
倒
し
た

 
残
る
敵
を
タ
ン
ク
部

が
し

か
り
と

え
込
み

 
そ
こ
に
近
接
部

が
突
撃
し
て
第
一

は
あ

さ
り
と
壊
滅
し
た

そ
れ
が

々
と

り
返
さ

れ
て
い
く

 
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
は
敵
が
残

て
い
て
も
そ
の
タ

ゲ

ト
か
ら
外
れ
た

間
に
次
の
釣
り

に
向
か
う

 
敵
が

切
れ
る
時
間
は
ほ
ぼ
無
か

た

 
ち
な
み
に
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
も
三
人
同
様
に
近
接
ア
タ

カ

に

援
魔
法
を
か
け
て
い
る

よ
う
だ

 
基
本
暇
な

二
人
は

験

で
ど
の
ス
キ
ル
を
と
る
か
合
成
談
義
な
ど
を
交
わ
し
て
い
た

エ
ロ
姉
ち

ん

験

が
凄
い
事
に
な

て
な
い

え

え
え
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何
よ
こ
れ

こ
の
人
達

お
か
し
い

そ
れ
よ
り
も
気
に
な
る
の
は

 
そ
う
考
え
な
が
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
自
分
達
の
横
の
高
台
に
い
る
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
に
目

を
向
け
た

 
何
故
か
二
人
も

当
に

援
魔
法
を
使
う
だ
け
で
ま
と
も
に
戦
闘
を
す
る
気
は
な
い
よ
う
に

見
え
る

序

二

と
三

を
遊
ば
せ
て
お
く
な
ん
て

 
丁
度
そ
の
時
次
の
釣
り
が
来
な
く
な

た

番
で
言
え
ば
コ
マ
チ
の
番
で
あ
る

む

お
い
キ
リ
ト

ど
う
す
る

ま
だ
一
回
目
だ
し

俺
が
先
だ
な

分
か

た

任
せ
る

 
そ
の
会
話
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
も

こ
え
て
い
た
が

意
味
は
ま

た
く
分
か
ら
な
い

一
体
何
な
の
か
し
ら

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
立
ち
上
が
り

仲
間
達
に
こ
う
叫
ん
だ

キ
リ
ト
が
出
る

少
し
下
が

て
く
れ

え

え
え

ま
さ
か
の

騎
突
入
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ま
さ
か
と
は
思

た
が

キ
リ
ト
は
本
当
に
一
人
で
前
に
出
た

 
そ
し
て
前
方
か
ら

た
よ
う
に
コ
マ
チ
が
全
力
で
走

て
き
た

ご
め
ん

ち

と
多
く
な

た

分
か

て
る

キ
リ
ト
が
や
る

お
願
い

 
そ
ん
な
コ
マ
チ
の
後
方
に
は

ど
う
見
て
も

体
く
ら
い
の
敵
が
見
え
る

 
ど
う
や
ら
敵
の

の
調
整
を
ミ
ス

た
ら
し
い

 
ま
あ
い
き
な
り
敵
が
大

に

く
事
も
あ
る
の
で

こ
れ
は
よ
く
あ
る
事
で
あ
る

キ
リ
ト

頼
む

お
う

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
何
か
の

文
を

え
始
め

直
後
に
そ
の

が
い
き
な
り

ら
ん
だ

え

え

う
わ

兄
貴
が
巨
大
化
し
た

 
そ
こ
に
立

て
い
た
の
は

懐
か
し
の
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
さ
ん
の

で
あ

た

Ｇ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
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グ
リ

ム
ア
イ
ズ
は
二
つ
に
分
け
た

王

を
両
手
に
持
ち
そ
の
ま
ま
敵
へ
と

り
下
ろ
す

 

体
は
い
た
敵
が

そ
の
攻
撃
に
よ

て
ど
ん
ど
ん

に
変
え
ら
れ
て
い
く

う
わ

う
わ

兄
貴
凄
え
え
え
え
え
え
え

こ
れ
は
驚
い
た
わ
ね

ア
ス
モ
ち

ん

こ
れ
は
ど
ん
な
魔
法

え

え
え
と

確
か
に
闇
魔
法
で

を
変
え
ら
れ
る
も
の
は
あ
る
わ

 
あ
の
大
き
さ
だ
と
確
か
に
リ

チ
と
か
は

び
る
け
ど
で
も
実
力
は
変
わ
ら
な
い
み
た
い

な
そ
う

そ
れ
じ

あ
キ
リ
ト
君
が
本
当
に
強
い

て
事
な
の
ね

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

こ
れ
は
強
い

て
レ
ベ
ル
じ

な
い
で
し

う

 
心
の
中
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
そ
う
突

込
む
中

敵
は
あ

さ
り
と
殲
滅
さ
れ

 
元
の

に

た
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に

り

そ
の
場
に
座
り
込
ん
だ

ほ
れ
キ
リ
ト

回
復

な

お
う

サ
ン
キ

 
そ
し
て
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
狩
り
は
再
開
さ
れ
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
思
わ
ず
絶
叫
し

た
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あ

あ
ん
た
達
は
ど
う
し
て
平
然
と
し
て
る
の
よ

そ
う
言
わ
れ
て
も

い
つ
も
の
事
だ
し
な

ま
あ
落
ち
着
け

カ
ル
シ
ウ
ム
が
足
り
て
な
い
ん
じ

な
い
か

小

食
え
小

ま
あ
ま
あ
エ
ロ
姉
ち

ん

俺
達
は
言
わ
れ
た
通
り
に

援
魔
法
を
頑
張
ろ
う

も

本
当
に
意
味
が
分
か
ら
な
い

 
そ
ん
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
放
置
し

も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
狩
り
は
続
く



 第９１３話 今後の方針は

 
第
９
１
３
話
 
今
後
の
方
針
は

王
子
の
役
目

て
一
体
何
な
ん
だ
ろ

 
キ
リ
ト
が
大
暴
れ
し
た
後

し
ば
ら
く
は
平
穏
な
時
間
が
続
き

 
完
全
に
落
ち
着
き
を
取
り

し
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

そ
ん
な
疑
問
を

い
て
い
た

 
あ
れ
か
ら
何
回
か
多

の
敵
が
来
た
事
が
あ

た
の
だ
が
そ
の
時
も
キ
リ
ト
が
出
撃
し
て
い

た
か
ら
だ

よ
し

こ
の

り
で
一

休

だ

ト
イ
レ
に
行
く
な
ら
今
の
う
ち
に
な

 
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
か
ら
休

の
指

が
出
た

 
こ
の
場
所
に
敵
が
向
こ
う
か
ら
や

て
く
る
事
は
な
い
の
で

 
一
応
他
の
プ
レ
イ
ヤ

を

し
て
結
界
コ
テ

ジ
が
展
開
さ
れ
て
い
く

お
い
ベ
ル

お
前
も
こ

ち
に
来
い
よ

分
か
ら
な
い
事
が
あ

た
ら
教
え
て
や
る
か
ら

う
ん

今
行
く
よ

兄
ち

ん

 
こ
う
な
る
と
セ

ト
扱
い
さ
れ
て
い
る
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
当
然
そ
ち
ら
に
足
を
運
ば
ざ
る
を

得
な
い
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プ
リ
ン
と
共
に
ハ
チ
マ
ン
の
結
界
コ
テ

ジ
に
入
る
と

 
そ
こ
に
は
ハ
チ
マ
ン
の
他
に

ア
ス
ナ
と
シ
ノ
ン
が
い
た

わ

朝
田
さ
ん
だ
ま
あ
朝
田
さ
ん
は
私
と
は
ほ
ぼ
面
識
が
無
い
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
け

ど 
一
応
バ
レ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
い
と

 
当
然
そ
れ
は
手

れ
で
あ
る

シ
ノ
ン
は
記
憶
力
は
悪
く
な
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
リ
ア
ル
が

れ

そ
の
写
真
を
見
せ
ら
れ
た
時

 
即
座
に
現
代
遊
戯
研
究
部
の
受
付
に
い
た
人
物
だ
と
ハ
チ
マ
ン
に
報
告
し
て
お
り

 
二
人
は
そ
れ
で
あ
の
時
の
会
話
が

か
れ
て
い
た
可
能
性
に
思
い
当
た

て
い
た
の
で
あ
る

 
だ
が
シ
ノ
ン
の
学
校
で
ハ
チ
マ
ン
に
対
し
て
敵
対
的
な
行
動
を
と
る
と

 
い
じ
め
ら
れ
は
し
な
い
も
の
の
学
校
で
は
非
常
に
生
き
に
く
く
な
る
だ
ろ
う
と
の
シ
ノ
ン
の

指
摘
を
受
け

 
文
化
祭
が
行
わ
れ
た
の
が
七
つ
の
大
罪
が
反
ヴ

ル
ハ
ラ
色
を
強
め
る
前
だ

た
事
も
あ
り

 
お
そ
ら
く
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
は
明
確
な
目
的
が
あ
る

で
は
な
く

 
出
来
る
だ
け
ハ
チ
マ
ン
や
シ
ノ
ン
と
は
敵
対
し
た
く
な
い
な



 第９１３話 今後の方針は

 
く
ら
い
の
つ
も
り
で
動
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

さ
れ
て
い
た

 
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
間
違
い
で
あ
る

 
間
違
え
た
理
由
は

こ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
の
自

評
価
の

さ
か
ら
く
る

だ

た
か
ら
だ

 
学
校
で
あ
れ
だ
け
持
て

さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

 
シ
ノ
ン
の
学
校
の
女
子
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
ハ
チ
マ
ン
と
お
近

き
に
な
り
た
い
と
思

て
お

り 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
当
然
そ
の
一
人
だ
と
い
う
事
な
ど
ハ
チ
マ
ン
は
思
い
つ
き
も
し
な
か

た

の
で
あ
る

 
そ
の

正
し
い

を
出
来
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
シ
ノ
ン
だ
け
で
あ

た
が

 
学
校
で
の
シ
ノ
ン
の
立
場
は
強
く
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
ハ
チ
マ
ン
を
紹
介
し
て
く
れ
と
頼
ん
で
く
る
者

は
い
る
が

 
直
接
シ
ノ
ン
に
そ
ん
な
事
を
言

て
く
る
者
な
ど
は
存
在
せ
ず

 
Ａ
Ｂ
Ｃ
も
そ
の
事
を
シ
ノ
ン
に
報
告
し
た
り
は
し
な
い

 
シ
ノ
ン
も
同
様
に

そ
ん
な
事
は
ま

た
く
思
い
つ
き
も
し
な
か

た
の
で
あ
る

 
こ
の
場
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
誰
か
が
い
た
ら
そ
の
事
を
指
摘
し
て
く
れ
た
だ
ろ
う
が
こ
の
場
に
三
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人
は
い
な
い

 
な
の
で
こ
の
時
こ
の
場
に
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
と
シ
ノ
ン
が
い
た
の
は

 

に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ど
う
い
う
人
物
か

ち

と
観
察
し
て
み
よ
う
と

 
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
な
の
で
あ

た

さ
て

さ
す
が
に
こ
こ
は
色
欲

い
態
度
を
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
場
面
よ
ね

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
思
い
こ
と
さ
ら
に

・し
・な

を
作
り
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
お

を
言

た

今
日
は
こ
ん
な
素
敵
な
集
ま
り
に
お

き

き

本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
わ

そ
の

に
は
お
前

さ

き
は

分
と
取
り
乱
し
て
た
よ
な

あ
ら
あ
ら
う
ふ
ふ

言
わ
ぬ
が
花
と
い
う
事
も
あ
り
ま
し
て
よ

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
の
顔
が
少
し

く
な
り

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
自
分
の
色
気
が
ハ
チ
マ
ン
に
も
通
用
す
る
の
だ
と
内
心
で
ガ

ツ
ポ

ズ

を
し
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
が
顔
を

く
し
て
い
た
の
は

高
校
生
が
頑
張

て
背

び
し
て
や
が
る
と

 
必
死
に
笑
い
を

え
て
い
た

で
あ
り
決
し
て
色
気
に
惑
わ
さ
れ
た
と
か
そ
う
い
う
事
で
は



 第９１３話 今後の方針は

な
い

 
何
も
知
ら
な
け
れ
ば
あ
る
い
は
多
少
は
通
用
し
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
事
実
を
知
ら
れ
て
し
ま

た
今
と
な

て
は
も
う
手

れ
な
の
で
あ
る

エ
ロ
姉
ち

ん
は
や

ぱ
り
エ
ロ
い
ね

 
そ
の
時
ベ
ル
デ

ア
が
い
き
な
り
そ
う
言

た

 
プ
リ
ン
の
教
育
の
成
果
な
の
だ
ろ
う
が

素
直
す
ぎ
る
の
も
困
り
物
で
あ
る

 
だ
が
そ
ん
な
ベ
ル
デ

ア
に
対
し

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
余

な
態
度
を
見
せ
た

ふ
ふ

こ
れ
が
本
当
の
私
の

な
の
よ

ベ
ル
君

 
そ
れ
を
見
た
ア
ス
ナ
が

ひ
そ
ひ
そ
と
シ
ノ
ン
に

い
た

シ
ノ
ノ
ン

同
級
生
な
ん
で
し

完
全
に
色
気
で
負
け
て
な
い

し

失

ね

私
だ

て
本
気
を
出
せ
ば
あ
れ
く
ら
い
の
事
は
出
来
る
わ
よ

 
私
は
ハ
チ
マ
ン
と
二
人
き
り
の
時
以
外
は
あ
ん
な

を
見
せ
な
い
だ
け
よ

そ
う
な
ん
だ

ふ
ふ

 
こ
の
シ
ノ
ン
の
返
し
は

ア
ス
ナ
的
に
は
多
少
の
不

さ
を
感
じ
て
も
い
い
場
面
で
あ
る

 
だ
が
こ
こ
で
ア
ス
ナ
は
一
切
そ
ん
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
な
か

た
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シ
ノ
ン
も
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
同
様
に
背

び
を
し
て
い
る
と
分
か

て
い
る
か
ら
で
あ
る

 
む
し
ろ
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を

ア
ス
ナ
は
微
笑
ま
し
く
思

て
い
た

も
う

シ
ノ
ノ
ン
は
か
わ
い
い
な

ぐ

い

今
に
見
て
な
さ
い
よ

 
シ
ノ
ン
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た
が

そ
れ
は
敗
北
宣
言
を
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
事
に
本
人
は
全
く
気
付
い
て
い
な
い

 
シ
ノ
ン
は
も
う
少
し
恋
愛

験
を

む
必
要
が
あ
る
よ
う
だ

さ
て

こ
こ
ま
で
得
た

験

を
ス
テ

タ
ス
な
り
ス
キ
ル
な
り
に

る
と
い
い

 
基
本
好
き
に
し
て
も
ら
え
ば
い
い
と
思
う
が
分
か
ら
な
い
事
が
あ

た
ら
何
で
も
質
問
し
て

く
れう

ん

分
か

た

や

て
み
る
よ
兄
ち

ん

た
ま
に
は
二
人
で
冒
険
す
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
し

私
は
ベ
ル
に
あ
わ
せ
た
方
が
い
い
わ
よ

ね
い
や

ま
あ
ど

ち
か
が
回
復
魔
法
さ
え
使
え
れ
ば
何
と
で
も
な
り
ま
す
し

 
好
き
な
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
よ

プ
リ
ン
さ
ん



 第９１３話 今後の方針は

そ
う

ち
な
み
に
ラ
キ
ア
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は
ど
ん
な
感
じ
な
の

し
く
は
知
り
ま
せ
ん
が

あ
の
体
で
ご
つ
い
武
器
を

り
回
す
ら
し
い
で
す
よ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
は
あ
の
子
ら
し
い
わ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら

プ
リ
ン
は
ど
う
し
よ
う
か
と

 
自
分
が
か
つ
て
や

て
い
た
ゲ

ム
を
参
考
に
し
よ
う
と
考
察
を
始
め
た

私

女
性
キ

ラ

て
そ
こ
ま
で
使

て
な
い
か
ら
な

 
武
器
で
戦
う
な
ら
ソ
ウ
ル
エ

チ

じ

な
い

ソ
ウ
ル
エ

ジ
だ
け
ど

 
相
手
が
ご
つ
い
武
器
を
使
う

て
な
ら

私
も
そ
れ
な
り
の
武
器
を
使
わ
な
い
と
だ
し

 
そ
う
す
る
と
成
美
那

り
に
な
る
の
か
な

う
ん
そ
れ
で
い
い
や
問
題
は

馬
刀

か
ね

ハ
チ
マ
ン
君

馬
刀

て
作

て
も
ら
え
た
り
し
な
い
か
な

馬
刀
で
す
か

え

え
え

ま
あ
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す

後
で
ナ
タ
ク
に
相
談
し
て
み

て
下
さ
い

う
ん

そ
う
し
て
み
る
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は

ラ
キ
ア
と
プ
リ
ン
が
お

い
に
ご
つ
い
武
器
で
殴
り
あ
う
光
景
を
想
像
し



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
少
し

気
に
と
ら
れ
て
い
た
が
二
人
は
多
分

か
ら
そ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
直
し

 
ナ
タ
ク
に
メ

セ

ジ
を
送
り

プ
リ
ン
の
話
を

い
て
や

て
く
れ
と
頼
ん
で
お
い
た

で

ベ
ル
は
ど
う
す
る
ん
だ

回
復
魔
法
も
使
え
る
タ
ン
ク

セ
ラ
フ

ム
姉
ち

ん
み
た
い
に
な
り
た
い
か
ら

そ
う
か

あ
い
つ
に
色
々
教
え
て
も
ら
う
と
い
い

う
ん

 
二
人
の
育
成
方
針
が
決
ま

た
と
こ
ろ
で

ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
目
を
向
け
た

ち
な
み
に
お
前
戦
い
は
苦
手
だ

て
言

て
た
け
ど
ど
ん
な
ス
タ
イ
ル
な
の
か

い
て
も

い
い
か

あ

う
ん

上
か
ら
八
十

 
そ
う
言
い
か
け
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
ハ
チ
マ
ン
は

て
て

た

そ
ん
な
事
は

い
て
ね
え
よ

て
い
う
か
答
え
る
な
よ

 
し
か
も
そ
の

リ
ア
ル
の
だ
ろ

ど
う
見
て
も
お
前
の
そ
の
胸

九
十
以
上
あ
り
そ
う

だ
しハ

チ
マ
ン
君

よ
く
止
め
た
と
褒
め
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど



 第９１３話 今後の方針は

 
あ
の
一

で
よ
く
そ
こ
ま
で
気
が
回

た
よ
ね

 
も
し
か
し
て
こ

ち
で
の
ア
ス
モ
ち

ん
の
胸
の
サ
イ
ズ
が
ど
の
く
ら
い
か

 
ず

と
観
察
し
て
た
の
か
な

か
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
の

を
掴
ん
だ

そ
の

が
ギ
リ
リ
と
締
め
付
け
ら
れ

る
ち

違
う

こ
れ
は
あ
く
ま
で
こ
い
つ
の
戦
闘
力
を
分

す
る
過

で
だ
な

へ

戦
闘
力

て
何
の
戦
闘
力
か
な

 
こ
れ
は
今
夜

ベ

ド
の
中
で
き
ち
ん
と
説
明
し
て
も
ら
わ
な
い
と
だ
ね

ア

ア
ス
ナ

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
は
最
初
が

心
と
ば
か
り
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
相
手
に
マ
ウ
ン
ト
を
と
り
に
き

た
よ
う
だ

 
そ
の
直
接
的
な
言
葉
に
シ
ノ
ン
も

面
し

当
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も

面
し
た

 
ア
ス
ナ
は
満
足
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の

か
ら
手
を
離
し
た

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
君

話
の
続
き
を
ど
う
ぞ

お

お
う

で

お
前
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル

て
ど
ん
な
感
じ
な
ん
だ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

え

え
え

私
は
基
本
ヒ

ラ

よ

こ
の
胸
で

方
の

を

す
感
じ
か
し
ら

 
ご
希
望
と
あ
ら
ば

あ
な
た
相
手
に

し
て
み
て
も
い
い
の
だ
け
れ
ど

 
そ
の
言
葉
に
ア
ス
ナ
は
一

ピ
ク
リ
と
し
た

 
内
心
で
は
や
り
返
し
て
き
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

性
を
賞

し
て
い
た
の
だ
が

 
そ
の
事
を
口
に
出
す
事
は
な
い

そ
ん
な
の
は
い
ら
ん

そ
れ
じ

あ
攻
撃
は
出
来
な
い
の
か

い
い
え

一
応

を
使

て
い
る
わ

ヒ

ラ

と
し
て
は
珍
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

い
や

ま
あ
無
く
は
な
い
だ
ろ

 
う
ち
に
は
ヒ

ラ

な
の
に

前
線
に
突

込
ん
で
く
奴
が
こ
こ
に
い
る
し
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
の

を

き
寄
せ
た

 
そ
れ
は
ア
ス
ナ
の
機

を
と
る

で
あ

た
が

 
そ
の
行
動
に

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
だ
け
じ

な
く
シ
ノ
ン
も
顔
色
を
変
え
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
気
付
い
て
い
な
か

た
が

完
全
に

場
で
あ
る

へ

そ
う
な
ん
だ

を
使
う
ん
だ

そ
れ
な
ら
私
と
一

ね

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

さ
り
げ
な
く
ハ
チ
マ
ン
に
体
を
も
た
れ
か
け
さ
せ
た



 第９１３話 今後の方針は

 
ア
ス
ナ
は

る
で
も
な
く

こ
こ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
興
味

々
で
二
人
を
見
守

て
い
る

 
ハ
チ
マ
ン
に

き
寄
せ
ら
れ
た
事
で
余

が
出
た
と
い
う
の
も
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う

そ

そ
う
ね

そ
う
だ

私
今
度

ハ
チ
マ
ン
に
新
し
い

を
ね
だ
る
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど

 
そ
う
な

た
ら
今
の
無
矢
の

は
必
要
な
く
な
る
か
ら

あ
な
た
に
あ
げ
ま
し

う
か

え

あ

あ
れ
を

 
さ
す
が
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も

そ
の

し
出
を
感
情
に
任
せ
て
断
る
事
は
出
来
な
か

た

 
今
自
分
が
使

て
い
る

産
品
の

と
比
べ
る
と

性
能
が

違
い
だ
か
ら
で
あ
る

 
そ
し
て
す
ぐ
に
断
ら
な
か

た
事
で
シ
ノ
ン
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
上
下
関
係
も
ま
た
確
定
し

た 
シ
ノ
ン
は
上
機

に
な
り

ア
ス
ナ
は
や
る
な

と

内
心
で
シ
ノ
ン
に
賞

を
送

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

の
材
料
を
集
め
な
い
と
い
け
な
い
の
か
と

を
落
と
し

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
悔
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も

 
そ
も
そ
も
シ
ノ
ン
の
方
が
学
内
ヒ
エ
ラ
ル
キ

は
上
な
の
だ
か
ら

 
今
ま
で
と
比
べ
て
何
か
が
変
わ
る

で
は
な
い
と
即
座
に

り
切
り
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素
直
に
そ
の

し
出
を
受
け
る
事
に
し
た

そ
れ
は
非
常
に
助
か
り
ま
す
わ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
製
作
過

で
私
に
手
伝
え
る
事
が
あ

た
ら
何
で
も
手
伝
い
ま
す
わ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
言

て
シ
ノ
ン
に

を
下
げ
た

 
と
は
い
え
七
つ
の
大
罪
の
仲
間
達
の
前
で
無
矢
の

を
使

た
ら

 
下
手
を
す
れ
ば
裏
切
り
者
扱
い
を
さ
れ
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
こ
ま
で
思
い
至

て
は
い
な
い

そ
れ
じ

あ
何
か
あ

た
ら
誘
う
わ
リ
ア
ル
の
連

先
を
私
に
も
教
え
て
も
ら

て
い
い

え

え
え

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
か
な
り
迷

た
が

そ
の

し
出
を

し
た

 
と
も
あ
れ
そ
れ
で
話
は

ま
り

今
後
の
活
動
方
針
は
定
ま

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
狩
り
を
再
開
す
る
か

そ
う
だ
ね

み
ん
な
も
も
う

て
き
て
る
み
た
い
だ
し
ね

 
こ
う
し
て
狩
り
が
再
開
さ
れ
る
事
に
な

た
が



 第９１３話 今後の方針は

 
そ
の
最
後
が
あ
ん
な
事
に
な
る
と
は

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
想
像
も
し
て
い
な
か

た
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第
９
１
４
話
 
神
崎
エ
ル
ザ
の
歌
声

 

日
の
展
開
か
ら
何
故
こ
ん
な
タ
イ
ト
ル
に

 
再
開
さ
れ
た
後
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
狩
り
は
先
ほ
ど
ま
で
と
そ
う
変
わ
ら
ず
に
進
ん
で
い

た

 
だ
が
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
と

て
は
大
き
な
変
化
が
あ

た

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
の
近
く
に
呼
ば
れ
一

に
攻
撃
す
る
事
に
な

た
の
で

あ
る

 
当
初
は
一

に
遠

攻
撃
を
行

て
い
た
レ
ヴ

は

き
た
の
か

今
は
近
接
攻
撃

に
混

じ

て
い
る

ハ
イ

宜
し
く
ね

よ

宜
し
く

 
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
手
を
差
し
出
し

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
そ
の
手
を
柔
ら
か
く

り
返
し
た
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不
慣
れ
な
の
だ
け
れ
ど

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
ね

 
実
に
友
好
的
に
話
は
進
み

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
二
人
の
横
で
久
し
ぶ
り
に

を
使
い

 
敵
に
向
か

て
攻
撃
を
加
え
続
け
た

は

久
々
だ

た
け
ど

結

当
た
る
も
の
よ
ね

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
思
い
な
が
ら
ス
ト
レ
ス
解
消
と
ば
か
り
に
矢
を
放
ち
ま
く

て
い
た

あ
な
た

中
々
や
る
わ
ね

道
で
も
や

て
た
の

う
う
ん
今
ま
で
色
々
な
ゲ

ム
を
や

て
き
た
け
ど
ず

と
遠

武
器
を
使

て
た

て

だ
け
よ

へ

ゲ

ム
歴

⻑
い
ん
だ

え

え
え

ま
あ
そ
れ
な
り
に
ね

い
い
な

私
も
も

と
色
々
な
ゲ

ム
を
や

て
み
た
い
の
よ
ね

 
で
も
バ
イ
ト
と
か
も
あ
る
し

中
々
そ
の
機
会
が
な
い
の
よ

 
そ
う
だ

こ
の
前
う
ち
の
学
校
の
文
化
祭
で
見
た
ん
だ
け
ど

 
学
校
に
現
代
遊
戯
研
究
部

て
の
が
あ

た
の
よ
ね

 
あ
そ
こ

て
学
校
で
ゲ

ム
と
か
出
来
な
い
の
か
し
ら

今
度
調
べ
て
み
よ

と
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シ
ノ
ン
が
そ
う
言

た

間
に

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
息
を
飲
ん
だ

そ

そ
れ
は
勘

し
て
欲
し
い
け
ど

な
事
は
言
え
な
い
し

ど
う
し
よ
う

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
困
り
果
て

に
先
ほ
ど
シ
ノ
ン
が
口
に
し
て
い
た
事
を
活
用
す
る
事
に

し
たで

も
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
の
な
ら

そ
ん
な
余

は
無
い
の
で
は
な
く
て

 
だ

て
そ
う
い
う
部
活
の
活
動
時
間

て
大
体
放
課
後
で
し

う

う

ん
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
よ
ね
と
り
あ
え
ず
話
を

く
だ
け

い
て
み
て
判
断
し
よ

と
そ

そ
う
ね

話
く
ら
い
は
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
言
う
他
は
な
く

密
か
に

を

め
る
事
と
な

た

 
そ
ん
な
中

特
に
会
話
に
参
加
し
て
こ
な
か

た
理
央
が

素

狂
な
声
を
上
げ
た

あ
れ

ね

釣
り
が
止
ま

た
み
た
い

あ
あ

ま
あ
確
か
に
そ
ろ
そ
ろ
予
定
し
て
た
終
了
時
間
だ
し

 
今
日
は
こ
こ
ま
で

て
感
じ
な
ん
じ

な
い

で
も
釣
り
の
二
人
と
も

ま
だ

て
な
い
ん
だ
よ
ね
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あ
れ

そ
う
い
え
ば
そ
う
ね

 
三
人
は

し
合
わ
せ
る
で
も
な
く

チ
ラ
リ
と
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

 
丁
度
ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
上
が
る
と
こ
ろ
で
あ
り

そ
の
ま
ま
仲
間
達
に
大
声
で
呼
び
か
け
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
戦
闘
は
こ
こ
ま
で

多
分
次
が
最
後
の
釣
り
に
な
る
だ
ろ
う
が

 
そ
れ
は
俺
が
や
る
か
ら
み
ん
な
は
俺
に

当
な
強
化
魔
法
で
も
か
け
て
お
い
て
く
れ

 
実
戦
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
く
て
も

 
ま
あ

い
音

の
簡

な
魔
法
を
か
け
て
く
れ
れ
ば

験

は
入
る
か
ら

 
分
か
ら
な
い
奴
は
ク
リ
シ

ナ
に
で
も

い
て

え
て
く
れ
れ
ば
い
い

 
三
人
も
そ
の
言
葉
を
受
け
て
言
わ
れ
た
通
り
に
し
よ
う
と
動
き
出
し
た
が

 
そ
れ
は
何
故
か
ハ
チ
マ
ン
に
止
め
ら
れ
た

シ
ノ
ン

リ
オ
ン

そ
れ
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
こ
で
待
機
し
て

俺
を
手
伝

て
く
れ

て

手
伝
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
自
分
に
何
か
出
来
る
事
は
あ

た
か
と
首
を

げ
た

 
そ
の
横
で
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は
や
や
顔
を

く
し
て
い
る

凄
く

な
予
感
が
す
る
ん
だ
け
ど
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わ

私
も

え
 
自
分
で
も
出
来
る

度
の
た
だ
の
手
伝
い
だ
と
思
う
が

そ
ん
な
に
大
変
な
ん
だ
ろ
う
か

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
思
い
な
が
ら

再
び
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

お

来
た
み
た
い
だ
な

お
お

凄
い
大

だ
な

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
受
け

キ
リ
ト
が
興
奮
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が

て
て

り
向
く
と
そ
こ
に
は
見

す
限
り
の
敵
敵
敵
の

が
あ

た
ち

ち

と
多
す
ぎ
な
い

何
よ

敵
が
九

地
面
が
一
じ

な
い

お

落
ち
着
い
て
シ
ノ
ン

ハ
チ
マ
ン
が
こ

ち
に
歩
い
て
き
て
る
よ

 
そ
の
リ
オ
ン
の
言
葉
通
り

い
つ
の
間
に
か
ハ
チ
マ
ン
が
こ
ち
ら
の
す
ぐ

ま
で
来
て
い
た

お
い
シ
ノ
ン
リ
オ
ン
お
前
達
は
見
た
事
が
あ
る
か
ら
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
分
か

て
る

よ
な
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や

や

ぱ
り
ア
レ

お
う

他
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
だ
ろ
こ
ん
な
の

わ

分
か

た
わ

 
そ
の
言
葉
の
意
味
が

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
は
ま

た
く
分
か
ら
な
い

 
だ
が
遠
く
に
い
る
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
が
リ
ラ

ク
ス

態
に
な

て
い
る
事
か
ら
し

て 
こ
の

況
を
ひ

く
り
返
せ
る
何
か
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
判
断
し

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
大
人
し
く
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
待

た

よ
し

と
り
あ
え
ず
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
俺
の
背
中
に
触
れ
ろ

 
リ
オ
ン
と
シ
ノ
ン
は
俺
の
両

に
触
れ
て
い
れ
ば
い
い

え

え
え

ほ
ら

く
し
ろ

敵
が
来
ち
ま
う

わ

分
か

た
わ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

三
人
の
目
の
前
で
両

を
広
げ

中

に
な

た

 
ま
る
で

イ

グ
ル
の
ポ

ズ

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
格
好
で
あ
り
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そ
れ
を
見
た
他
の
者
達
は

遠
く
で
腹
を

え
て
笑

て
い
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
い
た
く
真
面
目
な
表
情
を
し
て
お
り

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
言
わ
れ
た
通
り

 
ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ
に
近
付
い
て
い

た

 
そ
ん
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
目
の
前
で
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
両

を
そ
の

で

き
し
め
た

お
い
お
前
ら

集
中
が

が
れ
る
だ
ろ
う
が

触
る
だ
け
で
い
い

い
・
や
・
よ

 
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

告
に
同
時
に
こ
う
答
え
た

実
に
仲
が
い
い

は

ま
あ
い
い

時
間
が
な
い
か
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も

く

う

う
ん

 
そ
う
言

て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
目
の
前
で
両
手
を
広
げ
る
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
に
お
ぶ
さ

た

お
い

何
故
お
ぶ
さ
る

触
る
だ
け
で
い
い

て
言

た
だ
ろ

え

あ

い
や

だ

て
そ
の
格
好

い
か
に
も
こ
う
し
ろ

て
感
じ
だ

た
か
ら

く

も
う
本
当
に
時
間
が
な
い
か
ら
こ
の
ま
ま
で
い
い
い
い
か
何
が

こ

て
も

静

で
い
ろ
よ
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わ

分
か

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

文
の
よ
う
な
物
を

え
始
め
た

あ

こ
れ

て
さ

き
剣
王
が

え
て
た
の
と
同
じ

文

 
そ
う
思
う
間
も
な
く

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
意
識
は
光
に
飲
ま
れ

 
次
の

間
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
と
一

に
コ
ク
ピ

ト
の
よ
う
な
部
屋
の

中
に
い
た

え

こ
こ
ど
こ

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
中
だ
よ

メ

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス

 
ど
う
や
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ト
ラ
フ

ク
ス
で
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
が
暴
れ
た
事
を
知
ら
な
い
ら

し
く

 
き

と
ん
と
し
た
表
情
で
こ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン
が
私
達
を

き
込
ん
で
変
身
し
た
の
よ
そ
こ
の
モ
ニ
タ

か
ら
外
の
様
子
が
見
ら

れ
る
わ

え

き

目
の
前
に
敵
が
こ
ん
な
に
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次
の

間
に

モ
ニ
タ

の
中
に
銃
口
の
よ
う
な
物
が
現
れ
た

 
よ
く
見
る
と
そ
れ
は

人
の

の
先
が
銃
口
に
な

た
よ
う
な
作
り
に
見
え
る

あ

あ
れ
は

私
達
を
取
り
込
ん
だ
ん
だ
か
ら

マ
シ
ン
ガ
ン
か
何
か
な
ん
で
し

う
ね

ま
さ
か
自
分
が
こ
の
立
場
に
な
る
な
ん
て

 
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は
ど
こ
か
楽
し
そ
う
に
そ
う
言
い
そ
し
て
三
人
の
目
の
前
で
殺

が
始

ま

た

  
そ
の
少
し
前

残
り
の
メ
ン
バ

達
は

ハ
チ
マ
ン
が
何
を
す
る
の
か
察
し

 
そ
の
事
を
気
楽
そ
う
に
話
し
て
い
た

お
い
ア
ス
ナ

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
は
あ
れ
を
や
る
つ
も
り
な
ん
だ
よ
な

う
ん

多
分
そ
う
だ
と
思
う

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
再
び

み
た
い
な

で

今
回
選
ば
れ
た
の
が
あ
の
三
人
か

そ
う
ね

今
回
は
一
体
ど
ん
な

に
な
る
ん
だ
ろ

 
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
と
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
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ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
が
イ

グ
ル
の
ポ

ズ
を
と
る
の
を
見
た

お

お
い
ア
ス
ナ

笑

ち

失

 
見
る
と

囲
で
は
全
員
が
笑
い
転
げ
て
お
り

に
ア
ス
ナ
も

え
き
れ
な
く
な

た
の
か

 
声
を
出
し
て
笑
い
始
め
た

あ
は
は
は
は

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
し
て
そ
の
ポ

ズ
を
選
ん
だ
の

何
で
な
ん
だ
ろ
う
な

ハ
チ
マ
ン

て
た
ま
に
謎
だ
よ
な

し
か
も
凛
々
し
い
表
情
を
し
て
る
の
が
何
と
も
絶

な

 
そ
の
横
で
は

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
興
奮
し
た
様
子
で
レ
ヴ

に
質
問
を
し
て
い
た

お
い
レ
ヴ

一
体
何
が

こ
る
ん
で
す

お
い
兄
貴

何
だ
よ
そ
の

り
方

こ
れ
が
こ
う
い
う
時
の
ヨ
ウ
シ
キ
ビ
な
ん
だ

て

前
に
ハ
チ
マ
ン
に
教
わ

た
ん
だ

ハ
チ
マ
ン
の
差
し
金
か

ま
あ
い
い

 
こ
れ
か
ら
兄
貴
の
大
好
き
な
ヒ

ロ

ロ
ボ

ト
シ

が
始
ま
る
か
ら
よ
く
見
て
な

て

お
お

ダ
イ
マ
ジ

ン
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微

に
間
違

た
事
を
言
い
な
が
ら

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
わ
く
わ
く
と
そ
う
叫
ん
だ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ハ
チ
マ
ン
に
お
ぶ
さ

た
時
点
で
一

ア
ス
ナ
の
機

が
急
降
下
し
た
が

 
そ
の
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
の

が
変
化
し

そ
こ
に
は
両

が
銃
と
な
り

 
更
に
ま
る
で
ガ
ン
キ

ノ
ン
の
よ
う
に

に
大
砲
を
背
負

た
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の

が
あ

た
お
お
う

こ
れ
は
ま
た

手
な

に
な

た
な

見
て

モ
ブ
が
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
に
殺
到
し
て
い
く
よ

 
そ
こ
か
ら
蹂
躙
戦
が
始
ま

た

 
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
は
敵
に

準
を
付
け
る
事
も
な
く
全
て
の
砲
門
を
開
い
て
敵
に
銃
撃
を

び

せ
続
け
た

あ

あ
れ

何
か

こ
え
な
い

こ
れ
は

歌

神
崎
エ
ル
ザ
の
声
に

こ
え
る
ん
だ
け
ど

 
そ
し
て
戦
場
に

神
崎
エ
ル
ザ
の
ノ
リ
ノ
リ
な
歌
声
が

き

た
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コ
ク
ピ

ト
の
中
の
三
人
は

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
が
攻
撃
を
始
め
る
と

 
そ
の
無
敵
さ
に
大

り
上
が
り
と
な

て
い
た

う
わ

何
こ
れ

無
双
ゲ

前
も
き

と
こ
ん
な
感
じ
だ

た
ん
だ
ろ
う
ね

あ
は
は
は
は

本
当
に
意
味
が
分
か
ら
な
い
わ
ね

あ
は
は
は
は
は
は

 
そ
ん
な
中

コ
ク
ピ

ト
内
に
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
の
声
が

き

た

お
い
シ
ノ
ン

そ
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
せ

そ
れ
で
更
に
パ
ワ

ア

プ
す
る

 
そ
う
言
わ
れ
た
シ
ノ
ン
は

に
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
し

そ
の

間
に
戦
場
全
体
に

 
凄
ま
じ
い
音

で
戦

も
の
の
歌
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

ノ
リ
の
い
い
曲
が
流
れ
始
め
た

こ

こ
れ
は

神
崎
エ
ル
ザ
に
作

作
曲
し
て
も
ら

た

戦
え

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス

て
歌
だ

あ

あ
ん
た

何
考
え
て
る
の
よ

ふ
ふ
ん

い
い
だ
ろ

や

ぱ
り
こ
う
い
う
ノ
リ
は
必
要
だ
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
得
意
げ
に
そ
う
言
い

 
二
人
は
思
わ
ず
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
名
前
を
口
に
出
し
そ
う
に
な

た
が
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そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
が

続
け
て
こ
う
言

た

い
や

ロ
ビ
ン
は
神
崎
エ
ル
ザ
の
フ

ン
だ
か
ら
こ
れ
を

か
せ
て
や
れ
な
か

た
の
は

残
念
だ

 
そ
れ
で
二
人
は
ハ

と
し
た

部
外
者
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
前
で

 
神
崎
エ
ル
ザ
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
同
一
人
物
だ
と

す
る
よ
う
な
事
を

 
う

か
り
言
い
そ
う
に
な

て
い
た
事
に
気
が
付
い
た
か
ら
だ

 
そ
ん
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

か
ん
と
し
た
顔
を
し
て
い
た
が
す
ぐ
に
真
顔
に
な
り
ハ
チ
マ

ン
に
言

た

え

あ
な
た

て
神
崎
エ
ル
ザ
と
知
り
合
い
な
の

お
う

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

サ

サ
イ
ン

私

サ
イ
ン
が
欲
し
い
ん
だ
け
ど

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
色
欲
の

技
を
す
る
事
も
忘
れ

必
死
な
顔
で
そ
う
言

た

そ
う
だ
な

お
前
が
俺
を
裏
切
ら
な
い
と
分
か

た
ら

考
え
て
や
ら
な
い
で
も
な
い

ほ

本
当
ね

約
束
よ

あ
あ

約
束
だ
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そ
の
会
話
を
横
で

い
て
い
た
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
は

 
こ
れ
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ヴ

ル
ハ
ラ
を
裏
切
る
事
は
無
さ
そ
う
だ
と
安
心
し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
全
開
ノ
リ
ノ
リ
で
敵
を
殲
滅
だ

  
神
崎
エ
ル
ザ
の
歌
声
を
バ

ク
に

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
は
敵
を

の

に
し

 
凄
ま
じ
い
速
度
で

験

が
全
員
に
加
算
さ
れ
て
い
く

あ
は
は
は
は

ハ
チ
マ
ン
の
奴

こ
こ
ま
で
す
る
の
か

エ
ル
ザ
の
好
き
そ
う
な
仕
事
よ
ね

仕
事
じ

な
く
タ
ダ
で
や

て
そ
う
だ
け
ど
な

ど
う
か
な

ハ
チ
マ
ン
に

で
も

ら
せ
て

つ
い
で
に

て
欲
し
い
と
か

 
そ
れ
く
ら
い
の

件
は
出
し
た
ん
じ

な
い
か

 
実
は
そ
れ
は
事
実
で
あ

た

そ
の
約
束
は

後
日

行
さ
れ
る
事
に
な

て
い
る
の
だ

 
大
地
を

わ
せ
立
ち
上
が

れ
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
よ

三
人
の
仲
間
と
共
に
敵
を
倒
す
の

だ
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仲
間
に
よ

て

を
変
え
る

我
ら
が
メ
カ
ニ
コ
ラ

ス

だ
だ
だ
だ
だ

ニ
コ
ラ
ス
・
ソ

ド

ニ
コ
ラ
ス
・
ビ

ム

ニ
コ
ラ
ス
・
ビ

グ
バ
ア
ア
ア
ア
ア

ン 
向
か
う
所
敵
な
し

我
ら
が
メ
カ
ニ
コ
ラ

ス
奴
の
通

た
所
に
は
死
が
あ
る
の
み
さ

 
正
義
じ

な
い
が
悪
の
天
敵
最
強
ロ
ボ
メ
カ
ニ
コ
ラ

ス
メ
カ
ニ
コ
ラ

ス
メ
カ
ニ

コ
ラ

ス

  
そ
し
て
ノ
リ
ノ
リ
な
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
に
よ

て
全
て
の
敵
が
殲
滅
さ
れ

り
に
静

が
訪
れ

た 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
変
身
を
解
き

三
人
と
共
に
空
中
に

を
現
し
た
が

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
背
中
に
張
り
付
い
て
い
る

に

ば
た
く
事
が
出
来
な
い

う
お

落
ち
る

お
前
ら

と
に
か
く
飛
べ

 
そ
れ
で
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

を
広
げ
落
下
し
て
い
た
四
人
は
そ
こ
で

安
定
し
た

 
そ
し
て
四
人
は
ふ
よ
ふ
よ
と
仲
間
達
の
所
に
飛
ん
で
き
て
ペ
タ
ン
と
い

た
感
じ
で
無
事
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に
着
地
し
た

ふ
う

さ
す
が
に
疲
れ
た

し
ば
ら
く
動
け
ん

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
場
に
座
り
込
み

 
三
人
が
離
れ
た
の
を
見
計
ら

て
そ
の
場
に
大
の

に
な

た

ハ
チ
マ
ン
君

大
丈
夫

悪
い
ア
ス
ナ
自
力
じ

き
れ
そ
う
に
な
い
会
を
解
散
し
て
帰
る
時
に

こ
し
に
き
て

く
れう

ん

分
か

た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
の
手
に
よ

て
今
日
の
狩
り
は
終
了
し
他
の
者
達
は
そ
の
ま
ま
街
に

た

 
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
は
セ
ラ
フ

ム
が
案
内
し
今
日
の
狩
り
で

山
流
れ
て
き
た
素
材
を

た
後

 
ナ
タ
ク
を
交
え
て
装
備
に
つ
い
て
相
談
す
る
ら
し
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

験

の
扱
い
は
後
日
に
し
て

今
日
は
こ
の
ま
ま
落
ち
る
そ
う
だ

 

て
き
た
七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

と

合
わ
せ
を
す
る
の
が

な
の
だ
ろ
う

ハ
チ
マ
ン
君

終
わ

た
よ
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お
う

悪
い
な

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
行
く
と
す
る
か

あ

や

ぱ
り
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

で

ど
こ
に
行
く
の

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
だ

て
事
は

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
の
偵
察
だ
ね

そ
う
い
う
事
だ

少

で
行
き
た
か

た
か
ら
な

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
様
子
か
ら
自
分
に
何
か
用
事
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
悟

て
い
た
よ
う

だ 
同
時
に
目
的
地
を
告
げ
ら
れ
た
だ
け
で
そ
の
意
図
を
す
ぐ
に
理
解
す
る
と
こ
ろ
は

 
さ
す
が
は
正
妻
と
い

た
感
じ
で
あ
る

待
て
よ
ハ
チ
マ
ン

そ
れ
な
ら
俺
達
も
連
れ
て
け
よ

そ
う
そ
う

私
達
も
い
た
方
が
安
全
で
し

だ
ね

み
ん
な
で
そ
の
コ
ウ
リ

ク
ダ
ン
と
や
ら
を
見
に
行
こ
う
じ

な
い
か

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
て
き
た
の
は

 
ど
こ
か
ら
か

を
現
し
た
残
り
の
三
人
の
副
⻑
で
あ

た

お

と

お
前
ら
に
も
バ
レ
て
た
か
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も
し
二
人
で
デ

ト
と
か
だ

た
ら
遠

し
た
け
ど
な

偵
察
な
ら
問
題
な
い
だ
ろ

こ
の
五
人
が
い
れ
ば

何
が
相
手
で
も
と
り
あ
え
ず
問
題
な
い
で
し

う
し
ね

は

仕
方
な
い

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
で
行
く
か

そ
れ
よ
り
も
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
は
ま
だ
狩
り
を
続
け
て
い
る
の
か
し
ら

当
分
狩
り
は
続
行
だ
と
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
に
確
認
は
と

て
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ

あ
ら

頑
張
る
の
ね

う
ち
の

が
良
す
ぎ
な
だ
け
な
ん
だ
け
ど
ね

ま
あ
そ
ん
な

で

と
り
あ
え
ず
出
発
だ

了
解

 
こ
う
し
て
五
人
は
そ
の
ま
ま
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
へ
と
向
か
う
事
に
な

た
の
だ

た
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第
９
１
５
話
 
ワ
ン
ダ
ラ

 
一
方
こ
ち
ら
は
ハ
チ
マ
ン
ら
と
別
れ
て

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
と
狩
り
に
来
た
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
二
人
で
あ
る

思

た
よ
り
し

か
り
仕
切

て
る
み
た
い
じ

な
い
か
よ

ラ
キ
ア

 
ス
プ
リ
ン
ガ

に
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
キ
ア
は

う
ん
う
ん
と

い
た

 
七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

に
よ
る
狩
り
の
仕
切
り
は
よ
く
言
え
ば
堅
実
悪
く
言
え
ば
平

で
あ

た

 

し
く
後
述
す
る
が

基
本
は
釣
り
役
が
八
匹
く
ら
い
の
敵
を
釣
り

 
そ
れ
を
十
一
に
分
け
た
チ

ム
の
う
ち
の
八
チ

ム
が
相
手
を
し
一
チ

ム
が
釣
り
を
行
う

 
そ
し
て
ロ

テ

シ

ン
で
残
り
の
二
チ

ム
が
休
む
と
い
う
流
れ
で
あ
る

 
ロ

テ

シ

ン
故
に
一
つ
の
チ

ム
が
休
め
る
の
は
戦
闘
二
回
分
の
時
間
と
い
う
事
に
な

る 
確
か
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
狩
り
と
比
べ
る
と

が
悪
い
事
こ
の
上
な
い
が
こ
れ
は
仕
方
が
な

い
の
で
あ
る
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何
故
な
ら
複

の
敵
を
相
手
に
タ

ゲ

ト
を

持
出
来
る
高
レ
ベ
ル
の
タ
ン
ク
は

 
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は

え
る

し
か
い
な
い
か
ら
で
あ
る

 
必
然
的
に
敵
の
タ

ゲ

ト
は
ア
タ

カ

が
持
ち
回
り
で
引
き
受
け
る
事
に
な
り

 
敵
が
強
い

無
理
は
出
来
な
い
と
い
う
事
に
な
る
の
だ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が

場
す
る
ま
で
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
完
全
な
る
剣
と
魔
法

・の
・み

の
世
界
で
あ

た

 
更
に
言
う
と

ソ

ド
ス
キ
ル
が

入
さ
れ
る
ま
で
は

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
魔
法
偏
重
な
バ
ラ
ン
ス
だ

た

 
魔
法
使
い

び
魔
法
剣
士
と
し
て
プ
レ
イ
し
て
い
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

た

 
だ
が
そ
の
流
れ
を
ヴ

ル
ハ
ラ
が
劇
的
に
断
ち
切

た

 
ユ
キ
ノ
達
が
少

な
が
ら
も
名
を

か
せ
て
い
た
理
由
の
一
つ
は
ユ
イ
ユ
イ
の
存
在
で
あ

た 
そ
の

か
ら
一
部
の
者
に
は
タ
ン
ク
職
と
し
て
ス
キ
ル
を

成
し
た
場
合
の

用
性
が
知
ら
れ

て
い
た
が

 
そ
の
ユ
キ
ノ
達
の
パ

テ

を

ご
と
取
り
込
み

 
更
に
セ
ラ
フ

ム
を
加
え
た
ヴ

ル
ハ
ラ
が
無
敵
の
強
さ
を

た
事
で
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今
や
ど
の
ギ
ル
ド
で
も

タ
ン
ク
の
育
成
は
急

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

た

 
だ
が
タ
ン
ク
の
な
り
手
は
今
で
も
驚
く
ほ
ど
少
な
い

 
理
由
は
一
つ

い
な
く
て
も
戦
闘
に
関
し
て
は
何
と
か
な

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

 
つ
い
で
に
言
う
と
装
備
も
ま
だ
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

 
何
故
な
ら
タ
ン
ク
用
装
備
の
設
計
に

わ
る
職
人
が
少
な
い
か
ら
だ

 
そ
れ
は
偏
に
タ
ン
ク
人
口
が
少
な
い
が
故
の

装
備

要
の
少
な
さ
に
由
来
す
る

 
ギ
ル
ド
の
戦
闘
力
を
高
め
る

に
も
貴
重
な
資
源
は
最
初
に
ア
タ

カ

に
回
さ
れ
る
の
が
常

で
あ
り

 
タ
ン
ク
に
回

て
く
る
の
は
か
な
り
後
と
な
る

そ
も
そ
も

要
が
発
生
せ
ず

 
ア
タ

カ

相
手
に
商

を
し
て
い
れ
ば
職
人
と
し
て
は
そ
れ
で
十
分

げ
て
し
ま
う
の
だ

 
な
の
で
本
気
で
タ
ン
ク
用
装
備
を
研
究
す
る
者
は
と
て
も
少
な
く

 
そ
れ
ら
の
要
因
を
総
合
し
た
結
果
タ
ン
ク
人
口
が
あ
ま
り

え
な
い
と
い
う
悪

に
陥

て
い
る
の
だ

 
今
回
の
狩
り
に
参
加
し
て
い
た
の
は

七
つ
の
大
罪
が
三
十
八
名

 
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
が
十
名

Ａ
Ｌ
Ｏ
攻
略
軍
が
二
十
二
名
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ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

が
二
名

チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
が
十
四
名
な

 
八
名
を
一
パ

テ

と
し
て

十
一
パ

テ

編
成
で
狩
り
が
行
わ
れ
て
い
る

 
そ
れ
ぞ
れ
の
ギ
ル
ド
は
交
流
を
深
め
る

に
出
来
る
だ
け

パ

テ

に

に
分
け
ら
れ

て
お
り

 
唯
一
の

外
が
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

を

む
パ

テ

で

六
人
編
成
と
な

て
い
た

 
そ
の
代
わ
り
こ
の
パ

テ

に
は

ス
テ

タ
ス
が
高
い
者
が
集
め
ら
れ
て
い
る

 

体
的
に
は
ス
プ
リ
ン
ガ

と
ラ
キ
ア
に
加
え

ベ
ル
フ

ノ

ル
と
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン

 
そ
し
て
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
リ

ダ

の
フ

ブ
ニ
ル
と
紅
一
点
の
ヒ

ラ

の
ヒ
ル

ダ
で
あ

た

し
か
し
あ
ん
た
も

ク
ジ
だ
な

俺
達
の
お
守
り
を
さ
せ
ら
れ
る
な
ん
て
よ

 
ス
プ
リ
ン
ガ

が
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言
い

フ

ブ
ニ
ル
は
苦
笑
し
た

そ
れ
は
み
ん
な
が
ち

ん
と
指

に

て
く
れ
る
か
ら
で
す
よ

そ
れ
に
し
て
も
よ

う
ち
の
ラ
キ
ア
な
ん
か
凄
く
扱
い

ら
い
だ
ろ

ち

と
も

ら
な
い

し
よい

や
い
や
ラ
キ
ア
さ
ん
の
攻
撃
力
は
凄
い
で
す
か
ら
そ
ん
な
大
し
た
問
題
じ

な
い
で
す
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そ
う
か

な
ら
ま
あ
い
い
ん
だ
が

 
パ

テ

の
リ

ダ

役
は

フ

ブ
ニ
ル
に
任
さ
れ
て
い
た

 
ス
プ
リ
ン
ガ

は
ラ
キ
ア
の
お
守
り
で
精
一

だ
し

 
ベ
ル
フ

ノ

ル
と
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
は
コ
ミ

障
の

が
あ
る
せ
い
だ

た
が

 

が
真
面
目
な
の
だ
ろ
う

フ

ブ
ニ
ル
は
大
人
し
く
そ
の
役
を
引
き
受
け

 
最
初
は
ま
と
ま
り
が
無
か

た
六
人
も

次
第
に
連

を
高
め

 
人

が
多
い
他
の
パ

テ

よ
り
も

く
敵
を
倒
せ
て
い
た

ベ
ル
フ

ノ

ル
と
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
は

分
大
人
し
い
が

大
丈
夫
か

さ
す
が
の
俺
も
だ
る
い
と
か
言

て
ら
れ
ん

は
戦
い
が
終
わ

た
後
に
ラ
キ
ア
さ
ん
と
食
う
さ

 
や
は
り
戦
友
と
は
同
じ

の

を
食
わ
な
い
と
だ
し
な

 
そ
ん
な
二
人
は
ラ
キ
ア
の
方
を
見
て

圧
倒
さ
れ
た
よ
う
に
そ
う
答
え
た

 
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

今
日
の
ラ
キ
ア
の
戦
闘
は
凄
ま
じ
い

悪
い
な

あ
い
つ

命
の
ラ
イ
バ
ル
の

場
で
燃
え
ち
ま

て
る
み
た
い
な
ん
だ
よ

そ

そ
う
な
の
か
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さ
す
が
に
い
つ
も
こ
う

て

じ

な
い
ん
だ
な

 
そ
ん
な
二
人
の
横
で

敵
が
ま
た
一
体

ぐ
し

と
潰
れ
た

 
そ
の
手
に
持
つ
巨
大
な

で

ラ
キ
ア
が
叩
き
潰
し
た
の
で
あ
る

よ
し

次
は

神
族
か

ラ
キ
ア

気
を
抜
く
な
よ

ふ
ん
ぬ

 
ラ
キ
ア
は

息
も
荒
く
そ
う
答
え

任
せ
ろ
と
い
う
風
に
ド
ン
と
胸
を
叩
い
た

 
そ
の

は
体
は
小
さ
い
の
に
実
に
頼
も
し
い

そ
し
て
釣
り
役
が
必
死
で
こ
ち
ら
に
走

て

き
た

 

神
族
は
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
で
も
空
中
を
移
動
出
来
る

 
そ
の

重
そ
う
な
見
た
目
に
反
し
て
移
動
速
度
は
速
い
の
で
あ
る

大
丈
夫
か

す
ま
な
い

大
丈
夫
だ

敵
を
頼
む

お
う

任
せ
ろ
い

 
要
所
要
所
で
そ
う
声
を
か
け
る

こ
れ
が
ス
プ
リ
ン
ガ

の
真
骨

で
あ

た

 
そ
れ
に
よ

て
場
の
雰
囲
気
を
良
く
す
る
の
に
多
大
な

を
し
て
い
る
ス
プ
リ
ン
ガ

は
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ム

ド
メ

カ

と
し
て
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
に
と

て
の

滑
油
の
よ
う
な
役

を
果

た
し
て
い
た

 
そ
ん
な
感
じ
で
狩
り
が
続
く
中

フ

ブ
ニ
ル
は

し
げ
な
表
情
で
遠
く
を

め
た

お
か
し
い

釣
り
役
の
背
後
に
も
や
の
よ
う
な
物
が
見
え
る

何
か
あ

た
か

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

見
て
下
さ
い
あ
れ

お
か
し
く
な
い
で
す
か

確
か
に
釣
り
役
の

が
少
な
い
な

お
い
ラ
キ
ア

あ
れ
が
ど
う
な

て
る
か
分
か
る
か

 
そ
う
言
わ
れ
た
ラ
キ
ア
は
目
を

ら
し

て
た
よ
う
な
表
情
で
ス
プ
リ
ン
ガ

に

り
返
り

 
そ
の
口
が
何
か
を
伝
え
る
よ
う
に
動
い
た

ふ
ん
ふ
ん

え

ワ
ン
ダ
ラ

モ
ン
ス
タ

の
大

だ

 
ワ
ン
ダ
ラ

モ
ン
ス
タ

と
は

定
点
モ
ン
ス
タ

と
は
違
い

 
ラ
ン
ダ
ム
な

置
に

く
敵
の
事
で
あ
る

 
今
回
の
よ
う
に
い
き
な
り
大

の
モ
ン
ス
タ

が

く
事
も
あ
り

 
過
去
に
は
そ
れ
で

あ
の
連
合
が
全

期
に
壊
滅
し
た
事
も
あ
る
の
だ

ま
ず
い
ぞ
フ

ブ

ど
う
や
ら
釣
り
役
が
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ワ
ン
ダ
ラ

モ
ン
ス
タ

の
大

に
引

か
か

ち
ま

た
ら
し
い

 
あ
の
感
じ
だ
と
半
分
く
ら
い
は
そ
れ
で

き
殺
さ
れ
て
る
な

 
多
分
こ
ち
ら
に
連

す
る
暇
も
無
か

た
ん
だ
ろ
う
よ

そ
れ
は
ま
ず
い
で
す
ね
ゼ
ル
と
ノ

ル
は
ヒ
ル
ダ
を
連
れ
て
釣
り
役
を

て
や

て
く

れ 
合
流
し
た
ら
即
時

退
で

通
路
側
に
避
難
だ

は
い

行

て
き
ま
す

分
か

た

任
せ
て
く
れ

 
さ
す
が
に

迫
し
た
場
面
で
ロ

ル
プ
レ
イ
を
す
る
事
も
な
く

 
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
と
ベ
ル
フ

ノ

ル
は

全
力
で
前
線
へ
と
走

た

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

ラ
キ
ア
さ
ん

 
他
の
パ

テ

が
相
手
を
し
て
い
る
モ
ン
ス
タ

を
片

か
ら
叩
き
潰
し
て
下
さ
い

 
そ
の
上
で

況
を
説
明
し
て
き
て
も
ら
え
ま
す
か

分
か

た

最
初
に
ル
シ
パ

の
所
に
行

て
手
伝

て
も
ら
う
わ
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お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
フ

ブ
ニ
ル
は
通
路
へ
と
向
か
い

地
が
す
ぐ

出
来
る
よ
う
に
準
備
を
始
め

た 
場
所
の
選
定
か
ら
安
全
地

の
見

め
ま
で

や
る
事
は

山
あ
る
の
だ

 
フ

ブ
ニ
ル
は
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
を
主

し
て
い
る
だ
け
の
事
は
あ
り

 
そ
う
い

た
技
能
を
日
々

い
て
い
る
の
で
あ
る

 
そ
し
て
フ

ブ
ニ
ル
に
言
わ
れ
た
役

を
果
た
す
べ
く

 
ス
プ
リ
ン
ガ

と
ラ
キ
ア
は
ル
シ
パ

達
が
戦

て
い
る
モ
ン
ス
タ

に
突
撃
し

 
ラ
キ
ア
が
そ
の

で
敵
を

か
ら
真

二
つ
に
し
た

む
お

何
事
だ

ル
シ
パ

ワ
ン
ダ
ラ

モ
ン
ス
タ

だ

直
ぐ
に
今
戦
闘
中
の
モ
ン
ス
タ

を
殲
滅
し
て

 
一

後
方
に
下
が

て

地
を

し
な
い
と
ま
ず
い

何

あ
れ
か

分
か

た

お
前
ら
は

直
ぐ
に
後
退

サ

タ
ン

手
伝
え

ふ
ん
ぬ

任
せ
ろ

 
サ

タ
ン
は

息
も
荒
く
他
の
パ

テ

の
所
へ
と
走

て
い
き
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ル
シ
パ

と
ス
プ
リ
ン
ガ

そ
れ
に
ラ
キ
ア
も

パ

テ

が
相
手
を
し
て
い
た
モ
ン
ス

タ

を
倒
し

 
無
事
に
釣
り
役
を

た
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
と
ベ
ル
フ

ノ

ル
と
共
に

 
後
方
の
通
路
へ
と
後
退
し
て
い

た

ル
シ
パ

ま
ず
い

あ
れ
は
ラ
プ
ト
ル
の

れ
だ

 
合
流
し
て
直
ぐ
に
ベ
ル
フ

ノ

ル
が
ル
シ
パ

に
そ
う
報
告
を
し
た

そ
れ
は
最
悪
だ
な

 
過
去
に
連
合
を
壊
滅
さ
せ
た
の
が
ま
さ
に
そ
の
ラ
プ
ト
ル
タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

の

れ
で

あ

た

 
奴
ら
は
と
て
も
素

く

で
連

し
て
こ
ち
ら
に
攻
撃
し
て
く
る

 
プ
レ
イ
ヤ

の
手
に
よ

て

集
団
と
し
て
は
危
険
度

ク
ラ
ス
に
分

さ
れ
て
い
た

そ
れ
だ
け
じ

ね
え

背
後
に
ボ
ス

い
巨
大
な
敵
が
い
や
が
る

 

神
タ
イ
プ
の

多
分
あ
れ
は

Ｒ
Ｅ

て
奴
だ

 
続
け
て
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
が
そ
う
言
い

場
は
驚
愕
に
包
ま
れ
た

何
だ
と

そ
ん
な
話
は

い
た
事
が
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ま
あ
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
関
し
て
は

ま
だ
ま
だ
未
知
な
部
分
が
多
い
エ
リ
ア
だ
か
ら

 
そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
フ

ブ
ニ
ル
が

静
に
そ
う
意
見
を
し

ル
シ
パ

は
考
え
込
ん
だ

連
合
の
雑

ど
も
と
俺
達
は
違
う
違
う
が
戦
う
場
所
を
き

ち
り
選
ば
な
い
と
危
険
だ
ろ

う
なあ

あ

少
な
く
と
も
ラ
プ
ト
ル
共
と
戦

て
い
る
時
に
ボ
ス
に
襲
わ
れ
る
の
は
勘

だ
な

一
応
こ
の
通
路
な
ら

ラ
プ
ト
ル
だ
け
を
相
手
に
す
る
事
が
出
来
る
と
思
う

よ
し

タ
ン
ク
の
四
人
に

ん
で
も
ら

て
そ
れ
ぞ
れ
に
ヒ

ラ

が
つ
い
て
く
れ

 
ア
タ

カ

は
そ
の

間
か
ら

を
見
て
攻
撃
だ

 
そ
の
指

を
受
け

は
少
な
く
レ
ベ
ル
も
心
も
と
な
い
が
タ
ン
ク

が
前
に
出
て
横

び

に
な

た

 
そ
の
後
ろ
に
近
接
ア
タ

カ

そ
し
て
後
方
の
高
台
に
魔
法
使
い
達
が

ぶ

こ
れ
な
ら
何
と
か
な
る
か

ボ
ス
の
相
手
を
し
な
く
て
も
い
い
な
ら
い
け
る
か
も
し
れ
ね
え
な

 
ラ
プ
ト
ル
共
も

全
部
は
入

て
こ
れ
な
い
だ
ろ
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そ
の
作
戦
は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た

タ
ン
ク
が
必
死
に
ラ
プ
ト
ル
の
足
止
め
を
し

 
ア
タ

カ

が
確
実
に
ラ
プ
ト
ル
の
息
の

を
止
め
て
い
く

 
ボ
ス
は
通
路
の
入
り
口
に
ガ
ツ
ン
ガ
ツ
ン
と
体
当
た
り
を
し
て
い
た
が

 

め
た
の
だ
ろ
う
か

や
が
て
そ
の
音
も

こ
え
な
く
な

た

 
ラ
プ
ト
ル
も
急
激
に
そ
の

を

ら
し

や
が
て
そ
の

を
消
し
た

終
わ

た

の
か

候

様
子
を
見
て
き
て
く
れ

く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
な

 
そ
し
て

は
解
か
な
い
ま
ま

候
が
放
た
れ

 
や
が
て
報
告
に

て
き
た
彼
ら
は

敵
の

が
一
切
見
え
な
い
と
報
告
し
て
き
た

誰
か

倒
し
た
ラ
プ
ト
ル
の

を

し
て
る
奴
は
い
る
か

 
そ
の
問
い
に
タ
ン
ク
か
ら

な

が
返

て
き
た
が

候
は
そ
の
言
葉
に
首
を

た
も

と

山
い
た
と
思
う
ん
だ
が

て
事
は
ど
こ
か
に
移
動
し
た
の
か

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど
よ
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ふ
む
ま
あ
い
い
と
り
あ
え
ず
死
ん
だ

候
達
の

生
を
行
お
う
何
か
知

て
い
る
か
も

し
れ
ん

 
全
員
は
慎
重
に
奥
へ
と
歩
を
進
め

最
初
に

候
達
が
倒
さ
れ
た

り
へ
と
移
動
し
た

 
そ
こ
に
は
四
つ
の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
あ
り
ヒ

ラ

達
が
⻑
い

を

え

候
達
は

生
さ
れ
た

大
丈
夫
か

大
丈
夫
だ
が

や
ば
い

や
ば
い
ん
だ

 
だ
が

生
さ
れ
た

候
達
は

顔
色
を
変
え
て
大
声
を
上
げ
た

ど

ど
う
し
た

今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
じ

な
い

こ
こ
は
や
ば
い

後
方
に

を

こ

後
方

向
こ
う
に
は
何
も
い
な
か

た
が

い
き
な
り
ど
う
し
た

何
が
あ

た

あ
い
つ
ら

岩
に

態
し
て
や
が

た

す
ぐ
そ
こ
に
敵
が
い
る
ぞ

何
 
そ
の

間
に

後
方
か
ら
魔
法
使
い
達
の

鳴
が

こ
え
た

 
そ
の
後
ろ
に
は
多
く
の
敵
が
い
き
な
り

を
現
し
て
お
り

更
に
後
方
に
は

Ｒ
Ｅ

の
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も
あ
る

 
今
や
先
ほ
ど
ま
で
戦

て
い
た
通
路
へ
の
道
は

完
全
に
塞
が
れ
て
い
た

く

悪

な

ど
う
す
る

ど
う
す
る
も
何
も

や
る
し
か
な
い
だ
ろ

ル
シ
パ

ラ
プ
ト
ル
だ
け
な
ら
何
と
か
な
ら
な
い
か

 
そ
の
時
ス
プ
リ
ン
ガ

が
ル
シ
パ

に
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

あ

あ
あ

も
出
る
だ
ろ
う
が

あ
れ
く
ら
い
な
ら
何
と
で
も
し
て
や
る
さ

 
見
た
感
じ

は
そ
れ
な
り
に

て
は
い
る
か
ら
な

そ
う
か

 
そ
う
言

て
ス
プ
リ
ン
ガ

は

ド
ン
と
胸
を
叩
き
な
が
ら
言

た

な
ら
ボ
ス
は
俺
と
ラ
キ
ア
に
任
せ
ろ
俺
達
が
あ
い
つ
を
引

張

て
と
に
か
く
奥
へ
と
誘

す
る

 
ま
あ
俺
達
は
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
の
間
に
お
前
達
は
ラ
プ
ト
ル
を
殲
滅
し
て

街
の
方
へ
と
後
退
す
る
ん
だ
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し

し
か
し
そ
れ
は

 
苦

の
表
情
を

か
べ
る
ル
シ
パ

の

を

ス
プ
リ
ン
ガ

は
ポ
ン
と
叩
い
た

そ
れ
な
り
に

験

も

げ
た
し

マ
イ
ナ
ス
に
は
な
ら
な
い
さ

 
そ
れ
よ
り
も
若
い
奴
の
育
成
を
優
先
さ
せ
た
方
が
い
い

 
ほ
ら
ル
シ
パ

敵
が
来
る
ぞ

く
指

を
と
れ

く

分
か

た

た

頼
む

お
う

任
せ
ろ
い

 
そ
し
て
ス
プ
リ
ン
ガ

と
ラ
キ
ア
は
ボ
ス
に
攻
撃
を
仕

け

独
で
奥
へ
と
誘

を
始
め
た

ラ
キ
ア

す
ま
な
い
が
付
き
合

て
く
れ
よ
な

 
ラ
キ
ア
は
そ
ん
な
ス
プ
リ
ン
ガ

に

う
ん
う
ん
と

い
た

 
そ
ん
な
二
人
の
隣
に
フ

ブ
ニ
ル
と
ヒ
ル
ダ
が

ぶ

俺
達
も
お
付
き
合
い
し
ま
す

ヒ

ラ

が
い
た
方
が
⻑
持
ち
す
る
で
し

う
し
ね

お
前
ら

お

と

話
し
て
る
余

は
な
い
で
す
よ

さ
あ

逃
げ
ま
し

う
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悪
い
な

く
じ
を
引
か
せ
ち
ま

て

い
え

好
き
で
や

て
る
事
で
す
か
ら

 
そ
し
て
四
人
は
一

に
走
り
出
し

ボ
ス
が
そ
の
後
を
追
い
か
け
始
め
た
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第
９
１
６
話
 
上
空
よ
り
訪
れ
し
者
達

く
そ

走
れ

走
れ

む
む
む
む
む

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

何
か
の
魔
法
で
ち

と
で
も
足
止
め
出
来
ま
せ
ん
か
ね

む

ん

俺
の
手
持
ち
の
魔
法
じ

そ
れ

い
の
は
無
い
な

ヒ
ル
ダ
は
ど
う
だ

ブ
リ
ザ

ド
ウ

ル
な
ら
使
え
ま
す
け
ど
と
て
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ユ
キ
ノ
さ
ん
の
よ
う
に

は
ほ
ん
の
ち

と
時
間
を

げ
る
だ
け
で
も
助
か
る

し
て
み
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
ヒ
ル
ダ
は
走
り
な
が
ら

文
の

を
開
始
し
た

 
そ
ん
な
ヒ
ル
ダ
が
転
ば
な
い
よ
う
に
ス
プ
リ
ン
ガ

と
フ

ブ
ニ
ル
が
フ

ロ

に
入
る

 
そ
し
て

文
が
完
成
し

ヒ
ル
ダ
は

り
返
り

Ｒ
Ｅ

の
足
元
に
向
け

魔
法
を
解

き
放

た
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ブ
リ
ザ

ド
ウ

ル

 
そ
の

の
壁
は

丁
度
敵
の

あ
た
り
ま
で
せ
り
上
が
り

 
さ
す
が
の

Ｒ
Ｅ

も
そ
れ
を
見
て
そ
の
場
に
立
ち
止
ま
る

ふ
う

何
と
か
成
功
し
ま
し
た

よ
く
や

た

こ
れ
で
多
少
時
間
が

げ
る
な

こ
の
後
ど
う
し
ま
す

こ
れ
を
見
て
く
れ

 
フ

ブ
ニ
ル
に
そ
う
問
わ
れ
た
ス
プ
リ
ン
ガ

は

走
り
な
が
ら
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

 
可

化
し
た
上
で
地
図
を
見
せ
て
き
た

こ
こ
に
出
口
の
表

が
あ
る

こ
こ
ま
で
行
け
れ
ば
脱
出
出
来
る
は
ず
だ

え

こ
ん
な
所
に
出
口
が

み
た
い
だ
な
こ

ち
に
は
来
た
事
が
な
い
が
さ
す
が
に
自
動
生
成
の
地
図
に
間
違
い
は
な

い
だ
ろ

ま
あ
そ
う
で
す
ね

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
地
図
シ
ス
テ
ム
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
よ
く
あ
る
パ
タ

ン
で
は
あ
る
が
プ
レ
イ
ヤ

が
実

に
行

た
事
の
あ
る
場
所
が
表

さ

れ
る
の
だ

 
そ
の

囲
は

メ

ト
ル

つ
ま
り
も
う
少
し
走
れ
ば
そ
こ
に
出
口
が
あ
る
事
に
な
る

よ
し

み
ん
な

こ

ち
だ

 
ス
プ
リ
ン
ガ

は
先

に
立
ち

三
人
を
出
口
へ
と
案
内
し
て
い
く

 
そ
れ
を
逃
が
す
ま
い
と

Ｒ
Ｅ

は
少
し
下
が

て

り
返
り

 
助
走
を
つ
け
て

の
壁
を
飛
び
越
し
た

 
だ
が

に
ス
プ
リ
ン
ガ

達
と
の

離
は
五
十
メ

ト
ル
ほ
ど
開
い
て
お
り

 
こ
の
ま
ま
な
ら
十
分
逃
げ
切
る
事
が
可
能
だ
と
ス
プ
リ
ン
ガ

は
地
図
を
見
な
が
ら
判
断
し

て
い
た

よ
し
こ
こ
だ

多
分

か
何

か

が

 
ス
プ
リ
ン
ガ

は
そ
の
ま
ま

あ
る
は
ず
だ
と
い
う
言
葉
を
飲
み
込
ん
だ

 
そ
こ
は
た
だ
の
行
き
止
ま
り
の
小
部
屋
で
あ
り

は
愚
か

れ
る
場
所
す
ら
も
存
在
し

て
は
い
な
い

ど

ど
う
い
う
事
だ

地
図
が
間
違

て
る
は
ず
は
な
い
の
に
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あ

皆
さ
ん

見
て
下
さ
い

 
そ
の
時
ヒ
ル
ダ
が
上
を
指
差
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
の
指
の
先
部
屋
の
中
央
付
近
の
天

の
地
上
十
メ

ト
ル
く
ら
い
の

置
に
大

が
開

い
て
お
り

 
お
そ
ら
く
そ
こ
が

地
図
に
表

さ
れ
た
出
口
な
の
だ
と
思
わ
れ
た

マ
ジ
か
よ

む

ん

こ
こ
じ

飛
べ
な
い
し

あ
そ
こ
ま
で
行
く
の
は
ち

と
無
理
で
す
か
ね

う

ま
ず
い
で
す

も
う
す
ぐ
あ
い
つ
が
こ
こ
に
来
ま
す

 
そ
の
ヒ
ル
ダ
の
言
葉
通
り

Ｒ
Ｅ

は
ま
も
な
く
こ
の
部
屋
に
到
着
し
よ
う
と
し
て
い

た
み
ん
な
す
ま
ん

俺
の
判
断
が
間
違
い
だ

た

 
ス
プ
リ
ン
ガ

は
苦

の
表
情
で
そ
う
言

た

い
や
い
や

あ
の
地
図
を
見
た
ら
誰
だ

て
そ
う
思
い
ま
す

て

そ
う
で
す
よ

気
に
病
む
必
要
な
ん
て
な
い
で
す
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そ
し
て
最
後
に
ラ
キ
ア
が
ふ
ん
す

と

息
を
荒
く
し
な
が
ら
ス
プ
リ
ン
ガ

の

に
手

を
置
い
た

あ
ん

倒
せ
ば
問
題
な
い
だ

て

ま
あ
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
間
に

も
う

Ｒ
Ｅ

は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫

て
き
て
い
た

ま
あ
む
ざ
む
ざ
と
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
の
は

だ
し

少
し
は

抗
す
る
か

で
す
ね

や
れ
る
だ
け
や

て
み
ま
し

う

 
一
同
が
そ
う

な
決
意
を

め
た
そ
の

間
に

 

Ｒ
Ｅ

が
い
き
な
り
立
ち
止
ま

て
上
を
向
い
た

ん

あ
い
つ

ど
う
し
た
ん
だ

さ
あ

 
そ
の
時
上
の
方
か
ら
プ
レ
イ
ヤ

の
声
が

こ
え
て
き
た

ん

あ
れ
は
何
だ

こ
こ
に
敵
が
い
る
な
ん
て
初
め
て
で
は
な
く
て

あ
れ

て
ト
ン
キ

じ

な
い
よ
な

う
ん

違
う
よ
う
に
見
え
る
ね
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こ

ち
を
見
て
や
が
る
な

あ
れ

て

ダ
イ
ナ
ソ

あ
あ
そ
う
か

恐
⻯
か

あ
れ

か
な
り
強
そ
う
だ
ぞ

ど
う
す
る

う

ん

ま
あ
何
と
か
な
る
だ
ろ

や
ば
そ
う
な
ら
魔
法
で
足
止
め
し
て
と
ん
ず
ら
だ

 
上
に
い
る
相
手
は
こ
ち
ら
の
存
在
に
は
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
だ

 
そ
れ
も
当
然
で
あ
る

こ
ち
ら
か
ら
も
向
こ
う
の

は
見
え
な
い
の
だ

 
だ
が
そ
の
声
は

と
て
も

き
覚
え
が
あ
る
声
で
あ

た

お
い
ラ
キ
ア

今
の

て

んそ
う
か

お
前
も
そ
う
思
う
か

こ
れ
は
何
と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
う
希
望
に
満
ち
た
目
を
し
た
二
人
に

フ

ブ
ニ
ル
が
話
し
か
け
て
き
た

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

今
の
声

て
も
し
か
し
て

お

お
前
に
も
分
か

た
か

今
の
声
は
多
分

ヴ

ル
ハ
ラ
の
連
中
の
声
だ
な

で

で
す
よ
ね
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え

そ
う
な
ん
で
す
か

 
ど
う
や
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
と
は
あ
ま
り
接
点
が
な
い
の
か
ヒ
ル
ダ
は
そ
う
驚
い
た
よ
う
な
声
を

上
げ
た

間
違
い
な
い

お

来
る
ぞ

 
そ
し
て
上
か
ら
五
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
下
に
降
り
て
き
た

 
十
メ

ト
ル
く
ら
い
の
高
さ
か
ら
飛
び
降
り
た
は
ず
な
の
だ
が
そ
の
着
地
す
る

は
実
に

や
か
だ

ハ
チ
マ
ン
君

え

あ
れ

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

ラ
キ
ア
さ
ん

ど
う
し
て
こ
こ
に

い
や

狩
り
の
最
中
に
そ
の
ワ
ン
ダ
ラ

モ
ン
ス
タ

に
襲
わ
れ
て
よ

 
他
に
も

か
い
の
が

山
い
て

そ
い
つ
だ
け
俺
達
が
こ
こ
に
引

張

て
き
た
ん
だ

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

そ
れ
じ

あ
一

に
こ
い
つ
を
退
治
し
ち

い
ま
し

う

 
今
は
う
ち
の

部
連
が
全
員
い
る
の
で

ま
あ
何
と
か
な
る
と
思
い
ま
す

 
そ
の
言
葉
に
フ

ブ
ニ
ル
と
ヒ
ル
ダ
は
目
を
見
開
い
た

う
わ

本
当
だ
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凄
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
最
高
戦
力
だ

 
そ
し
て
ス
プ
リ
ン
ガ

は

笑
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
お

を
言

た

お
お

助
か
る

頼
む

そ
れ
で
そ

ち
は

あ
あ
ア
ル
冒
の
フ

ブ
ニ
ル
か
あ
と
確
か
ヒ
ル
ダ
だ

た
か

え私
達
の
事
を
知

て
る
ん
で
す
か

あ
あ

ま
あ

望
そ
う
な
プ
レ
イ
ヤ

の
情
報
収
集
は
し
て
る
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
気
分
が
高
揚
す
る
の
を
感
じ
た

 
尊
敬
す
る
プ
レ
イ
ヤ

に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
か
ら
だ

よ
し

タ
ン
ク
が
い
な
い
か
ら
少
し
大
変
だ
が

全
員
で
囲
め
ば
何
と
か
な
る
だ
ろ

 
ア
ス
ナ

キ
リ
ト

や
る
ぞ

う
ん

久
々
の
強
敵
だ
な

ラ
キ
ア
さ
ん
は
ど
う
考
え
て
も
前
衛
で
す
よ
ね

俺
の
隣
に
お
願
い
し
ま
す

 
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

そ
れ
に
フ

ブ
ニ
ル
は
前
衛
の
フ

ロ

を
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ユ
キ
ノ
と
ヒ
ル
ダ
は
後
方

援
な

了
解

む
が

 
ラ
キ
ア
が
や
る
気
満
々
で
そ
う
叫
び

こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
と
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

 
そ
し
て
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
共
闘
が
始
ま

た

 
最
初
に
突
撃
し
た
の
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
特
攻

⻑
を
自
認
す
る
キ
リ
ト
で
あ
る

う
お
お
お
お
お

 
キ
リ
ト
は
二
刀
に

え
た

王

を
敵
に
叩
き
つ
け
る
が

 
そ
の
攻
撃
は

相
手
の

に
薄

す
ら
と

を
つ
け
る
だ
け
で
あ

た

ハ
チ
マ
ン

こ
い
つ

意
外
と

い
ぞ

二
刀
じ

無
理
か

剣
を
一
本
に
し
た
ら
ど
う
だ

や

て
み
る

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
二
本
に
別
れ
て
い
た

王

を
一
つ
に
し

王

は
巨
大
な
剣
へ
と
変
化

し
たこ

れ
な
ら
ど
う
だ
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キ
リ
ト
の

の
気
合
い
を
込
め
た
そ
の
一
撃
は

見
事
に
敵
の

を
切
り

い
た

 

Ｒ
Ｅ

は
す
ぐ
に

み
つ
き
で
反
撃
に
出
る
が

キ
リ
ト
は
そ
の
攻
撃
を
ひ
ら
り
と
交

わ
し
た

少
し

い
け
ど

い
け
る

カ
ウ
ン
タ

か
ら
な
ら
も

と
い
け
そ
う
だ
な

難
し
い
が
や

て
み
る

 
み
ん
な

攻
撃
は
基
本

相
手
の
体
勢
が
崩
れ
た
時
を
狙

て
や

て
み
て
く
れ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
敵
の
正
面
に
立
ち

Ｒ
Ｅ

に
カ
ウ
ン
タ

を
決
め
よ
う
と

 
そ
の
顔
の
動
き
を
注

し
た

だ
が
攻
撃
は

予
想
も
し
な
い
方
向
か
ら
や

て
き
た

ハ
チ
マ
ン

尾

お
う

見
え
て
る
見
え
て
る

 
い
き
な
り

Ｒ
Ｅ

が
体
を

り

ハ
チ
マ
ン
に

尾
で
攻
撃
し
て
き
た
の
だ

 
だ
が
そ
の
言
葉
通
り

ハ
チ
マ
ン
に
は
ち

ん
と
見
え
て
い
た
の
か

 
そ
の
攻
撃
を
ヒ
ラ
リ
と
飛
び
上
が

て
回
避
す
る

ハ
チ
マ
ン

尾
が

て
く
る
ん
じ

な
い
か

お
う

だ
ろ
う
な



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
キ
リ
ト
か
ら
そ
う
声
が
飛
ぶ
か
飛
ば
な
い
か
と
い
う
時
に
は

に

 
ハ
チ
マ
ン
は

尾
を
追
い
か
け
て
ダ

シ

し
て
い
た

 
そ
し
て

尾
の
し
な
り
が
限
界
点
に
達
し
た
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

元
を
思
い

き
り

殴
り
つ
け
た

 
そ
れ
で

Ｒ
Ｅ

の
体
が
ぐ
ら
り
と

れ
る

今
だ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
声
を
受
け
ラ
キ
ア
が
ハ
チ
マ
ン
ご
と
真

二
つ
に
す
る
勢
い
で

を

る

う 
キ
リ
ト
は

Ｒ
Ｅ

の
足
を
狙

て
そ
の
剣
を

り
下
ろ
し

 
ア
ス
ナ
は
敵
の

元
に
い
き
な
り
大
技
を
放

た

ス
タ

リ

・
テ

ア

 
そ
し
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

が

相
手
の
目
を
狙

て
魔
法
銃
の
銃
撃
を

び
せ
か
け
る

 
ユ
キ
ノ
も
ア
イ
ス
ジ

ベ
リ
ン
を
使

て
敵
の
顔
付
近
に
攻
撃
し

 
フ

ブ
ニ
ル
と
ス
プ
リ
ン
ガ

は

仲
間
に
思
わ
ぬ
反
撃
が
来
な
い
よ
う
に

 
す
ぐ
後
ろ
で

Ｒ
Ｅ

が
お
か
し
な
動
き
を
し
な
い
か
じ

と
そ
れ
を
観
察
し
て
い
た
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一

後
退

 
そ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
指

を
出
し
た
そ
の
言
葉
に

て
仲
間
達
は
敵
か
ら
一

離
を
と
る

Ｇ
Ｇ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

 
そ
の

間
に

Ｒ
Ｅ

は
凄
ま
じ
い
咆
哮
を
上
げ

こ
ち
ら
へ
と
向
き
直

た

 
ど
う
や
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
攻
撃
が
功
を

し
た
ら
し
く

そ
の

目
が
潰
れ
て
い
る

 
だ
が
出
血
こ
そ
し
て
い
る
が

他
に
失

た
部

は
一
つ
も
な
く

 
そ
の
動
き
も
攻
撃
前
と
ま

た
く
変
わ
ら
な
い

 

心
の

ゲ

ジ
の

り
方
は

五
パ

セ
ン
ト
と
い

た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か

中
々
タ
フ
だ
な

み
た
い
だ
な

ま
あ
い
か
に
も
ボ
ス

い
し

こ
れ
く
ら
い
は
や

て
く
れ
な
い
と
な

だ
な

 
そ
し
て
一
同
は

こ
の
強
敵
を
倒
す
べ
く

剣
を

り
な
お
し
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
９
１
７
話
 
悪
寒

 
少
し
迷

て

日
は
投
稿
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

す
み
ま
せ
ん

と
こ
ろ
で
ラ
キ
ア
さ
ん

今
俺
も
一

に
真

二
つ
に
し
よ
う
と
し
て
ま
せ
ん
で
し
た
か

ヒ

ヒ

口

鳴

て
ま
せ
ん
よ

む

ふ

何
で
す
か
そ
の
ド
ヤ
顔

 
相
変
わ
ら
ず
仲
良
し
な
二
人
は
さ
て
お
き

今
の
戦
闘
を
見
て

 
フ

ブ
ニ
ル
と
ヒ
ル
ダ
は
驚
愕
し
て
い
た

攻
撃
力
も
凄
い
け
ど

そ
れ
以
上
に
連

が
凄
い

今
の
攻
撃

全
員
が
ほ
ぼ
同
時
に
着

し
て
た
だ
ろ

は
い

そ
う
見
え
ま
し
た



 第９１７話 悪寒

う
ち
も
も

と
戦
闘

験
を

ま
な
い
と
い
け
な
い
な

先
輩
も
頑
張

て
・王
・子

み
た
い
に
な

て
下
さ
い
ね

い
や
い
や

無
理
だ

て

 
そ
し
て
戦
闘
が
再
開
さ
れ

ハ
チ
マ
ン
は
全
員
に

く
指

を
飛
ば
し
た

戦

た
感
じ

や
ば
い
の
は
や
は
り

み
つ
き
だ

 
あ
の
で
か
い

で

ま
れ
た
ら
一
発
で
死
ん
じ
ま
う
と
思
う
か
ら
そ
れ
だ
け
は
注
意
し
て

く
れ

 
他
の
攻
撃
に
関
し
て
は

多
分
ユ
キ
ノ
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ

 
助
け
て
ユ
キ
え
も

ん

て
言
え
ば
そ
れ
で
オ

ケ

だ

ハ
チ
マ
ン
君

私
を
ネ
コ
型
ロ
ボ

ト
扱
い
す
る
な
ん
て

 
ユ
キ
ノ
が
即
座
に
そ
う
言
い
一
同
は
ハ
チ
マ
ン
が
ユ
キ
ノ
に
制

を
く
ら
う
未
来
を
想
像
し

た 
だ
が
ユ
キ
ノ
の
口
か
ら
飛
び
出
し
た
の
は

正
反
対
の
言
葉
で
あ

た

え
ら
い
わ

そ
こ

て
褒
め
る
と
こ
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ド
ラ
え
も
ん
を
知
ら
な
い
ら
し
い
サ
ト
ラ
イ
ザ

と

 
い
つ
も
無
言
な
ラ
キ
ア
以
外
の
全
員
が
そ
う
突

込
ん
だ

お
前
ら
ユ
キ
ノ
の
ネ
コ
愛
を
な
め
る
ん
じ

な
い

 
そ
れ
よ
り
キ
リ
ト

し
ば
ら
く
攻
撃
は
任
せ
た

俺
は
ち

と
ア
ス
ナ
と
分

に
入
る

お

お
う

任
せ
ろ

そ
れ
な
ら
僕
も
前
に
出
て
お
こ
う
か

そ
う
だ
な
頼
む

サ
ト
ラ
イ
ザ

オ

ケ

オ

ケ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
の
代
わ
り
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
前
に
出
た

 
キ
リ
ト
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
二
人
が
交

に
敵
に
ヒ

ト
＆
ア
ウ

イ
を
行
い

 
ペ

ス
こ
そ

い
が
堅
実
に
敵
の

を

て
い
く

 
そ
の
間
に
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は

相
手
の
死

か
ら
攻
撃
し
た
り

 
背
後
か
ら
敵
を
狙

た
り
と

色
々
な
事
を

し
て
い
た

う

ん

キ

チ
リ
対
応
し
て
く
る
ね

こ
れ
は
両
方
の

覚
を

て
も
意
味
が
無
さ
そ
う
だ
な
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死

か
ら
の
攻
撃
に
も
普
通
に
対
応
し
て
き
た
し
な

て
事
は

敵
は
こ

ち
の
行
動
を

す
る
手

が
複

あ
る
ん
だ
ね

だ
ろ
う
な

音
と
か
色
々
な
手

を
使

て
こ

ち
を
認
識
し
て
る
ん
だ
ろ
う

巨
人
族
な
ら
目
を
潰
せ
ば
楽
勝
な
の
に
ね

だ
な

さ
て

そ
う
す
る
と
ど
う
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
一
歩
後
ろ
に
下
が
り

Ｒ
Ｅ

の

を
じ

と
観
察
し
た

普
通
の
恐
⻯
な
ら
足
で
も

て

倒
し
ち
ま
え
ば
攻
撃
力
は
ほ
ぼ
無
く
な
る
ん
だ
け
ど
な

で
も

神
系
だ
か
ら

足
は

山
あ
る
し
ね

そ
う

あ
の
足
だ

今
の
と
こ
ろ
あ
の
に

ろ
に

ろ
を
攻
撃
に
は
使

て
こ
な
い
が

 
あ
れ
が
一

に
こ

ち
に
向
か

て
き
た
ら
厄
介
だ
よ
な

し
に
狙

て
み
る

そ
う
だ
な

何
本
か
切
り
落
と
し
て
み
る
か

お
い
キ
リ
ト

あ
い
つ
の
足

切
れ
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
キ
リ
ト
に
声
を
か
け

キ
リ
ト
は
難
し
い
顔
を
し
な
が
ら
そ
れ
に
答
え
た

あ
れ
か

か
な
り
余
計
に

み
込
ま
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
け
ど

や

て
み
る
よ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
ラ
キ
ア
の
攻
撃
と
呼

を
合
わ
せ
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敵
が
そ
の
攻
撃
に
ぐ
ら
つ
い
た

間
に

敵
の
足
元
に
飛
び
込
ん
だ

 
そ
の
ま
ま
何
本
か
の
触
手
を
見
事
に
切
り
落
と
し
た
キ
リ
ト
だ

た
が

 
そ
の

間
に
そ
の
断
面
か
ら
新
し
い
触
手
が
生
え

キ
リ
ト
に
向
か

て
攻
撃
し
て
き
た

ち
 
キ
リ
ト
は

て
て
飛
び
退

た
が

 
そ
の

に
切
り
落
と
し
た
敵
の
触
手
を
し

か
り
確
保
し
て
お
り

 
キ
リ
ト
は
そ
の
触
手
を
ハ
チ
マ
ン
の
所
に
投
げ
た

手
応
え
は
あ
ま
り
無
か

た
な

簡

に
切
れ
た
ぞ

 
そ
れ
を
受
け
取

た
ハ
チ
マ
ン
は
ま
だ
ピ
ク
ピ
ク
し
て
い
る
そ
の
触
手
を
気
持
ち
悪
そ
う
に

め
た

こ
れ

再
生
し
て
た
よ
な

う
ん

あ
れ
に
攻
撃
を
仕

け
る
の
は
得

じ

な
い
と
思
う
け
ど

 
多
分
発
狂
モ

ド
に
な

た
ら
あ
れ
が
一

に
こ

ち
に
攻
撃
し
て
く
る
可
能
性
は
否
定
出
来

な
い
よ
ね

だ
よ
な

他
に
考
え
ら
れ
る
と
し
た
ら

口
か
ら
ビ

ム
と
か
そ
ん
な
感
じ
か
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そ
の

を
考
え
る
と
か
な
り
や
ば
い
ね

分
か

た
お

い
キ
リ
ト
正
面
か
ら
攻
撃
を
続
け
て
く
れ
今
度
は
首
の
可
動

を
見
た

い 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
に
そ
う
声
を
か
け

ア
ス
ナ
の
手
を
引
い
た

俺
達
は
後
ろ
だ

ア
ス
ナ

行
く
ぞ

う
ん

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
達
は
後
方
に
回
り

尾
の
可
動

を
調
べ
始
め
た

足
さ
え

じ
れ
ば

い
い
と
こ
ろ
九
十
度

て
と
こ
ろ
か

体
の

り
が
無
け
れ
ば
た
だ
の
手
打
ち
の
攻
撃
と
変
わ
り
な
い
ね

ハ
チ
マ
ン

こ

ち
も
や

ぱ
り
大
し
た
事
な
い

正
面
か
ら

に
三
十
度

て
と
こ
ろ

だ 
前
後
か
ら

ん
だ
事
で

ど
ち
ら
に
も
対
応
し
な
い
と
い
け
な
く
な

た
敵
の
動
き
は

 
体
全
体
を
使

て
ダ
イ
ナ
ミ

ク
に
攻
撃
す
る
事
が
出
来
な
く
な

た
せ
い
か

 
か
な
り

調
な
も
の
と
な
り

攻
撃

囲
を
見
切
る
の
は
容
易
で
あ

た

よ
し

考
え
が

ま

た

ユ
キ
ノ

相
手
を
囲
む
よ
う
に
ブ
リ
ザ

ド
・
ウ

ル
だ
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三
十

だ
け
時
間
を

い
で
く
れ

分
か

た
わ

そ
の
ま
ま
ユ
キ
ノ
も

め
て
全
員
俺
の
と
こ
ろ
に
集
合
し
て
く
れ

 
そ
し
て
仲
間
達
は
飛
び
退
り

ハ
チ
マ
ン
の
所
に
集
合
し
た

い
い
か

敵
の
真
横
が
死

に
な
る

最
初
は
前
後
か
ら

ん
で

 
発
狂
モ

ド
に
入

た

間
に
敵
の
真
横
に
移
動
だ
ユ
キ
ノ
は
あ
い
つ
の
触
手
を
全
部

じ

て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
集
ま

た
八
人
に
そ
う
説
明
し

 
全
員
は

の
壁
が
消
え
な
い
う
ち
に
配
置
に
つ
く

に
急
い
で
走
り
そ
の
ま
ま
所
定
の

置

に
到
達
し
た

 
敵
の
前
方
に
キ
リ
ト

サ
ト
ラ
イ
ザ

ラ
キ
ア

ス
プ
リ
ン
ガ

ユ
キ
ノ
が
布

し

 
残
り
の
四
人
は
敵
の
後
方
に
布

し
た
の
だ

 
敵
は
前
後
を

ま
れ

じ
り
じ
り
と

を

ら
れ
て
い
く

 
敵
の

は
そ
の
ま
ま
六

を
切
り

四

を
切
り

そ
し
て
ま
も
な
く
二

を
切
ろ
う
と
し

て
い
た
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も
う
す
ぐ
発
狂
モ

ド
だ

ユ
キ
ノ
の
動
き
を
見
逃
す
な
よ

 
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
か
ら
そ
う
指

が
飛
ん
だ
が

一
つ
誤
算
が
発
生
し
た

 
こ
の
中
で
一
番
戦
闘
慣
れ
し
て
い
な
い
ヒ
ル
ダ
が

 
そ
の
言
葉
に
思
わ
ず
ユ
キ
ノ
を

認
し
よ
う
と
敵
の
攻
撃
か
ら
目
を
離
し
て
し
ま

た
の
で

あ
る

 
間
の
悪
い
事
に
丁
度
そ
の
時
ヒ
ル
ダ
目

け
て
敵
の

尾
が
ま
る
で

突
剣
の
よ
う
に
突
き

出
さ
れ
た

ヒ
ル
ダ

 
そ
の

間
に

ハ
チ
マ
ン
が
ヒ
ル
ダ
を
か
ば
う
よ
う
に
前
に
出
た

 
そ
し
て
ヒ
ル
ダ
の
目
の
前
で

敵
の

尾
に

か
れ
た
ハ
チ
マ
ン
の

が

元
か
ら

に

待

た
く
そ

を
持

て
い
か
れ
た
か

ま
あ
い
い

後
で
回
収
し
よ
う

あ

あ

 
ヒ
ル
ダ
は
そ
れ
を
見
て

然
自
失
し
た

ハ
チ
マ
ン
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ハ
チ
マ
ン
君

 

囲
か
ら
心
配
そ
う
な
声
が
飛
ぶ
が

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
声
に
向
か

て
叫
び
返
し
た

こ

ち
は
大
丈
夫
だ

ユ
キ
ノ

そ
ろ
そ
ろ
魔
法
を
頼
む

十

後
だ

 
ど
う
や
ら
こ
の

況
で
も

ハ
チ
マ
ン
は
し

か
り
と
敵
の

の

り
方
を
確
認
し
て
い
た

ら
し
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
残
る

手
の
拳
で
追
撃
し
て
こ
よ
う
と
す
る
敵
の

尾
を

き
返
す
と

 
そ
の
ま
ま
ヒ
ル
ダ
の
所
に
向
か
い

ヒ
ル
ダ
を

一
本
で

き
寄
せ

こ
う

い
た

悪
い

だ
け
じ

さ
す
が
に

え
ら
れ
な
い
か
ら

こ
う
さ
せ
て
も
ら
う
ぞ

 
予
定
と
変
わ

ち
ま

た
か
ら
俺
が
誘

す
る
ヒ
ル
ダ
と
に
か
く
落
ち
着
い
て
足
だ
け
を

動
か
せ

あ

は

は
い

 
ヒ
ル
ダ
は
ま
だ

然
と
し
て
い
た
が

 
言
わ
れ
た
通
り
に
と
に
か
く
足
だ
け
は
動
か
そ
う
と
ハ
チ
マ
ン
に

え
ら
れ
な
が
ら
必
死
で

走

た

 
当
初
の
予
定
で
は

敵
の
す
ぐ
横
に
つ
く
は
ず
だ

た
の
だ
が



 第９１７話 悪寒

 
二
人
は
敵
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
と
遠
ざ
か

て
い
く

そ
ろ
そ
ろ
だ

発
狂
モ

ド
が
来
る
ぞ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
そ
ん
な
叫
び
と
共
に

ユ
キ
ノ
の
魔
法
が
発
動
し
た

ア
イ
ス
コ
フ

ン

 
そ
の

間
に
敵
の
足
元
に
大

の

が
発
生
し
敵
の
触
手
は
そ
の

に
全
て

じ
込
ま
れ

た 
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に

Ｒ
Ｅ

の
色
が

く
な
り

発
狂
モ

ド
へ
と
突
入

す
る

 

Ｒ
Ｅ

は
狂

た
よ
う
に
口
か
ら
ビ

ム
を

き
出
し
始
め

 
遠
く
で
そ
れ
を
見
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

苦
笑
し
な
が
ら
こ
う

い
た

や

ぱ
り
口
か
ら
ビ

ム
か

も
う
定
番
だ
な

ご

ご
め
ん
な
さ
い
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

わ

私
の
せ
い
で

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

ヒ
ル
ダ
は

て
て
ヒ

ル
を
か
け
た

気
に
す
る
な

と
に
か
く
ヒ
ル
ダ
が
無
事
で
良
か

た

で

で
も
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の

が
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も
う
す
ぐ
生
え
て
く
る
か
ら
大
丈
夫
だ

て

 
ハ
チ
マ
ン
は
の
ん
び
り
と
し
た
口
調
で
そ
う
言
う
と

仲
間
達
に
声
を
か
け
た

よ

し

誰
が
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
と
る
か
勝
負
だ
な

頑
張
れ

 
敵
は
完
全
に
足
を

じ
ら
れ
て
い
る

尾
も

み
つ
き
も
可
動

囲
が
制
限
さ
れ
て
お
り

 
こ
ち
ら
の
誰
に
も
そ
の
攻
撃
を

か
せ
る
事
が
出
来
な
い

 
要
す
る
に

た
だ
死
を
待
つ
だ
け
の

態
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
た

う
ん

や

ぱ
り
初
見
の
敵
を
は
め
て
や
る
の
は
気
分
が
い
い
な

ふ
ふ

そ
う
で
す
ね

 
も
う
何
も
心
配
す
る
事
は
な
い
の
だ
と
理
解
し

張
が
解
け
た
の
か
ヒ
ル
ダ
は
ク
ス

と

笑

た

 
こ
の
戦
闘
に
お
い
て
は
も
う
二
人
は
部
外
者
と
な

て
お
り

た
だ
見
て
い
る
他
は
な
い

 
今
か
ら
近
付
く
と

尾
の
攻
撃

囲
を
通
る
事
に
な

て
し
ま
い

逆
に
危
険
な
の
だ

お

と

ま
た
ビ

ム
か

さ

き
か
ら
多
い
な

一
応
こ

ち
に
向
け
て
撃
と
う
と
し
て
る
ん
で
す
ね

 
だ
が
そ
の
攻
撃
が
二
人
に

く
事
は
な
い
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体
の

的
に

ど
う
し
て
も
首
の

度
が
こ
ち
ら
に
向
か
な
い
の
だ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
だ
な

 
あ

そ
う
い
え
ば
さ

き
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
が

あ
い
つ
の
他
に

か
い
の
が
い
た

て

言

て
た
よ
な

あ

は
い

今
多
分
本

が
そ
い
つ
ら
と
戦

て
る
と
思
い
ま
す

ほ
う
ほ
う

何
が
い
た
ん
だ

ベ
ビ

レ

ク
ス
か

ト
リ
ケ
ラ
か

あ

え
え
と
で
す
ね

 
そ
の

間
に

Ｒ
Ｅ

が
口
か
ら

い
た
ビ

ム
が
二
人
の
横
を
連
続
で
通
り
過
ぎ
た

 
二
人
と
も
一

そ
ち
ら
に
気
を
取
ら
れ
た
が

目
を

す
と
丁
度

Ｒ
Ｅ

が
消
滅
し
て

い
く
所
だ

た

 
ど
う
や
ら
今
の
は
断
末
魔
の
叫
び
の
よ
う
な
も
の
だ

た
ら
し
い

お

倒
し
た
か

み
た
い
で
す
ね

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
と

Ｒ
Ｅ

の
目
が
合

た
よ
う
な
気
が
し
た

 
そ
の

が
ニ
ヤ
リ
と

ら
し
い
笑
み
を

か
べ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
胸
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ぎ
を
覚
え
た何

だ

気
の
せ
い
か

 
そ
の
時
背
後
か
ら

な
気
配
が
し

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
後
ろ
に
い
た
ヒ
ル
ダ
の
方
に

り
向
い
た

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
そ
う
キ

ト
ン
と
す
る
ヒ
ル
ダ
の
背
後
に
は
二
対
の
小
さ
な
光
が
た
く
さ
ん

か
ん
で
お
り

 
そ
の
正
体
が
何
な
の
か
理
解
し
た

間

ハ
チ
マ
ン
は
片
手
で
ヒ
ル
ダ
を

き
寄
せ

 
ヒ
ル
ダ
を
守
る
よ
う
に

そ
の
身
に

い
被
さ

た

そ
の
直
後
に
ド
ン

と

二
人
を
衝

撃
が
襲
う

え

え

 
ヒ
ル
ダ
は
戸
惑

た
が

体
を
入
れ

え
た
事
で

 
先
ほ
ど
自
分
が
い
た

置
の
背
後
の
様
子
が
確
認
出
来
る
よ
う
に
な
り

 
ヒ
ル
ダ
は
そ
こ
に
あ

た
二
対
の
光

敵
の
目
と
目
が
合
い

鳴
を
上
げ
た

き

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
こ
に
は
い
つ
の
間
に
か
ラ
プ
ト
ル
の
大

が
出
現
し
て
お
り
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そ
の
う
ち
の
一
匹
が

ハ
チ
マ
ン
の

に

み
付
い
て
い
た
の
で
あ

た
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第
９
１
８
話
 
本
当
に
怖
か

た
の
は

あ

あ

大
丈
夫
だ

俺
の
装
備
は
防
御
力
が
高
い
か
ら

見
た
目
ほ
ど
ダ
メ

ジ
は
無
い

で

で
も

で
も

幸
い
こ
い
つ
の
お
か
げ
で
他
の
敵
が
俺
に
攻
撃
出
来
な
い
か
ら
な

 
し
ば
ら
く
は
こ
の
ま
ま
で
い
い

む
し
ろ
離
れ
ら
れ
る
と
面
倒
だ

 
横
に
回
り
込
ま
れ
る
と
や
ば
い
ん
だ
が

そ
う
し
て
こ
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と

 
キ
リ
ト
達
か
ら
の
攻
撃
を

し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
横
な
ら
射
線
が
通

ち
ま
う
だ
ろ
う
し

 
ま
あ

な
奴
ら
だ
よ

本
当
に
最
悪
だ

多
分
さ

き
の

Ｒ
Ｅ

の
ビ

ム
連
打
も

 
こ
い
つ
ら
の
接
近
を
誤
魔
化
す

だ

た
ん
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
先
ほ
ど

Ｒ
Ｅ

と
目
が
合

た
時
の
事
を
思
い
出
し

そ
う
言

た

 
確
証
は
無
い
が

結
果
か
ら
見
る
と
そ
う
と
し
か
思
え
な
い
の
で
あ
る

さ
て

そ
う
は
言

て
も
さ
す
が
に
や
ば
そ
う
だ

 
後
ろ
の
奴
ら
が
じ
り
じ
り
こ

ち
に
近
付
い
て
き
て
る
気
配
が
す
る
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こ
の
ま
ま
だ
と
仲
間
ご
と
俺
達
を
仕

め
よ
う
と
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

ヒ
ル
ダ
は
だ
が
無
反
応
で
あ

た

 
い
や

無
反
応
と
い
う
か

強
張

た
表
情
で
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か
を

い
て
い
る

 
そ
れ
を
恐
怖
に
よ
る
反
応
だ
と
思

た
ハ
チ
マ
ン
は

め
る
よ
う
に
ヒ
ル
ダ
に
声
を
か
け
た

あ
あ

ま
あ
怖
い
よ
な

で
も
ヒ
ル
ダ
だ
け
は
何
と
か
守
る
つ
も
り
だ

 
最
悪
こ
の
ま
ま
こ
の
敵
を
引
き
ず

て
で
も
あ
い
つ
ら
の
所
ま
で
行

て
み
せ
る
さ

 
仲
間
達
も
こ
ち
ら
の
様
子
に
気
付
い
て
向
か

て
き
て
く
れ
て
い
る
が
そ
の

離
は
ま
だ

ま
だ
遠
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
走
り
出
そ
う
と
し
た

間
に

 
ハ
チ
マ
ン
の

の
中
の
ヒ
ル
ダ
か
ら

突
然
力
あ
る
言
葉
が

が
れ
た

ブ
リ
ザ

ド
・
ウ

ル

 
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
の
背
後
に

の
壁
が
せ
り
上
が
り

 
ハ
チ
マ
ン
の

に

み
付
い
て
い
た
ラ
プ
ト
ル
が

そ
の
衝
撃
で
上
に

ね
上
げ
ら
れ
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
合
図
と
す
る
か
の
よ
う
に

か
れ
た
よ
う
に
走
り
出
す

お
お

凄
い
な
ヒ
ル
ダ

ま
さ
か
そ
う
来
る
と
は
思

て
も
い
な
か

た
わ
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ヒ

ル

 
そ
れ
に
対
す
る
ヒ
ル
ダ
の
返
事
は
回
復
魔
法
で
あ

た

 
そ
の

に
は
も
う
ヒ
ル
ダ
の
放

た
ブ
リ
ザ

ド
・
ウ

ル
は
消
滅
し
て
お
り

 
背
後
か
ら
敵
が
殺
到
し
て
き
て
い
た
が

 
十
分
に

離
が
と
れ
た
お
か
げ
で
ハ
チ
マ
ン
達
は
仲
間
達
と
無
事
に
合
流
す
る
事
が
出
来
た

 
ヒ
ル
ダ
の
大
手

で
あ
る

ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
君

後
は
任
せ
て

ヒ
ル
ダ
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
そ
の
す
れ
違
い
ざ
ま
の
ア
ス
ナ
の
感
謝
に

ヒ
ル
ダ
は

々
し
く
微
笑
ん
だ

い

い
え

悪
い

頼
む
わ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ヒ
ル
ダ
は
そ
の
ま
ま
一

後
方
へ
と
下
が

た

 
ハ
チ
マ
ン
の

の
中
の
ヒ
ル
ダ
は
激
し
く

え
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
ヒ
ル
ダ
の
体
に
回
し
て
い
た

を
離
し

そ
の

に
手
を
乗
せ
た



 第９１８話 本当に怖かったのは

大
丈
夫

も
う
大
丈
夫
だ

怖
か

た
だ
ろ
う
に

あ
り
が
と
う
な

い

い
え

確
か
に
怖
か

た
で
す
け
ど

私
が
怖
か

た
の
は

王
子
が
死
ん
じ

う
事
で

す
か
ら

 
ヒ
ル
ダ
は
安

の

か
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
王
子
と
呼
び
ハ
チ
マ
ン
は
ス

と
目
を

め
た

お
前

う
ち
の
学
校
の
奴
な
の
か

え

違
い
ま
す
け
ど

 
そ
の
返
事
に
ハ
チ
マ
ン
は
ニ
ヤ
リ
と
し
た

ま
る
で
俺
が
通

て
る
学
校
が
ど
こ
な
の
か
知

て
る
よ
う
な
口
ぶ
り
だ
な

え

あ

あ
あ

 
そ
し
て
ヒ
ル
ダ
は
が

く
り
と

を
落
と
し

み
が
ま
し
い
目
を
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
た

王
子

ず
る
い
で
す

も
う
取
り

わ
な
く
な

た
ん
だ
な

も
し
か
し
て
お
前

詩
乃
の
学
校
の
生
徒
か

は
い
私
と
フ

ブ
ニ
ル
さ
ん

先
輩
は

・シ
・ノ
・ン
・さ
・ん

と
同
じ
学
校
に
通

て
ま
す

ほ
う
ほ
う

詩
乃
が
シ
ノ
ン
だ

て
の
も
知

て
る
の
か

誰
か
に

い
た
の
か

い
え

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

な
ら
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ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
シ
ノ
ン
さ
ん
の
事
は
普
通
に
気
付
く
と
思
い
ま
す

あ
あ

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
な

 
そ
の
指
摘
に
ハ
チ
マ
ン
は

を

え
た

以
前
か
ら

念
は
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

ま
あ
い
い
か

そ
う
い
う
事
な
ら
お

は
今
度

を

る

て
事
で
い
い
か

え

い
い
ん
で
す
か

い
や

ま
あ
今
回
は
助
け
ら
れ
た
か
ら
な

で

で
も
そ
れ
を
言
う
な
ら
む
し
ろ
私
の
方
が

俺
の
方
が
ヒ
ル
ダ
よ
り
も
強
い

そ
し
て
強
い
奴
が

い
奴
を
助
け
る
の
は
義

だ

 
だ
が

い
奴
が
強
い
奴
を
助
け
る
の
は
義

じ

な
い

 
で
も
ヒ
ル
ダ
は
俺
の
事
を
必
死
で
助
け
て
く
れ
た

感
謝
す
る
の
は
当
然
だ
ろ

あ

え

と

は

は
い

 
そ
う
答
え
つ
つ
も

ヒ
ル
ダ
の
顔
は
に
や
け
て
い
た

 
こ
れ
は
要
す
る
に
ハ
チ
マ
ン
と
二
人
で
デ

ト
が
出
来
る
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
に
苦
笑
し
つ
つ
も
立
ち
上
が

て
近
く
に
転
が

て
い
た

を

い
上



 第９１８話 本当に怖かったのは

げ
たそ

れ
で
連

方
法
だ
が

あ

私

岡
田
で
す

な
の
で
ヒ
ル
ダ
で
す

な
る
ほ
ど

あ
と
こ
れ

私
の
連

先
で
す

 
そ
う
言

て
ヒ
ル
ダ
は
ハ
チ
マ
ン
に

す
ぐ
に
メ

セ

ジ
を
送

た

 
そ
れ
は
事
前
に
準
備
し
て
い
な
い
と
不
可
能
な

さ
で
あ
り

 
こ
う
い
う
機
会
が
訪
れ
た
時
の

に
予
め
用
意
し
て
い
た
の
だ
と
気
付
い
た
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑

し
たさ

て

そ
れ
じ

あ
俺
は
あ
い
つ
ら
を
手
伝

て
く
る
わ

 
い
つ
の
間
に
か
ハ
チ
マ
ン
の

は
復
活
し
て
お
り

も
う
十
分
に

も
回
復
し
て
い
る

そ
れ
じ

あ
私
も
行
き
ま
す

は
大
丈
夫
な
の
か

は
い

回
復

を
ち

ん
と
持

て
ま
す
か
ら

そ
れ
な
ら
こ
れ
を
使
う
と
い
い
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あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
が
差
し
出
し
て
く
れ
た

回
復

を

ヒ
ル
ダ
は
一
気
に
飲
み

し

た
そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お

お
う

 
そ
し
て
二
人
は
戦
場
へ
と
駆
け
出
し
て
い

た

 
お
い
お
い

ラ
プ
ト
ル
か
よ

そ
う
い
え
ば
最
近
ラ
プ
ト
ル
広
場
の

を

て
い
た
わ
ね

ラ
プ
ト
ル
広
場

何
だ
そ
れ

 
そ
の
ス
プ
リ
ン
ガ

の
疑
問
を
も

と
も
で
あ
る

 
こ
の
情
報
を
持

て
い
る
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
け
だ

た
か
ら
だ

ワ
ン
ダ
ラ

モ
ン
ス
タ

に
は
決
ま

た
定

地
が
あ

て

 
そ
こ
が

れ
る
と
迷
宮
内
に
散
ら
ば
る
ん
で
す

え

そ
う
な
の
か



 第９１８話 本当に怖かったのは

は
い

こ
の
情
報
を
も

と

く
に
公
開
し
て
お
け
ば

 
あ
る
い
は
こ
う
い

た
被
害
も

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
こ
れ
は
完
全
に
う
ち
の

慢
で
す

反
省
し
な
い
と
で
す
ね

 
そ
う
し

げ
る
ア
ス
ナ
に

ス
プ
リ
ン
ガ

が
諭
す
よ
う
に
言

た

い
や
い
や

ま
あ
情
報
を

散
し
て
く
れ
る
の
は

難
い
が

 
本
来
な
ら
他
の
大
手
ギ
ル
ド
だ

て
そ
う
い

た
情
報
を
自
力
で
得
て
い
な
い
と

目
だ
か

ら
な

 
ま

た
く
気
に
病
む
事
じ

な
い
さ

気
に
せ
ず
も

と
ゲ

ム
を
楽
し
も
う

は

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

ラ
プ
ト
ル
の
殲
滅
は
続
い
て
い
た

 
だ
が

え
こ
こ
で
全
滅
さ
せ
よ
う
と

ま
だ
ど
こ
か
に

ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
が
他
の
モ
ン
ス
タ

と
違
い

ラ
プ
ト
ル
の
性
質
の
悪
い
特
性
で
あ

た

よ
し

こ

ち
は
大
体
オ

ケ

だ
な

こ

ち
も
大
丈
夫

あ
れ

も
う
終
わ

ち
ま

た
の
か

思

た
よ
り
少
な
か

た
か
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そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
と
ヒ
ル
ダ
が
合
流
し
て
き
た

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
を
襲

た
ラ
プ
ト
ル

て
何
匹
く
ら
い
で
し
た

く
ら
い
は
い
た
と
思
う
ぞ

ま
あ
あ

ち
は
味
方
も
多
か

た
し

大
丈
夫
だ
ろ

こ

ち
は
何
匹
だ

う

ん

二
十
く
ら
い
か
な

て
事
は

残
り
は
も
う
ほ
と
ん
ど
い
な
い
か

 
一
度
ラ
プ
ト
ル
広
場
を
見
に
い
く
べ
き
か

ど
う
す
る
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
考
え
込
ん
だ

そ
の
後
ろ
で
は
ヒ
ル
ダ
が

 
ラ
プ
ト
ル
広
場

て
何
で
す
か

と
フ

ブ
ニ
ル
に
質
問
し
て
い
る

 
フ

ブ
ニ
ル
は
今

い
た
ば
か
り
の
知
識
を
ヒ
ル
ダ
に
伝
え

 
そ
れ
が
終
わ

た
の
を
確
認
し
た
後
ア
ス
ナ
と
ユ
キ
ノ
が
興
奮
し
た
様
子
で
ヒ
ル
ダ
に
話
し

か
け
た

ヒ
ル
ダ
さ
ん

あ
な
た

凄
か

た
わ
ね



 第９１８話 本当に怖かったのは

え

え

さ

き
は
本
気
で
ま
ず
い

て
思

た
ん
だ
け
ど
あ
の
ブ
リ
ザ

ド
・
ウ

ル
は
し
び
れ

た
よあ

は

は
い

あ
の
時
は
も
う
必
死
で
し
た

 
そ
ん
な
ヒ
ル
ダ
を
ラ
キ
ア
が
い
い
こ
い
い
こ
と

で
始
め
た

 
ど
う
や
ら
ラ
キ
ア
も
ヒ
ル
ダ
の
働
き
に
は
感
心
し
た
の
だ
ろ
う

当
面
は
敵

て
事
に
な
る
と
思
う
け
ど
直
接
や
り
合
う
と
か
じ

な
い
時
は
仲
良
く
し
て
ね

は

は
い

光
栄
で
す

本
当
な
ら
何
か
お

を
し
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど

あ
あ

そ
れ
な
ら
俺
が

を

て
や
る
事
に
し
た
か
ら
大
丈
夫
だ

ハ
チ
マ
ン
君
が

ご

を

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た

あ
あ

実
は
ヒ
ル
ダ
と
フ

ブ
ニ
ル
は
多
分
俺
と
面
識
が
あ

た

い

だ
よ
な

 
ヒ
ル
ダ
は
コ
ク
リ
と

そ
し
て
フ

ブ
ニ
ル
は

天
し
た
様
子
で

い
た
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後
は
シ
ノ
ン
が
ぶ
つ
ぶ
つ
言
わ
な
い
よ
う
に
色
々
言
い

め
れ
ば
ま
あ
何
の
問
題
も
な
い

あ
あ

そ
う
い
う
事
な
の
ね

な
る
ほ
ど

シ
ノ
ノ
ン
が
ね

 
そ
れ
で
二
人
は
ヒ
ル
ダ
が
シ
ノ
ン
と
同
じ
学
校
に
通

て
い
る
の
だ
と
す
ぐ
に
理
解
し

 
面
識
が
あ
る
と
い
う
の
も
ハ
チ
マ
ン
を
囲
む
生
徒
の
中
に
二
人
が
い
た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

と

し
た

シ

シ
ノ
ン
さ
ん
の

は
私
が
と
り
ま
す

せ
め
て
そ
れ
く
ら
い
は
さ
せ
て
下
さ
い

お
そ
う
か

そ
れ
は
助
か
る
わ
あ
い
つ
は
本
当
に
色
々
と
手
を
焼
か
せ
て
く
れ
る
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ほ

と
し
た
よ
う
に
そ
う
言
い

一
同
は
苦
笑
し
た

さ
て
フ

ブ
ニ
ル

は
か
ら
ず
も
リ
ア
ル

れ
し
ち
ま

た
事
に
な
る
ん
だ
が

 
ヒ
ル
ダ
を
あ
ん
ま
り

め
な
い
で
や

て
く
れ
な

 
俺
の
事
を
う

か
り
王
子
と
か
呼
ん
じ
ま

た
の
は
確
か
に
問
題
だ
が

 
ま
あ
あ
の
切

詰

た

況
じ

仕
方
が
な
い
と
思
う
し
な

あ
あ

別
に
何
の
問
題
も
な
い
で
す
よ

俺
は
王
子
の
事
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
し

 
む
し
ろ
リ
ア
ル
で
も
接
点
が
持
て
て

と
て
も
嬉
し
い
で
す



 第９１８話 本当に怖かったのは

お

そ
う
か

か
わ
い
い
事
を
言

て
く
れ
る
な

こ
の

こ
の

 
ハ
チ
マ
ン
は
フ

ブ
ニ
ル
の
事
も
気
に
入

た
ら
し
く

 
そ
う
言
い
な
が
ら

で
つ
ん
つ
ん
つ
つ
い
た

ど
う
や
ら
弟
分
認
定
し
た
よ
う
で
あ
る

さ
て

と
り
あ
え
ず
そ

ち
は
本

と
合
流
し
た
方
が
い
い
な

 
ラ
プ
ト
ル
が
相
手
だ
と
苦
戦
し
て
る
か
も
し
れ
ん

俺
達
は
ど
う
す
る

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
の

験

ぎ
の
見
学
は
今
日
は
中
止
だ
な

 
ラ
プ
ト
ル
広
場
を
見
に
行
き
た
い
が
タ
ン
ク
が
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
な
誰
か
残

て
る
か

ユ
イ
ユ
イ
が
ま
だ
い
る
み
た
い

ど
う
す
る

呼
ぶ

そ
う
だ
な

他
の
奴
も
呼
ん
で

し
ば
ら
く
は
大
丈
夫
な
よ
う
に

し
て
く
る
か

 
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
ワ
ン
ダ
ラ

に
な
り
う
る
敵
が
い
る
場
所
の
情
報
を
後
で
送
り
ま
す
か

ら 
そ

ち
で
情
報
共

し
て
も
ら

て
も
い
い
で
す
か

あ
は
は
は
は

本
当
は
う
ち
の
見
学
に
来
る
つ
も
り
だ

た
の
か
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ま
あ
そ
う
い
う

衝
は
俺
に
任
せ
て
く
れ

 

Ｒ
Ｅ

を
倒
す
の
に
共
闘
し
た
事
も
言

ち

て
い
い
よ
な

は
い

も
ち
ろ
ん
で
す

あ
い
つ
ら
は
プ
レ
イ
ヤ

全
体
の
敵
で
す
か
ら
ね

 
こ
う
し
て
方
針
は
決
ま
り

ヴ

ル
ハ
ラ
の
五
人
は
こ
の
場
で
待
機
す
る
事
に
な

た

 
ス
プ
リ
ン
ガ

達
は
来
た
道
を

り
無
事
に
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
と
合
流
を
果
た
す
事
が

出
来
た

お
お
無
事
だ

た
の
か

今
丁
度
ラ
プ
ト
ル
の
殲
滅
が
終
わ

て

生
を
行

て
る
所
だ

 
ど
う
や
ら
か
な
り
被
害
が
出
た
ら
し
く

ル
シ
パ

は
疲
れ
た
顔
で
そ
う
言

た

ル
シ
パ

さ
ん
よ

そ
れ

み
で
報
告
が
あ
る
ん
だ
が

ふ
む

こ
う

あ
の

Ｒ
Ｅ

を
倒
す
の
を

 
た
ま
た
ま
通
り
か
か

た
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
連
に
手
伝

て
も
ら

た
ん
だ

 
そ
れ
自
体
は
問
題
な
い
よ
な

あ
あ
も
ち
ろ
ん
だ
だ
が
次
に
カ
チ
合

た
時
に
お

は
言

て
も
手
加

を
す
る
つ
も

り
は
な
い



 第９１８話 本当に怖かったのは

そ
り

当
然
だ

で

そ
の
時
に
興
味
深
い
話
が

け
た
ん
だ
よ

ほ
ほ
う

実
は
ワ
ン
ダ
ラ

モ
ン
ス
タ

て
の
は
な

 
そ
し
て
ス
プ
リ
ン
ガ

の
報
告
を

い
た
ル
シ
パ

は

組
み
を
し
て
考
え
込
ん
だ

そ
う
だ

た
の
か

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
俺
に
も
何

所
か
心
当
た
り
が
あ
る

そ
う
な
の
か

あ
あ

だ
が
そ
れ
が
ワ
ン
ダ
ラ

の
元
凶
と
ま
で
は
気
付
か
な
か

た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
は
い
い

候
を
持

て
い
る
よ
う
だ
な

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
よ
な

敵
が

れ
る

間
を
確
認
し
た

て
事
な
ん
だ
ろ
う
し
な

 
そ
こ
で
二
人
は
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
顔
を
見
合
わ
せ
た

ま
さ
か
連
合
が
壊
滅
し
た
の

て

そ
の
せ
い
じ

な
い
よ
な

俺
も
今
同
じ
事
を
考
え
て
い
た

だ
が
そ
の
事
で
ヴ

ル
ハ
ラ
を

め
る
の
は
違
う
だ
ろ
う

 

Ｒ
Ｅ

の
件
は
知
ら
な
か

た
よ
う
だ
し

現
に
連
合
よ
り
少
な
い
人

だ

た
俺
達

が 
ラ
プ
ト
ル
の
殲
滅
に
成
功
し
て
い
る
か
ら
な
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確
か
に
そ
う
だ
な

要
す
る
に
連
合
の

化
が
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た

て
こ

た

だ
が
小

模
ギ
ル
ド
が

き
込
ま
れ
た
ら
さ
す
が
に
気
の

で
は
あ
る
な

 
今
後
は
う
ち
も

対
象
の
部
屋
で
の
狩
り
を
行
う
事
に
し
よ
う

い
い
ア
イ
デ
ア
だ

い
合
い
つ
つ
も

協
力
出
来
る
と
こ
で
は
協
力
し
て
い
こ
う

あ
あ

 
こ
の
時
点
で
は
ヴ

ル
ハ
ラ
と
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
と
い
う
か
七
つ
の
大
罪
の
関
係
は

 

え
お

い
を
敵
と
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も

比

敵
良
好
だ

た
と
言
え
る

 
だ
が
そ
の
関
係
が

多
く
の
伝
説
級
の
武
器
が
実
装
さ
れ
た
次
の
バ

ジ

ン
ア

プ
か
ら

 
急
激
に
悪
化
す
る
事
に
な
る
と
は
こ
の
時
点
で
は
誰
に
も
予
想
出
来
な
か

た
の
で
あ

た
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第
９
１
９
話
 
エ
ル
ザ
と
の
約
束
を
果
た
す

お
い

見
た
か

ヴ

ル
ハ
ラ
と
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
が

同
時
に
発
表
を
行

た
ぞ

お
う

見
た
見
た

こ
れ
で
ワ
ン
ダ
ラ

の
被
害
が

て
く
れ
る
と
い
い
ん
だ
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
今

新
た
な
事
実
の
発
表
に

い
て
い
た

 
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
最
近
の
ワ
ン
ダ
ラ

モ
ン
ス
タ

に
よ
る
被
害
が
深
刻
だ

た
と
い
う
事

な
の
だ
ろ
う

 
実

そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る
要
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

入
と
ト
ラ
フ

ク
ス
の
出
現

の
せ
い
で

 
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行
く
者
が
少
な
く
な

た
せ
い
で
あ
る

 
そ
れ
で
も
少
し
前
ま
で
は

ヴ

ル
ハ
ラ
が
ハ
ン
タ

の
役
目
を
果
た
す
事
に
よ
り

 
そ
の
被
害
が

在
化
す
る
事
は
無
か

た
の
だ
が

 
死
銃
事
件
や
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
開

ト
ラ
フ

ク
ス
の

へ
の
寄
港
や

 
藍
子
と
木
綿
季
の
病
気
の
治
療
な
ど
の
事
件
が
重
な
り

 
八
幡
が
と
て
も
忙
し
い

態
に
な
る
に
連
れ

態
は
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

て
い
た
の
で
あ
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た 
だ
が
今
後
は

ギ
ル
ド
も
そ
の
事
を
意
識
し
て
動
い
て
く
れ
る
と
思
わ
れ

 
今
後
は
ワ
ン
ダ
ラ

の
被
害
も
ど
ん
ど
ん

て
い
く
事
だ
ろ
う

 
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

そ
ん
な
明
る
い
希
望
に
満
ち
て
い
た

  
一
方
そ
の
功
労
者
の
一
人
で
あ
る
八
幡
は
今
と
て
も
憂
鬱
そ
う
な
表
情
で

を
走
ら
せ
て
い

た
八
幡

ミ
サ
キ
チ
の
店
ま
で
も
う
す
ぐ
だ
よ

楽
し
み
だ
よ
ね

あ
あ

そ
う
だ
な

 
そ
う
今
日
は
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
歌
を
作

て
く
れ
た
お

に
エ
ル
ザ
と
食
事
に
行
く
日
な

の
で
あ
る

 
普
通
の
店
に
行
く
に
は
最
近
の
エ
ル
ザ
は
知
名
度
が
上
が
り
す
ぎ
て
い
る

 
エ
ル
ザ
が
自
分
で
予
約
を
と
り
今
二
人
は
美
咲
に
向
か

て
い
る
最
中
な
の
で
あ

た

い
や

た
ま
に
こ
う
い
う
ご
褒
美
が
あ
る
と

や
る
気
が
出
る
な

俺
は
ま

た
く
や
る
気
が
出
ね
え
よ
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そ
の

間
に

エ
ル
ザ
の
体
が
ビ
ク
ン
と
し
た

そ

そ
の
塩
対
応

い
い

 
八
幡
は
天
を

い
だ
が

約
束
な
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

テ
ン
シ

ン
が
上
が

て
た
せ
い
と
は
い
え
何
で
俺
は
こ
ん
な
約
束
を
し
ち
ま

た
か
な

 
そ
の
時
八
幡
は
ふ
と
エ
ル
ザ
に
限
り
な
く
優
し
く
し
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
つ
き

 
後
で

し
て
み
よ
う
と
心
の
メ
モ
に
記
載
し
た

 
そ
し
て
二
人
は
美
咲
に
到
着
し
エ
ル
ザ
は
一
応
変
装
の

な
の
だ
ろ
う
か

子
を
目

深
に
被

た

お

お
前
も
気
を
遣
え
る
ん
だ
な

う
ん

ミ
サ
キ
チ
に
迷
惑
か
け
た
く
な
い
し
ね

そ
う
だ
な

 
入
り
口
の
前
に
立
つ
と
そ
こ
に
は
本
日
休
業
の

が
か
か

て
お
り
二
人
は
首
を

げ
た

あ

あ
れ

今
日
で
合

て
る
ん
だ
よ
な

う
ん

そ
の
は
ず
だ
け
ど
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い
つ
も
は
確
か

春
夏

中
の

が
か
か

て
る
よ
な

う
ん

ま
あ
鍵
は
か
か

て
な
い
み
た
い
だ
し

中
に
入

て
み
よ

そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
二
人
は
美
咲
の
入
り
口
の
扉
を
開
け
た

こ
ん
ば
ん
わ

こ
ん
ば
ん
わ

あ
ら
あ
ら
八
幡
様

今
日
は
よ
う
こ
そ
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た

さ
さ

こ
ち
ら
へ

あ

ど

ど
も

 
そ
ん
な
二
人
を
美
咲
が
一
人
で
出
迎
え
た

 
と
い
う
か
出
迎
え
た
の
は
八
幡
だ
け
で
あ
り
美
咲
は
エ
ル
ザ
の
方
を
ま

た
く
見
て
い
な

か

た
む

ミ
サ
キ
チ

私
も
い
る
ん
だ
け
ど

あ
ら

ピ
ト
も
い
た
の

ご
め
ん
な
さ
い
ね

あ
な
た
は
小
さ
い
か
ら

 
私
の
胸
の
陰
に
入

て
し
ま

て
全
然
気
付
か
な
か

た
わ

 
美
咲
は
わ
ざ
と
ら
し
く
そ
う
言
い

エ
ル
ザ
は

を

ら
ま
せ
た
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チ

ち

と
胸
が
大
き
い
か
ら

て
い
い
気
に
な
ん
な

あ
ら

た
だ
事
実
を
伝
え
た
だ
け
な
の
だ
け
れ
ど

 
大
丈
夫
よ
ピ
ト

方
の

好
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
か
ら
ね

う
ふ
ふ

 
こ
の
ま
ま
だ
と
女
の
戦
い
が
始
ま

て
し
ま
い
そ
う
だ

た
の
で

 
八
幡
は
店
内
を
見
回
し
た
後

露
骨
に
話
題
を
変
え
た

そ
う
い
え
ば
表
の

が
休
業
に
な

て
ま
し
た
け
ど

そ
れ
で
合

て
ま
す
わ

今
日
は
休
業
で
す
わ
よ

 
美
咲
は
満
面
の
笑
顔
で
そ
う
答
え

八
幡
は
恐

し
た

え

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
ん
な
日
に
こ
い
つ
が
予
約
し
ち

て
す
み
ま
せ
ん

い
え
い
え

そ
う
で
は
な
く
て

今
日
は
八
幡
様
の
お
相
手
だ
け
を
す
る
つ
も
り
で

 
予
約
が
入

た
時
点
で
店
は
お
休
み
と
い
う
事
に
し
ま
し
た
の

え

ミ
サ
キ
チ

そ
う
な
の

調
整
と
か
大
変
だ

た
ん
じ

な
い

大
丈
夫
よ

そ
の
日
は
た
ま
た
ま
嘉
納
さ
ん
か
ら
の
予
約
し
か
入

て
い
な
か

た
か
ら

 
事
情
を
説
明
し
て
キ

ン
セ
ル
さ
せ
て

き
ま
し
た
わ

え

マ
ジ
で
す
か

後
で

下
に
謝

て
お
か
な
い
と
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必
要
あ
り
ま
せ
ん
わ

え

い
や

で
も
で
す
ね

必
要
あ
り
ま
せ
ん
わ

あ

は

は
い

 
八
幡
は
美
咲
の
迫
力
に
負
け
て

い
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
こ
ち
ら
の
お

へ
ど
う
ぞ

 
そ
し
て
二
人
は
座
敷
に
通
さ
れ
た

料
理
は

に
あ
る

度
用
意
さ
れ
て
お
り

 
美
咲
は
飲
み
物
を
準
備
し
て

二
人
の
前
に
置
い
た

そ
れ
じ

あ
私
は

か
い
料
理
を
仕
上
げ
て
き
ま
す
わ
ね

ど
う
ぞ
ご
ゆ

く
り

 
そ
う
言

て
美
咲
は

の
方
に

て
い

た

そ
れ
じ

あ
八
幡

ね

お
う

そ
う
だ
な

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

を
交
わ
し

近
況
報
告
に
移

た

仕
事
の
調
子
は
ど
う
だ

も
ち
ろ
ん
真
面
目
に
や

て
る
よ
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結

忙
し
い
の
か

う
ん

最
近
名
前
が
ど
ん
ど
ん

れ
て
き
ち

て
て

 
も
し
か
し
た
ら
今
年
の
紅
白
に
も
呼
ば
れ
る
か
も
し
れ
な
い

え

マ
ジ
か
よ

そ
れ
は
凄
い
な

も
ち
ろ
ん
そ
の
時
歌
う
の
は

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
テ

マ

ね

冗
談
だ
と
思
う
が
そ
れ
だ
け
は
絶
対
に
や
め
て
く
れ

え

目

目
に
決
ま

て
る
だ
ろ

お
前
に
は
常
識
が
無
い
の
か

 
八
幡
は
特
に
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
で
も
な
く

々
と
そ
う
お
説
教
を
し
た
だ
け
な
の
だ
が

 
そ
れ
で
も
エ
ル
ザ
は
興
奮
し
た
よ
う
に
ぶ
る
ぶ
る
と

え
た

い

い
き
な
り
な
ん
て

不
意
打
ち
す
ぎ
る
よ

い
や

別
に
大
し
た
事
は
言

て
な
い
だ
ろ

 
丁
度
そ
こ
に

美
咲
が
料
理
を
持

て

て
き
た

あ
ら
ピ
ト

八
幡
様
に

倒
で
も
し
て
も
ら

た
の
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て
ま
せ
ん

普
通
に

て
た
だ
け
な
ん
で
す
が

 
そ
う
言

て
八
幡
は

美
咲
に
一
連
の

を
説
明
し
た

 
今
日
こ
こ
に
来
る
理
由
と
な

た
歌
の
依
頼
の
事
や

紅
白

み
の
事
を
で
あ
る

へ

ち

と
そ
れ

い
て
み
た
い
わ
ね

い
い
よ

今
歌

た
げ
る

 
そ
う
言

て
エ
ル
ザ
は
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
テ

マ
を
二
人
の
前
で
披
露
し
た

平
成
初
期
の
ロ
ボ

ト
ア
ニ
メ
の
曲
み
た
い
ね

血
が

る
わ

お

ミ
サ
キ
チ
い
け
る
口
じ

ん

ま
あ
丁
度
世
代
だ
も
の

子

の

に
見
た
記
憶
が
あ
る
わ

こ
う
い
う
事
で
も
全
力
で
や
る
の
が
私
の
主
義
だ
か
ら

頑
張

た
よ

で
も
こ
れ
を
紅
白
で

て
の
は
ど
う
か
と
思
う
け
ど
ね

う

や

や

ぱ
り
そ
う
か
な

当
た
り
前
だ

当
た
り
前
で
し

う

 
二
人
に
そ
う
言
わ
れ

さ
す
が
の
エ
ル
ザ
も

め
た
よ
う
だ



 第９１９話 エルザとの約束を果たす

そ
れ
じ

あ
別
の
曲
に
す
る

ま
あ
ま
だ
選
ば
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
ね

候
補
に
上
が

て
る

て
だ
け
で
も
凄
い
わ

こ
こ
最
近
本
当
に
知
名
度
が
上
が

た
の
ね

う
ん

八
幡
の
お
か
げ
で
ね

そ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

果
と
か
な
の
か
し
ら

う
う
ん

私
の
曲

い
く
つ
か
著
作

フ
リ

に
し
て
あ
る
か
ら

 
そ
れ
が
音
楽
教
室
で
使
わ
れ
た
り

何
か
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
と
か
に
流
し
て
も
ら

た
り

 

前
で
流
れ
た
り
し
て
る
せ
い
だ
ね
ミ
サ
キ
チ
も
知

て
る
曲

て
古
い
曲
ば

か
り
で

し 
美
咲
は
そ
の
言
葉
に
考
え
込
み
確
か
に
最
近
の
曲
の
事
を
ま

た
く
知
ら
な
い
事
に
気
が
付

い
たえ

え
え

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
ね

そ
も
そ
も

く
機
会
が
な
い
も
の

 

な
ら
テ
レ
ビ
と
か
で
そ
れ
な
り
に

に
し
た
け
ど
最
近
は
テ
レ
ビ
も
ほ
と
ん
ど
見
な
い
し

ね
だ
よ
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事

そ
の
お
か
げ
で
収
入
も
か
な
り

え
た
よ

あ
ら

そ
れ
は
良
か

た
じ

な
い
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う
ん

最
近
の
音
楽

て

そ
れ
を

こ
う
と
思

て
自
分
で
探
す
人
の

に
し
か
入
ら
な

い
じ

な
い

 
で
も
本
当
は
そ
う
い
う
ん
じ

な
く
て
街
を
歩
い
て
い
る
時
と
か
に
自
然
と

に
入
る
よ
う

に
す
る
の
が

 

と
し
て
は
や

ぱ
り
最
強
な
ん
だ
よ
ね

し
て
得
と
れ

て
や
つ

 
ソ
レ
イ
ユ

み
の
ミ

ジ
シ

ン
は
み
ん
な
そ
れ
に

同
し
て
そ
う
い
う
活
動
を
し
て
る
か

ら 
み
ん
な
結

収
入
が

え
て

う
は
う
は

態
の
は
ず
だ
よ

そ
う

さ
す
が
は
八
幡
様
で
す
わ

い
や

別
に
俺
だ
け
の
意
見

て

じ

な
い
ん
で

 
エ
ル
ザ
を
取
り

く

も

ど
う
や
ら
良
い
方
に
変
わ

て
い
る
ら
し
い

ま
あ
何
よ
り
お
前
が
自
由
に
歌
え
る

て
事
の
方
が
大
事
だ
か
ら
な

う
ん

私

八
幡
と
出
会
え
て
本
当
に
良
か

た

 
そ
う
嬉
し
そ
う
に
言
う
エ
ル
ザ
は

だ
が
何
か
を
期
待
す
る
よ
う
に
八
幡
の
目
を
見
て
い
た

こ
こ
で
か
よ



 第９１９話 エルザとの約束を果たす

 
八
幡
は
心
の
中
で
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら

エ
ル
ザ
に
向
か

て
言

た

俺
は
全
然
良
く
な
い

お
前
は
も

と
身
の

を

え
ろ

こ
の
変
態
が

 
そ
の
常
日

と
は
違
う
乱
暴
な
口
調
に
美
咲
は
一

ハ

と
し
た
が

 
八
幡
の
と
て
も

そ
う
な
表
情
と
エ
ル
ザ
の

と
し
た
表
情
を
見
て
即
座
に
事
情
を
理
解

し
た
ら
し
い

あ
ら

今
日
は
そ
う
い
う
趣
向
に
な

て
ま
す
の
ね

八
幡
様

そ
う
な
ん
で
す
よ

歌
の
お

に
こ
い
つ
が
ど
う
し
て
も

て
言
う
ん
で

は

八
幡

も

と

俺
相
手
に
要
求
と
か

変
態
が
調
子
に
乗

て
ん
じ

ね
え

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
言
葉
で
座

た
ま
ま
後
ろ
に
倒
れ

そ
の
ま
ま
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
始
め
た

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の
エ
ル
ザ
の

に
さ
す
が
の
八
幡
も
引
い
た

ド
ン
引
き
で
あ
る

美
咲
さ
ん

俺
は
こ
い
つ
の
変
態
度
を

く
見
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
そ
う
美
咲
に
目
を
向
け
た
八
幡
は
美
咲
の

が
上
気
し
て
い
る
事
に
気
が
付
き

な
予
感

が
し
た
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八
幡
様

私

ち

と
お
願
い
が
あ
り
ま
す
の

何
で
す
か

し
に
私
に
向
か

て

お
い
美
咲

も
う
い
い
年
の
お
前
な
ん
か
俺
以
外
は
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
ん
だ
か
ら

 
こ
れ
か
ら
も
ち

ん
と
俺
に
尽
く
せ
よ

て
言

て
み
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

で
す

 
そ
れ
は
取
り
付
く

も
な
い
即
答
で
あ

た

そ

そ
こ
を
何
と
か

お
断
り
し
ま
す

し
で
す
か
ら

先

だ
け

先

だ
け
で
い
い
で
す
か
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら
美
咲
が
八
幡
を
押
し
倒
す
勢
い
で
迫

て
き
た

 
八
幡
は

々
な
が
ら

そ
の
頼
み
を

し
た

分
か
り
ま
し
た

言
う
だ
け
で
す
か
ら
ね

お
い
美
咲

も
う
い
い
年
の
お
前
な
ん
か
俺
以
外
は
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
ん
だ
か
ら

 
こ
れ
か
ら
も
ち

ん
と
俺
に
尽
く
せ
よ



 第９１９話 エルザとの約束を果たす

ぶ
は

 
そ
う
言
い
な
が
ら
美
咲
は

エ
ル
ザ
同
様
に
後
ろ
に
ど

と
倒
れ
た

ピ
ト

あ
な
た
の
気
持
ち

今
完
全
に
理
解
し
た
わ

で
し

尊
い
よ
ね

尊
い
の
意
味
が
違

て
ま
せ
ん
か
ね

 
八
幡
は
心
の
中
で
そ
う
思

た
が

 
今
の
二
人
に
口
を

む
の
は

だ

た
の
で

て
い
た

 
そ
し
て
二
人
は
ま
る
で
同
士
を
見
つ
け
た
か
の
よ
う
に

く
手
を
取
り
合
い

き
上
が

た

今
日
は
休
み
だ
し

料
理
を
出
し
終
わ

た
ら
ミ
サ
キ
チ
も
一

に
参
加
し
な
よ

そ
う

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
よ
う
か
し
ら

 
こ
の
後
二
人
の
相
手
を
さ
せ
ら
れ
る
ら
し
い
事
が
目
の
前
で
決
定
し

八
幡
は

を

え
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
９
２
０
話
 
楽
し
い
時
間

 
そ
う
い
え
ば
書
き
忘
れ
て
ま
し
た
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
ニ
メ
二
期
三
話
鮮
血
の
記
憶
の
冒

三

く
ら
い
の
校

内
の
下

の
場
面
で
一
番

に
い
る
男
女
が
フ

ブ
ニ
ル
と
ヒ
ル

ダ
で
す

そ
う
い
え
ば
八
幡

ま
た
新
し
い
女
の
子
を
二
人
捕
ま
え
た
ん
だ
よ
ね

 
リ
ア
ル
連

先
を
教
え
て
も
ら

て
た

て

い
た
よ

あ
ら

そ
れ
は

き

て
な
り
ま
せ
ん
わ
ね

人

き
の
悪
い
事
を
言
う
な
エ
ル
ザ

お
前
は
知

て
る
だ
ろ

 
七
つ
の
大
罪
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
ヒ
ル
ダ
だ
よ

え

そ
の
二
人

ま
あ
ヒ
ル
ダ
ち

ん
は
分
か
る
け
ど

あ
の
痴
女
が
ど
う
し
て

痴
女

そ
の
方
は
痴
女
で
す
の

あ

う
ん

二
つ
名
を
付
け
る
な
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ミ
サ
キ
チ

か
な



 第９２０話 楽しい時間

あ
ら

そ
れ
は
痴
女
で
す
わ
ね

 
そ
の
美
咲
の
感
想
に

八
幡
は
そ
れ
で
い
い
の
か
と
思
い

き
り
突

込
み
た
く
な

た
が

 
実

美
咲
の
格
好
は
そ
う
い

た

向
が
強
い

 
自
覚
し
て
る
の
な
ら
ま
あ
そ
れ
で
い
い
か
と
思
い
直
す
事
に
し
た

そ
も
そ
も
ど
ん
な

で
そ
ん
な
事
に
な
り
ま
し
た
の

あ
あ

実
は

 
八
幡
は
先
日
の
狩
り
の
事
を
二
人
に
説
明
し
た

げ

ラ
プ

あ
い
つ
ら
本
当
に
う
ざ
い
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
の

う
ん
あ
い
つ
ら
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
言
う
と
何
だ
ろ
ヤ
ミ
ヤ
ミ
と
タ
ラ
オ
の
コ
ン
ビ
み
た
い
な
も

ん
よそ

の

え
は
ど
う
な
ん
だ

 
八
幡
は

れ
た
が

エ
ル
ザ
は

も
熱

を

る

た

あ
い
つ
ら
は
一
人
一
人
だ
と

い
の
に

れ
る
と
連

と
か
本
当
に
う
ざ
い
じ

な
い

 
ま
さ
に
ラ
プ
ト
ル

て
感
じ
な
の
よ
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あ
あ

そ
う
い
う

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
な
の
か
し
ら
ま
あ
私
は
あ
の
二
人
よ
り

い
か
ら
何
と
も
だ
け
ど

 
美
咲
も
そ
れ
で
一
応
納
得
し
た
ら
し
い

ま
あ
ジ

ラ
シ

ク
・
パ

ク
に
出
て
く
る
よ
う
な

あ
ん
な
感
じ
で
す
ね

そ
れ
は
怖
い
わ
ね

あ
ん
な
の
に
囲
ま
れ
た
ら
生
き
て
帰
れ
る
気
が
し
な
い
わ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ミ
サ
キ
な
ら
絶
対
に
生
還
す
る
だ
ろ
う
と
八
幡
は
確
信
し
て

い
た

 
そ
れ
は
事
実
で
あ
り
今
の
美
咲
は
八
幡
に
自
分
は
か

い
ア
ピ

ル
を
し
て
い
る
だ
け
な
の

で
あ
る

し
か
し
そ
の
ヒ
ル
ダ
ち

ん

て
子
は

中
々
や
る
わ
よ
ね

で
す
よ
ね

俺
も
あ
れ
に
は
感
心
し
ま
し
た
よ

だ
ね

性
あ
る
よ
ね

も
う
ち

と
鍛
え
れ
ば
ま
あ

 
う
ち
の
メ
ン
バ

に
し
て
も
差
し

え
な
い
く
ら
い
の
実
力
に
は
な
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
は

他
の
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

に
向
け
る
言
葉
と
し
て
は



 第９２０話 楽しい時間

 
や
や

慢
に

こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が

最
高
の
評
価
で
あ

た

あ
ら

分
と
高
評
価
で
す
わ
ね

そ
れ
じ

あ
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

あ
い
つ
は
ち

と
分
か
ら
な
い
わ

ヒ

ラ

使
い
と
は
言

て
た
け
ど

 
戦
い
は
あ
ま
り
好
き
じ

な
い
み
た
い
だ
し
な

 
ま
あ
ど
ん
な
奴
か
は
詩
乃
が
調
べ
て
報
告
し
て
く
る
と
思
う
ぞ

え

何
で
し
の
ノ
ン

い
や

二
人
と
も
詩
乃
の
学
校
の
生
徒
ら
し
い
ん
だ
よ

何
そ
の
偶
然

あ
り
え
る
の

実

そ
う
な
ん
だ
か
ら
あ
り
え
る
ん
だ
ろ
う
さ

へ

面
白
い
ね

 
三
人
は
そ
ん
な
感
じ
で

り
上
が

て
い
た

 
ど
う
や
ら
美
咲
は
最
初
か
ら
こ
の
事
を
想
定
し
て
い
た
の
か

 
料
理
の

も
二
人
分
と
は
思
え
な
い

が
あ
り
三
人
は
存
分
に
飲
み
食
い
す
る
事
が
出
来
た

ふ
う

お
腹
い

ぱ
い

そ
れ
に
凄
く
美
味
し
か

た
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あ
ら

そ
れ
は
あ
り
が
と
う

今
日
の
料
理
は
全
部
ミ
サ
キ
チ
が
作

た
の

え
え

実
は
そ
う
な
の

今
日
は

さ
ん
に
も
お
休
み
し
て
も
ら

た
し
ね

へ

そ
れ
で
こ
の
ク
オ
リ
テ

か

ミ
サ
キ
チ
は
凄
い
ね

そ
れ
じ

あ
デ
ザ

ト
を
お
持
ち
し
ま
す
わ

 
そ
う
言

て
美
咲
は
余
計
な
物
を
下
げ
て
い
き
八
幡
も
そ
の
後
に
続
い
て
食
器
を
下
げ
始
め

た
あ
ら
八
幡
様

そ
ん
な
事
は
私
が
や
り
ま
す
か
ら

い
え

今
日
は
貸
し
切
り
に
さ
せ
ち

い
ま
し
た
し

こ
れ
く
ら
い
は
さ
せ
て
下
さ
い

 
こ
の
後
一
人
で
片
付
け
す
る
ん
で
す
よ
ね

な
の
で
ま
あ
こ
れ
く
ら
い
は

ね

ふ
ふ

大
丈
夫
で
す
よ

に
手
伝
わ
さ
せ
ま
す
か
ら

あ
あ

は
元
気
で
す
か

え
え

大
学
を
卒
業
し
た
ら

直
ぐ
店
に
入
る

て
言

て
く
れ
て

 
こ
れ
か
ら
は
多
少
私
も
楽
が
出
来
そ
う
で
す
わ

そ
う
で
す
か

そ
れ
は
嬉
し
い
で
す
ね



 第９２０話 楽しい時間

あ
の
子
に
は
好
き
な
道
に
進
ん
で
欲
し
い
と
ず

と
言

て
た
ん
で
す
け
ど

 
店
を
継
ぎ
た
い
と
言

て
く
れ
て

正
直
こ
れ
で
ほ

と
ひ
と
安
心
で
す
わ
ね

ま
あ
ま
だ
ま
だ
先
の
話
で
す
よ
ね

大
変
で
し

う
け
ど

こ
れ
か
ら
も
頑
張

て
下
さ
い

ふ
ふ

八
幡
様
と
は
⻑
い
付
き
合
い
に
な
り
そ
う
で
す
わ
ね
こ
れ
か
ら
も
公
私
共
に
宜
し

く
で
す
わ

 
そ
う
言

て
美
咲
は
ペ
ロ
リ
と

な
め
ず
り
を
し
た

 
八
幡
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
エ
ロ
い
と
思

て
い
た
が
や
は
り
美
咲
の
が
遥
か
に
格
が
上
の
よ

う
だよ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は
そ
う
言

て

逃
げ
る
よ
う
に
元
の

に

た

 
こ
の
ま
ま
で
は
変
な
雰
囲
気
に
な
り
そ
う
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る

八
幡
お
帰
り

今
暇
だ

た
か
ら

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
公
式
ペ

ジ
を
見
て
た
ん
だ
け
ど

 
新
し
い

が
ア

プ
さ
れ
て
た
よ

ほ
う

せ

か
く
だ
し
一

に
見
て
み
よ
う
よ
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そ
う
だ
な

美
咲
さ
ん
が

て
き
た
ら
見
て
み
よ
う

う
ん

 
エ
ル
ザ
は
食
欲
が
満
た
さ
れ
た
せ
い
か

か
な
り
変
態
度
が
下
が

た
よ
う
だ

 
八
幡
に
と

て
は
幸
い
で
あ
る

そ
し
て
美
咲
が
デ
ザ

ト
を
持

て

て
き
た
後

 
三
人
は

ん
で
そ
の

を
見
る
事
に
し
た

体
的
に
は
八
幡
の
ス
マ
ホ
で
映
像
を
見
て

 
二
人
が
そ
の
横
か
ら
体
を
密
着
さ
せ

画
面
を

き
込
む
格
好
で
あ
る

二
人
と
も
近
い

近
い
か
ら

え

だ

て
見
に
く
い
ん
だ
も
ん

八
幡
様

こ
こ
は
男
ら
し
く
ぐ

と
私
達
を

き
寄
せ
て
く
れ
て

い
ま
せ
ん
の
よ

い

い
や

そ
れ
じ

あ
ス
マ
ホ
が
持
て
な
い
ん
で

 
八
幡
は
仕
方
な
く
二
人
の
接
触
を
許
容
し

そ
し
て
ス
マ
ホ
の
画
面
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の

が
流
れ

始
め
た

おあこ
れ
は
ま
た
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そ
こ
に
出
て
き
た
の
は
恐
⻯
の

れ
で
あ

た

そ
の
中
に
恐
⻯
の
よ
う
な
ヒ
ト
種
が
混
じ

て
い
る

こ
れ
は
ま
た
偶
然
だ
な

ま
あ
完
全
に
フ

ン
タ
ジ

に
寄
せ
る
よ
り
は
い
い
の
か
も
ね

ラ
プ
ト
ル
も
出
て
く
る
の
か
し
ら

出
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

ま

た
く
厄
介
な

 
八
幡
は
そ
う
言

た
も
の
の
少
し
嬉
し
そ
う
に
見
え
た

や
は
り
恐
⻯
は
男
の
ロ
マ
ン
な
の

で
あ
る

日
付
は

十
二
月
上

か

Ａ
Ｌ
Ｏ
よ
り
三
週
間
く
ら
い

い
ね

と
り
あ
え
ず
こ

ち
に
全
力
投

だ
な

ふ
ふ

楽
し
み
で
す
わ
ね

そ
れ
じ

あ
デ
ザ

ト
を

こ

か

私

も
う
我
慢
の
限
界
だ
よ

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
デ
ザ

ト
を
食
べ

 
そ
の
後
も
バ

ジ

ン
ア

プ
が
ど
う
な
る
の
か
楽
し
そ
う
に
会
話
を
続
け
た

 
そ
し
て
楽
し
い
時
間
は
あ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
八
幡
と
エ
ル
ザ
は
店
を
お
暇
す
る
事
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に
し
た

ミ
サ
キ
チ

今
日
は
本
当
に
楽
し
か

た
ね

え
え
そ
う
ね

ま
た
今
度

二
人
で
遊
び
ま
し

う
ね

 
そ
れ
は
お
そ
ら
く
リ
ア
ル
で
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

こ
の
二
人
実
は
そ
れ
く
ら
い
仲
良
し

で
あ
る

 
だ
が
八
幡
に
は

美
咲
と
エ
ル
ザ
は
タ
イ
プ
が
違
い
す
ぎ
て

 
二
人
が
一

に
ど
ん
な
遊
び
を
す
る
の
か
見
当
も
つ
か
な
か

た

美
咲
さ
ん

料
理
も
本
当
に
美
味
し
か

た
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
八
幡
様

今
後
と
も
ご

に

 
美
咲
は
そ
う
言

て
八
幡
に
微
笑
ん
だ

 
あ
ま
り
押
し
す
ぎ
る
の
も
ま
ず
い
と
思

た
の
か

余
計
な
事
は
一
切
言

て
こ
な
い

あ

そ
う
だ

も
し
か
し
て
こ
こ
に

大
野

の
会
⻑
ご
夫
妻

て
来
た
り
し
ま
す
か

春
雄
さ
ん
と

さ
ん
の
事
か
し
ら

そ
れ
な
ら
た
ま
に
お
み
え
に
な
り
ま
す
わ

そ
う
で
す
か
つ
い
最
近
お
二
人
と
知
り
合

た
ん
で
も
し
い
ら
し
た
ら
宜
し
く
お
伝
え
下

さ
い
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あ
ら
そ
う
で
し
た
の

分
か
り
ま
し
た
わ

ト
ラ
フ

ク
ス
の
バ

ジ

ン
ア

プ
も
決
ま
り
ま
し
た
し

 
そ
し
た
ら
ま
た
み
ん
な
で
戦
い
に
行
き
ま
し

う

ふ
ふ

そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
わ

ミ
サ
キ
チ

そ
れ
じ

あ
お
会
計

 
エ
ル
ザ
が
そ
う
言

て

布
を
取
り
出
し
た
の
を

八
幡
が

て
て
止
め
た

い
や

そ
れ
は
俺
が

う

て

別
に
い
い
よ

今
日
は
私
が
誘

た
ん
だ
し

い
や

そ
も
そ
も
今
日
の

は
お

の

な
ん
だ
し

う

ん

ま
あ
大
人
し
く
半
分
ず
つ
で
い
い
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん
こ
と

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
と
エ
ル
ザ
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

ま
あ
そ
れ
も
そ

か

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

た
だ
し

は
俺
が
出
す
か
ら
な

は
い
は
い

そ
れ
で
い
い
よ

そ
の
代
わ
り
次
は
私
が

を
出
す
か
ら
ね

へ
い
へ
い
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そ
し
て
二
人
は

美
咲

を
出
て

そ
の
ま
ま
帰

に
つ
い
た

そ
う
い
え
ば
エ
ル
ザ
美
咲
さ
ん
に
も
相
談
し
よ
う
と
思

て
さ

き

き
そ
び
れ
ち
ま

た

ん
だ
が

 
ヒ
ル
ダ
に

を

て
や
る
と
し
て

エ
ル
ザ
は
自
分
が
高
校
の
時

 
ど
ん
な
店
に
連
れ
て

て
も
ら
い
た
い
と
思

て
た
か

い
て
も
い
い
か

 
そ
の

間
に

エ
ル
ザ
が
か
つ
て
な
い

ビ
ク
ン
ビ
ク
ン
と
な

た

え

ど

ど
う
し
た

う
う
う
ん
こ
こ
で
他
の
女
の
話
を
出
し
て
く
る
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た
か

ら
う

わ

悪
い

そ
ん
な
つ
も
り
は
無
か

た
ん
だ
が

う
う
ん

気
持
ち
良
か

た
か
ら
気
に
し
な
い
で

 
こ
こ
で
ま
さ
か
の
変
態
が
復
活
し
八
幡
は
余
計
な
事
は
言
わ
な
い
よ
う
に

力
無
言
で
い
る

事
に
し
た

え

と
高
校
の
時
か

と
り
あ
え
ず
制
服
で
入

て
も
平
気
な

度
に
堅
苦
し
く
な
い
所

で
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そ
れ
で
い
て

感
が
あ

て

安

く
な
い
所
が
い
い
と
思
う
な

う
ぐ

俺
に
は
ハ

ド
ル
が
高
い
な
そ
れ

ま
あ
帰

た
後
に

 
そ
う
言
い
か
け
て
エ
ル
ザ
は
ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
た

う
う
ん

う
ち
に
送

て
も
ら
う
つ
い
で
に
ち

と
上
が

て
き
な
よ

 
色
々
な
お
店
で

た
写
真
と
か
も
あ
る
し

 
そ
れ
を
見
せ
な
が
ら
い
く
つ
か
候
補
に
な
り
そ
う
な
所
を
教
え
て
あ
げ
る

お
お

そ
う
か

お
前
の
チ

イ
ス
な
ら
安
心
だ
な

悪
い
が
宜
し
く
頼
む
わ

う
ん

任
せ
て

 
こ
う
し
て
八
幡
は

エ
ル
ザ
の
家
に
お

魔
す
る
事
に
な

た
の
だ

た
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第
９
２
１
話
 
エ
ル
ザ
の
ア
ル
バ
ム

八
幡

そ
れ
じ

あ
上
が

て
上
が

て

お
お

そ
れ
じ

あ
お

魔
し
ま
す

 
八
幡
は
初
め
て
エ
ル
ザ
の
家
に
上
が
る
事
に
な
り

若

張
し
て
い
た

ま
あ
何
か
あ

て
も
俺
の
方
が
力
が
強
い
か
ら
問
題
な
い
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
家
に
上
が
る
前
に

関
前
で
カ
メ
ラ
マ
ン
が
張
り
込
ん
で
い
な
い
か
確
か
め
た
り

も
し
た

 
と
い
う
か
そ
ち
ら
の
方
が
気
に
な

て
い
た

あ
は
は
は
は

ま

た
く
も
う

気
に
し
す
ぎ
だ

て
ば

い
や

そ
う
は
言

て
も
な

別
に
写
真
に

ら
れ
て
も
問
題
な
い
で
し

む
し
ろ
知
名
度
が
上
が

て
万
々

み
た
い
な

う

ん

ま
あ
明
日
奈
も
気
に
し
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
し

問
題
な
い
と
い
え
ば
な
い
か

そ
う
そ
う

ち

と
は
話
題
に
な
る
か
も
だ
け
ど

み
ん
な
す
ぐ
に
忘
れ
ち

う

て
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そ
う
い
う
も
ん
か

う
ん

そ
う
い
う
も
ん

 
そ
の
ま
ま
八
幡
は
居
間
に
通
さ
れ
た

室
内
は
散
ら
か

て
い
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が

 
ま

た
く
そ
ん
な
事
は
な
く

麗
に
整
え
ら
れ
て
い
た

分

麗
に
し
て
る
ん
だ
な

う
ん

こ
れ
で
も
女
の
子
だ
し
ね

え

お
前

自
分
で

と
か
出
来
た
の
か

 
そ
の
い
か
に
も
疑

て
ま
す
風
な
八
幡
の
言
い
方
に

エ
ル
ザ
は
ビ
ク
ン
と
し
た

ハ

ハ

あ

当
た
り
前

じ

な
い

そ
れ
く
ら
い
余

だ
よ
余

そ

そ
う
か

こ
の

度
で
も

目
か

 
八
幡

こ
の
話
題
か
ら
即
座
に

退
で
あ
る

と
り
あ
え
ず
お
茶
を
入
れ
て
く
る
か
ら
待

て
て
そ
れ
ま
で
私
の
ア
ル
バ
ム
で
も
見
て
て
よ

ア
ル
バ
ム

今
時
珍
し
く
な
い
か

私
の
両
親

ま
あ
も
う
死
ん
じ

て
る
ん
だ
け
ど
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両
親
が
そ
う
い
う
の
が
好
き
だ

た
か
ら
さ
子

の

か
ら
の
写
真
が
い

ぱ
い
あ
る
ん
だ

よ
ね

 
だ
か
ら
自
分
で
ア
ル
バ
ム
に

め
た
の

 
八
幡
は
そ
の
事
は
初

だ

た
ら
し
く

驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た

何
だ
と

お
前

ご
両
親
は
も
う

く
な

て
る
の
か

う
ん
ま
あ
事
故
で
ね

私
が
初
期
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
荒
れ
て
た
の
は
そ
う
い
う
側
面
も
あ
る
ん

だ
よ
ね

そ
う
だ

た
の
か

私
が
未
成
年
だ

た
ら

優
里
奈
や
し
の
ノ
ン
や
フ

イ
リ
ス
み
た
い
に

 
八
幡
に
保
護
者
に
な

て
も
ら

て
た
か
も
し
れ
な
い
ね

あ
あ

ま
あ
そ
う
な

て
た
可
能
性
は
高
そ
う
だ
な

ふ
ふ

や

ぱ
り
優
し
い
ん
だ

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
と
て
も
エ
ル
ザ
ら
し
く
な
い
事
を
言
い

キ

チ
ン
へ
と
消
え
て
い

た

ア
ル
バ
ム

か

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ア
ル
バ
ム
を
手
に
取
り

ペ

ジ
を
め
く

た
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は
い
は
い
お
約
束
お
約
束

 
最
初
は

ん

の

の

ド
写
真
で
あ
る

八
幡
は
そ
れ
を
ス
ル

し
て
ペ

ジ
を
め
く

て
い

た
小
学
校
の

の
エ
ル
ザ
は
今
と
変
わ
ら
な
い
気
が
す
る

 
身
⻑
こ
そ

か

た
が

そ
こ
に
は
今
の
エ
ル
ザ
を

め
た
だ
け
の
エ
ル
ザ
が
写

て
い
た

 
こ
の

か
ら
エ
ル
ザ
は
美
少
女
だ

た
よ
う
だ

そ
れ
が
ど
う
し
て
こ
う
な

た

 
だ
が
中
学
の

の
エ
ル
ザ
は

三
つ
編
み

態
に
な

て
い
た

で

こ
う
な

た
の
か

高
校
の
時
は

が

か

た
ん
だ
な

 
高
校
の
時
の
エ
ル
ザ
の

型
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ピ
ト
フ

イ
と
同
じ
感
じ
に
な

て
い
た

 
そ
の
服
装
も
か
な
り
ラ
フ
で

シ

ト
パ
ン
ツ
に
タ
ン
ク
ト

プ
と
い
う
格
好
で
あ
る

で

こ
れ
か

卒
業
式
の
制
服

が
落
ち
着
い
て
真
面
目
な
感
じ
に
な

て
る
の
は

 
も
し
か
し
て
こ
の
間
に
ご
両
親
が
お

く
な
り
に
な

た
の
か
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
目
を
伏
せ
た

 
高
校
の
写
真
は
か
な
り
少
な
く

中
か
ら

影
者
が
い
な
く
な

た
の
は
間
違
い
な
い
と
思
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わ
れ
た

あ
い
つ
も
苦
労
し
て
る
ん
だ
な

後
で
ち

と
は
優
し
く
し
て
や
る
か

 
八
幡
は

方
に
思
い
つ
い
た
事
を
こ
こ
で
実
行
し
て
み
よ
う
と
考
え
そ
こ
に
エ
ル
ザ
が

て
き
た

お
待
た
せ

そ
れ
じ

あ
は
い

こ
れ

 
八
幡
の
前
に
置
か
れ
た
の
は

ピ
ン
ク
色
の

体
で
あ

た

何
こ
れ

イ
チ
ゴ
ミ
ル
ク
テ

ほ
う

 
八
幡
は
興
味

々
な
様
子
で
そ
れ
を
口
に

ん
だ

ん

美
味
い
な
こ
れ

で
し

う

俺
の
好
み
に
ピ
タ
リ
と
は
ま
る
な

こ
れ
は
普
通
に
ス

パ

と
か
で

て
る
の
か

場
所
に
よ

て
は
無
い
か
も
だ
け
ど

ま
あ
あ
る
は
ず
だ
よ

そ
う
か

今
度
優
里
奈
に
頼
ん
で
ス
ト

ク
し
て
お
い
て
も
ら
お
う
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し
か
し
こ
れ

レ
ン
の
色

い
よ
な

あ
は
は
は
は

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
八
幡
の
隣
に

を
下
ろ
し

ア
ル
バ
ム
を
チ
ラ
リ
と
見
た

高
校
ま
で
見
た
ん
だ

ど
う

私
の

ド
に
興
奮
し
た

あ
の

ん

の
奴
か
す
る

な
い
だ
ろ

そ
れ
よ
り
中
学
で
い
き
な
り
変
わ

た
の
は
何
で

だ
あ

う
ん

中
高
一

の
私
立
だ

た
ん
だ
け
ど

結

な
進
学
校
で
ね

 
ち

と
真
面
目
ぶ

て
み
ま
し
た

み
た
い
な

へ

そ
う
だ

た
の
か

で

高
校
二
年
に
な

た
ば

か
り
の
時
に

親
が
死
ん
じ

て
さ

 
高
校
に
入

て
か
ら
始
め
た
音
楽
は
卒
業
ま
で
続
け
た
け
ど

 
さ
す
が
に
そ
れ
以
降
は

手
な
格
好
を
す
る
気
に
は
な
れ
な
か

た
ん
だ
よ
ね

 
エ
ル
ザ
は
卒
業
式
の
写
真
を
見
な
が
ら
そ
う
説
明
し
た

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
エ
ル
ザ
の

を

で

エ
ル
ザ
も
さ
れ
る
ま
ま
に
な

て
い
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

ま
あ
私
の
保
護
者
を
や

て
く
れ
た
親

が
い
い
人
で
さ

 
大
し
た
金

じ

な
か

た
け
ど
親
の
遺
産
を
誤
魔
化
す
事
な
く
全
部
私
に

し
て
く
れ
て

 
家
を

る
の
も
私
の
代
わ
り
に
や

て
く
れ
て
さ

 
高
校
の
間
は
気

ね
し
な
い
よ
う
に

て

そ
の
お
金
で
一
人

ら
し
を
さ
せ
て
も
ら

て

 
で

高
校
三
年
の
時
に
街

で
歌

て
た
所
を
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て

そ
の
ま
ま
こ
の
業
界
に

入

た
あ
あ

だ
か
ら
家
事
も
普
通
に
出
来
る
ん
だ
な

ふ
ふ
ん

ど
う

れ
直
し
た

直
し
た
も
何
も

元
々

れ
て
な
い
ん
だ
が

ぶ

ま
あ
い
い
や

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
の
写
真
は

 
ほ
と
ん
ど
マ
ネ

ジ

さ
ん
に

て
も
ら

た
奴
か
な

 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は
ペ

ジ
を
め
く
り

そ
こ
に

麻
衣
の

を
見
つ
け
た

お
お

こ
れ

麻
衣
さ
ん
だ
よ
な

中
学
く
ら
い
か

小
さ
く
て
か
わ
い
い
な

ど
れ
ど
れ

あ
あ

そ
れ

麻
衣
ち

ん
が
初
め
て
う
ち
の
事

所
に
来
た
時
の
写
真
だ
わ

 
確
か
こ
の
時
中
学
二
年
生

て
言

て
た
か
な
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五
年
前
か

お
前
は
今
と
全
然
変
わ
ら
な
い
ん
だ
な

む

も
う
ち

と
胸
と
か
育
つ
と
思

て
た
ん
だ
け
ど
ね

お
い
エ
ル
ザ
こ
の
写
真
の
デ

タ
が
あ

た
ら
く
れ
今
度
麻
衣
さ
ん
を
か
ら
か
う
の
に
使

い
た
い

う
ん
い
い
よ

後
で
送

と
く
ね

 
そ
し
て
ペ

ジ
を
め
く

た
八
幡
は

顔
を
し
か
め
た

て

ク
ラ
デ

ル
じ

な
い
か
よ

相
変
わ
ら
ず
目
付
き
が
気
持
ち
悪
い
な

 
そ
こ
に
は
懐
か
し
の
ク
ラ
デ

ル
が
写

て
い
た

 
当
然
二
人
き
り
で
は
な
く

何
か
の
イ
ベ
ン
ト
の

影
の
ひ
と
コ
マ
の
よ
う
に
見
え
る

そ
う
い
え
ば
こ
い
つ

あ
れ
か
ら
ど
う
な

た
の

さ
あ

結
城

に
叩
き
込
ま
れ
て
か
ら
の
事
は
サ

パ
リ
だ
な

多
少
は
真
人
間
に
な

た
の
か
な

な

た
か
も
し
れ
な
い
な

相
当
厳
し
い
所
ら
し
い
し
な

ふ

ん

ま
あ
い

か

こ
の
写
真
も

て
ち

お

と

だ
な

も
う
俺
達
が
関
わ
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
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更
に
ペ

ジ
を
め
く
る
と

そ
こ
か
ら
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の

が

ん
で
い
た

お
前

結

影
と
か
し
て
る
ん
だ
な

ふ
ふ
ん

懐
か
し
い
で
し

ん

あ
れ

こ
れ

て
マ

ク
ス
じ

な
い
か

 
そ
う
言

て
八
幡
が
指
差
す
先
に
は

確
か
に
銃
士

が
写

て
い
た

え

あ

本
当
だ

シ

ナ
の
方
を
見
て
る
よ
う
に
見
え
る
け
ど

こ
れ

て
い
つ
く
ら
い
の
写
真
だ

え

と

確
か
こ
の
く
ら
い
の
時
に

八
幡
の
同
窓
会
が
あ

た
気
が
し
た

 
う
ん

絶
対
そ
う

私
も
乱
入
し
た
か
ら
覚
え
て
る

そ
ん
な

か
ら
あ
い
つ
は
俺
と
知
り
合
お
う
と
努
力
し
て
た
の
か

 
更
に
ペ

ジ
を
め
く
る
と

そ
の

り
か
ら

再
び
リ
ア
ル
エ
ル
ザ
の
写
真
が

え
て
い
た

こ
の

り
は
お
前
し
か
写

て
な
い
ん
だ
な

し
か
も
部
屋
の
中
ば

か
り
だ

う
ん

自

り
だ
も
ん

新
し
い
服
を

た
ら

て
た
の

ほ
う

そ
う
い
う
趣
味
に
目
覚
め
た
の
か

う
う
ん

明
日
奈
に
送

て
八
幡
の
趣
味
に
合
う
か
ど
う
か

い
て
た
の
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そ
の
エ
ル
ザ
の
言
葉
に
八
幡
は
苦
笑
し
た

な
る
ほ
ど
な

て

お
い

 
八
幡
は
そ
う
言

て

て
て
ペ

ジ
を
め
く
る
手
を

め
た

 
そ
こ
に
は
下
着

の
エ
ル
ザ
の
写
真
が

山

ん
で
お
り

八
幡
は
天
を

い
だ

こ
れ
も
明
日
奈
に
送

て
た
の
か

う
ん

逆
に
明
日
奈
が
同
じ
の
を

た
ケ

ス
も
あ
る
よ

マ
ジ
で

う
ん

八
幡
は
見
る
の
が
恥
ず
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

こ
れ
と
か

 
そ
う
言

て
エ
ル
ザ
が
指
差
し
た
写
真
に

八
幡
は
チ
ラ
リ
と

線
を
走
ら
せ
た

むど
う

見
覚
え
が
あ

た

確
信
は
無
い
が

確
か
に
そ
れ
と
同
じ
の
を

 
明
日
奈
が

き
で
だ
ら
し
な
い
格
好
に
な

て
た
時
に
見
た
気
が
す
る

ち
な
み
に
今
私
も
着
て
る
ん
だ
よ
ね

そ
れ

え
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八
幡
は
そ
の
言
葉
で
う

か
り
エ
ル
ザ
の
方
を
見
た

 
エ
ル
ザ
は
モ
ロ
に
ス
カ

ト
を
ま
く
り
あ
げ
て
お
り

 
八
幡
は

て
て

線
を

ら
し
エ
ル
ザ
の

を
ガ
シ

と
掴
み
ギ
リ
ギ
リ
と
力
を
込
め
た

だ
か
ら
お
前
は
そ
う
い
う
事
を
す
る
な

て
の

 
だ
が
そ
の
言
葉
に
返
事
は
無
く
エ
ル
ザ
の
方
か
ら
ハ

ハ

と
荒
い
息
遣
い
が

こ
え
た

 
八
幡
は

て
て
エ
ル
ザ
の

か
ら
手
を
離
し
た

ま
あ
貴
重
な
物
を
見
せ
て
も
ら

て
感
謝
す
る

最
後
は
と
も
か
く
案
外
興
味
深
か

た
わ

こ
れ
を
見
た
の
は
八
幡
が
最
初
だ
よ

ん

そ
う
な
の
か

 
八
幡
は

力
余
計
な
事
は
言
わ
な
い
よ
う
に

く
そ
う
言

た

そ
れ
で
店
の
写
真
だ
け
ど

そ
れ
は
こ

ち
か
な

 
そ
う
言

て
エ
ル
ザ
は
別
の
ア
ル
バ
ム
を
持
ち
出
し
て
き
た

 
ペ

ジ
を
め
く
る
と
そ
こ
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
女
性

と
色
々
な
店
に
行

た
写
真
が

ら

れ
て
い
た

お
前

結

み
ん
な
と
色
々
な
所
に
行

て
る
ん
だ
な
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う
ん

私

仕
事
以
外
で
友
達

て
ほ
と
ん
ど
い
な
い
か
ら
さ

 
必
然
的
に
こ
う
な

ち

う
み
た
い
な

ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る

 
八
幡
も
リ
ア
ル
友
達
が
少
な
か

た

エ
ル
ザ
に
感
情
移
入
し
て
し
ま

た
よ
う
だ

 
エ
ル
ザ
と
八
幡
の
違
い
は
今
は
エ
ル
ザ
は
同

と
八
幡
は

性
と
出
か
け
る
事
が
多
い
点

だ
ろ
う
か

そ
れ
じ

あ
写
真
を
見
な
が
ら
説
明
す
る
ね
い
つ
ど
こ
に
行

た
か
も
ち

ん
と
メ
モ

て

あ
る
か
ら

お
お

意
外
と
ま
め
な
ん
だ
な

え
へ
へ

大
切
な
思
い
出
だ
か
ら
ね

そ
う
か

確
か
に
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
え
え
と

 
説
明
を
始
め
よ
う
と
し
た
エ
ル
ザ
を

だ
が
八
幡
が
止
め
た

ち

と
待

て
く
れ

今
キ

ト
に

話
を
か
け
る

 
直
接
ナ
ビ
に

を
入
れ
て
も
ら

た
方
が
楽
そ
う
だ
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あ
あ

そ
れ
は
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
ね

さ

す
が
八
幡

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の
ス
マ
ホ
に
向
け
て
店
の
名
前
と
大
雑

な

置
を
告
げ

 
そ
れ
を
元
に
キ

ト
が
全
て
の
店
の

置
を
特
定
し
て
い

た

 
同
時
に
ど
ん
な
店
か
の
情
報
も

キ

ト
が
記
憶
し
て
い
く

ふ
う

こ
ん
な
も
ん
か
な

キ

ト
は
や

ぱ
り
凄
い
ね

そ
う
だ
な

世
界
に
三
台
し
か
な
い
か
ら
な

え

む
し
ろ
三
台
も
あ
る
の

お
う

嘉
納
さ
ん
の
カ

ト
だ
ろ

そ
れ
と
大
野

の
会
⻑
の
所
の
サ
ガ

ト
だ

 
そ
う
自
分
で
言
い
な
が
ら

八
幡
は
思
わ
ず

き
出
し
た

い

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

悪
い
悪
い
サ
ガ

ト

て
の
は
な
古
い
格
闘
ゲ

ム
に
出
て
く
る
キ

ラ
の
名
前
な
ん
だ

よ 
あ
の
二
人
は
か
な
り
の

格
ゲ

マ

だ

た
ら
し
く
て
な
実
に

・ら
・し
・い

名
前
だ
な

て
な

そ
う
な
ん
だ

索

索

と
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エ
ル
ザ
は
直
ぐ
に
対
象
の
キ

ラ
を
見
つ
け
た
ら
し
く

八
幡
に
見
せ
て
き
た

こ
の
ハ
ゲ

ぶ
 
八
幡
は
再
び

き
出
し
た

ど
う
や
ら
エ
ル
ザ
の
言
い
方
が
ツ
ボ
に
入

た
よ
う
だ

お
い
エ
ル
ザ

あ
ま
り
俺
を
笑
わ
せ
る
ん
じ

ね
え

最
初
に
笑

た
の
は
私
の
せ
い
じ

な
い
と
思
う
け
ど

た

確
か
に
そ
う
だ
な

す
ま
ん

 
そ
ん
な
八
幡
に

エ
ル
ザ
は
何
故
か

き
付
い
て
き
た

お
わ

い
き
な
り
何
だ
よ

う
う
ん

楽
し
い
な

て
思

て
さ

ん

ま
あ
そ
う
だ
な

俺
も
お
前
と
い
る
と

き
な
い
よ

 
確
か
に
手
は
焼
か
さ
れ
る
が

そ
れ
は
八
幡
の
本
心
だ

た

ね

八
幡

あ
の
さ

良
か

た
ら
私
と
一

の
写
真
を

ら
な
い

 
こ
の
ア
ル
バ
ム
に

八
幡
と
一

の
写
真
も

り
た
い
の

そ
の
く
ら
い
な
ら
別
に

わ
な
い
ぞ
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ま
あ
し
か
し
明
日
奈
の
了
解
は
事
後
報
告
で
も
い
い
か
ら
と

て
お
け
よ

う
ん

 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
タ
イ
マ

ら
し
き
物
を
セ

ト
し

 
見
た
事
の
無
い
ス
マ
ホ
を

定
す
る
道

を
使

て
テ

ブ
ル
の
上
に
置
い
た

慣
れ
て
る
ん
だ
な

い
つ
も
こ
う
や

て

て
る
か
ら
ね

十

後
に

れ
る
よ

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
言

て

え
る
よ
う
に
八
幡
に
体
を

り
つ
け
て
き
た

 
八
幡
は
八
幡
で

エ
ル
ザ
に
優
し
く
し
て
み
よ
う
と
思

て
い
た

 
思
い
切

て
エ
ル
ザ
の

を

く
事
に
し
た

明
日
奈
に

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
エ
ル
ザ
の
身
の
上
話
を

い
て
し
ま

た
事
で
今
は
そ
う
す
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思

た
の
で

あ
る

 
エ
ル
ザ
は
一

ビ
ク

と
し
た
が

直
後
に
幸
せ
そ
う
な
表
情
に
な

た

 
パ
シ

 
そ
ん
な
音
と
共
に

影
は
終
了
し

八
幡
は
そ
の
ま
ま
エ
ル
ザ
の
家
を
後
に
し
た

 
エ
ル
ザ
は
一
人
で
そ
の
写
真
を

め
て
い
た
が

独
感
は
ま

た
く
無
か

た
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何
故
な
ら
そ
こ
に
は
満
面
の
笑
み
を

か
べ
る
自
分
の
顔
が
写

て
い
た
か
ら
で
あ
る

お
い
こ
ら
私

そ
ん
な
幸
せ
そ
う
な
表
情
を
し
や
が

て

 
エ
ル
ザ
は
そ
う
言

て
画
面
を
ち

こ
ん
と
指
で

き

そ
れ
を
一
生
の
宝
物
に
す
る
事
に

し
た
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第
９
２
２
話
 
岡
田
唯
花
と
い
う
少
女

 

離
的
に
近
い
事
も
あ
り

今
日
は
マ
ン
シ

ン
に
帰
宅
し
た
八
幡
で
あ

た
が

 
マ
ン
シ

ン
に
着
い
て
し
ば
ら
く
し
て

詩
乃
か
ら

話
が
あ

た

ち

と

い
た
わ
よ

ま
た
女
の
子
が
一
人

え
た
ん
で
す

て

 
し
か
も
ま
た
う
ち
の
学
校
ら
し
い
じ

な
い

が

い
な

で
も
間
違

て
る
ぞ

男
女
が
一
人
ず
つ
だ

 
八
幡
は
そ
う

正
し
た
が

詩
乃
は
男
に
は
ま

た
く
興
味
が
無
さ
そ
う
で
あ

た

あ
ら
そ
う
な
の

で
も
ま
あ
男
は
ど
う
で
も
い
い
わ

お
前

相
変
わ
ら
ず
ド
ラ
イ
だ
よ
な

で
も
ま
あ
一
応
名
前
く
ら
い
は

い
て
お
こ
う
か
し
ら

何
て
人

フ

ブ
ニ
ル
こ
と

宮

と

ヒ
ル
ダ
こ
と
岡
田
唯
花
だ

 
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
リ

ダ

と
ヒ

ラ

だ
な

 
詩
乃
は
し
ば
ら
く

し
た
後

驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

え

本
当
に



 第９２２話 岡田唯花という少女

あ
あ

間
違
い
な
い

も
し
か
し
て
知

て
る
奴
だ

た
の
か

知

て
る
も
な
に
も

そ
れ

う
ち
の
学
校
の
生
徒
会
⻑
と
書
記
よ

 
二
人
は
付
き
合

て
る

て
噂
さ
れ
て
る
け
ど

確
か
に
仲
が
い
い
の
よ
ね

生
徒
会

マ
ジ
で
か

う
ん

マ
ジ
マ
ジ

し
か
し
ま
さ
か
だ

た
わ

 
う
ち
の
学
校

て
実
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
多
い
の
か
し
ら

そ
れ
は
ま
ず
い
だ
ろ

 
八
幡
は
ヒ
ル
ダ
と
の
会
話
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う

い
た

何
が

お
い
詩
乃
ヒ
ル
ダ
が
言

て
た
ん
だ
よ
お
前
の
学
校
の
生
徒
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

な
ら

 
俺
と
お
前
が
ハ
チ
マ
ン
と
シ
ノ
ン
だ

て
事
は
普
通
に
気
付
く
と
思
い
ま
す

て
な

そ
れ
が

 
詩
乃
は
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
風
に
八
幡
に
そ
う
言

て
き
た

何
か
実
害
が
あ
る
と
で
も

俺
と
お
前
が
仮
面
カ

プ
ル
だ
と
い
う
事
が
バ
レ
る
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そ
れ
が

そ
れ
が

て
お
前

学
校
で
の
お
前
の
立
場
が
悪
く
な
る
だ
ろ

は

そ
ん
な
事
に
な
る

な
い
で
し

も
し
そ
う
な
ら
と

く
に
な

て
る
わ
よ

 
で
も
実

は
そ
ん
な
事
に
は
な

て
な
い

オ

ケ

え

あ

確
か
に

 
実

詩
乃
の
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

は

人
存
在
す
る
が

 
彼
ら
は
八
幡
と
詩
乃
が
ハ
チ
マ
ン
と
シ
ノ
ン
な
の
だ
と
気
付
い
て
い
た

 
だ
が
姫
だ
何
だ
と
持
ち
上
げ
ら
れ
は
し
て
も
詩
乃
が

慢
な
態
度
を
と
る
事
は
一
切
な
か

た
し

 
八
幡
の
事
を
尊
敬
も
し
て
い
た
の
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
同
じ
よ
う
な
認
識
を

い
て
い
た
の

で
あ
る

 
以
前
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
言

て
い
た

朝
田
さ
ん

て
い
い
人
な
ん
だ
よ
な

 
と
い
う
言
葉
が
全
て
の
理
由
を

的
に
表
し
て
い
る
と
言

て
い
い

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
気
に
し
な
い
で
い
い
か

う
ん

い
い
と
思
う

と
り
あ
え
ず
明
日

書
記
ち

ん
と
話
し
て
み
る
わ
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お
昼
に
一

に
屋
上
で
ご

を
食
べ
よ
う
と
思
う
か
ら
迎
え
に
行
く

て
伝
え
て
お
い
て
も

ら
え
な
い

そ
う
か

分
か

た

フ

ブ
ニ
ル
は
誘
わ
な
く
て
い
い
ん
だ
な

う
ん
女
五
人
の
中
に
男
が
一
人

て
の
は
き
つ
い
と
思
う
か
ら
別
の
機
会
に
し
て
お
く
わ

確
か
に
そ
う
だ
な

分
か

た

伝
え
て
お
く
わ

 
そ
う
詩
乃
と
の

話
を
終
え
た
後
八
幡
は
す
ぐ
に
ヒ
ル
ダ
こ
と
岡
田
唯
花
に

話
を
か
け
た

あ

え
え
と

俺

八
幡
だ
け

あ

王
子

連

お
待
ち
し
て
ま
し
た

ど

あ

そ

そ
う

 
食
い
ぎ
み
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は
若

引
い
た

そ
そ
の
王
子

て
呼
び
方
は
あ
ま
り
好
き
じ

な
い
か
ら
俺
の
事
は
普
通
に
八
幡
と
呼
ん

で
く
れ

分
か
り
ま
し
た

八
幡
さ
ん

で

速
な
ん
だ
が

一
応
俺
の
方
で
い
く
つ
か
店
を
選
ん
で
み
た
ん
だ
が

 
何
か

い
な
食
べ
物
と
か
は
無
い
か
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唯
花
は
一

無
言
に
な

た
後

感
動
し
た
よ
う
に
ぼ
そ

と

い
た

あ

や

優
し
い

い
や
い
や

そ
れ
く
ら
い
普
通
だ
ろ

そ
ん
な
事
な
い
で
す

私

自
慢
じ

な
い
で
す
け
ど
男
の
子
に
は
結

誘
わ
れ
ま
す
け
ど

 
み
ん
な

こ
こ
行
か
な
い

そ
こ
行
か
な
い

て

そ
う
い
う
誘
い
方
し
か
し
て
き
ま
せ
ん

か
らあ

ま
あ
あ
る
あ
る
だ
な

 
八
幡
は
そ
の
答
え
に
納
得
し
た

確
か
に
自
分
が
高
校
生
の
時
も

 

り
で
は
そ
ん
な
感
じ
の
会
話
が
と
び
か

て
い
た
気
が
し
た
か
ら
だ

と
い
う
か
お
前

モ
テ
る
ん
だ
な

は

ま
あ
男
の
子
と
社
交
的
に
接
し
て
る
だ
け
な
ん
で
す
け
ど

 
ど
う
も
勘
違
い
す
る
人
が
多
い
ん
で
す
よ
ね

う

が

い

俺
も

は
そ
う
だ

た
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
唯
花
は

 
自
分
が
八
幡
を

つ
け
て
し
ま

た
の
で
は
な
い
か
と

て
ふ
た
め
い
た
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い

い
え

そ
れ
は
き

と

大
人
に
な
る

の
通
過
儀

な
ん
で
す
よ

 
だ

だ
か
ら
そ
ん
な
落
ち
込
ん
だ
声
を
出
さ
な
い
で
下
さ
い

そ
う
だ
と
い
い
ん
だ
け
ど
な

 
唯
花
は
こ
れ
以
上
こ
の
話
題
を
引

張
る
の
は
危
険
だ
と
考
え

露
骨
に
話
題
を

ら
し
た

そ

そ
う
だ

私
の
好
き

い
の
話
で
し
た
よ
ね

 
え

と

い
物
は
ど
れ
だ
け

く
て
も
大
丈
夫
で
す
け
ど

 
食
事

て
考
え
た
ら
特
に
好
き

い
は
あ
り
ま
せ
ん

 
で
も
肉

肉
が
あ
れ
ば
と
に
か
く
幸
せ
な
感
じ
で
す
ね

お
前

肉
食
系
だ

た
の
か

と
て
も
そ
う
は
見
え
な
か

た
け
ど
意
外
だ
な

違
い
ま
す
よ

ま
あ
食
欲
的
な
意
味
な
ら
合

て
ま
す
け
ど

ふ

ん

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
え
え
と

 
八
幡
は
エ
ル
ザ
に
教
え
て
も
ら

た
店
の
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
あ
あ
だ
こ
う
だ
と

き
始
め

た 
ど
う
や
ら
店
選
び
に
気
を
と
ら
れ
た
事
で

先
ほ
ど
の

態
か
ら
は
逃
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ

 
こ
こ
で
八
幡
に
普
通
に

て
も
ら
う

に
は
も
う
ひ
と
押
し
必
要
だ
と
考
え
た
唯
花
は



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
少
し
考
え
た
後
に
八
幡
に
こ
う
提
案
し
て
き
た

あ

あ
の

私
は
別
に
お

落
な
店
と
か
じ

な
く
て
も
全
然
い
い
ん
で

 
む
し
ろ
そ
う
い
う
店
だ
と
他
人
の
目
が
ど
う
し
て
も
気
に
な

ち

う

て
い
う
か

ん

そ
う
な
の
か

な
ら
普
通
に
焼
肉
で
も
食
い
に
い
く
か

 
個
室
の
あ
る
店
に
す
れ
ば
他
人
の
目
も
気
に
な
ら
な
い
だ
ろ

是
非
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

分
か

た

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
感
じ
で
手
配
し
と
く
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
や

お

を
す
る
の
は
こ

ち
だ
か
ら
な

 
唯
花
は
そ
の
穏
や
か
な
八
幡
の
声
を

き

ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
ホ

と
し
た

 
学
校
で
の
唯
花
は
確
か
に
か
な
り
モ
テ
る
の
だ
が

 
そ
の
事
を
伝
え
た
の
は
あ
く
ま
で
も
八
幡
に
ア
ピ

ル
す
る

で
あ
り

 
社
交
性
と
男
の
勘
違
い
の
話
を
出
し
て

 
自
分
は

い
女
じ

あ
り
ま
せ
ん
よ
コ
ン
ボ
に
繋
げ
た
の
が
完
全
に
裏
目
に
出
て
し
ま

た
の

を
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上
手
く
乗
り
越
え
た

で
あ
る

だ
が
ホ

と
し
た
の
も
束
の
間
八
幡
か
ら
爆

が
放
り
込

ま
れ
た

で
も
焼
肉

て

付
き
合

て
る
男
女
が
行
く
も
の
だ

て
よ
く
言
わ
れ
て
る
よ
な

 

て
事
は
や

ぱ
り
や
め
と
く
か

唯
花
は

と
付
き
合

て
る
ん
だ
ろ

へ

リ

ウ

何
で
す
か

 
唯
花
は
普

は
フ

ブ
ニ
ル
の
事
を

先
輩
も
し
く
は

宮
さ
ん
と
呼
ん
で
い
た

 
八
幡
の
言
葉
の
意
味
が

に
は
分
か
ら
な
か

た
の
だ

フ

ブ
ニ
ル
だ

宮

て
名
前
な
ん
だ
ろ

あ

あ
あ

 
そ
う
指
摘
さ
れ

唯
花
は
八
幡
に
完
全
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

ち

違
い
ま
す
よ

私
達

付
き
合

て
な
ん
か
い
ま
せ
ん
か
ら

あ
れ

そ
う
な
の
か

で
も
学
校
じ

そ
う
い
う
事
に
な

て
る

て
詩
乃
か
ら

い
た
け

ど
なえ

え

は

八
幡
さ
ん

一

話
を
切

て
い
い
で
す
か

 
ち

と
友
達
に
確
認
し
て
み
ま
す
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お

お
う

 
そ
し
て
唯
花
は
同
じ
ク
ラ
ス
の
友
達
に

話
を
か
け
ま
く

た

 
そ
の
返
事
は
大
体
こ
ん
な
感
じ
で
あ

た

え

今
更
何
言

て
る
の

い
つ
も
一

に
い
る
じ

な
い

唯
花

わ
ざ
わ
ざ

話
で

気

何

彼
氏
と

で
も
し
た
の

二
人
で
こ
そ
こ
そ
と
人
目
を
忍
ん
で
楽
し
そ
う
に
話
し
て
た
よ
ね

 
ど
う
や
ら
唯
花
と

が
カ

プ
ル
だ
と
い
う
事
は

成
事
実
化
さ
れ
て
お
り

 
普

唯
花
が
恋
愛

み
の
話
を

て
い
た

 
唯
花
が
自
分
か
ら
言

て
き
て
く
れ
る
ま
で
そ
の
事
に
突

込
む
の
は
や
め
よ
う
と

 
い
つ
の
間
に
か
ク
ラ
ス
内
で
そ
う
い
う
暗

の
了
解
が
成
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

 
唯
花
は
シ

ク
で
反

す
る
気
力
も

こ
ら
ず
眩

を
覚
え
な
が
ら
八
幡
に

話
を
か
け

な
お
し
た

は

八
幡
さ
ん

八
幡
さ
ん
の
言

た
通
り
で
し
た

だ
ろ
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友
達
に
色
々
言
わ
れ
ま
し
た

い
つ
も
一

に
い
る
と
か

気

と
か

 
彼
氏
と

で
も
し
た

と
か

人
目
を
忍
ん
で
話
し
て
た
よ
ね

と
か
で
す

お
お
う

見
事
に
カ

プ
ル
扱
い
さ
れ
て
る
な

と
い
う
か
行
動
が
カ

プ
ル

い

確
か
に
そ
う
か
も
で
す
が

違
う
ん
で
す

そ
も
そ
も
私
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
た
の
は

 
た
ま
た
ま
生
徒
会
室
の
窓
か
ら

が
飛
ん
で
る
の
を
見
て

 
空
を
飛
ぶ
の

て
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
か
な

て

い
た
ら

 
そ
れ
な
ら

し
て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

て
会
⻑
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

め
ら
れ
た
か
ら
な

ん
で
す
よ

 
で

覚
え
る
事
が
多
い
か
ら

色
々
教
え
て
も
ら
う

に
一

に
い
る
事
が
多
く
な

て

 
さ
す
が
に
学
校
で
四
六
時
中
ゲ

ム
の
話
を
し
て
る
の
が
バ
レ
た
ら
立
場
的
に
ま
ず
い
か
ら

 
声
を

め
て
こ
そ
こ
そ
話
し
て
た

て

つ
ま
り
は
そ
う
い
う
事
な
ん
で
す

言
わ
れ
て
み
る
と
納
得
の
理
由
だ
な

で
す
よ
ね

だ
か
ら
焼
肉
は
ま

た
く
問
題
な
い
ん
で
す

分
か

た
分
か

た

そ
れ
じ

あ
予
定
を
立
て
て
お
く
わ

は
い

お
願
い
し
ま
す
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唯
花
は
八
幡
と
の

み
は
こ
れ
で
良
し
と
考
え

 
明
日
か
ら
自
分
と

は
付
き
合

て
い
ま
せ
ん
運
動
を
始
め
よ
う
と
心
に

た

で

い
つ
に
す
る

い
つ
で
も
い
い
ん
で
す
か

お
う

別
に
い
つ
で
も
い
い
ぞ

そ
れ
じ

あ
明
後
日
で
お
願
い
し
ま
す

明
後
日

平
日
だ
け
ど
い
い
の
か

は
い

そ
の
日
は
た
ま
た
ま
う
ち
の
親
が
二
人
と
も
い
な
く
て

 
自
分
で

を
用
意
し
な
い
と
い
け
な
か

た
ん
で
す
よ

 
明
後
日
な
ら

多
少
帰
り
が

れ
て
も
平
気
で
す
し
ね

そ
う
か

じ

あ
明
後
日
で
決
ま
り
だ
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
う
し
て
明
後
日

八
幡
と
唯
花
が
焼
肉
に
行
く
事
が
決
定
し
た

で

そ
れ
と
は
別
に
頼
み
が
あ
る

頼
み
で
す
か



 第９２２話 岡田唯花という少女

あ
あ

実
は
詩
乃
が
な

明
日
の
昼

唯
花
と
一

に
屋
上
で
ラ
ン
チ
を
し
た
い
そ
う
だ

え
え

私
と
で
す
か

も
し
か
し
て
い
つ
も
一

に
お
昼
を
食
べ
る
友
達
と
か
が
い
た
り
す
る
の
か

生
徒
会
室
で

宮
先
輩
と
一

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
話
を
し
な
が
ら
食
べ
る
事
が
多
い
で
す
が

 
特
に
お
昼
ご

を
攻
略
す
る

の
パ

テ

は
組
ん
で
ま
せ
ん

ぶ
は

 
そ
の
唯
花
の
ウ

ト
に

ん
だ
返
事
に
八
幡
は
思
わ
ず

き
出
し
た

何
そ
れ

ウ
ケ
る
し

 
八
幡
は
か
お
り
の
口

を
パ
ク
り
つ
つ

唯
花
に
そ
う
言

た

や

た

ウ
ケ
た

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
が

ど
う
だ

分
か
り
ま
し
た

明
日
屋
上
に
行
け
ば
い
い
ん
で
す
か

い
や

詩
乃
が
唯
花
の
教
室
に
迎
え
に
行
く
と
か
言

て
た
ぞ

迎
え
に

む
む
む
む
む

あ

で
も
誤
解
を
解
く
に
は
丁
度
い
い
の
か

 
分
か
り
ま
し
た

お
待
ち
し
て
ま
す
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そ
う
か

そ
れ
じ

あ
伝
え
て
お
く
わ

は
い

お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
明
日
は
お

当
を
作
ら
な
い
と
で
す
ね

 
あ

で
も
今
日
は
親
も
い
な
い
し
お
か
ず
が
無
い
か

ち

と

い
に
行
か
な
い
と
だ

え

今
か
ら
か

 
も
う
時
間
も

い

八
幡
は
心
配
そ
う
に
そ
う
言

た
が

 
唯
花
か
ら
返

て
き
た
の
は
少
し
ズ
レ
た
返
事
で
あ

た

は
い

近
く
に
二
十
四
時
間

業
の
ス

パ

が
あ
る
か
ら
平
気
で
す
よ

そ
う
い
う
意
味
じ

な
い
ん
だ
が

え

ど
ん
な
意
味
で
す
か

も
う
こ
ん
な
時
間
だ
か
ら
心
配
だ

て
意
味
で
な

私
の
事

心
配
し
て
く
れ
る
ん
で
す
か

や

た

や

た
じ

ね
え

て
の

う

ん

唯
花

家
は
ど
こ
だ

あ

え
え
と
で
す
ね

 
唯
花
が
伝
え
て
き
た
の
は

思

た
よ
り
も
近
い
場
所
で
あ

た

 
こ
こ
か
ら
な
ら
所
要
時
間
は
大
体
十
分
く
ら
い
だ
ろ
う
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分
か

た
俺
も

い
た
い
物
が
無
い
わ
け
じ

な
い
し
今
か
ら
そ

ち
に
迎
え
に
行
く
わ

え

八
幡
さ
ん
が
で
す
か

お
う

十
分
後
に
家
の
前
で
待

て
て
も
ら

て
い
い
か

わ

分
か
り
ま
し
た

今
か
ら
お
め
か
し
し
ま
す

い
物
に
行
け
る

度
の
お
め
か
し
で
い
い
と
思
う
が

う

ん

分
か
り
ま
し
た

十
分
で
準
備
出
来
る

度
の
お
め
か
し
に
し
ま
す

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
か

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
な

は
い

 
そ
し
て
八
幡
は
キ

ト
に
乗
り

唯
花
の
家
に
向
か

た
の
だ

た
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第
９
２
３
話
 
気
が
合
う
二
人

 
唯
花
は
正
確
に
九
分
で
出
か
け
る
準
備
を
終
え

八
幡
の
到
着
を
今
か
今
か
と
待

て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
待

て
い
る
間
も

を
見
な
が
ら
準
備
に
余
念
が
な
い

大
丈
夫
だ
よ
ね

私

変
じ

な
い
よ
ね

 
誰
に

か
せ
る
で
も
な
く
そ
う

い
た
唯
花
の
前
に
時
間
ピ

タ
リ
に
キ

ト
が

し
た

悪
い

待
た
せ
た
か

い
え

時
間
ピ

タ
リ
で
す

さ
す
が
は
八
幡
さ
ん
と
キ

ト
ち

ん
で
す

 
唯
花
は
興
奮
し
た
様
子
で
そ
う
言
い

八
幡
は
少
し
引
い
た

お

お
う

う
ち
の
キ

ト
は
凄
い
か
ら
な

 
唯
花
は
八
幡
が
若

引
き
ぎ
み
な
事
に
す
ぐ
気
付
き

 
コ
ホ
ン

と

い
を
す
る
と

め
て
八
幡
に
自

紹
介
を
し
た

失

し
ま
し
た

私
は
岡
田
唯
花

十
七

で
す

 
こ
の
度
は
私
の
家
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
迎
え
に
来
て

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
八
幡
は
そ
の

変
ぶ
り
に
驚
き
つ
つ

じ

と
唯
花
の
顔
を
見
つ
め
た
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唯
花
の

型
は
ポ
ニ

テ

ル
で
あ
り

筋
が
ス

と
通

て
い
て

 
優
し
げ
な

を
キ
ラ
キ
ラ
と

か
せ
て
い
た

あ
あ

こ
れ
は
モ
テ
る
わ

 
八
幡
は
思
わ
ず
そ
う

き

そ
の

間
に
唯
花
の
顔
が

く
な

た

や
だ
も
う

八
幡
さ
ん

た
ら

わ

悪
い

そ
れ
じ

あ
行
く
か

そ
う
で
す
ね

あ
ま
り

く
な
る
と

明
日
の

業
中
に

ち

い
そ
う
で
す

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
二
十
四
時
間

業
の
ス

パ

へ
と
向
か

た
そ
の
道
中
の
事
で

あ
る

 
唯
花
が
不
意
に

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に

を
ひ
く

と
さ
せ
た

あ
れ

八
幡
さ
ん

も
し
か
し
て
今
日

飲
ん
で
ま
し
た

 
唯
花
は
そ
う
言
い
な
が
ら
首
を

げ
た

微

に
あ
ざ
と
い

ん

お
お

悪
い

ち

と
酒

か

た
か

あ

は
い

ほ
ん
の
少
し
で
す
け
ど

 
そ
う
言

て
唯
花
は
く
ん
か
く
ん
か
と
八
幡
の

い
を

い
だ
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お
わ

で
も
大
丈
夫
で
す

気
に
な
る
ほ
ど
じ

な
い
で
す
よ

 
唯
花
は
平
然
と
し
た
顔
で
微
笑
ん
だ

結

あ
ざ
と
い

唯
花
さ
ん
近
い
し
あ
ざ
と
い
で
す

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
男
を
勘
違
い
さ
せ
る
ん
で
す
よ

 
本
当
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
ね

な

何
で
い
き
な
り
敬
語
な
ん
で
す
か

い
や

同
じ
よ
う
な
事
を

よ
く
内
心
で
思

て
た
か
ら

つ
い
口
に
出
ち
ま

た
わ

私

あ
ざ
と
く
な
ん
か
な
い
で
す
よ

あ
ざ
と
い
奴
は
大

そ
う
言
う
も
ん
だ

ソ

ス
は
俺
の
後
輩

む

八
幡
さ
ん
こ
そ
よ
く
思

て
た

て

 
女
の
子
に
密
着
さ
れ
ま
く
り
の
モ
テ
モ
テ
だ

た
ん
じ

な
い
で
す
か

い
や

そ
ん
な
事
は
ま

た
く
な
い

近
く
に

だ
ら
け
な
奴
が
一
人
い
た
だ
け
だ

だ
ら
け
で
す
か

あ

私
は
違
い
ま
す
か
ら
ね
こ
ん
な
事
普

は
絶
対
に
し
ま

せ
ん

 
だ
か
ら
思
い

き
り
勘
違
い
し
て
く
れ
ち

て
も
全
然

い
ま
せ
ん
か
ら
ね
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す
ま
ん

何
を
言

て
る
の
か
全
然
分
か
ら
な
い

え

何
で
で
す
か

分
と
話
し
易
い
な

あ
あ

だ
か
ら
モ
テ
る
の
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え
た
が
そ
ん
な
時
唯
花
が
や
や
声
を

め
な
が
ら
八
幡
に
こ
う
質
問
し

て
き
た

と
こ
ろ
で
今
日
は

誰
と
飲
ん
で
た
ん
で
す
か

 
彼
女
さ
ん
で
す
か

お
友
達
で
す
か

あ

も
し
か
し
て
女
友
達
と
か

あ
こ
の
感
じ

の
い
ろ
は
と
一

だ
な
結
局
モ
テ
る
奴

て
の
は
こ
う
い
う
タ
イ
プ
な

ん
だ
な

 
そ
れ
は
さ
て
お
き
こ
の
質
問
に
は
ど
う
答
え
る
べ
き
か

 
八
幡
は
ま
だ

て
い
た
せ
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が

 
本
当
の
事
を
言

た
ら
唯
花
が
ど
ん
な
反
応
を
す
る
の
か

見
て
み
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
た

お
う

神
崎
エ
ル
ザ
と
飲
み
に
行

て
た
わ

え

私
の
ラ
イ
バ
ル
に
あ
の
歌
姫
が
追
加
で
す
と

何
で
す
か
そ
れ

い
て
な
い
で
す

よ
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え
 
唯
花
が
あ

さ
り
信
じ
た
事
で

逆
に
八
幡
の
目
が
点
に
な

た

な

何
で
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
信
じ
ち
ま
う
ん
だ

え

だ

て
帰
還
者
用
学
校
で

 
神
崎
エ
ル
ザ
が
何
度
も
チ

リ
テ

コ
ン
サ

ト
を
や

て
る
の
は

名
な
話
で
す
よ

そ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

 
そ
の
事
は
他
な
ら
ぬ
エ
ル
ザ
自
身
が
イ
ン
タ
ビ

と
か
で
言

た
事
も
あ
り

 
世
間
で
は
美
談
扱
い
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る

な
の
で
多
分
本
当
な
ん
だ
ろ
う
な

て
思

た
ん
で
す
よ

 

え
ば
防
衛
大
臣
の
嘉
納

下
と
か
の
名
前
を
出
さ
れ
た
ら
さ
す
が
の
私
も

だ
と
思
い
ま

す

て
な

何
故
そ
こ
で

下
の
名
前
が
出
て
く
る

 
八
幡
は
一

こ
い
つ

俺
の
交
友
関
係
を
全
部
知

て
て
鎌
を
か
け
て
る
ん
じ

な
い
だ

ろ
う
な

 
な
ど
と
考
え

唯
花
に
そ
う
問
い
か
け
た
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だ

て
あ
の
人

お
た
く
疑
惑
が
あ
る
じ

な
い
で
す
か

 

ゲ

ム
を
や

て
る

て
噂
も
よ
く

き
ま
す
し

 
だ
が
返

て
き
た
返
事
は
そ
ん
な
感
じ
で
あ

た

 
確
か
に
嘉
納
が

下
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
も
そ
れ
が
理
由
な

 
こ
こ
で

と
し
て
名
前
が
出
て
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
だ

そ

そ
う
か

ま
あ
あ
の
人
と
も
た
ま
に
飲
む
わ

あ
は
は
は
は

八
幡
さ
ん

た
ら
と

て
つ
け
た
み
た
い
に

面
白
い
で
す

本
当
だ

た
ら
ど
う
す
る
ん
だ

そ
の
時
は
何
で
も
一
つ

八
幡
さ
ん
の
言
う
事
を

い
て
あ
げ
ま
す

 
で
も
も
し
八
幡
さ
ん
が
本
当
だ
と
証
明
出
来
な
か

た
ら

 
私
が
逆
に
八
幡
さ
ん
に
言
う
事
を
一
つ

い
て
も
ら
い
ま
す
か
ら
ね

 
唯
花
は
自
信
満
々
で
そ
う
言

た

マ
ジ
か
よ

何
を
し
て
も
ら
お
う
か
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
自
身
の
ス
マ
ホ
に
嘉
納
と
一

に
写

て
い
る
写
真
を
表

さ
せ

 
唯
花
に
見
せ
よ
う
と
し
た
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ふ
ふ
ん

え

ち
な
事
で
も
い
い
で
す
よ

 
だ
が
唯
花
が
そ
う
言

た

八
幡
は
ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め

て
て
ス
マ
ホ
を
後
ろ
に

し
たお

い
お
い
お
い

そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
た
ら

 
そ
れ
目
当
て
み
た
い
に
見
え
ち
ま

て
写
真
を
出
し

ら
い
だ
ろ
う
が

八
幡
さ
ん

今
ス
マ
ホ
を

し
ま
し
た
よ
ね

い
や

気
の
せ
い
だ

そ
も
そ
も
俺
は
今

運
転
し
て
る
か
ら
ハ
ン
ド
ル
か
ら
手
が
離
せ
ん

さ

き
か
ら
ず

と
自
動
運
転
じ

な
い
で
す
か

うほ
ら

め
て
見
せ
て
下
さ
い
よ

 
そ
う
言

て
唯
花
は
八
幡
に
圧
し

か

た

 
必
然
的
に
そ
の
胸
が
八
幡
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
事
に
な
る

 
唯
花
は
巨

と
い
う
わ
け
で
は
な
か

た
が
そ
れ
な
り
に
豊
か
な
サ
イ
ズ
を

て
い
た

 
八
幡
は
そ
の
感
触
を
感
じ
て
か
な
り

て
た

お
い
こ
ら
ち

と
待
て

そ
れ
は
ま
ず
い

て

て
か
シ

ト
ベ
ル
ト
を
外
す
な
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え

何
が
で
す
か

む

胸

胸
が
当
た

て
る
ん
だ

つ
の

違
い
ま
す

当
て
て
る
ん
で
す

も

と
悪
い
わ

ほ
ら

離
れ
ろ

て

今

し
た
物
を
見
せ
て
く
れ
た
ら
離
し
ま
す

や
め
と
け

見
た
ら
絶
対
後
悔
す
る
ぞ

そ
う
言
わ
れ
る
と

々
興
味
が
出
ま
す
ね

ほ
ら

さ

さ
と
見
せ
な
さ
い

 
唯
花
は
八
幡
を

き
し
め
る
よ
う
に
手
を
回
し
て
密
着
し

 
八
幡
が

直
し
た

間
に
そ
の
手
か
ら
ス
マ
ホ
を

い
取

た

あふ
う

手
こ
ず
ら
せ
や
が

た
な

小
猫
ち

ん

お
前

そ
れ
は

だ
ろ

て
か
男
前
か
よ

さ
て

ど
れ
ど
れ

え

と

 
そ
う

き
な
が
ら
八
幡
の
ス
マ
ホ
の
画
面
を
じ

と
見
つ
め
た
唯
花
の
目
が
驚
愕
に
見
開
か

れ
た
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え

え

何
で
す
か
こ
れ

何
の
冗
談
で
す
か

だ
か
ら
後
悔
す
る

て
言

た
だ
ろ

せ

か
く
負
け
と
い
て
や
ろ
う
と
思

た
の
に

悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
ぬ

お
お

ま
あ
ド
ン
マ
イ
だ
な

八
幡
さ
ん
に
嬉
し
恥
ず
か
し
の
あ
ん
な
事
や
こ
ん
な
事
を
し
て
も
ら
う
計
画
が
台
無
し
に

あ
ん
な
事
や
こ
ん
な
事

て
何
だ
よ

も
ち
ろ
ん
放
送
禁
止
な
奴
に
決
ま

て
ま
す

唯
花

よ
く
自
爆
し
た

ざ
ま

み
ろ
だ
な

言
い
方
が
ひ
ど
い

 
今
日
初
め
て
会

た
に
も
関
わ
ら
ず

気
が
合
う
の
だ
ろ
う
か

 
二
人
は

に

⻑
年
の
友
人
の
よ
う
な

け
合
い
を
楽
し
ん
で
い
た

は

も
う
い
い
で
す

最
後
の
ワ
ン
チ

ン
に

け
ま
す
か
ら

実
は
三

実
は
三
回
勝
負
で
し
た
と
か
言
う
つ
も
り
か

ん
も
う

八
幡
さ
ん

乙
女
の
心
を

み
す
ぎ
で
す
よ

分
か
り
易
す
ぎ
る
お
前
が
悪
い

俺
は
悪
く
な
い
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む

分
か
り
ま
し
た

と
り
あ
え
ず
私
へ
の
要
求
を
ど
う
ぞ

お

い
い
の
か

そ
れ
じ

あ
ど
ん
な
エ
ロ
い
事
を
し
て
も
ら
う
か
な

そ
ん
な
気
な
ん
か
ま

た
く
な
い

に

 
唯
花
は
そ
う
言

て

を

ら
ま
せ

そ
ん
な
唯
花
に
八
幡
は

ら
し
い
顔
で
言

た

そ
れ
じ

あ
今
日
お
前
の

え

え

ま
さ
か
本
当
に

勝
負
下
着
を
付
け
て
き
て
良
か

た

 
そ
の
表
情
を
見
た
唯
花
は

を

ら
め

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
八
幡
の
言
葉
を
待

て
い
た

い
物
は
俺
に

ら
せ

は
い

喜
ん
で

え

ろ

て

答
え
ん
の

え
よ

え

え

は

八
幡
さ
ん

優
し
い

 
じ

な
く
て

何
で
そ
こ
で
へ
た
れ
る
ん
で
す
か

色
々
台
無
し
で
す
よ

ん
も
う

へ

あ

す

す
み
ま
せ
ん

 
そ
う

り

り
と

る
唯
花
の
顔
は

だ
が
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
あ

た

八
幡
さ
ん

私

今
と
て
も
楽
し
い
で
す
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俺
も
楽
し
い
ぞ

想
像
以
上
に
お
前
が
面
白
い
か
ら
な

で
へ
へ

れ
ま
す
な

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と

い
物
を
済
ま
せ
ち
ま
う
か

で
す
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ス

パ

に
到
着
し

仲
良
く

い
物
を
始
め
た
の
だ

た

 
す
み
ま
せ
ん

唯
花
が
勝
手
に
暴
れ
出
し
て
移
動
だ
け
で
一
話
使

ち

い
ま
し
た
ｏ
ｒ

 
こ
の
作
品
で
は
よ
く
あ
る
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ｏ
ｒ
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第
９
２
４
話
 
奇
遇
だ
な

 

日
も
投
稿
出
来
ず

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

よ
し
俺
が
カ

ト
を
動
か
す
お
前
は
欲
し
い
物
を
片

か
ら
じ

ん
じ

ん
叩
き
込
ん

で
い
け

分
か
り
ま
し
た

お

布
さ
ん

お
前
は
も

と
言
い
方
に
気
を
遣
え

あ

す

す
み
ま
せ
ん

お

布
八
幡
宮
さ
ん

人
を
大

天
満
宮
み
た
い
に
言
う
ん
じ

ね
え

 
こ
う
し
て
二
人
の

い
物
は
始
ま

た

 
朝
に
そ
ん
な

た
物
は
作
れ
な
い
の
で
必
然
的
に
最
初
に
向
か
う
の
は

食
品
の
コ

ナ

で
あ
る

お

結

た
物
が
あ
る
ん
だ
な
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種

も

山
あ
る
ん
で
す
よ

お

唯
花

肉
だ
ぞ
肉

は
い

肉
で
す
ね

 
二
人
は
ま
る
で
夫

の
よ
う
に
見
え

り
の
者
達
は
そ
ん
な
二
人
を
微
笑
ま
し
く

め
て
い

た 
そ
ん
な
中
に
一
人

二
人
の
事
を
見
知

て
い
る
者
が

れ
て
い
た

あ

あ
れ

八
幡
さ
ん

そ
れ
に
確
か
生
徒
会
の
書
記
の

岡
田
さ
ん

だ

た

け

ん

お
お

遠

遠

じ

な
い
か

奇
遇
だ
な

お
前
も

い
物
か

う

う
ん

お

油
が
切
れ
た
か
ら

今
の
う
ち
に

い
に
行

て
く
れ

て
お
⺟
さ
ん
が

 
そ
こ
に
い
た
の
は
か
つ
て
詩
乃
を
い
じ
め
て
い
た
遠

貴
子
で
あ

た

お
お
そ
う
か

ち

ん
と
家
の
手
伝
い
を
し
て
る
ん
だ
な

え
ら
い
ぞ

八
幡
さ
ん
で
も
こ
ん
な
時
間
に
娘
一
人
で

い
物
に
行
か
せ
る
な
ん
て
⻤
じ

な
い
で
す

か 
そ
の
唯
花
の

静
な
意
見
に

八
幡
は
ハ

と
し
た
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む
む
む

確
か
に
そ
う
だ
な

い
や

私
の
家
は
こ
こ
か
ら
歩
い
て
三
分
く
ら
い
の
所
だ
か
ら
ね

そ

そ
う
な
の

ご
め
ん

私

た
ら
失

な
事
を

い
や

う
ち
の
⺟
親
が
⻤
な
の
は
間
違
い
な
い
か
ら

元
ヤ
ン
だ
し

な
る
ほ
ど

お
前
は
⺟
親
似

て
事
な
ん
だ
な

わ

私
は
ヤ
ン
キ

じ

な
い
し

 
た
だ
ち

と

普

の
態
度
も
男
友
達
選
び
も

目
だ

た
だ
け
で

 
貴
子
は
し

ん
と
し
た
表
情
を
し

そ
ん
な
貴
子
に
八
幡
は
ニ

コ
リ
笑
い
か
け
た

今
は
そ
う
じ

な
い
ん
だ
か
ら
い
つ
ま
で
も
そ
う
い
う
の
を
引
き
ず
る
な

て

う

う
ん

 
貴
子
は
そ
ん
な
八
幡
に
微
笑
み
返
し
た

で

あ
の

何
で
八
幡
さ
ん
が

書
記
さ
ん
と
一

に

私
は
岡
田
唯
花
だ
よ

遠

さ
ん

て
確
か
う
ち
の
学
校
の
二
年
生
だ
よ
ね

 
同
級
生
な
ん
だ
か
ら

私
の
事
は
気

に
唯
花

て
呼
ん
で
ね

あ

う

う
ん

そ
れ
じ

あ
私
も
貴
子
で
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唯
花
は
詩
乃
と
貴
子
の
事
情
は

し
て
い
る
よ
う
で
あ

た
が

 
そ
れ
で
も
易
々
と

離
を
詰
め
て
い

た

さ
す
が
の
コ
ミ

能
力
で
あ
る

で
何
で
一

に
い
る
か

て
話
だ
が
ま
あ
あ
れ
だ
知
り
合

た
の
は
た
ま
た
ま
な
ん
だ

が 
そ
れ
を
知

た
詩
乃
が
明
日
唯
花
を
昼
に
誘
い
た
い

て
言
い
出
し
て
な

 
唯
花
が
明
日
の

当
の
お
か
ず
を

い
に

 
こ
ん
な
時
間
に
一
人
で
ス

パ

に
行
く
と
か
言
い
出
し
た
か
ら

 
た
ま
た
ま
近
く
に
い
た
俺
が

保
護
者
代
わ
り
を
し
て
い
る
と

ま
あ
そ
ん
な

だ

あ

そ
う
な
ん
だ

八
幡
さ
ん

や

ぱ
り
優
し
い

い
や

ま
あ
詩
乃
の
せ
い
で

当
を
作
る

目
に
な

た

だ
か
ら

 
俺
が
あ
い
つ
の
代
わ
り
に

任
を
と

て
る
み
た
い
な
感
じ
だ
な
ま
あ
義

て
奴
だ
義

 
八
幡
は

れ
た
よ
う
な
表
情
で
そ
う
言
い

し
た

普
通
そ
こ
ま
で
し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す

 
貴
子
は
八
幡
に
苦
笑
し
た

そ
ん
な
貴
子
に
唯
花
が

突
然
愚
痴
を
言
い
出
し
た
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ね

い
て
よ
貴
子

さ

き
八
幡
さ
ん
と

 
負
け
た
方
が
勝

た
方
の
言
う
事
を
何
で
も
一
つ

く

て
勝
負
を
し
た
ん
だ
け
ど

 
八
幡
さ
ん
が
勝

た
の
に

こ
の
人
私
に
エ
ロ
い
事
を
何
も
し
よ
う
と
し
て
こ
な
い
ん
だ
よ

 
今
も
義

と
か
言

ち

て
る
し

お
か
し
く
な
い

ち

近
い

唯
花

近
い

 
貴
子
は
簡

に
心
の

離
を
詰
め
て
く
る
唯
花
に
恐
れ
を

き
つ
つ
も

 
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し

か
ん
と
し
た

え

女
の
子
が
簡

に
何
で
も
な
ん
て
言

ち

目
だ

て

突

込
む
と
こ
そ

ち

言

て
お
く
が

遠

の
方
が
普
通
だ
か
ら
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
は
貴
子
の

を

で
た

遠

は
普
通
だ
が

そ
れ
が
俺
に
は
と
て
も
尊
い

 
そ
の

間
に
遠

の
目
か
ら

ぶ
わ

と
涙
が

れ
出
た

え

お
お
い
遠

ど
う
し
た

も
し
か
し
て
今
俺
が
ど
こ
か

く
し
ち
ま

た
か

う

う
ん

ち

と
心
が

く
て
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心

心
だ
な

よ
し

そ
う
い
う
場
合
は

唯
花

ど

ど
う
す
れ
ば
い
い

ど
う
ど
う

八
幡
さ
ん

落
ち
着
い
て

貴
子

一
体
ど
う
し
た
の

わ

私

い
つ
も
八
幡
さ
ん
と
は
学
校
で
し
か
会

て
な
か

た
け
ど

 
い
ざ
こ
う
し
て
プ
ラ
イ
ベ

ト
で
初
め
て
会

て
み
て
そ
れ
で
も
い
つ
も
通
り
優
し
か

た

か
ら

 
本
当
に
許
し
て
も
ら
え
た
ん
だ
な

て
実
感
が

い
ち

て

つ
い

 
そ
ん
な
貴
子
を
唯
花
は
優
し
く

き
し
め
た

貴
子
は
た

た
今

ニ

貴
子
に
生
ま
れ
変
わ

た
ん
だ
ね

 
も
う
大
丈
夫

ニ

貴
子
は
二
度
と
道
を

み
外
さ
な
い

 
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も

と
も

と
幸
せ
に
な
ろ
う

 
八
幡
も
そ
の
唯
花
の
言
葉
に
同
調
し
た

そ
う
だ
ぞ
遠

こ
の
前
ま
で
ど
ん

だ

た
ん
だ
か
ら

こ
れ
か
ら
は
上
が

て
く
だ
け

だ

て

 
と
り
あ
え
ず
今
日
は
俺
が
生
ま
れ
変
わ

た
記
念
と
し
て
こ
こ
で

い
物
を

山

て
や

ろ
う
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八
幡
さ
ん

女
の
子
に

い
物
を
食
べ
さ
せ
て
お
け
ば

 
そ
れ
で
何
も
か
も
解
決
と
か
思

て
ま
せ
ん

 
唯
花
が
即
座
に
そ
う
突

込
み

八
幡
は
目
に
見
え
て

た

ち

違
う
の
か

違
い
ま
せ
ん

さ
あ
貴
子

い
物
を
見
に
レ

ツ
ゴ

 
唯
花
は
そ
う
言

て
貴
子
の
手
を
引
き
生

子
の
置
い
て
あ
る
コ

ナ

へ
と
歩
い
て
い

た

あ

あ
の
野
郎

 
八
幡
は
悔
し
さ
を
覚
え

そ
ん
な
二
人
の
背
中
に
声
を
か
け
た

お

い
遠

お
前
の
事
を
ニ

貴
子
と
か
名
付
け
ち
ま
う
よ
う
な
セ
ン
ス
の
持
ち
主
に
付

い
て
く
と

 
お
前
も
影

を
受
け
て
セ
ン
ス
が
壊
滅
的
に
な

ち
ま
う
ぞ

貴
子

後
ろ
で

し
い
ア
ピ

ル
を
し
て
る
意
地
悪
な
人
が
い
る
け
ど

無

す
る
の
よ

え

え

と

 
二
人
に
そ
う
言
わ
れ
た
貴
子
は
ま
ご
ま
ご
し

そ
の
直
後
に
お
ど
お
ど
し
た
口
調
で
唯
花
に
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言

た
八
幡
さ
ん
は

性
格
が
悪
い
時
は
あ
る
け
ど

で
も
と

て
も
優
し
い
よ

 
唯
花
は
そ
の
言
葉
に

か
ん
と
し

オ

バ

ア
ク
シ

ン
で

を

え
た

こ
れ
が
八
幡
さ
ん
の
真
の
力
だ
と
で
も
言
う
の
か

お
前
顔
だ
け
は
い
い
ん
だ
か
ら
さ
い
く
ら
知
り
合
い
が
い
な
い
と
は
い
え
も

と
猫
を

被
れ
な

 
ほ
ら

見
知
ら
ぬ
男
性

君
が
若

引
き
気
味
だ
ぞ

 
八
幡
の
言
葉
通
り

少
し
離
れ
た
所
に
何
人
か
い
た

い
物
中
の
男
達
が

 
そ
の
言
葉
に
気
ま
ず
そ
う
に
顔
を
背
け
た
の
が
見
え

唯
花
は
そ
れ
を
見
て
顔
を

く
し
た

 
そ
の
中
に

人

顔
を
背
け
ず
に
じ

と
こ
ち
ら
の
様
子
を

て
い
る
者
が
お
り

 
貴
子
は
そ
れ
が
気
に
な

た
が
や
が
て
そ
の
男
達
も
去

て
い

た

貴
子
は
ほ

と
し

た 
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

唯
花
が

れ

し
の
よ
う
に
貴
子
に
声
を
か
け
て
き
た

お

お
ほ
ん

さ
あ
貴
子
さ
ん

お

い
物
を
続
け
ま
し

う

お
前

今
更
お

や
か
ぶ

て
も
無

だ
か
ら
な
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く

べ

別
に
い
い
も
ん

こ
れ
が
私
だ
も
ん

お
い
遠

こ
い
つ

開
き
直
り
や
が

た
ぞ

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て
貴
子
は
ク
ス
ク
ス
と
笑

た

 
そ
の
笑
顔
は
年
相
応
に
見
え

八
幡
は
も
う
遠

は
大
丈
夫
だ
な
と
安
心
し
た

さ
て

さ

さ
と

い
物
を
済
ま
せ
ち
ま
お
う

は

い

 
そ
し
て
二
人
は
楽
し
そ
う
に

を
物
色
し
始
め
た

唯
花
の
お
か
げ
で
さ

き
は
助
か

た
な

さ
す
が
は
生
徒
会
役
員
だ

 
ま
あ
本
人
の
性
格
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
が

 
八
幡
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
カ

ト
を
押
し
て
い
た
が

 
気
が
付
く
と
そ
の
カ

ト
の
中
に
は

か
な
り

山
の
デ
ザ

ト

が
放
り
込
ま
れ
て
い
た

お
前
ら
こ
ん
な
に
食
べ
る
の
か

太
る
ぞ

私

太
ら
な
い
性
質
だ
か
ら

あ

わ

私
も

な
ら
い
い
が

こ
れ
生

子
だ
ろ

消

期
限
内
に
食
べ
き
れ
る
の
か
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い
い

八
幡
さ
ん

女
の
子
に
は

い
物
を
入
れ
る

の

が
別
に
あ
る
ん
だ
よ

お

お
う

別
腹

て
奴
だ
ろ

そ
れ
く
ら
い
知

て
る
わ

違
い
ま
す

本
当
に

が
二
つ
あ
る
ん
で
す

保
健
体
育
で

い
ま
せ
ん
で
し
た
か

え

マ
ジ
で

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
本
気
で
驚
い
た

え

保
健
体
育
で

た

け

ま

た
く
覚
え
て
ね

 
そ
う

き
な
が
ら
悩
み
出
し
た
八
幡
に

唯
花
は
天
使
の
よ
う
に
微
笑
ん
だ

そ
ん
な

な
い
じ

な
い
で
す
か

も
う

八
幡
さ
ん

た
ら

 
直
後
に
一

置
き
唯
花
は
小
指
を
自
ら
の

に
当
て
上
目
遣
い
を
し
た

恐
ろ
し
く
あ
ざ

と
い子

み
た
い
で
か
わ
い
い
で
す
ね

 
更
に
セ
リ
フ
ま
で
あ
ざ
と
い

八
幡
は
そ
の
事
に
驚
愕
し

貴
子
の

元
で
こ
う

い
た

お

お
い
遠

あ
い
つ

目
茶
目
茶
あ
ざ
と
く
な
い
か

う

う
ん

あ
あ
い
う
の
は
私
に
は
絶
対
に
無
理

あ
い
つ
は
普

か
ら
あ
あ
な
の
か
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う
ん

だ
か
ら
す
ご
く
モ
テ
る
よ

で
も
告
白
と
か
は
全
部
断

て
る
み
た
い

 
生
徒
会
⻑
と
付
き
合

て
る
か
ら
だ

て
噂
も
あ
る
ん
だ
け
ど

あ
あ

そ
れ
は
デ
マ
だ
そ
う
だ

あ

そ
う
な
ん
だ

男
を
ふ
る

が
結

ア
レ
だ
か
ら

マ
ジ
な
ん
だ
と
思

て
た

ほ
う

ど
ん
な
風
に

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
が
興
味
を

い
た
よ
う
だ

た
の
で

貴
子
は
説
明
す
る
事
に
し
た

前
に
何
度
か
見
た
ん
だ
け
ど
男
の
子
か
ら
告
白
さ
れ
た

間
に
あ
の
顔
か
ら
ス

と
表
情

が
抜
け
て

 
じ

と
相
手
を
見
つ
め
た
後

す
ぐ
に
笑
顔
に
な

て
さ

ご
め
ん
な
さ
い

あ
な
た
と
は
お
付
き
合
い
出
来
ま
せ
ん

て

 
理
由
も
何
も
無
し
で
バ

サ
リ
と
一
刀
両
断
し
て
た
よ

あ
い
つ
が
無
表
情

想
像
出
来
な
い
な

ち
な
み
に
当
然
食
い
下
が
る
人
も
い
た
ん
だ
け
ど

 
そ
う
い
う
人
に
は
小
首
を

げ
て

に
人
差
し
指
を
当
て
な
が
ら
キ

ト
ン
と
し
た
顔
で

今
お
断
り
し
ま
し
た
よ
ね

て
返
す
刀
で

て

て
て
た
か
な
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そ
れ
も
あ
ざ
と
い
な

う
ん

れ

れ
す
る
く
ら
い
の
あ
ざ
と
さ
だ

た

 
二
人
は
そ
う
言

て

チ
ラ
リ
と
唯
花
の
方
を
見
た

し
か
し
お
前

表
現
が
時
代
劇

い
よ
な

好
き
な
の
か

う
ん

大
好
き
か
な

そ
う
か

俺
も
だ

 
自
分
の
方
を
見
な
が
ら
微
笑
み
合
う
二
人
を
見
て

に
か
ら
れ
た
の
か
唯
花
が
二
人
に

ん
で
き
た

ち

と

私
を
仲
間
外
れ
に
し
て
何
の
内

話
で
す
か

あ

い
や

お
前
が
男
を
ど
う
ふ

て
る
の
か
教
え
て
も
ら

て
た
ん
だ

 
お
前

告
白
さ
れ
る
と
無
表
情
に
な
る
ら
し
い
な

一
度
見
せ
て
く
れ
よ

貴
子

見
て
た
ん
だ

恥
ず
か
し
い
な

 
唯
花
は

れ
た
よ
う
な
表
情
で
そ
う
言
う
と
八
幡
の
顔
を
下
か
ら

き
込
ん
だ

や
は
り
あ

ざ
と
い

そ
れ
じ

あ
八
幡
さ
ん

私
に
告
白
し
て
み
て
下
さ
い
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え

お

お
う

こ
れ
は
実

に
や

て
み
せ
る

て
事
だ
な

 
八
幡
は
コ
ホ
ン
と

い
し

真
面
目
な
表
情
に
な

た

ず

と
前
か
ら
好
き
で
し
た

俺
と
付
き
合

て
下
さ
い

あ

学
旅
行
の
時
と
ま

た
く
同
じ
事
を
言

ち
ま

た

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ
ど
ん
な
表
情
に
な
る
の
か
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
唯
花
の
顔
を
じ

と

見
つ
め
た

 
そ
の
目
の
前
で

唯
花
の
表
情
が
ス

と
消
え
る

お
お

ま
る
で
能
面
み
た
い
な

 
八
幡
は
そ
の
表
情
を
見
て
告
白
し
て
こ
ん
な
顔
を
さ
れ
た
ら
ビ
ビ
る
よ
な

と
考
え
て
い

た
が

 
唯
花
は
一

で
満
面
の
笑
み
を

か
べ

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
八
幡
の

を

い
た

は
い

喜
ん
で

あ
な
た
が
私
の
運
命
の
人
で
す

は
 
八
幡
は

に
当
た
る
感
触
に
気
付
か
な
い
く
ら
い

か
な
り
混
乱
し
た
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そ
れ
を
見
て
貴
子
は
思
わ
ず
こ
う

い
た

あ

こ
れ

て
成
功
パ
タ

ン

 
そ
の

き
が

こ
え
た
の
だ
ろ
う

八
幡
は
納
得
し
た
よ
う
な
表
情
を

か
べ
た

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
じ

あ
唯
花

今
度
は
失
敗
パ
タ

ン
を
見
せ
て
く
れ

無
理
で
す

 
唯
花
は
八
幡
に
即
答
し
た

な

何
で
だ
よ

だ

て
私
達

も
う
カ

プ
ル
じ

な
い
で
す
か

は今
私
に
告
白
し
て
く
れ
ま
し
た
よ
ね

そ
し
て
私
は
オ

ケ

し
ま
し
た

 
こ
れ
は
も
う
カ

プ
ル
成
立
意
外
の
何
物
で
も
な
い
と
思
い
ま
せ
ん
か

い

い
や

今
の
は

技
だ
ろ

 
唯
花
は
そ
の
言
葉
を
受
け

に
人
差
し
指
を
当
て
て

く
上
を
見
上
げ
た

こ
ん
な
時
で
も

あ
ざ
と
い

私

そ
ん
な
事
は
一
言
も
言

て
な
い
で
す
け
ど
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あ

あ
れ

 
八
幡
は
き

と
ん
と
し
な
が
ら
貴
子
の
方
を
見
た
が
貴
子
は

め
ろ
と
い
う
風
に
首
を

た
マ
ジ
か

分
か

て
も
ら
え
ま
し
た
か

よ
し

別
れ
よ
う

何
で
で
す
か

だ

て
お
前

俺
の
事
な
ん
か
ま

た
く
好
き
じ

な
い
だ
ろ

何
言

て
る
ん
で
す
か

大
好
き
で
す
超
好
き
で
す
む
し
ろ
愛
し
て
ま
す

お
い
遠

こ
い
つ
は
何
を
言

て
る
ん
だ

わ

私
に

か
れ
て
も
分
か
ら
な
い
よ

そ
の
ま
ま
の
意
味
な
ん
じ

 
貴
子
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

た
顔
で
唯
花
の
方
を
見
た

え

マ
ジ
で

俺

お
前
に
何
か
悪
い
事
で
も
し
た
か

何
で
罰
ゲ

ム
み
た
い
な
扱
い
な
ん
で
す
か

 
唯
花
は
そ
う
抗
議
し
つ
つ

深
い
た
め
息
を
つ
い
た
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は

ま
あ
今
の
は
自
分
で
も
強
引
す
ぎ
る
な
と
思

た
ん
で
ノ

カ
ン

て
事
で
い

い
で
す

え

い
い
の

マ
ジ
で
助
か
る
わ

明
日
奈
に
殺
さ
れ
る
所
だ

た
か
ら
な

詩
乃
に
も
殺
さ
れ
る
ん
じ

な
い

 
貴
子
に
そ
う
突

込
ま
れ

八
幡
は
少
し

え
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

そ

そ
れ
は
あ
り
う
る

詩
乃
が
そ
ん
な
に
怖
い
ん
だ

あ
当
た
り
前
だ
ろ
あ
い
つ
は
俺
に
制

を
加
え
る
時
本
当
に
嬉
し
そ
う
な
顔
を
す
る
ん

だ
ぞ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
情
け
な
い
顔
を
し
た

 
だ
が
そ
ん
な
八
幡
の

を

唯
花
が
ぎ

と
強
く

い
た

八
幡
さ
ん

も
し
彼
女
さ
ん
と
付
き
合

て
な
か

た
ら
ど
う
し
ま
し
た

ん

そ
の
時
は
他
の
誰
か
と
も
う
付
き
合

て
た
と
思
う
が
正
直
何
と
も
言
え
ん

く

知
り
合
う
の
が

す
ぎ
た

ま
あ
人
生

て
の
は
そ
ん
な
も
ん
だ

ド
ン
マ
イ
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で

で
も
私
の
見
た
目
は
好
み
で
す
よ
ね

か
わ
い
い

て
思
い
ま
す
よ
ね

ん

普
通

ど

ど
れ
だ
け
目
が

え
て
る
の

 
唯
花
は
は
が

く
り
と
う
な

れ
な
が
ら

 
八
幡
の

り
に
い
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

達
の
事
を
思
い

か
べ
た

 
あ
の
中
の
ほ
と
ん
ど
が
お
そ
ら
く
美
人
な
の
だ
ろ
う
唯
花
は
そ
う
判
断
し
暗

た
る
気
持

ち
に
な

た

わ

分
か
り
ま
し
た

付
き
あ
う
の
は

め
て

私
は
お

さ
ん
を
目
指
し
ま
す

い
や

マ
ジ
で
そ
う
い
う
の
は
や
め
て
ね

今
で
も
普
通
に
困

て
る
ん
だ
か
ら
ね

そ

そ
う
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

戦
争
で
す
ね

そ
れ
は
俺
が
困
る
か
ら
や
め
よ
う
ね

今
で
も
か
な
り
バ
ラ
ン
ス
と
る
の
が
大
変
な
ん
だ
か

ら
ね

 
そ
の
言
い
方
が
リ
ア
ル
す
ぎ
て

 
唯
花
は
是
が
非
で
も
八
幡
を
取
り

く
女
性

に
食
い
込
ん
で
や
ろ
う
と
逆
に
闘

を
燃
や
し

た
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貴
子
は
そ
ん
な
二
人
か
ら
目
を
背
け

見
て
見
ぬ
フ
リ
を
し
て
い
た

 
こ
の
件
に
深
く
関
わ
る
と
や
ば
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

そ
の
判
断
は
正
解
で
あ
る

ま
あ
そ
れ
は
今
は
い
い
で
す

と
り
あ
え
ず
八
幡
さ
ん

い
物
を
続
け
ま
し

う

そ

そ
う
だ
な

も
う
い
い
時
間
だ
し
な

 
八
幡
も
そ
れ
で

が

え
た
の
か

時
計
を
見
な
が
ら
そ
う
答
え
た

 
三
人
は
そ
の
後
も
仲
良
く

い
物
を
続
け

会
計
を
終
え
た
後
に
キ

ト
の
所
に
移
動
し

 
そ
し
て
楽
し
い

物
分
け
タ
イ
ム
が
始
ま

た

あ

何
だ
こ
れ

俺
も

え
ば
良
か

た

こ
れ
は
私
の
で
す
ね

な

今
ち

と
こ
こ
で
シ

ア
し
な
い
か

別
に
い
い
で
す
よ

そ
れ
じ

あ
・あ
・

・ん
し
て
下
さ
い

え

無
理

別
に
そ
れ
く
ら
い
い
い
じ

な
い
で
す
か

カ
マ
ト
ト
ぶ

て
ん
じ

ね
え
で
す
よ

お
前

絶
対
に

う
と
人
に

む
タ
イ
プ
だ
ろ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は
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貴
子
は
そ
ん
な
二
人
の
や
り
取
り
を
見
て
大
笑
い
し

釣
ら
れ
て
二
人
も
笑

た

 
そ
し
て
無
事
に

物
を
分
け
終
え
ほ
く
ほ
く
し
た
顔
を
し
て
い
る
貴
子
に
八
幡
が
こ
う
提
案

し
て
き
た

つ
い
で
に
お
前
も
家
ま
で
キ

ト
で
送

て
や
ろ
う
か

う
う
ん

う
ち
は
本
当
に
す
ぐ
そ
こ
だ
か
ら
大
丈
夫

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
気
を
つ
け
て
帰
れ
よ

ま
た
な

貴
子

明
日
学
校
で
ね

う

う
ん

ま
た
ね

二
人
と
も

 
貴
子
は
そ
ん
な
二
人
に
は
に
か
み
な
が
ら
手
を

り

 
そ
し
て
二
人
が
キ

ト
で
去

て
い

た
後

い
足
取
り
で
家
へ
と
向
か

た

色
々
と
び

く
り
し
た
け
ど

で
も
凄
く
楽
し
か

た
な

 
そ
し
て
無
事
に
家
ま
で
た
ど
り
着
い
た
貴
子
は

ハ

と
し
た
顔
で
足
を
止
め
た

し

し
ま

た

お

油
を

て
な
い

 
貴
子
は
家
に

物
だ
け
置
い
て

て
て
引
き
返
し

再
び
ス

パ

へ
と

た
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第
９
２
５
話
 
貴
子

頑
張
る

え
え
と

お

油
の
コ

ナ

は

あ

こ
こ
だ

 
そ
し
て
無
事
に

油
を

い

外
に
出
た
貴
子
の

に

 
先
ほ
ど
ま
で
何
度
も
口
に
し
て
い
た
名
前
が
飛
び
込
ん
で
き
た

さ

き
の
あ
の
ハ
チ
マ
ン

て
奴

本
物
か
な

 
貴
子
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

 
少
し
前
に
店
内
で
こ
ち
ら
か
ら
目
を
背
け
な
か

た

人
の
男
が

 
店
の
前
に
た
む
ろ
し
て
会
話
を
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た

今
の
声

あ
の
人
達
か
な

 
貴
子
は
そ
う
考
え
な
が
ら

も

と
よ
く
話
を

こ
う
と
思

た
が

 
・さ
・

・き
・の
・あ
・の

と
い
う
男
達
の
言
い
方
が
引

か
か
り

 
も
し
か
し
た
ら
自
分
の
顔
も
覚
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

 
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
か
な
り
悩
む
事
と
な

た

も
し
こ
の
人
達
が
八
幡
さ
ん
の
敵
な
ら

う
う
ん

・ハ
・チ
・マ
・ン
・

・て
・奴

て
言
い
方
か
ら
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し
て

 
き

と
敵
に
違
い
な
い

き

と
こ
の
情
報
は
貴
重
な
は
ず
私
も
や

と
八
幡
さ
ん
の
役
に

立
て
る

 
貴
子
は
一

で
そ
う
決
断
し
決
死
の
覚
悟
で
男
達
の
近
く
に
あ
る
飲
み
物
の
自

機
へ
と
向

か

た

 
幸
い
誰
も
貴
子
に
は
目
を
向
け
ず

貴
子
は
無
事
に
自
動

機
の
前
に
到
着
し
た

そ
う
だ

ス
マ
ホ
を
録
音

態
に
し
て
お
こ
う

 
そ
し
た
ら
次
は
何
を

う
か
迷
う
フ
リ

次
は

布
の
中
の
小
銭
を
探
す
フ
リ

 
不
器
用
な
貴
子
は

技
に
集
中
し

音
を

う
の
は
ス
マ
ホ
に
任
せ
た

 
そ
の
会
話
は
こ
ん
な
感
じ
で
あ

た

さ

き
の
あ
の
ハ
チ
マ
ン

て
奴

本
物
か
な

こ
ん
な
ト
コ
に
い
る

ね
え

て

で
も

り
方
は
そ
れ

く
な
か

た
か

む
む

確
か
に

く
そ

本
物
な
ら
闇
討
ち
し
て
や

た
の
に
よ
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ま
あ
そ
れ
は
ゲ

ム
の
中
で
い
い
だ
ろ

 
そ
の

に
わ
ざ
わ
ざ
セ
カ
ン
ド
キ

ラ
を
育
て
て
七
つ
の
大
罪
に

り
込
ん
だ
ん
だ

そ
う
そ
う

こ
の
前
は
共
闘
み
た
い
に
な

ち
ま

て
残
念
だ

た
が

 
う
ち
の

部
連
は
馬

ば

か
り
だ
か
ら
な

ち

と
煽

て
や
れ
ば

が
つ
く
だ
ろ

連
合
じ

失
敗
し
た
か
ら
な

今
度
こ
そ
上
手
く
や
ろ
う

違
い
ね
え

そ
れ
に
し
て
も
さ

き
の
ハ
チ
マ
ン
の
連
れ
て
た
女

超
美
人
だ

た
よ
な

ロ
ザ
リ
ア
の
姉
御
と
ど

ち
が
美
人
か
な

そ
の
名
前
を
出
す
な

あ
い
つ
は
裏
切
り
モ
ン
だ

の
姉
御
は

い
て
た
ん
だ
け
ど
な

今
は
ハ
チ
マ
ン
の
手
先
に
な
り
下
が

ち
ま

た
な

く
そ

の
事
を
思
い
出
し
た
ら
腹
が
立

て
き
た

飲
み
物
で
も

う
か

だ
な

 
そ
の
言
葉
に
貴
子
は

り

え
る
手
で
ジ

ス
を

う
と

男
達
に
場
所
を

り
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ス

と
横
に
避
け

そ
の
ま
ま
立
ち
去
ろ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
の
時
男
達
の
一
人
が

予
想
外
に
貴
子
に
声
を
か
け
て
き
た

お
い
姉
ち

ん

お
釣
り
を
忘
れ
て
る

あ

す

す
み
ま
せ
ん

 
貴
子
は
相
手
の
目
を
正

し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら

そ
の
お
釣
り
を
受
け
取
り

 
そ
の
ま
ま

を
下
げ
て
立
ち
去
ろ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
後
ろ
か
ら

男
達
の
誰
か
が
こ
う
言

た

あ
れ

こ
の
姉
ち

ん

さ

き
あ
の
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
い
た
子
じ

ね

 
そ
の

間
に
場
の
空
気
が
変
わ
り

貴
子
は
男
達
に
囲
ま
れ
た

ま
ず
い

ま
ず
い

な

姉
ち

ん

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど
よ

 
そ
う
言
わ
れ

を
捕
ま
れ
た

間
に

貴
子
の
中
の
何
か
の
ス
イ

チ
が
入

た

え

別
に
い
い
け
ど

何

 
ふ
て
ぶ
て
し
く
そ
う
答
え
る
貴
子
は
少
し
前
に
詩
乃
を
い
じ
め
て
い
た
時
の
貴
子
で
あ

た

八
幡
さ
ん
に
は
絶
対
に
迷
惑
は
か
け
な
い
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も
し
そ
う
な
る
く
ら
い
だ

た
ら
私
は
大
人
し
く
こ
い
つ
ら
に
殴
ら
れ
る

 
も
し
私
の
体
が
目
当
て
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
そ
れ
よ
り
も
少
し
で
も
情
報
を
引
き
出
す
ん
だ

 
そ
う
考
え
た

間
に

貴
子
の
腹
は
座

た

 
そ
の
態
度
は
か
つ
て
の
貴
子
を

と
さ
せ
男
達
は
少
し
び
び

た
の
か
口
調
が
や
や
丁

に
な

た

い
き
な
り
話
し
か
け
て
悪
い
な

実
は
さ

き
一

に
い
た
男
な
ん
だ
け
ど
よ

 
確
か
八
幡

て
呼
ん
で
た
よ
な

う
ん

そ
う
だ
け
ど

そ
れ
が
何

い
や

あ
い
つ
が

ゲ

ム
を
や

て
る
の
な
ら

 
も
し
か
し
た
ら
俺
達
の
知
り
合
い
じ

な
い
か
と
思

て
な

知
り
合
い
じ

な
い
か

て

さ

き
顔
を
見
た
ん
で
し

い
や

実
は
リ
ア
ル
で
の
顔
は
知
ら
な
い
ん
だ

あ

オ
フ
会

て
奴
だ

そ
う
で
し

お

お
う

そ
れ
だ
そ
れ

 
貴
子
は
馬

を
装

て
微

に
ズ
レ
た
答
え
を
返
し
そ
の
男
も
そ
れ
で
い
い
と
思

た
の
か
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ヘ
ラ
ヘ
ラ
と
貴
子
の
言
葉
に
同
意
し
た

よ
く

い
て
な
か

た
け
ど

時
々
八
幡

て
言

て
た
の
は
そ
う
い
う
事
か

 
う

ん

で
も
あ
の
人

て
ば

私
達
の
金

ル
な
ん
だ
よ
ね

 
ど
う
し
よ

か
な

ま
あ
い

か

最
近
金

い
も
悪
く
な

て
き
た
し

 
そ
ろ
そ
ろ
手
を
切
ろ
う
か
な

て
思

て
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
ね

 
貴
子
は

ら
し
い
顔
で
そ
う
言
う
と

男
達
に
手
を
差
し
出
し
た

そ
の
手
は
何
だ

情
報
料

て
言

て
も
こ
こ
の
ジ

ス
代
だ
け
で
い
い
よ

そ

そ
れ
く
ら
い
な
ら

 
そ
う
言

て
男
達
の
中
の
一
人
が
貴
子
に
五

を

し
て
き
た

釣
り
は
い
ら
な
い

度
あ
り

で

本
題
な
ん
だ
け
ど

残
念
だ
け
ど
さ

多
分
人
違
い
だ
と
思
う
よ

 
だ

て
あ
の
人
は

い
わ
ゆ
る
社
畜

て
奴
だ
も
ん

 
だ
か
ら
金
は
持

て
る
け
ど
遊
び
と
か
に
は
ま

た
く
慣
れ
て
な
い
か
ら
会
話
も
つ
ま
ら
な

い
ん
だ
よ
ね
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で

少
な
く
と
も
ゲ

ム
な
ん
か
や

て
る
暇
は
絶
対
に
無
い
ね

 
私
達
が

日
連
れ
ま
わ
し
て
金
を
使
わ
せ
て
る
も
ん

 
私
の
友
達
は
ま
あ
と
り
あ
え
ず
キ

プ
し
て
お
こ
う
と
思

て
る
ら
し
い
か
ら
あ
ん
な
態
度

だ
け
ど

 
金
が
完
全
に
無
く
な

た
ら
す
ぐ
ポ
イ
す
る
ん
じ

な
い
か
な

 
貴
子
は
即

で
そ
う
話
を
作
り
男
達
に
披
露
し
た

元
々

当
な
事
を
言
う
の
は
得
意
な
の

で
あ
る

そ

そ
う
な
の
か

う
ん
ま
あ
そ
ん
な
感
じ

だ
か
ら
情
報

も
格
安
に
し
と
い
た
よ
役
に
立
て
な
く
て
ご
め

ん
ねい

い
や

こ

ち
こ
そ
な
ん
か
ご
め
ん
な

違
う

て
分
か

た
だ
け
で
十
分
だ

サ
ン
キ

う
う
ん
い
い
よ
い
い
よ
あ
ん
な
の
た
だ
の

布
だ
も
ん

他
に
何
か

き
た
い
事
と
か
あ

る
い
や

大
丈
夫
だ

時
間
を
と
ら
せ
て
悪
か

た
な
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そ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ど
こ
か
で
ね

お
兄
さ
ん
達

 
貴
子
は
そ
う
言

て

逃
げ
出
す
よ
う
に
そ
の
場
を
立
ち
去

た

 
そ
の
後
ろ
か
ら

女

て
怖
え
な

な
ど
と
い
う
声
が

こ
え
て
き
た
が

 
貴
子
は
足
を
止
め
ず

そ
の
ま
ま
自
宅
へ
と
急
い
で
帰

た

 
安
心
出
来
た
の
は
家
に
入
り

自
分
の
部
屋
に

て
か
ら
で
あ
る

ふ
う

さ

き
は
や
ば
か

た

で
も
何
と
か
乗
り
切

た

う
ん

私
頑
張

た

 
だ
が
そ
の
足
は
ま
だ

え
て
い
た

大
丈
夫

も
う
大
丈
夫
だ
か
ら

 
貴
子
は
そ
う
自
分
に
言
い

か
せ
八
幡
に
連

を
と
ろ
う
と
し
た
が
連

先
が
分
か
ら
な

い
よ
し

と
り
あ
え
ず
詩
乃
に

録
音
し
た
会
話
を

い
て
も
ら
お
う

 
そ
う
決
断
し

貴
子
は
詩
乃
に

話
を
か
け
た

ハ
イ

珍
し
い
わ
ね

こ
ん
な
時
間
に
ど
う
し
た
の

 
も
う
か
な
り

い
時
間
で
あ

た
に
も
関
わ
ら
ず

詩
乃
は
機

を
悪
く
す
る
で
も
な
く

 
す
ぐ
に

話
に
出
て
く
れ
た
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い
き
な
り
ご
め
ん
実
は

い
て
欲
し
い
も
の
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
ス
マ
ホ
に
録
音
し
た
ん
だ

け
ど
さ

私
に

か
せ
た
い
も
の

何
だ
ろ
う

い
て
も
ら
え
れ
ば
分
か
る
と
思
う

私
に
は
サ

パ
リ
な
ん
だ
け
ど
さ

ふ

ん

ま
あ
い
い
わ

か
せ
て
み
て

う
ん

 
そ
し
て
貴
子
は
詩
乃
に
先
ほ
ど
録
音
し
た
男
達
の
会
話
を

か
せ
た

何
こ
れ

こ
の
会
話
は
ど
こ
で
録
音
し
た
の

近
所
の
ス

パ

の
前
で
話
し
て
る
奴
ら
が
い
て
さ

八
幡
さ
ん
の
名
前
が

こ
え
た
か
ら

 
絶
対
に

き
逃
し
ち

い
け
な
い
と
思

て
頑
張

た
ん
だ

そ
う

貴
子

あ
り
が
と
う

こ
の
事
は
必
ず
八
幡
に
伝
え
る
わ

あ

や

ぱ
り
詩
乃
が

く
と
意
味
が
分
か
る
ん
だ

え
え

貴
重
な
情
報
よ

き

と
八
幡
も
喜
ぶ
と
思
う
わ

そ

か

良
か

た

 
そ
の
声
が
若

涙
声
だ

た

詩
乃
は
貴
子
が
本
当
に
頑
張

て
く
れ
た
の
だ
と
感
じ
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再
び
心
か
ら
お

を
言

た

貴
子

本
当
に
あ
り
が
と
う
ね

心
か
ら
感
謝
す
る
わ

私

八
幡
さ
ん
の
役
に
立
て
た
ん
だ
よ
ね

う
ん

立
て
た
立
て
た

今
度
褒
め
て
も
ら
う
と
い
い
わ
よ

う

う
ん

う
ん

 
貴
子
は
満
足
感
に
包
ま
れ
て
い
た

 
そ
ん
な
貴
子
に
不
意
打
ち
の
よ
う
に

詩
乃
が
こ
う

ね
て
き
た

そ
れ
よ
り
も
貴
子

さ

き
の
会
話
か
ら
す
る
と

 
こ
ん
な
時
間
に
八
幡
と
一

だ

た

て
事
よ
ね

ど
う
い
う
事

 
そ
の
言
葉
は
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
て
い
る
よ
う
で
先
ほ
ど
の
詩
乃
の
声
よ
り
も
よ
ほ
ど
必
死
に

こ
え
た

あ

そ

ち
の
方
が
詩
乃
的
に
大
事
な
ん
だ

 
そ
の
声
の
調
子
で
貴
子
は
そ
う
判
断
し
た

 
同
時
に
先
ほ
ど
八
幡
が

え
て
い
た
事
を
思
い
出
し
た
貴
子
は
詩
乃
相
手
に
必
死
に

解
し

た
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う

ち

違
う
の

お
願
い
だ
か
ら
私
の
話
を

い
て

え
え

も
ち
ろ
ん
よ

一
体
ど
う
な

て
る
の

実
は
さ

私
は
た
だ

近
く
の
ス

パ

に

油
を

い
に
い

た
だ
け
な
ん
だ
け
ど
さ

 
そ
れ
か
ら
貴
子
は
偶
然
八
幡
と
唯
花
に
会

た
事
そ
れ
か
ら

い
物
を

て
も
ら

た

事 
そ
の
せ
い
で

油
を

う
の
を
忘
れ

い
に

た
時
に
男
達
と
遭
遇
し
た
事
を
詩
乃
に

語

た
そ
う

そ
れ
は
そ
れ
は

八
幡
と
書
記
ち

ん
は

分
と
仲
が
お
よ
ろ
し
い
み
た
い
ね

う
わ

怖
い

怖
い
怖
い

 
貴
子
は
先
ほ
ど
男
達
に
囲
ま
れ
た
時
よ
り
も

今
の
方
が
よ

ど
怖
か

た

ふ

ん

へ

明
日
の
お
昼
に
書
記
ち

ん
か
ら
事
情
を

く
の
が
楽
し
み
ね

 
で
も
変
ね

ね

貴
子
も

い
た
事
無
い

 
う
ち
の
学
校
の
生
徒
会
⻑
と
書
記
ち

ん
が
付
き
合

て
る

て
話

あ

そ
れ
は
デ
マ
だ

て
八
幡
さ
ん
が
言

て
た
よ

あ
ら

八
幡
が

て
事
は
書
記
ち

ん
が
八
幡
に
そ
う
説
明
し
た

て
事
で
し

う
ね
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う
ん

多
分
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
ね

意
外
な
所
か
ら
伏
兵
が
出
て
き
た
わ

や

ぱ
り
直
接
ど
ん
な
人
な
の
か
確
か
め
な
い
と
ね

そ

そ
う
ね

 
詩
乃
が
か
な
り
本
気
の
よ
う
だ

た
の
で
貴
子
は
こ
れ
以
上
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

考
え
た

 
だ
が
そ
ん
な
貴
子
の
考
え
は

あ

さ
り
と
詩
乃
に

さ
れ
た

ね

貴
子

明
日
は
貴
子
も
一

に
屋
上
で
お
昼
を
食
べ
ま
し

う

 
も
ち
ろ
ん

だ

た
ら
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

書
記
ち

ん
か
ら

く
話
が
本
当
か
ど
う
か

 
判
断
し
て
く
れ
る
役
を
貴
子
に
や

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
の
よ
ね

ひ
い
い
い
い

こ
ん
な
の
絶
対
断
れ
る

な
い
じ

ん

う

う
ん
分
か

た

よ

喜
ん
で

そ
う

あ
り
が
と

 
こ
う
し
て
貴
子
の
昼
食
会
へ
の
参
加
が
決
定
し

貴
子
は
満
足
と
不
安
が
半
々
な

態
で

 
こ
の
日
は
眠
り
に
つ
く
事
と
な

た
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第
９
２
６
話
 
屋
上
で
の
報
告
会

 
次
の
日
の
朝
か
ら
ず

と

貴
子
は
詩
乃
か
ら
の
プ
レ

シ

を
受
け
続
け
て
い
た

ふ
ふ

お
昼
が
楽
し
み
よ
ね

そ

そ
う
だ
ね

 
休
み
時
間
の
度
に
そ
う
言
わ
れ
貴
子
は

が

く
な

た

そ
し
て
つ
い
に
昼
休
み
が
訪
れ

 
貴
子
は
詩
乃
に
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に
映
子
美
衣

奈
と
共
に
唯
花
の
教
室
へ
と
訪
れ

た 
一
方
唯
花
は
昼
休
み
を
迎
え

珍
し
く
生
徒
会
室
に
は
向
か
わ
ず

 
大
人
し
く
教
室
で

詩
乃
の
迎
え
を
待

て
い
た

あ
れ
唯
花

今
日
は
教
室
で
お
昼
を
食
べ
る
の

良
か

た
ら
私
達
と
い

し

す
る

あ

ご
め
ん
ね

今
日
は
約
束
が
あ

て

こ
れ
か
ら
迎
え
が
来
る
の

え

会
⻑
が
こ
こ
に
迎
え
に

珍
し
い
ね

え

先
輩

あ

あ

こ
れ
は

め
に
言

て
お
か
な
い
と
だ
ね



 第９２６話 屋上での報告会

 
唯
花
は
こ
の
機
会
に

正
し
て
お
こ
う
と
思
い

ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
み
な
が
ら

友
人
達
に

言

た
何
か
誤
解
が
広
が

て
る
み
た
い
だ
け
ど

私
と
先
輩
の
間
に
は
何
も
無
い
か
ら
ね

え

そ

そ
う
な
の

で
も
よ
く
一

に
い
る
よ
ね

あ
れ
は
別
に
付
き
合

て
る
と
か
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
よ

 
実
は
私
と
会
⻑

て

同
じ
ゲ

ム
を
や

て
る
か
ら

 
そ
の
攻
略
に
つ
い
て
の
相
談
を
し
て
た
み
た
い
な

あ

そ
う
な
ん
だ

唯
花
も
ゲ

ム
し
て
る
ん
だ

知
ら
な
か

た

う
ん

だ
か
ら
私
と
先
輩
の
間
に
は

そ
ん
な

い
た
話
は
一
つ
も
な
い
か
ら
ね

 
だ

て
ほ
ら

私
も
み
ん
な
と
一

で

八
幡
さ
ん
命
だ
し
ね

 
唯
花
は
そ
う
言

て

友
人
達
の
手
を
と

た

あ

唯
花
も

う
ん

も
ち
ろ
ん
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そ
う
だ
よ
ね

や

ぱ
り
八
幡
さ
ん
が
一
番
だ
よ
ね

う
ん
う
ん

私
も
そ
ろ
そ
ろ
本
気
を
出
す
つ
も
り

本
気

 
そ
こ
に
別
の
友
人
が

て
た
様
子
で
一
同
に
駆
け
寄

て
き
た

ゆ

唯
花
ち

ん

ひ

姫
が
迎
え
に
来
て
る
ん
だ
け
ど

あ

迎
え
が
来
た
み
た
い

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
ね

 
唯
花
は

当

を
手
に
し

そ
そ
く
さ
と
入
り
口
の
方
へ
と
向
か

た

あ

う
ん

行

て
ら

て

ひ

姫
が

も
う
姫
に
食
い
込
ん
で
る
の

本
気

て
そ
う
い
う
事

さ
す
が
唯
花

行
動
が

い

て
か

す
ぎ

 
そ
ん
な
友
人
達
の
前
で

詩
乃
と
唯
花
は
と
て
も
仲
が
良
さ
そ
う
に
話
し
て
い
た

ハ
イ

ご
め
ん
ね

い
き
な
り
誘

ち

て

う
う
ん

い
い
よ
い
い
よ

あ

貴
子
も
一

な
ん
だ

嬉
し
い
な

そ
れ
じ

あ

し
い
話
は
屋
上
で
ね

う
ん



 第９２６話 屋上での報告会

も
う
仲
良
し

 
こ
ん
な
感
じ
で
唯
花
は
驚
く
友
人
達
に
見
送
ら
れ

詩
乃
達
と
共
に
屋
上
へ
と
向
か

た

  
屋
上
に
上
が
る
と

詩
乃
達
は
い
つ
も
利
用
し
て
る
お
気
に
入
り
の
場
所
へ
と
向
か

た

 
そ
こ
は
こ
の
屋
上
で
唯
一
風
が
直
接
当
た
ら
ず

一
番
日
当
た
り
の
い
い
場
所
で
あ
り

 
詩
乃
達
専
用
の
場
所
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る

他
に
誰
も
使
う
者
は
い
な
い
の
だ

今
日
は
お

き

い
て
あ
り
が
と
う

詩
乃

う
う
ん

私
も
色
々
と

き
た
い
事
が
あ

た
か
ら
ね

 
二
人
は
表
面
上
は
ニ
コ
ニ
コ
と

そ
う
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た

 
だ
が
実
は
お

い

制
し
合

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

貴
子
も
ま
た
会
え
て
嬉
し
い
よ

日
ぶ
り
だ
ね

あ

う

う
ん

日
ぶ
り

あ
ら
貴
子

唯
花
と

分
仲
が
良
く
な

た
の
ね

そ

そ
そ
そ
そ
う
か
な

わ

私
と
し
て
は

詩
乃
と
の
方
が
仲
良
し
だ
と
思

て
る
ん
だ
け

ど
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だ

て
よ
唯
花

ふ
ふ

あ
ら
残
念

貴
子

こ
れ
か
ら
私
と
も

も

と
も

と
仲
良
く
し
ま
し

う
ね

も

も
ち
ろ
ん
だ
よ

う

う

 
貴
子
は
詩
乃
と
唯
花
に

ま
れ
て
座

て
い
る

 
両
側
か
ら
の
プ
レ

シ

に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な

て
い
た

 
そ
ん
な
貴
子
を
救

た
の
は

奈
で
あ

た

ほ
ら

時
間
も
無
い
し

食
べ
な
が
ら
さ

さ
と
お
話
し
よ

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

か

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
六
人
は
仲
良
く
お

当
を
広
げ
始
め
た

 
そ
の
様
子
を
遠
く
か
ら
他
の
生
徒
達
が

を
飲
ん
で
見
守

て
い
る

お

お
い

書
記
ち

ん
が
姫
と
一

に
い
る

何
か
二
人
の
間
に

花
が
見
え
る
の
は
気
の
せ
い
か

間
に

ま
れ
て
る
の

て

姫
を
い
じ
め
て
た
子
だ
よ
ね

も
う
完
全
に
許
し
て
も
ら

た
ん
だ
な

良
か

た
良
か

た
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そ
う
言

て
も
ら
え
る
の
は

難
い
け
ど
こ
の

況
は
本
当
に
勘

し
て
ほ
し
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
貴
子
は
心
の
中
で
そ
う
絶
叫
し
た

 
食
事
を
始
め
て
か
ら
も

か
ら
の
マ
ウ
ン
ト
の
取
り
合
い
が
凄
い
の
で
あ
る

あ
ら
唯
花

そ
の
お

当

と
て
も
美
味
し
そ
う
ね

ま
る
で

製
品
み
た
い

う
ん

製
品
だ
も
ん

ま
あ
そ
う
見
え
る
と
し
た
ら

 
こ
れ
が
全
部
八
幡
さ
ん
に

て
も
ら

た
物
だ
か
ら
じ

な
い
か
な

へ

ち
な
み
に
今
私
が
食
べ
て
る
の

て

前
に
う
ち
で
八
幡
に
作

て
あ
げ
て

 
評
判
が
良
か

た
物
ば
か
り
な
の
よ

へ

そ
う
な
ん
だ

ど
れ
ど
れ

あ

そ
れ
な
ら
私
に
も
作
れ
る
よ

 
そ

か

今
度
八
幡
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら

て
感
想
を

い
て
も
ら
お
う
か
な

ふ
ふ

八
幡
が
喜
ん
で
く
れ
る
と
い
い
わ
ね

そ
う
だ
ね

八
幡
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
と
い
い
な

 
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
お
ほ
ほ
ほ
ほ
ほ
と
笑
い
合

た

も
ち
ろ
ん
貴
子
を

ん
で
で
あ

る
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う

う

が

い

 
貴
子
は
そ
う
思
い
な
が
ら

奈
達
の
方
を
見
た

 
だ
が

奈
達
は
三
人
で
マ
イ
ペ

ス
に
会
話
を
し
て
お
り

貴
子
は
再
び
内
心
で
絶
叫
し
た

私
も
そ

ち
の
仲
間
に
入
れ
て
よ

 
だ
が
残
念
な
が
ら

こ
の
針
の
む
し
ろ
は
全
員
の
食
事
が
終
わ
る
ま
で
続
い
た

 
さ
て

そ
れ
じ

あ
話
を
し
ま
し

う
か

貴
子
が
こ
こ
に
い
る

て
事
は

日
の
話
を
す
れ
ば
い
い
の
か
な

 
私
が
八
幡
さ
ん
に
告
白
さ
れ
ち

た

と
か

 
そ
の
言
葉
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ギ

と
し
た
が

詩
乃
は
表
情
を
変
え
な
か

た

そ
の
話
は
後
ね

そ
れ
よ
り
も
優
先
し
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
の

 
貴
子

日
の
録
音
を
唯
花
に

か
せ
て
あ
げ
て

う

う
ん

 
詩
乃
が
真
面
目
な
表
情
で
そ
う
言

た

貴
子
も
自
然
と
気
が
引
き
締
ま

た

 
そ
し
て
貴
子
は
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て

日
録
音
し
た
音
声
を
一
同
に

か
せ
た
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ね

詩
乃

ち

こ
れ

て
私
達
が

い
て
も
い
い
も
の

う
ん

映
子
達
に
も
何
か
手
伝

て
も
ら
う
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ね

 
一
方
思

て
も
い
な
か

た
内
容
に

唯
花
は
絶

し
て
い
た

こ

こ
れ

日
貴
子
が
あ
な
た
と
別
れ
た
後
に
偶
然
入
手
し
た
も
の
よ

 
そ
の

に
ち

と
怖
い
目
に
あ

て
し
ま

た
の
よ
ね

 
貴
子

凄
く
感
謝
し
て
る
け
ど

あ
ま
り
危
な
い
事
は
し
な
い
で
ね

私

心
配
だ
も
の

う

う
ん

ご
め
ん

あ
の
時
は
も
う
必
死
で
さ

ご
め
ん
貴
子

私
達
と
別
れ
た
後
に
こ
ん
な
事
が
あ

た
な
ん
て

大
丈
夫

私

八
幡
さ
ん
の
た
め
に
と
思

て
頑
張

て

上
手
く
誤
魔
化
し
た
か
ら

確
か
に
い
い

技
だ

た
わ
ね

つ
い

を
思
い
出
し
ち

た
わ

う

詩
乃

そ
れ
は
言
わ
な
い
で

て
ば

 
そ
の
詩
乃
の
冗
談
に

一
同
は
微
笑
ん
だ

ま
あ
冗
談
は
置
い
て
お
い
て

今
日
の
話
し
合
い
が
終
わ

た
後
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八
幡
に
は
私
が

め
て
報
告
し
て
お
く
か
ら
そ
の
時
に
た
く
さ
ん
褒
め
て
も
ら
う
と
い
い
わ

 
詩
乃
に
そ
う
言
わ
れ
た
貴
子
は
嬉
し
そ
う
に
下
を
向
い
た

う

う
ん

こ
の
音
声
フ

イ
ル
は
後
で

す
ね

え
え

お
願
い
ね

 
そ
ん
な
貴
子
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
人
が
囲
み

え
始
め
た

 
そ
れ
を
横
目
で
見
な
が
ら
詩
乃
と
唯
花
は
横
に
避
け

深
刻
そ
う
な
顔
で
話
し
始
め
た

さ
て

事
情
は
分
か

た

う
ん

七
つ
の
大
罪
の
中
に

や
ば
い
人
達
が
混
じ

て
る

て
事
よ
ね

さ
す
が
に
特
定
は
出
来
な
い
わ
よ
ね

 
詩
乃
に
そ
う
言
わ
れ
た
唯
花
は
難
し
い
顔
を
し
た

う
ん

こ
れ
だ
け
だ
と
ち

と
無
理
か
も

や

ぱ
り
そ
う
よ
ね

ま
あ
そ
ん
な

で

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団

 
特
に
七
つ
の
大
罪
の
動
向
に

注
意
し
て
欲
し
い
の

分
か

た

何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
伝
え
る
ね

話
が

く
て
助
か
る
わ

そ

ち
の
事
は
お
願
い
ね
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ま

た
く
あ
い
つ
ら

手
を
変
え
品
を
変
え

本
当
に
う
ざ
い

た
ら
あ
り

し
な
い
わ

も
し
か
し
て
詩
乃
は

こ
の
人
達
の
事

何
か
知

て
る
の

え
え

会
話
の
内
容
か
ら
し
て

こ
い
つ
ら
は
元
連
合
の
か
な
り
上
の
方
の
プ
レ
イ
ヤ

で

 
名
前
は
確
か

ゴ

グ
ル

コ
ン
タ
ク
ト

フ

ク
ス

テ

ル

ビ
ア

ド

ヤ
サ

バ

ン
ダ
ナ
か
な

あ

あ
あ

い
た
い
た

確
か
連
合
に
そ
ん
な
人
達
が
い
た

 
ど
う
や
ら
唯
花
も
彼
ら
の

を
街
中
で
み
か
け
た
事
が
あ
る
ら
し
い

 
そ
の
時
は
ま
だ
ヒ
ル
ダ
は
初
心
者
同
然
だ

た

名
人
と
ト
ラ
ブ
ら
な
い
よ
う
に

 
フ

ブ
ニ
ル
に
言
わ
れ
て
危
な
い
人
達
の
顔
と
名
前
だ
け
は
事
前
に
覚
え
て
い
た
ら
し
い

あ
ら
そ
う
な
の

そ
れ
じ

あ
う
ち
の
メ
ン
バ

の
事
も
覚
え
て
る
の

う
う
ん

先
ず
は
危
な
い
人
達
だ
け
覚
え
て
お
け

て
先
輩
に
言
わ
れ
た
か
ら

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
は
入

て
な
か

た
よ

そ
う

先
輩

て
会
⻑
の
事
よ
ね

放
課
後
に
で
も
一

に
話
を
通
し
に
行
き
ま
し

う
か

う
ん

そ
う
だ
ね

時
間
的
に
お
昼
は
こ
こ
ま
で
ね

八
幡

み
の
話
は
ま
あ

明
日
に
で
も
し
ま
し

う
か
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う
ん

そ
う
だ
ね

八
幡
さ
ん
に
つ
い
て
い

ぱ
い
語
り
合
お
う

 
唯
花
が
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言

た

詩
乃
は
や
や

気
を
抜
か
れ
た
よ
う
な
表
情
を
し

た
そ

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
放
課
後
に
ま
た

今
度
は
私
一
人
で
迎
え
に
行
く
わ

う
ん

分
か

た

待

て
る
ね

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

今
日
の
お
昼
は
こ
こ
ま
で
よ

 
詩
乃
の
女
王
様
的

令
で

一
同
は

物
を

め
て

を
上
げ
た

そ
ん
な

で

明
日
も
こ
こ
で
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
る
わ
よ

 
と
い
う
か

し
ば
ら
く
そ
う
し
ま
し

か

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
う
し
よ

え

し

し
ば
ら
く
こ
れ
が
続
く
の

 
貴
子
は
目
の
前
が
暗
く
な

た
が

明
日
を
ピ

ク
と
し
て

 
明
後
日
か
ら
は
プ
レ

シ

が
か
な
り

し
た

 
貴
子
の

の
調
子
が
こ
れ
以
上
悪
く
な
る
事
は
無
か

た
の
で
あ

た

 
こ
う
し
て
詩
乃
グ
ル

プ
に

新
た
な
人
物
が
加
わ
る
事
と
な

た
の
で
あ
る
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第
９
２
７
話
 
三
者
会
談

 
そ
の
日
の
放
課
後

詩
乃
が
一
人
で
唯
花
を
迎
え
に
教
室
に
現
れ
た
時

 
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
唯
花
が
完
全
に
詩
乃
の
グ
ル

プ
に
所
属
す
る
事
に
な

た
の
だ
と
理

解
し
た

う
わ

姫
の

が

々
強
大
に

い
い
な

入
れ
る
も
の
な
ら
私
も
入
り
た
い
よ

唯
花

て
ば
一
体
ど
う
や

た
ん
だ
ろ
う
ね

 
そ
し
て
詩
乃
が
何
か
言
い

唯
花
は
と
て
も
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た

 

か
に
こ
ち
ら
に
そ
の
声
が

こ
え
て
く
る
が
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に
は
何
の
事
か
さ

ぱ
り

分
か
ら
な
い

ア
ス
モ
ち

ん
も
こ
こ
に
い
る
の

え
え

確
か
な
情
報
よ

本
当
は
観
察
す
る
だ
け
に
す
る
つ
も
り
だ

た
け
ど

 

日
の
事
で
事
情
が
変
わ

た
か
ら

今
か
ら
突
撃
よ

分
か

た

で
も
味
方
に
付
く
よ
う
に
説
得
な
ん
か
出
来
る
の
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そ
れ
は
も
う
済
ん
で
る
み
た
い

誰
が
や

た
の
か
は
分
か
る
わ
よ
ね

あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
確
か
に
こ
の
前
一
人
だ
け
い
な
か

た
の
は
そ
う
い
う
事
な

ん
だ
ね

 
う
わ

さ
す
が
と
い
う
か
何
と
い
う
か

 
そ
し
て
二
人
は
連
れ
立

て
去

て
い

た

明
日
も

と
か
何
と
か
言

て
た
ね

発
音
が
少
し
変
だ

た
け
ど

お
昼
の
相
談
か
な

も
う

分
と
仲
良
し
に
な

た
み
た
い
ね

 
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ

二
人
を
見
送

た
の
だ

た

  
そ
し
て

分
後

二
人
は
現
代
遊
戯
研
究
部
の
部
室
前
に
立

て
い
た

こ
こ
よ

あ

こ
こ
な
ん
だ

確
か
部
員
が
一
人
し
か
い
な
く
て
こ
の
ま
ま
だ
と
来
年
で
潰
れ
ち

う

部
だ
よ
ね

さ
す
が
は
生
徒
会

よ
く
知

て
る
わ
ね

予
算
会
議
の
時
に
そ
の
唯
一
の
部
員
ち

ん
は
見
た
事
が
あ
る
よ
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で
も
本
当
に

と
て
も
あ
ん
な
色
気
の
あ
る
子
に
は
見
え
な
か

た
ん
だ
け
ど

つ
ま
り
あ
れ
は
全
て

技
だ
と
い
う
事
に
な
る
わ
ね
も
し
そ
う
な
ら
凄
い
才
能
じ

な
い

劇
部
と
か
に
入
れ
ば
良
か

た
の
に
ね

直
接
人
と
話
す
の
が
苦
手
な
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
ゲ

ム
の
中
な
ら
そ
う
い
う
の

平
気
じ

な
い

そ
れ
は
あ
り
そ
う
だ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
唯
花
は
部
屋
を
ノ

ク
し
た

は
い

 
中
か
ら
怪

そ
う
な
声
が

こ
え
て
き
た

唯
花
は

い
な
く
ド
ア
を
開
け
た

失

し
ま

す

あ

あ
な
た
は
確
か
生
徒
会
の

な

何
か
御
用
で
す
か

う
ん

ま
あ
御
用
で
す
ね

 
そ
う
言

て
唯
花
は
部
屋
の
中
に
入

た

そ
の
後
に
詩
乃
が
続
く

あ

あ

朝
田
さ
ん
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へ

私
の
事

知

て
る
ん
だ

え

だ

だ

て
朝
田
さ
ん
は
う
ち
の
学
校
じ

名
だ
し

 
そ
う
言

て
も
じ
も
じ
と

の

を
い
じ
る
そ
の

か
ら
は

 
こ
れ
が
あ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
同
一
人
物
だ
と
は
想
像
も
出
来
な
か

た

 
服
装
こ
そ
普
通
で
あ

た
が

と
に
か
く
表
情
が
暗
い

 
化

も
お
ざ
な
り
で

型
も

当
な

よ
く
見
る
と
美
人
そ
う
に
見
え
る
の
だ
が

 
と
に
か
く

象
に
残
り
に
く
い

山
花
出
海
と
は

そ
ん
な
女
生
徒
で
あ

た

ね

そ
れ

わ
ざ
と
や

て
る
の

え

そ

そ
れ

て

美
人
な
の
に
そ
れ
を

す
よ
う
な

る
舞
い

そ

そ
ん
な
事
は

そ
れ
に
私
は
別
に
美
人
な
ん
か
じ

 
あ
く
ま
で
も
そ
う
主
張
す
る
出
海
を
見
て

詩
乃
と
唯
花
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

こ
れ

ど

ち
か
し
ら

ど

ち
だ
ろ

天
然
な
の
か

は
た
ま
た

技
か

ま
あ
い
い
わ

と
に
か
く
腹
を

て
話
さ
な
い
と
い
け
な
い
し
ね
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そ
う
言

て
詩
乃
は
後
ろ
手
に
部
屋
の
鍵
を

め
た

 
そ
れ
を
確
認
し
た
出
海
が
小
さ
く

鳴
を
上
げ
る

ひ

い

一
体
何
な
ん
で
す
か

私
が
わ
ざ
わ
ざ
来
た
事
で
分
か
ら
な
い

私
は
シ
ノ
ン

必
中
の
シ
ノ
ン
よ

私
の
事
は
ち

ん
と
は
覚
え
て
な
い
か
も
だ
け
ど
私
は
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
ヒ
ル
ダ
だ
よ

 
二
人
は

え
て
そ
う
自

紹
介
を
し

出
海
は
驚
愕
の
あ
ま
り

目
を
見
開
い
た

え

え

な

何
で

 
そ
ん
な
出
海
の
両
隣
に
座

た
詩
乃
と
唯
花
は

出
海
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に

 
そ
の

を
両
側
か
ら
ガ
シ

と
掴
ん
だ

ふ
ふ

初
め
ま
し
て

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
さ
ん

ア
ス
モ
ち

ん

八
幡
さ
ん
を

く
見
す
ぎ
た
ね

 
教
え
た
の
が

話
番

だ
け
で
も

直
ぐ
に
身
元
を
特
定
さ
れ
ち

う
ら
し
い
よ

そ

そ
う
な
の

 
本
当
は
Ａ
Ｃ
Ｓ
の

入
が
決
め
手
だ

た
の
だ
が

別
に

話
番

だ
け
で
も

 
若

時
間
が
か
か
る
だ
け
で

身
バ
レ
す
る
結
果
と
な

た
の
は
同
じ
で
あ
る
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今
回
は
詩
乃
が
唯
花
に
番

だ
け
で
も
特
定
出
来
る
と
色
々

て
説
明
し
た

に

 
唯
花
も
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
口
に
し
た
の
で
あ
る
が

同
時
に
そ
の
驚
き
に
よ

て

 
出
海
は
自
分
が
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
だ
と
い
う
事
を
自
白
し
て
し
ま

た

何
か
ご
め
ん
ね
こ
ん
な
風
に
あ
な
た
が
身
バ
レ
し
て
る
事
を
バ
ラ
す
予
定
じ

な
か

た
ん

だ
け
ど況

が
変
わ

ち

た
ん
だ
よ

ア
ス
モ
ち

ん

が

学
校
で
そ
の
呼
び
方
は
や
め
て

わ

私
の
事
は
出
海
で
い
い
よ

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
私
達
の
事
も
名
前
で
呼
ん
で
ね

私
は
岡
田
唯
花
だ
よ

う

う
ん

 
正
体
が
バ
レ
た
後
も

普
通
の
女
子
高
生
ら
し
い

る
舞
い
を
続
け
る
出
海
を
見
て

 
詩
乃
と
唯
花
は
ぼ
そ
り
と

い
た

ど
う
や
ら
天
然
の
方
だ

た
み
た
い
ね

う
ん

そ
れ
は
そ
れ
で
凄
い
ね

 
そ
し
て
二
人
は
出
海
に

何
故
こ
こ
に
来
る
事
に
な

た
の
か
説
明
を
始
め
た



 第９２７話 三者会談

そ
れ
じ

あ

を
追

て
説
明
す
る
わ
ね

お

お
願
い
し
ま
す

 
出
海
は
そ
う
言

て
居

ま
い
を
正
し
た

こ
の
前
出
海
は
八
幡
に
連

先
を
教
え
て
た
で
し

ベ
ル
君
と
プ
リ
ン
さ
ん
を
守
る

に

う

う
ん

正
直
八
幡
さ
ん
に
は
め
ら
れ
た

て
思

た
け
ど

 
そ
れ
な
ら
そ
れ
で

て
開
き
直

て

必
死
に
連

先
を
交
換
す
る
よ
う
に
説
得
し
た
の

あ
ら

あ
れ

て
開
き
直
り
だ

た
の
ね

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
必
死
に

だ

て
朝
田
さ
ん

し
詩
乃
が
八
幡
さ
ん
の
正
式
な
彼
女
じ

な
い

て
分
か

た

か
ら

 
彼
女
じ

な
い
人
で
も
あ
れ
だ
け
大
事
に
し
て
も
ら
え
る
な
ら
私
に
も
ワ
ン
チ

ン
あ
る
か

な

て

 
出
海
は
そ
う

き

そ
ん
な
出
海
の
手
を
唯
花
は
ガ
シ

と

た

う
ん
う
ん

そ
う
だ
よ
ね

私
も
そ
ん
な
感
じ
だ

た
よ

や

ぱ
り
文
化
祭
の
時
の
私
と
八
幡
の
会
話
を

い
て
い
た
の
ね
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う

う
ん

ご
め
ん
な
さ
い

う
う
ん

い
い
の
よ

あ
れ
は
私
と
八
幡
が

だ

た
わ

 
詩
乃
は
そ
ん
な
出
海
を

く
許
し
た

つ
ま
り
私
達
三
人
は

似
た
物
同
士

て
事
に
な
る
わ
ね

あ

そ
う
い
う
事
に
な
る
の
か
も

ど

同
士
み
た
い
な

え
え

そ
う
ね

 
そ
れ
で
ど
う
や
ら
三
人
に
は
仲
間
意
識
が
芽
生
え
た
ら
し
く

 
こ
の
後
か
ら
出
海
の
態
度
も
か
な
り

化
す
る
事
に
な

た

そ
れ
じ

あ
説
明
を
続
け
る
ね
で
そ
の
後
に
私
も
八
幡
さ
ん
と
連

先
を
交
換
す
る
事
に

な

て

 
色
々
あ

て

夜
の
ス

パ

で
一

に

い
物
を
す
る
事
に
な

た
の

ど

ど
う
や

た
ら
そ
ん
な
風
に
話
を
持

て
い
け
る
の

あ
う

ん
自
分
で
持

て

た
ん
じ

な
く
八
幡
さ
ん
が
優
し
さ
を
発

し
て
く
れ
て

 
そ
の
せ
い
で
結
果
的
に
そ
う
な

た
感
じ
な
の

で
そ
こ
に
た
ま
た
ま
貴
子

遠

さ
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ん
が
い
て
さ

遠

て

あ
の
遠

さ
ん

 
そ
う
言
い
な
が
ら
出
海
は
チ
ラ

と
詩
乃
の
顔
を
見
た

う
ん

あ
の
貴
子
で
合

て
る
わ

で

私
達
が
帰

た
後

貴
子
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

ら
し
き
人
達
と
遭
遇
し
て

 
頑
張

て
そ
の
会
話
を
録
音
し
て
く
れ
た
の
ね

へと
り
あ
え
ず
こ
れ
が
そ
の
会
話
よ

い
て
み
て

 
そ
し
て
詩
乃
は

ス
マ
ホ
を
テ

ブ
ル
に
置
き

音
声
の
再
生
を
開
始
し
た

 
は

は

う
ち
の
メ
ン
バ

誰

あ
あ
や

ぱ
り
七
つ
の
大
罪
の

部
の
出
海
で
も
こ
れ
だ
け
じ

分
か
ら
な
い
み
た
い
ね

で
も
こ
の
人
達
の
正
体
は
分
か

て
る
わ

元
連
合
の
残

よ

 
ゴ

グ
ル

コ
ン
タ
ク
ト

フ

ク
ス

テ

ル

ビ
ア

ド

ヤ
サ

バ
ン
ダ
ナ

 
こ
の
中
に
知

て
る
名
前
は
あ
る
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あ

そ
う
い
え
ば
ゲ

ム
を
始
め
た
て
の
時

そ
ん
な
人
達
の
噂
は

い
た
か
も

そ
の

度
か

ま
あ
仕
方
無
い
わ
よ
ね

小
物
だ
も
の

 
ま
あ
そ
ん
な

で
そ
い
つ
ら
が
七
つ
の
大
罪
に

入
し
て
中
か
ら
色
々
引

き
回
そ
う

と
し
て
る

 
そ
こ
ま
で
説
明
が
進
ん
だ
時
点
で

出
海
は
や

と

 
何
故
二
人
が
こ
う
し
て
自
分
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

て
き
た
の
か
理
解
し
た

そ

か

だ
か
ら
私
の
所
に
来
た
ん
だ

そ
う
い
う
事

分
か

た

私
が
う
ち
の
メ
ン
バ

を
し

か
り
監

す
れ
ば
い
い
ん
だ
ね

う
ん

お
願
い

頼
ん
で
い
い

私
も
手
伝
う
か
ら
さ

 
二
人
の
そ
の
頼
み
を

出
海
は

く
引
き
受
け
た

う
ん

任
せ
て

ど
う
で
も
い
い
ゲ

ム
の
仲
間
よ
り
も
リ
ア
ル
の
方
が
大
事
だ
も
ん
ね

 
う
ち
の

部
共

て
本
当
に
馬

だ
か
ら
事
が

こ

ち

た
ら
止
め
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
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出
来
る
だ
け
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

め
に
正
体
を
突
き
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
る
よ

あ
り
が
と
う
出
海
下
手
を
し
た
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
続
け
ら
れ
な
く
な

ち

う
か
も
し
れ
な
い
け

ど 
そ
ん
な
出
海
に
感
謝
し
つ
つ
も

し

な
さ
そ
う
に
そ
う
言
う
詩
乃
に

 
出
海
は
ド
ン
と
自
分
の
胸
を
叩
い
て
み
せ
た

大
丈
夫

そ
の
時
は
別
ゲ

ム
か
ら
キ

ラ
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
て

 
そ

ち
で
ヴ

ル
ハ
ラ
に
入
れ
て
も
ら
う
か
ら

あ
は
は
は
は

し
い
の
ね

分
か

た
わ

そ
の
時
は
私
が
何
と
か
す
る
わ

調
子
が
出
て
き
た
の
か
な

行
動
力
あ
る
ね

リ
ア
ル
じ

全
然
そ
ん
な
事
は
な
い
け
ど
ね
ほ
ら
私

て
別
に
色
気
と
か
ま

た
く
無
い

し
そ
う

で
も
微

に
エ
ロ
い
仕

を
し
て
る
時
が
あ
る
わ
よ

 
突
然
詩
乃
に
そ
う
言
わ
れ

出
海
は

か
ん
と
し
た

え

本
当
に
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う
ん

本
当
に

き

気
を
つ
け
な
き

リ
ア
ル
じ

大
人
し
い
理
系
少
女
で
通
し
て
る
ん
だ
し

 
ま
あ
通
し
て
る

て
言

て
も

そ
の
正
体
は
こ
の

度
で
し
か
な
い
け
ど
ね

大
人
し
い
理
系
少
女

ま
る
で
理
央
ね

理
央

て
リ
オ
ン

あ
の
子
そ
う
い
う
子
な
の

え
え
し
か
も
か
な
り
胸
が
大
き
い
の

正
直
最
近
の
八
幡
の
一
番
の
お
気
に
入
り
は
あ
の

子
か
も

う
わ

ラ
イ
バ
ル
が
強
力
す
ぎ
る

あ
ら

唯
花
だ

て
そ
こ
そ
こ
あ
る
じ

な
い

そ
れ
を
言

た
ら
詩
乃
だ

て
出
海
だ

て
同
じ
く
ら
い
は
あ
る
じ

ん

 
そ
の
詩
乃
が
か
な
り
胸
が
大
き
い

て
言
う
ん
だ
か
ら
そ
の
戦
闘
力
は
計
り
知
れ
な
い
よ

 
そ
の
言
葉
に
詩
乃
は

難
し
い
顔
を
し
た

う

ん

で
も
八
幡
の

り
に
は

そ
れ
ク
ラ
ス
の
子
は
結

い
る
わ
よ

え
え

ほ

本
当
に
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て
か
八
幡
さ
ん
の

り
に
は

ど
の
く
ら
い
女
の
子
が
い
る
の

か
な
い
方
が
い
い
わ
よ

も
し
か
し
た
ら
く
じ
け
ち

う
か
も
し
れ
な
い
し
ね

え

ま

ま
さ
か
そ
ん
な
に

き
た
い

教
え
て

詩
乃

う

ん

ま
あ
い
い
け
ど

 
そ
し
て
詩
乃
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
女
性
の
名
前
ら
し
き
も
の
を

き
な
が
ら
指
を

て
い

た

 
そ
の

が
十
を
超
え
二
十
を
超
え

三
十
を
超
え
た
時
に

二
人
は
ギ
ブ
ア

プ
し
た

も
う
い
い
や

分
か

た

い
ち

じ

う

と
て
も
た
く
さ
ん

て
奴
だ
ね

う
わ

う
わ

八
幡
さ
ん

て
エ
ロ
い
大
人
な
ん
だ

誤
解
し
な
い
で
欲
し
い
ん
だ
け
ど
八
幡
は
多
分
彼
女
の
明
日
奈
以
外
に
は
手
を
出
し
て
な

い
わ
よ

え

そ
う
な
の

あ

分
か
る
そ
れ

八
幡
さ
ん

私
が
何
で
も
一
つ
言
う
事
を

く

て
言

た
の
に

 
何
も
し
て
こ
な
か

た
も
ん

あ
あ

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
話
も
あ

た
わ
ね

そ
の
話
を

し
く



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
今
日
は
時
間
が
無
い
わ
ね
こ
の
後
生
徒
会
⻑
の
所
に
行
か
な

い
と
だ
し

そ
う
言
え
ば
そ
う
だ

た
ね

ま
あ
そ
の
話
は
明
日
の
お
昼

て
事
で

何

唯
花
は
そ
の
事
を
自
分
か
ら

り
た
い
の

う
ん

だ

て
愚
痴
に
し
か
な
ら
な
い
も
ん

な
る
ほ
ど
ね

出
海
も
そ
れ
で
い
い

え

え

お

お
昼

て

屋
上
に
私
の

張
り
が
あ
る
の
は
知

て
る
で
し

お
昼
に
そ
こ
に
集
合
よ

わ

分
か

た

明
日
だ
ね

 
こ
う
し
て
相
談
を
終
え
た
三
人
は

そ
の
足
で
フ

ブ
ニ
ル
こ
と

宮

の
所
に
向
か
い

 
同
じ
よ
う
に
事
情
を
説
明
し

協
力
を
取
り
付
け
る
事
に
成
功
し
た

ふ
う

と
り
あ
え
ず
は
こ
れ
で
オ

ケ

か
な

そ
れ
じ

あ
八
幡
に
事
情
を
説
明
し
て
お
く
わ
ね

う
ん

お
願
い

 
そ
し
て
詩
乃
は
八
幡
に

話
を

け

事
情
を
説
明
し
た
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そ
の

話
中
に
詩
乃
は

何
と
も
い
え
な
い
表
情
で
二
人
に
言

た

ね

八
幡
が
話
し
合
い
を
し
た
い
か
ら

今
か
ら
迎
え
に
来
る

て

 
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
に
集
合

て
言

て
る
ん
だ
け
ど

ど
う
す
る

へソ

ソ
レ
イ
ユ
に

 
二
人
は
迷

た
が

結
局
そ
の

し
出
を

し
た

そ
れ
じ

あ
学
校
近
く
の

茶
店
で
待
機

て
事
で

八
幡
さ
ん
が
自
分
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
の

そ
う
み
た
い

茶
店
の
お
金
も

て
く
れ
る
か
ら

好
き
な
物
を
頼
ん
で
い
い

て

う
わ

行
動
力

さ
す
が
八
幡
さ
ん
だ
ね

遠

せ
ず
に
高
い
物
を
頼
み
ま
し

う

 
そ
の
ま
ま
仲
良
く
下
校
し
よ
う
と
し
た
三
人
は

当
然
注
目
を
集
め
る
事
と
な

た

見
ら
れ
て
る

こ
れ
で
出
海
も
詩
乃
グ
ル

プ
の
仲
間
入
り
だ
ね
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そ

そ
う
な
の

絶
対
そ
う
い
う
事
に
な
る

て

と
い
う

で
出
海
に
も

多
少
は
見
た
目
を
気
に
し
て
も

ら
わ
な
い
と

 
ほ
ら

詩
乃
グ
ル

プ

て
ば

ト

プ
カ

ス
ト
だ
し
ね

え
え

わ

私

あ
ま
り
自
信
が
無
い
ん
だ
け
ど

大
丈
夫

私
に
任
せ
て

う

う
ん

お
願
い

 
こ
う
し
て
詩
乃
グ
ル

プ
に

更
に
も
う
一
人

山
花
出
海
が
加
わ
る
事
と
な

た



 第９２８話 ピュアタンク

 
第
９
２
８
話
 
ピ

ア
タ
ン
ク

さ
て

何
を
頼
む

あ
ま
り
時
間
は
無
い
よ
ね

ま
あ
少
し
く
ら
い
な
ら
待

て
く
れ
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
も
し
あ
れ
な
ら
八
幡
も
参
加
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
う
し

う
わ

詩
乃

強
い

そ
れ
く
ら
い
強
引
に
い
か
な
い
と

八
幡
は
す
ぐ
逃
げ
ち

う
の

そ
う
な
ん
だ

メ
モ
メ
モ

と

 
三
人
は
こ
の

時
間
で

か
な
り
仲
良
く
な

て
い
た

そ
れ
じ

あ
私
は
一
番
高
い
こ
の
ケ

キ
を

あ

そ
れ
じ

あ
私
も
そ
れ

う

ん
シ

ア
し
た
方
が
い
い
と
思
う
し
高
い
方
か
ら

番
に
三
種

で
い
い
ん
じ

な

い
そ

か

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
よ

か
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詩
乃
は
そ
れ
な
り
に

済
的
余

が
あ
る
が

唯
花
と
出
海
は
そ
う
で
も
な
い

 
こ
う
い

た
機
会
は
逃
す

に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る

 
そ
し
て
三
人
は
注
文
が
来
た
後

そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
再
び
八
幡
に
つ
い
て
語
り
始
め
た

と
い
う
か
八
幡
さ
ん

て

や

ぱ
り
ソ
レ
イ
ユ
の
関
係
者
な
ん
だ
ね

て
事
は
ヴ

ル
ハ
ラ
自
体
が
そ
う
な
ん
だ

ま
あ
バ

ジ

ン
ア

プ
の
担
当
と
か
も
う
ち
の
人
間
だ
し
ね

 
で
も
攻
略
情
報
と
か
を

く
よ
う
な
事
は
し
て
な
い
わ
よ

あ

そ
う
な
ん
だ

正
直
そ
ん
な
事
を
し
な
く
て
も

う
ち
の
ト

プ
は
化
け
物
揃
い
だ
か
ら
問
題
な
い
の
よ
ね

あ

確
か
に
そ
う
か
も

・真
・な
・る
・セ
・ブ
・ン
・ス
・ヘ
・ヴ
・ン

の
七
人

て
確
か
に
格
が
違
う
よ
ね

確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

で
も
武
器
の

恵
も
大
き
い
と
思
う
わ
よ

 
詩
乃
は
そ
う
一
言
付
け
加
え
た

あ

確
か
に

ヴ

ル
ハ
ラ
の
職
人

て
充
実
し
て
る
も
ん
ね
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そ
の

に
八
幡
が
一
番
気
を
遣

て
る
の
が

験

ぎ
の

ね

 
正
直
あ
そ
こ
ま
で
凄
い
と
は

今
で
も
時
々
驚
く
事
が
あ
る
わ
よ

そ
れ

分
か
る

こ
の
前
参
加
さ
せ
て
も
ら

て
本
当
に
驚
い
た
も
ん

出
海

そ
れ

て
も
し
か
し
て

こ
の
前
い
な
か

た
時
の
事

あ

ま
ず
い

私
の
悪
事
が
バ
レ
た

そ
れ
は
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

ど
の
く
ら
い
の

な
の

 
こ
の
前
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
で
狩
り
を
し
た
時
は

一
時
間

り
五
万
く
ら
い
だ

た
け

ど 
出
海
は
そ
の
問
い
に
対
し
て
口
を
開
き
か
け

す
ぐ
に

じ
た

 
言

て
い
い
の
か
ど
う
か
迷

て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
感
じ
で
あ
る

そ

そ
う
だ
ね

い
つ
も
そ
の
く
ら
い
だ
よ
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
の
狩
り
だ
と
ど
の
く
ら
い
な
の

え

と

 
出
海
は
困

た
顔
で
詩
乃
の
方
を
見
た

普
通
は
そ
う
な
の

う
ち
の
狩
り
の

は
一
時
間
だ
と

大
体
八
十
か
ら

万
よ
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ひ
 
唯
花
は
思
わ
ず
そ
う
声
を
上
げ

り
の
客
達
が
何
事
か
と
唯
花
の
方
を
見
た

 
唯
花
は
へ
こ
へ
こ
と

り
に

を
下
げ

二
人
に
詰
め
寄

た

え

本
当
に

何
そ
れ

一
体
ど
う
や

て
る
の

ど
う
も
な
に
も
た
だ
思
い

き
り
敵
を
釣

て
き
て

囲
攻
撃
を
中
心
に
全
滅
さ
せ
る
だ

け
よそ

れ
で
も
限
度
が
あ
る
よ
ね

て
か
敵
を
止
め
ら
れ
な
く
て
終
わ
り
だ
よ
ね

う
ち
は
平
気
だ
け
ど

何
で

あ

多
分
タ
ン
ク
の
力

と
装
備
だ
と
思
う
な

 
両
方
の
狩
り
の
事
を
知
る
出
海
が

二
人
に
そ
う
言

た

ヴ

ル
ハ
ラ
の
タ
ン
ク

て
そ
ん
な
に
強
い
の

と
い
う
か

世
間
一

の
タ
ン
ク
が

す
ぎ
る
の
よ

 
出
海
は
さ
す
が

現
代
遊
戯
研
究
部
の
部
員
ら
し
く

そ
う
分

を
披
露
し
た

そ
う
な
の
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だ

て
タ
ン
ク

て

必
要
能
力

が
相
当
高
い
ス
キ
ル
が
無
い
と

 
攻
撃
力
が
無
さ
す
ぎ
て
ソ
ロ
に
は
不
向
き
じ

な
い

ソ
ロ
は
確
か
に
そ
う
だ
ね

だ
か
ら
ギ
ル
ド
で
人
を
集
め
る
に
し
て
も
強
い
人
を

集
す
る
と
タ
ン
ク

て
全
然
い
な

い
よ
ね

う

う
ん

確
か
に
う
ち
の
タ
ン
ク
も
専
門
じ

な
く
て

 
ス
テ

タ
ス

成
的
に
ま
あ
タ
ン
ク
も
出
来
な
く
は
な
い

て

度
の
人
し
か
い
な
い
か
も

で
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
タ
ン
ク
は
そ
う
じ

な
い

 
最
初
か
ら
全
て
の
ス
テ

タ
ス
を
タ
ン
ク
向
け
に
調
整
し
て
る

そ
う
で
し

 
出
海
に
そ
う
言
わ
れ
た
詩
乃
は

そ
の
言
葉
に

い
た

え
え
そ
う
よ
で
も
出
海
の
話
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
普
通
は
そ
う
じ

な
い
の

残
念
な
が
ら
普
通
は
違
う
タ
ン
ク
は
上
級
者
に
上
が
る

の
ハ

ド
ル
が
と
に
か
く
高
く
て

 
最
初
か
ら
装
備
に
金
は
か
か
る
し
仲
間
が
い
な
い
と
何
も
出
来
な
い
し

 
や
り
た
く
て
も
や
れ
な
い

て
の
が
現

だ
な

あ
れ

八
幡
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八
幡
さ
ん

 
そ
の
詩
乃
の
疑
問
に
返
事
を
し
た
の
は
い
つ
の
間
に
来
て
い
た
の
だ
ろ
う
八
幡
で
あ

た

 
八
幡
は
空
い
て
い
た
詩
乃
の
隣
に
座
り
ウ

イ
ト
レ
ス
に
飲
み
物
を
注
文
し
て
三
人
に
向
き

直

た
面
白
い
話
を
し
て
た
な

お
前
達

あ

は

初
め
ま
し
て

山
花
出
海
で
す

 
こ
の
中
で
唯
一
八
幡
に
顔
を
知
ら
れ
て
い
な
い
出
海
が

そ
う
自

紹
介
を
し
た

お
う

知

て
る
知

て
る

全
部
調
べ
た
か
ら
な

そ

そ
う
で
す
よ
ね

 
出
海
は
確
か
に
そ
う
だ

た
と
気
が
付
き

引
き
つ

た
笑
い
を

か
べ
た

八
幡

説
明
の
続
き

お
う

つ
ま
り
出
海
が
言
い
た
か

た
の
は
こ
う
い
う
事
だ
ろ

 
な
の
で
専
門
に
タ
ン
ク
を
や
れ
る
人
間
は

よ
ほ
ど
仲
間
に
恵
ま
れ
た
奴
だ
け
だ

 
そ
し
て
現

そ
の

が
完

に
整
え
ら
れ
て
い
る
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
し
か
な
い

は

は
い

そ
う
で
す
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正
解
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

出
海
に
笑
い
か
け
た

確
か
に
そ
れ
は
正
解
だ

え
仲
間
内
で
始
め
た
と
し
て
も
タ
ン
ク
の

用
性
を
知
ら
な
け

れ
ば

 
ど
う
し
て
も
序
盤
に
は

キ

ラ
を
育
成
す
る
の
が
容
易
な
編
成
に
し
ち
ま
う
も
ん
だ

 
せ

か
く
タ
ン
ク
を
育
て
て
も

そ
の
タ
ン
ク
が
や
め
ち
ま

た
り
し
た
ら
大

だ
か
ら
な

 
な
の
で
今
い
る
タ
ン
ク
は
ア
タ

カ

か
ら
転
向
し
た
奴
が
ほ
と
ん
ど
だ

 
だ
が
う
ち
は
違
う

セ
ラ
フ

ム
も
ア
サ
ギ
も
ピ

ア
タ
ン
ク
だ
か
ら
な

あ
れ

ユ
イ
ユ
イ
は

ユ
イ
ユ
イ
は
俺
の
手

じ

な
い
か
ら
今
は
言
わ
な
か

た
ん
だ
よ

ユ
イ
ユ
イ
は
少
し
特

で
な

 
ユ
キ
ノ

コ
マ
チ

ユ
イ
ユ
イ

イ
ロ
ハ
の
四
人
で
し
か
動
か
な
か

た
か
ら

 
そ
の
分
ピ

ア
タ
ン
ク
と
し
て
育
成
す
る
事
が
可
能
だ

た

資
金
は
全
部
ユ
キ
ノ
が

い
で

た
し
な

 
ち
な
み
に
そ
の
四
人
の
中
で

比

的

独
行
動
も
し
て
た
の
は
ユ
キ
ノ
だ
け
ら
し
い
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そ
う

く
と

全
部
ユ
キ
ノ
の
手

に

こ
え
る
わ
ね

手

て
か

何
か
に
打
ち
込
ん
だ
時
の
ユ
キ
ノ
が
や
ば
す
ぎ
る

て
だ
け
の
話
だ

 
八
幡
は
そ
う
話
を
締
め
く
く

た

な
る
ほ
ど

だ
か
ら
敵
の
攻
撃
を
そ
こ
ま
で
受
け
ら
れ
る
の
ね

何
の
話
だ

今
は
狩
り
の

の
話
を
し
て
た
の
よ

タ
ン
ク
の
話
は
そ
の
お
ま
け
ね

な
る
ほ
ど

 
八
幡
は
そ
う

い
た
後

何
で
も
な
い
か
の
よ
う
に
こ
う

い
た

ま
あ
う
ち
の
タ
ン
ク
は
ス
キ
ル
キ

ン
セ
ラ

と
か
能
力
向
上

も
使

て
る
け
ど
な

え

あ
れ

て
凄
く
高
く
な
い

 
ス
キ
ル
キ

ン
セ
ラ

と
は
ス
キ
ル
の
ク

ル
タ
イ
ム
を
強
制
的
に
ゼ
ロ
に
す
る

で
あ
る

 
そ
の

は
と
て
も
お
高
い

能
力
向
上

は
そ
う
で
も
な
い
が

 

果
時
間
が

い
分
使
う

が

え
る

金
が
か
か
る

確
か
に
高
い
が

そ
の
分
敵
も
多
く
倒
す
ん
だ
か
ら

チ

ラ
み
た
い
な
も
ん
だ
ろ

う

で

で
も
そ
れ
じ

あ
金

が
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そ
れ
が
間
違

て
る

て
言
う
ん
だ
よ
金

は
金

と
し
て
や

た
方
が
遥
か
に

が
い

い 
両
立
出
来
る
よ
う
な
狩
り
場
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
と
思
う
が

 
そ
う
い

た
狩
り
場
は
大
体
混
ん
で
る
か
ら
な

そ

そ
れ
は
そ
う
か
も

ま
あ
狩
り
の
話
は
そ
ん
な
も
ん
だ

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
三
人
が
ケ

キ
を
食
べ
終
え
た
の
を
見
て

八
幡
は
そ
う

し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
勝
負
ね

勝
負

何
の
だ

助
手

に
誰
が
乗
る
か
の
勝
負
に
決
ま

て
る
じ

な
い

さ

さ
と
す
ま
せ
ろ
よ

俺
は
お
会
計
を
し
て
く
る
か
ら
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は
さ

さ
と
カ

ド
で

い
を
済
ま
せ
三
人
の
勝
負
の
行
方
を
見
守

た 
そ
の
勝
負
に
勝
利
し
た
の
は

さ
す
が
と
い
う
か

詩
乃
で
あ

た

ふ

私
の
勝
負
強
さ
は
健
在
ね
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そ
う
い
え
ば
お
前

去
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
も
勝

て
た
よ
な

ふ
ふ
ん

こ
れ
か
ら
は
私
の
事
を

勝
利
の
女
神
と

え
て
大
事
に
し
な
さ
い
よ
ね

な

詩
乃
は
こ
う
い
う
奴
な
ん
だ
よ

お
前
ら
も
騙
さ
れ
る
な
よ

 
そ
の
言
葉
に
唯
花
と
出
海
は
う
ん
う
ん
と

き

詩
乃
は
じ
ろ

と
二
人
を

ん
だ

何
か
言
い
た
い
事
で
も

別
に
無
い
よ

 
二
人
は
そ
う
ハ
モ
り
そ
の
ま
ま
後
部
座

に
乗
り
込
ん
だ

だ
が
詩
乃
は
動
こ
う
と
し
な
い

お
い
詩
乃

何
や

て
る

行
く
ぞ

い
つ
も
み
た
い
に
助
手

に
エ
ス
コ

ト
し
な
さ
い
よ

そ
ん
な
の
し
た
事
無
い
だ
ろ

さ
す
が
に

り
す
ぎ
だ
ろ

学
校
で
し
て
も
ら

た
と
記
憶
し
て
る
け
ど

う
 
確
か
に

そ
ん
な
事
も
あ

た
か
も
し
れ
な
い
と
八
幡
は
思
い
当
た

た

い
い
か
ら
さ

さ
と
乗
れ

い
・
や
・
よ
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じ

あ
お
前
は
こ
こ
に
置
い
て
い
く
事
に
す
る

必
要
な
の
は
唯
花
と
出
海
だ
か
ら
な

八
幡

く
出
発
す
る
わ
よ

ほ
ら

乗

て
乗

て

 
自
分
が

勢
不
利
だ
と
察
す
る
や

素

く
助
手

に
乗
り
込
む
詩
乃
で
あ

た

は

最
初
か
ら
素
直
に
そ
う
し
ろ

て
の

 
そ
う
言

て
八
幡
は
運
転

に
乗
り
込
み

を
ス
タ

ト
さ
せ
た

詩
乃

凄
い
ね

八
幡
さ
ん
と
対

に

り
合

て
る
ね

 
二
人
は
そ
う

き
合
い
そ
し
て
十
五
分
ほ
ど
の
ド
ラ
イ
ブ
を

て
四
人
は
ソ
レ
イ
ユ
へ
と

到
着
し
た

 
そ
ん
な
四
人
を
受
付
で
か
お
り
が
出
迎
え
た

八
幡

お
帰
り

お
う

た
だ
い
ま

あ
れ
詩
乃

制
服
な
ん
て
珍
し
い
ね

凄
く
か
わ
い
い

ふ
ふ

あ
り
が
と

 
そ
う
明
ら
か
に
年
上
に
見
え
る
か
お
り
に
タ
メ
口
で
応
対
す
る
詩
乃
を
見
て
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唯
花
と
出
海
は
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

詩
乃

て
姫

て
い
う
よ
り
女
王
様

く
な
い

あ
と
何
年
か
し
た
ら

い
い
女
王
様
に
な
る
か
も
で
す
な

だ
ろ

あ
い
つ
は
あ
あ
い
う
奴
な
ん
だ
よ

 
そ
こ
に
八
幡
も
加
わ
り

三
人
は
じ

と
詩
乃
の
後
ろ

を
見
つ
め
た

ん

何

い
や

何
で
も
な
い

こ

ち
だ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
奥
へ
と
歩
き
出
し

三
人
は
そ
の
後
を
追

た

ど
こ
に
行
く
の

秘
書
室
だ

小
猫
も
交
え
て
相
談
し
た
方
が
い
い
と
思

た
か
ら
な

あ
あ

だ
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
な
ん
だ

薔
薇
さ
ん
は
仕
事
中
は
動
け
な
い
も
の
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

 
そ
し
て
秘
書
室
に
入

た
四
人
を
薔
薇
が
出
迎
え
た

八
幡

お
か
え
り
な
さ
い

お
う

連
れ
て
き
た
ぞ

小
猫
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初
め
ま
し
て

秘
書
室
⻑
の
薔
薇
よ

 
二
人
に
突

込
ま
れ
る
の
を
避
け
る

か

小
猫
呼
ば
わ
り
し
て
き
た
八
幡
を
無

し

 
薔
薇
は
二
人
に
向
け
て

だ
け
を
口
に
し
た

は

初
め
ま
し
て

岡
田
唯
花
で
す

山
花
出
海
で
す

 
そ
う

を
下
げ
る
二
人
の
横
で
詩
乃
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
誰
も
い
な
い
方
に
声
を
か

け
たあ

れ

三
人
と
も
そ
こ
で
何
し
て
る
の

う

 
詩
乃
の
呼
び
か
け
に
答
え
て
薔
薇
の
デ
ス
ク
の
向
こ
う
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

 
そ
こ
に
三
人
の
女
性
が
立
ち
上
が

て

を
見
せ
た

お

三
人
と
も
い
た
の
か

そ
こ
で
何
を
し
て
た
ん
だ

あ

あ
は

え

と

サ
プ
ラ
イ
ズ
を

出
し
よ
う
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

詩
乃

ど
う
し
て
分
か

た
の

あ
そ
こ
の

に
映

て
た
わ
よ
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あ

あ
あ

く

不
覚

あ
ち

失
敗
し
ち

た
ね

 
そ
こ
に
い
た
の
は
明
日
奈

ク
ル
ス

理
央
の
三
人
で
あ

た
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第
９
２
９
話
 
秘
書
室
で
の
衝
撃

 
や

と
今
年
の
終
わ
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
年
内
に
も
う
一
日
く
ら
い
お
休
み
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が

も
う
少
し
で
落
ち
着
き
ま
す
の
で

そ
も
そ
も
明
日
奈
達
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

え

と

た
ま
た
ま
遊
び
に
来
た
ん
だ
け
ど

 
そ
し
た
ら
八
幡
君
が
し
の
ノ
ン
達
を
連
れ
て
く
る

て

い
か
ら
ち

と
見
学
し
よ
う

か
な

て

ふ

ん

ま
あ
い
い
か

好
き
に
し
て
く
れ

う
ん

あ
り
が
と
う
八
幡
君

 
明
日
奈
は
そ
う
言
い
な
が
ら
と
て
も
自
然
に
八
幡
の
隣
に
座
り
そ
の

に

を
も
た
れ
か

け
さ
せ
た

 
い
き
な
り
の
マ
ウ
ン
ト
取
り
で
あ
る

反
対
の
隣
は
ク
ル
ス
が
確
保
し

理
央
は
そ
の
隣
に
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座

た

 
こ
の

り
に
力
関
係
が
出
て
い
て
面
白
い

 
そ
し
て
明
日
奈
達
三
人
は

興
味

々
で
唯
花
と
出
海
の
観
察
を
始
め
た

 
二
人
に
し
て
み
れ
ば

ま
る
で

に

ま
れ
た
カ
エ
ル

態
で
あ
る

ね

ね

詩
乃

あ
の
三
人

て

ア
ス
ナ
と
セ
ラ
フ

ム
と
リ
オ
ン
よ

ア
ス
ナ
さ
ん
は
分
か

た
け
ど

残
り
は
そ
の
二
人
か

は

計
り
知
れ
な
い
戦
闘
力
を
感
じ
る

い
や
い
や
待

て
待

て

セ
ラ
フ

ム
さ
ん
の
ス
タ
イ
ル
も
や
ば
く
な
い

そ
れ
を
言

た
ら
ア
ス
ナ
さ
ん
も

ゲ

ム
の
中
よ
り
遥
か
に
胸
が
大
き
く
な
い

 
普
通
は
ゲ

ム
の
中
の
方
が

て
る
も
の
だ
よ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
二
人
が
見
て
い
た
の
は

当
然
明
日
奈

ク
ル
ス

理
央
の
胸
で
あ

た

 
や
は
り
二
人
も
お
年

と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

あ

明
日
奈
は
ち

と
特

な
の
よ

あ
ま
り
言
う
事
じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
少
し
前
ま
で
は
ち

ん
と
栄

が
取
れ
な
い

態
だ

た
か
ら
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こ
こ
に
き
て
栄

態
が

さ
せ
た
せ
い
で

そ
の

ね

あ

あ
あ

 
二
人
は
そ
の
言
葉
だ
け
で
事
情
を
察
し
た
よ
う
だ

そ

か

そ
う
い
う
事
か

や

と
栄

が
も
ら
え
た
胸
が

喜
び
の
声
を
上
げ
て
る
ん
だ

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら
じ

と
明
日
奈
の
胸
に
注
目
し

 
そ
れ
に
気
付
い
た
明
日
奈
は
や
や
恥
ず
か
し
そ
う
に

を

め
た

か

か
わ
い
い

ま
あ
明
日
奈
を

し
ま
せ
る
の
は
う
ち
じ

ご
法
度
だ
か
ら

 
あ
ん
た
達
も
一
線
は
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
よ
ね

 
詩
乃
の
そ
の
言
葉
に
二
人
は

い
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
小
猫

あ
い
つ
ら
の
事
を
こ
の
二
人
に
説
明
し
て
や

て
く
れ

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
薔
薇
は

を
ひ
く
ひ
く
さ
せ
た

あ

あ
の

八
幡
さ
ん

さ

き
か
ら
言

て
る
そ
の
小
猫

て
何
の
事
で
す
か

お

良
く

い
て
く
れ
た
な

小
猫
と
い
う
の
は
こ
い
つ
の
本
名
だ
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薔
薇
小
猫

ど
う
だ

み
た
い
に
か
わ
い
い
だ
ろ

あ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

確
か
に
凄
く
か
わ
い
い
で
す
ね

お

大
人
を
か
ら
か
う
ん
じ

な
い
わ
よ

 
薔
薇
は
複
雑
そ
う
な
表
情
を
し
な
が
ら
も

や
は
り
悪
い
気
は
し
な
い
の
だ
ろ
う

 
顔
を
真

に
し
な
が
ら
そ
う
言

た

そ

そ
れ
じ

あ
私
が
知
る
限
り
の
あ
い
つ
ら
の
事
を
教
え
る
わ
ね

あ
の

あ
い
つ
ら

て

遠

が
遭
遇
し
た
あ
い
つ
ら
だ
な

あ
い
つ
ら
は
元
々

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
小
猫
の
部
下
を
や

て
た
ん
だ

え

薔
薇
さ
ん
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ

た
ん
で
す
か

え

え
え

実
は
そ
う
な
の

 
八
幡
も
明
日
奈
も
そ
れ
以
上

余
計
な
事
は
言
わ
な
か

た

 
も
う
更
生
し
て
い
る
薔
薇
の
過
去
の
心
の

を
え
ぐ
る
つ
も
り
は
ま

た
く
無
い
の
だ

 
そ
し
て
薔
薇
は

二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
口

や
剣
を

る
う

の

な
ど
を

 
身

り
手

り
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た



 第９２９話 秘書室での衝撃

 
二
人
は
そ
れ
を
熱
心
に

き

時
に
は
情
報
を
ス
マ
ホ
に
メ
モ

て
い

た

私
が
知

て
い
る
の
は
こ
れ
く
ら
い
か
し
ら

ま
た
思
い
出
し
た
ら
教
え
る
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
の
情
報
を
元
に

も

と
よ
く
観
察
し
て
み
ま
す

え
え

お
願
い
ね

 
薔
薇
は
激
し
く
動
い
た
せ
い
か

パ
タ
パ
タ
と
手
で
顔
に
風
を
送
り

 
そ
れ
で
も
足
り
な
い
ら
し
く

上
着
を
脱
ぎ
始
め
た

ふ
う

さ
す
が
に

い
わ
ね

あ
 
そ
の
時
唯
花
と
出
海
が
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

 
そ
う

二
人
は
気
付
い
て
し
ま

た
の
だ

薔
薇
が
着
や
せ
す
る
タ
イ
プ
で
あ
り

 
胸
部
装
甲
の
防
御
力
が
凄
ま
じ
く
高
い
事
を

ど

ど
う
し
た
の

あ

い
え

凄
い
な

て
思

て

ど
う
す
れ
ば
そ
う
な
れ
る
ん
で
す
か
ね



 第八章 キャリバー・クロッシング編

え

の
事
を
必
死
に
思
い
出
し
た
だ
け
だ
け
ど
そ
ん
な
に
凄
い
事
だ

た
か
し
ら
ね

 
薔
薇
は
二
人
が
何
に
感
心
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず

そ
う
ズ
レ
た
答
え
を
返
し
た

お
前
は
何
を
言

て
る
ん
だ

え

何
か
お
か
し
か

た
か
し
ら

そ
の
二
人
は
お
前
の
胸
を
見
て
言

て
る
ん
だ
よ
相
手
の

線
く
ら
い

い

て

て
て八

幡
君

ど
こ
を
見
て
る
の
か
な

か
な

 
薔
薇
に
そ
う
突

込
ん
だ
八
幡
の

を
明
日
奈
が
即
座
に
つ
ね
り
強
引
に
自
分
の
胸
元
に

向
け
た

八
幡
君
が
見
る
の
は
こ

ち

お

お
う

ど
う
も
あ
り
が
と
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
明
日
奈
は

た

り
に
そ
う
答
え

ク
ル
ス
が
横
か
ら
八
幡
に
声
を
か
け
た

八
幡
様

思
い
切

て

り
向
け
ば

私
と
理
央
の
谷
間
も
見
え
ま
す
よ

え

え

と

そ

そ
の
お
気
持
ち
だ
け
で
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八
幡
は
ま
さ
か
そ
ち
ら
に

線
を
向
け
る

に
も
い
か
ず

そ
う
答
え
る
し
か
な
か

た

 
代
わ
り
に
そ
ち
ら
に

線
を
向
け
た
の
は
明
日
奈
で
あ
る

む

や

ぱ
り
ま
だ
負
け
て
る

そ
れ
は
そ
う
だ
よ
八
幡
様
に
谷
間
を
見
せ
つ
け
て
そ
の
目
を
喜
ば
せ
る
の
が
私
達
の
仕
事
だ

も
ん

 
で
す
よ
ね

室
⻑

そ

そ
う
な
の

 
ク
ル
ス
に
そ
う
話
を

ら
れ

薔
薇
は
自
分
の
胸
を
見
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
始
め
た

て
事
は

私
も
服
装
を
も
う
少
し
考
え
た
方
が

お
い
馬

猫

ん
な

な
い
だ
ろ

真
に
受
け
る
ん
じ

ね
え

あ

そ

そ
う
よ
ね

で
も
ア
ピ

ル
し
な
い
と
置
い
て
か
れ
ま
す
よ

室
⻑

ほ
ら

理
央
を
見
て
下
さ
い

 
当
然
一
同
の

線
は
理
央
に
向
く

理
央
は
先
ほ
ど
か
ら

大
に

を

ら
め
て
い
た
が

 
胸
の
谷
間
に
関
し
て
は

む
し
ろ
強
調
す
る
よ
う
に
や
や
前
の
め
り
に
な

て
お
り

 
し
か
も
そ
れ
を
さ
り
げ
な
く
八
幡
の
方
に
向
け

ま

た
く

そ
う
と
は
し
て
い
な
か

た
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く

さ
す
が
手
強
い

ク
ル
ス
は
今
胸
の
サ
イ
ズ
は
い
く
つ
く
ら
い

私
は
九
十
四
か
な

理
央
は

き

九
十
二

小
猫
さ
ん
は

私
は
九
十
五
ね

ギ
リ
ギ
リ
勝

た
わ

私
が
今
八
十
八
か

う

ん

で
も
ま
あ
さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
限
界

い
し

 
後
は
八
幡
君
に
も

と

ん
で
も
ら
う
し
か
な
い
の
か
な

お
い
明
日
奈

人
前
で
そ
う
い
う
事
を
言
う
の
は
や
め
よ
う
な

 
そ
の

々
な
会
話
を

き
な
が
ら

高
校
生
チ

ム

正
確
に
は
理
央
も
だ
が

は

 
顔
を

く
し
て
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

て
い
た

カ

プ
と
の

ね
あ
い
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど

 
八
幡
さ
ん
の

り
の
子

て

基
本
的
な
戦
闘
力
が
高
す
ぎ
る

一
応
言

て
お
く
け
ど

こ
こ
に
い
る
の
は
特
に
戦
闘
力
の
高
い
子
達
だ
か
ら
ね

え

そ
う
な
の
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え
え

え
ば
さ

き
の
受
付
の
か
お
り
さ
ん
は
普
通
だ

た
で
し

あ

確
か
に

 
そ
れ
で
二
人
は
一
応
納
得
は
し
た
も
の
の

 

も

り
広
げ
ら
れ
る
大
人
達
の
会
話
を

い
て
い
る
と
や
は
り
複
雑
な
気
持
ち
に
な

た

ら
し
い

ね

詩
乃

大
人
に
な
る

て
あ
あ
い
う
事
な
の
か
な

わ

私
に

か
な
い
で
よ

で
も
私
達

明
ら
か
に
足
り
て
な
い
よ
ね

私
は
そ
こ
ま
で
気
に
し
な
い
け
ど

ま
あ
こ
れ
か
ら
よ

こ
れ
か
ら

そ
う
だ
と
い
い
ん
だ
け
ど
ね

お
前
達

さ

き
か
ら
何
を
ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
る
ん
だ

 
そ
ん
な
三
人
に
八
幡
が
声
を
か
け
て
き
た

あ

う
う
ん

何
で
も
な
い
わ

私
達
も
も

と
頑
張
ら
な
く
ち

て
話
で
す
ね

ん

そ
う
か

ま
あ
頑
張

て
く
れ
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お
そ
ら
く
八
幡
は

験

ぎ
と
か
そ
う
い

た
も
の
を
想
像
し
て
そ
う
言

た
の
だ
ろ
う

が 
実

は
胸
の
事
に
つ
い
て
言

て
い
る

三
人
は
複
雑
な
気
持
ち
に
な

た

 
丁
度
そ
の
時
部
屋
の
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ

新
た
に
二
人
の
女
性
が
入
室
し
て
き
た

は

い

ど
う

や

て
る

姉
さ
ん

お

こ
の
二
人
が
八
幡
の
新
し
い
女
か

お
い
こ
ら
レ
ヴ

風
評
を

き
散
ら
す
ん
じ

ね
え

 
現
れ
た
の
は
陽
乃
と
レ
ヴ

カ
だ

た

ど
う
や
ら
様
子
を
見
に
来
た
ら
し
い

ち

ち

と
詩
乃

あ

あ
ち
ら
の
お
二
人
は

ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
と
そ
の
護
衛

い

い
や

待

て
待

て

戦
闘
力
が
お
か
し
く
な
い

ま
だ
上
が
い
る
と
い
う
の

 
唯
花
と
出
海
は
陽
乃
と
レ
ヴ

カ
の
胸
を
見
て
絶
望
的
な
表
情
を
し
て
い
た

 
ど
ん
な
に
頑
張

て
も
自
分
達
が
あ
の
領

ま
で
行
け
る
気
が
し
な
い
か
ら
で
あ
る



 第９２９話 秘書室での衝撃

む

胸

て
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
大
き
く
な
る
の
か
し
ら

そ

そ
う
だ
よ

き

と
そ
う

ん

胸
の
事
が
気
に
な
る
の

 
陽
乃
は
そ
の
二
人
の
言
葉
を

き

部
屋
に
い
る
メ
ン
バ

の
・胸

を
ぐ
る
り
と
見
回
し
た

あ
あ

こ
の
中
に
い
た
ら
そ
う
思
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
で
も
私
は
高
校
の
時
と
そ
ん
な
に
変
わ

て
な
い
し
理
央
ち

ん
は
現
役
の
高
校
三
年
生
よ

え
 
二
人
の

線
は
当
然
理
央
に
集
中
し

理
央
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
胸
を

し
た

わ

私
よ
り
も
優
里
奈
の
方
が
大
き
い
し

ゆ

優
里
奈

誰

優
里
奈
は
八
幡
が
親
代
わ
り
を
し
て
る
子
で

私
達
と
同
い
年
よ

あ

足
⻑
お
じ
さ
ん

い
や

む
し
ろ
光
源
氏

そ
れ
よ
り
も
同
い
年



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
二
人
は
驚
愕
し
た
が

詩
乃
は
案
外
落
ち
着
い
て
い
た

 
お
そ
ら
く
こ
れ
は

付
き
合
い
の
⻑
さ
が
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
詩
乃
は

に
そ
う
い
う
も
の
だ
と
悟

て
お
り
無
い
も
の
ね
だ
り
は
し
な
い
事
に
し
て
い
る

の
だは

い
は
い

ど
う
ど
う

落
ち
着
い
て
落
ち
着
い
て

 
詩
乃
は
二
人
を
あ
や
す
よ
う
に
そ
の

を

ん

ん
と
叩
き

 
八
幡
は
そ
れ
を

れ
た
よ
う
に

め
て
い
た

何
だ
こ
れ

 
そ
こ
に
再
び
来
訪
者
が
あ

た

部
屋
の
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ
た
の
だ

あ

い
た

八
幡

ち

と
見
て
ほ
し
い
デ

タ
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
入
室
し
て
き
た
の
は
紅
莉
栖
で
あ

た

 
二
人
は
紅
莉
栖
を
見
て
ビ
ク

と
し
た
が

そ
の
胸
が

界
に
入

た

間
に

 
二
人
は
感
動
し
た
よ
う
に
紅
莉
栖
に

き
つ
い
た

女
神
様

あ
あ

死
ぬ
ほ
ど
安
心
す
る
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え

い

い
き
な
り
何

 
そ
ん
な
三
人
の
様
子
を

り
の
者
達
は
生

か
く

め
て
い
た

 
そ
の
後
紅
莉
栖
が
同
い
年
だ
と
知

た
二
人
は
紅
莉
栖
と
す

か
り
打
ち
解
け

 
女
子
高
生
チ

ム
と
し
て
優
里
奈
や
フ

イ
リ
ス
も
交
え

交
流
し
て
い
く
事
に
な
る

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
話
し
合
い
は
一
応

え
る
べ
き
と
こ
ろ
は

え
た

で
終
わ
り
と
な
り

 
唯
花
と
出
海
は

え
ら
れ
た
情
報
を
元
に

 
密
か
に
協
力
し
て
七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

を
監

す
る
事
と
な

た
の
で
あ
る
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第
９
３
０
話
 
告
知

 
ソ
レ
イ
ユ
で
の
話
し
合
い
の
後

ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
連

し

 
七
つ
の
大
罪
を
内
と
外
か
ら
見
張

て
い
た
が
未
だ
に

当
す
る
人
物
を
見
つ
け
ら
れ
な
い

で
い
た

 
よ
ほ
ど

に

態
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

何
人
か
候
補
に
あ
が
る
者
は
い
た
が

 
確
信
を
得
る
に
は
至

て
い
な
か

た

ど
う
し
よ
う

見
つ
か
ら
な
い

仕
方
な
い
よ

だ

て
七
つ
の
大
罪
の
連
中

問
題

が
多
す
ぎ
だ
も
ん

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど

ま

た
く
人
と
し
て
ど
う
な
の
よ

 
そ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
言
葉
通
り

索
が
難

し
て
い
る
一
番
大
き
い
理
由
は
そ
こ
で
あ

た 
と
に
か
く
怪
し
い
プ
レ
イ
ヤ

が
多
す
ぎ
る
の
だ

 
そ
も
そ
も
七
つ
の
大
罪
と
は
そ
う
い
う
ギ
ル
ド
で
あ
る
の
だ
か
ら

そ
れ
は
仕
方
な
い
が

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
立
場
か
ら
言
う
と

愚
痴
の
一
つ
も
言
い
た
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
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は

ト
ラ
フ

ク
ス
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
の

入
ま
で
に
見
つ
け
て
お
き
た
か

た
ん
だ
け

ど
なま

あ
仕
方
な
い
よ

こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ

う

う
ん

 
今
の
会
話
で
分
か
る
通
り

も
う
ト
ラ
フ

ク
ス
の
寄
港
は
目
の
前
ま
で
迫

て
い
た

 
明
日

そ
の
内
容
が
発
表
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る

あ

詩
乃
か
ら
連

が
き
た
よ

明
日
の
昼
に
屋
上
に
集
合
だ

て

ん

分
か

た

明
日
の
昼
ね

そ
れ
じ

あ
今
日
は
落
ち
よ

か

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
う
言

て
二
人
は

・

・ン
・ビ
・・
・エ
・ス
・ケ
・

・プ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
調
査
が
進
ま
な
い
の
は
実
は
そ
う
い

た
理
由
も
あ
る

 
あ
の
話
し
合
い
の
少
し
後
に
七
つ
の
大
罪
と
ナ
イ
ツ
を
組
ん
で
い
る
ス
コ

ド
ロ
ン
ハ
レ

ル
ヤ

か
ら

 
こ
ん
な

し
出
が
あ

た
の
で
あ
る

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
無
双
モ

ド
の
方
が

験

の
取
得

が
い
い
ら
し
い
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そ

ち
に
コ
ン
バ

ト
し
て

し
て
み
な
い
か

 
ル
シ
パ

が
そ
の
提
案
に
乗
り

し
に
や

て
み
た
と
こ
ろ

 
確
か
に

が
良
か

た

最
近
は
こ
ち
ら
に
遠

す
る
事
が
多
く

 
そ
の

に
仲
間
達
が
剣
を

る
う

も
あ
ま
り
見
ら
れ
ず

 
よ
り
一
層
特
定
が
困
難
に
な

て
い
る
と

ま
あ
そ
ん
な

で
あ
る

も
う

本
当
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い

仕
方
な
い
よ

確
か
に
こ

ち
の
方
が
楽
だ
も
ん

ま
あ
そ
れ
は
否
定
し
な
い
け
ど
さ

確
か
に
困

ち

う
よ
ね

 
そ
う
愚
痴
り
つ
つ
二
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

そ
し
て
迎
え
た
次
の
日
の
昼
休
み

 
二
人
が
連
れ
立

て
屋
上
に
行
く
と

そ
こ
に
は
詩
乃
し
か
い
な
か

た

あ
れ

映
子
と
美
衣
と

奈
は

あ
あ

さ

き
ザ
ス
カ

か
ら
発
表
が
あ

た
で
し

だ
か
ら
今
日
は
遠

し
て
も
ら

た
のあ

そ
う
な
ん
だ



 第９３０話 告知

ど
ん
な
内
容
だ

た

私
も
更
新
し
た

て
事
し
か
ま
だ
知
ら
な
い
わ

ま
あ
お
昼
を
食
べ
な
が
ら
見
て
み
ま
し

う
ん

そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
お
昼
に
し
よ

か

 
あ
れ
か
ら
二
週
間
二
人
は
も
う
す

か
り
詩
乃
グ
ル

プ
の
メ
ン
バ

と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た

 
さ
す
が
に
そ
れ
だ
け

つ
と

二
人
も
そ
う
い

た
立
場
に
す

か
り
慣
れ
て
お
り

 
な
ん
ら

張
す
る
事
な
く

こ
の

況
に

ん
で
い
る
の
で
あ

た

さ
て

ム

ビ

を
見
て
み
ま
し

う
か

え

と

⻑
い
旅
を

て

ト
ラ
フ

ク
ス
は
未
知
な
る
星
に
た
ど
り
着
い
た

だ
が
そ
こ
は
太
古
の
⻯
が

歩
す
る
星
で
あ
り

 
そ
の
牙
が
今
ま
さ
に

ト
ラ
フ

ク
ス
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
映
像
に
は

先
日
見
た
悪
夢
の
よ
う
な
敵
の

が
映

て
い
た

げ

こ
れ

て

ラ
プ
ト
ル
が
映

て
る
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て
事
は

次
の
相
手
も
恐
⻯
な
ん
だ

男
の
子

て
本
当
に
恐
⻯
が
好
き
だ
よ
ね

 
三
人
は
そ
う
苦
笑
し
な
が
ら
映
像
に
目
を

し
た

あ

四
方
の
扉
が
解
放
さ
れ
て
る

そ
こ
か
ら
敵
が
な
だ
れ
こ
ん
で
き
て
る
ね

 
そ
の
後
は
ト
ラ
フ

ク
ス
内
部
で
の
戦
闘
映
像
が
流
れ
続
け
た
が

 
不
意
に
違
う
シ

ン
が
ム

ビ

に

入
さ
れ
た

こ
れ
は

プ
レ
イ
ヤ

が
扉
を

じ
て
る
ね

で

え
え
と

う
わ

本
当
に
ジ

ラ

白

だ

け

そ
ん
な
感
じ
の
場
所
だ

ね
あ

見
て

遠
く
に
何
か
い
る

こ
の
前
見
た

Ｒ
Ｅ

に
似
て
る
な

 
そ
し
て
画
面
が
変
わ
り

星
か
ら
四
つ
の

が
立
ち
上

て
い
る
光
景
が
映
し
出
さ
れ
た

光
の
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あ

中
に
プ
レ
イ
ヤ

い
の
が
見
え
な
い

エ
レ
ベ

タ

み
た
い
だ
ね

 
そ
し
て
再
び
場
面
が
変
わ
り

一

が

で

わ
れ
た
よ
う
な
世
界
の
中
で

 

し
く
光
る
二
つ
の

い
光
が
表

さ
れ

そ
こ
で
ム

ビ

が
終
わ

た

う

ん

ど
う
い
う
意
味
だ
ろ

ち

と
八
幡
に

話
し
て
み
ま
し

う
か

あ

ち
も
今
は
昼
で
し

う
し

う
ん

お
願
い

 
そ
し
て
詩
乃
は
八
幡
に

話
を
か
け
た

お
う

こ
ん
な
時
間
に
何
だ

あ

八
幡

も
ち
ろ
ん
ザ
ス
カ

の
ム

ビ

は
見
た
わ
よ
ね

そ
の
話
か

今
み
ん
な
で
そ
の
事
に
つ
い
て
相
談
し
て
た
と
こ
ろ
だ

あ
れ

て
ど
う
い
う
事
だ
と
思
う

そ
う
だ
な

あ
く
ま
で

だ
が

東
⻄
南
北
の
四
つ
の
扉

 
多
分
そ
こ
か
ら
敵
が
ト
ラ
フ

ク
ス
に
攻
め
て
く
る
ん
だ
ろ
う
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で
俺
達
が
そ
の
扉
ま
で
進
撃
し
て
扉
を

め
て
敵
の
侵
攻
を
防
ぎ
そ
の
ま
ま
星
に
侵
入

す
る
だ
ろ

 
そ
う
す
る
と
多
分
そ
の
奥
に
は
中
ボ
ス
が
い
て
倒
す
と
光
の
エ
レ
ベ

タ

が
生
成
さ
れ

て 
で

四
体
の
ボ
ス
を
全
て
倒
す
と
ラ
ス
ボ
ス
の
い
る
フ

ル
ド
に
行
け
る
よ
う
に
な

て

 
そ
れ
を
倒
す
と
終
わ
り

み
た
い
な
感
じ
じ

な
い
か

て

今
話
し
て
た
と
こ
ろ
だ

な
る
ほ
ど

参
考
に
な

た
わ

あ
り
が
と
う

お
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て
だ
な

そ
の
事
で
今
夜
メ
ン
バ

に
召
集
を
か
け
る
か
ら

 
ま
あ
ま
た
後
で
連

す
る
わ

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
ね

し

か
り

は

ん
で
食
え
よ

お

さ
ん
か

 

話
を
終
え
た
詩
乃
は

二
人
に
今
言
わ
れ
た
事
を
説
明
し
た

あ

な
る
ほ
ど

鍵

て
前
に
取

た
奴
だ
よ
ね
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ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
は
い
く
つ
鍵
を
持

て
る
の

う
ち
は
北
と
東
の
二
つ
だ
け
か
な

七
つ
の
大
罪
は

南
以
外
は
あ

た
と
思
う

あ
あ

や

ぱ
り
南
の
釣
り
が
ネ

ク
な
ん
だ

そ
う
い
え
ば
公
式
ペ

ジ
に
ト

タ
ル
の
鍵
の
取
得

況
が
載

て
た
気
が
す
る

あ
ら

そ
う
な
の

う
ん

確
か
こ
こ
に

 
唯
花
は
そ
う
言

て
ザ
ス
カ

の
ト
ラ
フ

ク
ス
特
設
ペ

ジ
を
調
べ
始
め
た

あ

た
あ

た

え
え
と

サ

バ

は

と

 
そ
こ
に
表

さ
れ
て
い
た
南
の
鍵
の
本

は

た

た
一
本
で
あ

た

う
わ

ヴ

ル
ハ
ラ
し
か
持

て
な
い
わ

て
事
は

必
然
的
に
う
ち
が
そ
こ
を
担
当
す
る
事
に
な
る
わ
ね

そ
う
い
う
事
だ
ね

ね

他
の
サ

バ

だ
と
南
の
鍵
が
ゼ
ロ

て
所
も
あ
る
ん
だ
け
ど
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へ

そ
れ
じ

あ
敵
が
ず

と
来
襲
し
続
け
る
事
に
な
る
の
か
し
ら

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
ね

ま
あ

サ

バ

に
は
関
係
な
い
か
ら
別
に
い
い
ん
じ

な
い

詩
乃

て
そ
う
い
う
と
こ

ド
ラ
イ
だ
よ
ね

 
実

は
南
に
は
か
な
り
苦
労
す
る
事
に
な
る
が
東
⻄
か
ら
回
り
込
ん
で
い
け
ば
到
達
出
来

る 
そ
し
て
光
の

を
解
放
す
れ
ば
扉
を

め
る

の
鍵
も
同
時
に
手
に
入
る
の
だ
が

 
確
か
に

サ

バ

に
は
ま

た
く
関
係
が
な
い
事
で
あ
る

ふ
ふ
ん

ま
あ
そ
ん
な

で

う
ち
に
感
謝
す
る
の
よ

詩
乃
の
ド
ヤ
顔
が
ひ
ど
い

で
も
確
か
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
お
か
げ
で
は
あ
る
ん
だ
よ
ね

 
鍵
が
無
か

た
ら

絶
対
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
し

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
よ
ね

 
そ
う
話
が
落
ち
着
い
た
所
で

詩
乃
が
二
人
に
言

た

そ
ん
な

で

子
身
中
の

を
探
す
の
は
し
ば
ら
く
持
ち
越
し
ね
攻
略
に
集
中
し
な
い
と
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そ
う
だ
ね

ま
あ
一
応
お
か
し
な
動
き
を
す
る
人
が
い
な
い
か
見
張

て
お
く
よ

え
え

お
願
い
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
は
今
夜
集
合
し
て
話
し
合
い

そ
う
ね

そ
う
言

て
た
わ

う
ち
は
多
分
直
前
か
な

う
ち
も
多
分
そ
う
か
な

入
に
は
ま
だ
三
日
も
あ
る
じ

な
い

別
に
急
ぐ
必
要
は
な
い
わ
よ

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
け
ど
ね

あ

そ
れ
じ

あ
今
日

詩
乃
の
家
で
お

り
会
を
し
な
い

 
そ
こ
で
唯
花
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

実
に

突
で
あ
る

 
だ
が
詩
乃
は
そ
の
理
由
を
察
し
た
よ
う
で

ス

と
目
を

め
た

唯
花

あ
ん
た
は
は
ち
ま
ん
く
ん
と
遊
び
た
い
だ
け
で
し

速
攻
で
バ
レ
た

ま
あ
別
に
そ
れ
は

わ
な
い
け
ど

私
は
話
し
合
い
に
行
く
か
ら
ね

そ
れ
で
全
然
問
題
な
い
よ

出
海
は
ど
う
す
る
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う

ん

ま

ま
あ
大
丈
夫

よ
し

決
ま
り
だ
ね

は

 
こ
う
し
て
唯
花
と
出
海
は
詩
乃
の
家
に
お

魔
す
る
事
に
な

た

 
お
昼
の
話
は
こ
こ
で
終
わ
り
と
い
う
事
に
な
り
迎
え
た
放
課
後
詩
乃
は
自
宅
に
二
人
を
迎

え
たお

魔
し
ま

す

お

お

魔
し
ま
す

お
う
お
前
ら

よ
く
来
た
な

ま
あ
上
が

て
く
れ

は
ち
ま
ん
く
ん

 
先
週
実
は

こ
の
三
人
は
詩
乃
の
家
に
集
ま

て
お
り

 
そ
れ
以
来
唯
花
は

は
ち
ま
ん
く
ん
が
大
の
お
気
に
入
り
な
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
出
海
も
そ
う
な
の
だ
が

性
格
の
違
い
だ
ろ
う

 
こ
こ
ま
で
お
お

ら
に
動
い
た
り
は
し
な
い

ハ
イ

い
ら

し

い

速
だ
け
ど

の

い
物
に
で
も
行
く
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う
ん

そ
う
だ
ね

今
日
は
何
を
作
ろ

か

今
日
は
寒
い
し

と
か
ど
う

い
い
ね

出
海
も
そ
れ
で
い
い

う

う
ん

大
丈
夫

 
こ
う
し
て
仲
良
く

い
物
に
行

た
三
人
は

帰

て
か
ら
仲
良
く

を

能
し

 
そ
の
後
詩
乃
は
話
し
合
い
を
す
る

に
一
人
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い

た

は
ち
ま
ん
君

遊
ぼ

わ

私
も
八
幡
さ
ん
の
話
を
も

と

き
た
い

や
れ
や
れ

ま
あ
話
せ
る

囲
で
な

 
こ
ん
な
感
じ
で
二
人
と
は
ち
ま
ん
く
ん
は

ど
ん
ど
ん
仲
良
く
な

て
い

て
い
る
よ
う
だ

 
そ
こ
に
話
し
合
い
を
終
え
た
詩
乃
も
合
流
し
三
人
は
深
夜
ま
で
色
々
な
話
を
し
交
流
を
深

め
た

 
ト
ラ
フ

ク
ス
で
の
戦
い
が

ま
も
な
く
幕
を
開
け
る
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第
９
３
１
話
 
南
門

制
圧

ハ
チ
マ
ン

い
た

ラ
プ
ト
ル

オ

ケ

だ

レ
ン

フ

ロ

を
頼
む

任
せ
て

 
バ

ジ

ン
ア

プ
当
日

ハ
チ
マ
ン
と
レ
ン
は
二
人
で
行
動
し
て
い
た

 
場
所
は
ト
ラ
フ

ク
ス
の
南
門
か
ら
見
て

や
や
街
寄
り
の

置
で
あ
る

が
少
な
い
か
ら

ま
あ
楽
で
は
あ
る
な

本

は
大
丈
夫
か
な

ま
あ
平
気
だ
ろ

今
日
は
姉
さ
ん
も
い
る
し
な

そ
れ
も
そ
う
だ
ね

 
バ

ジ

ン
ア

プ
が
行
わ
れ
た
直
後

ヴ

ル
ハ
ラ
は
南
門
前
で
待
機
し

 
門
が
開
く
の
を
今
か
今
か
と
待
ち

え
て
い
た

だ
が
門
か
ら
一
定

離
ま
で
し
か
近

け
な

い
よ
う
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
内
心
で

出
て
き
た

間
に
全
滅
さ
せ
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
な
と
考
え
て
い
た
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そ
し
て
時
間
に
な

た

間
に
門
が
開
き

 

山
の
恐
⻯
達
が
一
気
に
ト
ラ
フ

ク
ス
に
な
だ
れ
込
ん
で
き
た

 
そ
れ
に
対
し
て

と
ば
か
り
に
ソ
レ
イ
ユ
を

に

 
ユ
ミ

と
イ
ロ
ハ
が
強
力
な
魔
法
を
叩
き
込
ん
だ
の
だ
が

 
敵
と
の

離
が
あ
る
が
故
に
敵
集
団
が

に
大
き
く
広
が

た

 
中
央
部
分
の
敵
し
か
殲
滅
さ
せ
る
事
が
出
来
ず
そ
の
後
も
更
に
敵
が
門
か
ら
殺
到
し
て
き
た

 
こ
の
ま
ま
で
は

が
持
た
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
に
な
り

 
ヴ

ル
ハ
ラ
は
通
常
の
殲
滅
戦
に
移
行
す
る
事
に
な

た
の
で
あ
る

 
こ
れ
は
鍵
の
所

況
か
ら
仕
方
が
な
い
事
で
あ

た

 
お
そ
ら
く
他
の
門
で
は
こ
こ
よ
り
も
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
戦
い
に
参
加
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
ら

 
敵
を
包
囲
下
に
置
く
事
も
可
能
で
あ
ろ
う

 
だ
が
南
門
の
鍵
を
持
つ
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
け
な

人

的
に
完
全
包
囲
は
不
可
能
な
の
だ

 
そ
の

に
徐
々
に
門
に
近
付
い
て
い
る
と
は
い
え
全
て
の
敵
を
キ

チ
す
る
事
は
不
可
能



 第八章 キャリバー・クロッシング編

で
あ
り

 
二
人
一
組
の
チ

ム
が
何
組
か
急

編
成
さ
れ

れ
た
敵
の
討
伐
に
当
た
る
事
に
な

た

 
だ
が
本

か
ら
あ
ま
り
人

を

く

に
は
い
か
な
い

そ
の

は
四
組
八
名
に

え
ら
れ

た 

体
的
に
は
ハ
チ
マ
ン
と
レ
ン

ク

ク
ロ
ビ
ン
と
シ

リ

レ
コ
ン
と
闇
風

 
そ
し
て
レ
ヴ

と
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
四
組
で
あ
る

 
ア
ス
ナ
は
前
衛

の
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
後
衛

の

を
し
な
い
と
い
け
な
い

当
然
居

残
り
だ

 
コ
マ
チ
は
何
か
あ

た
時
の
連

役
と
し
て
本

で
待
機
し
て
い
る

 
そ
し
て
四
組
は
東
⻄
に
散
り
ヴ

ル
ハ
ラ
か
ら
の
攻
撃
を
逃
れ
た
敵
の
殲
滅
の

に
出
撃
し

た 
そ
ん
な

で
ハ
チ
マ
ン
と
レ
ン
は
二
人
で
サ

チ
＆
デ
ス
ト
ロ
イ
を
行

て
い
る
最
中
な
の

で
あ
る

ね

ハ
チ
マ
ン

門
か
ら
出
て
く
る
敵
に
も
ボ
ス

て
い
る
の
か
な

そ
う
だ
な

も
し
か
し
た
ら
い
る
か
も
し
れ
な
い
な
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そ
れ
じ

あ
出
来
る
だ
け

く

ら
な
い
と
だ
ね

だ
な

し
か
し
敵
の

が
想
像
以
上
に
多
い

ま
あ
ず

と

れ
出
し
て
る

だ
し
ね

落
ち
着
く
ま
で
は
し
ば
ら
く
こ
の
ま
ま
だ
な

う
ん

敵
は
小
型
ば

か
り
だ
し

そ
れ
ま
で
頑
張
ろ
う

 
二
人
は
そ
ん
な
感
じ
で
敵
の
殲
滅
を
続
け
て
い

た
の
だ

た

  
一
方
そ
の

本

は

敵
の
流
出
が
止
ま
ら
な
い

に
中
々
門
に
近
寄
れ
な
い
で
い
た

く
そ

大
型
の
敵
が
混
じ

て
き
た
な

こ
れ
じ

あ
前
に
出
れ
ま
せ
ん
ね

こ
の
ま
ま
だ
と
戦
闘
が
⻑
期
化
す
る
な

今
の
う
ち
に
物
資
の
確
認
を
す
る
か

そ
れ
じ

あ
コ
マ
チ
は
後
方
の
ユ
キ
ノ
さ
ん
の
所
に
行

て
き
ま
す

任
せ
た

お

い
ゼ
ク
シ

ド

は
ま
だ
大
丈
夫
か

問
題
な
い

あ
と
一
時
間
は
こ
の
ま
ま
で
い
け
る
よ

 
そ
し
て
コ
マ
チ
も
ユ
キ
ノ
と
ソ
レ
イ
ユ
に

後
衛
達
の

況
を
確
認
し
て
い
た
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ユ
キ
ノ
さ
ん

の

合
は
ど
う
で
す
か

姉
さ
ん

そ

ち
は
ど
う

 
コ
マ
チ
に
そ
う
問
わ
れ
た
ユ
キ
ノ
は

ソ
レ
イ
ユ
に
向
け
て
そ
う

ね
た

約
し
て
る
か
ら
大
丈
夫

回
復
ア
イ
テ
ム
も
ま
だ
使

て
な
い
し
ね

オ

ケ

よ

ヒ

ラ

の
方
も
大
丈
夫

こ
こ
ま
で
大
し
た

は
使

て
い
な
い
わ

分
か
り
ま
し
た

 
キ
リ
ト
と
コ
マ
チ
は
再
び
合
流
し

そ
の
事
を
前
線
に
い
る
ア
ス
ナ
に
伝
え
た

あ
り
が
と
う
二
人
と
も

大
型
の
敵
が

え
て
き
た
よ
な

う
ん

こ
の
ま
ま
だ
と
や
ば
い
の
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

お

と
か
言

て
る
間
に
ま
た
や
ば
い
の
が
出
て
き
た
な

 
丁
度
そ
の
時
門
の
中
か
ら
か
な
り
大
き
な
背
び
れ
の
よ
う
な
物
を
持
つ
恐
⻯
が
複

出
現
し

た
も
し
か
し
て
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス

だ
な

俺
と
ハ
チ
マ
ン
が
作

た
資
料
の
中
に
あ

た
だ
ろ
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う

う
ん

二
人
が
凄
く
楽
し
そ
う
に
作

て
た

あ
の
資
料
ね

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
先
日
の
打
ち
合
わ
せ
の
後

参
考
資
料
と
し
て

 
映
画
な
ど
の
映
像
も

り
込
み
な
が
ら
二
人
で
恐
⻯
の

し
い
資
料
を
作
成
し

 
メ
ン
バ

達
に
配

て
い
た
の
で
あ

た

 
そ
の
作
成
を
ご
ろ
ご
ろ
し
な
が
ら
横
で
見
て
い
た
ア
ス
ナ
は
二
人
の
熱
心
さ
に
若

引
い
た

も
の
だ

た

あ
あ

あ
れ
は
凄
く
楽
し
か

た
よ

男
の
子

て
恐
⻯
が
好
き
だ
よ
ね

む
し
ろ
恐
⻯
が

い
な
男
な
ん
か
こ
の
世
に
存
在
す
る
の
か

さ

さ
あ

ど
う
だ
ろ

さ
て

そ
れ
じ

あ
あ
い
つ
ら
を
片
付
け
る
か

う
ん

 
そ
う
答
え
な
が
ら
ア
ス
ナ
は
戦
闘
指

を
開
始
し
た

 
門
か
ら
出
て
き
た
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス
は
三
体
で
あ
り

 
そ
れ
ぞ
れ
を
三
人
の
タ
ン
ク
が
受
け
持
つ
事
に
な

た
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当
然
そ
の
間

雑

が
ど
ん
ど
ん
散

て
い
く
事
に
な
る
の
だ
が

 
こ
の

況
で
は
そ
れ
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ハ
チ
マ
ン
君
達

大
丈
夫
か
な

さ
す
が
に

が
多
い
よ
な

一
応
連

は
入
れ
と
く
わ

う
ん

お
願
い

 
レ
ン

今
キ
リ
ト
か
ら
連

が
あ

た

大
型
の
敵
が
複

出
て
き
た
か
ら

 
ち

と
こ

ち
に
回

て
く
る
敵
の

が

え
る
そ
う
だ

了
解

ま
あ
何
と
か
な
る
な
る

今
日
の
レ
ン
は

分
楽
し
そ
う
だ
な

え

そ
う
か
な

え
へ
へ

 
そ
れ
は
当
然
だ
ろ
う
今
の

況
は
ハ
チ
マ
ン
と
二
人
で
デ

ト
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ

か
ら
だ

 
も
ち
ろ
ん
や

て
い
る
の
は
戦
闘
で
あ
り

そ
こ
に
は
色

さ
の

片
も
な
か

た
が

 
そ
れ
で
も
レ
ン
は

久
し
ぶ
り
に
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
遊
べ
て

か
れ
て
い
た
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そ
の
事
が
レ
ン
に
思
わ
ぬ
窮
地
を
も
た
ら
す

 
そ
の
後
何
匹
か
の
敵
を
倒
し
た
そ
の
直
後
ド
ヤ
顔
で
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た
レ
ン
の
真
横
の

み
か
ら

 
一
匹
の
ラ
プ
ト
ル
が
飛
び
出
し
て
き
て

レ
ン
に
襲
い
か
か

た
の
で
あ
る

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ

レ
ン

 
だ
が
そ
の

間
に

そ
の
ラ
プ
ト
ル
の

が

け
飛
ん
だ

 
ど
こ
か
ら
か
飛
来
し
た

が

そ
の

に
命
中
し
た
の
だ

今
の
は

シ

リ

か

あ

ロ
ビ
ン
さ
ん
も
い
る

 
そ
の
窮
地
を
救

た
の
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
シ

リ

で
あ

た

 
二
人
は

て
た
よ
う
に
全
力
で
ハ
チ
マ
ン
達
の
所
に
駆
け
寄

て
き
た

レ
ン
ち

ん

大
丈
夫

う
ん
大
丈
夫

あ
り
が
と
う

シ

リ

よ
く
狙
撃
出
来
た
な
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ス
コ

プ
を

い
て
索
敵
し
て
た
ら
ち

う
ど
レ
ン
ち

ん
の
後
ろ
に
敵
の

が
見
え
た
ん
で

 
そ
の
ま
ま
撃

ち

い
ま
し
た

お
お

マ
ジ
で
助
か

た
わ

サ
ン
キ

な

い

い
え

お
役
に
立
て
た
な
ら
良
か

た
で
す

 
ハ
チ
マ
ン
信
者
と
も
言
う
べ
き
シ

リ

は
褒
め
ら
れ
て
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た

 
そ
の
横
で
レ
ン
は

ク

ク
ロ
ビ
ン
に
お
説
教
さ
れ
て
い
る

レ
ン
ち

ん

気
を
抜
く
の
は
見
通
し
の
い
い
場
所
と

 
ハ
チ
マ
ン
と
一

の
ベ

ド
の
中
だ
け
に
し
な
よ

お
い
ロ
ビ
ン

レ
ン
を
お
前
と
同

扱
い
す
る
ん
じ

ね
え

 
あ
と
俺
は
お
前
と
一

の
ベ

ド
に
入

た
事
は
無
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
即
座
に
そ
う
突

込
ん
だ
が

そ
れ
は
必
要
が
な
か

た

 
何
故
な
ら
レ
ン
は

ク

ク
ロ
ビ
ン
の
そ
う
い

た
ト

ク
に
は
慣
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

う
ん

り
に
は
気
を
つ
け
る
よ
ロ
ビ
ン
さ
ん

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
と
二
人

き
り
だ
か
ら

か
れ
る
の
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
け
ど
ね
く

ま
し
い
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な

何
か
ご
め
ん

 
そ
の
時
本

か
ら
通
信
が
入

た

お
う

キ
リ
ト
か

そ

ち
は
ど
ん
な
感
じ
だ

ハ
チ
マ
ン
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス
を
倒
し
た
と
思

た
ら
今
度
は
で

か
い

⻯
が
出
て
き
や

が

た
ほ
う

手
強
い
の
か

い
や

そ
れ
が
そ
い
つ

タ
ン
ク
の
タ

ゲ

ト
取
り
に
ま

た
く
反
応
し
な
く
て
さ

 
こ

ち
に
攻
撃
と
か
も
し
て
く
る
気
配
も
無
い
し

雑

敵
も

か
な
く
な

た
か
ら

 
ア
ス
ナ
の
判
断
で

と
り
あ
え
ず
様
子
見

て
事
で
連

し
た
ん
だ
よ

ほ
う
ほ
う

分
か

た

と
り
あ
え
ず
そ

ち
に
向
か
う
わ

悪
い
な

頼
む

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
の
通
信
内
容
を
説
明
し

レ
ン
と
二
人
で
先
に
本

に

る
事
に
し
た

 
あ
れ
か

遠
く
か
ら
で
も
す
ぐ
分
か
る
く
ら
い
大
き
い
ね
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二
人
は
本

に
向
け

凄
ま
じ
い
速
度
で
走

て
い
た

 
だ
が
本

が
ま

た
く
見
え
な
い
う
ち
か
ら
そ
の

⻯
の

は
見
え

 
ど
れ
ほ
ど
の
巨
体
な
の
か
と
二
人
は
目
を
見
張

た

お

い
ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
君

あ
れ
が
そ
の
敵
か

敵

て
い
う
か

ま

た
く
襲

て
こ
な
い
け
ど
な

ふ

ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
興
味
深
げ
に
そ
ち
ら
を

め

大

に
も
そ
ち
ら
に
近
付
い
て
い

た

お

お
い
ハ
チ
マ
ン

攻
撃
は
し
て
こ
な
い
ん
だ
ろ

な
ら
大
丈
夫
だ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て

ハ
チ
マ
ン
と
一

に
そ
の

⻯
に
近
付
い
て
い

た

こ
れ
は
種

は
何
な
ん
だ
ろ
う
な

確
か
に

⻯
の
区
別

て
本
当
に
つ
か
な
い
か
ら
な
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そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の

⻯
の

界
に
入

た

間
に

 

⻯
が
い
き
な
り
反
応
し
そ
の
首
を
ぐ
い

と
曲
げ
そ
の
顔
を
ハ
チ
マ
ン
の
正
面
に
持

て
き
た

むう
お

キそ
な
た
が
こ
の
ナ
イ
ツ
の

目
か

 
そ
し
て
そ
の

⻯
は

い
き
な
り
そ
う
話
し
か
け
て
き
た

あ
あ

そ
う
だ

そ
う
か

我
に
攻
撃
を
し
な
い
で
お
い
て
く
れ
た
事

感
謝
す
る

 

⻯
に
そ
う
言
わ
れ
た
事
で

何
と
な
く
ハ
チ
マ
ン
は
事
情
を
察
知
し
た

 
お
そ
ら
く

食
恐
⻯
と
は
戦
う
必
要
は
無
い
の
だ
ろ
う

す
ま
な
い

一
つ

ね
た
い
ん
だ
が

も
う
あ
の
門
か
ら
敵
は
出
て
こ
な
い
の
か

あ
あ

我
が
生
き
て
い
る
限
り
は
大
丈
夫
だ

 
も

と
も
使
わ
な
い
時
は

じ
て
お
い
て
も
ら
え
る
と
助
か
る
が
な
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な
る
ほ
ど

門
を
解
放
し
て
も

普

は
し

か
り
門
は

め
て
お
け

て
事
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
開
発
者
の
意
図
を
そ
う
判
断
し
つ
つ

仲
間
達
に
指

を
出
し
た

分
か

た

こ
ち
ら
に
侵
入
し
た
肉
食
恐
⻯
を
倒
し
た
ら
ま
た

に
寄
る

そ
う
か

そ
れ
は
こ
ち
ら
と
し
て
も
助
か
る

 
お

と
い
う

で
は
な
い
が

そ
の
時
に
我
の
加
護
を

け
よ
う

加
護

我
が

属
に
は
気
性
の
荒
い
者
も
多
く
て
な
そ
う
い

た
者
達
に
襲
わ
れ
な
く
な
る
加
護
で

あ
るほ

う
ほ
う

そ
れ
は

難
い

そ
れ
で
は
後
ほ
ど

⻯

我
の
事
は
今
後

エ
ス
ガ
イ
ア
と
呼
ぶ
が
良
い

分
か

た
エ
ス
ガ
イ
ア

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

あ
あ

再
会
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

 
こ
う
し
て
エ
ス
ガ
イ
ア
と
の
交
流
を
終
え

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
と
共
に
仲
間
達
の
所
に

た

ハ
チ
マ
ン
君

何
が
ど
う
な

て
る
の
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あ
あ
姉
さ
ん
多
分
あ
い
つ
は
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

に
反
応
す
る
よ
う
に
な

て
る
ん
だ
と
思

い
ま
す

 
攻
撃
し
て
た
ら
多
分

大
暴
れ
し
た
事
で
し

う

ア
ス
ナ

フ

イ
ン
プ
レ
イ
だ

た
な

良
か

た

私
の
判
断
は
間
違

て
な
か

た
ん
だ

そ
う
い
う
事
だ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
全
員
で
山
狩
り
だ

 
五
人
ひ
と
組
く
ら
い
に
分
か
れ
て
残

た
敵
を
殲
滅
し
よ
う

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
は
無
事
に
敵
の
殲
滅
に
成
功
し

エ
ス
ガ
イ
ア
に
加
護
を
も
ら

た

エ
ス
ガ
イ
ア

ち
な
み
に
他
の
門
に
も
あ
ん
た
と
同
じ
よ
う
な
存
在
が
い
る
の
か

ふ
む

⻄
門
に
は
ウ

ガ
イ
ア

東
に
は
イ

ガ
イ
ア

北
に
は
エ

ガ
イ
ア

と
い
う
者
が

居
るそ

い
つ
ら
か
ら
加
護
は
も
ら
え
た
り
す
る
の
か

い
や

こ
れ
以
上
の
加
護
は
無
い

分
か

た

あ
り
が
と
う

あ
あ

良
い
旅
を

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
は

最
速
で
南
門
の
解
放
に
成
功
し
た
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何
故
人

が
多
い
他
の
門
よ
り
も
速
か

た
の
か
は

説
明
す
る
ま
で
も
無
い
だ
ろ
う

ん

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
か
ら
連

が
入

て
る
な

食
恐
⻯
強
す
ぎ
や
ば
い

だ
そ
う
だ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
一
同
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

確
か
に
あ
の
大
き
さ
じ

ね

質

兵
器

て
奴
だ
な

あ
の

尾
を

り
回
す
だ
け
で
も
や
ば
そ
う
だ

し
か
も

れ
る

て
事
は

多
分
魔
法
も
使
う
ん
じ

な
い
か
な

だ
よ
な

ま
あ
ど
ち
ら
に
し
ろ
も
う
手

れ
だ

戦
闘
を
始
め
ち
ま

た
ら
し
い
か
ら
な

ア
ス
モ
ち

ん

ド
ン
マ
イ

ま
あ
あ
れ
だ
後
で
ヒ
ル
ダ
を
こ
こ
に
呼
ん
で
加
護
だ
け
で
も
も
ら
え
な
い
か
実
験
し
て
み

よ
うア

ス
モ
ち

ん
は
い
い
の

何
と
な
く

あ
い
つ
は
も
う
少
し
苦
労
し
た
方
が
い
い
気
が
す
る
か
ら
別
に
い
い

う
わ

ア
ス
モ
ち

ん

か
わ
い
そ
う

そ
う
い
え
ば
あ
い
つ
ら
は
ま
だ
無
理
な
の
か
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う
ん

ま

た
く
の
未

験
だ

た
か
ら
手
こ
ず

て
る
み
た
い
だ
よ

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
で
も
も
う
す
ぐ
だ
な

 
そ
ん
な

で

他
の
門
の
解
放
ま
で
に
は
こ
こ
か
ら

日
を
要
す
る
事
と
な
り

 
ヴ

ル
ハ
ラ
は
他
の
門
に
一
歩
先
ん
じ
て
新
た
な
世
界
へ
と
足
を

み
入
れ
る
事
と
な

た
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第
９
３
２
話
 

＆

 
さ
て

ハ
チ
マ
ン
が
最
後
に
気
に
し
て
い
た

・あ
・い
・つ
・ら

は

 
南
の
海

で
釣

を

り
回
し

今
ま
さ
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
最
中
で
あ

た

だ

ま
た
ア
ル
ヴ
マ
ス
か

や

ぱ
り
ま
だ
ス
キ
ル
が
足
り
て
な
い

く
そ

あ
と
少
し
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な

 
ア
ル
ヴ
ブ
ル

が
釣
れ
れ
ば
い
け
る
は
ず
な
ん
だ
よ
な

結
局
バ

ジ

ン
ア

プ
に
間
に
合
わ
な
か

た
し

で
も
南
以
外
は
と
ん
で
も
な
い
混
み
方
ら
し
い
よ

比

敵
ま
し
な
の
が
⻄
と
か
な
ん
と
か

南
は
ま
だ

・二
・つ

し
か
鍵
を
持

て
る
所
は
無
い
ら
し
い
し
な

⻄
の
鍵
は
取

た
か
ら

そ

ち
に
行

て
も
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら

そ
の
釣
り
を
し
て
い
た
少
年
は

 
後
方
で
足
を
組
み

で
ん

と
座

て
い
る
少
女
の
方
を
見
た

今
更
引
け
な
い
わ

さ

さ
と
釣
り
上
げ
な
さ
い

ジ

ン
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そ
う
思
う
な
ら
手
伝
え
よ

ラ
ン

私
に
エ
サ
の

を
つ
ま
め
と
い
う
の

別
に
本
物
じ

な
い
ん
だ
か
ら

わ
な
い
だ
ろ

よ

私
が
つ
ま
む
と
し
た
ら

ハ
チ
マ
ン
の

首
だ
け
よ

兄
貴
に
チ
ク
ん
ぞ
コ
ラ

と
に
か
く

な
も
の
は

文

を
言
わ
ず
に
さ

さ
と
釣
り
を
続
け
な
さ
い

あ

も
う

分
か

た
よ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
未
だ
に
鍵
を
一
つ
し
か
所
持
し
て
お
ら
ず

 
今
は
ヴ

ル
ハ
ラ
と
行
動
を
共
に
す
る

に
必
死
に
釣
り
を
行

て
い
る
最
中
な
の
で
あ

た
は

は

は
ジ

ン
女
の
ワ
ガ
マ
マ
を
ち

ん
と

い
て
や
る
の
が
男
の
甲
斐
性

て
も

ん
だ

 
そ
ん
な
ジ

ン
の

を
叩
く
者
が
い
た

ダ
イ
ン
さ
ん

す
ま
ね
え
な
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
は
釣
り
ス
キ
ル

て
の
が
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
か
ら
手
伝
え
な
く
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て
ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん

そ
れ
は
ギ
ン
ロ
ウ
さ
ん
達
の
せ
い
じ

な
い
で
す

て

 
何
故
こ
こ
に
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
が
い
る
の
か
は
簡

で
あ
る

 
要
す
る
に
ダ
イ
ン
達
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
ナ
イ
ツ
を
組
ん
で
い
る
の
だ

 
こ
れ
は
別
に
偶
然
と
か
で
は
な
く

に
ハ
チ
マ
ン
に
紹
介
し
て
も
ら

た
か
ら
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
と
し
て
も
お
か
し
な
集
団
を
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
近
付
け
る
気
は
ま

た

く
な
く

 
信
頼
出
来
る
味
方
を
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
紹
介
し
た
と
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
あ

る 
ち
な
み
に
チ

ム
名
は
お

い
の

文

を
取

て

＆

と
名
付
け
ら
れ
て
い
た

お
い
ジ

ン

何
か
か
か

て
る

あ

す
み
ま
せ
ん
ア
ル
ゴ
さ
ん

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
は
こ
こ
に
い
た

 
南
門
ま
で
の
案
内
役
と
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
付
き
合

て
い
る
の
で
あ
る

 
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
ア
ル
ゴ
は
関
わ

て
い
な
い

参
加
す
る
事
が
可
能
な
の
だ



 第９３２話  ＆

ん

も
う
水
面
近
く
ま
で
上
が

て
き
て
る
は
ず
な
の
に

が
見
え
な
い
な

お

ジ

ン

に
来
た
ん
じ

な
い
カ

に

て

何
が
で
す
か

ア
ル
ヴ
ブ
ル

だ
よ

が
見
え
な
い
の
は

体
が
空
の
色
を
し
て
る
か
ら
だ
ロ

あ

そ
う
か

 
そ
し
て
ジ

ン
は
無
事
に

を
釣
り
上
げ
た

 
そ
れ
は
か
つ
て
ニ
シ
ダ
が
こ
こ
で
最
初
に
釣
り
上
げ
た

あ
の

い

で
あ

た

よ

し

い
た
だ
き

よ
く
や

た
わ
ジ

ン

こ
れ

結

い
い

で

れ
る
の
よ
ね

ら
し
い
な

兄
貴
が
言

て
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
次
の

に
映
る
わ

テ

チ

タ
ル
を
こ
こ
に

り

了
解

 
そ
し
て
ラ
ン
は

ら
に
い
た
ユ
ウ
キ
に
声
を
か
け
た

ユ
ウ

ど
の

り
が
良
さ
そ
う
だ

た

え

と
ね

て
み
た
結
果

こ
こ

こ
こ
な
ら
海

に

差
も
無
い
し
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ハ
チ
マ
ン
達
の
時
み
た
い
に

中
で
引

か
か
る
事
は
無
い
は
ず
だ
よ

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
ダ
イ
ン
さ
ん

敵
が
上
が

て
き
た
ら
攻
撃
を
お
願
い
し
ま
す

お
う

任
せ
と
け

 
そ
し
て
テ

チ
が
と
て
も
情
け
な
さ
そ
う
な
顔
で
し

ぼ
ん
と
し
て
い
る
タ
ル
ケ
ン
を
連
れ
て

き
た

 
タ
ル
ケ
ン
の

に
は
太
い
ロ

プ
が

き
つ
け
ら
れ
て
お
り

・エ
・サ

と
し
て
の
準
備
は
万

の

よ
う
だ

そ
れ
じ

あ
タ
ル

お
願
い
ね

う

わ

分
か

て
る
よ

 
ま
さ
か
ノ
リ
や
シ
ウ
ネ

に
エ
サ
役
を
や
ら
せ
る

に
は
い
か
な
い
も
ん
ね

 
本
来
な
ら
一
番
非
力
な
シ
ウ
ネ

が
エ
サ
役
を
や
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
タ
ル
ケ
ン
は
男
と
し
て

女
の
子
に
そ
ん
な
事
を
さ
せ
る

に
は
い
か
な
か

た

 
ジ

ン
は
多
少
釣
り
ス
キ
ル
が
上
が

て
い
た

今
回
は
釣
り
役
と
し
て
抜

さ
れ
て
お
り

 
テ

チ
と
タ
ル
ケ
ン
を
比
べ
る
と

テ

チ
の
方
が
力
が
強
い

 
タ
ル
ケ
ン
は
自
ら

願
し
て
エ
サ
役
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
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よ
し

み
ん
な

後
は
任
せ
た

タ
ル

頑
張
れ

タ
ル

頼
む
ぞ

タ
ル

し

か
り

骨
は

て
や
る
か
ら
な

出
来
れ
ば
骨
に
な
る
前
に

て

 
タ
ル
ケ
ン
は
そ
う
言
い
残
し

釣
り
針
を
手
に
海
へ
と

て
い

た

ジ

ン
も
頼
む
わ
よ

お
う

任
せ
と
け

て

 
ジ

ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

と
同
時
に
タ
ル
ケ
ン
の
体
に
繋
が

て
い
る
ロ

プ
を
持
ち

 
そ
ち
ら
に
神

を
集
中
さ
せ
た

 
タ
ル
ケ
ン
か
ら
合
図
が
あ

た
ら
す
ぐ
に
リ

ル
を

く
手
は
ず
と
な

て
い
る
か
ら
で
あ

た
多
分
そ
ろ
そ
ろ
の
は
ず

 
ジ

ン
が
ぼ
そ
り
と
そ
う

い
た

間
に

ぐ
い

と
ロ

プ
が
引

張
ら
れ
た
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よ

し

合
図
来
た

 
そ
し
て
ジ

ン
は
必
死
で
リ

ル
を

い
た

だ
が
さ
す
が
に
巨
人
は
大
物
で
あ
り

 
そ
う
簡

に
釣
り
上
げ
る
事
は
出
来
そ
う
も
な
い

く
そ

て
ご
わ
い

 
そ
の
時
遠
く
に
チ
ラ
リ
と
巨
人
が
顔
を

か
せ
た

 
見
る
と
ロ

プ
が
完
全
に
口
の
中
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
る

 
そ
れ
を
見
た

間
に
ジ

ン
は

を

て
ロ

プ
だ
け
を
手
に
し
思
い

き
り
引

張
り

始
め
た

み
ん
な

手
伝

て
く
れ

・エ
・サ
・ケ
・ン

が
完
全
に
飲
み
込
ま
れ
て
る

 
そ
の
声
を
合
図
に
仲
間
達
が
わ
ら
わ
ら
と
集
ま

て
き
て

必
死
に
ロ

プ
を
引

張

た

シ
ウ
ネ

エ
サ
ケ
ン
は
ま
だ
生
き
て
る

は
い

ま
だ
生
き
て
ま
す

 
何
か
あ

た
時
に
即
座
に
ヒ

ル
を
飛
ば
せ
る
よ
う
に
後
方
で
待
機
し
て
い
た
シ
ウ
ネ

が

 
コ
ン
ソ

ル
を
開
き
な
が
ら
そ
う
ラ
ン
の
問
い
に
答
え
た

 
そ
う
し
て
い
る
間
に
巨
人
は
ど
ん
ど
ん
引

張
ら
れ
て
い
き
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ほ
ど
な
く
し
て
完
全
に
そ
の
全
身
が

の
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
口
を
開
か
せ
ま
し

う

そ
の

間
に
タ
ル
を
引

張
り
出
す
の
よ

 
そ
し
て
ラ
ン
は
自
ら
巨
人
の

先
に
向
け

歩
い
て
い

た

ラ

ラ
ン

私
が

に
な
る
わ

み
ん
な

口
が
開
い
た
ら
お
願
い
ね

 
そ
し
て
巨
人
の
目
の
前
に
立

た
ラ
ン
は
一
番
色

い
と
思

て
い
る
ポ

ズ
を
と

た

あ

は

ん
ほ

ら
と

て
も
美
味
し
そ
う
な
か
わ
い
い
私
が
目
の
前
に
い
る
わ
よ

 
そ
う
言

て
ラ
ン
は

を
く
ね
く
ね
さ
せ

一
同
は
そ
の

に

か
ん
と
し
た

ラ
ン
の
奴

何
が
し
た
い
ん
だ

自
分
の

力
で
口
を
開
け
よ
う
と
し
て
る
ん
じ

な
い
か
と

普
通
に
目
の
前
に
立
つ
だ
け
で
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
だ
が
巨
人
は
ま

た
く
反
応
し
よ
う
と
し
な
い

 
ラ
ン
は
知
ら
な
い
事
だ
が
こ
の
巨
人
は
口
に
物
が
入

て
い
る
と
他
の
エ
サ
に
は
見
向
き
も

し
な
い
の
だ

こ

こ
の
イ
ン
ポ
野
郎
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そ
れ
を
見
て

当
然
ラ
ン
は
キ
レ
た

そ
れ
は
も
う
思
い

き
り
キ
レ
た

総
員

こ
の
不
能
巨
人
目

け
て
攻
撃

お

お
い

ま
だ
中
に
は
タ
ル
が

ボ
ク
に
任
せ
て

 
そ
の
時
ユ
ウ
キ
が
そ
う
言

て
巨
人
へ
向
け
て
走

た

ラ
ン

ふ
ざ
け
て
な
い
で

目
を
狙
う
よ

ふ

ふ
ざ
け
て
な
ん
か
い
な
い
わ
よ

大
真
面
目
よ

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
ラ
ン
は
ユ
ウ
キ
に
呼

を
合
わ
せ
二
人
は
巨
人
の

の
目
を
同
時
に
え

ぐ

た
Ｖ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

 
た
ま
ら
ず
巨
人
は

え

そ
の

間
に
ジ

ン
が
大
声
で
叫
ん
だ

今
だ

引
け

引
け

引
け

 
そ
の

け
声
と
共
に
タ
ル
ケ
ン
の
体
が
巨
人
の
口
の
中
か
ら
引

張
り
出
さ
れ
た

 
そ
の
体
は
五
体
満
足
で
は
な
く

足
と

を
失

た

態
と
な

て
お
り

 

も
か
な
り

て
い
た
が

そ
れ
は
シ
ウ
ネ

が
即
座
に
回
復
さ
せ
た
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ヒ

ル

よ
し

ラ
ン

ユ
ウ
キ

後
は
任
せ
な

お

間
に
合

た
の
ニ

 
そ
こ
に
丁
度
フ

イ
リ
ス
が
合
流
し
て
き
た

フ

イ
リ
ス
は
仕
事
が
忙
し
か

た

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
合
流
し
て
か
ら
南
門
に
向
か
う
予
定
に
な

て
い
た
の
だ

お

話
は

い
て
る

あ
ん
た
が
フ

イ
リ
ス
さ
ん
だ
な

 
い
き
な
り
で
悪
い
が
あ
の
巨
人
に
攻
撃
を
頼
む

ラ
ン

ユ
ウ
キ

避
け
て
く
れ

 
そ
の
ダ
イ
ン
の
声
が

こ
え
た

間
に

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
大
き
く

に
飛
び
退

た

 
そ
し
て
巨
人
に
向
け
銃

が
嵐
の
よ
う
に

び
せ
ら
れ
フ

イ
リ
ス
の
気

ニ

ン
も
飛

び
交
い

 
巨
人
は
断
末
魔
の

鳴
を
上
げ
る
事
も
な
く

光
の

子
と
化
し
て
消
滅
す
る
事
と
な

た

 
ハ
チ
マ
ン
達
の
時
よ
り

く
倒
せ
た
の
は

お
そ
ら
く
二
人
に
よ
る
目
へ
の
攻
撃
が

 
か
な
り
敵
の

を

る
事
に
な

た

で
あ
ろ
う

や

た

何
と
か
今
日
の
う
ち
に
終
わ

た
わ
ね

ふ
う

本
当
に
頑
張

た
よ
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タ
ル

マ
ジ
で
お
疲
れ

う

気
持
ち
悪
か

た

 
こ
う
し
て
タ
ル
ケ
ン
の
頑
張
り
の
お
か
げ
で

＆

は
南
門
の
鍵
を
手
に
入
れ
る
事
が
出

来
たま

だ
時
間
も
あ
る
事
だ
し

と
り
あ
え
ず
南
門
を
目
指
し
ま
し

う
か

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
情
報
だ
と
一
度
門
に
鍵
を

録
す
れ
ば
次
は
街
か
ら
直
接
飛
べ
る
そ
う

よ
ほ
ほ
う

至
れ
り
尽
く
せ
り
だ
な

ま
あ
ト
ラ
フ

ク
ス
自
体
が
イ
ベ
ン
ト
な
ん
だ
し

そ
れ
く
ら
い
は
ね

違
い
ね
え

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

え
え

行
き
ま
し

う

レ

ツ
ゴ

な
の
ニ

 
そ
こ
か
ら
は
敵
ら
し
い
敵
も
出
ず

＆

も
無
事
に
南
門
に
到
着
す
る
事
が
出
来
た

お
う
ラ
ン
待
ち
く
た
び
れ
た
ぞ

ま
あ
そ
う
は
言

て
も
別
に
待

て
た

じ

な
い
ん

だ
け
ど
な
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二
人
と
も

久
し
ぶ
り

 
て

き
り
ヴ

ル
ハ
ラ
は
も
う
先
に
進
ん
で
い
る
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
そ
こ
に
は
予
想
外
に

ハ
チ
マ
ン
と
リ
オ
ン
の
二
人
が
い
た

お
う
ダ
イ
ン

ギ
ン
ロ
ウ

こ
い
つ
の
お
守
り

あ
り
が
と
な

い
や
い
や

二
人
に
は
助
け
て
も
ら

て
ば

か
り
だ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ち
わ

す

 
ハ
チ
マ
ン
は
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
に
そ
う
声
を
か
け

他
の
メ
ン
バ

達
に
も
手
を

た

あ
れ

兄
貴

兄
貴
だ

兄
貴

僕

エ
サ
役
を
頑
張
り
ま
し
た

え
ら
い
ぞ
タ
ル
ケ
ン

俺
も
あ
れ
は
や

た
が

正
直
気
持
ち
悪
か

た
よ
な

は
い

正
直
気
が
遠
く
な
り
か
け
ま
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
タ
ル
ケ
ン
を
労
い

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ラ
ン
が
質
問
し
て
き
た

で

こ
ん
な
所
で
二
人
で
何
を
し
て
い
る
の

俺
は
マ

パ

だ
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私
は
ハ
チ
マ
ン
の
サ
ポ

ト
か
な

マ

パ

こ
こ
の
マ

プ

て
自
動
生
成
じ

な
か

た
か
し
ら

 
確
か
に
ラ
ン
の
言
う
通
り

ト
ラ
フ

ク
ス
の
マ

プ
は
自
動
生
成
型
で
あ
り

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
通

た
場
所
が
記
録
さ
れ

見
え
る
よ
う
に
な
る
タ
イ
プ
で
あ
る

い
や

実
は
な

い
や

見
て
も
ら

た
方
が

い
な

み
ん
な

こ

ち
だ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
上
が
り

一
同
を
扉
の
奥
へ
と
連
れ
て
い

た

 
そ
こ
は
巨
大
な

谷
と
な

て
お
り

あ
ち
こ
ち
に
通
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た

何
こ
れ

ま
る
で
ダ
ン
ジ

ン
ね

だ
ろ

な
の
で
う
ち
の
連
中
を

今
日
居
る
ヒ

ラ

の

に
合
わ
せ
て
三
組
に
チ

ム
分

け
し
て
な

 
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
ル

ト
を
開

し
て
も
ら

て

 
そ
の
先
々
で
何
か
変
わ

た
物
が
あ

た
ら
報
告
し
て
も
ら

て
る
ん
だ

 
で

俺
が
そ
れ
を

め
て
記
録
し
て

全
員
に
フ

ド
バ

ク
し
て
る
感
じ
だ
な

 
道
の
先
が
繋
が

て
そ
う
な
所
も
あ
る
か
ら
被
ら
な
い
よ
う
に
リ
オ
ン
に
調
整
し
て
も
ら



 第９３２話  ＆

て
なあ

あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

と
い
う

で
ほ
れ

マ

プ
デ

タ
を
今
送
る
か
ら

 

＆

は
と
り
あ
え
ず
東
寄
り
の
道
の
調
査
を
頼
む

 
ち
な
み
に
こ

ち
は
ア
ス
ナ
チ

ム
キ
リ
ト
チ

ム
サ
ト
ラ
イ
ザ

チ

ム
の
三
つ
で
探

索
中
だ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
は
魔
法
使
い
が
い
な
い
か
ら

フ

イ
リ
ス
は

＆

に
参
加

し
て
く
れ

分
か

た
わ

了
解
ニ

悪
い
な

そ
れ
か
ら
ア
ル
ゴ

お
前
は
こ
こ
に
居
残

て
デ

タ
の
解

を
手
伝

て
く
れ

 
そ
う
い
う
の
は
得
意
だ
ろ

オ

ケ

だ
ぞ

今
は
ど
ん
な
感
じ
な
ん
ダ

お
う

今
は
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

て
ア
ル
ゴ
に
説
明
を
し
て
い
る
間
に

＆

も
探
索
へ
と
出
発
し
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て
い

た

 
キ
リ
ト
チ

ム

 
キ
リ
ト
リ
ズ
ベ

ト
シ
リ
カ
リ

フ

レ
コ
ン
ゼ
ク
シ

ド
ユ

コ
ハ
ル
カ

 
ア
ス
ナ
チ

ム

 
ア
ス
ナ
セ
ラ
フ

ム
シ
ノ
ン
ソ
レ
イ
ユ
コ
マ
チ
フ
カ
次
郎
レ
ン
シ

リ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

チ

ム

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

レ
ヴ

ユ
キ
ノ
ユ
イ
ユ
イ
ユ
ミ

イ
ロ
ハ
闇
風
薄
塩
た
ら
こ

 

＆

 
ラ
ン

ユ
ウ
キ

ジ

ン

テ

チ

タ
ル
ケ
ン

ノ
リ

シ
ウ
ネ

フ

イ
リ
ス

 
ダ
イ
ン

ギ
ン
ロ
ウ

他
四
名
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第
９
３
３
話
 
門
の
向
こ
う
の
冒
険

 
ハ
チ
マ
ン
と
リ
オ
ン

そ
れ
に
ア
ル
ゴ
は

集
ま

て
く
る
情
報
を
整
理
し

 
同
時
に
仲
間
達
の
進
軍
の
サ
ポ

ト
を
続
け
て
い
た

ん
キ
リ
ト
達
が
接
敵
し
た
ら
し
い
な
ん
か

に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
た
の
が
つ
い
て
る
と
か
何
と

か 
今
映
像
を
送

て
も
ら
う
わ

 
三
人
は
そ
の
送
ら
れ
て
き
た
映
像
を
見
て

う

ん
と

た

こ
れ
は

デ

ノ
ニ
ク
ス
と
か
い
う
奴
か

確
か
資
料
に
あ

た
よ
ね

い
か
に
も
特

能
力
が
あ
り
ま
す
み
た
い
な
見
た
目
だ
な
お
イ

く
そ

俺
も
直
接
見
て
み
て
え

と
い
う
か
ハ

こ
の

置
な
ら
肉

で
見
え
る
ん
じ

な
い
カ

え

マ
ジ
か
よ

ど
れ
ど
れ

 

で
見
る
と
確
か
に
遠
く
に
デ

ノ
ニ
ク
ス
の

と
そ
れ
と
戦
う
キ
リ
ト
達
の

が
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見
え
た

お

お
お

あ
れ
か

ハ

は
本
当
に
恐
⻯
と
か
大
好
き
だ
よ
ナ

何
度
で
も
言
お
う

恐
⻯
が

い
な
男
な
ど
こ
の
世
に
存
在
し
な
い

ど
れ
ど
れ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
リ
オ
ン
も

を
取
り
出
し

そ
れ
を

き
込
ん
だ

お
う
リ
オ
ン

お
前
も
じ

く
り

能
し
て
く
れ

私
は
そ
こ
ま
で
好
き

て

じ

な
い
け
ど
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
リ
オ
ン
は
キ
リ
ト
達
の
方
を
観
察
し

ハ

と
し
た
様
子
で
顔
を
上
げ
た

ハ
チ
マ
ン

横

川
の
中
に
背
び
れ
が
見
え
る

何
だ
と

あ
れ
か

確
か
に
何
か
い
や
が
る

あ
れ

て
さ

き
の
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス
じ

な
い
の

か
も
し
れ
ん

キ
リ
ト

い
や

こ
こ
は
レ
コ
ン
だ
な

レ
コ
ン
に
至
急
連

だ

分
か

た

す
ぐ
に
連

す
る

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
が
レ
コ
ン
に
連

を
入
れ

キ
リ
ト
達
は
す
ぐ
に
動
い
た
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レ
コ
ン
が
釣
り
役
と
な
り

デ

ノ
ニ
ク
ス
を
内

に
誘

し
始
め
た
の
だ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
達
は
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス
と
交
戦
を
始
め

 
レ
コ
ン
は
上
手
く
デ

ノ
ニ
ク
ス
の
攻
撃
を
い
な
し
な
が
ら
離
れ
た
所
へ
と
誘

し
て
い
く

さ
す
が
レ
コ
ン
だ
な

大
丈
夫
か
ネ

リ
オ
ン

近
く
に
パ

テ

は
い
る
か

え

と

う
ん

あ
の

置
な
ら
ア
ス
ナ
達
が
五
分
く
ら
い
で
着
け
る
は
ず

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
す
ぐ
に
連

し
て

援
軍
に
行
け
る
よ
う
に
誘

し
て
や

て
く
れ

了
解

レ
コ
ン
そ
の
ま
ま

い
て
く
れ
五
分
く
ら
い
で
ア
ス
ナ
達
が
そ
こ
に
着
く
そ
れ
ま
で

え
て
く
れ

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
は

川
の
中
の
敵
に
も
注
意
す
る
よ
う
に

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
ラ
ン
に
も
連

を
入
れ
た

オ

ケ

ま
だ
敵
の

は
見
え
な
い
が

気
を
つ
け
る
よ

ハ
チ
マ
ン

こ
ち
ら
は
空
を
飛
ぶ
敵
と
交
戦

態
に
入

た
わ
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プ
テ
ラ
ノ
ド
ン

て
奴
だ
と
思
う
け
ど

空
に
も
注
意
す
る
よ
う
に
み
ん
な
に
伝
え
て

 
そ
の
ラ
ン
か
ら
の
情
報
も
す
ぐ
に
フ

ド
バ

ク
さ
れ

 
こ
ん
な
感
じ
で
ヴ

ル
ハ
ラ
と

＆

の
混
成
軍
は

着
実
に

谷
地

の
調
査
を
続
け
て

い

た

 
そ
ん
な
中

リ
ズ
ベ

ト
か
ら
気
に
な
る
報
告
が
入

た

 
道
の

に

に
入
り
口
が

さ
れ
た

い

が
あ
り

 
そ
の
中
が
薄

す
ら
と
光

て
い
る
と
い
う
の
だ

ハ
チ
マ
ン

こ
れ

て
多
分

レ
ア
鉱

よ

確
か
に
そ
れ

い
な
あ
と
三
十
分
も
し
た
ら
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
る
か

ら 
そ

ち
に
回

て
も
ら
う
事
に
し
よ
う

そ
う
だ
ね

お
願
い

 
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
三
十
分
後

ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
た
と
報
告
が
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
ち
ら
に
来
る
よ
う
に
と
指

を
出
し
た

 
そ
し
て
更
に
そ
の
三
十
分
後

ハ
チ
マ
ン
達
の
前
に

八
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
し
た
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ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン

来
た
わ
よ

お
う

待

て
た
ぞ

て

う
わ

お
い
こ
ら

危
な
い
だ
ろ

 
そ
の
時
プ
レ
イ
ヤ

の
中
で
一
番
小

な
者
が
ハ
チ
マ
ン
に
飛
び
つ
い
て
き
た

ハ
チ
マ
ン

恐
⻯

て
美
味
し
い
の
な

お
い
リ
ナ
ヨ

お
前
は
何
で
も
食
お
う
と
す
る
ん
じ

ね
え

て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

リ
ナ
の

を

で
た

 
南
門
の
鍵
の
取
得
が
二
つ
に

え
て
い
た
の
は
そ
う
い
う
事
で
あ
る

 
イ
コ
マ
が

独
で
臨
時
の
ス
コ

ド
ロ
ン
を
立
ち
上
げ

 
同
時
に
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
六
人
が
正
式
に
ギ
ル
ド
を
立
ち
上
げ

 
そ
し
て
出
来
た
の
が

シ
ン
プ
ル
に

探
険
部

と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
ナ
イ
ツ
で
あ

た

 
イ
コ
マ
が
イ
コ
マ
と
し
て
動
く
事
は
な
く
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
が
加
わ

た

で
あ
る

 
鍵
の
取
得
に
関
し
て
は
先
日
ヴ

ル
ハ
ラ
の
全
面
協
力
も
あ
り
問
題
な
く
取
得
出
来
て
い

た
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＆

は
自
力
で
取
り
た
い
と
主
張
し
た
が

探
険
部
の
メ
ン
バ

は
そ
こ
に
は

て
お

ら
ず

 
お

い
の
リ

ダ

の
性
格
の
差
が
こ
こ
で
出
た
格
好
で
あ
る

 
ち
な
み
に
探
険
部
の
リ

ダ

は

本
来
は
リ

ウ
が
担
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が

 
リ

ウ
が
リ

ク
に
押
し
つ
け
て
逃
げ
た

に
リ

ク
が
リ

ダ

と
い
う
事
に
な

て
い

る 
ま
あ
能
力
的
に
も

理
的
思
考
が
出
来
る
リ

ク
が

任
で
あ
ろ
う

ハ
チ
マ
ン

と
り
あ
え
ず
戦
う

お
前
が
戦
う
敵
は
恐
⻯

て
奴
だ

ち

ん
と
予

し
て
き
た
か

リ

ウ

映
像
だ
け
な
ら
見
た
か
な

説
明
文
も

め

つ
の

そ
こ
は
リ

ク
に

投
げ
だ
わ
ね

は

相
変
わ
ら
ず
だ
な
お
前
は

リ

ク

お
前
が
頼
り
だ

頼
む
ぞ

面
倒
だ
け
ど
ハ
チ
マ
ン
の
頼
み
な
ら
仕
方
な
い
じ

ん
つ
い
で
に
素
材
も
ご

そ
り
じ

ん

ね
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お
う

と
り
あ
え
ず
地
図
情
報
は

り
付
け
た
メ
モ
ご
と
リ
ツ
に

し
て
お
く
か
ら
な

 
リ
ツ

ち

と
こ

ち
に
来
て
く
れ

は
い
に

 
そ
し
て
リ
ツ
に
地
図
デ

タ
を

し
終
え
た
後
ハ
チ
マ
ン
は
リ
ン
と
リ
ク
を
呼
ん
で
説
明
を

し
たい

い
か
お
前
ら

川
の
中
や
空
か
ら
も
敵
が
襲
来
す
る
の
が
確
認
さ
れ
て
る

 
リ
ン
は
川
の
中

リ
ク
は
空
に
気
を
配

て
く
れ
よ

お
う

任
せ
ろ

て

分
か

た

川
だ
な

 
そ
し
て
探
険
部
は
リ
ズ
ベ

ト
が
見
つ
け
た

目

け
て
出
発
し
て
い

た

さ
て

こ
れ
で
良
し

と

 
お
い
リ
オ
ン

そ
ろ
そ
ろ

当
な
所
で
休

す
る
よ
う
に
み
ん
な
に
伝
え
て
や

て
く
れ

あ

確
か
に
い
い
時
間
だ
ね

分
か

た

伝
え
る
ね

 
リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

チ

ム
に
伝
え

 
同
時
に

食
を
取
り
出
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ル
ゴ
に
差
し
出
し
て
き
た
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二
人
と
も

は
い

こ
れ

お
お

サ
ン
キ

な
リ
オ

ち

リ
オ

ち
を

に
も
ら
う
男
は
幸
せ
だ
な

な

ハ
ん

あ
あ
そ
う
だ
な
こ
い
つ
は
美
人
だ
し
ス
タ
イ
ル
も
い
い
し
優
し
い
し

ぎ
も
い
い
し

 
専
業
主
夫
を
さ
せ
て
も
ら
う
に
は
最
高
の
物
件
だ
よ
な

 
相
変
わ
ら
ず
過

な
ハ
チ
マ
ン
の
リ

プ
サ

ビ
ス
で
あ
る

 
だ
が
最
後
の
一
言
に
は
や
や
実
感
が
こ
も

て
い
た
の
は
間
違
い
な
い

そ

そ
れ
は
褒
め
す
ぎ
で
し

い
や
い
や
そ
ん
な
事
は
な
い
要
す
る
に
お
前
を
ス
カ
ウ
ト
し
た
俺
が
え
ら
い

て
事
だ
か

ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
気
分
が
高
揚
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
珍
し
く
子

の
よ
う
に
そ
う
自
慢
げ
に

を
鳴
ら
し

そ
れ
を
見
た
リ
オ
ン
は
ク
ス
ク
ス
と

笑

た
そ
う
だ
ね

え
ら
い
え
ら
い

か

え

オ
レ

ち
も
混

ロ
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そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ル
ゴ
は
ハ
チ
マ
ン
の

に

を
乗
せ
た

休

中
は
大
人
し
く
し
て
ろ

て
の

こ
れ
く
ら
い
た
ま
に
は
い
い
じ

ね
え
か
よ

 
オ
レ

ち
が
ハ

に

や
か
し
て
も
ら
う
機
会
は
中
々
無
い
ん
だ
か
ら
ナ

は

ま
あ
こ
れ
く
ら
い
な
ら
別
に
い
い
け
ど
な

ほ
れ
ハ

あ

ん
し
て
く
れ
よ

あ

ン

調
子
に
乗
ん
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ハ
チ
マ
ン
は
リ
オ
ン
に
も
ら

た

食
を
ち
ぎ

て
ア
ル
ゴ
の
口
に
放

り
込
ん
だ

ン
 
ア
ル
ゴ
は
満
足
げ
に
そ
う
言
い

転
ん
だ
ま
ま
製
作
中
の
地
図
を
開
い
た

し

か
し
こ
の

谷
は
恐
ろ
し
く
気
合
い
が
入

た
作
り
に
な

て
や
が
る
ナ

だ
ね

ち

と
広
す
ぎ
な
気
も
す
る

そ
れ
だ
け
ザ
ス
カ

が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
客
を
取
り
込
む
の
に
一
生

命

て
事
だ
ろ

で
も
こ
れ
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
も
や

て
み
た
い

て
思
う
か
な
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ん

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

そ
の

り
も
何
か
し
ら
考
え
て
る
と
は
思
う
ん
だ
け
ど
ナ

 
そ
し
て
探
索
が
再
開
さ
れ

そ
の
後
も

調
に
情
報
が
集
ま

て
い

た

 

所
か
ら
素
材
の
情
報
も
集
ま

て
き
て

 
探
険
部
は
忙
し
そ
う
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
と
移
動
を

り
返
し
て
い
る

 
そ
ん
な
中

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

サ
ト
ラ
イ
ザ

か
ら
次
々
と
連

が
入

た

ハ
チ
マ
ン

こ
こ
が
限
界
だ

こ
れ
以
上
は
進
め
そ
う
も
な
い
な

ハ
チ
マ
ン
君

多
分
こ
れ
以
上
は
行
け
な
さ
そ
う

ハ
チ
マ
ン

こ
の
壁
は
超
え
ら
れ
そ
う
に
な
い

こ
こ
ま
で
だ
ね

 
確
か
に
自
動
生
成
さ
れ
る
マ

プ
の
上
で
も

そ
れ
以
上
道
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
見
え

 
ハ
チ
マ
ン
は
三
チ

ム
に
待
機
の
指

を
出
し
た

そ
う
な
る
と

ラ
ン
ラ
ン
の
進
ん
で
る
方
が
当
た
り
カ

こ
の

谷
は

分
か
れ
し
て

に
な

て
る
か
ら

何
と
も
だ
が

で
も
ま
あ
素
材
的
に
は
気
に
な
る
場
所
が

山
あ

た
よ
ね

だ
な

探
険
部
に
は
調
査
を
続
行
し
て
も
ら
お
う
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だ
が
そ
の
直
後
に
ラ
ン
か
ら
連

が
入

た

ハ
チ
マ
ン

こ

ち
は
行
き
止
ま
り
よ

マ
ジ
か
よ

そ
こ
で
ち

と
待
機
し
て
て
く
れ

分
か

た
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
指

を
出
し
ア
ル
ゴ
と
リ
オ
ン
と
三
人
で
地
図
と
に
ら
め

こ
を
始
め

た
う

む

さ
す
が
に
そ
う
簡

に
は
い
か
な
い
み
た
い
だ
ナ

ど
こ
か
に
横
道
で
も
あ
る
の
か
な

そ
れ
な
ら
誰
か
が
気
付
く
と
思
う
ん
だ
が
な

 
マ

プ
で
見
る
と

間
も
な
く
キ
リ
ト
チ

ム
と
探
険
部
が
合
流
し
よ
う
と
し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン

ち

と
い
い
か

お

キ
リ
ト

ど
う
し
た

ま
た
リ

ウ
に

ち

と
戦
う

と
か
言
わ
れ
て
困

て
ん

の
か確

か
に
言
わ
れ
た
け
ど

別
に
困

て
は
な
い
よ
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そ
の
時
キ
リ
ト
か
ら
連

が
入

た

ど
う
や
ら
リ
ナ
が
何
か
言

て
い
る
ら
し
い

ほ
う

リ
ナ
が

あ
あ

こ
こ
の
マ

プ
は
見
て
る
だ
ろ

こ
こ

て
川
が
分
岐
し
て
る
よ
な

 
で

リ
ナ
が

あ

ち
の
川
の
方
か
ら
食
べ
物
の
気
配
が
す
る
の
な

て
言
い
出
し
て
な

リ
ナ
の
食
べ
物

ま
さ
か
鉱
石
か

あ

ち

て
事
は

か
ら
遠
い
方

こ
れ
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
部
分
の
マ

プ
を

大
し

じ

と
見
つ
め
た

 
そ
れ
を
横
か
ら

き
込
ん
だ
リ
オ
ン
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
マ

プ
の
一
点
を
指
差
し

た
ハ
チ
マ
ン

こ
の
点
は
何

お
い
リ
オ
ン

近
い

近
い
か
ら

ど
れ
ど
れ

ん

確
か
に
何
か
表

さ
れ
て
る
な

 
そ
れ
は
マ

プ
を

大
し
な
い
と
分
か
ら
な
い

小
さ
な
点
で
あ

た

お
い
キ
リ
ト
そ
こ
か
ら
北
に
五
十
メ

ト
ル
く
ら
い
い

た
所
の
川
の
中
に
何
か
な
い
か

 
マ

プ
上
に
点
が
あ
る
ん
だ
が

待

て
く
れ

今
移
動
す
る

 
そ
し
て
す
ぐ
に
キ
リ
ト
か
ら
次
の
連

が
来
た
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こ
の

り
か

で
も
こ
こ
に
は
何
も

あ

お
い
リ
ナ

て

え
え
え
え
え

ど
う
し
た

い
や

リ
ナ
が
い
き
な
り
川
に
飛
び
込
ん
だ
か
と
思

た
ら

・川
・の
・上
・に
・立
・

・た
ん
だ
よ

マ
ジ
か

足
場
で
も
あ
る
の
か

そ
う
み
た
い
だ

ち

と
リ
ナ
の
後
を
追

て
み
る

分
か

た

気
を
つ
け
て
な

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て
キ
リ
ト
か
ら
再
び
連

が
入

た

分
か

た
ぞ
ハ
チ
マ
ン
足
場
を
超
え
て
奥
の
方
に
分
岐
す
る
川
こ
れ
凄
く

い
み
た
い

だ 
川
の
中
を
歩
い
て
奥
に
行
け
る
ぞ

分
か

た

敵
に
気
を
つ
け
な
が
ら
探
索
を
続
行
し
て
く
れ

了
解

探
険
部
は
ど
う
す
る

リ
ナ
が
食
べ
物

て
言

て
た
の
は
多
分
鉱
脈
か
何
か
だ
と
思
う
か
ら
好
き
に
さ
せ
て
や

て
く
れ

分
か

た

リ
ナ
様
々
だ
な
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ハ
チ
マ
ン
は

組
み
を
し

ア
ス
ナ

サ
ト
ラ
イ
ザ

ラ
ン
に
す
ぐ
指

を
飛
ば
し
た

行
き
止
ま
り
付
近
の
川
の
中
に

お
そ
ら
く
立
て
る
岩
が
あ
る

 
川
が
分
岐
し
て
る
場
所
の

に
あ
る
は
ず
だ
か
ら

調
査
し
て
み
て
く
れ

 
こ
う
し
て
次
々
と
奥
へ
と
進
む
ル

ト
が
見
つ
か
り
四
チ

ム
は
そ
の
奥
を
目
指
し
て
進
み

始
め
た

ふ
う

ど
う
や
ら
い
け
そ
う
だ
な

中
々

た

に
な

て
る
み
た
い
だ
ね

ま
あ
道
を
進
ん
で
る
だ
け
で
奥
に
行
け
ま
し
た

じ

簡

す
ぎ
る
か
ら
ナ

確
か
に
な

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
た
後

 
一
番
最
初
に
分
岐
に

み
込
ん
だ
キ
リ
ト
チ

ム
の
シ
リ
カ
か
ら
連

が
入

た

 
キ
リ
ト
か
ら
で
は
な
く
シ
リ
カ
か
ら
と
い
う
時
点
で

ハ
チ
マ
ン
は

な
予
感
が
し
た

シ
リ
カ

ど
う
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

今
敵
と
交
戦
中
で
す

ど
ん
な
敵
な
ん
だ
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私
は
知
ら
な
い
ん
で
す
が

キ
リ
ト
さ
ん
が

 
パ

キ

が
肉
食
と
か

い
て
な
い
よ

て
突

込
ん
で
ま
す

戦
闘
中
に
突

込
み
と
か
さ
す
が
は
突

込
み
王
だ
な

パ

キ

パ
キ
ケ
フ

ロ
サ
ウ

ル
ス
か

 
確
か
に

年
前
に

肉
食
と
い
う
か
雑
食
だ

た
可
能
性
は
指
摘
さ
れ
て
た
よ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
そ
う

い
た

さ
す
が
は
恐
⻯
大
好
き

子
で
あ
る

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
は
以
前

に
行

た
帰
り
に

 
⻑
野
市
に
あ
る
恐
⻯
公
園
に
寄

た

の
筋
金
入
り
で
あ
る

が
装
甲
み
た
い
に
な

て
る
奴
だ
よ
な

そ

ち
だ
け
で
大
丈
夫
か

分
か
り
ま
せ
ん
が

や

て
み
ま
す

危
な
そ
う
だ

た
ら
す
ぐ
に
連

し
て
く
れ

リ

ク
達
を
向
か
わ
せ
る

分
か
り
ま
し
た

 
こ
れ
ま
で
も
接
敵
は
し
て
い
た
が
こ
こ
ま
で
余

の
無
さ
そ
う
な
連

が
来
る
の
は
初
め
て

だ

た

 
こ
こ
か
ら
敵
の
攻
撃
が

激
し
さ
を

し
て
い
く
事
に
な
る
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今
年
一
年
お

み

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

よ
い
お
年
を

 
そ
し
て
来
年
も
ま
た
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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第
９
３
４
話
 
襲
い
く
る
恐
⻯
達

 
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
五
日
ま
で
は
せ

か
く
で
す
し

朝
八
時
に
投
稿
し
ま
す

う
お

危
な

キ
リ
ト

大
丈
夫

キ
リ
ト
さ
ん

ギ
リ
ギ
リ
だ

た
け
ど
大
丈
夫
だ

ほ
ら

闘

士
み
た
い
だ
ろ

で
も
ダ
メ

ジ
は
全
然

え
ら
れ
て
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど

こ
い
つ

に

い
ん
だ
よ

で
も
ま
あ
そ
ろ
そ
ろ
本
気
を
出
し
て
み
る
さ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
す
れ
違
い
ざ
ま
に
敵
目

け
て
全
力
で
剣
を
叩
き
つ
け
た

う
お
お
お
お

 
さ
す
が
に
最
強
ラ
ン
ク
の
職
人
武
器
で
あ
る

王

は
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敵
の

い

に
も
負
け
ず

そ
の
表
面
を

セ
ン
チ
ほ
ど
切
り

い
た

ざ

と
こ
ん
な
も
ん
だ
な

こ
れ
を

り
返
し
て
い
け
ば

ま
あ
そ
の
う
ち
肉
ま
で

く
だ

ろ
キ
リ
ト

気
を
つ
け
て
ね

お
う

ま
あ
直
線
的
な
攻
撃
し
か
し
て
こ
な
い
か
ら
楽
勝
だ

て

調
子
に
乗

て
る

ち

と
危
な
そ
う
だ
ね

大
丈
夫

私
も

援
す
る
わ

ご
め
ん
リ

フ

頼
め
る

う
ん

任
せ
て

私
の
イ

ン
ホ
ウ
な
ら
い
け
る
と
思
う
か
ら

 
そ
う
言

て
リ

フ

は
そ
の
手
に
持
つ
剣

イ

ン
ホ
ウ
を

え

突
撃
し
て
い

た

 
こ
の
中
で
敵
の
装
甲
と
も
言
え
る

に
ま
と
も
に
刃
が
通
る
の
は
こ
の
二
人
の
武
器
だ
け

で
あ
る

 
逆
に
こ
れ
が

Ｒ
Ｅ

の
よ
う
な
肉
食
⻯
だ

た
ら
楽
だ

た
の
だ
ろ
う
が

 
こ
の
敵
は
ど
う
や
ら
攻
撃
能
力
が

い
分

防
御
力
が
高
い
よ
う
な
の
だ
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こ
の
ま
ま
い
け
ば

も
う
少
し
で
い
け
そ
う
だ
な

さ
え

け
れ
ば

他
の
人
の
攻
撃
も
き

と
通
る
よ
ね

そ
れ
に
し
て
も
ち

と

す
ぎ
だ
よ
な

う
ん

ま
あ
敵
が
一
匹
で
良
か

た
よ

あ

そ
れ
は
そ
う
か
も

 
二
人
は
そ
の
後
も
回
避
し
な
が
ら
カ
ウ
ン
タ

ぎ
み
の
攻
撃
を

り
返
し

 

に
敵
を
流
血
さ
せ
る
ま
で

そ
の

を
え
ぐ

た

よ
し

こ
ん
な
も
ん
か

レ
コ
ン

 
だ
が
そ
の
呼
び
か
け
に
答
え
は
な
い

と
い
う
か
そ
も
そ
も
レ
コ
ン
の

が
見
え
な
い

 
だ
が
キ
リ
ト
は
気
に
し
た
様
子
も
な
く

壁
を
背
に
し
て
敵
の
正
面
に
立
ち

 
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

み
と
ど
ま
る
と

敵
が
目
の
前
に
迫

た

間
に
横
に
飛
ん
だ

 
ド
カ
ン

 
パ
キ
ケ
フ

ロ
サ
ウ
ル
ス
は
そ
の
ま
ま
壁
に

を
め
り
込
ま
せ

一

そ
の
動
き
を
止
め
た

 
そ
の
横
に
い
き
な
り
レ
コ
ン
が

を
現
し
た
か
と
思
う
と
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何
か
手
を
動
か
し

す
ぐ
に
離
脱
し
て
い
く

 
パ
キ
ケ
フ

ロ
サ
ウ
ル
ス
は
そ
の
場
で
暴
れ

め
り
込
ん
だ

を
壁
か
ら
抜
く
と

 
今
度
は
レ
コ
ン
目

け
て
突
進
し
よ
う
と
一
歩
前
に
出
た

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
達
が

つ
け
た
部
分
が
爆
発
し
た

レ
コ
ン

ナ
イ
ス

 
レ
コ
ン
は
敵
の

に

剣
を

し

そ
こ
に
手

を
ブ
ラ
下
げ
て
お
い
た
の
で
あ
る

 
敵
の

が
完
全
な

態
だ

た
ら
こ
の
攻
撃
も
三
発
ほ
ど
は

え
ら
れ
る
強
度
が
あ
る
の

だ
が

 
手

を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
同
じ
場
所
を
狙

て
爆
発
さ
せ
る
の
は
不
可
能
だ
し

 
や
は
り
こ
う
す
る
の
が
一
番
確
実
な
の
で
あ
る

 
ブ

ビ

ト
ラ

プ
で
足
元
に
三
連
発

と
い
う
の
は
不
可
能
で
は
な
い
が

 
今
回
は
遭
遇
戦
だ

た

そ
ん
な
準
備
を
す
る
余

は
無
か

た
の
だ

よ

し

ゼ
ク
シ

ド

後
は
任
せ
た

オ

ケ

オ

ケ

ユ

コ

ハ
ル
カ

あ
の

を
目

け
て
攻
撃
だ

了
解
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あ
れ
く
ら
い
大
き
け
れ
ば

私
達
の

で
も
当
た
る
よ

 
キ
リ
ト
と
リ

フ

が

つ
け
た
小
さ
な

は
レ
コ
ン
に
よ

て
今
や
大
き
く
広
が

て
い

た 
パ
キ
ケ
フ

ロ
サ
ウ
ル
ス
は
そ
れ
で
も

ま
ず
に
突
進
を

り
返
し
た
が

 
た
だ

い
だ
け
で
直
線
的
な
攻
撃
し
か
出
来
な
い
敵
な
ど
ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
物
の

で
は
な

い 
キ
リ
ト
と
リ

フ

は
次
の
部

に

を
つ
け
る
事
を

み
て
お
り

 
た
ま
に
攻
撃
を
く
ら

て
し
ま
う
事
も
あ

た
が

 
そ
れ
は
ヒ

ラ

と
し
て
動
い
て
い
る
シ
リ
カ

と
い
う
か
ピ
ナ
が
す
ぐ
に

し
た

 
そ
し
て
レ
コ
ン
が
そ
の

を
広
げ

ゼ
ク
シ

ド
達
が
そ
こ
に
銃

を
叩
き
込
ん
で
い
く

 
さ
す
が
に
動
き
が

た
敵
に
対
し
こ
こ
ま
で
攻
撃
の
機
会
を

て
い
た
リ
ズ
ベ

ト
が

 
敵
の

目

け
て

用
の
つ
る
は
し
を
思
い

き
り
叩
き
つ
け
た

こ
れ
で
も
く
ら
い
な
さ
い

 
リ
ズ
ベ

ト
も
鍛
治
師
と
し
て
か
な
り
Ｓ
Ｔ
Ｒ
に
ス
テ

タ
ス
を

て
お
り
更
に
そ
の
つ

る
は
し
は
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い
岩
盤
を

け
る
く
ら
い
無

に
性
能
の
高
い

ヴ

ル
ハ
ラ
の

品
で
あ
る

 

な
ら
と
も
か
く
向
き
出
し
に
な

た
敵
の
肉
を

く
事
な
ど

作
も
無
い

 
ち
な
み
に
他
の

に
は

キ
リ
ト
と
リ

フ

そ
れ
に
レ
コ
ン
が
剣
を
突
き

し
て
い
た

 
こ
の

り
は
得
に
言
葉
を
交
わ
す
ま
で
も
な
く
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
だ
け
で
連

を
と
る
事
が

出
来
る

 
パ
キ
ケ
フ

ロ
サ
ウ
ル
ス
は
そ
の
攻
撃
で
断
末
魔
の
声
を
上
げ

光
と
な

て
消
え
た

ふ
う

お
疲
れ

こ
う
い
う
敵
が
相
手
だ
と

シ
ノ
ン
が
い
れ
ば
楽
だ

た
か
も
し
れ
な
い
ね

こ
の
パ

テ

向
き
の
相
手
じ

な
か

た
の
は
確
か
だ
よ
な

と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
に
連

し
て
お
く
か
み
ん
な
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
の
確
認
も
頼
む

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
ハ
チ
マ
ン
と
話
し
て
い
る
間

他
の
者
達
は
ア
イ
テ
ム

を
確
認
し

パ

ク
の
鍵

と
い
う
カ

ド
キ

が
手
に
入

て
い
る
事
を
確
認
し
た

う
わ

パ

ク

て

い
か
に
も

て
感
じ
よ
ね

う
わ

私
の
所
に

ト
ロ
フ

・
パ
キ
ケ
フ

ロ
サ
ウ
ル
ス

て
の
が
あ
る
わ
よ
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へ

ど
ん
な
ア
イ
テ
ム
で
す
か

今
出
し
て
み
る
わ

 
そ
し
て
一
同
の
前
に

巨
大
な
パ
キ
ケ
フ

ロ
サ
ウ
ル
ス
の
生
首
が
現
れ
た

 
首
の
部
分
は

の
金
属
が
は
め
こ
ま
れ
て
お
り

ど
う
や
ら
調
度
品
だ
と
思
わ
れ
た

う
わ

こ
れ
は
ま
ず
い
わ

え

何
が
で
す
か

ほ
ら
見
て

あ
の
キ
リ
ト
の
顔

あ確
か
に
ま
ず
い
で
す
ね

 
見
る
と
キ
リ
ト
が
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
こ
ち
ら
を

め
て
い
る
の
が
見
え
た

 
つ
い
で
に
そ
の
事
を
ハ
チ
マ
ン
に
伝
え
て
い
る
の
か

キ
リ
ト
の
表
情
か
ら

 
通
信
機
の
向
こ
う
で
ハ
チ
マ
ン
も
興
奮
し
て
い
る

が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か

た

こ
れ

て
絶
対
に
コ
レ
ク
タ

ズ
ア
イ
テ
ム
だ
と
思
う
の
よ

で
す
ね

全
種

コ
ン
プ
す
る

て
絶
対
言
い
出
す
わ
よ

あ
い
つ
ら
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絶
対
言
い
ま
す
よ
ね

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い

進
ん
で
い
く
う
ち
に
か
な
り
集
ま
る
だ
ろ
う
し

は

ま
あ
仕
方
な
い
か
ら
付
き
合

て
あ
げ
ま
し

か

 
メ
ン
バ

達
は
そ
う
言
い
な
が
ら
た
め
息
を
つ
い
た

 
ち
な
み
に
ゼ
ク
シ

ド
と
レ
コ
ン
も
内
心
で
は
全
部
集
め
た
い
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
そ
れ
を
表
に
出
す
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

 
そ
し
て
通
信
を
終
え
た
キ
リ
ト
が
こ
ち
ら
に
来
て
興
奮
し
た
様
子
で
そ
の
ト
ロ
フ

を

で
回
し
た

お
お

キ
リ
ト

落
ち
着
き
な
さ
い

で

ハ
チ
マ
ン
は
何
だ

て

こ
の
ま
ま
進
ん
で
く
れ
だ
そ
う
だ
他
の
チ

ム
も
敵
と
遭
遇
し
て
る
か
ら
気
を
つ
け
て
く

れ

て
さ

あ

や

ぱ
り
他
も
な
ん
だ

ち
な
み
に
ア
ス
ナ
達
は
も
う
二
体
目
ら
し
い

あ
そ
こ
に
は
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
い
る
か
ら
な

そ
れ
は
負
け
て
ら
れ
な
い
わ
ね

み
ん
な

ち

と
休
ん
だ
ら
行
き
ま
し

う
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だ
な

と
り
あ
え
ず
休
ん
だ
後

僕
が
先
行
し
ま
す
ね

お
う

頼
む
な

任
せ
て
下
さ
い

 
こ
う
し
て
キ
リ
ト
達
は
パ
キ
ケ
フ

ロ
サ
ウ
ル
ス
の
討
伐
を
終
え

休

に
入

た

 
ア
ス
ナ

前
方
の
様
子
が
お
か
し
い
わ

え

何
が

地
面
が
動
い
て
る
よ
う
な
気
が
し
な
い

ん

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か
も

明

で
も
飛
ば
し
て
み
る

そ
う
だ
ね

こ
こ
は
そ
ん
な
に
暗
く
は
な
い
け
ど

決
し
て
明
る
い

で
も
な
い
も
ん
ね

 
一
方
こ
ち
ら
は
少
し
前
の
ア
ス
ナ
チ

ム
で
あ
る

 
ア
ス
ナ
チ

ム
は

流
が
流
れ
込
ん
で
い
る

に
侵
入
し
て
い
た
の
だ
が

 
シ
ノ
ン
が
前
方
が
お
か
し
い
と
言
い
出
し
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シ

リ

の
提
案
を
受
け

明

を
撃

て
み
る
事
に
な

た
所
で
あ

た

撃
つ
ね

 
そ
し
て

明

が
撃
ち
込
ま
れ

前
方
が
明
る
く

ら
し
出
さ
れ
た

う
わ

何
か
動
い
た

ち

あ

あ
れ

て
小
さ
な
恐
⻯

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
の
が
資
料
に
書
い
て
あ

た
気
が
す
る
よ

な
ん
て
名
前
だ

け

う

ん

 
ア
ス
ナ
チ

ム
に
は
男
性
プ
レ
イ
ヤ

が
い
な
い

に
は
そ
の
名
前
が
出
て
こ
な
い

ち

と
資
料
を
見
て
み
ま
す
ね

コ
マ
チ
ち

ん

お
願
い

え
え
と
あ
れ
は

あ
あ
コ
ン
ピ

で
す
ね
コ
ン
プ
ソ
グ
ナ
ト

ス
小
型
の
肉
食
恐

⻯
で
す

あ

あ
れ
が
全
部
そ
う
な
の

う
わ

多
す
ぎ
じ

な
い

気
持
ち
悪
い
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前
方
に
は

何
体
い
る
の
か
見
当
も
つ
か
な
い

の
敵
が

い
て
い
た

 
そ
の
大
き
さ
は
一
メ

ト
ル
く
ら
い
で
あ

た
が

 
さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
大
き
い
と

そ
の
殲
滅
は

・普
・通
・な
・ら

簡

で
は
な
い
だ
ろ
う

姉
さ
ん

い
け
る

そ
う
ね

の
直

か
ら
し
て

力
は
あ
ん
ま
り
出
せ
な
い
け
ど

ま
あ
そ
れ
な
り
に

私
と
シ

リ

も
一

に
撃
て
ば

保
険
く
ら
い
に
は
な
る
ん
じ

な
い

そ
う
だ
ね

こ
の
く
ら
い
の

離
な
ら

は
相
手
の
首
く
ら
い
の
高
さ
を
通
る
だ
ろ
う
し
ね

 
そ
う
今
日
こ
の
場
に
い
る
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ノ
ン
で
は
な
く
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
シ
ノ
ン
な
の
で
あ
る

 
そ
の
手
に
は

ら
し
げ
に
ヘ
カ

ト

が

げ
ら
れ
て
お
り

 
そ
し
て
シ

リ

の
手
に
は

シ

ナ
か
ら

り
た

が

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
や

て
み
ま
し

う
か

ど
の
く
ら
い
の

な
の
が
奥
が
見
え
な
い
し

 
と
り
あ
え
ず
飛

離
重

で

文
を

変
す
る
わ

は

姉
さ
ん
は
や

ぱ
り
凄
い
な

文
を
い
じ
る
の
は
私
は
ま
だ

に
は
無
理
だ

も
んそ

の
う
ち
出
来
る
よ
う
に
な
る
わ
よ

ま
あ
頑
張

て
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そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
は
魔
法
の

を
始
め

シ
ノ
ン
と
シ

リ

は
魔
法
の
発
動
に
備
え

 
い
つ
で
も
引
き
金
が
引
け
る
よ
う
に

静
か
に
そ
の
時
を
待
ち
続
け
た

 
だ
が
い
つ
ま
で
た

て
も
魔
法
は
発
動
せ
ず

ソ
レ
イ
ユ
は
今
も

を
続
け
て
い
る

ち

ち

と

⻑
く
な
い

お
義
姉
ち

ん

コ
マ
チ

ち

と
や
な
予
感
が
す
る
ん
だ
け
ど

ま

ま
だ

口
じ

な
い
だ
け
マ
シ
か
も
だ
け
ど
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
と
コ
マ
チ
は
セ
ラ
フ

ム
の
後
ろ
に

れ
た

 
レ
ン
と
フ
カ
次
郎
も
そ
れ
に

い

そ
し
て
三
分
後

ソ
レ
イ
ユ
の
魔
法
が
発
動
し
た

 
か
な
り
太
い
紫
の
光
が

一
直
線
に
前
方
に
走

て
い
く

 
そ
の

間
に
シ
ノ
ン
と
シ

リ

が
可
能
な
限
り
の

さ
で
連
続
で
狙
撃
を
行
い

 
二
発

三
発
と
前
方
に

が
飛
ん
で
い
く

え

と

敵
は
来
な
い
み
た
い
だ
ね

ア
ス
ナ

ど
う
す
る

う

ん

ち

と
偵
察
を
出
し
て
み
よ
う
か

そ
れ
じ

あ
私
と
コ
マ
チ
ち

ん
が
二
人
で
見
て
く
る
よ
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そ
う
だ
ね

お
義
姉
ち

ん

コ
マ
チ
が
レ
ン
ち

ん
と
一

に
偵
察
に
行

て
き
ま
す

ご
め
ん
ね

お
願
い
ね

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
前
方
へ
と
駆
け
出
し
て
い

た

 
し
ば
ら
く
後
に

何
発
か
銃
声
が

こ
え
た
が

そ
れ
も
⻑
く
は
続
か
な
か

た

ど
う
や
ら
敵
が
い
た
み
た
い
ね

は
少
な
そ
う
だ
け
ど

ど
う
な

た
の
か
な

ほ
と
ん
ど
全
滅
し
た

て
事
な
ん
じ

な
い
か
な

そ
れ
に
し
て
は

て
こ
な
い
ね

レ
ン
の
奴

ど
こ
ま
で
行

た
ん
だ

あ

マ

プ
を
見
れ
ば
分
か
る
か
も

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
マ

プ
を
開
き

他
の
者
も
マ

プ
を
開
い
た

 
そ
こ
に
は
コ
マ
チ
と
レ
ン
を

す
光
点
が
表

さ
れ
て
お
り

 

置
は
こ
こ
か
ら
大
体
一
キ
ロ
ほ
ど
先
で
あ

た

う
わ

こ
の

時
間
に
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
ん
だ

や

ぱ
り
足
が
速
い
わ
ね
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あ

り
始
め
た

え

ち

と

に
ス
ピ

ド
が
速
く
な
い

一
体
ど
れ
だ
け
速
く
走

て
る
の

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
に
コ
マ
チ
か
ら
通
信
が
入

た

お
義
姉
ち

ん

セ
ラ
さ
ん
に
盾
を

え
て
て
も
ら

て

ア
イ
ゼ
ン
も
使

て

 
次
の

間
に
ア
ス
ナ
は
セ
ラ
フ

ム
に
向
か

て
叫
ん
だ

セ
ラ

ア
イ
ゼ
ン
全
開
で
イ

ジ
ス
の
準
備

 
直
後
に
レ
ン
と
コ
マ
チ
が
こ
ち
ら
に
飛
び
込
ん
で
き
た

 
二
人
は
ご
ろ
ご
ろ
と
地
面
を
転
が
り

す
ぐ
に
立
ち
上
が

て
同
時
に
叫
ん
だ

敵
襲

 
そ
し
て
そ
の
少
し
後
前
方
に
敵
の

が
現
れ
た

そ
の

に
は
立

な

が
二
本
生
え
て
お

り 
こ
ち
ら
に
向
か

て
凄
ま
じ
い
速
度
で
走

て
き
て
い
る
の
が
見
え
た

メ
ジ

な
奴
来
た

ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
だ

あ
れ

で
も
あ
れ

て

食
恐
⻯
な
ん
じ

な
か

た
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う

う
ん

ど
う
や
ら
ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん
の
攻
撃
が
当
た

ち

た
み
た
い
で

 
コ
マ
チ
の
そ
の
言
葉
を

い
た
ソ
レ
イ
ユ
は

テ
ヘ
ペ
ロ

態
で
言

た

え

本
当
に

ご
め
ん

ち

と
や
り
す
ぎ
ち

た

て
へ

 
直
後
に
セ
ラ
フ

ム
が
大
音
声
を
上
げ
た

ア
イ
ゼ
ン
倒
立

イ

ジ
ス
全
開

魔

力

 
光
を
放
ち
な
が
ら
そ
う
叫
ぶ
セ
ラ
フ

ム
の
盾
に

 
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
が
凄
ま
じ
い
勢
い
で
ぶ
つ
か

た
の
で
あ

た
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第
９
３
５
話
 
知
恵
を
絞

て

お

重
い

セ
ラ

頑
張

て

ご

ご
め
ん

こ
の
重
さ
は
さ
す
が
に
や
ば
い
か
も

じ

徐
々
に
押
さ
れ
て
る

ぐ
 
そ
の
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
は
か
な
り
の
巨
体
を

て
お
り

 
さ
す
が
の
セ
ラ
フ

ム
も

そ
の
圧
力
に

ね
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な

て
い
た

 
そ
れ
は
ま
る
で
力
比
べ
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ

た
が

 
や
や
セ
ラ
フ

ム
の
方
が
分
が
悪
い
よ
う
に
見
え
る

 
む
し
ろ
あ
の
突
進
を
止
め
た
の
が
奇
跡
な
の
だ

そ
れ
く
ら
い
両
者
の
体
重
に
は
差
が
あ
る

 
お
そ
ら
く
こ
の
力
の

が
崩
れ
た

間
に
セ
ラ
フ

ム
は

手
に

飛
ば
さ
れ
る
で
あ

ろ
う

 
最
悪

み
潰
さ
れ
て
死

す
る
か
も
し
れ
な
い
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ま
ず
い
よ

姉
さ
ん

ど
う
し
よ
う

こ
こ
は
私
に
任
せ
て

ア
ス
ナ
ち

ん

ね

姉
さ
ん

何
か

が
あ
る
の

任
せ
な
さ
い

そ
の
代
わ
り

ら
な
い
で
ね

え
 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
は

セ
ラ
フ

ム
に
向
け
て
大
き
な
声
で
言

た

セ
ラ
ち

ん

も
し
そ
の
押
し
合
い
に
勝
て
た
ら

 
私
が
秘

し
て
い
た

デ
レ
ま
ん
く
ん

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
わ
よ

デ
レ
ま
ん
く
ん

ま

ま
さ
か
そ
れ
は

そ
う
よ

は
ち
ま
ん
く
ん
の
ツ
ン
デ
レ
バ

ジ

ン
よ

う
お
お
お
お
お
お

 
そ
の

間
に
セ
ラ
フ

ム
の
体
が
大
き
く
な

た
よ
う
に
見
え
た

 
そ
し
て
セ
ラ
フ

ム
は
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
を
押
し
返
し

 
ま
さ
か
の
ま
さ
か

ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
は
そ
の
場
に

を
つ
い
た

 
セ
ラ
フ

ム
は

も
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
を
ぐ
い
ぐ
い
押
し
ま
く
り
続
け
る
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こ
う
な
る
と
足
の

上
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
は

を
前
に
出
せ
な
い
と

き
上
が
れ
な
い
が

 
セ
ラ
フ

ム
の
せ
い
で

そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る

 
つ
ま
り
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
は

ほ
ぼ
無
力
化
さ
れ
た
も
同
様
な

態
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で

あ

た
今
だ
よ

 
セ
ラ
フ

ム
の
そ
の
言
葉
に

然
と
し
て
い
た
ア
ス
ナ
は
ハ

と
し
た

み
ん
な

攻
撃
開
始

 
そ
こ
か
ら
前
衛

の
攻
撃
が
始
ま

た

 
ソ
レ
イ
ユ
は
先
ほ
ど
の
魔
法
で

を
か
な
り
使

て
し
ま

た
よ
う
で

見
て
い
る
だ
け
で

あ

た
が

 
セ
ラ
フ

ム
以
上
に
感
情
的
に
な

た
と
あ
る
三
人
が

 
ま
る
で

し
み
を
ぶ
つ
け
る
か
の
よ
う
に

ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
に
攻
撃
を
加
え
た
の
で
あ
る

あ
あ
も
う

る
に

れ
な
い
け
ど
何
か
納
得
い
か
な
い

ス
タ

リ

・
テ

ア

お
前
の
せ
い
で
も
し
か
し
た
ら
こ

ち
に
回

て
き
て
た
か
も
し
れ
な
い
デ
レ
ま
ん
く
ん
が
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こ
の

こ
の

リ

ク
タ
イ
の

に
な
り
や
が
れ

く

デ
レ
ま
ん
く
ん

私
も
欲
し
か

た

本
当
に
欲
し
か

た

絶
対
に
許
さ
な
い
ん

だ
か
ら

 
そ
の
三
人
と
は

ア
ス
ナ

フ
カ
次
郎

レ
ン
の
三
人
で
あ
る

ま

ま
あ
私
は
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

は
ち
ま
ん
く
ん
が
い
る
し

よ

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

と
に
か
く
攻
撃
す
れ
ば
い
い
よ
ね

 
そ
れ
に
比
べ
て
シ
ノ
ン
と

は
ち
ま
ん
く
ん
の
事
を
よ
く
知
ら
な
い
シ

リ

は
普
通
で

あ

た

 
だ
が
こ
の
二
人
は
感
情
で
攻
撃
の

力
が
代
わ

た
り
は
し
な
い

攻
撃
力
に
変
化
は
無
い

 
ま
あ
そ
れ
を
言

た
ら
レ
ン
も
な
の
だ
が

 
レ
ン
は
こ
の
時

剣
を
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
に
突
き

し
ま
く

て
お
り

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ

フ
カ
次
郎

レ
ン
の

を
見
た
コ
マ
チ
は

 
恐
れ
を

い
た
の
か

ソ
レ
イ
ユ
の
後
ろ
に

れ
て
い
た

ソ

ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん

デ

デ
レ
ま
ん
く
ん

て
の
を
放
出
し
ち

て
良
か

た
の

あ
あ

こ
の
前
私
用
に

ペ
ロ
ま
ん
く
ん
が
完
成
し
た
か
ら

ま
あ
い
い
か
な

て
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ペ

ペ
ロ
ま
ん
く
ん

て

ど
う
い
う
性
格
か
は

大
人
の
ヒ
・
ミ
・
ツ

う
わ

そ
れ

て
絶
対
エ
ロ
い
奴
だ

も
し
誰
か
に

ら
し
た
ら
コ
マ
チ

殺
さ
れ
る
か
も

そ

そ
う
な
ん
だ

 
コ
マ
チ
は
身
の
危
険
を
感
じ

そ
う
答
え
る
に

め
た

あ
ら

に
や

た
み
た
い
ね

 
ソ
レ
イ
ユ
の
そ
の
言
葉
で
コ
マ
チ
は
我
に
返

た

 
見
る
と
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
が
光
と
な

て
消
え
て
い
く
最
中
で
あ

た

 
ま
と
も
に
戦
え
ば
か
な
り
や
ば
い
敵
だ

た
は
ず
な
の
だ
が

あ

あ
れ

さ

き
レ
コ
ン
君
が

 

⻯
系
は
凄
く

い
か
ら
や
ば
い

て
み
ん
な
に
情
報
を
回
し
て
た
は
ず
な
の
に

恋
す
る
女
の
子

て
怖
い
わ
よ
ね

自
分
を

に
上
げ
て
る

 
ア
ス
ナ

セ
ラ
フ

ム

フ
カ
次
郎

レ
ン
の
四
人
は

限
界
を
超
え
て
ぶ

倒
れ
て
い
た
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シ
ノ
ン
と
シ

リ

は
そ
れ
を

れ
た
よ
う
に

め
て
い
る

ソ
レ
イ
ユ
姉
さ
ん

こ
れ
は
や

ぱ
り
休

だ
よ
ね

う

ん

そ
う
し
た
い
の
は
山
々
な
ん
だ
け
ど

 
出
来
れ
ば
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
が
い
た
所
よ
り
も
前
に
進
ん
で
お
き
た
い
所
な
の
よ
ね

あ

た

確
か
に

 
こ
の
場
所
に

ま

て
い
る
と

ま
た
コ
ン
ピ

が

く
か
も
し
れ
ず

 
前
方
に
は
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
も

く
か
も
し
れ
な
い

 
そ
の
事
に
気
付
い
た
コ
マ
チ
は
ど
う
し
よ
う
か
と

を
悩
ま
せ
た

 
だ
が
ソ
レ
イ
ユ
は

そ
の
コ
マ
チ
の
悩
み
を
あ

さ
り
と
解
決
し
て
み
せ
た

と
こ
ろ
で
み
ん
な

こ
の
場
所
に

ま
る
の
は
ち

と
危
な
い
の
よ
ね

う

う
ん

そ
う
だ
よ
ね

で
も
ゴ
メ
ン
姉
さ
ん

ち

と
立
ち
上
が
れ
な
い

て
い
う

か
は

は

頑
張
り
す
ぎ
ち

た
ね

 
そ
ん
な
三
人
に

ソ
レ
イ
ユ
は
満
面
の
笑
み
を
向
け
た
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あ

ち
な
み
に
デ
レ
ま
ん
く
ん
は
二

機
が
あ
る
か
ら

 
そ

ち
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

の
景
品
と
し
て
放
出
す
る
つ
も
り
だ
か
ら
ね

 
そ
の

間
に
三
人
は
立
ち
上
が
り

雄
叫
び
を
上
げ
た

う

う
お
お
お
お
お
お

元
気
に
な

た
み
た
い
ね

そ
れ
じ

あ
安
全

ま
で
移
動
す
る
わ
よ

イ
エ
ス
・
マ
ム

 
そ
ん
な
三
人
の

を
見
て

コ
マ
チ
と
シ
ノ
ン

シ

リ

は
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

う
わ

人

て
あ
あ
も
簡

に
操
れ
る
も
の
な
の

う
ん

コ
マ
チ

ち

と
怖
い
よ

よ
く
分
か
ら
な
い
で
す
け
ど

凄
い
で
す
ね

 
そ
し
て
三
人
は

絶
対
に
ソ
レ
イ
ユ
に
は
逆
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
心
に
決
め

 
先
行
す
る
四
人
の
後
を
追

た
の
だ

た

  
一
方
こ
ち
ら
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

チ

ム
で
あ
る

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

チ

ム
は
そ
の
編
成
的
に
遠

離
攻
撃
が
主
体
の
チ

ム
と
な

て
い
た
が
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そ
ん
な
彼
ら
は
今

道
半
ば
で
足
止
め
を
く
ら

て
い
た

 
川
の
そ
の
部
分
の
横

が
か
な
り
広
く
な

て
お
り

 
前
方
に
は
飛
び
石
の
よ
う
に
足
場
が
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
川
が
深
く
な

て
る
み
た
い
だ
ね

川

も
広
が

て
ま
す
よ
ね

ど
う
考
え
て
も
川
の
中
に
や
ば
い
敵
が

ん
で
る
ん
じ

ね

あ
の
飛
び
石
を

る
し
か
な
さ
そ
う
だ
け
れ
ど

 
そ
の

間
に

パ
ク

て
感
じ
で
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
よ
ね

 
そ
の
ユ
イ
ユ
イ
と
ユ
ミ

そ
し
て
イ
ロ
ハ
の
言
葉
に
ユ
キ
ノ
も

い
た

う

ん

さ
す
が
に
う
ち
の
編
成
だ
と

水
の
中
を
攻
撃
す
る
の
は
無
理
か
し
ら
ね

と
は
い
え
こ
れ
は
さ
す
が
に

ど
こ
の
ナ
イ
ツ
も
超
え
ら
れ
な
い
ん
じ

な
い
か

 
そ
う

い
た
ユ
キ
ノ
に

レ
ヴ

が
そ
う
質
問
し
て
き
た

そ
う
ね

水
中
で
戦
闘
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
だ
け
れ
ど

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
の
方
を
見
た

う

ん
銃
は
さ
す
が
に
水
中
じ

使
え
な
く
も
な
い
が

力
が
ガ
タ
落
ち
だ
と
思
う
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あ
あ

無
理
だ
な

し
た
事
が
あ
る

確
か
に
水
中
で
戦
う
の
は
無
理
だ
ろ
う
け
ど

る
だ
け
な
ら
手
は
あ
る
だ
ろ
う

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
そ
の
言
葉
に

ユ
キ
ノ
は

い
た

そ
う
ね

水
面
を
私
が

ら
せ
て

そ
の

に
走
り
抜
け
れ
ば
可
能
だ
と
思
う
わ

あ
あ

そ
の
手
が
あ

た
か

で
も
そ
れ
だ
と
ち

と
負
け
た
気
に
な
ら
な
い

そ
う
ね

で
も
ま
あ
こ
こ
は
仕
方
な
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
そ
ん
な
一
同
に

闇
風
が
こ
う
問
い
か
け
て
き
た

で
も
よ

ま
だ
こ
こ
に
敵
が
い
る

て
決
ま

た

じ

な
く
ね

確
か
に
そ
う
ね
ど
ん
な
敵
か
を
確
認
し
な
い
で
対
応

を
考
え
る
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス

だ
わで

も
ど
う
や

て
確
認
す
る

そ
こ
は
俺
に
任
せ
て
く
れ

 
闇
風
は
そ
う
言

て

自
ら
の
胸
を
ド
ン

と
叩
い
た

ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
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思
い

き
り
助
走
を
つ
け
て
ト

プ
ス
ピ

ド
の
ま
ま
あ
の
飛
び
石
を
俺
が
駆
け
抜
け
る

 
も
し
何
か
い
た
ら

を
見
せ
て
攻
撃
し
て
く
る
は
ず
だ

 
そ
の
闇
風
の
言
葉
に
一
同
は

い
た

確
か
に
こ
の
中
で
そ
れ
を
実
行
出
来
る
の
は
闇
風
し
か

い
な
い

ご
め
ん
な
さ
い

頼
め
る
か
し
ら

お
う

任
せ
て
く
れ

て

 
そ
し
て
闇
風
は
後
方
に
下
が
り
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス
タ

ト
の
格
好
か
ら
思
い

き
り
走
り
始

め
たう

お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
闇
風
は
川
が
深
く
な

て
い
る
場
所
ま
で
到
達
す
る
と
大
き
く
ジ

ン
プ
す
る
の
で

は
な
く

 
さ
す
が
と
言
う
べ
き
か
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と

か
く
足
を
動
か
し
て
飛
び
石
を
ほ
ん
の
少
し
だ

け

み

 
ほ
ぼ
直
線

動
で
そ
の
場
所
を
駆
け
抜
け
た

 
そ
ん
な
闇
風
の
背
後
を

凄
ま
じ
く
大
き
な
何
か
が
ザ
パ
ン

と
横
切

た
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闇
風
は

い
部
分
に
到
達
し
て
す
ぐ
に

り
返

た
が
敵
の

は
も
う
そ
こ
に
は
な
か

た

や

ぱ
り
何
か
い
や
が

た
な

 
闇
風
は
そ
う
叫
ん
だ
後

同
じ
よ
う
に
し
て
再
び
元
の
場
所
へ
と
駆
け

た

 
先
ほ
ど
と
同
様
に

再
び
何
か
が
闇
風
の
背
後
を
通
過
し
た
が

 
さ
す
が
に
闇
風
の
ト

プ
ス
ピ

ド
に
合
わ
せ
て
動
く
事
は
出
来
な
い
ら
し
く

 
闇
風
は
余

で
元
の
場
所
へ
と

て
き
た

よ
く
見
え
な
か

た
け
ど

何
が
い
た

写
真
を

て
お
い
た
か
ら
今
見
せ
る
わ

お
お

さ
す
が
は
先
生
だ
な

ふ
ふ
ん

当
然
な
の
だ

 
闇
風
は
ユ
キ
ノ
の
事
を

ま
る
で
ニ

ン
ゴ
ロ

に
対
す
る
よ
う
に
そ
う
呼
び

 
ユ
キ
ノ
も
思
わ
ず
そ
う
答
え
た

 
そ
し
て
ユ
イ
ユ
イ
達
が

か
ん
と
し
た
顔
で
自
分
の
事
を
見
て
い
る
の
に
気
付
い
た
ユ
キ
ノ

は 

を

く
し
な
が
ら
闇
風
の
背
中
を
叩
い
た
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も
う

お
か
し
な
呼
び
方
を
し
な
い
で

さ
あ

こ
れ
よ

ヒ

ラ

な
の
に
マ
ジ
で
力
が
強
い
ん
だ
な

え

と

ど
れ
ど
れ

 
そ
し
て
見
せ
ら
れ
た
写
真
を
見
て

闇
風
は
こ
う

い
た

こ
れ

て
モ
サ
サ
ウ
ル
ス

て
奴
か

多
分
そ
う
だ
ろ
う
な

俺
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
意
見
も
同
じ
だ

て
事
は
あ
れ
か

こ
の
ま
ま
俺
が
何
度
も

復
し
て

 
敵
が
水
中
か
ら
出
て
き
た

間
を
み
ん
な
に
狙

て
も
ら
え
ば

ま
あ
い
け
る
ん
じ

ね

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な

あ

し
達
が
う

か
り
誤
射
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
れ
ば
い
け
そ
う
だ
ね

サ
ト
ラ
イ
ザ

ど
う
す
る

そ
う
だ
ね

そ
れ
で
や

て
み
よ
う
か

ち

と
待

て

そ
れ
な
ら
こ
う
い
う
の
は
ど
う
か
し
ら

 
そ
の
時
ユ
キ
ノ
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
の
説
明
を

い
た
一
同
は

目
を

か
せ
た

そ

か

そ
の
手
が
あ

た
ね

さ

す
が
ユ
キ
ノ
ン
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私

タ
イ
ミ
ン
グ
に
自
信
が
無
い
で
す
け
ど

大
丈
夫
で
す
か
ね

私
が
二
人
に
合
図
を
送
る
わ
闇
風
さ
ん
が
走
る
と
こ
ろ
は
二
度
見
た
か
ら
多
分
バ

チ
リ

な
は
ず
よ

お
お
う

さ
す
が
と
い
う
か

そ
れ
な
ら
私
で
も
い
け
そ
う
で
す

そ
う
い
う
事
な
ら
あ

し
も
使
う
魔
法
の
事
は
気
を
つ
け
な
い
と
だ
ね

だ
ね

こ
れ
な
ら
絶
対
上
手
く
い
く
よ

 
ユ
イ
ユ
イ
の
そ
の
言
葉
に
一
同
は

い
た

ユ
イ
ユ
イ
の
明
る
さ
は
こ
う
い
う
時
に
貴
重
で
あ

る 
笑
顔
で
そ
う
言
わ
れ
る
と

何
で
も
出
来
る
よ
う
な
気
に
な

て
し
ま
う
の
で
あ

た

 
そ
の
後
少
し
打
ち
合
わ
せ
た
後
一
同
は
配
置
に
つ
い
た

そ
し
て
ユ
キ
ノ
と
イ
ロ
ハ
の

が
始
ま
り

 
ユ
キ
ノ
の

手
が

り
下
ろ
さ
れ
た

間
に

闇
風
は
全
力
で
走
り
出
し
た

う
お
お
お
お

 
ユ
キ
ノ
は
そ
ん
な
闇
風
の
背
中
を
見
な
が
ら

を
続
け
て
い
く
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少
し
前
か
ら
口
調
が
ゆ

く
り
に
な

た
の
は

微
調
整
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
同
様
に
イ
ロ
ハ
も
自
分
な
り
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
い
る
の
か

 
ま
る
で
片
言
の
よ
う
に
ゆ

く
り
と

文
の

を
行

て
い
る

 
そ
し
て

の
水
面
に
黒
い
影
が
映

た

間
に
ユ
キ
ノ
が

手
を

り
下
ろ
し
な
が
ら
叫
ん

だ
ア
イ
ス
・
フ

ル
ド

 
そ
の
手
の
動
き
に
合
わ
せ

イ
ロ
ハ
も

口
で

文
を
完
成
さ
せ
る

ブ
リ
ザ

ド
・
ウ

ル

 
そ
れ
と
ま

た
く
同
時
に
水
面
か
ら
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
が
飛
び
出
し
闇
風
目

け
て
ジ

ン
プ

し
た

 
だ
が
そ
こ
に
は
も
う
闇
風
は
い
な
い

あ
る
の
は
分

い

に

わ
れ
た
水
面
と

 
イ
ロ
ハ
が
作

た

の
壁
だ
け
で
あ

た

 
ゴ
ン

 
そ
し
て
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
は
そ
の
壁
に
激
突
し

の
上
へ
と
打
ち
上
げ
ら
れ
た

 
そ
の

間
に
闇
風
は
味
方
か
ら
撃
た
れ
な
い
よ
う
に
大
き
く
横
に
避
け
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同
時
に

に

を
開
始
し
て
い
た
ユ
キ
ノ
の
二
つ
目
の
魔
法
が

す
る

ブ
リ
ザ

ド
・
ウ

ル

 
そ
の
魔
法
に
よ

て

モ
サ
サ
ウ
ル
ス
は
前
後
を
完
全
に
塞
が
れ

 
そ
し
て
ア
タ

カ

の
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た

ス
ト

ン
・
キ

ノ
ン

ウ

ン
ド
ア
ロ

 

系
の
魔
法
ほ
ど
得
意
で
は
な
い
が

ユ
ミ

の
土
魔
法
が

し

 
イ
ロ
ハ
が
風
の
矢
を
撃
ち
込
み
続
け
る

 
闇
風
は

に
横
に
避
け
て
お
り
そ
の
射
線
上
に
は
も
う
味
方
は
い
な
い

か
い
調
整
も

必
要
な
い

 
そ
し
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
レ
ヴ

も
魔
法
銃
に
よ
る
攻
撃
を
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
に
叩
き
こ
ん
で

い
た

 
当
然
薄
塩
た
ら
こ
も
銃

を

あ
ら
れ
と
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
に
降
ら
せ
て
い
る

こ
れ
で
勝

た
わ
ね

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
通
り

基
本
的
に

が

い

で
も
な
い
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
は
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一
分
ほ
ど

え
は
し
た
が
そ
の
ま
ま
光
と
な

て
消
滅
し
た

ま
さ
に

に
上
が

た

態
で
あ

た

は

は

は

余

余

よ

し

あ

や

た
な

う
ん

完
勝
だ
ね

完

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
ね

あ

し
達
の
勝
利

ご
め
ん
ね

今
回
私
だ
け
役
立
た
ず
で

ふ
ふ

ユ
イ
ユ
イ
に
は
他
の
場
面
で
頑
張

て
も
ら
う
か
ら
別
に
い
い
の
よ

 
今
回
は
た
ま
た
ま
必
要
な
か

た
だ
け

況
次
第
で
戦
い

て
い
う
の
は
ま

た
く
変
わ

る
ん
だ
も
の

お

い

や

た
な

 
そ
こ
に
闇
風
も
合
流
し

一
同
は
勝
利
を
喜
び
合

た

そ
れ
じ

あ
移
動
を
終
え
て
か
ら
少
し
休
み
ま
し

う
か

う
ん

そ
う
だ
ね
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こ
う
し
て
楽
な
戦
い
や
き
つ
い
戦
い
を

り
返
し
な
が
ら

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の

チ

ム
は
進
軍
を
続
け
て
い

た
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第
９
３
６
話
 
待

て
た
ぞ

よ

サ
ト
ラ
イ
ザ

ユ
キ
ノ

そ

ち
は
ど
う
だ

た

あ
ら
キ
リ
ト
君
こ
ち
ら
は
初
戦
は
敵
と
の
相
性
が
良
か

た
せ
い
で

か

た
の
だ
け
れ
ど

 
二
戦
目
は
結

手
こ
ず

た
わ
ね

あ
あ

や

ぱ
り
相
性

て
あ
る
よ
な

そ
う
だ
ね

初
戦
は
誰
も
ダ
メ

ジ
を
く
ら
わ
な
か

た
ん
だ
け
ど

 
二
戦
目
は
結

ダ
メ

ジ
を
く
ら

て
し
ま

た
よ

ほ
う
ほ
う

何
を
相
手
に
し
た
ん
だ

初
戦
は
モ
サ
サ
ウ
ル
ス

二
戦
目
は
ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
よ

 
魔
法
が
あ
ま
り

か
な
く
て
大
変
だ

た
の

ア
ン
キ
ロ
か

て
事
は

間
違

て
手
出
し
し
ち
ま

た
系
か

え
え

ち

と
慣
れ
て
い
な
か

た
せ
い
か

出
会
い

に
イ
ロ
ハ
さ
ん
が
つ
い

ね

ま
あ
仕
方
な
い
さ

女
の
子
に
は
そ
う
い
う
の

分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
し
な

そ
う
ね

今
は
多
少
勉
強
し
た
け
れ
ど
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私
だ

て
今
回
こ
う
い
う
事
が
無
け
れ
ば
多
分
恐
⻯
の
事
な
ん
て
ま

た
く
知
ら
な
い
ま
ま

だ

た
わ

は
は

で

ア
ス
ナ
達
は

先
に
着
い
て
た
よ
な

 
キ
リ
ト
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら
そ
う

ね
た

一
番
最
初
に
着
い
て

今
は
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ

 
ど
う
や
ら
姉
さ
ん
に
乗
せ
ら
れ
た
ら
し
く
て
精
神
的
に
か
な
り
ア

プ
ダ
ウ
ン
さ
せ
ら
れ
た

ら
し
い
の
よ

お
う

そ
れ
は
ア
ス
ナ
も
災
難
だ

た
な

し
か
も
連
戦
し
た
ら
し
い
わ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に
目
を

い
た

え

マ
ジ
か
よ

何
と
何
の
連
戦
だ

コ
ン
ピ

と
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
だ
そ
う
だ
よ

 
コ
ン
ピ

が
凄
く

山
い
て
そ
れ
を
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
魔
法
で
な
ぎ

た
ら
し
い
ん
だ
け

ど
そ
の
魔
法
が
強
力
す
ぎ
て
一
キ
ロ
先
に
い
た
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
に
命
中
し
て
し
ま

た
ら
し
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い
のう

は

そ
れ
は
ま
た
豪

な

相
変
わ
ら
ず
姉
さ
ん
は

格
外
よ
ね

は
は

ま
あ
味
方
な
ん
だ
か
ら
い
い
ん
じ

な
い
か

え
え

そ
う
ね

だ
な

マ
ジ
で
そ
う
思
う
わ

 
三
人
は
微
笑
み
合
い

情
報
交
換
を
続
け
た

で

キ
リ
ト
君
は
何
を
相
手
に
し
た
の

初
戦
は
パ
キ
ケ
フ

ロ
サ
ウ
ル
ス
で

二
戦
目
は
ケ
ツ
ア
ル
コ
ア
ト
ル
ス
だ

た
わ

パ
キ
ケ
フ

ヘ
ル
メ

ト
君
の
事
だ

た
か
し
ら

か
わ
い
い
呼
び
方
だ
な
お
い

ま
あ
合

て
る
合

て
る

ケ
ツ
ア
ル
コ
ア
ト
ル
ス
は
空
を

飛
ぶ
奴
な

あ
あ

プ
テ
ラ
ノ
ド
ン
よ
り
も
大
き
い

て
い
う
敵
だ

た
か
し
ら

よ
く
覚
え
て
た
な

そ
れ
だ
よ
そ
れ

 
キ
リ
ト
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た
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ど
う
や

て
倒
し
た
ん
だ
い

パ

キ

は
と
に
か
く
カ
ウ
ン
タ

で
同
じ
所
を

て
肉
が
露
出
し
た
所
で
そ
こ
を
爆

破
し
た

 
地
味
に
そ
れ
を

り
返
し
て
最
後
は
そ
の
た
く
さ
ん
の

に
攻
撃
を
集
中
さ
せ
た
感
じ
だ
な

地
味
だ
け
ど
ま
あ

王
道
よ
ね

ケ
ツ
ア
ル
コ
ア
ト
ル
ス
は
簡

だ

た
な

先
ず
俺
が

に
な
る
だ
ろ

おあ
あ

そ
う
し
な
い
と
敵
の
足
止
め
が
出
来
な
か

た
ん
だ
よ

 
で

俺
が

に
な

て

敵
が
俺
を
捕
ま
え
に
来
る
だ
ろ

そ
れ
に
ち

と

抗
し
て
る

間
に

 
翼
を
中
心
に
ゼ
ク
シ

ド
達
に
銃
撃
し
て
も
ら

て
で
空
を
飛
べ
な
く
し
て
か
ら
ボ
コ

た
わそ

う

そ
う
や

て
倒
し
た
の
ね

 
ユ
キ
ノ
は
自
分
達
の
パ

テ

な
ら
ど
う
倒
し
た
だ
ろ
う
か
と
考
え
つ
つ

 
と
あ
る
疑
問
が

に

か
び

ハ

と
し
た
顔
を
し
た

そ
れ
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

も
同
様
で
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あ

た
待

て

簡

そ
う
に
言

て
い
た
け
ど

 
そ
れ

て
キ
リ
ト
君
に
ま
で
銃

が

び
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
て

そ
う
だ
よ

だ
か
ら
普
通

そ
ん
な
手

は
と
ら
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

い
や

ま
あ
ト
ラ
フ

ク
ス
も

道
予

線
が
見
え
る
か
ら
平
気
だ

た
わ

 
そ
の
言
葉
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
ユ
キ
ノ
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

え
え
と

と
言
う
事
は
つ
ま
り

を

お
う
全
部

た
わ
さ
す
が
に

光
剣
と
違

て
刃
筋
を
通
す
の
が
面
倒
だ

た
け
ど

さ
は
は

さ
す
が
だ
ね

次
の
Ｂ
ｏ
Ｂ
が
楽
し
み
だ
よ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
楽
し
げ
に
そ
う
言

た
が

ユ
キ
ノ
は
そ
の
言
葉
に
眩

を
覚
え
た

さ
す
が
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
二

と
い
う
事
な
の
か
し
ら

え

俺

何
か
お
か
し
な
事
を
言

た

け

い
い
え

何
で
も
な
い
わ

 
と
り
あ
え
ず
ラ
ン
さ
ん
達
が
ま
だ
だ
か
ら

し
ば
ら
く
こ
こ
で
休
み
ま
し

う
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今
ど
の

り
に
い
る

て

こ
こ
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
達
も
合
流
し
た
ら
し
い

 
そ
う
言
い
な
が
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
地
図
の
一
点
を
指
差
し
た

 
そ
こ
は

谷
エ
リ
ア
の
最
終
地
点
で
あ
る
こ
の
場
所
か
ら
そ
ん
な
に
離
れ
て
い
な
い
場
所
で

あ

た
結

近
い
な

ヘ
ル
プ
に
行

た
方
が
い
い
か

私
も
そ
う

ね
た
の
だ
け
れ
ど
必
要
な
い
そ
う
よ

も
う
探
険

を
呼
ん
だ
か
ら
平
気
ら
し

い
わな

の
で
ま
あ

も
う
ち

と
休

し
て
お
く
べ
き
だ
ね

 
も

と
も
時
間
的
に

今
日
は
こ
こ
ま
で
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

違
い
な
い

ま
あ
事
情
は
分
か

た

そ
れ
じ

あ
休

し
て
お
く
か
ね

先
に
あ
の
ポ

タ
ル
に

録
し
て
お
く
と
い
い
わ
よ
そ
う
す
れ
ば
街
と
一

で

復
出
来
る

わ
お
う

そ
り

ま
た
親
切
な
事
だ
な

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
達
は

そ
の
ポ

タ
ル
へ
と
向
か

た
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そ
の

＆

と
ハ
チ
マ
ン
達
三
人
は

ま
さ
か
の
敵
と
遭
遇
し

戦
闘
中
で
あ

た

こ
こ
で
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
と
か

本
当
に
ま
さ
か
だ
な

 
そ
う

敵
は
ま
さ
か
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
で
あ

た

 
ち
な
み
に
初
戦
は
巨
大
な
カ
エ
ル
で
あ

た
ら
し
い

ハ
チ
マ
ン
も
知
ら
な
い
生
物
で
あ

た

が 
そ
の
名
前
は
ト
ロ
フ

か
ら

ベ

ル
ゼ
ブ
フ

と
言
う
事
が
分
か

た

 
報
告
を
受
け
て
ア
ル
ゴ
が
調
べ
た
所
確
か
に
恐
⻯
時
代
に
生
息
し
て
い
た
カ
エ
ル
で
あ
る
ら

し
い

 
そ
の
名
前
の
由
来
が
悪
魔

ベ

ル
ゼ
ブ
ブ

か
ら
来
て
い
る
の
が
何
と
も
面
白
い

 
そ
し
て
仲
間
達
の
進
行

合
を
見
て

最
初
に

谷
を
抜
け
た
ア
ス
ナ
達
か
ら

 
ポ

タ
ル
へ
の

録
が
必
要
だ
と

い
た
ハ
チ
マ
ン
達
は

 
一
番
進
み

合
が

か

た
ラ
ン
達
と
合
流
し
て
一

に

谷
を
抜
け
る
事
に
し
た
の
だ

た 
ち
な
み
に
合
流
し
た
時

ジ

ン
が
疲
れ
た
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た
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兄
貴

俺
達

て
つ
く

く
カ
エ
ル
に
縁
が
あ
る
み
た
い
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ジ

ン
を

め
な
が
ら

こ
う
答
え
た
も
の
だ

何

次
は
ま
と
も
な
恐
⻯
に
出
会
え
る
さ

 
だ
が
結
果
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
で
あ
る

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
そ
れ
で
レ
ア
だ
か
ら
い
い
の
だ
が

 
ジ

ン
や
テ

チ

タ
ル
ケ
ン
の
男
の
子
組
が

 
や
は
り
正

の
肉
食
恐
⻯
と
戦

て
み
た
か

た
ら
し
く

 
少
し
残
念
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
の
は
ま
あ
仕
方
が
な
い
事
だ
ろ
う

 
と
に
も
か
く
に
も
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
と
の
戦
闘
は
開
始
さ
れ
そ
し
て
今
絶

苦
戦
中
で
あ

た
く
そ

攻
撃
が
ま

た
く
通
ら
ね
え

こ
の

す
ぎ
だ

て

ハ
チ
マ
ン

私
達
の
攻
撃
で
も
通
ら
な
い
わ

う
ん

あ
れ
は
も
う
絶
対
に
無
理
無
理

お
う

俺
も
無
理
だ

た
わ

破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
な
ん
じ

な
い
か

て
く
ら
い

か

た
な
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そ
う

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
背
負
う

が

 
ハ
チ
マ
ン
や
ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
で
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
く
ら
い

か

た
の
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン

魔
法
も

か
な
い
の
ニ

そ

ち
も
無
理
か

や

ぱ
り
こ
い
つ
を
ひ

く
り
返
す
し
か
手
が
無
い
の
か

 
こ
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

魔
法
使
い
が
多
け
れ
ば

実
は
倒
す
の
は
そ
こ
ま
で
大
変
で
は
な
い

 
要
す
る
に
倒
し
て
し
ま
え
ば
い
い

で

地
面
を

さ
せ
る
手
も
あ
れ
ば

 

純
に
敵
の
真
下
か
ら

ア

ス
ラ
ン
ス
な
り
で

し
に
し
て
し
ま
え
ば
い
い

 
も
し
く
は
敵
が
ア
ク
テ

ブ
な
間
に

の

間
か
ら
そ
の
中
に
侵
入
し
て
し
ま
う
手
も
あ
る

 
体
が

魔
で
こ
ち
ら
に
攻
撃
し
て
く
る
の
は
不
可
能
だ
し

 
敵
が

に

て
も

柔
ら
か
い
部
分
を
好
き
放
題
攻
撃
出
来
る
の
だ

 
だ
が
さ
す
が
に
そ
ん
な
事
は

さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
で
も
思
い
つ
く
事
は
出
来
ず

 
結
果
ハ
チ
マ
ン
が
選
択
し
た
の
は

探
険
部
を
こ
の
場
に
呼
ぶ
事
で
あ

た

 
そ
れ
を
待

て
い
る

に

攻
略
が

れ
て
い
る
の
で
あ
る

あ
い
つ
ら
は
ま
だ
か

ハ
チ
マ
ン
ま
た

に

た
わ
今
は
絶

回
復
中
で
し

う
ね

も
う
い
い
加

面
倒
な
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ん
だ
け
ど

 
そ
う

し
か
も
こ
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

 

に

て
く
ら

た
ダ
メ

ジ
を
回
復
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る

だ
よ
な

ま
あ
も
う
少
し
の

だ

も
う
す
ぐ
リ

ウ
が
来
る
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
通
り

し
ば
ら
く
し
て

探
険
部
の
面
々
が

＆

に
合
流
を
果
た
し
た

お
待
た
せ
な
の
に

は

せ

か
く

が
絶
好
調
だ

た

て
言
う
の
に
困

た
も
の
じ

ん

ハ
チ
マ
ン

こ
の

食
べ
て
い
い

俺
の
敵
は
こ
い
つ
か

あ
ら

こ
れ
は
ま
た
強
そ
う
な
ア
カ
ム
シ
だ
わ
ね

す
ま
ん
ハ
チ
マ
ン

少
し

れ
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
六
人
の

を
見
る
な
り
満
面
の
笑
み
を

か
べ

リ

ウ
に
向
か

て
走

て

い

た
リ

ウ

お
前
を
待

て
た
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま

き
つ
か
ん
ば
か
り
に
両
手
を
広
げ
て
リ

ウ
に
向
け
て
走

て
い
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き 
他
の
者
達
は

天
し
た

え

え

ど
う
い
う
事
じ

ん

ま
さ
か
の
リ

ウ
大
勝
利
か

ハ
チ
マ
ン

リ
ナ
も

リ
ナ
も

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ

ハ
チ
マ
ン

て
そ
う
な
の
に

 
当
の
リ

ウ
は

そ
の

い
目
を
大
き
く
開
き

珍
し
く
狼

し
て
い
た

え

と

と
り
あ
え
ず
戦
う

肉

戦

み
た
い
な

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
直
後
に
リ

ウ
を
素
通
り
し
て

 
感
動
し
た
よ
う
に
リ

ウ
の
持

て
い
た
神
珍

パ
イ
プ
に

ず
り
し
た

会
い
た
か

た
ぞ

神
珍

パ
イ
プ

そ

ち

 
六
人
だ
け
で
は
な
く

他
の
者
達
も
驚
い
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
一

で
真
面
目
な
表
情
に

り

リ

ウ
に
指

を
出
し
た
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リ

ウ

や

て
も
ら
い
た
い
事
が
あ
る

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
リ

ウ
に
何
か

き

リ

ウ
は
戸
惑
い
な
が
ら
も

い
た

そ
れ
く
ら
い
な
ら
お
安
い
御
用
だ
わ
ね

 
リ

ウ
は
そ
の
ま
ま
壁
を
器
用
に
駆
け
上
り

 
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の

の

点
近
く
の
壁
に
神
珍

パ
イ
プ
を
突
き

し
た

や

て
い
い

お
う

頼
む

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
行
く
よ

 
そ
し
て
リ

ウ
は
神
珍

パ
イ
プ
を

ば
し
始
め
た

 
そ
れ
に
よ
り

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の

が
神
珍

パ
イ
プ
に
押
さ
れ
て
ど
ん
ど
ん

い
て
い
く

よ
し

そ
の
ま
ま
そ
の
ま
ま

ラ
ン

ユ
ウ

後
は
分
か

て
る
な

え

え
え

そ
う
い
う
事
か

オ

ケ

追
い

き
り
や
る
よ

 
そ
し
て
地

き
を
立
て
て
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
倒
れ

無
防
備
な
腹
が

き
出
し
に
な

た

よ
し

さ

さ
と
や

ち
ま
え
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ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
そ
の
ま
ま
大
技
を
連
発
し

 
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
苦
し
げ
に
じ
た
ば
た
と
触
手
を

ば
し
て
暴
れ
始
め
た

 
だ
が
こ
う
な

て
は
も
う
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い

ラ
ン

ユ
ウ

離
れ
ろ

ダ
イ
ン

ギ
ン
ロ
ウ

や
れ

よ
し
き
た

了
解

す

 
そ
の
ま
ま
ダ
イ
ン
達
は

敵
の
腹
め
が
け
て
銃

を

あ
ら
れ
と

び
せ
か
け
た

 
だ
が
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
か
な
り
し
ぶ
と
く

中
々
消
滅
し
な
い

ハ
チ
マ
ン

私

欲
求
不
満
な
ん
だ
け
ど

後
で
ち

と
戦
う

お
い
ダ
イ
ン

ギ
ン
ロ
ウ

リ

ウ
と
代
わ

て
や

て
く
れ

 
そ
う
リ

ウ
に
微

に

さ
れ

ハ
チ
マ
ン
は
即
座
に
そ
う
叫
ん
だ

あ
は
は
は
は

オ

ケ

リ

ウ
さ
ん

宜
し
く
頼
ん
ま
す

お

そ
れ
じ

あ
俺
も

 
そ
こ
に
リ
ク
も

乗
し

二
人
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
全
力
で
攻
撃
を
始
め
た
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お
ら
お
ら
お
ら

く
ら
い
や
が
れ

こ
こ
で
こ
う

こ
う
き
た
ら
こ
う

そ
こ
か
ら

バ

ツ

ン

 
そ
の
攻
撃
で

に
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は

し

そ
し
て
光
の

子
と
な

て
消
え
て
い

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
ポ

タ
ル
の
所
ま
で
移
動
し
て

今
日
は
そ
こ
ま
で
だ

お
お

谷
完
全
制

お
う
後
は

か
い
資
源
の
調
査
く
ら
い
だ
な
ど
こ
に
ど
ん
な
ボ
ス
が
出
る
か
も
分
か

た

し 
編
成
を
変
え
れ
ば
討
伐
も
簡

に
な
る
だ
ろ
う

次
は
ど
ん
な
場
所
な
ん
だ

ジ

ン
グ
ル
だ

そ
の
つ
も
り
で
準
備
し
て
き
て
く
れ

そ
り

ま
た
厄
介
な

だ
な

ま
あ
何
と
か
な
る
だ
ろ

み
ん
な

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
な

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
は

ポ

タ
ル
で
少
し
話
し
合
い
を
し
た
後

 
今
日
は
そ
こ
で
解
散
す
る
事
に
し
た

明
日
か
ら
は
ジ

ン
グ
ル
探

で
あ
る



 第９３７話 ⻄門の戦い

 
第
９
３
７
話
 
⻄
門
の
戦
い

 
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
が
他
の
ナ
イ
ツ
に
先
ん
じ
て
南
門
の

谷
付
近
の
探
索
を
終
え
た

 
他
の
ナ
イ
ツ
は
ま
だ
ど
こ
も
門
に
す
ら
た
ど
り
着
け
て
は
い
な
か

た

 
ま
ず
は
一
番
参
加
ナ
イ
ツ
が
多
か

た
東
門
で
あ
る

 
こ
こ
は
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
が
暴
れ
る
と
い
う
事
件
も
あ

た
り
し
た
が
鍵
自
体
は
取
り
易
か

た 
こ
こ
の
鍵
だ
け
持

て
お
け
ば
い
い
や
と
考
え
た
ラ
イ
ト
層
が
大

に
押
し
寄
せ
て
い
た
の
で

あ
る

 
だ
が
そ
の
分

な
ど
と
れ
る
は
ず
も
な
く

ナ
イ
ツ
が
好
き
勝
手
に
暴
れ
た
結
果

 
当
然

⻯
イ

ガ
イ
ア
に
手
出
し
す
る
ナ
イ
ツ
も
い
る

で
そ
い
つ
ら
が
暴
れ
回

た

結
果

 
今
東
門
前
は

叫
喚
の
最
中
に
あ

た
の
で
あ
る

う
お
お
お
お

ま
た

尾
の
攻
撃
が
来
る
ぞ

タ
ン
ク
は
止
め
ら
れ
な
い
の
か
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無
理
に
決
ま

て
る
だ
ろ

太
さ
だ
け
で

く
俺
達
の
身
⻑
を
超
え
る
ん
だ
ぞ

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組

何
と
か
な
ら
な
い
の
か

ち

ん
と
当
て
て
る
よ

で
も

が
多
す
ぎ
て
全
然

ら
な
い
ん
だ
よ

 
こ
う
な
る
と
も
う

マ
ラ
ソ
ン
し
な
が
ら
敵
を
引

張
り
つ
つ

 
遠

ダ
メ

ジ
を

み
重
ね
て
い
く
し
か
な
い

 
強
力
な
魔
法
を
放
と
う
に
も
こ
こ
の
中
心
は
ラ
イ
ト
層
で
あ
り
落
ち
着
い
て

が
出
来

な
い

 
魔
法
が
不
発
に
終
わ
る
事
も
し
ば
し
ば
で
あ
る

 
全
力
で
走
り
な
が
ら

を
行
え
る
者
も
少
な
く

フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
も

に

こ

て
お
り

 
更
に
奥
か
ら
は

ま
だ
ま
だ
敵
が

き
出
て
き
て
い
る
の
だ

 
今
も
ま
た
ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
が
の
し
の
し
と
這
い
出
て
き
て
い
る

 
東
門
が
落
ち
着
く
ま
で
に
は

こ
の
ま
ま
だ
と

日
は
か
か
り
そ
う
で
あ

た

 
続
い
て
は
北
門
で
あ
る

北
の
巨
人
は
そ
れ
な
り
に
強
敵
で
は
あ

た
が

 
比

的
倒
し
易
い
部

で
あ

た

そ
れ
な
り
に
人
は
多
い



 第９３７話 ⻄門の戦い

 
こ
ち
ら
は
エ

ガ
イ
ア
と
共
に
パ
キ
ケ
フ

ロ
サ
ウ
ル
ス
の

れ
が
出
現
し
て
い
る
よ
う

だ 
ハ
チ
マ
ン
達
が
門
を
超
え
た
先
で
相
手
に
し
た
も
の
よ
り
も
サ
イ
ズ
は
か
な
り
小
さ
い

 
だ
が
と
に
か
く

が
多
い
上
に

と
て
も
素

い

 
そ
れ
に
加
え
て
投
射
面
が
著
し
く

い

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
が
少
な
い
ナ
イ
ツ
は
苦
戦
し
て
い
る
よ

う
だ

 
も

と
も
こ
ち
ら
も
問
題
は
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
で
あ
る

 
正
面
か
ら
だ
と

が

か
れ
て
し
ま
う

ど
う
し
て
も
横
か
ら
銃
撃
を
加
え
る
事
に
な
り

 
流
れ

が
四
方
八
方
を
と
び
か

て
い
る

こ
ち
ら
も
落
ち
着
く
ま
で
に
は

日
か
か
る
事
だ

ろ
う

 
そ
し
て
問
題
の
⻄
門
で
あ
る

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
が
中
心
に
な
り

 
他
に
五
つ

の
ナ
イ
ツ
が
参
加
し
て
い
た
が

 

心
の
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
が
ま
と
も
に
ナ
イ
ツ
を
組
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る

 
と
い
う
か

組
ん
で
く
れ
る
所
が
無
か

た
の
で
あ
る

お
い
お
前
ら
う
ち
と
組
ま
せ
て
や
ろ
う
と
言

て
誘

て
い
た
の
だ
か
ら
そ
れ
も
当
然
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だ
ろ
う

 
そ
の

ど
う
し
た
か
と
い
う
と
彼
ら
は

兵
を

う
事
に
し
た
の
で
あ
る

そ
の
名
を
ベ
ヒ

モ
ス
と
い
う

 
ベ
ヒ
モ
ス
は
ミ
ニ
ガ
ン
を
個
人
で
運
用
し
て
い
る
あ
る
意
味
化
け
物
と
呼
べ
る
プ
レ
イ
ヤ

で

あ
り

 
そ
れ
故
に
移
動
速
度
が
致
命
的
に

い
と
い
う

点
を

え
て
い
る
が

 
少
な
く
と
も
そ
の
攻
撃
力
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は

の
強
さ
を

る

 
そ
ん
な
ベ
ヒ
モ
ス
を
も

て
し
て
も

今
⻄
門
で
行
わ
れ
て
い
る
戦
闘
は

 
ど
う
し
よ
う
も
な
く
絶
望
的
な
も
の
と
な

て
い
た

ま
た
来
た
ぞ

な
ん
て
大
き
さ
だ
よ

く
そ

ま
と
も
に
近
寄
れ
ね
え

 
今
⻄
門
で
暴
れ
て
い
る
の
は

ス

パ

ザ
ウ
ル
ス
が
三
体

で
あ
る

 
そ
の
中
の
一
匹
の
サ
イ
ズ
は
四
十
メ

ト
ル
に
達
し
て
お
り

ま
る
で
ビ
ル
の
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
そ
の

体
名
を
ウ

ガ
イ
ア
と
い
う

エ
ス
ガ
イ
ア
と
比
べ
て
も
か
な
り
大
き
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い 
ウ

ガ
イ
ア
も
他
の

体
と
同
様
ノ
ン
ア
ク
テ

ブ
な
敵
で
あ
る
が

 
七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

が
い
き
な
り
攻
撃
を
仕

け
た

今
は
絶

大
暴
れ
中
で
あ
る

 
他
の
二
体
は
そ
れ
よ
り
や
や
小
さ
く
三
十
メ

ト
ル
ク
ラ
ス
だ
が
そ
れ
で
も
か
な
り
大
き
い

こ
れ
じ

あ
ミ
ニ
ガ
ン
は
ま
と
も
に
使
え
ね
え
な

 
ベ
ヒ
モ
ス
は

リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
な

た

態
の
ま
ま
心
の
中
で
そ
う

い
た

 
最
初
ベ
ヒ
モ
ス
は

ミ
ニ
ガ
ン
で
普
通
に
攻
撃
し
て
い
た
の
が

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
中
々
ダ
メ

ジ
を

え
ら
れ
な
い
せ
い
で

敵
に
タ

ゲ

ト
に
さ
れ

 
足
の

い
ベ
ヒ
モ
ス
は

そ
れ
は
も
う
あ

さ
り
と

 
ス

パ

ザ
ウ
ル
ス
の

尾
に
よ

て
叩
き
潰
さ
れ
た
の
で
あ

た

ご
め
ん
な
さ
い

今

生
し
ま
す
か
ら

 
ベ
ヒ
モ
ス
は
そ
ん
な
声
と
共
に

生
し
た

生
魔
法
を
か
け
た
の
は
ヒ
ル
ダ
で
あ
る

す
ま
ん

い
え
こ
ち
ら
こ
そ
守
り
き
れ
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

し
ば
ら
く
安
全
な
所
で
休
ん
で
い
て

下
さ
い
ね



 第八章 キャリバー・クロッシング編

分
か

た

 
ベ
ヒ
モ
ス
は
ヒ
ル
ダ
に

く
そ
う
答
え

一

後
方
へ
と
下
が

た

ふ
む

 
ベ
ヒ
モ
ス
の
見
る
と
こ
ろ
三
十
メ

ト
ル
ク
ラ
ス
の
ス

パ

ザ
ウ
ル
ス
は
そ
こ
ま
で

で
は
な
い

 
攻
撃
も
そ
れ
な
り
に
通

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
し

バ

も
三
本
し
か
な
い
か
ら
だ

だ
が
あ
の
大
き
い
の
と
や
る
に
は
準
備
が
足
り
な
い

か

 
ベ
ヒ
モ
ス
は
自
ら
の
装
備
を
省
み
て
ミ
ニ
ガ
ン
で
は
な
く
別
の
武
器
を
選
ぶ
事
も
考

し
つ

つ 
戦
場
を
ぐ
る

と
見
回
し
た

見
る
と
七
つ
の
大
罪
の
ヒ

ラ

で
あ
る
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が

 
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て
何
か
を
操
作
し
て
い
る
の
が
見
え
た

 
そ
の
事
は
別
に
気
に
な
ら
な
か

た
が
そ
の

分
後
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
再
び
コ
ン
ソ

ル

を
開
き

き
い
い
い
い
い

 
と
叫
び
な
が
ら
地
団

を

ん
で
い
る
の
が
見
え

ベ
ヒ
モ
ス
は

を

め
た
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残
念
美
人

て
奴
か

 
こ
の
時
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ハ
チ
マ
ン
に
送

た
メ

セ

ジ
の
返
信
を
受
け
取

て
い
た
の
で

あ
る

食
恐
⻯
強
す
ぎ
や
ば
い

 
と
い
う
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
か
ら
の
メ

セ

ジ
に
対
し
て
の
ハ
チ
マ
ン
の
返
信
は

プ

ク
ス
ク
ス

 
と
い
う
た

た
一
言
で
あ

た

こ
れ
で
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
発
狂
す
る
の
も
当
然
で
あ
ろ

う 
そ
の
時
横
か
ら
凄
ま
じ
い
音
が
し

ベ
ヒ
モ
ス
は

て
て
そ
ち
ら
に
目
を
向
け
た

 
見
る
と
ス

パ

ザ
ウ
ル
ス
の
小
型
種
の
一
匹
が
地
面
に
倒
れ
て
い
る

ほ
う

 
そ
の
横
で
は
七
つ
の
大
罪
の

部
連
と
小
さ
な
体
で
巨
大
な

を

り
回
す
少
女
が
座
り
こ

ん
で
い
た

あ
れ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ト

プ
連
中
か

 
ベ
ヒ
モ
ス
は

も
し
や
り
合
う
事
に
な

た
時
に
ど
う
戦
え
ば
い
い
か
考
え
出
し
た
が
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ル
シ
パ

達
は
と
も
か
く
ラ
キ
ア
相
手
に
は
ま

た
く
勝
て
る
気
が
し
な
か

た

 
こ
れ
は
強
さ
の
せ
い
で
は
な
く

武
器
の
差
で
あ
る

 
ラ
キ
ア
の
体
は
そ
の
手
に
持
つ

に
す

り
と

れ
て
し
ま
う

 
お
そ
ら
く
銃
撃
は

ね
返
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

そ
の
上
で
ラ
キ
ア
は
か
な
り
機

に
動

く 
ベ
ヒ
モ
ス
は

切
れ
に
な

た

間
に
真

二
つ
に
さ
れ
る
自
分
の

を
想
像
し
再
び

を

め
た

お
疲
れ
様

今
回
復
す
る
わ

 
そ
ん
な

部
連
に
発
狂

態
か
ら
回
復
し
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
駆
け
寄
り
回
復
魔
法
を

え
始
め
た

 
そ
し
て
回
復
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
た
後

部
連
と
ラ
キ
ア
は
次
の
小
型
種
へ
と
向
か

て

い

た

 
ど
う
や
ら
一
番
巨
大
な

体
は
後
回
し
に
す
る
事
に
し
た
ら
し
い

そ
ろ
そ
ろ
俺
も
働
く
か

 
ベ
ヒ
モ
ス
は
そ
う
考
え
な
が
ら
立
ち
上
が

た
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結
果
か
ら
言
う
と
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
の
⻄
門
攻
略
は
次
の
日
へ
と
持
ち
越
し
と
な

た 
も
う
一
体
の
小
型
種
は
倒
す
事
が
出
来
た
が

も
う
か
な
り

い
時
間
と
な

て
お
り

 
街
ま
で
追
い
か
け
て
く
る
事
も
覚
悟
の
上
で

一
か
八
か
全
員
で

退
し
た
の
だ
が

 
幸
い
ウ

ガ
イ
ア
が
追

て
こ
な
か

た

こ
の
日
の
活
動
は
そ
こ
で
終
わ
り
と
な

た
の

だ

た

 
ラ
キ
ア
さ
ん

ち

と
三
人
で
お
茶
し
て
い
き
ま
せ
ん
か

 
街
に

た
後

そ
の
ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
誘
い
に
ラ
キ
ア
は
こ
く
こ
く
と

い
た

ラ
キ
ア

あ
ん
ま
り

く
な
る
な
よ

お
前

た
だ
で
さ
え

日

不
足
な
ん
だ
か
ら
な

 
ス
プ
リ
ン
ガ

は
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ラ
キ
ア
の
参
加
を
認
め
て
く
れ

 
三
人
は
連
れ
立

て
酒
場
へ
と
入

た

ま
あ
酒
場
と
は
い
え
実

に
お
酒
を
出
し
て
い
る

で
は
な
い
が

 
ト
ラ
フ

ク
ス
の
街
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
基
準
で
設
計
さ
れ
て
い
る
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カ
フ

も
酒
場
扱
い
に
な

て
い
る
の
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
お
疲
れ
様

お
疲
れ
様

む
ふ

 
三
人
は
そ
う
言

て

を
し

今
日
の
戦
闘
に
つ
い
て
話
し
合

た

ス

パ

ザ
ウ
ル
ス

て
言
う
ん
だ

け

あ
い
つ

や
ば
い
ね

う
ん

む
 
三
人
は
思
い
出
し
た
く
も
な
い
と
い
う
感
じ
で
疲
れ
た
よ
う
に
そ
う
言

た

特
に
あ
の
大
き
い
の

や
ば
い
よ
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
は
ど
う
や

て
あ
れ
を
倒
し
た
ん
だ
ろ
う
ね

あ
あ

そ
う
い
え
ば
私

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
戦
闘
中
に
メ

セ

ジ
を
送

た
の
よ

食
恐
⻯
強
す
ぎ
や
ば
い

て

倒
す
ヒ
ン
ト
で
も
も
ら
え
な
い
か
な

て
期
待
し
て
た
ん

だ
け
ど

 
返
信
が
さ

プ

ク
ス
ク
ス

だ

た
の



 第９３７話 ⻄門の戦い

あ
は
は
は
は

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
ら
し
い
ね

も
う
一
回
ち

ん
と

い
て
み
た
ら

そ
う
だ
ね

そ
う
し
て
み
る

 
そ
し
て
ヒ
ル
ダ
は
丁

な
文
章
で
ハ
チ
マ
ン
に
質
問
メ

セ

ジ
を
送

た

 
返

て
き
た
の
は
こ
ん
な

い
メ

セ

ジ
で
あ

た

ヒ
・
ミ
・
ツ

 
そ
れ
を
見
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
再
び
発
狂
し
た

う
が
あ
あ
あ
あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
め

ち

と
か
わ
い
い
の
が
ま
た
む
か
つ
く

あ

あ
は

ど

ど
う
ど
う

落
ち
着
い
て

ア
ス
モ
ち

ん

 
ラ
キ
ア
も
そ
ん
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

を

ん

ん
と
叩
く

ど
う
や
ら

め
て
く
れ
て
い
る

よ
う
だ

ま

た
く
も
う

ま

た
く
も
う

ど

ど
ん
ま
い
だ
よ

 
そ
こ
か
ら
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ハ
チ
マ
ン
の
悪
口
を
言
い
そ
れ
を
ヒ
ル
ダ
が

め
る
展
開

と
な

た
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ラ
キ
ア
は
そ
れ
を
楽
し
そ
う
に
ニ
コ
ニ
コ
と

め
て
い
る

 
そ
ん
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

を

ポ
ン
と
叩
く
者
が
い
た

ほ
う
ほ
う

そ
の
ハ
チ
マ
ン

て
奴
は
そ
ん
な
に
悪
い
奴
か

そ
う
な
の
よ

も
う
本
当
に
意
地
悪
な
の

て

え

 

て
て

り
向
い
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
目
の
前
に
立

て
い
た
の
は

 
と
て
も
い
い
笑
顔
で
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

そ
の
隣
に
は
ソ
レ
イ
ユ
も
い

る
あ

あ

よ
し
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

ち

と
二
人
で
話
そ
う
か

あ

い
や

今
の
は
も
ち
ろ
ん
冗
談

冗
談
だ
か
ら
ね

は
は
は
は
は
そ
ん
な
の
分
か

て
る

て
俺
は
今
日
の
戦
闘
が
ど
う
だ

た
の
か

き
た

い
だ
け
だ

お

お
手
柔
ら
か
に

何
を

え
て
る
ん
だ

お
か
し
な
奴
だ
な

ほ
れ

あ

ち
の
テ

ブ
ル
に
移
動
す
る
ぞ

は

は
ひ
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ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
連
行
さ
れ
て
い
き

 
残
さ
れ
た
二
人
の
う
ち

ラ
キ
ア
が
ソ
レ
イ
ユ
に
飛
び
つ
い
た

む
ふ

ラ
キ
ア
ち

ん

元
気

 
ラ
キ
ア
は
そ
の
問
い
に
は
答
え
ず

ソ
レ
イ
ユ
を
ぎ

と

き
し
め
た

 
も
う
ど
ち
ら
が
年
上
な
の
か
分
か
ら
な
い

の

え

り
で
あ
る

ソ

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
で
す
か

初
め
ま
し
て

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
ヒ
ル
ダ
で
す

話
は

い
て
る
わ

宜
し
く
ね

ヒ
ル
ダ
ち

ん

は

は
い

え

ソ

ソ
レ
イ
ユ
だ

て

絶
対
暴
君
だ

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
た
の
か

店
内
の
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
一

に
逃
げ
出
し
始
め
た

失

し
ち

う
わ
ね

 
そ
し
て
店
内
に
は
誰
も
い
な
く
な

た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

も
全
員
い
な
く
な

て
い
る

 
ど
う
や
ら
ソ
レ
イ
ユ
の
名
は

ナ
イ
ツ
を
通
じ
て
そ
ち
ら
に
も

知
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
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さ

さ
す
が
と
い
う
か

最
近
は
大
人
し
く
し
て
る
ん
だ
け
ど
ね

で

で
す
よ
ね

そ
れ
に
し
て
も
丁
度
良
か

た
わ
ラ
キ
ア
ち

ん
も
う
す
ぐ
こ
こ
に
知
り
合
い
が
来
る
わ

よ
ん

 
ラ
キ
ア
は
そ
の
言
葉
に

誰

と
い

た
感
じ
で
首
を

げ
た

噂
を
す
れ
ば

ほ
ら

来
た
わ
よ

 
ソ
レ
イ
ユ
の
言
葉
通
り

店
の
入
り
口
に
三
人
組
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の

が
見
え

 
そ
の

間
に
ラ
キ
ア
は
そ
の
先

に
い
た
ゴ
ス
ロ
リ
少
女
に

き
つ
い
た

あ
ら

ラ
キ
ア
じ

な
い

久
し
ぶ
り
ね

ラ
キ
ア
さ
ん

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

こ

こ
ん
ば
ん
わ

 
そ
こ
に
い
た
の
は
ゴ
ス
ロ
リ
風
の
衣
装
に
身
を
包
み
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猫

カ
チ

シ

を
付
け
て
巨
大
な

を
持

た
少
女
と
⻑
身
の
シ
ル
フ
の

使
い

 
そ
れ
に
い
ま
に
も
後
衛

い
ロ

ブ
を
来
て

を
持

た

い
少
女
で
あ

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
９
３
８
話
 
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

 
ソ
レ
イ
ユ
を

ね
て
き
た
そ
の
三
人
に
気
付
い
た
の
か
奥
か
ら
ハ
チ
マ
ン
も
こ
ち
ら
に
や

て
き
た

 
そ
の
後
ろ
を

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
涙
目
で
つ
い
て
く
る

あ
な
た
が
ハ
チ
マ
ン
君

宜
し
く

私
は
ロ
ウ
リ

よ

テ

カ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

レ
レ
イ

お
話
は
姉
さ
ん
か
ら

て
ま
す

初
め
ま
し
て

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
は

ソ
レ
イ
ユ
か
ら
こ
の
三
人
の
事
を
事
前
に

き

 
今
日
こ
こ
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
よ
う
だ

こ
こ
に
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
が
い
た
ら

全
員
集
合
だ

た
の
に
ね

そ
う
ね

ま
あ
今
更
言

て
も
仕
方
が
な
い
わ

こ
こ
は
女
子
会
と

落
込
み
ま
し

う

そ
う
だ
ね

み
ん
な

久
し
ぶ
り

 
全
員
集
合
と
い
う
言
葉
か
ら
お
分
か
り

け
る
だ
ろ
う
が

実
は
こ
の
三
人



 第９３８話 ＧＡＴＥ

 
元
ソ
レ
イ
ユ
の
パ

テ

メ
ン
バ

で
あ
る

 
ソ
レ
イ
ユ
を
リ

ダ

と
し
て

ス
プ
リ
ン
ガ

ラ
キ
ア

ロ
ウ
リ

テ

カ

レ
レ
イ

の
六
人
は

 
か
つ
て
は
恐
怖
の
象
徴
と
し
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
君
臨
し
て
い
た
最
強
パ

テ

で
あ
る

 
も

と
も
ブ
ラ
ン
ク
が
⻑
い

三
人
に

年
の
力
は
も
う
無
い
の
だ
が

 
そ
れ
で
も
ス
テ

タ
ス
的
に
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
で
言
え
ば

 
余

で
三
十

以
内
に
は
入

て
い
る
の
だ

そ
れ
で

速
だ
け
ど

の
件

相
応
し
い
ス
コ

ド
ロ
ン
は
あ

た
の
か
し
ら

あ

は
い

二
つ
当
て
が
あ

た
ん
で
す
が

片
方
は

験
前
と
い
う
事
で
無
理
で
し
た

 
も
う
片
方
は

二
つ
返
事
で
オ

ケ

を
も
ら
え
ま
し
た

 
も
う
す
ぐ
代
表
の
方
が
こ
ち
ら
に
来
る
は
ず
で
す

そ
う

そ
れ
は
良
か

た
わ

復
帰
を
決
め
た
の
は
い
い
も
の
の

 
ど
う
し
て
も
私
達
に
釣
り
合
う

の
持
ち
主
が
見
つ
か
ら
な
く
て

正
直
困

て
た
の
よ

お
役
に
立
て
て
何
よ
り
で
す

 
今
回
ハ
チ
マ
ン
が
ソ
レ
イ
ユ
に
頼
ま
れ
た
の
は
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こ
の
三
人
と
組
め
る
だ
け
の
力
が
あ
る
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
を
紹
介
す
る
事
で
あ

た

 
そ
の
事
を
頼
ま
れ
た
時

ハ
チ
マ
ン
の

内
に

か
ん
だ
ス
コ

ド
ロ
ン
は
二
つ

 
一
つ
は
ハ
チ
マ
ン
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
現
役
女
子
高
生
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

 
そ
し
て
も
う
一
つ
は

や

ハ
チ
マ
ン
君

待
た
せ
ち

た
か
な

い
え

コ
ミ
ケ
さ
ん

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た

 
そ
う

現
役
自
衛

の

が

い
る
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

で
あ
る

そ
ち
ら
が
私
達
の
お
相
手
な
の
か
し
ら

は
い

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
コ
ミ
ケ
さ
ん
で
す

ど
う
も
初
め
ま
し
て

コ
ミ
ケ
で
す

ふ

ん

 
ロ
ウ
リ

は
そ
う
言

て

品
定
め
す
る
よ
う
に
コ
ミ
ケ
を
じ
ろ
じ
ろ
と
見
回
し

 
何
故
か

な
め
ず
り
を
し
な
が
ら
言

た

う
ん

い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

・気
・に
・入
・

・た
わ

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン
君

 
テ

カ
と
レ
レ
イ
も
こ
の
人
で
い
い
わ
よ
ね
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う
ん

問
題
な
い
ん
じ

な
い
か
な

大
丈
夫

そ
れ
な
ら
決
ま
り
ね

コ
ミ
ケ
さ
ん

私
達
は

ザ
・
ス
タ

リ

・
ヘ
ヴ
ン
ズ

よ

 
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
す
る
わ

は
い

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く

 
こ
う
し
て
新
し
い
ナ
イ
ツ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

が
結
成
さ
れ
る
事
と
な

た

 
こ
こ
か
ら
は
親

を
深
め
る

の
時
間
で
あ
る

 
ラ
キ
ア
は
ソ
レ
イ
ユ
達
に
合
流
し
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
キ
ア
の
代
わ
り
に
ヒ
ル
ダ
達
の
テ

ブ
ル

に
移
動
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
の
人
達

て

お
う

知

て
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

元
ソ
レ
イ
ユ
パ

テ

の
メ
ン
バ

だ
な

あ

モ
ノ
ト

ン

の
メ
ン
バ

な
ん
で
す
ね

さ
す
が
強
そ
う

と
い
う
か
あ
の
二
人
に
突
撃
し
て
こ
ら
れ
た
ら
速
攻
逃
げ
出
す
わ

圧
感
あ
り
ま
す
も
ん
ね

 
ラ
キ
ア
と
ロ
ウ
リ

の
武
器
は

共
に
巨
大
な
戦

で
あ
る
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二
人
は
そ
れ
を
ブ
ン
ブ
ン

り
回
し

敵
を
ま

た
く
寄
せ
付
け
な
か

た
と
い
う

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は

今
日
は
あ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
人
を
紹
介
す
る

に
こ
こ
に

あ
あ
ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な
お
前
ら
も
あ
そ
こ
と
は
敵
対
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ろ
よ

モ
ノ
ト

ン
の
お
三
方
は
分
か
り
ま
す
け
ど

あ
の
男
の
人
も
強
い
ん
で
す
か

強
い
ん
で
す
よ
ね

だ

て
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が

あ
の
モ
ノ
ト

ン
に
紹
介
す
る
く
ら
い
だ

し 
二
人
は
コ
ミ
ケ
の
方
を
見
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

ね
て
き
た

 
確
か
に
ぱ

と
見
た
感
じ
だ
と
コ
ミ
ケ
は
強
そ
う
に
は
見
え
な
い

お
う

あ
ま
り
大
き
な
声
じ

言
え
な
い
が

本
職
だ
か
ら
な

えそ
れ

て

ま
あ
こ
の
話
は
こ
こ
ま
で
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
会
話
を
打
ち
切

た

こ
れ
以
上
深
入
り
す
る
の
は
良
く
な
い
話
題

だ
か
ら
だ

そ
れ
よ
り
お
前
達

か
な
り
苦
戦
し
て
た
み
た
い
だ
が

結
局
ど
う
な

た
ん
だ
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あ思
い
出
し
た
く
な
い
で
す
ね

そ
ん
な
に
か
よ

 
二
人
の
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
表
情
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
も

い
顔
を
し
た

と
い
う
か

何
が
相
手
だ

た
ん
だ

ス

パ

ザ
ウ
ル
ス

て
奴
み
た
い
で
す

ビ
ル
く
ら
い
は
あ

た
よ
ね

そ
ん
な
に
か

そ
り

や
ば
い
な

そ
れ
で
も
取
り

き

い
小
さ
め
の
奴
は
倒
し
ま
し
た

後
は
そ
の
ボ
ス

い
の
だ
け
だ
よ

ほ
う

そ
れ
は
頑
張

た
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
感
心
し
た
顔
で

い
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ヴ

ル
ハ
ラ
は
も
う
門
は
突
破
し
た
ん
で
す
か

ん

あ
あ

門
の
次
の
エ
リ
ア
ま
で
制

し
た
ぞ

え

く
な
い
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門
の
前
の
敵
は
あ

さ
り
倒
し
ち

た
ん
で
す
か

い
や

倒
し
て
な
い

ほ
え

 
戸
惑
う
二
人
に
ハ
チ
マ
ン
は

エ
ス
ガ
イ
ア
と
話
し
た
内
容
を
語

て
き
か
せ
た

ち

と
待

て
ち

と
待

て

そ
れ
じ

あ
私
達

 
あ
の
化
け
物
と
戦
う
必
要
な
ん
か
な
か

た

て
事

ま
あ

ぶ

ち

け
る
と
そ
う
だ
な

あ
れ
ち

と
待

て
下
さ
い
普
通
敵
を
釣
る

で
遠

攻
撃
な
り
何
な
り
し
ま
す

よ
ねそ

う
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ

 
実

う
ち
は
タ
ン
ク
の
ア
ビ
リ
テ

に
反
応
し
な
か

た
か
ら
攻
撃
し
な
か

た

だ
し
な

あ

あ
あ

タ
ン
ク

一
応
言

て
お
く
が

候
に
も
似
た
よ
う
な
ス
キ
ル
は
あ
る
か
ら
な

え

と

つ
ま
り
う
ち
の
釣
り
役
死
ね

て
事
で
い
い
ん
で
す
か
ね

そ
う
い
う
事
だ
な

ま
あ
ド
ン
マ
イ
だ
わ
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本
当
は
今
か
ら
南
門
の
鍵
を
取
れ
ば
加
護
の
入
手
は
可
能
で
あ
る

 

明
な
ヒ
ル
ダ
は
そ
の
事
に
気
付
い
た
よ
う
で

ハ
チ
マ
ン
に
何
か
言
い
か
け
た
が

 
直
後
に
思
い
直
し
た
よ
う
に

り
こ
ん
だ

ヒ
ル
ダ

今
何
を
言
お
う
と
し
た
ん
だ

あ

は
い
今
か
ら
南
門
の
鍵
を
取
れ
ば
い
け
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

て
言
お
う
と
し

ま
し
た

ま
あ
そ
う
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に

い
た

あ

そ
の
手
が
あ

た

ア
ス
モ
ち

ん

で
も
そ
れ

絶
対
無
理
だ
か
ら

 
七
つ
の
大
罪
の
連
中
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
後
追
い
で

ボ
タ
加
護
ゲ

ツ
な
ん
て
や
る

な
い

か
らあ

た

確
か
に
あ
い
つ
ら
プ
ラ
イ
ド
だ
け
は
高
い
し
ね

で
も
ま
あ
お
前
達
二
人
が
加
護
を
と

て
お
く
の
は
悪
く
な
い
と
思
う
ぞ

 
も
し

独
行
動
を
し
な
い
と
い
け
な
く
な

た
時
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食
恐
⻯
に
襲
わ
れ
な
く
な
る

て
の
は
か
な
り
重
要
な
ん
じ

な
い
か

そ

そ
れ
も
確
か
に

で
も
あ
れ
釣
り
な
ん
で
す
よ
ね

私
の

り
に
釣
り
ス
キ
ル
を
上
げ
て
る
人
な
ん
か
い
た

け
か
な

そ
れ
な
ら
心
配
な
い

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
が
鍵
を
取
る
時
に

一

に
つ
い
て
い
け
ば
い
い

あそ
ん
な
裏
技
が

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
ぱ

と
顔
を
明
る
く
し

速
交

を
始
め
た

 
ロ
ウ
リ

達
は
そ
の
頼
み
を

し

 
せ

か
く
戦
力
が
揃

て
い
る
ん
だ
し
と
い
う
事
で

今
す
ぐ
向
か
う
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
俺
は

他
の
奴
ら
を
呼
び
出
し
て
き
ま
す

一
応
待
機
は
さ
せ
て
あ
る
ん
で

 
コ
ミ
ケ
は
そ
う
言

て
ど
こ
か
に
メ

ル
を
送
り

 
少
し
し
て

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
メ
ン
バ

が
全
員
揃

た

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
す
か

釣
り
は
俺
が
や
り
ま
す
ね

 
こ
の
中
で
唯
一
釣
り
ス
キ
ル
が
巨
人
を
釣
れ
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
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い 
一
同
は
そ
の
ま
ま
南
門
方
面
へ
と
向
か

た

さ
て

生
贄
を
誰
に
す
る
か
だ
な

ね

ハ
チ
マ
ン
君

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
さ

 
ほ
ら

前
に
ス
カ
ベ
ン
ジ

ト

ド
の
肉
を

山
取

た
じ

な
い

あ
れ

使
え
な
い

か
なあ

あ

確
か
に

の
代
わ
り
に
は
な
り
そ
う
で
す
ね

や

て
み
ま
す
か

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ソ
レ
イ
ユ
の
提
案
通
り
に
ス
カ
ベ
ン
ジ

ト

ド
の
肉
を
エ
サ
に
使

い 

合
い
へ
と
キ

ス
テ

ン
グ
し
た

驚
い
た
事
に
す
ぐ
に
反
応
が
あ
り

 
何
の

を

う
事
も
な
く
あ

さ
り
と
巨
人
を
釣
り
上
げ
た

 
後
は
仲
間
達
の
独

場
で
あ
る

こ
ん
な
簡

で
良
か

た
の
か

お

俺
の
苦
労
は

ま
あ
ま
あ
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ド
ン
マ
イ
で
す
よ

そ
う
そ
う

ド
ン
マ
イ
ド
ン
マ
イ

プ

ク
ス
ク
ス
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少
し
前
の
仕
返
し
の
つ
も
り
な
の
か

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
そ
う
言
い

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
こ
め
か
み
を
ぐ
り
ぐ
り
し
始
め
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

く
な
い
け
ど
じ
わ

と
く
る
か
ら
や
め
て

自
業
自
得
だ

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い
も
う
し
ま
せ
ん

ま

た
く
謝
る
く
ら
い
な
ら
最
初
か
ら
や
る
ん
じ

ね
え
お
前
は
も

と
ヒ
ル
ダ
を
見

え
前
か
ら
思

て
た
け
ど

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

て
絶
対
に
ヒ
ル
ダ
ち

ん
に

い
よ
ね

そ
う
だ
な

少
な
く
と
も
お
前
よ
り
は
な

も

と
私
に
も
優
し
く
し
て
よ

え

や
だ
よ

ひ

ひ
ど
い

 
と
も
あ
れ

ボ
タ
的
に

二
人
は
無
事
に
加
護
を
得
る
事
が
出
来
た

 
こ
の
事
が
い
ず
れ
何
か
の
役
に
た
つ
か
も
し
れ
な
い
し

そ
う
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
先
の
事
は
分
か
ら
な
い
が

ま
あ
持

て
い
て

に
な
る
も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
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そ
れ
じ

あ
俺
達
は
明
日
の

方
か
ら
攻
略
を
再
開
し
ま
す
ん
で

分
か

た
わ

私
達
も
合
流
す
る
わ

俺
達
も
大
丈
夫
だ

最

で
も

日
三
人
は
確
保
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
く
し
ね

 
要
す
る
に
コ
ミ
ケ
達
男
性

は
ロ

テ

シ

ン
で
最

一
人
は
ロ
グ
イ
ン
出
来
る
と
い
う

事
で
あ
る

 
ク
リ
ン
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
は
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中
な
の
で

時
間
に
は
融
通
が
き
く

と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
君
何
か
あ
の
三
人
が

に
俺
に
く

つ
い
て
く
る
ん
だ
け
ど

 
三
人
と
は
も
ち
ろ
ん

ロ
ウ
リ

テ

カ

レ
レ
イ
の
事
で
あ
る

そ
う
な
ん
で
す
か

気
に
入
ら
れ
た
ん
で
す
ね

さ
す
が
コ
ミ
ケ
さ
ん
で
す

い
や

嬉
し
く
な
い

じ

な
い
け
ど
何
で
な
の
か
な

て

男
女
の
仲

て
の
は
そ
う
い
う
も
ん
で
す
理
由
な
ん
か
無
い
ん
で
す
ま
あ
頑
張

て
下
さ

い 
ハ
チ
マ
ン
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言
い

コ
ミ
ケ
は

を
落
と
し
た

マ
ジ
か
よ

 
こ
の
日
か
ら
コ
ミ
ケ
は
三
人
に

り
回
さ
れ
て
苦
労
す
る
事
と
な
る
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明
日
か
ら
ま
た

時
投
稿
に

し
ま
す
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第
９
３
９
話
 
詩
乃
の
パ

フ

ク
ト
ゲ

ム

 
ロ
ウ
リ

達
と
コ
ミ
ケ
達
を
無
事
に
引
き
合
わ
せ
た
ハ
チ
マ
ン
は
今
と
あ
る
疑
問
を

い
て

い
たあ

れ
Ｓ

Ｎ
Ｃ
が

験
前

て
事
は
シ
ノ
ン
や
フ

イ
リ
ス
も

験
前
な
ん
じ

な
い

の
か

 
だ
が

に
二
人
は
も
う
い
な
い

ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に

験
は
大
丈
夫
な
の
か

ね
る
事
を
決

め 
さ
し
あ
た

て
今
目
の
前
に
い
る
二
人
に
も

験
の
事
を

ね
る
事
に
し
た

と
こ
ろ
で
お
前
ら

験
は
大
丈
夫
な
の
か

そ
ろ
そ
ろ
な
ん
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
質
問
に

ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

で
答
え
た

お
い

あ

は
い

ち

ん
と

業
を

い
て
る
か
ら

だ

大
丈
夫
で
す

も
ち
ろ
ん

験
前
に
ち

ん
と
勉
強
は
し
た
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ヒ
ル
ダ
は
と
も
か
く
そ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
言
葉
が
と
て
も
引

か
か

た
よ
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う
だ

お
い
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

何
で
過
去

だ

あ何
で
過
去

だ

え

え

と

そ
の

何
で
過
去

だ

り
返
さ
な
い
で

え

と

そ

そ
れ
は

今

験
中
だ
か
ら

何
だ
と

 
そ
れ
は
さ
す
が
に
予
想
外
だ

た
よ
う
で

ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
そ
う
叫
ん
だ

え

お
前
ら
何
で
こ
こ
に
い
る
の

何
や

て
ん
の

馬

な
の

わ

私
は
本
当
に
大
丈
夫
で
す
か
ら
ね

 
姫
に
は
負
け
ま
す
け
ど

い
つ
も
学
年
で
十

以
内
に
は
入

て
ま
す
し

え

そ
う
な
の
か

ヒ
ル
ダ
は

が
い
い
ん
だ
な

ま
あ
こ
れ
で
も
一
応
生
徒
会
役
員
で
す
か
ら
ね

ア
ス
モ
は
ど
う
な
ん
だ
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わ

私
は
普
通
か
な

う
ん

普
通

本
当
に
大
丈
夫
な
の
か

う
 
そ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
態
度
か
ら

大
丈
夫
で
は
な
い
よ
う
だ
と
感
じ
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

で
は
な
い

自
分
が
言
う
筋
合
い
で
は
な
い
と

思
い
つ
つ
も

 

鳴
ら
な
い
よ
う
に
我
慢
し
な
が
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
言

た

と
り
あ
え
ず
お
前
は
も
う
落
ち
て
勉
強
し
ろ

な

わ

分
か

て
る

て

す
ぐ
や
る

て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

て
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

ま

た
く
あ
い
つ
は

ま
あ
ま
あ
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
明
日
は
ア
ス
モ
ち

ん
の
得
意
教

で
す
し
大
丈
夫
だ
と
思
い

ま
す
よ

ほ
う

何
の
教

な
ん
だ

学
と

選
択
の
理
系

目
の
何
か
で
す
ね
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え

あ
い
つ
は
理
系
な
の
か

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
あ
い
つ

現
代
遊
戯
研
究
部
の
部

員
だ

た
な

は
い

回
理
系
教

は
い
い
点

を
と

て
る
ら
し
い
で
す
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
予
想
外
だ

た

む

と

た

ち
な
み
に
文
系

目
は

壊
滅
的
だ
と
か

の
俺
の
真
逆
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
も
そ
ん
な
時
代
が
あ

た
ん
で
す
ね

国
語
だ
け
な
ら
学
年
三

だ

た
ん
だ
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

を
懐
か
し
ん
だ

ヒ
ル
ダ
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か

は
い

私
は
い
つ
も

験
中
に
勉
強
を
集
中
し
て
や
る
と
か
は
し
な
い
の
で

 

回

く
問
題
集
を
こ
な
す
く
ら
い
で
す
ね

今
回
は
そ
れ
も
も
う
終
わ

て
る
の
で

 
落
ち
て
パ
ラ
パ
ラ
と
見
直
す

度
で
す

な
ら
い
い
が

ま
あ
頑
張

て
な



 第９３９話 詩乃のパーフェクトゲーム

は
い

そ
れ
じ

あ
私
も
落
ち
ま
す
ね

お
疲
れ
様
で
し
た

 
そ
し
て
ヒ
ル
ダ
を
見
送
り

ロ
ウ
リ

達
三
人
娘
と
コ
ミ
ケ
達
に
別
れ
を
告
げ
た
後

 
ハ
チ
マ
ン
は
残

て
い
た
ラ
キ
ア
と
ソ
レ
イ
ユ
の
い
る
テ

ブ
ル
に

け
た

そ
れ
じ

あ
お
二
人
と
も

俺
も
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
ま
す
ね

 
ち

と
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
が
出
来
ち

た
ん
で

あ
ら

ま
だ
何
か
あ
る
の

は
い

実
は
シ
ノ
ン
は
今

験
中
ら
し
く
て

 
つ
い
で
に
フ

イ
リ
ス
も
平
気
な
の
か
確
認
し
て
お
こ
う
か
な
と

そ
れ
は
そ
れ
は

ま
あ
頑
張

て
あ
の
二
人
の
お

を
叩
い
て
ら

し

い
な

 
で

話
は
変
わ
る
け
ど

ベ
ル
君
と
プ
リ
ン
さ
ん
の
ナ
イ
ツ
は
ど
う
す
る
の

あ

そ

ち
を

験
が
終
わ

た
後
の
Ｓ

Ｎ
Ｃ
に
頼
も
う
か
な

て
思

て
ま
す

な
る
ほ
ど

あ
の
子
達
な
ら
二
人
を
守

て
く
れ
そ
う
だ
も
の
ね

は
い

攻
略
に
関
し
て
は
う
ち
に
混
ざ

て
も
ら
え
ば
い
い
と
し
て

 
そ
れ
以
外
の
時
間
は
ベ
ル
達
に
つ
い
て
て
も
ら
お
う
と
思

て
ま
す

な
る
ほ
ど
ね

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
君

ま
た
ね
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は
い

ま
た
で
す

 
ラ
キ
ア
も
無
言
な
が
ら
笑
顔
で
手
を

て
く
れ
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

た
さ
て

ど
う
す
る
か
な

ま
あ
フ

イ
リ
ス
が
先
か

 
八
幡
は
比

的
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
フ

イ
リ
ス
に
先
に
連

を
入
れ
る
事
に
し
た

お
う

こ
ん
な
時
間
に
悪
い
な

八
幡

ど
う
し
た
の
か
ニ

何
か
あ

た
の
か
ニ

て
い
う
か

こ
の
時
間
で
も
フ

イ
リ
ス
モ

ド
な
の
な

実
は
メ
イ
ク
イ

ン
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
た
か
ら
今

店
作
業
を
し
て
た
と
こ
ろ
な
の
ニ

な
る
ほ
ど
な

で

ち

と
確
認
し
た
い
ん
だ
が

 
フ

イ
リ
ス
は
二
学
期
の
期
末

験
は
ど
う
な

て
る
ん
だ

験

う
ち
は
も
う
終
わ

て
る
ニ

よ

あ
あ

そ
う
な
の
か

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ

そ
う

い
て
く
る

て
事
は

詩
乃
の
学
校
は
ま
だ

験
前
だ

た
の
か
ニ
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の
回
転
が
速
い
フ

イ
リ
ス
は

八
幡
の
行
動
か
ら

し
て
そ
う

ね
て
き
た

 
も

と
も
ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
女
子
高
生
は
他
に
は
詩
乃
し
か
い
な
い
の
で

 

す
る
の
は
容
易
だ

た
だ
ろ
う

 
一
応
理
央
も

験
だ
け
は

回
ち

ん
と
参
加
し
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
が

 
そ
ち
ら
に
関
し
て
は

八
幡
は
ま

た
く
心
配
し
て
い
な
い

 
八
幡
達
も
期
末

験
は
あ
る
の
だ
が

帰
還
者
用
学
校
は
全
国
か
ら
生
徒
を
集
め
て
い
る

 
帰
省
す
る
生
徒
が
余

を
持

て
予
定
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に

 

験
の
実

期
間
は
通
常
の
学
校
よ
り
も
か
な
り

く

に
終
わ

て
い
る

ま
だ

て
い
う
か

ま
さ
に
今

験
中
ら
し
く
て
な

ニ

ん
と

で
も
確
か

詩
乃
の
成

は
ト

プ
ク
ラ
ス
じ

な
か

た
か
ニ

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
が

ち

ん
と
や

て
る
か

一
応
確
認
し
な
い
と
と
思

て
な

パ
パ
ニ

パ
パ
が
い
る
の
ニ

い
や
ま
あ
遠
く
に
い
る

⺟
の
代
わ
り
に
俺
が
保
護
者
み
た
い
な
事
を
や

て
る

だ
か

ら 
あ
い
つ
に
は
特
に
厳
し
く
し
な
い
と
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
思
う
ん
だ
よ
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差
別
ニ

フ

イ
リ
ス
の
事
も
そ
れ
く
ら
い
気
に
し
て
欲
し
い
ニ

 
同
じ
く
ハ
チ
マ
ン
に
保
護
者
を
や

て
も
ら

て
い
る
フ

イ
リ
ス
は

 
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
た
よ
う
に
そ
う
主
張
し
た

い
や

フ

イ
リ
ス
が

験
中
だ

た
ら
そ

ち
の
事
も
気
に
し
た

て

 
現
に
今
こ
う
し
て
連

し
て
る
だ
ろ

確
か
に
そ
れ
も
そ
う
ニ

ね

そ
れ
な
ら
い
い
の
ニ

八
幡
の
愛
を
感
じ
る
の
ニ

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
俺
は
詩
乃
に
確
認
し
て
み
る
か
ら

 
フ

イ
リ
ス
も

く

店
作
業
を
終
わ
ら
せ
て

気
を
つ
け
て
家
に
帰
る
ん
だ
ぞ

あ
り
が
と
ニ

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日
な
の
ニ

 
こ
う
し
て
フ

イ
リ
ス
に
確
認
を
終
え
た
八
幡
は

 
ラ
ス
ボ
ス
に
挑
む
よ
う
な
つ
も
り
で
詩
乃
に

話
を
か
け
た

ハ
イ

何

ど
う
か
し
た

お
う

唯
花
と
出
海
に

い
た
ん
だ
が

お
前
ま
だ

験
中
な
ん
だ
ろ

 
ち

ん
と
勉
強
し
て
る
か
確
認
し
よ
う
と
思

て
な

 
八
幡
は
そ
う
問
い
か
け
た
が

詩
乃
は
何
故
か
無
言
で
あ

た
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ま
さ
か
こ
い
つ

勉
強
し
て
な
い
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

 
そ
う
思
い
つ
つ
も
八
幡
は

そ
の
詩
乃
の

に
対
し
て

な
予
感
が
し
た

何
だ

何
か
が
気
に
な
る

た
だ
勉
強
を
し
て
い
な
い

て
い
う

な
ら
そ
れ
で
い

い
ん
だ
が

 
俺
の
第
六
感
が

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
気
が
す
る

 
だ
が
そ
れ
が
ど
う
し
て
な
の
か
が
分
か
ら
な
い

も
ち
ろ
ん
や

て
る
わ
よ

も
し
心
配
な
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
に

い
て
み
れ
ば

 
そ
れ
か
ら
少
し
し
て

返

て
き
た
返
事
は
そ
れ
で
あ

た

そ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
あ
い
つ
と
代
わ

て
く
れ

分
か

た
わ

 
八
幡
は
何
と
も
い
え
な
い
気
分
を
味
わ
い
な
が
ら

と
り
あ
え
ず
詩
乃
に
そ
う
頼
ん
だ

よ

久
し
ぶ
り
だ
な

相
棒

そ
う
だ
な
相
棒

そ
れ
で

き
た
い
ん
だ
が

事
情
は

い
た

詩
乃
の
勉
強
の
事
だ
な

 
大
丈
夫

ち

ん
と
や

て
る

て
言
う
よ
う
に
言
わ
れ
た
わ
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そ
れ

て

目
な
奴
じ

ね
え
か

そ
う
か

ち

ん
と
や

て
る
ぞ

 
同
時
に

話
の
向
こ
う
か
ら

は
ち
ま
ん
く
ん

と
い
う
詩
乃
の
声
が

こ
え

 
八
幡
は
こ
れ
は
自
分
も
顔
を
出
し
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
と
考
え
そ
の
事
を
は
ち
ま
ん
く
ん

に
伝
え
た

は

と
り
あ
え
ず
俺
も
そ

ち
に
行
く
か
ら
お
前
は
詩
乃
に
し

か
り
勉
強
を
さ
せ
て
お

い
て
く
れ

分
か

た

任
せ
ろ

 
そ
の
ま
ま

話
を
切

た
八
幡
は

て
て
詩
乃
の
家
へ
と
向
か

た

 
相
棒

詩
乃
は
ち

ん
と
勉
強
し
て
る
か

大
丈
夫
だ

見
て
分
か
る
だ
ろ

い
き
な
り
そ
れ

も
う

心
配
性
な
ん
だ
か
ら

ち

ん
と
や

て
る
み
た
い
だ
な

 
詩
乃
は
は
ち
ま
ん
く
ん
に
ち

ん
と
勉
強
を
教
わ

て
い
る
よ
う
に
見
え



 第９３９話 詩乃のパーフェクトゲーム

 
八
幡
は
安
心
し
た
よ
う
に
そ
の
場
に
座
り
こ
ん
だ

ま

た
く

ら
せ
や
が

て

心
配
性
ね

ち

う
ど
休

に
し
よ
う
と
思

て
た
と
こ
ろ
だ
し

今
お
茶
を
入
れ
る
わ

 
そ
ん
な
八
幡
を
見
て
詩
乃
が
そ
う
言

た

お

お
う

悪
い
な

 
八
幡
は
そ
う
答
え
つ
つ
詩
乃
が
い
な
く
な

た
の
を
見
計
ら

て
は
ち
ま
ん
く
ん
に
こ
う

ね
たで

相
棒

あ
い
つ
は
本
当
に
ち

ん
と
勉
強
し
て
た
の
か

大
丈
夫
だ
相
棒

ロ
グ
ア
ウ
ト
前
も

ロ
グ
ア
ウ
ト
後
も

熱
心
に
勉
強
し
て
た
ぞ

え

マ
ジ
で

 
ま
さ
か
は
ち
ま
ん
く
ん
が

を
言
う
は
ず
も
な
い
だ
ろ
う

 
だ
が
確
か
に
さ

き
は
ち
ま
ん
く
ん
は

こ
う
言

て
た
は
ず
だ

大
丈
夫

ち

ん
と
や

て
る

て
言
う
よ
う
に
言
わ
れ
た
わ

と

お
前
さ

き

詩
乃
が
ち

ん
と
や

て
な
い
み
た
い
な
事
を
言

て
な
か

た
か

詩
乃
に
言
わ
れ
た
通
り
に
言

た
だ
け
だ
ぞ

伝

系
だ

た
の
は
確
か
だ
が
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内
容
は
確
か
に
合

て
る
か
ら

特
に

正
も
せ
ず
そ
の
ま
ま
言

た
だ
け
だ

何

だ
と

 
八
幡
は
何
故
詩
乃
が
そ
ん
な
風
に
言
わ
せ
た
の
か
意
図
が
分
か
ら
ず
混
乱
し
た

 
丁
度
そ
こ
に
詩
乃
が

て
き
て
八
幡
に
お
茶
を
差
し
出
し
て
き
た

は
い

ど
う
ぞ

お

お
う

悪
い
な

そ
れ
じ

あ
私
は
勉
強
に

る
け
ど

八
幡
も
分
か
ら
な
い
所
を
私
に
教
え
て
ね

お

お
う

俺
に
分
か
る
と
こ
ろ
な
ら
な

 
期
間
者
用
学
校
は
三
年
制
だ
が

 
そ
の
特

な
事
情
も
あ

て
年
末
は
学
校
を

め
る
の
が

く

 

業
の
進
行

合
は
通
常
の
学
校
よ
り
も

い

 
学
年
が
あ
る

で
は
な
い
が

通

て
二
年
目
な
八
幡
は

 
一
応
詩
乃
の
学
校
よ
り
も

先
の
部
分
を

に
学
ん
で
い
た

 
な
の
で
教
え
る
事
は
可
能
と
い
え
ば
可
能
な
の
で
あ
る

な

詩
乃

さ

き
は
何
で
相
棒
に
あ
ん
な
事
を
言
わ
せ
た
ん
だ
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勉
強
を
教
え
て
い
る
最
中
に

八
幡
は
雑
談
風
に
詩
乃
に
そ
う

ね
た

そ
れ

て
何
だ

た
か
し
ら

ち

ん
と
や

て
る

て
言
う
よ
う
に

こ
い
つ
に
わ
ざ
わ
ざ
言

た
ん
だ
ろ

 
そ
も
そ
も
ち

ん
と
や

て
た
な
ら

そ
ん
な
事
言
う
必
要
は
な
い
よ
な

さ
あ

何
で
だ

た
か
し
ら

忘
れ
ち

た
わ

 
そ
う
答
え
る
詩
乃
は
か
な
り

静
で
あ
り

八
幡
は
再
び

な
予
感
が
し
た

何
だ
こ
れ
は

何
か
が
お
か
し
い

 
そ
の
時
は
ち
ま
ん
く
ん
が

横
か
ら
会
話
に
入

て
き
た

悪
い
相
棒

そ
ろ
そ
ろ
充

し
な
い
と
動
け
な
く
な
る

後
は
任
せ
た

そ
う
な
の
か

分
か

た

任
せ
て
く
れ

 
そ
う
言

て
は
ち
ま
ん
く
ん
は
去

て
い
き

八
幡
と
詩
乃
は
二
人
き
り
に
な

た

 
部
屋
は

が
ガ
ン
ガ
ン

か
れ
て
い
る
せ
い
か

か
な
り

い

ち

と

い
な

確
か
に
そ
う
ね

一

脱
ご
う
か
し
ら

 
詩
乃
は
そ
う
言

て
い
き
な
り
上
着
を
一

脱
ぎ

て
た
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そ
の

が
こ
ん
な
季

だ

た
の
に
タ
ン
ク
ト

プ
一

だ

た

八
幡
は

け
反

た

お

お
い
お
前

さ
す
が
に
そ
の
格
好
は
無
い
だ
ろ

い
か
ら
い
い
の
よ

ほ
ら

八
幡
も
一

脱
げ
ば

お

お
う

 
確
か
に
八
幡
も

さ
に

え
か
ね
て
い
た

上
着
を
脱
ぐ
事
に
し
た

 
そ
も
そ
も

の
設
定

度
を
下
げ
れ
ば
い
い
の
だ
が

 
詩
乃
が
さ

さ
と
服
を
脱
い
で
し
ま

た
以
上

今
更
言
い
出
し
に
く
い

そ
れ
じ

あ
頑
張
り
ま
し

う

そ

そ
う
だ
な

 
そ
れ
か
ら
詩
乃
は

最
後
ま
で
熱
心
に
勉
強
を
続
け

 
八
幡
は
詩
乃
が
薄
着
な

顔
を

く
し
つ
つ
も
最
後
ま
で
き
ち
ん
と
勉
強
を
教
え
た

ふ
う

こ
ん
な
も
の
か
し
ら
ね

そ
う
だ
な

よ
く
頑
張

た
な

あ
ら
八
幡

分

を
か
い
て
る
み
た
い
ね
せ

か
く
だ
し
シ

ワ

で
も

び
て
く
れ
ば
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い

い
や

俺
は

い
い
か
ら
い
い
か
ら

ほ
ら

さ

ぱ
り
し
て
き
な
さ
い

て

 
詩
乃
は
そ
ん
な
八
幡
の
背
中
を
ぐ
い
ぐ
い
押
し

シ

ワ

室
に

じ
込
め
た

着

え
は
用
意
し
て
お
く
わ

わ

分
か

た

 
八
幡
は
そ
ん
な
詩
乃
に

抗
出
来
ず

く
シ

ワ

を

び
る
事
に
し
た

 
先
ほ
ど
か
ら
の

な
予
感
は
ま

た
く
消
え
ず
八
幡
は
何
と
も
い
え
な
い
気
分
で
シ

ワ

を

び
終
え

 
用
意
さ
れ
て
い
た
着

え
を
着
て

ハ

と
し
た

そ
う
い
え
ば
何
で
俺
が
着
れ
る
服
が
こ
こ
に
あ
る
ん
だ

 
そ
し
て
リ
ビ
ン
グ
に

た
八
幡
は

詩
乃
の
ベ

ド
の
横
に

 
も
う
一
つ
布
団
が
敷
い
て
あ
る
の
を
見
て

気
に
取
ら
れ
た

な

何
だ
そ
れ
は

あ
ら

一

の
ベ

ド
が
良
か

た

私
は
別
に
そ
れ
で
も
い
い
け
ど

そ
も
そ
も

ま
ら
な
い

て
言

て
ん
だ
よ

俺
は
帰
る
ぞ
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ど
う
や

て

ど
う
や

て

て

普
通
に
キ

ト
で

キ

ト
な
ら
も
う
返
し
た
わ
よ

 
そ
う
言

て
詩
乃
は

ニ
タ

と
笑

た

な

何
だ
と

 

て
外
を
見
た
八
幡
は

確
か
に
そ
こ
に
キ

ト
が
い
な
い
の
を
見
て

天
し
た

そ

そ
れ
な
ら
ス
マ
ホ
で
キ

ト
に
連

を
と

て

ス
マ
ホ
も
キ

ト
に

ん
で
お
い
た
わ

そ
れ
な
ら

で

も
う
終

は
無
い
わ
よ
ね

タ

タ
ク
シ

で

困

た
事
に

八
幡
の

布
も
キ

ト
の
中
な
の
よ
ね

お
前

何
て
事
を
し
や
が

た

ふ
ふ
ん

私
の
罠
を
見
抜
け
な
か

た
八
幡
が
悪
い
の
よ

勝
負
に
負
け
た
ん
だ
か
ら

 
敗
者
は
大
人
し
く
勝
者
の
言
う
事
を

き
な
さ
い
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ぐ

ま

ま
さ
か
お
前

相
棒
に
あ
ん
な
事
を
言
わ
せ
た
の
も
罠
だ

た
の
か

あ
ら

や

と
気
付
い
た
の

八
幡
も
ま
だ
ま
だ
ね

く

く
そ

そ
れ
な
ら

 
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な

た
八
幡
は

詩
乃
の
ス
マ
ホ
を

お
う
と
し
た

 
だ
が
そ
れ
も
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
詩
乃
は

に
ヒ
モ
を
通
し
て
あ

た
ス
マ
ホ
を
首
に

か
け

 
あ
ろ
う
事
か

そ
れ
を
八
幡
に
見
せ
つ
け
る
よ
う
に
ブ
ラ
の
間
に
差
し
入
れ
た

ほ
ら
取
れ
る
も
の
な
ら
取

て
み
な
さ
い
よ
ま
あ
そ
ん
な
事
を
し
た
ら
明
日
奈
に
チ
ク
る

け
ど
ね

き

い
ぞ
お
前

そ
ん
な
場
所
に
手
を
入
れ
ら
れ
る

が
な
い
だ
ろ

畜
生
お
お
お
お
お

お
お
お
お

そ
れ
じ

あ
私
も
シ

ワ

を

び
て
く
る
わ
ね

 
別
に

い
て
も
い
い
わ
よ

明
日
奈
に
は
秘
密
に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
わ

そ
ん
な
事
出
来
る
か

あ
ら

残
念
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結
果
と
し
て
八
幡
は

そ
の
日
は
詩
乃
の
家
に

ま
る
事
と
な

た

 
詩
乃
の
完
全
勝
利

パ

フ

ク
ト
ゲ

ム
で
あ
る

 
も
ち
ろ
ん
二
人
の
間
に
は
何
も
無
か

た
が
次
の
日
詩
乃
は
上
機

で

験
に
臨
む
事
と
な

り 
結
果
と
し
て
二
教

で
満
点
を
取
る
事
が
出
来
そ
の
せ
い
で
学
年
一

の
座
を
ゲ

ト
す
る

事
が
出
来
た

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

悔
し
い
な
が
ら
も
詩
乃
を
褒
め
る
事
し
か
出
来
ず

 
二
重
の
屈
辱
を
味
わ
う
結
果
と
な

た
の
で
あ

た
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第
９
４
０
話
 
ア
ル
バ
ム

 
次
の
日
の

方

ヴ

ル
ハ
ラ
と
そ
の
友
好
チ

ム
が
街
の
南
に
集
結
し
て
い
た

 
今
日
の
参
加
者
は

日
よ
り
も
若

少
な
い

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
全
部
で
三
チ

ム
に
分
け

て
い
た

 
第
一
軍
は
ア
ス
ナ
キ
リ
ト
リ
ズ
ベ

ト
シ
リ
カ
セ
ラ
フ

ム
シ
ノ
ン
イ
ロ
ハ

レ
コ
ン

 
レ
ン

シ

リ

に

初
参
加
の
エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
が
加
わ
る
布

で
あ
る

 
第
二
軍
に
は

ラ
ン

ユ
ウ
キ

ジ

ン

テ

チ

タ
ル
ケ
ン

ノ
リ

シ
ウ
ネ

 
ダ
イ
ン
ギ
ン
ロ
ウ
の

＆

組
に
リ

フ

と
フ

イ
リ
ス
と
ゼ
ク
シ

ド
が
加
わ
る

 
今
日
は
ダ
イ
ン
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
四
人
が
い
な
い
が
人

的
に
も
バ
ラ
ン
ス
的
に
も

し

分
な
い

 
第
三
軍
が

ロ
ウ
リ

テ

カ

レ
レ
イ

コ
ミ
ケ

ケ
モ
ナ

ク
リ
ン

 
ブ
ラ

ク
キ

ト
の
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
組
と

ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

ユ
キ
ノ

闇
風

薄
塩
た
ら

こ
で
あ
る
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こ
ち
ら
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
の

点
で
あ
る
タ
ン
ク
と
ヒ

ラ

を
フ

ロ

し
つ
つ

 
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
と
一

に
戦

た
事
が
あ
る
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
が
加
わ
る
組
み
合
わ
せ
と

な

て
い
る

 
今
日
の

軍
団
に
は
タ
ン
ク
と
ヒ

ラ

そ
れ
に
魔
法
使
い
が

度
に

り
分
け
ら
れ
て

い
る
の
だ

 
ハ
チ
マ
ン
と
リ
オ
ン
は
今
日
も
全
体
の
管
理
を
す
る
事
と
な

て
い
る
が

 
今
日
は
ア
ル
ゴ
が
い
な
い

そ
の
代
わ
り
を
こ
れ
ま
た
初
参
加
の
ク
リ
シ

ナ
が
努
め
る

 
ち
な
み
に
探
険
部
は
今
日
は
先
に
ロ
グ
イ
ン
し

谷
地

で
資
源
調
査
の
続
き
を
行

て
い

る 
も
し
必
要
が
あ
れ
ば

す
ぐ
に
こ
ち
ら
に
合
流
し
て
く
る
事
に
な

て
い
た

そ
れ
じ

あ
南
門
に
移
動
し
て

初
参
加
組
の
鍵
を
門
に

録
し
よ
う

 
時
間
が
も

た
い
な
い
の
で
簡

に
自

紹
介
を
済
ま
せ
た
後

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
南
門
に
向
け
て
出
撃
し
た

 
第
一
軍
と
第
二
軍
は
街
の
中
の
特
設
転
移
門
か
ら
南
門
に
直
接
ワ

プ
し
て
も
良
か

た
の
だ

が
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南
門
に
着
く
ま
で
に
敵
が
そ
れ
な
り
に
出
現
す
る

歩
き
組
と
同
行
す
る
事
に
な

た
感
じ

で
あ
る

 
こ
れ
だ
け
の
人

が
い
て
も

さ
す
が
に
門
の
近
く
ま
で
は
敵
の

が
多
く

 
そ
れ
な
り
に
時
間
が
か
か
る
行
軍
と
な

た
が
そ
れ
も
初
参
加
組
が
南
門
に
鍵
を

録
す
る

ま
で
だ

 
次
か
ら
は
街
か
ら
飛
べ
ば
い
い
だ
け
な
の
で

こ
の
苦
労
も
最
初
だ
け
で
あ
る

 
だ
が
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
組
は
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
事
前
に
何
回
か
は
戦
闘
を

験
し
て
お
き
た
か

た

の
で

 
こ
の
行
軍
は
そ
の

に
と
て
も
都
合
が
良
か

た
よ
う
だ

 
ま
だ
連

は
上
手
く
取
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
そ
こ
は
コ
ミ
ケ
が
上
手
く
調

し
て
く
れ

る
だ
ろ
う

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
の
皆
さ
ん
あ
れ
が
南
門
で
す
こ
こ
か
ら
は
も
う
南
門
の
鍵
持
ち
し
か
入
れ
ま
せ

ん 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
次
に
門
の
前
を

歩
し
て
い
る

食
恐
⻯
の

れ
を
指
差
し

た
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あ
の

食
恐
⻯
は
ノ
ン
ア
ク
テ

ブ
で
す
一
番
大
き
い
の
は
エ
ス
ガ
イ
ア

て
い
う
⻑

で

 
こ
ち
ら
に
祝
福
を

え
て
く
れ
る
の
で

話
し
か
け
て
も
ら

て
お
い
て
下
さ
い

 
そ
う
す
れ
ば
門
の
向
こ
う
で
も

食
恐
⻯
に
は
襲
わ
れ
ま
せ
ん

へ

あ
れ
が
門
な
の
ね

ま
さ
に
俺
達
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
の
始
ま
り
の
地

て
感
じ

す
ね

 
ロ
ウ
リ

の
言
葉
に
ケ
モ
ナ

が
そ
う
調
子
を
合
わ
せ
た

 
名
前
の
通
り
ケ
モ
ナ

で
あ
る
ケ
モ
ナ

は
ケ

ト
シ

で
あ
る
ロ
ウ
リ

と
仲
良
く
な
り

た
い
の
だ

 
だ
が
ロ
ウ
リ

は
ケ
モ
ナ

に

き
つ
つ
も

そ
れ
を
ス
ル

し
て
コ
ミ
ケ
の

を

い
た

そ
れ
じ

あ
コ
ミ
ケ

一

に
行
き
ま
し

う

あ

ロ
ウ
リ

ず
る
い

私
も

そ
れ
じ

あ
私
も

 
テ

カ
と
レ
レ
イ
も
コ
ミ
ケ
を
囲
み

そ
れ
を
見
た
ケ
モ
ナ

は
思
わ
ず
絶
叫
し
た

⻑

ま
し
い

す

 
同
じ
く
そ
の
光
景
を
見
た
ク
リ
ン
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
は
と
て
も
驚
い
て
い
た
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あ

あ
の

⻑
が
モ
テ
て
る

本
当
に
ま
さ
か
よ
ね
今
は

⻑
の
人
生
の
最
初
で
最
後
の
モ
テ
期
な
の
か
も
し
れ
な
い
わ

 
そ
し
て
エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン

ク
リ
シ

ナ
も
無
事
に

録
を
終
え
て
加
護
を
も
ら
い

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
門
を
使

て
ジ

ン
グ
ル
地

の
入
り
口
の
ポ

タ
ル
へ
と
飛
ん
だ

 
南
門
で

録
さ
え
す
れ
ば

そ
の
後
の
ポ

タ
ル
は

一
度
使
え
ば
南
門
か
ら
飛
べ
る
の
だ

 
こ
れ
は
前
の
日
に

に

証
済
み
で
あ
る

さ
て

今
日
の
攻
略
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
で
す

 
道
の
無
い
ジ

ン
グ
ル
地

に
な
る
の
で
慎
重
に
進
ん
で
下
さ
い
ね

 
変
わ

た
物
を
見
か
け
た
ら
俺
に
連

し
て
く
れ
れ
ば

 
マ

プ
に
書
き
込
ん
で
全
員
に
フ

ド
バ

ク
し
て
い
き
ま
す
の
で

 
た
ま
に
マ

プ
を
見
て
も
ら

て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

他
の
チ

ム
の

況
も
分
か
る

と
思
い
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
丁

に
そ
う
説
明
を
し

そ
し
て
ジ

ン
グ
ル
地

の
探
索
が
開
始
さ
れ
た
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こ
こ

結

や
ば
い
な

 
キ
リ
ト
は

り
の
地

を
見
な
が
ら
ア
ス
ナ
に
向
け

そ
う

い
た

う
ん

道
が
無
い
ジ

ン
グ
ル

て

本
当
に
危
険
だ
よ
ね

不
意
打
ち
さ
れ
て
死
ぬ
奴
が
出
る
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
よ
な

あ

み
ん
な

ち

と
止
ま

て

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
が
そ
う
言

て
行
軍
を
止
め
た

ア
ス
ナ

ど
う
し
た
ん
だ

見
て

こ
こ
か
ら

地
み
た
い
に
な

て
る

お

マ
ジ
だ
な

ま
さ
か

無
し

じ

な
い
よ
な

ど
う
だ
ろ
う

で
も
も
し
そ
う
な
ら

に
は
ま

て
死
ん
だ
ら

生
も
出
来
な
い
ね

確
か
に
そ
う
だ
な

キ
リ
の

よ

ち

と
は
ま

て
死
ん
で
み
て
く
れ
よ

何
で
俺
だ
よ

自
分
で
や
れ
よ

 
ク
ラ
イ
ン
の
そ
の
冗
談
に

キ
リ
ト
が
そ
う
突

込
ん
だ

 
相
変
わ
ら
ず
誰
か
ら
も
ボ
ケ
ら
れ

い
じ
ら
れ
て
し
ま
う
キ
リ
ト
で
あ

た

ま
あ
冗
談
は
さ
て
お
き

大
体
の
深
さ
は
調
べ
て
お
き
た
い
よ
な
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う
ん

そ
う
だ
ね

誰
か
⻑
い
棒
み
た
い
な
ア
イ
テ
ム
は
無
い

 
ア
ス
ナ
に
そ
う

ね
ら
れ

人
は
自
分
の
ア
イ
テ
ム

を
チ

ク
し
た

棒
は
な
い
け
ど
ロ

プ
な
ら
あ
る
よ

 
そ
う
言
い
出
し
た
の
は
シ

リ

で
あ

た

 
さ
す
が
は
リ
ア
ル
で
現
役
の
ハ
ン
タ

を
や

て
い
る
だ
け
の
事
は
あ
る

 
こ
う
い

た
応
用
の
き
く
ア
イ
テ
ム
は
常
備
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う

や

た
ね

そ
れ
じ

あ
ち

と
そ
の
ロ

プ
を

り
る
ね

 
後
は
そ
の

り
に
落
ち
て
る
大
き
め
の
石
を
こ
の
先
に

り
付
け
て

と

そ
れ
も
任
せ
て

そ
う
い
う
の
は
慣
れ
て
る
か
ら

さ

す
が
シ

リ

 
こ
う
い

た
探
索
で

シ

リ

の
存
在
は
実
に

く

 
基
本
的
に
サ
バ
イ
バ
ル

い
局
面
だ
と
彼
女
が
リ
ア
ル
で
持
つ
そ
の
技
術
が
と
て
も
役
に

立
つ
の
だ

そ
れ
じ

あ

て
み
る
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
シ

リ

は

に
ロ

プ
を
投
げ
込
ん
だ
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ロ

プ
が
ス
ル
ス
ル
と

の
中
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
く

あ

こ
の
感
触

今

に
つ
い
た
ね

大
体
五
メ

ト
ル
く
ら
い
か
な

五
メ

ト
ル
か

結

深
い
な

こ
れ

も
し
は
ま

ち

た
と
し
て

自
力
で
上
が
れ
る
も
の
な
の
か
な

ど
う
だ
ろ
う

し
て
み
る
べ
き

う

ん

も
し
も
の

に
調
べ
て
お
き
た
い
よ
ね

だ
な

そ
れ
じ

あ
男
連
中
で
ジ

ン
ケ
ン
し
よ
う

 
ク
ラ
イ
ン
の
提
案
で

キ
リ
ト

レ
コ
ン

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン
が
ジ

ン
ケ
ン
を
し
た

 
そ
の
勝
負
に
敗
北
し
た
の
は

キ
リ
ト
で
あ

た

や

ぱ
り
俺
か
よ

何
と
な
く
そ
う
か
な

て
思

て
た
よ

キ
リ
ト

ド
ン
マ
イ
だ

キ
リ
ト

と
り
あ
え
ず
ロ

プ
を

に

り
付
け
て
か
ら
飛
び
込
ん
で
ね

 
や
ば
い

て
思

た
ら
ロ

プ
を
ち

ん
ち

ん

て
引
く
の
よ

 
そ
う
し
た
ら
全
力
で
引

張

て
あ
げ
る
か
ら

お

お
う

リ
ズ

頼
む
な
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任
せ
な
さ
い

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と

に
歩
い
て
い

た

 
一
定

度
進
ん
だ

で

そ
の
足
が
ぐ
ぐ

と

む

お

お
お

や
ば
い

こ
れ

や
ば
い
わ

キ
リ
ト

ど
う

上
が
れ
そ
う

今
や

て
み
る

 
そ
う
答
え
た
キ
リ
ト
は
バ
タ
バ
タ
と
も
が
き
始
め
た

 
だ
が
そ
の
行
動
を
笑
う
者
は
誰
も
い
な
い

こ
れ
は
真
面
目
な

証
だ
か
ら
だ

 
キ
リ
ト
の
体
は
ず
ぶ
ず
ぶ
と
そ
の
ま
ま

ん
で
い

た
が

そ
れ
も
一
定

度
で
止
ま
り

 
今
キ
リ
ト
は
首
だ
け
を
地
上
に
出
し
た

態
で
安
定
し
て
い
た

ど
う

こ
れ

下
の
方
は
そ
ん
な
に

く
な
い
な

普
通
に
立
ち

ぎ
が
出
来
る
感
じ
だ
わ

そ
う
な
の
か

そ
の
ま
ま

に
上
が
れ
る
か

や

て
み
る
よ

う

ん

お
案
外

い
な
そ
こ
ま
で
滑
ら
な
い
し
こ
れ
な
ら
い

け
る
わ
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そ
う
言

て
キ
リ
ト
は
自
力
で

ま
で
這
い
上
が

た

だ
が
そ
の
体
は
完
全
に

に

わ
れ

て
い
る

ち

ん
と
服
も

れ
る
み
た
い
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
平
気
の
は
ず
だ
け
ど

こ
こ
を
作

た
の
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
開
発
だ
か
ら
か
な

あ

確
か
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ
と
顔
を

し
た
り
も
す
る
も
ん
ね

 
水
の
中
か
ら
出
る
の
は

れ
た
ま
ま
に
な
ら
な
い
け
ど

判
定
が
違
う
の
か
も

 
レ
ン
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
事
情
を
そ
う
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
君
に

今
の

況
を
報
告
し
て
お
く
ね

お
う

頼
む

ア
ス
ナ

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
と
通
信
を
始
め
た

う
ん

う
ん

そ
ん
な
感
じ

そ
う
そ
う

キ
リ
ト
君
が

だ
ら
け
の
ま
ま
に
な

て
る
の

 
え

リ
ズ

う
ん

分
か

た

今
代
わ
る
ね

リ
ズ

ハ
チ
マ
ン
君
が
話
が
あ
る

て

え

私
に

何
で

さ
あ
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首
を

げ
つ
つ
も

リ
ズ
ベ

ト
は
ア
ス
ナ
か
ら
通
信
機
を
受
け
取

た

ハ
チ
マ
ン

ど
し
た
の

え

キ
リ
ト

う
ん

う
ん

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
オ

ケ

分
か

た
わ

私
に
任
せ
な
さ
い

 
リ
ズ
ベ

ト
は
通
信
を
終
え

だ
ら
け
な
ま
ま
の
キ
リ
ト
に
言

た

キ
リ
ト
ハ
チ
マ
ン
が
装
備
を
一
度
全
解

し
て
か
ら

せ
ば
一
発
で

麗
に
な
る

て

よ 
顔
は
ま
あ
仕
方
な
い
か
ら
一
度
し
ま

て

麗
に
し
た
装
備
で

い
て
か
ら
ま
た
そ
れ
だ
け

し
ま
え
ば

 
ち

と
面
倒
だ
け
ど

麗
に
な
る

て
さ

あ

そ
の
手
が
あ

た
か

そ
れ
じ

あ
女
子
は
み
ん
な
後
ろ
を
向
い
て
お
い
て
く
れ
よ
な

え

別
に
い
い
と
思
う
け
ど
な

ま
あ
い
い
じ

な
い

そ
れ
じ

あ
後
ろ
を
向
き
ま
す
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
は
別
に
必
要
な
い
と
思

て
い
た
よ
う
だ
が
そ
れ
で
も
後
ろ
を
向
い
て
く
れ
た

さ
て
と

え

と

う
ん

キ
リ
ト

い
い
わ
よ
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悪
い
な

す
ぐ
済
ま
せ
る
よ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
装
備
を
全
解

し
た

間
に
何
故
か
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
が

と

き

出
し
た

ん

二
人
と
も

ど
う
か
し
た
か

 
そ
う
言

て
顔
を
上
げ
た
キ
リ
ト
の
目
に

 
何
故
か
一
人
だ
け
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
リ
ズ
ベ

ト
の

が
映
り

 
キ
リ
ト
は

か
ん
と
し
た
顔
で
フ
リ

ズ
し
た

 
そ
の

間
に
リ
ズ
ベ

ト
が
空
中
で
ボ
タ
ン
を
押
す
よ
う
な
動
作
を
し
た

い
た
だ
き

 
直
後
に
カ
シ

と
い
う
音
が
し
た

ど
う
や
ら

の

影
を
し
た
よ
う
だ

な

お
い
リ
ズ

何
し
て
る
ん
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
が

今
の
キ
リ
ト
の

を
写
真
に
と

て
お
い
て
く
れ

て
言
う
か
ら
さ

え
え

そ
ん
な
の
ど
う
す
る
ん
だ
よ

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
を
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
ア
ル
バ
ム
み
た
い
に
し
て
み
ん
な
に
配
る

み
た
い
よ
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実
は
そ
の

の

影
係
が

日
か
ら

パ

テ

に
い
る
と
か
何
と
か

え

そ
う
だ

た
の
か

あ

私

て
ま
す
よ

僕
も
で
す

 
シ

リ

と
レ
コ
ン
が
そ
の
キ
リ
ト
の
疑
問
に
答
え
る
よ
う
に
そ
う
手
を
上
げ
て

告
し

た
う
わ

マ
ジ
で
い
た

だ
か
ら
キ
リ
ト
の
そ
の

も
ア
ル
バ
ム
に
載
る
事
に
な
る
わ
ね

や
め
て
く
れ
よ

リ
ズ

頼
む
か
ら
今
す
ぐ
消
し
て
く
れ

え

も
う
ハ
チ
マ
ン
に
送

ち

た
わ
よ

ノ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 
キ
リ
ト
は
絶
叫
し
た
が

も
う
後
の
祭
り
で
あ
る

 

回
こ
ん
な
ゆ
る
い
感
じ
で
は
な
い
が

ジ

ン
グ
ル
地

の
探
索
は
続
く
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第
９
４
１
話
 
産
卵
場

 
リ
ズ
ベ

ト
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
キ
リ
ト
の
恥
ず
か
し
い
写
真
を
見
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た
ハ

チ
マ
ン
は

 
ズ
ズ
ン

と
い
う
音
が
遠
く
か
ら

こ
え
て
き
た

て
て
顔
を
上
げ
た

今
の
音
は
何
だ

ハ
チ
マ
ン

あ
そ
こ
よ

 
ク
リ
シ

ナ
に
そ
う
言
わ
れ
そ
の
指
差
す
方
向
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開

け
た

 
ハ
チ
マ
ン
達
が
い
る
場
所
は
ポ

タ
ル
近
く
の
高
台
な
の
だ
が

 
か
な
り
遠
く
ま
で
ジ

ン
グ
ル
エ
リ
ア
の
景
色
を
見

す
事
が
出
来
る

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
達
の
居
場
所
か
ら
目

で
二
キ
ロ
く
ら
い
前
方
で

 
メ
キ
メ
キ
と
木
が
何
本
も
倒
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
の
だ

ま
さ
か
何
か
や
ば
い
の
が
出
た
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

何
か
連

は
入

て
な
い
か

う

ん

ま
だ
ど
こ
か
ら
も
情
報
は
入

て
な
い
け
ど
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置
的
に
は
丁
度
第
三
軍
が
あ
の

り
に
い
る
は
ず
だ
よ

 
リ
オ
ン
は
そ
う
言
う
と

マ

プ
を
開
い
て
味
方
の

置
を
確
か
め

 
確
認
す
る
よ
う
に
顔
を
上
下
さ
せ

ハ
チ
マ
ン
に

い
た

う
ん

や

ぱ
り
そ
う
だ
ね

今
あ
そ
こ
に
は

第
三
軍
の
人
達
が
い
る
は
ず

第
三
軍

て
い
う
と

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
の
七
人
と
ユ
キ
ノ
達
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
通
信
機
を
使
い

す
ぐ
に
ユ
キ
ノ
に
連

を
入
れ
た

あ

あ

こ
ち
ら
ハ
チ
マ
ン

ユ
キ
ノ

こ
え
る
か

何
か
あ

た
の
か

あ

ご
ご
め
ん
な
さ
い
ち

と

然
と
し
て
し
ま

て
報
告
を
忘
れ
て
い
た

わ 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
か
な
り
驚
い
た

ユ
キ
ノ
が

然
と
す
る
な
ん
て
珍
し
い
な

何
が
あ

た

え

え
え

実
は
こ
こ

恐
⻯
の
産
卵
地
に
な

て
い
る
よ
う
な
の

 
一
つ
一
つ
の
卵
の
大
き
さ
が
一
メ

ト
ル
く
ら
い
あ

て
そ
の
卵
が
何

個
も

ん
で
い
る

の
よマ

ジ
で
か

ま
さ
か
そ
の
中
か
ら
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物
理
法

を
無

し
て
巨
大
な
恐
⻯
が
出
て
き
て
大
暴
れ
し
て
る
と
か

は
さ
す
が
に
無

い
か

 
さ

き
か
ら

分
木
が
倒
れ
て
る
み
た
い
で
心
配
な
ん
だ
が

え
え

特
に
敵
が
暴
れ
て
い
る

で
は
な
い
わ

暴
れ
て
い
る
の
は
味
方
よ

ほ
う

ま
あ
と
り
あ
え
ず
最
初
か
ら
説
明
す
る
わ
ね

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
前
置
き
し

ハ
チ
マ
ン
に

況
の
説
明
を
始
め
た

こ
の
産
卵
場
を
発
見
し
た
時
私
達
は
お
そ
ら
く
何
か
が
ト
リ
ガ

と
な

て
一

に
卵
が

て

 
こ
ち
ら
を
襲

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の

そ
の
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
な
と
り
あ
え
ず
可
能
な
ら

個
だ
け
残
し
て

し
て
お
い

て
く
れ

 
残

た
卵
が
ど
う
な
る
の
か
確
認
し
た
い

も
う
三
つ
ほ
ど
確
保
は
し
て
あ
る
わ

お
お

さ
す
が
に
仕
事
が

い
な
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さ
す
が
は
ユ
キ
ノ

打
て
ば

く
と
は
こ
の
事
で
あ
る

え

え
え

ま
あ
そ
れ
は
置
い
て
お
い
て

話
の
続
き
な
の
だ
け
れ
ど

 
三
つ
卵
を
確
保
し
た
後

私
達
は

番
に
残

た
卵
を
潰
し
て
い
た
わ

 
で
も
ロ
ウ
リ

さ
ん
が
す
ぐ
に

き
て
し
ま

た
み
た
い
で

ま
あ

純
作
業
だ
し
な

で

い
き
な
り
ロ
ウ
リ

さ
ん
が

近
く
に
生
え
て
い
た
木
を

あ
の

で
こ
う

ス
パ

と
え

そ
れ
じ

あ
れ
は
ロ
ウ
リ

さ
ん
の
仕
業
な
の
か

そ
う
な
の

木
を
狙

た
方
向
に
倒
す
事
で

一
度
に
た
く
さ
ん
の
卵
を
潰
し
て
い
る
の
よ

あ
あ

そ
う
い
う
事
だ

た
の
か

止
め
る
暇
も
な
く
て
そ
の
私
も

然
と
し
て
し
ま

て
報
告
が

れ
て
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
珍
し
く

々
し
い
声
を

き

ハ
チ
マ
ン
は

 
現
地
は
さ
ぞ
凄
い
事
に
な

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と

心
の
中
で
ユ
キ
ノ
に
同
情
し
た

い
や

ま
あ
困

た
事
に
な

て
な
け
れ
ば
別
に
い
い
さ

 
と
り
あ
え
ず

囲
の

は

ら
な
い
よ
う
に
な
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え
え

分
か

て
い
る
わ

 
そ
れ
で
何
が

こ

て
い
る
の
か

し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
他
に
何
か
あ

た
ら
報
告
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い

マ

ピ
ン
グ
作
業
へ
と

た

 
あ
は
は
は
は
は
は
は

み
ん
な
潰
れ
て
し
ま
う
と
い
い
わ

 
ロ
ウ
リ

は
そ
う
叫
び
な
が
ら

を

る
う
度
木
が
ス
パ
ス
パ
と
切
断
さ
れ
倒
れ
て
い
く

 
そ
の
度
に

験

が
流
れ
込
ん
で
く
る

や
は
り
卵
が
敵
な
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 
だ
が
こ
の
時
点
で

て
み
て
も
中
に
は
た
だ
の
ど
ろ

と
し
た

体
が
入

て
い
る
だ
け

で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
や
ユ
キ
ノ
の
予
想
通
り

何
か
の
キ

カ
ケ
で
そ
れ
ら
が
ア
ク
テ

ブ
に
な
り

 
外
に

れ
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
が

何
が
ト
リ
ガ

に
な

て
い
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い

い
や

ま
あ
楽
で
い
い
ん
だ
け
ど
さ

コ
ミ
ケ

ぶ
つ
ぶ
つ
言

て
な
い
で

い
い
か
ら
ど
ん
ど
ん
撃
ち
ま
く
り
な
さ

い

あ

は
い

 
コ
ミ
ケ
は
ロ
ウ
リ

の
迫
力
に
押
さ
れ

々
と
銃
を
撃
ち
始
め
た
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今
の
ロ
ウ
リ

の
目
は

々
と

い
て
お
り

逆
ら
う
事
な
ど
出
来
る
雰
囲
気
で
は
な
い

⻑

ま
し
い

す

ど
こ
が
だ
よ

ゴ
ス
ロ
リ
ネ
コ

美
少
女
か
ら
の
命
令
と
か

ご
褒
美
じ

な
い

す
か

お
前
絶
対
に
人
前
で
そ
う
い
う
事
を
言
う
な
よ
俺
の
イ
メ

ジ
が
悪
く
な

ち
ま
う
か
ら

な

⻑
の
イ
メ

ジ

て
も
う
最

じ

な
い

す
か

何
を
今
更

お
前
さ

そ
う
い
う
事
は
思

て
て
も
口
に
出
す
ん
じ

ね
え

て
の

 
そ
ん
な
二
人
を
ク
リ
ン
と
ブ
ラ

ク
キ

ト
が

の
よ
う
に

た
い
目
で

め
て
い
た

 
ど
う
や
ら
も
う
完
全
に
手

れ
の
よ
う
で
あ
る

あ

ち
は
楽
し
そ
う
よ
ね
私
達
は

と
り
あ
え
ず
写
真
で
も
と

て
お
き
ま
し

う
か

そ
う
だ
ね

 
更
に
そ
れ
を
見
て
い
た
こ
の
戦
い
に
お
い
て
ま

た
く
出
番
の
無
い
ユ
キ
ノ
と
ユ
イ
ユ
イ
は

 
そ
う
言

て
写
真

影
を
始
め
た

 
そ
の
写
真
は
す
ぐ
に
ハ
チ
マ
ン
に
送
ら
れ

そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
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を

え
る
か
の
よ
う
に
こ
め
か
み
を

え
た

こ
こ
ま
で
か
よ

て
か
何
で
あ
の
太
さ
の
木
が
簡

に

れ
る
ん
だ

 
さ
す
が
は
姉
さ
ん
の
元
パ

テ

メ
ン
バ

て
事
か

 
そ
の
時
ク
リ
シ

ナ
が

い
声
を
発
し
た

ハ
チ
マ
ン

奥
か
ら
何
か
来
て
る

見
て

 
そ
ち
ら
に

線
を
向
け
る
と

確
か
に
ユ
キ
ノ
達
が
い
る
場
所
の
奥
の
木
が

 
次
々
と
倒
れ
て
い
く
の
が
見
え
た

ユ
キ
ノ
ち

と
確
認
だ

今
そ
の
場
所
に
パ

テ

メ
ン
バ

は
全
員
揃

て
る
か

え
え

全
員
い
る
わ
よ

そ
う
か

そ
の
場
所
か
ら
二

メ

ト
ル
く
ら
い
前
方
の
木
が
何
者
か
に
な
ぎ
倒
さ
れ
て
る

 
多
分
敵
だ
と
思
う
か
ら

そ
れ
に
備
え
て
く
れ

二

メ

ト
ル
前
方
で
す

て

分
か

た
わ

す
ぐ
に
体
勢
を
立
て
直
す
わ

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
そ
う
連

を
受
け
た
ユ
キ
ノ
は

仲
間
達
に
声
を
か
け
た

み
ん
な

ど
う
や
ら
敵
襲
よ

幸
い
こ
こ
に
広
場
が
出
来
た
か
ら

こ
こ
で
敵
を
迎
え
撃
ち

ま
し

う
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そ
の
言
葉
を
受
け

に
出
番
が
来
た
と
ば
か
り
に
ユ
イ
ユ
イ
が

 
丁
度
何
も
無
い
広
場
の
中
央
に

王
立
ち
を
す
る

 

の
貴

人

ル

セ
ン
フ
リ

ド
と
呼
ば
れ
る
真
紅
の

を

い

 
光
り

く
大
盾
を
持
つ
ユ
イ
ユ
イ
の

は
実
に
頼
も
し
い

そ
の

を
ロ
ウ
リ

が

め
る

 
ユ
イ
ユ
イ
の
後
方
に
は
ユ
キ
ノ
が
布

し

そ
の
両
翼
を
ユ
ミ

と
レ
レ
イ
が

め
る

 
テ

カ
は
近
く
に
あ
る
木
に

り

の
上
で

を

え
て
い
る

 
そ
の

は
森
の
乙
女
と
表
現
す
る
に
相
応
し
い

 
コ
ミ
ケ

ケ
モ
ナ

ク
リ
ン

ブ
ラ

ク
キ

ト

闇
風

薄
塩
た
ら
こ
は

に
分
か

れ 
森
の
中
に

ん
で
い
る
よ
う
だ

完
全
な
迎
撃
体
勢
の
完
成
で
あ
る

 
そ
し
て
敵
を
待
ち

え
る
第
三
軍
の
目
の
前
に

に
そ
の
敵
が

を
現
し
た

あ
れ
は
確
か

バ
リ
オ
ニ
ク
ス
だ

た
か
し
ら

ワ
ニ
み
た
い
な
顔
に
⻑
い

資
料
で
見
た
バ
リ
オ
ニ
ク
ス
で
間
違
い
な
い

 
レ
レ
イ
は
ハ
チ
マ
ン
か
ら
も
ら

た
資
料
を

み
込
ん
で
い
る
よ
う
で
ユ
キ
ノ
に
そ
う
断
言

し
た
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資
料
に
は

通
常
は
十
メ

ト
ル
く
ら
い
だ

て
書
い
て
な
か

た

け

か
も
し
れ
な
い
け
ど
あ
れ
は
ど
う
見
て
も
小
学
校
の
プ

ル
く
ら
い
の
大
き
さ
は
あ
る
わ
ね

ま
あ
一
体
だ
け
な
ら
楽
勝

し

 
ユ
ミ

は

で
笑
う
よ
う
に
そ
う
言

た

そ
う
だ
と
い
い
の
だ
け
れ
ど

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
返
事
を
し
な
が
ら
チ
ラ

と
キ

プ
し
て
あ
る
卵
の
方
を
見
た

 
卵
に
は
今
の
と
こ
ろ
特
に
変
化
は
無
い
が

こ
の
後
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い

と
り
あ
え
ず
あ
の
ワ
ニ
ト
カ
ゲ
を
倒
し
ま
し

う
か

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
ユ
イ
ユ
イ
に
開
戦
の
指

を
出
し
た

ユ
イ
ユ
イ

そ
れ
じ

あ
や

ち

て

ほ
い
ほ
い

そ
れ
じ

あ
え

と

お
命

 
そ
の
声
を
合
図
に
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た

ユ
イ
ユ
イ
は
一
気
に
敵
に
近
付
き
敵
と
正
面
か
ら

激
突
す
る

 
敵
は
ユ
イ
ユ
イ
に

み
付
こ
う
と
不
用
意
に
そ
の

を
下
げ
て
き
た
が

 
そ
の

目

け
て
ユ
イ
ユ
イ
は
カ
ウ
ン
タ

ぎ
み
に

手
に
持

て
い
る
盾
を
ぶ
ち
か
ま
し
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た
シ

ル
ド
バ

シ

 
ガ
コ
ン

 
と
い
う
音
と
共
に

バ
リ
オ
ニ
ク
ス
の

が

ね
上
が
る

 
優
し
げ
な
顔
に
似
合
わ
ず
ユ
イ
ユ
イ
は
力
が
強
い

何
よ
り
彼
女
の
仲
間
を
守
ろ
う
と
す
る
意

思
は
強

だ

 
バ
リ
オ
ニ
ク
ス
は

り
に
燃
え
た
目
で
ユ
イ
ユ
イ
を

み

す
る
よ
う
に

り
声
を
上
げ

 
そ
の
手
の
太
い

を
ユ
イ
ユ
イ
目

け
て

り
下
ろ
し
た

 
だ
が
そ
ん
な

純
な
攻
撃
は
ユ
イ
ユ
イ
に
は
通
用
し
な
い

 
ユ
イ
ユ
イ
は

く
サ
イ
ド
ス
テ

プ
し
て
そ
の
攻
撃
を
か
わ
し

 
体
の

的
に
丁
度
真
上
に
来
た
敵
の

に
再
び

な
シ

ル
ド
バ

シ

を
か
ま
し
た

 
そ
の
攻
撃
は
見
事
な
カ
ウ
ン
タ

と
な
り

バ
リ
オ
ニ
ク
ス
が
一

直
す
る

も
ら

た

 
そ
ん
な
バ
リ
オ
ニ
ク
ス
に
向
け
樹
上
か
ら
テ

カ
の
矢
が
飛
来
し
そ
の

目
を
見
事
に

い
た
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同
時
に
ロ
ウ
リ

が

先
ほ
ど
ユ
イ
ユ
イ
に
向
け
て

り
下
ろ
さ
れ
た

を

 
そ
の
手
に
持
つ
巨
大
な

で

り
飛
ば
す

Ｇ
Ｙ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ

 
バ
リ
オ
ニ
ク
ス
は
た
ま
ら
ず
後
退
し

が
る
よ
う
に
ぶ
ん
ぶ
ん
と

を

り
回
す

 
そ
こ
に

か
ら
の
十

砲

が
始
ま

た

 
タ
タ
ン

タ
タ
タ
ン

 
バ
リ
オ
ニ
ク
ス
の
体
に
銃

が

あ
ら
れ
と
降
り
注
ぐ

 
そ
の
時
バ
リ
オ
ニ
ク
ス
が
い
き
な
り
体
を
横
に
向
け
た

ユ
イ
ユ
イ

尾
よ

オ

ケ

 
ユ
イ
ユ
イ
は
敵
の

尾
の
一
撃
に
備
え
た
が

敵
も
さ
る
も
の
で
あ
る

 
そ
の

尾
は

中
で

道
を
変
え

高
く

り
上
げ
ら
れ
た

上
 
そ
の
ま
ま
そ
の

尾
が
ユ
イ
ユ
イ
目

け
て
二
度
三
度
と

り
下
ろ
さ
れ
る

こ

の
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だ
が
ユ
イ
ユ
イ
が
崩
れ
る
事
は
な
い

他
の
ナ
イ
ツ
の

け
持
ち
タ
ン
ク
と
は
防
御
力
の

が

違
う
の
だ

 
時
々
ユ
イ
ユ
イ
の
体
が
光
る
事
が
あ
る
が
そ
れ
は
全
て
防
御
系
ス
キ
ル
の
発
動
の
証
で
あ
る

 
ロ
ウ
リ

は
神
速
の
突
撃
と
後
退
を

り
返
し

敵
の
注
意
を
引
か
な
い
よ
う
に

 
そ
の

を
ガ
ン
ガ
ン

て
い
く

 
こ
う
な
る
と
普
通

フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
の
心
配
が
出
て
く
る
も
の
な
の
だ
が

 
ロ
ウ
リ

の
体
に
は
一
発
の
銃

も
当
た

て
い
な
い

 
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
組
も
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
も

練
の

を
持

て
い
る

 
き

ち
り
と
ロ
ウ
リ

の
動
き
に
合
わ
せ
て
攻
撃
し
て
く
れ
る
の
だ

へ

や
る
じ

な
い

 
ロ
ウ
リ

は
テ
ン
シ

ン
が
上
が
り

狂

た
よ
う
に
攻
撃
を
続
け

 
誰
も
大
き
な
ダ
メ

ジ
を
負
わ
な
い
ま
ま

 
第
三
軍
は

に
バ
リ
オ
ニ
ク
ス
を
発
狂
モ

ド
ま
で
追
い
詰
め
た

 
だ
が
そ
の

間
に
そ
れ
は

こ

た

し
ま

た
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い
き
な
り
敵
の
パ
ワ

と
ス
ピ

ド
が
上
が

た

 
ユ
イ
ユ
イ
が
敵
の

尾
の
攻
撃
を
受
け
倒
れ
は
し
な
い
も
の
の

メ

ト
ル
後
方
に
飛
ば

さ
れ
た
の
だ

 
そ
の
せ
い
で
ユ
キ
ノ
が
そ
ち
ら
に
気
を
取
ら
れ
た

間
に

後
方
で
パ
リ
ン
と
い
う
音
が
し

 
次
の

間
に
ユ
ミ

が
う
め
き
声
を
上
げ
た

う

ユ
ミ

 

て
て

り
返

た
ユ
キ
ノ
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

 
お
そ
ら
く
た

た
今

卵
か
ら

た
の
だ
ろ
う

 
・二
・足
・歩
・行
・を
・し
・て
・い
・る

バ
リ
オ
ニ
ク
ス
の

生
体
が
ユ
ミ

の

に

み
付
い
て
い
る

で

あ

た
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第
９
４
２
話
 
緑
の
ド

ム

 

日
は
す
み
ま
せ
ん

ち

と
発
熱
し
て
し
ま
い
ま
し
て

 
何
と
か
こ
の
話
を
書
き
上
げ
ま
し
た
が
続
き
を
書
く
の
が
つ
ら
い
の
で

 
次
の
投
稿
は
月
曜
日
く
ら
い
に
な
る
と
思
い
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん

 
ユ
キ
ノ
は

口
に

み
つ
か
れ
た
ユ
ミ

の

を
見
て
一

で

が

す
る
の
を
感
じ

た
私
の
友
達
か
ら
離
れ
な
さ
い

ア
イ
ス

 
だ
が
ユ
キ
ノ
が
攻
撃
魔
法
を
発
動
し
よ
う
と
し
た

間
に

 
ユ
ミ

の
真
横
か
ら
魔
法
が
人
型
バ
リ
オ
ニ
ク
ス
に
着

し

そ
の
背
中
で
爆
発
し
た

 
ど
う
や
ら
レ
レ
イ
が
す
ぐ
に
気
が
付
き

ユ
ミ

を

き
込
ま
な
い
よ
う
に
上
手
く
調
整
し

 
直
線
タ
イ
プ
の
魔
法
で
攻
撃
し
た
よ
う
だ

 
そ
の
お
か
げ
で
ユ
ミ

か
ら
敵
が
離
れ
た
が
ユ
ミ

の

口
が
え
ぐ
ら
れ
た
よ
う
に

し
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て
い
る

 
そ
れ
を
見
た
ユ
キ
ノ
は

て
て

を
取
り
消
し

回
復
に
切
り

え
た

ヒ

ル

 
ユ
キ
ノ
は
そ
の
ま
ま
ユ
ミ

に
駆
け
寄
ろ
う
と
し
た
が

当
の
ユ
ミ

が
そ
れ
を
止
め
た

あ

し
は
大
丈
夫

ヒ

ル
あ
り
が
と

ユ
キ
ノ
は
ユ
イ
ユ
イ
を
お
願
い

わ

分
か

た
わ

 
ユ
キ
ノ
は
後
ろ

を
引
か
れ
る
思
い
が
し
た
が
確
か
に
よ
り
危
険
な
の
は
ユ
イ
ユ
イ
の
方
な

の
で

 
大
人
し
く
そ
の
ユ
ミ

の
言
葉
に

た

部

は
初
め
て
の

験
だ
け
ど

 
ユ
ミ

は
そ
う

き
な
が
ら

手
に
持

た

を

げ
た

ま
あ
あ

し
は
前
衛
じ

な
い
か
ら
関
係
な
い
か
な

 
そ
の
ま
ま
ユ
ミ

は
ま
だ
目
の
前
で
倒
れ
て
い
る
敵
に
ト
ド
メ
と
ば
か
り
に

魔
法
を
叩
き

こ
ん
だ

ご
め
ん

油
断
し
た

あ
り
が
と
う
レ
レ
イ
さ
ん
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大
丈
夫

ち

と

を
え
ぐ
ら
れ
た
だ
け
だ
か
ら
大
丈
夫

間
に
合

て
良
か

た

そ
れ
じ

あ
次
を
片
付
け
よ
う

う
ん

 
卵
は
全
部
で
三
つ
あ

た

つ
ま
り
敵
は
ま
だ
二
体
残

て
い
る

 
そ
の
敵
は
や
や
後
方
か
ら

丁
度
こ
ち
ら
に
走

て
く
る
と
こ
ろ
で
あ

た

人
型
だ
ね

恐
⻯
人

て
奴

ト
カ
ゲ
野
郎
で
い
い
ん
じ

な
い

あ
は
は
は
は

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
二
人
は
迫
り
来
る
ト
カ
ゲ
野
郎
共
に
向
け

次
々
と
魔
法
を
叩
き
こ
ん
だ

 
ふ
う

手
こ
ず
ら
せ
や
が

て

な
ん
ち

て

ユ
イ
ユ
イ

お
疲
れ

い

い
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バ
リ
オ
ニ
ク
ス
が
倒
れ

ユ
イ
ユ
イ
と
ク
リ
ン
は
ハ
イ
タ

チ
を
し
た

 
こ
の
二
人

実
は
た
ま
に
一

に

い
物
に
行

た
り
も
し
て
仲
が
い
い
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
ど
こ
に
行

て
い
る
か
と
い
う
と

主
に
下
着
や
衣

の

り
場
で
あ
る

 
体
の
一
部
分
の
大
き
さ
が
近
い
事
も
あ
り

悩
み
も
同
じ
な

話
し
易
い
の
だ
ろ
う

 
こ
の

に
は

に
ユ
ミ

の

も
元
に

て
い
た

さ

き
は
本
当
に

が

え
た
わ

そ
し
て
ご
め
ん
な
さ
い

私
が
も

と
注
意
し
て
い
れ

ば
そ
ん
な
事
気
に
す
る
事
じ

な
い
し

そ
れ
を
言

た
ら
あ

し
も
だ
し

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

あ
あ
も
う

あ
ん
た
の
そ
う
い
う
と
こ

見
て
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
わ

 
あ

し
ら
は
友
達
な
ん
だ
か
ら

気
に
し

こ
な
し
だ

て
ば

友
達

 
そ
れ
で
ユ
ミ

が

ま
れ
た
時
に
自
分
が
言

た
事
を
思
い
出
し
た
の
か
ユ
キ
ノ
は

面
し

た
え

え
え
と
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こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

ト
・
モ
・
ダ
・
チ

え

え
え

こ
ち
ら
こ
そ

 
こ
ん
な

れ
た
よ
う
な
顔
を
す
る
ユ
キ
ノ
の

は
新
鮮
だ

た
よ
う
で
一
同
か
ら
笑
い
が
こ

ぼ
れ
た

さ
て

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

そ
う
ね

と
り
あ
え
ず

の
探
索
を
し
た
後

進
軍
続
行
か
し
ら

 
そ
の
間
に
私
は
今

こ

た
事
を
ハ
チ
マ
ン
君
に
報
告
し
て
お
く
わ

う
ん

お
願
い

 
そ
し
て
仲
間
達
は
散

て
い
き

ユ
キ
ノ
は
ハ
チ
マ
ン
に
通
信
を
入
れ
た

ハ
チ
マ
ン
君

私
よ

こ

ち
は
と
り
あ
え
ず
片
付
い
た
わ

お
う

お
疲
れ

敵
は
何
だ

た

バ
リ
オ
ニ
ク
ス

と
言

た
か
し
ら

大
き
さ
は

定
二
十
メ

ト
ル

の
個
体
ね

ほ
う
ほ
う

そ
れ
は
見
て
み
た
か

た
な

報
告
が
終
わ

た
後
に
写
真
を
送
る
わ

そ
れ
と
別
に

 
こ
れ
は
発
狂
モ

ド
に
入

た
時
に
卵
か
ら

化
し
た
よ
う
な
の
だ
け
れ
ど
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ふ
む

恐
⻯
人
と
で
も
言
う
の
か
し
ら
卵
の
中
か
ら
二
速
歩
行
の
バ
リ
オ
ニ
ク
ス
が
出
現
し
た
わ

二
足
歩
行
だ
と

え
え

写
真
を

て
い
る
暇
は
無
か

た
の
だ
け
れ
ど

 
多
分
ユ
ミ

が
自
動
で
記
録
し
て
い
る
動
画
に
そ
の

が
映

て
い
る
は
ず
よ

そ
れ

送

て
も
ら
え
る
か

え
え

ち

と
待

て

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
ユ
ミ

の
所
へ
行
き

動
画
を
送
る
事
を
依
頼
し
た

オ

ケ

送

と
く
し

 
そ
の
す
ぐ
後
に
ハ
チ
マ
ン
か
ら
ユ
キ
ノ
に
連

が
入

た

専
門
じ

な
い
が

ク
リ
シ

ナ
と
リ
オ
ン
に
見
て
も
ら

て

 
何
か
分
か

た
ら
そ

ち
に
フ

ド
バ

ク
す
る
か
ら

そ
の
ま
ま
探
索
を
続
け
て
く
れ

了
解

宜
し
く
お
願
い
す
る
わ

 
そ
し
て
産
卵
場
の
探
索
を
終
え
た
ユ
キ
ノ
達
第
三
軍
は
探
索
を
再
開
し

 
そ
れ
か
ら
三
十
分
く
ら
い
後
に

ハ
チ
マ
ン
か
ら
全
員
に
通
達
が
入

た
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先
ほ
ど
二
速
歩
行
タ
イ
プ
の
敵
が
確
認
さ
れ
た

以
後
は
こ
れ
を

・人
・型

と
呼
ぶ
事
に
す
る

 
報
告
の

は

人
型
Ｒ
Ｅ

人
型
ラ
プ
ト
ル

み
た
い
な
呼
び
方
で
頼
む

 
そ
の
体
の

か
ら
し
て
武
器
を
手
に
こ
ち
ら
に
攻
撃
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
注
意

さ
れ
た
し

 
言
葉
を

る
と
い
う
報
告
は
入

て
な
い
が

そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い

 
敵
か
ら
の
魔
法
攻
撃
に
関
し
て
も
考

し
て
お
く
事

 
ユ
ウ

人
型
が
出
た
ら
し
い
わ

み
た
い
だ
ね

ラ
ン

 
そ
の
通
達
を
受
け
た

第
二
軍
も
ま
た
明
ら
か
に
何
か
あ
り
そ
う
な
場
所
へ
と
到
達
し
て

い
たド

ム
だ
ね

ド

ム
な
の
ニ

こ
れ
は

か
な
り
広
い
ね

 
ラ
ン
達
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
後
ろ
で
リ

フ

フ

イ
リ
ス
ゼ
ク
シ

ド
の
三
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人
は

 
明
ら
か
に
人

物
に
見
え
る

・

を
前
に

そ
ん
な
感
想
を

ら
し
て
い
た

 
そ
の

は
先
ほ
ど
三
人
が
言

た
よ
う
に
ド

ム
型
を
し
て
お
り
内
部
は
ツ
タ
で

わ
れ
て

い
るダ

イ
ン
さ
ん

こ
れ

て

こ
ん
な
感
じ
の
を

映
画
で
見
た
記
憶
が
あ
る
な

 
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
も
ま
た

そ
う

き
合

て
い
た

み
ん
な

ち

と
い
い

中
に
入
る
前
に
一
応
確
認
し
て
お
き
た
い
の
だ
け
ど

 
ラ
ン
が
そ
う
言

て
仲
間
を
集
め
た

こ
れ

て

多
分

か
ご
よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は

い
た

も
ち
ろ
ん
そ
う
じ

な
く
て
た
だ
の
ド

ム

場
の
跡
地
み
た
い
な
設
定
か
も
し
れ
な
い
け

ど
よ

し
て
お
く
必
要
は
あ
る
よ
ね

中
央
を
進
む
の
は
ち

と
危
険
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か
も
し
れ
な
い
わ

し
な
が
ら
壁
伝
い
に
進
み
ま
し

う
か

そ
の
前
に
ハ
チ
マ
ン
に
報
告
だ
ね

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う
か

 
ユ
ウ
キ
に
そ
う
言
わ
れ
ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
通
信
を
入
れ
こ
れ
か
ら
ド

ム
に
突
入
す
る

と
告
げ
た

分
か

た

気
を
付
け
て
な

何
か
注
意
す
る
事
は
あ
る

そ
う
だ
な

も
し
卵
が
あ

た
ら
す
ぐ
に
連

し
て
く
れ

は

い

 
そ
し
て
ド

ム
の
中
に

み
込
ん
だ
ラ
ン
達
は
地
面
に
何
も
無
い
事
を
確
認
し
ほ

と
し

た
と
り
あ
え
ず
卵
は
無
い

か
な

上
は
ど
う

今
確
認
す
る
よ

 
そ
う
言

て
ゼ
ク
シ

ド
が

を

き
込
む
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暗
く
て
よ
く
見
え
な
い
け
ど

ど
れ
ど
れ

 
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
も
同
じ
よ
う
に

を

き
込
む

 
そ
の
時
き

ろ
き

ろ
と

り
の
様
子
を

て
い
た
ユ
ウ
キ
が
ハ

と
し
た
声
で
叫
ん
だ

ち

と
待

て
壁
は
あ
ん
な
に
緑
の
ツ
タ
で

わ
れ
て
る
の
に
何
で
天

だ
け
黒
い
の

えた

確
か
に

 
誰
か
が
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
む
音
が

に
ハ

キ
リ
と

こ
え

 
一
同
は
そ
れ
以
上
前
に
進
む
事
が
出
来
な
か

た

ど

ど
う
思
う

私

一
同
ハ
チ
マ
ン
に
報
告
す
る
わ

写
真
も

え
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
ね

分
か

た

そ
う
す
る
わ

 
ラ
ン
は
す
ぐ
に
ハ
チ
マ
ン
に
連

を
入
れ
ハ
チ
マ
ン
は

証
す
る
と
言

て
一

通
信
を
終
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え
た

 
そ
の
少
し
後
に

ハ
チ
マ
ン
か
ら
返
事
が
あ

た

俺
の
見
立
て
だ
と

天

に
び

し
り
敵
が
張
り
付
い
て
る
と
予
想
す
る

 
こ
れ
は
ク
リ
シ

ナ
も
同
じ
意
見
だ

そ
し
て
卵
だ
が
送
ら
れ
た
写
真
の

下
に
白
い
物
が

見
え
て
い
る

 
多
分
こ
れ
が
卵
な
ん
じ

な
い
か
と
思
う

え

本
当
だ

こ
ん
な
の
よ
く
気
付
い
た
わ
ね

と
り
あ
え
ず

す
ぐ
に
ド

ム
の
外
に
逃
げ
ら
れ
る

置
で
天

に
向
け
て
攻
撃
だ
な

 
そ
れ
で
敵
が
動
き
出
す
だ
ろ
う

分
か

た

や

て
み
る

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
指

を
受
け

ダ
イ
ン

ギ
ン
ロ
ウ

ゼ
ク
シ

ド
に
フ

イ
リ
ス
が

 
天

に
向
け
て
一

に
攻
撃
を
開
始
し
た

 
そ
の

間
に
ド

ム
中
に

ギ

ギ

と
い
う
鳴
き
声
が

き

り

 
天

が
い
き
な
り
黒
い

の
よ
う
な
も
の
に

わ
れ
た

な
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あ
れ
が
全
部
敵

来
る
わ

 
そ
し
て
そ
の
黒
い

翼
⻯
の
集
団
は
こ
ち
ら
に
向
か

て
一

に
襲
い
か
か

て
き
た
の

だ

た
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第
９
４
３
話
 
翼
⻯
ド

ム

苦
戦
中

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

や

と
体
調
が

り
ま
し
た

 
迫
り
来
る
翼
⻯
達
に
対
し

や
は
り
一
番

な
の
は
遠

攻
撃
で
あ

た

 
今
こ
こ
に
い
る
中
で
遠

攻
撃
が
行
え
る
者
は
四
人

 
ダ
イ
ン

ギ
ン
ロ
ウ

ゼ
ク
シ

ド

そ
し
て
フ

イ
リ
ス
で
あ
る

お
ら
お
ら
お
ら
お
ら

撃
て
ば
当
た
る

て
感
じ

す
ね

気

ニ

ン

も
う
一
丁

気

ニ

ン

ニ

や
る
ね

フ

イ
リ
ス
さ
ん

で
も
さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
だ
と
厳
し
い
か
な

 

の
残
り
を
計
算
し
て
お
か
な
い
と

 
と
り
あ
え
ず
今
の

況
か
ら
す
る
と

と
に
か
く
撃
ち
ま
く
る
し
か
な
い
が

 
さ
す
が
ゼ
ク
シ

ド
は

静
に
今
の
自
分
達
の

況
を

し
よ
う
と
し
て
い
た
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一
方
ラ
ン
達
も
前
に
出
て
戦

て
い
た
が

さ
す
が
に
空
を
飛
ぶ
相
手
だ
と

 
近
接
ア
タ

カ

に
は
分
が
悪
い

ジ

ン

テ

チ

大
丈
夫

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
だ
け
ど

問
題
は
あ
の
卵
が
ど
う
な
る
か
だ
な

ま

た
く
面
倒
よ
ね

純
に
敵
の

が
倍
に
な
る
も
ん
ね

も
し
あ
の
卵
の
中
身
が
人
型
だ

た
ら

最
悪
魔
法
攻
撃
も
し
て
く
る
か
も
ね

そ
う
な

た
ら
か
な
り
や
ば
い
ね

な
る
べ
く
今
の
う
ち
に
卵
を
破
壊
し
て
お
き
た
い
の
だ
け
れ
ど

難
し
い
よ
ね

 
遠

攻
撃
チ

ム
も
頑
張

て
い
る
の
だ
が

い
か
ん
せ
ん
天

を
塞
ぐ
金
網
が
曲
者
だ

 
か
な
り
の

が
金
網
に

か
れ
て
し
ま
う

下
か
ら
卵
を
破
壊
す
る
の
は
か
な
り
困
難
だ

 
そ
れ
で
も
ま
ぐ
れ
で
当
た
る
事
は
あ
る
の
だ
が

そ
の

は
た
か
が
知
れ
て
い
る

ラ
ン

何
か
手
は
無
い
か
な

そ
う
ね

せ
め
て
ド

ム
の
中
が
も
う
少
し
奥
ま
で
見
通
せ
れ
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
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ド

ム
内
は
敵
が

れ
て
い
る

外
か
ら
の
光
も
満
足
に
入

て
こ
ず

 
今
は
か
な
り
暗
い

態
と
な

て
い
る
の
だ

 
そ
の
会
話
が

こ
え
た
の
か
突
然
後
方
か
ら
何
か
が
飛
ん
で
き
た

投
げ
た
の
は
ゼ
ク
シ

ド
で
あ
る

ラ
ン
さ
ん

そ
れ
を
使
え
ば

明

を
上
げ
る
事
が
出
来
る

使

て
く
れ

明

そ
う
か

そ
の
手
が
あ

た
わ
ね

あ
り
が
と
う
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

さ
す
が
ね

い
や
い
や

こ
ち
ら
こ
そ
任
せ
て
し
ま

て

し

な
い

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

て
や

て
み
る
わ

 
ラ
ン
は
笑
顔
で
ゼ
ク
シ

ド
に
そ
う
答
え
た
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
る
の
が
中
々
難
し
い

 
敵
は
ま
だ
ま
だ
大

に
残

て
お
り

次
か
ら
次
へ
と
こ
ち
ら
に
押
し
寄
せ
て
く
る

ま

た
く
キ
リ
が
な
い
わ
ね

す
ぐ
逃
げ
ち

う
し

ス
ト
レ
ス
た
ま
る
な
も
う

 
情
勢
は
か
な
り
厳
し
い
と
言
え
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て
ゼ
ク
シ

ド
か
ら

更
に
ま
ず
い
報
告
が
上
が

て
き
た

ラ
ン
さ
ん

こ
の
ま
ま
だ
と
多
分
三
十
分
後
に
は

切
れ
だ
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分
か

た
わ

報
告
あ
り
が
と
う

 
そ
の
言
葉
に
ラ
ン
は
か
な
り
悩
ん
だ

 
リ

ダ

と
し
て
こ
の
後
ど
う
す
る
か

最

の
方
法
を
選
択
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

退
も

野
に
入
れ
る
べ
き

も
し
く
は
援
軍
要

を

 
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
せ
い
か

ラ
ン
に

が
出
来
た

 
と
は
い
え
そ
れ
は
本
当
に
一

の

で
あ
り
通
常
な
ら
ば
戦
闘
に
何
の
影

も

ぼ
す
事
は

な
い

 
だ
が
今
回
は
運
が
無
か

た
の
か

 
そ
の

を
突
い
て
敵
の
一
匹
が
ラ
ン
の
武
器
を
持
つ
手
を
ガ
シ

と
掴
み

へ
と
舞
い
上

が

た

 
同
時
に
も
う
片
方
の
手
も

も
う
一
本
の
足
で

束
さ
れ
る

し
ま

た

ラ

ラ
ン

む
む
む

こ
れ
は
手
が
出
せ
な
い
ニ

そ
う
だ
ね

下
手
に
撃

た
ら
ラ
ン
さ
ん
に
当
た

て
し
ま
う



 第９４３話 翼⻯ドーム、苦戦中

 
こ
う
な
る
と
も
う
他
の
者
に
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い

 
下
手
に
攻
撃
す
る
と

ラ
ン
を
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
に

き
込
ん
で
し
ま
う
か
ら
だ

く

こ
ん
な
の
リ

ダ

失
格
じ

な
い

し

か
り
し
な
さ
い

私

 
ラ
ン
は
せ
め
て

静
で
あ
ろ
う
と
心
を
落
ち
着
か
せ

 
自
分
が
ど
こ
に
連
れ
て
い
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
し

か
り
見

め
よ
う
と
し
た

エ
サ
と
し
て
卵
の
所
に
連
れ
て
い
く
つ
も
り
か
し
ら

 

に

ば
ま
れ
る
だ
な
ん
て

さ
す
が
に
ぞ

と
す
る
わ

 
で
も
そ
れ
以
上
に
ま
ず
い
の
は
そ
れ
が
ト
リ
ガ

に
な

て
卵
が
一
気
に

て
し
ま
う
事

ね 
ラ
ン
は
そ
う
分

し
つ
つ

 
何
か
こ
の

況
を
打
開
出
来
る
物
は
な
い
か
と
ド

ム
内
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た

あ
ら

あ
ん
な
所
に

が

 
見
る
と
ド

ム
の
中
央
あ
た
り
の
壁
に

が
あ

た

 
下
を
見
る
と
そ
の
入
り
口
は
ツ
タ
に

わ
れ
仲
間
達
が
い
る
方
か
ら
は
見
え
な
い
よ
う
に

な

て
い
る
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上
は

 
続
け
て
上
を
見
る
と
そ
の

は
し

か
り
と
ド

ム
の
天

部
分
ま
で
繋
が

て
い
る
よ

う
だ

 
前
述
し
た
よ
う
に
天

部
分
は
金
網
で

わ
れ
て
い
る
の
だ
が

 
そ
の
金
網
か
ら
ド

ム
ま
で
の
高
さ
は
下
か
ら
見
た
時
と
比
べ
て
か
な
り
余

が
あ
る
作
り

に
見
え
る

金
網
の
上
に
普
通
に
立
て
る
く
ら
い
の
ス
ペ

ス
は
あ
る
の
ね

 
丁
度
こ
の
翼
⻯
が

を

ん
だ
く
ら
い
の
高
さ
か
し
ら

 
そ
れ
は
ラ
ン
に
と

て
は
か
な
り
の

報
で
あ

た

 
要
す
る
に
上
に
侵
入
さ
え
し
て
し
ま
え
ば
少
な
く
と
も
成
⻯
達
の
動
き
は
か
な
り
制
限
さ
れ

る
事
だ
ろ
う

何
と
か
あ
の

を
上
れ
さ
え
す
れ
ば

勝
機
が
見
え
て
く
る
わ
ね

 
ラ
ン
は
そ
う
結

付
け

思
考
を
一

切
り

え
た

 
今
自
分
が
最
優
先
で
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は

仲
間
達
の
所
に
無
事
に

る
事
で
あ
る

卵
の
所
に
運
ば
れ
た
間
に
大
暴
れ
す
れ
ば

か
ら
下
に
降
り
ら
れ
る
か
も
だ
け
ど
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地
面
に
足
さ
え
つ
く
事
が
出
来
れ
ば
そ
れ
も
十
分
可
能
だ
と
思
う
が

 
お
そ
ら
く
金
網
の
上
に
連
れ
込
ま
れ
た
ら

 
そ
の
高
さ
か
ら
す
る
と
翼
⻯
は

を

ん
で
歩
く
は
ず
で
あ
り

 
ラ
ン
は
敵
の
足
で

み
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
ず
る
ず
る
と
引
き
ず
ら
れ
て
い
く
事
だ
ろ
う

今
私
が
使
え
る
の
は
足
だ
け
ね

化
の
リ
ス
ク
も
高
い
か
ら
安
易
に
上
に
は
行
き
た
く
な
い

 
そ
う
す
る
と
チ

ン
ス
と
な
る
の
は

金
網
を
超
え
る

間

 
ラ
ン
は
そ
う
決
断
し
て
じ

と
そ
の
時
を
待

た

 
案
の
定
敵
は
ラ
ン
を
金
網
の
上
に
連
れ
て
い
く
つ
も
り
だ

た
ら
し
く
金
網
に
開
い
た

を

通
過
す
る

 
そ
し
て
ラ
ン
の
体
が
金
網
を
超
え
よ
う
と
す
る

間
に

 
ラ
ン
は
思
い

き
り

を
曲
げ

金
網
に
引

け
た

あ

足
が
千
切
れ
そ
う

 
だ
が
こ
こ
で
奇
跡
が

き
た

い
き
な
り
足
が
後
ろ
に
引

張
ら
れ
る
格
好
に
な

た

 
ラ
ン
を
掴
ん
で
い
た
翼
⻯
が
前
方
へ
と
倒
れ
こ
ん
だ
の
だ

 
そ
の

間
に
ラ
ン
の

の

束
が
外
れ

ラ
ン
は
自
由
の
身
に
な

た
の
だ
が
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今
ラ
ン
が
い
る
の
は
金
網
に
開
い
た

の
縁
で
あ
り

 
当
然
ラ
ン
の
体
は
空
中
へ
と
投
げ
出
さ
れ
る
事
に
な
る

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ラ
ン
は

鳴
を
上
げ
な
が
ら
落
下
し
て
い
く

 
そ
ん
な
ラ
ン
目

け
て
別
の
翼
⻯
が

ク
チ
バ
シ
を
広
げ
て
襲
い
か
か

て
く
る

こ

こ
の
お

 
ラ
ン
は
食
わ
れ
る
ま
い
と
ブ
ン
ブ
ン
と
刀
を

り
回
し
そ
の
お
か
げ
て
敵
は

中
で
方
向
を

変
え
た

食
べ
ら
れ
ず
に
は
済
ん
だ
け
ど

さ
す
が
に
こ
れ
は
詰
ん
だ
か
し
ら

 
ま
あ
下
で
死
ね
ば

上
で
死
ぬ
よ
り
は

生
も
容
易
だ
ろ
う

 
ラ
ン
は
そ
う
考
え
と
に
か
く
空
中
で
敵
か
ら
攻
撃
を
受
け
な
い
よ
う
に
防
御
だ
け
に
集
中

し
た

 
お
か
げ
で
敵
か
ら
の
攻
撃
で
死
ぬ
事
は
無
か

た
が

 

々
と
敵
か
ら
攻
撃
は
さ
れ
て
い
た

ラ
ン
は
か
な
り
体
勢
を
崩
し
て
お
り

 
こ
の
ま
ま
だ
と
背
中
か
ら
地
面
に
打
ち
つ
け
ら
れ
る
格
好
と
な
る
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ま
あ
い

か

別
に

く
は
な
い
ん
だ
し

 
ラ
ン
は
そ
う
覚
悟
を
決
め

な
る
べ
く
原
型
を
残
し
た
ま
ま
で
死
ね
る
よ
う
に
と

 

る
よ
う
に
胸
の
前
で
手
を
組
ん
だ

 
そ
ん
な
ラ
ン
の

に

ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
女
性
の
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た

フ

ル
ン
・
コ
ン
ト
ロ

ル

 
そ
の

間
に
ラ
ン
は

体
に
ブ
レ

キ
が
か
か
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た

 
と
い
う
か

明
ら
か
に
落
下
速
度
が

少
し
て
い
る

 
こ
の
魔
法
を
使
え
る
の
は

援
術
師
だ
け
で
あ
り
ラ
ン
の
知
り
合
い
だ
と
ク
リ
シ

ナ
し
か

存
在
し
な
い

 
そ
う
い
え
ば
さ

き

こ
え
た
声
は
ク
リ
シ

ナ
の
声
だ

た
気
が
し
た
の
で

 
ラ
ン
は
ク
リ
シ

ナ
が
助
け
に
来
て
く
れ
た
の
だ
と
確
信
し
た

 
ち
な
み
に
こ
の
フ

ル
ン
・
コ
ン
ト
ロ

ル
は
主
に

を
下

た
り
す
る
時
に
使
う
移
動
用

魔
法
だ
が

 
ク
リ
シ

ナ
は
そ
れ
を
攻
撃
に
も
応
用
す
る

 
ス
ト
レ

ジ
に
大

の
剣
を
し
ま

て
お
き

そ
れ
を
一
気
に
外
に
出
し
て
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落
下
速
度
を

加
さ
せ
て
敵
の

上
か
ら
降
ら
せ
る
の
だ

名
を
デ
ス
・
レ
イ
ン
と
言
う

 
こ
の
恐
る
べ
き
広

殲
滅
魔
法
は

援
術
師
な
ら
誰
で
も
使
え
る
は
ず
な
の
だ
が

 
実

に
は
ク
リ
シ

ナ
以
外
は
使
う
事
が
出
来
な
い

そ
の
理
由
は
簡

で

 
複

の
物
体
の
落
下
速
度
を
同
時
に
コ
ン
ト
ロ

ル
す
る
の
が
と
て
も
難
し
い
か
ら
で
あ
る

 
さ
す
が
は
世
界

の

と
い
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う

こ
れ
な
ら
地
面
に
叩
き
付
け
ら
れ
て
も
生
き
残
れ
そ
う

 
ラ
ン
は
そ
う
考
え
な
が
ら
落
ち
る
に
任
せ
て
そ
の
時
を
待

て
い
た
が

 
そ
ん
な
ラ
ン
の
体
は
ポ
ス

と
い
う
音
と
共
に
誰
か
に
受
け
止
め
ら
れ
る
事
と
な

た

大
丈
夫
か

 
そ
の
声
を

き
違
え
る
は
ず
も
な
く
ラ
ン
は
即
座
に
そ
の
人
物
の
名
前
を
呼
び

き
つ
い

た
ハ
チ
マ
ン

援
軍
に
来
た
ら
い
き
な
り
お
前
が
落
ち
て
た
か
ら

を

や
し
た
わ

 
こ
れ
に

り
た
ら
集
中
し
ろ
よ

集
中

ご
め
ん
ね

油
断
し
て
た
わ
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ま
あ
無
事
だ

た
ん
だ
か
ら
問
題
な
い

と
は
い
え
確
か
に
俺
達
が
加
わ

た
だ
け
じ

 
こ
の

況
を
打
開
す
る
の
は
難
し
そ
う
だ
な

 
見
る
と
後
方
で
は
リ
オ
ン
も
攻
撃
に
加
わ

て
く
れ
て
い
る
が
焼
け
石
に
水

態
で
あ

た

そ
う

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

ハ
チ
マ
ン

あ
そ
こ
に
上
に
行
け
る

が
あ

た
の

あ
そ
こ
に

そ
れ
な
ら
何
と
か
な
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
即
座
に
決
断
し
た
の
か

一

仲
間
達
の
所
に

た

ユ
ウ

リ

フ

フ

イ
リ
ス

五
人
で

か
ら
上
に
行
く

つ
い
て
き
て
く
れ

上
に

う
ん

分
か

た

お

け

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

任
せ
る
の
ニ

 
つ
い
で
に
ハ
チ
マ
ン
は
ス
ト
レ

ジ
か
ら

を
取
り
出
し
て
ダ
イ
ン
達
の
横
に
置
い
た

あ
と

の
予
備
も
置
い
て
お
く
し
ば
ら
く
は
俺
達
に
当
て
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
れ
よ

な
お
う

サ
ン
キ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
ざ

す
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助
か

た
よ

こ
れ
で
も
う
し
ば
ら
く
戦
え
る

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン

ラ
ン

ユ
ウ
キ

リ

フ

フ

イ
リ
ス
の
少

精

チ

ム
は

 

か
ら
天

フ
ロ
ア
を
目
指
す
事
と
な

た
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第
９
４
４
話
 
反
撃
の
狼
煙

 
出
発
準
備
を
整
え
な
が
ら

ラ
ン
が
心
配
そ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
て
き
た

ハ
チ
マ
ン

私
達
が
い
な
く
な

た
後

こ

ち
は
大
丈
夫
か
し
ら

ク
リ
シ

ナ
が
い
る
ん
だ

問
題
に
も
な
ら
ん

 
ラ
ン
の
そ
の
問
い
に

ハ
チ
マ
ン
は
あ

さ
り
と
そ
う
答
え
た

凄
い
信
頼
ね

 
驚
く
ラ
ン
に

リ

フ

と
フ

イ
リ
ス
は

を

め
た

ま
あ
実

事
実
だ
も
ん

仕
方
な
い
よ

多
分
銃
の

力
も
上
が

て
る
の
ニ

ゲ

ム
な
ら
で
は
な
の
ニ

え

そ

そ
う
な
の

だ
な

あ
い
つ
の
使
う

援
魔
法
は
謎
チ

ト
だ
か
ら
な

 
ユ
キ
ノ
で
す
ら

ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
か
た
ま
に
首
を

て
る
事
が
あ
る
く
ら
い
だ
ぞ

そ

そ
こ
ま
で
な
ん
だ

 
ク
リ
シ

ナ
の
使
う

援
魔
法
は
デ
フ

ル
ト

態
か
ら
か
な
り
い
じ

て
あ
る
の
だ
が
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ど
う
し
て
そ
う
い
う
結
果
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
物
が
大
半
で
あ
る

 
現
実
世
界
で
世
界

の
天
才
と
呼
ば
れ
る
少
女
は

 
ゲ

ム
の
中
で
も
そ
の

常
な
天
才
性
を
遺

な
く
発

し
て
い
る
よ
う
だ

そ
れ
に
リ
オ
ン
も
加
わ

た
か
ら
な

最
近
の
あ
い
つ
は

野
サ

カ
ス
に

て
て
な

 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
か
ら
撃
つ
魔
法
の

道
が
か
な
り
え
ぐ
い
ん
だ
よ

野
サ

カ
ス

何
そ
れ

 
ユ
ウ
キ
と
リ

フ

は
そ
の

き
覚
え
の
無
い

語
に
首
を

げ
た

 
だ
が
昭
和
を
愛
す
る
ラ
ン
と

秋
葉
原
の
萌
え
を
体
現
す
る
フ

イ
リ
ス
は

 
当
然
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
知

て
い
る

本
当
に

い

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
技
を
会
得
し
た
の
ニ

あ
い
つ
は

り
性
ら
し
く
て
な

ク
リ
シ

ナ
に
手
伝

て
も
ら

て

を
研
究
し
た
ら

し
い
ぞ

 
丁
度
今
リ
オ
ン
が

え
て
る
か
ら

見
て
み
る
と
い
い
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そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
通
り

リ
オ
ン
が
前
に
出
て
き
た
所
だ

た

目
覚
め
よ

我
が
娘
よ

 
そ
の
お
決
ま
り
の
フ
レ

ズ
と
共
に
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
が
光
り
出
す

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
そ
の
先

を
敵
へ
と
向
け
た

エ
ネ
ル
ギ

充

二
十
パ

セ
ン
ト

 
こ
の
リ
オ
ン

ど
う
や
ら
ノ
リ
ノ
リ
で
あ
る

何
か
色
々
混
じ

て
な
い

み
た
い
だ
な

 
そ
ん
な
リ
オ
ン
を
見
て

ラ
ン
と
ハ
チ
マ
ン
が
ひ
そ
ひ
そ
と
言
葉
を
交
わ
す

ロ

ク
オ
ン

一
番
か
ら
四
番

線
に
乗

た

今
の
セ
リ
フ

必
要
な
の
か
ニ

ま
あ
楽
し
そ
う
だ
か
ら
い
い
ん
じ

な
い
か

 
更
に
ノ
リ
ノ
リ
な
リ
オ
ン
に
ハ
チ
マ
ン
は
必
死
で
笑
い
を

え
て
い
る
よ
う
な
表
情
を
見
せ

た 
そ
し
て
リ
オ
ン
の
表
情
が

い
か
に
も
ク

ル
と
い

た
感
じ
に
変
化
す
る
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ロ
ジ
カ
ル
・
ビ

ム

 
そ
の

間
に
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
の
先

か
ら
四
本
の
ビ

ム
が
飛
び
出
し

 
複
雑
な

道
を

て
全
て
敵
に
命
中
す
る

こ
の
技
を

に
見
た
事
が
あ
る
ハ
チ
マ
ン
は

 

に

え
き
れ
ず

そ
の
リ
オ
ン
の

居
じ
み
た
態
度
に
思
わ
ず

き
出
し
た
が

 
他
の
者
達
は
そ
の
ビ

ム
ら
し
き
物
の
速
度
と

力
に
驚
愕
し
た

お

思

て
た
の
と
違
う
ニ

ま
る
で

み
た
い
だ

た
わ
ね

リ
オ
ン
も
成
⻑
し
た
ね

凄
い
凄
い

 
リ
オ
ン
は
ド
ヤ
顔
で
ハ
チ
マ
ン
の
方
に

り
向
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
笑

て
い
る
の
を
見
て

を

ら
ま
せ
た

ち

と

何
で
笑

て
る
の
よ

お

お
う

悪
い
悪
い

で
も
一
つ
言

て
お
く
と

ク
リ
シ

ナ
も
笑

て
る
か
ら
な

え
 

て
て
そ
ち
ら
を
見
る
と
確
か
に
ク
リ
シ

ナ
が
プ

ク
ス
ク
ス
と
い
う
感
じ
で
笑

て
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い
た

 
そ
し
て
リ
オ
ン
に
見
ら
れ
て
い
る
事
に
気
付
い
た
ク
リ
シ

ナ
は

リ
オ
ン
に
向
け
て
こ
う

言

た
中
二
病

乙

 
リ
オ
ン
は
顔
を
真

に
し
な
が
ら
ク
リ
シ

ナ
の
所
に
向
か

た
が

 
ク
リ
シ

ナ
は
笑
い
な
が
ら
も
リ
オ
ン
に

が
徐
々
に
回
復
し
て
い
く
魔
法
を
か
け

 
し

し

と
い
う
よ
う
に
リ
オ
ン
を
追
い

う
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

ほ
ら
弟
子

キ
リ
キ
リ
働
け
働
け

く

お

覚
え
て
ろ
よ
馬

師
匠

 
そ
の
会
話
か
ら

二
人
の
関
係
が
良
好
な
事
が
分
か
る

な

あ
い
つ
ら
が
い
れ
ば
こ

ち
は
大
丈
夫
だ
ろ

う

う
ん

そ
う
み
た
い

余

あ
る
よ
な

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
行
く
か

え

え
え

頑
張
り
ま
し

う

 
ま
だ
圧
倒
さ
れ
て
い
る
の
か

ラ
ン
は
彼
女
ら
し
く
も
な
く
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何
の

り
も
な
し
に
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
答
え
た

 
そ
の
ま
ま
五
人
は

が
あ
る
方
に
向
け
て
走
り
始
め
た
が

 

入
り
口
へ
の
道
中
は
リ
オ
ン
達
か
ら
援
護
射
撃
が
来
る

そ
れ
は
も
う
楽
で
あ

た

ね

ね

さ

き
の
リ
オ
ン
の
魔
法

ど
う
す
れ
ば
あ
ん
な
事
が
出
来
る
の

お
う
俺
に
も
よ
く
分
か
ら
な
い
が
相
対
性
理

的
に
世
界
シ
ス
テ
ム
が
カ
オ
ス
理

ら

し
い

 
さ
す
が
の
ラ
ン
も
相
対
性
理

の
事
は
知

て
い
る

も

と
も
内
容
ま
で
は
知
ら
な
い
の

だ
が

 
少
な
く
と
も
世
界
シ
ス
テ
ム
や
ら
カ
オ
ス
理

よ
り
は
ま
だ
イ
メ

ジ
し
易
い
よ
う
だ

 
も

と
も
そ
う
い

た
方
面
に

し
い
者
で
も

 
そ
れ
ら
が
ど
う
い

た
理
屈
で
あ
あ
な
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う

な

何
そ
れ

さ
あ

俺
に
も
さ

ぱ
り
分
か
ら
ん

 
二
人
は
走
り
な
が
ら
顔
を
見
合
わ
せ
て
た
め
息
を
つ
き

 
一
同
は
そ
の
ま
ま

入
り
口
へ
と
た
ど
り
着
い
た
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さ
て

こ
こ
か
ら
は
援
護
無
し
で
上
る
事
に
な
る

み
ん
な

気
を
つ
け
て
な

う

う
ん

頑
張
ら
な
い
と
ね

気

ニ

ン
を
お
見
舞
し
て
や
る
の
ニ

私
も
魔
法
で
援
護
す
る
ね

 
五
人
は

囲
に
気
を
配
り
な
が
ら

を
上

て
い
く

 
当
然
翼
⻯
達
が
激
し
く
攻
撃
を
加
え
て
く
る
が

こ
こ
に
い
る
五
人
は
精

で
あ
る

 
リ

フ

が
敵
を
風
魔
法
で
押
し
返
し

通
性
の
高
い
フ

イ
リ
ス
の
気

ニ

ン
が
敵
を

き
 
ハ
チ
マ
ン

ラ
ン

ユ
ウ
キ
の
三
人
は

そ
ん
な
二
人
に
敵
を
ま

た
く
寄
せ
付
け
な
い

 
そ
し
て

に

上
ま
で
た
ど
り
着
い
た
時

ラ
ン
が
一
同
を
ス
ト

プ
さ
せ
た

ハ
チ
マ
ン
こ
の
ま
ま
上
の
フ
ロ
ア
に
足
を

み
入
れ
た
ら
一
気
に
卵
が

化
す
る
と
か
な

い
か
し
ら

そ
れ
は
ま
あ
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

そ
う
す
る
と

 
よ
し

フ

イ
リ
ス

こ
の

置
か
ら
可
能
な
限
り
卵
を
破
壊
し
て
く
れ
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了
解
ニ

気

ニ

ン

 
フ

イ
リ
ス
は
す
ぐ
さ
ま
気

ニ

ン
を
放
ち

光
の

が
フ
ロ
ア
を
蹂
躙
し
て
い
く

 
翼
⻯
も
何
匹
か
い
た
が

ま
と
め
て
真

二
つ
で
あ
る

 
ど
う
や
ら
一
度
の
気

ニ

ン
で
卵
も

め
て
五
匹

度
倒
す
ま
で
は
魔
法
が
持
続
す
る

よ
う
だ

フ

イ
リ
ス
の
気

ニ

ン
も
大

チ

ト
よ
ね

だ
な

あ
れ
も
リ
オ
ン
の
中
二
ビ

ム
み
た
い
に
曲
が
る
し
な

そ
ん
な
言
い
方
し
た
ら
リ
オ
ン
に

ら
れ
る
わ
よ

 
と
こ
ろ
で
気

ニ

ン

て
ど
う
や

て
曲
げ
て
る
の

ニ

タ
イ
プ
能
力

と
で
も
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が

 
実

は

い
音

の
追
加

を
す
る
事
で

コ
ン
ト
ロ

ル
し
て
る
ら
し
い
ぞ

あ

そ
う
な
ん
だ

 
見
る
と
確
か
に
フ

イ
リ
ス
の
口
が

か
く
動
い
て
い
る

要
す
る
に

の
ラ
ジ
コ
ン
み
た
い
な
も
の
な
の
ね

も
し
く
は
今
で
言
う
と
ド
ロ

ン

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
ろ
う
な

し
か
し
こ
う
い
う
地

だ
と
気

ニ

ン
は
強
い
な
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え
え

凄
く
楽
だ
わ

 
そ
の
言
葉
通
り

確
か
に
こ
の
場
所
は
高
さ
が
限
ら
れ
て
い
る

 
フ

イ
リ
ス
の
独

場
と
言

て
も
過
言
で
は
な
い
地

と
な

て
い
る

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
は

一
人
で
見
え
る

囲
の
卵
を
全
て
破
壊
し
た

と
り
あ
え
ず

完
了
ニ

で
も

が
き
つ
い
か
ら

し
ば
ら
く
は

約
ニ

ね

後
は
覚
悟
を
決
め
て

み
込
む
し
か
な
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
達
は

き
合
い

天

フ
ロ
ア
へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
は

空
気
が
変
わ

た
気
配
を
感
じ
た

こ
れ
は

ラ
ン
が
言

て
た
の
が
正
解

い
な

 
そ
の
言
葉
を

定
す
る
か
の
よ
う
に

 

か
ら
死

に
な

て
い
た

り
か
ら
小

な
影
が
た
く
さ
ん

を
現
し
た

予
想
通
り
だ

た
わ
ね

卵
の
中
身
は
や

ぱ
り
人
型
か
よ

こ
れ
で
ほ
ぼ
確
定
だ
な

 
ま
あ
俺
は
そ

ち
の
方
が
得
意
だ
か
ら

別
に

わ
な
い
け
ど
な

ね

ハ
チ
マ
ン

あ
い
つ
ら
何
か

口
を
開
け
て
な
い
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ん

そ
う
だ
な

だ
が
あ
れ
は

 
次
の

間
に

ハ
チ
マ
ン
は
仲
間
達
に
向
け
て
叫
ん
だ

伏
せ
ろ

 
さ
す
が
に
四
人
は
心
得
た
も
の
で

そ
の
指

に
即
座
に

た

 
一
人
立

た
ま
ま
だ

た
ハ
チ
マ
ン
は
両
手
に
持

た

を

え

 
そ
ち
ら
の
方
か
ら
飛
ん
で
き
た
何
か
を
叩
き
落
と
し
た

こ
れ

て

矢

み
た
い
だ
な

あ
い
つ
ら
全
員

使
い
だ

 
も
し
か
し
た
ら
敵
の
種

ご
と
に
職
業
み
た
い
な
も
の
が

り
当
て
ら
れ
て
る
の
か
も
し
れ
な

い
な

 
よ
く
観
察
す
る
と
敵
が

に
開
い
た
ク
チ
バ
シ
は
全
て

の
よ
う
な

に
な

て
い
た

 
そ
し
て
体
内
で
生
成
さ
れ
て
い
る
の
か
口
の
中
か
ら
矢
が
出
現
し
そ
れ
が
こ
ち
ら
に
飛
ん

で
く
る

 

の

は
ど
う
や
ら

に
よ

て
引
か
れ
て
い
る
よ
う
で

不
気
味
な
事
こ
の
上
な
い

何
だ
あ
り

気
持
ち
悪
い
な
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ア
メ
リ
カ
人
の
発
想

て
た
ま
に
ぶ

飛
ん
で
る
わ
よ
ね

日
本
人
が
そ
れ
を
言
う
の
は
ど
う
な
の

て
突

込
ま
れ
そ
う
だ
け
ど
ね

違
い
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

も
敵
か
ら
放
た
れ
る
矢
を
叩
き
落
と
し
て
い
く

ハ
チ
マ
ン

ど
う
す
る

見
た
感
じ
他
に
攻
撃
手

が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
遠

攻
撃
を
行
う
敵
に
対
し
て
の
セ
オ
リ

な
ら
決
ま

て
る

接
近
戦
だ

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
ね

リ

フ

フ

イ
リ
ス

援
護
を
頼
む

ラ
ン

ユ
ウ

俺
達
は
突

込
む
ぞ

了
解
よ

任
せ
て

あ
ま
り
時
間
を
か
け
る
と
何
が

こ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら

速
行
く
ぞ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
走
り
出
し

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
そ
の
後
に
続
い
た
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第
９
４
５
話
 
脈
動

 
降
り
し
き
る
矢
の

の
中
を

ハ
チ
マ
ン
達
は
走
る

走
る

走
る

 
ど
う
や
ら
敵
の
矢
に
は
限
り
が
な
い
よ
う
で

切
れ
目
無
く
ハ
チ
マ
ン
達
に
降
り
注
ぐ

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
れ
を
も
の
と
も
せ
ず

 
全
て
の
矢
を
叩
き
落
と
し
な
が
ら

の
懐
へ
と
飛
び
込
ん
だ

幕
が
薄
い
わ
よ

何
を
や

て
い
る
の

 
ラ
ン
は
ド
ヤ
り
な
が
ら
敵
を

り
伏
せ
た
後

ス

と

を
下
げ
た

 
ラ
ン
の
顔
が
あ

た

置
を

ブ
ン

と
敵
の
ク
チ
バ
シ
が
通
過
し
て
い
く

へ

そ
れ
が
接
近
戦
の
手

で
も
お
生

様

私
は
ザ
ク
と
は
違
う
の
だ
よ

ザ
ク
と

は 
ラ
ン
は
そ
う
叫
び
な
が
ら
敵
の
ク
チ
バ
シ
を

り
上
げ
た

連
続
で
来
な
い
突
き
な
ん
か
全
然
怖
く
な
い
わ

 
だ
か
ら
貴
方
達
は
い
つ
ま
で
た

て
も
ボ

ル
止
ま
り
な
の
よ

 
こ
の
ラ
ン

絶
好
調
で
あ
る

ラ
ン
は
そ
ん
な
調
子
の
ま
ま
敵
を

て
い

た
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さ
す
が
は
昭
和
を
愛
す
る
ラ
ン
だ
け
の
事
は
あ
り

そ
の
セ
リ
フ
は
実
に
多
様
で
あ

た

お
前
さ

こ
ん
な
時
に
ネ
タ
に
ば

か
走

て
る
ん
じ

ね
え
よ

仕
方
な
い
じ

な
い

私
は
オ
タ
ク
文
化
が
花
開
く
直
前
の
昭
和
を
愛
す
る
痴
女
だ
も
の

は

 
だ
が
さ
す
が
の
ラ
ン
も
調
子
に
乗
り
す
ぎ
た
よ
う
だ

敵
を

倒
し
た
後

 
何
故
か
大
見
得
を
切
ろ
う
と
し
た
ラ
ン
の
足
元
近
く
の

か
ら
い
き
な
り
翼
⻯
が
顔
を
出
し

た 
ラ
ン
は

て
て
回
避
し
よ
う
と
無
理
な
動
き
を
し
足
を
も
つ
れ
さ
せ
て
そ
の
場
に

を
つ

い
た

 
そ
の
体
に
敵
の
ク
チ
バ
シ
が
迫
る

し
ま

だ
か
ら
言

た
だ
ろ

調
子
に
乗

て
ば
か
り
い
な
い
で
も

と

り
を
よ
く
見
ろ

 
そ
の
翼
⻯
の
攻
撃
は

ど
う
や
ら
事
前
に
気
付
い
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
の
機

な
動
き
に
よ

て
防
が
れ

ラ
ン
は
ホ

と
胸
を

で
下
ろ
し
た

危
な
か

た

翼
⻯
な
ん
か
に
乙
女
の
純

を

か
れ
る
所
だ

た
わ
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お
い
ラ
ン

そ
う
い
う
事
を
口
に
出
し
て
言
う
ん
じ

ね
え

こ
の
な
ん
ち

て
乙
女
が

あ
ら

ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
て
る
の

心
配
し
な
く
て
も

私
の
純

は
ハ
チ
マ
ン
の
名
前
で

予
約
済
み
よ

勝
手
に
俺
の
名
前
で
予
約
を
入
れ
る
な

キ

ン
セ
ル
だ
キ

ン
セ
ル

ま
あ
そ
の
話
は
置
い
て
お
い
て

よ
く
や

た
わ
ハ
チ
マ
ン

褒
め
て
つ
か
わ
す

え
ら
そ
う
だ
な
お
い

私
が
エ
ロ
そ
う
で
す

て

そ
ん
な
事
は
ハ
チ
マ
ン
が
一
番
よ
く
知

て
る
じ

な
い

お
う
よ
く
知

て
る
ぞ
お
前
が
た
だ
の

年

で
実

の

わ
な
い
エ
ア
痴
女
だ

て

事
は
な

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

そ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
が
ち

と
も
私
に
手
を
出
し
て
こ
な
い
か
ら
じ

な
い

 
こ
の
イ
ン
ポ
野
郎

さ

さ
と
私
の
お

ぱ
い
を
好
き
に
し
な
さ
い
よ

い
い
か
ら
さ

さ
と
敵
を
攻
撃
し
ろ

も

と
手
を
動
か
せ

や

て
る
じ

な
い

 
そ
う

驚
い
た
事
に

こ
ん
な

の
お
か
し
な
会
話
を
し
な
が
ら
も

 
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
は
き

ち
り
と
敵
を
仕

め
続
け
て
い
る
の
だ
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さ
す
が
に
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
一

は
格
が
違
う
と
い
う
事
だ
ろ
う

も
う

二
人
ば

か
り
楽
し
そ
う
に
い
ち

い
ち

し
て
ず
る
い

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

ユ
ウ
キ
が
そ
う
抗
議
し
て
き
た

別
に
い
ち

い
ち

は
し
て
ね
え
よ

あ
ら

ユ
ウ
も

に

私
と
ハ
チ
マ
ン
の
た
だ
な
ら
ぬ
関
係
に
気
付
い
て
し
ま

た
の
ね

た
だ
な
ら
ぬ

あ
あ
そ
う
か

そ
れ
は
い
い
な

 
今
度
か
ら
お
前
の
ボ
ケ
に
俺
が
突

込
む
度
に
料
金
を
徴
収
す
る
事
に
す
る
わ

分
か

た

そ
れ
な
ら
体
で

う
わ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
塩
対
応
に
も
ラ
ン
は
屈
せ
ず

 

が
わ
か
ら
な
い
事
に
戦
い
な
が
ら

・し
・な

を
作
り
始
め
た

う

ふ

ん

ど
う

れ
ん
ば
か
り
の
こ
の
色
気

体
の
一
部
に
ズ
キ

ン

て
来
る

で
し

う

全
然

れ
て
な
ん
か
ね
え

て
の

そ
れ
な
ら
リ
オ
ン
の
方
が
よ

ど

 
ナ
チ

ラ
ル
に
エ
ロ
い

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
お
う
と
し
た

間
に
そ
の
目
の
前
を
リ
オ
ン
の
中
二
レ

ザ

が
通
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過
し
た

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
今
の
は
び
び

た
の
か
即
座
に
通
信
機
を
使

て
リ
オ
ン
に
抗
議
し

た
お
い
こ
ら
リ
オ
ン

気
を
付
け
ろ

マ
ジ
で
死
ぬ
と
こ
ろ
だ

た
ぞ

あ
れ
く
ら
い
じ

死
な
な
い

に
何
言

て
る
の

あ
と
私
は
別
に
エ
ロ
く
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
の
抗
議
に
対
し

リ
オ
ン
か
ら
の
返
事
は
ま
さ
か
の
逆
抗
議
で
あ

た

え

何
お
前

も
し
か
し
て
俺
の
考
え
を

ん
だ
の

お
前

て
サ
ト
リ
か
何
か
な
の

女
の
勘

マ
ジ
か
よ

お
前
の
女
の
勘
や
べ
え
な

い
い
か
ら
さ

さ
と
敵
を
倒
し
て
こ

ち
を
手
伝

て

そ
れ
と

後
で
仕
返
し
す
る
か
ら

い
や

そ
う
な

た
ら
け
つ
を
ま
く

て
逃
げ
る
か
ら
な

 
信
じ
ら
れ
な
い
事
に

こ
の
会
話
中
も
ハ
チ
マ
ン
は
普
通
に
敵
を

り
続
け
て
い
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
達
の
人
間
離
れ
し
た

を
リ

フ

と
フ

イ
リ
ス
は

れ
た
顔
で

め

て
い
た

援
護
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
ニ
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う
ん

そ
う
だ
ね

こ
う
な

た
ら
自
主
的
に
下
の
敵
の
殲
滅
で
も
手
伝
う
か
ニ

ア

そ
う
だ
ね

卵
も
全
部

化
し
ち

た
ん
だ
ろ
う
し

そ
う
し
よ

か

 
二
人
は
そ
の
旨
を
ハ
チ
マ
ン
に
伝
え
て

を
得
る
と
そ
の
場
か
ら
下
に
向
か

て
攻
撃
を

開
始
し
た

 
卵
を
狙
う
必
要
も
な
く
な

た
せ
い
か

本

の
殲
滅
速
度
も
上
が

て
お
り

 
ド

ム
内
を
飛
び
回
る
敵
の

は

み
る
み
る
う
ち
に

て
い

た

よ
し

上
は
あ
ら
か
た
片
付
い
た
か

思

た
よ
り
も
楽
だ

た
ね

ま
あ
か
な
り
神

は
使

た
け
ど
ね

 
あ
ち
こ
ち
か
ら
矢
が
飛
ん
で
く
る
の
だ
か
ら

そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う

 
普
通
の
プ
レ
イ
ヤ

な
ら
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
を
負
う
か

も
し
く
は
も
う
死
ん
で
い
る

 
だ
が
こ
の
三
人
は
普
通
で
は
な
い

下
も
そ
ろ
そ
ろ
片
付
く
か

う
ん

大
丈
夫
そ
う
か
な
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ボ
ス

い
の
は
い
な
さ
そ
う
だ
な

今
の
と
こ
ろ
は
そ
う
み
た
い
だ
ね

全
滅
さ
せ
た

間
が
問
題
な
気
も
す
る
わ
ね

だ
な

一
応

す
る
か

 
三
人
は
そ
う
相
談
し
上
に
何
か
無
い
か
と

の
方
に
寄
り

り
を

く
探
索
す
る
事
に
し

た 

に
寄

た
の
は

味
方
の
射
線
を
塞
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る

 
特
に
リ
オ
ン
は

下
手
を
す
る
と
本
気
で
ハ
チ
マ
ン
に
攻
撃
を
当
て
て
く
る
可
能
性
が
あ
る

見
事
に
何
も
無
い
な

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
も
微

じ

な
い

あ

見
て
ハ
チ
マ
ン

こ
の

だ
け

に
太
く
な
い

 
も
し
か
し
て
こ
こ
が
こ
の
部
屋
の
一
番
奥
か
な

て
事
は
こ
の
下
が
出
口
か

 
下
を
見
る
と

確
か
に
壁
に
出
口
の
よ
う
な
物
が
口
を
開
け
て
い
る
の
が
見
え
た

や

ぱ
り
そ
う
み
た
い
だ
な

こ
の
ま
ま
ぐ
る

と
回

て

に

る
か
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運

の
ケ
チ

ま
あ
そ
う
言
う
な

て

験
は
凄
い
事
に
な

て
る
か
ら
ま
あ
い
い
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

 
ラ
ン
は

く

と

を

ら
ま
せ
な
が
ら
不
満
そ
う
な
表
情
を
し
た

 
丁
度
そ
の
時
ク
リ
シ

ナ
か
ら
通
信
が
入

た

ハ
チ
マ
ン

残
り
三
匹
で
敵
の
殲
滅
が
終
わ
る
け
ど

こ
の
後
ど
う
す
る

今
こ

ち
も
上
を

く
探
索
し
た
ん
だ
が
何
も
な
か

た
わ

 
こ

ち
は
こ
の
ま
ま

か
ら
下
に
降
り
る
か
ら

全
員
で
ド

ム
内
を
探
索
し
て

 
何
も
無
か

た
ら
少
し
休
ん
で
進
軍
続
行
だ
な

分
か

た
わ

か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

て
き
て
ね

 
ハ
チ
マ
ン
達
は

そ
の
ま
ま
外

を
通

て

ま
で

ろ
う
と
し
た

 
リ

フ

と
フ

イ
リ
ス
は
ど
う
や
ら
も
う
下
に
降
り
た
よ
う
で

下
に
そ
の

が
見
え
る

 
代
わ
り
に

を
上

て
く
る
リ
オ
ン
の

が
見
え
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

し
く
思
い
通

信
を
入
れ
た

リ
オ
ン

ど
う
し
た

何
で
上
に
来
た
ん
だ
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何
か
あ

て
も
サ
ポ

ト
出
来
る
よ
う
に

師
匠
が
一
応
ハ
チ
マ
ン
達
を
迎
え
に
行

て
く

れ

て
あ
あ

そ
う
な
の
か

て

き
り
俺
へ
の
お
仕
置
き
が
待
ち
き
れ
な
く
て
上
に
来
た
の
か
と

思

た
わ

そ
ん
な

あ

あ
れ

 
そ
の

間
に
ド

ム
内
が
暗
く
な
り

 
通
信
機
の
向
こ
う
で
リ
オ
ン
が
き

と
ん
と
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

何
だ

ハ

ハ
チ
マ
ン

後
ろ

 
そ
の
リ
オ
ン
の
声
を
受
け

ハ
チ
マ
ン
は

て
て

り
向
い
た

 
見
る
と
先
ほ
ど
い
た
場
所
に
あ

た
太
い

が

黒
く
変
色
し
て
お
り

 
天

も
同
じ
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
と
色
が
変
わ

て
き
て
い
る

こ
れ

て
ボ
ス
の
出
現
の
前

と
か

か
も
し
れ
な
い
な

ま
あ
で
も

く
と
し
て
も
下
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
様
子
見
だ

 
最
悪

か
ら
飛
び
降
り
て
敵
に
攻
撃
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な
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了
解

 
さ
す
が
に
こ
の

況
で
は
ラ
ン
も
茶
化
し
た
り
は
せ
ず

 
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
の
指

に

て
こ
の
場
で

囲
の

を
始
め
た

 
リ
オ
ン
も
自

判
断
で
こ
ち
ら
に
向
か

て
き
て
い
る

確
か
に
バ
ラ
バ
ラ
で
い
る
よ
り
は
安

全
だ
ろ
う

ハ
チ
マ
ン

お
う

無
事
に
合
流
出
来
た
な

何
か
出
て
く
る
の
か
な

だ
と
思
う
が

 
四
人
は
何
が

こ

て
も
い
い
よ
う
に

い
目
で

囲
を
観
察
し
て
い
た
が

 
結
果
的
に
こ
の
判
断
は
間
違
い
だ

た

い
き
な
り
足
元
の
金
網
も

黒
く
変
色
し
た
の
だ

なハ
チ
マ
ン

金
網
に
空
い
て
い
た

も
塞
が

て
る
わ

う
え
え
え
え

何
か
脈
う

て
な
い

く
そ

脱
出
口
を
塞
が
れ
た
か

す
ま
ん

俺
の
判
断
ミ
ス
だ
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何
が

こ

て
る
ん
だ
ろ

ク
リ
シ

ナ
に
確
認
し
て
み
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
通
信
機
を
取
り
出
し
た
が
そ
こ
か
ら
は
ノ
イ
ズ
し
か

こ
え
て
こ

な
い通

信
機
も
使
え
な
い
の
か

あ
れ

な

何
か

が

 
そ
の
直
後
に
い
き
な
り

が

き
始
め

四
人
は
足
を

ん
張

た
が

 

度
が
ど
ん
ど
ん
急
に
な

た

ず
る
ず
る
と

の
方
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い

た

 
さ
す
が
ハ
チ
マ
ン
と
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
転
ん
だ
り
す
る
事
も
な
く
上
手
く

へ
と
到
達
出

来
た
が

 
決
し
て
運
動
神

が
良
い
と
は
言
え
な
い
リ
オ
ン
は

中
で

え
切
れ
ず
に
転
ん
で
し
ま
う

きお

と

 
そ
ん
な
リ
オ
ン
を
ハ
チ
マ
ン
が
片
手
で
受
け
止
め
く
る

と
回
し
て
自
分
の
方
に
引
き
寄
せ

る
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大
丈
夫
か

う

う
ん

あ
り
が

 
お

を
言
い
か
け
た
リ
オ
ン
の
顔
が
ど
ん
ど
ん
真

に
な

て
い

た
が

 
リ
オ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
に
背
中
を
向
け
て
い
る

に

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
に
気
付
か
な
い

ん

ど
う
か
し
た
か

い
や

え

と

 
リ
オ
ン
を
受
け
止
め
た
時

ハ
チ
マ
ン
は
リ
オ
ン
の
胸
の
部
分
に
手
を
回
し
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
自
分
の
方
に

き
寄
せ
た
と
い
う
事
は

つ
ま
り
今

 
ハ
チ
マ
ン
は
リ
オ
ン
の
胸
を
背
後
か
ら

ん
で
い
る
格
好
と
な

て
い
る
の
で
あ

た

 
だ
が
今
は
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る

況
で
は
な
い

 
リ
オ
ン
は
恥
ず
か
し
さ
に
必
死
に

え

況
が
落
ち
着
く
ま
で
我
慢
す
る
事
に
し
た
の
だ

た 
チ
ラ

と

り
返
る
と
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
を
意
識
す
る
様
子
も
な
く

い
目
で

り
を

め
て
い
る

う
ん

こ
れ
は
仕
方
な
い

仕
方
な
い
事
だ
よ
ね
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リ
オ
ン
が
そ
う
考
え
た

間
に

ふ
わ

と

き
上
が
る
よ
う
な
感
覚
が
あ

た

ハ

ハ
チ
マ
ン

何
か

い
て
る
気
が
し
な
い

だ
な

こ
れ

明
ら
か
に
空
を
飛
ん
で
る
な

私
達

ど
う
な
る
ん
だ
ろ

攻
撃
さ
れ
て
る

じ

な
い
し
と
り
あ
え
ず
様
子
見
だ
な

と
り
あ
え
ず
み
ん
な
こ

ち

に 
ハ
チ
マ
ン
は
開
き
直

た
よ
う
に
そ
う
言
い
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
二
人
の
方
に
近
付
い
て
き
た

 
そ
の
せ
い
で
二
人
は
当
然
ハ
チ
マ
ン
と
リ
オ
ン
の

態
に
気
付
く
事
に
な
る

あ

リ

リ
オ
ン

ず
る
い

ん

何
が
ず
る
い
ん
だ

だ

て
ハ
チ
マ
ン
が

リ
オ
ン
の
胸
を

ん
で
る
じ

な
い

な

何
て

ま
し
い

へ
 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
は
や

と
そ
の
事
に
気
付
き

て
て
リ
オ
ン
の
胸
か
ら
手
を
離
そ
う
と
し

た
が

 

囲
が
激
し
く

れ
て
い
る

に
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
ず
ハ
チ
マ
ン
は
手
を
離
す
事
が
出
来
な
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か

た
わ

悪
い
リ
オ
ン

も
う
少
し
安
定
す
る
ま
で
待

て
く
れ

う

う
う
ん

こ
の

況
な
ら
仕
方
な
い
か
ら

う
う
う

ず

ず
る
い

ハ
チ
マ
ン

ボ
ク
も
ボ
ク
も

何
が
ボ
ク
も
な
ん
だ
よ

大
人
し
く
し
て
ろ

て
の

 
四
人
は

張
感
が
な
い

態
の
ま
ま

し
ば
ら
く

ら
れ
る
事
と
な

た

  
一
方
本

は

突
然
の

の
変
化
を
受
け

決
断
を
迫
ら
れ
て
い
た

ク
リ
シ

ナ
さ
ん

兄
貴
達
の

が
見
え
な
く
な

た

あ
の
黒
い

み
た
い
の
は
何
な
ん
だ
ろ

生
き
物
の
内

み
た
い
で
気
持
ち
悪
い
ね

 
ド

ム
内
は
今
や
真

黒
だ

た

幸
い
本

が
立

て
い
る

に
変
化
は
無
い
が

 
壁
も
ド
ク
ン
ド
ク
ン
と
脈
打

て
お
り

こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い
た
方
が
い
い
の
か
ど
う
か

 
ク
リ
シ

ナ
は
決
断
を
迫
ら
れ
て
い
た
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敵
を
全
滅
さ
せ
て
い
る
の
に
い
き
な
り
即
死
イ
ベ
ン
ト
と
か
は
あ
り
え
な
い
は
ず

 
そ
う
す
る
と
こ
れ
は

 
そ
こ
で
壁
に
次
の
変
化
が
あ

た

脈
打

て
い
た
部
分
が

の
よ
う
な
物
に

わ
れ
て

き
た
の
だ

ま
さ
か
こ
れ

ド

ム
自
体
が

み
ん
な

一

外
に
退
避

大
丈
夫

あ
の
四
人
が
そ
う
簡

に
や
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
わ

 
ク
リ
シ

ナ
は
そ
う
叫
び

仲
間
達
は
ダ

シ

で
外
へ
と
離
脱
し
た

 
そ
の

間
に
ド

ム
が

・立
・ち
・上
・が
・り

ギ

ア
ア
ア
ア
と
い
う
鳴
き
声
が

き

た

あ

あ
れ

て

巨
大
な
翼
⻯

ド

ム
自
体
が
ボ
ス

て
オ
チ
か
よ

こ
れ
は
ま
た

何
と
も
豪

だ
ね

 
そ
ん
な
一
同
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
に
そ
の
巨
大
な
翼
⻯
は
い
ず
こ
か
へ
と
飛
び
去

て

い
た
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ハ
チ
マ
ン
達
を
そ
の
体
内
に
収
め
た
ま
ま



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
９
４
６
話
 
岩
の
向
こ
う
に
は

 
ハ
チ
マ
ン
達
を
飲
み
込
ん
だ
ま
ま
飛
び
去

て
い
く
巨
大
な
翼
⻯
相
手
に
何
も
出
来
ず

 
た
だ

め
て
い
る
事
し
か
出
来
な
か

た
一
同
は

悔
し
げ
に

を

ん
で
い
た

く
そ

何
な
ん
だ
よ
あ
れ
は

兄
貴
達

大
丈
夫
か
な

あ
の
兄
貴
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
そ
れ
に
リ
オ
ン
の
姉
御
も
い
る
ん
だ
き

と
大
丈
夫
だ
ろ

と
り
あ
え
ず
私
達
も
後
を
追
い
ま
し

う

 
一
同
は
翼
⻯
が
飛
び
去

て
い

た
方

へ
と
走
り
始
め
た

 
そ
の
間
に
ク
リ
シ

ナ
は

第
一
軍
と
第
三
軍
に
連

を
入
れ
て
い
る

さ

き
飛
ん
で
き
た
翼
⻯
は
そ
う
い
う
事
だ

た
の

 
い
き
な
り
だ

た
か
ら
一
応

れ
た
け
ど

こ
ち
ら
も
そ
の
方

に
向
か

て
み
る
わ

 
第
三
軍
の
ユ
キ
ノ
は

特
に
何
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

 
問
題
な
く
翼
⻯
を
追
い
か
け
ら
れ
る
よ
う
だ

 
だ
が
第
一
軍
の
ア
ス
ナ
達
は

ど
う
や
ら
苦
戦
中
の
よ
う
だ



 第９４６話 岩の向こうには

そ
う
い
え
ば
さ

き

真
上
を
何
か
が
通
過
し
て
い

た
か
も

 
で
も
ご
め
ん

な
る
べ
く
急
ぐ
け
ど

中
々
そ
う
も
い
か
な
い
ん
だ
よ
ね

何
か
問
題
発
生

う

ん

問
題

て
い
う
か
ね

え
て
言
う
な
ら
今
の
私
達
は

 
ゲ
リ
ラ
戦
を
仕

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
ん
だ
よ
ね
だ
か
ら
中
々
先
に
進
め
な
く
て

ゲ
リ
ラ
戦

敵
の
タ
イ
プ
は

武
器
を
持

た
人
型
ラ
プ
ト
ル
か
な

そ
れ
は
厄
介
ね

 
マ

プ
上
で
言
え
ば

第
一
軍
が
ジ

ン
グ
ル
地

の
中
央
を
進
ん
で
い
る
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
そ
こ
は
道
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
本
当
の
意
味
で
の
ジ

ン
グ
ル
地

の
よ
う

だ 
鬱

と

た
木
々
の
間
か
ら

敵
が
絶
え
間
な
く
攻
撃
し
て
く
る
の
だ

 
第
二
軍
と
第
三
軍
は
東
⻄
に
分
か
れ
て
南
に
進
ん
で
い
た
が

 
比

的
道
は
整
備
さ
れ
て
お
り

ハ
チ
マ
ン
達
を
追
い
か
け
る
の
に
何
の
不
都
合
も
な
い
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で
も
多
分
大
丈
夫
よ

あ
の
翼
⻯
は
第
一
軍
が
い
る
方
向
に
飛
ん
で
い

た
み
た
い
だ
し

 
多
分
そ
の
ま
ま
進
め
ば
自
然
に
発
見
出
来
る
と
思
う
わ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
進
む
ね

う
ん

お
願
い

 
事
実

ク
リ
シ

ナ
が
大
雑

に
記
入
し
た
敵
の
移
動
方
向
と

 
ユ
キ
ノ
が
記
入
し
た
移
動
方
向
と
は

ア
ス
ナ
達
の
正
面
で
交
わ

て
い
た

 
お
そ
ら
く
中
央
の
ジ

ン
グ
ル
が
激
戦
区
に
な

て
い
る
の
は
そ
ち
ら
に
何
か
が
あ
る
か
ら

な
の
だ
ろ
う

 
ク
リ
シ

ナ
は
そ
う
判
断
し
ユ
キ
ノ
と
相
談
の
上
そ
の
交
わ
る
座
標
を
目
指
す
事
に
し
た

み
ん
な

こ
ち
ら
が
向
か
う
先
に
は
人
型
ラ
プ
ト
ル
が
待
ち

え
て
い
る
み
た
い
よ

 
敵
は
基
本
不
意
打
ち
を
し
て
く
る
と
思

て
何
か
違
和
感
を
感
じ
た
ら
か
な
ら
ず

し

て 
ユ
キ
ノ
も
同
じ
よ
う
な
指

を
出
し

第
二
軍
と
第
三
軍
も

 
中
央
の
深
い
ジ

ン
グ
ル
へ
と
足
を

み
入
れ
て
い

た
の
だ

た
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キ
リ
ト
君

の

み
が
動
い
た

分
か

た

任
せ
ろ

 
第
一
軍
は

度
重
な
る
敵
の
襲
撃
に
頑
張

て
対
応
し
て
い
た

 
敵
は

で
あ
り

複

の
方

か
ら
同
時
に
奇
襲
を
か
け
て
く
る

 
こ
う
い
う
場
合

ど
う
し
て
も
受
身
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

進
軍
速
度
が
上
が
ら
な
い

チ

厄
介
な

気
付
か
な
い
う
ち
に

卵
の

化

件
を
満
た
し
ち

た
の
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

で
も
ま
あ
全
滅
さ
せ
れ
ば
問
題
な
い
だ
ろ

ま
あ
ね

問
題
は
本
当
に
こ
の
方

で
合

て
る
の
か

て
事
だ
よ
な

出
来
れ
ば
真

直
ぐ
目
的
地
に
着
き
た
い
も
ん
ね

 
一
応
指

さ
れ
た
座
標
に
向
か

て
は
い
る
が

そ
れ
は
あ
く
ま
で

で
あ
り

 
こ
の
マ

プ
は
広
い

本
当
の
目
的
地
か
ら
か
な
り
ズ
レ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定
出
来
な

い
キ
リ
ト
さ
ん

ア
ス
ナ
さ
ん

ち

と
手
近
な
木
に

て
み
て
も
い
い
で
す
か
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も
し
か
し
た
ら
何
か
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
そ
の
時
レ
コ
ン
が
そ
う
提
案
し
て
き
た

上
か

確
か
に
一
度
見
て
み
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

そ
う
だ
ね

レ
コ
ン
君

頼
め
る
か
な

任
せ
て
下
さ
い

 
レ
コ
ン
は
ド
ン
と
胸
を
叩
く
と

近
く
の
木
に
す
る
す
る
と

て
い

た

 
こ
の

り
は
さ
す
が
プ
ロ
の

候
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う

み
ん
な
今
レ
コ
ン
が
上
か
ら
偵
察
し
て
る
か
ら
一
度
ス
ト

プ
だ

防
御

を
と

て

く
れ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
指

に

い

シ
リ
カ

シ
ノ
ン

イ
ロ
ハ

シ

リ

を
中
心
に

 
他
の
者
達
が
レ
コ
ン
の

た
木
を
囲
む
よ
う
に

を
組
む

こ
れ
な
ら
ま
あ

奇
襲
を
受
け
る
事
も
な
い
だ
ろ

も
し
何
か
動
く
気
配
が
し
た
ら

と
り
あ
え
ず

を
撃
ち
こ
ん
で
み
る
わ

私
も
狙
撃
し
て
み
ま
す

私
も
私
も
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シ
ノ
ン

シ

リ

レ
ン
の
三
人
が
そ
の
言
葉
通
り

 
少
し
で
も
何
か
が
動
い
た
ら
そ
ち
ら
に
向
け
て
射
撃
を
行

て
い
く

 
た
ま
に

験

も
入
る

敵
が
殺
到
し
て
き
て
い
る
事
は
間
違
い
な
い

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て

レ
コ
ン
か
ら
通
信
が
入

た

キ
リ
ト
さ
ん

前
方
に
岩
山
の
よ
う
な
物
が
見
え
る
ん
で
す
が

 
そ
の
陰
に
翼
⻯
の

ら
し
き
物
が
見
え
ま
す

お

し
て

さ
ず

て
奴
か

ま
あ

純
に
デ
カ
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

今
か
ら
正
確
な

置
を
計

し
て
マ

プ
に
反
映
さ
せ
ま
す

 
第
二
軍
と
第
三
軍
へ
の
連

を
お
願
い
し
ま
す

分
か

た

任
せ
ろ

 
キ
リ
ト
は
直
ぐ
に
ク
リ
シ

ナ
と
ユ
キ
ノ
と
情
報
共

を
し

 
少
し
し
て

マ

プ
に
レ
コ
ン
が
記
入
し
た
光
点
が
表

さ
れ
た

 
そ
こ
は
こ
こ
か
ら
五
キ
ロ
ほ
ど
南
南
⻄
に
進
ん
だ
方

で
あ
り

 
第
一
軍
は
そ
ち
ら
に
向
け
て

再
び
移
動
を
始
め
た

キ
リ
ト
君

ユ
キ
ノ
と
ク
リ
シ

ナ
の
方
は
ど
う
だ

て
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あ

ち
も
や

ぱ
り
奇
襲
さ
れ
て
る

い
な

 
た
だ
ユ
キ
ノ
の
方
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
が
多
い
分

移
動
は
楽
み
た
い
だ

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
ね

し
か
も
プ
ロ
だ
し
ね

な
の
で
も
し
か
し
た
ら

ユ
キ
ノ
達
が
一
番
最
初
に
到
着
す
る
か
も
し
れ
な
い
な

そ
れ
じ

あ
こ

ち
も
急
が
な
い
と
だ
ね

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
に
ど
こ
か
ら
か
通
信
が
入

た

は
い

こ
ち
ら
ア
ス
ナ

お
う

俺
だ
ア
ス
ナ

ま
あ
今
は
シ

ナ
な
ん
だ
け
ど
な

て

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
の
そ
の
言
葉
に

張
が
走

た

今
ま
で
い
く
ら
通
信
を
入
れ
て
も
繋
が
ら
な
か

た

の
に

 
い
き
な
り
連

が
来
る
と
い
う
事
は

ハ
チ
マ
ン
達
が
死
ん
だ
可
能
性
が
高
い
か
ら
だ

 
そ
ん
な

り
の
様
子
を
見
て

ア
ス
ナ
は

て
て
自
身
の
発
言
を

正
し
た

ご
め
ん
ご
め
ん

正
確
に
は
ハ
チ
マ
ン
君
じ

な
く
て

シ

ナ
か
ら
の
通
信
だ
よ

え

シ

ナ
か
ら
な
の
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う
ん

え

と

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
事
情
を

ね

納
得
し
た
よ
う
に

い
た

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

ご
め
ん

ち

と
待

て
て
ね

 
み
ん
な

ハ
チ
マ
ン
君
ね

ど
う
し
て
も
こ

ち
と
連

が
取
れ
な
い
か
ら

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
キ

ラ
を
変
え
た
ん
だ

て
さ

そ
の
手
が
あ

た
か

 
他
の
者
達
は

見
事
に
ハ
モ

て
そ
う
言

た

で

そ

ち
は
ど
ん
な

況
な
の

ド

ム
の
天

エ
リ
ア
に
い
き
な
り

じ
込
め
ら
れ
て
な

 
し
ば
ら
く
飛
ん
で
る
よ
う
な
感
覚
が
し
て
た
ん
だ
が

 
ど
こ
か
に
着
地
し
た
み
た
い
だ
か
ら

り
を
調
べ
た
ん
だ
よ

 
そ
し
た
ら

が
あ

た

置
に

出
口
み
た
い
な

が
あ

て
な

 
他
に
何
も
無
さ
そ
う
だ

た
か
ら
そ
こ
に
入

て
み
た
い
ん
だ
が

 
そ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
言
い

ん
だ

ど
う
し
た
の
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何
か
コ

ク
ピ

ト
み
た
い
に
な

て
た
ん
だ
よ

何
な
ん
だ
ろ
う
な

あ
れ

あ

ハ
チ
マ
ン
君

ド

ム
が
ね

凄
く
大
き
な
翼
⻯
に
な

て

 
ハ
チ
マ
ン
君
達
を
連
れ
去

ち

た

て
報
告
が
来
て
た
よ

そ
う
な
の
か

て
事
は

こ
れ
は
人
型
が
乗
り
込
む
タ
イ
プ
の
敵
の
ボ
ス

て
事
か

か
も
し
れ
な
い
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
事
情
を

し
た
ら
し
く

納
得
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

今
リ
オ
ン
が
そ
こ
を
調
べ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
が
も
し
動
か
せ
そ
う
な
ら

い
ち
ま
お
う
と

思
う

 
ま
だ
脱
出
口
が
見
つ
か

て
な
い
か
ら
同
時
に
ど
こ
か
か
ら
外
に
出
ら
れ
な
い
か
調
べ
て
み

る
わ分

か

た

今
は
通
信
は
無
理
な
ん
だ
よ
ね

あ
あ

多
分
外
に
出
な
い
と
無
理
だ
と
思
う

 
も
し
く
は
ど
こ
か
を
い
じ
れ
ば
通
信
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
リ
オ
ン
の
調

査
待
ち
か
な

オ

ケ

そ

ち
の
居
場
所
は
確
認
済
だ
か
ら

私
達
も
そ

ち
に
向
か
う
よ



 第９４６話 岩の向こうには

そ
う
な
の
か

分
か

た

そ
れ
じ

あ
ま
た
何
か
あ

た
ら
連

す
る
わ

う
ん

ま
た
後
で
ね

 
そ
れ
で
通
信
は
終
わ
り

ア
ス
ナ
は
ユ
キ
ノ
と
ク
リ
シ

ナ
に
事
情
を
説
明
し

 
そ
の
ま
ま
進
軍
を
再
開
す
る
事
に
し
た

え

マ
ジ
か
よ

巨
大
ロ
ボ

ト
を
操
作
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
な
ん
て

 
ハ
チ
マ
ン
の
奴

ず
る
い
な

 
同
じ
く
話
を

い
た
キ
リ
ト
が

と
て
も

ま
し
そ
う
に
そ
う
言

た

キ
リ
ト
さ

あ
ん
た
子

じ

な
い
ん
だ
か
ら

仕
方
な
い
だ
ろ
リ
ズ

ロ
ボ

ト

て
の
は
い
つ
だ

て
男
の
ロ
マ
ン
な
ん
だ
よ

 
だ
ろ

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

だ
な

必
殺
技
と
か
出
し
て
み
た
い
わ

俺
は
そ
う
で
も
な
い
け
ど

で
も
ま
あ
乗

て
は
み
た
い
な

で
も
翼
⻯
タ
イ
プ
な
ん
で
す
よ
ね

そ
れ
じ

あ
あ
ま
り
格
好
良
く
は
な
い
よ
う
な

 
シ
リ
カ
の
そ
の
言
葉
に

キ
リ
ト
達
は

組
み
を
し
た

確
か
に
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ど

ち
か

て
い
う
と
悪
役

て
感
じ
だ
な

し
か
も
乗

て
る
の
が
あ
の
ハ
チ
マ
ン
だ
か
ら
な

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
悪
役
メ
カ
だ
な

 
今
は
そ
の

度
の
会
話
が
出
来
る
く
ら
い

敵
の
襲
撃
が

て
い
た

 
こ
の
先
に
あ
る
の
は
ボ
ス
エ
リ
ア
の
可
能
性
が
高
い
は
ず
な
の
に

お
か
し
な
話
で
あ
る

敵

出
な
く
な

た
ね

確
か
に
な

み
ん
な

油
断
し
な
い
よ
う
に
行
こ
う

 
キ
リ
ト
達
は
移
動
速
度
は
落
と
さ
な
か

た
が

よ
り

囲
を

す
る
よ
う
に
進
ん
だ

 
だ
が
敵
が

た
理
由
は
す
ぐ
に
判
明
し
た

前
方
の
岩
陰
に
ユ
キ
ノ
達
が
い
た
か
ら
で
あ

る 
ユ
キ
ノ
は
し

と
い
う
よ
う
に

に
手
を
当
て

こ
ち
ら
に
手

き
し
て
き
た

そ
う
か

ユ
キ
ノ
達
が
先
行
し
て
た
か
ら
敵
が
い
な
か

た
の
か

あ
の
向
こ
う
に
何
か
い
る

い
ね

よ
し

行
こ
う

 
キ
リ
ト
達
は
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
慎
重
に
進
み

ユ
キ
ノ
達
と
合
流
し
た
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今
丁
度
そ

ち
に
通
信
を
入
れ
よ
う
と
思

て
い
た
と
こ
ろ
だ

た
の

そ
う
だ

た
ん
だ

丁
度
良
か

た
ね

第
二
軍
は

も
う
す
ぐ
到
着
す
る
み
た
い

こ
れ
で
全
員
集
合
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ユ
キ
ノ
は
岩
の
向
こ
う
を
指
差
し
た

 
そ
こ
に
は
ハ
チ
マ
ン
達
を
飲
み
込
ん
だ
巨
大
な
翼
⻯
が

座
し
て
い
る

う
わ

大
き
い
ね

あ
れ
が
敵
に
回
ら
な
い
と
い
う
の
は
助
か
る
わ
ね

仮
に
操
作
出
来
な
く
て
も

 
ハ
チ
マ
ン
君
達
が
コ

ク
ピ

ト
を
守

て
く
れ
れ
ば
無
力
化
出
来
る
も
の
ね

だ
ね

そ
れ
で
他
の
敵
は

今
の
と
こ
ろ
は
見
当
た
ら
な
い
わ
ね

多
分
私
達
が
近
付
い
た
ら

 
ほ
ら
あ
そ
こ

あ
の
岩
に
空
い
て
い
る

か
ら
出
て
く
る
ん
だ
と
思
う
わ

 
ユ
キ
ノ
が
そ
う
言

て
指
差
し
た
岩
の

は
翼
⻯
の
半
分

で
は
あ
る
が
か
な
り
巨
大
で

あ

た
う
わ

も
し
か
し
て
敵
も
あ
れ
く
ら
い
大
き
い
の
か
な

否
定
出
来
な
い
わ
ね

あ

あ
と
そ

ち
に
ポ

タ
ル
が
あ
る
か
ら

解
放
し
て
お
い
た
わ
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こ
れ
で
街
か
ら
こ
こ
に
直
接
来
れ
る
よ
う
に
な

た
わ
ね

て
事
は

一

こ
こ
で
中
断
す
る
の
も
あ
り

そ
う
ね

ハ
チ
マ
ン
君
と
情
報
の

り
合
わ
せ
を
し
な
い
と
い
け
な
い
も
の

こ

ち
か
ら
向
こ
う
に
連

が
取
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
の
時

を

い
て
翼
⻯
を
観
察
し
て
い
た
レ
コ
ン
が
小
さ
な
声
で
二
人
に
話
し
か
け
て

き
たア

ス
ナ
さ
ん

ユ
キ
ノ
さ
ん

あ
の
翼
⻯
の
目
の
部
分
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
い
ま
す

え

本
当
に

あ

ハ
チ
マ
ン
君
だ

そ
れ
じ

あ
あ
そ
こ
が
コ

ク
ピ

ト
な
ん
だ

そ
の
よ
う
ね

そ
れ
な
ら
会
話
も
出
来
そ
う
だ
わ

 
ユ
キ
ノ
は
慎
重
に
身
を
乗
り
出
し
ハ
チ
マ
ン
が
気
付
く
事
を
期
待
し
て
そ
ち
ら
に
ア
ピ

ル

し
た

 
や
が
て
ハ
チ
マ
ン
も
そ
れ
に
気
付
い
た
の
か

こ
ち
ら
に
手
を

て
き
た

や

た

気
付
い
て
も
ら
え
た
ね

ポ

タ
ル
が
開
通
し
た
か
ら
そ
の
事
も
伝
え
な
い
と
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そ
う
ね

ま
た
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
も
ら
い
ま
し

う

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
ち
ら
の
意
図
に
気
付
い
て
く
れ
た
の
か

す
ぐ
に

が
見
え
な
く
な
り

 
代
わ
り
に
シ

ナ
か
ら
連

が
入

た

到
着
し
た
ん
だ
な

こ

ち
は

待

て
シ

ナ

ポ

タ
ル
が
開
通
し
た
の

直
接
こ

ち
に
来
て
も
ら

て
い
い

そ
う
な
の
か

分
か

た

多
分
二
十
分
く
ら
い
で
行
け
る
と
思
う
か
ら

そ
こ
で
休

し

て
て
く
れ

 
そ
れ
か
ら
二
十
分
後
そ
の
間
に
第
二
軍
も
合
流
し
ポ

タ
ル
か
ら
シ

ナ
が

を
現
し
た
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第
９
４
７
話
 
思
わ
ぬ
戦
利
品

俺
の
判
断
ミ
ス
の
せ
い
で
心
配
さ
せ
ち
ま

た

本
当
に
す
ま
ん

 
シ

ナ
の
第
一
声
は
そ
れ
で
あ

た

結
局
あ
れ
か
ら
ど
う
な

た
の

リ
オ
ン
が
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
と
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ａ
Ｌ

て
書
い
て
あ
る
ス
イ

チ
を
見
つ
け
て
な

 
そ
れ
を
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ａ
Ｌ
に
切
り

え
た
ら
俺
達
に
も
操
作
可
能
に
な

た
か
な

 
目
を
開
け
ら
れ
た
の
も
そ
の
お
か
げ
だ
な

お
か
げ
で
ユ
キ
ノ
の

が
見
え
た
ん
だ
が

 
実
は
あ
の
目

中
が
シ

タ

に
な

て
る
ん
だ

笑

ち
ま
う
よ
な

は
は

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て
楽
し
そ
う
に
笑
い

翼
⻯
に
目
を
向
け
た

へ

あ
ん
な
外
見
だ

た
の
か

あ
れ
は
プ
テ
ラ
ノ
ド
ン
か

 

え
て
言
う
な
ら
メ
カ
プ
テ
ラ

て
感
じ
か

お
い
お
い
ま
さ
か
ゴ
リ
ラ
と
ク
ジ
ラ
の
あ
い
の
こ
み
た
い
な
奴
ま
で
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
な

の
問
題
も
あ
る
し

そ
れ
は
大
丈
夫
じ

な
い
か

 
シ

ナ
に
あ

さ
り
と
そ
う
否
定
さ
れ

キ
リ
ト
は
し

ぼ
ん
と
し
た
表
情
を
見
せ
た
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ち

あ
い
つ
と
は
一
度
戦

て
み
た
か

た
の
に

 
そ
の
言
葉
に
一
同

ド
ン
引
き
で
あ
る

い
や

そ
れ
は
無
い

無
い
わ

 
そ
う
言
う
闇
風
に

ロ
ウ
リ

が
同
意
す
る

私
も
大

だ
と
思

て
い
た
け
れ
ど

上
に
は
上
が
い
る
も
の
よ
ね

え
え

シ
ノ
ン
な
ら
俺
の
気
持
ち

分
か

て
く
れ
る
よ
な

ど
う
し
て
そ
の
で
私
の
名
前
が
出
て
く
る
の
か
意
味
不
明
な
ん
だ
け
ど

 
私
は
ヘ

ド
シ

ト
出
来
な
い
相
手
に
興
味
は
無
い
わ
よ

 
そ
れ
は
そ
れ
で
物

な
セ
リ
フ
で
あ
る

じ

じ

あ
コ
ミ
ケ
さ
ん
達

ア
レ
と
戦
う
の
は
確
か
に
う
ち
の
お
家
芸
だ
け
ど
も
し
本
当
に
そ
う
な

た
ら
俺
は
逃
げ
る

か
な

 
他
の
三
人

ケ
モ
ナ

ク
リ
ン

ブ
ラ

ク
キ

ト
も
そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

く

ぐ
ぬ
ぬ

じ

あ
フ

イ
リ
ス
は
ど
う
だ

ア
レ
の
ど
こ
に
萌
え
要
素
が
あ
る
の
ニ
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正

す
ぎ
て
何
も
言
い
返
せ
な
い

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
の

を

リ
ズ
ベ

ト
が
ポ
ン
と
叩
い
た

キ
リ
ト
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

も
い
い
加

に
し
な
さ
い
よ
私
が
恥
ず
か
し
い
ん
だ
か
ら
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
に

ら
れ
キ
リ
ト
は
し

ぼ
ん
と
し
た

も
う
完
全
に

に
敷
か
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る

操
作
可
能
に
な

た

て
事
は

あ
れ
の
操

が
出
来
そ
う
な
の

 
今
ま
で
の
流
れ
を
完
全
に
無

し
て
ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
に
問
い
か
け
て
き
た

 
さ
す
が
に
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
と
付
き
合
い
が
⻑
い
だ
け
の
事
は
あ
る

ど
う
か
な

ま
あ
リ
オ
ン
任
せ
だ
な

別
に
無
く
て
も
困
ら
ん

困
る

て

俺
が
乗
る
メ
カ
が
無
く
な

ち
ま
う
じ

な
い
か
よ

 
再
び
キ
リ
ト
が
突

込
ん
で
き
た

ハ
チ
マ
ン
は
ち
ら

と
リ
ズ
ベ

ト
の
方
を
見
た

頼
む
リ
ズ

オ

ケ

オ

ケ

ほ
ら
キ
リ
ト

あ
ん
た
は
こ

ち

あ

ち

待
て

て

 
リ
ズ
ベ

ト
も
心
得
た
も
の
で

そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
を
遠
く
に
引
き
ず

て
い

た
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ま
だ
外
に
は
出
れ
な
い
の

そ
れ
が
な

も
し
か
し
た
ら
自
爆
ス
イ

チ
と
か
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し

 
下
手
に
い
じ
れ
な
い
ん
だ
よ
な

確
か
に
そ
う
な

た
ら
全
滅
だ
ね

全
滅
は
し
な
い
だ
ろ

ア
ス
ナ
は
俺
が
守
る
か
ら
な

え

一
人
だ
け
生
き
残

ち

て
も

そ
れ
は
そ
れ
で
困

ち

う
よ

 
微

に
い
ち

い
ち

す
る
二
人
に

た
ま
ら
ず
他
の
者
達
が

て
入

た

は
い
は
い

分
か

た
か
ら
私
達
も
出
来
る
だ
け
守

て
ね

と
り
あ
え
ず
あ
の
翼
⻯
が
も
う
襲

て
こ
な
い
の
な
ら

こ
の
ま
ま
奥
に
行

て
み
る
か

お

と
す
ま
ん
す
ま
ん
あ
の

の
奥
か

も
う
い
い
時
間
だ
し
ど
う
す
る
か
な

 
シ

ナ
は
少
し
迷

て
い
た
が

攻
略
を
明
日
に
回
す
と
し
て
も

 
中
の
様
子
は
見
て
お
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
に
な
り
一
部
で

に
突
入
す
る
事

に
な

た

 
ク
リ
シ

ナ
と
フ

イ
リ
ス

そ
れ
に
リ

フ

と
レ
ン
は
そ
の
場
に
残
り

 
リ
オ
ン
達
が
出
て
き
た
ら
そ
の
フ

ロ

を
す
る
事
に
な

た
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こ
の
メ
ン
バ

な
ら
何
か
あ

て
も
十
分
対
応
出
来
る
だ
ろ
う

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

 
い
つ
も
先

に
い
る
ハ
チ
マ
ン
だ
が

今
は
シ

ナ
な
の
で
後
方
に

取

て
い
た

 
そ
の
隣
に
は
セ
ラ
フ

ム
が

え
て
い
る

代
わ
り
に
前
を
行
く
の
は
レ
コ
ン
で
あ
り

 
そ
の
す
ぐ
後
ろ
に
ユ
イ
ユ
イ
と

キ
リ
ト

ア
ス
ナ
が
続
い
て
い
る

敵
の

は
無
い

か

こ
の

り
で
出
な
い
と
い
う
事
は
奥
に

ま

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
シ

ナ
様

確
か
に
そ
う
だ
な

 
だ
が
い
つ
ま
で

て
も
敵
は
出
て
こ
ず

一
同
は
戸
惑

て
い
た

何
で
何
も
出
て
こ
な
い
ん
だ
ろ

も
し
か
し
て
俺
達
が
翼
⻯
を

え
て
る
か
ら
か

そ
の
可
能
性
は
高
い
な

 
実
は
あ
の
翼
⻯
は
ガ

デ

ア
ン
の
よ
う
な
役

を
果
た
し
て
お
り

 
も
し
モ

ド
が
オ

ト
の
ま
ま
だ

た
ら
今
ご
ろ
こ
の

り
は
敵
で

れ
て
い
た
の
だ
が

 
マ
ニ

ア
ル
に
ス
イ

チ
が
切
り

わ

た

間
に
敵
は
消
え
て
い
た

セ

フ
モ

ド
と
い
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う
奴
で
あ
る

 
そ
し
て
戦
闘
は
結
局

こ
ら
な
い
ま
ま
シ

ナ
達
は
次
の
ポ

タ
ル
へ
と
到
着
し
て
し
ま

た

ど
う
す
る

今
日
は
こ
こ
ま
で
だ
な
俺
は
一
応
も
う
少
し
先
ま
で
見
て
か
ら
一

ハ
チ
マ
ン
に

て
落

ち
る
わ

そ
れ
じ

あ
僕
も
お
付
き
合
い
し
ま
す

私
も
行
く
わ

も
し
何
か
あ

た
時
に
ヒ

ラ

が
い
れ
ば
楽
で
し

う
し
ね

そ
れ
じ

あ
俺
も
行
く
か

今
日
は
特
に
用
事
も
無
い
し
な

そ
う
い
う
事
な
ら
私
も
行
く
よ

レ
コ
ン
君
と
副
⻑
で
ピ
ク
ニ

ク
だ
ね

 
レ
コ
ン
と
ア
ス
ナ

そ
れ
に
キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
が
シ

ナ
に
同
行
を

し
出
た

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
奥
へ
と
向
か

た

 
だ
が
奥
は
そ
れ
ほ
ど
深
く
な
く

五
分

で
出
口
へ
と
た
ど
り
着
く
事
が
出
来
た

う
お

こ
れ
は

ま
さ
か
こ
う
く
る
と
は
思

て
ま
せ
ん
で
し
た
ね
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う
わ

凄
い
ね

分
と
近
代
的
な
町

み
ね

 
そ
ん
な
五
人
の
目
の
前
に
広
が

て
い
た
の
は

天

と
い
う

で
は
な
い
が

 
十
分
な
広
さ
を
も
つ
都
市
で
あ

た

こ
こ
は
ど
の

り
な
ん
だ

ど
う
な
ん
で
す
か
ね

 
二
人
は
そ
う
言

て
マ

プ
を
開
い
た
が
い
つ
の
間
に
か
マ

プ
は
新
し
い
物
に
更
新
さ
れ

て
お
り

 
二
人
が
い
る

置
は

そ
の
マ

プ
の
北
に
表

さ
れ
て
い
た

中
央
の
空
に

フ

ル
ド
み
た
い
な
物
が

か
ん
で
い
る
わ
ね

あ
そ
こ
に
ラ
ス
ボ
ス
が
い
る
ん
じ

な
い
か

て
事
は
こ
こ
が
最
終
目
的
地
か

見
ろ
よ

他
の
方

か
ら
も

道
が
繋
が

て
る

こ
れ
は

そ

ち
に
も
行
け
る

て
事
な
ん
で
す
か
ね

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
な
ま
あ
近
く
に
ポ

タ
ル
も
無
い
し
行
け
な
い
と
街
に

れ
な
い
は
ず
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だ
がと

い
う
か

あ

ち

て
も
し
か
し
て

他
の
門
か
ら
来
る
道
な
ん
じ

な
い

 
そ
の
言
葉
に
シ

ナ
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後

ニ
ヤ
リ
と
し
た

て
事
は
も
し
か
し
て

他
の
エ
リ
ア
の
ボ
ス
を
食
い
放
題
か

可
能
性
は
あ
る
な

外

を
進
め
ば
危
険
も
無
い
だ
ろ
う
し

ち

と
見
て
み
る
か

だ
ね

ど

ち
に
行
く

多
分
⻄
門
が
一
番
進
行
度
が

い
だ
ろ
う
か
ら

そ
こ
は
や
め
て
お
こ
う

 
あ
ん
ま
り

く
こ
こ
に
来
ら
れ
る
と

う
ち
の
取
り
分
が

ち
ま
う
か
ら
な

て
事
は
一
番
近
い
の
は
東
門
に
対
応
し
て
る
⻄
の
方

か
な

だ
な

よ
し

行
こ
う

 
五
人
は
街
に
近
付
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
外

を
ぐ
る
り
と
回

て
い

た

こ
こ
か

そ
れ
じ

あ
奥
へ
ゴ

だ
な

 
五
人
は
そ
の
ま
ま
⻄
通
路
を
進
ん
で
い
く

と
前
方
で
ざ
わ
ざ
わ
と
何
か
が

い
て
い
る
の
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が
見
え
た

あ
れ
は

人
型
の
集
団

肉
食
⻯
だ

て
の
は
分
か
る
け
ど

種

が
分
か
ら
な
い
わ
ね

本
来
な
ら
俺
達
の
方
に
も
あ
れ
が
出
現
し
て
た

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な

見
て

一
匹
だ
け

が
違
う
敵
が
い
る
よ

 
ア
ス
ナ
の
指
摘
通
り

そ
の
敵
は
他
の
人
型
よ
り
も
一
回
り
大
き
く

 
金
属

の
よ
う
な
物
を
身
に

て
い
た

あ
れ
が
中
ボ
ス
み
た
い
な

そ
う
み
た
い
だ
な

だ
が

運
が
悪
か

た
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
シ

ナ
は
Ｍ
８
２
を
取
り
出
し

に

そ
べ

て
狙
撃
の
体
勢
を
と

た

シ

ナ

外
す
な
よ

こ
ん
な
も
ん
余

だ
余

 
そ
し
て
シ

ナ
は
コ
ト
リ
と
ト
リ
ガ

を
落
と
す
よ
う
に
引
き

 
Ｍ
８
２
か
ら
放
た
れ
た

は

そ
の
ボ
ス
ら
し
き
敵
の

を
ふ

飛
ば
し
た
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そ
の

間
に
他
の
雑

敵
が

崩
れ
る
よ
う
に
消
え
て
い
く

お
お

こ
ん
な
仕

け
に
な

て
た
の
か

手
間
が
省
け
た
ね

一
応
こ
の
奥
も
見
て
お
く
か

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
進
み
翼
⻯
こ
そ
い
な
い
が
ポ

タ
ル
が
あ

た
広
場
ま
で
た
ど
り
着
い

た
お

ポ

タ
ル
発
見

録

録

と

ボ
ス

い
の
は
い
な
い
わ
ね

そ
う
い
や
シ

ナ

さ

き
の
敵

何
か
持

て
な
か

た
の
か

あ
あ

そ
う
い
や
確
認
し
て
な
か

た
な

 
シ

ナ
は
ス
ト
レ

ジ
を
操
作
し

驚
い
た
よ
う
な
表
情
を

か
べ
た

お
お

マ
ジ
か

何
か
落
と
し
て
た

こ
れ
だ
な

 
そ
う
言

て
シ

ナ
が
取
り
出
し
て
き
た
の
は

ま
さ
か
の
対
物
ラ
イ
フ
ル
で
あ

た
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そ
れ

て
何
だ

Ａ
Ｓ
５
０

て
書
い
て
あ
る
な

確
か
ア
メ
リ
カ
の
特

部

が
使

て
る
奴
だ

お
お

い
い
じ

な
い
か

こ
れ
を
使
え
る
の
は

シ

リ

さ
ん
だ
な
よ
し
シ

リ

さ
ん
に
あ
げ
る
と

す
る
か

こ
れ
で
ま
た
う
ち
の
戦
力
が

え
た
ね

こ
れ
は
他
の
ボ
ス
も
狙
撃
し
な
い
と
い
け
な
い
な

ま
あ
今
日
の
と
こ
ろ
は
こ
こ
ま
で
で
い
い
ん
じ

な
い
か

 
他
の
門
の
連
中
は

一
日
や
二
日
じ

こ
こ
ま
で
来
れ
な
い
だ
ろ

だ
な

よ
し

今
日
は
こ
こ
で
落
ち
る
か

 
一
同
は
ポ

タ
ル
を
使

て
街
に

た
が

 
そ
こ
に
は
予
想
外
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ

そ
れ
に
リ
オ
ン
が
い
た

う
お

お
前
ら
あ
そ
こ
か
ら
出
ら
れ
た
の
か

う
ん

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
ね

あ
の
ね
ラ
ン
が
よ
ろ
け
て
押
し
ち

た
ボ
タ
ン
が

急
脱
出
用
の
ボ
タ
ン
だ

た
ら
し
く
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て 
ボ
ク
達
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ち

た
ん
だ
よ

た
ま
た
ま
師
匠
が
ま
だ
残

て
て
く
れ
た
か
ら
助
か

た
け
ど
危
う
く
死
ぬ
と
こ
ろ
だ

た

よ
ま
あ
脱
出
出
来
て
良
か

た

ど
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら
発
動
し
た
ん
だ

そ
れ
が
確
認
出
来
て
な
い
の

ご
め
ん
な
さ
い

 
ラ
ン
が
気
ま
ず
そ
う
に
そ
う
言

た

 
要
す
る
に
ハ
チ
マ
ン
だ
け
が

あ
の
場
に
取
り
残
さ
れ
た
と
い
う
事
に
な
る

ま
あ
気
に
す
ん
な
そ
の

り
は
最
悪
死
ね
ば
い
い
だ
け
だ

そ
う
る
れ
ば
街
に

れ
る
か
ら

な 
あ

あ
と
シ

リ

さ
ん

ち

と
い
い
か

は

は
い

シ

ナ
さ
ん

 
シ

ナ
大
好
き
の
シ

リ

は

 
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
ま
る
で

の
よ
う
に
嬉
し
そ
う
に
シ

ナ
の
下
に
駆
け
つ
け
た

な

何
で
す
か
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実
は
こ
れ
を
手
に
入
れ
た
ん
で

シ

リ

さ
ん
に
使

て
も
ら
お
う
と
思

て
さ

 
そ
う
言

て
シ

ナ
は
Ａ
Ｓ
５
０
を
取
り
出
し

シ

リ

に
手

し
た

お

お

お
お

お

お
お

お

 
そ
れ
を
受
け
取

た
シ

リ

は

顔
を
紅
潮
さ
せ
た

い

い
い
ん
で
す
か

あ
あ

俺
に
は
Ｍ
８
２
が
あ
る
し

シ
ノ
ン
に
は
ヘ
カ

ト

が
あ
る
し
な

あ
ら

格
好
い
い
じ

な
い

私
に
も
ち

と
見
せ
て

う

う
ん

 
シ
ノ
ン
も
ど
う
や
ら
興
味

々
な
よ
う
で
二
人
は
わ
い
わ
い
言
い
な
が
ら
Ａ
Ｓ
５
０
を
手
に

 
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
生
の
宝
物
に
し
ま
す

あ
あ

頑
張

て
使
い
こ
な
し
て
く
れ

今
か
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
射
撃
場
に
行

て
き
ま
す
ね

分
か

た

頑
張

て
な

は
い
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こ
う
し
て
こ
の
日
の
探
索
は
終
わ
り

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
は
ま
た
戦
力
を

強
さ
せ
る
事
と
な

た
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第
９
４
８
話
 
バ

サ
ス
・
ジ

ラ
リ
オ
ン

 

日
は
す
み
ま
せ
ん
ま
た
発
熱
し
て
し
ま
い
ま
し
て
次
の
投
稿
も
明
後
日
に
な
り
そ
う
で

す
ｏ
ｒ

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
ハ
チ
マ
ン
は

思
わ
ぬ
人
物
か
ら

話
を
も
ら
い

歓
談
し
て
い
た

や

八
幡
や

と
引
越
し
が
落
ち
着
い
た
か
ら
機
会
が
あ

た
ら
今
度
う
ち
に
遊
び
に
来

て
く
れ
よ

 
も
ち
ろ
ん
ガ
ブ
リ
エ
ル
も
一

で

わ
な
い
か
ら
ね

お

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
今
度
是
非
寄
ら
せ
て
も
ら
う
わ

ジ

ジ

 
そ
れ
は
ザ
ス
カ

日
本

社
⻑
に

任
し
た

ジ

ジ

か
ら
の

話
で
あ

た

と
こ
ろ
で
ト
ラ
フ

ク
ス
の
イ
ベ
ン
ト
の
方
は

調
か
い

あ
あ

今
日
や

と
最
後
の
都
市
に
ま
で
た
ど
り
着
け
た
よ

 
八
幡
の
そ
の
返
事
を

い
た
ジ

ジ

は

何
故
か
無
言
に
な

た
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ん

ど
う
か
し
た
の
か

い

い
や

き
違
い
か
な

今

ジ

ラ
ト
リ
ア
ま
で
た
ど
り
着
い
た

て

こ
え
た
よ
う

な
へ

あ
そ
こ
は
ジ

ラ
ト
リ
ア

て
言
う
の
か

ジ

ラ
ト
リ
ア

て
の
が
最
後
の
都
市
の
名
前
な
ら

確
か
に
そ
う
言

た
ぞ

え

え

 
ど
う
や
ら
こ
の

で
そ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
て
い
る
と
い
う
の
は

 
ジ

ジ

に
と

て
は
想
定
外
だ

た
よ
う
だ

あ
れ

そ
ん
な
に
お
か
し
い
か

 
ま
あ
確
か
に
あ
の
で

か
い
翼
⻯
を
ス
ル

出
来
た
の
も
大
き
か

た
と
思
う
が

え
え

ス
ザ
ク
を
ス
ル

い

一
体
ど
う
や

て

翼
⻯

て
だ
け
で

ス
ザ
ク

て
い
う
個
体
名
ま
で
出
て
く
る

て
事
は

 
他
の
三

所
に
は
翼
⻯
は
い
な
い
ん
だ
な

差
し
詰
め
白

と

と

武

て
感
じ
か

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

事
の

を
ジ

ジ

に
説
明
し
た

え

ド

ム
で
上
に

ど

ど
う
や

て
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ど
う
や

て
と
言
わ
れ
て
も

普
通
に

を
上

た
だ
け
な
ん
だ
が

い
や
い
や
い
や

そ
こ
に
行
く
前
に
一

に
卵
が

て

 

か
ら
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
が
押
し
寄
せ
て
き
た
だ
ろ

 
同
時
に
天

に
張
り
付
い
て
た
敵
が
襲

て
き
た
は
ず
さ
そ
の

態
で
上
に
行
く
な
ん
て
無

理
だ
ろ

確
か
に
そ
の

態
な
ら
無
理
だ

た
か
も
し
れ
な
い
が

 
最
初
に
天

に
敵
が
い
る

て
思

て
攻
撃
を
仕

け
た
せ
い
で

 
先
に
翼
⻯
と
の
戦
い
に
な

た
か
ら
な
そ
の

で
手
前
の
卵
も
全
部
破
壊
し
て
た
は
ず
だ

 
事
実
俺
が
上
に
行

た
時

手
前
の
卵
は
全
部
破
壊
さ
れ
て
た
か
ら
な

天

の
敵
に
気
付
い
た
だ

て

完

に

態
し
て
た
だ
ろ

い
や

ま
あ
色
が
違

た
か
ら
敵
か
な

て
思

て
攻
撃
さ
せ
た
ん
だ
が

ま

ま
さ
か
そ
ん
な
理
由
で

な

な
ん
か
す
ま
ん

 
ど
う
や
ら
八
幡
達
が
と

た
行
動
は
運

的
に
あ
り
え
な
か

た
よ
う
だ

そ

そ
う
か

手
前
の
卵
が
消
滅
し
た
せ
い
で
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ま
で
行

て
も
他
の
卵
の

化
が
始
ま
ら
な
か

た

て
事
か

き

と
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

化
が
始
ま

た
の
は
俺
達
が
上
に
行

て
か
ら
だ

た
し
な

 
で

敵
を
全
滅
さ
せ
た
後

俺
も

め
て
上
に
四
人
残

て
た
ん
だ
が

 
そ
の
ま
ま
ス
ザ
ク
の
体
内
に
飲
み
込
ま
れ
て

拉
致
さ
れ
た
ん
だ
よ

 
で
ど
う
し
よ
う
か
と
調
べ
て
る
う
ち
に
オ

ト
と
マ
ニ

ア
ル
の
切
り

え
ス
イ

チ
を

見
つ
け
て
な

 
そ
れ
を
マ
ニ

ア
ル
に
切
り

え
た

て

だ

そ
ん
な
ス
イ

チ
あ

た

け

あ

い
や

あ

た

あ

た
な

 
確
か
あ
れ
の
デ
ザ
イ
ン
は
他
の
ゲ

ム
か
ら
の
流
用
の
は
ず
だ
し

 
中
身
を
い
じ
る
よ
り
楽
だ

た
か
ら
キ
ン
グ
・
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
が
操

す
る
設
定
に
し
た
ん

だ

た
か

中
ボ
ス
の
名
前
は
キ
ン
グ
・
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
か
そ
れ
よ
り
も
今
の
話
他
の
ゲ

ム
か
ら
の

流
用
ね

 
も
し
か
し
た
ら
そ
こ
か
ら

れ
ば
あ
れ
の
操

方
法
が
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
ち

と
調
べ
て
み
る
事
に
す
る
か
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八
幡
は
い
い
情
報
が
手
に
入
れ
ら
れ
た
と
内
心
で
ほ
く
そ
笑
ん
だ

ま
あ
そ
う
な

て
し
ま

た
も
の
は
仕
方
な
い
ね

 
ラ
ス
ボ
ス
の
所
に
は
全
て
の
門
か
ら
進
軍
し
て
き
た
ナ
イ
ツ
が
揃

て
な
い
と
行
け
な
い
か

ら 
そ
れ
ま
で

当
に
時
間
を
潰
し
と
い
て
く
れ
よ

あ
あ
街
で
も
探
索
し
て
お
く
さ

と
こ
ろ
で
あ
の
ス
ザ
ク

て
奴
は
俺
で
も
操
作
出
来
る

の
か可

能
な
ん
だ
け
ど

出
来
れ
ば
ボ
ス
戦
に
投
入
す
る
の
は
や
め
て
も
ら
い
た
い
か
な

 
攻
略
が
楽
に
な
り
す
ぎ
ち

う
か
ら
ね

そ
り

そ
う
だ
な

分
か

た

そ
れ
以
外
の
用

で
使
う
事
に
す
る

お

お
手
柔
ら
か
に
ね

 
そ
し
て

話
を
切
る

間
に

ジ

ジ

の
こ
ん
な

き
が

こ
え
て
き
た

は

楽
を
し
よ
う
と
す
る
と
バ
チ
が
当
た
る

て
事
か

 
今
度
か
ら
は
も
う
少
し
気
を
つ
け
な
い
と

 
そ
ん
な
ジ

ジ

に

八
幡
は
心
の
中
で
エ

ル
を
送

た
の
で
あ

た
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そ
し
て
次
の
日
の
朝

八
幡
は
時
間
を
見
計
ら

て
理
央
に
連

を
入
れ
た

お
う

相
対
性
ナ
チ

ラ
ル
エ
ロ

子
か

ち

と
頼
み
が
あ
る
ん
だ
が

誰
が
愛
し
い
人
よ

恥
ず
か
し
い
か
ら
や
め
て
も
ら

て
い
い

 
そ
の
理
央
の
返
し
に
八
幡
は
一

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た

お
前

意
外
と
図
太
い
よ
な

 
そ
れ
に

に
そ
う
返
せ
る
な
ん
て

や

ぱ
り

が
い
い
ん
だ
な

私
だ

て

い
つ
ま
で
も
や
ら
れ

ぱ
な
し
じ

な
い
か
ら

 
そ
う
返
事
を
す
る
理
央
に
苦
笑
し
つ
つ
八
幡
は

日
ジ

ジ

と
話
し
た
内
容
を
説
明
し
た

あ
れ

て
他
の
ゲ

ム
の
デ

タ
を
流
用
し
て
た
ん
だ

あ
あ

多
分
だ
け
ど
な

そ
ん
な

で

悪
い
が
俺
は
今
か
ら
学
校
な
ん
で

 
そ
の
間
に
そ
れ
が
ど
の
ゲ

ム
な
の
か

く
調
べ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
よ

 
ゲ

ム
の
名
前
だ
け
特
定
出
来
れ
ば

後
は
俺
の
方
で
調
べ
て
み
る
か
ら

分
か

た

調
べ
て
み
る
ね

悪
い
な
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八
幡
は
そ
の
ま
ま
学
校
に
行
き

明
日
奈
達
に

日
得
た
情
報
を
伝
え
た

へ

そ
れ
じ

あ
他
の
場
所
に
は

大
き
な

と
⻯
と

が
い
る

て
事

そ
う
い
う
事
ら
し
い
な

ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
に
ジ

ラ
ト
リ
ア

へ

た
名
前
だ
な

で

八
幡

今
日
は
ど
う
す
る
つ
も
り

そ
う
だ
な

日
中
ボ
ス
を
倒
し
た
⻄
の
奥
を
探
索
す
る

と

 
南
の
中
ボ
ス
を
倒
し
て
そ
の
ま
ま
奥
を
調
べ
る

と

 

人
で
東

⻄

北
門
か
ら
の
攻
略
が
ど
う
な

て
る
の
か
調
べ
て
も
ら

て

 
最
後
に
ジ

ラ
ト
リ
ア
を
探
索
す
る

に
分
か
れ
る
感
じ
か
な

あ

結

や
る
事
が
多
い
ね

ち
な
み
に
俺
は

と
り
あ
え
ず
理
央
の
所
に
顔
を
出
し
て

 
ス
ザ
ク
の
操

方
法
を
調
べ
て
み
る
つ
も
り
だ

だ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
し
て
も
少
し
後

に
な
る
か
な

八
幡

俺
に
も
動
か
さ
せ
て
く
れ
よ

分
か

て
る

て

ジ

ジ

は
ち

ん
と
操

出
来
る
前
提
で
話
し
て
た
か
ら
な
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絶
対
に
動
か
せ
る
は
ず
な
ん
だ

だ
か
ら
今
日
中
に
何
と
か
し
て
み
せ
る
さ

い
や

楽
し
み
だ
ね

 
昼
ま
で
に
八
幡
の
ス
マ
ホ
に
今
日
の
出

況
が
報
告
さ
れ

 
そ
れ
を
元
に
明
日
奈
と
雪
乃
が
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
使

て
メ
ン
バ

分
け
を
行
い

 
そ
し
て
迎
え
た
放
課
後

八
幡
は
一
人
で
ソ
レ
イ
ユ
に
い
る
理
央
の
所
へ
と
向
か

た

あ

八
幡

待

て
た
よ

そ
れ

い
の
が
見
つ
か

た

て
言

て
た
よ
な

う
ん
今
か
ら
実

に
私
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
そ
の
様
子
を
こ
の
モ
ニ
タ

に
映
し
な
が
ら
説

明
す
る
ね

そ
こ
ま
で
し
て
く
れ
た
の
か

悪
い
な

う
う
ん

大
し
た
手
間
じ

な
か

た
よ

メ

カ

も
分
か

て
た
し
楽
勝
だ

た
か
な

 
そ
う
言

て
リ
オ
ン
が
見
せ
て
き
た
の
は

バ

サ
ス
・
ジ

ラ
リ
オ
ン

と
い
う
ゲ

ム

で
あ
り

 
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
見
た
八
幡
は

思
わ
ず

き
出
し
た

ぶ
は

タ
イ
ト
ル
が
リ
オ
ン
じ

な
い
か
よ
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そ

そ
ん
な
に
笑
わ
な
い
で
よ

悪
い
悪
い

つ
い

な

も
う

と
り
あ
え
ず
今
か
ら
プ
レ
イ
し
て
み
る
か
ら

そ
こ
の
モ
ニ
タ

で
見
て
て
よ
ね

お
う

分
か

た

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

他
の
者
達
も
こ
ち
ら
に
集
ま

て
く
る

へ

こ
れ
が
あ
れ
の
元
に
な

た
ゲ

ム

 
そ
う
面
白
そ
う
に
画
面
を

き
込
む
の
は
紅
莉
栖
で
あ
る

 
ど
う
や
ら
今
日
は
外
せ
な
い
仕
事
が
あ

た
よ
う
で
八
幡
と
同
じ
く
少
し

れ
て
ロ
グ
イ
ン

す
る
予
定
だ

こ
れ

ロ
ボ

ト
に
ダ
イ
ブ
し
て
戦
う
ゲ

ム
と
か

う
ち
で
作
れ
た
り
し
な
い

 
横
か
ら
真
帆
が
そ
ん
な
意
見
を
出
し
て
く
る

う

ん

こ
う
い
う
の
は
操
作
が
難
し
い
方
が
オ
ト
コ
ノ
コ
に
は
う
け
る
か
も
し
れ
な
い
ね

で
す
ね

そ

ち
の
方
が
俺
も
興
味
が

き
ま
す

 
普
通
に
ロ
ボ

ト
と
一
体
化
す
る
ん
じ

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
か
と
変
わ
ら
な
い
気
も
し
ま
す
し
ね

 
レ
ス
キ
ネ
ン
が
真
帆
に
そ
う
言
い

八
幡
も
そ
れ
に
同
意
し
た
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へ

そ
う
い
う
も
の
な
の
ね

私
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
世
界
だ
わ

真
帆
さ
ん
は
ゲ

ム
と
か
は
や
ら
な
い
方
か

そ
う
ね

や
る
と
し
て
も
知
能
パ
ズ
ル
と
か
か
し
ら

そ
う
い
う
の
は
得
意
よ

は
は

確
か
に
そ
れ

い
な

 
四
人
が
そ
ん
な
感
じ
で
談
笑
し
て
い
る
間
に
ど
う
や
ら
理
央
が
マ
シ
ン
に
乗
り
込
ん
だ
ら
し

い 
そ
こ
に
表

さ
れ
て
い
る
コ

ク
ピ

ト
は

日
見
た
物
と
ま

た
く
同
じ
で
あ

た

お

確
か
に
ス
ザ
ク
と
ま

た
く
同
じ
だ
な

そ
れ
じ

あ
操
作
方
法
を
説
明
す
る
ね

 
こ
ち
ら
の
声
は
向
こ
う
に

こ
え
な
い

偶
然
な
の
だ
が

 
理
央
が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
そ
う
言
い

八
幡
は
画
面
に
見
入

た

な

紅
莉
栖

こ
れ

て
録
画
出
来
る
よ
な

心
配
し
な
い
で

も
う
や

て
る
わ

お

サ
ン
キ

 
そ
し
て
画
面
の
中
で

理
央
が

体
的
に
操

方
法
を
説
明
し
て
い
く



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
お
そ
ら
く
か
な
り
頑
張

て
く
れ
た
の
だ
ろ
う

そ
の
説
明
は
実
に
ス
ム

ズ
だ

あ
れ
が
こ
う
な

て
こ
れ
が
こ
う
な

て

う

ん
全
部
覚
え
ら
れ
る
自
信
は
な
い
な

Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
見
れ
る
よ
う
に

後
で
動
画
を
送

て
お
い
て
あ
げ
る
わ
よ

何
か
ら
何
ま
で
悪
い
な

サ
ン
キ

紅
莉
栖

い
え
い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

こ
ん
な
感
じ
だ
ね

外
の
風
景
を
普
通
に
窓
か
ら
見
る
の
も
出
来
る
け
ど

 
今
回
は

覚
を
同
調
さ
せ
る
ね

 
直
後
に
画
面
が
再
び
切
り

わ

た

こ
れ
が
外
の
風
景
か

普
通
に
訓
練
場
だ
な

自
分
の

が
見
に
く
い
わ
ね

ま
あ
当
た
り
前
な
ん
だ
け
ど

横
に
見
え
る

は
完
全
に
金
属

い
し

多
分
全
身
そ
う
な
ん
じ

な
い
か

あ

見
て

向
こ
う
か
ら
何
か
来
る
よ

敵
か

 
ど
う
や
ら
向
こ
う
か
ら
や

て
き
た
の
は
戦
闘
機
の
よ
う
だ

敵
発
見

攻
撃
す
る
ね
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あ
れ
と
戦
う
ん
だ

み
た
い
だ
な

さ
て

お
手

み
拝
見
か

 
理
央
は
敵
に
向
か

て
普
通
に
飛
ん
で
い
た
が

中
で
大

に

速
し

 
ス

と
下
に
下
が
る
と

そ
の
ま
ま
胸
を
反
ら
す
よ
う
に
飛
び

 
背
中
を
地
面
に
向
け
た

態
で
敵
の
背
後
に
回
り

攻
撃
を
始
め
た

 
そ
の
最
中
に
画
面
が

八
十
度
回
転
し

天
地
が
元
の

態
に

る

 
そ
の
ま
ま
理
央
は
あ

さ
り
と
敵
を
撃
破
し

基
地
の
よ
う
な
所
へ
と
帰
投
し
た

ふ
う

こ
ん
な
も
ん
か
な

お
お

あ

さ
り
倒
し
た
な

や
る
も
ん
だ
な
お
い

と
い
う
か

同
じ
よ
う
な
武
器
が
ス
ザ
ク
に
も
つ
い
て
る
の
か
し
ら

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ
そ
の
可
能
性
は
高
そ
う
だ

ロ
グ
ア
ウ
ト
は
専
用
ス
ポ

ト
か
ら
し
か
出
来
な
い
ん
だ
よ
ね

 
画
面
の
中
の
理
央
は

そ
う
言

て
歩
き
出
し
た
が

 
画
面
の
下
の
方
で

を
交
差
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え

 
更
に
言
う
と

点
が
か
な
り
下
向
き
と
な

て
い
た
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理
央
の
奴

あ
の
手
は
何
だ

組
み
で
も
し
て
る
の
か

こ
れ

か
な
り
猫
背
に
な

て
る
と
思
う
わ
よ

私
も
そ
う
だ
か
ら
分
か
る
も
の

お
か
し
な
奴
だ
な

ま
あ
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
か

さ
て

私
達
は
仕
事
に

り
ま
し

う
か

そ
う
だ
ね

い
や

他
社
製
品
も
中
々
キ

ウ
ミ
深
い
ね

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
自
分
の
デ
ス
ク
に

て
い
き
八
幡
は
ぼ
ん
や
り
と
画
面
を

め
て
い
た

 
理
央
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
用
の
ス
ポ

ト
に
ま
も
な
く
到
着
す
る
よ
う
だ

 
そ
の
扉
が

麗
に

き
あ
げ
ら
れ
て
い
た

そ
こ
に
一

今
の
理
央
の

が
映
し
出
さ
れ
る

ああ
 
二
人
は
同
時
に
そ
う
声
を
上
げ

他
の
者
達
が
何
事
か
と
こ
ち
ら
を
見
た

ど
う
し
た
の

い

い
や

何
で
も
な
い

 
そ
こ
に
一

映
し
出
さ
れ
た
理
央
は

初
期
装
備
な
の
だ
ろ
う

 
下
は
ア

ミ

タ
イ
プ
の

パ
ン
で

上
は
黒
の
タ
ン
ク
ト

プ
一

と
い
う
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女
軍
人
の
よ
う
な

を
し
て
お
り

そ
れ
で
八
幡
は

 
何
故
理
央
が
猫
背
で

組
み
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た
の
か
理
解
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
そ
し
て
八
幡
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
た
理
央
の

を
叩
き
な
が
ら

し

な
さ
そ
う
に
言

た
悪
か

た

も
う
こ
の
ゲ

ム
は
や
ら
な
く
て
い
い
か
ら
な

あ

う

う
う
ん

他
の
人
に
見
ら
れ
る
の
が

だ

た
だ
け
で

 
別
に
八
幡
が
一

な
ら

わ
な
い
の

二
人
で
一
機
を
操
作
す
る
モ

ド
と
か
も
あ

て

 
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
も
ス
ザ
ク
に
反
映
さ
れ
て
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
れ

練

し
な
い
と
い
け
な
い
か
も
だ
し

今
度
一

に
や

て
み
よ

そ

そ
う
か

ま
あ
ス
ザ
ク
が
ま
と
も
に
動
か
せ
る
よ
う
に
な

た
ら
な

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
動
画
を
送
信
し
た
後

そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
乗
り
込
ん
だ
の
だ

た
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第
９
４
９
話
 
謀
略
の
リ
オ
ン

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
イ
ン
す
る
と
ス
ザ
ク
の
コ

ク
ピ

ト
内
に

独
で
出
現
し
て
し
ま

い 
外
と
の
連

も
取
れ
な
く
な

て
し
ま
う

最
初
に
シ

ナ
で
ロ
グ
イ
ン
し
ユ
キ
ノ
に
連

を
取

た

ユ
キ
ノ
か

今
の

況
は

あ
ら

思

た
よ
り

か

た
わ
ね

こ

ち
は

調
よ

 
シ

リ

さ
ん
が

速
新
し
い
武
器
で
狙
撃
に
成
功
し
て
ジ

ラ
ト
リ
ア
南
の
中
ボ
ス
を

撃
破
し
た
わ

 
結
果
は
同
じ
く
敵
の
全
部

の
消
滅

戦
利
品
は

だ

た
ら
し
い
わ

だ
と

そ
れ
じ

あ
シ
ノ
ン
に
し
か
使
え
な
い
な
無
矢
の

と
比
べ
て
ど
う
な
ん
だ

性
能
は
上
み
た
い
ね

こ
れ
で
無
矢
の

は
ア
ス
モ
さ
ん
行
き
に
な
る
わ
ね

へ

そ
う
な
の
か

名
前
は

シ

ウ

ド

と
い
う
ら
し
い
わ
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な
る
ほ
ど

そ
れ
は
強
そ
う
だ

 
シ

ナ
は

い
か
に
も
な
名
前
だ
と
納
得
し
た

そ
れ
と

門
の

況
な
の
だ
け
れ
ど
⻄
門
に
関
し
て
は
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
が
突
破
し

て 
今
次
の
エ
リ
ア
の
中
盤
く
ら
い
ま
で
攻
略
が
進
ん
で
い
る
よ
う
ね

 
東
と
北
は
ま
だ
無
理
み
た
い
特
に
北
が
ま
ず
い
わ
ね
ど
ち
ら
も
ぐ
だ
ぐ
だ
な
の
だ
け
れ
ど

 
東
は
ま
だ
人

が
多
い
か
ら
何
と
か
な
り
そ
う
ら
し
い
わ

 
で
も
北
は
東
よ
り
人

が
少
な
い
せ
い
で

日
全
滅
し
て
敵
の

が
全

し
て
し
ま

た

ら
し
い
の

 
な
の
で
か
な
り
時
間
が
か
か
る
事
に
な
る
と
思
う
わ

そ
う
な
の
か

ど
う
し
て
も

目
そ
う
な
ら
手
伝
う
し
か
な
い
だ
ろ
う
な

そ
う
し
な
い
と

 
下
手
を
す
る
と
Ａ
Ｌ
Ｏ

独
の
バ

ジ

ン
ア

プ
に
間
に
合
わ
な
く
な

ち
ま
う
か
も
し
れ

な
い
し
な

 
ヴ

ル
ハ
ラ
と
し
て
は

そ
れ
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る

 
と
い
う
か
お
そ
ら
く
他
の
ギ
ル
ド
に
と

て
も
そ
う
で
あ
ろ
う
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な
の
で
と
り
あ
え
ず

ジ

ラ
ト
リ
ア
の
⻄
に
関
し
て
は
後
回
し
に
し
て

 
南
の
調
査
を
優
先
さ
せ
る
事
に
し
た
の

そ
ち
ら
に
戦
力
の
六

を
動
員
し
て

 
探
険
部
に
も
そ
ち
ら
に
向
か

て
も
ら

た
わ

門
の
鍵
が
無
く
て
も
行
け
た
の
か

え
え
裏
か
ら
な
ら
平
気
の
よ
う
ね

六
人
を
二
人
一
組
で

門
の
偵
察
に
出
し
て
い
た
の
だ

け
れ
ど

 
チ

ク
が
終
わ

た
か
ら
今
は
居
残
り
組
と
一

に
ジ

ラ
ト
リ
ア
の
調
査
を
し
て
も
ら

て
い
る
わ

況
は
分
か

た

引
き
続
き
調
査
を
頼
む

任
せ
て

そ

ち
の
調
子
は
ど
う

幸
い
リ
オ
ン
が
ス
ザ
ク
の
元
ネ
タ
を
見
つ
け
て
く
れ
た
ん
で
な

 
と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
の
入
り
口
を
開
け
て

そ
れ
か
ら
リ
オ
ン
と
合
流
し
て

 
ス
ザ
ク
を
乗
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
頑
張

て
み
る
わ

分
か

た
わ

気
を
つ
け
て
ね

お
う

操

に
失
敗
し
て
落
ち
て
壊
す
と
か
が
無
い
よ
う
に
注
意
す
る
わ
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仲
間
達
の
活
動
が

調
な
よ
う
で
安
心
し
た
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
で
ロ
グ
イ
ン
し

直
し
た

 
さ
て
と

と
り
あ
え
ず
こ
こ
か
ら
出
る
と
す
る
か

操
作
は
確
か
こ
こ
だ

た
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う

き
な
が
ら
コ

ク
ピ

ト
下
の
レ
バ

を
引
く
と

 
ガ
コ
ン

と
い
う
音
と
共
に
壁
の
一
部
が
開
き

そ
こ
か
ら
下
に

が

び
て
い

た

こ
こ
が
出
口
だ

た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
下
に
降
り

う

ん
と

び
を
し
た

あ

さ
り
出
れ
て
良
か

た
な

さ
て

リ
オ
ン
を
待
つ
か

 
収
納
さ
れ
て
い
く

を
見
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き

そ
の
場
に

を
下
ろ
し
た

 
だ
が
の
ん
び
り
す
る
暇
も
な
く
リ
オ
ン
は
す
ぐ
に
現
れ
た

 
こ
れ
は
ま
あ

ポ

タ
ル
を
使

て
街
か
ら
飛
ぶ
だ
け
な
の
で
当
然
だ
ろ
う

 
リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
付
け

真

直
ぐ
こ
ち
ら
に
駆
け
寄

て
き
た

無
事
に
出
ら
れ
た
ん
だ
ね

あ
あ

い
け
た
い
け
た

そ
れ
じ

あ
ち

ん
と
操

出
来
る
か

し
て
み
よ
う
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う
ん

 
リ
オ
ン
は

尾
の
裏
を
調
べ

バ

サ
ス
・
ジ

ラ
リ
オ
ン
と
同
じ
よ
う
に

 
そ
こ
に

乗
用
の
ス
イ

チ
が
あ
る
の
を
見
付
け

そ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

 
す
ぐ
に
上
か
ら

が
下
り
て
き
た

二
人
は
簡

に
コ

ク
ピ

ト
に
乗
り
込
む
事
が
出

来
たよ

し

調
だ
な

う

う
ん

 
先
日
四
人
が
こ
こ
に
い
て
も
余

だ

た
よ
う
に

コ

ク
ピ

ト
は
意
外
に
広
い
の
だ
が

 
そ
れ
で
も
密
室
に
は
違
い
な
い

リ
オ
ン
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
そ
の
事
を
意
識
し
て
し
ま

う
こ

こ
ん
な
所
で
二
人
き
り

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
が
そ
ん
な
事
を
意
識
す
る
は
ず
も
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
コ

ク
ピ

ト
の
座

に

け
な
が
ら

指
を
ポ
キ
ポ
キ
と
鳴
ら
し
た

さ
て
そ
れ
じ

あ
動
か
し
て
み
る
か
先
ず
俺
が
や

て
み
る
か
ら
間
違

て
た
ら
教
え
て

く
れ
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分
か

た

 
分
か

て
は
い
た
も
の
の
あ
ま
り
に
も
平
然
と
し
た
ハ
チ
マ
ン
の
態
度
が
リ
オ
ン
は

め
し

か

た
あ

あ

せ
め
て
逆
ラ

キ

ス
ケ
ベ
で
も

こ
ら
な
い
か
な

 
リ
オ
ン
は
そ
ん
な
不
穏
な
事
を
考
え
つ
つ
も

 
や
る
べ
き
事
は
し

か
り
や
ろ
う
と
ハ
チ
マ
ン
の
操
作
に
間
違
い
が
な
い
か
チ

ク
し
始

め
たよ

し

動
ス
イ

チ
を
入
れ
る
ぞ

こ
こ
で
間
違
い
な
い
よ
な

う
ん

合

て
る

 
ハ
チ
マ
ン
の
操
作
は
実
に
ス
ム

ズ
で
あ

た

多
分
動
画
を
何
度
も
見
返
し
た
の
だ
ろ
う

 
ス
ザ
ク
の
目
が
光
を
放
ち

が
広
が

て
い
く

問
題
な
く
い
け
そ
う
だ
な

そ
う
だ
ね

と
り
あ
え
ず
サ
ブ
シ

ト
を
出
し
て

私
は
そ
こ
に
座
る
よ

そ
ん
な
の
が
あ
る
の
か

う
ん

こ
の
レ
バ

を
こ
う
引

張
る
と
ね
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リ
オ
ン
が
レ
バ

を
引
く
と
ハ
チ
マ
ン
の
後
方
の
一

上
が

た
所
に
別
の
シ

ト
が
出
現

す
るそ

ん
な
所
に

私
も
始
め
て
知

た
よ

二
人
で
操
作
す
る
場
合
は
こ

ち
が

器
管
制
か
な

 
ま
あ
や

た
事
な
い
け
ど

な
る
ほ
ど

後
で
や

て
み
よ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
つ
つ
操
作
を
続
け

リ
オ
ン
は
そ
れ
を

 
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
越
し
に

後
ろ
か
ら

き
込
む
よ
う
な
格
好
で
確
認
し
て
い
く

 
リ
オ
ン
が
意
図
し
て
や

た

で
は
な
か

た
の
だ
が

 
そ
の
過

で
ハ
チ
マ
ン
の
後

部
に
リ
オ
ン
の
胸
が

く
触
れ
る

 
そ
れ
に
気
付
い
た

間
に

リ
オ
ン
の
目
が
キ
ラ
リ
と
光

た

あ

こ
の
シ
チ

エ

シ

ン

て
あ
れ
を

す
チ

ン
ス
な
ん
じ

 
思
春
期
を
こ
じ
ら
せ
つ
つ
あ
る
リ
オ
ン
は
ど
ん
な
小
さ
な
チ

ン
ス
で
も
決
し
て
見
逃
さ
な

い
で
も
当
て
て
ん
の
よ
を
や

た
だ
け
じ

す
ぐ
座
れ

て
言
わ
れ
る
の
が
オ
チ
な
ん
だ
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よ
ね

 
ま
あ
前
か
ら
考
え
て
た
通
り
に
や

て
み
よ

と

そ
れ
じ

あ
飛
ん
で
み
よ
う
よ

そ
う
だ
な

や

て
み
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
が

に
あ

た
レ
バ

を
引
く
と

ス
ザ
ク
が
ふ
わ

と
舞
い
上
が
る

お
お

飛
ん
で
る
な

こ
う
い
う
の
も
楽
し
い
よ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
る
で
子

の
よ
う
に
は
し

い
で
い
た

 
リ
オ
ン
は
そ
れ
を
微
笑
ま
し
く
思
い
な
が
ら
も

転
ば
な
い
よ
う
に
慎
重
に
立
ち
上
が
り

 
ハ
チ
マ
ン
の

の
す
ぐ
後
ろ
に
自
分
の
胸
を
持

て
い
く

こ
の
く
ら
い
か
な

う
ん

覚
え
た

 
リ
オ
ン
は
そ
の
ま
ま
何
も
せ
ず

ハ
チ
マ
ン
と
一

に
ス
ザ
ク
で
の
飛
行
を
楽
し
ん
だ

 
窓
か
ら
外
を
見
る
と
下
に
仲
間
達
の

が
見
え
る

ど
う
や
ら
こ
ち
ら
に
手
を

て
い
る

よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
と
リ
オ
ン
は
そ
ち
ら
に
手
を

り
返
し

一

元
の
場
所
に

る
事
に
し
た
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こ
れ
く
ら
い
飛
べ
れ
ば
問
題
な
い
な
次
は
二
人
で
の
操

が
ど
ん
な
感
じ
な
の
か

し
て
み

よ
うう

ん

そ
う
だ
ね

よ
し

こ
こ
で
勝
負

 
先
ほ
ど
考
え
た
通
り

仮
に
リ
オ
ン
が
飛
行
中
に
ハ
チ
マ
ン
の

に
胸
を
押
し
付
け
て
も

 
ハ
チ
マ
ン
は
お
そ
ら
く

は

ま

た
く
お
前
ら
と
き
た
ら

 
な
ど
と
言
う
だ
け
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
は
ず
だ

 
そ
れ
は
か
つ
て

多
く
の
仲
間
達
が
通

て
き
た
道
で
も
あ
る

 
そ
う
さ
せ
な
い

に
は

ハ
チ
マ
ン
に
先
に
手
を
出
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

 
リ
オ
ン
は
そ
う
分

し

以
前
か
ら
そ
れ
に
対
す
る
対

を
い
く
つ
か
考
え
て
い
た

 
そ
の
対

は

実
は
驚
く
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ

た

 
リ
オ
ン
は
下
手
に

た
事
を
す
る
よ
り
そ
の
方
が

果
が
高
い
と
考
え
た
の
で
あ
る

 
そ
し
て
つ
い
に
今

そ
の
作
戦
の
う
ち
の
一
つ
を
実
行
す
る
チ

ン
ス
が
訪
れ
た

 
リ
オ
ン
は
着

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
れ
を
実
行
す
る
事
を
決
め

 
ス
ザ
ク
が
無
事
に
地
面
に
降
り
立

た
直
後

ハ
チ
マ
ン
が

覚
の
同
調
を
解
き
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こ
ち
ら
に

り
向
こ
う
と
し
た

間
に
シ

ト
の

を
乗
せ
る
部
分
の
上
に
胸
を
突
き
出
し

た 
そ
の
作
戦
は
ま
ん
ま
と
成
功
し

無
事
に
飛
行
を
終
え
た
興
奮

態
の
ま
ま

 
リ
オ
ン
に
話
し
か
け
よ
う
と
し
た
ハ
チ
マ
ン
の
顔
が

と
て
も
柔
ら
か
い
物
に

ま

た

お
わ

き

み

見
な
い
で

 
リ
オ
ン
は
そ
う
叫
び

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
ハ
チ
マ
ン
の

を

え
込
ん
だ

 
見
な
い
で
も
何
も

見
ら
れ
て
困
る
よ
う
な

態
で
は
ま

た
く
無
い
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
の

を

え
込
む
口
実
を

無
理
や
り
口
に
し
た
格
好
で
あ
る

 
だ
が
そ
れ
に
よ
り

思
わ
ぬ
副
次

果
が
発

さ
れ
た

ハ
チ
マ
ン
が
混
乱
し
た
の
で
あ
る

え

や
べ

リ
オ
ン
の
奴

見
た
ら
ま
ず
い
よ
う
な

態
に
な

て
た
の
か

 
そ
ん
な
事
は
ま

た
く
な
い

あ
る
は
ず
も
な
い

 
だ
が
パ
ニ

ク

態
の
ハ
チ
マ
ン
が
選
ん
だ
の
は

と
り
あ
え
ず
謝
る
事

で
あ

た

す

す
ま
ん

 
素
直
に
謝
れ
ば
リ
オ
ン
が
許
し
て
く
れ
な
い
は
ず
は
な
く
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そ
れ
で
落
ち
着
け
れ
ば
事
情
も
分
か
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
選
択
は
リ
オ
ン
に

ま
れ
て
い
た

こ
の
ま
ま
押
し
切
る

も

も
う

い
き
な
り
だ

た
か
ら
び

く
り
し
ち

た

 
こ

こ
の
事
は
み
ん
な
に
は
内

だ
か
ら
ね

 
リ
オ
ン
必
殺
の

二
人
だ
け
の
秘
密
攻
撃
で
あ
る

 
そ
の
時
リ
オ
ン
は

を

ら
め
て
恥
ら

て
い
た
が

こ
れ
は

技
で
は
無
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
先
ほ
ど
の
リ
オ
ン
の
言
葉
に
ま

た
く
疑
問
を
持
つ
事
が
出
来
な
い

え

あ

い
や

そ

そ
う
だ
な

悪
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
こ
か
納
得
出
来
な
い
な
が
ら
も
と
り
あ
え
ず

く
収
ま
り
そ
う
だ
と
安
心
し

た 
少
な
く
と
も
事
の

こ
り
は
ハ
チ
マ
ン
が
急
に

り
向
い
た
事
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
く

 
一
歩
間
違
え
ば
ア
ス
ナ
か
ら
お
仕
置
き
を
受
け
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

た
か
ら
だ

こ
う
い
う
の
に
も
慣
れ
ち
ま

た
な

ま
あ
よ
く
あ
る
事
だ

多
分

 
実

ハ
チ
マ
ン
に
限

て
言
え
ば
そ
う
な
の
だ
が
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そ
う
納
得
し
て
し
ま
う
時
点
で
ハ
チ
マ
ン
は

に

 

り
の
肉
食
系
女
性

に
か
な
り

さ
れ
て
し
ま

て
い
る

 
と
り
あ
え
ず
闇
風
は
ハ
チ
マ
ン
に
キ
レ
て
い
い

薄
塩
た
ら
こ
も
材
木
座
も
キ
レ
て
い
い

 
そ
れ
は
さ
て
お
き
リ
オ
ン
の
攻
撃
は
完

に
成
功
し
た

 
今
後
多
少
エ
ス
カ
レ

ト
し
て
も

二
人
だ
け
の
秘
密
が

え
る
だ
け
で
あ
り

 
そ
の
分
ハ
チ
マ
ン
の
負
い
目
が

え
て
い
く
だ
け
で
あ
ろ
う

 
だ
が
そ
の
事
で
ハ
チ
マ
ン
が
ピ
ン
チ
に
な
る
事
は
な
い

 
何
故
な
ら
こ
の
事
を
リ
オ
ン
が
ア
ス
ナ
に

儀
に
報
告
す
る
か
ら
で
あ
る

 
こ
の
事
で
リ
オ
ン
が
得
る
利

は

ア
ス
ナ
の
中
で
の
リ
オ
ン
の
序

上
昇
で
あ
る

 
正
妻
の
座
が
望
め
な
い
以
上

い
く
ら
二
人
だ
け
の
秘
密
を
作

て
も
意
味
が
な
い
の
だ

 
そ
れ
な
ら
こ
れ
こ
れ
こ
う
い
う
攻
撃
が
成
功
し
こ
う
い
う
感
じ
に
な
り
ま
し
た
と
自
ら
ア
ス

ナ
に
報
告
し

 
ハ
チ
マ
ン
に
対
す
る
ア
ス
ナ
の
手

を

や
す
の
に

し
た
方
が
将
来
ワ
ン
チ

ン
あ

た
時
に

 
そ
れ
を
モ
ノ
に
す
る

に
ア
ス
ナ
の
後
押
し
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
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ち
な
み
に
ス
ザ
ク

み
の
今
日
の
出
来
事
は

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
か

た

 
す
み
ま
せ
ん

の
悪
い
話
に
な

た
の
は
き

と
熱
の
せ
い
で
す
ｏ
ｒ
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第
９
５
０
話
 
妄
想
と
現
実

う
ん

こ
れ

て
大
成
功
だ

た
ん
じ

な
い

 
リ
オ
ン
は
今
回
の
結
果
に
か
な
り
満
足
し
た

 
自
分
の
妄
想
が
実
現
し
た
事
が
か
な
り
嬉
し
か

た
の
だ
ろ
う

 
高
校
二
年
ま
で
は
片
思
い
を

ら
せ
て

日

々
と
し
て
い
た
事
を
考
え
る
と

 
実
に
立

に
成
⻑
を

げ
た
と
言

て
い
い

 
も

と
も
そ
の
成
⻑
の
方
向
性
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
の
だ
が

よ

よ
し

そ
れ
じ

あ
気
を
取
り
直
し
て
二
人
用

て
の
を
や

て
み
よ
う

あ

う
ん

そ
う
だ
ね

 
こ
ち
ら
は
リ
オ
ン
に
と

て
も
初
体
験
と
な
る

リ
オ
ン
は
即
座
に

を
切
り

え
た

こ
の
下
の
レ
バ

を
引
い
て

る

て
の
は
知

て
る
ん
だ
よ
ね

 
で

前
の
シ

ト
が
操

で

後
ろ
の
シ

ト
が

器
管
制

ほ
う
ほ
う
そ
う
な
の
か

 
そ
し
て
リ
オ
ン
が
レ
バ

を
引
く
と

前
方
の
シ

ト
の

が
変
わ

た
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お
そ
ら
く
日
本
の
い
く
つ
か
の
ア
ニ
メ
に
影

を
受
け
た
の
だ
ろ
う

 
操

用
の
シ

ト
は
バ
イ
ク
型
で
あ

た

要
す
る
に

て
前

勢
を
と
る
タ
イ
プ
で
あ

る
ど

ち
が
ど

ち
を
担
当
す
る

ど
う
せ
後
で
交
代
す
る
ん
で
し

私
は
ど

ち
か
ら
で
も
い
い
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ジ

ン
ケ
ン
で
も
す
る
か

そ
う
だ
ね

 
そ
の
結
果
リ
オ
ン
が
前
で
操

ハ
チ
マ
ン
が
後
ろ
で

気
管
制
を
担
当
す
る
事
に
な

た

よ

し

 
リ
オ
ン
は
ス
ト
レ

チ
を
し
な
が
ら
や
る
気
に
満
ち
た
表
情
を
見
せ
た

 
さ

き
の
成
功
で
気
を
良
く
し
て
い
る
の
も
あ
る
が

純
に
楽
し
み
な
の
だ
ろ
う

さ
て

そ
れ
じ

あ
ス
ザ
ク
を
ま
た

動
す
る
ね

 
リ
オ
ン
が
そ
う
言

て
ボ
タ
ン
を
押
し
た

間
に

二
人
の

界
が
変
化
し
た

きう
お
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二
人
は
驚
い
た
が

先
に

静
さ
を
取
り

し
た
の
は
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

リ
オ
ン
こ

ち
は
自
動
で
ス
ザ
ク
と

覚
同
調
し
た
み
た
い
だ
そ

ち
も
何
か
あ

た
の

か
あ

う
ん

界
が
三

六
十
度
に
広
が

た
の

マ
ジ
か

全
天

囲
モ
ニ
タ

て
奴
か

そ
れ
は
俺
が
操

す
る
時
が
楽
し
み
だ
な

と
り
あ
え
ず
飛
ん
で
み
る
ね

基
本
の
操
作
方
法
は
同
じ
み
た
い
だ
し

お
う

頼
む
わ

 
そ
し
て
ス
ザ
ク
は
再
び
大
空
に
舞
い
上
が

た

 
操

の
基
本
は
同
じ
の
よ
う
で

リ
オ
ン
は
何
も
苦
労
す
る
事
な
く
ス
ザ
ク
を
操
れ
て
い
る

や
る
じ

な
い
か
リ
オ
ン

動
き
が
さ

き
と
変
わ
ら
ず
ス
ム

ズ
だ

ふ
ふ

い
時
間
だ

た
け
ど
バ

サ
ス
・
ジ

ラ
リ
オ
ン
で
そ
れ
な
り
に
練

し
た
か

ら
ねい

そ
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
ジ

ラ
リ
オ
ン
に

名
す
る
か

も
う

茶
化
さ
な
い
で

 
そ
う
抗
議
し
な
が
ら
も

リ
オ
ン
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
あ

た
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リ
オ
ン
は
将
来
バ
イ
ク
の
免
許
を
取

て
あ
ち
こ
ち
走
り
回
る
よ
う
に
な
る
の
か
も
し
れ
な

い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
と
な
く
そ
う
思
い

 
リ
オ
ン
の
ラ
イ
ダ

ス

ツ

を
想
像
し

ぶ
ん
ぶ
ん
と

を

た

 
胸
の
部
分
が
非
常
に
け
し
か
ら
ん

態
に
な

て
い
る

を
想
像
し
て
し
ま

た
か
ら
だ

い
か
ん
い
か
ん

さ

き
の
影

が
ま
だ
残

て
る
な

雑
念
を
消
さ
な
い
と

 
そ
う
思
い
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
き

ろ
き

ろ
し

 
何
か
標
的
に
な
る
よ
う
な
物
が
無
い
か
探
し
始
め
た

 
そ
の

間
に

に
飛
ん
で
い
た
ス
ザ
ク
が
何
故
か
急
制
動
を
か
け

空
中
で
静
止
し
た

 
油
断
し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は
前
の
め
り
に
な
り

・シ
・

・ト
に
手
を
つ
い
た

危
な

お
い
リ
オ
ン

ど
う
か
し
た
の
か

あ

う

う
ん

ち

ち

と
待

て
て

お

お
お

分
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

・シ
・

・ト
か
ら
手
を
放
し

囲
の
チ

ク
を
再
開
す
る
事
に
し
た

そ
れ
に
し
て
も
操

の
シ

ト

て
柔
ら
か
い
ん
だ
な
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思

た
が

ハ
チ
マ
ン
が
手
を
つ
い
た
の
は
当
然
シ

ト
で
は
な
い

ど

ど
ど
ど
ど
う
し
よ
う

思
い

き
り
お

を

ま
れ
ち

た

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
は
見
え
な
か

た
が

リ
オ
ン
は
実
は
か
な
り

て
い
た

 
そ
れ
は
お

を

ま
れ
た
か
ら
で
は
な
く

他
に
理
由
が
あ
る

 
リ
オ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
お

を

ま
れ
る
少
し
前
に

 
何
と
な
く
後
方
の
確
認
を
し
よ
う
と

り
返

た
の
だ
が
そ
れ
で
気
付
い
て
し
ま

た
の
だ

 
ス
ザ
ク
を
操

し
て
い
る
時

自
分
の
ス
カ

ト
が
ひ
ら
ひ
ら
し
て
い
る
事
を

 
そ
れ
は
つ
ま
り

も
し
今
ハ
チ
マ
ン
が
ス
ザ
ク
と
の

覚
同
調
を
切

た
と
し
た
ら

 
ゲ

ム
内
と
は
い
え
自
分
の
パ
ン
ツ
が
ハ
チ
マ
ン
か
ら
思
い

き
り
見
え
て
し
ま
う
と
い
う

事
な
の
だ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
一

メ
ン
バ

の
制
服
と
し
て
決
ま

て
い
る
の
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
と
い
う
上
着
だ
け
で
あ
り

 
下
に
関
し
て
は
メ
ン
バ

の
自
由
と
な

て
い
る
の
だ
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
女
性

は
基
本
ハ
チ
マ
ン
へ
の
ア
ピ

ル
の

に
ミ
ニ
ス
カ

ト
し
か

か

な
い
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リ
オ
ン
も
当
然
そ
う
し
て
お
り

見
ら
れ
る
事
は
む
し
ろ
望
む
所
で
も
あ
る
の
だ
が

 
問
題
は

現
在
の
シ
チ

エ

シ

ン
に
あ
る
の
だ

こ

こ
れ
は
恥
ず
か
し
い

け
ど
ハ
チ
マ
ン
か
ら
は
見
え
て
な
い

そ
う

見
え
て
る
け
ど
見

え
て
な
い

 
リ
オ
ン
は
そ
の
事
実
に
激
し
い
背

感
を
感
じ
そ
の
せ
い
で

度
に
興
奮
し
て
い
た
の
だ

た 
ソ
レ
イ
ユ
に
入
り

色
々
な
事
を
学
ん
で
き
た
リ
オ
ン
だ

た
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
女
性

と
交
流
を
深
め
る
過

で
余
計
な
事
ま
で
学
ん
で
し
ま

た
よ
う
だ

 
も
し
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
事
を
知

た
と
し
た
ら

 
真

先
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
フ
カ
次
郎
を
締
め
上
げ
た
の
は
間
違
い
な
い

こ
れ
は
か
な
り
や
ば
い

出
来
れ
ば
私
だ
け
の
秘
密
に
し
た
い
け
ど

 
で
も
他
の
人
も
乗
る
ん
だ
し

直
ぐ
に
分
か

ち

う
よ
ね

 
う
ん

や

ぱ
り
こ
の
事
も
ア
ス
ナ
さ
ん
に
報
告
し
な
き

 
リ
オ
ン
は
そ
う
考
え

そ
れ
で
一
応
落
ち
着
く
事
が
出
来
た

 
後
日
ア
ス
ナ
が
自
ら
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
ス
ザ
ク
に
乗
り
込
み
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大
興
奮
の
末
に
こ
の
行

自
体
に
は
何
の
実
害
も
無
い
事
を
認
め

 
ガ
ス
抜
き
と
称
し
て
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
女
性
限
定
グ
ル

プ
内
の
チ

ト
で
そ
の
事
を

公
表
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
し
ば
ら
く
一
部
の
肉
食
系
女
性

に

 
ス
ザ
ク
の

器
管
制
役
を

々
と
さ
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
の
だ
が
そ
れ
は
ま
た
別
の
お
話
で

あ
るご

め
ん

も
う
大
丈
夫

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
南
東
に
向
か

て
く
れ

 
と
り
あ
え
ず
あ
そ
こ
の
岩
を
標
的
に
し
て
攻
撃
し
て
み
る
わ

了
解

 
そ
こ
か
ら
二
人
に
よ
る
岩
へ
の
攻
撃
が
始
ま

た

 
元
々
ス
ザ
ク
は
ボ
ス
ク
ラ
ス
の
敵
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り

 
そ
の

力
に
は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ

た

 
遠
目
に
そ
れ
を
見
た
街
を
探
索
し
て
い
た
仲
間
達
は
そ
の
凄
ま
じ
さ
に
驚
く
事
と
な

た

よ
し
か
な
り
満
足
し
た
わ
そ
れ
じ

あ
リ
オ
ン
一
度
帰
投
し
て
役
目
を
交
代
し
よ
う
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分
か

た

一

る
ね

 
リ
オ
ン
は
ス
ザ
ク
を
見
事
に
操
り

ス
ム

ズ
に
元
の
場
所
に
着

さ
せ
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
バ
レ
な
い
よ
う
に
そ

と
ス
カ

ト
を
直
し
何
く
わ
ぬ
顔
で
シ

ト
か

ら
下
り
た

ど
う
だ

た

お
お

凄
え
興
奮
し
た
わ

そ

そ
う

ま
あ
私
も
そ
う
か
な

ハ
チ
マ
ン
が
興
奮
し
た

ハ
チ
マ
ン
が
興
奮
し
た

ハ
チ
マ
ン
が
興
奮
し
た

 
リ
オ
ン
の

内
で

そ
の
言
葉
が
何
度
も
リ
フ
レ
イ
ン
さ
れ
た

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
が
じ

と
リ
オ
ン
の
下
半
身
を
見
て
い
る
光
景
を
妄
想
し

 
リ
オ
ン
は
再
び

度
の
興
奮

態
に
陥

た

相
対
性
妄
想

子
の
面
目
躍

で
あ
る

お

リ
オ
ン
も
こ
う
い
う
の
が
好
き
な
の
か

ま
た
一

に
乗
ろ
う
な

う

う
ん

喜
ん
で

そ
ん
な
に
楽
し
か

た
の
か

な
ら
ま
あ
良
か

た
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

リ
オ
ン
は
ほ
ん
の
少
し
罪
悪
感
を
感
じ
た
が
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こ
れ
は
人
生
の
ス
パ
イ
ス
の
よ
う
な
物
だ
と
思
い
直
し

再
び

静
さ
を
取
り

し
た

 

よ
し

そ
れ
じ

あ
今
度
は
俺
が
操

な

は
い
は
い

ま

た
く
子

み
た
い
な
ん
だ
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
と
リ
オ
ン
は
場
所
を
交
代
し
そ
し
て
ス
イ

チ
を
入
れ
た

間
に
ハ
チ
マ
ン
が

絶
叫
し
た

う
お
お
お
お
マ
ジ
で
全
天

囲
モ
ニ
タ

じ

な
い
か
よ
今
俺
は
最
高
に
ニ

タ
イ
プ

だ
ご
め
ん

言

て
る
意
味
が
全
然
意
味
が
分
か
ら
な
い

ま
あ
当
然
だ
な

こ
れ
は
男
の
ロ
マ
ン

て
奴
だ

ま
あ
楽
し
そ
う
だ
か
ら
い
い
け
ど
ね

 
そ
ん
な
ク

ル
な
リ
オ
ン
に

ハ
チ
マ
ン
は
不
満
を
述
べ
よ
う
と

り
返

て

直
し
た

 
よ
く
考
え
て
欲
し
い

ハ
チ
マ
ン
は
前

勢
を
と

て
い
る

に
そ
の

点
は
か
な
り

く 
リ
オ
ン
を
見
上
げ
る
よ
う
な
格
好
と
な

て
い
る

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
ミ
ニ
ス
カ

ト
を

い
て

ハ
チ
マ
ン
の
真
後
ろ
に
座

て
い
る
の
だ
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そ
の
足
は

ん
張

て
い
る

に
若

開
い
て
お
り

つ
ま
り
今
の
ハ
チ
マ
ン
か
ら
は

 
絶
対
に
見
え
て
は
い
け
な
い
布
が

見
え
に
な

て
い
る
の
で
あ
る

 
先
ほ
ど
は
リ
オ
ン
の
妄
想
で
あ

た
が

こ
ち
ら
は
現
実
で
あ
る

なん

何

い

い
や

何
で
も
な
い

や
ば
い
や
ば
い
や
ば
い

こ
れ
が
バ
レ
た
ら
絶
対
リ
オ
ン
に

ハ
チ
マ
ン

て
ブ
タ
野
郎
だ
ね

と
か
言
わ
れ
ち
ま
う

 
と
い
う
か
問
題
は
そ
こ
じ

ね
え

こ
れ
に
は
俺
以
外
の
奴
も
乗
る
ん
だ

た

 
残
念
だ
が

男
同
士
で
乗
る
時
以
外
は
ス
ザ
ク
を
男
が
操

す
る
の
は
禁
止
に
す
る
べ
き
だ

な 
ハ
チ
マ
ン
は
即
座
に
そ
う
決
断
し

こ
の
日
の
う
ち
に

そ
の
旨
を
全
員
に
連

し
た

 
当
然
疑
問
を

く
者
も
い
た
が
ヴ

ル
ハ
ラ
に
お
い
て
ハ
チ
マ
ン
の
命
令
は
絶
対
で
あ
る

 
全
員
が
そ
の
指

に
ち

ん
と

て
く
れ
た

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
リ
オ
ン
の
思
惑
が
上
手
く

み
合
い



 第９５０話 妄想と現実

 
女
性

は
ル

ル
だ
か
ら
と
言
い

し
つ
つ

内
心
で
は
喜
ん
で
操

役
を

願
し

 
ハ
チ
マ
ン
も
や
ま
し
さ
を
誤
魔
化
す

に
指

を
出
し
た
せ
い
も
あ
り

 
女
性

の
要
求
を
ま

た
く
断
れ
な
く
な

て
し
ま
う
と
い
う

 
あ
る
意
味
罰
ゲ

ム
の
よ
う
な

況
が
出
来
上
が

た
の
で
あ

た
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第
９
５
１
話
 
三
門

そ
れ
ぞ
れ
の
戦
い

 
東
門
で
の
戦
闘
に
は
千
人
近
く
が
参
加
し
て
い
た
が

そ
の
中
に
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
と

が
い

た 
組
ん
だ
相
手
は
ど
ち
ら
も
中
堅
ギ
ル
ド
だ

た

こ
こ
か
北
門
の
ど
ち
ら
か
に
回
る
予
定

だ

た
の
だ
が

 
北
門
に
は

＆

が
い
た

こ
ち
ら
に
回
る
事
に
し
た
の
だ

た

 
味
方
で
す
ら
撃
つ
可
能
性
の
あ
る
集
団
と
共
闘
し
た
く
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う

く
そ

ま
さ
か
こ
ん
な
消

戦
に
な
る
な
ん
て
な

 
東
門
の

は

明
ら
か
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
の
方
が

利
な
戦
場
で
あ
る

 
そ
の
フ

ル
ド
は
広
く
見
通
し
も
い
い

だ
が
こ
こ
に
は
と
に
か
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
の
人

が

多
か

た

 
そ
も
そ
も
の
ゲ

ム
の

模
が
大
き
い
せ
い
も
あ
る
が

 
北
門
に
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
が

そ
し
て
⻄
門
に
は
七
つ
の
大
罪
が
い
る
と
い
う
噂
が

 
プ
レ
イ
ヤ

の
間
で
一
気
に
広
が

た
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う
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か
つ
て
大
暴
れ
し
て
い
た
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に

悪
感
を
持
つ
者
は
多
く

 
ま
と
も
な
話
が
出
来
そ
う
も
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
七
つ
の
大
罪
と
共
闘
す
る
の
は
誰
で
も

で
あ
る

 
も

と
も
今
の
戦
力
で
言
え
ば

七
つ
の
大
罪
側
は
そ
れ
な
り
に
人

が
い
る
が

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
は
種
族
同
士
で
争
う
意
味
が
無
く
な

た
事
も
あ
り
い
く
つ
か
の
ギ
ル
ド

に
分
か
れ

 
ユ

ジ

ン

い
る
領
主
軍
は

今
は
三
十
人

模
の
中
堅
ギ
ル
ド
と
な

て
い
た

 
ナ
イ
ツ
を
組
ん
で
い
る
の
は
何
故
か
ク
ラ
レ
ン
ス
た
だ
一
人
で
あ
る

こ
れ
は
ク
ラ
レ
ン
ス

が 
組
ん
で
く
れ
る
ス
コ

ド
ロ
ン
が
無
く
困

て
い
た
ユ

ジ

ン
に
自
分
を
高
く

り
込
ん
だ

か
ら
で
あ
り

 
高
い
報

と
引
き
換
え
に
ク
ラ
レ
ン
ス
が
一
人
ス
コ

ド
ロ
ン
を
作
り

 
ナ
イ
ツ
と
し
て
の
最

限
の
体

を
整
え
た
だ
け
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
る

 
ク
ラ
レ
ン
ス
に
と

て
唯
一
不
満
だ

た
の
は

 
仲
間
内
に
口
説
け
る
よ
う
な
女
性
プ
レ
イ
ヤ

が
い
な
い
と
い
う
事
だ
け
で
あ
ろ
う
か
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さ
す
が
の
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
で
も
こ
れ
は
き
つ
い
か

い
や
い
や
こ
れ
は
無
理
だ
ろ
あ
い
つ
ら
無

に
突

込
ん
で
バ
タ
バ
タ
と
死
に
や
が
る
し

 
援
護
し
よ
う
に
も
撃
て
ば
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
に
な

ち
ま
う
よ

 
デ
ヴ

ド
は
戦
場
で
た
ま
た
ま
会

た

の
エ
ル
ビ
ン
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い

た 
両
ス
コ

ド
ロ
ン
と
ナ
イ
ツ
を
組
ん
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
は
突
進
は
せ
ず
無

な

者
も
出
し
て

い
な
い
が

 
初
心
者
を
中
心
と
し
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は

 
死
ぬ
か
わ
り
に
少
し
で
も
敵
に
ダ
メ

ジ
を

え
れ
ば
い
い
と
思

て
い
る
フ
シ
が
あ
り

 
何
の
た
め
ら
い
も
無
く
敵
に
突

込
ん
で
い
く

 
ト
ラ
フ

ク
ス
内
で
は
デ
ス
ペ
ナ
ル
テ

は
無
い

こ
れ
は
こ
れ
で
あ
り
な
の
か
も
し
れ

な
い
が

 
実
力
者
で
あ
る
彼
ら
は

当
然
こ
う
い
う
戦
闘
は
好
き
で
は
な
い

と
は
い
え
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
の
は
ま
ず
い
し

俺
達
も
や
る
し
か
な
い
か

そ
う
だ
な
ま
あ
人
生
で
一
度
く
ら
い
こ
う
い
う
格
好
悪
い
戦
闘
を

験
し
て
お
く
の
も
い
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い
だ
ろ

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
な

よ
し

そ
れ
じ

あ
一
丁
や

て
み
る
か

 
こ
う
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
と

も

敵
目

け
て
突

込
ん
で
い

た

 
死
ん
だ
ら
運
よ
く

生
し
て
も
ら
う
か
も
し
く
は
街
に

て
再
び
こ
こ
ま
で
走

て
く
る

と
い
う

 
そ
ん
な
地
獄
の
よ
う
な
戦
場
を

人

の
力
で
押
し
き
り

 
東
門
は
開
幕
三
日
目
に

つ
い
に
敵
の
完
全
な

討
に
成
功
す
る
事
と
な
る

  
北
門
は
前
述
し
た
理
由
に
よ
り

参
加
人

が
か
な
り
少
な
い

 
こ
ち
ら
に
い
る
の
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
と
ク
ラ
レ
ン
ス
そ
れ
に
ビ

ビ

と

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の

＆
 
そ
れ
に
十
人

模
の
ナ
イ
ツ
が
五
つ
集
ま

た
連
合
体
が
一
つ

た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る

 

だ
け
は

人

模
ま
で

れ
上
が

て
い
る
が
千
人
近
く
を
動
員
し
た
東
門
と
は
比
べ

物
に
な
ら
ず

 
し
か
も
そ
の
ナ
イ
ツ
の
連
合
体
は
初
心
者
が
集
ま

て
出
来
た
名
前
す
ら
無
い

助
会
で
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あ
り

 
こ
こ
の
鍵
を
取
る
の
に
も
更
に
手
伝
い
を
呼
ん
だ
と
い
う

 
戦
力
と
し
て
は

え
ら
れ
な
い
集
団
な
の
で
あ
る

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
対
す
る
悪
感
情
は

り
つ
つ
あ
る
が

 

＆

が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
を
敵
に
回
し
た
と
い
う
噂
は
も
う
手

れ
な

広
が

て
お
り

 
そ
の
後

和
解
ぎ
み
に
決
着
が
つ
い
た
と
い
う
話
は
ま

た
く
伝
わ

て
い
な
か

た
の
だ

 
ビ

ビ

に
と

て
は
誤
算
な
事
に

ど
の
ナ
イ
ツ
も
も
う
情
報
交
換
す
ら
し
て
く
れ
な
く

な

て
い
た

こ
れ
は
参

た
わ
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
の
人
気
を

く
見
て
い
た
わ

 
そ
れ
で
も

＆

が

独
で
も
強
力
な
ナ
イ
ツ
で
あ

た
ら

 
ま
だ

り
寄

て
く
る
ナ
イ
ツ
も
い
た
の
だ
ろ
う
が

い
か
ん
せ
ん

＆

は

ナ
イ
ツ

で
あ
り

 
ユ

ジ

ン
に

を
下
げ

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
と
同
行
さ
せ
て
も
ら
う
事
は
出
来
た
が

 
あ
ま
り
に
も
プ
レ
イ
ヤ

の
人

が
少
な
す
ぎ
る

こ
こ
を
突
破
出
来
る
か
ど
う
か
す
ら
分
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か
ら
な
い

敵
と
上
手
く

離
を
と
れ

決
し
て
無
理
は
す
る
な
よ

で

で
も
将
軍

敵
の
リ

チ
が
⻑
す
ぎ
て

ぐ
わ

 

食
⻯
が
そ
の
⻑
大
な

尾
を
ぶ
ん
ぶ
ん

り
回
し
て
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
を
蹂
躙
し
て
い
く

 
特
に
こ
の
エ
リ
ア
で
は
飛
べ
な
い
と
い
う
の
が
と
て
つ
も
な
い
ハ
ン
デ
と
な

て
い
る

 
さ
す
が
の
ユ

ジ

ン
や
ビ

ビ

も

こ
れ
ば
か
り
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

 
ユ

ジ

ン
は
思
わ
ぬ
敵
の
強
さ
に

り
自
分
が
何
と
か
し
な
い
と
と
無
理
を

り
返
し
た

結
果

 
今
は
普
通
に
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
化
し
て
お
り

そ
こ
か
ら
一
気
に
戦
線
が
崩
れ
た

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
対
人
が
得
意
で
モ
ブ
狩
り
は
苦
手
な
ビ

ビ

も

 
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
死

し
て
し
ま
い

全
滅
の
憂
き
目
に
遭

て
い
た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
偵
察

が
来
た
の
は
丁
度
そ
の

で
あ
る

 
ユ

ジ

ン
と
は
当
然
知
り
合
い
な
の
だ
が
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
ず
ら

と

ん
で
い
る

況
で
は

 
そ
こ
に
誰
が
い
た
の
か
を
判
別
す
る
の
は
不
可
能
だ
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な
の
で
ハ
チ
マ
ン
へ
の
報
告
は
人
が
少
な
く
全
滅
し
て
い
た
で
済
ま
さ
れ
て
し
ま

た
の

で
あ
る

 
こ
こ
で
ユ

ジ

ン
が
苦
戦
し
て
い
る
と
分
か
れ
ば

 
面
白
が

て

を

ろ
う
と
ハ
チ
マ
ン
が
援
軍
を
送

て
き
た
に
違
い
な
い
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
事
を
知
る
ま
で
に
こ
の
日
か
ら
二
日
も
か
か

て
し
ま

た
の
で
あ

た

こ
れ
は
仕
切
り
直
し
だ
な

こ
れ
は
ユ

ジ

ン
君
と
話
さ
な
い
と

目
ね

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
考
え

街
に

た
後

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
二
人
で
話
し
合

た

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か
次
の
日
か
ら
は

に
敵
を
引

張
ら
せ

 
攻
撃
を
と
に
か
く
一
匹
に
集
中
す
る
事
に
よ

て
少
し
ず
つ
敵
を
殲
滅
す
る
事
が
出
来
た
が

 
多
く
の
敵
が
走
り
回
る
事
と
な
り

一
匹
倒
す
だ
け
で
も
こ
ち
ら
の
消

が
激
し
か

た

 
こ
の
ま
ま
の
ペ

ス
だ
と
お
そ
ら
く
一
週
間
は
か
か

て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

 
だ
が
と
に
か
く
や
る
し
か
な
い

ユ

ジ

ン
と
ビ

ビ

は
疲
労
し
な
が
ら
も

 
と
に
か
く
門
の
突
破
に
向
け

自
分
達
に
出
来
る
事
を

々
と
続
け
て
い

た
の
で
あ

た
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最
後
に
⻄
門
で
あ
る

初
日
か
ら
い
い
滑
り
出
し
を
見
せ
た
だ
け
の
事
は
あ
り

 
二
日
目
で
無
事
に
門
を
突
破
す
る
事
が
出
来
た
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
は

 
そ
の
ま
ま
次
の

れ
谷
エ
リ
ア
の
攻
略
を
進
め
て
い
た

い
や

さ

き
の
人

い
の
ま
さ
か
魔
法
攻
撃
し
て
く
る
と
は
思
わ
な
か

た
ね
ア
ス

モ
ち

ん

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
言
う
に
は

あ
れ

て
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン

て
種
族
ら
し
い
よ

ヴ

ル
ハ
ラ
は
も
う
あ
い
つ
ら
の
正
式
な
名
前
ま
で
知

て
る
の

 
戦
闘
中
に

そ
ん
な
情
報
は
見
れ
な
か

た
よ
ね

大
き
い
声
じ

言
え
な
い
け
ど

ザ
ス
カ

に
知
り
合
い
が
い
る
ん
だ

て

ず
る
い

攻
略
情
報
と
か
は

い
て
な
い
ら
し
い
よ

今
攻
略
が
ど
う
な

て
る
か
話
し
た
ら

 
勝
手
に
あ

ち
が
自
爆
し
た
ん
だ

て

あ
あ
そ
う
い
う
事
ま
あ
確
か
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
そ
う
い
う
ズ
ル
は

い
そ
う
だ
し
ね

 
移
動
中
に
こ
ん
な
雑
談
が
出
来
る

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
ヒ
ル
ダ
は
す

か
り
仲
良
し
に
な

て
い
た
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そ
う
い
え
ば
ア
ス
モ
ち

ん

う
ん

こ
れ
も
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に

い
た
ん
だ
け
ど
さ
こ
こ
の
最
後
の
所
に
や
ば
い
ボ
ス
が
い
る
ら

し
い
よ

や
ば
い

て

ど
ん
な

え

と
ね

四
神

て
知

て
る

あ
あ

セ
イ
リ

ウ

ス
ザ
ク

ビ

コ

ゲ
ン
ブ
の
事

そ
う
そ
れ

し
い
ね

さ

す
が
現
代
遊
戯
研
究
部

ま
あ
定
番
だ
も
ん

で

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
は
何
に
遭
遇
し
た
ん
だ

て

ス
ザ
ク
だ

て
さ

あ
あ

あ

ち
は
南
門
だ
も
ん
ね

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
納
得
し
た
よ
う
に
う
ん
う
ん
と

い
た

ど
う
し
て
南
だ
と
ス
ザ
ク
な
の

さ

き
言

た
セ
イ
リ

ウ
は
東
ス
ザ
ク
は
南
ビ

コ
は
⻄
ゲ
ン
ブ
は
北
の
守
り
神

と
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か
ら
相
場
が
決
ま

て
る
の
よ

そ
う
な
ん
だ

じ

あ
こ
の
先
に
は
白
い

が
い
る
の
か
な

え
え

多
分
そ
う
だ
と
思
う
わ

 
二
人
は
至

真

当
な
思
考
を

て

そ
う
結

付
け
た

 
だ
が
現
実
は
そ
ん
な
簡

な
も
の
で
は
な
い

攻
略
が
進
み
そ
し
て
二
人
の
前
に

を
現
し

た
の
は

 
ま
さ
か
の
重
装
甲
の
メ
カ
プ
テ
ラ
で
あ

た

え

え
え

何
で
す
と

 
二
人
は
そ
れ
を
見
て

気
に
取
ら
れ
た
が

そ
れ
も
仕
方
が
な
い

 
ビ

コ
が
翼
⻯
だ
な
ど
と
は
普
通
考
え
な
い
か
ら
だ
が

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
る

 
確
か
に
ザ
ス
カ

の
開
発

は

四
神
の

念
の

入
を
決
め
た
が

 
そ
も
そ
も
恐
⻯
時
代
に

な
ど
い
る

が
な
い

 
そ
こ
で
ザ
ス
カ

の
開
発

は

四
神
の
属
性
だ
け
に
注
目
し
た

 
陰
陽
五
行
の

木

土

金

水
の

念
で
あ
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
れ
に
よ
る
と
セ
イ
リ

ウ
が
木
ス
ザ
ク
が

ビ

コ
が
金
ゲ
ン
ブ
は
水
に
対
応

し
て
い
る

 
ビ

コ
の
担
当
は
金

つ
ま
り
金
属
で
あ
る

 
な
の
で
こ
の
プ
テ
ラ
ノ
ド
ン
は

ビ

コ
と
い
う
名
前
で

 
分

い
金
属
装
甲
を
持
つ
存
在
と
し
て
設
計
さ
れ
る
事
と
な

た
の
で
あ

た

 
東

人
か
ら
見
る
と

実
に
エ
キ
セ
ン
ト
リ

ク
な
解
決
法
で
あ
る

 
ち
な
み
に
ス
ザ
ク
が
ま
と
も
に
ボ
ス
と
し
て
の
役

を
果
た
し
て
い
れ
ば

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い

の
ブ
レ
ス
に

さ
れ
る
事
に
な

た
で
あ

ろ
うア

ス
モ
ち

ん

あ
れ

て
ど
う
い
う
事

さ
ん
じ

な
い
よ

わ

私
に
も
分
か
ら
な
い
わ
よ

で
も
や
る
し
か
な
い
よ
ね

え
え

き

と
う
ち
の
馬

ど
も
が
馬

馬
の
よ
う
に
頑
張

て
く
れ
る
と
思
う
わ

う
わ

ア
ス
モ
ち

ん

別
に
い
い
の
よ
あ
い
つ
ら
は

日
私
の
作
り
物
の
胸
の
谷
間
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
る
ん
だ
か
ら
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こ
う
い
う
時
く
ら
い
し

か
り
働
い
て
も
ら
わ
な
い
と

う
わ

作
り
物
と
か

ぶ

ち

け
る
ね

ヒ
ル
ダ
だ

て
そ
う
じ

な
い

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

ま

ま
あ
女
の
見
栄
だ
も
ん

多
少

る
の
は
仕
方
な
い
よ
ね

う
ん

仕
方
な
い
仕
方
な
い

騙
さ
れ
る
男
共
が
悪
い

イ

イ

 
そ
し
て
二
人
は
パ
チ
ン
と
ハ
イ
タ

チ
を
し

そ
れ
ぞ
れ
の
仲
間
の
所
に
合
流
し
た

お
い
フ

ブ
ニ
ル

ど
う
す
る
よ

 
ス
プ
リ
ン
ガ

に
そ
う

ね
ら
れ
フ

ブ
ニ
ル
は
悩
む
よ
う
な
顔
で
敵
を

め

組
み

を
し
た

あ
の
装
甲
の

さ
次
第
で
す
ね

物
理
攻
撃
が
通
る
な
ら

 
地
上
に
引
き

り
下
ろ
す
事
を
考
え
な
い
と
で
す
し

 
そ
れ
が

目
な
ら
遠

攻
撃
と
魔
法
で
チ
マ
チ
マ

る
し
か
な
い
で
す
ね

俺
と
し
て
は
物
理
攻
撃
が
通
る
事
を

り
た
い
ね
う
ち
は
魔
法
を
使
え
る
奴
が
少
な
い
か
ら

な
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で
す
ね

な
ら
俺
と
サ

タ
ン

そ
れ
に
ラ
キ
ア
さ
ん
の
三
人
で
仕

け
て
み
よ
う

 
そ
の
会
話
を
横
で

い
て
い
た
ル
シ
パ

が
そ
う
言
い

二
人
は

い
た

初
手
か
ら
最
大
戦
力
を
ぶ
つ
け
る

い
い
と
思
い
ま
す

サ

タ
ン
も
そ
れ
で
い
い
な

お
う

が
鳴
る

ラ
キ
ア

頼
ん
だ
ぞ

 
ラ
キ
ア
は
そ
の
頼
み
に
コ
ク
リ
と

い
た

そ
う
な
る
と
問
題
は

敵
の
足
止
め
だ
な

魔
法
使
い
全
員
で
敵
の
足
元
に
ア
イ
ス
コ
フ

ン
や
ア

ス
バ
イ
ン
ド
を

 
同
時
に
敵
の
体
に
ウ

ン
ド
チ

ン
や
ア
ク
ア
リ
ン
グ
を

け
れ
ば

 
三
人
が
攻
撃
を
当
て
る
ま
で
の
時
間
は

げ
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

よ
し

そ
れ
で
い
く
か

魔
法
使
い
は
前
に
出
ろ

準
備
が
整
い
次
第
攻
撃
開
始
だ

 
中
々
し

か
り
と
し
た
チ

ム
ワ

ク
で
あ
る

 
こ
う
い

た

を
ず

と
見
せ
ら
れ
て
き
た
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問
題

だ

た
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
の
連
中
も

 
表
面
上
は
す

か
り
大
人
し
く
な

た
よ
う
だ

準
備
は
出
来
た
か

そ
れ
じ

あ
攻
撃
開
始
だ

 
ル
シ
パ

の
そ
の
宣
言
に
よ
り

攻
撃
が
開
始
さ
れ
た

 
敵
が
静
止

態
で
戦
闘
を
開
始
出
来
る
と
い
う
の
は
や
は
り
楽
で
あ
り

 
魔
法
使
い
達
は
存
分
に
時
間
を

け
て
し

か
り
と

を
完
成
さ
せ

 
敵
の
足
元
が

と
土
で

わ
れ
そ
の
翼
が
緑
と

の
光
に
よ

て
ぐ
る
ぐ
る

き
に
さ
れ
た

 
同
時
に
ル
シ
パ

達
三
人
が

雄
叫
び
を
上
げ
て
敵
に
襲
い

か
る

う
お
お
お
お
お

く
ら
い
や
が
れ

む
ふ

 
ガ
ン

ガ
ン

ガ
ン

 
三
人
の
攻
撃
が

動
き
を

じ
ら
れ
た
敵
に
ま
と
も
に
命
中
す
る

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
足
を
止
め
て
攻
撃
を
続
け
た
が

 
敵
の

バ

が
ほ
と
ん
ど

ら
な
い

と
に
か
く

ら
な
い
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く
そ

攻
撃
が
ま

た
く
通
ら
ね
え

い
く
ら
何
で
も

す
ぎ
だ
ろ

む
 
時
間
と
共
に
敵
に

け
た

束
魔
法
の

果
が
薄
れ

に
限
界
が
訪
れ
た

 
バ
キ
ン
と
い
う
音
と
共
に
ビ

コ
の

の

束
が
解
か
れ
足
元
の
魔
法
も
消
滅
す

る
くぐ

お
お
お
お
お
お

ぐ
ぬ
ぬ

 
そ
し
て
自
由
を
得
た
ビ

コ
は
三
人
を
ぶ

飛
ば
し
て
大
空
高
く
舞
い
上
が

た
の
だ

た 
こ
こ
か
ら
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
を

と
す
る
⻄
門
チ

ム
の
苦
難
の
戦
い
が
始
ま

た

の
で
あ
る
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第
９
５
２
話
 
情
報
交
換

 
そ
の
後

時
間
は
戦
い
続
け
た
の
だ
が

そ
の
結
果

⻄
門
チ

ム
は
敗
北
し
た

 
と
は
い
え
北
門
の
よ
う
に
全
滅
し
た
と
か
で
は
な
く

純
に

力
不
足
で
あ
る

 
最
初
の
攻
撃
の
後

い
く
つ
か

証
が
行
わ
れ

 
ラ
キ
ア
の
全
力
攻
撃
で
敵
の

が
一
ド

ト

る
と
し
て

 
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

の

と
魔
法
に
よ
る
攻
撃
で
は
二
ド

ト
銃
で
の
攻
撃
は
三
ド

ト
く
ら

い 
敵
の

が

る
よ
う
だ
と
い
う
観

が
成
さ
れ

 
⻄
門
チ

ム
の
参
加
プ
レ
イ
ヤ

の
ほ
と
ん
ど
が
近
接
ア
タ

カ

で
あ
る

 
あ
ま
り
に
も

る
速
度
が

く

矢
や

回
復
ア
イ
テ
ム
が
全
く
足
り
な
い
と
い
う

事
に
な
り

 
こ
の
日
は
無
念
な
が
ら

退
す
る
事
に
な

た
の
で
あ
る

ち

厄
介
な

面
倒
す
ぎ
る
だ
ろ

せ
め
て
こ

ち
も
飛
べ
れ
ば
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ム
キ

ま
あ
敵
は
一
体
だ
け
な
ん
だ

次
は
勝
て
る

し

と
り
あ
え
ず

て
準
備
だ
な

 
幸
い
敵
は

退
す
る
一
同
を
追
い
か
け
て
く
る
よ
う
な
事
は
な
く

 
一
定

離
を
離
れ
た

で
元
の

置
に

た

平
気
み
た
い
だ
な

敵
の
攻
撃
の

力
が

い
の
は
助
か

た
け
ど

す
ぎ
だ

て
の

あ
れ
で
攻
撃
ま
で
強
か

た
ら
⻤
で
し

⻤

 
そ
う
愚
痴
を
言
い
な
が
ら
も
街
に

た
後
⻄
門
チ

ム
は

々
と
物
資
の
補

を
始
め
た

 
そ
ん
な
最
中

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
ヒ
ル
ダ
が

回
復

を

お
う
と
店
に
入
る
と

 
そ
こ
に
は
偶
然
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ

そ
れ
に
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
が
い
た

おあ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お

お
疲
れ
様
で
す

お
う

二
人
と
も
お
疲
れ
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相
変
わ
ら
ず
の
ハ

レ
ム

態
な
ん
で
す
ね

 
そ
う
余
計
な
事
を
言

た

間
に

ヒ
ル
ダ
は
ハ
チ
マ
ン
か
ら

ゴ
ン

と

に
拳
骨
を
く

ら

た
い

く
な
い

お
う

知

て
た
わ

 
そ
ん
な
二
人
に
苦
笑
し
な
が
ら

シ
ノ
ン
が
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
話
し
か
け
た

丁
度
良
か

た
わ

は
い
ア
ス
モ

そ
れ
じ

あ
こ
れ

約
束
の

え
 
そ
う
言

て
シ
ノ
ン
が
差
し
出
し
て
き
た
の
は
無
矢
の

で
あ

た

 
シ

ウ

ド
が
手
に
入

た

に

用
済
み
に
な

た
の
で
あ
る

い

い
い
の

う
ん

代
わ
り
が
手
に
入

た
か
ら
も
う
大
丈
夫

攻
略

調
な
ん
だ

ま
あ
う
ち
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
し
ね

と
こ
ろ
で
今
時
間
は
あ
る

 
も
し
あ
る
な
ら
こ
れ
か
ら
練

場
に
行
か
な
い

こ
れ
の
使
い
方
を
説
明
し
な
い
と
い
け
な
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い
しあ

そ
う
だ
ね

う
ん

分
か

た

ご
め
ん
ヒ
ル
ダ

ち

と
行

て
く
る
ね

オ

ケ

オ

ケ

行

て
ら

し

い

 
こ
う
し
て
シ
ノ
ン
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
連
れ
立

て
練

場
へ
と
向
か
う
事
に
な

た

そ

ち
は
苦
労
し
て
る
の

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
ヒ
ル
ダ
に

ア
ス
ナ
が
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
き
た

す

す
み
ま
せ
ん
す
み
ま
せ
ん

ほ
ん
の
ち

と
苦
戦
し
て
お
り
ま
す

 
そ
の
何
か
を
恐
れ
る
よ
う
な
ヒ
ル
ダ
の
話
し
方
を
見
て

ア
ス
ナ
は

し
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
君

も
し
か
し
て
私

て
怖
い

ん

そ
ん
な
事
は
ま

た
く
無
い
ぞ

そ
も
そ
も
ア
ス
ナ
が
怖
か

た
ら

リ
オ
ン
な
ん
か

⻤
だ
ろ
⻤

誰
が
⻤
だ

ち

 
リ
オ
ン
は
そ
う
ネ
タ

い
事
を
言

て

即
座
に
ハ
チ
マ
ン
の
足
を

み
つ
け
る

お
前

何
で
そ
ん
な
ネ
タ
を
知

て
る
ん
だ
よ

シ
ノ
ン
ち

ん
の
着
信
音
が
か
わ
い
か

た
か
ら
由
来
を

い
て

そ
こ
で
知

た
か
な
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く

ラ
ン
と
シ
ノ
ン
の
せ
い
で
ヴ

ル
ハ
ラ
に
昭
和
が

し
て
や
が
る
な

 

て
い
う
か

に
そ
の
セ
リ
フ
が
出
て
く
る
な
ん
て
や

ぱ
り
リ
オ
ン
は

の
回
転
が

い
ん
だ
な

ま
あ
師
匠
に
鍛
え
ら
れ
て
る
か
ら
ね

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は

教
え
て
も
ら

て
る
の
は
勉
強
な
の
か
ネ
タ
な
の
か
と

 
一

を
悩
ま
せ
る
事
と
な

た

ま
あ
い
い

お
い
ヒ
ル
ダ

も
し
か
し
て
ア
ス
ナ
が
怖
い
の
か

う

う
う
ん

張
し
た
だ
け

今
の
会
話
で
力
が
抜
け
ち

た
か
ら
も
う
大
丈
夫

そ
う
か

だ
そ
う
だ
ぞ

ア
ス
ナ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
そ
う
は
に
か
む
ア
ス
ナ
の
表
情
を
見
て

ヒ
ル
ダ
は
心

が
ド
ク
ン
と

ね
る
の
を
感
じ
た

 
気
が
付
く
と
ヒ
ル
ダ
は
ア
ス
ナ
の
手
を

り

こ
う
叫
ん
で
い
た

け

結
婚
し
て
下
さ
い

 
そ
の

間
に
再
び
ハ
チ
マ
ン
の
拳
骨
が
ヒ
ル
ダ
の

を
襲
う

い

く
な
い
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お
前

そ
れ
は
さ

き
や

た
か
ら
な

で

今
日
の
攻
略
は
ど
う
だ

た
ん
だ

え

と

ビ

コ

て
い
う
名
前
の

が
出
て
き
て

え

と

お

お
い
ち

と
待
て

い
き
な
り
突

込
み
所
満
載
な
ん
だ
が

 
当
た
り
前
だ
が
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
も

 
さ
す
が
に
そ
ん
な
事
態
は
想
定
し
て
い
な
か

た
ら
し
い

リ
オ
ン
も
隣
で

か
ん
と
し
て
い

た
し
か
も
敵
の
装
甲
が

く
て
ラ
キ
ア
さ
ん
で
も
手
も
足
も
出
な
か

た
と
い
う
か
で
す
ね

マ
ジ
か
よ

あ
の
ラ
キ
ア
さ
ん
が
そ
の

態
だ
と

ど
う
し
よ
う
も
な
い
ん
じ

な
い
か

で
も
遠

攻
撃
全

は
そ
れ
な
り
に
ダ
メ

ジ
が
通

た
ん
で

 
明
日
は
そ
う
い
う
方
向
で
戦
う
事
に
な
る
と
思
い
ま
す

は
い

ふ
う
む

で
も
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
も
同
時
に
攻
め
て
き
て
た
だ
ろ

そ

ち
の
対

は
ど
う
し

た
ん
だ

え
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え
 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ヒ
ル
ダ
は
首
を

げ
ハ
チ
マ
ン
も
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
首
を

げ
た

い
や

だ

て
出
て
き
た
よ
な

ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン

い

い
え

出
て
き
て
ま
せ
ん
け
ど

あ

あ

あ

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ

ト
ン
と
し
な
が
ら
も

自
分
の
中
で
何
か

り
合
い
を
つ
け
た
の
だ
ろ
う

 
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
話
題
を
変
え
た

と
こ
ろ
で
お
前

験
結
果
は
も
う
出
た
の
か

点
は
と

て
な
い
か

ち

ち

と

露
骨
に
話
を

ら
さ
な
い
で
下
さ
い
よ

 

点
な
ん
か
も
ち
ろ
ん
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん

 

て
い
う
か
今
の
は
ど
う
い
う
事
で
す
か

も
し
か
し
て
色
々
と

し
て
ま
せ
ん
か

 
ヒ
ル
ダ
は
ハ
チ
マ
ン
の
胸
倉
を
掴
み

ブ
ン
ブ
ン
と
前
後
に

た

い

い
や

そ
う
は
言

て
も
実

何
が
出
現
す
る
の
か
俺
達
も
知
ら
な
い
か
ら
な

何
で
で
す
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
は

ス
ザ
ク

て
の
と
戦

た
ん
で
す
よ
ね

え
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え
 
今
度
は
立
場
を
逆
に
し
て

先
ほ
ど
と
同
じ
光
景
が

り
返
さ
れ
た

ま
さ
か
戦

て
な
い
ん
で
す
か

ま

ま
あ
大
人
の
事
情

て
奴
だ

く

十
八
禁
の
壁
が

 
ま
だ
十
七

の
ヒ
ル
ダ
は

悔
し
そ
う
に
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

と
り
あ
え
ず
お
前
さ
一
度
は
絶
対
に
大

の
卵
か
ら
産
ま
れ
た
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
と
戦

て
る

よ
な確

か
に
戦
い
ま
し
た
け
ど
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
が
出
て
き
た
時
は
別
に
卵
な
ん
て
見
ま
せ
ん
で

し
た
よ

そ
の
時
は
ど
う
い
う

況
だ

た
ん
だ

え

と

ド

ム

場
み
た
い
な
場
所
が
あ

て

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ

そ
れ
に
リ
オ
ン
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

でえ

と

中
を

い
て
も
何
も
い
な
か

た
か
ら



 第９５２話 情報交換

 
そ
の
ま
ま
進
ん
だ
ら
い
き
な
り
上
か
ら
翼
⻯
が

山
襲

て
き
て

あ

 
三
人
は
そ
の
光
景
を
思
い

か
べ

何
が

こ

た
の
か
理
解
し
た

 
要
す
る
に
ヒ
ル
ダ
達
は

開
発
の
想
定
通
り
に
動
い
た
の
だ
ろ
う

な

何
か
お
か
し
い
で
す
か

い
や

お
か
し
く
な
い

そ
れ
が
普
通
だ

で
す
よ
ね

で

そ
の
場
で
戦

て
た
ら

横
の

か
ら
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
が
こ
う

わ
ら
わ

ら

とあ

 
三
人
は

や

ぱ
り
そ
れ
が
普
通
な
ん
だ
な
と

で
も
理
解
さ
せ
ら
れ
た

な

何
か
お
か
し
い
で
す
か

い
や

お
か
し
く
な
い

そ
れ
が
普
通
だ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
が
普
通
じ

な
い
み
た
い
に

こ
え
る
ん
で
す
け
ど

 
再
び

り
返
さ
れ
た
そ
の
や
り
取
り
に

ヒ
ル
ダ
は

し
げ
な

線
を
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
た

い
つ
か
ら
俺
達
が
普
通
だ
と
思

て
い
た
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た

確
か
に
普
通
だ

た
事
な
ん
か
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
ね

 
そ
う
断
言
す
る
ヒ
ル
ダ
の
顔
を
見
て

ア
ス
ナ
が
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
表
情
を
し
た

私

自
分
の
事
普
通
だ

て
思

て
た
ん
だ
け
ど
な

 
ヒ
ル
ダ
は
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の
仕

に
⺟
性
本
能
を
く
す
ぐ
ら
れ
た
が

 
余
計
な
事
を
言
う
と
ま
た
ハ
チ
マ
ン
に
拳
骨
を
く
ら
う
の
で
何
も
言
わ
な
い
よ
う
に
必
死
に

え
て
い
た

ア
ス
ナ
ヒ
ル
ダ
が
普
通
じ

な
い

て
言

た
の
は
褒
め
言
葉
だ
か
ら
気
に
す
る
事
は
な
い

ぞ
そ

そ
う

も
ち
ろ
ん
褒
め
言
葉
で
す
よ

そ
う
だ

た
ん
だ

ご
め
ん
ね

一
人
で
落
ち
込
ん
じ

て

 
ヒ
ル
ダ
は
全
力
で
そ
れ
に
乗

か
り

ア
ス
ナ
も
笑
顔
を
取
り

し
た

そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

さ

き
の

 
続
け
て
ハ
チ
マ
ン
に
色
々
質
問
し
よ
う
と
し
た
ヒ
ル
ダ
を

そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が
止
め
た

ち

と
一

ス
ト

プ
だ

お
い
ア
ス
ナ

リ
オ
ン

見
て
み
ろ
よ
あ
れ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
が
指
差
し
た
先
に
は
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
く
ユ

ジ

ン
の

が
あ

た
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あ
れ

て

ユ

ジ

ン
君
だ
ね

で
も
ど
う
し
た
ん
だ
ろ

凄
く
疲
れ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
る
ね

よ
く
見
た
ら
後
ろ
に
ビ

ビ

も
い
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
達
が
目
に
し
た
の
は
成
す
術
も
な
く
敗
走
し
て
き
た
ユ

ジ

ン
達
の

で
あ

た 
そ
の
少
し
後
ろ
を
カ
ゲ
ム
ネ
が
歩
い
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ

そ
り
と
カ
ゲ
ム
ネ
に
メ

セ

ジ
を
送

た

カ
ゲ
ム
ネ

だ

 
そ
の
メ

セ

ジ
を
見
た
カ
ゲ
ム
ネ
が

バ

と
顔
を
上
げ

ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
カ
ゲ
ム
ネ
に
手

き
し

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
ユ

ジ

ン
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
そ

と
こ
ち
ら
に
移
動
し
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

カ
ゲ
ム
ネ

何
が
あ

た
ん
だ

明
ら
か
に
ユ

ジ

ン
の
様
子
が
お
か
し
か

た
が

そ
れ
が

俺
達
は
北
門
に
い
る
ん
で
す
け
ど

 
人

が
少
な
い
せ
い
も
あ

て

ま
だ
門
を
突
破
出
来
て
な
い
ん
で
す
よ
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北
門
で
プ
レ
イ
ヤ

が
全
滅
し
て
た

て
話
は

い
た
が

あ

は
い

俺
達
で
す

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
人

も

今
は
三
十
人
く
ら
い
に
な

ち
ま

て
て

 
俺
達
も
一

に
行
動
し
て
る

＆

も

他
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
は
ま
だ
ち

と
敬
遠
さ

れ
て
る
ん
で

 
戦
力
が
東
門
の
方
に
ば

か
集
中
し
ち

た
み
た
い
な
ん
で
す
よ
ね

敬
遠

そ
う
な
の
か

は
い

 
そ
の
カ
ゲ
ム
ネ
の
自

め
い
た
言
葉
で
ハ
チ
マ
ン
は
事
情
を
知
り

苦
い
顔
を
し
た

 
確
か
に
自
業
自
得
で
は
あ
る
が

今
の
ユ

ジ

ン
達
は

 
決
し
て
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に

わ
れ
る
よ
う
な
プ
レ
イ
は
し
て
い
な
い
か
ら
だ

 

＆

に
つ
い
て
は
ま
あ

ビ

ビ

は
と
も
か
く

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
連
中
に
つ
い
て
は
そ
う
思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
な
と
感
じ
て
い
た

そ
れ
で

突
破
は
出
来
そ
う
な
の
か

今
の
ペ

ス
だ
と
一
週
間
く
ら
い
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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そ
う
か

分
か

た

そ

ち
は
明
日

俺
達
が
何
と
か
す
る
か
ら

い
い
ん
で
す
か

お
う
あ
ま
り
攻
略
が

く
な
る
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
バ

ジ

ン
ア

プ
に
被

ち
ま
う
か
ら
な

す
み
ま
せ
ん

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

何
お
前
達
の
せ
い
じ

な
い
さ
ま
あ
ユ

ジ

ン
的
に
は
複
雑
な
気
分
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
が

 
こ
の
ま
ま
無

に
時
間
を
か
け
る
よ
り
は
い
い
だ
ろ

す
み
ま
せ
ん

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
カ
ゲ
ム
ネ
が
去

た
後

ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
と
話
し
合
い

 
明
日
北
門
に
戦
力
を

遣
す
る
事
を
決
め
た

 
こ
の
せ
い
で
ヒ
ル
ダ
の
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン

み
の
話
が
う
や
む
や
に
な

て
し
ま

た
が

 
そ
の
せ
い
で
明
日

⻄
門
チ

ム
が
更
な
る
混
乱

態
に
陥
る
事
と
な
る
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第
９
５
３
話
 
七
天
乱
入

 
次
の
日
の
夜

ユ

ジ

ン
は
今
日
こ
そ
は
と
い
う
思
い
を
胸
に

 
仲
間
達
と
共
に
北
門
へ
と
向
か

て
い
た

と
に
か
く
俺
が

俺
が
何
と
か
し
な
い
と

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が

食
恐
⻯
と
戦

て
い
な
い
事
は
知
ら
な
か

た
が

 
も

と
人

が
少
な
い
は
ず
の
ヴ

ル
ハ
ラ
が

 

に
か
な
り
先
ま
で
行

て
い
る
と
い
う
噂
を

い
た
ユ

ジ

ン
は

 
い
つ
ま
で
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
後

を
拝
す
る

に
は
い
か
な
い
と

を

み
締
め
て
い
た

 

日
一
度
は
全
滅
し
た
も
の
の

後
半
は
多
少
取
り

す
事
が
出
来
た

 
今
日
の
ユ

ジ

ン
は
か
な
り
気
合
い
が
入

て
い
た

 
そ
し
て
戦
場
に
着
い
た
ユ

ジ

ン
達
は

そ
の
ま
ま
戦
闘
配
置
に
つ
い
た

タ
ン
ク

は
前
へ

 
ユ

ジ

ン
は
配
置
に
つ
い
た
仲
間
達
に
そ
う
指

を
出
す

 
そ
れ
を
受
け
て
立

な
装
備
を
身
に
つ
け
た
タ
ン
ク
が

名
前
に
出
て
フ

メ

シ

ン
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を
組
ん
だ

 

日
の
反
省
を
元
に
強
化
さ
れ
た

ユ

ジ

ン

い
り
の
部

で
あ
る

よ
し

候
は
敵
を
釣

て
く
れ

ビ

ビ

そ
ち
ら
の
指

は
任
せ
る
ぞ

え
え

日
で
か
な
り
コ
ツ
が
掴
め
て
き
た
し

何
と
か
し
て
み
せ
る
わ

 
そ
し
て

候
が
敵
の
感
知

囲
内
に
入

た

間
に

 
い
つ
も
の
よ
う
に
全
て
の
敵
が
一

に
動
き
出
し
た

こ
れ
で
何
と
か
な
れ
ば
い
い
ん
だ
が

 
タ
ン
ク

は

日
か
な
り

い
目
に
遭
わ
さ
れ
た
た
は
ず
な
の
だ
が

 

む
事
な
く
敵
に
立
ち
向
か

て
い
た

日
は

が
引
け
て
い
た
の
だ
が
今
日
は
そ
ん
な

事
は
な
く

 
そ
れ
が
幸
い
し
た
の
か
こ
ち
ら
に
ぶ
つ
か

て
き
た

⻯
の
突
進
を
止
め
る
事
に
成
功
し
た

よ
し

今
日
は
い
け
る
ぞ

総
員
攻
撃
開
始

 
す
ぐ
に
攻
撃
の
指

が
出
た

ア
タ

カ

が
敵
に
集
中
攻
撃
を
開
始
す
る

 
他
の
敵
は

候
と
足
に
自
信
が
あ
る
ア
タ

カ

が
担
当
し

マ
ラ
ソ
ン
し
て
い
く

 
こ
こ
ま
で
は
実
に
ス
ム

ズ
で
あ

た
が

問
題
は
こ
こ
か
ら
だ
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い
つ
も
崩
れ
る
の
は
こ
の
後
か
ら
だ
か
ら
だ

そ
ろ
そ
ろ

尾
の
攻
撃
が
来
る
ぞ

 
ア
タ

カ

は
そ
の
言
葉
を
受
け

タ
ン
ク
の
後
方
へ
と
移
動
す
る

 

尾
が
ど
ち
ら
回
り
で
来
る
か
見

め

そ
ち
ら
に
移
動
す
る

だ

 
敵
の

尾
の
攻
撃
は
一

も
し
く
は
半

の
二
択
と
な

て
お
り

 
半

の
攻
撃
な
ら
ば

そ
う
す
る
事
で
避
け
る
事
が
出
来
る

 
こ
れ
は

日
の
戦
闘
の
映
像
を
分

し
て
得
た
情
報
で
あ
り

 
ユ

ジ

ン
は
そ
れ
を
見
て
し

か
り
と
対

を
練

て
い
た
の
だ

 
だ
が
一

攻
撃
だ

た
場
合

タ
ン
ク
が
そ
れ
を
受
け
き
れ
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
未
知

で

あ

た

 
そ
し
て

音
と
共
に
し
な
る

尾
が
タ
ン
ク
に
迫
る

半

か

一

か

 
息
を

ん
で
見
守
る
ユ

ジ

ン
の
目
の
前
で

 
そ
の

尾
は
ぐ
る
り
と
一

し

タ
ン
ク
が
抗
え
ず
に
ぶ

飛
ば
さ
れ
た

だ

目
だ

た
か
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か
ら
対
人

も
し
く
は
小
型
の
モ
ブ
狩
り
ば
か
り
を

り
返
し
て
き
た
ユ

ジ

ン
は

 
こ
こ
に
き
て
初
め
て
ボ
ス
ク
ラ
ス
の
巨
大
な
敵
と
戦
う
事
の
大
変
さ
を
知

た

 
だ
が
こ
こ
で
戦
う
事
を
や
め
る

に
も
い
か
な
い

体
勢
を
立
て
直
せ

治
療

は
タ
ン
ク
に

し
を

 
ユ

ジ

ン
は
せ
め
て

日
よ
り
一
匹
で
も
多
く
の
敵
を
倒
そ
う
と
そ
う
声
を
張
り
上
げ

た 
も
し
か
し
た
ら
自
力
で
い
け
る
か
と
思

た
が

あ
の
タ
ン
ク
達
じ

無
理
だ

た
か

ハ
チ
マ
ン
様

あ
れ
は
転
向
組
で
す
か
ら

こ
の
ク
ラ
ス
の
敵
の
相
手
は
無
理
で
す

装
備
は
ま
と
も
に
見
え
る
ん
だ
が
な

確
か
に
そ
う
で
す
が

と
て
も
使
い
こ
な
せ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
ね

 
多
分
必
要
ス
テ

タ
ス
が
ギ
リ
ギ
リ
な
ん
で
し

う

や

ぱ
余

が
な
い
と

目
か

は
い

自
在
に
操
る

に
は

最

限
の
ス
テ

タ
ス
が
あ
る
だ
け
で
は

目
で
す

 
そ
れ
に
敵
の
攻
撃
を
受
け
止
め
る
の
も
敵
に
合
わ
せ
た
ス
テ

タ
ス
が
無
い
と
無
理
で
す
ね
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ユ

ジ

ン
達
の
戦
い
を

の
上
に
腹
ば
い
に
な

て
見
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
と
セ
ラ
フ

ム

は 
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ
立
ち
上
が

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
少
し

を
下
り
後
方
で
の
ん
び
り
と

い
で
い
た
仲
間
達
に
声
を

け

た
ど
う
や
ら
戦
況
が
思
わ
し
く
な
い

予
定
通
り
乱
入
だ

お

ユ

ジ

ン
に
は
悪
い
が
待

て
ま
し
た
だ
な

や

と
暴
れ
ら
れ
る
わ
ね

本
当
は
介
入
す
る
事
な
く
自
力
で
突
破
し
て
欲
し
か

た
の
だ
け
れ
ど

 
キ
リ
ト

シ
ノ
ン

ユ
キ
ノ
が
そ
う
言

て
立
ち
上
が
る

ま
あ
仕
方
な
い
さ

防
御
が
し

か
り
し
て
い
な
い
と

消

戦
に
な

て
し
ま
う
か
ら
ね

強
い
タ
ン
ク
の
人

て

他
の
ギ
ル
ド
に
は
中
々
い
な
い
よ
ね

確
か
に
う
ち
以
外
で
見
た
事
が
な
い
で
す
よ
ね

 
そ
ん
な
三
人
に

サ
ト
ラ
イ
ザ

ア
ス
ナ

シ

リ

が
そ
う
感
想
を
述
べ
る

私
達
は
他
の
ゲ

ム
出
身
だ
か
ら

テ

チ
が
純

な
タ
ン
ク
と
し
て
育

て
く
れ
て
て
助
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か

た
わ
ね

そ
う
だ
ね

も
し
全
員
ア
タ

カ

と
か
な
ら
詰
ん
で
た
か
も

本
当
は
誰
か
一
人

魔
法
攻
撃
か
遠

攻
撃
が
出
来
れ
ば
ベ
ス
ト
よ
ね

だ
ね

ち

と
考
え
て
み
よ
う
か
し
ら
ね

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
そ
の
言
葉
に
ク
リ
シ

ナ
が
横
か
ら
そ
う
言
い

 
二
人
は

組
み
を
し
て
考
え
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

か

ハ
チ
マ
ン
君

作
戦
は
ど
う
す
る

 
最
後
に
立
ち
上
が

た
の
は
ま
さ
か
の
ソ
レ
イ
ユ
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
こ
こ
に
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上

全
て
が
揃

て
い
る
ら
し
い

 
こ
う
い

た
戦
場
で
こ
の
メ
ン
バ

が
全
員
揃
う
の
は

滅
多
に
あ
る
事
で
は
な
い

そ
う
だ
な

初
手
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

シ
ノ
ン

シ

リ

さ
ん
だ

 
攻
撃
を
ぶ
ち
当
て
た
ら
敵
の
動
き
が
一

止
ま
る
だ
ろ
う
か
ら

 
そ
う
し
た
ら
セ
ラ
フ

ム
が
突
撃
し
て
敵
の
タ

ゲ

ト
を
保
持

 
そ
し
た
ら
残
り
の
全
員
で
一
気
に
攻
撃
だ

あ
の

の

り

合
な
ら
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そ
れ
だ
け
で
今
ユ

ジ

ン
達
が
戦

て
い
る
敵
は
倒
せ
る
は
ず
だ

 
後
は
ど
ん
ど
ん
釣

て
ど
ん
ど
ん
倒
す

以
上
だ

は

大
雑

よ
ね

私
は
ど
う
す
る

姉
さ
ん
は
大

模
な
魔
法
を
準
備
し
て

俺
か
ら
合
図
が
あ
り
次
第
ぶ

放
し
て
く
れ

は
い
は
い

今
か
ら

を
開
始
す
れ
ば
い
い
の
ね

そ
う
い
う
事
だ

 
話
は
そ
ん
な
感
じ
で
簡

に

ま

た

こ
こ
に
い
る
の
は
歴
戦
の
つ
わ
も
の
ば
か
り
で
あ

り 
連

も
と
れ
て
い
る

に
余
計
な
説
明
は
必
要
な
い
の
だ

 
そ
ん
な
中

こ
の
中
で
は
一
番

験
が

い
シ

リ

は

度
に

張
し
て
い
た

シ

リ

大
丈
夫

う
う
ん
ち

と

張
は
し
て
た
け
ど
先

を
任
さ
れ
た
か
ら
今
は
ち

と
ね

大
丈
夫
よ

む
し
ろ
シ

リ

は
モ
ブ
狩
り
の
方
が
得
意
じ

な
い

 
今
回
は
た
だ
敵
に

を
当
て
て

後
は
み
ん
な
に
任
せ
る
だ
け
よ

簡

で
し

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か
も

移
動
す
る
必
要
も
な
い
し
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敵
の
攻
撃
に
備
え
る
必
要
も
な
い
ね

 
そ
う
シ

リ

を
リ
ラ

ク
ス
さ
せ
よ
う
と
す
る
シ
ノ
ン
を

ハ
チ
マ
ン
が
茶
化
す

お
前
こ
そ
外
す
な
よ

シ
ノ
ン

も
し
そ
う
な

た
ら
そ
れ
は
私
の

・師
・匠

の
教
育
が
悪
い
と
い
う
事
よ

 
と
い
う
か
私
が
外
す

な
い
じ

な
い

し
・
し

・
う

 
こ
の
言
葉
か
ら
お
分
か
り

け
る
だ
ろ
う
が

 
今
日
の
シ
ノ
ン
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
シ
ノ
ン
と
し
て
こ
こ
に
参
加
し
て
い
た

 
な
の
で
厳
密
に
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
シ
ノ
ン
で
は
な
い
の
だ
が

 
そ
ん
な
余
計
な
突

込
み
を
入
れ
る
者
は
い
な
い

は
は

ま
あ
こ
こ
に
は
対
物
ラ
イ
フ
ル
が
三
本
も
あ
る
ん
だ
一
人
く
ら
い
外
し
た

て
問

題
な
い
さ

 
そ
う
言

て
笑

た
の
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

で
あ
る

 
そ
し
て
三
本
と
い
う
言
葉
か
ら
分
か
る
通
り
今
回
サ
ト
ラ
イ
ザ

も
狙
撃
手
と
し
て
参
戦

し
て
い
た

 
そ
の
手
に
持
つ
の
は
シ

ナ
か
ら

さ
れ
た
Ｍ
８
２
で
あ
る
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こ
れ
で
シ
ノ
ン
の
ヘ
カ

ト

シ

リ

の
Ａ
Ｓ
５
０
と
合
わ
せ

 
三
本
の
対
物
タ
イ
フ
ル
が
こ
こ
に
揃

た
事
に
な
る

何
よ
サ
ト
ラ
イ
ザ

や
る
前
か
ら
外
し
た
時
の
言
い

バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
無
い
ん
だ

そ
れ
く
ら
い
は
勘

し
て
く
れ

 
ま
あ
そ
う
簡

に
外
す
気
は
な
い
け
ど
ね

 
そ
う
答
え
る
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
着
て
い
る
の
は
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

 
つ
ま
り
こ
こ
に
い
る
の
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
な
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

で
あ
る

 
こ
れ
は

験
的
な

み
で
あ
り

一
応
事
前
の
射
撃

験
で

 
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
出
な
い
だ
け
で
撃
つ
事
は
可
能
と
い
う
事
は
確
認
済
で
あ
る

ま
あ
確
か
に
そ
れ
は
大
き
い
わ
よ
ね

で
も
心

の

動
の
影

が
無
く
な
る
分

 

が
い
い
人
に
は
関
係
な
い
ん
じ

な
い

が
い
い
人
に
は
ね

絶
対
外
す
な

て

ま
あ
努
力
は
す
る
よ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
う
言

て
Ｍ
８
２
を
持
ち
上
げ
て
み
せ
た

そ
れ
じ

あ
私
達
は
あ
の
高
台
に
移
動
す
る
わ

こ

ち
の
方
が

い
と
思
う
か
ら

 
そ

ち
の
配
置
が
終
わ

た
ら
さ

さ
と
連

し
な
さ
い
よ
ね

ハ
チ
マ
ン
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こ
の
中
で
一
番
年
下
の
お
前
が
一
番
え
ら
そ
う
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
葉
に
一
同
は
笑
い
シ
ノ
ン
は
顔
を

く
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
足
を

ん
だ

の
だ

た

 
ど
う
や
ら
シ

リ

の

張
も
そ
れ
で
解
け
た
よ
う
で

ハ
チ
マ
ン
は
安
心
し
た

 
そ
れ
か
ら
五
分
後
ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
同
は
戦
闘
配
置
を
完
了
し
ハ
チ
マ
ン
は
シ
ノ
ン
に
連

を
入
れ
た

 
こ
ち
ら
ハ
チ
マ
ン

配
置
が
完
了
し
た

ヒ
ト
キ

サ
ン
マ
ル
丁
度
に
始
め
て
く
れ

了
解

ヒ
ト
キ

サ
ン
マ
ル
ね

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
を

い
て
シ

リ

と
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
シ
ス
テ
ム
の
時
計
を
見
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
は
違
い

全
員
の
時
計
を
あ
わ
せ
る
必
要
は
な
い
の
が
楽
で
あ
る

 
そ
し
て
十
九
時
半
ジ

ス
ト
に

音
と
共
に

 
三
発
の

が
ユ

ジ

ン
達
が
相
手
を
し
て
い
る
敵
に
見
事
に
突
き

さ

た

 
こ
こ
か
ら
戦
場
の
様
相
は
大
き
く
変
わ
る
事
と
な
る
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第
９
５
４
話
 
千
両
役
者

何
事
だ

 
敵
が
大
暴
れ
す
る
中

先
日
の
反
省
を

ま
え

安
易
に
飛
び
込
ん
で
は
い
け
な
い
と

 
ぐ

と
我
慢
し
て
い
た
ユ

ジ

ン
の
目
の
前
で

敵
の

が
い
き
な
り
真
横
に

・ズ
・レ

た

 
防
御
力
が
高
い

が

き
飛
ん
だ
り
は
し
な
か

た
よ
う
だ
が

 
敵
は
ま
る
で

で
も

こ
し
た
か
の
よ
う
に
ふ
ら
つ
い
て
い
る

 
そ
の
凄
ま
じ
い

力
に
ユ

ジ

ン
は
狼

し

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

今
の
は
銃

の
攻
撃
だ
よ
な

一
体
ど
こ
か
ら

 
だ
が
何
者
の

も
見
つ
け
る
事
は
出
来
な
い

 
シ
ノ
ン
達
が
い
る
場
所
は

こ
こ
か
ら
五

メ

ト
ル
く
ら
い
離
れ
た
所
の
高
台
で
あ
る

 
な
の
で
そ
も
そ
も
下
か
ら
見
上
げ
て
も
そ
の

を
見
つ
け
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
し

 
そ
も
そ
も
ユ

ジ

ン
は
対
物
ラ
イ
フ
ル
に
よ
る
狙
撃
を
見
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
な
の
で

 
遠
く
に
意
識
を
集
中
さ
せ
る
事
な
ど
は
な
く

近
場
に
だ
け
目
を
走
ら
せ
て
い
た
の
だ

む

分
か
ら
ん
が

こ
れ
は
チ

ン
ス
だ

み
ん
な

今
が
反
げ

き
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ユ

ジ

ン
は

反
撃
の
時
だ
と
言
い
か
け
て

中
で
や
め
た

 
敵
に
目
を

し
た

間
に

そ
こ
に
先
ほ
ど
ま
で
は
絶
対
に
い
な
か

た

 
白
い
フ

デ

ド
ケ

プ
を

た
プ
レ
イ
ヤ

の

を
見
つ
け
た
か
ら
だ

お

お
前
は
何
者
だ

 
そ
の
言
葉
で
他
の
者
達
も
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
存
在
に
気
が
付
き

 

て
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
離
れ
た

 
ユ

ジ

ン
は
剣
を
抜
い
た
が
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ス

と

手
を
上
げ
ユ

ジ

ン
を

制
し
た

 
そ
の
ケ

プ
の
下
か
ら
出
て
き
た
手
は

ど
う
見
て
も
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
手
で
あ

た

 
そ
し
て
そ
の
手
の
中
に

ユ

ジ

ン
も
よ
く
見
慣
れ
た
白
い
豪
華
な
⻑
剣
が
現
れ
た

ま

ま
さ
か
お
前

 
そ
の
直
後
に
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

セ
ラ
フ

ム
は
こ
う
叫
ん
だ

展
開

フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ

 
そ
の

間
に

セ
ラ
フ

ム
の
持
つ
剣
の

が

に
広
が
り

巨
大
な
盾
と
な
る

 
そ
の
中
心
に
あ
る
剣
を
引
き
抜
い
た
セ
ラ
フ

ム
は
目
の
前
の

⻯
に
対
し
て

え
を
と
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
見
る
と

⻯
は
先
ほ
ど
の
衝
撃
か
ら
復
帰
し
た
ら
し
く
目
を
光
ら
せ
体
を
く
ね
ら
せ
よ
う

と
し
て
い
た

尾
だ

か

回
避

 
ユ

ジ

ン
は

て
て
そ
う
叫
び

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ア
タ

カ

達
は

 
訓
練
通
り
に
そ
の
謎
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
背
後
に
回

た

 
彼
ら
は
姫
騎
士
イ

ジ
ス
こ
と
セ
ラ
フ

ム
の
顔
は
も
ち
ろ
ん
知

て
い
る
が

 
フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ

装
備
面
に
つ
い
て
は

し
く
な
い

 
今
自
分
達
の
目
の
前
に
い
る
の
が
誰
な
の
か

ま
だ
分
か

て
い
な
い

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン
達
が

を
飲
ん
で
見
守
る
中

⻯
の

尾
が

八
十
度
を
超
え

 
一

す
る
攻
撃
だ
と
判
明
し
た

間
に

 
絶

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
セ
ラ
フ

ム
に
向
け
て
ど
こ
か
か
ら

援
魔
法
が
飛
び

 
同
時
に

⻯
の

尾
付
近
が
い
き
な
り

り
つ
き

そ
の
動
き
が
若

く
な

た

 
そ
し
て

尾
が
目
の
前
に
迫

た

間
に

セ
ラ
フ

ム
が
大
音
声
を
上
げ
た

ア
イ
ゼ
ン
倒
立

イ

ジ
ス
全
開

魔

力

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の
ま
ま
敵
の
攻
撃
を
受
け
止
め
微
動
だ
に
す
る
事
な
く
そ
の
場
で

み
と
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ど
ま
り

 
セ
ラ
フ

ム
の
実
力
を
よ
く
知
る
ユ

ジ

ン
も

思
わ
ず
う
め
き
声
を
上
げ
た

あ

あ
れ
を
止
め
ら
れ
る
の
か

 
そ
の

間
に
フ

デ

ド
ケ

プ
が
は
ら
り
と
落
ち
セ
ラ
フ

ム
の
素
顔
が

目
に

さ
れ

た
や
は
り
お
前
か

セ
ラ

 
ユ

ジ

ン
は

セ
ラ
フ

ム

と
叫
ぼ
う
と
し
た
が

 
そ
の
声
は

り
か
ら
発
せ
ら
れ
る

よ
り
大
き
な
叫
び
声
に
か
き
消
さ
れ
た

姫
騎
士
様
だ

イ

ジ
ス
様
が
来
て
く
れ
た
ぞ

姫
騎
士
様
に
無
様
な

を
見
せ
ら
れ
る
か

み
ん
な

死
ぬ
気
で
敵
を
攻
撃
し
ろ

 
そ
の
声
に
合
わ
せ

お
お
お

と
い
う
地
鳴
り
の
よ
う
な
大
歓
声
が
上
が
る

 
古
来
味
方
の
士
気
を
上
げ
る
の
に

女
神
の
存
在
以
上
に
相
応
し
い
物
は
な
い

 
そ
の
事
を
ユ

ジ

ン
は

こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い

 
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ

た
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こ

こ
れ
は
凄
い
な

 
さ
す
が
の
ユ

ジ

ン
も
感
心
せ
ざ
る
を
得
な
い

セ
ラ
フ

ム
の
千
両
役
者

り
は
凄

ま
じ
い

 
だ
が
そ
ん
な
ユ

ジ

ン
を
更
に
驚
愕
さ
せ
る
よ
う
な
出
来
事
が

こ

た

 
セ
ラ
フ

ム
の
背
後
に

い
き
な
り

の
よ
う
な
物
が
突
き
立

た
の
で
あ
る

こ

今
度
は
何
だ

将
軍

あ

あ
れ

 
そ
の

の
よ
う
な
物
は
先

か
ら
光
を
発
し

 
そ
の
光
は

と
白
の
色

を

び
つ
つ
次
第
に
四

く
変

し
て
い
く

 
そ
れ
は
ナ
タ
ク

製
の
ビ

ム
フ
ラ

グ
つ
ま
り
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ギ
ル
ド
マ

ク
で
あ

た 
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
の

間
に

更
な
る
歓
声
が

き
お
こ
る

 
そ
れ
を
見
て

然
と
す
る
ユ

ジ

ン
の
横
を

四
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
駆
け
抜
け
た

 
そ
の
集
団
は

に
分
か
れ

⻯
に
向
け

そ
の
手
に
持
つ
光
る
武
器
を
叩
き
つ
け
た
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マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

ス
タ

リ

・
テ

ア

真
・

な
ん
ち

て
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

 
そ
の
四
人
と
は

ユ
ウ
キ

ア
ス
ナ

ラ
ン

キ
リ
ト
で
あ

た

 
キ
リ
ト
だ
け
が
や
や
締
ま
ら
な
い
技
名
を
発
し
て
い
る
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
ま
だ
正
式
に
二
刀
流
が

入
さ
れ
た

で
は
な
い
の
で
こ
れ
は
仕
方
な
い
だ
ろ

う 
実

普

は
ハ
チ
マ
ン
も
キ
リ
ト
も

手
と

手
で
別
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
時
間
差
で
放
ち

 
無
理
や
り
ク

ル
タ
イ
ム
を
無
く
す
と
い
う
強
引
な
手

で
二
刀
流
の
運
用
を
し
て
い
る
の

だ 
そ
の
凄
ま
じ
い
四
連
撃
を
受
け

⻯
が
あ

さ
り
と
消
滅
し
て
い
く

 
ユ

ジ

ン
達
が
六

方

て
い
た
と
は
い
え

常
な

の

力
で
あ
る

 
そ
し
て
四
人
の
持
つ
武
器
の
光
が
消
え
た

ど
う
や
ら
先
ほ
ど
ま
で
光

て
い
た
の
は

 
ク
リ
シ

ナ
の

援
魔
法
の

果
だ

た
よ
う
だ
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お

お
前
達

 
そ
ん
な
四
人
に
声
を

け
よ
う
と
し
た
ユ

ジ

ン
の

を
ポ
ン
と
叩
く
者
が
い
た
ハ
チ
マ

ン
で
あ
る

よ

苦
労
し
て
る
み
た
い
だ
な

ユ

ジ

ン

ハ

ハ
チ
マ
ン

べ

別
に
俺
は
苦
労
な
ぞ

 
そ
う
意
地
を
張
ろ
う
と
す
る
ユ

ジ

ン
に

ハ
チ
マ
ン
は
ニ

コ
リ
笑
い
か
け
た

あ
ん
ま
り

を
張
る
な

て

俺
達

友
達
だ
ろ

 

い
合
う
事
も
大
事
だ
が

友
達

て
の
は
助
け
合
う
も
ん
だ

 
だ
か
ら

り
だ
と
か
貸
し
だ
と
か
深
く
考
え
る
な

て
ほ
ら
一

に
あ
の
で
か
ぶ
つ
共
を

す
る
ぞ

 
そ
の
言
葉
は
ユ

ジ

ン
の
心
に
深
く
突
き

さ

た

 
俺
が
俺
が
と
思
う
あ
ま
り

何
で
も
自
分
で
や
ろ
う
と
し
て
し
ま

て
い
た
ユ

ジ

ン
は

 
何
か
に
許
さ
れ
た
よ
う
な
気
分
に
な
り

心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
て
い
た

そ

そ
う
だ
な

あ
り
が
と
う

ハ
チ
マ
ン

 
ユ

ジ

ン
は
心
か
ら
ハ
チ
マ
ン
達
に
感
謝
し
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
背
中
を
再
び
ポ
ン
と
叩
い
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た
と
こ
ろ
で
お
前
に
は
ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

が
あ
る
だ
ろ

何
で
こ
ん
な
後
方
に

い
る
ん
だ

い
や
そ
の
何
度
か
使
い
は
し
た
ん
だ
が
そ
の

直
の
度
に
俺
が

回
殺
さ
れ
て
し
ま

て
な

 
そ
れ
で

回
総
崩
れ
に
な

て
し
ま

た
か
ら

正
直
使
う
の
が
怖
い
ん
だ

 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
は

況
を
理
解
し
た

な
る
ほ
ど
な

タ
ン
ク
が
機
能
し
な
い
事
の

害

て
奴
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

チ
ラ
リ
と
カ
ゲ
ム
ネ
の
方
を
見
た

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
そ
の

線
に
ハ

と
し

下
を
向
い
て
何
か
考
え
始
め
た

ま
あ
今
は
そ
の
心
配
は
な
い

思
う
存
分
暴
れ
て
き
て
い
い
ぞ

し

し
か
し
全
体
の
指

が

そ
れ
な
ら

役
が
い
る
だ
ろ
う
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
誰
か
を
探
す
よ
う
に
き

ろ
き

ろ
し
た

 
そ
の
時
ズ
ル
ズ
ル
と
何
か
を
引
き
ず
る
よ
う
な
音
が
し
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二
人
の
前
に

ビ

ビ

が

い

と
放
り
出
さ
れ
た

きお
お

こ
い
つ
だ
こ
い
つ

こ

こ
い
つ

て
言
わ
な
い
で
よ

 
見
る
と
ビ

ビ

を
引
き
ず

て
き
た
の
は
ま
だ

を
続
け
て
い
る
ソ
レ
イ
ユ
だ

た

 
ソ
レ
イ
ユ
は
意
識
が
あ
る
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
目
を
し
て
い
た
が

 
ち

ん
と

り
の

況
は
理
解
し
て
い
た
ら
し
い

 
ま
さ
か

が
複

あ
る

で
も
な
い
だ
ろ
う
に

驚

的
な

思
考

り
で
あ
る

 
ど
う
や
ら
ソ
レ
イ
ユ
は
近
く
で
様
子
見
を
し
て
い
た
ビ

ビ

の
首

こ
を
い
き
な
り
掴

み 
こ
こ
ま
で
引
き
ず

た
後
に

こ
ち
ら
に
放
り
投
げ
て
き
た
ら
し
い

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
連
中
は
何
も
出
来
ず
に

然
と
し
て
い
た

彼
ら
も
ソ
レ
イ
ユ
の
事
は
知

て
お
り

 
手
を
出
し
た

間
に
自
分
達
が
死
ぬ
と
理
解
し
て
い
る
の
だ

 
さ
す
が
は
序

一

ソ
レ
イ
ユ
の
実
力
は

ま
だ
ま
だ

が
知
れ
な
い
よ
う
だ
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サ
ン
キ

姉
さ
ん

お
ら
ユ

ジ

ン

指

な
ら
こ
い
つ
に
や
ら
せ
れ
ば
い
い

指

者

な
ん
だ
か
ら
出
来
る
よ
な

ビ

ビ

ま

ま
あ
指

だ
け
で
い
い
な
ら

 
そ
う
微

に
言
い

む
ビ

ビ

に

ハ
チ
マ
ン
は
更
に
苦
情
を
言

た

て
い
う
か
お
前
さ

こ
ん
な

況
な
ん
だ

 
自
分
が
指

を
す
る

て

自
分
か
ら
ユ

ジ

ン
に
言
い
出
せ

て
の

し
仕
方
な
い
じ

な
い
外
様
で

身
が

い
上
に
あ
い
つ
ら
の
お
守
り
で
精
一

だ

た
の
よ

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
抗
議
す
る
ビ

ビ

に

 
ハ
チ
マ
ン
は

た
く
こ
う
言
い
放

た

そ
れ
は
俺
が
何
と
か
し
て
や
る

だ
か
ら
や
れ

わ

分
か

た
わ

 
ビ

ビ

は
ハ
チ
マ
ン
の
迫
力
に
押
さ
れ

そ
の

し
出
を

し
た

と
い
う

で
ユ

ジ

ン

思
い

き
り
暴
れ
て
き
て
い
い
ぞ

い

い
い
の
か
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お
う

こ
こ
は
俺
に
任
せ
ろ

ユ
キ
ノ
に
お
前
の
カ
バ

も
し
て
も
ら
う
か
ら

 
そ

ち
の
ヒ

ラ

は
他
に
回
し
て
い
い
ぞ

お

お
う

何
か
ら
何
ま
で
悪
い
な

気
に
す
る
な

て

 
ユ

ジ

ン
が
敵
に
向
か

て
走
り
出
し
た
後

ハ
チ
マ
ン
は

ら
の
ビ

ビ

に
向
け
て

言

た
そ
れ
じ

あ
こ

ち
は
片

か
ら
釣

て
倒
す
か
ら

お
前
は
全
体
を
見
て
て
く
れ
な

え

え
え

任
せ
て

 
こ
の
時
点
を
も

て

北
門
の
戦
い
は
一
方
的
な
殲
滅
戦
へ
と
移
行
す
る
事
と
な

た
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第
９
５
５
話
 
北
門
解
放

そ
し
て
カ
ゲ
ム
ネ
は

お

ユ

ジ

ン

来
た
の
か

あ
あ
こ
こ
は
俺
の
戦
場
だ
お
前
ら
ば
か
り
に
い
い
格
好
は
さ
せ
て
は
お
け
な
い
か
ら
な

 
ユ

ジ

ン
は
キ
リ
ト
に
そ
う
返
し
新
た
に
セ
ラ
フ

ム
が
釣

た
敵
に
突

込
ん
で
い

た
ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

 
ユ

ジ

ン
は
自
身
が
開
発
し
た
八
連
ソ

ド
ス
キ
ル
を
容

無
く
敵
に
叩
き
込
む

 
そ
の

力
は
ユ
ウ
キ
の
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
に
次
ぐ
攻
撃
力
を

る
が

 
通
常
攻
撃
も

め
た
ト

タ
ル
の

ダ
メ

ジ
は

他
の
四
人
に
は

ば
な
い

 
も
ち
ろ
ん
正
確
な

が
表

さ
れ
て
い
る

で
は
な
い
が

 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
豊

な
戦
闘

験
に
よ
る
感
覚
的
な

み
で

 
こ
の
五
人
の
中
で
は
自
分
が
一
番

い
と
は

き
り
自
覚
さ
せ
ら
れ
た

く

何
故
だ

何
故

か
ん

 
こ
れ
は
技
術
う
ん
ぬ
ん
の
話
で
は
な
く

純
な
武
器
の
差
で
あ
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
魔
剣
グ
ラ
ム
は
い
い
武
器
だ
が

そ
の
実
装
は
は
る
か
前

 
そ
れ
こ
そ
ハ
チ
マ
ン
達
が

ま
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
戦

て
い
た

に

入
さ
れ
た
武
器
で
あ
る

 
そ
の
特

能
力
は
敵
の
武
器
に
よ
る
防
御
の
無

化
つ
ま
り
は
完
全
な
る
対
人
武
器
で
あ

り 
プ
レ
イ
ヤ

が
相
手
だ
と
あ
ま
り
目
立
た
な
い
が

こ
う
い
う
モ
ブ
相
手
だ
と

 
攻
撃
力
不
足
が

著
に
現
れ
て
し
ま
う
の
だ

 
特

能
力
を

い
た
そ
の
攻
撃
力
は
実
は
上
級
職
人
が
一

素
材
を
用
い
て
作
る
武
器
に

る
 
当
然
キ
リ
ト
の

王

ア
ス
ナ
の

姫
ラ
ン
の
ス
イ
レ

や
ユ
ウ
キ
の
セ
ン
ト
リ

と
は

 
攻
撃
力
の
次
元
そ
の
も
の
が
ま

た
く
違
う

 
だ
が
魔
剣
グ
ラ
ム
の
性
能
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
し
ま

て
い
る
ユ

ジ

ン
は
そ
の
事
に
気

付
か
な
い

 
ユ

ジ

ン
が
そ
の
事
を
自
覚
し
愛
着
の
あ
る
魔
剣
グ
ラ
ム
を
手
放
す
決
断
を
し
た
そ
の
時

が 
ユ

ジ

ン
に
よ

て
は
飛
躍
へ
の
第
一
歩
と
な
る
で
あ
ろ
う
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だ
が
差
し
当
た
り

こ
の
戦
場
で
は
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
か

た

 
ビ

ビ

は
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
い
る
仲
間
達
へ
の
進
路
の
指

を

切
に
こ
な
し
て
お
り

 
同
時
に

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
に
も

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
攻
撃
と
待
機
の
指

を
出
し
て
い
た

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
は
そ
の
指

を
い
つ
も
以
上
に
気
を
遣

て
守

て
い
る

 
ど
う
や
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
の
存
在
に

ま
れ
て
し
ま

て
い
る
よ
う
だ

 
今
こ
の
戦
場
で
何
も
し
て
い
な
い
の
は

ハ
チ
マ
ン
だ
け
で
あ

た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

ビ

ビ

が
苦
情
を
述
べ
た

あ
ん
た
も
ち

と
は
働
き
な
さ
い
よ

俺
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て
る
ん
だ
よ

 
い
い
か
ビ

ビ

う
ち
の
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
は

も
う
五
分
も

を
続
け
て
い
る

 
そ
ろ
そ
ろ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
ぶ

放
す
か
ら

お
前
は
上
手
く
仲
間
を
避
難
さ
せ
て
く
れ

五
分

て

わ

分
か

た
わ

す
ぐ
に
誘

す
る
わ

 
ビ

ビ

は
そ
の
言
葉
に
驚
愕
し
な
が
ら
も

上
手
く
味
方
の
誘

を
始
め
た

マ

ク
ス

そ
ろ
そ
ろ
一

止
め

は
い
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セ
ラ
フ

ム
も
そ
の
指

を
受
け

敵
が
倒
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
後
方
に
下
が
る

よ
し

こ

ち
は
オ

ケ

よ

姉
さ
ん

今
だ

 
そ
の
声
を
受
け

ソ
レ
イ
ユ
の
目
に
光
が

た

ア

ス
ラ
ン
ス

ア

ス
ラ
ン
ス

そ
れ

て
地
面
か
ら
土
の

が
一
本
出
る
だ
け
の
魔
法
じ

 
ビ

ビ

は
一

そ
う
思

た
が

そ
れ
が
間
違
い
だ

た
事
を
す
ぐ
に
理
解
し
た

 
ソ
レ
イ
ユ
が
五
分
も
か
け
て

を
魔

し
た
だ
け
あ

て

 
敵
の
真
下
か
ら
通
常
よ
り
も
大
き
い
複

の
土
の

が
立
ち
上
が
り
次
々
と
敵
を

し

に
し
て
い
く

 
見
た
感
じ

中
型
の
敵
は
六

大
型
の
敵
は
四

の

を

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
し
か
も
そ
の

は
敵
の
体
を

い
て
お
り

そ
の
行
動
を

害
し
て
い
る

 
敵
の

が
多
い

そ
れ
で
も
死
ぬ
敵
は
い
な
か

た
が

 
移
動
出
来
な
く
な

た
以
上

敵
の
攻
撃
の
手

は
著
し
く

て
お
り

 
張
子
の

と
呼
ん
で
も
差
し

え
な
い

態
と
な

て
い
た
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ビ

ビ

全
員
に
突
撃
の
指

を
出
せ

お
前
も
突

込
ん
で
い
い
ぞ

わ

分
か

た
わ

 
敵
が
動
け
な
い
の
を
確
認
し
て
い
た

ビ

ビ

は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
指

に
す
ぐ
に

た 
そ
し
て
そ
の
場
に
残

た
ハ
チ
マ
ン
は

ぐ

た
り
し
て
い
た
ソ
レ
イ
ユ
を

き
上
げ
た

お
疲
れ
姉
さ
ん

こ
の
ま
ま
休
ん
で
て
く
れ

さ
す
が
に
疲
れ
た
か
ら
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
し
て
二
人
が
見
守
る
中

味
方
は
一
方
的
に
敵
を
蹂
躙
し
て
い

た

 
シ
ノ
ン

シ

リ

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
放
つ

が
飛
び
交
い

 
あ
ち
こ
ち
か
ら
ソ

ド
ス
キ
ル
の
光
が
立
ち
上
が
り
ひ

き
り
な
し
に
銃
声
が

こ
え
て
く

る 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
の
下
に

セ
ラ
フ

ム
と
ク
リ
シ

ナ
が
合
流
し
て
き
た

マ

ク
ス

ク
リ
シ

ナ

お
疲
れ

や
る
事
が
無
く
な

た
の
で

て
き
ち

い
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン
様

私
も

果
時
間
が
⻑
い
魔
法
を
か
け
ま
く

て
き
た
か
ら

こ
れ
で
お
役
御
免
ね
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だ
な

い
い
と
こ
あ
と
十
分
く
ら
い
か

そ
れ
で
終
わ
る
だ
ろ
う

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
予
想
通
り

ど
ん
ど
ん
敵
は
倒
れ
て
い
き

 
あ
れ
だ
け
苦
労
し
て
い
た
の
が
ま
る
で

の
よ
う
に

全
て
の
敵
は
消
滅
し
た

よ
し
こ
れ
で
北
門
も
突
破
だ
な
後
は
と
り
あ
え
ず
ユ

ジ

ン
と
ビ

ビ

に
任
せ
よ
う

 
次
に
手
伝
う
事
が
あ
る
と
す
れ
ば

多
分
ゲ
ン
ブ
戦
だ
な

北
門
側
は
背
後
か
ら
中
ボ
ス
を
倒
し
た
し

 
そ
れ
が
ゲ
ン
ブ
戦
に
ど
う
影

す
る
の
か
は
興
味
が
あ
る
わ
ね

だ
な

ま
あ
ゲ
ン
ブ
戦
の
時
は

偵
察
を
出
す
事
に
し
よ
う

 
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

仲
間
達
が
ど
ん
ど
ん
集
結
し
て
き
た

そ
れ
じ

あ
ユ

ジ

ン

勝
ち

を
上
げ
て
く
れ

 
興
奮
し
た
よ
う
な
表
情
で

て
き
た
ユ

ジ

ン
に

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

た

そ
れ
は
お
前
が
や
る
べ
き
じ

な
い
の
か

い
や

ま
あ
俺
達
は
た
だ
の
助

人
だ
か
ら
な

こ
こ
は
や

ぱ
り
お
前
が
や
ら
な
い
と

 
こ
れ
は
た
だ
ハ
チ
マ
ン
が
面
倒

が

た
だ
け
な
事
を
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は
理
解
し

て
い
た
が
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誰
も
何
も
言
お
う
と
は
し
な
か

た

わ

分
か

た

よ
し

お
前
ら

我
ら
の
勝
利
だ

 
そ
う
言

て
ユ

ジ

ン
が
拳
を
天
に
突
き
上
げ
た
の
と
同
時
に
仲
間
達
か
ら
大
歓
声
が
上

が

た
や

た

や

た
ぞ

ヴ

ル
ハ
ラ
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
で
や

と
次
に
行
け
る
な

 
か
な
り
苦
労
し
た
の
だ
ろ
う

中
に
は

い
て
喜
ぶ
プ
レ
イ
ヤ

も
い
た

ま
あ
こ
の
先
は
し
ば
ら
く
は
普
通
に
進
め
る
だ
ろ
う
か
ら
頑
張

て
く
れ
よ
ユ

ジ

ン

言
わ
れ
な
く
と
も
そ
う
す
る
さ

と
こ
ろ
で
次
は
ど
ん
な
エ
リ
ア
な
ん
だ

場
所
ご
と
に
違
う
か
ら
な

よ
し

全
員
で
門
を
解
放
し
て
見
に
行

て
み
る
か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
提
案
を
受
け
全
員

ん
で
門
を
解
放
し
そ
の
ま
ま
門
の
奥
へ
と
移
動
し

た 
そ
こ
に
は
巨
大
な
川
が
流
れ
て
お
り

一
本
の
広
い
道
が

そ
の
川
べ
り
を
走

て
い
た

こ
り

ま
た
シ
ン
プ
ル
な

大

エ
リ
ア
と
で
も
言
う
べ
き
か
な
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奥
に
行
け
ば
何
か
変
化
も
あ
り
そ
う
だ
な

ち
な
み
に
ユ

ジ

ン

南
門
の
先
は

谷
エ
リ
ア
で

 
中
ボ
ス
ク
ラ
ス
の
敵
も
六
体
く
ら
い
い
た
か
ら
な

 
こ

ち
も
そ
の
く
ら
い
の

は

厄
介
な
敵
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ

分
か

た

に

じ
て
お
く

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ

ユ

ジ

ン
は

い
た

思

た
よ
り

く
終
わ

た
な

こ
こ
で
少
し
休

を

ん
で

俺
達
は
奥
の
探
索
に
行
く

お
う

頑
張

て
く
れ
な

ハ
チ
マ
ン

今
日
は
本
当
に
助
か

た

気
に
す
る
な

て

貸
し
一

て
事
に
し
て
お
く
か
ら

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ユ

ジ

ン
は
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た

お
お
前
さ

き
確
か

り
だ
と
か
貸
し
だ
と
か
深
く
考
え
る
な

て
言

て
な
か

た

か
深
く
考
え
る
な
と
言

た
だ
け
で

貸
し
が
一
切
発
生
し
な
い
と
は
言

て
な
い

ぐ
ぬ
ぬ
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

を

め
ユ

ジ

ン
は
悔
し
そ
う
に

た
が
そ
れ
は
一

で
あ

た

 
ユ

ジ

ン
は
す
ぐ
に
真
顔
に
な
り

ハ
チ
マ
ン
に

を
下
げ
た

分
か

た

そ
れ
で
い
い

あ
り
が
と
う

 
そ
の
ユ

ジ

ン
の

勝
な
態
度
に

ハ
チ
マ
ン
の
方
が
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た

お

お
う

そ
れ
じ

あ
な

ユ

ジ

ン

あ
あ

ま
た
な

ハ
チ
マ
ン

そ
れ
に
み
ん
な
も

 
そ
う
言

て
ユ

ジ

ン
は
他
の
ヴ

ル
ハ
ラ
メ
ン
バ

に
も

を
下
げ
た

 
今
東
門
に
偵
察
に
行

て
も
ら

て
た
コ
マ
チ
か
ら
連

が
あ

た

 
あ

ち
も
無
事
に
通
過
出
来
た
み
た
い
だ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た
な

さ
す
が
に
千
人
も
い
れ
ば
ね

の
暴
力

て
の
は
結

だ
よ
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
⻄
門
へ
と
飛
ぼ
う
と
し
た
一
同
は



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
誰
か
が
追
い
か
け
て
く
る
気
配
を
感
じ
て
足
を
止
め
た

 
見
る
と
向
こ
う
か
ら
カ
ゲ
ム
ネ
が
こ
ち
ら
に
向
け
て
走

て
き
て
い
る
の
が
見
え
た

ど
う
か
し
た
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

俺

決
め
ま
し
た

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
到
着
す
る
な
り
そ
う
言
い
ハ
チ
マ
ン
は
確
認
す
る
よ
う
な
口
調
で
こ
う
返
し
た

何
を
だ

リ
セ

ト
で
す

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

く
そ
う
答
え
る
と

カ
ゲ
ム
ネ
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

そ
れ
じ

あ
お
前
の
門
出
を
祝
し
て
俺
が
装
備
を
贈

て
や
る
か
ら
完
成
し
た
ら
連

す

る
い

い
い
ん
で
す
か

お
う

こ
れ
か
ら
苦
労
す
る
お
前
に
何
か
贈

て
や
り
た
い
か
ら
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
カ
ゲ
ム
ネ
は

何
度
も
こ
ち
ら
に

を
下
げ
な
が
ら
去

て
い

た
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ハ
チ
マ
ン
君

今
の
は

 
一
同
を
代
表
し
て

ア
ス
ナ
が
そ
う
問
い
か
け
て
く
る

あ
あ

実
は
メ
ニ

の
奥
の
方
に

 
ス
テ

タ
ス
と
ス
キ
ル
を
リ
セ

ト
す
る

て
ボ
タ
ン
が
あ
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
押
す
と
今
ま
で
得
た
ス
キ
ル
が
全
部
無
く
な

て
ス
テ

タ
ス
が
全
て
初
期
化
さ

れ
る
ん
だ

 
今
ま
で
得
た

験
の
う
ち
八

は

て
く
る
ん
だ
け
ど
な

そ
ん
な
機
能
が
あ

た
ん
だ

ま
あ
知
ら
な
く
て
も
仕
方
な
い

本
当
に
奥
の
方
に
あ
る
か
ら
な

そ
ん
な
事
を
し
て

カ
ゲ
ム
ネ
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ

多
分

マ

ク
ス
み
た
い
な
タ
ン
ク
を
目
指
す
ん
だ
と
思
う
ぞ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が
合
流
し
て
す
ぐ
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
と
な
く
カ
ゲ
ム
ネ
に
そ
の
事
を
目
で
ア
ピ

ル
し
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え
て
い
た
が

そ
れ
は
正
解
で
あ

た

な
る
ほ
ど
な

カ
ゲ
ム
ネ
も
思
い
切

た
決
断
を
し
た
も
ん
だ
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そ
ん
な

で

俺
は
ナ
タ
ク
の
所
に
行

て
く
る

 
み
ん
な
は
と
り
あ
え
ず
ジ

ラ
ト
リ
ア
の
探
索
で
も
し
て
て
く
れ

ほ
い
ほ
い

了
解
了
解

と

 
こ
う
し
て
無
事
に
北
門
は
突
破
さ
れ

 
同
時
に
後
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ベ
ス
ト
フ

イ
ブ
に
入
る
事
と
な
る
タ
ン
ク
が
こ
の
日
誕
生
し
た



 第９５６話 リベンジマッチの混乱

 
第
９
５
６
話
 
リ
ベ
ン
ジ
マ

チ
の
混
乱

 
ハ
チ
マ
ン
達
が
北
門
で
激
し
い
戦
い
を

り
広
げ
て
い
た

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
を
主
と
す
る
軍
団
は

ビ

コ
へ
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
そ
う
と

 
今
ま
さ
に
開
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
所
で
あ

た

 
何
と
か
全
員
分
の

を
確
保
し

も
し
く
は
魔
法
を
覚
え

 
和
気

々
と
そ
れ
を
披
露
し
あ
う
味
方
の
士
気
は
高
か

た

 
だ
が
そ
の
中
で
ヒ
ル
ダ
だ
け
は

日
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
が
気
に
な

て
お
り

 
内
心
不
安
で
い

ぱ
い
だ

た

ま

た
く
落
ち
着
く
事
が
出
来
な
か

た

も
し
か
し
て
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
が

中
で
攻
め
て
き
た
り
す
る
の
か
な

 
こ
れ

て
誰
か
に
相
談
し
た
方
が
い
い
の
か
な

 
ヒ
ル
ダ
は
そ
う
考
え
た
が

第
一
候
補
で
あ
る
フ

ブ
ニ
ル
は

 
ル
シ
パ

達
と
戦
闘
に
関
し
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
お
り
当
分
手
が
空
き
そ
う
に
な
か

た 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
相
談
す
る
事
も
考
え
た
が
今
日
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
珍
し
く

を
装
備
し
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て
お
り

 
そ
の
事
で
仲
間
達
か
ら
質
問
攻
め
に
あ

て
い
た

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
確
か
に

も
使
え
る
と
公
言
し
て
い
た
が

 
実

に

を
撃
つ

を
見
た
者
は
誰
も
い
な
か

た

 
半
ば
都
市
伝
説
の
よ
う
な
扱
い
に
な

て
い
た
の
だ
が
今
日
初
め
て
そ
れ
が
現
実
に
な

た

格
好
で
あ
る

そ
う
す
る
と

 
そ
う
な
る
と
も
う
ヒ
ル
ダ
が
頼
る
べ
き
プ
レ
イ
ヤ

は
ス
プ
リ
ン
ガ

と
ラ
キ
ア
し
か
い

な
か

た

あ
の
二
人
は

い
た

 
前
方
に
二
人
の

を
見
付
け

そ
ち
ら
に
向
か

た
ヒ
ル
ダ
の
目
に

 

に
様
に
な

た

で

を
引
く
ラ
キ
ア
の

が
飛
び
込
ん
で
き
た

 
ヒ
ル
ダ
は
そ
の
立
ち

を
美
し
い
と
思
い

思
わ
ず
見
入

て
し
ま

た

ど
う
だ

あ
い
つ
が

な
ん
て
珍
し
い
だ
ろ

 
ヒ
ル
ダ
の
接
近
に
気
付
い
た
ス
プ
リ
ン
ガ

が

そ
う
声
を
か
け
て
き
た
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あ

は
い

そ
れ
も
あ
り
ま
す
け
ど

何
か

麗
だ
な

て

あ
あ

あ
い
つ
は

道
も
や

て
た
ら
し
い
か
ら
な

ラ
キ
ア
さ
ん

て

道
部
だ

た
ん
で
す
か

い
や

俺
の
知
る
限
り
ず

と
帰
宅
部
だ

た
な

ん

ん
ん

 
ヒ
ル
ダ
は
首
を

げ
た
が

そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う

 
部
活
以
外
に

い
事
と
し
て

道
を
や
る
者
は

今
の
世
の
中
に
は
ほ
ぼ
皆
無
だ
か
ら
だ

あ
あ

あ
い
つ
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

凄
い

の

い
事
を
し
て
た
か
ら
な

 
茶
道

華
道

ピ
ア
ノ

合
気
道

道

 
俺
が
知
ら
な
い
だ
け
で

他
に
も
何
か
や

て
た
か
も
し
れ
ん

 
高
校
の
時
に
は
背
筋
力

定
で

七
十
六
キ
ロ
を
叩
き
出
し
た
ら
し
い

ひ

七

 
た
ま
た
ま
先
日
あ

た
身
体

定
で

ヒ
ル
ダ
の
背
筋
力
は
八
十
五
キ
ロ
で
あ
り

 
同
学
年
の
女
子
の
中
で
は
三
番
目
で
あ

た
が

そ
の
ヒ
ル
ダ
の
倍
以
上
の

で
あ
る

 
そ
の
凄
さ
に
ヒ
ル
ダ
は
眩

を
覚
え
た
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も
も
し
か
し
て
ラ
キ
ア
さ
ん

て
リ
ア
ル
じ

プ
ロ
レ
ス
ラ

み
た
い
な
方
な
ん
で
す
か

 
少
し
失

か
な
と
も
思

た
が
ヒ
ル
ダ
は
ど
う
し
て
も
好
奇
心
を

え
ら
れ
ず
そ
う

ね

た
い
や

あ
い
つ
は
と
ん
で
も
な
く
美
人
で
な

小
さ
く
て

い
し

 
全
然
パ
ワ

タ
イ
プ
に
は
見
え
な
い
ぞ

マ
ジ
で
す
か

そ
ん
な
人

存
在
す
る
ん
で
す
ね

だ
よ
な

ま
あ
あ
い
つ
が
唯
一
天
か
ら

え
ら
れ
な
か

た
の
は
胸
く
ら
い
だ
あ
は
は
は

は 
そ
の

間
に

ス
プ
リ
ン
ガ

の
顔
の
す
ぐ
横
を

り
を
あ
げ
て
矢
が
通
り
過
ぎ
た

 
当
然
そ
の
矢
を
放

た
の
は
ラ
キ
ア
で
あ
る

お

お
い

何
し
や
が
る

危
な
い
だ
ろ

フ
ン

 
ラ
キ
ア
は
逆
に
ス
プ
リ
ン
ガ

を
じ
ろ
り
と

み

 
ス
プ
リ
ン
ガ

は
す
ご
す
ご
と
引
き
下
が

た



 第９５６話 リベンジマッチの混乱

く

そ

ま
と
も
に
や
り
合

て
も
あ
い
つ
に
は
絶
対
勝
て
ね
え

ラ
キ
ア
さ
ん

て
本
当
に
何
で
も
出
来
る
ん
で
す
ね

ま
あ
な

あ
い
つ
は

か
ら
完

超
人
だ

た
ん
だ
よ

 
よ
く
も
ま
あ
こ
ん
な

え
な
い
俺
と
一

に
な

て
く
れ
た
も
ん
だ

 
そ
れ
は
珍
し
い
ス
プ
リ
ン
ガ

の

気
で
あ

た

今
の

凄
い

力
で
し
た
け
ど

ラ
キ
ア
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

 
い
つ
も
の

み
た
い
に
ご
つ
い
近
接
武
器
の
方
が
好
き
な
ん
で
す
か

そ
り

か
ら
だ
な

あ
い
つ
は
何
の
ゲ

ム
を
や

て
も

 
と
り
あ
え
ず
ご
つ
い
お

さ
ん
キ

ラ
を
選
ぶ
ん
だ
よ

ご
つ
い

 
そ
う

い
た
ヒ
ル
ダ
は

も
し
か
し
た
ら
と
思
い

ス
プ
リ
ン
ガ

を
ガ
ン
見
し
た

 
そ
の

線
の
意
味
に
気
付
い
た
ス
プ
リ
ン
ガ

は

ヒ
ル
ダ
の
想
像
を

て
て
否
定
し
た

い
や
い
や

俺
は
普
通
だ
よ

中
肉
中
背
の

ど
こ
に
で
も
い
る
お

さ
ん
だ
か
ら
ね

本
当
で
す
か

い
や
い
や

マ
ジ
だ

て
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ヒ
ル
ダ
は
そ
の
ま
ま
当
初
の
目
的
を
忘
れ
ス
プ
リ
ン
ガ

と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
し
ま

た

 
こ
れ
は
ス
プ
リ
ン
ガ

の
凄
ま
じ
く
高
い
社
交
性
の
賜
物
で
あ

た
が

 
今
日
ば
か
り
は
そ
れ
が
完
全
に
裏
目
に
出
た

そ
の
ま
ま
ス
プ
リ
ン
ガ

達
の
下
を
去
り

 
し
ば
ら
く
し
て
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
の
事
を
相
談
し

ね
た
事
に
気
が
付
い
た
ヒ
ル
ダ
は

 

て
て
ス
プ
リ
ン
ガ

の
所
に

ろ
う
と
し
た
の
だ
が
時

に

し

 

に
ビ

コ
相
手
の
布

が
始
ま

て
し
ま
い
ヒ
ル
ダ
は
仕
方
な
く
自
分
も
配
置
に
つ

い
たま

ず
い
ま
ず
い
ま
ず
い

だ

大
丈
夫
か
な

 
そ
し
て
戦

が
開
か
れ

味
方
か
ら
一

に
遠

攻
撃
が
飛
ん
だ

 
そ
れ
を
受
け

ビ

コ
が
大
空
へ
と
舞
い
上
が
る

よ
し

盾
を

え
ろ

 

を
持

て
い
て
は
盾
を

え
る
事
は
出
来
な
い

 
な
の
で
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
が
考
え
た
の
は

二
人
ひ
と
組
に
な

て

 
射
手
と
盾
役
を
セ

ト
と
し

攻
撃
役
と
防
御
役
を

宜
に
交
代
す
る
事
で
あ

た

 
ビ

コ
の
攻
撃
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
ノ

ク
バ

ク

果
を

う

ば
た
き
と
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そ
れ
に
付

す
る
金
属
製
の

飛
ば
し

 
そ
れ
に
足
で
味
方
を
持
ち
上
げ
て
高
所
か
ら
落
と
す
と
い
う
攻
撃
で
あ
る

 
両
手
で
盾
を
た
だ

え
る
だ
け
な
ら
何
の
ス
キ
ル
も
必
要
が
な
く
誰
に
で
も
可
能
で
あ
り

 
盾
を

め
に
す
れ
ば
ノ

ク
バ

ク

果
も

え
ら
れ
る
上
に

 
盾
が
敵
の
巨
大
な
足
で
持
ち
去
ら
れ
て
も
盾
役
が
手
を
離
せ
ば
空
に
連
れ
去
ら
れ
る
事
も
な

く 
つ
い
で
に
落
ち
て
き
た
盾
を

候
が
回
収
す
る
事
で

再
利
用
す
る
事
が
出
来
る

 
資
金
を
豊

に
投
入
し
て
盾
を
多
く
揃
え
た
甲
斐
も
あ

て

 
し
ば
ら
く
戦
場
は

ま

た
く
危
な
げ
な
く

調
に

移
し
て
い

た

ど
う
や
ら
心
配
し
す
ぎ
た
か
な

 
ヒ
ル
ダ
も
そ
の
安
定
ぶ
り
に

や
や
気
が
緩
ん
で
き
て
い
た

 
だ
が
敵
の

が
半
分
を
切

た

間
に
そ
れ
は

こ

た

 
ビ

コ
が
攻
撃
を
や
め

こ
の
広
場
の
入
り
口

 
つ
ま
り
は
⻄
門
へ
と
繋
が
る
通
路
の
真
上
に
移
動
し

空
中
で
静
止
し
た
の
だ

何
か
や

て
く
る
か
も
し
れ
な
い

絶
対
に
敵
か
ら
目
を
離
す
な
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全
員
が
ビ

コ
に
向
け
て
盾
を

え

そ
ち
ら
に
注

し
た
そ
の

間
に

 
い
き
な
り
背
後
か
ら

大

の
魔
法
が
こ
ち
ら
に
向
け
て
降
り
注
い
で
き
た

何
だ
と

う
お
お
お
お

見
ろ

奥
に
何
か
い
る
ぞ

 
ヒ
ル
ダ
も

に
魔
法
の
直
撃
を
く
ら
い
自
分
に
ヒ

ル
を
か
け
た
後
後
方
に
目
を
や

た

あ

や

や

ぱ
り
来
た

 
そ
こ
に
は
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
の
集
団
が
大

に

を
あ
ら
わ
し
て
お
り

 
ヒ
ル
ダ
は
情
報
を
伝
え
そ
こ
な

た
事
を
後
悔
し
つ
つ
も

 
自
分
の
仕
事
を
果
た
す

に

仲
間
に
ヒ

ル
を
か
け
ま
く

た

く
そ

先
に
あ
い
つ
ら
を
片
付
け
な
い
と

で
も
凄
い

幕
だ
ぞ

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ

く
そ

全
然
あ

ち
に
近

け
ね
え

 
そ
ん
な
彼
ら
を
更
に

劇
が
襲
う

ビ

コ
が
再
び

ば
た
き
始
め
た
の
だ

 
そ
の
せ
い
で

安
易
に
ビ

コ
に
背
を
向
け
て
し
ま

た
何
組
か
が
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手
に
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
側
に
飛
ば
さ
れ
即
死
し
て
し
ま
う
と
い
う
ケ

ス
が
目
立
ち
始
め
た

 
も

と
も
こ
れ
は
ど
う
し
よ
も
な
い
こ
ち
ら
は
両
側
か
ら
の

幕
の
真

中
に
い
る
の
だ

ど

ち
に
向
け
て
も
地
獄
か
よ

死
ね

バ
開
発

せ

か
く

調
だ

た
の
に

 
だ
が
こ
う
な

て
し
ま

た
以
上

愚
痴
を
言

て
い
て
も
始
ま
ら
な
い

 
と
に
か
く
何
と
か
す
る
し
か
な
い
の
だ

そ
れ
は
皆
が
分
か

て
い
る

 
だ
が
分
か

て
い
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
も
あ
る

 
ル
シ
パ

や
サ

タ
ン
そ
れ
に
ラ
キ
ア
ク
ラ
ス
で
さ
え
前
後
か
ら

ま
れ
る
の
は
か
な
り

き
つ
い

 
フ

ブ
ニ
ル
は
い
い
指

に
な
れ
る
素
質
を
秘
め
て
い
る
が

ま
だ

験
が
足
り
な
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
ヒ
ル
ダ
は
ヒ

ル
に
追
わ
れ
て
お
り

り
を
見
る
余

は
な
い

 
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
の
連
中
は

す
る
ば
か
り
だ

 
こ
う
し
て
⻄
門
攻
略
チ

ム
は
ま
さ
か
の
二
日
連
続
の
敗
北
を

し

 
ビ

コ
の
前
に

を

す
事
と
な

た
の
だ

た
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私
が
ち

ん
と
情
報
を
伝
え
て
い
れ
ば

 
ヒ
ル
ダ
は
悔
や
ん
だ
が

時
間
が

き

る

で
は
な
い

 

め
て
街
に

た
ヒ
ル
ダ
は
か
な
り
落
ち
込
み

と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
て
い
た
が

 
そ
ん
な
ヒ
ル
ダ
に
声
を
か
け
て
く
る
者
が
い
た

北
門
の
攻
略
を
終
え
た
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

お
い
ヒ
ル
ダ

分
元
気
が
無
い
み
た
い
だ
が

ま
さ
か
負
け
た
の
か

う

う

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
馬

お
い
お
い

落
ち
着
け

て

と
り
あ
え
ず
何
が
あ

た
の
か
話
し
て
み
ろ

う

う
ん

 
そ
し
て
ヒ
ル
ダ
は
戦
闘
の

を
ハ
チ
マ
ン
に
伝
え
ハ
チ
マ
ン
は
難
し
い
顔
で

組
み
を
し

た
そ
り

き
つ
い
な
⻤
畜
す
ぎ
だ
ろ
初
見
殺
し

て
奴
だ
な
ま
あ
で
も
次
は
平
気
だ
ろ

う

ん

ど
う
な
ん
だ
ろ

ま
あ
頑
張
れ

て
さ
す
が
に
俺
達
が
手
伝
い
を

し
出
て
も
ル
シ
パ

に
断
ら
れ
る
だ
ろ

ま

ま
あ
ね



 第９５６話 リベンジマッチの混乱

 
ハ
チ
マ
ン
は

⻄
門
の
裏
か
ら
キ
ン
グ
・
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
を
狙
撃
す
れ
ば

 
お
そ
ら
く
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
の
集
団
は

場
し
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
が

 
ま
だ
ジ

ラ
ト
リ
ア
や
北
東
門
方
面
の
調
査
と
い
う
名
の
中
ボ
ス
狩
り
を
終
え
て
い
な
い
今

 
ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は
せ
め
て
あ
と
二
日
は
⻄
門
チ

ム
が
ビ

コ
を
突
破
出
来
な
い
の
が

望
ま
し
い

ま
あ
い
ざ
と
な

た
ら
乱
入
し
て
や
る
か
ら

し
ば
ら
く
自
力
で
頑
張

て
み
ろ

て

分
か

た

そ
れ
じ

あ
頑
張

て
み
る

 
ハ
チ
マ
ン
に
説
得
さ
れ

ヒ
ル
ダ
は
大
人
し
く
引
き
下
が

た
が

 
そ
の
次
の
日
も

ま
た
次
の
日
も

⻄
門
チ

ム
は
ビ

コ
を
突
破
出
来
な
か

た
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第
９
５
７
話
 
カ
ゲ
ム
ネ

タ
ン
ク
を
学
ぶ

 
北
門
を
突
破
し
た
後

一
日
準
備
の

に
空
け
た
後

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
は
ビ

ビ

達
と
行
動
を
共
に
し

調
に
中
ボ
ス
の
討
伐
を
進
め
て
い
た

 
戦
闘
は
か
な
り
安
定
し
て
お
り
強
力
な
敵
が
出
て
来
よ
う
と
も
ま

た
く
崩
れ
る
様
子
は

な
い

 
カ
ゲ
ム
ネ
が
タ
ン
ク
と
し
て
キ

チ
リ
機
能
し
て
い
る
と
い
う
の
が
理
由
と
し
て
は
と
て

も
大
き
い

 
能
力
が
下
が

た
は
ず
な
の
に
何
故
こ
こ
ま
で
ス
ム

ズ
に
事
が
運
ん
で
い
る
か
と
い
う
と

 
実
は
カ
ゲ
ム
ネ
が
タ
ン
ク
に
な

た
次
の
日

 
ハ
チ
マ
ン
が
カ
ゲ
ム
ネ
を

り
る

に

ユ

ジ

ン
に
会
い
に
来
て
い
た
の
だ

カ
ゲ
ム
ネ
を

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
が

ど
う
す
る
ん
だ

何

た
分
の

験

を

ぐ
手
伝
い
を
し
て
や
ろ
う
と
思

て
な

い

い
い
の
か

お
う

ま
あ
俺
に
も
カ
ゲ
ム
ネ
に

暗
に
タ
ン
ク
を

め
た

任
が
あ
る
か
ら
な
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そ
し
て
カ
ゲ
ム
ネ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
部
メ
ン
バ

と
共
に
狩
り
に
参
加
す
る
事
と
な

た

 
全
員
で
は
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
ジ

ラ
ト
リ
ア

の
探
索
を
進
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ

た
か
ら
だ
が

 
そ
れ
で
も
十
分
な

験

を

ぐ
事
が
出
来

カ
ゲ
ム
ネ
は
必
要
な
ス
キ
ル
を
取
得
し

 
ス
テ

タ
ス
も
タ
ン
ク
と
し
て

正
な
物
に

り
直
す
事
に
よ

て

 
最
前
線
に
立

て
も
ま

た
く
問
題
な
い
力
を
手
に
入
れ
る
事
が
出
来
た
の
だ

 
そ
し
て
そ
の
日
の
深
夜

カ
ゲ
ム
ネ
は
ハ
チ
マ
ン
に
誘
わ
れ

ア
ル
ン
の
訓
練
場
に
い
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

今
日
は
お
か
げ
で
助
か
り
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
だ

を
言
う
の
は

い
ぞ

こ
ん
な
時
間
に
呼
び
出
し
た
の
は

 
お
前
の

の
装
備
を
持

て
き
た
か
ら
だ

 
ナ
タ
ク
が
頑
張

て
完
成
さ
せ
て
く
れ
た
か
ら

め
に

し
た
い
と
思

て
な

な

何
か
ら
何
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

難
く

し
ま
す

お
う

ま
あ
そ
の
代
わ
り

う
ち
で
人
手
が
必
要
な
事
が
あ

た
ら
手
伝

て
く
れ
よ

は
い

必
ず

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

カ
ゲ
ム
ネ
に
漆
黒
の
剣
と
盾
と

一
式
を
差
し
出
し
て
き
た
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や

ぱ
り
カ
ゲ
ム
ネ

て
言

た
ら
黒
だ
よ
な

こ

こ
れ
は

 
さ
す
が
に
ル

セ
ン
フ
リ

ド
や

フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ

 
も
し
く
は
ハ
ロ
・
ガ
ロ
ク
ラ
ス
の
装
備
は
素
材
が
足
り
な
く
て
作
れ
な
か

た
が

 
さ
す
が
は
ナ
タ
ク
の
手
に
よ
る
装
備
だ
け
あ

て

 
そ
の

は
カ
ゲ
ム
ネ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
に
加
わ

た
と
言
わ
れ
て
も
信
じ
て
し
ま
う

 
強
者
感
が

れ
る
デ
ザ
イ
ン
を

る

素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
あ

た

速
着
て
み
て
く
れ

は
い

 
カ
ゲ
ム
ネ
は

張
し
な
が
ら
そ
の
装
備
を
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま
い

 
メ
ニ

を
使

て

に
装
備
し
て
い

た

お
お

何
か
力
が

れ
て
く
る
気
が
し
ま
す

ハ
イ
エ
ン
ド
の
素
材
が
無
く
て

余

て
る
素
材
で
作

た
ん
だ
が

 
気
に
入

て
も
ら
え
た
な
ら
良
か

た
よ

こ

こ
れ
で
余
り
の
素
材
な
ん
で
す
か



 第９５７話 カゲムネ、タンクを学ぶ

お
う

何
か
悪
い
な

い

い
え

こ
れ
で
も
俺
に
は
過
分
な
装
備
で
す
か
ら

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
恐

し
た
よ
う
に

て
て
首
を
横
に

た

 
カ
ゲ
ム
ネ
か
ら
す
れ
ば

明
ら
か
に
も
ら
い
す
ぎ
だ
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

ん

そ
う
か

そ
ん
な
事
な
い
だ
ろ

そ
も
そ
も
お
前
が
タ
ン
ク
を
や
る
事
に
な

た
の
も

 
俺
が
そ
う
仕
向
け
た
せ
い
で
も
あ
る

だ
し

そ
れ
で
も
で
す

そ
う
か

お
前
は

虚
だ
な

あ
は
は
は
は

 
カ
ゲ
ム
ネ
は

本
的
な
金
銭
感
覚
的
な
物
が
違
い
す
ぎ
る
と
天
を

い
だ

 
同
時
に
ヴ

ル
ハ
ラ
に
と

て
は
本
当
に
大
し
た
物
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

 
ヴ

ル
ハ
ラ
へ
の
尊
敬
を
新
た
に
し
た

と
こ
ろ
で
カ
ゲ
ム
ネ

ま
だ
時
間
は
大
丈
夫
か

は
い

平
気
で
す

そ
れ
じ

あ
装
備
の
慣
ら
し
と
い
く
か

 
あ
と

ユ
イ
ユ
イ
を
呼
ん
で
お
い
た
か
ら

色
々
教
え
て
も
ら
う
と
い
い
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ユ
イ
ユ
イ
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
え
る
ん
で
す
か

そ
れ
は
願

て
も
な
い
で
す

 
タ
ン
ク
と
し
て
は
新

な
の
に
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
は
カ
ゲ
ム
ネ
以
上
の
タ
ン
ク
が
い
な
い

 
身
近
に
い
い
指

者
が
い
な
い
カ
ゲ
ム
ネ
に
と

て

そ
の
提
案
は

り
に
船
で
あ

た

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
ユ
イ
ユ
イ
が
到
着
し

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
タ
ン
ク
と
し
て
の
基
本
技
術
を
ユ
イ
ユ
イ
に
叩
き
こ
ま
れ
る
事
と
な

た

え

と
ま
ず
は

何
か
ら
教
え
れ
ば
い
い
か
な

そ
れ
な
ら
敵
の
突
進
の
止
め
方
を
是
非
お
願
い
し
ま
す

あ

確
か
に
今
必
要
な
の
は
そ
れ
だ
よ
ね

え

と
ね

 
そ
ん
な
ユ
イ
ユ
イ
を
見
て

ハ
チ
マ
ン
は
ハ

と
し
た

し
ま

た

ユ
イ
ユ
イ
は
思
い

き
り
感
覚

だ

た

大
丈
夫
な
の
か

 
そ
う
不
安
に
思
い
な
が
ら
ユ
イ
ユ
イ
を
見
守

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
の

に

 
思
い
も
よ
ら
ず

整
然
と
し
た
説
明
の
言
葉
が
飛
び
込
ん
で
き
た

え

と
ね

ま
ず
絶
対
な
の
が
ア
イ
ゼ
ン
倒
立
ね

 
そ
れ
で
も

目
そ
う
な
ら
ヒ

ル
ア
ン
カ

も

用
か
な
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目
か
ど
う
か
は
戦
闘

験
を

め
ば
分
か

て
く
る
か
ら
ね

 
後
は
受
け
る
体
勢
か
な

を
こ
う

く
し
て

相
手
に
向
け
て
半
身
に
な

て

 
相
手
の
運
動
方
向
と
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る
と
飛
ば
さ
れ
る
か
ら
ち

と
方
向
を
ず
ら
し

て 
そ
の
ユ
イ
ユ
イ
の
説
明
は

実
に
理
路
整
然
と
し
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
ユ
イ
ユ
イ
の
顔
を
二
度
見
し
た

ん

ど
し
た
の

 
そ
の

線
に
気
付
き

ユ
イ
ユ
イ
が
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
て
首
を

げ
た

い

い
や

て

き
り

え

と

敵
が
こ
う
く
る
か
ら

こ
う

バ

と
止
め
て

 
そ
の
後
は
盾
を
ぐ

て
し
て

ガ
シ

て
感
じ
か
な

 
と
か
説
明
す
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
た
か
ら

そ
れ
あ
た
し
の
真
似

全
然
似
て
な
い
し

い

い
や

高
校
の
時
の
お
前
は
こ
ん
な
か
わ
い
い
感
じ
だ

た
ろ

凄
い
無
理
や
り
感

て
か
そ
れ
絶
対
に
褒
め
て
な
い
よ
ね
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ユ
イ
ユ
イ
は

と

を

ら
ま
し

ハ
チ
マ
ン
を

か

か
と
叩
い
た

 
そ
れ
に
よ

て
ユ
イ
ユ
イ
の
た
わ
わ
な
二
つ
の

ら
み
が
激
し
く

れ
る

悪
い
悪
い

イ
メ

ジ
が
違
い
す
ぎ
て
ち

と
驚
い
て
た
ん
だ

 

分
と
理

的
に
説
明
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
ん
だ
な

あ
た
し
だ

て
い
つ
ま
で
も
子

じ

な
い
し

い
や

ま
あ
お
前
を
子

だ
と
思

た
事
は
な
い
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

う

か
り
ユ
イ
ユ
イ
の
胸
元
に

線
を
走
ら
せ
た

 
当
然
そ
れ
は
ユ
イ
ユ
イ
に
察
知
さ
れ
て
し
ま
う

ち

ど
こ
見
て
言

て
る
し

 
ユ
イ
ユ
イ
は

胸
を

し
な
が
ら
じ
ろ

と
ハ
チ
マ
ン
を

ん
だ
後

ス

と
目
を

め
た

ど
う
せ

そ
う
い
う
仕

が
男
を
勘
違
い
さ
せ
ち

う
ん
で
す
よ
気
を
つ
け
て
下
さ
い
ね

 
と
か
思

て
た
ん
で
し

な

何
で

の
俺
の
心
が
正
確
に

め
る
ん
だ
よ

お
前

タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ラ

か
何
か
な

の
う
わ

当
た

て
た
ん
だ

ユ
キ
ノ
ン
が

ヒ

じ

な
く
て
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ハ
チ
マ
ン
は
絶
対
に
そ
う
い
う
事
を
考
え
て
る
は
ず
だ
か
ら

て
言

て
た
の
当
た

て
た

ん
だユ

キ
ノ
が
サ
イ
コ
メ
ト
ラ

だ

た
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
の

察
力
に
今
更
な
が
ら
恐
怖
を

き
つ
つ

 
他
に
も
知
ら
れ
て
は
い
け
な
い
自
分
の
内
心
を

ま
れ
て
い
な
か

た
か
と
ビ
ク
つ
い
た
が

 
よ
く
考
え
る
と
ユ
キ
ノ
に
胸
関
連
の
事
で
苦
情
を
言
わ
れ
た
記
憶
が
無
か

た

 
た
ま
た
ま
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
直
し
た

ま
あ
そ
れ
は
置
い
て
お
い
て
だ
な
ユ
イ
ユ
イ
も
真
面
目
な
意
味
で
大
人
に
な

た
な
え
ら

い
ぞそ

の
言
い
方
が
子

扱
い
し
て
る

て
言

て
る
の

別
に
そ
ん
な
つ
も
り
は
無
い
ん
だ
け
ど
な

本
当
に

お

お
う

 
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
て

何
か
を
決
意
し
た
よ
う
に
胸
を

す
の
を
や
め

 
顔
を

く
し
て
そ

を
向
き
な
が
ら

両
手
を
体
の
後
ろ
で
組
ん
で
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・胸
・か
・ら

ハ
チ
マ
ン
に
近
付
い
て
い

た

本
当
に
大
人
だ
と
思

て
る
な
ら

ち

ち

と
だ
け
触

て
み
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に

直
し
た

こ
う
い
う
攻
め
は
ハ
チ
マ
ン
が
一
番
苦
手
と
す
る
所
で

あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
困

た
顔
で
カ
ゲ
ム
ネ
を
見
た
が

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
自
分
は
何
も
見
て
い
ま
せ
ん

い
て
い
ま
せ
ん
と
い
う
風
に
後
ろ
を
向
き
な
が

ら 
鳴
ら
な
い
口

を
ヒ

ヒ

い
て
い
た

 
そ
れ
で
カ
ゲ
ム
ネ
は
助
け
て
く
れ
る
気
が
無
さ
そ
う
だ
と
思
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
仕
方
な
し
に
ユ
イ
ユ
イ
の
方
に
向
き
直

た

お

落
ち
つ
け

ユ
イ
ユ
イ
は
き

と
疲
れ
て
る
ん
だ

 
今
度
ス
ト
レ
ス
解
消
に
ど
こ
か
に
遊
び
に
連
れ
て

て
や
る
か
ら

な

ス
ト
レ
ス

ス
ト
レ
ス

て
い
う
か

今
は
欲
求
不
ま

 
そ
う
言
い
か
け
た
ユ
イ
ユ
イ
は
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に

り
こ
く
り
わ
た
わ
た
と
両
手

を

た
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あ

い
や

今
の
は
冗
談

冗
談
だ
か
ら
ね

 
こ
ん
な
時
間
だ
か
ら
ち

と
テ
ン
シ

ン
が
お
か
し
く
な

て
た

お

お
お

も
ち
ろ
ん
分
か

て
る
ぞ

大
人
の
時
間

な
の
が
悪
い

だ
よ
ね

大
人
の
時
間
だ
も
ん
ね

あ
は
は
は
は

 
カ
ゲ
ム
ネ
は

ア
ダ
ル
ト
的
な
意
味
で
の
大
人
な
の
で
は

な
ど
と
思

た
が

 
そ
ん
な
突

込
み
が
出
来
る
は
ず
も
な
く

ま
る
で
岩
の
よ
う
に
動
か
な
か

た

 
だ
が
実
は
カ
ゲ
ム
ネ
は

内
心
で
ハ
チ
マ
ン
へ
の
尊
敬
を
深
め
て
い
た

何
で
こ
れ
で
ギ
ル
ド
内
の
人
間
関
係
が
破

し
な
い
ん
だ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
凄
す
ぎ
で

す
そ

そ
れ
じ

あ
カ
ゲ
ム
ネ
の
訓
練
を
再
開
し
よ
う

そ

そ
う
だ
ね

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
気
を
取
り
直
し
た
三
人
は

再
び
タ
ン
ク
の
訓
練
を
開
始
し
た

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
ユ
イ
ユ
イ
の
丁

な
指

の
お
か
げ
で
基
本
を
し

か
り
学
ぶ
事
が
出
来

 
無
事
に
ユ
イ
ユ
イ
の
お

付
き
を
も
ら
う
事
が
出
来
た
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ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ユ
イ
ユ
イ
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

カ
ゲ
ム
ネ
君

飲
み
込
み
が

く
て
い
い
ね

そ

そ
う
で
す
か

お
う

見
て
た
だ
け
の
俺
で
も
そ
う
感
じ
た
ぞ

 
よ
し

そ
れ
じ

あ
最
後
の

験
と
い
く
か

カ
ゲ
ム
ネ

俺
を
止
め
て
み
て
く
れ

あ

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
と
カ
ゲ
ム
ネ
は
訓
練
場
の
真
ん
中
で
対
峙
し
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
の

を

開
始
し
た

 
そ
の

が
完
成
し
た

間
に

ハ
チ
マ
ン
は
ニ
コ
ラ
ス
に
変
化
し

 
間

入
れ
ず
に
カ
ゲ
ム
ネ
に
突
進
し
た
が

カ
ゲ
ム
ネ
は
ま

た
く
動
じ
た
様
子
も
見
せ
ず

 
静
か
に
盾
を

え

じ

と
ハ
チ
マ
ン
の
動
き
を
観
察
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

ほ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
感
心
し
つ
つ
カ
ゲ
ム
ネ
の
直
前
で
横
に
飛
び

め
か
ら
カ
ゲ
ム
ネ
に
突
進
し

た
が

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
動
き
に
キ

チ
リ
対
応
し
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見
事
に
ハ
チ
マ
ン
の
突
進
を
受
け
止
め
て
み
せ
た

や

た
ね

 
ユ
イ
ユ
イ
は
喜
び

ハ
チ
マ
ン
も
変
身
を
解
い
て
カ
ゲ
ム
ネ
の

を
叩
い
た

合
格
だ

俺
の
動
き
を
よ
く
見
て
い
た
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ち

と
自
信
が
つ
き
ま
し
た

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と
こ
ち
ら
に
何
度
も

を
下
げ
な
が
ら
去

て

い

た
あ
い
つ
は
い
い
タ
ン
ク
に
な
り
そ
う
だ
な

だ
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
に
帰
ろ
う
と
し
た
が

 
そ
の
道
中
で

ト
ボ
ト
ボ
と
歩
く
ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
見
か
け
た

う
わ

背
仲
が

い
て
る
な

 
そ
の

感

れ
る
様
子
に
二
人
は
絶

し
た
が

そ
の
声
が

こ
え
た
の
だ
ろ
う

 
二
人
は
バ

と
顔
を
上
げ
す
ぐ
に
ハ
チ
マ
ン
を
見
付
け
す
ご
い
勢
い
で
こ
ち
ら
に
や

て
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き
たハ

チ
マ
ン
さ
ん

さ
ん
が

さ
ん
が
突
破
出
来
ま
せ
ん

何
な
の
よ

も
う

本
当
に
何
な
の
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
の
剣
幕
に

ど
う
し
た
も
の
か
と

を
ボ
リ
ボ
リ
と

い
た
の
だ

た



 第９５８話 それは強者にのみ許される

 
第
９
５
８
話
 
そ
れ
は
強
者
に
の
み
許
さ
れ
る

あ

二
人
と
も

と
り
あ
え
ず
俺
が

い
物
で
も

て
や
る
か
ら
つ
い
て
こ
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
人
目
が
気
に
な
る
事
も
あ
り

二
人
を

味
処
へ
と
誘

た

 
当
然
の
よ
う
に
ユ
イ
ユ
イ
も
つ
い
て
き
た
が
最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
だ

た
の
で
問
題
は
無

か

た

 
む
し
ろ
こ
こ
で
一
人
に
さ
れ
る
事
の
方
が

ハ
チ
マ
ン
的
に
は
つ
ら
い
の
で
あ
る

 
そ
し
て
店
に
入

て
注
文
を
し

す
ぐ
に
商
品
が
運
ば
れ
て
き
た

 
そ
れ
で
落
ち
着
い
た
の
か

二
人
は
ハ
チ
マ
ン
に
問
わ
れ
る
ま
ま
に

 
こ
の
二
日
間
の
出
来
事
を
語
り
始
め
た

で

日
と
今
日
は
ど
ん
な
感
じ
だ

た
ん
だ

 
思
い
出
し
た
く
も
な
い
と
い
う
風
な
顔
を
し
つ
つ
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ぼ
そ

と
こ
う

い
た

フ
ル
ボ

コ
な
る
ほ
ど

え

と

日
は
で
す
ね
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さ
す
が
に
そ
れ
で
は
説
明
不
足
だ
と
思

た
の
だ
ろ
う
ヒ
ル
ダ
が
横
か
ら
口
を

ん
で
き
た

ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
が

く
所
に
あ
ら
か
じ
め
戦
力
を
置
い
て
お
こ
う
と
思

た
ん
で
す
よ

ま
あ
セ
オ
リ

だ
よ
な

普
通
だ
よ
ね

で
も
そ
れ
が
逆
に

最
初
か
ら
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
を

か
せ
る
事
に
な

ち

て

あ
あ

味
方
の

置
も
ト
リ
ガ

に
な

て
た
の
か

は
い

え

と

味
方
が
奥
に
進
む
と
し
て
も

 
ど
う
し
て
も
ビ

コ
に
も
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
光
景
を
イ
メ

ジ
し

す
ぐ
に

い
た

確
か
に
そ
う
だ
な

無
防
備
の
ま
ま
戦
場
を
突

切
る
の
は
無
理
だ

で
そ
の
せ
い
で
上
に
ば

か
り
気
を
取
ら
れ
ち

て
正
面
に
敵
が

い
た
事
に
気
付
か

ず
に

 
不
意
を
突
か
れ
て
近

離
か
ら
敵
の
魔
法
を
受
け
て
で
す
ね

 
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
担
当
部

が
あ

さ
り
全
滅
し
ち

た
ん
で
す
よ

う
わ

や
ば
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そ
う
い
う
事
か

そ
れ
じ

あ
立
て
直
し
は
難
し
い
な

は
い

ま
あ
そ
う
い
う
感
じ
で
す

で

今
日
は
そ
れ
も

め
て
慎
重
に
進
ん
だ
ん
で
す
が

 
別
働

が
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
の

地
に
近
付
い
た

間
に

 
今
度
は
ビ

コ
が
そ

ち
に
移
動
し
て
着
地
し
た
と
思

た
ら

急
に
強
く

あ
あ
も
し
か
し
て
そ
こ
で
キ
ン
グ
が
ビ

コ
に
乗
り
込
ん
だ
と
か
そ
ん
な
感
じ
の
設
定
か

な
る
ほ
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

し
つ
つ

口
に
出
し
て
は
そ
う
言
う
に

め
た

も
う
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

そ
れ

て
タ
ン
ク
が
し

か
り
と
ビ

コ
の
タ
ゲ
を
と

て
お
け
ば
防
げ
た
り
し
な
い
の
か

 
話
を

い
て
る
と
ビ

コ
が
思
い

き
り
フ
リ

の
ま
ま
に
な

て
る
気
が
す
る
ん
だ
が

そ
れ
が
出
来
れ
ば
苦
労
し
な
い
ん
で
す
け
ど
ね

 
ヒ
ル
ダ
は
そ
う
言

て
テ

ブ
ル
に
突

伏
し

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
そ
の
後
に
続
い
た

そ
も
そ
も
あ
い
つ
の
タ
ゲ
を
と

て
無
事
で
い
ら
れ
る
タ
ン
ク
な
ん
か
い
る
の
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飛
ん
で
く
る

は
ま
だ
し
も
敵
に
捕
ま
れ
た
ら
体
を
上
空
に
持

て
か
れ
ち

う
じ

な

い 
も
し
盾
だ
け
で
済
ん
だ
と
し
て
も

そ
の
間
無
防
備
に
な

ち

う
し

 
予
備
の
盾
を
持

て
お
く

て
言

て
も
限
度
が
あ
る
わ
よ
ね

 
ま
あ
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る

そ
の

り
は
ど
う
な
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
実
は
可
能
な
事
は
分
か

て
い
た
が
二
人
に
自
覚
さ
せ
る

に

え
て
ユ
イ
ユ

イ
に

ね
た

ど
う
な
ん
だ

ユ
イ
ユ
イ

ん

別
に
余

み
た
い
な

だ
そ
う
だ
ぞ

え

余

な
ん
で
す
か

え

だ

て

ホ

ル
ド
ウ

ポ
ン
と
か
ヘ
ヴ

ウ

イ
ト
を
使
う
だ
け
だ
し

 
ま
あ
強
制
イ
ベ
ン
ト
と
か
で
敵
が
動
い
ち

う
の
は
仕
方
な
い
と
思
う
け
ど

 
そ
れ
以
外
で
タ

ゲ

ト
が
他
に
移
る

て
の
は
ち

と
考
え
ら
れ
な
い
な

 
そ
の
説
明
を

い
た
二
人
は
驚
愕
し
た



 第９５８話 それは強者にのみ許される

そ
ん
な
ス
キ
ル
が
あ
る
ん
で
す
か

う
ち
の
タ
ン
ク
連
中
は
そ
ん
な
事
は
一
言
も

あ

多
分
Ｖ

Ｔ
が
全
然
足
り
て
な
い
ん
じ

な
い
か
な

 
あ
ま
り
に
も
取
得

件
よ
り
も
Ｖ

Ｔ
が
少
な
い
と

リ
ス
ト
に
す
ら
出
て
こ
な
い
し

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

 
二
人
は
絶
望
的
な
表
情
を
し
た

 
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
れ
を
見
て

何
と
か
し
て
あ
げ
て
と
い
う

線
を
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
た

 
正
直
ジ

ラ
ト
リ
ア
側
か
ら
キ
ン
グ
・
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
を
狙
撃
す
れ
ば
そ
れ
で
終
わ
る
話
な
の

だ
が

 
今
日
の
探
索
結
果
が
ま
だ

い
て
な
い
以
上

安
易
に
確
約
は
出
来
な
い

 
つ
い
で
に
言
う
と
下
手
に
手
を
出
し
て
ル
シ
パ

達
か
ら
色
々
言
わ
れ
る
の
も
だ
る
か

た

さ

て

ど
う
す

か
な

こ
い
つ
ら
も
こ
ん
な
時
間
ま
で
頑
張

て
る
ん
だ
し

 
何
と
か
し
て
は
や
り
た
い
が
な

悪
い

ち

と
う
ち
の
進

況
を
確
認
し
て
く
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

を
立
ち
こ
ん
な
時
間
に
悪
い
な
と
思
い
つ
つ
レ
コ
ン
に
連
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を
入
れ
た

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ど
う
し
ま
し
た

も
し
か
し
て
報
告
に
つ
い
て
で
す
か

 
こ
ん
な
時
間
だ
か
ら

報
告
は
明
日
の
朝
に
し
よ
う
と
思

て
た
ん
で
す
が

だ
よ
な

悪
い

ち

と
急
ぎ
で

況
を
知
る
必
要
が
出
ち
ま

た
ん
だ
よ

そ
う
で
す
か

今
日
の
探
索
の
結
果

ほ
ぼ
全
て
の
探
索
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た

 
ク
エ
ス
ト
と
か
も
い
く
つ
か
あ

た
ん
で
す
が

全
て
ク
リ
ア
済
で
す

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

あ
り
が
と
な

レ
コ
ン

よ
し

こ
れ
な
ら
い
け
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い
キ
ン
グ
・
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
か
ら
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
も
手
に
入
れ

よ
う
と

 
そ
の
場
で
作
戦
を
考
え
始
め
た

そ
し
て
考
え
が

ま

た
ハ
チ
マ
ン
は
三
人
の
所
に

た
あ

お
帰
り

ど
う
だ

た

問
題
は
全
て
ク
リ
ア
し
た

つ
い
で
に
作
戦
も
考
え
て
き
た
ぞ

と
り
あ
え
ず
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
答
え

じ

と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
顔
を
見
た
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な

何

お
前
さ

シ
ノ
ン
に

・タ
・ダ
・で

無
矢
の

を
も
ら

た
よ
な

 
タ
ダ
で
物
を
も
ら
う
と
や

ぱ
り

し

な
い
気
分
に
な
る
だ
ろ

 

て
な

で
お
前
さ

明
日
一
人
で
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
の
方
の
相
手
を
し
ろ

え
え
え
え
え
え

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
ヒ
ル
ダ
は
そ
の
言
葉
に
驚
愕
し
た

初
期

置
か
ら
敵
に
向
か

て
矢
の
本

を
最
大
に

や
し
て
攻
撃
す
る
だ
け
で
い
い

 
と
に
か
く
撃
ち
ま
く
れ
ば
そ
れ
で
い
い
か
ら

そ

そ
れ
く
ら
い
な
ら

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

々
そ
れ
を

し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

で
も
そ
れ

 
全
部
の
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
が
ア
ス
モ
ち

ん
目

け
て
殺
到
し
て
く
る
ん
じ

か
も
し
れ
な
い
な

え
え
え
え
え

も
し
そ
う
な

た
ら
ど
う
す
れ
ば

そ
う
だ
な
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ハ
チ
マ
ン
は
少
し
考
え
た
後

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
見
て
ニ
ヤ
リ
と
し
た

大
人
し
く
死
ね

へ

 
ハ
チ
マ
ン
は
無

に
そ
う
言
い

二
人
の
目
は
点
に
な

た

冗
談
だ
冗
談

そ
う
だ
な

と
り
あ
え
ず
相
手
を
悩
殺
し
ろ

意
味
が
分
か
ら
な
い
わ
よ

だ
よ
ね

 
こ
こ
ま
で

観
し
て
い
た
ユ
イ
ユ
イ
も
さ
す
が
に
そ
う

い
た

あ
あ

お
前
は
色
欲
な
ん
だ
ろ

ト
カ
ゲ
の
オ
ス
く
ら
い
手

に
取
れ
な
く
て
ど
う
す
る

敵
に
性
欲
が
あ
る
な
ら
そ
う
す
る
わ
よ

お
 
そ
の
ド
正

な
返
し
に

ユ
イ
ユ
イ
と
ヒ
ル
ダ
は

手
を
し
た

む

確
か
に
一
理
あ
る
な

で
も
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

に
生
意
気
だ

 
調
子
に
乗
る
ん
じ

ね
え

こ
の

が

う
わ
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そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
乱
暴
な
返
し
に

ユ
イ
ユ
イ
は
少
し
引
い
た

 
そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
顔
を
真

に
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
抗
議
し
た

だ

誰
が

よ

 
先
日
そ
の
事
を
ヒ
ル
ダ
と
話
し
た
ば
か
り
だ

た

 
そ
の
言
葉
は
確
か
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

い
と
こ
ろ
を
突
い
て
い
た

お
前
だ
お
前

リ
ア
ル
と
比
べ
て
明
ら
か
に

り
過
ぎ
な
ん
だ
よ

う

何
か
心
が

い

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
は
当
然
ヒ
ル
ダ
に
も
飛
び

す
る

こ

こ
れ
は
男
共
に
夢
を
見
せ
る

の

出
よ

言
い

す
ん
な

要
す
る
に

じ

ね
え
か

い
い
か

本
物

て
の
は
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

チ
ラ
リ
と
ユ
イ
ユ
イ
の
方
に

線
を
走
ら
せ
た

 
ユ
イ
ユ
イ
は
さ
す
が
に
ど
ち
ら
の
味
方
を
す
る
の
も

ら
れ
た
の
か

 
我
関
せ
ず
と
い
う
風
に
よ
そ
見
を
し
て
い
た
が

 
釣
ら
れ
て
そ
ち
ら
を
見
た
二
人
は

も
し
か
し
た
ら

に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
ユ
イ
ユ
イ
が
時
々

が

た
よ
う
な
仕

を
見
せ
る
事
に
気
が
付
い
た
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こ
の
世
界
で
は

が

る
な
ど
と
い
う
事
は
あ
り
え
な
い

 
そ
れ
は
ま
さ
し
く
リ
ア
ル
巨

の
証

強
者
の
み
に
許
さ
れ
た
特
別
な
仕

な
の
で
あ
る

 
そ
の
事
に
気
が
付
い
た
二
人
は

て

を
落
と
し
た

さ
す
が
だ
な

ユ
イ
ユ
イ

へ

今
何
か
あ

た

い
や

こ

ち
の
事
だ

と
り
あ
え
ず
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

 
明
日
は
ち

ん
と
さ

き
言

た
通
り
に
す
る
ん
だ
ぞ

わ

分
か

た
わ
よ

や
れ
ば
い
い
ん
で
し

や
れ
ば

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ヤ
ケ
に
な

た
よ
う
に
そ
う
言
い
ハ
チ
マ
ン
は
満
足
げ
に
去

て
い

た

 
も
ち
ろ
ん
ユ
イ
ユ
イ
も
そ
の
後
に
続
い
た
が
ユ
イ
ユ
イ
は
去
り

に
二
人
に
手
を

て
く

れ 
そ
の
仕

が
ま
た
か
わ
い
か

た

二
人
は
と
て
つ
も
な
い
敗
北
感
に

れ
る
事
と
な

た

私
達
も
落
ち
よ

か

う
ん

 
そ
し
て
次
の
日

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
言
わ
れ
た
通
り



 第９５８話 それは強者にのみ許される

 

々
な
が
ら
で
は
あ

た
が
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
に
は
自
分
が
対
処
す
る
と
強
引
に
主
張
し

 
敵
の
集
団
が
出
て
き
た

間
に

そ
ち
ら
に
向
け
て
大

の
矢
を
放

た

も
う

死
ん
だ
ら
一
生
取
り
付
い
て

て
も
ら
う
ん
だ
か
ら

 

み
言
に
し
て
は

に
リ
ア
ル
な
事
を
言
う
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
で
あ

た
が

 
当
然
の
事
な
が
ら

死
ん
だ
ら
ヒ
ル
ダ

り
が

生
し
て
く
れ
る
だ
け
で
あ
る

 
だ
が
ま
さ
か
の
ま
さ
か

放

た
矢
が
敵
に

く
か

か
な
い
か
と
い
う
時
に

 
い
き
な
り
全
て
の
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
が
消
滅
し
た

え
え
え

こ
れ

を

や
す
と
攻
撃
力
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
ん
じ

な
か

た

け

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
言
う
通
り

本
当
に
何
と
か
な

ち

た

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
ヒ
ル
ダ
は

か
ん
と
し
た
が

そ
れ
は
他
の
者
も
同
じ
で
あ
る

えお
お

う
わ

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

て
ば
強
す
ぎ
じ

ね

シ
ノ
ン
に
も
ら

た
と
か
い
う
そ
の

の
せ
い
か
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さ
す
が
は

願
し
た
だ
け
の
事
は
あ
る
ね

む
む
む
む
む

と
に
か
く
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
は
倒
し
た

残
る
は
ビ

コ
だ
け
だ

撃

て
撃

て
う
ち
ま

く
れ

 
こ
う
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
謎
の
活
躍
に
よ
り
ビ

コ
は
無
事
に
倒
さ
れ
る
事
と
な

た

 
た
だ
ビ

コ
に
最
後
に
攻
撃
を
し
た
の
は
ラ
キ
ア
で
あ

た
が

 
そ
の
ロ
グ
に
敵
を
倒
し
た
と
い
う
文
言
が
無
か

た

 
お
そ
ら
く
継
続
ダ
メ

ジ
で
敵
が
死
ん
で
し
ま

た
の
だ
ろ
う
と
い
う
事
に
な
り

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
の
面
々
は

そ
り

な
い

と

を
落
と
す
事
に
な

た
の
だ

た



 第９５９話 ビャッコ戦の裏で

 
第
９
５
９
話
 
ビ

コ
戦
の
裏
で

 
す
み
ま
せ
ん

明
日
の
投
稿
は
お
休
み
し
ま
す

さ
て

仕
方
な
い

や
る
か

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団

い
る
⻄
門
チ

ム
が
ビ

コ
と
の
戦
闘
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い

た
そ
の

 
ハ
チ
マ
ン
は
今
日
は
シ

ナ
で
ロ
グ
イ
ン
し

 
ジ

ラ
ト
リ
ア
方
面
か
ら

⻄
門
へ
と
通
ず
る
東
の
門
を

て
い
た

⻄
な
の
に
東
と
か

ま

た
く
繋
が
り
が
四
次
元
的
な
マ

プ
だ
よ
な

 
シ

ナ
は
そ
う

き
つ
つ
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
の
集
団
が
整
然
と

ん
で
い
る
場
所
へ
と
た
ど
り

着
い
た

お

い
や
が
る
い
や
が
る

さ
て

こ
い
つ
ら
は
ど
う
動
く
の
か
ね

 
シ

ナ
は
じ

と
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
の

動
を
観
察
し
な
が
ら
じ

と
そ
の
場
で
待
機
し
て
い
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た 
シ

ナ
が
直
接
確
認
出
来
た

で
は
な
い
が

 
丁
度
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
が
戦
闘
を
開
始
し
た
そ
の

間
に

敵
が
一

に
歩
き
出
し
た

お

反
応
し
た

て
事
は

戦
い
が
始
ま

た
ん
だ
な

そ
れ
じ

あ
と
を
つ
い
て
い
く
か

 
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
敵
の
後
を
尾
行
し
て
い
く

 
し
ば
ら
く
歩
く
と
遠
く
を
飛
び
回
る
翼
⻯
の

が
見
え
た

あ
れ
が
ビ

コ
か

 

で

き
見
る
と

確
か
に
ビ

コ
は
ご
つ
い
外
見
を
し
て
い
た

俺
の
ス
ザ
ク
の
方
が
格
好
い
い
な

う
ん

 
シ

ナ
は
微

に
対
抗
意
識
が

激
さ
れ
た
の
か

そ
う

い
た

 
丁
度
そ
の
時
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
軍
団
の
足
が
止
ま

た

 
シ

ナ
も
そ
こ
で
足
を
止
め

Ｍ
８
２
を
取
り
出
し
た

さ
て

 
シ

ナ
は
ま
だ
銃
を

え
る
事
は
せ
ず

遠
く
に
見
え
る
戦
場
の
様
子
を

た

 
見
る
と
丁
度
ラ
キ
ア
が

を
番
え
て
い
る
所
で
あ
り

シ

ナ
は
思
わ
ず
息
を

ん
だ



 第９５９話 ビャッコ戦の裏で

ラ
キ
ア
さ
ん

分
と

麗
な

勢
で

を
使

て
る
な

 
あ
れ
は
絶
対
に

道
か
何
か
を
や

て
た
な

し
か
し
あ
の
顔

 
ラ
キ
ア
は

を
撃
つ
時

と
て
も
不
本
意
そ
う
な
顔
を
し
て
お
り

 
や

ぱ
り
ご
つ
い
近
接
武
器
の
方
が
好
き
な
ん
だ
な
と

シ

ナ
は

み
笑
い
を
し
た

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

ま
だ
動
い
て
な
い
か

 
自
分
の
出
番
は
ま
だ
先
か
と
思
い
シ

ナ
は
こ
の
機
会
に
七
つ
の
大
罪
の
様
子
を
観
察
す
る

事
に
し
た

そ
う
い
や
あ
の
中
に

ロ
ザ
リ
ア
の
元
部
下
の
馬

ど
も
が
混
じ

て
る
ん
だ
よ
な

 
シ

ナ
は
そ
う
思
い

そ
れ

い
プ
レ
イ
ヤ

が
い
な
い
か
の
チ

ク
を
開
始
し
た

 
だ
が
今
ま
で
誰
も
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
の
事
は
あ
り
特
に
お
か
し
な
点
は
見
つ
け
ら

れ
な
い

う

ん

分
か
ら
ん

 
そ
の
時
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
剣
を

に
担
ご
う
と
し
て

て
て
止
め
た
よ
う
な
そ
ぶ
り

を
見
せ
た

ん

何
で

え
を
変
え
た

あ
ん
な
に

て
る
必
要
は
無
い
は
ず
だ
が
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そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

囲
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て

 
誰
も
自
分
の
事
を
見
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
戦
闘
に

た

確
か
ロ
ザ
リ
ア
の
デ

タ
だ
と

剣
を

に
担
ぐ
の
が

に
な

て
る

て
奴
が
い
た
な

 
名
前
は
確
か
フ

ク
ス

う

ん

と
し
て
は

い
が

 
他
に
手
が
か
り
も
無
い
し

あ
い
つ
を
徹

マ

ク
さ
せ
る
か

 
シ

ナ
は

界
と
同
調
さ
せ
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の

を

影
し
調
査
を
さ
せ
る
事
に
し
た

さ
て
と

そ
ろ
そ
ろ
か

 
見
る
と
遠
く
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
無
矢
の

を
取
り
出
し
た
の
が
見
え

 
シ

ナ
は
Ｍ
８
２
を
キ
ン
グ
・
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
の

に
向
け
た

光
る
矢
が

界
に
入

た

間
に

撃
つ

 
ス
コ

プ
の
奥
の

に
空
中
で
静
止
し
て
い
る
ビ

コ
の

が
見
え
る

 
そ
し
て
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
軍
団
が
動
き
出
し
シ

ナ
は

歌
を
歌
い
な
が
ら
そ
の
時
を
待

た

来
た

 
ス
コ

プ
の

に
光
る
矢
が
見
え
た

間
に

シ

ナ
は
引
き
金
を
コ
ト
リ
と
落
と
し

 
一

に
し
て
キ
ン
グ
・
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
の

を

し
た

同
時
に
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
も
全
て
消
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滅
し

 
シ

ナ
は
遠
く
で
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

を
見
て
ニ
ヤ
リ
と
笑

た

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
は

こ
れ
は
銃
か

し
か
も
光
学
銃
か
よ

珍
し
い
な

 
名
前
は

デ
モ
ン
ズ
ガ
ン

限
ま
で

化
さ
れ
た
小
型
の
ビ

ム
ガ
ン

 
そ
の

は
無
限

速
射
可

ほ
う

こ
れ
は
レ
ン
行
き
だ
な

名
前
も
ま
さ
に
そ
れ

い
し
な

 
レ
ン
が
こ
れ
を
使
え
ば

モ
ブ
相
手
の
戦
闘
だ
と
と
ん
で
も
な
い
事
に
な
り
そ
う
だ

 
こ
れ
で
三
門
全
て
の
武
器
が
出
揃

た

Ａ
Ｓ
５
０
シ

ウ

ド
そ
し
て
デ
モ
ン
ズ
ガ

ン
で
あ
る

全
部
遠

武
器
だ
な

て
事
は

ス
ザ
ク
の
所
に
は
何
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
か
な

 
実
は
誰
も
入
手
出
来
な
か

た
時
点
で

そ
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
は

 
ジ

ラ
ト
リ
ア
の
ク
エ
ス
ト
の
報

に
変
化
し
て
お
り

 
レ
コ
ン
達
が

に
入
手
済
な
の
で
あ

た
が

当
然
シ

ナ
が
そ
の
事
を
知
る
事
は
な
い

 
た
だ
そ
の
ア
イ
テ
ム
が

実
に
ハ
チ
マ
ン
好
み
の

の
あ
る
ア
イ
テ
ム
だ

た

 
以
後
そ
の
武
器

光
の

月

は
ハ
チ
マ
ン
の
貴
重
な
遠

攻
撃
の
手

と
な

た
の
だ
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た
さ
て

収

収

と

 
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
去

て
い
こ
う
と
し

ピ
タ
リ
と
足
を
止
め
た

待
て
よ

こ
う
な

た
ら
い

そ

ビ

コ
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
狙
い
で

 
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
狙

て
み
る
の
も
あ
り
か
も
し
れ
な
い
な

 
攻
略
は
手
伝

て
や

た
ん
だ
し

そ
れ
く
ら
い
の

利
が
あ

て
も
い
い
だ
ろ

う
ん

 
シ

ナ
は
そ
う
理

武
装
し

戦
闘
中
の
プ
レ
イ
ヤ

達
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

 
近
く
の

み
の
中
に
移
動
し

そ
こ
に

そ
べ

た

よ
し

と
り
あ
え
ず
一
発
入
れ
て
み
て

ダ
メ

ジ
が
ど
れ
だ
け
出
る
か
確
認
す
る
か

 
シ

ナ
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
攻
撃
と
被
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を

て
い

た
が

 
丁
度
そ
の
時
ス
コ

プ
の
向
こ
う
で

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
思
い

き
り
転
ん
だ

 
そ
れ
を
狙

た
の
か
ビ

コ
が
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
掴
み
空
中
へ
と
舞
い
上
が
ろ
う
と
し

た

何
を
や

て
る
ん
だ
あ
い
つ
は
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シ

ナ
は
そ
う
思
い
な
が
ら
引
き
金
を
引
き
そ
の
衝
撃
で
ビ

コ
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
落

と
し
た

 
そ
ん
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
ヒ
ル
ダ
が

て
て
ヒ

ル
を
か
け
る

あ
い
つ

ド
ジ

子
属
性
で
も
持

て
や
が
る
の
か

 
今
の
攻
撃
で

Ｍ
８
２
が

え
ら
れ
る
ダ
メ

ジ
が
ど
の
く
ら
い
か

 

ゲ

ジ
を
見
て
当
た
り
を
つ
け
た
シ

ナ
は

 
の
ん
び
り
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
ち

え
る
つ
も
り
だ

た

だ

た
の
だ
が

あ

ま
た
あ
い
つ
コ
ケ
や
が

た

一
体
何
な
ん
だ
あ
い
つ
は

 
今
ま
で
も
て
あ
そ
ん
で
き
た
男
共
に

わ
れ
て
ん
の
か

 
も
ち
ろ
ん
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
た
だ
色
気
を

り
ま
く
だ
け
で

 
男
を
も
て
あ
そ
べ
る
よ
う
な
実
力
は
ま

た
く
無
い
の
だ
が

 
イ
メ

ジ
的
に
は
そ
ん
な
感
じ
な
の
で

シ

ナ
は
そ
う
悪
態
を
つ
き
つ
つ

 
そ
の
度
に
ビ

コ
を
狙
撃
し

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
助
け
て
い

た

た
く
手
が
か
か
る

だ
な

と

そ
ろ
そ
ろ
か

 
そ
ん
な
シ

ナ
の
目
の
前
で

ビ

コ
が
発
狂
モ

ド
に
入

た
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だ
が

り
は

調
で
あ
り

シ

ナ
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
ま
い
と

 
ビ

コ
の

ゲ

ジ
に
集
中
し
た

 

り
し
も
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
再
び
転
ぶ

 
だ
が
今
度
は
シ

ナ
は
助
け
よ
う
と
し
な
い

 
今
助
け
て
し
ま
う
と
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
が
狙
え
る
か
ど
う
か
微

に
な

て
し
ま
う
か
ら
だ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
今
度
こ
そ
上
空
へ
と
連
れ
去
ら
れ

 
ビ

コ
は
そ
の
ま
ま
シ

ナ
の
丁
度
真
上

り
に
静
止
し
た

ち

上
か
よ

狙
い

い
な

 
そ
し
て
つ
い
に
そ
の
時
が
訪
れ
た

お
そ
ら
く
あ
と
一
撃
で
ビ

コ
は
死
ぬ

 
丁
度
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ラ
キ
ア
が
ビ

コ
相
手
に

を
放

た

 
シ

ナ
も
ほ
ぼ
同
時
に
引
き
金
を
引
い
た
の
だ
が

速
の
差
で
ラ
キ
ア
に
先
ん
じ

 
ビ

コ
の
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
無
事
ゲ

ト
す
る
事
が
出
来
た

よ
し

上
出
来
だ

 
そ
う

き
な
が
ら
シ

ナ
は
両
手
を
広
げ

落
ち
て
き
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
受
け
止
め
た

お
前
は
転
び
す
ぎ
な
ん
だ
よ

何
回
助
け
さ
せ
る
つ
も
り
だ
よ

ま

た
く
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え

え

だ

誰

 
そ
の
反
応
を
見
た
シ

ナ
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
シ

ナ
の
事
を
知
ら
な
い
事
に
気
が
付
い
た

あ

俺
は
通
り
す
が
り
の
た
だ
の
正
義
の
味
方
だ

 
何
度
も
助
け
て
や

た

を
少
し
で
も
感
じ
る
な
ら
俺
の
事
は
他
の
奴
に
は

て
お
い
て

く
れ

 
そ
う
言
う
だ
け
言

て
シ

ナ
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
下
ろ
す
と
風
の
よ
う
に
去

て
い

た

あ
あ

最
後
以
外
は
上
空
に
連
れ
て
か
れ
る
前
に
落
と
さ
れ
て
た
け
ど

あ
の
人
の
お
か
げ

だ

た
ん
だ

 
き

と
ヴ

ル
ハ
ラ
の
関
係
者
な
ん
だ
ろ
う
し
う
ん
言
わ
れ
た
通
り
に
こ
の
事
は

て

よ
う

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
判
断
し

勝
利
に

き
あ
が
る
仲
間
達
の
所
に

た

ア
ス
モ
ち

ん

無
事
だ

た
ん
だ

う
ん

何
と
か
ね

ア
ス
モ
ち

ん
が
い
る
の
に
み
ん
な
平
気
で
攻
撃
す
る
か
ら
気
が
気
じ

な
か

た
よ

私
も
い
つ
味
方
に
殺
さ
れ
る
か
ド
キ
ド
キ
し
て
た
わ
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そ
う
返
事
を
し
な
が
ら

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
シ

ナ
が
去

て
い

た
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た

も
し
ま
た
出
会
え
た
ら

ち

と
エ
ロ
い
感
じ
の
お

で
も
し
よ
う
か
な

 
そ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
確
定
な
事
を
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
考
え
て
い
る
間
に

ひ
と

着
あ

た

 
誰
も
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
報

を
得
て
い
な
い
事
が
分
か

た
の
だ

 
一
番
疑
わ
れ
た
の
は
最
後
に
矢
を
放

た
ラ
キ
ア
だ

た
の
だ
が

 
ス
プ
リ
ン
ガ

が
気
を
利
か
せ
て
ラ
キ
ア
の
戦
闘
ロ
グ
を
可

化
し
て
開

さ
せ
た

 
ラ
キ
ア
が
そ
も
そ
も
敵
を
倒
し
て
い
な
い
事
が
判
明
し
た

 
他
に
そ
の
時
攻
撃
し
て
い
た
者
は
お
ら
ず

話
し
合
い
の
結
果

 
お
そ
ら
く
継
続
ダ
メ

ジ
が
入

て
自
然
死
扱
い
に
な

た
せ
い
で

 
誰
に
も
ア
イ
テ
ム
が
ド
ロ

プ
し
な
か

た
の
だ
ろ
う
と
い
う
結

に
な
り

 
⻄
門
チ

ム
は
一
転
し
て
お
通
夜

態
に
な

た

き

と
あ
の
人
が
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
持

て
い

た
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ
こ
れ
も

て

よ

と

 
と
に
も
か
く
に
も
こ
う
し
て

に
⻄
門
チ

ム
が
ジ

ラ
ト
リ
ア
に
到
達
す
る
事
と
な

た
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第
９
６
０
話
 
セ
イ
リ

ウ
と
ゲ
ン
ブ

 
自
分
達
以
外
で
ジ

ラ
ト
リ
ア
に
到
達
し
た
プ
レ
イ
ヤ

が
出
た
事
で

 
ヴ

ル
ハ
ラ
は
今
日

関
係
ナ
イ
ツ
を
集
め

参
加
可
能
な
者
で
会
議
を
行

て
い
た

 
と
は
い
え
そ
ん
な
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
く
宴
会
を

ね
た
報
告
会
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
の
報
告
か
ら
だ
な

 
キ
ン
グ
・
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
か
ら
取
れ
た
武
器
は
三
つ

対
物
ラ
イ
フ
ル
Ａ
Ｓ
５
０

 
自
在

シ

ウ

ド

そ
し
て
デ
モ
ン
ズ
ガ
ン
だ

 
こ
の
う
ち
Ａ
Ｓ
５
０
は
シ

リ

さ
ん
へ
シ

ウ

ド
は
シ
ノ
ン
へ

に

て
い
る

 
他
に

役
が
い
な
い
か
ら
な

問
題
は
デ
モ
ン
ズ
ガ
ン
だ
が

そ
れ

で
ど
ん
な
性
能
な
ん
だ

と
て
も

い

は
無
限

速
射
可

の
光
学
銃
だ
な

 
そ
の
説
明
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

光
学
銃
か

て
事
は

力
は
そ
こ
ま
で
じ

な
さ
そ
う
だ
ね

対
人
相
手
じ

目
く
ら
ま
し
以
外
の
役
に
は
立
た
な
い
か
モ
ブ
相
手
な
ら
い
け
そ
う
だ
け
ど
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使
い
ど
こ
ろ
を
選
ぶ
武
器
だ
よ
な

ま
あ

物
の
負
担
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
け
ど

俺
と
し
て
は

名
前
か
ら
し
て
も
レ
ン
行
き
か
な
と
思

て
る
ん
だ
が

ど
う
思
う

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は

じ

と
レ
ン
の
方
を
見
た

あ
あ

確
か
に
な

ち

ん
と
両
手
持
ち
出
来
る
ん
じ

な
い
の
か

か
く
乱
に
は
最
高
か
も
な

ど
う
せ
な
ら
色
も
ピ
ン
ク
に
し
よ
う
よ

文

通
り
ピ
ン
ク
の
悪
魔

て
感
じ
で

ね

ナ

タ
ク
君

 
話
を

ら
れ
た
ナ
タ
ク
は

嬉
し
そ
う
に

い
た

そ
う
で
す
ね
久
々
に
イ
コ
マ
で

を

る
い
ま
す
か
大
し
た
手
間
が
か
か
る

で
も
な
い

で
す
し
ね

決
ま
り
だ
な

レ
ン

そ
れ
で
い
い
か

う

う
ん

あ
り
が
と
う

 
レ
ン
は
嬉
し
そ
う
に

い
た

持
て
る
武
器
の
重
さ
に
か
な
り
制
約
が
か
か
る
レ
ン
に
と

て

は
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負
担
無
し
で
戦
い
の
選
択
肢
が

え
る
事
は
と
て
も
喜
ば
し
い
の
だ

続
け
て
報
告
だ
が

デ
モ
ン
ズ
ガ
ン
を
取
得
し
た

せ

か
く
だ
か
ら
と
思

て

 
調
子
に
乗

て
ビ

コ
の
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
も
狙

て
み
た
ん
だ
が

成
功
し
た

お
お

マ
ジ
か

知
り
合
い
か
ら
ノ

ド
ロ

プ
だ

た

て

い
た
け
ど

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
様
で
す

さ
す
が
悪
よ
の
う

で

何
を
落
と
し
た
ん
だ

 
そ
れ
が
一
番
気
に
な
る
の
だ
ろ
う

一
同
は
わ
く
わ
く
し
た
よ
う
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
を
見
た

い
や
そ
れ
が
期
待
し
て
も
ら

て
る
と
こ
悪
い
ん
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
移
動
用
ア
イ
テ
ム
だ

た
わ移

動
用

ど
ん
な
ア
イ
テ
ム

こ
れ
だ
な
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そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
が
取
り
出
し
た
の
は

何
の
変

も
な
い
ハ
シ
ゴ
で
あ

た

え

小
さ

そ
れ

何
の
役
に
立
つ
ん
だ

実
は
こ
れ

二
十
メ

ト
ル
く
ら
い
ま
で

び
る
ん
だ

し
か
も
重
さ
が
ま

た
く
無
い

二
十
メ

ト
ル

て
小
さ
な
ビ
ル
く
ら
い
だ
な

し
か
も
一
度
設
置
す
る
と
解

す
る
ま
で
そ
の
場
に
完
全
に

定
さ
れ
て
壊
れ
な
い

 
ぐ
ら
ぐ
ら
し
た
り
も
し
な
い
か
ら

安
全
に
上
り
下
り
す
る
事
が
可
能
だ

 
そ
の
言
葉
が
徐
々
に

に

み
入
る
に
連
れ

仲
間
達
の
顔
に
理
解
が
広
が

て
い

た

な
る
ほ
ど
ト
ラ
フ

ク
ス
と
か
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
と
か
の
飛
行
禁
止
エ
リ
ア
で
力
を
発

す

る
の
か

選
べ
る
ル

ト
の
自
由
度
が
か
な
り
高
く
な
る
ね

壁
に
立
て
か
け
て

上
か
ら
一
方
的
に
攻
撃
と
か
も
出
来
そ
う
だ
ね

川
と
か
を

る
の
に
も

利
そ
う
じ

な
い

ち

と
歩
き
に
く
い
け
ど
な

 

手
さ
は
な
い
が

堅
実
に
運
用
出
来
そ
う
な
い
い
ア
イ
テ
ム
だ
と
い
う
事
が
分
か
り
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仲
間
達
は
そ
の

得
を
素
直
に
喜
ん
だ

 

＆

や
探
険
部

そ
れ
に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
に
も

宜
貸
し
出
さ
れ
る
事
も
決
ま
り

 
特
に
探
険
部
に
と

て
は

思
わ
ぬ
場
所
で
思
わ
ぬ
素
材
が
手
に
入
る
可
能
性
が

え
た

 
実
に

用
な
ア
イ
テ
ム
と
言
え
よ
う

と
り
あ
え
ず
こ
れ
は

リ

ク
が
管
理
し
て
お
い
て
く
れ

 
普

の

集
活
動
の
時
も

あ

た
方
が
楽
だ
ろ
う
し
な

オ

ケ

分
か

た
じ

ん

他
に
特

す
べ
き
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
は
無
い
か
な
そ
れ
じ

あ
次
ジ

ラ
ト
リ
ア
関
連

だ
な

 
そ
の
言
葉
で
レ
コ
ン
が
立
ち
上
が
り

説
明
を
始
め
た

一
応
ジ

ラ
ト
リ
ア
の
ほ
ぼ
全
て
の
エ
リ
ア
を
回
り

 
い
く
つ
か
あ

た
ク
エ
ス
ト
も
全
部
ク
リ
ア
し
て
み
ま
し
た

 
そ
の
過

で

ラ
ス
ボ
ス
の
い
る
所
に
通
じ
て
る
と
思
わ
れ
る
入
り
口
も
発
見
し
ま
し
た
が

 
そ
こ
は
ど
う
や
ら
四
門
か
ら
ジ

ラ
ト
リ
ア
へ
の
ル

ト
が
開
か
な
い
と
行
け
な
い
み
た
い

で
す
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門
に

録
だ
け
し
て

裏
か
ら
行
き
来
し
た
ら
フ
ラ
グ
が
解
放
さ
れ
る

て
可
能
性
は

し
て
み
た
け
ど
無
理
で
し
た
多
分
道
中
の
ど
こ
か
を
通
過
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
と
思

い
ま
す

 
さ
す
が
は
レ
コ
ン

そ
の

り
も
し

か
り

証
済
の
よ
う
だ

な
る
ほ
ど
な

で

ク
エ
ス
ト
の
他
に
は
何
も
無
か

た
の
か

く
ま
な
く
回

た
つ
も
り
で
す
が

特
に
何
も
発
見
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

 
ま
あ
消

品
の

は
結

落
ち
て
た
ん
で

回
収
し
て
お
き
ま
し
た
が

 
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
ら
し
い
が

消

品
の

い
わ
ゆ
る
ポ

シ

ン
系
と

 
自
分
の
使

て
い
る
銃
で
使
え
る

が
出
て
く
る
ボ

ク
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

た
が

 
そ
れ
は
か
な
り
の

が
確
保
出
来
た
ら
し
く

ナ
イ
ツ
に
人

で

に
配
ら
れ
て
い
た

そ
れ
と
ク
エ
ス
ト
報

で
す
が

ほ
と
ん
ど
が
店

り
の
高
級
品

て
感
じ
で

 
一

プ
レ
イ
ヤ

に
は
使
え
る
物
も
多
か

た
で
す
が

 
正
直
う
ち
の
メ
ン
バ

に
は
必
要
な
い
物
ば
か
り
で
し
た

 
一
応
リ
ス
ト
化
し
た
の
で
今
全
員
に
送
り
ま
す
ね

 
だ
が
当
然
の
よ
う
に

誰
か
ら
も
取
得
希
望
は
出
な
か

た
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一
番
装
備
的
に
古
い
タ
イ
プ
の
物
を
着
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
の
ロ
ウ
リ

達
も

 
こ
の
イ
ベ
ン
ト
中
に
職
人
組
に
新
し
い
物
を
作

て
も
ら

て
お
り

 
そ
れ
よ
り

る
商
品
な
ど
お
呼
び
で
は
な
か

た
の
で
あ
る

ま
あ
そ
れ
な
ら
全
部

て

全
員
に
配
れ
ば
い
い
な

は
い

そ
う
し
ま
す
ね

 
特
に
反
対
意
見
も
出
な
か

た

そ
の
話
は
そ
れ
で
あ

さ
り
終
わ

た

で

ほ
と
ん
ど
以
外
の
報

で
す
が

中
に
一
つ
だ
け
面
白
い
物
が
あ
り
ま
し
た

ほ
う

こ
れ
で
す

 
そ
う
言

て
レ
コ
ン
が
取
り
出
し
た
の
は

銀
の

盤
で
あ

た

そ
れ
は

光
の

月

て
名
前
の
投

武
器
ら
し
い
で
す

マ
ジ
か

そ
れ
は
面
白
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
興
奮
し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

ど
う
や
ら
興
味

々
の
よ
う
で
あ
る

投

て
事
は

ナ
タ
ク
が
得
意
そ
う
だ
な
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そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ナ
タ
ク
が
ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を
横
に

た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

今
の
僕
に
は
そ
ん
な
能
力
は
無
い
で
す
か
ら

僕
達
は
魔
法
銃
で
十
分
で

す

て
う

ん

そ
う
か

そ
う
す
る
と

 
ハ
チ
マ
ン
は
最
初
に
キ
リ
ト
の
方
を
見
た

い
や

確
か
に
面
白
い
と
思
う
け
ど

俺
は
そ
う
い
う
タ
イ
プ
じ

な
い
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は

む

と

り

に
他
の
者
の
顔
を

め
て
い

た

私
は

と

剣
だ
け
で
十
分
か
な

 
ア
ス
ナ
は
両
手
を
前
に
出
し
て
首
を

た

そ
れ
が
私
に
必
要
だ
と
思
う

 
ユ
キ
ノ
は
相
変
わ
ら
ず

で
あ

た

俺
の
ス
タ
イ
ル
に
は
合
わ
な
い
な

 
サ
ム
ラ
イ
と
し
て
は

刀
以
外
に
選
択
肢
が
あ
る
と
す
れ
ば

か

だ
ろ
う
し
な

 
ク
ラ
イ
ン
は
そ
れ
に
全
く
興
味
を

さ
な
か

た

で
戦
い
な
が
ら
投

無
い
無
い



 第９６０話 セイリュウとゲンブ

 
エ
ギ
ル
も
あ

さ
り
と
そ
れ
を
否
定
す
る

手

を
投
げ
る
の
は
得
意
だ
け
ど
ね

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
う
言
い
な
が
ら

を

め
た

私
が

を
手
放
し
て
そ
れ
を
使
う
意
味
が
あ
る
と
で
も

 
シ
ノ
ン
は
ジ
ト
目
で
ハ
チ
マ
ン
を

ん
で
き
た

間
違

て
ピ
ナ
に
当
た

た
ら
困

ち

い
ま
す
し

 
シ
リ
カ
は

ら
に
い
た
ピ
ナ
を

で
な
が
ら
そ
う
答
え
た

私
に
も
必
要
無
い
わ
ね

そ
も
そ
も
当
た
ら
な
い
わ
よ

 
リ
ズ
ベ

ト
も
断

否
の

え
を
見
せ
た

ハ
チ
マ
ン
様

タ
ン
ク
は
そ
れ
を
持
つ
余

は
な
い
で
す

そ
う
そ
う

そ
も
そ
も
両
手
が
塞
が

て
る
し
ね

私
も

 
セ
ラ
フ

ム

ユ
イ
ユ
イ

ア
サ
ギ
も
当
然
の
よ
う
に
そ
れ
を
断
る

 
他
の
ア
タ

カ

も
似
た
よ
う
な
も
の
で
結
局
光
の

月

の
引
き
取
り
手
は
い
な
か

た
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そ
れ
じ

あ
こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
行
き

て
事
で

い

い
い
の
か

 
そ
の
態
度
か
ら
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
が
使

て
み
た
く
て
う
ず
う
ず
し
て
い
た
事
が
分
か

る 
こ
う
い
う
場
合
に
ハ
チ
マ
ン
は

基
本
仲
間
を
優
先
す
る

に

 
自
分
が
欲
し
い
物
で
も
そ
れ
を
主
張
す
る
事
は
し
な
い
の
だ

 
仲
間
達
は
最
初
の
ハ
チ
マ
ン
の
わ
く
わ
く
し
た
よ
う
な
顔
を
見
て

 
お
そ
ら
く
最
初
か
ら
遠

す
る
つ
も
り
だ

た
の
だ
ろ
う

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
手

に
新
し
い
武
器
が

え

 
ハ
チ
マ
ン
は
し
ば
ら
く
光
の

月

に

す
る

に

訓
練
場
に
通
う
事
と
な
る

さ
て
残
る
問
題
は
セ
イ
リ

ウ
と
ゲ
ン
ブ
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
を
狙
う
か
ど
う
か
だ

な 
確
か
に
そ
ち
ら
の
ア
イ
テ
ム
も
気
に
な
る

一
同
は
そ
の
言
葉
に

い
た

で
も
ア
イ
テ
ム
を
う
ち
が
総
取
り

て
ち

と
気
が
引
け
る
よ
ね

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か

そ
の
分
ち

ん
と
努
力
し
た
ん
だ
し



 第９６０話 セイリュウとゲンブ

特
に
ル

ル
違
反
は
何
も
し
て
な
い
も
ん
ね

そ
れ
以
前
に

北
門
と
東
門
の
連
中
は

独
で
そ
の
二
匹
を
倒
せ
る
の
か

キ
ン
グ
・
ド
ラ
ゴ
ニ
ア
ン
は
も
う
い
な
い
ん
だ

強
化
は
さ
れ
な
い
と
思
う
が

 
敵
が
ど
ん
な
特
性
に
な

て
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
以
上

正
直
何
と
も
だ
な

 
東
門
の
プ
レ
イ
ヤ

は
実
力
不
足

北
門
は
ユ

ジ

ン
が
い
る
と
し
て
も
戦
力
不
足
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
分

し

最
終
的
に
は
手
を
出
す
事
が
決
定
し
た
が

 
と
り
あ
え
ず
明
日
は
敵
が
ど
ん
な
行
動
を
取
る
の
か
観
察
す
る

に
様
子
見
と
い
う
事
に
な

た 
同
時
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
や
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
そ
れ
に
探
険
部
は
南
門
の
鍵
し
か
持

て
い

な
い

 
ジ

ラ
ト
リ
ア
側
か
ら
侵
入
す
る
事
が
決
め
ら
れ
た

 
そ
し
て
次
の
日

街
の
中
を
探
索
す
る
⻄
門
チ

ム
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

 

密
を
得
意
と
す
る
メ
ン
バ

が
選
抜
さ
れ

 
近
い
と
い
う
理
由
で
ジ

ラ
ト
リ
ア
側
か
ら
セ
イ
リ

ウ
と
ゲ
ン
ブ
の
偵
察
に
向
か

た

 
セ
イ
リ

ウ
側
は
ハ
チ
マ
ン

レ
ン

シ
ノ
ン
の
三
人

ゲ
ン
ブ
側
は
コ
マ
チ

レ
コ
ン

闇
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風
の
三
人
が

 
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
場
へ
と
向
か

て
進
ん
で
い

た

お

丁
度
戦
闘
が
始
ま

て
る
な

あ
れ
が
セ
イ
リ

ウ

ス
ザ
ク
と
外
見
が
変
わ
ら
な
い
ね

ど
ん
な
攻
撃
を
し
て
く
る
の
か
し
ら

 
そ
ん
な
三
人
の
目
の
前
で

セ
イ
リ

ウ
は

り
一
面
に
⻯

を

こ
し

 

や
銃
で
の
攻
撃
の
ほ
と
ん
ど
を

き
飛
ば
し
て
い
た

風
系
だ
な

遠

武
器
が
あ
ん
ま
り

い
て
な
い
わ
ね

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
し
ら

何
と
か
地
上
に
落
と
し
て
フ
ル
ボ

コ

し
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
な

ど
う
や

て
落
と
す

⻯

を

こ
す
時
は
止
ま

て
る
か
ら

そ
の
時
に
片
方
の
翼
を
狙

て
総
攻
撃
だ
な

 
同
時
に
足
元
を

ら
せ
ま
く

て

そ
の
重
み
で
落
と
せ
る
か

し
て
み
て
も
い
い

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
に
ニ
ヤ
リ
と
し
た

そ
う
ね
私
の
シ

ウ

ド
と
シ

リ

さ
ん
の
Ａ
Ｓ
５
０
あ
と
あ
ん
た
の
Ｍ
８
２
な
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ら 
風
に
も
負
け
な
い
で
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

あ
る
い
は
レ
ン
の
デ
モ
ン
ズ
ガ
ン
も

風
に
影

さ
れ
ず
に
行
け
る
ん
じ

な
い
か

あ
あ

光
学
銃

そ
れ
は

点
だ

た
わ
ね

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ

今

し
て
み
る

う

ん

目
立

ち
ま
う
か
ら
ま
た
後
日
だ
な

そ

か

そ
う
だ
ね

 
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

千
人
か
ら
な
る
討
伐
部

は

生
が
間
に
合
わ
ず

 
ど
ん
ど
ん

を

ら
し
て
い

た

こ

ち
は
多
分

し
ば
ら
く
し
た
ら
全
滅
だ
な

と
り
あ
え
ず
引
き
上
げ
る
か

う
ん

そ
う
だ
ね

今
日
は
編
成
だ
け
決
め
て

明
日
の
準
備
を
し
て
終
わ
り
か
な

 
三
人
は
そ
う
話
を
し

退
し
て
い

た

一
方
ゲ
ン
ブ
方
面
は
こ
れ
ま
た
大
混
乱
に
陥

て
い
た

く
そ

攻
撃
が
通
ら
ん

す
み
ま
せ
ん
ジ
ン
さ
ん

ふ
ん
ば
り
が
き
か
な
く
て

俺
一
人
じ

止
め
ら
れ
ま
せ
ん
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こ
ん
な
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
タ
ン
ク
で
も
一
人
じ

無
理
だ
ろ
う

 
仕
切
り
直
し
だ
な

明
日
ヴ

ル
ハ
ラ
に
援
軍
を
要

す
る
か

 
ユ

ジ

ン
は
驚
く
ほ
ど
素
直
に
そ
う
言

た

こ
れ
は
無
理
だ
と

々
に
見
切
り
を
つ
け
た

か
ら
だ

 
戦
闘
が
始
ま

て
す
ぐ
に

ゲ
ン
ブ
は
水
魔
法
を
使
い

り
一
面
を
水

し
に
し
た

 
そ
の
せ
い
で
味
方
の
機
動
力
が
大

に

下
し
そ
し
て
ゲ
ン
ブ
は
飛
び
上
が

た
か
と
思
う

と 
空
中
で

く
な

て
そ
の
ま
ま
味
方
が
集
中
し
て
い
る
場
所
に
突

込
ん
で
き
た

 
ド
カ
ン

 
と
い
う
音
と
共
に
複

の
味
方
が
潰
さ
れ
そ
の
ま
ま
ゲ
ン
ブ
は
そ
こ
ら
中
を
転
が
り
始
め
た

 
そ
の
背
に
は
何
と
甲

が
背
負
わ
れ
て
お
り
敵
が
転
が

て
い
る
間
は
中
々
攻
撃
が
通
ら
な

い 
そ
れ
を
カ
ゲ
ム
ネ
が
何
と
か
止
め
よ
う
と
努
力
し
た
の
だ
が

 
足
元
の
ぬ
か
る
み
の

に
通
常
よ
り

ん
張
り
が
利
か
ず

 
そ
の
ま
ま
押
し
き
ら
れ
て
敵
が
フ
リ

に
な
り

ど
ん
ど
ん
味
方
が
や
ら
れ
て
い
る
と
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今
は
そ
ん
な

態
で
あ

た

 
ゲ
ン
ブ
が
ぬ
か
る
み
の
影

を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
が
実
に

た
ら
し

い

退

今
日
は

退
だ

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン
は
全
滅
す
る
よ
り
は
と

退
の
指

を
出
し

 
ビ

ビ

や
も
う
一
つ
の
ナ
イ
ツ
の
代
表
と
話
し
合

て
ヴ

ル
ハ
ラ
に
援
軍
を
求
め
る
事

を
決
め
た

 
そ
の
様
子
を
録
画
し
て
い
た
レ
コ
ン
達
は
そ
の
映
像
を

点
で
公
開
し
タ
ン
ク
達
の
意
見

を
求
め
た

こ
の
攻
撃

タ
ン
ク
か
ら
見
て
ど
う
で
す
か

こ
れ
だ
と
ア
イ
ゼ
ン
も
ヒ

ル
ア
ン
カ

も
使
え
な
い
ね

あ
た
し

カ
ゲ
ム
ネ
君
に
タ
ン
ク
の
事
を
教
え
た
か
ら
そ
の
実
力
は
知

て
る
け
ど

 
カ
ゲ
ム
ネ
君
で
こ
う
な
る
な
ら
多
分
三
人
く
ら
い
で
行
か
な
い
と
こ
れ
は
止
め
ら
れ
な
い
気

が
す
る

セ
イ
リ

ウ
の
方
に
一
人

ゲ
ン
ブ
の
方
に
二
人
行
く
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そ
う
だ
ね
弟
子
の
面
倒
は
見
な
い
と
だ
し
あ
た
し
と
ア
サ
ギ
ち

ん
と
カ
ゲ
ム
ネ
君
で
ゲ

ン
ブ
か
な

了
解

そ
れ
じ

あ
私
は
セ
イ
リ

ウ
に
回
る
ね

 
テ

チ
君
も
こ

ち
で

サ
ブ
タ
ン
ク
を
し
て
も
ら
お
う

分
か
り
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
そ
う
報
告
し
て
お
き
ま
す
ね

 
こ
う
し
て
ゲ
ン
ブ
側
の
情
報
も
ハ
チ
マ
ン
に

り

ハ
チ
マ
ン
は

を
悩
ま
せ
つ
つ

 
メ
ン
バ

を
二
組
に
分
け

そ
の
日
の
う
ち
に
連

を
回
し
た
の
だ

た



 第９６１話 この天然女たらし

 
第
９
６
１
話
 
こ
の
天
然
女
た
ら
し

 
続
々
と

人
の
明
日
の
出

況
が
連

さ
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
得
ら
れ
た
情
報
を
考

し
つ
つ
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
で
う
ん
う
ん
と

て
い
た

 
そ
の

ら
に
は
レ
コ
ン
と
リ
オ
ン
の

も
あ
る

 
レ
コ
ン
は
今
回
得
た
情
報
と
タ
ン
ク
か
ら
の
意
見
を
伝
え
る

リ
オ
ン
は
知
恵
袋
で
あ

た
な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
タ
ン
ク
は
そ
ん
な
感
じ
で

り
分
け
る
か

 
そ
れ
に
し
て
も
地
面
を
転
が
る
メ
カ
プ
テ
ラ
と
か

シ

ル
す
ぎ
る
だ
ろ

翼
⻯
の
風
上
に
も
お
け
ま
せ
ん
ね

ま

た
く
だ
よ
ね

大
人
し
く
飛
ん
で
れ
ば
い
い
の
に

し
か
し
全
体
的
に
難
易
度
が
高
い
な
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
タ
ン
ク
の
実
情
を
理
解
し
て
い
な
い

い

し 
そ
の
事
は
一
応
ジ

ジ

に
伝
え
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
後
に
八
幡
か
ら
そ
の
話
を

い
た
ジ

ジ

は
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Ａ
Ｌ
Ｏ
が
ま
さ
か
そ
ん
な

態
だ
と
は
思

て
も
い
な
か

た
ら
し
く

 
次
の
イ
ベ
ン
ト
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
ど
う
し
よ
う
か
と

を

え
る
事
に
な
る

問
題
は
ゲ
ン
ブ
の
足
止
め
を
終
え
た
後

防
御
力
が
ど
ん
な
感
じ
で
変
化
す
る
か
だ
な

 
さ
す
が
に
ビ

コ
よ
り
は
柔
ら
か
い
と
思
う
が

あ

ち
は

の

み
た
い
な
も
の
だ

た
し
ね

ま
あ
さ
す
が
に
甲

以
外
は
大
丈
夫
じ

な
い
で
す
か
ね

 
二
人
に
そ
う
言
わ
れ

ハ
チ
マ
ン
は

い
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず

メ
ン
バ

は
ゲ
ン
ブ
寄
り
に
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

メ
ン
バ

を
ど
ん
ど
ん
二
組
に

り
分
け
て
い

た

 
セ
イ
リ

ウ
チ

ム
に
選
ば
れ
た
の
は

以
下
の
メ
ン
バ

で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン

シ
ノ
ン

シ

リ

の
狙
撃
組
に
加
え

デ
モ
ン
ズ
ガ
ン
を
持
つ
レ
ン
と

 
も
し
か
し
た
ら
気

ニ

ン
が
翼
へ
の
攻
撃
に
使
え
る
か
も
し
れ
な
い

フ

イ
リ
ス
も
こ

ち
ら
で
あ
る

 
そ
し
て

系
の
魔
法
攻
撃
が
出
来
る
ユ
キ
ノ

イ
ロ
ハ

リ
オ
ン
も
こ
ち
ら
に
配
置
さ
れ

 
タ
ン
ク
は
予
定
通
り
セ
ラ
フ

ム
と
テ

チ

そ
れ
に

い

＆

が
全
員
こ
ち
ら
に
配
置



 第９６１話 この天然女たらし

さ
れ
た

 
一
方
ゲ
ン
ブ
組
は

タ
ン
ク
は
こ
れ
ま
た
予
定
通
り
に
ユ
イ
ユ
イ
と
ア
サ
ギ

 
ヒ

ラ

と
し
て
は
ア
ス
ナ
と
リ

フ

が
加
わ
る

ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
と
一

で
は
な

い
の
は

 
テ

チ
と
の

み
で
ユ
ウ
キ
が
セ
イ
リ

ウ
側
に
参
加
し
て
る

攻
撃
力
を
考
え

 

純
に
ゲ
ン
ブ
に
ス
タ

リ

・
テ

ア

を
叩
き
こ
む
ケ

ス
を
考

し
て
の
事
で
あ
る

 
つ
い
で
に
リ

フ

一
人
が
ヒ

ラ

だ
と

手
が
回
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
か
ら
だ

 
ア
タ

カ

は
キ
リ
ト

エ
ギ
ル

サ
ト
ラ
イ
ザ

フ
カ
次
郎

ユ
ミ

で
あ
り

 
ク
リ
シ

ナ
も
タ
ン
ク
の
強
化
の

に
こ
ち
ら
に
配
置
さ
れ
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
か
ら
は
闇
風

薄
塩
た
ら
こ
が
こ
ち
ら
に
配
置
さ
れ

 
そ
こ
に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
と
探
険
部
が
加
わ
る
事
に
な

た

 
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
か
ら
は
今
回
は
コ
ミ
ケ
と
ケ
モ
ナ

だ
け
が
参
加
可
能
で
あ
り

 
探
険
部
も

ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
は
お
休
み
で
あ
り

店
番
が
残
る
必
要
も
あ

て

 
今
回
参
加
す
る
の
は
リ

ウ
と
リ
ク

そ
れ
に
リ

ク
だ
け
と
な

て
い
た

 
Ｓ

Ｎ
Ｃ
は
残
念
な
が
ら
全
員
お
休
み
で
あ
る

こ
れ
は
本
番
の
ラ
ス
ボ
ス
戦
に

準
を
合
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わ
せ
た

だ

 
ゲ
ン
ブ
側
の
人

が
多
い
の
は
元
の
人

が
少
な
い
の
と
打
撃
力
を
重

し
た
結
果
で
あ

る
セ
イ
リ

ウ
側
は

タ
ン
ク
も
良
し

ヒ

ラ

も
ユ
キ
ノ
と
シ
ウ
ネ

で
良
し

 
ア
タ

カ

も

し
分
な
い
な

後
は
俺
達
が
敵
を
地
面
に
叩
き
落
と
せ
る
か
ど
う
か
か

ゲ
ン
ブ
側
も
問
題
な
い
ね
う
ち
か
ら
タ
ン
ク
が
二
人
と
そ
こ
に
カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん
が
加
わ

て

 
ヒ

ラ

も
ア
ス
ナ
さ
ん
と
リ

フ

さ
ん
で

 
攻
撃

も
ラ
ン
キ
ン
グ
上

の
キ
リ
ト
さ
ん
サ
ト
ラ
イ
ザ

さ
ん
エ
ギ
ル
さ
ん
リ

ウ

さ
ん
に
加
え

 
ロ
ウ
リ

さ
ん
ま
で
師
匠
が
強
化
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
し

 
ゲ
ン
ブ
が
多
少

く
て
も
き

と
問
題
な
い
ね

だ
な

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
感
じ
で
全
員
に
送
信
だ
な

あ

そ
れ
は
私
が
や

て
お
く
ね

悪
い
な
リ
オ
ン

頼
む
わ

 
そ
し
て
リ
オ
ン
が
作
業
を
し
て
い
る
間



 第９６１話 この天然女たらし

 
ハ
チ
マ
ン
と
レ
コ
ン
は
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て
話
し
合

て
い
た

レ
コ
ン

セ
イ
リ

ウ
と
ゲ
ン
ブ
は
何
を
落
と
す
と
思
う

そ
う
で
す
ね

武
器
や
防

じ

な
さ
そ
う
で
す
よ
ね

だ
よ
な

利
ア
イ
テ
ム
と
い
う
か

そ
ん
な
感
じ
だ
ろ
う

そ
ん
な
感
じ
の
ア
イ
テ
ム

て
今
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
ね

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
ん
だ
よ
な

 

て
か
そ
う
か

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
使
え
る
ア
イ
テ
ム
の
可
能
性
も
あ
る
の
か

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
す
ね

ま
あ
僕
に
は
さ

ぱ
り
で
す
が

移
動
系

う

ん

は
も
う
あ
る
し
バ
イ
ク
や
ら
自
転

も
あ
る
つ
い
で
に
馬
も
い
る

 
ド
ロ

ン
も
も
う
あ
る
し
な

空
機
関
係
は

う
ん

ま
あ
無
い
な

ヘ
リ
と
か
は
あ
り
そ
う
じ

な
い
で
す
か

ヘ
リ
か

空
か
ら
一
方
的
に
撃
ち
ま
く
れ
る
事
に
な
る
し

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
な

そ
う
な
る
と

も
う
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
ね

ま
あ
明
日
分
か
る
さ

で
す
ね
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こ
う
し
て
明
日
の
参
加
メ
ン
バ

達
に
編
成
が
伝
え
ら
れ
迎
え
た
次
の
日
ハ
チ
マ
ン
達
は

何
故
か

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
ヒ
ル
ダ
と
シ
ノ
ン
と
一

に
東
門
へ
と
向
か

て
歩
い
て
い
た

 
事
の

こ
り
は
こ
の
少
し
前

街
で
二
人
に
出
会

た
場
面
へ
と

る

あ
ら

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お

 
待
ち
合
わ
せ
時
間
の
少
し
前
に
街
を
歩
い
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
に
二
人
が
そ
う
声
を
か
け
て
き

た
の
だ

お
前
ら

ジ

ラ
ト
リ
ア
の
探
索
は
ど
う
し
た
ん
だ

ま
さ
か
サ
ボ
リ
か

い
や

ジ

ラ
ト
リ
ア
に
行

て
も
何
も
な
く
て
ラ
ス
ボ
ス
へ
の
ル

ト
だ
け
見
つ
け
た

ん
で

 
他
が
追
い
つ
く
ま
で
今
日
は
う
ち
は
お
休
み
み
た
い
な

ま
あ
街

て
言

て
も

み
た
い
な
感
じ
だ

た
し

何
も
無
く
て
当
然
よ
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

あ
れ
は
遺
跡
み
た
い
な
も
の
だ
し
な



 第９６１話 この天然女たらし

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
然
な
態
度
で
そ
う
答
え
た

 
色
々
あ

た
が

先
に
全
部
探
索
し
ち
ま

た

な
ど
と
は
言
え
な
か

た
か
ら
で
あ
る

そ
れ
よ
り
も
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
こ
ん
な
所
で
何
を

仲
間
と
待
ち
合
わ
せ
だ
な

今
か
ら
セ
イ
リ

ウ
を
倒
し
に
行
く
ん
で
な

え

そ
れ

て
い
い
ん
で
す
か

何
が
だ

複

の
四
神
ボ
ス
に
挑
む
事
で
す
よ

 
ヒ
ル
ダ
は
そ
う
言

た
が

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
の
何
が
問
題
な
の
か

さ

ぱ
り
分
か
ら
な

か

た
俺
達
が
手
伝
わ
な
い
と

一
生
あ
そ
こ
は
突
破
出
来
な
い
と
思
う
ぞ

 
そ
も
そ
も
俺
達
は
東
門
の
鍵
を
持

て
て
自
由
に
中
に
入
れ
る
ん
だ

 
セ
イ
リ

ウ
を
倒
し
て
何
の
問
題
が
あ
る
ん
だ

た

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

最
初
に
選
択
し
た
所
以
外
は
行

ち

目

み
た
い
に
思

て
た
わ
ね

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
あ

さ
り
と
納
得
し
た

確
か
に
そ
の
通
り
だ
か
ら
で
あ
る
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そ
も
そ
も
一

所
し
か
行
け
な
か

た
ら
人

が
偏

た
時
に
ク
リ
ア
不
可
能
に
な
る
だ
ろ

 
そ
れ
く
ら
い
は
常
識
と
し
て
考
え
ろ
よ

ア
ス
モ

な

何
で
私
だ
け

そ
ん
な
の
ヒ
ル
ダ
が
素
直
で
い
い
子
だ
か
ら
に
決
ま

て
ん
だ
ろ

常
識
で
考
え
ろ
常
識
で

 
相
変
わ
ら
ず
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
対
し
て
は
当
た
り
が
強
い
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

ち

ち

と
は
私
に
も
優
し
く
し
な
さ
い
よ

あ
あ
ん

何
で
お
前
に

い
や

待
て
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
何
か
言
お
う
と
し
て

中
で
止
め
た

何
よ

い
や
い
や
い
や

う
ん
う
ん

確
か
に
お
前
の
言
う
通
り
だ

 
よ
く
考
え
た
ら
シ
ノ
ン
の
友
達
の
お
前
に

そ
ん
な
常
識
が
無
い
は
ず
が
な
い
よ
な

 
こ
れ
は
俺
が
悪
か

た

お
前
は
常
識
の
あ
る
い
い
女
だ

う
ん

間
違
い
な
い

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

変
ぶ
り
に

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
気
味
が
悪
く
な

た

 
ヒ
ル
ダ
は
一
体
何
が

こ
る
ん
で
す

と
い
う
顔
で
興
味

々
に
二
人
を
見
て
い
る

い

い
き
な
り
何



 第９６１話 この天然女たらし

い
や
い
や

別
に
何
も
な
い
さ

た
だ
俺
が
お
前
の

力
に
気
付
い
た
だ
け
だ

 
今
ま
で
悪
か

た
な

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

わ

分
か

て
く
れ
た
な
ら
別
に
い
い
の
よ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
と
り
あ
え
ず
そ
う
答
え
た

 
お
そ
ら
く
ハ
チ
マ
ン
が
心
に
も
な
い
事
を
言

て
い
る
の
だ
ろ
う
と

は
し
た
が

 

え

で
も
褒
め
ら
れ
る
と
悪
い
気
は
し
な
い
の
で
あ
る

あ
あ

本
当
に
す
ま
な
か

た

俺
は
こ
う
い
う
所
が

目
な
男
だ
か
ら

 
俺
が
困

て
る
時
は
助
け
て
く
れ
よ

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

べ

別
に
そ
れ
く
ら
い
は
い
い
け
ど

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

も
ち
ろ
ん
私
も
助
け
ま
す
か
ら

お

そ
う
か

あ
り
が
と
な

二
人
と
も

と
こ
ろ
で

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
の
表
情
が
変
わ

た

真
面
目
な
表
情
か
ら
一
転
し
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
だ

し
た
の
だ

今
俺
は
非
常
に
困

て
い
る

 
こ
れ
か
ら
行
く
戦
場
に
は
千
人
か
ら
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ひ
し
め
い
て
る
ら
し
い
ん
だ
が
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戦
闘
中
に
死
ん
だ
奴
ら
を

生
す
る
人
手
が
足
り
な
い
ん
だ
と
い
う

で
当
然
助
け
て
く
れ

る
よ
な

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
の
言
葉
に
絶

し
た

や

や
ら
れ
た

人
手
が
足
り
な
い
ん
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

も
ち
ろ
ん
行
き
ま
す
よ

お
お

さ
す
が
は
ヒ
ル
ダ
だ

本
当
に
助
か
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ヒ
ル
ダ
に
心
か
ら
の
笑
顔
を
向
け
た

 
元
々
最
初
か
ら

ヒ
ル
ダ
は
手
伝

て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
行
く
か

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
答
え
は
分
か
り
き

て
い
る
と
い
う
風
に

 
特
に
答
え
を
求
め
る
事
も
な
く
そ
の
ま
ま
ヒ
ル
ダ
を

て
歩
き
出
し
た

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
仕
方
な
く
歩
き
出
し
て
ハ
チ
マ
ン
を
追
い
か
け
た
が

 
歩

が
違
う

に
中
々
追
い
つ
け
な
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
仕
方
な
く

や
や
後
方
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
た



 第９６１話 この天然女たらし

し

仕
方
な
い
わ
ね

私
も
手
伝

て
あ
げ
る
わ
よ

 
そ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
は
足
を
止
め
ず
に
こ
う
答
え
た

何
を
当
た
り
前
の
事
を
言

て
や
が
る
ん
だ
お
前
は

ほ
ら

れ
ず
つ
い
て
こ
い
よ

く
 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
悔
し
そ
う
に
そ
う

い
た
が

後
の
祭
り
で
あ
る

 
困

た
時
は
助
け
る
と
明
言
し
て
し
ま

た
の
は
自
分
な
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

い
つ
か
絶
対
仕
返
し
し
て
や
る
ん
だ
か
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に

ぼ
う
と
走
ろ
う
と
し
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

 
自
分
が
い
つ
の
間
に
か
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に

ん
で
い
る
事
に
気
が
付
い
た

あ

あ
れ

い
つ
の
間
に

 
戸
惑
う
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に

ハ
チ
マ
ン
は
ポ

シ

ン
の
よ
う
な
物
を
差
し
出
し
て
き
た

こ
れ
は

ポ

シ

ン

お
う

ど
う
せ
ひ
た
す
ら

生

て
事
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
な

 
今
の
う
ち
に
あ
る
だ
け

し
て
お
く
わ

二
人
で

当
に
分
け
て
好
き
な
だ
け
使
う
と
い
い

う
わ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



 第八章 キャリバー・クロッシング編

あ

あ
り
が
と

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
戸
惑

た
が

素
直
に
お

を
言

た

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
歩
い
て
い
る
う
ち
に

あ
る
事
に
気
が
付
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
歩
く
速
度
が
明
ら
か
に

く
な

て
い
る
の
だ

ま
さ
か
私
に
合
わ
せ
て
く
れ
て
る
の

 
こ
の
三
人
の
中
で
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
一
番
足
が

い

 
身
⻑
や
足
の
⻑
さ
か
ら
言
え
ば
ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
同
じ
く
ら
い
だ
が

 
普

か
ら
ス
タ
ス
タ
歩
く
ヒ
ル
ダ
と
は
違
い
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
基
本
の
ん
び
り
と
歩
く
タ
イ

プ
で
あ

た

 
そ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
い
つ
も
通
り
に
歩
い
て
い
る
の
に
ハ
チ
マ
ン
に
置
い
て
い
か
れ
る
気
配

が
無
い

 
つ
ま
り
は
ハ
チ
マ
ン
が
自
分
に
合
わ
せ
て
ゆ

く
り
歩
い
て
く
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

く

こ

こ
の
天
然
女
た
ら
し

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
思
い
な
が
ら
も
今
日
は
真
面
目
に

生
を
頑
張
ろ
う
と
心
に
決
め
た



 第９６２話 ほんの意趣返し

 
第
９
６
２
話
 
ほ
ん
の
意
趣
返
し

 
三
人
が
連
れ
立

て
歩
い
て
い
く
と

前
方
に
プ
レ
イ
ヤ

の
集
団
が
見
え
て
き
た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
と
そ
の
友
好
チ

ム
で
あ
る

悪
い

待
た
せ
た
な

ハ
チ
マ
ン
君

こ

ち
こ

ち

ま
だ
時
間
前
だ
か
ら
気
に
す
る
な

て

も

と
も
も
う
全
員
い
る
け
ど
ね

あ
ら

ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
も
一

な
の

も
し
か
し
て
一

に
戦
闘
に
参
加
す
る
の

 
二
人
と
親
し
い
シ
ノ
ン
が
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

あ

シ
ノ
ン
ち

ん

う
ん

一

の
プ
レ
イ
ヤ

さ
ん
の

生
役

み
た
い
な

て
事
は
セ
イ
リ

ウ
の
方
に
参
加
す
る
の
ね

う
ん

さ
ん
じ

な
く
て
ド
ラ
さ
ん
の
方

そ
う

私
も
そ

ち
よ

宜
し
く
ね

 
シ
ノ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

二
人
の
手
を
引
い
た
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そ
れ
じ

あ
こ

ち
に
来
て

え

ど
こ
に
行
く
の

勝
負
よ

勝
負

な

何
の

そ
ん
な
の
ハ
チ
マ
ン
の
隣
を
誰
が
歩
く
か
の
勝
負
に
決
ま

て
る
じ

な
い

あ
あ

 
二
人
は
そ
れ
で
納
得
し

ジ

ン
ケ
ン
勝
負
に
参
加
す
る
事
に
し
た

 
参
加
者
は
十
四
名

こ
ち
ら
に
参
加
す
る
事
に
な

た
女
性
プ
レ
イ
ヤ

全
員
で
あ
る

ジ

ン
ケ
ン
ポ
ン

あ
い
こ
で
し

あ
い
こ
で
し

 
そ
の
勝
負
を

め
た
よ
う
な
目
で

め
て
い
る
ハ
チ
マ
ン
に

ア
ス
ナ
が
話
し
か
け
て
き
た

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
君

こ

ち
は
行
く
ね

お
う

そ

ち
の
事
は
頼
む
わ

う
ん

そ
れ
に
し
て
も

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
は
ジ

ン
ケ
ン
を
し
て
い
る
十
四
人
の
方
を
見
た

あ
れ
の
決
着

い
つ
つ
く
ん
だ
ろ
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分
か
ら
ん

 
さ
す
が
に
十
四
人
の
一

ジ

ン
ケ
ン
と
な
る
と
決
着
が
つ
く
ま
で
に
か
な
り
時
間
が
か
か

る
ま
あ
い
い
や

そ
れ
じ

あ
後
で
ね

あ
あ

後
で
な

 
そ
し
て
ゲ
ン
ブ
組
が
去

て
し
ば
ら
く
後

ハ
チ
マ
ン
は
我
慢
で
き
ず
に
声
を
か
け
た

お

い

ま
だ
か

一
回
勝
ち
負
け
が
決
ま
れ
ば
後
は

い
か
ら
待

て
な
さ
い

へ
い
へ
い

 
そ
れ
か
ら
五
分
後

つ
い
に
十
四
人
の
勝
ち
負
け
が
分
か
れ
た

 
最
初
に
勝

た
の
は
シ
ノ
ン
レ
ン
イ
ロ
ハ
ノ
リ
そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
で
あ

た

 
相
変
わ
ら
ず
シ
ノ
ン
の
勝
負
運
が
強
い

回
確
実
に
決
勝
戦
ま
で
は
残

て
く
る
の
だ
か
ら

驚
き
だ

よ
し

ま
ず
一
勝
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こ
こ
か
ら
が
本
当
の
勝
負

 
そ
こ
か
ら
は

か

た

あ

さ
り
と
勝
負
が
つ
き

 
ハ
チ
マ
ン
の

に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

そ
し
て

に
は
レ
ン
が

ぶ
事
と
な

た

や

た

や

た

勝

ち

た

 
そ
の
勝
ち
残

た
五
人
が

ハ
チ
マ
ン
の

と
後
ろ
を

め
る
事
と
な
り

 
そ
し
て
残
り
の
九
人
も
同
時
に
ジ

ン
ケ
ン
を
し
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
ユ
キ
ノ

ユ
ウ
キ

シ

リ

が

ぶ
事
と
な

た

 
何
故
後
ろ
が
勝
ち
組
の
場
所
な
の
か
と
い
う
と

 

り
返
る
必
要
が
無
い
事
と

常
に
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
て
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

 
残
り
の
負
け
組
は

大
人
し
く
後
方
を
つ
い
て
く
る
事
に
な

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
そ
れ
な
り
に
時
間
は
か
か

た
が

元
々

め
の
時
間
に
集
ま

た
事
も
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
特
に
急
ぐ
事
も
な
く
歩
き
始
め
た

 
そ
の
道
中
の
事
で
あ
る

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
と
あ
る
事
を
思
い
つ
き
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う

ね
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た
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ん

何
だ

日
の
事
な
ん
だ
け
ど
ね

日

 
ハ
チ
マ
ン
は

お
そ
ら
く
シ

ナ
の
事
だ
な
と

し

 
ぼ
ろ
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
よ
う
と
身

え
た

 
案
の
定
そ
の

は
正
し
く
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら

こ
う
言

た

多
分
ヴ

ル
ハ
ラ
の
人
な
ん
だ
ろ
う
な

て
思

て
た
ん
だ
け
ど

 

日
ビ

コ
戦
を
こ

そ
り
手
伝

て
く
れ
て
た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
の
人
は
今
日
は
い
な
い
の

あ
あ

あ
い
つ
は
非
常
勤
で
な

滅
多
な
事
じ

参
加
し
て
こ
な
い
ん
だ
よ

 

り
の
女
性

が
何
か
言
う
前
に
と
思
い

ハ
チ
マ
ン
は
事
前
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に

口
で
そ
う
答
え
た
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り
の
女
性

も

そ
の
答
え
を

い
て
何
も
言
わ
ず
に
様
子
を

う
事
に
し
た
よ
う
だ

 
当
然
全
員
が

シ

ナ
の
事
だ
と
理
解
し
た
上
で
だ

そ
う

そ
れ
は
残
念
ね

も
し
良
か

た
ら

 
今
度
少
し
で
も
い
い
か
ら
会
え
る
よ
う
に
呼
ん
で
も
ら
え
な
い
か
し
ら

 
本
来
は
そ
れ
で
終
わ
る
話
の
は
ず
だ
が

予
想
外
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
食
い
下
が

て
き
た

会

て
ど
う
す
る
ん
だ

私

日
何
度
も
助
け
て
も
ら

ち

た
と
思
う
か
ら

 
会

て
ち

ん
と
お

を
言
い
た
い
な

て
思

て

ほ
う

分
と

勝
だ
な

ま
あ
で
も
あ
い
つ
は
面
倒

が
り
や
だ
か
ら
な

 
多
分
出
て
こ
な
い
ん
じ

な
い
か
な

も
し
良
か

た
ら
俺
が
伝
言
な
り
伝
え
て
お
く
が

そ
う
な
の

う

ん

伝
言
よ
り
は

直
接
会

て
お

が
し
た
い
か
な

 
ち

と
エ
ロ
い
感
じ
の
お

を
し
よ
う
と
思

て
た
か
ら
さ
そ
の
方
が
あ
の
人
も
喜
ぶ
と

思
う
し

 
そ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
絶

し

り
の
女
性

の

は
ダ
ン
ボ
の
よ
う

に
な

た
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そ
ん
な
中

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
リ
ア
ル
で
繋
が

て
い
る
シ
ノ
ン
が

 
一
同
の
興
味
を
代

す
る
か
の
よ
う
に
こ
う

ね
て
き
た

ね

ア
ス
モ

ど
う
し
て
普
通
に
お

を
言
う
だ
け
じ

目
な
の

え

い
や
別
に
普
通
で
も
い
い

ち

い
い
ん
だ
け
ど
ほ
ら
私

て
色
欲
じ

な
い

 
だ
か
ら

や

ぱ
り
お

も
そ
れ

い
や
り
方
の
方
が
い
い
か
な

て

体
的
に
は
ど
ん
な

う

ん

そ
こ
ま
で
深
く
考
え
て
な
か

た
け
ど

と
に
か
く
エ
ロ
い
感
じ
の
奴

い
ら
ん
わ
そ
ん
な
も
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
み

て
て
誤
魔
化
す
よ
う
に
こ
う
付
け
加
え
た

と

あ
い
つ
な
ら
言
う
だ
ろ
う
な

え

男
な
ら
普
通
に
喜
ぶ
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
観
察
す
る
か
の
よ
う
に
じ

と
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見

た 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
馬

で
は
な
く

日
一
日
考
え
て

あ
の

り
方
と
あ
の
態
度
は

 
ハ
チ
マ
ン
本
人
な
ん
じ

な
い
か
と
疑
い
を
持

て
い
た
か
ら
で
あ
る
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そ
の
後

色
々
調
べ
て
シ

ナ
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

の
事
を
知
り

 
ハ
チ
マ
ン
と
の
関
係
が
色
々
と
噂
さ
れ
て
い
た

 
丁
度
い
い
機
会
だ
と
思
い

ハ
チ
マ
ン
に
鎌
を
か
け
た
の
で
あ
る

 
そ
し
て
今
の
態
度
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
確
信
し
た
ハ
チ
マ
ン
と
シ

ナ
が
同
一
人
物
だ
と
い

う
事
に

 
そ
う

こ
れ
は
自
分
に
き
つ
く
当
た
る
ハ
チ
マ
ン
へ
の

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
な
り
の
か
わ
い
い
意
趣
返
し
な
の
で
あ

た

そ
れ
じ

あ

し
に
今
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
や

て
み
る
か
ら

 
そ
れ
で
嬉
し
い
か
ど
う
か

し
て
み
る

て
の
は
ど
う

必
要
な
い

絶
対
に
あ
い
つ
は
喜
ば
な
い
し

俺
も
喜
ば
な
い

そ
ん
な
の

し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
よ
ね

そ
ん
な
事
は
な
い

さ
な
く
て
も
分
か
る

え

本
当
に

 
そ
の
口
調
で

り
の
女
性

は

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
全
て
分
か

て
い
て
ハ
チ
マ
ン
を
か
ら
か

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た
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こ
の
子

意
外
と
や
る
わ
ね

 
そ
の
後
ハ
チ
マ
ン
は
守
勢
に
回
り

り
の
女
性

が

乗
し
て
ハ
チ
マ
ン
を
か
ら
か
う
と

い
う

 
ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は
苦
行
の
よ
う
な
時
間
が

々
と
続
く
事
に
な

た
の
だ

た

 
だ
が
そ
れ
も
セ
イ
リ

ウ
が
見
え
る
所
ま
で
で
あ

た

 
前
方
に
は
か
な
り
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
ひ
し
め
い
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
達
の

が
見
え
た

間
に
大
歓
声
が
上
が

た

う
お

ザ
・
ル

ラ

だ

フ
ル
メ
ン
バ

じ

な
い
け
ど
ヴ

ル
ハ
ラ
だ

さ
す
が

い
い
女
が
揃

て
る
な

や

た

こ
れ
な
ら
勝
て
る

お
前

今
日
も
あ
ん
な
大
変
な
戦
闘
に
な
る
か
と
思

て
か
な
り
落
ち
込
ん
で
た
も
ん
な

 

こ
え
て
く
る
そ
ん
な
声
に

ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
圧
倒
さ
れ
て
い
た

 
だ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
は
ま

た
く
動
じ
ず
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
も
慣
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
ま

た
く
驚
く
よ
う
な
そ
ぶ
り
は
見
せ
な
か

た
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
一
歩
前
に
出
て

説
が
始
ま

た

東
門
の
み
ん
な

日
は
か
な
り
あ
い
つ
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
み
た
い
だ
な

 
だ
が
今
日
は
そ
ん
な
事
に
は
絶
対
に
な
ら
な
い
み
ん
な
で
あ
い
つ
を
フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や

ろ
う

 
そ
の

間
に

お
お
お
お
お
と
い
う
声
が
地
鳴
り
の
よ
う
に

き

る

と
り
あ
え
ず
遠

攻
撃
が
使
え
る
者
は

敵
の
向
か

て

の
翼
を
狙

て
く
れ

 
魔
法
使
い
の
中
で

魔
法
が
得
意
な
奴
は
敵
の
足
に
お
も
り
を
つ
け
る
つ
も
り
で
魔
法
を

放

て
く
れ

 
俺
達
も
そ
こ
を
狙

て
と
に
か
く
敵
を
地
面
に
叩
き
落
と
す
つ
も
り
だ

 
中
々
攻
撃
が
相
手
に

か
な
い
と

い
て
い
る
が
こ

ち
は
こ
れ
だ
け
の
人

が
い
る
ん
だ

 

の
力
で
押
し
て
押
し
て
押
し
ま
く
る
ぞ

 
地
面
に
落
と
し
さ
え
す
れ
ば

後
は
う
ち
の
タ
ン
ク
が
敵
を

え
る
か
ら

 
そ
う
し
た
ら
近
接
ア
タ

カ

の
出
番
だ

調
子
に
乗

て
い
る
あ
の
馬

に

 
俺
達
の
強
さ
を
思
い
知
ら
せ
て
や
れ

 
再
び

お
お
お
お
お

と
い
う
大
歓
声
が
上
が
り
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ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
持
つ
影

力
を

と
い
う
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ

た
俺
が
合
図
を
し
た
ら

一

に
翼
に
向
け
て
攻
撃
だ

セ
ラ
フ

ム

後
は
任
せ
た
ぞ

は
い

ハ
チ
マ
ン
様

 
そ
し
て
セ
ラ
フ

ム
が
前
に
出
る
と

再
び
大
歓
声
が
上
が
る

 
今
や
味
方
の
テ
ン
シ

ン
は

ま
る
事
を
知
ら
な
い

総
員
戦
闘
準
備

私
に
続
け

 
そ
の
セ
ラ
フ

ム
の
叫
び
と
共
に

セ
イ
リ

ウ
戦
は
開
始
さ
れ
た
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第
９
６
３
話
 

セ
イ
リ

ウ

総
員
戦
闘
準
備

私
に
続
け

 
セ
ラ
フ

ム
が
そ
ん
な
叫
び
と
共
に

セ
イ
リ

ウ
相
手
に
実
体
の
無
い
光
る
盾
を
飛
ば
す

 
タ
ン
ク
の
ス
キ
ル

シ

ル
ド
ス
ロ

で
あ
る

 
こ
れ
は
敵
の
敵
対
心
を
大

に
上
げ
る

果
が
あ
り
反
面
敵
に

え
る
ダ
メ

ジ
は
無
い
に

し
い
が

 
そ
の

果
は
絶
大
で
あ
り

セ
イ
リ

ウ
は
雄
叫
び
を
上
げ
て
飛
び
上
が
る
と

 
一
直
線
に
セ
ラ
フ

ム
に
向
け
て
急
降
下
し
た

セ
ラ

 
背
後
か
ら
ユ
キ
ノ
の
声
が

こ
え

敵
の
攻
撃
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
た
セ
ラ
フ

ム
は

 
ス
テ

プ
を

ん
で

や
か
に
横
に
飛
び

 
今
ま
さ
に
セ
ラ
フ

ム
を
そ
の
足
の

で
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い
た
セ
イ
リ

ウ
は

 
そ
の
ま
ま
地
面
に
着
地
す
る
格
好
と
な

た

ア
イ
ス
・
フ

ル
ド
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そ
の

間
に
ユ
キ
ノ
の
魔
法
が

し
セ
イ
リ

ウ
の
足
は

に
よ

て
地
面
に

い
付
け

ら
れ
た

 
だ
が
セ
イ
リ

ウ
は
そ
れ
を
物
と
も
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
飛
び
上
が
り

 
や
や

す
る
よ
う
に
上
空
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
始
め
た

 
だ
が
そ
の
足
に
は
ま
だ

の

が
付
着
し
て
お
り

 
少
な
く
と
も
誰
か
が
敵
に
掴
ま
れ
て
上
空
に
運
ば
れ
る
事
は
無
く
な

た
の
で
あ
る

 
だ
が
ユ
キ
ノ
の
狙
い
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か

た

イ
ロ
ハ
さ
ん

セ
イ
リ

ウ
の
足
に
と
に
か
く

魔
法
を
集
中
さ
せ
て

 
そ
う
す
れ
ば
あ
の
デ
カ
ブ
ツ
は
い
ず
れ
地
に
落
ち
る
わ

 
そ
の
言
葉
に

い

イ
ロ
ハ
は

系
の
魔
法
を
セ
イ
リ

ウ
の
足
に
向
け
て
放

た

 
そ
の
結
果

ユ
キ
ノ
の
言
葉
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に

 
セ
イ
リ

ウ
の
足
に

わ
り
つ
い
て
い
る

が
若

大
き
く
な

た

先
輩

い
け
そ
う
で
す
ね

え
え

私
は
ヒ

ラ

と
し
て
の
仕
事
が
あ
る
か
ら

後
は
イ
ロ
ハ
さ
ん
に
お
任
せ
す
る
わ

任
せ
て
下
さ
い

今
日
の
私
は
絶
好
調
で
す
よ
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そ
ん
な
二
人
の
会
話
に
リ
オ
ン
が

り
込
ん
で
き
た

わ

私
も
や
り
ま
す

リ
オ
ン
も
い
け
そ
う

任
せ
て
下
さ
い

目
覚
め
よ

我
が
娘
よ

 
リ
オ
ン
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
展
開
さ
せ
セ
イ
リ

ウ
の
足
目

け
て

の

を
飛
ば
す

 

発

中
と
は
い
か
な
か

た
が

そ
の
中
の
何
発
か
が
見
事
に
命
中
し

 
セ
イ
リ

ウ
の
足
の

が
更
に
大
き
く
な

た

こ
の
ペ

ス
だ
と
結

か
か
り
そ
う
で
す
ね

え
え
で
も
そ
ろ
そ
ろ
翼
へ
の
攻
撃
も
始
ま
る
は
ず
だ
か
ら
そ
ち
ら
の

果
も
期
待
出
来
る

と
思
う
わ

あ

で
す
ね

相
乗

果
を
狙

て

こ
ち
ら
と
あ
ち
ら
で
頑
張
り
ま
し

う

は
い

 
イ
ロ
ハ
と
リ
オ
ン
が
そ
う
返
事
を
し
た

間
に

魔
法
を
使
え
る
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
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同
じ
よ
う
に
敵
の
足
目

け
て
魔
法
を
放
ち
始
め
た

 
だ
が
空
を
飛
ぶ
敵
の
足
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
魔
法
を
ぶ
つ
け
る
の
は
か
な
り
難
易
度
が
高
い

 
更
に
敵
が
風
魔
法
で
防
御
を
行

て
い
る
が
そ
れ
に
よ

て
物
理
攻
撃

で
は
な
い
も
の
の

 
魔
法
攻
撃
も
若

影

を
受
け
て
曲
が

て
し
ま
う
の
で
性
質
が
悪
い

 
そ
の

ど
う
し
て
も

撃
ち

当
た
る
戦
法
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が

 
さ
す
が
に
戦
闘
に
参
加
し
て
い
る
人

が
多
い

本
当
に

か
ず
つ
で
は
あ
る
が

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
に
よ
る
攻
撃
も
足
元
の

を
大
き
く
す
る
の
に
役
に
立

て
い
る

 
そ
ん
な
中

セ
イ
リ

ウ
は
そ
の
事
が
気
に
入
ら
な
い
か
の
よ
う
に

 
セ
ラ
フ

ム
目

け
て
そ
の

を
叩
き
つ
け
て
き
た

 
当
然
セ
ラ
フ

ム
は
そ
れ
を
避
け
る
よ
う
に
動
く
が
い
つ
ま
で
も
避
け
続
け
る
の
は
負
担
が

大
き
い

セ
ラ

受
け
止
め
て
も
大
丈
夫
よ

 
そ
こ
に
ユ
キ
ノ
か
ら
そ
ん
な
言
葉
が

け
ら
れ

 
セ
ラ
フ

ム
は
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
足
を
止
め

盾
を

え
た

 
ガ
ゴ
ン
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と
い
う
音
と
共
に

が
盾
に
激
突
す
る
が

が

け
る
よ
う
な
事
は
ま

た
く
無
い

あ
の

は
私
が
私
が
作

た
そ
の
ま
ま
の
強
度
を
保

て
い
る
わ

 
他
の
人
に

魔
法
を
当
て
て
も
ら
う
の
は
あ
く
ま
で
魔
力
を
成
⻑
の

に
さ
せ
て
も
ら

て

る
だ
け
で

 
強
度
は
ず

と
変
わ
ら
な
い
か
ら
安
心
し
て

タ
イ
ム
リ
ミ

ト
は
一
時
間
よ

了
解

 
そ
こ
か
ら
セ
ラ
フ

ム
は

と
に
か
く
敵
の
攻
撃
を
受
け
止
め

 

え
一

で
も
セ
イ
リ

ウ
を
空
中
で
静
止
さ
せ
る
よ
う
に
動
き
始
め
た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
こ

ち
の
出
番
だ
な

 
そ
の
動
き
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

い
た

シ
ノ
ン
シ

リ

レ
ン
が
そ
の
言
葉

に

く
と
り
あ
え
ず

番
に

す
か

最
初
は

シ

リ

さ
ん
か
ら
だ
な

は
い

 
シ

リ

は
そ
の
場
に

そ
べ
り

愛
銃
と
な

た
Ａ
Ｓ
５
０
を

え
た

 
そ
し
て
セ
イ
リ

ウ
の
動
き
が
止
ま
る
そ
の

間
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つ
ま
り

が
セ
ラ
フ

ム
の
盾
に
激
突
し
た

間
に
引
き
金
を
引
く

 
ド
ン

 
と
い
う
音
と
共
に
発
射
さ
れ
た

は
少
し
曲
が
り
は
し
た
も
の
の
見
事
に
敵
の
翼
に

を
開
け
た

 
翼
が
巨
大
な

そ
れ
は

の
一

と
も
言
う
べ
き
ス
ケ

ル
で
し
か
な
か

た
が

 
こ
れ
を
続
け
て
い
け
ば
い
ず
れ
敵
の
翼
を
破
壊
す
る
事
も
可
能
だ
と
ハ
チ
マ
ン
は
確
信
し
た

ち

と
曲
が
り
ま
し
た
ね

だ
な

レ
ン
は
ど
う
だ

う
ん

や

て
み
る
ね

 
レ
ン
は
何
度
か
練

は
し
た
が

 
敵
相
手
に
デ
モ
ン
ズ
ガ
ン
を
使
う
の
は
初
め
て
な
の
で
や
や

張
し
て
い
た

あ
れ
だ
け
練

し
た
ん
だ
か
ら
大
丈
夫

大
丈
夫

 
レ
ン
は
自
分
に
そ
う
言
い

か
せ
な
が
ら
呼

を
落
ち
着
か
せ
た

 
も

と
も
今
回
レ
ン
に
射
撃
を
教
え
た
の
は
シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
で
あ
り

 
そ
の
二
人
が
こ
の
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ
と
太

判
を
押
し
て
い
た
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実

に
は
レ
ン
が
不
安
が
る
必
要
は
ま

た
く
無
い

 
レ
ン
は
そ
の
ま
ま
引
き
金
を
引
き
一

の
光
が
敵
の
翼
に
向
か

て
真

直
ぐ
突
き
進
ん
だ

 
風
の
防
壁
の
影

は

ま

た
く
受
け
な
い

当
た

た

け
ど

果
無
し

い
や

敵
の
翼
が
若

え
ぐ
れ
て
る

果
あ
り
だ

 
そ
の
レ
ン
の
不
安
そ
う
な
言
葉
に

を

い
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
返
事
を
し
た

そ

か

や

た
ね

そ
れ
じ

あ
最
後
に
シ
ノ
ン
だ

自
在

と
や
ら
の
力
を
見
せ
て
く
れ

誰
に
も
の
を
言

て
る
の
よ

余

よ
余

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

て
シ

ウ

ド
に
矢
を
番
え

あ

さ
り
と
引
い
た

 
レ
ン
と
シ

リ

が
そ
の

い
の
無
さ
に
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
る

 
そ
し
て
そ
の
矢
は

り
を
上
げ
て
敵
に
向
か

て
真

直
ぐ
飛
ん
で
い
き

 
当
然
の
よ
う
に
風
の
防
壁
に

ら
さ
れ
た

あ
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だ
が
そ
こ
か
ら
そ
の
矢
は
不
自
然
な
動
き
を
し
た

 
風
の
層
を
突
き
ぬ
け
た
と
思

た

間
に
お
か
し
な
曲
が
り
方
を
し

 
見
事
に
敵
の
翼
の
付
け

に
突
き

さ

た
の
だ

お
お

 
二
人
は
感

の
声
を
上
げ

 
静
か
に
様
子
を

め
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

チ
ラ
リ
と
シ
ノ
ン
に
目
を
や

た

な
る
ほ
ど

そ
の

手
の
指
で
操
作
し
て
る
の
か

 
そ
の
言
葉
に
二
人
が

て
て
そ
ち
ら
を
見
る
と
シ
ノ
ン
の

手
の
人
差
し
指
と
中
指
が
立

て
い
た

 
お
そ
ら
く
そ
の
二
本
の
指
で

矢
の
向
か
う
先
を
操
作
出
来
る
の
だ
ろ
う

ふ
ふ
ん

い
も
ん
よ
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
そ
の
調
子
で
さ

さ
と
あ
の
で
か
ぶ
つ
を
地
面
に
叩
き
落
と
し
て
く
れ

了
解

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
も
そ
れ
を
見
て
歓
声
を
上
げ

的
に
攻
撃
を
開
始
し
た

 
普

は
使
わ
な
い
光
学
銃
を
使

て
い
る
者
も
ち
ら
ほ
ら
見
え
る
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そ
の
大
部
分
は
命
中
し
て
い
な
か

た
が

中
に
は
ま
ぐ
れ
で
当
た
る
も
の
も
あ
り

 
魔
法
部

同
様

遠

部

も
じ
わ
り
じ
わ
り
と
敵
の
翼
を

て
い

た

ダ
メ

ジ
も
少
し
ず
つ
入

て
る
が

こ
の
ペ

ス
だ
と
ち

と

い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
敵
の

を
見
な
が
ら
そ
う

き

暇
そ
う
に
し
て
い
る
ラ
ン
達
の
所
に
向
か

た
お

い
お
前
達

も
う
少
し
敵
の
動
き
が

た
ら

 
俺
が
あ
い
つ
を
一

だ
け
地
面
に
追
い
落
と
す
か
ら
そ
の

に
一
気
に
敵
の
翼
を

て
く

れ
あ
ら

そ
ん
な
事
出
来
る
の

お
う

ま
あ
⻑
く
は
持
た
な
い
が

一

だ
け
な
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
に

き

そ
の
ま
ま
ユ
ウ
キ
に
言

た

チ

ン
ス
だ
と
思

た
ら

わ
ず

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
を
使
う
ん
だ
ぞ

ユ
ウ

任
せ
て

テ

チ
は
俺
の
守
り
に
入

て
く
れ
そ
の
時
に
な

た
ら
俺
は
無
防
備
に
な

ち
ま
う
か
ら

な
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そ
こ
か
ら
は
持
久
戦
と
も
呼
べ
る

況
と
な
り

四
十
分
が

過
し
た

 
敵
の

は
ま

た
く

れ
て
お
ら
ず

ま
だ
八

を
キ

プ
し
た
ま
ま
だ

 
こ
の
ま
ま
で
は
明
ら
か
に
時
間
が
足
り
ず

敵
の
足
元
の

が
解

さ
れ
て
し
ま
う

 
そ
う
な
る
と
敵
の
速
度
が
上
が
り

遠

攻
撃
を
当
て
る

も
大

に
下
が

て
し
ま
う

 
だ
が
現
在

敵
の
動
き
は
目
に
見
え
て

く
な

て
き
て
い
た

よ
し

そ
ろ
そ
ろ
か

マ

ク
ス

ユ
キ
ノ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
二
人
の
名
前
を
呼
ん
だ

二
人
は
こ
ち
ら
に

り
向
き
こ
そ
し
な
か

た

が 
そ
の
ま
ま
の
体
勢
で

く

い
た

そ
れ
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ス
ト
レ

ジ
か
ら
光
る

の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
た

光
の

月

で
あ
る

あ

そ
れ
を
使
う
ん
だ

お
前
達

い
つ
で
も
突
撃
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
け
よ

分
か

た

任
せ
て

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は
無

作
に
光
の

月

を
投
げ
目
を

て
そ
の
場
に

王
立
ち
し



 第八章 キャリバー・クロッシング編

た 
そ
れ
を
見
た
テ

チ
が

即
座
に
ハ
チ
マ
ン
の
ガ

ド
に
入
る

 
一
同
が
見
守
る
中

を
舞
う
光
の

月

が

い
き
な
り
八
つ
に
分
か
れ
た

えお
お

何
か
格
好
い
い

 
そ
の
ま
ま
八

の
光
の

月

は

敵
の
防
壁
を
も
の
と
も
せ
ず
に
敵
に
迫

て
い
く

 
そ
れ
に
気
付
い
た
セ
イ
リ

ウ
は
回
避
行
動
を
と
る
が

 
八

の
リ
ン
グ
は
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
別
々
に
動
き

セ
イ
リ

ウ
を
追
い
詰
め
て
い
く

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
術
者
だ
と
気
付
い
た
の
だ
ろ
う
セ
イ
リ

ウ
が
ハ
チ
マ
ン
に
突
撃
し
て

き
た
が

 
テ

チ
が
そ
の
攻
撃
を

き
返
し
た

兄
貴
は
や
ら
せ
な
い

 
セ
イ
リ

ウ
は
そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ

ハ
チ
マ
ン
と
テ

チ
の
横
を

 
光
の
リ
ン
グ
が

り
を
上
げ
て
通
過
し
て
い
く
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そ
の
ま
ま
セ
イ
リ

ウ
は
逃
げ
続
け
た
が

上
空
を
完
全
に
囲
ま
れ

 
ど
ん
ど
ん
地
面
近
く
へ
と
追
わ
れ
て
い
く

ラ
ン

え
え

分
か

て
る
わ

ユ
ウ

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
駆
け
出
し

ジ

ン

ノ
リ

タ
ル
ケ
ン
も
そ
の
後
に
続
い
た

 
そ
の
五
人
の
目
の
前
で
地
面
に
限
り
な
く
近
付
い
た
セ
イ
リ

ウ
の
背
に
八

の
リ
ン
グ
が

突
き

さ
る

 
そ
の
衝
撃
で
セ
イ
リ

ウ
は

ら
ず
地
に
伏
し
そ
の

間
に
五
人
が
敵
の
翼
に
一

攻
撃

を
加
え
た

く
ら
い
な
さ
い

こ
こ
し
か
な
い
ね

う
お
お
お

兄
貴

見
て
て
ね

 
そ
し
て
最
後
に
ユ
ウ
キ
が
叫
ん
だ

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
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そ
の
一
撃
で

セ
イ
リ

ウ
の
翼
は
破
壊
さ
れ
た

 
戦
闘
開
始
か
ら
四
十
五
分

に
セ
イ
リ

ウ
は
そ
の
翼
を
失
い
地
面
へ
と
這
い

る
事
と

な

た



 第９６４話 ラストアタックの行方

 
第
９
６
４
話
 
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
の
行
方

 
さ
て
こ
こ
ま
で
書
く
と
戦
闘
が
実
に

調
に

移
し
た
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
実

は
そ
ん
な
事
は
ま

た
く
無
い

 
ハ
チ
マ
ン
に
動
員
さ
れ
た

と
い
う
か

拉
致
さ
れ
た
ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

 
セ
イ
リ

ウ
が
地
に
落
ち
た
の
を
見
て
や

と
休
む
事
が
出
来
る
と

 
ま
る
で
崩
れ
落
ち
る
か
の
よ
う
に
そ
の
場
に

を
下
ろ
し
た

は

本
当
に
や
ば
か

た
ね

ま
あ
仕
方
な
い
よ

あ
の
無
差
別
攻
撃

性
質
が
悪
す
ぎ
だ
も
ん

 
敵
の
直
接
攻
撃
は

全
て
セ
ラ
フ

ム
が

殺
し
て
い
た
が

 
当
然
セ
イ
リ

ウ
の
攻
撃
手

は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か

た

 
そ
れ
が
初
期
モ

ド
の
仕
様
で
あ
る

が
五
パ

セ
ン
ト

る
ご
と
に
放

て
く
る

 
翼
か
ら
放
た
れ
る
⻯

で
あ
る

 
確
か
に
事
前
の
調
査
通
り

⻯

を
放

て
く
る
間
は
敵
が
静
止
し
て
く
れ
る

 
こ
ち
ら
の
攻
撃
を
命
中
さ
せ
る

の
難
易
度
は
下
が

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
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風
の
防
壁
を
常
に
身
に

て
い
る

に
予
定
し
て
い
た
通
り
の
命
中

は
得
ら
れ
な
か

た 
そ
し
て
そ
の
⻯

の
仕
様
も
ま
た

悪
で
あ

た

 
一
つ
の
⻯

に
つ
き

三
十
人
の
プ
レ
イ
ヤ

を

に
舞
い
上
げ
た
時
点
で
消
滅
す
る
の
だ

 
そ
の
⻯

の
一
度
の
出
現

は
十
個
で
あ
り

 
つ
ま
り
一
度
の
攻
撃
で

三

人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

大
な
被
害
を
受
け
る
事
に
な
る

 
も

と
も
こ
の
⻯

攻
撃
は

ス
キ
ル
や
ア
イ
テ
ム
の
使
用
に
よ

て

え
る
事
が
可
能
と

な

て
い
る

 
三
十

え
き
れ
ば
⻯

は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
離
れ
他
の

者
を
求
め
て
移
動
す
る

の
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

中
で
ジ

ン
か
ら
報
告
を
受
け
て
そ
の
事
を
知

た
の
だ
が

 
知

た
か
ら
と
い

て
一

人
プ
レ
イ
ヤ

の

を

ら
せ
る

な
手

が
あ
る

で
も

な
い

 
ヴ

ル
ハ
ラ
や

＆

の
プ
レ
イ
ヤ

が
無
事
な
ら
戦
線
は

持
出
来
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ち
ら
の
対
応
に
の
み
心
血
を
注
ぐ
事
に
し

他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
関
し
て
は
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ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
い
る
か
ら
平
気
だ
ろ
う
と
考
え

 
二
人
に
頼
ま
れ
た
事
以
外
は
特
に
何
の
対
応
も
し
な
か

た

 
こ
う
し
て
一

人
プ
レ
イ
ヤ

達
の
命
運
は
二
人
の

に
圧
し

か
る
事
に
な

た
の
で
あ

る 
ち

今
の
で
何
人
や
ら
れ
た
の

こ
ん
な
の
無
理
だ

て

 
最
初
の
⻯

は

運
悪
く
一

人
プ
レ
イ
ヤ

達
が

取
る
一

の
後
方

 
つ
ま
り
は
二
人
の
す
ぐ

に
出
現
し
て
い
た

 
ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

て
て
そ
の
攻
撃
を
交
わ
し
た
が

 

り
に
い
た
後
衛

の
多
く
が
そ
の

と
な

て
し
ま

た
の
で
あ
る

他
の
ヒ

ラ

は
ど
う
な

て
る
の
よ

多
分
あ
そ
こ
で
死
ん
で
る
の
が
そ
う
な
ん
じ

な
い
か
な

ど
う
す
る
の

こ
の
ま
ま
じ

ま
ず
い
わ
よ

そ
う
だ
ね

と
り
あ
え
ず
ヒ

ラ

い
格
好
の
人
を

生
し
て

 
一

所
に

ま

て
も
ら
う

て
の
は
ど
う

で

そ
こ
を
誰
か
に
守

て
も
ら
お
う
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誰
か

て
誰
よ

そ
こ
は
ほ
ら

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
誰
か
を
紹
介
し
て
も
ら
う

て
事
で

ど
う
す
れ
ば
守
れ
る
か
も
分
か
ら
な
い
の
に

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

ヒ

ラ

が
逃
げ
る
時
間
だ
け

げ
れ
ば
い
い

じ

な
い

そ
れ
も
そ
う
ね

ま
あ
と
り
あ
え
ず

生
を
開
始
し
ま
し

か

 
そ
れ
か
ら
二
人
は
と
に
か
く
後
衛

い
プ
レ
イ
ヤ

を
集
中
し
て

生
し
始
め
た

 
予
想
外
だ

た
の
は

フ

イ
リ
ス
が
そ
れ
を
手
伝

て
く
れ
た
事
だ

た

 
フ

イ
リ
ス
は
当
初
は
翼
を
攻
撃
す
る
係
と
し
て
こ
ち
ら
に
配
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
自
分
が
い
な
く
て
も
大
丈
夫
そ
う
だ
と
判
断
し

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
の
事
を
伝
え

こ
ち
ら
に
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
ら
し
い

 
フ

イ
リ
ス
が

生
魔
法
を
使
え
る
事
は
ハ
チ
マ
ン
す
ら
知
ら
な
か

た
の
だ
が

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
フ

イ
リ
ス
は
あ

け
ら
か
ん
と
こ
う
言

た

フ

イ
リ
ス
の
前
世
は
聖
女
様
だ
か
ら
ニ

こ
れ
く
ら
い
朝

前
な
の
ニ

 
お
そ
ら
く
フ

イ
リ
ス
は

何
か
あ

た
時
の
保
険
に
と
思

て
覚
え
て
お
い
た
の
だ
ろ
う

 

れ

し
の
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
と
ハ
チ
マ
ン
は
判
断
し
た
が



 第９６４話 ラストアタックの行方

 
せ

か
く
だ
か
ら
フ

イ
リ
ス
を
喜
ば
せ
て
や
ろ
う
と

話
を
合
わ
せ
る
事
に
し
た

く

ま
さ
か
俺
よ
り
先
に

お
前
が
前
世
の
記
憶
を
取
り

し
て
い
た
と
は

ハ
チ
マ
ン
も
そ
の
う
ち
思
い
出
す
の
ニ

で
も
そ
う
な

た
ら
き

と
後
悔
す
る
か
も
し
れ

な
い
ニ

 
何
故
な
ら
フ

イ
リ
ス
と
ハ
チ
マ
ン
は

前
世
で
は

に

ふ
ふ

 
フ

イ
リ
ス
は
そ
う
思
わ
せ
ぶ
り
な
事
を
言
い
な
が
ら
笑
顔
で
二
人
の
方
に
向
か

て
い
き

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見
て

ど
う
や
ら
喜
ん
で
も
ら
え
た
み
た
い
だ
と
満
足
し
た

二
人
と
も

フ

イ
リ
ス
も

生
を
手
伝
う
の
ニ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

助
か
り
ま
す

そ
れ
じ

あ
ヒ

ラ

を
中
心
に
お
願
い
し
ま
す
ね

任
せ
る
の
ニ

ヒ

ラ

は

と

あ
の
子
と
あ
の
子
と
あ
の
子
ニ

ね

 
フ

イ
リ
ス
が
あ

さ
り
と
そ
う
特
定
し
て
い

た

二
人
は
ギ

と
し
た

 
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
は
誰
の
物
で
も
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
共
通
で
あ
り

 
そ
こ
か
ら
職
業
ま
で

す
る
事
な
ど
は
不
可
能
だ
か
ら
だ

え

見
た
だ
け
で
分
か
る
ん
で
す
か
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ふ
ふ
ん

フ

イ
リ
ス
の
こ
の
古
き
猫
の
魔

ク
リ
ソ
ベ
リ
ル
・
ア
イ
は

 
そ
れ
く
ら
い
簡

に
お
見
通
し
な
の
ニ

 
二
人
は
そ
の
説
明
に
首
を

り
は
し
た
が

生
し
て
み
る
と
確
か
に
皆
が

生
魔
法
を
使
え

た 
二
人
は
フ

イ
リ
ス
の

知
れ
な
さ
に

れ
を

い
た
の
で
あ

た

さ
あ

ど
ん
ど
ん

生
し
て
立
て
直
す
ニ

よ

は
い

 

中
で
二
度
目
三
度
目
の
⻯

に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
運
良
く
そ
の

置
が
遠
く
だ

た

 
三
人
は
頑
張

て

生
を
続
け
一

人
プ
レ
イ
ヤ

達
の
戦
線
を
見
事
に
立
て
直
し
た
の
で

あ

た

 
そ
し
て
二
人
は
即

で
ヒ

ラ

部

を
作
り
そ
の

定
的
な
リ

ダ

と
し
て

舞
う
事

と
な

た

ふ
う

何
と
か
な

た
わ
ね

こ
れ
で
一
先
ず
安
心
ニ

そ
れ
じ

あ
今
の
う
ち
に

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
誰
か
紹
介
し
て
も
ら
お

か
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ん

ど
う
い
う
事
ニ

そ
れ
は
で
す
ね

 
二
人
は
先
ほ
ど
考
え
た
事
を
フ

イ
リ
ス
に
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら
フ

イ
リ
ス
に
任
せ
る
の
ニ

 
そ
う
言

て
フ

イ
リ
ス
は
駆
け
出
し

ハ
チ
マ
ン
の
了
解
を
と

た
上
で

 
ジ

ン
を
こ
ち
ら
に
引

張

て
き
た

話
は

い
た

俺
に
任
せ
ろ

 
ジ

ン
は
自
信
満
々
に
そ
う
言
い

二
人
は
そ
ん
な
ジ

ン
に

を
下
げ
た

宜
し
く
ね

お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
直
後
に

こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
野

や
サ

カ

で
言
う

 
交
代
し
た
直
後
の
者
の
所
に
ボ

ル
が
行
く
と
い
う
法

と
同
じ

の
事
象
な
の
か
も
し
れ
な

い
が

 
四
人
の
す
ぐ
近
く
に
⻯

が
出
現
し
た

う
わ
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近
い
ニ

危
な
い

み
ん
な

く
下
が

て

 
ジ

ン
は

に
三
人
の
前
に
立
ち

自
分
が

に
な
る
事
を
選
択
し
た

 
だ
が
も
ち
ろ
ん
無

抗
の
ま
ま
や
ら
れ
る
気
は
な
い

ア
イ
ゼ
ン
倒
立

う
お
お
お
お

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
サ
ブ
タ
ン
ク
で
も
あ
る
ジ

ン
の
装
備
は
ハ
チ
マ
ン
に
も
ら

た

物
で
あ
り

 
そ
の
足
の
パ

ツ
に
は
当
然
ア
イ
ゼ
ン
が
標
準
装
備
さ
れ
て
い
た

 
ジ

ン
は
倒
立
さ
せ
た
ア
イ
ゼ
ン
を
そ
の
ま
ま
思
い

き
り
地
面
に

り

め
て

え
と
し

 
そ
の
手
に
持
つ
大
剣
を
地
面
に
突
き

し
て

に
舞
わ
な
い
よ
う
に
必
死
に
⻯

に

抗
し

た 
ユ
イ
ユ
イ
や
セ
ラ
フ

ム

そ
れ
に
ア
サ
ギ
な
ら

 
ヘ
ヴ

ウ

イ
ト
を
使
う
だ
け
で
簡

に

え
た
の
だ
ろ
う
が

 
残
念
な
が
ら
ジ

ン
は
ま
だ

そ
こ
ま
で
多
く
の
ス
キ
ル
を
取
得
出
来
て
い
な
い
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だ
が
ジ

ン
は
そ
の
攻
撃
に
見
事
に

え
き

た

 
三
十

後
⻯

が
そ
の
場
を
離
れ
別
の
方
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の
方
へ
と
向
か

て
い

た
の
だ

え移
動
し
た
の
ニ

一
定
時
間

え
る
と
他
に
行
く
ん
だ

お
お

頑
張

て

抗
し
た
お
か
げ
で
い
い
情
報
が

 
三
人
は

生
を
行
う
必
要
が
あ
る

今
の
う
ち
に
と
い
う
事
で

 
ジ

ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
所
に
報
告
に
走

た

ほ
う

そ
れ
は
い
い
事
を
教
え
て
も
ら

た

よ
く

え
た
な

ジ

ン

あ

兄
貴

 
褒
め
ら
れ
た
事
で
感

ま

て
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
こ
う
と
し
た
ジ

ン
を

 
し
か
し
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

を
手
で
掴
み

あ

さ
り
と
止
め
た

そ
う
い
う
趣
味
は
無
い

て
の
ジ

ン

く

て
ま
た
あ
い
つ
ら
を
守

て
や

て
く

れ
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そ

そ
う
だ

た

そ
れ
じ

あ
兄
貴
も
頑
張

て

お
う

余

だ
余

 
そ
し
て
ジ

ン
が
去

た
後

ハ
チ
マ
ン
は
仲
間
達
に
こ
の
事
を
伝
え
る

 
誰
か
に
メ

セ
ン
ジ

役
を
頼
も
う
と
考
え
た

さ
て

誰
に
頼
む
か

役
は
レ
ン
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思

て
レ
ン
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た

お

い

レ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言
い
か
け
た

間
に

レ
ン
は
ど
う
や

て
察
知
し
た
の
か

 
い
き
な
り
全
力
で
こ
ち
ら
に
走

て
き
た

私
に
何
か
用
だ
よ
ね

お

お
う

い
な

そ
れ
だ
け
が
取
り

だ
も
ん

 
レ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

満
面
の
笑
み
を

か
べ
て
ハ
チ
マ
ン
を

・見
・上
・げ
・た

 
い
つ
も
ハ
チ
マ
ン
を
見
下
ろ
し
て
い
る
香
蓮
に
と

て
ど
う
や
ら
そ
の
事
は
と
て
も
嬉
し
い

ら
し
い
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実
は
伝
言
を
頼
み
た
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
素

く
ジ

ン
か
ら
報
告
を
受
け
た
事
を
レ
ン
に
伝
え
た

分
か

た

任
せ
て

 
そ
し
て
レ
ン
は
凄
ま
じ
い
速
度
で
去

て
い
き
仲
間
達
に

番
に
そ
の
事
を
伝
え
て
い

た

レ
ン
の
奴
俺
よ
り
も
ス
テ

タ
ス
的
に
は

い
は
ず
な
ん
だ
が
俺
よ
り
も
速
い
気

が
す
る
な

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
じ

計
算
方
法
が
違
う
の
か
な

 
そ
れ
か
ら
も

り
は

調
に
続
き

敵
の

を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
い
た
フ

イ
リ
ス
が
ジ

ン

に
言

た

多
分
そ
ろ
そ
ろ
ニ

ね

も
う
こ

ち
は
大
丈
夫
だ
か
ら

 
ジ

ン
は
一
度
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
所
に

る
の
ニ

お

了
解

そ
れ
じ

あ
気
を
付
け
て
な

そ

ち
も
ニ

 
ジ

ン
は
上

者
で
あ
る
フ

イ
リ
ス
の
指

に
素
直
に

い
そ
の
ま
ま
仲
間
達
の
所
に

り
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そ
の
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
の

り
に
光
る
リ
ン
グ
が
複

現
れ
た

や

ぱ
り
そ
ろ
そ
ろ
だ
と
思

た
の
ニ

フ

イ
リ
ス
さ
ん

あ
れ
は

ハ
チ
マ
ン
の
新
し
い
翼
な
の
ニ

 
そ
し
て
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
新
た
な
翼
は
セ
イ
リ

ウ
を
追
い
詰
め

地
面
へ
と
追
い
や

た

 
直
後
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
セ
イ
リ

ウ
に
突
撃
し

に
そ
の
翼
を
叩
き

る
事
に

成
功
し
た

勇
者
達
よ

待
た
せ
た
な

今
ま
で
や
ら
れ
た
分
を

全
力
で
敵
に
お
返
し
し
て
や
れ

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
叫
び
と
共
に

 
今
ま
で
は
た
だ
殺
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ

た
近
接
ア
タ

カ

を
中
心
と
し
た
集
団
が

 

目
も
ふ
ら
ず
に
セ
イ
リ

ウ
へ
と
殺
到
し
て
い
く

フ

イ
リ
ス
達
も
攻
撃
す
る
ニ

よ

は

は
い

り

了
解

 
ヒ
ル
ダ
は
攻
撃
魔
法
を

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

を
選
択
し
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二
人
も
フ

イ
リ
ス
と
共
に

セ
イ
リ

ウ
へ
と
ガ
ン
ガ
ン
攻
撃
を
叩
き
こ
ん
で
い
く

 

中
で
セ
イ
リ

ウ
の
色
が
何
度
か
変
わ

た
が

 

の

り
と
連
動
し
て
モ

ド
が
変
わ

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
だ
が
飛
ぶ
事
が
出
来
ず

更
に
ユ
キ
ノ
の
追
加
の
魔
法
に
よ

て

 
完
全
に
地
面
に

い
つ
け
ら
れ
て
い
る
セ
イ
リ

ウ
は
こ
ち
ら
に
攻
撃
を
す
る
事
が
出
来
な

い 
ど
ん
な
風
に
攻
撃
方
法
が
変
わ

て
い
る
の
か
ど
う
か

ま

た
く
確
認
出
来
な
い

 
そ
し
て
セ
イ
リ

ウ
の

は
凄
ま
じ
い
速
度
で

て
い
き

に
残
り
一

を
切

た

 
そ
こ
で
ま
た
敵
の
色
が
変
わ
り

発
狂
モ

ド
に
突
入
し
た
が

 
セ
イ
リ

ウ
は
相
変
わ
ら
ず
何
も
出
来
な
い
ま
ま
で
あ

た

 
こ
う
な
る
と
当
然

全
員
が
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
狙
い
に
走
る
事
に
な
る

さ
て

ど
う
な
る
か
な

 
さ
す
が
に
こ
の
ペ

ス
だ
と

 
誰
に
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
ボ

ナ
ス
が
い
く
の
か
ハ
チ
マ
ン
に
も
見
当
が
つ
か
な
い

 
そ
の
ま
ま
敵
は
消
滅
し

り
は
歓
呼
の
嵐
に
包
ま
れ
た
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う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
と
地
面
が

れ
る
よ
う
な
大
歓
声
が
上
が
り
す
ぐ
に
興
味
は
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
の
行
方
へ
と

移

た
や

た

 
そ
ん
な
中

遠
く
で
そ
ん
な
女
性
の
声
が

こ
え
て
き
た

 
ど
う
や
ら
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
は

そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
取
ら
れ
て
し
ま

た
よ
う
だ

あ
ら

残
念
だ

た
わ
ね
ハ
チ
マ
ン
君

だ
な
ま
あ
仕
方
な
い
さ
あ
の

況
で
ダ
メ

ジ
の
コ
ン
ト
ロ

ル
な
ん
か
出
来
な
い
か
ら

な
ま
あ
そ
う
よ
ね

と
り
あ
え
ず
何
が
ド
ロ

プ
し
た
の
か

き
に
行
く
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
近
寄

て
い

た

 
そ
の
幸
運
な
プ
レ
イ
ヤ

は

銀

の
女
性
の
よ
う
だ

ラ
ス
ト
ア
タ

ク
お
め
で
と
う

 
そ
れ
で
す
ま
な
い
ん
だ
が

何
を
ド
ロ

プ
し
た
か
教
え
て
も
ら

て
も
い
い
か
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そ
の
声
に
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

り
向
き

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
顔
を
見
て

直
し
た

ユ

ユ
ナ

え

私
は
確
か
に
ユ
ナ

て
名
前
で
す
け
ど

ど
こ
か
で
お
会
い
し
ま
し
た

け
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第
９
６
５
話
 

ゲ
ン
ブ

 
そ
の
ユ
ナ
の
反
応
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
知
ら
な
い
よ
う
に
見
え
た
が

 
そ
ん
な
事
は
ハ
チ
マ
ン
に
は
関
係
な
か

た

お
前

生
き
て
た
ん
だ
な

き
 
ハ
チ
マ
ン
は
感

ま

た
よ
う
に
ユ
ナ
に

き
つ
こ
う
と
し
た
が

 
ユ
ナ
は

に
平
手
打
ち
を

り
出
し

ハ
チ
マ
ン
の

に
ク
リ

ン
ヒ

ト
さ
せ
た

 
パ
チ

ン

 
と
い
う
音
が

り
に

き

る

あ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

つ
い
反
射
で

 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
も
混
乱
し
つ
つ
も
や
や

静
さ
を
取
り

し

ユ
ナ
に

を
下
げ
た

こ

こ

ち
こ
そ
す
ま
な
い

キ
ミ
が
俺
の

の
知
り
合
い
に
そ

く
り
だ

た
か
ら

つ

い
あ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か
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凄
い
偶
然
も
あ
る
も
ん
で
す
ね

そ
の
人
の
名
前
も
ユ
ナ

て
い
う
ん
で
す
か

あ
あ
あ
そ
う
な
ん
だ
あ

と
俺
の
名
前
は
ハ
チ
マ
ン
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ハ
チ
マ
ン
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
混
乱
し
つ
つ
も

相
手
の
反
応
を

う

に

自
分
の
名
前
を
名
乗

た

 
そ
の
言
葉
に
ユ
ナ
は
目
を
見
開
き

ハ
チ
マ
ン
は
一

期
待
し
た

も
し
か
し
て

ザ
・
ル

ラ

様
で
す
か

う
わ

声
を
か
け
て

い
て
光
栄
で
す

 
だ
が
そ
の
反
応
は

残
念
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
が
期
待
し
た
も
の
で
は
な
か

た

や

ぱ
り
別
人
な
の
か

で
も
こ
ん
な
偶
然

て
あ
る
の
か

あ

ア
イ
テ
ム
の
話
で
し
た
よ
ね
え

と

フ
ロ

テ

ン
グ
・
シ

ズ

て
い
う

 
水
の
上
を
歩
け
る
足
装
備
み
た
い
で
す

ほ
う

そ
れ
は
面
白
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
平
静
を
装

て
そ
う
返
事
を
し
た
が

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ユ
ナ
は

思
わ
ぬ
事
を
言

て
き
た

あ

あ
の

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

良
か

た
ら
こ
の
ア
イ
テ
ム

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

い
い
の
か

は
い

見
て
の
通
り

私
は
ま
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
て
か
ら
そ
ん
な
に

て
な
い
ん
で
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こ
ん
な
特

な
ア
イ
テ
ム
よ
り
は

装
備
を
揃
え
る

の
お
金
の
方
が
欲
し
い
ん
で
す

な
る
ほ
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
答
え
に
納
得
し
フ
ロ

テ

ン
グ
・
シ

ズ
を

入
す
る
事
を

し

た
分
か

た

喜
ん
で

わ
せ
て
も
ら
う

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

店

り
で
も
良
か

た
ん
で
す
け
ど

 
や

ぱ
り
こ
う
い
う
の
は
上
級
者
の
方
に
役
立
て
て
も
ら

た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
し
ね

 
ユ
ナ
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ナ
は
フ
レ
ン
ド

録
を
行
い

 
記
念

影
と
い
う
名
目
で
ハ
チ
マ
ン
は
戦
利
品
を
見
せ
な
が
ら
微
笑
む
ユ
ナ
と
一

に
写
真

を

た

 
そ
の
後
ユ
ナ
が
い
く
つ
か
の
店
を
回

て

い
取
り
価
格
を
調
べ
て
か
ら

り

を
決
め
る

と
言

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

し

取
引
自
体
は
後
日
行
わ
れ
る
事
と
な

た

 
ユ
ナ
は
そ
の
ま
ま
用
事
が
あ
る
と
言

て
ジ

ラ
ト
リ
ア
に
入

て
直
ぐ
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
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残
さ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
に

仲
間
達
が
話
し
か
け
た

ハ
チ
マ
ン
君

あ
の
子

て

前
に
話
し
た
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
あ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
俺
の
弟
子

歌
姫

ユ
ナ

の

は
ず
だ

そ
れ
に
し
て
は

ハ
チ
マ
ン
の
事
を
ま

た
く
覚
え
て
な
い
み
た
い
だ

た
わ
ね

 
シ
ノ
ン
が
そ
う

し
げ
に
感
想
を
述
べ
る

あ
あ

も
し
か
し
た
ら
記
憶

失
な
の
か
も
な

別
人
か
も
し
れ
な
い
じ

な
い

ど
う
か
な
少
な
く
と
も
あ
そ
こ
ま
で
似
て
い
る
と
な
る
と
偶
然

て
事
は
無
い
と
思
う
ん

だ
がこ

れ
は
調
査
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
う
だ
な
と
り
あ
え
ず
ど
こ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
の
か
ア
ル
ゴ
に
調
べ
て
も
ら
う
か

 
そ
の
後

ゲ
ン
ブ
組
と
合
流
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
ナ
の
事
を
ア
ス
ナ
達
に
話
し

 
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
ア
ル
ゴ
に
連

を
と

た
が

 
そ
の
後
日
に
返

て
き
た
返
事
は

調
査
不
能

で
あ

た
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ア
ル
ゴ
で
も
分
か
ら
な
い
の
か

接
続

路
が

に
複
雑
で
な

そ
れ
に
し
て
も

写
真
を
見
せ
て
も
ら

た
限
り
だ
と

 
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
あ
の
ユ
ナ

ち
に
見
え
る
よ
ナ

だ
ろ

や

ぱ
り
記
憶

失
な
の
か
ね

そ
れ
な
ら
こ
ん
な
面
倒
な
方
法
で
接
続
は
し
な
い
と

オ
レ

ち
は
思
う
け
ど
ナ

当
面
は
と
り
あ
え
ず
接
触
し
て
み
て

色
々
と

い
て
み
る
し
か
な
い
か

か
も
ナ

 
こ
の
日
か
ら
ハ
チ
マ
ン
は

と
同
じ
く
ユ
ナ
に
色
々
と
手
ほ
ど
き
を
し
て
い
く
事
と
な
る

  
こ
こ
で
話
を
一

そ
う

ゲ
ン
ブ
戦
で
あ
る

 
ユ

ジ

ン
と
合
流
し
た
ア
ス
ナ
達
は

く
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
後
ゲ
ン
ブ
の
下
へ
と
向

か

た
お
前
達

今
日
こ
そ
は
必
ず
勝
つ
ぞ

 
ユ

ジ

ン
は
そ
う

を
飛
ば
し

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
を
中
心
に

歓
声
が

き

こ

た

お
う

や

て
や
ろ
う

ジ
ン
さ
ん
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仕
方
な
い

ジ
ン
さ
ん
を
男
に
し
て
や
る
か

い
つ
ま
で
も
ヴ

ル
ハ
ラ
よ
り
下
に
見
ら
れ
る
の
も

だ
し
な

 
ユ

ジ

ン
は
そ
ん
な
仲
間
の
声
に
満
足
し
つ
つ
先

を
き
る
予
定
の
ユ
イ
ユ
イ
に
場
所
を

た
で
は
頼
む

う
ん

任
せ
て

 
ユ

ジ

ン
に
代
わ

て
前
に
出
た
ユ
イ
ユ
イ
は

ま

た
く
気
負

た
様
子
も
見
せ
ず

 
集
ま

た
仲
間
達
に
声
を
か
け
た

そ
れ
じ

あ
行

く
よ

 
そ
の

い
調
子
の

け
声
に

お
お
お
お
お

と
い
う
地
鳴
り
の
よ
う
な
大
歓
声
が

く

 
そ
の
声
は
明
ら
か
に
ユ

ジ

ン
に
向
け
ら
れ
た
歓
声
よ
り
も
大
き
く

 
ユ

ジ

ン
は
狼

し
た
様
子
で
仲
間
達
に
問
い
か
け
た

お

お
前
達

俺
の
時
よ
り
気
合
い
が
入

て
な
い
か

あ
は
は
は
は
は
は

ジ
ン
さ
ん

何
の
事
か
さ

ぱ
り
分
か
ら
ね

す
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さ
あ

勝
利
の
女
神
に
続
き
ま
し

う

 
そ
の
問
い
か
け
を
否
定
し
て
く
れ
る
者
は
誰
も
お
ら
ず
ユ

ジ

ン
は
心
の
中
で

し
た

は
は

ユ

ジ

ン

ド
ン
マ
イ

 
そ
ん
な
ユ

ジ

ン
の

を

キ
リ
ト
が
ポ
ン
と
叩
い
た

全
部
ユ
イ
ユ
イ
に
持

て
か
れ
て
た
な

ユ

ジ

ン

ふ

ふ
ん

別
に
オ
レ
が
目
立
つ
必
要
は
な
い
か
ら
な

必
要
と
い
う
か

相
当
頑
張
ら
な
い
と

も
う
目
立
て
な
い
ん
だ
け
ど
な

な

何
故
だ

そ
れ
は
俺
達
が
こ
こ
に
い
る
か
ら
さ

 
そ
う
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
キ
リ
ト
は

王

を
抜
い
た

ユ
イ
ユ
イ

う
ん

任
せ
て

 
キ
リ
ト
に
名
を
呼
ば
れ
た
ユ
イ
ユ
イ
は

一

り
返

て
そ
う
言
う
と

 
そ
の
ま
ま
ゲ
ン
ブ
へ
と
突
撃
し
た

お
願
い

ハ
ロ
・
ガ
ロ
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そ
の
言
葉
が
キ

ワ

ド
と
な
り

ユ
イ
ユ
イ
の
両
手
に
剣
と
盾
が
装
備
さ
れ
る

シ

ル
ド
ス
ロ

 
ユ
イ
ユ
イ
も
ま
た

セ
ラ
フ

ム
と
同
じ
よ
う
に
光
の
盾
を
飛
ば
す

 
そ
れ
は
奇
し
く
も
セ
イ
リ

ウ
戦
が
始
ま

た
の
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ

た

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ

 
そ
の

間
に
ゲ
ン
ブ
が

え

大
空
に
舞
い
上
が

た
か
と
思
う
と

 
空
中
に
水
の

が
無

に
出
現
し

り
を
水

し
に
し
た

 
そ
の
水
は
す
ぐ
に
引
い
た
が

は
も
う

の
フ

ル
ド
と
化
し
て
い
る

 
そ
し
て
ゲ
ン
ブ
は
空
中
で

く
な
り

地
上
へ
と
落
下
し
た

み
ん
な

来
る
よ

は
い

こ
ち
ら
は
い
つ
で
も

 
ユ
イ
ユ
イ
の
後
ろ
に
は

い
つ
の
間
に
か
カ
ゲ
ム
ネ
と
ア
サ
ギ
が
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
お
り

 
ユ
イ
ユ
イ
と
カ
ゲ
ム
ネ
は
盾
を

そ
し
て
ア
サ
ギ
は

公
主
を

え
た

 
そ
ん
な
三
人
に
ゲ
ン
ブ
が
凄
い
勢
い
で
ぶ
つ
か

て
い
く
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ズ
ン

 
と
い
う
重
い
音
と
共
に

ゲ
ン
ブ
が
三
人
に
ぶ
つ
か
り

 
一
メ

ト
ル

前
進
し
た
と
こ
ろ
で
そ
の
動
き
を
止
め
た

う
お
お
お
お

三
本
の
矢
だ
な

キ
リ
ト
君

先
に
行
く
よ

お
う

 
ア
ス
ナ
は
ま
だ
ぬ
か
る
ん
で
い
な
い

置
で

え
を
取
り

 
ド
ン

と
い
う
音
が

こ
え
そ
う
な
く
ら
い
凄
ま
じ
い
勢
い
で
敵
に
向
か

て
飛
び
出
し

た 
最
上
級
突
進
技

フ
ラ

シ
ン
グ
・
ペ
ネ
ト
レ
イ
タ

で
あ
る

 
そ
の
速
度
は
足
元
が

に

わ
れ
て
い
て
も
何
ら
変
わ
る
事
は
な
く

 
ア
ス
ナ
の

姫
は

深
々
と
敵
の
甲

の
下

わ
き
腹
に
当
た
る

置
に
突
き

さ

た

次任
せ
ろ
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そ
し
て
キ
リ
ト
も
突
進
技

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
を
放
つ

 
こ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
達
が
考
え
た
作
戦
の
一
つ
で
あ

た

 
そ
の
狙
い
は
見
事
に
は
ま
り
突
進
技
を
使
え
る
者
達
が
次
々
と
敵
の
わ
き
腹
に
武
器
を
突

き

し

 
ヒ

ト
＆
ア
ウ

イ
よ
ろ
し
く

す
ぐ
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
て
い
く

行
く

次
は
私
達
よ

 
第
二

は
重

級
の
武
器
を
持
つ
者
達
で
あ

た

 
そ
の
代
表
格
で
あ
る
エ
ギ
ル
と
ロ
ウ
リ

が

甲

を
破
壊
出
来
な
い
か
と

 
そ
ち
ら
に
向
か

て
全
力
で

を
叩
き
つ
け
る

く
そ

や

ぱ
り

い
な

で
も
何
と
な
く

こ
の
ま
ま
何
度
も

り
返
せ
ば
行
け
そ
う
じ

な
い

あ
あ

俺
も
そ
ん
な
気
が
す
る

で
も
と
り
あ
え
ず
こ
こ
は

離
脱
だ

 

験
豊

な
エ
ギ
ル
は

敵
が
動
こ
う
と
し
て
い
る
の
を

感
に
察
知
し

 
ロ
ウ
リ

に
そ
の
事
を
伝
え

二
人
は
後
方
へ
と
飛
び
退

た
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そ
の
直
後
に
ゲ
ン
ブ
が
鳴
動
し

後
方
へ
と
転
が

て
い
く

ま
あ
こ
こ
ま
で
は
問
題
な
い
な

し
ば
ら
く
は
こ
れ
の

り
返
し
か

ど
う
し
て
も

に
な

ち

う
人
が
出
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
わ
ね

ま
あ
仕
方
な
い
だ
ろ

あ
い
つ

で
か
い
く
せ
に
素

い
か
ら
な

 
ゲ
ン
ブ
が
後
退
す
る

に

き
込
ま
れ
た
者
が
か
な
り
い
た

 
ア
ス
ナ
や
リ

フ

な
ど
の
ヒ

ラ

は
大
忙
し
で
あ

た

 
な
の
で
今
は

ク
リ
シ

ナ
が
キ
リ
ト
の
相
手
を
し
て
い
た

問
題
は
こ
の
後
ど
ん
な
パ
タ

ン
で
攻
撃
し
て
く
る
か
だ
よ
な

色
々
想
定
し
て
対

は
練

た
け
ど

い
く
つ
当
た

て
る
事
や
ら

て
感
じ
よ
ね

 
そ
ん
な
二
人
の
目
の
前
で

ゲ
ン
ブ
が
再
び
ユ
イ
ユ
イ
に
体
当
た
り
を

行
し

 
し
ば
ら
く
は
そ
の
パ
タ

ン
が
続
く
事
と
な

た

 
こ
の

態
は
結

⻑
く
続
い
た
が

そ
れ
に
は
か
ら
く
り
が
あ
る

 
エ
ギ
ル
達
は
徹

し
て
甲

を
攻
撃
し
て
い
た
が

 
そ
の
行

自
体
に
は
ダ
メ

ジ
は
発
生
し
て
い
な
か

た
の
だ

 
そ
れ
さ
え
破
壊
出
来
れ
ば
ダ
メ

ジ
の
通
り
も
良
く
な

て
一
気
に

り
が
進
む
は
ず
で
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あ
る

 
そ
し
て

に
そ
の
時
が
訪
れ
た

敵
の

が
ま
だ
二

も

れ
て
い
な
い
う
ち
に

 
敵
の
甲

に

か
り
と
大

を
開
け
る
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
る

よ
し

や

と
俺
達
の
出
番
だ
な

あ
そ
こ
に
銃

を
叩
き
こ
め

 
そ
の

目

け
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
が
射
撃
を
開
始
し

ゲ
ン
ブ
の

が
一
気
に

た

 
八

を
通
り
越
し

六

に
到
達
し
よ
う
か
と
い
う
勢
い
で
あ
る

 
八

の
時

ゲ
ン
ブ
の
行
動
パ
タ

ン
が
変
化
す
る

候
が
あ

た
が

 
あ
ま
り
に
一
気
に

た

に
そ
の
時
は
何
も

こ
ら
ず

 
残
り

が
六

で
変
化
す
る

次
の

候
が
す
ぐ
に
始
ま

た
の
で
あ

た
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第
９
６
６
話
 
フ
カ
次
郎
の
知
略

ど
う
や
ら
一
つ
モ

ド
を
飛
ば
せ
た
ね

そ
れ
が
い
い
事
な
の
か
ど
う
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
な

ま
あ
い
い
事
だ
よ
き

と

さ
あ

最
後
ま
で
油
断
し
な
い
で
い
こ
う

 
そ
の
ゲ
ン
ブ
は
モ

ド
が
変
わ
る
の
と
同
時
に
ユ
イ
ユ
イ
達
か
ら

離
を
と

て
い
た

 
そ
れ
に

い
仲
間
達
も
一

攻
撃
を
中
止
す
る

 
ど
ん
な
攻
撃
を
し
て
く
る
の
か
と

す
る
タ
ン
ク
三
人
だ

た
が

 
ゲ
ン
ブ
は
甲

に

れ
た
ま
ま

フ

ル
ド
中
央
か
ら
動
こ
う
と
は
し
な
か

た

動
か
な
い
な

何
か
を
待

て
る
の
か
な

ん
ん

て
い
う
か
あ
れ

何
か
の
魔
法
の

を
し
て
る
ん
じ

ね

 
魔
法
の
専
門
家
で
あ
る
ユ
ミ

の
言
葉
に
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
ハ

と
し
た

も
し
か
し
て
今
ま
で
ず

と

も
し
そ
う
な
ら
ち

と
や
ば
い
か
も
な
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て
お
い
た
方
が
良
か

た
か
な

今
か
ら
で
も

く
な
い

今
の
う
ち
に
遠
く
か
ら
出
来
る
だ
け

て
お
こ
う

 
そ
し
て
攻
撃
指

が
出
さ
れ

魔
法
攻
撃
や
銃
撃

そ
れ
に
矢
の
攻
撃
が

 
ゲ
ン
ブ
の
甲

に
開
い
た
大

に
降
り
注
い
で
い
く

見
て
る
だ
け

て
の
は
⻭
が
ゆ
い
ね

仕
方
な
い
さ
俺
達
が
下
手
に
近
付
い
て
即
死
攻
撃
で
も
く
ら

た
ら
場
が
混
乱
す
る
か
ら

な
ね

ね

待

て
る
間

と
り
あ
え
ず
戦
う

い
や

戦
わ
な
い
か
ら

 
リ
ク
や
リ

ク
は
敵
に
向
か

て
遠

離
攻
撃
を
放

て
い
る
が

 
リ

ウ
は
ど
う
や
ら
暇
な
よ
う
で

キ
リ
ト
に
そ
う

ん
で
き
た

も
う
ち

と
し
た
ら

多
分
大
暴
れ
す
る
機
会
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら

 
悪
い
が
そ
れ
ま
で
我
慢
し
て
く
れ
よ
な

も
し
我
慢
し
て
く
れ
た
ら
今
度
ハ
チ
マ
ン
と
戦
わ

せ
て
や
る
よ

え

ま
あ
そ
れ
な
ら
我
慢
し
て
も

ま
あ
い
い
か
な
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キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
を
生
贄
に
差
し
出
し

そ
れ
で
リ

ウ
は
大
人
し
く
な

た

キ

キ
リ
ト
君

そ
ん
な
約
束
し
ち

て
い
い
の

い
い

て
い
い

て

あ
の
六
人
の
担
当
は
ハ
チ
マ
ン
な
ん
だ
か
ら
さ

ま

ま
あ
確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

 
ア
ス
ナ
は
な
ん
だ
か
ん
だ
ハ
チ
マ
ン
君
が
キ
リ
ト
君
に
お
仕
置
き
を
す
る
事
に
な
る
ん
だ

ろ
う
な

 
な
ど
と
思
い
な
が
ら

ゲ
ン
ブ
へ
と
目
を

し
た

あ
れ

キ
リ
ト
君

ゲ
ン
ブ
の

り
の
水
か
さ
が
上
が

て
な
い

言
わ
れ
て
み
る
と
そ
ん
な
気
が
す
る
な

 
そ
れ
が
フ
ラ
グ
に
な

た
の
だ
ろ
う
か
い
き
な
り
ゲ
ン
ブ
か
ら
大

の
水
が

き
出
し
て

き
たお

い

あ
れ
は
や
ば
く
な
い
か

こ
の

り
ま
で
水

し
ち

う
か
な

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
は
い
か
な
い
ん
じ

ね

 
こ
こ
は
確
か
に

地
だ
け
ど
そ
ん
な
に
深
い

じ

な
い
し
絶
対
に

れ
ち

う

し
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身
を
乗
り
出
す
エ
ギ
ル
に
リ

フ

が
そ
う

ね

ユ
ミ

が
そ
れ
を
否
定
し
た

確
か
に

そ
う
す
る
と

く
ら
い
ま
で
か

か
も

そ
れ
く
ら
い
な
ら
余

余

こ
の
フ
カ
ち

ん
に
お
任
せ
あ
れ

あ

お
い
フ
カ

余
計
な
フ
ラ
グ
立
て
ん
な

 
キ
リ
ト
が

て
て
そ
う
言

た
が
時

に

し

 
ゲ
ン
ブ
が
高
速
で
回
転
を
始
め
そ
れ
に

て

り
に

ま

た
水
が
ぐ
る
ぐ
る
と
回
転

し
だ
し
た

 
そ
う

ま
る
で
洗

機
の
よ
う
に

げ
げ

一
時

退
だ

み
ん
な

水
か
ら
上
が
れ

 

て
て
キ
リ
ト
が
そ
う
指

を
出
し
タ
ン
ク

や
ア
タ

カ

達
は

て
て
敵
か
ら

離
を

と

た

 
だ
が
当
然
逃
げ

れ
る
者
も
出
て
し
ま
い
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何
人
か
が
そ
の

流
に
飲
ま
れ

水
の
中
で
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
化
し
た

あ
れ
は
近

け
な
い
ね

水
が
引
く
ま
で

生
も
無
理
だ
な

と
い
う
か
あ
の
速
さ
じ

甲

に
開
い
た

に
攻
撃
す
る
の
も
運
任
せ
に
な
り
そ
う

仕
方
な
い

お
い
フ
カ

さ

き
余

て
言

て
た
よ
な

こ
こ
は
お
前
に
任
せ
た

え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
キ
リ
ト
に
そ
う
言
わ
れ

フ
カ
次
郎
は
絶
叫
し
た
が

こ
れ
は
そ
ろ
そ
ろ
フ
カ
次
郎
に
も

 
こ
う
い

た
場
合
の
対
応
を
考
え
る

を
付
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
の
発
言
で
あ

た
別
に
一
人
で
突
撃
し
ろ

て
ん
じ

な
い

対
応

を
考
え
ろ

て
事
だ

 
そ
の
く
ら
い
は
出
来
る
よ
う
に
な

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

が

が

て
ん

 
フ
カ
次
郎
は
両
手
の
人
差
し
指
の
先

を
こ
め
か
み
に
当
て

 
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
必
死
に
考
え
始
め
た

う

ん

う

ん

要
は
あ
の

に
攻
撃
を
叩
き
込
め
ば
い
い

で
し
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で
も
そ
の

が
高
速
で
回
転
し
て
る

つ
ま
り
矢
で
の
攻
撃
は
非

 
そ
れ
は
銃
も
同
じ
だ
け
ど

マ
シ
ン
ガ
ン
な
ら

い
や
い
や

ほ
と
ん
ど
が

か
れ
ち

う

よ
ね

 
遠

攻
撃
は
敵
が
動
い
て
な
い
時
ま
で
と

て
お
く
べ
き

 
今
の
ま
ま
だ
と
ル

レ

ト
で
一
つ
の

に

独

け
す
る
よ
う
な
感
じ
に
し
か
な
ら
な

い 
ん

ル

レ

ト

に
入
れ
る

 
フ
カ
次
郎
は
ど
う
や
ら
何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
で

仲
間
達
に
色
々
質
問
し
始
め
た

ク
リ
シ

ナ

援
魔
法

て
武
器
に
も
か
け
ら
れ
る
じ

な
い

 
そ
れ

て
爆

系
の
ア
イ
テ
ム
に
も
か
け
ら
れ
た
り
す
る

可
能
だ
け
ど

え
ば
ど
ん
な
魔
法

え

と
ね

今
考
え
て
い
る
の
は

 
そ
の
フ
カ
次
郎
の
説
明
を

い
た
ク
リ
シ

ナ
は

大
丈
夫
だ
と
太

判
を
押
し
た

そ
れ
な
ら
平
気
よ

果
時
間
を
調

す
れ
ば

問
題
な
く
い
け
る
わ

よ

し

そ
れ
じ

あ
次
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次
に
フ
カ
次
郎
は

闇
風
達
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
に
話
し
か
け
た

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
興
味
深
そ
う
に
見
て
い
る

ご
め
ん

ヤ
ミ
ヤ
ミ

た
ら
ち

ん

あ
と
コ
ミ
ケ
さ
ん
と
ケ
モ
ナ

さ
ん

 
ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ロ
ビ
ン
み
た
い
な
呼
び
方
す
ん
な

誰
が
た
ら
ち

ん
だ

フ
グ
タ
様
と
呼
べ

い
や
い
や
た
ら
こ

お
前
も
何
言

て
ん
だ
よ

冗
談
だ

て
の

で

俺
達
に
何
を

き
た
い
ん
だ

手

て
ど
の
く
ら
い
あ
る

も
し
く
は
そ
れ
系
の
爆
発
物

 
四
人
は
そ
う
言
わ
れ

コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て
ア
イ
テ
ム
の
確
認
を
始
め
た

 
そ
の
結
果

四
人
合
わ
せ
て
三
十
個
の
手

と

着
式
の
地

が
三
つ

 
そ
れ
に
通
常
の
地

が
十
個
あ
る
事
が
分
か

た

う
わ

結

あ
る
ね

ち

と
手

だ
け
も
ら

て
も
い
い

何
か
思
い
つ
い
た
の
か

う
ん

上
手
く
い
く
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
ね

あ
と
ド
ロ

ン
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
よ
ね



 第９６６話 フカ次郎の知略

あ
あ

持

て
る
ぞ

そ
れ
も
レ
ン
タ
ル
よ
ろ

分
か

た

好
き
に
し
て
く
れ

 
フ
カ
次
郎
は
そ
の
ま
ま
簡

な

作
に
入
り

ド
ロ

ン
に
ロ

プ
と
袋
を
結
び
つ
け

 
そ
の
袋
の
中
に

そ
の

り
に
転
が

て
い
る
石
を
入
れ
た

実
験
実
験

と

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
ド
ロ

ン
を
操
作
し

ゲ
ン
ブ
の
真
上
に
そ
れ
を
持

て
い
く
と

 
釣
り
下
げ
た
袋
を
回
転
す
る

の
中
に
入
れ
よ
う
と
し
始
め
た

う

ん

か
い
操
作
が
難
し
い
な

気
流
も
結

激
し
い
の
か

 
フ
カ
次
郎
も
頑
張

て
い
る
が

中
々

置
を
合
わ
せ
る
事
が
出
来
な
い

な
る
ほ
ど

そ
う
や

て
手

を
甲

の

に
入
れ
て

爆
発
さ
せ
る
つ
も
り
か

う
ん
衝
撃
で
爆
発
し
な
い
よ
う
に
ク
リ
シ

ナ
に
衝
撃

性
魔
法
を
か
け
て
も
ら
う
予
定

 

爆
は
ユ
ミ

さ
ん
に
任
せ
れ
ば
い
け
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね
物
理
系

性
魔
法
じ

は
防

げ
な
い
し

 
そ
う
言
い
な
が
ら
フ
カ
次
郎
は
ユ
ミ

の
方
を
見
た

ユ
ミ

は
任
せ
ろ
と
い
う
風
に
力
強
く
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くで
も
こ
れ

素

く

に
入
れ
ら
れ
な
い
と

性
魔
法
の

果
が
切
れ
ち

て

 
甲

に
当
た

た
衝
撃
で
爆
発
し
ち

う
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
よ
ね

そ
れ
な
ら
ち

と
私
に
や
ら
せ
て
み
な

い

正
直
退
屈
で
仕
方
な
い
の
よ
ね

 
リ

ウ
が
自
信
あ
り
げ
に
そ
う
言
い

フ
カ
次
郎
は
目
を

か
せ
た

何
か
い
い
方
法
で
も
あ
ん
の

簡

よ
私
の
神
珍

パ
イ
プ
で
グ
ン

と
し
て
ス
ル

て
な

た
ら
ド

ン
み
た
い

な

よ

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
任
せ
た

 
同
じ
感
覚

で
も

リ

ウ
と
フ
カ
次
郎
の
感
覚
は
微

に
違
う
よ
う
だ

 
リ

ウ
は
そ
の
ま
ま
神
珍

パ
イ
プ
の
先
に
ロ

プ
を
結
び
そ
の
ま
ま
敵
の
真
上
ま
で

ば

し
たは

い

グ

ン

お
お

一
本
釣
り

い
い
ね
い
い
ね

 
パ
イ
プ
の
⻑
さ
は
か
な
り
⻑
く
な
り

え
る
だ
け
で
も
大
変
そ
う
だ
が
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リ

ウ
は
大
変
そ
う
な
そ
ぶ
り
を
ま

た
く
見
せ
ず
ピ
タ
リ
ピ
タ
リ
と

置
を
決
め
て
い
く

 
さ
す
が
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
十
四

の
実
力
と
い

た
所
か

こ
の
く
ら
い
か
な

そ
し
た
ら
ス
ル

と

 
リ

ウ
は
そ
の
ま
ま
袋
を
下
げ

甲

に
当
て
る
よ
う
に
操
作
し
た

 

に
そ
の
袋
が
見
え
な
く
な
る

ど
う
や
ら
無
事
に

に
入
れ
る
事
が
出
来
た
よ
う
だ

あ

ロ

プ
を
外
す
方
法
を
考
え
る
の
忘
れ
て
た

そ
ん
な
の
つ
い
で
に
燃
や
し
ち

え
ば
い
い
ん
じ

ね

そ
ろ
そ
ろ
あ

し
の
出
番

し

か
な

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
ま
す

先
生

う
む

任
せ
る
し

 
リ

ウ
は
石
を
引

張
り
上
げ

手

に
付
け

え
る
と

 
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
ス
ム

ズ
に
そ
れ
を

に
放
り
込
ん
だ

 
ユ
ミ

は
そ
の
ま
ま

に
入
り

ゲ
ン
ブ
の
真
上
に
巨
大
な

の

を
生
み
出
す
と

 
そ
の
ま
ま
ゆ

く
り
と
下
に
下
ろ
し
て
い

た

ゲ
ヘ
ナ
・
フ
レ
イ
ム
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そ
の

は

か
な
り

れ
て
い
る
甲

の
部
分
に
は

 
や
は
り
ダ
メ

ジ
は
あ
ま
り

え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
が

 
お
そ
ら
く

の
中
は

で
激
し
く
焼
か
れ
て
い
る
事
だ
ろ
う

 
そ
の
直
後
に

爆
に
成
功
し
た
の
か

ゲ
ン
ブ
の
甲

の
一
部
分
が
激
し
く

を

い
た

 

れ
て
凄
ま
じ
い
爆
発
音
が

り
一

に

き

る

よ
し

成
功

や
る
じ

な
い
か
フ
カ

正
直
見
直
し
た
ぞ

も

と
褒
め
て
下
さ
い
副
⻑

お
う

え
ら
い
え
ら
い

む
ふ
ふ

こ
れ
で
リ

ダ

に
も
ご
褒
美
が
も
ら
え
る
は
ず

私
え
ろ
い

じ

な
か

た

え
ら
い

 
フ
カ
次
郎
は

高
々
に
そ
う
言

た
が

誰
も
そ
れ
に
つ
い
て
は

は
な
か

た

 
実

敵
の

は

今
の
一
撃
で
一
気
に
残
り
二

近
く
ま
で

て
い
た

 
よ
ほ
ど
内

深
く
ま
で
ク
リ
テ

カ
ル
ぎ
み
に
ダ
メ

ジ
を

え
た
と
判
定
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
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フ
カ
次
郎
は
実
に
立

な
戦
果
を
あ
げ
た
と
言

て
い
い

よ
し

後
は
発
狂
モ

ド
を
乗
り
切
る
だ
け
か

こ
こ
か
ら
が
本
番
だ
ね

み
ん
な

残
り
後
少
し
だ

絶
対
に
勝
つ
ぞ

 
キ
リ
ト
の
叫
び
に
仲
間
達
が
笑
顔
で
答
え
る

 
戦
い
は
い
よ
い
よ
最
終
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
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第
９
６
７
話
 
ア
ス
ナ

突
撃

 
ゲ
ン
ブ
は
ぶ
る
ぶ
る
と

え

立
ち
上
が

て
大
き
く
翼
を
広
げ
た

 
ど
う
や
ら
甲

に
は
も
う

ら
な
い
よ
う
だ

 
そ
の
ま
ま
飛
び
上
が

た
ゲ
ン
ブ
は
体
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ま
る
で
ビ

ム
の
よ
う
に
水
を
飛

ば
し
て
く
る

 
そ
の
せ
い
で
地
面
が
ラ
イ
ン

に
え
ぐ
ら
れ
て
い
く

ウ

タ

カ

タ

み
た
い
な
も
ん
か

も
し
く
は
高
圧
洗

機
だ
ね

ア
ス
ナ

そ
ん
な
マ
イ
ナ

な
機

見
た
事
あ
る
の
か

う
ん
前
に

で
一
度
ね

多
分
あ
れ
で
ス
パ

と

ら
れ
る
事
は
無
い
と
思
う
け
ど

 
か
な
り
の
衝
撃
が
あ
る
か
ら

部

く
ら
い
は

き
る
か
も

出
来
る
だ
け
避
け
る
し
か
な
い

か

ま
あ
そ
う
だ
ね

 
ゲ
ン
ブ
は
し
ば
ら
く
し
て
放
出
を
止
め
高
く
舞
い
上
が

て

当
な
相
手
へ
と
突

込
ん
で
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く
る

 
タ
ン
ク
三
人
は
散
ら
ば

て
狙
わ
れ
た
メ
ン
バ

を
フ

ロ

す
る
が
や
は
り
取
り
こ
ぼ
し

も
出
て
く
る

 
そ
の
せ
い
で

者
が
徐
々
に

え
て
い
く
が
こ
の

態
だ
と
遠

攻
撃
以
外
は
あ
ま
り
役

に
た
た
な
い

 
そ
の
矢

も
敵
の
水
流
攻
撃
に

か
れ
て
し
ま
う
事
が
多
い

 
敵
の

が
ほ
と
ん
ど

ら
な
い

態
が
続
い
て
い
た

み
ん
な

も
う
し
ば
ら
く

え
て
く
れ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
叫
ん
だ
後

ら
に
い
る
ク
リ
シ

ナ
に
相
談
を
持
ち
か
け
る

ク
リ
シ

ナ

ど
う
思
う

そ
う
ね

手
が
無
い

で
も
な
い
け
ど

 
ア
ス
ナ
が
ヒ

ル
や

生
に
追
わ
れ
て
い
る

 
今
の
キ
リ
ト
の
相
談
役
は
ク
リ
シ

ナ
が
努
め
て
い
た

何
か
手
が
あ
る
の
か

え
え

さ

き
み
た
い
に
リ

ウ
さ
ん
の
武
器
に
何
人
か
捕
ま

て
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一
気
に

ば
し
て
も
ら

て
敵
に
飛
び
移
る

て
の
は
ど
う
か
し
ら

あ
の

幕
の
中
を
か

そ
り

決
死

に
な
る
な

そ
れ
に
関
し
て
は

ア
サ
ギ
さ
ん
を
先

に
す
れ
ば
大
分
マ
シ
に
な
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
彼
女
は
盾
を
持

て
い
な
い
分

い
は
ず
だ
し
ね

な
る
ほ
ど

よ
し

そ
の
手
で
い
く
か

そ
れ
な
ら
俺
も
参
加
す
る

 
二
人
の
横
か
ら
リ
ク
が
そ
う

願
し
て
き
た

今
度
こ
そ
俺
の
魔
法
の
出
番
だ
ろ

別
方
向
か
ら
乗
り
移

て
み
せ
る

 
リ
ク
の
魔
法
は
空
中
に

属
性
の
足
場
を
作
り
そ
の
上
を
滑
る
よ
う
に
移
動
出
来
る
も
の
だ

が 
リ
ク
の
持
つ
コ
ピ

キ

ト
の
回

制
限
の
関
係
も
あ
り

 
そ
の
最
大

続

離
は
五
十
メ

ト
ル
と
な

て
い
た

そ
の

に
先
ほ
ど
の
手

の
時

は 
行
く
の
は
い
い
が

れ
な
い

態
に
な
る

に
リ

ウ
に
出
番
を

た
が

 
今
回
の
よ
う
に

て
く
る
必
要
が
無
い
場
合
は
全
く
問
題
が
な
い
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ち
な
み
に
一
人
な
ら
運
べ
る
け
ど

ど
う
す
る

そ
れ
な
ら
私

 
キ
リ
ト
達
が
相
談
し
て
い
る
の
を
見
て

て
き
た
ア
ス
ナ
が
横
か
ら
そ
う

願
し
て
き
た

 
最
後
の
局
面
と
い
う
事
も
あ
り
こ
れ
以
上
回
復
に
手
を

く
必
要
も
な
い
と
判
断
し
た
の
だ

ろ
うオ

ケ

俺
が
お
姫
様
み
た
い
に
運
ん
で
や
る

あ

う

う
ん

お
願
い

 
ア
ス
ナ
は
一

そ
う
い
う
の
は
ハ
チ
マ
ン
君
に
し
て
ほ
し
い
な

な
ど
と
考
え
て
し
ま
い

 
ぶ
ん
ぶ
ん
と

を

て
そ
の
考
え
を
散
ら
せ
た

女
同
士
な
ん
だ
し

問
題
な
い
か
な

 
こ
う
し
て
リ
ク
と
ア
ス
ナ
の
突
撃
が
決
定
し
た

そ
れ
じ

あ
リ

ウ
の
側
は
誰
を
送
り
込
む
か
だ
が

当
然
一
人
は
俺
な

ま
あ

当
じ

な
い
か
し
ら

そ
れ
な
ら
俺
も
頼
む

俺
は
今
回
ほ
と
ん
ど
活
躍
出
来
て
な
い
か
ら
な

 
そ
う
言
い
出
し
た
の
は
ユ

ジ

ン
で
あ

た
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ま
あ
そ
う
だ
よ
な

俺
達
二
人
に
ア
サ
ギ
さ
ん
か

リ

ウ

大
丈
夫
か

武
器
を
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま

て
突
撃
す
る
な
ら

 
何
人
か
に
手
伝

て
も
ら
え
ば
も
う
一
人
く
ら
い
は
い
け
る
か
も

そ
れ
な
ら
私
も

願
し
よ
う
か
し
ら

 
そ
う
言

て
歩
み
出
て
き
た
の
は
ロ
ウ
リ

で
あ

た

ロ
ウ
リ

さ
ん
な
ら

そ
う
だ
し

ま
あ
大
丈
夫
か
な

 
こ
れ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
大
き
な
違
い
で
あ
る

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ
と

え
武
器
を
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
よ
う
と
も
全
体
重

が
重
く
な

て
し
ま
う

が 
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
そ
ん
な
事
は
無
い
の
で
移
動
に
関
し
て
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
言

て
い
い

リ

ウ

俺
も

え
る
の
を
手
伝
う
か
ら
な

う
ん

お
願
い
ね

 
エ
ギ
ル
が
そ
う

し
出
る

他
に
も
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
力
自
慢
が
何
人
か

願
し
て
く
れ
た

 
こ
れ
で
決
死

の
編
成
が
決
ま
り

あ
と
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
る
だ
け
と
な

た
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突

込
む
の
は
敵
が
こ
ち
ら
に
ダ
イ
ブ
し
た
直
後
が
い
い
と
思
う
わ

 
そ
の
後
な
ら

幕
が
張
ら
れ
る
ま
で
に

ほ
ん
の
少
し
だ
け
間
が
あ
く
も
の

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
ア
サ
ギ
さ
ん

失

し
ま
す

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
遠

が
ち
に
ア
サ
ギ
の

に
手
を
回
し
た
が

 
ア
サ
ギ
は
あ
ま
り
気
に
し
た
様
子
が
な
い

こ
の

度

影
中
に
は
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
気
に
し
な
い
で

 
ア
サ
ギ
は
キ
リ
ト
が
顔
を

く
し
て
い
る
の
を
見
て
笑
顔
で
そ
う
言

た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
の
後
ろ
に
は
ユ

ジ

ン

そ
の
後
ろ
に
ロ
ウ
リ

が
座
り

 
神
珍

パ
イ
プ
を
リ

ウ
と
エ
ギ
ル
が

え
そ
の
後
ろ
に
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
何
人
か
が
つ

い
た本

当
は
私
が
突

込
み
た
い
所
だ

た
け
ど

ま
あ
仕
方
が
な
い
わ
よ
ね

 
リ

ウ
は
不
満
そ
う
に
そ
う
言
い
つ
つ

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
神
珍

パ
イ
プ
を

ば
し
た

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
達
は
凄
ま
じ
い
勢
い
で
敵
へ
と
向
か
い

 
エ
ギ
ル
達
も
⻭
を
食
い
し
ば

て
そ
れ
を

え
た

う
お
お
お
お

思

た
よ
り
怖
い
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水
流
来
ま
し
た

止
め
ま
す

 
ア
サ
ギ
は

公
主
を
開
い
て
見
事
に
そ
れ
を
防
ぎ
き
る

み
ん
な

飛
び
お
り
る
わ
よ

 
恐
怖
心
を
感
じ
さ
せ
な
い
の
ん
び
り
と
し
た
声
で
ロ
ウ
リ

が
そ
う
言
い
真

先
に
飛
び
降

り
て
い
く

 
そ
の
着
地
を
す
る

は
実
に

や
か
で
あ
り

ま

た
く
重
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い

行
く
ぞ
キ
リ
ト

お

お
う

行
き
ま
す

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
ゲ
ン
ブ
の
首
筋

甲

と
の

目

り
に
飛
び
降
り
た

 
甲

の
お
か
げ
で
滑
り
落
ち
る
事
な
く

体
も
問
題
な
く
安
定
す
る

 
そ
の
直
後
に
背
後
か
ら
リ
ク
と
ア
ス
ナ
が
突

込
ん
で
き
た

 
ど
う
や
ら
二
人
は
五
メ

ト
ル

下
に
開
い
て
い
る
甲

の

け
目
に
飛
び
込
む
つ
も
り
ら

し
く

 
そ
の

道
が
キ
リ
ト
達
よ
り
も
か
な
り

い
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キ
リ
ト
君

そ

ち
は
お
願
い

お
う

任
せ
ろ

 
六
人
が
無
事
に
ゲ
ン
ブ
に
取
り
付
い
た
の
を
見
て

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
攻
撃
の
指

を
出
す

撃
て

 
遠

攻
撃

を

し
て
い
た
サ
ト
ラ
イ
ザ

の

そ
の
シ
ン
プ
ル
な
叫
び
と
同
時
に

 
ゲ
ン
ブ
の
腹
部

り
か
ら
下
目

け
て
一

に
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た

 
も
う
こ
れ
で
終
わ

て
も
い
い
と
い
う
く
ら
い
の
勢
い
で
あ
る

 
リ

フ

も
回
復
役
を
放

し
て
風
魔
法
を
連
続
し
て
撃

て
お
り

 
そ
の
隣
で
は
闇
風
や
薄
塩
た
ら
こ

そ
し
て
コ
ミ
ケ
と
ケ
モ
ナ

が
銃
撃
を
行
い

 
そ
の
向
こ
う
で
は

＆

の
面
々
も
狂

た
よ
う
に
攻
撃
を
行

て
い
る

 
こ
の
戦
い
で
は
ま

た
く
目
立

て
い
な
い
ビ

ビ

も
そ
こ
に
い
た

 
反
対
側
で
は
ユ
ミ

と
リ

ク
が

魔
法
攻
撃
を
行

て
い
る

 
フ
カ
次
郎
は
出
番
が
無
く
そ
れ
を
見
て
い
る
だ
け
だ

た
が

こ
れ
は
仕
方
が
な
い

 
こ
の

態
だ
と
近
接
ア
タ

カ

に
出
番
は
無
い
か
ら
だ

 
本
当
は
フ
カ
次
郎
も
決
死

に

願
す
る
つ
も
り
で
あ

た
が



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
先
達
の
ロ
ウ
リ

に
先
を
越
さ
れ
て
し
ま

た

遠

し
た
の
で
あ

た

 
エ
ギ
ル
と
リ

ウ
は

そ
の
ま
ま
ク
リ
シ

ナ
の
ガ

ド
に
入

た

 
そ
の
ク
リ
シ

ナ
は

こ
の

離
か
ら
キ
リ
ト
達
に

援
魔
法
を
飛
ば
し
て
い
る

 
戦
場
は
今

ま
さ
に
最
後
の
力
を

り
絞

た
総
力
戦
と
い

た
感
じ
に
な

て
い
た

や

と
お
前
の
出
番
だ

こ
の
中
じ

お
前
の
ソ

ド
ス
キ
ル
が
一
番
攻
撃
力
が
高
い

 
頼
ん
だ
ぞ

ユ

ジ

ン

 
キ
リ
ト
が
ユ

ジ

ン
に
そ
う

を
飛
ば
し
ユ

ジ

ン
は
高
笑
い
し
な
が
ら
ド
ン
と
胸
を

叩
い
た

わ
は
は
は
は

任
せ
ろ

く
ら
え

ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

 
ユ

ジ

ン
は
そ
う
叫
び
な
が
ら
い
き
な
り
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
ち
キ
リ
ト
は
ニ
ヤ
リ
と
し

た
よ
し

こ
れ
で
ユ

ジ

ン
の
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
は
ほ
ぼ
無
い
な

 
さ
す
が
は
キ
リ
ト

ユ

ジ

ン
の
性
格
を
実
に
良
く
分
か

て
い
る

 
そ
の
時
下
か
ら
リ
ク
の
高
笑
い
が

こ
え
て
き
た

あ
は
は
は
は

く
ら
い
や
が
れ

こ
の

モ
ド
キ
が
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あ

ち
も

調
み
た
い
だ
な

 
そ
う
考
え
な
が
ら
キ
リ
ト
は

ロ
ウ
リ

と

を

べ
な
が
ら
敵
の
首
筋
に

り
か
か

て

い

た
あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
ロ
ウ
リ

の
叫
び
を

き
な
が
ら

大
技
を
放
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
慎
重
に

計

て
い
た

 
お
そ
ら
く
ア
ス
ナ
も
そ
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
下
か
ら
ス
タ

リ

・
テ

ア

を
放

た

気
配
は
な
い

ど
う
し
た
キ
リ
ト

大
人
し
い
で
は
な
い
か

こ
れ
か
ら
だ

て
の

 
キ
リ
ト
は
そ
う
答
え
つ
つ

も

静
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て
い
た

 
だ
が
そ
の
時
下
か
ら
ア
ス
ナ
の
声
が

こ
え
て
き
た

ス
タ

リ

・
テ

ア

ア
ス
ナ

ち

と

く
な
い
か

 
直
後
に
大
き
な
衝
撃
が

き

こ
り

敵
の

が
残
り

ド

ト
ま
で

た
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そ
れ
に
合
わ
せ
て
キ
リ
ト
も
大
技
を
放
と
う
と
し
た
が
そ
の
直
後
に
足
場
が
ぐ
ら
り
と

れ

た 
ど
う
や
ら
ゲ
ン
ブ
が
再
び
地
上
に
ダ
イ
ブ
し
よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い

し
ま

た

慎
重
に
狙
い
す
ぎ
た

 
キ
リ
ト
達
は

動
に

え
ら
れ
ず

そ
の
ま
ま
落
下
し
て
い
く

 
そ
の
四
人
の
体
が
い
き
な
り
光
を

び

落
下
速
度
が
急
激
に
収
ま

た

フ

ル
ン
・
コ
ン
ト
ロ

ル

 
ど
う
や
ら
ク
リ
シ

ナ
が
助
け
て
く
れ
た
ら
し
い

 
そ
う
理
解
し
た
直
後
に

キ
リ
ト
の

界
に

に
立
つ
リ
ク
と
ア
ス
ナ
の

が
映

た

 
そ
の
目
の
前
で

リ
ク
が
そ
の
手
に
持
つ
コ
ピ

キ

ト
を

り
下
ろ
し

 
リ
ク
の
足
元
か
ら
敵
の
背
後
に
向
け
て

真

直
ぐ
紫
色
の
光
が

び
て
い
く

一
体
何
を

 
そ
の

間
に

ア
ス
ナ
の
叫
び
声
と
共
に

ア
ス
ナ
の

が
消
え
た

フ
ラ

シ
ン
グ
・
ペ
ネ
ト
レ
イ
タ

 
キ
リ
ト
だ
け
で
は
な
く
全
員
が
見
守
る
中

紫
の
光
の
上
を

く
白
い
光
が
流
れ
て
い
く
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リ
ク
の
作
る
足
場
に
は
リ
ク
し
か
乗
れ
な
い

お
そ
ら
く
ア
ス
ナ
は
最
初
だ
け
リ
ク
の
足
を

み
台
に
し

 
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
敵
に
突

込
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
そ
の
光
は
敵
に
追
い
つ
き

そ
の
体
を
見
事
に

通
し
た

ア
ス
ナ
の
奴

無
茶
し
や
が

て

 
直
後
に
ゲ
ン
ブ
が
動
き
を
止
め

爆
散
し
て
い
く

 
そ
の
後
に
残
さ
れ
た
の
は

そ
の
ま
ま
ユ
イ
ユ
イ
の
方
に
突

込
ん
で
い
く
ア
ス
ナ
の

で

あ

た
フ

ル
ン
・
コ
ン
ト
ロ

ル

 
こ
こ
で
再
び
ク
リ
シ

ナ
の
魔
法
が
発
動
し

ア
ス
ナ
の
落
下
速
度
が
若

ま

た

 
そ
こ
に
装
備
を
解

し
た
ユ
イ
ユ
イ
が
ア
ス
ナ
に
向
か

て
手
を
広
げ
る

ア
ス
ナ

ユ
イ
ユ
イ

 
ユ
イ
ユ
イ
は
ア
ス
ナ
を
見
事
に
受
け
止
め
た
が

 
さ
す
が
に
そ
の
勢
い
を
全
て
殺
す
事
は
出
来
な
か

た
よ
う
で

ぐ
ら
り
と
し
た
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う
わ

倒
れ
ち

う

お

と

危
な
い
危
な
い

 
そ
ん
な
ユ
イ
ユ
イ
を

背
後
か
ら
エ
ギ
ル
と
リ

ウ
が

え
た

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
地
面
に
倒
れ
た
が
ち

ん
と
勢
い
を
殺
せ
た
よ
う
で
全
員
無
事
で
あ

た 
ち
な
み
に
ア
ス
ナ
は
ユ
イ
ユ
イ
の
胸
に
顔
を

め
て
お
り

実
に

合

合
し
い

勝
ち

を
あ
げ
ろ

我
ら
の
勝
利
だ

 
そ
こ
で
す
か
さ
ず
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
そ
う
宣
言
し

り
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
た

ア
ス
ナ

大
丈
夫

ご
め
ん

ち

と
無
茶
し
ち

た

あ
り
が
と
う

ユ
イ
ユ
イ

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
立
ち
上
が
り

味
方
に
向
け
て
片
手
を
上
げ

 
そ
の
お
か
げ
で
歓
声
は
更
に
強
ま

た

キ
リ
ト
よ

ア
ス
ナ
に
全
部
持

て
か
れ
た
な

ま
あ
勝

た
ん
だ
か
ら
い
い
じ

な
い
か
お
疲
れ
ユ

ジ

ン
ア
サ
ギ
さ
ん
ロ
ウ
リ
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さ
んキ

リ
ト
さ
ん

お
疲
れ
様
で
す

お
疲
れ
様

さ
あ
こ
の
後
は
セ
イ
リ

ウ
組
と
合
流
し
て
祝
勝
会
と
行
き
ま
し

う

 
こ
う
し
て
ゲ
ン
ブ
は
討
伐
さ
れ

ラ
ス
ボ
ス
へ
の
道
が

に
解
放
さ
れ
る
事
と
な

た
の
で

あ

た
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第
９
６
８
話
 
ユ
ナ
の
謎

ア
ス
ナ

無
茶
し
す
ぎ
だ
ろ

 
地
上
へ
と
降
り
立

た
キ
リ
ト
は
真

直
ぐ
に
ア
ス
ナ
の
所
に
向
か
い
苦
笑
し
な
が
ら
そ

う
言

た

ご
め
ん

自
分
で
も
そ
の
自
覚
あ
る

 
ア
ス
ナ
は
恐

し
た
よ
う
に
そ
う
答
え
た

ま
あ
こ
こ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

な
い
ん
だ

ハ
チ
マ
ン
も
そ
れ
く
ら
い
大
目
に
見
て
く
れ
る
だ
ろ

そ
う
だ
と
い
い
ん
だ
け
ど
ね

 
二
人
は
そ
う
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
次
々
と
駆
け
寄

て
く
る
他
の
ナ
イ
ツ
の
者
達
と
言
葉

を
交
わ
し

 
最
後
に
見
知
ら
ぬ

い
や

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
プ
レ
イ
ヤ

に
声
を
か
け
ら
れ
た

 
こ
こ
ま
で
ビ

ビ

以
上
に
ま

た
く
存
在
感
を
発

し
て
い
な
か

た
ク
ラ
レ
ン
ス
で
あ

る
あ

あ
の

き

今
日
は
シ

ナ
さ
ん
は
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ん

ど
ち
ら
様

あ

キ
リ
ト
君

こ
の
人
確
か

ク
ラ
レ
ン
ス
と
か
い
う
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
女
の
人
だ
よ

 
要
塞
防
衛
戦
で
見
た
事
あ
る
も
の

へ

そ
う
な
の
か

て

女
の
人

 
驚
く
キ
リ
ト
に

ア
ス
ナ
が
そ

と

打
ち
し
た

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
か
ら
受
け
た
報
告
だ
と
ね

こ
の
人

て

実
は
女
で
男
も
女
も
イ
ケ
る
口

 
小
さ
く
て
か
わ
い
い
子
が
好
み
で
性
格
は

の
ピ
ト
に
似
て

放
で
自
分
勝
手

 
ス
コ

ド
ロ
ン
で

め
事
を

こ
し
て
追
い
出
さ
れ
そ
う
に
な

た
け
ど

 
逆
に
メ
ン
バ

の

み
を

て
主

を

て

 
で
も
さ
す
が
に
居
心
地
が
悪
く
な

た
か
ら
移

先
を
探
し
中

て
事
だ

た
よ

 
ア
ス
ナ
は
前
に
ロ
ザ
リ
ア
に
教
え
ら
れ
た
事
を
し

か
り
記
憶
し
て
い
た
よ
う
だ

そ
の
後
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
と
か
に
も
参
戦
し
て

シ

ナ
と
敵
対
し
て
た
か
な

 
そ
れ
と
ロ
ビ
ン
と
か
か
ら

い
た
話
だ
と

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は
何
と
か
シ

ナ
に
取
り
入
ろ
う
と
色
々
画

し
て
た

て

ほ
う
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で
も
シ

ナ
は

あ
の
人
の
事
を
悪
く
は
思

て
な
い
み
た
い
だ
ね

 
ま
あ
で
も
こ
こ
ま
で
の
行
い
だ
け
見
る
と

完
全
に
敵
み
た
い
な
感
じ
か
な

分
か

た

ち

と
荒
療
治
で
も
し
て
お
く
わ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
情
報
に

く
と

ク
ラ
レ
ン
ス
に
向
け
て
剣
を
抜
い
た

な
 
そ
の
殺
気
の

た

線
を
受
け

ク
ラ
レ
ン
ス
は

を
抜
か
し
た

生

シ

ナ
は
こ
こ
に
は
い
な
い
し

多
分
お
前
と
関
わ
る
気
は
無
い
と
思
う
ぞ

 
も
し
関
わ
り
た
い
な
ら
余
計
な
欲
を

て
ろ

あ
い
つ
は
そ
う
い
う
の
に

感
な
ん
だ
よ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て

ク
ラ
レ
ン
ス
に
は
一

も
く
れ
ず
に
去

て
い

た

 
そ
の
後
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
が
続
い
た
が
ほ
と
ん
ど
が
ク
ラ
レ
ン
ス
の
方
を
見
な

か

た
く
そ

俺
だ

て

道
を
間
違
え
て
き
ち
ま

て
る
の
は
分
か

て
る
ん
だ
よ

 
そ
ん
な
ク
ラ
レ
ン
ス
の

を
ポ
ン
と
叩
く
者
が
い
た

闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
で
あ
る

お
前
は
決
し
て
悪
い
人
間
じ

な
い
と
思
う
け
ど

 
前
の
大
会
で
は
レ
ン
を
殺
そ
う
と
し
た
り

ゼ
ク
シ

ド
を
倒
し
た
り
も
し
て
た
か
ら
な
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そ
の
敵
対
的
イ
メ

ジ
を

す
る

に
は
か
な
り
の
努
力
が
必
要
に
な
る
事
だ
ろ
う
よ

同
じ
大
会
で
ゼ
ク
シ

ド
と
ユ

コ
ハ
ル
カ
が
シ

ナ
と
レ
ン
の

に
身
を

に
し
て

 
シ

ナ
か
ら
の
信
頼
を
不
動
の
物
と
し
た
か
ら
な

違
い
が
鮮
明
す
ぎ
る

て
い
う
か

 
こ
の
ま
ま

も
れ
て
い
く
か

ひ
と
花
咲
か
せ
る
事
が
出
来
る
か
は
ま
あ
今
後
次
第
だ
な

 
二
人
は
ク
ラ
レ
ン
ス
を

れ
に
思

た
の
か
そ
う
ア
ド
バ
イ
ス
の
よ
う
な
物
を
残
し
去

て
い

た

 
ク
ラ
レ
ン
ス
は
何
も
言
う
事
が
出
来
ず

た
だ
じ

と
そ
の
場
に

り

下
を
向
い
て
い
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
に
帰
る
か

だ
ね

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
仲
間
達
と
共
に
戦
利
品
に
つ
い
て
話
を
し
た
り
し
な
が
ら
仲
良
く
去

て
い
き

 
ク
ラ
レ
ン
ス
は
そ
の
後

を

ま
し
そ
う
に
見
送
る
事
し
か
出
来
な
か

た
の
で
あ
る

 
お
う
お
帰
り

無
事
に
勝
て
た
み
た
い
だ
な

 
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
に

た
ゲ
ン
ブ
組
を

ハ
チ
マ
ン
が
出
迎
え
た
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似
合
わ
な
い
事
に

ハ
チ
マ
ン
は
エ
プ
ロ
ン
を
付
け

料
理
を
手
に
持
ち
配

し
て
い
る

ふ
ふ

何
そ
の
格
好

い
や

ケ

タ
リ
ン
グ
の
料
理
を
み
ん
な
で

べ
て
い
る
最
中
だ

た
ん
だ
が

 
イ
ロ
ハ
が
こ
れ
を
着
て
み
て
く
れ

て
う
る
さ
く
て
な

ま
あ
ノ
リ
だ

 
そ
の
イ
ロ
ハ
は
ハ
チ
マ
ン
と
同
じ
よ
う
に
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
て
あ
く
せ
く
と
働
い
て
い
る

 
ペ
ア
ル

ク
で
も
し
た
か

た
の
だ
ろ
う
か

そ
の
顔
は
満
面
の
笑
み
を

か
べ
て
い
た

イ
ロ
ハ
ち

ん

か
わ
い
い

あ
い
つ
は
あ
あ
い
う
格
好
が
案
外
似
合
う
か
ら
な
イ
メ

ジ
と
違

て
結

家
庭
的
な
ん
だ

よ 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
達
に

に
つ
く
よ
う
に
伝
え

 
イ
ロ
ハ
を
呼
ん
で
エ
プ
ロ
ン
を
脱
ぎ

定

置
へ
と
座

た

 
こ
の
フ
ロ
ア
に
は
六
人

け
の
テ

ブ
ル
が
い
く
つ
も
置
い
て
あ

た
が

 
一
番
奥
の
テ

ブ
ル
だ
け
は

部
専
用
と
な

て
お
り

 
普

は
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

ユ
キ
ノ

サ
ト
ラ
イ
ザ

ソ
レ
イ
ユ
の

と
な

て
い
る
が



 第９６８話 ユナの謎

 
今
日
は
ソ
レ
イ
ユ
が
い
な
い

が
一
つ
空
く
事
に
な

て
い
た

 
そ
う
い

た
場
合

通
常
は
そ
の

を
巡

て
ジ

ン
ケ
ン
勝
負
が
行
わ
れ
る
の
だ
が

 
今
日
に
限

て
は
そ
こ
に
見
知
ら
ぬ
少
女
が
ち

こ
ん
と
座

て
い
た

 
し
か
も
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に

で
あ
る

あ
れ

誰
だ

ど
れ

え

あ

あ
れ

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
に
エ
ギ
ル
が

た
よ
う
に

打
ち
し
て
き
た

お
い
ア
ス
ナ

あ
れ

て
ユ
ナ
な
ん
じ

な
い
の
か

ユ
ナ
ち

ん

あ

本
当
だ

ど

ど
う
し
て

 
そ
こ
に
キ
リ
ト
と
レ
ン

そ
れ
に
フ
カ
次
郎
も
横
か
ら
話
に
加
わ

て
き
た

あ
れ

て
も
し
か
し
て
歌
姫
か

生
き
て
た
ん
だ
な

前
に
エ
ギ
ル
さ
ん
に

い
た
名
前
と
同
じ
だ

た
か
ら
も
し
か
し
た
ら

て
思

て
た
け
ど

や

ぱ
り
本
人
だ

た
ん
だ
ね

三
人
と
も

ち

と
話
が
あ
る
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う
ん

み
ん
な

ち

と
こ

ち
に
来
て

ん

二
人
と
も

ど
う
し
た

 
キ
リ
ト
に
は
ま
だ
歌
姫
ユ
ナ
の

は
伝
え
ら
れ
て
い
な
か

た

 
ア
ス
ナ
と
エ
ギ
ル
は
そ
の
ま
ま
三
人
を

の
方
に
呼
ん
で
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ナ
の
関
係
を
説
明

し
たお

お
そ
れ
な
ら
知

て
る
知

て
る
前
に
ハ
チ
マ
ン
が

ろ

と

ら
し
た
事
が
あ

た

か
ら
な

キ
リ
ト
君
も
知

て
た
ん
だ

あ
あ
も
し
街
で
危
な
い
目
に
遭

て
た
ら
助
け
て
や

て
く
れ

て
頼
ま
れ
て
た
ん
だ
よ

 
も

と
も
大
体
ハ
チ
マ
ン
が
一

だ

た
か
ら

そ
ん
な
必
要
は
無
か

た
ん
だ
け
ど
な

 
だ
か
ら
俺
は
あ
の
子
の
顔
を
知

て
る
し

向
こ
う
も
俺
が
ハ
チ
マ
ン
の
仲
間
だ

て
事
は

知

て
る
け
ど

 
話
し
た
事
は
無
い

て
感
じ
か
な

な
る
ほ
ど
な

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
チ
ラ
リ
と
ユ
ナ
の
方
を
見
た
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ま
さ
か
あ
の
子
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
た
な
ん
て
な

い
や

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
よ

ユ
ナ
ち

ん
の
性
格
な
ら
今
ま
で
ハ
チ
マ
ン
君
に
接
触
し
て
こ
な
い
な
ん
て
あ
り
え
な
い
の

そ
う
な
の
か

そ
れ
に
あ
の
顔

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ユ
ナ
と
ま

た
く
変
わ

て
な
い

 
ナ

ヴ
ギ
ア
を
使

て
キ

ラ
を
引
き
継
い
だ
俺
達
で
す
ら

 
微

に
見
た
目
が
変
わ

て
る

て
の
に

あ
れ
は
明
ら
か
に
お
か
し
い
だ
ろ

あ
あ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

そ
れ
に
さ

き
こ
こ
に
着
い
た
時
ハ
チ
マ
ン
君
が
ユ
ナ
ち

ん
に
つ
い
て
何
も
言
わ
な
か

た
の
も

 
よ
く
考
え
る
と
す
ご
く
お
か
し
い
よ
こ
れ
は
し
ば
ら
く
様
子
見
で
余
計
な
事
を
言
わ
な
い
方

が
い
い
か
も

分
か

た

俺
も
気
を
つ
け
る
よ

 
そ
し
て
エ
ギ
ル
や
レ
ン
フ
カ
次
郎
に
は
ど
ん
な
会
話
が
あ

た
か
後
で
報
告
す
る
と
約
束
し

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
の
い
る

へ
と
向
か

た
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よ

ハ
チ
マ
ン

今

た

お
う

お
疲
れ

こ
ち
ら
は
ユ
ナ

セ
イ
リ

ウ
に
止
め
を

し
た
勇
者
様
だ

 
一

落
ち
た
ん
だ
が

て
き
た
か
ら
こ
の
会
に
誘

て
み
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
れ
は
偶
然
で
す
か
ら

 
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
言
う
ユ
ナ
に

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
自

紹
介
を
し
た

ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑
を
や

て
ま
す

ア
ス
ナ
で
す

同
じ
く
副
⻑
の
キ
リ
ト
だ

宜
し
く
な

は
い

・初
・め
・ま
・し
・て

お
二
人
の
お
噂
は
か
ね
が
ね

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
一

変
な
顔
を
し
た
が

何
事
も
な
か

た
か
の
よ
う
に
す
ぐ
に
取
り

た

 
そ
も
そ
も
ア
ス
ナ
は
ユ
ナ
と
は
ハ
チ
マ
ン
を
巡
る
ラ
イ
バ
ル
的
な
存
在
な
が
ら
と
て
も
仲
良
し

で
あ
り

 
キ
リ
ト
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

名
人
で
あ
り
ユ
ナ
が
そ
の
名
前
に
全
く
反
応
し
な
い
事
は
あ
り
え

な
い
の
だ

こ
れ

て
記
憶

失

あ
り
う
る
ね
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う

ん

こ
れ
は
ま
あ
ハ
チ
マ
ン
が
ど
ん
な
態
度
を
と
る
か
次
第
だ
な

 
二
人
は
そ
う
考
え

し
ば
ら
く
ハ
チ
マ
ン
の
様
子
を
観
察
す
る
事
に
し
た

よ
し

フ
カ
次
郎

何
か
芸
を
見
せ
ろ

 
和
や
か
に
会
が
進
行
す
る
中

ハ
チ
マ
ン
が

突
に
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

え

そ
れ

て
マ
ジ
で

お
う

マ
ジ
だ
マ
ジ

期
待
し
て
る
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
ん
な
事
を
言
う
の
は
初
め
て
だ

た
の
で

一
同
は

天
し
た

お
い
レ
ン

リ

ダ

に
一
体
何
が

私
に

か
れ
て
も
分
か
ら
な
い
よ

も
し
か
し
て
こ
れ
は
ア
レ
か

あ

う
ん

も
し
か
し
た
ら
そ
う
か
も

 
戸
惑
う
フ
カ
次
郎
は
レ
ン
に
相
談
し
た
が
レ
ン
に
ハ
チ
マ
ン
の
意
図
が
分
か
る
は
ず
も
な
い

 
た
だ
二
人
は
以
前

ユ
ナ
の
話
を
エ
ギ
ル
か
ら

い
て
い
た

 
そ
れ

み
な
ん
だ
ろ
う
な
と
薄
々
感
じ
て
は
い
た
が
今
回
の
ハ
チ
マ
ン
の
意
図
が
分
か
ら
ず

 
ま
ご
ま
ご
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

そ
ん
な
二
人
の

を
見
て
ハ
チ
マ
ン
が
立
ち
上
が
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た
ま
あ
い
き
な
り
じ

無
理
だ
よ
な

よ
し

こ
こ
は
俺
が
一
曲
歌
を
披
露
す
る
事
に
す
る

 
こ
れ
は
俺
の

・

・の
・知
・り
・合
・い
・が

作

た
曲
で

完
全
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
が

 
下
手
な
の
は
勘

し
て
く
れ
よ

 
そ
の
言
葉
に
ユ
ナ
の
事
を
知
る
者
達
は
ハ

と
し
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
歌
い
始
め
そ
の
歌
に

き
覚
え
の
あ

た
ア
ス
ナ
達
三
人
は

き
合

た 
ハ
チ
マ
ン
の
歌
声
は
拙
く

決
し
て
上
手
い
と
は
言
え
な
か

た
が

 
と
て
も
心
が

て
い
る
よ
う
に

こ
え
歌
が
終
わ

た
後
一
同
か
ら
大
き
な

手
が

き

こ

た

い
い
歌
だ
ろ
い
つ
も
昼

を
す
る
時
に

い
て
た
か
ら
何
と
な
く
覚
え
ち
ま

た
ん
だ
よ
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
の
方
を
見
た
が

ユ
ナ
は
た
だ
賞

す
る
だ
け
で

 
ハ
チ
マ
ン
の
歌
そ
の
も
の
に
つ
い
て

何
も
反
応
す
る
事
は
な
か

た

反
応
は
無
し
か
記
憶

失
だ
と
し
て
も
歌
が
好
き
だ

た

て
部
分
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

 
こ
れ
は
ま
さ
か
の
別
人
か
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い

他
の
者
達
も
同
じ
よ
う
な
事
を
考
え
た

 
そ
の
ま
ま
会
は
進
行
し
て
い
き

ク
リ
シ

ナ
が

を

以
上
ま
で
言

た
り

 
セ
ラ
フ

ム
が
レ
ン
と
リ

ク
そ
れ
に
イ
ロ
ハ
を
お
手

し
た
り
と
い
う
芸
を
披
露
し
た
り

も
し

 

り
上
が

た
ま
ま
終
了
す
る
事
に
な

た
が

に
ユ
ナ
は
何
の
手
が
か
り
を

す
事
な
く

 
会
は
平
穏
に
幕
を

じ
る
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
こ
へ
の

録
は
し
て
お
い
た
か
ら

ま
た
暇
な
時
に
で
も
遊
び
に
く
る
と
い
い

は
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
い
る
時
に

色
々
教
わ
り
に
来
ま
す
ね

 
そ
う
に
こ
や
か
に

を
し
て
ユ
ナ
が
去

た
後

 
ハ
チ
マ
ン
は

に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

に
囲
ま
れ
る
事
と
な

た

で

ハ
チ
マ
ン
君

さ

き
の
は
一
体
ど
う
い
う
事

ん

お
お

驚
い
た
よ
な

今
か
ら

を
説
明
す
る
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ユ
ナ
の
事
を
一
同
に
語

て
き
か
せ
た

な
る
ほ
ど

そ
ん
な
子
が
い
た
の
ね
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ユ
ナ
に
つ
い
て
は
と
に
か
く
謎
だ
ら
け
で
な

 
特
に
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
が
何
も
知
ら
な
い

て
の
が
問
題
な
ん
だ
よ

で
も
確
か
に
存
在
し
て
た
の
は
間
違
い
な
い
ん
だ
よ
な

あ
あ

元
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
の
ほ
と
ん
ど
が
あ
の
子
の
歌
を

い
た
事
が
あ
る
は
ず
だ

そ
ん
な
に

名
人
だ

た
の
ね

で

ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

そ
う
だ
な

こ
こ
に
出
入
り
さ
せ
て

ゆ

く
り
探

て
い
く
し
か
な
い
だ
ろ
う
な

ま
あ
そ
れ
し
か
な
い
か

そ
ん
な

で
み
ん
な
ユ
ナ
と
話
す
時
は
必
ず
録
画
し
て
後
で
俺
に
見
せ
る
よ
う
に
し
て
く

れ 
街
で
見
か
け
た
時
と
か
も
そ
ん
な
感
じ
で
宜
し
く
頼
む

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
頼
み
に
一
同
は

い
た

 
こ
う
し
て
ユ
ナ
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
監

下
に
置
か
れ
る
事
に
な

た
の
だ

た
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第
９
６
９
話
 
祝
勝
会
の
裏
で

そ
う
い
や
俺
の
せ
い
で
ち

ん
と
話
が
出
来
な
か

た
が
そ

ち
は
ど
ん
な
感
じ
だ

た
ん

だ 
あ
と
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
は

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
問
い
に
対
し

ド
ヤ
顔
で
前
に
出
て
き
た
の
は
フ
カ
次
郎
で
あ
る

え

へ
ん

フ
カ
ち

ん
が
大
活
躍
し
ま
し
た
よ
リ

ダ

褒
め
て
下
ち

い

ア
ス
ナ

キ
リ
ト

そ
う
な
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
問
わ
れ

二
人
は
素
直
に

い
た

へ

一
体
何
を
や

た
ん
だ

フ
カ

よ
く
ぞ

い
て
く
れ
ま
し
た

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
自
分
が
何
を
思
い
つ
き
ど
う
や

て
実
行
し
た
の
か
ハ
チ
マ
ン
に
説
明

し
たほ

う
ほ
う

お
前

よ
く
そ
ん
な
事
を
思
い
つ
い
た
な

ル

レ

ト
の
事
を
思
い
つ
い
て

ピ
ン
と
き
ま
し
た
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お
前
も
成
⻑
し
て
る
ん
だ
な

よ
し

こ
こ
は
素
直
に
褒
め
て
や
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
の

を
な
で
な
で
し
フ
カ
次
郎
は
ご
満

で
レ
ン
の
方

を
見
た

ど
う
だ
レ
ン

ま
し
い
だ
ろ

ぐ
ぬ
ぬ

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は

そ
ん
な
レ
ン
の

も

て

で
始
め
た

な

何
で
す
と

レ
ン
も
よ
く
頑
張

た
な

え
ら
い
ぞ

え
へ
へ

 
レ
ン
は
嬉
し
そ
う
に
微
笑
み
そ
ん
な
二
人
に
フ
カ
次
郎
は
納
得
い
か
な
い
と
い
う
表
情
を
向

け
たリ

リ

ダ

何
故
レ
ン
の

を

い
や

ま
あ
こ
れ
は
い
つ
も
通
り
だ
ろ

そ

そ
り
は
そ
う
か
も
れ
す
が

何
故
お
前
は
俺
相
手
だ
と
変
な

り
方
に
な
る
ん
だ
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ま
あ
お
前
と
レ
ン
じ

最
初
の
ス
タ

ト
地
点
が
違
う

て
事
だ

 
悔
し
か

た
ら
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
何
も
な
く
て
も
俺
が
お
前
の

を

で
た
く
な
る
よ

う
に
し
ろ
よ

き
い
い
い
い
い
い

畜
生

絶
対
に
い
つ
か
そ
う
な

て
や
る
ん
だ
か
ら

 
フ
カ
次
郎
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言
い
つ
つ

レ
ン
を
連
れ
て

の
方
へ
と
移
動
し
た

 
他
の
人
の
報
告
を

魔
し
な
い

だ
ろ
う
が

 
そ
う
い

た
部
分
に
も
成
⻑
が
見
て
と
れ

ハ
チ
マ
ン
は

み
笑
い
を
し
た

あ
い
つ
は
こ
の
ま
ま
叩
い
て

ば
し
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
な

 
要
す
る
に
そ
れ
は

 
フ
カ
次
郎
が

を

で
ら
れ
る
の
が
普
通
の
事
に
な
る
日
は
訪
れ
な
い
と
い
う
事
で
あ
る

 
頑
張
れ
フ
カ
次
郎
負
け
る
な
フ
カ
次
郎
君
に
明
る
い
未
来
は
訪
れ
な
い
が
と
に
か
く
頑

張
れ

 
そ
し
て
続
け
て
ア
ス
ナ
が
今
回
の
戦
利
品
を
ハ
チ
マ
ン
に
見
せ
て
き
た

こ
れ
が
ゲ
ン
ブ
の
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
の
ド
ロ

プ
品
だ
よ

ウ

ル
ブ

ツ

だ

て

 
こ
れ
を

い
て
れ
ば

壁
を
自
由
に
歩
け
る
よ
う
に
な
る
ら
し
い
よ
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ま
た
移
動
系
か

ま
あ
今
回
は
そ
う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
な
ん
だ
ろ
う
な

 

て
か

ラ
ス
ト
ア
タ

ク
は
ア
ス
ナ
だ

た
ん
だ
な

そ
れ
が

い
て
く
れ
よ
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ
の
奴

最
後
に
さ

わ

わ

 
キ
リ
ト
が
ハ
チ
マ
ン
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
を

 
ア
ス
ナ
は
両
手
を
ぶ
ん
ぶ
ん
し

て
て
止
め
た

何
だ
ア
ス
ナ

何
を
や
ら
か
し
た
ん
だ

そ

そ
れ
は
落
ち
て
か
ら
ゆ

く
り
と
説
明
す
る
か
ら

ね

そ
う
か

ま
あ
俺
は
別
に

わ
な
い
が

 
ア
ス
ナ
的
に
は

落
ち
て
か
ら
ハ
チ
マ
ン
の
機

を
と
り
つ
つ

 
自
分
が
何
を
し
た
の
か
そ
れ
と
な
く
説
明
す
る
つ
も
り
で
あ

た

 
ま
あ
今
説
明
し
て
も
ハ
チ
マ
ン
が

る
事
は
無
い
だ
ろ
う
が

一
応
と
い
う
奴
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
そ
の
話
は
い
い
と
し
て

多
分
明
日
は
他
の
ナ
イ
ツ
と
の
話
し
合
い
で

 
明
後
日
に
ボ
ス
に
挑
む
事
に
な
る
と
思
う

 
そ
ん
な

で

後
で
連

を
回
す
か
ら

参
加
出
来
る
者
は
俺
ま
で
連

を
頼
む
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明
後
日
か

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

よ

し

さ
く

と
勝

て

気
分
良
く
イ
ベ
ン
ト
を
終
わ
ら
せ
よ
う

そ
れ
ま
で
に
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
準
備
は
進
め
て
お
く
わ
ね

悪
い
な
ユ
キ
ノ

頼
む
わ

 
そ
し
て
こ
の
日
の
集
ま
り
は
完
全
に
終
わ
り
と
な
り
一
同
は

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
そ
の
後

マ
ン
シ

ン
で
八
幡
と
合
流
し
た
明
日
奈
は

 
同

し
た
優
里
奈
に
も
フ

ロ

し
て
も
ら
い
無
事
に
八
幡
へ
の
報
告
を
終
え
た
よ
う
で
あ

る  
こ
こ
で
話
は
少
し

る

 
ゲ
ン
ブ
戦
を
終
え
た
後

ユ
ナ
は
自
ら
の

に
差
し
込
ま
れ
た
プ
ラ
グ
を
自
分
で
外
し

 

ら
で
デ
ス
ク
に
向
か

て
い
た
重
村
徹
大
に
話
し
か
け
た

お

さ
ん

今

た
よ

お

た
ん
だ
ね

ユ
ナ

ど
う
だ
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
楽
し
い
か
い
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徹
大
は

ベ

ド
の
上
に
ち

こ
ん
と
座
る

・ぬ
・い
・ぐ
・る
・み

に
向
け
て
そ
う
声
を
か
け
た

 

那
で
は
な
く
ユ
ナ
と
呼
ん
だ
の
は
白
ユ
ナ
に
今
後
は
ユ
ナ
と
名
乗
る
よ
う
に
と
伝
え
た

よ
う
に

 

那
と
ユ
ナ
の
区
別
を
自
分
も
キ

チ
リ
付
け
る

で
あ
る

う
ん

と

て
も

今
日
は
ゲ
ン
ブ

て
い
う
敵
に
運
良
く
止
め
を
さ
せ
て
ね

 
そ
の
お
か
げ
で
ザ
・
ル

ラ

様

て
い
う

凄
く

名
な
人
と
知
り
あ
え
た
ん
だ

へ

そ
れ
は
二
つ
名

て
奴
か
い

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

何
て
人
な
ん
だ

え

と
ね

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
だ
よ

 
そ
の
名
前
を

い
た
徹
大
は

ハ

と
し
た
顔
で
押
し

た

ハ
チ
マ
ン
君
は
あ
の
八
幡
君
か
そ
う
か
意
図
せ
ず
彼
と
知
り
合
い
に
な

た
の
か

そ
う
か

せ

か
く
知
り
合
え
た
ん
だ

も
し
ユ
ナ
さ
え
良
か

た
ら

 
も
う
一
度
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

彼
と
交
流
を
深
め
て
き
て
も
い
い
ん
だ
ぞ

い
い
の

や

た

 
そ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は
そ
う
言

て
喜
ん
だ

 
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
ソ
レ
イ
ユ
の
技
術
を
参
考
に
し
て
徹
大
が
作

た
も
の
で
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そ
の

は

歌
姫
に
な
る
べ
く
育
て
ら
れ
て
い
る
白
ユ
ナ
の
情
報
を
元
に
し
た

 
は
ち
ま
ん
く
ん
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ

た

 
白
ユ
ナ
だ
け
で
は
な
く

何
故
こ
ん
な
物
が
作
ら
れ
た
か
と
い
う
と

 
ま
だ
表
に
出
す
事
の
出
来
な
い
白
ユ
ナ
の
代
わ
り
に
対
人
ス
キ
ル
を
学
ば
せ
る

で
あ

た

 
歌
と
は
別
々
に
学
ば
せ
て
分
業
制
に
し
た
方
が

が
い
い
と
考
え
た
の
だ

 
そ
の
相
手
は
ず

と
徹
大
が
努
め
て
い
た
の
だ
が

や
は
り
そ
れ
で
は
限
界
が
あ
る

 
そ
の

に
徹
大
が
考
え
つ
い
た
の
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
の
接
続
で
あ
る

 

が
ゲ

ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
を
可
能
に
す
る

に

 
徹
大
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
分
解
し
て
そ
の

を
完

に

し

 
プ
ラ
グ
で
直
結
す
る
事
に
よ

て
そ
れ
を
実
現
さ
せ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
不
特
定
多

の
プ
レ
イ
ヤ

と
話
し

接
す
る
事
に
よ

て

 
限
り
な
く
人
間
に
近
い
反
応
が
出
来
る
よ
う
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
教
育
ツ

ル
と
し
て
利
用
し
て
い

た
の
だ

 
そ
の
目
的
を
優
先
し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
の
情
報
は
ぬ
い
ぐ
る
み
の
ユ
ナ

 
今
後
は
仮
に
学
ユ
ナ
と
呼
称
す
る
が

学
ユ
ナ
に
は
ま

た
く
伝
え
て
い
な
か

た
の
だ
が
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今
回
偶
然
接
触
に
成
功
し
た

そ
の
機
会
を
存
分
に
活
用
す
る
事
に
し
た
の
で
あ
る

 
徹
大
の
調
査
の
結
果

ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ナ
が
よ
く
一

に
い
た
事
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
ロ
グ
の
解

か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り

 
徹
大
は
偶
然
な
が
ら
ユ
ナ
の
情
報
を
多
く
手
に
入
れ
ら
れ
る
機
会
が
出
来
た
と
心
を
躍
ら
せ

た 
だ
が
こ
こ
で
い
き
な
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ユ
ナ
の
事
を

ね
さ
せ
る
の
は
怪
し
す
ぎ
る

 
徹
大
は
ま
だ
学
ユ
ナ
に

そ
う
い

た
指

を
ま

た
く

え
な
か

た
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
て
行

て
く
る
ね

お

さ
ん

あ
あ

楽
し
ん
で
く
る
と
い
い

 
徹
大
は
そ
う
言

て

学
ユ
ナ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
後

 

を
操
作
し
て

そ
の
様
子
を
モ
ニ
タ

に
表

さ
せ
た

 
こ
れ
も
ソ
レ
イ
ユ
の
使

て
い
る
技
術
を
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い

 
徹
大
が
苦
労
し
て
実
現
さ
せ
た
も
の
で
あ

た

 
特
許
の
問
題
は
あ
る
が

商
業
目
的
で
は
な
い
上
に

 
徹
大
は
一
切
こ
れ
に
他
の
者
を
関
わ
ら
せ
て
い
な
い
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ソ
レ
イ
ユ
か
ら
ク
レ

ム
が
来
る
可
能
性
も
皆
無
な
の
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

用
事
が
無
く
な

た
の
で
も
う
一
回
ロ
グ
イ
ン
し
ち

い
ま
し
た

 
も
し
良
か

た
ら
も
う
少
し
お
話
し
し
ま
せ
ん
か

 
ユ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
そ
ん
な
メ

セ

ジ
を
送
り

直
ぐ
に
返
信
が
来
た

今
か
ら
う
ち
の

点
で
祝
勝
会
を
や
る
ん
だ
が

そ
う
い
う
事
な
ら
参
加
し
て
み
な
い
か

は
い

喜
ん
で

そ
れ
じ

あ
今
か
ら
迎
え
に
行
く
か
ら

待

て
て
く
れ

 
ユ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
そ
の
返
信
を
見
て

心
を
躍
ら
せ
た

 
も

と
も
そ
れ
は
学

し
た
感
情
で
あ

た
が

 
高
度
に
発
達
し
た

学
技
術
が
魔
法
と
区
別
が
つ
か
な
い
よ
う
に

 
高
度
に
発
達
し
た

に
よ
る
事
象
へ
の
反
応
も
ま
た

感
情
と
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る

 

で
こ
こ
ま
で
や
る
に
は

も
な
い
努
力
が
必
要
な
の
で
あ
る
が

 
最
近
の
徹
大
は

鎌
倉
の
病
院
で
眠
る

那
の
復
活
に
つ
い
て
は
半
ば

め
か
け
て
お
り

 
そ
の
代
わ
り
と
し
て
の

の
ユ
ナ
の
製
作
に

心
血
を
注
い
で
い
た
の
で
あ

た
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や

た

噂
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
入
れ
る
ん
だ

 
ユ
ナ
は
そ
う
声
に
出
し
て
喜
ん
だ
が

 
迎
え
に
来
た
ハ
チ
マ
ン
に
案
内
さ
れ
た
の
は

ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
で
あ

た

 
だ
が
ユ
ナ
は
そ
れ
で
気
落
ち
し
た
り
は
し
な
い

何
故
な
ら
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
も
ま
た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
と
同
様
に

一

プ
レ
イ
ヤ

の
憧
れ
の
地
だ

た
か
ら
だ

う
わ

こ
こ
が
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
な
ん
だ
ビ
ル
一
つ
を

ご
と

点
に
す
る
な
ん
て
凄
い

な 
ユ
ナ
は
そ
う
思
い
つ
つ
ハ
チ
マ
ン
の
後
に
続
き

ハ
チ
マ
ン
の
仲
間
達
に
自

紹
介
さ
れ

 
名
高
い
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
と
知
り
合
え
た
事
を

純
に
喜
ん
で
い
た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
に
ユ
ナ
が
自

紹
介
さ
れ
た
時

 
画
面
の
こ
ち
ら
で
そ
れ
を
見
て
い
た
徹
大
は
息
を

ん
だ

こ
の
二
人
が

閃
光

と

黒
の
剣
士

か

 
閃
光
は
少
な
く
と
も
ユ
ナ
と
関
わ
り
が
あ

た
の
は
分
か

て
い
る
が
黒
の
剣
士
は
ど
う
か

な 
徹
大
は
そ
の
ま
ま
観
察
を
続
け

ハ
チ
マ
ン
が
い
き
な
り
歌
を
歌
う
と
言
い
出
し
た
時
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こ
れ
は
ユ
ナ
に
探
り
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
な
と
直
感
し
た

 
同
時
に
ア
ス
ナ
だ
け
で
は
な
く
キ
リ
ト
が

直
し
た
の
も
見
逃
さ
ず

 
キ
リ
ト
も
確
か
に
ユ
ナ
の
事
を
知

て
い
る
と
確
信
し
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
の
歌
を

い
た

間
に
徹
大
は
そ
ん
な
事
は
全
て
忘
れ
思
わ
ず
涙
を
流
し

て
い
た

こ

こ
れ
は

ユ
ナ
が

自
分
で
作

た
と
言

て
歌

て
く
れ
た

 
更
に
徹
大
は

次
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
注
目
し
た

い
い
歌
だ
ろ
い
つ
も
昼

を
す
る
時
に

い
て
た
か
ら
何
と
な
く
覚
え
ち
ま

た
ん
だ
よ
な

 
徹
大
の
知
る
限
り

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ユ
ナ
の
レ
ベ
ル
は
ハ
チ
マ
ン
と
は
か
け
離
れ
て
お
り

 
ロ
グ
の
解

か
ら
攻
略
後
半
で
よ
く
一

に
行
動
し
て
い
た
の
は
分
か

て
い
た
が

 
い
つ
も
と
ハ
チ
マ
ン
が
表
現
す
る
く
ら
い
歌
を

か
せ
て
い
た
事
は
確
認
し
て
い
な
か

た
ど
う
い
う
事
だ

 
徹
大
は
独
自
に
作

た
シ
ス
テ
ム
を

動
さ
せ
二
人
の
行
動
ロ
グ
を
同
時
に
表

さ
せ
る
と

 
時
間
の
流
れ
を
速
め
て
そ
れ
を

に
追

て
い

た
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そ
れ
で
分
か

た
の
は

お
そ
ら
く
ハ
チ
マ
ン
が
昼

を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
街
中
で
⻑
め
に
静
止
し
て
い
た
場
所
に
ユ
ナ
の
方
か
ら
近
付
き

 
そ
こ
で
歌
を
歌

て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ

た

こ
れ
は

偶
然
に
し
て
は
出
来
す
ぎ
て
い
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
君
に
自
分
の
歌
を

い
て
も
ら
う
事
で

 

点
で
も
し
て
も
ら

て
い
た
と
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
か

 

親
で
あ
る
徹
大
は

娘
の
ユ
ナ
を

恋
愛
に
あ
ま
り
興
味
の
な
い

 
活
発
で
は
あ
る
が

奥
手
な
娘
だ
と
思

て
い
た

 
だ
が
年

の
少
女
が
恋
を
し
な
い
事
な
ど
あ
り
え
ず

 
そ
れ
で
い
て

親
に
自
分
の
恋
愛
に
つ
い
て
安
易
に
相
談
す
る
事
な
ど
は
あ
り
え
な
い

 
そ
の

徹
大
は

恋
に

的
な
本
当
の
ユ
ナ
の
性
格
に
つ
い
て

 
全
く

出
来
て
い
な
か

た
の
で
あ
る

 
な
の
で
徹
大
は
こ
の
一
連
の
ユ
ナ
の
行
動
の
意
味
を
理
解
出
来
な
か

た
と
い
う
よ
り
も

曲
解
し
た

 
と
り
あ
え
ず
学
ユ
ナ
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
た
後
に

徹
大
が
行

た
の
は



 第９６９話 祝勝会の裏で

 
ハ
チ
マ
ン
が
歌

た
歌
を
白
ユ
ナ
に
フ

ド
バ

ク
さ
せ
再
現
し
て
も
ら
う
事
で
あ

た

こ
の
歌
を
歌
え
ば
い
い
ん
だ
ね

う
ん

任
せ
て

 

の
歌
姫
を
目
指
し
て
教
育
さ
れ
て
い
る
モ
ニ
タ

の
中
の
白
ユ
ナ
は

 
そ
の
力

で
完

に
歌
を
再
現
し
て
く
れ

徹
大
は
懐
か
し
さ
に
再
び
涙
し
た

 
だ
が
徹
大
は
気
付
か
な
か

た

自
分
が

い
た
歌
と

歌

の
一
部
が
違

た
事
を

 
か
つ
て
は
見
知
ら
ぬ
誰
か
の
気
持
ち
を
歌

て
い
た
歌
が

 
今
は
自
分
の
気
持
ち
を
誰
か
に
伝
え
る
歌
へ
と
変
わ

て
い
た
事
を

 
そ
の
事
に
気
付
け
れ
ば

徹
大
は

那
が
八
幡
に
恋
し
て
い
た
の
だ
と
気
付
き

 
八
幡
に
今
の

那
の
現

を
伝
え

助
け
を
求
め
る
事
も
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
実

に
は
そ
う
は
な
ら
ず

徹
大
は

那
が
決
し
て
望
ま
な
い
で
あ
ろ
う

 
犯
罪
行

に
手
を

め
る
事
と
な

た
の
で
あ

た

 
運
命
と
は
か
く
も
ま
ま
な
ら
ず

そ
れ
に
関
わ
る
者
達
を

し
て
い
く

 
第
５
４
５
話

歌

で
八
幡
が
歌

て
い
た
の
は
今
回
の
歌
と
は
別
の
も
の
で
す
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に
つ
い
て
の
説
明
は

第
６
６
５
話

麻
衣
の
お
願
い

に

 
白
ユ
ナ
の
説
明
は
第
６
３
５
話

産
声

に

 
は
ち
ま
ん
く
ん
の
存
在
を
知

た
の
は
第
６
３
２
話
生
命
の
碑
再
び
の
紅
莉
栖
と
の
会

話
か
ら

 
そ
の
実
物
を
実

に
見
た
の
は
詩
乃
と
接
触
し
た
第
８
７
９
話

も
う
無
茶
苦
茶
だ

で

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

か
ら
プ
レ
イ
ヤ

の
行
動
ロ
グ
を
得
た
の
は
第
６
３
３
話

調
査
を
終
え

て

で
の
出
来
事
で
す

 
こ
う
し
て
見
る
と

一
年
前
か
ら
フ
ラ
グ
が
乱
立
し
て
ま
し
た
ね
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第
９
７
０
話
 
契
約

ユ
ナ
の
事
を

さ
ん
に
相
談
し
た
い

 
八
幡
は
次
の
日
学
校
を
休
ん
で
朝
か
ら
次
世
代
技
術
研
究
部
の
面
々
に
直
談
判
に
行

て

い
た

 
そ
こ
に
は
陽
乃
と
ア
ル
ゴ

そ
れ
に
ダ
ル
と
舞
衣
も
同

し
て
い
た
が

 
一
同
は
そ
の
八
幡
の

し
出
に

困

た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た

八
幡
君
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど
当
然
命
の
危
機
に
関
す
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
考
え
て
る

わ
よ
ね

そ
れ
に
関
し
て
は
あ
ま
り
心
配
は
し
て
い
な
い

 

さ
ん
が
今
更
俺
に
危
害
を
加
え
よ
う
と
す
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
だ

そ
れ
を
信
用
し
ろ
と

さ
ん
じ

な
く

俺
の
判
断
を
信
用
し
て
く
れ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

ら
ず

陽
乃
は
た
め
息
を
つ
い
た
後

ア
ル
ゴ
に
言

た

ア
ル
ゴ
ち

ん

ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン
の
シ
ス
テ
ム
は
も
う
確
立
出
来
て
る
の
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あ
あ
問
題
な
い
う
ち
の
何
に
も

さ
せ
ず
に
ハ

が
茅
場

と
話
す
事
が
可
能
だ

マ
ジ
か

も
う
出
来
て
る
の
か

オ
レ

ち
を
誰
だ
と
思

て
る
ん
だ

そ
れ
で
も
感
謝
の
気
持
ち
を
表
明
し
た
い

て
な
ら

 
全
て
が
終
わ

た
後

オ
レ

ち
を

の
一
人
に
加
え
る
と
確
約
し
ロ

お
お

認
め
る
認
め
る

た
だ
し
明
日
奈
が
認
め
た
ら
な

 
八
幡
は

い
調
子
で
そ
う
答
え

ア
ル
ゴ
は
八
幡
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
ニ
ヤ
リ
と
し
た

 
陽
乃
と
紅
莉
栖
だ
け
は
生

か
い

線
を
八
幡
に
向
け
て
い
た
が
八
幡
は
そ
れ
に
は
気
付

か
な
い

 
八
幡
は

明
日
奈
は
絶
対
に
そ
ん
な
事
を
認
め
な
い
だ
ろ
う
と
安
易
に
考
え
て
い
た
が

 
陽
乃
や
ア
ル
ゴ
そ
れ
に
紅
莉
栖
は
明
日
奈
が
思

た
よ
り
も
押
し
に

い
事
を

し
て
お

り 
法

正
で
も
あ
れ
ば

間
違
い
な
く
そ
れ
を
認
め
て
し
ま
う
事
を
理
解
し
て
い
た

 
仮
に
無
く
て
も
内
縁
の
妻
と
い
う
事
で
押
し
き
れ
る
可
能
性
も
高
い
と
三
人
は

ん
で
い
た

 
そ
れ
く
ら
い

明
日
奈
は
八
幡
が
大
事
な
の
と
同
様
に
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自
分
と
同
じ
く
八
幡
の
事
が
好
き
な
女
性

を

大
事
に
思

て
い
る
の
で
あ
る

 
そ
の

に
陽
乃
は
八
幡
に
直
接
的
に
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
女
性

に
徹

さ
せ
て
き

た 
そ
の

み
重
ね
が
他
の
女
性

に
対
す
る
明
日
奈
の
精
神
的
優

を
確
立
さ
せ

 
逆
に
そ
う
い

た
方
向
へ
の
ハ

ド
ル
を
下
げ
る
役

を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
い
ざ
と
な

た
ら
自
ら
国
会
議
員
に
立
候
補
し
て
十
年
以
内
に
重
婚
を
認
め
る

法
案
を

 
少
子
化
を
盾
に
国
会
に
提
出
す
る

の

回
し
も
着
々
と
進
め
て
い
た

 
魔
王
の
戦
略
は

か
く
も
⻑
期
的

点
に
立

た

気
の
⻑
い
物
な
の
で
あ
る

 
更
に
ち
な
み
に
紅
莉
栖
は
ど
う
転
ん
で
も
自
分
に
は
関
係
な
い
と

 
興
味
本
意
で
分

し
て
い
る
だ
け
で
あ
る

レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑

そ
う
い
う
事
な
の
で

い
い
か
し
ら

ま
あ
仕
方
な
い
デ
ス
ね

確
か
に
情
報
は
必
要
で
す
か
ら

 
陽
乃
に
そ
う

ね
ら
れ

任
者
で
あ
る
レ
ス
キ
ネ
ン
も
そ
れ
を
認
め
た

 
こ
う
し
て
八
幡
は

ア
メ
リ
カ
行
き
以
来

さ
れ
て
い
た
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茅
場

が

じ
ら
れ
た
ニ

ロ
リ
ン
カ

に
ア
ク
セ
ス
す
る

利
を
も
ら
い

 
や
や

張
し
な
が
ら
も
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
装
着
し
そ
の
ス
イ

チ
を
入
れ
る
事
と
な

た 
そ
の

内
の
映
像
は
ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン

式
で
外
部
と
は
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
を

て

 
室
内
に
あ
る
モ
ニ
タ

へ
と
反
映
さ
れ
る
事
に
な

て
い
る

 
次
世
代
技
術
研
究
部
の
面
々
は

開
発
部
と
合
同
で

茅
場

の
出
現
か
ら
今
ま
で

 
着
々
と
彼
に
接
触
す
る

の
準
備
を
進
め
て
い
た
の
で
あ

た

 
こ
こ
は

あ
あ

懐
か
し
い
な

 
八
幡
が
ニ

ロ
リ
ン
カ

に
接
続
し
て
す
ぐ
に

 

さ
れ
て
い
た
茅
場

が
動
き
出
し
た
の
が
確
認
さ
れ
た

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

側
か
ら
こ
ち
ら
の
シ
ス
テ
ム
に

が
あ

た
の
だ

 
そ
し
て
モ
ニ
タ

に

こ
の
場
で
は
ア
ル
ゴ
し
か
分
か
ら
な
か

た
が

 
か
つ
て
血
盟
騎
士
団
の
本
部
で
あ

た
場
所
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
室
内
が
映
し
出
さ
れ
た
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こ
れ
ハ

ア
ル
ゴ
ち

ん

こ
こ
が
ど
こ
か
分
か
る
の

こ
こ
は
血
盟
騎
士
団
の
本
部
ビ
ル
だ
な

団
⻑
の

室
だ

そ
う

ハ
チ
マ
ン
君
と
ヒ

ス
ク
リ
フ

だ

た
か
し
ら

 
二
人
が
よ
く
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た
場
所
と
い
う
事
な
の
ね

つ
ま
り
次
に
出
て
く
る
の
ハ

 
ア
ル
ゴ
が
そ
う

い
た
の
と
同
時
に

画
面
の
中
の
ハ
チ
マ
ン
の
目
の
前
に

 
か
つ
て
血
盟
騎
士
団
の
団
⻑
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

 
当
時
の

そ
の
ま
ま
に

を
現
し
た

ハ
チ
マ
ン
君

久
し
ぶ
り
だ
ね

久
し
ぶ
り
だ
な

ヒ

ス
ク
リ
フ

 
相
手
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
し
て
接
触
し
て
き
て
い
る
と
判
断
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
当
時
と
同
じ
態
度
で
そ
う
答
え
た

さ
て

君
が
自
ら
こ
こ
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
ん
だ

何
か
話
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

 
ま
ず
そ
れ
を

こ
う
じ

な
い
か
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そ
れ
な
ら
遠

な
く

 
ハ
チ
マ
ン
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
に

ユ
ナ
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

が

 
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
ほ
ぼ
同
時
に
ゲ

ム
内
で
死

し
た
可
能
性
が
あ
る
事

 
生
命
の
碑
の
表

で
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

に
も
そ
の
記
録
が
無
い

事 
そ
し
て
最
近
新
た
に
ユ
ナ
を
名
乗
る
存
在
が

 
当
時
の

そ
の
ま
ま
に
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
現
れ
た
事
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
へ
と
伝
え
た

ふ
む

な
る
ほ
ど

ま
ず
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
に
関
し
て
は

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
の
表

が
あ

た
の
な
ら

確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
と
断
言
し
よ
う

 
だ
が
ク
リ
ア
と
同
時
に
死

と
い
う
な
ら

考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
一
つ
あ
る

可
能
性

と
は

ロ
グ
ア
ウ
ト
の
文

は

ほ
ん
の

か
で
も
死

が

か

た
場
合
に
は
表

さ
れ
な
い

 
そ
れ
が

え
千
分
の
一

だ
ろ
う
が
万
分
の
一

だ
ろ
う
が
表

さ
れ
な
い
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は

安

の
あ
ま
り
力
が
抜
け
る
の
を
自
覚
し
た

と
い
う
事
は

ユ
ナ
は
無
事
だ
と
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あ
あ
だ
が
そ
れ
に
は
落
と
し

が
あ
る
ん
だ

一
度
ナ

ヴ
ギ
ア
が
暴
走

態
に
な
り
か
け

た
場
合

 
そ
れ
が
静
ま
る
ま
で
の
間
に

か
な
が
ら
衝
撃
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る

 
そ
れ
が

を
直
撃
す
る
と

の
一
部
が
休
眠

態
に
な
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
ん
だ

つ
ま
り
ユ
ナ
は
ま
だ
眠

た
ま
ま
の
可
能
性
が
あ
る
と

そ
う
だ
ね

ち
な
み
に
衝
撃
が
発
生
す
る
部

は

側

葉
だ

 
こ
れ
が
何
を

る
か
は

君
に

ね
て
み
る
と
い
い

そ
れ
な
ら
知

て
る

記
憶
だ
ろ

ヒ

ス
ク
リ
フ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
指
摘
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
感
心
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

ほ
う

色
々
と
勉
強
し
た
み
た
い
だ
ね

ま
あ
今
俺
が
つ
け
て
る
ニ

ロ
リ
ン
カ

に
も
関
わ

て
く
る
部
分
だ
し
な

結

結

そ
ん
な

で

ロ
グ
ア
ウ
ト
表

に
関
す
る
説
明
は
以
上
だ

 
次
に

に
も
記
録
が
無
い
事
だ
が

こ
れ
は
簡

だ

 

純
に
そ
ち
ら
に
連

が
行

て
い
な
い
だ
け
だ
ろ
う
さ

つ
ま
り
あ
れ
か
ら
五
年
近
く
も
自
力
で
生
命
を

持
し
て
い
る
と
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そ
う
い
う
事
だ
ね

お
金
持
ち
の
お
嬢
様
な
ん
じ

な
い
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
説
明
に

い
た

確
か
に
ユ
ナ
は

 

儀
正
し
く
優

な
一
面
も
持

て
お
り

育
ち
が
い
い
事
を
感
じ
さ
せ
た
か
ら
だ

そ
し
て
最
後
の
答
え
だ
が

そ
の
ユ
ナ
と
い
う
少
女
と
そ

く
り
な
プ
レ
イ
ヤ

が
現
れ
た

か 
そ
れ
は
一
部
は
偶
然
で
あ
り

一
部
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う

言
い
た
い
事
が
分
か
ら
な
い

つ
ま
り
ど
う
い
う
事
だ

君
と
彼
女
が
出
会

た
の
は
偶
然
で
間
違
い
な
い

ボ
ス
ク
ラ
ス
の
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を

 
君
達
を
差
し
置
い
て
取
る
だ
な
ん
て

偶
然
で
も
な
け
れ
ば
不
可
能
だ
か
ら
ね

 
そ
う
じ

な
け
れ
ば
君
と
彼
女
は
知
り
合
わ
な
い
ま
ま
終
わ

て
い
た
は
ず
だ

 
い
つ
か
偶
然
出
会
う
可
能
性
は
否
定
し
な
い
が
ね

俺
達
へ
の
高
い
評
価

恐
れ
入
る
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
答
え
つ
つ

目
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
続
き
を

し
た

だ
が
彼
女
の
今
の

に
関
し
て
は
明
ら
か
に
誰
か
の
手
が
入

て
い
る
と
見
て
い
い
だ
ろ
う

 
少
な
く
と
も
ま

た
く
違
和
感
な
く
か
つ
て
の

を

と
さ
せ
る
な
ど
不
可
能
だ
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何
故
な
ら
君
達
の
顔
の
デ

タ
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

に
す
ら
残

て
い
な
い
は
ず
だ
か
ら

ね 
そ
れ
を
見
て
同
じ
顔
を
作
ろ
う
と
し
て
も

不
可
能
な
の
さ

つ
ま
り
ロ
グ
ア
ウ
ト
も
し
く
は
死

と
同
時
に
外
見
デ

タ
が
完
全
に
消
去
さ
れ
る

そ
の
通
り
だ

要
す
る
に
何
が
言
い
た
い
か
と
い
う
と

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
そ
こ
で
一

置
き

ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
な
が
ら
こ
う
断
言
し
た

彼
女
の
身
内
か
知
り
合
い
が

彼
女
の
写
真
な
り
を
参
考
に
顔
デ

タ
を
作
成
し
た

 
そ
れ
以
外
に
は
あ
り
え
な
い

い
て
み
る
と
当
た
り
前
の
結

に

こ
え
る
な

だ
が
少
な
く
と
も
他
人
が

じ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
出
来
た
だ
ろ
う

そ
れ
は
不
可
能
さ

で
も
逆
に
言
え
ば

写
真
さ
え
あ
れ
ば
作
れ
る
ん
じ

な
い
の
か

こ
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が
厳
し
い
今
の
ご
時
勢
に
か
い

 
そ
ん
な
手
間
を
か
け
て
ま
で

他
人
に
成
り
す
ま
す
必
要
が
ど
こ
に
あ
る
と
い
う
ん
だ
い

 
し
か
も
身
⻑
か
ら
体
型
ま
で

・君
・に

違
和
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
で
再
現
す
る
な
ん
て
不
可
能
さ
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ヒ

ス
ク
リ
フ
は
君
に
の
部
分
を
強
調
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
確
か
に
ダ
ン
ジ

ン
内
の
罠
の
存
在
す
ら
見
分
け
る
ハ
チ
マ
ン
の
目
を
誤
魔
化
す
の
は

 
難
易
度
が
凄
ま
じ
く
高
い
だ
ろ
う

そ
れ
は

確
か
に

な
の
で
結

は
こ
う
だ

彼
女
は
何
か
し
ら
の
目
的
を
持

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
が

 
君
と
会

た
の
は
偶
然
だ
そ
し
て
そ
の
中
身
は
君
の
知
る
彼
女
で
は
な
い
と
い
う
事
か
な

で

で
も
本
人
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
ん
じ

そ
の

記
憶

失

と
か

あ
り
え
な
い
ね

誰
が
好
き
好
ん
で
自
分
の
本
当
の
顔
を
ゲ

ム
の
中
で

す
ん
だ
い

 
そ
ん
な
の
は
リ
ス
ク
し
か
な
い
じ

な
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に

り
こ
ん
だ

確
か
に
そ
の
通
り
だ
か
ら
だ

分
か

た

参
考
に
な

た

に
き
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
納
得
し
た
表
情
で
そ
う
言

た

 
少
な
く
と
も
ユ
ナ
の
生
存
の
可
能
性
が
開
発
者
に
よ

て
担
保
さ
れ
た
事
が
ハ
チ
マ
ン
は
嬉

し
か

た
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最
後
に
一
つ
だ
け

伝
え
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る

 
そ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
は
身

え
た

だ
が
そ
れ
は

こ
ち
ら
の
出
す

件
と
交
換
と
い
う
事
に
し
た
い

ど
う
か
な

件

ど
ん
な
だ

ソ
レ
イ
ユ
内
に

私
の

い
や

僕
の
居
場
所
を
作

て
く
れ
な
い
か

 
次
の

間
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

が
茅
場

の

へ
と
変
化
し
た

そ
の

に
な
る

て
事
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
管
理
者
と
し
て
で
は
な
く

 

さ
ん
個
人
と
し
て
の
頼
み
だ
と

そ
う
い
う
事
だ
ね

と
り
あ
え
ず

件
を
言
お
う

 
ソ
レ
イ
ユ
で

僕
の
バ

ク
ア

プ
を
と

て
く
れ
な
い
か

 
そ
の

し
出
に

ハ
チ
マ
ン
は

天
し
た

ど

ど
う
い
う
事
で
す
か

さ
ん

そ
れ
が
ね

広
大
な
ネ

ト
の
海
の
中
を

ぎ
回
る
の
は
思

た
よ
り
も
大
変
で
ね

 
時
々
体

と
い
う
か
心
か
な

心
の
一
部
が

す
る
ん
だ

 
な
の
で
そ
れ
を
防
ぐ

に

今
の
僕
が
こ
れ
以
上

り

ら
な
い
前
に
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ど
こ
か
安
全
な
場
所
に
バ

ク
ア

プ
を
残
し
て
お
き
た
い
と
思

て
ね

理
由
は
分
か
り
ま
し
た
が

さ
す
が
に
即
答
し
か
ね
ま
す

そ
の

し
出

私
が
受
け
る
わ

 
そ
の
時
突
然
近
く
か
ら
声
が
し
た

そ
こ
に
立

て
い
た
の
は
誰
で
あ
ろ
う
雪
ノ
下
陽
乃
で

あ

た
お
や

こ
れ
は
お
久
し
ぶ
り

雪
ノ
下
さ
ん

姉
さ
ん

ま
さ
か
他
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
使

て
こ
こ
に
接
続
し
た
の
か

え
え
そ
う
よ

あ
な
た
だ
け
を
危
険
な
目
に
あ
わ
せ
る

に
は
い
か
な
い
も
の

八
幡
君
に
危
害
を
加
え
る
意
図
は

僕
に
は
全
く
無
い
ん
だ
け
ど
ね

お
そ
ら
く
そ
う
で
し

う
ね
で
も
ま
あ
そ
の

し
出
に
関
す
る
判
断
は
私
が
し
な
い
と
い

け
な
い

 
そ
う
で
し

う

茅
場
さ
ん

 
そ
の
言
葉
に

は

い
た

つ
ま
り
も
し
こ
の
事
が
他
人
に
発
覚
し
た
場
合

 
全
て
の

任
を
あ
な
た
が
と
る
と

そ
う
い
う
事
で
い
い
の
か
な
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そ
う
い
う
事
よ

彼
は
私
が
守
る

そ
の
決
意
表
明
だ
と
思

て

ね

姉
さ
ん

で
も
そ
れ
は

 
八
幡
は
そ
の
陽
乃
の
言
葉
に
絶

し
た
が

陽
乃
は
そ
ん
な
八
幡
に
笑
顔
を
見
せ
た

あ
な
た
は
も
う
す
ぐ
う
ち
の
全
社
員
を
背
負

て
立
つ
存
在
に
な
る
の
よ

 
こ
う
い
う
時
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

静
に
判
断
し
な
さ
い

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に

り
こ
ん
だ

分
か

た

姉
さ
ん
に

う

宜
し
い

そ
れ
じ

あ
茅
場
さ
ん

私
と
貴
方
で
契
約
を
し
ま
し

う

 
貴
方
の
存
在
は
う
ち
が
場
所
を
用
意
し
て

そ
こ
に
保
存
す
る

 
う
ち
か
ら
は
そ
の
デ

タ
に
一
切

し
な
い
そ
の
代
わ
り
あ
な
た
も
う
ち
の
デ

タ
に
は

し
な
い

 
そ
の
上
で
う
ち
は

ニ

ロ
リ
ン
カ

に
残

た
あ
な
た
の
一
部
を
ア
マ
デ
ウ
ス
化
し

 
八
幡
君
に
所

し
て
も
ら

て
相
談
役
の
よ
う
な
事
を
し
て
も
ら
う
こ
れ
で
ど
う
か
し
ら

こ
こ
に
残

て
い
る
僕
は
完
全
じ

な
い
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
出
来
る
事
と
出
来
な
い
事
が
あ

る
が
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そ
れ
は

わ
な
い
か
な

え
え

わ
な
い
わ

あ
く
ま
で
相
談
役
に
な

て
も
ら
う
だ
け
だ
も
の

 
そ
の
相
談
役
が
万
能
で
あ
る
必
要
は
な
い
わ

分
か

た

契
約
成
立
だ

僕
は
こ
の
契
約
の

守
を
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

う

で
は
私
は

こ
の
契
約
の

守
を
八
幡
君
に

う
わ

 

と
陽
乃
は
そ
う
言

て

お

い
に

手
を
交
わ
し
た

 
ち
な
み
に
外
で
は
こ
の
契
約
の
成
立
を
受
け

く
も
全
員
が
動
き
出
し
て
い
る

意
義
な
契
約
が
出
来
た
事
を
嬉
し
く
思
う

用
件
は
と
り
あ
え
ず
以
上
で
い
い
か
な

さ
ん

さ

き
言
い
か
け
た

最
後
に
伝
え
て
お
く
べ
き
可
能
性

て
の
は

あ
あ

そ
う
だ
ね

で
も
そ
れ
は
明
日
に
し
よ
う

 
明
日
の
十
六
時
に

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
待

て
い
て
く
れ
な
い
か

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
の
意
図
が
分
か
ら
な
か

た
が

 
お
そ
ら
く
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
内
の
モ
ニ
タ

越
し
に
で
も
話
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
と

思
い

 
そ
の

し
出
に
素
直
に

い
た
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分
か
り
ま
し
た

で
は
ま
た
明
日

誰
か
を
同

さ
せ
て
く
れ
て
も

わ
な
い
か
ら
ね

分
か
り
ま
し
た

討
し
ま
す

 
こ
う
し
て
話
し
合
い
は
無
事
に
終
了
し

次
世
代
技
術
研
究
部
と
開
発
部
は

 

の
受
け
入
れ
準
備
に

走
す
る
事
と
な

た

 
そ
し
て
次
の
日

ハ
チ
マ
ン
は
約
束
通
り

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
い
た

 
連
れ
は
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト

そ
し
て
も
う
一
人
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第
９
７
１
話
 
ま
さ
か
の
来
客

 
茅
場

と
の
面
会
を
終
え
た
八
幡
は

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
す
ぐ
に

陽
乃
に
詰
め
寄

た

姉
さ
ん

危
な
い
事
は
や
め
て
く
れ

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
で
も
あ
る
の
よ

そ
れ
を
分
か

て
る

う

そ
れ
は
悪
か

た
よ

あ
ら

分
と
素
直
ね

ま
あ
い
い
わ

無
事
に
契
約
は
成

た

後
は
そ
れ
を
実
行
す
る
だ

け
よ

 
見
る
と
全
員
が

に
動
き
出
し
て
お
り

こ
の
場
に
は
部
屋
の
本
来
の
主
で
あ
る

 
次
世
代
技
術
研
究
部
の
面
々
し
か
残

て
い
な
か

た

あ

レ
ス
キ
ネ
ン
部
⻑

俺
の
わ
が
ま
ま
の
せ
い
で
何
か
す
み
ま
せ
ん

い
や
い
や

実
に
興
味
深
か

た
よ

 
こ
ん
な
レ
ア
な

験
が
出
来
た
事
を
ゴ

ド
に
感
謝
し
た
い
く
ら
い
さ

あ
れ
が
茅
場

う
ち
の
紅
莉
栖
以
上
の
天
才
な
の
ね

あ
の
口
ぶ
り
だ
と

も
し
か
し
て

学
に
も

し
い
の
か
し
ら
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ね

八
幡

彼
を
ア
マ
デ
ウ
ス
化
さ
せ
た
ら

私
に
も
彼
と
話
を
さ
せ
て
ね

 
秘
密
を
守
る

に
私
と
あ
な
た
の
二
人
だ
け
で

て
事
に
な
る
け
ど

 
も
ち
ろ
ん
ち

ん
と
明
日
奈
の
許
可
は
と
る
か
ら

ま
あ
そ
れ
は

わ
な
い
が

キ

マ
の
許
可
も
ち

ん
と
と
れ
よ

分
か

て
る
わ
よ
そ
れ
じ

あ
こ

ち
の
準
備
が
出
来
た
ら
連

す
る
か
ら
後
は
任
せ
て

お
う

頼
む
わ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
部
屋
を
出
る
と

す
ぐ
に
明
日
奈
に
連

を
と

た

明
日
奈

悪
い
が
明
日

十
六
時
ま
で
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
来
て
く
れ
な
い
か

 
つ
い
で
に
悪
い
ん
だ
が

う
ち
の
女
性

に

 
そ
の
時
間
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
絶
対
に
来
な
い
よ
う
に
伝
え
て
く
れ

何
か

あ
り
か
な

分
か

た

連

し
て
お
く
ね

 
そ
し
て
次
に
八
幡
は

和
人
に
も
連

を
入
れ
た

お

和
人
か

悪
い
が
明
日

十
六
時
ま
で
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
来
て
く
れ
な
い

か 
面
白
い
物
を
見
せ
て
や
る
か
ら
さ

頼
む
よ
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別
に
い
い
け
ど

面
白
い
物

て
何
だ

ま
あ
そ
れ
は
明
日
ま
で
の
秘
密
だ

後
も
う
一
つ
頼
み
が
あ
る

 
明
日
の
そ
の
時
間
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
を
立
ち
入
り
禁
止
に
し
た
い
か
ら

 
う
ち
の
男
連
中
に

そ
の
事
を
伝
え
て
く
れ
な
い
か

ん

分
か

た

あ
り
な
ん
だ
な

ち

ん
と
伝
え
て
お
く
よ

 
明
日
奈
も
和
人
も
物
分
か
り
良
く
そ
う
言

て
く
れ
八
幡
は
最
後
の
一
人
に
連

を
入
れ
た

あ

も
し
も
し

俺
で
す
け
ど

ち

と
頼
み
が
あ
る
ん
で
す
よ

ど
う
し
た
の

別
に

わ
な
い
け
ど

  
そ
し
て
次
の
日
の

方

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ

そ
れ
に
キ
リ
ト
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
の
ん
び
り
と
会
話
を
し
て
い
た

で

ハ
チ
マ
ン

今
日
は
こ
れ
か
ら
一
体
何
が

こ
る
ん
だ

も
う
少
し
の
我
慢
だ

て
と
い
う
か
正
直
俺
に
も
何
が

こ
る
の
か
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

な
ふ
ふ

何
そ
れ

ま
あ
い
い
け
ど
ね
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そ
れ
に
し
て
も
こ
の
三
人
だ
け
で
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
い
る
と
何
か

を
思
い
出
す

よ
な懐

か
し
む
べ
き
じ

な
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

で
も
や

ぱ
り
懐
か
し
い
ね

マ
マ

私
も
い
ま
す
か
ら
ね

ご
め
ん
ご
め
ん

そ
う
だ

た
ね

ユ
イ
ち

ん

 
ど
う
や
ら
今
日
の
こ
ち
ら
の
当
番
は
ユ
イ
の
よ
う
だ

 
ユ
イ
は
三
人
分
の
お
茶
を
入
れ
る
と
小
さ
く
な

て
ハ
チ
マ
ン
の

に
ち

こ
ん
と
座

た

実
は
も
う
一
人
こ
こ
に
来
る
事
に
な

て
る
ん
だ
よ

多
分
そ
ろ
そ
ろ
だ

誰
が
来
る
ん
だ

そ
れ
は

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
人
物
の
名
を
言
い
か
け
た
時

来
訪
者
を
告
げ
る
チ

イ
ム
が
鳴

た

噂
を
す
れ
ば
だ
な

さ
て
と

 
ハ
チ
マ
ン
は
壁
に
あ
る
コ
ン
ソ

ル
へ
と
向
か
い

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
待

た

プ
レ
イ
ヤ

コ
リ
ン

が

入
室
許
可
を

し
て
い
ま
す

 
コ
リ
ン

に

許
可
を
出
し
ま
す
か
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
思
わ
ず

き
出
し
た

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
首
を

た
が

 
お
そ
ら
く
ハ
チ
マ
ン
に
し
か
分
か
ら
な
い

笑
う
部
分
が
あ

た
の
だ
ろ
う

イ
エ
ス
だ
イ
エ
ス

つ
い
で
に
入
団

録
も
イ
エ
ス
だ

あ

正
式
の
方
な

了
解
し
ま
し
た

認
し
ま
す

入

許
可
と
同
時
に

プ
レ
イ
ヤ

コ
リ
ン

が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

と
し
て
正
式

録
さ
れ
ま
し
た

お

お
い
ハ
チ
マ
ン

一
体
誰
な
ん
だ

す
ぐ
に
分
か
る
さ

 
そ
し
て
三
人
が
外
に
出
る
と

を
一
人
の
女
性
が
上
が

て
き
た

ご
め
ん
な
さ
い
ハ
チ
マ
ン
君

お
待
た
せ
し
ち

た
か
し
ら

い
え
い
え

別
に
平
気
で
す
よ

凛
子
さ
ん

凛
子
さ
ん

あ
あ

凛
子
さ
ん
か

 
二
人
は

だ
か
ら
コ
リ
ン
な
の
か
と
思
わ
ず

き
出
し
そ
う
に
な

た
が
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さ
す
が
に
そ
れ
は
失

な
の
で

笑
わ
な
い
よ
う
に
必
死
に

え
た

む

名
前
は

当
な
ん
だ
か
ら
突

込
ま
な
い
で
よ

な

何
故
そ
れ
を

二
人
の
顔
を
見
れ
ば
分
か
る
わ
よ

て
の
は

 
実
は
外
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

い
て

自
分
で
も
思
わ
ず

き
出
し
ち

た
の
よ
ね

そ
う
い
う
事
で
す
か

ま
あ
と
に
か
く
こ
ち
ら
に
ど
う
ぞ

コ
リ
ン
さ
ん

え
え

お

魔
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
こ
う
し
て
凛
子
こ
と
コ
リ
ン
は

初
め
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

 
そ
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
足
を

み
入
れ
る
事
と
な

た

う
わ

凄
い
じ

な
い

こ
れ
全
部
ハ
チ
マ
ン
君
達
が
作

た
の
よ
ね

え
え

ま
あ
そ
う
で
す
ね

張
し
た
後
に
か
な
り
手
を
入
れ
ま
し
た

ま
さ
に
王
様
の
お
城

て
感
じ
ね

あ

ユ
イ
ち

ん
は
初
め
ま
し
て
だ
ね

は
い

こ
ち
ら
こ
そ
で
す

そ
れ
じ

あ
私
は
お
茶
を
入
れ
て
き
ま
す
ね

ふ
ふ

あ
り
が
と

 
ユ
イ
は
そ
う
言

て

台
所
へ
と
消
え
て
い

た
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そ
れ
に
し
て
も
ギ
リ
ギ
リ
に
な

て
し
ま

て
本
当
に
ご
め
ん
ね

 
実
は
出
が
け
に
妹
に
捕
ま

ち

て

ま
れ
て
た
の
よ

え

コ
リ
ン
さ
ん

妹
さ
ん
が
い
た
ん
で
す
か

え
え

名
前
は
神
代
フ
ラ
ウ
よ

あ

あ
あ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
名
前
に
覚
え
が
あ

た

 
何
故
な
ら
今
年

将
来
の
ハ
チ
マ
ン
の
専
属
候
補
と
し
て

た
人
の
中
に

そ
の
名
前
が

あ

た
か
ら
だ

あ
の
人

て
コ
リ
ン
さ
ん
の
妹
だ

た
ん
で
す
か

ま
あ

歴
書
に
も
そ
ん
な
事
は
書
い
て
な
い
か
ら
ね

 
あ
の
子
は
天
才
だ
け
ど

扱
い
が
難
し
い
か
ら
注
意
し
て
ね

ど
う
扱
い
が
難
し
い
ん
で
す
か

そ
う
ね

ダ
ル
君
と
同
じ
人
種
だ

て
言
え
ば
分
か
る
か
し
ら

あ
あ
確
か
に
面
接
の
時
デ

フ
フ
と
か
ダ
ル
み
た
い
な
変
な
笑
い
方
し
て
ま
し
た

け

姉
の
私
が
言
う
の
も
何
だ
け
ど
あ
の
子
の
そ
ん
な
笑
い
方
を
見
て
よ
く

用
し
た
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わ
ね勘

で
す
か
ね

理
央
を

用
し
た
時
み
た
い
に

ピ
ン
と
き
た
ん
で
す
よ

ま
あ
姉
と
し
て
は
あ
の
子
が
片
付
い
て
く
れ
て
助
か

た
か
ら
い
い
ん
だ
け
ど
ね

 
コ
リ
ン
は
少
し
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

な
ん
だ
か
ん
だ
妹
の
将
来
が
心
配
だ

た
の
だ

ろ
うそ

れ
に
し
て
も

や

ぱ
り
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

て
凄
い
の
ね

 
外
で

録
を
待

て
る
間

り
に
い
る

山
の
人
達
か
ら
凄
く
注
目
さ
れ
ち

た
わ
よ

そ
れ
は
誰
も
が
通
る
道
で
す

コ
リ
ン
さ
ん

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
す
ぐ
に

 
私
の
名
前
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
新
メ
ン
バ

と
し
て

散
し
ち

う
か
も
し
れ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

て
か
も
う

と
か
に
出
て
そ
う
で
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
苦
笑
し
た

 

名

と
思
い

こ
の
事
に
つ
い
て
は
シ
ス
テ
ム
上
仕
方
な
い

も
う

め
て
い
る
の
だ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
け
ど

あ
の
馬

は
一
体
何
を
す
る
つ
も
り
な
の
か
し
ら

分
か
り
ま
せ
ん
た
だ

さ
ん
に
こ
の
時
間
に
連

す
る

て
言
わ
れ
た
だ
け
で
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そ
の
言
葉
に
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は

天
し
た

は

何
だ
そ
れ

こ
こ
に
茅
場

か
ら
連

が
入
る
の

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

さ
ん
と
面
識
が
あ
る
の
は

こ
こ
に
い
る
四
人
だ
け
だ
ろ

 
だ
か
ら
呼
ん
だ
ん
だ
よ

あ

そ

か

そ
う
い
う
事
だ

た
か

 
四
人
は
そ
の
ま
ま

り
込
み

じ

と
そ
の
時
が
訪
れ
る
の
を
待

た

 
そ
し
て
十
六
時
に
な

た

間
に

来
客
を
告
げ
る
チ

イ
ム
が
鳴

た

む誰
か
代
理
で
も
よ
こ
し
た
の
か
な

か
も
し
れ
な
い
な

え

と

 
そ
の
時
シ
ス
テ
ム
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

り
出
し
た

プ
レ
イ
ヤ

ヒ

ス
ク
リ
フ

が

入
室
許
可
を

し
て
い
ま
す

 
ヒ

ス
ク
リ
フ

に

許
可
を
出
し
ま
す
か
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お
い

え何
の
冗
談
だ

は

一
体
誰
を
こ
こ
に
寄
越
し
た
の
か
し
ら
ね

 
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
声
を

き

奥
で
凛
子
の
分
の
お
茶
を
用
意
し
て
い
た
ユ
イ
が

 

て
て
こ
ち
ら
に
向
か

て
き
た

パ
パ

今
の

て

ユ
イ

何
か
感
じ
る
か

そ
う
い
え
ば
微
か
に
グ
ラ
ン
ド
・
マ
ス
タ

の
気
配
が

 
そ
の
言
葉
を
受
け
て
ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
上
が
り

シ
ス
テ
ム
に
向
か

て
こ
う
呼
び
か
け
た

許
可
だ
許
可

さ

き
と
同
じ
く
入
団
も
許
可
す
る

了
解
し
ま
し
た

認
し
ま
す

入

許
可
と
同
時
に
プ
レ
イ
ヤ

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

と
し
て

録
さ
れ
ま
し
た

 
そ
の
言
葉
を

き
終
え
る
前
に

四
人
は

を
飛
び
出
し
た

 
正
面
に
あ
る

か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
い
う
足
音
が

こ
え
そ
し
て

に
そ
の
人
物
が

を
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現
し
た

お
い

えこ
れ

て
マ
ジ
か

あグ
ラ
ン
ド
・
マ
ス
タ

 
そ
の
声
を
受
け
か
つ
て
の
ま
ま
の

で
現
れ
た
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
そ
の
人
で
あ

た

君
は

ま
さ
か
凛
子
か
い

ハ
チ
マ
ン
君

や

て
く
れ
る
ね

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ
よ

こ
れ
は
ど
ん
な
か
ら
く
り
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ

と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
す
る
話
じ

な
い
か
ら

中
に
入
れ
て
く
れ
な
い
か

分
か

た

こ

ち
だ

 
そ
し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
共
に

四
人
は
再
び
室
内
に

た
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第
９
７
２
話
 
ユ
ナ
の
歌

さ
て

ど
う
い
う
事
な
の
か
説
明
し
て
も
ら
お
う
か

も
ち
ろ
ん
さ

当
然
実
は
私
が
生
き
て
い
た

な
ど
と
い
う
つ
も
り
は
ま

た
く
無
い
よ

そ
り

そ
う
だ
こ
こ
に
い
る
全
員
茅
場

の
死
体
を
実

に
見
ち

て
る
か
ら
な

そ
の
通
り

今
の
私
は
確
か
に
肉
の
体
を
失

て
い
る

 
キ
リ
ト
の
そ
の
言
葉
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

い
た

ま
あ
別
に
お
か
し
な
事
を
し
た

じ

な
い
さ

 
ナ

ヴ
ギ
ア
を
エ
ミ

レ

ト
し
て
そ
こ
に
私
の
ナ

ヴ
ギ
ア
か
ら
サ
ル
ベ

ジ
し
て
保
存

し
て
お
い
た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
キ

ラ
ク
タ

デ

タ
を
突

込
ん
で

 
後
は

し
た
私
の

デ

タ
を
使

て
ロ
グ
イ
ン
し
た
だ
け
だ
よ

 
そ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
言
葉
に
四
人
は

り
こ
ん
だ

 
ど
こ
か
ら
突

込
ん
で
い
い
の
か
分
か
ら
な
か

た
か
ら
だ

え

何
な
の
こ
の
人

ナ

ヴ
ギ
ア
の

が
全
部

に
入

て
る
の
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ま
あ
ナ

ヴ
ギ
ア
か
ら
キ

ラ
デ

タ
を
抜
い
て
お
い
た

て
の
は
分
か
ら
な
く
も
な
い
け
ど

と
い
う
か
自
分
の

の

を
知

て
る

て

ご

ご
め
ん
ね
三
人
と
も

は

か
ら
こ
う
い
う
所
が
あ
る
の
よ

 
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う
言
葉
を
交
わ
す
三
人
に

コ
リ
ン
が
恐

し
た
よ
う
に
そ
う
言

た

い
え

常
識
が
通
用
し
な
い
の
は
俺
も
分
か

て
る
ん
で
大
丈
夫
で
す

ひ
ど
い
な
ハ
チ
マ
ン
君

は
・僕

の
事
を

実
の
兄
の
よ
う
に

て
く
れ
て
い
た
の
に

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
自
分
の
事
を

私
で
は
な
く
僕
と
呼
ん
だ

 
そ
れ
は
つ
ま
り

今
の
が
茅
場

と
し
て
の
発
言
だ
と
い
う
事
に
な
る

弟
分
を
殺
そ
う
と
し
た

に

ど
の
口
が
そ
れ
を
言
う

て
ん
だ
よ

そ
う
言
わ
れ
る
と
返
す
言
葉
も
無
い
ね

 
ハ
チ
マ
ン
に
反

さ
れ

ヒ

ス
ク
リ
フ
は

を

め
た

ま
あ
し
か
し
私
と
て
万
能
で
は
な
い
よ

 
そ
の
証

に

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
出
来
る

況
を
整
え
る
の
に

一
日
も
か
か

て
し

ま

た
か
ら
ね

も



 第９７２話 ユナの歌

ん
 
四
人
は
思
わ
ず
そ
う
ハ
モ

た
が

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
首
を

げ
た
だ
け
で
あ

た

こ
れ
以
上
突

込
む
の
は
疲
れ
る
だ
け
だ
か
ら
い
い
と
し
て

 
ヒ

ス
ク
リ
フ

俺
に
伝
え
た
い
可
能
性
の
話

て
い
う
の
は

あ
あ

私
が
こ
こ
に
い
る

そ
の
事
が
答
え
さ

お
前
が
こ
こ
に
い
る
事

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
わ
れ

じ

と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
顔
を
見
つ
め
た

元
々
は
ユ
ナ
の
話
だ

た
ん
だ

て
事
は
ま
さ
か

 
あ
の
ユ
ナ
が
お
ま
え
と
同
じ

虚

の
存
在
だ
と
で
も

中
身
が
別
人
と
か
で
は
な
く

私
は
そ
の
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
と

君
に
提
言
し
て
い
る
だ
け
さ

何
か

は
あ
る
の
か

あ
あ

だ
が
そ
の
前
に

 
ハ
チ
マ
ン
に

を
問
わ
れ
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
一

置
い
て
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
切
り

出
し
た

こ
の
前
の
祝
勝
会
の
時
に

君
は
歌
を
歌

て
い
た
だ
ろ
う
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こ
こ
で
そ
れ
を
も
う
一
回
歌

て
く
れ
な
い
か

は

は

い

い
き
な
り
何
を

大
事
な
事
な
ん
だ

恥
ず
か
し
い
の
は
分
か
る
が

 
凛
子
は
と
も
か
く
ア
ス
ナ
君
も
キ
リ
ト
君
も
事
情
は
知

て
る
ん
だ

 
今
更
君
が
歌
う
事
を
茶
化
し
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
は
そ
う
だ
が
い
や
そ
も
そ
も
何
で
俺
が
祝
勝
会
の
時
に
歌

て
た
事
を
知

て
る
ん

だ
よ

 

る
ハ
チ
マ
ン
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
笑
い
な
が
ら
答
え
た

そ
ん
な
の
は
簡

さ

 
君
達
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

専
用
の
ペ

ジ
に
ア

プ
さ
れ
て
い
た
動
画
を
見
た
だ
け
だ

よ

あ

 
そ
の

純
な
答
え
に

コ
リ
ン
以
外
の
三
人
は
思
わ
ず
そ
う
声
を
上
げ
た

 
メ
ン
バ

専
用
ペ

ジ
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
ア
ク
セ
ス
出
来
た
事
に
関
し
て
は
誰
も
突

込
ま

な
い



 第９７２話 ユナの歌

 
そ
ん
な
の
は
今
更
だ
か
ら
だ

俺
達
の
動
向
を
チ

ク
し
て
や
が

た
の
か

そ
の
言
い
方
は
悪
意
に
満
ち
す
ぎ
て
や
し
な
い
か
い

 
私
は
た
だ

の
仲
間
達
の
活
躍
を
嬉
し
く
思
い
な
が
ら
見
て
い
た
だ
け
さ

仲
間

ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
を
じ
ろ

と

み
キ
リ
ト
は
苦

を

み
潰
し
た
よ
う
な
表
情

を
し

 
ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
二
人
を
見
て
苦
笑
し
た

ま
あ
い
い

歌
え
と
い
う
な
ら
歌

て
や
る
さ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

先
日
歌

た
ユ
ナ
の
歌
を
再
び
披
露
し
た

ス
ト

プ

 
そ
の
歌
の

中
で

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
い
き
な
り
そ
う
叫
ん
だ

ど
う
し
た

ア
ス
ナ
君

今
の
部
分
の
歌

の
対
象
が
誰
な
の
か

分
か
る
だ
ろ
う

あ

は
い

は

き
り
と
明
言
し
て
る

じ

な
い
で
す
け
ど
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間
違
い
な
く
ハ
チ
マ
ン
君
の
事
じ

な
い
か
な

て

 
今
ハ
チ
マ
ン
が
歌

て
い
た
の
は

先
日
重
村
徹
大
が
気
付
か
な
か

た

 
他
人
に
対
す
る
歌
が

誰
か
を
想
う
歌
に
変
化
し
て
い
た
部
分

 

体
的
に
は
愛
す
る
誰
か
に
と
い
う
歌

が
愛
す
る
貴
方
に
に
置
き
換
わ

て
い
た
部

分
で
あ

た

そ
う
だ
ね

で
は
次
に
こ
れ
を

い
て
く
れ

 
こ
れ
は
以
前
私
が
た
ま
た
ま
ネ

ト
の
海
の
中
で

た
と
て
も

い
信

を

さ
せ
た

物
だ

 
そ
う
言

て
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
コ
ン
ソ

ル
を
慣
れ
た
手
付
き
で
操
作
し

 
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
声
の
歌
が
室
内
に

き
始
め
た

こ

こ
れ
は

ユ
ナ
の
声

本
当
だ

俺
も

き
覚
え
が
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
歌
が

先
ほ
ど
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
止
め
た
部
分
に
差
し

か

た

愛
す
る
師
匠
に
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は
 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
驚
き
は

事
で
は
な
か

た

同
時
に
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
が
顔
を
見
合
わ
せ

る 
先
ほ
ど
は
確
か
に

貴
方
に

と
歌
わ
れ
て
い
た
部
分
の
歌

が

師
匠
に

に
変
わ

て

い
た
の
だ

今
師
匠

て
言

た
よ
ね

ま
た
別
の
バ

ジ

ン
か

い
や

そ
う
い
う
問
題
じ

な
い

 
そ
ん
な
二
人
に
ハ
チ
マ
ン
は
厳
し
い
目
を
向
け
た

ハ
チ
マ
ン
君
私
は
部
外
者
だ
か
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
何
か
お
か
し
な
部
分
で
も
あ

た
の

 
そ
の
コ
リ
ン
の
問
い
に

ハ
チ
マ
ン
は

い
た

ア
ス
ナ
な
ら
よ
く
知

て
る
と
思
う
が

い
や

今
は
キ
リ
ト
も
知

て
る
か

 
俺
と
ユ
ナ
の
師
弟
関
係
は

俺
と
ア
ス
ナ

そ
れ
に
エ
ギ
ル
以
外
は
誰
も
知
ら
な
か

た

あ
あ

そ
れ
は

い
た

ま

た
く
俺
に
ま
で
秘
密
に
し
や
が

て
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悪
い
な

ち

ん
と
話
す
つ
も
り
は
あ

た
ん
だ
が

中
々
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

し

な
さ
そ
う
に
キ
リ
ト
に
謝

た

ノ

チ
ラ
ス
君
だ
け
は
ユ
ナ
ち

ん
が
ハ
チ
マ
ン
君
の
事
を
好
き
だ

て
分
か

て
た
と
思

う
け
ど

 
師
弟
関
係
の
事
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か

た
だ
ろ
う
し
ね

だ
か
ら
ユ
ナ
は
秘
密
を
守
る

に
師
匠
と
い
う
言
葉
は
俺
と
二
人
の
時
に
し
か
使
わ
な
か

た 
多
分
ア
ス
ナ
も
直
接

い
た
事
は
無
い
ん
じ

な
い
か

そ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か
も

 
ア
ス
ナ
は
ユ
ナ
が
直
接
ハ
チ
マ
ン
に
師
匠
と
呼
び
か
け
て
い
た
場
面
を
思
い
出
す
事
が
出
来
な

か

た
だ
か
ら
当
然
歌

の
中
に
師
匠
と
い
う
言
葉
を
入
れ
る
事
な
ん
か
あ
り
え
な
い

 
も
し
入
れ
る
事
が
あ
る
と
す
れ
ば

ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
後
か

 
キ
リ
ト
が
そ
う
叫
び

ハ
チ
マ
ン
は

い
た
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つ
ま
り
ユ
ナ
ち

ん
は

間
違
い
な
く
生
き
て
る

だ
な

で
も
こ
れ

て
あ
の
ユ
ナ
の
中
身
が
人
間
以
外
の

か
何
か
だ

て
い
う
証

に
な

る
か断

言
す
る
つ
も
り
は
な
い
が

少
な
く
と
も
本
人
が
生
き
て
い
る
の
に

 
そ
の
友
達
な
り
家
族
な
り
が

彼
女
に
似
せ
た
キ

ラ
を
わ
ざ
わ
ざ
作

て

 
し
か
も
接
続

路
が
そ
う
簡

に
は

れ
な
い
よ
う
な

を
す
る
必
要
が
あ
る
か
い

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と

ま
あ
そ
う
い
う
可
能
性
も
あ
る

て
事
を

私
は
言
い
た
か

た
だ
け
だ
よ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
そ
う
言

て

を

め
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
突

込
み

を
入
れ
た

そ
の

だ
け
に
こ
ん
な
回
り
く
ど
い
事
を
し
た
の
か

別
に
い
い
じ

な
い
か
私
だ

て
た
ま
に
は
こ
う
や

て
誰
か
と
言
葉
を
交
わ
し
た
か

た
ん
だ
よ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
珍
し
く
や
や

ね
た
よ
う
に
そ
う
言
い

四
人
は
苦
笑
し
た

ま
あ
私
か
ら
の
話
は
そ
れ
だ
け
さ

そ
れ
じ

あ
も
う
会
う
事
も
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い
や

ま
あ

絶
対
無
い
と
は
言
え
な
い
が

み
ん
な

元
気
で
い
て
く
れ
た
ま
え

 
そ
う
言

て
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

を

ハ
チ
マ
ン
が
ガ
シ

と
掴
ん
だ

 
そ
の
顔
は
何
か
を
思
い
つ
い
た
よ
う
に
ニ
ヤ
リ
と
し
て
お
り

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

お
い
ア
ス
ナ

ハ
チ
マ
ン
の
顔

う
ん

凄
く
悪
い
顔
を
し
て
る
ね

何
を
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
な

さ
あ

 
ハ
チ
マ
ン
に

を
掴
ま
れ
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

怪

そ
う
な
顔
で

り
返

た

ま
だ
何
か
あ
る
の
か
ね

い
や
い
や

あ
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

何
勝
手
に
落
ち
よ
う
と
し
て
る
ん
だ

勝
手
も
何
も

用
事
が
済
ん
だ
か
ら
落
ち
る
だ
け
だ
が

い
や
い
や
い
や

ま
だ
今
後
の
事
を
話
し
て
な
い
だ
ろ

今
後
の
事

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
風
に
首
を

げ
た
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あ
あ
そ
う
だ

な

ヒ

ス
ク
リ
フ

お
前
さ

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
団
⻑

限
だ
み
た
い
な
感
じ
で
俺
と
ア
ス
ナ
に
色
々
し
て
く
れ
た
よ
な

 
俺
か
ら
ア
ス
ナ
を

て
い

た
り
ク
ラ
デ

ル
み
た
い
な
馬

を
ア
ス
ナ
の
護
衛
に
付

け
て
み
た
り

 
他
に
も
色
々
と
や
ら
か
し
た
事

忘
れ
て
な
い
よ
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

か
ん
と
し
た

一
部
は
言
い
が
か
り
な
気
も
す
る
が

結
局
君
は
何
を
言
い
た
い
ん
だ
い

団
⻑

限
の
重
さ
に
つ
い
て
は
否
定
し
な
い
よ
な

あ

あ
あ

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が

こ
こ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
で
そ
の
団
⻑
は
俺
だ
で
お
前
は
さ

き
ヴ

ル
ハ
ラ
に
入
団
し
た

 
つ
ま
り
お
前
は
俺
の
命
令
を

か
な
く
て
は
い
け
な
い
立
場
に
あ
る

違
う
か

 
そ
の
言
葉
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
し
ば
ら
く
無
言
だ

た
が

 
や
が
て
心
か
ら
楽
し
そ
う
に
大
声
で
笑
い
出
し
た

あ
は
は
は
は
は

違
わ
な
い

君
の
言
う
通
り
だ
よ

で

私
に
何
を
さ
せ
た
い
ん
だ
い

先
ず

名
だ
な
そ
の
名
前
は
さ
す
が
に
や
ば
す
ぎ
る
お
い
キ
リ
ト
何
か
い
い
案
は
無
い
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か 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
呼
び
か
け
ら
れ
た
キ
リ
ト
は

 
ハ
チ
マ
ン
が
何
を
す
る
つ
も
り
な
の
か
理
解
し
て
は
い
た
が
残
念
な
が
ら
何
も
思
い
つ
か
な

か

た
う

ん

そ
う
い
う
セ
ン
ス
は
俺
に
は
無
い
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
付
け
て
く
れ
よ

そ
う
か

う

ん
本
来
な
ら
い
な
い
人
物

う
ん
そ
れ
じ

あ
今
か
ら
お
前
は
ホ

リ

だ

 
装
備
も
そ
の
ま
ま
だ
と
知

て
る
奴
に
は
変
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
新
し
い
物
を
う
ち
か

ら

す
る

 
ゲ

ム
へ
の
ロ
グ
イ
ン
は
別
に
強
制
し
な
い
か
ら

 
気
が
向
い
た
時
に
で
も
戦
闘
に
参
加
し
て
く
れ
れ
ば
い
い

そ
れ
は
助
か
る
ね

ま
あ
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

た
時
に
で
も

度
に
遊
ば
せ
て
も
ら
う
よ

 
そ
の
言
葉
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は
お
か
し
な
物
を
見
る
目
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
を
じ

と
見
つ

め
た

ス
ト
レ
ス

今
の

態
で
も
た
ま
る
の
か
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冗
談
だ
よ

冗
談は

 
ハ
チ
マ
ン
は

か
ら

さ
ん
は
冗
談
の
セ
ン
ス
が
無
い
ん
だ
よ
な

と
思
い
つ
つ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

を
掴
ん
だ
ま
ま
引

張

て
い
き

無
理
や
り
ソ
フ

に
座
ら
せ
た

ま
だ
何
か
あ
る
の
か
い

い
や

ま
あ
人
間
を
や
め
た
の
は
分
か
る
け
ど
さ

少
し
は

り
も
見
よ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
に

を
し

く
り
入
り
口
の
方
へ
と
歩
い

て
い

た

 
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
に

き
返
し

そ
の
後
を
つ
い
て
い
く

待
ち
た
ま
え
ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ
い

大
人
し
く
コ
リ
ン
さ
ん
に
説
教
さ
れ
ろ

て
言

て
ん
だ
よ

 
そ
れ
じ

あ
ま
た
な

さ
ん

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
達
は
去

て
い
き
そ
の
場
に
は
茅
場

と
神
代
凛
子
だ
け
が
残
さ

れ
た

 
こ
の
後
に
二
人
が
何
を
話
し
た
の
か
は

誰
も
知
ら
な
い
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第
９
７
３
話
 
首
を
洗

て
待

て
い
ろ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
コ
リ
ン
を
そ
の
場
に
残
し

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
を
出
た
後

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
ト
ラ
フ

ク
ス
へ
と
移
動
し
中
央
広
場
に
三
人
仲
良
く

か
け
て
い
た

 
こ
れ
は
ラ
ス
ボ
ス
の
攻
略
会
議
を
行
う

で
あ
る
の
だ
が

 
本
当
は
ハ
チ
マ
ン
だ
け
が
出

す
れ
ば
そ
れ
で
事
足
り
る
と
こ
ろ
を

 
ア
ス
ナ
も
キ
リ
ト
も
特
に
用
事
が
無
い
と
い
う
理
由
で
何
と
な
く
つ
い
て
き
た
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
こ
の
攻
略
会
議
は
実
は
名
ば
か
り
の
も
の
で
あ
り

 
ヴ

ル
ハ
ラ
で
す
ら
ラ
ス
ボ
ス
に
関
す
る
情
報
が
ま

た
く
得
ら
れ
て
い
な
い

 
実

は
た
だ

明
日
何
時
か
ら
始
め
る
か
決
め
る

だ
け
の
集
ま
り
で
あ

た

 
な
の
で
こ
の
集
ま
り
に
は
特
に
参
加
資
格
は
な
く

 
来
た
い
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

は
誰
で
も
ウ

ル
カ
ム
と
い
う
実
に
緩
い
集
ま
り
な
の
で
あ
る

 
つ
い
で
に
言
う
と

別
に
来
る
の
は
リ

ダ

じ

な
く
て
も

わ
ず

 
人

制
限
な
ど
も
設
定
さ
れ
て
い
な
い

も

と
も
参
加
し
て
日

を

い
て

 
お
疲
れ
様
で
し
た
明
日
は
宜
し
く
と
言
う
だ
け
の
集
ま
り
に
好
き
で
来
た
が
る
者
は
少
な
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く 
大

の
ギ
ル
ド
が
そ
の
役
目
を
リ

ダ

に
押
し
付
け
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ

た

な

ハ
チ
マ
ン
こ
れ
一
つ
の
ギ
ル
ド
か
ら
一
人
の
参
加
者
が
来
て
る

て
の
が
普
通
だ
よ

な
ま
あ
普
通
は
そ
う
だ
ろ
う
な

開
始
時
間
以
外
に
話
す
事
が
無
い
か
ら
な

ラ
ス
ボ
ス
の
情
報

本
当
に
ま

た
く
何
も
無
か

た
も
ん
ね

 
ハ
チ
マ
ン
達
は

ジ

ラ
ト
リ
ア
の
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
す
れ
ば

 
多
少
な
り
と
も
ラ
ス
ボ
ス
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
た
の
だ
が

 
ク
エ
ス
ト
攻
略
を
担
当
し
た
レ
コ
ン
か
ら
の
報
告
だ
と

 
情
報
ど
こ
ろ
か

そ
の
話
題
す
ら
ま

た
く
何
も
出
て
こ
な
か

た
ら
し
い

で
も
よ

戦
術
と
か
の
話
は
一
応
し
て
お
い
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
の
か

 
キ
リ
ト
が
そ
う

至

真

当
な
疑
問
を
ハ
チ
マ
ン
に
ぶ
つ
け
て
き
た

戦
術

て
い
う
と

体
的
に
は

え

と

タ
ン
ク
の
ロ

テ

シ

ン
と
か

確
か
に
そ
う
な
ん
だ
が
う
ち
以
外
に
ボ
ス
の
タ

ゲ

ト
を

持
出
来
る
ギ
ル
ド
は
存
在
し
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な
い

そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
だ

た

強
い
タ
ン
ク

て
本
当
に
い
な
い
よ
ね

 
キ
リ
ト
を
フ

ロ

し
た
と
い
う

で
も
な
い
の
だ
が
ア
ス
ナ
が
た
め
息
ま
じ
り
で
そ
う

言

た
ま
あ
タ
ン
ク
が
い
な
く
て
も
何
と
か
な

ち
ま
う
事
が
多
い
か
ら
な

で
も
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
そ
れ
じ

あ

目
だ

て
気
付
い
た
ギ
ル
ド
も
多
か

た
ん
じ

な
いだ

と
い
い
ん
だ
が
な

タ
ン
ク
の
ト

プ
フ

イ
ブ
の
う
ち

 
四
人
が
う
ち
の
ギ
ル
ド

て
の
は
ど
う
な
ん
だ

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
は

速

ホ

リ

も

に
入
れ
た
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
残
り
の
一
人
は
カ
ゲ
ム
ネ
で
あ
る

お

そ
ろ
そ
ろ
始
ま
る

い
な

ハ
チ
マ
ン

前
に
出
な
く
て
い
い
の
か

別
に
い
い
だ
ろ

仕
切
り
は
あ
い
つ
ら
に
任
せ
る
さ
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そ
の

線
の
先
に
い
た
の
は
フ

ブ
ニ
ル

ヒ
ル
ダ

そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
で
あ

た

 
何
故
彼
ら
が
こ
こ
に
い
る
か
と
い
う
と

そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る

 
ル
シ
パ

達
に
参
加
さ
せ
る
事
で
何
か
問
題
が

こ
ら
な
い
か
危

し
た
ス
プ
リ
ン
ガ

が

 
強

に
フ

ブ
ニ
ル
を

し
た
か
ら
で
あ
る

 
生
徒
会
⻑
と
し
て
こ
う
い

た
会
の
進
行
に
慣
れ
て
い
る
フ

ブ
ニ
ル
は

 
苦
笑
し
な
が
ら
も
そ
れ
を

し

ヒ
ル
ダ
は
フ

ブ
ニ
ル
の
助
手
と
し
て

 
そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ル
シ
パ

の
代
理
の
置
物
と
し
て

 
今
日
こ
の
場
に
参
加
し
て
い
る
と

ま
あ
そ
ん
な

な
の
で
あ
る

さ
て

め
る
よ
う
な
議
題
が
あ
る

じ

な
い
で
す
し

 
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
の
多
決
で
開
始
時
間
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す

も
し

が

 
フ

ブ
ニ
ル
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
参
加
者
か
ら
意
見
を

こ
う
と
し
た
そ
の

間
に

 
ハ
チ
マ
ン
が
い
き
な
り
立
ち
上
が

て

を
組
み

フ

ブ
ニ
ル
を
じ

と
見
つ
め
た

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン

フ

ブ
ニ
ル
は
真
面
目
す
ぎ
る
な
馬

正
直
に
意
見
な
ん
か
集
め
て
た
ら
日
が

れ
ち
ま
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う 
さ
て

こ
こ
で
ど
う
対
応
す
る
か
で
あ
い
つ
の
評
価
が
決
ま
る
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
フ

ブ
ニ
ル
か
ら

線
を
外
さ
ず
に

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
に
そ
う
答
え
た

 
フ

ブ
ニ
ル
は
し
ば
ら
く
考
え
込
ん
で
い
た
が
そ
の
時
ヒ
ル
ダ
が
フ

ブ
ニ
ル
に
何
か

打
ち
し

 
フ

ブ
ニ
ル
は
そ
れ
に

き

ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
て
き
た

う
ん
ぬ
ん
は
間
違
い
で
す
失

し
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
そ
れ
で
い
い
で
す
か

あ
あ

も
ち
ろ
ん
そ
れ
で

わ
な
い

 
そ
う
だ
な

午
後
六
時

七
時

八
時
の
三
択
く
ら
い
で
決
を
取
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
は
そ
う
し
ま
す

 
ヴ

ル
ハ
ラ
と
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
の
双
方
の
合
意
に

て
入
れ
る
よ
う
な
ナ
イ
ツ
は
存

在
し
な
い

 
故
に
ど
こ
か
ら
も
反
対
意
見
が
出
る
事
は
な
く

ス
ム

ズ
に
多

決
が
行
わ
れ

 
討
伐
開
始
時
刻
は
明
日
の
夜
八
時
と
決
定
さ
れ
た

分

く
決
ま

た
な
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ス
ム

ズ
だ

た
ね

ま
あ
こ
ん
な
も
ん
だ
ろ

最
後
は
結
局
こ
う
な
る
ん
だ

 
自
由
討
議
で
余
計
な
時
間
を
使
う
必
要
は
な
い
さ

そ
の
方
が
み
ん
な
嬉
し
い
だ
ろ
う
し
な

 
実

参
加
者
達
は

く
終
わ

た
事
で

 
知
り
合
い
同
士
連
れ
立

て
街
の
酒
場

り
に
向
か
う
者
が
多
そ
う
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
人
が
も
う
少
し

た
ら
フ

ブ
ニ
ル
達
の
と
こ
ろ
に
顔
を
出
し
て
帰
る
か

ハ
チ
マ
ン
君

フ

ブ
ニ
ル
君
の
評
価
は
ど
う

ヒ
ル
ダ
が
何
を
言

た
か
に
よ

て
変
わ
る
な

ま
あ
保

だ

 
そ
れ
じ

あ
俺
は
今
の
う
ち
に
み
ん
な
に
出

の
可
否
を
確
認
し
て
お
く
わ

あ

う
ん

お
願
い

何
人
く
ら
い
参
加
出
来
る
か
ね

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
メ

セ

ジ
を
一

送
信
し
た

間
に

 
そ
の
中
の
一
人
か
ら
光
の

さ
で
返
信
が
来
た

そ
の
速
度
は
人
間
業
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
で

あ

た
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ん

も
う
誰
か
か
ら
返
信
が
き
た
の
か

あ
あ

誰
だ
と
思
う

そ
う
だ
な

ホ

リ

だ
ろ

正
解
だ

ど
う
や
ら
コ
リ
ン
さ
ん
と
の
話
は
も
う
終
わ

た
ら
し
い
な

か
な
り
激
し
く

ら
れ
た
と
予
想
す
る

と
い
う
か

メ

セ

ジ

く
ん
だ

 
ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
的
に
は
そ

ち
の
方
が
気
に
な

た
ら
し
い

あ
あ

何
か
メ
ア
ド
み
た
い
な
の
を
教
え
て
も
ら

た
ん
だ
が

見
て
く
れ
よ
こ
れ

 
ド
メ
イ
ン
が

ａ

ａ
ｂ
ａ

な
ん
だ
よ

何
そ
れ

よ
く
そ
れ
で

く
な

で

あ
い
つ
は
ど
う
す
る
ん
だ

て

参
加
だ
そ
う
だ

明
日
の
メ
イ
ン
盾
は
決
ま

た
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
ホ

リ

を
こ
き
使
う
気
が
満
々
の
よ
う
だ

で

あ
い
つ
の
事

み
ん
な
に
伝
え
る
の
か
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そ
う
だ
な

記
録
に
残
す

に
も
い
か
な
い
し

明
日
口

で
伝
え
る
事
に
す
る
さ

 
ち
な
み
に
う
ち
の
メ
ン
バ

で

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
家
族
を

く
し
た
奴
は

 
あ
あ

メ
ン
バ

じ

な
い
が

優
里
奈
が
そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

一
応
後
で
優
里
奈
と
話
さ
な
い
と
い
け
な
い
な
と
心
の
メ
モ
に
記
入
し
た

あ
の

ち

ち

と
い
い

 
そ
の
時
誰
か
が
ハ
チ
マ
ン
達
に
話
し
か
け
て
き
た

三
人
は
驚
い
た

 
遠
く
か
ら

色
い
声
援
を
送

て
く
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
結

い
る
の
だ
が

 
こ
の
三
人
が
揃

て
い
る

態
で
こ
う
し
て
直
接
接
触
し
て
く
る
度
胸
の
あ
る
プ
レ
イ
ヤ

は 
今
ま
で
一
人
も
い
な
か

た
か
ら
で
あ
る

 
そ
ん
な
レ
ア
な
出
来
事
で
あ
る

遠
く
で
何
か
話
し
て
い
た
フ

ブ
ニ
ル
達
も

 
驚
い
た
よ
う
な
表
情
で
こ
ち
ら
に
注
目
し
て
い
た

あ

あ
あ

何
だ

え
え
と

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
お

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
が

き
出
し
た
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フご

ご
め
ん

一

ダ
ル
か
と
思

た
わ

ダ

ダ
ル

い
や
す
ま
ん

こ

ち
の
事
だ

ど
う
ぞ
話
を
続
け
て
く
れ

 
キ
リ
ト
に
そ
う
言
わ
れ

そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に

い
た

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 
え
え
と

そ
ち
ら
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ザ
・
ル

ラ

氏
と
黒
の
剣
士
氏
で
合

て
る

あ
あ

お
う

あ
の

お
二
人

て

ど

ち
が
攻
め
で
ど

ち
が
受
け
な
の
か
な

て

 
そ
の

間
に
場
が

り
つ
い
た

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
が
同
じ
よ
う
な
事
を
よ
く
言

て
い
た

せ
い
で

 
そ
の
用
語
に
対
す
る
知
識
が
ア
ス
ナ
や
キ
リ
ト
に
も
し

か
り
と
備
わ

て
い
た
か
ら
で
あ

る
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い
き
な
り
何
だ
よ

俺
達
は
別
に

 
そ
ん
な
ん
じ

な
い
よ

と
キ
リ
ト
は
続
け
よ
う
と
し
た
の
だ
が

ハ
チ
マ
ン
が
そ
れ
を
制

し
たハ

ハ
チ
マ
ン

知
り
た
い
か

 
そ
の
問
い
に
キ
リ
ト
ば
か
り
で
な
く
ア
ス
ナ
も

天
し
た

く
教
え
ろ

下
さ
い

デ

フ
フ

妄
想
が

る
お

ま
さ
か
と
は
思

た
が
や

ぱ
り
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
つ
い
最
近

こ
ん
な
話
し
方
を
す
る
女
子
と
会

た
ば
か
り
で
あ
る

 
と
い
う
か

つ
い
さ

き
コ
リ
ン
と
の
会
話
で
話
題
に
上
が

て
い
た

 
そ
の
人
物

神
代
フ
ラ
ウ
の
面
接
の
時
は

ハ
チ
マ
ン
は

え
な
い
社
員
の

に
変
装
し

 
受
け
答
え
や
質
問
は
全
て
陽
乃
が
行

て
い
た

に
直
接
言
葉
を
交
わ
し
て
は
い
な
か

た

が 
ず

と
そ
の

り
を

い
て
い
た

神
代
フ
ラ
ウ
の
話
し
方
は
し

か
り

し
て
い
た

 
と
は
い
え
ハ
チ
マ
ン
が
疑
い
を
持

た
の
は
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目
の
前
に
い
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の
や
や

屈
そ
う
に
見
え
る
動
き
が

 
神
代
フ
ラ
ウ
に
と
て
も
よ
く
似
て
い
た
せ
い
で
あ
る

俺
が
攻
め
だ

おた
だ
し
相
手
は
キ
リ
ト
じ

な
く
ア
ス
ナ
だ
け
ど
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

見
せ
つ
け
る
よ
う
に
ア
ス
ナ
を

き
寄
せ
た

 
そ
の

を
遠
く
で

め
て
い
た
ヒ
ル
ダ
の
方
か
ら

私
も
私
も

と

こ
え
た
よ
う
な
気
が

し
た
が

 
当
然
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
無

し
た

フ

な

何
そ
れ

そ
れ
じ

あ
何
も
か
も
台
無
し
だ
お

 
バ

サ
ク
ヒ

ラ

氏
も
そ
う
思
う
よ
ね

え

え

と

私
は
そ
う
い
う
の
は
別
に
好
き
じ

な
い
ん
だ
け
ど

何
で
す
と

ホ
モ
が

い
な
女
子
な
ぞ
こ
の
世
に
存
在
し
な
い

 
つ
ま
り
バ

サ
ク
ヒ

ラ

氏
は
女
子
で
は
な
い

 
そ
の

間
に

ハ
チ
マ
ン
の
拳
骨
が
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

の

天
に
直
撃
し
た
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あ
べ
し

何
言

て
ん
だ
お
前

こ
ん
な
に
美
人
で
気
立
て
が
良
く
て
料
理
が
上
手
で

 
出
る
と
こ
は
出
て
て
引

込
む
所
は
引

込
ん
で
る
ア
ス
ナ
が
男
な
は
ず
な
い
だ
ろ
う
が

ハ

ハ
チ
マ
ン
君

後
半
は
凄
く
恥
ず
か
し
い
ん
だ
け
ど

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
も
じ
も
じ
し
た

ぐ
ぬ
ぬ

女
子
力
が
デ
フ

 
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
苦

を

み
潰
し
た
よ
う
な
表
情
で
そ
う
言

た

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
は
こ
の
流
れ
に
つ
い
て
い
け
ず

ひ
た
す
ら

か
ん
と
し
て
い
た

 
も

と
も
ア
ス
ナ
が
つ
い
て
い
け
て
い
る
か
と
い
う
と
ま

た
く
そ
ん
な
事
は
な
い
の
だ
が

と
り
あ
え
ず
ま
だ
連

が
い

て
な
い
と
思
う
が

お
前
は

用
だ

 
出
社
し
て
き
た
ら
こ
き
使

て
や
る
か
ら
覚
悟
し
と
け

フ

え

姉
さ
ん
が
し
つ
こ
い
か
ら
落
と
さ
れ
る
つ
も
り
で

当
に
受
け
答
え
し

た
面
接
が

 
ま
さ
か
の

用
で
す
と

て
か
面
接
の
事
を
知

て
る
な
ん
て

ま

ま
さ
か

俺
か
ら
の
話
は
以
上
だ

ほ
れ

し

し
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う

屈
辱
だ
お

首
を
洗

て
待

て
る
が
い
い
お

 
そ
う
言

て
そ
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

は
逃
げ
る
よ
う
に
去

て
い

た

ハ

ハ
チ
マ
ン
君

お
い
ハ
チ
マ
ン

今
の
奴
の
事

知

て
る
の
か

お
う

あ
い
つ
多
分

さ

き
話
題
に
出
て
た

コ
リ
ン
さ
ん
の
妹
だ

そ

そ
う
な
の

う
わ

こ
り

ま
た
姉
に
似
ず
個
性
的
な

 

れ
る
二
人
に

ハ
チ
マ
ン
は
疲
れ
た
よ
う
な
表
情
で
言

た

と
り
あ
え
ず
フ

ブ
ニ
ル
達
へ
の

は
任
せ
る

 
あ
い
つ
ら
さ

き
か
ら
こ

ち
を
ガ
ン
見
し
て
た
か
ら

当
に
誤
魔
化
し
と
い
て
く
れ

 
俺
は
落
ち
て
ナ
タ
ク
に
ホ

リ

の
装
備
製
作
を
依
頼
し
て

少
し
休
む
わ

あ

う

う
ん

お

お
疲
れ

あ
あ

そ
れ
じ

あ
ま
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
少
し
フ
ラ
フ
ラ
し
な
が
ら
落
ち
て
い

た
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第
９
７
４
話
 
殴
り
込
み

 
神
代
フ
ラ
ウ
は
キ

ラ
的
に
は
知
名
度
が

い
と
実
感

と
い
う

で

ヒ

ス
ク
リ
フ
用
の
装
備
を
作

て
ほ
し
い
ん
だ

 
い
い
気
は
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

そ
こ
を
何
と
か

分
か
り
ま
し
た

任
せ
て
下
さ
い

 
八
幡
は
断
ら
れ
る
の
を
覚
悟
で

央
に
頼
ん
だ
の
だ
が

 

央
は
意
欲
を
感
じ
さ
せ
る
態
度
で
そ
う
返
事
を
し
た

い

い
や
い
や

・あ
・の

ヒ

ス
ク
リ
フ
だ
ぞ

本
当
に
い
い
の
か

八
幡
さ
ん
こ
そ
さ

き
か
ら
一
体
何
を

あ

も
し
か
し
て

 
僕
が
茅
場

を

ん
で
る
ん
じ

な
い
と
か

そ
う
い
う
心
配
で
す
か

お

お
う

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
の
心
配
は
し
ま
す
よ
ね
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で
も
大
丈
夫
で
す

僕
に
と

て
は
も
う
と

く
に
終
わ

た
事
で
す
し

 
何
よ
り
茅
場

は
も
う
死
ん
で
る
じ

な
い
で
す
か

 
そ
れ
を
死
ん
だ
後
ま
で
こ
き
使
お
う
な
ん
て

八
幡
さ
ん
凄
い
と
し
か
思
い
ま
せ
ん
よ

そ

そ
う
か

 
何
気
に
ひ
ど
い
言
わ
れ
よ
う
だ
な
と
思
い
つ
つ
も
八
幡
は

央
が
引
き
受
け
て
く
れ
た
事
に

安

し
た

そ
れ
じ

あ

速
作

ち

い
ま
す
ね

デ
ザ
イ
ン
は
他
の
人
と
同
じ
で
い
い
で
す
か

お
う

あ

い
や

あ
い
つ
だ
け
フ
ル
フ

イ
ス
の
ヘ
ル
メ

ト
に
し
て
く
れ

 

型
と
そ
の
色
は
変
え
さ
せ
る
つ
も
り
だ
が
や
は
り
素
顔
の
ま
ま

て

に
は
い
か
な
い
か

ら
な確

か
に
そ
う
で
す
ね
分
か
り
ま
し
た
そ
れ
じ

あ
里
香
さ
ん
に
連

し
て
作
業
に
入
り
ま

す
ねお

う

里
香
に
な

里
香
に

里
香

あ

や
べ

 
八
幡
は
ま
だ
里
香
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
事
を
話
し
て
い
な
い
事
を
思
い
出
し
顔
を

く
し

た
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ど
う
し
た
ん
で
す
か

ま
だ
里
香
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
事
を
話
し
て
ね

え

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
ど
う
し
ま
す

あ
れ
は
僕
だ
け
じ

作
れ
ま
せ
ん

よ 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ト

プ
が
持
つ
一
部
の
ハ
イ
エ
ン
ド
の
装
備
を
作
る
に
は

 
一
人
が
同
時
に
は
所
持
出
来
な
い
複

の
製
作
系
ス
キ
ル
が
必
要
で
あ
る

 
リ
ズ
ベ

ト
と
ナ
タ
ク
が
共
同
で
作
業
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る

お
前
は
と
り
あ
え
ず
先
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
製
作
の
準
備
を
し
て
て
く
れ

 
俺
は
今
か
ら
里
香
に
連

す
る
か
ら
あ
い
つ
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
ら
そ
の
ま
ま
作
業
を
始

め
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

ご
武
運
を

 
そ
れ
で

央
と
の

話
は
終
わ

た

ご
武
運
か

も
し
か
し
た
ら
す
ん
な
り
い
か
な
い
か
も

て
あ
い
つ
も
思

た
ん
だ

ろ
う
な

 
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ

八
幡
は
里
香
に

話
を
か
け
た
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あ
ら

私
に
直
接
か
け
て
く
る
な
ん
て
珍
し
い
じ

な
い

も
し
か
し
て
厄
介
事

お
お

い
い
勘
し
て
る
な

悪
い
が
厄
介
事

か
も
し
れ
ん

ふ

ん

で

何
が
あ

た
の

実
は
タ
ン
ク
用
の
装
備
の
製
作
を
頼
み
た
い

そ
れ
が
厄
介
事

凄
く
普
通
な
気
が
す
る
け
ど

作

て
欲
し
い
の
は
タ
ン
ク
の
ハ
イ
エ
ン
ド
装
備
な
ん
だ

 
素
材
は
今
日

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
か
ら

い
て
た
は
ず
だ

あ
ら

ま
た
誰
か
新
人
で
も
入
れ
た
の

お

お
お

後
日
紹
介
す
る
予
定
だ

ハ
イ
エ
ン
ド

て
事
は
初
心
者
じ

な
い
わ
よ
ね

な
ん
て
人

 
八
幡
は
里
香
に
そ
う
問
わ
れ

覚
悟
を
決
め
て
そ
の
名
前
を
口
に
し
た

ヒ

ヒ

ス
ク
リ
フ
だ

ご
め
ん

き
間
違
え
た
か
も

も
う
一
回
お
願
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
だ

オ

ケ

オ

ケ

で

そ
れ
は
本
人

そ
れ
と
も
別
人
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ほ

本
人
だ

え

本
当
に

お

お
う

本
当
だ

当
時
の

の
ま
ま
会
い
に
来
て
な

 
用
件
だ
け
言

て
す
ぐ
に
帰
ろ
う
と
し
た
か
ら

 
せ

か
く
だ
し

が
ら
せ
も

ね
て

利
に
使

て
や
ろ
う
と
思

て

 
そ
の
ま
ま
う
ち
の
メ
ン
バ

と
し
て
戦
う
事
を

さ
せ
た

 
そ
の
言
葉
に
里
香
は
答
え
な
か

た
が

代
わ
り
に
し
ば
ら
く
し
て

 
里
香
が
大
笑
い
す
る
声
が

こ
え
て
き
た

あ
は
は
は
は

使
え
る
者
な
ら
死
者
で
も
使
う

て

さ

す
が
血
盟
騎
士
団
の
参
謀
様
だ

わ
お

ら
な
い
の
か

 
八
幡
は
び
く
び
く
し
な
が
ら
そ
う

ね
た
が

そ
れ
に
対
す
る
里
香
の
返
事
は
明

だ

た

だ

て
私

ほ
と
ん
ど
面
識
な
い
し
さ

 
そ
れ
に
今
私
は
生
き
て
る
け
ど
彼
は
も
う
死
ん
で
る
じ

な
い

 
さ
す
が
の
私
も
死
ん
で

霊
み
た
い
に
な

た
人
に
文

な
ん
か
言
わ
な
い
わ
よ
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そ

そ
う
か

ま
あ
も
し
文

が
言
い
た
く
な

た
ら
直
接
言

て
や

て
く
れ

そ
う
ね

そ
う
す
る
わ

 
そ
れ
か
ら
八
幡
は
里
香
に

央
が
待

て
い
る
事
を
伝
え
里
香
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

い

た
さ
て

最
後
は
優
里
奈
か

 
八
幡
は
気
が
重
く
な
る
の
を
感
じ
な
が
ら

優
里
奈
に
連

を
入
れ
た

あ

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
ん
で
す
ね

す
ぐ
に
そ

ち
に
行
き
ま
す

 
八
幡
が
こ
こ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
事
を
知

て
い
た
優
里
奈
は

 

話
で
八
幡
に
そ
う
返
事
を
す
る
と

す
ぐ
に
こ
ち
ら
の
部
屋
に

を
現
し
た

八
幡
さ
ん

ご

に
し
ま
す

お
風
呂
に
し
ま
す

そ
れ
と
も
わ
・
た
・
し

そ
の
前
に
優
里
奈
に
大
事
な
話
が
あ
る

 
そ
の
定
番
の
セ
リ
フ
を
ス
ル

し

八
幡
は
優
里
奈
に
そ
う
声
を
か
け
た

え

あ

は
い

 
優
里
奈
は
残
念
そ
う
に
そ
う
言
う
と

八
幡
の
正
面
に
ち

こ
ん
と
座

た

実
は
な
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は
い

茅
場

が

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

に
な

た

は
い

茅
場

が
ど
う
や

て
死
ん
だ
か
は
前
に
教
え
た
よ
な

 
そ
の
ス
キ

ン
さ
れ
た
存
在
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
か
ら

 
そ
の
ま
ま
う
ち
の
メ
ン
バ

と
し
て
こ
き
使
う
事
に
し
た

俺
か
ら
の
話
は
以
上
だ

は
い

 
優
里
奈
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の
言
葉
を
待

て
い
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
し
て
お
り

 
あ
る
い
は
優
里
奈
が
激
高
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

て
い
た
八
幡
は
逆
に

か
ん
と
し
た

お

ら
な
い
の
か

え

何
に
で
す
か

そ

そ
の

茅
場

は
お
前
の
兄
さ
ん
の

だ
ろ
う

あ
あ

そ
れ
で
さ

き
か
ら
八
幡
さ
ん

凄
く

張
し
て
た
ん
で
す
ね

 
優
里
奈
は
合
点
が
い

た
と
い
う
風
に
う
ん
う
ん
と

い
た

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
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な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
で
す
ね

 
で
も
私

困

た
事
に

今
と

て
も
幸
せ
な
ん
で
す
よ

 
優
里
奈
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

何
と
答
え
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
に
押
し

た

確
か
に
兄
の
事
は
悔
し
い
で
す
け
ど

 
で
も
こ
こ
で

た
か
ら

て
兄
が
帰

て
く
る

じ

な
い
じ

な
い
で
す
か

 
ま
あ
そ
れ
で
も
兄
が
死
ん
だ
事
で
私
が
今
不
幸
の
ど
ん

に
い
た
な
ら

た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
け
ど

 
う
ち
の
両
親
が
死
ん
だ
の
は
あ
く
ま
で
事
故
で
す
か
ら
関
係
な
い
で
す
し

 
そ
も
そ
も
八
幡
さ
ん
の
お
か
げ
で
生
活
に
は
ま

た
く
困

て
な
い
で
す
し

 
と
い
う
か
余

あ
り
ま
く
り
で
す
し

日
楽
し
い
で
す
し

 
私

困

た
事
に
今
は
ま

た
く
不
幸
に
は
な

て
な
い
ん
で
す
よ

ま

ま
あ
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

と
い
う

で

私
に
気
を
遣

て
下
さ
る
の
は

難
い
で
す
け
ど

 
八
幡
さ
ん
が
何
か
気
に
病
む
よ
う
な
必
要
は
ま

た
く
あ
り
ま
せ
ん
よ

 
で
も
そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
気
が
済
ま
な
い
と
い
う
事
で
し
た
ら
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そ
こ
で
優
里
奈
は

八
幡
が
気
付
か
な
い
く
ら
い
微

に
口
の

を
上
げ
た

八
幡
さ
ん

私
を
も

と
幸
せ
に
し
て
下
さ
い
ね

 
優
里
奈
が

く
よ
う
な
笑
顔
で
そ
う
言
い

八
幡
は
当
然
の
よ
う
に

い
た

も
ち
ろ
ん
だ

俺
に
任
せ
ろ

 
相
変
わ
ら
ず

な
八
幡
で
あ
る
が

こ
の
場
合
は
優
里
奈
を
褒
め
る
べ
き
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も
こ
の
場
面
で
は

そ
れ
以
外
の
返
事
が
出
来
る
は
ず
も
な
い

 
だ
が
先
ほ
ど
言

て
い
た
通
り

優
里
奈
は
今

と
て
も
幸
せ
な
の
だ

 
現

の
ま
ま
で
も
物
質
的

精
神
的
に
恵
ま
れ
た

態
の
優
里
奈
の
更
な
る
幸
せ
と
い
え
ば

 
残
る
は
愛
す
る
男
性
と
結
ば
れ
て
幸
せ
に

ら
す

く
ら
い
し
か
無
い

 
同
じ
よ
う
な
事
は
何
度
も
あ

た
が
そ
の
度
に
八
幡
は

に
返
事
を
し
て
し
ま

て
お
り

 
そ
の
言
葉
を
全
て

め
る
と

八
幡
は

に

優
里
奈
が
三
回
く
ら
い

転
生
し
た
後
も

 
優
里
奈
を
幸
せ
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
く
ら
い
の
言
質
を
と
ら
れ
て
い
た
の
だ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡
さ
ん

 
優
里
奈
は
笑
顔
で
そ
う
答
え
た
が

そ
ん
な
優
里
奈
の
心
の
中
に
は

 
確
か
に
茅
場

へ
の

し
み
の
感
情
も

か
で
は
あ
る
が
確
実
に
存
在
し
て
い
る
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だ
が
優
里
奈
は
そ
れ
を
表
に
は
出
さ
ず

自
分
の
幸
せ
を
確

た
る
物
に
す
る

の
発
言
を

行

た

 
そ
の
可
愛
ら
し
い
外
見
と
仕

か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
く
ら
い

 
優
里
奈
は
現
実
的
で

か
つ
強
か
な
女
性
な
の
で
あ
る

ふ
う

こ
れ
で
や

と

の

が
お
り
た
わ

ふ
ふ

本
当
に
気
に
し
す
ぎ
で
す
よ

八
幡
さ
ん

 
さ
て

そ
れ
じ

あ
ご

に
し
ま
す

そ
れ
と
も
お
風
呂
に
し
ま
す

 
私
と
し
て
は

そ
れ
と
も
わ
・
た
・
し

の
方
を
お

め
し
ま
す
け
ど

大
人
を
か
ら
か
う
ん
じ

な
い

と
り
あ
え
ず

ご

に
し
よ
う

は

い

む

本
気
な
の
に
な

 
八
幡
に
は
当
然
そ
の
言
葉
は

こ
え
て
い
た
が

普
通
に
ス
ル

し
た

 
だ
が
八
幡
に
と

て
の
今
日
の
厄
介
事
は

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
か

た

 
い
き
な
り
か
お
り
か
ら
着
信
が
入

た
の
だ

ん
か
お
り
ど
う
し
た

今
日
は

番
だ

た
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
上
が
る
時
間
だ
よ
な

 
時
計
を
見
る
と
時
刻
は
夜
七
時
五
十
分
と
な

て
お
り
丁
度

番
が
あ
が
る
時
間
で
あ
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た
い
き
な
り
ご
め
ん
ね
ね

さ

き
顔
を
出
し
て
く
れ
た
か
ら
今
マ
ン
シ

ン
に
い
る
よ

ね
ん

あ
あ

い
る
ぞ

今
受
付
に

神
代
フ
ラ
ウ

て
こ
の
前
面
接
に
来
た
子
が
来
て
る
ん
だ
け
ど

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
に
会
わ
せ
ろ

絶
対
に
こ
こ
の
社
員
だ
か
ら

て
引
か
な
い
の
よ

え

マ
ジ
か
よ

姉
さ
ん
は

社
⻑
は
今
い
な
い
の

で

と
り
あ
え
ず
ガ

ド
マ
ン
を
呼
ぶ
か
迷

て
て

 
そ
の
前
に
八
幡
の
指

を

ご
う
か
な

て
思

て

ふ
む

確
か

歴
書
に
は

々
と
引
き
こ
も
り

て
書
い
て
あ

た
は
ず
だ
が

 

分
と
ま
あ
行
動
力
が
あ
り
や
が
る
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

か
お
り
達
に
残
業
を
さ
せ
る
の
も
忍
び
な
か

た

 
フ
ラ
ウ
を
直
接
こ
の
部
屋
に
来
さ
せ
る
事
に
し
た

そ
も
そ
も
フ
ラ
ウ
が

鳴
り
込
ん
で
き
た

の
は
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お
そ
ら
く
先
ほ
ど
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
や
り
取
り
が
原
因
で
あ
る
は
ず
だ
し

 
会
社
の
業

と
無
関
係
で
は
な
い
が

主
に
自
分
の

任
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る

フ
ラ
ウ
は
そ
の
ま
ま
俺
の
マ
ン
シ

ン
に
来
さ
せ
て
く
れ

 
あ

つ
い
で
に
俺
の
専
属
用
の
契
約
書
も
持
た
せ
て
な

 
そ
し
た
ら
か
お
り
達
は
通
常
通
り

業

を
終
え
て
し
ま

て
い
い

私
も
つ
い
て
い
こ
う
か

大
丈
夫
だ

こ

ち
に
は
優
里
奈
も
い
る
し

何
か
あ

て
も
問
題
な
い

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
そ
う
伝
え
る
ね

 
そ
し
て

話
を
切

た
後

八
幡
は
優
里
奈
に
声
を
か
け
た

悪
い
優
里
奈

を
三
人
分
に

や
し
て
く
れ
な
い
か

あ

は
い

誰
か
来
る
ん
で
す
か

俺
の
専
属
に
な
る
予
定
の
問
題

が
ソ
レ
イ
ユ
に

鳴
り
込
ん
で
き
た
ら
し
く
て
な

 
こ
の
日
の
八
幡
の
苦
労
は

ま
だ
ま
だ
終
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
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第
９
７
５
話
 
専
属
契
約
書

殴
り
込
み
で
す
か

お
う
つ
い
さ

き
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
偶
然
会

た
ん
だ
が
そ
の
時
の
事
が
気
に
入
ら
な
か

た
み

た
い
だ

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

迎
撃
し
ま
す
か

私
も
や
れ
る
と
思
い
ま
す
け
ど

 
優
里
奈
に
そ
う
問
わ
れ

八
幡
は
笑

た
り
せ
ず
真
面
目
に

討
を
始
め
た

何
か
あ

て
も
相
手
は
た
だ
の
引
き
こ
も
り
だ
体
力
も
無
い
し
俺
一
人
で
問
題
な
い
と
思
う

が 
一
応
備
え
て
お
く
か

確
か
ど
こ
か
に
釣
り
道

が
し
ま

て
あ

た
よ
な

 
そ
こ
に

網
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら

や
ば
い
と
思

た
ら
そ
れ
を
相
手
の

に
被
せ
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
が
窓
か
ら
下
を
チ
ラ
リ
と
見
る
と

 
そ
こ
に
は
交
差
点
を
⻤
の

相
で
走
る
フ
ラ
ウ
の

が
あ

た

今
交
差
点
を

て
る

そ
ろ
そ
ろ
だ
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は
い

 
そ
の
少
し
後
に

マ
ン
シ

ン
入
り
口
の
イ
ン
タ

ホ
ン
が
押
さ
れ
た

は
い

こ
ち
ら
ハ
チ
マ
ン

 
八
幡
は
相
手
に
ア
ピ

ル
す
る
よ
う
に

遭
え
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
名
を
口
に
出
し
た

本
当
に
い
た

今
か
ら
そ

ち
に
行
く
か
ら
首
を
洗

て
待

て
る
ん
だ
お

は
い

お
待
ち
し
て
ま
す
ね

 
そ
う
答
え
つ
つ
フ
ラ
ウ
を
ビ
ル
の
中
に
入
れ
た
八
幡
は

ぼ
そ
り
と

い
た

首
を
洗

て
待

て
ろ

て
そ
う
い
う
意
味
だ

た
の
か
よ

 
そ
し
て
部
屋
の
イ
ン
タ

ホ
ン
が
押
さ
れ

八
幡
は
身

え
な
が
ら
扉
を
開
け
た

ハ
チ
マ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ン

 
い
き
な
り
そ
ん
な
声
が

こ
え

フ
ラ
ウ
が
部
屋
の
中
に
飛
び
込
ん
で
き
た

ご
近
所
に
迷
惑
だ
ろ

静
か
に
し
ろ
静
か
に

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
フ
ラ
ウ
を
取
り
押
さ
え
よ
う
と
動
い
た
が
そ
の
必
要
は
な
か

た

 
部
屋
の
中
に
飛
び
込
ん
で
き
た
フ
ラ
ウ
が
荒
い
息
を

き
な
が
ら
八
幡
の
方
に
倒
れ
て
き
た

か
ら
だ
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お
わ

 
八
幡
は

て
て
フ
ラ
ウ
の
体
を
片
手
で

え
た
が

 
フ
ラ
ウ
は
ま

た
く
体
に
力
が
入

て
お
ら
ず

ぐ
に

り
と
し
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は

フ
ラ
ウ
が
と
て
も
小
さ
い
声
で
何
か

い
て
い
る
の
に
気
が
付
き

 
そ
の
口
に
自
分
の

を
寄
せ
た

ひ

引
き
こ
も
り
の
体
力
の
無
さ
を

め
ん
な
よ

 
そ
う
言

て
フ
ラ
ウ
は
そ
の
ま
ま
気
絶
し
八
幡
と
優
里
奈
は

か
ん
と
し
た
ま
ま
顔
を
見
合

わ
せ
た

何
な
ん
だ
こ
い
つ
は

さ
あ

ま
あ
い
い
か
と
り
あ
え
ず
優
里
奈
タ
オ
ル
を

ら
し
て
こ
い
つ
の

に
か
け
て
お
い
て
く

れ 
俺
は
こ
い
つ
を
ソ
フ

に

か
せ
て
お
く

分
か
り
ま
し
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
し
て
優
里
奈
は
料
理
に

り

八
幡
は
フ
ラ
ウ
の
顔
を
見
な
が
ら
ぼ

と
し
て
い
た

こ
い
つ

凛
子
さ
ん
に
全
然
似
て
な
い
な

で
も
姉
妹

て
言

て
た
よ
な

 
も
し
か
し
て
両
親
の
ど

ち
か
が
違
う
の
か

 
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
う
ち
に

食
が
出
来
上
が

た
ら
し
く

 
優
里
奈
が
八
幡
に
声
を
か
け
て
き
た

八
幡
さ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

お
う

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
フ
ラ
ウ
を

こ
す
わ

 
八
幡
は
そ
う
答
え
な
が
ら

フ
ラ
ウ
の

を
ペ
チ
ペ
チ
叩
い
た

う

ん

あ
と
五
分

も
う
気
絶
か
ら
回
復
し
て
普
通
に

て
ん
の
か
よ

び
 
い
き
な
り

元
で
八
幡
に

鳴
ら
れ

フ
ラ
ウ
は

て
て

き
上
が

た

え

こ
こ
ど
こ

お
前
が
殴
り
込
み
に
来
た
ん
だ
ろ
う
が

と
り
あ
え
ず

を
作

て
お
い
た

そ
こ
に
座
れ

あ

サ

セ
ン
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フ
ラ
ウ
は
ま
だ

が
上
手
く
回

て
い
な
い
よ
う
で

そ
う
言

て
素
直
に

に
つ
い
た

よ
し

み
ん
な

に
つ
い
た
な

そ
れ
じ

あ
い
た
だ
き
ま
す

い
た
だ
き
ま
す

い

い
た
だ
く
お

 
そ
し
て
優
里
奈
の
料
理
を
口
に
入
れ
た

間
に

フ
ラ
ウ
の
目
が
カ

と
見
開
か
れ
た

何
こ
れ

美
味

そ
う
だ
ろ
う
そ
う
だ
ろ
う

う
ち
の
優
里
奈
の
作
る
料
理
は
美
味
い
だ
ろ
う

う
ん

本
当
に
美
味

ん

優
里
奈

誰

初
め
ま
し
て

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

フ
ラ
ウ
さ
ん

 
す
か
さ
ず
優
里
奈
が
そ
う
自

紹
介
を
し

フ
ラ
ウ
も

を
下
げ
た

あ

ど
う
も
ご
丁

に

神
代
フ
ラ
ウ
だ
お

そ
し
て
俺
が
お
前
の
探
し
て
い
た
比
企
谷
八
幡
だ

宜
し
く

フ
ヒ
ヒ

私
が
誰
を
探
し
て
た

て

ち

と
自
意
識
過

な
ん
じ

な
い
か
お

 

て

ハ
チ
マ
ン

 
フ
ラ
ウ
は
そ
れ
で
意
識
が
覚

し
た
の
か

て
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
が
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八
幡
が
素

く
フ
ラ
ウ
の

を

え
た

フ
ラ
ウ
は
立
ち
上
が
る
事
が
出
来
な
か

た

ぐ
ぬ
ぬ

と
り
あ
え
ず
話
は
後
だ

と
り
あ
え
ず

を
食
え

わ

分
か

た
お

 
フ
ラ
ウ
は
八
幡
と
優
里
奈
を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
な
が
ら
食
事
を
再
開
し

 
八
幡
と
優
里
奈
も
そ
の
ま
ま
食
事
を
続
け

三
人
は
平
穏
な
ま
ま
食
事
を
終
え
た

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

ご

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
二
人
か
ら

か
に

れ
て
そ
う

和
し
た
後

 
フ
ラ
ウ
は
八
幡
に
手

き
さ
れ

居
間
の
ソ
フ

に

け
た

さ
て
そ
れ
じ

あ
話
を
す
る
か
で
も
ま
あ
も
う
い
い
時
間
だ
エ
キ
サ
イ
ト
せ
ず
に
落
ち

着
い
て
な

 
八
幡
に

静
に
諭
さ
れ

フ
ラ
ウ
は

い
た

あ

あ
ん
た

本
当
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

お
う

さ
き
も
言

た
が
本
名
は
比
企
谷
八
幡
と
い
う
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プ

ク
ス
ク
ス

実
名
系
乙

そ
れ
は
仕
方
な
い
ん
だ

て

俺
の
場
合
は
な

 
テ
ス
ト
プ
レ
イ
の
バ
イ
ト
の
時
の
名
前
が
そ
の
ま
ま
製
品
に
反
映
さ
れ
ち
ま

た
ん
だ
よ

あ

そ
う
い
う

ふ

ん

じ

あ
あ
ん
た

元
は
ア

ガ
ス
の
人

い
や

違
う

ま
あ

し
い
説
明
は
省
く
が

今
は
ソ
レ
イ
ユ
の
人
と
学
生
を

業
し
て
る

 
お
前
と
も
面
接
の
時
に
会

た
よ
な

面
接

あ
の
時
い
た
男
は
一
人
だ
け
で

確
か

に
ス

ツ
の

 
そ
こ
ま
で
言
い
か
け
て

フ
ラ
ウ
は
目
を

め
て
八
幡
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た

あ

も
し
か
し
て
変
装
し
て
た
と
か

そ
ん
な
意
識
は
無
か

た
が

ま
あ
一
目
じ

分
か
ら
な
い
よ
う
に
は
し
て
た
な

な

何
の

に

そ
れ
は
あ
の
面
接
が
次
期
社
⻑
の
専
属
に
相
応
し
い
か
ど
う
か
を
知
る

の
も
の
だ

た
か

ら
だ
な

 
そ
し
て
お
前
は
そ
れ
に
合
格
し
た

そ

そ
れ
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ど
れ
だ

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
首
を

げ
た

わ

私
は
自
分
の

ぎ
で
好
き
で
引
き
こ
も
り
を
し
て
い
た
だ
け
で

 
ま
だ
余

が
あ
る
か
ら
す
ぐ
に
働
く
必
要
は
な
か

た

 
だ
け
ど
姉
さ
ん
が
そ
ん
な
私
を
心
配
し
て
ソ
レ
イ
ユ
の
面
接
だ
け
で
も
受
け
て
み
な
い
か
と

言

て
き
て

 
わ

私
は
姉
さ
ん
の
顔
を
立
て
よ
う
と

 
だ
け
ど
確
実
に
落
ち
る
よ
う
に
と
意
図
し
て
ひ
ど
い
受
け
答
え
を
し
た

 
そ
ん
な
私
が
合
格
と
か
イ
ミ
フ
す
ぎ
て
わ
け
わ
か
め

そ
り

ま
あ

俺
が
合
格

て
言
え
ば
合
格
に
な
る
か
ら
な

俺
の
専
属
選
び
な
ん
だ
し

ち

調
子
に
乗
る
な
若

何
故
あ
ん
た
が
勝
手
に
決
め
る

だ
か
ら
俺
の
専
属
選
び
だ
か
ら
だ

て
言

て
ん
だ
ろ

は

だ
か
ら
俺
が
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
な
ん
だ

て
の

妄
想
乙
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は

ど
う
す
れ
ば
信
じ
る
ん
だ
お
前
は

 
八
幡
は
深
い
た
め
息
を
つ
き

そ
れ
を
見
た
優
里
奈
が
横
か
ら
口

え
し
て
き
た

あ
の

フ
ラ
ウ
さ
ん

八
幡
さ
ん
は
ま
だ
若
い
か
ら
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど

 
次
期
社
⻑

て
の
は
本
当
の
事
で
す
よ

え

本
当
に

分
か

た

私
に
美
味
し
い
物
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る

 
天
使
の
よ
う
な
優
里
奈
た
ん
の
言
う
事
な
ら
信
じ
る
お

 
フ
ラ
ウ
は

に
手
の
平
を
返
し

八
幡
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た

お

お
前

い
い
性
格
し
て
ん
な

フ
ヒ
ヒ

サ

セ
ン

 
フ
ラ
ウ
は
そ
う
言

て
謝

た
が
ど
う
見
て
も
本
気
で
謝

て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か

た
ま
あ
い
い

と
い
う

で
お
前

週
明
け
か
ら
出
社
な

フ

い

い
き
な
り

何
だ

な
の
か

に
決
ま

て
る
お

さ

き
も
言

た
通
り

職
す
る
気
な
ん
か
な
い
ん
だ
お
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そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
か

 
八
幡
は
あ

さ
り

め
る
そ
ぶ
り
を
見
せ

フ
ラ
ウ
の
方
が
逆
に
驚
い
た
顔
を
し
た

え

こ

断

て
も
い
い
の

お
う

残
念
だ
が
本
人
に
そ
の
気
が
無
い
な
ら
仕
方
な
い

 
実
に
残
念
だ

お
前
と
な
ら
世
界
を

服
す
る
事
も
出
来
る
と
思

て
た
ん
だ
が
な

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

フ
ラ
ウ
は
ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
た

な

何
で
す
と

そ
の
気
が
無
い
な
ら
仕
方
な
い

そ

そ
の
後

お
前
と
一

に
世
界
を

服
出
来
な
い
の
は
残
念
だ

そ

そ
こ
ん
と
こ

し
く

社
外
秘
だ

く
 
フ
ラ
ウ
は
こ
の
世
の
終
わ
り
が
来
た
く
ら
い
の
勢
い
で
落
ち
込
ん
だ

そ
ん
な
に

き
た
い
の
か
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も

も
ち
ろ
ん
だ
お

う

ん

ど
う
す

か
な

 
八
幡
は
そ
う
も

た
い
ぶ

た
後

い
か
に
も

々
と
い

た
感
じ
で
フ
ラ
ウ
に
言

た

仕
方
な
い

こ
こ
に
来
る
前
に
受
付
で

筒
を
も
ら

た
だ
ろ

 
そ
こ
に
入

て
る
書

に
サ
イ
ン
し
た
ら
教
え
て
や

て
も
い
い

び

で
サ
イ
ン
す
る
お

 
フ
ラ
ウ
は

て
て
書

を
取
り
出
し

内
容
を
全
く
見
な
い
ま
ま
そ
こ
に
サ
イ
ン
を
し
た

こ

こ
れ
で
い
い

あ
と
は

で
い
い
か

優
里
奈

頼
む

用
意
し
て
あ
り
ま
す

 
そ
う
言

て
優
里
奈
が
差
し
出
し
て
き
た

肉
を
使
い
フ
ラ
ウ
は
あ

さ
り
と

を
押
し

た
よ
し

こ
れ
で
入
社
決
定
だ
な

お
め
で
と
さ
ん

フ
 
フ
ラ
ウ
は
驚
い
た
が

そ
の
書

は

に
優
里
奈
に
よ

て
回
収
さ
れ
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今
は
そ
の
コ
ピ

が
と
ら
れ
て
い
る
所
で
あ

た

さ
す
が
は
優
里
奈
実
に
手
回
し
が
い
い

ど

ど
ゆ
こ
と

優
里
奈
そ
の
コ
ピ

を
こ

ち
に
く
れ

原
本
は
一
時
優
里
奈
の
部
屋
に
保
管
し
て
お
い
て

く
れは

い

ど
う
ぞ

 
原
本
は
優
里
奈
が
そ
の
ま
ま
回
収

ど
こ
か
へ
と
持
ち
去

て
い
き

 
八
幡
は
フ
ラ
ウ
に
コ
ピ

の
方
を

し
た

内
容
も
見
な
い
で
お
か
し
な
書

に
サ
イ
ン
し
ち

目
だ
ぞ

フ
ラ
ウ

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

 
そ
し
て
フ
ラ
ウ
は
そ
の
契
約
書
の
内
容
を
見
た
が

 
そ
こ
に
は
シ
ン
プ
ル
に

行
の
文

が
書
か
れ
て
い
る
だ
け
だ

た

 
だ
が
そ
の
内
容
が
問
題
で
あ

た

 
・
比
企
谷
八
幡
の
業

命
令
に
は
絶
対
服

逆
ら

た
者
に
は
死
を

 
・
業

中
に
得
た
情
報
は
絶
対
に
他
者
へ

ら
し
て
は
な
ら
な
い

ら
し
た
者
に
は
死
を

 
・
正
当
な
理
由
な
く
し
て
専
属
を
や
め
る
事
は
出
来
な
い

そ
の
判
断
は
比
企
谷
八
幡
本
人
が
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行
うな

何
こ
れ

契
約
書
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の

さ
あ
な

だ
が
そ
れ
く
ら
い
俺
の
専
属

て
の
は

重
い
立
場
だ

て
こ

た
な

 
実

こ
ん
な
契
約
書
に
は

力
は
な
い

に
候
補
者
の
覚
悟
を
問
う

の
お
遊
び
の
よ
う
な

物
だな

何
で

こ
れ

て
絶
対
無

し

な
の
に
何
で
こ
ん
な
物
が
用
意
さ
れ
て
る
の

さ
あ
な

た
だ
う
ち
の
社
⻑
が
言
う
に
は

こ
れ
く
ら
い
は
自
主
的
に
守

て
も
ら
わ
な
い

と 
世
界
の

配
者
の
側
近
に
は
な
れ
な
い
で
し

う

だ
そ
う
だ

あ

あ
の
怖
そ
う
な
社
⻑
が

怖
そ
う

面
接
の
時

姉
さ
ん
は
ず

と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
た
だ
ろ

そ
ん
な
の
見
せ

け
だ
け
じ

ん

引
き
こ
も
り
の
観
察

な
め
ん
な

 

達
に
四
六
時
中
他
人
の
目
を
気
に
し
て
る

じ

な
い
ん
だ
お

ほ
う

 
八
幡
は
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う
言
う
と

じ

と
フ
ラ
ウ
の
目
を
見
つ
め
た
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で

お
前
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

分
か

た

あ
の
社
⻑
が
そ
う
言
う
ん
な
ら
本
気
み
た
い
だ
し

や
る
お

理
由
は
そ
れ
だ
け
か

普
通
の
会
社
と
違

て
面
白
そ
う
だ
か
ら

た
だ
そ
れ
だ
け

そ
う
か
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
決
ま
り
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
フ
ラ
ウ
に
手
を
差
し
出
し

フ
ラ
ウ
も
そ
の
手
を

り
返
し
た

宜
し
く
な

フ
ラ
ウ

不
真
面
目
な
社
員
に
な
る
と
思
う
け
ど

上
手
く
使
い
こ
な
し
て
ね

デ

フ
フ
フ
フ

 
こ
う
し
て
八
幡
の
専
属
に

ま
た
お
か
し
な
人
材
が
加
わ
る
事
と
な

た
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第
９
７
６
話
 
フ
ラ
ウ

八
幡
を
知
る

さ
て

う
ち
の
世
界
戦
略
の
話
を
し
よ
う

 
そ
う
言

て
八
幡
が
語

た
の
は

ニ

ロ
リ
ン
カ

み
の
一
連
の
計
画
で
あ

た

そ

そ
ん
な
事
出
来
る
の

出
来
る
の
と
い
う
か

実

に
や

て
る

て
の

ぐ
ぬ
ぬ

八
幡
は
も

と

く
私
に
声
を
か
け
る
べ
き

今
更
そ
う
言
わ
れ
て
も
な
そ
れ
を
言
う
な
ら
お
前
は
も

と

感
に
世
間
の
情
報
を
集
め
て

 

め
に
自
分
の
足
で
う
ち
に
来
る
べ
き
だ

た
ろ

く

後
で
姉
さ
ん
に
抗
議
す
る

凛
子
さ
ん
に
迷
惑
か
け
ん
な

 
こ
こ
で
凛
子
の
名
前
が
出
た
事
で
八
幡
は
先
ほ
ど
感
じ
た
違
和
感
に
つ
い
て

ね
る
事
に
し

た
そ
う
い
や
ち

と

き
に
く
い
事
を

い
て
い
い
か

も
う
私
は
部
下
な
ん
だ
か
ら

命
令
す
れ
ば
い
い
じ

な
い
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い
や

業

に
関
す
る
事
じ

な
い
か
ら
な

そ
れ
じ

あ

く
だ
け

く

答
え
ら
れ
る
事
な
ら
答
え
る

そ
れ
で
ど
う

オ

ケ

だ

さ

き

て
る
お
前
の
顔
を
見
て
思

た
ん
だ
が

て
る
間
に

さ
れ
て
い
た

見
て
思

た
ん
だ
が

お
前
と
凛
子
さ
ん

て
似
て
な
い
よ
な

 
も
し
か
し
て
片
方
の
親
が
違
う
と
か
だ

た
り
す
る
の
か

は
い

ス
ル

で
す
ね

サ

セ
ン

 
フ
ラ
ウ
は
八
幡
に

み
が
ま
し
い
目
を
向
け
な
が
ら

く
よ
う
に
言

た

私
は
今
の
両
親
に

わ
れ
た
子
だ
か
ら
そ
も
そ
も
姉
さ
ん
と
は
血
の
繋
が
り
は
無
い
と
い
う

か
そ

そ
う
か

つ
ま
ら
な
い
事
を

い
て
す
ま
な
か

た

ち
な
み
に
フ
ラ
ウ
と
い
う
キ
ラ
キ
ラ
ネ

ム
は
姉
さ
ん
が
つ
け
て
く
れ
た
ん
だ
お

俺
は
い
い
名
前
だ
と
思
う
が

そ
れ
じ

あ
下
の
名
前
ま
で
変
え
た
の
か

 
八
幡
は
凛
子
を
フ

ロ

し
つ
つ

そ
う

ね
た

わ
れ
た
時
は
か
な
り

し
て
た
ん
で
し
ば
ら
く
自
分
の
名
前
も
出
て
こ
な
か

た
ん
だ
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お 
引
き
取
ら
れ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
本
当
の
名
前
を
思
い
出
し
た
け
ど

 
そ
の
時
に
は
も
う
神
代
フ
ラ
ウ

て
名
前
に
な

て
た
か
ら

そ
の
ま
ま
で
い
い
か
な

て

へ

ち
な
み
に
本
当
は
何
て
名
前
だ

た
ん
だ

フ
ヒ
ヒ

そ
れ
が
知
り
た
か

た
ら
私
を
身
も
心
も
夢
中
に
さ
せ
て
み
る
と
い
い
お

あ

そ
う
い
う
の
は
も
う
間
に
合

て
る
ん
で

ご
め
ん
な
さ
い

 
八
幡
に
即
座
に
そ
う
言
わ
れ

フ
ラ
ウ
は
屈
辱
的
な
表
情
を
し
た

あ
あ

そ
う
い
え
ば
彼
女
持
ち
だ

た

け

ヴ

ル
ハ
ラ
の
ア
ス
ナ
さ
ん

 
ま
あ
別
に

ま
し
く
な
ん
か
な
い
で
す
し

私
だ

て
こ
れ
で
も
モ
テ
モ
テ
で
す
し

そ
う
か

ま
あ
フ
ラ
ウ
が
今
幸
せ
な
ら
そ
れ
で
良
い

 
そ
の
八
幡
の

か
い
言
葉
に
罪
悪
感
を
感
じ
た
の
か
フ
ラ
ウ
は
す
ぐ
に
自
分
の
発
言
を

正

し
た

で
す

サ

セ
ン

年
齢
イ
コ

ル
彼
氏
い
な
い
歴
の

女
で
す
が
何
か

い
や
い
や

お
前
は
か
わ
い
い
ん
だ
か
ら

 
街
と
か
歩
い
て
た
ら
普
通
に
声
を
か
け
ら
れ
た
り
す
る
だ
ろ
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フ
 
相
変
わ
ら
ず
女
性
関
係
に

な
八
幡
は

何
の

い
も
な
く
そ
う
発
言
し

 
フ
ラ
ウ
は
八
幡
に

こ
え
な
い
よ
う
に

ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
た

か

勘
違
い
し
な
い
で
よ
ね

別
に
私
の
事
が
好
き
な

じ

な
い
ん
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
フ
ラ
ウ
は
深
呼

し
た
後
に
八
幡
に
こ
う
答
え
た

声
を
か
け
て
き
た
相
手
に
普
通
に

て
る
だ
け
で
そ
の
相
手
は
逃
げ
て
い
き
ま
す
が
何
か

ま

ま
あ
言
葉
遣
い
に
は
気
を
つ
け
よ
う
な

ず

と
こ
う
だ
か
ら
も
う
無
理
ゲ

そ

そ
う
か

ま
あ
そ
う
い
う
の
が
平
気
な
奴
も
い
る

俺
だ

て
平
気
な
ん
だ
し

 
探
せ
ば
い
く
ら
で
も

件
の
い
い
奴
は
い
る
と
思
う
か
ら

頑
張
れ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
で
フ
ラ
ウ
は
気
付
い
た

気
付
い
て
し
ま

た

 
今
目
の
前
に
い
る
こ
の
男
が

と
ん
で
も
な
く
優
良
物
件
だ
と
い
う
事
を

ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
で
お
た
く
に
偏
見
が
な
く
て

い
い
体
を
し
て
る
し
顔
も
い
い

 
こ
れ

て
最
高
の
相
手
す
ぎ
て
テ
ラ
ヤ
バ
ス
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フ
ラ
ウ
は
そ
う
思

た
が

現
時
点
で
は
思

た
だ
け
で
あ
る

 
そ
も
そ
も
相
手
は
彼
女
持
ち
だ
し

自
分
に
興
味
を
持
つ
は
ず
も
な
い

ま
あ
い
い
や

そ
れ
で
結
局
私
は
何
を
す
れ
ば

い
ず
れ
は
次
世
代
技
術
研
究
部
に
入

て
も
ら
う
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
お
前

人
格
破

者
だ
け
ど

天
才
プ
ロ
グ
ラ
マ

な
ん
だ
ろ

あ
な
が
ち
間
違

て
な
い

認
め
る
の
か
よ

ま
あ
あ
い
つ
ら
な
ら
お
前
と
も
気
が
合
う
だ
ろ
う
さ

 
ひ
と
通
り
紹
介
し
て
配
属
先
が
決
ま
る
ま
で
は

 
と
り
あ
え
ず
俺
を
手
伝

て
く
れ

調
べ
た
い
事
が
あ
る
ん
だ

と
い
う
か

専
属
な
の
に
他
の
部

に
配
属
さ
れ
る
と
か

い
て
な
い

そ
う
い
え
ば
言

て
な
か

た
な

専
属

て
の
は

俺
を
優
先
し
て
動
く

て
だ
け
で

 
基
本
は
ど
こ
か
の
部

で
普
通
に
仕
事
を
し
て
も
ら
う
事
に
な

て
る
ん
だ

 
ま
あ
お
前
が
希
望
す
る
な
ら

秘
書
室
の

こ
に
で
も

を
置
い
て

 
ひ
た
す
ら
俺
の
言
う
通
り
に
動
い
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
が

じ

あ
そ
れ
で
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決
断

い
な
お
い

ま
あ
希
望
は
分
か

た

 
た
だ
し
他
の
部

が

場
な
時
に

手
伝
い
く
ら
い
は
し
て
も
ら
う
ぞ

フ
ヒ
ヒ

サ

セ
ン

 
丁
度
そ
こ
に
優
里
奈
が

て
き
た

仕
事

み
の
話
は
そ
こ
で
終
わ

た

 
そ
し
て
こ
の
ま
ま
の
ん
び
り
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
り

 
優
里
奈
に
お
茶
を
入
れ
て
も
ら
い

三
人
は

ぎ
は
じ
め
た

 
そ
の
最
中

フ
ラ
ウ
は
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て

凄
い

さ
で
手
を
動
か
し
て
い
た

フ
ラ
ウ

何
し
て
る
ん
だ

ち

ん
ね
る
の
愛
す
べ
き
ク
ソ
コ
テ
ど
も
に

お
別
れ
の

だ
お

へ
 
八
幡
は
そ
う
言

て
チ
ラ
リ
と
フ
ラ
ウ
の
ス
マ
ホ
を

き
込
み

直
後
に

き
出
し
そ
う
に

な

た
ぶ
は

危
ね
え

お
茶
を

き
出
す
と
こ
ろ
だ

た

八
幡
さ
ん

何
か
あ

た
ん
で
す
か

い
や

知
り
合
い
の
名
前
が
あ

た
か
ら
つ
い
な
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そ
し
て
八
幡
は
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

ど
こ
か
に

話
を
か
け
た

お
い

悟

と
カ
メ
ハ
メ

お
前
が
今
煽

て
る
の
は
う
ち
の
新
人
だ
か
ら
ほ
ど
ほ
ど
に

し
と
け
よ

フ
 
い
き
な
り
の
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

フ
ラ
ウ
は
目
が
飛
び
出
さ
ん
ば
か
り
に
驚
い
た

く

カ
メ
と
お
知
り
合
い
で

お
う

う
ち
一
番
の
天
才
だ
な

え

ま

ま
さ
か

カ
メ

て

紅
莉
栖

紅
莉
栖
の
事
は
知

て
ん
の
か

あ

あ
り
の
ま
ま
に

今

こ

た
事
を
話
す

 
今
ま
で
散
々
煽
り
煽
ら
れ
て
き
た
相
手
が
あ
の

紅
莉
栖
だ

た

 
な
何
を
言

て
い
る
の
か
分
か
ら
ね

と
思
う
が
俺
も
何
を
言

て
い
る
の
か
分
か
ら
ね

え 
ソ
レ
イ
ユ
に
入

て
い
き
な
り

恐
ろ
し
い
も
の
の
片
鱗
を
味
わ

た

お
い

フ
ラ
ウ

お

い
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八
幡

不
意
打
ち
す
ぎ
る
お

て
か
今
思

た
が

お
前

も
う
俺
の
事
呼
び

て
な
の
な

そ
ん
な
の
お

い
様
だ
お

 
フ
ラ
ウ
は
エ
キ
サ
イ
ト
し
な
が
ら
そ
う
言
い

続
け
て
八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

こ

こ
の
中
に
他
に
知
り
合
い
は

院
凶
真

ａ
Ｓ

あ
れ
多
分
こ
い
つ
ら
も
だ
な
ネ
ズ
ミ
ネ
コ
と

子
系
Ｅ
Ｖ
Ｅ

な

な
ん

だ
と

 

院
凶
真
は
岡
部

太
郎
で
あ
る
が

ａ
Ｓ

と
は
ダ
ル
の
ハ
ン
ド
ル
ネ

ム

 
そ
し
て
ネ
ズ
ミ
ネ
コ
は
当
然
ア
ル
ゴ

子
系
Ｅ
Ｖ
Ｅ
は
岡
野
舞
衣
で
あ
る

だ

だ
か
ら
こ
い
つ
ら
最
近

れ
合

て
や
が

た
の
か

ん

そ
う
な
の
か

当
初
の
ギ
ス
ギ
ス
し
た
雰
囲
気
が
無
く
な

て
て
ツ
マ
ラ
ン
ワ
ロ
エ
ナ
イ

て
思

て
た
ん

だ
おお

前
も
そ
の
仲
間
入
り
を
す
る
ん
だ
け
ど
な

お

ふ
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フ
ラ
ウ
は

息
し

何
故
か
八
幡
に
手
を

ば
し
て
き
た

ん

何
だ

く

カ
メ
と
の

話
キ
ボ
ン

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
が

紅
莉
栖
も
俺
の
専
属
だ
か
ら
な

 
八
幡
は
フ
ラ
ウ
に
ス
マ
ホ
を
差
し
出
し

フ
ラ
ウ
は
そ
の
ス
マ
ホ
を

に
当
て
た

 

に
ス
マ
ホ
か
ら

紅
莉
栖
の
絶
叫
が

こ
え
て
く
る

ち

ち

と
八
幡

さ

さ
と
返
事
を
し
ろ
と
言

と
ろ
う
が

 
フ
ロ

ラ

事
が
新
人

て
ど
う
い
う
事

と
い
う
か
あ
ん
た
も
こ
こ
に
書
き
込
ん
で
る
の

 
コ
ラ

さ

さ
と
返
事
を
し
な
さ
い

ク
ソ
コ
テ
の

カ
メ
パ
イ
セ
ン

 
と
い
う

で

こ
の
フ
ロ

ラ

事
が

今
度
パ
イ
セ
ン
の
同

に
な

た

な
の
だ
が

 
で
も
一
言
だ
け
言
わ
せ
て
欲
し
い

中
二
病

乙

え

女
の
子

そ
ん
な

で
パ
イ
セ
ン

以
後
４
６
４
９

 
そ
の

間
に
フ
ラ
ウ
は
通
話
を
切
り

ス
マ
ホ
を
八
幡
に
差
し
出
し
て
き
た
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お
お
前

本
当
に
い
い
性
格
を
し
て
る
よ
な

そ

そ
ん
な
に
褒
め
ら
れ
る
と

れ
る

ち

と
一
発
殴
り
た
く
な

て
き
た
な

そ

そ
ん
な
ド

の
八
幡
も

そ
の
時
が
き
た
ら

く

悔
し
い
け
ど

で
も
感
じ
ち

う

ビ
ク
ン
ビ
ク
ン

て
な
る
ん
で
す
ね

デ

フ

フ
そ
う
い
え
ば
お
前

腐

て
も
い
た
ん
だ

た
な

く
八
幡
の
薄
い
本
を
キ
ボ
ン

ふ
ざ
け
ん
な

ぶ

飛
ば
す
ぞ

い
や
い
や

ホ
モ
が

い
な
女
子
な
ど
い
な
い
か
ら

 
フ
ラ
ウ
は
そ
う
言

て

と
て
も
い
い
顔
で
優
里
奈
の
方
を
見
た

 
社
交
性
の
高
い
優
里
奈
は
即
座
に
否
定
す
る
事
が
出
来
ず

 
そ
の

線
に
対
し
て
愛
想
笑
い
を

か
べ
な
が
ら
こ
う
答
え
た

は

八
幡
さ
ん
の
薄
い
本
な
ら
も
う
あ
る
ら
し
い
で
す
よ
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ば

ゆ

優
里
奈

そ
ん
な
事
こ
い
つ
に
言

た
ら

 
そ
の

間
に
フ
ラ
ウ
は

が
触
れ
合
う

前
く
ら
い
ま
で
八
幡
の
顔
に
自
分
の
顔
を
近
付
け

 
真
顔
で
こ
う
言

て
き
た

そ
の
話

Ｋ

Ｓ
Ｋ

だ
が
断
る

ぐ
ぬ
ぬ

八
幡

今
い
く
つ

人
に
年
齢
を

く
時
は
自
分
か
ら
先
に
言
え

そ
う
し
た
ら
答
え
て
や

て
も
い
い

二
十
四

な

ま

ま
さ
か
の
即
答
だ
と

 
八
幡
は
ど
う
や
ら

フ
ラ
ウ
が
年
バ
レ
を

う
と
予
想
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が

 
か
く
も
腐

た
女
子
の

念
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
で
あ
る

年
齢
は
よ

く

二
十
二
だ

二
十
二

ふ
む

春
夏
秋

ミ

ち

ん

薔
薇
太
郎

ん

何
だ
そ
れ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

メ
ス
ハ
イ
エ
ナ

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

 
そ
の
名
前
が
出
た

間
に

八
幡
は
ピ
ク
リ
と
反
応
し
て
し
ま

た

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

ｔ

ｒ

ま
さ
か
の
ビ

グ
ネ

ム

お

お
前

何
故
そ
れ
を

八
幡
が
題
材
に
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば

多
分
同
級
生
が
書
い
て
い
る
と
予
想
し
た

 
な
の
で
私
の
知
る
限
り
の
同
い
年
の
作
家
の
名
前
を
上
げ
て
み
た
だ
け

情

乙

く

言
う
だ
け
の
事
は
あ
り
や
が
る

知
ら
れ
て
も
ら

た
も
の
は
仕
方
が
な
い

 
こ
こ
は
一
つ
フ
ラ
ウ
が
俺
の
求
め
る
情
報
を
必
死
に
探
し
て
く
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え

フ
ラ
ウ
に
こ
う
話
し
か
け
た

お
い
フ
ラ
ウ

お
前
が
俺
の
出
す
課
題
を
ク
リ
ア
出
来
た
ら

 
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
を
個
人
的
に
紹
介
し
て
や

て
も
い
い

課
題
は
よ

は
よ
は
よ

よ
し

か
か

た
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フ
ラ
ウ
は
一
も
二
も
な
く
そ
の
提
案
に
飛
び
つ
き

八
幡
は
ニ
ヤ
リ
と
し
た

ち

と
待

て
ろ

 
そ
し
て
八
幡
は

方
会
社
に
寄

た
時
に
も
ら

た
茅
場

の
ア
マ
デ
ウ
ス
を

動
さ
せ

た 
そ
の

に
八
幡
は

方
に
ソ
レ
イ
ユ
に
寄

て
い
た
の
で
あ
る

お
や

八
幡
君

速
呼
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う

さ
ん

頼
み
が
あ
り
ま
す

さ
ん
が

た

て
い
う

 

の
ユ
ナ
の
音
声
デ

タ

て
も
ら

た
り
出
来
ま
す
か

あ
あ

別
に

わ
な
い
が

何
を
す
る
つ
も
り
だ
い

こ
い
つ
に
調
査
さ
せ
ま
す

本
当
は

さ
ん
に
も
お
願
い
し
た
い
所
で
す
が

 
多
分
本
体
は

色
々
な
所
を
う
ろ
う
ろ
し
て
て
忙
し
い
と
思
い
ま
す
の
で

 
こ
い
つ
に
専
属
で
調
査
さ
せ
た
方
が
い
い
か
な
と
思

て

お
や

君
は
フ
ラ
ウ
君
か
い

久
し
ぶ
り
だ
ね

 
だ
が
そ
の
言
葉
に
フ
ラ
ウ
は
反
応
す
ら
し
な
か

た

そ
の
目
が
驚
愕
に
見
開
か
れ
て
い
る

な
る
ほ
ど

任
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
今
デ

タ
を
送
る
よ

活
用
し
て
く
れ
た
ま
え
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
は
忙
し
い
の
で

今
度
ゆ

く
り
話
し
ま
し

う

あ
あ

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

フ
リ

ズ
し
た
ま
ま
の
フ
ラ
ウ
君
に
も
宜
し
く

 
そ
れ
で

と
の
会
話
を
終
わ
ら
せ
た
八
幡
は
フ
リ

ズ
し
て
い
る
フ
ラ
ウ
の
顔
を
ペ
チ
ペ

チ
と
叩
い
た

お

い
フ
ラ
ウ

お

い

は

あ

あ
り
の
ま
ま
に

今

こ

た
事
を
話
す

そ
れ
は
さ

き
や

た
か
ら
も
う
い
い

ち

ち

と
八
幡

さ

き
の

て
姉
さ
ん
の
元
カ
レ
の
茅
場

し

 
な

な
な
な
何
で
生
き
て
る
の

そ
の
う
ち
教
え
て
や
る

く

悔
し
い

で
も
感
じ
ち

う

ビ
ク
ン
ビ
ク
ン

そ
こ
で

み
か

余

あ
る
な

 
八
幡
は

れ
た
が
フ
ラ
ウ
に
ユ
ナ
の
音
声
デ

タ
を

し
て
調
べ
さ
せ
る
事
に
は
成
功
し
た

わ

分
か

た

や

て
み
る

頼
む
ぞ
フ
ラ
ウ
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結
局
こ
の
日
は
か
な
り

く
ま
で
か
か

て
し
ま

た

 
フ
ラ
ウ
は
こ
の
ま
ま
こ
の
部
屋
に

ま
る
事
と
な

た

は

八
幡

ジ

ジ
あ
り
が
と

お
う

ま
だ
寒
い
か
ら
な

風

ひ
く
な
よ

だ

大
丈
夫

寒
さ
に
は
強
い
か
ら

 
そ
し
て
優
里
奈
と
二
人
で

る
事
に
な

た
フ
ラ
ウ
は

八
幡

み
の
色
々
な
話
を
し
た

じ

じ

あ

八
幡
の
事
を
狙

て
る
女
子
が
そ
ん
な
に
い
る
と

は
い

で
も
誰
も

め
て
な
い
ん
で
す
よ

ふ
ふ

お
か
し
い
で
す
よ
ね

リ
ア
ル
ハ

レ
ム
野
郎
が
こ
こ
に
い
た

ふ
ふ

フ
ラ
ウ
さ
ん

八
幡
さ
ん
に
か
な
り
興
味
深
々
で
し
た
よ
ね

 
フ
ラ
ウ
さ
ん
も
ハ

レ
ム
入
り

狙

て
み
ま
す

そ

そ
の
話

ｗ
ｓ

は
い

 
優
里
奈
は
フ
ラ
ウ
に

わ
れ
る
ま
ま
に
話
を
し
た

な
る
ほ
ど
正
妻
様
に
認
め
ら
れ
れ
ば
い
い
と

で
も
優
里
奈
た
ん
は
そ
れ
で
い
い
の
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い
い
も
悪
い
も

何
人
に
な
ろ
う
が
き

と
八
幡
さ
ん
が
全
員
幸
せ
に
し
て
く
れ
ま
す
よ

ぐ
ぬ
ぬ

ち

ち

と
真
面
目
に
考
え
さ
せ
て

は
い

 
こ
う
し
て
色
々
あ

た
こ
の
日
は
終
わ
り
を
告
げ
た

明
日
は
い
よ
い
よ
ラ
ス
ボ
ス
戦
で
あ
る
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第
９
７
７
話
 
お
ば
け
の
ホ

リ

さ
ん

 
今
後
の
展
開
を
少
し

め
る
の
で
明
日
の
投
稿
は
お
休
み
し
ま
す

す
み
ま
せ
ん

 
次
の
日
の
昼

昼
食
の

で

八
幡
は
珪
子
に
茅
場

の
事
を
打
ち
明
け
た

と
い
う

で
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
う
ち
の
メ
ン
バ

に
な

た
事
前
に
相
談
出
来
な
く
て
す

ま
な
い

え

何
で
謝
る
ん
で
す
か

 
そ
り

あ

世
間
に
は
茅
場

を

ん
で
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
け
ど

 
本
人
は
も
う
死
ん
で
る
ん
で
す
し

霊
と
付
き
合
い
が
あ

て
も
別
に
い
い
じ

な
い
で
す

か
お

お
う

そ

そ
う
だ
な

 
仲
間
達
の
物
分
り
の
良
さ
に
驚
か
さ
れ
て
ば
か
り
で
あ

た
が

 
そ
れ
は
普
通
に
生
き
残

た
者
の
意
見
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
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そ
れ
を

ま
え
て
八
幡
は
彼
に
よ

て
失
わ
れ
た
命
の
事
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

心
に

た

  
そ
し
て
迎
え
た
放
課
後

今
日
の
戦
闘
に
参
加
す
る
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
が

 
先
乗
り
で
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
続
々
と
集
結
し
て
き
た
が

 
予
定
し
て
い
た
全
員
が
集
ま

た
と
こ
ろ
で

八
幡
は
仲
間
達
に
声
を
か
け
た

あ

特
に
エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
は

心
を
乱
さ
な
い
よ
う
に

い
て
く
れ

は何
か
あ

た
の
か

え

と
な

こ
れ
か
ら
み
ん
な
に
う
ち
の
新
人
を
紹
介
す
る
ん
だ
が

 
そ
れ
が
誰
で
あ
ろ
う
と
と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
て
い
て
く
れ
る
と
助
か
る

新
人

ほ
う

ま
あ
と
り
あ
え
ず
紹
介
し
て
も
ら
お
う
か

分
か

た

ホ

リ

 
そ
の
声
を
受
け

奥
の
部
屋
か
ら
ホ

リ

が

を
現
し
た
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型
や

の
色
は
ま
だ
い
じ

て
い
な
い

の
ま
ま
の

で

で
あ
る

なお

お
前

や

二
人
と
も

久
し
ぶ
り

と
言
う
べ
き
か
な

ヒ

ス
ク
リ
フ

 
そ
の
二
人
の
言
葉
に

り
の
仲
間
達
も
即
座
に
反
応
す
る

ヒ

ス
ク
リ
フ

て

茅
場

よ
ね

生
き
て
い
た

て
事

リ

リ

ダ

こ
り
は
一
体

あ

こ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ

今
は
ホ

リ

て
名
前
な
ん
だ
が

 
あ

ち
な
み
に
名
付
け
た
の
は
俺
だ

 
八
幡
は
そ
こ
で
一

言
葉
を
止
め

全
員
の
顔
を
見
回
し
た

ま
あ
一
言
で
言
う
と

お
ば
け

か
な

えも

も
ち
ろ
ん
冗
談
だ
よ
ね
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と
言

て
も

他
に
言
い
よ
う
が
無
い
か
ら
な

 
確
か
に
墓
場
を

て
い
る
か

子
の
海
の
中
を

て
い
る
か
の
違
い
く
ら
い
し
か
な

く 
実
体
が
無
い
と
い
う
点
に
お
い
て
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い

ま
あ
み
ん
な
事
情
は
知

て
る
と
思
う
が

 
人
間
の

を
ス
キ

ン
し
て
生
ま
れ
た
存
在
を
定
義
す
る
言
葉
は
今
の
と
こ
ろ
存
在
し
て
い
な

い 
な
の
で
ま
あ

ホ

リ

の
事
は

利
な
ア
イ
テ
ム
だ
と
思

て
く
れ
れ
ば
い
い

 
ホ

リ

は
そ
の
言
葉
に
苦
笑
し
た
が

特
に
何
も
言
わ
な
か

た

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

二
人
は
何
か
言
い
た
い
事
は
あ
る
か

キ
リ
ト
達
が
何
も
言
わ
な
い

て
事
は
納
得
済
み

て
事
だ
ろ

 
な
ら
俺
か
ら
特
に
は
何
も
言
う
事
は
な
い
な

俺
も
ま
あ
一
発
殴
り
た
い
気
は
し
な
い
で
も
な
い
け
ど
よ

 
静
さ
ん
と
出
会
う
キ

カ
ケ
を
く
れ
た

て
事
で
チ

ラ
に
し
て
や
ら

そ
う
か

あ
り
が
と
な
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他
の
者
達
は

気
に
と
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ

た
が

特
に
苦
情
が
出
る
事
も
な
か

た

 
ホ

リ

の
事
を

て
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
と
ハ
チ
マ
ン
は
判
断
し
た

な
ら
ま
あ
そ
う
い
う
事
で
た
ま
に
し
か
来
な
い
と
思
う
が
来
た
ら
こ
き
使

て
や

て
く

れ 
こ
れ
で
も
タ
ン
ク
と
し
て
の
能
力
は
お
そ
ら
く

上
最
強
ク
ラ
ス
の
は
ず
だ
か
ら

 
特
に
マ

ク
ス

ユ
イ
ユ
イ

ア
サ
ギ
さ
ん
は

色
々
教
え
て
も
ら
う
と
い
い

あ
の

ハ
チ
マ
ン
君

と
こ
ろ
で
ホ

リ

と
名
付
け
た
事
に
何
か
意
味
は
あ
る
の
か
し
ら

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
質
問
に

ハ
チ
マ
ン
は
目
を

ら
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

あ

こ
の
前
た
ま
た
ま
ネ

ト
で
見
た
大

の
Ｎ

Ｋ
の
ア
ニ
メ
に

 
そ
う
い
う
の
が
あ

た
ん
で
な

あ
ら
そ
う
な
の

何
て
タ
イ
ト
ル

お

お
ば
け
の
ホ

リ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
答
え

一
同
は
し
ば
ら
く

し
た
後

爆
笑
し
た

な

何
そ
れ

そ
れ
が
理
由

だ
か
ら
さ

き

お
ば
け

て
所
を
強
調
し
て
た
の
か
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て

き
り
神
聖
剣
か
ら
と

た
ん
だ
と
思

て
た
の
に

ま
さ
か
の
ま
さ
か
だ

た
よ

 
そ
し
て
誰
か
が
ネ

ト
か
ら
画
像
を

て
き
て
モ
ニ
タ

に
映
し
出
し
た

じ

じ

ん

こ
れ
が
ホ

リ

だ
よ

こ

こ
れ
か

オ
バ
ケ

な
ん
だ
よ
ね

こ
れ

て
何
の
オ
バ
ケ
な
の

チ

コ
レ

ト
み
た
い

 
そ
の
や
り
取
り
を

い
た
ホ

リ

が

こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

な
る
ほ
ど
な
ら
私
の

の
色
は
こ
の
色
に
合
わ
せ
よ
う
か
そ
れ
で
い
い
よ
ね
ハ
チ
マ
ン

君
あ
あ
も
う

お
前
が
い
い
な
ら
い
い

て

も
う
好
き
に
し
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
羞
恥
の
表
情
で
そ
う
言
い

そ
れ
が
ま
た
み
ん
な
の
笑
い
を
誘

た

も

も
う
い
い
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
に
移
動
だ

 
一
応
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
に
は
た
だ
の
新
人

て
事
で
紹
介
す
る
つ
も
り
だ
か
ら

 
余
計
な
事
は
言
わ
な
い
よ
う
に
頼
む

 
ハ
チ
マ
ン
は

身
内
全
員
に
こ
の
事
を

散
す
る
必
要
は
無
い
だ
ろ
う
と
思
い
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仲
間
達
に
そ
う
指

を
出
し
た

当
然
そ
の
事
で
特
に

が
出
る
事
も
無
く

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
へ
と
移
動
を
開
始
し
た

 
そ
れ
に

い
ホ

リ

は

型
を

に
し
そ
の
色
を
チ

コ
レ

ト
色
に
変
更
し
て
い

る
う
わ

全
然

象
が
変
わ
る
な

更
に
こ
れ
を
装
備
し
て
も
ら
え
ば
完

だ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
が
取
り
出
し
て
き
た
の
は

 
以
前
ト
ラ
フ

ク
ス
が
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
寄
港
し
た
時
に

 
ナ
ユ
タ
が
装
備
し
て
い
た
あ
の
黒
い
布
の
マ
ジ

ク
ミ
ラ

風
の
目

し
で
あ

た

 
最
初
は
フ
ル
フ

イ
ス
の
ヘ
ル
メ

ト
を
常
時
装
備
さ
せ
よ
う
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
た
ま
た
ま
ア
ル
ン
で
そ
れ
を
見
付
け

機
能
面
も
一

だ

た

 
こ
の

だ
か
ら
と
使
う
事
に
し
た
の
で
あ
る

こ
れ
な
ら
お

落
で
通
用
す
る
で
あ
ろ
う
し

 
常
時
フ
ル
フ

イ
ス
よ
り
は
ま
だ
マ
シ
で
あ
ろ
う

そ
し
て
そ
の
道
中

に
今
日

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
ラ
ス
ボ
ス
戦
が
行
わ
れ
る
と
い
う
噂
が
広
ま

て
い
た
事
も
あ

り
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ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
行
は
凄
ま
じ
い
注
目
を
集
め
て
い
た

お
い

ヴ

ル
ハ
ラ
だ

絶
対
暴
君
は
い
な
い
み
た
い
だ
な

き

と
リ
ア
ル
が
忙
し
い
ん
だ
ろ

基
本
ほ
と
ん
ど

を
見
な
い
し
な

そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
今
日
の
メ
ン
バ

は
や
ば
い
な
ほ
と
ん
ど
フ
ル
メ
ン
バ

じ

な
い

か
よ

 
そ
ん
な
彼
ら
の
目
の
前
を

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
が
通
過
し
て
い
く

 
先

は
当
然
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

そ
の

り
を
ア
ス
ナ
ユ
キ
ノ
シ
ノ
ン
フ
カ
次
郎
リ

オ
ン

 
ユ
ミ

イ
ロ
ハ

フ

イ
リ
ス
が
キ

キ

ウ
フ
フ

態
で
囲
ん
で
い
た

 
ウ
フ
フ
は
し
て
い
な
い
が

ク
リ
シ

ナ
も
こ
こ
で
女
性

と
キ

キ

し
て
い
る

 
コ
マ
チ
と
レ
コ
ン
は

に
分
か
れ
お
か
し
な
プ
レ
イ
ヤ

は
い
な
い
か
目
を
光
ら
せ
て
い

る 
そ
の
後
方
に
は
ホ

リ

が
居
り
セ
ラ
フ

ム
ユ
イ
ユ
イ
ア
サ
ギ
が
色
々
質
問
し
て
い

た
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ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ

そ
れ
に
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
の
後
ろ
に
居
り

 
三
人
は
合
成
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た

 
そ
し
て
最
後
方
を
進
む
の
は
キ
リ
ト
を
中
心
と
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
チ

ム
で
あ
る

 
キ
リ
ト

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン

シ
リ
カ

ア
ル
ゴ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
出
身
で
は
な
い
が

リ

フ

と
サ
ト
ラ
イ
ザ

も
こ
こ
に
い
た

 
今
日
こ
の
場
に
い
な
い
の
は

ソ
レ
イ
ユ

メ
ビ
ウ
ス

ク

ク
ロ
ビ
ン

レ
ヴ

ク
リ
ス

ハ
イ
ト
の

 
本
当
に
リ
ア
ル
が
忙
し
い
組
だ
け
で
あ
る

 
そ
れ
を
言

た
ら
ア
サ
ギ
も
そ
う
な
の
だ
ろ
う
が

今
は
丁
度
仕
事
の
谷
間
ら
し
く

 
ギ
リ
参
加
が
可
能
な

態
で
あ

た

こ
の
時
点
で
総
勢
二
十
六
名
で
あ
る

さ
て

少
し

い
が
全
員
集
合
ま
で
こ
こ
で
待
機
だ

 
予
定
さ
れ
て
い
た
集
合
時
間
ま
で
ま
だ
十
五
分
ほ
ど
あ
り

 
一
同
は
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

で
の
ん
び
り
と

ぐ
事
に
し
た

 
時
間
的
に

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
や
他
の
友
好
ナ
イ
ツ
も

に
多

集
合
し
て
い
る

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は

に
全
員
揃

て
い
た
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レ
ン

闇
風

薄
塩
た
ら
こ

ゼ
ク
シ

ド

ユ

コ

ハ
ル
カ

シ

リ

ミ
サ
キ

 
見
事
に
全
員
集
合
で
あ
る

そ
し
て
そ
の
横
に
は
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
そ
し
て
そ
の
仲
間
が

四
人

 
更
に
は
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
六
人
の

も
あ
る

 
Ｓ

Ｎ
Ｃ
は
今
日
の

に
キ

チ
リ
と
リ
ア
ル
で
や
る
べ
き
事
を
終
わ
ら
せ
て
き
た
ら
し

く 
そ
の
顔
は
や
る
気
に
満
ち
て
い
た

当
然
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も

に
集
ま

て
い
る

 
こ
の
時
点
で

に
人

は
五
十
三
人
に
ま
で
達
し
て
い
た

 
そ
し
て
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
ま
る
で
子

の
よ
う
に

ハ
チ
マ
ン
に
じ

れ
つ
い
て
き
た

ワ
ン
ワ
ン

ク

ン

ク

ン

え

い
き
な
り
何

わ
ん
こ

い
や

か
わ
い
い
け
ど
意
味
が
分
か
ら
ね
え
か
ら

 
ど
う
や
ら

日
は
興
奮
し
て
あ
ま
り

れ
な
か

た
ら
し
く
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二
人
は
夜

く
ま
で
わ
ん
こ
の
動
画
を
見
て
い
た
ら
し
い

 
何
故
わ
ん
こ
か
と
い
う
と

二
人
は

を

て
い
た
ら
し
く

 
元
気
に
な

た
ら
ま
た

を

お
う
と

か
ら
よ
く
話
し
て
い
た
ら
し
い

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は
と
あ
る
事
に
気
付
き
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
全
員

集
め

 
ホ

リ

と
共
に
別
室
へ
と
移
動
し
た

ハ
チ
マ
ン

ど
う
し
た
の

こ
の
新
人
を
紹
介
し
た
い
と
思

て
な

あ

新
人
さ
ん
な
ん
だ

初
め
ま
し
て

 
一
同
は
次
々
に
ホ

リ

に

し

ホ

リ

も
顔
を

ば
せ
な
が
ら

を
し
た

初
め
ま
し
て

今
度
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
し
た
ホ

リ

で
す

て
事
に
な

て
る
が

中
の
人
は
茅
場

だ

 
茅
場

が

を
ス
キ

ン
し
て
た
事
は
知

て
る
よ
な

要
す
る
に
ま
あ

オ
バ
ケ
み
た

い
な
も
ん
だ
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ハ
チ
マ
ン
君

 
突
然
の
そ
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に
ホ

リ

は
驚
き

 
茅
場

が
死
ぬ
間

に
自
分
の

を
ス
キ

ン
し
た
事
を

 
ニ

ス

で
知

て
い
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
も
ち
ろ
ん
驚
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
ち
ら
の
反
応
も
意
に
介
さ
ず
に

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
向
け
て
こ
う

言

た
お
前
達
が
世
話
に
な

て
る
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
開
発
者
だ
よ
く
お

を
言

て
お
く
と

い
い

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ハ

と
し
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一
同
は

 
一

に
茅
場

に

を
下
げ
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ハ
チ
マ
ン
君

こ
の
子
達
は

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
で
終
末

療
を
受
け
て
い
る
子
達
で
す

 
こ
の
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
い
い

が
出
来
た
事
で
完
治
し
ま
し
た

 
残
り
の
五
人
に
つ
い
て
も
ま
だ
完
治
は
し
て
い
ま
せ
ん
が

を

え
込
む
事
に
成
功
し
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て
い
ま
す

 
い
ず
れ
う
ち
の
製

部
門
の
手
に
よ

て

全
員
完
治
さ
せ
る
つ
も
り
で
す

そ
う
か

 
ホ

リ

は
納
得
し
た
よ
う
な
顔
を
し

一
同
に
手
を
差
し
出
し
た

僕
が
遺
し
た
物
が
役
に
た

た
な
ら
良
か

た
よ

 
そ
の
ま
ま
ホ

リ

は
七
人
全
員
と

手
を
交
わ
し

そ
し
て
七
人
が
部
屋
を
出
た
後

 
ホ

リ

は
ぼ
そ
り
と
ハ
チ
マ
ン
に
言

た

ま
さ
か
こ
の
僕
が

人
に
感
謝
さ
れ
る
日
が
来
る
と
は
ね

感
謝
さ
れ
た
気
分
は
ど
う
で
す
か

ふ
む

そ
う
だ
な

 
そ
の
問
い
に
ホ

リ

は

微
か
に
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
こ
う
答
え
た

思

た
よ
り
も
悪
く
な
い
気
分
だ
ね

 
後
に
茅
場

に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
物
の
中
に

こ
ん
な
一
文
が
あ
る

茅
場

は
確
か
に
許
さ
れ
ざ
る
大

殺
人
者
で
は
あ
る
が

 
同
時
に
彼
が
作

た
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
が
そ
れ
以
上
の
人
命
を
救

た
事
は



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
彼
の
偉
大
な
業

と
し
て
フ

ア
に
評
価
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
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第
９
７
８
話
 
集
結
す
る
参
加
者
達

 

日
は
す
み
ま
せ
ん
こ
の
話
は
何
と
か
今
日
に
間
に
合
わ
せ
ま
し
た
が
発
熱
し
て
し
ま
い

ま
し
て
今
も
本
調
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん

な
の
で
次
の
投
稿
は
余

を
持

て

曜
日
に
し
た
い

と
思
い
ま
す

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
と
ホ

リ

が
フ

ン
リ
ル
・
カ
フ

に

る
と

 
そ
こ
に
は

に
残
り
の
参
加
者
が
到
着
し
て
い
た

 
ザ
・
ス
タ

リ

ヘ
ヴ
ン
ズ
の
三
人

ロ
ウ
リ

テ

カ

レ
レ
イ
と

 
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
コ
ミ
ケ
ケ
モ
ナ

ト
ミ

ク
リ
ン
ブ
ラ

ク
キ

ト
の
全
員
で

あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
コ
ミ
ケ
達
が

よ
く
全
員
の
休
み
を
合
わ
せ
ら
れ
た
な
と
感
心
し
た

コ
ミ
ケ
さ
ん

よ
く
休
み
が
合
い
ま
し
た
ね

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

元
で
コ
ミ
ケ
が

い
た
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い
や

と
い
う
か
こ
れ
さ

下
の
指

な
ん
だ
よ
ね

 
ど
う
や
ら
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
収
集
も
独
自
に
し
て
る
み
た
い
な
ん
だ
よ

あ
の
人

え

マ
ジ
で
す
か

ま
さ
か
本
人
が
来
る
と
か
言
い
だ
し
ま
せ
ん
よ
ね

さ
す
が
に
忙
し
い
か
ら
無
理
じ

な
い
か
な

 
そ
れ
に
ほ
ら

下
は
門
の
鍵
を
持

て
な
い
か
ら
来
て
も
ジ

ラ
ト
リ
ア
ま
で
行
け
な
い
し

ね
あ

確
か
に
そ
う
で
す
ね

な
ら
ま
あ
安
心
し
て
も
良
さ
そ
う
で
す
ね

 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
は
安
心
し

最
後
の
ひ
と
組
で
あ
る

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
六
人
の
所
に
向
か

た

バ
ト
ル
ジ

ン
キ

二

の
リ

ウ
も

 
さ
す
が
に
こ
の

況
で

ち

と
戦
う

と
は
言
わ
な
い
だ
ろ
う
な

 
そ
う
思

た
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た
が

そ
れ
は
か
な
り

か

た

ね

あ
の
目

し
し
て
る
人
凄
く
強
そ
う
に
見
え
る
ん
だ
け
ど
ち

と
戦

て
い
い

さ
す
が
と
い
う
か

あ

ち
に
反
応
し
た
か
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悪
い

あ
い
つ
は
色
々
と
難
し
い
奴
で
な

ち

と
遠

し
て
く
れ
る
と
助
か
る

え

仕
方
な
い
な

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
戦
お

か

は

何
で
そ
う
な
る

だ

て
こ
の
前
キ
リ
ト
君
が

ち

と
戦
う
の
を
我
慢
し
て
く
れ
た
ら
ハ
チ
マ
ン
と
戦
わ
せ
て
や
る
か
ら

て
言

て
た

し
え

マ
ジ
か
よ

い

一

の
野
郎

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
約
束
を

 
そ
の
思
考
か
ら
分
か
る
通
り
ハ
チ
マ
ン
の
中
で
の
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

一

は
キ
リ
ト
で
あ

る 
ち
な
み
に
三

は
ラ
キ
ア
四

は
ロ
ウ
リ

な
の
だ
が
当
然
本
人
達
の
前
で
口
に
出
し
た

事
は
な
い

ま
あ
待
て
リ

ウ

俺
と
キ
リ
ト
が
ガ
チ
で
や
り
合

た
ら
キ
リ
ト
が
勝
つ

 
つ
ま
り
俺
と
や
る
よ
り
も
キ
リ
ト
と
や
る
方
が
お
前
に
と

て
は
楽
し
い
は
ず
だ
違
う
か



 第八章 キャリバー・クロッシング編

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
わ
ね

で
も

 
リ

ウ
は

ハ
チ
マ
ン
の
目
を
見
な
が
ら
続
け
て
言

た

た
ま
に
は
ゲ
テ
モ
ノ
料
理
も
い
い
と
思
わ
な
い

ち

ん
と
し
た
料
理
の
方
が
美
味
い
に
決
ま

て
る

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
を
ゲ
テ
モ
ノ
扱
い
し
た
リ

ウ
の
挑
発
に
は
乗
ら
ず

々
と
そ
う

答
え
た

熱
く
な
る
と
思

た
の
に

か
わ
い
く
な

い

い
や

お
前
に
か
わ
い
い
認
定
さ
れ
て
も
困
る
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
事
情
は
分
か

た

今
日
の
ボ
ス
戦
の
後

 
い
き
な
り
キ
リ
ト
に
襲
い
か
か

て
い
い
か
ら
そ
れ
で
手
を
打
て

え

本
当
に

あ
あ

本
当
だ

大
丈
夫

ケ
ツ
は
俺
が
持
つ
か
ら
思
い

き
り
や

て
や
れ

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
る
と
し
よ

か
な

 
こ
う
し
て
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
に
よ

て
リ

ウ
に

ら
れ
た
が

 
元
は
と
い
え
ば
自
業
自
得
な
の
で
こ
れ
は
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
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リ
ク
も
リ
ン
も
今
日
は
頼
む
ぞ

ハ

任
せ
と
け

て
の

あ
あ

分
か

た

リ
ツ
と
リ
ナ

今
日
は
リ
ナ
コ
か

 
二
人
は
後
方
で
な
る
べ
く
広
い

囲
に
注
意
を
向
け
て
他
の
三
人
が
囲
ま
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
れ

任
せ
て
に

は
い
な
の
な

あ
と
リ
ツ

ち

と
リ

ク
を

り
る
ぞ

 
俺
の
近
く
で
ボ
ス
の
情
報
を
分

す
る
の
を
手
伝

て
も
ら
う
か
ら
な

は
い
に

も

も
う

仕
方
な
い
な

 
そ
う
答
え
つ
つ
も

リ

ク
は
嬉
し
そ
う
で
あ

た

 
こ
れ
で
参
加
者
の
全
員
が
揃

た

総
勢
六
十
七
名
の
大
軍
団
で
あ
る

よ
し

出
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一
同
は
そ
の
ま
ま
ジ

ラ
ト
リ
ア
に
飛
び

街
の
北
側
に
あ
る

ボ
ス
部
屋
入
り
口
へ
と
向

か

た

 
そ
こ
に
は
三
つ
の
ラ
ン
プ
が
あ
り
北
門
⻄
門
東
門
に
対
応
す
る
入
り
口
が
解
放
さ
れ
る

と 
そ
こ
が
点

す
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
時
刻
は
夜
七
時
半
で
あ
り

戦
闘
開
始
予
定
時
刻
ま
で
あ
と
三
十
分
と
い
う
と
こ
ろ
だ

 
と
こ
ろ
が

に

北
門
に
対
応
し
て
い
る
ラ
ン
プ
が
光

て
い
た

 
つ
ま
り
ユ

ジ

ン
達
が
現
地
に
先
行
し
て
い
る
事
に
な
る

あ
い
つ

真
面
目
か

人
は
見
か
け
に
よ
ら
な
い
も
の
よ
ね

ま
あ

い
分
に
は
い
い
じ

な
い

ま
あ
そ
う
だ
な

今
の
う
ち
に
ユ

ジ

ン
と
少
し
話
を
し
て
お
く
か

 
ヴ

ル
ハ
ラ
一
行
は
そ
の
ま
ま
転
移
し

ラ
ス
ボ
ス
の
待
つ
フ

ル
ド
へ
と
移
動
し
た

 
見
る
と
目
の
前
に

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
者
達
が
た
む
ろ
し
て
い
る

 
ど
う
や
ら
ど
の
門
か
ら
入

て
も

出
口
は
同
じ
場
所
の
よ
う
だ
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
に
気
付
い
た
ユ

ジ

ン
が
こ
ち
ら
に
声
を
か
け
て
き
た

ハ
チ
マ
ン

い
で
は
な
い
か

お
前
ら
が

す
ぎ
ん
だ

て
の

遠
足
前
の
小
学
生
か
よ

 
い
き
な
り
の
ユ

ジ

ン
の
苦
情
に

ハ
チ
マ
ン
は
即
座
に
反

し
た

 
今
は
開
始
予
定
時
刻
の
三
十
分
前
で
あ
り
ハ
チ
マ
ン
達
は
む
し
ろ

め
に
到
着
し
た
と
言
え

る
し
か
し
凄
い
メ
ン
バ

を
揃
え
た
も
の
だ
な

 
ユ

ジ

ン
は
更
に
反

す
る
よ
う
な
事
は
せ
ず

あ

さ
り
と
話
題
を
切
り

え
た

 
お
そ
ら
く
最
初
か
ら

ハ
チ
マ
ン
を

め
る
気
な
ど
無
か

た
の
だ
ろ
う

あ
あ

ま
あ
攻
略
の

中
か
ら
結

え
た
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
背
後
に
た
む
ろ
し
て
い
る

者
達
を
感
心
し
た
よ
う
に
見
な
が
ら
ユ

ジ

ン
が

言
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
と
い
う
事
は
な
い
と
い

た
感
じ
で
そ
う
答
え
た

し
か
し
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が
多
か

た
な

今
ま
で
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
対
人
戦
が
メ
イ
ン
だ

た
か
ら
な
ま
あ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
は
今
で
も
そ
の

向
が
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強
い
が

 
今
後
の
事
を
考
え
る
と

強
力
な
モ
ブ
に
対
す
る
備
え
は
必
要
に
な

て
く
る
だ
ろ
う
な

あ
あ

今
回
は
特
に
そ
れ
が
身
に

み
た

 
だ
が
そ
の
お
か
げ
で
う
ち
に
も
立

な
タ
ン
ク
が
誕
生
し
た
ん
だ

 
こ
れ
か
ら
は
そ
う
簡

に
は
や
ら
れ
は
せ
ん

カ
ゲ
ム
ネ
は
意
欲
も
あ
る
し
セ
ン
ス
も
悪
く
な
い
立

な
タ
ン
ク
に
な

て
く
れ
る
だ
ろ
う

さ 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
太

判
を
押
し

後
ろ
に
い
た
カ
ゲ
ム
ネ
は
恐

し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

 
そ
れ
を
見
た
ユ

ジ

ン
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に

い
て
い
た

で

こ
の
戦
い

ど
う
見
る

ど
う
だ
ろ
う
な

敵
の
種

も
何
匹
出
る
か
も
分
か
ら
な
い
が

 
ま
あ
こ

ち
は
千
人
を
超
え
る
大
軍
団
だ
う
ち
の
タ
ン
ク
も
全
員
い
る
し
何
と
か
な
る
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
ユ

ジ

ン
は
チ
ラ
リ
と
カ
ゲ
ム
ネ
を
見
た

む

今
日
は
カ
ゲ
ム
ネ
は
お
前
に

け
た
方
が
い
い
か

そ
う
だ
な

敵
の

に
よ

て
は
も
し
か
し
た
ら
出
番
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
が



 第９７８話 集結する参加者達

 
今
日
は
う
ち
の
も
う
一
人
の
タ
ン
ク
も
参
戦
す
る
か
ら

 
そ
の
動
き
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
カ
ゲ
ム
ネ
に
は
い
い
勉
強
に
な
る
だ
ろ
う
な

ほ
う

し

あ
あ

今
の
う
ち
に
紹
介
し
て
お
く
か

お

い
ホ

リ

 
ハ
チ
マ
ン
に
呼
ば
れ
セ
ラ
フ

ム
達
と
何
か
話
し
て
い
た
ホ

リ

が
こ
ち
ら
に
や

て
き

た
ど
う
か
し
た
か
い

こ
れ
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ト

プ
の
ユ

ジ

ン
だ

 
今
後
も

む
事
が
多
く
な
る
と
思
う
か
ら

今
の
内
に
紹
介
し
と
く
わ

 
あ
と
こ

ち
が
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
メ
イ
ン
タ
ン
ク
の
カ
ゲ
ム
ネ

 
タ
ン
ク
と
し
て
の
能
力
は
充
分
だ
が

圧
倒
的
に

験
が
不
足
し
て
る
か
ら

 
今
日
は
色
々
お
手
本
を
見
せ
て
や

て
く
れ

な
る
ほ
ど

ホ

リ

で
す

今
後
と
も
宜
し
く

 
ホ

リ

は
そ
う
言

て
手
を
差
し
出
し
カ
ゲ
ム
ネ
と
ユ

ジ

ン
は

に
そ
の
手
を

り

返
し
た
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そ
の
時
ユ

ジ

ン
は
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た
が
ホ

リ

は
に
こ
や
か
な
笑
顔
を
崩
さ

ず 
ハ
チ
マ
ン
も
特
に
何
か
言
う
事
は
な
か

た

 
丁
度
そ
の
時
他
の
門
か
ら
大

の
プ
レ
イ
ヤ

が
押
し
寄
せ
て
き
た

 
東
門
と
⻄
門
か
ら
来
た
者
達
が
一

に
入
場
し
て
き
た
ら
し
い

 
そ
の
中
に
は
ル
シ
パ

の

も
あ
り

ハ
チ
マ
ン
は
一
応
顔
を
出
し
て
お
こ
う
と

 
ユ

ジ

ン
に
断
り
を
入
れ
て
ホ

リ

と
共
に
そ
ち
ら
に
向
か

た

さ

き

手
の
時

ユ

ジ

ン
が
思
い

き
り
手
を

て
き
て
た
だ
ろ

そ
う
だ
ね

ま
あ
で
も
特
に
問
題
は
な
い
よ

む
し
ろ
元
気
が
あ

て
い
い
じ

な
い
か

ま
あ
ス
テ

タ
ス
的
に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
た
時
の
俺
達
に
は
ま
だ

い
て
な
い
だ
ろ
う
し

な
そ
う
い
う
事
さ

お
や

キ
リ
ト
君
と
ア
ス
ナ
君
も
こ
ち
ら
に
来
た
よ
う
だ
ね

 
そ
ん
な
二
人
に
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
合
流
し
て
き
た

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
達
が
ル
シ
パ

達
の
所
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
に
気
付
い
た
ら
し

い
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ユ

ジ

ン
と
違
い

七
つ
の
大
罪
は
敵
性
ギ
ル
ド
で
あ
る

 
一
応
と
い

た
感
じ
で
同
行
す
る
事
に
し
た
の
だ
ろ
う

ハ
チ
マ
ン

必
要
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

俺
達
も
行
く
ぞ

ふ
ふ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
四
天
王
が
揃

ち

た
ね

四
天
王
と
か
言
わ
れ
ち

い
た
が

こ
の
四
人
だ
け
で
動
い
た
事

て
あ

た
か

は
は

確
か
に
記
憶
に
な
い
ね

 
四
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
歩
い
て
い
る
だ
け
だ

た
が

 
そ
ん
な
四
人
の
迫
力
に
押
さ
れ
た
の
か

他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
自
然
と
横
に
よ
け
て
い
き

 
い
つ
の
間
に
か

ル
シ
パ

達
へ
と
繋
が
る
道
が
出
来
て
い
た

 
そ
れ
を
遠
く
で
見
て
い
た
ヴ

ル
ハ
ラ
の
元
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
は

ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

て
い
た

四
天
王
が
揃

ち
ま

た
な

本
人
達
は
分
か

て
な
い
み
た
い
だ
け
ど

凄
い
迫
力
よ
ね

私

一
度
だ
け
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
け
ど

 
あ
の
四
人
だ
け
で
動
い
て
る
の

て

相
当
レ
ア
で
す
よ
ね

ま
あ
攻
略
組
だ

た
俺
も
見
た
事
は
無
い
か
ら
な



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
道
を
空
け
た
者
達
も

ホ

リ

の

を
見
て

あ
れ
は
誰
だ
と

き
合

て
お
り

 
ル
シ
パ

達
も
そ
れ
で
気
付
い
た
の
か

部
を
全
員
集
合
さ
せ

 

王
立
ち
し
て
四
人
を
待
ち

え
て
い
た
の
だ

た
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第
９
７
９
話
 
魔
砲

 
ま
だ
体
調
が
思
わ
し
く
な
い

次
の
投
稿
は
木
曜
日
に
な
り
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん
ｏ

ｒ
よ

ル
シ
パ

今
日
は
宜
し
く
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ル
シ
パ

に
手
を
差
し
出
し
た

フ
ン

 
そ
れ
に
対
す
る
ル
シ
パ

の
返
事
は
そ
れ
だ
け
だ

た
が

 
し

か
り
手
は

り
返
し
て
き
た
の
で
こ
れ
は
あ
る
意
味
ツ
ン
デ
レ
と
呼
べ
る
か
も
し
れ
な

い 
ち
な
み
に
後
ろ
に

え
て
い
た
サ

タ
ン
は
こ
ち
ら
に
敵
意
を
飛
ば
し
て
き
て
い
た
が

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が

圧
し
て

え
て
い
た

 
他
の

部
達
は
後
方
で
何
か
作
業
を
し
て
い
る
ら
し
く
一

筒
の
よ
う
な
物
が
見
え
た
く
ら
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い
で

 
こ
の
場
に
は
い
な
い
し
ま

た
く
こ
ち
ら
に
来
よ
う
と
も
し
て
い
な
い

 
そ
ん
な
中
そ
の
剣
悪
な
雰
囲
気
を
ぶ

た
切
る
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
が
の
ん
び
り
と
し
た
口

調
で
言

た

タ
ン
ク
は
ま
あ
う
ち
で
何
と
か
す
る
か
ら
心
配
し
な
い
で
く
れ

 
ル
シ
パ

は
そ
の
言
葉
に

て

い
た
が

 
そ
の
表
情
が
若

悔
し
そ
う
だ

た
の
は
気
の
せ
い
で
は
な
い
だ
ろ
う

 
ル
シ
パ

も
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
タ
ン
ク
の
重
要
性
を

と
い
う

思
い
知
ら
さ
れ
て
い
た

か
ら
だ

ま
あ
い
な
い
も
の
は
仕
方
な
い
さ

こ
れ
か
ら
じ

く
り
育
て
て
い
け
ば
い
い

 
も
し
必
要
な
ら
う
ち
も
手
助
け
す
る
か
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

り
を
通
じ
て
い
つ
で
も
言

て
く

れ 
ハ
チ
マ
ン
は
基
本
的
に
フ
レ
ン
ド
リ

に
接
し
て
お
り

そ
ん
な
提
案
も
飛
び
出
し
て
き
た

お
前
達
の
手
は

り
ん

 
だ
が
ル
シ
パ

は
そ
れ
を
断

た

や
は
り
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
の
だ
ろ
う
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ま
あ
そ
う
言
う
と
思

た
よ

言

て
み
た
だ
け
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ル
シ
パ

に
背
を
向
け
た

 
今
回
は
特
に
必
要
が
無
い
と
思

た
の
か

ホ

リ

の
紹
介
は
し
な
い

 
ホ

リ

の
事
を
気
に
し
て
い
る
メ
ン
バ

も
い
た
よ
う
だ
が

 
ル
シ
パ

を
差
し
置
い
て
前
に
出
る
気
も
な
い
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
の
ま
ま
ス
プ
リ
ン
ガ

や
フ

ブ
ニ
ル
達
が
た
む
ろ
し
て
い
る
方
へ
と
向

か

た
ラ
キ
ア
さ
ん

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
が
最
初
に
声
を
か
け
た
の
は
だ
が
し
か
し
そ
の
二
人
で
は
な
く
ラ
キ
ア
で
あ

た

 
こ
の
場
の
力
関
係
を
考
え
る
と

当
な
選
択
と
い
え
る

む
ふ

 
ラ
キ
ア
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
を
よ
じ

り

 
何
故
か
ハ
チ
マ
ン
の

の
上
に
立

た

こ
れ
に
は
ア
ス
ナ
も
苦
笑
す
る
ば
か
り
で
あ
る

 
相
変
わ
ら
ず
行
動
が

め
な
い
が

そ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
凄
ま
じ
い

ん

ん



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
し
て
ラ
キ
ア
は
何
か
言
い
た
げ
に
ハ
チ
マ
ン
の

の
上
で
ト
ン
ト
ン
と
足

み
し
た

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

ラ
キ
ア
さ
ん
は
何
と

あ
あ

時
間
ま
で
遊
ん
で
だ
と
さ

分
か
り
ま
し
た

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

あ
と
は
任
せ
た

 
ホ

リ

の
紹
介
と
さ

き
の
ア
レ
の
確
認
も
頼
む

あ
い
よ

う
ん

分
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
屈

す
る
よ
う
に

を
曲
げ

勢
い
よ
く
立
ち
上
が

た

 
そ
の
反
動
を
使

て
ラ
キ
ア
が

を
舞
い
空
中
で
一
回
転
し
て
ハ
チ
マ
ン
の

手
に
着
地
す

る

お
お

 

囲
か
ら
歓
声
と

手
が
あ
が
り

遠
く
か
ら
も
二
人
に
注
目
が
集
ま
る
事
と
な

た

 
そ
の
間
に
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は

残
り
の
メ
ン
バ

達
に

を
し
て
い
た

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん

フ

ブ
ニ
ル
君

ヒ
ル
ダ
ち

ん

今
日
は
宜
し
く
ね

お
う

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
な
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今
日
は
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

お
二
人
と
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
し
て
こ
れ
が
う
ち
の
新
人
の
タ
ン
ク
の
ホ

リ

で
す

 
今
日
の
メ
イ
ン
盾
に
な
り
ま
す
の
で
一
応
紹
介
し
て
お
き
ま
す
ね

こ
ん
な

で

し

あ
り
ま
せ
ん

ホ

リ

で
す

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
ん
な

と
い
う
の
は

の
ア
イ
マ
ス
ク
の
事
で
あ

た

 
ホ

リ

は
ユ

ジ

ン
達
に
は
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
事
は
言
わ
な
か

た

 
ス
プ
リ
ン
ガ

の
物

か
ら

そ
う
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
の
だ
ろ
う

お
お

そ
う
な
の
か

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く

 
そ
れ
に
対
す
る
ス
プ
リ
ン
ガ

の
返
事
は
と
て
も

か

た
が

 
ホ

リ

を
観
察
す
る
そ
の

線
は
実
に

か

た

新
人
さ
ん
な
の
に
今
日
の
メ
イ
ン
盾
を

そ
う
い
う
事
に
な

て
ま
す
ね

ま
あ
役
目
は
し

か
り
果
た
し
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い

へ

そ
り

楽
し
み
だ

そ
れ
で
で
す
ね

さ

き
ル
シ
パ

達
が
大
き
な
筒
み
た
い
な
物
を
い
じ

て
ま
し
た
け
ど
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あ
れ
が
何
か
分
か
り
ま
す
か

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
が

り
込
む
よ
う
に

・さ
・

・き
・の
・ア
・レ

の
確
認
を
始
め
た

あ
あ

あ
れ
か

 
そ
の
キ
リ
ト
の
問
い
に

ス
プ
リ
ン
ガ

は
苦
い
顔
を
し
た

実
は
事
前
の
ミ

テ

ン
グ
に
正
体
不
明
の
フ

ド
の
女
が
混
じ

て
て
な

 
誰
か

て

い
て
も
ア
ド
バ
イ
ザ

と
し
か
答
え
や
が
ら
な
く
て
よ

 
で

そ
い
つ
が
使

て
み
て
く
れ

て
置
い
て

た
ん
だ
よ

魔
力
充

型
の
魔
砲

て

奴
を
さ

えあ
あ

味
方
殺
し
で
す
か

 
そ
の
ア
イ
テ
ム
の
存
在
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

も
知

て
い
た

 
だ
が
実

に
製
作
し
て
み
て

力
は
あ
る
が

準
器
が
無
い
と
命
中

が

す
ぎ
る
上
に

 
そ
の

準
器
を
作
る
の
に
必
要
な
素
材
が
ま
だ
見
つ
か

て
い
な
い

 
実
戦
で
使
う
と
間
違
い
な
く
味
方
の
背
中
を
撃
つ
事
に
な

て
し
ま
う
事
か
ら

 
ヴ

ル
ハ
ラ
で
も
武
器

に
し
ま
わ
れ
た
ま
ま
に
な

て
い
る
と
い
う

く
付
き
の
武
器
で
あ
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る
味
方
殺
し

そ
う
な
の
か

は
い

あ
れ
は
で
す
ね

 
キ
リ
ト
達
は
武
器
の
性
能
に
つ
い
て
説
明
を
し

ス
プ
リ
ン
ガ

達
は
天
を

い
だ

マ
ジ
か

ま
さ
か
そ
ん
な
武
器
だ
と
は

戦
闘
中
に
使
う
つ
も
り
な
ん
で
す
か
ね

さ
す
が
に
そ
れ
は
た
ま
ら
な
い
な

俺
か
ら
も
使
わ
な
い
よ
う
に
進
言
し
て
お
く
さ

お
願
い
し
ま
す

私
達
が
言
う
と
意
地
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら

あ
あ

分
か

た

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
伝
え
て
お
く
よ

 
あ
と
戦
闘
中
は
お
か
し
な
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に
俺
が
監

し
て
お
く
さ

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て

を
下
げ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
本

に
こ
の
事
を
伝
え
て
も
ら
お
う
と
ア
ス
ナ
の
方
へ

り
返

た
が

 
そ
の
ア
ス
ナ
は
い
つ
の
間
に
か

ハ
チ
マ
ン
と
一

に
ラ
キ
ア
と
遊
ん
で
い
た

 
二
人
と
も
Ａ
Ｇ

ビ
ル
ド
の

に

々
と
ラ
キ
ア
を

え
て
お
り
そ
の
総
合
力
の
高
さ
が
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え
る

 
ち
な
み
に
当
然
の
事
な
が
ら

二
人
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
も
完

だ

そ
れ
じ

あ
俺
は

仲
間
に
こ
の
事
を
伝
え
て
き
ま
す
ね

う
ち
の
ラ
キ
ア
が
何
か
悪
い
ね

い
え
い
え

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

ま
だ
時
間
は
あ
り
ま
す
か
ら

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
と
ホ

リ

は
そ
の
場
を
去
り

 
残
さ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
も

戦
闘
開
始
五
分
前
に
は
仲
間
達
の
下
へ
と

て
き
た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を

意
外
な
人
物
が
出
迎
え
た

相
変
わ
ら
ず
楽
し
い
事
を
し
て
る
じ

な
い
か

シ

じ

な
い

ハ
チ
マ
ン

や

あ
れ

お

か
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

白
銀
の
乙
女
参
上
さ
ね

最
後
の
戦
い
に
は
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合

た
み
た
い
だ
ね

お
お

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
実
は
白
銀
の
乙
女
は
東
門
の
戦
い
の
初
日
に
参
加
し
て
お
り

残
念
な
が
ら
全
滅
し
て
い
た

 
そ
の
後

ハ
チ
マ
ン
達
が
参
加
し
た
門
の
攻
略
時
か
ら
今
ま
で

 
メ
ン
バ

の
都
合
が
合
わ
ず
に
参
加
出
来
て
い
な
か

た
の
だ
が



 第９７９話 魔砲

 
今
日
は
時
間
ギ
リ
ギ
リ
に
な

て
し
ま

た
が
こ
う
し
て
間
に
合

た
と
ま
あ
そ
う
い
う

で
あ

た

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
ね

や

う
ち
の
連
中
は
好
き
に
使

と
く
れ

分
か
り
ま
し
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は
シ
ノ
ン
の

近
接
組
は
キ
リ
ト
の
指

に

て
下
さ
い

了
解
だ
よ

や

 
お

か
さ
ん
と
の
話
を
終
え
た
後

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
キ
リ
ト
に
謝

た

悪
い
キ
リ
ト

つ
い
楽
し
く
な

て
ギ
リ
ギ
リ
に
な

ち
ま

た

ご
め
ん
ね

キ
リ
ト
君

い
や

別
に
い
い
さ

そ
れ
よ
り
も
ハ
チ
マ
ン

の
ア
レ
の
事
な
ん
だ
が

 
キ
リ
ト
は
先
ほ
ど
ス
プ
リ
ン
ガ

か
ら

い
た
魔
砲
の
事
を
ハ
チ
マ
ン
に
説
明
し
た

や

ぱ
り
あ
れ
は
魔
砲
だ

た
か

 
ナ
タ
ク

魔
力
充

型
だ
と
何
分
で
一
発
撃
て
る
ん
だ

た
か

大
体
二
十
分
で
一
発
で
す
か
ね

て
事
は
そ
ろ
そ
ろ
撃
て
る
よ
う
に
は
な
る
か

 
謎
の
フ

ド
の
女

て
の
も
気
に
な
る
が

出
所
は
ど
こ
だ
と
思
う
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大
手
の
職
人
ギ
ル
ド
な
ら
ど
こ
で
も
作
れ
る
で
し

う
か
ら
特
定
す
る
の
は
難
し
い
気
が
す

る
わ
ね

 
続
け
て
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
う
答
え

ハ
チ
マ
ン
は

組
み
を
し
た

ユ
キ
ノ

ル
シ
パ

の
奴

撃
つ
か
な

そ
う
ね

前
提
に
よ

て
変
わ
る
と
思
う
わ

と
い
う
と

た
だ
提

さ
れ
た
だ
け
な
ら
味
方
を

き
込
む
ケ

ス
だ
と
撃
た
な
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
さ
す
が
に
そ
ん
な
事
を
し
た
ら
参
加
し
た
プ
レ
イ
ヤ

全
員
か
ら
叩
か
れ
て
し
ま
う
わ

た
だ
提

さ
れ
た
だ
け
な
ら

か

え
え
提

し
て
き
た
相
手
が
黒
幕
で
必
ず
撃
つ
よ
う
に
言
い

め
ら
れ
て
い
た
と
し
た
ら

 
も
し
く
は
黒
幕
が
ス
パ
イ
か
何
か
を
送
り
込
ん
で
き
て
い
た
ら

 

判
な
ん
か
お

い
な
し
に
い
き
な
り
背
後
か
ら
撃

て
く
る
可
能
性
が
高
い
で
し

う
ね

な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
う
だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ユ
キ
ノ
の
意
見
に

い
た

と
り
あ
え
ず
開
幕
で
撃
た
せ
て
み
る
わ
そ
れ
で
戦
闘
で
使

た

て
い
う
大
義
名
分
が
立
て
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ば
良
し

 
無
理
で
も
ま
あ

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
が
監

し
て
て
く
れ
る
な
ら
何
と
か
な
る
だ
ろ

 
も
し
強
行
さ
れ
て
誰
か
死
ん
だ
ら

そ
の
時
は
戦
争
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
判
断
を
下
し

一
同
は
交
戦
的
な
表
情
で

い
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
戦
闘
を
開
始
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
前
に
出
る
と
最
初
に
ル
シ
パ

達
に
向
け
て
大
き
な
声
で
そ
の
旨

を
伝
え

 
ル
シ
パ

が
ど
こ
か
ホ

と
し
た
よ
う
な
表
情
で
そ
れ
を
了

し

 
こ
う
し
て
魔
砲
の
一
撃
を
合
図
に
戦
闘
が
開
始
さ
れ
る
事
が
決
定
し
た
の
だ

た
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第
９
８
０
話
 
全
軍

攻
撃
開
始
だ

 
大
変
お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
さ
て

そ
れ
で
は
こ
こ
で

戦
闘
開
始
ま
で
の

な
流
れ
を
見
て
み
よ
う

 
開
始
予
定
時
刻
が
訪
れ
た
時

ハ
チ
マ
ン
は
全
軍
の
正
面
に
立

た

 
ホ

リ

セ
ラ
フ

ム

ユ
イ
ユ
イ

ア
サ
ギ

カ
ゲ
ム
ネ
が
そ
の
後
に
続
く

 
ハ
チ
マ
ン
の
戦
闘
開
始
の
合
図
を
今
か
今
か
と
待
ち

え
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は

 
だ
が
タ
ン
ク

の
中
に
見
知
ら
ぬ
者
が
い
た

ざ
わ
つ
き
始
め
た

お
い

誰
だ
あ
れ

ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
の
タ
ン
ク
な
ん
じ

な
い
か

い
や

で
も
あ
の
装
備
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
タ
ン
ク
の
装
備
だ
ろ

あ
れ

本
当
だ

て
事
は
新
人

マ
ジ
か
よ

た
だ
で
さ
え

い
タ
ン
ク
の
層
が
ま
た
分

く
な

た
の
か
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ま
あ
で
も
サ
ブ
タ
ン
ク
だ
ろ

メ
イ
ン
は
姫
騎
士
か
戦
女
神
の
ど

ち
か
だ
ろ

 
先
日
の
一
件
以
来
ユ
イ
ユ
イ
に
も
二
つ
名
が
つ
い
た

そ
れ
が
戦
女
神
ブ
リ

ン
ヒ
ル
ド
で

あ
る

 
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
の
事
を
恥
ず
か
し
が

て
い
た
が
広
ま

て
し
ま

た
も
の
は
仕
方
が
な
い

 

囲
で
は

ど
ち
ら
が
メ
イ
ン
を
張
る
の
か
ひ
そ
ひ
そ
と

か
れ
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
が
ど
ち
ら
を
メ
イ
ン
タ
ン
ク
に
選
ぶ
か
注
目
さ
れ
て
い
た
が

 
そ
ん
な
プ
レ
イ
ヤ

達
の
期
待
を
裏
切
る
か
の
よ
う
に

 
ハ
チ
マ
ン
が
最
初
に
口
に
出
し
た
の
は
魔
砲
使
用
の
告
知
と
い
う
名
の
要

で
あ

た

一
番

は
・予
・定
・通
・り

七
つ
の
大
罪
の
魔
砲
に
任
せ
よ
う
と
思
う

 
そ
れ
が
一
番
安
全
な
魔
砲
の
使
い
方
だ
か
ら
な

任
せ
た
ぞ

ル
シ
パ

 
そ
う
言
わ
れ
た
時
の
ル
シ
パ

の
表
情
は
見
物
で
あ

た

 
最
初
に
ギ

と
し
た
後

す
ぐ
に
苦
々
し
い
顔
に
な
り

 
最
後
に
や
や
ホ

と
し
た
よ
う
な
顔
に
な

た
の
で
あ
る

 
そ
の
時
ル
シ
パ

は

魔
砲
を
グ
ラ
ン
ゼ
に

さ
れ
た
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た
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ル
シ
パ

あ
ん
た
さ
せ

か
く
私
が

援
し
て
や

て
る
の
に
何
な
の
こ
の
体
た
ら
く

は 
目
立
つ
の
は
ヴ

ル
ハ
ラ
ば

か
だ
し

素
材
も
全
然
取

て
こ
れ
な
い
し

 
も

と
存
在
感
を

し
て
く
れ
な
い
と
こ

ち
も
困
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の
グ
ラ
ン
ゼ
の
乱
暴
な
言
葉
に
ル
シ
パ

は
不

さ
を
感
じ
た
が

 
タ
ン
ク
育
成
の

に
グ
ラ
ン
ゼ
か
ら

援
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

り
を
飲
み
込
ん
だ

タ

タ
ン
ク
を
育
て
ら
れ
れ
ば
ま
だ

り
返
せ
る

そ
の

の
装
備
を
作

て
も
ら
い
た
い

は

あ
ん
た

自
分
が
何
か
要
求
出
来
る
立
場
だ
と
で
も
思

て
る
の

こ

今
後
の

に
も
必
要
な
も
の
だ

そ
こ
を
何
と
か
よ
ろ
し
く
頼
む

 
そ
う
言

て
ル
シ
パ

は

何
と

を
下
げ
た

 
そ
ん
な
ル
シ
パ

の

を
見
る
の
は
初
め
て
だ

た

グ
ラ
ン
ゼ
は
驚
き
の
あ
ま
り
目
を
見

開
い
た

ふ

ふ

ん

ど
う
い
う
事
か
説
明
し
て
も
ら

て
も
い
い
か
し
ら

あ
あ

 
ル
シ
パ

は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

感
し
た
タ
ン
ク
の
重
要
性
に
つ
い
て
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拙
い
言
葉
な
が
ら
も
グ
ラ
ン
ゼ
に
語
り

 
七
つ
の
大
罪
の
タ
ン
ク
が
強
力
な
モ
ブ
に
は
通
用
し
な
い
事
を
伝
え

 
そ
れ
で
グ
ラ
ン
ゼ
も
や

と
事
情
を
理
解
し
た

な
る
ほ
ど
強
力
な
モ
ブ
が
出
て
く
る
と
今
の
ま
ま
で
は
ど
う
あ
が
い
て
も
太
刀
打
ち
出
来

な
い
の
ね

 
そ
し
て
そ
れ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
が
強
い
理
由
の
一

だ
と

あ
あ

他
の
ギ
ル
ド
の
奴
ら
も
そ
の
事
を
実
感
し
た
は
ず
だ

 
強
力
な
タ
ン
ク
さ
え
育
成
出
来
れ
ば

自
力
に
勝
る
う
ち
は
ま
だ
ま
だ

び
る

分
か

た
わ

タ
ン
ク
装
備
を
中
心
に

援
し
て
あ
げ
る

 
そ
の
グ
ラ
ン
ゼ
の
言
葉
に
ル
シ
パ

は
ホ

と
し
た
が

 
グ
ラ
ン
ゼ
の
言
葉
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
か

た

た
だ
し

ぬ次
の
ボ
ス
戦
で

何
か
目
に
見
え
る
成
果
を
私
に
見
せ
て
み
な
さ
い

成
果

か
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も
ち
ろ
ん
そ
の

の
装
備
は
提

す
る
わ
よ

そ
う
ね

魔
砲
な
ん
て
ど
う
か
し
ら

魔

砲

魔
砲
銃
の
大
砲

だ
と
思
え
ば
い
い
わ

 
超
強
力
だ
け
ど

命
中

が
悪
く
て
正
直
持
て
余
し
て
た
の
よ

 
こ
れ
を
上
手
く
運
用
出
来
た
ら
合
格
に
し
て
あ
げ
る
わ

分
か

た

や

て
み
よ
う

 
こ
れ
が
七
つ
の
大
罪
が
魔
砲
を
持
ち
込
ん
だ
真
相
で
あ

た

 
結
局
今
日
ま
で
ど
う
や

て
運
用
す
れ
ば
い
い
の
か
全
く
思
い
つ
か
な
か

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
で
逆
に
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
事
が
出
来
た

 
ル
シ
パ

は
ホ

と
し
た
表
情
を
見
せ
た
の
で
あ
る

 
フ
ン

お
い
お
前
達

さ

さ
と
準
備
を
始
め
ろ

 
七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

達
は

そ
の
言
葉
に
よ

て

か
れ
た
よ
う
に
動
き
始
め
た

 
魔
砲
の
魔
力
充

方
法
は
本
体
の
宝
石
の
よ
う
な
装

部
分
に
誰
か
が
触
れ
続
け
る
だ
け
で

あ

た
が
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今
回
は
魔
力
は

に
充

済
み
だ

た

今
や
る
必
要
が
あ
る
の
は

 
ボ
ス
が
現
れ
る
で
あ
ろ
う
フ

ル
ド
の
中
央
奥
に
大
雑

に

準
を
合
わ
せ

 
射
手
が
配
置
に
着
く
だ
け
で
あ

た

そ
の
射
手
は

ま
さ
か
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
で
あ
る

 
何
故
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
選
ば
れ
た
か
と
い
う
と

に
遠

攻
撃
慣
れ
し
て
い
る
か
ら
と
い
う

理
由
で
あ
る

ん

ア
ス
モ
が
射
撃
担
当
か

な
ら
メ

セ

ジ
の
一
つ
で
も
送

て
お
く
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に

い
メ

セ

ジ
を
送

た

 
そ
の
内
容
は

戦
闘
終
盤
で
や
ら
か
し
た
ら
ど
う
な
る
か
は
分
か

て
る
な

と
い
う
物
で

あ
り

 
そ
れ
を
見
た

間

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

え
上
が

た

も
ち
ろ
ん
最
初
し
か
撃
つ
気
は
な
い
わ
よ

ル
シ
パ

も
そ
の
つ
も
り
だ
か
ら
大
丈
夫

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

て
て
そ
う
返
信
し
顔
色
を

う
よ
う
に
チ
ラ
チ
ラ
と
ハ
チ
マ
ン
の
方
を

見
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
見
せ
る
よ
う
に

を

め
る
と
味
方
の
タ
ン
ク

に
声
を
か

け
た
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よ
し

行
く
ぞ

 
そ
の

を

え
る
か
の
よ
う
に

プ
レ
イ
ヤ

達
か
ら
地
鳴
り
の
よ
う
な
歓
声
が
上
が
る

 
そ
し
て
タ
ン
ク
チ

ム
が
ゆ

く
り
と
前
に
歩
き
出
し
た
が

 
そ
の
先

に
い
た
の
が
ホ

リ

だ

た

そ
の
歓
声
は
ど
よ
め
き
に
変
わ

た

ま
さ
か
あ
い
つ
が
メ
イ
ン
タ
ン
ク
な
の
か

も
し
か
し
て
凄
い
奴
だ

た
り

い
や
い
や

も
し
そ
う
な
ら
と

く
に
噂
に
な

て
る
だ
ろ

顔
を

し
て
る
か
ら
何
と
も
だ
が

そ
れ

い
プ
レ
イ
ヤ

に
心
当
た
り
が
無
え

ザ
・
ル

ラ

は
何
を
考
え
て
る
ん
だ

 
そ
ん
な
疑
問
の
声
に
ハ
チ
マ
ン
は
反
応
せ
ず

 
タ
ン
ク
チ

ム
も
そ
の
ま
ま
ゆ

く
り
と
前
に
進
ん
で
い
く

 
そ
し
て
フ

ル
ド
中
央
の
少
し
手
前
ま
で
到
達
し
た
時
に

 
前
方
に
闇
の
よ
う
な
エ
フ

ク
ト
が
現
れ

ラ
ス
ボ
ス
が
ゆ

く
り
と
そ
の

を
現
し
た

お

お
い

あ
れ

⻄

⻯
だ
な
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ド
ラ
ゴ
ン
か

確
か
に
恐
⻯
の
親

て
言

た
ら
ド
ラ
ゴ
ン
だ
よ
な

 
実

は
ま

た
く
違
う
の
だ
ろ
う
が

プ
レ
イ
ヤ

に
と

て
そ
ん
な
事
は
関
係
な
い

 
巨
大
な
ト
カ
ゲ
だ
と
い
う
事
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
だ

 
そ
ん
な
中
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
許
可
を
求
め
る
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
方
に

線
を
送

て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ち
ら
に
向
け
て

い
た

外
し
て
も
い
い
か
ら
ま
あ

気
楽
に
い
け
よ

 
ハ
チ
マ
ン
に
し
て
み
れ
ば
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

の
力
を
抜
い
て
あ
げ
る
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
が

 

病
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
の
言
葉
を
絶
対
に
外
す
な
と
い
う
意
味
だ
と
受
け
取

た

う

う

が

い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
か
な
り
の
プ
レ

シ

を
感
じ
な
が
ら
も

 
と
に
か
く
敵
の
腹
部
の
中
心
に
狙
い
を
つ
け

ト
リ
ガ

を
引
い
た

当
た
れ
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だ
が
無
情
に
も
魔
砲
か
ら
放
た
れ
た
レ

ザ

は

か
な
り
上
へ
と
向
か

て
放
た
れ
た

ぎ
 
そ
れ
を
見
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

現
役
女
子
高
生
と
は
思
え
な
い

鳴
を
上
げ
た
が

 
そ
の
時
奇
跡
が

こ

た

敵
が
空
中
へ
と
飛
び
上
が

た
の
だ

 
そ
の
お
か
げ
で

ズ
ガ
ン

と
い
う
音
と
共
に

敵
に
ま
と
も
に
レ

ザ

が
命
中
し
た

お
お

や
る
な
あ
い
つ

今
の
で
一
パ

セ
ン
ト
く
ら
い
は

れ
た
か

思

た
よ
り

力
が
あ
る
な

 
遠
く
か
ら
そ
ん
な
賞

の
声
が

こ
え
た
が

攻
撃
を
放

た
当
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

 
当
然
今
の
が
偶
然
だ
と
い
う
事
を
理
解
し
て
い
た

ラ

ラ

キ

こ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
お
仕
置
き
さ
れ
ず
に
済
む

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ホ

と
し
た
が

そ
れ
と
同
時
に
空
中
に
文

が
現
れ
た

と

は
は

な
ん
だ
こ
の

出

ア
メ
リ
カ

ン

て
か
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ま
あ
で
も

新
で
い
い
か
も
な

 

 

は
空
中
で
身
を
よ
じ
り

そ
の
ま
ま
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
目

け
て
突
撃
を
開
始
し
た
が

 
そ
ん
な

目

け
て
ホ

リ

が
走

て
い
く

ハ
イ
レ
オ
ン

展
開

 
そ
の
言
葉
と
共
に

ホ

リ

の
手
に
剣
と
盾
が
現
れ
る

シ

ル
ド
ス
ロ

 
直
後
に
放

た
そ
の
ス
キ
ル
は
見
事
に
敵
に
命
中
し
敵
が
ホ

リ

の
方
に
向
き
を
変
え
た

こ
れ
は
中
々
良
い
装
備
だ
ね
そ
れ
に
し
て
も
こ
ん
な

張
感
は
久
し
ぶ
り
だ
来
た
ま
え

 
そ
の
突
撃
を

ホ

リ

は
ア
イ
ゼ
ン
も
使
わ
ず
に
見
事
に
受
け
止
め

 

囲
か
ら
賞

の
声
が

き

こ

た

お
お

凄
い
な
あ
の
新
人

一
体
何
者
だ

 
そ
れ
を
後
ろ
で
見
て
い
た
セ
ラ
フ

ム
や
ユ
イ
ユ
イ
も
感

し
て
い
た

凄
い

あ
れ
を
あ

さ
り
止
め
る
な
ん
て



 第八章 キャリバー・クロッシング編

あ
た
し
も
も

と

行
し
な
き

 
カ
ゲ
ム
ネ
と
ア
サ
ギ
は
何
も
言
う
事
な
く

そ
の

に
見
入

て
い
る

む
 
だ
が
そ
の
直
後
に
敵
が
三
つ
の
光
に
分

し
て
突
進
し
て
き
た

 
ホ

リ

は
戸
惑

た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

 
だ
が
そ
れ
も
一

だ

た

ホ

リ

は
微

に
体
の
向
き
を
調
整
す
る
事
で

 
そ
の
三
連
撃
を
も
完

に
防
ぎ
き
り

そ
の
場
か
ら
一
歩
も
引
か
な
か

た

は
落
ち
ち

い
ね
え
な

さ
す
が
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
感
心
し
つ
つ

即
座
に
指

を
出
し
た

マ

ク
ス

ユ
イ
ユ
イ

ア
サ
ギ
は
マ

ク
ス
の

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
ユ
イ
ユ
イ
の
フ

ロ

に
入
れ

了
解

 
そ
の
指

を
受
け

セ
ラ
フ

ム
と
ユ
イ
ユ
イ
は

の
敵
に
シ

ル
ド
ス
ロ

を
放
つ

 
そ
れ
に
よ

て
光
は
三
方
に
分
か
れ
光

が
下
が
る
の
と
同
時
に
敵
が
徐
々
に
そ
の

を
現

し
て
い

た
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ど
う
や
ら
こ
の
敵
は
天
⻯
と
い
う
よ
う
だ
ね
ち
な
み
に

と
は
⻯
の

が
違
う
よ
う

だ
こ
ち
ら
は
地
⻯
で
す

ハ
チ
マ
ン
様

こ

ち
は
人
⻯
だ
よ

ジ

ジ

の
奴

と
⻯
の
違
い
を
理
解
し
て
使
い
分
け
て
る

じ

な
さ
そ
う
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う

く
の
と
同
時
に

そ
の
三

の
⻯
は
ま
た
た
く
間
に
そ
の

を
変
え
た

 
天
⻯
は
巨
大
な
翼
を
は
た
め
か
せ

天
空
へ
と
舞
い
上
が
る

 
地
⻯
は
外

か
ら
ト
ゲ
を
生
や
し

ま
る
で
要
塞
の
よ
う
に
大
地
に
ず
し
り
と

を
下
ろ
す

 
人
⻯
は
二
足
で
立
ち
上
が
り

両
の
翼
を
巨
大
な
剣
に
変
え

え
を
と
る

な
る
ほ
ど
そ
う
く
る
か

は
は

面
白
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
楽
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

プ
レ
イ
ヤ

に
向
け
て
こ
う
叫
ん
だ

遠

物
理
攻
撃
は
天
⻯
へ

魔
法
攻
撃
は
地
⻯
へ

近
接
攻
撃
は
人
⻯
へ

 
そ
こ
で
一

置
き

プ
レ
イ
ヤ

達
に
そ
の
言
葉
を
理
解
さ
せ
た
後

 
ハ
チ
マ
ン
は
再
び
大
音
声
を
放

た

全
軍

攻
撃
開
始
だ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
の
言
葉
に
フ

ル
ド
に
居
た
全
プ
レ
イ
ヤ

が
応
え
る

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
ん
な
大
地
を

る
が
す
よ
う
な
凄
ま
じ
い
咆
哮
と
共
に

 
プ
レ
イ
ヤ

達
は

そ
れ
ぞ
れ
の
タ

ゲ

ト
に
向
け
て
攻
撃
を
開
始
し
た
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第
９
８
１
話
 

三
⻯
総
力
戦

 
天
⻯
相
手
の
戦
い
は

実
に
ス
ロ

な
滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
た

 
こ
れ
は
ホ

リ

に
攻
撃
を
当
て
る

に
は
い
か
な
い

 
攻
撃
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
敵
が
空
中
に
い
る
間
だ
け
と
な
る
か
ら
で
あ
る

 
も

と
も
敵
が
ホ

リ

に
近
接
し
て
い
る
時
に
丁
度

込
め
を
す
る
事
が
出
来
る

 
攻
撃
準
備
に
関
し
て
は
実
に
ス
ム

ズ
に
進
ん
で
い
た

 
戦
況
が
大
き
く
動
い
た
の
は

そ
の
少
し
後
か
ら
で
あ
る

シ

ル
ド
ス
ロ

 
敵
が
急
に
向
き
を
変
え
た

ホ

リ

は
す
か
さ
ず
ス
キ
ル
を
放

た

 
だ
が
敵
が
そ
の
ま
ま
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
向
か

た

 
こ
れ
は
お
そ
ら
く
ラ
ン
ダ
ム
タ

ゲ

ト
か
何
か
だ
と
判
断
し
た
ホ

リ

は

 
敵
が
向
か

た
方
向
に
向
け
て
注
意
を

し
た

無
差
別
攻
撃
の
可
能
性
が
あ
る

気
を
つ
け
て
く
れ

 
敵
が
向
か

て
い
く
先
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

達
は
そ
の
言
葉
に

て
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敵
の
攻
撃
を
何
と
か
し
よ
う
と
防
御

勢
を
と

た

 
一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

は

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
敵
を
引
き
付
け
て
避
け
よ
う
と
考
え
て
い
た
が

 
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
で
あ
る

何
故
な
ら
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
に
は
そ
ん
な
技
能
は
必
要
な
い
か

ら
だ

 
ナ
イ
フ
に
よ
る
近
接
戦
闘
を
行
う
機
会
が
あ
る
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

な
ら
ば
あ
る
い
は
可
能
な

の
だ
ろ
う
が

 
こ
こ
に
い
る
ほ
と
ん
ど
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

達
は
た
だ
銃
を
撃
つ
だ
け
の
ラ
イ
ト
層
で
あ

り 

に
そ
ん
な
行
動
が
と
れ
る
者
は
多
く
な
い

 
ほ
と
ん
ど
の
者
が
死
を
覚
悟
す
る
中

そ
ん
な
彼
ら
の
目
の
前
に

 
ど
こ
か
ら
か
飛
来
し
た
銀
色
の
壁
が
突
き
立

た

ア
サ
ギ
の

公
主
で
あ
る

 
ア
サ
ギ
は
多
少
な
り
と
も
味
方
の
ダ
メ

ジ
を

ら
そ
う
と

 
遠
く
か
ら
自
ら
の
武
器
を
投
げ

壁
と
し
た
の
で
あ

た

ホ

リ

さ
ん

あ
る

度
は
私
が
フ

ロ

し
ま
す

 

公
主
が
壁
に
な

た
お
か
げ
で

敵
の
突
進
の

力
が

か
に

が
れ
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何
人
か
死
者
は
出
た
が

多
く
の
者
が
即
死
を
免
れ
る
事
と
な

た

 
セ
ラ
フ

ム
の
フ

ロ

を
し
て
い
た
ア
サ
ギ
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
指

に
よ

て
こ
ち
ら
に
回

て
き
て
い
た
の
だ

 
こ
れ
は
敵
の
特
性
か
ら
し
て
セ
ラ
フ

ム
の
フ

ロ

に
入
る
必
要
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る

 
こ
の

り
の
即
応
性

決
断
の

さ
は
さ
す
が
ハ
チ
マ
ン
だ
と
言
え
よ
う

す
ま
な
い

助
か
る
よ

 
ホ

リ

は
ア
サ
ギ
に

を
言
い

再
び
敵
の
タ

ゲ

ト
を
確
保
し
た

 
ア
サ
ギ
は
そ
の
間
に

公
主
を

い

再
び
敵
の
攻
撃
に
備
え
る

 
天
⻯
は
そ
の
ま
ま
ホ

リ

目

け
て
何
度
も
急
降
下
し

 
足
や

尾
牙
な
ど
を
用
い
て
激
し
い
攻
撃
を
加
え
て
く
る
が
ホ

リ

は
ま

た
く
崩
れ

な
い

 
先
ほ
ど
ア
サ
ギ
が
フ

ロ

に
入

た
時
の
よ
う
に

 
敵
が
い
き
な
り
ヘ
イ
ト
を
無

し
て
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
攻
撃
を
し
て
く
る
ケ

ス
以
外

 
ホ

リ

は
完

に
敵
を

え
込
み
専
属
で
つ
い
て
い
る
ユ
キ
ノ
の

果
的
な

援
も
あ
り
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ま
さ
に

壁
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
立
ち
回
り
を
実
現
さ
せ
て
い
た

 
だ
が
そ
れ
は
あ
る
意
味
当
然
と
も
い
え
る

 
そ
も
そ
も
ホ

リ

は

回
復
魔
法
の
無
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
七
十
五
層
ま
で

全
て
の
ボ
ス
戦
を

 

が
半
分
を
切
る
事
無
く
乗
り
切

た

の
豪
の
者
で
あ
る

 
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
回
復
魔
法
を
か
け
て
も
ら
え
る
ボ
ス
戦
な
ど

 
ホ

リ

に
と

て
は

ル
ゲ
も
い
い
所
で
あ
ろ
う

 
む
し
ろ
回
復
魔
法
を
か
け
ら
れ
て
み
た
い
と
い
う
興
味
本

か
ら

 
わ
ざ
と
何
度
か
攻
撃
を
く
ら

て
い
た

ホ

リ

は
余

で
敵
を

い
て
い
た
の
で
あ
る

ふ
う
ん

や
る
じ

な
い

あ
ん
た
達

私
達
も
負
け
て
ら
れ
な
い
わ
よ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

び
に
そ
の
友
好
ナ
イ
ツ
の
面
々
に
シ
ノ
ン
が
そ
う
発
破
を
か
け
た

お
う

や

て
や
ろ
う

私
の
速
さ
は
生
か
せ
な
い
け
ど

頑
張
る

 
闇
風

薄
塩
た
ら
こ

レ
ン
の
三
人
は

そ
う
気
合
い
を
入
れ
た

あ
ん
た
達

女
を
見
せ
な
よ
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あ
は

・タ
・マ

を
ぶ
ち
込
ん
で
差
し
上
げ
ま
す
わ

 
お

か
さ
ん
が

女
連
に
向
か

て
叫
び

ミ
サ
キ
は

と
し
た
顔
で
銃
を

げ
る

任
せ
て
く
れ

そ
う
い
う
の
は
得
意
さ

や

て
や
り
ま
し

う
ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

 
ゼ
ク
シ

ド
は
ベ
テ
ラ
ン
の

を
見
せ

ユ

コ
と
ハ
ル
カ
も
や
る
気
を
見
せ
る

久
々
の
出
番
だ
よ

あ
ん
た
達

し

か
り
や
り
な

お
う

 
今
日
に
備
え
て
い
た
Ｓ

Ｎ
Ｃ
は
気
合
い
十
分
の
よ
う
だ

よ

し

俺
達
も
や
る
ぞ

お
前
達

撃

て
撃

て
撃
ち
ま
く
れ

 
ダ
イ
ン
と
ギ
ン
ロ
ウ
は

仲
間
達
と
共
に
天
⻯
に

準
を
合
わ
せ
る

さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
達
も
お
仕
事
お
仕
事

と

⻑

仕
事
じ

な
い

す
よ

こ
う
い
う
時
く
ら
い
仕
事
の
事
は
忘
れ
ま
し

う
よ

で
も
や

て
る
事
は
一

な
の
よ
ね
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張
感
が
無
い
わ
ね

 
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
五
人
は
の
ん
び
り
し
た
口
調
で
話
し
て
い
た
が

 
さ
す
が
プ
ロ
ら
し
く

決
し
て
攻
撃
の
手
を
抜
く
事
は
な
い

 
ナ
タ
ク
と
ス
ク
ナ
も
こ
こ
に
居
り

サ
ト
ラ
イ
ザ

に
射
撃
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
つ
つ

 
魔
法
銃
に
も

と

し
よ
う
と

み
て
い
る
よ
う
だ

 
テ

カ
は
シ
ノ
ン
の
横
に
立

て
い
た

同
じ

使
い
同
士

気
が
合
う
ら
し
い

 
そ
し
て
シ

リ

は
無
言
で
Ａ
Ｓ
５
０
を

え
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ど
ち
ら
に
も
精
通
し
て
い
る
シ
ノ
ン
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
の
ま
と
め
役
に
最

で

あ
る

 
シ
ノ
ン
の
言
う
事
は

あ
の
お

か
さ
ん
や
ミ
サ
キ
で
す
ら
ち

ん
と

く
の
だ

 
つ
い
で
に
言
う
と

一

プ
レ
イ
ヤ

達
も
同
じ
よ
う
な

況
で
あ
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の

必
中

と
し
て
の
シ
ノ
ン
の
指

に

い

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ノ
ン
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
シ
ノ
ン
だ
と
確
信
し
て
い
る

 
Ｂ
ｏ
Ｂ
常
連
で

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
一
員
で
あ
る
シ
ノ
ン
に
は
素
直
に

う

 
こ
う
し
て
シ
ノ
ン
に
よ

て

組

だ

た
攻
撃
が
展
開
さ
れ
る
事
と
な
り
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敵
が
飛
ん
で
い
る

に
一
気
に

る
事
は
出
来
な
い
が

堅
実
に
敵
の

が

れ
て
い

た

 
そ
ん
な
余

の
あ
る
戦
闘
の
中

を
半
分
ま
で

た
時

い
き
な
り
天
⻯
が
空
中
で
静

止
し
た

 
そ
し
て
天
⻯
の
口
の

り
に
光
が
集
ま
り
始
め
た

間
に
ホ

リ

は
味
方
に
向
け
て
叫
ん

だ
お
そ
ら
く
ブ
レ
ス
だ

顔
の
向
き
に
注
意
し
て
く
れ
た
ま
え

 
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て

ア
サ
ギ
も
ま
た
こ
う
叫
ん
で
い
た

多
分
ブ
レ
ス
で
す

敵
が
自
分
の
方
を
向
い
た
ら
す
ぐ
避
け
て
下
さ
い

ほ
う

よ
く
敵
を
観
察
し
て
い
る

指

の
思
い
切
り
も
い
い

彼
女
は
き

と
い
い
タ
ン

ク
に
な
る

ア
サ
ギ
君

そ
の
調
子
で
頼
む
よ

は
い

 
ホ

リ

は
ア
サ
ギ
に
そ
う
声
を
か
け

再
び
敵
と
向
か
い
合

た

 
今
の
ブ
レ
ス
で
何
人
か
が
死

は
し
た
が
ヒ

ラ

の
キ

パ
シ
テ

を
超
え
る

で
は
な

く
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門
の
突
破
の
時
に
い
い
意
味
で
死

＆

生
慣
れ
し
た
プ
レ
イ
ヤ

と
ヒ

ラ

達
が

 
ス
ム

ズ
に

生
を
こ
な
し
た

攻
撃

に

び
は
見
ら
れ
な
い

 
前
述
し
た
よ
う
に
敵
が
空
を
飛
ん
で
い
る

に

り
こ
そ

い
が

 
天
⻯
組
は

こ
の
よ
う
に
堅
実
な
戦
い
を
続
け
て
い
た

  
一
方
地
⻯
で
あ
る

こ
ち
ら
は
天
⻯
と
比
べ
る
と

実
に
親
切
設
計
で
あ

た

 
地
⻯
の
攻
撃
は
通
常
攻
撃
は
激
し
い
が
セ
ラ
フ

ム
一
人
で
余

で

え
ら
れ
る

度
で

あ
り

 
残
り
は
ブ
レ
ス
と

囲
攻
撃
に
な
る
の
だ
が
そ
も
そ
も
こ
こ
に
は
近
接
ア
タ

カ

が
い
な

い 

囲
攻
撃
が

囲
攻
撃
た
り
え
な
い

態
と
な

て
い
た

 

え
ば
地
面
を

の
よ
う
に

さ
せ
る
攻
撃
は
地
⻯
を
中
心
に

に
放
た
れ
る
の
だ
が

 
地
⻯
の
攻
撃
を
担
当
し
て
い
る
魔
法
ア
タ

カ

達
は

そ
も
そ
も
そ
の

囲
に
は
い
な
い

 
し
か
も
そ
の
攻
撃
は
地
面
に
前

の
マ

ク
が
現
れ
る

避
け
る
の
は
容
易
で
あ
る

 
他
に
も
体
を
一
回
転
さ
せ

尾
を
ム
チ
の
よ
う
に
使

て

の

囲
に
攻
撃
し
て
く
る
事
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が
あ

た
が

 
こ
ち
ら
も
そ
の

囲
内
に
は
セ
ラ
フ

ム
し
か
い
な
い

 
し
か
も
そ
の
攻
撃
は
セ
ラ
フ

ム
が
敵
に
接
近
し
て
し

が
む
だ
け
で
防
げ
て
し
ま
う
の
だ

 
多
少
ダ
メ

ジ
を
受
け
て
も
リ

フ

と
シ
リ
カ
＆
ピ
ナ
が
ま
た
た
く
間
に

し
て
し
ま
う

 
こ
れ
を
親
切
設
計
と
言
わ
ず
に
何
と
言
お
う

 

外
的
に
ブ
レ
ス
だ
け
は
射
線
上
か
ら
逃
げ
る
必
要
が
あ

た
が

 
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
あ
る

イ
ロ
ハ

大
き
い
の
い
く
よ

分
か
り
ま
し
た

合
わ
せ
ま
す
ね

気

ニ

ン

 
ユ
ミ

イ
ロ
ハ

フ

イ
リ
ス
の
三
人
娘
が
強
力
な
魔
法
を
叩
き
込
む

お
ら
お
ら
お
ら
お
ら
お
ら

こ
い
つ
は
楽
で
い
い
じ

ん
ね

二
人
と
も

避
け
る
の
な

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
か
ら
は

リ
ク

リ

ク
の
二
人
が
こ
ち
ら
に
い
た
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リ
ナ
は
敵
を
じ

く
り
観
察
し
攻
撃
に
夢
中
に
な
り
が
ち
な
二
人
に
注
意
を
喚

し
て
い
る

 
ち
な
み
に
レ
レ
イ
は
無
言
で
魔
法
を
撃
ち
続
け
て
い
た
が

 
そ
の
表
情
は
い
つ
も
の
無
表
情
で
は
な
く
若

興
奮
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

 
ど
う
や
ら
ノ

ガ

ド
で
魔
法
を
撃
ち
ま
く
れ
る
の
が
楽
し
い
ら
し
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
タ

カ

の
中
で
一
番
人
口
が
多
い
の
が
魔
法
ア
タ

カ

だ
と
い
う
側
面
も
あ

り 
地
⻯
は
ま
た
た
く
間
に
そ
の

を

ら
し
て
い
き

地
面
に
そ
の

を

す
事
と
な

た

  
そ
し
て
人
⻯
で
あ
る

人
型
故
に
動
き
が
素

く

 
両
手
の
剣
を

り
回
さ
れ
る
と
近
接

も
中
々
近
寄
れ
な
い

 
そ
れ
に
対
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

即
座
に
カ
ゲ
ム
ネ
に
前
に
出
る
よ
う
に
指

を
し
た

 
要
す
る
に

一
本
の

に
一
人
の
タ
ン
ク
を
張
り
つ
け
た
の
で
あ
る

 
も

と
も
ど
ち
ら
の

も
タ

ゲ

ト
は
共
通
で
あ
る

 
ま
だ

験
の

い
カ
ゲ
ム
ネ
は
危
な
い
場
面
も
あ

た
が

 
そ
れ
は
師
匠
で
あ
る
ユ
イ
ユ
イ
が
フ

ロ

し
た
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そ
の
う
ち
二
人
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
も
と
れ
て
き
て

 
二
人
で
交

に
敵
の
ヘ
イ
ト
を
取
る
事
で

安
定
し
た
立
ち
回
り
が
出
来
る
よ
う
に
な

た

 
こ
う
な
る
と

後
は
背
後
か
ら
の
攻
撃
を
中
心
に
近
接
ア
タ

カ

が

 
ス
イ

チ
し
つ
つ
強
力
な
ソ

ド
ス
キ
ル
を
叩
き
込
む
だ
け
で
あ
る

 
元
々
こ
こ
に
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上

が
集
ま

て
い
る
事
も
あ
り

 
戦
闘
が

道
に
乗

た
直
後
か
ら

恐
ろ
し
い
勢
い
で
敵
の

が

れ
て
い
く

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

 
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
の
攻
撃
を

切
り
に

ラ
ン

い
る
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
突
撃
す
る

み
ん
な

ユ
ウ
に
続
く
わ
よ

お
う

み
ん
な

頑
張

て
下
さ
い

 
シ
ウ
ネ

が
そ
ん
な
仲
間
達
に
声
を
か
け
る

 
お
次
は
ル
シ
パ

い
る
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
だ

先

に
い
る
の
は
当
然
ラ
キ
ア
で
あ

る 
そ
の
後
に
フ

ブ
ニ
ル

ス
プ
リ
ン
ガ

と

七
つ
の
大
罪
の

部
連
が
続
く



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
ヒ
ル
ダ
は
何
が

こ

て
も
対
応
出
来
る
よ
う
に

囲
を

し
て
い
た
さ
す
が
は
出
来
る

子
で
あ
る

ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン

い
る
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
攻
撃
の
後

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
が
敵
に
襲
い
か
か
る

 
ア
ス
ナ
は
こ
ち
ら
の
メ
イ
ン
ヒ

ラ

な

と
り
あ
え
ず
攻
撃
に
は
参
加
し
な
い
よ
う
だ

 
代
わ
り
に
キ
リ
ト
を
先

に
エ
ギ
ル
ク
ラ
イ
ン
フ
カ
次
郎
が
ソ

ド
ス
キ
ル
を
叩
き
込

み 
そ
れ
と
入
れ

わ
る
よ
う
に

久
々
に
暴
れ
ら
れ
る
と
ば
か
り
に

 
コ
マ
チ

レ
コ
ン

ア
ル
ゴ
の

候
組
が

剣
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
つ

 
お
次
は
ロ
ウ
リ

リ

ウ

リ
ン
の
三
人
だ

 
ロ
ウ
リ

と
リ

ウ
は

バ
ト
ル
ジ

ン
キ

の
名
に
恥
じ
な
い
攻
撃
を
叩
き
込
み

 
あ
ま
り
目
立
た
な
い
が

リ
ン
も
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
な
一
撃
を
敵
に
放
つ

 
リ
ツ
は
リ

ウ
が
暴
走
し
な
い
よ
う
に
お
目
付
け
役
と
し
て
こ
ち
ら
に
い
た

 
ち
な
み
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
何
か
あ

た
時
の

に
再
び
魔
砲
に
魔
力
を
注
い
で
い
た
の
だ
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が 
そ
れ
が
完
了
し
た
後
は

そ
の
場
で
サ
ボ

て
い
た

さ
す
が
は
出
来
な
い
子

で
あ
る

 
そ
し
て
続
々
と
一

プ
レ
イ
ヤ

達
も
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
ち

 
人
⻯
の

は
一
気
に
レ

ド

ン
に
達
し
た

 
そ
こ
で
予
想
外
に
い
き
な
り
ア
ス
ナ
が
動
い
た

ど
う
や
ら
我
慢
出
来
な
く
な

た
ら
し
い

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ま
ま
凄
ま
じ
い
速
さ
で
敵
の
懐
に
飛
び
込
ん
だ

ス
タ

リ

・
テ

ア

 
そ
の
一
撃
で

人
⻯
は
断
末
魔
の

鳴
を
上
げ

そ
の
場
に
倒
れ
る
事
と
な

た

ア
ス
ナ
の
奴

他
の
奴
の
見
せ
場
を
取

ち
ま
い
や
が

た
な

ま
あ
ま
あ

ち

と
く
ら
い
い
い
じ

な
い

リ

フ

さ
ん
が

ず
る
い

て
顔
を
し
て
る
け
ど
ね

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
の

を
見
て

指

に
専
念
し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
た

 

を

め
る
の
は
参
謀
役
た
る
ク
リ
シ

ナ
と
リ
オ
ン
で
あ
る

さ
て

こ
れ
で
天
⻯
も
片
付
く
な

 
そ
の
言
葉
通
り

地
⻯
と
人
⻯
を
担
当
し
て
い
た
者
達
が
一
気
に
天
⻯
に
殺
到
し
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残
り
三

く
ら
い
と
な

て
い
た
天
⻯
の

も

一
気
に
消
し
飛
ん
だ

 
天
⻯
は
地
に
落
ち

そ
こ
に

を

す
事
と
な

た

さ
て

お
次
は
何
が

こ
る
の
か
な

 
そ
う
楽
し
そ
う
に

く
ハ
チ
マ
ン
の
目
の
前
で

敵
の
死
体
が
い
き
な
り
立
ち
上
が

た

お

そ
う
い
え
ば

倒
し
て
も
敵
が
消
え
な
か

た
ね

確
か
に
そ
う
ね

何
が

こ
る
の
か
し
ら

 
そ
し
て
三
体
の
死
体
は
足
を
ひ
き
ず
る
よ
う
に
合
流
し

そ
の

が
闇
に
包
ま
れ

 
闇
が
消
え
た
直
後
に
再
び
上
空
に
文

が
表

さ
れ
た

合
体

と

あ
は
は
は
は

ジ

ジ

の
奴

や
り
す
ぎ
だ

て
の

 
そ
の
文

を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

再
び
大
笑
い
し
た
の
で
あ

た
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第
９
８
２
話
 
厄
介
な
攻
撃

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
し
ば
ら
く
笑
い
続
け
て
い
た
が
さ
す
が
に

囲
の
戸
惑

た
雰
囲
気
に
気
が
付

き 
取
り

う
よ
う
に

い
を
し
た

ん

ん
ん

よ
し

攻
略
を
続
け
る
と
す
る
か

ホ

リ

心
得
た

 
ホ

リ

は
す
か
さ
ず
敵
に
シ

ル
ド
ス
ロ

を
放
つ

 
だ
が
光
の
盾
が
敵
に
着

し
た

間
に
敵
の
体
か
ら
い
き
な
り
大

の
黒
い
煙
が

き
出
し

 
フ

ル
ド
全
体
が
暗
闇
に
包
ま
れ
た

な

何
だ

お

お
い

が

 
気
が
付
く
と

そ
の
場
に
い
る
全
員
の

が
最
大

の
一

に
ま
で

少
し
て
い
た

強
制
的
に

死
に
す
る
と
か
悪

す
ぎ
ん
だ
ろ
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や
べ

死
ぬ

死
ぬ

は
ど
こ
だ

 
プ
レ
イ
ヤ

達
は

て
て
回
復
ア
イ
テ
ム
を
取
り
出
し
た
り
回
復
魔
法
を

え
よ
う
と
し
た

 
だ
が
こ
う
い
う
時
ほ
ど

囲
へ
の

が

か
に
な
り
が
ち
だ

 
そ
れ
は
最
強
の
名
を
欲
し
い
ま
ま
に
す
る
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

も
同
様
で
あ

た
が

 
そ
の
中
に
も
や
は
り

外
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る

体
的
に
は
全
プ
レ
イ
ヤ

の
中
で

た

た
六
人

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
連
と
ホ

リ

だ
け
が

・そ
・れ

に
気
付
い
て
い
た

総
員
上
空
に

せ
よ

 
い
つ
の
間
に
か
上
空
に

光
る

の
よ
う
な
物
が
大

に
生
成
さ
れ
て
お
り

 
そ
れ
が
こ
ち
ら
に
向
か

て
降
り
注
ぐ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
メ
ン
バ

達
は

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

を

す
叫
び
の
お
か
げ
で
武
器
に
よ
る
防
御
が
間
に
合

た

 
タ
ン
ク
や
近
接

は
当
然
問
題
な
く
そ
の
光
の

を
武
器
で
切
り

い

 
光
の

に
い
ち

く
気
が
付
き
つ
つ
も
仲
間
達
を
信
じ
て
回
復
に
専
念
し
て
い
た
ア
ス
ナ
と

ユ
キ
ノ
は
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二
人
と
も
キ
リ
ト
が
キ

チ
リ
と
ガ

ド
し
て
い
た

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
の
フ

ロ

を
し
て
い
る

 
こ
れ
は
点
で
攻
撃
し
て
く
る
物
体
を
銃
で
撃
ち
落
す
の
に
は
か
な
り
の
技

を
必
要
と
す
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
よ
り
も
被
害
が
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
た

だ

 
ホ

リ

は
敵
が
他
の
プ
レ
イ
ヤ

を
タ

ゲ

ト
に
し
て
も
す
ぐ
動
け
る
よ
う
に

 

心
の
注
意
を

て
敵
の
動
き
を
じ

と
観
察
し
て
い
た

 
そ
し
て
叫
び
を
放

た
当
の
ハ
チ
マ
ン
は

ク
リ
シ

ナ
と
リ
オ
ン
を

い

 
二
人
に
向
か

て
く
る
全
て
の

を
撃
ち
落
し
て
い
た

た
く

完
全
に
殺
し
に
来
て
や
が
る
な

あ
り
が
と
う
ハ
チ
マ
ン

正
直
助
か

た
わ

ご

ご
め
ん

あ
り
が
と

二
人
と
も
大
丈
夫
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
体
勢
を
立
て
直
し
つ
つ
攻
撃
再
開
だ

と
は
い

え 
ハ
チ
マ
ン
は

を

め
な
が
ら
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た
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ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

に
魔
砲
の
陰
に

れ
た
ら
し
く
健
在
で
あ
り

生
活
動
を
行

て
い

る 
ヒ
ル
ダ
は
ラ
キ
ア
が

た
よ
う
で

こ
ち
ら
も

生
活
動
に
勤
し
ん
で
い
た

 
強
制
的
に

を

ら
れ
た
後
の

囲
攻
撃

そ
の
攻
撃
力
は

 
ハ
チ
マ
ン
ク
ラ
ス
に
な
る
と
一
発
は

え
ら
れ
る
よ
う
だ

た
が

 
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

の

は
そ
の

に
達
し
て
い
な
い

 
全
体
の
八

く
ら
い
の
プ
レ
イ
ヤ

が
今
の
攻
撃
で
死

す
る
と
い
う
大

事
に
な

て
い

た
ヒ

ラ

を
あ
る

度

め
て
ガ

ド
を
つ
け
て
お
く
べ
き
だ

た
か
し
ら

い
や

そ
こ
ま
で
う
ち
が
口
を
出
す
の
も
な

 
ま
あ
自

任
だ
自

任

と
は
い
え
う
ち
も

生
活
動
に
人
を
回
そ
う

 
ホ

リ

以
外
の
タ
ン
ク
は
一

下
げ
て

 

置
的
に
ヒ

ラ

だ
と
思
わ
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

を
片

か
ら

生
し
よ
う

分
か

た
わ

私
も
一
応
使
え
る
か
ら
行

て
く
る

わ

私
も
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生
魔
法
は

文
が
⻑
い

覚
え
る
の
は
か
な
り
困
難
な
の
だ
が

 
要
は
暗
記
力
の
問
題
で
あ
り

こ
の
二
人
に
加
え

セ
ラ
フ

ム

り
も
難
無
く
こ
な
す

 
イ
ロ
ハ
と
フ

イ
リ
ス
も
ユ
ミ

を
見

て
覚
え
た
よ
う
で

 
今
は
総
動
員
体
勢
で

生
活
動
を
行

て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
ヴ

ル
ハ
ラ
と
そ
の
友
好
チ

ム
に
は
死
者
は
い
な
い

 
気
付
く
の
が

か

た
分
し

か
り
対
応
出
来
た
か
ら
で
あ
る

 
だ
が
こ
の

況
で

的
に

り
に
い
く

に
も
い
か
ず
戦
闘
は
や
や
膠
着

態
に
陥

て

い
た

 
そ
の
ま
ま
立
て
直
し
は
進
み
大
体
半
分
く
ら
い
の
プ
レ
イ
ヤ

の

生
が
完
了
し
た
時
点
で

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

は

生
活
動
を
切
り
上
げ

り
を
再
開
す
べ
く
準
備
を
開
始
し
た

こ
ん
な
も
ん
だ
な

後
は
自
前
の

生
に
任
せ
よ
う

ハ
チ
マ
ン

そ
ろ
そ
ろ
い
け
る

こ
ち
ら
も
大
丈
夫
よ

こ

ち
も
い
つ
で
も
い
け
る

よ
し

制
限
時
間
が
あ

た
ら
ま
ず
い
か
ら
な

攻
撃
再
開
だ
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こ
う
し
て
再
び
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た
の
だ
が

 
敵
の

が
二

れ
た
と
こ
ろ
で
同
じ
パ
タ

ン
の
攻
撃
が
き
た

 
敵
の
背
中

り
か
ら

ま
た
黒
い
煙
が

き
出
し
て
き
た
の
だ

チ

厄
介
な

 
そ
の
時
敵
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た
ク
リ
シ

ナ
が

こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

ね

ハ
チ
マ
ン
あ
の
煙
背
中
に
一
定
間

で

ん
で
る
突

か
ら
出
て
る
よ
う
に
見
え
な

い
む

確
か
に
そ
う
見
え
る
な

も
し
か
し
て
あ
れ
を
破
壊
す
れ
ば
煙
は
止
ま
る
の
か

ど
う
か
し
ら

で
も
や

て
み
る
価

は
あ
る
わ
ね

そ
う
だ
な

ク
リ
シ

ナ

し
ば
ら
く
指

は
任
せ
る

 
し
ば
ら
く
は

生
優
先
で

り
少
な
め
で
や

て
く
れ
て
い
い
か
ら
な

 
俺
は
ア
ス
ナ
を
連
れ
て
ち

と
シ
ノ
ン
の
所
に
行

て
く
る

分
か

た
わ

気
を
つ
け
て

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
を
連
れ

シ
ノ
ン
の
所
に
走

た

 

中
で
フ

ル
ド
が
再
び
黒
い

に
完
全
に

わ
れ
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が
一

ま
で

少
し
た
が

二
人
は
全
く
意
に
介
さ
な
い

 
そ
の
道
中
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
横
を
通

た
時
ハ
チ
マ
ン
は
と
あ
る
事
を
思
い
つ
き
足
を

止
め
た

お
い
ア
ス
モ

こ
れ

ち

と

り
る
ぞ

え

ち

ち

と

何
を

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
魔
砲
を
操
作
し

上
空
に
向
け
て
ア
バ
ウ
ト
に
ぶ

放
し
た

 
そ
の
お
か
げ
で
そ
れ
な
り
に
多
く
の

が
消
滅
す
る

 

は
空
全
体
を

て
い
た

当
に
撃

て
も
ど
こ
か
し
ら
に
は
命
中
す
る
の
だ

 
し
か
も
こ
れ
な
ら
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
の
心
配
も
ま

た
く
な
い

こ

こ
ん
な
使
い
方
が

お
い
ア
ス
モ

余

が
出
来
た
ら
ま
た
魔
力
を
充

し
て
お
け
よ

う

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
降

て
く
る

を
撃
ち
落
し
な
が
ら
シ
ノ
ン
の
所
へ
と
到
達
し
た

 

お
い
シ
ノ
ン

あ
ら

ど
う
し
た
の
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そ
う

ね
て
き
た
シ
ノ
ン
も

降

て
く
る
光
の

を
片

か
ら
撃
ち
落
し
て
い
る
所
で

あ

た
と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
て
か
ら
で
い
い

あ
ら
そ
う

そ
れ
は
助
か
る
わ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
も
そ
の
ま
ま
防
衛
に
加
わ
り

主
に
シ

リ

の
防
御
を
担
当
し
た

 
シ

リ

は
武
器
が
武
器
だ
け
に

こ
う
い

た
戦
闘
は
苦
手
な
の
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
の
分
こ
れ
か
ら
働
い
て
も
ら
う
事
に
な
る
か
ら
気
に
し
な
い
で
く
れ

は

は
い

私
に
出
来
る
事
な
ら
な
ん
な
り
と

 
ア
ス
ナ
も
近
く
に
い
る
味
方
を
自
分
を
中
心
に

囲
回
復
す
る
魔
法
で
一
気
に
回
復
さ
せ
て
い

く 
そ
し
て
二
度
目
の
即
死
コ
ン
ボ
を
乗
り
切

た
と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
は
遠

攻
撃
組
を
集
め

た
ち

と
あ
い
つ
の
背
中
を
見
て
み
て
く
れ

 
一
定
間

で
突

と
い
う
か

パ
イ
プ
み
た
い
な
の
が

ん
で
る
だ
ろ
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そ
の
言
葉
で
仲
間
達
は
一

に
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

お
う

確
か
に

ん
で
る
な

パ
イ
プ
み
た
い
と
言
わ
れ
た
ら

確
か
に
そ
う
か
も
で
す
わ

要
す
る
に
あ
れ
を
壊
せ
ば
い
い
の

話
が

く
て
助
か
る
わ
あ
そ
こ
か
ら
さ

き
の
煙
が
出
て
い
る
可
能
性
が
高
い

く
て
な

 
あ
れ
を
全
部
壊
せ
ば
も
し
か
し
た
ら
さ

き
の
攻
撃
を
防
げ
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は

い
た

分
か

た
わ

み
ん
な

徹

し
て
あ
の
突

を
狙

て
い
き
ま
し

う

そ
う
だ

せ

か
く
だ
し
ユ
キ
ノ
と
イ
ロ
ハ
に
足
止
め
も
し
て
も
ら
う
か

 
ボ
ス
相
手
だ
か
ら
⻑
時
間
は
も
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
ま
あ
ち

と
く
ら
い
は
動
き
を
止
め
ら
れ
る
だ
ろ

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン
君

そ
の
間
の
メ
イ
ン
ヒ

ラ

は
私
が
や
る
ね

 
ア
ス
ナ
の
そ
の

し
出
に

ハ
チ
マ
ン
は

い
た

悪
い

頼
む
わ

う
ん

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
ね
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ア
ス
ナ
は
駆
け
出
し
て
い
き

す
ぐ
に
ユ
キ
ノ
達
の
所
に
到
着
し
た

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
と
イ
ロ
ハ
が
魔
法
の

を
し
て
い
る
の
が
見
え
遠

攻
撃
チ

ム
も
準
備

に
入

た

 
そ
し
て
一
分
後

い
き
な
り
敵
の
足
元
が

で

わ
れ
た

今
だ

攻
撃
開
始

 
そ
の
言
葉
を
合
図
に
大

の

線
が
敵
の
背
中
に
集
中
し
突

が
ど
ん
ど
ん
破
壊
さ
れ
て
い

く 
シ

リ

も
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
張
り
切

て

突

を
狙
撃
し
ま
く

て
い
た

 
だ
が
残
念
な
事
に

全
て
の
突

の
破
壊
は
出
来
な
か

た

ハ
チ
マ
ン

背
中
の
中
央
の
へ
こ
ん
だ
部
分
に
あ
る
突

に
攻
撃
が

か
ね
え

ど
う
す
る

そ
う
だ
な

仕
方
な
い

レ
ン

闇
風

伝
令
を
頼
む

分
か

た

ど
う
す
れ
ば
い
い

味
方
全
体
に

一

攻
撃
中
止
と
伝
え
て
き
て
く
れ

走
り
な
が
ら
叫
ぶ
だ
け
で
い
い

そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か



 第９８２話 厄介な攻撃

あ
あ

頼
む

分
か

た

行

て
く
る

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
駆
け
出
し
て
い
き

ぐ
る
り
と
戦
場
を
回

た

 
そ
の
お
か
げ
で
味
方
か
ら
の
攻
撃
が
完
全
に
止
ま
る

で

ど
う
す
る
の

あ
あ

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る

え
 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
全
力
で
敵
目

け
て
走
り
出
し
た

 

尾
か
ら
背
中
を

り

一
気
に
突

ま
で
到
達
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
す
れ
違
い
ざ
ま
に
見
事
に
突

を
切
断
し
た

う
わ
お

や
も
や
る
も
ん
だ
ね

あ
あ

ハ
チ
マ
ン
様

さ
す
が
で
す
わ

 
だ
が
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
か

た

お
ま
け
だ

く
ら
い
や
が
れ
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
敵
の

の
方
に
向
か
い
敵
の
首
筋
を
切
り

き
な
が
ら
進
ん
で
い
く

 
そ
し
て

ま
で
到
達
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
ジ

ン
プ
し
ホ

リ

の
後
方
に
着
地
し

た 

⻯
は

り
狂
い

ハ
チ
マ
ン
目

け
て
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の
攻
撃
は
ホ

リ

が
完

に
防
い
だ

は
は

手
な

場
だ
ね

別
に
や
り
た
く
て
や

た
ん
じ

な
い
け
ど
な

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
レ
ン
と
闇
風
に
合
図
を
出
し

 
二
人
は
攻
撃
再
開
と
叫
び
な
が
ら

味
方
の
間
を
再
び
走
り
回

た

 
そ
れ
と
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
と
入
れ

わ
り
で
キ
リ
ト
達
が
敵
に
突
進
し
て
い
く

ハ
チ
マ
ン

お
疲
れ

お
う

後
は
任
せ
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ク
リ
シ

ナ
達
の
所
に

り

そ
の
場
に

を
下
ろ
し
た

ふ
う

ハ
チ
マ
ン

お
疲
れ
様
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こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
リ
オ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
の

を

み
始
め
る

中
々
抜
け
目
が
な
い

お
う

サ
ン
キ

こ
れ
で
敵
の
あ
の
攻
撃

止
ま
る
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

止
ま
る
と
い
い
わ
ね

 
三
人
が

を
飲
ん
で
見
守
る
中

敵
の

が
四

れ

半
分
ま
で
到
達
し
た
が

 
再
び
あ
の
黒
い
煙
が
発
生
す
る
事
は
も
う
無
か

た
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第
９
８
３
話
 
お
い
ジ

ジ

 
敵
の
黒
い

攻
撃
が
収
ま

た
後
は

も
う
プ
レ
イ
ヤ

達
の
独

場
で
あ

た

 
そ
れ
ぞ
れ
が
パ
フ

マ
ン
ス
を
遺

な
く
発

し

敵
の

が
ガ
ン
ガ
ン

れ
て
い
く

 

が
二

少
す
る
ご
と
の
特

攻
撃
は
一
種

し
か
設
定
さ
れ
て
い
な
か

た
ら
し
く

 
残
り
四

更
に
は
二

に
な

て
も
通
常
の

動
以
外
何
も

こ
ら
な
か

た

 
も

と
も
光
の

は
発
生
し
て
い
た
の
で
そ
れ
に
よ

て
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
を
負

た
り

 
場
合
に
よ

て
は
死

す
る
プ
レ
イ
ヤ

も
い
た
が
そ
れ
に
よ

て
戦
線
が
崩
壊
す
る
事
も

な
く

 
残
る
リ
ス
ク
は

が
残
り
一

に
な

た
時
の
発
狂
モ

ド
く
ら
い
と
な

て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
時
が

ま
も
な
く
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る

も
う
す
ぐ
敵
が
発
狂
モ

ド
に
入
る

敵
が
お
か
し
な
動
き
を
し
た
ら
全
員
攻
撃
や
め

 
何
が
来
て
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
ナ
イ
ツ

で

ま

て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
そ
う
指

が
飛
び

プ
レ
イ
ヤ

達
は
そ
の
時
に
備
え
始
め
た

 
離
れ
て
い
た
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
も

ゆ

く
り
と
で
は
あ
る
が
合
流
し
て
い
く
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そ
し
て
敵
の

が

に
残
り
一

に
な

た
時

い
き
な
り

の
体
が
崩
れ
始
め
た

う
お退

退
だ

 
こ
の
ま
ま
で
は
敵
の
腐

た
肉
片
に
飲
ま
れ
て
し
ま
う

 
近
接
ア
タ

カ

達
は

て
て
そ
の
場
か
ら
逃
れ
た

 
何
人
か
は

き
こ
ま
れ
て
死

し
て
し
ま

た
が

そ
れ
は
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う

 
そ
し
て
敵
が
い
た
場
所
を
中
心
に
肉
片
の
海
が
出
来

中
心
に
は
骨
だ
け
が
残
さ
れ
た

 
そ
の
骨
も
す
ぐ
に
崩
れ

バ
ラ
バ
ラ
に
な

て
地
に
落
ち
た

ま
さ
か
こ
れ
で
終
わ
り
じ

な
い
よ
な

当
た
り
前
だ
ろ

骨
に
な

て
も

が
一

残

て
る
じ

な
い
か
よ

と
な
る
と

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ

こ
こ
ま
で
の
感
じ
だ
と
多
分

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

プ
レ
イ
ヤ

達
は
思
わ
ず
空
を
見
上
げ
た

 
先
ほ
ど
ま
で
の

だ
と

必
ず
何
か
し
ら
の

出
が
あ
る
は
ず
だ

 
ハ
チ
マ
ン
も
そ
の

に

れ
ず

上
空
を
じ

と
観
察
し
て
い
た
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さ
て

ジ

ジ

の
奴

今
度
は
何
を
し
て
く
る
ん
だ
か

ハ
チ
マ
ン

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん
に
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に
一

て
も
ら

た
よ

 
う
ち
も
再
編
が
完
了

ホ

リ

さ
ん
を
先

に

四
人
の
タ
ン
ク
を
四
方
に
配
置
し
て

 
何
が
あ

て
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
か
ら

サ
ン
キ

リ
オ
ン

 
リ
オ
ン
が
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
報
告
し

そ
し
て
ア
ス
ナ
と
レ
ン
が
こ
ち
ら
に
や

て
き
た

 
本

の
指

は
キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
そ
れ
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
い
れ
ば
十
分
だ
と
思

た
の
だ

ろ
う

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
も
シ
ノ
ン
が
い
れ
ば
何
の
問
題
も
な
く
動
か
せ
る
は
ず
だ

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン

お
う

二
人
と
も

お
疲
れ

 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
と
レ
ン
に
そ
う
声
を
か
け
た
時

い
き
な
り
変
化
が
訪
れ
た

 
い
き
な
り
空
が
光

た
か
と
思
う
と

の
残
し
た
骨
に

 

太
の
レ

ザ

の
よ
う
な
物
が
着

し
た
の
だ



 第９８３話 おいジョジョ………

う
お

きあ

危
な
い

骨
が

 
同
時
に
上
空
に
こ
ん
な
文

が
表

さ
れ
た

闘
魂
注
入

と

 
そ
れ
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
だ
け
で
な
く
他
の
者
達
も
若

け
に
な

た

お
い
ジ

ジ

 
そ
の
闘
魂
注
入
に
よ

て

の
全
身
骨
格
は

パ

ツ
に
分
か
れ
て
四
方
へ
と
飛
び

散

た

 
同
時
に
腐

た
肉
片
の
海
が
ま
る
で

化
で
も
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
美
し
い

へ
と
そ
の

を
変
え
る

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
三
人
を
守
る

に
こ
ち
ら
に
飛
ん
で
く
る
骨
片
を
叩
き
落
と
し

 
本

も
タ
ン
ク

が
飛
来
す
る
骨
片
を
完

に
防
い
だ
が

 
一

プ
レ
イ
ヤ

の
中
に
は
直
撃
を
く
ら

て
し
ま

た
者
も
お
り

 
場
は
若

混
乱
す
る
事
に
な

て
し
ま

た

く
そ

急
い
で

生
だ
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ヒ

ラ

以
外
は
敵
か
ら
目
を
離
す
な
よ

お
い

あ
れ

ま
だ

骨
だ
け
残

て
る

多
分
ま
た
何
か
来
る
ぞ

 
そ
の
言
葉
通
り

の
中
央
に
は
ポ
ツ
リ
と

の

骨
が
残
さ
れ
て
い
た

 
当
然
プ
レ
イ
ヤ

達
の
注
目
は
そ
ち
ら
に
集
ま
る
事
に
な
る

 
更
に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
い
き
な
り
曲
が
流
れ
始
め
た

こ
れ
は

ベ

ト

ベ
ン
の

月
光

お
い
ジ

ジ

 
そ
し
て

厳
な
雰
囲
気
の
下

の

骨
が
上
空
へ
と
ゆ

く
り
上

て
い
き

 
地
上
か
ら
二
十
メ

ト
ル
く
ら
い
の
所
で
静
止
し
た

 
プ
レ
イ
ヤ

達
は
一
体
何
が

こ
る
の
か
と

を
飲
ん
で
見
守

て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
も
そ
ち
ら
に
注
目
し
て
い
た
が

 
さ
す
が
と
い
う
か

界
の

で
何
か
が
動
い
た
と
思

た

間
ハ
チ
マ
ン
は
大
声
で
こ
う

叫
ん
だ
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敵
襲

 
そ
の
言
葉
で
そ
の
場
に
い
た
全
員
は

て
て

囲
に

線
を
走
ら
せ
た

 
見
る
と
そ
こ
に
は
今
ま
さ
に
受
肉
し
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
人
型
の

の

が
あ

た 
ど
う
や
ら
飛
び
散

た
骨
片
か
ら
生
成
さ
れ
た
ら
し
い

ぎう
わ

マ
ジ
か
よ

こ
れ

何
体
い
る
ん
だ

骨
の

だ
け
い
る
ん
じ

な
い
か

落
ち
着
け

落
ち
着
い
て
対
処
し
ろ

 
い
く
ら
ハ
チ
マ
ン
が
神
反
応
で
叫
ん
だ
と
は
い
え

 
全
て
の
プ
レ
イ
ヤ

が
対
応
出
来
た
は
ず
も
な
く
今
の
奇
襲
で
ま
た
か
な
り
の

が
出
て

い
た

 
敵
の

は
お
よ
そ
三

と
い

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か

 
敵
が
複

で
か
つ
散
ら
ば

て
い
る

プ
レ
イ
ヤ

達
は
ナ
イ
ツ

で
敵
に
対
抗
し
始
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め
た

 
敵
の
大
き
さ
は
多
種
多
様
に

て
お
り
お
そ
ら
く
骨
の
大
き
さ
を
基
準
に
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
が

 
大
型
の
敵
は
大
手
の
ナ
イ
ツ
が
引
き
受
け
小

模
ナ
イ
ツ
は
小
型
の
敵
へ
と
向
か

て
い

た 
ハ
チ
マ
ン
達
の
近
く
に
も

先
ほ
ど
叩
き
落
と
し
た
骨
片
が
二
つ
あ
り

 
そ
れ
ぞ
れ
受
肉
し
た

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
一
体
ず
つ
相
手
を
し
て
い
た

こ
れ
な
ら
タ
ン
ク
が
い
な
く
て
も
ど
う
と
で
も
な
る
な

で
も
ハ
チ
マ
ン
君

こ
の
敵

思

た
よ
り
攻
撃
力
が
あ
る
か
も

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
指
摘
で

囲
を
見
る
と

 
確
か
に
多
く
の
ナ
イ
ツ
が
若

を
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

こ
れ
で
も
ボ
ス
の
は
し
く
れ

て
事
か

確
か
に
中
々
強
い
な

お
褒
め
に

か
り
恐

至

 
そ
の
時
突
然
ど
こ
か
で

い
た
事
が
あ
る
よ
う
な
男
性
の
声
が

こ
え
て
き
た

い
や

褒
め
て
ね
え
か
ら
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ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
ん
だ
後
今
自
分
は
何
に
突

込
ん
だ
ん
だ
ろ
う
か
と
疑
問

を

い
た

 
だ
が

囲
に
は
ハ
チ
マ
ン
の
他
に
男
性
プ
レ
イ
ヤ

は
い
な
い

何
だ

さ
て

何
で
し

う
な

 
そ
の
声
が
明
ら
か
に
目
の
前
の
敵
か
ら

こ
え
て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

か
ん
と
し
な
が
ら
も
敵
か
ら

離
を
と

た

お

お
前

も
し
か
し
て

れ
る
の
か

そ
の
よ
う
で
す
な

 
同
様
に
戦
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
声
が
上
が
る

こ
い
つ

る
ぞ

と

 
同
時
に
あ
ち
こ
ち
か
ら

他
の
声
も
上
が

て
い
た

田田
じ

ね

田
か
よ

 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
も

声
に

き
覚
え
が
あ

た
理
由
に
気
が
付
い
た
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あ

こ
れ

田
の
声
だ

ジ

ジ

の
奴

わ
ざ
わ
ざ
声
を
あ
て
た
の
か

 
ど
う
や
ら
ジ

ジ

は

こ
の

だ
け
に
わ
ざ
わ
ざ
声
優
を

た
ら
し
い

よ
く
や
る
よ

ま

た
く

 
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
も
カ
ウ
ン
タ

を
決
め

そ
の
ま
ま
一
気
に
敵
を
破
壊
し
た

 
そ
の

間
に
骨
片
が
飛
び
あ
が
り

中
央
の

へ
と
飛
ん
で
い
く

ほ
う

ま
た
合
体
で
も
す
る
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
う
思
い
つ
つ
ア
ス
ナ
の
方
に
目
を
向
け
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ア
ス
ナ
の

が
若

引
き
ぎ
み
な
の
を
見
て
少
し
驚
い
た

あ
れ

ア
ス
ナ

そ
い
つ

そ
ん
な
に
強
い
か

う
う
ん

そ
う
じ

な
く
て

 
そ
の
時
ア
ス
ナ
の
前
に
い
た
骨
⻯
が

り
出
し
た

ぐ
へ
へ
へ
へ

お
姉
ち

ん

あ
ち
き
と
遊
ば
な

い

う
わ

 
微

に
お
ネ
エ

い

り
方
で

し
か
も

田
の
声
で
言
わ
れ
た



 第９８３話 おいジョジョ………

 
ハ
チ
マ
ン
も
ア
ス
ナ
同
様
若

引
き
気
味
に
な

た

骨
⻯
は
ご
丁

に
小
指
ま
で
立
て
て
い

る 
同
じ
よ
う
な
現
象
が
あ
ち
こ
ち
で

こ

て
い
た
ら
し
く
遠
く
か
ら
こ
ん
な
声
も

こ
え
て

く
る無

い

無
い
わ

田

仕
事
選
べ
よ

い
や

面
白
い
ん
だ
け
ど

面
白
い
ん
だ
け
ど

や

ぱ
り
ジ

ジ

て
面
白
い
奴
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い
つ
つ
気
を
取
り
直
し
て
骨
⻯
に
攻
撃
を
加
え
一
気
に
敵
を

た

ア
ス
ナ

大
丈
夫
か

う

う
ん

ち

と
気
持
ち
悪
か

た
だ
け
だ
か
ら

 
そ
し
て
そ
の
骨
も
ま
た

中
央
へ
と
飛
び
去

て
い

た

ま

た
く

出
が
過

す
ぎ
だ
な

う

う
ん

び

く
り
し
た
ね

ネ
タ
に
走
り
す
ぎ
ね

よ
く
こ
れ
で
オ

ケ

が
出
た
も
の
だ
わ
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と
い
う
か

田

て
誰

後
で
自
分
で
調
べ
て
み
ろ

多
分

田
さ
ん
の
中
じ

日
本
一

名
な

田
さ
ん
だ

わ

分
か

た

 
そ
の

に
は
敵
の

討
も
か
な
り
進
ん
で
お
り
危
険
そ
う
な
敵
も
も
う
残

て
い
な
か

た

 
そ
し
て
五
分
後
全
て
の
敵
が
倒
さ
れ
る
と

月
光
が
止
み
続
け
て
流
れ
出
し
た
の
は

 
同
じ
く
ベ

ト

ベ
ン
の

第
九

で
あ

た

 
今
度
も
文

は
出
ず
代
わ
り
に
ま
た
ど
こ
か
で

き
覚
え
の
あ
る
声
が

り
一

に

き

た
よ
く
ぞ
我
の
所
ま
で
た
ど
り
着
い
た

ど
う
だ

世
界
の
半
分
を
や
る
か
ら
私
に
仕
え
な
い

か

テ
ラ

安
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

 
プ
レ
イ
ヤ

達
は
全
員
で
は
な
い
が

一

に
そ
う
叫
び

 
ま

た
く

張
感
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
こ
う
し
て
最
後
の
敵
が
一
同
の
前
に

を
現
す
事

と
な

た
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個
人
名
の
部
分
を
一
応
伏

に

正
し
て
お
き
ま
し
た
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第
９
８
４
話
 
想
定
外
の
ク
リ
ア

さ
て

何
が
出
て
く
る
か
な

た

て
事
は
人
型
だ
と
思
う
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
目
の
前
で
骨
片
が

み
あ
が

て
い
く

 
足
元
か
ら
始
ま

た
そ
れ
は

受
肉
し
つ
つ
上
へ
と

み
上
が

て
い
き

 
和
風
の
甲

に

わ
れ
た
屈
強
な
人
体

と
い
う
か

ト
カ
ゲ
体
が

を
現
し
た

世
界
の
半
分
で
は
不
満
だ
と
言
う
の
か

な
ら
ば
死
ね

 
そ
の
言
葉
と
共
に

骨
が
徐
々
に
降
下
し

そ
の
体
と
合
体
す
る

我
は
偉
大
な
る
死
の

配
者
な
り

 
そ
し
て
空
中
に

の
文

が
現
れ
た

最
終
決
戦
兵
器

真
・

・

 
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
が

え
き
れ
ず
に
腹
を

え
て
笑
い
出
し
た

 
ど
う
や
ら
最
終
決
戦
兵
器
の
部
分
が
ツ
ボ
に
入

た
ら
し
い

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン
君

 
ア
ス
ナ
が

て
て
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
を

ん

ん
と
叩
き
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ハ
チ
マ
ン
は
む
せ
な
が
ら
立
ち
上
が
る
と

深
呼

を
し
て
真
面
目
な
表
情
を
作
り

 
明
る
い
声
で
攻
撃
指

を
出
し
た

こ
れ
で
最
後
だ

り
上
が

て
い
こ
う

総
員
攻
撃
開
始

 
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
と
凄
ま
じ
い
歓
声
と
共
に

プ
レ
イ
ヤ

達
が
敵
に
向
か

て
突
進
し
て
い
く

 
だ
が

る
必
要
が
あ
る
の
は
敵
の

の
た

た
一

に
も
関
わ
ら
ず

 
そ
の
一

が
中
々

て
い
か
な
い

と
に
か
く
防
御
力
が
高
す
ぎ
る
の
だ

 
敵
が
装
備
し
て
い
る
和
風
の
甲

は
そ
の
見
た
目
と
は
違

て
実
に

い
と
に
か
く

い

 
そ
の
上
魔
法

性
も
あ
る
よ
う
で

攻
撃
は
確
実
に
通

て
い
る
の
だ
が

 

え
ら
れ
る
ダ
メ

ジ
が
と
に
か
く
少
な
い
の
で
あ
る

ふ
う

ぬ
る
い
が
手
強
い
な

攻
撃
は
大
し
た
事
な
い
の
に
ね

激
し
く
は
あ
る
け
ど
な

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か
も
ホ

リ

さ
ん
の

の
せ
い
で
そ
う
見
え
る
の
か
な
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多
分
そ
う
だ
な

顔
色
一
つ
変
え
ず
に
防
い
で
る
が

あ
れ
は
か
な
り
の
高

技
術
だ
ぞ

 
ホ

リ

は

し
い
顔
で
敵
の
攻
撃
を
防
い
で
い
る

と
て
も
苦
労
し
て
い
る
よ
う
に
は
見

え
な
い

 
だ
が
同
じ
タ
ン
ク
の
セ
ラ
フ

ム

ユ
イ
ユ
イ

ア
サ
ギ
は
分
か

て
い
た

 
自
分
達
が
あ
れ
を
や
る
の
は
不
可
能
だ
と

三
人
が
同
じ
事
を
や
ろ
う
と
す
る
と

 
お
そ
ら
く
若

ず
つ
で
は
あ
る
が

敵
に
後
退
さ
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
だ
ろ
う

 
ア
イ
ゼ
ン
を
使
え
ば
そ
れ
は
防
げ
る
が

そ
の
分

の
動
き
が

害
さ
れ
て
し
ま
い

 
何
発
か
は
攻
撃
を
く
ら

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
く
ら
い
ホ

リ

の

か
な
動
き
に
よ
る
敵
の
攻
撃
の
受
け
流
し

り
は
神
が
か

て
い
た

あ
れ
が
高
み

あ
た
し
達
も
も

と
頑
張
ら
な
い
と
ね

ホ

リ

さ
ん
に

色
々
教
え
て
も
ら
わ
な
い
と
で
す
ね

 
三
人
は
そ
ん
な
事
を
話
し
な
が
ら

 
何
か
あ

て
も
す
ぐ
動
け
る
よ
う
に

囲
を

し
よ
う
と
散

て
い

た
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こ
の
戦
闘
で
の
自
分
達
の
出
番
は
も
う
無
い
だ
ろ
う
と
悟

た
か
ら
で
あ
る

 
実

敵
の

は
残
り

ド

ト
ま
で

て
お
り

 
今
一
番
興
味
が
持
た
れ
て
い
る
の
は

誰
が
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
取
る
か
で
あ
る

 
実

こ
れ
だ
け

か
い

り
と
な
る
と

 

え
ば
ユ
ウ
キ
が
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
を
放

て
も

 
そ
れ
で

り
き
れ
る
と
い
う
保
証
は
全
く
無
い
の
だ

 
な
の
で
誰
に
で
も

ラ
ス
ト
ア
タ

ク
が
取
れ
る
可
能
性
が
あ
る

 
そ
の

プ
レ
イ
ヤ

達
は
攻
撃
に
熱
中
し
ヒ

ラ

達
も
得
意
と
は
言
え
な
い
攻
撃
魔
法
を

放

て
い
る

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
上
向
き
の
ま
ま
の
魔
砲
を
放
り
出
し
て
無
矢
の

で
攻
撃
し
て
い
る
く
ら

い
で
あ
る

 
真
面
目
な
ヒ
ル
ダ
は
一
応
ピ
ン
チ
に
備
え
て
攻
撃
は
し
て
い
な
か

た
が

 
こ
こ
は
攻
撃
に
加
わ

て
も
許
さ
れ
る
場
面
で
あ
る

 
全
く
動
い
て
い
な
い
の
は
ハ
チ
マ
ン
と
ク
リ
シ

ナ
く
ら
い
の
も
の
で

 
リ
オ
ン
す
ら

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
で
攻
撃
を
行

て
い
た
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調
だ
な

こ
の
ま
ま
い
け
そ
う
よ
ね

ま
あ
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
事
故
は

こ
ら
な
い
だ
ろ
う
な

 

え
何
か
し
て
き
て
も

全
員
が
即
死
で
も
さ
せ
ら
れ
な
い
限
り
は
安

だ

も
し
そ
う
な

た
ら
ど
う
す
る

さ
す
が
に
そ
れ
は
な
い
と

ジ

ジ

を
殴
り
に
い
く
さ

あ
は

そ
う
す
る
し
か
な
い
わ
よ
ね

 
だ
が
当
然
そ
ん
な
事
は

こ
ら
ず

敵
の

は
今
に
も

り
き
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
は

界
の
一
部
で
何
か
が
動
い
て
い
る
事
に
気
が
付
き
何
気
な
く
そ
ち

ら
を
見
た

んど
う
し
た
の

い
や

今
何
か
動
い
た
よ
う
な

 
そ
の
言
葉
を
受
け

ク
リ
シ

ナ
が
そ
ち
ら
を
向
い
た
が
当
然
誰
も
い
な
い

 
た
だ

つ
ん
と
魔
砲
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

た
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気
の
せ
い
じ

な
い

い
や

確
か
に

ち

と
待
て

あ
の
魔
砲

向
き
が
変
わ

て
な
い
か

魔
砲
の
向
き

あ
あ

さ

き
上
空
に
向
け
て
撃

た
ん
だ

上
を
向
い
て
い
な
い
と
お
か
し
く
な
い
か

そ
う
言
わ
れ
る
と

確
か
に
敵
の
方
を
向
い
て
る
わ
よ
ね

 
で
も
ア
ス
モ
さ
ん
が
向
き
を
変
え
た
ん
じ

な
い

い
や

さ

き
チ
ラ

と
見
た
時
は

上
を
向
い
て
い
た
は
ず
だ

そ
れ

て

む
 
そ
の
時
信
じ
ら
れ
な
い
事
が

こ

た
い
き
な
り
魔
砲
の
先

に
魔
力
が
集
ま
り
始
め
た
の

だ 
そ
の
射
線
上
に
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
お
り

 
も
し
今
魔
砲
が
発
射
さ
れ
た
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
消
し
飛
ぶ
だ
ろ
う

 
だ
が
誰
も
操
作
し
て
い
る
者
は
い
な
い

い
な
い
の
だ

な
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ち
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

打
ち
す
る
と

そ
ち
ら
に
向
か

て
全
力
で
駆
け
出
し
た

 
ク
リ
シ

ナ
は

に
移
動
速
度
が
上
が
る
魔
法
を

え
た
が

 
十
分
な

を
行
え
な
か

た

そ
の
上
昇

は
か
な
り

く
な

て
し
ま

た

 
だ
が
そ
の
魔
法
の

無
が

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
生
死
を
分
け
る
事
と
な

た

お
い

ア
ス
モ

後
ろ
だ

へ

あ

あ
れ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
魔
砲
の
方
に

り
返

て

か
ん
と
し
た

 
さ
す
が
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
も
想
定
外
す
ぎ
る

に
回
避
行
動
が
取
れ
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
魔
砲
に
近
付
く
に
連
れ

そ
こ
か
ら
何
か
違
和
感
を
感
じ
て
い
た
が

 
今
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
助
け
る
事
だ
け
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い

 
そ
の
違
和
感
の
正
体
を
探
る
の
は
後
回
し
に
し
た
だ
ひ
た
す
ら
に
走
る
事
だ
け
に
集
中
し
た

う

う
わ
あ
あ
あ
あ

ア
ス
モ

そ
の
ま
ま
動
く
な

ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
う
は
ず
だ

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か
魔
砲
か
ら
攻
撃
が
発
射
さ
れ
た

間
に
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ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
飛
び
か
か
り

押
し
倒
す
事
に
成
功
し
た
の
だ

た

 
だ
が
魔
砲
は
そ
の
命
中

の
悪
さ
か
ら

ボ
ス
に
か
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
た

 
や
や

め
に
流
れ
て
お
り

タ
イ
ミ
ン
グ
が
本
当
に
ギ
リ
ギ
リ
だ

た

 
そ
の
攻
撃
は
ハ
チ
マ
ン
の
足
に
直
撃
し

か
ら
先
を
消
し
飛
ば
す
事
と
な

た

ぐハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

危
な
か

た
な

ア
ス
モ

そ

そ
れ
よ
り
も
ダ
メ

ジ
が

 
さ
す
が
部

破
壊
ク
ラ
ス
の
攻
撃
だ
け
あ

て
足
に
当
た

た
だ
け
で
も
ダ
メ

ジ
は

大

で
あ

た

 
そ
の
攻
撃
に
よ

て

ハ
チ
マ
ン
の

の
四

が
持

て
い
か
れ
た
の
だ

 
ヒ
ル
ダ
は

て
て
ハ
チ
マ
ン
の
回
復
に
入

た
が
そ
の
時
ボ
ス
の
方
か
ら

鳴
が

こ
え
て

き
たホ

ホ

リ

さ
ん

 
こ
れ
が
そ
れ
ま
で
完

な
立
ち
回
り
を
見
せ
て
い
た
ホ

リ

が
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初
め
て

撃
を
く
ら

た

間
で
あ

た

 
魔
砲
の
攻
撃
は
ボ
ス
か
ら
や
や

れ
て
は
い
た
が

 
そ
れ
は
丁
度
ボ
ス
に
か
す
り

ホ

リ

に
直
撃
す
る

道
で
発
射
さ
れ
て
お
り

 
さ
す
が
の
ホ

リ

も
ボ
ス
の
攻
撃
を
防
い
だ
直
後
だ

た

に
動
く
事
が
出
来
ず

 
真
横
か
ら
の
魔
砲
の
攻
撃
を
く
ら
う
事
に
な

て
し
ま

た
の
で
あ

た

 
足
に
当
た

た
だ
け
で
ハ
チ
マ
ン
の

が
四

れ
る

の
攻
撃
だ

 
さ
す
が
の
ホ

リ

も
こ
れ
に
は

え
切
れ
ず

そ
の

は
一
発
で
消
し
飛
ば
さ
れ
た

 
そ
し
て
射
線
上
に
い
た
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

も
ま
た

に
な

た

 
そ
の
中
で

力
ど
こ
ろ
は

ル
シ
パ

サ

タ
ン

フ
カ
次
郎
で
あ
る

 
幸
か
不
幸
か

ボ
ス
で
あ
る
真

の

も
そ
れ
で
全

し
た

 
お
か
げ
で
そ
こ
で
戦
闘
は
終
わ
り

に
文

が
表

さ
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ

と

何
だ
よ
そ
れ

誰
だ

誰
が
撃

た
ん
だ

 
だ
が
そ
の
事
を
喜
ぶ
プ
レ
イ
ヤ

は
誰
も
い
な
か

た

後
味
が
悪
す
ぎ
る
勝
利
だ

た
か
ら
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で
あ
る

 
こ
う
な
る
と
当
然
犯
人
探
し
が
始
ま
る
事
に
な
る

 
だ
が
こ
れ
だ
け
の
人

が
お
り
魔
砲
の
方
を
た
ま
た
ま
見
て
い
た
者
も
多
か

た
に
も
関
わ

ら
ず

 
そ
の
全
て
が
進
ん
で
こ
う
証
言
し
た

魔
砲
が
発
射
さ
れ
た
時

そ
の
近
く
に
は
誰
も
い
な
か

た

と

な

ナ
タ
ク

あ
れ
に
は
タ
イ
マ

発
射
と
か
の
機
能
は
つ
い
て
る
の
か

い
え

あ
り
え
ま
せ
ん

発
射
す
る

に
は
必
ず
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
こ
に
い
な
い
と

て
事
は
暴
発
か

リ
ア
ル
な
ら
と
も
か
く

ゲ

ム
の
中
で
そ
れ
は
あ
り
え
ま
せ
ん
よ

そ
う
か

 
ま
だ
ざ
わ
つ
く
戦
場
で
あ

た
が

そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
の
声
が

き

た

み
ん
な

不
幸
な
事
故
は
あ

た
が
敵
は
倒
れ
た

 
さ

き
確
認
し
た
が

全
員
に
ボ
ス
攻
略
の
報

が
入

て
い
る
は
ず
だ

 
い
ず
れ
原
因
は
究
明
す
る
と
し
て

今
は
こ
の
勝
利
を
喜
ぼ
う
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他
な
ら
ぬ
攻
撃
を
そ
の
身
に
受
け
た
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

た

 
プ
レ
イ
ヤ

達
は
微

な
気
分
な
が
ら
も

口
々
に
祝
い
の
言
葉
を
発
し
始
め
た

 
そ
し
て
ホ

リ

と
フ
カ
次
郎
の

生
も
完
了
し

 
フ
カ
次
郎
は

き
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
近
付
い
て
き
た

リ

リ

ダ

私

私

災
難
だ

た
な
フ
カ

 
ハ
チ
マ
ン
は
珍
し
く

そ
ん
な
フ
カ
次
郎
の

を

で
た

 
フ
カ
次
郎
は
思
い

き
り

い
て
い
た
が
そ
れ
に
よ

て
す
ぐ
に
笑
顔
に
な

た

実
に
現

金
で
あ
る

お
い
ハ
チ
マ
ン

本
当
に
誰
も
い
な
か

た
の
か

ア
ス
モ
を
助
け
に
走
る
時

確
か
に
何
か
違
和
感
を
感
じ
た

 
も
し
か
し
た
ら

を
消
し
た
誰
か
が
い
た
可
能
性
は
否
定
出
来
ん

 
キ
リ
ト
に
そ
う

ね
ら
れ

ハ
チ
マ
ン
は
考
え
込
み
な
が
ら
そ
う
言

た

な
ら
き

と
い
た

て
事
だ
よ
ね

あ
あ

ハ
チ
マ
ン
の
察
知
能
力
は
あ
り
え
な
い
レ
ベ
ル
だ
か
ら
な
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そ
う
な
る
と

怪
し
い
の
は
七
つ
の
大
罪

て
事
に
な
る
ん
だ
が

 
そ
こ
で
一
同
は
困
惑
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た

 
魔
砲
の
一
撃
で

ル
シ
パ

と
サ

タ
ン
も
死

し
て
い
た
か
ら
だ

ナ
ン
バ

ワ
ン
と
ナ
ン
バ

ツ

の
首
を
取
ら
れ
て
る
ん
だ

 
さ
す
が
に
そ
れ
は
無
さ
そ
う
だ
よ
な

 
七
つ
の
大
罪
の

部
連

特
に
倒
さ
れ
た
二
人
は
本
気
で
激
高
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

 
そ
れ
は
と
て
も

技
に
は
見
え
な
か

た
の
だ

結
局
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
も
ど
う
な

た
か
不
明
か

多
分
魔
砲
を
撃

た
奴
に
入

た
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ
こ
の

り
は
い
つ
か
返
し
て
や
る

絶
対
に

絶
対
に
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は

倒
さ
れ
た
ホ

リ

と
フ
カ
次
郎
の
方
を
見
な
が
ら
そ
う
言
い

 
ホ

リ

は

を

め

フ
カ
次
郎
は
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
た

 
ル
シ
パ

お

い
災
難
だ

た
な

 
帰
り

ハ
チ
マ
ン
は
ル
シ
パ

に
そ
う
声
を
か
け
た
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あ

あ
あ

そ
う
だ
な

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
事

助
か

た

気
に
す
ん
な

て

こ
う
い
う
時
は
お

い
様
さ

 
こ
の

に
は
ル
シ
パ

の

り
も
収
ま

て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
仲
間
達
と
共
に
去

て
い

た
が

 
ル
シ
パ

は
そ
の
背
中
を
何
と
も
い
え
な
い
表
情
で
見
送

て
い
た

 
こ
の
時
本
人
は
気
付
か
な
か

た
が
ル
シ
パ

の

裏
に
一
つ
刻
み
込
ま
れ
た
事

が
あ

る 
そ
れ
は

え
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

で
も
魔
砲
に
よ
る
一
撃
な
ら
ば
倒
せ
る
と
い
う
事

で
あ

た

 
そ
の

り
込
み
の
せ
い
で
今
後
ど
う
な
る
か
は
こ
の
時
点
で
は
誰
に
も
分
か
ら
な
か

た
が

 
と
に
も
か
く
に
も
こ
う
し
て
初
め
て
の
ト
ラ
フ

ク
ス
の
本
格
的
な
イ
ベ
ン
ト
は

 
も
や
も
や
す
る
終
わ
り
方
で
は
あ

た
が

無
事
に

幕
す
る
事
と
な

た
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
さ
す
が
の
リ

ウ
も

 
こ
の
雰
囲
気
の
中
で
キ
リ
ト
に
攻
撃
を
仕

け
る
の
は

わ
れ
た
よ
う
だ

 
も

と
も
ジ

ラ
ト
リ
ア
に

た

間
に
仕

け
た
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キ
リ
ト
は

て
て
リ

ウ
に
そ
の
理
由
を
問
い
ハ
チ
マ
ン
が
許
可
を
出
し
た
と
知

て
抗
議

す
る
も

 
元
は
と
い
え
ば
自
身
の
発
言
が
発

だ

た
事
が
発
覚
し
リ

ウ
相
手
に
勝
ち
は
し
た
も
の

の 
結
局
終
わ

た
後
に
仲
間
達
に
散
々
い
じ
ら
れ
る
事
と
な
り

 
そ
の
お
か
げ
で
仲
間
の
雰
囲
気
が
若

明
る
く
な

た
の
で
あ

た

 
こ
れ
で
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
活
動
は
一
時
終
了
と
な

た

 
残
る
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
年
末
の
大
型
バ

ジ

ン
ア

プ
を
残
す
の
み
で
あ
る
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第
９
８
５
話
 
ジ

ジ

の
一
喜
一
憂

さ

て

今
日
は
楽
し
い
楽
し
い
ラ
ス
ボ
ス
戦
の
日
だ

 
今
日
の

に
仕
事
も
終
わ
ら
せ
て
休
み
も
と

た
し
の
ん
び
り
と
見
物
さ
せ
て
も
ら
う
と
し

よ
う
か

 
ジ

ジ

は
こ
の
日
ハ
チ
マ
ン
達
の

戦
を
見
物
す
る

に
わ
ざ
わ
ざ
休
み
を
と

て
い

た 
ポ

ト
を
用
意
し
て
コ

ヒ

を
入
れ
た
ジ

ジ

は
そ
の
ま
ま
ソ
フ

に

を
下
ろ
し

 
の
ん
び
り
と
そ
れ
を
飲
み
な
が
ら

現
地
に
繋
が
る
映
像
を
モ
ニ
タ

に
映
し
た

ま
だ
三
十
分
あ
る
け
ど

 
少
し

い
か
な
と
思
い
つ
つ

ま
あ
待
つ
の
も
楽
し
み
だ

な
ど
と
考
え
な
が
ら

 
ジ

ジ

は
モ
ニ
タ

を
注

し
た

 

り
し
も
画
面
の
中
で
は

丁
度
ハ
チ
マ
ン
達
が
転
移
し
て
く
る
所
で
あ
り

 
ジ

ジ

は
ナ
イ
ス
タ
イ
ミ
ン
グ

と
手
を
叩
い
て
喜
ん
だ

は

は

我
な
が
ら
神
が
か

て
る
ね
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ジ

ジ

は
そ
う
思
い
つ
つ

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
を
じ

く
り
観
察
し
た

見
た
事
が
無
い
タ
ン
ク
が
い
る
な

ま
あ
で
も
さ
す
が
は
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
ね

 
こ
こ
に
き
て
き

ち
り
タ
ン
ク
を

や
し
て
き
た
の
か

 
こ
の
前
ハ
チ
マ
ン
に

話
を
も
ら

た
時
は
驚
い
た
け
ど
な

 
先
日
ジ

ジ

は
ハ
チ
マ
ン
か
ら
連

を
も
ら
い

 
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
凄
ま
じ
く
タ
ン
ク
不
足
で
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

態
だ
と
い
う
事
を

か
さ
れ

 
ひ
ど
く
驚
い
た
の
で
あ

た

初
期
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

何
故
タ
ン
ク
装
備
が
存
在
す
る
の
か
考
え
な
か

た
の
か
な

 
ま
あ
当
初
は
対
人
戦
ば
か
り
で
戦
闘
は
ど
う
と
で
も
な

ち

た
せ
い
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

 
ゲ

ム

て
の
は
そ
れ
ほ
ど

く
は
な
い
ん
だ
よ
ね

 
そ
れ
と
も
先
見
性
が
無
い

て
の
が
日
本
人
の
特
徴
な
の
か
な

 
さ
り
げ
な
く
ひ
ど
い
事
を
言
い
な
が
ら

ジ

ジ

は
コ

ヒ

を
口
に
運
ん
だ

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
み
た
い
な
人
も
い
る
け
ど
そ
う
い
う
人
は

さ
れ
ち

う
ん
だ
ろ
う
な

 
他
人
が
そ
う
だ
か
ら
自
分
も

み
た
い
な
考
え
は
や

ぱ
り

目
だ
ね

 
ジ

ジ

は
そ
う

き
な
が
ら

画
面
に
目
を

し
た
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そ
こ
に
は
丁
度

七
つ
の
大
罪
の
手
に
よ

て
魔
砲
が
準
備
さ
れ
て
お
り

 
ジ

ジ

は
そ
れ
を
見
て

て
て
近
く
に
あ

た
資
料
を

り
出
し
た

あ
れ
は

マ
ホ
ウ
と
か
い
う
武
器
だ
よ
ね

 
確
か
命
中

が
悪
い
代
わ
り
に

力
が
高
い
と
か
何
と
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ジ

ジ

は

ソ
レ
イ
ユ
か
ら
提

さ
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
資
料
の
中
か
ら

 
魔
砲
に
つ
い
て
書
か
れ
た
物
を
取
り
出
し
た

ふ
む
ふ
む

命
中

は

い
な

で

チ

ジ
ま
で
の
時
間
は

 
ワ
オ

こ
れ
な
ら
ま
あ

に
は
な
ら
な
い
か

 
ふ

む

何
々

い
ず
れ
ス
コ

プ
も
出
回
る
だ
ろ
う
が

そ
う
す
る
と

力
が
落
ち
る

だ

て

 
へ

面
白
い
事
を
考
え
る
も
ん
だ

 
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
ら
し
い

ジ

ジ

は
そ
れ
で
魔
砲
へ
の
興
味
を
失

た
よ
う
で

 
再
び
画
面
に
目
を

し
た

と

画
面
か
ら
プ
レ
イ
ヤ

達
の
会
話
が

こ
え
て
く
る

お
い

誰
だ
あ
れ

ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
の
タ
ン
ク
な
ん
じ

な
い
か
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い
や

で
も
あ
の
装
備
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
タ
ン
ク
の
装
備
だ
ろ

あ
れ

本
当
だ

て
事
は
新
人

え

新
人

マ
ジ
で

そ
れ
に
し
て
は
強
そ
う
に
見
え
る
け
ど
な

さ

き
・

・

・

・の
・四
・天
・王
・の
・う
・ち
・の
・三
・人

と
一

に
行
動
し
て
た
時
も

 
同
格
く
ら
い
に
は
思
え
た
ん
だ
け
ど
な

 
ジ

ジ

く
ら
い
に
な
る
と

当
然
ハ
チ
マ
ン
達
の
出
自
に
つ
い
て
も
調
査
済
で
あ
る

 
調
べ
た
当
初
は
か
な
り
驚
い
た
も
の
で
あ

た
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
活
躍
を
見
る
と

 
別
に
驚
く
ほ
ど
の
事
で
も
な
い
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
か
ら
不
思
議
だ

 
そ
ん
な
情
報
収
集
力
に

で
た
ジ

ジ

で
も

さ
す
が
に
こ
こ
に

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
四
天
王
が
全
員
揃

て
い
よ
う
な
ど
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か

た

 
ま
あ
茅
場

は
も
う
死
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
当
た
り
前
で
あ
る

 
む
し
ろ
知

て
い
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
も
は
や
神
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
レ
ベ
ル
な
の
だ
ろ
う

が 
ジ

ジ

は
気
持
ち
い
い
ほ
ど
人
間
ら
し
い
人
間
で
あ

た

 
仮
に
ク
ラ
イ
ン
達
の
会
話
を

い
て
い
た
ら
ジ

ジ

な
ら
ば
真
実
に
近
付
け
た
か
も
し
れ
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な
い
が

 
そ
の
声
は
画
面
か
ら
は

こ
え
て
こ
な
か

た
よ
う
だ

ま
あ
で
も
サ
ブ
タ
ン
ク
だ
ろ

メ
イ
ン
は
姫
騎
士
か
戦
女
神
の
ど

ち
か
だ
ろ

僕
と
し
て
は

姫
騎
士
イ

ジ
ス
を

す
け
ど

ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
判
断
し
た
か
な

 
ジ

ジ

が
セ
ラ
フ

ム
を

す
理
由
は

め
て
シ
ン
プ
ル
だ

 
銃
士

マ
ス
ケ
テ

ア
・
イ
ク
ス
の
フ

ン
だ
か
ら
で
あ
る

一
番

は

予
定
通
り
七
つ
の
大
罪
の
魔
砲
に
任
せ
よ
う
と
思
う

 
そ
れ
が
一
番
安
全
な
魔
砲
の
使
い
方
だ
か
ら
な

任
せ
た
ぞ

ル
シ
パ

え

そ

ち

も
う

ハ
チ
マ
ン

て
ば

じ
ら
し
て
く
れ
る
な

 
し
か
し
あ
れ
を
最
初
に
使
う
の
か

ア
タ
ル
モ
ハ

ケ

て
奴
だ

け

 
ジ

ジ

は
そ
の
場
に
い
る
一

プ
レ
イ
ヤ

達
と
同
じ
感
想
を

き
つ
つ

 
魔
砲
の
準
備
を
し
て
い
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
目
を
や

た

あ
れ

こ
の
子
が
そ
の
ま
ま
撃
つ
の
か

ふ

ん

 
女
の
子
が
大
砲
を
撃
つ
の

て

思

た
よ
り

に
な
る
な

 
そ
の
女
の
子
は
何
故
か

て
た
後
に
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
い
た
が
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ジ

ジ

は
そ
れ
に
関
し
て
は
相
変
わ
ら
ず
ハ
チ
マ
ン
は
モ
テ
る
の
か
な
と
思

た
だ
け

で
あ

た

お

そ
ろ
そ
ろ
始
ま
る
み
た
い
だ
ね

て

な

 
ジ

ジ

は
先

に
立

て
い
る
の
が
ホ

リ

だ

た

驚
い
た

え

彼
が
メ
イ
ン
な
ん
だ

や

ぱ
り
凄
い
人

 
そ
し
て
戦
闘
が
開
始
さ
れ

魔
砲
の
砲
撃
が
上
向
き
に
放
た
れ
た
の
を
見
て

 
プ
レ
イ
ヤ

達
は
外
れ
る
と
思

た
よ
う
だ
が

 

の

動
を
知
る
ジ

ジ

は

当
た
る
と
確
信
し
て
一
人

し
て
い
た

お
ほ

彼
女
は
ラ

キ

ガ

ル
だ
ね

 
そ
の
直
後
に

が
飛
び
上
が
り

ジ

ジ

の
予
想
通
り
攻
撃
が
命
中
し
た

え

結

れ
た
な

思

た
よ
り
も
攻
撃
力
が
あ
る
な

あ
の
大
砲

 
そ
の
直
後
に
空
中
に

の
文

が
現
れ

ジ

ジ

は

手

し
た

は

は

上
出
来
上
出
来

 
そ
し
て

が
動
き
出
し

ジ

ジ

は
ホ

リ

が
剣
と
盾
を
装
備
す
る

間
を
見
た

ワ
オ

あ
あ
い
う
の
は

ま
し
い
ね

銃
じ

中
々
あ
あ
い
う
ギ
ミ

ク
は
作
れ
な
い
か
ら
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な 
ん

待
て
よ

光
学
系
な
ら
別
に

入
し
て
も

わ
な
い
の
か
な

 
ジ

ジ

は

討
し
て
み
よ
う
と
考
え
つ
つ

 

が
ホ

リ

に
突
撃
し
て
い
く

を
見
な
が
ら
こ
う

い
た

さ

て

代
わ
り
の
最
初
の
一
撃
は
強
力
だ
よ
新
人
の
彼
に
受
け
ら
れ
る
か
な

 
そ
の
言
葉
か
ら
察
す
る
に
ど
う
や
ら
戦
闘
開
始
の
一
撃
は
攻
撃
力
を
高
め
に
設
定
し
て
あ
る

よ
う
だ

 
も

と
も
そ
の
事
は

ア
サ
ギ
や
カ
ゲ
ム
ネ
に
は
ま
だ
無
理
だ

た
が

 
ホ

リ

自
身
と
セ
ラ
フ

ム
ユ
イ
ユ
イ
は
敵
が
突
撃
し
て
く
る

か
ら
直
感
的
に
理
解

し
て
い
た

 
そ
れ
故
に
こ
の
攻
撃
を
ホ

リ

が
あ

さ
り
受
け
止
め
た
時

 
二
人
は
感

の
言
葉
を

ら
し
た
の
で
あ

た

お
お

凄
い
な
彼

ア
イ
ゼ
ン
も
使
わ
な
い
で
あ
れ
を
止
め
ち

う
ん
だ

 
で
も
ま
あ
こ
こ
か
ら
が
本
番
だ
よ

行
け

僕
の
子

達

 
こ
の
ジ

ジ

ノ
リ
ノ
リ
で
あ
る

だ
が
そ
の
顔
は

直
後
に
驚
愕
に

ま

た
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マ
ジ
か
よ

こ
の
三
連
撃
も
止
め
る
の

完
全
に
想
定
外
だ

て
表
情
を
し
て
た
ん
だ
け
ど

な 
や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
の
集
め
た
仲
間
達
が
凄
い

て
事
な
の
か
ね

 
な
ど
と
驚
い
て
い
た
ジ

ジ

で
あ
る
が

直
後
に

変
し
た

き
た
き
た

姫
騎
士
イ

ジ
ス

と

ピ
ン
ク
の
か
わ
い
こ
ち

ん

 
こ
の
時
点
で
ジ

ジ

は
ま
だ

ユ
イ
ユ
イ
の
二
つ
名
を
知
ら
な
い

ど
う
や
ら
こ
の
敵
は
天
⻯
と
い
う
よ
う
だ
ね
ち
な
み
に

と
は
⻯
の

が
違
う
よ
う

だ
ジ

ジ

の
奴

と
⻯
の
違
い
を
理
解
し
て
使
い
分
け
て
る

じ

な
さ
そ
う
だ
な

 
そ
の
直
後
に
そ
ん
な
ホ

リ

と
ハ
チ
マ
ン
の
声
が

こ
え
て
き
た

ジ

ジ

は
首
を

げ
た今

僕
の
名
前
を
呼
ん
だ

て
事
は
僕
に
言

て
る
ん
だ
よ
ね

 
う

ん

の
違
い

て
よ
く
分
か
ら
な
い
な

今
度
ハ
チ
マ
ン
に
教
え
て
も
ら
お
う

 
ち
な
み
に
ジ

ジ

に

こ
え
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
を
音
声
取
得
の
タ

ゲ

ト
に
し
て
い
る
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ハ
チ
マ
ン
の
言

た
言
葉
と
ハ
チ
マ
ン
に

こ
え
る
言
葉
だ
け
で
あ
る

全
軍

攻
撃
開
始
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
放

た
大
音
声
か
ら

き
あ
が

た
大
歓
声
に

 
ジ

ジ

も
気
分
が
高
揚
す
る
の
を
感
じ
た

む
む
む

み
・
な
・
ぎ
・

・
て

き
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ジ

ジ

は
ハ
チ
マ
ン
の
持
つ
カ
リ
ス
マ
性
を
実
感
し
つ
つ
そ
の
高
揚
感
に
身
を
任
せ
た

 
だ
が
戦
闘
が
進
む
に
連
れ
て

ジ

ジ

は
次
第
に
落
ち
込
ん
で
い

た

ず
る
い
よ
ハ
チ
マ
ン

タ
ン
ク
の
彼

上
手
す
ぎ
だ

て

そ
れ
に
ヒ

ラ

の
子
も

さ 
ジ

ジ

が
見
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
ホ

リ

と
ユ
キ
ノ
で
あ
る

 
ホ

リ

の
防
御
は
ま
さ
に

壁
で
あ
り

多
少
ダ
メ

ジ
を
負
う
事
は
あ

て
も

 
そ
れ
は
よ
り

い
攻
撃
を
防
い
だ
結
果
で
あ
り

 
そ
れ
も
ユ
キ
ノ
が
常
に

ド

ト
残
し
で

力
を
調
整
し
た
ヒ

ル
で

し
て
い
た

何
だ
い
あ
の
子

ユ
キ
ノ
だ

け

精
密
機

か
何
か

 
ユ
キ
ノ
に
対
す
る
反
応
は

ど
う
や
ら
万
国
共
通
ら
し
い
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大
体
の
プ
レ
イ
ヤ

が

ユ
キ
ノ
を
見
る
と
同
じ
よ
う
な
感
想
を

く
の
だ

し
か
も
遠

攻
撃
ユ
ニ

ト
ば
か
り
集
め
ら
れ
た
せ
い
で

 
天
⻯
の
近
接

囲
攻
撃
が
一
発
も
決
ま
ら
な
い
じ

な
い
か
よ

 
ジ

ジ

は
こ
れ
は
崩
れ
な
い
と
察
し
た
の
か
天
⻯
を
見
る
の
を
や
め
て
地
⻯
に

点

を
当
て
た

こ

ち
も
同
じ
か

こ
れ
は
今
後
へ
の
課
題
だ
な

 
地
⻯
戦
は
天
⻯
戦
よ
り
更
に
ひ
ど
い

況
で
あ

た

 
プ
レ
イ
ヤ

に
ほ
と
ん
ど
被
害
を

え
る
事
な
く

あ

さ
り
と

ん
で
し
ま

た
の
だ

う

頼
む
よ
人
⻯

 
だ
が
こ
ち
ら
も

況
は
大
し
て
変
わ
り
な
か

た

 
唯
一
救
い
だ

た
の
は

ソ

ド
ス
キ
ル
の
オ
ン
パ
レ

ド
だ

た

に

 
見
た
目
が

手
で

ジ

ジ

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
事
で
あ

た

 
ジ

ジ

が

お

と
思

た
の
は

一
番
最
後
で
あ
る

あ
れ
は

確
か
ハ
チ
マ
ン
の
ス
テ
デ

の
四
天
王

ア
ス
ナ

だ

た

け

 
そ
の
ア
ス
ナ
の
凄
ま
じ
い
突
撃
を
見
て

ジ

ジ

は
感

し
た
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ワ

オ

ハ
チ
マ
ン
の
好
み
は
あ
あ
い
う
勇
ま
し
い
子
な
の
か
な

 
今
ジ

ジ

の

の
中
に

か
ん
で
い
る
ア
ス
ナ
の
イ
メ

ジ
は

 
が
た
い
の
い
い
筋
肉
質
な
女
性
で
あ

た

ア
ス
ナ
に
と

て
は
と
ん
だ
風
評
被
害
で
あ
る

あ

あ

こ
れ
じ

あ
天
⻯
も
す
ぐ

む
か

 
そ
し
て
ジ

ジ

の
見
て
い
る
前
で

三

の
⻯
は

み

す
ぐ
に
合
体
が
始
ま

た

 
戦
闘
は
い
よ
い
よ
中
盤
か
ら
終
盤
戦
へ
と
入
る
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第
９
８
６
話
 
ジ

ジ

の
ボ
ケ
と
突

込
み

き
た
き
た
き
た

三
身
合
体

ハ
チ
マ
ン
も
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
で
何
よ
り

 
ハ
チ
マ
ン
が
大
笑
い
し
て
い
る
の
を
見
て

ジ

ジ

は
満
足
げ
に
う
ん
う
ん
と

い
た

で
も
こ
こ
か
ら
が
地
獄
な
ん
だ
よ
ね

さ
て
ハ
チ
マ
ン

い
き
な
り
い
く
よ

 
ジ

ジ

が
そ
う
叫
ん
だ

間
に

⻯
か
ら
真

黒
な
煙
が

き
出
し

 
プ
レ
イ
ヤ

全
員
の

が
残
り
一

ま
で

少
し
た

く

く

く

そ
し
て
こ
こ
か
ら
ど

ん

 
ジ

ジ

の
今
の
気
分
は
完
全
に
悪
の
組

の

部
の
よ
う
だ

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
の
対
応
は
ジ

ジ

の
想
像
以
上
に
素

か

た

総
員
上
空
に

せ
よ

え

気
付
く
の

く
な
い

 
ジ

ジ

は
驚
い
て
画
面
に
目
を
や

た

く

ま
あ
ハ
チ
マ
ン
達
は
対
応
し
て
く
る
よ
ね

で
も
死
者
は
こ
れ
は

 
全
体
の
八

く
ら
い
か

ち

と
少
な
い
け
ど
ま
あ
い
い
や
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や

ぱ
り
即
座
に
対
応
出
来
る
レ
ベ
ル
の
プ
レ
イ
ヤ

は
こ
ん
な
も
の
か
な

 
こ
の
時
点
で
の
死
者
は
全
体
の
八

こ
れ
は
ジ

ジ

の
想
定
よ
り
も
若

少
な
い

で

あ

た

 
だ
が
も
ち
ろ
ん
プ
レ
イ
ヤ

を
全
滅
さ
せ
る
つ
も
り
は
な
い

 
事
前
に
し

か
り
調
査
し
て

一
定
以
上

が
高
い
者
は
死
な
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
あ

る
の
だ

く

く

く

こ
の
攻
撃
が
あ
と
四
回
あ
る

ど
れ
だ
け

え
ら
れ
る
か
な

 
画
面
の
中
で
は
ど
ん
ど
ん

生
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
が

 
当
然
そ
れ
が
終
わ
る
前
に

二
度
目
の
攻
撃
が
き
た

戦
場
に
カ
オ
ス
を
出
現
さ
せ
る
の
が
開
発
の
役

な
の
だ

は
は
は
は
は
は
は

 
こ
の
ジ

ジ

や
は
り
ノ
リ
ノ
リ
で
あ
る

 
だ
が
そ
の
せ
い
で

ジ

ジ

は
ハ
チ
マ
ン
と
ク
リ
シ

ナ
の
会
話
を

き
逃
し
た

そ
し
て
降
り
注
ぐ
死
の

さ
あ
ハ
チ
マ
ン

ど
う
す
る

 
ジ

ジ

が
見
守
る
中

画
面
の
中
の
ハ
チ
マ
ン
が
ど
こ
か
に
走

て
い
く

 
そ
の

中
で
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
が
魔
砲
を
ぶ

ぱ
な
し
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首
尾
良
く
多
く
の

を
破
壊
し
た
の
を
見
て

ジ

ジ

は
思
わ
ず
絶
叫
し
た

お
い

そ
れ
は
ず
る
い
だ
ろ
う

 
ジ

ジ

は
そ
う
感
じ
た
よ
う
だ
が

別
に
ず
る
く
は
な
い

く

今
の
で
死
者
が
か
な
り

た
な

ま
あ
い
い

コ
ン
ボ
は
後
三
回

 
そ
う
言
い
か
け
た
ジ

ジ

は

ハ
チ
マ
ン
達
の
動
き
を
見
て
不
安
を
覚
え
た

ん

あ
れ

ハ
チ
マ
ン
は
何
を
し
て
る
ん
だ

ま
さ
か
気
付
い
て
な
い
よ
ね

 

が
残
り
四

の
コ
ン
ボ
の
時
に

突

が
光
る
か
ら
そ
れ
で
気
付
か
せ
る
予
定
だ

た
ん

だ
け
ど

 
そ
の
ジ

ジ

の
不
安
は

す
ぐ
に
的
中
す
る
事
に
な

た

ち

と
あ
い
つ
の
背
中
を
見
て
み
て
く
れ

 
一
定
間

で
突

と
い
う
か

パ
イ
プ
み
た
い
な
の
が

ん
で
る
だ
ろ

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

話
が

く
て
助
か
る
わ
あ
そ
こ
か
ら
さ

き
の
煙
が
出
て
い
る
可
能
性
が
高
い

く
て
な

 
あ
れ
を
全
部
壊
せ
ば
も
し
か
し
た
ら
さ

き
の
攻
撃
を
防
げ
る
か
も
し
れ
な
い

く
そ
お
お
お
お
お
お

や

ぱ
り
気
付
い
て
る
じ

な
い
か
よ
お
お
お
お
お
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ジ

ジ

は
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
表
情
で
絶
叫
し
た
が

直
後
に
気
を
取
り
直
し
た

い
や

で
も
あ
ん
な
に
激
し
く
動
い
て
る
ん
だ

全
部
破
壊
な
ん
て
そ
う
簡

に
は

 
だ
が
そ
の
ジ

ジ

の
希
望
は
無
残
に

か
れ
た

そ
う
だ

せ

か
く
だ
し
ユ
キ
ノ
と
イ
ロ
ハ
に
足
止
め
も
し
て
も
ら
う
か

 
ボ
ス
相
手
だ
か
ら
⻑
時
間
は
も
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
ま
あ
ち

と
く
ら
い
は
動
き
を
止
め
ら
れ
る
だ
ろ

や
め
て
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
ジ

ジ

は
そ
う
絶
叫
し
た
が
直
後
に
再
び

静
さ
を
取
り

し
た

実
に
ア

プ
ダ
ウ
ン

が
激
し
い

い
や
い
や

よ
く
考
え
た
ら
ボ
ス
の
足
元
を

ら
せ
て
動
き
を
止
め
よ
う
な
ん
て

 
そ
ん
な

力
の
魔
法
を
そ
う
簡

に
使
え
る
は
ず
が

え

い
や

出
来
な
い
よ
ね

 
ジ

ジ

は

張
し
な
が
ら
ど
う
な
る
の
か
事
の

移
を
観
察
し
て
い
た
が

 
ユ
キ
ノ
が
前
に
出
て
き
た
時
点
で
そ
の
背
筋
に
は

た
い

が
流
れ
て
い
た

 
そ
し
て
二
人
の

の
後

の
足
元
に
凄
ま
じ
い

の

が
出
現
す
る

ま
た
あ
の
子
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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そ
し
て
ジ

ジ

は

イ
ロ
ハ
に
も
注
目
し
た

こ

ち
の
子
も
か

ハ
チ
マ
ン
の
仲
間
は

が
揃
い
す
ぎ
で
し

 
だ
が
ま
だ
全
部
破
壊
さ
れ
た

じ

な
い

 
ジ

ジ

は
遠

離
攻
撃
で
は
破
壊
し
に
く
い

置
に
あ
る
突

に
希
望
を

し
た
が

 
そ
こ
で
ま
さ
か
の
ハ
チ
マ
ン
の
突
撃
で
あ
る

い
や
い
や

で
し

え

本
当
に

 
何
で
ハ
チ
マ
ン
は

あ
の
足
元
の
お
ぼ
つ
か
な
い

の
背
中
を
上
れ
る
の

 
そ
う

然
と

く
ジ

ジ

の
目
の
前
で
ハ
チ
マ
ン
が

々
と

の
背
中
を
上

て
い

く 

の
体
は
腐

た
肉
に

わ
れ
て
お
り
通
常
は
上

た
り
は
出
来
な
い
は
ず
な
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
は

背
中
の
中
心
の
背
骨
に
あ
た
る
部
分
を
見

め

 
そ
の
と
て
も

い

囲
を
足
場
に
し
て
上

て
い
る
ら
し
く

 
見
事
に
残
る
最
後
の
一
つ
の
突

へ
と
到
達
し
た

れ

連

の
白
い
の
は
化
け
物
か

 
も
ち
ろ
ん
ハ
チ
マ
ン
は
連

の
兵
士
で
は
な
い
が

お
そ
ら
く
化
け
物
で
は
あ
る
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で
も
あ
の
突

意
外
と

い
ん
だ
よ
ね
頼
む
ハ
チ
マ
ン
僕
の
満
足
感
の

に
し
く
じ

て
く
れ

 
だ
が
そ
の
望
み
は
叶
わ
な
い

ハ
チ
マ
ン
は
す
れ
違
い
ざ
ま
に

 

剣
の
一

り
で
あ

さ
り
と
そ
の
突

を
切
断
し
た

一
撃

だ
と

え

え

て
か
何
そ
の
武
器

切
れ
味
が
お
か
し
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
ま
ま
手
に
持
つ
武
器
で

 

の
体
を
切
り

き
な
が
ら

の
方
へ
と
走

て
い
く

ま

ま
さ
か
の
お
土
産
付
き

 
そ
の
攻
撃
で
特
に

の
動
き
に
影

が
あ
る

で
は
な
い
が

 
も
ち
ろ
ん
キ

チ
リ
と
ダ
メ

ジ
は
入
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま

か
ら
飛
び
降
り

見
事
に
ホ

リ

の
背
後
へ
と
着
地
し
た

は
は

手
な

場
だ
ね

別
に
や
り
た
く
て
や

た
ん
じ

な
い
け
ど
な

だ

た
ら
や
ら
な
い
で
よ

 
ジ

ジ

完
全
に
め
そ
め
そ
モ

ド
で
あ
る
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あ
あ

も
う
無
理
だ

こ
う
な

ち

う
と

発
狂
モ

ド
ま
で
は
何
も
出
来
な
い

 
そ
の
言
葉
通
り

は
さ
れ
る
が
ま
ま
に
そ
の

を

ら
し
て
い
く

も
う
す
ぐ
敵
が
発
狂
モ

ド
に
入
る

敵
が
お
か
し
な
動
き
を
し
た
ら
全
員
攻
撃
や
め

 
何
が
来
て
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
ナ
イ
ツ

で

ま

て
く
れ

く

何
か
ら
何
ま
で
抜
け
目
な
い

味
方
だ
と
頼
も
し
い
け
ど

 
こ
う
し
て
敵
と
し
て
見
て
み
る
と

ハ
チ
マ
ン
は
厄
介

ま
り
な
い
よ
ね

 
そ
し
て

に

の

が
残
り
一

ま
で
到
達
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
突
撃
以
降

ジ

ジ

は
も
う
す

か
り
休

モ

ド
に
な

て
お
り

 
コ

ヒ

を
飲
み
な
が
ら
完
全
に

い
で
い
た

さ
て

ジ

ジ

の
奴

今
度
は
何
を
し
て
く
る
ん
だ
か

む

今
呼
ば
れ
た
気
が
す
る

て
か
呼
ば
れ
た
な

 
あ
あ

も
う
発
狂
モ

ド
か

そ
れ
じ

あ
期
待
に
応
え
な
い
と

 
と
は
い
え
期
待
に
応
え
る
の
は
ジ

ジ

本
人
で
は
な
く
組
ま
れ
た

出
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る 
そ
し
て
光
の

が

に
突
き
立
ち

月
光

が
流
れ
始
め
た
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イ

ツ

ム

ン
ラ
イ
ト

こ
れ
は

ベ

ト

ベ
ン
の

月
光

お
い
ジ

ジ

何
だ
い

て

何
で
今
僕
の
名
前
を
呼
ん
だ
ん
だ

そ
ん
な
に
感
動
し
た
の
か
な

 
も
ち
ろ
ん
ハ
チ
マ
ン
は

出
の
過

さ
に

れ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
が

 
ジ

ジ

は
そ
の
言
葉
を
そ
う
受
け
取

た
よ
う
だ

 
最
初
の
ハ
チ
マ
ン
の
大
笑
い
を

喜
ん
で
く
れ
て
る
と
思

た
だ
け
の
事
は
あ
る

 
ジ

ジ

は
実
に
ポ
ジ
テ

ブ
な
性
格
を
し
て
い
る
よ
う
だ

ふ
ふ
ん

ボ
ス
の

に
ば
か
り
注
目
し
て
る
と

い
目
見
る

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ジ

ジ

が
コ

ヒ

を
口
に

ん
だ

間
に

ハ
チ
マ
ン
が
叫
ん
だ

敵
襲

ぶ
は

 
ジ

ジ

は
思
わ
ず
コ

ヒ

を

き
出
し

て
て
ハ
ン
カ
チ
で
そ
れ
を

い
た

だ
か
ら
気
付
く
の
が

い
ん
だ

て
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そ
し
て

田
⻯
が

プ
レ
イ
ヤ

達
を
襲
い
始
め
た

お
褒
め
に

か
り
恐

至

さ
て

何
で
し

う
な

そ
の
よ
う
で
す
な

い
や

ウ
ケ
て
る
ウ
ケ
て
る

彼
を

用
し
て
本
当
に
良
か

た

 
僕
の
ニ

ク
ネ

ム
と
関
係
の
深
い
声
優
さ
ん
に
頼
ん
だ
の
は
正
解
だ

た
ね

 
ど
う
や
ら

田
さ
ん

場
は

そ
う
い

た
流
れ
ら
し
い

 
お
そ
ら
く

安
さ
ん
の

場
も

同
じ
理
由
な
の
だ
ろ
う

よ
く
や
る
よ

ま

た
く

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

お
褒
め
に

か
り
恐

至

 
ジ

ジ

は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

き
に

田
⻯
の
真
似
で
答
え
た

 
も
ち
ろ
ん
ハ
チ
マ
ン
に
は

こ
え
て
い
な
い
の
だ
が
ジ

ジ

は
と
て
も
楽
し
そ
う
だ

た

 
こ
れ
は
多
分
彼
に
と

て
は
必
要
な
事
な
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
全
て
の
敵
が

さ
れ

再
び
合
体
フ

イ
ズ
と
な

た
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次
に
流
れ
た
の
は
ベ

ト

ベ
ン
の
第
九
で
あ
る

や

ぱ
り
ラ
ス
ボ
ス
戦
の
曲
は
こ
れ
だ
よ
ね

フ
ン
フ
ン
フ

ン

 
フ
ロ
イ
デ

ツ

ネ
ル

ゲ

テ
ル

フ
ン
ケ
ン

 
ジ

ジ

よ

何
故
歌
う

よ
く
ぞ
我
の
所
ま
で
た
ど
り
着
い
た

ど
う
だ

世
界
の
半
分
を
や
る
か
ら
私
に
仕
え
な
い

か
そ
し
て
決
め
セ
リ
フ
は
や

ぱ
り
こ
れ
だ
ね

イ
エ
ス
イ
エ
ス
イ
エ

ス

 
何
が
イ
エ
ス
な
の
か
意
味
不
明
だ
が

ジ

ジ

は
そ
う
叫
び
な
が
ら
満
足
そ
う
に

い
た

 
そ
し
て
プ
レ
イ
ヤ

達
の

テ
ラ

安

シ

ウ
ト
を

い
た
ジ

ジ

は

 
自
分
の
選
択
は
間
違

て
い
な
か

た
の
だ
と

深
い
充
足
感
に
包
ま
れ
る
事
に
な

た
の

だ

た

 
こ
の
話
で
終
わ
る
つ
も
り
だ

た
の
に

三
話
目
に
突
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
ｏ
ｒ
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第
９
８
７
話
 
ジ

ジ

の
不
完
全
燃
焼

さ
て

何
が
出
て
く
る
か
な

た

て
事
は
人
型
だ
と
思
う
が

は
い
ハ
チ
マ
ン
正
解

 
ジ

ジ

は

ま
る
で
モ
ニ
タ

の
中
の
ハ
チ
マ
ン
と
会
話
し
て
い
る
よ
う
に
そ
う

い
た

さ
て
お
待
ち
か
ね

今
週
の

ビ

ク
リ
ド

キ
リ
ド
ラ
ゴ
ン

 
も
し
ハ
チ
マ
ン
が
こ
こ
に
い
た
ら

元
ネ
タ
は
そ
れ
か
よ

と

大
に
突

込
ん
だ
事
だ
ろ

う 
そ
し
て
骨
片
が

み
重
な

て
い
き
そ
の
首
無
し
の
体
に
戦
国
時
代
の
よ
う
な

が
装
着
さ

れ
る世

界
の
半
分
で
は
不
満
だ
と
言
う
の
か

な
ら
ば
死
ね

我
は
偉
大
な
る
死
の

配
者
な
り

 
そ
の
セ
リ
フ
に
合
わ
せ
て
ジ

ジ

は
ま
る
で
岡
部

太
郎
の
よ
う
に
く
ね
く
ね
動
き

 

骨
が
装
着
さ
れ
た
の
と
同
時
に
決
め
ポ

ズ
を
と
り
な
が
ら
こ
う
叫
ん
だ

武
者
ド
ラ
ゴ
ン

真

こ
こ
に
降
臨
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同
時
に
空
中
に

の
文

が
現
れ
た

最
終
決
戦
兵
器

真
・

・

と

パ

フ

ク
ツ

さ
て
ハ
チ
マ
ン
は

お
お

喜
ん
で
る
喜
ん
で
る

 
腹
を

え
て
笑

て
い
る
ハ
チ
マ
ン
は
確
か
に
楽
し
そ
う
で
は
あ

た

 
そ
の
感
想
は
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
が

ね
間
違

て
い
る

し
か
し
ハ
チ
マ
ン
は
い
つ
ま
で
喜
ん
で
る
ん
だ

そ
ろ
そ
ろ
戦
い
を
始
め
な
い
と

 
一

回

て
ジ

ジ

は
ハ
チ
マ
ン
が
逆
に
心
配
に
な

た
が

 
そ
ん
な
ジ

ジ

が
見
て
い
る
前
で

ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
に
駆
け
寄

た

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン
君

お

彼
女
は
思

た
よ
り
も
女
の
子
ら
し
い
子
な
の
か
な

 
ま
あ
ご
つ
い
子

て
の
は
得
て
し
て
そ
う
い
う
も
の
だ
よ
ね

 
ア
ス
ナ
へ
の
風
評
被
害
は

絶

継
続
中
の
よ
う
で
あ
る

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
の
お
か
げ
で
復
活
し

立
ち
上
が

て
攻
撃
指

を
出
し
た

こ
れ
で
最
後
だ

り
上
が

て
い
こ
う

総
員
攻
撃
開
始

よ
ろ
し
い
か
か

て
き
た
ま
え

て
言

て
も
戦
う
の
は
僕
じ

な
い
ん
で
す
け
ど

 
ジ

ジ

は
モ
ニ
タ

に
向
か

て
ニ
ヒ
ヒ
と
笑
う
と
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一

休

と
ば
か
り
に
ソ
フ

に

を
下
ろ
し

新
し
い
コ

ヒ

を
用
意
し
た

ふ
う

ち

と
エ
キ
サ
イ
ト
し
す
ぎ
ち

た
か
な

 
し
か
し
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
達
で
も

あ
れ
は
そ
う
簡

に
は

れ
な
い
み
た
い
だ
ね

 
ジ

ジ

は
楽
し
そ
う
に
戦
闘
を

め
て
い
た

と
い
う
か

観
し
て
い
た

 
も
う
や
る
べ
き
事
は
全
て
や

た
と
い
う
感
じ
な
の
だ
ろ
う

 
真

の
発
狂
モ

ド
は
タ
フ
な
の
が

り
な
だ
け
で

攻
撃
は
さ
ほ
ど
激
し
く
な
く

 
あ
く
ま
で
も
最
後
は
プ
レ
イ
ヤ

達
に

 
思
う
存
分
攻
撃
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
意
図
で
設
計
し
た
敵
な
の
で
あ
る

し
か
し
彼
は
予
想
外
に
い
い
タ
ン
ク
だ
ね

 
そ
れ
で
も
真

の
攻
撃
は
か
な
り
重
い
は
ず
で
あ
り

 
そ
れ
を
い
と
も
簡

に
防
い
で
い
る
ホ

リ

の
技
術
に
ジ

ジ

は
驚
愕
し
て
い
た

こ
れ
は
次
の
イ
ベ
ン
ト
の
調
整
に
悩
む
事
に
な
り
そ
う
だ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
連

を
も
ら

て
タ
ン
ク
の
現

を
知

た
ジ

ジ

は

 
次
は
多
少
モ
ブ
の
攻
撃
面
を
緩
和
し
よ
う
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
ホ

リ

を
は
じ
め
と
し
た
ヴ

ル
ハ
ラ
の
タ
ン
ク

の
事
を
考
え
る
と
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カ
ゲ
ム
ネ
以
外
の
他
の
ナ
イ
ツ
の
タ
ン
ク
と
の
差
が
激
し
す
ぎ
て

 
ど
ち
ら
を
基
準
に
バ
ラ
ン
ス
調
整
し
て
も
何
か
し
ら
問
題
が

き
そ
う
だ
と

を
悩
ま
せ
て
い

た
ま
あ
い
い
か

今
回
の
事
で
き

と
ど
こ
も
タ
ン
ク
を
育
成
す
る
だ
ろ
う
し

 
攻
撃
面
に
関
し
て
は
今
回
と
同
じ
く
ら
い
の
難
易
度
を
目
指
そ
う

う
ん

そ
れ
で
い
い
や

 
ジ

ジ

は
考
え
る
の
が
面
倒
に
な

た
の
か

そ
う
結

付
け

観
戦
に

た

 

り
し
も
ユ
ウ
キ
が
敵
に
突
撃
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

 
ジ

ジ

は

お

と
い
う
顔
で
画
面
に
見
入

た

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

お
ほ

こ
れ
が
噂
の
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
か

実
に
素
晴
ら
し
い

 
現

の
最
強
の
ソ

ド
ス
キ
ル
だ
け
の
事
は
あ
る
ね

防
御
面
の
調
整
は
こ
れ
が
基
準
か
な

 
ジ

ジ

は
大
興
奮
し
な
が
ら
次
々
と
他
の
プ
レ
イ
ヤ

を
ズ

ム
し
て
い

た

 
ジ

ジ

は
本
当
は
ハ
チ
マ
ン
の
戦
い
ぶ
り
を
見
た
か

た
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
ま

た
く
動
こ
う
と
し
な
か

た

そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か

た
の
で
あ
る

う
ほ

何
だ
い
こ
の
三
人

ク

ソ
重
そ
う
な

を

々
と

り
回
し
て
る
じ

な
い
か
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一
人
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

か

名
前
は

あ
あ

彼
が
エ
ギ
ル
な
ん
だ

 
で

他
の
二
人
が
ロ
ウ
リ

と
ラ
キ
ア

う

ん

知
ら
な
い
な

ま
あ
チ

ク
し
て

お
こ
う

サ
ト
ラ
イ
ザ

君
も
頑
張

て
る
み
た
い
だ
ね
も
う
す

か
り
日
本
に
は
慣
れ
た
の
か
な

 
今
度
ア
サ
ク
サ
に
で
も
遊
び
に
誘

て
み
よ
う

ん

今
の
大

の
レ

ザ

い
攻
撃
は
何
だ

 
え

と

あ
あ

今
の

て

で
の
攻
撃
な
ん
だ

へ

お
か
し
な
武
器
だ
な

 
使

て
る
の
は

あ
あ

さ

き
魔
砲
を
撃

た
子
か

 
だ
か
ら
魔
砲
の
射
撃
役
を
担
当
す
る
事
に
な

た
ん
だ
ね

予
想
通
り
だ

た
よ

 
そ
れ
に
し
て
も
ヒ

ラ

で

使
い
と
か

分
変
わ

た
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
だ
な

 
そ
の
時
画
面
か
ら
ハ
チ
マ
ン
の
声
が

こ
え
て
き
た

 
だ
が
画
面
の
中
に

ハ
チ
マ
ン
は
映

て
い
な
い

調
だ
な

あ
れ

あ
あ

マ
イ
ク
の
ズ

ム
は
そ
の
ま
ま
だ

た
か

 
ジ

ジ

は

況
は
理
解
し
た
が

他
に
会
話
を

き
た
い
者
も
い
な
か

た
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音
声
に
関
し
て
は
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
事
に
し
た

こ
の
ま
ま
い
け
そ
う
よ
ね

ま
あ
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
事
故
は

こ
ら
な
い
だ
ろ
う
な

 

え
何
か
し
て
き
て
も

全
員
が
即
死
で
も
さ
せ
ら
れ
な
い
限
り
は
安

だ

そ
う
思

て
て
も
動
か
な
い
な
ん
て

ハ
チ
マ
ン
は
慎
重
だ
よ
ね

 
君
が
戦

て
る
所
も
見
た
か

た
ん
だ
け
ど
な

も
し
そ
う
な

た
ら
ど
う
す
る

い
や
い
や

し
な
い
よ

さ
す
が
に
そ
れ
は
な
い
と

ジ

ジ

を
殴
り
に
い
く
さ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
ハ
チ
マ
ン

そ
れ
は
ひ
ど
い
よ

も

と
僕
を
信
用
し
て
く
れ
な
い
と

 
ジ

ジ

は
い
か
に
も
心
外
だ
と
い
う
風
に
画
面
に
向
け
て
叫
ん
だ

ク
リ
ア
が
困
難
な
の
は
ア
リ
だ
け
ど

不
可
能
な
の
は
ナ
シ

そ
れ
が
ゲ

ム

て
も
ん
さ

 
そ
し
て
こ
う
い

た
戦
闘

て
の
は
エ
ン
タ

テ
イ
メ
ン
ト
じ

な
い
と
い
け
な
い
よ
ね

 
楽
し
い
は
正
義

て
奴
さ

あ
は
は
は
は
は
は
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ジ

ジ

は
今
回
の
戦
闘
の
調
整
に
関
し
て
は
満
足
し
て
い
る
よ
う
だ

 
後
は
ハ
チ
マ
ン
の
指

に
よ

て

き

り
に
な

た

 
編
成
が
偏

た
場
合
に
備
え
て
の
調
整
を
ど
う
に
か
出
来
れ
ば

良
い

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が
お
か
し
な
事
を
言
い
出
し
た

んど
う
し
た
の

い
や

今
何
か
動
い
た
よ
う
な

ホ
ワ

ツ

僕
は
他
に
は
何
も
仕
込
ん
で
な
い
よ

と
い
う
か
一
体
ど
こ
を
見
て
る
ん
だ

 
今
モ
ニ
タ

に
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
魔
砲
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
ま
ま
に
な

て
お
り

 
ジ

ジ

は
そ
の
言
葉
に
興
味
が

き

再
び
モ
ニ
タ

に
ハ
チ
マ
ン
を
映
そ
う
と
し
た
が

 
モ
ニ
タ

の
対
象
を
変
え
る

間
に

誰
も
い
な
い
の
に
い
き
な
り
魔
砲
の
向
き
が
変
わ
り

 
ジ

ジ

は
驚
い
て
操
作
の
手
を
止
め
た

え
 
ジ

ジ

は
見
間
違
い
か
と
思
い

目
を
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す

た
が

 
ど
う
見
て
も
確
か
に
魔
砲
の
向
き
が
変
わ

て
い
る
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同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ハ
チ
マ
ン
も
そ
の
事
に
気
付
い
た
の
か
ジ

ジ

と
同
じ
事
を
言
い
出

し
た

ち

と
待
て

あ
の
魔
砲

向
き
が
変
わ

て
な
い
か

そ
う
そ
れ

て
か
ハ
チ
マ
ン
も
こ
こ
を
見
て
た
ん
だ

う
ん

確
か
に
向
き
が
変
わ

て

る
よで

も
ア
ス
モ
さ
ん
が
向
き
を
変
え
た
ん
じ

な
い

ノ

絶
対
に
そ
れ
は
な
い

僕
が
ず

と
見
て
た
か
ら
ね

 
そ
の

間
に
魔
砲
の
先

が

き
だ
し
た

魔
砲
が
発
射
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

 
そ
し
て
そ
の
射
線
上
に
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
い
る

え

あ

ノ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

危
な
い

なち
い

ま
ず
い
よ

あ
れ
を
止
め
な
く
ち

 
だ
が
当
然
ジ

ジ

に
は
魔
砲
の
発
射
を
防
ぐ
術
は
な
い

村

後
ろ
後
ろ

村

お
い

村
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ジ

ジ

は
モ
ニ
タ

の
中
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
向
け
て
一
心
不
乱
に
そ
う
叫
ん
だ
が

 
こ
の
場
に
誰
か
日
本
人
が
い
た
ら
こ
の

況
で
ネ
タ
に
走
ん
な
と
ジ

ジ

に
説
教
を
し

た
事
だ
ろ
う

お
い

ア
ス
モ

後
ろ
だ

 
そ
の
時
モ
ニ
タ

の
中
か
ら
ハ
チ
マ
ン
の
声
が
し
た

 
さ
す
が

ジ

ジ

と
違

て
ネ
タ
に
走
る
よ
う
な
事
は
し
な
い

そ
こ
は

村

て
つ
け
な
い
と

目
だ
ろ
お
お
お
お

 
ジ

ジ

は
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
苦
情
を
言

た
が
当
然
そ
の
声
は
ハ
チ
マ
ン
に
は

か
な

い 
だ
が

け
る
必
要
は
ま

た
く
無
い
の
で
問
題
な
い

ア
ス
モ

そ
の
ま
ま
動
く
な

ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
う
は
ず
だ

 
そ
の
声
と
同
時
に
モ
ニ
タ

の
中
に
ハ
チ
マ
ン
が
飛
び
込
ん
で
き
た

ハ
チ
マ
ン

頼
む

 
こ
れ
は
確
か
に
ゲ

ム
だ
が

戦
い
の
結
果
な
ら
と
も
か
く

 
女
の
子
が
こ
う
い

た
死
に
方
を
す
る
の
を
許
容
出
来
る
ほ
ど
ジ

ジ

は
情
の
薄
い
男
で
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は
な
い
の
だ

 
そ
の
声
が

こ
え
た

で
は
な
い
が

ジ

ジ

の
叫
び
は
ハ
チ
マ
ン
に
通
じ

 
ハ
チ
マ
ン
は
片
足
と

の
四

を

に
し
な
が
ら
も

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
見
事
に
魔
砲
の
攻
撃
か
ら
救

た

グ
レ
イ
ト

 
だ
が
そ
の
喜
び
は
⻑
く
は
続
か
な
か

た

 
ボ
ス
の
方
か
ら

山
の
プ
レ
イ
ヤ

の

鳴
が

こ
え
た
か
ら
だ

え
 
ジ

ジ

が

て
て
モ
ニ
タ

の
向
き
を

か
に

に
ず
ら
す
と

そ
こ
に
映

た
の
は

 
魔
砲
の
攻
撃
が

人
の
プ
レ
イ
ヤ

を

き
込
ん
で

そ
の
ま
ま
真

に
命
中
す
る
光
景

だ

た
あ

あ
れ

て
あ
の
頑
張

て
た
タ
ン
ク
の
人

 

然
と
す
る
ジ

ジ

の
目
の
前
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ハ
チ
マ
ン
に
ヒ

ル
を
か
け
る

 
そ
れ
と
同
時
に
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
い
く
つ
か
現
れ

真

が

け
て
消
え
た

 
同
時
に

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ

の
文

が

に
現
れ
た
が
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そ
の
場
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は

一
人
を

い
て
一
言
も
発
し
な
い

 
ち
な
み
に
そ
の
一
人
と
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
で
あ
る

 
そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
発
し
て
い
る
の
は

す
す
り

き
と
謝
罪
の
声
で
あ

た

ご
め
ん
な
さ
い

ご
め
ん
な
さ
い

 
ジ

ジ

は
そ
の
声
を

い
て
い
ら
れ
ず
映
像
と
音
声
の
ズ

ム
を

当
に
ぐ
い

と
動
か

し
た

 
丁
度
そ
こ
に
は
魔
砲
が
映

た
が

同
時
に
マ
イ
ク
か
ら
こ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

の
逆
鱗

ふ

ん

 
そ
れ
は
ジ

ジ

が
自
ら
設
定
し
た
真

の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
の
名
前
だ

た

 
今
画
面
に
は
誰
も
映

て
い
な
い
だ
が
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
と

た
者
が
確
実
に
そ
こ
に
い

る
ま
さ
か
犯
人
が
そ
こ
に
い
る
の
か

 
ジ

ジ

は
知
ら
な
か

た
が

こ
の
犯
人
が
使

て
い
る
の
は

し
の
魔
法
で
あ
る

 
通
常

を
消
し
た
ま
ま
攻
撃
を
行
う
と

し
の
魔
法
の

果
は
切
れ
て
し
ま
う
の
だ
が

 
犯
人
は
何
ら
か
の
方
法
で
そ
れ
を
防
い
だ
よ
う
だ
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ク
ソ
野
郎
が

 
そ
の
時
ジ

ジ

が
発
し
た
の
は

も
し
ハ
チ
マ
ン
が

い
て
い
た
と
し
て
も

 
本
当
に
ジ

ジ

な
の
か
と
疑
い
た
く
な
る
よ
う
な

彼
ら
し
く
な
い

り
の
声
で
あ

た

俺
の
主

し
た
イ
ベ
ン
ト
を

し
や
が

て

 
だ
が
現
地
に
い
な
い
ジ

ジ

に
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い

く
そ

 
ジ

ジ

は
そ
の
ま
ま
ソ
フ

に
乱
暴
に
座
り

め
た
コ

ヒ

を
口
に

ん
だ

 
そ
の
苦
さ
に
よ
り

多
少

静
さ
を
取
り

し
た
ジ

ジ

は

悔
し
そ
う
に
こ
う

い
た

今
日
の
と
こ
ろ
は
見
逃
し
て
や
る

そ
し
て
ク
リ
ア
お
め
で
と
う
プ
レ
イ
ヤ

の
み
ん

な 
こ
う
し
て
ジ

ジ

に
と

て
の
イ
ベ
ン
ト
は

不
完
全
燃
焼
の
ま
ま
幕
を

じ
た

 
ジ

ジ

が
こ
の
事
で

飲
を
下
げ
る
事
が
出
来
た
の
は

こ
れ
よ
り
し
ば
ら
く
先

 
先
ほ
ど
の
音
声
デ

タ
が
ハ
チ
マ
ン
の
手
に

て
か
ら
し
ば
ら
く
後
と
な
る



 第９８８話 保健室での出来事

 
第
９
８
８
話
 
保
健
室
で
の
出
来
事

う

う

 
あ
れ
か
ら
三
日
目
の
朝
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
こ
と
山
花
出
海
は
今
日
も
悪
夢
に
う
な
さ
れ
て
目
を

覚
ま
し
た

 
目
の
前
に
迫
る
魔
砲
の
光

そ
の
強
大
な
力
に
抗
え
ず

立
ち
つ
く
す
自
分

 
そ
ん
な
自
分
を
片
足
を

飛
ば
さ
れ
な
が
ら
助
け
て
く
れ
る
ハ
チ
マ
ン
と

 
直
後
に
向
け
ら
れ
た

自
分
の
身
を
気
遣

て
く
れ
る
よ
う
な
優
し
い
目

 
こ
こ
ま
で
は
ま
だ
悪
夢
と
は
呼
べ
な
い
が

問
題
は
こ
の
後
だ

た

 
こ
の
後
の
部
分
は
こ
の
三
日
間

日
違
う
内
容
と
な

て
お
り

 
そ
れ
が

く
悪
夢
と
呼
べ
る
内
容
に
な

て
い
た
の
だ

た

 
初
日
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
も
ろ
と
も
再
び
発
射
さ
れ
た
魔
砲
で
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
事
と
な

た 
二
日
目
は
い
き
な
り
誰
か
に
背
中
を

さ
れ

必
死
に
こ
ち
ら
に

ば
し
て
く
れ
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
救
い
の
手
を
掴
む
事
す
ら
出
来
ず
に
死

し
た
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そ
し
て
今
日
は

多
く
の
ユ

ザ

達
に

魔
砲
が
使
わ
れ
た
事
を

さ
れ

 
そ
れ
を

て
く
れ
た
ハ
チ
マ
ン
も
ろ
と
も
プ
レ
イ
ヤ

達
に
な
ぶ
り
殺
し
に
さ
れ
た
の
で
あ

る 
実

に
は
返
り
討
ち
で
あ
ろ
う
が
夢
が
こ
う
い
う
お
か
し
な
設
定
に
な
る
の
は
よ
く
あ
る
事

で
あ
る

は

ま
た
な
の
ね

 
現
実
に

こ

た
出
来
事
を
追
体
験
す
る
で
も
な
く
た
だ
ひ
た
す
ら
に
自
分
が
殺
さ
れ
る
夢

 
出
海
に
は

そ
ん
な
夢
を
見
る
よ
う
に
な

た
原
因
に
心
当
た
り
が
あ

た

私
あ
あ
い
う
風
に
死
に
そ
う
に
な

た
の

て
あ
の
時
が
初
め
て
だ

た
も
ん
な

 
そ
う

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ヒ

ラ

で
あ
り

通
常
は
戦
い
の
最
前
線
に
立
つ
事
は
な
い

 
仲
間
達
が
強
い
事
も
あ

て
今
ま
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
死
ぬ
よ
う
な
目
に
遭
う
事
は
一
度
も

な
か

た

 
だ
が
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で

一
歩
⻭

が
狂
え
ば
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
確
実
に
死
ん
で
い
た

 
お
そ
ら
く
悪
夢
を
見
る
の
は
そ
の
せ
い
だ
ろ
う
と
出
海
は
分

し
て
い
た
が

 
実
は
出
海
に
は
も
う
一
つ
原
因
に
心
当
た
り
が
あ
る

そ
れ
は
自
分
が
安
易
に
攻
撃
に
走
ら
な
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け
れ
ば

 
魔
砲
の

変
を
す
ぐ
に
察
知
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

 
罪
悪
感
か
ら
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う

で
あ
る

 
ど
ち
ら
が
真
実
な
の
か
は
分
か
ら
な
い

あ
る
い
は
両
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
理
由
が
分
か

た
か
ら
と
い

て
悪
夢
を
見
な
く
な
る

で
は
な
い

 
な
の
で
今
の
出
海
に
出
来
る
事
は

た
だ
ひ
た
す
ら
に

 
悪
夢
を
見
せ
な
い
で
下
さ
い
と

神
に

る
事
く
ら
い
で
あ

た

  
そ
し
て
そ
の
日
の
昼

出
海
は

で
偶
然
詩
乃
と
唯
花
と
遭
遇
し

 
そ
の
ま
ま
屋
上
で
一

に
昼
食
を
と
る
事
に
な

た

 
ち
な
み
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
遠

貴
子
も
そ
の
場
に
い
た
の
だ
が
四
人
は
出
海
達
と
の
同

を
断

た 
三
日
前
に
色
々
あ

た
と
い
う
話
は

い
て
お
り

 
今
日
は
そ
れ
に
つ
い
て
存
分
に
話
し
て
ほ
し
い
と
遠

し
た
の
で
あ
る

そ
ん
な
気
を
遣
わ
な
く
て
も
別
に
い
い
の
に
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ま
あ
ま
あ

私
達
が
一

だ
と
し
に
く
い
話
も
あ
る
だ
ろ
う
し
さ

 
そ
ん
な

で

三
人
は
屋
上
で
一

に
昼
食
を
と
り
な
が
ら

 
先
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
話
を
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
も
う
十
二
月
な
の
で

最
近
は
屋
上
で
食
事
を
す
る
事
も

て
き
て
は
い
た
が

 
気

自
体
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
の
で
風
が
無
く
晴
れ
て
い
る
日
は
普
通
に
屋
上
で
も
寒
く
は

な
い
の
だ

 
そ
し
て
詩
乃
と
唯
花
が
普
通
に
あ
の
敵
は
あ
あ
だ

た
こ
の
敵
は
こ
う
だ

た
と
話
を
し
て

い
る
横
で

 
出
海
は

に

い
て
い
た
が

か
な
り

不
足
だ

た
事
も
あ
り

う
と
う
と
し
始
め
た

あ
れ

出
海

ち

た

そ
う
み
た
い

ち

と
元
気
も
無
か

た
み
た
い
だ
し

不
足
な
ん
じ

な
い

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら
出
海
の
顔
を

き
こ
み

あ
る
事
に
気
が
つ
い
た

あ
れ

今
日
の
出
海

化

が
ち

と

く
な
い

本
当
だ

い
つ
も
は
化

な
ん
か
ほ
と
ん
ど
し
な
い
の
に
ね

あ

こ
れ

目
の
下
の

が
ひ
ど
く
な
い
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そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

ち

ん
と
眠
れ
て
な
い
の
か
な

か
も

も
し
か
し
て
こ
の
前
の
ア
レ
の
せ
い
か
な

ど
う
だ
ろ
う

で
も
こ
れ
は
ち

と
保
健
室
で
休
ま
せ
た
方
が
い
い
か
も
ね

そ
う
し
よ

か

出
海

ほ
ら
出
海

ち

と

き
て

う

う
う

ん

 
出
海
は
二
人
に

こ
さ
れ

そ
の
ま
ま
両

を

え
ら
れ
て
保
健
室
へ
と
連
れ
て
い
か
れ
た

 
そ
し
て
二
人
は

護
教
諭
に
ゲ

ム
の
事
は
伏
せ
つ
つ
出
海
が
か
な
り
の

不
足
だ
と
説
明

し 

護
教
諭
も
出
海
の
顔
を
見
て
納
得
し
放
課
後
ま
で
保
健
室
で

て
い
る
事
を
許
可
し
て
く

れ
た担

任
の
先
生
に
は
私
か
ら
伝
え
て
お
く
わ

す
み
ま
せ
ん

お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

あ
私
達
も
放
課
後
に
ま
た
来
る
か
ら

出
海
は
し

か
り

て
お
き
な
さ
い
ね
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出
海

ま
た
後
で
ね

う
ん

ご
め
ん
ね
二
人
と
も

 
出
海
は
そ
う
お

を
言
い

大
人
し
く
横
に
な

た

 
だ
が
内
心
で
は
ま
た

な
夢
を
見
そ
う
で

た
く
な
か

た

 
そ
こ
か
ら
出
海
は
か
な
り
頑
張

て

き
て
い
た
の
だ
が

 
二
時
間
ほ
ど
で
限
界
を
迎
え
た
の
か

そ
の
ま
ま

て
し
ま

た

  
気
が
つ
く
と
出
海
は
い
つ
も
の
戦
場
に
い
た

遠
く
に
は
真

の

も
見
え
る

あ

私

ち

た
ん
だ

 
夢
の
中
で

こ
れ
は
夢
だ
と
自
覚
出
来
る
事
は

に
あ
る

 
今
回
も
そ
の

の
一
つ
な
の
だ
ろ
う
が

と
に
か
く
出
海
は
こ
れ
が
夢
だ
と
認
識
し
て
い
た

 
だ
が
夢
の
中
を
自
由
に
動
け
る

で
は
な
く

 
体
は
い
つ
も
通
り

真

に
向
か

て

で
の
攻
撃
を
続
け
て
い
た
の
だ

た

 
た
だ
い
つ
も
と
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば

こ
こ
が
学
校
だ
か
ら
か

 
今
の
自
分
が
学
校
の
制
服

だ
と
い
う
事
く
ら
い
で
あ

た
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顔
に
関
し
て
は
ど
ち
ら
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
出
海
の
感
覚
だ
と

本
当
の
自
分
の
顔
で
あ
る
は
ず
で
あ

た

 
ま
あ
夢
と
い
う
の
は
そ
う
い
う

な
も
の
で
あ
ろ
う

目
よ
私

そ
こ
で

り
向
い
て

 
魔
砲
が
発
射
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
迫

て
い
た
が

出
海
は

を
撃
ち
続
け
る

お
願
い
私

動
い
て

動
け
な
い
な
ら
せ
め
て
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に

 
出
海
は
と
に
か
く

を
自
分
だ
け
で
済
ま
せ
よ
う
と

 
ハ
チ
マ
ン
に
向
け

来
な
い
で
と
叫
ぼ
う
と
必
死
で
努
力
し
た

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か

出
海
の
口
が
徐
々
に
開
い
て
い
く

 
同
時
に
後
方
に
あ
る
魔
砲
の
先

に
光
が
集
ま

て
い
く
事
も
分
か

た

 

り
返
し
に
な
る
が

夢
と
は
ま
あ
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る

 
出
海
は

り

身
の
力
を

り
絞

て
口
を
開
こ
う
と
し
た

そ
し
て
そ
の
努
力
は
報
わ
れ

た
来
な
い
で

は

誰
が
お
前
の
言
う
事
を

く
も
ん
か
よ
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い
き
な
り

元
で
そ
ん
な
声
が
し
た
が
ハ
チ
マ
ン
は
当
然
出
海
の
言
葉
を

き
い
れ
て
は
く

れ
な
い

 
何
故
か
と
い
う
と

出
海
が
ハ
チ
マ
ン
を
そ
う
い
う
人
間
だ
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
し
て
出
海
の
手
が
ぐ
い

と
引
か
れ
た

 
い
つ
も
と
違
う
の
は

そ
の
部
分
に
熱
が
感
じ
ら
れ
た
事
く
ら
い
だ
ろ
う

 
そ
の
直
後
に
出
海
は
ハ
チ
マ
ン
の

し
い

の
中
に
い
た

そ
の
横
を
魔
砲
の
光
が
通
過
し
て

い
くあ

あ
れ

私

助
か

た

危
な
い
危
な
い

ギ
リ
ギ
リ
だ

た
な

 
見
上
げ
る
と
そ
こ
に
は
ハ
チ
マ
ン
の
笑
顔
が
あ
り
そ
れ
を
見
た

間
に
出
海
の
感
情
が
爆
発

し
た良

か

た

無
事
だ

た
の
ね

い
や

足
の
一
本
は
持

て
か
れ
た
が

こ
ん
な
の
は
す
ぐ
治
る
か
ら
な

 
ま
あ
ヒ

ル
で
も
か
け
て
お
い
て
く
れ

う
ん

分
か

た

任
せ
て
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そ
し
て
出
海
が
ヒ

ル
を
か
け
た

間
に

ハ
チ
マ
ン
の
足
が
再
生
し
た

 
こ
ん
な
事
は
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
が

夢
な
ら
で
は
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
も

と
も
出
海
は
悪
夢
で
は
な
か

た
事
に
安

す
る
ば
か
り
で
あ
り
そ
ん
な
事
は
気
に
も

し
な
か

た

サ
ン
キ

そ
れ
じ

あ
俺
達
を
こ
ん
な
目
に
遭
わ
せ
て
く
れ
た
あ
い
つ
に
仕
返
し
す
る
か

あ
い
つ

 
出
海
が

り
返
る
と

魔
砲
の
横
に
は
確
か
に
プ
レ
イ
ヤ

の

が
あ

た

 
着
て
い
る
の
は
七
つ
の
大
罪
の
制
服
で
あ

た
が

そ
れ
が
誰
な
の
か
は
分
か
ら
な
い

う
ん

そ
う
だ
ね

や

ち

い
ま
し

う

 
出
海
は

い
な
く
そ
う
言
い

い
つ
も
間
に
か
手
に
し
て
い
た

に
矢
を
番
え

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
向
け
て
い
き
な
り
ぶ

放
し
た

く
ら
い
な
さ
い

 
出
海
が
放

た
矢
は

中
で
勝
手
に
本

が

え

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
突
き

さ
る

 
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
な

て
倒
れ
た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
顔
は

グ
ラ
ン
ゼ
の
顔
を
し

て
い
た
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や

た
わ

あ
れ

グ
ラ
ン
ゼ
ち

ん

 
出
海
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
叫
び

同
時
に
別
の
出
海
が
そ
う
考
え
る

お
う

よ
く
や

た

こ
れ
で
悪
は
滅
び
た
な

も
し
か
し
て
私

犯
人
は
グ
ラ
ン
ゼ
ち

ん
だ

て
思

て
る
の
か
な

 
出
海
は
そ
う
も
考
え
た
が
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
が
出
海
の

を

手
で
背
後
か
ら

い
て
き
た

 
そ
ん
な
考
え
は
一

で
ど
こ
か
に
い

て
し
ま

た

わ

わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
出
海
の

手
を
自
ら
の

手
で

り

 
そ
の

ら
れ
た
部
分
が
先
ほ
ど
と
同
じ
く
熱
く
感
じ
ら
れ
る

 
出
海
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も

幸
せ
な
気
分
で
ハ
チ
マ
ン
の
方
に

り
向
い
た

あ
り
が
と
う

何
が
だ

 
そ
の
時
そ
の
場
全
体
に

ハ
チ
マ
ン
の
声
が

き

た
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明
ら
か
に
今
背
後
に
い
る
ハ
チ
マ
ン
が
発
し
て
い
な
い

別
の
ハ
チ
マ
ン
の
声
が

 
そ
し
て
出
海
の
意
識
は
い
き
な
り
覚

し
目
の
前
に
出
海
の
顔
を

き
込
む
八
幡
の

が

あ

た

 
そ
の
後
ろ
に
は

護
教
諭
の

も
見
え
る

 
出
海
が

然
と
し
な
が
ら
体
を

こ
す
と

そ
こ
は
当
然
保
健
室
の
ベ

ド
の
上
で
あ

た

あ

あ
れ

お
前
今

い
き
な
り
あ
り
が
と
う
と
か
言

て
た
け
ど

も
し
か
し
て

言
だ

た
の
か

え

え

と

う

う
ん

そ
う
か
も

は
は

一
体
何
に
感
謝
し
て
た
ん
だ

そ
れ
は

 
出
海
は
そ
う
言
い
な
が
ら

じ

と
自
分
の

手
を
見
た

 
そ
こ
が
何
故
か
ま
だ

か
く
感
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
と
い
う
か

手
と
比
べ
て
明
ら
か
に

か
い

 
出
海
は
そ
の
事
を
疑
問
に
思
い
つ
つ

八
幡
に
夢
の
内
容
を
伝
え
よ
う
と
し
た

 
だ
が
八
幡
の
顔
を
見
た

間
に
急
に
恥
ず
か
し
く
な
り
結
局
出
海
は
誤
魔
化
す
よ
う
に
こ
う
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答
え
た

は

八
幡
さ
ん
が
こ
う
し
て
お
見
舞
に
来
て
く
れ
た
か
ら

て
た

に
何
言

て
や
が
る

 
と
い
う
か
俺
は
詩
乃
に
頼
ま
れ
て

お
前
を
家
ま
で
送

て
や
る

に
来
た
だ
け
だ
ぞ

そ

そ
う
な
の

ま
あ
で
も

確
か
に
そ
れ
が
見
舞
い
な
の
か
と
言
わ
れ
た
ら

そ
う
な
の
か
も
だ
け
ど
な

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら

そ
の
ま
ま
出
海
の
顔
を

き
こ
ん
だ

ち

近
い

近
い
よ

ん
ん

確
か
に
ひ
ど
い

だ
な

と
り
あ
え
ず
俺
が
家
の
近
く
ま
で
送

て
や
る
か
ら

 

の
中
で
も
う
少
し

る
と
い
い

う

う
ん

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
八
幡
は

護
教
諭
の
方
に

り
返

た

先
生

そ
れ
じ

あ
連
れ
て
帰
り
ま
す
ね

す
み
ま
せ
ん

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
い
出
海
行
く
ぞ
さ

さ
と

度
し
ろ

そ
れ
じ

あ
俺
は
部
屋
の
外
で
待

て
る
か
ら
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な
言
い
方

言
い
方

て
か
別
に
出
て
い
か
な
く
て
も
そ
こ
で
待

て
て
く
れ
れ
ば

い
や

ま
あ
お
前

服
が
ち

と

乱
れ
て
る
か
ら
な

 
男
が
こ
の
場
に
い
る
の
は
ち

と
ま
ず
い
だ
ろ
う

 
そ
う
言

て
八
幡
は
保
健
室
を
出
て
い
き

出
海
は

て
て
自
分
の

を
見
た

 
確
か
に

元
が
多
少
開
い
た
り

が
ま
く
れ
た
り
し
て
い
た
が

 

し
い
事
に

ま

た
く
エ
ロ
い
感
じ
に
は
な

て
い
な
か

た

 
お
そ
ら
く
出
海
の
胸
の
サ
イ
ズ
が
も

と
大
き
け
れ
ば
ま
た
違

た
結
果
に
な

て
い
た
と

思
わ
れ
る

山
花
さ
ん

今
日
は
し

か
り
栄

を
と

て

ゆ

く
り
休
ん
で
ね

は

は
い
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
出
海
は
素

く
身

く
ろ
い
を
し

護
教
諭
に

を
下
げ
た

あ

そ
う
い
え
ば
山
花
さ
ん

さ

き
じ

と

手
を
見
て
い
た
わ
よ
ね

あ

は
い

何
か

か
い
な

て
思

て

 
そ
の
出
海
の
返
事
に

護
教
諭
は
微
笑
ん
だ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

そ
れ
は
あ
な
た
が
目
覚
め
る
直
前
ま
で
比
企
谷
さ
ん
が
あ
な
た
の
手
を

て
く
れ
て
た
か

ら
よ

 
比
企
谷
さ
ん
が

ね
て
き
た
直
後
に
山
花
さ
ん
が
い
き
な
り
う
な
さ
れ
出
し
て

 
そ
れ
で

て
て
比
企
谷
さ
ん
が

あ
な
た
の
手
を

て
く
れ
た
ん
だ
け
ど

 
そ
の

間
に
あ
な
た
が
う
な
さ
れ
な
く
な

た
か
ら
き

と

果
が
あ

た
ん
で
し

う
ね

そ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
出
海
は
驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言
い

手
で
そ

と

手
を

た

え
え

良
か

た
わ
ね

え

と

は

は
い

そ
れ
じ

あ
気
を
つ
け
て
帰

て
ね

山
花
さ
ん

は
い

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
こ
う
し
て
出
海
は
八
幡
に

家
の
近
く
ま
で
送

て
も
ら
う
事
に
な

た
の
だ

た
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第
９
８
９
話
 
出
海
の
部
屋

 
保
健
室
を
出
て
す
ぐ
に

二
人
の
方
に

詩
乃
と
唯
花
が
走

て
き
た

お
い

廊
下
は
走
る
な

何
先
生
み
た
い
な
事
を
言

て
る
の
よ

そ
れ
じ

あ
は
い
こ
れ

出
海
の
カ
バ
ン
よ

え

あ

あ
り
が
と
う

い
え
い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

さ

き
よ
り
多
少
は
良
く
な

た
み
た
い
だ
ね

あ
ん
ま
り
夜
更
か
し
し
ち

目
だ
よ

う

う
ん

心
配
か
け
て
ご
め
ん
ね

 
友
達
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か

た
出
海
は

誰
か
に
心
配
し
て
も
ら
え
る
事
が

 
こ
ん
な
に
幸
せ
な
事
な
の
だ
と
こ
の
時
初
め
て
知

た

そ
れ
じ

あ
帰
る
と
す
る
か

そ
う
だ

つ
い
で
に
二
人
も
送

て
く
か

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に

二
人
は
首
を
横
に

た

う
う
ん

今
日
は
遠

す
る
わ

そ
の
分
出
海
の
帰
り
が

れ
た
ら
ま
ず
い
も
の

私
達
は
大
丈
夫
だ
か
ら

気
に
し
な
い
で
下
さ
い
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そ
う
か

そ
れ
じ

あ
出
海

と
り
あ
え
ず

場
で
待
ち
合
わ
せ
な

え

何
で
わ
ざ
わ
ざ

い
や
ま
あ
俺
の
靴
は
来
賓
用
の
昇
降
口
に
あ
る
か
ら
な
受
付
の
人
に
も

し
て
い
か
な

い
と
だ
し

あ

確
か
に
そ
う
だ
ね

う
ん

分
か

た

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
来
賓
用
の
昇
降
口
へ
と
向
か
い

出
海
に
は
詩
乃
と
唯
花
が
付
き

た

本
当
に
大
分
良
く
な

た
み
た
い
ね

う
ん

お
か
げ
さ
ま
で
ね

ま
あ
し
ば
ら
く
無
理
は
し
な
い
事

い
い

あ

う

う
ん

 
ま
さ
か

日
見
る
悪
夢
の
せ
い
だ
と
は
言
え
ず

出
海
は
二
人
の
言
葉
に
素
直
に

い
た

 
そ
し
て
三
人
は

昇
降
口
か
ら

場
へ
と
向
か

た

あ

キ

ト

お

い

 
キ

ト
は
そ
の
詩
乃
の
呼
び
か
け
に
ハ
ザ

ド
を
点
滅
さ
せ
て
答
え
た

 
そ
れ
で
八
幡
も
三
人
の
接
近
に
気
付
い
た
の
か
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い
じ

て
い
た
ス
マ
ホ
を
し
ま

て
こ
ち
ら
に
目
を
向
け
た

そ
れ
じ

あ
今
日
は
お
世
話
に
な
り
ま
す

 
出
海
は

勝
に

を
下
げ

八
幡
は

揚
に

い
た

お
う

そ
れ
じ

あ
キ

ト

助
手

の
ド
ア
を
開
け
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
助
手

の
ド
ア
が
直
立
し
て
い
き

出
海
は
そ
ち
ら
に
向
か
お
う
と
し
た

 
結

注
目
を
集
め
て
し
ま

て
い
る

く
こ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
か

た
か
ら
だ

 
だ
が
そ
ん
な
出
海
を
詩
乃
と
唯
花
が
呼
び
と
め
た

二
人
は
出
海
に
近
付
き
そ
の

元
で
こ

う

い
た

こ
れ
は
貸
し
に
し
て
お
く
わ

覚
悟
し
て
お
い
て
ね

こ
れ
は
高
く
つ
く
ぞ

は

は
は

わ

分
か

た

 
出
海
は

い
た
笑
い
を

か
べ
な
が
ら
助
手

に
乗
り
込
み

キ

ト
は
動
き
出
し
た

 
詩
乃
と
唯
花
が
手
を

り
な
が
ら
そ
れ
を
見
送
る

 
出
海
は
そ
ち
ら
に
手
を

り
返
す
と

前
を
向
い
て
キ

ト
に
話
し
か
け
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

あ
の

キ

ト
さ
ん

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
任
せ
下
さ
い

え
え
と

 
出
海
は
キ

ト
が
何
を
言
い

ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
な
か

た
が

 
出
海
の
代
わ
り
に
八
幡
が
答
え
て
く
れ
た

出
海
だ

山
花
出
海

 
そ
れ
で
自

紹
介
を
し
て
い
な
か

た
事
に
気
付
い
た
出
海
は

て
て
キ

ト
に
自

紹
介

し
たう

う
ん

出
海

出
海
で
す

分
か
り
ま
し
た

お
任
せ
下
さ
い

出
海

 
キ

ト
は
出
海
に
そ
う
答
え

門
を
出
る
直
前
で

止
し
た

さ
て

ど
ち
ら
に
向
か
い
ま
す
か

ど

ち
だ

あ

大
体
の
場
所
で
い
い
か
ら
な

え

と

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
出
海
は
自
宅
の

所
を
番
地
ま
で
全
て
キ

ト
に

伝
え
た
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お

お
い

大
体
で
い
い

て
言

た
だ
ろ

 
お
前
は
も
う
少
し
個
人
情
報
に
気
を
遣
え
こ
れ
で
俺
に
お
前
の

所
が
バ
レ
ち
ま

た
じ

な
い
か
よ

私
は
別
に
気
に
し
な
い
け
ど

気
に
し
ろ

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
時
代
だ

で
も
知

て
お
い
て
も
ら
え
た
ら

 
何
か
あ

た
時
に
八
幡
さ
ん
に
助
け
に
来
て
も
ら
え
る
じ

な
い

 
そ
の
言
葉
で
八
幡
は

か
つ
て
詩
乃
が
襲
わ
れ
た
時
の
事
を
思
い
出
し
た

 
あ
の
時
の
記
憶
は

今
も
八
幡
に
鮮

に
記
憶
さ
れ
て
い
る

一
理
あ
る
な

分
か

た

家
ま
で
送
る

う
ん

あ
り
が
と
う

 
八
幡
は
素
直
に
そ
う
答
え

出
海
は
嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ

 
そ
し
て
二
十
分
ほ
ど

を
走
ら
せ

キ

ト
は
高
級

宅
街
へ
と
入

て
い

た

ん

こ
こ
か

う
ん

う
ち
は
⺟
子
家
庭
な
ん
だ
け
ど

幸
い

済
的
に
は
恵
ま
れ
て
る
ん
だ
よ
ね
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ほ
う

で
も
こ
こ
な
ら
危
な
い
事
も
あ
ま
り

き
な
さ
そ
う
じ

な
い
か

一
応
だ
よ

一
応

備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し

て
奴

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
か

こ
う
い
う
所
を
狙
う
空
き

と
か
も
い
そ
う
だ
し
な

 
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
出
海
の
家
に
到
着
し

キ

ト
は
出
海
の
指

に

い

 
何
台
か
は
余

で

め
ら
れ
そ
う
な

場
の
中
で

止
し
た

あ
り
が
と
う

凄
く
助
か
り
ま
し
た

お
う

い
え
い
え

お
役
に
た
て
て
良
か

た
で
す

そ
れ
で

何
か
お

が
し
た
い
ん
だ
け
ど

そ
ん
な
の
は
別
に
い
ら
ん

困

た
時
は
お

い
様
だ
ろ

う

ん

で
も
な

あ

そ
う
だ

 
今
誰
も
い
な
い
ん
だ
け
ど

良
か

た
ら
家
に
あ
が

て
い
か
な
い

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
ス

と
目
を

め
た

そ
れ
は
何
の
罠
だ

罠

て
何

そ
ん
な

な
い

て
ば

私

そ
ん
な
に

知
ら
ず
じ

な
い
よ
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ま
あ
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
が

で
も
さ
す
が
に
女
子
と
二
人
で
部
屋
に

て
の
は
な

 
八
幡
に
と

て
は
そ
れ
は
よ
く
あ
る
事
で
あ

た
が

そ
れ
は
全
て

上
げ
だ

あ

女
子
扱
い
し
て
く
れ
る
ん
だ

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
が

で
も
さ
す
が
に
二
人
で
部
屋
に

て
の
は
な

そ
れ

女
子
を
省
く
必
要
あ

た

 
そ
う
反

は
し
た
も
の
の

こ
の
八
幡
の
反
応
は
出
海
に
と

て
は
想
定
内
だ

た

 
だ
が
出
海
に
は

家
に
上
が

て
も
ら
う
可
能
性
を
手

り
寄
せ
る
腹
案
が
あ

た

実
は
私
の
部
屋

よ
く
女
の
子
ら
し
く
な
い

て
言
わ
れ
る
ん
だ
け
ど

 
実
は
今
ま
で
発

さ
れ
た
ゲ

ム
機
が
ほ
と
ん
ど
置
い
て
あ
る
ん
だ
よ
ね

へ

そ
ん
な
物
に
は
全
く
興
味
は
な
い
が

せ

か
く
だ
し
お

魔
さ
せ
て
も
ら
お
う

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
即
落
ち
し
た

い
や

即
堕
ち
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か

 
こ
こ
ま
で

果
が
あ
る
の
か
と

出
海
に
と

て
も
驚
き
の

変
ぶ
り
で
あ
る

お

魔
し
ま
す

誰
も
い
な
い

て
ば

い
や

そ
れ
く
ら
い
は
普
通
言
う
だ
ろ
う
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出
海
は
笑
い
な
が
ら

八
幡
を
自
分
の
部
屋
に
案
内
し
た

着

え
る
か
ら
ち

と
待

て
て
も
ら

て
い
い

そ
う
だ
な

く
楽
な
格
好
に
な
る
と
い
い

 
そ
し
て

分
後
ニ

ト
セ

タ

に
ミ
ニ
ス
カ

ト
と
い
う
格
好
の
出
海
が
部
屋
か
ら
顔
を

出
し
た

お
待
た
せ

さ
あ

入

て

お

お

魔
し
ま
す

 
中
に
入
る
と
そ
こ
に
は
ゲ

ミ
ン
グ

デ
ス
ク
と
三
連
モ
ニ
タ

が
設
置
さ
れ
て
お
り

 
下
に
は
ゲ

ミ
ン
グ
用
フ

ト
ペ
ダ
ル
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
る

 
そ
し
て
横
の

に
は
歴
代
ハ

ド
が
ず
ら
り
と

ん
で
い
た

う
お
お
お
お

本
当
に
全
部
あ
り
や
が
る

だ
か
ら
言

た
じ

な
い

 
八
幡
は

ま
さ
か
の
カ
セ

ト
ビ
ジ

ン
ま
で
あ

た
事
に
驚
き
を

せ
な
い

 
更
に
は
も

と
古
い
世
代
の
知
ら
な
い
ゲ

ム
機
も
あ
り

八
幡
は
興
奮

態
に
陥

た

凄
え
な
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せ

か
く
だ
し
何
か
で
対
戦
し
な
い

ソ
フ
ト
は

ソ
フ
ト
は
何
が
あ
る
ん
だ

そ
れ
は
こ

ち

 
出
海
が
複

あ
る
ク
ロ

ゼ

ト
の
一
つ
を
開
け
る
と

 
そ
こ
に
は

麗
に
収
納
さ
れ
た
ソ
フ
ト
の
山

山

山

待
て

今
決
め
る

何
で
も
受
け
て
た
つ
わ
よ

 
八
幡
は
全
て
の
ソ
フ
ト
を
チ

ク
す
る
勢
い
で
悩
み
始
め

ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
出
し
た

最
初
は
そ
れ
な
り
に
知
名
度
の
高
い
や
つ
を

 
で
も
こ
れ
も

て
が
た
い

い
や

で
も
な

 
そ
し
て
悩
ん
だ
末
に
八
幡
が
最
初
に
選
択
し
た
の
は

ス
ト

で
あ

た

 
メ
ジ

な
タ
イ
ト
ル
で
出
海
の

前
を
確
認
し
よ
う
と
思

た
の
で
あ
る

よ
し

や
る
か

フ
ル
ボ

コ
に
し
て
や
る
わ

言

て
ろ
バ

カ
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そ
し
て
二
人
の
戦
い
が
始
ま

た
が

結
果
的
に

八
幡
は
フ
ル
ボ

コ
に
さ
れ
た

く

さ
す
が
現
代
遊
戯
研
究
部

お
ほ
ほ
ほ
ほ

あ
な
た
に
は
ク
ン
フ

が
足
り
な
い
わ

そ
れ
別
の
ゲ

ム
だ
よ
な

 
ボ
コ
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
八
幡
が
楽
し
そ
う
だ

た

出
海
は
と
て
も
嬉
し
か

た

 
今
ま
で
出
海
と
こ
う
し
て
一

に
家
で
ゲ

ム
を
や

て
く
れ
る
者
は
今
ま
で
一
人
も
い
な

か

た
か
ら
だ

 
そ
れ
は
リ
ア
ル
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
内
向
的
な
出
海
に
友
達
が
少
な
か

た
せ
い
も
あ
る

が 
出
海
が
子

の

は

に
皆
ス
マ
ホ
ゲ

ば
か
り
し
て
お
り

 
こ
う
い

た

え
置
き
型
の
ゲ

ム
を
一

に
や
ろ
う
と
は

 
奇

な
目
で
見
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り

中
々
言
い
出
せ
な
か

た
の
だ

く
そ

し
か
し
勝
て
ね
え

ふ
ふ
ん

そ
れ
じ

あ
私
に
勝
て
た
ら
何
で
も
一
つ

言
う
事
を

い
て
あ
げ
る
わ
よ

お
前

そ
れ
は
攻
め
す
ぎ
だ
ろ
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い
い
の
い
い
の

余

余

く
そ

絶
対
に
勝

て
エ
ロ
い
目
に
あ
わ
せ
て
や
る

は
い
は
い

出
来
る
な
ら
ね

て
か
棒

み
だ
し

 
こ
こ
で
一

出
海
は
わ
ざ
と
負
け
よ
う
か
と
悩
ん
だ

エ
ロ
い
目
に

て

絶
対
大
し
た
事
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
だ
が
そ
れ
を
や
る
と

八
幡
が

る
だ
ろ
う
な
と
考
え
た
出
海
は

 
そ
の
後
も
手
を
抜
か
ず

八
幡
を
フ
ル
ボ

コ
に
し
続
け
た

 
だ
が
八
幡
の
顔
は
晴
れ
や
か
で
あ
り

出
海
も
と
て
も
楽
し
い
気
分
に
な
れ
た

ふ
う

少
し
休
む
か

う
ん
そ
う
だ
ね
あ

そ
こ
の

の
中
に
飲
み
物
が
入

て
る
か
ら
好
き
に
飲
ん
で

ね
そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 

を
開
け
る
と
中
に
は
ま
さ
か
の
選
ば
れ
し
者
の
知
的
飲
料
が
入

て
お
り
八
幡
は

狂
喜
し
た

お
前

中
々
セ
ン
ス
が
い
い
な
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ふ
ふ
ん

そ
れ
は
基
本
で
し

お
う

基
本
だ
な

 
出
海
も
同
じ
物
を
選
択
し

二
人
は
休

し
な
が
ら
雑
談
に
入

た

そ
う
い
え
ば
お
前

ゲ

セ
ン
と
か
に
も
行
く
の
か

う
ん

ま
あ
最
近
は

カ

ド
を
使

た
り
と
か
の
ゲ

ム
ば

か
り
だ
か
ら

 
場
末
の
古
目
の
ゲ

ム
が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
る
と
こ
と
か
を
選
ん
で
行
く
か
な

へ

あ
あ
そ
う
だ

う
ち
の
会
社
に
俺
が
作

た
遊
戯
室
が
あ

て
な

 
そ
こ
に
は
そ
う
い
う
ゲ

ム
が

山
置
い
て
あ
る
か
ら

今
度

い
て
や
ろ
う

え

い
い
の

そ
れ
じ

あ
明
日
に
で
も

行
動
が

え
な

ま
あ
い
い
ぞ

そ
れ
じ

あ
明
日
な

頑
張

て
私
に
勝

て

私
の
体
を
好
き
に
し
て
み
な
さ
い
よ
ね

こ
い
つ

調
子
に
乗

て
や
が
る
な

こ
こ
は
一
つ
お

を

え
て
お
か
な
い
と

ふ
む

明
日
は
代
理
を
立
て
て
も
い
い
か

え

代
理

あ
あ
俺
と
お
前
の
共
通
の
知
人
に
か
な
り
の
ゲ

ム
好
き
が
い
て
な
そ
れ
も
一
戦
の
み
の
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代
理
だ

 
そ
の
勝
負
で
お
前
が
勝

た
ら
俺
も
お
前
の
言
う
事
を
一
つ

い
て
や
ろ
う

 
た
だ
し

い
て
や
れ
な
い
事
も
あ
る
か
ら
そ
れ
な
り
に
自
重
し
ろ
よ

 
あ

言

て
お
く
け
ど
相
手
は
女
の
人
だ
か
ら
な

女
の
人

そ
れ
に
知
り
合
い
な
ら

ま
あ
平
気
か
な

う
ん

別
に

わ
な
い
わ
よ

も
し
私
が
勝
て
た
ら

ま
た
う
ち
に
遊
び
に
来
て

て
お
願
い
し
よ

と

そ
う
か
そ
う
か

は

は

は

こ
れ
で
お
前
に
思
う
存
分
エ
ロ
い
事
が
出
来
る
な

棒

み

棒

み

い
や

ま
あ
一
応
言

て
お
か
な
い
と

て
思

た
ん
だ
よ

一
応

ね

 
そ
の
言
葉
に
出
海
の
女
の
部
分
が

激
さ
れ
た
事
に
八
幡
は
気
付
い
て
い
な
い

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
別
の
ゲ

ム
を
や
る
か

今
度
は
私
が
選
ん
で
い
い

お
う

何
で
も
い
い
ぞ

た
だ
し
俺
が
知
ら
な
い
ゲ

ム
な
ら
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操
作
方
法
を
ち

ん
と
教
え
て
く
れ
よ
な

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

 
そ
し
て
出
海
は
わ
ざ
と
四
つ
ん
這
い
に
な
り

の

い

置
に
あ
る
ソ
フ
ト
を

り
始
め
た

え

と

確
か
こ
の

り
に

う
 
そ
の
時
後
ろ
に
い
た
八
幡
が
そ
ん
な
声
を
上
げ
た

ど
う
し
た
の

い

い
や

何
で
も
な
い

 
見
る
と
八
幡
は
顔
を

く
し

横
に
向
け
て
い
た

ふ
ふ
ん

ギ
リ
ギ
リ
作
戦
成
功

 
出
海
は
女

の
ポ

ズ
を
意
識
し
パ
ン
ツ
が
見
え
る
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
ま
で

を
上
げ
て

い
た
の
だ

 
だ
が
リ
ア
ル
で
は
ポ
ン
コ
ツ
な
出
海
は
完
全
に
加

を
誤
ま

て
お
り

 
今
八
幡
か
ら
は

出
海
の
パ
ン
ツ
が

見
え
に
な

て
い
る
事
に
出
海
は
気
付
い
て
い
な
い

そ
れ
じ

あ
こ
れ
で
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お
う

こ
れ
な
ら
知

て
る
わ

 
ち
な
み
に
こ
の
日

出
海
が
八
幡
に
パ
ン
ツ
を
見
ら
れ
た
回

は

か
な
り
の

に
の
ぼ
り

 
た
ま
り
か
ね
た
八
幡
が
出
海
に
そ
の
事
を
指
摘
し

 
出
海
が
し
ば
ら
く
フ
リ

ズ
す
る
と
い
う
事
件
も

こ

て
い
た
が

 
結
局
そ
の
後
も
二
人
は
ゲ

ム
に
熱
中
し

楽
し
く
遊
び
続
け
た
の
だ

た

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
夜
は
更
け
て
い
く
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第
９
９
０
話
 
山
花
家
の
⺟
娘

 
そ
れ
か
ら
も

二
人
は
時
間
が

つ
の
も
忘
れ
て
ゲ

ム
に
興
じ
て
い
た

 
普

の
八
幡
な
ら
ば
こ
こ
ま
で
の
め
り
込
む
事
は
無
か

た
の
だ
が

 
い
か
ん
せ
ん
最
近
は
こ
う
い
う
機
会
は
滅
多
に
無
か

た

 
つ
い
つ
い
⻑
居
し
て
し
ま

て
い
た
の
で
あ
る

 
そ
れ
で
も

中
で
何
度
か

そ
う
い
え
ば
出
海
は

不
足
な
ん
だ

た
と
思
い

 

か
せ
よ
う
と
し
た
八
幡
だ

た
が

そ
の
度
に
出
海
が
自
分
は
平
気
だ
と
強

に
主
張
し

 
実

合
が
悪
そ
う
に
は
ま

た
く
見
え
な
か

た
た
め
そ
の
度
に
八
幡
は
押
し
切
ら
れ
て

い
た

 
そ
し
て
今
日
何
度
目
か

い
や

何
十
度
目
か
の
八
幡
の
敗
北
時
に
一

か
ら
物
音
が
し

 
出
海
は

た
顔
で

て
て
立
ち
上
が

た

わ

も
う
こ
ん
な
時
間

ま
ず
い

お
⺟
さ
ん
が
帰

て
き
ち

た

別
に
ま
ず
い
事
な
ん
か
な
い
だ
ろ

ほ
ら

お
⺟
さ
ん
に

し
に
行
く
ぞ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
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八
幡
は
そ
ん
な
出
海
に

わ
ず

懐
か
ら
名

を
取
り
出
す
と

 
出
海
の
背
中
を
押
し
な
が
ら
一

に
下
り
て
い
く

ち

ち

と
待

て
よ

 
出
海
は
抗
お
う
と
し
た
が
力
で
八
幡
に
敵
う
は
ず
も
な
く
そ
の
ま
ま

関
ま
で
連
れ
て
い

か
れ
た

お

お
⺟
さ
ん

あ
の

あ
ら
出
海

出
迎
え
て
く
れ
る
な
ん
て
珍
し
い
じ

な
い

た
だ
い
ま

 
そ
れ
よ
り

場
に

め
て
あ
る

は
何

分
高
そ
う
な

だ

た
け
ど

誰
か
お
客
様

え
え
と

う

う
ん

 
そ
の
言
葉
を
合
図
に
八
幡
が
前
に
出
た

お

守
中
に
お

魔
さ
せ
て

い
て

し

あ
り
ま
せ
ん
私
は
比
企
谷
と

し
ま
す
初
め

ま
し
て

 
八
幡
は
そ
う
言

て
名

を
差
し
出
し

出
海
の
⺟
は
驚
い
た
顔
で
そ
れ
を
受
け
取

た

あ
ら
あ
ら
あ
ら

ま
あ
ま
あ
ま
あ

こ
れ
は
ご
丁

に
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え
え
と

も
し
か
し
て
出
海
の
彼
氏
さ
ん
か
し
ら

お
⺟
さ
ん

違
う
か
ら

 
出
海
は
そ
れ
を
否
定
し

詩

は
あ
か
ら
さ
ま
に
が

か
り
し
た
表
情
を
し
た

違
う
の

そ
う

出
海
に
は
絶
対
に
彼
氏
な
ん
か
出
来

こ
な
い

て
思

て
た
か
ら

 
お
⺟
さ
ん

か
な
り
期
待
し
た
の
に
な

ご
期
待
に

え
な
く
て

し

あ
り
ま
せ
ん

本
当
に
残
念
だ
わ

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら

を
下
げ
出
海
の
⺟
は
そ
う
言
い
な
が
ら
名

に
目
を
落
と
し
た

比
企
谷

八
幡
さ
ん

あ

あ
ら

ど

ど
う
か
し
ま
し
た
か

お
⺟
さ
ん

ど
う
し
た
の

 
そ
ん
な
二
人
の
目
の
前
で

詩

の
背
筋
が
キ
リ

と

び
た

 
そ
し
て
詩

は
自
分
の
名

を
取
り
出
し

真
面
目
な
顔
で
八
幡
に

し
て
き
た

こ
れ
は
失

い
た
し
ま
し
た

私
は
こ
う
い
う
者
で
す

 
そ
の
名

に
は
レ
ク
ト
の
専

取
締
役
山
花
詩

と
書
い
て
あ
り
八
幡
は
驚
き
に
目
を
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見
開
い
た

あ
あ

レ
ク
ト
の
方
で
し
た
か

比
企
谷
さ
ん
の
お
名
前
は
社
⻑
か
ら
い
つ
も

て
お
り
ま
し
た
わ

 
す
ぐ
に
気
付
け
な
く
て

し

あ
り
ま
せ
ん

い
や
い
や

お
会
い
し
た
の
は
初
め
て
で
す
し

そ
う
言

て

け
る
と

 
そ
ん
な
⺟
の

を
見
る
の
は
初
め
て
だ

た

出
海
は
驚
い
た

は

八
幡
さ
ん

て
ソ
レ
イ
ユ
だ
と
そ
ん
な
に
え
ら
い
の

え

あ
れ

あ
ら
出
海

知
ら
な
か

た
の

 
レ
ク
ト
は
も
う
す
ぐ
ソ
レ
イ
ユ
の

下
に
加
わ
る
事
が
決
ま

て
る
の
よ

 
そ
し
て
比
企
谷
さ
ん
は

そ
の
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
に
内
定
し
て
い
る
の

 
だ
か
ら
私
に
と

て
は
い
ず
れ
上

に
な
る
方
な
の
よ

そ

そ
う
な
の

い
や

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
で
す
け
ど

今
は
別
に
そ
う
い
う
場
じ

な
い
で
す
し

 
普
通
に
し
て

け
る
と
助
か
る
ん
で
す
が
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八
幡
は
困

た
顔
で
そ
う
言
い

詩

も
そ
の
言
葉
に

い
た

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
普
通
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
ね

 

に
詩

の
表
情
が
緩
く
な
り

八
幡
は
ほ

と
胸
を

で
下
ろ
し
た

そ
れ
で

何
故
比
企
谷
さ
ん
が
こ
こ
に

あ

は
い

実
は
出
海
さ
ん
が

た
ま
た
ま
俺
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
突
き
止
め
て

 
そ
れ
を
ネ
タ
に

し
て
き
た
ん
で
仕
方
な
く
俺
は
出
海
さ
ん
の
パ
シ
リ
を
し
て
い
る
ん
で
す

え
え

い

出
海

あ
な
た
何
て
事
を

ち

ち

と
八
幡
さ
ん

冗
談
に
も
ほ
ど
が
あ
る
か
ら

お
⺟
さ
ん
も
簡

に
信
じ
な

い
で
よ

冗
談

な
の
か
し
ら

あ

は
い

す
み
ま
せ
ん

さ

き
ま
で
ず

と
ゲ

ム
で
ボ
コ
ら
れ
て
た
ん
で

 
ち

と
出
海
さ
ん
に
仕
返
し
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

 
八
幡
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
言
い

詩

も
思
わ
ず
微
笑
ん
だ

あ
ら
良
か

た

私

出
海
な
ら
本
当
に
や
り
か
ね
な
い
わ

と
か
思

ち

た
わ

お
⺟
さ
ん
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出
海
は

を

ら
ま
せ

詩

は
出
海
に
謝

た

ご
め
ん
ご
め
ん

ほ
ん
の
冗
談
だ
か
ら

ね

絶
対
今
の
は
本
気
だ

た

 
そ
ん
な
出
海
の
子

い
面
を
見
た
八
幡
は
思
わ
ず
出
海
の

を

で
た

ま
あ

ね
る
な

て

今
ち

ん
と
説
明
す
る
か
ら

本
当
に
お
願
い
ね

 
強
い
口
調
で
そ
う
念
を
押
し
な
が
ら
も
八
幡
に

を

で
ら
れ
て
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
る
出

海
を
見
て

 
詩

は
ク
ス
リ
と
笑
い
な
が
ら

八
幡
の
方
を
見
た

と
り
あ
え
ず
リ
ビ
ン
グ
で
話
し
ま
し

か

今
お
茶
を
入
れ
ま
す
ね

あ

そ
の
前
に
着

え
て
き
ち

て
下
さ
い

き

と
お
疲
れ
で
し

う
か
ら

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
ま
す
ね

 
八
幡
は
リ
ビ
ン
グ
に
案
内
さ
れ

お
茶
は
出
海
が
入
れ
る
事
に
な

た

お
前

お
茶
な
ん
か
入
れ
ら
れ
る
の
か

失

ね

そ
れ
く
ら
い
出
来
る
わ
よ
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そ
れ
じ

あ
料
理
は

普
通
に
出
来
る
わ
よ

⺟
子
家
庭
だ
も
ん

へ

意
外
と
家
庭
的
な
ん
だ
な

ふ
ふ
ん

女
子
力
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
の
よ

で

今
日
の

は

あ
 
出
海
は
ゲ

ム
に
熱
中
す
る
あ
ま
り

今
日
の

の
事
は
忘
れ
て
い
た
ら
し
い

し
ま

た

は
は

ま
あ
お
⺟
さ
ん
に
謝

て

今
か
ら
頑
張
れ

う

う
ん

あ
ら

今
日
は

は
無
い
の

 
そ
こ
に
詩

が

て
き
て

笑
い
な
が
ら
出
海
に
そ
う

ね
た

 
出
海
は

に
気
合
い
が
入

た
格
好
と
化

だ
な
と
感
じ
た
が
こ
こ
は
謝
る
事
を
優
先
し
た

ご

ご
め
ん

忘
れ
て
た

ふ
ふ

ま
あ
別
に
い
い
わ
よ

今
日
は

物
で
済
ま
せ
ち

い
ま
し

う
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う

う
ん

ご
め
ん

で
も
そ
の
前
に
出
海

と
り
あ
え
ず
事
情
を

か
せ
て
も
ら
う
わ
よ

あ

そ

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
二
人
は

詩

に
今
日
何
が
あ

た
の
か
説
明
し
た

 

と
い
う

で

何
か
⻑
居
し
ち

て
ま
し
た

す
み
ま
せ
ん

な
る
ほ
ど

で
も
出
海

あ
な
た

確
か
に
目
に

は
出
来
て
る
け
ど

分
元
気
そ
う

じ

な
い

ま
あ
午
後
は
ず

と

て
た
か
ら
ね

ま
あ
色
々
な
人
に
心
配
か
け
た
ん
だ
か
ら

反
省
し
て
今
日
は

く
に

る
の
よ

う

う
ん

 
詩

は
出
海
に
そ
う
念
押
し
し

八
幡
に

を
下
げ
た

比
企
谷
さ
ん
も

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
ご
め
ん
な
さ
い
ね

い
え
い
え

別
に
大
し
た
手
間
じ

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら

 
そ
れ
よ
り
こ
ち
ら
こ
そ

合
の
悪
い
娘
さ
ん
を
す
ぐ
に

か
せ
な
い
で
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ゲ

ム
に
熱
中
し
ち

て

し

な
く

 
そ
ん
な
八
幡
に

詩

は
気
に
す
る
な
と
い
う
風
に
微
笑
ん
だ

あ
ら

そ
れ
は
い
い
の
よ

こ
の
子
は
子

の
時
か
ら

 
朝

合
が
悪
い
と
か
言

て
て
も
ゲ

ム
し
て
る
と
昼
に
は
元
気
に
な

ち

う
子
だ

た

も
のお

前
そ
れ

仮
病
じ

ね
え
の

 
八
幡
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
み

出
海
は

て
て
言
い

し
た

い

い
や

違
う
の

本
当
に
朝

合
が
悪
く
な
る
事
が
多
か

た
ん
だ
か
ら

ま
あ
成

さ
え
落
と
し
て
な
け
れ
ば
別
に
い
い
け
ど
な

そ
れ
は
余

ド
ヤ
顔
す
ん
な

別
に
褒
め
て
ね
え
か
ら

ぐ
ぬ
ぬ

ま
あ

ん

ん
と
ゲ

ム
を

て
あ
げ
ち

て
た
私
も
い
け
な
か

た
の
よ
ね

 
詩

は
出
海
を
そ
う
フ

ロ

し
た

 
話
を

く
と

古
い
ゲ

ム
機
は
無
く
な

た
出
海
の

親
の
趣
味
だ

た
ら
し
い
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そ
の
流
れ
で
出
海
は
ゲ

ム
に
興
味
を
持
ち

 
⺟
子
家
庭
だ

た
が
生
活
に
は
困

て
い
な
か

た
事
も
あ
り

 
出
海
に

わ
れ
る
ま
ま
に
ゲ

ム
機
や
ソ
フ
ト
を

い

え
て
し
ま

て
い
た
よ
う
だ

そ
れ
で
も
歪
む
事
な
く
真

直
ぐ
に
育

て
く
れ
て

私
は
嬉
し
い
わ

出
海

お
⺟
さ
ん

 
そ
ん
な
感
動
的
な
⺟
娘
の
対
話
を

八
幡
は
微
笑
み
な
が
ら

め
て
い
た

 
だ
が
そ
の
感
動
は
一

だ

た

続
け
て
詩

が
困

た
よ
う
な
顔
で
出
海
に
こ
う
言

た

か
ら
だ

で
も
出
海

エ
ロ
い
キ

ラ

て
こ
ん
な
感
じ
か
な

と
か

き
な
が
ら

 
夜
中
に

の
前
で
色
々
な
ポ

ズ
を
と

て
る
の
は
お
⺟
さ
ん

ど
う
か
と
思
う
の

え
え
え
え
え
え
え

ま
さ
か
見
ら
れ
て
た

 
出
海
は
絶
叫
し

八
幡
は

れ
た
顔
を
し
た

お
前

そ
ん
な
風
に
研
究
し
て
た
の
か

あ
ら

比
企
谷
さ
ん
に
は
心
当
た
り
が

あ

は
い

こ
い
つ

ゲ

ム
の
中
じ
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私
は
色
欲
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

と
か
言

て

お
色
気
を

り
ま
い
て
ま
す
か
ら
ね

い
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
八
幡
に
そ
う
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ

出
海
は

鳴
を
上
げ
た

あ
ら
そ
う
な
の

そ
れ
な
の
に
い
つ
ま
で
た

て
も

い
た
話
の
一
つ
も
無
い
の
ね

げ

現
実
と
ゲ

ム
は
違
う
の

そ
れ
で
も
実

に
も

と
色
気
が
あ
れ
ば

 
う
ち
の
出
海
も
も
う
少
し
モ
テ
て
も
お
か
し
く
な
い
わ
よ
ね

ね

比
企
谷
さ
ん

そ
う
で
す
ね
出
海
さ
ん
は
顔
も
整

て
ま
す
し
そ
う
で
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
ん
で
す

が 
同
じ
学
校
に
通

て
る
俺
の
知
り
合
い
連
中
か
ら
は

 
校
内
で
男
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る

て
話
は

い
た
事
が
な
い
ん
で

 
も
し
か
し
た
ら
学
校
の
雰
囲
気
と
か
が
そ
う
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

あ
ら
そ
う
な
の
ね

た

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
か
も

 
確
か
に
出
海
に
も
昼
休
み
と
か
に
詩
乃
達
と
一

の
時
や
帰
宅
時
に
声
を
か
け
ら
れ
た
記
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憶
が
無
い

 
だ
が
実
は
そ
れ
は
八
幡
の
せ
い
で
あ

た

 
八
幡
と
親
し
い
女
子
に

他
の
生
徒
達
が
声
を
か
け
ら
れ
る

が
な
い
の
だ

 
も

と
も
詩
乃
も
Ａ
Ｂ
Ｃ
も
唯
花
も
出
海
も
そ
う
い

た
事
は
迷
惑
だ
と
感
じ
て
い
る

 
そ
の
事
に
つ
い
て
ま

た
く
不
満
は
持

て
い
な
い

あ
ら
そ
う
な
の
ね

残
念

は
は

ま
あ
出
海
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
出
会
い
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
よ

あ
ら
あ
ら

こ
れ
は
出
海
に
は
脈
は
無
さ
そ
う
ね

 
八
幡
を
観
察
し
な
が
ら
詩

は
そ
う
思

て
い
た

で
も
愛
人
な
ら
あ
り

て

親
が
心
配
す
る
事
じ

な
い
わ
ね

 

え
ど
う
な

て
も
出
海
の
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
な
い
と

 
そ
の
後

少
し
仕
事
関
係
の
話
で

り
上
が

た
後

八
幡
は
山
花
家
を

す
る
事
に
し
た

分
⻑
居
し
ち

い
ま
し
た
ね

す
み
ま
せ
ん

い
え
い
え
い
つ
で
も
遊
び
に
来
ち

て
下
さ
い
な
そ
の
方
が
出
海
も
嬉
し
い
と
思
い
ま

す
か
ら
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う

う
ん

私
も
ゲ

ム
仲
間
が
出
来
た
み
た
い
で
そ
の

ま

ま
た
対
戦
し
た
い

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
じ

あ
そ
の
う
ち
に
な

う
ん

そ
の
う
ち
に
ね

あ
ら

そ
う
い
う
意
味
で
言

た
ん
じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
も
し
比
企
谷
さ
ん
さ
え
良
か

た
ら

別
に
不
純
な
事
を
し
て
も
全
然

い
ま
せ
ん
け
ど

 
ほ
ら
私

今
日
く
ら
い
の
時
間
ま
で
は
家
に
居
ま
せ
ん
し

ち

ち

と

お
⺟
さ
ん

は

は
は

 
八
幡
は
そ
の
詩

の

し
出
に

愛
想
笑
い
を
返
す
事
し
か
出
来
な
か

た

あ
ら
出
海
は

な
の

仕
方
な
い
わ
ね
そ
れ
じ

あ
今
度
夜
に

ね
て
き
て
下
さ
る

 
そ
う
し
た
ら
私
が
お
相
手
を

お

お
⺟
さ
ん

お
願
い
だ
か
ら
も
う
や
め
て

あ
ら

本
気
な
の
に

俺
の

り
の
大
人
は
ど
う
し
て
肉
食
系
ば
か
り
な
ん
だ

 
八
幡
は
そ
う

い
た
後

気
を
取
り
直
し
て
出
海
に
声
を
か
け
た
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そ
れ
じ

あ
出
海

を
食

た
ら
す
ぐ
に

る
ん
だ
ぞ

う

う
ん

今
日
は
あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日
な

方
に
学
校
に
迎
え
に
行
く
か
ら

あ

う
ん

ま
た
明
日
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
去

て
い
き

詩

が
出
海
に
そ
の
事
を

ね
て
き
た

明
日
何
か
あ
る
の

あ
う
ん
ソ
レ
イ
ユ
に
遊
戯
室

て
の
が
あ
る
ら
し
く

て
そ
こ
に

待
し
て
く
れ
る

て
あ
ら

あ
そ
こ
に

お
⺟
さ
ん

知

て
る
の

え
え
ま
あ
う
ち
か
ら
も

体
を
い
く
つ
か
ま
と
め
て

て
も
ら

て
設
置
も
し
た
も
の

 
倉

に
眠

て
た
古
い

体
も

め
て
ね

そ
う
だ

た
ん
だ

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
明
日
は
楽
し
ん
で
ら

し

い
な

 
帰
り
が
何
時
に
な

て
も
お
⺟
さ
ん

何
も
言
わ
な
い
わ
よ
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そ
ん
な
に

く
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
け
ど
ね

 
そ
の
返
事
は
詩

の
お
気
に
召
さ
な
か

た
ら
し
く

詩

は
深
い
た
め
息
を
つ
い
た

あ
ら

朝
帰
り
で
も
い
い

て
言

て
る
の
に

出
海
は
そ
う
い
う
所

本
当
に

目
よ
ね

お
⺟
さ
ん

て
実
は
そ
う
い
う
人
だ

た
の

そ
う
よ

お

さ
ん
を
捕
ま
え
た
時
も

成
事
実
を
作
る
事
か
ら
始
め
た
も
の

し

知
ら
な
か

た

 
そ
ん
な
話
は
今
ま
で
し
た
事
が
無
か

た

出
海
は
驚
愕
し
た

そ
う
い
え
ば
そ
の
格
好

結

露
出
し
て
る
し
気
合
い
入
り
す
ぎ
じ

な
い

 
そ
れ
に
そ
の
化

ま
さ
か
お
⺟
さ
ん

あ
ら

私
だ

て
ま
だ
ギ
リ
ギ
リ
三
十
代
な
の
よ

ち

と
は
夢
を
見
て
も
い
い
じ

な

い 
比
企
谷
さ
ん
は
あ
な
た
に
は
も

た
い
な
い
く
ら
い
素
敵
だ
も
の

 
詩

ま
さ
か
の
三
十
代
で
あ

た

 
三
十
代
で
レ
ク
ト
の
専

に
抜

さ
れ
て
い
る
詩

は
よ
ほ
ど

能
だ
と
い
う
事
な
の
だ
ろ

う
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お
⺟
さ
ん
が
ラ
イ
バ
ル
と
か

な
ん
だ
け
ど

ふ
ふ

あ
な
た
に
も
そ
の
血
が
流
れ
て
い
る
の
よ

色
欲
さ
ん

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
出
海

絶
叫
で
あ
る

ま
あ
比
企
谷
さ
ん
の
お
相
手
は
う
ち
の
社
⻑
の
娘
の
明
日
奈
さ
ん
だ
か
ら

 
も
し
比
企
谷
さ
ん
の
事
が
好
き
な
の
な
ら

愛
人
で
我
慢
す
る
覚
悟
も
し
て
お
く
の
よ

 
ち
な
み
に
お
⺟
さ
ん
に
は
そ
の
覚
悟
は
あ
る
か
ら
ね

そ
れ

親
が
娘
に
言
う
セ
リ
フ
じ

な
い
か
ら

 
ど
う
や
ら
詩

は
そ
う
い
う
所
に
ま

た
く

り
が
な
い
人
の
よ
う
だ

 
下
手
な
男
に

ぐ
よ
り
も
そ
の
方
が
出
海
が
幸
せ
に
な
れ
る
と
思

て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
さ
あ

ご

に
し
ま
し

う
か

出
海
は
お
風
呂
を

か
し
て
お
い
て

あ

そ
う
だ
ね

う
ん

分
か

た

 
そ
し
て
簡

に

を
済
ま
せ
た
後

出
海
は
入

を
済
ま
せ

す
ぐ
に
ベ

ド
に
入

た

明
日

楽
し
み
だ
な
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こ
の
日
か
ら

出
海
は
悪
夢
を
見
な
く
な

た
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第
９
９
１
話
 
色
々
け
し
か
ら
ん

 
次
の
日
の
昼

詩
乃

唯
花

出
海
の
三
人
は

 
現
代
遊
戯
研
究
部
の
部
室
に
集
ま

て
昼
食
を
と

て
い
た

 
今
日
は
少
し
寒
く

屋
上
で
昼
食
を
と
る
の
は
不
可
能
だ

た
の
だ

出
海

も
う

合
は
大
丈
夫

う
ん

も
う
す

か
り
平
気

二
人
と
も

日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

う
う
ん

い
い
の
よ

た
だ
の
貸
し
だ
か
ら

そ
う
そ
う

貸
し
だ
か
ら
お

を
言
わ
れ
て
も
逆
に
困

ち

う
よ

あ

あ
は

 
出
海
は
そ
の
言
葉
に
戦
々
恐
々
と
し
つ
つ

二
人
に

か
れ
る
ま
ま
に

 

日
八
幡
に
家
ま
で
送

て
も
ら

た
後
の
事
を
話
し
た

へ

出
海
の
家
に
は
そ
ん
な
に

山
古
い
ゲ

ム
機
が
あ
る
ん
だ

う
ん

死
ん
だ
お

さ
ん
が
集
め
て
た
の
と

私
が

て
も
ら

た
の
と
で

 

後
の
暇
つ
ぶ
し
も
安
心

み
た
い
な

し
か
も
ま
だ
ま
だ

え
る
し
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出
海

お

さ
ん
く
さ
い

色
欲
の
中
の
人
が
こ
れ

て
ど
う
な
の

う

せ
め
て
お
ば
さ
ん

て
言

て
よ

 
出
海
は
二
人
に
抗
議
し
た
が
自
分
で
も
確
か
に
お

さ
ん

か

た
か
な
と
思

て
い
た

 
そ
の
声
は

々
し
か

た

そ
れ
じ

あ
今
日

出
海
が
良
か

た
ら
出
海
の
部
屋
に
三
人
で
集
ま
る

て
の
は
ど
う

い
い
ね

出
海

ど
う

 
そ
の
言
葉
に
出
海
は
目
を
伏
せ

お
ず
お
ず
と
こ
う
答
え
た

え

と

実
は
今
日
ね
八
幡
さ
ん
が
学
校
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
事
に
な

て
て

え

何
で

ま
さ
か
の
デ

ト

う
う
ん

そ
う
い
う
の
じ

な
く
て
ね

ソ
レ
イ
ユ
に
あ
る
遊
戯
室
に
案
内
し
て
く
れ
る

て 
そ
れ
で
二
人
は
事
情
を

し

詩
乃
は
出
海
に
言

た
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確
か
に
あ
そ
こ
は
凄
い
わ
よ

こ
れ
は
私
達
も
ご
一

す
る
し
か
な
い
わ
よ
ね

え

え

二
度
目
の
ソ
レ
イ
ユ
訪
問
だ
ね

楽
し
み

え
えこ

れ
で
貸
し
は
チ

ラ
で
い
い
わ

絶
対
こ
う
な
る
と
思

た
か
ら

て
た
の
に

 
本
当
は
八
幡
と
二
人
き
り
で
デ

ト
気
分
を
味
わ
い
た
か

た
出
海
だ
が

 

の
予
定
を
言
う
つ
も
り
は
ま

た
く
無
か

た
ら
し
い

 
そ
の

り
が
出
海
の

良
さ
を
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う

こ
れ

勝
負
の
事
は
さ
す
が
に
言
え
な
い
な

 
い
ず
れ
バ
レ
る
だ
ろ
う
が

し
ば
ら
く
そ
の
秘
密
は
死
守
し
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら

 
そ
れ
で
も
出
海
は
精
一

の

抗
を

し
た

は

八
幡
さ
ん
が
い
い

て
言

た
ら
ね

確
か
に
そ
う
ね

帰
還
者
用
学
校
も
お
昼
の
は
ず
だ
し

今

話
し
て
み
る
わ

行
動
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そ
し
て
二
人
の
前
で

詩
乃
は
八
幡
に

話
を
か
け
た

も
し
も
し

あ
な
た
の
大
切
な
彼
女
の
私
だ
け
ど

 
名
乗
り
も
せ
ず

い
き
な
り
そ
う
攻
め
た
事
を
言
う
詩
乃
に

唯
花
と
出
海
は

天
し
た

さ
す
が
と
い
う
か

詩
乃
の
あ
あ
い
う
所

凄
い
よ
ね

あ

明
日
奈
な
ら
隣
に
い
る
ん
だ
が

も

と
よ
く
考
え
な
さ
い

 
そ
し
て
し
ば
し
の

話
の
向
こ
う
か
ら

小
さ
く
明
日
奈
の
声
が

こ
え
て
く
る

い
や

詩
乃
が
よ

あ
な
た
の
彼
女
で
す
が

て

あ
あ

し
の
の
ん
も
今
学
校
だ
ろ
う
か
ら

そ
の
せ
い
じ

な
い
か
な

そ
う
い
う
事
か

 
ど
う
や
ら
そ
れ
で

八
幡
は

況
を
理
解
し
た
ら
し
い

や

と
分
か

た
わ

つ
ま
り
今
学
校
な
ん
だ
な

当
た
り
前
じ

な
い

で

今
唯
花
と
出
海
と
一

に
お
昼
を
食
べ
て
る
ん
だ
け
ど

 
放
課
後
待

て
る
か
ら
あ
ま
り
待
た
せ
る
ん
じ

な
い
わ
よ
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出
海
に

い
た
の
か

分
か

た

今
日
は
う
ち
は

め
に
終
わ
る
か
ら

 
そ

ち
の

業
が
終
わ

た

に
は
も
う
着
い
て
る
と
思
う

ふ
ふ
ん

話
が

く
て
助
か
る
わ

そ
れ
じ

あ
後
で
ね

あ
あ

後
で
な

 
そ
し
て

話
を
切

た
後

詩
乃
は
笑
顔
で
二
人
に
言

た

お
願
い
し
た
ら

く
オ

ケ

し
て
く
れ
た
わ

ふ
ふ

く
そ
も
そ
も
今
の

お
願
い
だ

た

え

何
か
気
に
な
る
部
分
で
も
あ

た

い
や

突

込
み
ど
こ
ろ
満
載
だ

た
と
思
う
ん
だ
け
ど

気
の
せ
い
よ
気
の
せ
い

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も
放
課
後
の
行
動
に
つ
い
て
指

を
出

す
わえほ

え
二
人
と
も

い
い

と
り
あ
え
ず
用
意
す
る
の
は



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
二
人
は
直
後
の
詩
乃
の
言
葉
に
驚
か
さ
れ
た
が
説
明
を

い
て
納
得
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

そ
う
い
う
事
か

わ

分
か

た

準
備
す
る

そ
れ
じ

あ
後
で
ね

う
ん

ま
た
ね

 
こ
う
し
て
詩
乃
と
唯
花
の
同
行
が
強
制
的
に
決
ま
り

 
ま
も
な
く
今
日
の

業
が
全
て
終
わ
ろ
う
か
と
い
う

教
室
中
が
ど
よ
め
い
た

 
窓
の
外
に
見
え
る
校
門
か
ら

キ

ト
が
入

て
き
た
の
だ

 
そ
れ
で
も

業
中
は
静
か
に
し
て
い
た
一
同
だ
が

チ

イ
ム
が
鳴

た

間
に
大

ぎ
と

な

た
お

お
い

王
子
が
連
続
で
来
て
る
ぞ

え

日
も
来
て
た
の

あ
あ

日
は
確
か

山
花
さ
ん
が

ま
ず
い
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そ
う
思

た

間
に

教
室
中
の

線
が
出
海
に
集
ま

た

ひ
い
い
い
い
い
い
い

ね

山
花
さ
ん

も
し
か
し
て
王
子
が
来
た
の

て

え

え

と

じ

実
は
今
日

約
束
が
あ

て

や

ぱ
り
山
花
さ
ん
だ

た
ん
だ

 
直
後
に
出
海
は
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に
囲
ま
れ
た

ど
う
や

て
そ
ん
な
に
親
し
く
な

た
の

王
子

て
プ
ラ
イ
ベ

ト
だ
と
ど
ん
な
感
じ
な
の

山
花
さ
ん

山
花
さ
ん

て
ば

 
出
海
は
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
何
も
言
え
な
か

た

だ
が
そ
こ
に
救
い
の
神
が
現
れ
た
詩

乃
で
あ
る

何
こ
れ

凄
い

ぎ
ね

出
海

ど
こ

あ

こ

こ
こ

 
そ
の
呼
び
か
け
の
せ
い
で
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
出
海
か
ら
ザ
ザ

と
離
れ
詩
乃
に
道
を
空
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け
たあ

い
た
い
た

八
幡
が
待

て
る
わ
よ

さ

く
行
き
ま
し

う

う
ん

 
出
海
は
ペ
コ
ペ
コ
し
な
が
ら
詩
乃
の
後
に
続
き

や

と
教
室
か
ら
抜
け
出
す
事
が
出
来
た

ど
う
せ
こ
ん
な
事
だ
と
思

た
わ

詩
乃

ご
め
ん
ね

う
う
ん

私
に
も
覚
え
が
あ
る
事
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね

 
詩
乃
は
自
身
の

験
と

ら
し
合
わ
せ

出
海
も
同
じ
よ
う
な

況
だ
と
想
像
し
た
ら
し
い

 
そ
の
お
か
げ
で
出
海
は
助
か
り
二
人
は
そ
の
ま
ま
唯
花
と
合
流
し
て

場
へ
と
た
ど
り

着
い
た

ハ
イ
八
幡

か

た
わ
ね

あ
あ

大
切
な
大
切
な
俺
の
彼
女
の
詩
乃
の
命
令
だ
か
ら
な

そ
れ
く
ら
い
は
当
然
だ

ふ
ふ
ん

よ
ろ
し
い

 

顔
無
恥
と
言
う
べ
き
か

面
の

が

い
と
言
う
べ
き
か
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こ
う
い
う
時
の
詩
乃
は

そ
ん
な
八
幡
の

肉
に
も
ま

た
く
動
じ
な
い

ほ
ら

さ

さ
と
私
を
エ
ス
コ

ト
し
な
さ
い
よ

へ
い
へ
い

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か
詩
乃
は

そ
う
言

て
八
幡
の

に
す
が
り
つ
い
て
き
た

 
詩
乃
は
胸
の
サ
イ
ズ
は
平

だ
が

そ
の
事
に
つ
い
て
気
に
し
た
様
子
も
ま

た
く
見
せ
ず

 
八
幡
が
喜
ん
で
い
る
と
確
信
し
な
が
ら

当
て
て
ん
の
よ

を
行

て
い
る

 
そ
れ
だ
け
八
幡
の
自
分
に
対
す
る
好
意
に
自
信
を
持

て
い
る
と
い
う
事
な
の
か
も
し
れ
な

い 
そ
れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
八
幡
か
ら
は

そ
う
な
気
配
は
ま

た
く
感
じ
ら
れ
な
い

 
こ
の
二
人
に
と

て
は
こ
の

度
の
事
は
日
常
茶

事
な
の
で
あ
ろ
う

 
明
日
奈
が
詩
乃
を

す
る

で
あ
る

詩
乃

い
い
な

私
達
も
あ
の
く
ら
い
す
る
べ
き
な
の
か
な

 
二
人
は
そ
う

き
合
い
な
が
ら

詩
乃
に
助
手

を

り

後
部
座

に
乗
り
込
ん
だ

そ
れ
じ

あ
出
発



 第八章 キャリバー・クロッシング編

は
い

ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
い
ま
す

 
キ

ト
も
心
得
た
も
の
で

八
幡
の
事
は
気
に
せ
ず
詩
乃
の
指

で
出
発
す
る

待

て
キ

ト

そ
の
前
に

私
達
三
人
の
家
に
寄

て
く
れ
な
い

分
か
り
ま
し
た

ん

何
か
あ
る
の
か

 
そ
の
八
幡
の
疑
問
は
も

と
も
で
あ
る

こ
の
後
ソ
レ
イ
ユ
の
遊
戯
室
に
行
く
じ

な
い

 
で

そ
の
後
八
幡
の

り
で
ご

を
食
べ
る
と
し
て

ま
あ
そ
の
つ
も
り
だ

た
け
ど

普
通
言
い
出
す
の
は
俺
か
ら
だ
か
ら
ね

で

そ
の
後
ま
た
遊
ん
で

そ
の
後
は
マ
ン
シ

ン
に

ま
る
と
し
て

お
い
い

な
の
で
お

り
セ

ト
が
必
要
で
し

い
や
お
前

を
食

た
ら
そ
の
ま
ま
帰
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

何
よ

私
達
を

め
る
の
が

な
の

そ
れ
は
今
更
だ
か
ら
気
に
し
な
い
が

は

分
か

た
分
か

た
キ

ト
そ
れ
で
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頼
む分

か
り
ま
し
た

 
そ
こ
か
ら
詩
乃

唯
花

出
海
の

番
で
家
を
回
る
事
に
な

た

 
最
初
に
着
い
た
詩
乃
の
家
で
詩
乃
は
バ

グ
を
持
つ
だ
け
で
制
服
の
ま
ま
家
か
ら
出
て
き

た
ん

つ
い
で
に
着

え
れ
ば
良
か

た
ん
じ

な
い
か

う
う
ん

こ
れ
で
い
い
の

こ
の
格
好
な
の
が
大
事
な
の
よ

意
味
が
分
か
ら
な
い
が

ま
あ
詩
乃
が
い
い
な
ら
い
い
か

 
次
は
唯
花
の
家
で
あ

た
が

唯
花
も
八
幡
が
止
め
た
に
も
関
わ
ら
ず

 
普
通
に
家
の
前
ま
で
キ

ト
に
行

て
も
ら
い
二
人
と
同
じ
よ
う
に
制
服
の
ま
ま
家
を
出
て

き
た

 
何
故
か
⺟
親
ら
し
き
人
物
も

関
か
ら
顔
を
見
せ

 
に
こ
や
か
に
こ
ち
ら
に
向
け
て
手
を

て
き
た

八
幡
は

て
て
そ
ち
ら
に
向
け
て

を

下
げ
た

唯
花

最
初
は
我
慢
だ
か
ら
ね
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八
幡
は

我
慢

て
何
の
事
だ

と
思
い
つ
つ
唯
花
に

ね
た

あ
れ
は
唯
花
の
お
⺟
さ
ん
か

う
ん

ち

ん
と

ま
り
だ

て
伝
え
た
か

う
ん

ち

ん
と
伝
え
た
よ

お
金
持
ち
の
人
の
家
に
友
達
と
一

に

ま

て

 

の

を
狙

て
く
る

て
言

て
き
た

お
い

お
前

あ
ら

や
る
じ

な
い
唯
花

 
何
か
言
い
か
け
た
八
幡
を

だ
が
詩
乃
が

た

え
へ
へ

で
し

う

私
の
親

そ
う
い
う
の
に
は

容
な
ん
だ
よ
ね

 
避

だ
け
ち

ん
と
す
れ
ば
別
に
い
い

て
さ

最
初
は

く
て
も
我
慢
よ

て
何
度
も
言
わ

れ
た
よ

ぶ
ほ

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
た
ま
ら
ず

き
出
し
た

お

お
前

女
の
子
が
そ
う
い
う
事
を
言
う
ん
じ

ね
え
よ
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え

他
の
人
の
前
じ

言
わ
な
い

て
ば

八
幡
の
前
で
し
か
言
わ
な
い
わ
よ
ね

俺
の
前
で
も
言
う
ん
じ

ね
え

 
八
幡
は
抗
議
し
た
が

三
人
と
も
ス
ル

で
あ
る

さ
て

次
は
出
海
の
家
ね

う
ん

 
出
海
も
二
人
同
様
制
服
の
ま
ま

を
現
し
八
幡
も
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
こ
う

ね
て
き
た

出
海
も
ち

ん
と
お
⺟
さ
ん
に

今
日
は

ま
る

て
連

し
た
か

あ

別
に
言

て
な
い
け
ど
そ
も
そ
も

日
朝
帰
り
で
も
い
い

て
言
わ
れ
て
る
か
ら

ぶ
は

 
八
幡
は
再
び

き
出
し
た

だ
が

日
会

た
詩

の
性
格
だ
と

 
確
か
に
そ
う
言
い
そ
う
だ
な
と
思
い

ぼ
そ
り
と

い
た

何
で
俺
の

り
に
は
肉
食
系
し
か
い
な
い
ん
だ

色
々
け
し
か
ら
ん

 
三
人
は
そ
の
言
葉
に
笑
い

八
幡
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

は

よ
し

行
く
か
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キ

ト
は
そ
の
ま
ま
動
き
出
し

十
分
ほ
ど
で
ソ
レ
イ
ユ
に
到
着
し
た

ふ
う

そ
れ
じ

あ
案
内

待

て
八
幡

先
に
下
り
て
て
欲
し
い
の

私
達
は
ち

と
準
備
が
あ
る
か
ら

ん

お

お
う

 
そ
し
て
一
分
後
に
三
人
は
下
り
て
き
た
が
八
幡
に
は
何
が
変
わ

た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い

 
微

に

色
面

が

え
た
気
も
し
た
が

多
分
気
の
せ
い
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て
受
付
ホ

ル
へ
と
歩
き
出
し

三
人
も
そ
の
後
に
続
い
た

最
初
の
敵
は
か
お
り
さ
ん
よ

み
ん
な

負
け
な
い
よ
う
に
ね

う
ん

が

頑
張
る

 
八
幡
が
三
人
が
何
を
し
た
の
か
知
れ
ば

お
そ
ら
く
ま
た

色
々
け
し
か
ら
ん

と
言

た

事
だ
ろ
う

 
そ
し
て
予
め

の
中
で

・ス
・カ
・

・ト
・の
・丈
・を
・ギ
・リ
・ギ
・リ
・ま
・で

く
し
て
い
た
三
人
は

 
制
服
と
生
足
で
若
さ
を
存
分
に
ア
ピ

ル
し
ソ
レ
イ
ユ
内
部
に

く
ラ
イ
バ
ル
の
美
人
達
に
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対
抗
し
よ
う
と

 
気
合
い
十
分
で
ソ
レ
イ
ユ
内
部
へ
と
足
を

み
入
れ
る
事
に
な

た
の
だ

た
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第
９
９
２
話
 
遊
戯
室
を
目
指
せ

 

稿
し
ま
し
た

 
詩
乃
は
受
付
か
ら
が
勝
負
だ
と
思

て
い
た
が
受
付
に
行
く
前
入
り
口

に
彼
女
は

ん

で
い
た

む
む

ラ
イ
バ
ル
接
近
中

総
員

え

も
う

あ

あ
の
美
人
の
事

 
詩
乃
の
言
葉
で
二
人
は

し
た
が

当
然
八
幡
は
そ
の
女
性
に
普
通
に
声
を
か
け
る

よ

萌
郁

ど
う
し
た

八
幡
の
ガ

ド
に
付
く
事
に
な

た

ほ

俺
の

今
日
は
ゲ
ス
ト
が
多
い
か
ら

だ

て



 第９９２話 遊戯室を目指せ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
じ

あ
宜
し
く
頼
む
わ

う
ん

 
そ
し
て
八
幡
は

り
返
り

詩
乃
達
の
到
着
を
待

た

紹
介
し
よ
う
こ
ち
ら
は
モ
エ
モ
エ
だ
一
応
こ
こ
で
の
案
内
役
み
た
い
な
感
じ
だ
と
思

て

く
れ

 
い
き
な
り
そ
う
紹
介
さ
れ
て
も
萌
郁
は
動
じ
な
い

理
由
を
き
ち
ん
と

し
て
い
る
か
ら

だ 
唯
花
と
出
海
は
萌
郁
の
ス
ラ

と
し
た

と
そ
れ
に
似
合
わ
ぬ
豊
満
な
胸
に

望
を
覚
え
た

お
前
達
も
今
日
は
ハ
ン
ド
ル
ネ

ム
で
通
せ
よ

と
い
う

で
シ
ノ
ン
ヒ
ル
ダ
ア
ス
モ

ゼ
ウ
ス
だ

う

ひ

リ
ア
ル
で
ハ
ン
ド
ル
ネ

ム

て
か
な
り
恥
ず
か
し
い
ん
だ
ね

八
幡
さ
ん

せ
め
て
私
は
ア
ス
モ
で

ん

そ
う
だ
な

⻑
い
し
そ
の
方
が
良
さ
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で
い
こ
う

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
二
人
は
萌
郁
に
負
け
じ
と
若
さ
を
ア
ピ

ル
し
な
が
ら
そ
う

し
た
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モ
エ
モ
エ
で
す

宜
し
く

 
二
人
の

に
対
し

萌
郁
は
そ
う
答
え
た
が

そ
の

線
は
何
故
か
下
を
向
い
て
い
た

ん

モ
エ
モ
エ

ど
う
し
た

う
う
ん

何
で
も
な
い

 
モ
エ
モ
エ
は
ニ
コ
リ
と
微
笑
む
と
そ
の
ま
ま
最
後
尾
に
付
き
五
人
は
受
付
へ
と
向
か

た

 
そ
の

中
で
唯
花
と
出
海
は
こ

そ
り
と
萌
郁
に
話
し
か
け
て
い
た

あ

あ
の

モ
エ
モ
エ
さ
ん

ど
う
や

た
ら
そ
ん
な
に
胸
が
大
き
く
な
る
ん
で
す
か

分
か
ら
な
い

そ
う
で
す
か

 
萌
郁
に
し
て
み
れ
ば

そ
う
答
え
る
し
か
な
い
だ
ろ
う

 
栄

態
が
良
か

た

で
も
な
い
し

勝
手
に
大
き
く
な

た
と
し
か
言
え
な
い
の
だ

 
そ
し
て
五
人
は
受
付
に
到
着
し

か
お
り
が
こ
ち
ら
に
声
を
か
け
て
き
た

あ

八
幡

そ
れ
に
こ
の
前
の
二
人

あ
あ

ヒ
ル
ダ
と
ア
ス
モ
だ

入

許
可
証
は
出
来
て
る
よ
な

ソ
レ
イ
ア
ル

う
ん

も
ち
ろ
ん

で
も
い
き
な
り
で

一
人
分
し
か
出
来
て
な
か

た
か
ら
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中
で
秘
書
室
に
寄

て
も
ら

て
欲
し
い

て
さ

分
か

た

秘
書
室
だ
な

ソ
レ
イ
ア
ル

う

う
ん

で
も
そ
う
呼
ば
れ
る
の

て
何
か
恥
ず
か
し
い
ね

 
か
お
り
は
そ
う
言
う
と

詩
乃
達
三
人
に

に
し
し

と
人
懐

こ
い
笑
み
を
向
け
た

私
や
八
幡
は
平
気
だ
け
ど

ソ
レ
イ
ア
ル
さ
ん
は
確
か
に
そ
う
よ
ね

だ
よ
ね
だ
よ
ね

う

ひ

こ
れ

⻑
く
は

え
ら
れ
な
い
か
も

 
そ
ん
な
社
交
的
で
明
る
い
か
お
り
を
眩
し
く
感
じ
な
が
ら

 
二
人
は
再
び
若
さ
を
ア
ピ

ル
し
つ
つ

を
し
た

 
か
お
り
も
三
人
の
ス
カ

ト
の

さ
に
気
が
付
い
た
の
か

一

線
を
下
に
向
け
た
が

 
特
に
何
も
言
う
事
は
な
く

八
幡
達
は
エ
レ
ベ

タ

の
方
へ
と
向
か

た

 
そ
れ
を
見
な
が
ら
か
お
り
は
ぼ
そ
り
と

い
た

は

私
も

は
あ
ん
な
感
じ
だ

た
な

若
い

て
い
い
な

 
で
も
あ
れ
は
さ
す
が
に

す
ぎ
る
気
も
す
る
よ
ね

 
八
幡
達
は
エ
レ
ベ

タ

の
到
着
を
待

て
い
た
が

 
一

に
到
着
し
た
エ
レ
ベ

タ

の
中
か
ら

い
き
な
り
ま
さ
か
の
ラ
ス
ボ
ス
が
現
れ
た
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姉
さ
ん

出
か
け
る
の
か

え
え

ち

と
ね

八
幡
君
は
確
か
今
日
は
遊
戯
室
よ
ね

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

こ
ん
ば
ん
は

あ
ら
シ
ノ
ン
ち

ん

こ
ん
ば
ん
わ

そ
れ
に
二
人
と
も

い
ら

し

い

えし

社
⻑
さ
ん
が
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
だ

た
ん
で
す
か

 
前
回
来
た
時
は

た
だ
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
と
だ
け
紹
介
さ
れ
て
い
た

 
二
人
は
こ
の
時
初
め
て
陽
乃
が
ソ
レ
イ
ユ
だ
と
知

た
の
だ

た

こ

こ
ん
ば
ん
は

お
久
し
ぶ
り
で
す

 
二
人
は
目
を

か
せ
な
が
ら
そ
う

し
た

 
二
人
に
と

て
の
ソ
レ
イ
ユ
は

色
々
な
意
味
で
遥
か
高
み
に
い
る
憧
れ
の
存
在
な
の
だ

め
て
私
が
ソ
レ
イ
ユ
よ

宜
し
く
ね

二
人
と
も

 
そ
う
言

て
ソ
レ
イ
ユ
は

シ
ノ
ン
と
合
わ
せ
て
三
人
の

を
上
か
ら
下
ま
で

め
た

あ
ら
あ
ら

若
い

て
い
い
わ
よ
ね
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陽
乃
は
す
ぐ
に
詩
乃
達
の
ス
カ

ト
の

さ
に
気
付
い
た
が

 
八
幡
は

純
に
制
服

と

な
の
に
生
足
の
ま
ま
で
い
る
事
に
対
し
て
言

た
の
だ
と
思
い

 
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら
そ
れ
に
同
意
し
た

本
当
に
寒
い
の
に
元
気
だ
よ
な

ふ
ふ
ん

目
の
保

に
な

て
い
い
で
し

い
や

ま
あ
ど
う
か
な

年
中
そ
う
だ
か
ら
正
直
分
か
ら
ん

 
そ
の
言
い
方
で
陽
乃
と
詩
乃
は
八
幡
が
ス
カ

ト
の

さ
に
気
付
い
て
い
な
い
事
を
悟

た

シ
ノ
ン
ち

ん

い
男

て
こ
う
い
う
時
困
る
わ
よ
ね

は
い

本
当
に
そ
う
思
い
ま
す

 
二
人
は
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う

き
合
い

八
幡
の
方
を
見
て
苦
笑
し
た

 
そ
ん
な
八
幡
は

陽
乃
の
後
ろ
に

え
て
い
た
二
人
に

を
し
て
い
た

レ
ヴ

今
回
は
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
出
来
な
く
て
残
念
だ

た
な

あ
あ

ま
あ
仕
事
じ

仕
方
な
い
さ

お
い
小
猫

お
前

年
末
な
ん
だ
か
ら
し

か
り
働
け
よ

働
い
て
る
わ
よ

て
か
何
で
私
だ
け
そ
ん
な
呼
び
方
な
の
よ

ロ
・
ザ
・
リ
・
ア
・
よ
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別
に
い
い
だ
ろ

小
猫
が
本
名
だ
な
ん
て
誰
が
思
う
か
よ

 
あ

こ
れ

て
言

ち

ま
ず
い
ん
だ

た

 
そ
の
わ
ざ
と
ら
し
い
言
い
方
で
八
幡
が
わ
ざ
と
本
名
を
連
呼
し
て
い
る
事
に
気
付
い
た
薔
薇

は 
プ
ル
プ
ル
と

え
な
が
ら
八
幡
に
抗
議
し
た

ど
う
し
て
あ
ん
た
は
私
に
だ
け
い
つ
も
厳
し
い
の
よ

あ
あ
ん

そ
ん
な
の
お
前
が
俺
の
所

物
だ
か
ら
に
決
ま

て
る
だ
ろ

い
い
加

に
分
か

れ

て
の

ぐ
ぬ
ぬ

 
薔
薇
は
悔
し
そ
う
で
あ
り
嬉
し
そ
う
で
も
あ

た
が
そ
の

を
見
て
い
た
唯
花
と
出
海
は

 
二
人
は
ま
る
で
八
幡
と
詩
乃
を
見
て
い
る
み
た
い
に
仲
良
し
だ
な
と
い
う

象
し
か

か
な

か

た
そ
れ
に
し
て
も
相
変
わ
ら
ず
凄
い
ね

戦
闘
力
が
高
す
ぎ
な
ん
だ
よ
ね

 
二
人
は
久
々
に
見
る
陽
乃

レ
ヴ

カ

薔
薇
の
山
脈

り
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
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自
分
達
が
求
め
て
や
ま
な
い
も
の
が
そ
こ
に
あ
る
の
だ

と
い
う

で
二
人
と
も

こ

ち
が
ヒ
ル
ダ
で
こ

ち
が
ア
ス
モ
だ

 
今
日
は
一
応
面
識
の
あ
る
奴
ら
も
本
名
は
無
し
だ
か
ら

間
違
え
な
い
よ
う
に
な

ど

ど
う
も

ヒ
ル
ダ
で
す

ア
ス
モ
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
今
回
は
若
さ
を
ア
ピ

ル
し
て
い
る
余

は
な
か

た

 
何
故
な
ら
二
人
は
薔
薇
と
レ
ヴ

に
ど
う
し
て
も

ね
た
い
事
が
あ

た
か
ら
だ

 
さ
す
が
に
陽
乃
に
対
し
て
そ
ん
な
事
は
言
え
な
か

た
が

 
二
人
は
レ
ヴ

と
薔
薇
に
顔
を
近
付
け
八
幡
に

こ
え
な
い
よ
う
に
こ

そ
り
こ
う

ね
た

あ
の

ど
う
し
た
ら
そ
ん
な
に
胸
が
大
き
く
な
る
ん
で
す
か

ん

俺
は
遺
伝
か
ね

私
は
ど
う
な
の
か
し
ら

気
が
付
く
と
こ
う
な

て
た
の
よ
ね

 
私
に
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
活
発
化
さ
せ
る
よ
う
な
食
べ
物
を
選
ん
で
食
べ
ろ
と
し
か
言
え
な
い

わ
そ

そ
う
で
す
か
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そ
れ
で
も
参
考
に
な
り
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
レ
ヴ

カ
と
薔
薇
は

そ
ん
な
二
人
に
ニ
コ
リ
と
微
笑
ん
だ

二
十

過
ぎ
て
か
ら
大
き
く
な

た
人
も

山
い
る
か
ら
頑
張

て
ね

ま
あ
日
々
の
努
力

て
奴
じ

ね
え
か
な

は
い

 
そ
し
て
陽
乃
達
は
出
か
け
て
い
き

五
人
は
エ
レ
ベ

タ

に
乗
り
込
ん
だ

と
り
あ
え
ず
秘
書
室
だ
な

 
と

後
ろ
か
ら
パ
タ
パ
タ
と
足
音
が

こ
え
て
く
る

 
見
る
と
こ
ち
ら
に
向
か

て
三
人
の
女
性
が
走

て
く
る
と
こ
ろ
だ

た

そ
の
エ
レ
ベ

タ

待

て

お

お
い
ユ
イ
ユ
イ

あ
ん
ま
り
走
る
と
そ
の

目
の

だ
か
ら
ま
あ
落
ち
着
け

 
結
衣
の
胸
が
激
し
く
上
下
し
て
お
り

八
幡
は
う
ろ
た
え
な
が
ら
そ
う
言

た

だ

だ

て

 
こ
の
時
エ
レ
ベ

タ

に
乗
り
込
ん
で
き
た
の
は
結
衣
優
美
子
い
ろ
は
の
三
人
で
あ

た
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今
日
は
よ
く
知
り
合
い
に
会
う
日
だ
な
と
思
い
つ
つ
八
幡
は
三
人
に
唯
花
と
出
海
を
紹
介
し

た
丁
度
良
か

た

こ

ち
が
ヒ
ル
ダ

こ

ち
が
ア
ス
モ
だ

あ

そ
う
な
ん
だ

あ
た
し
は
ユ
イ
ユ
イ
だ
よ

あ

し
は
ユ
ミ

だ
よ

宜
し
く

イ
ロ
ハ
で
す

宜
し
く
ね

二
人
と
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
二
人
は

ソ
レ
イ
ユ
に
は

 
ひ
い
て
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
ど
れ
だ
け
美
人
が
揃

て
る
ん
だ
と
思
い
つ
つ
そ
う

を
し

た
あ
あ

今
日
は
遊
戯
室
な
ん
だ
よ
ね

あ
た
し
達
も
後
で
行

て
み
よ
う
か
な

お
う

い
つ
で
も
来
て
く
れ

何
か
で
対
戦
し
よ
う

あ

し
も
行
こ
う
か
な

私
は
当
然
行
き
ま
す
よ

今
日
は
三
人
は
何
し
に
来
た
ん
だ
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え

と

一
応
エ

じ

な
く
て

ロ
ビ
ン
や
ア
サ
ギ
さ
ん
達
と
顔
合
わ
せ

職
し
た
ら
私
達
が
サ
ポ

ト
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で

う
わ

マ
ジ
か
よ

あ
い
つ
が
来
て
ん
の
か

 
八
幡
は
絶
望
の
表
情
で
天
を

ぎ
つ
つ

 
三
人
に

出
来
れ
ば
自
分
が
来
て
い
る
事
は
ロ
ビ
ン
に
は
内

に
し
て
く
れ
と
頼
ん
だ

い
や

そ
れ
は
ど
う
か
な

も
う
察
知
し
て
そ
う
じ

な
い

ぐ
ぬ
ぬ
確
か
に
あ
い
つ
な
ら
否
定
出
来
ん
そ
れ
じ

あ
出
来
る
だ
け
足
止
め
を
し
て
お
い

て
く
れ

 
さ
す
が
の
あ
い
つ
も
仕
事
を
放
り
出
し
た
り
は
し
な
い
だ
ろ

オ

ケ

分
か

た

八
幡

こ
れ
は
貸
し
に
し
と
く
し

い
い
で
す
ね

先
輩

貸
し
で
す
よ

貸
し

お

お
う

分
か

た
分
か

た

 
目
的
の

に
着
く
ま
で

さ
す
が
に
八
人
だ
と
そ
れ
な
り
に

か

た
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結
衣
は
八
幡
に
ピ
タ
リ
と
く

つ
い
て
い
た

 
普
通
に

当
て
て
る
の
よ

態
で
あ
る

当
然
わ
ざ
と
な
の
で
あ
る
が

 
優
美
子
と
い
ろ
は
は
い
い
ポ
ジ
シ

ン
を
結
衣
に
取
ら
れ
た
事
を
悔
し
が

て
お
り

 
唯
花
と
出
海
は
こ
の

さ
で
は
若
さ
ア
ピ

ル
を
す
る
事
も
出
来
ず

 
た
だ
じ

と
そ
の
光
景
を

ま
し
そ
う
に

め
て
い
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
更
に

望
を
感
じ
さ
せ
た
の
は
八
幡
の
態
度
で
あ
る

 
八
幡
が
結
衣
に
向
け
る

線
は
優
し
さ
に

れ
て
お
り
二
人
は
そ
れ
を

ま
し
い
と
感
じ
た

 
そ
し
て
目
的
の

で
下
り
た
五
人
は
結
衣
達
に
別
れ
を
告
げ
そ
の
ま
ま
秘
書
室
を
目
指
し

た
あ
そ
こ
が
秘
書
室
だ

そ
の
手
前
に
あ
る
の
が
次
世
代
技
術
研
究
部
な

唯
花
の
分
の
入

証
を
あ
そ
こ
で
も
ら
う
の
よ
ね

 
そ
れ
に
し
て
も
今
日
は

分
知
り
合
い
に
会
う
日
だ
わ

だ
な

お

と

 

中
に
あ
る
次
世
代
技
術
研
究
部
の
ド
ア
が
開
い
た

八
幡
は
そ
こ
で
足
を
止
め
た

 
中
か
ら
出
て
き
た
の
は
紅
莉
栖
と
理
央
で
あ

た
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あ
ら

八
幡
じ

な
い

あ

師
匠

今
日
は
遊
戯
室

て
言

て
た
か
ら
そ
れ
じ

な
い
で
す
か

あ
あ

そ

か
そ

か

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
わ
ね

 
そ
ん
な
二
人
に
八
幡
が
声
を
か
け
た

お
う

ク
リ
シ

ナ
に
リ
オ
ン
か

え

ク
リ
シ

ナ
さ
ん

紅
莉
栖
さ
ん
が
ク
リ
シ

ナ
さ
ん
だ

た
ん
で
す
か

あ

う
ん

そ
う
ね

前
回
は
興
奮
し
て
て
分
か
ら
な
か

た
け
ど

 
よ
く
見
る
と
凄
く
若
い
で
す
よ
ね

ク
リ
シ

ナ
さ
ん

さ

三
人
の
若
さ
に
は
ち

と
敵
わ
な
い
と
思
う
け
ど

 
紅
莉
栖
は
詩
乃
達
と
同
い
年
に
も
関
わ
ら
ず
三
人
の
ス
カ

ト
の
丈
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た
ふ
ふ
ん

こ
れ
が
若
さ
よ

師
匠
も
多
分
日
本
に
い
た
ら
こ
う
な

て
た

私

ス
カ

ト

て
基
本
は
か
な
い
わ
よ
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あ

そ
う
い
え
ば
見
た
事
な
い

 
当
の
理
央
は
ミ
ニ
ス
カ

ト
で
あ

た
が
八
幡
は
そ
れ
を
見
て
初
め
て

・そ
・の
・事

に
気
付
い

た
あ
れ

リ
オ
ン

今
日
の
ス
カ

ト

何
か
⻑
く
な
い
か

 
そ
の
言
葉
に
紅
莉
栖
と
理
央
は

か
ん
と
し
た
よ
う
に
顔
を
見
合
わ
せ

 
二
人
に
詩
乃
が
こ

そ
り
と
こ
う

い
た

八
幡

て
ば

私
達
の
ス
カ

ト
の

さ
に
気
付
い
て
く
れ
な
い
の
よ

あ
あ

八
幡

て
そ
う
い
う
と
こ
ろ

あ
る
わ
よ
ね

せ

か
く
気
合
い
を
入
れ
て
る
の
に
ね

 
そ
し
て
理
央
は

八
幡
の
問
い
に
は
答
え
ず
に

て
ス
カ

ト
の

を
上
げ
た

う

こ
れ
は
や
ば
い

 
詩
乃
達
に
合
わ
せ
て
み
た
も
の
の

理
央
は
そ
の
丈
の

さ
に
危
機
感
を
覚
え
た

 
だ
が
八
幡
は

天
気
に
こ
う
言

た

お
お

お
揃
い
に
な

た
な

う
ん

か
わ
い
い
か
わ
い
い
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も
し
か
し
て
本
当
は
気
付
い
て
い
て

わ
ざ
と
言

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
五
人
は
そ
う
思

た
が
後
ろ
で
萌
郁
が
静
か
に
首
を
横
に

た

そ
の
口
は
こ
う
動
い

て
い
た

に
・
ぶ
・
い
・
だ
・
け

 
五
人
は
そ
の
口
の
動
き
で
た
め
息
を
つ
き

八
幡
は

が
分
か
ら
ず
首
を

げ
た

ど
う
し
た

う
う
ん

何
で
も

そ
れ
じ

あ
私
達
は
行
く
わ

お
う

ま
た
な

 
八
幡
達
は
そ
の
ま
ま
秘
書
室
を
目
指
し
た

 
こ
こ
ま
で
結

時
間
を
と
ら
れ
て
し
ま

て
い
た

や
や

足
で
あ
る

誰
か
い
る
か

あ

八
幡
様

あ
ら
八
幡
君

待

て
た
わ

 
そ
こ
に
い
た
の
は
ク
ル
ス
と
雪
乃
で
あ

た

 
ク
ル
ス
に
関
し
て
は

前
回
面
識
が
あ

た
が

ユ
キ
ノ
は
初
見
で
あ
る
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相
変
わ
ら
ず
大
き
い

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
も
や
ば
い

セ
ラ
フ

ム
さ
ん
も
や
ば
い
よ
ね

お
う

マ

ク
ス
に
ユ
キ
ノ
か

ヒ
ル
ダ
の
入

許
可
証
を
も
ら
い
に
来
た
ん
だ
が

あ

ユ
キ
ノ
さ
ん
だ

た
ん
で
す
ね

は

初
め
ま
し
て

ヒ
ル
ダ
で
す

ア

ア
ス
モ
で
す

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
に
関
し
て
も

二
人
は
別
の
意
味
で
驚
い
て
い
た

ユ
キ
ノ
さ
ん

超
絶
美
人
す
ぎ
な
い

う
ん

ま
さ
か
あ
の
怖
い
ユ
キ
ノ
さ
ん
が
こ
ん
な

麗
な
人
だ

た
な
ん
て
ね

そ
う

宜
し
く
ね

二
人
と
も

う
ん

宜
し
く

 
こ
の
場
で
は
唯
花
と
出
海
は
再
び

す
る
し
か
な
か

た

今
は
落
ち
着
い
た
と
は
い
え

 
ユ
キ
ノ
の
前
で
胸
の
話
題
を
出
す
な
と
詩
乃
に
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ

 
も

と
も
今
は
そ
う
で
も
な
い
の
だ
が

え
て

中
の

を

う
必
要
は
な
い
の
だ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
日
は
楽
し
ん
で
い

て
ね
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は
い

 
秘
書
室
で
の
邂
逅
は
こ
う
し
て
終
わ
り

五
人
は
そ
の
ま
ま
遊
戯
室
へ
と
向
か

た

お
う

こ
こ
だ
こ
こ
だ

ど
う
な

て
る
の
か
楽
し
み
だ
な

ア
ス
モ
は
そ
う
だ
ろ
う
な

さ
て

入
る
か

 
八
幡
は
ド
ア
を
開
け

中
に
い
た
人
物
に

を
し
た

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ラ
キ
ア
さ
ん

あ
れ
プ
リ
ン
さ
ん
も
来
て
く
れ
た
ん
で
す

ね 
そ
こ
に
い
た
の
は
八
幡
が
手
配
し
た
裏
ボ
ス
の
大
野
と
そ
の
親
友
の
日
高
小
春
で
あ
た



 第９９３話 出海が選ぶのは

 
第
９
９
３
話
 
出
海
が
選
ぶ
の
は

 
今
日
で

定
１
０
０
０
話
に
到
達
し
ち

い
ま
し
た
ね
実
質
１
０
０
０
話
ま
で
あ
と
七
話
で

す
え

ラ
キ
ア
さ
ん
と

プ
リ
ン
さ
ん

ど

ど

ち
が
ラ
キ
ア
さ
ん

 
前
者
は
当
然
プ
リ
ン
と
知
り
合
い
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
反
応
で
あ
り

 
後
者
は
プ
リ
ン
と
面
識
の
無
い
ヒ
ル
ダ
の
反
応
で
あ
る

え
え
と

ラ
キ
ア
さ
ん

プ
リ
ン
さ
ん

こ

ち
が
ヒ
ル
ダ
で
こ

ち
が
ア
ス
モ

 
そ
し
て
こ
い
つ
が
シ
ノ
ン
で
す

あ

ア
ス
モ
ち

ん
だ

た
ん
だ

久
し
ぶ
り

 
そ
の
久
し
ぶ
り
と
い
う
言
い
方
と

た
と
い
う
そ
の
一
点
に
お
い
て

 
唯
花
は
そ
ち
ら
が
プ
リ
ン
だ
と
確
信
し
た
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プ
リ
ン
さ
ん

今
日
は
ベ
ル
君
は
い
な
い
ん
で
す
か

う

ん

そ
れ
が
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
小
春
は
チ
ラ
リ
と

の
方
を
見
た

 

は
何
か
を
誤
魔
化
す
か
の
よ
う
に

鳴
ら
な
い
口

を

い
て
い
る

実
は
私

今
日
は
お
酒
の
配
達
で
こ
こ
に
来
た
の
よ

 
で

配
達
が
終
わ

て
さ
あ
帰
ろ
う

て
思

た
ら

何
故
か
ラ
キ
ア
が
後
ろ
に
立

て
て

 
凄
い
笑
顔
で
私
を
こ
こ
ま
で
ぐ
い
ぐ
い
引

張

て
き
た

て

な
の

 
だ
か
ら
ベ
ル
は
今

家
で

一
人
で

守
番
し
て
る
ん
じ

な
い
か
な

そ

か

そ
れ
は
残
念
で
す

ベ
ル
君
に
も
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い

う
ん

ア
ス
モ
ち

ん
は
か
わ
い
か

た
よ

て
伝
え
て
お
く
わ
ね

そ

そ
ん
な

 
出
海
は
そ
の
小
春
の
言
葉
に
恥
ず
か
し
そ
う
に
身
を
よ
じ
ら
せ
た

 
一
方
唯
花
は

に

を
し
た
後

そ
の
ま
ま

に
捕
ま

て

を

で
ら
れ
て
い
た

む
ふ

え

と

八
幡
さ
ん

私
は
ど
う
す
れ
ば
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ラ
キ
ア
さ
ん
が

き
る
ま
で
我
慢
す
る
し
か
な
い
な

 
で

ラ
キ
ア
さ
ん

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
は
い
な
い
ん
で
す
か

 
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら

八
幡
に
そ
う

ね
ら
れ
た

は

 
唯
花
を
解
放
し
て
小
春
を
こ
ち
ら
に
引

張

て
き
た

 

は
何
か
言
い
た
げ
に
首
を

げ

小
春
に
向
け
て
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
た

プ
リ
ン
さ
ん

ラ
キ
ア
さ
ん
は
何
と

え

と
仕
事
を
押
し
付
け
て
き
た
か
ら
今
日
は
来
な
い
代
わ
り
に
私
を
確
保
し
た

て

 
私
を
こ
こ
に
引

張

て
き
た
の
は
ス
プ
リ
ン
ガ

君
の
代
わ
り
だ

た
ん
だ

む
ふ

な
る
ほ
ど

う
わ

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま

に
捕
ま
り

を

で
ら
れ
る
事
と
な

た

う八
幡
さ
ん

ラ
キ
ア
さ
ん
が

き
る
ま
で
我
慢
し
て
下
さ
い
ね

 
唯
花
は
先
ほ
ど
の
仕
返
し
と
ば
か
り
に
そ
う
言
い

今
度
は
出
海
が

小
春
に
こ
う

ね
た

あ

あ
の

プ
リ
ン
さ
ん

ラ
キ
ア
さ
ん

て
一
体
い
く
つ
な
ん
で
す
か
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私
と
同
い
年
だ
か
ら

今
年
で
四
十
七
に
な

た
は
ず
よ

え

プ
リ
ン
さ
ん

て
ど
う
見
て
も
三
十
半
ば
く
ら
い
じ

ふ
ふ

あ
り
が
と

で
も
困

た
事
に
事
実
な
の
よ
ね

 
そ
れ
に
ラ
キ
ア
は
も

と
若
く
見
え
る
で
し

う

た

確
か
に

 
出
海
は
納
得
し
た
よ
う
に
そ
う
答
え
た

正
直

二
十
代
後
半
か
な
と

 
唯
花
も
正
直
に
そ
う
答
え

小
春
は
破
顔
し
た

そ
う
な
の
よ

も
う

ま
し
い

た
ら
あ
り

し
な
い
わ
よ
ね

リ

リ
ア
ル
美
魔
女

 
小
春
の
そ
の
言
葉
に
唯
花
は

然
と
そ
う

い
た

 
ち
な
み
に
詩
乃
は

八
幡
に

い
て
知

て
い
た
の
で
驚
い
て
は
い
な
か

た

ふ
ふ

八
幡
も
ラ
キ
ア
さ
ん
に
か
か

た
ら

無
し
ね

う
る
さ
い
シ
ノ
ン

ラ
キ
ア
さ
ん
に
敵
う
奴
な
ん
か
誰
も

 
い
や
し
ね
え

と
言
い
か
け
た
八
幡
は

て
て
詩
乃
か
ら
目
を

ら
し
た
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あ
ら

ど
う
し
た
の

い

い
や
お
前

そ
の
ス
カ

ト

ち

と

す
ぎ
じ

な
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
今

に
座
ら
さ
せ
ら
れ
て

に

を

で
ら
れ
て
い
た

 
そ
の

界
は
か
な
り

く
な

て
い
た

 
そ
の

に

限
ま
で
ス
カ

ト
の
丈
を

く
し
て
い
た
詩
乃
の
パ
ン
ツ
が

 
今
の
八
幡
か
ら
バ

チ
リ
見
え
て
し
ま

て
い
た
の
で
あ
る

今

気
付
い
た
の

も
う

い
わ
よ

え

も

も
し
か
し
て
ず

と
そ
う
だ

た
の
か

当
た
り
前
じ

な
い

こ
こ
に
は
強
敵
が

山
い
る
ん
だ
か
ら

 
私
達
は
過

な
く
ら
い
に
若
さ
を
ア
ピ

ル
し
な
い
と
対
抗
出
来
な
い
の
よ

わ

分
か

た

分
か

た
か
ら

ス
カ

ト
の
丈
を
調

し
て
く
れ

は

仕
方
な
い
わ
ね

ち

と
待

て
な
さ
い

 
詩
乃
は
そ
う
言

て

い
つ
も
通
り
の
ス
カ

ト
丈
に

し
た

は
い

い
い
わ
よ

お

お
う

サ
ン
キ

て

詩
乃

れ
て
な
い

れ
て
な
い
か
ら
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よ

こ
れ
以
上
下
げ
ろ
と

そ
ん
な
格
好
悪
い
事
出
来
る

が
な
い
じ

な
い

 
私
に

し

な
い
と
思
う
な
ら

性
を
出
し
て
自
力
で
立
ち
な
さ
い

く
 
八
幡
は
頑
張

て

を
背
負

た
ま
ま
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
間
の
悪
い
事
に

丁
度
そ
こ
に
唯
花
と
出
海
が
や

て
き
た

八
幡
さ
ん

そ
ろ
そ
ろ
私
の
対
戦
相
手
を

う
わ

お

お
前
達
も
か

 
八
幡
は

て
て
顔
を
背
け

立
ち
上
が
る
事
が
出
来
な
く
な

た

お
前
達

て

何
が

ス

ス
カ

ト
だ

ス
カ

ト
を
直
せ

 
二
人
は

か
ん
と
し
な
が
ら
詩
乃
の
顔
を
見
た

 
詩
乃
は

を

め
な
が
ら
自
分
の
ス
カ

ト
を
指
差
し
た

や

と
気
付
い
た
み
た
い
よ

あ
 
そ
れ
で
二
人
も
ス
カ

ト
の
丈
を
本
来
の
⻑
さ
に

し
た



 第９９３話 出海が選ぶのは

 
も

と
も
詩
乃
同
様

今
の
八
幡
の

置
か
ら
は

見
え
だ

八
幡

た
ら

も

と
⻑
く
し
ろ

て
言
う
の
よ

え

そ
れ
は
女
子
高
生
的
に
絶
対
無
理

さ
す
が
に
私
も
そ
れ
は

お
前
達
の
感
覚
は
ど
う
な

て
る
ん
だ
よ

え

と
か
じ

ち

ん
と
気
を
つ
け
て
る
し

別
に
八
幡
さ
ん
に
見
ら
れ
て
も

ど
う

て
事
は

い
や

ま
あ
恥
ず
か
し
い
け
ど

お
前
達
も
ち

と
は
ラ
キ
ア
さ
ん
や
プ
リ
ン
さ
ん
を
見

え

 
確
か
に
ラ
キ
ア
の
ス
カ

ト
は
⻑
い

プ
リ
ン
も
世
代
的
に

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
⻑
い
ス
カ

ト
を
着
用
し
て
い
る

 
丁
度
そ
の
時

が
八
幡
を
解
放
し
て
く
れ
た

八
幡
は
ホ

と
し
て
立
ち
上
が
り

り

返

た
ラ
キ
ア
さ
ん

助
か
り
ま
し
た

て

二
人
と
も

や
め
て
下
さ
い

 
見
る
と

と
小
春
が
共
に
ス
カ

ト
を
た
く
し
上
げ
て
お
り
八
幡
は

て
て
そ
れ
を
止
め
た

む
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そ
う

ね
る

に
八
幡
は

て
て

解
し
た

ど
う
や
ら

が
何
を
言
い
た
い
の
か
悟

た
ら

し
い別

に
見
た
く
な
い
と
か
じ

な
く
て
で
す
ね

俺
は
常
識
の
話
を
し
て
る
ん
で
す

ち

残
念

残
念
と
か
言
わ
な
い
で
下
さ
い

プ
リ
ン
さ
ん

 
八
幡
は
何
と
か
二
人
を

め
詩
乃
達
の
ス
カ

ト
を
見
下
ろ
し
て
何
も
見
え
な
い
事
を
確

認
し

 
コ
ホ
ン

と

い
を
し
つ
つ

露
骨
に
話
を
変
え
た

さ
て
ア
ス
モ

勝
負
の
時
間
だ

勝
負

て

 
事
情
を
知
ら
な
い
詩
乃
と
唯
花
が
そ
う

ね
て
く
る

お
う

ア
ス
モ
と
俺
の
代
理
が
ゲ

ム
で
対
戦
し
て

 
負
け
た
方
が
勝

た
方
の
言
う
事
を
何
で
も
一
つ
き
く

て
い
う
約
束
だ

え

本
当
に

お
う

本
当
だ



 第９９３話 出海が選ぶのは

ア
ス
モ

本
当
な
の

あ

え

と

う

う
ん

 
私
の
知
り
合
い
の
女
性
が
相
手
だ

て

い
て
た
か
ら

ま
あ
い
い
か
な

て

な
る
ほ
ど

 
こ
こ
に
い
る
中
で

と
小
春
の

前
を
知

て
い
る
者
は
八
幡
以
外
に
い
な
い

 
な
の
で
詩
乃
は

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
の
か
な
と
考
え
て
し
ま
い

 
八
幡
が
負
け
た
時
の
事
ば
か
り
考
え
て
い
た

 
そ
れ
は
唯
花
と
出
海
も
同
様
で
あ
り

余

な
の
は
八
幡
た
だ
一
人
で
あ

た

ふ
ん
ふ
ん

 
そ
の
時

が
八
幡
の

を
引

張

た

す
ぐ
に
小
春
が
通

す
る

八
幡
君

ラ
キ
ア
が

そ
の

件
は

い
て
な
い

て

あ
あ
い
や
エ
ロ
い
要
求
と
か
は
も
ち
ろ
ん
し
ま
せ
ん
よ
こ
の
前
の
イ
ベ
ン
ト
の
件
が
あ

た
か
ら

 
い
ざ
と
い
う
時
に
こ
い
つ
を
無
理
や
り
う
ち
に
引
き
抜
け
る
よ
う
に

 
今
か
ら
下

作
を
し
て
る
み
た
い
な

そ
ん
な
感
じ
だ
と
思

て
下
さ
い
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む
ふ

な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら
任
せ
て

だ

て
さ

助
か
り
ま
す

ラ
キ
ア
さ
ん

 
ど
う
や
ら

も
こ
の
前
の
イ
ベ
ン
ト
の
件
に
つ
い
て
は

り
を
感
じ
て
い
た
ら
し
く

 
同
時
に

き

え
と
は
い
え
明
確
に
狙
わ
れ
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
事
も
心
配
し
て
い
た
よ
う

で 
そ
の
八
幡
の
考
え
を
認
め

や
る
気
に
満
ち
た
表
情
で

い
て
く
れ
た

そ
れ
じ

あ
何
で
対
戦
す
る
か
決
め
よ
う

ア
ス
モ

好
き
な
ゲ

ム
を
選
ん
で
い
い
ぞ

う

う
ん

そ
の
前
に
何
が
あ
る
か
見
さ
せ
て
も
ら

て
い
い

確
か
に
そ
う
だ

た
な
自
由
に
見
て
回

て
く
れ
こ
こ
ま
で
集
め
る
の
は
凄
く
大
変
だ

た
か
ら
な

 
一
応
八
幡
は

も
し
出
海
が
シ

テ

ン
グ
ゲ

ム
を
選
ん
だ
場
合

 
自
分
か
も
し
く
は
小
春
に
任
せ
て
素
直
に
負
け
る
つ
も
り
で
い
た

 
春
雄
と

は
シ

テ

ン
グ
が
苦
手
だ
と
言

て
い
た
し
小
春
も
そ
れ
ほ
ど
得
意
で
は
な

い
と



 第９９３話 出海が選ぶのは

 
以
前
言

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
た
か
ら
だ

 

日
の

験
か
ら
し
て
出
海
の
シ

テ

ン
グ
ゲ

ム
の

前
は
と
て
も
八
幡
が
敵
う
も

の
で
は
な
く

 
故
に
出
海
が
シ

テ

ン
グ
ゲ

ム
を
選
ん
だ
時
点
で
ほ
ぼ
負
け
が
確
定
す
る
の
だ

 
な
の
で
今
回
の
勝
負
に
関
し
て
は

件
は

だ
と
言
え
る

う
わ

う
わ

こ
れ
も
あ
る
ん
だ

て
こ
れ

実
在
し
た
ん
だ

初
め
て
見
た

 
出
海
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
詩
乃
と
唯
花
と
一

に
部
屋
を
回

て
お
り

 

と
小
春
も
こ
こ
に
入
る
の
は
今
日
が
初
め
て
だ

た

 
懐
か
し
い
ね

と
言
い
な
が
ら
同
様
に
部
屋
を
回

て
い
た

 
残
さ
れ
た
八
幡
は

萌
郁
と
一

に
設
置
さ
れ
た
ゼ
ロ

自

機
で
飲
み
物
を

い

 
そ
ん
な
五
人
を
微
笑
ま
し
い
物
を
見
る
目
で

め
て
い
た

そ
う
い
え
ば
萌
郁
は
ゲ

ム
は
得
意
な
の
か

多
分
普
通

あ
ん
ま
り
や

た
事
な
い

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
後
で
何
か
や

て
み
よ
う

う
ん

や
り
方
を
教
え
て
欲
し
い
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も
ち
ろ
ん
だ

任
せ
ろ

ち

と
楽
し
み

 
相
変
わ
ら
ず
口
下
手
な
萌
郁
で
あ

た
が
以
前
よ
り
は
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

て
お
り

 

に
笑
顔
も
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た

八
幡
は
密
か
に
喜
ん
で
い
た

と
こ
ろ
で
私
も
も
う
少
し
ス
カ

ト
を

く
し
た
方
が
い
い

 
見
る
と
萌
郁
が
下
着
が
見
え
る
ほ
ど
ス
カ

ト
を
た
く
し
上
げ
て
お
り

 
八
幡
は

て
て
手
を

ば
し

萌
郁
の
ス
カ

ト
を
元
に

し
た

い
や

今
の
ま
ま
で
十
分
か
わ
い
い
か
ら
そ
の
ま
ま
で
い
い

そ
う

 

々
と
答
え
な
が
ら
も
そ
の
萌
郁
の
声
は
嬉
し
そ
う
で
あ

た

 
や
が
て
遠
く
か
ら
出
海
の
声
が

こ
え
て
き
た

う
ん

や

ぱ
り
こ
れ
に
し
よ
う
か
な

 
八
幡
達
は
そ
ち
ら
に
向
か
い

達
も
そ
こ
に
向
か

た

 
到
着
し
て
み
る
と

出
海
が
選
択
し
た
の
は

 
か
つ
て
春
雄
と

が
全
国
大
会
で
対
戦
し
た
と
い
う
ス

パ

ス
ト
リ

ト
フ

イ
タ
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で
あ

た

よ
し

 
八
幡
は
内
心
ガ

ツ
ポ

ズ
し
た
が

そ
ん
な
態
度
は
お
く
び
に
も
出
さ
な
い

よ
し

ラ
キ
ア
さ
ん
が
お
前
の
相
手
だ

ど

ち
が
勝

て
も

み

こ
無
し
だ
ぞ

う
ん

そ
れ
で
い
い
よ

 
こ
の
ゲ

ム
は
実
は
出
海
に
と

て
も
一
番
得
意
な
ゲ

ム
で
あ

た

 
そ
し
て
八
幡
達
が
見
守
る
中

つ
い
に
出
海
と

二
人
の
勝
負
が
始
ま

た

 

定
１
０
０
０
話
が
三
人
娘
の
パ
ン
ツ
に
始
ま
り
萌
郁
の
パ
ン
ツ
で
終
わ

て
し
ま
う
と
は
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第
９
９
４
話
 
勝
負
の
行
方
は

 
第
９
９
２
話
に
お
い
て
唯
花
と
出
海
が
ソ
レ
イ
ユ
を
訪
れ
て
い
ま
す
が
以
前
９
２
８
９

２
９
話
で
ソ
レ
イ
ユ
を
訪
れ
て
い
た
事
を
忘
れ
て
い
た

そ
れ
に
合
わ
せ
て
第
９
９
２
話
を
少

し

稿
し
ま
し
た

知
の
人
物
に
対
す
る
反
応
が
若

変
わ

て
い
ま
す

ラ
キ
ア
さ
ん

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言
う
出
海
の
目
は
燃
え
て
い
た

そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う

と
ん
で
も
な
い
願
い
は

と

し
て

 
こ
の
勝
負
に
勝
て
ば

八
幡
に
そ
れ
な
り
の
願
い
を
一
つ

き
入
れ
て
も
ら
え
る
の
だ

 
ま
さ
に
出
海
に
と

て
は
千
載
一
遇
の
チ

ン
ス
で
あ
る

こ
の
勝
負

負
け
ら
れ
な
い

つ
ま
り
ゴ
ウ
キ
一
択

 
出
海
は
そ
う
考
え

最
強
の
呼
び
声
の
高
い

し
キ

ラ

 
ゴ
ウ
キ
を
出
現
さ
せ
る
コ
マ
ン
ド
の
入
力
を
開
始
し
た



 第９９４話 勝負の行方は

 
一

ご
と
に
カ

ソ
ル
を
指
定
キ

ラ
に
合
わ
せ

ス
タ

ト
ボ
タ
ン
を
押
す

 
そ
し
て
す
ぐ
に
三
つ
の
ボ
タ
ン
を
同
時
に
押
し

見
事
に
ゴ
ウ
キ
が

場
し
た

よ
し

 
出
海
は
出
現
コ
マ
ン
ド
の
入
力
に
成
功
し

心
の
中
で
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た

多
分
ラ
キ
ア
さ
ん
も
ゴ
ウ
キ
だ
ろ
う
け
ど

 
そ
う
思
い
横
を
見
た
出
海
は

が
指
定
の
操
作
を
何
も
行

て
い
な
い
事
に
気
が
付
い
た

え

ど
う
し
て

 
そ
こ
で

が
選
択
し
た
の
は

ま
さ
か
の
ザ
ン
ギ
エ
フ
で
あ

た

ス
パ

の
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
だ
と

レ

ト
は
九
対
一
だ
よ

 
今
で
こ
そ
ザ
ン
ギ
エ
フ
は
強
キ

ラ
扱
い
だ
け
ど

こ
の
時
代
は

 
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
と
は

要
す
る
に
キ

ラ
の
相
性
や
性
能
差
が

 
ど
の
く
ら
い
偏

て
い
る
か
の

で
あ
る

 
こ
れ
が
九
対
一
ま
で
広
が

て
し
ま
う
と
一
の
側
は
基
本
何
を
や

て
も
勝
つ
事
は
出
来
な

い
ど

ど
う
い
う
事
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出
海
は
別
の
意
味
で
動

し
た
が

す
ぐ
に
心
を
落
ち
着
か
せ
た

う
う
ん

え
何
が
相
手
で
も

私
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
だ
け

 
そ
う
思
い
な
が
ら

の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た
出
海
の

界
に

 

が
レ
バ

を

手
の
親
指
と
人
差
し
指
で

き
く
る
り
と
一
回
転
さ
せ
る

が
飛
び
込
ん

で
き
た

む
ふ

 
そ
れ
が
何
を
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
か

た
が

 
出
海
は
何
故
か
背
筋
に

た
い
も
の
が
走
る
の
を
感
じ
自
ら
の
顔
を
パ
ン
と
叩
い
て
気
合
い

を
入
れ
た

あ

何
か
懐
か
し
い

 
一
方
そ
れ
を
後
ろ
で
見
て
い
た
小
春
は

そ
ん
な

の

に
懐
か
し
さ
を
覚
え
て
い
た

あ
れ

て
何
を
や

て
る
ん
で
す
か

あ
れ
は
ね
最
近
だ
と
コ
マ
ン
ド
入
力
受
付
が
緩
く
な

て
て
あ
ん
ま
り
必
要
な
技
術
じ

な

い
け
ど

 
指

き
の
反
動
で
レ
バ

を
一
回
転
さ
せ
て



 第９９４話 勝負の行方は

 
キ

ラ
が
移
動
中
で
も
ジ

ン
プ
し
な
い
よ
う
に
す
る
技
だ
よ

私
も

あ
れ
で
や
ら
れ

ち

た
ん
だ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
で
私
は
彼
の
事
を

め
た
ん
だ
よ
ね

ま
あ
今
と
な

て
は
い
い
思
い
出
か
な

プ
リ
ン
さ
ん

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
プ
リ
ン
は
目
を

ま
せ
て
お
り
八
幡
は
そ
ん
な
プ
リ
ン
の

に

く
手

を
置
い
た

何
か
ご
め
ん
ね

八
幡
君

い
え

俺
に
は
こ
ん
な
事
し
か
出
来
ま
せ
ん
け
ど

 
そ
れ
で
小
春
も
気
持
ち
を
落
ち
着
け
ら
れ
た
よ
う
で
二
人
は
出
海
と

の
勝
負
に
目
を
向
け

た
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン

フ

イ

 
そ
し
て
二
人
の
勝
負
が
始
ま

た

 
最
初
出
海
は
ジ

ン
プ
中
に

め
に
撃
ち
下
ろ
す

空

動
拳
を
放
ち

様
子
見
し
て
い
た

 
こ
れ
を
連
打
さ
れ
る
と

初
心
者
は
全
く
敵
に
近
寄
れ
ず
に

殺
さ
れ
る
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近
付
い
て
こ
な
い

さ

き
背
筋
が

た
く
な

た
の
は
気
の
せ
い

 
時
代
が
違
う
せ
い
で

が
使

て
い
た

き
技
を

出
海
は
知
ら
な
か

た

 
そ
れ
で
も
出
海
は
慢
心
す
る
事
な
く
慎
重
に
勝
負
を
進
め
て
い

た

と
に
か
く
懐
に
入
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
る
は
ず

 
こ
の
戦
い
は
最
初
誰
が
見
て
も

が
負
け
る
と
思
え
る
ほ
ど
一
方
的
に

移
し
て
い

た

初
戦
は
負
け
ち

い
ま
す
ね

ど
う
か
な

ほ
ら

ラ
キ
ア
の
表
情

全
然
落
ち
着
い
て
る
で
し

 
多
分
今

タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て
る
と
思
う
か
ら

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
思
い
出
し
た
ら
す
ぐ
に
攻
撃
を
始
め
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

へ

何
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
か

ま
あ
見
て
れ
ば
分
か
る
よ

う
ん

 
ザ
ン
ギ
エ
フ
の

ゲ

ジ
は
ど
ん
ど
ん

れ
て
い
き

 
こ
の
ま
ま
で
は
完

さ
れ
て
終
わ
る
と
誰
も
が
思

て
い
た

 
他
な
ら
ぬ
出
海
で
さ
え
も

さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
く
る
と

そ
う
思

て
し
ま

て
い
た

 

に
ザ
ン
ギ
エ
フ
の

ゲ

ジ
は
残
り
一

を
切
り

残
り

ド

ト
ま
で
落
ち
込
ん
で
い



 第９９４話 勝負の行方は

る
の
だ

 
だ
が
そ
ん
な
出
海
の
顔
を
チ
ラ
リ
と
見
た

は

そ
の
ま
ま
一
気
に
反
撃
に
移

た

し
ま

た

 

は
出
海
の
操
作
が
緩
慢
に
な

た

を
突
い
て
素

く
敵
に
接
近
し

 
大
技
を
連
発
し
な
が
ら
も

決
し
て
出
海
を
逃
が
さ
な
い

あ
と
一
撃
で
一
本
取
れ
る
の
に
何
も
出
来
な
い

 
出
海
は

た
が

こ
こ
で

の
更
な
る
大
技
が

し
た

フ

イ
ナ
ル
ア
ト
ミ

ク
バ
ス
タ

 
出
海
は

然
と
そ
う

い
た
が

時

に

し

そ
の
大
技
は

に
発
動
し
て
お
り

 
そ
れ
に
よ

て
出
海
の
ゴ
ウ
キ
の

ゲ

ジ
は
一
気
に

き
飛
ん
だ

 
こ
の
技
は

レ
バ

を
二
回
転
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

に
そ
の
難
易
度
は
激
高
で
あ
る

 
だ
が

は
い
と
も
簡

に
そ
れ
を
や
り
と
げ

一
本
目
の
逆
転
先
取
に
成
功
し
た

あ
は

私
の
時
よ
り
も

か

た
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

う
ん
私
は
一
本
目
は
取
れ
た
ん
だ
決
し
て
褒
め
ら
れ
た
や
り
方
じ

な
か

た
ん
だ
け
ど
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ね 
小
春
は

を
懐
か
し
む
よ
う
に
そ
う
言
い

れ
む
よ
う
な

で
出
海
の
顔
を
見
た

こ
れ
で
ア
ス
モ
ち

ん
が
心
を

ら
れ
て
な
い
と
い
い
ん
だ
け
ど
ね

 
当
の
出
海
は
顔
を

く
し

同
時
に

の
持
つ
技
術
に
背
筋
を
寒
く
し
て
い
た

 
だ
が
そ
の
目
か
ら
は
ま
だ
光
が
消
え
て
お
ら
ず
出
海
は
闘

を
向
き
出
し
に
し
て
二
本
目

に
臨
ん
だ

今
度
は
負
け
ま
せ
ん
よ

む
 
だ
が
開
始

々
出
海
の

空

動
拳
は

に
よ

て
撃
ち
落
と
さ
れ
一
気
に
懐
に
入
ら
れ

た 
そ
こ
か
ら
は
も
う
ワ
ン
サ
イ
ド
ゲ

ム
で
あ
る

 
何
も
出
来
ず
に
出
海
は
一
方
的
に
技
を

め
ら
れ

成
す
術
な
く
二
本
目
も
取
ら
れ
る
事
と

な

た

 
終
わ

て
み
れ
ば

の
完
勝
で
あ
る

う
わ

負
け
た



 第９９４話 勝負の行方は

 
出
海
は
絶
叫
し
た
が

そ
の
声
に
は
悔
し
そ
う
な

き
は
な
い

 
笑

て
し
ま
う

の
完
敗
だ

た
せ
い
か
悔
し
い
と
い
う
感
情
す
ら

い
て
こ
な
か

た
の

だ
ラ
キ
ア
さ
ん

凄
い
で
す

思
わ
ず
見

れ
ち

い
ま
し
た

む
ふ

 

は
得
意
げ
に
胸
を
張
り

出
海
を

ま
す
よ
う
に
そ
の

を
ポ
ン
ポ
ン
と
叩
く
と

 

り
返

て
八
幡
を
引

張
り

子
に
座
ら
せ
て
そ
の

の
上
に
座

た

あ

あ
の

何
で
わ
ざ
わ
ざ
俺
を

子
に

む
ん

え

と

褒
め
て

だ

て

あ

分
か
り
ま
し
た

 
八
幡
は
小
春
の
通

に
よ

て

の
要
求
を
理
解
す
る
と

て

の

を

で
始
め
た

 
ど
う
も

は
八
幡
が
相
手
だ
と

大
人
ぶ
る
か

化
す
る
か
の
二
択
に
な
る
よ
う
だ

お

い
出
海
俺
の
勝
ち
だ
な
何
を
し
て
も
ら
う
か
は
よ
く
考
え
て
決
め
る
か
ら
ま
あ
そ
の
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う
ち
な

う

わ

分
か

て
る
わ
よ

 
出
海
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言
い

唯
花
と
詩
乃
が
出
海
を

め
て
い
た

 
そ
し
て
こ
こ
か
ら
は
フ
リ

タ
イ
ム
で
あ
る

し
ば
ら
く
し
て
結
衣
達
も
合
流
し

 
み
ん
な
一

に
ゲ

ム
で
遊
び
始
め
た

お
金
を
入
れ
な
く
て
も
遊
べ
る
よ
う
に
し
て
あ
る

 
ど
の
ゲ

ム
も
や
り
放
題
で
あ
る

 
小
春
も
出
海
と
対
戦
し
た
が
り

二
人
は
ヴ

ン
パ
イ
ア
と
い
う
ゲ

ム
で
対
戦
し

 
小
春
が
か
つ
て
の
持
ち
キ

ラ
で
あ
る
フ

ボ
ス
と
い
う
キ

ラ
で

出
海
に
勝
利
し
た

う

二
人
と
も
強
い
で
す
ね

ま
あ

と

た

て
奴
だ
よ

ふ
ん
ふ
ん

そ

か

私
も
ま
だ
ま
だ

行
が
足
り
な
い

て
事
で
す
ね

お
前
は
別
に
そ
れ
以
上
強
く
な
ら
な
く
て
も
い
い
だ
ろ
今
で
も
俺
に
は
完
勝
な
ん
だ
か
ら

よ
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ま
あ
そ
う
だ
け
ど
さ

 
八
幡
は

仕
方
な
い
な
と
思
い
な
が
ら

出
海
の
機

を
と
る

に

 
何
か
の
ゲ

ム
で
対
戦
し
て
あ
げ
る
事
に
し
た

 
そ
し
て
立
ち
上
が

た

間
に

遠
く
か
ら
明
日
奈
の
声
が

こ
え
て
き
た

待

て

待

て

て
ば

ん

あ
の
声
は
明
日
奈
か

え

ア
ス
ナ
さ
ん
も
来
て
る
ん
で
す
か

私

ア
ス
ナ
さ
ん
に
も
会

て
み
た
か

た
ん
だ
よ
ね

だ
よ
ね
だ
よ
ね

ア
ス
ナ
さ
ん
格
好
い
い
も
ん

 
ど
う
や
ら
二
人
は
ア
ス
ナ
に
憧
れ
て
い
る
ら
し
い

二
人
も
ア
ス
ナ
と
同
じ
ヒ

ラ

な

 
更
に
近
接
戦
闘
で
も
凄
ま
じ
い
強
さ
を

る
ア
ス
ナ
に
憧
れ
る
の
は
あ
る
意
味
当
然
と
い
え

る
ま
あ
こ

ち
に
向
か

て
る
み
た
い
だ
し

も
う
す
ぐ
着
く
だ
ろ

 
そ
れ
に
し
て
も
何
を
大
声
を
出
し
て
る
ん
だ
か

本
当
に
待

て

ち

と
落
ち
着
い
て
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ち

は

い

て
ば

 
そ
の
時
明
日
奈
の
声
に
混
じ

て

麻
衣
の
声
も

こ
え
て
き
た

むあ

も

も
し
か
し
て

 
そ
の
時
結
衣
が

た
よ
う
な
声
を
上
げ

八
幡
は
結
衣
に
駆
け
寄

た

お
い
ユ
イ
ユ
イ

も
し
か
し
て
あ
れ

て

う
う
ん
私
達
だ
け
じ

ロ
ビ
ン
を

え
ら
れ
る
気
が
し
な
く
て
ア
ス
ナ
に
援
軍
を
頼
ん
だ

ん
だ
け
ど

 
仕
事
の
話
が
終
わ

た
後

ち

と
お
茶
し
よ
う

て
言

て

 
ア
ス
ナ
と
ロ
ビ
ン
と
ア
サ
ギ
は
社
員
食

の
方
に
行

た
ん
だ
よ
ね

だ
か
ら
も
し
か
し
た

ら 
お
茶
が
終
わ

た
後
に
ロ
ビ
ン
が
ヒ

キ

に
気
付
い
て
こ

ち
に
向
か

て
き
て
る
の
か

も
だ
よ
な

て
い
う
か
絶
対
そ
う
だ

 
八
幡
は
そ
う

く
と

全
員
に
向
か

て
こ
う
宣
言
し
た
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み
ん
な
や
ば
い

も
う
す
ぐ
変
態
が
こ
こ
に
来
る

へ

変
態

そ
れ

て
ア
ス
ナ
さ
ん

ん
な

あ
る
か

ロ
ビ
ン
の
中
の
人
が
こ
こ
に
来
る
ん
だ
よ

あ
あ

ロ
ビ
ン
さ
ん
か

 
そ
の
反
応
か
ら
唯
花
と
出
海
も
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
事
を
変
わ

た
人
だ
と
認
識
し
て
い
る
事

が
分
か
る

 
そ
し
て
遊
戯
室
の
ド
ア
が
乱
暴
に
開
け
ら
れ
廊
下
か
ら

の
よ
う
に
エ
ル
ザ
が
飛
び
込
ん

で
き
た

あ

や

ぱ
り
八
幡
が
い
た

お

と

 
こ
ち
ら
に
ダ
イ
ブ
し
て
く
る
エ
ル
ザ
を

八
幡
は
見
事
に
キ

チ
し
た

 
実
に
慣
れ
を
感
じ
さ
せ
る

動
で
あ
る

お
い
ロ
ビ
ン

俺
は
別
に
逃
げ
な
い
か
ら

お
前
は
廊
下
を
走
る
ん
じ

ね
え
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八
幡

て
ば
先
生
み
た
い

あ
は
は
は
は
は

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
エ
ル
ザ
を
下
ろ
し

そ
こ
に
明
日
奈
と
麻
衣
が
追
い
つ
い
て
き
た

ご

ご
め
ん
八
幡
君

私
で
も
無
理
だ

た
よ

八
幡
さ
ん

お

が
せ
し
て
す
み
ま
せ
ん

い
や
い
や

ま
あ
こ
こ
に
は
身
内
し
か
い
な
い
し
別
に
い
い

て

 
そ
う
言
い
な
が
ら

囲
を
見
回
す
と
唯
花
と
出
海
そ
れ
に
小
春
が

か
ん
と
し
た
顔
を
し

て
い
た

 

は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
も
し
か
し
た
ら
驚
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
麻
衣
は

と
前
か
ら
の
知
り
合
い
な

に
駆
け
寄

て

を
し
た

あ

大

じ

な
く
て

ラ
キ
ア
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

 
八
幡
は
そ
ん
な
麻
衣
に
小
春
の
事
を
プ
リ
ン
だ
と
紹
介
し
た

麻
衣
さ
ん

こ
ち
ら
は
プ
リ
ン
さ
ん
な

あ

プ
リ
ン
さ
ん
だ

た
ん
で
す
か

私

ア
サ
ギ
で
す

初
め
ま
し
て

あ

う

う
ん

あ
の

も
し
か
し
て

麻
衣
さ
ん

え

と

は

は
い



 第９９４話 勝負の行方は

そ

そ
う
だ

た
ん
だ

ヴ

ル
ハ
ラ

て
凄
い
の
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら

小
春
は
エ
ル
ザ
の
方
に
目
を
向
け
た

 
そ
の
エ
ル
ザ
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

見
知
ら
ぬ
者
達
に

を
し
た

お
り

知
ら
な
い
人
が
い

ぱ
い

初
め
ま
し
て

神
崎
エ
ル
ザ
で

す

 
八
幡
は
エ
ル
ザ
に
は
ハ
ン
ド
ル
ネ

ム
で
会
話
す
る
よ
う
に
指

し
て
い
な
か

た
が

 
エ
ル
ザ
と
麻
衣
に
関
し
て
は
知
名
度
が
高
す
ぎ
る

そ
の
必
要
は
全
く
な
い
だ
ろ
う
と
考

え
た

 
事
実
そ
の
宣
言
を
受
け

唯
花
と
出
海
が
こ
ち
ら
に
突
進
し
て
き
た

本
物
の
神
崎
エ
ル
ザ
さ
ん

ロ
ビ
ン
さ
ん

て
エ
ル
ザ
さ
ん
だ

た
ん
だ

 
二
人
は
そ
う
言

た
後

同
時
に

直
し
た

 
お
そ
ら
く
そ
の

の
中
は

あ
の
エ
ル
ザ
さ
ん
が
変
態

と
い
う
疑
問
が

い
て
い
る
の

だ
ろ
う

 
八
幡
は
そ
の

直
を
そ
う
判
断
し

え
て
エ
ル
ザ
に
声
を
か
け
た

お
い
変
態

ち

ん
と
仕
事
し
て
る
か
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そ
の

間
に
エ
ル
ザ
は

自
ら
の
足
の
間
に
手
を
入
れ

も
じ
も
じ
し
始
め
た

も

も
う

八
幡

た
ら

こ
ん
な
時
間
か
ら
言
葉

め
な
ん
て

 
そ
の
ま
ま
エ
ル
ザ
は
ハ

ハ

し
出
し

八
幡
は

れ
た
声
で
言

た

お
前
は
本
当
に
人
の
話
を

か
な
い
よ
な

あ

う
う
ん

い
て
る

い
て
る

仕
事

仕
事
だ
よ
ね

 
う
ん
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
バ

ジ

ン
ア

プ
ま
で
に
休
み
に
し
た
い
か
ら
頑
張

て
る
よ
褒
め
て

お
う

え
ら
い
え
ら
い

そ
こ
は

エ
ロ
い
エ
ロ
い

て
言
う
所
で
し

は

お
前
さ

 
そ
ん
な
エ
ル
ザ
を

唯
花
と
出
海
は

然
と

め
て
い
た

ほ

本
当
に
変
態

う
わ

う
わ

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

エ
ル
ザ
は
き

と
ん
と
し
た

八
幡

こ
の
二
人
は
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あ
あ

こ

ち
が
ヒ
ル
ダ
で
こ

ち
が
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
だ
な

あ

そ
う
な
ん
だ
ね

宜
し
く
ね

で

あ
ち
ら
に
い
る
の
は
ラ
キ
ア
さ
ん
と

プ
リ
ン
さ
ん
だ

ラ
キ
ア
さ
ん

何
か
親
近
感
が

く

 
確
か
に
身
⻑
的
に
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い

プ
リ
ン
さ
ん
の
話
だ
け
は

い
て
ま
し
た

初
め
ま
し
て

 
エ
ル
ザ
は
プ
リ
ン
の
存
在
は
八
幡
に

い
て
知

て
い
た
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
会

た
事
は
無
か

た

珍
し
く
丁

に

し
て
い
た

 
そ
の
後

エ
ル
ザ
も
そ
の
ま
ま
皆
と
一

に
遊
戯
室
で
遊
び

 
し
ば
ら
く
し
て
次
の
仕
事
が
あ
る
と
か
で

麻
衣
と
一

に
風
の
よ
う
に
去

て
い

た

な

何
か
凄
か

た
ね

ま
あ
あ
い
つ
は
あ
あ
い
う
奴
だ
よ

う

知
ら
な
け
れ
ば
良
か

た
か
も

う

う
ん

 
こ
の
後

と
小
春
も
帰
り
結
衣
達
も
今
日
の
顔
合
わ
せ
に
関
連
し
て
少
し
や
る
事
が
あ
る
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と
か
で

 
三
人
仲
良
く
帰

て
い

た

達
が
帰

た
事
で
萌
郁
も
お
役
御
免
に
な
り

 
明
日
奈
は
ど
う
や
ら
里
香
達
を
置
い
て
こ
ち
ら
に
駆
け
つ
け
て
き
た
ら
し
く

 
そ
ち
ら
に
合
流
す
る

に
帰

て
い

た

さ
て

四
人
だ
け
に
な

ち
ま

た
な

と
り
あ
え
ず

で
も
食
う
か

う
ん

 
こ
う
し
て
四
人
は
八
幡
の

り
で
食
事
を
終
え
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
へ
と
向
か

た
の
で

あ

た



 第９９５話 持つ者の作法

 
第
９
９
５
話
 
持
つ
者
の
作
法

あ
れ

一
度
ソ
レ
イ
ユ
に

る
ん
だ

い
や

こ

ち
だ
こ

ち

 
ソ
レ
イ
ユ
の

場
に
キ

ト
を

め
た
後

四
人
は
正
門
の
方
へ
と
歩
い
て
い

た

 
そ
し
て
横
断
歩
道
を

り

目
の
前
に
あ
る
豪
華
な
マ
ン
シ

ン
の
前
で

八
幡
は
立
ち
止

ま

た
え

も
し
か
し
て
こ
こ
な
の

お
う

そ
う
だ
ぞ

ち

近
い

 
二
人
は
ど
ん
な
部
屋
な
ん
だ
ろ
う
と
か
な
り

張
し
て
い
た
が

 
部
屋
に
到
着
し

中
に
入
る
と

思

た
よ
り
内
装
が
女
性
的
な
事
に
驚
い
た

こ
れ

本
当
に
八
幡
さ
ん
の
部
屋

い
や
ま
あ
み
ん
な
で
色
々
い
じ

て
く
れ
て
る
か
ら
な
す

か
り
こ
ん
な
感
じ
に
な

ち

ま

た
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壁

が
薄
い
ピ
ン
ク
だ

た
り
食
器

の
中
身
が
花

だ

た
り

 
ど
う
や
ら
八
幡
の
部
屋
は
女
性

に
い
い
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

そ

か

し
か
し
凄
い
設
備
が
充
実
し
て
る
よ
ね

ま
あ
居
心
地
重

だ
か
ら
な

俺
に
と

て
は
仮
眠
所
み
た
い
な
も
ん
な
ん
だ
け
ど
な

そ
れ
に
し
て
は
豪
華
す
ぎ
で
し

 
唯
花
が
そ
う
突

込
ん
だ
丁
度
そ
の
時

関
の
方
か
ら
ガ
チ

ガ
チ

と
音
が
し

 
誰
か
が
入

て
く
る
気
配
が
し
た

八
幡
さ
ん

今
日
は

ま
り
で
す
か

あ

詩
乃
ち

ん

ハ
イ
優
里
奈

今
日
は
お
世
話
に
な
る
わ
ね

そ
う
な
ん
だ

あ

え

と

そ
ち
ら
の
方
々
は

私
と
同
じ
学
校
の
唯
花
と
出
海
よ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

で
も
ち
ろ
ん
八
幡
と
も
顔
見
知

り
よそ

う
な
ん
で
す
か

こ
ん
ば
ん
は

初
め
ま
し
て

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

あ

こ

こ
ん
ば
ん
は

初
め
ま
し
て

て
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優
里
奈
が
笑
顔
で
お

儀
を
し
た
の
と
同
時
に

 
唯
花
と
出
海
は

よ
よ
ん

と
い
う
音
が

こ
え
た
気
が
し
た

ち
な
み
に
こ
こ
に
い
る
み
ん
な

同
い
年
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

わ

嬉
し
い
で
す

 
優
里
奈
は
天
使
の
よ
う
に
無

気
に
微
笑
ん
だ
が

 
当
の
二
人
は
ず

ん
と
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た

あ
ら

ど
う
し
た
の

う

う
う
ん

世
の
中
の
理
不
尽
さ
が
ち

と
ね

こ
れ
が
胸
囲
の
格
差
社
会
な
の
ね

あ
ん
た
達
は
ま

た
く

 
詩
乃
は
た
め
息
を
つ
き

優
里
奈
は
何
と
言

て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
苦
笑
し
て
い
た
が

 
そ
れ
で
も
優
里
奈
は
場
を
落
ち
着
か
せ
る

の
努
力
を
始
め
た

と
り
あ
え
ず
私

お
茶
で
も
入
れ
ま
す
ね

そ
れ
じ

あ
私
達
は

楽
な
格
好
に
着

え
ま
し

か

待

て
待

て
櫛
稲
田
さ
ん

て
確
か
八
幡
さ
ん
が
親
代
わ
り
を
し
て
る

て
い
う
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え
え
そ
う
よ

前
に
話
し
た
わ
よ
ね

 
詩
乃
は
そ
の
唯
花
の
質
問
に

い
た

そ
れ

て
足
⻑
お
じ
さ
ん

そ
れ
と
も
光
源
氏
計
画

あ
あ

出
海
は
前
も
そ
ん
な
事
を
言

て
た
わ
ね

私
と
八
幡
さ
ん
の
関
係
で
す
か

う
ん

よ
く
ぞ

い
て
く
れ
ま
し
た

私
と
八
幡
さ
ん
の
関
係
は

 
い
つ
突

込
も
う
か
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て
い
た
八
幡
は

 
そ
の
優
里
奈
の
反
応
に
不
穏
な
も
の
を
感
じ

て
て
会
話
に

り
込
ん
だ

優
里
奈
は
俺
の
被
保
護

 
そ
の

間
に
優
里
奈
と
詩
乃
は
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
交
わ
し
詩
乃
が
八
幡
の
口
を
手
で
塞
い

だ
む
ご

 
そ
の

に
優
里
奈
は
二
人
に
向
か

て
こ
う
宣
言
し
た

パ
パ
で
す
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も
が

む
が
が
が
が

八
幡
さ
ん
は
私
の
パ
パ
で
す

パ
パ

 
マ
ン
シ

ン
で
パ
パ
と
い
う

語
か
ら
二
人
が
連
想
し
た
の
は
当
然
愛
人
と
い
う
言
葉
で
あ

る 
と
い
う
か
常
識
的
に
そ
れ
以
外
は
あ
り
え
な
い

ま

ま
さ
か
あ
の
た
わ
わ
な
果
実
で

日
フ

バ

フ

バ

わ

私
も

私
も
囲

て
み
ま
せ
ん
か

八
幡
さ
ん

お
前
ら
ト
チ
狂

て
る
ん
じ

ね
え

優
里
奈
は
俺
の
被
保
護
者
だ

 
身
寄
り
の
な
い
優
里
奈
を
知
り
合
い
に
頼
ま
れ
て
俺
が
引
き
取

た
ん
だ

 

ん
で
る
の
も
こ
こ
じ

な
く
隣
の
部
屋
だ
し
な

 
い
つ
の
間
に
か
詩
乃
を
後
ろ
手
に

束
し
て
い
た
八
幡
が

二
人
に
そ
う
説
明
し

 
唯
花
と
出
海
は
そ
の
迫
力
に
負
け
て
無
言
で

い
た

だ
が
負
け
な
い
者
も
い
る

ち

と

い
じ

な
い

任
取
り
な
さ
い
よ
ね

 
当
然

束
さ
れ
た
く
ら
い
で
大
人
し
く
な
る
詩
乃
で
は
な
い
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だ
が
八
幡
は
す
ぐ
に
は
反

せ
ず

い
と
言
わ
れ
た
か
ら
か

す
ぐ
に
詩
乃
を
解
放
し
た

あ
ら

勝
じ

な
い

あ

す
ぐ
に
離
し
て
あ
げ
る
ん
だ

八
幡
さ
ん

優
し
い
ね

 
唯
花
と
出
海
が
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う

き
合
う

 
そ
の
言
葉
が

こ
え
て
い
た
の
か
八
幡
は
一

面
し
た
が

 
す
ぐ
に
平
常
心
を
取
り

し

詩
乃
に
反

し
た

先
に
手
を
出
し
て
き
た
の
は
お
前
だ
俺
が
や

た
の
は

な
る
正
当
防
衛
だ
だ
か
ら
俺
は

悪
く
な
い

正
当
防
衛

そ
ん
な
事
言

て
本
当
は
私
の
手
を

り
た
か

た
だ
け
な
ん
で
し

う

何
そ
の
エ
ク
ス
ト
リ

ム
反

相
変
わ
ら
ず
強
気
だ
よ
ね

お
前
の
手
に
わ
ざ
わ
ざ

る
よ
う
な
価

が
あ
る
と
で
も

う
わ

八
幡
さ
ん
容

な
い

あ
ら

や

ぱ
り
手
よ
り
足
の
方
が
い
い
の
ね

八
幡
は
私
の
足
が
大
好
き
だ
も
の
ね
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ほ
ら

好
き
な
だ
け

て
い
い
わ
よ

え

そ
う
返
す
の

と
い
う
か
八
幡
さ
ん

て
足
フ

チ

風
評
を

き
散
ら
す
な

お
前
の
恥
ず
か
し
い
写
真
を
バ
ラ
ま
く
ぞ
こ
の
野
郎

八
幡
さ
ん

子

み
た
い

あ
ら

そ
ん
な
物
が
あ
る
な
ら
見
せ
て
欲
し
い
わ
ね

こ
れ
だ

 
そ
う
言

て
八
幡
が
見
せ
て
き
た
の
は

 
こ
の
部
屋
の
ソ
フ

で
詩
乃
が
う
た
た
ね
し

大
に
よ
だ
れ
を
流
し
て
い
る
写
真
で
あ

た
本
当
に
あ
る
ん
だ

詩
乃

か
わ
い
い

あ
ら

今
更
私
の
事
が
好
き
ア
ピ

ル
を
し
な
く
て
も
い
い
の
よ

 

顔
の
写
真
く
ら
い
ベ

ド
の
中
で
い
つ
で
も

れ
る
で
し

う
し

 
い
く
ら
で
も
コ
レ
ク
シ

ン
す
る
と
い
い
わ
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こ
れ
は
完
全
に
誘

て
ま
す
ね

と
い
う
か
詩
乃

て
八
幡
さ
ん
と
一

だ
と
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ

詩
乃
ち

ん
は
大
体
こ
ん
な
感
じ
で
す
よ

そ
う
な
ん
だ

学
校
だ
と
こ
こ
ま
で
じ

な
い
の
に
な

い
や
い
や

本
当
に
好
き
な
ら
誰
に
も
見
せ
な
い
さ

 
要
す
る
に
こ
れ
は

誰
か
に
見
せ
て
も

わ
な
い

度
の
写
真

て
こ

た

そ
ん
な
に
い
つ
も
私
が
自
分
の
物
だ

て
ア
ピ

ル
し
て
る
の

 

分
と
健
気
じ

な
い

そ
の
健
気
さ
に
免
じ
て

 
仕
方
な
い
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
夜
は

う
ち
に

ま
り
に
来
て
も
い
い
わ
よ

超
強
引
な
誘
い
き
た

あ
は
は
は
は
は
は

お
前
の
部
屋
に

俺
な
ん
か
の

に
大

を
さ
せ
て

 
部
屋
に
足
の

み
場
を
作
ら
せ
る
な
ん
て

そ
ん
な
苦
労
は
か
け
ら
れ
な
い
な

そ
う

残
念
ね

い
つ
も
は

し
な
い
高
い
所
も

麗
に
す
る
つ
も
り
だ
か
ら

 
下
か
ら
私
の
生
足
が
見
放
題
で
八
幡
に
と

て
は
天
国
じ

な
い
か
と
思

た
ん
だ
け
ど
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そ
れ
に
も
し
か
し
た
ら

他
の
も
の
も
見
え
る
か
も
よ

と
こ
と
ん
足
で
押
す
よ
ね

で
も
確
か
に
詩
乃
の
足
は
な
ん
か
エ
ロ
い

で
す
よ
ね

す
ぎ
ず
太
す
ぎ
ず
ス
ラ

と
し
て

ま
し
い
で
す

は

は

は

そ
り

天
国
だ
な

ア
ニ
マ
ル
プ
リ
ン
ト
の
お
子
様
用
じ

な
け
れ
ば
な

あ
ら

さ

き
私
の
ス
カ

ト
の
中
身
を
思
い

き
り
目
に
焼
き
付
け
て

 
一
人
に
な

た
時
に
そ
の
記
憶
で
楽
し
も
う
と
し
て
る

に
よ
く
言
う
じ

な
い

ス
ト

プ

ス
ト

プ
で
す

 
そ
こ
に
優
里
奈
が

て
入

た

さ
す
が
に
そ
れ
は

き

て
な
り
ま
せ
ん

 
八
幡
さ
ん

い
つ
詩
乃
ち

ん
の
ス
カ

ト
を
め
く

た
ん
で
す
か

優
里
奈

め
く

て
な
い

め
く

て
な
い
か
ら
な

 
今
日
は
こ
い
つ
ら

ス
カ

ト
の
丈
を
思
い

き
り

く
し
て
き
て
や
が

て
な

 
そ
の
せ
い
で
さ

き

に
座
ら
さ
せ
ら
れ
た
時
に

偶
然
見
え
ち
ま

た
ん
だ
よ

偶
然

 
八
幡
は

偶
然
の
部
分
を
強
調
し
な
が
ら
そ
う
言
い

を
し
た
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な
る
ほ
ど

詩
乃
ち

ん
達
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
を

だ

て
そ
う
で
も
し
な
い
と
あ
の
お
色
気
軍
団
に
は
敵
わ
な
い
じ

な
い

み
ん
な
戦
闘
力
が
凄
か

た
も
ん
ね

う

ん

 
そ
の
説
明
を
受
け

優
里
奈
は

に
手
を
当
て

何
か
考
え
始
め
た

 
そ
の
仕

は

に
八
幡
に
似
て
お
り

詩
乃
は
思
わ
ず
目
を
見
開
い
た

⻑
く
一

に
い
る
と

や

ぱ
り
似
る
も
の
な
の
か
し
ら

 
や
が
て
優
里
奈
は
顔
を
上
げ

詩
乃
に
質
問
し
て
き
た

ね

詩
乃
ち

ん

そ
の
時
八
幡
さ
ん

す
ぐ
に
目
を

ら
さ
な
か

た

え

あ
あ

う
ん

凄
い

さ
だ

た
わ
よ

や

ぱ
り

ね

詩
乃
ち

ん
ち

と
八
幡
さ
ん
の
様
子
を
じ

と
観
察
し
て
て
く
れ
る

え八
幡
さ
ん
は

私
の
足
を
よ
く
見
て
て
下
さ
い
ね

へ
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そ
し
て
優
里
奈
は
ス
カ

ト
を
徐
々
に
た
く
し
上
げ
て
い
き
本
当
に
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で
止
め

た 
八
幡
の
目
は
そ
こ
に

付
け
に
な
り

ま

た
く
目
が
離
せ
な
い

む
む
む
む
む

ほ
ら
詩
乃
ち

ん

八
幡
さ
ん

目
を
離
せ
な
く
な

て
る
で
し

 
男
の
人

て
ハ

キ
リ
見
せ
ち

う
と

逆
に
目
を
背
け
ち

う
ん
だ
よ

た

確
か
に

ポ
イ
ン
ト
は

妄
想
を
か
き
立
て
る
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
を
攻
め
る
事
か
な

お
お

 
唯
花
と
出
海
も
思
わ
ず
そ
う
声
を
上
げ
た

後
胸
に

て
た
み
た
い
だ
け
ど
胸
の
谷
間

て
そ
ん
な
に
い
い
も
の
じ

な
い
ん
だ
よ

 
男
の
人
は
基
本
見
て
る
事
を
こ

ち
に
気
付
か
れ
て
る

て
思

た
ら
目
を
背
け
ち

う
し

 
好
き
で
も
な
い
人
に
も
ア
ピ

ル
す
る
事
に
な

ち

う
よ
ね

 
そ
の
点
足
な
ら
他
の
人
か
ら
の

線
は
カ
バ
ン
と
か
で
ガ

ド
出
来
る
し
結

応
用
が
き
く

ん
だ
よ
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な

な
る
ほ
ど

ゆ

優
里
奈

お
前

ど
こ
で
そ
ん
な
知
識
を

駆
け
引
き

て
奴
で
す
私
に
は
そ
う
い
う
あ
ざ
と
い
知
識
を
教
え
て
く
れ
る
師
匠
が

山
い

ま
す
か
ら

あ
ざ
と

そ

そ
う
か

あ
い
つ
か

 
八
幡
の

裏
に

か
ん
だ
の
は

そ
う
い
う
事
に
⻑
け
た
後
輩
の
顔
で
あ

た

勉
強
に
な
る
わ
ね

で
も
優
里
奈

そ
れ
じ

あ
学
校
で
は
ど
う
し
て
る
の

え

私

学
校
だ
と
い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
だ
よ

 
そ
う
言

て
優
里
奈
が
見
せ
て
き
た
の
は

友
達
と
一

に

た
ら
し
い

 
胸
元
を
キ

チ
リ

め
丈
の
⻑
い
ス
カ

ト
を

い
た
地
味
な
優
里
奈
の
写
真
で
あ

た

ふ

普

は
本
当
に
こ
の
格
好
な
の

う
ん

八
幡
さ
ん
以
外
に
ち

と
で
も
気
を
持
た
れ
る
の
は

だ
し
ね

て

徹

し
て
る
ね

私
も
見

お
う
か
し
ら

で
も
あ
れ

持
つ
者
に
し
か
言
え
な
い
セ
リ
フ
だ
と
思
う
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三
人
が
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う

く
中

優
里
奈
は
八
幡
に
向
き
直

た

だ
か
ら

ん
 
優
里
奈
は
再
び
ス
カ

ト
を
た
く
し
上
げ

胸
の
ボ
タ
ン
を
大

に
開
け
た

こ
の

が
見
ら
れ
る
の
は

世
界
で
八
幡
さ
ん
だ
け
で
す
よ

 
八
幡
は
何
も
言
え
ず

大
に
目
を

が
せ
る
ば
か
り
で
あ
り

 
さ
す
が
の
詩
乃
も

う
う
む
と

る
事
し
か
出
来
な
か

た

師
匠

 
唯
花
と
出
海
は
ど
う
や
ら
優
里
奈
を
師
匠
認
定
し
た
ら
し
く

尊
敬
の
目
を
向
け
て
い
る

あ
は

私
は
そ
ん
な

じ

な
い
よ

そ
れ
じ

あ
お
茶
を
入
れ
て
く
る
ね

 
優
里
奈
は
そ
う
微
笑
み

台
所
へ
と
向
か

た

そ
れ
じ

あ
私
達
も
着

え
て
き
ま
し

う
か

あ

そ

そ
う
だ
ね

こ

ち
よ

 
詩
乃
は
そ
の
ま
ま
二
人
を

室
へ
と
案
内
し
た
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そ
こ
で
更
な
る
衝
撃
を
受
け
る
事
に
な
ろ
う
と
は

二
人
は
想
像
し
て
も
い
な
か

た
の
で

あ

た
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第
９
９
６
話
 
や
は
り
俺
の
教
育
は
間
違

て
い
る

 
あ

ホ
ワ
イ
ト
デ

で
す
ね
で
も
い
つ
も
通
り
そ
う
い
う
時
事
的
な
の
は
出
て
き
ま
せ

ん
こ
こ
が
八
幡
さ
ん
の

室

共
用
の

室
ね
今
日
は
私
達
だ
け
ど
誰
か
が

ま
り
に
来
て
る
時
は
そ
の
人
が
使
う
の
よ

 
当
然
男
女
別
で

そ
う
い
う
時
は
八
幡
は
外
の
ソ
フ

ベ

ド
で

て
る
わ

え

そ
れ
じ

あ
か
わ
い
そ
う
じ

な
い

自
分
の
部
屋
な
の
に
さ

 
私
は
別
に
八
幡
さ
ん
と
一

に

て
も

わ
な
い
よ

残
念
だ
け
ど
八
幡
と
一

に

て
い
い
の
は
明
日
奈
だ
け

て
の
が
こ
こ
の
ル

ル
な
の
よ

ち
 
唯
花
は

打
ち
し
な
が
ら
も
そ
れ
で
引
き
下
が
り

 
そ
の
ま
ま
ベ

ド
に
倒
れ
込
ん
で

シ

ツ
に
顔
を

め
て
そ
の

い
を

ぎ
始
め
た
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あ

こ
ら
唯
花

ベ

ド
を
く
ん
か
く
ん
か
し
な
い
の

詩
乃

て
時
々
そ
う
い
う
お
か
し
な
表
現
を
す
る
よ
ね

え

ダ
ル
君

て
友
達
に
教
わ

た
ん
だ
け
ど

お
か
し
い
か
し
ら

う

ん

女
の
子
が
使
う
表
現
じ

な
い
と
思
う
け
ど

 
そ
う
い

た
方
面
に
も

し
い
出
海
は

え
め
な
表
現
で
そ
う
言

た
が

 
詩
乃
は
全
く
気
に
し
た
様
子
も
な
い

別
に
い
い
わ
よ

か
わ
い
い
か
ら
使

て
る
だ
け
だ
し

ま
あ
詩
乃
が
い
い
な
ら
い
い
け
ど
ね

 
そ
し
て
唯
花
は

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
シ

ツ
か
ら
顔
を
上
げ
た

う

ん

八
幡
さ
ん
の

い
じ

な
く

し
た
洗

物
の

い
し
か
し
な
い

そ
り

ま
あ

優
里
奈
が
ま
め
に

し
て
く
れ
て
る
も
の

そ

か

あ

後
で
八
幡
さ
ん
に
し
ば
ら
く
こ
こ
で
横
に
な

て
も
ら
お
う
よ

あ
ら

そ
れ
は
い
い
考
え
ね

後
で
そ
う
さ
せ
ま
し

う
か

頼
ん
で
み
る

じ

な
く
そ
う
さ
せ
る

な
ん
だ

 
も

と
も
八
幡
は
そ
の

し
出
を
断

否
し
た

こ
の
計
画
が
実
現
す
る
事
は
な
か

た
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ち
な
み
に
合
法
的
に
そ
の
行

を
行
え
る
者
が
明
日
奈
を

い
て
一
人
だ
け
存
在
す
る
が

 
三
人
は
そ
の
事
に
は
気
付
か
な
か

た

そ
れ
じ

あ
着

え
ち

い
ま
し

う
か

う
ん

そ
う
だ
ね

や

と
制
服
が
脱
げ
る
ね

 
唯
花
と
出
海
は
持
ち
込
ん
だ
バ

グ
を
ご
そ
ご
そ
し

そ
の
ま
ま
着

え
始
め
た
が

 
詩
乃
は
ク
ロ

ゼ

ト
を
開
け

そ
こ
か
ら
着

え
を
取
り
出
し
た

あ
れ

詩
乃
は
着

え
を
こ
こ
に
置
い
て
る
の

え
え
そ
う
よ

こ
の
ク
ロ

ゼ

ト
は
要
す
る
に
会
員
用
の
設
備
な
の

会
員

会
員

て
何

え

と

こ
の
部
屋
を
自
由
に
使
え
る
人
に

え
ら
れ
た

利
み
た
い
な

 
要
す
る
に
こ
れ
は

個
人
用
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
み
た
い
な
も
の
ね

 

に
そ
う
い
う
表
現
が
出
て
く
る

り

詩
乃
は
も
う
完
全
に
ゲ

ム

に
な

て
い
る

私
も
会
員
に
な
り
た
い

ご
め
ん

そ
れ
は
無
理
な
の
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何
で

二
人
と
も
ハ
モ
り
す
ぎ

理
由
は
簡

二
人
が
ま
だ
未
成
年
だ
か
ら
よ

 
こ
こ
を
使
う

に
は
特

な
儀
式
が
必
要
な
ん
だ
け
ど

 
そ
の
儀
式
を
行
う

に
は

親
の
影

が
強
い
未
成
年
だ
と
ち

と
ま
ず
い
の
よ

え

そ
れ
じ

あ
詩
乃
は

親
の
影

が
強
い

て
言

た
で
し

私
は
ほ
ら

一
人

ら
し
だ
し

 
色
々
あ

て

八
幡
に
保
護
者
を
や

て
も
ら

て
る
く
ら
い
だ
か
ら

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
で
二
人
は

以
前
進
路
相
談
の
時
に

 
八
幡
が
詩
乃
の
保
護
者
と
し
て
来
校
し
て
い
た
と
い
う
話
が

 
一
時
期
学
校
中
の
話
題
に
な

て
い
た
事
を
思
い
出
し
た

あ

あ
あ

確
か
に
あ

た
か
も

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
ね

そ
れ
じ

あ
こ
こ
に
名
前
が
書
い
て
あ
る
人
達
が

そ
の
メ
ン
バ

て
事

ま
あ
そ
う
い
う
事
ね

も

と
も
こ
こ
に
は
未
成
年
者
の
名
前
も
何
人
か
あ
る
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
詩
乃
は

フ

イ
リ
ス
の
名
前
を
指
差
し
た
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フ

イ
リ
ス
も
両
親
が
い
な
く
て
八
幡
が
名
目
上
だ
け
ら
し
い
け
ど
保
護
者
を
や

て
い
る

わ
そ

そ
う
な
ん
だ

優
里
奈
も
そ
う
だ
し
紅
莉
栖
も
片
親
で
し
か
も
親
と
の
縁
は
ほ
と
ん
ど
切
れ
て
い
る
み
た

い
よ

 
逆
に
あ
れ
だ
け
八
幡
と
親
し
い
の
に

理
央
の
名
前
は
無
い
で
し

あ

本
当
だ

そ
う
い
う
事
か

 
二
人
は
そ
れ
で

こ
こ
の
ル

ル
に
納
得
し
て
く
れ
た
ら
し
い

ち
な
み
に
も
う
す
ぐ
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
も
こ
こ
の
メ
ン
バ

に
な
る
と
思
う
け
ど

 
二
人
と
も
身
寄
り
は
い
な
い
わ

当
然
保
護
者
は
八
幡
よ

八
幡
さ
ん

凄
い
な

完
全
に
足
⻑
お
じ
さ
ん
だ
ね

 
二
人
は
詩
乃
の
そ
の
説
明
を

き

八
幡
へ
の
尊
敬
を
新
た
に
し
た

ま
あ
高
校
卒
業
ま
で
の
我
慢
だ
か
ら
そ
れ
ま
で
に
何
か
や
ら
か
さ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
ね
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う

う
ん

そ
う
考
え
る
と
あ
と
一
年
ち

と
だ
ね

 
二
人
は
卒
業
ま
で
は

と
に
か
く
問
題
は

こ
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
心
に

た

 
ど
う
や
ら
こ
の
部
屋
に
居
場
所
を
確
保
す
る
気
が
満
々
の
よ
う
だ

し
か
し
凄
い
人

だ
よ
ね

女
の
人
ば

か
り

あ
ら

一
応
キ
リ
ト
の

物
も
あ
る
の
よ

居
間
の

に
だ
け
ど
ね

あ

そ
う
な
ん
だ

ち
な
み
に
八
幡
に
男
友
達
が
少
な
い

て
事
じ

な
く
て

い
や

ま
あ
少
な
い
ん
だ
け
ど

 
こ
の
部
屋
に

け
る
よ
う
な
男
が
キ
リ
ト
し
か
い
な
い

て
だ
け
な
話
だ
か
ら
ね

二
人

て
そ
ん
な
に
仲
が
い
い
ん
だ

え
え
あ
の
二
人
と
明
日
奈
を

め
た
三
人
の
絆
は
特
別
な
の
私
で
も
入
り
込
め
な
い
く
ら

い
に
ね

へじ

あ
師
匠
は
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出
海
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

詩
乃
は
き

と
ん
と
し
た

師
匠

あ
あ

優
里
奈
の
事

う
ん

優
里
奈
も
あ
る
意
味
特
別
ね

多
分
八
幡
は
優
里
奈
の
事
を

 
本
当
の
身
内
み
た
い
に
思

て
る
と
思
う
わ

そ

か

確
か
に
八
幡
さ
ん

師
匠
に

が
上
が
ら
な
さ
そ
う
だ

た
し
ね

 
二
人
は
そ
う
言

て
何
気
な
く
優
里
奈
の
名
前
が
書
か
れ
た
収
納
を
見
て
ピ
タ

と
動
き
を

止
め
た

ど
う
し
た
の

あ

い
や

あ
れ

 
二
人
が
指
差
す
先
に
見
え
た
の
は

優
里
奈
の
ブ
ラ
で
あ

た

こ
れ

絶
対
メ
ロ
ン
と
か
入
る
と
思
う
ん
だ

あ
は
は
は
は

確
か
に
そ
う
ね

ま
あ
私
は
そ
こ
ま
で
胸
に
こ
だ
わ
り
は
な
い
け
ど

 
二
人
と
も
興
味
が
あ
る
な
ら

着
さ
せ
て
も
ら
え
ば

丁
度
優
里
奈
も
い
る

だ
し
ね
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い
い
の

え
え

ち

と
優
里
奈
を
呼
ん
で
く
る
わ
ね

 
詩
乃
は
そ
う
言

て
部
屋
の
外
に
出
て
い
き

す
ぐ
に
優
里
奈
を
連
れ
て

て
き
た

連
れ
て
き
た
わ
よ

ど
う
し
た
ん
で
す
か

い
や
ね

優
里
奈
に
ち

と
お
願
い
が

あ

は
い

 
そ
し
て
事
情
を

い
た
優
里
奈
は
そ
の
頼
み
を

し
た

 
そ
し
て
最
初
に
唯
花
が
チ

レ
ン
ジ
し
て
み
た
が

当
然
の

く

胸
が
ス
カ
ス
カ

態
と

な

た
う
ん

私
に
メ
ロ
ン
は
無
理

凄
い
サ
イ
ズ
よ
ね

ほ
ら

出
海
も

し
て
み
な
よ

う

う
ん

 
続
け
て
出
海
が
チ

レ
ン
ジ
し
た
が

当
然
の

く
ス
カ
ス
カ

態
と
な

た
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う
ん

私
に
ス
イ
カ
は
無
理

ス
イ
カ
は
言
い
す
ぎ
で
す

世
の
中
に
は
ス
イ
カ

プ

て
言
葉
も
あ
る
け
ど
ね

こ
れ
で
同
い
年
な
ん
だ
よ
ね

は

ま
し
い

ま
し
い

ね

師
匠

参
考
ま
で
に
ス
リ

サ
イ
ズ
は

あ

は
い

 
優
里
奈
は
正
直
に
サ
イ
ズ
を

告
し
て
く
れ
た
が

 
ウ

ス
ト
の

を

い
た

間
に

二
人
は
ま
た
動
き
を
止
め
た

え本
当
に

本
当
で
す
よ

え

と

 
唯
花
は
優
里
奈
と
自
分
の
ウ

ス
ト
の
サ
イ
ズ
を
実

に
触

て
比
べ

大
に
落
ち
込
む
事

と
な

た
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私
よ
り

い

わ

私
も
多
分
負
け
て
る

 

で
判
断
し
た
の
か
出
海
も
唯
花
同
様
落
ち
込
ん
で
い
た

し
か
も
こ
の
お

は

き
 
唯
花
は
落
ち
込
ん
だ
気
分
の
ま
ま
優
里
奈
の
お

を
ま
さ
ぐ
り
優
里
奈
は
思
わ
ず

鳴
を
上

げ
たう

ん

い
い
子
が
産
め
る
ね

あ
あ
は

ま
あ
八
幡
さ
ん
に
よ
く
似
た
元
気
な
子
を
産
み
た
い
と
は
思

て
ま
す
け
ど

ま
あ
そ
う
よ
ね
私
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
安
産
型
だ
し
と
に
か
く
健

な
子

を
産
む
つ

も
り

 
優
里
奈
の
そ
の
言
葉
に
詩
乃
が
あ

さ
り
と
同
意
し

さ
す
が
の
二
人
も

天
し
た

わ

私
達
と
覚
悟
の
方
向
性
が
全
然
違
う
気
が

二
人
の
愛
が
重
い

 
二
人
が
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う
言
葉
を
交
わ
し
合

た
そ
の
時

部
屋
の
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ
た
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あ
ら

八
幡
か
し
ら

 
八
幡
は
ド
ア
を
開
け
ず

そ
の
ま
ま
外
か
ら
声
を
か
け
て
き
た

お

い
お
前
達

く
着

え
な
い
と
お
茶
が

め
ち
ま
う
ぞ

あ

そ
う
で
し
た

そ
う
い
え
ば
そ
う
ね

ご
め
ん

す
ぐ
着

え
る
か
ら

お
う

頼
む
な

 
そ
の
言
葉
か
ら

八
幡
が
四
人
を
待

て
く
れ
て
い
る
事
が
分
か
る

 
そ
し
て
部
屋
を
出
た
四
人
は
テ

ブ
ル
に
座
り

お
茶
を
す
す

た

ふ
う

ま
だ

か
い
わ
ね

間
に
合

た
ね

 
そ
し
て
お
茶
会
と
い
う

で
は
な
い
が

雑
談
が
始
ま

た

と
こ
ろ
で
八
幡

出
海
へ
の
罰
ゲ

ム
的
な
の
は
ど
う
す
る
つ
も
り

ま
あ
ぼ
ち
ぼ
ち
考
え
る
さ

お

お
手
柔
ら
か
に
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え

何
で
す
か
そ
れ

 
唯
一
事
情
を
知
ら
な
か

た
優
里
奈
に
そ
う

ね
ら
れ

 
詩
乃
は
今
日
あ

た
事
を
優
里
奈
に
話
し
て
き
か
せ
た

 
そ
の

間
に
優
里
奈
は
出
海
の
方
に
身
を
乗
り
出
し
て
き
た

う
わ

ボ

ナ
ス
ゲ

ム
じ

な
い
で
す
か

ま
し
い
で
す

 
上
手
く
八
幡
さ
ん
の
思
考
を
そ

ち
方
面
に
誘

し
な
い
と
で
す
ね

 
そ
れ
を

い
た
八
幡
は

と
て
も
情
け
な
さ
そ
う
な
表
情
を
し
た

や

や
は
り
俺
の
優
里
奈
へ
の
教
育
は
間
違

て
い
る
ん
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
事
な
い
で
す
よ

私

八
幡
さ
ん
と
一

に
い
ら
れ
て
と

て
も
幸
せ
で
す
か
ら

 
実

八
幡
の
教
育
は
優
里
奈
に
影

を

え
て
は
い
な
い

 

え
て
い
る
の
は
八
幡
が
知
ら
な
い
所
で

ま
り
に
来
て
い
る
不
特
定
多

の
お
姉
様
方
で
あ

る
そ

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
が

 
八
幡
は

を
ポ
リ
ポ
リ
と

き

優
里
奈
は
ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
ん
で
い
た

 
そ
ん
な
二
人
の
様
子
を
見
て

三
人
は
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

て
い
る
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な
ん
か
も
う

着
々
と
外

が

ま

て
な
い

優
里
奈

恐
ろ
し
い
子

こ
う
い
う
の
も
女
子
力

て
言
う
の
か
な

 
そ
の
後
四
人
は
少
し

か

た
が

一

に
お
風
呂
に
入
り

 
そ
の
後
は
部
屋
で
八
幡
ト

ク
で

り
上
が

た

 
次
の
日
の
朝

三
人
は
優
里
奈
に
見
送
ら
れ

そ
の
ま
ま
学
校
ま
で
八
幡
に
送

て
も
ら
い

 
八
幡
も
学
校
が
あ
る
の
で
急
い
で
帰
還
者
用
学
校
へ
と
向
か

た

優
里
奈
に
ま
た
友
達
が

え
た
か

ま
あ
い
い
事
だ
な

 
優
里
奈
は
夜
の
間
に
仲
良
く
な

た
の
か

唯
花
と
出
海
を
ち

ん
付
け
し
て
お
り

 
口
調
も
詩
乃
に
対
す
る
の
と
同
じ
よ
う
な
感
じ
と
な

て
い
た

 
八
幡
は
そ
ん
な
優
里
奈
の
交
友
関
係
の
充
実
を
嬉
し
く
思
い
つ
つ
帰
還
者
用
学
校
へ
と

校

し
た

 
そ
し
て
昇
降
口
に
向
か

た
八
幡
は

そ
こ
で
意
外
な
人
物
と
遭
遇
す
る
事
と
な

た
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第
９
９
７
話
 
昇
降
口
の
衝
撃

 
学
校
に
到
着
し
た
八
幡
は

キ

ト
を

場
に

め

そ
の
ま
ま
昇
降
口
へ
と
向
か

た

 
歩
き
な
が
ら
ふ
と
目
を
上
げ
る
と
教
室
の
窓
か
ら
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
明
日
奈
の

が
見
え

る 
八
幡
が
自
分
に
気
付
い
た
事
に
喜
ん
だ
の
か

明
日
奈
が
ぶ
ん
ぶ
ん
と

 
千
切
れ
ん
ば
か
り
に
こ
ち
ら
に
手
を

て
き
た

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
ち
ら
に
手
を

り
返
し
た

さ
て

今
日
も
し

か
り
学
ぶ
か

 
八
幡
は

々
し
い
表
情
で
そ
う

く
と

そ
の
ま
ま
昇
降
口
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
自
分
の
下

か
ら
上

き
を
出
そ
う
と
し
た

間

 
八
幡
は
背
後
か
ら
殺
気
を
感
じ

に
体
を
反
ら
し
た

 
ブ
ン

 
そ
れ
ま
で
八
幡
が
立

て
い
た

置
を
何
者
か
の
拳
が
通
過
す
る

 
そ
れ
を
見
上
げ
る
格
好
の
ま
ま
八
幡
は
そ
の
手
を
掴
む
と
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そ
こ
を

点
に
腹
筋
に
任
せ
て
力
任
せ
に
体
を

こ
そ
う
と
し
そ
れ
と
同
時
に

た

を

引

張

て

 
敵
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
引
き
倒
そ
う
と

み
た

 
だ
が
こ
こ
で
八
幡
に
と

て

想
定
外
の
出
来
事
が

こ

た

 
八
幡
に
避
け
ら
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た
の
か
何
な
の
か

 
敵
が
ほ
と
ん
ど

抗
も
出
来
ず
に
そ
の
ま
ま
八
幡
の
方
に
倒
れ
て
き
た
の
で
あ
る

 
八
幡
は
こ
の
ま
ま
だ
と
後

部
を

打
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
必
死
に

を
上
げ
て
受

身
を
と

た

 
だ
が
八
幡
の
そ
ん
な
努
力
を
あ
ざ
笑
う
よ
う
に

更
に
予
想
外
の
事
が

こ

た

何
 
い
き
な
り
顔
に
柔
ら
か
い
物
が
押
し
当
て
ら
れ

受
身
が
と
れ
な
く
な

た
の
だ

や
ば
い

 
八
幡
は
後

部
を

に
打
ち
付
け
る
事
を
覚
悟
し
た
が

 
そ
の
時
八
幡
の
顔
が
そ
の
柔
ら
か
い
物
に
ぐ
い

と
押
し
付
け
ら
れ

 

の
後
ろ
に
ク

シ

ン
の
よ
う
な
物
が
差
し
込
ま
れ
た

お
そ
ら
く
相
手
の
手
だ
と
思
わ
れ
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る 
だ
が
衝
撃
を
殺
し
き
る
事
は
出
来
な
か

た
よ
う
で

八
幡
は
後

部
に
衝
撃
を
受
け

 
徐
々
に
遠
の
く
意
識
の
中
で
こ
う
考
え
た

も
し
か
し
て
敵
じ

な
か

た
の
か

 
だ
が
そ
の
真

を
確
認
す
る
事
も
出
来
ず

八
幡
の
意
識
は
暗
転
し
た

  
八
幡
の
到
着
を
教
室
で
待

て
い
た
明
日
奈
は

担
任
の
先
生
が
教
室
に
や

て
き
て
も

 
ま
だ
八
幡
が
到
着
し
な
い
事
を

し
く
思

て
い
た

ね

里
香

八
幡
君

ど
う
し
た
ん
だ
ろ

さ

き

校
し
て
た
よ
ね

う

ん

も
し
か
し
て
ま
た
理
事
⻑
に
で
も
捕
ま

た
ん
じ

な
いあ

そ
う
か
も

と
い
う
か
そ
れ
く
ら
い
し
か
思
い
つ
き
ま
せ
ん
よ
ね

ま
あ
学
校
で
危
険
な
ん
か
無
い
だ
ろ
う
し

大
丈
夫
じ

な
い
か

 
和
人
の
そ
の
言
葉
に

里
香
は
ジ
ト
目
を
向
け
た
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別
の
意
味
で
身
の
危
険
な
ら
あ
る
と
思
う
わ
よ

た

確
か
に

 
和
人
は
八
幡
の

の
上
に

理
事
⻑
が
胸
を
乗
せ
て
い
る
光
景
を
思
い

か
べ

 
ぶ
ん
ぶ
ん
と

を

て
そ
の
光
景
を

り

た

 
そ
の
時
ス
ピ

カ

か
ら
ザ
ザ

と
い
う
音
が

こ
え

急
に
校
内
放
送
が

き

た

結
城
明
日
奈
さ
ん

結
城
明
日
奈
さ
ん

至
急
保
健
室
ま
で
お
越
し
下
さ
い

えお
い

も
し
か
し
て
八
幡
に
何
か
あ

た
ん
じ

な
い
か

か
も

先
生
す
み
ま
せ
ん

ち

と
行

て
き
ま
す

明
日
奈

後
で
ど
う
な

た
か
教
え
て
く
れ
よ

八
幡
の
事
お
願
い
ね

明
日
奈
さ
ん

て
す
ぎ
て
転
ば
な
い
で
下
さ
い
ね

気
を
付
け
る

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

後
で
ね

 
心
配
そ
う
な
顔
を
し
た
仲
間
達
に
そ
う
告
げ
る
と

 
明
日
奈
は
教
室
を
飛
び
出
し
て
保
健
室
へ
と
向
か

た
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に
衝
撃
を
受
け
た
直
後

八
幡
は

ま
ど
ろ
み
の
中
に
い
た

谷

く
そ

や

ち
ま

た

企
谷

比
企
谷

こ
の
声

何
か

き
覚
え
が
あ
る
よ
う
な

 
直
後
に

遊
感
が
あ
り
八
幡
は
ど
う
や
ら
自
分
は
誰
か
に

え
上
げ
ら
れ
た
ら
し
い
と
感
じ

た 
そ
の
ま
ま
八
幡
の
意
識
は
消
失
し
気
が
付
く
と
八
幡
は
総
武
高
校
の
奉
仕
部
の
部
室
に
い

た 
雪
乃
と
結
衣
が

し
げ
し
げ
と
自
分
を
見
つ
め
て
い
る

あ

あ
れ

あ
ら
比
企
谷
君

や

と
お
目
覚
め

お

お
う

す
ま
ん

俺

ち
ま

て
た
の
か

ヒ

キ

が
部
室
で

る
な
ん
て
珍
し
い
ね
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も
し
か
し
て
疲
れ
て
い
る
の
か
し
ら
今
日
は
依
頼
も
無
い
し
も
う
少
し

て
て
も
い
い
わ

よ
あ

こ
れ

夢

て
や
つ
だ

 
そ
の
雪
乃
の
反
応
で

八
幡
は
そ
う
自
覚
し
た

 
高
校
時
代
の
雪
乃
が
八
幡
に
そ
ん
な
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
く
る
事
な
ど
あ
り
え
な
い
か
ら

だ 
本
物
の
雪
乃
な
ら
恐
ら
く

学
校
は

る
所
じ

な
い
と
お
説
教
し
て
き
た
事
だ
ろ
う

そ
う
だ
ね

帰
る
時
は
あ
た
し
が

こ
し
て
あ
げ
る
し

 
対
す
る
結
衣
は

高
校
の
時
か
ら
あ
ま
り
変
わ

て
い
な
い
よ
う
な

象
を
受
け
る

何
で
突
然
こ
ん
な
夢
を
見
る
ん
だ
ろ
う
か
な

理
由
が
分
か
ら
ん

 
そ
う
思
い
つ
つ
も
八
幡
は
と
て
も
だ
る
か

た

二
人
の

め
に

い
そ
の
ま
ま

る
事

に
し
た

悪
い

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
る
わ

え
え

ご
ゆ

く
り

お
や
す
み

ヒ

キ
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そ
し
て
八
幡
が
目
を

た

間
に

い
き
な
り
教
室
の
ド
ア
が
開
い
た

 
同
時
に
ノ

ク
の
音
が

こ
え
て
く
る

先
生

相
変
わ
ら
ず
開
け
る
の
と
同
時
に
ノ

ク
す
る
ん
だ
な

先
生

ド
ア
を
開
け
る
の
は
ノ

ク
の
返
事
を
確
認
し
て
か
ら
に
し
て
下
さ
い

あ
あ
そ
う
そ
う

先
生
い
つ
も
そ
う
や

て
雪
乃
に

ら
れ
て
た

け

お
お

す
ま
ん
す
ま
ん

ん

比
企
谷
は

て
い
る
の
か

珍
し
い
な

す
み
ま
せ
ん

何
か
眠
い
ん
で
す

ふ
む
ふ
む

 
八
幡
は
じ
ろ
じ
ろ
と
観
察
さ
れ
て
い
る
気
配
を
感
じ

 
そ
の
プ
レ

シ

に
負
け
て
仕
方
な
く
目
を
開
い
た

 
目
の
前
に
あ

た
の
は
当
然
の
事
な
が
ら
自
分
の
顔
を

き
込
む
平

静
の
顔
で
あ

た
が

 
意
外
に
も
そ
の
顔
は

か
つ
て
一
度
も
見
た
事
が
な
い

半
分

き
そ
う
な
顔
で
あ

た

は

え

あ
れ

先
生

何
で
そ
ん
な
顔
を
し
て
る
ん
で
す
か

 
も
し
か
し
て
雪
乃
に
ガ
チ
で

ら
れ
ま
し
た
か

 
八
幡
は
静
の
事
を
心
配
し

て
て
体
を

こ
し
た
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ひ

比
企
谷

良
か

た

 
直
後
に
静
が
八
幡
の
顔
を
自
分
の
胸
に
押
し
付
け
て
思
い

き
り

き
し
め
た

八
幡
は

狼

し
た

ち

先
生

自
分
が

入
り
前
だ

て
事
を
自
覚
し
て
下
さ
い

そ
ん
な
事

今
は
別
に
い
い
ん
だ

と
に
か
く
本
当
に
良
か

た

良
く
な
い
で
す

て

ほ
ら

離
れ
て
下
さ
い

む

仕
方
な
い

分
か

た

 
静
は
そ
う
言

て
八
幡
を
解
放
し
た

気
が
付
く
と
そ
こ
は
奉
仕
部
の
部
室
で
は
な
く

 
い
つ
の
間
に
か
帰
還
者
用
学
校
の
保
健
室
へ
と
変
わ

て
お
り

 
だ
が
静
だ
け
が
夢
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
よ
う
に

八
幡
の
目
の
前
に
確
か
に
存
在
し
た

あ

あ
れ

雪
乃
と
結
衣
は

ん

ま
だ
意
識
が
混

し
て
い
る
の
か

あ
の
二
人
が
こ
こ
に
い
る

が
な
い
だ
ろ
う

比

企
谷あ

れ

俺
の
名
前
を
呼
ぶ
そ
の
声

つ
い
さ

き

い
た
よ
う
な

あ
あ

す
ま
な
い

確
か
に
私
は
ず

と
君
の
名
を
呼
ん
で
い
た
か
ら
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そ
れ
が
お
そ
ら
く

に
残

た
ん
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
八
幡
は

何
故
先
ほ
ど

の
夢
を
見
た
の
か
そ
の
理
由
を
理
解
し
た

 
静
の
声
で

古
い
記
憶
が

激
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
事
に
一
人
納
得
し
つ
つ
も
特
に
言
う
事
で
も
な
い

八
幡
は
そ
の
事
に
触
れ
な
か

た
俺
の
名
前
を
で
す
か

と
い
う
か
先
生

何
で
う
ち
の
学
校
に
い
る
ん
で
す
か

う
む

さ
て

何
か
ら
説
明
し
た
も
の
か

 
そ
し
て
静
は
事
の
顛
末
を
八
幡
に
説
明
し
始
め
た

実
は
今
日

私
は
用
事
が
あ

て
こ
の
学
校
を
訪
れ
た
の
だ
が

 
偶
然
昇
降
口
で
君
の

を
見
つ
け
て
な

久
々
に
ス
キ
ン
シ

プ
を
と
ろ
う
と
思

て

 
君
の
背
後
か
ら
近
付
い
て

こ
う

一
発
い
い
の
を
入
れ
て
や
ろ
う
と
だ
な

あ
の
殺
気
は
先
生
か
よ

て
か
そ
れ
ス
キ
ン
シ

プ
じ

ね
え
か
ら

 
八
幡
は
昇
降
口
で
の
殺
気
の
正
体
を
知
り

抗
議
の
声
を
上
げ
た

あ
は
は
は
は

ま
あ
そ
う
言
う
な

 
で

必
殺
の
気
合
い
を
込
め
て
君
に
一
撃
を
お
見
舞
い
し
よ
う
と
思

た
ん
だ
が
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ま
さ
か
あ
の

態
か
ら
避
け
ら
れ
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た
ぞ

本
当
に
強
く
な

た
な

比
企
谷

先
生
も
も
う
結
婚
す
る
ん
で
す
か
ら

い
い
加

そ
う
い
う
の
は
や
め
て
下
さ
い
よ

う

う
む

 
静
が

に

く
に

め
た

八
幡
は

こ
れ
は
ま
た
や
る
な
と
直
感
し
た

そ
し
て
こ
こ
か
ら
は
お

び
に
な
る

 
君
に
反
撃
さ
れ
そ
う
に
な

て
私
は
パ
ニ

ク
を

こ
し
て
し
ま

て
な

 
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
君
を
押
し
倒
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な

た
ん
だ

 
あ
あ

お
か
し
な
意
味
じ

な
い
ぞ

あ
く
ま
で
言
葉
通
り
の
意
味
だ

 
で

こ
の
ま
ま
だ
と
君
が
後

部
か
ら

に
激
突
す
る
と
思

た
私
は

 

に
君
の

を

え

衝
撃
を
若

緩
和
さ
せ
る
事
に
成
功
し
た

 
だ
が
そ
れ
で
も
か
な
り
衝
撃
が
あ

た
ら
し
く
君
は
気
絶
し
た

 
な
の
で
私
は

て
て
君
を
保
健
室
に
運
び
今
が
目
覚
め
る
の
を
待

て
い
た
と
ま
あ
そ
ん

な
感
じ
だ
な

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か
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八
幡
は
そ
れ
で
事
情
を
や

と
理
解
す
る
事
が
出
来
た

 
要
す
る
に
あ
の
柔
ら
か
い
物
は
先
生
の
胸

そ
う
考
え
た

間
に
八
幡
は
顔
を

く
し

た
せ

先
生

入
り
前
な
ん
で
す
か
ら

も

と
自
分
の
体
を
大
切
に
し
て
下
さ
い

ん

何
故
顔
を

く
し
て
る
ん
だ

は
は

さ
て
は
私
の
胸
の
感
触
を
思
い
出
し
て
い
る

の
だ
な

 
ま
あ
言
い
た
い
事
は
分
か
る
が
今
回
の
事
は
明
ら
か
に
事
故
だ
遼
太
郎
も
分
か

て
く
れ
る

だ
ろ
う

そ
れ
は
そ
う
で
す
が
わ
ざ
わ
ざ
報
告
し
な
い
で
下
さ
い
ね
俺
の
身
が
危
険
に
な
り
ま
す
か

ら
も
ち
ろ
ん
だ

そ
れ
く
ら
い
は
私
も
理
解
し
て
い
る

で
も
そ
の
原
因
を
作

た
の
は
先
生
な
ん
で
す
か
ら

今
後
は
自
重
し
て
下
さ
い

う

う
む

ま
さ
か
君
に
諭
さ
れ
る
日
が
来
る
と
は
な

 
静
は
気
ま
ず
そ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

自
分
で
も
失
敗
し
た
と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

で

先
生
は
ど
う
し
て
う
ち
の
学
校
に
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あ
あ

そ
れ
な
ん
だ
が

 
そ
の
時
校
内
放
送
が
流
れ
て
き
た

結
城
明
日
奈
さ
ん

結
城
明
日
奈
さ
ん

至
急
保
健
室
ま
で
お
越
し
下
さ
い

おあ
あ

私
が
さ

き

明
日
奈
君
を
こ
こ
に
呼
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

 
事

の
先
生
に
頼
ん
で
お
い
た
ん
だ
よ

そ
う
い
う
事
で
す
か

よ
く
俺
が
目
覚
め
た
の
が
分
か

た
な

て
驚
い
ち

い
ま
し
た
よ

ふ
ふ

そ
れ
は
偶
然
だ
が
ね

せ

か
く
だ
し

話
の
続
き
は
彼
女
が
来
て
か
ら
に
し
よ
う

あ

は
い

 
意
外
に
も
そ
れ
ほ
ど
待
つ
事
は
な
く

明
日
奈
は
一
分
く
ら
い
で
す
ぐ
に

を
現
し
た
が

 
お
そ
ら
く
全
力
で
走

て
き
た
の
だ
ろ
う

明
日
奈
は
か
な
り
息
を
き
ら
せ
て
い
た

は

は

八
幡
君

い
る
の

お
う

こ

ち
だ
明
日
奈

ベ

ド
の
方
な

ど
う
し
た
の

合
で
も
悪
く

あ

静
先
生

久
し
ぶ
り
だ
ね
明
日
奈
君
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は
い

お
久
し
ぶ
り
で
す

 
明
日
奈
は
息
を
整
え
な
が
ら
静
の
横
に
座
り

二
人
は
再
会
を
喜
ん
だ

で

何
が
あ

た
の

あ
あ

実
は
朝

 
私
が
い
た
ず
ら
心
を

こ
し
て
比
企
谷
に
一
発
い
い
の
を
入
れ
て
や
ろ
う
と
し
た
ん
だ
が

あ

あ
は

相
変
わ
ら
ず
で
す
ね

 
明
日
奈
は
苦
笑
し

そ
の
後
の
説
明
を
八
幡
が
引
き
継
い
だ

そ
れ
に
反
撃
し
よ
う
と
し
た
俺
が
足
を
滑
ら
せ
て

を
打

ち
ま

て

 
気
絶
し
て
保
健
室
ま
で
運
ん
で
も
ら

た
と

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な

そ

か

ち

と
も
教
室
に
来
な
い
か
ら
心
配
し
て
た
ん
だ
よ

平
気
そ
う
で
良
か

た

ま
あ
だ
が

査
は
し
て
も
ら

た
方
が
い
い
だ
ろ
う
か
ら

 
こ
の
後
病
院
に
行

た
方
が
い
い
な

 
さ

き
頼
ん
で
お
い
た
か
ら

お
そ
ら
く
今
病
院
の
予
約
を
と

て
い
る
は
ず
だ

そ
う
で
す
ね

わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん

な
に

私
は
そ
う
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頼
ん
だ
だ
け
だ
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私
が
言
わ
な
く
て
も
そ
う
手
配
し
て
い
た
だ
ろ
う
し
な

 
当
然
静
の
言
う
通
り

に
予
約
済
で
あ
る

さ
す
が
に
仕
事
が

い

 
お
そ
ら
く
ま
も
な
く
病
院
に
行
く
よ
う
に
指

が
来
る
は
ず
で
あ
る

で

先
生
は
ど
う
し
て
う
ち
の
学
校
に

あ
あ

そ
の
事
を
今
比
企
谷
に
も
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
所
だ

あ

そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

そ
れ
で
だ
な

 
そ
う
言

て
静
は
口
を
開
い
た

こ
れ
は
ま
だ
内
密
に
し
て
欲
し
い
ん
だ
が

四
月
か
ら
私
が
君
達
の
担
任
に
な
る

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
目
を
見
開
い
た
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第
９
９
８
話
 
涙
腺
が
緩
む
日

四
月
か
ら

私
が
君
達
の
担
任
に
な
る

 
そ
の
静
の
言
葉
に
一

ま

た
後

明
日
奈
は
飛
び
あ
が

て
喜
ん
だ

そ
う
な
ん
で
す
か

や

た

 
そ
し
て
八
幡
は

か
に
涙
腺
を
緩
ま
せ
て
い
た

で
も
先
生

ど
う
し
て
そ
ん
な
事
に

あ
あ

元
々
こ
の
学
校
は
特

な
学
校
で

二
年
限
定
だ

そ
の
事
は
分
か
る
よ
な

あ

は
い

そ
れ
は
知

て
ま
す

で

教
師
の
手
配
に
つ
い
て
だ
が

他
の
学
校
に
移
動
す
る
予
定
に
な

て
い
た
者
が

 
一
年

任
を

ら
せ
て
そ
の
任
に
当
た
る
事
に
な

て
る
ん
だ

 
一
年
く
ら
い
な
ら

ま
あ
学
校
側
も
何
と
か
出
来
る
だ
ろ
う
と
い
う
事
で
な

あ
あ

負
担
を
平

化
さ
せ
る

み
た
い
な
感
じ
で
す
か

 
八
幡
は
静
の
言
葉
を

し

そ
の
理
由
に
納
得
し
た

そ
う
い
う
事
だ
な

そ
し
て
次
は
私
の
番
だ

た
と

ま
あ
そ
れ
だ
け
の
話
だ



 第９９８話 涙腺が緩む日

そ
う
な
ん
で
す
か

て

先
生

総
武
高
校
を
や
め
ち

う
ん
で
す
か

 
ど
う
や
ら
八
幡
に
と

て

総
武
高
校
と
平

静
は
イ
コ

ル
で
繋
が

て
い
る
ら
し
い

 
こ
れ
は
お
そ
ら
く
ち

ん
と
卒
業
出
来
な
か

た
事
に

因
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
八
幡
に
静
は
笑
顔
を
向
け

冗
談
混
じ
り
に
言

た

そ
う
い
う
事
に
な
る
な

ま
た
君
の
面
倒
を
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
苦

だ
が

 
こ
れ
も
上
の
決
定
だ

ま
あ
仕
方
が
な
い

む

み
た
い
に
問
題

の
ま
ま
じ

な
い
で
す
か
ら

は
は

そ
う
だ
と
い
い
な

 
そ
ん
な
ム
キ
に
な
る
八
幡
を
見
て
明
日
奈
は
八
幡
君
か
わ
い
い
な
ど
と
内
心
で
思

て
い

た
が

 
そ
の
表
情
が
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
の
を
見
て

自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た

だ
が
ま
あ
ま
だ
秘
密
だ
か
ら
な

誰
に
も
言
わ
な
い
で
く
れ
よ

あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

先
生

春
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す

う
む

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
な

二
人
と
も
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そ
し
て
静
は
打
ち
合
わ
せ
が
あ
る
と
か
で
去

て
い
き
代
わ
り
に

て
き
た
保
健
の
先
生

か
ら

 
八
幡
は
病
院
に

査
に
行
く
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た

 
移
動
は
キ

ト
で
行
う
が

一
応
付
き

い
が
つ
く
ら
し
い

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
明
日
奈

ち

と
行

て
く
る

う
ん

結
果
が
分
か

た
ら
す
ぐ
に
連

し
て
ね

お
う

ま
あ
先
生
が
か
ば

て
く
れ
た
か
ら
大
丈
夫
だ
と
は
思
う
け
ど
な

そ
れ
で
も
だ
よ

は
は

分
か

て
る

て

 
心
配
そ
う
な
明
日
奈
を

め

八
幡
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
の
所
に
向
か

た
が

 
そ
こ
で
待

て
い
た
の
は
ま
さ
か
の
ま
さ
か

理
事
⻑
の
雪
ノ
下

乃
で
あ

た

り

理
事
⻑

何
で
こ
こ
に
い
る
ん
で
す
か

あ
ら

そ
ん
な
の
私
が
付
き

い
だ
か
ら
に
決
ま

て
る
じ

な
い

え

そ
う
な
ん
で
す
か

ほ

他
の
人
で
よ
く
な
い
で
す
か

 
八
幡
は

び

で
そ
う
言

た



 第９９８話 涙腺が緩む日

 

乃
と
一

だ
と

ど
う
考
え
て
も
穏

に
終
わ
る
と
は
思
え
な
か

た
か
ら
で
あ
る

他
の
人
は

業
と
か
が
あ
る
し

一
番
影

が
少
な
い
の
が
私
だ

た
と
い
う
だ
け
よ

 
さ
さ

く
行
き
ま
し

う
八
幡
君

は

は

 
八
幡
は
そ
う
正

を
言
わ
れ

々
な
が
ら
も

乃
に

う
事
に
し
た

 
そ
し
て
病
院
に
向
か
う

中
で

乃
が
い
き
な
り
爆

を
落
と
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
八
幡
君

平

先
生
か
ら

担
任
の
事
は

い
た
か
し
ら

あ

は
い

ま
だ
秘
密
で
と
は
言
わ
れ
ま
し
た
が

さ

き

き
ま
し
た

う
ふ
ふ
ふ
ふ

そ
れ

私
の
手
配
だ
か
ら

一
生

に
着
る
の
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

え
え

本
当
よ

 
そ
の
事
自
体
に
は
感
謝
の
念
が

え
な
い
が

 
八
幡
は
そ
の
事
を
理
由
に

乃
が
何
か
無
茶
ぶ
り
を
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

し
て
い

た 
だ
が

乃
の
口
か
ら
続
け
て
出
て
き
た
の
は
八
幡
が
全
く
考
え
も
し
て
い
な
か

た
言
葉
で
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あ

た
こ
れ
は
今
年
度
限
り
で
学
校
を
去
る
事
に
な
る

私
か
ら
の
八
幡
君
へ
の
贈
り
物
よ

 
だ
か
ら
特
に
裏
は
無
い
か
ら
安
心
し
て
ね

え

理
事
⻑
も
交
代
で
す
か

え
え
さ
す
が
の
私
も
ソ
レ
イ
ユ

設
の
社
⻑
と
の

け
持
ち
を
こ
れ
以
上
続
け
る
の
は

い

の
よ

 
だ
か
ら
三
月
に
は
別
の
人
が
理
事
⻑
と
し
て

任
し
て
く
る
わ

そ

そ
う
で
す
か

そ
れ
は
残
念
で
す
ね

 
八
幡
は

乃
が
い
な
く
な
る
事
を
純

に

し
い
と
感
じ
て
い
た

 
色
々
困
ら
さ
せ
ら
れ
て
は
い
た
が

そ
れ
で
も

乃
は
頼
り
に
な

た
し

 
何
よ
り
八
幡
は

乃
と
一

に
過
ご
す
時
間
が
と
て
も
楽
し
か

た
の
だ

あ
ら

分
と

し
そ
う
じ

な
い

当
た
り
前
じ

な
い
で
す
か
俺
理
事
⻑
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ぱ
な
し
で

 
八
幡
は
再
び
涙
腺
が
緩
む
の
を
感
じ
て
い
た
が
そ
こ
は
男
の
子
ら
し
く
必
死
で
我
慢
し
て
い

た
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そ
ん
な
八
幡
を

乃
は
そ

と

き
寄
せ
る
と
我
が
子
を
愛
お
し
む
よ
う
に
そ
の

を

で

た
別
に

遠
の
別
れ

て

じ

な
い
わ
よ

ま
た
仕
事

み
で
す
ぐ
に
会
う
事
に
な
る
わ

は

は
い

そ
う
で
す
ね

だ
か
ら
そ
ん
な
に

し
が
ら
な
い
で

後
任
の
人
と
も
仲
良
く
し
て
あ
げ
て
ね

誰
が
来
る
か
に
も
よ
り
ま
す
が

努
力
し
ま
す

 
そ
し
て

乃
は
八
幡
を
解
放
し

心
配
な
い
と
い
う
風
に
明
る
く
笑

た

う
ふ
ふ

そ
の
心
配
は
な
い
わ
よ

だ

て
後
任
は

あ
な
た
の
身
内
で
す
も
の

え

そ
う
な
ん
で
す
か

え
え
そ
う
よ

後
任
は
結
城
京
子
さ
ん

あ
な
た
の
将
来
の
お
義
⺟
さ
ん
よ

京
子
さ
ん
が

だ
か
ら
安
心
し
て
ね

八
幡
君

そ
う
で
す
か

京
子
さ
ん
で
す
か

 
後
任
が
お
か
し
な
人
物
だ

た
ら

だ
な
と
思

て
い
た
八
幡
は
そ
れ
で

の
力
を
抜
く
事

が
出
来
た
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ま
あ
こ
れ
も
ま
だ
秘
密
だ
か
ら

誰
に
も
言

ち

目
よ

あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

特
に
明
日
奈
に
は
絶
対
に
秘
密
に
し
て

 
当
日
に
驚
か
せ
て
や
る
事
に
し
ま
す

そ
れ
が
い
い
わ
ね

ふ
ふ

う
ふ
ふ
ふ
ふ

あ
は

あ
は
は
は
は

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
こ
う
し
て

乃
と
一

に
悪
だ
く
み
を
す
る
の
は
八
幡
に
と

て
は
と
て
も
楽
し
い
事
の
よ
う

で
あ
る

と
こ
ろ
で

査

て
ど
こ
の
病
院
で
や
る
ん
で
す
か

あ
な
た
が
入
院
し
て
い
た
病
院
よ

あ
あ

あ
そ
こ
で
す
か

そ
れ
じ

あ
ち

と

見
先
生
に
も

し
な
い
と
で
す
ね

リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
だ

た
わ
ね

そ
う
す
る
と
い
い
わ

 
そ
し
て
病
院
に
着
い
た
後

八
幡
を

護

に

し

 

乃
は
顔
を
出
す
所
が
あ
る
と
言

て
去

て
い

た

 
こ
こ
は
雪
ノ
下
系

の
病
院
な
の
だ
し

色
々
と
し
が
ら
み
も
あ
る
の
だ
ろ
う



 第９９８話 涙腺が緩む日

さ
て

く

査
を
受
け
て

明
日
奈
を
安
心
さ
せ
て
や
ら
な
い
と
な

 
八
幡
は
大
人
し
く

査
を
受
け

ど
こ
に
も

常
が
無
い
事
が
確
認
出
来
た

 
直
ぐ
に
明
日
奈
に
連

を
入
れ
た

と
い
う

で
何
も
問
題
は
無
か

た

心
配
さ
せ
て
す
ま
な
か

た
な

そ

か

良
か

た

そ
れ
で
今
日
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

念
の

に
帰

て

て
お
く
よ
う
に
だ
と
さ
な
の
で
マ
ン
シ

ン
で
大
人
し
く

て
る
事

に
す
る
わ

 
あ
そ
こ
な
ら
も
う
す
ぐ
優
里
奈
も
帰

て
く
る
し

何
か
あ

て
も
問
題
な
い
だ
ろ

確
か
に
そ
う
だ
ね

分
か

た

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日
だ
ね

あ
あ

明
日
奈

ま
た
明
日
な

 
い
き
な
り
明
日
奈
が

き
出
し
た

 
八
幡
は
自
分
の
発
言
が
お
や
じ
ギ

グ
に
な

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

い

い
や

違
う

今
の
は
偶
然
だ
か
ら
な

分
か

て
る

て
ば

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

八
幡
君
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お
う

ま
た
な

 
八
幡
は
明
日
奈
と
の
通
話
を
終
え

そ
の
ま
ま
リ
ハ
ビ
リ
室
へ
と
向
か

た

さ
て

見
先
生
は

と

あ

い
た

 
遠
く
で
二
人
組
の
少
女
の
面
倒
を
見
て
い
る

見
由
美
の

を
見
つ
け
た
八
幡
は

 
ゆ

く
り
と
そ
ち
ら
に
近
付
い
て
い
く

だ
が
そ
ん
な
八
幡
を
呼
び
止
め
る
者
が
い
た

あ
ら

八
幡
君

ん

あ
れ

子
さ
ん

ど
う
し
て
こ
こ
に

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
な
ん
だ
け
ど

 

子
は
苦
笑
し
な
が
ら
今
ま
さ
に
八
幡
が
向
か
お
う
と
し
て
い
た
二
人
組
の
方
に
目
を
向
け

た
ほ
ら

あ
そ
こ
で
藍
子
と
木
綿
季
が
リ
ハ
ビ
リ
し
て
る
じ

な
い

私
は
そ
の
付
き

い

え

あ
れ

ア
イ
と
ユ
ウ
で
す
か

 
八
幡
は
驚
い
た
顔
で
そ
ち
ら
に
目
を

ら
し
た

あ

本
当
だ

分
か

て
て
向
か

て
た
ん
じ

な
い
の
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あ
い
え
あ
の
二
人
を
見
て
く
れ
て
い
る
先
生
に
以
前
俺
も
お
世
話
に
な

た
ん
で
す
よ

 
だ
か
ら

し
よ
う
と
思

て
た
ん
で
す

あ
あ

そ
う
い
う
事
な
の
ね

 

子
は
そ
う
言
う
と

八
幡
を
二
人
か
ら
見
え
な
い

置
ま
で
引

張

て
い

た

ふ
う

こ
こ
な
ら
い
い
わ
ね

ど
う
し
た
ん
で
す
か

こ
れ
言

て
い
い
の
か
し
ら

ま
あ
仕
方
な
い
わ
ね

 
ほ
ら

今
日
は
あ
の
二
人

学
校
を
休
ん
だ
で
し

う

え

あ
あ

す
み
ま
せ
ん

実
は
俺

校
中
に

を
打

ち

て

 
今
日
は
一
応

査

て
事
で
こ
こ
に
来
た
ん
で
す
よ

え

大
丈
夫
だ

た
の

は
い

問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

そ
れ
な
ら
い
い
け
ど

 

子
は
ホ

と
し
た
顔
を
し

チ
ラ
リ
と
二
人
に
目
を
走
ら
せ
た

そ
れ
で
ね

あ
の
二
人
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
だ
け
ど

今
日
一
日

態
を
確
認
し
て
み
て
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問
題
無
か

た
ら
今
日
で
終
わ
り

て
事
に
な

て
る
の
よ

え

く
な
い
で
す
か

そ
う
で
も
な
い
わ
よ

だ

て
あ
の
二
人

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
入
る
ま
で
は
普
通
に
歩
い
て
た
で
し

う

 
そ
れ
も
大
し
た
⻑
さ
じ

な
い
し

足
に

が
あ

た

で
も
な
い
し

 
筋
力
の

え
だ
け
が
問
題
だ

た
ん
だ
も
の

そ

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
で
す
ね

 
自
分
が
リ
ハ
ビ
リ
し
た
時
の
イ
メ

ジ
が
あ

た
か
ら
か

 
八
幡
は
ま
だ
ま
だ
か
か
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま

て
い
た
が

 
そ
う
考
え
る
と
な
る
ほ
ど

そ
ん
な
に
⻑
く
か
か
る
は
ず
が
な
い

そ
う
で
す
か

あ
の
二
人
が

に

あ
の
二
人

明
日
あ
な
た
を
驚
か
せ
る
ん
だ

て
張
り
切

て
る
か
ら

 
出
来
れ
ば
今
日
は

は

め
て

こ
の
ま
ま
大
人
し
く
帰

て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

あ
あ

俺
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
台
無
し
に
す
る
と
こ
ろ
だ

た
ん
で
す
ね

 
八
幡
は

危
な
か

た
と

や

を
か
い
た
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分
か
り
ま
し
た

そ
う
い
う
事
な
ら

は
ま
た
今
度
の
機
会
に
し
ま
す

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
ね

い
え
い
え

て
事
は

あ
の
二
人
が
明
日
か
ら

校
し
て
く
る
ん
で
す
ね

そ
う
な
の
よ

だ
か
ら
頑
張

て
驚
い
て
あ
げ
て
ね

技

く
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張

て
み
ま
す
よ

あ
と
明
日
は
あ
の
二
人
に
お

当
を
持
た
せ
る
か
ら

八
幡
君
達
も
付
き
合

て
あ
げ
て
ね

な
る
ほ
ど

分
か
り
ま
し
た

連

を
回
し
て
お
き
ま
す

 
八
幡
は
笑
顔
で
そ
う
答
え
る
と

チ
ラ
リ
と
二
人
の
方
を

き
込
ん
だ

確
か
に
も
う
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要
は
無
さ
そ
う
で
す
ね

 
そ
こ
に
は
元
気
良
く
飛
び
回
る
二
人
の

が
あ
り

八
幡
は
目

を
熱
く
し
た

 
ど
う
も
今
日
は

か
さ
れ
そ
う
に
な
る
事
が
多
い
な

な
ど
と
考
え
な
が
ら

 
八
幡
は

子
に

を
し

乃
と
合
流
し
て
そ
の
ま
ま
学
校
に
向
か

て

乃
を
下
ろ
す
と

 
自
分
は
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
へ
と
向
か

た

明
日
は
頑
張

て
驚
い
て
や
る
と
す
る
か

も
教
室
で

を

べ
て

 
八
幡
は
そ
う
考
え
理
由
を
告
げ
ず
に
仲
間
達
に
明
日
は

当
を
持

て
く
る
よ
う
に
伝
え
た
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後 
ど
こ
か
に
再
び

話
を
入
れ

そ
の
日
は
し
ば
ら
く
何
か
調
べ
物
を
し
て
い
た
の
で
あ

た
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第
９
９
９
話
 
動
く
小
人
の
靴
屋

 
あ
あ

本
来
な
ら
今
日
大
団

を
迎
え
る
予
定
だ

た
ん
で
す
ね

千
話
ま
で
あ
と
一
話

 
レ
プ
ラ
コ

ン
の
ト

プ
職
人
達
の
集
ま
り
で
あ
る
小
人
の
靴
屋

 
そ
の
ギ
ル
ド
ホ

ム
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
八
層
の
主
街
区
フ
リ

ベ
ン
の
一

に
あ

た 
そ
の

に
今
ギ
ル
ド
マ
ス
タ

の
グ
ラ
ン
ゼ
と
共
に
七
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
集
ま

て
い

た
で

こ
れ
が
真

か
ら
得
た
素
材

は
い
姉
御

鉱
で
す

 
そ
の
七
人
の
プ
レ
イ
ヤ

と
は
言
う
ま
で
も
な
く

 
ゴ

グ
ル

コ
ン
タ
ク
ト

フ

ク
ス

テ

ル

ビ
ア

ド

ヤ
サ

バ
ン
ダ
ナ
の

 
元
ロ
ザ
リ
ア
の
取
り

き
七
人

で
あ

た
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要
す
る
に
こ
の
七
人
が
真

に
魔
砲
で
止
め
を

し
た
真
犯
人
で
あ
り

 
そ
の
黒
幕
が
グ
ラ
ン
ゼ
だ
と
い
う
事
で
あ
る

武
器
と
か
は
落
と
さ
な
か

た
の

い
や

あ
る
に
は
あ

た
ん
で
す
け
ど
ね

こ
れ
で
す

 
そ
う
言

て
グ
ラ
ン
ゼ
に
差
し
出
さ
れ
た
の
は

 
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

を
模
し
た
と
分
か
る
意
匠
が

さ
れ
た

一
本
の
剣
で
あ

た

大
剣
ね

そ
れ
に
こ
れ
で
す
ね

光
銃

光
学
銃

て
奴
か
し
ら

 
そ
の
二
つ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
用
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
用
で
あ
る
ら
し
く
銃
の
方
は
こ
こ
で
は
使
え
な
い
よ
う
だ

 
何
故
な
ら
こ
こ
に
い
る
誰
も
装
備
出
来
な
か

た
の
で
あ
る

こ
の
デ
ザ
イ
ン
だ
と

一
発
で
真

か
ら
の
ド
ロ

プ
品
だ
と
バ
レ
る
わ
よ
ね

で
す
ね

な
の
で
お

入
り
に
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

残
念
だ
け
ど
そ
の
通
り
ね

店

り
す
る
の
も
も

た
い
な
い
し

そ
う
し
ま
し

う
か
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こ
う
し
て
武
器
に
関
し
て
は
小
人
の
靴
屋
の
倉

の
奥
に
秘

さ
れ
る
事
が
決
定
し
た

 
さ
す
が
に

面
も
な
く
こ
の
武
器
を

り
回
し
て

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
全
プ
レ
イ
ヤ

を
敵
に
回
す
事
な
ど
出
来
な
い
の
だ

 
真

が
悪
意
を
持

た
何
者
か
の
介
入
に
よ

て
倒
さ
れ
た
事
は

知
さ
れ
て
お
り

 
も
し
犯
人
が
発
覚
し
た
場
合
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
は
二
度
と
安
息
の
日
々
は
訪
れ
な
い
だ
ろ

う
一
応
確
認
す
る
け
ど
誰
に
も
見
ら
れ
て
い
な
い
わ
よ
ね

そ
の

り
は
上
手
く
や

た
つ
も
り
で
す
ゴ

グ
ル
誰
に
も

は
見
ら
れ
て
な
い
よ
な

大
丈
夫
だ

そ
れ
は
自
信
が
あ
る

 
も
し
見
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も

最
悪
あ
の
キ

ラ
を

し
て
し
ま
え
ば
い
い

 
こ
の
七
人
に
と

て

メ
イ
ン
キ

ラ
は
こ
ち
ら
で
あ
り

 

成

培
で
作

た
七
つ
の
大
罪
の
ダ
ミ

メ
ン
バ

用
の
キ

ラ
は

 

し
く
も
な
ん
と
も
な
い
の
で
あ
ろ
う

そ
れ
も
そ
う
ね

と
に
か
く
よ
く
や

て
く
れ
た
わ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
は
悪
い
け
ど
結
局
無
事
だ

た
ん
だ
し
こ
れ
く
ら
い
は
大
目
に
見
て
く
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れ
る
わ
よ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
グ
ラ
ン
ゼ
の
顔
色
は

か
に
暗
い

 
実
は
グ
ラ
ン
ゼ
は

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
故
意
に
狙

た
の
で
は
な
く

 
チ

ン
ス
を
逃
さ
ず

り

わ
ず
ボ
ス
の
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
魔
砲
で
狙
う
よ
う
に

 
こ
の
七
人
に
指

し
て
い
た
だ
け
で
あ

て

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
危
険
に

さ
れ
た
の
は
あ
く
ま
で
結
果

な
の
で
あ

た

 
そ
れ
で
も
友
達
と
呼
べ
る
者
を
危
険
に

し
た
事
で
グ
ラ
ン
ゼ
は
罪
悪
感
を
消
す
事
が
出
来

な
か

た

で

姉
御

そ
の
素
材
か
ら
は
何
が
作
れ
る
ん
で
す
か

今
の
と
こ
ろ
未
実
装
ら
し
い
わ

レ
シ
ピ
が
何
も
存
在
し
な
い

 
で
も
お
そ
ら
く
オ
ン
リ

ワ
ン
の
武
器
か
装
備
に
な
る
で
し

う
し

 
作

て
披
露
し
た

間
に
誰
が
犯
人
な
の
か
バ
レ
て
し
ま
う
で
し

う
ね

 
グ
ラ
ン
ゼ
は

の
失
敗
に
内
心
で

を

え
て
い
た

 
と
に
か
く
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
が
欲
し
い
と
い
う
考
え
で
攻
撃
を
指

し
た
も
の
の

 
こ
こ
ま
で
の
オ
ン
リ

ワ
ン
な
素
材
と
な
る
と
ど
う
や

て
も
製
品
か
ら
足
が
つ
い
て
し
ま
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う
か
ら
だ

 
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ら
余
計
な
事
は
せ
ず

宝
く
じ
に
当
た
る
の
を

る
よ
う
に

 
七
人
の
う
ち
の
誰
か
が
運
良
く
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
取
る
事
に

け
れ
ば
良
か

た
の
だ

 
だ
が

た

の
目
は

ら
ず

や

て
し
ま

た
事
は
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い

私
は
別
に

ヴ

ル
ハ
ラ
の
勢
力
を
少
し
で
も

げ
れ
ば
そ
れ
で
良
か

た
の
に

 
あ
そ
こ
だ
け
な
ら
と
も
か
く
他
の
プ
レ
イ
ヤ

全
員
を
敵
に
回
す
つ
も
り
な
ん
か
無
か

た

の
に

 
グ
ラ
ン
ゼ
に
も
同
情
す
べ
き
点
は
あ
る

 
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
装
さ
れ
ヴ

ル
ハ
ラ
が
南
門
を
突
破
し
た
と
報
告
が
あ

た
直
後
に

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
大

の
レ
ア
素
材
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
の
情
報
が
あ
り

 
グ
ラ
ン
ゼ
も
そ
の
情
報
を
受
け
小
人
の
靴
屋
の

系
メ
ン
バ

を
現
地
に
送
り
込
ん
だ
に

も
関
わ
ら
ず

 
大
し
た
成
果
を

げ
ら
れ
な
か

た
と
い
う
事
が
あ

た
か
ら
だ

 
こ
れ
は
レ
ア
素
材
を

ぎ
付
け
る
リ
ナ
の
能
力
が

 
ど
れ
ほ
ど
凄
い
も
の
か
と
い
う
事
の
証
明
で
も
あ
る
の
だ
が
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同
時
に
落
ち
着
い
て

活
動
が
行
え
る
よ
う
な

 
雑

敵
相
手
に
無
双
出
来
る
戦
力
を
確
保
出
来
な
か

た
事
も
大
き
い
の
だ

 

を
し
て
い
る
横
に
雑

敵
が

け
ば
戦
闘
力
が

い
キ

ラ
は
逃
げ
る
事
し
か
出
来
な

い 
こ
れ
は
現
地
が
大
人

で
動
く
事
を
想
定
し
て
設
計
さ
れ
た

 
大

模
イ
ベ
ン
ト
の
フ

ル
ド
で
あ
る

に
雑

敵
も
一
定
以
上
の
強
さ
を

て
い
る

か
ら
で
あ
る

 
こ
の
七
人
は
七
つ
の
大
罪
に

入
さ
せ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
中
は
戦
力
と
し
て
は
使
え
な

か

た
の
だ

生
産
系
ギ
ル
ド
と
い
え
ど
も

や
は
り
戦
闘
力
も
あ
る

度
無
い
と

目
と
い
う
事
か
し
ら

ね 
そ
の

き
が

こ
え
た
の
か

バ
ン
ダ
ナ
が
こ
ん
な
提
案
を
し
て
き
た

姉
御

そ
れ
な
ら
交
代
で
こ

ち
の
キ

ラ
を
使
い
ま
し

う

 
何
イ
ベ
ン
ト
も
終
わ

た
ん
だ
し
し
ば
ら
く
は
七
つ
の
大
罪
も
ま
と
も
に
は
活
動
し
な
い

は
ず
で
す
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な
の
で
俺
達
七
人
か
ら
二

三
人
ず
つ
交
代
で
護
衛
に
付
き

 
そ
こ
に
俺
達
の
知
り
合
い
の
あ
る

度
強
い
奴
を
加
え
れ
ば
雑

に
な
ら
十
分
対
処
出
来
る

は
ず
で
す

そ
う
い
う
手
も
あ
る
の
か

分
か

た

任
せ
る
わ

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
姉
御
に
お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
が

何
か
し
ら

お
揃
い
の
装
備
が
欲
し
い
ん
で
す
性
能
は
お
任
せ
す
る
ん
で
正
体
を

せ
る
よ
う
な
奴
で

す
あ
あ

な
る
ほ
ど
ね

そ
れ
く
ら
い
な
ら

 
そ
の
提
案
を
グ
ラ
ン
ゼ
は
認
め

護
衛
用
の
装
備
を
必
要
な
分
揃
え
る
事
を
約
束
し
た

 
こ
う
し
て
小
人
の
靴
屋
直
属
部

が
編
成
さ
れ
る
事
と
な
り

 
そ
の
メ
ン
バ

に
は

に

を
持
つ
プ
レ
イ
ヤ

が
中
心
に
集
め
ら
れ
る
事
と
な

た

 
そ
の
中
に
は
ソ
ロ
プ
レ
イ
ヤ

も
お
り

ギ
ル
ド
に
加
入
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

も
い
た
が

 
バ
イ
ト
感
覚
で
参
加
出
来
る
上
に
正
体
バ
レ
も
し
な
い
と
あ

て

 
続
々
と
メ
ン
バ

が
集
ま

て
く
る
事
と
な

た
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Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
人
口
は
多
い

問
題

も
ま
た
多
い
の
で
あ
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
り
あ
え
ず
知
り
合
い
を
当
た
り
ま
す
ね

え
え

お
願
い

 
七
人
は
要
求
が
満
た
さ
れ
た
事
に
満
足
し

グ
ラ
ン
ゼ
の
下
か
ら
立
ち
去

た

 
そ
し
て
十
九
層
の
ラ

ベ
ル
グ
に
転
移
し
た
七
人
は

と
あ
る
ギ
ル
ド
ホ

ム
へ
と
入

て

い

た
ボ
ス

グ
ラ
ン
ゼ
に
報
告
し
て
き
ま
し
た

そ
う
か

 
こ
の
言
葉
か
ら

こ
の
人
物
が
こ
の
七
人
の
上

者
だ
と
い
う
事
が
分
か
る

 
他
に
も
室
内
に
は
何
人
も
の
プ
レ
イ
ヤ

が
居
り
そ
の
中
に
は
元
連
合
の
プ
レ
イ
ヤ

が
多

い
た

 
こ
の
ギ
ル
ド
の
名
は
ヘ
ル
ヘ
イ
ム
と
い
い
こ
こ
は
反
ヴ

ル
ハ
ラ
勢
力
の

ま
り
場

な
の
で
あ
る

 
だ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
ギ
ル
ド
マ
ス
タ

の
名
の
み
で
あ
り
他
の
メ
ン
バ

は
全
員
脱

退
し
て
い
た
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こ
れ
は
ギ
ル
ド
の

け
持
ち
が
出
来
な
い

に

 
メ
ン
バ

達
が
他
の
ギ
ル
ド
に

伏
の

と
し
て

入
す
る

の

置
で
あ
り

 
そ
の
メ
ン
バ

達
は
ギ
ル
ド
内
で
情
報
操
作
を
行
い

 
ヴ

ル
ハ
ラ
に
対
す
る
悪
感
情
を

さ
せ
よ
う
と
日
々
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る

 
分
か
り
易
く
言
う
と

悪
の
秘
密
結
社
と
い
う
感
じ
で
あ
ろ
う

よ
し

う
ち
か
ら
交
代
で
人
員
を
出
そ
う

お
前
達
は
グ
ラ
ン
ゼ
を
誘

し

 
よ
り
良
い
装
備
を
提

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
上
手
く
説
得
す
る
ん
だ

は
い

分
か
り
ま
し
た

金
と
素
材
が
手
に
入

た
ら
製
作
の
依
頼
を
し
て
も
い
い

 
と
に
か
く
装
備
さ
え
充
実
さ
せ
れ
ば

俺
達
は
あ
い
つ
ら
に
だ

て
負
け
は
し
な
い

 
そ
の
ボ
ス
と
呼
ば
れ
た
人
物
は
そ
う
言
い

他
の
者
達
も
そ
れ
に

同
し
た

し
か
し
顔
が

せ
る
な
ら

た
ま
に
は
俺
も
戦
闘
に
参
加
し
て
み
る
か

ボ
ス
が
で
す
か

あ
あ

こ
こ
に
い
る
の
は
息
が
詰
ま
る
か
ら
な

 
そ
う
言

て
そ
の
人
物
は
立
ち
上
が
り

悪
そ
う
な
笑
み
を

か
べ
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

  
そ
の
次
の
日
か
ら

小
人
の
靴
屋
の

部

と
共
に

そ
の
護
衛
部

は
活
動
を
始
め
た

 
あ
く
ま
で
も
利
害
関
係
で
結
び
つ
い
て
い
る

に

両
者
は
決
し
て
親
し
く
は
せ
ず

 
あ
く
ま
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
関
係
と
し
て
付
き
合

て
い
た
が
そ
れ
は
今
の
所
上
手
く

い

て
い
た

 
護
衛
部

が
雑

を
狩
り

部

が
安
心
し
て
素
材
を
手
に
入
れ
る

 

を
こ
な
す
事
で
素
材
も
徐
々
に
集
ま

て
お
り
そ
の
素
材
か
ら
作
ら
れ
た
製
品
が
市
場
に

流
れ
始
め
た

 
護
衛
部

の
装
備
も
徐
々
に
ラ
ン
ク
ア

プ
さ
れ
て
い
き

 
同
時
に
プ
ラ
イ
ベ

ト
で
使
う
武
器
や
防

の
ラ
ン
ク
も
製
作
依
頼
に
よ

て
上
が

て
い

た
の
で
あ
る

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
更
に

七
人
に
情
報
収
集
の
依
頼
も
出
し
て
い
た

 
こ
れ
は

守
番
を
し
て
い
る
メ
ン
バ

が
行
う
だ
け
で
よ
く

 
様
々
な
情
報
が
グ
ラ
ン
ゼ
の
下
に
集
ま

て
き
た

 
だ
が
そ
う
そ
う
い
い
事
ば
か
り
が
続
く
事
は
な
く

こ
の
大
々
的
な
動
き
は
当
然
の
よ
う
に
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ヴ

ル
ハ
ラ
の
情
報
収
集
を

る
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
の
下
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た

小
人
の
靴
屋
が
最
近

手
に
動
い
て
る
み
た
い
だ
ね

ま
あ
危
機
感
を
覚
え
た
ん
じ

な
い
か
な

最
近
目
立

て
る
の

て
う
ち
ば

か
り
だ
し

ね

る
よ
う
な
事
な
の
か
な

だ

て
あ

ち
に
は
ナ
タ
ク
さ
ん
ク
ラ
ス
の
職
人
が
大
勢
い
る

ん
で
し

そ
れ
は

の
話
だ
よ

だ

て
あ
の
人
達

ち

と
も
前
線
に
出
て
こ
な
い
じ

な
い

 
確
か
に
物
作
り
だ
け
で
も
ス
キ
ル
は
取
れ
る
し
ス
テ

タ
ス
も
上
が
る
け
ど

 
う
ち
み
た
い
に
一
気
に
大

の

験

を

い
だ
方
が
全
然

が
い
い
は
ず
だ
も
ん

 
多
分
あ
い
つ
ら

今
じ

も
う
ス
ク
ナ
さ
ん
よ
り
も
能
力
は

い
と
思
う
な

な
る
ほ
ど

確
か
に
言
わ
れ
る
と
そ
う
か
も
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
情
報
収
集
を
続
け

み
の

ギ
ル
ド
か
ら

 
つ
い
さ

き
小
人
の
靴
屋
の
奴
ら
が

に
来
て
そ
の
場
を
追
い
出
さ
れ
た
と
い
う
話
を

い

た
時

 
そ
の
様
子
を

う

に

ト
ラ
フ

ク
ス
へ
と
向
か

た
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こ
う
い
う
時

全
部
の
鍵
が
あ
る
と

利
だ
よ
ね

だ
ね

こ
こ
か
ら
は
一
応
変
装
し
て
お
こ

か

そ
う
し
よ

か

 
二
人
は
そ
う
言

て

型
と

の
色

つ
い
で
に

の
色
を
変
え

面
を
被

た

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
別
人
の
よ
う
な

で
東
門
か
ら
侵
入
し

目
的
地
へ
と
向
か

た

 

中
で
何
度
も
雑

と
遭
遇
し
た
が
こ
の
二
人
に
と

て
は
何
の
問
題
も
な
く
倒
せ
る
敵
で

あ

た
い
た

あ
そ
こ
だ

う
ひ

結

多
い
ね

中
に
は
手
だ
れ
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
気
を
つ
け
よ
う

う
ん

 
た
ま
に
雑

が

く
が

護
衛
部

ら
し
き
者
達
が
普
通
に

散
ら
し
て
い
く

 
大
体
五
人
一
組
く
ら
い
で
敵
に
当
た

て
い
る
が

特
に
危
な
げ
な
様
子
は
な
い

 
そ
の
中
で
三
人

突
出
し
て
強
い
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た
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ね

あ
れ

て
確
か

ヤ
サ
と
ビ
ア

ド

て
プ
レ
イ
ヤ

じ

な
い

え

良
く
分
か
る
ね
コ
マ
チ
ち

ん

レ
コ
ン
君
と
違

て

あ
の
動
き
は
何
度
も
映
像
で
見
た
か
ら
ね

 
外
に
出
る
事
が
多
い
レ
コ
ン
と
比
べ
コ
マ
チ
は
そ
う
い

た
デ

タ
を
よ
く

し
て
い
た

 
そ
の
差
が
こ
こ
で
出
た

で
あ
る

一
応
録
画
し
て
お
こ

か

う
ん

 
二
人
は
そ
う
言

て

影
を
始
め
た

 
こ
う
な
る
と
気
に
な
る
の
は
も
う
一
人
の
強
い
プ
レ
イ
ヤ

が
誰
か
と
い
う
事
で
あ
る

あ
れ

誰
だ
ろ

何
者
だ
ろ
う
ね

の
七
人
の
誰
か
じ

な
い
ん
だ
よ
ね

う
ん

武
器
が
違
う
か
ら
ね

で
も
な

あ
の
プ
レ
イ
ヤ

ど
こ
か
で
見
た
気
が
す
る
ん
だ
よ
な

 
レ
コ
ン
は
何
と
な
く
見
覚
え
が
あ
る
気
が
し
て
お
り

 
そ
れ
が
誰
な
の
か
を
必
死
に
思
い
出
そ
う
と
し
て
い
た
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そ
れ
が
ハ

キ
リ
し
た
の
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の

文
の

の
声
を

い
た

間
で
あ
る

 
レ
コ
ン
は
そ
の
魔
法
を
得
意
と
し
て
い
た
者
に
心
当
た
り
が
あ

た
の
だ

あ
れ
は
ウ

ン
ド
ア
ク
セ
ル
の

文

そ
れ
に
あ
の
声

ま
さ
か

 
レ
コ
ン
は
思
わ
ず
身
を
乗
り
出
し
て
し
ま
い
そ
の

が
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
見
つ
か

て
し

ま

た
ち

レ
コ
ン
君

誰
だ

 
そ
し
て
誰
何
の
声
と
共
に

護
衛
部

の
者
達
が
こ
ち
ら
に
駆
け
寄

て
き
た

ご

ご
め
ん

う
う
ん

離
脱
し
よ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
全
力
で
駆
け
出
し
た

 
下
手
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
ら

お
そ
ら
く
囲
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が

 
最
初
か
ら
逃
げ
に
徹
し
た
の
が
好
判
断
と
な
り

 
そ
の
速
度
に
付
い
て
こ
ら
れ
る
者
は
お
ら
ず
二
人
は
そ
の
ま
ま
無
事
に
逃
げ
切
る
事
が
出
来

た
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自
分
達
の

は
敵
に
見
ら
れ
て
し
ま

た
が

 
変
装
し
て
い
た

に

そ
の
正
体
ま
で
は
バ
レ
て
い
な
い
だ
ろ
う

ふ
う

ご
め
ん
ね
コ
マ
チ
ち

ん

う
う
ん

思
わ
ず
身
を
乗
り
出
し
ち

う

驚
い
た

て
事
で
し

 
で

あ
れ

て
一
体
誰
だ

た
の

う
ん

多
分
あ
れ

シ
グ
ル
ド
だ
よ

え

本
当
に

 
ユ
キ
ノ
パ

テ

の
一
員
と
し
て
名
を

せ
て
い
た
コ
マ
チ
は
当
然
シ
グ
ル
ド
と
も
面
識
が

あ

た

 
も
ち
ろ
ん
シ
グ
ル
ド
が
ど
う
や

て
シ
ル
フ
領
を
追
放
さ
れ
た
か
も

知
し
て
い
る

な
る
ほ
ど

あ
い
つ
が
黒
幕
か
な

か
も
し
れ
な
い
ね

性
は
腐

て
る
け
ど
あ
れ
で
も

は
良
か

た
は
ず
だ
か
ら

 
そ
れ
な
り
に
成
⻑
し
て
い
る
と
思
え
ば

そ
こ
そ
こ
強
敵
か
も

と
り
あ
え
ず
こ
の
情
報
を
分

し
て

お
兄
ち

ん
に
報
告
だ
ね

だ
ね
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こ
う
し
て
シ
グ
ル
ド
の
存
在
が
ハ
チ
マ
ン
に
伝
え
ら
れ
る
事
と
な

た
が

 
特
に
こ
ち
ら
に
ち

か
い
を
か
け
て
き
て
い
る

で
も
な
い

 
い
ず
れ
シ
グ
ル
ド
が
こ
ち
ら
に
敵
対
し
て
き
た
時
に

 
ま
た
相
手
を
す
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
事
に
な
り

そ
れ
で
も
一
応
注
意
と
い
う
事
で

 
そ
の
事
実
が
全
メ
ン
バ

に

知
さ
れ
る
事
に
な

た
の
で
あ
る

 
そ
の
シ
グ
ル
ド
が
再
び
表
舞
台
に

場
す
る
の
は

次
の
大
型
バ

ジ

ン
ア

プ
の
時
で

あ

た

 
明
日
は
記
念
と
い
う
事
で

午
前

時
に
投
稿
し
ま
す
ね

十
二
時
間
後
で
す
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第
１
０
０
０
話
 
祝
福
の
光

 
皆
様
の
応
援
の
お
か
げ
で
無
事
に
千
話
ま
で
た
ど
り
着
く
事
が
出
来
ま
し
た

 
終
了
予
定
を
大

に
超
過
し
そ
う
で
す
が

今
後
と
も
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
千
話
に
相
応
し
い
話
に
仕
上
が

て
い
れ
ば
い
い
の
で
す
が

 
そ
し
て
迎
え
た
次
の
日
の
朝

八
幡
は
若

張
し
て
い
た

く
そ

知
ら
な
き

良
か

た

自
然
な

技
が
出
来
る
自
信
が
全
く
無

 
八
幡
は
そ
う
考
え
つ
つ
校
門
か
ら

が
入

て
く
る
気
配
を
感
じ
チ
ラ
リ
と
そ
ち
ら
を
見

た 
そ
の

に
は
藍
子
と
木
綿
季
が
乗

て
お
り
八
幡
は

て
て
そ
ち
ら
に
気
付
か
な
い
フ
リ
を

し
た危

な
い
危
な
い

先
に
見
付
け
ち
ま
う
と
こ
ろ
だ

た
わ

 
そ
し
て
八
幡
は

窓
の
外
に
は
自
分
は
全
く
気
付
い
て
な
い
よ
と
ア
ピ

ル
し
つ
つ
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仲
間
達
を
絶
対
に
こ
ち
ら
に
近
寄
ら
せ
な
い
よ
う
に
気
を
張
り
つ
め
た

八
幡
君

と
こ
ろ
で

 
そ
の
時
明
日
奈
が
こ
ち
ら
に
近
寄

て
来
よ
う
と
し
た

 
八
幡
は

て
て
パ
タ
パ
タ
と
手
で
自
分
の
顔
を

い
だ

あ
れ

ど
う
し
た
の

い
や

今
日
は
結

日
差
し
が
強
い
な
と
思

て
な

 

だ
か
ら

て
油
断
し
て
る
と
日
焼
け
し
ち
ま
う
ぞ

こ

ち
に
来
な
い
方
が
い
い

え

本
当
に

お
う

俺
の
顔
を
見
て
み
ろ

か
い
て
る
だ
ろ

本
当
だ

そ
ん
な
に
な
ん
だ

 
実

は

や

で
あ
る
が

あ
と
少
し
時
間
を

げ
ば
二
人
の

が
見
え
な
く
な
る

 
八
幡
は
そ
れ
ま
で
の

だ
と
思
い

技
を
続
け
た

だ

て
よ
里
香

私
は
日
焼
け
と
か
気
に
し
な
い
け
ど

確
か
に

に
一
人
だ
け
色
が
黒
い
の

て

 
日
サ
ロ
に
で
も
行

た
の

み
た
い
に
思
わ
れ
そ
う
で
ち

と

よ
ね
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で
す
ね
で
す
ね

 
ど
う
や
ら
そ
れ
で

三
人
娘
は
誤
魔
化
せ
た
ら
し
い

 
八
幡
は
た
め
息
を
つ
く
と
チ
ラ
リ
と
外
を
見
て
二
人
が
も
う
校

に
入

た
事
を
確
認
す

る
と

 
安
心
し
た
よ
う
に

の
力
を
抜
い
た

八
幡

ど
う
か
し
た
の
か

 
そ
ん
な
八
幡
の

に
気
付
い
た
和
人
が
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

ん

お
う

何
で
も
な
い
何
で
も
な
い

ど
う
見
て
も
何
で
も
な
く
は
無
さ
そ
う
だ

た
け
ど
な

 
三
人
を
窓
に
近

け
な
い
よ
う
に
し
て
た
よ
な

 
さ
す
が
は
和
人
で
あ
る

相
棒
が
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ

ん

ま
あ
す
ぐ
分
か
る

て

ふ

ん

 
そ
し
て
ホ

ム
ル

ム
の
時
間
が
近
付
き

八
幡
の

張
は

点
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
た

 
お
そ
ら
く
二
人
は
先
生
と
一

に
前
か
ら
入

て
く
る
だ
ろ
う
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そ
う
思
い

八
幡
は
前
に
ば
か
り
集
中
し
て
い
た

あ
 
そ
の
時
明
日
奈
が
そ
ん
な
声
を
上
げ
八
幡
は

に
二
人
が
来
た
か
と
教
室
前
方
の
入
り
口
の

方
を
見
た

 
だ
が
そ
こ
は

じ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
八
幡
は
違

た
か
と
ホ

と
し
て
再
び
前
を
向
い

た 

張
の
あ
ま
り

明
日
奈
が
何
に
対
し
て
反
応
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
余

は
な
い

 
後
方
で
人
が
何
人
か
動
い
て
い
る
気
配
は
あ

た
が
そ
の
事
に
つ
い
て
も
考
え
を
巡
ら
せ
る

余

が
な
い

が

い

く
来
て
く
れ

 
八
幡
は
そ
う
思
い

一
心
不
乱
に

り
を

げ
て
い
た

 
そ
ん
な
八
幡
の

の

が

い
き
な
り
誰
か
に

き
し
め
ら
れ
る

ひ
 
思
わ
ず
八
幡
は
そ
ん
な
変
な
声
を
上
げ
て
し
ま
い

 

か
ら
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
笑
い
声
が

こ
え
て
き
た



 第１０００話 祝福の光

あ
は
は
は
は

八
幡

面
白
い

何
よ
そ
の
声

ま
る
で
女
の
子
み
た
い
じ

な
い

 
そ
の
声
に
八
幡
は

て
て

を
見
回
し

 
至
近

離
で
藍
子
と
木
綿
季
が
自
分
の
顔
を

き
込
ん
で
い
る
事
に
気
が
付
い
た

お
わ

お

お
前
達

い
つ
の
間
に

え
へ
へ

リ
ハ
ビ
リ
が
終
わ

て
や

と
自
分
の
足
で
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な

た
ん
だ

よ
今
日
か
ら
本
当
の
意
味
で
ク
ラ
ス
メ

ト
ね

し

か
り
私
達
の
面
倒
を
見
る
の
よ

お

お
お

そ

そ
う
か

や

と
か

そ
れ
は
良
か

た

 
八
幡
は

技
の
つ
も
り
で
そ
う
言

た
が

大

な
事
こ
の
上
な
い

 
だ
が
他
の
者
達
は
逆
に
八
幡
が
驚
き
の
あ
ま
り
ま
と
も
に

れ
な
い
の
だ
と
思

た
ら
し

く 
そ
ん
な
八
幡
を
微
笑
ま
し
く

め
て
お
り

当
の
藍
子
と
木
綿
季
も
そ
ん
な
八
幡
に

 

か
ら
思
い

き
り

き
つ
い
た
の
で
あ

た

 
要
す
る
に
さ

き
の
明
日
奈
の
驚
き
の
声
は
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二
人
が
教
室
の
後
ろ
の
ド
ア
か
ら
中
に
入

て
き
た

で
あ
り

 
そ
の
時
二
人
が

の
前
で
人
差
し
指
を
立
て
て

シ

と
い
う
仕

を
し
て
い
た

 
そ
れ
で
ク
ラ
ス
メ

ト
達
も
皆
ピ
タ
リ
と
静
か
に
な

た
と
ま
あ
そ
ん
な

な
の
で
あ

た
八
幡

八
幡

ボ
ク
達
八
幡
の
お
か
げ
で
や

と
元
気
に
な
れ
た
よ

お

お
う

よ
く
頑
張

た
な

 
こ
こ
に
来
て
八
幡
の

張
も
と
れ
た
の
か

優
し
い
口
調
で
そ
う
言
う
と

 
二
人
は
わ
ん
わ
ん
と

き
出
し
た

 

中
で
担
任
が
前
か
ら
入

て
き
た
が

二
人
が

校
し
て
く
る
事
を
知

て
い
た
の
か

 
何
も
言
わ
ず
に
目

で
出

だ
け
確
認
し

そ
の
ま
ま
明
日
奈
に
一
言
だ
け
何
か
言
う
と

 
そ
の
ま
ま
部
屋
を
出
て
い

た

 
そ
し
て
場
が
落
ち
着
い
た

明
日
奈
は
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に
向
か

て
こ
う
言

た

み
ん
な

一
限
目
は
先
生
が
自

に
し
て
く
れ
る

て

 
で

と
り
あ
え
ず

え
だ
け
し
て
も
ら

て

後
は
歓
迎
会
で
も
し
て
く
れ
だ

て
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そ
の
言
葉
を
受
け

和
人
が
真

先
に
動
い
た

 
教
室
の
窓
側
の
最
後
尾
の

を
八
幡
の

に
そ
の
前
を
木
綿
季
の

に
木
綿
季
の

を
明

日
奈
の

に

 
そ
し
て
八
幡
の

の

を
藍
子
の

に
指
名
し
た
の
だ

こ
の
四
人
だ
け
は
こ
こ
で
い
い
な

後
の

は
み
ん
な
で
く
じ
引
き
で
決
め
よ
う

 
そ
の
言
葉
に

て
ク
ジ
が
引
か
れ

ど
ん
な
運
命
の
巡
り
合
わ
せ
か

 
結
局
和
人
と
里
香

珪
子
も
木
綿
季
の
前
の

り
に
ま
と
ま
る
事
と
な

た

よ
し

こ
れ
で

え
は
終
わ
り
な

残
り
は
四
十
分
し
か
な
い
ぞ

急
げ

 
そ
し
て
和
人
が
何
人
か
の
男
子
と
共
に

に

い
出
し
に
出
る
事
に
な
り

 
八
幡
は
和
人
に

布
を

し
た

お
い
和
人

い
は
こ
れ
で
し
て
く
れ

さ

す
が
八
幡

太

腹

 
そ
し
て
和
人
達
は
全
力
で
走
り
出
し

凄
ま
じ
い
速
度
で

い
物
を
終
え

 
五
分
も
か
か
ら
ず
教
室
へ
と
帰
還
し
た

お
待
た
せ

よ
し

歓
迎
会
を
始
め
る
ぞ
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そ
の
ま
ま
ク
ラ
ス
メ

ト
の
正
式
な
自

紹
介
が
始
ま
り

 
二
人
を
囲
ん
で
楽
し
く
お

り
が
行
わ
れ
る
事
と
な

た

担
任
の
先
生
の

な
計
ら
い
に
感

謝
で
あ
る

 
こ
の
時
の
記
憶
が
あ

た
せ
い
か

ク
ラ
ス
の
者
達
は

 
そ
の
先
生
が
三
月
に
転
任
し
て
い
く
時
に

そ
の
後
ろ

が
見
え
な
く
な
る
ま
で

 
ず

と

を
下
げ
続
け
て
見
送
る
事
に
な
る

 
そ
ん
な
楽
し
い
時
間
が
続
い
て
い
き

時
刻
は
一
限
目
の
終
了
五
分
前
と
な

た

よ
し

残
り
五
分
だ

一
気
に
片
付
け
る
ぞ

 
そ
の
八
幡
の
指

に

い

全
員
総
出
で
片
付
け
が
開
始
さ
れ
た

 
実
に

の
と
れ
た
そ
の
動
き
に
藍
子
と
木
綿
季
は
驚
い
た
が

 
何
か
困

た
事
が
あ

た
時
に
頼
り
に
な
る
ク
ラ
ス
メ

ト
ば
か
り
だ
と
い
う
事
も
分
か
り

 
こ
れ
か
ら
も

と
仲
良
く
し
て
い
こ
う
と
二
人
は
未
来
に
明
る
い
希
望
を
持
つ
事
が
出
来
た

 
そ
し
て
二
時
限
目
か
ら
は
普
通
の

業
が
行
わ
れ

そ
の
度
に
藍
子
と
木
綿
季
は

 
こ
れ
が
本
当
の
自
分
で
す
と
い
う
風
に
先
生
達
に

業
が
始
ま
る
前
に

を
し
た

 
そ
ん
な
微
笑
ま
し
い
光
景
が
何
度
か

り
返
さ
れ
た
後
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そ
の
ま
ま
時
刻
は
昼
休
み
と
な
り
最
初
は
教
室
で

を
く

つ
け
て
食
べ
る
予
定
だ

た
の

だ
が

 
天
気
が
い
い
事
も
あ
り

一
同
は
屋
上
へ
と
上
が
る
事
と
な

た

 
こ
の
学
校
に
も
詩
乃
の
学
校
と
同
様
に
風
が
ま

た
く
来
な
い
ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ

ン
が
あ
り

 
一
同
は
そ
こ
に
マ

ト
を
敷
い
て

楽
し
く
昼
食
を
と
る
事
と
な

た
の
で
あ
る

う

ん

や

ぱ
り
外
の
方
が
気
持
ち
い
い
ね

も
う
十
二
月
な
の
に

か
い
よ
な

ま
あ
風
が
当
た
る
所
だ
と
無
理
だ
と
思
う
け
ど
ね

 
実

こ
こ
に
は
八
幡
達
以
外
の
生
徒
の

は
な
い

天
気
は
良
く
て
も
風
が

た
い
か
ら
で
あ

る
よ
し

当
を
シ

ア
と
い
こ
う

そ
の

当

和
人
は
自
分
で
作

た
の
か

そ
ん
な

な
い

て

八
幡
か
ら
連

を
受
け
た
後

 
コ
ン
ビ
ニ
で
色
々

て
き
て
朝
に

日
の
ご

の
残
り
と
一

に
詰
め
合
わ
せ
た
だ
け
か

な
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ご
め
ん
ね

私
が
作

て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
良
か

た
ん
だ
け
ど

 
八
幡
か
ら
連

を
受
け
た
時
里
香
の
部
屋
に
は
二
人
分
の
食
材
の
ス
ト

ク
が
無
か

た
ら

し
い

 
ち
な
み
に
里
香
は
和
人
に
そ
の
事
を
伝
え

今
か
ら

い
物
に
行
く
と
主
張
し
た
よ
う
だ
が

 
そ
れ
は
里
香
の
身
を
心
配
し
た
和
人
が
止
め
た

 
も

と
も
二
人
で

い
物
に
行
け
ば
良
か

た
は
ず
な
の
だ
が

 
恥
ず
か
し
さ
が
先
に
立

て

そ
の
事
は
ど
ち
ら
も
言
い
出
せ
な
か

た
よ
う
で
あ
る

 
実
に
微
笑
ま
し
い
二
人
で
あ

た

ま
あ
和
人
は
女
子
力
が
足
り
な
い
か
ら
な

い
や

俺
に
女
子
力
は
必
要
な
い
だ
ろ

 
そ
の
会
話
に
一
同
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
ち
な
み
に
藍
子
と
木
綿
季
の

当
は

今
日
は

子
が
作

て
く
れ
た
ら
し
い

 
明
日
奈
里
香
珪
子
は
自
分
で
作

た
ら
し
く
八
幡
の
分
は
当
然
優
里
奈
が
作

た
も
の

だ
よ
し

食
べ
る
と
す
る
か

い
た
だ
き
ま
す
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い
た
だ
き
ま
す

 
そ
し
て
そ
の
昼
食
の
最
中
に

八
幡
は
藍
子
と
木
綿
季
に
寮
に
入
る
の
か
ど
う
か

ね
た

う
ん

そ
の
予
定
よ

初
め
て
の
一
人

ら
し
だ
ね

そ
う
か

ま
あ
明
日
奈
達
も
い
る
し

何
か
困

た
ら
す
ぐ
に
相
談
す
る
と
い
い

う
ん

任
せ
て

 
明
日
奈
は
ド
ン
と
胸
を
叩
き

初
め
て
の
一
人

ら
し
に

張
し
て
い
た
藍
子
と
木
綿
季
は

 
神
を
見
る
よ
う
な
目
で
明
日
奈
を
見
つ
め
て
い
た

後
は
卒
業
後
の
話
だ
が

え

ま
だ

く
な
い
か

 
和
人
が
そ
う
突

込
ん
で
き
た
が

八
幡
は
首
を
横
に

た

い
や

ア
イ

ユ
ウ

お
前
達

い
ず
れ
眠
り
の
森
を
出
る
ん
だ
ろ

う
ん

も
ち
ろ
ん
そ
の
つ
も
り
よ

子
さ
ん
は
ず

と
い
て
く
れ
て
も
い
い

て
言

て
る
け
ど

 
ほ
ら
あ
そ
こ
は
や
ぱ
り
健
な
人
が
い
つ
ま
で
も
い
て
い
い
場
所
じ
な
い
か
ら
さ
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二
人
の
分
の
部
屋
が
空
け
ば

他
の

者
が

設
に
入
る
事
が
出
来
る

 
と
い
う
か
二
人
が
寮
に
入

て
そ
の
ま
ま

て
こ
な
け
れ
ば
今
す
ぐ
に
で
も
そ
う
出
来

る 
も

と
も

子
は
今
の
と
こ
ろ

別
の

者
を
入
れ
る
つ
も
り
は
無
か

た
の
だ
が

 
将
来
的
に
ど
う
な
る
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い

だ
よ
な

な
の
で
俺
は
今
度

家
を

う
事
に
し
た

えそ

そ
れ

て

あ
あ

お
前
達
二
人
は
俺
が
引
き
取
る

ア
イ
と
ユ
ウ
は
そ
こ
に

め
ば
い
い
し

 
マ
ン
シ

ン
も
引
き

て

優
里
奈
も
そ
こ
に

む
事
に
な
る

 
八
幡
が
家
の
事
を
考
え
て
い
る
事
は
前
か
ら
知

て
い
た

 
藍
子
と
木
綿
季
以
外
の
者
達
は
そ
こ
ま
で
驚
か
な
か

た
が

 
さ
す
が
に
一
年
後
を
目
安
と
は
考
え
て
い
な
か

た
よ
う
だ

か

可
能
な
の
か

新

て

じ

な
い
か
ら
な

理
事
⻑
に
い
い
物
件
を
紹
介
し
て
も
ら

て
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そ
こ
を
リ
フ

ム
す
る
予
定
だ

あ
あ

理
事
⻑
は
ソ
レ
イ
ユ

設
の
社
⻑
だ

た

け

そ
れ
な
ら
何
と
か
な
る
の
か
な

最
悪
間
に
合
わ
な
か

た
ら

し
ば
ら
く
マ
ン
シ

ン
に

ん
で
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ
ろ

あ

確
か
に

で
も
そ
う
す
る
と

あ
の
部
屋
の
ク
ロ

ゼ

ト
は

 
明
日
奈
が
そ
う
言
い
出
し

八
幡
は
若

そ
う
な
表
情
で
こ
う
答
え
た

そ
れ
も
引
越
し
だ
な

正
直
俺
と
し
て
は
あ
ま
り
気
が
進
ま
な
い
ん
だ
が

そ

か

そ
れ
な
ら
み
ん
な
安
心
だ
ね

で

明
日
奈
は
ど
う
す
る
の

 
そ
の
時
里
香
が

明
日
奈
に
そ
う

ね
て
き
た

ど
う
す
る

て

い
や

だ
か
ら
そ
の
家
に
一

に

む
の
か

て
話

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
と
明
日
奈
は
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
風
に
キ

ト
ン
と
し
た

当
た
り
前
だ
ろ
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当
た
り
前
じ

な
い

あ

当
た
り
前
な
の
ね

 
里
香
は

く
ま
で
も
な
か

た
か
と
そ
う

き

八
幡
と
明
日
奈
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

当
た
り
前
す
ぎ
て
説
明
す
る
気
に
も
な
ら
な
か

た
な

う
ん

当
然
だ
よ
ね

そ

そ
う
ね

確
か
に

い
た
私
が
馬

だ

た
わ

 
里
香
は
ひ
く
ひ
く
と

を
引
き
つ
ら
せ

珪
子
は
そ
ん
な
里
香
を
ど
う
ど
う
と

め
た

そ
ん
な

で

二
人
も
今
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
い
ろ
よ

 
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
好
き
に
す
る
と
い
い

進
学
し
て
も
よ
し

職
し
て
も
よ
し

 
と
り
あ
え
ず
金
の
心
配
は
し
な
く
て
い
い
が

気
に
な
る
な
ら

職
し
た
後
に
返
し
て
く
れ

 
あ
と

こ
れ
か
ら
は
俺
の
事
を

親
だ
と
思

て
敬
う
よ
う
に

パ
パ

 
二
人
は
間

入
れ
ず
に
そ
う
言
い

八
幡
は

い
顔
を
し
た

二
人
と
も

そ
の
言
い
方
は
や
め
よ
う
ね

え

別
に
お
か
し
く
な
い
わ
よ
ね
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う
ん

パ
パ
は
パ
パ
で
し

確
か
に
そ
う
だ
が
世
間
体
が
悪
い
だ
ろ

も

と
別
の
呼
び
方
を
だ
な

パ
パ

 
二
人
は
そ
ん
な
八
幡
を
無

し
て
そ
う
言
い

八
幡
は
再
び
苦

の
表
情
を
し
た

 
結
局
二
人
は
一
歩
も
引
か
ず

そ
の
話
は
平
行
線
で
終
わ
る
事
と
な

た

ま

た
く
あ
い
つ
ら
と
き
た
ら

優
里
奈
ち

ん
も
だ
よ
ね

お
う

そ
う
な
ん
だ
よ

全
く
三
人
に
は
困

た
も
の
だ
よ
ね

パ

パ

 
明
日
奈
ま
で
そ
う
言
い
出
し

八
幡
は
情
け
な
い
顔
で
明
日
奈
の
顔
を
見
た

あ

明
日
奈
ま
で

私
の
は
別
の
意
味
だ
け
ど
ね

パ

パ

別
の
意
味

私
と
八
幡
君
に
子

が
出
来
た
時
に
そ
の

ほ
ら

ね

あ

あ
あ

そ

そ
う
だ
な
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そ
ん
な
二
人
の
バ
カ

プ
ル
ぶ
り
を

五
人
は

れ
た
顔
で

め
て
い
た

ぐ
ぬ
ぬ

今
日
の
主
役
は
私
達
の
は
ず
だ

た
の
に

ま
あ
あ
の
二
人
だ
か
ら
仕
方
な
い
わ
よ

う
ん
う
ん

仕
方
な
い
仕
方
な
い

 
そ
ん
な
一
同
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に

 
十
二
月
だ
と
い
う
の
に
太
陽
は

明
る
く
一
同
を

ら
し
続
け
て
い
た
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第
１
０
０
１
話
 
八
幡
の
専
属
達

 

日
は
多
く
の
方
々
か
ら

か
い
声
援
を

き
ま
し
た

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
と
い
う

で

ま
た
お
か
し
な
話
に
な
り
ま
し
た

 
そ
の
日

萌
郁
は
八
幡
に
対
し
て
反
乱
を

こ
し
た

  
と
あ
る
日
の

方
八
幡
は
ソ
レ
イ
ユ
で
八
幡
専
属
の
者
達
を
集
め
て
会
議
を
行

て
い
た

 
参
加
し
て
い
た
の
は
薔
薇
小
猫

雪
ノ
下
雪
乃

間
宮
ク
ル
ス

紅
莉
栖

双
葉
理
央

桐
生
萌
郁

 
こ
の
六
人
が
以
前
ま
で
の
専
属
メ
ン
バ

で
あ
る

そ
し
て
新
た
に
加
わ

た
者
が
二
名
い

た 
神
代
フ
ラ
ウ
針
生

人
の
二
人
で
あ
る

こ
の
針
生

人
は
八
幡
の
専
属
初
め
て
の
男
性

で
あ

た
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神
代
フ
ラ
ウ
と
共
に

用
さ
れ
た
こ
の
男
性
は

能
力
は
あ
る
の
だ
が

 
問
題

と
し
て

企
業
の
間
で
は

名
な
男
だ

た

 

く
面
接
の
時
に
態
度
の
悪
か

た
面
接

に
説
教
を
始
め
そ
の
ま
ま
正

で

破
し
た

 

く

面
接
の
時
に
強
そ
う
な
面
接

に
手
合
わ
せ
を
挑
み

打
撃
で
勝
利
し
た

 

く
面
接

と
趣
味
の
話
で
意
気
投
合
し
て
し
ま
い
面
接
の
時
間
中
ず

と
そ
の
話
に
明

け

れ
た

 

と

げ
て
い
け
ば
き
り
が
な
く
本
気
で
入
社
す
る
つ
も
り
も
無
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

 
主
だ

た
会
社
に
は
ブ
ラ

ク
リ
ス
ト
が
回

て
き
て
い
る
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
る

 
そ
れ
で
は
彼
の
面
接
の
様
子
を
現
場
か
ら
お

け
し
よ
う

 
で
は

我
が
社
を

望
し
た
理
由
を
お

か
せ
下
さ
い

 
薔
薇
の
そ
の
言
葉
に

本
人
は
い
た

て
真
面
目
に
こ
う
答
え
た

知
の
間

だ

た
者
に
誘
わ
れ
た
か
ら
で
す

 
そ
の
人
物
か
ら
御
社
は
何
か
面
白
そ
う
だ

と
言
わ
れ
ま
し
た

面
白
い

で
す
か
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は
い

そ
の
人
物
は
外
面
だ
け
は
い
い

他
人
と
接
す
る
の
が
実
は
苦
手
な
人
物
で
す
が

 
そ
う
い

た
勘
は
良
く
当
た
る
ん
で

そ
れ
で
興
味
を
持
ち
ま
し
た

厳
し
い
事
を

い
ま
す
ね

 
そ
の
人
物
が
う
ち
に

用
さ
れ
た
事
が
お
か
し
い
と
言

て
い
る
よ
う
に

こ
え
ま
す
が

そ
こ
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
が

意
外
な
の
は
確
か
で
す
ね

と
い
う
事
で
す
が

用
な
さ

た
本
人
は
ど
う
で
す
か

 
そ
う
薔
薇
に

ら
れ

そ
の

用
し
た
本
人

八
幡
は
こ
う
答
え
た

俺
が

用
し
た

あ
あ

も
し
か
し
て

来
明
日
香
の
事
か

俺
が

用
し
た
の
は
あ
い
つ

だ
け
だ
し
な

 
そ
の
言
葉
に

人
は
目
を
見
開
い
た

ど
う
見
て
も
一
番
若
く
雑

に
し
か
見
え
な
か

た

八
幡
が

 
薔
薇
に
向
か

て
そ
ん
な
口
調
で
話
し
か
け
た
か
ら
で
あ
る

へ
 

人
は
意
外
そ
う
な
口
調
で
そ
う
言
い

八
幡
を

め
た
が

 
八
幡
は
ま

た
く
動
じ
ず
に

人
の
目
を
真

直
ぐ
に
見
な
が
ら
こ
う
答
え
た
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俺
は
あ
い
つ
の
⻭
に
衣
着
せ
ぬ
物
言
い
が
気
に
入

た
ん
だ

 
あ
い
つ
な
ら
俺
が
間
違

た
時
に
追

な
ん
か
せ
ず
そ
れ
を
キ

パ
リ
否
定
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
さ

へ
 

人
は
先
ほ
ど
と
同
じ
セ
リ
フ
を
口
に
出
し
た
が
そ
の
ニ

ア
ン
ス
は
ま

た
く
違

て
い

た 
今
度
は
多
分
に
感
心
し
た
よ
う
な

き
を

て
い
た
か
ら
だ

て
事
は

あ
ん
た
は
あ
の
明
日
香
の
素
顔
を
引
き
出
し
た

て
事
か

こ
れ
は
そ
そ
る
ね

 

人
は
丁

な
言
葉
遣
い
を
や
め

な
め
ず
り
を
し
な
が
ら
八
幡
に
言

た

素
顔
を
引
き
出
し
た

て
い
う
か

 
あ
い
つ
が

て
た
強
化
外
骨
格
に
気
付
い
て
そ
れ
を
指
摘
し
て
や

た
だ
け
だ
ぞ

強
化
外
骨
格
と
き
た
か

そ
れ

て
そ
こ
の
社
⻑
さ
ん
と
同
じ

て
事
で
し

う

あ
ら

よ
く
分
か
る
わ
ね

 
そ
う
答
え
た
の
は
も
ち
ろ
ん
陽
乃
で
あ

た

そ
の
顔
は
実
に
美
し
い
笑
顔
を
保

て
い
る
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お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す

姫

 
姫
と
呼
ば
れ
た
陽
乃
は

そ
の
言
葉
に
パ

と
目
を

か
せ
た

八
幡
君

こ
の
子
正
直
な
子
み
た
い
よ

用
し
ま
し

う

待
て
待
て

決
断
す
る
の
は
ま
だ

い

て

そ
れ
に
姉
さ
ん
も
分
か

て
る
だ
ろ

 
あ
い
つ

ま
だ
こ

ち
を

み
し
て
や
が
る
ぞ

 
こ
こ
で

用
と
か
言

て
も
逆
に
断

て
く
る
の
が
オ
チ
だ

あ
ら

残
念

 
そ
の
二
人
の
会
話
に

人
は

ヒ

と
口

を

い
た

お
や
お
や

こ
こ
に
は
化
け
物
し
か
い
ら

し

ら
な
い
よ
う
で

で

ど
う
す
れ
ば
納
得
し
て
く
れ
る
ん
だ

 

人
の
そ
の
言
葉
に
は

わ
ず

八
幡
は
そ
う

ね
て
き
た

ふ
む

私
め
に
関
す
る
噂
は
ご
存
知
で

 
そ
の

に

居
が
か

た
言
い
方
に

八
幡
は

々
と
こ
う
返
し
た

噂
ね

ど
れ
で
も
い
い
な
ら
そ
う
だ
な

お
前
が
面
接
の
時
に

 
面
接

に
手
合
わ
せ
を
挑
ん
で
ボ
コ
ボ
コ
に
し
た

て
の
を

・選
・ぶ

と
す
る
か
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ほ
う
ほ
う

い
い
ね
い
い
ね

選
ぶ
と
き
ま
し
た
か

そ
れ
で
ど
う
し
ま
す
か

こ
こ
で
や

り
ま
す
か

ま
あ
待
て
そ
れ
に
対
し
て
こ

ち
が
出
せ
る
の
は
俺
か
姉
さ
ん

社
⻑
だ
ど

ち
が

い
い選

ば
せ
て

け
る
と
は
光
栄
の
至
り

そ
れ
じ

あ
両
方
と
い
う
事
で
宜
し
い
か

別
に

わ
な
い
ぞ

お
い
小
猫

俺
が
や
り
合

て
る
間
に
マ

ト
を
一

持

て
こ
い

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

人
の
前
に
出
た

マ

ト
を
ど
う
す
る
の
で

に
敷
く
ん
だ
よ

お
前
が
怪
我
し
ち
ま
う
か
ら
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に

人
は
心
の

か
ら
面
白
い
と
い
う
風
に
笑
い
転
げ
た

げ
ら
げ
ら
げ
ら

そ
の
凄
い
自
信

実
に
い
い
じ

な
い

フ

キ
ン
ボ

イ

 
そ
う
言

て
い
き
な
り

人
は
八
幡
の

元
目

け
て
手
刀
を

り
出
し
て
き
た
が

 
八
幡
は
更
に

み
込
ん
で
そ
れ
を
同
じ
く
手
刀
で

き

 

人
の
体
勢
を
崩
し
た
後

も
う
片
方
の
手
で
目
突
き
を
放

た

 
一
歩
間
違
え
た
ら

人
の
目
に
指
が
飛
び
込
む
よ
う
な

離
で
あ

た
が
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八
幡
は
正
確
に

人
の
目
の
一
セ
ン
チ
手
前
で
そ
の
指
を
静
止
さ
せ
た

でひ
 

人
は
口

を
一
つ

く
と

降
参
だ
と
い
う
風
に
両
手
を
上
げ
な
が
ら
立
ち
上
が

た

参

た

参

た

あ
ん
た
一
体
何
者

だ

 

人
は
そ
の
ま
ま
回
し

り
を
放

た
が

八
幡
は
そ
れ
を
も

ん
で
い
た

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る

人
の
足
を

い

 

人
を
そ
の
場
で
転
倒
さ
せ

そ
の
上
に
馬
乗
り
に
な

た

フ

ク

ふ
う

狂

み
た
い
な
奴
だ
な
お
前

で
も
そ
の
目
か
ら
は
理
知
的
な
光
は
消
え
て
い
な
い

か 
そ
ん
な
お
前
に
質
問
だ

自
分
の
女
と
自
分
の
子

お
前
な
ら
ど

ち
を
選
ぶ

 
そ
の
言
葉
に

人
は

き
覚
え
が
あ

た

 
自
分
も
高
校
時
代
に
む
か
つ
く
女
性
に
向
け
て
だ
が
同
じ
事
を
言

た
記
憶
が
あ

た
か
ら

で
あ
る
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子

と
答
え
た
ら
俺
の
顔
を

女
と
答
え
た
ら
俺
の
腹
を
攻
撃
す
る
と

 
ま
あ
男
女
差
が
あ
る
か
ら
ち

と
お
か
し
な
事
に
な

て
ま
す
が
ね

は
は

自
分
が

言

た
事
を
覚
え
て
る
の
か

そ
の
事
を
調
べ
て
あ
る
あ
ん
た
達
の
が
俺
は
怖
い
ね

違
い
な
い
な

俺
で
も
そ
れ
は
び
び

ち
ま
う
わ

 
そ
う
笑
い

八
幡
は
立
ち
上
が

て

人
の
手
を
と

た

ど
う
だ

う
ち
は
面
白
い
だ
ろ

実
に
面
白
い
ね

興
味
が
尽
き
な
い

 

人
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

 
八
幡
に
対
し

そ
の
場
で
臣
下
の

と
し
か
呼
べ
な
い
ポ

ズ
を
と

た

あ
な
た
が
何
者
か
は
存
じ
ま
せ
ん
が

私
め
の

を
貴
方
に

げ
ま
し

う

俺
か

俺
は
こ
こ
の
次
期
社
⻑
だ

と
い
う

で
姉
さ
ん

こ
い
つ
は
俺
が
も
ら
う
ぞ

え

そ
れ

私
も
欲
し
い
ん
だ
け
ど

を

げ
ら
れ
た
の
は
俺
だ
か
ら

め
て
く
れ

仕
方
な
い
な

で
も
せ

か
く
マ

ト
を
持

て
き
て
も
ら

た
ん
だ
し
私
と
も
手
合
わ
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せ
し
よ

 
そ
の
陽
乃
の
言
葉
に

人
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
大
笑
い
し
た

ま

た
く
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

こ
ん
な
の
は
高
校
以
来
で
す
よ

ほ
ら
ほ
ら

く
や
ろ

そ
れ
じ

あ
挑
戦
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

よ

と

 

人
は
そ
う
言

て
い
き
な
り
陽
乃
に
襲
い
か
か

た

 

人
は
本
気
で
陽
乃
の
顔
面
に
パ
ン
チ
を
入
れ
る
つ
も
り
で
あ

た
が
あ

さ
り
そ
の
手
を

捕
ま
れ

 
気
が
付
く
と

人
は
薔
薇
が
二
メ

ト
ル
先
に

て
て
敷
い
た
マ

ト
の
上
に

 
正
確
に
投
げ
飛
ば
さ
れ

背
中
か
ら
落
下
し
て
い
た

フ

ク

お
い
お
い

姉
さ
ん
は
相
変
わ
ら
ず
容

な
い
な

ふ
ふ
ん

こ
の
く
ら
い
は

い

い

 
ね

八
幡
君
も
し
私
の
手
を

い

て
私
の
胸
に
触
れ
ら
れ
た
ら
結
婚
し
て
あ
げ
て
も

い
い
わ
よ
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え

や
だ
よ

ど
う
せ
そ
の
勝
負
を
受
け
た
ら

姉
さ
ん
は
わ
ざ
と
負
け
る
じ

ん
か
よ

何
よ

意
気
地
無
し

そ
う
い
う
問
題
じ

ね
え
よ

 

人
は
そ
の
や
り
取
り
が
と
て
も
楽
し
か

た
ら
し
く

に
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
ま
ま
大
笑
い

し
て
い
た

 
そ
し
て
一
人

静
だ

た
薔
薇
は

そ
ん
な
三
人
を
見
て
た
め
息
を
つ
い
た

は

ま
た
変
な
の
が
入

ち

た
か

 
そ
れ
が
神
代
フ
ラ
ウ
が
面
接
を
受
け
た
の
と
同
じ
日
の
話
で
あ
る

 
こ
の
日
八
幡
が
直
接

用
し
た
の
は

結
局
こ
の
三
人
だ
け
で
あ

た

 
そ
の
中
で

来
明
日
香
は
秘
書
と
し
て

用
さ
れ
た
が

 
専
属
に
は
な
ら
な
か

た

に
こ
の
場
に
は
い
な
い

こ
れ
は

に
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

で
あ

る 
薔
薇
と
ク
ル
ス
が

に
専
属
な
以
上

秘
書
が
八
幡
の
専
属
だ
ら
け
で
は
ま
ず
い
の
だ

そ
れ
じ

あ
顔
合
わ
せ
か
ら
な

現
在
の
俺
の
正
式
な
専
属
は
こ
の
三
人

 
秘
書
室
⻑
の
薔
薇
小
猫

次
世
代
技
術
研
究
部
の

紅
莉
栖
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そ
し
て
う
ち
の
情
報
部
ル
ミ
ナ
ス
所
属

桐
生
萌
郁
だ

 
そ
の
言
葉
を
受
け

最
初
に

人
が
八
幡
に
こ
う

ね
て
き
た

ボ
ス

ち

と
質
問
い
い
か

何
だ
ハ
リ

何
で
も
答
え
て
や
る
ぞ

 
ど
う
や
ら
八
幡
は

人
を
そ
う
呼
ぶ
事
に
決
め
た
ら
し
い

そ
の

紅
莉
栖
は
本
物
で
す
か

お
う

バ
リ
バ
リ
の
本
物
だ

そ
れ
だ
け
で
う
ち
に
入

た
甲
斐
が
あ
る
だ
ろ

ワ
オ

こ
れ
は
そ
そ
る
ね

お
嬢
さ
ん

今
度
是
非

相
対
性
理

に
つ
い
て
ご
教

願
え

ま
す
か

八
幡

こ
の
子

何
者

こ
の
子

て
お
前
な

私
な
ぞ
は

ハ
リ

の
お

さ
ん

で
十
分
で
す
よ

リ
ト
ル
ガ

ル

は

ま
た
お
か
し
な
の
を
入
れ
た
も
の
ね

で

何
が
目
的

目
的

さ
て

何
の
事
や
ら

 

人
は
本
当
に
分
か
ら
な
い
と
い
う
風
に
そ
う
答
え

紅
莉
栖
は

か
ん
と
し
た
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悪
い
紅
莉
栖

こ
い
つ
は
も
の
凄
く
知
的
好
奇
心
が

な
奴
な
ん
だ

 
悪
い
が
今
度
時
間
を
と

て

色
々
教
え
て
や

て
く
れ

 
多
分
教
え
れ
ば
教
え
る

こ
い
つ
は
そ
の
知
識
を

収
し
て
い
く
は
ず
だ

 
ま
あ
あ
る

度
学
ん
だ
ら

き
る
み
た
い
だ
け
ど
な

そ
う
な
の

他
に
は
何
を
学
ん
だ
の

そ
う
で
す
ね

大

バ

ド
ウ

チ
ン
グ

ダ
ム

ギ

ル
ゲ

特

妹
萌
え

と

か

な
る
ほ
ど

と
に
か
く
興
味
が
出
た
ら
片

か
ら

て
タ
イ
プ
な
の
ね

 

人
は
紅
莉
栖
の
口
調
に
否
定
的
な
ニ

ア
ン
ス
が
無
か

た
事
に
驚
い
た

へ

い
く
つ
か
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
要
素
が
あ

た
は
ず
だ
け
ど
ね

そ
ん
な
も
の
は
無
い
わ

ど
ん
な
物
で
も
知
識
は
知
識
よ

さ
す
が

世
界
一
の
天
才
は
言
う
事
が
違
う
ね

残
念

う
ち
に
は
も

と
上
が
存
在
す
る
の
よ

こ
の
中
に
そ
ん
な
大
人
物
が

い
い
え

八
幡
の
ス
マ
ホ
の
中
に
い
る
わ
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ス
マ
ホ

 
さ
す
が
の

人
も
ポ
カ
ン
と
し

八
幡
は

て
ス
マ
ホ
を

動
さ
せ

 
ア
マ
デ
ウ
ス
の
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ

ク
し
た

そ
れ
は

ア
マ
デ
ウ
ス
だ

そ
し
て
そ
の
中
身
は

 
直
後
に
ス
マ
ホ
の
中
か
ら

こ
え
て
き
た
の
は
当
然
の
事
な
が
ら
茅
場

の
声
で
あ

た

八
幡
君

何
か
用
事
か
い

 
ん

分
と
知
ら
な
い
人
が
多
い
み
た
い
だ
が

僕
を
呼
び
出
す

て
事
は

・そ
・う
・い
・う
・事

な

の
か
な

あ
あ

・そ
・う
・い
・う
・事

だ

な
る
ほ
ど

こ
こ
に
い
る
の
が
君
の
懐
刀

て

だ

そ

そ
の
声

 

人
は
ど
う
や
ら
茅
場

の
声
を
知

て
い
た
よ
う
だ

そ
の
目
が
驚
愕
に
見
開
か
れ
て
い

る
君
は
ど
う
や
ら
僕
の
事
を
知

て
い
る
み
た
い
だ
ね

初
め
ま
し
て

僕
は
茅
場

さ
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も

と
も
今
の
僕
は

本
当
の
僕
の
影

た
だ
の
虚
像
だ
け
ど
ね

ボ
ス

こ
れ
が
ソ
レ
イ
ユ
の
躍
進
の
秘
密
か

い
や

こ
れ
は
た
だ
の
話
し
相
手
だ
ぞ

そ

そ
う
な
の
か

お
う

今
ソ
レ
イ
ユ
が
大
躍
進
し
て
る
の
は

大
体
俺
の
手

だ
な

ほ
れ

尊
敬
し
ろ
尊
敬

し
ろレ

ツ
・
パ

リ

俺
の
選
択
は
間
違

て
い
な
か

た

あ
は
は
は
は
は
は

 
そ
ん
な

人
に

一
同
は

れ
た
よ
う
な
目
を
向
け
て
い
た

八
幡

て
本
当
に
変
わ

た
人
材
が
好
き
よ
ね

カ
メ

お
前
が
言
う
な

何
よ
フ
ロ

事

私
に
何
か
言
い
た
い
事
で
も
あ
る
の

フ
ヒ
ヒ

中
二

乙

ぐ
ぬ
ぬ

ほ
い

と
り
あ
え
ず
そ
こ
ま
で
な

 
今
日
集
ま

て
も
ら

た
の
は
と
り
あ
え
ず
顔
合
わ
せ
の

な
ん
だ
が
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せ

か
く
だ
し

仕
事
を
離
れ
て
一
つ
知
恵
を
出
し
て
欲
し
い
事
が
あ
る

 
そ
ん
な

ま
り
の
無
い

況
を
八
幡
が
止
め

一
同
は
そ
ち
ら
に
注
目
し
た

仕
事
は
関
係
な
し

つ

つ
ま
り
遊
び
か
何
か

 
そ
う
確
認
す
る
よ
う
に

ね
て
き
た
の
は
フ
ラ
ウ
で
あ

た

そ
う
だ

お
前
の
得
意
な
ゲ

ム
の
話
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
な

ふ

ふ
む

続
け
て

簡

に
説
明
す
る
と

俺
達
に

を

て
き
て
る
勢
力
が
あ
る

 
だ
が
そ
い
つ
ら
は
複

の
キ

ラ
を
駆
使
す
る
な
ど
し
て
中
々
こ
ち
ら
に

尾
を
掴
ま
せ
な

い 
そ
い
つ
ら
を
表
に
引

張
り
出
し

ボ
コ
ボ
コ
に
す
る
い
い
知
恵
が
あ

た
ら
教
え
て
く
れ

 
そ
の

間
に

人
が
大
笑
い
を
始
め
た

げ
ら
げ
ら
げ
ら

こ
れ
だ
け
の
人
材
を
集
め
て
最
初
に
話
す
の
が
ゲ

ム
の
話
と
か

 
や

ぱ
り
ボ
ス
は
最
高
だ
な
お
い

仕
事
も
遊
び
も
本
気
で
や
ら
な
い
と
な

だ
ろ

ハ
リ

は
は
は
は

違
い
な
い

そ
れ
じ

あ
精
一

考
え
さ
せ
て

く
と
し
ま
し

う
か
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こ
う
し
て
無

に
豪
華
な
メ
ン
バ

を
集
め
た

態
で

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
影
で
暗
躍
す
る
勢
力
を
あ
ぶ
り
出
す

の
話
し
合
い
が
開
始
さ
れ
た



 第１００２話 悪の天敵の悪だくみ

 
第
１
０
０
２
話
 
悪
の
天
敵
の
悪
だ
く
み

し
か
し
ハ
リ

お
前

こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ

と
は
面
識
は
無
い
は
ず
だ
よ
な

 
そ
れ
で
こ
れ
だ
け
の
メ
ン
バ

て

何
か
感
じ
る
も
の
で
も
あ

た
の
か

ボ
ス

そ
ん
な
の
見
れ
ば
分
か
る
で
し

う

こ
こ
に
い
る
全
員

 
全
身
か
ら
オ

ラ
が

れ
て
る
じ

な
い
で
す
か

 
こ
れ
な
ら
い
ず
れ
世
界

服
も
出
来
た
り
す
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

一
応
そ
の
つ
も
り
で
や

て
る
ぞ

 
八
幡
は
あ

さ
り
と
そ
う
答
え

人
は

々
ご
満

に
な

た

さ
す
が
ボ
ス
は
は

ソ
レ
イ
ユ
を
紹
介
し
て
く
れ
た
明
日
香
に
は
感
謝
し
な
い
と
だ
な

 
ま
さ
か
こ
ん
な
会
社
だ

た
と
は
思

て
も
み
な
か

た

そ
れ
じ

あ
今
度
場
を
設
け
る
か
ら

一

に
飲
み
に
で
も
行
く
か

お

話
せ
る
ね
ボ
ス

そ
れ
じ

あ
喜
ん
で
ご
相

に

か
り
ま
し

う

は
い
は
い

そ
こ
ま
で
そ
こ
ま
で

 
紅
莉
栖
が
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を
止
め

本
題
へ
と
持

て
い
く
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最
初
に
事
情
を
知
ら
な
い
人
へ
の
説
明
が
必
要
よ
ね

雪
乃

頼
め
る

え
え

分
か

た
わ

を
追

て
説
明
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
こ
か
ら
雪
乃
が
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

況
を

 
プ
レ
イ
し
て
お
ら
ず

し
く
知
ら
な
い
者
達
に
も
分
か
り
易
い
よ
う
に
説
明
し
て
い

た

 
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
誰
が
味
方
で
誰
が
敵
か
そ
の
実
力
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
ら

始
ま

て

 
ヴ

ル
ハ
ラ

七
つ
の
大
罪

他
の
主
だ

た
ギ
ル
ド
に
つ
い
て
の
説
明
が
続
け
ら
れ

 
そ
し
て
話
は
職
人
の
世
界
に
ま
で

び
最
後
に
過
去
に
ど
ん
な
争
い
が
あ

た
か
で
話
は
締

め
ら
れ
た

ど
う
だ

今
の
雪
乃
の
説
明
で

大
体
の
所
は
分
か

た
か

 
八
幡
は
薔
薇

萌
郁

フ
ラ
ウ

人
の
四
人
に
向
け
て
そ
う
問
い
か
け
た
が

 
四
人
は
問
題
な
い
と
い
う
風
に

い
た

さ
す
が
は
選
ば
れ
し
者
達
で
あ
る

 

か
い
用
語
は
と
も
か
く
大
雑

に
何
が

こ

て
い
る
の
か
は
完
全
に
理
解
し
て
も
ら
え

た
よ
う
だ

で

次
に
最
近
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
が
掴
ん
で
く
れ
た
大
ネ
タ
な
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八
幡
は
先
日
レ
コ
ン
達
が
遭
遇
し
た

小
人
の
靴
屋
の
連
中
の
事
を

皆
に
説
明
し
た

あ
ら

あ
い
つ
ら
が
そ
こ
に
い
た
の
ね

そ
う
い
う
事
だ

つ
い
で
に
シ
グ
ル
ド
も
な

 
八
幡
は
シ
グ
ル
ド
の
説
明
を

く
行
い

続
け
て
お
も
む
ろ
に
一
同
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た

で

み
ん
な

誰
が
こ
の
話
の
糸
を
引
い
て
る
黒
幕
だ
と
思
う

況
か
ら
考
え
る
と

小
人
の
靴
屋
の
リ

ダ

グ
ラ
ン
ゼ
だ

た
か
し
ら

 
も
し
く
は
シ
グ
ル
ド
の
ど
ち
ら
か
よ
ね

と

特
定
は
無
理
だ
と
思
わ
れ

情
報
が
ち

と
足
り
な
い
わ
よ
ね

ど

ち
が
ど

ち
に
利
用
さ
れ
て
て
も
違
和
感
な
い

と
思
う

案
外
ど

ち
も
自
分
が
黒
幕
だ

て
思

て
て

 
お

い
相
手
に
利
用
さ
れ
て
る

て
事
も
あ
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

確
か
に
な

人
は
自
分
の
見
た
い
も
の
だ
け
を
見
る
も
の
だ
し
な

で
も
た
だ
倒
せ
ば
い
い

て
も
の
じ

な
い
わ
よ
ね

 
雪
乃
の
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

い
た
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そ
う
だ
な

結
局
相
手
を
特
定
し
て

 
お
前
の
正
体
を
知

て
る
ぞ
と

し
を
か
け
る
の
が
一
番
だ
ろ
う
な

そ
れ
じ

あ
シ
ン
プ
ル
に
特
定
の
方
法
を
考
え
ま
し

う

ボ
ス

表
に
出
て
き
た
以
上

シ
グ
ル
ド
の
方
は
放
置
し
て
お
い
て
い
い
と
思
う
わ

 
い
ざ
と
な

た
ら
公

の
面
前
で
思
い

き
り
情
け
な
い
負
け
方
を
さ
せ
れ
ば
い
い
だ
け
だ
も

の
さ
す
が
雪
乃
嬢

姉
君
と
同
じ
で
容

が
な
い

 

人
は
楽
し
そ
う
に
そ
う
言
い

雪
乃
も
平
然
と
し
た
笑
顔
で
そ
れ
に
応
じ
た

で
も

果
的
で
し

う

話
に

く
限
り

そ
こ
ま
で
自
尊
心
が

大
し
た
男
な
ら

ま
あ

果
的
で
し

う

ね

雪
乃

そ
の
人

て
そ
ん
な
に
自
信
過

の
勘
違
い
野
郎
な
の

 
そ
の
時
ク
ル
ス
が
更
に

な
質
問
を
雪
乃
に
投
げ
か
け
た

 
そ
も
そ
も
こ
の
メ
ン
バ

の
中
で
シ
グ
ル
ド
の
事
を
知

て
い
る
の
は
八
幡
と
雪
乃
し
か
い

な
いと

い
う
か

生
理
的
に
好
か
な
い
男
と
い
う
の
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
し
ら
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げ
ら
げ
ら
げ
ら

そ
り

最
悪
だ
な

あ
な
た
も
一
歩
間
違
え
れ
ば
そ
う
な
る
か
も
し
れ
な
い
わ
よ

お

と

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
心
に

め
て
お
き
ま
し

う

 
も

と
も

人
の
場
合

そ
の
言
動
か
ら
は
仲
間
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
が
感
じ
ら
れ
る

 
そ
の
よ
う
な
事
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る

で

で
も
そ
い
つ
ら

て
雑

な
ん
で
し

 
い

い
く
ら
暗
躍
し
よ
う
と
結
局
プ
チ

と
潰
せ
る
ん
じ

な
い

 
フ
ラ
ウ
の
そ
の
問
い
に

八
幡
は

い
た

あ
あ

問
題
な
い
ぞ

じ

じ

あ
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
そ
い
つ
ら
を
気
に
す
る
ん
だ
お

そ
れ
は
簡

だ
な
安
易
に
俺
達
に
手
を
出
す
と
後
悔
す
る
ぞ

て
魂
に
刻
み
込
ん
で
や
る

だ

止
力
は
必
要

 
珍
し
く
萌
郁
が
そ
ん
な
事
を
言
い

八
幡
も
同
意
し
た

あ
る

度
の
人

が
い
れ
ば
ど
う
と
で
も
な
る
が
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少
人

で
動
い
て
る
時
に

回
襲
わ
れ
で
も
し
た
ら

さ
す
が
に
だ
る
い
か
ら
な

正
々

々
と
挑
ん
で
き
て
く
れ
る
な
ら
大
歓
迎
な
ん
だ
け
ど
ね

お

理
央
も
言
う
よ
う
に
な

た
な

ま
あ
そ
う
い
う
こ

た

 
正
々

々
と
挑
ん
で
き
た
相
手
に
は
遺

は
残
さ
ん

 
だ
が
裏
で
こ
そ
こ
そ
動
い
て
味
方
ご
と
敵
を
攻
撃
し
て
ボ
ス
の
ド
ロ

プ
を
持

て
い
く
よ
う

な
奴
は

 
あ
ら
ゆ
る
手

を
使

て
叩
き
潰
す

ま
あ
そ
れ
が
う
ち
の
方
針
だ

何
そ
の
悪
の
天
敵

テ
ラ
ワ
ロ
ス

だ
が

い
じ

な
い

む
し
ろ
好
き

う
ち
は
正
義
の
味
方
じ

な
い
し
ね

と
い
う

で
お
前
達

複
ア
カ
を
特
定
す
る
知
恵
を
出
せ

 
そ
の
八
幡
の
命
令
に

い

一
同
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
真
剣
に
考
え
始
め
た

 
と
は
い
え
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
の
手

に
よ

て

 
小
人
の
靴
屋
の
護
衛
部

に

の
七
人
が
参
加
し
て
い
る
事
が
分
か

た
の
だ

 
そ
う
な
る
と
も
う
や
れ
る
事
は
一
つ
で
あ
る

護
衛
部

と
や
ら
に
誰
が
参
加
し
て
い
る
か
を
見

め
て
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同
時
に
ア
ス
モ
さ
ん
に
そ
の
時
い
な
い
メ
ン
バ

を
チ

ク
し
て
も
ら

て

 
そ
れ
を

々
と

り
返
す
し
か
な
い
わ
ね

や

ぱ
り
そ
う
な
る
よ
な

で
も
そ
れ
だ
と

が
悪
い
わ
よ
ね

 
せ

か
く
だ
し

う
ち
に
と

て
は
あ
ま
り
重
要
で
な
い

場
の
情
報
を
流
し
て

 
そ
こ
に
行
か
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
な
い

そ
う
す
れ
ば
張
り
込
み
の
人

も
最

限
で
済
む

し 
場
合
に
よ

て
は
七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

が
多
い
時
を
狙

て
行
か
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
し紅

莉
栖
の
そ
の
意
見

用
だ
な

雪
乃

場
の
選
定
を
頼
む

分
か

た
わ

つ
い
で
に
そ
の
シ
グ
ル
ド

て
人
の
本

地
も
探

て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
よ
ね

小
人
の
靴
屋
に
も
人
を
置
い
て
お
き
た
い
で
す
ね

逆
に
言
え
ば

そ
こ
だ
け

え
て
お
け
ば
オ

ケ

で
し

う

デ

フ
フ
フ
フ

捕

完
了
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気
が

い
な
お
い

 
今
ま
で

し
て
い
た
の
が

の
よ
う
に

計
画
は
着
々
と
立
案
さ
れ
て
い
く

 
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

の
七
人
が
メ
イ
ン
キ

ラ
で
活
動
し
始
め
た
の
は
大
き
い
出
来
事
で

あ

た
で

ボ
ス

特
定
を
終
え
た
ら
奴
ら
に
ど
ん
な
天
罰
を
く
れ
て
や
る
つ
も
り
で

そ
う
だ
な

き

と
向
こ
う
も
色
々
頑
張

て
る
ん
だ

 
そ
の
計
画
が
成

出
来
る
よ
う
に
う
ち
も
陰
な
が
ら
手
伝

て
や
ろ
う

 
で

得
意
の
絶

を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
プ
チ

と
潰
す

 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に
専
属
達
は

い
た

そ
う
ね

出
と
し
て
は
ベ
ス
ト
な
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
雪
乃
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
そ
う
言

た

私
の
元
部
下
な
が
ら

れ
ね

 
そ
う
言
い
つ
つ
薔
薇
の
表
情
は
ま

た
く
可
愛
そ
う
だ
と
思

て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い

ま
あ
因
果
応
報
よ
ね

の

り
方
が
も
う
少
し
ま
と
も
な
ら
良
か

た
の
に
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紅
莉
栖
と
理
央
は
さ
す
が
に
ま
と
も
な
事
を
言
う

全
て
に
お
い
て
八
幡
様
に
負
け
て
い
る
の
に
対
抗
し
よ
う
と
思
う
の
が
間
違
い
で
す

 
ク
ル
ス
は
相
変
わ
ら
ず
ク
ル
ス
で
あ

た

私
も
見
張
る

 
萌
郁
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
キ

ラ
を
持

て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
そ
う
言

た

 
お
そ
ら
く

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

り
か
ら
コ
ン
バ

ト
さ
せ
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

 
あ
れ
か
ら
も
た
ま
に
ソ
ロ
で
遊
ん
で
い
る
ら
し
く

 
八
幡
が
受
け
た
報
告
に
よ
る
と

か
な
り
キ

ラ
も
育

て
い
る
よ
う
だ

げ
ら
げ
ら
げ
ら
げ
ら

あ

腹

さ
す
が
は
ボ
ス

 
さ
あ

パ

テ

の
始
ま
り
だ

み
ん
な
で
仲
良
く
ガ
キ
の

に

ろ
う

つ
い
で
に
監
禁
し
て

辱
で
手
を
打
と
う
そ
れ
な
ん
て
エ
ロ
ゲ

デ

フ
フ
い
い
ぞ
も

と
や
れ

 
そ
れ
に
対
し
て
新
し
く
加
入
し
た
二
人
は
無
茶
苦
茶
で
あ
る

 
も

と
も
八
幡
が
気
に
入

て
い
る
よ
う
な
の
で
問
題
な
い

悪
だ
く
み
を
し
て
い
る
君
達
は
本
当
に
楽
し
そ
う
だ
ね
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ア
マ
デ
ウ
ス
の
茅
場

が
そ
ん
な
感
想
を
述
べ

 
そ
れ
に
対
し
て
一
同
は

と
て
も
い
い
笑
顔
で
口
々
に
こ
う
答
え
た

悪
の
天
敵
は

や

ぱ
り
悪
だ
く
み
し
な
い
と
な

い
い
ぞ

も

と
や
れ

げ
ら
げ
ら
げ
ら

悪
だ
く
み
が
仕
事
と
か
最
高
じ

ね
え
か

ま

た
く
こ
の
人
達
は

で
も
正
直
私
も

い
じ

な
い
わ

八
幡
様

最
高
で
す

元
部
下
に
引

を

す
の
は
私
の
役
目
ね

こ
れ
が
大
人
に
な
る

て
事
な
の
か
な

ま
あ
今
回
は
私
も
止
め
る
気
は
な
い
わ
よ
ア
ス
モ
を

き

え
に
し
よ
う
と
し
た
事
忘
れ

な
い
わ

 
こ
の
後

更
に

み
込
ん
だ
プ
ラ
ン
も
い
く
つ
か
立
て
ら
れ

 
そ
の
日

く
ま
で
白
熱
し
た
議

が

り
広
げ
ら
れ
る
事
に
な

た



 第１００３話 萌郁の反乱、そして新人秘書

 
第
１
０
０
３
話
 
萌
郁
の
反
乱

そ
し
て
新
人
秘
書

 
議

出
し

そ
ろ
そ
ろ
意
見
も
出
尽
く
し
た
と
い
う

八
幡
は
専
属
達
に
告
げ
た

さ
て

今
日
は
こ
の
く
ら
い
で
い
い
だ
ろ

そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
に
す
る
か

そ
う
ね

確
か
に
も
う
い
い
時
間
だ
わ

中
々
い
い
話
し
合
い
が
出
来
た
と
思
う

今
日
は
ご
苦
労
だ

た

 
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
帰
宅
す
る
事
に
な

た
の
だ
が

 
雪
乃
は

に
寮
の
部
屋
を
確
保
済
で
あ
り

今
日
は
そ
こ
に

ま
る
ら
し
い

八
幡
君
も
し
良
か

た
ら
今
度
私
の
部
屋
を

き
に
来
て

結

頑
張

て
い
じ

た

の
よお

前
の
事
だ

ど
う
せ
部
屋
中
パ
ン
さ
ん
と
猫
の
グ

ズ
で

れ
て
る
ん
だ
ろ

さ

さ
あ
ど
う
か
し
ら
ね

 
そ
う
答
え
る
雪
乃
の
顔
が

く

ま

て
い
た

お
そ
ら
く
そ
の
指
摘
は
正
解
の
よ
う
だ

 
要
す
る
に
雪
乃
は
八
幡
に
自
分
が
集
め
た
グ

ズ
を
見
て
欲
し
か

た
の
だ
と
思
わ
れ
る

そ
う
だ
な

ま
た
今
度
な
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い
い
の

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
今
度
ね

 
同
様
に
ク
ル
ス
も

に
自
室
の
確
保
に
成
功
し
て
い
た

 
も

と
も
こ
の
二
人
は

く
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
入
り
が
決
ま

て
い
た

 
部
屋
が
準
備
済
み
な
の
は
当
然
な
の
で
あ
る

 
小
猫
と
紅
莉
栖
理
央
そ
れ
に
萌
郁
も
寮

ま
い
で
あ
り
そ
こ
に
帰
る
だ
け
で
事
足
り
る

 
事
実
萌
郁
以
外
の
五
人
は
そ
の
ま
ま
帰

て
い

た

今
日
は
ど
こ
に

ま
る
の

 
残

た
萌
郁
は
ど
う
い
う
意
図
な
の
か

八
幡
に
そ
う

ね
て
き
た

そ
う
だ
な
ハ
リ

と
フ
ラ
ウ
を
送

た
ら

て
き
て
一
人
で
マ
ン
シ

ン
で

る
さ

そ
う

 
萌
郁
は
そ
う
答
え
つ
つ

そ
の
場
を
動
こ
う
と
し
な
い

萌
郁
は
帰
ら
な
い
の
か

 
そ
の
八
幡
の
問
い
に

萌
郁
は
決
意
を
込
め
た

で
こ
う
答
え
た

今
日
は
マ
ン
シ

ン
に

ま
る

え

い
や

別
に
そ
の
必
要
は
な
い
だ
ろ
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ま
る

お
前
も
疲
れ
て
る
だ
ろ

ま
る
の
は
ま
た
今
度
に
し
て
今
日
は
ゆ

く
り
休
め

て

ま
る

業

命
令
だ

だ
が
断
る

な

そ
ん
な
用
語

ど
こ
で
覚
え
や
が

た

ダ
ル
君

あ
い
つ
め

 
業

命
令
と
言
わ
れ
て
も

萌
郁
は
頑
な
に
そ
の
場
所
を
動
こ
う
と
し
な
い

 
八
幡
が
知
る
限
り

萌
郁
が
八
幡
の
指

に

わ
な
か

た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
と
な
る

 
こ
う
し
て
萌
郁
は
八
幡
に
反
乱
を

こ
し
た

ど
う
い
う
事
な
ん
だ

と
り
あ
え
ず
理
由
を
説
明
し
て
く
れ

 
八
幡
は

る
事
も
な
く

む
し
ろ
戸
惑
い
な
が
ら
そ
う

ね
た

今
日
奉
納
し
た
い

奉
納

奉
納

げ
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八
幡
は
そ
の
言
葉
の
意
味
に
気
付
き

 
そ
う
い
え
ば
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
る
時
に
そ
ん
な
約
束
を
し
た
な
と
思
い
出
し
た

 
あ
れ
か
ら
か
な
り
の
時
間
が

て
お
り
さ
す
が
の
萌
郁
の

忍
袋
の

も
切
れ
た
の
だ
ろ

う
悪
い

す

か
り
忘
れ
て
た
わ

す
ま
な
か

た

 
と
り
あ
え
ず
八
幡
は
そ
う
謝

た

完
全
に
自
分
の
ミ
ス
で
あ
る
以
上
こ
れ
は
当
然
の
謝
罪

で
あ
る

で

で
も
明
日
奈
の
都
合
も

い
て
み
な
い
と

確
認
済
み

も
う
マ
ン
シ

ン
に
い
る

能
か
よ

 
ど
う
や
ら
萌
郁
は
事
前
に
明
日
奈
に
手
を
回
し
て
い
た
ら
し
い

こ
れ
で
八
幡
の
逃
げ
道
は
無

く
な

た

 
直
後
に
萌
郁
が
い
き
な
り
バ

グ
か
ら
何
か
を
取
り
出
そ
う
と
し
た
の
を
見
て

 
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
直
感
し
た
八
幡
は

て
て
萌
郁
を
止
め
た

そ

そ
れ
は
部
屋
に
行

て

明
日
奈
の
同

の
下
で
な
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そ
の
言
葉
に
納
得
し
て
く
れ
た
の
か

萌
郁
は
コ
ク
リ
と

い
た

 
一
方
少
し
離
れ
た
所
で
二
人
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た

人
と
フ
ラ
ウ
が

 
何
か

め
て
い
る
と
で
も
思

た
の
か

こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

ど
う
し
ま
し
た
ボ
ス

こ
ん
な
公

の
面
前
で
痴
話

で
す
か

ち

痴
話

の
相
手
は
是
非
ハ
リ

で
お
な
し

す

ホ
モ
ク
レ

ホ
モ
ク
レ

 
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た
フ
ラ
ウ
に

人
は
苦
々
し
い
表
情
で
こ
う
答
え
た

俺
に
は
そ
う
い
う
趣
味
は
無
え
よ

こ
の
腐
れ
女

 
だ
が
フ
ラ
ウ
は
こ
う
い
う
時

そ
う
言
わ
れ
て

す
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
い

事
実
を
指
摘
さ
れ
て

悔
し
い

で
も
感
じ
ち

う

ビ
ク
ン
ビ
ク
ン

て
事
で
す
ね
分
か

り
ま
す

ハ

と
こ
と
ん
押
す
ね
え

そ
う
い
う
の
は

い
じ

な
い
が

ま
あ
お
前
ら
落
ち
着
け

大
し
た
事
じ

な
い

 
そ
ん
な
二
人
に
八
幡
が

て
入

た

こ
れ
は
別
に
二
人
の
仲
を
心
配
し
た

で
は
な
く

 

に
フ
ラ
ウ
の
言
葉
に
こ
れ
以
上
精
神
が

さ
れ
る
の
を
防
ぐ

で
あ
る

と
り
あ
え
ず
二
人
と
も

で
送

て
く
わ

萌
郁

お
前
は
部
屋
で
待

て
て
く
れ
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八
幡
は
自
身
の
そ
の
セ
リ
フ
が
地

だ
と
い
う
事
に
気
付
か
な
か

た

 

か
ら
見
れ
ば
そ
の
セ
リ
フ
は
ど
う
解

し
て
も
そ
う
い
う
意
味
以
外
の
何
物
で
も
な
い

分
か

た

準
備
し
て
待

て
る

悪
い
な

あ
ま
り
待
た
せ
な
い
よ
う
に
す
る
か
ら

 

人
と
フ
ラ
ウ
は
そ
の
や
り
取
り
に
顔
を
見
合
わ
せ
た

 

人
は
精
神
的
に
は
か
な
り
大
人
な
の
で
特
に
何
も
言
わ
な
か

た
が

 
フ
ラ
ウ
は
精
神
的
に
は
お
子
ち

ま
な
の
で
こ
う
い
う
時
に
思

た
事
を
そ
の
ま
ま
口
に
す

る
そ
れ
何
て
エ
ロ
ゲ

は

何
の
事
だ

 
本
当
に
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い

た
感
じ
の
そ
の
八
幡
の
反
応
を
見
て

 

人
は
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
な
顔
を
し

笑
い
始
め
た

げ
ら
げ
ら
げ
ら

お
い
フ
ラ
ウ

ボ
ス
に
と

て
は
こ
ん
な
の
は
も
う
日
常
す
ぎ
て

 
ま

た
く
特
別
な
事
じ

な
い
ら
し
い
ぞ

日
常

あ
あ

あ
る
あ

無
え
よ

い

い
く
ら
何
で
も
ヤ
リ
チ
ン
に
も

が
あ
る
お
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ヤ

は

は

 
絶

す
る
八
幡
の
背
中
を

萌
郁
が
つ
ん
つ
ん
と
つ
つ
い
た

な

何
だ
よ
萌
郁

部
屋
で
待

て
い
ろ
と

か
さ
れ
た
ら

普
通
の
人
は
そ
う
い
う
事
な
ん
だ
と
思
う
は
ず

あ

 
そ
れ
で
八
幡
は
や

と
自
分
の
言
葉
が
持
つ
意
味
に
気
付
い
た
よ
う
で

 
顔
を

く
し

二
人
に
ブ
ン
ブ
ン
と
手
を

た

い

い
や

違
え
か
ら

そ
う
い
う
ん
じ

ね
え
か
ら

す

す
ご
く

怪
し
い
で
す

わ

分
か

た

ち

ん
と
説
明
す
る
か
ら

 
八
幡
は
目
の
前
の
マ
ン
シ

ン
に
自
分
の
部
屋
が
あ
る
事

 
そ
こ
が
女
性

の

所
も

ね
て
い
る
事
そ
し
て
八
幡
が

る
場
所
は
女
性

と
は
完
全

に
別
で

 
誰
か
と
二
人
き
り
に
な
る
事
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
と
い
う
事
を
強
調
し
て
二
人
に
説
明
し



 第八章 キャリバー・クロッシング編

た
ガ
タ

 
そ
の
説
明
が
終
わ

た
後

フ
ラ
ウ
が
口
に
出
し
て
そ
う
言

た

 
お
そ
ら
く

て
て
立
ち
上
が

た
と
い
う
表
現
な
の
だ
と
思
う
が

 
元
々
立

て
い
た

に
そ
の

勢
に
は
一
切
変
化
が
な
い

な

何
て
こ

た

 
あ
げ
く

人
ま
で
そ
う
言
い
出
し

 
八
幡
は
自
分
の
説
明
に
何
か
お
か
し
な
点
で
も
あ

た
か
と
気
に
な

た

ど

ど
う
し
た

俺
の
説
明

何
か
お
か
し
か

た
か

い

い
や
ボ
ス

常
に
複

が
相
手
の
絶

て
事
で
お

全
然
オ

ケ

じ

ね
え
よ

お
前
ら
は
何
を

い
て
た
ん
だ
よ

ボ
ス

冗
談
で
す
よ
冗
談

そ

そ
う
か

な
ら
い
い
が

じ
自
分
そ
う
い

た

験
が
一
切
無
い

女
な
の
で
優
し
く
リ

ド
を
お
願
い
す
る
で
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あ
り
ま
す

お
前
は
ま
だ
言
う
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て

フ
ラ
ウ
の

に
拳
骨
を
落
と
し
た

い

い
き
な
り

と
か
ハ
イ
レ
ベ
ル
す
ぐ
る

は

お
前

ロ
ビ
ン

み
に
性
質
が
悪
い
な

ロ
ビ
ン
が
誰
か
は
知
ら
な
い
け
ど

そ

そ
ん
な
に
褒
め
ら
れ
る
と

れ
る

い
や
褒
め
て
ね
え
よ

 
八
幡
は
フ
ラ
ウ
と
の
会
話
に
付
き
合
う
の
に
疲
れ
た
の
か

大
に

を
落
と
し
て
た
め
息

を
つ
い
た

分
か

た
分
か

た

こ
う
な

た
ら
仕
方
が
な
い

 
今
日
は
二
人
と
も
う
ち
に

ま

て
い
け

明
日
奈
も
い
る
み
た
い
だ
し

ま
あ
平
気
だ
ろ

ボ
ス

そ
れ
は
ど
ち
ら
様
で

あ
あ

明
日
奈
は

 
八
幡
は
明
日
奈
の
事
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
が

そ
こ
に
萌
郁
が
横
か
ら
口
を
出
し
た

正
妻
様

敬
い
な
さ
い
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萌
郁
に
し
て
は
珍
し
い
言
い
方
で
あ
る

そ
の
表
情
は
や
や
興
奮
ぎ
み
で
あ
り

 
こ
の
事
か
ら
萌
郁
が
明
日
奈
の
事
を
ど
う
思

て
い
る
の
か
よ
く
分
か
る

 
そ
し
て
当
の
二
人
は

そ
の
言
葉
に
大
興
奮
で
あ

た

そ
れ
は
そ
れ
は

是
非
ご
尊
顔
を
拝
し
て
ご

し
な
い
と

あ
え
て
言
お
う

そ
れ
何
て
エ
ロ
ゲ

い
い
か
ら
さ

さ
と
来
い

ほ
ら

置
い
て
く
ぞ

 
そ
う
言

て
マ
ン
シ

ン
に
向
か
お
う
と
し
た
八
幡
で
あ

た
が
そ
こ
で
再
び

魔
が
入

た
あ

お

い
針
生
先
輩

先
輩
も
今
日
こ
こ
に
来
て
た
ん
だ

 
そ
れ
は

人
を
ソ
レ
イ
ユ
に
誘

た
噂
の
新
人
秘
書

来
明
日
香
で
あ

た

何
だ
明
日
香
か

お
前
こ
そ
何
や

て
ん
の

ん

私
は
秘
書
見

い
の
研

か
な

せ

か
く
い
い
会
社
に
入
れ
た
ん
だ
し
頑
張
ら

な
い
と
ね

へ

お
前
に
し
ち

勝
だ
な

あ

お
前

も
し
か
し
て

 
失
恋
の
シ

ク
を
未
だ
に
引
き
ず

て
て

家
に
い
る
の
が

な
ん
じ

ね
え
の
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先
輩
は
デ
リ
カ
シ

を
学
ん
で
ね

 
そ
の

人
の
余
計
な
ひ
と
言
に
明
日
香
は
笑
顔
で
そ
う
答
え
る
と

直
後
に

ね
た
表
情
に

な

た
べ

別
に
い
い
も
ん

私

次
の
恋
に
生
き
る
ん
だ
も
ん

 
と
り
あ
え
ず
は

の

を
狙

て
私
を
気
に
入

て

用
し
て
く
れ
た
次
期
社
⻑
と

げ
ら
げ
ら
げ
ら

だ
そ
う
で
す
よ
ボ
ス

こ
の
ハ
ニ
ト
ラ
女
を
今
す
ぐ
ク
ビ
に
し
ま
し

う

え
 
そ
こ
に
は
困

た
顔
を
し
た
八
幡
が
居
り

明
日
香
は

て
て
表
情
を
取
り

た

や

や
だ

い
た
ん
で
す
か

冗
談

冗
談
で
す
か
ら
ね

い
や

ま
あ
別
に

わ
な
い
け
ど
よ

俺
に
お
前
の
強
化
外
骨
格
は
通
用
し
な
い
か
ら
な

う
 
そ
う
明
日
香
を
や
り
込
め
た
八
幡
を

人
が
賞

し
た

さ
す
が
は
ボ
ス

こ
い
つ
は

か
ら

狼
の

を
被

た

な
ん
で
す
よ

 
見
た
目
は

手
で
友
達
付
き
合
い
も
い
い
け
ど
裏
じ

恋
に

病
な
た
だ
の
チ
キ
ン
だ

て

い
う
ね
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う

う
る
さ
い
な

も
う
こ
の
話
は
終
わ
り

で

先
輩
は
今
日
は
何
し
て
た
の

 
明
日
香
は
こ
の
流
れ
は
ま
ず
い
と
思

た
の
か

強
引
に
話
題
を
変
え
た

あ
あ
ん

ボ
ス
と
一

に
悪
だ
く
み
だ
よ

チ
キ
ン
ガ

ル

え

何
そ
れ

私
も
混

て

悪
だ
く
み
と

い
て
即
参
加
希
望
と
か

相
変
わ
ら
ず
性
格
悪
い
な
お
前

先
輩
ほ
ど
じ

な
い

て

ま
あ
ま
あ
ハ
リ

あ
ん
ま
り
こ
い
つ
を
い
じ
め
る
な

て

 
い
い
度
胸
し
て
る
じ

な
い
か

さ
す
が
は
俺
が
選
ん
だ
だ
け
の
事
は
あ
る

 
冗
談
な
の
だ
ろ
う
が

八
幡

ま
さ
か
の
自
画
自

で
あ

た

ふ
ふ
ん

ま
あ
こ
こ
は
ボ
ス
の
顔
を
立
て
ま
し

う

 
そ
う
言
う

人
の
表
情
が
と
て
も
楽
し
そ
う
な
の
を
見
て
付
き
合
い
の
⻑
い
明
日
香
は
驚
愕

し
たえ

先
輩
普

は
何
も
か
も
つ
ま
ら
な
い

て
感
じ
な
の
に
今
日
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
に

上
機ん

そ
う
見
え
る
か

ま
あ
実

楽
し
い
か
ら
な
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そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

と
楽
し
く
な
る
予
定
だ

ま

た
く
ボ
ス
と
一

だ
と

き
な
い
わ

先
輩
が
こ
ん
な
に
人
に
懐
く
と
こ
ろ

初
め
て
見
た

 
明
日
香
の
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

確
か
に
面
接
の
最
初
の
時
は
そ
う
だ

た
な
と
感

に
ひ

た

た
ふ

ん

ふ

ん

そ
の
悪
だ
く
み

や

ぱ
り
私
も
混

て

 
明
日
香
は

人
の
顔
を

き
込
み
な
が
ら

も
そ
う
ア
ピ

ル
し
て
く
る

そ
れ

本
気
で
言

て
ん
の
か

お
前

他
人
が
苦
手
じ

な
い
か
よ

違
う
よ
先
輩

私
が

な
の
は

プ
リ
ン
セ
ス
と
か
持
ち
上
げ
ら
れ
て

 
本
当
の
私
じ

な
い
私
を

じ
さ
せ
ら
れ
る
み
た
い
な
事
だ
よ

 
素
の
私
で
い
ら
れ
る
ソ
レ
イ
ユ
み
た
い
な
所
に
は
私

応
す
る
よ

 
そ
れ
に
ほ
ら
こ
こ
じ

私
の
ル

ク
ス
は
ま

た
く
平

だ
か
ら
悪
目
立
ち
す
る
事
も
無

い
しげ

ら
げ
ら
げ
ら
確
か
に
ソ
レ
イ
ユ
に
は
美
人
し
か
い
な
い
か
ら
な
違
い
な
い
ね
ボ

ダ

ガ

ル
と
い
う

で
私
も
混

て

こ
れ
か
ら
ど
こ
に
行
く
の

悪
の
秘
密
組
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わ
く
わ
く
し
た
顔
で
そ
う
い
う
明
日
香
に

八
幡
は
仕
方
な
い
と
い
う
風
に
こ
う
告
げ
た

分
か

た
分
か

た

お
前
も
う
ち
に

い
て
や
る
か
ら
と
り
あ
え
ず
つ
い
て
こ
い

え

も
し
か
し
て
こ
れ
か
ら
お

り
会

 
一
応
と
思

て
お

り
セ

ト
を
持

て
き
て
お
い
て
良
か

た

 
え

と

一
応
確
認
し
ま
す
け
ど

た
だ
の
お

り
会
で
す
よ
ね

も
ち
ろ
ん
だ

 
八
幡
は
そ
う
答
え
た
が

人
は
八
幡
に
念
押
し
し
て
き
た

ボ
ス

こ
の
ハ
ニ
ト
ラ
女
を

い
て
本
当
に
い
い
ん
で
す
か

ち

先
輩

裏
切
る
な

 
明
日
香
は
当
然
抗
議
し
た
が

八
幡
は
何
で
も
無
い
と
い
う
風
に
首
を

た

問
題
な
い

こ
い
つ
は
狼
の

を
被

た

な
ん
だ
ろ
う

 

て
事
は

さ

き
の

の

々
も

こ
い
つ
の
狼
の
部
分
が
言
わ
せ
た
セ
リ
フ
だ
ろ

 
要
す
る
に
こ
い
つ
は
人
畜
無
害
だ

そ
れ
に
何
か
あ

て
も
俺
な
ら
対
処
出
来
る

 
明
日
香
は
そ
の
言
葉
に
自
分
の
事
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
と
何
故
か
と
き
め
い
て
し

ま

た
が
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そ
ん
な
自
分
の
考
え
を
打
ち
消
す
よ
う
に

ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を

た

な
る
ほ
ど

ボ
ス
の
御
心
の
ま
ま
に

 
そ
し
て

人
は

そ
う
言

て
大
人
し
く
引
き
下
が

た

ま

た
く

普
通
の
お

り
会
な
ん
で
し

別
に
お
か
し
な
事
は
し
な
い

て
ば

 
そ

ち

打
ち
し
て
き
た
明
日
香
に

人
も
そ

と

打
ち
し
た

さ

て
な

俺
の
勘
だ
と
普
通
じ

な
い
は
ず
な
ん
だ
が

そ
れ
は
後
の
お
楽
し
み
だ

そ

そ
う
な
ん
だ

先
輩
の
勘
は
よ
く
当
た
る
か
ら

 
何
が
あ

て
も
驚
か
な
い
よ
う
に
覚
悟
だ
け
は
し
と
く

 
こ
う
し
て
五
人
に

え
た
八
幡
一
行
は
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
へ
と
向
か

て
歩
き

出
し
た
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第
１
０
０
４
話
 
乗
る
し
か
な
い

こ
の
ビ

グ
ウ

ブ
に

こ

ち
だ
こ

ち

こ
こ
だ

 
こ
の
マ
ン
シ

ン
は
か
な
り
の
高
級
マ
ン
シ

ン
で
あ
り

 
一
同
は
萌
郁
以
外
は
興
味
深
げ
に
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
て
い
た

 
そ
し
て
八
幡
は
そ
の
ま
ま
イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
し
た

は

い

八
幡
君
だ
よ
ね

お
う

俺
だ
俺

ふ
ふ

八
幡
君

オ
レ
オ
レ

み
た
い
に
な

て
る
よ

待

て
て
ね

今
行
く
か
ら

 
そ
し
て
す
ぐ
に
ド
ア
が
開
き

中
か
ら
明
日
奈
が
顔
を
出
し
た

お
帰
り
な
さ
い

分
人

が

え
た
ん
だ
ね

悪
い
明
日
奈

全
部
で
五
人
に
な

ち
ま

た

う
う
ん
実
は
上
か
ら
見
て
て
も
う
人

分
の
お
茶
を
用
意
し
て
も
ら

て
る
の
全
然
問

題
な
い
よ

そ

そ
う
か

サ
ン
キ

な

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

上
が

て
く
れ
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そ
の
ま
ま
部
屋
に
入
る
と

当
然
最
初
に
内
装
に
目
が
い
く

 
広
い
室
内
豪
華
な
家

そ
し
て
少
女
趣
味
が
入

た

種
小
物

と
に
か
く
か
わ
い
い

物
が
多
い

 
台
所
で
は
優
里
奈
が
お
茶
の
準
備
を
し
て
い
る
が
ま
だ
こ
ち
ら
に

す
る
余

は
無
い
よ

う
だ八

幡
の
部
屋
が
思

た
よ
り
か
わ
い
い
件
に
つ
い
て

や

と
来
れ
た

う

私
の
部
屋
よ
り
絶
対
に
女
子

い

 
上
か
ら
フ
ラ
ウ

萌
郁

明
日
香
の
言
葉
で
あ
る

 
一
人
無
言
だ

た

人
は

ぼ
そ
り
と
明
日
香
に

い
た

言

て
お
く
が
明
日
香

こ
れ
は
ボ
ス
の
趣
味

て

じ

な
い
か
ら
な

え

そ
う
な
の

お
お
ハ
リ

分
か
る
の
か

当
然
で
し

う
ボ
ス

こ
の
部
屋
に
は

か
な
り
多
い
女
性
の

・色
が
付
い
て
る

 
要
す
る
に
こ
こ
に

ま
る

・資
・格

の
あ
る
人
達
が
そ
れ
ぞ
れ
好
き
に
い
じ

た
結
果
で
し

う
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う
わ

そ
こ
ま
で
分
か
る
ん
だ

凄
い
ね

 
明
日
奈
が
感
心
し
た
よ
う
に
横
か
ら

人
に
そ
う
言

た
の
を
契
機
に

 

人
は
そ
ん
な
明
日
奈
に
即
座
に
臣
下
の

と
し
か
言
え
な
い
態
度
を
と

た

こ
れ
は
正
妻
様

ご

が

れ
ま
し
た

初
め
ま
し
て

私
は
針
生

人
と

し
ま
す

 
こ
の
度
ボ
ス
の
部
下
の
末

に
名
を
連
ね
る
事
に
な
り
ま
し
た
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し

ま
すそ

う
な
ん
だ

宜
し
く
ね

ハ
リ

君

ふ
ふ

和
人
君
に
続
い
て
二
人
目
の
男
の
子

だ
ね

 
明
日
奈
は
そ
の

々
し
い
仕

に
も
動
じ
る
事
な
く
そ
う
答
え
た

こ
れ
ぞ
ま
さ
に
女
王
の
風

格
で
あ
る

そ
れ
は
光
栄
で
す

私
は
ボ
ス
と
一

の
時
じ

な
い
と
こ
こ
に
は
参
り
ま
せ
ん
が

 
お
会
い
出
来
た
時
に
何
か
あ
れ
ば

何
で
も
お

し
つ
け
下
さ
い

う
ん

そ
の
時
は
お
願
い
ね

は
い

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
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人
の
事
を
古
く
か
ら
知
る
明
日
香
は
驚
愕
を
通
り
越
し
て

然
と
し
て
い
た

 

人
が
ど
れ
ほ
ど
本
気
で
八
幡
の
部
下
を
や

て
い
る
の
か
理
解
し
た
の
で
あ
る

 
そ
し
て
明
日
奈
は
次
に
萌
郁
に
話
し
か
け
た

萌
郁
さ
ん

く
な

ち

て
ご
め
ん
ね

よ
う
こ
そ
八
幡
君
の
部
屋
へ

こ
ち
ら
こ
そ
我

を
言

て
し
ま

て

よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
萌
郁
は
恐

し
き
り
だ

た
が

そ
の

は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に

い
て
い
た

そ
れ
で
八
幡
君

そ
ち
ら
の
お
二
人
は

神
代
フ
ラ
ウ
と

来
明
日
香
だ

フ
ラ
ウ
は
俺
の
専
属
で
プ
ロ
グ
ラ
マ

 
明
日
香
は
秘
書
に
な
る
事
が
決
ま

て
い
る

そ
う
な
ん
だ

こ
れ
か
ら
八
幡
君
を

え
て
あ
げ
て
ね

神
代
さ
ん

来
さ
ん

フ

フ
ラ
ウ
と
呼
ん
で
く
れ
て
も
良
く

て
よ

 
そ
れ
に
対
す
る
フ
ラ
ウ
の
反
応
は

実
は
フ
ラ
ウ
的
に
か
な
り
頑
張

た

親
愛
の
表
現
で

あ

た

 
だ
が
そ
の
口
か
ら
出
た
言
葉
は

こ
れ
は
も
う
か
な
り
最
悪
と
言

て
い
い

 
さ
す
が
は
対
人
関
係
が
壊
滅
的
な
だ
け
の
事
は
あ
る
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だ
が
明
日
奈
が
そ
ん
な
フ
ラ
ウ
を
色

で
見
る
事
は
な
か

た

い
い
の

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

フ
ラ
ウ

私
は
明
日
奈
だ
よ

宜
し
く
ね

 
そ
こ
で
フ
ラ
ウ
は
一

押
し

た

実
は
こ
の
時
フ
ラ
ウ
は

 
他
人
と
コ
ミ

ニ
ケ

ト
を
取
る
の
が
苦
手
な
自
分
に
対
し

 
明
日
奈
が
動
じ
る
事
な
く
普
通
に
返
事
を
し
て
く
れ
た
事
に
や
や
感
動
し
て
い
た

よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
ま

た
く
も

て
常
識
的
な
受
け
答
え
に
は

い
て
い
た
八
幡
の
方
が
驚
い
た

フ
ラ
ウ

分
ら
し
く
な
い
じ

な
い
か

む

無
茶
を
言
う
な

私
に
だ

て
常
識
く
ら
い
は
あ
る

 
正
妻
様
相
手
に
素
の
ま
ま

る
な
ん
て

そ

そ
ん
な
失

な
事

絶
対
に
無
理

あ

あ
は

 
明
日
奈
は
そ
う
苦
笑
し
つ
つ
も

素
の
フ
ラ
ウ
と
仲
良
く
お

り
出
来
た
ら
い
い
な

と
も

思

て
い
た

 
同
じ
事
を
フ
ラ
ウ
も
思

て
い
た
の
だ
か
ら
こ
の
二
人
が
仲
良
く
な
る
の
は
時
間
の
問
題
だ

ろ
う
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そ
し
て
次
は
明
日
香
の
番
で
あ
る

よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

私
の
事
は
明
日
香
と
呼
ん
で
下
さ
い

宜
し
く
ね

私
は
明
日
奈
だ
よ

ふ
ふ

私
と
一
文

違
い
だ
ね

あ

は
い

偶
然
で
す
ね

 
こ
の

り

明
日
香
は

才
な
く
受
け
答
え
が
出
来
る

 

達
に
高
校
時
代
か
ら
プ
リ
ン
セ
ス
呼
ば
わ
り
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
か

 
だ
が
そ
の
内
心
は
か
な
り
動

し
て
い
た

女
と
し
て
の
格
の
違
い
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る

 
そ
ん
な
明
日
奈
へ
の

を
終
え
た
明
日
香
に

人
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
話
し
か
け
て
き

た
お
前
も
ら
し
く
な
い
ん
じ

ね
え
の

プ
リ
ン
セ
ス
・
ア
ス
カ

そ
ん
な

の
称

を
出
し
て
き
て
も
無

だ
よ
先
輩

 
私
は
雑

だ
け
ど

向
こ
う
は
大

の
薔
薇
だ
よ

 
明
日
香
は
つ
い
先
ほ
ど
八
幡
相
手
に
一

と
き
め
き
は
し
た
が

 
こ
の
機
会
に
失
恋
の
シ

ク
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
た
明
日
香
に
と

て
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明
日
奈
の
存
在
は
凄
ま
じ
い
高
さ
の
壁
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

 
そ
ん
な

し
た
明
日
香
を
見
た

人
は

を

め
な
が
ら
こ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

俺
に
と

て
は
ボ
ス
と
正
妻
様
が

の
対
象
だ
が

 
お
前
と
も
一
応
付
き
合
い
だ
け
は
⻑
い
し
な

な
の
で
言
う
の
は
一
度
だ
け
だ
ぞ

 
い
い
か

相
手
は

・正
・妻

様
だ

て
事
は
当
然
側
室
も
い
る

て
こ

た

 
そ
し
て
そ
れ
は
一
人
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ

ブ
レ
イ
キ
ン
グ
ハ

ト

そ

そ
れ

て

ほ
ら
見
て
み
ろ

噂
を
す
れ
ば

 
そ
こ
に
や

と
お
茶
の
準
備
が
出
来
た
の
か

優
里
奈
が

を
見
せ
た

い
ら

し

い
ま
せ
八
幡
パ
パ
の
娘
の
櫛
稲
田
優
里
奈
で
す
気

に
優
里
奈
と
呼
ん
で
下

さ
い
ね

お
い

い
き
な
り
か
よ

だ
か
ら
パ
パ
は
よ
せ
と

 
そ
ん
な
八
幡
の
抗
議
は

明
日
奈
に
よ

て
中
断
さ
せ
ら
れ
た

パ
パ
が
何
か
言

て
る
ね

優
里
奈
ち

ん

ふ
ふ

パ
パ
は
ま

た
く

生

が
悪
い
で
す
よ
ね
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も
う
勘

し
て
く
れ

 
そ
ん
な
正
妻
と
側
室

あ
く
ま
で
他
の
者
の
主
観
だ
が

の
ま
さ
か
の
仲
良
し
ぶ
り
に

 
萌
郁
以
外
の
三
人
は
目
を

く
し
た

普
通
で
は
こ
ん
な
事
は
あ
り
え
な
い

リ

リ
ア
ル
ハ

レ
ム
が
こ
こ
に
あ

た

だ
か
ら
ハ

レ
ム
じ

な
い

て
の

し
ば
く
ぞ
フ
ラ
ウ

で

出
来
る
も
の
な
ら
や

て
み
れ
ば
い
い
じ

な
い

 

験
し
て
み
れ
ば

あ

案
外
い
い
も
の
か
も
だ
し

い
や

や
ん
ね
え
よ

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

お
茶
が

め
て
し
ま
う
の
を
心
配
し
た
の
か

 
八
幡
は
一
同
に
ソ
フ

に
座
る
よ
う
に
言
い

自
ら
も
く
つ
ろ
ぎ
始
め
た

ふ
う

生
き
返
る
わ

八
幡
さ
ん

お
疲
れ
み
た
い
で
す
ね

 
優
里
奈
は
そ
う
言
い
な
が
ら
す

と
八
幡
の
背
後
に
立
ち

そ
の

を

み
始
め
た

お

サ
ン
キ

私
達
は

物
を
片
付
け
ち

お

か
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一
方
明
日
奈
は
女
性

を

室
へ
と
案
内
し

そ
こ
に

物
を

め
て
も
ら

た

ご
め
ん
ね

私
は
萌
郁
さ
ん
と
ち

と
用
事
が
あ
る
か
ら
先
に
く
つ
ろ
い
で
て
ね

 
明
日
香
と
フ
ラ
ウ
は

す
わ
制

か
と
一

ビ
ク

と
し
た
が

 
明
日
奈
が
ず

と
笑
顔
だ

た

ど
う
や
ら
違
う
よ
う
だ
と
安
心
し

居
間
へ
と

た

 
そ
し
て
五
分
後

明
日
奈
が
八
幡
を
呼
び
に
来
た

八
幡
君

い
い
よ

お

お
う

 
そ
の
ま
ま
八
幡
は

室
に
入

て
い
き
明
日
香
と
フ
ラ
ウ
は
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

て
い
た

い

今
の
は

ガ
タ

ま

ま
さ
か
の
お

入
り
の
レ
ク
チ

や

や
だ

恥
ず
か
し
い

お
い
明
日
香

カ
マ
ト
ト
ぶ

て
ん
じ

ね
え
ぞ

 
そ
ん
な
三
人
の

線
は
自
然
と
優
里
奈
に
向
か
う
事
に
な
る

 
そ
の
疑
問
を
解
消
出
来
る
の
は
優
里
奈
だ
け
だ
だ
か
ら
だ

え

と
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優
里
奈
は
ど
う
し
よ
う
か
と
迷

た
が

八
幡
が
こ
こ
に
三
人
を
連
れ
て
き
た
と
い
う
事
は

 
別
に
説
明
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
当
た
り

事
情
を
説
明
す
る
事
に
し
た

 
実
は
八
幡
は
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
な
か

た
の
だ
が

 
さ
す
が
に
連

不
足
す
ぎ
て

優
里
奈
も
八
幡
の
考
え
を

し

れ
な
か

た
の
で
あ
る

実
は
今
中
で
で
す
ね
こ
の
部
屋
の

人
と
な
る

の
儀
式
が

体
的
に
は

 
そ
の
優
里
奈
の
説
明
を

い
た

人
は

虚
を
突
か
れ
た
よ
う
に
押
し

た
後

 
本
当
に
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
爆
笑
し
た

げ
ら
げ
ら
げ
ら

さ
す
が
は
ボ
ス

俺
達
に
は
出
来
な
い
事
と
平
気
で
や
り
や
が
る

今
あ
な
た
の
心
に
直
接
呼
び
か
け
て
い
ま
す

 
針
生

人
よ

今
す
ぐ
脱
い
だ
パ
ン
ツ
を
持

て

室
に
入
り
な
さ
い

あ
あ
ん

フ

フ
ラ
ウ
さ
ん

動

す
る
の
は
分
か
る
け
ど
落
ち
着
い
て

 
先
輩
も
落
ち
着
い
て

フ
ラ
ウ
さ
ん

完
全
に
飛
ん
じ

て
る
か
ら

 
い
き
な
り
暴
走
し
た
フ
ラ
ウ
を

め
た
明
日
香
は

り
返

て
優
里
奈
に
質
問
を
し
た

優
里
奈
ち

ん
そ
れ
じ

あ
そ
の
儀
式
が
出
来
れ
ば
い
つ
で
も
こ
こ
に
遊
び
に
来
れ
る
の
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ま
あ
一
応
そ
う
い
う
事
に
な

て
ま
す
ね
も

と
も
基
本
私
に
連

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
し

 
八
幡
さ
ん
が

日
い
る

で
も
あ
り
ま
せ
ん
け
ど

む
む
む
む
む

ぐ
ぬ
ぬ

 
明
日
香
と

い
つ
の
間
に
か
復
活
し
て
い
た
フ
ラ
ウ
は
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら

た

こ
れ
は
も
う

乗
る
し
か
な
い

こ
の
ビ

グ
ウ

ブ
に

え

え

二
人
と
も

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
で
す
か

げ
ら
げ
ら
げ
ら

お
前
ら
マ
ジ
か
よ

 
戸
惑
う
優
里
奈
を
よ
そ
に

二
人
の
考
え
を
理
解
し
た

人
は
再
び
笑

た

私

丁
度
着

え
を
持

て
る

ぐ
ぬ
ぬ

さ
す
が
に
持

て
な
い
お

 
ゆ

優
里
奈
氏

こ
の
部
屋
に

予
備
の
ぱ
ん
つ
と
か

あ

あ

た
り
す
る
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そ
れ
は
一
応
あ
り
ま
す
よ

何
か
合

た
時
用
の
予
備
で
す
け
ど

え

ま

ま
さ

か
そ
の
ま
さ
か
だ

そ
の
パ
ン
ツ

言
い

で

お
う

え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
優
里
奈
も
や

と
二
人
の
意
図
を
理
解
し

ど
う
し
よ
う
か
と
迷

た
が

 
決
定

が
あ
る
の
は
優
里
奈
で
は
な
い

こ
こ
は
明
日
奈
に
任
せ
る
事
に
し
た

分
か
り
ま
し
た
今
お
出
し
し
ま
す
け
ど
明
日
奈
さ
ん
の
許
可
は
ち

ん
と
と

て
下
さ
い

ね 
明
日
奈
さ
ん
が

目
と
言

た
ら
次
の
機
会
を
待

て
下
さ
い

イ
エ
ス

マ
ム

ど
う
し
て
そ
の
セ
リ
フ
が
ハ
モ
る
ん
で
す
か

 
優
里
奈
は
苦
笑
し
つ
つ

先
に
二
人
に
こ
の
部
屋
の
ル

ル
を
教
え
て
お
く
事
に
し
た

 
明
日
は
萌
郁
の
奉
納
シ

ン
か
ら
で
す
ね
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第
１
０
０
５
話
 
一
年
後

そ
れ
で
は
聖
布
収
納
の
儀
を
開
始
し
た
い
と
思
い
ま
す

 
見

け
人
は
私

結
城
明
日
奈
が

め
さ
せ
て

き
ま
す

ま
た
そ
れ
を
や
る
の
か

 
前
回
の
こ
の
セ
リ
フ
は

な
る
明
日
奈
の
悪
ノ
リ
で
あ

た
が
今
回
は
確
信
犯
的
な
悪
ノ
リ

で
あ

た

そ
れ
で
は
巫
女

は
い
な
い
の
で
私
が
代
わ
り
に

聖

と
聖

を

 
そ
う
言

て
明
日
奈
は

と
ペ
ン
を
取
り
出
し

を
萌
郁
へ

ペ
ン
を
八
幡
に

し
た

 
本
来
は
優
里
奈
に
巫
女
役
を
さ
せ
る
と
こ
ろ
だ
が

 
さ
す
が
に
お
客
様
三
人
を
放
置
は
出
来
な
い
と
判
断
し
た
の
だ

で
は
桐
生
萌
郁
よ

聖
布
を
前
へ

は

は
い

 
そ
う
言

て
萌
郁
は
用
意
し
て
き
た
パ
ン
ツ
を
白
い

の
上
に
乗
せ
恭
し
く
八
幡
の
前
に
差

し
出
し
た
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八
幡
は
い
つ
も
通
り
羞
恥
心
を
外
面
に
出
さ
な
い
よ
う
に
強
化
外
骨
格
を
駆
使
し

 
萌
郁
が
差
し
出
し
て
き
た
ピ
ン
ク
の
サ
イ
ド
ス
ト
リ
ン
グ
シ

ツ
を
手
に
取

た

会

た
ば
か
り
の
時
は

 
ち

ん
と
一
人
で
生
き
て
い
け
る
の
か
な
と
心
配
だ

た
も
ん
だ
が

成
⻑
し
た
な
萌

郁
い

今
の
私
が
あ
る
の
は
全
部
貴
方
の
お
か
げ
だ
か
ら

 
以
前
の
萌
郁
は
八
幡
の
前
で
も
平
気
で
着

え
た
り
し
て
い
た

 
実
は
八
幡
は
萌
郁
の
下
着

を
何
度
か
見
て
し
ま

て
い
た
の
だ
が

 
そ
の

の
コ
ン
ビ
ニ
で

た
よ
う
な
野

た
い
デ
ザ
イ
ン
の
下
着
と
比
べ
る
と

 
今
の
萌
郁
の
チ

イ
ス
は
明
ら
か
に
聖
布
力
が
上
昇
し
て
い
た

 
最
近
は
恥
じ
ら
い
の
気
持
ち
が
芽
生
え
た
の
か
八
幡
の
前
で
着

え
る
事
も
無
く
な

て
お

り 
こ
れ
な
ら
も
う
一
人
で
も
生
き
て
い
け
る
な
と
八
幡
は
心
の

か
ら
安
心
し
た

 
も

と
も
そ
う
思

た
だ
け
で

も
ち
ろ
ん
萌
郁
を
放
り
出
す
よ
う
な
気
は
一
切
無
い

そ
れ
で
は
名

の
作
成
を
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八
幡
は
下
着
の
乗

て
い
た

に

桐
生
萌
郁

と
記
入
し

 
最
下

の

か
ら
三
番
目
に

り
付
け

萌
郁
の
パ
ン
ツ
を
そ
の
中
に
入
れ
た

こ
れ
で
萌
郁
さ
ん
も

こ
こ
の
正
式
な

人
だ
ね

う
ん

す

凄
く
嬉
し
い

私
に
は
本
当
の
意
味
で
の
帰
る
家
が
無
か

た
か
ら

 
萌
郁
の
そ
の
言
葉
で
八
幡
と
明
日
奈
は
萌
郁
が
こ
こ
に
来
る
事
に

て
い
た
理
由
を
知

た 
だ
が
同
時
に
別
の
問
題
も
発
生
す
る

あ

あ

す
ま
な
い
萌
郁

 
実
は
こ
の
マ
ン
シ

ン
な

一
年
を
目
安
に
引
き

う
事
に
な

て
る
ん
だ

え

 
萌
郁
は
こ
の
世
の
終
わ
り
が
来
た
よ
う
な
表
情
を
し

そ
ん
な
萌
郁
を
二
人
は

て
て
フ

ロ

し
た

待

て
萌
郁
さ
ん

大
丈
夫

大
丈
夫
だ
か
ら

 
今
度
八
幡
君
が
家
を

う
事
に
な

て
る
か
ら
萌
郁
さ
ん
も
そ
こ
に
引

越
す

て
だ
け
だ

か
ら

ね
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八
幡
は
萌
郁
を
ど
う
す
る
べ
き
か
明
日
奈
と
三
人
で
こ
の
場
で
話
そ
う
と
思

て
い
た
の
だ

が 
明
日
奈
が
八
幡
に
先
ん
じ
て
そ
う
決
断
し
た
よ
う
な
の
で
大
人
し
く
そ
れ
に

う
事
に
し
た

 
優
里
奈

藍
子

木
綿
季
の
ケ

ス
と
は
違
い

 
成
人
女
性
を
家
に
入
れ
る
と
い
う
の
は
確
か
に
色
々
問
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
常
に
ボ
デ

ガ

ド
が
近
く
に
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
思
え
ば
悪
い
選
択
肢
で
は
な
い
だ
ろ

う
い

い
い
の

う
ん

も
ち
ろ
ん

八
幡
君
も
い
い
よ
ね

も
ち
ろ
ん
だ

そ
も
そ
も
萌
郁
を
勝
手
に
助
け
た
の
は
俺
な
ん
だ
か
ら

 
ち

ん
と
最
後
ま
で
面
倒
を
見
な
い
と
な

う
ん
う
ん

私
達
は
家
族
な
ん
だ
し
ね

 
明
日
奈
の
そ
の
言
葉
に

萌
郁
の
目
か
ら

ろ
り
と
涙
が
こ
ぼ
れ
た

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
萌
郁
の

を
胸
に

き

よ
し
よ
し
と
そ
の

を

で
た

大
丈
夫

大
丈
夫
だ
か
ら
ね

み
ん
な
で
幸
せ
に
な
ろ
う
ね
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う
ん

う
ん

 
明
日
奈
は
萌
郁
に
そ
の
ま
ま
好
き
に
さ
せ
て
お
き

 
や
が
て
萌
郁
は

き
止
む
と
少
し
恥
ら

た
よ
う
に

を

め
そ

と
八
幡
の
服
の

を

掴
ん
だ

こ

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

パ
パ

待
て
コ
ラ

さ
す
が
に
そ
れ
は
ち

と
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う

 
八
幡
は
さ
す
が
に
突

込
み

萌
郁
は
何
が

と
い
う
風
に
首
を

げ
た

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
明
日
奈
は
そ
れ
に
対
し

楽
し
そ
う
に
笑
う
だ
け
だ

た

完
全
に
見
守
る
モ

ド
で
あ
る

い
い
か
萌
郁

さ
す
が
に
お
前
が
俺
を
パ
パ
と
呼
ぶ
の
は
無
理
が
あ
る

ど
う
し
て

ど
う
し
て

て

年
齢
的
に
だ
な

ん

あ
れ

そ
う
い
え
ば
萌
郁

お
前

今
い
く
つ

な
ん
だ

え

と

二
十

え

お
前

俺
よ
り
年
下
だ

た
の
か
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そ
う
な
の

 
こ
れ
に
は
明
日
奈
も
び

く
り
で
あ
る

大
人
び
て
い
る
萌
郁
は
二
十
代
半
ば
く
ら
い
に
見
え

る
か
ら
だ

そ

そ
う
か

年
下
か

な
ら
別
に
い
い
の
か

い
や
い
や

良
く
な
い
な

 
こ
こ
は
や
は
り

お
兄
ち

ん
と
い
う
事
で

パ
パ

い
や
い
や

だ
か
ら
お
兄

パ
パ

家
⻑
命
令
だ

だ
が
断
る

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ま

た
く
も
う

 
八
幡
は
萌
郁
の
頑
な
さ
に
押
さ
れ

そ
う
絶
叫
し
た
後

々
そ
れ
を
認
め
る
事
に
し
た

分
か

た
分
か

た

た
だ
し
認
め
る
の
は

家
族
し
か
い
な
い
時
だ
け
だ
ぞ

う
ん

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
の
話
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ

こ
れ
か
ら
も
頼
り
に
し
て
る
ぞ

萌
郁
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う
ん

二
人
の
子

の
ベ
ビ

シ

タ

は
任
せ
て

 
い
き
な
り
の
萌
郁
の
そ
の
言
葉
に
二
人
は
顔
を

く
し
た

ま

た
く
お
前
は

ふ
ふ

驚
か
さ
れ
た
仕
返
し

 
そ
れ
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

年
相
応
の
女
性
の
微
笑
む

で
あ

た

さ
て

他
に
も
八
幡
君
に
や

て
ほ
し
い
事
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

ん

何
だ

実
は
何
人
か
と
話
し
合

て

こ
の
ク
ロ

ゼ

ト
の
整
理
を
し
よ
う

て
事
に
な

た
の

 
ほ
ら

滅
多
に
来
れ
な
い
人
と
か
も
多
く
て

 
一
人
が
一
つ
の
場
所
を
使
う
の
は
無

な
場
合
も
多
い
で
し

そ
れ
は
ま
あ

確
か
に
な

な
の
で
い
く
つ
か
場
所
を

合
し
て

移
動
も
さ
せ
よ
う

て
事
に
な

た
の

 

合
は
里
香
と
珪
子
姉
さ
ん
と
め
ぐ
り
さ
ん
小
町
ち

ん
と
直
葉
ち

ん
小
猫
さ
ん
と

イ
ヴ
か
な

 
移
動
は
色
々
だ
か
ら

八
幡
君
に
や

て
も
ら
う
所
は
私
が
指

す
る
ね
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あ
あ

な
る
ほ
ど

オ

ケ

だ

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
俺
は

 
め
ぐ
り
ん
の

物
だ
け
移
せ
ば
い
い
か

話
が

く
て
助
か
る
よ

実
は
珪
子
は

 
自
分
の
分
は
八
幡
君
に
移
動
さ
せ
て
も
ら

て
い
い

て
言

て
た
ん
だ
け
ど

 
移
動
先
が
里
香
の
所
だ
か
ら

ち

と
問
題
が
あ
る
し
ね

さ
す
が
に
和
人
に

ら
れ
ち
ま
う
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
二
人
で
移
動
さ
せ
ち

お
う
か

だ
な

私
も
手
伝
う

 
こ
う
し
て
ロ

カ

が
整
理
さ
れ

ス
ペ

ス
が
い
く
つ
か
開
く
事
に
な

た

 
も

と
も
今
の
と
こ
ろ

そ
こ
に
誰
か
の

物
が
入
る
予
定
は
な
い

 
ち
な
み
に
現
在
の
使
用

況
は
こ
ん
な
感
じ
で
あ
る

全
部
で
八

あ
る
の
だ
が

 
一
番
上
の

の

か
ら

明
日
奈

里
香
＆
珪
子

小
町
＆
直
葉

陽
乃
＆
め
ぐ
り

 
二

目
は
雪
乃

結
衣

優
美
子

い
ろ
は

 
三

目
は
詩
乃

ク
ル
ス

フ

イ
リ
ス

紅
莉
栖
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四

目
は
全
空
き

 
五

目
は
小
猫
＆
舞
衣

イ
ヴ

南

美
優
＆
舞

シ

リ

か
お
り
＆
千
佳

 
六

目
も
全
空
き

 
七

目
は
香
蓮

レ
ヴ

カ

沙
希

優
里
奈

 
八

目
は
エ
ル
ザ

萌
郁

莉

乃
で
あ
る

何
か
ス

キ
リ
し
た
な

あ
と
は
ア
イ
と
ユ
ウ
く
ら
い
か

藍
子
と
木
綿
季
も
だ
け
ど

そ
れ
に
ひ
よ
り
も
か
な

え

ひ

ひ
よ
り
も
な
の
か

う
ん
里
香
と
珪
子
が
う
か
り
ら
し
ち

た
み
た
い
で
熱
心
に
希
望
さ
れ
た
と
か

お
い
お
い
親

さ
ん
に
バ
レ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ
俺
は
国
家

力
を
敵
に
回
し
た
く
は

な
い
ぞ

 
八
幡
の
そ
の
心
配
は

憂
で
あ

た

何
故
な
ら
ル
ク
ス
こ
と
ひ
よ
り
の

 

生
労
働
大
臣
の

健
は

八
幡
の
事
を
心
か
ら
信
頼
し
て
お
り

 
何
か
間
違
い
が

こ
る
と
は
微

も
思

て
い
な
い
か
ら
だ

 
同
時
に
間
違
い
が

こ
る
事
を
期
待
し
て
い
る
ま
で
あ
る
の
が

治
家
と
言
う
職
業
の
業
の
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深
さ
だ
ろ
う

さ
て

そ
れ
じ

あ
ク
ロ

ゼ

ト
の
整
理
も
終
わ

た
し

居
間
に

る
か

結

時
間
が
か
か

ち

た
ね

く

ら
な
い
と

あ
の
三
人
の
相
手
を
す
る
の
は
優
里
奈
に
と

て
も
負
担
だ
ろ
う
か
ら
な

ん

確
か
に
大
変

 
三
人
は
そ
う
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

居
間
へ
続
く
扉
を
開
け
た

ん

 

室
を
出
て
す
ぐ
に
八
幡
は
テ

ブ
ル
に
優
里
奈
と

人
の

し
か
な
い
事
に
気
が
付
い
た

あ
れ

フ
ラ
ウ
と
明
日
香
は
ど
う
し
た

こ

こ
こ

そ

そ
の
ま
ま

ん
で
く
れ
て
も
い
い
ん
じ

よ

デ

フ
フ

お
わ

 
い
き
な
り
足
元
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

八
幡
は

て
て
飛
び
退
い
た

八
幡
君

ど
う
し
た
の

い
や

こ
い
つ
ら
が
よ
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見
る
と
そ
こ
に
は
土
下
座
し
て
い
る
フ
ラ
ウ
と
明
日
香
の

が
あ
り
八
幡
達
は

か
ん
と
し

た
え

何
こ
れ

ど
う
な

て
る
の

え

と
で
す
ね

お
二
人
と
も

二
十
分
間
ず

と
そ
ん
な
感
じ
で

え

そ
ん
な
に

 
こ
こ
で
二
人
が
顔
を
上
げ

驚
い
た
明
日
奈
に
こ
う

え
た

正
妻
様

何
と
ぞ

何
と
ぞ
お
願
い
し
ま
す

わ

私
達
も
是
非
こ
こ
の

人
に

 
よ
く
見
る
と
二
人
の
手
に
は

聖
布
だ
と
思
わ
し
き
物
が

ら
れ
て
お
り

 
そ
れ
で
明
日
奈
は
事
情
を
悟

た

あ

そ
う
い
う

お

お
前
ら

あ

い
や

何
で
も
な
い

 
八
幡
は
何
か
言
い
か
け
た
が

中
で
止
め
た

 
こ
こ
に
た
だ
遊
び
に
来
る
事
の
是
非
な
ら
と
も
か
く

こ
こ
の

人
に
と
い
う
話
で
あ
れ
ば

 
そ
れ
は
八
幡
で
は
な
く
明
日
奈
の
管

と
な
る
か
ら
で
あ
る
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八
幡
は
全

を
明
日
奈
に

ね
る
よ
う
に
二
人
を
ス
ル

し

人
の
隣
に

け
た

ハ
リ

あ
い
つ
ら
本
気
な
の
か

み
た
い
で
す
よ
ボ
ス

ま

た
く
退
屈
し
な
い
で
す
ね

お
前
は
そ
う
言
う
が
な

聖
布
の
奉
納
と
や
ら
は

さ
す
が
の
ボ
ス
も
精
神
に
負
担
が
か
か
る
と

お

お
前

そ
の
事
を
優
里
奈
に

い
た
の
か

え
え

お
か
げ
で

々
ボ
ス
へ
の
尊
敬
を
深
め
ま
し
た
よ

や
は
り
貴
方
は
凄
い

い

い
や

褒
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
じ

な
い
し

結

恥
ず
か
し
い
ん
だ
が

 
そ
こ
に
優
里
奈
が
横
か
ら
会
話
に
入

て
き
た

あ

あ
の

八
幡
さ
ん

も
し
か
し
て
説
明
し
ち

ま
ず
か

た
で
す
か

あ
あ

い
や

こ
い
つ
ら
相
手
に
な
ら
別
に
い
い
ぞ

 
全
員
俺
の
懐
刀
だ
し

お
か
し
な

し
事
は
無
し
だ

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

 
優
里
奈
は
ほ

と
し
た
が

当
の
八
幡
は
苦
笑
し
て
い
た

 
そ
れ
で
ピ
ン
と
き
た
の
か

人
が
八
幡
に

打
ち
し
て
き
た
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ボ
ス

本
当
は
そ
こ
ま
で
言
わ
な
く
て
も
い
い
か
な

て
思

て
ま
し
た
ね

お

お
う

分
か
る
か

ま
あ
分
か
る
よ
な

 
さ
す
が
に
こ
れ
は
仕
事

み
と
は
言
え
な
い
し
明
日
奈
達
の
好
き
に
さ
せ
て
い
る
と
は
い
え

 
普
通
に
考
え
れ
ば
完
全
に
事
案
だ
か
ら
な

確
か
に
そ
う
で
す
が

信
頼
の
証
だ
と
思
え
ば
嬉
し
い
も
ん
で
す

そ

そ
う
か

そ
う
思

て
も
ら
え
る
な
ら
ま
あ
い
い
か

は
い

出
会

て
日
が

い
の
に
こ
こ
ま
で
懐
に
入
れ
て
も
ら

て
る
ん
で
す

 
一
生
付
い
て
い
き
ま
す
よ

ボ
ス

お
う

こ
れ
か
ら
も
頼
む
ぞ
ハ
リ

必
ず
ご
期
待
に
応
え
て
み
せ
ま
す

 
そ
し
て
二
人
は
ど
う
い
う
沙

が
下
さ
れ
る
か

興
味

々
で
明
日
奈
達
の
方
を
見
た

 
明
日
奈
は

組
み
し
て
考
え
込
ん
で
い
た
が
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
顔
を
上
げ
口
を
開
い
た

 
す
み
ま
せ
ん
明
日
の
投
稿
は
お
休
み
さ
せ
て

き
ま
す
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第
１
０
０
６
話
 
二
人
の
覚
悟

 

日
は
す
み
ま
せ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

二
人
と
も

こ

ち
に

八
幡
君
も
来
て

お

お
う

は

は
い

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て

室
に
入

て
い
き

三
人
も
そ
の
後
に
続
い
た

さ
て

最
初
に

き
た
い
ん
だ
け
ど

八
幡
君
は
ど
う
思
う

そ
う
だ
な

う

ん

二
人
と
も

ち

と

り
す
ぎ
な
気
も
す
る
か
な

ま
あ
確
か
に
そ
う
思
う
よ
ね

 
実

問
題
フ
ラ
ウ
と
明
日
香
の
八
幡
に
対
す
る

心
は
未
知

で
あ
り

 
付
き
合
い
も

い

と
て
も
信
頼
出
来
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い

 
だ
が
明
日
奈
は
そ
ん
な
二
人
に
も
チ

ン
ス
を

え
る
つ
も
り
で
い
た
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こ
こ
で
た
だ
門
前

い
を
す
る
の
は

今
後
の

に
も
良
く
な
い
と
思

た
か
ら
だ

で
も
私
は
こ
の
二
人
に
チ

ン
ス
を
あ
げ
よ
う
と
思
う
の

 
八
幡
君
だ

て

自
分
は
役
に
立
て
る
と
思

て
る
時
に

 
は
な
か
ら
戦
力
外
通
告
さ
れ
る
の
は

で
し

う

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
け
ど
な

 
八
幡
は
そ
の
明
日
奈
の
言
葉
に

い
た

 
確
か
に
チ

ン
ス
く
ら
い
は

え
ら
れ
て
も
い
い
と
思

た
か
ら
だ

 
そ
も
そ
も
こ
の
部
屋
の

人
に
な
る
事
と
八
幡
の
事
を
好
き
で
い
る
事
は
イ
コ

ル
で
は
な

い 
何
故
な
ら
里
香
や
小
町

直
葉
に
紅
莉
栖
も
メ
ン
バ

に
入

て
い
る
か
ら
だ

そ
ん
な

で

二
人
に
は
今
か
ら
殺
し
合
い
を
し
て
も
ら
い
ま
す

え
え

フ
 
い
き
な
り
明
日
奈
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

明
日
香
と
フ
ラ
ウ
は
目
を

い
た

そ

そ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
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そ
れ
は
二
人
で
考
え
て

あ

は
い

 
い
く
ら
な
ん
で
も
バ
ト
ル
な
ロ
ワ
イ
ア
ル
的
な
事
を
さ
せ
ら
れ
る
は
ず
も
な
い

 
二
人
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
二
人
で
相
談
を
始
め
た

 
明
日
奈
は
八
幡
の

に

を
乗
せ

そ
の
光
景
を
興
味
深
げ
に

め
て
い
た

 
明
日
奈
は
何
か
深
い
考
え
が
あ

て
二
人
に
そ
う
指

を
し
た

で
は
な
く

 
と
に
か
く
何
か
し
ら
の
二
人
の
覚
悟
が
見
た
い
だ
け
だ

た

 
二
人
が
何
を
思
い
付
き

何
を
や

て
く
る
の
か

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
成
り
行
き
と
は
い
え
お
か
し
な
事
に
な

ち

た
け
ど

頑
張
ろ
う
ね
相
棒

ま

た
く
無
茶

り
に
も

が
あ
る
お

だ
が
そ
れ
が
い
い

正
妻
様
は
殺
し
合
い

て
言

て
た
け
ど

フ
ラ
ウ
は
ど
う
思
う

こ

こ
こ
は
何
を
さ
せ
た
い
か
で
は
な
く

ク
リ
ア

件
を
考
え
る
べ
き

 
多
分
八
幡
へ
の
愛
を
証
明
し
ろ
と
か
そ
う
い
う
事
で
は
な
い
は
ず
ソ

ス
は
八
幡
の
親
友
の

和
人
君
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確
か
に
女
の
子
だ
け
じ

な
く
親
友
も
常

可
能
な
ら
求
め
ら
れ
る
要
素
は
そ
れ
じ

な
い

よ
ねも

も

と
も
愛
を
証
明
し
ろ
と
い
う
事
で
も
私
は
良
く

て
よ

い
い
ん
だ

ま
あ
で
も
私
も
い
い
か
な

正
直
次
期
社
⻑
は
私
の
好
み
に
ド
ス
ト
ラ
イ

ク
だ
し

 
あ
の
オ
レ
オ
レ
だ
け
ど
優
し
い
と
こ
ろ
は
ポ
イ
ン
ト
高
い
か
な

分
か
る

で
も
ま
あ
こ
こ
は
正
妻
様
が
審
査
員
な
ん
だ
し

そ

ち
に
働
き
か
け
る
方
向
で

イ
グ
ザ
ク
ト
リ

そ
の
通
り

 
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
チ
ラ

と
明
日
奈
の
方
を
見
た

 
当
の
明
日
奈
は
興
味
深
々
に
こ
ち
ら
を
見
て
お
り
目
が
合

た
二
人
は

て
て
目
を

ら
し

た
さ
て

ど
う
す
る

わ

私
が
思
う
に

こ
の
場
所
で
求
め
ら
れ
る
の
は
会
社
へ
の

心
じ

な
い

 
八
幡
個
人
へ
の

心
だ
と
思
う
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そ
の
心
は

会
社
イ
コ

ル
八
幡
じ

な
い

今
の
八
幡
が
社
⻑
な
ら
イ
コ

ル
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
違
う

な
る
ほ
ど
こ
こ
に
い
る
人
達
は
今
じ

な
く
将
来
の
次
期
社
⻑
を

え
る
メ
ン
バ

て

事
だ
ね

 
二
人
は
難
し
く
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が

当
の
明
日
奈
は
そ
こ
ま
で
深
く
考
え
て
は
い
な
い

 
八
幡
を
裏
切
る
可
能
性
だ
け
が
無
く
な
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
だ

て
事
は

次
期
社
⻑
へ
の

心
を

さ
な
い
と
い
け
な
い
ね

そ
れ
が
見
せ
か
け
だ
け
じ

な
い
よ
う
に
ほ
ん
の
少
し
の
あ
愛
情
を
ス
パ
イ
ス
に
し
な

い
とな

る
ほ
ど

そ
れ
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

と
り
あ
え
ず
シ
ン
プ
ル
に
逆
か
ら
考
え
よ
う
ど
う
す
れ
ば
他
人
に
言
う
事
を
き
か
せ
ら
れ
る

そ
れ
は
え

と

味
を

る
と
か

ガ
タ
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フ
ラ
ウ
は

そ
れ
だ

と
い

た
感
じ
で
そ
う
口
に
出
し
た

 
明
日
香
は
感
覚
で
同
意
を
得
ら
れ
た
の
だ
と
思
い

そ
の
方

を
必
死
に
考
え
始
め
た

つ
ま
り
次
期
社
⻑
に
私
達
の

味
を
差
し
出
せ
ば
い
い
の
か
な

し
か
も
愛
情
の
ス
パ
イ
ス
的
に

度
に
性
的
な
感
じ
の
が
い
い

で
も
あ
ん
ま
り
過
激
だ
と

正
妻
様
が
よ
く
思
わ
な
い
ん
じ

な
い

た

確
か
に

加

が
重
要

そ
う
す
る
と

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
熱
心
に
話
し
合
い
を
続
け
た

 
明
日
奈
的
に
は
そ
の
真

な

を
見
せ
ら
れ
た
だ
け
で
も
う
許
可
し
て
も
良
か

た
の
だ
が

 
何
か
思
い
付
い
た
よ
う
な
の
で

そ
れ
を
是
非
見
て
み
た
い
と
思
い

 
そ
の
ま
ま

て
二
人
の
様
子
を

め
て
い
た

せ

正
妻
様

一
つ
お
願
い
が

 
そ
し
て

に
ど
う
す
る
の
か
決
ま

た
の
か

フ
ラ
ウ
が
明
日
奈
に
そ
う

ね
て
き
た

う
ん
い
い
よ

な

に

は

八
幡
に
目

し
を
付
け
る
許
可
を
お
願
い
し
ま
す
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分
か

た

目

し
ね

そ
れ
じ

あ
丁
度
い
い
布
は

 
う

ん

さ
す
が
に
私
の
下
着

て

に
は
い
か
な
い
よ
ね

お

お
い

 
さ
す
が
の
八
幡
も

そ
れ
は
勘

し
て
く
れ
と
思

た
の
か

て
て
そ
う
突

込
ん
だ

う

ん

そ
れ
じ

あ
こ
う
し
よ

か

え
い

お
わ

 
明
日
奈
は
自
分
が
着
て
い
た
白
い
オ
フ
シ

ル
ダ

の
セ

タ

を
脱
ぎ
八
幡
の

に
か
ぶ

せ
た

 
そ
し
て
黒
の
サ
イ
ド
レ

ス
ア

プ
の
タ
ン
ク
ト

プ
一

に
な

た
明
日
奈
は

 
少
し
寒
そ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
と

部
屋
の

度
を
上
げ
な
が
ら
言

た

は
い

こ
れ
で
い
い

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 
そ
う
言

て
二
人
は
着
て
い
る
衣
服
を
脱
ぎ

て

全

に
な

た

フ
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明
日
奈
は
フ
ラ
ウ
の
口

が
移

た
の
か

驚
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た
が

 
八
幡
の

界
が
塞
が

て
い
る

に

そ
れ
を

中
で
止
め
た
り
は
し
な
か

た

は

八
幡

失

す
る
お

う
ひ

く

く
す
ぐ

た
い

 
フ
ラ
ウ
は
そ
う
言

て
八
幡
の
足
を
持
ち
上
げ

明
日
奈
か
ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に
し
た

正
妻
様

八
幡
の
正
体
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に

さ

影
を
お
願
い
し
ま
す

 
私
達
の
顔
は
普
通
に
写
る
感
じ
で

え

あ

う
ん

分
か

た

 
明
日
奈
は
ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
か
と
悩
み
な
が
ら
も
そ
の
フ
ラ
ウ
の
頼
み
を

き

 
ス
マ
ホ
を
二
人
に
向
け
て

え
た

 
そ
れ
を
合
図
に
あ
ろ
う
事
か

フ
ラ
ウ
は
そ
の
場
に
四
つ
ん
這
い
に
な
り

 
い
き
な
り
八
幡
の
足
の
裏
を
ペ
ロ

と

め
た

う
ひ

な

何
だ
今
の

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
明
日
奈
は
そ
の
光
景
に
ド
キ
ド
キ
し

心
の
中
で

声
を
上
げ
た
が
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頼
ま
れ
た
事
は
し

か
り
こ
な
し

そ
の
光
景
を

影
し
た

そ

そ
れ
じ

あ
私
も
同
じ
事
を

あ

う

う
ん

 
次
に
明
日
香
が
フ
ラ
ウ
と
同
じ
事
を
し
た

ま

ま
た
か

一
体
何
な
ん
だ
よ

 
そ
ん
な
八
幡
に

し
い
説
明
を
す
る
事
も
な
く

 
二
人
は
明
日
奈
の
前
に
正
座
し

自
分
達
の
考
え
を
述
べ
始
め
た

こ

こ
れ
で
も
し
私
達
が
何
か
悪
い
事
を
し
た
ら

 
せ

正
妻
様
自
ら
そ
の
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア

プ
し
て

私
達
を
女
と
し
て
殺
す
事
が
可
能

ご
命
令
通
り

こ
れ
で
私
達
は
死
に
ま
し
た

こ
れ
で
ど
う
で
し

う
か

お
お

 
明
日
奈
は
そ
の
二
人
の
考
え
に
感
心
し
た

 
も
と
よ
り
明
日
奈
が
そ
ん
な
事
を
す
る
は
ず
は
な
い
が

止
力
と
し
て
は
確
か
に

だ

 
別
に
こ
の
こ
の
写
真
を
と

て
お
く
必
要
も
な
く

 
持

て
い
る
よ
と
い
う
フ
リ
だ
け
で

こ

そ
り
消
し
て
し
ま

て
も
何
の
問
題
も
な
い
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八
幡
の
顔
を
映
さ
な
い
事
で
八
幡
に
迷
惑
が
か
か
る
事
が
無
い
よ
う
に
も
配

し
て
い
る
し

 
最
初
に
八
幡
に
目

し
を
し
た
の
は

自
分
達
の
全

を
八
幡
に
見
せ
な
い
の
と
同
時
に

 
明
日
奈
に
配

し
て
の
も
の
だ
ろ
う

う
ん

い
い
ん
じ

な
い
か
な

こ
こ
ま
で
体
を
張

て
も
ら

た
ん
だ
か
ら

 
私
と
し
て
は
特
に
何
も
言
う
事
は
な
い
よ

や

や

た

ミ

シ

ン

コ
ン
プ
リ

ト

 
二
人
は
手
を
取
り
合

て
喜
び

明
日
奈
も
嬉
し
そ
う
に
う
ん
う
ん
と

い
た

 
そ
こ
に
八
幡
が

こ
う
声
を
か
け
て
き
た

お

お
い
明
日
奈

決
着
し
た
な
ら
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
目

し
を
外
し
て
い
い
か

 
こ
れ

明
日
奈
の

い
が
凄
く
て
さ

 
八
幡
は
も
ち
ろ
ん
い
い

い
と
い
う
つ
も
り
で
そ
う
言

た
の
だ
が
絶
望
的
に
言
葉
が
足
り

な
いえ

え
え
え
え
え

も

も
し
か
し
て

う

う
と
い
う
か
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八
幡
の
そ
の
答
え
も
き
か
ず
明
日
奈
は

て
て
八
幡
の

に
被
せ
て
あ

た
セ

タ

を

い
取

た

い
や

そ
ん
な
に

て
な
く
て
も

で

で
も

う

て

お

お
う

い
い

い
す
ぎ
て
ク
ラ
ク
ラ
す
る
と
い
う
か
だ
な

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
明
日
奈
は
ホ

と
し

そ
の
ま
ま
セ

タ

を
着
て
し
ま

た

うせ

正
妻
様

えん
 
フ
ラ
ウ
と
明
日
香
が

た
よ
う
に
そ
う
呼
び
か
け
て
き
た

 
明
日
奈
は
そ
ち
ら
に

り
向
き

当
然
八
幡
も
反
射
的
に
そ
ち
ら
に
目
を
向
け
た

 
そ
こ
に
あ
る
の
は
当
然
二
人
の
全

で
あ
り

八
幡
は
完
全
に
フ
リ

ズ
し
た

あ

だ

目

 
明
日
奈
は
そ
う
叫
び

そ
の
ま
ま
八
幡
に
飛
び
か
か

た
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八
幡
の
顔
は
明
日
奈
に
押
し
潰
さ
れ

呼

を
す
る
事
が
出
来
な
い

あ

明
日
奈

苦
し

目

も
う
ち

と
待

て

 
そ
の
言
葉
を
合
図
に
フ
ラ
ウ
と
明
日
香
も

て
て
服
を
着
始
め
た

 

鳴
を
上
げ
な
か

た
の
は
立

で
あ
る

 
も
し
か
し
た
ら

八
幡
に
全
部
見
ら
れ
る
覚
悟
も
事
前
に
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

正
妻
様

オ

オ

ケ

こ

ち
も
大
丈
夫
で
す

う

う
ん
分
か

た

ご
め
ん
ね
二
人
と
も

む

む
し
ろ
逆
に

何
か
サ

セ
ン

わ

私
も
別
に
気
に
し
て
な
い
の
で

う

本
当
に
ご
め
ん
ね

 
そ
し
て
明
日
奈
は
立
ち
上
が

た
が

当
の
八
幡
か
ら
反
応
が
な
い

あ
れ

八
幡
君

八
幡
君

 
明
日
奈
は
八
幡
の

を
ペ
チ
ペ
チ
と
叩
き

そ
れ
で
や

と
覚

し
た
八
幡
は



 第１００６話 二人の覚悟

 
だ
が
ま
だ
少
し
ぼ

と
し
て
い
る
よ
う
で
あ

た

ご

ご
め
ん

大
丈
夫

お

お
う

大
丈
夫
だ

一

界
が

色
に

ま

た
気
が
し
た
ん
だ
が

 
あ
れ
は
何
だ

た
ん
だ
ろ
う
な

そ

そ
う

き

と
疲
れ
て
る
ん
だ
ね

と
り
あ
え
ず
儀
式
を
終
わ
ら
せ
ち

て

 
今
日
は
ゆ

く
り
休
も
う
ね

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

 
そ
し
て
優
里
奈
が

室
に
呼
ば
れ

そ
の
ま
ま
聖
布
収
納
の
儀
が
行
わ
れ
た

い

い
ち
ご
パ
ン
ツ
だ
と

明
日
香
は
こ
う
い
う
か
わ
い
い
系
が
好
き
な
ん
だ
な

 
ま
あ
し
か
し

イ
メ

ジ
に
合

て
て
い
い
と
思
う
ぞ

ん
実
に
フ
ラ
ウ
ら
し
い
な
こ
れ
は
自
分
の
じ

な
い

て
言

て
た
が
こ
の
平

さ
が

実
に
い
い

 
明
日
香
と
フ
ラ
ウ
の
聖
布
に
対
す
る
八
幡
の
評
価
は
そ
ん
な
感
じ
で
あ
る

 
二
人
の
場
所
は

今
日
の

練
を
共
に
乗
り
越
え
た
せ
い
で
友
情
が
芽
生
え
た
の
か

 
二
人
一

に
仲
良
く
六

目
の
一
番

と
決
定
さ
れ
た
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こ
う
し
て
八
幡
の
部
屋
は

々

や
か
に
な

て
い
く
の
で
あ

た
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第
１
０
０
７
話
 
暴
走
エ
イ
テ

ン

 
そ
の
日
の
夜

明
日
奈

優
里
奈

萌
郁

フ
ラ
ウ

明
日
香
の
五
人
は

 

室
で
仲
良
く
八
幡
ト

ク
に
勤
し
ん
で
い
た

 
も

と
も
主
に
語
る
の
は
明
日
奈
と
優
里
奈
で
あ
る

萌
郁
は
元
々
口

が
少
な
い
し

 
フ
ラ
ウ
と
明
日
香
は
語
れ
る
よ
う
な
八
幡
エ
ピ
ソ

ド
を
持

て
い
な
い
か
ら
だ

で
ね

で
ね

そ
の
時
私
は
言

て
や

た
の

そ
ん
な
の
私
と
彼
が
夫

だ
か
ら
に
決
ま

て
る
で
し

彼
の
い
る
所
に
は
常
に
私
が

い
る
の
よ

 

て
ねお

お

 
今
の
話
題
は
ど
う
や
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
ハ
チ
マ
ン
が
ク
ラ
デ

ル
に
襲
わ
れ
た
時
の
話
ら
し
い

Ｓ
Ａ
Ｏ

て
や

ぱ
り
ハ

ド
な
世
界
だ

た
ん
で
す
ね

そ
の
ク
ラ
デ

ル

て
の

テ
ラ
ワ
ロ
ス

男
と
し
て
終
わ

て
る

ま
あ
実
は
彼

芸
能
プ
ロ
の
社
⻑
の
息
子
で
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こ

ち
に

て
き
た
後
も
私
達
に
ち

か
い
を
出
し
て
き
た
ん
だ
け
ど
ね

え

本
当
に

う
わ

ま
ん
ど
く
せ

 
や
は
り
ク
ラ
デ

ル
は
誰
に
そ
の
話
を

か
せ
て
も

悪
の
対
象
に
な
る
よ
う
だ

 
今
は
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

は
何
も
言

て
こ
な
い

 
お
そ
ら
く
ま
だ
結
城

で
し
ご
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
と
一
番
参

た
の
が

や

ぱ
り
須

さ
ん
の
事
件
か
な

須

ど
こ
か
で

い
た
名
前
の
よ
う
な

 
ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
な
い
ら
し
い
者
達
に

優
里
奈
が
助
け
船
を
出
し
た

須

さ
ん

て
の
は

残
さ
れ
た

人
事
件
の
主
犯
で
す
よ

あ

あ
あ

そ
う
だ
そ
う
だ

あ
の

み
た
い
な
気
持
ち
悪
い
奴
だ

ま
だ

判
中
だ

け

え

正
妻
様

あ
い
つ
に
も
ス
ト

カ

さ
れ
て
た
の

そ
の
正
妻
様

て
の
は
そ
ろ
そ
ろ
や
め
て
よ

私
の
事
は
明
日
奈
で
い
い
か
ら

ね
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明
日
奈
は
そ
う
言
う
と

残
さ
れ
た

人
事
件
に
つ
い
て
語
り
始
め
た

 

て

な
ん
だ
け
ど

え

と

う

ん

こ
う
し
て
思
い
返
す
と

 
私

て
実
は
ス
ト

カ

さ
れ
や
す
い
体
質
と
か
な
の
か
な

 
明
日
奈
は
語
り
終
わ

た
後

 
思

た
よ
り
も
自
分
の

り
に

が
お
か
し
い
男
が
多
か

た
事
を
再
確
認
し

 
ど
ん
よ
り
と
し
た
表
情
を
し
て
い
た

明
日
奈

ド

ド
ン
マ
イ
だ
お

 
フ
ラ
ウ
と
明
日
香
は

め
る
よ
う
に
明
日
奈
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た

で
も
明
日
奈
さ
ん
の

に
は
ず

と
八
幡
さ
ん
が
い
た
じ

な
い
で
す
か

大

プ
ラ
ス
で

す
よ

 
優
里
奈
が

め
る
よ
う
に
そ
う
言
い

萌
郁
も
そ

と
明
日
奈
に
寄
り

て
く
れ
た

う

う
ん

そ
れ
が
救
い
だ

た
よ
ね

も
し
八
幡
君
が
い
な
く
て
私
一
人
だ

た
ら

 
多
分
私

絶
対
に
二
人
の
う
ち
の
ど

ち
か
に

辱
さ
れ
て
た
よ
ね
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そ
の
重
い
言
葉
に
誰
も
何
も
言
え
な
か

た
が

明
日
奈
は
す
ぐ
に
表
情
を

め

 
明
る
い
口
調
で
こ
う
続
け
た

あ

で
も
そ
の
前
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
死
ん
で
た
か
も

え
へ

 
そ
ん
な
明
日
奈
に
四
人
が
一

に

き
つ
い
た

デ

フ
フ

無
意
味
な
妄
想
乙

そ
ん
な
仮
定
の
話
は
必
要
な
い

今
明
日
奈
は
こ
こ
に
い
る

そ
う
そ
う

こ
う
し
て
私
達
と
一

に
き

き

う
ふ
ふ
し
て
る

だ
し
ね

明
日
奈
さ
ん

も
う
結
婚
し
ち

え
ば
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

え

そ

そ
れ
は
さ
す
が
に

ね

 
明
日
奈
は
も
じ
も
じ
し
つ
つ

そ
れ
で
も
満
更
で
も
な
い
よ
う
に

れ
た
表
情
を
し
た

で
も
さ

確
か
に
ハ

ド
な
人
生
を
送

て
る
よ
ね

ま
あ
人
生
の
中
で

合
計
た

た
三
年
く
ら
い
の
間
だ
け
ど
ね

い

今
が
幸
せ
な
ら

そ

そ
れ
で
良
か
ろ
う
な
の
だ

う
ん

そ
う
だ
ね

も
う
変
な
男
に

ま
れ
る
事
は
な
い
で
し
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そ
の

に
私
も
い
る

う
ん

萌
郁
さ
ん

頼
り
に
し
て
る
ね

 
明
日
奈
は
困

た
時
に
助
け
て
く
れ
る
仲
間
が
ど
ん
ど
ん

え
て
い
く
事
に
喜
び
を
感
じ
て
い

た 
自
分
達
の
努
力
が
身
を
結
び
つ
つ
あ
る
事
を
再
確
認
出
来
た
か
ら
だ

 
そ
の
後
も
明
日
奈
は
専
属
な
ら
知

て
お
く
べ
き
だ
と
い
う
考
え
の
下
に

 
ソ
レ
イ
ユ
成
立
の
背
景
に
あ
る
八
幡
の
過
去
話
を
熱
く
語

た

 
中
に
は
胸
ヤ
ケ
す
る

の
の
ろ
け
エ
ピ
ソ

ド
も
あ

た
が

 
そ
の
話
を

い
た
一
同
は

そ
れ
だ
け
の
絆
が
あ
る
以
上

 
正
妻
の
座
を
明
日
奈
か
ら

う
事
な
ど
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い

 
八
幡
に
対
す
る
ア
ピ

ル
は
度
が
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
心
に

た

 
こ
こ
で
大
人
し
く
身
を
引
く
よ
う
な
者
は
八
幡
の

り
に
は
や
は
り
い
な
い
ら
し
い

 
同
じ

人
も
八
幡
か
ら
色
々
な
話
を

か
さ
れ
て
い
た
が

 
女
性

に
対
す
る
ほ
ど
熱
い
ト

ク
で
は
な
か

た
ら
し
く

 
次
の
日
の
朝

明
日
香
か
ら
そ
の
話
を

か
さ
れ
た

人
は

思
わ
ず
明
日
奈
の
方
を
見
て
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そ
の
口
の

が

か
に
持
ち
上
が

て
い
る
事
を
確
認
し

 
さ
す
が
は
正
妻
様

凄
ま
じ
い

治
力
だ
と

尊
敬
を
新
た
に
し
た
の
で
あ

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
家
ま
で
送

て
く
か
ら

三
人
と
も

今
日
は
ゆ

く
り
休
ん
で
く
れ

 
こ
の
日
は
土
曜
日
で
あ

た
が
ソ
レ
イ
ユ
は
お
休
み
で
あ
る

ち
な
み
に
学
校
も
休
み
で
あ

る
萌
郁
は
ど
う
す
る
ん
だ

こ
の
ま
ま
寮
に

る
つ
も
り

家
事
と
か
し
な
い
と

お
お
そ
う
か

明
日
奈
は

え

と
ね

私
は
雪
乃
に
誘
わ
れ
て
る
か
ら
寮
の
部
屋
を
見
に
行
こ
う
か
な

て

 

に
理
想
の
部
屋
が
完
成
し
た
か
ら
是
非

だ

て

理
想
の
部
屋
か

 
八
幡
は

さ
ぞ
猫
々
し
い
部
屋
な
ん
だ
ろ
う
な
と
遠
い
目
を
し
た

 
同
時
に
横
で
明
日
奈
の
予
定
を

い
て
い
た
明
日
香
が

ハ

と
し
た
顔
を
し
た

そ
う
だ
よ

寮
の
部
屋

私
達
も
間
取
り
く
ら
い
は
見
て
お
き
た
い
よ
ね

あ
あ

明
日
香
に
し
ち

い
い
ア
イ
デ
ア
だ
な



 第１００７話 暴走エイティーン

 
ボ
ス

空
き
部
屋
で
い
い
か
ら
俺
達
に
も
見
せ
て
く
れ
な
い
か

先
輩

一
言
多
い

確
か
に
図
面
だ
け
だ
と
分
か
ら
な
い
事
も
多
い
し
な

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る
か

 
フ
ラ
ウ
も
特
に
反
対
し
な
か

た

四
人
は
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
い

 
そ
こ
で
空
き
部
屋
の
鍵
を
受
け
取

て

寮
に
見
学
に
向
か
う
事
に
し
た

あ

一

は
コ
ン
ビ
ニ
な
ん
だ

て

コ
ン
ビ
ニ
に
し
て
は
品
揃
え
が
い
い

フ
ラ
ン
チ

イ
ズ
じ

な
い
う
ち
の
運

だ
か
ら
な

 
社
員
の
要
望
に
合
わ
せ
て
か
な
り
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
せ
て
も
ら

た
わ

へ

ち

と
寄

て
み
て
も
い
い

あ
あ

別
に

わ
な
い
ぞ

 
そ
の
ま
ま
コ
ン
ビ
ニ
に
向
か

た
一
同
は

ド
リ
ン
ク
の

に

 
千
葉

の
ソ
ウ
ル
ド
リ
ン
ク
と
選
ば
れ
し
者
の
知
的
飲
料
が

山
置
か
れ
て
い
る
事
に
驚
い

た
ボ

ボ
ス

こ
れ
は

あ
あ

俺
の
趣
味
だ
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な
る
ほ
ど

し
か
し
こ
ん
な
に
置
い
て
あ

て

ち

ん
と

れ
る
ん
で
す
か

お
う

一

二
を
争
う
人
気
商
品
だ
ぞ

う
ち
は

労
働
が
多
い
し
な

 
つ
い
で
に
言
う
と

俺
の
布
教
活
動
が
実
を
結
ん
で
い
る
と
い
う
証

だ

ふ
ふ
ん

 
八
幡
の
言
う
通
り
八
幡
が
飲
ん
で
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で

て
い
く
社
員
が
多
い
ら
し

い 
事
実

今
も
一
人
の
女
性
が
二
本
セ

ト
で

お
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

た

ほ
ら
な

あ
ん
な
感
じ
で
人
気
が

あ
れ

理
央
か

へ
 
そ
の
女
性
は

ま
さ
か
の
理
央
で
あ

た

 
理
央
は
今
ま
さ
に
自
分
が
手
に
し
て
い
る
二
本
の
ド
リ
ン
ク
に
目
を
や

た
後

 
八
幡
と
自
分
の
手
を
交

に
見
て

迷
う
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
が

 
結
局
そ
の
二
本
と
も

い
物
カ
ゴ
に
放
り
込
ん
だ

べ

別
に
八
幡
の
真
似
し
て
る
と
か

そ
う
い
う
ん
じ

な
い
か
ら

い
や

俺
は
何
も
言

て
な
い
ん
だ
が

で
も
今
絶
対
思

て
た
で
し

こ
い
つ

俺
の
真
似
し
て
や
が
る

て



 第１００７話 暴走エイティーン

ど
ん
だ
け
妄
想
が

し
い
ん
だ
お
前
は

さ
す
が
は
相
対
性
妄
想

子
だ
な

そ

そ
の
呼
び
方
は
や
め
て

 
理
央
は

鳴
を
上
げ
た
が
時

に

し

人
は
ク

ル
に
ス
ル

し
て
く
れ
た
が

 
明
日
香
と
フ
ラ
ウ
が

然
と
し
た
勢
い
で
そ
の
言
葉
に
食
い
つ
い
て
き
た

え

何
そ
の
呼
び
方

ど
ん
な
由
来

 
明
日
香
の
こ
の

れ

れ
し
さ

ど
う
や
ら
二
人
は
も
う
面
識
が
あ
る
ら
し
い

今
の
反
応
だ
と

き

と
エ
ロ
い
由
来
だ
と
思
わ
れ

あ
あ

確
か
に
そ
ん
な
感
じ
だ

た
ね
そ

か

確
か
に
こ
の
我

ボ
デ

は

ご
く
り

 
明
日
香
に
そ
う
言
わ
れ

理
央
は

て
て
自
分
の
胸
を

し
た

べ

別
に
そ
ん
な
ん
じ

な
い
か
ら

え

私
的
に
は
褒
め
た
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
な

う

う

絶
対
に
褒
め
て
な
い
よ
ね

い

そ
殺
せ

て
奴
で
す
ね

分
か
り
ま
す

お

と

つ
い
で
に
私
も
こ
れ
を

て

お
か
な
い
と
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そ
う
言
い
な
が
ら
フ
ラ
ウ
が
手
に
取

た
の
は
コ
ン
ビ
ニ
仕
様
の

産
型
パ
ン
ツ
で
あ

た

 

日
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
で
優
里
奈
か
ら
予
備
を

入
し
た

そ
の
補
充
の
つ
も
り
な
の
だ

ろ
う

 
そ
し
て
フ
ラ
ウ
は
そ
の

産
型
パ
ン
ツ
を
レ
ジ
に
持

て
い
き

 
何
の

い
も
な
く
男
性
店
員
に
差
し
出
し
た

他
に
は
何
も

て
い
な
い

 
更
に
店
員
が
袋
に
い
れ
よ
う
と
す
る
の
を

フ
ラ
ウ
は

で
制
し
た

サ

セ
ン

袋
は
い
い
で
す

自
分

こ
の
ま
ま
あ
の
人
に

さ
れ
る
つ
も
り
な
ん
で

お
い
こ
ら
て
め
え

俺
を

き
込
む
な

 
八
幡
は
顔
を
真

に
し
て
抗
議
し
理
央
は

気
を
抜
か
れ
そ
の
度
胸
に
目
が
点
に
な

た
フ

フ
ラ
ウ

凄
い
ね

で
も
何
で
そ
ん
な
物
を

た
の

デ

フ
フ

日
持
ち
合
わ
せ
が
無
か

た
か
ら

 
優
里
奈
ち

ん
に
部
屋
の
ス
ト

ク
の
パ
ン
ツ
を

て
も
ら

て
そ
れ
を
奉
納
し
た
わ
け
だ

が 
ま
あ
そ
の
補
充

み
た
い
な
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ほ

奉
納

て
ま
さ
か

 
そ
の
フ
ラ
ウ
の
言
葉
に
理
央
の
目
が
大
き
く
見
開
か
れ
理
央
は

然
と
八
幡
に
詰
め
寄

た

は

八
幡

お
わ

ど

ど
う
し
た

ず

ず
る
い

何
が
だ

私
だ

て
も
う
十
八
な
ん
だ
し

正
式
な
入
社
ま
で
家
に

る
事
も
ほ
と
ん
ど
無
い
し

 
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
に
迎
え
て
も
ら

て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
な

て
か
入
れ
ろ
ブ
タ
野

郎 
そ
う
言
う
理
央
の
目
は
完
全
に
座

て
お
り
八
幡
は
そ
の
ま
ま
一
気
に
壁

ま
で
追
い
詰
め

ら
れ
た

ち

近
い

て
か
当
た

て
る

当
た

て
る
か
ら

当
て
て
る
ん
だ
か
ら
当
た
り
前
で
し

う
が

な
 
そ
う
言
い
切
る
男
前
な
い
や
女
前
な
理
央
相
手
に
さ
す
が
の
八
幡
も
ど
う
す
る
事
も
出
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来
な
い

わ

分
か

た

分
か

た
か
ら

今
か
ら
一

に
明
日
奈
の
所
に
行

て
相
談
し
よ
う

な

絶
対
だ
か
ら
ね

 
理
央
は
そ
う
言

て

う
予
定
だ

た
物
を
素

く

い
物
カ
ゴ
に
放
り
込
み

 
速
攻
で
会
計
を
終
え

八
幡
の
所
に

て
き
た

物
を
置
く
か
ら
先
に
私
の
部
屋
ね

ほ
ら

行
く
よ

あ

は
い

 
最
後
の
望
み
と
ば
か
り
に
八
幡
は

人
達
三
人
に
目
を
向
け

線
で
助
け
を
求
め
た

げ
ら
げ
ら
げ
ら

い
い
ぞ

も

と
や
れ

あ

八
幡
さ
ん

私
達

寮
の
部
屋
を
見
に
い

て
ま
す
ね

 
三
人
は
そ
う
言

て
八
幡
に
手
を
差
し
の
べ
る
事
な
く
去

て
い
き

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
理
央
に

を
組
ま
れ

理
央
の
部
屋
に
連
行
さ
れ
る
事
と
な

た



 第１００８話 お部屋訪問

 
第
１
０
０
８
話
 
お
部
屋
訪
問

意
外
と

麗
に
し
て
る
ん
だ
な

い

意
外
と
は
余
計

私
は
基
本

麗
好
き
だ
よ

そ
う
か

悪
い

そ
れ
は
失
言
だ

た
な

と
り
あ
え
ず
私
は

て
き
た
物
を
し
ま

ち

う
か
ら
八
幡
は
こ
れ
で
も
飲
ん
で
待

て
て

お

悪
い
な

 
そ
う
言

て
理
央
は
乱
暴
な
態
度
で
マ

ク
ス
コ

ヒ

を
八
幡
に
押
し
つ
け

 

室
の
方
へ
と
消
え
て
い

た

や
れ
や
れ

完
全
に
機

を

ね
ち
ま

た
み
た
い
だ
な

 
困

た
顔
で
そ
う

き
な
が
ら

 
八
幡
は
相
変
わ
ら
ず

・

・度
・な

さ
を

る
マ

ク
ス
コ

ヒ

を
口
に

ん
だ

ん

美
味
い

 
だ
が
事
実
は
八
幡
の
認
識
と
は
全
く
違

て
い
た

 
理
央
は
八
幡
か
ら
見
え
な
い

置
へ
と
移
動
す
る
な
り

を

え
て
そ
の
場
に

た
の
だ
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や

や

ち

た

 
実
は
理
央
は
八
幡
を
家
に
上
げ
た
直
後
に
我
に
返
り

静
さ
を
取
り

し
て
い
た
の
だ

た 
今
更
な
が
ら
自
分
の
部
屋
に
八
幡
と
二
人
き
り
と
い
う
事
実
に
気
付
い
た
理
央
の
一
番
の
心

配
事
は

 
ち

ん
と
片
付
け
て
は
あ

た
は
ず
だ
が

 
自
分
の
部
屋
に

お
か
し
な
物
が
置
い
て
い
な
か

た
か
ど
う
か
と
い
う
事
で
あ

た

た

多
分
大
丈
夫
だ
よ
ね

見
ら
れ
て
困
る
よ
う
な
物
は
何
も
無
か

た
は
ず

 
あ

待

て

ま
ず
い
ま
ず
い

洗

物
が

し

ぱ
な
し

 

し

ぱ
な
し
と
い
う
か

し
た
ば
か
り
な
の
で
あ
る
が

 
幸
い
レ

ス
の
カ

テ
ン
が

ま

て
い
る
は
ず
な
の
で
八
幡
か
ら
は
見
え
な
い
と
思
わ
れ

る
で

で
も
一
応
確
認
し
な
い
と

 
そ
う

き

物

か
ら
窓
の
様
子
を

た
理
央
は

今
ま
さ
に
八
幡
が
立
ち
上
が
り

 
ベ
ラ
ン
ダ
の
方
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
を
見
て
心

の

動
を

ね
上
が
ら
せ
た
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ち

ち

と
八
幡

ど

ど
こ
に
行
く
の

ん

あ

い
や

こ
こ

て
十

だ
ろ

寮
か
ら
見
る
景
色

て
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
な

て
思

て
な

た

確
か
に
こ
こ
か
ら
見
る
景
色
は
凄
く

麗
だ
け
ど

お
お

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
な

特
に
今
は
私
の
下
着
も

し
て
あ
る
か
ら

八
幡
は
喜
ぶ
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
八
幡
に
答
え
つ
つ
そ
ん
な
事
を
考
え
た
理
央
は

即
座
に
自
分
に
突

込
ん
だ

ち

が

う

私

て
ば
何
を
考
え
て
る
の

こ
れ
じ

あ
ま
る
で
痴
女
じ

な
い

 
ま
る
で
と
い
う
か

そ
の
思
考
は
完
全
に
痴
女
で
あ
る

違
く
て

そ
う
じ

な
く
て

ん

い
き
な
り
ど
う
し
た

え

と
え

と

う

何
も
思
い
つ
か
な
い

 
も
う
い
い
や
え

と
ね
い
今
そ
こ
に
は
洗

物
が

し
て
あ
る
か
ら
そ
の

ね

 
理
央
は
八
幡
を
止
め
る
い
い
言
い

が
思
い
付
か
ず

正
直
に
事
実
を
伝
え
る
事
に
し
た
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あ

わ

悪
い

そ
り

休
日
の
朝
は
洗

す
る
よ
な

 
八
幡
は
す
ぐ
に

況
を
理
解
し

て
て
元
の
場
所
に

た

わ

分
か

て
く
れ
た
な
ら

別
に
い
い
よ

 
理
央
は
そ
う
言

て

室
に

る
と

 
多
少
お
め
か
し
し
た
服
に
着

え

つ
い
で
に
奉
納
用
の
い
い
下
着
が
あ
る
か

 

服
ダ
ン
ス
を
チ

ク
す
る
事
に
し
た

だ
が
結
果
は
散
々
な
も
の
で
あ

た

う

全
体
的
に
地
味

い
い
の
が
無
い

 
実

問
題
十
分
か
わ
い
い
と
思
わ
れ
る
下
着
は

山
あ

た
の
だ
が

 
背

び
し
た
い
お
年

の
理
央
に
と

て
は
満
足
が
い
く
物
は
無
か

た
ら
し
い

こ

こ
う
な

た
ら
明
日
奈
さ
ん
に
相
談
し
よ
う

 
理
央
は
そ
う
決
断
し
八
幡
の
所
に

た

そ
ん
な
八
幡
の

線
は
台
所
の
方
に
向
か

て

い
た

 
八
幡
は
理
央
が

て
き
た
の
を
見
て

開
口
一
番
に
こ
う

ね
て
き
た

な

ア
ル
コ

ル
ラ
ン
プ
と
ビ

カ

は
無
い
の
か

は

む
し
ろ
何
で
そ
ん
な
物
が
あ
る
と
思

た
の
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何
だ
無
い
の
か
お
前
は
家
で
も
そ
う
や

て
コ

ヒ

を
入
れ
て
る
と
思

た
ん
だ
け
ど
な

そ
ん
な

な
い
で
し

 
理
央
は
思
わ
ず
そ
う
叫
ん
だ
が

八
幡
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
の
を
見
て

 
自
分
が
か
ら
か
わ
れ
て
い
た
事
に
気
が
付
い
た

も
う

も
う

 
理
央
は

ね
た
顔
で
八
幡
を

か

か
と
叩
き

 
八
幡
は
そ
の
攻
撃
を

ん
じ
て
受
け
な
が
ら
理
央
に
言

た

や

と
ツ
ン
ツ
ン
し
て
た
の
が
収
ま

た
な

今
回
の
事
は
俺
が
悪
か

た
よ

 
明
日
奈
が

る
よ
う
な
ら
俺
か
ら
も
口

え
し
て
や
る
か
ら
そ
れ
で
勘

し
て
く
れ

え

あ

う
ん

わ

分
か

た
な
ら
別
に
い
い
よ

 
理
央
は

に
そ
う
言
い
つ
つ
も

 

静
に

た
せ
い
な
の
だ
ろ
う

八
幡
に
対
し
て
罪
悪
感
を
感
じ
て
い
た

 
だ
が
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
に
自
分
の
居
場
所
が
ど
う
し
て
も
欲
し
か

た

 
そ
の
罪
悪
感
は
一

で
消
え
た

目
的
の

に
は
仕
方
な
い
よ
ね

う
ん
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初
心
だ

た
理
央
も

ど
う
や
ら
大
人
の
駆
け
引
き
を
身
に
付
け
つ
つ
あ
る
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ
雪
乃
の
部
屋
に
行
く
ぞ

明
日
奈
は
そ
こ
に
い
る
ら
し
い

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
行
こ

か

 
そ
し
て
二
人
は
二
つ
上
の

に
あ
る
雪
乃
の
部
屋
を
訪
れ
た

 
イ
ン
タ

ホ
ン
を
押
す
と

直
ぐ
に
雪
乃
と
明
日
奈
が
顔
を
出
す

い
ら

し

い

待

て
た
わ

理
央
ち

ん

話
は

い
た
よ

あ

は
い

何
か
す
み
ま
せ
ん

い
い
よ
い
い
よ

理
央
ち

ん
の
気
持
ち
も
良
く
分
か
る
か
ら
さ

 
二
人
が
雪
乃
の
部
屋
に
入
る
と

中
に
は
も
う
一
人
女
性
が
い
た

ク
ル
ス
で
あ
る

八
幡
様

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

お

マ

ク
ス
も
い
た
ん
だ
な

は
い
洗

物
を

し
て
い
た
ら
明
日
奈
の
声
が

こ
え
た
ん
で
遊
び
に
来
ち

い
ま
し
た

て
事
は

隣
が
マ

ク
ス
の
部
屋
な
の
か

は
い

実
は
そ
う
な
ん
で
す
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ふ
ふ

友
達
が
隣
の
部
屋
に

ん
で
る
生
活

て
い
い
わ
よ
ね

そ
う
だ
な

楽
し
そ
う
だ

は
い

と

て
も
楽
し
い
で
す
よ

 
八
幡
は
こ
の
時
疑
問
に
思
う
べ
き
で
あ

た

 
す
ぐ
隣
が
自
分
の
部
屋
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
ク
ル
ス
が
八
幡
の
来
訪
を
願
わ
な
か

た
事
を

そ
れ
じ

あ
理
央
ち

ん
は
ち

と
私
と
あ

ち
で
話
そ

か

う

う
ん

お
願
い

し
ま
す

 
明
日
奈
と
理
央
は
少
し
離
れ
た
ソ
フ

の
方
に
移
動
し

 
残
さ
れ
た
八
幡
は

雪
乃
の
部
屋
を
し
げ
し
げ
と
観
察
し
た

 
室
内
は
や
は
り
猫
グ

ズ
で

れ
返

て
お
り
時
々
パ
ン
さ
ん
グ

ズ
が
顔
を

か
せ
て
い

る 
と

そ
の
時
八
幡
の
足
に
何
か
が
触
れ
た

 
下
を
見
る
と

お

ロ
ボ

ト
の
上
に
猫
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
乗

て
い
る

お

こ
ん
な
製
品
あ

た
ん
だ
な

い
い
え

お
手
製
よ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
雪
乃
は
何
で
も
な
い
と
い
う
風
に
そ
う
答
え

八
幡
は

を
ひ
く
つ
か
せ
な
が
ら

 
雪
乃
に
愛
想
笑
い
を
返
し
た

そ

そ
う
か

か
わ
い
く
て
い
い
な

ふ
ふ

で
し

う

雪
乃

て
本
当
に
器
用
で
す
よ
ね

あ
あ

そ
れ
は
そ
う
思
う

 
他
に
も
用

が
分
か
ら
な
い
猫
グ

ズ
が

山
あ
り

 
八
幡
は
も
う
少
し
猫
ト

ク
を
し
て
お
か
な
い
と
雪
乃
が

ね
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

 
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
手
に
と

て
雪
乃
に

ね
た

こ
れ
は

そ
れ
は
首
筋
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す
猫
ち

ん
よ

こ
う
や

て
使
う
の

 
雪
乃
は
そ
の
猫
型
の
物
体
を

向
け
に
置
き

に

そ
べ

て
そ
の
上
に
首
を
乗
せ
た

え

何
そ
れ

ま
さ
か
そ
れ
も
お
手
製
か

い
い
え

こ
れ
は

製
品
よ

マ
ジ
か

色
々
考
え
る
も
ん
だ
な
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八
幡
は
素
直
に
感
心
し

し
に
自
分
も
使
わ
せ
て
も
ら
う
事
に
し
た

 
自
分
の
知
ら
な
い
物
に
出
会

た
せ
い
か

そ
の
表
情
は
わ
く
わ
く
し
て
い
る

お

俺
も
や

て
み
て
も
い
い
か

ふ
ふ

子

み
た
い

も
ち
ろ
ん

わ
な
い
わ
よ

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

 
雪
乃
が
立
ち
上
が
り

場
所
を

て
く
れ
た

 
八
幡
は

に

そ
べ
り

雪
乃
を
真
似
て
同
じ
よ
う
に
そ
の
猫
の
上
に
首
を
乗
せ
た

お
お

思

た
よ
り
も
気
持
ち
い
い
な

で
し

う

さ
す
が
は
私
よ
ね

あ
あ

面
白
い
な
こ
れ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
雪
乃
の
方
を
見
上
げ
た

そ
う

見
上
げ
た
の
だ

 
ち
な
み
に
雪
乃
と

つ
い
で
に
ク
ル
ス
は
今
は
ス
カ

ト
を

い
て
い
る

 
そ
う
す
る
と
ど
う
な
る
か

答
え
は
簡

で
あ
る

 
こ
の
場
に
は
明
日
奈
も
い
る

に
八
幡
は
内
心
で
か
な
り

た
が

 

う
じ
て
表
情
を
変
え
る
事
な
く
強
化
外
骨
格
を
駆
使
し
何
事
も
な
か

た
よ
う
に
立
ち
上
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が

た

 
そ
う

八
幡
は
何
も
見
て
い
な
い

 
猫
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
が
入

た
布
も

ス
ト
リ
ン
グ
の
布
も
見
て
は
い
な
い
の
だ

そ
う
い
え
ば
雪
乃

今
ベ
ラ
ン
ダ
に
洗

物
と
か
を

し
た
り
し
て
る
か

 
八
幡
は
今
何
が
あ

た
の
か
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
話
題
を
変
え
た

ど
う
し
て
そ
ん
な
事
を

く
の
か
し
ら

い
や

外
の
景
色
を
見
て
み
た
い
ん
だ
け
ど

洗

物
が

し
て
あ

た
ら
ま
ず
い
な

て

思

て
な

あ
ら

予
め
そ
の
事
を

ね
る
な
ん
て

勝
な
気
配
り
ね

 
そ
う
ね

残
念
な
が
ら

今
は
何
も

し
て
な
い
わ

何
が
残
念
な
ん
だ

私
の
下
着
が

し
て
あ
る
事
を
期
待
し
た
の
で
は
な
く
て

ん
な

あ
る
か

そ
れ
な
ら
ち

と
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
み
て
も
い
い
か

え
え

別
に

わ
な
い
わ
よ

お
お

サ
ン
キ
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八
幡
は
嬉
し
そ
う
に
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
い
き

二
人
は
そ
れ
を
見
な
が
ら
ひ
そ
ひ
そ
と

き

合

て
い
た

私
達
が
胸
へ
の

線
は
す
ぐ
気
が
付
く

て
分
か

て
る
の
に

 
八
幡
様
は

さ

き
の
が
気
付
か
れ
て
な
い

て
思

て
る
み
た
い
だ
ね

そ
う
ね
ま
あ
武
士
の
情
け
よ
こ
の
事
は
私
達
の
心
の
中
に
し
ま

て
お
い
て
あ
げ
ま
し

う
見
ら
れ
て
困
る
も
の
で
も
な
い
し
ね

え
え

ま
あ
そ
う
ね

 
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
の
八
幡
の
や
ら
か
し
は
バ
レ
バ
レ
だ

た
よ
う
だ

 
そ
こ
に
明
日
奈
と
理
央
が

て
き
た

二
人
と
も

ち

と
相
談
が

あ
れ

八
幡
君
は

八
幡
君
な
ら
ベ
ラ
ン
ダ
で

子

み
た
い
に
は
し

ぎ
な
が
ら
外
の
景
色
を
見
て
い
る
わ
よ

そ

か

そ
れ
な
ら
丁
度
い
い
や

あ
の
ね

理
央
ち

ん
が
ね

 
下
着
を

う
の
に
付
き
合

て
欲
し
い
ん
だ

て

あ
あ

も
し
か
し
て
奉
納
用
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そ
う

ね
て
き
た
の
は
ク
ル
ス
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
事
前
に
八
幡
達
の
来
訪
の
理
由
を

か
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

は

は
い

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
で
か
わ
い
い
の
を
選
び
ま
し

う

う
ん

行
こ
う
行
こ
う

 

て
き
た
八
幡
に
そ
の
事
を
告
げ

四
人
は
そ
の
ま
ま
出
か
け
て
い

た

 
八
幡
は
自
分
が
説
得
す
る
ま
で
も
な
く
理
央
の
奉
納
が
明
日
奈
に
認
め
ら
れ
た
事
に
安

し

て
い
た

 
奉
納
と
い
う
行

自
体
を
歓
迎
し
て
い
る

で
は
な
い
が

 
確
か
に
先
輩
で
あ
る
理
央
が
本
人
が
主
張
す
る
通
り
問
題
に
な
る
可
能
性
が
限
り
な
く

い

の
に

 
後
回
し
に
な

た
と
い
う
事
は

や
は
り
気
の

だ
と
思

て
い
た
か
ら
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
俺
は

人
達
を
送

て
い
く
か

 
一
人
残
さ
れ
た
八
幡
は

人
達
と
合
流
し

そ
の
ま
ま
三
人
を
家
ま
で
送
り

け
た
の
で

あ

た
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第
１
０
０
９
話
 
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
理
央

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

こ
こ
だ
と
ど
こ
が
い
い
か
な

任
せ
て

私

近
く
で
い
い
所
を
知

て
る
か
ら

 
ク
ル
ス
が
そ
う
言
い
出
し

四
人
は
ク
ル
ス
の
案
内
で

い
物
へ
と
出
発
し
た

 
土
曜
と
い
う
事
も
あ
り

街
は
人
で

れ
返

て
い
る

 
明
日
奈
雪
乃
ク
ル
ス
の
三
人
は
き

き

う
ふ
ふ

態
で
仲
良
く
話
し
な
が
ら
歩
い
て

い
た
が

 
理
央
だ
け
が
若

気
後
れ
ぎ
み
で
あ

た

も
ち
ろ
ん
一
人
だ
け
年
下
だ
と
い
う
事
も
あ
る

が 
と
に
か
く
こ
の
三
人
は

人
目
を
引
き
す
ぎ
る
の
だ

 
そ
も
そ
も
雪
乃
と
ク
ル
ス
は
大
学
在
学
中
は

二
大
美
女
と

え
ら
れ
て
い
た
存
在
で
あ
り

 
明
日
奈
が
も
し
同
じ
学
校
に
通

て
い
た
ら
二
大
美
女
が
三
大
美
女
に
な

て
い
た
だ
ろ
う

う

私
だ
け

い
て
る

て

り
の
人
に
思
わ
れ
て
そ
う
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理
央
は
三
人
と
普
通
に
話
し
て
は
い
た
も
の
の
か
な
り
ネ
ガ
テ

ブ
な
精
神

態
に
な

て

い
た

 
そ
ん
な
時
理
央
の

に
少
し
離
れ
た
所
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
男
達
の
会
話
が

こ
え
て

き
たお

い
見
ろ
よ
あ
の
三
人

レ
ベ
ル
高
く
ね

 
理
央
は
そ
の
言
葉
に
ド
キ
リ
と
し

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
ね
と
気
落
ち
し
た

 
涙
こ
そ
出
な
か

た
が

本
気
で

き
た
い
気
分
で
あ

た

ど
う
す
る

こ

ち
も
三
人
だ
し
声
を
か
け
て
み
る
か

い
や

無
理
だ
ろ

あ
そ
こ
ま
で
い
く
と

ん
で
る
世
界
が
違
う

て

ん

あ
れ

後
ろ
に
も
う
一
人

の
子
が
い
る
じ

ん

あ

あ
れ

私

気

か
れ
て
な
か

た

あ
れ

本
当
だ

あ
の
子
も
か
わ
い
い
な

う
ん

や

ぱ
無
理
だ
わ

四
人
と
も
美
人
だ
な
ん
て

珍
し
い
よ
な

え

そ
れ

て
私
の
事

 
理
央
は
思
わ
ず
そ
ち
ら
の
方
を
見
て
し
ま

た
が
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そ
の
男
達
は
そ
れ
に

て

愛
想
笑
い
し
な
が
ら
理
央
に
手
を

て
き
た

 
も
ち
ろ
ん
理
央
は
手
を

り
返
し
た
り
は
せ
ず
キ

ト
ン
と
し
た
表
情
の
ま
ま
男
達
の
前
を

通
り
過
ぎ

 
そ
の
背
中
に
再
び
男
達
の
会
話
が

こ
え
て
き
た

や

ぱ
り
無
理
だ

た
か

で
も

が
ら
れ
て
る
感
じ
じ

な
か

た
よ
な

は
は

ま
あ
そ
う
い
う
事
に
し
て
お
く
か

少
な
く
と
も
目
の
保

に
は
な

た
ん
だ
か
ら
そ
れ
で
満
足
し
よ
う

だ
な

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
歩
き
去

て
い
き

理
央
は
嬉
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
た

良
か

た

私

こ
の
三
人
と
一

に
い
て
も
大
丈
夫
な
ん
だ

 
八
幡
と
会
う
直
前
の
理
央
は

 
か
つ
て
恋
し
て
い
た
国
見

真
の
事
を

め
て
か
ら
そ
れ
な
り
に
時
間
が

て
い
た
事
も
あ

り 
基
本
そ
う
い

た
方
面
に
無

着
で
あ

た
が
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八
幡
と
出
会

て
ソ
レ
イ
ユ
に
通
う
よ
う
に
な

た
後
は

 
逆
に
良
く
会
う
よ
う
に
な

た
姉
貴
分
の
よ
う
な
麻
衣
や

 
そ
う
い

た
方
面
で
は
社
内
で
一
番
頼
り
に
な
る
か
お
り
の
影

を
色

く
受
け

 
フ

シ

ン
や
化

に
つ
い
て
も
か
な
り
気
を
遣
う
よ
う
に
な

て
い
た

 
そ
の
努
力
が
実

た
結
果

理
央
は
自
分
で
も
理
解
し
な
い
ま
ま
に

 
女
性
と
し
て
の

力
を
か
な
り

す
事
に
な

て
い
た
の
で
あ
る

あ
れ

理
央
ち

ん

何
か
嬉
し
そ
う
だ
ね

何
か
い
い
事
で
も
あ

た
の
か
し
ら

え

あ

う

う
う
ん

別
に
何
も

 
理
央
は
知
ら
な
い
男
達
の
反
応
に
一
喜
一
憂
し
て
い
た
の
が
知
ら
れ
た
ら
恥
ず
か
し
い
と
思

い 

て
て
そ
う
否
定
し
た

そ
う

う

ん

気
の
せ
い
だ

た
か

ま
あ
笑
顔
で
い
る
の
は
い
い
事

八
幡
様
も
き

と
喜
ぶ

は

八
幡
が
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あ
あ

う
ん

八
幡
君
は

仲
間
が
笑
顔
で
い
る
事
を
凄
く
喜
ぶ
も
ん
ね

わ

私
が
笑
顔
だ
と
八
幡
が
喜
ぶ

う
ん

も
ち
ろ
ん

そ

そ

か

わ

私
の
笑
顔
で
喜
ん
で
く
れ
る
な
ら

 
私
が
も

と
か
わ
い
く
な

た
ら
八
幡
は
も

と
喜
ん
で
く
れ
る
の
か
な

 
理
央
は
そ
う
飛
躍
し
た
事
を
考
え

テ
ン
シ

ン
が
上
が
る
の
を
感
じ
た

着
い
た

こ
こ
だ
よ

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
歩
い
た
後

ク
ル
ス
が
と
あ
る
店
の
前
で
足
を
止
め
た

 
理
央
は
そ
の
テ
ン
シ

ン
の
ま
ま
店
に
入
り

め
ら
れ
る
ま
ま
に
色
々
な
下
着
を

着
し

 
多
く
の
候
補
の
中
か
ら

勢
い
の
ま
ま
に
一
番
エ
ロ
い
下
着
を
選
択
す
る
事
と
な

た

ほ

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の

 
選
ん
だ
明
日
奈
が
若

心
配
そ
う
に
そ
う
声
を
か
け
て
き
た
が

 
テ
ン
シ

ン
の
上
が

た
理
央
は

問
題
な
い
と
い
う
風
に
コ
ク
コ
ク
と

い
た

ね

ね

自
分
で
選
ん
で
お
い
て
な
ん
だ
け
ど

本
当
に
良
か

た
の
か
な
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私

あ
れ
は
ネ
タ
の
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど

 
そ
し
て
帰
り
道

か
れ
る
理
央
の
背
中
を
見
な
が
ら
明
日
奈
が
雪
乃
と
ク
ル
ス
に
話
し
か

け
たそ

う
ね

ま
あ
本
人
が
い
い
と
言
う
の
だ
か
ら
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

理
央
は
今
明
ら
か
に
ハ
イ
に
な

て
る
か
ら
後
で
我
に
返

た
時
に
ど
う
思
う
か
楽
し
み

あ

あ
は

で
も
ま
あ
こ
う
い
う

験
も
必
要
だ
と
思
う
わ
人
は
失
敗
を

り
返
し
て
成
⻑
し
て
い
く
も

の
よま

あ
別
に
奉
納
の
時
に
あ
れ
を
実

に

く

じ

な
い
し

別
に
い

か

そ
う
そ
う

あ
れ
は
た
だ
の
見
せ
パ
ン

き

と

く
の
は
人
生
で
一
度
あ
る
か
な
い
か

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね

 
三
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ

理
央
の
背
中
に
生

か
い

線
を
向
け
た

え
え
と
あ
八
幡
君
は
も
う

て
き
て
る
み
た
い
だ
ね
そ
れ
じ

あ
理
央
ち

ん
は
こ

ち
ねき

張
し
て
き
た
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あ
は
は
は
は

大
丈
夫
大
丈
夫

さ

行
こ

う

う
ん

雪
乃
と
ク
ル
ス
も
来
る

ご
め
ん
な
さ
い

私
は
今
日
は
ク
ル
ス
の
家
に
行
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の

う
ん

前
か
ら
の
約
束

そ

か

あ

雪
乃

今
日
は
中

半

に
な

ち

た
か
ら

 
明
日

め
て
部
屋
を
見
せ
て
も
ら
う
ね

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
明
日
の
朝
に
ね

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

二
人
と
も

え
え

理
央
も
頑
張

て
ね

う
ん

が

頑
張
る

二
人
と
も
ま
た

 
そ
し
て
雪
乃
と
ク
ル
ス
は
去

て
い
き
理
央
は
明
日
奈
と
共
に
八
幡
の
部
屋
へ
と
向
か

た

 
理
央

頑
張

て
る
か
し
ら
ね
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今

顔
を
真

に
し
て
る
ん
じ

な
い
か
な

ふ
ふ

可
愛
い

八
幡
君
の
表
情
も
見
て
み
た
か

た
わ
ね

後
で
明
日
奈
に

か
な
い
と

お
い
お
い

一
体
ど
ん
な
下
着
を
選
ん
だ
ん
だ
よ

 
ク
ル
ス
の
部
屋
で

そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た
雪
乃
と
ク
ル
ス
に

 
こ
の
場
に
い
る
は
ず
の
な
い
八
幡
が

れ
た
よ
う
に
そ
う
言

た

現
物
を
見
せ
ら
れ
れ
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど

あ

私

メ

カ

と
か
品
番
を
覚
え
て
る
よ

ち

と
調
べ
て
み
よ

か

あ
ら
そ
う
な
の

そ
れ
じ

あ
そ
う
し
ま
し

か

 
そ
し
て
ク
ル
ス
は
ス
マ
ホ
を
い
じ
り
出
し

し
ば
ら
く
し
て
答
え
に
た
ど
り
着
い
た
の
か

 
そ
の
画
面
を
誰
も
い
な
い
方
に
向
け
て
見
せ
た

否
正
確
に
は
誰
も
い
な
い
が
何
か
は
い

た 
そ
う

先
日
陽
乃
か
ら
ク
ル
ス
に
送
ら
れ
た

デ
レ
ま
ん
く
ん
で
あ
る

 
要
す
る
に
雪
乃
の
訪
問
の
目
的
は

デ
レ
ま
ん
く
ん
と
遊
ぶ
事
で
あ

た

 
ク
ル
ス
が
八
幡
に
部
屋
を
見
せ
よ
う
と
し
な
か

た
の
も

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
を
八
幡
に
見
せ
て
い
い
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
か

た
か
ら
で
あ
る
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あ

こ
れ
か

デ
レ
ま
ん
く
ん

ど
う
思
う

断
じ
て
俺
の
好
み
と
い
う

じ

な
い
が

 
理
央
の
あ
か
抜
け
な
さ
と
こ
れ
の
エ
ロ
さ
の
ギ

プ
に
関
し
て
は
い
い
ん
じ

な
い
か

確
か
に
八
幡
君
は

ギ

プ
萌
え
と
い
う

念
が
お
気
に
入
り
だ

た
わ
ね

要
す
る
に
相
手
を
選
ぶ
と
い
う
事
だ

え
ば
マ

ク
ス
や
雪
乃
が

く
な
ら
あ
り

 
ミ
サ
キ
さ
ん
が

く
の
は
無
し
だ

な
る
ほ
ど

分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
わ

奥
が
深
い
の
ね

私
も

て
み
よ
う
か
な

デ
レ
ま
ん
く
ん
も
嬉
し
い
よ
ね

べ

別
に
嬉
し
く
な
ん
か
ね
え
よ

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
は

明
ら
か
に
動

し
た
よ
う
な
口
調
で
そ
う
答
え
た

や

ぱ
り
嬉
し
い
ん
だ

ど

ど
ど
ど
う
し
て
そ
う
な
る

俺
は
う

嬉
し
く
ね
え

て
言

て
る
だ
ろ
う
が

き

か
わ
い
い

 
ク
ル
ス
と
雪
乃
は
そ
う
言

て
デ
レ
ま
ん
く
ん
を

き
し
め
た
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そ
の
後
も
二
人
は
明
け
方
近
く
ま
で
デ
レ
ま
ん
く
ん
と
お

り
を
続
け

 
次
の
日
は
明
日
奈
に

こ
さ
れ
る
ま
で

爆

す
る
事
と
な

た
の
で
あ
る

  
一
方
聖
布
収
納
の
儀
に
臨
ん
だ
理
央
で
あ
る
が

結

か
ら
言
う
と

 
八
幡
が
今
ま
さ
に
理
央
の
奉
納
し
た
聖
布
を
手
に
と

た

間
に

理
央
は
我
に
返

て
し

ま

た
え

あ
れ

わ

私
が
選
ん
だ
の

て
あ
ん
な
ん
だ

け

さ
す
が
に
ち

と
エ
ロ
す
ぎ

じ 
理
央
は
自
分
が
そ
の
下
着
を
着
用
し
て
い
る

を
想
像
し

顔
を
真

に
し
た

 
そ
れ
を
見
て
い
た
明
日
奈
は

や

と
気
が
付
い
た
か
と
心
の
中
で
理
央
を
応
援
し
た

恥
ず
か
し
い
よ
ね

で
も
頑
張

て

理
央
ち

ん

 
そ
し
て
当
の
八
幡
は

理
央
の
聖
布
を
手
に
し
た
ま
ま

ず

と
無
言
で
あ

た

え

と

 
理
央
は
そ
ん
な
八
幡
に
何
と
声
を
か
け
て
い
い
か
分
か
ら
ず

口
ご
も

た

 
出
来
る
事
な
ら
や
り
直
し
を
要
求
し
た
い
所
だ
が
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我

を
言

て
今
日
の
儀
式
に
臨
ん
で
い
る
以
上
と
て
も
で
は
な
い
が
そ
ん
な
事
は
言
え
な

い
ギ

プ
萌
え
か

 
そ
の
時
八
幡
が
そ
う

い
た

も
し
こ
の
場
に
デ
レ
ま
ん
く
ん
が
い
た
ら

 
然
り

と
同
意
し
た
事
で
あ
ろ
う

お
前
は
相
対
性
妄
想

子
の
名
が

す
通
り

知
的
か
つ
エ
ロ
い
の
が
持
ち
味
だ

 
今
後
も
そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
に

 
そ
こ
で
八
幡
は
理
央
の
方
を
見
て
顔
を

く
し

再
び
口
ご
も

た

 
お
そ
ら
く
理
央
が
こ
の
聖
布
を
装
着
し
て
い
る
所
を
想
像
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る

い
や

そ
の

ま
あ

ほ
ど
ほ
ど
に
な

 
そ
の

間
に
理
央
は

八
幡
の
背
中
を
バ
シ
バ
シ
と
叩
い
た
の
だ

た

 
八
幡
は
た
ま
ら
ず
こ
れ
で
儀
式
は
終
了
だ
と
言

て
部
屋
の
外
に
逃
げ
出
し

 
明
日
奈
と
優
里
奈
は
理
央
を

め
に
か
か

た

な

何
か
ご
め
ん

お

め
し
た
の
が
ち

と
過
激
す
ぎ
た
ね

う

う
う
ん

決
め
た
の
は
私
だ
し
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思
い
返
せ
ば
も

と
い
い
の
を

山

め
て
も
ら

て
た
か
ら

し

失
敗
は
成
功
の
⺟
で
す
よ

ド
ン
マ
イ
で
す

あ

あ
り
が
と

 
そ
の
後
も
二
人
は
理
央
の
気
が
晴
れ
る
よ
う
に
と

の
勢
い
で
楽
し
い
話
題
を

り

 
理
央
は
理
央
で
八
幡
だ
け
の

に

た
ん
だ
し
こ
れ
は
こ
れ
で
別
に
い
い
か
な
と
思
い
始

め
た

 
そ
し
て
夜
三
人
仲
良
く
川
の

で

る
事
に
な
り
ベ

ド
に
横
に
な

て
天

を
見
て
い

た
理
央
は

 

に
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
に
居
場
所
を
確
保
出
来
た
事
を
実
感
し

 
と
て
も
幸
せ
な
気
分
で
眠
り
に
つ
く
事
が
出
来
た
の
だ

た
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第
１
０
１
０
話
 
当
社
比
三
倍

 
大
雪
で
す
四

五
十
い
き
そ
う
で
す
や
ば
い
で
す

ち

と
そ
れ
に
対
す
る
対
応
で
明

日
は
投
稿
出
来
な
い
と
思
い
ま
す

す
み
ま
せ
ん

 
日
付
は
変
わ

て
日
曜
日
の
朝
と
な

た

 
目
が
覚
め
た
後

理
央
は
ね
ぼ
け
ま
な
こ
を

り
な
が
ら
の
そ
り
と

き
上
が
り

 
自
分
の
部
屋
に
い
る
つ
も
り
で

朝
し
て
い
る
通
り
に
顔
を
洗
う

に
部
屋
を
出
た

 

を
か
け
て
い
な
か

た
理
央
は

部
屋
の
外
に
覚
え
が
な
い
事
に
気
が
付
き

 
こ
こ
は
ど
こ
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
目
を

め

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

お

き
だ
な
理
央

日
は
よ
く

れ
た
か

 
そ
う

日
で
も

い
て
い
た
い
よ
う
な
心
地
よ
い
声
が

こ
え

 
理
央
は
そ
ち
ら
を
見
た
が

を
か
け
て
い
な
い

に
そ
の
人
物
が
ぼ
や
け
て
見
え
た

ん

ん
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理
央
は
ご
し
ご
し
と
目
を

り

目
を

め
た
ま
ま
そ
の
人
物
に
近
付
い
た
が

 
何
故
か
そ
の
人
物
は

て
た
よ
う
な
感
じ
で
後
退
り
し
て
い
く

 
当
然
理
央
は
も

と
よ
く
見
よ
う
と
更
に
前
に
進
み

に
そ
の
人
物
を
壁

ま
で
追
い
詰

め
たい

一
体
な
ん
な
ん
だ

て
お
い

近
い

近
い
か
ら

あ
れ

八
幡

 
理
央
は

が
触
れ
そ
う
に
な
る

離
ま
で
顔
を
近
付
け
て

 
や

と
相
手
の
正
体
を
理
解
す
る
事
が
出
来
た

 

か
コ
ン
タ
ク
ト
が
な
い
と

ど
う
や
ら
か
な
り

力
が

い
よ
う
だ

何
故
疑
問
系

え

だ

て

何
で
八
幡
が
私
の
部
屋
に

こ
こ
が
お
前
の
部
屋
じ

な
く

俺
の
部
屋
だ
か
ら
だ
な

あ

あ
あ

 
そ
れ
で
理
央
は

日
自
分
が
初
め
て
八
幡
の
部
屋
に
お

り
し
た
事
を
思
い
出
し
た

あ

そ

か

そ
う
だ

た
そ
う
だ

た
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分
か

て
く
れ
た
な
ら
い
い
ん
だ
が

と
り
あ
え
ず
少
し
離
れ
よ
う
な

あ

ご

ご
め
ん

 
理
央
は
そ
う
言

て

て
て
後
ろ
に

く
ス
テ

プ
し
た

 
そ
の

間
に
八
幡
が

た
よ
う
な
声
を
上
げ
る

い
い

え

い
き
な
り
何

 
理
央
は
何
故
八
幡
が

て
い
る
の
か
分
か
ら
ず

再
び
八
幡
に
近
付
い
た

ま

待
て

あ
ま
り
激
し
く
動
く
ん
じ

な
い

あ

危
な
い
か
ら
な

ん
ん

 
そ
の

間
に
理
央
は

八
幡
か
ら
の

線
が
自
分
の
胸
に
向
い
て
い
る
の
を
感
じ

 
ま
あ
で
も
い
つ
も
の
事
だ
よ
ね
と
思
い
な
が
ら

何
気
な
く
自
分
の
胸
を
見
た

 
一
応
断

て
お
く
が

別
に
八
幡
が
い
つ
も
理
央
の
胸
を
見
て
い
る
と
い
う
事
で
は
な
い

 
理
央
が
言
う
い
つ
も
の
事
と
は

あ
く
ま
で
世
間
一

の
男
性

君
の
話
で
あ
る

も

も
し
か
し
て
今
の
私

ラ

キ

ス
ケ
ベ

態
だ

た
り

 
ど
う
や
ら
八
幡
に
胸
を
見
ら
れ
る
事
は
理
央
的
に
と

て
の
ラ

キ

ス
ケ
ベ
扱
い
ら
し
い
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だ
が
何
度
見
て
も

理
央
の
パ
ジ

マ
の
胸
が
大
き
く
開
い
て
い
る
と
い
う
事
も
な
く

 
ボ
タ
ン
も
全
て
キ

チ
リ
止
ま

て
い
る

 
理
央
は
そ
の
事
を
残
念
に
思
い

深
い
た
め
息
を
つ
い
た
が

 
そ
の

間
に

理
央
の
胸
が
当
社
比
で
二
倍
く
ら
い
の

れ
方
を
し
た

 
同
時
に
理
央
は

再
び
八
幡
の

線
が
胸
に
向
い
て
い
る
の
を
感
じ
た

あ
あ

 
何
か
に
気
付
い
た
理
央
は

そ
の
ま
ま
一
歩
後
ろ
に
下
が

た
が

 
そ
の

間
に
理
央
の
胸
が

当
社
比
三
倍
く
ら
い
の

れ
方
を
し
た

 
そ
う

き
な
の
で
当
然
だ
が

今
の
理
央
は
ノ

ブ
ラ
な
の
で
あ
る

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

だ
か
ら
八
幡
が
私
の
胸
ば

か
見
て
た
ん
だ

い

い
き
な
り
何
を
言
い
出
す
ん
だ

別
に
俺
は

お

お
前
の
胸
な
ん
か
見
て
い
な
い

だ
か
ら
そ
う
い
う
の

女
の
子
は
分
か
る
ん
だ

て
ば

 
へ

そ

か

い
つ
も
ク

ル
ぶ

て
る

に

や

ぱ
り
見
た
い
ん
だ

調
子
に
乗
る
な

き
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八
幡
は
理
央
の

を
が
し

と
掴
み

の
力
に
任
せ
て
理
央
を
一
回
転
さ
せ
た

い
い
か
ら
さ

さ
と
顔
を
洗

て
着

え
て
こ
い
つ
い
で
に
明
日
奈
と
優
里
奈
も

こ
し
て

な
い

い

い

分
か

た

分
か

た
か
ら

ち

と
や
り
す
ぎ
ち

た
か
な

失
敗
失
敗

 
八
幡
は
理
央
を
ぐ
い
ぐ
い
押
し
て
い
き

そ
の
ま
ま
洗
面
所
に
叩
き
込
ん
だ

や
れ
や
れ

ま

た
く
暴
れ
す
ぎ
だ

て
の

 
そ
の
八
幡
の
発
言
が
理
央
本
人
に
対
す
る
も
の
な
の
か
理
央
の
胸
に
対
す
る
も
の
な
の
か

 
ど
ち
ら
な
の
か
は
神
の
み
ぞ
知
る
で
あ
る

さ
て

今
日
は
ど
う
す
る
か
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
窓
の
方
へ
と
向
か
い

カ

テ
ン
を
開
け
た

い
い
天
気
だ
な

ど
こ
か
に
出
か
け
る
の
も
あ
り
か

 
そ
う

い
た

間
に

八
幡
の
ス
マ
ホ
が
鳴

た

ん

こ
ん
な
朝

く
か
ら
誰
だ

 
八
幡
が
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
る
と

そ
こ
に
は

腐
ラ
ウ

と
表

さ
れ
て
い
た
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あ
い
つ
か

 
八
幡
は

部
屋
に
忘
れ
物
で
も
し
た
の
か
な

な
ど
と
思
い
な
が
ら

話
に
出
た

フ
ラ
ウ
か

ど
う
し
た

今
日
は
と
て
も
い
い
腐
女
子
日
和
で
す

ま
あ
い
い
天
気
で
は
あ
り
ま
す
ね

 
八
幡
は
の

け
か
ら
放
た
れ
た
そ
の
パ
ン
チ
に
対
し
防
御
を

め
る
べ
く
敬
語
で
対
応
し
た

と
こ
ろ
で
八
幡
と
は
約
束
が
あ

た

だ
が

約
束

プ
リ
ン
セ
ス

う

要
す
る
に
今
日
紹
介
し
ろ
と

イ
グ
ザ
ク
ト
リ

そ
の
通
り

分
か

た

約
束
だ
し
な

一

切
る
ぞ

お
な
し

す

 
ど
ん
な
約
束
で
も
約
束
は
約
束
だ

そ
う
考
え

八
幡
は
仕
方
な
く
姫
菜
に

話
を
か
け
た

頼
む

て
て
く
れ

出
来
れ
ば
そ
の
ま
ま
夜
ま
で
気
付
か
な
い
で
く
れ
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あ
れ

呼
び
出
し
音
が
鳴
ら
な
い
な

そ
れ
は
も
う
出
て
る
か
ら
か
な

や

は
ろ

 
だ
が
そ
ん
な
八
幡
の
願
い
も
空
し
く

姫
菜
は
ノ

コ

ル
で

話
に
出
た

う
わ

び

び

く
り
し
た

そ

ち
か
ら
か
け
て
く
る
な
ん
て
珍
し
い
ね
誰
か
私
に
紹
介
し
た
い
ボ

イ
ズ
で
も
見
つ
け

た 
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
姫
菜
に
恋
人
候
補
を
紹
介
す
る
と
か
そ
う
い

た
話
で
は
な
い
念
の
た
め

す
み
ま
せ
ん

紹
介
し
た
い
奴
が
い
る
の
は
合

て
ま
す
が

女
の
子
な
ん
で
す

え

ど
う
い
う
事

私

そ
う
い
う
趣
味
は
無
い
ん
だ
け
ど

実
は
先
生
の
大
フ

ン
だ
と
い
う
部
下
に
せ
が
ま
れ
ま
し
て

 
も
し
宜
し
け
れ
ば
会

て
や

て

け
な
い
か
と

 
あ

も
ち
ろ
ん
俺
は
そ
い
つ
を

け
た
ら
帰
り
ま
す
の
で

 
そ
い
つ
の
事
は

る
な
り
焼
く
な
り
好
き
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
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な

ん
だ
残
念

せ

か
く
新
し
い
ネ
タ
が
仕
入
れ
ら
れ
る
か
と
思

た
の
に

仕
入
れ
ら
れ
て
た
ま
る
か
よ

 
姫
菜
は
と
て
も
残
念
そ
う
に
そ
う
言

た

 
八
幡
は
背
筋
が
寒
く
な

た
が

何
と
か

え
る
事
に
成
功
し
た

で

い
か
が
で
し

う
か

う

ん
ま
あ
布
教
活
動
だ
と
思
え
ば
い
い
か
な
別
に

わ
な
い
よ
朝
ご

で
手
を
打
と

う
か喜

ん
で

ら
せ
て

き
ま
す

と
こ
ろ
で

コ
ミ
の
原
稿
と
か
は
大
丈
夫
で
す
か

 
も
し
か
し
て
凄
く
忙
し
か

た
り
し
ま
せ
ん
か

あ
れ

心
配
し
て
く
れ
る
の

い
え

全
然
全
く
こ
れ

ち
も

一
応
時
期
的
に
厳
し
い
か
な
と
思
い
ま
し
て

 
も
ち
ろ
ん
姫
菜
を
心
配
し
て
い
る

で
は
な
く

 

コ
ミ
が
近
い
と
い
う
理
由
で
断

て
く
れ
な
い
か
な
と
思

た
だ
け
で
あ
る

基
本
日
曜
は
休
も
う

て
事
に
し
て
る
の

を
詰
め
す
ぎ
て
も
ま
ず
い
し
ね

了
解
で
す
そ
れ
じ

あ
そ

ち
の
都
合
の
い
い
場
所
に
行
く
か
ら
指
定
し
て
下
さ
い
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オ

ケ

そ
れ
な
ら

 
姫
菜
が
指
定
し
て
き
た
の
は

秋
葉
原
の

前
に
あ
る
カ
フ

で
あ

た

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で

ず

と
敬
語
だ

た
意
味
が
分
か
ら
な
い
け
ど

う
ん

ま
た
後
で
ね

 
そ
し
て
八
幡
は
フ
ラ
ウ
に

話
を

け
な
お
し
た

プ
リ
ン
セ
ス
は

お
前
と
お
会
い
下
さ
る
そ
う
だ

ふ
お
お
お
お

神

で

待
ち
合
わ
せ
だ
が

 
八
幡
が
店
の
名
前
を
告
げ
る
と

フ
ラ
ウ
は
近
い
か
ら
直
接
行
く
と
言
い
出
し
た

分
か

た

そ
れ
じ

あ
後
で
な

 

話
を
切

た
後

八
幡
は
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た

何
の

話

う
わ

び

く
り
し
た

 
そ
こ
に
い
た
の
は
明
日
奈
と
優
里
奈

そ
れ
に
理
央
で
あ

た

 
三
人
共

当
社
比
で
三
倍

態
で
あ
る
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こ

こ
の
野
郎

 
理
央
は
顔
を
洗
い
終
え
た
後
言
わ
れ
た
通
り
に

室
に

て
二
人
を

こ
し
た
よ
う
だ
が

 
胸
に
関
し
て
は
普
通
に
ス
ル

し
た
よ
う
だ

 
お
そ
ら
く
明
日
奈
と
優
里
奈
も
同
じ

態
な
ら
八
幡
は
文

を
言
え
な
い
と
考
え
た
の
だ
ろ

う 
そ
し
て
そ
の
考
え
は
正
し
く

八
幡
は
苦
情
を
言
う
事
が
出
来
な
い

 
八
幡
は
理
央
を

ん
だ
が

当
の
理
央
は
ど
こ

く
風
で
あ

た

実
は
さ

き
フ
ラ
ウ
か
ら
連

が
あ

て
な
海

名
さ
ん
を
紹
介
し
て
欲
し
い
そ
う

だ
え

あ
あ

そ
う
い
う

 
フ
ラ
ウ
が
腐
女
子
だ
と
理
解
し
て
い
る
明
日
奈
は

事
情
を
す
ぐ
に
理
解
し
た

ま
あ
今
日
は
他
に
男
は
い
な
い
し

俺

み
の
変
な
ス
イ

チ
も
入
ら
な
い
だ
ろ

 
俺
は
あ
の
二
人
が

り
上
が
る
の
を

当
に

き
流
し
て

当
な
所
で
逃
げ
出
す
つ
も
り
だ

あ
あ

そ
れ
じ

あ
理
央
ち

ん
に
一

に
行

て
も
ら
え
ば

 
そ
し
た
ら
逃
げ
る

の
言
い

が
し
や
す
い
ん
じ

な
い
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ん

確
か
に
そ
う
だ
な

 
先
ほ
ど
か
ら
理
央
に
や
ら
れ

ぱ
な
し
だ

た
八
幡
は

 
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
目
に
力
を
込
め

じ

と
理
央
の
顔
を
見
た

う

ま

ま
あ
別
に
い
い
け
ど

 
理
央
は
そ

ち
方
面
に
は
興
味
が
無
い

あ
ま
り
気
乗
り
は
し
な
い
よ
う
だ

た
が

 
八
幡
か
ら
の
プ
レ

シ

に
押
さ
れ

断
る
事
は
出
来
な
か

た

そ
れ
な
ら
私
も
行
き
ま
し

う
か

い
や

優
里
奈
は

目
だ

教
育
に
悪
い
か
ら
な

 
優
里
奈
が
そ
う
提
案
し
て
き
た
が
八
幡
は
即

下
し
た

過
保
護
こ
こ
に

ま
れ
り
で
あ

る
は

い

 
優
里
奈
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
の
八
幡
の
指

に

た

わ

私
の
教
育
は

お
前
は
う
ち
の
子
じ

な
い
か
ら
な

問
題
な
い

 
八
幡
は
即
座
に
そ
う
答
え
理
央
は
イ
ラ

と
し
た
の
か
八
幡
の
背
中
を
バ
チ
ン
と
叩
い
た
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て

な

少
し
は
手
加

し
ろ
よ

フ
ン

 
と
に
も
か
く
に
も
こ
う
し
て
理
央
が

八
幡
に
同
行
す
る
事
が
決
定
し
た
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第
１
０
１
１
話
 
八
幡
の
危
機

 
そ
の
後

明
日
奈
は
一
人
で
雪
乃
の
部
屋
に
向
か
い

優
里
奈
は
洗

を
始
め
た

 
理
央
は
外
出
の
準
備
を
し

優
里
奈
に

を
し
た
後

八
幡
と
共
に
部
屋
を
出
た

忘
れ
物
と
か
は
な
い
よ
な

う
ん

ま
あ
あ

て
も
す
ぐ
に
取
り
に
来
れ
る
し

違
い
な
い

そ
れ
じ

あ
行
く
か

 
そ
し
て
エ
レ
ベ

タ

で
下
の

に
向
か
い
な
が
ら

八
幡
が
言

た

約
束
の
時
間
ま
で
は
ま
だ

い
が

ま
あ
先
に
何
か
注
文
し
て
待

て
れ
ば
い
い
よ
な

う

う
ん

そ
う

だ
ね

 
八
幡
に
返
事
を
し
て
す
ぐ
に

理
央
は
今
の
自
分
が
置
か
れ
て
い
る

況
に
気
が
付
い
た

こ

こ
れ

て
あ
る
意
味
デ

ト
な
ん
じ

 
う
ん

そ
う
だ
よ

フ
ラ
ウ
を
プ
リ
ン
セ
ス
さ
ん
達
に
引
き
合
わ
せ
た
後

 
帰
る
前
に
ど
こ
か
に
寄
り
道
す
れ
ば

 
八
幡
と
二
人
で
行
動
し
た
事
は
何
度
も
あ
る
理
央
だ
が
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何
度
目
だ
ろ
う
と
や
は
り
心
が

て
し
ま
う
も
の
ら
し
い

 
そ
し
て
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ
後
理
央
は
八
幡
か
ら
見
え
な
い
時
は
に
よ
に
よ
と

を
緩

ま
せ

 
八
幡
の
方
を
向
く
時
だ
け
キ
リ

と
し
た
表
情
を
保

て
い
た

 
だ
が
そ
ん
な
理
央
の
行
動
は
余

で
八
幡
に
気
付
か
れ
て
い
た

知
ら
ぬ
は
本
人
ば
か
り
な

り

で
あ
る

こ
い
つ
は
何
を

か
れ
て
や
が
る
ん
だ

ま

ま
さ
か

こ
い
つ
も
腐

て
る
の
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え
る
の
も
無
理
は
な
い

何
故
な
ら
自

評
価
が

い
八
幡
は

 
自
分
と
一

に
い
る
事
で
相
手
が
こ
こ
ま
で

か
れ
て
い
る
な
ど
と
は
思
い
も
し
な
い
の
だ

て

ん
な

な
い
な

こ
れ
は

に

き
だ
か
ら
だ
ろ
う

 
朝
の
記
憶
が
ま
だ
あ

た

八
幡
は
そ
う
判
断
し
た

 
こ
う
し
て
理
央
の
腐
女
子
疑
惑
は
未

の
ま
ま
終
わ
る

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
秋
葉
原
の

前
に
到
着
し

目
的
の

茶
店
へ
と
足
を

み
入
れ
た

さ
て

こ
こ
は
も
ち
ろ
ん

る
か
ら

の
ん
び
り
し
よ
う

う

う
ん
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注
文
の
品
は
す
ぐ
に
運
ば
れ

二
人
は
何
と
な
く
窓
か
ら
空
を
見
上
げ
た

 
今
日
は
十
二
月
に
し
て
は
気

も
高
く

か

か
し
て
お
り

と
て
も
気
持
ち
が
い
い

こ
ん
な
幸
せ
な
時
間
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
い
い
な

 
そ
う
思
い
理
央
が
紅
茶
を
口
に
し
た

間
に
目
の
前
に
い
た
八
幡
が
あ
と
声
を
上
げ

た 
釣
ら
れ
て
八
幡
の

線
の
先
を
見
た
理
央
は

窓
の
外
の
歩
道
か
ら

 
咲
太
が
こ
ち
ら
を
見
て
驚
い
て
い
る
事
に
気
が
付
き

然
と
し
た

え

何
で

川
が
こ
こ
に
い
る
の

 
も
し
か
し
て
私
の

魔
を
し
に
来
た
と
か

て
か
空
気

ん
で
こ

ち
に
来
ん
な

 
理
央
は
そ
う
思
い

じ
ろ

と
咲
太
を

み
つ
け
た
が

 
そ
の
気
持
ち
は
咲
太
に
は
全
く

か
な
か

た
よ
う
で
そ
の
ま
ま
咲
太
は
店
の
中
に
入

て

き
た

 
そ
れ
を
見
た
理
央
は

打
ち
し

八
幡
は
一

か
ん
と
し
た
後
に
ク
ス
ク
ス
と
笑

た

何
よ

い
や

咲
太
の
事
が

い
な
の
か
な
と
思

て
よ
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別
に
普

は

い
じ

な
い
よ

普

は
ね

今
は

い
な
の
か

せ

せ

か
く
の
ん
び
り
し
て
た
の
に

が
し
い
の
が
来
た
ら

だ
な

て

 
理
央
は
そ
う

や
や
苦
し
い
言
い

を
し

 
そ
ん
な
理
央
を

八
幡
は
微
笑
ま
し
い
も
の
を
見
る
目
で
見
つ
め
た

ま
あ
そ
う
言
う
な

て

咲
太
と
し
ち

 
さ
す
が
に
俺
達
を
無

し
て
そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
る
な
ん
て
事
は
出
来
な
か

た
ん
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど
さ

 
そ
う
言

て

を

ら
ま
せ
た
理
央
に
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た
咲
太
が
い
き
な
り
言

た

お
い
双
葉

ほ

た
が

れ
て
る
ぞ

れ
て
な
い

て
か
隣
に
座
ん
な

座
る
前
に
相

し
て
も
い
い
か
許
可
を
取
れ

八
幡
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

お

い
双
葉

相

お
願
い
し
て
も
い
い
で
す
か

 
理
央
は
即
答
し

咲
太
は

白
ん
だ

八
幡
さ
ん

こ
い
つ

何
で
こ
ん
な
に
不
機

な
ん
で
す
か
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さ
あ

ツ
ン
デ
レ
な
だ
け
じ

な
い
か

あ
あ

確
か
に
双
葉
は

か
ら
ツ
ン
デ
レ
で
し
た
け
ど
ね

国
見
に
は

 
そ
の
名
前
が
出
た

間
に

理
央
は

り
の

相
で
咲
太
の
足
を
思
い

き
り

ん
だ

い

て

こ

こ
の
ブ
タ
野
郎

は
い

ブ
タ
野
郎

き
ま
し
た

あ
ざ

す

へ

変
態
度
が

し
て
る

す
み
ま
せ

ん

注
文
お
願
い
し
ま
す

 
咲
太
は
そ
れ
を
ス
ル

し

平
然
と
注
文
を
済
ま
せ
た

 
さ
す
が
は
芸
能
人
と
付
き
合

て
い
る
だ
け
あ

て

メ
ン
タ
ル
が
強
い

 
理
央
の
イ
ラ
イ
ラ
は

点
に
達
し
て
お
り
八
幡
が
ト
イ
レ
に
立

た

間
に
そ
れ
が
爆
発

し
たち

と

川

八
幡
の
前
で
お
か
し
な
事
を
言
わ
な
い
で

八
幡
さ
ん
は
そ
ん
な
事

気
に
し
な
い
だ
ろ

私
が
す
る
の

い
い

今
度
同
じ
よ
う
な
事
を
し
た
ら

も
ぐ
か
ら
ね
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さ
す
が
の
咲
太
も
そ
の
言
葉
に
顔
色
を
変
え
た

ど

ど
こ
を
で
す
か
ね

今
咲
太
が
想
像
し
た
と
こ
ろ

ひつ
い
で
に
麻
衣
さ
ん
に
も
こ
の
事
は
報
告
し
て
お
く
か
ら

す
み
ま
せ
ん
そ
れ
だ
け
は
勘

し
て
下
さ
い

俺
が
間
違

て
ま
し
た

 
咲
太
は
即
座
に

を
下
げ

理
央
は
フ
ン

と
顔
を
背
け
た

 
咲
太
は
そ
れ
で

理
央
に
許
さ
れ
た
と
判
断
し
た
が

 
本
気
で
不
機

だ

た
理
央
は

こ
の
時
許
し
た
と
は
一
言
も
言

て
お
ら
ず

 
後
日
麻
衣
に
こ
の
事
を
報
告
し

そ
の
せ
い
で
咲
太
は
麻
衣
に
お
仕
置
き
さ
れ
る
事
と
な
る

 
丁
度
そ
の
時
八
幡
が
ト
イ
レ
か
ら

て
き
た

で

咲
太
は
何
で
こ
ん
な
所
に
い
る
ん
だ

 
ど
う
考
え
て
も
秋
葉
原
は
お
前
の
行
動

囲
に
入

て
な
い
よ
な

あ

実
は
近
く
で
麻
衣
さ
ん
の

影
が
あ

た
ん
で
す
よ

そ
れ
で
ち

と
見
学
に

 
丁
度
日
曜
日
で
し
た
し
ね
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あ

そ
う
な
ん
だ

へ

麻
衣
さ
ん

頑
張

て
る
ん
だ
ね

 
理
央
は
一
転
し
て
機

良
さ
そ
う
に
そ
う
言

た

 
仲
が
い
い
麻
衣
が
活
躍
し
て
い
る
話
を

く
の
は
や
は
り
嬉
し
い
ら
し
い

あ
あ

妹
ち

ん
と
共

す
る
や
つ
か

え

の
ど
か
ち

ん
と

 
そ
の
八
幡
の

知
り
顔
な
発
言
に

理
央
は
驚
い
た

お
う

う
ち
が
ス
ポ
ン
サ

だ
か
ら
な

社
報
に
も
載

て
た
は
ず
だ
ぞ

 
た
ま
に
は
他
の
部

の
記
事
に
も
目
を
通
し
て
お
け
よ

そ

そ
う
だ

た
ん
だ

今
度
見
て
み
る

 
ち
な
み
に
こ
の
社
報

陽
乃
が
趣
味
で
発
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
り

 
そ
の
内
容
が
面
白
い

に

社
員
の
間
で
は
か
な
り
人
気
が
高
い

で

俺
の
方
は
そ
ん
な
感
じ
で
す
け
ど

お
二
人
は
デ

ト
で
す
か

 
理
央
と
し
て
は

そ
の
言
葉
を
即
座
に

定
し
た
い
と
こ
ろ
だ

た
が

 
さ
す
が
に
八
幡
の
前
で

そ
う
だ
と
は
言
え
な
か

た

 
代
わ
り
に
理
央
は
八
幡
の
言
葉
に
期
待
し
た
が
当
然
八
幡
が
そ
う
だ
と
認
め
る
よ
う
な
事
は
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な
いデ

ト

う

ん

そ
う
い
う
色

い
話
な
ら
ま
だ
良
か

た
ん
だ
が
な

そ
れ
は
ど
う
い
う

 
だ
が
そ
の
言
葉
に
す
ら

理
央
は
内
心
で
激
し
く
食
い
つ
い
た

デ

デ

ト
な
ら
良
か

た

 
そ
れ
だ
け
で
天
に
も

る
気
持
ち
に
な

て
し
ま
う

恋
す
る
乙
女
の
理
央
で
あ
る

双
葉

お

い
双
葉

 
理
央
は
そ
の
ま
ま
ト
リ

プ
し
て
し
ま
い

咲
太
の
言
葉
に
は
一
切
反
応
し
な
い

 
そ
ん
な
理
央
を
見
て
八
幡
と
咲
太
は
苦
笑
し

そ
の
ま
ま
話
を
続
け
た

て
事
は
仕
事
で
す
か

い
や

腐

た
友
人
に
腐

た
部
下
を
紹
介
す
る
予
定
に
な

て
る
ん
だ
が

 

め
に
逃
げ
る
の
に
理
央
を
口
実
に
し
よ
う
と
思

て
連
れ
て
き
た
ん
だ
よ

う
わ

マ
ジ
で
す
か

俺
も
付
き
合
い
ま
し

う
か

い
や
お
前
が
一

だ
と
腐

た
友
人
に
新
し
い
ネ
タ
を
提

す
る
事
に
な
る
か
ら
や
ば
い

た

確
か
に
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え
て
理
央
な
の
も

そ
う
い
う
妄
想
を

え
る

だ
な

 
俺
が
女
子
を
連
れ
て
た
ら

そ
う
い
う
妄
想
も
し
に
く
い
だ
ろ

な
る
ほ
ど

そ
の
発
想
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

だ
か
ら
咲
太
も
く
逃
げ
た
方
が
い
い
こ
こ
に
い
る
と
精
神
が

さ
れ
る
事
に

ひ 
そ
の
時
八
幡
が
い
き
な
り
そ
う

鳴
を
上
げ

身
を

く
し
た

ど

ど
う
し
た
ん
で
す
か

ま

ま
さ
か

そ
の
ま
さ
か
だ

ま
だ
約
束
の
時
間
に
は
全
然

い
の
に

 
そ
の
腐

た
友
人
が
店
に
入

て
き
や
が

た

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
通
り

丁
度
店
の
入
り
口
か
ら

姫
菜
と

が
入

て
き
た
の
だ

た

 

の
事
は
お
忘
れ
か
も
し
れ
な
い
が

コ
ミ
ケ
こ
と

の
元
奥
さ
ん
で

 
姫
菜
と
一

に
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
と
し
て
活
動
し
て
い
る
女
性
で
あ
る

や
べ

マ
ジ
で
や
べ

ど

ど
う
し
ま
す

 
そ
う
言

て
い
る
間
に
姫
菜
と

は
ま
さ
か
の
ま
さ
か
八
幡
達
の
隣
の

に
案
内
さ
れ
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て
き
た

と
り
あ
え
ず
俺
と
場
所
を
代
わ

て
く
れ
こ
の

置
だ
と
俺
が
い
る
の
が
バ
レ
バ
レ
に
な

ち
ま
う

分
か
り
ま
し
た

 
二
人
は
そ

と
場
所
を
交
換
し

 
理
央
の
隣
に
座

た
八
幡
は

理
央
を
つ
ん
つ
ん
つ
つ
い
て
覚

さ
せ
た

お
い
理
央

急
事
態
だ

て
こ
い

 
理
央
は
そ
れ
で
覚

し

八
幡
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
が

 
八
幡
が
シ

と
い
う
風
に

に
人
差
し
指
を
当
て
て
い
た

空
気
を

ん
で
押
し

た

ど

ど
う
し
た
の

ま
ず
い
事
に
な

た

約
束
の
時
間
に
は
ま
だ
一
時
間
く
ら
い
あ
る
の
に

 
プ
リ
ン
セ
ス
が
も
う
来
ち
ま

た
ん
だ

今
後
ろ
の

に
い
る

そ

そ
う
な
の

で
も
ま
あ
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
別
に
い
い
ん
じ

な
い

お
前
と
二
人
き
り
な
ら
な

だ
が
今
は
咲
太
が
い
る

 
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
プ
リ
ン
セ
ス
に
見
ら
れ
た
ら

ど
う
な
る
か
は
分
か
る
よ
な
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あ
 
そ
れ
で
理
央
は

今
の

況
を
完
全
に
理
解
し
た

 
こ
う
し
て
不
運
が
重
な

た
せ
い
で
八
幡
は
絶
体
絶
命
の
窮
地
へ
と
陥
る
事
に
な

た
の
で

あ
る
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第
１
０
１
２
話
 
気
が
付
く
と

腐
海

ど

ど
う
し
ま
す

咲
太
が
さ

き
注
文
し
ち
ま

た
か
ら
な

 
そ
れ
が
来
る
の
を
待

て

テ

ブ
ル
を
移
動
さ
せ
て
も
ら
え
ば
い
い

な

何
か
す
み
ま
せ
ん

い
や

お
前
の
せ
い
じ

な
い

運
が
悪
か

た
だ
け
だ

て

 
八
幡
と
咲
太
は
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う

き
合
い

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
決
め
た

 
そ
の
時

隣
の

か
ら
こ
ん
な
会
話
が

こ
え
て
き
た

は

参

た
ね

コ
ミ
の
新

ネ
タ
が
中
々
出
て
こ
な
い

そ
う
な
ん
だ
よ
ね

比
企
谷
君
か
ら
何
か
イ
ン
ス
ピ
レ

シ

ン
が
得
ら
れ
れ
ば
い
い
ん
だ

け
ど

 
そ
の
姫
菜
の
言
葉
に

八
幡
と
咲
太
は
顔
を

く
し
た

八
幡
さ
ん

こ
れ

て
確
実
に
ネ
タ
に
さ
れ
る
流
れ
じ

な
い

す
か

だ
な

絶
対
に
見
つ
か
る

に
は
い
か
ね
え
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素
人
の
私
で
も

ヤ
バ
さ
が
伝
わ

て
く
る
ん
だ
け
ど

 
同
じ
く
顔
を

く
し
た
理
央
が

そ
う
会
話
に
加
わ

て
き
た

 
ど
う
や
ら
理
央
は
腐

さ
れ
て
い
な
い
と
悟
り

八
幡
は
そ
の
事
に
は
ホ

と
し
た

や

ぱ
り
ハ
ヤ
ハ
チ

ト
ベ
ハ
チ

キ
リ
ハ
チ

ゼ
ク
ハ
チ
に
続
く
ネ
タ
が
欲
し
い
よ
ね

大

さ
ん
は
良
か

た
け
ど
あ
ん
ま
り
出
す
の
は
私
的
に
何
か

し

な
く

て
さ

あ
あ

は
金
銭
面
で
か
な
り
援
助
し
て
も
ら

て
た

だ
し
ね

そ
う
な
ん
だ
よ
ね

は

比
企
谷
君
が

 
若
く
て
生
き
の
い
い
男
の
子
を
連
れ
て
き
て
く
れ
な
い
か
な

そ
う
し
た
ら
こ
ん
な
シ
チ

エ

シ

ン
で

い
や
い
や

こ
う
い
う
の
も

 
そ
の
後
も

々
と
続
け
ら
れ
た
腐

た
会
話
の

々
に

八
幡
は
眩

を
覚
え
た

 
咲
太
は
完
全
に
び
び

て
ぶ
る
ぶ
る

え
て
お
り

理
央
は
自
分
で
も
気
付
か
な
い
う
ち
に

 
八
幡
の

を
し

か
り
と

い
て

恐
怖
と
戦
う
よ
う
に
目
を
つ
ぶ

て
い
た

 
こ
の
場
は
気
付
か
な
い
う
ち
に

完
全
に
腐
海
と
化
し
て
い
る

 
そ
し
て
注
文
の
品
が

き

咲
太
は
店
員
さ
ん
に
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更
に
一
つ
隣
の
テ

ブ
ル
に
移
動
し
て
も

わ
な
い
か

ね
た

 
幸
い
空
き
テ

ブ
ル
は

多
く
存
在
し

店
員
さ
ん
は

く
そ
の
頼
み
を

し
て
く
れ

 
咲
太
は
そ
の
ま
ま
こ

そ
り
と
テ

ブ
ル
を
移
動
し
た

ふ

こ
れ
で
と
り
あ
え
ず
ひ
と
安
心
か

 
そ
う
考
え
た
八
幡
は
こ
の
時
初
め
て
理
央
が
自
分
の

を
し

か
り

い
て
い
る
事
に
気
が

付
い
た

お
い
理
央

海

名
さ
ん
に
声
を
か
け
る
か
ら

そ
の
手
を
離
し

 
そ
こ
で
八
幡
は

ピ
タ
リ
と
静
止
し
た

待
て
よ

も
し
か
し
て
こ
れ
は

 
俺
が
女
好
き
の
ナ
ン
パ
野
郎
だ
と
い
う
イ
メ

ジ
を

え
付
け
る
チ

ン
ス
な
ん
じ

な
い
の

か 
八
幡
は
そ
う
思
い

こ
の
ま
ま
姫
菜
に
声
を
か
け
て
み
よ
う
と
考
え
た

 
実
に

い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
考
え
方
だ
が
こ
の
時
の
八
幡
は
そ
れ
を
名
案
だ
と
思

て
い
た

や

ぱ
り
そ
の
ま
ま
で
い
い

よ
し



 第１０１２話 気が付くと、腐海

 
そ
の
ま
ま
八
幡
は
立
ち
上
が
り

く
る
り
と

り
返

て
姫
菜
に
声
を
か
け
た

ん

あ
れ

海

名
さ
ん

い
つ
の
間
に
来
て
た
ん
だ

あ
れ

比
企
谷
君

も
う
来
て
た
ん
だ

分

い
ね

そ
の
隣
の
子
は
誰

あ

は
初
め
ま
し
て
私
は
双
葉
理
央
と
言
い
ま
す
八
幡
の
部
下
を
や

て
ま
す

 
理
央
は

る

る
と

え
な
が
ら
も
頑
張

て
そ
う
答
え
た

へ

お

ん
な
ん
だ

お

お
う

こ
い
つ
が
ど
う
し
て
も
離
し
て
く
れ
な
く
て
な

あ
は
は
は
は

 
八
幡
は
自

に
な
り

そ
う
言
い
放

た

 
だ
が
思

た
よ
り
も
姫
菜
の
反
応
は
薄
く

姫
菜
は
平
然
と
八
幡
に

ね
た

て
事
は

全
部
で
何
人
に
な
る
の
か
な

約
束
し
て
た
部
下
が
も
う
す
ぐ
来
る
か
ら

全
部
で
五
人
か
な

あ

そ
の
子
と
は
別
な
ん
だ

お
う

こ
い
つ
と
は

こ
の
後
デ

ト
に
行
く
予
定
に
な

て
る
ん
だ
よ

 
八
幡
は
も
う
ど
う
に
で
も
な
れ
と
い
う
つ
も
り
で
そ
う
言

た
が
姫
菜
は
特
に
反
応
を

さ

ず
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逆
に
笑
顔
で
こ
う
提
案
し
て
き
た

そ

か

そ
れ
じ

あ
ち

と
の
間
だ
け
ど
宜
し
く
ね

双
葉
さ
ん

あ

は
い

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
に
デ

ト
と
言
わ
れ
本
来
な
ら
天
に
も

る
気
持
ち
に
な

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

理
央
だ
が

 
こ
の
時
ば
か
り
は
そ
ん
な
気
分
に
は
な
れ
ず

し
た
ま
ま
そ
う
答
え
た

そ
れ
じ

あ
比
企
谷
君

あ
そ
こ
の
六
人
が
け
の
テ

ブ
ル
に
移
動
さ
せ
て
も
ら
わ
な
い

そ

そ
う
だ
な

そ
う
し
よ
う

 
そ
し
て
八
幡
は
店
員
さ
ん
を
呼
び

を
下
げ
な
が
ら
移
動
の
お
願
い
を
し
た

 
理
央
も

に
八
幡
か
ら
離
れ
て
い
る

 
四
人
は
店
員
さ
ん
に
案
内
さ
れ
る
ま
ま
に
テ

ブ
ル
の
移
動
を
開
始
し
た
が

 
そ
の

中
で
姫
菜
が
ふ
ら

と
横
に

れ
た

海

名
さ
ん

比
企
谷
君

こ
の
子
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
連
れ
て
か
な
い
と

目
で
し

 
そ
う
言

て
姫
菜
は

咲
太
の

を
ガ
シ

と
掴
み

満
面
の
笑
み
を
見
せ
た
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う
わ

な

何
で
す
か

え

海

名
さ
ん

そ
い
つ
は
知
り
合
い
な
の
か

 
あ
く
ま
で
も
と
ぼ
け
よ
う
と
す
る
二
人
に

姫
菜
は
は

は

し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

ま
た
ま
た

ふ
ふ

も
し
か
し
て

私
が
気
付
い
て
い
な
い
と
で
も
思

て
た

 
ね

今
ど
ん
な
気
分

ね

ど
ん
な
気
分

ま

ま
さ
か

 
姫
菜
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
の
顔
は

絶
望
に

ま

て
い
た

は

八
幡
さ
ん

 
咲
太
は

き
そ
う
な
顔
で
八
幡
を
見
つ
め
て
き
た
が

 
そ
ん
な
咲
太
に
八
幡
は

全
て
を

め
た
よ
う
な
表
情
で
首
を
横
に

た

俺
達
の
負
け
だ

め
よ
う

咲
太

で
す
ね

 
八
幡
達
は
そ
の
ま
ま

に
つ
き

そ
し
て
姫
菜
か
ら
の
質
問
が
始
ま

た

で

比
企
谷
君

こ
の
子
は

川
咲
太
で
す

川
サ

ビ
ス
エ
リ
ア
の

川
に

花
咲
く
太
郎
の
咲
太
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私
は
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
の
海

名
姫
菜
だ
よ

宜
し
く
ね

咲
太
君

同
じ
く
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
の

宜
し
く

 
二
人
は
と
て
も
上
機

で
そ
う
自

紹
介
を
し
た

 
こ
れ
で
新
し
い
ネ
タ
が
出
来
る
と
喜
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

で

二
人
は
ど
ん
な
関
係

た
だ
の
友
達
だ
な

元
々
咲
太
は
理
央
の
同
級
生
だ

た
ん
だ

 
俺
が
理
央
を
ス
カ
ウ
ト
に
行

た
時
に
知
り
合

た
感
じ
だ
な

 
ち
な
み
に
女
優
の

麻
衣
さ
ん
の
彼
氏
だ
だ
か
ら
下
手
に
ネ
タ
に
す
る
の
は
や
め
た
方
が

い
い

 
八
幡
は
そ
う
予
防
線
を
張
り

姫
菜
は
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た

あ

あ
あ

テ
レ
ビ
で
見
た
事
あ
る
か
も

目
に
は
モ
ザ
イ
ク
が
か
か

て
た
け
ど

よ
く
覚
え
て
ま
す
ね

 
ニ

ス
に
な

た
の
は
一

だ
と
思
い
ま
し
た
け
ど

ふ
ふ
ん
男
の
子
の
顔
を
覚
え
る
の
は
得
意
な
ん
だ
よ
ね
何
故
な
ら
い
つ
も
ネ
タ
を
探
し
て

る
か
ら
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は

は

そ
う
で
す
か

 
咲
太
は
そ
れ
以
上
深
入
り
せ
ず

白
な
返
事
を
し
た

で

モ
デ
ル
料
の
話
だ
け
ど

お
い

 

卓
を
取
り
出
し
な
が
ら
い
き
な
り
そ
う
言
い
出
し
た
姫
菜
に

八
幡
が
そ
う
突

込
ん
だ

前
回
の
新

の

り
上
げ
が
こ
ん
な
感
じ
だ
か
ら

歩
合
で
換
算
し
て

 
多
分
今
回
の
報

は
こ
の
く
ら
い

こ
れ
で
ど
う
か
な

 

卓
を

き
込
ん
だ
咲
太
は

そ
の
金

に
ギ

と
し
た

え

マ
ジ
で
す
か

こ
ん
な
に
で
す
か

ふ
ふ

う
ち
は
こ
れ
で
も
大
手
な
ん
だ
よ

こ
の
く
ら
い

い

い

お
い
咲
太

お
前
ま
さ
か

 
八
幡
は
絶
望
に
顔
を

め
た
が

時

に

し

 
そ
も
そ
も
金

を
提

さ
れ
る
前
に
止
め
る
べ
き
だ

た
の
だ
が
今
更
そ
れ
を
言

て
も
仕

方
が
な
い

 

に
金

は
提

さ
れ
て
し
ま
い
咲
太
は
明
ら
か
に
腐
海
に
足
を

み
入
れ
よ
う
と
し
て
い
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る
あ

川

あ
ん
た
正
気

お
前
は
も
う
働
い
て
る
か
ら
そ
う
思
う
か
も
だ
が

 
卒
業
を

え
た
学
生
に
と

て

こ
の
金

は
か
な
り
で
か
い
ぞ

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

そ
も
そ
も
出
来
上
が

た
作
品
を
目
に
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
済
む
話
だ

違
う
か

ま

ま
あ
ね

咲
太

 
八
幡
は
咲
太
の
裏
切
り
に

た
が

そ
の
気
持
ち
も
理
解
出
来
た

 
確
か
に
自
分
が
今
の
咲
太
の
立
場
な
ら
一

だ
に
し
な
い
事
は
不
可
能
な
金

だ

た
か
ら

だ
く

こ
の
勝
負

俺
の
負
け
か

す

す
み
ま
せ
ん
八
幡
さ
ん

い
や

あ
れ
だ
け
の
金

を
提

さ
れ
た
ん
だ

大
金
な
ん
だ
し
仕
方
が
な
い
さ

う
ん
う
ん

麗
し
い
愛
情
だ
よ
ね
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横
か
ら
姫
菜
の
声
が
し

二
人
は

て
て
そ
ち
ら
を
見
た

 
い
つ
の
間
に
か
姫
菜
と

が
ス
ケ

チ
ブ

ク
を
取
り
出
し

 
二
人
を
熱
心
に
観
察
し
て
何
か
書
き
な
が
ら

息
を
荒
く
し
て
い
る

ひ
 
理
央
は
思
わ
ず

鳴
を
上
げ
て
八
幡
に

き
付
き

咲
太
は
下
を
向
い
て
ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を

た
ガ
タ

 
そ
の
時
横
か
ら
そ
ん
な
声
が
し

八
幡
は
そ
ち
ら
に
目
を
向
け
た

 
見
る
と
い
つ
の
間
に
か
フ
ラ
ウ
が
到
着
し
て
お
り
物
欲
し
そ
う
な
目
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る

来
た
か

こ

神
代
フ
ラ
ウ

た
だ
今
着
任
致
し
ま
し
た

デ

フ
フ

海

名
さ
ん

さ
ん

こ
れ
が
俺
の
新
し
い
部
下
の
神
代
フ
ラ
ウ
だ

 
二
人
の
大
フ

ン
ら
し
い
か
ら

当
に
相
手
を
し
て
や

て
く
れ

て

当
に
と
か

そ
の
ぞ
ん
ざ
い
な
扱
い
に

血
出
そ
う

 
悔
し
い

で
も
感
じ
ち

う

ビ
ク
ン
ビ
ク
ン
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そ
ん
な
フ
ラ
ウ
を
見
て

姫
菜
と

は
首
を

げ
た

 
今
の
言
動
は

腐
と
い
う
感
じ
の
セ
リ
フ
で
は
な
か

た
か
ら
だ

も
し
か
し
て
両
方
イ
ケ
る
口

は

は
い

ホ
モ
が

い
な
女
の
子
な
ど

こ
の
世
に
は
存
在
し
ま
せ
ん

 
む
し
ろ
常
に
欲
し
て
い
る
と
思
う
べ
き

な
る
ほ
ど
ね

 
そ
の
返
事
を

い
た
二
人
は
フ
ラ
ウ
に
微
笑
み
か
け
た

同
士
よ

私
は

だ
よ

宜
し
く
ね

私
は
海

名
姫
菜

比
企
谷
君
の
元
ク
ラ
ス
メ

ト
だ
よ

お
お
二
人
に
お
会
い
出
来
て
光
栄
で
す
八

万
様
シ
リ

ズ
は
全
部
持

て
ま
す
大
好

き
で
す

だ

て
よ

八

万
様

お

俺
を
そ
ん
な
名
前
で
呼
ぶ
な

フ
 
姫
菜
は
八
幡
に
そ
う
呼
び
か
け

フ
ラ
ウ
は
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た
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ま
あ
と
り
あ
え
ず
座

た
ら

あ

は
い

失

し
ま
す

 
フ
ラ
ウ
は
そ
う
言

て
姫
菜
の
隣
に
座
り

八
幡
に
向
け
て
ま
く
し
立
て
た

は

八
幡
が
八

万
様
だ
な
ん
て

い
て
な
い

ど
う
い
う
事
か
説
明
よ
ろ

俺
に
そ
う
言
わ
れ
て
も
な

そ
そ
も
そ
も
性
格
が
全
然
違
う
か
ら
気
付
か
な
か

た
確
か
に
外
見
は
似
て
る
け
ど

 
ガ
タ

ま

ま
さ
か
自
分
が
八
幡
に

か
れ
る
の
は
そ
の
せ
い

あ
あ

や

ぱ
り
フ
ラ
ウ
ち

ん
も
そ
う
な
ん
だ

相
変
わ
ら
ず
モ
テ
る
よ
ね

 
性
格
が
違
う
の
は

八

万
様
の
モ
デ
ル
が
高
校
の
時
の
比
企
谷
君
だ
か
ら
だ
よ

フ

こ

こ
の
八
幡
が

高
校
の
時
は
あ
ん
な
陰
キ

だ

た
と

う
ん

ま
あ
そ
う
い
う
事

変
わ

た
に
も
ほ
ど
が
あ
る
お

ま
あ
ほ
ら

そ
れ
は

ね

 
姫
菜
は
さ
す
が
に
気
ま
ず
そ
う
に
八
幡
を
見
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
事
を
口
に
出
す
の
は

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
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こ
の
前

い
た
ん
だ
ろ

俺
の
事

そ

そ
れ
は
ど
う
い
う

あ

 
フ
ラ
ウ
は
そ
れ
で

八
幡
の
過
去
に
思
い
当
た

た

ご

ご
め
ん
な
さ
い

自
分

ち

と
空
気
が

め
な
さ
す
ぎ
で
し
た

気
に
す
る
な

て

自
分
で
も
変
わ
り
す
ぎ
た

て
自
覚
は
あ
る
か
ら
な

 
八
幡
は

揚
に
そ
う
言
い

フ
ラ
ウ
を

め
た

と
と
り
あ
え
ず
追
加
で
注
文
し
よ
う
よ
八
幡
み
ん
な
飲
み
物
し
か
頼
ん
で
な
い
み
た
い
だ

し 
元
々
こ
こ
で
朝
ご

を
食
べ
る

て
事
に
な

て
た
じ

な
い

 
そ
の
時
理
央
が
場
を
明
る
く
す
る

に
そ
う
言
い
八
幡
も
明
る
い
声
で
そ
れ
に
同
意
し
た

そ

そ
う
だ
な

こ
こ
は
俺
が

る
か
ら

み
ん
な
遠

し
な
い
で
注
文
し
て
く
れ

 
そ
の
言
葉
で
場
の
雰
囲
気
は

り
み
な
メ
ニ

を
見
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
会
話
を
始
め
た

ふ
う

助
か

た
わ
理
央

ま

ま

た
く
も
う

八
幡
は

私
が
い
な
い
と

目
な
ん
だ
か
ら

 
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
言
う
理
央
に

フ
ラ
ウ
が
即
座
に
突

込
ん
だ
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ツ

ツ
ン
デ
レ
乙

ち

違
う
か
ら

 
理
央
は
顔
を
真

に
し
な
が
ら
そ
う
抗
議
し

場
は
明
る
い
笑
い
に
包
ま
れ
た
の
だ

た
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第
１
０
１
３
話
 
姫
菜
が
も
た
ら
す
も
の

 
そ
こ
か
ら
は
し
ば
ら
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
話
が
進
ん
だ

 
姫
菜
は

の
八
幡
の
事
を
理
央
や
フ
ラ
ウ
に
話
し
咲
太
も
興
味
深
そ
う
に
そ
れ
を

い
て
い

た 

は
今
は
色
気
よ
り
も
食
い
気
と
ば
か
り
に
食
べ
物
を
腹
に
詰
め
込
ん
で
い
る

 
お
金
は
あ
る
の
だ
が
忙
し
く
て
食
事
を
ま
と
も
に
と

て
い
な
か

た
よ
う
で

 
ち

ん
と
し
た
食
事
は
久
し
ぶ
り
だ
と
笑

て
い
た

さ
て
海

名
さ
ん
俺
達
は
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
わ
こ
い
つ
は

当
に
放
り
出
し
て
く
れ
て

わ

な
い
か
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

フ
ラ
ウ
の

を
つ
つ
い
た

そ
ん
な
事
し
な
い

て

フ
ラ
ウ
ち

ん
と
も

と
色
々
話
し
た
い
し
ね

 
要
す
る
に

八
幡
達
の
い
な
い
所
で
腐

た
話
題
で

り
上
が
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
よ
り
も
さ

帰
る
前
に

ち

と
話
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

お

俺
に
は
無
い
が
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八
幡
は

し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

あ
は
は
は
は

私
達
の
趣
味
の
話
じ

な
い
よ

も

と
別
の
大
事
な
話

ん

そ
う
か

分
か

た

こ
う

 
八
幡
は

を
解
い
て
身
を
乗
り
出
し
た

姫
菜
の
事
は
友
人
と
し
て
信
頼
し
て
い
る
か
ら

だ
え

と
ね

私

て
ば
意
外
と
顔
が
広
く
て

 
普
通
の
同
人

を

て
る
人
達
に
も
知
り
合
い
が
多
い
ん
だ
よ
ね

ふ
む
ふ
む

で
そ
う
い

た
人
達
で
こ
の
前
集
ま

て
ち

と

め
の
忘
年
会
を
や

た
ん
だ
け
ど
さ

 
そ
の
中
に
一
人

凄
く
ぶ
ち
切
れ
て
た
子
が
い
て

話
を

か
せ
て
も
ら

た
ん
だ
け
ど
ね

 
あ

ち
な
み
に
そ
の
日
は
女
の
子
だ
け
の
集
ま
り
だ

た
ん
だ
け
ど

ふ
む

 
八
幡
は
話
の
要
点
が
分
か
ら
ず
に
首
を

げ
た
が

次
の
姫
菜
の
言
葉
で
納
得
し
た

そ
の
子

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
る
子
だ

た
ん
だ
よ
ね

ほ
う
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で

何
に
切
れ
て
る
の
か

い
た
ら

 
先
日
あ

た
イ
ベ
ン
ト
で

た
同
人

の
内
容
が
ひ
ど
か

た
か
ら

て

 
そ
う
言

て
姫
菜
は

八
幡
に
一

の
本
を
差
し
出
し
て
き
た

こ
れ
か

ど
ん
な
内
容
な
ん
だ

ま
あ

ん
で
み
れ
ば
分
か
る
よ

ふ

ん

こ
り

ま
た
シ
ン
プ
ル
な
タ
イ
ト
ル
だ
な

 
そ
の
同
人

の
タ
イ
ト
ル
は

神
々
の
庭
の
戦
い

と
な

て
い
た

 
ペ

ジ
を
め
く
る
と
そ
こ
で
は

何
学
魔
女
と
い
う
名
前
の
女
性
が
触
手
に

辱
さ
れ
て
お

り 
八
幡
は
思
わ
ず
ペ

ジ
を

じ
た

何
故
な
ら
横
か
ら
理
央
が

き
こ
ん
で
い
た
か
ら
だ

 
理
央
は
顔
を
真

に
し

八
幡
は
困

た
顔
で
姫
菜
に

ね
た

海

名
さ
ん

こ
れ

こ
こ
で
見
な
い
と

目
か

う
ん

そ
う
だ
ね

だ

て
多
分
そ
れ

比
企
谷
君
達
の
事
が
書
い
て
あ
る
と
思
う
か
ら

は
 
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

今
度
は
理
央
に
は
ば
か
る
事
な
く
ペ

ジ
を
開
い
た
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理
央
も
真
剣
な
顔
に
な

て
お
り

恥
じ
ら
い
は
一

横
に
置
い
た
よ
う
だ

た

神
々
の
庭

て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

の
魔
女

こ
れ

て
ま
さ
か
雪
乃
か

こ
の

精

手

て
ど
う
見
て
も
詩
乃
だ
よ
ね

黒
剣

和
人
が
女
体
化
し
て
や
が
る

て

ま
さ
か
明
日
奈
も
出
て
る
の
か

う
う
ん

そ
れ

い
子
は
こ
の
本
に
は
出
て
な
い
よ

そ
う
か

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は
ほ

と
し
た

ま

ま
さ
か
最
初
に
見
た

何
学
魔
女

て

わ

私
な
ん
じ

 
理
央
は
顔
を

く
し

八
幡
か
ら
本
を
取
り
上
げ
て

当
す
る
ペ

ジ
を
開
い
た

あ

そ
れ

双
葉
さ
ん
だ

た
ん
だ

 
姫
菜
の
そ
の
問
い
に

理
央
は
涙
目
で

い
た

確
か
に
似
せ
て
あ
る
な

 
八
幡
が
少
し
感
心
し
た
よ
う
に
そ
う

い
た

み

見
る
な
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別
に
本
人
じ

な
い
ん
だ
か
ら
い
い
だ
ろ

そ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

こ
の
胸
の
感
じ
な
ん
か

よ
く
見
て
る
な

て
思
う
よ
な

お
前
も
そ
う
思
う
だ
ろ

咲
太

あ

は
い

確
か
に
双
葉
の
胸

て
こ
ん
な
感
じ
で
す
よ
ね

 
咲
太
の
そ
の
言
葉
に

理
央
は

て
て
自
分
の
胸
を

し
た

あ

川
の
変
態

い
や
い
や

健
全
な
男
の
子

い
反
応
だ
ろ

馬

こ

ち
見
ん
な

こ
れ
を
見
て
い
い
の
は
八
幡
だ
け
な
ん
だ
か
ら

ご
ほ

ご
ほ
ご
ほ

 
そ
の

間
に
八
幡
が
む
せ
た

他
の
者
達
は

生

か
い
目
で
理
央
を
見
つ
め
て
い
る

あ

あ

あ

 
理
央
の
顔
は
更
に

く
な
り

そ
ん
な
理
央
に

フ
ラ
ウ
が
止
め
を

し
た

双
葉
氏

そ
れ
な
ん
て
エ
ロ
ゲ

あ
あ
あ
あ
あ

 
理
央
は
そ
う
言

て
絶
叫
し
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八
幡
は

て
て
立
ち
上
が
る
と

四
方
に
向
け
て
ペ
コ
ペ
コ
と

を
下
げ
た

さ

が
し
く
し
て
す
み
ま
せ
ん

 
そ
の
ま
ま
座

た
八
幡
は

理
央
の

を

い
て
そ
の
口
を
塞
い
だ

は

ま

た
く
見
る
な

て
言

た
り
見
ろ

て
言

た
り
ち

と
落
ち
着
け

て

 

り
の
迷
惑
に
な
る
だ
ろ

む
が

む
ぐ

ま

た
く
ツ
ン
デ
レ
に
も

が
あ
る
お

む
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

む

フ
ラ
ウ

今
の
こ
い
つ
を
煽
ん
な

て

サ

セ
ン

 
八
幡
は
し
ば
ら
く
理
央
の
口
か
ら
手
を
離
そ
う
と
は
せ
ず

 
そ
の
せ
い
で
理
央
も

々
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
だ

ご

ご
め
ん

ち

と
取
り
乱
し
た

や

と
落
ち
着
い
た
か

そ
れ
で
海

名
さ
ん

ど
う
し
て
こ
れ
を
俺
に

 
こ
う
言

ち

な
ん
だ
が

こ
ん
な
の
は

名

み
た
い
な
も
の
で
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名
前
も
変
え
て
あ
る
し

外
見
も
服
装
も
似
せ
て
は
い
る
が
別
物
だ
し

 
こ
れ
を
詰
め
る
の
は
ち

と
厳
し
い
と
思
う
が

 
八
幡
に
し
て
は
穏
や
か
な
意
見
で
あ

た
が

も
し
こ
の
本
に
明
日
奈
が
出
て
い
た
ら

 
お
そ
ら
く

の

く
ブ
チ
切
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
は
想
像
に
難
く
な
い

あ
あ

う
ん

そ
う
い
う
事
の

に
教
え
た
ん
じ

な
く
て
ね

本
題
は
こ
こ
か
ら
な
の

 
姫
菜
は
そ
う
言

て
コ

ヒ

を
飲
ん
だ

そ
の
子
は
最
初

そ
の
本
を
ヴ

ル
ハ
ラ
の
フ

ン
本
だ
と
思

た
ん
だ

て

 
い
く
つ
か
は
出
て
る
ん
だ
け
ど
ヴ

ル
ハ
ラ
の
本

て
や

ぱ
り
少
な
く
て
貴
重
ら
し
い
の

ま
あ

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
な

で

そ
の
子
は
興
奮
し
ち

て
表

だ
け
見
て
中
も
見
ず
に

ち

て

 
そ
の
サ

ク
ル
の
人
と
一

に
記
念
写
真
も

ち

た
み
た
い
な
の
ね

ふ
む

そ
り

あ
荒
れ
る
よ
ね

フ

ン
本
じ

な
く
て
ア
ン
チ
本
だ

た
ん
だ
か
ら

 
で

そ
の
子
が
そ
の
後

こ
の
本
は

て
る

て
言
い
出
し
た
か
ら

 
そ
れ
じ

あ
私
が
代
わ
り
に

て
て
お
い
て
あ
げ
る
よ

て
言

て
持
ち
帰

て
き
た
の
が
こ
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れ

て
な
る
ほ
ど
な

で

こ
れ
が
そ
の
写
真

今
度
会

た
ら
絶
対
文

を
言
う

て
言

て
た
か
ら

 
見
か
け
た
ら
教
え
て
あ
げ
る
よ

て
言

て
も
ら

た
の

 
そ
う
言

て
姫
菜
が
見
せ
て
き
た
写
真
の
中
に
写

て
い
た
サ

ク
ル
の
男
に
八
幡
は
見
覚
え

が
あ

た

ま

ま
さ
か

ん

知

て
る
人

い
や

知
り
合
い
じ

な
い
が

多
分
見
た
事
は
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
な

そ
れ

て

 
戸
惑
う
姫
菜
に

八
幡
は
こ
ん
な
頼
み
事
を
し
た

海

名
さ
ん

ち

と
こ
の
写
真

俺
に
送

て
く
れ
な
い
か

確
か
め
た
い
事
が
あ
る

ん
だ

 
姫
菜
は
そ
れ
を
了

し
本
人
に
は
絶
対
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い
う

件
で
八
幡
に
送
信
し

て
く
れ
た
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あ
り
が
と
な

そ
れ
じ

あ
こ
れ
を
小
猫
に

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
写
真
を
薔
薇
の
所
へ
メ

セ

ジ
を

え
て
送
り

す
ぐ
に
返
信
が
き
た

や

ぱ
り
か

海

名
さ
ん

ど
う
や
ら
こ
い
つ
ら
は

俺
達
の
敵
ら
し
い
わ

そ
う
な
の

私

役
に
立
て
た

あ
あ

正
直
凄
く
助
か
る

あ
り
が
と
な

海

名
さ
ん

う
う
ん
比
企
谷
君
に
は
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
る
ん
だ
か
ら
役
に
立
て
た
な
ら
良
か

た
よ

 
一
見
感
動
的
な
や
り
取
り
に
見
え
る
が
八
幡
は
こ
い
つ
ら
を
ど
う
詰
め
て
や
ろ
う
か
と
考
え

て
お
り

 
姫
菜
は
こ
れ
か
ら
も
作
品
に
出
さ
せ
て
も
ら
う
ね

と
い
う
意
味
で
言

て
い
る

 
実
は
ま

た
く
感
動
的
な
シ

ン
で
は
な
い

八
幡

さ

き
の
写
真

薔
薇
室
⻑
に
送

た
の

 
ど
う
や
ら
理
央
は

先
ほ
ど
八
幡
が

小
猫
に
と

い
た
の
が

こ
え
た
ら
し
い

お
う

あ
い
つ
の
元
部
下
だ

た
七
人
組
が
い
た
だ
ろ

こ
の

り
子
は
そ
い
つ
ら
の
中
の

 
ヤ
サ

て
奴
と
バ
ン
ダ
ナ

て
奴
で
間
違
い
な
い
そ
う
だ
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ま
さ
か
と
は
思

た
が

こ
れ
で
い
い
手
が
か
り
を
掴
め
た
な

そ

か

や

た
ね

 
八
幡
は
理
央
に

き
つ
つ

姫
菜
に
こ
う

ね
た

な

海

名
さ
ん

こ
い
つ
ら

コ
ミ
に
も
出
て
く
る
か
な

そ
れ
ば

か
り
は
何
と
も
か
な

で
も
ま
あ
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
よ

そ

か

そ
れ
じ

あ

コ
ミ
に
も
人
を
送
る
か

 
で
も
そ
の
時
期
は
丁
度

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
中
だ
し
な

そ

そ
れ
な
ら
私
が
行
く
お

八
幡
さ
ん

俺
も
手
伝
い
ま
す

 
そ
の
時
そ
の
場
に
い
た
フ
ラ
ウ
と
咲
太
が
そ
う

し
出
て
き
た

二
人
と
も

い
い
の
か

ど
う
せ
行
く
つ
も
り
だ

た
の
も
あ
る
け
ど

 
は

八
幡
の
敵
は

専
属
で
あ
る
私
の
敵
で
も
あ
る
じ

な
い

麻
衣
さ
ん
は
そ
の

は
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
か
仕
事
か
の
ど

ち
か
で
す
し

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
敵

て
事
は
麻
衣
さ
ん
の
敵

て
事
じ

な
い
で
す
か
だ

た
ら
俺
の
敵
で
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す
か
ら

 
二
人
の
そ
の
言
葉
に

八
幡
は
大
き
く

い
た

分
か

た

二
人
と
も
頼
む

デ

フ
フ

ミ

シ

ン
を
達
成
し
た
ら

優
し
く
し
て
く
れ
て
も
良
く

て
よ

分
か

た
分
か

た

約
束
な

俺
も
頑
張
り
ま
す
よ

任
せ
て
下
さ
い

頼
む
ぞ
咲
太

私
達
も

一
応
気
に
か
け
て
お
く
ね

当
日
は

り
子
を

て
も
い
い
し
ね

あ
り
が
と
う

海

名
さ
ん

さ
ん

 
そ
の
日
は
う
ち
の
連
中
も
企
業
ブ

ス
を
出
し
て
る
は
ず
だ
か
ら

り
子
に
人
も
回
せ
る
と

思
う

 
こ
の
時
八
幡
が
想
定
し
て
い
た
の
は
か
お
り
と
え
る
で
あ

た

 
あ
の
二
人
な
ら

立

に

り
子
を
こ
な
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

し
か
し
そ
う
い
う
事
な
ら
確
実
に
敵
を
引

張
り
出
す

に
こ

ち
も
動
く
と
す
る
か
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萌
郁う

ん

 
い
き
な
り
八
幡
が
そ
う
言
い

後
ろ
の

に
座

て
い
た
誰
か
が
ス

と
立
ち
上
が

た

あ

あ
れ

萌
郁
さ
ん

 
理
央
が
驚
愕
し
た
の
も
当
然
だ
ろ
う

そ
こ
に
い
た
の
は
桐
生
萌
郁

本
人
で
あ

た

ど

ど
う
し
て
こ
こ
に

私
は
八
幡
の
ガ

ド

常
に

に
い
る

そ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
の
言
葉
に
理
央
だ
け
で
な
く

他
の
四
人
も
驚
愕
し
た

比
企
谷
君

凄
い
ね

こ
う
い
う
の

て
本
当
に
あ
る
ん
だ

は

八
幡
さ
ん

尊
敬
し
ま
す

ガ
タ

 
そ
ん
な
四
人
に
苦
笑
し
な
が
ら

八
幡
は
萌
郁
に
指

を
出
し
た

と
い
う

で
萌
郁

小
猫
や

と
連

し
て
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こ
の
本
を
発
行
し
た
サ

ク
ル
が

コ
ミ
に

し
込
ん
で
き
た
ら

 
確
実
に
参
加
出
来
る
よ
う
に
主

者
に
圧
力

じ

な
い

手
配
し
て
お
い
て
く
れ

い

今
圧
力

て
言

た
よ
ね

し
か
も
コ

ド
ネ

ム

い
の
が
出
て
き
た

気
の
せ
い
だ

う
ち
は
健
全
な
企
業
だ
か
ら
な

 
八
幡
は
ニ
ヒ
ル
に
笑
う
と

決
意
の

た
目
を
一
同
に
向
け
た

 
こ
う
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
の
作
戦
と
平
行
し
て
敵
の
特
定
の

の
作
戦
が
リ
ア
ル
で
も
進
む
事

に
な

た
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第
１
０
１
４
話
 
フ

イ
リ
ス
の
指
摘

よ
し

そ
れ
じ

あ
帰
る
わ

海

名
さ
ん

ま
あ

ほ
ど
に
頼
む
わ

分
か

て
る

て

何
が
分
か

て
る
の
か
激
し
く
突

込
み
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

こ
こ
に
⻑
居
は
し
た
く
な
い

伝

を
持

て
立
ち
上
が

た

お
い
フ
ラ
ウ

お
前
も

ほ
ど
に
な

そ
れ
は

無

理

ま
あ
い
い
か

よ
し
理
央

咲
太

行
く
ぞ

う

う
ん

あ

八
幡
さ
ん

俺
も
こ
こ
に
残
り
ま
す

 
突
然
咲
太
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

八
幡
は
驚
い
た

えち

と
皆
さ
ん
に

コ
ミ
当
日
の
事
を

い
て
お
き
た
い
な
と

な

な
る
ほ
ど
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八
幡
の

に

自
ら
の
危
険
も
省
み
な
い
そ
の
咲
太
の
態
度
に

八
幡
と
理
央
は
感
動
し
た

あ

川

て

そ
ん
な
真
面
目
な
奴
だ

た

け

何
言

て
る
ん
だ
よ
双
葉
だ

て
八
幡
さ
ん
が
困

て
る
時
は
こ
れ
以
上
の
事
を
す
る
だ
ろ

え

や

ま

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

 
理
央
は
そ
う
答
え

何
故
か
顔
を

く
し
た

双
葉

何
で
顔
を

く
し
て
る
ん
だ

べ

別
に

く
な
ん
か
し
て
な
い
か
ら

い
や

真

に
な

て
る
け
ど

 
そ
れ
が
純
然
た
る
事
実
な

咲
太
は
困

た
よ
う
な
顔
を
し
そ
こ
に
フ
ラ
ウ
が
突

込
ん

だ
こ

こ
れ
は
ま
た
双
葉
氏
の
妄
想

え

あ
あ
あ

も
し
か
し
て
こ
れ
以
上
の
事

て
と
こ
ろ
に
反
応
し
た
の
か

双
葉

も

妄
想
な
ん
か
し
て
な
い
か
ら

い

そ
殺
せ

て
感
じ
で
す
ね

分
か
り
ま
す



 第１０１４話 フェイリスの指摘

も

も
う

も
う

 
そ
ん
な
理
央
の
腹
に

い
き
な
り
八
幡
の
手
が
回
さ
れ
た

は
い
は
い

ほ
れ
相
対
性
妄
想

子

さ

さ
と
行
く
ぞ

ち

違
う
か
ら

私
は
そ
ん
な
ん
じ

な
い
か
ら

い
い
か
ら
い
い
か
ら

 
理
央
は
そ
の
ま
ま
ず
る
ず
る
と
引
き
ず
ら
れ
て
い

た

咲
太

悪
い
が
頼
む
わ

任
せ
て
下
さ
い

 
そ
し
て
八
幡
と
理
央
は
そ
の
ま
ま
去

て
い
き
そ
の
場
に
は
咲
太
と
腐

た
者
達
だ
け
が
残

さ
れ
た

そ
う
い
え
ば
桐
生
氏
は

そ
う
い
え
ば

て

い
な
い
ね

い
つ
の
間
に

 
ど
う
や
ら
萌
郁
も
八
幡
と
共
に
去

た
ら
し
く

も
う
後
ろ
の

に
は
い
な
か

た

そ
れ
じ

あ
す
み
ま
せ
ん
が

皆
さ
ん
宜
し
く
ご
指

お
願
い
し
ま
す



 第八章 キャリバー・クロッシング編

う
ん

任
せ
て

そ
れ
じ

あ
先
ず

比
企
谷
君
の
事
を
ど
う
思

て
る
か

か
せ
て
も
ら

お
う
か

え

尊
敬
し
て
ま
す
け
ど

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
次
に

い

い
や

そ
れ

く
必
要

て
あ
り
ま
す

い
い
か
ら
い
い
か
ら

ほ
ら

く
答
え
て

え

え

と

デ

フ
フ

実
に
興
味
深
い

ふ
む
ふ
む

と
こ
ろ
で
さ

だ

だ
か
ら
そ
れ
は

 
こ
う
し
て
咲
太
は
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間

腐
海
の
海
に

む
事
と
な

た

  
一
方
店
を
出
た
八
幡
と
理
央
は

キ

ト
の
所
ま
で

て
い
た

 
さ
す
が
の
理
央
も

レ
ジ
の
手
前
で
大
人
し
く
な
り

今
は
自
分
の
足
で
歩
い
て
い
る

ま

た
く
お
前

妄
想
は
時
と
場
合
を
選
べ
よ
な
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だ
か
ら
し
て
な
い

て

じ

あ
何
で
顔
を

く
し
て
た
ん
だ

そ

そ
れ
は

 
理
央
は
そ
れ
以
上
何
も
言
う
事
が
出
来
な
い

そ
ん
な
理
央
の

が
い
き
な
り
誰
か
に
ポ
ン
と

叩
か
れ
た

落
ち
着
い
て

あ

萌
郁
さ
ん

お
う
萌
郁

そ
れ
じ

あ
手
配
の
方

宜
し
く
頼
む
な

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

よ
く
考
え
た
ら
も
う
カ
タ
ロ
グ
が
出
て
る
ん
だ
し

 
場
所
も
決
ま

ち

て
る
ん
じ

あ

 
本
来
な
ら
姫
菜
達
が
真

先
に
気
付
く
べ
き
事
な
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
あ
の
時
の
や
り
取
り
に
圧
倒
さ
れ
て

そ
の
事
を
失
念
し
て
し
ま

た
よ
う
だ

や

や
ば
い

ど
う
す
る
か

 
八
幡
は
顔
を

く
し
た
が

す
ぐ
に
次
の

を
思
い
つ
い
た
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そ

そ
う
だ

よ
し
二
人
と
も

本
屋
に
行
く
ぞ

 
カ
タ
ロ
グ
を
三

て

手
分
け
し
て
あ
い
つ
ら
が
参
加
し
て
い
る
か
チ

ク
だ

 
そ
の
ま
ま
三
人
は
カ
タ
ロ
グ
を

入
し

 
ど
こ
で
チ

ク
す
る
か
迷

た
末
に

メ
イ
ク
イ

ン
に
向
か
う
事
に
し
た

  
三
人
が
メ
イ
ク
イ

ン
の
前
に
到
着
す
る
か
否
か
と
い
う
時
に

 
店
の
中
か
ら
フ

イ
リ
ス
が
飛
び
出
し
て
き
た

ク
ン
ク
ン

八
幡
の

い
が
す
る
の
ニ

多
分
こ
の
近
く
に

 
フ

イ
リ
ス
が
店
の
目
の
前
で

り
の

い
を

ぐ
仕

を
し
て
い
る
の
を
見
て
八
幡
は

引
い
た

 
そ
れ
は
も
う
思
い

き
り
引
い
た

あ

八
幡

や

ぱ
り
い
た
の
ニ

や

ぱ
り

て
何
だ
よ

店
に
い
た
ら
八
幡
の

い
が
し
た
か
ら

て
て
外
で
確
認
し
て
た
の
ニ

い
の
か

俺
は

う
の
か
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ニ

ハ
ハ
ハ
ハ

 
フ

イ
リ
ス
は

定
も
否
定
も
せ
ず

八
幡
の
手
を
引
い
て
店
の
中
に
引

張

て
い

た

で

今
日
は
三
人
で
う
ち
に
遊
び
に
来
て
く
れ
た
の
か
ニ

い
や

実
は
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

姫
菜
に
も
ら

た
同
人

を
フ

イ
リ
ス
に
見
せ
た

神
々
の
庭
の
戦
い

 
フ

イ
リ
ス
は
本
を
開
い
て
ペ

ジ
を
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
り

て
て

じ
た

ニ

ニ

フ

イ
リ
ス
に
こ
ん
な
物
を
見
せ
る
な
ん
て
も
し
か
し
て
誘

て
る
の
ニ

い
や

ま
あ

場
人
物
を
よ
く
見
て
み
ろ

何
か
気
付
か
な
い
か

場
人
物

 
フ

イ
リ
ス
は

八
幡
が
そ
う
言
う
な
ら
と
思
い

 
エ
ロ
い
シ

ン
を
出
来
る
だ
け
意
識
し
な
い
よ
う
に
そ
の
同
人

を

み
進
め
て
い

た

む
む
む
む
む

こ
の

盤
猫
と
か
い
う
女
の
子
は
フ

イ
リ
ス
に
そ

く
り
ニ

ね

 

何
学
魔
女

は
理
央
ニ

ン
だ
し

の
魔
女
は
ユ
キ
ノ
で

精

手
は
シ
ノ
ン
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そ
う
い
う
事
み
た
い
だ
な

こ
れ
を
八
幡
が
作

た
の
か
ニ

 
ど
う
し
て
そ
の

ご
に

ご
に

し
た
後
の
八
幡
が

み
ん
な
に

ま
れ
る
設
定
に
し
た
の

ニ

は

 
そ
の
フ

イ
リ
ス
の
言
い
方
だ
と
仲
間
達
を

辱
し
て
い
る
の
が
八
幡
の
よ
う
に

こ
え
る

何
で
そ
う
思

た

俺
に
こ
ん
な
本
を
作
る
暇
が
あ
る

な
い
だ
ろ

だ

て
こ
の
キ

ラ
の
セ
リ
フ

て
笑
い
声
と

配

配

配

て

八
幡
の
二
つ
名
じ

な
い
か
ニ

 
そ
れ
に
こ
の
背
中
の
影

て
文

と
胸
の
銀

て
文

 
こ
れ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
八
幡
の
二
つ
名
な
ん
じ

何
だ
と

 
八
幡
は

て
て
本
を

し
く
チ

ク
し

そ
の
言
葉
が
事
実
な
事
を
確
認
し
た

マ
ジ
だ

要
す
る
に
こ
の
本

て

八
幡
が
私
達
と

そ
の

エ

エ

チ
な
事
を
し
て
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そ
の
せ
い
で

ま
れ
て
る

て
事
を
表
現
し
て
る

て
事

ど
う
や
ら
そ
の
よ
う
だ
な

 
八
幡
は

り
を
通
り
越
し
て

れ
て
し
ま
い

そ
ん
な
八
幡
に
フ

イ
リ
ス
は

ね
た

で

こ
れ
は
誰
が
書
い
た
本
な
の
か
ニ

の
ロ
ザ
リ
ア
の
部
下
の
七
人
組
だ

ま

た
く
ふ
ざ
け
た
真
似
を
し
や
が
る

ニ

ニ

ニ

ん
と

で
今
日
は
こ
い
つ
ら
が

コ
ミ
に
参
加
し
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
る

に
こ
こ
に
来
た
ん

だ
よ

 
と
い
う

で
カ
タ
ロ
グ
を

て
き
た
こ
の
中
か
ら
あ
い
つ
ら
の
サ

ク
ル
を
探
す
つ
も
り

だ
な
る
ほ
ど
ニ

そ
れ
な
ら
フ

イ
リ
ス
も
手
伝
う
ニ

 
う
ち
に
も
カ
タ
ロ
グ
は
置
い
て
あ
る
か
ら
ニ

悪
い
な

助
か
る
わ

で

サ

ク
ル
名
は

お
う
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル
だ
な
こ
れ
も
よ
く
考
え
る
と
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
を
も
じ

て
ん
の
か
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分
か

た
ニ

速
調
査
開
始
ニ

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
カ
タ
ロ
グ
の
チ

ク
を
始
め
た

 
ど
う
や
ら
フ

イ
リ
ス
は

休

時
間
を
チ

ク
の
時
間
に
充
て
て
く
れ
る
ら
し
い

ん

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
は
さ
す
が
と
い
う
か

あ
そ
こ
は
超
大
手
だ
か
ら
ニ

恐
る
べ
し
だ
な

 

中
で
腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
の
名
前
を
見
つ
け
た
八
幡
は

そ
う

い
て
ぶ
る

と

え
た

悪
い

ち

と
ト
イ
レ
に

 
そ
れ
で

意
を
覚
え
た
の
か

八
幡
は
そ
う
言

て
中
座
し

 
残
さ
れ
た
三
人
の
う
ち
フ

イ
リ
ス
と
理
央
が
一
時
チ

ク
を
や
め
ひ
そ
ひ
そ
と

き

合

た
理
央
ニ

ン

こ
の
本
さ

あ

う

う
ん

 
二
人
は
何
か
言
い
た
げ
に
し
つ
つ
も
次
の
言
葉
を
言
い
出
す
事
が
出
来
な
い

 
そ
ん
な
二
人
に
萌
郁
が
ボ
ソ

と
こ
う

い
た
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二
人
と
も

妄
想
が

り
そ
う
で

ま
し
い

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
ビ
ク

と
し
た

ニ

ニ

ん
の
事
か
ニ

べ

べ
べ
べ
別
に
妄
想
な
ん
て

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

二
人
の
顔
は
真

で
あ

た

さ
な
く
て
い
い

も
し
私
が
あ
な
た
達
な
ら
や

ぱ
り
妄
想
す
る

だ

だ
よ
ね

こ
れ

他
に
も
種

が
出
て
た
り
す
る
の
か
ニ

ど
う
な
ん
だ
ろ

そ
れ
は
確
か
に
興
味
が
あ
る

 
そ
う
言

て
萌
郁
が

索
を
始
め
た
が

当
す
る
ペ

ジ
は
存
在
し
な
か

た

 
も
し
か
し
た
ら
そ
こ
か
ら
足
が
つ
く
事
を

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

無
い

そ

か

残
念
だ
ニ
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そ
れ
な
ら
私
も
興
味
が
あ
る
し

ア
キ
バ
中
を
回

て
探
し
て
く
る

 
突
然
萌
郁
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

本
当
に
興
味

々
ら
し
い

い
い
の
か
ニ

う
ん

任
せ
て

あ
り
が
と
ニ

年
齢
制
限
的
に
フ

イ
リ
ス
は

え
な
い
か
ら
助
か
る
の
ニ

私
は
平
気
だ
け
ど

理
央
は
調
査
を
続
け
て

そ
れ
じ

あ
八
幡
が

て
こ
な
い
う
ち
に
行

て
く
る

お
願
い
ニ

あ

こ
れ

軍
資
金
ニ

 
フ

イ
リ
ス
は
萌
郁
に

の
エ
イ
イ
チ
を

し
た

何
と
も
豪
気
な
事
で
あ
る

 
そ
し
て
萌
郁
は
出
撃
し

残
さ
れ
た
二
人
は
調
査
に

た

 
そ
こ
に
八
幡
が

て
き
た
が
萌
郁
が
い
な
い
事
に
気
が
付
き
き

ろ
き

ろ
と

り
を

見
回
し
た

あ
れ

萌
郁
は

萌
ニ

ン
は

他
に
も
こ
の
サ

ク
ル
の
本
が
無
い
か

市
場
調
査
に
出
た
ニ

あ
あ

確
か
に
そ
う
い
う
の
も
必
要
だ
よ
な

さ
す
が
だ
な



 第１０１４話 フェイリスの指摘

そ

そ
う
ニ

ね

う
ん

さ

さ
す
が
だ
よ
ね

 
八
幡
は
二
人
の
態
度
に
違
和
感
を
覚
え
た
が

 
お
そ
ら
く
十
八
禁
の
同
人

を
見
せ
た
せ
い
で
恥
ず
か
し
が

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
解

し

 
特
に
突

込
む
よ
う
な
真
似
は
し
な
か

た

 

あ

た

お

あ

た
か

う
ん

ほ
ら

こ
こ

 
そ
れ
か
ら
三
十
分
後

理
央
が

に
目
的
の
サ

ク
ル
を
発
見
し
た

お
お

あ

て
く
れ
た
か

海

名
さ
ん
達
の
前
で
大
口
を
叩
い
ち
ま

た
手
前

 
今
回
は
マ
ジ
で
助
か

た
わ

あ
は
は
は
は

だ
ね

ま
あ
連

し
た
ら
事
実
に
気
付
か
れ
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
は
仕
方
な
い
な

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
の
ま
ま
姫
菜
に
連

し

当
の
サ

ク
ル
の
当
日
の
居
場
所
を
伝
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え
た分

か

た

チ

ク
し
と
く
ね

悪
い
な

で

フ
ラ
ウ
は
ど
う
な

た

い
や

比
企
谷
君

こ
の
子

材
だ
ね

も
う
妄
想
が

て
仕
方
な
い
よ

そ

そ
う
か

え

と

咲
太
は

川
君
な
ら

き
た
い
事
は

き
終
わ

た
か
ら
解
放
し
て
あ
げ
た
か
な

そ

そ
う
か

分
か

た

そ
れ
じ

あ
ま
た

 
八
幡
は
そ
れ
以
上

き
た
く
な
い
と
い
う
風
に

話
を
切
り

た
め
息
を
つ
い
た

さ
て

と
り
あ
え
ず

コ
ミ
の
方
は
ま
だ
先
だ
か
ら

ゆ

く
り
対

を
考
え
れ
ば
い
い
か

フ

イ
リ
ス
も
仕
事
に

る
ニ

二
人
は
ど
う
す
る
の
か
ニ

そ
う
だ
な

理
央
と

く
遊
び
に
行
く
予
定
だ

た
が

う

ん

ど
う
す
る

 
そ
の
言
葉
に
理
央
は
激
し
く

し
た
が
迷

た
末
に
出
て
き
た
の
は
こ
ん
な
言
葉
で
あ

た
デ

ト
な
ら
い
つ
で
も
出
来
る
と
思
う
し

今
日
は
疲
れ
ち

た
か
ら

 
も
う
し
ば
ら
く
こ
こ
で
休
ん
だ
後

ち

こ

と
ア
キ
バ
を
見
学
し
て
一
人
で
帰
ろ
う
か
な
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八
幡
は
気
に
せ
ず
先
に

ち

て
い
い
よ

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
側
で
の
対

と
か
で
忙
し
い
ん

だ
ろ
う
し

ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
か

 
フ

イ
リ
ス

こ
こ
の
会
計
は
後
で
全
部
俺
に
回
し
て
く
れ

 
理
央

断

の
決
断
で
あ
る

ど
う
や
ら
直
接
的
な
欲
望
が
デ

ト
に
勝

た
よ
う
だ

 
こ
れ
も
あ
る
意
味
お
年

と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
じ

あ
理
央

楽
し
ん
で
く
れ
な

な

な
な
な
な
な
な

 
理
央
は
そ
の
言
葉
を
う

か
り
と
エ
ロ
い
意
味
で

え
て
し
ま
い

て
て

を

た

お
い
お
い

て
す
ぎ
だ
ろ

俺

何
か
お
か
し
な
事
を
言

た
か

う

う
う
ん

全
然
お
か
し
く
な
い

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

う
ん

ま
た
ね

八
幡

ま
た
な
の
ニ

 
こ
う
し
て
八
幡
は
去

て
い
き

こ
の
場
に
は
二
人
だ
け
が
残
さ
れ
た
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第
１
０
１
５
話
 
理
央
の
秋
葉
原
散
歩

ま
さ
か
理
央
ニ

ン
が
八
幡
と
の
デ

ト
を
断

て
残
る
と
は
ニ

だ

て
萌
郁
さ
ん
に
動
い
て
も
ら

て
る
の
に
自
分
だ
け

何
て
無
理
だ
し

理
由
は
そ
れ
だ
け
か
ニ

う

ほ

他
の
本
が
あ

た
ら

く
見
て
み
た
い
な

て

正
直
で
宜
し
い

な
の
ニ

 
残

た
理
央
と
フ

イ
リ
ス
は

ピ
ン
ク
色
の
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

 
八
幡
も
ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な

て
い
る
と
は
想
像
す
ら
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

 
姫
菜
か
ら
も
ら

た
同
人

は
八
幡
が
そ
の
ま
ま
持
ち
去

て
い
た
が
そ
れ
だ
け
が
救
い
で

あ
るさ

て

と
り
あ
え
ず
お
代
わ
り
は
い
る
か
ニ

う

う
ん

お
願
い
し
よ
う
か
な

 
と
り
あ
え
ず
と
い

た
感
じ
で
理
央
は
追
加
の
飲
み
物
を
注
文
し

 
フ

イ
リ
ス
は
二
人
分
の
飲
み
物
を
持

て
き
た
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ま
だ
お
店
が
暇
だ
か
ら

フ

イ
リ
ス
も
付
き
あ
う
の
ニ

う
ん

あ
り
が
と
う

 
フ

イ
リ
ス
は
理
央
の
隣
に
座
り

二
人
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

相
談
を
始
め
た

フ

イ
リ
ス
は
同
人

と
か
に
は

し
く
な
い
ん
ニ

け
ど

 
も
し
か
し
て
他
に
も
あ
あ
い

た
本
が
あ
る
の
か
ニ

私
も
そ

ち
に
は
全
然

し
く
な
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
な
り
に
は
あ
り
そ
う
だ
よ
ね

ま
あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
プ
レ
イ
人
口
が
多
い
か
ら
ニ

あ
れ

フ

イ
リ
ス
た
ん
と
双
葉
氏

 
突
然
そ
ん
な
声
が
か
か
り

二
人
が
そ
ち
ら
を
見
る
と

そ
こ
に
は
ダ
ル
が
立

て
い
た

あ
れ

ダ
ル
ニ

ン

い
ら

し

い
ま
せ
な
の
ニ

珍
し
い
組
み
合
わ
せ
だ
ね

一
体
ど
ん
な
風
の

き
回
し

あ

そ
う
だ

ダ
ル
ニ

ン
は
同
人

の
事
に

し
い
よ
ね

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
同
人

て
結

が
あ

た
り
す
る

Ａ
Ｌ
Ｏ

う

ん

ま
あ
そ
れ
な
り
か
な

ち
な
み
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
本
も
そ
こ
そ
こ
あ
る
お

そ

ち
も
あ
る
ん
だ
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丁
度
今
面
白
い
本
を
見
つ
け
て
き
て
八
幡
に
あ
げ
よ
う
と
思

て
た
と
こ
ろ
だ
お
こ
ん
な

感
じ

 
そ
う
言

て
ダ
ル
が
差
し
出
し
て
き
た
の
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
源
平
合
戦
を
モ
チ

フ
に
し
た

 
全
年
齢
向
け
の
同
人

で
あ

た

へ

こ
ん
な
の
も
あ
る
ん
だ

ち

と
見
せ
て
も
ら

て
も
い
い

も
ち
ろ
ん
だ
お

 
ダ
ル
が
得
意
げ
に
持

て
い
た
同
人

を
差
し
出
し
て
く
る

 
理
央
と
フ

イ
リ
ス
は

そ
れ
を
興
味
深
げ
に
見
始
め
た

へ

噂
に
は

い
て
た
け
ど

八
幡
の
無
双

り
が
凄
い
ね

さ
す
が
に
裏
エ
ピ
ソ

ド
は
載

て
な
い
け
ど
か
な
り
正
確

い

源
氏
軍
の
誰
か
が
書
い
た
ん
だ
ろ
う
ね

 
裏
エ
ピ
ソ

ド
と
は
当
然
の
事
な
が
ら
シ

ナ
ロ
グ
ア
ウ
ト
ハ
チ
マ
ン
イ
ン
か
ら
の
流
れ

で
あ
る

で
も
最
後
の
戦
い
の
時
に
銃
士

が

場
し
て
る
の
は
い
い
よ
ね

あ

未
確
認
情
報
と
し
て

裏
エ
ピ
ソ

ド
の
動
画
の
紹
介
は
さ
れ
て
る
の
ニ
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Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
歴

的
資
料
と
し
て
は

価

あ
る
一

か
も

八
幡
が
喜
び
そ
う
ニ

ね

で
し

そ
う
思

て
即

い
し
た
ん
だ
お

そ
れ
は
い
い

い
物
を
し
た
ニ

ね

ダ
ル
ニ

ン
ナ
イ
ス
ニ

い
や

そ
れ
ほ
ど
で
も

 
こ
う
い

た
場
合
に
ダ
ル
が
実
に
頼
り
に
な
る
事
が

こ
の
事
か
ら
も
分
か
る

で

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
同
人

だ

け

今
は
大
体
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
る
か
ら

 
店
に
行

て
そ
の

を
探
せ
ば
そ
れ
な
り
に
見
つ
か
る
と
思
う
お

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
萌
郁
さ
ん
と
合
流
し
て
み
よ

か
な

何

双
葉
氏
も

に
そ

ち
に
目
覚
め
た
ん

そ
う
い
う

じ

な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
理
央
は
苦
笑
し
な
が
ら
萌
郁
と
連

を
取
り

自
分
も
手
伝
う
と
告
げ

 
ダ
ル
と
フ

イ
リ
ス
に
お

を
言

た

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
ね

あ

待

て
理
央
ニ

ン
良
か

た
ら
こ
れ
ア
キ
バ
の
同
人

シ

プ
の
リ
ス
ト
ニ
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え

そ
ん
な
の
が
あ
る
の

お
客
さ
ん
に
配
る
用
の
パ
ン
フ
レ

ト
が
あ

た
事
を
思
い
出
し
た
の
ニ

 
こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
い
い
ニ

よ

あ
り
が
と
う

凄
く
助
か
る

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
探
し
物
が
あ
る
な
ら
頑
張

て

双
葉
氏

う
ん

あ
り
が
と
う
ダ
ル
さ
ん

 
そ
し
て
理
央
は

そ
の
ま
ま
ア
キ
バ
の
街
へ
と

り
出
し
て
い

た

ち

ん
と
歩
く
の
は
初
め
て
だ
け
ど

雑
然
と
し
て
る
な

 
あ

あ
の
メ
イ
ド
服
の
子

か
わ
い
い

 
理
央
は
雑

の
中
を
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
歩
い
て
い

た

 
こ
こ
に
八
幡
が
い
れ
ば

良
か

た
の
だ
ろ
う
が
自
分
で
断

て
し
ま

た
以
上
仕
方
が

な
いさ

て

萌
郁
さ
ん
は

 
あ
と

分
歩
け
ば
約
束
の
場
所
に
着
く
と
い
う

置
ま
で
来
た

 
萌
郁
は

に
待

て
く
れ
て
い
た
よ
う
で

遠
く
に
そ
の

が
見
え
た
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ご
め
ん
な
さ
い

お
待
た
せ
し
ち

い
ま
し
た

う
う
ん

今
着
い
た
と
こ
ろ

そ
れ
よ
り
ち

と
こ
れ
を
見
て
み
て

 
萌
郁
は
理
央
を
引

張
り

二
人
は
人
が
い
な
い
ベ
ン
チ
に

を
下
ろ
し
た

う
わ

こ
れ
全
部
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
本
で
す
か

う
ん

思

た
よ
り

山
あ

た
か
ら
全
部

て
み
た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が
ネ
タ
だ
と
思
わ
れ
る
の
も
何

か
あ

た
か
な

凄
い
凄
い

て

や

ぱ
り
十
八
禁
の
も
あ
り
ま
す
よ
ね

そ
れ
は
仕
方
な
い

で
も
残
念
な
が
ら

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル
の
同
人

は
置
い
て
な
か

た

あ

フ

イ
リ
ス
さ
ん
に
マ

プ
を
も
ら

た
ん
で
す
よ

 
萌
郁
さ
ん

行

た
所
に
チ

ク
し
て
も
ら

て
い
い
で
す
か

そ
ん
な
の
が
あ

た
ん
だ

う
ん

分
か

た

 
萌
郁
が
チ

ク
し
た
の
は
二

所
ほ
ど
で
あ
り

ま
だ
六
店

ほ
ど
残

て
い
る

ど
う
し
よ
う

分
担
し
ま
す

そ
れ
が
い
い
か
も

年
齢
制
限
に
引

か
か
ら
な
い

大
丈
夫

あ

大
丈
夫
で
す

証
明
出
来
る
物
が
あ
る
の
で
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学
生
証
は

目
だ
か
ら
気
を
つ
け
て

そ
れ
は
大
丈
夫

そ
う

そ
れ
じ

あ

て

あ

え
 
萌
郁
が
い
き
な
り
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
く
る
二
人
組
を
指
差
し
理
央
は
そ
ち
ら
を
見
つ
め
た

あ

あ
れ

師
匠

 
よ
く
見
る
と
そ
れ
は
紅
莉
栖
で
あ

た

 
一

に
い
る
の
は
何
度
か
見
た
事
の
あ
る
オ
カ
リ
ン
こ
と
岡
部

太
郎

紅
莉
栖
の
彼
氏
で
あ

る
ク
リ
ス
テ

ナ

そ

ち
じ

な
い

こ

ち
だ

テ

ナ
言
う
な

て
か
し

か
り
案
内
し
な
さ
い
よ
ね

お
前
が
勝
手
に
先
に
行

て
し
ま
う
せ
い
だ
ろ
う
が

 
ど
う
や
ら
二
人
は
こ
ち
ら
に
は
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
で

 
理
央
達
か
ら
少
し
離
れ
た
所
で
口

を
始
め
た

 
も

と
も
そ
れ
は
口

と
い
う
か

た
だ
の
痴
話

な
の
だ
ろ
う
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そ
の
証

に
紅
莉
栖
は

嬉
し
そ
う
に
ニ
マ
ニ
マ
し
な
が
ら

を

ら
め
て
い
る

う
わ

師
匠
が
デ
レ
デ
レ
だ

メ
ス
の
顔

萌
郁
さ
ん

言
い
方

言
い
方

 
そ
ん
な
二
人
の
声
は
結

大
き
く

太
郎
が
こ
ち
ら
に

線
を
向
け
ギ

と
し
た
顔
を

し
た

 
理
央
は

て
て

の
前
で
人
差
し
指
を
立
て

シ

と
い
う
ゼ
ス
チ

を
し

 
オ
カ
リ
ン
は

て
そ
れ
に

い
た

紅
莉
栖
は
ま
だ
二
人
に
は
気
付
い
て
い
な
い
の
だ
が

 
も
し
気
付
か
れ
て
し
ま
う
と
面
倒

い
事
に
な
り
そ
う
だ
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
こ
う
い

た
場
合

紅
莉
栖
は
恥
ず
か
し
さ
を
誤
魔
化
す

に

 

太
郎
に
無
茶
ぶ
り
を
す
る

向
が
あ
る
の
だ

と
り
あ
え
ず
行
こ
う

ク
リ
ス
テ

ナ

あ

ち

と

そ
ん
な
に
強
く
引

張
ら
な
い
で
よ

い
い
か
ら
さ

さ
と
行
く
ぞ

こ
う
見
え
て
俺
は
忙
し
い
男
な
ん
だ
か
ら
な

分
か

た

分
か

た
か
ら
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そ
し
て
二
人
は
去

て
い
き
理
央
は
今
度
こ
の
ネ
タ
で
紅
莉
栖
を
か
ら
か
お
う
と
心
に

た
ふ
う

び

く
り
し
た

こ
こ
は
知

て
る
人
が
よ
く
通
り
か
か
る

そ

そ
う
な
ん
だ

う
ん

え
ば
ほ
ら

あ
そ
こ

あ
れ

あ
れ

て
沙
希
さ
ん

 
そ
の
声
が

こ
え
た
の
だ
ろ
う

沙
希
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
手
を

て
き
た

理
央

萌
郁

奇
遇
だ
ね

沙
希
さ
ん
も
ア
キ
バ
に
来
た
り
す
る
ん
で
す
ね

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
な
ん
だ
け
ど

 
沙
希
は
そ
の
理
央
の
言
葉
に
苦
笑
し
た

ほ
ら

私
は
コ
ス
プ
レ
衣
装
の
布
と
か
を
よ
く

い
に
来
る
か
ら

あ
あ

そ
う
い
う

そ
れ
よ
り
そ

ち
は
何
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に



 第１０１５話 理央の秋葉原散歩

え

と

Ａ
Ｌ
Ｏ
関
連
の
同
人

が
ど
の
く
ら
い
出
て
る
か

市
場
調
査
に

 
ま
だ
沙
希
に
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル
の
同
人

の
事
を
伝
え
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か

た
理
央
は

 
そ
う
上
手
く
言
い

を
し
た

な
る
ほ
ど

お
仕
事
の
一

て
奴

仕
事
と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
け
ど

ま
あ
似
た
よ
う
な
感
じ
で
す

ふ

ん

八
幡
に
頼
ま
れ
た
の

 
休
み
の
日
に
仕
事
を
言
い
つ
け
る
な

て
私
か
ら
言

と
い
て
あ
げ
よ
う
か

 
こ
う
い
う
所
は
さ
す
が
と
い
う
か

実
に
姉
御

い
発
言
で
あ
る

う
う
ん

大
丈
夫

半
分
趣
味
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら

そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
沙
希
は
そ
う
言

て
微
笑
み
店
員
の
女
の
子
と
約
束
し
て
い
る
か
ら
と
言

て
去

て
い

た 
ど
う
や
ら
店
員
と
知
り
合
い
に
な
る
ほ
ど
よ
く

い
物
に
来
て
い
る
よ
う
だ

本
当
に
知
り
合
い
が
多
い
ん
だ

他
に
も
あ
そ
こ
に
い
る
二
人
組
は

面
識
は
無
い
け
ど
実
は
知
り
合
い
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そ
う
言

て
萌
郁
が
く
い

と

で
指
し

し
た
先
に
は

 
背
中
に

滅

の

の
入

た
お
揃
い
の
ポ
ロ
シ

ツ
を
着
た

年
が
二
人
い
た

 
ま
ご
う
こ
と
な
き
ペ
ア
ル

ク
で
あ
る
が

 
こ
れ
は

年
前
に
流
行

た

名
な
⻤
退
治
の
ア
ニ
メ
の
ポ
ロ
シ

ツ
で
あ
り

 
デ
ザ
イ
ン
も
い
い

に
そ
う
い

た
お
か
し
な
扱
い
を
さ
れ
る
よ
う
な
ア
イ
テ
ム
で
は
な
い

面
識
が
無
い
知
り
合
い

て
ど
ん
な
知
り
合
い

こ

ち
が
一
方
的
に
調
べ
て
あ
る
だ
け

で
も
そ
の
事
は
秘
密
だ
か
ら
声
は
か
け
ら
れ
な
い

え

だ

誰

ユ

ジ

ン

て
人
と

そ
の
お
兄
さ
ん

え

あ
れ

て
ユ

ジ

ン
将
軍
な
ん
だ

 
萌
郁
は
直
接
の
面
識
は
な
い
が

そ
う
い

た
情
報
は
し

か
り
と

し
て
い
る
よ
う
だ

 
さ
す
が
は

ル
ミ
ナ
ス

の
メ
ン
バ

で
あ
る

本
当
に

山
い
る
ね

う
ん

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
地
図
を
見
て
分
担
を
決
め
ち

お
う
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う
ん

そ
う
し
よ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
二
手
に
別
れ

そ
れ
ぞ
れ
目
的
の
物
を

い

た

 
フ

イ
リ
ス
に
あ
げ
る
用
と

八
幡
へ
の
報
告
用
も
し

か
り
分
け
て
あ
る

 

い
物
時
に
理
央
が
身
分
証
明
を
求
め
ら
れ
た
の
は
一
店

だ
け
で
あ

た
が

 
そ
の
店
で
理
央
は

い
幸
運
に
恵
ま
れ
た

そ
れ
じ

あ
身
分
証
明
書
の
提

を
お
願
い
し
ま
す

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
こ
れ
で

拝
見
し
ま
す
ね

え

 
理
央
が
見
せ
た
の
は
ソ
レ
イ
ユ
の
仮
社
員
証
明
書
で
あ

た

ソ
レ
イ
ユ
の
方
で
し
た
か

な
る
ほ
ど

だ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
関
連
の
同
人

を

 
も
し
か
し
て
市
場
調
査
の
一

と
か
で
す
か

え

え
え

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
で
す

 
そ
の
問
い
は
明
ら
か
に
店
員
が
深

み
し
す
ぎ
で
あ

た
が

 
否
定
す
る
の
も
面
倒
な
の
で

理
央
は
と
り
あ
え
ず

当
に

定
し
て
お
い
た

 
そ
れ
が
結
果
的
に
理
央
の
フ

イ
ン
プ
レ

と
な

た
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あ

そ
れ
じ

あ

れ
な
く
て
し
ま

て
あ
る
在

も
チ

ク
し
ま
す
か

え

い
い
ん
で
す
か

は
い

今
お
出
し
し
ま
す
ね

お

お
願
い
し
ま
す

ラ

ラ

キ

 
そ
し
て
そ
の
中
に
果
た
し
て
理
央
の
求
め
た
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル
の
同
人

が

れ
込
ん
で
い
た

 
ど
う
や
ら
店

に
無
か

た
の
は
不
人
気
だ

た
か
ら
ら
し
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
い
資
料
が
手
に
入
り
ま
し
た

い
え
い
え
お
役
に
立
て
て
良
か

た
で
す
こ
れ
か
ら
も
い
い
ゲ

ム
を
作

て
下
さ
い
ね

 
理
央
は
萌
郁
と
再
合
流
し

そ
の
成
果
を
報
告
し
た

そ
れ
は

ラ

キ

だ

た
ね

う
ん

あ
の
店
員
さ
ん
に
感
謝
か
も

そ
れ
じ

あ
メ
イ
ク
イ

ン
に

る

か
な

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
メ
イ
ク
イ

ン
に
凱
旋
し
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フ

イ
リ
ス
と
共
に
戦
利
品
の
チ

ク
を
始
め
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
同
人

て
結

あ
る
ん
ニ

ね

う
ん

思

た
よ
り
も
あ

た
ね

そ
れ
に
し
て
も

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル
の
本
を
よ
く
見
つ
け
た
ニ

ね

 
ダ
ル
ニ

ン
で
も
知
ら
な
か

た
の
に

本
当
に
運
が
良
か

た
と
思
う

で
も
こ
の
内
容

ま
さ
か
の
室
⻑
本
と
は
ね

 
そ
こ
に

か
れ
て
い
た
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
な
い
は
ず
の
ロ
ザ
リ
ア
を

 
八
幡
が

辱
す
る
と
い
う
物
で
あ

た

十

女
王

の
作
画
に
は
か
な
り
気
合
い
が
入

て
お
り

 
そ
の
見
た
目
は
薔
薇
に
そ

く
り
で
あ
る

一
応
室
⻑
に
報
告
す
べ
き

か
も

 
そ
し
て
次
の
日

理
央
と
萌
郁
は
二
人
で
こ
の
事
を
薔
薇
に
報
告
し
た
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そ
の
結
果

帰

て
き
た
の
は
ま
さ
か
の
セ
リ
フ
で
あ

た

こ
れ
の
是
非
は

次
の
社
乙
会
の
場
で
判
断
す
る
事
に
し
ま
し

う



 第１０１６話 参加しますか

 
第
１
０
１
６
話
 
参
加
し
ま
す
か

近
い
う
ち
に
ま
た
社
乙
会
が
あ
る
ん
で
す
か

え
え

多
分
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
後
に
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま

て

 
そ
れ
が
終
わ

た
ら
忘
年
会
が
あ
る
で
し

う

 
そ
こ
ま
で
い

ち

う
と
も
う
ス
ケ
ジ

ル
に
余

が
な
く
な
る
か
ら

 
今
の
う
ち
に
社
乙
会
と
し
て
の
忘
年
会
を
や

ち

お
う
と
思
う
の

確
か
に
そ
う
か
も
で
す
ね

と
い
う

で

今
週
末
を
目
安
に
メ
ン
バ

に
連

を
回
す
わ

は
い

お
待
ち
し
て
ま
す
ね

 
こ
う
し
て
社
乙
会
の
開

が
決
ま
り

薔
薇
は
仕
事
の
合
間
を

て

 
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
使
い

メ
ン
バ

達
に

待
メ

ル
を
送

た

こ
れ
で
よ
し

と

後
は
口

で

 
薔
薇
は
そ
う

く
と

隣
で
仕
事
を
し
て
い
る
南
と
ク
ル
ス
に
話
し
か
け
た

二
人
と
も

ち

と
い
い
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あ

は
い

ど
う
か
し
ま
し
た
か

室
⻑

二
人
と
も

今
週
末
に
社
乙
会
の
忘
年
会
を
や
る
け
ど
参
加
出
来
る

も
ち
ろ
ん
参
加
で

 
二
人
は
即
答
し

参
加
の
意
思
を
表
明
し
た

う
ん
う
ん

そ
う
言

て
く
れ
る
と
思

て
た
わ

そ
れ
じ

あ
南

 
遠
く
に
い
る
人
達
が
社
乙
会
の
ア
ド
レ
ス
に
参
加
の
可
否
を
メ

ル
し
て
く
る
と
思
う
か
ら

 
た
ま
に
そ

ち
の
チ

ク
も
お
願
い
ね

分
か
り
ま
し
た

う
ち
に
お
任
せ
を

 
南
は
秘
書
と
し
て

自
分
の
事
を
私
と
呼
ぶ
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
の
だ
が

 
こ
う
い
う
時
は
た
ま
に

の
言
い
方
が
出
て
し
ま
う
事
が
あ
る

 
そ
う
い
う
時
に
指
摘
し
て
く
れ
る
よ
う

南
は
ク
ル
ス
に
頼
ん
で
あ

た

南

一
人
称

あ

ま
た
出
ち

て
た

あ
り
が
と
う
ク
ル
ス

う
う
ん

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
ん
な
二
人
を
微
笑
ま
し
く
思
い
な
が
ら

薔
薇
は
立
ち
上
が

た
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ふ
ふ

私
は
ち

と
ス
カ
ウ
ト
に
行

て
く
る
わ

ス
カ
ウ
ト

誰
か
新

加
入
す
る
ん
で
す
か

 
第
八
回
時
点
で
の
社
乙
会
の
メ
ン
バ

は
十
四
人

 
薔
薇
小
猫

相
模
南

間
宮
ク
ル
ス

本
か
お
り

仲
町
千
佳

岡
野
舞
衣

朝
田
詩
乃

雪
ノ
下
雪
乃

 
由
比

結
衣
三

優
美
子
一
色
い
ろ
は

乃
黒
川

莉
双
葉
理
央
で
あ
る

 
そ
の
後
に
桐
生
萌
郁

川
崎
沙
希

秋
葉

未

レ
ヴ

カ
が
加
わ
り

 
今
日
ま
で
で

に
第
九
回
か
ら
第
十
一
回
ま
で
の
社
乙
会
が
開

さ
れ
て
い
た

最
大
で
八
人
ね

も
う
声
を
か
け
て

今
回
加
入
が
確
定
し
て
い
る
の
が
六
人

 
た
だ
し
そ
の
う
ち
の
三
人
は
ま
だ
来
れ
る
か
分
か
ら
な
い
わ

 
そ
し
て
残
り
の
二
人
に
は

今
か
ら
声
を
か
け
て
く
る
つ
も
り

う
わ

一
気
に
そ
ん
な
に

凄
い

と
い
う

で
ク
ル
ス

こ
の
六
人
を
リ
ス
ト
に
加
え
て
お
い
て

分
か
り
ま
し
た

あ
あ

な
る
ほ
ど
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ク
ル
ス
は
そ
の
リ
ス
ト
を
見
て
薔
薇
が
来
れ
る
か
分
か
ら
な
い
と
言

た
者
が
誰
な
の
か
理

解
し
た

 
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
の
は

野
藍
子

野
木
綿
季
小
比

香
蓮
の
三
人
は
い
い
と

し
て

 
残
り
の
三
人
は

原
美
優

舞

そ
し
て
神
崎
エ
ル
ザ
だ

た
の
で
あ
る

 
南
も
そ
れ
を

き
こ
ん
で

あ
あ

と

い
た

北
海
道
組
と
エ
ル
ザ
さ
ん
は
確
か
に
な
ん
と
も
言
え
な
い
ね

ま
あ
そ
う
は
言

た
も
の
の

今
回
は
エ
ル
ザ
は
絶
対
に
来
る
と
思
う
け
ど
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

え
え

今
回
は
八
幡
の
着

え
シ

ン
の
下
着

の
盗

動
画
が
公
開
さ
れ
る
の
よ

え

そ
れ

て

 
犯
罪
じ

と
南
が
言
い
か
け
た
の
は
当
然
だ
ろ
う

 
普
通
の
人
の
感
覚
だ
と

そ
れ
は
明
ら
か
に
犯
罪
で
あ
り

 
南
は
八
幡
の

り
だ
と

一

二
を
争
う
常
識
人
だ

た
か
ら
だ

 
だ
が
ク
ル
ス
は
そ
う
で
は
な
く
南
は
隣
か
ら
荒
い
息
遣
い
が

こ
え
て
き
た

ギ

と
し
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た
は

八
幡
様
の
着

え

生
パ
ン
ツ

は

は

ち

ち

と
ク
ル
ス

ク
ル
ス

て
ば

う

室
⻑

そ
れ
は
さ
す
が
に
ま
ず
い
ん

じ 
南
は

を

え

こ
れ
は
さ
す
が
に
止
め
な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
思

た
が

 
そ
ん
な
南
に
薔
薇
が
諭
す
よ
う
に
こ
う
言

た

い
い
南

ソ
レ
イ
ユ
で
は
セ
ク
ハ
ラ
は
即
解

ま
で
あ
る
け
ど

 
女
子
社
員
が
八
幡
に
セ
ク
ハ
ラ
を
し
て
も
無
罪
放
免
よ

え

あ

た

確
か
に

 
以
前
薔
薇
が
冗
談
め
か
し
て
理
央
に
言

た
そ
の
言
葉
は

 
女
子
社
員
の
中
で
は
実
は
裏
ル

ル
と
し
て
深
く

し
て
い
た

 
さ
す
が
に
表
立

て
八
幡
に
セ
ク
ハ
ラ
す
る
者
は
い
な
い
が

 
大
体
の
事
は
許
さ
れ
る
と
い
う
風
潮
が
広
が

て
い
る
の
だ

 
ち
な
み
に
そ
の
旗
を
先

に
立

て

て
い
る
の
は
誰
で
あ
ろ
う

陽
乃
で
あ
る

た

確
か
に
そ
う
で
す
ね

そ
れ
な
ら
い
い
の
か
な
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こ
れ
で
納
得
し
て
し
ま
う

り

南
も
か
な
り
ソ
レ
イ
ユ
に

さ
れ
て
い
る

そ
れ
じ

あ
私
は
行

て
く
る
わ

と
い

て
も
隣
の
部
屋
だ
け
ど
ね

隣

あ
あ

そ
う
い
う

 
隣
の
部
屋
は
八
幡
の
部
屋
で
あ
る

南
多
分
も
う
乙
女
達
か
ら
の
連

が
殺
到
し
て
き
て
る
は
ず
だ
か
ら
チ

ク
を
お
願
い

ね
あ

は
い

ほ
ら
ク
ル
ス

き
て

て
ば

う

う

ん

は

私
は
一
体
何
を

リ
ス
ト
の
入
力
を
お
願
い

私
は
参
加
の
可
否
を
チ

ク
す
る
か
ら

そ
う
だ

た

任
せ
て

 
そ
し
て
薔
薇
は
出
て
い
き
ク
ル
ス
は

し
フ

イ
ル
か
ら
メ
ン
バ

リ
ス
ト
を
呼
び
出
し
て

 
そ
こ
に
六
人
の
名
前
を
追
加
し
た

 
南
は
メ

ラ

を
開
き

社
乙
会
の
ア
ド
レ
ス
の
メ

ル
を
確
認
し
て
い
る

本
当
だ

メ

ル
が
い

ぱ
い

 
南
は
目
を
見
開
き

そ
ん
な
南
に
ク
ル
ス
は
言

た
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オ

ケ

参
加
の
可
否
を
お
願
い

う

う
ん

番
に

み
上
げ
る
ね

 
雪
乃
は

別
に
八
幡
君
の
下
着
に
興
味
が
あ
る

じ

な
い
け
ど

喜
ん
で
参
加
し
ま
す

だ

て
珍
し
い
ツ
ン
デ
レ
乙

優
美
子
は

藍
子

や
る
じ

ん

も
ち
ろ
ん
参
加
で

て

 
そ

か

盗

し
た
の

て
藍
子
だ

た
ん
だ

グ

ジ

ブ

藍
子

結
衣
も
参
加
だ
ね

え

何
そ
れ
恥
ず
か
し
い

で
も
参
加
し
ま
す

ム

ツ
リ
か

い
ろ
は
ち

ん
は

と

何
で
す
か
そ
れ
ハ

先
輩
は
わ
ざ
と
私
に

を
見
せ
て

 

任
を
と
れ
と

す
つ
も
り
で
す
ね

私
が
そ
ん
な
罠
に
は
ま
る
と
思
わ
れ
た
な
ん
て
心
外

で
す
が

 
で
も
参
加
し
ま
す
ご
め
ん
な
さ
い

い
ろ
は

て
こ
の
芸
風
を
や
め
れ
ば
高
校
の
時
ワ
ン
チ

ン
あ

た
ん
じ
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あ

乃
さ
ん
と

莉
さ
ん
は
無
理
み
た
い

任

で
海
外
だ

て

い
つ
も
日
本
を
守

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

お
二
人
に
敬

け

敬

 
ク
ル
ス
が
ふ
ざ
け
た
様
子
も
見
せ
ず
真
面
目
な
口
調
で
そ
う
言

た

南
も
ビ
シ

と
敬

し
た

か
お
り
は

何
そ
れ
ウ
ケ
る

で
も
行
き
ま

す

だ

て

い
や

ウ
ケ
ね
え
か
ら

あ

そ
の
八
幡
の
真
似

凄
く
似
て
る

ふ
ふ
ん

日
々
の
ス
ト

観
察
の
賜
物
よ

今
何
て
言
い
か
け
た

気
の
せ
い
だ

て

ほ
ら

続
き
続
き

う

う
ん

え

と

千
佳
も
オ

ケ

み
た
い

私
な
ん
か
が
見
て
も
い
い
も
の
な
の
か
な

い
い
な
ら
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

だ

て

 
は

何
か
安
心
す
る
な

千
佳
は

月
八
幡
様
と

合
法
的
に
デ

ト
が
出
来
て

ま
し
い
よ
ね
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う
ん

そ
れ
は
本
当
に

ま
し
い

沙
希
は

う

ん

こ
れ

多
分
参
加
だ
よ
ね

何
て

え

と

高
校
の
時
の
事
を
そ
れ
で
チ

ラ
に
出
来
る
か
ど
う
か

し
て
み
て
も
い
い
か

な 

て

こ
れ

何
の
事
か
な

あ
あ

確
か
高
校
の
時

八
幡
様
は
沙
希
の
黒
の
レ

ス
の
パ
ン
ツ
を

 
思
い

き
り
下
か
ら

き
込
ん
だ
事
が
あ
る

て

い
た

そ
う
な
の

ま
あ
参
加
で
し

沙
希
も

と

あ

レ
ヴ

も
無
理
だ

て

そ
の
日
は
社
⻑
と
一

に
関
⻄
に
出
張
だ

て

あ

そ
う
い
え
ば
結
城
病
院
の
知

さ
ん
に
大
事
な
話
が
あ
る
と
か

も
し
か
し
て
ま
た
誰
か
治
る
の
か
な

そ
う
だ
と
い
い
ね

絶
対
に
全
員
助
け
た
い
し

だ
ね
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舞
衣
も
無
理
み
た
い

あ
あ

同
じ
日
に

女
連
の
打
ち
上
げ
が
あ

て

 
さ
す
が
に
そ

ち
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

て

そ

か

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
ね

理
央
ち

ん
も
参
加
だ
ね

参
加
し
ま
す

て
シ
ン
プ
ル
だ
な

き

と
恥
ず
か
し
か

た
ん
で
し

き

と
心
の
中
で
は
妄
想
が

て
る
は
ず

理
央
ち

ん
に
ひ
ど
い
風
評
被
害
が

う
う
ん

あ
の
子
は
相
対
性
妄
想

子
だ
か
ら

基
本

内
は
ピ
ン
ク
の
は
ず

そ

そ
う
な
ん
だ

あ
詩
乃
ち

ん
だ

喜
ん
で
参
加
さ
せ
て

き
ま
す

え
何
か
イ
メ

ジ
が
違
う

詩
乃
は
八
幡
様
以
外
に
は
常
識
人
だ
か
ら

も
し
本
人
が
相
手
な
ら

し
仕
方
な
い
わ
ね
行

て
あ
げ
る
か
ら
八
幡
は
ち

ん
と
私
を
も
て
な
す
の
よ
く
ら
い

は
言
う

あ

た

確
か
に

フ

イ
リ
ス
は
相
変
わ
ら
ず
だ
ね

ま
さ
か
生
き
て
い
る
間
に
ホ

リ

・
ラ
ン
ジ

リ

を
見
る
事
が
出
来
る
な
ん
て
驚
き
ニ
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万
難
を

し
て
是
非
と
も
そ
の
儀
式
に
参
加
し
ま
す
ニ

だ

て

フ

イ
リ
ス
は
う
ち
じ

一

二
を
争
う
お
嬢
様
な
ん
だ
け
ど
な

萌
郁
さ
ん
も
オ

ケ

み
た
い

返
事
は

行
く

だ
け
だ
け
ど

萌
郁
さ
ん

で
も
最
近
は
結

話
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

た
よ
ね

う
ん

私

今
度
一

に

い
物
に
行
く
ん
だ

そ
う
な
の

ク
ル
ス
も
一

に
行
く

う
ん

行
く
行
く

萌
郁
さ
ん

た
ま
に
凄
く
か
わ
い
い
か
ら
好
き

あ

香
蓮
か
ら
も
返
事
が
来
た

え

と

ち

ち

と
恥
ず
か
し
い
け
ど

う
ん

 
出
来
れ
ば
参
加
し
た
い
で
す

だ

て

こ

ち
は
ム

ツ
リ
じ

な
く
て
本
当
に
恥
ず
か
し
が

て
る
ん
だ
よ
ね

 
さ
す
が
は
八
幡
様
の
お
気
に
入
り

ぐ
ぬ
ぬ

ク
ル
ス
だ

て
そ
う
じ

な
い

私
は
出

れ
ち

て
る
か
ら
二
人
が

ま
し
い
よ

そ
の
自
覚
は
あ
る
け
ど

そ
の
中
で
も
や

ぱ
り
序

が
あ
る
の
よ
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一
番
が
明
日
奈
と
し
て

二
番
は
優
里
奈

三
番
は
多
分
藍
子
と
木
綿
季
だ
け
ど
ま
あ

 
こ
の

り
は
八
幡
様
が
保
護
者
を
や

て
る
か
ら
仕
方
な
い
ね

 
次
が
詩
乃

そ
の
次
が
香
蓮
で
私
は
そ
の
次
か
な

そ
の
後
ろ
は
多
分
理
央
だ
ね

 
そ
の
次
に
雪
乃
や
結
衣

優
美
子

い
ろ
は
が
来
る
の
か
な

こ
の
四
人
は
正
直
未
知

 
フ

イ
リ
ス
も
被
保
護
者
だ
か
ら
そ
の
次
く
ら
い
に
に
入
る
ね

 
社
⻑
は
ち

と
分
か
ら
な
い
け
ど

多
分
番
外

そ
う
な
ん
だ

う
わ

私
も
頑
張
ら
な
い
と

う
ん

頑
張
れ
南

と
こ
ろ
で
藍
子
と
木
綿
季
に
は
メ

ル
を
送

て
な
い
み
た
い
な
ん
だ
け
ど

 
こ
れ

て
参
加
で
い
い
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
の

ま
あ
で
も
藍
子
の
持
込
み
は
確
定
み
た
い
だ
し

で
い
い
ね

だ
ね

二
人
も
参
加
で

あ

舞
さ
ん
も
来
れ
る

て

何
で
す
か
そ
の
素
敵
イ
ベ
ン
ト

絶
対
に
行
き
ま
す

舞
さ
ん
は
八
幡
様
の
大
フ

ン
だ
か
ら
こ
う
い
う
時
の

に
き

と
お
金
を

め
て
る
は
ず
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美
優
も
来
る

て

二
人
と
も
頑
張
る
な

是
非
お
願
い
し
ま
す

リ

ダ

は
全

で
す
か

全

で
す
よ
ね

て

 
下
着
ま
で

て
言

て
る
の
に
ね

美
優
は
欲
望
が
だ
だ

れ
す
ぎ

ま
あ
エ
ル
ザ
と
同
じ
人
種
だ
か
ら
仕
方
な
い
か

あ

あ
は

だ
ね

き

来
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ

エ
ル
ザ
さ
ん
も
来
る

て

仕
事
は
大
丈
夫
な
の
か
な

は

は

薔
薇
ち

ん

私
を
あ
ん
ま
り
興
奮
さ
せ
な
い
で
よ

 
今
か
ら
四
徹
で
年
内
の
仕
事
を
全
部
終
わ
ら
せ
る
か
ら
待

て
て
ね

だ

て

八
幡
様
の

な
ら
当
然
か
な

当
然
な
ん
だ

 
こ
う
し
て
社
乙
会
の
忘
年
回
の
参
加
者
が
決
定
さ
れ
る
事
と
な

た

 
女
子
社
員
が
八
幡
に
セ
ク
ハ
ラ

々
の
話
が
出
た
の
は
６
２
８
話
で
す
ね



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
１
０
１
７
話
 
薔
薇
の
語
る
事

 
ク
ル
ス
と
南
が
社
乙
会
へ
の
メ

ル
の
処
理
を
し
て
い
た

 
薔
薇
は
隣
に
あ
る
八
幡
の
部
屋
を
訪
れ
て
い
た

フ
ラ
ウ

い
る

 
室
内
に
は
フ
ラ
ウ
と

人
が
居
り

何
事
か
と
こ
ち
ら
を
見
て
き
た

あ

い
た
い
た

ち

と
話
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言

て
薔
薇
は

人
を
チ
ラ

と
見
た

お
や

を
外
し
ま
し

う
か

 

人
は
空
気
を

ん
で
そ
う
言

た
が

薔
薇
は
首
を
横
に

た

う
う
ん

大
丈
夫

今
か
ら
私
が
フ
ラ
ウ
に
話
す
事
を
他
に

ら
さ
な
け
れ
ば
そ
れ
で

へ

分
か
り
ま
し
た

約
束
し
ま
し

う

あ
り
が
と
う

手
間
が
省
け
て
助
か
る
わ

 
薔
薇
は

人
に
そ
う
お

を
言
い

続
け
て
フ
ラ
ウ
に
こ
う
言

た

ね

フ
ラ
ウ

週
末

て
暇
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じ

自
分

友
達
と
か
い
な
い
ん
で
暇
で
す
ね

デ

フ
フ

そ
う

そ
れ
な
ら
私
の
主

す
る
飲
み
会
に
参
加
し
な
い

 
あ

飲
み
会

て
言

て
も

は
禁
止
な
ん
だ
け
ど

 
そ
の
言
葉
に
フ
ラ
ウ
は
キ

ト
ン
と
し
た

の

飲
み
会
な
の
に

す
る
な
と

え
え

そ
う
い
う
事
よ

そ
し
て
参
加
す
る
の
は
全
員
女
性
と
い
う
事
に
な

て
い
る
わ

ま

ま
さ
か

ゆ

合
の
会

あ
は
は
は
は

違
う
違
う

あ
る
意
味
そ
れ
と
一
番
遠
い
集
ま
り
ね

 
そ
の
会
の
正
式
名
称
は

社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会

通
称
社
乙
会
よ

 
要
す
る
に
八
幡
に
恋
す
る
乙
女
達
の
集
ま
り
ね

フ
 
さ
す
が
の
フ
ラ
ウ
も
そ
の
言
葉
に
驚
い
た

人
は
興
味
深
げ
に
こ
ち
ら
を
観
察
し
て
い
る

え

ほ

本
当
に

本
当
よ

今
週
末
に
社
乙
会
の
忘
年
会
が
あ

て
ね

そ
れ
へ
の
お
誘
い

つ

つ
ま
り
自
分
は
八
幡
に
恋
し
て
い
る
乙
女
に

ま
れ
る
と
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あ
ら

違
う
の

 
薔
薇
に
そ
う
言
わ
れ

フ
ラ
ウ
は
ぐ
ぬ
ぬ
と

り
な
が
ら

か
に

を

め
た

は

八
幡
が
男
と

む
の
を
妄
想
す
る
の
は
好
き
だ
け
ど

 
そ
の
相
手
が
自
分

て
の
も

あ

り
か
無
し
か
で
言
え
ば

あ

り

凄
く

り

な
ら
決
ま
り
ね

一

に
あ
い
つ
へ
の
愚
痴
を
言
い
ま
く
り
つ
つ

 
同
時
に
そ
の
思
い
の
丈
を
ぶ
ち
ま
け
ま
し

う

あ

は
い

是
非

 
こ
こ
で

人
が

横
か
ら
質
問
し
て
き
た

室
⻑

そ
の
会
に
は
何
人
く
ら
い
が
所
属
し
て
る
ん
で

え

と
ね

こ
れ
か
ら
明
日
香
ち

ん
の
所
に
行
く
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
で

を
も
ら
え
れ
ば
全
部
で
二
十
六
人
か
し
ら

 
ま
あ
全
員
が
忘
年
会
に
参
加
出
来
る

じ

な
い
だ
ろ
う
け
ど
ね

に

二
十
六

げ
ら
げ
ら
げ
ら

凄
え
な
ボ
ス

さ
す
が
で
す

 
フ
ラ
ウ
は
目
を

き

人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
笑

た
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針
生
君
は
本
当
に
八
幡
の
事
が
大
好
き
な
の
ね

大
好
き

い
や
い
や

拝
し
て
ま
す
よ

実
に
面
白
い

こ
の

で
そ
う
思
え
る
な
ら

も

と
彼
の
事
を
知

た
ら
ど
う
な
る
の
か
し
ら

ほ
う

ま
だ
ま
だ
俺
の
知
ら
な
い
事
が

山
あ
る
と

望
む
所
で
す
よ

そ
う
そ
う
い
う
事
な
ら
せ

か
く
だ
し
八
幡
の
秘
密
を
い
く
つ
か
伝
え
て
お
く
の
も
あ
り

ね 
今
か
ら
教
え
て
あ
げ
る
わ

何
か
質
問
が
あ

た
ら
何
で
も
答
え
る
わ
よ

そ
れ
は
願

て
も
な
い
で
す
ね

お
い
フ
ラ
ウ

こ
の
機
会
に
色
々
教
え
て
も
ら
お
う

う

う
ん

 
珍
し
く
フ
ラ
ウ
が
素
で
そ
う
答
え
た

ど
う
や
ら
興
味

々
ら
し
い

そ
う
だ

せ

か
く
だ
し
明
日
香
ち

ん
も
こ
こ
に
連
れ
て
き
ま
し

う
か

 
そ
ろ
そ
ろ
秘
書
室
に

て
く
る

だ
と
思
う
し
ね

あ
い
つ
に
も
秘
密
を
明
か
し
て

わ
な
い
と

え
え
問
題
な
い
わ
よ
専
属
と
秘
書
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
事
を
知

て
お
く
べ
き
だ
と

思
う
し
ね
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確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

そ
れ
じ

あ
ち

と
待

て
て
ね

 
薔
薇
は
そ
う
言

て
一
度
外
に
出
る
と

秘
書
室
へ
と
向
か

た

 
そ
の
間

フ
ラ
ウ
と

人
は
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
今
の
事
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

ま

ま
さ
か
リ
ア
ル
ハ

レ
ム
を
見
ら
れ
る
と
は
胸
熱

俺
は
別
に
驚
か
な
い
け
ど
な

と
い
う
か
ソ
レ
イ
ユ
の
女
子
社
員
は
全
員
そ
ん
な
感
じ
で

し

う
た

確
か
に

 
フ
ラ
ウ
は
今
ま
で
接
し
て
き
た
多
く
の
社
員
達
の
事
を
思
い
出
し
て
そ
の
言
葉
に
同
意
し
た

ま
あ
フ
ラ
ウ
は
そ
の
中
で
も
選
ば
れ
た
一

り

て
事
だ

お
め
で
と
う

あ

あ
り
が
と

可
能
な
ら
俺
も
参
加
し
て
み
た
い
所
だ
け
ど

さ
す
が
に
性
転
換
す
る
の
は
ち

と
な

あ
は
は
は
は

あ

あ
ん
た
も
色
々

り
切

ち

て
る
ね

し
か
し
ボ
ス
の
秘
密

て
何
だ
ろ
う
な

何
だ
ろ
う
ね
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そ
の
時
再
び
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ
た

秘
書
室
は
す
ぐ
隣
だ
し
薔
薇
が

て
き
た
の
だ
ろ

う
は

は
い

ど
う
ぞ

お
待
た
せ

明
日
香
ち

ん
を
連
れ
て
き
た
わ

ど

ど

も

こ
れ
か
ら
密
談
す
る
と

い
て

や

て
参
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も

明
日
香
は
や
や

張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

げ
ら
げ
ら
げ
ら

何
で
お
前

そ
ん
な
に

張
し
て
ん
の

い
や
先
輩

そ
れ
は
す
る
で
し

う

密
談
だ
よ
密
談

た
だ
で
さ
え

日
驚
か
さ
れ
て
る

の
に
さ

ま
あ
座
れ
よ
フ

キ
ン
ガ

ル

お
前
に
は
悪
い
話
じ

な
い
と
思
う
ぞ

う

う
ん

室
⻑
も
こ
ち
ら
に
ど
う
ぞ

あ
ら

あ
り
が
と
う

針
生
君

 
そ
し
て
四
人
は

座
に
な
り

最
初
に
薔
薇
が
明
日
香
を
社
乙
会
に

誘
し
た

と
い
う

な
ん
だ
け
ど

明
日
香
ち

ん
も
来
る
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あ

は
い

是
非

 
明
日
香
は
前
の
め
り
で
そ
う
答
え
た

と
て
も
興
味
を

か
れ
た
か
ら
で
あ
る

う
ん
そ
れ
じ

あ
参
加

て
事
で
さ
て
そ
れ
じ

あ
八
幡
の
秘
密
を
開

し
ま
し

か 
薔
薇
は
そ
こ
で
一

置
き

三
人
の
顔
を
見

し
な
が
ら
言

た

も
ち
ろ
ん
そ
の
覚
悟
は
あ
る
わ
よ
ね

も
ち
ろ
ん

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が

何
か
証
が
必
要
で
す
か

う
う
ん
本
人
達
の
意
思
確
認
だ
け
で
十
分
よ
も
し
裏
切

た
ら
社
会
的
に

殺
す
る
だ

け
だ
し
ね

問
題
あ
り
ま
せ
ん

俺
は
こ
こ
か
ら
離
れ
る
つ
も
り
は
ま

た
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね

 
フ
ラ
ウ
と
明
日
香
も
う
ん
う
ん
と

き
薔
薇
は
相
好
を
崩
す
と
い
き
な
り
こ
う
切
り
出
し

た
八
幡
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

な
の
は

薄
々
察
し
て
る
わ
よ
ね

え
え

そ
れ
は
ま
あ

帰
還
者
用
学
校
に
通

て
る

て

い
て
ま
す
か
ら
ね

そ
の
中
で
も

ふ

普
通
じ

な
い
の
は
分
か
る
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そ
も
そ
も
こ
の
会
社
が
普
通
じ

な
い
よ
ね

あ
は
は
は
は

確
か
に
そ
う
ね

さ
て

番
に
話
し
て
い
き
ま
し

う
か

 
そ
う
言

て
薔
薇
は
居

ま
い
を
正
す
と

真
面
目
な
顔
を
し
た

ハ
チ
マ
ン
は
元
々
ア

ガ
ス
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
ヤ

の
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
ら
し

い
の

 
高
校
二
年
の
時
ね

ほ
う

そ
れ
で
茅
場

と
知
り
合
い
だ

た
と

そ
う
ら
し
い
わ

だ
け
ど
ハ
チ
マ
ン
は

何
も
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
始
め
て

 
そ
の
ま
ま
あ
の
中
に

じ
込
め
ら
れ
た
の

と
し
て
は
茅
場

に
裏
切
ら
れ
た

に
な

る
わ

 

分
と
仲
が
良
か

た
み
た
い
だ
し
ね

ち
な
み
に
そ
こ
で
最
初
に
会

た
の
が
ア
ス
ナ
よ

お
お
う

運
命
の
出
会
い

ち

と

ま
し
い

そ
の
後

キ
リ
ト
君
と
い
う
親
友
と
出
会
い

三
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
攻
略
組
と
し
て
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次
第
に

を
現
し
て
い

た
わ

最
初
は
攻
略
組
の
中
で

立
し
て
い
た
み
た
い
だ
け
ど

 
そ
れ
で
も
彼
ら
は
出
来
る
だ
け

者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
慎
重
に
攻
略
を
進
め

て
い

た
わ

 
そ
の
時
フ
ラ
ウ
が
ゴ
ク
リ

と

を
飲
み
込
ん
だ

 
こ
の
中
で
は
ゲ

ム
に
関
し
て
の
知
識
が
一
番
あ
る
の
は
フ
ラ
ウ
な

 
絶
対
に
死
ぬ

に
は
い
か
な
い

件
で
初
見
突
破
を
続
け
る
事
の
困
難
さ
に
思
い
当
た

た
の

だ
ろ
う

噂
に
は

い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

中
で
殺
人
ギ
ル
ド
と
か
と
も
戦
い
な
が
ら

 
そ
れ
で
も
ハ
チ
マ
ン
は

仲
間
達
と
共
に
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
戦
い
続
け
た
わ

殺
人
ギ
ル
ド

本
当
に
あ

た
ん
だ

え
え

下
部
組

だ

た
け
ど

私
も
そ
の
一
員
だ

た
も
の

え室
⻑
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

だ

た
ん
で
す
か

そ
う
ね

罪
に
こ
そ
問
わ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど

私
は
人
殺
し
よ

 
私
は
一
生
そ
の
十

を
背
負

て
生
き
て
い
く
事
に
な
る
わ
ね
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さ
す
が
の
三
人
も

そ
ん
な
薔
薇
に
何
も
言
え
な
か

た

そ
し
て
迎
え
た
七
十
四
層
で
多
く
の

者
が
出
て

そ
の
流
れ
で
ハ
チ
マ
ン
達
は

 
三
人
だ
け
で
ボ
ス
と
戦
わ
な
く
て
は
い
け
な
い

況
に
追
い
込
ま
れ
た
ん
だ
け
ど

 
見
事
に
そ
の
ボ
ス
を
撃
破
し
た
の

 
ヒ

 

人
が
思
わ
ず
口

を

い
た

そ
の

み
で

に
八
幡
は

攻
略
組
の
ト

プ
に
い
た
ギ
ル
ド

血
盟
騎
士
団
の
参
謀
に
抜

さ
れ
た
わ

ち
な
み
に
ア
ス
ナ
は
当
時
そ
こ
の
副
団
⻑
だ

た
の

 
と
こ
ろ
が
血
盟
騎
士
団
の
内
部
に
は

ア
ス
ナ
に
横
恋

し
て
い
た

 
殺
人
ギ
ル
ド
の
影

を
受
け
て
い
た
団
員
が

ん
で
て

 
八
幡
と
南
の
お

さ
ん
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
の
ね

え

み

南
さ
ん
の
お

さ
ん
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
た
ん
だ

そ
う
な
の
よ

で
も
八
幡
は
そ
の
相
手
を
逆
に
罠
に
は
め
て
返
り
討
ち
に
し

 
そ
れ
を
理
由
に
一
時
的
に
血
盟
騎
士
団
か
ら
離
れ
そ
の
時
に
ア
ス
ナ
と
ゲ

ム
内
で
結
婚
し
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た
の
よ

あ
あ

そ
う
い
う
流
れ
で

で
も
そ
ん
な
二
人
の
生
活
も
⻑
く
は
続
か
な
か

た
わ

 
二
十
五
の
倍

の
層
は

と
に
か
く
ボ
ス
が
強
い
仕
様
に
な

て
た
ら
し
く
て

 
当
然
二
人
も
そ
の
戦
い
に
駆
り
出
さ
れ
る
事
に
な

た
の

 
ま
あ
当
た
り
前
よ
ね

二
人
と
親
友
の
キ
リ
ト
君
は

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
高
戦
力
で
あ
る
四
天
王
と
呼
ば
れ
て
た
ん
だ
か
ら

四
天
王

な
る
ほ
ど

 

人
は
ど
う
や
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
四
天
王
の
噂
は

い
た
事
が
あ

た
ら
し
い

神
聖
剣

黒
の
剣
士

閃
光

銀
影

で
す
よ
ね

え
え
そ
う
よ
神
聖
剣
が
血
盟
騎
士
団
の
リ

ダ

の
ヒ

ス
ク
リ
フ
黒
の
剣
士
が
キ
リ
ト

君 
閃
光
が
ア
ス
ナ

そ
し
て
銀
影
が
ハ
チ
マ
ン
ね

 
で

七
十
五
層
の
戦
い
の
前
に

ハ
チ
マ
ン
は
と
あ
る
仮
説
を
思
い
つ
い
た
の
よ

 
そ
の
仮
説
を
証
明
す
る

に
色
々
と
動
い
た
結
果
ハ
チ
マ
ン
は
つ
い
に
あ
る
事
実
に
た
ど
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り
着
い
た
の

 
そ
う
血
盟
騎
士
団
の
団
⻑
で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
実
は
茅
場

だ

た
と
い
う
事
実

に
ね

 
三
人
は
そ
の
言
葉
に
驚
愕
し
た

世
間
は
知
ら
な
い
真
実
が
そ
こ
に
は
あ

た

攻
略
組
の
メ
ン
バ

達
が
ほ
と
ん
ど
麻

さ
せ
ら
れ
る
中

 
ハ
チ
マ
ン
達
三
人
と
も
う
一
人
ネ
ズ
ハ
君
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

が
茅
場

に
挑
ん
だ
わ

 
そ
の
最
中
に
ア
ス
ナ
が
死
に

ハ
チ
マ
ン
が
死
ん
で

えで

で
も
生
き
て
る
よ
ね

え
え
ゲ

ム
内
の
死

か
ら
ナ

ヴ
ギ
ア
が
発
動
す
る
ま
で
に
は
十

の
余

が
あ

て
ね

 
そ
の
事
を
突
き
止
め
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

全
て
を
キ
リ
ト
君
と
ネ
ズ
ハ
君
に

し

 
二
人
は
見
事
に
十

以
内
に
茅
場

を
撃
破
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
そ
こ
で
ク
リ
ア
さ
れ
る
事
に

な

た
わ

た

た

た
十

な
る
ほ
ど
そ
れ
が

層
ま
で
行

て
な
い
の
に
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
扱
い
に
な

た
理
由
で
し
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た
かハ

ハ
チ
マ
ン
達
が
凄
す
ぎ
る

本
当
に
ね

 
薔
薇
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言
い

続
け
て
こ
う
言

た

そ
れ
を
合
図
に
し
て

茅
場

は
自
分
の

の
ス
キ

ン
を
始
め
た
ら
し
い
わ

 
可
能
性
に

け
た
ん
で
し

う
ね

そ
し
て
そ
れ
は
成
功
し

 
茅
場

は
肉
体
の
死
を
乗
り
越
え
て

子
の
海
に

た
の

 
そ
の
最
中
に
少
し
だ
け
直
接
話
す
時
間
が
あ

た
ら
し
い
け
ど
何
を
話
し
た
か
は

い
て

な
い
わ

そ

そ
れ
が
あ
の
茅
場

先
輩

そ
れ

て

 
明
日
香
は
茅
場

の
ア
マ
デ
ウ
ス
の
事
を
知
ら
な
い

そ
う

ね
て
き
た

あ
あ

お
前
は
ま
だ
知
ら
な
く
て
い
い

そ
の
う
ち
知
る
機
会
も
あ
る
で
し

う
よ

ふ

ん

 
明
日
香
は
納
得
し
難
い
表
情
を
し
た
が

こ
の
場
で
そ
れ
以
上
突

込
む
事
は
し
な
か

た
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そ
の
後
に

き
た
の
が

残
さ
れ
た

人
事
件
ね

あ
あ

そ
う
い
え
ば
あ
り
ま
し
た
ね

須

と
か
い
う
人
が

捕
さ
れ
て
た
よ
ね

え
え

あ
れ
は
須

が
一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

の
ロ
グ
ア
ウ
ト
を

害
し
て

 
人
体
実
験
に
使
お
う
と
し
た
結
果

こ
さ
れ
た
事
件
ね

 
そ
の
薔
薇
の
話
に

三
人
は

悪
感
を
露
に
し
た

フ

ク

あ
の

男

死
ね
ば
い
い
の
に

ち
な
み
に
身
内
だ
と
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
君
の
彼
女
の
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
の

人
の
中
に
い
た

わ 
だ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
を
助
け
出
す

の
戦
い
に

す
ぐ
に
身
を
投
じ
た
の

 
そ
の
言
葉
は
驚
き
を

て
三
人
に
広
が

て
い

た

薔
薇
の
話
は
続
く
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第
１
０
１
８
話
 
八
幡
帰
還
編

ソ
レ
イ
ユ
勃
興
編

 

日
は
す
み
ま
せ
ん
月
曜
の
夜
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
か
ら
の
内
容
を
チ

ク
し
て
凄
ま
じ
く
多

い
忘
れ
て
る
フ
ラ
グ
を

て
た
ん
で
す
が
そ
の
ま
ま

て
し
ま

て
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
ｏ

ｒ
目
覚
め
た
ハ
チ
マ
ン
は
最
初

何
を
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か

た

 
ア
ス
ナ
に
は
会
え
た
け
ど

自
分
は
目
覚
め
た
の
に
何
故
か
ア
ス
ナ
は
ず

と
目
覚
め
な
い

 
し
か
も
ア
ス
ナ
に
は

に
婚
約
者
が
い
た

そ
れ
が
あ
の
須

だ

た
の

え

何
で
す
か
そ
れ

親
が
決
め
た
婚
約
者

て
奴
ね

ア
ス
ナ
は
実
は

あ
の
レ
ク
ト
の
社
⻑
令
嬢
だ

た
の

お
お
う

略
結
婚

な
る
ほ
ど

こ
こ
で
あ
の
ク
ソ
が
出
て
く
る
の
か

で
も
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
福
音
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
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こ
れ
は
本
当
に
偶
然
な
ん
だ
け
ど

ハ
チ
マ
ン
の
妹
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

影
し
た
写
真
に

 
ア
ス
ナ
ら
し
き
人
物
の

が
写

て
た
の
よ

 
そ
の
分

の
結
果
そ
れ
が
本
当
に
ア
ス
ナ
だ
と
確
認
さ
れ
て
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ

を
始
め
た
わ

 

ナ

ヴ
ギ
ア
で
ね

 
そ
の
言
葉
に
さ
す
が
の
三
人
も
絶

し
た

え

な

何
で

ア
ミ

ス
フ

ア
を
入
手
す
る
時
間
す
ら

し
ん
だ
の
よ
手
元
に
は
ナ

ヴ
ギ
ア
が
あ

た

ん
だ
か
ら

 
で
も
逆
に
そ
の
お
か
げ
で
ハ
チ
マ
ン
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ス
テ

タ
ス
の
ま
ま

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
に
成
功
し
た
わ

ワ
オ

そ
ん
な
事
が

え
え

実
は
ナ

ヴ
ギ
ア
を
使

て
ロ
グ
イ
ン
す
る
と

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
キ

ラ
の
ス
テ

タ
ス
を
引
き
継
げ
る
の
よ

 
そ
こ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
の

進
撃
が
始
ま

た
わ
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キ
リ
ト
君
と
合
流
し
た
ハ
チ
マ
ン
君
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
ユ
キ
ノ
達
と
も
合
流
し

 
そ
の
強
大
な
力
で
敵
を

散
ら
し
な
が
ら

同
時
に
協
力
者
を
集
め

 
ア
ス
ナ
が
い
る
と
思
わ
れ
る
場
所
へ
と
進
軍
し
て
い

た
わ

 
目
的
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
央
都
ア
ル
ン
の
中
心
部
で
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し

 
そ
の
先
に
い
る
と
思
わ
れ
る
ア
ス
ナ
の
所
に
た
ど
り
着
く
事
よ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
や
り

げ
た

 
ク
リ
ア
が
不
可
能
な
レ
ベ
ル
で
ど
ん
ど
ん
激
し
く
な
る
敵
の
攻
撃
の
中

 
外
部
か
ら
の
協
力
も
あ

て

に
管
理
者
ス
ペ

ス
へ
の
突
入
に
成
功
し
た
の

さ
す
が
は
ボ
ス
だ
な

簡

そ
う
に
言

て
る
け
ど

凄
く
大
変
だ

た
ん
だ
ろ
う
ね

 
薔
薇
は
そ
の
言
葉
に

い
た

え
え

須

が
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
さ
せ
る
つ
も
り
が
無
か

た
事
は
明
ら
か
よ

 
だ

て
本
来
ク
エ
ス
ト
の
続
き
が
行
わ
れ
る
は
ず
の
場
所
が
た
だ
の
管
理
ス
ペ

ス
だ

た

ん
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
の
所
に
向
か
う

中
で

ハ
チ
マ
ン
は
茅
場

と
再
会
し
た
の
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フど

ど
う
い
う
事

な
る
ほ
ど

ス
キ

ン
さ
れ
た
後
の
彼
が
そ
こ
に

最
初
は
意
思
の

通
が
困
難
だ

た
ら
し
い
ん
だ
け
ど

 
管
理
者
オ
ベ
イ
ロ
ン
と
し
て
現
れ
た
須

と
対
峙
し
た

り
で
彼
の
声
が

こ
え
て

 
管
理
者

限
を

た
ハ
チ
マ
ン
は

そ
こ
で
須

を
フ
ル
ボ

コ
に
し
た
わ

 

し
い
説
明
は
省
く
け
ど
通
常
は
感
じ
な
い
は
ず
の

み
を
普
通
に
感
じ
る
よ
う
に
し
て
ね

う
わ

え
ぐ
い

げ
ら
げ
ら
げ
ら

 
明
日
香
と
フ
ラ
ウ
は
そ
う
言
い
つ
つ
も
須

に
同
情
す
る
様
子
は
ま

た
く
見
え
な
か

た

 
む
し
ろ
そ
の
表
情
は
嬉
し
そ
う
に
見
え
る

 

人
は
取
り

う
気
は
ま

た
く
な
く

た
だ
楽
し
そ
う
に
笑

て
い
る
だ
け
だ

そ
し
て
残
さ
れ
た

人
を
リ
ズ
ベ

ト
や
ア
ス
ナ
を

め
て
無
事
に
全
員
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
せ

た
後
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現
実
世
界
に
帰
還
し
た
八
幡
は
急
い
で
明
日
奈
に
会
い
に
向
か

た
わ

 
で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
八
幡
に

め
つ
け
ら
れ
た
須

が

 
病
院
で
八
幡
を
襲
お
う
と
凶
器
を
持

て
待
ち

え
て
い
た
の
よ

フ

ク

生

が
悪
い

そ
こ
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
の
が

彼
の
高
校
時
代
の
知
人
達
ね

 
何
故
知
人
か
と
い
う
と
彼
に
は
高
校
の
時
は
友
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か

た
か
ら

 
そ
の
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
二
人
も

彼
の
中
で
は
知
人
と
い
う

り
だ

た
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
で
協
力
し
て
須

を
退
け
た
結
果

彼
ら
は
そ
こ
で
初
め
て
友
達
に
な

た
わ

リ

リ
ア
ル
胸
熱
展
開

そ
し
て
八
幡
は
無
事
に
明
日
奈
を
そ
の
手
に
取
り

し

須

は

捕
さ
れ
て

 
そ
の
後
二
人
は
幸
せ
に

ら
し
ま
し
た
と
さ

め
で
た
し
め
で
た
し

お
お

 
三
人
は
感

し

パ
チ
パ
チ
と

手
し
た

今
の
が
八
幡
帰
還
編
ね

そ
れ
じ

あ
ソ
レ
イ
ユ
勃
興
編

行
く
わ
よ

え
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か
ん
と
す
る
三
人
を
横
目
に

薔
薇
は
再
び
語
り
始
め
た

こ
う
し
て
八
幡
は

残
さ
れ
た

人
事
件
を
解
決
し
た
英
雄
に
な

た

 
当
時
レ
ク
ト
の
社
員
だ

た
う
ち
の
社
⻑
は

そ
ん
な
彼
の
受
け

を
作
ろ
う
と
考
え

 
レ
ク
ト
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
管
理

を
も
ら
い
そ
の
ま
ま
独
立
し
て
ソ
レ
イ
ユ
を
立
ち
上
げ
た
わ

あ

そ
う
い
う

ヒ

ハ

祭
り
の
始
ま
り
だ

最
初
は
必
ず
し
も
余

の
あ
る

じ

な
か

た
ん
だ
け
ど

 
八
幡
が
茅
場

か
ら

さ
れ
た

ザ
・
シ

ド
を
上
手
く
活
用
す
る
事
で

 
い
く
つ
か
の
ゲ

ム
を
立
ち
上
げ
て

初
期
は
何
と
か
や
り
く
り
す
る
事
が
出
来
た
わ

ガ
タ

ス

ス
ト

プ

今

き

て
な
ら
な
い
言
葉
が

こ
え
な
か

た
か

 
そ
ん
な
三
人
に

薔
薇
は

ん

と
首
を

げ
て
み
せ
た

え

何
が

え
え
と
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す

凄
く

ザ
・
シ

ド
で
す

落
ち
着
け
フ
ラ
ウ

 
あ
の

人
で
す
ら
驚
い
て
い
る
の
だ
か
ら

 
今
の
薔
薇
の
説
明
は
三
人
に
か
な
り
の
衝
撃
を

え
た
と
思
わ
れ
る

あ

え
え
と
ね

ザ
・
シ

ド
は
茅
場

作
で

 
そ
の

利
は
八
幡
君
に

任
さ
れ
て
好
き
な
よ
う
に
し
ろ

て
言
わ
れ
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど

 
八
幡
は
そ
れ
を
普
通
に
フ
リ

で

散
し
ち

た
の

 
そ
の
言
葉
に
三
人
は

然
と
し
た

て
事
は

今

ゲ

ム
が
全

期

て
言
わ
れ
て
る
の

て

ボ
ス
の
お
か
げ
か

ま
あ
そ
う
い
う
事
に
な
る
わ
ね

で
も
そ
れ

て
か
な
り
の
商
機
を
逃
し
た
ん
じ

 
そ
の
明
日
香
の

静
な
意
見
に
薔
薇
は

い
た

そ
う
ね

正
直
そ
う
思
う
わ

 
で
も
八
幡
も
社
⻑
も

ぼ
た
的
に
た
だ

え
ら
れ
た
物
を
独

し
て

ぐ
の
を
良
し
と
し
な
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か

た

 
そ
の

は
多
分
二
人
と
も

 
仲
間
達
を

え
る

度
に
会
社
を

持
出
来
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思

て
い
た
ん
じ

な
い
か

し
ら

 
潮
目
が
変
わ

た
の
は

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の

利
を
う
ち
が
手
に
入
れ
た
事
か
し
ら
ね

そ
こ
で
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
で
す
か

え
え

あ
れ
は
当
分
は

他
社
に
は
絶
対
に
真
似
出
来
な
い
か
ら
ね

絶
対

で
す
か

そ
れ
に
も
何
か
理
由
が

そ
れ
は
簡

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
は
ナ

ヴ
ギ
ア
の
技
術
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
よ

 
要
す
る
に
あ
れ
は
茅
場

の
遺
産
な
の

ガ
タ

ス

ス
ト

プ

今

き

て
な
ら
な
い
言
葉
が

こ
え
な
か

た
か

や
だ

あ
な
た
達

そ
れ
は
さ

き
や

た
わ
よ

 
薔
薇
は
そ
う
笑
い
な
が
ら

話
を
続
け
た
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あ
な
た
達
に
は
必
要
な
知
識
だ
と
思
う
か
ら
教
え
て
お
く
わ

 
事
の
始
ま
り
は

八
幡
の
彼
女
で
あ
る
明
日
奈
の
ご
両
親
が

 
京
都
に
あ
る
結
城
本
家
の
連
中
か
ら

が
ら
せ
を
受
け
て
た

て
事
な
の

 
そ
の
時
結
城
家
は
都
市
伝
説
と
さ
れ
て
い
た
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
か
な
り
真
剣
に
探
し
て

い
た
わ

 
だ
か
ら
そ
れ
を
ネ
タ
に
交

す
れ
ば

 
結
城
本
家
か
ら
明
日
奈
の
家
へ
の

を
防
げ
る
ん
じ

な
い
か

て

 
八
幡
が
レ
ク
ト
の
社
⻑
で
あ
る
明
日
奈
の
お

様
か
ら

か
さ
れ
た
の
が
事
の
発

ね

 
ち
な
み
に
そ
の

に
は
も
う

明
日
奈
の
ご
両
親
は

 
須

の
事
で
反
省
し
た
の
か
二
人
の
交

を
む
し
ろ

的
に

奨
す
る
立
場
に
変
わ

て

い
た
わ

 
そ
ん
な
二
人
の
役
に
た
ち
た
い
と
八
幡
が
考
え
た
の
も
当
然
よ
ね

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
い
う
言
葉
に

き
覚
え
が
あ

た
の

 
か
つ
て
茅
場

に
紹
介
さ
れ
た
神
代
凛
子

フ
ラ
ウ
の
お
姉
さ
ん
に
気
に
入
ら
れ
て

 
茅
場

の
秘
密
研
究
所
の
番

を
教
え
ら
れ
て
い
た
の
よ
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む
む
む
お
姉
ち

ん
が
逃

生
活
を
送

て
た
時
だ

わ
私
も

の
人
に
色
々

か
れ
た
し

 
ま
あ
お
姉
ち

ん
は
し
れ

と

を
現
し
て

 
何
の
お
と
が
め
も
な
く
ソ
レ
イ
ユ
の
部
⻑
に
収
ま
り
や
が

た
け
ど

 
フ
ラ
ウ
は
当
時
の
事
を
思
い
出
し
た
よ
う
で

と
て
も

そ
う
な
顔
を
し
た

ふ
ふ

災
難
だ

た
わ
ね

 
ま
あ
お
姉
さ
ん
が

察
か
ら
追
わ
れ
な
く
な

た
の
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
お
か
げ
ね

 
あ
れ
の
存
在
が
国

に
な
る
と
思
わ
れ
た
か
ら

法
取
引

く
無
罪
放
免
に
な

た

て

な

な
る
ほ
ど

姉
妹
な
の
に
初
め
て

い
た

 
そ
ん
な
フ
ラ
ウ
の

を

薔
薇
は
ポ
ン
と
叩
い
た

当
時
茅
場

が
ど
う
な

た
の
か
を
知
る
唯
一
の
人
物
だ
と
思
わ
れ
て
い
た

 
凛
子
さ
ん
を
見
つ
け
出
し
た
の
が
八
幡
の
功

ね

 
お
か
げ
で
う
ち
が
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
対
す
る

利
を
認
め
ら
れ
た
わ

や

ぱ
り
ボ
ス
は
凄
え
な
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そ
れ
で
う
ち
の
利

は
一
気
に

大
し
た
わ

 
そ
の
豊

な
資
金
を
研
究
開
発
に
回
し

更
に

紅
莉
栖
を

出
来
た
事
で

 
う
ち
は
一
気
に
世
界
最
先

の
技
術
を
持
つ
企
業
に
な

た
わ

 
最
初
は
研
究
資
金
の
提

の
代
わ
り
に

 
紅
莉
栖
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
安
全
性
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
と
か
そ
の

度
の

話
だ

た
の

 
で
も
紅
莉
栖
は
知

て
し
ま

た
の

 
ソ
レ
イ
ユ
が

茅
場

の
持

て
い
た
技
術
を
継

し
て
い
る
と
い
う
事
を

 
そ
し
て
紅
莉
栖
は
茅
場

が
残
し
た

に
触
れ

 
そ
れ
が
元
々
彼
女
が
や

て
い
た
研
究
と
合
わ
さ

て
化
学
反
応
を

こ
し
た
わ

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

計
画

我
が
社
が
世
界
を
制
す
る
切
り

よ

 
そ
の
言
葉
に
三
人
は

背
筋
が

ク

ク
す
る
の
を
感
じ
た

そ
の

に
つ
い
て
は
い
ず
れ
三
人
に
も
実

に
体
験
し
て
も
ら
う
か
ら

 
そ
の
機
会
を
楽
し
み
に
待

て
て
ね

世
界

服

ｔ

ｒ
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普
通
世
界
制

だ
な
ん
て
妄
想
で
終
わ
る
も
の
だ
け
ど

 
な
ん
か
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
リ
ア
リ
テ

が
あ
る
ね

先
輩

だ
な

ヒ

ホ

最
高
に
ロ

ク
だ

ソ
レ
イ
ユ
最
高

 
三
人
の
テ
ン
シ

ン
は
天

知
ら
ず
で
上
が

て
い
た

そ
こ
に
薔
薇
が
更
な
る
燃
料
を
投
下

す
るそ

の
紅
莉
栖
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
き
た
の
も
ま
あ

実
は
八
幡
な
の
よ
ね

お
お
う

や
は
り
ボ
ス
が
神
か

凄
い
よ
ね

そ
し
て
う
ち
は
更
に
一
歩

み
込
ん
だ
わ

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
運
用
す
る
の
に
最

な

物
を
も
パ

ケ

ジ
と
し
て
提

出
来
る
よ

う
に

 
雪
ノ
下

設
を

下
に
入
れ
た
の

そ
し
て

し
い
説
明
は
省
く
け
ど

 
芸
能
事

所
の
倉
エ

ジ

ン
シ

も

下
に
入
れ
る
事
に
成
功
し
た
わ

 
で

報
部
門
を
作
り

備
部
門
を
作
り

今
に
至
る
と
ま
あ

そ
う
い
う

ね
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こ
れ
が
ソ
レ
イ
ユ
の
成
り
立
ち
よ

何
か
質
問
が
あ

た
ら
受
け
付
け
る
け
ど

 
基
本
情
報
は
伝
え
終
わ

た
と
ば
か
り
に

薔
薇
は
三
人
に
そ
う
微
笑
ん
だ
の
だ

た
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第
１
０
１
９
話
 
三
人
の
質
疑
応
答

 
フ
ラ
ウ
と
明
日
香
は
顔
を
見
合
わ
せ

質
問
を
考
え
始
め
た

 
だ
が
さ
す
が

人
は

考
え
る
事
な
く
こ
ち
ら
に
質
問
を
ぶ
つ
け
て
き
た

室
⻑

雪
ノ
下

設
を

下
に
入
れ
る
ま
で
の
流
れ
は

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド

み

て
事
で
納
得
出
来
る
ん
で
す
が

 
そ
の
後
に
何
故
う
ち
は

芸
能
関
係
に
手
を
出
し
た
ん
で
す
か

 
ど
う
考
え
て
も
い
き
な
り
と
い
う
感
じ
が
す
る
ん
で
す
が

い
い
質
問
ね
ん

こ
れ
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

も
関
わ

て
く
る
か
ら
簡

に
言
う
け

ど 
要
す
る
に
八
幡
の
知
り
合
い
に

倉
エ

ジ

ン
シ

に
所
属
し
て
い
る
人
が
い
て
ね

 
そ
の
人
が
八
幡
に

満
に
独
立
す
る
方
法
は
無
い
か

ね
て
き
た
の
よ

ほ
う

も
し
か
し
て

神
崎
エ
ル
ザ
で
す
か

 

人
は
そ
う

い
き
な
り

心
を
突
い
て
き
た

あ
ら

ど
う
し
て
そ
う
思
う
の
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い
や

神
崎
エ
ル
ザ
と
ソ
レ
イ
ユ
は

い
き
な
り

月
関
係
に
な

た
じ

な
い
で
す
か

 
な
の
で
そ
う
か
な
と
思

た
ん
で
す
よ

 
そ
の

人
の

に

薔
薇
は
感
心
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

な
る
ほ
ど
ね

う
ん

ま
あ
そ
こ
ま
で
分
か

た
な
ら
い
い
わ

説
明
し
て
あ
げ
る

 
エ
ル
ザ
は
当
時
倉
エ

ジ

ン
シ

の
後
継
者
だ

た
社
⻑
の
⻑
男
に
言
い
寄
ら
れ
て
い
て

ね 
そ
れ
が

で

八
幡
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
の

 
そ
の
過

で
そ
の
⻑
男
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
八
幡
を
殺
そ
う
と
し
て

 
八
幡
に
返
り
討
ち
に
あ

た
人
物
だ
と
い
う
事
が
分
か

て
ね

 
八
幡
が
計
画
を
練

て
そ
の
⻑
男
を
次
期
社
⻑
の
座
か
ら
追
い
落
と
そ
う
と
し
た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
過

で
そ
の
⻑
男
が

再
び
八
幡
を
殺
そ
う
と
し
た
の
よ

 
も

と
も
そ
れ
は
八
幡
の
想
定
内
で

あ

さ
り
返
り
討
ち
に
し
た
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
の
縁
で
倉
エ

ジ

ン
シ

の
社
⻑
と
次
の
社
⻑
の
次
男
が
八
幡
の
事
を
気
に
入

ち

て 
い
ず
れ
う
ち
の

下
に
な
る

て
言

て
た
ん
だ
け
ど

そ
れ
か
ら
う
ち
も
か
な
り
大
き
く
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な

た
事
だ
し

 
そ
ろ
そ
ろ
い
い
か
な

て
事
で
正
式
に

下
に
入

た
と

ま
あ
そ
う
い
う

 
要
す
る
に
う
ち
か
ら
言
い
出
し
た
ん
じ

な
く
先
方
の
希
望
と
い
う
事
ね

馬

で
す
か
そ
い
つ
は

ま
あ
で
も
な
る
ほ
ど

事
情
は
納
得
し
ま
し
た

ち
な
み
に
倉
エ

ジ

ン
シ

は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

小
で

 
大
き
な
事

所
の
理
不
尽
に

え
続
け
て
き
た
歴

が
あ

て
ね

 
八
幡
の
大

令
で
可
能
な
ら
そ
の
理
不
尽
を
打
破
し
よ
う
と
い
う
の
が
う
ち
の
目
的
に
な

て
い
る
わ

ほ
う

芸
能
界
に

を

り
ま
す
か

う
ふ
ふ

楽
し
そ
う
で
し

え
え

何
か
あ

た
ら
俺
に
も
是
非
参
加
さ
せ
て
下
さ
い

分
か

た
わ

考
え
と
く

 
次
に
質
問
し
て
き
た
の
は
明
日
香
で
あ

た

あ
の

室
⻑

さ

き

報
部

て
言

て
ま
し
た
よ
ね

 
で
も
う
ち
の
組

図
で

そ
れ

い
の
を
見
た
記
憶
が
な
い
ん
で
す
け
ど
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馬

か
お
前
は

報
組

が
わ
ざ
わ
ざ

報
部
な
ん
て
名
乗

て
る

が
な
い
だ
ろ

 

人
に
そ
う
指
摘
さ
れ
た
明
日
香
は

を

く

と

ら
ま
せ
た

先
輩
そ
の
く
ら
い
私
だ

て
分
か

て
る

て
要
は
ど
れ
が

報
部
な
の
か
な

て
気
に

な

た
の

あ
あ
ん

そ
ん
な
の
見
れ
ば
分
か
る
だ
ろ

あ
ら

分
か
る
の

 
薔
薇
が
そ
う
言
い
な
が
ら

興
味

々
な
顔
を
し
た

も
ち
ろ
ん
で
す
よ

市
場
調
査
部
で
し

う

正
解

さ
す
が
ね

あ
あ

あ
そ
こ
か

 
明
日
香
は
若

悔
し
そ
う
で
は
あ

た
が

す
ぐ
に
切
り

え
た
よ
う
だ

で
も

報
部
な
ん
て
そ
ん
な
簡

に
作
れ
る
も
の
な
ん
で
す
か

 
も
し
か
し
て
ど
こ
か
か
ら
引
き
抜
い
て
き
た
と
か

 
そ
の
質
問
に
は
ま
と
も
に
答
え
ず
薔
薇
は
ま

た
く
関
係
が
無
さ
そ
う
な
話
題
を

て
き

た
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あ
な
た
達

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
が
最
近
解
体
一
歩
手
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
話

て
知

て
る

そ
れ

て
少
し
前
に
報
道
さ
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
が
非
合
法
組

を
使

て
た

て
い
う

 
さ
す
が

ち

ん
ね
る
の
常
連
で
あ
る
フ
ラ
ウ
は

そ
の
手
に
は
話
題
に

し
い
よ
う
だ

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
報
道
が
あ

た
な

で
も
あ
の
ネ
タ

て
直
ぐ
に
消
え
ち

た
よ
ね

 

人
と
明
日
香
は
そ
う
言

て

チ
ラ
リ
と
薔
薇
の
顔
を
見
た

一
応
言

て
お
く
け
ど

う
ち
か
ら
マ
ス
コ
ミ
に
は
圧
力
な
ん
か
か
け
て
な
い
か
ら
ね

お

と

そ
れ
は
逆
に
残
念
で
す
ね

違
う
ん
だ

意
外
だ
な

も
し
か
し
た
ら
ど
こ
か
の
国
の
仕
事
か
も
し
れ
な
い
け
ど
少
な
く
と
も
う
ち
は
確
認
し
て

い
な
い
わ

そ
れ
は
当
然

あ
れ
が
日
本
で

り
上
が
ら
な
か

た
理
由
は
凄
く
簡

だ
お

 
薔
薇
の
そ
の
言
葉
は
フ
ラ
ウ
が
引
き
継
い
だ

へ

ど
ん
な
理
由

世
界
中
の
先
進
国
に
散
ら
ば

て
い
た
は
ず
の
そ
の
非
合
法
組

ラ
ウ
ン
ダ

が



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
ス
パ
イ
天
国
な
は
ず
の
日
本
に
だ
け
存
在
し
な
か

た
か
ら
だ
お

 
フ
ラ
ウ
の
そ
の
言
葉
に

人
と
明
日
香
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

日
本
に

だ
け

存
在
し
な
か

た

う
ん

流
出
し
た
リ
ス
ト
に
よ
る
と

日
本
に
は
ラ
ウ
ン
ダ

は
い
な
か

た

て
さ

 
ま
あ
あ
る
あ

ね

よ

無
い
な

無
い
よ
ね

 
三
人
は
そ
う

き
合

た

い
や

で
も
ま
さ
か
だ
ろ

結
局
ど
う
い
う
事

お
そ
ら
く
そ
の
存
在
自
体
が

さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
な

多
分
ボ
ス
の
意
向
で

そ
ん
な
事
可
能
な
の

ふ
ふ

よ
く
そ
こ
に
た
ど
り
着
い
た
わ
ね

結

か
ら
言
う
と
可
能
よ

 
こ
こ
で
薔
薇
が
そ
う
断
言
し
た



 第１０１９話 三人の質疑応答

そ

ち
は
う
ち
の
仕

け
よ

ラ
ウ
ン
ダ

の
日
本

部
を

ご
と

下
に
収
め
る

の
ね

う
わ

そ
こ
ま
で
す
る

す
る
と
い
う
か

そ
れ
が
簡

に
出
来
る
の
が
ソ
レ
イ
ユ

て
事
な
ん
で
し

う
よ

ま
あ
非
合
法
組

を
潰
し
た
ん
だ
か
ら

い
い
事
だ
と
思
わ
れ

そ
う
い
う
事
ね

ま
あ
八
幡
は

に

 
そ
う
い

た
仕
事
か
ら
萌
郁
を
解
放
し
て
あ
げ
た
か

た
だ
け
み
た
い
だ
け
ど
ね

そ
ん
な
理
由
で
そ
れ
だ
け
の
事
を

う
ん

 
三
人
は
そ
の
言
葉
に
目
を
見
開
い
た

そ
う
や

て
出
来
た
の
が
う
ち
の
市
場
調
査
部
そ
の
実
体
は
ソ
レ
イ
ユ

報
部
ル
ミ
ナ

ス

よ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
そ
こ
ま
で
す
る
と
か
胸
熱

げ
ら
げ
ら
げ
ら

ボ
ス
は
や

ぱ
り
最
高
だ
な

で

で
も
そ
ん
な
事

ど
う
や

て

こ
れ
は
仕
事
に
関
係
し
て
く
る
と
思
う
か
ら
伝
え
て
お
く
け
ど
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う
ち
に
は
最
高

の
ハ

カ

が
三
人
い
る
わ
開
発
部
の
ア
ル
ゴ
部
⻑
と
岡
野
舞
衣
橋
田

至
よ

 
い
ず
れ
何
か
仕
事
を
頼
む
事
も
あ
る
と
思
う
か
ら

覚
え
て
お
く
と
い
い
わ

ハ

カ

て
実
在
す
る
ん
だ

当
た
り
前
だ
ろ

馬

か
お
前
は

先
輩

私
に
だ
け
当
た
り
が
強
い

全
員
私
の
同

予
定
で
す
ね
分
か
り
ま
す

覚
え
て
お
き
ま
し

う

 
そ
し
て
最
後
に
フ
ラ
ウ
が
こ
ん
な
質
問
を
し
た

あ

あ
の

室
⻑
は
ど
う
や

て
八
幡
と
仲
良
く
な

た
ん
で
す
か

 
さ

さ

き
の
話
だ
と

元
々
は
敵
だ

た
ん
じ

 
薔
薇
は
そ
の
言
葉
に

う

と
な

た

え

と

き
た
い

あ

は
い
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薔
薇
は

し
て
い
た
が
三
人
に
期
待
の

た
目
を
向
け
ら
れ
や
が
て
そ
の
重
い
口
を

開
い
た

え

と
ね
さ

き
も
言

た
け
ど
私

て
ほ
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は
本
当
に
悪
い
女
だ

た
の
よ

 
ま
あ
そ
の
事
に
つ
い
て
は
今
で
も
悔
い
て
い
る
け
ど

 
薔
薇
は
さ
す
が
に
自
分
が
殺
人
を
犯
し
た
事
を
何
度
も
強
調
は
出
来
な
か

た
よ
う
だ

 
だ
が
三
人
は
そ
れ
に
突

込
む
よ
う
な
事
は
し
な
い

 
今
の
薔
薇
が
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
こ
に
立

て
い
る
事
が
分
か

て
い
る
か
ら
だ

で
ハ
チ
マ
ン
達
に
目
を
付
け
ら
れ
て
キ
リ
ト
君
に

さ
れ
て
監
獄
送
り
に
な

た
ん
だ
け

ど 
私
か
ら
情
報
を
得
よ
う
と

わ
ざ
わ
ざ
監
獄
で
待
ち

え
て
い
た
の
が
ハ
チ
マ
ン
だ

た
の

 
私
は
捕
ま

た
直
後
で
気
が
立

て
た
か
ら
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
襲
い
か
か

た
ん
だ
け

ど 
攻
撃
は
全
部
避
け
ら
れ
て

そ
の
度
に
思
い

き
り

ら
れ
た
の
よ
ね

 

が

ら
な
い
エ
リ
ア
だ

た
か
ら
死
に
は
し
な
か

た
も
の
の
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何
度
も
壁
に
打
ち
つ
け
ら
れ
て

あ

こ
れ
は
反
抗
す
る
だ
け
無

だ

て
心
を

ら
れ
て

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
屈
服
さ
せ
ら
れ
た

て
の
が

私
達
の
出
会
い
か
し
ら

 
三
人
は
そ
の
話
を

い
て
そ
れ
の
ど
こ
が
仲
良
く
な

た
話
な
の
だ
ろ
う
か
と

を
悩
ま
せ

た
で

私
は
そ
の
ま
ま
ゲ

ム
ク
リ
ア
ま
で
監
獄
に
い
た
ん
だ
け
ど

 
ど
う
や
ら
私

外
に
い
た
ま
ま
だ
と
命
を
狙
わ
れ
る
事
に
な

て
た
み
た
い
な
の

 
だ
か
ら
逆
に
監
獄
に
入
れ
て
も
ら

て
良
か

た

て
い
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
達
の
お
か
げ
で
今
こ
う
し
て
生
き
て
る

て
事
に
な
る
と
思
う
の
よ
ね

何
そ
の
理
屈

メ
ン
タ
ル
が
強
い

つ

か
何
つ

か

こ
れ
は
完
全
に
調
教
さ
れ
て
い
る
と
思
う
べ
き

 
三
人
は
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う

き
合

た

で
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
じ

な
い
そ
の
後
運
良
く
う
ち
の
社
⻑
に

て
も
ら

た

ん
だ
け
ど
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そ
こ
に
ま
さ
か
の
八
幡

場
よ

こ
れ
は
も
う
運
命
と
言

て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
ん
な

気
に
も
似
た
言
葉
を
発
す
る
薔
薇
を
見
て
三
人
は
再
び
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

あ
の
凛
と
し
た
室
⻑
が

私
達
も
い
ず
れ
あ
あ
な
る

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
ね

他
の
女
性

を
見
れ
ば
分
か
る
で
し

う
よ

そ

か

あ
あ
な

ち

う
ん
だ

や

ぱ
り
ボ
ス
は
凄
え
な

 
こ
う
し
て
三
人
の

内
に
は
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
八
幡
の
偉
業
が
イ
ン
プ

ト
さ
れ

 
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
八
幡
を

え
て
い
く
事
に
な
る
の
で
あ

た
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第
１
０
２
０
話
 
乙
女
達
の
奮
闘

社
乙
会

 
薔
薇
が
頑
張

て
八
幡
の
功

を
持
ち
上
げ

 
三
人
に
八
幡
の

で
働
く

の
基

知
識
を
伝

し
て
い
た

 
萌
郁
は
一
人
で
部
屋
に
あ
る

に
向
か
い

た
め
息
を
つ
い
て
い
た

こ
れ
く
ら
い

び
た
ら
も
う
こ
れ
は
い
ら
な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
萌
郁
が

り
し
め
て
い
た
の
は
ウ

グ
で
あ
る

 
初
め
て
八
幡
と
出
会

た
時

主

に
し
て
い
た
萌
郁
は

 
今
で
は
か
お
り
や
南
あ
る
い
は
千
佳

り
と
同
じ
く
ら
い
ま
で

が

び
て
い
る
の
で
あ
る

 
ウ

グ
を
つ
け
て
い
た
の
は

主

で
は
目
だ

て
し
ま
い

 

報
員
と
し
て
は
問
題
が
あ

た
か
ら
な
の
だ
が

 
八
幡
と
出
会

て
か
ら
の
萌
郁
は
護
衛
や
八
幡
の
秘
書
代
わ
り
を
す
る
の
が
主
な
任

に
な

て
お
り

 

を

く
し
て
変
装
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
必
要
も
ま

た
く
無
く
な

て
い
た
の
で
あ
る
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む
 
だ
が
い
ざ
こ
う
し
て

が

び

ウ

グ
が
必
要
な
く
な

て
く
る
と

 
別
の
問
題
が

か
び
上
が

て
き
た

萌
郁
が
今

て
い
る
の
も
そ
の
せ
い
で
あ
る

 
そ
れ
は
ど
ん
な
問
題
か
と
い
う
と

要
す
る
に
今
萌
郁
が
持

て
い
る
服
だ
と

 
今
の

型
に
は
微

に
ミ
ス
マ

チ
に
な

て
し
ま
う
の
だ

 
そ
れ
が
萌
郁
は
気
に
入
ら
ず

た
め
息
を
つ
い
て
い
る
と
い
う

で
あ
る

 
萌
郁
は
実
は

そ
れ
な
り
に
服
は
持

て
い
る

 
出
会

た
当
初
の
八
幡
が
心
配
し
て

陽
乃
や
明
日
奈
に
頼
ん
で
服
を

い

え
た
か
ら
だ

 
も
う
何
度
か
社
乙
会
に
参
加
し
て
い
る
萌
郁
だ
が

 
こ
れ
ま
で
は
普

仕
事
で
着
て
い
る
服
の
ま
ま
参
加
し
て
い
た

 
こ
れ
は

に
仕
事
帰
り
に
そ
の
ま
ま
会
に
参
加
し
た
か
ら
な
の
だ
が

 
実
は
萌
郁
は
心
の
中
で
他
の
女
性

の
フ

シ

ン
の
華
や
か
さ
を

ま
し
く
思

て
お

り 
今
年
は
予
定
日
が
オ
フ
に
な

て
い
る

服
を
選
ぶ
時
間
も
十
分
と
れ
る
事
か
ら

 
今
回
は
他
の
女
性

と

ん
で
も
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
格
好
を
し
た
い
と
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密
か
な
野
望
を

い
て
い
た
の
で
あ

た

 
そ
れ
に
は
今
持

て
い
る
服
だ
と
別
に
変
で
は
な
い
の
だ
が
ベ
ス
ト
と
も
言
え
な
い
の
だ

や

ぱ
り
ウ

グ
を
つ
け
て
行
こ
う
か
な

 

に
新
し
い
服
を

え
ば
い
い
だ
け
の
話
な
の
だ
が

 
萌
郁
は
自
分
の
服
選
び
の
セ
ン
ス
に
は
ま

た
く
自
信
が
な
い

考
え
て
も
仕
方
が
な
い

こ
う
い
う
時
は
誰
か
に
頼
る
べ
き

 
そ
う

き
な
が
ら

萌
郁
は

を
外
し
て
こ
め
か
み
を

ん
だ

 
ち
な
み
に
萌
郁
の

力
は
か
な
り
良
く

を
か
け
る
必
要
は
ま

た
く
な
い

 
そ
も
そ
も
今
か
け
て
い
る

は

達

で
あ
る

 
だ
が
当
の
萌
郁
に
は

を
か
け
る
の
を
や
め
る
と
い
う
選
択
肢
を
選
ぶ
気
は
微

も
な

か

た

 
何
故
な
ら
萌
郁
は
憧
れ
て
い
た
か
ら
だ

詩
乃

美
優

理
央
の
三
人
に

私
に
は
い
つ
あ
だ
名
を
つ
け
て
く
れ
る
ん
だ
ろ

 
萌
郁
は
そ
う
言

て
た
め
息
を
つ
い
た

こ
の
言
葉
で
お
分
か
り
だ
ろ
う
が
萌
郁
の
価

観

だ
と
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詩
乃
の
ツ
ン
デ
レ

子
美
優
の
肉
食

子
理
央
の
相
対
性
妄
想

子
と
い

う
の
は

 

え
本
人
達
が

が

て
い
よ
う
が
ど
う
し
よ
う
が

 
八
幡
が
名
付
け
た
と
い
う
一
点
に
お
い
て

非
常
に
価

が
高
い
も
の
な
の
で
あ
る

今
度
お
ね
だ
り
し
て
み
て
も
い
い
か
な

 
萌
郁
は

の
中
の
自
分
に
そ
う
話
し
か
け
た
が

当
然
返
事
は
な
い

私

無
愛
想

 
萌
郁
は
不
満
そ
う
に
そ
う
言
う
と
口
の

に
両
手
の
人
差
し
指
を
当
て
少
し
上
へ
と
持
ち

上
げ
た

ニ
コ

 
萌
郁
は
口
に
出
し
て
そ
う
言

た
が

の
中
の
自
分
が
笑

て
い
る
よ
う
に
は
ど
う
し
て
も

見
え
な
い

私
で
す
ら
分
か
ら
な
い
の
に
ど
う
し
て
八
幡
は
私
が
ど
ん
な
機

か
す
ぐ
に
分
か

ち

う

ん
だ
ろ

 
萌
郁
は
そ
う
疑
問
に
思
い
つ
つ
ま
あ
八
幡
は
分
か

て
く
れ
る
の
だ
か
ら
そ
れ
で
い
い
か
と
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考
え
直
し

 
再
び

に
向
か
い

最
初
の
悩
み
に
つ
い
て

も
う
一
度
考
え
る
事
に
し
た

問
題
は
誰
に
頼
る
か
だ
け
ど

 
そ
の
時
萌
郁
の

の
中
に

南
の
顔
が

か
ん
だ

そ
う
い
え
ば
こ
の
前
南
と
一

に
今
度

い
物
に
行
こ
う

て
約
束
し
た

け

 

体
的
に
は
何
も
決
ま

て
い
な
い
約
束
だ

た
が

 
萌
郁
に
と

て
は
そ
の
約
束
が

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
天

の
よ
う
に
感
じ
た

よ
し

 
そ
し
て
萌
郁
は
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

南
に

話
を
か
け
た

萌
郁
さ
ん

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

う
ん

ち

と
お
願
い
が
あ

て

 
萌
郁
は
南
に

の
事
も

め
て
事
情
を
説
明
し
た

萌
郁
さ
ん

て
実
は
私
く
ら
い
の

の
⻑
さ
だ

た
ん
だ

 
そ
れ
な
ら
う
ち
も
ア
ド
バ
イ
ス
出
来
る
と
思
う
し
一

に
服
を

い
に
行
こ

か

 
あ

そ
う
だ

こ
の
前
そ
の
話
を
し
た
ら

ク
ル
ス
も
一

に
行
き
た
い

て
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そ
う
な
の

分
か

た

そ
れ
じ

あ
三
人
で
行
こ

か

や

た

そ
れ
じ

あ
ク
ル
ス
に
は
私
か
ら
連

し
て
お
く
ね

う
ん

お
願
い

 
こ
う
し
て
萌
郁
は
頼
り
に
な
る
助

人
を
二
人
確
保
す
る
事
に
成
功
し
た

  
所
変
わ

て
こ
ち
ら
は
北
海
道
で
あ
る

 
薔
薇
か
ら
の
連

を
受
け
て
す
ぐ
に
美
優
は
シ

リ

こ
と

舞
か
ら
連

を
受
け
て

い
たも

し
も
し

美
優
ち

ん

社
乙
会
の
話
は

い
た

い
た

い
た

私
は
参
加
す
る
け
ど
舞
さ
ん
は
ど
う
す
る
の

も
ち
ろ
ん
参
加
す
る
よ

や

た

そ
れ
じ

あ
ま
た
一

に
東
京
に
行
こ

か

う
ん

あ

で
も
私

て
ば

そ
の
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
大
忘
年
会
に
も
参
加
す
る
か
ら

 
新
年
は
あ

ち
で
迎
え
る
事
に
な
る
ん
だ
け
ど

舞
さ
ん
は
ど
う
す
る
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が

ん
じ

う
か
ら

私
は
社
乙
会
と
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加
し
た
後

 
一

こ

ち
に

て
き
て
忘
年
会
の
時
に
も
う
一
回
出
直
そ
う
か
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

 
舞
は
狩

シ

ズ
ン
が
始
ま

て
か
ら
今
日
ま
で
熱
心
に
仕
事
を
こ
な
し
て
き
て
い
た

 
日
曜
も
返
上
し
て

ぎ
続
け
た
そ
の
努
力
が
実
り

軍
資
金
は
そ
れ
な
り
に

に
あ
る

 
だ
が
さ
す
が
に
東
京
に
二
週
間

在
し
続
け
る
の
に
は
若

心
許
な
い
の
で
あ

た

大
丈
夫
大
丈
夫

リ

ダ

の
マ
ン
シ

ン
に

ま
れ
ば

は
か
か
ら
な
い
か
ら

あ

そ

か

そ
の
手
が
あ

た
ん
だ

 
舞
は
ど
う
や
ら
そ
の
事
を
失
念
し
て
い
た
ら
し
い

で
も
そ
ん
な
に
⻑
く
お
世
話
に
な

ち

て
い
い
の
か
な

い
い

て
い
い

て

リ

ダ

な
ら

く
オ

ケ

し
て
く
れ
る
よ

 
実

八
幡
は

そ
の
美
優
か
ら
の
頼
み
を

く
了

し
て
く
れ
た

 
と
い
う
か
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
忘
年
会
は
そ
も
そ
も
ソ
レ
イ
ユ
側
か
ら

待
し
た
と
い
う
理
由

も
あ
り

 
飛
行
機
の
チ
ケ

ト
代
も
出
す
つ
も
り
で
い
た
く
ら
い
で
あ
る
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当
然

に
関
し
て
も
む
し
ろ

的
に
部
屋
を
利
用
す
る
よ
う
に
言

て
き
た
の
で
あ

た
そ
れ
な
ら
軍
資
金
は
む
し
ろ
余

か
な
と
い
う
か
全
然
余
る
ね

美
優
ち

ん
は
大
丈
夫

余

余

リ

ダ

に
会
う

に
集
中
し
て
バ
イ
ト
を
し
た
か
ら
ね

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た

で
も
二
週
間
の

在

て
な
る
と

物
が
多
く
な

ち

い
そ
う

優
里
奈
ち

ん

て
に
先
に

物
を
送
る

そ
う
だ
ね

そ
れ
が
良
さ
そ
う

そ
れ
じ

あ
私
が
連

し
て
お
く
ね

う
ん

お
願
い

 

日
後
に

物
が

き

優
里
奈
は
そ
れ
を
受
け
取

て

ふ
ふ

と
笑

た

今
年
の
年
末
は
楽
し
く
な
り
そ
う

 
い
ろ
は
ち

ん

次

次
の
仕
事
は

次
は
レ
コ

デ

ン
グ
で
す
ね

の
調
子
は
大
丈
夫
で
す
か
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も
ち
ろ
ん

い
く
ら

不
足
で
も
そ
こ
だ
け
は
し

か
り
キ

プ

 
エ
ル
ザ
の
事

所
で
バ
イ
ト
と
し
て
働
い
て
い
る
い
ろ
は
は
今

 
エ
ル
ザ
の
ス
ケ
ジ

ル
管
理
を
行

て
い
た

ま
だ
若

時
間
に
余

が
あ
る
ん
で

そ
れ
ま
で
仮
眠
し
て
下
さ
い
ね

 
時
間
に
な

た
ら

こ
し
ま
す
か
ら

い
ろ
は
ち

ん
は

な
く
て
大
丈
夫

午
後
か
ら
は
豪

さ
ん
と
交
代
す
る
ん
で
大
丈
夫
で
す
よ

 
年
末
の

に
も
こ
こ
が

ん
張
り
ど
こ
ろ
で
す

頑
張
り
ま
し

う

だ
ね

 
い
ろ
は
が
来
て
か
ら
豪

の
労
働

は
か
な
り

さ
れ
る
事
に
な

た

 
事

所
内
の
雰
囲
気
も
良
く
な
り

エ
ル
ザ
は
い
ろ
は
の
助
け
も
得
て

 
社
乙
会
の
忘
年
会
と
ク
リ
ス
マ
ス
会
そ
れ
に
ソ
レ
イ
ユ
主

の
忘
年
会
全
て
に
参
加
す
べ
く

 
無
理
な
ス
ケ
ジ

ル
を
進
行
さ
せ
る
事
に
何
と
か
成
功
し
て
い
た

ふ
ふ

こ
こ
で
頑
張

て

年
末
は
一

に
・八
・幡
・で

楽
し
も
う
ね

は
い

そ
う
で
す
ね
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そ
う
微

に
不
穏
な
事
を
言
い
な
が
ら

エ
ル
ザ
は
そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た

  
そ
し
て
眠
り
の
森
で
は

藍
子
と
木
綿
季
が

た
よ
う
に
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た

あ

服

服
を

わ
な
い
と

だ
ね

ボ
ク
達

お
出
か
け
す
る

の
服

て
あ
ん
ま
り
持

て
な
い
も
ん
ね

さ
す
が
に
学
校
の
制
服
で
参
加
す
る
な
ん
て
の
は

私
の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
わ

で
も
ボ
ク
達

そ
う
い
う
セ
ン
ス
は
ほ
ぼ
無
く
な
い

も
ち
ろ
ん
誰
か
に
相
談
し
て
助
け
て
も
ら
う
わ

問
題
は
誰
に
相
談
す
る
か
だ
け
ど

こ
こ
は
や

ぱ
り
学
校
で
明
日
奈
に
相
談
す
る

う

ん

で
も
八
幡
に
は
ま
だ
知
ら
れ
た
く
な
い
気
も
す
る
の
よ
ね

あ

サ
プ
ラ
イ
ズ
し
た
い
も
ん
ね

学
校
で
こ
そ
こ
そ
す
る
と

八
幡
に
は
す
ぐ
に
バ
レ
ち

う
か
ら

 
こ
れ
が
二
人
の
悩
み
で
あ

た

 
だ
が
そ
ん
な
二
人
の
悩
み
を
解
決
す
る
神
は
ま

た
く
予
想
も
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
現
れ
た

あ

ア
イ

話
だ
よ
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あ
ら

誰
か
し
ら

あ

師
匠
だ

師
匠

一
体
何
の
用
事
か
し
ら

 
そ
し
て

話
口
で

保
は
藍
子
に
向
か

て
言

た

い
き
な
り
ご
め
ん
ね

前
に
言

て
た
八
幡
に
メ
イ
ド
服
を
着
せ
る
計
画
に
つ
い
て
だ
け
ど

 
そ
の
事
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
と
思

て
ね

あ一
度
現
地
で
相
談
し
た
い
と
思

た
ん
だ
け
ど
メ
イ
ク
イ

ン
に
来
れ
る
日

て
あ
る
か
い

オ

ケ

師
匠

明
後
日
の
帰
り
に

で
メ
イ
ク
イ

ン
に
行
く
わ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
明
後
日
だ
ね

う
ん

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
師
匠

い
や
い
や
気
に
し
な
い
で
二
人
が
出
歩
け
る
よ
う
に
な

た
か
ら
や

と
約
束
を
果
た
せ

る
よ

 
保
と
の
通
話
は
そ
れ
で
終
わ
り

藍
子
は
木
綿
季
に
そ
の
事
を
報
告
し
た



 第１０２０話 乙女達の奮闘

ユ
ウ

服
選
び
の
算

が
つ
い
た
わ
よ

ど
う
す
る
の

明
後
日
に
メ
イ
ク
イ

ン
に
行

て
八
幡
と
一

に
メ
イ
ド
服
を
着
る

の
相
談
を
す
る
ん

だ
け
ど

 
そ
の
時
に
フ

イ
リ
ス
に
相
談
す
れ
ば
い
い
わ

あ
あ

師
匠
の

話

て
そ
れ
だ

た
ん
だ

そ

か
そ

か

そ
れ
は
い
い
ね

 
こ
う
し
て
藍
子
と
木
綿
季
も
ま
た
動
き
出
し
た

あ
ち
こ
ち
で

乙
女
達
の
奮
闘
は
続
く

 
い
ろ
は
が
エ
ル
ザ
の
所
で
働
く
事
に
な

た
の
は
７
２
５
話
で
す
ね

 
二
人
が
八
幡
と
三
人
で
メ
イ
ド
に
な
る
と
言
い
出
し
た
の
は
８
６
２
話
で
す
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第
１
０
２
１
話
 
十
二
星
座
の
戦
士
達

 
乙
女
達
が
奮
闘
し
て
い
る

八
幡
は
久
し
ぶ
り
に
シ

ナ
と
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

い
た

 
そ
の
理
由
は
他
で
も
な
い

世
界
樹
要
塞
に
行
く

で
あ
る

 
一
人
で
ブ
ラ

ク
に
乗
り
込
ん
だ
シ

ナ
で
あ

た
が

同
行
者
が
一
人
だ
け
い
た

や

ぱ
り
本
体
に
も
直
接
会
い
に
い

て
や
ら
な
い
と
な

そ
う
で
す
ね

私
と
し
て
も
そ
の
方
が
嬉
し
い
で
す

 
そ
う
答
え
た
の
は
自
由
に
移
動
出
来
る
方
の
フ
ロ

リ
ア
で
あ
る

 
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰

て
き
た
後
に
キ
リ
ト
か
ら
フ
ロ

リ
ア
が

し
が

て
る
と

い
て
い
た

シ

ナ
は

 
行
こ
う
行
こ
う
と
思

て
い
る
う
ち
に
色
々
と
イ
ベ
ン
ト
事
が
重
な

て
し
ま
い

 
今
日
や

と
フ
ロ

リ
ア
に
会
い
に
い
く
事
に
し
た
と

ま
あ
そ
ん
な

な
の
で
あ
る

フ
ロ

リ
ア

当
分

点
防
衛
イ
ベ
ン
ト
は

こ
ら
な
い
ん
だ
よ
な

は
い
ま
だ
ま
だ
余

が
あ
り
ま
す
こ
の
所
は
ト
ラ
フ

ク
ス
に
人
が
流
れ
て
い
ま
し
た
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か
らそ

う
か

今
回
は
そ
の
方
が
助
か
る
わ

 
さ
す
が
の
俺
も
仲
間
無
し
で
イ
ベ
ン
ト
に

き
こ
ま
れ
る
の
は
勘

し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ

か
ら
な

ふ
ふ

そ
う
で
す
ね

 
フ
ロ

リ
ア
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
そ
う
言

た

 
シ

ナ
が
会
い
に
来
て
く
れ
た
の
が
よ
ほ
ど
嬉
し
い
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
世
界
樹
要
塞
が
見
え
て
き
た

フ
ロ

リ
ア
は
シ

ナ
に
言

た

そ
れ
で
は
あ
ち
ら
の
私
と

合
し
ま
す
ね

別
に
こ
の
ま
ま
中
に
入

ち
ま
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

い
え

そ
れ
だ
と
待
つ
楽
し
み
が
無
く
な

ち

い
ま
す
か
ら

 
フ
ロ

リ
ア
は
そ
う

実
に
人
間

い
事
を
言
う
と

そ
の
ま
ま
消
え
て
い

た

こ
こ
も
久
し
ぶ
り
だ
よ
な

 
シ

ナ
は
世
界
樹
要
塞
を
見
て
感

に

り
つ
つ

そ
の
ま
ま
入
り
口
か
ら
中
に
入

た

マ
ス
タ
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お

と

 
ブ
ラ

ク
か
ら
降
り
た

間
に

フ
ロ

リ
ア
が
シ

ナ
に

き
つ
い
て
き
た

記
憶
は
共
通
の
は
ず
だ
ろ

は
し

ぎ
す
ぎ
だ
ぞ

フ
ロ

リ
ア

だ

て
嬉
し
い
ん
で
す
か
ら
仕
方
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
そ
う
言

て
フ
ロ

リ
ア
は
シ

ナ
に

ず
り
を
し
そ
の
ま
ま
シ

ナ
の

に
す
が
り
つ
い

た
ま
あ
別
に
い
い
け
ど
な

さ
て

管
理
ス
ペ

ス
で
の
ん
び
り
す
る
か

は
い

あ

そ
う
だ

フ
ロ

リ
ア
は
星
座
の
事
と
か

し
い
か

一

常
識
レ
ベ
ル
で
す
が

分
か
り
ま
す
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ち

と
相
談
に
乗

て
く
れ
よ

は
い

何
な
り
と

 
二
人
は
管
理
ス
ペ

ス
に
移
動
し

シ

ナ
は
フ
ロ

リ
ア
に
こ
う
切
り
出
し
た

う
ち
が
十
狼
か
ら

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
に
名
前
を
変
え
た
の
は
知

て
る
よ
な

は
い

き
ま
し
た
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で
な

デ

ア

ク

て
の
は
要
す
る
に
十
二
星
座
な

だ
ろ

あ

は
い

そ
こ
に

メ
ン
バ

を

り
当
て
る
つ
も
り
な
ん
だ
が

 
誰
を
何
に

り
当
て
れ
ば
い
い
か

フ
ロ

リ
ア
の
意
見
も

こ
う
と
思

て
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
確
定
な
人
か
ら
当
て
は
め
て
い
き
ま
し

う

だ
な

 
そ
し
て
シ

ナ
は

フ
ロ

リ
ア
か
ら
も
見
え
る
よ
う
に
メ
ン
バ

リ
ス
ト
を
表

さ
せ

 
シ
ズ
カ
の
名
前
の
横
の
メ
モ

に

お
と
め
座
と
記
入
し
た

こ
れ
は
確
定
だ
よ
な

ふ
ふ

で
す
ね

そ
れ
と
こ
れ
だ

 
メ
ン
バ

リ
ス
ト
に
は
十
三
人
目
の
男

セ
バ
ス
の
名
が
あ

た

 
シ

ナ
は
そ
こ
に

へ
び
つ
か
い
座
と
記
入
し
た

な
る
ほ
ど

そ
う
な
り
ま
す
か

と
い
う
か
こ
れ
し
か
な
い

て
感
じ
だ
け
ど
な
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そ
し
て
俺
は
こ
こ
だ

 
シ

ナ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

自
分
の
名
前
の
所
に
い
て
座
と
記
入
し
た

し
し
座
か
と
思

て
ま
し
た
け
ど
違
う
ん
で
す
ね

い
い
か
フ
ロ

リ
ア
主
人
公
は
ペ
ガ
サ
ス
か
ら
い
て
座
に
な

た
ん
だ
そ
う
い
う
も
の
な

ん
だそ

う
な
ん
で
す
か

覚
え
て
お
き
ま
す

さ
て

残
り
を
ど
う
こ
じ
つ
け
る
か

 
リ
ス
ト
に
残

て
い
る
の
は

ベ
ン
ケ
イ

シ
ノ
ン

銃
士

ロ
ザ
リ
ア

ピ
ト
フ

イ

エ
ム

 
イ
コ
マ

ニ

ン
ゴ
ロ

サ
ト
ラ
イ
ザ

キ
リ
ト
で
あ
る

俺
が
思
う
に

結
局
問
題
に
な
る
の
は

キ
リ
ト
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
扱
い
な
ん
だ
よ
な

お
二
人
と
も
強
い
で
す
か
ら
ね

そ
う
す
る
と
片
方
が
し
し
座
で

も
う
片
方
は

う

む

お
う
し
座
と
か
で
す
か

そ
れ
だ



 第１０２１話 十二星座の戦士達

 
シ

ナ
は
キ
リ
ト
の
名
前
の
横
に

お
う
し
座
と
記
入
し
た

の
二
本
の

を
二
刀
流
に
見
立
て
た

う
ち
の
特
攻

⻑
だ
し

突

進
し
て
も
ら
お
う

そ
れ
だ
と
イ
ノ
シ
シ
に
な

ち

い
ま
す
ね

ん

そ
う
だ
な

突

進
と
言

と
く
か

ふ
ふ

マ
ス
タ

何
で
す
か
そ
れ

ま
あ
い
い
じ

な
い
か

こ
う
い
う
の
は
ノ
リ
で
決
め
る
の
が
一
番
だ

そ
う
す
る
と

サ
ト
ラ
イ
ザ

さ
ん
が
し
し
座
で
す
ね

だ
な

あ
い
つ
が
最
強
み
た
い
で
気
に
入
ら
な
い
が

 
実

あ
い
つ
に
勝
て
た
奴
は
誰
も
い
な
い
か
ら
な

 
シ

ナ
は
悔
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
名
前
の
横
に
し
し
座
と
記
入
し
た

あ
と
困
る
の
は
ピ
ト
と
シ
ノ
ン
か

 
シ

ナ
は
じ

と
目
を

り

考
え
込
ん
だ

少
し
で
も
狙
撃
の
イ
メ

ジ
が
あ
る
の
は
さ
そ
り
座
で
し

う
か

だ
な

あ
い
つ

さ
そ
り
座
の
女

て
感
じ
が
す
る
し

そ
れ
で
い
こ
う

 
と
ん
だ
風
評
被
害
で
は
あ
る
が

シ

ナ
は
シ
ノ
ン
の
名
前
の
横
に
さ
そ
り
座
と
記
入
し
た
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理
由
を

い
た
シ
ノ
ン
が
シ

ナ
に
詰
め
寄

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
も
ち
ろ
ん
馬

正
直
に
そ
の
事
を
説
明
す
る
つ
も
り
は
な
い

で

ピ
ト
は

う
ん

ふ
た
ご
座
だ
な

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

あ
い
つ
は
変
態
と
シ
ン
ガ

と
い
う
二
つ
の
顔
が
あ
る
か
ら
な

そ
こ
は
変
態
が
先
に
来
ち

う
ん
で
す
ね

当
た
り
前
だ
ろ

あ
い
つ
の
本
質
は
や
は
り
変
態
だ

ま

ま
あ
確
か
に

 
ど
う
や
ら
ピ
ト
フ

イ
は

フ
ロ

リ
ア
に
も
変
態
認
定
さ
れ
て
い
る
ら
し
い

 
ま
あ
お
そ
ら
く
本
人
は
そ
の
事
す
ら
喜
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら

何
の
問
題
も
な
い
の
だ

 
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
の
名
前
の
横
に

ふ
た
ご
座
と
記
入
し
た

々

ま

て
き
ま
し
た
ね

だ
な

調

調

 
シ

ナ
は
機

よ
く
そ
う
言

た

残
る
は
六
人

 
ベ
ン
ケ
イ

銃
士

ロ
ザ
リ
ア

エ
ム

イ
コ
マ

ニ

ン
ゴ
ロ

で
あ
る
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こ
こ
か
ら
が
難
し
い
ん
だ
よ
な

で
す
ね

ま
あ
ニ

ン
ゴ
ロ

は
み
ず
が
め
座
だ
な

あ
い
つ
は

の
魔
法
が
得
意
だ
し

 
何
と
な
く
イ
メ

ジ
的
に
は
水

て
感
じ
が
す
る

そ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
話
で
す
か

あ
あ

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な

こ

ち
と
は
全
然
見
た
目
も
性
格
も
違
う
ん
で
す
よ
ね

だ
な

こ
ん
な
感
じ
だ

 
シ

ナ
は
フ
ロ

リ
ア
に
い
く
つ
か
動
画
を
見
せ

フ
ロ

リ
ア
は
驚
い
た
顔
を
し
た

本
当
だ

ま
る
で
別
人
で
す
ね

は
は

そ
う
だ
な

 
シ

ナ
は
そ
う
答
え
る
と

ニ

ン
ゴ
ロ

の
名
前
の
横
に

み
ず
が
め
座
と
記
入
し
た

あ
と
は
ノ
リ
で
行
け
そ
う
だ
が

ノ
リ
で
す
か

お
う

そ
う
だ
な

ロ
ザ
リ
ア
は
て
ん
び
ん
座
だ
な
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あ
い
つ
は
メ
ン
バ

へ
の
連

係
と
か

情
報
収
集
が
主
な
任

だ
し

 
バ
ラ
ン
ス
を

る
と
い
う
意
味
で
は

当
だ
と
思
う

言
わ
れ
て
み
る
と
そ
ん
な
感
じ
が
し
ま
す
ね

エ
ム
は
か
に
座
だ
な

あ
の
ど

し
り
と
し
た
四

い
体
型
は
い
か
に
も
カ
ニ

い

確
か
に
そ
れ
以
外
無
い
気
が
し
て
き
ま
し
た

マ

ク
ス
は
う
お
座
だ

う
ち
に
入

て
か
ら
の
あ
い
つ
は

 
ま
さ
に
水
を
得
た

の
よ
う
に

活
躍
し
て
い
る
か
ら
な

々
こ
じ
つ
け
が
厳
し
く
な

て
き
た
気
も
し
ま
す
が

 
言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

で

ベ
ン
ケ
イ
が
お
ひ
つ
じ
座
だ

ひ
つ
じ
は

り
を
す
る
だ
ろ

 
元
ネ
タ
に
な

た
ベ
ン
ケ
イ
も
刀
狩
り
を
し
て
た
か
ら
な

う
ん

当
だ
ろ
う

マ
ス
タ

そ
れ
は
さ
す
が
に
苦
し
い
で
す

 
さ
す
が
の
フ
ロ

リ
ア
も
突

込
ま
ざ
る
を
得
な
か

た
よ
う
だ

ふ
む

な
ら
こ
う
し
よ
う

の
イ
ラ
ス
ト
は
大
体
か
わ
い
い

 
そ
し
て
俺
の
妹
で
あ
る
ベ
ン
ケ
イ
も
か
わ
い
い

だ
か
ら
お
ひ
つ
じ
座
で
間
違
い
な
い
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ま

ま
あ
マ
ス
タ

が
そ
れ
で
い
い
な
ら

 
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
て
し
ま
う
と

フ
ロ

リ
ア
に
は
否
定
す
る
事
が
出
来
な
か

た

そ
し
て
残
る
イ
コ
マ
は
や
ぎ
座
だ
が

こ
れ
は

当
と
言

て
い
い
だ
ろ
う

 
何
故
な
ら
ヤ
ギ
は

が
い
い

な
の
で
イ
コ
マ
に
は
ピ

タ
リ
だ

確
か
に
そ
う
で
す
ね

そ
れ
は
い
い
と
思
い
ま
す

 
こ
う
し
て
シ

ナ
の
ノ
リ
と
勢
い
で

 

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
星
座
の

り
当
て
が
全
て
決
ま

た

 
シ

ナ
は
ロ
ザ
リ
ア
の
名
前
の
横
に
て
ん
び
ん
座

エ
ム
の
名
前
の
横
に
か
に
座

 
銃
士

の
名
前
の
横
に
う
お
座

ベ
ン
ケ
イ
の
名
前
の
横
に
お
ひ
つ
じ
座

 
そ
し
て
イ
コ
マ
の
名
前
の
横
に
や
ぎ
座
と
記
入
し
た

よ
し

出
来
た

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

マ
ス
タ

も

と
も
こ

ち
で
主
に
活
動
す
る
の
は
来
月
の
下

の
Ｂ
ｏ
Ｂ
の

に
な

ち
ま
う
ん
だ
よ

な 
こ
の
情
報
は
ま
だ
正
式
に
発
表
は
さ
れ
て
い
な
か

た
が
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シ

ナ
は
そ
の
事
を
ジ

ジ

か
ら

い
て
知

て
い
た

そ
う
な
ん
で
す
か

 
フ
ロ

リ
ア
が

し
そ
う
に
そ
う

い
た
が

 
そ
ん
な
フ
ロ

リ
ア
を
安
心
さ
せ
る
よ
う
に
シ

ナ
は
言

た

当
分
俺
は
こ
こ
で
落
ち
て
お
く
か
ら

ま
た
ち

こ
ち

こ
会
い
に
来
る
さ

 
だ
か
ら
そ
ん
な
顔
を
す
る
な

て

本
当
で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

マ
ス
タ

 
フ
ロ

リ
ア
は
そ
の
名
の
通
り

花
の
よ
う
に
微
笑
ん
だ

そ
れ
じ

あ
ま
た
来
る
わ

は
い

お
待
ち
し
て
ま
す
ね

 
シ

ナ
は
フ
ロ

リ
ア
に

さ
れ
つ
つ

再
び
日
常
へ
と

て
い

た

 
今
日
は
と
て
も
穏
や
か
な
話
と
な
り
ま
し
た

 
フ
ロ

リ
ア
が

し
が

て
い
た
の
は
第
８
５
９
話
で
す
ね



 第１０２２話 眠れる庭のとある再会

 
第
１
０
２
２
話
 
眠
れ
る
庭
の
と
あ
る
再
会

 
更
に
そ
の

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
で
も
一
つ
の
問
題
が
持
ち
上
が

て
い
た

 
ち
な
み
に
今
は
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
常

し
て
お
ら
ず

 
こ
こ
で
は
ノ
リ
シ
ウ
ネ

ジ

ン
テ

チ
タ
ル
ケ
ン
が
五
人
で
共
同
生
活
を

ん
で

い
たう

わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
朝

く
か
ら
そ
ん
な
ジ

ン
の

鳴
が

こ
え
残
り
の
四
人
は

て
て
リ
ビ
ン
グ
へ
と
向

か

た
ジ

ン

朝
か
ら
う
る
さ
い

い
や

違
う
ん
だ
よ

み
ん
な

こ
れ

こ
れ
を
見
て
く
れ

 
ジ

ン
が
指
差
し
て
い
た
の
は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
コ
ン
ソ

ル
で
あ
る

ん

何
か
あ

た

こ
れ
だ
よ
こ
れ

 
そ
こ
に
は
選
べ
る
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
リ
ス
ト
が
表

さ
れ
て
い
た
の
だ
が
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そ
の
中
に
二
人
ほ
ど

確
か
に
あ
り
え
な
い
人
物
が
表

さ
れ
て
い
た

ち

ち

と

こ
れ

メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス

で
し

こ
れ

て
兄
貴
の
仕
込
み
か
な

で
も
ち

と
悪
趣
味
じ

ね

 
そ
の
ジ

ン
の
正

に

ノ
リ
が
即
座
に

み
つ
い
た

い
や
い
や

何
言

て
る
の
ジ

ン

 
兄
貴
な
ん
だ
か
ら

絶
対
に
何
か
深
い
意
図
が
あ
る
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
さ
す
が
は
八
幡
を
信
奉
す
る
乙
女
の
ノ
リ
で
あ
る

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

と
り
あ
え
ず
選
ん
で
み
ま
せ
ん
か

い
や

そ
れ
な
ら
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
に
相
談
し
た
方
が

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

よ
し

ち

と
呼
ん
で
み
よ
う
か

 
テ

チ
が
そ
う
言

て
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
に
連

を
入
れ
た

 
当
然
二
人
は

て
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
の
だ
が

 
二
人
の

が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に
現
れ
た

間
に
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メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
が
リ
ス
ト
か
ら
消
え
た

あ

あ
れ

消
え
た

メ

メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
が
選
べ
る

て
本
当

 
ラ
ン
が

た
よ
う
に
そ
う
言

て
き
た
が

に
リ
ス
ト
か
ら
は
二
人
の
名
前
が
消
え
て
い

る 
五
人
は
そ
の
事
を
証
明
出
来
な
い

ど

ど
う
い
う
事

ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
ね

ま
さ
か
見
間
違
い
だ

た
と
か

分
か
ら
ん

 
五
人
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
ず

と
り
あ
え
ず
二
人
に
間
違
い
だ

た
と
謝
る
事
に
し
た

ご
め
ん
二
人
と
も

ど
う
や
ら
勘
違
い
だ

た
み
た
い

え

そ
う
な
の

そ

か

え
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
も

ま
た
あ
の
二
人
に
会
い
た
か

た
の
に
な



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
ど
う
や
ら
ユ
ウ
キ
の
意
見
は
ジ

ン
と
は
違
う
ら
し
い

 
こ
れ
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
は
言
え
な
い

の
問
題
な
の
で

難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
と
り
あ
え
ず
落
ち
ま
し

う
か
お
風
呂
に
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
時

間
だ
し
ね

あ

ご
め
ん

丁
度
そ
ん
な
時
間
だ

た
ん
だ

ボ
ク
達
の
入

時
間
は
決
ま

て
る
か
ら

急
が
な
い
と
だ
ね

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

ま
た
ね

お
や
す
み

お
や
す
み
な
さ
い

 
そ
し
て
二
人
が
落
ち
た

間
に

再
び
画
面
に
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
が
現
れ
た

う
お

こ
れ

て

明
ら
か
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
を
避
け
て
る

と
い
う
か

知
ら
せ
る
な

て
感
じ

サ
プ
ラ
イ
ズ
を
狙

て
る
に
一

兄
貴
な
ら
あ
り
え
る
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ど

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
選
ん
で
み
る
し
か

 
五
人
は
相
談
の
上
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
を
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
設
定
し
て
み
る
事
に

し
たよ

し

や
る
ぞ

一
体
ど
ん
な
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
ね

 
そ
し
て
ジ

ン
が
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
を
呼
び
出
し

 
直
ぐ
に
二
人
の

が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
内
に
現
れ
た

 
五
人
は
そ
の

を
見
て

懐
か
し
さ
に
目

を
熱
く
し
つ
つ

 
第
一
声
は
ど
ん
な
感
じ
に
な
る
の
か

を
飲
ん
で
二
人
を
見
守

て
い
た

初
め
ま
し
て

メ
リ
ダ
と

し
ま
す

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

初
め
ま
し
て

ク
ロ

ビ
ス
と

し
ま
す

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

 
そ
の
声
を

い
た

間
に
五
人
は
ド
キ
リ
と
し
た

ま
さ
に
二
人
の
声
に
他
な
ら
な
か

た
か

ら
だ

 
だ
が
同
時
に
五
人
は
落

し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た
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そ
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
は
テ
ン
プ
レ
通
り
で
あ
り
作
り
物
め
い
た

き
を

て
い

た
か
ら
だ

や

ぱ

製
品
の
焼
き
直
し
み
た
い
な
感
じ
か

兄
貴
の
事
だ
か
ら
絶
対
何
か
や

て
く
れ
て
る
と
思

た
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の

間
に

ノ
リ
が
ジ

ン
の

を
思
い

き
り
叩
い
た

何
す
る
ん
だ
よ

ジ

ン
は
兄
貴
に
文

を
言
う
な

い
や

で
も
よ

ち

 
そ
の
時
残
る
三
人
が
何
故
か
そ
う
言
い

 
ジ

ン
と
ノ
リ
は
一
体
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
三
人
の
方
を
見
た

 
三
人
は

か
ん
と
口
を
開
け
て
二
人
の
後
ろ
を
見
て
お
り

二
人
が

て
て

り
返
る
と

 
そ
こ
に
は

り
の

相
で
ジ

ン
を

み
つ
け
て
い
る
メ
リ
ダ
の

が
あ

た

なえ
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八
幡
さ
ん
を

判
す
る
と
は
い
い
度
胸
ね

ジ

ン

あ
ん
た
に
は
罰
が
必
要
ね

 
そ
う
言

て
ポ
キ
ポ
キ
と
指
を
鳴
ら
す
仕

は

か
つ
て
の
メ
リ
ダ
そ

く
り
で
あ

た

メ

メ
リ
ダ
の
姉
御

本
物

ち

と
メ
リ
ダ

ネ
タ
バ
レ

す
ぎ
だ

て

 
そ
こ
に
ク
ロ

ビ
ス
が

て
て
仲

に
入
り

五
人
は
更
に

天
し
た

ど

ど
う
い
う
事

ま

ま
さ
か
本
当
に

い
い
か
ら
そ
こ
に
な
お
れ

こ
の
馬

も
の
が

ひ
い
い
い
い
い
い
い
い

 
メ
リ
ダ
は
そ
の
ま
ま
思
い

き
り
ジ

ン
に
グ

パ
ン
チ
を
く
ら
わ
し

 
ジ

ン
は
そ
の
衝
撃
で

飛
ん
だ

ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

天
 
メ
リ
ダ
は
満
足
そ
う
に
手
を
パ
ン
パ
ン
と
叩
き

残
る
四
人
に
向
き
直

た

あ

わ

私
は
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
す

何
な
り
と
ゴ
メ
イ
レ
イ
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い
や

も
う

い
か
ら

 
メ
リ
ダ
は
片
言
で
そ
う
言

た
が

ク
ロ

ビ
ス
が
そ
う
突

込
み

 
そ
れ
を
キ

カ
ケ
に
四
人
は

が
切
れ
た
よ
う
に
動
き
出
し

二
人
を
囲
ん
だ

え

え

こ
れ

て
ど
う
い
う
か
ら
く
り

ま
さ
か
二
人
と
も
生
き
て
る
の

い
や

そ
れ
は
な
い

 
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
は
あ

さ
り
と
そ
う
言
い

四
人
は

を
落
と
し
た

そ

そ
う
だ
よ
ね

そ
れ
じ

あ
ど
う
し
て

あ

ま
あ
分
か
り
易
く
言
う
と

私
達
は
ア
マ
デ
ウ
ス
な
の

 
ア
マ
デ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
知

て
る
よ
ね

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
ス
マ
ホ
に

紅
莉
栖
さ
ん
の
ア
マ
デ
ウ
ス
が
入

て
る
ん
だ
し

 
そ
れ
で
四
人
は

二
人
が
ど
う
い
う
存
在
な
の
か
理
解
し
た

ア
マ
デ
ウ
ス

い
つ
の
間
に
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ぬ
か
喜
び
さ
せ
ち

て
ご
め
ん
ね

で
も
ち

ん
と
記
憶
は
受
け
継
い
で
る
か
ら

 
少
な
く
と
も
み
ん
な
と
の
思
い
出
は
全
部
覚
え
て
る
よ

え
え

ま
あ
人
生
の
ロ
ス
タ
イ
ム
を
も
ら

た

て
感
じ
か
し
ら

て
事
は
ほ
ぼ
本
人
と
考
え
て
い
い
の

ま
あ
そ
う
だ
ね

せ

説
明
し
て
く
れ
よ
姉
御

 
そ
こ
に
ジ

ン
が
よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
上
が
り
し

ん
と
し
た
表
情
で
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

相
変
わ
ら
ず
い
い
パ
ン
チ
だ

フ
ン

こ
れ
に
こ
り
た
ら
も
う
八
幡
さ
ん
へ
の

判
め
い
た
事
を
言
う
ん
じ

な
い
わ
よ

あ

は
い

じ

あ
何
か
言
う
事
が
あ
る
で
し

う

あ

え

と

さ

さ
す
が
は
兄
貴

さ
す
兄

そ
こ
に

れ
る
憧
れ
る

宜
し
い

 
そ
し
て
七
人
は
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ

に
座
り
こ
う
な
る
ま
で
に
何
が
あ

た
か
を
話
し
始

め
た
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え

じ

あ
メ
リ
ダ
は
ア
マ
デ
ウ
ス
の
モ
ニ
タ

を
や

て
た
ん
だ

そ
う
な
の

一
度
自
分
と
話
し
て
み
た
い

て
思

て
八
幡
さ
ん
に
お
願
い
し
た
の

 
そ
の
直
後
に
私
の
容
態
が
急
変
し
ち

た
か
ら

本
当
に
ラ

キ

だ

た
わ

 
私
グ

ジ

ブ

て
感
じ
よ
ね

そ
し
て
僕
は

そ
の
事
を

ま
え
て
兄
貴
か
ら
提
案
を
受
け
た
ん
だ
よ
ね

 
僕
の
最
後
の
戦
い
が
リ
ア
ル
ト

キ

オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ

た
じ

な
い

 
あ
の
最
後
の
時
に
僕
は
こ

そ
り
事
前
に
兄
貴
か
ら

さ
れ
て
い
た
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ん
だ

よ
ね

 
そ
れ
が
合
図
に
な

て
て
さ

ゲ

ム
か
ら
の
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
と

 

の
ス
キ

ン
が
同
時
に
行
わ
れ
た

て
感
じ
か
な

 
残
る
五
人
は
そ
の
言
葉
に

ほ
う

と
感
心
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

 
だ
が
や
は
り
納
得
い
か
な
い
事
も
あ
る

だ

た
ら
ど
う
し
て
教
え
て
く
れ
な
か

た
ん
だ
よ

俺
達
は

俺
達
は
な

 
そ
う
涙
ぐ
む
ジ

ン
に

二
人
は

し

な
さ
そ
う
に
言

た

ご
め
ん

そ
れ
に
は
理
由
が
あ

た
ん
だ
よ
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あ
の
時
は
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
の
二
人
の
容
態
が

み
ん
な
の
中
で
は
一
番
危
な
か

た
よ
ね

う

う
ん

僕
達
は
そ
の

に
一
か
ら

学
の
勉
強
を
し
て
二
人
の

の
特

の
開
発
を
し
て
た
ん

だ
ふ
ふ
ん

実
は
あ
の
二
人
を
治
し
た

は
私
達
が
作

た
の
よ

 
八
幡
さ
ん
と

先
生
の
力
も

り
て
ね

 
そ
れ
は
五
人
に
と

て
は

天
の

で
あ

た

そ
う
な
の

本
当
に

う
わ

二
人
と
も
凄
い
で
す
ね

 
タ
ル
ケ
ン
テ

チ
シ
ウ
ネ

は
賞

し
て
き
た
が
ノ
リ
と
ジ

ン
は
素
直
に
疑
問
を
口

に
し
た

 
 

え

し

新

の
開
発

て
一

月
く
ら
い
で
も
の
に
な
る
も
の
な
の

そ
も
そ
も
一
か
ら
勉
強
し
た
ん
だ
よ
な

そ
れ
に
は
か
ら
く
り
が
あ
る
ん
だ
け
ど

そ
れ
は
兄
貴
に
迷
惑
が
か
か
る
か
ら
言
え
な
い
わ
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と
い
う
か
そ
の
事
は
こ
こ
に
い
る
私
達
だ
け
の
秘
密
よ

 
み
ん
な
は
も
ち
ろ
ん
八
幡
さ
ん
を
裏
切

た
り
は
し
な
い
わ
よ
ね

 
メ
リ
ダ
は
穏
や
か
な
表
情
で
そ
う
言

た
が
そ
の
声
は
若

し
を

ん
だ
も
の
で
あ

た

 
五
人
は
否
や
も
な
く
こ
く
こ
く
と

き

メ
リ
ダ
は
満
足
げ
に
言

た

ま
あ
当
然
そ
う
よ
ね

そ
れ
な
ら
い
い
わ

で

本
題
だ
け
ど

 
と
あ
る
技
術
の
お
か
げ
で
私
が

学
に
つ
い
て
学
ん
だ
期
間
は
九
年
よ

き

九
年

ど

ど
ん
な
か
ら
く
り
な
ん
だ

さ

き
も
言

た
け
ど

そ
れ
は
言
え
な
い
わ

そ
し
て
僕
が
学
ん
だ
期
間
は
四
年
か
な

ま
あ
集
中
し
て
そ
れ
だ
け
を
や

た
か
ら
何
と
か

な

た
よ

そ

そ
ん
な
事
が

い
い

あ
な
た
達
が
思
う
以
上
に
八
幡
さ
ん
は
凄
い
の
よ

 
メ
リ
ダ
は
驚
く
五
人
に
ド
ヤ
顔
で
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
そ
れ
を
ど
う
し
て
も
言
い
た
か

た
よ
う
で
あ
る
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だ
が
そ
ん
な
メ
リ
ダ
に
ノ
リ
が

み
つ
い
た

あ
あ
ん

そ
ん
な
事
世
界
の
常
識
だ
ろ

兄
貴
が
凄
い
事
な
ん
て
余

で
分
か

て
る
し

 
そ
う
言
い
放

た
ノ
リ
に
向
け

メ
リ
ダ
は
ス

と
目
を

め
た

そ
う
い
え
ば
ノ
リ
は

し
て
た
つ
も
り
で
し

う
け
ど

 
ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
以
上
に
八
幡
さ
ん
ラ
ブ
だ

た
わ
ね

そ
う
言
う
メ
リ
ダ
こ
そ

た
ま
に
ベ

ド
で
布
団
を

い
て
ご
ろ
ご
ろ
し
な
が
ら

 
八
幡
さ
ん
八
幡
さ
ん

て
言

て
た
よ
な

な

ど

ど
う
し
て
そ
れ
を

 
二
人
は
立
ち
上
が
り
そ
の
ま
ま

み
合

た

い
き
な
り
の
八
幡
を

う
乙
女
対
決
で
あ
る

ち

ち

と
二
人
と
も

こ
ん
な
時
に
や
め
な

て

 
ク
ロ

ビ
ス
が

て
て
仲

に
入
り

同
時
に
シ
ウ
ネ

も
立
ち
上
が

た

そ

そ
う
で
す
よ

二
人
だ
け
で

り
上
が
ら
な
い
で
私
も
入
れ
て
下
さ
い

え

 
残
る
六
人
は
思
わ
ず
そ
う
言
い
シ
ウ
ネ

は
自
分
の
発
言
に
気
付
い
た
の
か

を

め
た

や

や
だ

私

た
ら
何
を
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か
わ
い
い

 
六
人
は
思
わ
ず
そ
う
口
に
出
し

シ
ウ
ネ

は
ま
す
ま
す
顔
を

く
し
た

何
か

気
が
抜
か
れ
ち

た
わ
ね

そ
う
だ
ね

 
そ
れ
で
メ
リ
ダ
と
ノ
リ
も
矛
を
収
め

ソ
フ

に

を
下
ろ
し
た

さ
て
話
の
続
き
だ
け
ど
と
り
あ
え
ず
次
に

が
や
ば
か

た
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
も
う
治

し
た

 
残
る
は
あ
な
た
達
五
人
だ
け
な
ん
だ
け
ど

ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

に
関
し
て
は
目
処
が
立

た
ん
だ
よ
ね

 
も

と
も
シ
ウ
ネ

に
関
し
て
は
僕
達
の
功

じ

な
い
け
ど

 
そ
の
言
葉
に
ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

は

か
ん
と
し
た

そ

そ
う
な
の

う
ん

ノ
リ
の
病
気
は
手
術
も
必
要
に
な
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の

に
必
要
に
な
る

の
開
発
が
も
う
す
ぐ
何
と
か
な
り
そ
う
な
の

 
で

シ
ウ
ネ

の
病
気
に
つ
い
て
は

他
の
会
社
が
特

を
今
臨

験
中
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な
の
で
残
る
は
ジ

ン
と
テ

チ
と
タ
ル
ケ
ン
だ
け
ど

三
人
の

の
開
発
も
い
い
感
じ
だ
か
ら

も
う
少
し
我
慢
し
て
ね

絶
対
に
私
達
が
治
し
て
み
せ
る
か
ら

そ
の
く
ら
い
我
慢
す
る
の
よ

男
の
子
な
ん
だ
し

 
三
人
は
そ
う
言
わ
れ

ド
ン
と
胸
を
叩
い
た

そ
れ
く
ら
い
余

余

だ

て
僕
達
は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
だ
も
ん
ね

そ
の

に
別
の
僕
達
が

今
も
熱
心
に
研
究
中
な
ん
だ

こ

ち
の
私
達
と
は
ま
め
に
記
憶
を
同
期
さ
せ
る
か
ら

 
こ

ち
に
い
て
も
進

況
は
分
か
る
し

向
こ
う
も
今
日
の
話
題
と
か
で

り
上
が
る
で

し

う
ね

や

や

た

マ
ジ
か
よ

俺
達
治
る
ん
だ
な

良
か

た

本
当
に
良
か

た

 
そ
の
言
葉
に
五
人
は
手
を
取
り
合

て
喜
ん
だ

 
待
ち
望
ん
だ
時
が
手
の

く
と
こ
ろ
ま
で
迫
り
病
気
に
対
す
る
勝
利
が
現
実
味
を

び
て
き
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た
か
ら
だ

そ
し
て
全
員
を
治
し
た
ら

僕
達
は
お
役
御
免
か
な

 
だ
が
次
の
ク
ロ

ビ
ス
の
言
葉
に
五
人
は
ハ

と
さ
せ
ら
れ
た

ク
ロ

ビ
ス

言
い
方
が
悪
い

て
か
ジ

ン

そ
ん
な
顔
す
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
本
当
な
ら
も
う
会
え
な
か

た
の
に
八
幡
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
う
し
て
話
せ
る
ん
だ
か
ら
さ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

お
役
御
免

て

あ

と
ご
め
ん
ご
め
ん

僕
達
が
消
え
る
と
か
そ
う
い
う
意
味
じ

な
く
て
ね

 
そ
の
後
は
兄
貴
が
用
意
し
て
く
れ
た

空
間
の
あ
の
家
で
二
人
で

ら
す
事
に
な
る
だ
ろ

う
ね

て
話

普
通
に
連

は
と
れ
る
ん
だ
し
会
お
う
と
思

た
ら
い
つ
で
も
会
え
る
か
ら

 
そ
う
言
わ
れ
五
人
は
ほ

と
し
た
顔
を
し
た
が
や
は
り
二
人
に
対
す
る
罪
悪
感
は

え
な

い
で

で
も
俺
達
だ
け
助
か

ち
ま

て

 
そ
う
言

た
ジ

ン
に

メ
リ
ダ
は
再
び
の
グ

パ
ン
チ
を
く
ら
わ
せ
た

ぐ
は

な

何
す
る
ん
だ
よ
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そ
ん
な
の
ジ

ン
達
の
せ
い
じ

な
い
じ

な
い
む
し
ろ
七
人
も
助
か

た

て
事
を
喜
び

な
さ
い

 
い
い

元
々
私
達
は
全
滅
す
る
予
定
だ

た
の
よ

そ
う
そ
う

だ
か
ら
気
に
し
な
い
で

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
思
い
出
を
作

て
い
こ
う
よ

 
僕
と
メ
リ
ダ
は
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
け
ど

以
前
の
ス
テ

タ
ス
も
受
け
継
が
せ
て
も

ら

た
か
ら
さ

 
ま
た
一

に
冒
険
に
行
こ
う

 
ク
ロ

ビ
ス
の
そ
の
言
葉
に
我
慢
出
来
な
く
な

た
の
か

 
五
人
は
涙
を
流
し
な
が
ら
二
人
に

き
つ
い
た

う
ん

う
ん

こ
れ
か
ら
も
ず

と
一

だ
ね

そ
の
前
に
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
に
ど
う
私
達
を
サ
プ
ラ
イ
ズ
紹
介
す
る
か
み
ん
な
で
考
え
ま
し

う

あ

そ
う
だ
ね

 
こ
う
し
て
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
は
帰
還
し

そ
の
日
は
夜

く
ま
で

 
七
人
の
明
る
い
声
が

き

た
の
だ

た
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第
１
０
２
３
話
 
寮
へ
の
お
引
越
し

八
幡
と
メ
イ
ド
服

八
幡
と
メ
イ
ド
服

つ
い
で
に
師
匠
に
も
着
さ
せ
よ
う
ね

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う

 
そ
う
言

て
お
風
呂
で

り
上
が

て
い
た
藍
子
と
木
綿
季
で
あ

た
が

 
そ
の
前
に
二
人
に
は
ど
う
し
て
も
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ

た

寮
へ
の
引
越
し
の
準

備
で
あ
る

 
少
し
前
に
八
幡
か
ら
連

が
あ
り

も
う
い
つ
で
も
入
れ
る
と
い
う
事
だ

た
の
で

 
二
人
は
明
日
学
校
が
終
わ

た
ら
そ
の
ま
ま
寮
へ
の
引
越
し
を

行
す
る
予
定
と
な

て
い

る
の
だ

こ
こ
の
お
風
呂
に
入
る
の
も
今
日
が
最
後
ね

本
当
は
卒
業
後
に

て
く
る
予
定
だ

た
け
ど
八
幡
が
家
を

て
く
れ
る
み
た
い
だ
し

ね
私
達
の
未
来
は
ピ
ン
ク
色
ね
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そ
こ
は
薔
薇
色
な
ん
じ

 
ち
な
み
に
今
は

藍
子
が
木
綿
季
の
背
中
を
流
し
て
い
る
所
で
あ

た

 
そ
の
後
は
木
綿
季
が
藍
子
の
背
中
を
流
す
事
に
な

て
い
る

と
い
う
か

こ
う
し
て
背
中
の
流
し

こ
を
す
る
の
も
今
日
が
最
後
じ

な
い

何
を
言

て
い
る
の
よ
ユ
ウ
引

越
し
て
か
ら
も
一

に
お
風
呂
に
入
れ
ば
い
い
じ

な

い
あ

そ
う
か

そ
し
た
ら
明
日
奈
と
か
の
背
中
も
流
せ
る
ね

そ
う
い
え
ば
そ
う
ね
そ
れ
じ

あ
う

か
り
手
を
滑
ら
せ
て
明
日
奈
の
胸
を
一

に

み

ま
し

う

う
ん

み
ま
く
ろ
う

 
二
人
は
そ
れ
が
決
定
事

だ
と
い
う
風
に

笑
い
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
の
胸
は

二
人
に
よ

て
蹂
躙
さ
れ
て
し
ま
う
ら
し
い

そ
れ
に
し
て
も
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
が
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ

て

 
ジ

ン
は
一
体
何
を
勘
違
い
し
た
の
か
し
ら
ね

何
で
だ
ろ
う

う

ん

謎
だ
よ
ね
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二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

こ
の
日
は
一

に

る
事
に
し
た

 
そ
し
て
目
覚
め
た
朝

ゲ

ム
内
の
ジ

ン
か
ら
メ

ル
が

い
た

ユ
ウ
ジ

ン
が
今
夜
私
達
の
引
越
し
祝
い
を
す
る
か
ら
都
合
の
い
い
時
間
を
教
え
て
く
れ

て
わ

い

あ

で
も
明
日
奈
達
と
も
お
祝
い
を
す
る
約
束
だ
よ
ね

何
時
か
ら
だ

け

引
越
し
が
終
わ
り
次
第

て
事
に
な

て
た
け
ど

ま
あ
私
達
の

物
は
少
な
い
か
ら

 
多
分
六
時
と
か
に
な
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

そ
し
た
ら
向
こ
う
は
何
時
く
ら
い
が
い
い
か
な

余

を
持

て
十
時
と
か

そ
の
く
ら
い
が
い
い
で
し

う
ね

そ
れ
じ

あ
そ
う
伝
え
る
わ

 
そ
う
話
し
合

た
後

二
人
は
迎
え
に
来
て
く
れ
た
八
幡
と
共
に
学
校
に
向
か

た

そ
う
か

み
ん
な
が
お
祝
い
を
し
て
く
れ
る
の
か

う
ん

今
日
だ
け
で
お
祝
い
が
二
つ
だ
よ

楽
し
み
だ
な

新
し
い
部
屋
も
楽
し
み
よ
ね

こ
れ
か
ら
は
二
人
別
々
で

る
事
に
な
る
か
ら

し
い
ん
だ
ろ
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八
幡
の
そ
の

口
に

藍
子
か
ら
即
座
に
反
撃
が
飛
ぶ

そ
う
思
う
な
ら
八
幡
が
一

に

て
よ

え

や
だ
よ

相
変
わ
ら
ず
チ
キ
ン
ね

私
も
ユ
ウ
も
ど

ち
も
い
つ
で
も
ウ

ル
カ
ム
な
の
に

そ
う
だ
よ

ウ

ル
カ
ム
だ
よ

は

は
い
は
い

俺
は
チ
キ
ン
俺
は
チ
キ
ン

 
八
幡
は
藍
子
の
そ
の
言
葉
を

く
い
な
し

め
て
二
人
に
こ
う
提
案
し
た

ま
あ
今
日
く
ら
い
は
二
人
で
一

に

て
も
い
い
ん
じ

な
い
か

 
ま
だ

の
変
化
に
慣
れ
な
い
だ
ろ
う
し

べ

別
に
必
要
な
い
わ
よ

ね

う

う
ん

ボ
ク
達
は
も
う
大
人
だ
し
ね

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

二
人
は
や
は
り

し
い
の
か

少
し
間
を
置
い
て
こ
う
言

た

で

で
も
私

き
枕
が
変
わ
る
と
眠
れ
な
く
な

ち

う
の
よ
ね

 
あ

ち
な
み
に
私
の

き
枕
は
ユ
ウ
と
八
幡
よ

俺
は

ま
ら
な
い
か
ら
な
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し

仕
方
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
ユ
ウ
で
我
慢
す
る
と
す
る
わ

そ
そ
う
だ
ね
ボ
ク
も
そ
ん
な
感
じ
だ
し
ま
あ
今
日
く
ら
い
は
一

に

て
も
い
い
か
な

 
そ
ん
な
二
人
の
態
度
に
八
幡
は

み
笑
い
を
し

直
後
に
こ
う

ね
て
き
た

ど

ち
の
部
屋
に

ま
る
ん
だ

そ
う
ね

と
り
あ
え
ず
私
の
部
屋
か
し
ら

あ

明
日
は
ボ
ク
の
部
屋
だ
ね

 
ど
う
や
ら
一
日
だ
け
で
は
二
人
の

し
さ
は

め
ら
れ
な
い
ら
し
い

な
る
ほ
ど

ア
イ
の
部
屋
か

ど
う
し
て
そ
う
強
調
す
る
の

も
し
か
し
て
夜
這
い
し
て
く
る
つ
も
り

わ

わ

今
夜
は
か
わ
い
い
パ
ン
ツ
を
は
か
な
き

鍵
も
開
け
て
お
か
な
い
と
ね

い
や

し
ね
え
か
ら

あ
と
鍵
は
絶
対
か
け
ろ
よ

は

い

 
二
人
は
素
直
に
そ
う
返
事
を
し
た

 
ど
う
や
ら
八
幡
が
本
当
に
夜
這
い
し
て
く
る
と
は
微

も
思

て
い
な
い
ら
し
い
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さ
て

そ
れ
じ

あ
今
日
も
頑
張

て
勉
強
す
る
か

う
ん

今
日
も
し

か
り
学
ぶ
わ
よ

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
教
室
へ
と
向
か
い

そ
の
日
一
日
真
面
目
に
勉
強
を
し
た

  
そ
し
て
迎
え
た
放
課
後

一
同
は
二
人
の
引
越
し
を
手
伝
う

場
へ
と
向
か

た

 
同
じ
ク
ラ
ス
の
七
人
に
加
え

今
日
は
ひ
よ
り
も
手
伝
い
に
来
て
く
れ
て
い
る

 
何
故

場
か
と
い
う
と
二
人
の

物
は
少
な
く
キ

ト
一
台
に

み
き
れ
て
し
ま
う

 
キ

ト
が
先
行
し
て
眠
り
の
森
に
向
か
い

子
達
に

物
を

み
込
ん
で
も
ら

た
の
で
あ

る 
こ
う
い
う
時
に
キ

ト
の
存
在
は
実
に

利
だ

お

い
キ

ト

そ
れ
に
優
里
奈

お
待
た
せ

優
里
奈

今
日
は
あ
り
が
と
う
ね

う
う
ん

二
人
の

だ
も
ん

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
準
メ
ン
バ

で
あ
る
優
里
奈
は
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当
然
藍
子
と
木
綿
季
と
は
大
の
仲
良
し
で
あ
り
こ
の
日
は
学
校
を

退
し
て
手
伝
い
に
来
て

く
れ
て
い
た

 
八
幡
は
そ
の
許
可
を
出
す
の
を
や
や

た
が

最
後
は
優
里
奈
が
押
し
き

た
の
だ

よ
し

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
力
仕
事
だ
な

家

は
も
う
部
屋
の
中
に

い
て
い
る
は
ず
だ

八
幡

結

お
金
を
使

ち

た
わ
よ
ね

あ
り
が
と
う

ご
め
ん
ね

八
幡

 
そ
う

二
人
の
部
屋
に
置
く
家

は

全
て
八
幡
が
自
前
で

入
し
て
い
た
の
で
あ
る

気
に
す
る
な

て

お
前
達
の
保
護
者
は
俺
な
ん
だ
か
ら
な

こ
の

り
は
体
で

 
藍
子
は
そ
う
言
い
か
け
て

中
で
止
め

明
日
奈
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た

な

何

う
う
ん

 
明
日
奈
が
無
反
応
だ

た

こ
れ
は
い
つ
も
の
冗
談
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
な
と
判
断
し
た
藍

子
は

 
先
ほ
ど
言
い
か
け
た
事
を
こ
う
言
い
直
し
た
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こ
の

り
は

明
日
奈
と
一

に
体
で
返
す
わ

も
ち
ろ
ん
エ
ロ
い
感
じ
で

う
ん

三
人
で
く
ん
ず
ほ
ぐ
れ
つ
で
ね

え

え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
明
日
奈
は
そ
う
言
わ
れ

思
わ
ず
そ
の
光
景
を
想
像
し
て
し
ま
い

顔
を

く
し
た

 
こ
の
時
点
で
藍
子
の
勝
利
で
あ
る

も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
が
実
現
す
る
と
は
思

て
な
い
が

 
少
な
く
と
も
明
日
奈
の

裏
に
そ
の
光
景
を
刻
み
込
む
事
に
は
成
功
し
た

 
こ
れ
を

り
返
し
て
明
日
奈
の
心
の
ハ

ド
ル
を

く
し
て
い
く
の
が
藍
子
の
作
戦
で
あ
る

 
だ
が
こ
こ
で
八
幡
が
動
い
た

明
日
奈
が
良
か
ら
ぬ
妄
想
を
し
て
い
る
事
に
気
付
き

 
そ
れ
を
完
全
に
否
定
し
よ
う
と
し
た
の
だ

 
だ
が
そ
の
更
に
先
に
優
里
奈
が
動
い
た

八
幡
が
口
を
開
く
前
に
優
里
奈
は
明
日
奈
に
こ
う

言

た
の
だ

明
日
奈
さ
ん

も
し
か
し
て
私
は
仲
間
外
れ
に
な

ち

い
ま
す
か

い
 
八
幡
は
優
里
奈
に
機
先
を
制
さ
れ

思
わ
ず
そ
う
叫
ん
だ

 
そ
し
て
八
幡
が
口
を
ぱ
く
ぱ
く
さ
せ
て
い
る
間
に

明
日
奈
が
こ
う
答
え
て
し
ま

た
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そ

そ
ん
な
事
あ
る

な
い
じ

な
い

明
日
奈
さ
ん

 
優
里
奈
は
間

入
れ
ず
に

え
る
よ
う
に
明
日
奈
に

き
つ
い
た

 
そ
れ
に
よ

て
八
幡
は
介
入
す
る
術
を
失
い

 
藍
子
と
木
綿
季
は
そ
ん
な
優
里
奈
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
た

優
里
奈

グ

ジ

ブ

任
せ
て
下
さ
い

 
そ
ん
な
四
人
の
様
子
を
見
て

里
香
と
珪
子

そ
れ
に
ひ
よ
り
は
ぼ
そ
り
と

い
た

あ
の
三
人

や
る
わ
ね

恐
ろ
し
い
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
で
し
た
ね

わ

わ

大
人
だ

ん

何
の
事
だ

今
向
こ
う
で
は

和
人
に
は
分
か
ら
な
い
凄
ま
じ
い
駆
け
引
き
が
行
わ
れ
て
い
た
の
よ

そ

そ
う
な
の
か

 
和
人
は
関
わ
り
た
く
な
い
と
思

た
の
か

そ
れ
以
上
は
何
も

い
て
こ
な
か

た
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そ
し
て
八
幡
と
和
人
が
キ

ト
に

ん
で
あ

た
ダ
ン
ボ

ル
を
二

ず
つ
運
び

 
一
同
は
二
人
の
部
屋
の
前
に
到
着
し
た
が
そ
の
部
屋
の
前
に
は

に

山
の

物
が
置
い
て

あ

た
八
幡

そ
れ
に
み
ん
な

あ
れ

小
猫
さ
ん
だ

小
猫
さ
ん
小
猫
さ
ん

 
藍
子
と
木
綿
季
が
無

気
に
そ
う
呼
び
か
け

薔
薇
は
若

を
引
き
つ
ら
せ
た

 
さ
す
が
に
こ
の
二
人
に
対
し
て
は
文

は
言
え
な
い
ら
し
い

お
う
小
猫

わ
ざ
わ
ざ
悪
い
な

 
も
ち
ろ
ん
八
幡
に
は
何
を
言

て
も
無

で
あ
る

う
う
ん

私
は

く

物
の
番
を
し
て
た
だ
け
だ
し
ね

わ
ざ
わ
ざ
仕
事
中
に
悪
い
な

お
前
し
か
パ
シ

頼
れ
る
奴
が
い
な
か

た
ん
だ

今
パ
シ
リ

て
言
い
か
け
な
か

た

 
薔
薇
は
目
を
釣
り
あ
が
ら
せ
た
が

当
然
八
幡
に
は
何
の

も

え
ら
れ
な
い

そ
ん
な

な
い
だ
ろ
う

い
つ
も
頼
り
に
し
て
る
か
ら
な
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そ

そ
う

そ
れ
な
ら
い
い
の
よ

ち

ろ
い

 
八
幡
以
外
の
全
員
が
そ
う
思

た
が

 
少
な
く
と
も
明
日
奈

藍
子

木
綿
季
の
三
人
は
薔
薇
と
同
じ
く
ら
い
ち

ろ
い

 
優
里
奈
は
や
や

な
所
が
あ
り
藍
子
も
自
分
で
は
そ
う
思

て
い
る
が
た
だ
の
一
人
よ

が
り
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
私
は
仕
事
に

る
わ
ね

み
ん
な

頑
張

て
ね

 
そ
れ
じ

あ

か

て
た
鍵
と

は
い
こ
れ

差
し
い
れ
ね

 
薔
薇
は
そ
う
言

て
飲
み
物
の
入

た
コ
ン
ビ
ニ
袋
を
差
し
出
し
て
き
た

 
こ
の

り
は
さ
す
が
で
あ
る

お

お
う

な
ん
か
悪
い
な

別
に
い
い
わ
よ

そ
れ
じ

あ
ま
た
会
社
で
ね

あ
あ

ま
た
な

 
そ
う
言

て
去

て
い
く
後

に

女
性

は
憧
れ
の

線
を
向
け
た

薔
薇
さ
ん
格
好
い
い
な
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小
猫
さ
ん

出
来
る
女

て
感
じ

ま
あ
そ
う
だ
な

 
そ
う
答
え
る
八
幡
の

線
は
と
て
も

か
い
物
で
あ

た
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第
１
０
２
４
話
 
部
屋
を
片
付
け
よ
う

さ

て

番
に
重
い
物
を
配
置
し
て
い
く
か

そ
れ
じ

あ
ア
イ

と
り
あ
え
ず
中
へ

 
八
幡
が

令
を
か
け
最
初
に
藍
子
の
部
屋
か
ら
家

や
家

を
中
心
に
配
置
を
行
う
事
と

な

た
よ
し
和
人

ダ
ン
ボ

ル
か
ら
出
し
て
ど
ん
ど
ん
運
ん
で
こ
う

 
二
人
は

や
洗

機
な
ど
を
藍
子
の
指

に

て
配
置
し
て
い
く

 
も

と
も
基
本
的
に
寮
の
部
屋
は
ど
こ
に
何
を
置
く
か
が
決
ま

て
い
る
の
で
そ
の
通
り
に
置

く
事
が
多
い

 
発

ス
チ
ロ

ル
や
ダ
ン
ボ

ル
の
処
理
は
女
性

が
行
い

 
コ
ン
セ
ン
ト
に
繋
い
だ
り

置
の
微
調
整
は
藍
子
自
身
が
行

て
い
た

さ
て

大
体
の
配
置
は
オ

ケ

か
な

ア
イ
の
他
に
二
人
く
ら
い
こ

ち
に
残

て

 

々
と
し
た
物
を
し
ま

ち
ま

て
く
れ

そ
れ
じ

あ
私
が

私
も
こ

ち
に
残
り
ま
す
ね
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優
里
奈
と
ひ
よ
り
が
こ
ち
ら
に
残
り

八
幡
達
は

続
け
て
木
綿
季
の
部
屋
に
向
か

た

 
こ
ち
ら
は
藍
子
の
部
屋
と
同
じ
事
を
す
れ
ば
大
体
オ

ケ

な
の
で

 
先
ほ
ど
よ
り
も
ス
ム

ズ
に
事
が
進
ん
だ

ふ
う
こ
ん
な
感
じ
か
そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
俺
と
和
人
は
ゴ
ミ
を
指
定
の
場
所
に

て

て
く
る
わ

う
ん

残
り
は
私
達
が
何
と
か
す
る
ね

 
八
幡
と
和
人
は
そ
の
ま
ま
外
に

め
て
あ

た
ダ
ン
ボ

ル

を
何
度
か
に
分
け
て
下
に
運

び 
つ
い
で
に
外
を
ホ
ウ
キ
で

い
て

麗
に
し
た

さ
て

ア
イ
の
部
屋
は
ど
う
な

た
か
な

 
藍
子
の
部
屋
に

る
と

優
里
奈
が
部
屋
の
あ
ち
こ
ち
を

麗
に

い
て
い
る
所
だ

た

 
少
し
離
れ
た
所
で
ひ
よ
り
が
台
所

に
物
を
配
置
し
て
い
る

優
里
奈

こ

ち
は
ど
う
だ

あ

は
い

大
分
片
付
き
ま
し
た
よ

そ
れ
と
八
幡
さ
ん

 
こ
こ
に
薔
薇
さ
ん
の
名
前
が
書
い
て
あ
る

物
が
忘
れ
て
あ
る
み
た
い
な
ん
で
す
が
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あ
あ

そ
れ
は
後
で
俺
が
処
理
し
て
お
く
か
ら
気
に
し
な
い
で
く
れ

八
幡

こ

ち
こ

ち

 
そ
こ
に
藍
子
が

室
か
ら
顔
を

か
せ
て
声
を
か
け
て
き
た

お
う

今
行
く

八
幡

そ
れ
じ

あ
俺
は
あ

ち
を
見
て
く
る
わ

悪
い

頼
む
わ

 
和
人
は
そ
う
言

て
木
綿
季
の
部
屋
に
向
か
い

八
幡
は

室
に
入

た

さ
て

俺
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

そ
こ
の
ダ
ン
ボ

ル
を

解
き
し
て
ほ
し
い
の

お
う

分
か

た

 
八
幡
は
藍
子
の
指

に

い

を
つ
い
て
ダ
ン
ボ

ル
を
開

し
た

々
と
し
た
物
が
多
い
な

服
は
ク
ロ

ゼ

ト
に
か
け
て
お
け
ば
い
い
よ
な

う
ん

か
い
と
こ
ろ
は
後
で
私
が
や

て
お
く
わ

そ
れ
に
こ
れ
は

き
枕
か

お
前

本
当
に

き
枕
が
無
い
と

目
な
ん
だ
な

そ
う
な
の
よ

人

の
ぬ
く
も
り
が
私
を
安
眠
さ
せ
る
の
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だ
か
ら
八
幡
も
ち

ん
と
私
の

き
枕
の
役
目
を
果
た
す
の
よ

き
枕
に
ぬ
く
も
り
は
必
要
な
い
と
い
う
か

普
通
枕
は

た
い
も
の
だ
ろ
う
が

 
八
幡
は
そ
う
突

込
む
と

次
に
衣

が
入

た
袋
を

番
に
開
け
て
い

た

靴
下

お
い

こ
う
い
う
の
は
お
前
が
自
分
で
や

た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

い
い
の
い
い
の

そ
こ
は
八
幡
に
見
ら
れ
て
も
平
気
な
物
し
か
入

て
な
い
か
ら

ま
あ
い
い
か

そ
れ
じ

あ

当
に

麗
に
し
ま

て
お
く
か
ら

 
気
に
入
ら
な
か

た
ら
後
で
自
分
で
移
動
さ
せ
て
く
れ

う
ん

そ
れ
で
い
い
わ

と
り
あ
え
ず
ダ
ン
ボ

ル
を
片
付
け
た
い
だ
け
だ
も
の

 
八
幡
は
ク
ロ

ゼ

ト
の
下
に
あ
る
い
く
つ
か
の
収
納
に

麗
に
物
を
し
ま

て
い

た

さ
て
次
は

と

 

が
素
直
な
八
幡
は

え
ら
れ
た
仕
事
は
き
ち
ん
と
こ
な
そ
う
と

 
大
真
面
目
な
顔
で
次
の
袋
に
手
を
入
れ

中
に
入

て
い
た
布
を
取
り
出
し
た

ん

こ
れ
は

 
そ
こ
に
は

に
柔
ら
か
く
小
さ
な
布
が
入

て
お
り
八
幡
は
若

し
つ
つ
そ
の
布
を

開
い
た
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あ
あ
良
か

た
ハ
ン
カ
チ
か
や

ぱ
り
女
子
は
そ
れ
な
り
に

を
持

て
る
ん

だ
なま

あ
ロ

テ

シ

ン
で
使
う
に
し
て
も

い
く
つ
か
は
無
い
と
ね

 
そ
の
袋
の
中
に
は
ど
う
考
え
て
も
十

以
上
の
ハ
ン
カ
チ
が
入

て
い
る
と
思
わ
れ

 
八
幡
は
さ
す
が
に
多
す
ぎ
な
い
か
と
思
い
つ
つ
ハ
ン
カ
チ
を

番
に
収
納
の
中
に
し
ま

て

い

た

 
だ
が
そ
れ
は
藍
子
に
よ

て
張
り
巡
ら
さ
れ
た

な
罠
で
あ

た

 
ハ
ン
カ
チ
が
出
て
き
た
せ
い
で

感
が
す

か
り
無
く
な

た
八
幡
は

 
そ
の
ま
ま
次

更
に
次
と
流
れ
作
業
の
よ
う
に
布
を
取
り
出
し
て
い
き

 
そ
し
て
五

目
の
布
を
無

で
取
り
出
し
た
八
幡
は

 
そ
の
大
き
さ
が
先
ほ
ど
よ
り
も
大
き
い
事
を

し
み
つ
つ
目
の
前
で
そ
の
布
を
広
げ
て
み

た 
そ
の

間
に
パ
シ

と
シ

タ

の
音
が
し

八
幡
は

て
て
そ
ち
ら
を
見
た

た
ど

な
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何
故
藍
子
が
そ
ん
な
事
を
し
た
の
か
分
か
ら
ず
八
幡
は
困
惑
し
な
が
ら
目
の
前
の
布
に
顔
を

し
た

 
そ
こ
に
は
見
事
な
ま
で
に
三

を
し
た
布
が
あ
り

八
幡
は

て
て
そ
れ
を
手
放
し
た

お
わ

お
い
お
前

こ
こ
に
は
見
ら
れ
て
い
い
物
し
か
置
い
て
な
い

て
言

た
じ

な

い
か
よ

だ
か
ら
八
幡
に
見
ら
れ
て
も
い
い
も
の
じ

な
い

 
ふ
ふ

私
の
パ
ン
ツ
を
じ

と
見
つ
め
る
八
幡
の

を
つ
い
に
写
真
に
収
め
た
わ

 
そ
う
言

て
藍
子
は
ス
マ
ホ
を
操
作
し

八
幡
は
そ
ん
な
藍
子
に
襲
い
か
か

た

お

お
前

と
り
あ
え
ず
そ
れ
を
消
せ

ふ
ふ
ん
も
う
無

よ
写
真
は

に
送

て
し
ま

た
わ
そ
の
メ

ル
も

に

済
み

よ
く
そ

油
断
し
た

 
八
幡
は
そ
う

き
つ
つ

藍
子
の

に
拳
骨
を
落
と
し
た

い

い

と
り
あ
え
ず
写
真
は
消
さ
せ
て
も
ら
う
か
ら
な
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こ

ち
は
そ
ろ
そ
ろ
良
さ
そ
う
だ
し

俺
は
木
綿
季
の
部
屋
に
行

て
く
る

う

気
者

意
味
が
分
か
ら
ん

 

め
に
明
日
奈
に
言
い

し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
考
え

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
木
綿
季
の
部
屋
に
向
か
う
事
に
し
た

優
里
奈

ひ
よ
り

後
は
任
せ
た

あ

は
い

任
せ
て
下
さ
い

も
う
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
か
ら

 
そ
し
て
八
幡
は
木
綿
季
の
部
屋
に
入
り

明
日
奈
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
そ
こ
で
は
丁
度
明
日
奈
と
木
綿
季
が
ス
マ
ホ
を
見
て
い
た

な
予
感
が
し
た

あ

八
幡
君

 
そ
の
明
日
奈
の
口
調
が
多
分
に
同
情
を

ん
だ
も
の
だ

た

 
八
幡
は
そ
れ
で

藍
子
が
写
真
を
誰
に
送

た
の
か
知

た

え
え
と

八
幡
君

ど

ど
ん
ま
い
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お

お
う

分
か

て
く
れ
る
か

 
ど
う
や
ら
明
日
奈
が

て
い
な
い
と
分
か
り

八
幡
は
安

し
た

そ
の
写
真
は
と
り
あ
え
ず
消
し
と
い
て
く
れ

う

う
ん

え

消
し
ち

う
の

木
綿
季
は
あ
あ
い
う
風
に
育

ち

だ
め
だ
ぞ

さ
す
が
に
ア
イ
み
た
い
に
は
な
ら
な
い

て

 
あ

で
も
写
真
は

内
フ

ル
ダ

に
ち

ん
と
保
存
し
た
か
ら
ね

八
幡
の
こ
の
き

と

ん
と
し
た
顔

え

俺

そ
ん
な
顔
を
し
て
た
か

う
ん

ち

と
見
て
み
る

 
明
日
奈
は
藍
子
の
下
着
を
指
で

し
な
が
ら
八
幡
に
写
真
を
見
せ
て
き
た

間
抜
け
な
顔
を
し
て
る
な

本
当
に
き

と
ん
と
し
て
る

て
感
じ
だ
よ
ね

ふ
ふ

 
そ
う
言

て
明
日
奈
は
写
真
を
消
し
て
く
れ
た
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こ
れ
で
お
か
し
な
写
真
は
全
部
消
え
た
か

元
の
は
消
し
て
き
た
か
ら
な

そ
う
な
ん
だ

 
明
日
奈
は
内
心
で

あ
の
藍
子
が
そ
ん
な
に

い
か
な
と
思

た
り
も
し
て
い
た
が

 
ま
あ
こ
れ
は
そ
こ
ま
で
実
害
が
あ
る
写
真
で
は
な
い
と
考
え

そ
の
事
は
忘
れ
る
事
に
し
た

 
お
そ
ら
く
藍
子
が
こ
れ
を
悪
用
す
る
事
は
な
く
あ

て
も
自
分
で
楽
し
む

度
だ
と
判
断
し

た
か
ら
だ

さ
て

こ

ち
の
片
付
け
の
調
子
は
ど
う
だ

う
ん

こ

ち
も
大
体
終
わ
り
か
な

向
こ
う
よ
り
人

が
多
い
し
ね

そ
う
か
そ
う
か

よ
し

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
引
越
し
祝
い
の

い
出
し
に
行
く
か

ど

ち
の
部
屋
に
集
ま
る

ア
イ
の
部
屋
で
い
い
だ
ろ

ユ
ウ
の
部
屋
を

す

に
は
い
か
な
い
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
は

と

き
出
し
た

や
だ

そ
れ

て
仕
返
し

仕
返
し
に
も
な
ら
な
い

度
の

が
ら
せ
だ
け
ど
な

 
残

た
ゴ
ミ
は
明
日
の
朝
に
ア
イ
に
自
分
で
出
さ
せ
よ
う
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ま
あ
そ
れ
く
ら
い
が

当
だ
ね

 
明
日
奈
は
ふ
ふ

と
微
笑
み

片
付
け
に

た

そ
れ
じ

あ
俺
は

和
人
と
一

に

い
出
し
に
行

て
く
る
わ

 
つ
い
で
に
残

た
ダ
ン
ボ

ル
も
全
部
出
し
て
く
る
か
ら
な

う
ん

お
願
い

お

い
和
人

そ
ろ
そ
ろ

い
出
し
に
行
こ
う

オ

ケ

力
仕
事
だ
な

あ
そ
う
だ
ん

里
香
と
珪
子
ど

ち
か
手
が
あ
く
よ
う
な
ら
一

に
来
て
く
れ
る
か

 

い
物
に
女
子
の
意
見
も
欲
し
い
か
ら
な

あ

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
私
が

 
珪
子
の
手
が
丁
度
空
い
た
よ
う
で

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
キ

ト
で
近
く
の
ス

パ

に

い
物
に
出
か
け
た

 
珪
子
は
産
ま
れ
て
初
め
て
の
キ

ト
の
助
手

で
あ
る

う
わ

う
わ

こ
こ
に
座
る
の
が
夢
だ

た
ん
で
す
よ

あ
は
は
は
は

い
つ
で
も
乗
せ
て
や
る

て
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そ
う
も
い
か
な
い
の
が
女
の
子
の
世
界
な
ん
で
す
よ

そ

そ
う
い
う
も
ん
か

は
い

そ
う
な
ん
で
す

 
三
人
は
笑
い
な
が
ら
ス

パ

に
行
き

大

の
物
資
を

入
し
た

 
そ
の
合
間
に
八
幡
は
ピ
ザ
の
デ
リ
バ
リ

を

話
注
文
す
る

九
人
が
楽
し
く
飲
み
食
い
す
る

分
の
料
理
を

 
全
部
ス

パ

の
出
来
合
い
だ
け
で

う
の
は
さ
す
が
に
面
倒
な
の
だ

よ
し

こ
ん
な
感
じ
か

い
物
も
こ
れ
な
ら
バ

チ
リ
で
す

飲
み
物
は
さ
す
が
に
重
い
な

ち

と
先
に
行

て
る
わ

お
う

頼
む
わ

 
和
人
が
先
に
飲
み
物
を
持

て

場
へ
向
か
い

 
八
幡
と
珪
子
は
残

た
品
を
ビ
ニ

ル
に
入
れ

後
か
ら
キ

ト
に
向
か

た

珪
子

こ
れ
か
ら
あ
の
二
人
の
事

宜
し
く
頼
む
な

は
い

任
せ
て
下
さ
い
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珪
子
は
八
幡
に
頼
ら
れ

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
答
え
た

 
珪
子
に
と

て
は
こ
ん
な
機
会
は
滅
多
に
あ
る
事
で
は
な
く

 
ま
る
で
新
婚
気
分
で
八
幡
と

ん
で
一

に

物
を
運
ん
で
い

た

大
丈
夫
か

重
く
な
い
か

は
い

こ

ち
は
大
丈
夫
で
す
よ

そ
う
か

足
元
に
気
を
つ
け
て
な

珪
子
は
よ
く
転
ぶ
か
ら
な

も
う

私
だ

て
成
⻑
し
て
る
ん
で
す

て
ば

 
そ
ん
な
た
わ
い
な
く
も
楽
し
い
会
話
を
し
な
が
ら
二
人
は
キ

ト
の
所
に

り

 

物
を

ん
で
学
校
の
寮
へ
と

た

 
そ
こ
か
ら
ま
た

先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に

物
を
分
担
し
て
藍
子
の
部
屋
に
運
び
込
ん
だ

お

麗
に
な

た
な

 
お
そ
ら
く
明
日
奈
達
の
部
屋
か
ら
持

て
き
た
の
だ
ろ
う

 
そ
こ
に
は
ク

シ

ン
が

山

べ
ら
れ
て
お
り
居
心
地
が
い
い
よ
う
な
空
間
が
作
ら
れ
て

い
た

 
藍
子
は
先
ほ
ど
の

き
枕
を

い
て
ご
満

な
様
子
で
あ
る
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よ

し

て
き
た
物
を
今
の
う
ち

べ
ち
ま
う
か

 
真
ん
中
は
ピ
ザ
が
二

置
け
る
ス
ペ

ス
を
開
け
て
お
い
て
く
れ
よ

あ

注
文
し
た
ん
だ

お
う

い
物
中
に
頼
ん
だ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ

く
は
ず
だ

 
果
た
し
て
直
後
に
部
屋
の
イ
ン
タ

ホ
ン
が
鳴
り
藍
子
と
八
幡
が
ピ
ザ
を
受
け
取
り
に
い

た 
当
然

い
は
八
幡
持
ち
で
あ
る

よ

し

真
ん
中
に
置
い
て
く
れ

 
そ
し
て
宴
会
の
準
備
が
揃
い

引
越
し
祝
い
の
会
が
楽
し
く
行
わ
れ
る
事
と
な

た



 第１０２５話 引越し祝い（リアル）

 
第
１
０
２
５
話
 
引
越
し
祝
い

リ
ア
ル

よ

し

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ

ア
イ

ユ
ウ

引
越
し
お
め
で
と
う

あ
り
が
と
う

 
八
幡
が
音

を
取
り

そ
し
て
引

越
し
祝
い
が
始
ま

た

よ

し
み
ん
な

食
え
食
え

ど
ん
ど
ん
食
え

藍
子

木
綿
季

お

を
貸
し
て

取
り
分
け
る
ね

う
ん

あ
り
が
と
う

私
は
肉

肉
が
食
べ
た
い

 
場
は

り
上
が

て
お
り

主
役
の
二
人
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
し
て
い
た

に
私
達
も

初
め
て
の
一
人

ら
し
か

お
い
ア
イ

ち

ん
と
ま
め
に
部
屋
は

し
ろ
よ

も

も
ち
ろ
ん
よ

実
は
私
は

麗
好
き
な
の
よ

こ
い
つ
は
そ
う
言

て
る
が

ユ
ウ

本
当
か
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う

ん

ア
イ
は
そ
う
い
う
の
は
あ
ん
ま
り

ユ

ユ
ウ

裏
切

た
わ
ね

い
や
あ

こ
う
い
う
の
は
正
直
に
言
わ
な
い
と
だ
し

キ
 
藍
子
は
ど
こ
か
ら
か
取
り
出
し
た
ハ
ン
カ
チ
を

え

悔
し
そ
う
な
顔
を
し
た

お
前

そ
れ

リ
ア
ル
で
も
普
通
に
や

て
ん
の
な

こ
れ
が
私
の
芸
風
よ

昭
和
が
ジ

ス
テ

ス
な
の
よ

ま
あ
そ
の
意
見
を
否
定
す
る
気
は
な
い
け
ど
よ

 
八
幡
は

れ
た
よ
う
に
そ
う
言
い

他
の
者
達
に
も
二
人
の
事
を
お
願
い
し
た

み
ん
な
も
二
人
の
事

宜
し
く
頼
む
な

多
分
何
か
し
ら
見
落
と
す
と
思
う
ん
だ
よ
な

も
う
い
く
つ
か
足
り
な
い
も
の
が
出
て
き
て
る
わ
後
で
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
に
行

て
く
る
つ

も
りそ

う
か

そ
れ
く
ら
い
は
俺
が
付
き
合

て
や
ろ
う

ふ
ふ

あ
り
が
と

 
八
幡
は
あ
ん
な
事
が
あ

た
に
も
関
わ
ら
ず

藍
子
に
優
し
か

た
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そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
だ
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
う
い
え
ば
ひ
よ
り
は
最
近
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ど
う
な
ん
だ

そ
う
で
す
ね

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
下
の
層
を
散
歩
し
た
り
し
て
ま
す
よ

 
何
か
懐
か
し
い
な

て
思

て

そ
う
か
そ
う
か

う
ち
は
い
つ
で
も
歓
迎
し
て
や
る
か
ら
な

い
つ
で
も
声
を
か
け
て
く
れ

は
い

そ
の
時
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

 
ひ
よ
り
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

お

ひ
よ
り
は
う
ち
に
入
る
の
か

 
和
人
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

て
く
る

仲
間
が

え
る
と
い
う
の
は
喜
ば
し
い
事
な
の
だ

 
そ
の
相
手
が
学
校
で
親
し
く
し
て
い
る
相
手
で
あ
れ
ば

更
だ
ろ
う

い
ず
れ
は
そ
の
つ
も
り
で
す

す

す
み
ま
せ
ん

何
で
謝
る
ん
だ

て
の

う
ち
は
大
歓
迎
だ

て

な

み
ん
な

 
そ
の
言
葉
に
女
性

も
嬉
し
そ
う
に

い
た

 
そ
し
て
八
幡
が

二
人
に
と

て
は
と
て
も
喜
ば
し
い
話
を

て
き
た

そ
う
い
え
ば
今
週
末
に
姉
さ
ん
達
が
京
都
の
知

さ
ん
の
所
に
行
く
予
定
な
ん
だ
が
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そ
こ
で
先
行
し
て
ノ
リ
の
手
術
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
す
る
事
に
な

て
る
ん
だ
よ
な

え

そ

そ
う
な
の

お
う

手
術
の
時
に
必
要
な

が
も
う
す
ぐ
出
来
る
ら
し
い
ん
だ
が

 
そ
の
手
術
自
体
の
成
功
し
た
動
画
は
も
う
あ
る
ら
し
く
て
な

 
難
し
い
手
術
ら
し
い
が

知

さ
ん
な
ら
完

に
ト
レ

ス
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
さ

そ

か

今
度
は
ノ
リ
が

次
は
シ
ウ
ネ

だ
な

シ
ウ
ネ

用
の

は
多
分
も
う
す
ぐ
完
成
だ

 
か
な
り

果
が
高
い
と
い
う
デ

タ
が
上
が

て
た
か
ら
お
そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で
治
せ
る
は

ず
だや

た

こ
の
調
子
で
絶
対
に
全
員
助
け
る
か
ら
な

う
ん

八
幡

本
当
に
あ
り
が
と
う

い
や

み
ん
な
の
努
力
の
お
か
げ
だ

て

俺
は
大
し
た
事
は
し
て
な
い
か
ら

 
八
幡
は
そ
う

し
た
が

そ
も
そ
も
八
幡
が
い
な
か

た
ら
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ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
ほ
ぼ
壊
滅

態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
は
ず
だ

あ

で
も
二
人
は
学
校
は

当
然
う
ち
に
来
る
事
に
な
る
も

と
も
来
年
の
四
月
か
ら
一
年
間

て
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う

が 
基
本
学
力
が
足
り
て
い
る
事
は

に
確
認
済
み
だ

え

そ

そ
う
な
の

お
う

二
人
は
夜
と
か
に
ち

ん
と
勉
強
し
て
た
み
た
い
で
な

 
高
校
二
年
の

囲
ま
で
は
ほ
ぼ
バ

チ
リ
い
け
る
ら
し
い

そ

そ
う
な
ん
だ

お
前
達
も
負
け
る
な
よ

だ

大
丈
夫

私
達
も
ク
リ
ス
テ

ナ
に
ち

ん
と
教
わ

て
る
か
ら

 
そ
う

二
人
の
所
に
は
紅
莉
栖
の
ア
マ
デ
ウ
ス
が
い
る
の
で
あ
る

ま
あ
確
か
に
あ
い
つ
に
任
せ
れ
ば
安
心
だ
な

 
前
回

験
の
時
に
そ
の
事
を
思
い
知

た
明
日
奈
も

そ
の
言
葉
に
う
ん
う
ん
と

い
た

 

中
で
八
幡
が

ス
マ
ホ
を
い
じ

て
ど
こ
か
に
返
信
し
た
り
も
し
て
い
た
が
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そ
ん
な
明
る
い
話
題
も
交
え
な
が
ら

そ
の
後
も
一
同
は
楽
し
く
お

り
し

 
存
分
に
飲
み
食
い
し

そ
ろ
そ
ろ
八
時
に
な
ろ
う
か
と
い
う

 
こ
こ
で
会
を

め
よ
う
と
い
う
事
に
な
り

み
ん
な
で
仲
良
く
片
付
け
に
入

た

 
そ
ん
な
中

八
幡
と
藍
子

木
綿
季
の
三
人
は
片
付
け
を
免

さ
れ

 
今
の
う
ち
に
コ
ン
ビ
ニ
に

い
物
に
行
く
事
に
な

た

よ
し

足
り
な
い
物
の
リ
ス
ト
は
出
来
た
か

う
ん

バ

チ
リ
よ

と
い
う
か

そ
も
そ
も
ゴ
ミ
袋
が
無
い
か
ら
そ
れ
ま
で
片
付
け
が
終
わ
ら
な
い
ん
だ
よ
ね

あ
あ

そ
う
い
う
の
は
さ
す
が
に
事
前
に
準
備
は
し
な
い
よ
な

 
三
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

コ
ン
ビ
ニ
へ
の
道
を
仲
良
く
歩
い
て
い

た

二
人
と
も

も
う
す

か
り
元
気
に
な

た
な

う
ん

今
こ
う
し
て
八
幡
と
一

に
街
を
歩
い
て
る
の
が
夢
み
た
い

だ
ね

日
凄
く
楽
し
い
よ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の

の

に
嬉
し
そ
う
に
す
が
り
つ
い
た
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お

お
い

歩
き
に
く
い
だ
ろ

そ
の
く
ら
い
我
慢
し
な
さ
い

 
そ
ん
な
三
人
と
す
れ
違
う
時
に
二
人
の
顔
を
見
て
驚
く
者
が
意
外
と
多
い
事
に
八
幡
は
気
が

付
い
た

 
こ
の

り
の
歩
道
は
広
く

六
人
く
ら
い
が
す
れ
違

て
も
十
分
余

が
あ
る

ん

何
で
み
ん
な
お
前
達
を
見
て
驚
く
ん
だ

双
子
だ
か
ら
じ

ほ
と
ん
ど
同
じ
顔
だ
か
ら
ね

そ
り

驚
く
よ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

確
か
に
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は
二
人
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た

く
も
キ
リ

と
し
た
木
綿
季
と
比

べ 
藍
子
は
や
や
の
ん
び
り
と
し
た
顔
つ
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
そ
の
性
格
は
真
逆
な

の
が
面
白
い

よ

し

そ
れ
じ

あ

い
物
を
済
ま
せ
て
さ

さ
と
帰
る
か

う
ん

み
ん
な
待

て
る
だ
ろ
う
し
ね
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私
達
を

じ

な
く
ゴ
ミ
袋
を
だ
け
ど
ね

あ
は
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
急
ぐ
か

う
ん

 
二
人
は
他
に
も
必
要
な
物
を
選
び

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
用
に
分
け
て

入
し
た

 
そ
れ
な
り
の
金

に
な

た
が

ど
ち
ら
も
八
幡
が
会
計
を
し
た
事
で

 
店
員
の
若
い
女
性
が

ま
し
そ
う
な
顔
を
し
た
の
が

象
的
で
あ

た

二
人
と
も

物
は
俺
が
持
つ
ぞ

う
う
ん

そ
う
し
た
ら

が
組
め
な
い
か
ら
い
い
わ

そ
う
そ
う

ボ
ク
達
が
持
つ

て

ま
あ
そ
ん
な
重
い
も
の
じ

な
い
か
ら
大
丈
夫
よ

そ
う
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
が

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
八
幡
と

を
組
み
も
う
片
方
の
手
に
コ
ン
ビ
ニ
袋
を
持

て
歩
き
出
し
た

さ
す
が
に
十
二
月
も
半
ば
だ
と
か
な
り
寒
い
な

ボ
ク
達
は

か
い
よ

八
幡
と
一

だ
し
ね



 第１０２５話 引越し祝い（リアル）

そ
う
だ
な

か
い
な

 
そ
れ
は

純
な

度
の
問
題
だ
け
で
は
な
く

心
の

度
の
問
題
も
あ
る
の
だ
ろ
う

 
今
確
か
に
三
人
は
幸
せ
で
あ

た

そ
し
て
寮
に

た
後
ゴ
ミ
を
分
別
し
て
ビ
ニ

ル
袋

に
分
け

 
そ
れ
は
明
日
の
朝
に
藍
子
が

て
る
事
と
な
り
そ
こ
で
リ
ア
ル
で
の
引
越
し
祝
い
は
終
了
と

な

た

 
続
々
と
一
同
は
自
分
の
部
屋
に

て
い
き

一
応
最
後
ま
で
残

て
い
た
八
幡
は

 
く
れ
ぐ
れ
も
戸
締
り
を
し

か
り
し
て

の
元
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
と
二
人
に
念
押
し
し

 
つ
い
で
に
薔
薇
の
忘
れ
物
は
後
日
取
り
に
く
る
か
ら
と
藍
子
に
告
げ

去

て
い

た

小
猫
さ
ん

何
を
忘
れ
て
い

た
の
か
し
ら

気
に
な
る
け
ど

勝
手
に
開
け
る

に
も
い
か
な
い
ね

さ
て
そ
れ
じ

あ
次
は
十
時
の
予
定
だ

た
わ
ね
今
の
う
ち
に
お
風
呂
に
入

ち

い
ま

し

う
か

そ
れ
じ

あ
ボ
ク
は

パ
ジ

マ
を
持

て
く
る
ね

ユ
ウ

言
わ
れ
た
通
り

戸
締
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
の
よ
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う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
藍
子
の
部
屋
に
集
ま
り
お
風
呂
の
準
備
を
し
て
い
る
間
色
々
と
話
を
し
た

 
そ
れ
は
主
に
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
で
あ

た
が

 
あ
ま
り
八
幡
に
負
担
を
か
け
る
の
は

し

な
い
の
で
基
本
頑
張

て

約
し
よ
う
と
い
う

事
に
な

た

色
々
と
み
ん
な
に
教
え
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

だ
ね

 
し
ば
ら
く
話
し
て
い
る
と

風
呂
場
か
ら
お
湯
が

い
た
音
が

こ
え

 
二
人
は
そ
の
場
で
全

に
な

て
風
呂
場
へ
と
移
動
し
た

 
当
然
服
は
脱
ぎ
散
ら
か
し
た
ま
ま
で
あ
る
が

こ
こ
に
は
そ
れ
を

る
者
は
い
な
い

さ
て

背
中
の
流
し

こ
ね

今
日
は
ボ
ク
が
先
ね

 
二
人
は
仲
良
く
風
呂
に
入
り

そ
の
ま
ま
外
に
出
て
く
る
と

 
何
故
か
二
人
が
脱
ぎ
散
ら
か
し
た
服
が

麗
に

ま
れ
て
い
た

あ

あ
れ

ボ
ク
達
脱
い
だ
服
を
こ
ん
な
に

麗
に

ん
だ

け
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ま

ま
さ
か
侵
入
者

 
二
人
は

り

素

く
パ
ジ

マ
に
着

え
た
後
に

て
て
戸
締
り
の
確
認
を
し
た

戸
締
り
は
ち

ん
と
し
て
る
わ
ね

窓
と
か
も
鍵
が
か
か

て
る
し

れ
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
に
は
誰
も
い
な
い

て
事
は

 
二
人
は
そ
う
言

て
顔
を
見
合
わ
せ
た

無
意
識
に
自
分
で

ん
だ
ん
だ

 
二
人
は
そ
う
言

て
笑
い
合

た

確
か
に
そ
れ
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
だ

 
そ
の

に
二
人
は
気
が
付
か
な
か

た

 
薔
薇
が
忘
れ
て
い

た
と
い
う
ダ
ン
ボ

ル
の
口
の
ガ
ム
テ

プ
が
不
自
然
に
破
か
れ
て
い

る
事
を

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
ま
し

か

う
ん

み
ん
な
待

て
る
だ
ろ
う
し
ね

 
二
人
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
り

そ
の
ま
ま
手
を
繋
い
で
ベ

ド
に
横
た
わ

た
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リ
ン
ク
・
ス
タ

ト



 第１０２６話 続くお祝い

 
第
１
０
２
６
話
 
続
く
お
祝
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
二
人
は
予
定
時
刻
の
少
し
前
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に

を
見
せ
た

準
備
は
手
伝
え
な
か

た
け
ど

ち

ん
と
出
来
て
る
の
か
な

ま
あ
み
ん
な
で
話
す
だ
け
で
も
楽
し
い
し

そ
れ
も
そ
う
ね

 
そ
ん
な
二
人
に
近
付
い
て
く
る
影
が
あ

た

ラ
ン
様

ユ
ウ
キ
様

お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た

さ
あ

こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

えだ

誰

私
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
で
す
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
男
性
は

ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
声
で
そ
う
言

た

 
そ
の
顔
に
は
グ
ロ
ス
フ

イ
ス
マ
ス
ク
が
装
着
さ
れ
て
お
り
ど
ん
な
顔
な
の
か
は

い
知
れ

な
い
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ハ
ウ
ス
メ
イ
ド

 
二
人
は

て
て
リ
ビ
ン
グ
に
駆
け
込
ん
だ

そ
こ
に
は
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
一

に
い
た
人
物

が 

々
と
し
た
態
度
で
そ
の
場
に
座

て
い
た

よハ

ハ
チ
マ
ン

あ
あ

ち

と
用
事
が
あ

た
ん
で
寄
ら
せ
て
も
ら

た
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
の
隣
は
ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

に
ち

か
り

さ
れ
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
の

め
後
ろ
に
は
も
う
一
人
の
グ
ロ
ス
フ

イ
ス
マ
ス
ク
を
つ
け
た
女
性
が
立

て
い
た

そ

そ
ち
ら
の
方
は

初
め
ま
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
で
す
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す

え
え
え
え
え

 
そ
の
女
性
も
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
声
で
そ
う
言
い
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二
人
は
こ
の
事
態
に
混
乱
し
た
が

そ
れ
に
対
し
て
は
ハ
チ
マ
ン
が
説
明
し
た

悪
い

こ
の
二
人
は
俺
の
紹
介
な
ん
だ

そ

そ
う
な
の

あ
あ
だ
か
ら
こ
い
つ
ら
を

め
な
い
で
や

て
く
れ
俺
の
紹
介
じ

断
れ
な
か

た
と
思

う
し
な

ま

ま
あ
そ
れ
は
別
に
い
い
ん
だ
け
ど

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
二
人
の
グ
ロ
ス
フ

イ
ス
マ
ス
ク
が
ど
う
し
て
も
気
に
な
る
よ
う
で

 
チ
ラ
チ
ラ
と
そ
ち
ら
を
見
て
い
る

そ
ん
な

で

俺
は
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
わ

さ
す
が
に
眠
い
か
ら
な

え

く
な
い

も
う
少
し
い
て
く
れ
て
も

ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
ち

と
だ
け
な

や

た

 
そ
れ
に
対
し
て
喜
ん
だ
の
は

ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

の
二
人
で
あ

た

 
二
人
は
喜
び
の
あ
ま
り

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た
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ぐ
ぬ
ぬ

完
全
に
出

れ
た

も

と

く
来
れ
ば
良
か

た
ね

 
二
人
は
そ
ん
な
ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

に
気
を
取
ら
れ

 
ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ
に
立

て
い
た
女
性
が

 
何
か
に

え
る
よ
う
に
拳
を

り
締
め
て
い
る
事
に
気
が
付
か
な
か

た

そ

そ
れ
じ

あ
会
を
始
め
よ
う

 
場
の
空
気
を
変
え
よ
う
と

ジ

ン
が
明
る
い
声
で
そ
う
言

た

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

う

 
ラ
ン
も
こ
の
空
気
は
ま
ず
い
と
思

た
の
か

自
分
か
ら
そ
う
言
い
出
し

 
一
転
し
て
場
は
お
祝
い
ム

ド
に
な

た

そ
れ
じ

あ
料
理
と
飲
み
物
を
お
願
い

分
か
り
ま
し
た

 
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
の
二
人
が
そ
う
言

て
キ

チ
ン
の
方
へ
行
き
料
理
と
飲
み
物
を
持

て
き

た 
飲
み
物
は
ど
う
や
ら
街
中
で

て
い
る
物
の
よ
う
だ
が
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料
理
は

目
と
は
い
え

ち

ん
と
自
分
で
調
理
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
だ

た

う
わ

思

た
よ
り
し

か
り
し
た
物
が
出
て
き
た
わ
ね

二
人
は
も
う
お
腹
い

ぱ
い
だ
ろ
う
か
ら

い
物
を
用
意
し
て
も
ら

た
よ

ち
な
み
に
こ
の
メ
イ
ド
さ
ん
が
作

た
ん
だ

そ

そ
う
な
ん
だ

ハ
ウ
ス
メ
イ
ド

て
料
理
も
出
来
る
の
ね

 
ラ
ン
は
知
ら
な
い
が
普
通
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
は
ス
キ
ル
を
取
ら
せ
な
い
と
料
理
は
出
来
な
い

 
メ
リ
ダ
は
元
々
料
理
ス
キ
ル
を
持

て
い
た

こ
う
し
て
料
理
が
出
来
る
の
だ

兄
貴
も
ど
う
ぞ

お
う

サ
ン
キ

 
ノ
リ
が
調
子
に
乗

て

あ

ん
を
し
て
き
た
の
を

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
そ
の
ま
ま
口
に
し
た

あ
あ
あ
あ
あ

ん

何
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は

次
に
シ
ウ
ネ

が
差
し
出
し
て
き
た
料
理
を
口
に
し
た

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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だ
か
ら
何
だ
よ
ラ
ン

だ

て
い
つ
も

私
が
あ

ん
を
す
る
と

そ
う
に
す
る
じ

な
い

だ

て
お
前
の
場
合

何
と
な
く
下
心
が

け
て
見
え
る
ん
だ
も
ん
よ

な

何
で
バ
レ
て
る
の

や

ぱ
り
か
よ

 
そ
の
時
ユ
ウ
キ
が
ス

と
動
き

ハ
チ
マ
ン
に
あ

ん
を
し
た

お

サ
ン
キ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
も
口
に
し
ラ
ン
は

か
ん
と
し
た
後
自
分
も
同
じ
事
を
し
よ
う
と
し
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は

断

と
し
て
そ
れ
を

否
し
た

何
で
よ

自
分
の
胸
に

い
て
み
ろ
よ

お
前
さ

き
何
て
言

た
よ

分
か

た
わ

私
の
巨

に

を
押
し
当
て
て

い
て
み
て

そ
れ
で
私
の

白
が
証
明
さ

れ
る
わ

 
そ
ん
な
ラ
ン
を
見
て

男
性

も
苦
笑
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

ラ
ン
は
相
変
わ
ら
ず
だ
よ
な
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さ

き
自
白
し
て
た
よ
ね

兄
貴
が
そ
ん
な
事
を
す
る
は
ず
が
な
い
だ
ろ
う
に

 
ラ
ン
は
そ
の
声
を
無

し

ハ
チ
マ
ン
に
詰
め
寄

た

ほ
ら

こ
れ
が
好
き
な
ん
で
し

う

お
わ

や
め
ろ

俺
の
顔
に
胸
を
押
し
付
け
ん
な

い
い
じ

な
い

ほ
ら

ほ
ら

 
そ
の
時
八
幡
の
後
ろ
に
立

て
い
た
女
性
が
ス

と
動
き
ラ
ン
の
首

こ
を
掴
ん
で
持
ち

上
げ
た

な

何
す
る
の
よ

ラ
ン

い
い
加

に
し
な
さ
い

 
そ
の
声
に
懐
か
し
い

き
を
感
じ
た
ラ
ン
は

驚
い
た
顔
で
動
き
を
止
め
た

ラ
ン

ど
う
し
た

 
そ
ん
な
ラ
ン
に
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う

ね
て
き
た

お
そ
ら
く
わ
ざ
と
で
あ
ろ
う

え

だ

て
今
の
声

私
の
声
が
ど
う
か
し
ま
し
た
か
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メ
リ
ダ
の
声
に
凄
く
似
て
る

そ
う
か

メ
リ
ダ
は
も

と
か
わ
い
い
声
を
し
て
た
だ
ろ

メ
リ
ダ
の
声
が
か
わ
い
い

あ
れ
は
か
わ
い
い
と
い
う
よ
り
は

ア
ニ
メ
声

て
感
じ
じ

な
い誰

が
ア
ニ
メ
声
だ

て

あ

ち

 
突
然
女
性
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
が
そ
う
言
い

男
性
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
が

て
た
声
を
出
し
た

ち

待

あ
れ

今
の
声
も
ど
こ
か
で

 
ユ
ウ
キ
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た
が

 
そ
の
直
後
に
女
性
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
が
グ
ロ
ス
フ

イ
ス
マ
ス
ク
を
外
し

 
ラ
ン
の

に
い
き
な
り

撃
ち
を
し
た

ぎあ
 
ラ
ン
が
女
の
子
に
あ
る
ま
じ
き
声
で
そ
う
言
い
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女
性
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
の
顔
を
ま
と
も
に
見
た
ユ
ウ
キ
は
驚
い
た
声
を
上
げ
た

 
だ
が
ラ
ン
は
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
の
反
応
に
気
付
く
事
も
な
く

り
返

て
女
性
メ
イ
ド
に
抗
議

し
た何

で
メ
イ
ド
が
こ
ん
な
事
を
す
る
の
よ

そ
も
そ
も
メ
イ
ド
と
い
う
の
は

て

 
え

メ

メ
リ
ダ

 
そ
こ
に
は
メ
リ
ダ
の

若
顔
が
あ
り
ラ
ン
は
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
た
後
ユ
ウ
キ
の
方
に

り
返

た

 
ユ
ウ
キ
が
驚
い
た
顔
の
ま
ま
ラ
ン
に

く

え

え

 
そ
し
て
再
び

り
向
い
た
ラ
ン
の
顔
に
自
分
の
顔
を
近
付
け
メ
リ
ダ
が
ド
ス
の
利
い
た
声
を

出
し
た

ラ
ン

私
が
い
な
く
な

た
後

分
と
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
る
み
た
い
ね

い

い
や

違

 
メ
リ
ダ
の

場
に
驚
く
暇
も
な
く

ラ
ン
は
そ
う
言
い

を
し
た

 
メ
リ
ダ
は
実
は

ハ
チ
マ
ン
が

む
と
か
な
り
怖
い
の
だ
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さ
す
が
の
ラ
ン
も

れ
る
メ
リ
ダ
に
は
敵
わ
な
い

言
い

す
ん
な

 
メ
リ
ダ
は
そ
う
言

て
ラ
ン
の

に
ま
さ
か
の

突
き
を
か
ま
し

 
そ
れ
で
ラ
ン
は
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

きお
い

今
こ
い
つ

わ
ざ
わ
ざ
口
で

き

と
か
言
い
や
が

た
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
驚
い
た
声
を
上
げ
る

さ
す
が
ラ
ン

こ
ん
な
時
に
も
ネ
タ
を

ん
で
く
る
と
か

チ

相
変
わ
ら
ず
タ
フ
ね

 
最
後
の
セ
リ
フ
は
メ
リ
ダ
の
セ
リ
フ
で
あ
る

 
そ
の
言
葉
通
り

が
ば

と

き
上
が

た
ラ
ン
は

今
度
は
メ
リ
ダ
に
詰
め
寄

た

ち

と
メ
リ
ダ

え

え

本
物

そ
れ
と
も

霊

も
し
か
し
て
私

天
国
に
行

ち

た

自
分
の
天
国
行
き
を
疑
わ
な
い
そ
の
態
度

相
変
わ
ら
ず
だ
ね

ラ
ン
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本
物

メ
リ
ダ

メ
リ
ダ

 
そ
こ
に
横
か
ら
ユ
ウ
キ
が
タ

ク
ル
を
し
て
き
た

メ
リ
ダ

そ

そ
れ
じ

あ
そ

ち
は

は

も
う
ち

と
引

張
る
つ
も
り
だ

た
の
に
バ
レ
ち

た
ね

 
そ
う
言

て
男
性
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
は
グ
ロ
ス
フ

イ
ス
マ
ス
ク
を
外
し

 
そ
の
下
か
ら
ク
ロ

ビ
ス
が
顔
を

か
せ
た

ク
ロ

ビ
ス

 
二
人
は
再
び
驚
愕
し

ラ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に

り
返

た

こ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
の
仕
込
み
ね

そ
の
前
に
お
前
達

そ
の
二
人
に
お

を
言

た
方
が
い
い

 
お
前
達
の
体
を
治
す

を
作

た
の
は
こ
の
二
人
だ

えそ

そ
う
な
の
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ま

ま
あ
そ
う
か
な

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は

い
た

あ
り
が
と
う

 
二
人
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
何
の
疑
問
も
持
た
ず
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
に

き
つ
き

 
わ
ん
わ
ん
と

き
出
し
た

そ
こ
に
残
り
の
男
性

も
徐
々
に
加
わ

て
い
き

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
光
景
を
見

け
た
後

そ

と

に
い
た
二
人
に

打
ち
し
た

ノ
リ

シ
ウ
ネ

そ
れ
じ

あ
俺
は
帰
る
か
ら
な

後
は
水
入
ら
ず
で
楽
し
む
ん
だ
ぞ

う
ん

兄
貴

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ノ
リ
は
来
月
く
ら
い
に
は
手
術
が
出
来
そ
う
だ
し
シ
ウ
ネ

も
多
分

で
病
気
が
完
治
す
る

 
来
年
四
月
く
ら
い
か
ら

俺
が
い
る
学
校
に
通
わ
せ
る
予
定
だ
か
ら

 
一
応
準
備
は
し
て
お
い
て
く
れ
よ

体
的
に
は
学
力
の
向
上
だ
け
ど
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
で
二
人
は
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
の
言
葉
は
真
実
な
の
だ
と
実
感
し

 
そ
の
目
を
大
き
く
見
開
い
た

分
か

た

待

て
て
ね

兄
貴
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来
年
に
は
直
接
会
え
る
ん
で
す
ね

そ
う
だ
な

ま
あ
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要
も
あ
る
か
ら

そ
れ
も
頑
張
れ
よ

は
い

 
そ
し
て
二
人
も
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
を
囲
む

に
加
わ

て
い
き

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ

と
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
を
後
に
し
た

 
そ
う
い
う

だ

た
の
ね

ま

た
く
も
う

ハ
チ
マ
ン
は
秘
密
主
義
な
ん
だ
か
ら

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
は
ず

と
一

な
の
ね

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

 
そ
の
時
ク
ロ

ビ
ス
が

ど
こ
か
か
ら
の
通
信
を
受
け
取
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た

 
別
サ

バ

で
加
速
し
て
い
る
自
分
と
の
記
憶
が
同
期
し
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
事
は
メ
リ
ダ
以
外
の
他
の
者
達
に
は
分
か
ら
な
い

あ

ち

と
待

て

今
新
し
い
情
報
が
来
た
よ

ノ
リ
の

完
成
し
た

て

え
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日
か
ら
一
日
し
か

て
な
い
の
に

さ

き
の
兄
貴
の
情
報
よ
り
更
に

い

あ

し
い
事
は
言
え
な
い
ん
だ
け
ど

ま
あ
と
に
か
く
完
成
し
た
か
ら

 
後
は
認
可
が
下
り
る
の
を
待
つ
だ
け
み
た
い

 
凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
感
で
は
あ
る
が

 
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
に
と

て
は

も
う
あ
れ
か
ら
半
年
が

て
い
る
の
だ

え

と

治
験
と
か
い
う
の
は

そ
れ
も
理
由
は
言
え
な
い
け
ど

も
う
終
わ

た

て

え
え
え
え
え

 
実

は

年

で
か
か
る
の
だ
が

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
機
能
を
組
み
合
わ
せ
る
事
で

 
今
の
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
の
期
間
を
相
当

す
る
事
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る

や

た

ノ
リ

お
め
で
と
う

え

ほ

本
当
に

 
ノ
リ
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
顔
で
そ
う
言

た

実

日
の
今
日
だ
け
に
信
じ
ら
れ
な
い



 第１０２６話 続くお祝い

だ
ろ
う

 
こ
う
し
て
場
は
更
な
る
喜
び
に
包
ま
れ
本
来
の
目
的
で
あ
る
二
人
の
引
越
し
祝
い
と
同
時
に

 
ノ
リ
の
体
を
治
す

に
必
要
な

が
完
成
し
た
お
祝
い
も
行
わ
れ
る
事
に
な

た

  
そ
し
て
お
祝
い
が
終
わ
り

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
明
日
の
学
校
に
備
え
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
ジ

ン
達
も
眠
り
に
つ
き
残
さ
れ
た
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
も
ス
リ

プ
モ

ド
に
入
る
事

に
し
た

そ
れ
じ

あ
僕
は
休
止
し
て
お
く
ね

そ

ち
は
頑
張

て

ま
あ
動
く
の
は
明
日
の
朝
だ
け
ど
ね

 
二
人
は
そ
う
言
い

そ
の

を
消
し
た

 

学
的
な
事
に
関
し
て
は
話
の
都
合
で
フ

ン
タ
ジ

が
混
じ

て
る
の
で
流
し
て
下
さ
い



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
１
０
２
７
話
 
予
想
も
し
な
い
侵
入
者

 
次
の
日
の
朝

時
刻
は
ま
も
な
く
七
時
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
が

 
ま
だ
藍
子
と
木
綿
季
は

き
合
い
な
が
ら
眠

て
い
た

む
に

は

八
幡

そ
ん
な
と
こ
触

ち

目
だ

て
ば

 
藍
子
が
そ
ん
な

言
を
言

た

間
に

藍
子
の

に
い
き
な
り
衝
撃
が
走

た

 
バ
シ
ン

い

い

一
体
何
な
の

こ
ら
藍
子

八
幡
さ
ん
を
エ
ロ
い
夢
に

場
さ
せ
ん
な

そ

そ
ん
な
の
私
の
意
思
で
ど
う
に
か
出
来
る
事
じ

 

て

え

今

た
の
は
誰

誰
か
い
る
の

 
藍
子
は

て
て
飛
び

き

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た
が
そ
こ
に
は
誰
も
い
な
い

ふ
わ
あ

ア
イ

う
る
さ
い

て
ば

 
藍
子
が

が
し
く
し
た
せ
い
か

木
綿
季
も
そ
れ
で
目
覚
め
た
ら
し
い

 
木
綿
季
は
上
半
身
を

こ
し

大
き
く

び
を
し
な
が
ら
ア
ク
ビ
を
し
た



 第１０２７話 予想もしない侵入者

 
そ
ん
な
木
綿
季
に
藍
子
が

て
た
声
で
言

た

ユ
ウ

こ
の
部
屋
に
何
か
い
る
わ
よ

 
木
綿
季
は
ま
だ

ぼ
け

で
あ

た
が

そ
の
言
葉
で
一
気
に

が
覚

し
た

え

な

何
が
い
る
の

分
か
ら
な
い
け
ど

今
私
の

を
誰
か
が
叩
い
た
わ

え
え
え
え
え

も

も
し
か
し
て
オ
バ
ケ
と
か

か
も
し
れ
な
い
わ
ね

ど
う
し
よ
う

部
屋
を
変
え
て
も
ら
う
べ
き
か
し
ら

そ
ん
な
の
い
る

な
い
で
し

う
が

 
そ
の
声
は
背
後
か
ら

こ
え

二
人
は

て
て
そ
ち
ら
を
見
た

え

ぬ

ぬ
い
ぐ
る
み

る
前
は
こ
ん
な
の
絶
対
無
か

た
よ
ね

 
そ
こ
に
は
い
つ
の
間
に
か

手
に
ハ
リ
セ
ン
を
持

た
ぬ
い
ぐ
る
み
が
置
か
れ
て
い
た

 
今
木
綿
季
が
言

た
が

当
然
二
人
に
は
そ
ん
な
物
を
置
い
た
記
憶
は
な
い

何
こ
れ

や

ぱ
り
オ
バ
ケ
な
ん
じ
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で
も
こ
れ

誰
か
に
似
て
い
る
よ
う
な

 
藍
子
は
そ
う
言

て
ぬ
い
ぐ
る
み
に
手
を

ば
し
た

 
そ
の

間
に
そ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は

藍
子
の
手
を
ハ
リ
セ
ン
で
バ
シ

と
叩
い
た

きぬ

ぬ
い
ぐ
る
み
が
動
い
た

待

て
待

て

こ
れ

て
も
し
か
し
て

は
ち
ま
ん
く
ん
と
同
じ
物
じ

な
い
の

よ
く
分
か

た
わ
ね

そ
の
通
り
よ

う
わ
あ
あ
あ
あ

 
二
人
は

て
て
飛
び

き
る
と

部
屋
の

へ
と
避
難
し

そ
こ
で

き
合

た

 
い
く
ら
は
ち
ま
ん
く
ん
の
存
在
を
知

て
お
り

 
自
分
達
も
少
し
前
に
人
ぬ
い
ぐ
る
み
の
中
の
人
を
や

て
い
た
と
は
い
え

 
心
当
た
り
が
な
い
ぬ
い
ぐ
る
み
の
い
き
な
り
の
出
現
に
は
や
は
り
恐
怖
を
覚
え
た
の
で
あ
る

ふ
ふ
ん

サ
プ
ラ
イ
ズ
は
成
功
ね

あ
れ

そ

そ
の
声

ま
さ
か
メ
リ
ダ
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二
人
は
何
度
目
か
の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
言
葉
を

い
て
や

と
そ
れ
が
誰
の
声
な
の
か
理
解
し

た
正
解

私
は
め
り
だ
ち

ん
よ

し
ば
ら
く
こ
こ
で
お
世
話
に
な
る
か
ら
宜
し
く
ね

え
え
え
え
え

 
め
り
だ
ち

ん
は
ハ
リ
セ
ン
を
持

た
手
を

こ

こ

り

二
人
は
絶
叫
し
た

て
い
う
か
何
で
ハ
リ
セ
ン

ハ
リ
セ
ン
じ

な
い

こ
れ
は

よ

意
味
不
明
な
ん
だ
け
ど

あ
あ
も
う

う
る
さ
い

ほ
ら

さ

さ
と
顔
を
洗

て
き
な
さ
い

 
今

の

徹
は
血
に

え
て
い
る
わ
よ

あ

は
い

 
二
人
は
反
射
的
に
そ
う
言
う
と

洗
面
所
へ
と
駆
け
込
ん
だ

ち

と
ア
イ

こ
れ

て
ど
う
い
う
事

と
い
う
か

ど
う
や

て
部
屋
の
中
に
入

た
の
か
し
ら

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら

そ

と
リ
ビ
ン
グ
を

い
た
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ど
う
や
ら
め
り
だ
ち

ん
は
台
所
で
朝
御

を
作

て
い
る
よ
う
で

 
キ

チ
ン
か
ら
は
何
か
が
焼
け
る
音
と

歌
が

こ
え
て
く
る

一
体
い
つ
侵
入
さ
れ
た
の
か
し
ら

と
い
う
か
こ
れ

絶
対
に
八
幡
の
差
し
金
だ
よ
ね

あ

ま

ま
さ
か

 
藍
子
は
そ
う
言

て
再
び
リ
ビ
ン
グ
を
見
た

 
そ
し
て
薔
薇
が
忘
れ
て
い

た
と
い
う

の
口
が
開
い
て
い
る
の
を
見
て

 
め
り
だ
ち

ん
が
ど
う
や

て
部
屋
に
侵
入
し
た
の
か
を
知

た

見
な
さ
い
ユ
ウ

き

と
小
猫
さ
ん
が
忘
れ
て
い

た

て
い
う

に
入

て
い
た
ん
だ
わ

そ

か

あ
れ
は
忘
れ
て
い

た
ん
じ

な
く
て

 
多
分
八
幡
に
言
わ
れ
て

け
に
き
た
だ
け
だ

た
ん
だ

ぐ
ぬ
ぬ

八
幡
め

ど
う
し
て
く
れ
よ
う
か

 
そ
う

・ぐ
・ぬ
・ぬ
・る

藍
子
を
見
て

木
綿
季
が
首
を

げ
た

ん

ア
イ
は
め
り
だ
ち

ん
が
い
る
の
が

な
の

へ



 第１０２７話 予想もしない侵入者

 
そ
の
言
葉
に
藍
子
は
き

と
ん
と
し
た

う
う
ん

別
に

じ

な
い
わ
ね

な
ら
い
い
じ

な
い

八
幡
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
思
え
ば

確
か
に
そ
う
ね

 
本
質
を
突
い
て
き
た
木
綿
季
の
お
か
げ
で
藍
子
は
そ
の
事
に
気
付
き

 

々
と
リ
ビ
ン
グ
へ

り

め
り
だ
ち

ん
に
声
を
か
け
た

め
り
だ
ち

ん

来
て
く
れ
て
嬉
し
い
わ

え

何
そ
れ

素
直
な
藍
子
と
か
珍
し
い
ね

 
め
り
だ
ち

ん
は
そ
う
答
え
つ
つ
も

そ
の
声
は
嬉
し
そ
う
で
あ

た

で
も
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
に
な

た
の

そ
れ
に
は
先
ず
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
話
か
ら
か
な

 
最
初
は
ね

普
通
に

操
作
の
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て

て
く
る
つ
も
り
だ

た
の
よ

 
で
も
技
術
的
に
難
し
い
ら
し
く
て
ね

ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
ら
い
け
る

て
事
で

 
私
と
ク
ロ

ビ
ス
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
に

付
け
ら
れ
た
ん
だ
け
ど

 
こ
の
言
葉
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
が
ま
だ
実
現
さ
せ
て
い
な
い
技
術
を
重
村
教

が
持

て
い
る
事
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が
分
か
る

 
さ
す
が
は
茅
場

の
先
生
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

そ
の
開
発
の
後
に

藍
子
と
木
綿
季
の
引
越
し
が
決
ま

て
ね

 
八
幡
さ
ん
は

二
人
の
事
が
心
配
に
な

た
の
よ

 
本
当
に
二
人
が
一
人

ら
し
な
ん
か
出
来
る
の
か

て
ね

ぐ
ぬ
ぬ

失

な

で

出
来
る
よ

多
分

 
そ
の
反
応
を
見
る
限
り

二
人
は
内
心
で
は
あ
ま
り
自
信
が
無
か

た
よ
う
だ

ま
あ
そ
ん
な

で

急

め
り
だ
ち

ん
と
く
ろ

び
す
く
ん
の
製
作
が
決
ま

た
の

え

ク
ロ

ビ
ス
も
こ
こ
に
い
る
の

 
そ
う
言

て
藍
子
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

う
う
ん

い
な
い
わ
よ

だ

て
ほ
ら

さ
す
が
に
女
の
子
の
部
屋
に

 
中
身
が
男
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
い
る

て
の
は
ま
ず
い
で
し

あ

確
か
に

で
も
ま
あ
存
在
は
し
て
る
よ

多
分
い
ず
れ
は
ジ

ン
達
の
所
に
行
く
ん
じ

な
い
か
な
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あ
あ

確
か
に
そ
れ
が

当
よ
ね

ち
な
み
に
私
の
ベ

ス
に
な

た
の
は

あ
い
こ
ち

ん
だ
か
ら
ね

え

私

そ
の
中
身
ね

・ガ
・ワ

は
中
に
綿
を
詰
め
て

眠
り
の
森
に
置
い
て
き
た
ん
で
し

う

あ

う
ん

 
あ
い
こ
ち

ん
と
ゆ
う
き
ち

ん
は

中
の
機

部
分
を
取
り
出
し
た
上
で

 
外
側
は
普
通
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
し
て

製
さ
れ

 
今
は
眠
り
の
森
で

残
り
の
五
人
の
仲
間
を
見
守

て
い
る
の
だ

そ
れ
じ

あ
く
ろ

び
す
く
ん
の
中
身
は
ボ
ク
な
の

ボ
ク
と
言
わ
れ
て
も
困
る
け
ど

ゆ
う
き
ち

ん
の
中
身
だ
ね

そ
う
な
ん
だ

活
用
出
来
て
良
か

た
ね

 
か
つ
て
自
分
が
使

て
い
た
物
が
今
は
男
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
を

が
る
女
子
も
い
る

と
思
う
が

 
木
綿
季
は
そ
ん
な
風
に
は
思
わ
な
い
ら
し
い

実
に
木
綿
季
ら
し
い
と
言
え
る

ま
あ
そ
ん
な

で

私
が
二
人
の
お
世
話
を
す
る

に
こ
こ
に
来
る
事
に
な

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

こ
れ
を
運
ん
で
ね

 
メ
リ
ダ
は
ぬ
い
ぐ
る
み
の
手
で
器
用
に
料
理
を
こ
な
し
た
ら
し
い

 
そ
し
て
二
人
は
メ
リ
ダ
の
作

た
朝
御

を
美
味
し
く

い
た

美
味
し
い

と
は
失

な

変
な
意
味
じ

な
い
の

だ

て
め
り
だ
ち

ん
は

味
見
が
出
来
な
い
で
し

う

あ
あ

そ
う
い
う
事

二
人
の
好
み
は
知

て
る
か
ら

レ
シ
ピ
か
ら
調

し
た
だ
け
よ

そ
れ
で
も
凄
い
と
思
う

ふ
ふ
ん

お
そ
れ
い

た
か

 
こ
う
し
て
め
り
だ
ち

ん
が
二
人
の
面
倒
を
見
る
事
と
な

た

 
も

と
も
こ
こ
ま
で
サ

ビ
ス
す
る
の
は
今
日
だ
け
で
あ
る

 
基
本
的
に
は
か
つ
て
の
奉
仕
部
と
同
じ
よ
う
に

 
二
人
に
一
人

ら
し
の
コ
ツ
を
教
え
る
の
が
め
り
だ
ち

ん
の
役

と
な
る

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

学
校
に
行
く
準
備
を
し
よ
う
か

あ

め
り
だ
ち

ん

私
達

今
日
は
ち

と
帰
り
が

く
な
る
か
ら
ね
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あ
れ

そ
う
な
の

う
ん

師
匠
と
一

に
メ
イ
ド

茶
に
行
く
事
に
な

て
る
ん
だ
よ
ね

師
匠

師
匠

て
誰

え

と
ね

ゼ
ク
シ

ド

て
い
う
人

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の

名
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
だ
よ

ほ
ほ
う

 
め
り
だ
ち

ん
は
同
時
進
行
で

索
を
か
け

い
く
つ
か
の
動
画
を
発
見
し
た
が

 
そ
の
動
画
が
た
ま
た
ま
古
い
動
画
だ

た

 

し
げ
な
顔

ぬ
い
ぐ
る
み
故
に
あ
く
ま
で
心
の
中
で
は
だ
が

で
二
人
に
こ
う

ね
た

ね
え

確
か
シ

ナ

て
八
幡
さ
ん
だ
よ
ね

え
え

そ
う
よ

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の

天
 
め
り
だ
ち

ん
は
そ
う
言

て
い
き
な
り
二
人
の

を
ハ
リ
セ
ン
で
叩
い
た

きい
き
な
い
何
す
る
の
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八
幡
さ
ん
の
敵
と
仲
良
く
す
る
な
ん
て

こ
の
不
心
得
者
ど
も
が

 
私
が
そ
の
性

を
叩
き
な
お
し
て
あ
げ
る
わ

え
え
え
え
え

 
そ
れ
か
ら
二
人
は
今
の
シ

ナ
と
ゼ
ク
シ

ド
の
関
係
を
め
り
だ
ち

ん
に
必
死
に
説
明
し

 
納
得
し
て
も
ら
う
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か

た

 
そ
の
せ
い
で
二
人
は
こ
の
日

刻
に
な
る
ギ
リ
ギ
リ
で
教
室
に
駆
け
込
む
事
に
な

た
の

だ

た



 第１０２８話 予約をお願いします

 
第
１
０
２
８
話
 
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

 
今
の
時
刻
は
朝
の
八
時
四
十
二
分
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

 
そ
の
時
八
幡
は
仲
間
達
と
雑
談
し
て
い
た
が

同
時
に
何
度
も
外
の
様
子
を

て
い
た

八
幡
君

ど
う
し
た
の

い
や
ア
イ
と
ユ
ウ
の
奴
引
越
し
に

か
れ
て

と
か
し
て
な
い
だ
ろ
う
な
と
思

て
な

あ

そ
う
い
え
ば
ま
だ
来
て
な
い
ね

て
も
う
こ
ん
な
時
間

 
こ
の
ま
ま
だ
と

刻
に
な

ち

う

ど
う
す

か
な
も
し

刻
し
た
ら
先
生
に
断

て
あ
の
二
人
を
寮
に
叩
き

こ
し
に
行
く

か 
八
幡
が
そ
う
考
え
た
時

二
人
が
教
室
に
駆
け
込
ん
で
き
た

は

は

あ

危
な
い

セ

フ

ま

た
く
お
前
ら

ギ
リ
ギ
リ
じ

な
い
か
よ

さ
す
が
に

か
れ
す
ぎ
だ
ぞ

 

れ
た
顔
で
そ
う
言

て
き
た
八
幡
に

二
人
は
声
を
合
わ
せ
て
反

し
た
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八
幡
の
せ
い
だ
か
ら

へ
 
そ
う
反

さ
れ
る
と
は
思

て
も
い
な
か

た
の
か

八
幡
は
間
抜
け
な
声
を
上
げ
た

何
で
そ
う
な
る

め
り
だ
ち

ん
の
せ
い
よ

め
り
だ
ち

ん
の
せ
い
だ
か
ら

あ
 
そ
れ
で
八
幡
は

薔
薇
に
め
り
だ
ち

ん
を
持

て
こ
さ
せ

 
二
人
の
部
屋
に
置
い
て
き
た
事
を
思
い
出
し
た

 

日
マ
ン
シ

ン
に

た
後
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
色
々
や

て
い
た

忘
れ
て
い
た
ら
し
い

あ

あ

あ

め
り
だ
ち

ん
が
何
か
や
ら
か
し
た
の
か

私
達

今
日
師
匠
と
一

に
出
か
け
る
ん
だ
け
ど

 
い
き
な
り
の
話
題
転
換
に
八
幡
は
面
食
ら

た

 
更
に
そ
の
言
葉
を
発
し
た
の
が
木
綿
季
だ

た
ら
八
幡
は
ま

た
く
迷
わ
な
か

た
だ
ろ
う

が
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藍
子
が
言

た

八
幡
は
若

迷
う
事
に
な

た

ど
の
師
匠
だ

え

と

ゼ
ク
シ

ド
師
匠

あ
あ

保
か

 
八
幡
は
保
が
二
人
を
誘
う
な
ん
て
珍
し
い
な
と
思
い
つ
つ

 
そ
う
い
え
ば
保
は
二
人
の
病
気
が
治

た
ら
色
々
し
て
や
り
た
い
と
言

て

 
ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
を
始
め
た
ん
だ

た
と
思
い
当
た

た

そ
う
か
そ
う
か

保
の
奴

二
人
の
希
望
を
全
部
叶
え
て
や
り
た
い
と
か
言

て
た

け
な

 
で

何
で
そ
こ
に
め
り
だ
ち

ん
が
関
わ

て
く
る
ん
だ

め
り
だ
ち

ん
は

私
達
か
ら
師
匠
の
話
を

い
て

 
ど
ん
な
人
か
自
分
で
調
べ
た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
参
考
に
し
た
の
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
初
期
の
動
画
だ

た
の

あ
あ

 
八
幡
が

む
と
メ
リ
ダ
が
若

エ
キ
サ
イ
ト
し
て
し
ま
う
事
を
八
幡
は
知

て
い
た

 
そ
ん
な
メ
リ
ダ
が
そ
の

の
動
画
を
見
た
ら
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何
で
八
幡
の
敵
と
仲
良
く
し
て
い
る
の
か
と

る
可
能
性
は
か
な
り
大
き
い
だ
ろ
う

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
大
変
だ

た
な

ま
あ
で
も
メ
リ
ダ
め
り
だ
ち

ん
そ
れ
に
ク
ロ

ビ
ス
の
事
に
つ
い
て
は
感
謝
し
て
る
わ

八
幡

あ
り
が
と
う
ね

お
う

 
八
幡
は
多
く
を
語
ら
な
か

た
が

二
人
は
そ
の

い
言
葉
か
ら

 
八
幡
が
自
分
達
の
事
を
大
事
に
思

て
く
れ
て
い
る
の
だ
と

め
て
感
じ
た

だ
が
二
人
は
放

課
後

 
そ
ん
な
優
し
い
八
幡
に
メ
イ
ド
服
を
着
さ
せ
る
計
画
を
実
行
す
る

の
話
し
合
い
に
行
く
の

だ 
さ
す
が
は
双
子
だ
け
あ

て

二
人
は
同
時
に
そ
の
事
に
気
が
付
き

 
一

気
ま
ず
そ
う
に
顔
を
見
合
わ
せ
た
が
す
ぐ
に
表
情
を

め
小
さ
な
声
で

き
合

た

ま
あ
そ
れ
は
そ
れ

こ
れ
は
こ
れ
だ
よ
ね

要
す
る
に

い
物
は
別
腹
な
の
よ
ね

 
八
幡
本
人
は

当
然
二
人
が
そ
ん
な
事
を
企
ん
で
い
る
と
は
ま

た
く
思

て
お
ら
ず
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後
に
保
の
せ
い
で

き
を
見
る
事
に
な
る

  
そ
し
て
迎
え
た
放
課
後
二
人
は
一

寮
に

り
私
服
に
着

え
て
部
屋
の
外
で
合
流
し
た

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

楽
し
み
だ
ね

二
人
と
も

楽
し
ん
で
き
な
さ
い
ね

 
め
り
だ
ち

ん
に
見
送
ら
れ
二
人
は
う
き
う
き
し
た
気
分
で
仲
良
く
メ
イ
ク
イ

ン
へ
と
向

か

た

 
こ
こ
が
秋
葉
原
か

明
ら
か
に
他
の

と
雰
囲
気
が
違
う
ね

 
二
人
は

で
の
移
動
は
久
々
だ

た
が

特
に
問
題
も
な
く
秋
葉
原
に
た
ど
り
着
い
た

さ
て

師
匠
は
ど
こ
か
な

お

い

二
人
と
も

 
き

ろ
き

ろ
し
て
い
る
二
人
を
見
付
け

保
が
こ
ち
ら
に
走

て
き
た
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大
丈
夫

で
迷
わ
な
か

た
か
い

う
ん

平
気
だ

た

こ
れ
が
新

や

谷

だ

た
ら
分
か
ら
な
か

た
け
ど
ね

違
い
な
い

 
三
人
は
楽
し
そ
う
に
笑
い
な
が
ら

メ
イ
ク
イ

ン
へ
と
向
か

た

 
普
通
だ
と
保
が
先

で

そ
の
後
ろ
を
二
人
が
つ
い
て
い
く

に
な
る
と
思
う
が

 
今
日
は
逆
に

二
人
が

ん
で
前
を
歩
き

 
そ
の
後
ろ
で
二
人
を
ガ

ド
し
な
が
ら
保
が
向
か
う
方
向
を
指

す
る

と
な

て
い
た

 
何
故
こ
ん
な

に
な

た
の
か
と
い
う
と

最
初
は
保
が
前
を
歩
い
て
い
た
の
だ
が

 
そ
れ
だ
と
藍
子
と
木
綿
季
が

に
分
か
れ
る
事
に
な
り

 

中
で
藍
子
が
色
々
な
物
に
興
味
を

し

は
ぐ
れ
そ
う
に
な

た
の
に

 
保
も
木
綿
季
も
気
付
か
ず
に
前
に
進
ん
で
し
ま
う
と
い
う
事
案
が
多
発
し
た
せ
い
で
あ
る

 
そ
の
後
も
藍
子
は
ふ
ら
ふ
ら
し
て
お
り

そ
の
度
に
保
に
止
め
ら
れ
る
事
と
な
り

 
そ
ん
な
事
を

り
返
し
な
が
ら

何
と
か
三
人
は
メ
イ
ク
イ

ン
に
た
ど
り
着
い
た

 
八
幡
が
い
な
い

フ

イ
リ
ス
が
そ
の
気
配
を
感
じ
て
店
内
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
事
も
な
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く 
三
人
は
普
通
に
そ
の
ま
ま
店
内
へ
と
入

て
い

た

お
帰
り
さ
な
い
ま
せ

ご
主
人
様

お
嬢
様
方

あ

す
み
ま
せ
ん

予
約
し
て
い
た

村
保
と

し
ま
す
が

あ

フ

リ
ス
ち

ん
の
お
客
様
で
す
ね

こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

 
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
ま
ゆ
り
で
あ

た

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
奥
ま

た
部
屋
に
通
さ
れ

す
ぐ
に
フ

イ
リ
ス
が
部
屋
に
入

て
き
た

三
人
と
も
お
待
ち
し
て
ま
し
た
ニ

今
日
は
ゆ

く
り

い
で
欲
し
い
の
ニ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

の
素
顔

の
情
報
は

 

さ
れ
る
事
な
く
メ
ン
バ

の
間
で
は
公
開
さ
れ
て
い
た

 
そ
れ
故
に
フ

イ
リ
ス
は

相
手
が
ゼ
ク
シ

ド
だ
と
疑
う
事
も
な
く

 
今
こ
う
し
て
身
内
と
し
て
話
を
し
て
い
る
の
で
あ
る

二
人
と
も

好
き
な
物
を
頼
む
と
い
い
よ

 
ボ
ク
も
一
応
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

だ
か
ら
ね

そ
れ
く
ら
い
の
余

は
あ
る
ん
だ

 
ま
あ
八
幡

じ

な
い
け
ど
ね
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ご
ち
に
な
り
ま

す

 
二
人
は
ま

た
く
遠

す
る
事
な
く
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

 
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
物
を
注
文
し
た

フ

イ
リ
ス
さ
ん
も
同

出
来
る
な
ら

僕
が

う
か
ら
好
き
な
注
文
を
ど
う
ぞ

ニ

ニ

フ

イ
リ
ス
に
そ
ん
な
事
を
言

た
ら

 
一
番
高
い
物
を
注
文
し
ち

う
け
ど
い
い
の
か
ニ

あ
は
は
は
は

問
題
な
い
よ

何
故
な
ら
僕
は
ゼ
ク
シ

ド
だ
か
ら
ね

 
こ
の
ゼ
ク
シ

ド
ど
う
や
ら
三
人
の
美
人
に
囲
ま
れ
て
い
る
事
で
調
子
に
乗

て
い
る
よ
う

だ 
だ
が
所

メ
イ
ド

茶
で
あ
る

そ
こ
ま
で
高
い
メ
ニ

は
存
在
し
て
お
ら
ず

 
バ
イ
ト
を
頑
張

て
い
る
事
も
あ
り
保
の
懐
に
は
ま

た
く
ダ
メ

ジ
は

え
ら
れ
な
か

た
そ
れ
じ

あ
情
報
の

り
合
わ
せ
を
し
よ
う
か
ニ

だ
ね

最
初
に
日
に
ち
だ
け
ど

今
週
の
日
曜
日
の

方
六
時
く
ら
い
は
ど
う
か
な

 
前
の
日
に
薔
薇
さ
ん
主

の
何
と
か
い
う
会
が
あ
る
ら
し
く
て
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そ
の
流
れ
で
人
が
多
そ
う
な
ん
だ
よ
ね

問
題
な
い
ニ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で
お
願
い
し
た
い

任
せ
る
ニ

 
フ

イ
リ
ス
は
予
約

の
チ

ク
な
ど
は
何
も
行
わ
ず

 

子
抜
け
す
る
く
ら
い
あ

さ
り
と

そ
の
保
の

し
出
を
引
き
受
け
て
く
れ
た

 
実
は
フ

イ
リ
ス
に
は
薔
薇
か
ら
事
前
に
そ
の
可
能
性
を

す
る
連

が
入

て
い
た
の

だ 
な
の
で
フ

イ
リ
ス
は
十
九
日
に
関
し
て
は

に

方
か
ら
臨
時
休
業
扱
い
に
す
る
事
を

決
め
て
い
た

 
日
曜
日
な
の
で

普
通
に
オ

プ
ン
す
れ
ば
か
な
り
の
利

が
見
込
め
た
と
思
う
が

 
フ

イ
リ
ス
に
と

て

八
幡
と
一

に
い
ら
れ
る
時
間
は

 
利

と
天

に
か
け
ら
れ
る
物
で
は
な
い
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
人

は

そ
の
会
の
人

プ
ラ
ス
ア
ル
フ

く
ら
い
で
い
い
の
ニ

 
そ
の
会

社
乙
会
は
一
応
秘
密
の
会
と
い
う
扱
い
に
な

て
い
る
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フ

イ
リ
ス
は
自
分
も
そ
の
メ
ン
バ

で
あ
る
事
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず

 
し
れ

と
し
た
顔
で
保
に
そ
う

ね
た

う
ん

そ
の
会
の
人

が
二
十
人
で

 
今
回
は
そ
こ
に
明
日
奈
さ
ん
と
珪
子
さ
ん
と
優
里
奈
ち

ん
が
加
わ
る

に
な

た
か
な

里
香
ニ

ン
は
来
な
い
の
か
ニ

そ
の
日
は
和
人
と
デ

ト
ら
し
い
よ

あ
あ

な
る
ほ
ど
ニ

年
末
は
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
だ
か
ら
ニ

 
二
十
四
日
に
は
ソ
レ
イ
ユ
主

の
リ
ア
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

が
あ
る

 
二
十
五
日
に
は
ハ
チ
マ
ン
主

の
ト
ラ
フ

ク
ス
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
あ
り

 
二
十
六
日
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
バ

ジ

ン
ア

プ
が
行
わ
れ
そ
の
当
日
か
ら
攻
略
が
始
ま
る
事
に

な

て
い
る

 
三
十
一
日
に
は
八
幡
主

の
身
内
の
み
ご

待
の
リ
ア
ル
で
の
大
忘
年
会
が
あ
る

 
な
の
で
二
人
が
デ

ト
出
来
る
日
が
あ
る
と
す
れ
ば
確
か
に
十
九
日
く
ら
い
し
か
な
い
の
で

あ
るで

八
幡
は
参
加
を

し
て
く
れ
た
の
か
ニ
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い
や

こ
れ
か
ら
直
接
出
向
い
て
お
願
い
す
る
つ
も
り
さ

直
接

何
か

が
あ
る
と
か
じ

な
い
の
か
ニ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
ね

最
初
は
僕
も

 
何
か

を
練

て
八
幡
に
参
加
し
て
も
ら
う
方
向
で
考
え
て
い
た
ん
だ
よ

 
で
も
八
幡
の
事
を
知
れ
ば
知
る

そ
う
い

た
方
向
だ
と
オ

ケ

が
も
ら
い

い

て

思

て
ね

 
何
よ
り
お
か
し
な
事
を
す
る
と

変
な
し
こ
り
を
残
す
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ
う

 
そ
の
保
の
言
葉
に
三
人
は

い
た

確
か
に
そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
ニ

八
幡
は
優
し
い
か
ら
ボ
ク
達
の
我

を
い
つ
も

い
て
く
れ
る
け
ど

確
か
に
そ
う
い
う
の
の

み
重
ね
は
い
ず
れ
反
動
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

だ
ろ
う

な
の
で
今
回
は
情
に

え
つ
つ

正
攻
法
で
い
く
事
に
し
た
よ

正
攻
法

あ
あ

ア
イ
と
ユ
ウ
の
二
人
の

だ
と
思

て

 
今
回
は
僕
と
一

に

を
被

て
く
れ
と

土
下
座
す
る
つ
も
り
さ
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三
人
は
そ
の
保
の
言
葉
に

ま

た

し

師
匠

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
し
て
も
ら
う
の
は

い
い
ん
だ

こ
れ
は
ボ
ク
が
好
き
で
や
る
事
だ
か
ら
ね

で

で
も
そ
れ
じ

あ
師
匠
の
プ
ラ
イ
ド
が

プ
ラ
イ
ド

ど
ん
な
手

を
使

て
も
二
人
の
望
み
を
叶
え
る

て
の
が
僕
の
プ
ラ
イ
ド
さ

 
何
よ
り
自
分
よ
り
も
明
ら
か
に
格
上
の
人
間
に

を
下
げ
る
事
で

 
僕
の
プ
ラ
イ
ド
は

つ
い
た
り
は
し
な
い

 

は
あ
れ
ほ
ど
敵
対
し
て
い
た
の
に
保
の
八
幡
に
対
す
る
評
価
が
今
は
天
元
突
破
し
て
い
る

事
が

 
こ
の
言
葉
か
ら
よ
く
分
か
る

で

で
も

確
か
に
師
匠
に
も
メ
イ
ド
に
な

て
も
ら
お
う

て
話
し
て
た
か
ら
そ
の
事
は
嬉
し
い
ん
だ

け
ども

う
決
め
た
事
だ
か
ら
気
に
す
る
な

て
弟
子
は
師
匠
の
言
う
事
は
素
直
に

く
も
の
だ
よ

う

う
ん
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そ
れ
よ
り
三
人
に

き
た
い
ん
だ
け
ど

 
僕
が
今
言

た
や
り
方
で

八
幡
は
参
加
し
て
く
れ
る
と
思
う
か
い

 
三
人
は
そ
の
言
葉
に
考
え
込
ん
だ

確
か
に
下
手
に

を
練
る
よ
り
は

そ

ち
の
方
が
可
能
性
は
高
い
と
思
う
ニ

友
達
に
土
下
座
ま
で
さ
せ
て

そ
の
頼
み
を
八
幡
が
断
る

は
想
像
出
来
な
い
か
も

も

と
も
何
度
も
使
え
る
手
じ

な
い
と
思
う
わ

さ
す
が
の
八
幡
も

 
土
下
座
さ
え
す
れ
ば

回
何
で
も
通
る
な
ん
て
思
わ
せ
る

に
は
い
か
な
い
で
し

う
し
ね

あ
る
意
味
奇
襲

て
感
じ
に
な
る
よ
ね

そ
れ
な
ら
良
か

た

八
幡
の
事
を
よ
く
観
察
し
て
き
た
甲
斐
が
あ

た
よ

 
こ
う
い
う
所
は

さ
す
が
理

の
ゼ
ク
シ

ド
と
言
え
る

と
い
う

で

そ
の
人

で
予
約
を
お
願
い
し
た
い

 
フ

イ
リ
ス
さ
ん
も
参
加
者
の

に
入

て
ほ
し
い
か
ら

そ
の
分
も
追
加
で
お
願
い

分
か

た
ニ

り
ま
し
た

 
保
が
想
定
し
て
い
る
人

と

 
フ

イ
リ
ス
が

し
て
い
る
人

に
は
こ
こ
に
い
る
三
人
分
の

た
り
が
あ
る
の
だ
が
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フ

イ
リ
ス
は
そ
の
事
を
説
明
せ
ず

当
日
に
サ

ビ
ス
と
し
て

り
引
く
つ
も
り
で
い
た

で

料
金
な
ん
だ
け
ど

こ
う
い

た
場
合
の
相
場
は
ど
ん
な
感
じ
に
な
る
の
か
な

 
僕
は
そ
う
い
う
の
に

い
か
ら

教
え
て
も
ら
え
る
と
助
か
る
ん
だ
け
ど

接
客
担
当
は
必
要
な
い
か
ら

三
時
間
と
し
て
お
一
人
様
三
千

で
す
か
ニ

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て

調
に
話
は
進
み

藍
子
と
木
綿
季
に
し
ば
ら
く
楽
し
ん
で
い
く
よ
う
に
伝
え

 
保
は
八
幡
と
の
交

の

に
一
人
で
ソ
レ
イ
ユ
へ
と
向
か

た

八
幡
は
来
て
く
れ
る
か
ニ

最
悪
画
像
を

し
て

て
お
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

で
も
師
匠
な
ら
や

て
く
れ
る
気
が
す
る
わ

 
そ
の
言
葉
通
り

保
は
八
幡
の
所
に
乗
り
込
ん
だ
後

 
藍
子
と
木
綿
季
の
望
み
な
ん
だ
と
言
い
張

て
ひ
た
す
ら
土
下
座
を
す
る
作
戦
に
出
た

 
さ
す
が
の
八
幡
も
こ
の
攻
撃
に
は
た
じ
た
じ
に
な
り

 

件
付
き
で
は
あ
る
が

参
加
を

す
る
事
と
な

た

 
そ
の
事
は
す
ぐ
に
メ
イ
ク
イ

ン
に
伝
え
ら
れ

ま
だ
話
を
し
て
い
た
三
人
は
喜
び
に

き
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立

た
や

た

さ

す
が
師
匠

凄
い
凄
い

八
幡
に
は
案
外
正
攻
法
が

く
ん
ニ

ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
フ

イ
リ
ス
は

 
八
幡
か
ら
告
げ
ら
れ
た
と
い
う
そ
の

件
の
事
で

が
い

ぱ
い
で
あ

た

こ
れ
は
や
り
が
い
が
あ
り
そ
う
ニ

 
こ
う
し
て
日
曜
の

方
か
ら

八
幡
を
囲
む
メ
イ
ド
の
会
の
開

が
決
定
さ
れ
た
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第
１
０
２
９
話
 
専
属
達

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
地
へ

 
保
に
土
下
座
さ
れ
た
日
の
前
日
の
夜

 
八
幡
は
年
末
の
イ
ベ
ン
ト
に
備
え
て
の
仕
込
み
を
い
く
つ
か
行

て
い
た

 
帰

て
す
ぐ
に

・

・ン
・ビ
・・
・エ
・ス
・ケ
・

・プ
に
コ
ン
バ

ト
し

ロ
グ
イ
ン
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
以
前
ラ
ン
が
使
用
し
て
い
た
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ス
へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
こ
の
部
屋
は
ラ
ン
が
去

た
後
も

何
か
に
使
え
る
か
と
思
い

 
ハ
チ
マ
ン
が
モ
エ
カ
に

さ
せ
続
け
て
い
た
の
だ
が
今
日
は
そ
こ
に
六
人
の
人
物
が
集

ま

て
い
た

悪
い

待
た
せ
た
な

ま

た
く
相
変
わ
ら
ず
の
重
役
出
勤
ね

お

ボ
ス

今
丁
度
ひ
と
狩
り
終
わ

た
所
で
す
よ

デ

フ
フ

や

や

て
み
る
と

案
外
楽
し
か

た

私

て
ば
専
属
じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

ま
あ
こ
れ
も
仕
事
だ
よ
ね

う
ん

ま

た
く

人
を
こ
き
使
い
お

て
か
ら
に
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六
人
の
名
は
コ
ピ

キ

ト

ハ
リ

フ
ラ
ウ
ボ
ウ

ア
ス
カ

キ
ヨ
モ
リ

モ
エ
カ

と
い
う

 
コ
ピ

キ

ト
は
通
称

以
前
ロ
ザ
リ
ア
が
戦
争
の
時
に

 
サ
ブ
キ

ラ
と
し
て
平
家
軍
を
偵
察
す
る

に
使
用
し
て
い
た
キ

ラ
で
あ
る

 
こ
こ
に
集
ま

た
六
人
中
身
は
当
然
の
事
な
が
ら

 
薔
薇
小
猫

針
生

人

神
代
フ
ラ
ウ

来
明
日
香

結
城

桐
生
萌
郁
の
六
人
で
あ

り 
最
初
に
ハ
チ
マ
ン
は

キ
ヨ
モ
リ
に

く
手
を
上
げ
た

じ
じ
い

パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
を
手
伝

て
も
ら

て
悪
い
な

も
こ
の
ゲ

ム
は
好
き
じ

か
ら

別
に
気
に
す
る
事
は
無
い
ぞ
い

 
ま
あ
た
ま
に
は
主
も
付
き
合
う
ん
じ

ぞ

分
か

た

暇
に
な

た
ら
な

そ
れ
じ

あ

は
こ
れ
で
お
役
御
免
じ

な

ま
た
誘

て
く
れ
い

こ
の

は
ま
た
今
度
な
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お
う
ま
た
な
小

そ
れ
に
み
ん
な
も
ま
た
遊
ん
で
く
れ
い
今
日
ま
で
と
て
も
楽
し
か

た
ぞ
い

 
そ
う
言

て
キ
ヨ
モ
リ
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

  
要
す
る
に
八
幡
は

薔
薇

人

フ
ラ
ウ

明
日
香
の
四
人
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
使
う
キ

ラ
を

 
キ

ラ
育
成
速
度
業
界
ナ
ン
バ

ワ
ン
と
言
わ
れ
る

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
で

成

培
す
る

に
 
今
回

と
萌
郁
に
協
力
を
頼
ん
だ
と

ま
あ
そ
ん
な

で
あ
る

 
薔
薇
は
最
悪
ロ
ザ
リ
ア
を
使
用
す
れ
ば
い
い
の
だ
が
今
回
は
相
手
が
自
分
の
元
部
下
な
だ
け

に 
名
前
か
ら
正
体
が
バ
レ
る
の
を
避
け
る

に
コ
ピ

キ

ト
を
使
う
事
に
し
た
の
だ

た

  
キ
ヨ
モ
リ
を
見
送

た
後
ハ
チ
マ
ン
は
次
に
モ
エ
カ
の
方
に

り
返
り
そ
の

を

で
た

 
モ
エ
カ
に
対
し
て
は
余
計
な
言
葉
は
必
要
な
く

こ
れ
だ
け
で
事
足
り
る
の
で
あ
る

 
そ
の

を
コ
ピ

キ

ト
が

ま
し
そ
う
に
見
て
い
た
が
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今
回
は
育
成
し
て
も
ら
う
側
だ

た

そ
う
い

た
お
ね
だ
り
は
自
重
し
た
よ
う
だ

 
も

と
も
ね
だ

た
か
ら
と
い

て
ハ
チ
マ
ン
が
素
直
に
そ
の

を

で
て
く
れ
る
事
は
な

い
の
だ
が

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

多
少
な
り
と
も
強
さ
の
判
定
が
出
来
る
で
あ
ろ
う

 
コ
ピ

キ

ト
と
モ
エ
カ
に
こ
う

ね
た

モ
エ
カ

二
人
か
ら
見
て
三
人
の
成
⻑

合
は
ど
う
だ

そ
う
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

ク
ラ
ス
に
は
育

て
い
る
と
思
う
わ

う
ん

も
う
十
分
だ
と
思
う

そ
う
か
そ
う
か
そ
れ
じ

あ
こ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
移
動
し
て
期
間
限
定
の
ギ
ル
ド
を
作

ち
ま
う
か

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は

き

装
備

を

り
所
に

け
た
後

 
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
コ
ン
バ

ト
を
行
う
事
に
な

た

 
よ
し

全
員
い
る
な

一
応

点
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
て
お
い
た

こ

ち
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
フ

ド
を
被
り
第
八
層
の
主
街
区
で
あ
る
フ
リ

ベ
ン
へ
と
向
か
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た
こ
こ
だ

 
ハ
チ
マ
ン
が
指
し

し
た
の
は

小
人
の
靴
屋

の
ギ
ル
ド
ホ

ム
が
見
え
る

置
に
あ
る
部
屋
で
あ

た

 
さ
す
が
に
仮
の
ギ
ル
ド
の

に
家
を

う

に
も
い
か
ず

 
敵
の
動
き
を
一
番
掴
み
易
い
場
所
は
ど
こ
か
と
考
え
た
結
果

 
こ
こ
が
最

だ
ろ
う
と
い
う
事
で

こ
の
部
屋
を
し
ば
ら
く

り
る
事
に
し
た
の
で
あ
る

こ
こ
は
入
り
口
が
小
人
の
靴
屋
と
は
反
対
側
で

更
に
袋
小
路
に
あ
る
か
ら
な

 
人
の
出
入
り
を
気
に
さ
れ
る
事
も
な
い
だ
ろ
う

相
手
の
動
き
は

見
え

こ
れ
は
も
う

と
言

て
い
い

 
窓
の
外
を
見
な
が
ら

フ
ラ
ウ
が
デ

フ
フ
と

み
笑
い
を
し
た

自
分
達
が
監

さ
れ
て
る
な
ん
て

思
い
も
し
な
い
だ
ろ
う
な

と
り
あ
え
ず
そ
ん
な

で

こ
の
部
屋
の
内
部
は
好
き
に
い
じ

て
も
ら

て
い
い

 
そ
の

の
金
を
ハ
リ

に

し
て
お
く
か
ら
な

お

か
り
し
ま
す

で

ボ
ス

こ
の
ギ
ル
ド
の
名
前
は
何
に
し
ま
す
か
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そ
れ
も
好
き
に
し
て
く
れ
て
い
い

そ
れ
じ

あ

ハ
イ
ア

で
決
ま
り
ね

 
い
き
な
り
コ
ピ

キ

ト
が
そ
ん
な
事
を
言
い

一
同
は

い
た

 
お
そ
ら
く
事
前
に
話
し
合

て
決
め
て
あ

た
の
だ
ろ
う

ふ

ん

ハ
イ
ア

ハ
チ
マ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ジ

ン
ス
・
エ

ジ

ン
シ

で

Ａ

だ
か
ら
ハ
イ
ア

そ
れ
な
ら
ハ
イ
エ

は

さ
す
が
に

目
だ
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
一
同
は

い
た

さ
す
が
に
そ
れ
は

の
名
前
と
し
て

名
す
ぎ

る
よ
し

そ
れ
じ

あ
今
日
か
ら
お
前
達
は
ハ
イ
ア

だ

 
後
は
前
に
話
し
合

た
通
り
に
事
を
進
め
て
く
れ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

も
協
力
す
る
か
ら
な

 
こ
う
し
て
期
間
限
定
ギ
ル
ド

ハ
イ
ア

の
活
動
が
始
ま

た

 
そ
の
目
的
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
敵
を
持
ち
上
げ
て
落
と
す

で
あ
る

よ
し

そ
れ
じ

あ
お
前
達

ア
ル
ン
に

る
ぞ
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お

い
よ
い
よ

ス
カ
イ
ハ
イ

お
う

頑
張

て
飛
べ
る
よ
う
に
な

て
く
れ
よ

お
お

 
五
人
は
思
わ
ず
そ
う

を
叫
ん
だ

基
本
無
表
情
の
モ
エ
カ
で
す
ら
そ
う
な
の
だ
か
ら

 
飛
ぶ
と
い
う
行

が
ど
れ
だ
け
人
を

き
つ
け
る
の
か
が
よ
く
分
か
る

よ

し
お
前
ら

さ

さ
と
移
動
し
よ
う

う
わ

楽
し
み
だ
な

悔
し
い

で
も
感
じ
ち

う

ビ
ク
ン
ビ
ク
ン

 
新
人
三
人
は
大
は
し

ぎ
で
あ
る

 
コ
ピ

キ

ト
と
モ
エ
カ
は
そ
う
で
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
内
心
は
ウ
キ
ウ
キ
で
あ
る

 
五
人
は
そ
の
ま
ま
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
八
幡
に
付
い
て
い
き
ア
ル
ン

外
で
空
を
飛
ぶ
訓
練
を
始
め

た
今
俺
は
確
か
に
飛
ん
で
い
る

レ

ツ
フ
ラ
イ
パ

リ

ヒ

ハ

い
や
ハ
リ

あ
ん
た

慣
れ
る
の

す
ぎ
で
し
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そ
う
い
う
フ
ラ
ウ
ボ
ウ
だ

て

上
手
に
飛
ん
で
る
じ

な
い

あ

私
は
ほ
ら

ゲ

ム
感
覚
で
出
来
る
か
ら
ま
あ
そ
れ
な
り
に
は
ね

ま
あ
上
に
は
上
が
い
る
け
ど
な

モ
エ
カ
は
何
で
あ
ん
な
速
度
で
飛
べ
る
の

 
モ
エ
カ
の
飛
行
技
術
は

に
ベ
テ
ラ
ン
の

に
達
し
て
い
る

恐
ろ
し
く

応
が

い

 
ハ
リ

も

意
飛
行
に
手
を
出
し
て
お
り

そ
の

応
性
は
か
な
り
の
も
の
だ

 
フ
ラ
ウ
ボ
ウ
は
コ
ン
ト
ロ

ラ

に
頼

て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
り

 
そ
こ
ま
で
の

に
達
す
る
ま
で
に
は
逆
に
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
少
な
く
と
も
自
由
自
在
に
飛
ぶ
事
は
出
来
て
い
る

 
ま
あ
こ
の
三
人
は
い
い
と
し
て

問
題
は
残
り
の
二
人
で
あ
る

お
い

お
前
は
何
故
ふ
ら
ふ
ら
と
し
か
飛
べ
な
い
ん
だ

そ

そ
う
思
う
な
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
よ

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

私
に
も

ア
ス
カ
は
セ
ン
ス
が
あ
り
そ
う
だ
と
思

た
が

気
の
せ
い
だ

た
か

 

と
ア
ス
カ
は
ど
う
に
も
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
下
手
ら
し
く
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飛
べ
て
は
い
る
が
そ
の
速
度
は
ゆ

く
り
で
あ
り
基
本
真

直
ぐ
に
飛
ぶ
事
が
出
来
な
い

 
コ
ン
ト
ロ

ラ

の
扱
い
が
下
手
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
正
直
ハ
チ
マ
ン
に
は
原
因
が
分
か

ら
な
か

た

う
う
む

お
前
ら
謎
す
ぎ
だ
ぞ

飛
ん
だ
後
に
コ
ン
ト
ロ

ラ
を
倒
す
だ
け
だ
ろ

仕
方
な
い
じ

な
い

胸
が
大
き
い
ん
だ
か
ら

 

の
そ
の
逆
セ
ク
ハ
ラ
め
い
た
言
い

を

ハ
チ
マ
ン
は
即
座
に
叩
き
潰
し
た

モ
エ
カ
が
飛
べ
て
る

ほ
れ

や
り
直
し

く
 
そ
う
言
わ
れ

は
そ
れ
以
上
何
の
言
い

も
す
る
事
が
出
来
な
か

た

 
ち
な
み
に
こ
の
時
点
で
ハ
チ
マ
ン
は

 
そ
れ
し
か
言
い

が
無
い
の
か
こ
い
つ
は

と
心
の
中
で

大
に
突

込
ん
で
い
る

う

む

も
し
か
し
て
お
前
達

び
び

て
る
の
か

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
あ
か
ら
さ
ま
に
顔
を
背
け
た

そ
う
い
う
事
か
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そ
れ
で
原
因
を
理
解
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

二
人
の
首

こ
を
掴
ん
で
空
に
舞
い
上
が

た

ち

と

何
す
る
の
よ

荒
療
治
だ

ま

ま
さ
か

ち

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

私
は
大
丈
夫

大
丈
夫
だ
か
ら

大
丈
夫
な
ら
大
丈
夫
だ
な

ほ

れ
行
く
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
の
ん
び
り
と
し
た
口
調
で
そ
う
言
う
と

そ
の
ま
ま
二
人
を
下
に
放
り
投
げ
た

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
自
由
落
下
し
て
い

た
が

さ
す
が
に
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
し
く

 
地
面
が
迫

て
く
る
ス
レ
ス
レ
で
必
死
に
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
操
作
し
そ
の
ま
ま

へ
と
舞

い
上
が

た

ち

と

何
す
る
の
よ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ひ
ど
い

あ

ん

文

が
あ
る
な
ら
俺
に
直
接
言

て
み
ろ

も

と
も
俺
は
捕
ま
ら
な
い
が
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
逃
げ
出
し

二
人
は
⻤
の

相
で
そ
れ
を
追
い
か
け
た

 
先
ほ
ど
ま
で
と
は
う

て
か
わ

た
見
事
な
飛
行

り
で
あ
る
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あ
り

も
う
あ
ん
な
に
飛
べ
る
よ
う
に
な

て
る

さ
す
が
は
ボ
ス
だ
な

結
局
二
人
は
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
た
だ
け

 
そ
し
て
全
員
が
自
由
自
在
に
飛
べ
る
よ
う
に
な

た
の
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
そ
の
ま
ま
五
人
を
連
れ

ト
ラ
フ

ク
ス
へ
と
向
か

た

さ
て

予
定
通
り
お
前
達
に
は
こ
れ
か
ら

の
や
り
方
を
覚
え
て
も
ら
お
う
と
思
う

 
五
人
は
ど
の
門
の
鍵
も
取
得
し
て
は
い
な
か

た
が

 
イ
ベ
ン
ト
の
ク
リ
ア
後
に
全
て
の
門
が
解
放
さ
れ
て
い
た
の
で
そ
れ
は
問
題
な
い

と
り
あ
え
ず
近
場
の
マ
イ
ナ

な
ス
ポ

ト
で
練

だ

 
道

は
全
部
用
意
し
て
あ
る
か
ら
こ
れ
を
使

て
く
れ

 
そ
の
ま
ま
五
人
は
ハ
チ
マ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

 
そ
れ
な
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

技
術
を
会
得
し
た

よ
し

今
日
は
こ
こ
ま
で
だ

明
日
か
ら
作
戦
開
始
だ
か
ら

 
無
理
な
日
を

い
て
み
ん
な

宜
し
く
頼
む
ぞ

 
そ
の
言
葉
に
五
人
は

い
た

ハ
チ
マ
ン
が
専
属
達
と
立
て
た
作
戦
が
ど
ん
な
も
の
か
は
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い
ず
れ
分
か
る
事
に
な
る
で
あ
ろ
う

  
こ
の
時
点
で
め
り
だ
ち

ん
の
事
を
す

か
り
忘
れ
て
い
た

 
八
幡
は
次
の
日
の
朝

気
ま
ず
い
思
い
を
す
る
事
に
な

た
の
で
あ
る
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第
１
０
３
０
話
 
グ
ウ

ン

 
こ
の
エ
ピ
ソ

ド
は
五
話

成
で
お
送
り
し
ま
す

 
次
の
日
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ホ

ム
ペ

ジ
に
関
す
る
話
題
が
爆
発
的
に
広
が

て
い
た

お
い

い
た
か

ヴ

ル
ハ
ラ
が

ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
の

場
の
情
報
を
公
開
し
た
ら
し

い
ぞお

う

見
た
見
た

ま
さ
か
あ
ん
な
所
に
な

よ
く
調
べ
た
よ
な

ど
う
や

た
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
の
全
て
が
ト
ラ
フ

ク
ス
内
の
情
報
で
あ

た

 
ト
ラ
フ

ク
ス
は
い
ず
れ
前
回
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
か
ら
離
れ
る

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が
そ
の
事
を
公
開
す
る
事
で
不
利

を
得
る
可
能
性
は
限
定
的
な
の
だ

そ
れ
に

ギ
ル
ド
が
い
く
つ
か
乗

た
ら
し
い
な
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お
お

そ
れ
も

い
た

分
と

い
動
き
だ
よ
な

持
ち
回
り
で

場
を
回

て
一

プ
レ
イ
ヤ

に
も
い
い
素
材
が
回
る
よ
う
に
し
た
い

と
かそ

う
な

た
ら
俺
達
に
も
い
い
装
備
が
回

て
く
る
か
も
な

ヴ

ル
ハ
ラ
様
々
だ
な

 
同
時
に
い
く
つ
か
の
中
堅
職
人
ギ
ル
ド
が
そ
の

系
の
ギ
ル
ド
と
提

を
結
び

 
プ
レ
イ
ヤ

に
安
価
で
製
品
を

出
来
る
体
勢
を

す
る
と
宣
言
し
た

 
そ
の
動
き
は
と
て
も

く

小
人
の
靴
屋
は
完
全
に
出

れ
て
い
た

ど
う
い
う
事

う
ち
に
は
素
材
は

せ
な
い
と
で
も
言
い
た
い
の

そ
う
で
は
な
く

提

先
を
優
先
し
な
い
と
い
け
な
い
契
約
に
な

て
る

て
事
で
す

そ
れ
じ

あ
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
は
全
部
そ

ち
に
行

ち

う
じ

な
い

す
み
ま
せ
ん

そ
う
い
う
事
に
な
り
ま
す
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
に
仲
介
し
て
も
ら

て
る
ん
で
う
ち
と
し
て
も
ど
う
に
も

 
ど
の

系
ギ
ル
ド
の
反
応
も

大
体
こ
ん
な
感
じ
で
あ
り

 
小
人
の
靴
屋
の
リ

ダ

で
あ
る
グ
ラ
ン
ゼ
は
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
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こ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
達
が
打

た

最
初
の
仕

け
で
あ
る

 
ナ
タ
ク
と
リ
ズ
ベ

ト
そ
れ
に
ス
ク
ナ
が
少
し
前
か
ら

的
に
中
堅
職
人
ギ
ル
ド
に
技
術

指

を
し

 
今
ま
で
小
人
の
靴
屋
に
い
い
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
き
た

ギ
ル
ド
も
今
回
の
流
れ
に
乗

た

の
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
お
い
て
は
戦
闘
系
プ
レ
イ
ヤ

の
職
人
活
動
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
い
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
も
ユ
キ
ノ
に
剣
を
作

て
あ
げ
た

り
で
は
ス
キ
ル
を
そ
ち
ら
に

た
り
も
し

て
い
た
が

 
今
は
完
全
に
戦
闘
主
体
の
ス
キ
ル

成
に
変
更
し
て
お
り

 
プ
レ
イ
ヤ

間
で
完
全
に

み
分
け
が
さ
れ
て
い
る
格
好
と
な

て
い
る

 
ハ
チ
マ
ン
製
作
の
唯
一
の
武
器
を
持

て
い
る
事
に
よ

て

 
ユ
キ
ノ
は
他
の
仲
間
達
に

ま
し
が
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
そ
の
事
は
一

横
に
置
い
て
お
く

 

・

集
系
と
職
人
系
を
両
立
さ
せ
る
事
は
可
能
だ
が
そ
の

に
は

大
な

験

が
必

要
に
な
り

 
現

そ
れ
を
成
し
え
て
い
る
の
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
三
人
し
か
い
な
い
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ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
お
い
て
も

リ
ツ

リ
ナ

リ

ク
の
三
人
は
戦
え
は
す
る
が

 
そ
の
戦
闘
力
は
他
の
三
人
よ
り
は

る

 
そ
れ
は

・

集
系
の
ス
キ
ル
を
多
く
所
持
し
て
い
る

で
あ
り

 

を
行
う
三
人
を

残
り
の
三
人
が
護
衛
す
る
と
い
う

態
を
と
る
の
が
基
本
な
の
だ

 
リ
ク
は
簡

な
職
人
活
動
も
し
て
お
り
リ
ン
も
調
理
な
ど
の
生
活
系
の
ス
キ
ル
を
充
実
さ
せ

て
い
る

 
唯
一
戦
闘
系
に
特
化
し
た
ス
キ
ル

成
に
な

て
い
る
リ

ウ
だ
け
が

 
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
に
名
を
連
ね
る
事
に
な

た
と
い
う
の
が
実

の
と
こ
ろ
で

あ

た
フ
ン
ま
あ
い
い
わ
と
り
あ
え
ず
う
ち
は
今
回
の
発
表
に
は
乗
ら
な
い
と
表
明
し
て
お
き
ま

し

う

 
中
堅
ギ
ル
ド
に
は
最
先

の
装
備
は
作
れ
な
い
ん
だ
が
ら

 
そ
の
う
ち
あ
い
つ
ら
も
こ
ち
ら
に

り
寄

て
く
る
は
ず
よ

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
う
考
え

そ
う
す
る
よ
う
に
指

を
出
し
た
が

 
当
然
グ
ラ
ン
ゼ
は
こ
の
時
点
で
ヴ

ル
ハ
ラ
が
他
の
職
人
ギ
ル
ド
の
手
助
け
を
し
て
い
る
事
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を
知
ら
な
い

 
当
然
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
も
そ
の
事
を
知
ら
な
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
の
世

は

れ
る
事
に
な
り

グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
れ
で
満
足
し
た

 
い
ざ
と
な

た
ら
ど
こ
で
何
が

れ
る
か
の
情
報
は
あ
る
の
だ

 
密
か
に
小
人
の
靴
屋
の

部

を
動
員
す
れ
ば
い
い
だ
け
で
あ
る

 
だ
が
そ
の
日
の
午
後
に
な

て

い
き
な
り

況
が
変
わ

た

 

速

出
来
た
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
を
利
用
し
て

 
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

が
新
し
い
剣
を
手
に
入
れ
た
事
が
発
覚
し
た
の
で
あ
る

 
し
か
も
そ
の
武
器
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
職
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
く

 
他
の
中
堅
ギ
ル
ド
の
ギ
ル
ド
マ
ス
タ

の
手
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う

 
当
然
グ
ラ
ン
ゼ
は

何
が
何
だ
か
分
か
ら
ず
に

る
事
に
な
る

 
も

と
も
こ
れ
は

情
報
で
あ
り

実

に
作

た
の
は
リ
ズ
ベ

ト
と
ナ
タ
ク
な
の
だ
が

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
の
事
を
知
る
立
場
に
は
な
く

簡

に
信
じ
て
し
ま

た

 
こ
れ
も
も
ち
ろ
ん
ハ
チ
マ
ン
達
の

で
あ

た

ど
う
い
う
事
な
の

こ
う
な

た
ら
仕
方
な
い

う
ち
も

部

を
出
し
ま
し

う
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グ
ウ

ン

そ
ん
な
感
じ
で
手
配
し
て

う
ん

分
か

た

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
自
分
の
子

い
の
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る
グ
ウ

ン
に
そ
う
伝
え

 
グ
ウ

ン
は
そ
の
命
令
を
果
た
す

に
コ
ン
ソ

ル
か
ら
他
の
メ
ン
バ

達
に
連

を
取
り
始

め
た

 
こ
の
グ
ウ

ン
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ

の
事
は

グ
ラ
ン
ゼ
は

し
く
は
何
も
知
ら
な
い

 
た
ま
た
ま
モ
ブ
相
手
に
グ
ウ

ン
が
狂

た
よ
う
な
戦
い
方
を
し
て
い
る
所
に
遭
遇
し

 
興
味
を
持

た
グ
ラ
ン
ゼ
が

グ
ウ

ン
に
居
場
所
と
装
備
を
提

す
る
と

し
出
た
の
だ

 
そ
れ
以
来
グ
ウ

ン
は

グ
ラ
ン
ゼ
の
秘
書
の
よ
う
な
事
を
や

て
い
る
が

 

心
の
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
い

た
だ
の
相

利

の

の
関
係
で
あ
る

ん
 
突
然
グ
ウ

ン
が
そ
ん
な
声
を
上
げ

グ
ラ
ン
ゼ
の
方
を
見
て
き
た

ど
う
し
た
の

グ
ラ
ン
ゼ

ヴ

ル
ハ
ラ
が
ま
た
声
明
を
出
し
て
き
た

ど
ん
な
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今
動
画
を
見
せ
る

 
グ
ウ

ン
は
そ
う
言

て
ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
機
能
を
利
用
し

 
そ
し
て
画
面
に
は
ハ
チ
マ
ン
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
た

 
そ
の

に
は
ま
る
で
秘
書
の
よ
う
に
付
き

う
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
の

が
あ
る

今
回
の
う
ち
の
行
動
に
驚
い
た
人
も
か
な
り
い
る
と
思
う
が

 
う
ち
の
目
的
は
あ
く
ま
で
よ
り
多
く
の
人
達
に
い
い
武
器
を
行
き

ら
せ
る
事
で
あ
り

 
そ
こ
に
は
特
に
他
意
は
な
い

い
や

完
全
に
無
い
と
は
言
い
き
れ
な
い
な

 
も

と
戦
い
を
楽
し
め
る
よ
う
に
強
い
ラ
イ
バ
ル
が
現
れ
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
い
う
気
持

ち
は
あ
る

 
な
の
で
こ
の
動
画
を
見
て
い
る
み
ん
な
が
そ
う
な

て
く
れ
れ
ば

う
ち
と
し
て
は
嬉
し
い

こ
の
前
出
来
た
デ

エ
ル
・
ス
テ

ジ
の
事
は
知

て
る
よ
ね

 
私
達
相
手
に
い
い
戦
い
が
出
来
た
ら
そ
の
人
を
ヴ

ル
ハ
ラ
に
ス
カ
ウ
ト
す
る
事
も

討
し

ま
すも

と
も
そ
う
簡

に
俺
達
に
挑
戦
出
来
る
と
思

て
も
ら

ち

困
る
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
に
続
き

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
が
笑
顔
で
そ
う
言

た
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も
ち
ろ
ん
公
開
し
た

場
に
は
誰
が
行

て
く
れ
て
も

わ
な
い

 
た
だ
し
そ
れ
な
り
の
強
さ
の
敵
が
出
る
所
も
多
い
か
ら

あ
く
ま
で
自

任
で
頼
む

 
そ
の
問
題
さ
え
ク
リ
ア
出
来
る
な
ら
こ
の
機
会
に

を
や

て
み
た
い
と
い
う
初
心
者
で

も
大
歓
迎
だ

 
だ
が
そ
の
事
で

念
さ
れ
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
今
日
は
そ
の
事
に
つ
い
て
話
そ
う
と

思

て

 
こ
ん
な
風
に
動
画
を
作
る
事
に
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
で
一
息
つ
き

話
を
続
け
た

そ
の

念
さ
れ
る
問
題

て
の
は

現
地
で
の
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の

い
に
つ
い
て
だ

 
こ
う
い

た
素
材
の

に
関
し
て
は

か
ら
色
々
な
問
題
が

こ

て
い
る

 
ポ
イ
ン
ト
の

い
合
い
や
現
地
で
の
戦
闘
モ
ン
ス
タ

の
ト
レ
イ
ン
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
の

 

に
暇
が
な
い
の
は
み
ん
な
知

て
の
通
り
だ

 
な
の
で
そ
う
い

た
事
を
無
く
す

に

今
回
は
ル

ル
を
設
け
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
思
う

 
今
回
は
う
ち
が
提

し
た
情
報
だ
か
ら

そ
れ
く
ら
い
は
勘

し
て
く
れ
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ル

ル
で
す

て

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
一
人
そ
う

い
た

こ
の
時
点
で

な
予
感
が
し
ま
く
り
で
あ
る

そ
の
ル

ル
と
は

現
地
で
の
録
画
の

奨

そ
し
て
自

紹
介
だ

 
相
手
に
何
か
さ
れ
た
り
怪
し
い
な
と
思

た
ら
そ
の
動
画
を
こ
の
ア
ド
レ
ス
に
送

て
欲
し

い 
そ
う
し
た
ら
問
題
を

こ
し
た
奴
を
う
ち
が
と
こ
と
ん
追
い
詰
め
る

 
も

と
も
こ
こ
ま
で
言

て

い
を

こ
す
よ
う
な
奴
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
い
な
い
と
思
う
け
ど

な
何
で
す

て

 
そ
の
言
葉
に
グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が

た

そ
れ
じ

あ
今
回
の
件
に
関
わ
ら
な
い
と
言

た
う
ち
の
メ
ン
バ

は

に
行
け
な
い
じ

な
いま

あ
そ
う
い
う
事
に
な
る
ね

私
以
外
の
み
ん
な
は
普
通
に
公
開
さ
れ
て
る
し

 
グ
ウ

ン
は
今
回
の
事
を

タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
す
ぎ
る
と

し
ん
だ
が

 
今
回
の
グ
ラ
ン
ゼ
と
ロ
ザ
リ
ア
の
元
部
下
と
の
事
に
関
し
て
は
関
わ

て
い
な
い
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さ
す
が
に
こ
れ
が
小
人
の
靴
屋
が
ヴ

ル
ハ
ラ
に
目
を
付
け
ら
れ
た
結
果
だ
と
は
想
像
出
来

な
か

た

一
体
ど
う
す
れ
ば

と
り
あ
え
ず
Ａ
Ｌ
Ｏ
方
面
で
地
道
に

す
る
し
か

く

あ

ち
の
い
い

場
の
情
報
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
無
い
の
に

 
実

今
ま
で
グ
ラ
ン
ゼ
が
投
入
し
た

部

は

 
そ
の
全
て
が
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
を

得
出
来
て
い
な
か

た

 

な
情
報
が
元
と
は
い
え
ト
ラ
フ

ク
ス
方
面
に

遣
し
た
部

で
す
ら
そ
う
な
の
で

あ
る

 
ま
し
て
や

ギ
ル
ド
頼
み
で
あ

た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

場
の
情
報
を

 

わ
れ
て
い
た
小
人
の
靴
屋
が
持

て
い
る
は
ず
が
な
い

 
グ
ラ
ン
ゼ
の
イ
ラ
イ
ラ
は
日
を
追
う

に

大
し
て
い
く

ハ
チ
マ
ン
の
手
の
平
の
上
で

  
小
人
の
靴
屋
の
メ
ン
バ

と
し
て
唯
一
そ
の
ギ
ル
ド
の
ペ

ジ
に
名
前
が
載

て
い
な
い
グ

ウ

ン
は
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そ
の

密
性
を
生
か
し

ヴ

ル
ハ
ラ
が
公
開
し
た

場
に
偵
察
に
出
て
い
た

こ
こ
も

目

こ
こ
も
人
が
い
る

こ
れ
は

目
ね

全
部
の
場
所
が
人
で

れ
て
る

 
グ
ウ

ン
は
万
が
一
カ
メ
ラ
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
時
の
事
を

し

 
そ
の
度
に
変
装
し
て
そ
の

を
変
え
て
い
た

 
中
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
常

し
て
い
る
所
も
あ
り

 
グ
ウ

ン
は
自
分
が
偵
察
に
来
て
い
る
事
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
か
な
り
慎
重
に
行
動
し
て

い
た

 
正
体
が
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い

て

捕
ま

た
り
す
る
と
面
倒
だ
か
ら
で
あ
る

や

ぱ
り
無
理
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
そ
れ
で

別
に
私
が
何
か
困
る

じ

な
い
し

 
グ
ウ

ン
は
そ
う

き

小
人
の
靴
屋
の
ギ
ル
ド
ホ

ム
に

ろ
う
と
し
た

 
そ
の
矢
先

前
か
ら
人
の
来
る
気
配
が
し
た

グ
ウ

ン
は

て
て
物

に

れ
た

 
そ
ん
な
グ
ウ

ン
の

に

相
手
の
会
話
が
飛
び
込
ん
で
く
る

こ
こ
も

況
だ
な

こ
れ
で
皆
さ
ん
が
強
い
武
器
を
手
に
入
れ
ら
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね

そ
う
だ
な

や

ぱ
り
そ
れ
な
り
の
奴
が
相
手
じ

な
い
と
張
り
合
い
が
な
い
か
ら
な
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で
も
今
回
の
事
が
あ

た
せ
い
で

み
ん
な
味
方
に
な

ち

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

そ
れ
で
も
俺
達
が
気
に
入
ら
な
い

て
奴
は

ま
だ
か
な
り
い
る
だ
ろ
う
さ

会
話
か
ら
す
る
と
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

か
し
ら

 
グ
ウ

ン
は
そ
う
思
い

そ

と
そ
ち
ら
の
方
を

き
込
ん
だ

 
そ
の

界
に
入

て
き
た
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
自
分
と
付
き
合
い
が
あ

た
一
人
の
少
女
の

で
あ

た

 
実
は
グ
ウ

ン
は
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
下
部
組

の
メ
ン
バ

で
あ
り

 
当
時
は
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て

お

ね
者
扱
い
と
な

て
い
た
が

 
そ
ん
な
彼
女
達
に
上
か
ら
の
指

を
伝
え
て
い
た
の
が
そ
の
少
女
で
あ

た

 
グ
ウ

ン
と
少
女
は
そ
の

遇
が
近
い
事
も
あ

て
仲
良
く
な
り

 
親
し
く
友
達
付
き
合
い
を
し
て
い
た
の
だ
が

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
が
壊
滅
し
た
そ
の
日
に
そ
の
少
女
は
グ
ウ

ン
を
裏
切

た

 
血
盟
騎
士
団
の
急
襲
を
受
け

屋
に
連
行
さ
れ
よ
う
と
す
る
グ
ウ

ン
を
見
殺
し
に
し
た
の

だ 
そ
し
て
グ
ウ

ン
は

屋
に
入

た
ま
ま

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
の
時
を
迎
え
る
事
と
な

た
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Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
も
当
時
の
事
を
悪
夢
と
い
う

で
グ
ウ

ン
は
何
度
も
見
て
い

た
が

 
そ
の
度
に
そ
の
悪
夢
に

場
し
て
き
た
一
人
の
少
女

み
重
な
る
そ
の
相
手
が
今
目
の
前
に

い
る

 
グ
ウ

ン
は
そ
れ
が
分
か

た

間
に

後
先
考
え
ず
に
そ
の
少
女
の
前
に
飛
び
出
し
た

ル
ク
ス

 
関
連
す
る
話
は
第
７
２
６
話
で
す

あ
で
も
人
物
紹
介
に
は

か
ら
名
前
が
出
て
ま
し
た
ね



 第１０３１話 ちゃんと話をしてみろって

 
第
１
０
３
１
話
 
ち

ん
と
話
を
し
て
み
ろ

て

え
 
ル
ク
ス
は
突
然
名
前
を
呼
ば
れ
た
事
に
戸
惑
い

 
そ
の
名
前
を
呼
ん
だ
相
手
が
真

直
ぐ
自
分
に
攻
撃
を
仕

け
て
こ
よ
う
と
す
る
の
を
見
て

ま

た

 
ル
ク
ス
は
そ
れ
な
り
に

が
立
ち
こ
う
い

た
場
合
で
も
十
分
反
撃
は
可
能
だ

た
は
ず
だ

が 
何
故
か
今
回
は
そ
れ
が
出
来
な
い

ル
ク
ス

覚
悟

 
相
手
の
持
つ
武
器
が
自
分
の
目
の
前
に
迫

て
き
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

 
ル
ク
ス
は
全
く
動
く
事
は
出
来
な
か

た

そ
の

の
中
で
は
一
つ
の
考
え
が
ぐ
る
ぐ
る
と

回

て
い
た

今
の
声

ど
こ
か
で

死
ね
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さ
せ
ね
え
よ

 
そ
ん
な
の
ん
び
り
と
し
た
声
と

バ
キ

と
い
う
音
と
共
に

 
グ
ウ

ン
の
攻
撃
は
あ

さ
り
と

き
返
さ
れ
た

 
そ
れ
を
成
し
た
人
物
は

お
説
教
す
る
よ
う
な
感
じ
で
隣
の
ル
ク
ス
に
話
し
か
け
て
い
た

お
い
ル
ク
ス

お
前
な
ら
今
の
攻
撃
な
ん
ざ
簡

に
防
げ
る
は
ず
だ
ろ

何
故
動
か
ん

す

す
み
ま
せ
ん

今
の
声
に

き
覚
え
が
あ

た
よ
う
な
気
が
し
て
つ
い

ほ
う

そ
れ
じ

あ
こ
い
つ
は
知
り
合
い
か

い
え

知
ら
な
い
人
で
す

 
ル
ク
ス
は
そ
う
言

て
グ
ウ

ン
の
顔
を

き
込
み
な
が
ら
言

た

 
そ
の
事
が
グ
ウ

ン
は
と
て
も

し
か

た
が

本
人
は
そ
の
感
情
に
気
付
い
て
い
な
い

 
そ
し
て
グ
ウ

ン
は
自
分
の
攻
撃
を
防
い
だ
者
を

み
つ
け

直
後
に
顔
を

く
し
た

ハ

ハ
チ
マ
ン

俺
の
事
は
知

て
ん
の
か

と
い
う
か
そ
ん
な
に
真

に
な
る

に

 
よ
く
俺
の
前
で
攻
撃
を
仕

け
て
き
た
も
ん
だ
よ
な

あ

あ
ん
た
に
気
付
い
て
れ
ば
攻
撃
な
ん
か
し
な
か

た
わ
よ
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ほ
う

俺
が
目
に
入
ら
な
い
く
ら
い
ル
ク
ス
に
ご

心
だ

た

て
事
か
だ
そ
う
だ
ぞ
ル

ク
スあ

あ
な
た
は
誰
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

 
ル
ク
ス
は
何
か
を
期
待
す
る
よ
う
な
目
で
グ
ウ

ン
を
見
つ
つ

そ
う
質
問
し
て
き
た

私
が
誰
だ

て

あ
ん
た
に
は
関
係
な
い
で
し

関
係
な
く
な
ん
か
な
い

も
し
か
し
て

も
し
か
し
て
あ
な
た
は

 
ル
ク
ス
は
そ
う
言
い
な
が
ら
涙
を
流
し
始
め

グ
ウ

ン
は
ギ

と
し
た

な

何
よ

あ
な
た
は
も
し
か
し
て

グ
ウ

ン
な
の

 
そ
の
ル
ク
ス
の
言
葉
に
グ
ウ

ン
は
目
を
見
開
い
た

 
ま
さ
か
ル
ク
ス
が
過
去
に
裏
切

た
自
分
の
事
を
覚
え
て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
か
ら
だ

だ

た
ら
ど
う
だ

て
言
う
の

わ

私

私
は

 
そ
の
ま
ま
ル
ク
ス
が

き
出
し
て
し
ま

た

こ
れ
以
上
こ
こ
で

ぎ
を

こ
す
と
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中
の
者
達
に
気
付
か
れ
る
と
思

た
ハ
チ
マ
ン
は
グ
ウ

ン
を

に
担
ぎ
な
が
ら
こ
う

言

た
ル
ク
ス

場
所
を
変
え
る
ぞ

こ
の
先
の
誰
も
来
な
い
道
の
先
に

安
全
地

が
あ
る

は

は
い

 
こ
う
し
て
グ
ウ

ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
連
行
さ
れ

安
全
地

へ
と
運
ば
れ
る
事
と
な

た

 
で

ル
ク
ス

こ
い
つ
は
も
し
か
し
て

お
前
が
話
し
て
く
れ
た

 
ど
う
し
て
も
謝
り
た
い
親
友

て
奴
か

は

は
い

は

親
友

ふ
ざ
け
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
二
人
の
会
話
を

き

グ
ウ

ン
は
即
座
に
そ
う
答
え
た

そ

そ
ん
な

ま
あ

が

だ

こ
い
つ
が
そ
う
思
う
の
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
な

で
す
よ
ね

あ
ん
た
達
は
一
体
何
を
言

て
る
の

多
少
は
事
情
を
知

て
る
み
た
い
だ
け
ど
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あ
の
日
こ
い
つ
が
私
の
事
を
見

て
た
時
の
事
私
は
ま
だ

日
あ

た
事
み
た
い
に
覚
え

て
る
わ
よ

 
グ
ウ

ン
は
二
人
に
そ
う

声
を

び
せ

完
全
に
居
直

た
よ
う
な
態
度
を
と

た

 
そ
ん
な
グ
ウ

ン
に
ル
ク
ス
は

て

を
下
げ
た

あ
の
時
の
私
に
は
勇
気
が
足
り
な
か

た

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

な

何
で
今
更
謝
る
の
よ

何
な
の
よ
あ
ん
た
は

と
に
か
く
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
ん
な
ル
ク
ス
に
グ
ウ

ン
は
戸
惑

て
い
た

こ
の
現

で
立
場
が
強
い
の
は
相
手
の
方

で
あ
る

 
に
も
関
わ
ら
ず

ル
ク
ス
は
自
分
に
謝
る
事
し
か
し
な
い

 
グ
ウ

ン
は
今
ま
さ
に

混
乱
の
た
だ
中
に
あ

た

ど
う
い
う
事
な
の

俺
に
そ
う
言
わ
れ
て
も

俺
は
お
お
ま
か
な
話
し
か
知
ら
な
い
か
ら
な

そ
れ
で
い
い
か
ら
説
明
し
て
み
て

そ
う
だ
な
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ハ
チ
マ
ン
は
少
し
迷

た
後

グ
ウ

ン
に
こ
う

ね
た

な

お
前
と
ル
ク
ス
は

 
同
じ
よ
う
に
ラ
フ
コ
フ
に

さ
れ
て
た
仲
間
同
士
だ

た

て
事
で
い
い
ん
だ
よ
な

え
え

そ
れ
で
合

て
る
わ

お
前

そ
の
後
ラ
フ
コ
フ
が
ど
う
な

た
か
知

て
る
の
か

私
達
み
た
い
な
下
部
組

と
共
に
壊
滅
し
た
ん
で
し

で

全
員

屋
に
入
れ
ら
れ
た

そ
の

度
か

何
よ
そ
れ

 
ど
う
や
ら
グ
ウ

ン
は
何
も
知
ら
な
い
に

し
い
ら
し
い
と
考
え
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
少
し
迷

た
後
に

事
の
顛
末
を
グ
ウ

ン
に
説
明
す
る
事
に
し
た

俺
達
が
ラ
フ
コ
フ
の
本

を
全
滅
さ
せ
た
あ
の
日

あ

そ
れ
じ

あ
や

ぱ
り
あ
ん
た

あ
の
ハ
チ
マ
ン
な
ん
だ

し
て
も
仕
方
な
い
か
ら
言
う
が

そ
の
通
り
だ
な

 
で

あ
の
日

俺
達
は
確
か
に
ラ
フ
コ
フ
の
メ
ン
バ

を
全
滅
さ
せ
た
が

 
リ

ダ

の
Ｐ
ｏ

だ
け
は
逃
が
し
ち
ま

た
ん
だ



 第１０３１話 ちゃんと話をしてみろって

え

そ

そ
う
だ

た
の

そ
の
後
も
ラ
フ
コ
フ
の
残

を
名
乗
る
プ
レ
イ
ヤ

も
現
れ
た
く
ら
い
だ

 
闇
に

み
な
が
ら

あ
い
つ
ら
が
復

の
機
会
を
狙

て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
は
ず
だ

 
グ
ウ

ン
は
そ
の
言
葉
に

り
込
ん
だ

 
そ
れ
が
ど
う
自
分
に
関
係
し
て
く
る
の
か
分
か
ら
な
か

た
か
ら
だ

と
こ
ろ
で
お
前

ロ
ザ
リ
ア

て
プ
レ
イ
ヤ

の
事

知

て
る
か

タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド
の
リ

ダ

の

も
ち
ろ
ん
知

て
る
わ
よ

 
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
話
題
を
変
え

グ
ウ

ン
は
戸
惑

た
が

 
知

て
い
る
名
前
だ

た

と
り
あ
え
ず
そ
う
答
え
た

そ
れ
は
都
合
が
い
い

今
本
人
を
こ
こ
に
呼
ぶ
か
ら
ち

と
待

て
ろ

え

え

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
ど
こ
か
に
メ

セ

ジ
を
送
り

 
す
ぐ
に
見
知
ら
ぬ
顔
の
一
人
の
女
性
が
こ
の
場
に
駆
け
つ
け
て
き
た

あ

そ
こ
の

場
に
い
た
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ハ
チ
マ
ン

そ
れ
に
ル
ク
ス
も

一
体
ど
う
し
た
の

お
う
ロ
ザ
リ
ア

こ
い
つ
の
事

覚
え
て
る
か

 
ど
う
や
ら
お
前
と
同
じ

ラ
フ
コ
フ
の
下
部
組

の
人
間
だ

た
ら
し
い
ぞ

え

本
当
に

 
ハ
チ
マ
ン
が
自
分
の
事
を

じ

な
く
ロ
ザ
リ
ア
と
呼
ん
だ
事
で

 
何
か
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
の
だ
ろ
う

 
ロ
ザ
リ
ア
は
真
面
目
な
表
情
で
じ

と
グ
ウ

ン
の
顔
を
見
た

ん

キ

ラ
が
違
う
か
ら
も
ち
ろ
ん
見
覚
え
は
な
い
ん
だ
け
ど

 
女
性
プ
レ
イ
ヤ

て
本
当
に

え
る

し
か
い
な
か

た
し
ね
も
し
か
し
て
グ
ウ

ン

え

ほ

本
物
の
ロ
ザ
リ
ア

 
グ
ウ

ン
は

あ
る
い
は
ハ
チ
マ
ン
が
メ

セ

ジ
で

 
ロ
ザ
リ
ア
に
自
分
の
名
前
を
教
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
疑

た
が

 
次
の
ロ
ザ
リ
ア
の
言
葉
で
グ
ウ

ン
の
疑
い
は

飛
ん
だ

屋
じ

隣
同
士
だ

た
わ
よ
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
た
あ
の
日
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生
き
残
れ
た

て
二
人
で
喜
び
合

て

い
つ
か
会
え
た
ら
そ
の
時
は
一

に
お
祝
い
し
よ
う

て
叫
び
合

た
事
ま
だ
覚
え
て
る

わ
よ本

物
だ

 
グ
ウ

ン
は
そ
の
言
葉
で
ロ
ザ
リ
ア
が
本
物
だ
と
完
全
に
信
じ
た

お
前

そ
ん
な
事
叫
ん
で
た
の
か
よ

べ

別
に
い
い
じ

な
い

本
当
に
嬉
し
か

た
ん
だ
も
ん

 
そ
の
ロ
ザ
リ
ア
の
態
度
に
グ
ウ

ン
は
驚
愕
し
た

 
ど
う
見
て
も
ロ
ザ
リ
ア
が
ハ
チ
マ
ン
に
ラ
ブ
ラ
ブ
だ
と
い
う
風
に
し
か
見
え
な
か

た
か
ら

で
あ
る

ね

ロ
ザ
リ
ア
あ
ん
た

て
こ
い
つ
に

屋
に
入
れ
ら
れ
た
の
よ
ね
そ
の
事
を

ん
で
な

い
のは

何
言

て
る
の
よ

そ
の
お
か
げ
で
私
達
は

 
あ
あ
そ
う
か

あ
ん
た
は
あ
い
つ
ら
よ
り
も

く

屋
に
来
た
も
の
ね

 
い
い
グ
ウ

ン

屋
に
送
ら
れ
て
き
た
ラ
フ
コ
フ
の
奴
ら
が
私
に
何
て
言

た
か
分
か
る
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そ
れ
は
初

何
て
言

た
の

お
前
も
い
ず
れ
殺
す
つ
も
り
だ

た
が

命

い
し
た
な

よ

 
多
分
私
達
が
捕
ま

て
な
か

た
ら

か
れ

か
れ
あ
い
つ
ら
に
皆
殺
し
に
さ
れ
て
い
た
で

し

う
ね

え
 
グ
ウ

ン
は
そ
の
言
葉
に
絶

し
た

そ
の
時
ル
ク
ス
が
そ
ん
な
グ
ウ

ン
の
手
を

り
な
が

ら
言

た

グ
ウ

ン

本
当
に
生
き
て
て
く
れ
て
良
か

た

 
生
き
て
る

て
信
じ
て
た
け
ど

本
当
に
良
か

た

あ
ら

二
人
は
知
り
合
い
だ

た
の

え

え
え

ま
あ
一
応

じ

な
い
わ
よ

確
か
に
知
り
合
い
だ
け
ど

 
私
は
あ
の
日

血
盟
騎
士
団
の
連
中
に
捕
ま

て
そ
の
ま
ま

屋
に
放
り
込
ま
れ
た
わ

 
で
も
そ
ん
な
私
を
こ
い
つ
は
全
然

て
く
れ
な
く
て

何
も
せ
ず
見
殺
し
に
し
た
の
よ

何

え
た
事
を
言

て
る
の
よ
だ

て
あ
ん
た
オ
レ
ン
ジ
メ
ン
バ

だ

た
ん
で
し
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そ
ん
な
の
捕
ま

て
当
然
じ

な
い
の
よ

 
私
な
ん
て

カ

ソ
ル
は
グ
リ

ン
だ

た
の
に
捕
ま

た
の
よ

そ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

 
間
接
的
に
他
の
プ
レ
イ
ヤ

を
追
い
込
ん
で
殺
し
て
い
た
と
は
い
え

 
確
か
に
カ

ソ
ル
自
体
は
グ
リ

ン
だ

た
ロ
ザ
リ
ア
に
あ

さ
り
と
そ
う
言
わ
れ

 
グ
ウ

ン
は

白
ん
だ

確
か
に
そ
う
な
の
だ
が
そ
う
言
わ
れ
て
も
素
直
に
納
得
は
出
来
な

い
の
だ

で

で
も
こ
い
つ
は

結
果
的
に
そ
の
お
か
げ
で
命

い
し
た
ん
じ

な
い
の

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が

横
か
ら
こ
う
言

て
き
た

俺
が
口
を
出
す
事
じ

な
い
か
も
だ
け
ど
よ

 
お
前
の
事
を

ル
ク
ス
は
名
乗
ら
れ
な
く
て
も
覚
え
て
た
じ

な
い
か
よ

 
ち

と
は
そ
の
気
持
ち
も

ん
で
や

て

ち

ん
と
話
を
し
て
み
ろ

て

ま

ま
あ

話
く
ら
い
な
ら
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結
局
の
と
こ
ろ

グ
ウ

ン
も
ル
ク
ス
の
事
を
信
じ
た
か

た
の
だ
ろ
う

 
だ
が
グ
ウ

ン
は
そ
の
気
持
ち
を

ら
せ
て
し
ま

て
い
た

 
こ
れ
を
解
き
ほ
ぐ
す
に
は

や
は
り
直
接
言
葉
を
交
わ
す
以
外
の
選
択
肢
は
無
い
の
だ

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
少
し
遠
く
に
離
れ

熱
心
に
語
り
合

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
ロ
ザ
リ
ア
は
そ
れ
を
遠
く
で
見
守

て
い
た
が

 
や
が
て
二
人
は
手
を

り
合

た
ま
ま
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

ご
め
ん
な
さ
い
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

私
が
間
違

て
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い

私
達

仲
直
り
出
来
ま
し
た

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

 
二
人
は
自
分
達
の
気
持
ち
を
正
直
に
伝
え

そ
の
ま
ま
和
解
で
き
た
ら
し
い

そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
グ
ウ

ン
が
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
話
が
あ
る
そ
う
な
ん
で
す
が

お
う

何
だ

え

と

実
は
私

今
小
人
の
靴
屋
で
お
世
話
に
な

て
る
ん
だ
け
ど

ほ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
目
を
見
開
い
た
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で

話

て
何
だ

え

と

グ
ラ
ン
ゼ
が
色
々
動
い
て
る
み
た
い
だ
か
ら

気
を
つ
け
て

そ
れ
は
知

て
る
ぞ

シ
グ
ル
ド
と
か
と
組
ん
で
何
か
や
ろ
う
と
し
て
る
ん
だ
ろ

シ
グ
ル
ド

誰

ん

シ
グ
ル
ド
の
事

知
ら
な
い
の
か

え
え

私
は
主
に

職
人
達
へ
の
連

役
を
し
て
い
る
か
ら
ね

ふ
む

 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
や
ら
グ
ウ

ン
は
小
人
の
靴
屋
の
中

に
い
る
人
物
で
は
な
さ
そ
う
だ
と

思
い

 
グ
ウ

ン
を
利
用
す
る
の
も
ど
う
か
と
思

た
の
か

こ
う
頼
ん
で
き
た

な

グ
ウ

ン

お
前
さ

小
人
の
靴
屋
の
メ
ン
バ

だ

て
事
は

 
中
に
は
親
し
い
奴
も
い
る
ん
だ
よ
な

 
と
り
あ
え
ず
う
ち
が
小
人
の
靴
屋
の
動
き
に
気
付
い
て
る

て
事
は

 
そ
う
い

た
奴
ら
に
は

て
て
く
れ
な
い
か

へ

情
報
を
流
さ
な
く
て
い
い
の
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い
や

だ

て
お
前
さ

 
ハ
チ
マ
ン
は
困

た
よ
う
な
顔
を
し
た

ル
ク
ス
と
の
関
係
を
盾
に

 
グ
ウ

ン
に
気
が
向
か
な
い
事
を
さ
せ
る
つ
も
り
は
ま

た
く
無
か

た
か
ら
だ

 
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も

何
と
で
も
な
る
と
い
う
自
信
を
持

て
い
た
と
い
う
理
由
も
あ
る

も
し
か
し
て
私
に
気
を
遣

て
く
れ
て
る
の

そ
り

ま
あ

な

 
い
く
ら
ル
ク
ス
の
友
達
だ
か
ら
と
い

て

ス
パ
イ
を
さ
せ
る

に
は
い
か
ん
だ
ろ

そ
れ
な
ら
大
丈
夫

私

グ
ラ
ン
ゼ
の
事
は
好
き
じ

な
い
か
ら

そ

そ
う
な
の
か

う
ん
だ

て
あ
い
つ
自
分
が
全
て
正
し
い

て
思

て
る
と
こ
ろ
が
す
ご
く

に
つ
く
ん

だ
も
ん

 
グ
ウ

ン
の
そ
の
言
葉
に
三
人
は

き
出
し
た

グ
ウ

ン

ぶ

ち

け
す
ぎ

で
も
そ
の
気
持
ち
は
何
と
な
く
分
か
る
わ

い
や

本
当
に
そ
う
な
ん
だ

て

だ
か
ら
私
の
事
は
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
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ル
ク
ス
の

に
な
る
な
ら
い
く
ら
で
も
ス
パ
イ
を
や
る
よ

そ
う
言

て
も
ら
え
る
の
は

難
い
が

 
事
が
終
わ

た
後
に

あ
い
つ
ら
に

み
を
持
た
れ
る
可
能
性
が

ん

待
て
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
な
顔
を
し

ハ

と
し
た

な

グ
ウ

ン
お
前
さ
ル
ク
ス
み
た
い
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
キ

ラ
を
も
う
一
度
使
う
気
は

な
い
か

 
そ
う
し
た
ら
今
の
キ

ラ
は

し
て
も
問
題
な
く
な
る
だ
ろ

も
し
そ
れ
が
可
能
な
ら
是
非
そ
う
し
た
い
所
だ
け
ど

そ
ん
な
事
不
可
能
で
し

も
し
お
前
が
そ
れ
を
望
む
な
ら

何
と
か
し
て
や
れ
な
く
も
な
い

本
当
に

そ
れ
じ

あ
是
非
お
願
い
し
た
い
わ

そ
の
前
に

お
前
今

ど
こ
に

ん
で
る
ん
だ

東
京
だ
け
ど

そ
う
か

そ
れ
は
都
合
が
い
い
な

こ
の

所
に
今
か
ら
来
れ
た
り
し
な
い
か

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

グ
ウ

ン
に
メ

セ

ジ
を
送

た

こ
こ

え

と

え

こ
れ

ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
じ

な
い
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お
う

そ
れ
で
合

て
る
な

可
能
は
可
能
だ
け
ど

も
し
お
前
が
家
の

所
を
教
え
て
く
れ
る
な
ら

俺
が
迎
え
に
行

て
や

て
も
い
い

 
ま
あ
俺
の
事
が
信
用
出
来
る
な
ら

だ
け
ど
な

 
グ
ウ

ン
は
そ
う
言
わ
れ

困

た
顔
で
ル
ク
ス
の
顔
を
見
た

 
ル
ク
ス
は
そ
ん
な
グ
ウ

ン
に
力
強
く

い
た

大
丈
夫
だ
よ

グ
ウ

ン

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
こ
こ
に
迎
え
に
来
て

こ
こ
か

分
か

た

直
ぐ
に

で
迎
え
に
行
く
わ

う
ん

お
願
い

 
こ
う
し
て
グ
ウ

ン
が
ソ
レ
イ
ユ
を
訪
れ
る
事
が

撃
的
に
決
定
し
た
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第
１
０
３
２
話
 
芽
衣
美
の
ソ
レ
イ
ユ
訪
問

 
四
人
は
ポ

タ
ル
か
ら
ト
ラ
フ

ク
ス
へ
と

り

そ
の
場
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
し
た

 
そ
し
て
現
実
世
界
に

た
八
幡
は

 
マ
ン
シ

ン
か
ら
キ

ト
の
所
に
向
か
う

中
で
薔
薇
か
ら
の
連

を
受
け

 
ソ
レ
イ
ユ
の
自
分
の
部
屋
に
移
動
し
た
の
だ
が
そ
こ
で
い
き
な
り
保
に
土
下
座
さ
れ
て
い
た

小
猫
が
保
が
来
て
る

て
言
う
か
ら
と
り
あ
え
ず
こ

ち
に
来
た
が
こ
れ
は
ど
う
い

う
事
だ

す
ま
な
い
八
幡

何
も
言
わ
ず
に
僕
と
一

に
メ
イ
ド
に
な

て
く
れ

は

意
味
が
分
か
ら
ん
の
だ
が

 
今
か
ら
出
か
け
る
か
ら
ち

と
忙
し
い
ん
だ
よ
な

し
い
話
は
今
度
で
も
い
い
か

そ
れ
は
重
々

知
の
上
で
頼
む

時
間
は
取
ら
せ
な
い

こ
の
通
り
だ

む
 
八
幡
は
困
り
果
て

と
り
あ
え
ず
保
に
こ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
立
て

て

メ
イ
ド
に
な
れ

て
の
は
ど
う
い
う
事
だ
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も
し
か
し
て
ア
イ
と
ユ
ウ
に
何
か
頼
ま
れ
た
か

頼
ま
れ
た

て
言
わ
れ
た
ら
そ
う
か
も
し
れ
な
い

 
あ
の
二
人
が
ね

ま
だ
病
気
が
治
る
か
分
か
ら
な
い
時
に
僕
に
こ
う
言

た
ん
だ

 
も
し
こ
の
ま
ま
病
気
が
治

た
ら

八
幡
と
一

に
メ
イ
ド
の
格
好
を
し
た
い

て
ね

 
だ
か
ら
伏
し
て
お
願
い
し
た
い

そ
の
望
み
を
果
た
す

に
協
力
し
て
く
れ

そ
う
い
う
事
か

 
八
幡
は
事
情
を
理
解
し

こ
れ

て
断
れ
な
い
奴
だ
よ
な
と

を
落
と
し
た

分
か

た

そ
の
頼
み

引
き
受
け
る
わ

 
た
だ
し
そ
の
作
戦
が
通
用
す
る
の
は
今
回
だ
け
だ
ぞ

 
土
下
座
す
れ
ば
俺
が
言
う
事
を
き
く
と

他
の
奴
ら
に
思
わ
れ
る
の
も
困
る
か
ら
な

あ
り
が
と
う
八
幡

に
着
る
よ

 
だ
が
た
だ
メ
イ
ド
の
格
好
を
さ
せ
ら
れ
る
の
は
業
腹
だ
と
考
え

 
同
時
に
八
幡
は
保
に
こ
ん
な
提
案
を
し
た

そ
の
代
わ
り

俺
か
ら
も
提
案
が
あ
る
ん
だ
が

 
八
幡
は
そ
う
言

て
保
の

元
で

こ
そ
こ
そ
と
何
か

い
た
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な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
れ
は
面
白
い
ね

だ
ろ

俺
達
ば

か
り
が
笑
わ
れ
る
の
は
気
に
入
ら
な
い
か
ら
な

 
こ
の
事
を
フ

イ
リ
ス
に
伝
え
て
お
い
て
く
れ

分
か

た

任
せ
て
く
れ

 
こ
う
し
て
保
は
晴
れ
や
か
な
顔
で
去

て
い

た

さ
て
と

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
秘
書
室
に
向
か
い

薔
薇
に
こ
う
言

た

保
の
用
件
は
済
ん
だ
か
ら
ち

と
行

て
く
る
小
猫
は
ナ

ヴ
ギ
ア
の
準
備
を
し
て
お
い

て
く
れ

分
か

た
わ

任
せ
て

 
そ
し
て
次
に
八
幡
は

ひ
よ
り
に

話
を
か
け
た

お

ひ
よ
り
か

三
十
分
後
に
寮
の
前
で
待

て
て
く
れ

 
グ
ウ

ン
を

た
後
に
迎
え
に
行
く
か
ら
な

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
待
ち
し
て
ま
す
ね

 
八
幡
は
こ
れ
で
準
備
よ
し
と
思
い

そ
の
ま
ま
グ
ウ

ン
の
家
に
向
か

た
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咲
さ
ん

こ
こ
だ
な

 
グ
ウ

ン
の
本
名
は

咲
芽
衣
美
と
い
う

 
八
幡
は
そ
の
事
を

所
と
一

に
送
ら
れ
て
き
た
メ

セ

ジ
で
知

て
い
た

 
家
の
門
の
前
に
は
や
や

く
見
え
る
少
女
が
立

て
お
り

 
八
幡
は
キ

ト
か
ら
下
り
て

そ
ち
ら
に
手
を

た

よ

グ
ウ

ン
か

そ
う
い
う
あ
ん
た
は
ハ
チ
マ
ン
で
い
い
の
よ
ね

比
企
谷
八
幡
だ

実
名
系
で
悪
い
な

あ

そ
う
な
ん
だ

私
は

咲
芽
衣
美
よ

め
て
宜
し
く
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
芽
衣
美
は
八
幡
に
手
を
差
し
出
し
て
き
た

 
八
幡
は
そ
の
手
を

り
返
し

芽
衣
美
を
助
手

へ
と
案
内
し
た

ほ
れ

遠

な
く
乗

て
く
れ

う
わ

ガ
ル
ウ

ン
グ

凄
く
高
そ
う
な

ね

も
し
か
し
て

か
ら
の
援
助
金
で

た
の
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は
は

そ
れ
じ

あ
全
然
足
り
な
い
さ

こ
れ
は

い
物
だ

い

て

 
芽
衣
美
は
絶

し
つ
つ

お
金
と
い
う
の
は
あ
る
所
に
は
あ
る
も
の
だ
と
思
い

 
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗
り
込
ん
だ

そ
し
て
他
の
者
達
同
様
に
キ

ト
に
話
し
か
け
ら
れ
て
驚

き 
そ
こ
か
ら
は
素
直
に
こ
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
事
に
し
た

わ

わ

全
然

れ
な
い
ね

道
の

を

出
し
て
調

し
て
る
ら
し
い
ぞ

な

キ

ト

は
い

そ
の
通
り
で
す

何
そ
の
高
性
能

ふ
ふ
ん

も

と
キ

ト
を
褒
め
て
く
れ
て
も
い
い
ぞ

キ

ト

凄
い

お
褒
め
に

り
光
栄
で
す

 
そ
ん
な
会
話
を

り
広
げ
な
が
ら
芽
衣
美
は
流
れ
る
景
色
を
見
て

し
げ
な
口
調
で
こ
う

言

た
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ね

こ

ち

て
ソ
レ
イ
ユ
の
方

と
違
う
ん
じ

な
い

よ
く
気
付
い
た
な
今
向
か

て
る
の
は
帰
還
者
用
学
校
だ

も
う
す
ぐ
見
え
て
く
る
と
思
う

ぞ
帰
還
者
用
学
校

そ
れ

て

お

見
え
て
き
た
な

そ
れ
で
あ
そ
こ
に
い
る
の
が

ル

ル
ク
ス

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

と
そ

く
り
な
の
で
当
然
な
の
だ
が
芽
衣
美
は
一

で
相
手
の
正
体
を
理
解

し
たひ

よ
り

待
た
せ
た
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
八
幡
さ
ん

そ
れ
に
グ
ウ

ン

ル
ク
ス

 
二
人
は
そ
う
言

て

き
合
い

八
幡
は
そ
れ
を
見
て
満
足
げ
に
う
ん
う
ん
と

い
た

そ
れ
じ

あ
二
人
は
一

に
後
部
座

に
乗
る
と
い
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡
さ
ん

あ

あ
り
が
と
ね

は

八
幡
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芽
衣
美
は
遠

が
ち
に
八
幡
を
名
前
で
呼
ん
だ

 
特
に
八
幡
に
何
か
言
わ
れ
た

で
は
な
い
が

ひ
よ
り
に
合
わ
せ
た
の
だ
ろ
う

 
そ
う
思

た
八
幡
も

え
て
こ
う
返
し
た

お
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て
だ
な

ひ
よ
り

メ
イ
ミ

ち

と

何
よ
そ
の
あ
だ
名

 
で
も
ま
あ
い
い
わ

芽
衣
美
じ

呼
び
に
く
い
だ
ろ
う
し

広
い
心
で
許
し
ま
す

お
う

サ
ン
キ

な

 
三
人
は
そ
の
会
話
に
笑
い
な
が
ら

ソ
レ
イ
ユ
へ
移
動
を
開
始
し
た

 
道
中
で
は
ひ
よ
り
と
芽
衣
美
が
楽
し
そ
う
に
話
し
て
お
り

 
八
幡
は
そ
れ
を

魔
し
な
い
よ
う
に

て

を
走
ら
せ
て
い
た

さ
て
着
い
た
ぞ

二
人
と
も

こ

ち
だ

は

は
い

お

お

魔
し
ま
す

 
ひ
よ
り
も
芽
衣
美
も
当
然
こ
う
い

た
場
所
に
来
る
の
は
初
め
て
だ

た

 
か
な
り

張
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
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そ
し
て
受
付
に
向
か
う
と

そ
こ
で
は
え
る
が
一
人
で

守
番
を
し
て
い
た

あ

八
幡
さ
ん

お
帰
り
な
さ
い

お
う

番
か

ウ
ル
シ
エ
ル

か
お
り
は
も
う
帰

た
の
か

 
出
か
け
る
時
は
か
お
り
が
い
た

八
幡
は
え
る
に
そ
う

ね
た

だ
か
ら
ウ
ル
シ
エ
ル
じ

な
い

て
あ
れ

か
お
り
な
ら
も
う
帰
り
ま
し
た
よ

そ
う
か
そ
う
か

と
こ
ろ
で
ウ
ル
シ
エ
ル
さ

お
前
の
彼
氏
候
補
に
言

て
お
い
て
く
れ
よ

 
あ
ん
ま
り
無
茶
ぶ
り
し
て
俺
を
困
ら
せ
る
な

て
な

 
い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ
た
え
る
は

顔
を
真

に
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

か

彼
氏
候
補
と
か

別
に
保
さ
ん
は
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
で
す
し

俺
は
保
と
は
一
言
も
言

て
な
い
ん
だ
が

は

た

確
か
に

八
幡
さ
ん

私
を
は
め
ま
し
た
ね

お
前
が
分
か
り
易
す
ぎ
る
ん
だ

て
の

 
保
は
自

評
価
が

い

い
か
ら
ま
あ
お
前
も
頑
張

て
な
絶
対
に
脈
は
あ
る
と
断
言

し
て
お
こ
う

ほ

本
当
で
す
か

信
じ
ま
す
よ

信
じ
ち

い
ま
す
か
ら
ね

私

や
る
時
は
や
り
ま
す
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よ
お
う

頑
張

て
な

は
い

 
そ
の
会
話
に
二
人
は
目
を
点
に
さ
せ
た
が

そ
の
ま
ま
八
幡
に

さ
れ

 
え
る
に

を
下
げ
て
そ
の
横
を
通
り
過
ぎ
た

凄
く

麗
な
人

ん

え
る
の
事
か

う
ん

あ
ん
な
美
人
の
恋
愛
相
談
に
乗

て
あ
げ
て
る
の

男
と
し
て
悔
し
く
な
い
の

芽
衣
美

八
幡
さ
ん
に
は
明
日
奈
さ
ん

て
い
う
恋
人
が
い
る
か
ら
ね

え

も
し
か
し
て
閃
光

リ
ア
ル
で
会
え
た
ん
だ

そ
れ
は
本
当
に
お
め
で
と
う

 
芽
衣
美
は
当
然
ア
ス
ナ
の
事
は
知

て
お
り

八
幡
に
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た

お
う

あ
り
が
と
な

ち
な
み
に
さ

き
の
は
た
だ

や
か
し
て
た
だ
け
だ

 
あ
い
つ
の
彼
氏
候
補
と
は
友
達
な
ん
だ
よ

え

あ
ん
た
に
友
達
な
ん
か
い
た
の

お
い

そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ
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だ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

て
言

た
ら
ソ
ロ
プ
レ
イ
ヤ

の
代
名

だ

た
じ

な
い

ぐ

た

確
か
に
返
す
言
葉
も
無
い
が

今
は

と
は
違
う
ん
だ
よ

そ
う
な
の

ま
あ
良
か

た
じ

な
い

私
に
は
ひ
よ
り
し
か
い
な
い
ん
だ
し

ん芽
衣
美

 
そ
の
言
葉
が
八
幡
と
ひ
よ
り
は
気
に
な

た
が

そ
の
事
は
後
で
話
す
事
に
し

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の
部
屋
へ
と
移
動
し
た

何
こ
の
次
期
社
⻑
室

て

気
に
す
る
な

た
だ
の
ギ

グ
だ

こ
う
い
う
の

て
ギ

グ
で
済
ま
せ
て
い
い
も
の
だ
と
は
思
え
な
い
ん
だ
け
ど

ソ
レ
イ
ユ

て
の
は
そ
う
い
う
会
社
な
ん
だ
よ

ま
あ
い
い
わ

 
そ
れ
で
納
得
し
た

で
も
な
い
の
だ
が
芽
衣
美
は
追

す
る
の
を
や
め
大
人
し
く
部
屋
に

入

た

 
そ
こ
で
三
人
を
待

て
い
た
の
は
薔
薇
で
あ
る
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あ

ロ
ザ
リ
ア
だ

薔
薇
さ
ん

こ
ん
ば
ん
は

待

て
た
わ

ふ
ふ

ま
さ
か
ラ
フ
コ
フ
に
参
加
し
て
た
女
子
が

 
全
員
こ
こ
に
集
ま
る
事
に
な
る
な
ん
て
思
い
も
し
な
か

た
わ
ね

た

確
か
に
私
達
以
外
の
女
子

て
見
た
事
な
い
ね

そ

そ
う
い
え
ば

 
そ
ん
な
薔
薇
に

八
幡
は

静
に
突

込
ん
だ

女
子

て
年
じ

な
い
だ
ろ
お
前

あ
あ
ん

 
そ
の
突

込
み
を
受
け

薔
薇
は
八
幡
の
顔
を
下
か
ら
見
上
げ

 
ま
る
で
ヤ
ン
キ

の
よ
う
に

み
つ
け
た

だ
が
そ
ん
な
攻
撃
は
当
然
八
幡
に
は
通
用
し
な

い
そ
れ
だ
そ
れ

そ
う
い
う
と
こ
で
年
が
バ
レ
る

つ

て
ん
だ
よ

く

こ
の
ま
ま
生
意
気
な
事
を
言
う
そ
の

を

て
や
ろ
う
か
し
ら

俺
相
手
に
出
来
る
も
ん
な
ら
や

て
み
ろ
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言

た
わ
ね

言
質
は
と

た
わ
よ

お
う

出
来
る
も
の
な
ら
な

く
 
薔
薇
は
そ
れ
で
悔
し
そ
う
に
引
き
下
が
る
と
満
面
の
笑
み
を

か
べ
て
二
人
に
向
き
直

た

 
実
に
切
り

え
が

い
事
で
あ
る

ひ
よ
り

久
し
ぶ
り

そ
し
て
え

と

咲
芽
衣
美
だ
よ

宜
し
く
ね

私
は
薔
薇
よ

宜
し
く
ね

ち
な
み
に
下
の
名
前
は
小
猫
だ
ぞ

メ
イ
ミ

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た

間
に

薔
薇
は
芽
衣
美
に
向
か

て
こ
う
言

た

あ
ら

あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
た
の
ね

ほ
ん
と
お

い
大
変
よ
ね

 
そ
の
素

さ
に
八
幡
は

れ
つ
つ

て
薔
薇
の
口
を
塞
い
だ

ん

ん

お
い
メ
イ
ミ

こ
い
つ
の
下
の
名
前
は
本
当
に
小
猫
だ
か
ら
な
あ
だ
名
な
ん
か
じ

な
い

そ

そ
う
な
ん
だ

か
わ
い
く
て
い
い
と
思
う
け
ど
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だ
よ
な

だ
が
こ
い
つ
は
そ
の
事
を
気
に
し
て
る
ん
だ

ま

た
く
困

た
奴
だ
よ
な

ん
ん
ん
ん
ん

ん
ん

 
そ
れ
で
八
幡
は
薔
薇
の
口
か
ら
手
を
離
し

薔
薇
は
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
八
幡
に
抗
議
し
た

ち

と

苦
し
い
じ

な
い

う

せ

な

お
前
の

生

が
悪
い
の
が
悪
い

俺
は
悪
く
な
い

き
い
い
い
い

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

芽
衣
美
は
ひ
よ
り
に
こ
う

い
た

こ
の
二
人

分
仲
良
し
な
の
ね

う
ん

い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
み
た
い

 

も

才
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
続
け
る
二
人
を

 
芽
衣
美
と
ひ
よ
り
は
楽
し
そ
う
に

め
て
い
た
の
だ

た
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第
１
０
３
３
話
 
激
変
す
る
生
活

さ
て

メ
イ
ミ

の
キ

ラ
を
復
活
さ
せ
る
前
に
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

真
面
目
な
顔
で
芽
衣
美
の
顔
を
見
た

 
芽
衣
美
は
そ
の

線
に
気
圧
さ
れ
な
が
ら

お
ず
お
ず
と
こ
う
言

た

な

何

お
前
さ

き

自
分
に
は
ひ
よ
り
し
か
友
達
が
い
な
い
み
た
い
な
事
を
言

て
た
よ
な

 
そ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ

そ
れ
は
え

と

私

て
今

半
分
ニ

ト
だ
か
ら
さ

ニ

ト

お
前

今
い
く
つ
な
ん
だ

に

二
十

あ

私
と
同
い
年
だ
ね

 
ひ
よ
り
が
そ
う
言
い

そ
れ
で
逆
に
八
幡
は
考
え
込
ん
だ

て
事
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入

た
時
は
十
六
だ

た

て
事
だ
よ
な

 
で
も
お
前

今
帰
還
者
用
学
校
に
い
な
い
よ
な

何
で
だ
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そ
の
八
幡
の
言
葉
に
ひ
よ
り
も
薔
薇
も
ハ

と
し
た

 
確
か
に
芽
衣
美
は
本
来
な
ら
帰
還
者
用
学
校
に
通

て
い
な
い
と
お
か
し
い
は
ず
だ

え

え

と
ね

う
ち
の
両
親

て
世
間
体
を
凄
く
気
に
す
る
人
で
さ

 
帰
還
者
用
学
校
な
ん
て
体
が
悪
い
て
言
て
通
わ
せ
て
く
れ
な
か
た
ん
だ
よ
ね

え

マ
ジ
か
よ

お
前
の
将
来
の
事
は
ど
う
で
も
い
い

て
事
か

あ

う

ん

う
ち

て
コ
ン
ビ
ニ
を
や

て
る
ん
だ
け
ど

 
多
分
将
来
は
そ
こ
で
働
く
事
に
な
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね

 
そ
れ
で
八
幡
は

確
か
に
芽
衣
美
の
家
の
隣
は
コ
ン
ビ
ニ
だ

た
な
と
思
い
出
し
た

コ
ン
ビ
ニ
の
店
⻑

て
事
か

う
う
ん

そ
れ
は
弟
が
や
る
だ
ろ
う
か
ら

た
だ
の
店
員

は

何
だ
そ
れ

 
確
か
に
最
終
学
歴
が
中
卒
で
良
け
れ
ば

別
に
帰
還
者
用
学
校
に
通
う
必
要
は
無
い
が

 
そ
こ
に
芽
衣
美
の
意
思
が
ま

た
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
事
に

八
幡
は

り
を
覚
え
た

お
前
は
そ
れ
で
い
い
の
か

何
か
や
り
た
い
事
は
な
い
の
か

う

ん

ま
あ
今
の
と
こ
ろ
は
特
に
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そ
の
言
葉
に
八
幡
は
一

れ
た
が

 
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
事
を
考
え
る
時
間
を

え
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
と
思
い
直
し

 

め
て
芽
衣
美
に
こ
う

ね
た

俺
の

き
方
が
悪
か

た

自
分
の
進
む
道
は
自
分
で
決
め
た
い
と
は
思
わ
な
い
の
か

そ

そ
れ
は
思
う
よ

ま
だ
何
が
や
り
た
い
と
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
で
も
そ
う
い
う
の
を
探
せ
る
よ
う
に

色
々
勉
強
し
た
い
な

て

 
そ
の
言
葉
に
八
幡
は

い
た

な
ら
俺
が
手
伝

て
や
る
か
ら
一

に
親
を
説
得
し
よ
う

 
な

に

い
ざ
と
な

た
ら
俺
が
お
前
を
家
か
ら
連
れ
出
し
て
や
る
さ

 
そ
れ
く
ら
い
の
甲
斐
性
は
一
応
持

て
る
つ
も
り
だ

 
そ
の
言
葉
に
ひ
よ
り
が
一

ま
し
そ
う
な
顔
を
し
た
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
最
終
手

で
あ

る
ほ

本
当
に

お
う

生
労
働
大
臣
も
防
衛
大
臣
も
知
り
合
い
だ

 
あ
ま
り
い
い
事
じ

な
い
が

そ

ち
か
ら
手
を
回
す
事
も
可
能
だ
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そ

そ
う
な
の

実
は
う
ち
の
お

さ
ん
が

そ
の

生
労
働
大
臣
だ

た
り
し
て

 
ひ
よ
り
が
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
言
い

芽
衣
美
は
目
を
見
開
い
た

そ

そ
う
な
ん
だ

う

う
ん

そ

か

そ
れ
な
ら
何
と
か
な
る
の
か
な

あ
く
ま
で
お
前
が
望
む
な
ら

だ
が
な

 
芽
衣
美
は
し
ば
ら
く
無
言
だ

た
が

や
が
て
ス

キ
リ
し
た
よ
う
な
顔
で
こ
う
言

た

う
ん

今
度
は
私
を

屋
か
ら
連
れ
出
し
て

今
度
は

て

お
前
を

屋
に
入
れ
た
の
は
俺
じ

な
い
け
ど
な

部
下
の
し
た
事
は
上

の

任
じ

な
い

そ
の
時
俺
は
上

じ

な
か

た
け
ど
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は

て
芽
衣
美
に
手
を
差
し
出
し
た

分
か

た

お
前
を
自
由
に
し
て
や
る
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あ
り
が
と
う

 
芽
衣
美
は
感

ま

た
様
子
で
八
幡
に

き
付
き

 
さ
す
が
の
八
幡
も
こ
の

況
で
芽
衣
美
を
突
き
放
す
よ
う
な
事
は
せ
ず

て
そ
れ
を
受
け

入
れ
た

小
猫

あ
ら
ゆ
る
人
脈
を
使

て
話
を
進
め
て
く
れ

け
れ
ば

い
ほ
ど
い
い

 
ま
あ
こ
の
場
合

基
本

力
を
チ
ラ
つ
か
せ
て
力
押
し
し
か
な
い
と
思
う
け
ど
な

分
か

た
わ

任
せ
て

八
幡
さ
ん

私
も
手
伝
い
ま
す

お

さ
ん
に
お
願
い
し
て
み
ま
す
ね

お
う

使
え
る

力
は
総
動
員
し
て
や
ろ
う

は
い

 
こ
う
し
て
薔
薇
は
外
へ
出
て
い
き
ひ
よ
り
も
親
に

話
を
か
け
る
と
言

て
一

に
外
に
出

た
さ
て

そ
れ
じ

あ
本
題
だ
な

う

う
ん

と
り
あ
え
ず
こ
れ
を
見
ろ

メ
イ
ミ
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こ
れ

ひ

 
八
幡
が
取
り
出
し
た
の
は
ナ

ヴ
ギ
ア
で
あ
り
芽
衣
美
は
そ
れ
を
見
て
小
さ
く

鳴
を
上
げ

た
ま
あ
そ
う
な
る
よ
な

ち
な
み
に
こ
れ
に

人
を
殺
す
機
能
は
も
う
付
い
て
な
い

 
そ
し
て
お
前
の
キ

ラ
を
復
活
さ
せ
る
に
は

お
前
が
こ
れ
を
被
る
必
要
が
あ
る

そ

そ
う
な
の

お
う

ナ

ヴ
ギ
ア
が

か
ら
お
前
を
グ
ウ

ン
だ
と

知
し
て

 
そ
こ
に
お
前
を

い
て
く
れ
る
だ
ろ
う

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ね

 
芽
衣
美
は
ま
だ
少
し

え
な
が
ら
も

ゆ

く
り
と
ナ

ヴ
ギ
ア
に
手
を

ば
し
た

本
当
に
危
険
は
無
い
ん
だ
よ
ね

お
う

そ
れ
は
俺
が
保
証
す
る

ち

と
待

て
ろ

今
証
明
し
て
や
る

 
八
幡
は
そ
う
言
う
と
芽
衣
美
が
掴
む
前
に
ナ

ヴ
ギ
ア
を
手
に
取
り
い
き
な
り
こ
う
叫
ん

だ
リ
ン
ク
・
ス
タ

ト
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え
え

 
直
後
に
八
幡
の
体
は

緩
し

一
分
後
に
再
び
意
識
を
取
り

し
た

す
ぐ
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
た
わ

ど
う
だ

安
全
だ

た
だ
ろ

う

う
ん

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ね

い
や
い
や

気
持
ち
は
分
か
る
か
ら
な

て
事
は
八
幡
は
こ
れ
を
被

た
ん
だ
ね
ヴ

ル
ハ
ラ
の
強
さ
の
秘
密
が
少
し
分
か

た

お
う
少
し
反

か
も
し
れ
な
い
が
俺
達
の
二
年
間
を
無

に
す
る
の
は

だ

た
か
ら
な

う
ん

そ
の
気
持
ち
は
私
に
も
分
か
る
よ

 
そ
う
言

て
芽
衣
美
は
ナ

ヴ
ギ
ア
を
手
に
と
り

に
被

た

そ
う
い
え
ば
な
お
前
は
多
分
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
最
後
に
い
た
座
標
に
飛
ば
さ
れ
る
事
に
な
る
と
思

う 
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
座
標
の
設
定
が
違

て
て
な

 
俺
達
は
シ
ル
フ
領
の
空
中
だ

た
が
今
は
多
分
ア
ル
ン

外
の
空
中
に
放
り
出
さ
れ
る
は
ず

だ 
ま
あ
そ
ん
な
に
高
い

置
じ

な
い
と
思
う
が
そ
の
時
は

て
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
ん
だ
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ぞ
そ
う
な
ん
だ

何
か
ら
何
ま
で
あ
り
が
と
う
ね

こ
の
お

は
必
ず
す
る
わ

そ
う
だ
な

い
ず
れ
働
い
て
返
し
て
く
れ
れ
ば
い
い

ふ
ふ

任
せ
て

 
こ
の
時
の
言
葉
が
芽
衣
美
の
進
路
に
影

を

え
る
事
に
な
る
の
だ
が

 
こ
の
時
の
二
人
は
そ
ん
な
事
を
ま

た
く
意
識
し
て
は
い
な
か

た

 
そ
し
て
芽
衣
美
は

い
な
く
こ
う
叫
ん
だ

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

 
そ
し
て
懐
か
し
い
エ
フ

ク
ト
が

内
に
流
れ

中
で

止
し
た

あ

あ
れ

 
そ
の
理
由
は
直
ぐ
に
分
か

た

目
の
前
に

名
前
の
設
定
画
面
が
現
れ
た
か
ら
だ

あ

そ

か

私
が
新
キ

ラ
を
同
じ
名
前
に
し
ち

た
か
ら

 
名
前
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
ん
だ

 
表

さ
れ
て
い
る
今
の
名
前
は
Ｇ

Ｅ
Ｎ
と
な

て
お
り

 
芽
衣
美
は
少
し
考
え
た
後

最
後
に
も
う
一
つ

を
付
け
足
し
た

Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｎ
の
誕
生
で
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あ
るこ

れ
で
良
し

と

 
こ
う
し
て

み
方
は
同
じ
だ
が

り
だ
け
が
違
う
新
生
グ
ウ

ン
が
誕
生
し

 
直
後
に
グ
ウ

ン
は

遊
感
を
感
じ
た

あ

本
当
に
空
中
だ

 
グ
ウ

ン
は
そ
の
ま
ま
滑
ら
か
な

動
で

を
舞
い

空
中
で

り
を
見
回
し
た

あ

ア
ル
ン
が
見
え
る

 
遠
く
に
ア
ル
ン
が
見
え
た
が
そ
ん
な
に
遠
く
は
な
く

 
グ
ウ

ン
は
即
時
ロ
グ
ア
ウ
ト
が
出
来
る
よ
う
に

そ
ち
ら
に
向
け
て
飛
び
立

た

こ
の

離
な
ら
五
分
く
ら
い
か
な

 
グ
ウ

ン
は
そ
う
思
い

そ
の
間
に
今
の
自
分
の
ス
テ

タ
ス
を
確
認
し
よ
う
と
考
え

 
コ
ン
ソ

ル
か
ら
ス
テ

タ
ス
画
面
を
呼
び
出
し
て
み
た

わ
お

今
の
グ
ウ

ン
よ
り
ず

と
強
い

 
装
備
の

は
バ
グ

て
い
た

グ
ウ

ン
は

い
な
く
そ
の
ア
イ
テ
ム
を
全
部

て
た

使

て
た
の
と
同
じ
感
じ
の
武
器
を
ハ
チ
マ
ン
に
ね
だ
ろ

と
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そ
れ
く
ら
い
は
許
し
て
も
ら
え
る
よ
ね

 
グ
ウ

ン
は
そ
う

み
笑
い
を
し
つ
つ

飛
ぶ
速
度
を
上
げ
た

う
ん

い
い
感
じ

 
グ
ウ

ン
は
す
ぐ
に
ア
ル
ン
に
到
達
し
そ
こ
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
し
よ
う
と
し
て
手
を
止
め
た

 

界
に
知
り
合
い
の

が
映

た
か
ら
だ

グ
ラ
ン
ゼ

と

あ
れ
は
知
ら
な
い
人
ね

 
グ
ウ

ン
は
や
や

張
し
つ
つ

グ
ラ
ン
ゼ
の
方
に
近
寄

て
い

た

 
そ
し
て
グ
ラ
ン
ゼ
と
目
が
合

た

間
に
グ
ウ

ン
の
心

の

動
は

ね
上
が

た
が

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
た
だ
こ
ち
ら
に
会

を
し
て
く
る
の
み
で
あ
り
グ
ウ

ン
も
反
射
的
に
会

を

返
し
た

気
付
か
れ
な
か

た
か

ま
あ
そ
う
だ
よ
ね

 
そ
の
ま
ま
グ
ラ
ン
ゼ
と
す
れ
違
い
グ
ウ

ン
は
今
の
自
分
の

を
確
認
し
て
か
ら
落
ち
よ
う

と
思
い

 

水
へ
と
向
か

て
そ
こ
に
自
分
の
顔
を
映
し
て
み
た

わ

完
全
に
一

じ

な
い
け
ど

結

似
た
顔
に
な

て
る
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そ
こ
に
は
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
顔
が
映

て
お
り

グ
ウ

ン
は
身
を

わ
せ
た

う
ん

こ
こ
か
ら
リ
ス
タ

ト
だ
ね

今
度
こ
そ
こ
の

で
冒
険
を

 
グ
ウ

ン
は
満
足
げ
に
そ
う

く
と

そ
こ
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
お
う

お
帰
り

お
帰
り

芽
衣
美

た
だ
い
ま

 
芽
衣
美
の
晴
れ
や
か
な
表
情
を
見
て

 
二
人
は
芽
衣
美
が
無
事
に

の
キ

ラ
を
取
り

し
た
の
だ
と
理
解
し
た

ど
う
だ

た

う
ん

凄
く
懐
か
し
か

た

そ

か

そ
れ
に
強
か

た

ふ
ふ

良
か

た
ね

芽
衣
美

う
ん

あ
り
が
と
う

ひ
よ
り

そ
れ
に
八
幡
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こ
の
後

速
両
親
の
説
得
の

に
芽
衣
美
の
家
に
向
か
う
事
と
な
り

 
そ
こ
で
ひ
よ
り
の

で
あ
る
健
が
待

て
い
た
事
で
芽
衣
美
は
混
乱
し
た
が

 
そ
の
後

八
幡
と
健
が
二
人
が
か
り
で
両
親
を
説
得
し
て
く
れ

 
一
切
の

済
的
負
担
を
か
け
な
い
と
い
う

件
で

 
芽
衣
美
は
無
事
に
帰
還
者
用
学
校
へ
と
通
え
る
事
に
な

た

 
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
八
幡
の
負
担
で
あ

た
が
大
し
た

で
は
な
い

八
幡
は
気
に
し
な
か

た 
ど
う
せ
か
か
る
と
い

て
も

制
服
代
と
月
々
の
小
遣
い
く
ら
い
で
あ
る

 
だ
が
芽
衣
美
は
さ
す
が
に
恐

し
た
の
か

そ
れ
く
ら
い
は
バ
イ
ト
を
す
る
と
言
い
出
し

 
即
日
ソ
レ
イ
ユ
で

つ
ま
り
は
自
宅
で
バ
イ
ト
を
す
る
事
が
決
定
さ
れ
た

 
こ
こ
ま
で
の
流
れ
は
さ
す
が
は
ソ
レ
イ
ユ

恐
ろ
し
く
仕
事
が

い

良
か

た
な

芽
衣
美

み
た
い

ま
さ
か
さ

き
の
今
で
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て

学
校
に
は
明
後
日
か
ら
通
え
る
か
ら
な

ち
な
み
に
ひ
よ
り
と
同
じ
ク
ラ
ス
だ
ぞ

本
当
に

や

た
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咲
さ
ん

ひ
よ
り
と
仲
良
く
し
て
や

て
ね

は

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
臣

ひ
よ
り

明
後
日
か
ら
宜
し
く
ね

う
ん

宜
し
く
ね

芽
衣
美

 
こ
う
し
て
芽
衣
美
の
生
活
は
激
変
す
る
事
に
な

た

 
今
週
は
家
か
ら
の
通
い
だ
が

来
週

に
は
寮
に
も
入
れ
る
事
と
な
り

 
芽
衣
美
は
八
幡
の

に

頑
張

て
ス
パ
イ
活
動
を
し
よ
う
と

め
て
心
に

た
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第
１
０
３
４
話
 
そ
し
て
新
し
い
生
活
の
始
ま
り

 
次
の
日
は

芽
衣
美
が
学
校
に
通
う
準
備
を
す
る

 
夜
に
は
用
事
が
あ
る
ら
し
い
が

そ
れ
ま
で
と
い
う
事
で

 
放
課
後
に
八
幡
が
わ
ざ
わ
ざ
芽
衣
美
の
自
宅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た

本
当
に
何
か
ら
何
ま
で
ご
め
ん
ね

気
に
す
る
な

て

こ

ち
も
お
前
に
は
お
世
話
に
な
る
ん
だ
し
な

お
世
話

て

ね

結
局
ヴ

ル
ハ
ラ
の
目
的

て
何
な
の

お
う

小
人
の
靴
屋
と
小
猫
の
元
部
下

そ
れ
に
シ
グ
ル
ド
を

 
一

持
ち
上
げ
た
後
に
ど
ん

ま
で
落
と
す
事
だ
な

 
そ
の
言
葉
の
意
味
が
分
か

た

間
に

芽
衣
美
は
思
わ
ず
こ
う
口
に
出
し
た

う
わ

性
格
悪
い

は
は
は

そ
ん
な
に
褒
め
る
な

て

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

そ
ん
な
事
の

に
こ
こ
ま
で
し
て
く
れ
る
な
ん
て

 
八
幡
達
は
全
力
で
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
ん
だ
な
と
思
い
芽
衣
美
は
と
て
も

ま
し
く
な
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た
私
も
そ
う
あ
れ
た
ら
い
い
な

 
芽
衣
美
は
そ
う
思
い
つ
つ

次
の
質
問
を
口
に
し
た

小
人
の
靴
屋
の
事
は
分
か
る
か
ら
い
い
と
し
て

シ
グ
ル
ド

て
誰

シ
グ
ル
ド
は
元
シ
ル
フ
領
の
四
天
王
の
一
人
だ

た
奴
で

 
領
主
を
裏
切

て
自
分
が
領
主
に
な
ろ
う
と
し
た

ま
あ
ク
ズ
野
郎
だ
な

あ
あ

八
幡
達

て
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

と
ウ
ン
デ

ネ
の
領
主
と
親
し
い
ん
だ

け

サ
ラ
マ
ン
ダ

の
領
主
の
弟
と
も
親
し
い
ぞ

 
多
分
領
主
も
会

た
事
は
無
い
が

友
好
的
で
い
ら
れ
る
と
思
う

あ
あ

ユ

ジ

ン
将
軍
ね

あ
の
人
も

は
強
か

た
ん
だ
け
ど
な

あ
い
つ
は
武
器
さ
え
代
え
れ
ば
ま
だ
ま
だ

び
る
さ

ち
な
み
に
シ
グ
ル
ド
は
こ
ん
な
奴
だ

 
八
幡
は
ス
マ
ホ
を
い
じ
り

一

の
写
真
を
芽
衣
美
に
見
せ
た

 
レ
コ
ン
が
前
回
遭
遇
し
た
時
に
写
真
を

て
お
り

そ
れ
を
送

て
も
ら

た
の
だ

あ

こ
の
人

フ

ド
で
顔
を

し
て
た
け
ど

 

日
グ
ラ
ン
ゼ
と
一

に
ど
こ
か
に
向
か

て
た
集
団
の
中
に
い
た
か
も
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チ
ラ

と
見
え
た
だ
け
だ
け
ど

多
分
間
違
い
な
い
よ

ほ
う

い
つ
だ

え

と

私
が
ナ

ヴ
ギ
ア
を
使

た
時
か
な

ほ
う
ほ
う

て
事
は
そ
れ
く
ら
い
の
時
間
か
ら
活
動
し
て
る
ん
だ
な

 
こ
れ
は
い
い
情
報
を
も
ら

た

あ
り
が
と
な

メ
イ
ミ

う
う
ん

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
八
幡
は

芽
衣
美
に
対
し
て
ち

ん
と
お

を
言

て
く
れ
る

 
そ
の
事
が
芽
衣
美
は
と
て
も
嬉
し
か

た

ロ
ザ
リ
ア
の
元
部
下

て

タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド
の
あ
の
男
共
だ
よ
ね

お
う

メ
イ
ミ

は
面
識
が
あ
る
の
か

あ
ん
ま
り

し
く
は
覚
え
て
な
い
け
ど

名
前
く
ら
い
は
分
か
る
よ

そ
う
か

そ
れ
は
説
明
の
手
間
が
省
け
て
助
か
る
わ

 
実
は
そ
い
つ
ら
が

別
キ

ラ
で
七
つ
の
大
罪
に

入
し
て
や
が

て
な

 
そ
い
つ
ら
を
あ
ぶ
り
出
す
作
業
を

今
地
道
に
や

て
る
所
な
ん
だ
よ

え

そ
れ
は
厄
介
だ
ね
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一
応
今
度

そ
い
つ
ら
の
デ

タ
も
そ

ち
に
送

て
お
く
わ

 
見
か
け
た
ら
と
り
あ
え
ず
そ
の
場
所
と
時
刻
を
記
録
し
て
お
い
て
く
れ
な

オ

ケ

私
に
任
せ
な
さ
い

あ

そ
れ
で
ね

一
つ
お
願
い
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ん

何
だ

新
キ

ラ

じ

な
い
け
ど

そ

ち
用
に

新
し
い
武
器
と
防

が
欲
し
い
の

あ
あ

 
そ
う
い
え
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ア
イ
テ
ム
は
全
部
ゴ
ミ
に
な
る
ん
だ

た
と
思
い
当
た
り

 
八
幡
は
そ
の
芽
衣
美
の
頼
み
を

し
た

分
か

た

直
ぐ
に
手
配
が
可
能
だ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
芽
衣
美
は
感
心
し
た
顔
を
し
た

本
当
に
何
で
も
直
ぐ
に
出
来
ち

う
ん
だ
ね

何
で
も
じ

な
い

出
来
る
事
だ
け
だ
な

で
も
本
当
に
凄
い
よ

ソ
レ
イ
ユ
の
え
ら
い
人
に
な

て
る
の
も
そ
う
だ
し
さ

そ
れ
は
俺
の
手

じ

な
い

俺
の

の
知
り
合
い
が
凄
い
人
で

 
そ
の
人
が
俺
達
の

の
居
場
所
を
作

て
く
れ
た
の
を

俺
が
受
け
継
ぐ
予
定
な
だ
け
だ
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そ
う
な
ん
だ

で
も
八
幡
も
十
分
凄
い
と
思
う
よ

凄
い
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

そ
の

に
頑
張
る
つ
も
り
で
は
い
る
さ

 

は
働
き
た
く
な
く
て
仕
方
が
な
か

た
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
俺
に
は
残
念
な
事
に

社
畜
の
才
能
が
あ

た
み
た
い
で
な

あ
は

残
念
な
ん
だ

 
そ
う
言

て
芽
衣
美
は
ク
ス

と
笑

た

お
う

本
当
に
残
念
だ

そ
ん
な
才
能
が
無
か

た
ら

も

と
楽
が
出
来
た
の
に

て

お
う

俺
は
今
か
ら
で
も
可
能
な
ら

専
業
主
夫
に
な
り
た
い
と
思

て
る
ぞ

あ

そ
れ
分
か
る

私
も
専
業
主

が
い
い

だ
よ
な

は
は
は
は
は

あ
は
は
は
は

 
ど
う
や
ら
こ
の
二
人

中
々
気
が
合
う
よ
う
で
あ
る

で

こ
れ
か
ら
ど
こ
に
行
く
の

最
初
は
帰
還
者
用
学
校
御
用
達
の
服
屋
だ

制
服
の
サ
イ
ズ
を
チ

ク
し
な
い
と
な
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あ

そ

か

一
応
お
小
遣
い
は
お
ろ
し
て
き
た
け
ど

気
に
す
る
な

入
学
祝
い

て
事
で
そ
れ
く
ら
い
は
出
し
て
や
る

あ

え

と

あ

あ
り
が
と

 
ひ
よ
り
か
ら
八
幡
相
手
に
遠

す
る
と
後
で
逆
の
意
味
で
倍
返
し
が
く
る
と

い
て
い
た

芽
衣
美
は

 
八
幡
の
行

を
素
直
に
受
け

基
本
言
わ
れ
た
通
り
に
す
る
事
を
決
め
て
い
た

 
要
す
る
に
下
手
に
断
る
と

後
で
も

と
高
い
物
を

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る

す
み
ま
せ
ん

先
日
ご
連

し
た
比
企
谷
と

し
ま
す
が

あ

は
い

お
待
ち
し
て
ま
し
た

 
服
屋
に
着
い
て
す
ぐ
に

芽
衣
美
に
合
う
制
服
選
び
が
開
始
さ
れ
た

 
芽
衣
美
的
に
は
二
十

を
超
え
て
制
服
と
い
う
の
は
恥
ず
か
し
い
も
の
が
あ

た
の
だ
が

 
帰
還
者
用
学
校
の
生
徒
は
全
員
寮

ま
い
な

 
制
服
で
外
に
出
る
機
会
が
あ
ま
り
無
い
と
い
う
の
が
救
い
で
あ

た

 
も

と
も
芽
衣
美
は
年
と
比
べ
て
か
な
り
若
く
見
え
る

 
そ
の
心
配
は
実
は
無
い
の
で
あ
る
が

そ
れ
を
認
め
た
く
な
い
の
も
ま
た
女
心
な
の
で
あ
る
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そ
れ
じ

あ
こ
れ
を
二
セ

ト

で
い
い
よ
な

べ

別
に
一
セ

ト
で
も

そ
れ
じ

あ
困
る
だ
ろ

こ
れ
を
二
セ

ト
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
は
遠

す
る
な
と
い
う
風
に
そ
う
話
を
進
め

無
事
に

い
物
を
終
え
た
後

 
次
に
二
人
は
寮
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

足
り
な
い
物
が
あ

た
ら
揃
え
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

 
と
は
い
え
実
は

日
の
う
ち
に

家

や
ら
何
や
ら
は
も
う
手
配
し
て
し
ま

た
ら
し
く

 
八
幡
が
そ
の
事
を

び
て
き
た

芽
衣
美
は
逆
に
恐

し
て
し
ま

た

べ

別
に
好
み
の
家

と
か
無
い
か
ら

そ
ん
な
の
気
に
し
な
い
で

て
ば

そ
う
か

な
ら
い
い
ん
だ
が

む
し
ろ
高
か

た
で
し

本
当
に
ご
め
ん
ね

い
や
そ
う
で
も
な
い
ぞ

と

子
レ
ン
ジ
と

機
付
き
の
洗

機
だ
け
だ
か
ら
な

そ

そ
う

十
分
高
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
そ
し
て
現
地
に
着
い
た
後

部
屋
に
は

に
全
て
の
家

が
運
び
込
ま
れ
て
い
た
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中
で
は
何
人
か
の
生
徒
が
動
き
回

て
い
る

み
ん
な

悪
い
な

あ

八
幡
君
そ
の
子
が
新
し
い
ク
ラ
ス
メ

ト

て
言

て
も
隣
の
だ
け
ど
え
へ

 
そ
う
言

た
女
性
の
顔
を
見
た

間
に

芽
衣
美
は
ド
キ
リ
と
し
た

 
芽
衣
美
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る
以
上

強
い
プ
レ
イ
ヤ

に
は
憧
れ
が
あ

た

 
そ
の
対
象
の
一
人
で
あ
る
閃
光
の
ア
ス
ナ
が
目
の
前
に
い
る
の
だ

は

初
め
ま
し
て

咲
芽
衣
美
で
す

私
の
事
は
メ
イ
ミ

て
呼
ん
で
下
さ
い

私
は
結
城
明
日
奈
だ
よ

こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

メ
イ
ミ

は
い

 
そ
れ
か
ら
次
々
と
生
徒
達
が

を
し
て
き
た

崎
里
香

野
珪
子

 
そ
し
て
桐

谷
和
人
の
時
に

芽
衣
美
は
再
び
心

の

動
が

ね
上
が
る
の
を
感
じ
た

あ

黒
の
剣
士

こ
の
人
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
最
強
だ

た
人
な
ん
だ

 
そ
し
て
親
友
の

ひ
よ
り
と

野
藍
子
と

野
木
綿
季
で
あ
る

 
同
時
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
も
教
え
ら
れ
芽
衣
美
は
ず

と
驚
き

ぱ
な
し
で

あ

た
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王
に
剣
王

バ

サ
ク
ヒ

ラ

と
神

に
⻯
使
い

そ
し
て
絶
剣
に
絶
刀

 
全
員
二
つ
名
持
ち
と
か

ひ
よ
り

私
達
も
頑
張
ら
な
い
と

あ

あ
は

そ

そ
う
だ
ね

 
芽
衣
美
の
興
奮

り
は
凄
ま
じ
く
ひ
よ
り
は
や
や
気
圧
さ
れ
な
が
ら
芽
衣
美
に

い
た

あ
そ
う
だ
お
い
里
香
メ
イ
ミ

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
キ

ラ
を
復
帰
さ
せ
た
か
ら
装
備
が
無
い

ん
だ
よ

 
話
を

い
て
や

て

ひ
と
セ

ト
作

て
や

て
く
れ
な
い
か

そ
う
な
ん
だ

メ
イ
ミ

ど
ん
な
武
器
が
い
い
の

あ

え

と

八
幡
と
同
じ
感
じ
の
を
前
は
使

て
た
の

剣
の
二
刀
流

て
事

う
ん

そ
の

ち

と
恥
ず
か
し
い
ん
だ
け
ど

忍
者

い
奴

 
芽
衣
美
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
言

た
が

里
香
が
笑
う
事
は
当
然
あ
り
え
な
い

別
に
恥
ず
か
し
く
な
ん
か
な
い

て
オ

ケ

分
か

た
バ
ラ
ン
ス
調
整
は
後
で
い
い
と

し
て

 

に
よ
り
を
か
け
て
作

て
お
く
ね
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あ

あ
り
が
と
う

あ
と
装
備
は
ど
ん
な
の
が
い
い
ん
だ
ろ

候

い
の
で
お
願
い
し
ま
す

オ

ケ

ス
ク
ナ
に
頼
ん
で
お
く
ね

 
他
に
も
必
要
な
装
備
が
書
き
出
さ
れ

直
ぐ
に
作

て
も
ら
え
る
事
に
な
り

 
里
香
は
そ
の
ま
ま
去

て
い

た

さ
す
が
仕
事
が

い

ま
あ
う
ち
は
い
つ
も
こ
ん
な
も
ん
だ

 
と
こ
ろ
で
メ
イ
ミ

何
か
部
屋
を
見
て
足
り
な
さ
そ
う
な
物
と
か
あ
る
か

う
う
ん

大
丈
夫

後
は
自
分
で
用
意
で
き
る
物
ば

か
り
だ
か
ら

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
こ
う
し
て
引
越
し
と
も
呼
べ
な
い
引
越
し
は
あ

さ
り
終
わ
り

 
歓
迎
会
は
後
日
正
式
に
寮
に
入

た
後
で
と
い
う
事
と
な

た

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
芽
衣
美
を
家
ま
で
送

て
い
く
予
定
に
な

て
い
た
が

 
そ
の
後
空
港
に
誰
か
を
迎
え
に
行
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
事
で
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ル

ト
の
問
題
で

先
に
香
蓮
の
家
に
寄
る
事
に
な

た

悪
い
な
芽
衣
美

帰
り
が
少
し

く
な

ち
ま

て

う
う
ん

こ

ち
こ
そ
お
世
話
に
な
り

ぱ
な
し
だ
か
ら

 
そ
し
て
そ
れ
な
り
に
高
そ
う
な
マ
ン
シ

ン
の
前
で
キ

ト
が

ま
り

 
中
か
ら
か
な
り
の
⻑
身
の

ま
る
で
モ
デ
ル
の
よ
う
な
女
性
が

を
現
し
た

う
わ

凄

も
し
か
し
て
ス

パ

モ
デ
ル

 
芽
衣
美
は
そ
の
女
性

香
蓮
に
憧
れ
の

線
を
向
け
た

八
幡
君

わ
ざ
わ
ざ
ご
め
ん
ね

も
う

美
優

た
ら

本
当
に
い
き
な
り
な
ん
だ
か
ら

あ
い
つ
は
そ
う
い
う
奴
だ
か
ら
仕
方
な
い
さ

そ
れ
よ
り
香
蓮

 
こ

ち
は

咲
芽
衣
美

俺
達
の
新
し
い
ク
ラ
ス
メ

ト
で
新
し
い
仲
間
だ

 
あ

香
蓮
と
は
同
い
年
だ
と
思
う
ぞ

は

初
め
ま
し
て

咲
芽
衣
美
で
す

メ
イ
ミ

て
呼
ん
で
下
さ
い

私
は
小
比

香
蓮
だ
よ

気

に
香
蓮

て
呼
ん
で
ね

メ
イ
ミ

 
二
人
は
直
ぐ
に
打
ち
解
け
る
事
が
出
来

芽
衣
美
は
ま
た
友
達
が

え
た
と
喜
ん
だ

 
そ
し
て
芽
衣
美
を
家
に
送
り

け
た
後

二
人
は
そ
の
ま
ま
空
港
へ
と
去

て
い

た
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は

今
日
も
凄
か

た
な

 
そ
し
て
芽
衣
美
は
自
分
の
部
屋
に

た
後
に

ひ
よ
り
に

話
を
し
た

あ

メ
イ
ミ

ひ
よ
り

今
日
は
あ
り
が
と
う
ね

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

私
達

親
友
だ
も
ん

 
そ
し
て
二
人
は
し
ば
ら
く
会
話
を
し
た

話
題
は
主
に
八
幡
の
事
で
あ
る

八
幡
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ぱ
な
し
で

が
上
が
ら
な
い
わ

あ
は
は

私
も
だ
よ

そ
れ
で
さ

き

香
蓮
と
知
り
合
い
に
な

た
ん
だ
け
ど

 
芽
衣
美
は
ひ
よ
り
よ
り
は
か
な
り
コ
ミ

力
が
高
い

 
基
本
す
ぐ
に
名
前
で
呼
び
合
う
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
で
あ
る

八
幡
の

り

て

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
美
人
が
多
い
の

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
よ

み
ん
な
八
幡
さ
ん
の
事
が
好
き
な
ん
だ
よ

あ

や

ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

 
そ
れ
か
ら
芽
衣
美
は
八
幡
を
取
り

く
女
性
達
の
関
係
を
知

て

驚
愕
し
た
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う
わ

そ
ん
な
感
じ
な
ん
だ

で
も
勘
違
い
し
な
い
で
ね

み
ん
な
仲
良
し
だ
よ

そ

か

ま
あ
ギ
ス
ギ
ス
し
て
な
い
な
ら
い
い
の
か
な

 
ひ
よ
り
は
い
ず
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
す
る
つ
も
り
ら
し
く

 
芽
衣
美
も
い
ず
れ
は
そ
う
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
漠
然
と
考
え
て
い
た

 
そ
う
な

た
後
に
ギ
ス
ギ
ス
し
て
い
た
ら
大
変
な

そ
の
事
に
関
し
て
は
芽
衣
美
は
心
か
ら

安

し
た

そ
れ
じ

あ
ひ
よ
り

明
日
か
ら
宜
し
く
ね

う
ん

校
門
の
前
で
待

て
る
ね

あ
り
が
と
う

そ
れ
は
本
当
に
助
か
る
わ

 
そ
し
て
次
の
日
の
朝
校
門
の
前
で
は
ひ
よ
り
だ
け
で
は
な
く
八
幡
達
も
全
員
待

て
い
て
く

れ 
芽
衣
美
は
心
が

か
く
な
る
の
を
感
じ
た

そ
の
ま
ま
み
ん
な
が
教
室
の
入
り
口
ま
で
同
行
し

て
く
れ

 
そ
の

果
が
大
き
か

た
の
か

芽
衣
美
は
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に
大
歓
迎
さ
れ
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新
た
な
学
校
生
活
の
第
一
歩
を

調
に

み
出
す
事
と
な

た
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第
１
０
３
５
話
 
美
優
と
舞

再
び
東
京
へ

 
す
み
ま
せ
ん
や
ら
か
し
ま
し
た
よ
く
考
え
た
ら
作
中
で
の
時
間

過
は
四
年
な
の
に
五
年

た
と
勘
違
い
し
て
ま
し
た
な
の
で
強
引
で
す
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
ま
で
三
年
半
か
か

た
事
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
徐
々
に

正
し
て
い
き
ま
す
が
多
分
直
し
き
れ
な
い
所
も
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
の
で

そ
の

り
は
大
目
に
見
て
や

て
下
さ
い
ｏ
ｒ

 
こ
の
日

美
優
と
舞
は
東
京
へ
と
向
か
う

空
港
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た

舞
さ
ん

お
久

美
優

今
回
も
宜
し
く
ね

 
今
回
は
⻑
期

在
に
な
る
と
い
う
事
で

二
人
と
も
大
き
な

物
を
持
参
し
て
い
る

お

い
大

物
だ
よ
ね

ま
あ
半
月
も
向
こ
う
に
い
る
事
に
な
る
か
ら
仕
方
な
い
よ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま

乗
口
へ
と
向
か
い

機
内
の
客
と
な

た
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速
明
日
は
社
乙
会

明
後
日
は
メ
イ
ド
の
会
だ

け

う
ん

そ
こ
か
ら
三
日
開
い
て

二
十
四
日
が
ソ
レ
イ
ユ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

 
次
の
日
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
そ
の
次
の
日
が
バ

ジ

ン
ア

プ
で
年
末
が
忘
年
会

だ
ね来

週
の

は
ど
う
し
よ

か

基
本
観
光
か
な

そ
れ
ま
で
会
え
な
い
人
に
も
ク
リ
ス
マ
ス
に
会
え
る
だ
ろ
う
し
ね

八
幡
さ
ん
も
一

に
来
て
く
れ
る
か
な

う

ん
ど
う
だ
ろ
う
忙
し
そ
う
だ
し
ね

今
日
も
多
分
迎
え
に
は
来
れ
な
さ
そ
う
だ

し
そ

か

ま
あ
平
日
だ
か
ら

そ
れ
は
仕
方
な
い
わ
ね

う
ん

 
二
人
は
こ
の
時
点
で

八
幡
と
香
蓮
が
空
港
に
向
か

て
い
る
事
を
知
ら
な
い

 
今
日
東
京
に
向
か
う
と
八
幡
に
連

し
た
時
八
幡
が
そ
う
か
の
一
言
で
済
ま
せ
た
せ
い

で
あ
る

 
八
幡
に
し
て
み
れ
ば

迎
え
に
行
く
の
は
当
然
だ
と
い
う
意
識
が
あ
る
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わ
ざ
わ
ざ
口
に
出
す
よ
う
な
事
は
し
な
か

た
と
い
う
だ
け
な
の
だ
が

 
さ
す
が
の
二
人
も
そ
こ
ま
で
は

め
な
か

た
よ
う
だ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
な

リ

ダ

美
優
は
も
う
す
ぐ
あ
な
た
の
所
に
参
り
ま
す

ち

美
優

恥
ず
か
し
い
か
ら

 
到
着
時
刻
が
近
付
い
て
く
る
に
連
れ

美
優
の
テ
ン
シ

ン
は
ど
ん
ど
ん
上
が

て
い

た

 

険
に
さ
れ
る
の
は
分
か

て
い
る
だ
ろ
う
に

や
は
り
八
幡
の

に
い
た
い
の
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
向
こ
う
に
着
い
た
ら
八
幡
さ
ん
の
マ
ン
シ

ン
に
向
か

て
ソ
レ
イ
ユ
に

は
明
日
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

多
分
も
う
ほ
と
ん
ど
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
し

そ
れ
も
そ
う
だ
ね

そ
う
な
る
と
八
幡
さ
ん
に
会
え
る
の
は
明
日
か

ま
あ
そ
こ
ら
へ
ん
は
我
慢
だ
ね

 
そ
し
て
飛
行
機
が
空
港
に
到
着
し

二
人
は
久
し
ぶ
り
に
東
京
の
大
地
に
立

た

 

さ
て

行
こ

か

う
ん

あ
あ

く
八
幡
さ
ん
に
会
い
た
い
な
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こ
の
時
点
で
こ
こ
に
い
た
の
が
も
し
エ
ル
ザ
な
ら
直
ぐ
に
八
幡
の
接
近
に
気
付
い
た
で
あ
ろ

う
が

 
舞
は
も
ち
ろ
ん
美
優
も
ま
だ
そ
こ
ま
で
の

に
達
し
て
は
い
な
い

むど
う
し
た
の

い
や

い
つ
も
の
私
な
ら

 
あ
の
遠
く
に
い
る
カ

プ
ル
の
仲

ま
じ
さ
に
イ
ラ

と
し
た
と
思
う
ん
だ
け
ど
さ

 
今
日
は
こ
れ
か
ら
リ

ダ

に
会
え
る
ん
だ

て
思

た
ら
全
然
平
気
で

 
あ
あ

私

て
ば
成
⻑
し
て
る
な

て
思

た
み
た
い
な

そ
れ
は
成
⻑

て
言
え
る
の

も
ち
ろ
ん
だ
よ

今
ま
で
の
私
な
ら

 
リ

ダ

を
見
た
ら
反
射
的
に
ジ

・
テ

ム
し
て

あ

あ
れ

ん
 
突
然
美
優
が
目
を
ご
し
ご
し
し
始
め

舞
は
首
を

げ
た

な

な

舞
さ
ん

多
分
気
の
せ
い
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
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あ
の
カ

プ
ル

て

リ

ダ

と
コ
ヒ

な
ん
じ

え
 
舞
は
そ
う
言
わ
れ

 
笑
顔
で
談
笑
し
な
が
ら
こ
ち
ら
に
歩
い
て
く
る
カ

プ
ル
ら
し
き
男
女
の
方
を
じ

と
見
つ
め

た 
ま
だ
ハ

キ
リ
と
顔
は
確
認
出
来
な
い
が

そ
の
カ

プ
ル
は
女
性
の
方
が
身
⻑
が
高
く

 
確
か
に
そ
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
た

本
当
だ

何
か
そ
れ

い

い

行
こ
う

う
ん

 
二
人
は
そ
の
カ

プ
ル
目

け
て
走
り
だ
し
た

 

離
が
近
付
く
に
連
れ

や
は
り
そ
の
カ

プ
ル
が
八
幡
と
香
蓮
だ
と
い
う
事
が
分
か
り

 
美
優
の
テ
ン
シ

ン
は
一
気
に
上
が

た

別
の
意
味
で

や

ぱ
り
そ
う
だ

コ

コ
ヒ

め

絶
対
に
許
さ
ん

え

何
で
そ
う
な
る
の



 第八章 キャリバー・クロッシング編

だ

て
遠
く
か
ら
見
て
カ

プ
ル
に
見
え
る
ほ
ど
い
ち

つ
い
て
や
が

た
ん
だ
よ

 
コ
ヒ

め

抜
け
駆
け
し
や
が

て

い
や

ま
あ
前
か
ら
あ
ん
な
感
じ
じ

 
舞
の
記
憶
だ
と

八
幡
は
誰
か
と
一

に
歩
い
て
い
る
時
は
結

無
防
備
で
あ
り

 
案
外
簡

に

離
を
詰
め
る
事
が
可
能
だ
と
い
う
イ
メ

ジ
が
あ

た

 
実

舞
も

八
幡
と

が
触
れ
合
う

の

離
で

ん
で
歩
い
た
事
が
あ
る

 
こ
れ
は

純
に
他
の
女
性

に
よ

て
八
幡
が
そ
の

離
感
に
慣
ら
さ
れ
て
し
ま

た
だ
け

な
の
だ
が

 
と
に
か
く
今
の
八
幡
と
香
蓮
く
ら
い
の

離
感
は

案
外
普
通
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た

い
や
い
や
い
や

私
が
あ
の
く
ら
い
近
く
ま
で
行
く
と

 
絶
対
リ

ダ

に

し

し

て

離
を
離
さ
れ
ち

う
か
ら
ね

あ

 
舞
は

そ
れ
は
美
優
と
エ
ル
ザ
だ
け
じ

な
い
の
か
と
気
付
い
て
し
ま

た
が

 
さ
す
が
に
そ
の
事
を
本
人
に
直
接
言
う
の
は

ら
れ
た

そ
れ
以
上
は
何
も
言
わ
な
か

た

く
そ

こ
う
な

た
ら
必
殺
の
ジ

・
テ

ム
を
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そ
う
い
え
ば
さ

き

き
そ
び
れ
ち

た
け
ど

そ
の
ジ

・
テ

ム

て
何

ジ

・
テ

ム
は
ジ

・
テ

ム
だ
よ

こ
う
口
を
前
に
突
き
出
し
て

 
リ

ダ

に
向
か

て
ダ
イ
ブ
す
る
の
さ

さ

き
成
⻑
し
た

て
言

て
な
か

た

う
 
そ
の
言
葉
に
珍
し
く
美
優
が
そ
の
足
を
止
め
た

あ

止
ま
る
ん
だ

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
確
か
に
成
⻑
し
て
る
か
も

 
そ
の

に
は
八
幡
と
香
蓮
も
美
優
と
舞
に
気
付
い
た
よ
う
で

 
こ
ち
ら
に
手
を

り
な
が
ら
仲
良
く
歩
い
て
き
た

 
そ
の
事
実
が
更
に
美
優
を
ぐ
ぬ
ぬ

態
に
し
た
が
さ
り
と
て
こ
こ
か
ら
八
幡
に
飛
び
か
か

て
も

 
今
ま
で
通
り
に
普
通
に
避
け
ら
れ
て
し
ま
う
の
が
オ
チ
で
あ
ろ
う

 
そ
ん
な
感
じ
で
ジ
レ
ン
マ
に
陥

た
美
優
は

完
全
に
そ
の
動
き
を
止
め
た

 
舞
も
美
優
に
付
き
合

て
足
を
止
め

そ
こ
に
八
幡
と
香
蓮
が
合
流
し
た

八
幡
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す
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舞
さ
ん
久
し
ぶ
り

半
月
も
こ

ち
に
い
る
な
ん
て

分
思
い
き

た
な

て
ち

と
驚

い
たふ

ふ

た
ま
に
は
そ
う
い
う
年
が
あ

て
も
い
い
か
な

て

ま
あ
ゆ

く
り
し
て

て
く
れ

出
来
る
だ
け
の
事
は
す
る
か
ら

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
八
幡
は
美
優
相
手
に
は
若

し
て
い
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
が

 
舞
に
対
し
て
は
変
わ
ら
ぬ
優
し
さ
を
見
せ

舞
は
感
動
し
た

 
そ
の

か
ら
は
も
う
美
優
の
事
は
す

り
と
抜
け
て
い
る

 
そ
ん
な
舞
の
代
わ
り
に
美
優
の
事
を
気
に
か
け
た
の
は
香
蓮
で
あ

た

美
優

久
し
ぶ
り
だ
ね

コ

コ
ヒ

そ
れ
に
リ

ダ

迎
え
に
来
て
く
れ
た
ん
だ

 
は

き
り
約
束
し
て
い
た

で
は
な
い

美
優
は
驚
き
を

さ
ず
に
そ
う

ね
て
き
た

ん

当
た
り
前
だ
ろ

何
で
そ
ん
な
事
を

く
ん
だ

え

あ

当
た
り
前
な
の

何
で
驚
く
ん
だ
お
前
は

意
味
が
分
か
ら
ん

そ
れ
に
し
て
も
今
日
は
大
人
し
い
ん
だ
な
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や

と
お
前
も
落
ち
着
い
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
う
と

結

く
る
も
の
が
あ
る
な

 
八
幡
は
穏
や
か
な
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
そ
う
言

た

 
ど
う
や
ら
八
幡
に
と

て
は
二
人
を
迎
え
に
来
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
く
当
然
な
事
だ

た

よ
う
で

 
美
優
と
舞
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
顔
を
見
合
わ
せ
た

 
そ
こ
か
ら
四
人
は
仲
良
く

場
へ
と
向
か
う
事
と
な

た
が

 
美
優
の
目
か
ら
見
て

今
の
八
幡
は
や
や
ガ

ド
が

い
よ
う
に
見
え

 
正
直
今
す
ぐ
ジ

・
テ

ム
す
れ
ば

簡

に
八
幡
を
押
し
倒
せ
そ
う
な
雰
囲
気
が
あ

た

で
も
こ
れ

私
を
信
頼
し
て
る

て
事
な
ん
だ
よ
ね

 
さ
す
が
の
私
も
こ
の

況
で
リ

ダ

に
手
出
し
す
る
と
か
無
理
無
理
無
理

 
そ
の
事
自
体
は
と
て
も
嬉
し
い
と
は
い
え

 
ど
う
し
て
も
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
の
は
仕
方
が
な
い
事
だ
ろ
う

 
八
幡
に
ち

か
い
を
出
し
て
撃
退
さ
れ
る
ま
で
が

美
優
の
生
き
が
い
な
の
で
あ
る

は
ま
だ
な
ん
だ
よ
な

こ
の
ま
ま
ど
こ
か
に
寄

て
い
こ
う

リ

ダ

そ
れ
じ

あ
私

サ
イ
ゼ
が
い
い
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そ
う
だ
ね

サ
イ
ゼ

て
ほ
と
ん
ど
が

に
あ
る
か
ら

 

広
の
美
優
や

北
見
の
私
に
は
無
縁
だ
も
ん
ね

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
ね
ま
あ
私
は
こ

ち
に
来
て
か
ら
は
そ
れ
な
り
に
行

て

る
け
ど

 
確
か
に
二
人
は
行
く
機
会
が
無
い
か
も
ね

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る
か

う
ん

は
い

 
そ
の
ま
ま
サ
イ
ゼ
に
向
か

た
四
人
で
あ

た
が

 
密
か
に
勝
負
し
た
結
果

八
幡
の
隣
の

は
香
蓮
が

正
面
は
舞
が
確
保
す
る
事
に
な
り

 
そ
の
せ
い
で
美
優
の
も
や
も
や
が
ま
た

大
す
る
事
と
な

た

 
そ
ん
な

態
の
ま
ま
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
に
向
か
い

優
里
奈
に
出
迎
え
ら
れ
た
一
行
は

 
し
ば
ら
く

い
だ
後
に

る
事
に
な

た

 
香
蓮
は

ま
る
予
定
は
無
か

た
の
だ
が
美
優
が
だ
だ
を
こ
ね
た

結
局
一

に
い
る
事

に
な

た
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部
屋
の
利
用
の
ル

ル
上

今
日
は

ま
る
必
要
が
無
い

 
優
里
奈
は
明
日
の
朝
に
ま
た
来
て
く
れ
る
と
い
う
事
で

今
は
自
室
に

て
い
る

 
八
幡
は
少
し
疲
れ
た
ら
し
く

三
人
が

室
に
入
る
時
は
ま
だ

き
て
い
た
が

 
お
そ
ら
く
も
う

て
し
ま

た
だ
ろ
う

美
優
と
舞
さ
ん
は
明
日
は
ど
う
す
る
の

ヤ
ミ
ヤ
ミ
と
た
ら
お
に
色
々
案
内
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ

風
太
君
と
大

君
も
久
し
ぶ
り
よ
ね

あ

そ
う
な
ん
だ

コ
ヒ

も
一

に
来
る
よ
な

別
に
い
い
け
ど

 
そ
の
美
優
の
強
引
な
誘
い
に

香
蓮
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

そ
う
い
う
所
は
い
つ
も
の
美
優
だ
ね

い
き
な
り
ど
う
し
た

親
友

い
や

今
日
は

分
大
人
し
か

た
な

て
思

て

確
か
に
八
幡
さ
ん
に
飛
び
か
か
ら
な
い
よ
う
に

よ
く
我
慢
し
て
た
よ
ね
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舞
さ
ん
の
中
で
も
美
優

て
そ
ん
な
イ
メ

ジ
な
ん
だ

そ
れ
な

 
美
優
は
そ
う
言

て
た
め
息
を
つ
い
た

今
日
は
そ
う
い
う
雰
囲
気
じ

な
か

た
か
ら
な

自
分
で
成
⻑
し
た

て
言

た
後
に

落
ち
着
い
た

て
言
わ
れ
ち

た
も
ん
ね

そ
う
な
ん
だ

こ
の
機
会
に
美
優
が
も
う
少
し
大
人
に
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に

言
う
じ

な
い
か
コ
ヒ

で
も
私
は
も
う
大
人
だ

そ
の
証

に
こ
ん
な
事
も
平
気
で
出

来
る

 
そ
う
言
い
な
が
ら
美
優
は

香
蓮
の
胸
を

掴
み
に
し
た

 
こ
こ
ま
で
の
鬱

を
晴
ら
す

で
も
あ

た
だ
ろ
う

きほ
れ
ほ
れ

こ
こ
が
い
い
の
か

ち

や
め
て
美
優

む
む

 
美
優
は
険
し
い
目
で
そ
う

り

手
を
止
め
た
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ど
し
た
の

 
そ
ん
な
美
優
に

舞
が
そ
う

ね
て
く
る

コ
ヒ

お
前

ち

と
胸
が
大
き
く
な

て
な
い
か

あ

そ
う
い
う

わ

分
か
る
の

 
香
蓮
は
驚
い
た
よ
う
に
目
を
見
開
い
た

ぐ
ぬ
ぬ

や

ぱ
り
か

こ
の
裏
切
り
者

た
ま
た
ま
だ

て
ば

美
優
だ

て
多
少
サ
イ
ズ
が
前
後
す
る
で
し

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ
け
ど

も
し
か
し
て
身
⻑
も

び
て
た
り

う

怖
い
事
を
言
わ
な
い
で
下
さ
い
舞
さ
ん

 
さ
す
が
に
こ
れ
以
上
身
⻑
は
い
ら
な
い
と
思
い

香
蓮
は
苦
い
顔
を
し
た

と
こ
ろ
で
美
優

そ
ろ
そ
ろ
そ
の
手
を
離
し
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

い
や
い
や

私
に

ま
れ
る
事
で

も

と
胸
が
大
き
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ
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そ
の
美
優
の
言
葉
に
香
蓮
は
思
い

き
り

か
れ

一

動
き
を
止
め
た

 
そ
の

を
見
逃
さ
ず

美
優
が
再
び
香
蓮
の
胸
を

み
始
め
る

あ

や

ち

く

リ

ダ

は
こ
の
胸
を
い
つ
も

ん
で
る
の
か

八
幡
君
に
胸
を

ま
れ
た
事
な
ん
か
な
い
か
ら

本
当
か

そ
れ
に
し
ち

あ
今
日
空
港
で
メ
ス
の
顔
を
し
て
や
が

た
み
た
い
だ
が

そ

そ
ん
な
顔
し
て
な
い
か
ら

え

し
て
た
わ
よ
ね

え
え

 
美
優
で
は
な
く
舞
が
そ
う
言

た

香
蓮
は
驚
き
つ
つ
も

大
に
顔
を

く
し
た

ほ

本
当
に

う
む

事
実
だ
な

う
 
香
蓮
は
も
じ
も
じ
し
た
が

そ
ん
な
香
蓮
に
美
優
が
あ

さ
り
と
そ
う
言

た

大
丈
夫
大
丈
夫

舞
さ
ん
も
そ
ん
な
顔
だ

た
か
ら
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え
え

で
も
美
優
も
そ
ん
な
感
じ
だ

た
よ

え
 
三
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
後

一

置
い
て
笑
い
合

た

あ
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
全
員
じ

ん

そ
う
い
え
ば
す
れ
違
う
男
の
人
が

凄
い
目
で
こ

ち
を
見
て
た
気
も
す
る

や
だ

ど
う
し
よ
う

恥
ず
か
し
い

 
最
後
の
セ
リ
フ
は
舞
の
も
の
で
あ
る

 
舞
は
普

は
男
勝
り
だ
が

八
幡
が

む
と
か
な
り
乙
女
度
が

す
よ
う
だ

な
ま
ら
か
わ
い
い

か

か
ら
か
わ
な
い
で

て
ば

て
い
う
か
美
優

い
い
加

に
そ
の
手
を
ど
け
て

だ
が
断
る

こ
の
お

ぱ
い
は
今
日
は
私
の
も
の
だ

ま
あ
い
つ
も
は
リ

ダ

の
も
の

だ
け
ど
な

美
優

声
が
大
き
い

八
幡
君
に

こ
え
ち

う
じ

な
い

 
香
蓮
は
そ
う
心
配
し
た
が

八
幡
は

し
て
い
る

に
そ
の
心
配
は
な
い
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こ
う
し
て
三
人
娘
の
か
し
ま
し
い
夜
は
更
け
て
い
き

 
そ
の
ま
ま
三
人
は

に

落
ち
し
て
い

た
の
だ

た



 作中簡易年表

 
作
中
簡
易
年
表

 
前
の
投
稿
で
書
い
た

正
は
無
く
な
り
ま
し
た

 
当
初
は
帰
還
者
用
学
校
を
三
年
と
し
て
書
い
て
い
た
の
で
す
が

 

中
か
ら
何
故
か
二
年
だ
と
思
い
込
ん
だ
せ
い
で
時
系

が
お
か
し
く
な

て
い
た
よ
う
で

す 
と
り
あ
え
ず
分
か
り
易
い
よ
う
に
簡

な
年
表
を
作

て
み
ま
し
た
の
で

 

か
い
ミ
ス
は
あ
る
か
も
で
す
が

と
り
あ
え
ず
こ
ち
ら
を
ご
参

下
さ
い

 
第
一
章
Ｓ
Ａ
Ｏ
編

 
２
０
２
２
年
 

月

日
 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

ビ
ス
開
始

第
０
０
１
話

 
２
０
２
５
年
 

月
後
半
 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア

八
幡

和
人
ら

現
実
へ
帰
還

第

０

８
４
話

 
第
二
章
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
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２
０
２
５
年
 

月
後
半
 
八
幡

明
日
奈
の
所
在
を

和
人
と
共
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ

第

０
９
３
話

 
２
０
２
５
年
 

月
前
半
 
残
さ
れ
た

人
事
件
解
決

明
日
奈
現
実
へ
帰
還

第
１
３
１

話 
第
三
章
Ａ
Ｌ
Ｏ
ア
フ
タ

編

 
２
０
２
５
年
 

月

 
 
明
日
奈
転
院

リ
ハ
ビ
リ
開
始

第
１
３
４
話

 
２
０
２
５
年
 

月

 
 
明
日
奈

リ
ハ
ビ
リ
終
了

第
１
４
５

１
４
６
話

 
２
０
２
６
年
 

月

日
 
帰
還
者
用
学
校
開
校

第
１
４
６
話

 
２
０
２
６
年
 

月
後
半
 
第
一
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

第
１
７
９
話

 
２
０
２
６
年
 

月
 
 
 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
旗
揚
げ

第
１
８
２
話

 
第
四
章
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編

 
２
０
２
６
年
 

月
 
 
 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
入
手

第
２
２
６

２
２
７
話

 
２
０
２
６
年
 

月
 
 
 
そ
う
だ

京
都
へ
行
こ
う

第
２
３
９
話

 
２
０
２
６
年
 

月

日
 
詩
乃

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
て
は
ち
ま
ん
く
ん
を
入
手

第
２
７

２
話



 作中簡易年表

 
２
０
２
７
年
 

月
前
半
 
第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

第
２
９
５

２
９
９
話

 
２
０
２
７
年
 

月
 
 
 
源
平
合
戦

第
３
０
８
話

第
３
５
７
話

 
２
０
２
７
年
 

月
後
半
 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ

死
銃
事
件
終
結

第
４
０
５

４
２
８
話

 
第
五
章
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
タ

編

 
２
０
２
７
年
 

月
 
 
 
八
幡

櫛
稲
田
優
里
奈
の
保
護
者
と
な
る

第
４
３
０
話

 
２
０
２
７
年
 

月
 
 
 
第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム

第
４
６
５
話

 
２
０
２
７
年
 

月
 
 
 
ソ
レ
イ
ユ

コ
ミ
ケ
に
参
加

第
５
１
９
話

 
２
０
２
７
年
 

月
前
半
 
八
幡
一
行

し
行
方
不
明
に

第
５
６
０
話

 
２
０
２
７
年
 

月
後
半
 
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム

第
５
７
４

５
９
９
話

 
第
六
章
キ

リ
バ

・
ト
ラ
フ

ク
ス
編

 
２
０
２
７
年
 

月
後
半
 
八
幡

ラ
ウ
ン
ダ

を

第
６
１
１

６
１
３
話

 
２
０
２
７
年
 

月
前
半
 
ト
ラ
フ

ク
ス

正
式

動
開
始

第
６
３
９
話

 
２
０
２
７
年
 

月
後
半
 
ト
ラ
フ

ク
ス

ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
に
寄
港

第
７
０

８
話

 
 
 
 
 
 
 
猫
が
原
の
戦
い

第
７
１
８

７
２
４
話



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
七
章
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
編

 
２
０
２
７
年
 

月
前
半
 
八
幡

再
び

第
８
２
９
話

 
２
０
２
７
年
 

月
半
ば
 
藍
子
と
木
綿
季
の
完
治
と
同
時
に
八
幡
記
憶

失

態
へ
第

８
６
７
話

 
 
 
 
 
 
 
八
幡
の
復
活

第
８
７
４
話

 
第
八
章
キ

リ
バ

・
ク
ロ

シ
ン
グ
編

 
２
０
２
７
年
 

月
後
半
 
ト
ラ
フ

ク
ス
・
イ
ベ
ン
ト

第
９
３
１

９
８
７
話

 
２
０
２
７
年
 

月
前
半
 
藍
子

木
綿
季

自
分
の
足
で
帰
還
者
用
学
校
へ

第
１
０
０

０
話

 
２
０
２
７
年
 

月

日
 
社
乙
会

十
二
回
目

 
２
０
２
７
年
 

月

日
 
八
幡
メ
イ
ド
に
な
る

 
２
０
２
７
年
 

月

日
 
陽
乃
主

の
八
幡
を
囲
む
ク
リ
ス
マ
ス
の
会

リ
ア
ル

 
２
０
２
７
年
 

月

日
 
ヴ

ル
ハ
ラ
主

の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
２
０
２
７
年
 

月

日
 
Ａ
Ｌ
Ｏ

大
型
バ

ジ

ン
ア

プ

 
２
０
２
７
年
 

月

日
 
フ
ラ
ン
シ

シ

ラ
イ
ブ



 作中簡易年表

 
２
０
２
７
年
 

月

日
 
八
幡
主

の
大
忘
年
会

リ
ア
ル

 
こ
う
し
て
見
る
と

２
０
２
７
年
後
半
の
密
度
が
や
ば
い
で
す
ね
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第
１
０
３
６
話
 
朝
の
ひ
と
コ
マ

 

日
の
夜

自
分
が
忘
れ
な
い

に
簡

な
年
表
を
投
稿
し
ま
し
た

 
興
味
が
あ
る
方
は
是
非
ご

下
さ
い

ん

ん
ん

 
次
の
日
の
朝

一
番
最
初
に
目
覚
め
た
の
は
美
優
で
あ

た

 

落
ち
す
る
と

く
に
目
覚
め
て
し
ま
う
法

で
あ
る

二
人
と
も
ま
だ
よ
く

て
る
な

 
美
優
は

り

り
と

を
か
き
な
が
ら

窓
の
外
が
ま
だ
暗
か

た

 
も
う
少
し

よ
う
と
再
び
横
に
な

た

 
そ
の

界
に
か
な
り
は
だ
け
ぎ
み
な
香
蓮
の
胸
が
飛
び
込
ん
で
く
る

む
む

け
し
か
ら
ん

で
も
胸
自
体
は
私
の
方
が
あ
る
と
思
う
ん
だ
よ
な

 
美
優
は
そ
う
言
い
な
が
ら
自
分
の
胸
を

み

続
い
て
香
蓮
の
胸
に
手
を

ば
し
た
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よ
ん

 
そ
の
胸
は
柔
ら
か
く

美
優
は
少
し
変
な
気
分
に
な

た
が

 
そ
の

間
に
香
蓮
が
こ
ん
な

言
を
言

た

ん

八
幡
君

目
だ

て
ば

ず
が
が
が
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
美
優
は
驚
愕
の
あ
ま
り
目
を
見
開
い
た

え

え

何
今
の

言

も
し
か
し
て
コ
ヒ

は
日
常
的
に
リ

ダ

に
胸
を

ま
れ

て
い
る

 
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
事
が
あ
る
は
ず
も
な
く

 
香
蓮
は
た
だ
夢
の
中
で
八
幡
と
き

き

う
ふ
ふ
し
て
お
り

 
た
ま
た
ま
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合

て

言
を
言

た
だ
け
な
の
だ
が

 
そ
れ
は
美
優
に
と

て
は
誤
解
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
神
が
か

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ

た

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

今
す
ぐ
叩
き

こ
し
て
問
い
詰
め
た
い

問
い
詰
め
た
い
が

 
そ
う

き
な
が
ら

美
優
は
香
蓮
の

顔
に
目
を
向
け
た

 
香
蓮
は
と
て
も
幸
せ
そ
う
に
す
や
す
や
と

て
お
り
美
優
は
少
し
顔
を

く
し
な
が
ら
再
び
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い
た

ま

守
り
た
い

こ
の

顔

 
結
局
美
優
は
香
蓮
を

こ
す
の
は
や
め

 
何
と
な
く
香
蓮
の
胸
を
大
き
く
は
だ
け
さ
せ
る
に

め
た

こ
の

り
の
行
動
に
全
く
理
由
は

な
い

 
そ
し
て
美
優
は
今
の
衝
撃
で
す

か
り

も

え
て
し
ま

た

顔
を
洗
お
う
と
思
い
外

に
出
た

ま
だ
六
時
半
か

で
も
ま
あ
リ

ダ

も
そ
ろ
そ
ろ

き
る
時
間
だ
ろ
う
し
別
に
い
い

か 
ち
な
み
に
八
幡
が

き
る
の
は
七
時
で
あ
る

 
今
日
は
学
校
が
あ
る
の
で

八
時
に
は
こ
こ
を
出
る
予
定
だ

 
そ
の
時

関
の
扉
が
ガ
チ

と
開
く
音
が
し
た

おあ

美
優
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

優
里
奈
ち

ん

お
は
よ
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そ
こ
に
は
手
に
中
が
見
え
な
い
カ
ゴ
を
手
に
し
た
優
里
奈
が
立

て
お
り

 
二
人
は
や
や
声
を

め
な
が
ら
そ
う

を
交
わ
し
た

分

き
な
ん
で
す
ね

ま
だ

て
る
と
思

て
ま
し
た

い
や

日
は

落
ち
た
ん
だ
け
ど

そ
の
せ
い
か

く
に
目
が
覚
め
ち

て
さ

 
仕
方
な
い
か
ら
コ
ヒ

の
お

ぱ
い
を

ん
で
た

そ

そ
う
で
す
か

 
優
里
奈
は
相
変
わ
ら
ず
美
優
さ
ん
は
自
由
だ
な

と
思
い
な
が
ら

て
て
自
分
の
胸
を

し
た

 
何
故
な
ら
美
優
が

優
里
奈
の
胸
に
手
を

ば
し
て
き
た
か
ら
だ

ち

残
念

も
う

私
の
胸
ま
で

も
う
と
し
な
い
で
下
さ
い

ご
め
ん
ご
め
ん

相
変
わ
ら
ず
立

だ
な

て
思

て
さ

 
美
優
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も
手
を
に
ぎ
に
ぎ
さ
せ

続
け
て
こ
う

ね
て
き
た

ち
な
み
に
リ

ダ

は

優
里
奈
ち

ん
の
お

ぱ
い
を

ん
だ
り
は
し
て
く
れ
な
い
の

え

そ
う
で
す
ね

残
念
な
が
ら

そ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
は
ま

た
く
発
生
し
な
い
ん
で
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す
よ
ね

へ

よ
く
我
慢
出
来
る
よ
ね

リ

ダ

は
理
性
の
化
け
物
だ

た
り

ハ
ル
姉
さ
ん
は

の
八
幡
君
は

自
意
識
の
化
け
物
だ

た
ん
だ
よ

て
言

て
ま
し

た
ね自

意
識

う

ん

よ
く
分
か
ら
な
い
な

で
す
ね

 
二
人
は
そ
う
言

て
苦
笑
し
た

で

私
は

め
に
顔
を
洗

て
先
に
化

を
し
て

 
コ
ヒ

に
差
を
つ
け
て
や
ろ
う
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

優
里
奈
ち

ん
は

も
う
す
ぐ
八
幡
さ
ん
が

き
る
ん
で

先
に
洗

を
し
て
か
ら
朝
御

の
用
意
で
す
ね

そ
れ
だ
と
リ

ダ

が

き
ち

わ
な
い

 
美
優
は
ひ
そ
ひ
そ
と
優
里
奈
に
そ
う

い
た

美
優
は
こ
う
い

た
気
配
り
も
出
来
る
よ
う

だ
あ

そ
れ
は
大
丈
夫
な
ん
で
す
よ

美
優
さ
ん

ち

と
こ

ち
に

お

お
う
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優
里
奈
は
美
優
の
手
を
引
い
て

八
幡
が

て
い
る
方
に
連
れ
て
い

た

ほ
ら

あ
れ

お

何
あ
れ

 
そ
こ
に
横
た
わ

て
い
る
八
幡
は

ま
で

れ
る
ア
イ
マ
ス
ク
の
よ
う
な
も
の
を
装
着
し
て

い
たソ

レ
イ
ユ

て
フ

ン
タ
ジ

系
の
服

関
係
も
自
前
で
作

て
る
じ

な
い
で
す
か

 
そ
の
付
き
合
い
の
関
係
の
業
者
さ
ん
に
も
ら

た

 
外
か
ら
の
音
も
ほ
と
ん
ど
カ

ト
し
て
く
れ
る
ア
イ
マ
ス
ク
ら
し
い
で
す
よ

 

の
所
に
小
型
の
薄
い
マ
イ
ク
が
仕
込
ま
れ
て
て

目
覚
ま
し
機
能
も
つ
い
て
る
ん
で
す
よ

え

何
そ
れ

私
も
欲
し
い
ん
だ
け
ど

多
分
言
え
ば
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
よ

ふ
ふ

 
優
里
奈
は
そ
う
言

て
微
笑
ん
だ

な
る
ほ
ど

だ
か
ら
ち

と
や
そ

と
の
音
じ

き
な
い
と

は
い

フ
ラ
イ
パ
ン
で
卵
を
焼
い
て
て
も

き
な
い
ん
で
す
よ

で
も
こ
れ
じ

あ

リ

ダ

の

顔
が
よ
く
見
え
な
く
て
ち

と
残
念
だ
よ
ね
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で
す
ね

さ
て

そ
れ
じ

あ
先
に
洗

を
し
ち

い
ま
す
ね

あ

私
も
手
伝
う

 
二
人
は
そ
う
言
い
な
が
ら
脱
衣
所
へ
と
向
か

た

え

と

美
優
さ
ん
の
下
着
は
色
が

い
か
ら
う
ち
の
洗

機
で
別
に
洗
う
と
し
て

 
残
り
は
こ

ち
で
一

に
洗
え
ば
い
い
か
な

 
優
里
奈
は
そ
う
言
い
な
が
ら

持
参
し
た
カ
ゴ
の
中
か
ら
洗

ネ

ト
を
取
り
出
し

 
て
き
ぱ
き
と
洗

物
の
仕
分
け
を
し
て
い

た

あ

ご
め
ん
ね

気
を
遣

て
も
ら

ち

て

い
え
い
え

色
が
移

た
ら
困
り
ま
す
か
ら

 
私
の
部
屋
と
こ
こ
で
洗

機
が
二
つ
あ
る
か
ら

手
間
も
一
度
で
済
み
ま
す
し
ね

 
優
里
奈
は
同
時
に
そ
の
カ
ゴ
に
入
れ
て
持

て
き
た
自
分
の
洗

物
も
取
り
出
し

 
一

に
洗

機
へ
と
放
り
込
ん
だ

レ

ス
と
か
も
付
い
て
な
い
し

残
り
は
一

で
い
い
で
す
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
優
里
奈
は

残
り
の
洗

物
も
容

な
く
洗

機
へ
と
放
り
込
ん
だ

 
そ
の
中
に
は
八
幡
の
下
着
も
あ
り

美
優
は
大
き
く
目
を
見
開
い
た
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リ

リ

ダ

の
パ
ン
ツ
も
一

に
洗
う
ん
だ

ふ
ふ

ま
あ
誰
も

が

た
り
し
な
い
で
す
か
ら
ね

む
む
む
む
む
要
す
る
に
一

に
洗
う
の
は
色
が
薄
く
て
レ

ス
と
か
が
付
い
て
な
い
奴

て
事で

す
ね
で
も
ま
あ

え
ば
白
の
レ

ス
付
き
と
か
は
ネ

ト
に
入
れ
て
一

に
洗
い
ま
す

け
どそ

こ
ま
で
考
え
て
な
か

た

え
 
突
然
美
優
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

優
里
奈
は
き

と
ん
と
し
た

そ
こ
ま
で

と
は

私
は
今
ま
で

い
つ
リ

ダ

に
見
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に

 

手
な
パ
ン
ツ
ば
か
り
選
ん
で
き
た
ん
だ
け
ど

そ
れ
だ
と
今
日
の
場
合

 
私
の
パ
ン
ツ
だ
け
リ

ダ

の
パ
ン
ツ
と
一

に
洗

て
も
ら
え
な
い

て
事
じ

な
い

ま
あ
そ
う
で
す
ね

で
も
シ
ン
プ
ル
な
パ
ン
ツ
な
ら
一

に
洗

て
も
ら
え
る
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こ
れ
は
ま
さ
に
目
か
ら
鱗

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵

 
よ
し

今
日
は
そ
れ
を
狙

て
そ
う
い
う
の
を

う
事
に
す
る
よ

あ

あ
は

頑
張

て
下
さ
い

お
う
よ

 
こ
う
し
て
美
優
達
の
今
日
の
予
定
が
ま
た
一
つ

え
た

で
も
そ
れ
だ
と
リ

ダ

に
衝
撃
を

え
る

果
が

り
そ
う
な
ん
だ
よ
な

し

し
だ

な
い
え
い
え

そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

美
優
さ
ん

と
い
う
と

手
な
下
着
と
シ
ン
プ
ル
な
下
着
だ
と

も
し
う

か
り
見
て
し
ま

た
場
合

 
八
幡
さ
ん
が
目
を
背
け
る

さ
は

手
な
下
着
の
方
が
全
然

い
ん
で
す

な

何
だ
と

 
美
優
は
そ
の
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
た

多
分

見
え
た

間
に

や
ば
い

て
思

ち

う
ん
で
し

う
ね

 
な
の
で
少
し
で
も
⻑
く
見
て
も
ら
い
た
い
時
は

シ
ン
プ
ル
な
下
着
の
方
が

果
的
で
す
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分
か

た

ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
が
と
う
優
里
奈
ち

ん

 
美
優
は
そ
う
言

て
優
里
奈
の
手
を
ガ

チ
リ
と

た

い
え
い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

よ
し

そ
れ
じ

あ
時
間
も
無
い
し

洗

物
を
さ
さ

と
片
付
け
ち

お
う

で
す
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
洗

を
終
え

仲
良
く
キ

チ
ン
に
立

た

 
丁
度
そ
の

八
幡
が
の
そ
り
と

き
上
が

た

時
刻
は
丁
度
朝
の
七
時
で
あ

た

お

お
う

二
人
と
も

お
は
よ
う

お
は
よ
う
リ

ダ

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡
さ
ん

美
優
が
キ

チ
ン
に
立

て
る
の
は
珍
し
い
な

ふ
ふ
ん

れ
直
し
た

い
や

直
し
た
も
何
も

れ
て
た
事
が
無
い
か
ら
な

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
美
優
は
そ
の
言
葉
に
シ

ク
を
受
け
る
で
も
な
く

口
だ
け
で
そ
う
言
う
と
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そ
の
ま
ま
機

良
さ
そ
う
に
配

を
進
め
て
い
く

 
そ
の

を
微
笑
ま
し
く
見
て
い
た
八
幡
は
美
優
は
本
当
に
落
ち
着
い
て
く
れ
た
ん
だ
な
と
感

動
し
た
が

 
当
然
そ
ん
な
事
は
な
く

こ
こ
ま
で
の
流
れ
は
あ
く
ま
で
た
ま
た
ま
で
あ
る

よ
し
リ

ダ

そ
ろ
そ
ろ
二
人
を

こ
し
て
き
て
も
ら

て
い
い

え

い
や

さ
す
が
に
そ
れ
は

大
丈
夫
大
丈
夫

む
し
ろ
そ
の
方
が
二
人
も
喜
ぶ

て

 
さ
す
が
に
こ
ん
な
時
期
だ
し
二
人
と
も

ち

ん
と
パ
ジ

マ
を
着
込
ん
で
る
か
ら
さ

そ

そ
う
か

そ
う
い
う
事
な
ら

 
こ
の
時
点
で
美
優
は

自
分
が
香
蓮
の
胸
を
思
い

き
り
は
だ
け
さ
せ
た
事
を
忘
れ
て
い
た

 
そ
の
事
を
思
い
出
し
た
の
は

室
か
ら
八
幡
が
飛
び
出
し
て
き
た
時
で
あ
る

お

お
い
美
優

お

お
前
な

ん

リ

ダ

ど
し
た
の

か

香
蓮
の

む

胸
が

あ
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そ
の
八
幡
の
言
葉
に
美
優
は
思
い

き
り
気
ま
ず
そ
う
な
表
情
を
し
た

お
い
美
優

何
か
心
当
た
り
が
あ
る

て
顔
を
し
て
る
な

い

い
や

何
も
な
い
よ

本
当
だ
よ

そ
の
言
い
方
が
あ
か
ら
さ
ま
に
怪
し
い

 
そ
の
ま
ま
八
幡
に
詰
め
寄
ら
れ
た
美
優
は

正
直
に
自
分
が
何
を
し
た
の
か
白

し
た

そ
う
い
う
事
か

こ
の
馬

が

ぎ

ん

 
美
優
は
八
幡
に
拳
骨
を
落
と
さ
れ

嬉
し
そ
う
な

鳴
を
上
げ
た

 
何
故
嬉
し
そ
う
か
と
い
う
と

日
か
ら
こ
こ
ま
で
一
度
も
八
幡
に

ら
れ
て
い
な
か

た
か

ら
で
あ
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

何
故
お

そ

そ
れ
じ

あ
私
が
二
人
を

こ
し
て
く
る
ね

 
美
優
は
そ
う
言

て

室
に
飛
び
込
み

し
ば
ら
く
し
て
三
人
が

室
か
ら
出
て
き
た

 
香
蓮
は
恥
ず
か
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た

ど
う
や
ら
美
優
が
胸
の
事
に
つ
い
て
説
明
し
た
の
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だ
ろ
う

八
幡
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
あ

舞
さ
ん

お
は
よ
う

あ

あ
の

お

お
う

お
は
よ
う
香
蓮

 
香
蓮
は

る

る

え
な
が
ら
胸
を
押
さ
え
て
お
り

美
優
は
そ
ん
な
香
蓮
の

を

で
た

良
か

た
な

コ
ヒ

ち

と
も
良
く
な
い
べ
さ

お
お

 
す

か
り
東
京
に
慣
れ

あ
ま
り
北
海
道

を
話
し
て
く
れ
な
い
香
蓮
の
そ
の
言
葉
に

 
八
幡
と
優
里
奈
は
そ
う
感
動
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ

香
蓮
は

々

く
な

た

う

う

 
美
優
達
の
東
京
で
の
初
日
は

こ
ん
な
ラ
ブ
コ
メ
な
感
じ
で
始
ま

た
の
だ

た
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第
１
０
３
７
話
 
朝
の
ふ
た
コ
マ

 
し
ば
ら
く
し
て
香
蓮
も
落
ち
着
き

女
性

は
仲
良
く
洗

物
を

し
始
め
た

 
八
幡
は
そ
れ
を
手
伝
う

に
も
い
か
な
い

脱
衣
所
を
使
い

制
服
に
着

え
た

お
お

リ

ダ

の
制
服

八
幡
君

め
ん
こ
い

 
香
蓮
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う

き
舞
は
そ
ん
な
香
蓮
に

れ
た
よ
う
な

線
を
向
け
た

そ
の
表
現
は
ど
う
な
の

で

で
も
確
か
に
め
ん
こ
い
よ
な

う

う
ん

ま
あ
そ
れ
自
体
は
否
定
し
な
い
け
ど

 
舞
に
し
て
み
れ
ば

八
幡
は
め
ん
こ
い

で
は
な
く
格
好
い
い

で
あ
る

 
二
人
と
は
や
や
違

た
感
想
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
俺
は
先
に
行
く
わ

優
里
奈
も

れ
な
い
よ
う
に
な

は
い

行

て
ら

し

い
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行

て
ら

し

い

 
四
人
に
見
送
ら
れ

八
幡
は
ニ
コ
リ
と
微
笑
ん
で
出
か
け
て
い

た

 
内
心
で
は

誰
か
に
送
り
出
し
て
も
ら
え
る

て
の
は
幸
せ
な
事
だ

な
ど
と
考
え
て
い
る

さ
て

優
里
奈
ち

ん
も
も
う
す
ぐ
出
る
よ
ね

は
い

私
も
そ
ろ
そ
ろ
制
服
に
着

え
な
い
と

洗
い
物
と
か
は
私
達
が
や

て
お
く
か
ら
優
里
奈
ち

ん
は
先
に
着

え
て
き
ち

い
な
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
任
せ
し
ま
す
ね

 
優
里
奈
は
そ
う
言

て
自
分
の
部
屋
へ
と

て
い

た

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
洗
い
物
を
済
ま
せ
て

い
で
い
た
が
そ
こ
に
制
服

の
優
里
奈
が

を
現

し
たお

お

優
里
奈
ち

ん
の
制
服

は
初
め
て
見
た

て
い
う
か

胸
が

ん
で
る

八
幡
さ
ん
以
外
に
見
ら
れ
る
の
は

だ
か
ら

普

は
こ
ん
な
感
じ
で
す
よ

な
る
ほ
ど

徹

し
て
る
ん
だ
ね
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は
い

私
は
八
幡
さ
ん
の
も
の
で
す
か
ら

 
優
里
奈
は
恥
ら
う
様
子
も
な
く
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言
い

 
そ
れ
じ

あ

と
三
人
に
手
を

り
な
が
ら
出
か
け
て
い

た

お
い
コ
ヒ

優
里
奈
ち

ん
の
あ
あ
い
う
所
を
少
し
は
見

え
よ

朝
の
事
な
ら
あ
れ
は
美
優
の
せ
い
で
し

う
が

で
も
リ

ダ

に
見
ら
れ
て

恥
ず
か
し
か

た
け
ど
嬉
し
か

た
ん
だ
ろ

う

そ

そ
れ
は
否
定
し
な
い
け
ど

だ

た
ら
も

と
私
に
感
謝
す
る
ん
だ
な

は
は
は
は
は

 
美
優
は
強
気
な
態
度
で
そ
う
言
い

香
蓮
と
舞
は
た
め
息
を
つ
い
た

で

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

ま
だ
ヤ
ミ
ヤ
ミ
と
た
ら
お
と
の
約
束
の
時
間
ま
で
結

あ
る
け

ど 
舞
の
そ
の
言
葉
に

美
優
は
ド
ヤ
顔
で
こ
う
言

た

そ
れ
じ

あ
私
の
ニ

パ
ン
ツ
を

う
の
に
付
き
合

て
よ

えニ

パ
ン
ツ

て
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下
着
の
ス
ト

ク
は
十
分
用
意
し
て
き
て
い
る
は
ず
な
の
に

 
何
故
わ
ざ
わ
ざ

い
足
す
の
か
分
か
ら
な
か

た
二
人
は
困
惑
し
た

何
で

ま
あ

い
て
く
れ

さ

き
優
里
奈
ち

ん
に
教
え
て
も
ら

た
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言

て
美
優
は

優
里
奈
か
ら

い
た
話
を
二
人
に
披
露
し
た

な

な
る
ほ
ど

納
得
し
な
い
で
舞
さ
ん

本
来
見
ら
れ
ち

い
け
な
い
も
の
だ
か
ら

あ

私
は
仕
事
が
仕
事
だ
か
ら

そ
う
い
う
の
は
案
外
気
に
し
な
い
の

そ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
の
舞
の
男
前
な
言
葉
に

香
蓮
は
戸
惑
い
つ
つ
も
納
得
し
た

も
ち
ろ
ん
私
も
平
気
だ

む
し
ろ
リ

ダ

の
前
で
は
常
に
下
着

で
い
い
ま
で
あ
る

美
優
は
欲
望

れ
す
ぎ
だ
か
ら

何
言

て
る
ん
だ
コ
ヒ

私
は
チ

ン
ス
さ
え
あ
れ
ば
絶
対
に
リ

ダ

と
ヤ
る

ヤ

ヤ
る

て

 
香
蓮
は
顔
を
真

に
し
な
が
ら
下
を
向
い
た
が

そ
ん
な
香
蓮
に
美
優
は
容

し
な
い
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そ
れ
が
私
と
コ
ヒ

と
の
違
い
だ

私
は
自
分
が
幸
せ
に
な
る

な
ら
も
じ
も
じ
な
ん
か
し

な
いわ

私
は

 
香
蓮
は
そ
れ
以
上
何
も
言
え
ず

美
優
は
そ
ん
な
香
蓮
を

で
笑

た

は

結
局
コ
ヒ

は
そ
う
や

て
恥
ず
か
し
が

て
り

い
い
さ

 
そ
の
間
に
リ

ダ

は
私
が
美
味
し
く

く

て

あ
あ
ん

 
香
蓮
が
何
か

き

美
優
は
そ
ん
な
香
蓮
の
顔
を
下
か
ら

き
込
ん
だ

私
だ

て

そ
ん
く
ら
い
出
来
る
べ

 
そ
う
言

て
香
蓮
は
美
優
を
キ

と

ん
だ

 
そ
の

間
に
美
優
は

ニ
コ
リ
と
微
笑
ん
で
香
蓮
に

手
を
し
た

お
お

そ
の
意
気
だ
コ
ヒ

一

け
た
な

二
人
で
頑
張

て
幸
せ
に
な
ろ
う

へ三
人
で

よ

そ
れ
と
美
優

わ
ざ
と
煽
り
す
ぎ
だ
か
ら
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そ
こ
に

観
し
て
い
た
舞
も
乗

た

あ
は
は
は
は
こ
う
で
も
し
な
い
と
コ
ヒ

は
一
生
も
じ
も
じ
し
て
る
だ
け
だ
と
思

た
か
ら

さ
確
か
に
そ
れ
は
否
定
し
な
い
け
ど
ね

 
二
人
は
あ

け
ら
か
ん
と
そ
う
言
い

香
蓮
は

か
ん
と
し
た

え

ど

ど
う
い
う
事

い
や

前
か
ら
思

て
た
ん
だ
け
ど
い
く
ら
な
ん
で
も
コ
ヒ

は
大
人
し
す
ぎ
だ
と
思

た
か
ら
さ

 
も
う
ち

と
ア
ピ

ル
し
な
い
と
ラ
イ
バ
ル
達
に
は
勝
て
な
い
ん
じ

な
い
か

て
な

ご
め
ん

実
は
来
る

中
の
飛
行
機
の
中
で

そ
ん
な
話
が
出
た
ん
だ
よ
ね

そ

そ
う
な
ん
だ

 
確
か
に
香
蓮
に
は

常
に
自
分
が
一
歩
引
い
て
し
ま
う
自
覚
が
あ

た

そ

そ
う
だ
よ
ね

私
も
も
う
ち

と
頑
張
ら
な
い
と

で
も
そ
れ
で
コ
ヒ

の
い
い
所
を
潰
さ
な
い
よ
う
に
な

そ
れ
じ

あ
美
優
の
ニ

パ
ン
ツ
と
や
ら
を

い
に
出
か
け
ま
し

う
か
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そ
う
だ
ね

私
も
デ
ザ
イ
ン
と
か
も
う
少
し
考
え
て
み
よ
う
か
な

 
香
蓮
は
基
本
そ
ん
な

手
な
下
着
は
つ
け
な
い
が
地
味
な
り
に

手
な
下
着
で
も
探
し
て
み

よ
う
か
と

 
自
分
な
り
に
八
幡
へ
の
ア
ピ

ル
手

を
探
る
事
に
し
た
よ
う
だ

こ
の

り
だ
と
ど
こ
が
い
い
の
か
な

ご
め
ん

私
は
そ
う
い
う
の
に

く
て

そ
れ
じ

あ
分
か
る
人
に
相
談
し
よ
う

あ

待

て

そ
の
前
に
ソ
レ
イ
ユ
に

に
行
か
な
い
と

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た

そ
れ
じ

あ
そ
の
つ
い
で
に
誰
か
に
お

め
の
お
店
を
教
え
て

も
ら
お
う
よ

い
い
考
え
だ
ね

そ
う
し
よ

か

 
こ
う
し
て
話
は
ま
と
ま
り

三
人
は
先
に
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
う
事
に
し
た

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

あ

み
ん
な

来
た
ん
だ

 
そ
ん
な
三
人
を
出
迎
え
た
の
は
か
お
り
で
あ

た
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う
ん

日
来
た
ん
だ
け
ど

夜

か

た
か
ら
さ

今
日

め
て

を
と
思

て

ど
う
し
よ
う

と
り
あ
え
ず
社
⻑
か
な

う
ん

ま
あ
忙
し
そ
う
な
ら
今
度
ま
た
出
直
す
か
ら

今
確
認
し
て
み
る
ね

 
か
お
り
は
慣
れ
た
手
付
き
で
イ
ン
タ

ホ
ン
を
取
り

陽
乃
に
お

い
を
立
て
た

 
ど
う
や
ら
す
ぐ
に
オ

ケ

が
出
た
よ
う
で

直
ぐ
に
薔
薇
が
こ
ち
ら
に
や

て
き
た

薔
薇
さ
ん

み
ん
な

よ
く
来
た
わ
ね

今
社
⻑
の
所
に
案
内
す
る
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
わ
ね

ま
だ
間
に
合
う
ん
だ
け
ど

 
あ
と
少
し
で
社
⻑
は
京
都
に
向
か
う
所
だ

た
の
よ

あ

そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

セ

フ

ふ
ふ

滑
り
込
み

て
感
じ
ね

 
そ
の
ま
ま
三
人
は
社
⻑
室
に
案
内
さ
れ

陽
乃
と
対
面
し
た
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み
ん
な

い
ら

し

い

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
ん
な
に
堅
苦
し
い

を
し
な
く
て
も
い
い
の
よ

 
フ
カ
ち

ん
と
シ

リ
ち

ん
は
半
月
く
ら
い
こ

ち
に
い
る
の
よ
ね

 
私
は
来
週
半
ば
ま
で
は
京
都
だ
け
ど

そ
の
後
機
会
が
あ

た
ら
ま
た
遊
び
ま
し

う
ね

 
も
ち
ろ
ん
レ
ン
ち

ん
も

 
陽
乃
は
笑
顔
で
三
人
に
そ
う
言

た

は
い

是
非

さ
て

そ
ん
な

で
私
は
も
う
出
な
い
と
い
け
な
い
の
よ

 
は

ま

た
く
年
末
は
忙
し
く
て
た
ま
ら
な
い
わ

い
や
い
や

年
末
は
ち

と
は
遊
び
た
い
か
ら

 
今
の
う
ち
に
仕
事
を
片
付
け
る

て
無
理
し
て
る
の
は
ボ
ス
の
意
思
だ
ろ
う
が

 
そ
う
横
か
ら
突

込
ん
で
き
た
の
は
レ
ヴ

カ
で
あ

た

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
ね
そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
し

う
か
そ
う
だ
京
都
へ
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行
こ
う

 
そ
う
言

て
陽
乃
は
三
人
に
手
を

て
部
屋
を
出
て
い

た

三
人
と
も

そ
ん
な

だ
か
ら

俺
と
も
ま
た
今
度
遊
ん
で
く
れ
よ
な

う
ん

是
非

レ
ヴ

も
お
仕
事
頑
張

て
ね

護
衛
な
の
よ
ね

気
を
つ
け
て

は
は

ま
あ
こ
れ
を
使
う
よ
う
な
事
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
け
ど
な

 
そ
う
言

て
レ
ヴ

カ
は
舞
に
懐
に
忍
ば
せ
た
銃
を
チ
ラ
リ
と
見
せ
そ
の
ま
ま
去

て

い

た
舞
さ
ん

あ
れ

て
も
ち
ろ
ん
本
物
だ
よ
ね

ま
あ
そ
う
で
し

う
ね

私
は
そ

ち
に
は

し
く
な
い
か
ら
種

は
分
か
ら
な
い
け
ど

さ
て

そ
れ
じ

あ
私
達
も
お
暇
し
よ

か

 
そ
う
言
い
出
し
た
香
蓮
を
薔
薇
が
止
め
た

待

て

そ
の
前
に
今
日
の
会
場
に
案
内
す
る
わ

え

会
場

て
こ
こ
な
ん
だ
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そ
う
な
の

今
回
は
秘

性
を
重

し
た
い
か
ら

普
通
の
店
で
や
る
の
は
や
め
た
の
よ
ね

 
食
べ
物
と
飲
み
物
は

う
ち
の
社
員
食

の
ね
こ
や
に
お
願
い
し
た
わ

へ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
会
場
に
案
内
さ
れ
た
三
人
は

飛
び
上
が
ら
ん
ば
か
り
に
驚
い
た

え

何
こ
こ

ゲ

ム
セ
ン
タ

こ
こ
は
八
幡
が
作

た
う
ち
の
遊
戯
室
よ

 
も
し
暇
に
な

ち

た
ら
い
つ
で
も
遊
び
に
来
れ
ば
い
い
わ

も
ち
ろ
ん
全
部
タ
ダ
よ

お
お
お
お
お

 

え
ば
舞
は
ほ
と
ん
ど
こ
う
い

た
ゲ

ム
は
や
ら
な
い
が
そ
れ
は
別
に
や
り
た
く
な
い

で
は
な
く

 
た
だ
機
会
が
無
い
だ
け
で
あ
る

 
香
蓮
も
似
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
り
比

的
こ
う
い

た
場
所
に
よ
く
行
く
の
は
美
優
く
ら
い

の
も
の
だ

く

こ
の
ま
ま
こ
こ
で
遊
び
た
い

け
ど
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ま
あ
ま
た
今
度
だ
ね

あ

そ
う
だ
忘
れ
て
た

そ
れ
よ
り
も
薔
薇
さ
ん

ち

と
相
談
が

そ
う
だ

た

忘
れ
て
た
ね

む
し
ろ
そ

ち
が
主
目
的
な
の
に
ね

 
三
人
は
し
ま

た
と
い
う
顔
で
そ
う
言
い

薔
薇
は
首
を

げ
た

ん

何

私

ニ

パ
ン
ツ
が
欲
し
い
ん
で
す

え
 
三
人
は
そ
の
ま
ま
今
朝
の
や
り
取
り
を

ま
え

薔
薇
に
い
い
店
が
無
い
か

ね
た

そ
う
い
う
事
か

て
事
は

ブ
ラ
ン
ド
物
と
か
の
店
じ

な
く

 
地
味
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
で
も
か
わ
い
い
品
を
扱

て
る
店
と
か
の
方
が
い
い
の
ね

で
す
で
す

私
は
そ
う
い
う
店
は
知
ら
な
い
け
ど

秘
書
室
の
子
達
な
ら
知

て
る
か
な

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
移
動
し

秘
書
室
へ
と
向
か

た

 
中
に
い
た
の
は
ク
ル
ス
と
明
日
香

そ
れ
と
雪
乃
だ

た
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あ

ク
ル
ス
に
雪
乃

あ
ら

お
久
し
ぶ
り
ね

久
し
ぶ
り

え

と

こ
ち
ら
は

 
こ
の
三
人
の
中
で

明
日
香
と
面
識
が
あ
る
者
は
存
在
し
な
い

今
度
秘
書
に
な
る

来
明
日
香
さ
ん
だ
よ
事
情
は
知

て
る
か
ら
普
通
に
話
し
て
い
い
か
ら

ね
そ
う
な
ん
だ

宜
し
く
ね

 
四
人
は
自

紹
介
を
し

雪
乃
が
追
加
で
三
人
の
情
報
を
明
日
香
に
伝
え
た

あ
あ

フ
カ
ち

ん
と
レ
ン
ち

ん
と
シ

リ

さ
ん

 
明
日
香
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

に
つ
い
て
は
勉
強
し
て
い
る

 
す
ぐ
に

内
で
リ
ン
ク
さ
せ
ら
れ
た
の
か

う
ん
う
ん
と

い
た

で

こ
の
三
人
が
相
談
が
あ
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど

相
談

で
す
か
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う
ん

実
は
さ

 
美
優
に
説
明
さ
れ

雪
乃
達
は
う
う
む
と

た

な
る
ほ
ど

八
幡
君
に
は
そ
う
い

た
面
も
あ
る
の
ね

勉
強
に
な
る

え

そ
ん
な
反
応

 
ま
だ
ソ
レ
イ
ユ
に
不
慣
れ
な
明
日
香
だ
け
が
戸
惑

て
い
た
が

 
八
幡
を
取
り

く

と
し
て
は
ま

た
く
普
通
の
光
景
で
あ
る

そ
う
い
う
事
な
ら
力
に
な
り
た
い
の
だ
け
れ
ど
私
は
生

そ
う
い
う
店
は
知
ら
な
い
の
よ
ね

雪
乃
は
お
嬢
様
だ
か
ら

こ
う
い
う
ケ

ス
に
は
向
か
な
い
ね

言
う
ほ
ど
お
嬢
様
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど

 
雪
乃
は
少
し
悔
し
そ
う
に
そ
う
言

た
が
実

知
ら
な
い
の
だ
か
ら
そ
う
言
わ
れ
て
も
仕
方

が
な
い

そ
う
い
う
事
な
ら
私
は
案
内
出
来
る
よ

私
も
出
来
る
か
な

そ
れ
じ

あ
ク
ル
ス
か
明
日
香

ど

ち
か
が
付
い
て

て
あ
げ
る
と
い
い
わ
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薔
薇
が

く
そ
う
許
可
を
出
し
て
く
れ

二
人
は
普
通
に
ジ

ン
ケ
ン
を
し

 
そ
れ
で
同
行
者
は
ク
ル
ス
と
い
う
事
に
決
ま

た

そ
れ
じ

あ
行
こ

か

お
世
話
に
な
り
ま

す

ク
ル
ス

あ
り
が
と
ね

よ

し

い
い
ニ

パ
ン
ツ
を
見
つ
け
る
ぞ

 
こ
う
し
て
四
人
は

い
物
に
出
か
け
る
事
と
な

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
１
０
３
８
話
 
昼
の
ひ
と
コ
マ

あ

ク
ル
ス

こ
こ
は

そ
こ
は
雪
乃
が
行
く
よ
う
な
店

私
達
は
こ

ち

む
む
む
む
む

分
か

た

 
四
人
の
女
子
達
は

仲
良
く
店
へ
と
向
か

て
い
た

さ
あ

こ
こ
よ

お
お

い
か
に
も
そ
れ

い
雰
囲
気

 
案
内
さ
れ
た
店
は
ビ
ル
の
中
の
一
テ
ナ
ン
ト
だ

た
が

 
高
級
す
ぎ
る
事
は
な
く
さ
り
と
て
安

い
感
じ
で
も
な
く
絶

な
バ
ラ
ン
ス
を

て

い
たよ

し

選
ぶ
ぞ

わ

私
も

私
は
ど
う
し
よ

か
な

一
応
色
々
見
て
み
る
か

私
も
さ

き
の
話
で
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
し

こ
の
機
会
に
新
調
し
よ

と
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・三
・人

は
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
下
着
を
見
せ
合
い
な
が
ら

和
気

々
と

い
物
を
続
け
た

あ

美
優

ち

と
こ
れ

見
て
く
れ
な
い

ア
イ
ア
イ
サ

 
香
蓮
に
そ
う
言
わ
れ

美
優
は

着
室
の
外
か
ら
中
を

き
込
ん
だ

ど
れ
ど
れ

む
む
む

お
い
コ
ヒ

ち

と
興
奮
し
て
き
た

一
発
ヤ
ら
せ
ろ

も
う

何
言

て
る
の
よ

で

ど
う

お
う

最
高
だ

 
美
優
は
お
世

で
も
何
で
も
な
く
そ
う
言
い

香
蓮
は
嬉
し
そ
う
に

い
た

そ

か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
に
し
よ

か
な

リ

ダ

が
見
た
ら

興
奮
す
る
事
間
違
い
な
し
だ

そ
う
な

た
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
香
蓮
は
反
射
的
に
そ
う

き

て
て
そ
れ
を
否
定
し
た

や

冗
談

今
の
は
冗
談
だ
か
ら
ね

 
美
優
は
そ
ん
な
香
蓮
を
見
な
が
ら

プ

ク
ス
ク
ス
と

み
笑
い
を
し
て
い
た

こ
の
ム

ツ
リ
ス
ケ
ベ
め
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そ

そ
ん
な
ん
じ

な
い

て
ば

 
香
蓮
は

て
て
言
い

を
し
た
が

そ
ん
な
香
蓮
の

を

美
優
は
ポ
ン
と
叩
い
た

い
や
い
や
コ
ヒ

は
そ
れ
く
ら
い
で
い
い
と
思
う
ぞ
お
前
は
私
と
一

で
い
い
女
だ
自

信
を
持
て

美
優
と
同
じ

て

そ
れ

目
な
奴
な
ん
じ

何
だ
と

 
美
優
は
香
蓮
に
抗
議
し
よ
う
と
し
た
が

そ
の
時
隣
の

着
室
か
ら
ク
ル
ス
が
顔
を
出
し
た

美
優

こ

ち
も
お
願
い

お
お

と

ア
イ
ア
イ
サ

 
美
優
は
す
ぐ
に
切
り

え
て

ク
ル
ス
の
い
る
更
衣
室
に
顔
を
突

込
ん
だ

 
こ
の

り
は
さ
す
が
と
言
え
よ
う

こ
ん
な
感
じ
で
ど
う
か
な

朝
言

て
た
の
に
近
い

ど
れ
ど
れ

お
お
お
お
お

 
そ
こ
に
は
凄
ま
じ
い
プ
ロ
ポ

シ

ン
を

る
美
女
が
お
り
美
優
は
思
わ
ず
そ
う
絶
叫
し
た

ど
う
し
た
の

美
優
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そ
こ
に
さ
さ

と
着

え
を
終
え
た
香
蓮
が
そ
う

ね
て
く
る

い

い
や

悪
い
コ
ヒ

つ
い

血
が
出
そ
う
に

え
 
そ
う
言
い
な
が
ら
香
蓮
も
ク
ル
ス
の
い
る

着
室
に
首
を
突

込
み

そ
こ
で
カ
チ
ン
と

ま

た
う
わ

二
人
と
も

あ
ん
ま
り
見
ら
れ
る
と
さ
す
が
に
恥
ず
か
し
い
ん
だ
け
ど

い
や
い
や
い
や

何
こ
の
破
壊
力

と
て
も
同
じ
日
本
人
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
ど

う

ど
う
や

て
も
勝
て
な
い

そ
ん
な
事
は
な
い
で
し

香
蓮
は
多
分
私
よ
り
も
上
だ
し

な

何
が

八
幡
様
の
中
で
の
重
要
度

そ
ん
な
事
無
い
と
思
う
け
ど
な

 
香
蓮
は

し
た
が
以
前
ク
ル
ス
が
付
け
た
女
子
の
中
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
ほ
ぼ
合

て
い
た

あ
る

て

だ
か
ら
も

と
自
信
を
持

た
方
が
い
い
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そ

そ
う
な
の
か
な

う
ん
そ
う

ほ
ぼ
間
違
い
な
い

わ

私
は

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
を

き

美
優
が

て
て
そ
う

ね
て
き
た

 
そ
ん
な
美
優
の

を
ポ
ン
と
叩
き
な
が
ら
ク
ル
ス
は
言

た

ド
ン
マ
イ

き
い
い
い
い
い
い
い

こ
う
な

た
ら
コ
ヒ

リ

ダ

の

愛
を

け
て
私
と
勝
負
だ

そ
ん
な
事
を
し
て
も
八
幡
様
の
評
価
は
何
も
変
わ
ら
な
い

や
る
意
味
が
な
い

く

そ
お
お
お
お
お

 
美
優
は
絶
叫
し
た
が
そ
れ
が
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る

そ
の
評
価
を

す
の
は
正
直
不
可
能

だ
ま
あ
ペ

ト

と
し
て
は
美
優
の
方
が
評
価
が
上
だ
と
思
う
か
ら

頑
張
れ

ペ

ト

体
的
に
は

う

ん

美
優

エ
ル
ザ
は
絶
対
に
そ
の

だ
ね

ま
あ
他
に

当
す
る
人
は
い
な
い
け
ど
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色
物
か
よ

 
美
優
は
そ
う
言

て

を

え
た
が

す
ぐ
に
立
ち
直

た

で
も
よ
く
考
え
て
み
た
ら

ペ

ト
に
注
ぐ
愛
情

て
結

凄
か

た
り
す
る
よ
ね

ポ
ジ
テ

ブ
ね

さ
す
が
美
優

 
二
人
は
美
優
の
タ
フ
さ
に
感
心
し
た

よ

し

私
も
い
い
の
を
選
ぶ
ぞ

あ

私
も
手
伝
う
よ

美
優

私
も
こ
れ
に
決
め
る
か
ら
手
伝
う

 
香
蓮
と
ク
ル
ス
に
そ
ん
な
感
じ
で
気
を
遣
わ
れ
つ
つ

 
美
優
は
無
事
に
自
分
用
の
ニ

パ
ン
ツ
の
確
保
に
成
功
し
た

 
ち
な
み
に
舞
は
わ
が
道
を
行
く
か
の
よ
う
に
自
分
で
気
に
入

た
デ
ザ
イ
ン
の
下
着
を
確
保

し
て
い
た

 
こ
ち
ら
は
こ
ち
ら
で
そ
の
自
立

り
が
半

な
い

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
約
束
の
時
間
だ
な
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約
束

誰
と
の

ヤ
ミ
ヤ
ミ
と
た
ら
お

あ

そ
う
な
ん
だ

ま
あ
合
流
す
る
ま
で
は
付
き
あ
う
よ

う
ん

あ
り
が
と

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
移
動
し
た

 
そ
こ
に
は

に
二
人
が
談
笑
し
な
が
ら
待

て
お
り
女
性
を
待
た
せ
な
い
そ
の

勢
は
好
感

が
持
て
た

あ
の
二
人

こ
う
い
う
所
は
え
ら
い
の
に

ど
う
し
て
モ
テ
な
い
ん
だ
ろ

ク
ル
ス

そ
れ
は
言
い

こ
な
し

日
本
の
七
不
思
議
だ

美
優

そ
れ
は
言
い
す
ぎ

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
風
太
と
大

の
所
に
行
こ
う
と
し
た
四
人
の
前
に

 
い
き
な
り
複

の
男
性
が
立
ち
は
だ
か

て
き
た

 
お
い
風
太

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な
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お
う

し

か
り
案
内
し
な
い
と
な

 
二
人
は
待
ち
合
わ
せ
場
所
に

め
に
来
て
ど
う
い

た

番
で
ど
こ
に
案
内
す
る
か
相
談
し

て
い
た

 
ち
な
み
に
軍
資
金
は

密
か
に
八
幡
の
懐
か
ら
出
て
い
る

 
風
太
と
大

は
自
分
達
も
そ
れ
な
り
に

い
で
い
る
か
ら
問
題
な
い
と
言

て
断
ろ
う
と
し

た
の
だ
が

 
そ
れ
に
対
し
て
八
幡
の
言
い
分
は
こ
う
で
あ

た

そ
れ
は
ガ

ド
料
も

む
と
思

て
く
れ
れ
ば
い
い

 
い
い
か
お
前
ら

香
蓮
と
舞
さ
ん
に
近
寄
る
ゴ
ミ
は
絶
対
に

し
ろ
よ

そ
う
い
う
事
か
よ

あ
れ

じ

あ
フ
カ
は

あ
い
つ
は
タ
フ
だ
か
ら
大
丈
夫
だ

お
前
達
が
ガ

ド
す
る
必
要
は
多
分
な
い

そ

そ
う
か

ま
あ
で
も
も
し
本
当
に
や
ば
そ
う
な
ら
助
け
て
や

て
く
れ

も

と
も
そ
の

の
金
は
出

さ
ん
が
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
が
二
人
に

し
て
き
た
金

は
ど
う
考
え
て
も
三
人
分
あ
り
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二
人
は
密
か
に
ほ
く
そ
笑
ん
だ
も
の
だ

た

お

来
た
来
た

て

ク
ル
ス
も
一

か
よ

予
定
が
変
わ

た
の
か
な

ま
あ
別
に

わ
な
い
け
ど
よ

て

や
べ

行
く
ぞ
大

お
お

 
風
太
に
そ
う
言
わ
れ

め
て
四
人
の
方
を
見
た
大

は

す
ぐ
に

況
を
理
解
し
た

 
ナ
ン
パ
の
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
四
人
の
前
に
い
か
に
も
チ

ラ
い
感
じ
の
複

の
男
が
立

ち
は
だ
か
り

 
必
死
に
四
人
に
声
を
か
け
て
い
た
の
だ

マ
ジ
か

こ
れ
が
八
幡
に
バ
レ
た
ら
後
で
ド
ヤ
さ
れ
る
な

ま
あ
仕
方
な
い
さ

あ
の
四
人
は
目
立
つ
か
ら
な

 
二
人
は
そ
う
言
い
つ
つ
四
人
の
方
に
駆
け
出
し
た

 
そ
し
て
後
ろ
か
ら
男
達
に
声
を

け
よ
う
と
し
た

間
に

 
ク
ル
ス
が
い
き
な
り
先

の
男
の

を

り
上
げ
た

い

て
て
て
て
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気
持
ち
悪
い
手
を
こ

ち
に

ば
し
て
こ
な
い
で

な

何
だ
と

あ
あ
も
う

こ
う
し
て
る
だ
け
で
も
気
持
ち
悪
い

後
で
念
入
り
に
手
を
洗
わ
な
き

ふ

ふ
ざ
け
ん
な

 
残
り
の
男
の
う
ち
の
一
人
が
そ
の
言
葉
で
エ
キ
サ
イ
ト
し

舞
の
方
に
手
を

ば
し
て
く
る

 
だ
が
現
役
の
ハ
ン
タ

で
あ
る
舞
は
そ
ん
な
男
は
⻭
牙
に
も
か
け
ず
そ
の
手
を
バ
シ

と

り

た

何

何
の
つ
も
り

死
に
た
い
の

 
そ
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
は
ど
う
考
え
て
も
女
子
の
セ
リ
フ
で
は
な
か

た
が

 
そ
れ
に
は
か
な
り
の
迫
力
が

て
お
り

男
達
は
思
わ
ず
後
ず
さ

た

 
香
蓮
は
う
ざ
そ
う
に
男
達
を
見
下
ろ
し
て
い
る

 
普

は

で
仕
方
が
な
い
身
⻑
の
高
さ
が

こ
う
い

た
場
合
に
は

に
働
く

 
結

武
闘

で
あ
る
は
ず
の
美
優
は

案
外
役
立
た
ず
で
あ

た

 
何
故
な
ら
こ
の
三
人
に
先
を
越
さ
れ

前
に
出
そ
こ
な

た
か
ら
だ

お
い
大

こ
れ

て
俺
達
が
ガ

ド
す
る
必
要
無
い
ん
じ

ね
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ま
あ
そ
う
言
う
な

て

多
分
こ
う
な
る
前
に
防
げ

て
事
な
ん
だ
ろ

あ
あ

確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
か

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
間
に

て
入
り
四
人
を
ガ

ド
す
る
よ
う
に
そ
の
前
に
立
ち
塞
が

た
悪
い
な

こ
の
四
人
は
俺
達
の
ツ
レ
な
ん
だ

そ
う
そ
う

女
の
子
が

が

て
る
ん
だ

も

と

り
の
目
も
気
に
し
た
方
が
い
い

 
そ
の
言
葉
で

囲
を
見
る
と

や
じ
馬
達
の
中
に
は
動
画
を
と

て
い
る
者
も
お
り

 
男
達
は

て
て
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た

こ
う
い

た
時
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
社
会
万

で
あ
る

ふ
う

悪
い

気
付
く
の
が

れ
た
わ

無
問
題

対
処
余

 
い
き
な
り
ク
ル
ス
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の

の
口
調
で
そ
う
言

た

何
で
い
き
な
り
そ
ん
な
話
し
方
に
な
る
ん
だ
よ

回
想

Ｇ
Ｇ
Ｏ

あ
あ

確
か
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
時
は
確
か
に
そ
ん
な
感
じ
だ

た
け
ど
よ

二
人
の
顔
を
見
て
た
ら
つ
い
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そ
れ
に
し
て
も
相
変
わ
ら
ず
八
幡
様
と
比
べ
る
と

二
人
は
平

だ
ね

い
や
い
や

あ
い
つ
と
比
べ
る
な
よ

平

で
悪
か

た
な

そ
も
そ
も
比
べ
る
事
自
体
が
八
幡
様
に
失

だ

た

ご
め
ん
な
さ
い

謝
ら
れ
る
と
も

と
み
じ
め
に
な
る
だ
ろ
う
が

本
当
に
変
わ
ら
な
い
よ
な

 
二
人
は
ク
ル
ス
の
顔
を
見
な
が
ら
そ
う
た
め
息
を
つ
い
た

そ
れ
じ

あ
後
は
二
人
に
任
せ
た

私
は
ソ
レ
イ
ユ
に

ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

お

そ
う
な
の
か

オ

ケ

任
さ
れ
た

ま
た
な

う
ん

ま
た
ね

 
ク
ル
ス
は
ぶ

き
ら
ぼ
う
に
そ
う
返
事
を
し
た
が

 
実
は
ク
ル
ス
は
学
校
の
同
級
生
な
ど
に
は
絶
対
に
そ
ん
な
事
は
言
わ
な
い

 
二
人
を
友
人
だ
と
し

か
り
認
識
し
て
い
る
が
故
の

ま
た
ね

な
の
で
あ
る

さ

て

そ
れ
じ

あ

め
て

三
人
と
も

よ
う
こ
そ
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今
日
は
し

か
り
と
観
光
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
う
か
ら

う
ん

宜
し
く
ね

ヤ
ミ
ヤ
ミ

た
ら
お

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

舞
さ
ん

も

と
フ
ラ
ン
ク
な
感
じ
で
い
い
か
ら

そ
う
そ
う

俺
達
は
八
幡
フ

ミ
リ

み
た
い
な
も
ん
な
ん
だ
か
ら
さ

そ
う

あ
り
が
と

私
も
案
内
に
協
力
す
る
ね

今
日
は
ど
こ
に
行
く
つ
も
り

お

す
ま
ね
え
香
蓮
さ
ん

え

と

今
日
の
予
定
は

 
こ
う
し
て
合
流
し
た
五
人
は

社
乙
会
の
時
間
ま
で
観
光
を
楽
し
ん
だ
後

 
ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
た
ね
と

を
し

別
れ
る
事
に
な

た

 
香
蓮
と
美
優

そ
し
て
舞
は

一
度
マ
ン
シ

ン
に

た
後

 
ち

う
ど
帰

て
き
た
優
里
奈
に
帰
宅
予
定
時
間
を
伝
え
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
の
遊
戯
室
へ

と
向
か

た

 

で

優
里
奈

こ
れ
は

こ
れ

て
女
物
の
下
着
だ
よ
な



 第１０３８話 昼のひとコマ

 

れ
て
マ
ン
シ

ン
に
到
着
し
た
八
幡
は

テ

ブ
ル
の
上
に
置
い
て
あ
る
下
着
を
前
に
戸

惑

て
い
た

あ

そ
れ

美
優
さ
ん
が
今
日

た
新
品
の
下
着
ら
し
い
で
す

あ
の
野
郎

一
体
何
の
ア
ピ

ル
だ
よ

 
そ
の
下
着
は
美
優
が
ギ

グ
で

た
も
の
だ
が

そ
の
お

の
部
分
に
は

Ｙ
Ｅ
Ｓ

の
文

が

か
れ
て
い
た
の
だ

た

 
こ
の
置
き
土
産
の
せ
い
で

美
優
は
後
で
八
幡
に
お
仕
置
き
さ
れ
る
事
と
な
る
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第
１
０
３
９
話
 
社
乙
会

十
二
回
目

前
半
戦

マ
ス
タ

今
日

て
何
の
集
ま
り
な
ん
で
す
か

お
う

八
幡
の

那
の
フ

ン
ク
ラ
ブ
み
た
い
な
集
ま
り
ら
し
い
ぞ

そ
う
な
ん
で
す
か

へ

私
も
い
つ
か
入
れ
る
と
い
い
な

と
て
も
興
味
深
い

 
遊
戯
室
に
料
理
や
飲
み
物
を
運
び
な
が
ら

 
ソ
レ
イ
ユ
社
員
食

ね
こ
や

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
ア
レ

タ
と
ク
ロ
は

 
ね
こ
や
の
マ
ス
タ

と
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

あ

マ
ス
タ

そ
れ
に
ア
レ

タ
ち

ん
に
ク
ロ
ち

ん

 
今
日
は
我

を
言

て
し
ま

て
ご
め
ん
な
さ
い
ね

 
そ
ん
な
三
人
を
出
迎
え
た
の
は

社
乙
会
会
⻑
の
薔
薇
で
あ

た

い
え
い
え

む
し
ろ
こ
ん
な
大
口
の
注
文
を

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

わ

結

人
が
い
る
ん
で
す
ね

 

に
遊
戯
室
の
室
内
は
人
で

れ
て
い
た

そ
の
全
て
が
美
人
と
言

て
い
い
女
性
で
あ

た
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ア
レ

タ
は
驚
き
で
目
を
見
開
い
た

美
人
ば

か
り

え

ア
レ

タ
ち

ん
だ

て
か
わ
い
い
じ

な
い

そ
ん
な
事
な
い
で
す

私
な
ん
て
全
然
で
す
よ

 
ア
レ

タ
は
そ
う
言

て
手
を
前
に
出
し

わ
た
わ
た
と
横
に

た

そ
う
い
え
ば
ア
レ

タ
ち

ん
も
ク
ロ
ち

ん
も

 
卒
業
し
て
も
そ
の
ま
ま
ね
こ
や
で
働
き
た
い

て
言

て
る
ん
だ

て

は
い

も
し
可
能
な
ら

で
す
が

一
生
八
幡
と
一

に
い
た
い

主
に
カ
レ

的
な
意
味
で

 
ア
レ

タ
は
と
も
か
く
八
幡
に
定
期
的
に
カ
レ

を
食
べ
に
連
れ
て
い

て
も
ら

て
い
る

ク
ロ
の

 
八
幡
へ
の
懐
き

り
は
か
な
り
の
レ
ベ
ル
の
よ
う
だ

マ
ス
タ

も
し
そ
う
な

た
場
合

ど
う
な
の

そ
う
で
す
ね
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ね
こ
や
の
店
員
は
ソ
レ
イ
ユ
の

て
い
る
バ
イ
ト
扱
い
で
あ
り
マ
ス
タ

は
正
社
員
と
な

る
が

 

り
上
げ
に
応
じ
た
成
果

が

月
こ
ま
め
に

さ
れ
て
い
る

態
で
あ
る

 
そ
の
成
果

に
つ
い
て
は
バ
イ
ト
も

外
で
は
な
い

 
資
金
的
に
余

の
あ
る
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
達
は
ね
こ
や
を
ま
め
に
利
用
し
て
く
れ
る

 
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
ま
だ

人
は
人
が

え
る
く
ら
い
ね
こ
や
は
健
全

を
続
け
て
い

た
ま

た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん

バ
イ
ト
代
が

定

に
変
わ

て
も
大

に
黒

で
す
よ

そ
う

そ
れ
じ

あ
八
幡
か
ら
許
可
が
出
た
ら

卒
業
し
次
第
正
式

用

て
事
で

や

た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
で
八
幡
と
ず

と
一

 
薔
薇
は
そ
ん
な
二
人
を
微
笑
ま
し
く

め
て
い
た

 
薔
薇
は
料
理
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
得
意
な
の
だ
が
家
事
を
す
る
時
間
的
余

が
あ
ま
り
な

く 
ね
こ
や
に
通
う

度
が
か
な
り
高
い

二
人
と
交
流
す
る
機
会
は
か
な
り
多
い
の
だ
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そ
の
せ
い
で
私
情
も
若

混
じ

て
い
る
が
二
人
の
働
き
ぶ
り
も
ち

ん
と
考

し
た
上
で

 
事
前
に
陽
乃
の
許
可
も
と

て

今
回
こ
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
る

そ
う
い
え
ば
噂
だ
と

コ
ア
な
常
連
に
は
料
理
の
名
前
が
つ
い
て
る
ん
だ

て

え
え

ま
あ
常
連
さ
ん
の
間
で
勝
手
に
そ
う
呼
び
あ

て
い
る
だ
け
で
す
け
ど
ね

メ
ン
チ
カ
ツ

エ
ビ
フ
ラ
イ

テ
リ
ヤ
キ

ロ

ス
カ
ツ

チ

コ
レ

ト
パ
フ

ま
で
い
る

の
よ
ね

 
ふ
ふ

楽
し
そ
う
で
い
い
じ

な
い

い
ず
れ
私
も
何
か
の
名
前
で
呼
ば
れ
た
い
わ

実
は
室
⻑
は
密
か
に

ミ
ル
ク
レ

プ

て
呼
ば
れ
て
ま
す
け
ど
ね

 
こ
こ
で
マ
ス
タ

か
ら
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
が
あ
り

薔
薇
は
顔
を

く
し
た

あ
れ
は
製
品
で
し
な
い
と
思
て
る
ん
で
す
が
作
る
の
は
さ
す
が
に
厳
し
く
て

そ

そ
れ
は
い
い
の
よ

す

凄
く
美
味
し
い
し

そ
う
言

て

け
る
と

お

と
そ
ろ
そ
ろ
配

し
ま
す
ね
時
間
も
も
う
あ
ま
り
無
い
で

す
しそ

う
ね

そ
れ
じ

あ
お
願
い
し
ま
す

 
今
日
の
料
理
は
バ
イ
キ
ン
グ

式
で
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遊
戯
室
に
作
ら
れ
た
休

用
の
カ
ウ
ン
タ

に
料
理
と
お
酒
が

べ
ら
れ
る

 
料
理
は

か
い
物
は

か
く

た
い
物
は

た
い
ま
ま
提

出
来
る
よ
う
に

夫
さ
れ
て
お

り 
飲
み
物
に
関
し
て
は
無
料
自

機
が
あ
る
の
で
問
題
な
く

 
酒

は
ア
イ
ス
ペ

ル
に
入
れ
て

べ
ら
れ
る

と
な

て
い
る

 
も

と
も
社
乙
会
は

禁
止
な
の
で

そ
の

は
少
な
い

 
そ
し
て
配

が
終
わ
り

三
人
が
出
て
い
く
と

に
社
乙
会
の
忘
年
会
が
開
始
さ
れ
た

 
ち
な
み
に
入
り
口
は
中
か
ら

さ
れ

誰
も
入
れ
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

 
こ
れ
は
万
が
一

八
幡
が
ふ
ら

と
訪
れ
た
時
の
対

で
あ
り

 
当
然
社
乙
会
の
三
文

は
ど
こ
に
も
書
い
て
は
い
な
い

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

今
日
は
集
ま

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
今
日
の
参
加
者
は
全
部
で
二
十
二
人
社
乙
会
も
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
り
ま
し
た
本
当
に
あ

り
が
と
う

 
そ
の
薔
薇
の
言
葉
に
大
き
な

手
が
上
が
る

そ
れ
じ

あ
最
初
に
い
く
つ
か
議
題
を
片
付
け
て
し
ま
い
ま
し

か
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最
初
は
ク
ル
ス
か
ら

は
い

 
そ
の
言
葉
で
ク
ル
ス
が
立
ち
上
が
り

前
に
出
た

私
は
先
日
こ
ん
な
光
景
に
遭
遇
し
ま
し
た

 
そ
う
言

て
ク
ル
ス
が
語
り
出
し
た
の
は

先
日
の
会
議
の
前
の

八
幡
と
め
ぐ
り
の
事
で

あ

た

と
い
う

で

め
ぐ
り
さ
ん
か
ら
発
せ
ら
れ
る
雰
囲
気
は

 
八
幡
様
を
大

に

し
て
く
れ
る
よ
う
で
す

八
幡
様
は
こ
の
現
象
を

 
自
ら

め
ぐ
り

し

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た

 
そ
の

間
に
参
加
者
達
が
ど
よ
め
い
た

確
か
に
め
ぐ
り
先
輩
は

か
ら
そ
ん
な
感
じ
だ

た
け
ど

ヒ

キ

が
わ
ざ
わ
ざ
名
付
け
た

て
事
は

本
当

い
よ
ね

そ
れ
を
再
現
出
来
た
ら
私
達
の
大
き
な
武
器
に
な
り
そ
う
で
す
ね

 
そ
し
て
普

は
特
定
の
ゲ

ム
機
の
映
像
を
大
写
し
す
る

に
用
意
さ
れ
て
い
る
遊
戯
室
の
モ

ニ
タ

に
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め
ぐ
り
の
普
通
の
顔

た
顔

柔
ら
か
い
笑
顔
の
三
つ
が
表

さ
れ

 
参
加
者
達
は
そ
の
写
真
を
元
に

あ
あ
だ
こ
う
だ
と
真
面
目
に
議

を
交
わ
し
あ

た

フ
ラ
ウ

こ
れ

て

 
初
参
加
の
中
で
も
特
に
八
幡
と
の
関
わ
り
が
薄
い
明
日
香
は

 
こ
の
光
景
に
付
い
て
い
け
ず

フ
ラ
ウ
に
そ
う
話
し
か
け
た
が

 
ど
う
や
ら
フ
ラ
ウ
は
こ
う
い
う
く
だ
ら
な
い
事
に
真
面
目
に
取
り
組
む
の
が
好
き
ら
し
く

 
い
き
な
り
立
ち
上
が

て
意
見
を
述
べ
た
り
し
始
め
た

む

ま
だ
私
に
は
分
か
ら
な
い
世
界
だ

 
こ
の
時
は
そ
う
言

て
い
た
明
日
香
も

回
を
重
ね
る
ご
と
に

め
ら
れ
て
い
き

 
い
ず
れ
自
ら
議
題
を
提
出
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る

さ
て

結
局
仮
説
が
い
く
つ
か
提

さ
れ
た
だ
け
に
終
わ
り
ま
し
た
が

 
こ
れ
に
つ
い
て
は
研
究
続
行
と
い
う
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

次

理
央

は
い

 
次
に
指
名
さ
れ
た
理
央
が
立
ち
上
が
り

ス

と
前
に
出
る

報
告
で
す

実
は
先
日

八
幡
に
こ
ん
な
物
を
も
ら
い
ま
し
た
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そ
う
言

て
理
央
は

チ

ン
に
通
し
た
お
も
ち

の
指

を

げ

 
参
加
者
達
は
先
ほ
ど
よ
り
も
大
き
く
ど
よ
め
い
た

ゆ

指

何
て
凄
い
お
宝
な
の

一
体
ど
う
い
う

で

 
理
央
は
そ
の
質
問
を
受
け

こ
の
指

を
手
に
入
れ
た

の
説
明
を
始
め
た

実
は
先
日
大
野

の

さ
ん
と
春
雄
さ
ん
と

 
八
幡
と
一

に
ゲ

ム
セ
ン
タ

に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た

 
そ
の
中
に

中
に
何
が
入

て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
と
書
い
て
あ
る

 
い
わ
ゆ
る
ガ
チ

ガ
チ

が
あ

た
ん
で
す

 
理
央
が
そ
こ
ま
で
言

た
時
点
で

な
る
ほ
ど

そ
れ
で

と
い
う
声
が
広
が
る

 
理
央
は
そ
の
言
葉
に

き
な
が
ら

話
を
続
け
た

八
幡
が
こ
う
い
う
の
が
好
き
だ

て
事
は
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す

 
で
八
幡
が
わ
く
わ
く
し
た
顔
で
そ
れ
を
回
し
そ
し
て
出
て
き
た
の
が
こ
の
お
も
ち

の
指

で
す
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八
幡
は

何
だ
こ
れ

ほ
れ
理
央

良
か

た
ら
や
る
よ

と
言

て

 
こ
の
お
宝
を
無

作
に
差
し
出
し
て
き
た
ん
で
す

おそ
れ
は
ラ

キ

だ

た
ね

理
央

お
め
で
と
う

 
そ
し
て
大
き
な

手
が
上
が
り

理
央
は

れ
た
表
情
で
そ
れ
に
答
え
た

で
も
ど
う
し
て
指
じ

な
く

チ

ン
に
通
し
て
る
の

 
そ
の
結
衣
の
疑
問
は
も

と
も
で
あ
り

そ
れ
に
つ
い
て
も
理
央
は

し
く
説
明
し
た

実
は
そ
の
後

大
野
ご
夫
妻
か
ら
こ
ん
な
話
が
あ

た
ん
で
す

 
理
央
は
そ
う
言

て

二
人
の
記
念
で
あ
る
指

の
話
を
披
露
し
た

お
お

大
感
動
巨
編

い
い
な

そ
う
い
う
の

て
憧
れ
る
よ
ね

 
先
ほ
ど
は
付
い
て
い
け
な
い
と
言

て
い
た
明
日
香
で
さ
え
こ
の
話
に
は
素
直
に
感
動
し
て

い
た
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そ

か

お
も
ち

の
指

て
簡

に
壊
れ
ち

う
も
ん
ね

そ
れ
で
そ
う
し
た
と

そ
う
い
う
指

て

も
う
ほ
と
ん
ど
見
な
い
よ
ね

リ
ン
グ

の
物
な
ら
指

じ

な
く
て
も
い
い
か
も
ね

だ
ね

で
も
そ
う
い
う
機
会
は
中
々

 
そ
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ

理
央
の
代
わ
り
に
薔
薇
が
一
歩
前
に
出
た

と
い
う

で

私
か
ら
理
央
に

指

の
先
駆
者

の
称

を

え
ま
す

 
み
ん
な

も
し
そ
ん
な
機
会
が
あ
り
そ
う
な
ら

 
理
央
に
続
け
る
よ
う
に
頑
張

て
そ
の
チ

ン
ス
を
モ
ノ
に
し
ま
し

う
ね

 
そ
の
言
葉
に
全
員
か
ら

同
の
声
が
上
が
る

理
央
は
い
い
報
告
が
出
来
た
と
胸
を

で
下
ろ

し
たさ

て

せ

か
く
理
央
が
こ
こ
に
い
る
所
で
私
も

め
て
関
連
の
報
告
で
す

 
こ
れ
に
関
し
て
は

フ

イ
リ
ス
と
萌
郁
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た

 
そ
の
薔
薇
の
言
葉
で
二
人
が
立
ち
上
が

て

を
下
げ
る

見
て
欲
し
い
の
は
こ
の
本
よ

神
々
の
庭
の
戦
い

十

女
王

の
二

の
同
人
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こ
れ
を
書
い
た
の
は

私
の
元
部
下
の
七
人
の
中
の
誰
か

 
さ
あ

み
ん
な
で
こ
の
本
の
内
容
を
確
か
め
て

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は

悪
い
意
味
で
ど
よ
め
い
た
の
で
あ

た

 
め
ぐ
り
ん
に
つ
い
て
の
話
が
出
た
の
は
８
２
７
話
で
す
ね

 
理
央
が
指

を
も
ら

た
の
は
８
９
６
話
で
す
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第
１
０
４
０
話
 
社
乙
会

十
二
回
目

後
半
戦

同
人

こ
れ

十
八
禁
の
奴
じ

な
い

う
わ

う
わ

ど
う
し
て
こ
れ
を
私
達
に

 
そ
の
参
加
者
達
の
疑
問
は
も

と
も
で
あ
る

 
こ
の
中
に
は
未
成
年
も

山
お
り

そ
の
者
達
に
こ
う
い

た
も
の
を
見
せ
る
の
は

 
あ
ま
り
褒
め
ら
れ
た
行

で
は
な
い
か
ら
だ

室
⻑

さ
て

誰
が
最
初
に
気
付
く
か
し
ら
ね

 
そ
の
薔
薇
の
期
待
に
応
え
た
の
は

や
は
り
才
女
と
し
て
名
高
い
雪
乃
で
あ

た

ち

と
待

て
み
ん
な

も
し
か
し
て
こ
れ

私
達
の
本
な
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
の
言
葉
に
参
加
者
達
か
ら
小
さ
な

鳴
が
あ
が

た

た

確
か
に
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こ
の

盤
猫

て
フ

イ
リ
ス
だ
よ
ね

何
学
魔
女

ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ

の
魔
女

て
も
う
雪
乃
で
確
定
じ

ん

精

手

ふ

ん

へ

 
事
情
を
知
る
フ

イ
リ
ス
と
理
央
は
無
反
応
だ

た
が

 
雪
乃
と
詩
乃
は

当
然
の
よ
う
に

り
の

動
を
発
散
さ
せ
た

 
だ
が
そ
の
流
れ
が
変
わ

た
の
は
こ
う
い
う
時
は
案
外

静
な
優
美
子
が
発
言
し
て
か
ら
で

あ
るい

や
待
ち
な

て
ね

薔
薇
さ
ん
も
し
か
し
て
こ
の
雪
乃
を

辱
し
て
る
の

て

そ
こ
で

え
て
私
の
名
前
を
出
す
の
は
ど
う
し
て
か
し
ら

最
後
ま
で

き
な

て

も
し
か
し
て
こ
れ

八
幡
な
ん
じ

ね

え
 
雪
乃
は
そ
う
言
わ
れ

驚
い
た
顔
で

神
々
の
庭
の
戦
い

を
手
に
取

た

こ
の
文

影

銀

も
し
か
し
て
銀
影

う
ん

そ
れ
に
こ
の

て
笑
い
声

王
の
も
じ
り

し
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配

配

配

て
の
は

ザ
・
ル

ラ

み
た
い
な

ほ

本
当
だ

よ
く
見
る
と
顔
も
そ
れ

い

て
事
は
こ
の
同
人

は

 
乙
女
達
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

私
が
八
幡
に

辱
さ
れ
る

て
い
う
嬉
し
恥
ず
か
し
本

あ

あ
た
し
は

あ
た
し
は
出
て
な
い
の

く

Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
は
こ
う
い
う
時
に
不
利
す
ぎ
る

い
や

あ
れ

で
も
そ
し
た
ら
こ

ち
の
本
は

 
誰
か
が
そ
う
言
い

十

女
王
の

証
が
始
ま

た
が
こ
れ
は
す
ぐ
に
結

が
出
た

こ
れ

て

薔
薇
さ
ん

そ
う
だ
ね

こ
の
顔
は
普
通
に
間
違
い
な
い

に
そ
の
事
に
気
付
い
て
し
ま

た
の
ね

 
そ
う
言

た
薔
薇
の
声
は
か
な
り
得
意
げ
で
あ

た

こ
れ
で
会
⻑
と
し
て
の
面
目
が
保
た
れ
た
わ

 
ま
あ
理
由
は
お
そ
ら
く
私
の
事
を

ん
で
る
か
ら
で
し

う
け
ど
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と
に
か
く
私
は
あ
い
つ
ら
の
お
か
げ
で

々
一

分
八
幡
と

む
事
に
成
功
し
た
の
よ

 
そ
の
言
葉
に
乙
女
達
は

悔
し
そ
う
な
表
情
を
し
た

く

ホ

ム
タ
ウ
ン
デ

シ
ジ

ン

く

私
も
八
幡
に

辱
さ
れ
た
い
の
に

エ
ル
ザ

落
ち
つ
い
て

あ

そ

か

あ
の
日
に
こ
れ
を
見
つ
け
た
ん
だ

 
沙
希
は
先
日
の
事
を
思
い
出
し
て
そ
う
言

た

さ
て

み
ん
な
に
こ
れ
を
見
せ
た
の
は

こ
れ
が
是
か
非
か
問
う

よ

 
み
ん
な

こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
意
見
を
述
べ
て

 
そ
し
て
乙
女
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
述
べ
て
い

た
が
驚
く
ほ
ど
否
定
す
る
意
見
は
少
な

か

た

 
こ
の
相
手
の
男
が
他
の
プ
レ
イ
ヤ

な
ら
と
も
か
く
八
幡
で
あ
る
以
上
こ
れ
は
当
然
だ
ろ

う 
当
然
そ
の
事
も
指
摘
さ
れ
乙
女
達
は
こ
れ
に
関
し
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
真
面
目
に
話
し

合

た
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こ
こ
ま
で
の
意
見
を
ま
と
め
る
と

 
こ
の
ま
ま
の
路
線
で
い
く
な
ら

認
し
て
い
い

と
い
う
感
じ
か
し
ら
ね

た
だ
し
そ
れ
に
は
こ
の
ま
ま
の
路
線
で
ず

と
い
く
と
い
う
保
証
が
必
要
で
は
な
い
か
し
ら

確
か
に

気
が
付
い
た
ら
他
の
男
に
襲
わ
れ
て
る
と
か
は
容
認
出
来
な
い

一
応
こ
の
人
達

年
末
の

コ
ミ
に
参
加
が
決
ま

て
ま
す

 
そ
こ
で
理
央
か
ら
そ
う
報
告
が
あ

た

な
る
ほ
ど

日

は

二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
だ
お

あ

そ
こ

て
ば
う
ち
ら
は
ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
に
行
か
な
い
と
だ

だ
ね

私
達
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
消
化
で
忙
し
い
は
ず
だ
よ
ね

三
十
一
日

て
リ
ア
ル
忘
年
会
だ
よ
ね

ま
あ
初
日
に
捕
ま
え
れ
ば
問
題
な
い

し

と
な
る
と

任
は

 
社
乙
会
の
中
で
は
二
番
目
に
発
言
力
の
あ
る
雪
乃
が
そ
う
言

て
乙
女
達
を
見

し
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乙
女
達
の
中
か
ら
何
人
か
が
手
を
上
げ
た

私

そ
う
い
う
所
に
行

た

験

て
全
然
無
い
け
ど

行
け
ま
す

 
最
初
に
そ
う
言

た
の
は
千
佳
で
あ

た

千
佳
は
ゲ

ム
と
は
全
く
無
縁
で
あ

た
が

 
少
な
く
と
も
社
乙
会
の
メ
ン
バ

と
し
て
は
古
参
で
あ
り

 
仲
間
達
が
ど
れ
だ
け
八
幡
の
事
を
思

て
い
る
の
か
知

て
い
る

 
常
日

か
ら
仲
間
達
の

に
自
分
に
出
来
る
事
は
何
で
も
や
り
た
い
と
思

て
い
た
の
だ

た
私
も
大
丈
夫

荒
事
な
ら
任
せ
て

 
続
け
て
舞
が
手
を
上
げ
た

こ
う
い
う
時
は
何
と
も
頼
り
に
な
る

私
も
行
く

多
分
そ
こ
ま
で
い
け
ば

も
う
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
必
要
は
な
い
は
ず

私
と
フ
ラ
ウ
も
大
丈
夫
だ
よ
ね

フ
ヒ
ヒ

ど
う
せ
言
わ
れ
な
く
て
も
行
く
つ
も
り
だ

た
し
問
題
な
い

 
続
け
て
萌
郁

明
日
香

フ
ラ
ウ
が
手
を
上
げ
た

 
こ
の
三
人
に
は
別
の
使
命
が

え
ら
れ
て
い
た
が
年
末
の
そ
の
時
期
に
は
も
う
終
わ

て
い

る
は
ず
だ



 第１０４０話 社乙会（十二回目）後半戦

わ

私
も
行
く
よ

私
に
何
が
出
来
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど

 
最
後
に
香
蓮
が
手
を
上
げ

こ
う
し
て
六
人
の
勇
者
が
決
定
し
た

 
そ
れ
を
ま
と
め
る
の
は
薔
薇
で
あ
る

私
は
基
本

ソ
レ
イ
ユ
の
ブ

ス
に
詰
め
て
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
け
ど

 
元
部
下
の
事
だ
し

私
が
行
か
な
い
と
始
ま
ら
な
い
わ
よ
ね

 
こ
れ
で
捕

メ
ン
バ

の
選
抜
は
終
わ
り

続
け
て
議
題
は
そ
の
後
の
話
に
移

た

で

や
め
さ
せ
た
場
合
は
何
の
問
題
も
無
い
と
し
て

 
存
続
さ
せ
る
と
な

た
場
合
の
話
を
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
で
し

う
ね

私

私
も
リ

ダ

と

み
た
い

そ

そ
れ
な
ら
私
も

今
か
ら
ゲ

ム
を
始
め
る
べ
き
か
な

千
佳

そ
れ
に
は
反
対
し
な
い
け
ど
ち

と
落
ち
着
い
て

 
そ
ん
な
か
お
り
は
い
ざ
と
な

た
ら
ソ
レ
イ
ア
ル
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
れ
ば
い
い
の
で
案
外
余

で
あ
る

み
ん
な
の
意
見
を
総
合
す
る
と

存
続
さ
せ
る
に
し
て
も
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し
ば
ら
く
は
私
達
に
似
せ
た
キ

ラ
を
書
か
せ
る

て
事
で
い
い
の
か
し
ら

成
そ
れ
し
か
な
い

 
そ
れ
に
付

し
て

別
の
意
見
も
ま
た

場
し
て
き
た

と
い
う
か

捕

出
来
る
な
ら
年
末
の
作
戦
を
進
め
る
意
味
が
無
く
な
い

あ
い
つ
ら
が
リ
ア
ル
で
一

に
い
た
の
は
確
認
さ
れ
て
る
け
ど

 
お

い
の
プ
ラ
イ
バ
シ

に
つ
い
て
ど
こ
く
ら
い
知

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
以
上

 
こ

ち
は
あ
く
ま
で
保
険
と
考
え
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
う
わ

な
る
ほ
ど

確
か
に

ま
あ
捕

し
て
み
た
後
に
身

を
押
さ
え
て
ど
の

度
ま
で
こ
ち
ら
の
い
い
よ
う
に
使
え
る

か 
色
々
と
ご
う
も

じ

な
い
お
願
い
し
て
み
て
か
ら
考
え
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か

し
ら今

問

て
言
い
か
け
な
か

た

さ

す
が
ゆ
き
の
ん
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こ
う
い
う
時
は
頼
り
に
な
る

た
だ
し

犯
罪
行

に
は
な
ら
な
い
よ
う
に

み
ん
な

注
意
し
ま
し

う
ね

は

い

 
こ
う
し
て
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル
に
関
す
る
話
し
合
い
も
終
わ
り
今
日
の
議
題
は
全
て
終
わ

た 
次
は
い
よ
い
よ
八
幡
の
着

え
シ

ン
の
上
映
会
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
藍
子

木
綿
季

お
願
い

は
い

 
二
人
は
薔
薇
に
名
前
を
呼
ば
れ

乙
女
達
の
前
に
立

て

 
ど
う
い
う

で
八
幡
の
着

え
の
盗

に
成
功
し
た
の
か
熱
く
説
明
し
た

お
お

苦
労
し
た
ん
だ
ね

よ
く
や

た
わ

あ
の
ヒ

キ

を
出
し
抜
く
な
ん
て
凄
い
ね
二
人
と
も

 
こ
こ
で

こ
れ
は
犯
罪
な
の
で
は

と
い
う
意
見
が
出
な
い

り
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乙
女
達
は
八
幡
に
関
し
て
の

理
観
が
麻

し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

 
八
幡
に
と

て
は
と
ん
だ
災
難
で
あ
る

ド
ン
マ
イ

八
幡

そ
れ
で
は
上
映
を
開
始
し
ま
す

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

遊
戯
室
は
乙
女
達
の

声
で

れ
か
え

た

 
ふ
う

心
の
フ

ル
ダ
に
保
存
完
了

と

こ
れ
で
ま
た

命
が

び
た
わ
え

ふ

ふ

ふ

い
い
物
を
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

わ

私
な
ん
か
が
見
ち

て
良
か

た
の
か
な

み
ん
な

そ
ろ
そ
ろ
落
ち
付
い
て

 
そ
れ
じ

あ
次
は
一
部
の
人
に
し
か

恵
が
無
く
て

し

な
い
ん
だ
け
ど

 
今
日
最
後
に
な
る
わ
先
日
の
ト
ラ
フ

ク
ス
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
の
写
真
の
先
行
配
布
よ

 

当
す
る
メ
ン
バ

達
は

そ
の
言
葉
に

り
上
が

た

存
在
す
る
全
て
の
写
真
の
中
か
ら
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本
人
が
写

て
い
る
全
て
の
写
真
を
デ

タ
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

に
送
る
わ

 
見
る
場
合
は
Ａ
Ｃ
Ｓ
を

動
し
て

 
そ
の
言
葉
で
乙
女
達
の
一
部
が

い
そ
い
そ
と
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
た

さ
あ

ご

あ
れ

 
そ
し
て
薔
薇
が
持
ち
込
ん
だ

を
操
作
し

乙
女
達
の
ス
マ
ホ
が
一

に
鳴

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
堅
苦
し
い
話
は
こ
こ
ま
で

こ
こ
か
ら
は
フ
リ

タ
イ
ム
よ

 
み
ん
な

自
由
に
飲
み
食
い
し
て
今
送

た
写
真
も
見
た
り
し
な
が
ら

 
八
幡
に
対
す
る
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
ま
し

う

 
そ
こ
か
ら
の
乙
女
達
の

態
は
こ
れ
以
上
お
見
せ
す
る
事
は
出
来
な
い
が

 
も
し
八
幡
が
こ
こ
に
い
た
ら

確
実
に
そ
の

操
は

わ
れ
て
い
た
事
は
間
違
い
な
い

 
こ
う
し
て
社
乙
会
の
忘
年
会
は

況
の
う
ち
に
幕
を

じ
る
事
と
な

た
の
で
あ
る

 
集
団
心
理

て
怖
い
で
す
よ
ね
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第
１
０
４
１
話
 
反
省
し
ま
し
た

 
香
蓮

美
優

舞
の
三
人
は

 
社
乙
会
の
興
奮
も

め
や
ら
ぬ
ま
ま

八
幡
の
マ
ン
シ

ン
へ
と
帰
還
し
た

い
や

今
日
は
楽
し
か

た
ね

明
日
は
い
よ
い
よ
メ
イ
ド
の
日

リ

ダ

の
メ
イ
ド
服
も
い
い
け
ど

純
に
メ
イ
ド
服
を
着
る
の
が
楽
し
み
だ
な

あ

そ
れ
は
あ
る
か
も

私

て
ば
そ
う
い
う
格
好
に
は
全
く
縁
が
な
い
か
ら

 
舞
の
仕
事

そ
れ
は
仕
方
が
な
い
事
だ
ろ
う

い
や
い
や
舞
さ
ん

そ
の
分
こ
の
旅
行
で
色
々
チ

レ
ン
ジ
し
て
み
れ
ば
い
い
じ

ん

で
も
そ
ん
な
格
好
が
私
に
似
合
う
か
ど
う
か

い
や
い
や

し
す
ぎ
だ

て

舞
さ
ん
は
ス
ラ

と
し
て
て
凄
く
美
人
だ

そ

そ
う

そ
う
そ
う

き

と
リ

ダ

も
そ
う
思

て
る
に
違
い
な
い

て

 
舞
は
戸
惑

た
よ
う
に
香
蓮
の
顔
を
見
た
が

香
蓮
が
笑
顔
で

い
た
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舞
は

を

ら
め
な
が
ら
下
を
向
い
た

そ

そ

か

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
仲
良
く
エ
レ
ベ

タ

に
乗
り

八
幡
の
部
屋
が
あ
る

へ
と
到
着
し
た

 
こ
こ
ま
で
の
流
れ
が
あ
ま
り
に
も
楽
し
か

た

に
美
優
は
こ
の
時
点
で
す

か
り
忘
れ
て

い
た

 
出
か
け
る
前
に

自
分
が
八
幡
に
何
を
残
し
て
い

た
の
か
を

あ

あ
れ

ド
ア
が
開
い
て
る

無
用
心
だ
な

八
幡
君

優
里
奈
ち

ん

 
三
人
は
そ
う
言

て
室
内
に
入
り

ド
ア
を

め
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
ド
ア
の
背
後
か
ら
何
者
か
が
現
れ

一

に
室
内
に
入

て
き
た

きだ

誰

あ
れ

リ

ダ

 
そ
こ
に
い
た
の
は
八
幡
だ

た

お
そ
ら
く
開
い
て
い
た
ド
ア
の
陰
に
で
も

ん
で
い
た
の
だ
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ろ
うお

う

三
人
と
も
お
帰
り

う
ん

た
だ
い
ま

た
だ
い
ま
で
す

 
香
蓮
と
舞
が
笑
顔
で
そ
う
答
え

同
じ
よ
う
に
美
優
も
そ
う
答
え
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の
前
に
八
幡
が

部
屋
の
鍵
を
後
ろ
手
で
ガ
チ

と

め
た

 
同
時
に
八
幡
は
も
う
片
方
の
手
を

ば
し

美
優
の

に
手
を
乗
せ
た

リ

リ

ダ

え

と

そ
の

た

た
だ
い
ま

本
当
に

本
当
に
待
ち
く
た
び
れ
た
ぞ

よ
く
帰

て
き
た
な

美
優

 
そ
の
言
い
方
は

美
優
の
帰
り
を
喜
ん
で
い
る
よ
う
な
ニ

ア
ン
ス
で
は
な
く

 

え
て
言
う
な
ら
よ
く
平
気
な
顔
で
帰

て
こ
れ
た
も
ん
だ
な
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
あ

り 
美
優
は
背
筋
が

ク

と
し

カ
タ
カ
タ
と

え
出
し
た

お
い
お
い

ど
う
し
て

え
て
る
ん
だ
よ

さ

さ
あ

ど
う
し
て
で
す
か
ね



 第１０４１話 反省しました

 
そ
う
言
い
な
が
ら
美
優
は
そ

と

り
返

た
が
そ
こ
に
は
香
蓮
も
舞
も
も
う
い
な
か

た

 
不
穏
な
気
配
を
察
知
し
て

逃
げ
出
し
た
の
で
あ
る

あ

コ
ヒ

舞
さ
ん

他
人
の
事
な
ん
か
気
に
し
な
い
で
い
い
だ
ろ

 
お
前
も

Ｙ
Ｅ
Ｓ

ら
し
い
し

二
人
で
楽
し
い
事
を
し
よ
う
じ

な
い
か

あ
あ

 
そ
れ
で
美
優
は

自
分
が
何
を
し
た
の
か
思
い
出
し
た

え

え

と

リ

ダ

ち

と
確
認
さ
せ
て
く
だ
さ
い

お
う

何
だ

そ
の
楽
し
い
事
と
い
う
の
は

性
的
な
意
味
で
気
持
ち
い
い

て
事
で
合

て
ま
す
か

お
う
合

て
る
合

て
る
人
に
よ

て
は
そ
う
思
う
ら
し
い
ぞ
エ
ル
ザ
と
か
が
そ
う
だ

そ

そ
れ

目
な
奴
じ

 
美
優
は
そ
の
言
葉
に
絶
望
し
た

も
ち
ろ
ん
今
名
前
が
出
た
エ
ル
ザ
だ

た
ら
大
歓
喜
だ

た

だ
ろ
う
が

 
そ
も
そ
も
エ
ル
ザ
を
相
手
に
八
幡
は
こ
ん
な
事
は
し
な
い

喜
ば
せ
て
し
ま
う
だ
け
だ
か
ら
で
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あ
るさ

て

居
間
で
の
ん
び
り
し
よ
う

今
日
は
特
別
だ

お
前
は
俺
の

の
上
に
座
る
と
い
い

あ

は
い

 
そ
の
セ
リ
フ
を
合
図
に

八
幡
の
手
に
力
が
こ
も

て
い
く

 
そ
れ
は
要
す
る
に
美
優
の

が
八
幡
の
手
に
よ

て
ギ
リ
ギ
リ
と
締
め
付
け
ら
れ
る
と
い
う

事
で
あ

た

リ

リ

ダ

こ
れ
は
気
持
ち
い
い
事
じ

な
い
の
で
は

そ
ん
な
事
な
い
だ
ろ

お
前

こ
う
い
う
の
は
大
好
き
だ
よ
な

あ

は
い

 
そ
の
ま
ま
美
優
は

八
幡
に
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に
連
行
さ
れ
て
い

た

 
そ
し
て
居
間
に
入
る
と

果
た
し
て

の
上
に
は
美
優
が
置
い
た
Ｙ
Ｅ
Ｓ
パ
ン
ツ
が

 

方
の

置
か
ら
微
動
だ
に
せ
ず
そ
の
ま
ま
置
い
て
あ

た

 
香
蓮
と
舞

そ
れ
に
優
里
奈
は
三
人
仲
良
く
ソ
フ

に
座

て
お
り

 
美
優
は
そ
ち
ら
に
助
け
を
求
め
よ
う
と
手
を

ば
し
た
が

 
三
人
は
そ
れ
に
対
し
て
露
骨
に

線
を

ら
し
た
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う

裏
切
り
者

て
い
う
か
美
優

い
つ
の
間
に
こ
ん
な
事
を

ち

と
も
気
付
か
な
か

た
わ

い

い
や

そ
り
は
そ
の

 
そ
の
言
葉
か
ら

香
蓮
と
舞
は
や
は
り
何
も
知
ら
な
か

た
の
だ
と
八
幡
は
確
信
し
た

 
実
は
予
想
し
て
い
た
通
り
で
あ
る

も
し
美
優
が
こ
ん
な
事
を
し
た
の
を
見
て
い
た
ら

 
香
蓮
な
ら
絶
対
に
止
め
る
は
ず
だ
か
ら
だ

ま
あ
別
に
悪
気
が
あ

て
や

た

じ

な
い
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は
残

た
ソ
フ

に
座
り
そ
の
ま
ま
美
優
を
自
分
の

の
上
に

乗
せ
た

え

え

と

 
美
優
は
許
し
を

う
よ
う
に
八
幡
の
顔
を
見
た
が
そ
ん
な
美
優
に
八
幡
は
明
る
い
声
で
言

た
い
や

そ
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
と

 
俺
も
お
前
に

を
貸
し
て
や

て
る
甲
斐
が
あ
る

て
も
ん
だ
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あ

は
い

 
そ
う
言

た
八
幡
の
目
が
ち

と
も
笑

て
い
な
か

た

美
優
は
そ
う
言
う
事
し
か
出
来

な
か

た

ち

ち

と

ま
し
い
気
も

 
そ
の
時
香
蓮
が
ボ
ソ
リ
と
そ
う
言
い

そ
れ
が

こ
え
た
の
だ
ろ
う

 
八
幡
は
一

顔
を

く
し
て
か
ら
ご
ほ
ん
と

い
を
し
た

お
い
美
優

香
蓮
が

ま
し
い

て
よ

良
か

た
な

じ

じ

あ
代
わ

て
く
れ
よ
コ
ヒ

て
い
う
か
代
わ

て
下
さ
い
む
し
ろ
お
願
い

し
ま
す

あ
は
は
は
は

お
か
し
な
奴
だ
な

な

香
蓮

 
美
優
に
そ
う
言
わ
れ

香
蓮
は
一

き
そ
う
に
な

た
が

 
こ
こ
で
八
幡
の

魔
を
す
る

に
は
い
か
な
い

 

目
元
で
後
で
頼
ん
で
み
よ
う
な
ど
と
考
え
つ
つ

香
蓮
は
美
優
に
首
を

た

い
い
い
よ
美
優
せ

か
く
だ
し
八
幡
君
に
い

ぱ
い

え
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
う
言

た
香
蓮
は
美
優
の
方
を
全
く
見
て
い
な
い
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う
 
そ
れ
で
美
優
は
絶
望
し

そ
の
体
の
力
が
ぐ
に

り
と
抜
け
た

お

と

危
な
い
危
な
い

 
八
幡
は
そ
ん
な
美
優
の
お
腹
に
手
を
回
し

美
優
が
倒
れ
る
の
を
防
い
だ

 
こ
れ
が
別
の
シ
チ

エ

シ

ン
だ

た
ら
美
優
は
大
歓
喜
だ

た
だ
ろ
う
が

 
今
の

況
で
は
そ
ん
な
気
分
に
は
ま

た
く
な
れ
な
か

た

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に

美
優
の
お
腹
の
部
分
が
徐
々
に
圧
迫
さ
れ
て
い
く

 
ど
う
や
ら
八
幡
が

徐
々
に
力
を
入
れ
て
い

て
い
る
よ
う
だ

リ

リ

ダ

ち

と
苦
し
い

ん

そ
う
か

ち

と
お
腹
に
お
肉
が
つ
い
た
ん
じ

な
い
の
か

 

の
お
前
だ

た
ら
こ
の
く
ら
い

全
然
平
気
だ

た
は
ず
だ
ぞ

う

あ
な
が
ち
間
違

て
な
い
だ
け
に
何
も
言
え
な
い

 
そ
れ
は
ど
う
や
ら
事
実
だ

た
ら
し
く

美
優
は

き
そ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

 
そ
の
間
に
も

お
腹
へ
の
圧
力
は
ど
ん
ど
ん

大
し
て
い
く

リ

リ

ダ

フ
カ
ち

ん
の
中
身
が
出
る

出
ち

い
ま
す
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そ
う
か

お
前
の
中
の
ピ
ン
ク
色
の
部
分
が
全
部
出
ち
ま
う
と
い
い
な

イ

イ
エ
ス
リ

ダ

 
だ
が
あ
ま
り
に
や
り
す
ぎ
て

食
べ
た
物
を
リ
バ

ス
さ
れ
て
も
困
る
の
で

 
八
幡
は

度
な
と
こ
ろ
で
美
優
の
腹
に
回
し
て
い
た
手
を

へ
と
移
動
さ
せ
た

何
だ

分
と

が

て
る
み
た
い
じ

な
い
か

 
こ
れ
じ

あ
つ
ら
い
だ
ろ

俺
が

み
解
し
て
や
ろ
う

だ

大
丈
夫

別
に

は

て
な
い
か
ら

 
ほ
ら

私

て
ば
別
に
お

ぱ
い
が
大
き
い

じ

な
い
し

は
は
は
は
は

 
美
優
の
自

ネ
タ
を
八
幡
は
笑
い
飛
ば
し

否
定
も

定
も
し
な
い

 
だ
が
そ
の

に

え
ら
れ
た
手
に
は

確
実
に
力
が
加
え
ら
れ
て
い

た

うふ
む

せ

か
く
だ
か
ら
本
格
的
に
や
る
か

あ

遊
び

度
で
い
い

て
ば

先

だ
け

先

だ
け
で
い
い
か
ら

こ
こ
で
そ
の
セ
リ
フ
が
言
え
る
な
ん
て

や

ぱ
り
お
前

メ
ン
タ
ル
強
い
よ
な
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八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

美
優
の

に
指
を
当
て

ぐ
い

と
押
し
た

ふ
は

 
そ
の
ツ
ボ
は
ま

た
く

く
な
く

美
優
は
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
そ
ん
な
声
を
上
げ
た

ち

外
れ
か

当
た
り
だ

て

リ

ダ

大
当
た
り
だ

て
ば

そ
れ
じ

あ
こ
こ
だ

ふ
わ

ま
た
外
れ
か

 
八
幡
は
美
優
が
不
健

な
生
活
を
し
て
い
た
場
合
絶
対
に

く
な
る
ツ
ボ
を
選
ん
で
押
し

た
の
だ
が

 
そ
の
成
果
は

し
く
な
く
こ
い
つ
意
外
と
健

的
な
生
活
を
送

て
や
が
る
な
と
少
し
驚

い
た

て
事
は

ま
さ
か
こ
こ
か

ひ
ぎ
い

 
そ
の
ツ
ボ
は
大
当
た
り

大
外
れ

で
あ
り

美
優
は

鳴
を
上
げ
た
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む

こ
こ
に
反
応
し
ち
ま
う
の
か

こ
れ
は
ま
ず
い

非
常
に
ま
ず
い
な

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

こ
れ
は
実
は
ま

た
く
ま
ず
く
は
な
い

 
た
だ
誰
も
が

が
る
ツ
ボ
だ
と
い
う
だ
け
だ

ま

ま
ず
い
で
す
か

も
し
か
し
て
フ
カ
ち

ん

ど
こ
か
悪
い
ん
で
す
か

お
う

こ
こ
が

い

て
事
は
つ
ま
り
だ
な

つ

つ
ま
り

も
う
手

れ
な
く
ら
い

お
前
の

が
悪
い

あ

は
い

 
こ
こ
ま
で
く
る
と

さ
す
が
の
美
優
も
反
省
し
よ
う
と
い
う
気
に
な

て
お
り

 
何
度
も
ご
め
ん
な
さ
い
と
口
に
出
し
そ
う
に
な

て
い
た
の
だ
が

 
そ
う
す
る
と
八
幡
の

の
上
と
い
う
特

を
失
う
事
に
な
る
可
能
性
が
高
く

 
美
優
は

み
と
欲
望
の

間
で

れ

内
心
で
ど
う
し
よ
う
か
と
激
し
く

し
て
い
た

 
だ
が
そ
の
時
八
幡
が

美
優
を
あ

さ
り
と
横
に
下
ろ
し
た

ほ
え
え

お
前
は
重
い
か
ら

の
上
に
乗
せ
続
け
る
の
も
疲
れ
る
し
美
優
で
遊
ぶ
の
に
も
も
う

き
た
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な

き
ら
れ
た

て
か
重
い
の

結
局
リ
ア
ル
だ
と

お
仕
置
き
の
手

も
か
な
り
限
ら
れ
て
き
ち
ま
う
ん
だ
よ
な

え

そ

そ
う

 
か
つ
て

男
と
も
付
き
あ

た
事
も
あ
る
美
優
は

探
せ
ば
い
く
ら
で
も
あ
る
よ
ね
と
首
を

げ
た

 
だ
が
も
ち
ろ
ん
八
幡
は
そ
ん
な
暴
力
的
な
事
は
し
な
い

唯
一
外
が
あ
る
と
す
れ
ば

も
う
い
つ
も
の
こ
れ
で
い
い
か

へ
 
そ
の

間
に

美
優
の

に
拳
骨
が
落
と
さ
れ

美
優
は
涙
目
に
な

た

ぎ

で

 
そ
う
言
わ
れ
て
じ

と
八
幡
に
見
つ
め
ら
れ
た
美
優
は
涙
目
に
な
り
な
が
ら
八
幡
に
謝

た

ご

ご
め
ん
な
さ
い

お
う

そ
れ
じ

あ
お
仕
置
き
は
こ
こ
ま
で
だ
な
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八
幡
は
あ

さ
り
と
そ
う
言
い
そ
れ
以
上
美
優
を
と
が
め
る
そ
ぶ
り
は
一
切
見
せ
な
か

た

こ

こ
れ
で
終
わ
り

何
だ

不
満
な
の
か

い
い
え

何
の
不
満
も
な
い
で
す

今
回
は
本
当
に
反
省
し
ま
し
た

な
ら
い
い

 
こ
の
時
美
優
が

確
か
に
自
身
の
行
い
を
反
省
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い

や

ぱ
り
ぱ
ん
つ
は
や
り
す
ぎ
だ

た
か

今
度
は
ブ
ラ
に
し
よ
う

 
で
も
Ｙ
Ｅ
Ｓ

ブ
ラ
な
ん
て

て
る
の
か
な

 
た
だ
そ
の
反
省
の
方
向
が
思
い

き
り
間
違

て
い
る
事
を

八
幡
は
ま
だ
知
ら
な
い
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第
１
０
４
２
話
 
罰
を
下
さ
い

 
八
幡
の
美
優
に
対
す
る
お
仕
置
き
は

比

的
穏
や
か
に
収
束
し
た

 
だ
が
も
ち
ろ
ん
そ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
事
は
な
く

 
今
美
優
は

香
蓮
と
舞
の
間
に
座
ら
さ
れ

両
側
か
ら
お
説
教
を
さ
れ
て
い
る
真

最
中
で

あ

た
ど
う
し
て
美
優
は

か
ら
考
え
な
し
に
お
か
し
な
行
動
を
す
る
の

八
幡
さ
ん
は
優
し
い
か
ら
許
し
て
く
れ
る
け
ど

迷
惑
を
か
け
る
の
は

目
だ
よ
美
優

ご

ご
め
ん

確
か
に
ち

と
や
り
す
ぎ
だ

た
か
も

 
美
優
は
素
直
に
そ
う
謝
り

香
蓮
と
舞
も

八
幡
が
矛
を
収
め
た
以
上

 
あ
ま
り
し
つ
こ
く

る
の
も
あ
れ
だ
と
思
い

お
説
教
を
終
え
よ
う
と
し
た

 
だ
が
そ
の
直
後
に
放
た
れ
た
美
優
の
言
葉
は
二
人
の
想
像
を
超
え
て
い
た

や

ぱ
り
パ
ン
ツ
は
ま
ず
か

た
よ
ね

せ
め
て
ブ
ラ
と
か
に
し
て
お
け
ば

 
そ
の
言
葉
に
そ
の
場
に
い
た
四
人
は

然
と
し
た
顔
を
し
た

 
そ
の
衝
撃
は

お
そ
ら
く
人
生
で
ベ
ス
ト
ス
リ

に
入
る
と
思
わ
れ
る
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そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
四
人
が
無
言
だ

た

 
美
優
の
表
情
は

次
第
に
び
く
び
く
し
た
も
の
へ
と
変
わ

て
い

た

あ

あ
れ

私

何
か
間
違
え
た

美
優

美
優
は
馬

な
の

ね

本
当
に
馬

な
の

八
幡
さ
ん

北
海
道
の
人
間
が
み
ん
な
こ
ん
な
感
じ
だ
と
思
わ
な
い
で
下
さ
い
ね

ギ

グ
だ
よ
な

ギ

グ
な
ん
だ
ろ

さ
す
が
の
俺
も
ド
ン
引
き
だ
わ

む
し
ろ
ど
う
し
て
そ
う
い
う
結

に
な

た
の
か
美
優
さ
ん
の

を
解

し
て
調
べ
た
い
で

す 
あ
の
穏
や
か
な
優
里
奈
で
す
ら
こ
う
な
の
だ

 
美
優
の
言
葉
が
四
人
に

え
た
衝
撃
が
い
か
ほ
ど
の
も
の
か

お
分
か
り

け
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て
さ
す
が
に
優
里
奈
に
ま
で
そ
う
言
わ
れ
た
事
で

こ
れ
は
ま
ず
い
と
思

た
の
か

 
美
優
は

て
て
言
い

を
始
め
た

え

え

と

も

も
ち
ろ
ん
冗
談
だ

て
ば

 
あ
は
は
は
は

そ
ん
な
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
み
た
い
に

 
パ
ン
ツ
が
無
け
れ
ば
ブ
ラ
を
食
べ
れ
ば
い
い
じ

な
い
み
た
い
な
事
本
気
で
言
わ
な
い
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て
突

込
み
ど
こ
ろ
が
多
す
ぎ
て
逆
に
困
る
ん
だ
が

 
と
り
あ
え
ず
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
じ

な
く
て
マ
リ

・
ア
ン
ト
ワ
ネ

ト
な

 
更
に
言
う
と

彼
女
が
そ
の
セ
リ
フ
を
言

た
と
い
う
証

は
何
も
な
い

ほ
え
え

リ

ダ

は

識
だ
ね

 
場
の
雰
囲
気
を
誤
魔
化
す

に

美
優
は
八
幡
を
持
ち
上
げ
た
が

 
当
然
そ
れ
で
誤
魔
化
せ
る
は
ず
も
な
く

八
幡
は
美
優
に
ジ
ト
目
を
向
け
た

え

と

 
じあ

の

 
じコ

コ
ヒ

 
美
優
は
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
香
蓮
の
方
を
見
た
が
香
蓮
も
美
優
に
ジ
ト
目
を
向
け
て
い
た

 
さ
す
が
に
親
友
に
こ
ん
な

線
を
向
け
ら
れ
る
の
は
き
つ
か

た
の
だ
ろ
う

 
美
優
は
即
座
に
そ
の
場
で
土
下
座
を
し
た
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す
み
ま
せ
ん

私
が
間
違

て
ま
し
た

 
美
優

完
全
降
伏
で
あ
る

は
 
そ
ん
な
美
優
を
見
て

香
蓮
は
深
い
た
め
息
を
つ
い
た

ま

た
く
美
優
は

 
そ
う
言

て

り
返
り
八
幡
に
謝
ろ
う
と
し
た

間
に
香
蓮
の

に
天

が
舞
い
降
り
た

あ

こ
れ

て
チ

ン
ス
な
ん
じ

 
そ
う
と
決
ま
れ
ば
一
気

成
に
攻
め
立
て
る

そ
れ
が
香
蓮
が

レ
ン
と
し
て
学
ん
だ
事
で

あ

た
え

と

八
幡
君

ん

香
蓮

ど
う
し
た

ほ
ら

私
は
美
優
の
保
護
者
み
た
い
な
も
の
じ

な
い

 

て
事
は

今
回
の
事
は
私
に
も
大
き
な

任
が
あ
る
と
思
う
の

任

別
に
香
蓮
に
は
な
ん
の

任
も
無
い
と
思
う
が

う
う
ん

あ
る
の
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香
蓮
に
し
て
は
珍
し
く

そ
れ
は
か
な
り
強
い
口
調
で
あ

た

そ

そ
う
か

う
ん

そ
う
な
の

だ
か
ら
私
も
美
優
に

て
罰
を
受
け
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
ん
だ

ば

罰

 
八
幡
の
中
で
は
先
ほ
ど
の
美
優
に
対
す
る
行

は
あ
く
ま
で
お
仕
置
き
で
あ
り

 
罰
と
表
現
す
る

重
い
も
の
で
は
な
か

た

そ
こ
で
一

空
白
が
生
じ
た

 
そ
こ
に
乗

か

て
き
た
の
が
舞
で
あ
る

舞
は
香
蓮
の
意
図
を
正
確
に

し

 
自
分
も
そ
こ
に

乗
し
よ
う
と
突
撃
し
て
き
た
の
だ

八
幡
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い

美
優
の
引

係
と
し
て

私
も
罰
を
受
け
ま
す
ね

い
や

ち

 
こ
の
二
人
は
当
然
八
幡
の

の
上
に
乗

て

え
た
い
だ
け
で
あ
る

 
つ
い
で
に
マ

サ

ジ
で
も
し
て
も
ら
え
れ
ば

良
い
と
考
え
て
い
た
が

 

い
八
幡
は
そ
の
事
に
思
い
当
た
ら
ず

戸
惑
う
ば
か
り
で
あ

た

 
そ
ん
な
八
幡
が
二
人
の
意
図
に
気
付
い
た
の
は

 
二
人
が
立
ち
上
が
り

八
幡
の

の
上
に
乗

た

間
で
あ

た
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と
い
う

で

反
省
し
て
ま
す

罰
を
下
さ
い

 
そ
う
言

て
八
幡
の

の
上
に
香
蓮
が

の
上
に
舞
が

け

 
八
幡
は

天
し
美
優
は
驚
い
た
顔
で
二
人
に
何
か
言
い
か
け
た

だ
が
二
人
の

線
が
そ
れ

を
許
さ
な
い

 
思
い

き
り
や
ら
か
し
た
美
優
に
は

こ
の
場
で
の
発
言

は
な
い
の
だ

い

い
や

二
人
と
も

ち

と
落
ち
着
け

て

十
分
落
ち
着
い
て
る
よ

八
幡
君

さ
あ

思
い
切

て
や

ち

い
ま
し

う

 
ち
な
み
に
優
里
奈
は
完
全
に
出

れ

ぐ
ぬ
ぬ

態
で
あ

た

く

何
か
い
い
言
い

は

 
だ
が
そ
ん
な
に
簡

に
い
い
案
を
思
い
つ
け
る
は
ず
も
な
く
も
う

も

ま

て
し
ま

て

い
る

 
優
里
奈
も
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て

事
態
の

移
を
見
守
る
事
し
か
出
来
な
か

た

八
幡
君

と
り
あ
え
ず
手
を
広
げ
て
み
よ
う
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さ
あ

手
で
香
蓮
を

手
で
私
を
締
め
付
け
ま
し

う

え

え
え
え
え
え

ほ
ら

手
は
こ

ち

手
は
こ

ち
で
す

 
中
々
動
か
な
い
八
幡
に
対
し

二
人
は
強

手

に
出
た

 
自
ら
の

に
八
幡
の
手
を
回
し

締
め
付
け
始
め
た
の
だ

八
幡
君

ど
う

ま
あ
当
然
の
事
な
が
ら
美
優
よ
り
は

い

じ

な
く
て

 
八
幡
は
ぶ
ん
ぶ
ん
首
を

り
何
か
言
お
う
と
し
た
が
そ
こ
に
す
か
さ
ず
舞
が

り
込
ん
で

き
た八

幡
さ
ん

私
は
ど
う
で
す
か

え

あ

お
う

舞
さ
ん
も
や

ぱ
り
美
優
よ
り
は

い

て

だ
か
ら
そ
う
じ

な
く
て

 
こ
の
時
点
で
美
優
は

三

座
り
を
し
て
ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

い
て
い
た

 
よ
く

く
と
ダ
イ
エ

ト
だ
の
腹
筋
だ
の
当
然
だ
の
や

ぱ
り
だ
の
と
い
う

語
が

こ
え
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て
く
る

 
お
そ
ら
く
二
人
よ
り
も
太
い
認
定
さ
れ
て

激
し
く
へ
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う

 
だ
が
事
実
な
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

次
は

え

と
ね

私

最
近
足

が
凄
く
張

て
る
気
が
す
る
の

私
も
銃

て
意
外
と
重
い
か
ら

い
つ
も

が
こ
る
ん
で
す
よ
ね

お
二
人
と
も

そ
の
前
に
ち

と
私
の
話
を

い
て
下
さ
い

 
こ
こ
が
ラ
ス
ト
チ

ン
ス
と
見
た
の
か

こ
こ
で
優
里
奈
が
乱
入
し

 
二
人
の
手
を
引
い
て
立
ち
上
が
ら
せ

部
屋
の

へ
と
引

張

て
い

た

 
そ
の
ま
ま
優
里
奈
は
二
人
の

元
で
こ
し

こ
し

と
何
か

き

 
香
蓮
と
舞
は

そ
の
優
里
奈
の
言
葉
に

お
お

と
い
う
顔
を
し
た

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
任
せ
た

は
い

 
そ
し
て
優
里
奈
は

り
返
り

戸
惑
う
八
幡
に
こ
う
言

た

八
幡
さ
ん

い
つ
も
の
マ

サ

ジ

今
お
願
い
し
ま
す

今
日
は
三
人
で
す
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い

い
つ
も
の
か

 
そ
も
そ
も
八
幡
は

定
期
的
に
優
里
奈
に
マ

サ

ジ
を
行

て
い
る

 
こ
れ
は
明
日
奈
も
同
じ
な
の
だ
が
正
妻
ゆ
え
に
お
か
し
な
行
動
を
と
る
事
が
無
い
明
日
奈
と

比
べ

 
優
里
奈
は
か
つ
て

八
幡
に
あ
ま
り
か
ま

て
も
ら
え
て
な
い
と
い
う
理
由
で

 
思
い

き
り
大

な
行
動
に
出
た
事
が
あ

た

 
そ
の
時
の
反
省
を

ま
え

八
幡
は
ま
め
に
優
里
奈
を
か
ま
う
事
に
し
て
お
り

 
そ
の
一

と
し
て
マ

サ

ジ
を
い
つ
で
も
や

て
や
る
と
優
里
奈
に
言

て
い
る

 
こ
う
い

た
時
に
断
る
事
が
出
来
な
い
の
で
あ
る

 
そ
の

今
み
た
い
に
香
蓮
と
舞
に
同
じ
事
を
同
時
に
頼
ま
れ
る
と
そ
ち
ら
も
断
る
事
が
出

来
な
い

わ

分
か

た

約
束
だ
か
ら
な

や

た

そ
れ
じ

あ
三
分
後
に

室
に
お
願
い
し
ま
す

八
幡
君

あ
り
が
と
う

八
幡
さ
ん

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
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三
人
は
う
き
う
き
と

室
に
向
か

て
い
き
残
さ
れ
た
美
優
は
石
像
と
化
し
放
置
さ
れ
て

い
るう

ん

ま
あ
逆
に
三
人
い
れ
ば

誰
か
が
暴
走
す
る
事
は
無
い
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え

本
当
に
つ
ら
い
の
な
ら
全
身
の
コ
リ
を
ほ
ぐ
し
て
や
ら
な
い
と

 
な
ど
と
真
面
目
な
事
を
考
え
つ
つ

き

ち
り
三
分
後
に

室
へ
と
向
か

た

三
人
と
も

入
る
ぞ

は

い

 

室
の
扉
を
開
け
る
と

三
人
が
タ
ン
ク
ト

プ
に
シ

ト
パ
ン
ツ
と
い
う

 
こ
の
季

に
し
て
は
か
な
り
ラ
フ
な
格
好
で
ベ

ド
に
横
た
わ

て
い
る
の
が
見
え
た

 
以
前
の
優
里
奈
の
よ
う
に
全

に
バ
ス
タ
オ
ル
の
み
だ

た
ら
ど
う
し
よ
う
と
思

て
い
た

八
幡
は

 
そ
の
事
に
心
か
ら
安

す
る
事
と
な

た
が
実

問
題
今
の
三
人
の
格
好
に
も
か
な
り
問
題

が
あ
る

 
何
故
な
ら
タ
ン
ク
ト

プ
や
シ

ト
パ
ン
ツ
の

間
か
ら

 
見
え
て
は
い
け
な
い
も
の
が
見
え
て
し
ま
う
の
は
間
違
い
な
い
か
ら
だ
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だ
が
八
幡
は
前
述
し
た
よ
う
に
バ
ス
タ
オ
ル
だ
け
よ
り
は
マ
シ
だ
な
ど
と
思

て
し
ま

て
お
り

 
そ
の
事
に
関
し
て
の
心
理
的
ハ

ド
ル
は
か
な
り
下
が

て
し
ま

て
い
る

 
ち
な
み
に
八
幡
へ
の
ア
ピ

ル
に
余
念
が
な
い
優
里
奈
や
八
幡
を

拝
し
て
い
る
舞
は
と
も

か
く

 
こ
う
い

た
格
好
を
す
る
の
に
い
つ
も
は
か
な
り
勇
気
を
必
要
と
す
る
香
蓮
は

 
今
は
レ
ン
モ

ド
に
な

て
い
る

に
い
つ
も
よ
り
は
平
気
な
顔
で
ベ

ド
に
横
た
わ

て
い

た 
八
幡
は
女
性

に
色
々
と
調
教
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
が

香
蓮
も
同
様
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
ち

と
真
面
目
に
や
る
か

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

室
に
は
三
人
の

声
が

き

る
事
と
な

た
が

 
八
幡
は
平
気
な
顔
で

術
を
行

て
い
た

そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る

 
一
番
多
く
八
幡
か
ら
の
マ

サ

ジ
を
受
け
て
い
る
明
日
奈
の
声
の
方
が
も

と
大
き
い
か

ら
だ

 
要
す
る
に
慣
ら
さ
れ
て
し
ま

て
い
る
の
で
あ
る
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明
日
奈
は

に
欲
望
に

実
に

か
つ
八
幡
に
ア
ピ

ル
す
る

に

 

え
て
声
を
出
す
の
を
我
慢
し
て
い
な
い
だ
け
な
の
だ
が

 
そ
の
事
が
ラ
イ
バ
ル
達
へ
の
ア
シ
ス
ト
に
な

て
し
ま

て
い
る
の
は

肉
な
事
だ

 
三
人
は
他
の
男
が
見
れ
ば
明
ら
か
に
八
幡
を

罪
認
定
す
る
く
ら
い
に
は
乱
れ
て
し
ま

て

い
た
が

 
こ
の
く
ら
い
は
ま
あ
許
容

囲
だ
な
と
八
幡
が
思

て
し
ま

て
い
る
の
も
ま
た
問
題
で
あ

る
三
人
と
も

体
の

合
は
ど
う
だ

ふ
あ

あ

か

が
凄
く
楽
に
な
り
ま
し
た

あ
ふ

わ

私
も
足

の
張
り
が
無
く
な

て
絶
好
調

か
な

ふ
わ

体
が

凄
く

い
で
す

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

 
八
幡
は
満
足
げ
に
そ
う

い
た
が

信
じ
ら
れ
な
い
事
に

 
そ
の
表
情
に
は
欲
望
の

片
ひ
と
つ

か
ん
で
は
い
な
い

 
三
人
が
顔
を
紅
潮
さ
せ

切
な
そ
う
に
息
を
切
ら
せ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
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マ

サ

ジ
に
関
し
て
は

む
し
ろ
女
性
に
失

ま
で
あ
る

の

八
幡
の
徹

り
で

あ

た
さ
て

う
わ

 
三
人
へ
の
マ

サ

ジ
を
終
え

リ
ビ
ン
グ
に

ろ
う
と
そ
ち
ら
に
顔
を
向
け
た
八
幡
は

 
ド
ア
の

間
か
ら

め
し
そ
う
に
こ
ち
ら
を
見
つ
め
る
美
優
の

を
見
付
け
思
わ
ず

鳴
を

上
げ
た

八
幡
さ
ん

あ美
優

 
そ
の

が
あ
ま
り
に
も

れ
だ

た

さ
す
が
の
八
幡
も
そ
の
ま
ま
放
置
出
来
な
か

た
よ

う
で

 

て

室
の
扉
を
開
け

美
優
を
中
に

き
入
れ
た

お

お

魔
し
ま
す

は

ま
あ
い
い

美
優
も
そ
こ
に
横
に
な
れ

い

い
い
の
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そ
の
代
わ
り

お
前
は
も
う
少
し
大
人
に
な
る
ん
だ
ぞ

あ

は
い

 
こ
の
言
葉
を
美
優
が
曲
解
し
た

後
日
ま
た
ひ
と

着
あ
る
の
だ
が

 
と
に
も
か
く
に
も
今
日
の
と
こ
ろ
は
美
優
も
全
身
の
こ
り
を
丁

に
ほ
ぐ
し
て
も
ら
う
事
が
出

来
たさ

て

そ
れ
じ

あ
風
呂
に
入

て

る
と
す
る
か

八
幡
さ
ん

そ
れ
じ

あ
私
は
自
分
の
部
屋
に

り
ま
す
ね

お
う

ま
た
明
日
な

優
里
奈

 
そ
の
ま
ま
優
里
奈
だ
け
は
自
室
へ
と

た
が

 
そ
の
足
取
り
が
や
や
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
た
の
は
ご
愛

で
あ
る

 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
ま
ま
一

に
入

を
済
ま
せ
た

 
風
呂
上
り
に
美
優
が

コ
ヒ

の
出

を
と

て
お
き
ま
し
た
な
ど
と
余
計
な
事
を
言
い

 
八
幡
に
拳
骨
を
く
ら

た
り
も
し
た
が
三
人
に
と

て
は
こ
の
日
は
実
に
充
実
し
た
も
の
と

な

た

 
そ
し
て
明
日

い
よ
い
よ
八
幡
が
メ
イ
ド
デ
ビ

す
る
事
と
な
る



 第１０４２話 罰を下さい

 
優
里
奈
が
や
ら
か
し
た
の
は

第
６
８
９
話
で
す
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第
１
０
４
３
話
 
メ
イ
ド
の
会

 
次
の
日
は
日
曜
だ

た

全
員
が

眠
を

て
い
た

 
普

か
ら
の
八
幡
と
の
取
り
決
め
で

日
曜
は
前
日
に
何
か
言
わ
れ
な
い
限
り

 
優
里
奈
も
朝
九
時
ま
で

こ
し
に
来
る
事
は
な
い

そ
し
て
今
の
時
刻
は
朝
の
八
時
五
十
五

分 

め
に
八
幡
の
部
屋
を
訪
れ
た
優
里
奈
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
八
幡
の

顔
を

め
て
い
た

は

か
わ
い
い

 

こ
す
時
間
の
少
し
前
に
部
屋
を
訪
れ
八
幡
の

顔
を

能
す
る
の
は
優
里
奈
の
日
常
で
あ

る 
そ
れ
で
も
今
日
の
よ
う
に
他
の
誰
か
が

ま
り
に
来
て
い
る
場
合
は
自
重
し
て
い
た
の
だ
が

 

日
の
マ

サ

ジ
で

り
上
が

て
し
ま

た
の
か

 
今
日
は
我
慢
出
来
ず
に

顔
を

能
し
て
い
る
と

ま
あ
そ
ん
な

で
あ
る

め

め
ん
こ
い
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突
然
背
後
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
優
里
奈
は
大
声
を
出
し
そ
う
に
な
り
必
死
で
口
を
押

さ
え
た

あ

ご
め
ん

驚
か
せ
ち

た

 
そ
う
ひ
そ
ひ
そ
声
で
話
し
か
け
て
き
た
の
は
香
蓮
で
あ

た

ち
違
う
ん
で
す
私
は
別
に
八
幡
さ
ん
の

顔
を
見
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た

じ

い
い
か
ら
い
い
か
ら

 
香
蓮
は
そ
ん
な
優
里
奈
を
制
し
自
身
も
そ
の
横
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
八
幡
の

顔
を

め
出
し
た

 
そ
れ
を
見
た
優
里
奈
も

再
び
八
幡
の

顔
を

能
す
る
作
業
を
再
開
し
た

い
い

い
い
ね

こ
れ

ち

と
か
し
ち

目
で
す
か
ね

八
幡
君
は
絶
対
に
許
し
て
く
れ
る
と
思
う
け
ど
で
も
き

と

し
そ
う
な
目
を
す
る
気
が
す

る
で
す
よ
ね
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ど
の
く
ら
い
ま
で
な
ら
許
さ
れ
る
ん
だ
ろ

同
士
の
接
触
が
無
け
れ
ば
い
い
気
も
し
ま
す
ね

そ
う
な
る
と

体
的
に
は

え
ば
八
幡
さ
ん
の
手
を
取

て

私
達
の
胸
に
こ
う

い
や
い
や

そ
れ
は
や
ば
い

や
ば
い

て

自
分
で
も
言

て
る
最
中
に

ア
ウ
ト
だ

て
思

ち

い
ま
し
た

だ
よ
ね

 
二
人
の
会
話
は

々
熱
を

び

そ
の
声
も
徐
々
に
大
き
く
な

て
い
く

 
そ
う
な
る
と
ど
う
な
る
か

当
然
八
幡
が
目
を
覚
ま
す
事
に
な
る

 
と
い
う
か

も
う

に

き
て
い
た

体
的
に
は

め
ん
こ
い

の

り
か
ら
で
あ
る

 
故
に
八
幡
は

優
里
奈
の
危
険
な
言
葉
に
何
度
も
身
を

く
し
て
い
た
の
だ
が

 
二
人
が
会
話
に
熱
中
し
て
い
た

に

そ
の
事
は
気
付
か
れ
て
い
な
い

よ
し

き
る

き
る
ぞ

 
八
幡
は
羞
恥
プ
レ
イ
の
よ
う
な
こ
の

況
に

え
か
ね

 
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て

き
た
ア
ピ

ル
を
し
よ
う
と
し
た
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そ
れ
じ

あ
ち

と

い

と
か
し
て
み
ま
す

そ
れ
は
し
た
い
け
ど

で
も
い
い
の
か
な

そ
れ
く
ら
い
な
ら
多
分

そ
う
な
る
と

や

ぱ
り
八
幡
君
の

を

え
込
む
感
じ
で

で
す
ね

八
幡
さ
ん
の

を
こ
う
胸
で

ん
で

足
を
足
で

み
込
ん
で

 
だ
が
一
向
に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
訪
れ
な
い

優
里
奈
が
問
題
発
言
を
連
発
し
て
く
る
か
ら
で

あ
るく

や
は
り
俺
は
優
里
奈
の
教
育
を
間
違

て
い
る
ん
だ
ろ
う
か

 
実

の
と
こ
ろ

優
里
奈
は
八
幡
か
ら
何
の
影

も
受
け
て
は
い
な
い

 
た
だ
ほ
ん
の
少
し

八
幡
の
事
が
好
き
す
ぎ
る
だ
け
で
あ
る

 
更
に
ま
ず
い
の
は

今
優
里
奈
の
相
手
を
し
て
い
る
の
が
香
蓮
だ
と
い
う
事
だ

 
香
蓮
は
八
幡
と
面
と
向
か

て
相
対
す
る
と

ど
う
し
て
も

れ
て
し
ま
う
分

 
今
の
よ
う
に
八
幡
が

て
い
る
と
か
だ
と
大

に
な
れ
て
し
ま
う
の
だ

こ
う
な

た
ら
二
人
に
恥
ず
か
し
い
思
い
を
さ
せ
る
事
に
な

て
も

 
本
当
に
や
ば
く
な
る
前
に
さ

さ
と

き
た
ア
ピ

ル
を
す
る
し
か
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八
幡
が
そ
う
決
断
し
た
時

救
い
の
神
は

室
か
ら
現
れ
た

あ

こ

ち
に
い
た
ん
だ

コ
ヒ

優
里
奈
ち

ん

お

は
よ

 
そ
う

日
は
ほ
ぼ
い
い
所
が
無
か

た
美
優
の

場
で
あ
る

 
美
優
の
そ
の
声
は
意
外
と
大
き
く

優
里
奈
と
香
蓮
は

た
顔
で

 
美
優
に
向
か

て
シ

シ

と
い
う
ゼ
ス
チ

を
し
た

 
だ
が
そ
の
努
力
も
空
し
く

八
幡
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
逃
さ
ず
に

き
上
が

た

ふ
わ

も
う
こ
ん
な
時
間
か

お
は
よ
う

お

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡
君

お
は
よ
う

お
は
よ
う
リ

ダ

ご
め
ん

も
し
か
し
て

こ
し
ち

た

い
や

別
に
そ
ん
な
事
は
な
い
か
ら
気
に
し
な
い
で
い
い

そ

か

良
か

た

そ

そ
れ
じ

あ
私
は
着

え
て
き
ま
す
ね

わ

私
も

 
そ
ん
な
二
人
の
や
り
取
り
を
横
目
に

香
蓮
と
優
里
奈
は
や
や
欲
求
不
満
ぎ
み
に

室
へ
と
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た

 
そ
し
て
美
優
も

室
に

ろ
う
と
し
た
が

そ
ん
な
美
優
を
八
幡
が
呼
び
止
め
た

お
い
美
優

ん

ど
う
し
た
の

リ

ダ

よ
く
や

た
ぞ

へ
 
美
優
は
い
き
な
り
褒
め
ら
れ
て
戸
惑

た
が

と
り
あ
え
ず
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

い
え
い
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
の
後

す
ぐ
に
舞
も

き
て
き
て

五
人
は
そ
の
ま
ま

い
朝
食
を
と

た

 
そ
の
後

八
幡
は
保
と
約
束
が
あ
る
か
ら
と

め
に
出
か
け
て
い
き

 
残
さ
れ
た
四
人
は
出
か
け
る
時
間
が
来
る
ま
で
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
い
で
い
た

い
よ
い
よ
本
番
で
す
ね

八
幡
君
の
メ
イ
ド
服

一

に
写
真
を

れ
た
ら
い
い
な

ま
さ
か
書
き

り
か
ら
顔
だ
け
出
し
て

お
茶
を

し
た
り
は
し
な
い
よ
ね

八
幡
さ
ん
が
そ
ん
な
事
す
る
は
ず
が
な
い
じ

な
い
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で
も
ど
ん
な
感
じ
に
な
る
ん
で
す
か
ね

め
に
出
た

て
の
が
怪
し
い

ま
あ
行
け
ば
分
か
る
よ

も
う
す
ぐ
時
間
だ
し

そ
ろ
そ
ろ
行
こ
う
か

だ
ね

 
四
人
は
い
そ
い
そ
と
出
か
け
る
準
備
を
し

そ
の
ま
ま
真

直
ぐ
秋
葉
原
へ
と
向
か

た

あ

明
日
奈

雪
乃

そ
れ
に
ク
ル
ス
も

 
メ
イ
ク
イ

ン
が
遠
目
に
見
え
て
く
る

り
で

香
蓮
は
前
を
歩
く
三
人
に
気
が
付
い
た

凄
い
偶
然

あ
れ

四
人
と
も

い
ね

そ
う
い
う
明
日
奈
さ
ん
達
も

い
で
す
ね

私
達
は

今
日
の
調
理
の
手
伝
い
を
す
る
事
に
な

て
る
の

あ
あ

そ
う
い
う
事
な
ん
だ

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
連
れ
だ

て
メ
イ
ク
イ

ン
に
入
り

フ

イ
リ
ス
に
出
迎
え
ら
れ
た

皆
様

よ
う
こ
そ
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
ニ

 
フ

イ
リ
ス
の
後
ろ
に
は
キ
リ

と
し
た
美
人
が
二
人

え
て
お
り
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フ

イ
リ
ス
に
合
わ
せ
て
お
じ
ぎ
を
し
た
が
そ
の

間
に
明
日
奈
が
い
き
な
り

き
込
ん
だ

ご
ほ

ご
ほ

明
日
奈
さ
ん

大
丈
夫
で
す
か

ご

ご
め
ん

ご
ほ

え

と

何
か
が
気
管
に
入

ち

た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど

も

う
大
丈
夫

 
明
日
奈
は
す
ぐ
に
落
ち
着
き
そ
の
ま
ま
一
同
は
フ

イ
リ
ス
に
よ

て
更
衣
室
へ
と
案
内

さ
れ
た

そ
れ
じ

あ
こ
こ
に

て
あ
る
う
ち
の
ど
れ
か
の
メ
イ
ド
服
を
選
ん
で
着
て
下
さ
い
ニ

 
そ
こ
に
は
何
種

か
の
貸
し
出
し
用
メ
イ
ド
服
が

サ
イ
ズ

ん
で
い
た

 
種

で
い
え
ば

シ
ン
プ
ル
な
ヴ

ク
ト
リ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
の
も
の
か
ら

 
い
わ
ゆ
る
フ
レ
ン
チ
ス
タ
イ
ル
の
露
出
が
か
な
り
大
き
い
も
の

 
ジ

パ
ニ

ズ
ス
タ
イ
ル
と
言
わ
れ
る
装

過
多
の
ア
ニ
メ
風
デ
ザ
イ
ン
な
も
の

 
他
に
も
ゴ
ス
ロ
リ
調
の
も
の
や

ミ
リ
タ
リ

調

チ

イ
ナ
風
の
も
の

 
和
風
な
も
の
や
セ

ラ

服
に
似
た
も
の

ま
さ
か
の
水
着
タ
イ
プ
も
あ
る

 
こ
れ
ら
の
選
択
は
ど
う
や
ら

い
者
勝
ち
ら
し
く
一
同
は

め
に
来
て
良
か

た
と
歓
声
を
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上
げ
た

う
わ

ど
れ
に
し
よ
う
か
な

 
美
優
は

速
悩
み
始
め
た
が

香
蓮
は
即
座
に
フ

イ
リ
ス
に
こ
う

ね
た

フ

イ
リ
ス
さ
ん

私
み
た
い
に
身
⻑
が
高
い
と

ど
れ
が
一
番
似
合
う
か
な

 
ど
う
や
ら
香
蓮
は
こ
う
い
う
事
は
プ
ロ
に
任
せ
た
方
が
い
い
と
判
断
し
た
ら
し
い

 
服
の
セ
ン
ス
に
自
信
が
な
い
舞
は
香
蓮
に

い
他
の
者
達
は
自
分
で
選
ぶ
事
に
し
た
よ
う
だ

レ
ン
ち

ん
は
チ

イ
ナ
が
い
い
と
思
う
ニ

 
シ

リ
ち

ん
は
ミ
リ
タ
リ

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
ニ

け
ど
た
ま
に
は
か
わ
い
い
格
好
を

す
る
の
ニ

 
そ
う
言

て
フ

イ
リ
ス
が
差
し
出
し
て
き
た
の
は
フ
リ
ル
が
か
な
り
多
め
の
メ
イ
ド
服
で

あ

た
こ

こ
れ
を
私
が

そ
う
ニ

き

と
八
幡
も
褒
め
て
く
れ
る
の
ニ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
に
す
る

 
舞
は
即
座
に
そ
う
答
え

い
そ
い
そ
と
着

え
始
め
た
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優
里
奈
と
ク
ル
ス
は
共
に
胸
を
強
調
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
物
を
選
ん
だ

 
普

は
胸
を

し
て
い
る
二
人
だ
が

こ
う
い
う
時
に
は
八
幡
に
見
せ
る
た
め
だ
け
に

 
そ
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
と
こ
と
ん
ア
ピ

ル
し
て
く
る
の
だ

 
雪
乃
は
ミ
ニ
ス
カ
で
は
あ
る
が

大
人
し
め
の
デ
ザ
イ
ン
の
黒
の
メ
イ
ド
服
を
選
択
し

 
明
日
奈
も
そ
れ
に

お
う
と
し
た
の
だ
が

そ
こ
に
フ

イ
リ
ス
が
待

た
を
か
け
た

明
日
ニ

ン
は
水
着
タ
イ
プ
な
の
ニ

ね

他
の
人
に
は
露
出
が
多
す
ぎ
て

 
八
幡
に
は
目
の

だ
か
ら

当
然
の
選
択
だ
と
思
う
ニ

えう
ん

当
然
だ
と
思
う
の
ニ

え

と

私
に
先

を
切
れ

み
た
い
な

ま
あ
仕
方
な
い
か
ら
エ
プ
ロ
ン
は
つ
け
さ
せ
て
あ
げ
る
の
ニ

選
択
の
余
地
は
無
い
み
た
い
だ
ね

 
確
か
に
明
日
奈
が
い
る
前
で

こ
れ
を
着
れ
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う

 
明
日
奈
は

エ
プ
ロ
ン
が
あ
る
か
ら
ま
あ
い
い
や

と
考
え
て
い
た
が

 
逆
に
そ
の
方
が
い
か
が
わ
し
く
見
え
る
事
に
気
付
い
た
の
は
か
な
り
後
と
な
る
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そ
れ
か
ら
続
々
と
参
加
者
が
到
着
し
て
き
た

 
ほ
と
ん
ど
の
者
が

い
わ
ゆ
る
日
本
で
一

的
な
メ
イ
ド
服
を
選
択
し
た
が

 
エ
ル
ザ
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
ゴ
ス
ロ
リ
を
選
択
し
千
佳
は
ヴ

ク
ト
リ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
を

選
択
し
た

 
フ
ラ
ウ
は
高
校
の
時
の
制
服
に
似
て
い
る
と
い
う
理
由
で
セ

ラ

服
に
似
た
デ
ザ
イ
ン
の
も

の
を
選
択
し

 
ア
イ
＆
ユ
ウ
は
和
風
の
も
の
を
選
ん
だ

詩
乃
は
ま
さ
か
の
水
着
で
あ
る

 
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
明
日
奈
の

を
見
て
決
め
た
の
だ
が
相
変
わ
ら
ず
の
負
け
ず

い
と
言
え

よ
う

 
あ
と
特

な
の
は
ミ
リ
タ
リ

風
を
選
ん
だ
萌
郁
く
ら
い
だ
ろ
う
か

 
こ
う
し
て
ほ
と
ん
ど
の
者
が
着

え
を
終
え
た
中

最
後
に
残

た
の
は
薔
薇
で
あ

た

さ
て

私
も
急
い
で
着

え
な
い
と

 
そ
う
言

て
薔
薇
は
バ

グ
の
中
か
ら
メ
イ
ド
服
を
取
り
出
し
た

ま
さ
か
の
自
前
で
あ
る

薔
薇
ち

ん

そ
れ

て

ふ
ふ
ん

自
前
の
メ
イ
ド
服
よ
エ
ル
ザ

し
か
も
も
ふ
も
ふ
の
ネ
コ

付
き
よ
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む
む
む

気
合
い
入
り
す
ぎ
じ

な
い

実
は
こ
れ

今
年
の
春
に

た
の
よ

や

と
日
の
目
を
み
た
わ
ね

い
い
な

私
も

お
う
か
な

い
に
行
く
な
ら
付
き
あ
う
わ
よ

本
当

そ
れ
じ

あ
ま
た
今
度
お
願
い

 
薔
薇
が
所

し
て
い
る
メ
イ
ド
服
は

ま
で
大

に
露
出
し
て
あ
る

 
ま
る
で
風

で
使
わ
れ
る
よ
う
な
ミ
ニ
ス
カ

ト
の
メ
イ
ド
服
で
あ

た

 
こ
う
し
て
全
員
が
準
備
を
完
了
し

後
は
八
幡
と
保
の

場
を
待
つ
ば
か
り
と
な

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
メ
イ
ド
の
会
を
始
め
る
と
す
る
の
ニ

最
初
の

は
ア
イ

ん

と
待

て
待

て

八
幡
と
師
匠
は

 
そ
こ
で
藍
子
が

た
よ
う
に
そ
う

ね
て
き
た

 
二
人
の
希
望
は

あ
く
ま
で
も
八
幡
と
一

に
メ
イ
ド
の
格
好
を
す
る
事
だ

た
か
ら
だ

ニ

ニ

 
そ
の
言
葉
に
フ

イ
リ
ス
は

何
故
か
首
を

げ
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

二
人
な
ら
最
初
か
ら
ず

と
い
る
の
ニ

よ

え
 
そ
の
言
葉
で
ほ
と
ん
ど
の
者
が

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見
回
し
た
が

二
人
の

は
無
い

八
幡

い
る
の

う
ん

ず

と
い
る
よ

 
そ
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
返
事
を
し
た
の
は
明
日
奈
で
あ

た

 
そ
の
顔
は
明
ら
か
に
笑
い
を

え
て
い
る

ど

ど
こ
に

あ
そ
こ
だ
よ

最
初
見
た
時
に
び

く
り
し
ち

て

誤
魔
化
す
の
が
大
変
だ

た
よ

 
そ
う
言

て
明
日
奈
が
指
差
し
た
の
は

 
ず

と
フ

イ
リ
ス
の
後
ろ
に

え
て
い
た
二
人
の
メ
イ
ド
で
あ

た

 
二
人
は
化

の
力
に
よ
り
こ
こ
ま
で
他
の
誰
も
気
が
付
か
な
い

上
手
く

態
し
て
い
た
の

だ
が

 
明
日
奈
だ
け
が
そ
の
事
に
気
付
い
て
い
た

さ
す
が
の
正
妻
力
で
あ
る

何
だ

明
日
奈
に
は
バ
レ
て
た
の
か
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僕
は
明
日
奈
さ
ん
の
最
初
の
態
度
で
絶
対
に
バ
レ
て
る
と
思

て
た
け
ど
ね

え

マ
ジ
で
か

上
手
く
化
け
た
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が
な

 
そ
の
二
人
の
美
女
は
八
幡
と
保
の
声
で
そ
う
言
い

 
そ
れ
で
明
日
奈
の
言
葉
が
真
実
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
一
同
は
大
き
く
口
を
開
け

 
次
の

間
に
驚
き
の
叫
び
を
上
げ
た
の
だ

た

 
小
猫
が
メ
イ
ド
服
を

た
の
は
か
な
り
前

第
３
４
７
話
で
す
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第
１
０
４
４
話
 
俺
の
男
に
な
り
や
が
れ

え八
幡
君
と
保
君

な
の

ど
う
し
て
そ
ん
な
格
好
を

俺
が
保
に
出
し
た

件
が
こ
れ
だ
か
ら
な

ど
う
せ
や
る
な
ら
笑
わ
れ
る
事
の
な
い
よ
う
に

 
メ
イ
ク
と
か
も
本
気
で
や
る

て
い
う

件
だ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

ふ
ふ
ん

フ

イ
リ
ス
に
メ
イ
ク
し
て
も
ら

た
ん
だ

ど
う
だ

よ
く
化
け
た
だ
ろ

 
そ
の
言
葉
で
女
性

は
一

に
八
幡
に
駆
け
寄

た

こ
れ

私
よ
り
も
か
わ
い
く
な
い

中
性
的

て
い
う
か

ど
う
し
よ
う

ち

と
変
な
気
分
に
な

て
き
た

は

八
幡

ち

と
そ
の
格
好
で

私
を

て
み
な
い

 
こ
ん
な
調
子
で
女
性

は
文

通
り
に

き
足
立

て
い
た

 
そ
の
光
景
を

め
な
が
ら
う
ん
う
ん
と

い
て
い
た
保
の
横
に

フ

イ
リ
ス
が
立

た
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保
君

ど
う
や
ら
大
成
功
み
た
い
だ
ニ

あ
あ
苦
労
し
た
甲
斐
が
あ

た
ね

み
ん
な
が
楽
し
そ
う
に
し
て
く
れ
て
僕
も
嬉
し
い
よ

 
保
は
こ
の
日
の

に
何
度
も
メ
イ
ク
イ

ン
を
訪
れ

準
備
に

走
し
て
い
た
の
だ

 
そ
の
顔
は
満
足
感
に
満
ち
て
お
り

フ

イ
リ
ス
は
そ
ん
な
保
を
素
直
に
尊
敬
し
た

 
一
方
八
幡
は
詰
め
寄

て
く
る
女
性

を
何
と
か
押
し
返
し
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
て
い

た
お
い
お
前
達
と
に
か
く
落
ち
着
け

ま
だ
会
は
始
ま

て
な
い
ん
だ
ぞ
ア
イ
開
会
の

だ
 
そ
れ
で
場
は
落
ち
着
き
を
取
り

し

指
名
さ
れ
た
藍
子
が
前
に
出
て

を
始
め
た

み
ん
な

今
日
は
私
と
ユ
ウ
の
希
望
を
叶
え
る

の
会
に
集
ま

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
ま
ず
最
初
に
私
達
の

に
走
り
回

て
く
れ
た
師
匠
に

手

 
一
同
は
保
に
向
け

し
み
な
い

手
を
し
た

保
は
フ

イ
リ
ス
に
押
し
出
さ
れ
て
前
に
出

る
と

 
藍
子
か
ら
マ
イ
ク
を
も
ら
い

お
ず
お
ず
と
語
り
出
し
た

き

今
日
は
こ
ん
な
変
わ

た
会
だ
け
ど
楽
し
ん
で
い

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
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で
す保

君

あ
り
が
と
う

と

て
も
楽
し
い
か
ら
心
配
し
な
い
で

そ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
保
は
ホ

と
し
た
よ
う
な
顔
を
し

そ
し
て
会
が
始
ま

た

 
飲
み
物
が
回
さ
れ

今
度
は
木
綿
季
が

の
音

を
と
る
よ
う
に
指
名
さ
れ
る

ボ
ク
が
や
る
の

分
か

た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

か
ん
ぱ

い

 
直
後
に
八
幡
が
ど
こ
か
ら
か
カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
て
一
同
に
言

た

そ
れ
じ

あ
俺
が
カ
メ
ラ
マ
ン
を
や
る
か
ら

番
に
写
真
を

る
ぞ

え

そ
れ
じ

あ
ヒ

キ

と
一

に

れ
な
い
じ

ん

そ
れ
は
後
の
お
楽
し
み
ニ

 
み
ん
な
カ
メ
ラ
に
写
る
時
は
八
幡
に
見
ら
れ
て
る

て
ち

ん
と
意
識
す
る
の
ニ

よ

 
こ
れ
は
保
の
提
案
で
あ

た

参
加
者
達
の
一
番
い
い
表
情
を
写
真
に
残
せ
る
よ
う
に
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え
て
八
幡
に
カ
メ
ラ
マ
ン
を
頼
み

フ

イ
リ
ス
が
言
う
よ
う
に

 
そ
れ
ぞ
れ
の
一
番
い
い
表
情
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
の
だ

 
そ
の
狙
い
は
見
事
に
は
ま
り
ま
る
で
グ
ラ
ビ
ア
の
よ
う
な
素
敵
な
写
真
が

産
さ
れ
て
い
く

 
ま
あ
こ
れ
は
あ
る
意
味
モ
デ
ル
達
の
質
が
良
す
ぎ
る
せ
い
も
あ
る
の
で
当
然
か
も
し
れ
な
い

ハ
イ
八
幡

私
と
明
日
奈
を
ち

ん
と

麗
に

る
の
よ

お
前
さ

何
で
そ
の
格
好
を
選
ん
だ
ん
だ

何
よ
八
幡
が
私
の
足
を
見
た
が

て
る

て
思

た
か
ら
サ

ビ
ス
し
て
あ
げ
た
ん
じ

な

い
ほ
ら
ほ
ら
し
の
の
ん
八
幡
君
が
困

て
る
か
ら
そ
の
く
ら
い
に
し
て

く
写
し
て
も
ら
お

べ

別
に
困

て
な
ん
か
な
い
ぞ

う
ん

二
人
と
も

 
メ
イ
ド
と
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が

よ
く
似
合

て
る
ぞ

ふ
ふ
ん

当
た
り
前
じ

な
い

ほ
ら
し
の
の
ん

ポ

ズ
ポ

ズ

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
大

に
い
く
わ
よ
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き
 
詩
乃
は
い
き
な
り

に

向
け
に
な
り

明
日
奈
を
自
分
の
方
へ
と
引

張

た

 
そ
の
ま
ま
詩
乃
は
八
幡
に

惑
的
な

線
を
向
け

 
明
日
奈
は
そ
の
上
で
女

の
よ
う
な
ポ

ズ
を
と
る
事
と
な

た

八
幡

シ

タ

お

お
う

 
詩
乃
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は

て
て
シ

タ

を
押
し
た

し

し
の
の
ん

き

と
か
わ
い
く

れ
て
る
わ
よ

て

明
日
奈

い

い
か
ら

も
う

も
う

 
明
日
奈
は
詩
乃
を

か

か
叩
き

詩
乃
は
笑
い
な
が
ら
逃
げ
て
い
く

 
次
に
八
幡
の
下
を
訪
れ
た
の
は

総
武
高
校
の
四
人
娘
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
次
は
あ

し
達
ね

ヒ

キ

お
願
い

先
輩

私
の
事

ち

ん
と
見
て
下
さ
い
ね
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ご
主
人
様

シ

タ

を
お
願
い
し
ま
す

 
他
の
三
人
と
比
べ

雪
乃
だ
け
が
思
い

き
り
メ
イ
ド
に
な
り
き

て
い
た

 
ご
丁

に

達

ま
で
か
け
る
こ
だ
わ
り

り
だ

分
か

た
分
か

た

ほ
れ

べ

べ

 
四
人
は

ま

て
上
目
遣
い
に
な
り

う
る
う
る
と
し
た

で
八
幡
を
見
つ
め
た

何
か
懐
か
し
い
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
シ

タ

を
切
り

 
次
に
ク
ル
ス
と
南
の
秘
書
コ
ン
ビ
が

薔
薇
と
共
に
や

て
き
た

う

や

ぱ
り
ク
ル
ス
も
室
⻑
も
凄
い
な

 
二
人
に

ま
れ
て

し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
南
の

に

八
幡
は
そ

と
手
を
置
い
た

そ
ん
な
事
気
に
す
る
な

南
も
ち

ん
と
か
わ
い
い
メ
イ
ド
さ
ん
に
な

て
る
ぞ

う

う
ん

 
南
は
顔
を

く
し

は
に
か
ん
だ
笑
顔
を
見
せ
た

八
幡
様

私
は
今
日

料
理
も
頑
張
り
ま
し
た

お
う

え
ら
い
ぞ
マ

ク
ス
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え
へ
へ

八
幡

私
の
格
好
に
も
そ
の

何
か
一
言
欲
し
い
の

ニ

 
薔
薇
が
精
一

ア
ピ

ル
し
な
が
ら
そ
う
言
い

八
幡
は
ス

と
目
を

め
た

さ

き
か
ら
思

て
た
け
ど
よ

そ
れ

自
前
だ
よ
な

う

う
ん

い
つ

た
ん
だ

え

と

源
平
合
戦
の

ニ

そ
う
い
う
の
は
実

に
俺
の
目
の
前
で
ネ
コ

メ
イ
ド
服
を
着
た
上
で
や
れ

て
ん
だ
よ
ま

た
く

 
そ
し
た
ら
さ
す
が
の
俺
も
ち

ん
と
褒
め
て
や
る
ん
だ
が
な

 
そ
れ
と
同
時
に
八
幡
の

内
で

か
つ
て
自
分
が
言

た
言
葉
が

る

や

ぱ
り
か

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
事
を
言

た
気
が
し
た
ん
だ
よ
な

 
薔
薇
は
八
幡
が
あ
の
時
の
事
を
覚
え
て
い
て
く
れ
た
事
に
胸
を
熱
く
し
た

ま
あ
そ
の

な
ん
だ

そ
の
メ
イ
ド
服

似
合

て
る
と
思
う
ぞ

 
ち

と

手
な
の
が
ま
た

お
前
ら
し
く
て
い
い
な
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あ

あ
り
が
と

ニ

こ
れ
か
ら
も
俺
の
役
に
た
つ
ん
だ
ぞ

小
猫

も
ち
ろ
ん
よ

一
生
役
に
た
つ

の
ニ

 
さ
り
げ
な
く
一
生
と
い
う
言
葉
を
付
け
足
し
た
薔
薇
の
表
情
は

充
足
感
に
満
ち
て
い
た

 
そ
の
後
も
次
々
と
八
幡
の
下
に
メ
イ
ド
が
訪
れ

記
念
写
真
を
ね
だ

て
い

た

 
か
お
り
は
千
佳
と
共
に
訪
れ
八
幡
の
自
分
へ
の
扱
い
が
千
佳
よ
り
も

い
と

を

ら
ま
せ

て
い
た

 
美
優

舞

香
蓮
の
三
人
は

美
優
の
扱
い
だ
け
が
明
ら
か
に
雑
で
あ

た

 
珪
子
は
珍
し
く
沙
希
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た

 
ど
う
や
ら
珪
子
は

が
得
意
な
沙
希
を
尊
敬
し
て
い
る
よ
う
で
最
近
色
々
と
教
わ

て
い

る
ら
し
い

 
フ

イ
リ
ス
は
遠

が
ち
な
萌
郁
を
フ

ロ

す
る
か
の
よ
う
に
明
る
く

る
舞

て
い
る

 
ど
ん
な
時
で
も
気
配
り
を
忘
れ
な
い

メ
イ
ド
の

の
よ
う
な
行
動
で
あ
る

 
明
日
香
と
フ
ラ
ウ
は
場
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
が

 
ど
う
や
ら
仲
間
意
識
が
芽
生
え
た
よ
う
で

二
人
仲
良
く
色
々
な
人
に
話
し
か
け
て
い
た
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そ
し
て
理
央
と
優
里
奈
が
八
幡
の
下
を
訪
れ
た

八
幡
さ
ん

私
達
も
お
願
い
し
ま
す

せ

か
く
だ
し

き

麗
に

て
ね

お

お
う

も
ち
ろ
ん
だ

 
こ
の
二
人
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
胸
を
ア
ピ

ル
し
て
お
り

 
八
幡
は
ど
ぎ
ま
ぎ
し
な
が
ら
シ

タ

を
押
し
た

そ
し
て

に

奴
が

を
現
し
た

 
も
は
や
ラ
ス
ボ
ス
と
言

て
い
い

神
崎
エ
ル
ザ
で
あ
る

は

ち
ま

ん

お
う

や

ぱ
り
お
前
は
ゴ
ス
ロ
リ
か

丁
度
い
い
や

優
里
奈

理
央

一

に
写
真

ろ

あ

は
い

う
ん

 
エ
ル
ザ
は
二
人
の
間
に
立
ち

業
ス
マ
イ
ル
で
は
な
い
本
物
の
笑
顔
を
作

た

 
八
幡
は
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
る
よ
う
で
何
よ
り
だ
と
思
い
な
が
ら
シ

タ

に
指
を

ば

し
た
が
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ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
る
そ
の
直
前
に

あ
ろ
う
事
か
エ
ル
ザ
は
二
人
の
胸
を
わ
し
掴
み
に
し
た

き
 
そ
し
て
パ
シ

と
い
う
音
が
し

エ
ル
ザ
は
二
人
に
ペ
ロ

と

を
出
し
た

ナ
イ
ス
お

ぱ
い

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
ま
ま
風
の
よ
う
に
去

て
い

た

ま

た
く
あ
い
つ
は

 
そ
ん
な
光
景
を

時
に
は
目
を

ら
し
つ
つ

保
も
楽
し
そ
う
に

め
て
い
た

保
君

保
君
も
一

に

ろ
う
よ

え
 
そ
う
声
を
か
け
て
き
た
の
は

顔
見
知
り
で
は
あ
る
が
あ
ま
り
接
点
が
無
い
南
で
あ

た

え

と

僕
な
ん
か
の
事
は
い
い
か
ら

他
の
子
達
と
一

に

て
く
る
と
い
い
よ

い
い
か
ら
い
い
か
ら

ほ
ら

こ

ち
こ

ち

 
南
は
強
引
に
八
幡
の
と
こ
ろ
に
保
を
引

張

て
い
き

 
普
通
に
写
真
を

て
も
ら

た
後
に

八
幡
に
自
分
の
ス
マ
ホ
を
差
し
出
し
た

八
幡

こ
れ
に
も
お
願
い
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オ

ケ

だ

 
そ
し
て

影
が
終
わ

た
後

南
は
ス
マ
ホ
を
い
じ
り
始
め
た

保
君

今
の
写
真

ゆ

こ
と
遥
に
も
送

と
く
ね

い
い

ち

ち

と
待

て
ち

と
待

て

そ
れ
は

 
保
は

た
が

時

に

し
で
あ
る

ふ
ふ
ん

も
う
送

ち

た

あ
あ

ち

と

 
南
は

を
出
し
な
が
ら
逃
げ
て
い
き

直
後
に
保
の
ス
マ
ホ
に
メ

ル
が

い
た

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

美
人
す
ぎ
て
ち

と
引
き
ま
す

ま

ま
あ
楽
し
そ
う
で
何
よ
り

か
な

 
保
は
そ
の
メ

ル
を
見
て

今
度
二
人
に
ど
ん
な
顔
で
会
え
ば
い
い
の
か
と

を

え
た

 
そ
の
直
後
に
保
の
両
手
が
誰
か
に
引
か
れ
た

藍
子
と
木
綿
季
で
あ
る

師
匠

一

に
写
真
を

ろ
う
よ

あ

あ
あ

八
幡

お
願
い
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お
う

 
二
人
は
も
う
と
て
も
元
気
そ
う
で
あ
り

保
は
目

が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
た

保

い
て
る
の
か

えし

師
匠

え

あ

あ
れ

本
当
だ

お
か
し
い
な

は
は

ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る

そ
の
ま
ま
笑

て
く
れ

ア
イ

ユ
ウ

お
前
達
も
だ

う
ん

あ

あ
あ

 
保
は
そ
の
言
葉
に

い

き
な
が
ら
笑
顔
を
作

た

師
匠

本
当
に
も
う
私
達
は
大
丈
夫
だ
か
ら
ね

ほ
ら

も

と
笑

て
笑

て

あ
あ

分
か

て
る

 
そ
し
て
八
幡
は

そ
の
光
景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
た

 
そ
の
後

今
度
は
女
性

が
八
幡
と
一

に
写
真
を

る
タ

ン
に
な
り
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保
は
涙
を

き

喜
ん
で
カ
メ
ラ
マ
ン
を
努
め
た

 
フ

イ
ン
ダ

に
写
る
み
ん
な
の
顔
は
満
面
の
笑
み
を

か
べ
て
お
り

 
保
は
そ
の
笑
顔
を

か
べ
さ
せ
て
い
る
八
幡
に

め
て
尊
敬
の
念
を

い
た

僕
も
い
つ
か

誰
か
に
あ
ん
な
顔
を
し
て
も
ら
え
る
男
に
な
れ
れ
ば

 
最
後
に
全
員
で
集
合
写
真
を

た
後

保
は
ぼ
そ
り
と
そ
う

い
た

 
そ
し
て

が
持
ち
込
ま
れ

影
し
た
写
真
の
配
布
が
行
わ
れ
た

に
終
了
予
定
時
刻
と
な

り 
保
は
フ

イ
リ
ス
に

そ
ろ
そ
ろ
会
を

め
よ
う
と
提
案
し
た

フ

イ
リ
ス
さ
ん

そ
れ
じ

あ
今
日
の
会
は
こ
れ
く
ら
い
で

も
う
少
し
だ
け
待

て
ニ

え

あ

う
ん

 
フ

イ
リ
ス
が
バ

ク
ヤ

ド
を
気
に
し
な
が
ら
そ
う
言
う
の
を
見
て

 
何
か
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
も
あ
る
の
か
な
と
思
い
保
は
と
り
あ
え
ず
壁
の
花
と
な

て
待
つ
事
に

し
た

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
が
全
員
に
話
し
か
け
る
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宴
も
た
け
な
わ
で
す
が

そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
の
時
間
と
な
り
ま
す
ニ

 
で
も
そ
の
前
に

こ
こ
で
一
つ

八
幡
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
ま
す
ニ

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は
ざ
わ

と
し
た

そ
の
お
相
手
は

今
回
一
番
頑
張

て
く
れ
た

保
君
ニ

へ
 
保
は
そ
の
言
葉
に
間
の
抜
け
た
声
を
上
げ
た

 
直
後
に
バ

ク
ヤ

ド
か
ら

一
人
の
男
性
が
中
に
入

て
く
る

 
否

よ
く
見
る
と
そ
れ
は

男
性
で
は
な
く
男
装
を
し
た
え
る
で
あ

た

た

保
さ
ん

え

え
る
さ
ん

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
見
つ
め
合
い

一
同
は
何
か
を
期
待
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
な

た

 
そ
し
て
え
る
は

真

な
顔
を
し
な
が
ら
保
に
言

た

おおお

俺
の
男
に
な
り
や
が
れ
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き

あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の

間
に
ギ

ラ
リ

か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

 
保
と
え
る
は
も
う
何
度
も
食
事
を
共
に
し
て
お
り
付
き
合
う
の
は
時
間
の
問
題
だ
と
思
わ

れ
て
い
た
が

 
ま
さ
か
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
か
も
え
る
か
ら
行
動
を

こ
す
と
は
思

て
い
な
か

た

 
場
は
最
高
に

り
上
が

て
い
た

こ

こ
う
い
う
の
は
僕
の
方
か
ら

こ

か
い
事
は
い
い
ん
だ
よ

 
プ
ラ
イ
ベ

ト
で
は
男
前
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
え
る
の
そ
ん
な

を
見
る
の
は
初
め
て
だ

た
保
は

 
そ
の
言
葉
に
思
わ
ず
こ
う
答
え
て
い
た

は

は
い

喜
ん
で

お
め
で
と
う

 
そ
の
場
に
い
た
全
員
か
ら
祝
福
の
言
葉
が
投
げ
か
け
ら
れ

 
そ
ん
な
二
人
の
写
真
は
南
の
手
に
よ

て

ゆ

こ
と
遥
に
も
送
ら
れ
た
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即
座
に
お
祝
い
の
メ

ル
が
保
に

く

ゼ
ク
シ

ド
さ
ん

お
め
で
と
う

お
幸
せ
に

こ
れ
か
ら
は
男
の
甲
斐
性
を
見
せ
る
ん
だ
よ

 
こ
う
し
て
メ
イ
ド
の
会
は
大
成
功
に
終
わ
り
ひ
と
組
の
カ

プ
ル
が
誕
生
す
る
事
に
な

た

の
だ

た

 
死
を
回
避
し

に
彼
女
ま
で
出
来
ま
し
た

お
め
で
と
う
ゼ

君
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第
１
０
４
５
話
 
令
和
事
変

 
あ

明
日
は
二
話
投
稿
し
ま
す

 
社
乙
会

メ
イ
ド
の
会
と

関
東
で
立
て
続
け
に
イ
ベ
ン
ト
事
が
開

さ
れ
て
い
る

 
ソ
レ
イ
ユ
社
⻑

雪
ノ
下
陽
乃
一
行
は
京
都
の
地
を

ん
で
い
た

 
主
な
メ
ン
バ

は

陽
乃

レ
ヴ

カ

ガ
ブ
リ
エ
ル

ア
ル
ゴ

ダ
ル

 
更
に
そ
こ
に

元
ラ
ウ
ン
ダ

の
メ
ン
バ

達
が

ソ
レ
イ
ユ

備
部
の
格
好
で
加
わ
る

 
要
す
る
に
ソ
レ
イ
ユ
の
非
合
法
活
動
を

え
る
者
達
が
萌
郁
以
外
は
全
て
一
同
に
会
し
て

い
る

態
だ

 
そ
の
最
初
の
訪
問
先
は

結
城
病
院
で
あ
る

知

さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

こ
れ
は
雪
ノ
下
社
⻑

よ
う
こ
そ
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た

こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

 
陽
乃
を
応
接
室
へ
と
案
内
す
る

知

自
ら
先

に
立

た
が
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そ
の

り
は
一
見
し
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
が

 
見
る
者
が
見
た
ら
明
ら
か
に
武
装
し
て
い
る
者
達
が
完

に

め
て
い
る

さ
す
が
に
も
の
も
の
し
い
で
す
ね

え
え

ま
あ
一
応
で
す
わ

一
応

う
ち
の
名
前
も
い
く
ら
で
も
出
し
て

い
て

い
ま
せ
ん
の
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
ん
な
思
わ
せ
ぶ
り
な
会
話
を
交
わ
し
た
後
陽
乃
は
知

に
い
く
つ
か
の
デ

タ
を
提

し

 
そ
れ
を
見
た
知

は

一

を
ひ
そ
め
た
あ
と

す
ぐ
に
明
る
い
顔
を
し
た

な
る
ほ
ど

こ
れ
な
ら
問
題
な
く
い
け
ま
す

い
え

や

て
み
せ
ま
す

良
か

た

こ
れ
で
ま
た
一
人
救
え
ま
す
ね

い
え
い
え

も

と

山
の
人
達
が
救
え
ま
す
よ

 
知

は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

陽
乃
も
顔
を

ば
せ
た

 
そ
の
時
部
屋
の
外
に
立

て
い
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
ド
ア
を
ノ

ク
し

顔
を

か
せ
た

ど
う
し
た
の

社
⻑

ゴ
イ
ン
キ

が
こ
ち
ら
に
向
か

て
き
て
い
ま
す
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え

ご

居

て

さ
ん

は
い

え
え

親

が

中
に
入

て

い
て
宜
し
い
で
す
か

も
ち
ろ
ん
よ

と
い
う
か
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
の
か
し
ら

 
こ
の
話
し
合
い
に

の
参
加
は
予
定
さ
れ
て
い
な
か

た
の
で
あ
る

 
そ
し
て
少
し
し
て
か
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
部
屋
の
前
に
到
着
し
た

を
室
内
に

き
い
れ
た

ふ
む

訓
練
さ
れ
た
い
い
兵
じ

の

キ

エ
ツ
シ
ゴ
ク

ほ

ほ

中
々
の
武
者

り
よ
な

じ
い
さ
ん

そ
れ
は
あ
た
し
の
兄
貴
だ

 
そ
ん
な

に

レ
ヴ

カ
が
気
安
く
話
し
か
け
た

 
二
人
は

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
で
チ

ム
を
組
ん
で
い
る
の
で
と
て
も
仲
が
い
い

 
ち
な
み
に
今

千
葉
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ

ズ

に

録
さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ

は

 
ハ
チ
マ
ン

モ
エ
カ

ラ
ン

レ
ヴ

ハ
ル

キ
ヨ
モ
リ
の
六
人
で
あ
る
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ほ
う

な
る
ほ
ど

そ
れ
な
ら
納
得
じ

 

の
カ
ブ
リ
エ
ル
に
対
す
る
評
価
は
上
々
の
よ
う
だ

 
そ
し
て
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
一
歩
下
が
り
前
に
出
た

は
最
初
に
知

の
表
情
を
じ

と
見

つ
め
た

ふ
ん

そ
の
顔
だ
と
今
回
も
上
手
く
い
き
そ
う
じ

の

 
い
い
か
知

死
ぬ
気
で
頑
張
る
ん
じ

ぞ

と
い
う
か
死
ね

親

さ

激

す
る
に
し
て
も
言
い
方

て
も
ん
が
あ
る
で
し

う

 
知

が

に
そ
う
苦
言
を

し
た
が

は
当
然
ス
ル

で
あ
る

 
そ
の
表
情
は
厳
し
い
も
の
で
あ

た
が
陽
乃
に
向
き
直

た

間
に

は
顔
を

ば
せ

た
陽
乃
さ
ん

元
気
そ
う
で
何
よ
り
じ

さ
ん
も
お
元
気
そ
う
で
何
よ
り
で
す
わ

ふ

ふ

ふ

小

が

を
こ
き
使

て
く
る
か
ら
の

け
込
ん
で
る
暇
が
な
い
ん
じ

よ 
そ
う
文

の
よ
う
な
事
を
言
い
な
が
ら
も

は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
あ

た
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こ
の

八
幡
の
事
が
好
き
す
ぎ
で
あ
る

親

は
絶
対
に

日
本
人
の
最
高
齢
ま
で
生
き
そ
う
だ
よ
ね

ふ
ん

そ
れ
く
ら
い
は
当
た
り
前
じ

 
小

の
子

達
が
成
人
す
る
く
ら
い
ま
で
は

年
お
年

を
く
れ
て
や
り
た
い
か
ら
の

 

が
言
う
と

本
当
に
そ
う
な
り
そ
う
な
の
が
恐
ろ
し
い

 
ち
な
み
に
そ
の
中
に
は
当
然
優
里
奈
と
藍
子
と
木
綿
季
も

ま
れ
て
お
り

 
今
年
は

に
か
な
り
の

を
準
備
済
の
よ
う
だ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
他
の
者
達
に
関

し
て
は

 
ま
だ
親
が
健
在
な

今
の
と
こ
ろ
は
そ
の

に
入

て
い
な
い

で

親

は
何
で
こ

ち
に
い
る
の

そ
ん
な
の
決
ま

と
る

陽
乃
さ
ん
の
護
衛
に
加
わ
る

じ

え
え

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う
こ
の
後
色
々
回
る
ん
じ

ろ

そ
の
時
に

が
い
た
方
が
何
か
と
都
合
が
い
い
じ

ろ
う
し
な
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そ
れ
は
そ
う
で
す
が

 
さ
す
が
の
陽
乃
も
こ
の
事
は
想
定
し
て
い
な
か

た
ら
し
く

や
や
迷
い
を
見
せ
た
が

 
ど
う
見
て
も

が
引
き
そ
う
に
な
い
の
で

そ
の

し
出
を
素
直
に
受
け
る
事
に
し
た

分
か
り
ま
し
た

お
願
い
し
ま
す

お
う

任
さ
れ
た
わ

と
い
う
か
陽
乃
さ
ん
も
遠

な
ん
か
せ
ず

 
こ
う
い
う
時
は
い
く
ら
で
も

を
こ
き
使

て
く
れ
て
い
い
ん
じ

よ

 
何
せ

は

も
う

い
先

い

い
じ

か
ら
の

さ

き
と
言

て
る
事
が
違
う

 
知

は

れ
た
が

当
然
そ
れ
も
ス
ル

で
あ
る

さ
て

そ
れ
じ

あ
レ
ヴ

の
嬢
ち

ん

そ
れ
に
そ

ち
の

ガ
ブ
リ
エ
ル
で
す

ガ
ブ
ち

ん
な

あ
と
そ
こ
の
で
か
い
の

天
王

と

し
ま
す

ユ

ゴ
な

四
人
で
護
衛
の
フ

メ

シ

ン
を
相
談
す
る
と
し
よ
う
か
の

 

が
最
後
に
声
を
か
け
た
の
は
天
王

だ

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
こ
の

り
の
実
力
者
の
見

め

り
は
さ
す
が
で
あ
る

 
四
人
は
部
屋
の

で
相
談
を
始
め

そ
の
間
に
陽
乃
達
も

手
術
関
連
の
相
談
を
始
め
た

 
そ
う

今
回
陽
乃
が
京
都
の
結
城
病
院
を
訪
れ
た
の
は

 
ノ
リ
こ
と
山
野
美
乃
里
の
手
術
に
関
す
る
話
を
す
る

で
あ

た

 
先
日
話
題
に
な

て
い
た
の
が

に
本
格
化
し
た
と
い
う
事
で
あ
る

 
同
時
に
シ
ウ
ネ

こ
と
安

の

に
関
す
る

況
の
説
明
も
行
わ
れ

 
自
分
も
知
ら
な
い
そ
の
情
報
の

密
さ
に

知

は

を

く
事
と
な

た

 
そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で
い
こ
う
か
の

は
い

防

チ

キ
も
す
ぐ
に
用
意
さ
せ
ま
す
の
で

 
護
衛
組
の
相
談
が
終
わ

た
の
を
見
て

陽
乃
が
そ
ち
ら
に
声
を
か
け
た

あ

さ
ん

つ
い
で
に
ち

と
変
装
を
し
て
み
な
い

変
装
じ

と

 
そ
の
陽
乃
の

し
出
に

は
楽
し
そ
う
な
顔
を
し
た

ほ
う
ほ
う

何
の

に
じ
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相
手
の
絶
望
を
深
く
す
る
に
は
こ

ち
の
⻤

は
最
初
は

し
て
お
か
な
い
と
で
し

う

確
か
に
そ
う
じ

な

そ
れ
じ

あ

当
に
見

て
く
れ
い

任
さ
れ
ま
し
た
わ

く

く
く

ふ
ふ

う
ふ
ふ
ふ
ふ

 
そ
う
笑
い
合
う
二
人
の
様
子
は
悪
役
そ
の
も
の
で
あ

た
が

 
実

こ
の
後
に
訪
問
す
る
予
定
に
な

て
い
る
場
所
は
敵
地
な

 
他
の
者
達
に
と

て
は
そ
の

は
実
に
頼
も
し
く
映

た
事
だ
ろ
う

そ

ち
の
話
し
合
い
も
終
わ
り
か
の

え
え

後
は
ダ
ル
君
に
お
任
せ
で
す
わ

ま

任
さ
れ
ま
し
た

 
ど
う
や
ら
ダ
ル
は

こ
の
後
行
く
場
所
に
は
同
行
し
な
い
よ
う
で
あ
る

ボ
ス

オ
レ

ち
は
腹
が

た
ぞ

そ
う
ね

ち

と

い
け
ど

お
昼
に
し
ま
し

う
か
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場
所
は
も
う
決
ま

と
る
の
か

い
い
え

ま
だ
で
す
わ

そ
れ
な
ら

が
い
い
店
を
紹
介
し
よ
う
か
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
言
葉
に

え
ま
す

 
そ
し
て
一
同
は
去

て
い
き

残
さ
れ
た
ダ
ル
に

知

が
言

た

そ
れ
じ

あ
僕
達
も
お
昼
に
し
よ
う
か

 
と
い

て
も
出
前
に
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど

そ
れ
で
い
い
か
い

も
ち
ろ
ん
僕
が

る

よ
ゴ
チ
に
な
り
ま
す

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
部
屋
に
残
り

注
文
を
済
ま
せ
た
あ
と

 
大
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
雑
談
に
入

た

陽
乃
さ
ん
達
は

こ
の
後
何
件
回
る
事
に
な

て
る
ん
だ
い

今
日
は
二

所
で
す

い
き
な
り
本

を
攻
め
る
予
定
で
す
お

本

か

攻
め
手
の
方
は
足
り
て
る
の
か
い

余

で
す
ね

元
々
芸
能
関
係
な
ん
て
ス
キ

ン
ダ
ル

れ
で
す
し
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お
金
の
流
れ
に
つ
い
て
も
ま
あ

裏

か
ら
何
か
ら
全
部
入
手
済
み
で
す

さ
す
が
だ
よ
ね

ま
あ
う
ち
は
そ
の

り

か
な
り

強
し
て
ま
す
か
ら

 
相
手
が
目
上
の
人
物
な

ダ
ル
は
か
な
り
ま
と
も
な

り
方
で
受
け
答
え
を
し
て
い
た

 
も
し
八
幡
が
こ
こ
に
い
た
ら
お
前
そ
ん
な

り
方
も
出
来
た
の
か
よ
と
驚
い
た
事
だ
ろ

う
し
か
し
今
の
ソ
レ
イ
ユ
に

を

る
な
ん
て

彼
ら
も
馬

な
事
を
し
た
も
ん
だ
よ
ね

ま
あ
来
年
か
ら

い
く
つ
か
事

所
を

収
し
た
事
も
あ

て

 
大
物
が
か
な
り
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

に
移

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
か
ら

 
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す

へ

そ
ん
な
大
物
が

え
ば

ス
イ

ト
バ
レ

ト

ワ
ル
キ

レ

フ
ラ
ン
シ

シ

イ
ノ
ハ
リ

 
そ
れ
に
御
影
ク
リ
ヤ

崎
う
に
と
か
の
若
手
が
続
々
と
移

を
希
望
し
て
ま
す
お

う
わ

そ
れ
は
凄
い
ね

音
楽
関
係
は
無
敵
じ

な
い
か

若
手

優
さ
ん
達
も
ど
ん
ど
ん
名
乗
り
を
上
げ
て
る
ん
で
こ
の
流
れ
は
も
う
止
ま
り
ま
せ
ん
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ね
そ
り

方
面
を
敵
に
回
す

だ
わ

 
そ
う

今
回
の
陽
乃
の
京
都
入
り
の
も
う
一
つ
の
目
的
は

 
関
東
で
勢
力
を

ば
す
ソ
レ
イ
ユ
に
ち

か
い
を
出
し
て
き
て
い
る

 
関
⻄
の
芸
能
界
事

所
と
そ
の
裏
に

く
裏
社
会
の
連
中
を

 
ま
と
め
て
潰
す

も
し
く
は

・交
・

し
て
穏

に
着
地
さ
せ
る
事
で
あ

た

 
そ
の

の
準
備
は
以
前
か
ら
着
々
と
進
め
ら
れ

今
は
も
う
完
了
し
て
い
た
が

 
陽
乃
は
八
幡
に

を
被
ら
せ
な
い

今
回
こ
の
役
目
を
自
分
が
全
て
引
き
受
け
る
事
に
し
た

の
で
あ
る

む

で
も
心
配
だ
な

親

は
ど
う
で
も
い
い
と
し
て

他
の
み
ん
な
が

ま
あ
確
か
に
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
け
ど

元

兵
も
い
ま
す
し

 
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
も
事
前
に
仕
込
ん
で
お
い
た
ん
で

大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

そ

か

僕
達
は

報
を
待
つ
し
か
な
い
ね

で
す
ね

 
こ
の
日
が

後
に
令
和
事
変
と
言
わ
れ
る
芸
能
界
の
再
編
成
の
始
ま
り
の
日
で
あ

た
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い
や

ま
あ
芸
能
人
関
係
は
出
て
き
ま
せ
ん
か
ら

ワ
ン
チ

ン
あ
る
の
は
俺
の
お
気
に
入

り
の
水
野
愛
く
ら
い
で
し

う
か
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第
１
０
４
６
話
 
正
し
い
判
断

 
せ

か
く
の

で
す
し

す
ぐ
に
も
う
一
話
投
稿
し
ま
す

ふ
う

食

た
食

タ

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

ア
ポ
は
と

て
あ
る
の
か
え

も
ち
ろ
ん
で
す
わ

き

と
・歓
・迎

し
て
く
れ
る
事
で
し

う

陽
乃
さ
ん
は

が
座

と
る
の

ふ
ふ

彼
の
望
み
を
叶
え
る

で
す
も
の

こ
れ
く
ら
い
は
ど
う

て
事
な
い
で
す
わ

 
そ
う

今
回
の
事
の
発

は

結
局
八
幡
が
そ
れ
を
望
む
か
ら

と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 
も
ち
ろ
ん
い
く
ら
ソ
レ
イ
ユ
で
も
不
可
能
な
事
は
あ
る
が

 
今
回
は
可
能
だ
か
ら
や
る

た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
最
初
の
お
宅
に
レ

ツ
ゴ
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そ
し
て
一
同
は
動
き
出
し

最
初
の
訪
問
先
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
そ
こ
は

外
に
あ
る
豪

で
あ
り

門
の
前
を
い
か
つ
い
男
達
が
守

て
い
る

 
門
の
横
に
は

原

と
書
い
て
あ

た

い
か
に
も

て
感
じ
よ
ね

気
に
す
る
事
は
な
い
ぞ
い

こ
や
つ
ら
は
た
だ
の
チ
ン
ピ
ラ
じ

 

を
降
り
た
後

そ
い
つ
ら
が

ん
で
く
る
か
と
思
わ
れ
た
が

 
そ
の
男
達
は
意
外
に
も

丁

な
態
度
で
こ
ち
ら
に
接
し
て
き
た

大
変
失

で
す
が

ソ
レ
イ
ユ
の
雪
ノ
下
様
で
宜
し
い
で
す
か

あ
ら

予
想
外
に

儀
正
し
い

じ

の
う

ま

た
く

々
し
い

 

は
何
故
か
そ
の

儀
正
し
さ
が
気
に
入
ら
な
い
よ
う
だ

 
そ
し
て
陽
乃
は
そ
の
男
達
に
笑
顔
で
返
事
を
し
た

え
え

そ
れ
で
合

て
る
わ

お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た

私
共
が
ご
案
内
し
ま
す

こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

あ
り
が
と



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
陽
乃
は
そ
の
男
達
の
後
を

々
と
付
い
て
い

た

 
奥
の
部
屋
に
で
も
案
内
さ
れ
る
と
思

た
の
だ
が

予
想
に
反
し
て
男
達
は

庭
の
方
に
向

か

て
い
く

こ

ち
で
い
い
の

は
い

会
⻑
か
ら
は

あ
そ
こ
の
縁
側
に
案
内
し
ろ
と

せ
つ
か

て
い
ま
す

へ

面
白
い
わ
ね

 
陽
乃
は
そ
の
予
想
外
の
対
応
に
興
味

々
な
顔
を
し
た

あ
ち
ら
で
す

 
見
る
と
縁
側
に
は
こ
ち
ら
に
手
を

て
い
る

人
が
お
り

 
陽
乃
は
そ
ち
ら
に
手
を

り
返
す
と

そ
の

人
に
呼
び
か
け
た

こ
ん
に
ち
は

こ
れ
は
ま
た
と
ん
で
も
な
い
美
人
さ
ん
が
来
た
も
ん
だ
こ
ん
に
ち
は
ソ
レ
イ
ユ
の
お
嬢
さ

ん 
そ
の

人
は
実
に
に
こ
や
か
に
こ
ち
ら
に
微
笑
み
返
し
て
き
た

あ
の

ボ
デ

チ

ク
と
か
は
し
な
く
て
い
い
ん
で
す
か
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相
手
が
何
も
言
わ
ず

こ
の
ま
ま
近
く
ま
で
行
け
て
し
ま
い
そ
う
だ

た

 
陽
乃
は
逆
に
自
分
か
ら
そ
の

人
に

ね
た

い
ら
な
い
よ

さ
あ

こ
れ
か
ら
の
話
を
し
よ
う
じ

な
い
か

 

人
は

揚
に
そ
う
言
い

陽
乃
は
そ
の
言
葉
に
応
え

人
の
隣
に

を
下
ろ
し
た

何
か

子
抜
け
で
す

も
う
少
し

め
る
展
開
を
期
待
し
て
た
ん
で
す
が

い
や

さ
す
が
の
う
ち
も

お
た
く
と
正
面
か
ら
や
り
あ

た
ら
潰
れ
て
し
ま
う
よ

そ
う
で
す
か

案
外
い
け
る
ん
じ

な
い
で
す
か

そ
の
手
に
は
乗
ら
な
い
よ
君
達
か
ら
す
れ
ば
出
来
る
だ
け
多
く
潰
し
た
い
と
い
う
の
は
分

か
る
が
ね

 
そ
の

人
は
陽
乃
の
挑
発
め
い
た
言
葉
に
も
笑
顔
で
そ
う
答
え
る
だ
け
で

 
決
し
て
こ
ち
ら
に
敵
意
を
向
け
よ
う
と
し
な
か

た

そ
れ
じ

あ

め
て

私
は

原
義

だ
よ

宜
し
く

雪
ノ
下
陽
乃
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
二
人
は

を
交
わ
し

こ
こ
で
の
話
し
合
い
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
始
ま

た

最
初
に
う
ち
が
関
係
し
と
る
者
達
の
移

の
話
だ
が
そ
れ
は
全
て
無

件
で
認
め
る
事
に
し
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た
よい

い
ん
で
す
か

あ
あ

お
た
く
か
ら
働
き
か
け
た
ん
じ

な
い

て
事
が
分
か

た
か
ら
ね

 
事
実

ソ
レ
イ
ユ
は
移

の

誘
な
ど
は
し
て
い
な
い

 
待
遇
の
良
さ
が
伝
わ

て

口
コ
ミ
的
に
そ
の
話
が
広
が

た
だ
け
で
あ
る

そ
れ
で
い
い
ん
で
す
か

も
ち
ろ
ん
だ
よ

何
も
言

て
な
い
の
に
出
て
行
か
れ
る

て
な
ら

 
悪
い
の
は
当
然
出
て
行
か
れ
た
方
さ

う
ち
と
し
て
は
そ
ち
ら
を
詰
め
る
事
に
な
る
だ
ろ
う

ね
な
る
ほ
ど

話
が

く
て
助
か
り
ま
す
わ

で
も
そ
れ
じ

あ
う
ち
が
も
ら
い
す
ぎ
で
す
し

 
会
場

備
や

々
に
つ
い
て
は

今
後
も
そ
ち
ら
に
お
任
せ
す
る
と
い
う
事
で

い
い
の
か
い

そ
れ
は
助
か
る
ね

こ
ち
ら
と
し
て
も

を
残
す
の
は
本
意
じ

あ
り
ま
せ
ん
の
で

今
後
と
も
友
好
的
で
い
ら
れ
れ
ば
い
い
ね

 
そ
う
言

て
二
人
は

手
を
し
た

子
抜
け
す
る
く
ら
い

ス
ム

ズ
な
解
決
で
あ
る
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な
ん
じ

い

つ
ま
ら
ん
つ
ま
ら
ん

 
そ
の
時

が

い
き
な
り
変
装
を
解
い
て
義

の
隣
に
座

た

お
や

じ

な
い
か

ま
だ
生
き
て
た
の
か

 
義

が

に
そ
う
声
を
か
け
る

ど
う
や
ら
二
人
は
知
り
合
い
の
よ
う
だ

 
と
い
う
か
実
は

な
じ
み
の

友
達
で
あ

た

 
そ
ん
な
関
係
の
者
も
最
悪
切
り

て
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ

の
本
気
度
が

え
る

ふ
ん

お
主

今
回
は
命

い
し
た
の
う

も
し
突

張

て
た
ら
ど
う
な

て
た

そ
ん
な
の
簡

じ

わ
い

明
日
の
今
ご
ろ
は

 
こ
こ
の
敷
地
内
を

察
が
我
が
物
顔
で
歩
き
回

て
た
じ

ろ
う
て

一
応
う
ち
は

そ

ち
に
も
顔
が
利
く
ん
だ
が
ね

そ
れ
も

ま
え
て
言

と
る
ん
じ

分
か
る
じ

ろ

な
る
ほ
ど
怖
い
怖
い
う
ち
も
そ
ろ
そ
ろ
変
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
時
期
な
の
か
も

な
む
し
ろ

い
わ
い

今
の
う
ち
の
当
主
は
二
十
二
才
の
若

じ

ぞ
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若

と
か
言
い
な
が
ら

分
嬉
し
そ
う
じ

な
い
か
よ

ふ
ふ
ん

日
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
わ

 
二
人
の
話
が
ひ
と

落
し
た
と
こ
ろ
で

陽
乃
は
義

に

を
し
た

そ
れ
で
は

か
い
と
こ
ろ
は
後
日
詰
め
る
と
い
う
事
で

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
や

も
う
行
く
の
か
い

え
え

こ
の
後
も
う
一

所
・

・

に

わ
な
い
と
い
け
な
い
所
が
あ
り
ま
し
て

へ

も
し
か
し
て
あ
そ
こ
か
な

ご
想
像
に
お
任
せ
し
ま
す
わ

 
義

は
そ
の
言
葉
に
難
し
い
顔
を
し
た

こ
れ
は
備
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
な

そ
う
じ

な

準
備
は
し
て
お
く
と
え
え

勢
力

大
の
最
初
で
最
後
の
チ

ン
ス
じ

ぞ

分
か

た

感
謝
す
る

な

に

感
謝
さ
れ
る

れ
は
な
い
わ
い

あ
く
ま
で
主
の
選
択
の
結
果
じ

 
あ
と
な

会
⻑
な
ら
社
⻑
が
や

て
る
事
く
ら
い

し
と
け

 
こ

ち
の
部
下
は
教
育
出
来
て
い
て
も

そ

ち
が

目
な
ら
結
局
意
味
無
し
じ
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そ
ん
な
に
ひ
ど
い
の
か
い

も
し
宜
し
け
れ
ば

資
料
を
お
見
せ
し
ま
し

う
か

す
ま
な
い
が

お
願
い
し
た
い

 
陽
乃
の
指

で

ア
ル
ゴ
が

を
使

て
義

に
説
明
を
始
め
た

こ
れ
は

ど
う
じ

が
言

て
た
事
の
意
味
が
分
か

た
じ

ろ

こ
れ
ほ
ど
か

分
か

た

死
ぬ
ま
で
に
大

し
て
み
せ
る
さ

お
う

主
の
バ

ク
の

治
家
は
も
う

目
じ

が

 
ラ
イ
バ
ル
も
潰
れ
る
ん
じ

何
と
か
な
る
じ

ろ

ま
あ
頑
張
れ
い

あ
あ

 
二
人
は
感

深
げ
に
そ
う
言
葉
を
交
わ
し
た

そ
れ
じ

あ
ま
た
の

お

い
年
じ

し
会
う
の
は
こ
れ
が
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
ん
が
の

は
は
は
は
は

は
ま
だ
ま
だ
殺
し
て
も
死
な
な
さ
そ
う
じ

な
い
か

ふ
ふ
ん

ま
あ
地
獄
で
先
に
待

と
れ

あ
あ

そ
れ
じ

あ
ま
た
な
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こ
う
し
て
最
初
の
訪
問
は
大
成
功
に
終
わ

た

 
義

は
正
し
い

況
判
断
で
自
ら
を
救

た
の
だ

た

さ
て

次
が
本
番
よ

み
ん
な

覚
悟
し
て
ね

 
陽
乃
は
一
同
に
は

ぱ
を
か
け

次
の
訪
問
先
へ
と
向
か

た

 
何
じ

い
お
前
ら
は

ア
ポ
を
と

て
お
り
ま
し
た

ソ
レ
イ
ユ
社
⻑
の
雪
ノ
下
と

し
ま
す

あ
あ

の

 
そ
の
応
対
し
て
き
た
男
は
明
ら
か
な
敵
意
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
き
た

フ
ン

こ

ち
だ

お

と

付
い
て
く
る
の
は
三
人
ま
で
だ

そ
れ
以
上
は
許
さ
ん

そ
う

そ
れ
じ

あ

と
レ
ヴ

は
こ
こ
に
残

て

 
陽
乃
の

員
は

と
ガ
ブ
リ
エ
ル

そ
れ
に
ア
ル
ゴ
の
三
名
と
な

た

 
こ
ち
ら
で
は
ボ
デ

チ

ク
も
行
わ
れ

カ
ブ
リ
エ
ル
の
銃
が

収
さ
れ
た
が

 

は
仕
込
み

を
持

て
お
り

ガ
ブ
リ
エ
ル
も
特

棒
は
残
さ
れ
る
事
と
な

た

 
ア
ル
ゴ
の

に
関
し
て
は
フ
リ

パ
ス
で
あ
る
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よ
う
こ
そ
い
ら

し

い
ま
し
た

 
そ
ん
な
四
人
を
出
迎
え
た
の
は

の
よ
う
な
顔
を
し
た

ら
し
い
男
で
あ

た

初
め
ま
し
て

ソ
レ
イ
ユ
の
雪
ノ
下
と

し
ま
す

私
は

頼
朝
と

し
ま
す

宜
し
く

 
二
人
は
に
こ
や
か
に
そ
う

を
し
陽
乃
は

め
ら
れ
る
ま
ま
ソ
フ

に

を
下
ろ
し
た

で

速
で
す
が

今
回
の
移

の
件

こ
ち
ら
と
し
て
は

 
は
い
そ
う
で
す
か
と
認
め
る

に
は
い
き
ま
せ
ん

ま
あ
当
然
で
し

う
ね

で
す
が

件
次
第
で
は
認
め
て
も
い
い
と
思

て
い
ま
す

ほ
う件

は
こ
ち
ら
に

 
頼
朝
は
そ
う
言

て

一

の

を
陽
乃
に
差
し
出
し
て
き
た

 
そ
こ
に
は
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
巨

の
移

金
が

わ
れ
る
事

 
正
式
な
移

は
一
年
後
に
も
う
一
度
本
人
の
意
思
を
確
認
し
て
か
ら
に
す
る
事

 
そ
れ
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

ソ
レ
イ
ユ
が
一
切
口
を
出
さ
な
い
事
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移

に

し
て
今
の
事

所
で
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
は
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
秘
密
と
し

 
も
し

れ
た
ら
巨

の

償
金
を

う
義

を
負
う
事

と
書
か
れ
て
い
た

そ
の

件
で
良
け
れ
ば
う
ち
と
し
て
は
認
め
る
の
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
と
思

て
い
ま
す

 
陽
乃
は
そ
の

を

て
見
た
後

じ

と
頼
朝
を
見
つ
め
た

何
か
ご
不
満
で
も

い
い
え

た
だ
そ
の
一
年
で
女
の
子
達
に
ど
ん
な

し
を
か
け
る
の
か
な

て
思
い
ま

し
て

す
事
な
ん
て
し
ま
せ
ん
よ

た
だ

・不
・幸
・な
・事
・故

は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

 
そ
れ
は
う
ち
と
は
ま

た
く
関
係
な
い
事
で
す
よ
ね

そ
う
で
す
ね

不
幸
な
事
故

て
の
は
よ
く
あ
る
事
で
す
か
ら

 
陽
乃
は
笑
顔
を
崩
さ
ず

懐
か
ら
一

の

を
そ

と
取
り
出
し
た

そ
れ
は

さ

き
こ
こ
の
入
り
口
で

い
ま
し
た
の
こ
ち
ら
の
落
と
し
物
か
な
と
思

て
お

け
し
よ

う
か
と

そ
れ
は
ど
う
も
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そ
う
言

て
頼
朝
は
そ
の

を
チ
ラ

と
見
て

顔
色
を
変
え
た

こ

こ
れ
は

あ
ら

何
か
書
い
て
あ
り
ま
し
た
の

な
る
ほ
ど

そ
う
き
ま
す
か

何
の
事
や
ら
さ

ぱ
り
で
す
わ

 
そ
の

に
書
か
れ
て
い
た
の
は
裏

の
内
容
で
あ

た

 
た
だ
し
い
つ
で
も
切
り

て
可
能
な
別
会
社
名
義
と
な

て
お
り

 
こ
こ
と
そ
の
会
社
と
の
繋
が
り
は

に

さ
れ
て
い
る

ど
う
や
ら
何
か
の

の
よ
う
で
す
が

ま
あ
う
ち
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
ね

あ
ら
そ
う
で
し
た
の

ど
う
し
て
そ
ん
な
も
の
が
落
ち
て
た
の
か
し
ら

さ
あ

謎
で
す
ね

 
こ
の
時
点
で
は

男
は
ま
だ
ま
だ
余

そ
う
で
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
な
た
に
枕

業
を
強
要
さ
れ
た

て

し
出
て
い
る
子
達
が
い
る
ん
で
す
け
ど

 
何
か

し
て
ら

し

い
ま
す

は
は

援
者
の
方
と
の

親
会

度
で
も

そ
う
言

て

ぐ
子
は
い
ま
す
か
ら
ね
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一
切
証

は
残
し
て
い
な
い
と
い
う
確
信
が
あ
る
の
だ
ろ
う

 
そ
う
答
え
る
頼
朝
の
顔
は
自
信
に
満
ち

れ
て
い
た

あ
あ

確
か
に
最
近
の
子
は
大
げ
さ
で
す
も
の
ね

そ
う
な
ん
で
す
よ

ま

た
く
困

た
事
で
す

お

い
苦
労
し
ま
す
わ
よ
ね

い
や

ま

た
く
で
す

 
そ
の
時
陽
乃
が
チ
ラ
リ
と
時
計
に
目
を
走
ら
せ

こ
う

い
た

そ
ろ
そ
ろ
か
し
ら
ね

何
が
で
す

い
え

そ
ろ
そ
ろ
あ
な
た
に

話
が
あ
る
ん
じ

な
い
か
な

て

え
 
そ
の
予
言
通
り

男
の

が
鳴

た

そ
の
表

さ
れ
て
い
る
名
前
は

 
彼
の

援
者
で
あ
る
大
物

治
家
か
ら
で
あ

た

ど
う
ぞ

遠

な
く
出
て
下
さ
い
ね

い

言
わ
れ
な
く
て
も
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そ
し
て

男
は

話
に
出
た
が

相
手
は
一
言
言

て

話
を
切

た
よ
う
で

 
通
話
時
間
は
一

で
あ
り

男
は

然
と
し
た
顔
を
し
た

お

お
前

一
体
何
を
し
た

さ
て

何
で
し

う

 
そ
の

間
に
陽
乃
の
雰
囲
気
が

変
し
た

 
今
日
は
十
二
時
に
も
う
一
話
投
稿
し
ま
す
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第
１
０
４
７
話
 
進
む
再
編
成

 
本
日
二
話
目
に
な
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

お
前
の
所
と
は
も
う
終
わ
り
だ

だ
と

一
体
ど
う
な

て
や
が
る

 
頼
朝
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
そ
う

き
陽
乃
は
確
認
す
る
手
間
が
省
け
た
と
内
心
で
ほ
く
そ
笑
ん
だ

ふ

ふ
ざ
け
る
な

お
前
達
の
差
し
金
だ
ろ
う

そ
う
で
す
が
何
か

 
実
は
陽
乃
は
先
日

頼
朝
が

す
る
超
大
手
芸
能
事

所

プ
ロ
ダ
ク
シ

ン

の

 
後
ろ
盾
に
な

て
い
た
大
物
議
員
の
金
と
女
の
問
題
を
密
か
に
嘉
納
大
臣
に
リ

ク
し

 
そ
の
秘

と
引
き
換
え
に

プ
ロ
と
の
縁
を
切
る
よ
う
に
と

下
に

・お
・願
・い

し
て
も
ら

て
い
た

 
同
時
に
そ
れ
は

嘉
納

の
勢
力
の

大
に
も
繋
が

て
い
た

 
嘉
納
は
そ
の
陽
乃
の
お
願
い
を
喜
ん
で

し
た
の
だ

た
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そ
の

話
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
今
だ

た
と
い
う
事
で
あ
る

と
こ
ろ
で
さ

き
の
裏

で
す
け
れ
ど

実
は
そ
の
子
会
社
の
社
⻑
さ
ん

 
も
う

察
に

プ
ロ
と
の
関
係
を
全
部
自
白
し
ち

て
る
ら
し
い
で
す
よ

な

何
だ
と

あ
く
ま
で
噂
で
す
け
ど
ね

う
・
わ
・
さ

 
そ
う
言

て
陽
乃
は
ウ

ン
ク
し

頼
朝
は

る

る
と

え
始
め
た

こ
の
ア
マ

あ
ら

そ
れ
が
素
な
の
か
し
ら

き

怖

い

五
体
満
足
で
こ
こ
を
出
れ
る
と
思
う
な
よ

お
前
ら

も
う
い
い

殺
せ

 

分
と

な
事
だ
が
人
生
が
破
滅
す
る

戸

に
い
る
者
の
行
動
と
し
て
は
あ
り
う
る
だ

ろ
う

 
そ
し
て
そ
の
言
葉
を
合
図
に
頼
朝
の
取
り

き
二
人
が
一

た
後
一

に
懐
か
ら

銃
を
抜
く

 
だ
が
そ
の
手
に
持
つ
銃
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

棒
と

の
仕
込
み

に
一

で
叩
き
落
と

さ
れ
た
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ぐ
わ

ひ
い

銃
を
抜
く
の
が

い

ぬ
る
い
の
う

 
取
り

き
二
人
は
一

で
無
力
化
さ
れ

そ
ん
な
二
人
に
陽
乃
が
言

た

見
て
て
分
か

た
で
し

う

こ
い
つ
は
も
う
終
わ
り
よ

 
と
こ
ろ
で
あ
な
た
達

実
は
も
う

察
が
こ
こ
に
向
か

て
る
ん
だ
け
ど

 
あ
な
た
達
は
こ
い
つ
に
銃
を
撃
つ
事
を
強
要
さ
れ
た

て
私
が
証
言
し
て
あ
げ
ま
し

う
か

 
そ
う
す
れ
ば
あ
な
た
達
の
罪
は
か
な
り

く
な
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
ま
る
で
悪
魔
の
所
業
で
あ
る
が

そ
の
二
人
は
陽
乃
の
提
案
に
飛
び
つ
い
た

そ
れ
じ

あ
こ
い
つ
を

束
し
て
お
い
て
も
ら
え
る

は

は
い

分
か
り
ま
し
た

お

お
前
ら

 
頼
朝
は
激
高
し
た
が

も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
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け

察
が
す
ぐ
来
る
な
ん
て
デ
マ
に
決
ま

て
る

 
お
前
達

俺
と
一

に
逃
げ
よ
う

今
な
ら
間
に
合
う

 
頼
朝
が
そ
う

生

が
悪
い
事
を
言

た
が

そ
ん
な
頼
朝
に
ア
ル
ゴ
が

の
画
面
を
見
せ

た 
そ
こ
に
は
モ
ニ
タ

を
見
て
い
た

察
が

て
て
動
き
出
す
シ

ン
が
映

て
い
た

こ

こ
れ
は

あ
そ
こ
に
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
が
あ
る
だ
ろ

 
あ
れ
の
奥
に
あ
る
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
の
少
し
前
の
映
像
だ

 
か
な
り
遠
い
が
窓
か
ら
見
え
る

置
に
確
か
に
そ
の
ソ

シ

ル
・
カ
メ
ラ
は
存
在
し
た

実
は
あ
そ
こ
の
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
ね
か
な
り
遠
く
ま
で
見
え
る
よ
う
に
調
整
し
て
あ

て

 
今
日

察
の
人
が
現
地
で
テ
ス
ト
を
し
て
た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
せ
い
で
こ
の
部
屋
の
映
像
も

偶
然
映

ち

て
た
と
思
う
の
よ
ね

は
 
そ
の
陽
乃
の
言
葉
に
頼
朝
は

然
と
し
た

い
や

た
ま
た
ま
あ
そ
こ
で
テ
ス
ト
を
し
て
た
な
ん
て

偶
然

て
怖
い
よ
ナ
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え
え

怖
い
わ
よ
ね

ぐ

偶
然
な

が
あ
る
か

ま
あ
確
か
に
ど
こ
の
カ
メ
ラ
で
テ
ス
ト
を
す
る
か

決
め
た
の
は
私
だ
け
ど
ね

 
陽
乃
は

て
へ

と
い

た
感
じ
で
自
ら
の

を
叩
き

頼
朝
は
発
狂
し
た

ふ
ざ
け
る
な

そ
ん
な
事
が
許
さ
れ
て
た
ま
る
か

そ
ん
な
事
言
わ
れ
て
も
あ
れ
は
う
ち
の
製
品
だ
し
ね

私
が
ど
こ
で
テ
ス
ト
し
よ
う
が
勝

手
で
し

ソ
レ
イ
ユ
を

く
見
す
ぎ
じ

ね
え
の
か

ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
が
普

し
た
ら

 
そ
う
い

た
町
の
情
報
を
う
ち
が

る
事
に
な
る
ん
だ

監

社
会
と
か
言
わ
れ
ち

う
か
も
だ
け
ど

そ
の
判
断
も

に
全
部
任
せ
ち

う
つ
も
り

だ
し
ね

犯
罪
性
が
無
け
れ
ば

が
何
か
言
う
事
も
な
い

一

人
に
と

て
は
犯
罪
が

て
万
々

だ
ナ

は

い

と
い
う

で

あ
な
た
は
現
行
犯
で

捕
さ
れ
ま

す

体
的
に
は
殺
人
教

か
な
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く

く
そ

く
そ

 
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に

察
が
訪
れ

頼
朝
は
連
行
さ
れ
て
い

た

 
取
り

き
二
人
も
連
れ
て
行
か
れ
た
が

陽
乃
が
こ
の
二
人
も
被
害
者
で
す
と
主
張
し
た

 
お
そ
ら
く

は
免
れ
る
と
思
わ
れ
る

ボ
ス

何
で
あ
の
二
人
を
助
け
た
ん
ダ

だ

て
あ
の
人
達

銃
を
抜
く
の
を

た
じ

な
い

 
多
分
あ
の
社
⻑
に

々

て
た
ん
だ
と
思
う
の
よ

な
る
ほ
ど

良
く
見
て
や
が
る
ナ

 
そ
の
後
の
調
査
で
そ
の
二
人
に
前

と
呼
べ
る
も
の
は
な
く

 
た
だ
ガ
タ
イ
が
い
い
か
ら
と
い
う
だ
け
で
銃
を
持
た
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
が
分
か
り

 
そ
の
二
人
は
陽
乃
の
計
ら
い
で
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社
す
る
事
と
な

た

 
社
内
の

備
担
当
と
し
て

彼
ら
は
正
し
い
人
生
を
歩
み
始
め
る

  
そ
し
て
そ
の
次
の
日

陽
乃
達
一
行
は

 
朝
か
ら
芸
能
界
と
関
係
の
あ
る

ヤ
ク
ザ
・
暴
力
団
関
係
の
事

所
を
回

て
い
た
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こ
ん
に
ち
は

ソ
レ
イ
ユ
で

す

あ

お

お
う

話
は

い
て
る

ま
あ
入

て
く
れ

 

事

所
で
陽
乃
は

ソ
レ
イ
ユ
に

し
を
か
け
よ
う
と
し
た

プ
ロ
が
ど
う
な

た
か
を

 
・

・体
・的
・に
・

・

・や
・色
・々

・な
・犯
・罪
・の
・証
・

を
見
せ
な
が
ら

切
丁

に
説
明
し
た

 
そ
の

や
証

が
偶
然
そ
れ
ら
の
事

所
に
関
わ
る
資
料
だ

た

 
ほ
と
ん
ど
の
事

所
は
顔
を

く
し

何

所
か
は
実
力
行
使
を
し
よ
う
と
し
た
が

 
同
時
に
陽
乃
が
ソ
レ
イ
ユ
に
敵
対
し
な
い
限
り
は

久
に
何
も
し
ま
せ
ん
と
一

書
い
た

 
ほ
と
ん
ど
が
穏

に
陽
乃
の
提
案
を
受
け
入
れ

 
芸
能
関
連
で
誰
か
を
不
幸
に
す
る
よ
う
な
度
を
超
え
た
事
は
も
う
し
な
い
と
約
束
し
て
く
れ

た 
も
ち
ろ
ん
一

に
行
動
し
て
い
た

の
存
在
も
大
き
か

た

 
ほ
と
ん
ど
の
事

所
の
ト

プ
が
高
齢
で
あ
り
そ
の
目
の
前
を

が
う
ろ
う
ろ
し
た
だ
け

で 
最
終
的
に
全
て
の
事

所
が
ソ
レ
イ
ユ
に
降
伏
す
る
事
と
な

た
の
で
あ
る

 
こ
う
い
う
者
達
は

融
通
を
利
か
せ
て
く
れ
る
大
手
の

者
に
逆
ら
う
事
は
出
来
な
い
の
だ
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も
し
そ
れ
を
し
て
し
ま

た
ら

今
度
は
自
分
達
が

 
同
じ
く
結
城
病
院
に
お
世
話
に
な

て
い
る
同
業
者
に
狙
わ
れ
る
事
に
な
る

 

を
負
う
事
の
多
い
非
合
法
活
動
の

事
者
に
と

て

 

者
は
そ
れ
ほ
ど
影

力
の
あ
る
存
在
な
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
陽
乃
と
し
て
は

ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
が
普

し
て
い
く
に
連
れ

 
こ
う
い

た
者
達
は

自
分
が
直
接
手
を
下
さ
な
く
て
も

 
勝
手
に

さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る

 
小
さ
な
芸
能
事

所
に
つ
い
て
は

裏
社
会
か
ら
の
ち

か
い
が
無
く
な

た
分

 
自
力
で
頑
張

て
ね

と
い

た
感
じ
で
あ
る

 
そ
の

こ
の
事
件
の
後

関
⻄
に
関
し
て
ソ
レ
イ
ユ
は

 

プ
ロ
ダ
ク
シ

ン
以
外
か
ら
の
移

を
認
め
な
い
よ
う
に
な

た

ふ
う

終
わ

た
終
わ

た

思

た
よ
り
も
簡

だ

た
な

ボ
ス

ま
あ
準
備
に
そ
れ
だ
け
時
間
を
か
け
た
か
ら
ね

 
こ
れ
で
関
⻄

の
芸
能
事

所
の
再
編
成
は
ほ
ぼ
完
了
し
た
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も

と
も
こ
れ
は
関
⻄
の
芸
能
界
が
大
手
に

ら
れ
て
い
た
せ
い
で
こ
う
も
簡

だ

た

だ
け
で

 
関
東
の
事

所
は
小
さ
な
も
の
が
乱
立
し
て
い
る

 
そ
こ
に
手
を
突

込
む
の
は
か
な
り
大
変
だ
と
思
わ
れ
た

ま
あ
徐
々
に
い
い
影

が
出
て
い
く
と
思
う
か
ら

 
調
査
を
続
け
つ
つ

し
ば
ら
く
様
子
見
に
な
る
の
か
し
ら
ね

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
ナ

こ
れ
で
多
少
は
風
通
し
が
良
く
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う

く
陽
乃
の
顔
は

達
成
感
に
満
ち
て
い
た

  
そ
し
て
日
曜
の
午
後

陽
乃
達
は
再
び
義

の
下
を
訪
れ
た

こ
ん
に
ち
は

い
や

こ
ん
ば
ん
は
か
な

や

日
か
ら
今
日
に
か
け
て

分

手
に
や

た
み
た
い
だ
ね

あ
は
は

そ
れ
ほ
ど
で
も

い
や
い
や

お
か
げ
で
い
く
つ
か
の
事

所
か
ら
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う
ち
に
合
流
出
来
な
い
か

て
打

が
来
て
る
み
た
い
だ
よ

移

希
望
も
ひ

き
り
な
し

さ
あ
ら

て
事
は

速
社
内
に
手
を
突

込
ん
だ
ん
で
す
か

あ
あ

所
属
タ
レ
ン
ト
の
所
を
回

て
謝
罪
行
脚
し
た
か
ら

 
口
コ
ミ
で
う
ち
が
変
わ

た

て
評
判
に
な

た
み
た
い
だ
ね

社
⻑
も
ク
ビ
に
し
た
よ

 
こ
れ
で
も
う
今
後
は
裏
社
会
か
ら
の
影

も
少
な
く
な
る
し
本
当
の
意
味
で
の

争
社
会
の

始
ま
り
さ

そ
れ
は
健
全
に
な
り
ま
す
ね

あ
あ

君
達
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
る

 
二
人
は
そ
う
言

て
笑
い
合

た

残
る
は
関
東
だ
ね

え
え

ま
あ
あ

ち
の
バ

ク
は
基
本
大
企
業
な
ん
で

ち

と
面
倒
な
ん
で
す
よ
ね

で
も
君
達
な
ら
や
れ
る
ん
じ

な
い
か

ど
う
で
し

う

ま
あ
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

地
道
に
い
き
ま
す
わ

そ
う
い
え
ば
今
日
は

は
い
な
い
の
か
い
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え
え

さ
ん
は

日
の
今
日
で
義

さ
ん
に
会
う
の
は

だ
か
ら
先
に
帰
る
そ
う
で

す
わ

 
う
ち
の
次
期
社
⻑
に

く
褒
め
て
も
ら
い
た
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど

あ
あ

噂
の
彼
か

そ
れ
に
関
し
て
は

が

ま
し
い
よ

 

者
で
は
な
く
と
も
い
い
後
継
者
を
手
に
入
れ
ら
れ
た
み
た
い
だ

て
ね

良
か

た
ら
今
度
こ
こ
に
連
れ
て
き
ま
す
わ

そ
れ
は

難
い
ね

是
非
私
が
ま
だ
生
き
て
る
う
ち
に
頼
む
よ

は
い

約
束
し
ま
し
た

さ
て

私
も
彼
に
褒
め
て
も
ら
わ
な
い
と

あ
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
ま
た
い
ず
れ

え
え

ま
た
で
す

  
こ
れ
が
フ

ン
の
間
で
芸
能
界
令
和
事
変
と
呼
ば
れ
る
事
件
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る

 
も

と
も
フ

ン
の
目
か
ら
は

に

察
が
芸
能
界
に
手
を
突

込
ん
だ
の
だ
と
し
か
思
わ

れ
て
お
ら
ず

 
そ
れ
に

い
多
く
の
ア

テ

ス
ト
や

優
達
の
移

が
進
み
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同
時
に
ソ
レ
イ
ユ
所
属
の
ア

テ

ス
ト
が

え
た
せ
い
で

 
以
前
の
よ
う
に
街
中
か
ら
音
楽
が

こ
え
て
く
る

度
が
や
や

え
た
と
た
だ
そ
れ
だ
け

の
話
で
あ
る

 
芸
能
界
は
ほ
ん
の
少
し
風
通
し
が
良
く
な
り

八
幡
は

に

じ
じ
い

よ
く
や

た
な

お
疲
れ

と
声
を
か
け

 
所
属
ア

テ

ス
ト
が

え
た
せ
い
で

ソ
レ
イ
ユ
は
本
社
ビ
ル
の
隣
の
ビ
ル
を

収
し

 
そ
こ
を
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

の
本

地
と
す
る
事
と
な

た

 
本
日
二
話
目
に
な
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い
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第
１
０
４
８
話
 
グ
ウ

ン
の
新
装
備

 
日
付
は
変
わ

て
二
十
日
の
夜

芽
衣
美
は
や

と
入
れ
る
よ
う
に
な

た
学
校
の
寮
で

 
開
放
感
を
満

し
て
い
た

要
す
る
に
そ
れ
ほ
ど
自
宅
に
い
る
の
が

か

た
の
で
あ
る

は

ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て

八
幡
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
か
な
い
よ

 
実
は
つ
い
先
ほ
ど
ま
で

芽
衣
美
の
歓
迎
会
が
こ
の
部
屋
で
行
わ
れ
て
い
た
の
だ

 
芽
衣
美
は
同
世
代
の
者
達
と
の
交
流
を
存
分
に
楽
し
み

 
そ
し
て
今

八
幡
の

に
働
く
べ
く

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ

た

さ
て

待

は

い
て
る
か
な

 
芽
衣
美
は
そ
う

き
な
が
ら

ア
ミ

ス
フ

ア
を
か
ぶ

た

最
初
は
Ｇ

Ｅ
Ｎ
で

と

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

  
グ
ウ

ン
は
小
人
の
靴
屋
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
す
ぐ
に
ギ
ル
ド
の
コ
ン
ソ

ル
を
チ

ク
し

た 
そ
し
て
そ
こ
に
一
通
の
メ

セ

ジ
が

い
て
い
る
の
を
見
付
け
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ほ
く
そ
笑
み
な
が
ら
グ
ラ
ン
ゼ
を
探
し
た

グ
ラ
ン
ゼ

い
る

あ
ら
グ
ウ

ン

今
日
は

か

た
の
ね

ご
め
ん

ち

と
友
達
と

り
上
が

ち

て

え

そ
う

あ
な
た
に
友
達
な
ん
て
い
た
の
ね

ぐ
 
グ
ラ
ン
ゼ
に
悪
気
は
な
く
以
前
グ
ウ

ン
が
自
分
に
は
友
達
は
い
な
い
と
言

て
い
た
の
を

思
い
出
し

 
そ
れ
で
た
だ
何
と
な
く
そ
う
口
に
し
た
だ
け
だ

た
の
だ
が

 
こ
う
い
う
所
が
グ
ラ
ン
ゼ
の
一
番
の

点
と
言
え
る

こ
れ
は
お
そ
ら
く
⺟
親
に
似
た
の
だ
ろ

う 
幸
原
議
員
も
よ
く

反
射
で
ツ
イ

タ

で
余
計
な
事
を

い
て
し
ま
い

上
を

り
返

し
て
い
る

は

そ
れ
に
し
て
も
困

た
わ

こ
こ
ま
で
素
材
が
入
手
出
来
な
い
な
ん
て
ね

 
小
人
の
靴
屋
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
公
開
し
た

場
に
は
行
か
な
い
と

々
に
宣
言
し
て
し
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ま

て
い
た

 
こ
れ
も
ま
た

グ
ラ
ン
ゼ
の
悪
い

が
出
た
結
果
と
言
え
る

 
別
に
そ
ん
な
宣
言
を
す
る
必
要
は
な
く

て

を
し
て
い
れ
ば
良
か

た
の
に

 
見
栄
が

魔
を
し
て

反
射
で
行
か
な
い
と
公
に
言

て
し
ま

た
の
だ

も
う
い

そ

宣
言
を

回
し
て

り
に
行
け
ば

そ
ん
な
事
出
来
な
い
わ
よ

格
好
悪
い

こ
の
見
栄

ぱ
り

 
グ
ウ

ン
は
そ
う
思

た
が

も
ち
ろ
ん
口
に
出
す
事
は
な
い

そ
れ
じ

あ
こ

そ
り

り
に
行
け
ば

そ
れ
が
無
理
な
の
よ
ど
の

り
場
に
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
ま
め
に
顔
を
出
し
て
る

し 

ギ
ル
ド
の
連
中
も

あ
ち
こ
ち
の

り
場
に
散

て
る
ん
だ
も
の

お

ち

ん
と
作
戦
は
機
能
し
て
る
み
た
い
ね

こ
れ
な
ら

 
グ
ウ

ン
は
今
し
か
な
い
と
思
い
グ
ラ
ン
ゼ
に
先
ほ
ど

い
て
い
た
メ

セ

ジ
に
つ
い
て

報
告
し
た
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ね

グ
ラ
ン
ゼ

そ
う
い
え
ば
こ
ん
な
メ

セ

ジ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
か
ら

い
て
た
よ

ヴ

ル
ハ
ラ
か
ら

ど
う
や

て

多
分
メ

セ

ジ
の

張
機
能
を
使

て

 
ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
ド
ア
に
直
接
接
触
し
て
送

て
き
た
ん
じ

な
い
か
な

あ
ら

そ
ん
な
事
が
出
来
る
の
ね

で

ど
ん
な
内
容

え

と
ね
二
十
五
日
の
夜
に
ハ
チ
マ
ン
主

で
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

を
大

模
に
や

る
か
ら

 
参
加
し
ま
せ
ん
か

て
い
う
誘
い
み
た
い

ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

へ

景
気
の
い
い
事
ね

 
グ
ラ
ン
ゼ
は

味

く
そ
う
言

た
が

参
加
す
る
気
は
な
い
ら
し
く

 
す
ぐ
に
興
味
の
無
さ
そ
う
な
表
情
を
し
た

は
 
グ
ウ

ン
は
も
う
少
し
真
面
目
に
こ
の
事
の
影

を
考
え
ろ
よ
と
思
い
つ
つ

 
グ
ラ
ン
ゼ
の
思
考
を
誘

す
る
事
に
し
た

グ
ラ
ン
ゼ

そ
れ

て
チ

ン
ス
な
ん
じ

な
い
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と
い
う
と

だ

て
ほ
と
ん
ど
付
き
合
い
の
無
い
う
ち
に

待

が
来
る
く
ら
い
だ
よ

 
当
然

ギ
ル
ド
や
他
の
ギ
ル
ド
に
も

待

が
行

て
る
は
ず
じ

な
い

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
ね

て
事
は

二
十
五
日
に

す
る
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い

て
事
に
な
ら
な
い

あ

た

確
か
に

 
グ
ウ

ン
に

切
丁

に
説
明
さ
れ

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
や

と
今
回
の
事
が
チ

ン
ス
な
の
だ
と
思
い
当
た

た
よ
う
だ

 
も

と
も
そ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
の
戦
略
で
あ
る

結
局

ら
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
だ

た
が

で
さ

グ
ラ
ン
ゼ
は

待
に
乗

て
パ

テ

に
参
加
す
る

 
そ
う
す
れ
ば

え
グ
ラ
ン
ゼ
し
か
会
場
に
い
な
く
て
も

 
多
分
小
人
の
靴
屋
の
他
の
メ
ン
バ

も
参
加
し
て
る
ん
だ
ろ
う
な

て

 
ヴ

ル
ハ
ラ
だ
け
じ

な
く
一

の
人
に
も

象
付
け
ら
れ
る
じ

な
い

 
そ
の
間
に
部

を
動
員
し
て

り
ま
く
れ
ば
い
い

て

よ

そ
れ

用
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グ
ラ
ン
ゼ
は
興
奮
し
た
顔
で
そ
う
言
い

所
に
連

を
取
り
始
め
た

ふ
ふ
ん

上
手
く
い

た
ね

 
グ
ウ

ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
意
図
す
る
通
り
に
事
を
運
べ
た
と
思
い

満
足
し
た

そ
れ
じ

あ
そ
の
線
で
先
方
に
話
を
通
し
て
お
く
わ
ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
が
と
う
グ
ウ

ン

ん

先
方

て

 
グ
ウ

ン
は
シ
グ
ル
ド
達
や
ロ
ザ
リ
ア
の
元
部
下
の
事
は
知
ら
ず

 
た
だ
小
人
の
靴
屋
が

独
で

を

み
て
い
る
と
し
か
知
ら
な
い
事
に
な

て
い
る

 
首
を

げ
る

技
を
し
な
が
ら
そ
う
言

た

あ

そ
う
か

そ
の
事
は
教
え
て
な
か

た
の
ね

 
で
も
当
日
に
は
グ
ウ

ン
に
も
手
伝

て
欲
し
い
し

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
そ
う

き

グ
ウ

ン
は
余
計
な
事
を
言
わ
な
い
よ
う
に

 
グ
ラ
ン
ゼ
が
自
分
か
ら
情
報
を
伝
え
て
く
る
の
を

強
く
待

た

グ
ウ

ン

実
は
ね

な
ん
だ
け
ど

い
つ
も
外
部
に
護
衛
を
依
頼
し
て
い
る
の
よ

あ

そ
う
な
ん
だ
ね

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い

そ
の
方
が

的
だ
ろ
う
し
さ

そ
れ
で
ね

二
十
五
日
に
は

連

係
を

ね
る

て
事
で
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出
来
れ
ば
グ
ウ

ン
に
も
護
衛
に
参
加
し
て
欲
し
い
か
ら

 
そ
の
前
に
ど
こ
か
で
先
方
と
顔
合
わ
せ
を
し
て
欲
し
い
の
よ
ね

オ

ケ

そ
れ
く
ら
い
な
ら
全
然
い
い
よ

あ
り
が
と
う

助
か
る
わ

助
か
る
の
は
こ

ち
な
ん
だ
け
ど
ね

そ
し
た
ら
当
日
は

私
が
現
場
の
情
報
を
集
約
し
て
グ
ラ
ン
ゼ
に
伝
え
た
り

 
逆
に
み
ん
な
に
指

を
し
た
方
が
い
い
の
か
な

そ
う
ね
そ
う
し
て
も
ら
え
る
と
私
も
楽
で
助
か
る
わ

さ
す
が
に
パ

テ

に
参
加
し
な

が
ら

 
ど
こ
か
に
メ

セ

ジ
ば
か
り
送

て
る

て
の
は
不
自
然
だ
し
ね

う
ん

だ
よ
ね

そ
れ
じ

あ
予
定
が
決
ま

た
ら
ま
た
連

す
る
わ

 
そ
れ
ま
で
は
部

を
出
す
必
要
も
な
い
か
ら
い
い

道

を
揃
え
た
り
し
て
お
く
事
に
す

る
わオ

ケ

そ
れ
じ

あ
今
日
は
落
ち
て
の
ん
び
り
し
て
る
よ
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え
え

い
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
あ
り
が
と
う

ま
た
ね

グ
ウ

ン

う
ん

ま
た
ね

グ
ラ
ン
ゼ

 
そ
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
グ
ウ

ン
は

Ｇ

Ｅ
Ｎ
か
ら
Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｎ
に
キ

ラ
を
変
え
た

ふ
う

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
は
ず
な
の
に

や

ぱ
り
こ

ち
の
方
が
し

く
り
く
る
な

 
そ
う
言

て
体
を
動
か
し
た
後

グ
ウ

ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

た

グ
ウ

ン
の
新
し
い
装
備
は
用
意
し
た

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
来
て
く
れ

え

本
当
に

 
グ
ウ

ン
は
驚
愕
し
た
が
す
ぐ
に
う
き
う
き
と
し
た
足
取
り
で
二
十
二
層
へ
と
向
か

た

か
ら
興
味
が
あ

た
の
よ
ね

 
グ
ウ

ン
は
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
向
か
い

 
入
り
口
前
に
立

て
い
る
ル
ク
ス
を
発
見
し
た

あ

ル
ク
ス

グ
ウ

ン

待

て
た
よ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は

い
や

ほ
ら

さ
す
が
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
待

て
る
と
な
る
と
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注
目
さ
れ
す
ぎ
ち

う
か
な

て
話
に
な

て
ね
た
ま
た
ま
近
く
に
い
た
私
が
呼
び
出
さ
れ

た
のあ

あ

確
か
に
そ
う
か
も

 
グ
ウ

ン
は
そ
の
言
葉
に

き

ル
ク
ス
か
ら
仮
入

証
を
も
ら
い

 
初
め
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
土
を

ん
だ

ル
ク
ス
は
近
く
で
何
を
し
て
た
の

え

と

二
十
二
層
で
散
歩

あ
は
は

ル
ク
ス
ら
し
い
ね

て

お
お

小
さ
い

あ
は

ま
あ
そ
う
思
う
よ
ね

 
そ
し
て

旋

を

た
グ
ウ

ン
は

思

た
よ
り
も
小
さ
な

物
に
驚
き

 
中
に
入

て
そ
の
巨
大
さ
と

麗
さ
に
再
び
驚
い
た

お
お

グ
ウ

ン
ち

ん

こ

ち
こ

ち

 
グ
ウ

ン
は
ル
ク
ス
に
案
内
さ
れ

製
作
室
へ
と
足
を

み
入
れ
た

よ

待

て
た
ぞ

グ
ウ

ン
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初
め
ま
し
て

ナ
タ
ク
で
す

自

紹
介
も
今
更
だ
け
ど

リ
ズ
ベ

ト
だ
よ

こ
こ
で
は
リ
ズ

て
呼
ん
で
ね

私
は
ス
ク
ナ

宜
し
く
ね

 
そ
こ
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の

る
職
人
三
人

が
集
ま

て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
グ
ウ

ン
に
刀
身
が

き
通

て
い
る
一
本
の
剣
を
差
し
出
し
て
き
た

悪
い

さ
す
が
に
ハ
イ
エ
ン
ド
武
器
は
ま
だ
う
ち
で
も
行
き

て
な
く
て
な

 
そ
の
一
つ
下
の
ラ
ン
ク
の
品
に
な
る

い
や
い
や
い
や

ハ
イ
エ
ン
ド
な
ん
か
私
に
は
使
い
こ
な
せ
な
い

て

 
こ
の
武
器
で
も
十
分
す
ぎ
る
く
ら
い
だ
か
ら

 
グ
ウ

ン
は
そ
の

剣
を
手
に
取
り

き
通
る
刀
身
の
美
し
さ
に
た
め
息
を
つ
い
た

う
わ

麗

は
い

名
を

光
破

と
い
い
ま
す

刀
身
が

け
て
る
か
ら

相
手
か
ら
見
た
ら
間
合
い
が
取
り
に
く
く
て
仕
方
な
い
だ
ろ
う
な

ど
う

気
に
入

た

う
ん

あ
り
が
と
う
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ふ
ふ

ど
う
い
た
い
ま
し
て

 
そ
し
て
次
に

ス
ク
ナ
が
防

を
差
し
出
し
て
き
た

私
か
ら
は
こ
れ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン

タ
イ
プ

森

か
な

 
そ
れ
は
何
と
も
不
思
議
な
色
合
い
を
し
て
い
た
が

そ
の
理
由
は
直
ぐ
に
分
か

た

あ

と
同
じ
感
じ
の
色
に
な

た

う
ん

ス
テ
ル
ス
性
を
重

し
た
か
ら
ね

は
ス
カ
ウ
ト
の

う
ち
の
制
式
装
備
の

候

か
な

う
わ

凄
い
凄
い

 
グ
ウ

ン
は
基
本
こ
う
い

た
特

な
装
備
に
は
縁
が
無
か

た

興
奮

態
と
な

た

あ
り
が
と
う

ス
ク
ナ
さ
ん

う
ん

役
立
て
て
ね

 
こ
う
し
て
グ
ウ

ン
の
装
備
が
整
い

続
け
て
グ
ウ

ン
か
ら
の
報
告
が
行
わ
れ
た

ほ
う
ほ
う

そ
れ
は
上
手
く
や

た
な

う
ん

我
な
が
ら
完

よ
し

こ
れ
で
二
十
五
日
に
は
七
つ
の
大
罪
の
誰
が
裏
切
り
者
か
特
定
出
来
そ
う
だ
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ま
あ
そ
れ
に
は
あ
い
つ
ら
が
ど
れ
だ
け
参
加
し
て
く
れ
る
か
が
重
要
に
な

て
く
る
ん
だ
け

ど
ね

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
な

よ
し

出
来
る
だ
け
参
加
者
を

や
す
作
戦
を
考
え
よ
う

何
か
で
釣
る
の
が
一
番

い
け
ど

中
々
ね

い

そ

全
員
に
何
か

利
な
ア
イ
テ
ム
を
配
る
と
か

 
も
し
く
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
景
品
を
豪
華
に
す
る
と
か

そ
れ
だ

準
ハ
イ
エ
ン
ド
ク
ラ
ス
の
装
備
を
い
く
つ
か
出
す
と
し
よ
う

そ
う
す
る
と

最
悪
で
も
あ
と
四
日
だ
け
ど
情
報
公
開
は

め
に
し
た
い
か
ら

 
出
来
る
だ
け

く
に
素
材
も
集
め
な
い
と
だ
ね

 
グ
ウ

ン
を
味
方
に
付
け
た
事
の
メ
リ

ト
は
か
な
り
大
き
く

 
こ
う
し
て
作
戦
は

調
に
進
行
し
て
い
く
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第
１
０
４
９
話
 
年
末
の
バ
イ
ト
達

 
今
日
は
十
二
月
二
十
一
日

そ
し
て
そ
の
放
課
後

 
ソ
レ
イ
ユ
で
は

今
日
も
ア
ル
バ
イ
ト
達
が
熱
心
に
働
い
て
い
た

 
年
末
は
何
か
と
出

が

む

皆
熱
心
で
あ
る

よ
し

私
が
一

ね

二

か

ま
あ
ま
あ
か
な

く
そ

こ
の
ス
ピ

ド
ス
タ

様
が
三

だ
と

ま
あ
ま
あ

そ
う
い
う
勝
負
じ

な
い
ん
だ
か
ら
さ

あ
は
は
は
は

こ
こ
の
バ
イ
ト

て
凄
く
楽
し
い
の
ね

 
上
か
ら

に

詩
乃

保

風
太

大

そ
し
て
芽
衣
美
で
あ
る

 
そ
ん
な
五
人
に

や

と
勇
人
が
追
い
つ
い
て
き
た

 
今
は
飛
行
中

ど
の
く
ら
い
の
ス
ピ

ド
ま
で

え
ら
れ
る
の
か

 
タ
イ
ム
ア
タ

ク

式
で
デ

タ
を
集
め
て
い
る
最
中
で
あ
る

く

み
ん
な

す
ぎ

特
に
姉
御
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そ
の

間
に
勇
人
の

に
拳
骨
が
落
と
さ
れ
た

 
そ
の
光
景
を
他
の
者
達
は
勇
人
も

り
な
い
よ
な

と
思
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

め
て
い

た
だ
か
ら
そ
の
呼
び
方
は
や
め
な
さ
い

仕
方
な
い
じ

ん

姉
御
の
顔
を
見
て
る
と
自
然
と
姉
御

て
呼
ん
じ

う
ん
だ
よ

ほ
ら
ま
た

 
詩
乃
は
ハ

フ
パ
ン
ツ
か
ら

び
る
ス
ラ

と
し
た
足
を

り
上
げ

 
勇
人
に
げ
し
げ
し
と
二
発

り
を
入
れ
た

ち
な
み
に
上
は

手
の
ト
レ

ナ

を
着
て
お

り 
一
見
す
る
と
か
な
り
地
味
に
見
え
る

くそ
れ
じ

あ
休

に
し
ま
し

う
か

勇
人

行
く
わ
よ

へ

い

 
そ
ん
な
勇
人
に
芽
衣
美
が
駆
け
寄

て
き
た

勇
人
君

大
丈
夫
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大
丈
夫
だ
よ
メ
イ
ミ

姉
姉
御
の
相
手
は
も
う
慣
れ
て
る
か
ら
さ

そ
れ
に
全
然

く
な

い
し
ね

 
芽
衣
美
は
今
日
が
初
め
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
り

 
勇
人
が
芽
衣
美
の
事
を
何
と
呼
ぶ
の
か
注
目
さ
れ
て
い
た
が

 
そ
の
呼
び
方
は
理
央
と
同
じ

・ね
・

で
あ

た

 
そ
し
て
一
同
は

空
間
内
の
休

所
で
揃

て
マ

ク
ス
コ

ヒ

を
飲
ん
だ

 
以
前
も
説
明
し
た
と
思
う
が

こ
こ
に
は
そ
れ
し
か
な
い
の
だ

 
お
か
げ
で
バ
イ
ト
を
初
期
か
ら
や

て
い
る
組
は

 
思
い

き
り

い
物
に
体
が
慣
ら
さ
れ
て
し
ま

て
い
る

く

そ

姉
御

速
く
飛
ぶ
コ
ツ
と
か

て
あ
る
の

だ
か
ら
あ
ん
た
は

 
詩
乃
は

声
を
発
し
つ
つ

そ
れ
で
も
勇
人
に
自
分
な
り
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
く

 
そ
の
優
し
い
光
景
を
見
な
が
ら

芽
衣
美
は
保
に
一
つ
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
た

ね

保
君

い
つ
も
こ
こ
で
休

す
る
の

あ
あ

い
や

言
い
た
い
事
は
分
か
る
よ
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確
か
に
こ
こ
で
休
ん
で
も
あ
ん
ま
り
意
味
が
無
い
ん
だ
け
ど

 
勇
人
が
一

の
時
は

出
来
る
だ
け
こ
こ
で
一

に
休
も
う

て
決
め
て
る
ん
だ

 
勇
人
は
ほ
ら

中
学
生
だ
か
ら
さ

直
接
本
社
に
来
て
バ
イ
ト

て
出
来
な
い
か
ら
ね

 
だ
か
ら
僕
達
は

別
に
ち

ん
と
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

リ
ア
ル
で
水
分
を
と
ら
な
い
と
ね

そ
う
い
う
事
か

う
ん

分
か

た

 
ち
な
み
に
今
日

芽
衣
美
も
寮
の
部
屋
か
ら
バ
イ
ト
を
行

て
い
る

 
風
太
と
大

は
い
つ
も
通
り
会
社
か
ら
そ
し
て
詩
乃
も
八
幡
が
会
社
に
顔
を
出
す
と

い

た
ら
し
く

 
ワ
ン
チ

ン
を
狙

て

と
い
う
の
が
他
の
者
の
予
想
だ
が

 
今
日
は
会
社
に
来
て
バ
イ
ト
に
参
加
し
て
い
た

保
も
当
然
直
接
会
社
に
来
て
い
る

 
え
る
に
会
う

と
い
う
理
由
も
あ
る
の
で
そ
れ
は
当
然
だ
ろ
う

 
こ
こ
の
バ
イ
ト
達
は
み
な
芽
衣
美
に
優
し
く
し
て
く
れ

 
芽
衣
美
は
他
の
者
達
と
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
事
が
出
来
て
い
た

さ
て

サ
ン
プ
ル
が
足
り
て
な
い
み
た
い
だ
し

も
う
一
回
く
ら
い
今
の
を

 
詩
乃
が
そ
う
言
い
か
け

ピ
タ
リ
と
そ
の
動
き
を
止
め
た
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ん
 
芽
衣
美
は
首
を

げ
た
が

そ
ん
な
芽
衣
美
に
保
が
そ

と

打
ち
し
た

滅
多
に
来
な
い
ん
だ
け
ど

八
幡
が
こ
こ
に
来
る
と
詩
乃
は
あ
あ
な
る
ん
だ
よ

え

そ
う
な
の

ま
あ
見
て
て
ご
ら
ん

 
芽
衣
美
の
目
の
前
で
詩
乃
が
何
か
操
作
す
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
そ
の

が
一

で
変

わ

た

 
野

た
い
ト
レ

ナ

は
タ
ン
ク
ト

プ
に

 
そ
し
て
ハ

フ
パ
ン
ツ
が
ひ
ら
ひ
ら
の
ミ
ニ
ス
カ

ト
に
変
化
す
る

う
わ

徹

し
て
る

だ
ろ

ま
あ
突

込
ま
な
い
で
お
い
て
あ
げ
て
よ

う

う
ん

 
そ
し
て
保
の
予
想
通
り

八
幡
が
そ
の
場
に

を
現
し
た

よ

や

て
る
な

あ

あ
ら

珍
し
い
わ
ね

来
て
る
事
に
ち

と
も
気
付
か
な
か

た
わ
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お
前

最
近
は

・ず
・

・と
・そ
・の
・格
・好
・で

バ
イ
ト
を
し
て
る
の
な

そ

そ
う
よ

悪
い

い
や

ま
あ
い
い
け
ど
よ

 
そ
う

詩
乃
は
八
幡
に

中
で
着

え
た
事
が
バ
レ
な
い
よ
う
に

 
可
能
な
限
り
八
幡
の
接
近
を

く
察
知
し

速
攻
で
着

え
る
事
に
し
て
い
る
の
だ

た

 
実
に
乙
女
ら
し
く
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
で
あ
る

で

今
日
は
ど
う
し
た
の

い
や

メ
イ
ミ

が
初
め
て
の
バ
イ
ト
だ

て

い
た
ん
で
ち

と
様
子
を
見
に
な

あ
あ

そ
う
い
う
事

ど
う
だ
メ
イ
ミ

や

て
い
け
そ
う
か

 
八
幡
は
芽
衣
美
に
優
し
く
そ
う

ね
て
く
れ

芽
衣
美
は
嬉
し
そ
う
に

い
た

う
ん

小
学
校
の
時
に
や

た
ア
ス
レ
チ

ク
み
た
い
で
凄
く
楽
し
い

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

近
く
に
来
て
い
た
勇
人
の

を

で
た

八
幡
兄
ち

ん
も
何
か
や

て
く
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ん

そ
う
だ
な

た
ま
に
は
付
き
あ
う
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
は
風
太
と
大

そ
し
て
保
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た

ん

ど
う
し
た

い
や

思

た
よ
り
も
お
前
達
が
大
人
し
い
な

て
思

て
な

大
人
し
い

何
が
だ

 
そ
の
二
人
の
反
応
を
見
て

八
幡
は
一
人

い
た

い
や

そ
う
か

詩
乃
か
ら
何
も

い
て
な
い
ん
だ
な

ど
う
い
う
事

 
当
然
風
太
と
大

の

線
が
詩
乃
に
向
き

保
は
あ
わ
あ
わ
し
始
め
た

い
や

ち

あ
あ

あ
の
事
な
ら
ま
だ
言

て
な
い
わ
よ

あ
の
事

 
風
太
と
大

は

不
穏
な
空
気
を
感
じ
取

た
の
か

詩
乃
に
詰
め
寄
ろ
う
と
し
た

 
だ
が
保
が

て
た
よ
う
に

そ
こ
に

て
入

た

べ

別
に
大
し
た
事
じ

な
い
よ

う
ん
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お
い
保

何
を

し
て
や
が
る

い
や

そ
の

ま
あ
待
て
二
人
と
も

ち

ん
と
ス
ペ
シ

ル
ゲ
ス
ト
を
呼
ん
で
お
い
た
か
ら

ス
ペ
シ

ル
ゲ
ス
ト

 
詩
乃
は
そ
れ
で

八
幡
の
意
図
を
理
解
し
た

あ
ら

や
る
じ

な
い
八
幡

い
や

保
の
困

た
顔
が
ど
う
し
て
も
見
た
く
て
な

せ

性
格
が
悪
す
ぎ
だ
ろ

は
は
は
は
は

そ
ん
な
の

か
ら
だ
ろ

 
保
の
抗
議
も
ど
こ

く
風
で
八
幡
は
時
間
を
チ

ク
し
つ
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て
こ

う
言

た

は
い

そ
れ
で
は
こ
ち
ら

ス
ペ
シ

ル
ゲ
ス
ト
の

場
で
す

 
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
の

間
に

そ
の
場
に
一
人
の
女
性
が
現
れ
た

え
る
で
あ
る

保
さ
ん

お
疲
れ
様
で
す
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え

え
る
さ
ん

あ

あ
り
が
と
う

私

あ
と
一
時
間
で
仕
事
が
終
わ
り
ま
す
か
ら

受
付
ホ

ル
で
待

て
ま
す
ね

え

と

う

う
ん

 
そ
の
光
景
を
見
て

風
太
と
大

が
目
を
見
開
い
た

お

お
い
八
幡

ま

ま
さ
か

い
や
い
や
い
や

え

マ
ジ
で

お
う
そ
の
ま
さ
か
だ

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
今
度
付
き
あ
う
事
に
な

た
こ
の
二
人
に

手 
そ
れ
を
受
け

八
幡
と
詩
乃

勇
人
と
芽
衣
美
が

手
を
す
る

う
わ

お
め
で
と
う

保
兄
ち

ん

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
良
か

た
わ
ね

お
め
で
と
う
保
君

 
そ
し
て
風
太
と
大

も

心
の
中
で
血
の
涙
を
流
し
な
が
ら
二
人
を
祝
福
し
た

お

お
め
で
と
う

お

お
幸
せ
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

保
さ
ん
と
二
人
で
幸
せ
に
な
り
ま
す
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え

と

そ
の

何
か
ご
め
ん
ね

い

い
や

い
い
ん
だ

う
ん

所

俺
達
は
そ
う
い
う
星
の
下
に
生
ま
れ
て
き
た
ん
だ

 
八
幡
は
そ
ん
な
二
人
を
見
て
今
度
誰
か
に
合
コ
ン
で
も
開
い
て
も
ら
お
う
か
な
ど
と
考
え

た
さ
て

そ
れ
じ

あ
バ
イ
ト
を
再
開
し
ま
し

か

八
幡

ほ
ら

行
く
わ
よ

わ

分
か

た
か
ら
そ
ん
な
に
く

つ
く
な

て

い
・
や
・
よ

 
詩
乃
は
八
幡
の

を
ガ

チ
リ
ホ

ル
ド
し

そ
の
ま
ま
八
幡
を
引

張

て
い
く

 
え
る
は
保
を
激

し
つ
つ
落
ち
て
い
き

風
太
と
大

も

そ
の
後
を
よ
ろ
よ
ろ
と
付
い
て

い

た
お

い
勇
人

メ
イ
ミ

一

に
や
ろ
う

タ
イ
ム
ア
タ

ク

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
二
人
に
八
幡
か
ら
声
が
か
か
る

う

う
ん

今
行
く

待

て
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な
ん
だ
か
ん
だ

二
人
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
八
幡
の
後
を
追

た

 
そ
し
て
詩
乃
が

八
幡
と
二
人
で
や
る
と
強

に
主
張
し
た

 
要
す
る
に
今
の

で
飛
ぶ

を
八
幡
以
外
に
見
ら
れ
た
く
な
く

 
か
つ

八
幡
に
色
々
と
見
せ
つ
け
た
い
の
だ
ろ
う

俺
達
は
別
に

は
無
い

て
か
俺
達
が
一

だ
と
逆
に
ま
ず
い
だ
ろ

や

ぱ
り
八
幡
と
二
人
じ

な
い
と

だ
ね

ま
あ
詩
乃
に
食
わ
れ
な
い
よ
う
に
頑
張

て
く
れ
よ

食
わ
れ
る

て
お
前
な

 
風
太

大

保
は
八
幡
に
か
ら
か
わ
れ
た
仕
返
し
と
ば
か
り
に
二
人
を

離
し
よ
う
と
し

 
詩
乃
は
そ
ん
な
三
人
に
こ

そ
り
親
指
を
立
て
た

 
そ
し
て
突
入
後

八
幡
に
ス
カ

ト
の
中
を

か
せ
る

に
詩
乃
は
本
気
で
飛
ん
だ
の
だ
が

 
残
念
な
が
ら
八
幡
に
は
敵
わ
ず

詩
乃
の
目

見
は
達
成
さ
れ
る
事
が
な
か

た

ち

と

何
で
手
を
抜
か
な
い
の
よ

そ
ん
な
に
私
の
ス
カ

ト
を

き
た
く
な
い
の

俺
の
せ
い
に
す
る
な

お
前
が
未

な
の
が
悪
い

も
う

も
う
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そ
れ
を
見
て
勇
人
は
大
笑
い
し

再
び
詩
乃
に
拳
骨
を
落
と
さ
れ
た

 
そ
し
て
八
幡
が
去

た
後

詩
乃
は
直
ぐ
に
服
を
元
に

し

 
勇
人
は
そ
れ
で
以
前
風
太
か
ら

い
て
い
た
話
は
事
実
だ

た
ん
だ
と

め
て
実
感
す
る

事
に
な

た

 
芽
衣
美
は
そ
ん
な
詩
乃
に

ド
ン
マ
イ
と
声
を
か
け
て
お
り

 
八
幡
が
つ
れ
な
い
と

く
詩
乃
を

め
て
い
た

 
芽
衣
美
も
ど
う
や
ら
こ
こ
で
上
手
く
や

て
い
け
そ
う
で
何
よ
り
で
あ
る

 
今
日
も
ソ
レ
イ
ユ
の
バ
イ
ト
達
は

笑
顔
に
満
ち
て
い
る

 
詩
乃
の
バ
イ
ト
中
の

に
つ
い
て
の
話
が
出
た
の
は
第
９
０
４
話
で
す
ね
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第
１
０
５
０
話
 
頑
張
る
お
針
子
達

 
ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
中
に
結

ス
ト

ク
が
出
来
た
の
で
明
日
は
朝
八
時
に
二
話
投
稿
し

ま
す

 
十
二
月
二
十
四
日
は

ソ
レ
イ
ユ
主

の
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ

テ

で
あ
る
が

 
実
は
こ
の
集
ま
り
に
参
加
す
る
女
性
達
は
ほ
ぼ
全
員
が
サ
ン
タ
の
格
好
を
す
る
事
が
決
定
し

て
い
る

 
そ
の
理
由
は
と
て
も
簡

で

待

と
共
に
サ
ン
タ
の
衣
装
の
リ
ス
ト
が
送
ら
れ
て
い
た

か
ら
だ

 
そ
こ
に
は
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

 
一
人
一
着
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
書
か
れ
て
お
り

 
事
前
に
選
ん
だ
衣
装
が

二
十
日
に

自
の
所

も
し
く
は
ソ
レ
イ
ユ
に

く
シ
ス
テ
ム
と

な

て
い
た



 第１０５０話 頑張るお針子達

 
衣
装
は
か
な
り
種

が
あ
り

他
人
と
被
る
可
能
性
は
そ
こ
ま
で
高
く
は
な
か

た
が

 
一
部
の
者
達
は
八
幡
に
よ
り
良
い

象
を

え
よ
う
と
せ

せ
と

に
勤
し
ん
で
い
た

 
そ
れ
で
多
く
の
女
性
達
か
ら
白

の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
が

沙
希
や
ま
ゆ
り
で
あ
る

 
さ
す
が
に

が
多
い

二
人
は
か
な
り
苦
労
す
る
事
と
な

た
の
だ
が

 
そ
の
分
の
報

は
ち

ん
と
も
ら

て
い
る

 
二
人
に
と

て
は
と
て
も
い
い
収
入
源
と
な

て
い
た
の
で
あ
る

ま
ゆ
し
い

そ

ち
は
ど
う

今
終
わ

た
よ

そ
れ
じ

あ
沙
希
さ
ん

こ
れ
を
お
願
い

オ

ケ

任
せ
て

 
二
人
は
今

ソ
レ
イ
ユ
社
内
の
一
室
で

共
同
作
業
を
行

て
い
る

 
こ
れ
は
た
ま
た
ま
事
前
に
事
情
を
知

た
八
幡
が
二
人
の

に
別
々
に
部
屋
を
準
備
し
て
く

れ
た
の
だ
が

 
そ
の
過

で
二
人
で
一

に
作
業
を
す
れ
ば

仕
事
が
は
か
ど
る
事
が
分
か
り

 
今
こ
う
し
て
二
人
仲
良
く
サ
ン
タ
服
の

を
行

て
い
る
と
ま
あ
そ
ん
な

な
の
で
あ

た
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今
は
片
方
の
部
屋
は
在

置
き
場
と
な

て
お
り
も
う
片
方
の
部
屋
で
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る 
二
人
は

の
話
で

り
上
が
り
つ
つ

楽
し
く
作
業
が
出
来
て
お
り

 
確
か
に
一
人
で

々
と
作
業
を
す
る
よ
り
も

全
然

よ
く
作
業
は
進
ん
で
い
た

 
そ
し
て
迎
え
た
二
十
二
日
多
く
の
サ
ン
タ
服
が
今
日
明
日
で
納
品
さ
れ
る
事
に
な

て
い

た
サ
キ
サ
キ

い
る

サ
キ
サ
キ
言
う
な

 
そ
こ
に
入

て
き
た
の
は
明
日
奈
で
あ

た

 
こ
う
し
て
個
人
で
完
成
品
を
持
ち
に
来
る
者
が
多
く
お
り

部
屋
は
意
外
と

し
い

あ

ま
ゆ
し
い

ト

ト

ル

ト

ト

ル

 
二
人
は
そ
う
言

て
手
を
上
げ
て

を
し
た

 
沙
希
は
こ
れ
が
ま
ゆ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

な
の
だ
と
今
で
は
理
解
し
て
い
る

特
に
驚

か
な
い
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そ
れ
よ
り
も
沙
希
が
驚
い
た
の
は

明
日
奈
の

応
性
で
あ

た

 
ま
ゆ
り
に
は

ト

ト

ル

結
衣
に
は

や

は
ろ

な
ど

 
明
日
奈
は
そ
う
い

た

に
す
ぐ
に

応
し
相
手
に
合
わ
せ
て
そ
れ
を
使
い
分
け
る
の
だ

明
日
奈

て

そ
う
や

て
相
手
に
合
わ
せ
る
の

得
意
だ
よ
ね

え

そ
う
で
も
な
い
と
思
う
け
ど

ま
あ
私
か
ら
見
た
ら

な
ん
だ
け
ど
さ

あ
あ

サ
キ
サ
キ
と
比
べ
る
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

だ
か
ら
サ
キ
サ
キ
言
う
な

じ

あ
カ
ワ
サ
キ
サ
キ

確
か
に
合

て
る
け
ど
八
幡
の
真
似
す
ん
な

あ
は
は
は
は

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

沙
希
は
明
日
奈
に
完
成
し
た
サ
ン
タ
服
を

し
た

そ
れ
じ

あ
こ
れ
明
日
奈
の
分
ね

も

と
も
ス
カ

ト
丈
を
ち

と
い
じ

た
だ
け
だ

け
どう

ん

あ
り
が
と
う
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ま
あ
明
日
奈
は
素
材
が
い
い
か
ら
元
々
オ
フ
シ

ル
ダ

な
そ
れ
で
十
分

力
が
出
る
よ
ね

 
後
白
の
ガ

タ

ベ
ル
ト
が
い
い
感
じ

と
い
う
か
足
⻑
す
ぎ

や
だ
も
う

お
世

が
上
手
い
ん
だ
か
ら

い
や

お
世

じ

な
い
し

と
い
う
か
ち

と

ま
し
い
し

 
あ
ま
り
自
分
の
体
型
を
気
に
し
な
い
沙
希
だ

た
が

 
や
は
り
明
日
奈
や
ク
ル
ス

優
里
奈
ク
ラ
ス
の
体
型
は
憧
れ
な
の
で
あ
る

 
ス
ラ

と
し
て
い
て
出
る
と
こ
ろ
は
出
て
い
る
も

と
も
そ
の
事
を
口
に
出
す
の
は
本
人
の

前
で
だ
け
だ

つ
い
で
に
里
香
と
珪
子
の
分
も
も
ら

て
く
ね

あ

ひ
よ
り
と
芽
衣
美
の
分
も
お
願
い
し
て
い
い

あ

そ

か
そ
の
方
が
い
い
ね
そ
れ
じ

あ
キ

ト
を

り
て
そ
こ
に

ん
じ

う
よ

ご
め
ん
ね

あ
り
が
と

 
そ
の
四
人
の
分
は
少
し
胸
の
部
分
を

上
げ
す
る

度
し
か
し
て
い
な
い
の
で

 
作
業
自
体
は
あ

さ
り
と
終
わ

て
い
た

 
芽
衣
美
の
参
加
が
決
ま

た
の
が
直
前
だ

た

ち

と
バ
タ
バ
タ
し
た
だ
け
で
あ
る
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そ
れ
じ

あ
あ
り
が
と
う

ま
た
当
日
に
ね

う
ん

ま
た
ね

 
明
日
奈
が
去

て
い

た
後
も

続
々
と
他
の
女
性

が
訪
れ
て
き
て
い
た

ハ
イ

沙
希
さ
ん

も
う
出
来
て
る

あ

詩
乃

こ
れ
さ

言
わ
れ
た
通
り
に
や

た
け
ど

 
本
当
に
こ
こ
ま
で
ス
リ

ト
を
入
れ
ち

て
良
か

た
の

大
丈
夫
大
丈
夫

こ
れ
で
八
幡
の
目
を

付
け
に
し
て
や
る
か
ら

そ
れ
な
ら
い
い
け
ど

 
そ
の
詩
乃
の
頼
ん
だ
サ
ン
タ
服
は
明
ら
か
に
過

な
ス
リ

ト
が
入

て
お
り

 
危
機
感
を
覚
え
た
沙
希
は

八
幡
に
も
ら

た
新
兵
器
を
取
り
出
し
た

 
こ
れ
は
事
前
に
服
の
デ

タ
を
入
力
し
て
お
い
て

カ
メ
ラ
で
対
象
の
人
物
を

え
る
と

 
そ
の

が
そ
の
服
を
着
た

態
で
表

さ
れ
る
と
い
う
優
れ
物
の
機

で
あ
る

 
い
ず
れ

り
出
す
つ
も
り
は
あ
る
が

利

性
を
も

と
向
上
さ
せ

 

料
ア
プ
リ
化
す
べ
く

今
ス
タ

フ
達
が
奮
闘
中
な
の
で
あ
る

 
一
番
の
問
題
は
盗

関
連
な
の
だ
が
そ
れ
さ
え
解
決
さ
れ
れ
ば
か
な
り
の
ヒ

ト
商
品
に
な
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る
だ
ろ
う

こ
れ
を
見
て
み
て

ど
う

あ
 
詩
乃
は
そ
れ
を
見
て

一

迷

た
よ
う
な
顔
を
し
た
が

 
お
も
む
ろ
に
自
ら
の
ス
カ

ト
を
ま
く
り
上
げ
ど
こ
ま
で
見
え
る
の
か
の
チ

ク
を
始
め

た
こ
こ
か

う
ん

こ
れ
な
ら
大
丈
夫

あ
り
が
と
う

沙
希
さ
ん

ま
ゆ
り

大
丈
夫
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

う
ん

下
着
を
変
え
れ
ば
い
け
る
か
ら

そ
れ
じ

あ
ま
た

あ

そ

そ
う

 
沙
希
が
今
目
の
前
で
見
た
詩
乃
の
下
着
は
か
な
り
大

な
も
の
だ

た
が

 
そ
れ
以
上
の
物
を
持

て
る
ん
だ

と
沙
希
は
少
し

面
し
た

 
続
け
て
結
衣

優
美
子

い
ろ
は
が

ね
て
く
る

や

は
ろ

や

や

は
ろ

結
衣

今
回
は
か
な
り
攻
め
た
ね
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う
ん

で
も
こ
れ
く
ら
い
し
な
い
と

ね

顔
を

く
し
て
そ
う
言
わ
れ
て
も

方
向
性
が
違
う
私
に
は
何
と
も
だ
け
ど
ね

 
結
衣
が
選
ん
だ
の
は
胸
元
の
露
出
が
大
き
く

思
い

き
り
ヘ
ソ
出
し
の

 
何
と
い
う
か

風

店
で
貸
し
出
し
て
い
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
サ
ン
タ
服
で
あ

た

う
ん

大
丈
夫
大
丈
夫

 
詩
乃
と
同
じ
く
画
面
で
見
せ
て
も
ら

た
結
衣
は

笑
顔
で
そ
う
言

た

 
確
か
に
こ
う
し
て
見
る
と

案
外
平
気
に
見
え
て
し
ま
う
か
ら
不
思
議
だ

 
普

着
る
服
と
違

て

布
地
が

い
せ
い
な
の
か
も
し
れ
な
い

サ
キ
サ
キ

私
の
は

 
そ
の
横
か
ら
優
美
子
が
ま
さ
か
の
サ
キ
サ
キ
呼
ば
わ
り
を
し
て
き
た

あ
ん
た
に
サ
キ
サ
キ

て
言
わ
れ
る
の

て
違
和
感
し
か
な
い
よ
ね

ユ
ミ
ユ
ミ

ユ
ミ
ユ
ミ
言
う
な

そ
れ
じ

あ
は
い

こ
れ

女
王
様
風
の
サ
ン
タ
服

か

こ
笑
い

か

こ
笑
い
と
か
言
う
な
し

い
や

ら
し
い
な

て
思

て
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沙
希
せ
ん
ぱ

い

私
の
は
ど
れ
で
す
か

い
ろ
は
の
は
こ
れ

言
わ
れ
た
通
り
に
出
来
て
る
と
思
う
け
ど

え

と

う
わ

や

ぱ
り
沙
希
先
輩

て
凄
い
で
す
ね

い
や

総
武
高
校
の
制
服
風
サ
ン
タ
服

と
か
言
い
出
す
あ
ん
た
の
方
が
凄
い
わ

え

何
そ
れ

う
わ

ち

と
や
ら
れ
た
感
が
あ
る

ふ
ふ
ん

ア
イ
デ
ア
の
勝
利
で
す

 
優
美
子
と
い
ろ
は
も
画
面
で
出
来
栄
え
を
確
認
し
三
人
娘
は
き

き

言
い
な
が
ら
去

て
い

た

 
そ
れ
と
入
れ

わ
り
で

今
度
は
紅
莉
栖
が
ま
ゆ
り
を

ね
て
く
る

ま
ゆ
り

沙
希
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

あ

紅
莉
栖
ち

ん

今
丁
度
完
成
し
た
と
こ
ろ
だ
よ

真
帆
先
輩
の
分
も
一

に
も
ら

て
い
い

う
ん

も
ち
ろ
ん
だ
よ

て
言

て
も
二
人
の
は
普
通
で
サ
イ
ズ
の
微
調
整
だ
け
だ

た

か
ら
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凄
く
楽
だ

た
ん
だ
け
ど
ね

他
の
人

て
結

い
じ

た
り
し
て
る
の

う

ん

ど
う
か
な

さ

き
い
ろ
は
が

高
校
の
制
服
風
な
サ
ン
タ
服
を
持

て
い

た
わ
よ

う
わ

そ
れ

て
私
の
こ
の
服
と
同
じ
発
想

え

あ

そ
の
格
好

て
そ
う
い
う
事
な
ん
だ

う
ん

自
分
で

し
た
の
よ
ね

へ

セ
ン
ス
い
い
な

て
思

て
た
け
ど

そ
れ

て
ど
こ
か
の
制
服
だ

た
ん
だ

 
紅
莉
栖
は
常
識
人
な

沙
希
も
会
話
を
す
る
の
が
楽
そ
う
で
あ
る

あ

テ

ナ

テ

ナ
言
う
な

 
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ま
さ
か
の
神
崎
エ
ル
ザ
が

場
し
た

ご
め
ん
ご
め
ん

サ
キ
サ
キ

今
回
は
変
な
頼
み
を
し
ち

て
ご
め
ん
ね

あ

い
や

ま
あ
そ
れ
は
い
い
ん
だ
け
ど

 
神
崎
エ
ル
ザ
の
オ

ラ
に

沙
希
は
や
や
押
さ
れ
て
い
た
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Ａ
Ｌ
Ｏ
内
と
は
違
い

や
は
り
リ
ア
ル
だ
と

そ
の
迫
力
は

違
い
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
は
い

こ
れ

確
認
し
て
み
て

ど
れ
ど
れ

 
エ
ル
ザ
は
そ
の
場
で

い
無
く
下
着

に
な
り

上
か
ら
そ
の
サ
ン
タ
服
を
着
始
め
た

ちん

大
丈
夫
大
丈
夫

ち

ん
と
誰
も
い
な
い
事
は
確
認
し
て
お
い
た
か
ら

な

な
ら
い
い
け
ど

 
そ
し
て
そ
の
直
後

そ
の
場
に
手
足
の
生
え
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
ボ

ク
ス
が
出
現
し
た

エ

エ
ル
ザ
が
選
ん
だ
の

て
そ
れ

う
ん

面
白
い
で
し

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

し
か
も
こ
れ

前
が
開
く
ん
だ
よ

え

本
気

は
大
丈
夫

も
う

そ
ん
な
に
褒
め
て
も
何
も
出
な
い
よ

 
ど
う
や
ら
今
の
は
エ
ル
ザ
に
と

て

褒
め
言
葉
だ

た
よ
う
で
あ
る
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ほ
ら

う
わ

 
紅
莉
栖
の
み
な
ら
ず

し
た
沙
希
自
身
も

そ
の

に
若

引
い
た

 
そ
し
て
同
時
に

こ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
時
の
八
幡
の

り
を
想
像
し

エ
ル
ザ
に
同
情
し
た

 
だ
が
二
人
は
す
ぐ
に
そ
の
考
え
を

し
た

何
故
な
ら
エ
ル
ザ
に
と

て
そ
れ
は
ご
褒
美
だ

か
ら
で
あ
る

わ
ざ
と
か

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
思
い
つ
つ

口
で
は
ま

た
く
別
の
事
を
言

た

ま

ま
あ
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
る
よ
ね

で
も
中
身
は
水
着
に
し
よ
う
ね

八
幡
の
奴

絶
対
び

く
り
す
る
わ
よ

う
わ

う
わ

凄
く
個
性
的
で
ま
ゆ
し
い
は
い
い
と
思
う
な

 
ま
ゆ
り
だ
け
が
本
気
で
エ
ル
ザ
を
褒
め
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

そ
れ
じ

あ
サ
キ
サ
キ

あ
り
が
と

あ

待

て
エ
ル
ザ

ち

ち

と
こ
こ
に
サ
イ
ン
を
も
ら

て
も
い
い

 
実
は
う
ち
の
弟
が

エ
ル
ザ
の
大
フ

ン
で
さ
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そ
う
な
ん
だ

任
せ
て

 
ど
う
や
ら
沙
希
の
弟
の
大

は
エ
ル
ザ
の
フ

ン
の
よ
う
だ

 
だ
が
当
然
の
事
だ
が

沙
希
は
エ
ル
ザ
の
真
実
に
つ
い
て
大

に
一
切
説
明
し
て
い
な
い

 
エ
ル
ザ
は
沙
希
に
サ
イ
ン
を

し

意
気
揚
々
と
引
き
上
げ
て
い

た

そ
れ
じ

あ
私
も

る
わ
ね

う
ん

ま
た
当
日
に
ね

 
そ
し
て
紅
莉
栖
も
去
り

沙
希
と
ま
ゆ
り
は
再
び
作
業
に

た

 
そ
れ
か
ら
も
多
く
の
者
達
が
押
し
寄
せ

そ
の
日
は

況
の
う
ち
に
幕
を

じ
た

 
エ
ル
ザ
さ



 第１０５１話 今度はちゃんと叩かれるから

 
第
１
０
５
１
話
 
今
度
は
ち

ん
と
叩
か
れ
る
か
ら

 
本
日
は
こ
の
す
ぐ
後
に
二
話
目
を
投
稿
し
ま
す

 
そ
し
て
次
の
日
も

二
人
は
頑
張

て
サ
ン
タ
服
を
配

て
い
た

し
か
し
こ
こ
ま
で
は

の
お
か
し
な

が
少
な
く
て
本
当
に
良
か

た
よ

ク
ル
ス
さ
ん
の
全
身

に
し
か
見
え
な
い
サ
ン
タ
服
に
は
困

た
よ
ね

 
そ
う

ク
ル
ス
は

心
な
部
分
だ
け
も
こ
も
こ
で

し

 
他
は
全
部

と
い
う
デ
ザ
イ
ン
を
最
初
に
持
ち
込
ん
で
き
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
は
八
幡
自
身
が
防
い
だ

に
何
と
か
な

た
が

 
も
し
そ
う
で
な
か

た
ら

二
人
は
ク
ル
ス
に
押
し
き
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
ち
な
み
に
説
得
の
結
果
ク
ル
ス
が
着
る
の
は
チ
ア
リ

ダ

風
サ
ン
タ
服
と
い
う
事
で
落
ち

着
い
て
い
る

雪
乃
の
ネ
コ
サ
ン
タ
と
か
は
簡

だ

た
ん
だ
け
ど
ね
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ネ
コ
度
が
高
か

た
け
ど

個
性
的
だ
よ
ね

個
性
的
で
済
め
ば
い
い
ん
だ
け
ど
ね

 
だ
が
こ
こ
か
ら
は

そ
の
過

組
が
多
く
訪
れ
る
事
と
な

た

 
理
事
⻑
が

大
人
の

力

れ
る
サ
ン
タ
服

を

 
フ

イ
リ
ス
が

悪
の
女

部
風
サ
ン
タ
服

を

 
レ
ヴ

カ
が

ア
メ
リ
カ
ン
ポ
リ
ス
風
サ
ン
タ
服

を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
に
来
た
後

 
藍
子
と
木
綿
季
が

双
子
の
天
使
風
サ
ン
タ
服

を
取
り
に
来
た

今
だ
け
で
ど

と
疲
れ
た
わ

あ
は

凄
か

た
ね

え

と

残
る
は

こ
ん
に
ち
は

あ

い
ら

し

い

 
そ
こ
に
や

て
き
た
の
は
香
蓮
で
あ

た

 
香
蓮
は
美
優
や
舞
と
は
別
に

一
人
で
コ
ソ
コ
ソ
と
来
た
よ
う
で

 

囲
の
目
を
気
に
し
な
が
ら
二
人
に
話
し
か
け
て
き
た
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こ

こ
ん
に
ち
は

の
物

ど
う
で
す
か

そ
ん
な
に
こ
そ
こ
そ
す
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
じ

な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
沙
希
は
自
分
と
同
じ
体
型
と
い
う
事
も
あ
り

香
蓮
の
選
択
に
は
密
か
に
注
目
し
て
い
た

で

で
も
私

普

は
普
通
の
ミ
ニ
ス
カ

ト

て
あ
ん
ま
り

か
な
い
し

 
香
蓮
は
基
本
ロ
ン
グ
ス
カ

ト
か
タ
イ
ト
ス
カ

ト
の
や
や
⻑
め
な
も
の
を
着
用
す
る
事

が
多
い

 
だ
が
今
回
香
蓮
が
選
ん
だ
の
は

と

の
部
分
が
独
立
し
て
い
る
オ
フ
シ

ル
ダ

の
サ
ン

タ
服
と

 
下
は
ま

た
く
普
通
の
ミ
ニ
ス
カ

ト
で
あ

た

香
蓮
的
に
は
か
な
り
攻
め
た
チ

イ
ス
で

あ
る

 
た
だ
サ
イ
ズ
の
問
題
が
あ
り

こ
う
し
て
直
し
の
依
頼
が
あ

た
の
で
あ
る

待

て
ね

今
見
せ
て
あ
げ
る

 
沙
希
は
香
蓮
の
想
定
さ
れ
る

を
画
面
に
映
し
出
し
た

う
わ

こ

こ
れ
は
思

た
よ
り
も
素
敵
ね
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ほ

本
当
に

 
そ
こ
に
は
ス
ラ

と
し
た
肢
体
を
持
つ

美
し
い
サ
ン
タ
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た

 
ス
カ

ト
が
や
や

く
感
じ
る
が

足
の
⻑
さ
が
そ
の
分
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で

 
全
体
と
し
て
見
れ
ば
問
題
な
い
レ
ベ
ル
だ
と
い
え
る

こ

こ
れ
が
私

う
ん

や

ぱ
り
香
蓮
は
ス
タ
イ
ル
い
い
ね

う

ん

個
人
的
に
は
も
う
ち

と
胸
が
欲
し
い
ん
だ
け
ど

そ
こ
ま
で
い

た
ら
完

す
ぎ
て
や
ば
い

て

そ
れ
な
り
に
あ
る
ん
だ
か
ら
十
分
だ
と
思
う

な
あ

コ
ヒ

こ
こ
に
い
た
の
か

み

美
優

こ
ん
に
ち
は

 
そ
こ
に
美
優
と
舞
が
や

て
き
た

あ
れ

コ
ヒ

は
も
う
受
け
取

た
ん
だ

ど
ん
な
感
じ
に
し
た
の

わ

私
の
は
い
い
じ

な
い

美
優
と
舞
さ
ん
も

く
受
け
取
り
な
よ
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怪
し
い

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

美
優
も
舞
も
自
分
達
が
ど
ん
な
格
好
に
な
る
の
か
気
に
な

た
よ
う
で

お
姫
様
に
化
け
ら
れ
る
風
の
サ
ン
タ
服

と

ハ
ン
タ

風
サ
ン
タ
服

の
出
来
栄
え
に

 
二
人
で
き

き

う
ふ
ふ
し
て
い
た

そ
れ
じ

あ
私
達
は
こ
れ
で

あ

待
て
よ
コ
ヒ

結
局
コ
ヒ

は
ど
ん
な
の
に
し
た
ん
だ

あ

明
日
に
な
れ
ば
分
か
る
か
ら

 
そ
し
て
香
蓮
は
逃
げ
出
し

二
人
は
そ
の
後
を
追

て
い

た

う

ん

こ
こ
ま
で
で
い
う
と

香
蓮
が
ベ
ス
ト
ド
レ

サ

そ
れ
か
ア
ス
ナ
さ
ん

せ
め
て
ク
ル
ス
が
ま
と
も
な
ら
ね

 
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ

ど
ん
ど
ん
服
を
納
品
し
て
い

た

さ
て

後
は

ご

ご
め
ん
な
さ
い

く
な

ち

い
ま
し
た

あ

麻
衣
さ
ん
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最
後
に
残

た
の
は

女
優
の

麻
衣
の
サ
ン
タ
服
で
あ

た

 
そ
の
チ

イ
ス
は
ま
さ
か
の

バ
ニ

ガ

ル
風
サ
ン
タ
服

で
あ
る

ね

麻
衣
さ
ん

ど
う
し
て
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
の

う

ん

咲
太
が
ど
う
し
て
も
こ
れ
が
い
い

て
言
う
の
よ
ね

う
わ

麻
衣
さ
ん

そ
れ
は
別
れ
る
事
も

討
し
た
方
が
良
く
な
い

そ
の
つ
も
り
は
な
い
け
ど

一
応
い
じ
め
て
お
い
た
わ

あ
は

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
の
か
な

で
も
何
と
な
く
し

く
り
く
る
の
は
確
か
な
の
よ
ね

何
で
だ
ろ

 
そ
の
理
由
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い

そ
れ
じ

あ
ち

と
こ
れ
で
見
て
み
る

あ

ご
め
ん

そ
の
前
に

突
然
で
悪
い
ん
だ
け
ど

 
友
達
の
服
の
直
し
だ
け
お
願
い
出
来
な
い
か
な

ち

と
ほ
つ
れ
さ
せ
ち

た
み
た
い

な
のあ

う
ん

大
丈
夫
か
な

良
か

た

愛
ち

ん

こ

ち
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そ
し
て
入
り
口
か
ら
一
人
の
女
性
が

を
現
し

沙
希
と
ま
ゆ
り
は
あ

と
い
う
顔
を
し
た

は

初
め
ま
し
て

水
野
愛
で
す

 
そ
こ
に
い
た
の
は
今
度
ソ
レ
イ
ユ
に
移

す
る
事
に
な
り

 
同
時
に

の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ

ト
か
ら
全
国
展
開
す
る
事
に
な

た

フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

で
あ
る

水
野
愛
で
あ

た

よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

あ

は
い

 
そ
の

し
き
れ
な
い
ア
イ
ド
ル
の
オ

ラ
に
気
圧
さ
れ
な
が
ら

 
沙
希
と
ま
ゆ
り
は
手

さ
れ
た
サ
ン
タ
服
を
調
べ

そ
の
ほ
つ
れ
を
直
し
て
い

た

 
エ
ル
ザ
も
麻
衣
も
美
人
だ
が

ア
イ
ド
ル
と
い
う

で
は
な
く

 
麻
衣
の
妹
の
豊

の
ど
か
と
は
あ
ま
り
接
点
が
無
い

 
二
人
に
と

て

ア
イ
ド
ル
の
カ
テ
ゴ
リ

に
あ
る
者
と
こ
う
し
て
顔
を
合
わ
せ
る
の
は

 
ほ
ぼ
初
め
て
の
事
な
の
で
あ
る

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ど
う
い
た
し
ま
し
て

そ
れ
じ

あ
麻
衣
さ
ん

こ
れ
を
見
て
み
て
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ど
れ
ど
れ

あ

凄
い

 
そ
こ
に
は
バ
ニ

ガ

ル
風
サ
ン
タ
の
麻
衣
が
見
事
に
映
し
だ
さ
れ
て
い
た

こ
れ
も
ソ
レ
イ
ユ
の
製
品

う
ん

作
品
ら
し
い
よ

へ

凄
い
な

あ

し
に
愛
さ
ん
も

こ
の
格
好
を
し
た
ら
ど
う
な
る
か
見
て
み
る

は
い

是
非

 
そ
の
沙
希
の

め
に

い

愛
の
仮
想
バ
ニ

ガ

ル

が
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る

う
わ

何
か
エ
ロ
い

麻
衣
さ
ん
の
方
が
エ
ロ
い
で
す

い
や
い
や
麻
衣
さ
ん

こ
れ
は
か
わ
い
い
と
言
う
べ
き
だ
ろ

う

ん

ま
あ
確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど

て

八
幡
さ
ん

八
幡

え
 
い
つ
の
間
に
か

そ
こ
に
は
八
幡
が
立

て
い
た
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音
の
し
な
い
歩
き
方
を
す
る
の
が

に
な

て
し
ま

て
い
る
せ
い
で
そ
の
事
に
誰
も
気
付

か
な
か

た

き

き

 
愛
は
反
射
的
に
八
幡
の

を
ひ

ぱ
た
こ
う
と
し
当
然
の
よ
う
に
八
幡
に
あ

さ
り
避
け

ら
れ
た

 
そ
の
せ
い
で
体
勢
を
崩
し
た
愛
は

思
い

き
り
前
に
つ
ん
の
め

た
が

 
そ
ん
な
愛
の
お
腹
の
部
分
を
八
幡
が

に

え

倒
れ
な
い
よ
う
に
助
け
て
く
れ
た

ご
め
ん
な

今
度
は
ち

ん
と
叩
か
れ
る
よ
う
に
す
る
か
ら

 
愛
を
優
し
く
見
つ
め
な
が
ら
そ
う
言
う
八
幡
の

に

愛
は
思
わ
ず
ド
キ
リ
と
し
た

私
が
悪
い
の
に

こ
ん
な
事
言
わ
れ
た
の
初
め
て

こ

こ
ち
ら
こ
そ
ご
め
ん
な
さ
い

愛
ち

ん

こ
ち
ら
は
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
の
比
企
谷
八
幡
さ
ん
よ

 
八
幡
さ
ん

こ
ち
ら
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
水
野
愛
ち

ん

も
ち
ろ
ん
知

て
る
さ

よ
う
こ
そ
ソ
レ
イ
ユ
へ

 
こ
れ
か
ら
は
う
ち
が
し

か
り
あ
な
た
達
の
サ
ポ

ト
を
し
ま
す
の
で
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全
国
の
野
郎
共
を
ど
ん
ど
ん

了
し
ち

て
下
さ
い

あ

は

は
い

 
愛
は
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
八
幡
の
顔
を

と

め
て
お
り

 
麻
衣
や
沙
希
は

こ
れ
は
ま
さ
か
か
も
と
内
心
で
思

て
い
た

し
か
し
麻
衣
さ
ん

ち
ら

と

こ
え
た
け
ど

咲
太

て
そ
う
い
う
奴
な
の
か

う
ん

八
幡
さ
ん
よ
り
ず

と
エ
ロ
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
う
か
そ
う
か

う
ん

俺
は
全
然
エ
ロ
く
な
い
か
ら
な

い
や

あ
ん
た
は
高
校
の
時
か
ら
ム

ツ
リ
で
し

何
だ
と
サ
キ
サ
キ

サ
キ
サ
キ
言
う
な

じ

あ
カ
ワ
サ
キ
サ
キ

そ
れ

日
明
日
奈
が
や

た

マ
ジ
か
よ

ネ
タ
を
パ
ク
ら
れ
た

あ
は
は
は
は
は
は

 
そ
ん
な
感
じ
で
楽
し
く
会
話
が
続
い
て
い
た
が

そ
の
時
愛
の
お
腹
が
鳴

た
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く

 
愛
は
思
わ
ず

面
し
た
が

 
八
幡
は
ま
る
で
自
分
の
腹
が
鳴

た
か
の
よ
う
に
自
分
の
腹
を
押
さ
え
な
が
ら
こ
う
提
案
し
て

き
たい

や

腹
が

た
わ

も
う
こ
ん
な
時
間
だ
し

 
良
か

た
ら
俺
の

り
で

で
も
食
い
に
行
く
か

あ

私
達
は
ち

と
約
束
が

う
ん

紅
莉
栖
ち

ん
と
約
束
が
あ
る
の
で
す

そ
う
か

サ
キ
サ
キ
と
ま
ゆ
さ
ん
は
無
理
か

麻
衣
さ
ん
は
ど
う
す
る

私
は
行
け
る
か
な

愛
ち

ん
も
一

に
行
く
よ
ね

え

よ

予
定
は
無
い
で
す
け
ど

な
ら
行
き
ま
し

う

そ
の
方
が
き

と
楽
し
い
わ

は

は
い

と
は
い
え
普
通
の
店
に
行

て

お
か
し
な
勘

り
を
さ
れ
た
ら
困
ら
な
い

確
か
に
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そ
の
沙
希
の
言
葉
に
麻
衣
と
愛
は

い
た

そ
れ
じ

あ

ね
こ
や

に
し
な
い

私
も
た
ま
に
使

て
る
し

 
愛
ち

ん
も
い
ず
れ
利
用
す
る
事
に
な
る
と
思
う
か
ら

あ
あ
確
か
に
あ

ち
の
食

よ
り
も
ね
こ
や
の
方
が
美
味
い
も
ん
な

愛
さ
ん
も
そ
れ
で
い

い
か
な

は

は
い

興
味
が
あ
る
の
で
お

し
ま
す

 
こ
う
し
て
三
人
は

ね
こ
や
に
向
か
う
事
と
な

た

 
出
る
と
す
れ
ば
う
ん
ぬ
ん
と
俺
が
言

た
時
は
大
体
出
て
し
ま
う
法

発
動

 
ま
あ
他
の
メ
ン
バ

も
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
あ
る
と
し
て
も
愛
に
突

込
む
だ
け
の
役

と
い
う



 第１０５２話 愛、覚悟完了

 
第
１
０
５
２
話
 
愛

覚
悟
完
了

 
こ
ち
ら
は
本
日
二
話
目
に
な
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

ね
こ
や
へ
よ
う
こ
そ

八
幡
さ
ん

そ
れ

私
の
セ
リ
フ
で
す
か
ら

は
は
は
は
は

い
者
勝
ち
だ

意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん

 
ね
こ
や
に
入

て
す
ぐ
に

八
幡
は
楽
し
そ
う
に
ア
レ

タ
と
会
話
し
た

と
こ
ろ
で
ア
レ

タ

三
人
な
ん
だ
け
ど

空
い
て
る
か

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
個
室
へ
ど
う
ぞ

 
ア
レ

タ
は
気
を
利
か
せ
て
そ
う
言
い

ク
ロ
が
す
ぐ
に
水
を
持

て
き
た

八
幡

そ
ろ
そ
ろ
カ
レ

の
季

お
う

分
か

て
る

て

年
内
に
も
う
一
度
く
ら
い
連
れ
て

て
や
る
か
ら
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約
束

 
ク
ロ
は
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
言
う
と

テ

ブ
ル
に
メ
ニ

を
置
い
た

ク
ロ
ち

ん
の
声

相
変
わ
ら
ず
何
か

の
中
に

く
よ
う
な
感
じ
よ
ね

珍
し
い
声
の
質
を
し
て
る
ね

だ
よ
な

そ
れ
じ

あ
注
文
を
済
ま
せ
ち
ま
う
か

何
で
も
好
き
な
物
を
頼
ん
で
く
れ

 
メ
ニ

の
内
容
は
普
通
の

食
屋
だ

た
が
愛
は
そ
の
方
が
落
ち
着
け
る
の
で
好
き
だ

た 
も

と
も
愛
の
好
物
は
焼
肉
で
あ
り

い
な
も
の
は

水
化
物
だ

た
り
す
る

さ
て

二
人
は
ど
う
す
る

私
は
ビ

フ
シ
チ

か
な

わ

私
は
焼
肉
定
食
ご

抜
き
で

え

抜
き
な
の

な
る
ほ
ど

水
化
物
ダ
イ
エ

ト
か

い
え

そ
の

に

い
な
だ
け
で
す

 
愛
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言
い

二
人
は
顔
を

ば
せ
た
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ま
あ
い
い
ん
じ

な
い

で
も

度
に
と
ら
な
い
と

目
だ
か
ら
な

は

は
い

朝
は
パ
ン
な
の
で
大
丈
夫
で
す

な
ら
い
い
だ
ろ

 
八
幡
は

は
は
は
と
笑
い
な
が
ら
カ
ツ

を
頼
ん
だ

そ
れ
じ

あ
ク
ロ

頼
む
わ

う
ん

 
ク
ロ
は
カ
レ

カ
レ

と
楽
し
そ
う
に

き
な
が
ら
去

て
い
く

八
幡
さ
ん

あ
の
子
と
よ
く
カ
レ

を
食
べ
に
い
く
の

お
う

カ
レ

友

て
奴
だ
な

へ

な
ん
か
楽
し
そ
う

そ
う
い
え
ば
八
幡
さ
ん

て

そ
う
い
う
友
達
が
多
い
わ
よ
ね

そ
う
い
う

う

ん

た
だ
食
事
に
行
く
だ
け

て
な
ら

 
月
一
で
う
ち
の
花
の
面
倒
を
見
て
く
れ
て
る
千
佳
と

 
こ
こ
に
お
酒
を

し
て
く
れ
て
る
小
春
さ
ん
く
ら
い
だ
け
ど
な

私

焼
肉
が
好
き
で
す



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
の
時
突
然
愛
が
そ
う
言
い

二
人
は

か
ん
と
し
た

あ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

い
や

愛
さ
ん
は
焼
肉
が
そ
ん
な
に
好
き
な
ん
だ
な

え

と

は

は
い

 
愛
は
自
分
の
行
動
に
混
乱
し
て
い
た

な

何
で
私
は
あ
ん
な
事
を

 
八
幡
が
複

の
女
性
と
食
事
に
行

て
い
る
と

い
た
だ
け
で

 
思
わ
ず
立
ち
上
が

て
叫
ん
で
し
ま

た
の
だ

 
こ
ん
な
事
は
愛
の
今
ま
で
の
人
生
で
一
度
も
無
か

た
事
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
今
度
焼
肉
に
で
も
行
く
か
さ

き
驚
か
せ
ち
ま

た
お

び
も
し
な
い
と
だ
し

 
そ
こ
で
愛
は
ピ
ン
と
き
た

こ
れ
は
麻
衣
と
三
人
で
行
こ
う
と
い
う
意
味
に
違
い
な
い
と

 
だ
が
こ
こ
で
何
か
言
う

に
も
い
か
ず

愛
は
思
わ
ず
麻
衣
の
方
を
見
た

 
麻
衣
は
そ
の

線
を
受
け

ク
ス

と
笑
う
と

笑
顔
で
八
幡
に
言

た

ご
め
ん
な
さ
い

私
は
焼
肉

て
苦
手
だ
か
ら

愛
ち

ん
だ
け
連
れ
て

て
あ
げ
て

 
さ
す
が
は
麻
衣

の
回
転
が
凄
ま
じ
く
速
い
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ん

そ
う
か

そ
れ
な
ら
フ
ラ
ン
シ

シ

の
他
の
メ
ン
バ

を

あ
の
子
達
も
焼
肉
は

い
で
す
か
ら

 
そ
の

間
に
愛
は
立
ち
上
が

て
そ
う
言
い

恥
ず
か
し
そ
う
に

を
下
ろ
し
た

ご

ご
め
ん
な
さ
い

な
る
ほ
ど

一

に
行

て
く
れ
る
子
が
い
な
い

て
事
か

 
だ
が
そ
の
行
動
は
思
わ
ぬ
良
い
結
果
を
生
み
出
し
た

八
幡
が
そ
う
勘
違
い
し
て
く
れ
た
の

だ
そ
れ
は

い
よ
な

分
か

た

あ
ん
ま
り
い
い
事
じ

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が

 

月
一
度
く
ら
い
な
ら

俺
が
連
れ
て

て
や
ろ
う

い

い
い
ん
で
す
か

お
う

他
の
子
に
は
内

だ
ぞ

は

は
い

 
愛
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い

麻
衣
は
密
か
に
ク
ス
ク
ス
と
笑

た

お

と
悪
い

ち

と
ト
イ
レ
に
行

て
く
る
わ

あ
そ
れ
な
ら
つ
い
で
に
マ
ス
タ

に
美
味
し
い
焼
肉
屋
を
知
ら
な
い
か

い
て
み
れ
ば
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な
る
ほ
ど

そ
れ
は
い
い
な

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る

う
ん

ご
ゆ

く
り

 
そ
し
て
八
幡
が
い
な
く
な

た
後

麻
衣
は
愛
に
そ

と

い
た

そ
ん
な
に
八
幡
さ
ん
の
事
が
気
に
な
る
の

え

あ

い
や

そ
の

 
愛
は
そ
の
言
葉
に
も
じ
も
じ
し
た

こ
の
時
点
で
確
定
な
の
だ
ろ
う
が
本
人
に
ま
だ
そ
の
自

覚
は
な
い

 
何
故
な
ら
愛
は
今
ま
で
一
度
も
恋
と
い
う
も
の
を
し
た
事
が
無
い
か
ら
で
あ
る

で
も
八
幡
さ
ん
に
は
彼
女
が
い
る
わ
よ

え
 
そ
の

間
に
愛
は

ろ

ろ
と
涙
を
流
し
た

え

何
こ
れ

さ
あ

何
か
し
ら
ね

 
麻
衣
は
内
心
で
動

し
つ
つ
も

何
と
か
八
幡
が

て
く
る
前
に
愛
を

め
よ
う
と
し
た

い
い

確
か
に
八
幡
さ
ん
に
は
彼
女
が
い
る
け
ど
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で
も
八
幡
さ
ん
の

り
に
は

凄
く

山
の
女
の
子
が
ひ
し
め
い
て
る
の
よ

凄
く

山

う
ん

で
ね

そ
の
子
達
は

一
夫
多
妻
制
を
実
現
さ
せ
よ
う
と

本
気
で
考
え
て
い
る
み
た

い
な
の

い

一
夫

え
え

だ
か
ら
も
し
あ
な
た
が
彼
を
望
む
な
ら

 
覚
悟
を
持

て
そ
の
女
の
子
達
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
わ

そ
の
覚
悟
は

あ
る

わ

私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん

 
愛
は
混
乱

態
に
あ

た
が

本
人
も
気
付
か
な
い
う
ち
に

そ
の
目
は

々
と

わ

て

い

た
ふ
ふ

ま
あ
頑
張

て

頑
張
る

 
愛
は
し
ば
ら
く

て
い
た
が

や
が
て
晴
れ
や
か
な
顔
で
こ
う
言

た

よ

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

頑
張

て
み
ま
す



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
愛
が
そ
の
選
択
を
し
た
の
は

に
頑
張
る
と
口
に
出
す
と
心
が
楽
に
な
る
か
ら
で
あ

た

 
そ
の
気
持
ち
を
何
と
呼
ぶ
の
か
愛
が
知
る
の
は
当
分
先
に
な
る
の
だ
ろ
う

 
平
気
で
恋
に
関
す
る
歌
を
歌

て
い
る
の
に

何
と
も
不
思
議
な
事
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
顔
を
洗

て
く
る
と
い
い
わ

 
そ
ん
な
に
目
を

く
し
て
い
る
と

八
幡
さ
ん
が
心
配
し
ち

う
か
ら
ね

は

は
い

 
愛
は
そ
う
言

て
ト
イ
レ
へ
と
駆
け
込
ん
で
い

た

そ
れ
と
入
れ

わ
り
に
八
幡
が

て

く
るあ

お
帰
り
な
さ
い

愛
ち

ん
は
ち

と
ト
イ
レ
に
行

た
わ

あ
あ

マ
ス
タ

に
色
々

い
て
る
う
ち
に
入
れ

わ
り
に
な

ち
ま

た
か

い
い
情
報
は

け
た

バ

チ
リ
だ

 
そ
う
言

て
八
幡
は

子

の
よ
う
に
笑

た

無

気
よ
ね

こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
女
を
狂
わ
せ
る
の
か
し
ら

 
麻
衣
は
そ
う
分

し
つ
つ

続
け
て
八
幡
に
言

た
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八
幡
さ
ん

あ
の
子
の
事

宜
し
く
ね

ん

美
味
い
肉
を
食
べ
さ
せ
て

ス
ト
レ
ス
を
無
く
し
て
や
れ
ば
い
い
ん
だ
な

 
ち

と
不
安
定
だ

た
み
た
い
だ
し

そ
れ
で
き

と
元
気
に
な
る
だ
ろ

 
あ

愛
さ
ん
は

せ
て
る
し

太
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
い
と
か

 
そ
の
八
幡
の
ズ
レ
た
言
葉
に
麻
衣
は
苦
笑
し
た

 
決
し
て

く
な
い
は
ず
の
八
幡
だ
が

自
分
が
愛
さ
れ
る
事
に
関
し
て
は
急
に

く
な
る

 
と
い
う
か

考
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

自

評
価
が

す
ぎ
る
の

て

本
当
に
難
儀
よ
ね

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
愛
が

て
き
た

そ
の
表
情
は
晴
れ
や
か
で
あ
り

 
注
文
し
た
品
が
運
ば
れ
焼
肉
定
食
を
食
べ
始
め
た
後
は
そ
の
表
情
は
も

と
晴
れ
や
か
に

な

た
う
わ

こ
れ

美
味
し
い

だ
ろ

マ
ス
タ

の
仕
事
は
一
流
だ
か
ら
な

麻
衣
さ
ん

私

こ
こ
の
常
連
に
な
る

あ
は

ニ

ク
ネ

ム
が
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

て
ね
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ニ

ク
ネ

ム

あ
あ
こ
こ
の
常
連
は
好
物
に
合
わ
せ
て
お

い
を
ニ

ク
ネ

ム
で
呼
び
合

た
り
す
る

ら
し
い

へ

ど
ん
な

え
ば
う
ち
の
秘
書
室
⻑
は

ミ
ル
ク
レ

プ

て
呼
ば
れ
て
る
ら
し
い
ぞ

 
で

あ
そ
こ
に
い
る
の
が
メ
ン
チ
カ
ツ

こ

ち
が
カ
ツ

だ
な

そ
う
な
ん
だ

分
か

た

私

焼
肉

て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
頑
張

て
み
る

は
は
は
は
は

ま
あ
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
な

う
ん

今
の
身
⻑
が

六
十
セ
ン
チ
で

体
重
が
四
十
二
キ
ロ
だ
か
ら

 
そ
れ
を
基
準
に

え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
頑
張
る

 
あ

で
も
ス
リ

サ
イ
ズ
が
八
十
一

五
十
六

八
十
だ
か
ら

 
ウ

ス
ト
を

や
さ
な
い
よ
う
に
胸
を

や
せ
ば

ス
ト

プ

ス
ト

プ
よ

え
 
平
気
で
個
人
情
報
を

れ
流
す
愛
を

麻
衣
が

て
て
止
め
た
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見
る
と
八
幡
が
顔
を

く
し
て
お
り

愛
も
そ
れ
を
見
て
顔
を

く
し
た

え

え

と

 
気
ま
ず
い

の
後

愛
は
お
ず
お
ず
と
こ
う
言

た

む

胸
は
も
う
少
し
あ

た
方
が

八
幡
さ
ん
的
に
い
い
よ
ね

い
や
も

と
気
ま
ず
く
な

ち

う
だ
ろ

そ
こ
は
話
題
を

ら
せ
よ

 
そ
の
言
葉
に
愛
は
思
わ
ず

き
出
し
た

麻
衣
も
続
け
て

き
出
し

 
最
後
に
は
八
幡
も

き
出
し
た

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

麻
衣
さ
ん
も
愛
さ
ん
も

笑
い
す
ぎ
だ

て

そ
う
い
う
八
幡
さ
ん
も
笑
い
す
ぎ
よ

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
三
人
は
笑

て
い
た
が
や
が
て
落
ち
着
い
た
の
か
食
事
を
再
開
し
た

そ
う
い
え
ば

・ハ
・チ
・マ
・ン

イ
ベ
ン
ト
の
事
だ
け
ど

ん

ア
サ
ギ

何
か
気
に
な
る
の
か
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麻
衣
が
い
き
な
り
八
幡
の
事
を
呼
び

て
に
し
た

愛
は

か
ん
と
し
た

 
ゲ

ム
内
モ

ド
で
の
会
話
に
移
行
し
た

だ
が

そ
ん
な
事
は
愛
に
は
分
か
ら
な
い

あ

あ
の

ん

ど
う
し
た
の

わ

私
の
事
も

愛

て
呼
び

て
に
し
て
も
ら
え
ま
す
か

 
ア
サ
ギ

と
い
う
言
葉
が
麻
衣
の
ニ

ク
ネ

ム
か
何
か
だ
と
判
断
し
た
愛
は

 
考
え
た
結
果

二
人
の
会
話
が
落
ち
着
い
た
の
を
見
計
ら

て
八
幡
に
そ
う
頼
ん
だ

ん

分
か

た

そ
れ
じ

あ
俺
の
事
も
八
幡
で
い
い
ぞ

り
方
も
普
通
で
い
い

そ

そ
れ
は
さ
す
が
に

別
に
い
い
じ

な
い
せ

か
く
そ
う
言

て
く
れ
て
る
ん
だ
か
ら

し
に
呼
ん
で
み
な
さ

い
なそ

そ
れ
じ

あ

は

八
幡

お
う

よ
く
呼
べ
た
な

愛

 
八
幡
に
愛
と
呼
ば
れ
た

間
に

愛
は
胸
が
い

ぱ
い
に
な

た

八
幡

八
幡

八
幡
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呼
び
す
ぎ
だ

て
の

あ
は
は
は
は

八
幡

お
う

 
そ
ん
な
愛
を
見
て

麻
衣
は
何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
な
顔
を
し

八
幡
に
こ
う
言

た

ね

ハ
チ
マ
ン

愛
ち

ん

て
運
動
神

も
い
い
し

の
回
転
も

い
か
ら

 

し
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や
ら
せ
て
み
な
い

ん

愛

そ
う
な
の
か

し

が
少
な
い
か
ら
ダ
ン
ス
は
得
意

歌

を
覚
え
る
の
も
得
意
か
な

そ
う
い
え
ば

六
十
で
四
十
二
だ

た
か

 
愛
は
そ
の

間
に

思
わ
ず
八
幡
を
バ
シ

と
叩
き

八
幡
は
ク
ス
ク
ス
笑
い
な
が
ら
こ
う

言

た
今
度
は
ち

ん
と
叩
か
れ
て
や

た
ぞ

愛
は
手
が

い
な

う

い

意
地
悪

ま
あ
愛
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
み
た
い

て
な
ら
俺
は

わ
な
い

私

や

て
み
た
い
で
す
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向
上
心
の

で
あ
る
愛
は

そ
の
言
葉
を
理
解
し
な
い
ま
ま

そ
う
即
答
す
る

 
そ
ん
な
愛
に
苦
笑
し
な
が
ら
麻
衣
が

い
た

分
か

た
わ

そ
れ
じ

あ
後
で
色
々
教
え
て
あ
げ
る

あ
り
が
と
う

 
こ
の
事
が
キ

カ
ケ
と
な
り

愛
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
る
事
と
な

た

 
彼
女
は
い
ず
れ

歌

ス
キ
ル
を
得
て

ユ
ナ
と
対
峙
す
る
事
と
な
る

 
と
い
う

で

実
は
オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル
の
伏
線
で
し
た



 第１０５３話 これは最終確認

 
第
１
０
５
３
話
 
こ
れ
は
最
終
確
認

 
そ
し
て
迎
え
た
十
二
月
二
十
四
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
朝

く
か
ら

 
ソ
レ
イ
ユ
社
内
の
大
会
議
室
は

急
速
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
装
い
を
整
え
ら
れ
て
い
た

 
指

を
し
て
い
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
と
理
央
で
あ
る

八
幡

こ
れ
は
こ
こ
で
い
い

お
う

大
丈
夫
だ

こ
れ
は

そ
れ
は

理
央

ど
こ
だ

そ
れ
は
あ

ち
だ
ね

オ

ケ

 
予
定
よ
り
も

く

り
つ
け
は

調
に
進
ん
で
い
た

こ
の
ペ

ス
な
ら
ま
あ

余

で
間
に
合
い
そ
う
だ
な

料
理
や
飲
み
物
は
大
丈
夫
か
な

飲
み
物
は
さ

き
小
春
さ
ん
が

け
て
く
れ
て
た
は
ず
だ
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料
理
も
今
日
は
ね
こ
や
を
休
み
に
す
る
ら
し
い
か
ら
マ
ス
タ

が
頑
張

て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
ち

ん
と
助

人
も

遣
し
た
か
ら
問
題
な
い

で
も
ま
あ
一
応
様
子
は
見
て
く
る
か

う
ん

 
そ
の
ね
こ
や
で
は

大
勢
の
人
間
が
食
材
の
仕
込
み
に

走
し
て
い
た

い
や

手
伝

て
も
ら

て
凄
く
助
か
る
よ

い
え

み
ん
な
で
楽
し
む

で
す
か
ら

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

悪
い
ね

バ
イ
ト
料
は
は
ず
む
か
ら
さ

ふ
ふ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
こ
に
い
た
の
は
明
日
奈

優
里
奈

雪
乃

ク
ル
ス

い
ろ
は

小
町

直
葉
の

 
料
理
が
得
意
な
面
々
で
あ

た

マ
ス
タ

こ

ち
は
大
丈
夫
で
す
か

 
そ
こ
に
八
幡
と
理
央
が
顔
を
出
し
た

あ
あ

余

余

人
を
貸
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね

い
え
い
え

そ
れ
く
ら
い
お
安
い
御
用
で
す

後
は
飲
み
物
の
確
認
か
な



 第１０５３話 これは最終確認

と
言

て
も
ち

ん
と

え
て
る
か
確
認
す
る
だ
け
だ
け
ど
な

 
ソ
レ
イ
ユ
に
は
精
密
機

用
の

室
が
存
在
し

 
飲
み
物
は
そ
こ
に
一
時
的
に
保
管
さ
れ
る
予
定
と
な

て
い
た

和
人

大
丈
夫
か

あ
あ

今
丁
度
全
部
し
ま
い
終
わ

た
と
こ
ろ
か
な

悪
い
な

手
伝

て
も
ら

て

バ
イ
ト
代
を
も
ら

て
る
ん
だ
か
ら
気
に
す
る
な

て

 
他
に
も
風
太
や
大

に
保

お
ま
け
に
珍
し
く
レ
コ
ン
こ
と

⻑
田
慎
一
も
こ
こ
に
い
た

よ
し

残
る
は

 
八
幡
が
ス
ケ
ジ

ル
表
に
目
を
や

た
そ
の
時

薔
薇
か
ら
連

が
入

た

お
う

ど
う
し
た

今
社
⻑
が

た
わ

分
か

た

す
ぐ
行
く
わ

 
八
幡
は
理
央
に
現
場
を
任
せ
す
ぐ
に
社
⻑
室
へ
と
向
か

た

中
に
は
薔
薇
も
同

し
て
い

る
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帰

た
の
か

姉
さ
ん

た
だ
い
ま

苦
労
し
た
わ
よ

 
陽
乃
は
そ
う
言

て
八
幡
に
飛
び
つ
い
た

だ
が
八
幡
は
当
然
そ
れ
を
避
け
て
し
ま
う

ち

と

何
で
避
け
る
の

い
や

当
た
り
前
だ
ろ

む

そ
れ
じ

あ
先
に

向
こ
う
で
何
が
あ

た
の
か

説
明
す
る
わ

 
そ
し
て
陽
乃
が
得
意
げ
に
語

て
い
く
に
つ
れ

八
幡
の
機

が
ど
ん
ど
ん
と
悪
く
な

て

い

た
と
い
う

で

関
⻄
は
制

し
た
と
言

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
わ

お
い
こ
ら
馬

姉

 
突
然
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

陽
乃
は
ビ
ク

と
し
た

な

何
よ

危
な
い
事
は
す
る
な

て
言

た
だ
ろ

で

で
も

ま

た
く



 第１０５３話 これは最終確認

 
八
幡
は
そ
う
言

て

陽
乃
を
し

か
り
と

き
し
め
た

は

八
幡
君

ま

た
く

次
か
ら
こ
う
い
う
の
は
無
し
だ
ぞ

安
全
に

安
全
に
だ

う

う
ん

気
を
つ
け
る
ね

分
か

て
く
れ
れ
ば
い
い

 
陽
乃
は

勝
そ
う
な
態
度
で
そ
う
言

た
が

 
そ
の
表
情
を
ず

と
見
て
い
た
薔
薇
に
し
て
み
れ
ば

茶
番
も
い
い
と
こ
ろ
で
あ

た

あ
あ

も
う

何
で
そ
れ
が

技
だ

て
気
付
か
な
い
の
よ

馬

八
幡

 
だ
が
そ
ん
な
事
を
言
う

に
は
い
か
ず

 
薔
薇
は
陽
乃
に
ラ
ブ
シ

ン
を
見
せ
つ
け
ら
れ

ぐ
ぬ
ぬ

態
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
し
ば
ら
く
ゆ

く
り
休
ん
で
て
く
れ

 
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
始
ま
る
時
間
に
な
る
ま
で

て
て
く
れ
て
も
い
い
ぞ

え

そ
れ
な
ら
一

に

て
欲
し
い
な

俺
が
指

し
な
い
と

目
だ
ろ

と
に
か
く
今
は
体
を
休
め
て
く
れ
よ

仕
方
な
い
な

そ
れ
じ

あ
休
ん
で
あ
げ
よ

か
な
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陽
乃
は
機

良
さ
そ
う
に
そ
う
言
う
と

そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
の

八
幡
の
部
屋
へ
と
向

か

た
さ
て
お
い
小
猫
そ

ち
は
ど
う
だ

通
常
業

は
時
間
ま
で
に
ち

ん
と
終
わ
る
か

え
え

お
と
と
い
か
ら
前
倒
し
で
進
め
て
あ

た
か
ら

余

ね

オ

ケ

だ

そ
れ
じ

あ
こ

ち
も
さ

さ
と
準
備
を
終
わ
ら
せ
ち
ま
う
か

え
え

頑
張
り
ま
し

う

 
そ
し
て
部
屋
を
出
て
い
く
直
前
に

八
幡
が
ぼ
そ
り
と
薔
薇
に
言

た

し
か
し
危
な
か

た
の
は
マ
ジ
な
ん
だ
ろ
う
が
姉
さ
ん
も

分
大
げ
さ
に
説
明
し
て
く
れ
た

な 
ま

た
く

技
ば
か
り
上
手
く
な
り
や
が

て

え

分
か

て
た
の

当
た
り
前
だ
ろ

ど
れ
だ
け
姉
さ
ん
と
一

に
い
る
と
思

て
る
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
八
幡
は

全
て

知
の
上
で
陽
乃
に
優
し
く
し
て
い
た
ら
し
い

ま
あ
俺
に
と

て
姉
さ
ん
は
特
別
だ
か
ら
な

 
本
当
は
も

と
優
し
く
し
て
や
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が



 第１０５３話 これは最終確認

 
あ
ん
ま
り

や
か
す
と
調
子
に
乗
り
す
ぎ
る
か
ら
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
部
屋
を
出
て
い
き

薔
薇
は
思
わ
ず
笑

て
し
ま

た

八
幡
も
成
⻑
し
て
る
の
ね

 
一
方
陽
乃
は
八
幡
の
部
屋
で

一
人

え
て
い
た

し
ま

た
な

ち

と

技
し
す
ぎ
た
わ

完
全
に
八
幡
君
に
バ
レ
て
た
じ

な
い

 
ま
あ
そ
の
ま
ま
押
し
き

た
か
ら
結
果
オ

ラ
イ
と
し
て
も

今
後
は
も
う
少
し
気
を
つ
け

よ

と

 

と

の
化
か
し
あ
い
は
続
く

  
そ
し
て
準
備
が
終
わ
り

開
場
時
間
が
訪
れ

続
々
と
参
加
者
達
が
受
付
に
現
れ
た

 
受
付
事

は
か
お
り
と
え
る
に
任
せ
八
幡
は
そ
の
横
で
に
こ
や
か
に
来
客
に

を
し
て

い
る

 
そ
の
横
に
は
ち

か
り
と

陽
乃
の

も
あ

た

 
そ
ん
な
中

最
初
に
部
屋
に
入

て
き
た
の
は

ま
さ
か
の
フ
ラ
ン
シ

シ

で
あ

た

八
幡

そ
れ
に
社
⻑

こ
ん
ば
ん
は
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お
う
愛

よ
く
来
た
な

え
へ
へ

待
ち
き
れ
な
く
て

み
ん
な
を
引

張

て
き
ち

た

 
そ
の
愛
の
態
度
に
他
の
メ
ン
バ

達
は
ざ
わ

と
し
た

 
愛
の
そ
ん
な
態
度
を
見
る
の
は
初
め
て
だ

た
か
ら
だ

は
は

ま
あ
楽
し
ん
で

て
く
れ

う
ん

あ

あ
と

う
ん

そ
の
サ
ン
タ
の
格
好

か
わ
い
く
て
い
い
な

 
愛
は
そ
の
不
意
打
ち
に
顔
を

く
し
た

あ

あ
り
が
と

お
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
な

愛

う

う
ん

 
そ
の
光
景
に
陽
乃
と

今
ま
さ
に
会
場
入
り
し
て
き
た
明
日
奈
が
衝
撃
を
受
け
て
い
た



 第１０５３話 これは最終確認

 
二
人
の
間
で
は
フ

ン
か
ら
熱
い

線
や
好
意
を
向
け
ら
れ
る
事
に
慣
れ
て
い
る
ア
イ
ド
ル

が 
そ
う
簡

に
八
幡
に
転
ん
だ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
予

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

 
明
日
奈
は
陽
乃
に
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
を
送
り

陽
乃
は
そ
れ
を
受
け

り
を
見
回
し
た

 
そ
し
て
沙
希
の

動
が
怪
し
い
の
を
見
て

陽
乃
は
明
日
奈
に
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
を
返
し
た

 
直
後
に
明
日
奈
が
沙
希
に
駆
け
寄
り

そ
の

を
ポ
ン
と
叩
く

ひサ
キ
サ
キ

ち

と
向
こ
う
で
話
そ

か

わ

分
か

た

 
明
日
奈
に
マ

ク
さ
れ
て
し
ま

た
沙
希
は

隣
の
部
屋
で
必
死
に

況
説
明
を
始
め
た

え

と
ね

麻
衣
さ
ん
が
サ
ン
タ
服
を
取
り
に
来
た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
時
に

愛
さ
ん
の
サ
ン
タ
服
が
ほ
つ
れ
ち

た
か
ら
直
し
て
く
れ

て
頼
ま
れ
て
ね

ふ
む
ふ
む

で

直
し
終
わ

た

に

八
幡
が
い
つ
の
間
に
か
愛
さ
ん
の
後
ろ
に
い
て

あ
あ

あ
る
あ
る
だ
ね

八
幡
君

て
ほ
と
ん
ど
足
音
を
立
て
な
い
か
ら
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で

驚
い
た
愛
さ
ん
が

反
射
的
に
八
幡
を
叩
こ
う
と
し
て
避
け
ら
れ
て

 
転
び
そ
う
に
な

た
と
こ
ろ
を
八
幡
が

え
て
あ
げ
た
の
ね

で
そ
の
直
後
に
八
幡
が
こ
う

言

た
の

ご
め
ん
な

今
度
は
ち

ん
と
叩
か
れ
る
よ
う
に
す
る
か
ら
さ

て

 
愛
さ
ん
の
様
子
が
変
わ

た
の
は
そ
れ
か
ら
よ

 
で

流
れ
で
麻
衣
さ
ん
と
三
人
で
ね
こ
や
に
ご

を
食
べ
に
い
く
事
に
し
た

 
私
が
知

て
る
の
は
そ
こ
ま
で
か
な

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
は

し
た

ね

サ
キ
サ
キ

う

う
ん

何
か
さ

八
幡
君

て

時
々
そ
う
い
う
女
心
に
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
な
事
を
言

て
く
る
よ
ね

分
か
る

で
も
さ

よ
り
に
よ

て
ア
イ
ド
ル
相
手
に
い
き
な
り
発
動
す
る



 第１０５３話 これは最終確認

ねは

ま
あ

こ

ち

た
事
は
仕
方
な
い
か

後
は
麻
衣
さ
ん
に
事
情
を

い
て

 
今
後
は
八
幡
君
を
他
の
ア
イ
ド
ル
の
子
と
あ
ま
り
接
触
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
だ
ね

う
ん

 
沙
希
と
し
て
も
こ
れ
以
上
ラ
イ
バ
ル
が

え
る
の
は
本
意
で
は
な
い

 
当
然
と
い

た
顔
で
明
日
奈
に

い
た

 
そ
し
て
会
場
に

た
二
人
は

そ
の
ま
ま
麻
衣
を
捕
ま
え
て
再
び
こ
ち
ら
の
部
屋
に

り

 

し
く
事
情
を
説
明
し
て
も
ら

た

と
い
う

な
の
よ

悪
い
と
は
思

た
け
ど

 
お
か
し
な
着
地
の
仕
方
を
さ
せ
る
よ
り
は
マ
シ
か
と
思

た
の

た

確
か
に
そ
の

態
だ
と

変
に
燃
え
上
が
ら
せ
る
よ
り
は
良
か

た
か
も

 
実

説
明
を

く
と
確
か
に
覚
悟
さ
せ
る
前
の
愛
は
と
て
も
情

不
安
定
な
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た

ま
あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や
る

て
な
ら

八
幡
君
の
中
で
は
も
う
完
全
に
身
内

て
事
だ
よ
ね

 
な
ら
も
う
仕
方
が
な
い
や

完
全
に
こ

ち
に
引
き
込
む
し
か
な
い
ね
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ま
あ
そ
う
か
も

は

今
度
は
ア
イ
ド
ル
が
相
手
か

 
明
日
奈
が
苦
し
そ
う
に
そ
う
言

た
が

麻
衣
に
し
て
み
れ
ば

は

で
あ
る

 
明
日
奈
は
ど
う
見
て
も
普
通
に
ア
イ
ド
ル
と
し
て
デ
ビ

出
来
る
見
た
目
と
性
格
を
し
て

い
る
し

 
他
の
女
性

も
そ
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
者
が

多
く
い
る
の
だ

明
日
奈
も
八
幡
さ
ん
に
影

さ
れ
て

自

評
価
が

く
な

て
る
の
か
な

 
麻
衣
は
そ
う
思
い
つ
つ

ま
あ
何
か
問
題
が

こ
る
事
も
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

 
特
に
何
も
言
う
事
は
な
か

た

 
そ
し
て
三
人
は
ホ

ル
に

り
明
日
奈
は
陽
乃
を
こ

そ
り
呼
び
出
し
事
情
を
全
て
説
明

し
たち

と
何
そ
れ

私
も
言
わ
れ
て
み
た
い
ん
だ
け
ど

あ
の
愛
さ
ん

て
子

持

て
る
よ
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
仕
方
な
い
わ
ね

ゆ

く
り
色
々
と
教
え
て
い
き
ま
し

う

う
ん

と
り
あ
え
ず
後
で
声
を
か
け
て
み
る
よ



 第１０５３話 これは最終確認

 
こ
う
し
て
愛
の
件
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
落
ち
着
い
た

 
陽
乃
は
八
幡
の
隣
に

り

来
客
の
相
手
を
再
開
し
た

 

お
う
嬢
ち

ん

京
都
で
は

分

手
に
や

た
み
た
い
だ
な

あ
ら
嘉
納
さ
ん

お
久
し
ぶ
り

八
幡
君
も

一
体
何
を
や

た
ん
だ

察
や
公
安
の
連
中
が
び
び

て
た
ぞ

あ
は
は
は
は

た
だ
の
穏

な
話
し
合
い
で
す
よ

穏

ね

ま
あ
危
な
い
事
は
し
て
く
れ
る
な
よ

は
い

も
ち
ろ
ん
で
す

 
そ
ん
な
八
幡
の

を
遠
く
て
見
て
い
た
愛
は

 
防
衛
大
臣
と
も
知
り
合
い
な
ん
だ
と
八
幡
に
対
す
る
尊
敬
を
深
め
て
い
た

 
続
け
て

生
労
働
大
臣
や
何
度
か
パ

テ

で
見
た
大
野

の
会
⻑
な
ど
が
現
れ
る
度

 
そ
の
尊
敬
の
度
合
い
は
深
ま

て
い

た

凄
い
な

何
が
凄
い
の

き
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い
き
な
り
背
後
か
ら
そ
ん
な
声
が
し

愛
は
思
わ
ず
手
を
出
し
そ
う
に
な

た
が

 
先
日
の
事
を
思
い
出
し

頑
張

て

み
と
ど
ま

た

ふ
う

ふ
ふ

大
人
し
く
叩
か
れ
て
あ
げ
よ
う
と
思

て
た
の
に

よ
く
止
め
た
ね

え
 
よ
く
見
る
と
そ
こ
に
は

と
ん
で
も
な
い
美
人
が
立

て
い
た

あ

あ
の

ど
こ
か
の
事

所
の
方
で
す
か

事

所

何
の

あ

え

と

芸
能
関
係
の

 
そ
の
言
葉
に
明
日
奈
は
微
笑
ん
だ

あ
は
は
は
は

違
う
よ

私
は
八
幡
君
の
正
式
な
彼
女
の

結
城
明
日
奈
だ
よ

あ
 
愛
は
明
日
奈
を
見
て

お
そ
ら
く
自
分
を

る

に
来
た
の
だ
と

 
間
違

た

し
て
し
ま

た
が

そ
れ
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う

あ

あ
の

私



 第１０５３話 これは最終確認

 
愛
は
思
わ
ず
謝
り
そ
う
に
な

た
が

そ
れ
は
明
日
奈
が
止
め
た

違
う
違
う

そ
う
い
う
ん
じ

な
い
か
ら
安
心
し
て

 
愛
さ
ん
は
も
う
八
幡
君
の
身
内
に
な

た
ん
だ
か
ら
何
に
対
し
て
も
謝
る
事
な
ん
か
な
い

ん
だ
よ

 
と
り
あ
え
ず
私
は

八
幡
君
に
つ
い
て
色
々
教
え
る

に
こ
こ
に
来
た
の

 
こ
れ
は
最
終
確
認

そ
の
気
が
あ
る
な
ら
こ
の
手
を
掴
ん
で
ね

 
そ
ん
な
明
日
奈
の
手
を

愛
は

い
な
く
掴
ん
だ

ふ
ふ

よ
う
こ
そ

八
幡
君
の
い
る
世
界
へ

 
こ
う
し
て
愛
は

明
日
奈
の
手
に
よ

て

新
し
い
人
生
の
第
一
歩
を

み
出
し
た
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第
１
０
５
４
話
 
ク
リ
ス
マ
ス
会

愛
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

 
明
日
奈
と
愛
の
様
子
を
不
穏
に
感
じ
た
の
か

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
他
の
メ
ン
バ

が
こ
ち
ら
に
駆
け
寄
ろ
う
と
し
て
く
る

 
だ
が
愛
は
そ
れ
を
制
し

差
し
出
さ
れ
た
明
日
奈
の
手
を
し

か
り
と

り
締
め
た

み
ん
な

平
気
だ
か
ら

 
そ
の
ま
ま
愛
は

明
日
奈
に
連
れ
ら
れ
て
八
幡
の

が
見
え
る

置
へ
と
移
動
し
た

さ
て
と

あ
の

教
え
て
く
れ
る
事

て

ち

と
待

て
ね

今
ガ

ド
を
つ
け
る
か
ら

ガ

ガ

ド

 
き

と
ん
と
す
る
愛
の
前
で

明
日
奈
は
ど
こ
か
に
連

を
入
れ
た

 
そ
し
て
す
ぐ
に

二
人
の
男
女
が
こ
ち
ら
に
や

て
き
た

明
日
奈

ど
う
し
た

何
か
事
件
か
い



 第１０５４話 クリスマス会〜愛ｓｉｄｅ

 
そ
の
二
人
は
い
か
に
も
強
そ
う
な
外
人
で

愛
は
圧
倒
さ
れ
た

大
丈
夫
だ
よ

 
明
日
奈
は
愛
に
そ
う
言
う
と

そ
の
男
女

ガ
ブ
リ
エ
ル
と
レ
ヴ

カ
に
こ
う
言

た

二
人
と
も
こ
の
子
は
新
し
い
子
な
の

私
が
説
明
を
終
え
る
ま
で
少
し
ガ

ド
を
お
願
い

お
う

そ
う
い
う
事
か

よ
し

俺
達
に
任
せ
な

な
る
ほ
ど
ね

任
さ
れ
た
よ

 
二
人
は
そ
う
言

て

明
日
奈
の

を

め
た

あ
の

大
丈
夫

二
人
と
も
あ
な
た
の
新
し
い
仲
間
だ
よ

私
の

仲
間

 
愛
は
そ
の
言
葉
に
納
得
し
た
よ
う
な
顔
を
し

三
人
に
向
か

て
こ
う
言

た

私
は
水
野
愛
で
す

こ
れ
か
ら
は
私
の
事

愛

て
呼
ん
で
下
さ
い

分
か

た
よ

愛

オ

ケ

愛
だ
な

愛

今
後
と
も
宜
し
く



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
う
宣
言
し
て
み
る
と

先
ほ
ど
ま
で
感
じ
ら
れ
た
二
人
か
ら
の

圧
感
は

一

で
無
く

な

て
い
た

あ

こ
れ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
み
ん
な
と
打
ち
解
け
た
時
の
感
覚
に
似
て
る

 
愛
は
そ
う
思
い

リ
ラ

ク
ス
し
な
が
ら
明
日
奈
の
言
葉
に

を

け
た

最
初
に
誰
が
味
方
な
の
か

説
明
し
て
お
こ
う
か

て
言

て
も
こ
こ
に
い
る
人
は
全
員

 
実
は
八
幡
君
の
味
方
な
ん
だ
け
ど
ね

全
員
で
す
か

 

界
の
大
物
か
ら

ソ
レ
イ
ユ
の
社
員

そ
れ
に
八
幡
の
仲
間
達

 
こ
こ
に
い
る
の
は
八
幡
の
味
方
ば
か
り
で
あ
る

う
ん

だ
か
ら
名
前
は
無
理
で
も

顔
く
ら
い
は
覚
え
て
お
く
と
い
い
よ

う
ん

 
愛
は
頑
張

て
こ
の
場
に
い
る
者
の
顔
を
覚
え
る
事
に
し
た

さ
て

次
に
実

に
仲
間
と
し
て
動
く
事
に
な
る
人
達
を
紹
介
し
て
い
く
ね

雪
乃

 
明
日
奈
に
呼
ば
れ

雪
乃
は
こ
ち
ら
に
や

て
き
た

明
日
奈

ど
う
し
た
の
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雪
乃

こ
の
子
の
事
知

て
る

え
え
と

あ
あ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
水
野
愛
さ
ん
か
し
ら

 
初
め
ま
し
て

私
は
雪
ノ
下
雪
乃
よ

よ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
名
前
か
ら

お
そ
ら
く
社
⻑
の
一
族
な
の
だ
ろ
う
と

し
た
愛
は

 
や
や

張
し
な
が
ら
そ
う

を
し
た

ふ
ふ

そ
ん
な
に

く
な
ら
な
く
て
い
い
の
よ

で

明
日
奈

彼
女
が
ど
う
し
た
の

う
ん

彼
女

ヴ

ル
ハ
ラ
の
新
人
に
な
る
予
定
だ
か
ら

あ
ら

そ
う
な
の

う
ん

そ
う
い
う
事

な
る
ほ
ど

で

私
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
し
ら

み
ん
な
の
事
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
か
ら

ど
ん
ど
ん
こ
こ
に
連
れ
て
き
て
欲
し
い
の

 
で

同
時
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の

を
彼
女
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど
分
か

た
わ

私
に
任
せ
て

 
そ
う
言
い
な
が
ら

雪
乃
は
最
初
に
自
分
と
ア
ス
ナ
の

を
愛
に
見
せ
た
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こ
れ
が
私

名
前
は
そ
の
ま
ま
ユ
キ
ノ
よ

そ
し
て
こ
れ
が
ア
ス
ナ
よ

あ

は
い

 
次
に
ユ
キ
ノ
は
レ
ヴ

と
サ
ト
ラ
イ
ザ

の

を
愛
に
見
せ
る

そ
し
て
こ
れ
が
レ
ヴ

こ

ち
が
サ
ト
ラ
イ
ザ

ね

こ

ち
で
の
名
前
は
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

こ

ち
が
兄
貴
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

だ

は
い

ま
あ
後
で

し
い
資
料
を

す
か
ら

こ
こ
で
覚
え
ら
れ
な
く
て
も
気
に
し
な
い
で

ね

 
そ
れ
か
ら
続
々
と
仲
間
達
が
こ
ち
ら
に
顔
を
出
し
た

愛
も
驚
い
た
が
向
こ
う
も
こ
ち
ら
を

見
て
驚
く

え

マ
ジ
か
よ

和
人

い
い
加

に
慣
れ
な
さ
い
よ

八
幡
は
そ
う
い
う
生
き
物
な
の

あ

あ
の
愛
さ
ん

後
で
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
ね

本
物

あ
ら

愛
ち

ん
じ

な
い

こ
れ
か
ら
は
仲
間
だ
ね

ふ
ふ

覚
悟
が
出
来
た
み
た
い
ね
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八
幡
の
奴

相
変
わ
ら
ず
だ
よ
な

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

お
会
い
出
来
て
光
栄
で
す

あ

ま
あ

八
幡
な
ら
当
然
か

さ

す
が
リ

ダ

ま
さ
か
の
ア
イ
ド
ル
来
た

む
む

前
世
の
因
縁
を
感
じ
る
の
ニ

ふ

ん

こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

お

お
兄
ち

ん
は
ま

た
く

 
八
幡
の
同
級
生
の
三
人
組
を
始
め
と
し
て

 
麻
衣
は
と
も
か
く

神
崎
エ
ル
ザ
ま
で
も
が
仲
間
だ

た
と
知

た
愛
は
か
な
り
驚
い
た

 
そ
こ
か
ら
全
員
に

を
終
え
た
愛
は

今
度
は
そ
の

模
の
大
き
さ
に
驚
い
た

あ

あ
の

ゲ

ム

て
こ
ん
な
に
大
人

で
や
る
も
の
な
ん
で
す
か

あ
あ

愛
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
や

た
事
が
な
い
の
ね

え
む
え
む
お

ふ
ふ

ま
あ
後
で
体
験
し
て
み
れ
ば
い
い
わ
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あ

は
い

 
次
に
明
日
奈
は
自
分
が
知
る
限
り
の
八
幡
の
人
生
を
愛
に
説
明
し
た

 
愛
は
そ
の
凄
ま
じ
さ
に

然
と
し
な
が
ら
も
そ
の
全
て
を
事
実
と
し
て

々
と
受
け
入
れ

た 
合
間
合
間
に
八
幡
に
今

し
て
い
る
者
の
説
明
が
入
る

お
か
げ
で
愛
の

は
オ

バ

ヒ

ト

前
だ

 
そ
し
て
そ
こ
ま
で
説
明
を
終
え
た

に

ゲ

ム
大
会
が
始
ま

た

は
い

残
り
の
説
明
は
後
で
資
料
を
見
て
ね

こ
こ
か
ら
は
本
気
の
勝
負
だ
よ

本
気

う
ん

あ
の
景
品
の
中
に

ひ
と
つ
特
別
な
も
の
が

ま
れ
て
て
ね

 
こ
こ
に
い
る
女
の
人
は

ほ
と
ん
ど
が
そ
れ
を
欲
し
い
は
ず
だ
よ

そ

そ
う
な
ん
だ

 
行
わ
れ
た
の
は
普
通
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ム
だ

た
が

 
当
た

た
者
か
ら
好
き
な
景
品
を
も
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
と
な

て
お
り

 
景
品
が

に
発
表
さ
れ
て
い
く
に
連
れ

場
は
ど
ん
ど
ん

り
上
が

て
い

た
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世
界
一

旅
行

最
新
型
の

家

超
高
性
能

に
現
金

万

に

 
愛
は
景
品
が
公
開
さ
れ
る

に
眩

を
覚
え
て
い
た
が

 
明
日
奈
の
反
応
が

い

特
別
な
景
品
と
い
う
の
が
何
な
の
か
と
て
も
気
に
な

て
い
た

あ

明
日
奈
さ
ん

景
品

て

し

次
が
最
後
だ
よ

て
事
は
つ
ま
り

 
愛
は

て
て
景
品
の
目
録
を

み
上
げ
て
い
る
陽
乃
の
方
を
見
た

そ
れ
じ

あ
最
後
の
景
品
の
前
に

や
り
な
さ
い

え
 
陽
乃
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い

愛
は
き

と
ん
と
し
た
が

 
直
後
に
客

か
ら

八
幡
の

鳴
が

こ
え
て
き
た

お
い
こ
ら
馬

姉

何
を
し
や
が
る

は

い

八
幡
君
の

束
を
終
え
た
所
で
最
後
の
景
品
を
発
表
し
ま

す

 
そ
れ
で
は
景
品
さ
ん

ど
う
ぞ

べ

別
に
好
き
で
景
品
を
や

て
る
ん
じ

ね
え
ぞ
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は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す

最
後
の
景
品
は

 
陽
乃
は
思
い

き
り

め
た
後

拳
を
突
き
上
げ
て
こ
う
叫
ん
だ

デ
レ
ま
ん
く
ん
二

機
よ

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
の

間
に
ビ
ル
全
体
が
女
性

の
叫
び
声
に
よ

て

れ
た

文

通
り
本
当
に

れ
た

あ

明
日
奈
さ
ん

あ
れ
は

ふ
ふ

あ
れ
が
八
幡
君
の
人
格
を
模
し
た

載
型
ぬ
い
ぐ
る
み

デ
レ
ま
ん
く
ん
二

機
だ
よ

お
お
お
お
お

 
愛
は
よ
く
分
か

て
い
な
か

た
が
体
の
奥
か
ら

き
あ
が

て
く
る
興
奮
を

え
ら
れ
ず

 
他
の
者
達
同
様
叫
び
声
を
上
げ
た

 
男
性

は

そ
ん
な
女
性

相
手
に
ド
ン
引
き

態
だ

た
が

 
こ
の
場
で
は
完
全
に
女
性
上

な

誰
も
何
も
言
う
事
が
出
来
な
い

お
い
い
い
い
い
い
い
い

馬

姉

何
だ
そ
れ
は

 
し
か
も
二

機
だ
と

一

機
は
ど
こ
だ

て
か
い
つ
の
間
に
そ
ん
な
物
を
開
発
し
て
や
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が

た

 
た
だ
一
人
八
幡
だ
け
が
絶
叫
し
て
い
た
が
そ
ん
な
八
幡
に
救
い
の
手
が
差
し

べ
ら
れ
る

事
は
な
い

は
い
外
野
は
ほ

と
き
ま
し

う

そ
れ
じ

あ
ゲ

ム
開
始

み
ん
な

い
合
え

 
こ
う
し
て
ガ
チ
で
本
気
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ム
が
始
ま
り

乙
女
達
は
目
を
血
走
ら
せ
な
が
ら

 
コ

ル
さ
れ
た

の

を
一
つ
ず
つ
開
け
て
い

た

開
け

開
け

 
今
回
は
中
央
も
フ
リ

で
は
な
く

本
当
に
ガ
チ
の
勝
負
と
な

て
い
た

 
さ
す
が
に
ス
ト
レ

ト
で
開
く
者
は
い
な
か

た
が

 
八
個
目

九
個
目
と
進
む
に
連
れ

に
リ

チ
が
か
か
る
者
が
現
れ
た

リ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
チ

 
そ
れ
は
黒

が

麗
な
二
十
代
後
半
の
女
性
で
あ
り

愛
は
か
な
り

た

う

私
は

く
て
も
あ
と
二
つ
だ

 
そ
し
て
次
の
ナ
ン
バ

が
コ

ル
さ
れ
た

間
に

そ
の
女
性
が
叫
ん
だ

来
た
あ
あ
あ
あ
あ

ビ
ン
ゴ
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よ
し

リ

チ

 
愛
の
目
の
前
は
真

暗
に
な

た
が

そ
の
女
性
は
つ
か
つ
か
と
景
品
に
歩
み
寄
る
と

 

い
な
く
世
界
一

旅
行
を
手
に
し
た

新
婚
旅
行

ゲ

ト
だ

お
め
で
と
う

先
生

行

て
ら

し

い

遼
太
郎

こ
れ
で
新
婚
旅
行
の
資
金
が

い
た
な

お
幸
せ
に

 
ど
う
や
ら
そ
の
女
性
は
結
婚
間
近
な
よ
う
で

 
そ
の
お
相
手
は

先
ほ
ど
紹
介
さ
れ
た
中
の
男
性
の
一
人
で
あ

た

あ

確
か
ク
ラ
イ
ン
さ
ん

だ

け

良
か

た

 
だ
が
愛
は
リ

チ
ま
で
あ
と
二
つ
も
あ
り

ま
だ
予
断
は
許
さ
れ
な
い

 
た
だ
先
に
リ

チ
が
か
か

て
い
る
の
が
男
性
で
あ
る

そ
の
点
に
関
し
て
は
愛
は
安
心

し
て
い
た

さ
て

次
は

十
五

十
五
で
す
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あ

リ

チ

こ

ち
も
リ

チ

私
も

 
こ
こ
で
一
気
に
三
人
に
リ

チ
が
か
か

た

愛
は
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る

 
他
に
リ

チ
が
か
か

て
い
る
の
は

美
し
い
黒

で
ス
タ
イ
ル
の
い
い
女
性
と

 
も
う
一
人
は

明
日
奈
で
あ

た

さ
あ

り
上
が

て
参
り
ま
し
た

次
の

は

七

七
で
す

ビ
ン
ゴ

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
愛
は
思
わ
ず
叫
ん
で
し
ま

た
が

明
日
奈
は
何
故
か

平
気
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た

あ

明
日
奈
さ
ん

あ
あ

大
丈
夫
大
丈
夫

ク
ル
ス
は
も
う

同
じ
の
を
持

て
る
か
ら

 
そ
う

勝

た
の
は
ク
ル
ス
で
あ

た

ク
ル
ス
は
つ
か
つ
か
と

に
歩
み
寄
り

 

い
な
く
そ
の
キ

を
手
に
と

た

こ
の

で
八
幡
様
と
二
人
き
り
で
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
ぞ
お
お
お
お
お
お
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ク
ル
ス
は
高
ら
か
に
そ
う
宣
言
し

場
は

ま
し
そ
う
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

 
だ
が
そ
の
時
八
幡
が

ク
ル
ス
に
突

込
ん
だ

お
い
マ

ク
ス

ま
さ
か
お
前

は

八
幡
様

ど
う
し
ま
し
た

お
前
が
デ
レ
ま
ん
く
ん
と
や
ら
を
選
ば
な
い
な
ん
て

ギ
ク

ま

ま
さ
か
お
前

も
う

に

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ク
ル
ス
は
そ
の
整

た
外
見
と
は
裏
腹
に

と
て
も
情
け
な
い
表
情
で
逃
げ
出
し
た

あ

マ

ク
ス

こ
ら

待
て

ご
め
ん
な
さ
い

待
て
ま
せ
ん

 
そ
し
て
場
に
笑
い
が

こ

た

さ
て

ち

と
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が

気
に
せ
ず
い
き
ま
し

う

 
次
の

は

八

八
幡
君
の
八
で
す

ビ
ン
ゴ
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
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愛
は
生
ま
れ
て
初
め
て
そ
ん
な
大
声
を
出
し
た

 
ラ
イ
ブ
の
時
に
張
り
上
げ
る
声
よ
り
も
そ
れ
は
大
き
く

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
仲
間
達
は

愛
が
壊
れ
て
し
ま

た
の
か
と
驚
い
た
顔
を
し
た

や

た

や

た

 
愛
は
喜
び
に
胸
を

が
し
て
い
た
が

そ
の

界
に
落
ち
込
む
明
日
奈
の

が
映

た

あ

明
日
奈
さ
ん

 
そ
ん
な
愛
に

明
日
奈
は
微
笑
ん
だ

負
け
た
わ
愛

あ
れ
は
あ
な
た
の
物
よ

明
日
奈
さ
ん

さ
あ

い
き
な
さ
い
愛

そ
し
て
あ
れ
を
そ
の
手
に
掴
む
の
よ

 
こ
の
明
日
奈

案
外
ノ
リ
ノ
リ
で
あ
る

も

と
も
明
日
奈
は
こ
の
日
の
会
が
終
わ

た
後

 
鬱

を
晴
ら
す
か
の
よ
う
に

性
的
な
意
味
で
八
幡
に
襲
い

か
る
事
と
な
る

分
か
り
ま
し
た

水
野
愛

い
き
ま
す

 
愛
は
明
日
奈
の
言
葉
に

い
景
品
の
前
に
出
る
と

い
な
く
デ
レ
ま
ん
く
ん
二

機
を

手
に
し
た
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取

た
ど

お
め
で
と
う

 
女
性

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
投
げ
か
け
ら
れ

愛
は
喜
び
に
包
ま
れ
た

あ
り
が
と
う

 
こ
う
し
て
愛
は
驚
的
な
運
で
デ
レ
ま
ん
く
ん
二
機
を
手
に
入
れ
る
事
と
な
た
の
だ
た

 

万

は
誰
の
手
に
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第
１
０
５
５
話
 
ク
リ
ス
マ
ス
会

八
幡
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

明
日
奈
の
奴

一
体
ど
う
し
た
ん
だ

 
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
始
ま

た
直
後

八
幡
は
明
日
奈
の
不
審
な
様
子
に
気
付
い
て
い
た

 
だ
が
こ
の
場
か
ら
動
く
事
は
出
来
ず

陽
乃
と
一

に
来
賓
へ
の
対
応
を
し
て
い
た

八
幡
さ

ん

お

唯
花
か

化
け
た
も
ん
だ
な

ふ
ふ

か
わ
い
い

お
う

か
わ
い
く
て
い
い
な

 
唯
花
は
特
に

を

す
事
な
く

黒
サ
ン
タ
の
格
好
で
八
幡
の
前
に
現
れ
た

 
そ
の
後
ろ
に
は
フ

ブ
ニ
ル
こ
と

宮

も
居
り

居
心
地
が
悪
そ
う
に
し
て
い
た

は
疲
れ
た
顔
を
し
て
る
な

は
い

の
僕
に
は
ち

と
き
つ
く
て

ま
あ
ド
ン
マ
イ
だ

と
り
あ
え
ず
楽
し
ん
で
く
れ
よ

は

は
い
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そ
し
て
今
度
は
出
海
が
八
幡
に
ア
ピ

ル
を
始
め
た

 
そ
の
格
好
は
唯
花
と
お
揃
い
の
黒
サ
ン
タ
で
あ

た

う
ふ
ん

私
は
ど
う

あ

は
い
は
い

か
わ
い
い
か
わ
い
い

当

 
と
言
い
つ
つ
も

出
海
も
上
機

で
あ

た

 
そ
も
そ
も
二
人
は
こ
う
い

た
大
き
な
会
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
り

 
そ
の
豪
華
さ
に

心
が

き
立
つ
の
が

え
ら
れ
な
か

た
の
で
あ
る

比
企
谷
部
⻑

お
久
し
ぶ
り
で
す

あ

山
花
専

ソ
レ
イ
ユ
へ
よ
う
こ
そ

 
続
い
て
現
れ
た
の
は

ま
さ
か
の
出
海
の
⺟

レ
ク
ト
の
専

で
あ
る
詩

で
あ

た

 
そ
の
後
ろ
に
は

明
日
奈
の
両
親
で
あ
る

三
と
京
子

そ
の
息
子
の

一
郎
が
い
た

三
さ
ん
に
京
子
さ
ん

そ
れ
に

一
郎
さ
ん
ま
で

よ
う
こ
そ
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た

お
義

さ
ん
と
呼
ん
で
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
ね

い
や

は
は
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私
は
理
事
⻑
で
も
い
い
わ
よ

ふ
ふ

春
か
ら
宜
し
く
ね

京
子
さ
ん

気
が

い
わ
ね

あ
ら

乃
さ
ん

 
そ
こ
に
現
理
事
⻑
で
あ
る

乃
が
乱
入
し
て
き
た

理
事
⻑

そ
の
格
好
は

あ
ら
八
幡
君

ど
う

大
人
の
色
気
が
凄
い
で
し

理
事
⻑
に
は
サ
ン
タ
の
カ
タ
ロ
グ
は
送

て
な
い
は
ず
な
ん
で
す
け
ど
ね

意
地
悪
し
な
い
の

陽
乃
を

し

じ

な
く
て

お
願
い
し
て
送

て
も
ら

た
の

よ
お
い
馬

姉

そ
う
な
の
か

お
⺟
さ
ん

向
こ
う
で
お

さ
ん
が

し
そ
う
に
こ

ち
を
見
て
る
わ
よ

 
陽
乃
が
露
骨
に
話
題
を

ら
し
に
か
か
る

あ
ら
や
だ

ち

と
失

 
そ
う
言

て

乃
は
夫
で
あ
る
純
一
の
所
に
走

て
い

た

は
は

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
ね

八
幡
君
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は
い

ま
た
で
す

 
続
け
て
仲
間
達
が

八
幡
に
ア
ピ

ル
し
に
現
れ
た

せ
ん
ぱ

い

あ
れ

な

い
ろ
は

そ
れ

て
う
ち
の
制
服
に
似
て
な
い
か

ふ
ふ
ん

正
解
で
す

制
服
好
き
な
先
輩
の
好
み
に
合
わ
せ
て
み
ま
し
た

風
評
広
げ
ん
な
コ
ラ

え

じ

あ
好
み
じ

な
い
ん
で
す
か

 
い
ろ
は
は
そ
う
言

て

目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
八
幡
の
顔
を

き
込
ん
だ

あ

あ
ざ
と
い

も
う

ど
う
し
て
い
つ
も

そ
う
や

て
は
ぐ
ら
か
す
ん
で
す
か

は

も
し
か
し
て

今
の
先
輩

 
素
直
に
な
れ
な
く
て
好
き
な
子
を
い
じ
め
ち

う
小
学
生

態
で
す
か

 
小
学
生
の
先
輩
を
私
色
に

め
る

う
ん

あ
り
な
の
で
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

ご
め
ん
な
さ
い
は
ど
こ
い

た
ご
め
ん
な
さ
い
は

や

ん
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い
ろ
は
は
そ
う
言

て
あ
ざ
と
く
逃
げ
て
い
き
代
わ
り
に
い
か
に
も
女
王
様
な
優
美
子
が
現

れ
た八

幡

さ

さ
と

け
し

い
や

意
味
不
明
す
ぎ
る
だ
ろ

く

こ
の
路
線
も
違
う

 
優
美
子
は
一

で
去

て
い
き

そ
の
行
動
の
謎
さ
に
八
幡
は

が
し
た

し
ば
ら
く
こ
う
い
う
の
が
続
く
の
か

 
八
幡
は

人
が

切
れ
た
の
を
見
計
ら

て
近
く
の
ソ
フ

に
座

た

 
横
に
は
ビ
ン
ゴ
の
景
品
な
の
だ
ろ
う
か

プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の

が

山
置
か
れ
て
い
る

こ
う
い
う
の

て

う
わ

 
そ
ん
な
中

近
く
に
誰
も
い
な
い
の
に
誰
か
に
話
し
か
け
ら
れ

八
幡
は
ビ
ク

と
し
た

だ

誰
だ

 
だ
が
や
は
り
近
く
に
は
誰
も
お
ら
ず

八
幡
は
首
を

げ
た

何
な
ん
だ
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直
後
に
い
き
な
り
八
幡
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
の

の
方
に
ぐ
い

と
引
き
寄
せ
ら
れ
た

う
お

 
そ
し
て

界
が
暗
く
な
り
八
幡
の
顔
が
微

に
柔
ら
か
い
よ
う
な

い
物
に
押
し
つ
け
ら

れ
る何

だ
こ
れ

う
ふ
ふ
ふ
ふ
や
だ
な

も
う
八
幡

た
ら
そ
ん
な
に
私
の
胸
に
顔
を
押
し
付
け
た
か

た

ん
だそ

の
声

エ
ル
ザ
か

て
い
う
か
胸

ど
こ
が
胸
だ

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間
に

そ
の
柔
ら

い
も
の
が
ビ
ク
ン
と

え
る

そ

そ
こ
で
そ
う
く
る
な
ん
て

反

だ
よ

だ
か
ら
何
な
ん
だ
よ

 
そ
う
言

て
八
幡
は
体
を

こ
し
た

背
後
で
何
か
が
開
く
よ
う
な
感
触
が
し

 

を

て
前
を
見
る
と
そ
こ
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の

に

ま

て
い
る
エ
ル
ザ
の

が

あ

た
な

何
だ
こ
れ
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ふ
ふ
ん

私
イ
ン
サ
ン
タ
ボ

ク
ス

意
味
が
分
か
ら
ん

あ

 
よ
く
見
る
と
確
か
に
今
八
幡
の
顔
が
あ

た

り
に
は
水
着
を
着
た
エ
ル
ザ
の
胸
が
あ

た 
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
顔
を
紅
潮
さ
せ

ハ

ハ

し
て
い
る

そ
う
い
う
事
か

さ

き
の
あ
の
平
ら
な
感
触
は

お
前
の
胸
だ

た
の
か

ん
ん

 
そ
れ
で
エ
ル
ザ
の
顔
は
だ
ら
し
な
く

緩
し
八
幡
の

を

て
い
た
エ
ル
ザ
の
手
か
ら
力

が
抜
け
た

見
な
か

た
事
に
す
る
か

 
そ
う
言

て
八
幡
は

の
フ
タ
を

め

必
ず
近
く
に
い
る
だ
ろ
う

豪

の

を
探
し
た

お

そ
こ
か

お

い
エ
ム

こ
い
つ
を
片
付
け
と
い
て
く
れ

は
い

い
つ
も
の
事
な
が
ら
何
か
す
み
ま
せ
ん

い
や
い
や

ま
あ
お
前
に
こ
い
つ
は
止
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
し
仕
方
な
い
さ

 
豪

は

こ

こ
し
な
が
ら
エ
ル
ザ
イ
ン
サ
ン
タ
ボ

ク
ス
を
引
き
ず

て
い
き
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八
幡
は
疲
れ
た
顔
で

再
び
ソ
フ

に
座

た

はヒ

キ

大
丈
夫

お
う

ま
あ
い
つ
も
の

 
そ
う
話
し
か
け
ら
れ
て
顔
を
上
げ
た
八
幡
の
目
に

 
今
度
は
正
真
正

顔
を

め
る
の
が
可
能
な
二
つ
の

り
上
が
り
が
飛
び
込
ん
で
き
た

事
だ
か
ら

あ
は

ま
あ
エ
ル
ザ
だ
し
ね

 
結
衣
は
上
か
ら
八
幡
を
見
下
ろ
し
て
い
る
せ
い
か

八
幡
と
目
が
合
う

中
に

 
自
身
の
胸
が
あ
る
事
を
意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で

ま

た
く
恥
ず
か
し
そ
う
な
顔
を
し
な

か

た

 
そ
の
せ
い
で
八
幡
も

逆
に

線
を
外
す
事
が
出
来
ず

そ
の
ま
ま

ま

て
し
ま
う

八
幡
様

そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん

 
そ
の
時
八
幡
は

再
び
背
後
か
ら
引

張
ら
れ

そ
の
後

部
が
柔
ら
か
い
物
に

ん
だ

 
見
上
げ
る
と
そ
こ
に
は
ク
ル
ス
の
顔
が
あ
る
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お
わ

 
八
幡
は

て
て
ク
ル
ス
の
胸
か
ら

を
離
し
た
が

 
勢
い
あ
ま

て
今
度
は
結
衣
の
胸
に
顔
を

め
て
し
ま
う

き
 
さ
す
が
の
結
衣
も

そ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
さ
に
驚
き

八
幡
を
突
き
飛
ば
し
て
し
ま
う

う
お

 
八
幡
は
再
び
ク
ル
ス
の
胸
に
突

込
む
の
は
避
け
た
か

た

て
て
体
を

た

 
だ
が
ク
ル
ス
の
隣
に
は

別
に
二
つ
の

が
あ
り

八
幡
は
そ
ち
ら
に
思
い

き
り
顔
を

突

込
ん
だ

う
が

わ

悪
い

こ
れ
は
わ
ざ
と
じ

は

八
幡
君

大
丈
夫

 
そ
の
声
で

八
幡
は
今
自
分
が
誰
の
胸
に
顔
を

め
て
い
る
の
か
理
解
し
た

あ

明
日
奈

 
八
幡
は
顔
を
上
げ

こ
ち
ら
を
見
て
い
る
明
日
奈
と
目
が
合

た

う
ん
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そ
ん
な
八
幡
に

明
日
奈
は
首
を

げ
て
く
る

あ
あ

死
ぬ
ほ
ど
落
ち
着
く
わ

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
明
日
奈
の
胸
に
再
び
顔
を

め
逆
に
明
日
奈
の
方
が
テ
ン
パ
る
事
に
な

た
ふ
え

は

八
幡
君

み
ん
な
が
見
て
る
か
ら

え

あ

う
お

 
八
幡
は

て
て
顔
を

こ
し

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

 
そ
こ
に
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
嘉
納
や

乃

そ
れ
に
明
日
奈
の
両
親
の

が
あ

た

お
う
八
幡
君

分
大

だ
な

あ
ら
あ
ら
あ
ら

ま
あ
ま
あ
ま
あ

明
日
奈
ち

ん

ま
し
い
わ

八
幡
君

私

そ
ろ
そ
ろ

の
顔
が
見
た
い
わ

も
う
い

そ

出
来
ち

た
婚
で
も
い
い
ん
じ

な
い
か

は

は
は

 
八
幡
は

い
た
笑
い
を

か
べ
る
事
し
か
出
来
な
か

た
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そ
し
て
少
し
休
ん
だ
後

八
幡
は
再
び
来
客
達
の
相
手
を
再
開
し
た

 
藍
子
と
木
綿
季
が
天
使
の
格
好
で
八
幡
に

り
を

げ

 
レ
ヴ

カ
は
お
も
ち

の
銃

多
分

を
取
り
出
し

ホ

ル
ド
ア

プ

と
八
幡
を

驚
か
せ

 
フ

イ
リ
ス
は

ま

ま
さ
か
あ
な
た
が
敵
だ

た
ニ

ん
て

 
な
ど
と
思
い

き
り
な
り
き
り
プ
レ
イ
を
し
て
い
た

 
そ
の
後

香
蓮
に
ば
か
り
見

れ
て
沙
希
に
思
い

き
り
足
を

ま
れ
た
り

 

美
を
雪
乃
だ
と
本
気
で
間
違
え
て

美
に
思
い

き
り

ら
れ
た
り

 
戸

と
の
再
会
に
暴
走
し
か
け

葉
山
と
戸
部
に
本
気
で
止
め
ら
れ
た
り

 
里
香
の
格
好
を
褒
め
ら
れ
ず
に
も
じ
も
じ
し
て
い
る
和
人
に
ガ
チ
説
教
を
し

 
珪
子
や
ひ
よ
り

芽
衣
美
に

て
て
止
め
ら
れ
た
り

 

く
結
婚
し
ろ
と
遼
太
郎
に
エ
ギ
ル
と
二
人
で
説
教
し
顔
を

く
し
た
静
に
拳
骨
を
落
と
さ

れ
た
り

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

を
愛
に
紹
介
さ
れ
全
員
か
ら
思
い

き
り

し
げ
な
目
で
見

ら
れ
た
り
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人
と
フ
ラ
ウ
が
暴
走
す
る
の
を
必
死
に
止
め
る
明
日
香
の

を

で
て
あ
げ
た
り

 
舞
の
格
好
良
さ
ば
か
り
褒
め
て
美
優
を
思
い

き
り
ス
ル

し
て
い
た

に
美
優
が

き
出
し

て

て
た
り

も
ち
ろ
ん

き
で
あ

た
の
だ
が

 
麻
衣
と
一

に
訪
れ
た
咲
太
の
性

を
散
々
か
ら
か

た
り

 
直
葉
と
慎
一
を
か
ら
か
ら
か
い
す
ぎ
て

顔
を

く
し
た
直
葉
に
ぶ

飛
ば
さ
れ
た
り

 

央
と
進
路
の
話
で
普
通
に

り
上
が

た
り

 
変
わ
ら
な
い

し
を
提

し
て
く
れ
る
め
ぐ
り
に
め
ぐ
り

し

さ
れ
た
り

 
か
お
り
が

に
ア
ピ

ル
し
て
く
る
の
で
千
佳
に
助
け
を
求
め
た
り

 
え
る
に
デ
レ
デ
レ
す
る
保
に
風
太
と
大

が
本
気
で
キ
レ
そ
う
に
な
る
の
を

て
て
止
め
た

り 
あ
ま
り
に
も
似
合
い
す
ぎ
る
ダ
ル
の
サ
ン
タ

に
本
気
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ね
だ

た
り

 
い
き
な
り
ジ

ジ

と
レ
ス
キ
ネ
ン
の
ト
ナ
カ
イ
バ
ト
ル
が
始
ま

て

気
に
と
ら
れ
た
り

 
真
帆
と
紅
莉
栖
が
理
央
の
胸
を

め
し
そ
う
に
見
て
い
る
事
に
背
筋
を
寒
く
し
た
り

 
ア
ル
ゴ
と
舞
衣
の
普
通
さ
に
感
動
し
て
涙
を
流
し
逆
に
二
人
が
落
ち
込
ん
で

め
る
の
に
苦
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労
し
た
り

 
無
言
の
詩
乃
に
前
を
う
ろ
う
ろ
さ
れ
た
り
雪
乃
が
ニ

し
か
言
わ
な
い

方
に

れ

た
り

 

と
小
春
に

か
ら
本
気
の
引

張
り
合
い
を
さ
れ
て

 
春
雄
と
勇
人
に
助
け
を
求
め
た
の
に
ス
ル

さ
れ
た
り

 
楓
が
八
幡
の

の
上
か
ら
離
れ
て
く
れ
ず

に
本
気
で

さ
れ

子
に
助
け
を
求
め

た
り

 
さ
り
げ
な
く
優
里
奈
が
八
幡
の
隣
に
立
ち
娘
で
す
と

を

り
返
す
の
で
お
ろ
お
ろ
し
た

り 
自
由
が
再
会
を
喜
ぶ
あ
ま
り

本
気
で
締
め
殺
さ
れ
そ
う
に
な

て
南
が

き
叫
ん
だ
り

 
両
親
が

り
に
ペ
コ
ペ
コ
し

小
町
と
一

に

て
て
二
人
を
止
め
た
り

 
ア
マ
デ
ウ
ス
・
茅
場

か
ら
い
き
な
り
着
信
が
あ
り

八
幡
君

こ
の
サ
ン
タ
の
格
好

似
合
う
か
な

な
ど
と
言
わ
れ

 

て
自
分
の
ス
マ
ホ
を
凛
子
に

し
た
り
と

 
八
幡
は
存
分
に

突

込
み
ど
こ
ろ
満
載
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
た
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は

疲
れ
た

ほ
ら
八
幡

も
う
す
ぐ
ビ
ン
ゴ
よ

あ
と
一
息
だ
か
ら
頑
張

て

お

お
う

小
猫
か

サ
ン
キ

 
そ
ん
な
八
幡
に
薔
薇
は
飲
み
物
を
差
し
出
し
て
き
た

さ
て

今
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
ね

景
品
は
何
を
用
意
し
た
ん
だ

あ

う
ん

ま
あ
色
々
よ

そ
う
か

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
と
い
い
な

う

う
ん

 
薔
薇
は
八
幡
に
そ
う
答
え
つ
つ

そ
の
場
を
動
こ
う
と
し
な
い

お
前
は
手
伝
わ
な
く
て
い
い
の
か

う
ん

大
丈
夫

ふ

ん

 
そ
し
て
ビ
ン
ゴ
大
会
が
始
ま
り

豪
華
景
品
が
ど
ん
ど
ん
紹
介
さ
れ
て
い

た

お
う

張
り
込
ん
だ
な
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う

う
ん

 
そ
の
ま
ま
紹
介
が
続
い
て
い
き

陽
乃
が
い
き
な
り
意
味
不
明
な
事
を
言

た

そ
れ
じ

あ
最
後
の
景
品
の
前
に

や
り
な
さ
い

お
 
直
後
に
八
幡
の
体
が
急
に
締
め
付
け
ら
れ
る

見
る
と
薔
薇
が
八
幡
の
体
を

で

束
し
て

い
たこ

小
猫

何
し
や
が
る

か
か
れ

 
そ
の
直
後
に
萌
郁
の
手
に
よ

て

八
幡
が
ロ

プ
で
ぐ
る
ぐ
る

き
に
さ
れ
る

も

萌
郁

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
の
後

八
幡
の
目
の
前
で
女
性

の
本
気
の
戦
い
が

り
広
げ
ら
れ
た
が

 
八
幡
を

む
男
性

は

そ
の
狂

を

気
に
と
ら
れ
な
が
ら

め
て
い
る
事
し
か
出
来
な

か

た

 
ち
な
み
に

万

を
ゲ

ト
し
た
の
は
詩
乃
で
あ
る
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詩
乃
は
こ
れ
で
大
学
の
学

に
余

が
出
来
る
と
喜
ん
で
い
た

  
そ
し
て
ビ
ン
ゴ
が
終
わ
り

ク
ル
ス
に
も
裏
切
ら
れ

 
燃
え
尽
き
た
よ
う
に
な

て
い
た
八
幡
を

明
日
奈
が
解
放
し
て
く
れ
た

八
幡
君

八
幡
君

え

あ

お

お
う

明
日
奈

終
わ

た
の
か

う
ん

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

へ
 
そ
の
ま
ま
八
幡
は
明
日
奈
に
手
を
引
か
れ

無
を
言
わ
さ
ず
キ

ト
に
押
し
込
ま
れ
た

お

お
い

い
い
か
ら

 
そ
れ
か
ら
次
の
日
の
朝
ま
で

二
人
と
は
ま

た
く
連

が
と
れ
な
く
な

た
の
で
あ

た

 

場
人
物
多
す
ぎ
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第
１
０
５
６
話
 
接
触

 
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
夜
ま
だ
興
奮
が
覚
め
な
い
う
ち
に
芽
衣
美
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
何
故
今
日
な
の
か
と
い
え
ば
表
向
き
は
明
日
が
ハ
チ
マ
ン
主

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
大
ク
リ
ス
マ
ス

会
で
あ
り

 
今
日
し
か
時
間
的
余

が
無
い
と
い
う
理
由
で
グ
ラ
ン
ゼ
に
ア
ポ
を
と

て
も
ら

た
の
だ

が 
裏
の
理
由
と
し
て
は

二
十
四
日
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

の
不
在
が
万
が
一
に
も
バ
レ

 
グ
ラ
ン
ゼ
が

反
射
的
に

部

を

遣
し
な
い
よ
う
に
す
る

で
あ

た

グ
ラ
ン
ゼ
ち

ん
は

ま
あ
い
な
い
か

一
応
ク
リ
ス
マ
ス
だ
し
ね

 
当
の
グ
ラ
ン
ゼ
こ
と
幸
原
り
り
す
は

⺟
親
で
あ
る
幸
原
み
ず
き
の
付
き

い
で

 

界
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ

テ

に
参
加
さ
せ
ら
れ
て
い
た

 
こ
の
パ

テ

は
野

系
の
パ

テ

で
あ

た

 
嘉
納
大
臣
や

大
臣
に
は
ま

た
く
関
係
が
な
い

 
も

と
も

系
の
パ

テ

も
あ
る
に
は
あ

た
の
だ
が
二
人
と
も
そ
ち
ら
は
サ
ボ
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て
い
る

さ
て

指
定
さ
れ
た
酒
場
に
向
か
い
ま
す
か

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
同
じ
く
酒
場
が
存
在
す
る

 
当
然
メ
ニ

の
中
に
も
ア
ル
コ

ル
が
存
在
す
る
が

 
ど
ち
ら
の
場
合
も

自
分
に

態

常

ほ
ろ

い

を
付
加
す
る
事
が
出
来
る

 
も

と
も
こ
の

態

常
は
任
意
に
解

す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

て
お
り

 
ゲ

ム
と
し
て
の
健
全
さ
を
十
分
に
ア
ピ

ル
出
来
る

度
の
お
遊
び
的
な
要
素
と
な

て
い

る
十
九
層
の
ラ

ベ
ル
ク
か

あ
そ
こ

て

雰
囲
気
が
不
気
味
で

な
の
よ
ね

 
待
ち
合
わ
せ
に
指
定
さ
れ
た
の
は

か
つ
て
ア
ス
ナ
が
オ
バ
ケ
が
出
そ
う
で
怖
い
と
言

て

 
ハ
チ
マ
ン
を

に
呼
び

一

に

ま

て
も
ら

た

層
で
あ
る

 
ち
な
み
に
プ
レ
イ
ヤ

達
の
間
で
は
こ
の
層
に
ホ

ム
を

え
て
い
る
ギ
ル
ド
に
参
加
し
て

い
る
だ
け
で

 
年
齢
イ
コ

ル
彼
女
い
な
い
歴
だ
と
認
定
さ
れ
て
し
ま
う
レ
ベ
ル
で
と
に
か
く
女
性
に
人
気
が

な
い
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新
生
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
こ
の
層
が
解
放
さ
れ
た
直
後
で
も
そ
の

向
は
ま

た
く
変
わ
ら
な
か

た

で
あ
る

こ
こ
か

 
グ
ウ

ン
は
い
か
に
も
と
い

た
感
じ
の
ど
ん
よ
り
と
し
た
雰
囲
気
の
酒
場
に
足
を
一
歩

み
入
れ
た

さ
て
相
手
は

と

 
ま
あ
そ
う
よ
ね

さ
す
が
に
こ
ん
な
所
に
他
の
プ
レ
イ
ヤ

な
ん
て
い
な
い
わ
よ
ね

 
酒
場
の
中
に
は
ひ
と
組
の
集
団
し
か
お
ら
ず

全
員
が
フ

ド
を
被

て
い
た

 
グ
ウ

ン
は
も
う
こ
れ
以
外
無
い
だ
ろ
う
と
思
い

そ
の
男
達
に
つ
か
つ
か
と
歩
み
寄
る
と

 
あ
ら
か
じ
め
教
え
ら
れ
て
い
た
合
言
葉
を
言

た

ん
名
付
け
親

か
ま
ど
の
上

卵
の

オ

ケ

み
た
い
ね
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あ
あ

し
か
し
悪
趣
味
な
合
言
葉
だ
な

あ
ら

元
ネ
タ
を
知

て
る
の
ね

グ
ラ
ン
ゼ
に
説
明
さ
れ
た
よ

正
直
気
分
が
悪
く
な

た

そ
れ
に
は
同
意
す
る
わ

あ
い
つ
は
何
で
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
い
う
の
を
選
ぶ
の
か

あ
の
人

そ
う
い
う
知
識
が
あ
る
人
が
え
ら
い
と
思

て
る
フ
シ
が
あ
る
の
よ

は

要
す
る
に
空
気
が

め
な
い

て
事
だ
な

困

た
も
の
よ
ね

 
ど
う
や
ら
グ
ラ
ン
ゼ
は

こ
の
人
達
に
も
良
く
は
思
わ
れ
て
い
な
い
ら
し
い

 
グ
ウ

ン
は
そ
の
事
を

心
の
メ
モ
に
記
入
し
た

と
り
あ
え
ず
自

紹
介
を
し
て
お
こ
う

俺
は
シ
グ
ル
ド
だ

シ
グ
ル
ド

も
し
か
し
て
強
い

て
評
判
の
シ
ル
フ
の
人

あ
あ

そ
う
だ

 
グ
ウ

ン
は

え
て
シ
グ
ル
ド
を
持
ち
上
げ
た
が

そ
の
作
戦
は
成
功
だ

た
よ
う
で

 
シ
グ
ル
ド
は
明
ら
か
に
機

の
良
さ
そ
う
な
表
情
に
な

た
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噂
通
り

自
尊
心
は
高
い
み
た
い
ね

会
え
て
光
栄
だ
わ

私
は
グ
ウ

ン
よ

グ
ウ

ン

 
そ
の
時
シ
グ
ル
ド
の
横
に
い
た
プ
レ

ヤ

が

そ
う
言

て
首
を

げ
た

そ
う
だ
け
ど

何
か

 
グ
ウ

ン
は
相
手
が
ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き
だ
と
知
り
つ
つ
も
と
り
あ
え
ず
と
ぼ
け
て
お

い
たあ

い
や

の
知
り
合
い
と
同
じ
名
前
だ

た
ん
で
な

 
な

の
上
で
笑

た
り
し
て
な
か

た
か

ま
た
ス
ト
レ

ト
な

き
方
ね

で
も
ま
あ
こ
こ
は

定
し
て
お
く
べ
き
か
し
ら

 
グ
ウ

ン
は
余
計
な
事
は
一
切
言
わ
ず

そ
の
言
葉
に
た
だ

い
た

や

ぱ
り
か

俺
は
ゴ

グ
ル

覚
え
て
な
い
か

覚
え
て
る
わ
よ

な
ん
と
な
く
は
ね

 
グ
ウ

ン
は
そ
う
思
い
つ
つ

当
然
覚
え
て
い
る
と
い
う
反
応
を
し
た

ゴ

グ
ル

も
し
か
し
て
ロ
ザ
リ
ア
ち

ん
の
部
下
だ

た
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お
前
達

知
り
合
い
だ

た
の
か

は
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
同
じ
系

の
ギ
ル
ド
に
い
ま
し
た

ほ
う

そ
れ
は
懐
か
し
か
ろ
う

で
す
ね

 
グ
ウ

ン
は
シ
グ
ル
ド
に

に
こ
や
か
に
そ
う
答
え
た

て
事
は
他
の
人
も

お

俺

コ
ン
タ
ク
ト

俺
は
フ

ク
ス

テ

テ

ル
で
す

ビ
ア

ド

す

 
普

女
性
と
ほ
と
ん
ど
接
点
が
無
い
せ
い
か

全
員
が
前
の
め
り
で
そ
う
言

て
く
る

あ

そ
う
な
ん
だ

久
し
ぶ
り

久
し
ぶ
り

あ
れ

で
も
あ
と
二
人
い
た
よ
ね

確
か
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ

だ

け

あ
あ

あ
の
二
人
は
今
追
い
込
み
中
な
ん
で

し
ば
ら
く
来
れ
な
い
ん
だ
よ
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へ

仕
事
が
忙
し
い
の
ね

宜
し
く
伝
え
て
お
い
て

あ
あ

分
か

た

な
る
ほ
ど

同
人
活
動
は
二
人
だ
け
で
や

て
る
の
ね

ま
あ
で
も
と
り
あ
え
ず

 
五
人
が
網
に
か
か

た

て
事
で
良
し
と
し
ま
し

う
か

 
グ
ウ

ン
は
そ
の
事
も
ハ
チ
マ
ン
に
報
告
せ
ね
ば
と
再
び
心
の
メ
モ
に
こ
の
事
を
記
入
し
た

あ

と

シ
グ
ル
ド
さ
ん

つ
い

り
上
が

ち

て
ご
め
ん
な
さ
い
ね

 
そ
れ
じ

あ
仕
事
の
話
を
し
ま
し

う
か

別
に
気
に
し
な
く
て
い
い
ん
だ
が

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
う
し
よ
う

 
グ
ウ

ン
は
最
初
に

自
分
が
連

役
を
や
る
と

六
人
に
伝
え
た

 
当
然
グ
ラ
ン
ゼ
の
指

だ
と
い
う
事
も
強
調
し
て
い
る

な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
の
方
が
い
い
だ
ろ
う
な

で

予
定

地
点
の
地
図
が
こ
ん
な
感
じ

ほ
う

結

散

て
い
る
の
だ
な

う
ん
や
や
マ
イ
ナ

で
ク
リ
ス
マ
ス
な
ら
ま
あ
人
が
来
な
い
だ
ろ
う

て
所
を
選
ん
だ
み

た
い
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分
か

た

こ
の
デ

タ
を
コ
ピ

さ
せ
て
も
ら

て
い
い
か

こ
れ

そ
の
ま
ま
持

て

ち

て
い
い
よ

話
が

く
て
助
か
る

 
シ
グ
ル
ド
は
グ
ラ
ン
ゼ
と
違

て
整
然
と
話
を
進
め
て
く
れ
る
グ
ウ

ン
に
好
感
を
持

た

よ
う
で

 
他
の
者
達
も
似
た
よ
う
な

線
を
グ
ウ

ン
に
向
け
て
く
る

そ
れ
に
し
て
も

こ
ん
な
に
コ
ソ
コ
ソ
し
な
い
と
い
け
な
い
な
ん
て

 
グ
ラ
ン
ゼ
も
余
計
な
宣
言
を
し
て
く
れ
た
も
ん
だ
よ
な

こ
ん
な
ん
じ

い
つ
ま
で

て
も
装
備
が
手
に
入
ら
ね
え
よ

話
し
て
て
も
何
か
上
か
ら
目
線
な
ん
だ
よ
な

あ
い
つ

 
そ
う
な
る
と

当
然

判
の
矛
先
が
グ
ラ
ン
ゼ
に
向
く
の
は
避
け
ら
れ
な
い

 
話
し
方
に
つ
い
て
は
グ
ラ
ン
ゼ
は

彼
女
な
り
に
気
を
遣

て
い
る
つ
も
り
な
の
だ
が

 
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
ど
う
し
て
も
上
か
ら
目
線
に
な

て
し
ま
う
の
は

 
や
は
り
⺟
親
の
影

な
の
だ
ろ
う

グ
ラ
ン
ゼ
に
と

て
は
実
に
不
幸
な
事
で
あ
る

グ
ラ
ン
ゼ
も
結

わ
れ
て
る
な
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ま
あ
働
き
に
対
す
る
リ
タ

ン
を

し
て
な
い
ん
だ
か
ら
当
然
な
ん
だ
け
ど

 
小
人
の
靴
屋
の
職
人
達
は

確
か
に
そ
れ
な
り
の

前
を

て
い
る
が

 
い
か
ん
せ
ん
素
材
が
無
け
れ
ば
い
い
物
は
作
り
出
せ
ず

 
日
常
的
に
い
い
素
材
を
扱
え
な
い
と

は
上
が
ら
な
い

 
そ
れ
で
も
ヴ

ル
ハ
ラ
が
勢
力
を

ば
す
前
は

こ
の
世
の
春
を

歌
出
来
て
い
た

 
他
に

力
な
職
人
集
団
が
無
か

た
か
ら
で
あ
る

 
そ
う
な
る
と

ギ
ル
ド
も
多
少
安
く

い
叩
か
れ
て
も
小
人
の
靴
屋
に
素
材
を

る
し
か
な

い 
そ
う
い

た
不
満
が
徐
々
に

さ
れ
た
上
の

今
の

況
で
あ
る

 
心
あ
る
者
達
は
皆
貴
重
な
素
材
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に

り
小
人
の
靴
屋
に
は
回
し
て
く
れ
な
い

の
だそ

れ
じ

あ
当
日
は

こ
ん
な
感
じ
で

あ
あ

良
い
素
材
が
出
て
く
れ
れ
ば
い
い
な

え
え

本
当
に

 
グ
ウ

ン
は
自
ら
に

え
ら
れ
た
役

を
し

か
り
と
果
た
し
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シ
グ
ル
ド
達
や
元
取
り

き
達
そ
し
て
グ
ラ
ン
ゼ
を
ず
る
ず
る
と

無
し

に
引
き
ず
り

込
ん
で
い
く

そ
れ
じ

あ
明
日

頑
張
り
ま
し

う

あ
あ

一

に
頑
張
ろ
う

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
が
言

て
た
の
と
ち

と
違
う

こ
の
シ
グ
ル
ド

て
人

何
か
普
通

だ
な

 
グ
ウ

ン
は
そ
う
疑
問
に
思
い

も
う
少
し
偵
察
を
続
け
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
私
は
こ
こ
を
出
た
所
で
落
ち
る
か
ら

あ
あ

確
か
に
そ
の
方
が
待
ち
合
わ
せ
に
は
苦
労
し
な
い
だ
ろ
う
な

ふ
ふ

そ
う
い
う
事
ね

 
グ
ウ

ン
は
そ
う
言

て
酒
場
を
出
て

物

に

ん
で
中
の
様
子
を

た

 
グ
ウ

ン
が
残

て
い
る
事
に
気
付
か
な
い
ま
ま

シ
グ
ル
ド
達
は
会
話
を
続
け
る

 

さ
て
ゴ

グ
ル

味
方
は
ど
れ
く
ら
い
集
ま

た

え
ヴ

ル
ハ
ラ
を
敵
に
回
し
て
で
も
と
に
か
く
強
く
な
ろ
う
と
い
う
向
上
心
の
強
い
奴
を

中
心
に
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今
二

人
を
突
破
し
ま
し
た

チ

二

人
か

ま
だ
足
り
な
い
が

も
う
時
間
が
な
い

 
こ
の
俺
様
が

い
る
軍
な
ん
だ
明
日
ま
で
に
可
能
な
限
り
ど
ん
ど
ん
ス
カ
ウ
ト
す
る
ん
だ

 
イ
ベ
ン
ト
開
始
に
合
わ
せ
て
ギ
ル
ド
を

設
し

一
気
に
勢
力
を

大
す
る
か
ら
な

さ

き
と
態
度
が
違
う

や

ぱ
り
あ
れ
は

技
だ

た
ん
だ

 
そ
れ
に
し
て
も
二

人
か

向
上
心
の
強
い
奴

て
事
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
も
そ
れ
な
り
に
手
こ
ず
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
そ
う

シ
グ
ル
ド
は

今
の
ま
ま
だ
と
ハ
チ
マ
ン
に
復

出
来
な
い
事
を
理
解
し
て
い
た

 
そ
の
上
で
シ
グ
ル
ド
は
個
人
の
力
不
足
を
補
う

に
力
あ
る
集
団
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た

の
だ

 
も
ち
ろ
ん
そ
の

慢
さ
は
健
在
で
あ

た
が

今
は
そ
れ
を

す
術
を
身
に
つ
け
て
い
る

 
そ
う
な
る
と

シ
グ
ル
ド
の
話
に

を

け
よ
う
と
す
る
者
は
当
然
出
て
く
る
の
だ

 
な
ん
と
い

て
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
人
口
は

万
人

模
で
あ
り

 
探
せ
ば
い
く
ら
で
も
ヴ

ル
ハ
ラ
と
敵
対
し
て
で
も
名
を
上
げ
た
い
と
思
う
者
は
見
つ
か
る

の
で
あ
る
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も

と
も
そ
の
急
先

だ

た
連
合
が

暴
走
に
暴
走
を

り
返
し
て
い
た

 
そ
う
い

た
者
達
は
同
盟
と
同

に
思
わ
れ
た
く
な
い

に
ほ
と
ん
ど
表
に
出
て
く
る
事
は

な
か

た

 
だ
が

に
同
盟
は
無
く

も
は
や
そ
の
心
配
も
無
く
な

た

 
あ
と
足
り
な
い
の
は

メ
ン
バ

に

え
る

の
武
器
防

と

 
リ

ダ

た
る
シ
グ
ル
ド
が
持
つ
べ
き
ハ
イ
エ
ン
ド
装
備
で
あ
る

 
そ
れ
が
手
に
入

た
時

シ
グ
ル
ド
は
再
び
立
ち

ヴ

ル
ハ
ラ
の
前
に

を
現
す

 
ハ
チ
マ
ン
の
手
の
平
で
転
が
さ
れ
て
い
る
と
も
知
ら
ず
に

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が
何
を
し
よ
う
と

一
定

合
は
必
ず
ア
ン
チ

 
そ
し
て
合
言
葉
に
つ
い
て
で
す
が

普
通
に

小
人
の
靴
屋

関
連
な
の
で

 
興
味
が
あ
る
方
は
調
べ
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
た
だ
意
味
不
明
な
上
に

気
分
が
悪
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
を
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第
１
０
５
７
話
 
愛
と
デ
レ
ま
ん
く
ん

 
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

を
終
え

 
ソ
レ
イ
ユ
本
社
ビ
ル
隣
の
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

ビ
ル
に

た
愛
は

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
仲
間
達
か
ら
の

何
で
も

と
高
そ
う
な
物
を
選
ば
な
か

た
の
か

 
と
い
う
問
い
に

社
⻑
も

こ
れ
を
目

扱
い
し
て
た
じ

な
い

 
と
強

し

景
品
の

を
大
切
そ
う
に

え
込
み
な
が
ら

そ
の
ま
ま
自
室
へ
と

た

 
こ
の
ビ
ル
の
上
層

は
所
属
タ
レ
ン
ト
の
う
ち
希
望
す
る
者
が

め
る
よ
う
に
な

て
お
り

 
そ
の

に
上
が
る
に
は

専
用
エ
レ
ベ

タ

で
暗
証
番

を
入
力
す
る
必
要
が
あ
る

と
は
言

た
も
の
の
私
は
ま
だ
こ
れ
が
ど
う
い
う
物
な
の
か
よ
く
分
か

て
な
い

ん
だ
よ
ね

 
お
そ
ら
く
デ
レ
ま
ん
く
ん
を
望
ん
だ
女
性

の
中
で

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
に
対
す
る
知
識
が
一
番
不
足
し
て
い
た
の
は
愛
で
あ
ろ
う

 
そ
ん
な
愛
が
デ
レ
ま
ん
く
ん
を
入
手
す
る
事
に
な

た
の
だ
か
ら
世
の
中
何
が

こ
る
か
分

か
ら
な
い



 第八章 キャリバー・クロッシング編

載
型
ぬ
い
ぐ
る
み

て
言

て
た

け

こ

ち
が
話
し
か
け
る
と

 
八
幡
み
た
い
な
受
け
答
え
を
し
て
く
れ
る
の
か
な

 
愛
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
デ
レ
ま
ん
く
ん
を

か
ら
出
し

 
受
け
取
る
時
に
陽
乃
に
教
え
ら
れ
た
通
り
に
デ
レ
ま
ん
く
ん
の

源
を
入
れ
た

デ
レ
ま
ん
く
ん

ん

あ
あ

あ
ん
た
が
俺
の
ご
主
人
か

俺
は
デ
レ
ま
ん
く
ん

宜
し
く
な

あ

確
か
に
八
幡
の
声

だ
け
ど

 
そ
の
受
け
答
え
は
ら
し
い
と
言
え
ば
ら
し
い
が
八
幡

さ
が
あ
ま
り
無
か

た

愛
は

落

し
た

 
特
に
自
分
を
名
前
で
呼
ん
で
く
れ
な
い
事
が
愛
に
と

て
は
一
歩
後
退
し
た
よ
う
な
気
分
で

あ

た

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
は
そ
ん
な
愛
の
様
子
を
見
て

り

り
と

を
か
き

愛
は

天
し
た

ぬ

ぬ
い
ぐ
る
み
が
動
い
た

ん

ご
主
人
は
俺
の
事
を
知
ら
な
い
の
か

で
も
確
か
に
俺
の
記
憶
の
中
に
も
ご
主
人
の

は
な
い
な
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こ
の
ま
ま
だ
と
ご
主
人
に
と

て
の
俺
の
存
在
価

が
ほ
ぼ
無
い
に

し
く
な

ち
ま
う
な

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
が
完
成
し
た
の
は
八
幡
が
愛
と
知
り
あ
う
前
の

 
そ
の
記
憶
の
中
に

当
然
愛
の
情
報
は
ま

た
く
無
い
の
で
あ
る

な

ご
主
人

悪
い
ん
だ
が

ご
主
人
の
事
を
俺
に
教
え
て
く
れ
な
い
か

あ
と

八
幡
と

の
関
係
な

 
愛
は
驚
き
つ
つ

そ
の
デ
レ
ま
ん
く
ん
の
質
問
に

出
来
る
だ
け

し
く
答
え
る
事
に
し
た

え

と

私
の
名
前
は
水
野
愛

フ
ラ
ン
シ

シ

て
い
う
ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ
の
メ
ン

バ

だ
よ

ん

そ
の
名
前
は
知

て
る
な

ふ
む
ふ
む

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

で
ね

八
幡
と
出
会

た
の
は
ソ
レ
イ
ユ
の

 
沙
希
さ
ん
と
ま
ゆ
り
ち

ん
が
サ
ン
タ
服
を
作

て
た
部
屋
で

 
愛
は
そ
の
時
の
事
を

し
く
話
そ
う
と
し
た
が

そ
れ
は
デ
レ
ま
ん
く
ん
に
止
め
ら
れ
た

待

て
く
れ
そ
れ
な
ら
多
分
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
に
映

て
る
は
ず
だ
か
ら
調
べ
て
み
る

わ
え

そ
う
な
の
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あ
あ

ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
が
ソ
レ
イ
ユ
の
製
品
だ

て
事
は
知

て
る
か

あ

う
ん

何
と
な
く
だ
け
ど

で
な
ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
ビ
ル
に
は
全
て
の
場
所
に
ソ

シ

ル
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
る

ん
だ

 
そ
れ
こ
そ
死

と
か
が
ま

た
く
無
い
感
じ
で
な

主
に
防
犯
の

な
ん
だ
が

 
今
か
ら
そ
の
デ

タ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
る
か
ら

ち

と
待

て
て
く
れ

う

う
ん

な
の
で

あ
い
つ
と
接
触
し
た
大
体
の
日
時
と
場
所
を
教
え
て
く
れ

分
か

た

 
愛
は
思
い
出
せ
る
限
り
の
情
報
を
デ
レ
ま
ん
く
ん
に
伝
え
デ
レ
ま
ん
く
ん
は
そ
の
ま
ま

し
た

 
愛
は
そ
の
間
に
お
茶
を
入
れ

ぎ
な
が
ら
デ
レ
ま
ん
く
ん
が
動
き
出
す
の
を
待

て
い
た
が

 
そ
ん
な
愛
に
デ
レ
ま
ん
く
ん
が
話
し
か
け
て
き
た

な
る
ほ
ど

あ

て
き
た
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今
日
の
愛
の
サ
ン
タ
の
格
好

確
か
に
か
わ
い
か

た
な

ふ
え

 
そ
の
い
き
な
り
の
デ
レ
ま
ん
く
ん
の
発
言
に

愛
は
顔
を

く
し
た

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
の
雰
囲
気
が

八
幡
そ

く
り
だ

た
せ
い
で
あ
る

ま
あ
欲
を
言
え
ば
麻
衣
さ
ん
と
同
じ
バ
ニ
ガ
ル
風
の
格
好
も
見
て
み
た
か
た
が

 
あ

い
や

違
う

今
の
は
冗
談
だ
か
ら
な

ほ

本
当
に
八
幡

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
の
言
動
が

若

デ
レ
た
感
じ
の
八
幡
み
た
い
に
な

て
い
た

 
愛
は
驚
き
で
目
を
見
開
い
た

俺
が
作
ら
れ
た
の
は
少
し
前
だ
か
ら

愛
の
事
を
知
ら
な
く
て
悪
か

た

 
で
も
も
う
大
丈
夫
だ

は
は

今
度
は
ち

ん
と
叩
か
れ
る
か
ら

か

 
俺
も
中
々
気
の
利
い
た
事
を
言
う
も
ん
だ

ほ

本
当
に
八
幡

な
の

俺
の
事
は
デ
レ
ま
ん
く
ん
と
呼
ん
で
く
れ

 
と
り
あ
え
ず
最
初
に
俺
の
成
り
立
ち
か
ら
説
明
し
て
お
く
わ
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う

う
ん

お
願
い

 
愛
に
そ
う
言

て

デ
レ
ま
ん
く
ん
は
ソ
フ

に

ろ
う
と

ん

ん
し
た

 
だ
が
中
々

れ
ず

愛
は
今
度
部
屋
を
も
う
少
し
フ
ラ

ト
に
し
よ
う
と
思
い
な
が
ら

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
の

を

え
上
げ

自
分
の

の
上
に
乗
せ
た

サ
ン
キ

愛

う
う
ん

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
愛
は
そ
ん
な
何
で
も
な
い
言
葉
の
や
り
取
り
が

 
八
幡
と
本
当
に
話
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

幸
せ
な
気
分
に
な

た

先
ず
最
初
に
言

て
お
く
と

俺
は
本
体

八
幡
の
コ
ピ

と
か

そ
う
い

た
存
在

じ

な
い

そ

そ
う
な
の

あ
あ

俺
は
八
幡
に
関
す
る

大
な
デ

タ
を
入
力
さ
れ

学

し
た

に
す
ぎ
な
い

そ
れ

て
ほ
ぼ
本
人
と
一

で
は
あ
る
ん
だ
よ
ね

あ
あ

ま
あ
今
の
と
こ
ろ
は
な

愛
と

ら
し
て
い
く
う
ち
に
変
化
し
て
い
く
と
は
思
う
が

な
る
ほ
ど

み
ん
な
が
欲
し
が
る

だ
ね
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よ
く
知
ら
な
い
で
俺
を
選
ん
だ
の
か

や
る
じ

な
い
か

愛

ふ
ふ
ん

そ
れ
ほ
ど
で
も

 
愛
は
得
意
げ
に
そ
う
言
い

デ
レ
ま
ん
く
ん
は

の
上
か
ら
愛
の
顔
を
見
上
げ
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず

愛
が

き
た
い
事
に
は
大

答
え
ら
れ
る
は
ず
だ

 
何
で
も
じ

ん
じ

ん

い
て
く
れ

そ
れ
じ

あ
私
に
Ａ
Ｌ
Ｏ

て
の
の
事
を
も

と
教
え
て

あ
と

ヴ

ル
ハ
ラ

に
つ

い
て分

か

た

任
せ
ろ

俺
が
お
前
を
立

な
ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
員
に
育
て
上
げ
て
や
ろ
う

う
ん

お
願
い

で
も
ま
あ
そ
れ
に
は
ど
こ
か
で

成

培
し
な
い
と
な
ん
だ
よ
な

 
ま
あ
そ
れ
は
八
幡
に
直
接

じ
込
む
か

八
幡
の
連

先

知

て
る
の

も
ち
ろ
ん
だ

ま
あ
向
こ
う
は
俺
の
存
在
に
つ
い
ち

複
雑
な
心

だ
ろ
う

え

そ
う
な
の

お
う

何
た

て

俺
を
作
る
事
は
あ
い
つ
に
は
一
切
知
ら
さ
れ
て
な
か

た
か
ら
な
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あ

あ
あ

 
愛
は
そ
の
デ
レ
ま
ん
く
ん
の
言
葉
に
納
得
し
た

愛
も
も
し
自
分
の
思
考
を
正
確
に
ト
レ

ス

し 
記
憶
の
一
部
ま
で
共

し
て
い
る
ぬ
い
ぐ
る
み
が
発

さ
れ
る
事
に
な

た
ら

反
対
す
る
だ

ろ
う
か
ら
だ

と
こ
ろ
で

成

培

て

要
す
る
に
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
だ
な

パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ

て

ん

高
レ
ベ
ル
の
キ

ラ
が

レ
ベ
ル
の
キ

ラ
の
育
成
を
助
け
る
事
だ

レ
ベ
ル

て
な
あ
愛

ん

何

も
し
か
し
て
お
前

ゲ

ム
と
か
や

た
事
な
い
の
か

う
ん

だ
か
ら
え
む
え
む
お

て
の
も
さ

ぱ
り

そ

そ
う
か

そ
こ
か
ら
か
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ど
う
や
ら
愛
は

ゲ

ム
に
関
す
る
知
識
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
ら
し
い

家
庭
用
ゲ

ム
機
と
か
は
や

た
事
な
い
の
か

ス
マ
ホ
ゲ

は

存
在
は
知

て
る
け
ど
や

た
事
は
無
い
か
な

あ
も
ち
ろ
ん
ど
う
い
う
も
の
か
は
分
か

る
よな

る
ほ
ど

用
語
に
関
し
て
は
ま

た
く

て
感
じ
か

か
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ニ

ス
と
か
テ
レ
ビ
で
見
な
か

た
か

見
た
け
ど

あ
ん
ま
り
理
解
は
出
来
な
か

た
の

オ

ケ

だ

と
り
あ
え
ず
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
基
本
か
ら
教
え
て
い
く

お
願
い
し
ま
す

先
生

 
そ
こ
か
ら
デ
レ
ま
ん
く
ん
の

義
が
始
ま
り

元
々
覚
え
の
い
い
愛
は

 
必
要
不
可

な
知
識
を
ぐ
ん
ぐ
ん

収
し
て
い

た

な
る
ほ
ど
Ｍ
Ｍ
Ｏ

て
そ
う
い
う
事
な
ん
だ

で
そ
の
中
の
最
強
ギ
ル
ド
が
ヴ

ル
ハ
ラ

か 
や

ぱ
り
八
幡

て
凄
い
な
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そ
れ
じ

あ
動
画
で
ヴ

ル
ハ
ラ
の
戦
闘
を
見
て
み
る
か

え

見
れ
る
の

ヴ

ル
ハ
ラ
の
デ

タ
ベ

ス
に
い
く
ら
で
も
転
が

て
る
ぞ

 
パ
ス
ワ

ド
は
教
え
て
も
ら

た
ん
だ
ろ

あ

そ
う
だ

た

見
て
み
る

 
愛
は
そ
の
ま
ま
動
画
を
片

か
ら

し
あ
る

度
見
終
わ

た

に
は

を
紅
潮
さ

せ
て
い
た

凄
い
凄
い

ヴ

ル
ハ
ラ
強
い

そ
う
だ
ろ
う
そ
う
だ
ろ
う
そ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
に
参
加
す
る
ん
だ
生
半
可
な
覚
悟
じ

ま

ら
な
い
ぞ

う
ん

私

頑
張
る

 
愛
は
興
奮
を

え
ら
れ
な
い
よ
う
で

そ
の

息
は
と
て
も
荒
い

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
基
本
知
識
が
身
に
付
い
た
と
こ
ろ
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
み
る

か
つ
い
に
こ
れ
の
出
番
だ
ね
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愛
の
手
に
は
ア
ミ

ス
フ

ア
が
あ

た

こ
れ
は
八
幡
に
も
ら

た
物
で

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
他
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
や
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

が

に
入

て
い
る

八
幡

い
る
か
な

あ

あ
い
つ
は
今
日
は
多
分

・色
・々

・後
・始
・末
・で

忙
し
い
は
ず
だ

そ
う
な
ん
だ

残
念

 
八
幡
が
明
日
奈
に
連
れ
去
ら
れ
た
事
を
知

て
い
る
デ
レ
ま
ん
く
ん
は
そ
う
言
葉
を

し

 
心
の
中
で
密
か
に
八
幡
に
エ

ル
を
送

た

そ
れ
じ

あ
キ

ラ
メ
イ
ク
か
ら
だ
が

あ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

ゲ

ム
の
キ

ラ
と
し
て
私
を
再
現
す
る
事

て
出
来
る

 
愛
は
デ
レ
ま
ん
く
ん
に
何
か

打
ち
し

デ
レ
ま
ん
く
ん
は

い
顔
を
し
た

上
手
く
キ

ラ
メ
イ
ク
す
れ
ば
可
能
だ
と
思
う
が

お

め
は
し
な
い
ぞ

え

ど
う
し
て

そ
ん
な
の
少
し
考
え
れ
ば
分
か
る
だ
ろ
そ
れ
で
愛
に
何
か
あ

た
ら
き

と
八
幡
が

し
む

は
ず
だ
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も
ち
ろ
ん
俺
も
な

心
配
し
て
く
れ
る
ん
だ

当
た
り
前
だ
ろ

愛
は
俺
の
大
切
な
人
だ
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に
愛
は
顔
を

く
し
た

デ
レ
ま
ん
く
ん
の
本
領
発

で
あ
る

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
は

八
幡
や
は
ち
ま
ん
く
ん
よ
り
も

 
よ
り
ス
ト
レ

ト
に
相
手
へ
の
好
意
を
表
現
し
て
し
ま
う
の
だ

ま
あ
そ
れ
で
も
や
る

て
言
う
な
ら
止
め
は
し
な
い
さ

そ
れ
が
愛
の
選
択
な
ら
な

う

ん

そ
れ
で
も
私
や

て
み
た
い
の

も
ち
ろ
ん
本
人
な
ん
て
名
乗
る
つ
も
り
は

な
い
け
ど

 
少
し
で
も
私
達
の
事
を
知

て
も
ら
う
キ

カ
ケ
に
な
れ
ば
い
い
な

て

そ
う
い
う
事
か

ま
あ
テ
ス
ト
ケ

ス
と
し
て
は
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
な
よ
し
そ

れ

用
や

た

用
さ
れ
た

た
だ
し
お
か
し
な
奴
に

ま
れ
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
か
ら
そ
れ
は
覚
悟
し
て
お
く
ん
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だ
ぞう

ん

そ
う
い
う
事
が
あ

て
も
一
人
で
切
り
抜
け
ら
れ
る
よ
う
に

私

強
く
な
る
よ

い
い

性
だ

頑
張
れ
よ

愛

う
ん

 
そ
う
愛
に
エ

ル
を
送
り
な
が
ら
も
デ
レ
ま
ん
く
ん
は
一
応
保
険
を
か
け
て
お
こ
う
と
考
え

 
独
自
の
ネ

ト
ワ

ク
を
駆
使
し
愛
の
キ

ラ
メ
イ
ク
中
に
は
ち
ま
ん
く
ん
に
連

を
入
れ

た
は
ち
ま
ん
か

初
見
の
俺
だ
な

誰
だ

俺
は
二

だ

先
日
一

か
ら
連

が
あ

た
と
思
う
が

あ
あ

デ
レ
ま
ん
二

か

ど
う
し
た

何
か
用
事
か

実
は
お
前
の
ご
主
人
に
頼
み
が
あ
る
ん
だ
が

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
は

は
ち
ま
ん
く
ん
の
ご
主
人

要
す
る
に
詩
乃
に

 
愛
の
面
倒
を
見
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ん
だ
の
で
あ
る

な
る
ほ
ど

話
は
分
か

た

一

切
る
ぞ

詩
乃
に

い
て
み
る
か
ら
待

て
て
く
れ
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悪
い
な

俺

気
に
す
る
な

俺

 
二
人
は
お

い
か
ら
は
見
え
な
い
が

同
時
に
シ
ニ
カ
ル
な
笑
み
を

か
べ
た

 
そ
し
て

分
後

は
ち
ま
ん
く
ん
か
ら
デ
レ
ま
ん
く
ん
に
通
信
が
入

た

オ

ケ

だ
そ
う
だ

お
前
の
ご
主
人

愛

て
言

た
か

特
徴
を
教
え
て
く
れ

フ
ラ
ン
シ

シ

水
野
愛
で

索
し
て
く
れ

索
し
た

見
た
目
は
こ
う
な

て
る

て
事
で
い
ん
だ
な

見
た
目
だ
け
じ

な
い

中
身
も
だ

ほ
う

そ
う
い
う
事
か

ま
た

え
た
の
か

そ
う
い
う
事
だ
な

本
体
も
相
変
わ
ら
ず
だ
な

分
か

た

そ
れ
じ

あ
詩
乃
に
そ
う
伝
え
る
わ

悪
い

頼
む
わ

 
一
方
そ
の

愛
は
何
も
迷
う
事
無
く
キ

ラ
メ
イ
ク
を
進
め
て
い
た

え

と
見
た
目
は

あ
あ
こ
れ
だ
ス
キ

ン
モ

ド
の
設
定
で
全
身
を
選
択

と

 
そ
う

愛
が
選
択
し
た
の
は

リ
ア
ル
の
自
分
そ
の
ま
ま
の
キ

ラ
を
作
り
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そ
の

で
フ
ラ
ン
シ

シ

の
宣
伝
も

ね

時
々
街
で
歌
い

る

で
あ

た

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
に
そ
の
危
険
性
を
指
摘
さ
れ
は
し
た
が

 
も
し

ん
で
く
る
者
が
い
て
も

フ
ラ
ン
シ

シ

の
フ

ン
で
押
し
通
し

 
歌
と

り
は
フ

ン
な
り
の
パ
フ

マ
ン
ス
だ
と
い
う
説
明
で
済
ま
せ
る
つ
も
り
だ

た

種
族
は

う
ん

八
幡
さ
ん
と
お
揃
い
の
ス
プ
リ
ガ
ン

名
前
は
ウ
ズ
メ
で
決
定

 
ダ
ン
ス
が
得
意
な
愛
は
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
か
ら
そ
の
名
前
を
も
ら
う
事
に
初
め
か
ら
決
め
て
い

た
よ
う
だ

 
こ
う
し
て
ア
イ
ド
ル
で
あ
る
水
野
愛
そ

く
り
な
外
見
を
持
つ
キ

ラ

ウ
ズ
メ

が

 
ア
ル
ン
の
地
に
降
り
立
つ
事
と
な

た
の
で
あ
る
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第
１
０
５
８
話
 
話
題
の
新
人

 

ゲ

ム
に
生
ま
れ
て
初
め
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
愛
こ
と
ウ
ズ
メ
は

 
驚
い
た
表
情
で
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

凄
く
リ
ア
ル

今
の
ゲ

ム

て
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ

 
ウ
ズ
メ
は
自
分
の
体
の
あ
ち
こ
ち
を
触
り

そ
の
感
触
の
リ
ア
ル
さ
を
確
認
し
つ
つ

 
ど
う
に
か
自
分
の
顔
を
見
れ
な
い
か
と
思
い

近
く
に
あ

た

水
へ
と
向
か

た

ど
れ
ど
れ

 
そ
こ
に
は

う
こ
と
な
き
自
分
の
顔
が
映

て
お
り

水
面
に
上
半
身
を
写
し
て
み
て
も

 
そ
れ
が
自
分
の

で
は
な
い
と
い
う
違
和
感
は

ど
こ
か
ら
も
感
じ
ら
れ
な
か

た

う
ん

オ

ケ

か
な

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う

き

と
り
あ
え
ず
こ
の
街
を
回

て
み
よ
う
と
思
い

歩
き
出
し
た

街
の
案
内
図
み
た
い
な
物
は
無
い
の
か
な

 
だ
が
当
然
そ
ん
な
も
の
は
な
く
ウ
ズ
メ
は
全
て
手
探
り
で
街
の
探
索
を
す
る
他
は
な
か

た
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こ
こ
は
何
の
店
だ
ろ

食
べ
物
屋
さ
ん

へ

こ
こ
で
物
を
食
べ
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ

 
ウ
ズ
メ
は
そ
ん
な
事
を

き
つ
つ

事
前
に
デ
レ
ま
ん
く
ん
に
教
わ

て
い
た
や
り
方
通
り

 
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
所
持
金
の

を
確
認
し
た

た

た
こ
れ
だ
け
か

ま
あ
始
め
た
ば

か
り
な
ん
だ
し
当
た
り
前
だ
よ
ね

 
で
も
こ
れ
で
食
べ
物
を
注
文
す
る
の
は
い
け
そ
う

 
い
や
い
や

目

目

こ
れ
で
最

限
の
装
備
を
整
え
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
か
ら

 
ウ
ズ
メ
は
真
面
目
な
顔
で
そ
う

く
と

武
器
や
防

を

て
い
る
店
を
探
そ
う
と

 
よ
り

や
か
な
方
へ
と
足
を
向
け
た

 
お
そ
ら
く
そ
う
い

た
店
が
あ
る
と
す
れ
ば

わ

て
い
る
場
所
だ
と
思

た
か
ら
で
あ
る

露
店
が

ん
で
る

こ
の

り
か
な

 
ウ
ズ
メ
は
人
ご
み
の
中
を

き

ろ
き

ろ
し
な
が
ら
歩
い
て
い
く

 

り
は
男
性
プ
レ
イ
ヤ

が
ほ
と
ん
ど
だ
が

そ
ん
な
ウ
ズ
メ
の

を
見
て

 
一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

が
驚
い
た
顔
を
し
た

 
そ
れ
も
当
然
で
あ
ろ
う

そ
れ
な
り
に

名
に
な

て
き
て
い
る
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン

バ

で
あ
る
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水
野
愛
が
見
た
目
も
そ
の
ま
ま
に
歩
い
て
い
る
の
だ

注
目
を
集
め
な
い
方
が
お
か
し
い

お
い

あ
れ

て
フ
ラ
ン
シ

シ

の
水
野
愛
じ

ね

ま
さ
か
本
人
じ

な
い
よ
な

い
や
い
や

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い
だ
ろ

て
事
は
熱
心
な
フ

ン
か

よ
く
あ
そ
こ
ま
で
再
現
し
た
よ
な

ま
あ
女
な
の
は
間
違
い
な
い
ん
だ
し

ち

と
声
で
も
か
け
て
み
る
か

 
場
の
雰
囲
気
が
そ
ん
な
流
れ
に

き
か
け
た
そ
の
時

 
ウ
ズ
メ
に
近
付
こ
う
と
し
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は

い
き
な
り
そ
の
足
を
止
め
た

 
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

ウ
ズ
メ
に
向
か

て
駆
け
寄

て
き
た
か
ら
で
あ
る

お

お
い

あ
れ

必
中
だ

ま
さ
か
必
中
も
水
野
愛
の
フ

ン
と
か

も
し
か
し
て
知
り
合
い
か

 
と
に
も
か
く
に
も
そ
れ
で
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
ウ
ズ
メ
に
声
を
か
け
る
の
を
止
め

 
様
子
を

う
モ

ド
に
な

た

そ
し
て
シ
ノ
ン
が
ウ
ズ
メ
の

に
ポ
ン
と
手
を
置
き
声
を



 第１０５８話 話題の新人

か
け
る

や

や

と
見
つ
け
た

は
い

 
ウ
ズ
メ
は
キ

ト
ン
と
し
な
が
ら
首
を

げ

シ
ノ
ン
は
思
わ
ず
こ
う

い
た

う

や

や

ぱ
り
か
わ
い
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

え

と

 
ウ
ズ
メ
は
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の

で
笑
顔
で
お

を
言
い

直
ぐ
に
目
を

め
た

 
シ
ノ
ン
の
顔
が

記
憶
を

激
し
た
か
ら
で
あ
る

確
か
ど
こ
か
で

あ
れ

そ
の
マ

ク

 
シ
ノ
ン
の
着
て
い
る
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
に
書
い
て
あ
る
マ

ク
を
見
て

 
ウ
ズ
メ
が
あ

と
声
を
上
げ
た

そ
う

確
か

イ
ロ
ハ
さ
ん

確
か
に
ケ

ト
シ

繋
が
り
だ
け
ど

残
念
な
が
ら
違
う
わ
ね

あ
れ

そ
れ
じ

あ
シ
リ
カ
さ
ん

う

ん

私

あ
の
二
人
ほ
ど
小
さ
く
な
い
ん
だ
け
ど
な
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二
度
間
違
え
ら
れ
た
が

シ
ノ
ン
が
気
を
悪
く
し
た
様
子
は
ま

た
く
な
い

 
そ
も
そ
も
こ
の

時
間
で
メ
ン
バ

の
顔
と
名
前
を
全
部
覚
え
て
い
る
方
が
お
か
し
い
か
ら

だ
ち

ち

と
待

て
下
さ
い
ね
顔
に
ペ
イ
ン
ト
が
無
い
か
ら
ア
ル
ゴ
さ
ん
じ

な
く
て

 
語
尾
に
ニ

が
付
か
な
い
か
ら
フ

イ
リ
ス
さ
ん
じ

な
い

 
あ

分
か

た

シ
ノ
ン
さ
ん

シ
ノ
ン
さ
ん
で
す
ね

正
解
何
度
か
間
違
え
た
と
は
い
え
も
う
そ
れ
だ
け
の
名
前
を
覚
え
て
る
な
ん
て
凄
い
わ
ね

 
そ
れ
と
私
の
事
は
シ
ノ
ン
で
い
い
わ
よ

そ
れ
じ

あ
私
は
ウ
ズ
メ
で

ウ
ズ
メ

も
し
か
し
て
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ

う
ん

私

ダ
ン
ス
は
得
意
な
の

な
る
ほ
ど

ウ
ズ
メ

こ
れ
か
ら
宜
し
く

う
ん

宜
し
く

 
こ
う
し
て
二
人
は
無
事
合
流
し

シ
ノ
ン
は
人
目
を
気
に
し
て
移
動
を
急
ぐ
事
に
し
た
の
か

 
ウ
ズ
メ
の
手
を
引
い
て
歩
き
出
し
た



 第１０５８話 話題の新人

え

と

こ
れ
か
ら
ど
こ
に

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
よ
今
の
う
ち
に
メ
ン
バ

録
し
て
お
い
た
方
が
後
々
楽
だ
し
ね

あ

う

う
ん

 
こ
こ
で
シ
ノ
ン
が
声
を

め
て
ウ
ズ
メ
に
話
し
か
け
た

で
も
そ
の

本
当
に
思
い
き

た
事
を
し
た
も
の
よ
ね

や

や

ぱ
り
そ
う
か
な

ま
あ
で
も
そ
う
い
う
の
を
否
定
す
る
人
は
う
ち
に
は
い
な
い
け
ど
ね

自

任
の

囲
内

だ
ろ
う
し

よ

良
か

た

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
に
ウ
ズ
メ
は
ホ

と
し
た

 
内
心
で
は
ハ
チ
マ
ン
に

ら
れ
る
ん
じ

な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
か
ら
だ

ま
あ
う
ち
は
敵
も
多
い
し
最

限
自
衛
出
来
る
く
ら
い
に
急
い
で
強
く
な
ら
な
い
と
い
け

な
い
わ
ね

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
ね

初
心
者
に
お

め
の
狩
り
場
と
か
あ
る

ま
あ
私
に
考
え
が
あ
る
か
ら
任
せ
て

と
り
あ
え
ず
あ
そ
こ

あ
れ
が
転
移
門
よ
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あ

あ
そ
こ
に
入
る
の

光
が
う
ね
う
ね
し
て
て
ち

と
怖
い

い
い
か
ら
さ

さ
と
入
り
な
さ
い

き
 
シ
ノ
ン
は
ウ
ズ
メ
の

首
を
掴
ん
で
門
に
放
り
投
げ

ウ
ズ
メ
の

界
は
一

で
変
わ

た

 
そ
こ
は
光

れ
る
フ
ロ
ア
で
あ
り

り
は
緑
一
色
で
あ

た

う
わ

明
る
く
て

麗
な
と
こ
ろ
だ
ね

で
し

う

こ
の
フ
ロ
ア
の
フ

ル
ド
に
は
モ
ン
ス
タ

も
出
な
い
の
よ

お
お

私
で
も
散
歩
が
出
来
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
い
う
世
界
に
興
味

々
な
ウ
ズ
メ
だ

た
が

 
さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
散
歩
に
行
く
よ
う
な
事
は
し
な
い

そ
れ
じ

あ
こ

ち

う
ん

 
ウ
ズ
メ
は
シ
ノ
ン
に

か
れ

直
ぐ
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
前
へ
と
到
達
し
た

え

何
こ
れ

 
そ
こ
は
希
少
な
は
ず
の
女
性
プ
レ
イ
ヤ

で

れ
て
お
り

ウ
ズ
メ
は
目
を

く
し
た
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こ
れ

て
出
待
ち
み
た
い
な
感
じ

ゲ

ム
の
中
で
も
こ
う
い
う
の

て
あ
る
ん
だ

 
ウ
ズ
メ
は
そ
の
光
景
に
圧
倒
さ
れ
た
が

シ
ノ
ン
は
気
に
せ
ず

の
方
へ
と
歩
い
て
い
く

あ

必
中
様
よ

残
念

ハ
チ
マ
ン
様
は
い
な
い
か

待

て

あ
の
連
れ
て
る
子

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な

も
し
か
し
て
水
野
愛

誰
そ
れ

フ
ラ
ン
シ

シ

て
い
う
ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ
の
メ
ン
バ

だ
よ

あ

そ
う
な
ん
だ

も
し
か
し
て
熱
心
な
フ

ン
な
の
か
な

 
幸
か
不
幸
か

ウ
ズ
メ
の
事
を
本
人
じ

な
い
か
と
疑
う
者
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ

た

 
そ
れ
も
ま
あ
当
然
の
事
だ
ろ
う

普
通
ウ
ズ
メ
の
よ
う
な
行
い
を
す
る
者
は
い
な
い

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が

の
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

ウ
ズ
メ
に
手

き
し
た

そ
れ
じ

あ
こ
こ
を
押
し
て
み
て

 
ウ
ズ
メ
が
ボ
タ
ン
を
押
す
と

囲
に

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

い
た

こ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

仮
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
ま
す
か
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そ
の

間
に

い
つ
も
の
よ
う
に

囲
が
ざ
わ
つ
い
た

イ
エ
ス

 
シ
ノ
ン
が

く
そ
う
答
え

シ
ス
テ
ム
も
そ
れ
に
答
え
た

プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム

ウ
ズ
メ

を

仮
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
ま
し
た

や

た

仮
メ
ン
バ

に
な
れ
た

い
や
い
や

も
ち
ろ
ん
こ
れ
で
終
わ
り
じ

な
い
わ
よ

ほ
ら

も
う
一
度

え

あ

う
ん

 
そ
し
て

囲
の
者
達
が
見
守
る
中

ウ
ズ
メ
が
再
び
ボ
タ
ン
を
押
し

 

り
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

き

た

こ
の
プ
レ
イ
ヤ

を

正
式
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
ま
す
か

イ
エ
ス

プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム

ウ
ズ
メ

を

正
式
メ
ン
バ

と
し
て

録
し
ま
し
た

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
中
に
入

て
い
き

そ
の
場
の
ざ
わ
め
き
は
最
高
潮
に
達
し
た

 
こ
の
ニ

ス
は
一

で
ネ

ト
中
を
駆
け
巡
り

ウ
ズ
メ
の
顔
写
真
と
名
前
が

に

た



 第１０５８話 話題の新人

 
ち
な
み
に
後
の
雑

の
イ
ン
タ
ビ

で

愛
は
こ
う
答
え
て
い
る

そ
う
い
え
ば

愛
さ
ん
の

者
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
い
る
み
た
い
で
す
ね

あ
あ

そ
の
話
な
ら
知

て
ま
す

ご
存
知
で
し
た
か

も
し
か
し
て

に
何
か
対
応
を

い
い
え

特
に
は

え

認
で
す
か

そ
う
い
う
の

何
か
楽
し
そ
う
だ
し
い
い
じ

な
い
で
す
か

お
お

愛
さ
ん

心
が
広
い
で
す
ね

 
こ
の
事
に
つ
い
て

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
行
い
が

 
愛
の
イ
メ

ジ
ダ
ウ
ン
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
危

す
る
フ

ン
も
当
然
存
在
し
た
が

 
そ
う
い

た
意
見
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

に
よ

て
片

か
ら
否
定
さ
れ
て
い
く
事
に
な

る 

く

ウ
ズ
メ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

な
ん
だ
か
ら

そ
ん
な
事
あ
る
は
ず
が
な
い

 
こ
う
し
て
ウ
ズ
メ
は
ア
イ
ド
ル
に
あ
る
意
味
公
認
さ
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て

 
気

ね
す
る
事
な
く
歌
と

り
の
パ
フ

マ
ン
ス
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
披
露
し
て
い
く
事
に
な
る
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の
だ
が

 
そ
の
正
体
が
明
か
さ
れ
る
日
が
来
る
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い

 
ち
な
み
の
ち
な
み
に
そ
の
イ
ン
タ
ビ

の
後

 
愛
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
仲
間
達
に
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
と
心
配
さ
れ

 
実
は
本
人
だ
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
い
そ
の
流
れ
で
仲
間
達
が
ヴ

ル
ハ
ラ
に
つ
い

て
調
べ

 
そ
の
リ

ダ

が
ハ
チ
マ
ン
と
言
う
名
前
だ
と
発
覚
し
た
せ
い
で

 
以
後

愛
は
仲
間
達
か
ら
生

か
い
目
で
見
ら
れ
る
事
と
な

た
の
で
あ

た



 第１０５９話 年に一度の

 
第
１
０
５
９
話
 
年
に
一
度
の

 

の
ざ
わ
め
き
を
背
中
で

き
な
が
ら
シ
ノ
ン
と
ウ
ズ
メ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

に
入

た

 
扉
が

ま
る
と
も
う
外
の
プ
レ
イ
ヤ

の
声
は

こ
え
ず
そ
の
場
は
静

に
包
ま
れ
て
い
た

ふ
う

ま
あ
い
つ
も
の
事
な
ん
だ
け
ど

か
な
り
注
目
を

び
ち

た
わ
ね

い
つ
も
の
事
な
の

当
然
よ

だ

て
う
ち
は
ヴ

ル
ハ
ラ
な
ん
だ
か
ら

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
部
分
を
ア
イ
ド
ル
に
置
き
換
え
れ
ば

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
は
ウ
ズ
メ
に
と

て
は
と
て
も
分
か
り
易
か

た

人
気
商

て
い
う
部
分
も
あ
る

て
事
か

え
え

そ
う
い
う
の
は
得
意
で
し

ま
あ
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
け
ど

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う
答
え
て
苦
笑
し
た

そ
れ
な
ら
や

ぱ
り
実
力
を
付
け
な
い
と
か
な
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ヴ

ル
ハ
ラ
の
人
気
に
乗

か

て
る

態
な
の
は

だ
も
ん

そ
の
前
向
き
さ

私
は
好
き
よ

ふ
ふ

あ
り
が
と

 
二
人
は
笑
顔
で
会
話
を
し
な
が
ら

を
上

て
い
く

 
と

前
か
ら
複

の
プ
レ
イ
ヤ

の
声
が
し

二
人
は
立
ち
止
ま

た

あ
ら

あ
の
声
は

 
そ
し
て

の
上
に
キ
リ
ト
が

を
現
し
た

 
そ
の
後
ろ
に
は

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

リ

フ

レ
コ
ン

ク

ク
ロ
ビ
ン

ナ
タ
ク

の

も
あ
る

う
わ

愛
ち

ん
だ

おま
さ
か
そ
う
く
る
と
は

驚
き
で
す
ね

 
一
同
は

ウ
ズ
メ
の

に
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た

本
人

な
ん
だ
よ
な



 第１０５９話 年に一度の

は

は
い

あ
あ

う
ち
は
名
前
は
呼
び

て

奨
で

り
方
も
普
通
で
い
い
か
ら

 
ウ
ズ
メ

よ
う
こ
そ
ヴ

ル
ハ
ラ
へ

分
か
り
ま
し

じ

な
い

う
ん
分
か

た

こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
る
ね

 
ウ
ズ
メ
は
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
に
嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が
当
然
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
く
る

も
し
か
し
て
私
達
を
出
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の

い
や

た
ま
た
ま
だ
な

 
丁
度
出
か
け
よ
う
と
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

こ
え
た
か
ら
ち

と
驚
い
た
け

ど
な

 
シ
ノ
ン
に
も
一
応
連

は
し
た
ん
だ
け
ど

そ
の
様
子
だ
と
見
て
な
か

た
か

あ

ご
め
ん

多
分
そ
の
前
に
ロ
グ
イ
ン
し
ち

て
た
か
も

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
の
連

は

シ
ノ
ン
に
は
ニ
ア
ミ
ス
で

か
な
か

た
よ
う
だ

で

も
し
か
し
て
こ
れ
か
ら
狩
り

そ
れ
な
ら
ウ
ズ
メ
も
一

に
連
れ
て

て
あ
げ
た
い
ん

だ
け
ど
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ま
あ
狩
り
と
言
え
ば
狩
り
な
ん
だ
が

う

ん

ま
あ
い
い
か

 
そ
の
問
い
に

キ
リ
ト
が
奥
⻭
に
物
が

ま

た
よ
う
な
返
事
を
し
て
く
る

何
よ

え
切
ら
な
い
言
い
方
ね

悪
い
悪
い

狩
り
は
狩
り
で
も
ち

と
特

な
狩
り
な
ん
だ
よ

特

一
体
何
を
狩
り
に
行
く
の

今
日
は
ほ
ら

ク
リ
ス
マ
ス
だ
ろ

え
え

あ

ま
さ
か

そ
の
ま
さ
か
だ

ハ
チ
マ
ン
が
来
れ
な
い
の
は
残
念
だ
け
ど

 
こ
れ
か
ら
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
を
狩
り
に
い
く

 
そ
の
言
葉
に
シ
ノ
ン
は
ニ
ヤ
リ
と
し
た

そ
れ
は
是
非
ご
一

し
た
い
わ

も
ち
ろ
ん
ウ
ズ
メ
も
行
く
わ
よ
ね

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

行

て
み
た
い
か
も

オ

ケ

オ

ケ

ま
だ
ち

と
時
間
は
あ
る
は
ず
だ
し
今
の
う
ち
に
装
備
を
揃
え
ち

ま
お
う

 
ナ
タ
ク

頼
め
る
か



 第１０５９話 年に一度の

任
せ
て
下
さ
い

 
こ
う
し
て
ナ
タ
ク
が
ウ
ズ
メ
に
装
備
を
揃
え
て
く
れ
る
事
に
な
り

 
同
時
に
戦
闘
ス
タ
イ
ル
を
ど
う
す
る
か

ね
ら
れ
た
ウ
ズ
メ
は
こ
う
答
え
た

私

ダ
ン
ス
が
得
意
だ
か
ら

身
の

さ
を
生
か
し
た
戦
い
方
が
向
い
て
る
気
が
す
る

な
る
ほ
ど

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
と
一

だ
ね

 
そ
れ
じ

あ
武
器
は
こ
れ

装
備
は
こ
の

り
か
な

 
初
期

態
故
に

装
備
選
び
も
特
に
迷
う
事
な
く
す
ぐ
決
定
し

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
三
十
五
層
の
迷
い
の
森
へ
と
向
か

た

う
わ

い
き
な
り
こ
ん
な
所
に
来
ち

て
い
い
の
か
な

大
丈
夫
大
丈
夫

そ
れ
に
し
て
も
せ

か
く
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
に
参
加
者
は
こ
れ
だ
け

い
や
ほ
ら

ソ
レ
イ
ユ
の
関
係
者
は
パ

テ

会
場
の
片
付
け
が
あ
る
み
た
い
で
さ

あ
あ

確
か
に
そ
う
よ
ね

だ
か
ら
こ
の
メ
ン
バ

か

 
そ
の
答
え
に
シ
ノ
ン
は
納
得
し
た

そ
れ
に
し
て
も

分
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
場
所
ね

あ

シ
ノ
ン
も
初
め
て
な
ん
だ
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こ
こ
は
解
放
さ
れ
て
か
ら
日
が

い
か
ら

ま
だ
だ

た
の
よ
ね

私
に
と

て
は

な
思
い
出
が

 
そ
の
時
シ
リ
カ
が
苦
々
し
い
顔
で
そ
う
言

た

こ
こ
で

何
か
あ

た
の

迷
子
に
な

て
死
に
か
け
ま
し
た

あ

そ
う
だ

た
ん
だ

そ
う
い
え
ば
話
し
た
事
無
か

た

け
な

そ
れ
を
俺
が
助
け
た
の
が

 
シ
リ
カ
と
の
初
め
て
の
出
会
い
だ

た
ん
だ
よ

へ

そ
う
だ

た
の

ね

 
シ
ノ
ン
が
感
心
し
た
よ
う
な
顔
を
し
な
が
ら

い
き
な
り

を
放
つ

 
ど
う
や
ら
遠
く
に
敵
の

を
見
つ
け
た
ら
し
い

森
の
中
だ
と
い
う
の
に
問
題
な
く
そ
の
攻
撃

は
命
中
し

 
敵
の

が
光
の

子
と
化
し
て
消
滅
す
る

そ
の

間
に
ウ
ズ
メ
に
大

の

験

が
流
れ

込
ん
で
き
た

わ



 第１０５９話 年に一度の

おあ
れ

験

て
敵
の
ヘ
イ
ト
リ
ス
ト
に
乗
ら
な
く
て
も
入
る
よ
う
に
な

た

あ

今
の
は
多
分

敵
か
ら
敵
対
心
を
誰
も
向
け
ら
れ
て
な
か

た
か
ら
で
す
ね

 
そ
う
い
う
時
は
全
員
に

験

が
入
る
み
た
い
で
す

ほ
う
ほ
う

よ
し
シ
ノ
ン

フ

ス
ト
ル

ク

フ

ス
ト
シ

ト
だ

先
に
見
つ
け
て
先
に
撃
て

て
事
よ
ね

ど
こ
ぞ
の
戦
闘
機
み
た
い
に

 

乃
や

莉
に
教
え
て
も
ら

た
の
だ
ろ
う

シ
ノ
ン
は

に

人

い
事
を
言
う
と

 
そ
の
ま
ま
見
か
け
る
度
に
敵
を

て
い
く

 
ウ
ズ
メ
は
キ
リ
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

そ
れ
を
ス
テ

タ
ス
に

て
い
き

 
戦
闘

験
こ
そ
無
い
が

に
初
心
者
の

を
脱
す
る

に
成
⻑
し
て
い
た

私

ま
だ
何
も
し
て
な
い
ん
だ
け
ど
い
い
の
か
な

い
い
の
い
い
の

く
ハ
チ
マ
ン
の
役
に
た
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
し

う

う
ん

と
り
あ
え
ず
新
し
い
装
備
が
必
要
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
こ
れ
を

 
ナ
タ
ク
が
そ
う
言

て
新
し
い
装
備
を

し
て
く
る
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準
備
が
い
い
の
ね

ま
あ
こ
う
な
る
と
思

て
ま
し
た
か
ら

 
ナ
タ
ク
は
事
も
無
げ
に
そ
う
言

た

そ
の

り
の
気
配
り
は
さ
す
が
で
あ
る

お
い
シ
ノ
ン

そ
ろ
そ
ろ
ス
ト

プ
だ

目
的
地
が
近
い

く
場
所
が
分
か

て
る
の

分
か

て
る

て
い
う
か

と
り
あ
え
ず

俺
が
倒
し
た
場
所
に
向
か

て
る
ん
だ
け
ど
な

よ
く
覚
え
て
ま
す
ね

ま
あ

忘
れ
ら
れ
る
事
じ

な
い
か
ら
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て

少
し
切
な
げ
な
顔
を
し

リ
ズ
ベ

ト
は
そ

と
キ
リ
ト
の
手
を

た
キ
リ
ト

大
丈
夫

あ
あ

問
題
な
い

思
い
出
に
負
け
た
り
な
ん
か
し
な
い
さ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
リ
ズ
ベ

ト
に
微
笑
み

し
ば
ら
く
歩
い
た
後

足
を
止
め
た

こ
こ
だ

い
な
い
わ
ね



 第１０５９話 年に一度の

外
れ

あ

待

て

 
そ
の
時
い
き
な
り
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と
鐘
の
音
が

き

り

 
シ

ン
シ

ン
シ

ン
と
い
う
音
と
共
に

空
に
ソ
リ
の

の
よ
う
な
二
筋
の
光
が
流
れ

 
直
後
に
上
空
か
ら
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
が
降

て
き
た

そ
の

に
ウ
ズ
メ
が
大
き
く
目
を
見
開

く
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
ど
う
し
て
こ
こ
に

ぶ

 
そ
の
ウ
ズ
メ
の
言
葉
に
皆
は
思
わ
ず

き
出
し
た

ウ
ズ
メ
ち

ん

も
し
か
し
て
動
画
で
見
た
の

あ

う

う
ん

あ
れ

て
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
だ
よ
ね

逆
か
な

ハ
チ
マ
ン
の
変
身
は

あ
い
つ
の

を
参
考
に
し
て
る
ん
だ

あ

そ
う
い
う

 
ウ
ズ
メ
は
自
分
の
勘
違
い
に
顔
を

く
し

 
シ
ノ
ン
が
ド
ン
マ
イ
と
ば
か
り
に
ウ
ズ
メ
の

を
ポ
ン
と
叩
い
た
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ど
う
す
る

キ
リ
ト
一
人
で
や
る

い
や

前
は
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
に
ア
イ
テ
ム
を
分
け
て
も
ら
い
な
が
ら
だ
け
ど

 
そ
れ
で
も
一
応
ソ
ロ
で
倒
し
た
か
ら

今
日
は
み
ん
な
で
や
ろ
う

了
解

 
キ
リ
ト
の
指

に

い

全
員
が
戦
闘
体
勢
を
と
る

 
と
い

て
も
ウ
ズ
メ
に
は
ま
だ
手
出
し
出
来
な
い
強
さ
の
敵
な
の
で

 
ウ
ズ
メ
は
こ
の
場
で
教
え
て
も
ら

た
簡

な
魔
法
を
キ
リ
ト
に
か
け
る
事
で

 
ヘ
イ
ト
リ
ス
ト
に
名
前
を
載
せ
る
事
と
な

た

と
り
あ
え
ず
ウ
ズ
メ
さ
ん
は
僕
の
隣
に

り

了
解

 
ウ
ズ
メ
は
ナ
タ
ク
の
隣
に

取
り

こ
う
し
て
戦
闘
が
始
ま

た

 
さ
す
が
に
こ
の
メ
ン
バ

だ
と

り
も

く

敵
の

は

調
に

れ
て
い
く

こ
い
つ

こ
ん
な
に

か

た
ん
だ
な

ま
あ
一
対
一
と
は
全
然
違
う
で
し

そ
う
だ
な

今
は
頼
れ
る
仲
間
が

山
い
る
か
ら
な



 第１０５９話 年に一度の

 
ニ
コ
ラ
ス
は
気
持
ち
悪
い
笑
い
方
を
し
な
が
ら

を

り
回
し
精
一

抗
し
て
き
た
が

 
結
局
大
き
な
見
せ
場
も
無
い
ま
ま
一
同
の
手
に
よ

て
あ

さ
り
と
倒
さ
れ
る
事
と
な

た

や

た

倒
し
た

メ
リ

・
ク
リ
ス
マ
ス

ま
あ
フ

ル
ド
ボ
ス
く
ら
い
か
な

そ
れ
よ
り
は
ち

と

い
か
も
で
す
ね

さ
て

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
の
確
認
を
し
よ
う

 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
に
一
同
は

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
テ
ム
・
ス
ト
レ

ジ
を
確
認
し
た

 
最
初
に
声
を
発
し
た
の
は
リ
ズ
ベ

ト
で
あ
る

あ

生
結

だ

て

イ
ン
フ

メ

シ

ン
は
ど
う
な

て
る

制
限
時
間
の
記
載
は

特
に
無
い
か
も

リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
に
使
用
出
来
る

て
書
い
て
あ
る
だ
け
ね

な
る
ほ
ど

 
キ
リ
ト
は
一

悔
し
そ
う
な
顔
を
し
た

お
そ
ら
く

の
事
を
思
い
出
し
た
の
だ
ろ
う

 
だ
が
す
ぐ
に

を

て

普
通
の
顔
に

た
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他
に
は
何
か
無
い
か

あ

あ
の

私
に
こ
ん
な
物
が

 
ウ
ズ
メ
が

た
顔
で

キ
リ
ト
に
ア
イ
テ
ム
を
差
し
出
し
て
き
た

ん

何
だ
こ
れ

ニ
コ
ラ
ス
ブ
レ
イ
ド

何
そ
れ

ど
ん
な
性
能

一
日
一
回
ニ
コ
ラ
ス
に
な
れ
る

だ
そ
う
だ

あ

攻
撃
力
は
一
線
級
か
ら
ち

と
落
ち
る
け
ど

 
戦
闘
ス
タ
イ
ル
的
に
も
丁
度
い
い
み
た
い
だ
し

こ
れ
は
ウ
ズ
メ
に
進

か
な

い
や
い
や
い
や

私

何
も
し
て
ま
せ
ん

い
い
か
ら
い
い
か
ら

入
団
祝
い
だ
と
思

て
も
ら

と
き
な
よ

そ
う
そ
う

遠

し
な
く
て
い
い

て

え

と

じ

あ

お
言
葉
に

え
て

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

ニ
コ
ラ
ス
ブ
レ
イ
ド
を
大
切
そ
う
に
胸
に

え
た



 第１０５９話 年に一度の

 
ち

と
見
た
目
は
ア
レ
だ
が
ハ
チ
マ
ン
と
お
揃
い
と
い
う
の
が
ウ
ズ
メ
は
と
て
も
嬉
し

か

た

 
こ
う
し
て
今
年
の
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
討
伐
は
あ

さ
り
と
幕
を

じ
ウ
ズ
メ
は
少
し
だ
け
強

く
な

た
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第
１
０
６
０
話
 
銃
が
撃
て
る
ア
イ
ド
ル

と
こ
ろ
で
ウ
ズ
メ
ち

ん

明
日
は
忙
し
い

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

り

設
の
説
明
を
受
け
た
後

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
し
た
ウ
ズ
メ
に

エ
ル
ザ
が
声
を
か
け
て
き
た

年
末
だ
か
ら
そ
れ
な
り
だ
け
ど

何
で

明
日
な
ん
だ
け
ど
さ

ハ
チ
マ
ン
主

の
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ

テ

が
あ
る
け
ど
来
る

え

ま
た

ま
た
と
い
う
か

明
日
は
ゲ

ム
内
で
の
パ

テ

だ
よ

そ

ち
な
ん
だ

時
間
は
何
時
か
ら

方
六
時
か
ら

六
時
か

私
達

二
十
八
日
に
ラ
イ
ブ
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の
リ
ハ

サ
ル
が
丁
度
六
時
ま
で
だ
か
ら

多
分
来
れ
る
と
思
う

て
い
う
か
来
る

あ
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
ア
サ
ギ
ち

ん
と
一

に
待

て
る
ね
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同
じ
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

所
属
の

三
人
は
と
て
も
仲
良
し
で
あ
る

で
も
年
末
な
の
に
ゲ

ム
ば

か
り
し
て
て
平
気
な
の

余

余

今
年
の
仕
事
は
前
倒
し
で
も
う
全
部
終
わ
ら
せ
た
か
ら

え

コ
ン
サ

ト
と
か
は
や
ら
な
い
の

私
は
ほ
ら

年
末
年
始
だ
か
ら
特
別
に

て
の
は

い
な
ん
だ
よ
ね

 
や
る
な
ら
ツ
ア

で
一
気
に

み
た
い
な

あ

そ
う
な
ん
だ

ア
サ
ギ
ち

ん
も

テ
レ
ビ
の
仕
事
と
か
は
断

た
み
た
い

 
年
末
く
ら
い
は
の
ん
び
り
し
た
い
ん
だ

て
さ

そ
れ

て
事

所
的
に
オ

ケ

な
の

う
ち
は
オ

ケ

だ
よ

あ
く
ま
で
私
達
の
希
望
を
尊
重
し
て
く
れ
て

 

な
仕
事
は
や
ら
な
く
て
い
い

て
感
じ

 
も
ち
ろ
ん
ガ
ン
ガ
ン
活
動
し
た
い
子
に
は
ち

ん
と
仕
事
を
と

て
き
て
く
れ
る
け
ど
ね

あ

そ
う
な
ん
だ

だ
か
ら
み
ん
な
一

に
移

て
話
に
な

た
ん
だ
ね

ウ
ズ
メ
ち

ん
は
そ
の

り
の
事
情
は
知
ら
な
か

た
ん
だ
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う
ち
は
マ
ネ

ジ

に
全
部
お
任
せ
だ
か
ら
さ

 
芸
能
界
ネ
タ
が
大
好
き
な
リ
ズ
ベ

ト
や
シ
リ
カ
リ

フ

は
そ
の
会
話
を
興
味

々
で

い
て
い
た

 
シ
ノ
ン
も
ク

ル
ぶ

て
は
い
た
が

そ
の

は
ダ
ン
ボ
の
よ
う
に
な

て
い
る

ね

ロ
ビ
ン

ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

の
待
遇

て
そ
ん
な
に
い
い
の

 
ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
に

用
が
決
ま

て
い
る
リ

フ

が

ロ
ビ
ン
に
そ
う

ね
て
き
た

う
ん

そ
も
そ
も
親
会
社
が
強
す
ぎ
る
か
ら

枕
と
か
も
全
部
断
れ
る
し

 
力
で
押
さ
え
つ
け
に
来
て
も
力
で

ね
返
す
か
ら

正
直
下
手
な
ヤ
ク
ザ
よ
り
も
怖
い
よ
ん

う
わ

そ
う
な
ん
だ

先
週
京
都
の
方
で

い
く
つ
か
の
組
が
潰
れ
た

て
ニ

ス
が
無
か

た

あ

あ

た
あ

た

あ
れ
は
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
の
仕
事
ら
し
い
よ

あ

あ
あ

確
か
に
京
都
に
行
く

て
言

て
た

凄
い

 
ウ
ズ
メ
は
驚
き
の
あ
ま
り

目
を
見
開
い
た
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そ
こ
ま
で
し
て
く
れ
る
芸
能
事

所
が
存
在
す
る
事
が
驚
き
だ

た
か
ら
だ

ま
あ
ウ
ズ
メ
ち

ん
達
も
ラ

キ

だ

た
よ
ね

あ
ま
り
に
も
希
望
が
多
す
ぎ
て

 
今
移

し
込
み
を
止
め
て
る
み
た
い
だ
し

あ

確
か
に
そ
う
か
も

ハ
チ
マ
ン
に
も
会
え
た
し
ね

 
ウ
ズ
メ
は
そ
の
言
葉
に
顔
を

く
し
た

そ
う
だ

せ

か
く
だ
し

ハ
チ
マ
ン
を
コ
ン
サ

ト
に

待
す
れ
ば

主

者

て
あ

る
よ
ね

 
そ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
言
葉
に
ウ
ズ
メ
は
ハ

と
し
た

た

確
か
に
あ
る

な
ら
誘

て
み
る
と
い
い
よ

私

最
近
Ｎ
Ｔ
Ｒ
に
も
興
味
が
あ
る
か
ら
凄
く
興
奮
す
る
し

ね

と
り

わ

わ

ア
ウ
ト

ア
ウ
ト
で
す
よ
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ウ
ズ
メ
は
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
ら
し
く

首
を

げ

 
シ
リ
カ
と
リ

フ

が

て
て
二
人
の
間
に

て
入

た

ど

ど
う
し
た
の

 
き

と
ん
と
し
た
顔
で
そ
う

ね
て
く
る
ウ
ズ
メ
の
顔
を
見
て

 
二
人
は
こ
の
純
真
さ
を
絶
対
に
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
使
命
感
に
駆
ら
れ

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
を

え
こ
ん
だ

あ

ち

と

無
理
や
り
な
ん
て

ら
め

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
そ
う
言

た
が
相
手
が
ハ
チ
マ
ン
で
は
な
い

こ
れ
は

技
で
あ
ろ
う

 
要
す
る
に
面
白
が

て
い
る
だ
け
で
あ
る

ロ
ビ
ン

あ
ん
た
ね

わ

冗
談

冗
談
だ

て
ば

 
シ
ノ
ン
に
じ
と

と
し
た
目
で
見
ら
れ

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

て
て
両
手
を
上
げ

降
参
の
ポ

ズ
を
と

た

は

そ
れ
じ

あ
私
達
も
落
ち
る
と
し
ま
し

う
か

ウ
ズ
メ
ち

ん

次
は
い
つ
空
い
て
る
の
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空
い
て
る
と
い
え
ば

明
日
の
午
前
中
と
パ

テ

の
後
く
ら
い

 
さ
す
が
に
明
後
日
か
ら
は

準
備
が
忙
し
く
て

そ
れ
じ

あ
ち

と
で
も
強
く
な
る

に
明
日
の
朝
か
ら
ア
サ
ギ
ち

ん
と
一

に
遊
ば

な
いあ

う
ん

大
丈
夫

他
に
来
れ
る
人
は

 
リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

リ

フ

は
明
日
一

に

い
物
に
行
く
予
定
が
あ
る
ら
し
く

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
に
じ

と
見
つ
め
ら
れ
た
シ
ノ
ン
は

を

め
た

は

は
い
は
い

付
き
合
え
ば
い
い
ん
で
し

さ

す
が
シ
ノ
ノ
ン

い
い
女

で

何
を
す
る
の

育
成
な
ん
だ
し

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
が
い
い
ん
じ

な
い
か
な

て

あ
あ

も
う
明
後
日
か
ら
イ
ベ
ン
ト
だ
し

確
か
に
そ
の
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
ニ
コ
ラ
ス
ブ
レ
イ
ド
も
装
備
出
来
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
だ
し

よ

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
お
願
い
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そ
れ
じ

あ
明
日
の
朝
ね

う
ん

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
活
動
は
終
わ
り

迎
え
た
次
の
日
の
朝

 
愛
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
仲
間
達
と
朝
食
を
と

た
後

 
一

に
遊
び
に
行
こ
う
と
い
う
誘
い
を
断
り

部
屋
で
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被

て
い
た

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
に
つ
い
て
の
予

は
大
体
オ

ケ

か
な

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

 
そ
し
て

界
が
暗
転
し
一

で
愛
は
ウ
ズ
メ
と
し
て

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
地
に
立

て
い
た

う
わ

普
通
に
街
だ

 
そ
こ
は
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な

華
街
で
あ
り

 
当
然
で
は
あ
る
が

ど
こ
に
も

ン
ビ
の

は
見
え
な
い

ブ
ラ
ン
ド
シ

プ
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
ん
だ

 
あ

あ
の
お
店

一
度
行

て
み
た
い

て
思

て
た
ん
だ
よ
ね

 
ウ
ズ
メ
は
大
は
し

ぎ
で
今
度
フ
ラ
ン
シ

シ

の
仲
間
達
も
こ
こ
に
誘

て
み
よ
う
と
思

い
つ
つ
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待
ち
合
わ
せ
場
所
の
ビ
ル
の
上
に
あ
る
シ

ル

ム
へ
と
向
か

た

こ
こ
か
な

 
バ

チ

ル
・
シ

ル

ム
が

ぶ
一

の
一
番
奥
に

 
一
つ
だ
け

さ
れ
て
い
る
部
屋
が
あ
り

ウ
ズ
メ
は
そ
の
扉
を
ノ

ク
し
た

は

い

ウ
ズ
メ
ち

ん

う

う
ん

ど
う
ぞ

入

て

お

お

魔
し
ま
す

 
中
に
入
る
と
そ
こ
に
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
ア
サ
ギ
シ
ノ
ン
の
他
に
若
い
男
が

い
で
い

た
い
ら

し

い

ウ
ズ
メ
ち

ん

ハ
イ

ふ
む

日
の
ア
イ
ド
ル
の
娘

子
じ

な

 
そ
の
男
の
見
た
目
と
釣
り
合
わ
な
い
時
代
が
か

た

り
方
に

ウ
ズ
メ
は
ギ

と
し
た
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え

と

あ
の

お
う

す
ま
ん
す
ま
ん

こ
の
見
た
目
じ

分
か
ら
ん
よ
な

 

は

日
会

た

八
幡
の
義
理
の

い
じ

よ

覚
え
と
ら
ん
か

あ

も
し
か
し
て
結
城
の
お

様
で
す
か

お
う
そ
う
じ

こ
れ
は

の
若
い

の

な
ん
じ

よ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

格
好
い
い
で
す

ほ

あ
り
が
と
よ

ア
イ
ド
ル
の
嬢
ち

ん

キ
ヨ
モ
リ
さ
ん
は

こ
こ
の
部
屋
を
使
わ
せ
て
も
ら
う

に
私
が
呼
ん
だ
の

 
何
故
こ
こ
に
キ
ヨ
モ
リ
が
い
る
の
か

ク

ク
ロ
ビ
ン
が
そ
う
説
明
し
て
き
た

 
こ
の
部
屋
を

し
て
い
る
の
は

千
葉
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ

ズ

な
の
で

 
そ
の
メ
ン
バ

が
い
な
い
と
使
え
な
い
の
で
あ
る

そ
う
な
ん
で
す
ね

今
日
は
宣
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
じ

あ

速
突
入
準
備
を
し
ま
し

う
か

最
初
は
武
器
の
選
択
よ

 
パ

テ

を
組
ん
で
す
ぐ
に

目
の
前
に
突
入
画
面
が
表

さ
れ

 
そ
こ
に
ず
ら
ず
ら
と
武
器
の
リ
ス
ト
が

ん
で
い
く
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す

凄
い

ウ
ズ
メ
は
マ
シ
ン
ガ
ン
で
い
い
わ
よ
ね

銃
な
ん
か
撃

た
事
無
い
で
し

も

も
ち
ろ
ん

 
む
し
ろ
撃

た
事
が
あ
る
方
が
お
か
し
い

リ
ロ

ド
は
オ

ト

無
限
に
設
定
し
て

と

私
は
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
で
い
い
や

私
も
ま
だ
不
慣
れ
だ
か
ら
マ
シ
ン
ガ
ン
で

私
は
当
然
狙
撃
銃
よ

は
当
然
刀
じ

わ
い

よ

し

そ
れ
じ

あ
レ

ツ
ゴ

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
選
ん
だ
の
は

級
の
無
双
系
ミ

シ

ン
で
あ

た

 
い
つ
も
ヴ

ル
ハ
ラ
が

験

ぎ
に
利
用
し
て
い
る

ミ

シ

ン
で
あ
る

わ

だ

ウ
ズ
メ

興
奮
し
す
ぎ

ほ
れ

あ

ち
に
見
え
る
黒
い
の
が
全
部
敵
じ

よ

え
え
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中
に
入
る
と

遠
く
に

が
か
か

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

こ
れ
で
見
て
み
る
と
い
い
よ

あ

あ
り
が
と

 
ウ
ズ
メ
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
か
ら

を

り

そ
ち
ら
を

め
て
み
た

う
わ

ン
ビ
が
た
く
さ
ん

あ

女
の
子
の

ン
ビ
も
い
る
し
か
も
ち

と
か

わ
い
い

そ
う
な
の
よ

こ
こ
の

ン
ビ

て
女
の
子
は
か
わ
い
い
子
が
た
ま
に
い
る
の
よ
ね

男
の
プ
レ
イ
ヤ

が

そ
れ
で
撃
て
な
く
て
や
ら
れ
る

て
パ
タ

ン
も
あ
る
ら
し
い
よ

う
わ

完
全
に
ト
ラ

プ
じ

な
い

ウ
ズ
メ
な
ら

ン
ビ
に
な

て
も
き

と
か
わ
い
い
わ
ね

や
だ
な

ア
サ
ギ

私

ン
ビ
に
な
ん
か
な
ら
な
い

て

 
で
も
普
通
の

ン
ビ
も
キ
モ
か
わ
い
い

え

 
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
ウ
ズ
メ
の
趣
味
は
キ
モ
か
わ
い
い
グ

ズ
を
集
め
る
事
だ

た
り
す
る
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そ
れ
じ

あ
銃
の
使
い
方
を
教
え
る
わ
ね

 
ア
サ
ギ
が
レ
ク
チ

し
て
く
れ
ウ
ズ
メ
は
銃
も
撃
て
る
ア
イ
ド
ル
に
レ
ベ
ル
ア

プ

し
た一

人
で
戦
争
も
出
来
る
ア
イ
ド
ル

ま
で
成
⻑
す
る
日
が
い
つ
か
く
る
の
か
も
し
れ
な
い

さ

て

そ
れ
じ

あ
お

ぱ
い
じ
め
ま
す
か

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
そ
う
言
い

シ
ノ
ン
が
銃
を

え
る

そ
れ
を
言
う
な
ら
お

ぱ
じ
め
ま
す
か

 
そ
し
て
大
き
な
銃
声
と
共
に

ン
ビ
の
集
団
が

め
て

き
飛
ば
さ
れ
る

え

シ
ノ
ノ
ン

何
そ
れ

特
製
の
爆

よ

も
ち
ろ
ん
現
実
に
は
存
在
し
な
い
け
ど

う
わ

気
持
ち
良
さ
そ
う

 
そ
の
爆
発
と
共
に

敵
の
集
団
が
こ
ち
ら
に
向
か

て
殺
到
し
て
き
た

ほ
れ

来
る
ぞ
い

あ私
達
も
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撃
た
な
き

 
キ
ヨ
モ
リ
に

さ
れ

芸
能
人
三
人
娘
が
一

に
射
撃
を
開
始
し

 
当
の
キ
ヨ
モ
リ
は

死

か
ら
襲

て
く
る
敵
に
刃
を
突
き
立
て
る

う
わ

う
わ

何
こ
れ

楽
し
い

 
結
局
こ
の
日
は
一
時
間
の
戦
闘
を
四
セ

ト
行
い

ウ
ズ
メ
は
ま
た
少
し
だ
け
強
く
な

た
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第
１
０
６
１
話
 
リ
ハ

サ
ル

 
そ
の
日
の
昼
過
ぎ
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
着
々
と
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た

 
場
所
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
あ
る
コ
ラ
ル
村
の
全

で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
か
な
り
疲
れ
て
い
た
が

そ
れ
を
表
に
は
出
さ
ず

熱
心
に
指

を
し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン

疲
れ
て
る
ん
だ
ろ

ち

と

て
き
た
ら
ど
う
だ

あ
る

度
準
備
が
進
ん
だ
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

キ
リ
ト
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
う
言

て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず

 
事

的
な
反
応
し
か
返
し
て
こ
な
か

た

 
い
つ
も
な
ら
反
撃
く
ら
い
は
す
る
と
こ
ろ
だ
が

今
は
と
に
か
く
疲
労
が
激
し
い
ら
し
く

 
そ
ん
な
余

は
ま

た
く
な
さ
そ
う
だ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
様
子
を
見
て

キ
リ
ト
は

れ
た
よ
う
な
顔
で
ア
ス
ナ
の
方
を
見
た

お
い
ア
ス
ナ

さ
す
が
に
こ
れ
は

ヒ

ヒ

 
ア
ス
ナ
は
ビ
ク

と
し

鳴
ら
な
い
口

を

き
な
が
ら

そ
の
ま
ま
逃
げ
て
い

た
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あ
い
つ

後
で
リ
ズ
に
お
仕
置
き
し
て
も
ら
わ
な
い
と

 
さ
す
が
に
限
度
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ

キ
リ
ト
は
た
め
息
を
つ
い
た

も
う
し
ば
ら
く
し
た
ら
無
理
や
り
落
ち
さ
せ
て

休
ま
せ
る
か

 
最
近
は

性
も
つ
い
て
き
て
こ
う
い

た
話
で
そ
う
簡

に
顔
は

く
し
な
い
キ
リ
ト
で
あ

る
が

 
さ
す
が
に
朝
ま
で

々
と
と
い
う
の
は

え
ら
れ
る
羞
恥
心
の

囲
を
超
え
て
い
る
ら
し
く

 
そ
の
お
説
教
に
つ
い
て
は
リ
ズ
ベ

ト
に

投
げ
さ
れ
る
事
と
な

た

 
一
部
の
女
性

が
ぐ
ぬ
ぬ

態
で
あ

た
が

 
そ
う
い

た
事
に
首
を
つ

こ
む
と
ろ
く
な
事
が
無
い
と
思

て
い
る

 
そ
ち
ら
に
関
し
て
は
キ
リ
ト
は
完
全
に
ス
ル

で
あ
る

そ
ん
な
キ
リ
ト
に
シ
ノ
ン
が
声
を

け
て
き
た

キ
リ
ト

こ

ち
は
ど
ん
な
感
じ

問
題
な
い

他
の
ギ
ル
ド
に
も
場
所
を

り

て

出
店
の
準
備
も
し
て
も
ら

て
る

ま
る
で
お
祭
り
み
た
い
ね

ふ
ふ

正
真
正

祭
り
だ
か
ら
な
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こ
こ
で
シ
ノ
ン
が
い
き
な
り
声
を

め
た

Ａ
の
方
は
ど
う

問
題
な
い

に
交
代
で
見
張
り
に
つ
い
て
も
ら

て
る

確
認
係
の
ア
ス
モ
の
方
は

そ

ち
も
問
題
な
い

そ
う

そ
れ
な
ら
上
手
く
い
き
そ
う
ね

い
け
ば
い
い
け
ど
な

 
そ
れ
で
ひ
そ
ひ
そ
話
は
終
わ
り

キ
リ
ト
は
シ
ノ
ン
に
そ
う
い
え
ば

と
切
り
出
し
た

そ
う
い
え
ば
リ
ズ
に

い
た
ん
だ
け
ど
午
前
中
ウ
ズ
メ
と
遊
ん
で
た
ん
だ
ろ

ど
う
だ

た
あ
あ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

あ
の
子

中
々
や
る
わ
よ

ほ
う

敵
に
マ
シ
ン
ガ
ン
を
乱
射
し
て
る
時

敵
に
不
意
打
ち
を
く
ら

て

 
キ
ヨ
モ
リ
さ
ん
の
カ
バ

が
ギ
リ
ギ
リ
に
な
り
そ
う
な
時
が
あ

た
ん
だ
け
ど

 
ち

ん
と
そ
の
事
に
自
分
で
気
付
い
て

鳴
を
上
げ
る
で
も
な
く
普
通
に

飛
ば
し
て
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静
に
マ
シ
ン
ガ
ン
の

を
叩
き
込
ん
で
た
わ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
光
景
を
想
像
し

く

た

へ

そ
り

大
し
た
も
ん
だ

最
後
に

し
に
二
刀
流

く

剣
を
使

て
も
ら

た
ん
だ
け
ど

 
結

さ
ま
に
な

て
た
の
よ
ね

な
の
で
今
度

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
を

ね
て

 
戦
闘
訓
練
を
し
て
み
た
ら
ど
う
か
し
ら

て
お

め
し
て
お
い
た
わ

へ

あ
れ
を
か

今
度
結
果
を
教
え
て
く
れ
よ

え
え

ダ
ル
君
と
話
は
つ
け
て
あ
る
か
ら

今
夜

し
に
や
ら
せ
て
み
る
つ
も
り

お
う

仕
事
が

い
な

ま
あ
本
人
の
希
望
だ
か
ら

 
そ
の
言
葉
通
り

こ
れ
は
愛
が
自
ら

願
し
た
も
の
だ

た

 
イ
ベ
ン
ト
開
始
直
後
は
参
加
出
来
な
い
が
そ
れ
ま
で
に
出
来
る
だ
け
強
く
な

て
お
き
た
い

ら
し
い

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
ま
ま
他
の
仕
事
に
か
か
り

キ
リ
ト
も
キ
リ
ト
で
自
分
の
仕
事
に

た

 
そ
れ
か
ら
一
時
間
が
過
ぎ
大
体
の
準
備
が
終
わ

た
と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
に
声
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を

け
た

お
い
ハ
チ
マ
ン

も
う
準
備
の
方
は
十
分
だ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
休

し
て
こ
い
よ

 
時
間
ま
で
に

て
き
て
く
れ
れ
ば
い
い
か
ら
さ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
後
は
頼
む
わ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
素
直
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

 
ソ
レ
イ
ユ
社
内
の
自
分
の
部
屋
の
ソ
フ

の
上
で
目
覚
め
た

八
幡
は
朝
明
日
奈
を
送

た
後

 
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
に
と
い
う
の
は
美
優
達
に
か
ら
か
わ
れ
そ
う
で

だ

た

 
直
接
ソ
レ
イ
ユ
に
向
か
い

そ
こ
で
仮
眠
を
と

て
か
ら
準
備
に
参
加
し
た
の
で
あ
る

ふ

飲
み
物
で
も

て
く
る
か

 
そ
う
言

て
部
屋
か
ら
出
た
八
幡
は

自
分
の
体
が
思

た
よ
り
も

い
事
に
気
が
付
い
た

 
一
応
仮
眠
は
し
て
い
た
上
に

ず

と
ソ
フ

の
上
で
横
に
な

て
い
た
の
だ
か
ら

 
ま
だ
若
い
八
幡
の
体
力
は

そ
こ
そ
こ
回
復
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

 
八
幡
は
う

ん
と

び
を
す
る
と

水
分
を
補

し
よ
う
と
部
屋
の
外
に
出
た

た

太
陽
が

色
く
見
え
る
な
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日
は
明
日
奈
に
蹂
躙
さ
れ

何
の

抗
も
出
来
な
か

た
八
幡
は

 
陽
乃
に
一
言
抗
議
し
て
や
ろ
う
と
思
い

先
に
社
⻑
室
へ
と
向
か

た

お
い
馬

姉

日
は
よ
く
も
や

て
く
れ
た
な

あ
ら
八
幡
君

日
は
お
楽
し
み
だ

た
み
た
い
ね
こ
れ
も
私
の
お
か
げ
よ
ね
う
ん
う
ん

そ
う
だ
な

姉
さ
ん
の
お
か
げ
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

指
を

き

き
と
鳴
ら
し
て
陽
乃
に
近
付
い
て
い

た

 
だ
が
陽
乃
が
そ
ん
な
事
で
び
び
る
は
ず
も
な
く

逆
に
指
を

き

き
さ
せ
な
が
ら
立
ち
上

が

た
あ
ら

今
日
は
私
に
相
手
を
し
て
欲
し
い
の

 
別
に
い
い
わ
よ

明
日
奈
ち

ん
に
は
内

に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
か
ら

 
今
日
は
私
が
八
幡
君
を
組
み
敷
い
て
あ
げ
る
わ

 
そ
う
言
う
陽
乃
の
目
は
か
な
り
本
気
に
見
え

八
幡
は
即
座
に

退
し
た

冗
談
だ
冗
談
こ

ち
の
準
備
は
上
手
く
い

て
る
こ
れ
で
や

と
敵
の
正
体
が
分
か

て

 
イ
ベ
ン
ト
中
も
し

か
り
対

が
と
れ
る
は
ず
だ

え

ち

と

何
よ
そ
れ

そ
こ
は
私
と
本
気
で
や
り
あ

て
逆
に
押
し
倒
さ
れ
て
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悔
し
い

で
も
好
き
に
し
て

て
思
い

き
り
私
に
犯
さ
れ
る
パ
タ

ン
で
し

犯
さ
れ
る
と
か
ス
ト
レ

ト
す
ぎ
だ
ろ

そ
う
い
う
事
を
言
う
ん
じ

ね
え

え
え

こ
の
私
の
ど
こ
が
不
満
な
の

不
満
も
満
足
も
無
え
よ

そ
れ
じ

あ
俺
は
し
ば
ら
く
休

さ
せ
て
も
ら
う
か
ら
な

あ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
隣
の
ビ
ル
に
見
学
に
行

て
み
な
い

 
今
ね

フ
ラ
ン
シ

シ

の
み
ん
な
が
リ
ハ

サ
ル
を
し
て
る
み
た
い
な
の

ほ
う

 
八
幡
は
そ
の
言
葉
に
興
味
を

か
れ
た

 
生
ま
れ
て
か
ら
こ
の
か
た

そ
う
い

た
物
を
見
た
事
が
一
度
も
無
い
か
ら
で
あ
る

面
白
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
行
く
か

え
え

一

に
行
き
ま
し

 
そ
う
言

て
陽
乃
は
八
幡
の

に
す
が
り
つ
い
た

何
故

を
組
む

え

社
内
の
み
ん
な
に
社
⻑
と
次
期
社
⻑
は
仲
良
し
で
す
よ

て
ア
ピ

ル
し
よ
う
と
思

て
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ど
こ
に
そ
ん
な
必
要
が
あ
る

え

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

 
陽
乃
は

々
八
幡
の

か
ら
離
れ

近
く
に
あ

た
自

機
に
向
か

た

そ
れ
じ

あ

日
の
お

び
に
こ
こ
は
私
が

て
あ
げ
る

全
部
タ
ダ
だ
ろ

お

び

て
い
う
な
ら
も

と

意
を

せ

仕
方
な
い
な

何
か
考
え
と
く
わ

 
そ
う
言

て
陽
乃
は
八
幡
に
ス
ポ

ツ
ド
リ
ン
ク
を

し
て
き
た

 
さ
す
が
に
こ
の

況
で
マ

ク
ス
コ

ヒ

と
い
う
選
択
肢
は
無
か

た
よ
う
だ

 
八
幡
は
そ
れ
で
水
分
補

を
し

二
人
は
一

下
に
お
り
て

隣
の
ビ
ル
へ
と
向
か

た

ま
だ
一
部
の
フ
ロ
ア
は

事
中
な
ん
だ
よ
な

え
え

今
出
来
て
い
る
の
は

事

所
と
タ
レ
ン
ト
の

む

居

 
そ
れ
に
今
か
ら
い
く
レ

ス
ン
ル

ム
く
ら
い
で
仮
眠
室
や
ら
何
や
ら
の
福
利

生
関
係
が

ま
だ
か
し
ら

み
ん
な
に
満
足
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
け
ど
な

そ
う
ね

愛
ち

ん
に
満
足
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
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陽
乃
に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は
思
わ
ず
陽
乃
の
顔
を
二
度
見
し
た

何
で
そ
こ
で
愛
の
名
前
が
出
て
く
る

だ

て

こ
の
ビ
ル
で
唯
一
の
身
内
じ

な
い

そ
り

気
に
な
る
わ
よ

あ
あ

そ
う
い
う
意
味
か

 
確
か
に
こ
の
ビ
ル
内
で

ヴ

ル
ハ
ラ
に
関
わ

て
い
る
の
は
愛
だ
け
で
あ
り

 
八
幡
は
そ
れ
で
納
得
し
た
が

陽
乃
と
し
て
は

八
幡
が
ア
イ
ド
ル
と
多
く
接
す
る
事
で

 
女
性
に
対
す
る
心
理
的
障
壁
が
も

と

く
な
る
事
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る

こ
こ
よ

さ
あ

魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
そ

と
中
に
入
り
ま
し

だ
な

 
二
人
は
入
り
口
前
に
立

て
い
た
ガ

ド
マ
ン
に

を
し
そ

と
扉
を
開
け
て
中
に
入

た 
中
で
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
が
曲
を
披
露
し
て
お
り

 
そ
の
見
事
さ
に
八
幡
は

ほ
う

と
感
心
し
た
よ
う
に
息
を

い
た

 
倉
社
⻑
と
フ
ラ
ン
シ

シ

の
マ
ネ

ジ

の

幸
太
郎
が
こ
ち
ら
に
向
け

を
し
て

く
る
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二
人
は
そ
れ
に

を
返
し

陽
乃
は
倉
社
⻑
の
所
に
向
か
い

 
八
幡
は

め
ら
れ
る
ま
ま

近
く
に
あ

た

子
に
座

た

愛
の
奴

頑
張

て
る
な

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

は

 
源
さ
く
ら

二

サ
キ

水
野
愛

野
純
子

ゆ
う
ぎ
り

星
川
リ
リ

山
田
た
え
の

七
人
で
あ
る

 
そ
の
七
人
が

見
事
な
歌

を
披
露
し
な
が
ら
一
糸
乱
れ
ぬ
ダ
ン
ス
を

て
い
る

 
い
や

た
え
だ
け
が
他
か
ら
ズ
レ
て
い
る
が

こ
れ
も

出
の
一
つ
ら
し
い

 
と
に
か
く
今
話
題
で
こ
れ
か
ら
更
に

び
る
と
言
わ
れ
て
い
る
ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ
で
あ

た
は
い

そ
こ
ま
で

一

休

 
そ
こ
で

り
付
け
担
当
ら
し
き
ス
タ

フ
か
ら
声
が
か
か
り

七
人
に
飲
み
物
が
配
ら
れ
た

ふ
う

く
あ

生
き
返
る

あ
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そ
の
時
愛
が
八
幡
に
気
付
き

他
の
者
達
も
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
こ
ち
ら
に
目
を
向
け
て
き
た

 
愛
は
そ
の
ま
ま
全
力
ダ

シ

で
こ
ち
ら
に
走

て
き
た
が

 
激
し
い
ダ
ン
ス
を

た
直
後
だ

た
せ
い
か
足
を
も
つ
れ
さ
せ

 
そ
の
ま
ま
八
幡
の
方
に
突

込
ん
で
き
た

きお

お
い

 
八
幡
は
そ
ん
な
愛
を
し

か
り
受
け
止
め
た
ま
に
明
日
奈
に
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
く
る

と

回
転
し

 
無
理
な
止
ま
ら
せ
方
を
さ
せ
て
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に

そ
の
ま
ま
無
事
に
着
地
さ
せ
た

お
お

 
他
の
六
人
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え

同
時
に

手
が

き

こ
る

お
前
さ
別
に
俺
は
逃
げ
な
い
ん
だ
か
ら
あ
ん
な
凄
い
勢
い
で
走

て
く
る
ん
じ

ね
え
よ

う

う
ん

ご
め
ん
ね

 
愛
は
ペ
ロ

と

を
出
し
て
謝
り

当
然
の
よ
う
に

そ
の
ま
ま
八
幡
の
隣
に
座

た

見
に
来
て
く
れ
た
ん
だ
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お

お
う

う
ち
の
社
⻑
に
誘
わ
れ
て
な

そ
う
な
ん
だ

嬉
し
い

 
愛
は
は
に
か
み
な
が
ら
そ
う
言
い

八
幡
は
思
わ
ず
顔
を

く
さ
せ
た

 
そ
の

間
に
八
幡
の

界
に
何
か
が
映
り

八
幡
は
そ
の
何
か
を

く
手
で
は
た
い
た

お

と

う
わ

 
そ
の
何
か
は

二

サ
キ
の
拳
で
あ

た

 
サ
キ
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
が

八
幡
が
ス

と
立
ち
上
が

て
サ
キ
の

に
手
を
回
し

 
愛
と
は
反
対
の

子
に
サ
キ
を
そ

と
座
ら
せ
た

ほ
え

も
う

い
き
な
り
何
を
す
る
の
よ

い
や
う
ち
の
愛
に
ち

か
い
を
出
す
男
と
拳
で
語

て
み
よ
う
か
な
と
か
思

た
ん
だ

け
ど
よ

 
サ
キ
は

か
ん
と
し
た
ま
ま
そ
う
言
い

 
メ
ン
バ

の
中
で
は
一
番
落
ち
着
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

野
純
子
と
山
田
た
え
が
八
幡
に
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謝

た
ご

ご
め
ん
な
さ
い

サ
キ

い
き
な
り
何
す
る
の

い
や

別
に
い
い

て

む
し
ろ
元
気
が
あ

て
い
い
ん
じ

な
い
か

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
答
え

サ
キ
も
悪
び
れ
ず
に
こ
う
言

た

い
や

ま
さ
か
あ
ん
な
に
あ

さ
り
と
防
が
れ
る
な
ん
て
な

と
い
う
か
怪
我
で
も
し
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
に

一

サ
キ
は

こ
の

況
で
自
分
の
心
配

と
思

た
が

そ
れ
は
勘
違
い

で
あ

た

 
何
故
な
ら
続
け
て
八
幡
が
こ
う
言

た
か
ら
だ

大
切
な
時
期
な
ん
だ
か
ら

も

と
自
分
を
大
切
に
し
ろ
よ

ふ
 
サ
キ
は
そ
う
い

た
事
は
言
わ
れ
慣
れ
て
い
な
い
の
か

驚
い
た
顔
を
し
た
後

 
素
直
に
八
幡
に
謝

て
き
た

あ

そ
う
だ
よ
な

わ

悪
い
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そ
ん
な
サ
キ
に

八
幡
は
笑
顔
で
手
を
差
し
出
し
た

俺
は
比
企
谷
八
幡
だ

 
み
ん
な
の
事
は
う
ち
で
し

か
り
バ

ク
ア

プ
す
る
か
ら

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

お
う

宜
し
く

 
そ
し
て
愛
以
外
の
六
人
も
自

紹
介
を
済
ま
せ

 
八
幡
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
と
仲
良
く
な
る
事
が
出
来
た

休

時
間
が
終
わ

ち
ま
う
な

み
ん
な

ち

ん
と
水
分
補

を
す
る
ん
だ
ぞ

あ

そ
う
だ

た

や
ば
い
や
ば
い

し

か
り
休
ま
な
い
と

 
そ
う
言

て
一
同
は
八
幡
の

り
に

を
下
ろ
し

愛
は
若

を

ら
ま
せ
て
い
た
が

 
そ
ん
な
愛
を
か
ら
か
い
な
が
ら

フ

ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
ん
だ

 
そ
し
て
リ
ハ

サ
ル
が
再
開
さ
れ
た
後

八
幡
が
見
て
い
る
せ
い
で
気
合
い
が
入

た
の
か

 
愛
の
気
迫
は
凄
ま
じ
か

た

結
局
八
幡
は
リ
ハ

サ
ル
に
最
後
ま
で
見
入

て
し
ま
い

 
い
つ
の
間
に
か
隣
に

て
き
た
陽
乃
に

や
か
さ
れ
る
事
に
な

た

八
幡
君

分
熱
心
に
た
え
ち

ん
と
サ
ク
ラ
ち

ん
の
胸
を
見
て
る
わ
ね
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そ
ん
な
所
は
見
て
ね
え
よ

て
か
悪
い

つ
い
見
入

ち
ま

た

彼
女
達

凄
い
わ
よ
ね

お
う

こ
う
い
う
の
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
が

正
直
感
心
し
た

特
に
愛
ち

ん

だ
な

ま
あ
こ

ち
ば

か
り
チ
ラ
チ
ラ
見
て
る
か
ら

そ
こ
は
後
で

て
お
こ
う

あ
は
は
は
は

モ
テ
る
男
は
つ
ら
い
わ
ね

は

そ
う
い
う
ん
じ

な
い
だ
ろ

え
 
陽
乃
は
そ
う
答
え
た
八
幡
を
二
度
見
し
た

本
当
に
こ
の
男
は

も
う
少
し
女
性
関
係
で
の
自

評
価
が
高
く
出
来
な
い
も
の
か
し
ら
ね

 
そ
し
て
リ
ハ

サ
ル
が
終
わ
り
メ
ン
バ

達
を
労

た
後
に
帰
ろ
う
と
し
た
八
幡
を
愛
が
呼

び
止
め
た

八
幡

あ
の
ね

お
願
い
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ん
 
愛
は
そ
の
ま
ま
主

者

で
コ
ン
サ

ト
を
見
に
来
て
く
れ
な
い
か
と
八
幡
に
お
願
い
し
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八
幡
は
そ
れ
を

し
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま

て
る
が

ま
あ
そ
れ
く
ら
い
は

わ
な
い
だ
ろ

い
い
の

あ
り
が
と
う

 
こ
う
し
て
八
幡
は
生
ま
れ
て
初
め
て
ア
イ
ド
ル
の
コ
ン
サ

ト
を
見
に
行
く
事
に
な

た
の

だ

た

 
さ
す
が
に
他
の
メ
ン
バ

に
誰
も

ら
せ
な
い
の
は
無
理
で
し
た

 
山
田
た
え
ち

ん
も
普
通
の
よ
う
で
す
ね
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第
１
０
６
２
話
 
ウ
ズ
メ

デ
ビ

そ
れ
じ

あ
八
幡

私
も
す
ぐ
に
行
く
か
ら
待

て
て
ね

ん

待

て
て

て

ク
リ
ス
マ
ス
・
パ

テ

あ
あ

そ
う
だ

た
そ
う
だ

た

ウ
ズ
メ

て
名
前
で
顔
も
そ
の
ま
ま
に
し
た
ん
だ
よ
な

 
ま
あ
そ
う
い
う
の
も
あ
り
だ
ろ
う
が

 
お
か
し
な
奴
に

ま
れ
た
ら
す
ぐ
に
俺
の
と
こ
ろ
に
逃
げ
て
く
る
ん
だ
ぞ

う
ん

 
愛
は
そ
の
ま
ま
メ
ン
バ

達
と
共
に
引
き
上
げ
て
い

た

愛
が
比
企
谷
さ
ん
に

か
れ
る
の

分
か
る
わ

え

ま

ま
さ
か
サ
キ

あ
は
は
は
は

心
配
し
な
く
て
も
愛
の
い
い
人
を
取

た
り
し
ね
え

て

 
そ
の
サ
キ
の
言
葉
に
愛
は
他
に
も
た
く
さ
ん
女
の
子
が
い
る
ん
だ
け
ど
と
は
絶
対
に
言
え

な
か

た
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そ
の
時
純
子
が
ぼ
そ
り
と

い
た

格
好
良
か

た

え

じ

純
子

素
敵
な

方
で
あ
り
ん
す
な

ゆ
う
ぎ
り
さ
ん
ま
で

あ
は
は
は
は

愛
ち

ん

心
配
し
す
ぎ

 
サ
ク
ラ
は
そ
う
言

て
く
れ
た
が
少
な
く
と
も
純
子
と
ユ
ウ
ギ
リ
の
目
は
結

本
気
に
見
え

た 
そ
の
間

愛
は
他
の
メ
ン
バ

達
に
思
い

き
り
か
ら
か
わ
れ
て
い
た
が

 
そ
の
会
話
は
こ
ち
ら
に
は

か
ず
八
幡
は
そ
れ
を
仲
が
良
く
て
い
い
事
だ
と
思

た
だ
け

で
あ

た

さ
て

お
い
馬

姉

こ

ち
も
引
き
上
げ
る
か

ク
リ
ス
マ
ス
・
パ

テ

に
は
私
も
後
で
顔
を
出
す
わ

ま
あ

・ガ
・ヤ

だ
け
は

手
に
し
た
か
ら
な

当
に
楽
し
む
と
し
よ
う

こ
れ
で
全
員
が
確
定
出
来
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
ね
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そ
れ
ば

か
り
は
運
次
第
だ
か
ら
な

 
結
局
作
戦
の
成
否
は

七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

が
ど
れ
だ
け
参
加
し
て
く
れ
る
の
か
に
か

か

て
い
る

 
も

と
も
今
日
で
か
な
り
絞
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が

あ

そ
れ
で
ね

の
二
人
組
の
事
な
ん
だ
け
ど

の
二
人

誰
だ

コ
ミ
ケ
に
参
加
し
て
る
あ
の
二
人

あ
あ

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル
の

ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
な

捕

確
定
な
二
人
組
だ
な

あ
の
二
人

う
ち
で
取
り
込
め
な
い
か
な

 
陽
乃
が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

八
幡
は

気
に
取
ら
れ
た

え

マ
ジ
で
か

う
ん

あ
の

か
な
り
上
手
か

た
じ

な
い

 
な
の
で

あ
の
二
人
だ
け
は

う
ち
の

師
と
し
て
教
育
出
来
な
い
か
な

て

ふ

む

離
間

作

て
奴
か

そ
れ
も
あ
り
か
も
し
れ
な
い
な

で
し

う
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オ

ケ

だ

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で
進
め
て
み
て
く
れ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
こ

ち
で

用

件
と
か
を

味
す
る
わ

 
八
幡
は
敵
で
あ

て
も

能
で
あ
れ
ば
味
方
に
取
り
込
も
う
と
す
る
陽
乃
の
タ
フ
さ
に
感
心

し
た

 
そ
の
ま
ま
本
社
に

た
八
幡
は
受
付
で
お
約
束
ぎ
み
に
え
る
を
か
ら
か

た
後
自
室
へ

と

た

さ
て

イ
ベ
ン
ト
の
始
ま
り
だ

 
八
幡
は
ソ
フ

に
横
た
わ
り

ア
ミ

ス
フ

ア
を
被

た

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

  
ロ
グ
イ
ン
し
た
八
幡
に
最
初
に
駆
け
寄

て
き
た
の
は
ウ
ズ
メ
で
あ

た

ハ
チ
マ
ン

う
お

マ
ジ
で
そ

く
り
だ
な

ふ
ふ

い
い
出
来
で
し

ま
あ
全
身
ス
キ

ン
し
た
だ
け
な
ん
だ
け
ど

全
身
だ
と

な
る
ほ
ど

だ
か
ら
そ
ん
な
に

せ
て
る
ん
だ
な
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え

そ

そ
ん
な
に

て

 
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
は
声
を

め
た

だ

て

六
十
の
四
十
二
だ
ろ

正
体
重
の
出
し
方

て
知

て
る
か

し

知
ら
な
い

身
⻑
メ

ト
ル
の
二
乗

け
る
二
十
二
だ
か
ら
ウ
ズ
メ
の

正
体
重
は
大
雑

に
五
十
台
半

ば
だ

 
で
も
こ
れ
は
あ
く
ま
で
健

だ
け
を
重

し
た

だ
か
ら

 
ア
イ
ド
ル
と
し
て
は
少
し
絞

て
四
十
台
後
半
は
無
い
と
ス
タ
ミ
ナ
と
か
が
厳
し
い
だ
ろ

た

確
か
に
そ
れ
は
た
ま
に
思
う
け
ど

な
の
で
ま
あ
無
理
に
と
は
言
わ
な
い
が
も
う
少
し
肉
を
付
け
た
方
が
い
い
の
は
確
か
だ
ろ
う

な
う

ん

 
ウ
ズ
メ
は
こ
の
時
そ
れ
な
ら
も

と
胸
に
肉
を
つ
け
た
い
な
ど
と
け
し
か
ら
ん
事
を
考
え

て
い
た
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メ
ン
バ

の
中
で
は
山
田
た
え

源
さ
く
ら
が
双

で
あ
り

 
そ
れ
以
外
は
ど
ん
ぐ
り
の
背
比
べ
だ
か
ら
で
あ
る

そ
の
時
ウ
ズ
メ
の

裏
に
天

が
舞
い
降

り
たそ

れ
じ

あ
私
が
も

と
肉
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
一

に
ね
こ
や
で
ご

を
食
べ
て
監

し
て

監

ま
あ
そ
の
く
ら
い
な
ら
別
に

わ
な
い
け
ど
よ

 
ウ
ズ
メ
は
ハ
チ
マ
ン
の
言
質
が
取
れ
た
事
に

心
の
中
で
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た

て
か
ロ
グ
イ
ン
す
る
の

く
な
い
か

事
前
に
準
備
し
て
あ

た
か
ら

だ
け
流
し
て
そ
の

で

 
ウ
ズ
メ
が

を

め
な
が
ら
そ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン
は
ギ

と
し
た

お
い
こ
ら

風

を
引
い
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ

大
丈
夫

布
団
は
被

て
る
し

室

も

に
し
て
き
た
か
ら

ま
あ
そ
れ
な
ら
い
い
が

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
間
に
ユ
イ
ユ
イ
が

会
と
し
て
立
ち

 
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ

テ

が
始
ま

た
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み
ん
な

今
日
は
う
ち
の
パ

テ

に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
会

と
か
は
無
し
だ
か
ら

気

ね
な
く
今
日
は
存
分
に
楽
し
ん
で
い

て
ね

 
そ
こ
に
プ
レ
イ
ヤ

達
の
大
歓
声
が
加
わ
り
ハ
チ
マ
ン
は

回
り
を
し
よ
う
と
歩
き
出
し

た 
ウ
ズ
メ
は
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
に
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し
て
い
た
が

 
そ
ん
な
ウ
ズ
メ
に
ハ
チ
マ
ン
が

り
返

た

何
し
て
る
ん
だ

ほ
れ

行
く
ぞ

あ

う

う
ん

 
ウ
ズ
メ
は
嬉
し
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
後
に
続
き

二
人
は

ん
で
歩
き
出
し
た

こ
れ
か
ら
ど
こ
に
行
く
の

回
り
だ
な
ま
あ
見
た
目
が
怖
い
奴
ら
も
い
る
が
何
の
心
配
も
無
い
か
ら
安
心
し
て
な

お

お
世
話
に
な
り
ま

す

 
ハ
チ
マ
ン
が
ウ
ズ
メ
を
パ

ト
ナ

に
選
ん
だ
理
由
は
簡

で
あ
る

 
他
の
者
達
は

屋
台
の

業
や
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
な
ど
に
忙
し
い
か
ら
で
あ
る

 
つ
い
で
に
こ
の
機
会
に
主
だ

た
ギ
ル
ド
の
者
達
を
ウ
ズ
メ
に
覚
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
目
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見
も
あ

た

友
好
チ

ム
と
敵
対
チ

ム
ど

ち
も
い
る
が
ま
あ
無
理
が
無
い
よ
う
に
覚
え
て
お
い
て

く
れ
な

う
ん

そ
う
い
う
の
は
得
意
だ
か
ら
大
丈
夫

そ
れ
じ

あ
い
き
な
り
や
ば
い
所
に
行
く
ぞ

え

う

う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
が
向
か

た
の
は

七
つ
の
大
罪
達
が
た
む
ろ
し
て
い
る
場
所
で
あ

た

よ

ル
シ
パ

今
日
は

待
に
応
じ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

ふ
ん

Ａ
Ｌ
Ｏ
を

り
上
げ
る

だ

後
タ
ダ

な

 
そ
う
声
を

け
て
き
た
の
は
暴
食
担
当
の
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
だ

暴
食
な
ら
そ
う
だ
ろ
う
な

存
分
に
楽
し
ん
で
い

て
く
れ

 
そ
の
時

担
当
の
エ
ヴ

ア
タ
ン
が

て
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

ち

待
て

て

そ
の
隣
に
い
る
の
は

あ

は
い

私
で
す
か
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ま

ま
さ
か
水
野
愛

よ
く
言
わ
れ
ま
す

 
愛
は

定
も
否
定
も
せ
ず

た
だ
そ
う
言
う
に

め
た

え

マ
ジ
か
よ

水
野
愛

水
野
愛
が
い
る
ら
し
い
ぞ

本
人
か

さ
す
が
に
熱
心
な
フ

ン
だ
ろ

 
そ
の
ざ
わ
め
き
は
次
第
に
広
が

て
い
き

ウ
ズ
メ
は
内
心
で

 
私
達
の
知
名
度

て
そ
れ
な
り
に
あ
る
ん
だ
な
と
喜
ん
で
い
た

 
だ
が
こ
こ
で
そ
れ
を
表
に
出
す
よ
う
な
事
は
せ
ず

 
ウ
ズ
メ
は
た
だ

り
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

達
に

を
し
た

今
度
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
し
た
ウ
ズ
メ
で
す

ま
だ
若
輩
者
で
す
が

お
見
知
り
お
き
を

 

に

お
お
お
お
お

と
い
う
驚
き
の
声
が
広
が
る

 
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知

て
い
た
者
も
知
ら
な
か

た
者
も
本
人
を
目
の
前
に
し
て
同
様
に
驚
い
て
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い
たく

そ

ま
た
女
か
よ

ま
し
い
ん
だ
よ

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は

り

り
と

を
か
い
た

ま
あ

た
ま
た
ま
だ
な

く

そ

ふ
ざ
け
ん
な

お
い
ル
シ
パ

う
ち
も
何
と
か
し
て
く
れ

出
来
る
も
の
な
ら
や

て
る
ん
だ
が
な

 
さ
す
が
の
ル
シ
パ

も

そ
の
言
葉
に
強
気
な
返
事
を
す
る
事
は
出
来
な
か

た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

私

ち

と
こ
こ
で
歌

て
み
て
も
い
い

へ
 
そ
の
ウ
ズ
メ
の
提
案
に

ハ
チ
マ
ン
は
間
抜
け
な
声
を
上
げ
た

べ

別
に

わ
な
い
が

ほ
ら

こ
う
い
う
の
は

り
上
げ
て
い
か
な
い
と

お

お
う

 
そ
こ
に
こ
ち
ら
の
様
子
を

て
い
た

ク

ク
ロ
ビ
ン
が
乱
入
し
て
き
た

ウ
ズ
メ

も
し
か
し
て
歌
う
の

そ
れ
な
ら
私
も
や
る
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お
前
も
か

何
よ

反
対
な
の

い
や

ま
あ
物
真
似
で
通
る
だ
ろ
う
し
問
題
な
い
さ

そ
れ
じ

あ
い
こ
う

最
初
は
ウ
ズ
メ
の
持
ち
曲
の

あ

つ
く
な

れ

か
ら
ね

 
私

純
子
ち

ん
の

り
を
や
る
か
ら

そ
ん
な
事
出
来
る
の

 
ウ
ズ
メ
は
そ
の
言
葉
に
驚
い
た

う
ん

コ
ン
サ

ト
じ

絶
対
に
や
ら
な
い
け
ど

私

そ
う
い
う
の
も
得
意
な
ん
だ
よ
ね

そ

そ
う
だ

た
ん
だ

 
そ
し
て
二
人
の
パ
フ

マ
ン
ス
が
始
ま

た

 
実
は
こ
の
様
子
は
録
画
さ
れ
て
お
り

後
日
純
子
が
そ
れ
を
見
て
ひ
と

着
あ
る
の
だ
が

 
そ
れ
は
ま
た
別
の
お
話
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
頑
張

て
な

俺
は
二
人
の
ガ

ド
を
手
配
す
る
か
ら

う
ん

お
願
い

 
ガ

ド
に
指
名
さ
れ
た
の
は
キ
リ
ト
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

そ
れ
に
レ
コ
ン
で
あ

た
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こ
の
三
人
が
目
を
光
ら
せ
て
い
れ
ば

大

の
ト
ラ
ブ
ル
は
防
げ
る
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
安
心
し
一
人

気
に
と
ら
れ
て
い
る
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
所
に
向
か

た

お
い
ア
ス
モ

調
子
は
ど
う
だ

う
ん
今
う
ち
の
メ
ン
バ

リ
ス
ト
と

合
中

じ

な
く
て
あ
れ
ど
う
い
う
事

 
ロ
ビ
ン
さ
ん
の
中
の
人
の
事
は

い
て
た
け
ど

あ
の
ウ
ズ
メ

て
子

何
者
な
の

分
か
る
だ
ろ

み
な
ま
で
言
わ
せ
る
な

や

や

ぱ
り
本
物
な
ん
だ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に

然
と
し
た

や

ぱ
り
ヴ

ル
ハ
ラ
は

が
お
か
し
い

は
は

褒
め
す
ぎ
だ
ろ

で

首
尾
は
ど
う
だ

今
い
な
い
の
は
全
部
で
十
五
人
よ

も
う
す
ぐ
ね

も
う
少
し
絞
れ
そ
う
か

こ
の
二
人
の
パ
フ

マ
ン
ス
が
追
い
風
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
わ

 
も
う
動
画
が
出
回

て
る
み
た
い
だ
か
ら

ま
だ
来
て
な
い
メ
ン
バ

が

 
そ
れ
を
見
て
来
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
思
う
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そ
う
か

そ
れ
は
望
外
の
幸
運
だ
な

ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た
し
ね

 
こ
の
幸
運
の
お
か
げ
で

一
人

ま
た
一
人
と

 
残
り
の
七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

達
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
は

Ａ
に
連

を
入
れ

今
誰
が
現
地
に
い
る
の
か
確
認
し
て
い
る

ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
以
外
は
確
実
に
現
地
に
い
る
そ
う
だ

や

ぱ
り
あ
の
二
人
は
来
れ
な
か

た
なき

た
あ
あ
あ
あ
あ

こ

ち
も
来
て
な
い
の
が
あ
と
七
人

完

に
絞
れ
た
わ
ね

 
今
こ
こ
に
い
な
い
メ
ン
バ

は
七
人

そ
の
名
は

 
ア
ン
ギ
ラ
ス

デ

カ
イ
ラ
ビ
ア

ア
ン
ド
ア
ル
プ
ス

キ
モ
イ
エ
ス

 
ム
リ
ム
リ

ハ
ゲ
ン
テ

オ

セ

と
言
う

 
身
⻑
メ

ト
ル
と
は
要
す
る
に

１
７
０
ｃ

な
ら

で
計
算

と
い
う
つ
も
り
で
書
い

て
ま
す
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最
後
の
名
前
は
な
ん
と
な
く

度
で
認
識
し
て
お
い
て
も
ら
え
れ
ば
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第
１
０
６
３
話
 
筒
抜
け
な
情
報

 
す
み
ま
せ
ん

明
日
の
投
稿
は
お
休
み
に
な
り
ま
す

 
グ
ラ
ン
ゼ
は

ヴ

ル
ハ
ラ
主

の
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ

テ

の
会
場
に
到
着
し

 
そ
の

模
の
大
き
さ
と
人
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た

こ
れ
は
ま
た
凄
い
わ
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
何

が
集
ま

て
る
の
か
し
ら

 
も
ち
ろ
ん
全
員
が
ヴ

ル
ハ
ラ
に
友
好
的
な
人
物
だ
と
い
う

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が

 
そ
れ
で
も
皆
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
の
は
間
違
い
な
く

 

て
自
分
達
は
と
言
え
ば
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
こ
ん
な
笑
顔
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
と

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
自
分
達
の
行
い
が
正
し
い
の
か
ど
う
か

疑
問
に
思
う
事
と
な

た

 
だ
が
そ
れ
も
一

で
あ

た

グ
ラ
ン
ゼ
は
こ
こ
ま
で
巨
大
に
な

た
ヴ

ル
ハ
ラ
の
勢
力

を
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自
分
の
力
で
少
し
で
も

が
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
直
し

 
対
抗
出
来
る
勢
力
を

く
育
て
ね
ば
と
い
う
義

感
に
か
ら
れ
る
事
と
な

た

 
こ
れ
は
や
は
り
親
で
あ
る
幸
原
み
ず
き
議
員
の
教
育
の
賜
物
で
あ
ろ
う

 
い
や

教
育
と
い
う
か

こ
れ
は
も
は
や

い
の

に
達
し
て
い
る

 
だ
が
グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
の
事
に
気
付
か
な
い

 
そ
れ
を
指
摘
し
て
く
れ
る
友
達
や

い
て
く
れ
る
師
が
誰
も
い
な
い
か
ら
だ

ま
あ
い
い
わ
と
り
あ
え
ず
楽
し
ん
で
る
フ
リ
と
私
が
こ
こ
に
い
る
ア
ピ

ル
を
し

な
い
と

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
自
分
の
役

を
果
た
す

に

的
に
知
り
合
い
に
話
し
か
け
て
い

た

 
こ
ん
ば
ん
は

神

あ

え

と
確
か

そ
う

グ
ラ
ン
ゼ
さ
ん

覚
え
て
い
て
く
れ
て
嬉
し
い
わ

今
日
は

・仲
・間
・共
・々

楽
し
ま
せ
て
も
ら

て
る
わ

小
人
の
靴
屋
の
人
達
み
ん
な
で
来
て
く
れ
た
ん
だ

あ
り
が
と
う

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
他
の
者
達
も
い
ま
す
よ
ア
ピ

ル
を
し
つ
つ
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リ
ズ
ベ

ト
と
表
面
上
は
仲
良
く
会
話
を
始
め
た

こ
の
二
人
は
一
応
面
識
が
あ
る

 
か
つ
て
グ
ラ
ン
ゼ
が

リ
ズ
ベ

ト
を
小
人
の
靴
屋
に
ス
カ
ウ
ト
し
よ
う
と
し
た
の
だ

 
そ
れ
は
結
局
失
敗
し
た
の
だ
が
別
に

め
た

で
は
な
い

今
も
こ
う
し
て
普
通
に
会
話

が
出
来
る

あ

そ
う
だ

せ

か
く
だ
し
う
ち
の
職
人
も
紹
介
し
て
お
く
ね

ナ
タ
ク
君

ス
ク
ナ

は

い

あ
ら

そ
ち
ら
は

 
グ
ラ
ン
ゼ
の
事
は
メ
ン
バ

に
は

知
さ
れ
て
い
る

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん

技
で
あ
る

こ
ち
ら

小
人
の
靴
屋
の
グ
ラ
ン
ゼ
さ
ん

こ
ち
ら
は
う
ち
の
ナ
タ
ク
君
と
ス
ク
ナ
だ
よ

ご
高
名
は

て
ま
す

初
め
ま
し
て

こ
ち
ら
こ
そ
小
人
の
靴
屋
の
お
名
前
は

い
て
ま
す

初
め
ま
し
て

 
ナ
タ
ク
は
こ
う
い
う

況
に
慣
れ
て
い
る

も
ス
ム

ズ
だ

 
ス
ク
ナ
も
精
一

愛
想
よ
く
し
よ
う
と

慣
れ
な
い
笑
顔
を
キ

プ
し
て
い
る

 
と

そ
の
時

り
に
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
音
楽
が

き

た

お
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こ
れ
は

予
定
に
は
無
い
は
ず
で
す
が

 
そ
の
時
中
央
に
ウ
ズ
メ
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
現
れ

い
き
な
り
歌
い
な
が
ら

り
始
め
た

あ
れ
は

ウ
ズ
メ
と
ロ
ビ
ン

ウ
ズ
メ
さ
ん
と
い
う
方
は

い
た
事
が
無
い
け
れ
ど

 
そ
う
首
を

げ
る
グ
ラ
ン
ゼ
に

リ
ズ
ベ

ト
が
笑
顔
で
答
え
た

あ

う
ち
の
新
人
で
す
よ

あ
ら

そ
う
な
ん
で
す
か

 
そ
う
思
い
つ
つ

グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
の
華
や
か
さ
に
⻭

り
し
て
い
た

 

囲
の
会
話
を

く
に

ウ
ズ
メ
の
外
見
は

何
と
か
言
う
ア
イ
ド
ル
に
う
り
二
つ
ら
し
い

こ
れ
で
ま
た
ヴ

ル
ハ
ラ
の
人
気
が
高
ま

ち

う
じ

な
い

 
ま

た
く
ハ
チ
マ
ン
と
き
た
ら

あ
の
手
こ
の
手
を

 
実

は
別
に
ハ
チ
マ
ン
が
意
図
し
て
や

た

で
は
な
い
の
だ
が

 
そ
ん
な
事
は
グ
ラ
ン
ゼ
に
は
分
か
ら
な
い

む
し
ろ
何
も
か
も
が
戦
略
的
に
思
え
て
し
ま
う
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と
い
う
か

ク

ク
ロ
ビ
ン
も
歌
が
上
手
く
な
い

 
グ
ラ
ン
ゼ
は

知
で
あ
る
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
歌
の
上
手
さ
に
驚
愕
し
た

の
お
か
し
な
人
だ
と
思

て
た
け
ど

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
思
わ
ず
そ
う
声
に
出
し

て
て
自
分
の
口
を
塞
い
だ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

い
い
ん
で
す
よ

私
達
も

同
じ
よ
う
な
事
を
思

て
ま
す
か
ら

 
そ
う
答
え
な
が
ら

リ
ズ
ベ

ト

ナ
タ
ク

ス
ク
ナ
の
三
人
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

そ

そ
う
な
の
ね

あ
は
は
は
は

だ

て
ロ
ビ
ン

て
ば

本
当
に
そ
の
通
り
で
す
も
ん
ね

 
で
も
あ
れ
で
歌
だ
け
は
上
手
い
ん
で
す
よ
誰
に
も
取
り

の
一
つ
く
ら
い
あ
る

て
事
な
ん

で
し

う
ね

そ

そ
う
で
す
ね

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
そ
う
答
え
つ
つ

こ
れ

て
上
手
と
か
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
じ

な
く
な
い

 
な
ど
と
内
心
で
思

て
い
た

 
も

と
歌
を

い
て
い
た
く
は
あ

た
が
グ
ラ
ン
ゼ
は
自
分
の
役

を
果
た
さ
ね
ば
と
ハ
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と
し

 
そ
の
ま
ま
三
人
に

し
て
そ
の
場
を
離
れ

の
方
で
こ
そ
こ
そ
と
グ
ウ

ン
に
メ

セ

ジ
を
入
れ
た

グ
ウ

ン

そ

ち
の
調
子
は
ど
う

調
だ
よ

ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
も
い
く
つ
か

れ
た

そ
う
な
の

そ
れ
は

報
ね

そ
れ
よ
り
ヴ

ル
ハ
ラ
の
配
信
を
見
た
ん
だ
け
ど

 
そ

ち
で
コ
ン
サ

ト
を
や

て
る
み
た
い
じ

な
い

あ
ら

そ
う
い
う
の
に
興
味
が
あ
る
の

ま
あ
音
楽
は
好
き
だ
か
ら
ね

そ
う
な
の
ね

正
直
圧
倒
さ
れ
る
く
ら
い

あ
の
二
人

歌
が
上
手
い
わ
よ

そ

か

帰

た
ら
動
画
を
確
認
し
な
き

 
そ
の
グ
ウ

ン
の
反
応
を
見
て

グ
ラ
ン
ゼ
は
⻭

り
す
る
思
い
だ

た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
戦
略
が

に
機
能
し
て
い
る
事
の
証

だ

た
か
ら
だ

 
も
ち
ろ
ん
グ
ウ

ン
を

め
て
い
る

で
は
決
し
て
な
い
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あ
の
ク

ル
な
グ
ウ

ン
ま
で
夢
中
に
さ
せ
る
な
ん
て
ね

と
こ
ろ
で
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
一

に
い
る
の

て

誰

ウ
ズ
メ

て
い
う
子
ら
し
い
わ

ヴ

ル
ハ
ラ
の
新
人
だ

て

 
正
直
何
と
か
し
な
い
と
ま
ず
い
レ
ベ
ル
ね

へ

そ
う
な
ん
だ

 
グ
ラ
ン
ゼ
は
グ
ウ

ン
に
そ
う

ね
ら
れ
る
前
か
ら

 
ウ
ズ
メ
の
事
は
絶
対
に
マ

ク
し
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と

 
心
の
メ
モ

に
そ
の
顔
と
名
前
を
記
入
し
て
い
る

今
ま
た
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
が
出
た

こ
れ
で
七
つ
目

あ
ら

丁
度
い
い
わ
ね

こ
れ
で
七
つ
の
大
罪
の

部
用
の
武
器
が
揃
う
わ

 
他
に
も

き

の
代
わ
り
に
防

を
作
り
た
い
か
ら

も
う
少
し
頑
張

て

了
解

素
材
が
出
に
く
く
な

た
ら
他
の
場
所
に
移
動
さ
せ
る
ね

う
ん

お
願
い

  
メ

セ

ジ
の
や
り
と
り
を
終
え
た
後
グ
ウ

ン
は
誰
も
い
な
い

む
ら
に
向
け
て
話
し
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か
け
た

グ
ラ
ン
ゼ
ち

ん

ウ
ズ
メ

て
子
に

に

着
し
て
る
気
が
す
る

へ

そ
れ
は
要
注
意
だ
な

速
ボ
ス
に
ご
注
進
し
て
お
く
よ

う
ん

お
願
い

 
そ
こ
に

ん
で
い
た
の
は
ハ
リ

で
あ

た

 
小
人
の
靴
屋
の
実
働
部

を
グ
ウ

ン
が

め
て
い
る
よ
う
に

 

Ａ
は
ハ
リ

が

め
て
い
る
の
で
あ
る

あ
と
こ
れ
は
た
だ
の
興
味
本

な
ん
だ
け
ど

ウ
ズ
メ

て
子

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
水
野
愛
と
そ

く
り
な
外
見
に
し
て
る
み
た
い
だ
け
ど

何
者

 
そ
の
グ
ウ

ン
の
質
問
に

ハ
リ

は
一

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た

あ
ん
た
確
か

ボ
ス
の
同
級
生
だ
よ
な

う
ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
リ
ア
ル
友
達
で

仲
間

そ
れ
な
ら
ま
あ
い
い
か

あ
の
子
は
な

あ
の
子
は

本
人
だ



 第１０６３話 筒抜けな情報

え

マ
ジ
で
言

て
る

絶
対
の
絶
対

あ
あ

そ
れ
で
合

て
る

こ
の
事
は
他
言
無
用
で
頼
む
な

も
ち
ろ
ん

あ
あ
で
も

サ
イ
ン
く
ら
い
ね
だ

て
も
い
い
か
な

 
そ
の
言
葉
で
ハ
リ

は

グ
ウ

ン
が
フ
ラ
ン
シ

シ

の
フ

ン
な
の
だ
と
い
う
事
を

知

た
好
き
に
す
れ
ば
い
い
で
し

う
そ
の

に
も
こ
こ
は
ボ
ス
の

に
頑
張

て
働
か
な

い
とだ

ね

よ
し

頑
張
る
よ

ち
な
み
に

崎
う
に
の
事
は
ど
う
思
う

 
こ
れ
は
思
い

き
り
興
味
本

だ
が
ハ
リ

は
自
分
の
彼
女
の
事
を
グ
ウ

ン
に

ね
て

み
たサ

イ
ン
欲
し
い

め

ち

好
き

へ

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
今
度
頼
ん
で
お
い
て
や
る
よ

え

本
当
に

ハ
リ

君

て
も
し
か
し
て
い
い
人

そ
う
言
わ
れ
た
事
は
一
度
も
無
え
よ
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そ
う
な
ん
だ

で
も
私
の
中
で
は
い
い
人
で
決
定

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
ね

ハ
リ

君

あ

あ
あ

こ
う
い
う
機
会
が
ま
た
あ

た
ら
な

 
こ
れ
が
キ

カ
ケ
に
な

た

で
は
な
い
が
こ
の
二
人
こ
の
後
も
何
度
か
コ
ン
ビ
を
組
む

事
に
な
る

あ

と

ま
た
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
が
出
た

て

ち

と
出
す
ぎ
じ

な
い
か

そ
う
だ
ね

こ
ん
な
に
出
る
な
ら
別
の
日
に
パ

テ

を
設
定
し
て
も
良
か

た
か
も

 
実
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
よ
う
な
特
別
な
日
に
は

 
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
の
出
現

が
高
く
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
が

 
ア
ル
ゴ
は
公
平
性
を
保
つ

に

そ
の
事
を
ハ
チ
マ
ン
に
伝
え
て
は
い
な
い

ま
あ
き

と
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
な
ら
敵
が
も

と
強
く
な
る
の
は
大
歓
迎
だ

て
言
う
ん
じ

な
いゲ

ラ
ゲ
ラ
ゲ
ラ

か
も
し
れ
ね
え
な

ゲ
ラ
ゲ
ラ
ゲ
ラ
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真
似
す
ん
な
よ

ゲ
ラ
ゲ
ラ
ゲ
ラ

 
二
人
は

う
よ
う
に
笑
い

 
こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
と

て
も
小
人
の
靴
屋
に
と

て
も
実
に
い
い
日
に

な

た

 
結
局
出
た
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
は
全
部
で
二
十
一
個
に
も

び

 
七
つ
の
大
罪
の

部
の
武
器
と
防

で
十
四
個

シ
グ
ル
ド
の
武
器
と
防

で
二
つ

 
そ
し
て
残

た
五
つ
は
小
人
の
靴
屋
で
キ

プ
さ
れ
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
明
日
の

方
か
ら

い
よ
い
よ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
始
さ
れ
る
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第
１
０
６
４
話
 
対
人
戦
闘
シ
ミ

レ

タ

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
終
わ

た
後

愛
は
自
室
の
ベ

ド
で
目
を
覚
ま
し
た

う

ん

楽
し
か

た
な

そ
れ
は
何
よ
り
だ

き
 
そ
こ
に
は
下
を
向
い
た
デ
レ
ま
ん
く
ん
が
立

て
お
り
愛
に
着

え
を
差
し
出
し
て
き
て
い

た
ど
う
し
て
下
を
向
い
て
る
の

い
や

俺
の
見
る
物
は
映
像
と
し
て
記
録
さ
れ
る
か
ら
な

 
ま
あ
よ
ほ
ど
の
事
が
無
い
限
り
チ

ク
は
さ
れ
な
い
ん
だ
が

一
応
な

 
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し

愛
は
顔
を

く
し
た
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ち

ち
な
み
に
そ
の
映
像
を
見
る
可
能
性
が
あ
る
の

て

そ
う
だ
な

男
だ
と
本
体
く
ら
い
だ
な

本
体

て

八
幡
だ
よ
ね

お
う

そ
う
だ
ぞ

な
ら
い
い
や

 
愛
は
そ
う
言

て
気
に
す
る
の
を
止
め

デ
レ
ま
ん
く
ん
の
前
で
普
通
に
着

え
始
め
た

お
い
お
い

そ
ん
な
サ

ビ
ス
し
ち
ま

て
い
い
の
か

別
に
い
い
よ

も
し
か
し
た
ら

任
と

て
く
れ
る
か
も
だ
し

女
は
怖
え
な

だ
が
そ
こ
が
い
い

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
は
そ
う
言

て
ニ
ヤ
リ
と
し
た

あ
く
ま
で
愛
の
主
観
だ
が

 
と
て
も
で
は
な
い
が

八
幡
に
は
言
え
な
い
セ
リ
フ
で
あ
る

あ
れ

そ
う
い
え
ば
何
で
普
通
に
外
出
用
の
着

え
を

 
着

え
終
わ

た
後

そ
の
事
に
気
付
い
た
愛
は
デ
レ
ま
ん
く
ん
に
そ
う

ね
た

ん

あ
あ

は
ち
ま
ん
の
奴
か
ら
連

が
あ

た
ん
だ
よ

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
が

は
ち
ま
ん
の
奴

と
言
う
場
合

そ
れ
は
は
ち
ま
ん
く
ん
の
事
で
あ
る
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ち
な
み
に
八
幡
本
人
の
事
は

本
体

デ
レ
ま
ん
く
ん
一

は
そ
の
ま
ま

一

 
陽
乃
以
外
の
前
で
絶
対
に
そ
の
存
在
に
つ
い
て
触
れ
る
事
は
無
い
が
ペ
ロ
ま
ん
く
ん
は
ペ

ロ 
そ
し
て
ク
ル
ス
ち

ん
は

女

と
表
現
さ
れ
る

そ
う
な
ん
だ

シ
ノ
ン
の
所
の
は
ち
ま
ん
く
ん
に
も
会

て
み
た
い
な

ま
あ
い
ず
れ
そ
う
い
う
機
会
も
あ
る
だ
ろ
う
よ

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
は
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら

あ
く
ま
で
愛
の
主
観
で
あ
る

そ
う
言
う
と

 

守
は
俺
に
任
せ
ろ
と
言

て
愛
を
外
に
送
り
出
し
た

 
丁
度
そ
の
時
部
屋
か
ら
純
子
が
顔
を

か
せ
た

ど
う
や
ら
二
人
の
会
話
が

こ
え
た
ら
し

い

愛
さ
ん

も
し
か
し
て

八
幡
さ
ん
が
い
る
ん
で
す
か

じ

純
子

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

の
中
で

愛
と
一
番
仲
の
い
い
の
は

野
純
子
で
あ
る

 
純
子
は
普
通

仲
間
以
外
の
他
人
の
事
は

で
呼
ぶ
が

 
仲
の
い
い
愛
が
ず

と
八
幡
と
呼
び
続
け
て
い
る
の
で
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そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
て
八
幡
の
事
も

名
前
で
呼
ん
で
い
る
の
で
あ

た

 
そ
ん
な
親
友
と
も
呼
べ
る
純
子
に
対
し

愛
は

し
事
が
出
来
な
か

た

あ

え

と
ね

実
は
そ
の

今
話
し
て
た
の
は
こ
の
子
な
の

よ
 
そ
う
言
う
愛
の
後
ろ
か
ら

デ
レ
ま
ん
く
ん
が

を
現
し

純
子
に

こ

こ
と
手
を

た
や

や

ら
し
か

 
そ
ん
な
デ
レ
ま
ん
く
ん
を
見
て

純
子
が
思
わ
ず
そ
う

く

や

ら
し
か

ど
う
い
う
意
味
だ

 
さ
す
が
に

に
つ
い
て
の
知
識
は
無
か

た
の
か

デ
レ
ま
ん
く
ん
が
首
を

げ
る

あ

ご
め
ん
な
さ
い

サ
ク
ラ
さ
ん
の

り
方
が
移

て
し
ま

て

 
え

と
か
わ
い
い
と
か
そ
う
い
う
意
味
で
す

て
私
今
ぬ
い
ぐ
る
み
と

て

る 
純
子
は

然
と
し

愛
は

て
て
デ
レ
ま
ん
く
ん
の
事
を
説
明
し
た

と
い
う

な
の
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な
る
ほ
ど

愛
さ
ん
が
こ
れ
を
欲
し
が

た
の
に
も
納
得
で
す

 
純
子
の

り
方
は
常
に
敬
語
で
あ

た

こ
れ
は
性
分
な
の
で
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ら

し
いで

愛
さ
ん
は
こ
ん
な
時
間
に
ど
こ
へ

え

と
ね

ち

と
あ

ち
の
ビ
ル
へ

 
そ
う
言

て
愛
が
指
差
し
た
の
は

ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
ビ
ル
で
あ

た

何
か
用
事
で
す
か

う
ん

対
人
戦
闘
シ
ミ

レ

タ

て
の
を
使
わ
せ
て
も
ら
え
る
み
た
い
で
さ

対
人
戦
闘
で
す
か

何
の

に
そ
ん
な
物
を

 
純
子
は
そ
の
言
葉
に
不
安
そ
う
な
顔
を
し
た

あ

え

と

私
ね

今
度
Ａ
Ｌ
Ｏ

て
い
う
ゲ

ム
を
始
め
て
さ

 
そ
れ
で
人
と
戦
う
機
会
が
出
来
た

て
い
う
か

ゲ

ム

あ
あ

ピ
コ
ピ
コ
で
す
か

ピ

ピ
コ

何

ピ
コ
ピ
コ
で
す
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む
 
純
子
の
言
動
や
使
う
言
葉
は
か
な
り
昭
和
テ
イ
ス
ト
が

う
物
が
多
い

 
純
子

く

こ
れ
は
家
庭

に
よ
る
も
の
な
の
だ
そ
う
だ

 
純
子
は
藍
子
や
詩
乃
よ
り
も
よ
り
純

な
昭
和
フ

イ
タ

な
の
で
あ
る

こ
れ
は
実

に
見
て
も
ら

た
方
が
い
い
ね

純
子

ち

と
あ

ち
ま
で
付
き
合

て

も
ち
ろ
ん
で
す

最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
し
た

 
ど
う
や
ら
純
子
は
愛
を
一
人
で
行
か
せ
る
の
が
心
配
で
付
い
て
き
て
く
れ
る
つ
も
り
だ

た

ら
し
い

 
愛
は
そ
ん
な
親
友
の
気
遣
い
に
心
が

か
く
な

た

待

て
て
下
さ
い
ね

今
準
備
し
ま
す
か
ら

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
連
れ
立

て
ソ
レ
イ
ユ
本
社
ビ
ル
へ
と
向
か
い

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
が
そ
れ
を
見
送

た

ガ

ド
マ
ン
も
愛
に
つ
い
て
連

は
受
け
て
い
た
よ
う

で 
純
子
の
事
も
入
れ
て
い
い
か
問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
れ
二
人
は
無
事
に
中
に
入
る
事
が
出
来
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た
え

と

開
発
室

て
所
に
向
か
う
ん
だ
よ
ね

こ
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
れ

て
言

て
た

け

 
二
人
は
案
内

の

開
発
室
の
プ
レ

ト
の
下
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た

は
い

こ
ち
ら
開
発
室

あ

す
み
ま
せ
ん

あ
の

私

水
野
愛

で
す
け
ど

エ
レ
ベ

タ

の
扉
が
開
く
か
ら
そ
こ
に
乗

て
く
れ

後
は
自
動
で
付
く
か
ら
ナ

あ

は
い

 
イ
ン
タ

ホ
ン
の
向
こ
う
か
ら
若
い
女
性
の
声
が

こ
え

 
二
人
は
そ
の
指

通
り
に
エ
レ
ベ

タ

に
乗

た

何
か

張
す
る
ね

そ
う
で
す
ね

 
二
人
は
身
を
寄
せ
合
い
な
が
ら
エ
レ
ベ

タ

か
ら
下
り

 
唯
一

気
が
付
い
て
い
る
部
屋
へ
と
向
か

た

 
愛
が
部
屋
の
扉
を
ノ

ク
す
る
と

中
か
ら
体
の
大
き
い
男
性
が
顔
を

か
せ
た
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お

来
た
来
た

こ
ん
な
風
に
ア
イ
ド
ル
の
お
二
人
と
お
目
に
か
か
れ
て
光
栄
で
す

 
そ
の
男
性

ダ
ル
は
そ
う
言

て
二
人
に
敬

し
た

こ
ん
な
時
間
に
ご
め
ん
な
さ
い

い
い

て
い
い

て

詩
乃
た
ん
の
お
願
い
で
す
し

お

魔
し
ま
す

ど
う
ぞ
ど
う
ぞ

 
ダ
ル
に
案
内
さ
れ

二
人
は
部
屋
の
中
に
入

た
が

 
そ
こ
で
は
ま
だ
多
く
の
ス
タ

フ
が
仕
事
を
し
て
い
た

 
明
日
が
バ

ジ

ン
ア

プ
当
日
な
の
で

今
日
は
徹
夜
で
の
仕
事
に
な
る
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
そ
の
後
は
交
代
で
休
む
事
に
な

て
い
る

お

来
た
な

オ
レ

ち
は
ア
ル
ゴ
だ

あ

ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
う
そ
う

こ
れ
か
ら
仲
間
と
し
て
宜
し
く
ナ

う
ん

 
愛
は
ア
ル
ゴ
の
事
は
も
ち
ろ
ん
資
料
で
知

て
い
た
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で

そ

ち
が
見
学
の
子
だ
ナ

こ

野
純
子
で
す

初
め
ま
し
て

そ
れ
じ

あ
ま
あ
そ
こ
に
座

て
く
れ
な

今
ダ
ル
が
使
い
方
を
説
明
す
る
か
ら
ヨ

 
ア
ル
ゴ
の
そ
の

め
に

い

二
人
は
ソ
フ

に

を
下
ろ
し
た

そ
れ
じ

あ
こ
の
対
人
戦
闘
シ
ミ

レ

タ

の
使
い
方
だ
け
ど

 
ま
あ
難
し
い
事
は
何
も
無
く
て

最
初
に
使
う
武
器
を
選
ん
で

 
敵
の
戦
闘
タ
イ
プ
と
強
さ
を
選
ん
で

ア
ミ

ス
フ

ア
を

動
さ
せ
る
だ
け
だ
お

う
わ

そ
ん
な
に
簡

な
ん
だ

後
は
外
か
ら
設
定
を
変
え
ら
れ
る
か
ら

こ

ち
に
話
し
か
け
て
く
れ
れ
ば
い
い
お

 
攻
撃
を
く
ら

て
も
別
に

く
も
何
と
も
な
い
か
ら

好
き
に
動
い
て
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

速
愛
が
チ

レ
ン
ジ
す
る
事
に
な
り

純
子
は
モ
ニ
タ

で
そ
の
様
子
を
見
学
す
る
事
に

な

た

最
近
の
ピ
コ
ピ
コ
は
凄
い
ん
で
す
ね

は
い

最
近
の
ピ
コ
ピ
コ
は
凄
い
ん
で
す
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ダ
ル
は
そ
の
純
子
の
言
葉
に
笑
顔
で
そ
う
返
し
た

 
さ
す
が
変
態

士
を
自
称
す
る
だ
け
の
事
は
あ
り

そ
の
受
け
答
え
に
は

み
が
な
い

 
し
か
も
ピ
コ
ピ
コ
と
い
う
言
葉
の
意
味
も
し

か
り
理
解
し
て
い
る

 
そ
し
て
モ
ニ
タ

に
愛
と
敵
の

が
映
し
出
さ
れ
ア
ル
ゴ
も
休

が
て
ら
そ
の
様
子
を
見

学
に
来
た

ど
れ
ど
れ

お
お

ハ

と
同
じ
ス
タ
イ
ル
か

か
な

相
手
は
オ

ソ
ド

ク
ス
な
剣
士
タ
イ
プ
か

強
さ
も

め

ま
あ
無
難
な
と
こ
ろ
だ
わ
ナ

 
そ
の
時
部
屋
の
扉
が
開
き

八
幡
が
顔
を

か
せ
た

よ

や

て
る
か

て

純
子
さ
ん

ど
う
し
て
こ
こ
に

あ

八
幡
さ
ん

ハ

ど
う
し
た

中
見
舞
い

て
や
つ
だ
な

で

こ
れ
は
ど
う
い
う

況
だ

て

そ
こ
に

て
る
の

は
愛
か

 
八
幡
が
愛
の
事
を
呼
び

て
に
し
た

純
子
は
一

そ
れ
を

ま
し
く
思
い
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て
て
ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を

て
そ
の
考
え
を
打
ち
消
し
た

あ
の
愛
さ
ん
が
対
人
戦
闘
シ
ミ

レ

タ

て
の
を
使
わ
せ
て
も
ら
う

て
言

て
こ

こ
へ

 
私
は
そ
の
付
き

い
で
す

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な
愛
ち

ん
は
ど
う
や
ら
ハ

の

に

く
強
く
な
り
た
い
ら
し

い
な
る
ほ
ど
な

で

ど
ん
な
感
じ
だ

ま
だ
初
戦
だ
か
ら
何
と
も

ふ
む

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
画
面
に
見
入

た

そ
の
中
で
は
愛
と
敵
が
対
峙
し
て
い
た
が

 
先
に
動
い
た
の
は
敵
の
方
で
あ

た

 
敵
は
大
上

か
ら
愛
に

り
か
か

て
き
た
が

愛
は
そ
の
攻
撃
を
あ

さ
り
避
け

 
す
れ
違
い
様
に
両
手
の
剣
で
敵
の
胸
を
あ

さ
り
と
切
り

い
た

一

で
の
決
着
で
あ
る

ご
め
ん
な
さ
い

敵
の
設
定
が

す
ぎ
ま
し
た

だ
ね

一

い
や

三

敵
の
強
さ
を
上
げ
る
お
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お
願
い
し
ま
す

 
モ
ニ
タ

か
ら
の
愛
の
そ
の
言
葉
に
は
ダ
ル
が
対
応
し
た

 
そ
し
て
再
び
戦
い
が
始
ま

た
が

今
度
の
敵
は
突
き
を
主
体
に
攻
め
て
き
て
お
り

 
愛
は
中
々
攻
撃
に
移
れ
な
い

だ
が
そ
ん
な
愛
を

八
幡
は
賞

し
た

分
し

か
り
と
避
け
て
る
な

だ
な

し
か
も
避
け

が
小
さ
い

で
も
こ
れ
は
あ
れ
だ
な

自
分
か
ら
攻
め
に
行
く
コ
ツ
が
ま
だ
分
か

て
な
い
感
じ
か

そ
う
な
ん
で
す
か

 
純
子
が
八
幡
に
そ
う

ね
て
く
る

た
だ
相
手
の
攻
撃
を
避
け
て
反
撃
す
る
の
は
結

簡

な
ん
だ

 
相
手
が

を
見
せ
た
ら
そ
こ
に
思
い

き
り
攻
撃
を
叩
き
込
む
だ
け
だ
か
ら
な

 
だ
が
自
分
か
ら
攻
め
る
と
な
る
と

こ
れ
は

当
に
す
る
と
反
撃
を
く
ら

ち
ま
う

 
相
手
の
攻
撃
を
誘

た
り
体
勢
を
崩
し
た
り
と

 
何
を
す
れ
ば
い
い
か

て
い
う
色
々
な
知
識
が
必
要
に
な
る
ん
だ
よ
な

な
る
ほ
ど
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愛
は
結
局
敵
の
突
き
を

一
重
で
見
切
り

 
無
防
備
な
敵
の
背
中
に
手
に
持
つ
剣
を
叩
き
込
ん
で
勝
利
し
た

ふ

む

お
い
ダ
ル

ア
ミ

ス
フ

ア
を
出
し
て
く
れ

む
む

了
解
だ
お

ど
う
す
る
ん
で
す
か

あ
あ

ち

と
愛
を
鍛
え
て
や

て
く
る
わ

ま
あ
見
て
て
く
れ

は

は
い

 
そ
し
て
八
幡
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
り

愛
が

て
い
る
ソ
フ

を
チ
ラ
リ
と
見
た

さ
す
が
に
ソ
フ

に
二
人
は
無
理
だ
な

に

る
と
す
る
か

あ

そ
れ
な
ら
私

枕
で
も
し
ま
し

う
か

 
こ
こ
で
純
子
の
天
然
が

し
た

い

い
や

そ
れ
は
悪
い
か
ら
い
い

 
純
子
さ
ん
は
こ
こ
で
モ
ニ
タ

を
見
て
楽
し
ん
で
て
く
れ
れ
ば
い
い
か
ら

あ

私

た
ら

恥
ず
か
し
い
事
を

 
そ
ん
な
二
人
の

に

ダ
ル
と
ア
ル
ゴ
は
生

か
い

線
を
向
け
た



 第１０６４話 対人戦闘シミュレーター

そ

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

 
八
幡
は
そ
う
言

て
逃
げ
る
よ
う
に
ソ
フ

の
横
の

に

そ
べ
り

 
次
の

間

モ
ニ
タ

の
中
に
八
幡
の

が
現
れ
た
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第
１
０
６
５
話
 
純
＆
愛

 
目
の
前
に
い
き
な
り
自
分
が

場
し
た

間
の

愛
が
驚
く
顔
を
見
て
み
た
い
と

 
こ
の
時
の
八
幡
は

や
や
意
地
悪
な
期
待
を
し
て
い
た

 
だ
が

い
ざ
愛
の
目
の
前
に
立

た
八
幡
は

突
然
愛
が
こ
ち
ら
に
駆
け
寄

て
き
た

 
逆
に
驚
か
さ
れ

ま

た
く
動
け
な
く
な

て
し
ま

た

ま

ま
さ
か
問
答
無
用
で
い
き
な
り
攻
撃
を

 
八
幡
は
一

そ
う
考
え
た
が

直
ぐ
に
そ
の
考
え
を
否
定
し
た

 
何
故
な
ら
愛
が

武
器
を
放
り
出
し
て
こ
ち
ら
に
走

て
き
て
い
た
か
ら
だ

愛
は
一
体
何
を
考
え
て
る
ん
だ

 
そ
の
時
愛
が

走
り
な
が
ら
い
き
な
り
ダ
ル
に
話
し
か
け
た

ダ
ル
さ
ん

八
幡
に
そ

く
り
じ

な
い
で
す
か

正
直
驚
き
ま
し
た

え

あ

う

う
ん

こ
れ

て
ど
の

度

本
人
と
一

な
ん
で
す
か

え

と

ま

ま

た
く
同
じ
だ
お
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そ
う
な
ん
だ

凄
い
凄
い

ダ
ル
の
奴

何
で
本
当
の
事
を
言
わ
な
い
ん
だ

い
や

確
か
に
合

て
る
ん
だ
け
ど

 
八
幡
は
そ
う
思
い

愛
に
話
し

け
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の
前
に
愛
が
い
き
な
り
八
幡
の

や
胸

を
触
り
始
め
た

八
幡
は
完
全
に

ま

た

お

意
外
と
筋
肉
質
で

肉
が
あ
ん
ま
り
無
さ
そ
う

愛
さ
ん

ハ
レ
ン
チ
で
す

 
そ
の
時
外
か
ら
そ
ん
な
純
子
の
声
が

こ
え
て
き
た

ち
な
み
に
今
の
純
子
は
真

に
な

て
い
る

別
に
い
い
じ

な
い

わ

ね

純
子

腹
筋
が
凄
く

い
よ

そ

そ
う
い
う
エ

チ
な
の
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

 
純
子
は
そ
う
言

て
手
で
顔
を

い

そ
の
場
に
う
ず
く
ま

た

 
だ
が
指
の

間
か
ら
愛
の
様
子
を
チ
ラ
チ
ラ
と

て
い
る

り
純
子
も
お
年

と
い
う

事
か

 
そ
れ
に

い
他
の
ス
タ

フ
達
も
何
だ
何
だ
と
集
ま

て
く
る

 
愛
が
ソ
フ

に
横
た
わ
り

八
幡
が
そ
の

の

に

そ
べ

て
い
る

態
で
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モ
ニ
タ

を
見
て
何
が

こ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
ス
タ

フ
は
一
人
も
お
ら
ず

 
ア
ル
ゴ
だ
け
は
画
面
を
見
て
大
笑
い
し
て
い
た
が

 
他
の
者
達
は

何
だ

ま
た
い
つ
も
の
事
か

と
い
う
生

か
い

線
を
向
け
る
ば
か
り
で

あ

た

 
そ
ん
な

態
の
中
愛
が
い
き
な
り
八
幡
の
顔
を
指
差
し
そ
の
ま
ま
指
を
く
る
く
る
と
回
し

始
め
た

い

い
き
な
り
何
だ

私
を
好
き
に
な

れ

私
を
好
き
に
な

れ

な
ん
ち

て

 
こ
れ
に
は
八
幡
も
ギ

と
し

画
面
を
見
て
い
た
他
の
者
達
も
さ
す
が
に
ど
よ
め
い
た

 
ダ
ル
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と

許
さ
ん

絶
対
に

絶
対
に
だ

と

い
て
い
る

 
さ
す
が
の
純
子
も
こ
れ
は
ま
ず
い
と
思

た
の
か

て
て
愛
に
呼
び
か
け
た

愛
さ
ん
違
い
ま
す

そ
れ
は
八
幡
さ
ん
で
す

う
ん

だ
か
ら
八
幡
で
し

そ
う
じ

な
く
て

そ
こ
に
い
る
の
は
本
当
の
本
当
に
八
幡
さ
ん
本
人
な
ん
で
す

え
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愛
は
ギ

と
し
て
八
幡
の
顔
を
じ

と
見
た

八
幡

 
さ
す
が
の
八
幡
も
こ
の

況
で
何
も
言
わ
な
い

に
も
い
か
ず
お
ず
お
ず
と
こ
う
返
事
を

し
たよ

よ

 
二
人
は
し
ば
ら
く
無
言
だ

た
が

愛
が
い
き
な
り
く
る
り
と

を
返
し
た

 
愛
は
う

ん
と

び
を
し

更
に
強
調
す
る
よ
う
に
こ
う
言

た

リ
ハ

サ
ル
は
こ
ん
な
も
の
か
な

そ
れ
じ

あ
本
番
い
こ

か

 
愛
は
そ
の
ま
ま
武
器
を

え
た
が

そ
の
顔
は
凄
ま
じ
く

く
な

て
い
る

さ
あ
ダ
ル
さ
ん

本
番
だ
よ
本
番

 
愛
は
色
々
誤
魔
化
す
か
の
よ
う
に

武
器
を

て
あ
か
ら
さ
ま
に
ぶ
ん
ぶ
ん
と

り
回
す

 
さ
す
が
の
ダ
ル
も

直
ぐ
に
愛
の
フ

ロ

に
入

た

そ

そ
れ
じ

あ
こ
こ
か
ら
が
本
番
だ
お

八
幡

宜
し
く
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あ

あ
あ

分
か

た

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

八
幡
は
棒
立
ち
の
ま
ま
で
あ

た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
な
ら
ま
だ
し
も
こ
こ
は
ソ
レ
イ
ユ
の
シ
ミ

レ

タ

の
中
で
あ
り

 
身
体
能
力
は
個
人
の
力

に

さ
れ
る
は
ず

 
そ
う
思

た
愛
は
先
ほ
ど
の
失
態
を
誤
魔
化
す

に
も
こ
こ
で
八
幡
に

撃
を

え
て
お
こ

う
と
考
え
た

 
要
す
る
に
殴

て
忘
れ
て
も
ら
う
作
戦
で
あ
る

愛
は
ひ
と
つ
深
呼

し
そ
れ
で
目
付
き

が
変
わ
る

行
く
よ

 
愛
は
ダ
ン
ス
の
要
領
で

に
小
刻
み
に
ス
テ

プ
を

み
八
幡
に
い
い
所
を
見
せ
よ
う
と

 
先
ほ
ど
ま
で
と
は
打

て
変
わ

て

的
に
八
幡
の
懐
へ
と
飛
び
込
ん
で
い
く

ほ
う

 
そ
の
動
き
の
切
れ
の
良
さ
に
驚
き
つ
つ
も

八
幡
は
的
確
に
そ
の
刃
を
止
め
て
い
く

 
ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

と
二
度
の
刃
音
が

り
に

き

り

純
な
攻
撃
は
通
用
し
な
い
と

見
る
や
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愛
は
上
半
身
だ
け
を
フ

イ
ン
ト
ぎ
み
に

に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
そ
の
反
動
で
い
き
な
り

に

飛
び

 
更
に

足
を

ん
張

て
八
幡
に
再
突
撃
し
た

お
お

 
八
幡
は
攻
撃
の
最
中
に
愛
が
足
を
止
め
な
い
事
に
感
心
し
た

い
い
ぞ

愛

そ
の
調
子
だ

 
そ
の
攻
撃
を
再
び
防
ぎ
な
が
ら

八
幡
は
愛
に
そ
う
声
を
か
け
た

 
だ
が
愛
は
そ
の
声
に
反
応
せ
ず

攻
撃
に

し
て
い
る

と
ん
で
も
な
い
集
中
力
だ
な

 
愛
は

横
無
尽
に
動
き

八
幡
は
そ
の
攻
撃
を
難
無
く
防
い
で
は
い
た
が

 
そ
の
回
転
は
ど
ん
ど
ん
上
が

て
い
き

 
た
だ
防
い
で
い
る
だ
け
だ
と
そ
ろ
そ
ろ
攻
撃
を
く
ら
い
そ
う
に
な

て
き
た

最
初
は
ど
う
な
る
事
か
と
思

た
が

こ
れ
は
鍛
え
甲
斐
が
あ
り
そ
う
だ

 
八
幡
は
そ
う
思
い
な
が
ら

愛
の
動
き
に
合
わ
せ
て

く
一
歩
を

み
出
し
た

 
刃
の
合
わ
さ
る

カ
ン

と
い
う
先
ほ
ど
よ
り
も

い
音
と
共
に

愛
が
よ
ろ
け
る
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あ
れ

ま
あ
た
だ
速
い
だ
け
だ
と
こ
う
な
る

 
八
幡
は
愛
の
攻
撃
に
カ
ウ
ン
タ

を
合
わ
せ
て
そ
の
動
き
を
止
め
る
と

 
即
座
に
愛
の
背
後
に
回
り

そ
の
首
筋
に
剣
を
向
け
た

こ
こ
ま
で
だ
な

確
か
に
愛
は
動
け
る
が

そ
れ
は
ま
だ
戦
闘
の
動
き
じ

な
い

 
ま
あ
能
力

さ
え
上
が
れ
ば
今
の
ま
ま
で
も
中
堅
ど
こ
ろ
に
勝
て
る
く
ら
い
に
は
よ
く
動
け

て
る
け
ど
な

く

悔
し
い

ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

と
し
て
は
物
足
り
な
い
レ
ベ
ル
だ
な

 
ま
あ
で
も
一
か
ら
ス
タ

ト
す
る
よ
う
な
も
ん
な
ん
だ

気
に
す
る
な

う

う
ん

 
攻
め
手
こ
そ
少
な
い
が

日
ご
ろ
か
ら
レ

ス
ン
で
鍛
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
愛
の
動
き
は
素
人
と
は
思
え
な
い

速
か

た

だ
が
逆
に
言
え
ば
そ
れ
は
た
だ
速
い
だ
け
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で
あ
る

 
動
き
も
現
実
世
界
で
可
能
な

度
の
動
き
で
し
か
な
い

そ
れ
じ

あ
レ

ス
ン
を
開
始
す
る
か

ま
た

一
か
ら

ヴ

ル
ハ
ラ

か

う
ん

お
願
い
し
ま
す

 
そ
れ
か
ら
愛
は

こ
こ
で
は
自
分
が
も

と
動
け
る
事
を
知
り

 
体
の

動

を
限
界
ま
で
広
げ
る
事
で

 
見
て
い
る
純
子
が
驚
く
ほ
ど
の
立
体
的
な
動
き
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

 
八
幡
か
ら
こ
の
ま
ま
成
⻑
す
れ
ば
よ

ど
の
相
手
じ

な
い
限
り
負
け
な
い
よ
う
に
な
れ

る
と
い
う

 
お

付
き
を
も
ら
う
事
が
出
来
た

も

と
も
八
幡
に
は
ま
だ
一
撃
も

え
ら
れ
て
い
な
い

ま
ま
で
あ
り

 
い
つ
か
八
幡
の
体
に
自
分
の
攻
撃
を
か
す
ら
せ
よ
う
と
い
う
の
が
当
面
の
愛
の
目
標
と
な

た 
こ
う
し
て
愛
は
ま
た
少
し
強
く
な
り
今
日
は
こ
こ
ま
で
と
い
う
事
で
シ
ス
テ
ム
か
ら
ロ
グ
ア

ウ
ト
し
た
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う

ん

結

楽
し
か

た
な

愛
た
ん

お
疲
れ

あ

ダ
ル
さ
ん

お
疲
れ
様
で
す

結

や
る
じ

な
い
か

驚
い
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

愛
さ
ん

ま
さ
か
あ
ん
な
動
き
が
出
来
る
な
ん
て

本
当
に
驚
き
ま
し
た

ま
あ
現
実
だ
と
あ
そ
こ
ま
で
は
無
理
だ
け
ど
ね

 
純
子
に
そ
う
苦
笑
を
返
し
た
後

愛
は
ソ
フ

か
ら
降
り
よ
う
と
し
た

あ

愛
さ
ん

ち

と
待

て
下
さ
い

足
元
に

ん
 
愛
は
足
元
に
あ

た
何
か
を

み
そ
う
に
な
り

 

て
て
そ
の
物
体
を

・ま
・た
・ぐ
・よ
・う
・に
・足
・を
・横
・に
・

・み
・出
・し
・た

 
そ
の
物
体

八
幡
が
目
を
覚
ま
し
た
の
は

ま
さ
に
そ
の

間
だ

た

ん

何
だ

分
暗
い
な

え
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え
 
愛
は
足
元
か
ら
八
幡
の
声
が

こ
え
た

驚
い
て
そ
ち
ら
を
見
た

 
足
元
に
は
八
幡
ら
し
き
人
物
が
横
た
わ

て
い
た
が

 
そ
の
顔
は
愛
が

い
て
い
る
ス
カ

ト
の
陰
に
な
り

確
認
す
る
事
が
出
来
な
い

あ
れ

八
幡

い
い

あ
 
そ
の
時
八
幡
が
そ
ん
な
声
を
上
げ

同
時
に
愛
も
気
が
付
い
た

 
ス
カ

ト
で
八
幡
の
顔
が
見
え
な
い
と
い
う
事
は
つ
ま
り

 
今
自
分
が
八
幡
の
顔
を
思
い

き
り

い
で
い
る
の
だ
と
い
う
事
を

き
 
愛
は
小
さ
く

鳴
を
上
げ

そ
の
場
に
座
り
込
ん
だ

 
そ
う
す
る
と
必
然
的
に

八
幡
の
上
に
思
い

き
り
座
る
事
に
な
る

ぐ
ほ

 
そ
の
お

に
よ
る
攻
撃
は
八
幡
の
腹
部
を
直
撃
し

八
幡
は

絶
し
た
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あ

ご
め
ん

 
愛
は
反
射
的
に
謝
り

を

か
せ
て
手
を
八
幡
の
顔
の
横
に
つ
い
た

 
そ
う
す
る
と
今
度
は
八
幡
に

ド
ン
し
て
い
る
よ
う
な
格
好
に
な

て
し
ま
う

 
そ
の
せ
い
で
お

い
の
顔
が
凄
ま
じ
く
近
く
な

て
し
ま

た
が

 
愛
に

い
か
ぶ
さ
ら
れ
て
い
る
八
幡
は

ま
だ

絶
ぎ
み
だ

た

に
動
く
事
が
出
来
ず

 
愛
は
愛
で

八
幡
に
ス
カ

ト
の
中
を
見
ら
れ
た
せ
い
で

が
ぐ
る
ぐ
る
し
て
お
り

 
二
人
と
も
完
全
に
動
け
な
く
な

て
し
ま

た

 
ア
ル
ゴ
は
そ
れ
を
見
て
再
び
大
笑
い
し

ダ
ル
は
壁
の
方
を
向
き
な
が
ら

 
許
さ
な
い
絶
対
に
だ
と
再
び

き
始
め

囲
の
者
達
も
再
び
二
人
に
生

か
い

線
を

向
け
た

 
そ
ん
な
中

た
だ
一
人
動
い
た
の
が
純
子
で
あ

た

あ

愛
さ
ん

ハ
レ
ン
チ
で
す

 
今
日
二
度
目
の
ハ
レ
ン
チ
が

し

純
子
は
愛
を

こ
そ
う
と
そ
ち
ら
に
駆
け
寄

た

 
そ
の
声
で
先
に
八
幡
が
正
気
に
返
る

目
の
前
に
は
愛
の
顔
が
あ
り

 
力
が
抜
け
て
い
る
せ
い
か

徐
々
に
そ
の

が

八
幡
の

に
近
付
い
て
く
る
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八
幡
は
こ
の
ま
ま
だ
と
や
ば
い
と
思
い

て
て
愛
に
呼
び
か
け
た

愛

お
い
愛

あ

 
そ
れ
で
や

と
自
分
と
八
幡
の

態
に
気
付
い
た
の
か

愛
が

て
て
顔
を
上
げ
る

 
だ
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
す
ぎ
た

愛
の
後

部
が

 

り
悪
く
こ
ち
ら
に
駆
け
寄

て
き
た
純
子
の

に
ク
リ

ン
ヒ

ト
し
た
の
だ

ぎ
 
純
子
が
ア
イ
ド
ル
に
あ
る
ま
じ
き

鳴
を
上
げ

そ
の
ま
ま
愛
の
方
に
倒
れ
込
む

お
わ

き
 
愛
は
そ
の
ま
ま
今
度
は
八
幡
の
足
の
方
に
背
中
か
ら
倒
れ

純
子
が
そ
の
上
に
倒
れ
込
む

ご

ご
め
ん
純
子

大
丈
夫

え

え
え

何
と
か

 
愛
が
純
子
に
そ
う
呼
び
か
け

純
子
は
体
を

こ
そ
う
と
し
た

う
お
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そ
の
時
後
ろ
の
方
か
ら
八
幡
の

鳴
に
も
似
た
声
が

こ
え

 
純
子
は
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
と
そ
ち
ら
を
見
た

 
だ
が
八
幡
の
顔
は

・純
・子
・の
・ス
・カ
・

・ト
・に
・

・れ
・て

見
る
事
が
出
来
な
か

た

 
つ
ま
り
は
今
八
幡
の
顔
は

純
子
の
ス
カ

ト
の
中
に
あ
る
の
だ

た

あ

あ

あ

 
純
子
は

に
パ
ニ

ク

態
に
陥
り

そ
の
場
で
気
絶
し
た

 
ま
さ
に

叫
喚
の
地
獄

い
や

八
幡
に
と

て
は
天
国
か
も
し
れ
な
い
が

 
八
幡
を
と
り
ま
く

況
は

ま
さ
に
カ
オ
ス
の
一
言
で
あ

た

は

八
幡
の

気
者

気

て
お
前
さ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

何
と
か
純
子
の
ス
カ

ト
の
中
か
ら
脱
出
し
た

参

た
な
こ
り

参

た
の
は
こ

ち
だ
お

何
だ
よ
そ
の
ラ

キ

ス
ケ
ベ

 
し
か
も
お
相
手
が
ア
イ
ド
ル
二
人
と
か

一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ
お

 
ダ
ル
が
激
し
く
抗
議
し
て
き
た
が

も
ち
ろ
ん
わ
ざ
と
や

た

で
は
な
い
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八
幡
と
し
て
は
た
め
息
を
つ
く
他
は
な
い

と
り
あ
え
ず
純
子
さ
ん
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
と
か

愛

部
屋
ま
で
案
内
し
て
く
れ

あ

う

う
ん

 
八
幡
は
そ
う
言

て
純
子
を

え
上
げ
愛
は
そ
れ
を
見
て
心

ま
し
そ
う
な
表
情
を
し

た
い
い
な

そ

そ
れ
な
ら
僕
が

愛
た
ん
を
運
び
ま
し

う
か

む
し
ろ
運
ば
せ
て
下
さ
い

 
横
か
ら
ダ
ル
が
そ
う
言
い
開
発
部
の
他
の
メ
ン
バ

達
は
ダ
ル
を
勇
者
を
見
る
よ
う
な
目

で
見
た

あ

え

と

ご
め
ん
な
さ
い

そ
う
い
う
の
は
事

所
的
に

な
ん
で
す

 
そ
れ
に
答
え
た
の
は
ま
さ
か
の
八
幡
で
あ
り

開
発
部
の
全
員
が
爆
笑
し
た

ぐ
ぬ
ぬ

ぼ

僕
は
愛
た
ん
に

い
て
る
ん
だ
お

あ

え

と

ご
め
ん
な
さ
い

そ
う
い
う
の
は
事

所
的
に

な
ん
で
す

 
そ
こ
で
愛
が
八
幡
と
同
じ
事
を
言
い

ダ
ル
は
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

は

八
幡
な
ら
許
さ
れ
る
の
か
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そ
れ
じ

あ
み
ん
な

今
日
は
バ

ジ

ン
ア

プ
で
苦
労
を
か
け
る
が
宜
し
く
頼
む
わ

 
純
子
を

え
た
八
幡
は
こ
れ
以
上

ま
れ
る
の
は
御
免
だ
と
ば
か
り
に
ダ
ル
を
ス
ル

し

 
そ
う
言

て
開
発
部
の
者
達
を
激

し
た
後

愛
と
共
に
去

て
い

た

く

八
幡
と
僕

何
が
違
う
の
か

体
重

体
重
だ
ナ

体
重
で
す
ね

ぐ
ぬ
ぬ

 
ダ
ル
の

き
に
全
員
か
ら
そ
う
突

込
み
が
入
り

 
ダ
ル
は
こ
の
日
か
ら
食
事
の

を
若

ら
す
事
に
し
た

 
し
か
し
ソ
レ
イ
ユ
と
同
じ
敷
地
内
に
目
的
地
が
あ

て
助
か

た
な

そ
う
だ
ね

八
幡
と
純
子
が
噂
に
な

ち

う
も
ん
ね

だ
な

さ
す
が
に
そ
れ
は
や
ば
い
か
ら
な

私
が
相
手
だ

た
ら
何
の
問
題
も
な
い
け
ど

さ
す
が
に
純
子
が
相
手
だ
と
ね
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い
や
い
や

ど

ち
も
問
題
だ
ろ
う
が

え

何
で

 
心

意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
顔
を
す
る
愛
に

八
幡
は
説
教
ぎ
み
に
こ
う
答
え
た

お
前
は
ア
イ
ド
ル
で
俺
は
一

人
だ

人
気
商

な
ん
だ
か
ら
も

と
危
機
感
を
持
て

チ

は
い
は
い
ア
イ
ド
ル
ア
イ
ド
ル

え

何
そ
の

打
ち

て
か
ア
イ
ド
ル
だ
よ
ね

あ
は
は
は
は

笑

て
誤
魔
化
す
な

て
の

 
何
だ
か
ん
だ

す

か
り
仲
良
し
な
二
人
で
あ
る

ん

あ
れ

ど
う
し
た

今
純
子
が
自
分
で
動
い
た
よ
う
な

そ
う
か

気
の
せ
い
だ
ろ

う

ん

そ
う
か
な

そ
れ
よ
り
お
前
リ
ハ

サ
ル
の
時
こ

ち
ば

か
り
見
て
た
だ
ろ
も

と
真
面
目
に
や
れ
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げ

バ
レ
て
た
ん
だ

当
た
り
前
だ
ろ

あ
れ
だ
け
見
ら
れ
れ
ば
誰
で
も
気
付
く
わ

ご
め
ん
な
さ
い
反
省
し
て
ま

す

ち

と
も
反
省
し
て
る
よ
う
に

こ
え
ね
え
よ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
エ
レ
ベ

タ

に
乗

て
愛
が
パ
ス
ワ

ド
を
入
力
し

 
愛
と
純
子
の
部
屋
が
あ
る

へ
と
上
が

た

純
子
の
部
屋
が
こ
こ

私
の
部
屋
は
隣
ね

オ

ケ

だ

そ
れ
じ

あ
そ
ろ
そ
ろ
純
子
さ
ん
を

こ
す
か

 
八
幡
が
そ
う
言

て
純
子
を

く

ら
す
と

純
子
は
す
ぐ
に
目
を
覚
ま
し
た

あ

う
ち
の
前
ま
で
運
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡
さ
ん

あ

え

と

恥
ず
か
し
い
思
い
を
さ
せ
ち
ま

て
何
か
ご
め
ん
な

い
え

あ
れ
は
事
故
で
す
か
ら
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

 
純
子
は
そ
う
言

て
八
幡
に
微
笑
む
と

そ
の
ま
ま
下
に
お
ろ
し
て
も
ら
い

 
自
分
の
足
で
立
ち
上
が

た

そ
ん
な
純
子
を
愛
が
じ

と
見
つ
め
る

愛
さ
ん

ど
う
か
し
ま
し
た
か
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う
う
ん

何
で
も
な
い

そ
れ
じ

あ
俺
は
帰
る
わ

二
人
と
も

ラ
イ
ブ
は
ち

ん
と
見
に
行
く
か
ら
頑
張

て
な

う
ん

は
い

 
そ
の
ま
ま
八
幡
は
去

て
い

た

そ
れ
じ

あ
お
や
す
み
な
さ
い

愛
さ
ん

あ

待

て
純
子

 
そ
う
言

て
部
屋
に
入
ろ
う
と
し
た
純
子
を
愛
が
呼
び
止
め
た

ど
う
し
た
ん
で
す
か

ね

純
子

や

ぱ
り
ず

と
前
か
ら

き
て
た
よ
ね

ど
う
し
て
そ
う
思
う
ん
で
す
か

だ

て
八
幡
だ
と
は
い
え

男
に
お
姫
様

こ
さ
れ
て
た
ん
だ
よ

 
純
子
が

が
な
い
な
ん
て
あ
り
え
な
い

 
そ
の
問
い
に

純
子
は

を

め
な
が
ら
下
を
向
き

こ
う
答
え
た

八
幡
さ
ん

て

何
か
王
子
様
み
た
い
で
す
よ
ね
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えラ
イ
ブ

楽
し
み
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日
で
す

愛
さ
ん

あ

ち

と

 
そ
の
ま
ま
純
子
は
部
屋
に
入

て
し
ま
い

愛
は
純
子
の
部
屋
の
扉
に
向
け
て

い
た

ま

ま
さ
か
の
ラ
イ
バ
ル

 
当
の
純
子
は
扉
の
内
側
に
寄
り
か
か

て
そ
の
言
葉
を

い
て
お
り

 
顔
を

く
し
な
が
ら
は
に
か
ん
で
い
た
の
だ

た
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第
１
０
６
６
話
 
イ
ベ
ン
ト
の
始
ま
り

 
十
二
月
二
十
六
日

に
こ
の
日

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
バ

ジ

ン
ア

プ
が
行
わ
れ
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
場
合

サ

バ

を
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
事
な
く
い
き
な
り
要
素
が
追
加
さ
れ
る

 
予
定
時
刻
の
正
午
に
は
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の

地
に
散
ら
ば

て
い

た
お
い

何
か
変
わ

た
も
の
は
あ

た
か

い
や

ま
だ
何
も

何
か
あ
る
は
ず
だ

と
に
か
く
探
せ

 
一
方
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
は
ア
ル
ン
と
現
地
に
分
か
れ
情
報
収
集
に

ん
で
い
た

レ
コ
ン

そ

ち
の
様
子
は
ど
う
だ

そ
れ
が

多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が

て
て
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
向
か

て
ま
す

ほ
う

何
か
新
し
い
情
報
で
も
あ

た
の
か

そ
れ
が

聖
剣
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
報

と
す
る
ク
エ
が
発
見
さ
れ
た
と

え

あ
れ
を
か
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そ
の
レ
コ
ン
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
メ

セ

ジ
を
見
て

さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
驚
い
た

は
い

そ
れ
に

て

エ
ク
ス
キ

リ
バ

の
所
在
も
確
認
さ
れ
た
ら
し
い
で
す

 
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
奥
の

空
中
宮

の
最
下
層

て
言

て
い
い
の
か

 
逆
三

の
迷
宮
の
先

部
分
に
あ
る
の
が
外
か
ら
見
え
る
と

そ
れ
を
ク
エ
ス
ト
報

に

ク
エ
ス
ト
の
発
注
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
ど
ん
な
奴
な
ん
だ

そ
れ
が
ま

た
く
普
通
の
街
の
人
間
な
ん
で
す
よ

ほ
う

そ
の
ク
エ
ス
ト

受
注
し
て
み
た
か

は
い

一
応
し
て
み
た
ん
で
す
け
ど

 
内
容
は
い
わ
ゆ
る
敵
を
何
匹
倒
せ
系
の
ク
エ
ス
ト
で

神
族
を
二
万
匹
倒
せ

て
事
に

な

て
ま
す

二

マ
ジ
か

何
だ
そ
れ

 
そ
の

大
な

に
ハ
チ
マ
ン
は

れ
る
他
無
か

た

そ
れ
と

確
か
に
口
で
は
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
報

に
出
す

て
言

て
る
ん
で
す
け
ど

 
コ
ン
ソ

ル
か
ら
そ
の
ク
エ
ス
ト
を
見
る
と
報

の

が

に
な

て
る
ん
で
す
よ

ね
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な
る
ほ
ど

と
り
あ
え
ず
引
き
続
き

 
他
に
新
た
に

場
し
た
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
い
な
い
か
探
し
て
み
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
レ
コ
ン
と
の
メ

セ

ジ
の
や
り
取
り
を
終
え
た
後

 
ハ
チ
マ
ン
は

ら
に
い
た
ユ
キ
ノ
に
今
の
情
報
を
伝
え
た

と
い
う

な
ん
だ
が

ユ
キ
ノ
は
ど
う
思
う

フ

イ
ク
ね

お
そ
ら
く
デ
タ
ラ
メ
な
ク
エ
ス
ト
よ

や

ぱ
り
そ
う
思
う
か

え
え

だ

て
イ
ベ
ン
ト
タ
イ
ト
ル
が

神
々
か
ら
の
贈
り
物

だ

た
じ

な
い

 
そ
れ
を
人
間
が
報

と
し
て
提

す
る
と
い
う
の
は
お
か
し
い
わ

だ
よ
な

あ

そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
神
の
変
装

て
事
は
無
い
か

そ
れ
は
シ
ナ
リ
オ
の
流
れ
と
し
て
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
で
も
あ
の
時
上
か
ら
指

さ
れ
た
セ
リ
フ
は
こ
う
だ

た
わ

そ
れ
故
の
静
観
じ

我
ら
が
安
易
に
介
入
し
て

 

精
達
に
友
好
的
な
者
ま
で
も

我
ら
が
殲
滅
し
て
し
ま
う

に
も
い
か
ぬ
で
な
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よ
く
覚
え
て
る
な

で
も
確
か
に
そ
ん
な
感
じ
だ

た
よ
な

な
の
で
フ

イ
ク
な
の
は
間
違
い
な
い
わ

少
な
く
と
も
神
々
が

 
片
方
の
種
族
に

入
れ
す
る
と
い
う
の
は
お
か
し
い
も
の

 
他
に
も

い
ず
れ
人
間
達
に
下
賜
し
よ
う
と
思

て
い
た
我
ら
の
秘
宝
が

 

神
族
と
巨
人
族
に
盗
ま
れ
た
の
だ
と
か
ア
ル
ン
の
地
下
で

神
族
と
巨
人
族
が
争

て

い
る

と
か

 
あ
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
公
開
さ
れ
た
セ
リ
フ
と
そ
の
ク
エ
ス
ト
と
は
矛
盾
す
る
わ

分
か

た
そ
れ
じ

あ
う
ち
は
も
う
少
し
待
機
だ
な
他
の
奴
ら
に
も
そ
の
事
を
説
明
し
て

お
こ
う

そ
れ
が
い
い
と
思
う
わ

 
二
人
は
付
近
で
ぶ
ら
ぶ
ら
と
暇
そ
う
に
し
て
い
た
仲
間
達
を
集
め
そ
の
情
報
に
つ
い
て
説
明

し
た確

か
に
理
屈
だ
と
そ
う
な
る
よ
な

あ

あ

真

の
分
か
ら
な
い
情
報
に

し
ち

う
な
ん
て

 
こ
れ
だ
か
ら

の
足
り
な
い
連
中
は

だ
よ
ね
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ロ
ビ
ン
言
い
す
ぎ

で
も
確
か
に
も
う
ち

と
情
報
を
疑

て
か
か
れ
と
は
思
う
よ
ね

 
そ
の
会
話
の
中
い
き
な
り
キ
リ
ト
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
ハ

と
し
ハ
チ
マ
ン
に
詰

め
寄

た

待
て
よ
ハ
チ
マ
ン

今
プ
レ
イ
ヤ

の
標
的
に
さ
れ
て
る
の
は

神
族
だ
け
な
ん
だ
よ
な

あ
あ

今
の
と
こ
ろ
は
な

て
事
は

も
し
か
し
て
こ
の

間
に
も

ト
ン
キ

が
襲
わ
れ
て
る
ん
じ

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
や
他
の
者
達
も
ハ

と
し
た

確
か
に

お
い
ハ
チ
マ
ン

ど
う
す
る

何
人
か
メ
ン
バ

を
選
抜
し
て
様
子
を
見
に
行
こ
う

 
ユ
キ
ノ
は
こ
こ
に
残

て
情
報
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
く
れ

 
向
か
う
の
は
俺
と
キ
リ
ト
ア
ス
ナ
リ

フ

シ
ノ
ン
マ

ク
ス
後
は
リ
オ
ン
だ
な

 
ユ
キ
ノ
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

と
相
談
し
て

何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
連

を
く
れ

分
か

た
わ

こ
ち
ら
の
取
り
ま
と
め
は
任
せ
て

 
そ
し
て
本

と
分
か
れ
た
ハ
チ
マ
ン
達
は
ト
ン
キ

の

家
に
は
多
少
遠
回
り
に
は
な
る
が
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可
能
な
限
り
最
速
で
到
着
出
来
る
よ
う
に

 
少
し
前
に
新
設
さ
れ
た
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
飛
行
可
能
区

を
通

て
全
力
で
現
地
へ
と
向
か

た 
お
い

ハ
チ
マ
ン

あ
れ

く
そ

ト
ン
キ

が
巨
人
に
襲
わ
れ
て
や
が
る

で
も
プ
レ
イ
ヤ

の

が
見
え
な
い
で
す
ね

そ
れ
は
ラ

キ

 
見
る
と
ト
ン
キ

は

家
に
し
て
い
る

を
背
に
一
体
で
五
体
の
巨
人
族
相
手
に
奮
戦
し

て
い
た

 
入
り
口
が

い
の
が
幸
い
し
た
の
だ
ろ
う

常
に
一
対
一
で
戦
う
事
が
出
来
て
い
る
の
で

 

は
負

て
い
る
よ
う
だ
が
簡

に
倒
さ
れ
る
よ
う
な
気
配
は
な
い

ト
ン
キ

 
キ
リ
ト
が
大
声
で
そ
う
呼
び
か
け

ト
ン
キ

も
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
よ
う
だ

Ｂ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
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ト
ン
キ

が
こ
ち
ら
に
答
え
る
か
の
よ
う
に
咆
哮
し
そ
の

間
に
コ
ン
ソ

ル
が
勝
手
に
開

き 
ト
ン
キ

が
ハ
チ
マ
ン
達
の
パ

テ

メ
ン
バ

に
加
わ

た

えマ
ジ
か

考
え
て
る
暇
は
な
い

み
ん
な

や
る
ぞ

了
解

 
七
人
は
背
後
か
ら
五
体
の
巨
人
族
に
襲
い
か
か
り

一
体
ず
つ

に
殲
滅
し
て
い

た

 
さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
の
メ
ン
バ

が
揃

て
い
る
と

そ
の
殲
滅
も
容
易
い

ト
ン
キ

 
無
事
殲
滅
を
終
え
た
後

キ
リ
ト
が
ト
ン
キ

に
駆
け
寄
り

 
ト
ン
キ

も

え
る
か
の
よ
う
に
キ
リ
ト
の
体
を

で

で
る

今
回
復
す
る
ね

 
リ

フ

が
回
復
魔
法
を
か
け

ト
ン
キ

の

は
見
る
見
る
う
ち
に

え
て
い

た

ハ
チ
マ
ン

ど
う
す
る
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こ
の
ま
ま
こ
こ
に
ト
ン
キ

を
置
い
て
お
く
の
は
ま
ず
い
な
と
り
あ
え
ず
み
ん
な
の
所
に

ろ
うオ

ケ

ト
ン
キ

俺
達
を
乗
せ
て
く
れ
よ

 
キ
リ
ト
の
そ
の
頼
み
に

ト
ン
キ

は
体
を

く
し
て
答
え
た

乗

て
い
い

て
さ

意
思
の

通
が
ち

ん
と
出
来
て
る
み
た
い
だ
ね

だ
な

と
り
あ
え
ず
乗
せ
て
も
ら
お
う

 
何
故
ト
ン
キ

に
乗
せ
て
も
ら
う
の
か
と
い
う
と
ト
ン
キ

が
飛
行
禁
止
区

も
飛
べ
る
か

ら
で
あ
る

 
な
の
で
本

の
い
る
場
所
に

一
直
線
で
向
か
え
る
の
だ

お

ユ
キ
ノ
か
ら
連

が

 
そ
の
時
ユ
キ
ノ

由
で
レ
コ
ン
か
ら
の
メ

セ

ジ
が

き
ハ
チ
マ
ン
は
コ
ン
ソ

ル
を
開

い
たん

エ
ク
ス
キ

リ
バ

の
場
所
が
分
か

た
み
た
い
だ
な

マ

プ
が

付
し
て
あ
る

お
お

ど
こ
に
あ
る
ん
だ

て
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こ
こ
か
ら
近
い
な

ち

と
見
て
み
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
ト
ン
キ

に
方
向
を
指

し
ト
ン
キ

は
そ
ち
ら
に
向
け
て
ふ
わ
ふ
わ
と
飛
ん

で
い

た

あ
れ
か

プ
レ
イ
ヤ

が

山
い
る
な

ま
ず
い
な

ト
ン
キ

ち

と
こ
こ
で
岩
に

態
し
て
お
い
て
く
れ

 
俺
達
は
ち

と
あ
れ
を
見
て
く
る
か
ら
さ

 
キ
リ
ト
が
ト
ン
キ

に
そ
う
頼
み

ト
ン
キ

は
岩
に

態
し
て
そ
の
場
に
残

た

 
そ
し
て
七
人
が
空
に

か
ぶ
城
に
向
か

て
い
く
と

 
そ
の
場
に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
が

て
て
場
所
を
開
け
た

お
い

ヴ

ル
ハ
ラ
だ

今

来
た
の
か

情
報
が

い
な

て
事
は

神
の
取
り
合
い
が
こ
れ
か
ら
き
つ
く
な
る

て
事
か

ま
ず
い

み
ん
な

る
ぞ

 
一

プ
レ
イ
ヤ

達
は
そ
う
言

て
次
々
と

て
い
き
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こ
の
場
に
残
る
の
は

ヴ

ル
ハ
ラ
と
他
に

名
の
プ
レ
イ
ヤ

の
み
と
な

た

 
ど
う
や
ら
空
中
宮

の
真
下
に
は
行
け
な
い
ら
し
く

 
外

か
ら
三
十
メ

ト
ル
く
ら
い
の
部
分
は
飛
行
禁
止
区

に
な

て
い
る
よ
う
で

 
一
同
は
そ
の
外

ギ
リ
ギ
リ
の

り
の
空
中
で
静
止
し
た

馬

ど
も
が

 
セ
ラ
フ

ム
が
去

て
い

た
連
中
を
見
て

た
く
そ
う
言
い
放
つ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
向
き
直

た
セ
ラ
フ

ム
は

 
先
ほ
ど
ま
で
の
態
度
と
は
打

て
変
わ

て

え
る
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
す
が
り
つ
い
た

ハ
チ
マ
ン
様
見
て
下
さ
い

凄
く

麗
で
す
ね

お

お
う

そ
う
だ
な

 
そ
の

変

り
に
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
つ
つ
も

じ

と
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
見
た

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

あ
れ

確
か
に
前
に
見
た
エ
ク
ス
キ

リ
バ

だ
な

ぶ

ち

け
こ
こ
で
管
理
者

限
を
使

た
ら

多
分
こ
の
手
の
中
に
現
れ
る
よ
な

ど
う
か
な

さ
す
が
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
何
と
か
し
て
る
ん
じ

な
い
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ま
あ
そ
ん
な
無

な
事
を
す
る
気
は
な
い
け
ど
な

 
他
の
者
達
が
興
味

々
で
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を

め
て
い
る
最
中

 
三
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ

同
時
に

そ
う
な
顔
を
し
た

や
べ

須

の
馬

の
顔
も
一

に

か
ん
じ
ま

た

ち

と
気
持
ち
悪
い

最
悪
だ
な

 
そ
れ
で
用
事
も
済
み

一
同
は
こ
の
場
を
離
れ
る
事
と
な

た

 
上
が
ど
う
な

て
い
る
の
か
も
見
た
か

た
の
だ
が

 
ど
う
や
ら
最
下
層
部
分
よ
り
上
に
は
行
け
な
い
ら
し
い

待

て
ろ

必
ず
手
に
入
れ
て
み
せ
る
か
ら
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
キ
リ
ト
に
突

込
ん
だ

別
に
お
前
に
や
る
と
は
一
言
も
言

て
な
い
け
ど
な

え冗
談
だ
冗
談

も
し
手
に
入

た
ら
ち

ん
と
キ
リ
ト
に
や
る
か
ら
心
配
す
ん
な

て

で
も
そ
う
す
る
と

王

の
分
離
機
能
は
必
要
な
く
な

ち

う
わ
ね
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確
か
に
そ
う
だ
な
リ
ズ
に
新
し
い
武
器
を
作

て
も
ら

て
そ
れ
は
誰
か
に
引
き
継
が
せ

る
か

 
そ
う
す
れ
ば
分
離
・
合
体
に
回
し
て
る
分
の
エ
ン
チ

ン
ト
が
他
に
回
せ
る
し
な

確
か
に

う
ん

考
え
て
お
く
よ

 
キ
リ
ト
は
ち

と

し
そ
う
に

王

を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

さ
て

ト
ン
キ

の
所
に

る
か

他
に
も
何
か
情
報
が
来
て
る
か
も
だ
し
ね

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
ト
ン
キ

に
乗
り

再
び
本

の
居
場
所
に
向
け
て
飛
ぶ
事
と
な

た

 
そ
の
道
中
の
事
で
あ
る

お
い
ハ
チ
マ
ン

あ
れ

何
だ
あ
れ

分
大
き
な
巨
人
だ
な

り
の
プ
レ
イ
ヤ

と
共
闘
し
て
る
の
か

共
闘
と
い
う
よ
り
は

乗
し
て

神
族
を
倒
し
て
る
み
た
い
じ

な
い

 
下
で
巨
人
族
と
プ
レ
イ
ヤ

達
が
共
に

神
族
を
狩

て
い
る

が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る

 
巨
人
族
の
大
き
さ
は
何
故
か
ま
ち
ま
ち
で
あ
り

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
実
に
首
を

げ
た
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ん

あ
れ

七
つ
の
大
罪
じ

な
い
か

 
そ
の
時
キ
リ
ト
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

今
の
う
ち
み
た
い
に

巨
人
と
パ

テ

を
組
ん
で
る
ん
じ

な
い
か

か
も
し
れ
な
い
な

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
じ

な
く
七
つ
の
大
罪

独
な
の
か

確
か
に
ア
ル
冒
と
か
ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
達
は
い
な
い
み
た
い
だ
な

 
そ
ん
な
中
一
人
後
ろ
で
回
復
役
を
し
て
い
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
ハ
チ
マ
ン
の
目
が
偶
然
合

た 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
こ
ち
ら
を
二
度
見
し
た
後
狼

し
た
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
メ

セ

ジ
を

送

て
く
る

な

何
で

神
に
乗

て
る
の
よ

お
前
に
言
う
必
要
は
な
い

て
か
お
前
達
と
一

に
い
る
巨
人
他
よ
り
も
大
き
く
な
い
か

一

に
敵
を
倒
し
て
る
と
成
⻑
す
る
み
た
い
な
の

だ
か
ら
み
ん
な
喜
ん
で
る
わ

ほ
う

そ
れ
は
い
い
情
報
を
も
ら

た

ま
あ
頑
張
れ
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ヴ

ル
ハ
ラ
は

神
族
を
狩
ら
な
い
の

ま
だ
決
め
て
な
い

そ
う
な
ん
だ

 
上
空
の
様
子
に
気
付
い
た
の
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
だ
け
だ

た
よ
う
で

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
の
事
を
特
に
仲
間
達
に
報
告
せ
ず

こ
ち
ら
に
小
さ
く
手
を

た

 
そ
の
う
ち
そ
の

も
見
え
な
く
な
り

 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
か
ら

い
た
話
を
仲
間
達
に
伝
え
る
と
キ
リ
ト
が
興
奮
し
始
め

た
そ
れ
じ

あ
も
し
か
し
て

ト
ン
キ

も
育

て
る
ん
じ

な
い
の
か

か
も
し
れ
な
い
な

ト
ン
キ

そ
う
な
の
か

 
そ
の
問
い
か
け
に

ト
ン
キ

は
何
と
な
く

い
て
い
る
よ
う
な
仕

を
し
た

こ
れ
は
育
て
て
み
た
く
な
る
な

進
化
と
か
し
な
い
か
な

ふ
ふ

夢
が
広
が
る
ね

 
そ
の
時
い
き
な
り
ト
ン
キ

が
下
降
し
始
め
た
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ん

何
だ

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
や
ら
あ
そ
こ
は
飛
び
越
せ
な
い
み
た
い

 
見
る
と
前
に
山
脈
が
あ
り

さ
す
が
の
ト
ン
キ

も
そ
の
上
は
飛
び
越
せ
な
い
よ
う
だ

 
下
に
は

が
口
を
開
け
て
お
り

そ
の
中
を
通
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

か

他
の
プ
レ
イ
ヤ

と
か
ち
合
わ
な
け
れ
ば
い
い
け
ど
な

ハ
チ
マ
ン
様

も
し
か
ち
合

た
ら
ど
う
し
ま
す

そ
ん
な
の
殲
滅
す
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

で
す
よ
ね

 
セ
ラ
フ

ム
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と
先

に
立
ち

 
そ
の
ま
ま
一
同
は

ト
ン
キ

を
囲
む
よ
う
な
布

で

へ
と
侵
入
し
て
い

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
１
０
６
７
話
 
二
つ
の
選
択
肢

こ
こ

て
ど
の
く
ら
い
の
⻑
さ
が
あ
る
ん
だ

地
図
か
ら
考
え
る
と
大
体
二
キ
ロ
く
ら
い
だ
な

ま
あ

い
は
ず
だ

さ

さ
と
抜
け
ち

お
う
よ

い
所

て
苦
手
な
ん
だ
よ
ね

 
そ
の
リ
オ
ン
の
言
葉
は
別
に

所
恐
怖

と
か
そ
う
い
う
事
で
は
な
く

 

純
に
武
器
の
取
り
ま
わ
し
に
つ
い
て
の
言
葉
で
あ
る

 
シ
ノ
ン
も
同
様
に

き

ハ
チ
マ
ン
は
や
や
足
を

め
る
事
に
し
た

ト
ン
キ

も

い
所
は

か

Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
呼
び
か
け
に

ト
ン
キ

が
あ
ま
り
元
気
が
な
い
よ
う
に
そ
う
答
え
る

も
し
ト
ン
キ

も
大
き
く
な
る
ん
だ
と
す
る
と
こ
こ
の
天

の
高
さ
じ

じ
き
に
通
れ
な
く

な
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う

静
に
感
想
を
述
べ

ア
ス
ナ
も
そ
れ
に

い
た

結

ギ
リ
ギ
リ
だ
も
ん
ね

あ

て
事
は
こ
こ
を
通
れ
な
い
巨
人
も
多
そ
う
じ

な
い
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か
も
し
れ
な
い
ね

 
リ

フ

が
そ
れ
に
同
意
し
て

い
た
時

先

を
歩
く
セ
ラ
フ

ム
が
足
を
止
め
た

マ

ク
ス

敵
か

い
え

前
方
に
何
か

あ

神
族
と
巨
人
族
が
争

て
ま
す

勢
は
ど
う
な
ん
だ

に
見
え
ま
す
ね

プ
レ
イ
ヤ

も
い
ま
せ
ん
し

も
し
か
し
た
ら

プ
レ
イ
ヤ

と
つ
る
ん
で
る
巨
人
は
も
う
デ
カ
い
の
ば

か
り
に
な

ち

ま

て

 
こ
こ
は
通
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

か
も
し
れ
ま
せ
ん

ハ
チ
マ
ン

こ
こ
な
ら
射
線
が
と
れ
る
わ

 
そ
の
時
シ
ノ
ン
が
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し

愛

シ

ウ

ド
を

え
た

い
い
だ
ろ
う

く
れ
ぐ
れ
も
ト
ン
キ

の
仲
間
に
は
当
て
る
な
よ

誰
に
向
か

て
言

て
る
の
よ
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シ
ノ
ン
は

に
矢
を
つ
が
え
て

え
を
取
る
と

あ

さ
り
と
敵
に
向
か

て
矢
を
射
た

 
そ
の
矢
は
見
事
に

神
族
を
避
け

巨
人
族
に
命
中
す
る

ふ
ふ
ん

は
い
は
い
凄
い
凄
い

私

て
ば

も
う
あ
ん
た
を
超
え
た
ん
じ

な
い

ね

悔
し
い

悔
し
い
わ
よ
ね

は
い
は
い
悔
し
い
悔
し
い

む
 
シ
ノ
ン
の
煽
り
に
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

当
な
返
事
を
返
し

戦
闘
の

移
を
見
守

た

あ

逃
げ
た

マ
ジ
か

 
見
る
と
巨
人
族
は
今
の
攻
撃
で
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
の
か

て
て
逃
げ
出
し
て
い
く

 
そ
の
後
を

神
が
追
い

一
同
は

て
て
そ
の
後
を
追

た

敵
が
逃
げ
る
事
も
あ
る
ん
だ
な

み
た
い
だ
ね

何
か
他
に
要
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な
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そ
の
ま
ま

出
口
ま
で
走
り
き

た
一
同
は
目
の
前
に
広
が
る
激
し
い
戦
闘
の
様
子
に

然
と
し
た

う
わ

マ
ジ
か

何
こ
の
人

あ
あ

こ
こ

て

神
の

き
が
一
番
多
い

て

ン
じ

な
か

た

け

見
た
感
じ

巨
人
勢
力
が

神
の
領

に
攻
め
込
ん
だ

て
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
ね

お
い

あ
れ

 
遠
く
か
ら
一
体
の
巨
人
が
こ
ち
ら
に
向
け
て
走

て
き
た

 
そ
の
後
ろ
に
は
プ
レ
イ
ヤ

の

も
多

見
え
る

ま
ず
い

ト
ン
キ

上
空
で
待

て
て
く
れ

無

な
戦
闘
は
し
た
く
な
い
し
ね

ト
ン
キ

さ
え
逃
が
せ
ば
敵
も
足
を
止
め
る
は
ず

 
そ
う
思

て
い
た
一
同
の
予
想
は
完
全
に
外
れ
た

 
そ
の
巨
人
は
足
を
止
め
ず

こ
ち
ら
に

然
と
向
か

て
き
た
の
だ

う
お

何
で
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も
し
か
し
て

ト
ン
キ

と
パ

テ

を
組
ん
で
る
せ
い

そ
れ

い
な

く
そ

面
倒
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

の
前
で

的
に
巨
人
を
狩
る
気
は
な
か

た
の
だ
が

 
こ
う
な

て
は
も
う
仕
方
が
な
い

プ
レ
イ
ヤ

ご
と
や
る
ぞ

お
お

 
七
人
は
そ
の
ま
ま
武
器
を

え

そ
こ
に
巨
人
が
突

込
ん
で
き
た
が

 
さ
す
が
に
そ
の
後
ろ
を
走

て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
は
足
を
止
め
た

う
お

ヴ

ル
ハ
ラ
だ

何
で
巨
人
と
戦

て
る
ん
だ
よ

も
し
か
し
て

神
側
に
つ
い
た
の
か

何
て
馬

な
事
を

馬

は
ど

ち
だ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
が
プ
レ
イ
ヤ

の
前
に
立
ち
は
だ
か
る

 
後
ろ
で
は
他
の
者
達
が
巨
人
と
戦
い
を

り
広
げ
て
い
た
が
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に
巨
人
は

の
息
で
あ
り

や
が
て
光
の

子
と
な

て
消
え
た

次
は
お
前
達
の
番
だ
な

く
そ

退

退
だ

二
つ
名
持
ち
が
多
す
ぎ
な
ん
だ
よ

ち

後
で

え
面
か
く
な
よ

 
そ
う

て
ゼ
リ
フ
を

い
て

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
逃
げ
出
し
て
い

た

 
今
は
一
刻
も

く
本

と
合
流
し
た
い

ハ
チ
マ
ン
も
特
に
追
う
事
は
な
い

よ
し

今
の
う
ち
に
俺
達
も
離
脱
だ

 

に
飛
行
禁
止
区

は
抜
け
て
お
り

一
同
は

へ
と
舞
い
上
が
り

 
ト
ン
キ

と
共
に
本

が
待
機
し
て
い
る
高
台
へ
と
移
動
を
再
開
し
た

こ
れ
か
ら
遭
遇
す
る
巨
人
族
は

全
部
こ

ち
を
狙

て
く
る
の
か

か
も
し
れ
な
い
な

で
も
そ
れ
が
普
通
だ
ろ

え
 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
キ
リ
ト
は
ハ

と
し
た

た

確
か
に
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ま
あ
と
り
あ
え
ず

も
う

神
族
の
味
方

て
事
に
な

ち
ま

た
ん
だ

 
こ
こ
か
ら
何
が
敵
で
何
が
味
方
か
慎
重
に
判
断
し
て
い
か
な
い
と
な

だ
な

 
そ
し
て
現
地
に

た
一
同
は

ユ
キ
ノ
に
何
が
あ

た
の
か
を
説
明
し
た

へ

そ
ん
な
感
じ
に
な

て
る
の
ね

ク
エ
ス
ト
リ
ス
ト
は
確
認
し
て
み
た
の

あ
 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
意
表
を
突
か
れ

て
て
コ
ン
ソ

ル
か
ら
ク
エ
ス
ト
を
確
認
し
た

 
そ
こ
に
は
新
た
な
一
文
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り

こ
う
書
い
て
あ

た

敵
性
個
体
を
討
伐
せ
よ

２
０
０
０
０

確
か
に
更
新
さ
れ
て
や
が
る

そ
こ
に
は
何
と

敵
性
個
体
を
討
伐
せ
よ
だ
と
さ

も
同
じ
二
万
で
討
伐
済
み
も
六
体
に
な

て
る
み
た

い
だや

ぱ
り
そ
う
な
の
ね

実
は
私
達
の
方
も

 
ユ
キ
ノ
が
言
う
に
は

ハ
チ
マ
ン
達
が
ト
ン
キ

と
遭
遇
し
た

に
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い
き
な
り
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

全
員
に
同
じ
ク
エ
ス
ト
が
表

さ
れ
た
ら
し
い

ギ
ル
ド
で
共
通
な
の
か

そ
う
み
た
い
ね

ま
あ
リ

ダ

の
選
択
が
反
映
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

し
か
し
敵
性
個
体

巨
人
族
じ

な
い
の
か

そ
う
い
う
事
み
た
い
ね

巨
人
族

神
族

 
そ
れ
以
外
の
モ
ブ
で
討
伐

が

え
る
の
か
ど
う
か

調
べ
な
い
と
い
け
な
い
わ

だ
な
ア
ル
ゴ
も
こ
の
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
中
に
は
絶
対
に
終
わ
ら
な
い

て
言

て
た

か
ら

 
ま
あ
ゆ

く
り
確
実
に
課
題
を
こ
な
し
て
い
く
と
し
よ
う

 
丁
度
そ
の
時
レ
コ
ン
か
ら
ユ
キ
ノ
に
メ

セ

ジ
が

い
た

ユ
キ
ノ
さ
ん
こ

ち
で
受
け
た
ク
エ
ス
ト
が
勝
手
に
破

さ
れ
て
て
内
容
が
変
わ

て
る

ん
で
す
が

 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
は

レ
コ
ン
が

に
別
の
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
い
た
事
を
思
い
出
し
た

な
る
ほ
ど

こ

ち
が
優
先
さ
れ
る
ん
だ
な

し
か
も
あ

ち
の
ク
エ
ス
ト
は

ギ
ル
ド
間
で
共

さ
れ
な
い
み
た
い
ね
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こ

ち
の
リ
ス
ト
に

神
討
伐
ク
エ
ス
ト
は
表

さ
れ
な
か

た
も
の

て
事
は
こ

ち
が
当
た
り
か

そ
の
可
能
性
が
高
い
と
思
う
わ

と
り
あ
え
ず
レ
コ
ン
に
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
ど
ん
な
反
応
に
な

て
い
る
か
見
て

も
ら
お
う

 
レ
コ
ン
は
そ
の
指

に

て

速
動
き

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し
か
け
て
み
た
と
こ
ろ

 
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

チ

と

打
ち
す
る
だ
け
で
全
く
反
応
し
な
く
な

た
事
が
確
認
さ
れ

た 
そ
の
後

街
で
情
報
収
集
を
し
て
い
た
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
の
討
伐

が

 
こ
ち
ら
と
連
動
し
て
ち

ん
と

え
て
い
る
の
か
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
に

退
指

を
出
し
た

 
丁
度
そ
の

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
七
人
が

ヴ

ル
ハ
ラ
に
合
流
し
て
き
た

ハ
チ
マ
ン

い
た

何
で
も
今
回
の
ク
エ
ス
ト
は

 
そ
こ
ま
で
言
い
か
け
た
ラ
ン
は

ト
ン
キ

と
目
が
合

た

 
お

い
パ
チ
ク
リ
と
ま
ば
た
き
を
し

次
の

間
に
ト
ン
キ

が
い
き
な
り
ラ
ン
に
襲
い
か
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か

た
き

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ

えど
う
い
う
事
だ

 
キ
リ
ト
は
必
死
に
ト
ン
キ

を

め
ト
ン
キ

は

々
と
い

た
感
じ
で
一

攻
撃
を
や
め

た 
だ
が
キ
リ
ト
が
前
か
ら
い
な
く
な

た
ら
直
ぐ
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
攻
撃
を
仕

け

る
だ
ろ
う

 
そ
れ
く
ら
い
ト
ン
キ

は
エ
キ
サ
イ
ト
し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
事

そ
れ
は
こ

ち
が

き
た
い
わ

 

て
い
う
か
お
前
達

も
し
か
し
て
街
で

神
討
伐
の
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
な
い
か

あ

う
ん
兄
貴

つ
い
さ

き
受
け
て
き
た
と
こ
ろ
だ

そ
の
せ
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
は
そ
の
ま
ま
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
遠
く
に
引

張

て
い
き
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情
報
の

り
合
わ
せ
を
行
う
事
に
し
た

お
い
お
前
達

コ
ン
ソ

ル
を
可

化
し
て
お

い
の
ク
エ
ス
ト
の
内
容
を
確
認
し
よ
う

え

も
し
か
し
て
別
に
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
の

そ
う
い
う
事
だ
な

ま
あ
こ

ち
の
は
自
然
発
生
的
な
奴
だ
け
ど
な

ど
こ
か
で
受
け
た

で
は
な
い
の

そ
う
い
う
事
だ

と
り
あ
え
ず
内
容
を
見
せ

こ
し
よ
う

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
ラ
ン
が
見
せ
て
き
た
ク
エ
ス
ト
内
容
を

き
込
み

 
レ
コ
ン
が
言

て
い
た
の
と
同
じ
事
を
確
認
す
る
と
自
分
の
ク
エ
ス
ト
内
容
を
七
人
に
見
せ

た
え

何
こ
れ

敵
性
個
体

神
族
で
も
巨
人
族
で
も
な
く

も
し
か
し
て

俺
達
や

ち
ま

た
系

分
か
ら
な
い
が

と
り
あ
え
ず
う
ち
は
こ
の
方
針
で
進
め
る
事
に
し
た

 
七
人
は
無
言
で

き
合
う
と

そ
の
ク
エ
ス
ト
を
い
き
な
り
破

し
た
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こ
ん
な
の
は

い

と

危
な
い
危
な
い

騙
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ

た
わ

だ
か
ら
も
う
少
し
慎
重
に

討
し
ま
し

う

て
言

た
の
に

何
言

て
る
ん
だ
よ

い
き
な
り
受
け
ち
ま

た
の
は
ラ
ン
だ
ろ

で

兄
貴

ど
う
す
れ
ば
そ
の
ク
エ
ス
ト
を
受
け
ら
れ
る
の

正
確
な

件
は
分
か
ら
な
い
が

俺
達
の
場
合
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
当
時
の

況
を
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

ど
う
す
る
べ
き
か
な

し
に
近
く
で
戦

て
る
プ
レ
イ
ヤ

ご
と
巨
人
を
ぶ

倒
し
て
み
る
か

そ
れ
は
や
め
た
方
が
い
い
わ
ね

 
そ
の
意
見
は
ユ
キ
ノ
が
止
め
た

そ
れ
で
私
達
が

神
族
に
味
方
し
て
い
る
事
が
分
か
る
と

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
に
も
本
当
に
今
の

態
で
い
い
の
か
怪
し
ま
れ
る
事
に
な

て
し
ま
う

わ
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な
の
で
な
る
べ
く
バ
レ
な
い
よ
う
に

こ
れ
か
ら
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
に
向
か

て

 

神
族
と
巨
人
族
が
争

て
い
る
場
所
が
無
い
か
探
し
ま
し

う

 
そ
の

り
な
ら
他
の
プ
レ
イ
ヤ

も
ほ
ぼ
い
な
い
で
し

う
し
ね

 
そ
こ
で
ま
あ

も
し
誰
か
い
る
よ
う
な
ら
そ
の
ギ
ル
ド
ご
と
殲
滅
し
て
も
良
い
の
だ
け
れ
ど

 
と
り
あ
え
ず
巨
人
族
と
戦

て
み
て

ク
エ
ス
ト
を
受
け
ら
れ
る
か

し
て
み
れ
ば
い
い
わ

な
る
ほ
ど

確
か
に
多
く
の
ギ
ル
ド
に

道

正
さ
れ
る
の
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
だ
な

そ
う
い
う
事
よ

 
二
人
は
ニ
ヤ
リ
と
し

そ
れ
で
方
針
は
決
ま

た

も
し

目
な
ら
色
々

し
て
み
る
し
か
な
い
わ
ね

そ
う
い
う
事
だ
な

ま
あ
お
前
達
な
ら
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
に
行

て
も
平
気
だ
ろ

 
結
界
コ
テ

ジ
も
ち

ん
と
持

て
る
よ
な

う
ん

大
丈
夫

こ
れ

フ

ル
ド
で
落
ち
る
時
は
本
当
に

利
だ
よ
ね

そ
れ
じ

あ
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
と
合
流
し
た
ら
と
り
あ
え
ず
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
地
を
目
指

す
ぞ
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そ
れ
か
ら
休

も

ね
て
交
代
で
落
ち
た
後

三
十
分
後
に
二
人
が
合
流
し

 
ヴ

ル
ハ
ラ
と
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
連
合
軍
は
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
地
へ
と
侵
攻
を
開

始
し
た
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第
１
０
６
８
話
 
初
め
て
の
狩
り
場

初
め
て
の
敵

 
ヴ

ル
ハ
ラ
と
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

 
せ

か
く
だ
か
ら
今
ま
で
行

た
事
が
無
い
方
に
行

て
み
よ
う
と
相
談
し

 
地
図
の

め
を

ね
て

未

破
地

へ
と
進
軍
し
て
い

た

ふ
ふ

こ
う
い
う
の

冒
険
し
て
る
み
た
い
で
い
い
ね

ハ
チ
マ
ン
が

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
言

て
た
事

今
な
ら
凄
く
よ
く
分
か
る
な

ん

俺

お
前
に
何
か
言

た
か

 
そ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
首
を

げ
た

こ
の
世
界
は

お
前
が
考
え
て
い
る
よ
り
も

ず

と
ず

と
広
い
ん
だ
よ

 
お
前
が
見
た
の
は
世
界
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
に
し
か
過
ぎ
な
い

だ
か
ら
こ
そ
の
冒
険
だ

 
そ
れ
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
未
知
の
世
界
を
冒
険
す
る
事
と

ま

た
く
変
わ
ら
な
い

 
お
前
の
知
ら
な
い
物
も

山
あ
る

ピ
ト
俺
達
と
一

に
こ
の
広
い
世
界
を
一

に
冒
険

し
よ
う

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
そ
の
⻑
い
セ
リ
フ
を
一
言
一

違
わ
ず
に
一
気
に
ま
く
し
た
て
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そ
れ
を

い
て
い
た
他
の
者
達
か
ら
大
き
な

手
が

こ

た

お
お

ハ
チ
マ
ン

い
い
事
言
う
な

さ

す
が
リ

ダ

ハ
チ
マ
ン
様

完

で
す

そ

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

れ
た
表
情
で

り

り
と

を
か
い
た

し
か
し
お
前

よ
く
そ
ん
な
⻑
い
セ
リ
フ
を
覚
え
て
る
よ
な

ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
は
全
部
覚
え
て
る
よ

マ
ジ
か

凄
い
な
お
前

う
ん

え
ば
私
の
胸
を
じ
か
に
見
て

や

ぱ
り

は
最
高
だ
な

て
言

て
た

事
と
か

お
い
こ
ら

せ

か
く
い
い
話
だ

た
の
に
こ
ん
な
時
に

す
ん
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
の

に
拳
骨
を
落
と
そ
う
と
し

中
で
や
め
た

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
を
喜
ば
せ
る
だ
け
だ
と
思

た
か
ら
だ
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ち

と

何
で
い
い
と
こ
ろ
で
や
め

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
抗
議
し
よ
う
と
し
た

間
に

 
ハ
チ
マ
ン
が
い
き
な
り
進
軍
を
止
め
た

待
て

ス
ト

プ
だ

あ
そ
こ
を
見
て
み
ろ

あ

神
族
と
戦
闘
し
て
る
ね

全
部
で
十
二
人
か

て
い
う
か
あ
れ

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

と
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
じ

な
い

 
よ
く
見
る
と

そ
れ
は
確
か
に
ス
プ
リ
ン
ガ

や
ラ
キ
ア

そ
れ
に
ヒ
ル
ダ
達
で
あ

た

こ
れ
は
ラ

キ

だ

た
な

事
情
を
話
し
て
実
験
に
協
力
し
て
も
ら
お
う

だ
な

あ
の
連
中
な
ら

め
る
事
も
な
い
だ
ろ
う
し

 
そ
し
て
丁
度
戦
闘
が
終
わ

た
の
を
見
計
ら

て

 
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
は
ス
プ
リ
ン
ガ

達
の
後
ろ
に
降
り
立

た

う
お

何
だ

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

そ
れ
に
皆
さ
ん
も

 
そ
の
時
ラ
キ
ア
が
問
答
無
用
で
ハ
チ
マ
ン
に
突
撃
し
て
き
た
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う
わ

 
ラ
キ
ア
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
お
ぶ
さ
り

そ
の

を

で
始
め
た

 
そ
ん
な
ラ
キ
ア
の
行
動
に
も
う
慣
れ
て
し
ま

て
い
る
ハ
チ
マ
ン
は

 
そ
の
ま
ま
の
格
好
で
ス
プ
リ
ン
ガ

に
近
付
き

事
情
を
話
し
た

え

マ
ジ
で

は
い

な
の
で
ち

と
協
力
し
て

け
な
い
か
と

わ

分
か

た

そ
う
い
う
事
な
ら
レ
イ
ド
を
組
ん
で
や

て
み
よ
う

 
こ
う
し
て
急

レ
イ
ド
が
組
ま
れ

 
念
の

に
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

と
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
に
は
後
方
に
下
が

て
も
ら
い

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が

独
で
巨
人
討
伐
を
開
始
し
た

そ
の
一
匹
目
の
事
で
あ
る

う
わ

マ
ジ
だ

ハ
チ
マ
ン
君

ク
エ
ス
ト
が
書
き
変
わ

た
よ

お
お

そ
う
で
す
か

ち

と
逆
も

し
て
み
て
も
い
い
か
な

下
の
ク
エ
ス
ト
が
表

さ
れ
る
か

 
あ
る
い
は
別
の
新
し
い
ク
エ
ス
ト
が
出
て
く
る
の
か
今
の
う
ち
に

証
し
て
お
き
た
い
ん
だ

あ
確
か
に
そ
の
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
討
伐

が

え
る
と
ち

と

ち

い
ま
す
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か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に

き

今
度
は
ヴ

ル
ハ
ラ
が
後
ろ
に
下
が
り

 
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

と
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
が

神
を
一
匹
討
伐
し
た

 
だ
が
ク
エ
ス
ト
内
容
に
変
化
は
無
く
た
だ
討
伐

が
一
匹

ら
さ
れ
る
事
に
な

た
だ
け
で

あ

た
こ
れ
は
確
定
か
な

で
す
ね

や

ぱ
り
こ

ち
が
本
線
な
ん
で
し

う

て
事
は
ほ
と
ん
ど
の
連
中
が

フ

イ
ク
ク
エ
ス
ト
に
邁
進
し
て
る

か

い
や

ま
だ
フ

イ
ク
と
確
定
し
て
は
い
な
い
と
思
い
ま
す

 
あ

ち
は
あ

ち
で
続
き
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
ね

て
事
は
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
大
き
な
戦
闘
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

で
す
ね

と
こ
ろ
で
七
つ
の
大
罪
の
連
中
と
は
一

に
行
動
し
て
な
い
ん
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
先
ほ
ど
七
つ
の
大
罪
を
見
か
け
た
時
に

い
た
疑
問
を
ス
プ
リ
ン
ガ

に
ぶ

つ
け
た

い
や
ね

ど
う
や
ら
奴
さ
ん
達

い
い
武
器
と
防

が
手
に
入

た
ら
し
く
て
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独
で
ど
こ
ま
で
出
来
る
か

し
て
み
た
い

て
言
う
か
ら
さ

 
そ
れ
な
ら
し
ば
ら
く
は
別
行
動
に
し
て
み
よ
う

て
こ

ち
か
ら
提
案
し
た
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど
で
も
こ
う
い

た
イ
ベ
ン
ト
の

に
連
合
し
た
の
に
そ
れ
じ

あ
本
末
転
倒
で

す
ねな

に

前
回
の
ト
ラ
フ

ク
ス
の
イ
ベ
ン
ト
で
十
分
役

は
果
た
せ
た
よ

 
今
回
は
こ
う
い
う
事
に
な

た
し

結
果
オ

ラ
イ

て
奴
さ

だ
ろ

あ
は
は
は
は

今
回
は
確
か
に
そ
う
で
す
ね

 
二
人
は
悪
い
顔
を
し
つ
つ

そ
う

き
合

た

さ
て

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

今
回
は
も

と
奥
に
行

て
み
よ
う
と
思

て
ま
す

冒
険
で
す
ね

お
お

い
い
ね

冒
険

 
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
で
ラ
キ
ア
も
嬉
し
そ
う
に
両
手
を
上
げ

 
フ

ブ
ニ
ル
と
ヒ
ル
ダ
も
も
ち
ろ
ん
反
対
し
な
か

た

 
四
つ
の
ギ
ル
ド
の
連
合
軍
は

そ
の
ま
ま
更
な
る
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
地
へ
と
向
か
う
事
と

な

た
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こ
こ
が
飛
行
禁
止
区

の
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
み
た
い
で
す
ね

ど
う
し
ま
す

こ
の
後

徒
歩
で
更
に
奥
を
目
指
そ
う
か

そ
の
方
が
い
い
で
す
ね

他
の
プ
レ
イ
ヤ

も
来
な
い
で
し

う
し

い
や

こ
う
い
う
の

わ
く
わ
く
し
ま
す
よ
ね

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

 
そ
こ
で
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
再
び
先
ほ
ど
の
セ
リ
フ
を
自
分
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
の
名
前
を
抜
い
て
披

露
し

 
再
び

手

が

き
た

あ

あ
ん
ま
り
持
ち
上
げ
る
な

て

そ
れ
じ

あ
張
り
切

て

冒
険
の
旅
に
出
発
進
行

む
ふ

 
そ
の
ま
ま
連
合
軍
は

ま
だ
見
ぬ
土
地
へ
向
か

て
進
ん
で
い

た

 
道
中
に
色
々
な
種

の
モ
ブ
が

場
し
て
き
た
が

 
今
の
と
こ
ろ

そ
の
全
て
が
討
伐

に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い

 
ラ
キ
ア
は

中
か
ら
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
で
は
な
く
ト
ン
キ

の
背
中
に
乗

て
喜
ん
で
い
た

 
ど
う
や
ら
ト
ン
キ

の
キ
モ
か
わ
い
さ
が
お
気
に
入
り
に
な

た
よ
う
だ
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そ
れ
か
ら
三
十
分
ほ
ど
歩
い
た

い
き
な
り
目
の
前
が
開
け
た

お
原

見
て

空
に
オ

ロ
ラ
が
か
か

て
る

 
一
見
す
る
と
幻
想
的
な
光
景
が
目
の
前
に
広
が

て
い
た

 
更
に
よ
く
見
る
と

奥
の
方
に
見
た
事
の
な
い
敵
が
大

に

歩
し
て
い
る

何
だ
あ
れ

天
使

そ
れ
に
悪
魔

魔

い
の
も
い
る
な

巨
人
族
も

神
族
も
い
な
い
よ
う
だ
が

ど
う
す
る

一

引
き
返
し
て
別
の
道
も
調
査
し
て
み
る

う

ん

 
ハ
チ
マ
ン
は

組
み
し

考
え
に

り
始
め
た

 
す
ぐ
に
答
え
が
出
た
ら
し
く

ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
何
人
か
の
名
前
を
呼
ん
だ

ア
ス
ナ

ち

と
別
働

を
指

し
て
一
つ
手
前
の
分
岐
を
調
査
し
て
き
て
く
れ
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連
れ
て
い
く
メ
ン
バ

は

ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

イ
ロ
ハ

サ
ト
ラ
イ
ザ

 
後
は
近
接
ア
タ

カ

で
フ
カ

そ
れ
に
リ

フ

後
は
一
応
ナ
タ
ク

り
か

バ
ラ
ン
ス
が
い
い
ね

オ

ケ

パ

テ

を
編
成
し
て
ち

と
見
て
く
る
ね

悪
い
な

頼
む
わ

他
の
メ
ン
バ

は
こ
こ
で
ち

と
狩
り
を
し
て
み
よ
う

 
ト
ン
キ

も
反
応
し
て
る
み
た
い
だ
し
な

 
そ
の
言
葉
で
一
同
は
ト
ン
キ

の
方
を
見
た

 
ト
ン
キ

は
好
戦
的
な
表
情
で

今
に
も
奥
の
敵
に
向
か

て
突
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る

 
こ
こ
ま
で
の
ど
の
モ
ブ
相
手
で
も
そ
ん
な
態
度
は
見
せ
な
か

た

 
お
そ
ら
く
こ
こ
の
敵
は
討
伐
対
象
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
や

て
み
る
か

オ

ケ

オ

ケ

み
ん
な
初
見
の
敵
ば
か
り
な
ん
だ
出
来
る
だ
け
情
報
を
集
め
て
い

こ
う

 
キ
リ
ト
の
そ
の
言
葉
に
ク
リ
シ

ナ
と
リ
オ
ン
が

い
た

 
そ
う
い

た
情
報
を

め
る
に
は
こ
の
二
人
が

任
だ

よ
し

コ
マ
チ

俺
と
一

に
釣
り
に
行
こ
う
か
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う
ん

お
兄
ち

ん

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
凄
い
ス
ピ

ド
で
駆
け
出
し
て
い
き

 
戦
闘

況
を
見
つ
つ

番
に
違
う
種

の
敵
を
釣

て
き
た

最
初
は
天
使
タ
イ
プ
だ
よ

ア

ク
エ
ン
ジ

ル

堕
天

だ

て

 
コ
マ
チ
が
そ
の
情
報
を
ク
リ
シ

ナ
に
伝
え

ク
リ
シ

ナ
が
メ
モ
機
能
を
使
い

 
敵
が
使
う
技
の
情
報
を
リ
オ
ン
が
的
確
に
ク
リ
シ

ナ
に
伝
え
て
い
く

 
そ
し
て
一
体
目
の
討
伐
を
終
え
た
時
点
で
討
伐
カ
ウ
ン
ト
が
上
が
り

 
そ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間

ハ
チ
マ
ン
と
コ
マ
チ
が
交
代
で
様
々
な
敵
を
釣

て
き
た

ク
リ
シ

ナ

こ
い
つ
は
レ

サ

デ

モ
ン
だ

お
次
は
ア

ク
デ

モ
ン

ち

と
強
い
か
も

オ
ル
ト
ロ
ス
だ

フ

ン
タ
ジ

の
定
番
だ
な

 
こ
こ
ま
で
の

向
だ
と

敵
は
お
そ
ら
く
悪
魔
タ
イ
プ
の
敵
ば
か
り
の
よ
う
だ

 
天
使
に
見
え
る
敵
で
す
ら

外
な
く

堕
天

と
表
記
さ
れ
て
お
り

 
そ
の
見
た
目
に
反
し
て
聖
な
る
存
在
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る

 
そ
の

り
で
ア
ス
ナ
が
こ
ち
ら
に

て
き
た
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ど
う
や
ら
向
こ
う
は
広
場
で
は
あ
る
が
行
き
止
ま
り
に
な

て
い
た
ら
し
く

 
ナ
タ
ク
が

し
に

て
み
た
と
こ
ろ

ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
が
一
つ
と

 
他
に
も
結

な
レ
ア
素
材
が

れ
た
ら
し
い

お
お

そ
れ
は
い
い
な

こ

ち
は
ち

う
と
一
巡
し
た
と
こ
ろ
だ
わ

 
さ
す
が
に
一
匹
倒
す
の
に
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か

ち
ま
う
が

そ
れ
で
も
そ
の
分

験

は
か
な
り
で
か
い

大
体
の
敵
は
こ
れ
で
釣

た
は
ず
だ
よ
ね

リ
オ
ン

カ
ウ
ン
ト

は
ど
う
な

て
る

倒
し
た
分
だ
け
ち

ん
と
上
が

て
る
よ

今
十
五
匹

先
は
⻑
い
よ
な

あ
は
は

だ
ね

 
ア
ス
ナ
達
の
方
の
カ
ウ
ン
ト

も
ち

ん
と

え
て
い
た
ら
し
く

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
狩
り
が
行
わ
れ

 
討
伐

が
丁
度

体
に
な

た
と
こ
ろ
で
今
日
は
解
散
と
い
う
事
に
な

た

ト
ン
キ

こ
こ
で

態
し
て

れ
て
て
く
れ
よ
な

 
ト
ン
キ

は
敵
か
ら
見
え
な
い
場
所
に
誘

さ
れ

そ
こ
で
岩
に

態
す
る
事
と
な

た
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一
応
そ
の
手
前
に
結
界
コ
テ

ジ
も
い
く
つ
か
設
置
さ
れ

そ
こ
が
キ

ン
プ
と
さ
れ
た

さ
て

明
日
の
集
合
時
間
は
午
前
の
部
が
朝
九
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

 
午
後
の
部
が
午
後
三
時
か
ら
七
時
ま
で

夜
の
部
は
午
後
八
時
か
ら
十
一
時
ま
で
に
す
る
か

 
も
ち
ろ
ん

中
で
落
ち
て
く
れ
て
も
い
い
し
用
事
が
あ
る
奴
は
無
理
し
な
い
で
い
い
か
ら
な

俺
達
は
ど
う
す
る

の
家
で
し
ば
ら
く
生
活
す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
の
手
が
あ

た
か

そ
れ
で
い
こ
う

 
こ
れ
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
以
外
の
会
話
で
あ
る

 
五
人
は
落
ち
る
事
が
無
い

そ
う
い
う
事
に
し
た
よ
う
だ

 
そ
し
て
メ
ン
バ

達
は

結
界
コ
テ

ジ
内
か
ら

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た
の
だ

た
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第
１
０
６
９
話
 
不
穏
な
滑
り
出
し

 
次
の
日
ハ
チ
マ
ン
は

ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

を
混

た
上
で

当
に
四
つ
に
分
け

 
そ
れ
と
は
別
に
初
日
に
来
れ
な
か

た
メ
ン
バ

を
現
地
ま
で
案
内
す
る
チ

ム
も
編
成
し

た
よ
し

そ
れ
じ

あ
狩
り
を
始
め
よ
う

 
一
定

囲
ま
で
近
付
く
と
敵
が
勝
手
に
反
応
し
て
く
れ
る

釣
り
は
コ
マ
チ
一
人
に
任
せ
る

事
に
し

 
コ
マ
チ
が
敵
を
四
体
ず
つ
釣

て
き
て

 
そ
れ
を

パ

テ

の
メ
ン
バ

が

に

て
い
く
方
式
が
と
ら
れ
た

 
戦
闘
力
を
ほ
ぼ

に

り
分
け
て
い
る

四
体
が
ほ
ぼ
同
時
に
倒
れ
る
事
と
な
る
の
だ
が

 
そ
れ
に
か
か
る
時
間
は
一
体

り

大
体
三
分
く
ら
い
で
あ
る

 
な
の
で

純
計
算
で
一
時
間
に
八
十
体
の
敵
を

れ
る
計
算
に
な
る

 
実

は
そ
れ
よ
り
も
多
少
時
間
を
ロ
ス
す
る

実

で
七
十
体
く
ら
い
に
な
る
の
だ
が

 
そ
れ
を
一
日
十
三
時
間

こ
れ
も
食
事
休

や
ト
イ
レ
休

が
あ
る
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実

は
十
一
時
間
に
な
る
の
が

そ
れ
を

ま
え
て
こ
の
日
の
連
合
軍
は

 
実
に
八

匹
近
い
カ
ウ
ン
ト
を

ぐ
事
が
出
来
た

々
慣
れ
て
き
た
よ
な

敵
の

点
も
分
か

て
き
た
し
ね

こ
の
ペ

ス
で
い
け
れ
ば
ま
あ

二
週
間
く
ら
い
で
目
標
を
達
成
出
来
そ
う
だ
な

を
追
求
す
れ
ば

も
う
少
し

ば
せ
そ
う
だ
け
ど
ね

今
が
年
末
年
始
で
良
か

た
よ

最
初
は
ど
う
な
る
事
か
と
思

た
け
ど

 
二
万
と
い
う

は
こ
の
ペ

ス
だ
と
か
な
り

当
な

な
の
か
も
し
れ
な
い

 
も

と
も
あ
く
ま
で
こ
の
ペ

ス
な
ら

で
あ
る

 
他
の
ギ
ル
ド
は
取
り
合
い
を
し
て
い
る

そ
の
ペ

ス
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
十
分
の
一
く
ら
い

ま
で
落
ち
る

 
な
の
で
こ
の
ま
ま
行
け
ば

ラ
イ
バ
ル
達
が
目
標

に
達
成
す
る
よ
り

く

 
確
実
に
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
が
目
標
を
達
成
す
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

 
だ
が
そ
の
見
通
し
が

か

た
事
を

一
同
は
後
に
思
い
知
ら
さ
れ
る
事
と
な
る
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さ
て

明
日
は
ち

と
用
事
が
あ
る
か
ら
午
後
の
部
と
夜
の
部
は
俺
は
休
み
だ

何
か
用
事
で
も
あ
る
の

お
う

実
は
明
日

フ
ラ
ン
シ

シ

の
ラ
イ
ブ
が
あ

て
な

 
主

者

で
ソ
レ
イ
ユ
の
代
表
と
し
て

見
に
行
く
事
に
な

て
る
ん
だ
よ

あ

そ
れ

て
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
時
の

 
ヒ
ル
ダ
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
言
い

凄
い
勢
い
で
ハ
チ
マ
ン
に
迫

て
き
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
願
い
が
あ
り
ま
す

え

あ

お
う

な

何
だ

 
そ
の
ヒ
ル
ダ
の
剣
幕
に
ハ
チ
マ
ン
は
驚
い
た

私

フ
ラ
ン
シ

シ

の
サ
イ
ン
が
欲
し
い
ん
で
す

そ
う
い
う
事
か

あ

そ
れ
じ

あ
俺
も
俺
も

わ

私
も

マ
ジ
か
よ

先
方
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

度
に
一
応
頼
ん
で
み
る
わ

 
希
望
者
は
二
十
人
く
ら
い
に
な
り
ハ
チ
マ
ン
は
愛
に
何
か

め
合
わ
せ
を
し
よ
う
と
思
い
つ
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つ 
そ
の
頼
み
を
一
応
引
き
受
け
た

私
の
サ
イ
ン
も
言

て
く
れ
れ
ば
あ
げ
る
ん
だ
け
ど
な

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
対
抗
心
を

激
さ
れ
た
の
か
チ
ラ
チ
ラ
と
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
な
が
ら
そ

う
言
う

そ
う
い
え
ば
俺

お
前
の
サ
イ
ン
は
持

て
な
い
ん
だ

た
わ

俺
は
持

て
る

 
キ
リ
ト
が
自
慢
気
に
そ
う
言
い
ハ
チ
マ
ン
は
希
望
者
を

り
そ
れ
で
十
五
人
く
ら
い
が
手

を
上
げ
た

く

負
け
た

い
や
い
や

ロ
ビ
ン
の
サ
イ
ン
を
も
う
持

て
る
人
が
私
を

め
て
何
人
か
い
る
ん
だ
か
ら

 
合
計
す
れ
ば
普
通
に
勝

て
る
じ

な
い

た

確
か
に

 
そ
う
フ

ロ

し
た
の
は
レ
ン
で
あ
る

し
か
も
シ
ル
フ
の
大
人
バ

ジ

ン
だ

 
も
う
そ
の

で
い
て
も
平
気
な
よ
う
で
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
に
つ
い
て
は
ほ

と
ひ
と
安
心



 第八章 キャリバー・クロッシング編

で
あ

た

 
他
に
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
組
か
ら
参
加
し
て
い
る
の
が
シ

リ

だ

 
シ

リ

は
美
優
が
い
な
く
て
一
人
だ
と
退
屈
な

レ
ン
も
ほ
ぼ
同
じ
理
由
で
今
回
コ
ン

バ

ト
し

 
そ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

と
し
て
仮
所
属
し
て
い
る
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
優
里
奈
は
コ
ヨ
ミ
と
遊
ぶ
約
束
が
あ
る
と
か
で
今
回
は
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
見
送

た
そ
れ
じ

あ
ロ
ビ
ン

悪
い
が
頼
む
わ

大

日
ま
で
に
用
意
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
か
ら
な

あ

八
幡
主

の
内

の
忘
年
会
だ
ね

う
ん

分
か

た

 
つ
い
で
に
八
幡
は
ま
だ
参
加
を
希
望
し
て
い
な
い
者
の
中
で
参
加
し
た
い
者
が
い
た
ら
教
え

て
く
れ
と

 
一
同
に
向
け
て
問
い
か
け
た

そ
れ
で
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
メ
ン
バ

の
残
り
が
参
加
を
希

望
し

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

く
了

し
た

 
身
元
さ
え
分
か
れ
ば

多
少
ヴ

ル
ハ
ラ
の
秘
密
を
教
え
て
も
い
い
と
い
う
許
可
も
出
た
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こ
の
八
人
に
つ
い
て
は
今
回
の
事
は
本
当
に
ラ

キ

で
あ

た

そ
れ
じ

あ
明
日
参
加
出
来
る
奴
は
ま
た
明
日
な

 
キ
リ
ト
が
そ
う
呼
び
か
け

何
人
か
が
そ
れ
に

い
た

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
活
動
は
終
わ
り

マ
ン
シ

ン
で
目
を
覚
ま
し
た
八
幡
は

 
美
優
と
舞
と

る
前
の
休

が
て
ら

少
し
話
を
し
た

リ

ダ

明
日
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
ラ
イ
ブ
に
行
く
ん
だ
ね

お
う

愛
に
誘
わ
れ
た
ん
だ
よ

ま
あ
こ
れ
も
仕
事
の
一

て
奴
だ
な

 
そ
の
言
葉
に
美
優
と
舞
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

待

て
待

て

会
社
か
ら
言
わ
れ
た
ん
じ

な
く
て

直
接
愛
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
の

お
う

主

者

で
来
て
く
れ
な
い
か

て
な

そ
れ

て

ん

ど
う
か
し
た
か

う
う
ん

何
で
も
な
い

 
そ
の
後

八
幡
が
シ

ワ

を

び
て
る
間

 
二
人
は
ス
マ
ホ
で
フ
ラ
ン
シ

シ

の
水
野
愛
の
情
報
を
調
べ
な
が
ら
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先
ほ
ど
の
件
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た

こ
の
子
が
直
接

ね

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
時
に
私
も
ち

こ

と
見
さ
せ
て
も
ら

た
け
ど

分
八
幡
さ
ん
に
懐
い

て
た
よ
ね

さ
す
が
と
い
う
か
リ

ダ

の
フ

ン
が

に
芸
能
界
に
ま
で
広
が
り
始
め
た
か

ま
あ
そ
れ
も
仕
方
な
い
よ
ね

う
ん

仕
方
な
い

 
元
々
八
幡
に
対
し
て
は
恋
愛
感
情
と
い
う
よ
り
は

拝
に
似
た
気
持
ち
を

い
て
い
る
舞
は

と
も
か
く

 
か
な
り
本
気
で
八
幡
を
狙

て
い
る
美
優
に
と

て
は
か
な
り
深
刻
な
事
態
で
あ

た

 
だ
が
そ
う
思

た
か
ら
と
い

て
ど
う
す
る
事
も
出
来
ず

 
美
優
は
も

と
八
幡
に
ア
ピ

ル
す
る
し
か
な
い
と
思
い

 
八
幡
を
困
ら
せ
て
い
く
事
に
な
る
の
だ
が

正
直
そ
れ
が
平
常
運
転
な

 
八
幡
の
美
優
に
対
す
る

象
は
ほ
と
ん
ど
変
化
す
る
事
が
無
か

た
の
で
あ
る
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そ
し
て
迎
え
た
二
十
八
日
の
夜
八
幡
は

待
客
と
し
て
関
係
者
の
ブ

ス
に
座

て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
隣
に
は

何
故
か
日
本
国
防
衛
大
臣
の

嘉
納
太
郎
が
座

て
い
る

下

ん

ど
う
し
た

下
と
ア
イ
ド
ル
の
組
み
合
わ
せ

て

や

ぱ
り
違
和
感
し
か
無
い
ん
で
す
け
ど

ま
あ
そ
う
言
う
な

て

こ
れ
も
し
が
ら
み

て
奴
さ

弟
に
頼
ま
れ
ち
ま

た
ん
だ
よ

 
嘉
納
の
弟
が
代
表
を
努
め
る
セ
メ
ン
ト
会
社
は
北
九

を

点
に
し
て
お
り

 
そ
の
流
れ
で

に
あ
る
関
連
会
社
が
今
回
の
ス
ポ
ン
サ

に
名
を
連
ね
て
い
た

 
だ
が
わ
ざ
わ
ざ
東
京
に
人
を

遣
す
る
の
は
大
変
だ

た

 
嘉
納
に
お

が
回

て
き
た
と

ま
あ
そ
う
い
う
事
の
よ
う
で
あ
る

下

て
ア
イ
ド
ル
と
か
興
味
あ
る
ん
で
す
か

ま
あ
興
味
が
無
い

て
事
は
無
い
か
な
若
い
子
が
頑
張

て
る

て
の
は
い
い
も
ん
だ
ろ

あ

は
い

そ
れ
は
そ
う
思
い
ま
す

し
か
し
八
幡
君
は

相
変
わ
ら
ず
お

ん
だ
よ
な
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風
評
は
や
め
て
下
さ
い

そ
う
い
う
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん
か
ら

 
二
人
は
こ
こ
の

場
で
偶
然
遭
遇
し
た
の
だ

 
キ

ト
が
八
幡
に

カ

ト
が
近
く
に
い
る
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る

 
そ
の
近
く
に
行
く
と

丁
度
嘉
納
が
カ

ト
か
ら
降
り
て
く
る
と
こ
ろ
だ

た
の
だ

あ
れ

八
幡
君
か

ど
う
し
て
こ
こ
に

下
こ
そ

ど
う
し
て
こ
こ
に

 
そ
の
後

お

い
ス
ポ
ン
サ

と
し
て
こ
こ
に
来
て
い
る
事
が
分
か
り

 
そ
の
流
れ
で
一

に
楽
屋
に

に
行
く
事
に
な

た
の
で
あ

た

お

と

が
降

て
き
た
な

も
鳴

て
ま
す
ね

十
二
月
に
し
ち

珍
し
い

急
い
で
中
に
入
り
ま
し

う

 
そ
れ
か
ら
二
人
は
楽
屋
に
行

て

を
し
そ
こ
で
八
幡
が
愛
と
純
子
に
懐
か
れ
て
い
る
の

を
見
て

 
嘉
納
は
お

ん
だ
な
と
表
現
し
た
と

ま
あ
そ
う
い
う
理
由
で
あ
る

そ
れ
に
し
て
も
愛
ち

ん
だ

た
か

あ
の
子

楽
屋
で
の
様
子
が
ち

と
変
だ

た
よ
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な
あ
そ
れ
は
俺
も
感
じ
ま
し
た

一
応
体
調
が
悪
い
の
か
な
と
思

て

い
て
み
た
ん
で
す
け

ど 
そ
れ
は
別
に
大
丈
夫

て
言

て
た
ん
で
す
よ
ね

ふ

む

何
事
も
無
け
れ
ば
い
い
ん
だ
が
な

で
す
ね

お

そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま
す
ね

だ
な

八
幡
君

俺
に
遠

し
な
い
で
サ
イ
リ
ウ
ム
と
か

て
く
れ
て
も
い
い
か
ら
な

す
み
ま
せ
ん

さ
す
が
に
そ
う
い
う
の
は
俺
に
は
ち

と
無
理
で
す

 
そ
の

間
に
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
が
ス
テ

ジ
に
飛
び
出
し
て
き
た

 
愛
も
純
子
も
元
気
い

ぱ
い
に
見
え

八
幡
は
問
題
無
さ
そ
う
だ
と
安

し
た

 
だ
が
そ
の
直
後
に
い
き
な
り
近
く
に

が
落
ち
大
地
が
少
し

れ
い
き
な
り

明
が
落
ち

た
う
お

近
か

た
で
す
ね

大
丈
夫
か
な
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ど
う
で
し

う

 
幸
い
す
ぐ
に

源
が
復

し

ラ
イ
ブ
は
問
題
な
く
続
け
ら
れ
る
事
と
な

た

 
だ
が
愛
の
様
子
が
何
か
お
か
し
い

他
の
メ
ン
バ

は
普
通
に
歌

て
い
る
の
に

 
愛
の
歌
だ
け
が

切
れ

切
れ
と
な
り

そ
の
表
情
は

く
な

て
い
た
の
で
あ
る

愛
 
八
幡
は
思
わ
ず
立
ち
上
が

た
が

愛
の
目
は

え
た
よ
う
に
な

て
お
り

 
八
幡
の

も
目
に
入
ら
な
い
よ
う
で
あ

た

一
体
ど
う
し
ち
ま

た
ん
だ

 
八
幡
の
心
配
を
よ
そ
に

そ
れ
で
も
ラ
イ
ブ
は
続
く



 第１０７０話 復活の愛、そして純子は

 
第
１
０
７
０
話
 
復
活
の
愛

そ
し
て
純
子
は

 
愛
の
明
ら
か
に
お
か
し
な
様
子
を
見
て

 
八
幡
は
思
わ
ず
ブ

ス
か
ら
飛
び
出
し
て
ス
テ

ジ

に
行
こ
う
と
し
た
が

 
さ
す
が
に
そ
れ
は
ま
ず
い
と
思
い

身
を
乗
り
出
し
て
愛
の
方
を
見
た

愛
 
八
幡
は
心
配
そ
う
に
そ
う

い
た
が

そ
れ
で
も
ラ
イ
ブ
は
続
い
て
い
く

 
最
初
の
曲
は
前
回
ウ
ズ
メ
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
披
露
し
た
曲
あ

つ
く
な

れ

で
あ
り

 
八
幡
は
こ
の
後
曲
が
ど
う
進
行
す
る
の
か
よ
く
知

て
い
た

も
う
す
ぐ
曲
の
調
子
が
変
わ
る
ん
で
す
が

 
そ
の
直
前
に
愛
が
決
め
ポ

ズ
を
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
よ
ね

そ
う
な
の
か

う
う
む

愛

ど
う
し
ち
ま

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

と
に
か
く
頑
張
れ

 
そ
ん
な
八
幡
を
見
て
い
る
者
が
一
人
だ
け
い
た

こ
の
曲
で
愛
と
共
に
メ
イ
ン
を
張
る
純
子
で
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あ
る

 
純
子
は
キ

と
し
た
表
情
に
な
り

い
き
な
り
前
に
出
る
と

 
本
来
は
愛
と
共
に
行
う
は
ず
だ

た
決
め
ポ

ズ
を
し

か
り
と
決
め

 
同
時
に
素
晴
ら
し
い
歌

力
を
披
露
し
て

愛
の
分
ま
で
声
を
張
り
上
げ
る

純
子

 
愛
は
思
わ
ず
そ
う

き

そ
の
目
の
前
で
間

の
ア
ク
シ

ン
を
決
め
た
純
子
は

 
優
し
い
目
で

り
か
え

て
そ

と
愛
に
手
を
差
し
出
す

大
丈
夫

私
が
フ

ロ

し
ま
す
か
ら

 
そ
れ
は
ア
ク
シ

ン
が
苦
手
な
純
子
に
対
し

多
少
失
敗
し
て
も
問
題
な
い
と

 
愛
が
純
子
に
練

か
ら
ず

と
言
い
続
け
て
き
た
言
葉
で
あ
り
愛
は
ハ

と
し
た
顔
を

し
たそ

れ
に
ほ
ら

八
幡
さ
ん
が
心
配
そ
う
な
顔
で
こ

ち
を
見
て
ま
す
よ

 
愛
さ
ん
は
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
か

 
そ
の
言
葉
で
愛
は

て
て
八
幡
の
方
を
見
た

 
そ
の
表
情
は
と
て
も
心
配
そ
う
で
あ
り
同
時
に
愛
の

に
八
幡
の
声
が
飛
び
込
ん
で
く
る
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り
は
凄
ま
じ
い
音
で

れ
返

て
い
る
の
に

何
故
か
そ
の
声
は

愛
の

ま
で

い
た

愛

頑
張
れ

 
思
わ
ず
八
幡
と
叫
び
そ
う
に
な
り
必
死
で
そ
の
気
持
ち
を

え
た
愛
は
そ
れ
で
完
全
に
復

活
し
た

ご
め
ん

も
う
大
丈
夫

 
愛
は

く
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

 
そ
こ
か
ら
素
晴
ら
し
い
パ
フ

マ
ン
ス
が

り
広
げ
ら
れ
る
事
と
な

た

お

愛
の
目
に
光
が

り
ま
し
た
よ

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た

 
八
幡
は
安

の
あ
ま
り

崩
れ
落
ち
る
よ
う
に
ソ
フ

へ
と

を
下
ろ
し
た

ふ
う

良
か

た

完
全
に
復
活
し
た
な

動
き
の
キ
レ
が
さ

き
ま
で
と
違

て
凄
い
な

ど
う
も

が
怖
い
よ
う
で
し
た
け
ど

多
分

何
か
あ

た
ん
で
し

う
ね

か
も
し
れ
な
い
な

終
わ

た
後
に

楽
屋
で
労

て
や
る
と
い
い

そ
う
で
す
ね

そ
う
し
ま
す
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そ
し
て
曲
が
終
わ
る
と
い
う

再
び
大
き
な

が
落
ち

明
が

い
た
が

 
愛
は
そ
れ
で
も
動
じ
ず

最
後
ま
で
キ

チ
リ
と
自
分
の
パ

ト
を
歌
い
き

た

 
そ
の
直
後
に
薄

す
ら
と
メ
ン
バ

全
員
が
光
を

び
た
よ
う
に
な
り

 
八
幡
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た

下

あ
れ

出
な
ん
だ
ろ
う
が

新
だ
よ
な

 
そ
こ
か
ら
直
ぐ
に
次
の
曲
が
始
ま

た
が

 
メ
ン
バ

全
員
の
声
が
ボ

カ
ロ
イ
ド
の
よ
う
に
な

て
い
た

 
八
幡
だ
け
じ

な
く
会
場
全
体
が
ど
よ
め
い
た

お
お

八
幡
君

こ
れ
は

こ
れ
も

出
だ
と
思
い
ま
す
け
ど

正
直
驚
き
ま
し
た

う
う
む

凄
い
ね

 
そ
れ
か
ら
も
フ
ラ
ン
シ

シ

の
神
が
か

た
パ
フ

マ
ン
ス
が
続
け
ら
れ

 
曲
の
最
後
に
愛
が
ピ
ス
ト
ル
を
撃
つ
よ
う
な

え
を
す
る
シ

ン
で
満
面
の
笑
み
を

か
べ
つ
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つ 
通
常
は
正
面
に
向
け
ら
れ
る
そ
の
指
を

あ
か
ら
さ
ま
に
八
幡
に
向
け
た

お
い
お
い

正
直
や
め
て
欲
し
い
け
ど

か
わ
い
い
じ

な
い
か
よ

さ
す
が
八
幡
君

お

ん
だ
ね

い
や

だ
か
ら
や
め
て
下
さ
い

て
ば

は
は
は
は
は
別
に
い
い
じ

な
い
か
ア
イ
ド
ル
に

れ
ら
れ
る
な
ん
て
実
に

ま
し
い

よ
い
や

ま
あ
そ
の

は
あ

 
嘉
納
に
そ
う
答
え
な
が
ら
八
幡
は
と
り
あ
え
ず
楽
屋
に
行

た
ら
説
教
か
ら
入
ろ
う
と
心
に

た

 
そ
の
後
も
事
あ
る
ご
と
に
愛
だ
け
で
な
く
純
子
ま
で
も
が
八
幡
目

け
て
パ
フ

マ
ン
ス
を

行

た

 
八
幡
は
楽
し
み
つ
つ
も

若

注
目
を

び
て
し
ま
い

方
に
く
れ
る
事
と
な

た

何
で
純
子
ま
で

あ
は
は
は
は
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そ
し
て
無
事
に
ラ
イ
ブ
が
終
わ
り

嘉
納
は
満
足
そ
う
に
立
ち
上
が

た

ふ
う

今
日
は
実
に
い
い
ス
テ

ジ
だ

た
な

八
幡
君

で
す
ね
最
初
は
不
安
で
し
た
け
ど
い
ざ
終
わ

て
み
る
と
や

ぱ
り
素
晴
ら
し
か

た

で
す八

幡
君
は
こ
れ
か
ら
楽
屋
だ
よ
な

悪
い
が
俺
は
忙
し
い
か
ら

先
に
帰
る
事
に
す
る
よ

分
か
り
ま
し
た

ま
た
こ
う
い

た
機
会
が
あ

た
ら
ご
一

し
ま
し

う

お
う

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

八
幡
君

は
い

ま
た
で
す

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
嘉
納
と
分
か
れ

一
人
楽
屋
へ
と
向
か

た

 
楽
屋
の
前
に
い
た
マ
ネ

ジ

の

に

し
つ
つ

そ

と
扉
を
開
け
る
と

 
中
で
は
愛
と
純
子
の
二
人
が
メ
ン
バ

達
に
囲
ま
れ
て
お
り

 
何
と
な
く
事
情
を
悟

た
八
幡
は

若

き
ま
ず
い
思
い
を
し
た

こ
れ

て
俺
の
せ
い
で
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は

こ
れ
で

め
る
よ
う
な
ら
も
う
来
な
い
よ
う
に
せ
ね
ば
と
考
え
た
が

 

況
は
そ
れ
と
は
ま

た
く
違

て
い
た
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愛

純
子

今
日
は
凄
い
キ
レ
だ

た
な

も
う
本
当
に
つ
い
て
い
く
の
が
精
一

だ

た
よ

指
差
し
た
り

線
を
向
け
て
た
の

て

の
八
幡
さ
ん
に
で
あ
り
ん
す
ね

こ
れ
な
ら
次
も
そ
の
次
も

八
幡
さ
ん
に
来
て
も
ら
わ
な
い
と
だ
ね

あ

あ
れ

 
八
幡
は
予
想
と
違
う
展
開
に
驚
き
つ
つ

そ

と
中
に
声
を
か
け
た

み
ん
な

お

お
疲
れ
様

あ

八
幡

八
幡
さ
ん

 
そ
の
声
を

い
た

間
に
愛
が
八
幡
に
駆
け
寄

て
き
た

負
け
じ
と
純
子
が
そ
れ
に
続
く

 
他
の
メ
ン
バ

達
も
駆
け
寄

て
き
た
が
二
人
の

魔
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
遣

て
い
る

よ
う
だ

八
幡

心
配
さ
せ
て
ご
め
ん
ね

あ
お
う
あ
の
時
は
マ
ジ
で
心
配
し
た
わ
あ
ん
ま
り

く
事
じ

な
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
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に
対
し
て
何
か
悪
い
思
い
出
で
も
あ
る
の
か

う
ん

実
は
ね

 
愛
の
話
に
よ
る
と

子

の

一

に
遊
ん
で
い
た
友
達
が

 
愛
の
目
の
前
で

に
打
た
れ
て
死
ん
で
し
ま

た
ら
し
い

 
そ
れ
か
ら
愛
は

に
対
し
て
ト
ラ
ウ
マ
を

え
て
し
ま

て
い
る
と
の
事
だ

た

そ
う
か

そ
ん
な
事
が

で
も
も
う
大
丈
夫

八
幡
の
お
か
げ
だ
ね

あ
り
が
と

 
愛
は
そ
う
言

て
微
笑
ん
だ
が

八
幡
は
純
子
の
方
を
見
な
が
ら
そ
れ
を

正
し
た

そ
れ
を
言
う
な
ら
純
子
の
お
か
げ
だ
ろ

あ

う
ん

も
ち
ろ
ん

で
も
ね

あ
の
後
も
私

正
直

が
怖
か

た
ん
だ
よ

 
で
も
そ
の
度
に
八
幡
の
顔
を
見
て
勇
気
を
奮
い
立
た
せ
た
の

あ

ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
役
に
立
て
て
良
か

た
わ

 
あ
の
パ
フ

マ
ン
ス
は
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
だ

た
ら
し
い

 
八
幡
は
そ
れ
な
ら
ま
あ
説
教
は
や
め
て
お
く
か
と
思
い

そ
こ
で
首
を

げ
た

あ
れ

そ
う
す
る
と
純
子
の
パ
フ

マ
ン
ス
は
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純
子
は
そ
の
言
葉
に
ビ
ク

と
し
た
後

顔
を

く
し
て
下
を
向
い
た

え
え

 
そ
ん
な
八
幡
と
純
子
を

愛
は

を

ら
ま
せ
な
が
ら
見
て
お
り

 
他
の
者
達
は
三
人
に
生

か
い

線
を
向
け
て
い
た

え

と

 
場
は
生

か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
が
最
年
⻑
の
た
え
が
素

く
そ
れ
を
フ

ロ

し

た
今
日
は
八
幡
さ
ん
の
お
か
げ
で
と
て
も
い
い
パ
フ

マ
ン
ス
が
披
露
で
き
ま
し
た

 
こ
の
後
簡

な
打
ち
上
げ
が
あ
る
ん
で
す
が
良
か

た
ら
参
加
し
て

け
な
い
で
し

う
か

あ

う
ん

ま
あ
平
気
だ
け
ど

や

た

そ
れ
じ

あ
直
ぐ
に

収
準
備
を
し
ち

い
ま
す
か
ら

待

て
て
下
さ
い
ね

あ

は
い

 
そ
れ
か
ら
少
し
待
た
さ
れ
た
後

八
幡
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
と
共
に

 
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

の
ビ
ル
内
で
の
本
当
に
さ
さ
や
か
な
打
ち
上
げ
に
参
加
し
た

 
そ
し
て
そ
の
後

い
ざ
帰
る
と
い
う
時
に
な

て

八
幡
は
愛
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
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部
屋
が
近
い
純
子
も
愛
の
後
ろ
に

え
て
い
る

八
幡

明
日
か
ら
暇
に
な
る
か
ら

私
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
ね

お

そ
う
か

そ
う
い
え
ば
そ

ち
の
連

も
し
な
い
と
な

 
八
幡
は
愛
に
今
ど
う
な

て
い
る
か
の
説
明
を
し
純
子
は
そ
れ
を
何
と
な
し
に

い
て

い
た待

ち
合
わ
せ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
い
い
と
し
て

そ
の
後
は
ア
ル
ン
の

う
ん

分
か

た

そ
れ
じ

あ
明
日
は
朝
八
時
に

 
そ
の
会
話
を

き
な
が
ら

純
子
は

日

て
部
屋
に
置
い
て
あ
る
ま
ま
に
な

て
い
る

 
と
あ
る
機

の
事
を
考
え
て
い
た

子

純
子

 
そ
の
時
自
分
の
名
前
を
呼
ぶ
声
が
し
て

純
子
は
我
に
返

た

あ

ご
め
ん
な
さ
い

ど
う
し
ま
し
た

八
幡
が
帰
る

て
言
う
か
ら
一

に
見
送
る

て
言

た
ん
だ
け
ど

あ

は
い

行
き
ま
し

う
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そ
し
て
八
幡
を
見
送
り

自
分
の
部
屋
に

た
後

純
子
は
ま
だ
開

し
て
い
な
か

た

 
そ
の
機

の

を
開
け
た

ア
ミ

ス
フ

ア

最
近
の
ピ
コ
ピ
コ
は
こ
ん
な

な
ん
だ

 
そ
こ
か
ら
も
う
夜
も

い
と
い
う
の
に
純
子
は
部
屋
に
置
い
て
あ
る
ノ

ト
パ
ソ
コ
ン
を
開

き 
頑
張

て
覚
え
た
八
幡
と
愛
の
会
話
を
思
い
出
し
つ
つ

 
つ
た
な
い
手
付
き
な
が
ら

イ
ン
タ

ネ

ト
で
調
べ
物
を
始
め
た

な
る
ほ
ど

さ

き
言

て
た
の

て
こ
う
い
う

 
そ
れ
か
ら
純
子
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
り
一
時
間
ほ
ど
か
け
て
何
か
の
作
業
を
行

た

こ
れ
で
良
し

と

後
は
明
日

ア
ル
ン
の

 
純
子
は
そ
う

き
つ
つ

満
足
し
た
様
子
で
目
覚
ま
し
を
か
け

 
そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
い
た
の
で
あ

た

 
け
れ
ど

ン
ビ
メ
ン
タ
ル
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
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第
１
０
７
１
話
 
ピ

ア

 
迎
え
た
二
十
九
日

今
日
か
ら
し
ば
ら
く
オ
フ
の

 
愛
は
さ
く
ら
や
サ
キ
に

い
物
に
誘
わ
れ
た
の
だ
が

 
用
事
が
あ
る
か
ら
と
そ
れ
を
断
り
体
調
を
し

か
り
整
え
て
ベ

ド
の
上
で
待
機
し
て
い
た

今
日
は
激
し
い
戦
闘
に
な
る

て
言

て
た
か
ら
頑
張
ら
な
い
と

 
愛
は

日
の
ラ
イ
ブ
が
上
手
く
い
き

更
に
今
度

を

る
か
ら

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
サ
イ
ン
を
二
十

く
れ
な
い
か
と
八
幡
に
頼
ま
れ
た

 
と
て
も
上
機

で
あ
り

や
る
気
も
満
々
で
あ

た

 
食
事
の
事
は

も
ち
ろ
ん
他
の
メ
ン
バ

に
は
伝
え
て
い
な
い

 
バ
レ
た
ら
ズ
ル
い
と
言
わ
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
が

そ
の
く
ら
い
は
ま
あ
ご
愛

だ
ろ
う

そ
ろ
そ
ろ
か
な

よ
し

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

 
愛
は
約
束
の
時
間
の
十
分
前
に
ロ
グ
イ
ン
し

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

を
現
し
た

あ

ウ
ズ
メ
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

ユ
イ
ち

ん

お
は
よ
う
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そ
ん
な
ウ
ズ
メ
を
出
迎
え
た
の
は
ユ
イ
で
あ

た

 
今
回
は
黒
ア
ゲ
ハ
こ
と
キ
ズ
メ
ル
も
出

し
て
い
る

 
今
は
ユ
イ
が

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
一
切
を
取
り
仕
切

て
い
る
の
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
か
ら
連

が
あ
り
ま
し
た

も
う
す
ぐ
ア
ル
ン
に
着
く
そ
う
で
す
よ

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
行

て
み
る
ね

は
い

お
気
を
付
け
て

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う
言

て

い
足
取
り
で
駆
け
出
し

ユ
イ
が
そ
れ
を
見
送

た

移
動
中
は
ハ
チ
マ
ン
と
二
人
き
り
か

 
ウ
ズ
メ
が
ウ
キ
ウ
キ
な
の
は

も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
理
由
で
あ
る

 
こ
の
時
間
に
ア
ル
ン
か
ら
キ

ン
プ
ま
で
移
動
を
行
う
者
が
他
に
い
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
が
一
人
で
迎
え
に
来
て
道
中
は
Ｍ
Ｇ
Ｓ
方
式
で
移
動
を
行
う
予
定
に
な

て
い
る

の
で
あ
る

 
そ
し
て
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
着
い
た
ウ
ズ
メ
は

そ
こ
に
見
知

た
顔
を
見
か
け

 
上
機

の
ま
ま

を
し
た

あ

純
子

お
は
よ
う
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目
で
す
よ
ウ
ズ
メ
さ
ん
こ
こ
で
の
私
は
ピ

ア

て
名
前
で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
下
さ
い

ね
あ

ご
め
ん

そ
れ
じ

あ
ピ

ア

お
は
よ
う

は
い

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
二
人
は
仲
良
く

ん
で
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
だ

た
が

 
ウ
ズ
メ
は
す
ぐ
に

こ
の

態
の
お
か
し
さ
に
気
が
付
い
た

て

違
う

え

え

純

じ

な
か

た

ピ

ア
だ

け

あ
れ

何
で
こ

こ
に今

日
か
ら
オ
フ
じ

な
い
で
す
か

 
な
の
で
い
つ
も
は
行
か
な
い
よ
う
な
所
に
遊
び
に
行
こ
う
か
な

て
思

て

へ

そ
れ
で
こ
こ
な
ん
だ

て
納
得
す
る
か

 
ウ
ズ
メ
は
エ
キ
サ
イ
ト
し

い
つ
も
は
絶
対
に
言
わ
な
い
よ
う
な
口
調
で
そ
う
叫
ん
だ

お
い
ウ
ズ
メ
目
立
つ
か
ら
あ
ま
り
大
き
な
声
を
出
す
ん
じ

ね
え
よ
一
体
ど
う
し
た
ん
だ

あ

ハ
チ
マ
ン

そ
れ
が
ね



 第１０７１話 ピュア

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
こ
に
約
束
通
り
ハ
チ
マ
ン
が
現
れ

ピ

ア
の
顔
を
見
て

か
ん
と
し
た

え

あ
れ

純
子

ピ

ア
で
す

お

と
悪
い

ピ

ア

え

え

こ
れ

て
ど
う
な

て
る
の

そ
ん
な
の
私
が

き
た
い
わ
よ

ど
う
ど
う

落
ち
着
け
落
ち
着
け

は

は

 
そ
し
て
ピ

ア
に
対
す
る
二
人
の
事
情

取
が
始
ま

た

ピ

ア

ア
ミ

ス
フ

ア
は
ど
う
し
た
の

一

日
ソ
フ
ト
と
一

に

い
ま
し
た

そ
の

は
ど
う
し
た
ん
だ

ネ

ト
で
調
べ
た
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
フ
ラ
ン
シ

シ

の
水
野
愛
出
現

て
記
事
が
あ

た
の
で

 
そ
れ
な
ら
私
も
と
思

て
こ
う
し
て
み
ま
し
た

こ
こ
で
私
達
が
待
ち
合
わ
せ
し
て
る

て
い
つ
知

た
の



 第八章 キャリバー・クロッシング編

日
隣
で
話
し
て
た
じ

な
い
で
す
か

そ
も
そ
も
よ
く
こ
の
場
所
に
来
れ
た
よ
な

日
の
会
話
に
出
て
き
た

語
を
覚
え
て
た
の
で

場
所
を
調
べ
ま
し
た

 
ピ
コ
ピ
コ
を
や
る
前
に
攻
略
本
を

む
の
は
基
本
で
す
よ
ね

ま
あ
今
は
本
じ

な
い
で
す

け
ど行

動
力

 
二
人
は

ゲ

ム
の
素
人
だ

た
は
ず
の
ピ

ア
の
思
わ
ぬ
行
動
力
に
た
め
息
を
つ
い
た

 
別
に
迷
惑
だ
と
思

て
い
る
の
で
は
な
く

戸
惑

て
い
る
だ
け
で
あ

た
が

で
も
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
を

え

と
そ
の

愛

ウ
ズ
メ
さ
ん
を
見
て
い
て
私
も
興
味
が
い
た
の
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
か

あ

い
え

そ
の

 
ピ

ア
は

ハ
チ
マ
ン
に

と
い
う
言
葉
が
言
え
ず

も
じ
も
じ
し
た

 
そ
れ
を
ど
う
間
違

て
解

し
た
の
か

次
に
ハ
チ
マ
ン
が
言

た
の
は
こ
ん
な
セ
リ
フ
で

あ

た
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も
し
か
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
に
興
味
が

え

あ

は
い

私
も
興
味
が
あ
る
ん
で
す

ヴ

ル
ハ
ラ
に

 
ピ

ア
は
丁
度
い
い
口
実
が
出
来
た
と
喜
び

強
調
す
る
よ
う
に
そ
う
言

た

 
そ
ん
な
ピ

ア
を
ウ
ズ
メ
は

し
げ
に
見
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
ん
な
ピ

ア
を
疑
う
は
ず
も
な
く

話
は
勝
手
に
進
ん
で
い
く

で

俺
達
と
一

に
行
動
し
よ
う
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
仕

け
て
み
た
と

サ
プ
ラ
イ
ズ

ド

キ
リ
の
事
で
す
か

昭
和
か

 
ハ
チ
マ
ン
と
ウ
ズ
メ
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
み

ピ

ア
は
顔
を

く
し
た

ま
あ
い
い
か

そ
れ
じ

あ
ピ

ア
に
も
ヴ

ル
ハ
ラ
に
入

て
も
ら
お
う

え

本
気

お
前
だ

て
い
き
な
り
入

た
ん
だ

本
人
が
望
む
な
ら
別
に
い
い
だ
ろ

ぐ
 
ウ
ズ
メ
は
自
分
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ

何
も
言
う
事
が
出
来
な
か

た

は

は
い

是
非
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そ
う
か
そ
れ
じ

あ
ち

と
き
つ
い
か
も
し
れ
な
い
が
こ
れ
か
ら
一

に
狩
り
場
に
行

こ
うさ

す
が
に
危
な
く
な
い

大
丈
夫
で
す

私

回
復
魔
法
が
使
え
ま
す
か
ら

え
 
ピ

ア
は
そ
う
言

て

文
を

え

見
事
に
回
復
魔
法
が
発
動
し
た

 
も

と
も

が

て
い
た

で
は
な
い
の
で
分
か
り
に
く
か

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の

り
の
見

め
を
間
違
え
る
は
ず
が
な
い

マ
ジ
だ

い
つ
覚
え
た
ん
だ

攻
略
本
を
見
ま
し
た

そ

そ
う
か

や

ぱ
り
最
初
に
覚
え
る
魔
法
は
ホ
イ

ス

ス
ト

プ

ス
ト

プ
だ

そ
れ
は
他
社
製
品
だ
か
ら
な

あ

ご
め
ん
な
さ
い

確
か
に
そ
う
で
す
ね

 
ピ

ア
は
そ
う
言

て
ペ
ロ

と

を
出
し
た
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ま
あ
そ
う
い
う
事
な
ら
ち

と
狩
り
に

れ
ち
ま
う
が

 
ピ

ア
が
使
え
る
装
備
を
調
達
し
て
か
ら
向
か
う
と
す
る
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
今
の
ピ

ア
は
初
期
装
備
で
あ
り

ま
あ
そ
の
ま
ま
で
も
問
題
無
い
と
い
え
ば
無
い
の
だ
が

 
初
期

態
で
装
備
出
来

そ
れ
よ
り
も
性
能
の
い
い
物
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
の
で

 
今
か
ら
向
か
う
の
が
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
地
で
あ
る
以
上

 
何
か
あ

た
時
の

に
装
備
を
整
え
て
生
存
確

を
上
げ
る
の
は
必
須
と
言
え
る

そ
れ
じ

あ
こ

ち
だ

は
い

 
ピ

ア
は
嬉
し
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
後
を
つ
い
て
い
き

 
ウ
ズ
メ
も
仕
方
な
い
と
い

た
感
じ
で
そ
の
後
に
続
い
た

 
何
だ
か
ん
だ
い

て
も
や
は
り
二
人
は
仲
良
し
な
の
で
あ
る

 
そ
の
道
中
で

他
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
注
目
を
集
め
て
し
ま
う
か
と
思
わ
れ
た
が

 
イ
ベ
ン
ト
中
と
い
う
事
も
あ
り
初
期
装
備
を

て
い
る
よ
う
な
店
に
わ
ざ
わ
ざ
来
る
者
も

お
ら
ず
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ハ
チ
マ
ン
達
に
注
意
を
向
け
て
く
る
者
が
ま

た
く
い
な
か

た
の
は
幸
い
で
あ
る

今
ピ

ア
が
装
備
出
来
る
の
は

と
り
あ
え
ず

は
こ
れ
で
い
い
と
し
て

 
こ
れ
と
こ
れ

あ
と
こ
れ

は
や
め
て
お
い
て

こ
れ
く
ら
い
だ
な

 
こ
の

り
は
そ
こ
ま
で
性
能
差
は
無
い
し

ど
れ
を
選
ん
で
く
れ
て
も
い
い

そ
の
や
め
た
の
は
ど
う
い
う
装
備
な
ん
で
す
か

私
に
は
装
備
出
来
ま
せ
ん
か

い
や

装
備
は
出
来
る
し
性
能
も
悪
く
な
い
が

ま
あ
ち

と
デ
ザ
イ
ン
が
な

ピ

ア

着
し
て
み
れ
ば

装
備
の
画
面
の

下
に
ボ
タ
ン
が
あ
る
よ

あ

本
当
で
す
ね

 
そ
の
時
ウ
ズ
メ
が
何
と
な
し
に
そ
う
言
い

 
ハ
チ
マ
ン
が
止
め
る
間
も
な
く
ピ

ア
は
そ
の
装
備
を
手
に
と

て

着
モ

ド
を
実
行
し

た 
そ
の

間
に
ピ

ア
の
装
備
が
下
が
ミ
ニ
ス
カ

ト
に
な

て
い
る
ビ
キ
ニ
の
よ
う
な
も
の

に
変
わ

た

う

ピ

ア

エ
ロ
い

 
ウ
ズ
メ
が
思
わ
ず
そ
う
こ
ぼ
し

ピ

ア
は

を
見
て
顔
を

く
し
た
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あ

あ

あ

 
ピ

ア
は

て
て

着
モ

ド
を
切
り

そ
の
装
備
を

て
元
の
場
所
に

し
た

 
そ
し
て
ピ

ア
は

取
り

う
よ
う
な
表
情
で
二
人
に
言

た

お
ほ
ん

な

な
ん
だ
か
水
着
だ
ら
け
の
水

大
会
み
た
い
で
し
た
ね

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は

ま
た
昭
和
か
と
い
う

線
を
ピ

ア
に
向
け
た
が

 
そ
の

線
の
意
味
を

ピ

ア
は
思
い

き
り
勘
違
い
し

て
て
こ
う
言
い

し
た

ポ

ポ
ロ
リ
は
し
ま
せ
ん
か
ら
ね

ピ

ア

落
ち
着
い
て

誰
も
そ
ん
な
事
は
言

て
な
い

う

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
顔
を
真

に
し
て
そ
う
言
う
ピ

ア
に

 
空
気
を

ん
だ
ハ
チ
マ
ン
が

先
ほ
ど

め
た
装
備
を

し
て
き
た

そ
れ
じ

あ
こ
の

り
か
ら
選
ん
で
み
よ
う
か

は

は
い

 
そ
の
中
か
ら
ピ

ア
は

大
人
し
め
な
チ

ニ

ク
タ
イ
プ
の
装
備
を
選
び

 
装
備
が
整

た

や

と
出
発
出
来
る
事
に
な

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

よ
し

そ
れ
じ

あ
出
発
だ

う
ん

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
街
の
外
に
出
た
ハ
チ
マ
ン
は

ハ

と
し
て
立
ち
止
ま

た

も
し
か
し
て
二
人
と
も

飛
べ
な
か

た
り
と
か

 
そ
の
問
い
に
ウ
ズ
メ
は
こ
う
答
え
た

ち

こ

と
だ
け
練

し
て
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

あ
あ
い
う
の
は
得
意
な
の

そ
う
か

ピ

ア
は
ど
う
だ

攻
略
本
を
見
た
か
ら
大
丈
夫
で
す

え

マ
ジ
で

今
や

て
み
ま
す
ね

 
ピ

ア
は
そ
う
言

て
い
き
な
り
飛
び
上
が

た

 
そ
の
飛
行
は
ス
ム

ズ
で
あ
り

ウ
ズ
メ
と
比
べ
て
も
ま

た
く

色
が
無
い

マ
ジ
か

そ
の
攻
略
本

て
の
実
は
ア
ル
テ

マ
ニ
ア
と
か
い
う
名
前
な
ん
じ

な
い

の
か
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ふ
ふ

ご
想
像
に
お
任
せ
し
ま
す

と
に
か
く
二
人
が
飛
べ
て
良
か

た

そ
れ
じ

あ
行
く
と
し
よ
う

う
ん

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
が
先

し

そ
の
後
に
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
続
い
て
い
く

 
こ
う
し
て
三
人
の

思
わ
ぬ
珍
道
中
が
始
ま

た

 
最
初
に
ピ

ア
が

着
し
た
の
は

ミ
コ

テ
セ
パ
レ

ツ

 
今
着
て
い
る
の
は
ラ
ラ
フ

ル
カ
フ
タ
ン
で
す

デ
ザ
イ
ン
に
興
味
が
あ
る
方
は
お
調
べ

け
れ
ば
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第
１
０
７
２
話
 
三
人
の
珍
道
中

 
ハ
チ
マ
ン
は
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
を
置
い
て
い
か
な
い
よ
う
に

 
ス
ピ

ド
を
セ

ブ
し
な
が
ら
飛
ん
で
い
た

 
必
死
に
な
れ
ば

二
人
も
も
う
少
し

く
飛
ぶ
事
は
可
能
で
あ

た
が

 
さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
無
理
を
さ
せ
る
気
も
な
く

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
空
を
飛
ぶ
敵
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
以
外
は
実
装
さ
れ
て
お
ら
ず
飛
ん
で
い
る
間
は
敵

も
出
な
い

 
三
人
は
雑
談
し
な
が
ら

度
な
ス
ピ

ド
で

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
中
を
飛
行
し
て
い
た

し
か
し
ま
さ
か
ピ

ア
ま
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
る
と
は
な

ご

ご
め
ん
な
さ
い

迷
惑
で
し
た
か

い
や

そ
ん
な
事
は
な
い
か
ら
気
に
し
な
く
て
い
い

て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

俺
の
事
も

ウ
ズ
メ
み
た
い
に
普
通
に
ハ
チ
マ
ン

て
呼
ん
で
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
な

す
み
ま
せ
ん

性
分
な
の
で
無
理
か
も
で
す
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あ
は
は
は
は

確
か
に
ピ

ア
は
そ
ん
な
感
じ
だ
よ
な

 
そ
ん
な
二
人
の
仲
良
さ
げ
な
雰
囲
気
に
危
機
感
を
覚
え
た
の
か

ウ
ズ
メ
が
会
話
に

て

入

て
き
た

ハ

ハ
チ
マ
ン

こ
の
前
の
ラ
イ
ブ

ど
う
だ

た

ん

あ
あ

あ
れ
な

感
動
し
た
わ

凄
え
良
か

た

正
直
次
の
ラ
イ
ブ
も
見
に
行
こ
う

と
思

て
る

 
そ
の
評
価
の
高
さ
に
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は

を
緩
ま
せ
た

そ
れ
じ

あ
次
の

 
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
ハ
チ
マ
ン
を

待
し

ア
ピ

ル
し
よ
う
と
し
た
ウ
ズ
メ
だ

た
が

 
そ
の
目

見
は
ピ

ア
に
よ

て
あ

さ
り
と
防
が
れ
た

や

た

そ
れ
じ

あ
私

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の

に
頑
張
り
ま
す
ね

そ
の
気
持
ち
は

難
い
が

フ

ン
の
み
ん
な
の

に
頑
張

て
く
れ

も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
普
通
の

態
で
す

次
は
そ
れ
よ
り
も

と
頑
張
り
ま
す
か
ら

そ

そ
う
か

ま
あ
楽
し
み
に
し
と
く

は
い
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ウ
ズ
メ
は
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
な
が
ら

ど
う
し
て
こ
う
な

た
と

を

え
て
い
た

な

何
で
あ
の
奥
手
な
純
子
が

 
ウ
ズ
メ
は
こ
の
事
態
に
納
得
出
来
ず

こ

そ
り
と
ピ

ア
に
話
し
か
け
た

ね

ね

ピ

ア

そ
の

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
ハ
チ
マ
ン
に
懐
い
て
る
の

え

だ

て

し

下
着
を
見
ら
れ
ち

た
ん
で
す
よ

 
も
う
他
の
人
の
所
に
は
お

に
行
け
な
い
じ

な
い
で
す
か

そ
う
い
う
事
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
れ
で
ウ
ズ
メ
は

こ
れ
ま
で
の
ピ

ア
の
行
動
に
全
て
納
得
が
い

た

あ
れ
は
事
故
だ

た
ん
だ
し

そ
こ
ま
で
思
い
つ
め
な
く
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
れ
じ

あ
ウ
ズ
メ
さ
ん
は

知
ら
な
い

方
と
事
故
で
そ
の

せ

接

を
し
た
と
し
て

 
そ
の
後
そ
れ
は
事
故
だ
か
ら
と
平
気
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
前
に
立
て
ま
す
か

う
 
そ
の
ピ

ア
の
正

に
ウ
ズ
メ
は
反

す
る
事
が
出
来
な
か

た

ご

ご
め
ん

確
か
に
無
理
か
も

で
す
よ
ね
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ピ

ア
は
ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
み

ウ
ズ
メ
は
ど
う
し
た
も
の
か
と
悩
ん
だ

ま
あ
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
ん
だ
け
ど

 
他
の
人
達
の
事
も
あ
る
し
な

あ

ね

ピ

ア

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の

り
に
い
る
女
の
子
達
は

 
本
気
で
一
夫
多
妻
制
を
目
指
し
て
る
フ
シ
が
あ
る
ん
だ
け
ど
ピ

ア
的
に
は
そ
う
い
う
の

て
い
い
の

 
そ
の
ウ
ズ
メ
の

身
の

ス
ト
レ

ト
は

あ

さ
り
と
ピ

ア
の
カ
ウ
ン
タ

の

食
と

な

た
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
み
た
い
な
人
な
ら
お

さ
ん
を

山
囲
う
の

て
普
通
じ

な
い
で
す
か

 
そ
も
そ
も
芸
能
人
が
お

と
か
よ
く
あ
る
事
じ

な
い
で
す
か

ぐし

昭
和
の
価

観
が
こ
ん
な
に
手
強
い
な
ん
て

 
ウ
ズ
メ
は
白
旗
を
上
げ
ピ

ア
に
負
け
な
い
よ
う
に
ア
ピ

ル
し
て
い
こ
う
と
心
に

た

 
そ
ん
な
中

い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
が
飛
行
速
度
を
落
と
し
た

そ
ろ
そ
ろ
飛
行
禁
止
区

だ

こ
こ
か
ら
は
歩
き
だ
な
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出
来
る
だ
け
敵
は
避
け
る
が
も
し
無
理
そ
う
な
ら
戦
闘
に
な
る
か
ら

り
だ
け
は
し

か
り

し
て
な

う
ん

は
い

 
そ
の
ま
ま

い
通
路
に
入

た
後

ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
話
し
か
け
た

ま
あ
せ

か
く
だ
し

二
人
の

験

ぎ
に
も
な
る
か
ら

 
ウ
ズ
メ
も
好
き
に
攻
撃
し
て
く
れ
て
も
い
い
ぞ

ピ

ア
は
攻
撃
魔
法
か

援
魔
法
は
使
え
な

い
の
か

の

文
は
使
え
ま
す
よ
だ

て
ほ
ら
二
番
目
に
覚
え
る
魔
法
は
や

ぱ
り
ギ

一
作
目
か
よ

て
か
ス
ト

プ
だ

他
社
製
品
の
事
は
と
り
あ
え
ず
忘
れ
よ
う
な

そ

そ
う
で
し
た
ね

ご
め
ん
な
さ
い

 
あ

と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
私
今
日
は

め
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
街
の
観
光
を
し
て
た

ん
で
す
け
ど

 
何
か
巨
大
な
狼
が

プ
レ
イ
ヤ

を
殺
し
て
回

て
る

て
噂
に
な

て
ま
し
た
よ

巨
大
な

狼
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へ

そ
う
な
ん
だ

は
い

そ
う
ら
し
い
で
す

そ
れ
は
貴
重
な
情
報
だ
な

あ
り
が
と
う
な

ピ

ア

い
え

お
役
に
立
て
た
な
ら
嬉
し
い
で
す

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
歩
い
て
い
く

 

内
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
お
り

二
人
は
目
を

か
せ
た

う
わ麗

そ
う
だ
な

い
つ
も
は
通
過
す
る
だ
け
だ
か
ら
よ
く
見
て
な
か

た
け
ど

 
そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

麗
だ
よ
な

せ

か
く
だ
か
ら
記
念

ん

待
て
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
か
を
思
い
つ
い
た
の
か

そ
う

い
て
足
を
止
め
た

ど
う
し
た
の

い
や

記
念
写
真
で
も

る
か
と
言
お
う
と
し
た
ん
だ
け
ど
さ

 
今
の
二
人
は
リ
ア
ル
と
ま

た
く
同
じ
顔
を
し
て
る
だ
ろ

う
ん
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で
す
ね

そ
の

態
で
装
備
を

夫
し
て
写
真
を

た
ら

 
二
人
が
本
当
に
フ

ン
タ
ジ

の
世
界
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
よ
な

う

う
ん

え

と

 
二
人
は
当
た
り
前
す
ぎ
て

ハ
チ
マ
ン
が
何
を
言
い
た
い
の
か
分
か
ら
な
か

た

そ
ん
な
感
じ
で
う
ち
に
所
属
す
る
タ
レ
ン
ト
の
写
真
集
を
出
し
た
ら

れ
る
と
思
う
か

あ

そ
う
い
う

そ
れ

い
け
る
ん
じ

な
い
で
す
か

だ
よ
な

ち

と
企
画
を
作
ら
せ
て
み
る
わ

も
し
や
る
事
に
な

た
ら
頼
む
な

う
ん

う
わ

楽
し
そ
う
で
す
ね

 
二
人
は

に

や
る
気
満
々
の
よ
う
で
あ

た

ま
あ
そ
ん
な

で

写
真
の

り
方
を
教
え
て
お
く
か
ら

好
き
に

て
お
く
と
い
い

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
み
ん
な
に
見
せ
て
も
き

と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
思
う
し
な
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い
い
ね

そ
れ

は
い

そ
う
し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に

の

り
方
を
教
え

狩
り
場
ま
で
の
道
す
が
ら

 
二
人
は
大

の

を

影
す
る
事
と
な

た

ス
ト

プ
だ

敵
が
い
る

足
音
を
た
て
な
い
よ
う
に
俺
の
後
に
つ
い
て
き
て
く
れ

 
二
人
は
返
事
を
声
に
出
さ
ず
に

く
と

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
後
を
つ
い
て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
を
先
に
行
か
せ
た
り
自
分
が
先
に
行

て
二
人
に
移
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

指

し
た
り

 
色
々
な
方
法
で
敵
を
回
避
し
て
い

た

実

こ
こ
ま
で
ま

た
く
戦
闘
に
は
な

て
お
ら

ず 
二
人
は
モ
ン
ス
タ

の
行
動
に
対
す
る
ハ
チ
マ
ン
の
知
識
に

を

い
た

ハ
チ
マ
ン

凄
い
ね

ん

ま
あ
慣
れ
だ
慣
れ

こ
ん
な
事

攻
略
本
に
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

む
し
ろ
書
い
て
あ

た
ら
ビ

ク
リ
だ
が
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ピ

ア
が
言

て
る
攻
略
本

て
の
が
ど
の
サ
イ
ト
か
凄

気
に
な
る
な

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
で
す
よ

あ
あ

よ
く
考
え
た
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
か
ら
も
デ

タ
を
提

し
て
い
る
し

他
に
は
無
い
よ
な

そ
れ
な
ら
納
得
だ

へ

私
も
見
て
み
よ
う
か
な

そ
れ
が
い
い

あ
そ
こ
に
は
う
ち
か
ら
も
デ

タ
を
提

し
て
る
か
ら
な

あ

そ
う
な
ん
だ

お

と

ス
ト

プ
だ

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が

い
声
で
そ
う
言
い

二
人
は

て
て
ハ
チ
マ
ン
の
後
ろ
に

れ
た

何
か
い
た
の

お
う

今
回
の
イ
ベ
ン
ト

み
の
敵
だ
な

レ

サ

デ

モ
ン

て
奴
だ

 
こ
こ
は
小
さ
な
小
部
屋
に
な

て
お
り
回
避
す
る
手

は
常
に
敵
の
背
中
側
に
い
る
事
だ
ろ

う
が

 
正
直
現
実
的
な
手

で
は
な
い
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仕
方
な
い

や
ろ
う

こ
い
つ
は
物
理
攻
撃
し
か
し
て
こ
な
い
か
ら

 
ま
あ
背
中
か
ら
チ
ク
チ
ク
攻
撃
し
て
く
れ
れ
ば
い
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
な
ん
ら
気
負
う
事
な
く
ス
タ
ス
タ
と
敵
に
近
付
い
て
い

た

 

に
敵
が

ハ
チ
マ
ン
に
反
応
し
て
襲

て
く
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
敵
に
カ
ウ
ン
タ

を
決
め
て
大
き
く
よ
ろ
け
さ
せ

 
二
人
の
方
に

り
向
い
て

こ
う
い
う
時
に
攻
撃
す
る
よ
う
に
伝
え
よ
う
と
し
た
が

 
い
つ
移
動
し
た
の
だ
ろ
う
か

い
き
な
り
敵
の
背
後
に
ウ
ズ
メ
が
現
れ

 
先
日
教
え
た
通
り
の
流
れ
る
よ
う
な
剣
さ
ば
き
で
敵
の
背
中
を
滅
多
切
り
に
し
た
後

 
そ
の
背
中
を

み
台
に
し
て
ポ
ン

と
背
後
に
飛
ん
だ

 
直
後
に
横
か
ら

力
は

い
が
ピ

ア
の

が
着

す
る

お
お

い
い
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
だ
な

 
敵
は

り

咆
哮
し
た
が

そ
れ
す
ら
も
ハ
チ
マ
ン
は
カ
ウ
ン
タ

に
利
用
し

 
敵
が
顔
を
上
げ
た
そ
の
勢
い
に
合
わ
せ
て
敵
の
足
を

い

 
敵
が
バ
ン
ザ
イ
の
よ
う
な
格
好
の
ま
ま
無
様
に
地
面
に
倒
れ
込
む

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
ま
ま
敵
の

足
を
集
中
的
に
攻
撃
し

切
断
に
成
功
す
る
と
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あ
と
は
片
足
で
の
ろ
の
ろ
と
無
理
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
敵
の
背
後
目

け

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
攻
撃
を
叩
き
込
む

 
ウ
ズ
メ
は
と
も
か
く
ピ

ア
の
攻
撃
は
ほ
と
ん
ど
ダ
メ

ジ
を

え
ら
れ
て
い
な
い
が

 
攻
撃
の
コ
ツ
を
掴
む
練

と
し
て
は
こ
の
戦
闘
は
悪
く
な
い
だ
ろ
う

 
そ
し
て
レ

サ

デ

モ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
攻
撃
で
消
滅
し

 
勝
利
を
喜
ん
で
い
た
の
も
束
の
間

い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
な
顔
で

 
こ
れ
か
ら
向
か
う
の
と
は
別
の
横
道
の
方
を
見
た

ハ
チ
マ
ン

ど
う
か
し
た

何
か
来
る

れ
る
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
を
両

に

え

一
目
散
に
目
的
地
に
通
じ
る
道
へ
と
飛
び
込
ん
だ

う
わ
わ
わ
わ

ん
二
人
と
も

が

す
ぎ
だ
ろ

よ
し

こ
こ
だ

 
二
人
を
そ
の
場
に
下
ろ
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

そ

と
広
場
の
方
を

た

 
二
人
も
ハ
チ
マ
ン
に

て
そ

と
広
場
を

き
込
み
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次
の

間
に

横
道
か
ら
二

の
オ
ル
ト
ロ
ス
が
広
場
に
飛
び
込
ん
で
き
た

何
だ

オ
ル
ト
ロ
ス
か
よ

 
だ
が
そ
の
二

は
広
場
の
中
央
で
静
止
し

来
た
道
の
方
を
向
い
て

り
声
を
上
げ
た

ん

ま
だ
何
か
来
る
の
か

 
そ
し
て
横
道
の
奥
か
ら

オ
ル
ト
ロ
ス
よ
り
二

り
は
大
き
い

が

を
現
し
た

あ
れ
は

ま
さ
か
フ

ン
リ
ル
か

も
し
か
し
て
あ
れ
が
噂
の
巨
大
な
狼
で
す
か

多
分
そ
う
だ
ろ
う
な

 
そ
し
て
三
人
の
目
の
前
で

フ

ン
リ
ル
は
あ

さ
り
と
二
体
の
オ
ル
ト
ロ
ス
を

み
つ
け

 
そ
の
体
を
牙
で
引
き

い
た

お
い
お
い
マ
ジ
か
よ

逃
げ
る
ぞ
二
人
と
も

 
だ
が
そ
ん
な
暇
も
な
く
フ

ン
リ
ル
は

を
ひ
く
つ
か
せ
た
か
と
思
う
と
こ
ち
ら
の
方
を

見
たチ

見
つ
か

た
か

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
上
が

た
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ウ
ズ
メ

ピ

ア

こ
の
道
を
真

直
ぐ
行
け
ば

俺
達
の
キ

ン
プ
に
着
く

 

中
二

所
く
ら
い
敵
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
広
場
が
あ
る
が

 
抜
け
ら
れ
そ
う
な
ら
そ
こ
を
抜
け
て

も
し
無
理
そ
う
な
ら

 
ウ
ズ
メ
が
う
ち
の
誰
か
に
メ

セ

ジ
を
送

て
迎
え
に
来
て
も
ら
う
ん
だ

ハ

ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
す
る
の

俺
は
あ
い
つ
の
足
止
め
を
す
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

 
そ
の

が

い
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
へ
と
変
化
し
た

 
そ
の
背
中
に
は

の
文

が
書
か
れ
て
い
る

こ
の
格
好
を
見
る
の
は
ウ
ズ
メ
も
初
め

て
で
あ

た

そ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
の
本
当
の
装
備

お
う

あ
と
こ
れ
だ

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の

に
光
の

が
現
れ
る

 
以
前
は
そ
こ
に

ネ
タ
武
器
の
ワ
イ
ヤ

ソ

ド
が

り
つ
け
ら
れ
て
い
た
が

 
今
は
そ
れ
は

に
移
動
し
て
お
り

に
は
光
の

月

が
装
備
さ
れ
て
い
る
の
だ
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そ
し
て
背
中
に
は

が
差
さ

て
お
り

ハ
チ
マ
ン
は
静
か
に
そ
の

を
抜
い
た

よ
し

二
人
と
も

走
れ

よ
お
断
り
し
ま
す

 
だ
が
二
人
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
指

に
逆
ら

た

ハ
チ
マ
ン
を
置
い
て
い
く
な
ん
て

そ
う
で
す
よ
そ
れ
よ
り
は
今
の
う
ち
に
助
け
を
呼
ん
で
そ
れ
ま
で

る
道
を
考
え
ま
し

う 
私
も
頑
張

て
回
復
し
ま
す
か
ら

あ
の
ク
ラ
ス
の
敵
が
相
手
と
な
る
と

さ
す
が
の
俺
も
あ
ん
ま
り
持
た
な
い
と
思
う
ぞ

そ
し
た
ら
そ
こ
で
一

に
死
ね
ば
い
い
じ

な
い

え
え

三
人
で
川
の

に
な

て
死
に
ま
し

う

や
れ
や
れ
仕
方
な
い

ウ
ズ
メ

メ

セ

ジ
は
頼
む
わ

 
そ
れ
じ

あ
三
人
で
あ
い
つ
に
挑
む
と
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

そ
の
巨
大
な
狼
に
向
け
て
一
歩
を

み
出
し
た
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待
て

七
人
の

精
王
の
一
人
よ

我
に
敵
意
は
な
い

 
だ
が
何
人
も
の
プ
レ
イ
ヤ

を

て
い
る
と
噂
に
な

て
い
た
そ
の
フ

ン
リ
ル
は

 
ま

た
く
敵
意
を
見
せ
ず

ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
そ
う
言

た
の
だ

た
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第
１
０
７
３
話
 
フ

ン
リ
ル
と
の
出
会
い

待
て

七
人
の

精
王
の
一
人
よ

我
に
敵
意
は
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
た

戦
う
気
は
な
い
の
か

あ
あ

我
は
そ
な
た
の
敵
で
は
な
い

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
相
手
の
目
を
じ

と
見
た
後

大
人
し
く
武
器
を
し
ま

た

ウ
ズ
メ

メ

セ

ジ
は

ギ
リ
ギ
リ
ま
だ
送

て
な
い
よ

破

し
と
い
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
救
援
要

を
送
る
の
を
や
め

フ

ン
リ
ル
に
向
き
直

た

一
応
確
認
す
る
が

あ
ん
た
は
フ

ン
リ
ル

て
事
で
い
い
の
か

そ
の
通
り

我
は
フ

ン
リ
ル
だ

俺
が

い
た
話
だ
と

あ
ん
た
が
プ
レ
イ
ヤ

を
殺
し
て
回

て
る

て
話
だ

た
ん
だ
が
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そ
れ
も
然
り

敵
は
殲
滅
せ
ね
ば
な
ら
ん

俺
は
敵
じ

な
い
の
か

こ
れ
は

な
事
を

そ
な
た
は
我
が
王
の

属
と
共
に
行
動
し
て
お
る
で
は
な
い
か

我
が
王

オ

デ

ン
か

我
が
王
を
呼
び

て
に
す
る
と
は
豪
気
な
事
よ
な

精
王
よ

そ
の

精
王

て
の
は
真
な
る
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
事
か

そ
う
も
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
な

精
王
達
が
全
員
敵
で
は
な
い
と
い
う
の
は
実
に
喜
ば
し

い
な
る
ほ
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
こ
ま
で
の
会
話
で
何
と
な
く
事
情
を
悟

た

 
要
す
る
に
巨
人
族
に
つ
い
た
プ
レ
イ
ヤ

が
こ
の
フ

ン
リ
ル
に
狩
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

事
情
は
分
か

た

俺
に
何
か
用
事
が
あ
る

じ

な
い
ん
だ
よ
な

あ
あ
い
ず
れ
用
事
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
が
今
日
の
所
は
そ
な
た
と
会

た
の
は
偶
然

だ
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
再
会
出
来
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
く
わ
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ち

と
待

て
下
さ
い

 
ピ

ア
が
い
き
な
り
そ
う
言
い
ハ
チ
マ
ン
と
フ

ン
リ
ル
は
何
事
か
と
そ
ち
ら
に
目
を
向
け

た
ピ

ア

ど
う
か
し
た
か

あ

あ
の

あ
の

も
し
良
か

た
ら

も
ふ
も
ふ
さ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

も
ふ

 
フ

ン
リ
ル
は
意
表
を
突
か
れ
た
の
か

そ
の
言
葉
に
目
を
見
開
い
た

別
に
そ
れ
く
ら
い
な
ら

わ
な
い

や

た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ピ

ア
は
フ

ン
リ
ル
に
お

を
言
う
と

そ
の

に
思
い

き
り

き
つ
い
た

ふ
は

 
ピ

ア
は

と
し
た
表
情
を
し

そ
ん
な
ピ

ア
の
様
子
を
見
て

 
ハ
チ
マ
ン
と
ウ
ズ
メ
が
ひ
そ
ひ
そ
と
会
話
を
交
わ
す

お
い
お
い

凄
え
な
ピ

ア

で
も
気
持
ち
は
分
か
る

て
か
私
も
行

て
く
る
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あ

お
い

 
そ
の
様
子
を
見
て
我
慢
出
来
な
く
な

た
の
だ
ろ
う
ウ
ズ
メ
も
フ

ン
リ
ル
の
方
に
駆
け
出

し
た

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
フ

ン
リ
ル
の

を

能
し
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
様
子
を
写
真
に
収
め
た

そ
の
く
ら
い
で
い
い
だ
ろ
う
か

あ

ご
め
ん
な
さ
い

気
持
ち
良
く
て
つ
い

別
に
謝
る
事
は
な
い

だ
が
我
に
は
使
命
が
あ
る
の
で
な

 
忙
し
い
の
に
す
ま
な
か

た
な

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

フ

ン
リ
ル

あ
あ

そ
れ
ま
で

健
で
な

精
王

 
フ

ン
リ
ル
は
そ
う
言

て
去

て
い
き

ハ
チ
マ
ン
は
ぼ
そ
り
と

い
た

載
の
モ
ン
ス
タ

か

あ
ん
な
モ
ン
ス
タ

も
い
る
ん
で
す
ね

ま
あ
逆
に
俺
達
だ
け
を
襲
う
モ
ン
ス
タ

が
い
な
い
と
も
限
ら
な
い
か
ら

 
似
た
よ
う
な
雰
囲
気
の
敵
が
出
て
き
た
ら
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
な
い
と
な
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あ

そ
の
可
能
性
も
あ
る
ん
だ

そ
の
う
ち
噂
が

こ
え
て
く
る
だ
ろ
う
さ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

二
人
を
連
れ
て
再
び
奥
へ
の
移
動
を
再
開
し
た

 
こ
こ
か
ら
は
特
に

魔
も
入
ら
ず

無
事
に
キ

ン
プ
に
到
達
し
た
三
人
だ

た
が

 
そ
の
中
で
も
特
に
ピ

ア
が

仲
間
達
か
ら
驚
き
を
も

て
迎
え
ら
れ
た

と
い
う

で

今
度
仲
間
に
な
る
事
に
な

た

う
ち
の
二
人
目
の
ア
イ
ド
ル

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の

野
純
子
さ
ん
こ
と
ピ

ア
さ
ん
だ

み
ん
な
仲
良
く
し
て
あ
げ
て
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
る
で
転
入
生
を
紹
介
す
る
よ
う
に
そ
う
言

た

 
本
名
ま
で
公
開
し
て
い
る
の
は
ま
あ
今
更
だ
か
ら
で
あ
る

ま

ま
さ
か
の
ア
イ
ド
ル
二
人
目

よ
く
考
え
る
と
凄
い
事
だ
よ
ね

ヴ

ル
ハ
ラ
や
ば
い
ヴ

ル
ハ
ラ
や
ば
い

休

時
間
に
ち

と
歌

て
も
ら
え
な
い
か
な

私

フ

ン
な
ん
だ
よ
ね

 

に
フ

ブ
ニ
ル

ア
ル
冒
メ
ン
バ

ア
ル
冒
メ
ン
バ

ヒ
ル
ダ
の
言
葉
で
あ

る
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そ
の
横
で
は
ラ
キ
ア
が

ス
プ
リ
ン
ガ

の

を
つ
ん
つ
ん
引

張

て
い
る

あ

ラ
キ
ア

何
だ

て

は

う
ち
も
ス
ポ
ン
サ

に
な
り
た
い
だ

 
い
や

ま
あ
別
に
い
い
け
ど
よ

 
ど
う
や
ら
フ
ラ
ン
シ

シ

に

新
し
い
ス
ポ
ン
サ

が
つ
い
た
よ
う
だ

さ
す
あ
に

さ
す
あ
に
だ
ね

ぐ
ぬ
ぬ

々
私
が
目
立
た
な
く

ラ
ン
は
名
前
も
被

ち

た
ね

ピ
ン
チ
だ
ピ
ン
チ

 
こ
ち
ら
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
会
話
で
あ
る

 
彼
ら
的
に
は
こ
う
い

た
事
に
は
も
う
特
に
驚
き
は
な
い
よ
う
で

 
全
て
が

さ
す
が
兄
貴

さ
す
あ
に
で
済
ま
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
だ

待

て
ハ
チ
マ
ン

二
人
目

て

私
は

 
そ
の
時
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
ぐ
ぬ
ぬ

態
で

議
を

し
立
て
て
き
た

 
お
そ
ら
く
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
人
気
な
の
が
悔
し
い
の
だ
ろ
う

 
一
応
断

て
お
く
が

ク

ク
ロ
ビ
ン
と
二
人
は
リ
ア
ル
で
も
仲
良
し
で
あ
る
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二
人
の
加
入
が

だ
と
か
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
い

あ
あ
ん

お
前
は
変
態
が
過
ぎ
る
か
ら
ア
イ
ド
ル
じ

ね
え
よ

え
て
言
う
な
ら
色
物
だ

う
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

の
ビ
ク
ン
ビ
ク
ン
タ
イ
ム
に
突
入
し
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
放
置
さ

れ
たで

こ
こ
で
み
ん
な
に
報
告
が
あ
る

実
は
さ

き
フ

ン
リ
ル
に
遭
遇
し
た

今
写
真
を

見
せ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ピ

ア
と
ウ
ズ
メ
の
も
ふ
も
ふ
写
真
を
公
開
し
た

も
ふ
も
ふ

も
ふ
も
ふ
だ

マ
ジ
か

フ

ン
リ
ル

て
も
ふ
も
ふ
な
の
か

こ
れ
は
ど
う
い
う

況
な
の
か
し
ら

 
多
く
の
者
達
が

了
さ
れ
る
中

族
に
対
し
て
は
そ
こ
ま
で
思
い
入
れ
が
な
い
ユ
キ
ノ
が
そ

う
言

た

ど
う
や
ら
フ

ン
リ
ル
は

神
族
の
味
方
ら
し
い
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ど
う
や
ら
巨
人
族
と
つ
る
ん
で

神
族
を
狩

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

と
遭
遇
し
た
ら

 
片

か
ら
殺
し
て
る
ら
し
い
ぞ

殺
し
屋
み
た
い
な

へ

今
回
の
ク
エ
ス
ト
は

分
色
々
な
要
素
が
混
じ

て
る
ん
だ
な

と
り
あ
え
ず
フ

ン
リ
ル
の
見
た
目
は
覚
え
た
な

 
も
し
か
し
た
ら
フ

ン
リ
ル
と
は
逆
の
立
場
の
モ
ン
ス
タ

も
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら 

自
十
分
に
注
意
し
て
く
れ

神
に
敵
対
す
る
勢
力
の
モ
ン
ス
タ

か

可
能
性
は
あ
る
わ
ね

 
こ
の
時
点
で
ハ
チ
マ
ン
は

別
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
た
が

 
そ
の
事
に
つ
い
て
は
考
え
が

ま

て
い
な
い

こ
こ
で
は
公
開
し
な
か

た

さ
て
そ
れ
じ

あ
狩
り
を
再
開
し
よ
う

お
い
ユ
ウ
ウ
ズ
メ
に
戦
い
方
を
教
え
て
や

て

く
れ

 
多
分
こ
の
中
じ

ユ
ウ
が
一
番
ウ
ズ
メ
の
ス
タ
イ
ル
に
近
そ
う
だ
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あ
と
ピ

ア
の
面
倒
は
ユ
キ
ノ
が
見
て
く
れ

ピ

ア
は
多
分
い
い
ヒ

ラ

に
な
る
と
思

う
分
か

た

任
せ
て

了
解
よ

 
ウ
ズ
メ
は
ユ
ウ
キ
の
動
き
に
か
な
り

激
を
受
け
た
よ
う
で

 
ユ
ウ
キ
に
ス
テ

タ
ス
の

り
方
や
自
身
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
に

用
な
ス
キ
ル
を
教
わ
り

 

中
で
何
度
も
コ
ン
ソ

ル
を
開
き

そ
の
度
に
強
く
な

て
い

た

成
⻑
が
目
に
見
え
て
分
か
る

て
の
も
凄
い
も
ん
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の

き
に

ア
ス
ナ
が
笑
顔
で
答
え
た

ウ
ズ
メ
さ
ん
は
き

と
い
い

剣
使
い
に
な
る
ね

だ
な

ピ

ア
の
方
は
ど
ん
な
感
じ
だ

調
み
た
い
だ
よ
や

ぱ
り
ア
イ
ド
ル
に
な
れ
る
よ
う
な
人

て
色
々
な
才
能
が
あ
る
ん
だ

ね 
ピ

ア
は

文
を
ま
る
で
歌
う
よ
う
に

す
る

と
て
も
覚
え
が
い
い
ら
し
い

 
そ
れ
は
ウ
ズ
メ
も
同
様
な
の
だ
が
ウ
ズ
メ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
体
を
動
か
す
事
の
方
が
好
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き
ら
し
く

 
今
の
と
こ
ろ
は
簡

な
魔
法
を
覚
え
た
だ
け
の
よ
う
で
あ
る

ま
あ
ゲ

ム
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
い
い
さ

リ
ア
ル
じ

色
々
大
変
だ
ろ
う
し
な

ど
う
い
う
生
活
な
の
か
想
像
も
つ
か
な
い
け
ど
ね

 
二
人
は
楽
し
そ
う
に
戦

て
い
る
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に

か
い

線
を
向
け
た

で

戦
闘
の
方
は
ど
う
な

た

さ
す
が
に

き
て
き
た
か
ら
何
か

夫
を
し
よ
う

て
話
し
て
た
感
じ

あ
あ

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

今
日
で
討
伐

は
二
千
五

体
を
超
え
る
け
ど

々
慣
れ
て
き
た
か
ら

 
ま
あ
大
雑

に
あ
と
二
週
間
く
ら
い
で
目
標
に
達
す
る
ん
じ

な
い
か
な

み
ん
な
の
能
力
も
上
が

て
い
く
だ
ろ
う
し
も
う
少
し

ま
る
可
能
性
も
あ
り
そ
う
だ
け
ど

な
あ

確
か
に
そ
う
だ
ね

あ
と
は
他
の
ギ
ル
ド
の
動
向
か

ア
ス
モ
ち

ん
に

い
て
み
る
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だ
な
あ
い
つ
ら
は
ど
の
く
ら
い
討
伐
し
て
る
ん
だ
ろ
う
な
う
ち
ほ
ど
じ

な
い
と
思
う
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
メ

セ

ジ
を
送

た

二
千

 
戦
闘
中
な
の
か

そ
う
シ
ン
プ
ル
な
答
え
が
返

て
く
る

ア
ス
モ
の
奴

二
千
と
か
言

て
る
ぞ

え

ペ

ス

く
な
い

予
想
よ
り
も
か
な
り
多
い

だ
よ
な

だ
よ
ね

前
見
た
感
じ
の
ま
ま
な
ら

今
良
く
て
も
五

く
ら
い
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど

あ
い
つ
ら
が
い
る
の

て
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の

い
部
分
だ
よ
な

ち

と
見
に
い

て
み

る
かこ

こ
か
ら
だ
と
遠
く
な
い

シ

ナ
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
た
ま
ま
だ
か
ら

そ

ち
で
見
に
い

て
く
る
わ

あ
あ

そ
の
手
が
あ

た
ね

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る

当
に
休

を

ん
で
無
理
し
な
い
よ
う
に
な

う
ん

任
せ
て
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そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

シ

ナ
と
し
て
再
ロ
グ
イ
ン
し
た

さ
て
と

 
そ
の
ま
ま
シ

ナ
は
ア
ル
ン
を
飛
び
立
ち

以
前
見
た
七
つ
の
大
罪
が
い
た
狩
り
場
へ
と
向

か

た

 
そ
こ
で
シ

ナ
が
見
た
も
の
は

戦
場
全
体
を
い

ぱ
い
に
使

て

 
協
力
し
て
戦
う
プ
レ
イ
ヤ

達
の

で
あ

た
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第
１
０
７
４
話
 
敵
に
も
出
来
る
奴
は
い
る

こ
れ
は

 
よ
く
観
察
す
る
と

中
央
に
レ
イ
ド

で
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

連
中
を

む
者
達
が

 
巨
大
な
巨
人
を
中
心
に

を
組
ん
で
お
り
そ
の

を
囲
む
よ
う
に

囲
で
戦
闘
が
行

わ
れ
て
い
る

 
そ
し
て

囲
の
敵
が

る
と

中
央
か
ら
パ

テ

で
プ
レ
イ
ヤ

が
突
撃
し

 
敵
に
ト
ド
メ
を

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

な
る
ほ
ど

中
央
に
は

ギ
ル
ド
か
ら
選
抜
さ
れ
た
メ
ン
バ

が
集
ま

て
る
の
か

 
そ
れ
だ
と
ギ
ル
ド

で
計

さ
れ
る
討
伐

の
カ
ウ
ン
ト
は
全
員
に
入
る
が

 

り
の
連
中
に

験

が
入
ら
な
い
ん
じ

な
い
か
と
思

た
が

 
そ
れ
は
ど
う
や
ら
一
定
時
間
ご
と
に
メ
ン
バ

を
交
代
さ
せ
る
事
で
補

て
い
る
よ
う
に
見
え

る
よ
く
考
え
た
も
ん
だ
な
と
い
う
か
あ
ま
り
の

の
悪
さ
を
見
か
ね
て
誰
か
が
提
案
し
た
の

か
な
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こ
の
や
り
方
を
提
案
し
た
の
は
七
つ
の
大
罪
の
軍
師
で
あ
る
ア
ス
タ
ル
ト
で
あ

た

 
交
代
に
関
し
て
も

ギ
ル
ド
の

に
任
せ
て
あ
る
よ
う
で

 
ど
こ
か
ら
も
不
満
の
出
な
い

実
に
見
事
な

配
だ
と
言
え
る

一
応
ア
ス
モ
と
話
は
し
て
お
く
か

 
シ

ナ
は
そ
う
考
え
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ど
こ
に
い
る
か
と
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

た
が

 
丁
度
メ
ン
バ

交
代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
の
か

 
中
央
の
軍
か
ら
外
に
向
か

て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
歩
い
て
く
る
の
を
見
て
そ
ち
ら
に
向
か

た
あ
ら
貴
方

私
に
何
か
御
用
か
し
ら

う
ふ
ん

 
自
分
に
真

直
ぐ
向
か

て
く
る
シ

ナ
に
対
し
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
ん
な
感
じ
の
反
応
を

し
た

 
色
欲
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
し
て
は

ま
あ
当
た
り
前
の
反
応
で
あ
る

 
そ
ん
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に

り
か
ら

熱
い

線
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て

 
シ

ナ
は
思
わ
ず

き
出
し
て
し
ま

た
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何
か
面
白
い
事
で
も
あ

た
の
か
し
ら

 
あ
く
ま
で
も

技
を
続
け
る
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
シ

ナ
は
そ
の
場
で
メ

セ

ジ
を
送

た

 
こ
こ
で
話
し
か
け
て

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
イ
メ

ジ
を

な
う
の
は
悪
い
と
思

た
か
ら
だ

一

落
ち
て
連

し
て
く
れ

俺
だ

シ

ナ
だ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
シ

ナ
の
存
在
は
も
ち
ろ
ん
知

て
い
る
の
だ
が

 
さ
す
が
に
そ
の
顔
ま
で
ハ

キ
リ
と
覚
え
て
い
ら
れ
た

で
は
な
く

 
メ

セ

ジ
を
見
た
後

シ

ナ
の
顔
を
二
度
見
し
た

あ

ご
め
ん
な
さ
い
ね
ち

と
落
ち
な
く
て
は
い
け
な
い
の

そ
れ
じ

あ
ご
機

よ
う

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
取
り

た
よ
う
に
そ
う
言
う
と
七
つ
の
大
罪
が
集
ま

て
い
る

り
に

移
動
し

 
シ

ナ
に
ウ

ン
ク
を
し
な
が
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
の
体
勢
に
入

た

 
シ

ナ
も
今
後
の
事
を
考
え
て
こ
こ
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
に
し
た

 

り
で
は
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
好
き
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
る

 
誰
か
に
お
か
し
な
ち

か
い
を
か
け
ら
れ
る
心
配
も
無
い
か
ら
だ
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お
う
出
海

分
頑
張

て
る
み
た
い
じ

な
い
か
よ

も
し
か
し
て
こ

ち
の
様
子
を
見
に
来
た
の

ご
め
ん
な
さ
い

忙
し
く
て
ま
と
も
に
返
信

出
来
な
く
て

い
や

別
に
気
に
し
て
な
い

そ
れ
に
し
て
も
あ
ん
な
や
り
方

誰
が
考
え
た
ん
だ

う
ち
の
軍
師
の
タ
ル
ト
君
か
な

あ
の
子

気
が

い
け
ど
凄
く
優

な
の
よ
ね

そ
ん
な
奴
が
よ
く
ル
シ
パ

に
意
見
を
言
え
た
な

言

た
の
は
ほ
ら

私
だ
か
ら

 
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
ら
し
い

 
八
幡
は
七
つ
の
大
罪
の
陰
の
リ

ダ

て
実
は
こ
い
つ
な
ん
じ

な
い
の
か
と
思

て
し

ま

た
な
る
ほ
ど
な

そ
れ
よ
り
も
ヴ

ル
ハ
ラ
は
何
を
し
て
る
の

狩
り
場
に
は
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど

別
に
狩
り
場
は
あ
そ
こ
だ
け
じ

な
い
ぞ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
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そ
の
声
か
ら
は

し
い
オ

ラ
が
出
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

 
そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う
今
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

り
に
は
仲
良
し
の
ヒ
ル
ダ
も
ラ
キ
ア
も
い

な
い
の
だ

し
か
し
あ
の
巨
人

で
か
く
な

た
よ
な

あ
の
大
き
さ
に
な

た
の

て
結

前
な
の
よ

 
そ
こ
で
成
⻑
が
止
ま

て
そ
こ
か
ら
は
ち

と
ず
つ
ス
テ

タ
ス
が
上
が

て
る
み
た
い

に
感
じ
る
わ

ふ

ん

そ
ん
な
感
じ
で
成
⻑
す
る
の
か

そ

ち
の
巨
人
は
ど
う
な
の

今
何
匹
く
ら
い

神
を
討
伐
し
た
の

 
そ
の
当
然
の
質
問
に

八
幡
は
ど
う
答
え
れ
ば
い
い
の
か
か
な
り
悩
ん
だ

こ
こ
で
本
当
の
事
を
教
え
る
の
も
な

ほ
ぼ
決
ま
り
だ
と
は
言
え

 
も
し
か
し
た
ら
こ

ち
が
間
違

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
な

多
少
大
き
く
な

た
み
た
い
だ
が

そ
の

度
だ
な

 
実

ト
ン
キ

は
ほ
ん
の
少
し
大
き
く
は
な

た
が

そ
れ
だ
け
で
あ

た

 
お
そ
ら
く

に
成
⻑
限
界
を
迎
え
能
力

の
方
に
よ
り
多
く
が

り
分
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
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ろ
うへ

そ
う
な
ん
だ

あ

そ
れ
よ
り
も
さ

 
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

と
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
が
ど
こ
に
い
る
か
知
ら
な
い

ん

う
ち
と
一

に
行
動
し
て
る
ぞ

お
前
に
追
い
出
さ
れ
た

て

い
て
た
か
ら
な

し

仕
方
な
か

た
の
よ

私
が
い
な
い
時
に
決
め
ら
れ
ち

て
た
ん
だ
も
ん

あ
い
つ
ら
に
ど
こ
に
い
る
の
か
直
接

い
た
り
し
な
か

た
の
か

も
ち
ろ
ん

い
た
け
ど

教
え
て
く
れ
な
か

た
ん
だ
も
ん

あ
あ

ま
あ
今
は
ラ
イ
バ
ル

て
事
に
な
る
し
な

そ
う
だ
よ
ね

仕
方
な
い
よ
ね

し
か
し
ル
シ
パ

も
意
味
不
明
だ
よ
な

 
こ
れ
じ

あ
何
の

に
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
を
作

た
の
か
分
か
ら
な
い
じ

な
い
か
よ

正
直
ハ
イ
エ
ン
ド
の
装
備
を
も
ら

て
か
ら
あ
い
つ
ら
の
態
度
が
変
わ

て
き
た
ん

だ
よ
ね

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
の
ル

ル
で
は

ハ
イ
エ
ン
ド
は
公
平
に
回
す
事
に
な

て
い
た
が

 
今
回
は
団
の
活
動
と
し
て
得
た
装
備
で
は
な
い
の
で
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他
の
ギ
ル
ド
か
ら
す
れ
ば
味
方
の
戦
力
が
上
が

て
大
歓
迎
と
い

た
感
じ
だ

た
の
だ

が 
ど
う
や
ら
ル
シ
パ

は
若

の
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ

 
そ
れ
を
誤
魔
化
す

に

更
に
強
気
に

舞
う
う
ち
に

 

部
達
が
そ
の
態
度
に
影

さ
れ

俺
強
え
オ

ラ
を
あ
か
ら
さ
ま
に
出
す
よ
う
に
な

た

 
そ
の

⻑
と
し
て

別
行
動
が
提
案
さ
れ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
ら
し
く

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
れ
が
か
な
り
不
満
で
あ
る
よ
う
だ

ま
あ
世
の
中

て
の
は
そ
う
い
う
も
ん
だ
今
の
自
分
の

の
中
で
や
れ
る
事
を
頑
張
れ

て
う

分
か

た

頑
張
る

 
仲
間
内
で
は
出
海
だ
け
が
仲
間
外
れ
に
な

て
い
る
格
好
な
の
だ
が

 
そ
の
事
を
わ
ざ
わ
ざ
伝
え
る
の
も
可
愛
そ
う
だ
と
思
い

八
幡
は
そ
の
事
を
言
わ
な
か

た

と
い
う
か

お
前
が
装
備
し
て
た
の

て
ハ
イ
エ
ン
ド
の
装
備
な
の
か

え

今
更
そ
こ
に
突

込
む
の

い
や

だ

て
よ

お
前
の
あ
の
装
備

下
品
じ

ね
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う
 
ぶ

ち

け
る
と
グ
ラ
ン
ゼ
達
が
作

た
ハ
イ
エ
ン
ド
装
備
は
い
わ
ゆ
る

成
レ
シ
ピ
の
品

で
あ

た

 
最
初
か
ら
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
物
を
た
だ
ハ
ン
マ

で
叩
く
だ
け
な
の
で

 
確
か
に

練
度
は
上
が
る
の
だ
が

設
計
図
か
ら
製
作
し
た
装
備
と
比
べ
る
と

 
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
性
能
的
に
も
か
な
り

る
事
に
な
る

 
小
人
の
靴
屋
の
職
人
達
と
て
い

ぱ
し
の
職
人
で
あ
り

 
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
が
手
に
入

た
時
の

に
い
く
つ
か
の
武
器
を
設
計
し
て
あ

た
の
だ
が

 
リ

ダ

の
グ
ラ
ン
ゼ
が
と
に
か
く

く
武
器
防

を

し
ろ
と
言

て
き
た

 

く

く
そ
の
指

に

た
と
い
う

も
あ
る
の
だ
が

 
そ
の
事
実
は
表
に
出
て
こ
な
い

八
幡
の

象
と
し
て
は
そ
ん
な
感
じ
に
な

て
し
ま
う
の

だ
そ
れ
は
私
も
思
う

お
前
の
露
出

り
も
か
な
り
下
品
だ
よ
な

う

そ
う
な
の
よ

い
て
よ
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今
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
装
備
し
て
い
る
の
は

 
ま
る
で
エ
ロ
マ
ン
ガ
の
サ
キ

バ
ス
が
装
備
し
て
い
る
よ
う
な

 
ほ
ぼ
ヒ
モ
の
み
で

成
さ
れ
た
ビ
キ
ニ
と

し

度
の

い
マ
ン
ト
の
み
で
あ
る

 
さ
す
が
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
グ
ラ
ン
ゼ
に
そ
れ
を

さ
れ
た
時
勘

し
て
よ
と
思

た
の
だ

が 
そ
の
場
で
断
る
事
は
も
ち
ろ
ん
出
来
ず

色
欲
と
し
て
の
プ
ロ

性
も
発

し
て

 
我
慢
し
て
装
備
し
て
い
る
の
だ
と
言
う

グ
ラ
ン
ゼ
ち

ん

て
本
当
に
そ
う
い
う
セ
ン
ス
が
無
い
の
よ
ね

 

純
に
私
が
色
欲
だ
か
ら

露
出
が
多
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
か
思

て
る
の

 
世
の
中
そ
ん
な

純
じ

な
い
の
に
ね

ま
あ
お
前
が
選
ん
だ
道
だ

め
ろ

う

厳
し
い

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

そ
の
時
の
出
海
の
顔
は
晴
れ
や
か
で
あ

た

 
仲
間
達
と
引
き
離
さ
れ

学
校
も
休
み
に
入

て
い
る

 
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

み
の
不
満
に
つ
い
て

愚
痴
を
言
う
相
手
が
誰
も
い
な
か

た
の
だ
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今
日
八
幡
と
話
せ
た
事
で

多
少
な
り
と
も
気
が
晴
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る

あ
り
が
と

何
か
元
気
が
出
た
わ

 
そ
の
言
葉
を

い
た

間
に

八
幡
は
何
故
か
出
海
に
意
地
悪
を
し
た
く
な

た

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

ま
あ
い
ず
れ
ガ
チ
で
や
り
合
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら

 
そ
の
時
は
お
前
の
首
は
俺
が
取

て
や
ろ
う

う
ん
う
ん

へそ
れ
じ

あ
俺
は

る
わ

そ

ち
も
そ
ろ
そ
ろ

れ
よ

 
あ
ト
イ
レ
に
は
ち

ん
と
行

と
け
よ
そ
の
年
で

ら
す
の
は
さ
す
が
に
や
ば
い
か
ら
な

あ

ち

と

ど
う
い
う
事

そ
こ
ん
と
こ

し

 
そ
れ
で
八
幡
は

話
を
切
り

直
後
に
思
わ
ず

き
出
し
た

ま

た
く
出
海
は
い
じ
り
甲
斐
が
あ
る
奴
だ
よ

 
そ
の
ま
ま
八
幡
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

り

 
少
し
後
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
か
ら
の
メ

セ

ジ
攻
撃
を
く
ら
う
事
に
な

た

ち

と

や
り
合
う

て
ど
う
い
う
事
な
の

ス
ル

す
る
ん
じ

な
い
わ
よ
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ね

も
し
か
し
て
私
達
間
違

て
る

ね

や
ら
か
し
て
る

リ
ア
ル
で
ち

と
エ

チ
な
写
真
を
送

て
あ
げ
る
か
ら

答
え
て
よ

 
最
後
の
文

を
見
た

間
に

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
ヒ
ル
ダ
に
見
せ
た

お
い
ヒ
ル
ダ

こ
い
つ
を
何
と
か
し
て
く
れ

へ

何
が

て

何
こ
れ

ど
う
い
う
話
の
流
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は

を

く
説
明
し

ヒ
ル
ダ
は
ハ
チ
マ
ン
を
二
度
見
し
た

え

め

ち

煽

て
な
い

い
や

あ
い
つ
が
元
気
に
な

た
と
か

勝
な
事
を
言
う
か
ら
つ
い

な

ま
あ
い
じ
り
た
く
な
る
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

そ
れ
な
ら
自
分
で
何
と
か
し
て
よ

え

や
だ
よ

あ
い
つ
は
お
前
の
娘
だ
ろ

娘

て
何

た
だ
の
同
級
生
だ
よ

だ

て
あ
い
つ
の
保
護
者
は
お
前
じ

な
い
か
よ

い
や
違
う
か
ら
ね

 
こ
の
後

結
局
ヒ
ル
ダ
は
ハ
チ
マ
ン
に
押
し
切
ら
れ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
ご
機

取
り
を
す
る
事
に
な

た
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も
う

こ
の

め
合
わ
せ
は
ち

ん
と
し
て
も
ら
い
ま
す
か
ら
ね

あ

ま
あ
考
え
と
く
わ

本
当
で
す
ね

約
束
で
す
よ

は
い
は
い
約
束
約
束

 
一
応
言
質
を
と

た
事
で
ヒ
ル
ダ
は
引
き
下
が
り

 
代
わ
り
に
ウ
ズ
メ
が
ユ
ウ
キ
と
共
に
こ
ち
ら
に
や

て
き
た

ハ
チ
マ
ン

ウ
ズ
メ
の
ス
テ

タ
ス
と
ス
キ
ル
に
つ
い
て

 
ち

と
相
談
に
乗

て
も
ら
い
た
い
ん
だ
け
ど

お
う

結

げ
た
か

う
ん

か
な
り
凄
い
事
に
な

て
る
と
思
う
よ

ど
れ
ど
れ

 
そ
の
ま
ま
二
人
で
ス
テ

タ
ス
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し

ウ
ズ
メ
は
か
な
り
強
く
な

た

 
し
ば
ら
く
慣
ら
し
運
転
の
よ
う
に
体
を
動
か
し
て
い
た
ウ
ズ
メ
は

 
そ
の
動
き
の

さ
に
驚
い
た
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン

凄
い
よ

凄
く
体
が

い
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そ
ん
な
ウ
ズ
メ
に
ハ
チ
マ
ン
が
こ
ん
な
提
案
を
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
明
日

体
術
ス
キ
ル
を
取
り
に
行
く
か

そ
れ
が
必
要
な
の

う
ん

分
か

た

わ

私
も
ご
一

し
た
い
で
す

ヒ

ラ

に
は
あ
ま
り
必
要
が
な
い
ス
キ
ル
だ
け
ど

ま
あ
い
い
か

 
ピ

ア
も
同
行
を
希
望
し

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
つ
つ
も
そ
の
頼
み
を

し
た

 
三
人
は
一

ア
ル
ン
へ

り
次
の
日
の
朝
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
第
二
層
へ
と
向
か
う
事
と

な

た
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第
１
０
７
５
話
 
将
を
射
ん
と
欲
す
れ
ば

ハ
チ
マ
ン

お

は
よ
う

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん

お
は
よ
う

プ
リ
ン
で
す

今
日
は
お
世
話
に
な
り
ま
す

 
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
い
た
の
は
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
そ
し
て
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
で
あ

た

 
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
に
関
し
て
は

 
こ
の
機
会
に
出
来
る
だ
け

験

を

い
だ
方
が
い
い
と
ス
プ
リ
ン
ガ

が
提
案
し
て
き
た

 
日
高
商
店
が
年
末
休
み
に
入

た
事
も
あ
り

 
二
人
が
可
能
な
限
り
狩
り
に
参
加
し
て
も
ら
う
事
に
な

た
の
で
あ
る

 
そ
の
流
れ
で
の

今
日
の
体
術
ス
キ
ル
取
得
の
お
誘
い
で
あ

た

 
そ
こ
で
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
顔
を
ま
と
も
に
見
た
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
は
当
然
驚
愕
し
た

え

ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん

何
で
純
愛
が
こ
こ
に
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フ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
お
二
人
で
す
よ
ね

 
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
は
基
本
テ
レ
ビ
は
あ
ま
り
見
な
い
が

 
食
事
時
だ
け
は
普
通
に
テ
レ
ビ
を
点
け
て
い
る
ら
し
く

 
そ
の
時
か
ら
フ
ラ
ン
シ

シ

み
の
ニ

ス
は
チ

ク
し
て
い
る
ら
し
い

 
な
の
で
先
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

の
時

 
二
人
は
フ
ラ
ン
シ

シ

本
人
に
会
え
て

分
と
感
動
し
て
い
た
も
の
だ

た

純
愛

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ

ク
ス

と
笑

た

 
一
部
で
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
知

て
い
た
も
の
の

 
面
と
向
か

て
そ
う
言
わ
れ
た
の
は
初
め
て
だ

た
か
ら
だ

ベ
ル

こ
の
二
人
の
正
体
は
秘
密
だ
か
ら
な

あ

や

ぱ
り
そ
う
い
う
事
な
ん
だ

 
ベ
ル
デ

ア
は
予
想
は
し
て
い
た
の
か

嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

こ
ち
ら
は
ウ
ズ
メ

こ
ち
ら
が
ピ

ア
だ

ベ
ル
デ

ア
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ウ
ズ
メ
様

ピ

ア
様
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ち

普
通
の
呼
び
方
で
い
い
か
ら
ね

 
さ
す
が
に
様
付
け
は

だ

た
の
だ
ろ
う

ウ
ズ
メ
が

て
て
そ
う
言

た

え

と

そ
れ
じ

あ
ウ
ズ
メ
姉
と
ピ

ア
姉

う
ん

そ
の
く
ら
い
が
い
い
か
な

分
か

た

そ
れ
じ

あ
そ
れ
で

 
五
人
は
自

紹
介
を
終
え

野
を
超
え
山
を
超
え

二
層
の
奥
深
く
へ
と
向
か

て
い

た

 
そ
の
道
中
で
ベ
ル
デ

ア
が

他
の
四
人
に
い
き
な
り
爆

を
放
り
込
ん
た

ね

ウ
ズ
メ
姉
と
ピ

ア
姉
も

 
う
ち
の
⺟
さ
ん
み
た
い
に
や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
兄
ち

ん
の
事
が
好
き
な
の

 
そ
の
言
葉
に
他
の
四
人
全
員
が

き
込
ん
だ

ベ
ル

あ
ん
た
何
を
言

て
る
の

 
プ
リ
ン
は
む
せ
な
が
ら
ベ
ル
デ

ア
の

を

か
ん
と
殴
り
ウ
ズ
メ
は
顔
を

く
し
て
あ
わ

あ
わ
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
我
関
せ
ず
と
ば
か
り
に
知
ら
ん

り
で
あ
る

 
そ
ん
な
中
一
人
笑
顔
を
保

て
い
た
ピ

ア
は
余

を
持

た
表
情
で
ベ
ル
デ

ア
に
答
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え
たそ

う
で
す
よ
だ
か
ら
ベ
ル
君
も
私
の
事
を
本
当
の
お
姉
ち

ん
だ
と
思

て
い
い
で
す
か

ら
ね

 
ピ

ア
的
に
は

将
を
射
ん
と
欲
す
れ
ば
先
ず
馬
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
を
射
ん
と
欲
す
れ
ば
先
ず
ベ
ル
デ

ア
か
ら

と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

も

も
ち
ろ
ん
私
も
ベ
ル
君
の
本
当
の
お
姉
ち

ん
だ
よ

 

た
ウ
ズ
メ
も
急

参
戦
で
あ
る

こ
こ
で
引
く
の
は
さ
す
が
に
ま
ず
い

 
ハ
チ
マ
ン
が
二
人
を
ジ
ト
目
で
見
て
き
た
が

そ
ん
な
事
は
気
に
し
て
い
ら
れ
な
い

 
今
こ
こ
で
重
要
な
の
は

ベ
ル
デ

ア
か
ら
真
の
姉
認
定
さ
れ
る
事
で
あ
る

お

俺
な
ん
か
が
弟
で
い
い
の

 
だ
が
ベ
ル
デ

ア
の
反
応
は
二
人
が
思

て
い
た
の
と
違
い

何
と
な
く
自

的
な
も
の
で

あ

た

 
さ
す
が
に
ア
イ
ド
ル
相
手
に
安
易
な
返
事
は
出
来
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
二
人
は
⺟
性
本
能
を

激
さ
れ

ベ
ル
デ

ア
の
手
を

り
な
が
ら
言

た

も
ち
ろ
ん
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も
ち
ろ
ん
で
す

 
ベ
ル
デ

ア
は
そ
の
答
え
に
一

は
喜
び
か
け
た
が

 
直
前
で

み
と
ど
ま
り

じ

と
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
し
て
は

下
手
に
話
を

ら
れ
て
認
め
て
し
ま
う
の
は
色
々
ま
ず
い

 
三
人
の
事
は
三
人
に
任
せ
よ
う
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
ベ
ル
デ

ア
に
そ
ん
な
男
女
の
機
微
が
分
か
る
は
ず
も
な
く

 
許
可
を
求
め
る
よ
う
な
目
で
見
ら
れ
て
し
ま

て
は
ハ
チ
マ
ン
に
は
も
う
ど
う
す
る
事
も
出

来
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
せ
め
て
も
の

抗
で

て

き
ベ
ル
デ

ア
は
嬉
し
そ
う
に
二
人
に
答
え
た

う
ん

分
か

た

ウ
ズ
メ
姉
ち

ん

ピ

ア
姉
ち

ん

こ
れ
か
ら
宜
し
く

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア

姉

の
リ
オ
ン
ク
ラ
ス
か
ら

 

姉
ち

ん

の
セ
ラ
フ

ム
ア
ス
ナ
ク
ラ
ス
に
ま
さ
か
の
昇
格
で
あ
る

う
ん

こ
れ
か
ら
宜
し
く
ね

ベ
ル
君

そ
う
で
す
ね

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
一

に
一
生
仲
良
く
し
ま
し

う

 
ピ

ア
が
よ
り
え
げ
つ
な
い
表
現
を
使

て
き
た

ハ
チ
マ
ン
は

を

え
た
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若
い

て
い
い
な

 
そ
の
時
一
人
乗
り

れ
た
プ
リ
ン
が
そ
う
言

て

さ
り
げ
な
く
ハ
チ
マ
ン
の

を

い
た

 
ギ

と
す
る
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
を
横
目
に
プ
リ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
を
ぐ
い
ぐ
い
引

張

て

い
くそ

れ
じ

あ
行
き
ま
し

う
か

あ

あ
の

プ
リ
ン
さ
ん

別
に

を
組
ま
な
く
て
も

う
ふ
ふ

ほ
ら

く

く

ち

ち

と

 
そ
ん
な
二
人
を
ベ
ル
デ

ア
達
三
人
が

て
て
追
い
か
け
る

 

に
入
る
と
さ
す
が
に

ん
で
は
歩
け
な
い

プ
リ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の

を
解
放
し
た

 
そ
の
ま
ま
目
的
地
に
通
じ
る

に
到
着
し

 
ハ
チ
マ
ン
が
先
に
降
り
て
残
り
の
四
人
を
フ

ロ

す
る
事
に
な

た

ベ
ル

い
い
ぞ

う

う
ん

 
ベ
ル
デ

ア
は

を
滑
り
降
り
て
い
き

出
口
付
近
で
上
手
く

速
を
し
た
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こ
の

り
は
さ
す
が
男
の
子
で
あ
る

大
丈
夫
か

う
ん

余

余

 
ベ
ル
デ

ア
は
そ
の
ま
ま
見
事
に
着
地
を
決
め
た

 
こ
の

り
は
バ
イ
ト
で
鍛
え
ら
れ
た
成
果
だ
と
言
え
る

 
自
由
落
下
に
比
べ
れ
ば

こ
ん
な
の
は
ぬ
る
い
と
し
か
言
え
な
い
の
だ

き
 
続
け
て
プ
リ
ン
が
滑
り
降
り
て
き
た
が
そ
の
プ
リ
ン
を
ベ
ル
デ

ア
が
あ

さ
り
と
受
け
止

め
た⺟

さ
ん

大
丈
夫

え

え
え

驚
い
た
わ

ベ
ル
は

分
力
持
ち
な
の
ね

い
や
⺟
さ
ん

ゲ

ム
の
中
だ
か
ら
で
あ

て

 
リ
ア
ル
で
受
け
止
め
る
の
は
絶
対
に
無
理
だ
か
ら
ね

だ

て
⺟
さ
ん
意
外
と
重

 
そ
の

間
に
プ
リ
ン
は
ベ
ル
デ

ア
の

を
思
い

き
り
殴
り

ベ
ル
デ

ア
は

し
た

ベ
ル

今
何
か
言

た
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い

い
い
え

何
も
言

て
ま
せ
ん

⺟
上

 
ハ
チ
マ
ン
に
は
も
ち
ろ
ん

こ
え
て
い
た
が
大
人
な
の
で
普
通
に
気
付
か
な
い
フ
リ
を
し
た

 
そ
し
て
次
に
ウ
ズ
メ
が
滑
り
降
り
て
き
た
が

ウ
ズ
メ
は
空
中
で
体
を

り

 
ま
る
で
体
操
の
選
手
の
よ
う
に

見
事
に
着
地
を
決
め
た

お
お

や
る
な
ウ
ズ
メ

ウ
ズ
メ
姉
ち

ん

格
好
い
い

ふ
ふ
ん

こ
れ
く
ら
い
は
ね

 
ウ
ズ
メ
は
鍛
え
ら
れ
た
せ
い
も
あ
り

も
う
か
な
り
動
け
る
よ
う
に
な

て
い
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
最
後
に
ピ

ア
が
滑
り
降
り
て
き
た

 
ピ

ア
も
運
動
神

は
悪
く
な
い
の
だ
が
ゲ

ム
内
で
普
通
じ

な
い
動
き
が
出
来
る
ほ
ど

 
ま
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
慣
れ
て
は
い
な
い

当
然
の
よ
う
に
体
勢
を
崩
し
て
し
ま
う

オ

ラ
イ

オ

ラ
イ

 
そ
ん
な
ピ

ア
を
ハ
チ
マ
ン
が
見
事
に
受
け
止
め
た

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
や
い
や

こ
の
く
ら
い
ど
う

て
事
な
い
さ
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ピ

ア
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
て

を

ら
め
ウ
ズ
メ
は
完
全
に
ぐ
ぬ
ぬ

態
に
な

た

く

完
全
に
し
く
じ

た

ア
ピ

ル
の
仕
方
を
間
違
え
た

姉
ち

ん

ド
ン
マ
イ

 
ベ
ル
デ

ア
に

め
ら
れ
た
ウ
ズ
メ
は

ハ

と
し
た
顔
で
ベ
ル
デ

ア
に
そ

と

ね
た

ね

ね

ベ
ル
君

ハ
チ
マ
ン

て

女
の
子
の
ど
ん
な
部
分
に
興
味
が
あ
り
そ
う

兄
ち

ん
が

え

と

 
そ
の
問
い
に
ベ
ル
デ

ア
は
困

た

ハ
チ
マ
ン
と
そ
う
い
う
話
を
し
た
事
が
無
か

た
か
ら

だ 
結
果

口
に
出
し
た
の
は

尊
敬
す
る
詩
乃
の
言
葉
で
あ

た

姉
御
が
前

ハ
チ
マ
ン

て
ば
本
当
に
私
の
足
が
好
き
よ
ね

て
言

て
た

足

美
脚
ア
ピ

ル

う
ん

そ
れ
な
ら
い
け
る

 
ウ
ズ
メ
は
今
シ

ト
パ
ン
ツ

な

問
題
な
く
ハ
チ
マ
ン
に
ア
ピ

ル
す
る
事
が
可
能

で
あ
る

 
ピ

ア
は
⻑
め
の
ズ
ボ
ン
な

そ
の
点
に
関
し
て
は
確
実
に
ウ
ズ
メ
が

利
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
み
ん
な

ク
エ
を
受
け
て
く
れ

そ
の
後
は
記
念

影
な
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記
念

影

 
一
同
は
首
を

げ
た
が

ハ
チ
マ
ン
が
何
も
言
わ
な
い

そ
の
ま
ま
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た

 
当
然
四
人
の
顔
に
は
ヒ
ゲ
が
書
か
れ

ハ
チ
マ
ン
は
無

に
い
い
笑
顔
で
四
人
に
言

た

よ
し

み
ん
な
い
い
顔
だ

そ
れ
じ

あ

影
と
い
こ
う

 
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
の
予
想
通
り
お

い
の
顔
を
見
て
笑
い
合

て
い
た
が

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
反
応
は
あ
ま
り

し
く
は
な
か

た

 
と
い
う
か

あ

さ
り
と
受
け
流
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ

た

 
そ
れ
も
そ
の
は
ず

二
人
は

影
や
ガ
タ
リ
ン
ピ

ク
出
場
で

 
お
か
し
な
格
好
を
す
る
事
に
は
慣
れ
て
お
り
こ
の

度
で

著
な
反
応
を

す
事
は
無
い
の

で
あ
る

 
だ
が
そ
の
時
ウ
ズ
メ
が
動
い
た

こ
こ
は
ピ

ア
を
出
し
抜
く
絶
好
の
機
会
だ
と
判
断
し
た
の

で
あ
る

に

ん

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う
鳴
き
声
を
あ
げ
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に

き
付
き
そ
の

に
自
分
の

を

り

付
け
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

ご
ろ
ご
ろ

お
い
こ
ら

い
き
な
り
何
を

に

に

 
そ
う
首
を

げ
る
ウ
ズ
メ
は
非
常
に
か
わ
い
ら
し
く

ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず

を

ら
め
た

ウ

ウ
ズ
メ
さ
ん

ハ
レ
ン
チ
で
す

 
ピ

ア
は
そ
う
苦
情
を
述
べ
た
が

そ
こ
ま
で
だ

た

 
も
ち
ろ
ん
ピ

ア
に
は
同
じ
事
な
ど
性
格
的
に
出
来
は
し
な
い

そ
れ
じ

あ
あ
の
岩
を

い
て
く
る
ニ

ン

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
を
座
ら
せ

 
そ
の
目
の
前
で
美
脚

り
を
ア
ピ

ル
し
て
か
ら
岩
の
方
に
向
か

た

 
そ
の
せ
い
で

ピ

ア
が

利
だ

た
先
ほ
ど
ま
で
の

況
は

 
今
は
お
そ
ら
く
イ

ブ
ン
く
ら
い
ま
で

て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
う
手
応
え
を
感
じ
満
足
し
た
ウ
ズ
メ
は
岩
を
目
の
前
に
し
た

間
に

を
切
り

え
た

 
そ
れ
を

め
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
の
横
に
プ
リ
ン
が
立
つ

二
人
と
も
や
る
わ
ね
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は

ま

た
く
困

た
も
ん
で
す

二
人
と
も
本
当
に
か
わ
い
い
し

ア
イ
ド
ル
だ
し

は

は

な
の
で
私
と
し
て
は

岩

き
く
ら
い
は
負
け
ら
れ
な
い
わ
ね

あ

え

と

頑
張

て
下
さ
い

兄
ち

ん

俺
も
頑
張
る
よ

お
う

頑
張
れ
よ

ベ
ル

 
こ
う
し
て
四
人
は
一
心
不
乱
に
岩
を
殴
り
始
め
た
の
だ

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
１
０
７
６
話
 
ソ
レ
イ
ユ
ら
し
い
ア
プ
ロ

チ

 
す
み
ま
せ
ん

ち

と
忙
し
く
て
次
の
投
稿
は
日
曜
に
な
り
ま
す

 
そ
れ
か
ら
一
時
間

か
か
り

四
人
は
無
事
に
岩
の
破
壊
を
終
え
た

ど
う
だ

違
い
が
分
か
る
か

う

ん

ど
う
だ
ろ
う

 
四
人
は
体
を
動
か
し
て
い
る
が

ま
だ
し

く
り
こ
な
い
よ
う
だ

あ

そ
う
だ

ピ

ア

ち

と
新
曲
の
フ
リ
を
や

て
み
な
い

そ
れ
は
い
い
か
も
で
す
ね

も
う
体
で
感
覚
を
覚
え
て
ま
す
し

 
ど
の
く
ら
い
動
き
が
違
う
か
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
ね

ほ
う

新
曲
か

う
ん

今
度
の
曲
は
ゆ
う
ぎ
り
姉
さ
ん
が
メ
イ
ン
な
の

凄
え

見
て
い
い
の
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も
ち
ろ
ん

で
も
ま
あ
私
達
二
人
だ
け
の
パ

ト
だ
と

 
見
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

 
そ
う
言

て
ウ
ズ
メ
は
コ
ン
ソ

ル
を
い
じ
り
新
曲
の
リ
ズ
ム
セ
ク
シ

ン
部
分
だ
け
を
流

し
始
め
た

お

事
前
に
用
意
し
て
あ

た
の
か

う
ん
時
間
が
開
い
た
時
に
ち

と
で
も
練

し
て
お
こ
う

て
思

て
準
備
し
と
い
た

の 
そ
の
ウ
ズ
メ
の
真
面
目
さ
に
ハ
チ
マ
ン
は
感
心
し
た

や

ぱ
り
プ
ロ
だ
よ
な

 
そ
し
て
最
初
に
三
味
線
の
音
が
鳴
り

き
次
い
で
ド
ラ
ム
パ

ト
が
始
ま
り

な
曲
が

流
れ
始
め

 
二
人
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て

り
始
め
た

 
最
初
は
決
め
ポ

ズ
か
ら
始
ま
り

の
上
で
手
を
叩
い
た
後

 
二
人
は
太
も
も
に
手
を
当
て
て
体
を

に

り
始
め
た

ほ
う
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ほ
え
え

う
わ

 
曲
の
全
体
像
は
分
か
ら
な
い
が
三
人
は
そ
ん
な
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に
思
わ
ず
見
入

て
し
ま

う 
そ
し
て
曲
が
最
後
の
部
分
に
差
し
か
か
り

 
ウ
ズ
メ
が

来
な
さ
い

と
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
手
を
差
し
出
す
と

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
そ
ち
ら
に
ふ
ら
ふ
ら
と
足
を

み
出
し
た

兄
ち

ん

う
お

つ
い
誘
わ
れ
ち
ま

た
わ

あ
は
は
は
は

凄
い
ね

 
そ
し
て
曲
が
終
わ
り

二
人
が
得
意
げ
に
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

 
プ
リ
ン
と
ベ
ル
デ

ア
は
涙
を
流
し
な
が
ら

手
し
続
け
て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
も
紅
潮
し
た
顔
で
う
ん
う
ん
と

い
て
い
る

ハ
チ
マ
ン

凄
い
よ

ま
る
で
自
分
の
体
じ

な
い
み
た
い
に
良
く
動
け
た

ど
う
で
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
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い
や

正
直
感
動
し
た
わ

く
完
全

を

い
て
み
た
い

と
い
う
か

う

度
あ
り

 
ウ
ズ
メ
が
冗
談

く
そ
う
言
い

一
同
は
笑
い
あ

た

今
の
は
何
て
曲
な
ん
だ

え

と

事
件
か
な

へ

最
初
の
三
味
線
を

い
た
時
は

も

と
和
風
な
曲
か
と
思

た
け
ど

 
い
い
意
味
で
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
感
じ
だ

た
わ

あ
の
音
は
ゆ
う
ぎ
り
姉
さ
ん
が
自
分
で

い
て
入
れ
て
る
ん
だ
よ

ほ
う

ゆ
う
ぎ
り
さ
ん
は
三
味
線
が

け
る
の
か

う
ん

ま
だ
十
九
な
の
に
凄
い
よ
ね

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
た

あ
の
色
気
で
十
九

だ
と

う
ん
そ
う
だ
よ

知
ら
な
か

た
ん
だ

正
直
も

と
上
か
と
思

て
た
わ

ゆ
う
ぎ
り
さ
ん
に
は
内

に
し
て
お
い
て
あ
げ
ま
す
ね
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ピ

ア
が
悪
戯
め
い
た
口
調
で
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は
素
直
に

を
下
げ
た

悪
い

そ
う
し
て
く
れ

あ

ち
な
み
に
私
も
同
い
年
で
す
よ

十
九
で
す

な
ん

だ
と

 
ハ
チ
マ
ン
の
あ
ま
り
の
驚
き

り
に

逆
に
ピ

ア
の
方
が
戸
惑

た

そ

そ
ん
な
に
お
か
し
い
で
す
か

い
や

十
六
く
ら
い
か
と
思

て
た
か
ら

ふ
ふ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ピ

ア
は
若
く
見
ら
れ
た
事
が
嬉
し
か

た
ら
し
く

素
直
に
お

を
言

た

 
実

の
と
こ
ろ

色
気
が
無
い
と
言
わ
れ
た
と
も
言
え
る
の
だ
が

 
そ
う
い
う
ネ
ガ
テ

ブ
な
面
は
普
通
に
ス
ル

す
る
ピ

ア
で
あ

た

 
そ
こ
に
ウ
ズ
メ
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
加
わ

て
く
る

ち
な
み
に
十
六
な
の
は

わ
・
た
・
し

あ

お
前
は
そ
ん
な
感
じ
だ
な

う
ん

分
か

て
た

ち

と

扱
い
が

当
す
ぎ
じ

な
い
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そ
こ
か
ら
ま
た
笑
い
が

こ
り
今
度
は
ベ
ル
デ

ア
と
プ
リ
ン
が
感
動
し
た
面
持
ち
で
言

た
ウ
ズ
メ
姉
ち

ん

ピ

ア
姉
ち

ん

俺
も
凄
く
感
動
し
た

素
晴
ら
し
か

た
で
す

私
達
も
曲
が
出
た
ら
絶
対

い
ま
す
か
ら

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
二
人
は
満
面
の
笑
み
で
お

を
言
い

冗
談
め
か
し
て
こ
ん
な
事
を
言

た

そ
れ
に
し
て
も
ゲ

ム
の
中
だ
と
本
当
に
体
が

く
感
じ
る
な

 
こ
こ
で

と
か

た
ら
凄
い
事
に
な
り
そ
う

で
す
ね

舞
台
と
か
も
ど
ん
な
景
色
に
も
出
来
そ
う
で
す
し
ね

ふ
む

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
何
か
真
剣
に
考
え
始
め
た

そ
れ
は

あ
り
か
も
し
れ
な
い
な

え幸
い
う
ち
に
は
い
い
技
術
者
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
な

 
今
こ
う
し
て
見
て
い
て
も

二
人
は
現
実
世
界
と
ま

た
く
区
別
が
つ
か
な
か

た
し
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そ
う
い
う
企
画
も
あ
り
か
も
し
れ
な
い

あた

確
か
に
そ
う
か
も
で
す
ね

そ
れ
に
あ
れ
だ

レ

ス
ン
と
か
も

で
や
る
の
を
混

る

て
の
は
ど
う
だ

 
こ
こ
で
練

す
る
分
に
は
疲
労
が
た
ま
る
事
は
な
い
し

 
ま
あ
健

の

に
も
こ

ち
ば

か
り

て
の
も
ま
ず
い
ん
だ
ろ
う
が

 

度
に

空
間
で
の
レ

ス
ン
を
混

る

て
の
は
あ
り
だ
よ
な

う

う
ん

そ
れ
い
い
か
も

ラ
イ
ブ
の
前
日
と
か

疲
れ
を

め
な
い
よ
う
に
練

出
来
ま
す
ね

だ
な

よ
し

そ
ん
な
感
じ
で
動
い
て
み
る
わ

夢
が
広
が
る
ね

だ
な

と
か
で
こ
う
い
う
場
面
を
入
れ
た
い

て
時
に

い
く
ら
で
も
好
き
な
事
が
出
来

る
ぞ凄

く
楽
し
み
で
す

 
要
は

ラ
ボ
の

⻑
線
上
に
あ
る
シ
ス
テ
ム
だ

そ
の
開
発
は
容
易
で
あ
る
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実
に
ソ
レ
イ
ユ
ら
し
い
ア
プ
ロ

チ
方
法
だ
と
言
え
よ
う

よ
し

そ
れ
じ

あ
狩
り
場
に
向
か
う
と
す
る
か

本
番
だ
ね

兄
ち

ん

結

敵
も
強
い
か
ら
ベ
ル
は
無
理
す
る
な
よ

や
ば
く
な

た
ら
マ

ク
ス
の
後
ろ
に

れ

る
ん
だ

う
ん

 
一
行
は
そ
の
ま
ま
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
地
へ
と
向
か
う
事
に
し

 
ア
ル
ン
へ
と
移
動
し
て

少
し
休

す
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
三
十
分
休

で

ト
イ
レ
と
水
分
補

だ
な

 
そ
し
て
五
人
は
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し

三
十
分
後
に
再
集
合
し
た

ウ
ズ
メ

ピ

ア

さ

き
の
話

さ
ん
に
言

て
お
い
た
か
ら
な

あ

そ
う
な
ん
だ

う
ち
の
開
発
部
か
ら
何
人
か
人
を
出
す
か
ら
と
り
あ
え
ず
や

て
み
よ
う

て
事
に
な

た

わ 
さ
す
が
は
ソ
レ
イ
ユ

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン

仕
事
が

い
事
こ
の
上
な
い
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よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
か

う
ん

行
こ
う
行
こ
う

 
四
人
は
ピ
ク
ニ

ク
気
分
で
移
動
を
開
始
し
た

中
で
出
て
く
る
敵
は
普
通
に
倒
し
て
い

く 
四
人
と
も
も
う
中
級
者
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
お
り

 
普
通
に
敵
と
遭
遇
し
て
も
も
は
や
ハ
チ
マ
ン
一
人
で
処
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
事

は
無
い

み
ん
な
強
く
な

た
な

 
プ
リ
ン
は

馬
刀
を
ぐ
る
ぐ
る
と

り
回
し

 
ベ
ル
デ

ア
は
兄
と
同
じ
く
聖
騎
士
ス
タ
イ
ル
で
見
事
に
盾
役
を
こ
な
す

 
ウ
ズ
メ
は
ま
る
で
舞
う
よ
う
に
敵
を
切
り

き

 
ピ

ア
は
回
復
役
を
こ
な
し
つ
つ

そ
の
手
に
持
つ
ハ
ン
マ

で
敵
を
殴
り
つ
け
る

ふ
ふ
ん

ま
あ
こ
の
く
ら
い
は
ね

兄
ち

ん

ど
ん
ど
ん
進
も
う

お
う

そ
う
だ
な
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四
人
は
そ
の
ま
ま
奥
へ
と
向
か

て
い
き
キ

ン
プ
手
前
の
最
後
の
広
場
ま
で
た
ど
り
着
い

た 
そ
の
中
央
に
は
何
か
巨
大
な
生
き
物
が
居
り

ウ
ズ
メ
は
目
を

め
た

ね

ハ
チ
マ
ン

あ
れ

こ
の
前
の
フ

ン
リ
ル
さ
ん
じ

な
い

お

偶
然
の
再
会
か

 
そ
う
言

た
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
は

そ
の
シ
ル
エ

ト
に
違
和
感
を
覚
え
た

三
つ
首

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
は

大
声
で
四
人
に
叫
ん
だ

み
ん
な

先
に
行

て
助
け
を
呼
ん
で
き
て
く
れ

あ
い
つ
は
フ

ン
リ
ル
じ

な
い

 
多
分

ケ
ル
ベ
ロ
ス
だ

 
前
回
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
指

に
逆
ら

た
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は

 
こ
の
時
は
ハ
チ
マ
ン
の
指

に
素
直
に

た

 
二
人
と
も
あ
れ
か
ら
そ
れ
な
り
に
戦
い
の

験
を

ん
で
お
り

敵
の
強
さ
が

違
い
で

 
自
分
達
が
い
て
も
足
手
ま
と
い
に
な
る
だ
け
だ
と
分
か
る
よ
う
に
な

た
か
ら
で
あ
る

分
か

た

待

て
て
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お
う

こ
の

離
な
ら
死
ん
で
も

生
し
て
も
ら
え
る
か
ら

心
配
す
ん
な

目
で
す

生
き
て
下
さ
い

あ

は
い

 
四
人
は
そ
の
ま
ま

へ
と
駆
け
込
み
そ
の
入
り
口
を
塞
ぐ
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
が
立
ち
は
だ

か

た

 
同
時
に

い
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
が
展
開
さ
れ

 

に
光
の

月

と
ワ
イ
ヤ

ソ

ド
が
装
備
さ
れ
る

あ
ん
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス

だ
よ
な

や
る
な
ら
俺
が
相
手
に
な
る

 
敵
か
味
方
か
ま
だ
分
か
ら
な
い

一
応
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
呼
び
か
け
た

 
も
し
敵
な
ら
こ
れ
で
返
事
で
も
あ
れ
ば
時
間
が

げ
て
ラ

キ

と
思

た
か
ら
で
あ
る

 
果
た
し
て
返
事
は
あ
り

そ
の
三
つ
首
の

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
足
を
止
め
た

ふ
む

初
め
て
会
う
敵
が

精
王
の
一
人
と
は
な

や

ぱ
り
あ
ん
た
は
敵
な
ん
だ
な

然
り

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

く
そ
う
答
え

ハ
チ
マ
ン
は
心
の
中
で

打
ち
し
た
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チ

会
話
が
続
か
な
い
じ

ね

か

お
前
は

の
俺
か

 
そ
ん
な
自

的
な
事
を
考
え
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は
相
手
の
興
味
を
引
き
そ
う
な
話
題
は
何
か
無
い
か
と
考
え

 
先
日
会

た
フ

ン
リ
ル
の
事
を
伝
え
る
事
に
し
た

あ
ん
た
の
お
仲
間
の
フ

ン
リ
ル
さ
ん
は

俺
の
事
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
ん
だ
け
ど
な

あ
奴
は
仲
間
な
ど
で
は
な
い

我
が

命
の
敵
だ

 
そ
う
言

た

に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
う
言
い
イ
ラ
イ
ラ
し
た
よ
う
に
足
を

み
鳴
ら
し
た

や

ぱ
り
こ
い
つ
は

フ

ン
リ
ル
と
対
に
な
る
存
在
な
ん
だ
な

 
そ
の
事
が
確
認
出
来
た
だ
け
で
も
収

あ
り
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

敵
が

り
声
を
上
げ
て
足
に
力
を
入
れ
た
の
を
見
て

 
来
る

と
確
信
し
た

そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
向
か

て
叫
ん
だ

フ

ン
リ
ル

頼
む

何
 
思
わ
ず
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

り
向
き

そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
は
敵
に
向
か

て
突
撃
し
た

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
背
後
に
何
も
い
な
い
の
を
確
か
め

て
て
向
き
直

た
が
ハ
チ
マ
ン
の
方
が
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い
 
ハ
チ
マ
ン
は

を
一
刀
で

え

こ
ち
ら
を
向
い
た

間
の
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

に

 
攻
撃
を
思
い

き
り
叩
き
込
ん
だ

ぐ
お

 
そ
の
攻
撃
は
見
事
な
カ
ウ
ン
タ

と
な
る

カ
ウ
ン
タ

使
い
の
本
領
発

だ

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
で
止
ま
ら
な
い

同
時
に

の
ワ
イ
ヤ

ソ

ド
を
思
い
切
り

り
ぬ

き 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
首
筋
に

い
光
が
走
る

 

級
プ
レ
イ
ヤ

相
手
な
ら

今
の
一
撃
で
即
死
さ
せ
ら
れ
た
は
ず
だ
が

 
さ
す
が
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
タ
フ
で
あ
り

そ
れ
な
り
の
ダ
メ

ジ
を

え
は
し
た
も
の
の

 
当
然
倒
す
ま
で
に
は
至
ら
な
い

貴
様

だ
ぞ

ハ

お
前
が
油
断
し
す
ぎ
な
ん
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

た

間
に
何
故
か
一

動
き
を
止
め

そ
の
場
に
伏
せ
た

ぬ
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直
後
に
ハ
チ
マ
ン
の
背
後
に
あ
る

か
ら
矢
が
飛
び
出
し
て
き
て

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
向
か

て

の

の
首
筋
に
突
き

さ

た

 
ハ
チ
マ
ン
が
伏
せ
た
の
は
こ
れ
が
理
由
で
あ
る

 
先
ほ
ど
一

動
き
を
止
め
た
の
は

遠
く
か
ら
シ
ノ
ン
の
声
が

こ
え
た
か
ら
で
あ

た

ぐ
わ
あ
あ
あ
あ
あ

 
た
ま
ら
ず
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が

鳴
を
上
げ

 
直
後
に

の
中
か
ら

頼
れ
る
味
方
が
何
人
も
飛
び
出
し
て
き
た
の
で
あ

た
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第
１
０
７
７
話
 
何
だ
こ
れ

 
す
み
ま
せ
ん
お
待
た
せ
し
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン
君

 
最
初
に
部
屋
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
レ
ン
で
あ

た

さ
す
が
凄
ま
じ
く
移
動
速
度
が
速

い 
レ
ン
は
シ
ノ
ン
の
矢
を
避
け
る

で
あ
ろ
う

い
体
勢
を
と

て
お
り

 
そ
の
手
に
は
デ
モ
ン
ズ
ガ
ン
が

ら
れ
て
い
た

 
デ
モ
ン
ズ
ガ
ン
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ

ど
ち
ら
で
も
使
え
る
事
が
最
近
確
認
さ
れ
て
い
る

ハ

新
手
か

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
レ
ン
が
ハ
チ
マ
ン

強
く
は
な
い
と
見
抜
い
た
の
か

 

で
笑

た
よ
う
に
そ
う

く
と

い
き
な
り
レ
ン
に
向
か

て
突
撃
し
た
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わ
わ

 
レ
ン
は
一

て
た
が

避
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
速
度
で
は
な
か

た

 
余

で
そ
の
攻
撃
を
か
わ
し
た

ぬ

ち

こ
ま
か
と

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
レ
ン
が
突
入
し
て
き
た

を
背
に
し

り
声
を
上
げ
た

チ

ン
ス
だ

レ
ン

こ
い
つ
を
逃
が
す
な
よ

う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
突
撃
し
レ
ン
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
逃
げ
ら
れ
な
い
よ

う
に

 
逃
げ
道
と
な
る
方
向
に
向
け
て
銃
を
乱
射
し
た

誰
が
逃
げ
る
か

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
余

の
態
度
で
ハ
チ
マ
ン
を
迎
え
撃
つ

 
つ
ま
り
は

を
背
に
し
足
を
止
め
て
戦
う
事
に
な
る

だ
が
そ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
の
思
う

で
あ

た

ぬ
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ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
背
後
か
ら
攻
撃
の
気
配
を
感
じ

横
に
飛
び
退
い
た

 
そ
の
体
の
真
横
を
再
び
シ
ノ
ン
の
放

た
矢
が
通
過
す
る

ち
 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

打
ち
し

か
ら
離
れ
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の

間
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
進
行
方
向
に
レ
ン
の
銃
撃
が
降
り
注
ぐ

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
肉
薄
し

近
接
戦
闘
を
挑
む

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
の
攻
撃
を

で
受
け
止
め
そ
の
牙
で
ハ
チ
マ
ン
の
首
を

み
切
ろ
う
と

み
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
と
て
凄
ま
じ
い
ス
ピ

ド
の
持
ち
主
だ

そ
の
攻
撃
は
当
た
ら
な
い

々
し
い

精
王
め

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
激
高
し

全
力
で
ハ
チ
マ
ン
に
突
撃
し
よ
う
と
力
を
込
め
た
が

 
そ
の
時

か
ら
白
と
黒
の

が
飛
び
出
し
て
き
た

ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
君

二
人
と
も

こ
い
つ
の
足
を
狙

て
く
れ
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そ
の
飛
び
出
し
て
き
た
二
人
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

い
た

間
に
地

面
を

り

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
方
へ
と
方
向
転
換
を
し
た

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
横
を

け
ぬ
け

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
後
ろ
足
を
引
き

い
た

ま
た

精
王
か

 
足
の
切
断
に
は
至
ら
な
か

た
が

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
機
動
力
は
明
ら
か
に
落
ち
て
い
た

 
歩
け
は
す
る
が

力
を

め
る
の
が
困
難
そ
う
に
見
え
る

ハ
チ
マ
ン

こ
い
つ
は

こ
の
前
話
し
た
フ

ン
リ
ル
と
対
に
な
る
モ
ン
ス
タ

ら
し
い
地
獄
の
番

ケ
ル
ベ
ロ
ス

さ
ん
だ

へ

相
手
に
と

て
不
足
無
し
だ
な

も
ふ
も
ふ
だ
け
ど
か
わ
い
く
な
い

な
 
そ
の
言
葉
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
絶

し
た

フ

ン
リ
ル
さ
ん
の
方
が
か
わ
い
か

た
ね
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な

何
だ
と

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
再
び
激
高
し

そ
の
三
つ
の
首
が
咆
哮
を
上
げ
る

う
る
さ
い

 
こ
こ
で
や

と
シ
ノ
ン
が
到
着
し
た

シ
ノ
ン
は
自
在

に
矢
を
番
え
た
ま
ま
走

て
き
た
よ

う
で

 
射
線
が
通

た

間
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
矢
が

さ

て
い
な
い
向
か

て

の
首
筋
に
矢

を
放

た

ぐ
ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
こ
れ
に
は
た
ま
ら
ず
ケ
ル
ベ
ロ
ス
も

鳴
を
上
げ
る

 

の
首
か
ら
矢
を
生
や
し
た
ま
ま
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

悪
の

た

線
を
シ
ノ
ン
に
向
け

た
さ

き
か
ら
矢
を
放

て
き
て
い
た
の
は
貴
様
か

精
騎
士
め

精
騎
士
が
何
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
そ
う
よ

何
か
文

あ
る

許
さ
ん

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
シ
ノ
ン
を
タ

ゲ

ト
に
し

に
飛
び
交
い
な
が
ら
シ
ノ
ン
に
向
け
突
撃
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し
た

 
自
動
で
あ
る

度
の
機
能
不
全
が
回
復
す
る
の
だ
ろ
う
か
そ
の
動
き
は
当
初
と
同
じ
に

て
お
り

 
よ
く
見
る
と

バ

も
あ
る

度
回
復
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

さ
せ
な
い

 
そ
こ
に

の
中
か
ら
セ
ラ
フ

ム
が
飛
び
出
し

そ
の
攻
撃
を
盾
で
受
け
止
め
た

 
だ
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
止
ま
ら
ず

セ
ラ
フ

ム
は
押
し
込
ま
れ
て
い
く

素
じ

止
め
ら
れ
な
い
か

 
セ
ラ
フ

ム
は
仕
方
な
く
ア
ビ
リ
テ

を
使

た

ア
イ
ゼ
ン
倒
立

イ

ジ
ス
全
開

魔

力

 
そ
れ
で
セ
ラ
フ

ム
の
後
退
は
止
ま
り

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
不
機

そ
う
に

た

ぐ
る
る
る
る

高

の

精
ば
か
り
出
て
き
よ
る
わ

何
だ

知
ら
な
か

た
の
か

お
前
が
言
う

精
王
は
全
員

 
そ
し
て

精
騎
士
の
多
分
九

は
お
前
の
敵
だ
ぞ

何
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ハ
チ
マ
ン
は

精
騎
士
と
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
二
十

以
内
の
プ
レ
イ
ヤ

の
事
だ
ろ
う

と
思
い

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
向
か

て
そ
う
言

た

 
そ
の
せ
い
か
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
風
に
目
を
見
開
き

棒
立
ち
に
な

た

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト

ア
ス
ナ
の
三
人
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
肉
薄
し

 
そ
の
背
中
に
剣
を
突
き
立
て
る

ぐ
は

 
さ
す
が
の
ケ
ル
ベ
ロ
ス
も

そ
の
攻
撃
で
大
ダ
メ

ジ
を
く
ら
う

 
先
ほ
ど
ま
で
の
強
気
は
ど
こ
か
へ

飛
ん
で
し
ま

て
い
た

ま

ま
さ
か
地
上
が
そ
ん
な
事
に
な

て
い
よ
う
と
は

ぬ
か

た
わ

悪
い
な

と
り
あ
え
ず
死
ん
で
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
足
を
止
め
て
攻
撃
に
入
り

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
も
そ
れ
に

う

 
レ
ン
と
シ
ノ
ン
も
仲
間
に
当
た
ら
な
い
よ
う
な

置
に
遠

攻
撃
を
集
中
さ
せ

 
後
ろ
足
の
機
能
を
完
全
に

う
事
に
成
功
し
た

 
こ
こ
ま
で
や
れ
ば

回
復
ま
で
に
か
な
り
時
間
を

げ
る
事
だ
ろ
う
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同
時
に
五
本
あ

た

ゲ

ジ
も

一
気
に
半
分
近
く
ま
で

れ
て
い
る

貴
様
ら

 
そ
う

々
し
げ
に
言
い
放

た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

 
せ
め
て
背
後
か
ら
攻
撃
を
く
ら
わ
ぬ
よ
う
に
と
壁
を
背
に
し

 
そ
の

と
牙
で

抗
し
よ
う
と

み
た
が

機
動
力
の

わ
な
い
そ
ん
な

い
攻
撃
は

 
セ
ラ
フ

ム
が
難
無
く
受
け
止
め
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が

に
攻
撃
を
し
よ
う
と
し
て
も
そ
れ
を

許
さ
な
い

何
故
だ

何
故
我
が
こ
ん
な
に

く
に
倒
さ
れ
ね
ば
い
か
ん
の
だ

そ
ん
な
の
俺
達
の
前
に
出
て
き
ち
ま

た
か
ら
に
決
ま

て
ん
だ
ろ

ぐ
ぬ

と
い
う
か

わ
ざ
わ
ざ
説
明
さ
れ
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
か

 
お
前

レ
ン
の
事
を

め
て
突

込
ん
で
き
た
よ
な

 
そ
れ
で
逆
に
逃
げ
場
を
失

ち
ま

た
ん
だ

要
す
る
に
お
前
が
愚
か
だ

た

て
事
だ

 
お
前
は
あ
の
時

俺
と
遭
遇
し
た
時
点
で

尾
を

い
て
逃
げ
る
べ
き
だ

た
ん
だ
よ

ふ
ざ
け
る
な

実

貴
様
ら
は
我
よ
り
も
遥
か
に

き
者
で
あ
ろ
う
が
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一
人
一
人
は
お
前
よ
り

く
て
も
仲
間
が
い
れ
ば
お
前
な
ん
か
相
手
に
も
な
ら
な
い
ん
だ

よ
く
そ

く
そ

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
こ
こ
ま
で
何
度
も
激
高
す
る
と
は
予
想
外
だ
な

 
案
外
こ
れ
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
俺
に
と

て
は
ま
さ
に
思
う

て

奴
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
突

込
ん
で
く
る
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
カ
ウ
ン
タ

を
く

ら
わ
せ
た

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ハ
チ
マ
ン
と
呼

を
合
わ
せ
た
仲
間
達
が

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
向
け
て
一

に
攻
撃
を
く
ら
わ
せ
る

 
そ
の
攻
撃
は
あ

さ
り
と
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

を

り
切
り

ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
ど

と
ど
の
場

に
倒
れ
伏
す

く

だ
が
我
は
四
天
王
の
中
で
は
最

い
ず
れ
他
の
者
達
が
お
前
達
を

こ
こ
で
ネ
タ
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
突

込
ん
だ
が

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
の
ま
ま

を

れ
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雄
々
し
く
立

て
い
た
そ
の
三
本
の

尾
も
だ
ら
り
と

れ
下
が
り
完
全
に
そ
の
動
き
を
止

め
たふ

う
何
だ

た
ん
だ
ろ
う
ね

こ
の
子

思

た
よ
り
も
強
く
な
か

た
わ
ね

そ
れ
で
も
こ
の
ク
ラ
ス
な
ら

普
通
の
プ
レ
イ
ヤ

に
と

て
は

だ
ろ
う
さ

そ
れ
じ

あ
狩
り
場
に

り
ま
し

う

ハ
チ
マ
ン
様

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
死
体
を
背
に

に
向
か
お
う
と
し
た
一
行
だ

た
が

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
が

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
ハ

と
し
た

い
や

ち

と
待

て
く
れ

何
で
こ
い
つ

消
え
な
い
ん
だ

あた

確
か
に

 
一
同
は
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い
当
た
り

て
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
死
体
の
方
に

り
向
い
た

 
だ
が
特
に

態
に
変
化
は
な
く

確
か
に

も
完
全
に
ゼ
ロ
に
な

て
い
る

考
え
す
ぎ
か
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そ
う
い
う

出
な
の
か
も
し
れ
な
い
ね

う

ん

ま
あ
い
い
か

 
そ
の
ま
ま
一
行
は
去

て
い
き

狩
り
場
へ
と
向
か

た

ハ
チ
マ
ン

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

 
最
初
に
駆
け
寄

て
き
た
の
は
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
で
あ

た

 
二
人
は

か
ら
ハ
チ
マ
ン
に

き
付
き

ア
ス
ナ
は

を

ら
ま
せ
た
が

 
二
人
の
行
動
が
欲
望
か
ら
来
て
い
る
の
で
は
な
く
本
当
に
ハ
チ
マ
ン
を
心
配
し
て
い
た
よ
う

に
見
え
た

 
そ
の
不
満
を
飲
み
込
み

大
人
し
く
二
人
に
ハ
チ
マ
ン
の
隣
を

て
あ
げ
た

良
か

た

本
当
に
良
か

た

悪
い

心
配
か
け
た
な

べ

別
に
心
配
な
ん
か
し
て
な
か

た
け
ど

こ
ん
な
事
言

て
ま
す
け
ど

ウ
ズ
メ
さ
ん

ず

と
そ
わ
そ
わ
し
て
た
ん
で
す
よ

ち

ち

と
ピ

ア
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は
は

と
に
か
く
俺
は
大
丈
夫
だ
か
ら

安
心
し
て
狩
り
に

ん
で
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
休

の

そ
の
場
に

を
下
ろ
し
た

 
二
人
は
今
回
の
事
で

く
強
く
な
り
た
い
と
思

た
の
か

そ
の
言
葉
に
素
直
に

く

 
ア
ス
ナ
に
気
を
遣

た
の
か

に
ハ
チ
マ
ン
か
ら
は
離
れ
て
い
る

あ

そ
う
い
え
ば
ベ
ル
と
プ
リ
ン
さ
ん
は

ベ
ル
君
は
あ

ち
で
ユ
イ
ユ
イ
さ
ん
に
タ
ン
ク
の
事
を
教
わ

て
ま
す

 
プ
リ
ン
さ
ん
は
そ
の
横
で
楽
し
そ
う
に
武
器
を

り
ま
わ
し
て
ま
す
ね

む
む

 
そ
の
言
葉
に
反
応
し
た
の
は
セ
ラ
フ

ム
だ

た

ま
ず
い

こ
の
ま
ま
で
は
ユ
イ
ユ
イ
に
ベ
ル
君
が
取
ら
れ
ち

う

 
セ
ラ
フ

ム
は

て
て
戦
場
に
向
か
い
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
も
笑
い
な
が
ら
そ
の
後
に
続
い
た

ハ
チ
マ
ン
君

そ
れ
じ

あ
私
も
行

て
く
る
ね

お
う

狩
り
の
最
中
に
助
け
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

丁
度
休

し
て
た
人
達
だ
け
で
向
か

た
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

そ
う
か

俺
も
し
ば
ら
く
し
た
ら
参
加
す
る
か
ら

ま
あ
無
理
し
な
い
よ
う
に
な
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う
ん

 
こ
の

に
は
ア
ス
ナ
の
機

は

て
い
た

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
自
分
に
気
を
遣

て
く
れ
た
の
が
分
か

た
の
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
後
で
ね

お
う

 
そ
れ
か
ら
少
し
休
ん
だ
後
に
ハ
チ
マ
ン
も
狩
り
に
参
加
し

 
こ
の
日
の
討
伐

は

実
に
四
千
ま
で

び
る
事
と
な

た

み
ん
な

お
疲
れ

そ
れ
じ

あ

番
に
落
ち
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
歩
き
出
し

ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
呼
び
止
め
た

あ
れ

ハ
チ
マ
ン
君
は
落
ち
な
い
の

ち

と
さ

き
の
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
様
子
だ
け
見
て
か
ら
落
ち
よ
う
と
思

て
さ

そ

か

そ
れ
じ

あ
私
は
先
に
落
ち
て

ご

の
用
意
を
し
て
お
く
ね

お
う

頼
む
わ

 
今
日
は
ア
ス
ナ
も
マ
ン
シ

ン
に
参
加
で
あ
る

 
明
日
は
ソ
レ
イ
ユ
で

ヴ

ル
ハ
ラ
の
関
係
者
を
集
め
た
忘
年
会
が
行
わ
れ
る
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そ
の
準
備
に
ス
ム

ズ
に
参
加
出
来
る
よ
う
に

 
女
性

の
多
く
が
優
里
奈
と
八
幡
の
部
屋
に
分
か
れ
て

ま

て
い
る
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
八
幡
は
今
日
は
本
社
内
の
仮
眠
室
に

ま
る
予
定
で
あ

た

 
さ
す
が
に
今
日
は

女
性

を

室
の
み
に
押
し
込
め
る
の
は
厳
し
い
か
ら
で
あ
る

 
そ
し
て
次
々
と
仲
間
達
が
落
ち
て
い
く
中

 

を
進
む
ハ
チ
マ
ン
に

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
追
い
つ
い
て
き
た

ハ
チ
マ
ン

私
達
も
行
く
よ

ん

そ
う
か

別
に
た
だ
見
る
だ
け
だ
ぞ

ほ
ら
や

ぱ
り
自
分
達
が
関
わ

た
敵
が
ど
う
な

た
の
か
見

け
た
い
じ

な
い
で
す

か
確
か
に
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
三
人
で
散
歩
と
い
く
か

 
そ
の
ま
ま
三
人
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
死
体
が
転
が

て
い
る
は
ず
の
部
屋
に
向
か

た

 

離
的
に
は
大
し
た

離
で
は
な
い

す
ぐ
に
到
着
す
る

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
死
体
は
そ
の
ま
ま

座
し
て
お
り
ハ
チ
マ
ン
は
何
も
無
か

た
か
と
安

し

た
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わ

わ
ん
わ
ん

い
や

子

か
よ

 
ウ
ズ
メ
が
嬉
し
そ
う
に
そ
ち
ら
に
走

て
い
き

ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

え

ね

ね

ハ
チ
マ
ン

こ
れ

て

 
そ
の
時
ウ
ズ
メ
が

然
と
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

ん

ど
う
し
た

こ
れ

中
身
が
無
い
よ

そ
う
な
ん
で
す
か

へ

 
ハ
チ
マ
ン
と
ピ

ア
が

て
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
駆
け
寄
る

何
だ
こ
れ

 
そ
こ
に
あ

た
の
は

ま
る
で
脱

し
た
か
の
よ
う
に

背
中
の
部
分
が
二
つ
に

れ
た

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
死
体
だ

た
・モ
・ノ

で
あ

た
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第
１
０
７
８
話
 
深
夜
の
出
来
事

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

こ
れ

て

何
か
着
ぐ
る
み
み
た
い

囲
に
は
何
も
い
な
い
か

チ

厄
介
な

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
中
身
ら
し
き

は
も
う
ど
こ
に
も
無
く

に
逃
げ
出
し
た
後
の
よ
う
で
あ

た
ハ
チ
マ
ン

こ
れ

ど
う
す
る

う

ん

う
わ

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
抜
け

に
触

た

間
に

そ
の

が
消
滅
し
た

え何
を
し
た
の

い
や

触

た
だ
け
な
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
イ
テ
ム
リ
ス
ト
を
見
る
と
そ
こ
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

が
追
加
さ
れ
て

い
た
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お

こ
れ

素
材
扱
い
な
の
か

見
に
来
て
良
か

た
わ

 

に
ハ
チ
マ
ン
の
機

が
良
く
な
り

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は
思
わ
ず

き
出
し
た

わ

笑
う
な

て

ご
め
ん
ご
め
ん

ち

と
面
白
く
て

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

意
外
と
現
金
な
ん
で
す
ね

ま

ま
あ
何
も
得
ら
れ
る
物
が
無
い
よ
り
は
全
然
い
い
と
思

て
な

ふ
ふ

確
か
に
そ
う
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
俺
達
も
落
ち
る
と
す
る
か
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
ど
ん
な

に
な

た
の
か
は
分
か
ら

な
い
が

 
ま
あ
そ
の
う
ち
ま
た
戦
う
事
に
な
る
だ
ろ

そ
う
で
す
ね

だ
ね

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
狩
り
場
へ
と
引
き
返
し

結
界
コ
テ

ジ
内
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
処
理
を
し
た

 
や
れ
や
れ

ま
さ
か

が
消
え
な
か

た
の
が
こ
う
い
う
理
由
だ

た
と
は
な
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八
幡
は
ぼ
そ
り
と
そ
う

く
と

次
期
社
⻑
室
の
ソ
フ

か
ら
体
を

こ
し
た

さ
て

だ
け
も
ら
い
に
行
く
か

 
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
に
向
か
い

八
幡
は
自
分
の
部
屋
に
足
を

み
入
れ
た

 
そ
の

間
に

ス
パ
イ
ス
の
い
い
香
り
が

を
く
す
ぐ
る

あ

八
幡
君

お
か
え
り

食
の
準
備
は
も
う
す
ぐ
出
来
る
か
ら
待

て
て
ね

 
見

す
と

部
屋
の
中
は
女
性

に
ほ
ぼ

領
さ
れ
て
い
た

 
元
々
部
屋
に

ま

て
い
る
美
優
舞
香
蓮
と
優
里
奈
に
加
え
明
日
奈
優
美
子
結
衣

い
ろ
は

 
南
沙
希
と
ソ
レ
イ
ユ
関
係
者
の
う
ち
寮
の
部
屋
を

え
ら
れ
て
い
な
い
者
が
集
ま

て
い

た
こ
れ
は
ま
た

凄
い
人

だ
な

さ
さ

座

て
座

て

 
室
内
に
は
仮
の
テ

ブ
ル
が

設
さ
れ
て
お
り
何
と
か
全
員
が
座
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た

こ
う
い
う
の

キ

ン
プ
み
た
い
で
何
か
楽
し
い
ね

リ

ダ
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お
う

確
か
に
そ
う
だ
な

メ
ニ

は
も
ち
ろ
ん
カ
レ

だ
よ

カ
レ

器
は
ど
う
し
た
ん
だ

大
き
な
の
を

り
て
き
て
あ
り
ま
す

 
ど
う
や
ら
色
々
と
準
備
万

の
よ
う
だ

 
そ
し
て
食
事
が
始
ま
り

八
幡
は
そ
こ
で
先
ほ
ど
の
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
話
を
し
た

え

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ

お
う
ま
た
敵
対
す
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
し
ば
ら
く
は
絶
対
に

独
で
行
動
し
な
い
よ

う
に
な

 
そ
の
話
は
そ
れ
で
終
わ
り

話
題
は
明
日
の
忘
年
会
の
話
に
移

た

 
も

と
も
そ
こ
ま
で

手
に
す
る
気
は
八
幡
に
は
無
く
エ
ル
ザ
が
歌
う
と
言

て
い
た
他
は

 
シ
ン
プ
ル
に
宴
会
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
あ
り

 
今
回
は
ビ
ン
ゴ
と
か
も
行
わ
れ
な
い

結
局
料
理
の
準
備
を
ど
う
す
る
か
の
話
に
終
始
し
た

ね
こ
や
の
マ
ス
タ

に
も
手
伝

て
も
ら
え
る
か
ら

ま
あ
大
丈
夫
だ
ろ

そ

か

そ
う
だ
ね
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お
も
ち

の

夜
の
鐘
も
準
備
し
た
か
ら

八
回
鳴
ら
そ
う
な

う
わ

本
当
に

お
う

で

そ
の
後
少
し

て
か
ら
朝
か
ら
み
ん
な
で
初
詣
だ
な

ど
こ
に
行
く
の
か
は
決
め
て
る
の

神
社
だ
な

も
も
う
手
配
済
だ

え
る
ち

ん
の
所
だ
ね

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
わ
い
わ
い
と
食
事
を
終
え
し

か
り
お
か
わ
り
も
し
て
満
足
し
た
八
幡
は

 
後
片
付
け
を
女
性

に
任
せ
テ

ブ
ル
を
片
付
け
て
人

分
の
布
団
を
敷
く
の
を
手
伝

た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
で
の
お

り
会

楽
し
ん
で
な

う
ん

あ
り
が
と
う
ね

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日
な

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
部
屋
を
出
て
ソ
レ
イ
ユ
本
社
へ
と

て
い

た
そ
の
道
中
の
事
で
あ

る
あ

八
幡

八
幡
さ
ん

偶
然
で
す
ね
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お
 
丁
度
敷
地
に
入
る
所
で
八
幡
に
声
を
か
け
て
き
た
の
は

愛
と
純
子
で
あ

た

 
二
人
と
も

子
を
被

て
コ

ト
を

い
薄
く
色
の
つ
い
た
サ
ン
グ
ラ
ス
を
着
用
し
て
い
る

二
人
で
出
か
け
る
の
か

う
う
ん

コ
ン
ビ
ニ
だ
よ

あ
あ

な
る
ほ
ど
な

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
寮
に

設
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
は
ガ

ド
マ
ン
が
常

し
て
お
り

 
ソ
レ
イ
ユ
の
敷
地
内
か
ら
外
に
出
ず
に
直
接
店
に
入
る
事
が
可
能
で
あ
る
が

 
一
応

し
て
お
く
事
も
必
要
な
の
で
あ
る

俺
も
行
く
わ

今
日
は
こ

ち
に

ま
り
だ
か
ら
な

え

そ
う
な
の

お
う

明
日
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
忘
年
会
が
あ
る
か
ら
な

そ
れ

い
て
な
い

あ
 
そ
れ
で
八
幡
は

こ
の
二
人
に
誘
い
の
連

を
し
て
い
な
か

た
事
を
思
い
出
し
た
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こ
れ
は
別
に
わ
ざ
と
で
は
な
く

二
人
の
加
入
が
急
す
ぎ
た
か
ら
だ

そ
う
だ

た

悪
い

明
日
の

方
か
ら
大
忘
年
会
を
や
る
ん
だ
が

来
れ
る
か

 
八
幡
は

し

な
さ
そ
う
に
そ
う
言
い

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

明
日
は
何
も
無
い
よ
ね

う
ん

無
い
で
す
ね

と
い
う
か

フ
ラ
ン
シ

シ

の
全
員
で
参
加
し
て
歌

て
も
い
い
の
か
な

そ
れ
は
大
丈
夫
だ
け
ど

で
も
い
い
の
か

う
ん

み
ん
な
暇
し
て
る
は
ず
だ
し

 
準
備
も
う
ち
か
ら
コ
ン
サ

ト
用
の
音
源
を
持

て
く
か
ら
全
然
平
気

う
わ

楽
し
み
で
す
ね

そ
う
か

そ
れ
な
ら
明
日

会
場
で
待

て
る
わ

う
ん

 
こ
う
し
て
忘
年
会
へ
の
フ
ラ
ン
シ

シ

の
参
加
も
決
ま

た

 
そ
の
ま
ま
コ
ン
ビ
ニ
で

い
物
を
終
え
た
後

そ
れ
な
り
に

い
時
間
で
あ

た
が

 
二
人
が
も
う
少
し
八
幡
に

ヴ

ル
ハ
ラ
の
事
を
色
々

き
た
い
と
せ
が
ん
だ
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八
幡
の
次
期
社
⻑
室
に
二
人
を

待
す
る
事
に
な

た

そ
れ
じ

あ
ち

と
だ
け
な

う
ん

お

お

魔
し
ま
す

 
部
屋
に
入
る
と
部
屋
に
は

に
マ

ト
レ
ス
と

そ
の
上
に
布
団
が
敷
か
れ
て
い
た

 
こ
の
部
屋
は
こ
う
い
う
時
に
の
ん
び
り
出
来
る
よ
う
に
土
足
禁
止
で
あ
り

 
部
屋
の
入
り
口
に
小
さ
な
下

が
置
い
て
あ
る

 
い
く
つ
か
の
ソ
フ

は
離
れ
た
所
に
ど
け
ら
れ
て
お
り

 
一
つ
だ
け
二
人
が
け
の
ソ
フ

が
布
団
の
横
に
残
さ
れ
て
い
た

う
 
八
幡
は
ソ
フ

で

る
つ
も
り
だ

た
の
だ
が
薔
薇

り
が
誰
か
が
気
を
利
か
せ
た
ら
し

い
え

と

 
八
幡
は
若

の
気
ま
ず
さ
を
感
じ
て
い
た
が

二
人
は
特
に
気
に
し
た
様
子
は
無
か

た

さ
す
が
に
布
団
に
座
る
の
は
ち

と

し

な
い
ね
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そ
う
で
す
ね

私
達
は
ソ
フ

に
座
り
ま
し

う

八
幡
は
布
団
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
て
い
い
か
ら
ね

い
や

で
も
そ
れ
は

い
い
か
ら
い
い
か
ら

そ

そ
う
か

な
ら
遠

な
く

 
二
人
の
コ

ト
を

て
ハ
ン
ガ

に

け
る
と

 
二
人
は
部
屋
着
な
の
か

か
な
り
ラ
フ
な
格
好
を
し
て
い
た

 
普
通
の
ト
レ

ナ

に
ミ
ニ
ス
カ

ト

で
あ
る

 
そ
ん
な
平

な
格
好
も
眩
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
さ
す
が
は
現
役
ア
イ
ド
ル
と
い
う
と
こ
ろ

か 
八
幡
は
二
人
に
目
を

て
い
て
く
れ
と
頼
み
二
人
は
そ
の
ま
ま
手
で
自
分
の
目
を

た

 
そ
の
間
に
八
幡
は
布
団
の
上
に
置
い
て
あ

た
ジ

ジ
に
着

え
る
と

 
疲
れ
て
い
た
事
も
あ
り

そ
の
ま
ま
布
団
の
上
に

け
た

 
八
幡
は
気
付
か
な
か

た
が
二
人
は
指
の

間
か
ら
チ
ラ
チ
ラ
と
八
幡
の
着

え
を
見
て
い

た
が
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そ
の
く
ら
い
は
ま
あ
ご
愛

で
あ
る

悪
い

も
う
大
丈
夫
だ

う

う
ん

失

し
ま
す

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
ソ
フ

に
座

た
が

こ
れ
が
実
に
目
の

で
あ

た

 
二
人
が
ミ
ニ
ス
カ

ト

で
あ

た

八
幡
の
目
の
前
に
は
今

 
二
人
の
生
足
が

し
げ
も
無
く

さ
れ
て
い
る

 
下
手
を
す
る
と

そ
の
奥
の
見
え
て
は
い
け
な
い
も
の
ま
で
見
え
て
し
ま
い
そ
う
だ

や

や

ぱ
り
み
ん
な
で
布
団
に
座
ろ
う

そ
の
方
が
楽
だ
ろ
う
し
な

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

本
当
に
大
丈
夫
だ
か
ら

気
に
せ
ず
座

て
く
れ

今
ひ
ざ

け
を
出
す
か
ら
な

 
部
屋
は

で
は
あ

た
が

若

寒
く
は
あ

た

 
八
幡
は
奥
か
ら
ひ
ざ

け
を
持

て
き
て
二
人
に

し
た

あ
り
が
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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こ
れ
で
二
人
の
危
険
な

態
は
解
消
さ
れ

八
幡
は
内
心
で
ほ

と
一
息
つ
い
た

 
そ
の
ま
ま
真
ん
中
に
小
さ
な
テ

ブ
ル
を
置
き

て
き
た
飲
み
物
で
三
人
は

し
た

今
日
は
お
疲
れ
様

お
疲
れ
様

さ
て

そ
れ
じ

あ
何
か
ら
話
そ
う
か

色
々

色
々
か

 
三
人
は
そ
れ
か
ら
色
々
と
話
を
し
た

 
ゲ

ム
に
関
す
る
基

知
識
と
か

強
く
な
る

に
必
要
な
事

 
今
ま
で
ヴ

ル
ハ
ラ
が
ど
ん
な
事
を
し
て
き
た
か

今
裏
で
何
を
し
て
い
る
か

と
に
か
く

色
々
で
あ
る

 
そ
れ
が
ひ
と

落
す
る
と
今
度
は
二
人
が
八
幡
に
フ
ラ
ン
シ

シ

の
活
動
に
つ
い
て
話

を
し
た

 
八
幡
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の

を
全
て

た
ら
し
く

そ
の
曲
を
流
し
な
が
ら

 
愛
と
純
子
が
調
子
に
乗

て
小
さ
な
声
で
は
あ
る
が

歌
を
披
露
し
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八
幡
も
歌
に
参
加
さ
せ
ら
れ
て
三
人
で
一

に
歌

た
り
と

 
三
人
は
し
ば
ら
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
た

ふ
う

楽
し
か

た

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
普
通
に

り
上
が

ち
ま

た
な

あ
は
は
は
は

で
す
ね

 
八
幡
は
知
ら
な
か

た
が

純
子
が
こ
ん
な
に

活
に
笑
う
事
は
珍
し
い

 
こ
う
い
う
所
で
地
味
に
ソ
レ
イ
ユ
に
移

し
た
事
が
フ
ラ
ン
シ

シ

に
い
い
影

を

え

て
い
る
の
だ

そ
れ
じ

あ
も
う
こ
ん
な
時
間
だ
し

私
達
は
部
屋
に

る
ね

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
送

て
く
わ

え

別
に
い
い
よ

い
や
い
や

何
か
あ

た
ら
ま
ず
い
か
ら
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

二
人
に
コ

ト
を
か
け
て
あ
げ

自
ら
も
コ

ト
を

た

 
そ
の
懐
に
は
当
然

棒
を
忍
ば
せ
て
い
る
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よ
し

行
く
か

わ
ざ
わ
ざ
ご
め
ん
ね

気
に
す
る
な

て

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
外
に
出
て

ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

側
の
ビ
ル
へ
と
移
動
し
た

あ

そ
こ

て
る
か
ら
気
を
つ
け
て
な

本
当
だ

危
な
い
で
す
ね

 
八
幡
は

や
か
な
気
配
り
を
見
せ

何
事
も
な
く
三
人
は
そ
の
入
り
口
に
た
ど
り
着
き

 
そ
こ
で
二
人
に
別
れ
を
告
げ
よ
う
と
し
た
そ
の

間
に
中
か
ら
一
人
の
男
性
が

を
現
し
た

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
マ
ネ

ジ

幸
太
郎
で
あ
る

あ
れ

マ
ネ

ジ

コ
ン
ビ
ニ
に
で
も
行
く
ん
で
す
か

 
幸
太
郎
は
こ
ん
な
時
間
に
二
人
が
外
に
い
た
事
で
一

ギ

と
し
た
よ
う
に
見
え
た
が

 
そ
の
横
に
八
幡
が
い
る
事
に
気
付
い
て
笑
顔
を
見
せ
た

 
普
通
は
詰
問
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
場
面
で
は
あ
る
が
八
幡
に
対
す
る
幸
太
郎
の
信
頼
は
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く
 
愛
や
純
子
に
い
い
影

を

え
て
く
れ
て
い
る
と
分
か

て
い
た

 
こ
う
い

た
時
に
何
か
言
う
事
は
な
い

ち

と
飲
み
物
を
な

そ
う
で
す
か

そ
れ
じ

あ
お
休
み
な
さ
い

マ
ネ

ジ

お
休
み

あ
あ

お
休
み

比
企
谷
さ
ん
も
お
休
み
な
さ
い

 
幸
太
郎
は
そ
の
ま
ま
コ
ン
ビ
ニ
に
向
か
い

八
幡
は
二
人
を
見
送

た

 
そ
の

間
に
ド
ス
ン
と
い
う
音
が
し

て
て

り
か
え

た
八
幡
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た

の
は

 
先
ほ
ど
の

た
部
分
で
足
を
滑
ら
せ

地
面
の
上
で
の
び
て
い
る
幸
太
郎
の

で
あ

た

さ
ん

 
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
救
急

が
呼
ば
れ

八
幡
は
そ
の
付
き

い
で
病
院
へ
と
向
か

た

 
幸
太
郎
は

を
強
く
打

た
ら
し
く

そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
入
院
す
る
事
に
な
り

 
正
月
で
マ
ネ

ジ

の

役
が
他
に
い
な
い
と
困

た
顔
を
す
る
倉
社
⻑
を
気
の

に
思
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た
八
幡
は

 
自
ら

願
し
一
週
間
ほ
ど
の
間
フ
ラ
ン
シ

シ

の
マ
ネ

ジ

の
真
似
事
を
す
る
事

と
な

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
１
０
７
９
話
 
幸
太
郎
の
教
え

 
次
の
日
の
午
前
の
部
で

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が

て
て
八
幡
に
駆
け
寄

て
き
た

ハ
チ
マ
ン

日
あ
の
後
大
変
だ

た
ん
だ

て

そ
う
な
ん
だ
よ
二
人
は
丁
度
エ
レ
ベ

タ

に
乗

た
後
だ

た
か
ら
気
付
か
な
か

た
だ

ろ
う
が

 
あ
の
後

さ
ん
が

の

に
足
を
滑
ら
せ
て
な

を
打

ち
ま

て
病
院
ま
で
付
き

た
わ気

付
か
な
く
て
ご
め
ん
ね

て
い
う
か
呼
ん
で
く
れ
れ
ば
良
か

た
の
に

い
や
い
や

付
き

い
は
俺
一
人
で
十
分
だ

た
か
ら
な

 
や
る
事
も

さ
ん
の
体
を

や
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
く
ら
い
し
か
無
か

た
し

 
実

に
は
救
急

を
呼
ん
だ

に
そ
の
指

に

た

も
う
少
し
や
る
事
が
あ

た
の
だ

が 
大
し
た
事
で
は
な
か

た

わ
ざ
わ
ざ
二
人
に
連

す
る
事
は
し
な
か

た
だ
け
で
あ
る

そ
う
い
え
ば

日

夜
中
に
救
急

が
来
て
た
け
ど
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あ
れ

て
リ

ダ

だ

た
ん
だ

お
う

そ
う
な
ん
だ
よ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
マ
ネ

ジ

さ
ん
が

 

で
足
を
滑
ら
せ
て

を
打

ち
ま

て
な

 
そ
の
話
を
近
く
で

い
て
い
た
者
達
が
横
か
ら
会
話
に
参
加
し
て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

日
何
が
あ

た
の
か
説
明
し
た

 
二
人
が
次
期
社
⻑
室
を
訪
問
し
て
い
た
事
に
関
し
て
は
誰
も
何
も
突

込
ま
な
か

た

 
そ
も
そ
も
何
か
あ
る
は
ず
が
無
い
か
ら
だ

 
そ
の

度
で
何
か
あ
る
よ
う
な
ら
苦
労
し
な
い

と
い
う
の
が
彼
女
達
の
共
通
認
識
で
あ
る

え

今
日
の
忘
年
会
で
フ
ラ
ン
シ

シ

の
歌
が

け
る
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
の
話
が
終
わ
る
と

キ
リ
ト
が
ウ
ズ
メ
に
そ
う

ね
て
き
た

う
ん

時
間
的
に
三
曲
く
ら
い
に
な
る
と
思
う
け
ど

三
曲

も
し
か
し
て
リ
ク
エ
ス
ト
可
能
と
か

あ

う
ん

大
丈
夫
だ
よ

そ
う
か

ち

と
待

て
て
く
れ

お

い
フ
ラ
ン
シ

シ

フ

ン
の
奴

ち

と

集
合
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キ
リ
ト
が
そ
う
声
を

け

ほ
と
ん
ど
の
者
達
が
こ
ち
ら
に
集
ま

て
き
た

 
少
し
前
ま
で
は
必
ず
し
も
フ

ン
で
な
か

た
者
も
多

存
在
し
た
が

 
今
で
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が

す

か
り
フ
ラ
ン
シ

シ

の
フ

ン
で
あ
る

 
中
に
エ
ル
ザ
も
混
じ

て
い
た
が

こ
れ
は
た
だ
の
興
味
本

で
あ
る

実
は
今
日
の
忘
年
会
に

フ
ラ
ン
シ

シ

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
下
さ
る
そ
う
だ

お
お
お
お
お
お
お
お

 
今
回
は

こ
の
狩
り
場
に
い
る
者
の
う
ち

 
忘
年
会
に
参
加
出
来
る

離
に

ん
で
い
る
者
は
全
員
が

待
さ
れ
て
い
る

 
そ
の
変
わ
り

身
元
に
関
し
て
は
し

か
り
と
洗
わ
れ
て
お
り

 
そ
の
事
を
納
得
し
て
受
け
入
れ
た
者
の
み
が
参
加
出
来
る
事
に
な

て
い
た

と
い
う

で

リ
ク
エ
ス
ト
で
三
曲
を
選
ば
せ
て
も
ら
え
る
事
に
な

た

 
今
か
ら
ア
ン
ケ

ト
を
回
す
か
ら

自
好
き
な
曲
に
投

し
て
く
れ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
こ
う
い

た
機
能
も
あ
る

本
来
は
狩
り
場
を
選
ぶ

な
ど
に
使
わ
れ
る
の
だ

が 
そ
の

用
性
は
高
く

こ
う
い

た
時
に

利
な
機
能
で
あ
る
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オ

ケ

投

開
始

 
そ
こ
か
ら
一
気
に
全
員
が
投

し

選
ば
れ
た
曲
は

あ

つ
く
な

れ

事
件

い
た

の
三
曲
で
あ

た

あ

つ
く
な

れ

に
関
し
て
は

こ
の
場
に
い
る
二
人
が
メ
イ
ン
だ
か
ら
で
あ
り

事
件

は
新
曲
だ
か
ら
で
あ
る

そ
し
て

い
た

は

 
こ
の
曲
の
別
バ

ジ

ン
が
即

カ
レ

の

に
使
わ
れ
て
お
り

 
そ
の
曲
か
ら
フ
ラ
ン
シ

シ

を
知

た
者
が
多
か

た
か
ら
だ

 
も

と
メ
ジ

な
曲
が
落
選
し

こ
の
三
曲
が
選
ば
れ
た
の
は
実
に
興
味
深
い

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
ウ
ズ
メ
に
お
願
い
し
て
く
る
か
ら
な

お
願
い
し
ま
す

 
こ
こ
に
い
る
者
達
の
ウ
ズ
メ
や
ピ

ア
へ
の
態
度
は
と
て
も
丁

で
あ
る

 
二
人
は
特
別
扱
い
は
さ
れ
た
く
な
か

た
が

こ
う
い

た
場
合
は
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
今
日
は
こ
の
三
曲
で
い
き
ま
す
ね

心
を
込
め
て
歌
い
ま
す
か
ら

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

仲
間
達
の
テ
ン
シ

ン
は
爆
上
が
り
し
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

わ

私
に
も
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
よ

 
そ
こ
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
そ
う
突

込
ん
で
き
た

お
前
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
関
連
の
曲
を
歌
う

て
言

て
た
じ

な
い
か
よ

う

確
か
に
他
の
選
択
肢
が
無
い

 
神
崎
エ
ル
ザ
の
持
ち
曲
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
関
連
の
曲
は
三
つ
あ
る

 

に
使
わ
れ
た
主
題
歌

イ
ベ
ン
ト
中
の

入
曲

メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
う
た

で
あ
る

 
こ
の
う
ち

入
曲
に
関
し
て
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
ど
こ
か
で
流
れ
る
事
が
発
表
さ
れ
て
い
る

ま
あ
お
前
も
フ
ラ
ン
シ

シ

に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
れ

も

も
ち
ろ
ん

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な

で
狩
り
を
始
め
る

今
日
は
午
前
の
部
だ
け
だ
か
ら
そ
の
分
頑
張
ろ

う 
そ
し
て
狩
り
が
始
ま
り

今
日
は
ソ
レ
イ
ユ
も
参
加
し
て
い
た

 
狩
り
の

が
凄
ま
じ
く
上
が
り
士
気
も
高
か

た
事
で
討
伐

は
五
千
ま
で

び
る
事

と
な

た
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そ
れ
じ

あ
会
場
で
待

て
る
か
ら
な

 
受
付
は

方
五
時
か
ら
な
ん
で

待

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
宜
し
く
頼
む

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
宣
言
で
狩
り
が
終
わ
り

続
々
と
仲
間
達
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
見

け
た
後

最
後
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

会
場
へ
向
か

た

 
そ
こ
に
は
内

の
者
達
が

に
準
備
に
入

て
お
り
忙
し
そ
う
に
あ
く
せ
く
と
動
き
回

て

い
た

 
八
幡
が
最
初
に
声
を

け
た
の
は

ね
こ
や
の
マ
ス
タ

で
あ
る

マ
ス
タ

連
日
色
々
頼
ん
で
し
ま

て

し

な
い
で
す

い
や
い
や

そ
も
そ
も
飲
食
に
は
普
通

休
み
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
無
い
か
ら

 
マ
ス
タ

は
問
題
な
い
と
い
う
風
に
そ
う
答
え

八
幡
は
深
々
と

を
下
げ
た

や
め
て
下
さ
い
よ

い
主
が
部
下
に
そ
ん
な
態
度
を
と
る
も
ん
じ

あ
り
ま
せ
ん

そ
れ
で
も
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や
れ
や
れ

任
せ
て
下
さ
い

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
す
か
ら

 
そ
し
て
飲
み
物
が
日
高
商
店
に
よ

て
運
び
込
ま
れ
て
い
く

 
今
年
の
十
二
月
の
日
高
商
店
の

り
上
げ
は

年
の
十
倍
を
超
え
る
ら
し
い



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
の
分
勇
人
の
お
年

が

や
せ
る
と

小
春
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
微
笑
ん
だ

ふ
う

今
回
は
会
場
の

り
つ
け
は

夜
の
鐘
く
ら
い
だ
し

後
は
料
理
だ
け
か

八
幡
君

そ
ろ
そ
ろ
出
る
の
か
し
ら

あ
あ

雪
乃

悪
い
が
後
の
事
は
頼
む

え
え

任
せ
て

 
八
幡
は

こ
の
後
幸
太
郎
の
見
舞
い
に
行
く
事
に
な

て
い
た

 
ま
だ

査
も
い
く
つ
か

え
て
お
り
し
ば
ら
く
入
院
し
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
幸
太
郎
か

ら 
マ
ネ

ジ

代
理
と
し
て
の
業

の
レ
ク
チ

を
受
け
る

で
あ
る

さ
て

そ
れ
じ

あ
行
こ
う
か

姉
さ
ん

え
え

行
き
ま
し

う

 
現
地
に
は

に
倉
社
⻑
が
行

て
待

て
い
る
は
ず
で
あ
り

 
親
会
社
の
ト

プ
二
人
が
見
舞
い
に
行
く
事
に
な

て
い
る
の
だ

 
二
人
は
キ

ト
で
幸
太
郎
が
入
院
し
て
い
る
病
院
へ
と
向
か

た

 
こ
こ
は

か
ら
雪
ノ
下
家
と
関
係
が
深
い

の
八
幡
が
収
容
さ
れ
て
い
た
病
院
で
あ
る
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見
先
生

 
八
幡
が
最
初
に
声
を
か
け
た
の
は

見

美
の
⺟
親
で
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生

見
由
美

で
あ

た

あ
ら
八
幡
君

今
日
は
ど
う
し
た
の

も
し
か
し
て
病
気
や
怪
我

じ

な
い
み
た
い

ね
は
い

今
日
は
知
り
合
い
の
見
舞
い
に
来
ま
し
た

ル
ミ
ル
ミ
は
元
気
で
す
か

美
は
と
て
も
元
気
よ

で
も
た
ま
に

し
そ
う
な
顔
を
す
る
事
が
あ
る
か
ら

 
た
ま
に
は
遊
び
に
連
れ
出
し
て
や

て

ね

 
来
年
は
受
験
だ
か
ら

夏
以
降
は
勉
強

け
に
な
る
と
思
う
し
ね

は
は

分
か
り
ま
し
た

考
え
て
お
き
ま
す
ね

え
え

宜
し
く
ね

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
由
美
に
案
内
し
て
も
ら
い

八
幡
と
陽
乃
は
幸
太
郎
の
病
室
へ
訪
問
し
た

あ

比
企
谷
さ
ん

日
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

 
そ
う
言

て
先
に
来
て
い
た
倉
社
⻑
が

を
下
げ
た

私
の
不
注
意
で
本
当
に
済
み
ま
せ
ん
で
し
た

比
企
谷
さ
ん
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幸
太
郎
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

が
相
手
だ
と

 
何
と
い
う
か

フ

ン
キ

な
性
格
を

じ
て
い
る
よ
う
な
の
だ
が

 
こ
う
い

た
場
だ
と

常
識
を

え
た
好

年
に
な
る

い
や
い
や

査
結
果
は
ど
う
で
し
た

大
丈
夫
で
し
た
か

今
の
と
こ
ろ
は
何
も

雪
ノ
下
社
⻑
も
こ
ん
な
時
期
に
こ
ん
な
事
に
な

て
し
ま

て

し

な
い気

に
し
な
い
で

フ
ラ
ン
シ

シ

の
事
は
き

と

 
こ
の
マ
ネ

ジ

代
理
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
わ

 
と
に
か
く
四
日
に
あ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
だ
け
乗
り
切
れ
ば
い
い
だ
け
だ
し
ね

そ
れ
く
ら
い
な
ら
何
と
か

 
八
幡
は
若

不
安
そ
う
に
そ
う
言
い

幸
太
郎
に
教
え
を

う
た

と
い
う

で

さ
ん

宜
し
く
ご
指

ご

の

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
陽
乃
も
交
え
て
で
は
あ

た
が

 
幸
太
郎
は
八
幡
に

マ
ネ

ジ

業

に
つ
い
て
の
説
明
を
始
め
た

 
ひ
と
通
り

き
終
わ

た
後

八
幡
は
し
ば
ら
く

か
ん
と
し
て
い
た
が
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や
が
て
立
ち
直

た
の
か

幸
太
郎
に
こ
う

ね
て
き
た

え

マ
ジ
で
す
か

今
ま
で
は
そ
ん
な
感
じ
だ

た
ん
で
す
か

あ
は
は
は
は

は
い

そ
ん
な
感
じ
で
す

 
ど
う
せ
一
日
だ
け
だ
し
ま
あ
同
じ
事
を
や

て
お
け
ば
掴
み
は
オ

ケ

だ
と
思
い
ま
す

ボ
ン
ジ

ル

サ
ガ
ジ

ン

 
八
幡
が
そ
う

く
と

陽
乃
が
ゲ
ラ
ゲ
ラ
と
笑
い
始
め
た

お
い
馬

姉

笑
う
な

あ
は
は
は
は

無
理
無
理

笑
う
な

て
言
う
方
が
お
か
し
い
か
ら

 
横
に
い
る
倉
社
⻑
も
笑
い
を

え
て
い
る
の
か

真

な
顔
を
し
て
い
た

ま

ま
あ
こ
れ
も
仕
事
だ
し

頑
張
り
ま
す

 
陽
乃
に
笑
わ
れ
な
が
ら
も

八
幡
は
真
面
目
さ
を
発

し
て
そ
う
宣
言
し

 
本
番
前
日
の
ミ

テ

ン
グ
の
進
行
に
つ
い
て

を
悩
ま
せ
る
事
に
な

た
の
だ

た
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第
１
０
８
０
話
 
大
忘
年
会

 

方
五
時

ソ
レ
イ
ユ
社
内
の
会
場
が
開
か
れ

受
付
に
多
く
の
者
達
が
押
し
寄
せ
て
き
た

は
い

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
方
で
す
ね

お
名
前
は

あ

保
さ
ん

お
待
ち
し
て
ま
し
た

あ

勇
人
君

こ

ち
こ

ち

 
受
付
に
座

て
い
る
の
は

か
お
り
と
え
る
で
あ

た

 
そ
の
横
に
案
内
役
と
し
て
ク
ル
ス
が

え
て
い
る

さ
て

予
定
だ
と
こ
れ
で
全
員
か
な

だ
ね

あ
と
は
入
り
口
を

し
て

私
達
も
会
場
に
向
か
お

か

 
入
り
口
に
一
応

急
連

先
を
書
い
た

を
張
り
つ
け
三
人
は
そ
の
ま
ま
会
場
へ
と
向
か

た
八
幡
様

全
員
揃
い
ま
し
た

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
始
め
る
と
す
る
か

 
ク
ル
ス
の
報
告
を
受
け

八
幡
が
前
に
出
て

上
に
上
が
る
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み
ん
な

今
日
は
今
年
一
年
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
会
を
企
画
さ
せ
て
も
ら

た

 
思
う
存
分
楽
し
ん
で

飲
み
食
い
し
て
い

て
く
れ

 
ち
な
み
に
今
日
の
参
加

は
ゼ
ロ
で
あ
る

必
要

は
全
て
八
幡
の
懐
か
ら
出
て
い
る
の

だ
そ
れ
じ

あ

 

の
音

と
同
時
に
女
性

が

八
幡
の
グ
ラ
ス
目

け
て
グ
ラ
ス
を
差
し
出
し
て
く
る

八
幡
君

八
幡
様

で
す

か八
幡
君

八
幡

リ

ダ

か
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結
局
八
幡
が
グ
ラ
ス
に
口
を
付
け
た
の
は

そ
れ
か
ら
十
分
後
の
事
で
あ

た

ふち

と
お
疲
れ
ぎ
み

大
丈
夫

あ
あ

麻
衣
さ
ん
か

 
ホ
ス
ト
と
し
て
常
に
女
性

に
囲
ま
れ

そ
の
相
手
を
し
て
い
た
八
幡
は

 
忘
年
会
が
始
ま

て
か
ら
一
時
間
後
や

と
人
の

が

切
れ
一
息
つ
く
事
が
出
来
て
い

た

麻
衣
さ
ん
は
凄
い
よ
な

い
き
な
り
何

 
麻
衣
は
突
然
そ
う
言
わ
れ

思
わ
ず

き
出
し
な
が
ら
そ
う

き
返
し
た

実
は
一
週
間
ほ
ど
俺
が
フ
ラ
ン
シ

シ

の
臨
時
マ
ネ

ジ

を
や
る
事
に
な

た
ん
だ

よ
あ
ら

そ
う
な
の

前
の
マ
ネ

ジ

さ
ん
だ

け

何
か
あ

た
の

夜
中
に

で
足
を
滑
ら
せ
て

を
打

た

み
た
い
な

あ

そ
う
な
ん
だ
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で

さ
ん
か
ら
教
わ

た
フ
ラ
ン
シ

シ

の
マ
ネ

ジ

の
心
得

て
の
が
さ

 
八
幡
は
大
き
な
声
で
言
う
の
は

ら
れ
た
の
か

 
麻
衣
の

元
で
幸
太
郎
に
教
わ

た
事
を
こ
そ
こ
そ
と
話
し
た

あ
は
は
は
は

何
そ
れ

そ
ん
な
事
や

て
た
ん
だ

そ
う
な
ん
だ
よ

そ
れ
で
簡

な

技
の
練

を
す
る
事
に
な

た
ん
だ
け
ど

 
や

ぱ
り
い
き
な
り
上
手
く
は
い
か
な
く
て

 
そ
の
流
れ
で
い
つ
も
こ
ん
な
事
を
平
気
で
や

て
る
麻
衣
さ
ん
は
凄
い
な

て

お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す

リ

ダ

 
麻
衣
は
キ
リ

と
し
た
顔
で
そ
う
答
え

八
幡
は
感

の
表
情
に
な

た

そ
れ
そ
れ

そ
う
い
う
と
こ

よ
く
ス

と
別
人
み
た
い
に
な
れ
る
な

て
思

て
さ

う

ん

よ
く
言
わ
れ
る
の
は

じ
る
キ

ラ
の
気
持
ち
に
な

て

と
か
だ
け
ど

 
ま
あ
所

臨
時
の
マ
ネ

ジ

な
ん
だ
し

楽
し
め
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

楽
し
む

か

 
八
幡
は
こ
こ
ま
で

頑
張
ろ
う
と
思
う
ば
か
り
で

楽
し
も
う
な
ど
と
は
全
く
考
え
て
い
な

か

た
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だ
が
今
麻
衣
に
そ
う
言
わ
れ
た
事
で

か
ら
ス

と
力
が
抜
け
た
よ
う
な
気
が
し
た

あ
の
子
達
も
八
幡
さ
ん
に

 
プ
ロ
の
マ
ネ

ジ

く

舞

て
欲
し
い
な
ん
て
思

て
な
い
と
思
う
わ

 
丁
度
そ
の
時
臨
時
で
作
ら
れ
た
ス
テ

ジ
に

フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
が

場
し

 

り
に
大
き
な

手
が

き

こ

た

今
日
は
お

き

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

フ
ラ
ン
シ

シ

で

す

美
味
し
い
ご

に
釣
ら
れ
て
や

て
参
り
ま
し
た

 
そ
の

に

あ
は
は
と
い
う
笑
い
声
が
上
が
る

と
い
う

で

食
事
代
代
わ
り
に
歌
い
ま
す

よ
ろ
し
く

 
二

サ
キ
が
元
気
に
そ
う

し

あ

つ
く
な

れ

の
曲
が
流
れ
始
め
た

 
メ
イ
ン
を
張
る
愛
と
純
子
が
八
幡
に
手
を

て
く
る

あ
の
二
人
に

分
懐
か
れ
て
る
み
た
い
じ

な
い

あ

ま
あ
そ
う
み
た
い
だ
な

ふ
ふ

ま
る
で
他
人
事
み
た
い

 
八
幡
は
そ
れ
に
は
答
え
ず

り

り
と

を
か
い
た
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い
じ
め
る
な
ら
咲
太
に
し
て
く
れ

そ
れ
は
い
つ
も
だ
か
ら
ま
あ

た
ま
に
は
ね

ふ
 
そ
し
て
フ
ラ
ン
シ

シ

の
二
曲
目

い
た

が

 

バ

ジ

ン
で
は
な
く
通
常
バ

ジ

ン
で
披
露
さ
れ
た

 
逆
に

バ

ジ

ン
の
方
だ
け
を
知

て
い
る
者
が
多
か

た
ら
し
く

 
こ
れ
も
ま
た

り
上
が
る
事
と
な

た

ア
イ
ド
ル

て
凄
え
よ
な

結

体
力
勝
負
よ
ね

あ
の

り
付
け
と
か
絶
対
に
覚
え
ら
れ
な
い
わ

映
画
と
か
の
セ
リ
フ
は

無
理
無
理

絶
対
に
無
理

や
る
気
に
な
れ
ば
出
来
る
ん
じ

な
い

来
年
余
興
と
か
で
や

て
み
れ
ば

ま
あ
考
え
と
く

 
そ
れ
で
会
話
は
終
わ
り

麻
衣
は
他
の
者
に
場
所
を

る

去

て
い

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
曲
が
終
わ

た
後

再
び
大
き
な

手
が

き

こ
り

 
当
然
八
幡
も
フ
ラ
ン
シ

シ

に

れ
ん
ば
か
り
の

手
を
送
る

本
当
は
こ
ん
な
風
に
気

に

け
る
は
ず
は
な
い
ん
だ
よ
な

俺
は
本
当
に
仲
間
に
恵
ま
れ

て
る
よ

 
ぼ
そ
り
と

く
よ
う
に
放
た
れ
た
そ
の
言
葉
が
去
り
行
く
麻
衣
の

に

き

 
麻
衣
は
そ
の
事
を
と
て
も
嬉
し
く
思

た

 
そ
し
て
こ
こ
で
一

フ
ラ
ン
シ

シ

は
引

込
み
代
わ
り
に
舞
台
に
は
エ
ル
ザ
が
上
が

た
こ
こ
か
ら
は
ず

と
私
の
タ

ン

 
再
び
大
き
な

手
が

き

こ
り

エ
ル
ザ
が
ギ
タ

を

き
な
が
ら
歌
い
始
め
た

 
エ
ル
ザ
は
さ
す
が
の
歌

力
を

り

曲
が
Ａ
Ｌ
Ｏ

み
と
い
う
事
も
あ

て

 
今
日
の
メ
ン
バ

的
に
も
大
変
な

り
上
が
り
を
み
せ
た

ま

た
く
あ
い
つ
は
い
く
つ
の
顔
を
持

て
る
ん
だ
ろ
う
な

本
当
よ
ね

あ
の
ピ
ト
フ

イ
を
よ
く

け
た
も
の
だ
と
感
心
す
る
わ

 
続
け
て
や

て
き
た
の
は
詩
乃
で
あ

た
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別
に

け
た
気
は
無
い
け
ど
な

結
果
的
に
そ
う
な

て
る
じ

な
い

ま
あ
そ
れ
は
否
定
し
ね
え
よ

て
か
無
言
で
酒
を
注
い
で
く
る
ん
じ

ね
え

何
よ

私
の
お
酒
が
飲
め
な
い

て
い
う
の

へ
い
へ
い

き
ま
す

 
八
幡
は
基
本
あ
ま
り

わ
な
い
が

こ
の
後
は
片
付
け
が
あ
る

 
あ
ま
り

わ
な
い
よ
う
に

ペ

ス
を
か
な
り
落
と
し
て
飲
ん
で
い
た

 
詩
乃
も
空
気
を

み

少
し
し
か
お
酒
を
注
い
で
い
な
い

 
そ
ん
な
詩
乃
の
気
配
り
を
八
幡
は
さ
す
が
だ
な
と
思
い
つ
つ

 
素
直
に
認
め
る
と
調
子
に
乗
る

口
に
出
す
事
は
し
な
い

そ
う
い
え
ば
明
日
奈
に
は
飲
ま
せ
て
な
い
だ
ろ
う
な

大
丈
夫
よ

小
町
が
ち

ん
と
ガ

ド
し
て
る
わ

な
ら
い
い

 
以
前
や
ら
か
し
た

明
日
奈
は
こ
う
い

た
場
で
お
酒
は
飲
ま
せ
て
も
ら
え
な
い

 
も
し
飲
む
事
が
あ
る
と
す
れ
ば
八
幡
と
二
人
き
り
で
な
お
か
つ
家
に
い
る
時
だ
け
な
の
で
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あ
ると

こ
ろ
で
フ
ラ
ン
シ

シ

の
サ
イ
ン
は
い
つ
配

て
く
れ
る
の

こ
の
前
の
奴
か

て
か
お
前
も
希
望
し
た
ん
だ
な

え
え

も
ち
ろ
ん

み
ん
な
が
帰
る
時

俺
が
見
送
り
に
立
つ
つ
も
り
だ
か
ら

そ
の
時
だ
な

八
幡
が
全
員
を
見
送
る
の

さ
す
が
に
忘
年
会
中
に
み
ん
な
と
は
話
し
き
れ
な
い
か
ら

ま
あ
そ
れ
く
ら
い
は
な

真
面
目
よ
ね

 
詩
乃
は
そ
ん
な
八
幡
に
感
心
し
つ
つ

だ
か
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
は
強
い
の
よ
ね

と
思

た

 
そ
し
て
曲
が
終
わ
り

エ
ル
ザ
が
こ
ち
ら
に
走

て
き
た

は

ち
ま

ん

お
う
さ
す
が
だ
な
エ
ル
ザ

て
い
う
か
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
の
歌
は
や
め
た
ん
だ
な
え
ら
い

ぞ
だ

て
こ
こ
に
は
メ
カ
ニ
コ
ラ
ス
は
い
な
い
じ

な
い

確
か
に
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八
幡
と
詩
乃
は

そ
の
正

に
ぐ
う
の
音
も
出
な
か

た

お

衣
装
が
変
わ

た
な

 
丁
度
そ
の
時
フ
ラ
ン
シ

シ

が
再

場
し
た

衣
装
が
思
い

き
り
和
風
に
な

て
お
り

 
メ
イ
ン
の
ゆ
う
ぎ
り
だ
け
が
目
立
つ
着
物
を
着
て
い
る

ほ
う

 
そ
し
て
ゆ
う
ぎ
り
の
独

が
始
ま
り

先
日
見
た
動
作
か
ら
曲
が
始
ま
る

こ
こ
は
こ
ん
な
感
じ
な
の
か

 
八
幡
は
目
を

か
せ
な
が
ら
フ
ラ
ン
シ

シ

の

に
見
入
り
そ
こ
で
あ
る
事
に
気
が
付
い

た

な
ん
か
ゆ
う
ぎ
り
さ
ん
と
ず

と
目
が
合

て
る
気
が
す
る
な

む
む

 
エ
ル
ザ
と
詩
乃
は
そ
う
言
わ
れ

じ

と
ゆ
う
ぎ
り
を
観
察
し
た
が

 
確
か
に
そ
の
目
線
は
八
幡
か
ら
離
れ
な
い

 
ウ

ン
ク
や
こ
ち
ら
に
来
る
よ
う
に
誘
う
よ
う
な
仕

は
て
は
投
げ
キ

ス
ま
で
も
飛
び

出
し
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八
幡
は

面

態
に

二
人
は
ぐ
ぬ
ぬ

態
に
な

た

あ
れ
で
十
九

て
い
う
ん
だ
か
ら
驚
き
だ
よ
な

 
八
幡
が
ぼ
そ
り
と

き

二
人
は
驚
き
で
目
を
見
開
い
た

エ
ル
ザ

そ
う
な
の

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で

し
く
な
い
け
ど

八
幡
が
言
う
な
ら
そ
う
な
ん
じ

な
い

む

三
人
目

 
そ
の
ま
ま
曲
は
進
行
し

決
め
ポ

ズ
で
無
事
に
終
わ

た
後

 
ゆ
う
ぎ
り
は
わ
ざ
わ
ざ
八
幡
の
所
ま
で
来
て
一

し

八
幡
の

元
で
何
か

い
て
去

て

い

た
は

八
幡

何
だ

て

ん

お
お

た
ま
に
は
わ

ち
も
遊
び
に
誘

て
お
く
ん
な
ん
し

だ

て
よ

ぐ
ぬ
ぬ

 
こ
ん
な
若

の

乱
も
あ

た
が

会
は
つ
つ
が
な
く
進
行
し

時
刻
は
夜
の
十
一
時
半
と

な

て
い
た

よ

し

全
員
で

夜
の
鐘
を
鳴
ら
す
か
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お
も
ち

の
よ
う
な
鐘
で
は
あ

た
が

そ
の
音
は
雰
囲
気
満
点
で
あ
り

 
参
加
者
達
は
き

あ
き

あ
言
い
な
が
ら
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
く

 
そ
し
て
年
が
終
わ
り

時
計
の
針
が
十
二
時
を
さ
し

新
た
な
年
が
始
ま

た

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

 
そ
こ
で
会
は
お
開
き
と
な
り

八
幡
は
予
告
通
り

全
員
を
見
送

た

 
残
る
は
内

の
片
付
け
要
員
だ
け
で
あ
る

八
幡
君

今
年
も
い
い
年
に
な
る
と
い
い
ね

あ
あ

そ
う
だ
な

 
八
幡
と
明
日
奈
は
一

に
仲
良
く
片
付
け
を
し
女
性

は
明
日
奈
の
引

で
マ
ン
シ

ン
へ

と
向
か
い

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
次
期
社
⻑
室
へ
と
再
び

り

こ
の
日
は
大
人
し
く
眠
り
に
つ
い
た

 
ク
リ
ス
マ
ス
で
頑
張

た

こ
ち
ら
は
穏
や
か
な

写
に
な
り
ま
し
た
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第
１
０
８
１
話
 
八
幡
の
初
詣

 
す
み
ま
せ
ん

今
週
も
忙
し
く

次
の
投
稿
も
日
曜
日
に
な
り
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん

 
そ
し
て
次
期
社
⻑
室
で
迎
え
た
元
日
の
朝

八
幡
は
ま
だ
ま
ど
ろ
み
の
中
に
い
た

 
い
つ
も
な
ら

に
目
覚
め
て
い
る
時
間
な
の
だ
が
ア
ル
コ

ル
が
入

て
い
る
せ
い
も
あ
り

 
ま
だ

が
し

か
り
働
い
て
く
れ
な
い
の
で
あ
る

 
そ
の
時
夢
う
つ
つ
な
八
幡
の

に
パ
シ

パ
シ

と
シ

タ

の
よ
う
な
音
が

こ
え
て

き
た何

だ
お
・
は
・
よ
・
う

ご
・
ざ
・
い
・
ま
・
す

 
同
時
に
ど
こ
か
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
た
気
が
し
た

 
だ
が
そ
の
声
は
と
て
も
小
さ
な
声
だ

た

八
幡
は
空

だ
と
思
い
特
に
何
も
反
応
し
な
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い 
直
後
に
何
か
が
体
を
ま
さ
ぐ
る
気
配
が
し
八
幡
は
何
と
な
く
そ
の
何
か
を
思
い

き
り

い

た 

に
息
を
飲
む
気
配
が
し

と

そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
何
か
が
も
そ
も
そ
と
動
い
た

ん
 
こ
こ
で
八
幡
の

が
少
し
覚

し
た
が

の
中
の
二
つ
の
物
体
が

 
ま
る
で

き
枕
の
よ
う
に

き
心
地
が
良
か

た

 
そ
れ
が
再
び
眠
気
を
誘
い

八
幡
は
再
び
う
と
う
と
と
し
始
め
た

 
そ
ん
な
八
幡
の

に

ぼ
そ
ぼ
そ
と
小
さ
な
声
が

こ
え
て
く
る

ど

ど
う
し
よ
う

明
日
奈

顔
が
に
や
け
て
る
わ
よ

ハ

ハ
レ
ン
チ
で
す

純
子

ニ
ヤ
け
す
ぎ

あ
と

ま
し
い

ん

こ
の
声
は
明
日
奈
と
雪
乃

そ
れ
に
純
子
と
愛

 
八
幡
の

が

何
か
が
お
か
し
い
と

鐘
を
鳴
ら
す
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だ
が

鐘
よ
り
も
眠
気
が
勝
り

八
幡
の
体
は
全
く
動
こ
う
と
し
て
く
れ
な
か

た

こ
れ
が
明

夢

て
奴
か

で
も
い
い

い
が
す
る

 
八
幡
は
両

に
力
を
込
め

き
枕
を

き
寄
せ

交

に
そ
の

い
を

い
だ

 
そ
の

間
に
ま
た
シ

タ

音
が

こ
え

に
八
幡
の

が
完
全
に
覚

し
た

な

何
だ

 

て
て
体
を

こ
す
と

八
幡
の

の
中
に
は
明
日
奈
と
純
子
が
い
た

へ

 
見

す
と

他
に
も
室
内
に
は
雪
乃

ク
ル
ス

理
央

か
お
り
の
寮

ま
い
組
が
い
た

 
そ
の
横
に
は
愛
の

も
あ
る

え

何
こ
れ

ど
う
い
う
事

 
し
ば
し
の

そ
し
て
純
子
が

を

め
な
が
ら

何
故
か
ひ
そ
ひ
そ
声
で

い
て
き
た

お

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

あ

 
八
幡
は
動
画
で
こ
う
い
う
番
組
を
見
た
記
憶
が
あ

た

ま
さ
か
こ
れ

き

ド

キ
リ
か
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あ

は
い

 
こ
れ
は

日
の
忘
年
会
の
雑
談
で
昭
和

の
純
子
が
た
ま
た
ま
言

た
話
を
実
現
し
よ
う
と

 
そ
の
場
に
い
た
者
達
が

し
合
わ
せ
た
結
果
で
あ
る

 
雪
乃
の
手
引
き
で
次
期
社
⻑
室
に
侵
入
し
た
一
同
は
八
幡
の

顔
を
見
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
つ
つ

 
そ
の

顔
を
写
真
に
収
め
て

に
入

て
い
た

 
そ
し
て
そ
ろ
そ
ろ

こ
そ
う
と

代
表
し
て
明
日
奈
と
純
子
が
声
を

け
た

間
に

 
二
人
が
八
幡
に
捕
ま

た
と

ま
あ
そ
う
い
う
事
ら
し
い

 
雪
乃
の
そ
の
説
明
を

い
た
八
幡
は
深
い
た
め
息
を
つ
い
た

は

い
や

ま
あ
い
い
け
ど
よ

そ
れ
よ
り
も
八
幡
君

んい
つ
ま
で
二
人
を

き
締
め
た
ま
ま
で
い
る
つ
も
り
な
の
か
し
ら

あ

そ
う
だ

た

す
ま
ん

 
八
幡
は

て
て
二
人
か
ら
手
を
離
し
た
が

 
二
人
は
お

い
顔
を
見
合
わ
せ

そ
の
場
を
動
こ
う
と
し
な
い
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明
日
奈

純
子

 
そ
ん
な
二
人
を
雪
乃
と
愛
が
八
幡
か
ら
引
き
離
す

て
へ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
の

間
に

こ
れ
を
好
機
と
思

た
の
か

ク
ル
ス
と
理
央
が
八
幡
の
懐
に
飛
び
込
ん
だ

八
幡
様

私
の
方
が

き
枕
と
し
て
の
性
能
が
い
い
で
す
よ

た

多
分

私
も

こ
ら

 
そ
の
二
人
は
か
お
り
が
即
座
に

し
た

二
人
と
も

も
う
出
か
け
る
ん
だ
か
ら
い
い
加

に
し
な
さ
い

は

い

 
二
人
は
あ
わ
よ
く
ば

度
の
気
持
ち
だ

た
の
だ
ろ
う
返
事
を
し
て
素
直
に
立
ち
上
が
り

 
そ
の
ま
ま
い
そ
い
そ
と
八
幡
に
着

え
を
持

て
き
た

さ
さ

八
幡
様

こ
の
マ

ク
ス
が
お
着

え
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
ね
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私
も
私
も

ほ
ら
八
幡

脱
い
で
脱
い
で

お
わ

や
め
ろ

寒
い

寒
い

て
の

 
八
幡
は
い
き
な
り
脱
が
さ
れ
そ
う
に
な
り

必
死
に

抗
し
た

 
だ
が
先
ほ
ど
は
止
め
て
く
れ
た
雪
乃
や
愛
そ
れ
に
か
お
り
が
何
故
か
二
人
を
止
め
て
く
れ
な

い
お

お
い
雪
乃

愛

か
お
り

残
り
時
間
を
考
え
る
と

こ
の

仕
方
が
な
い
わ
ね

八
幡
ご
め
ん

も
う
そ
ろ
そ
ろ
予
定
の
時
間
だ
か
ら

雪
乃
が
そ
う
言
う
な
ら
仕
方
な
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね

 
三
人
は
八
幡
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
は
く
れ
な
い
よ
う
だ

あ

明
日
奈

こ
い
つ
ら
を
止
め
て
く
れ

ご
め
ん

止
め
た
い
の
は
や
ま
や
ま
だ
け
ど

本
当
に
も
う
出
か
け
る
時
間
だ
か
ら

分
か

た

自
分
で
着

え
る
か
ら

そ
う
で
す
か

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
で
す
ね

 
八
幡
の
必
死
の

え
で
や

と
ク
ル
ス
達
が
止
ま
り

理
央
が

打
ち
を
し
た
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チ今
お
前

打
ち
し
た
よ
な

何

気
の
せ
い
じ

な
い

く

図
太
く
な
り
や
が

て

 
八
幡
は
そ
う
言
い
つ
つ
も

寒
い

に
さ

さ
と
着

え
よ
う
と
し
て

そ
の
手
を
止
め
た

お
い

何
か
し
ら

着

え
た
い
ん
で
全
員
部
屋
か
ら
出
て

て
欲
し
い
ん
だ
が

大
丈
夫
よ

み
ん
な

目

し
し
ま
し

う

 
そ
の
雪
乃
の
音

に

い

そ
の
場
に
い
た
ほ
と
ん
ど
の
者
達
は
目
を
手
で

し
た

ま
あ
い
い
け
ど
な

 
八
幡
は
雪
乃
に
口
で
勝
つ
事
の
困
難
さ
を
知

て
い
る

説
得
す
る
の
を

め
た

 
そ
し
て
上
着
に
手
を
か
け

首
の

り
ま
で
上
げ
た
と
こ
ろ
で
ピ
タ
リ
と
手
を
止
め
た

お
い

何
か
し
ら
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そ
の
手

間
だ
ら
け
だ
よ
な

絶
対
こ

ち
が
見
え
て
る
よ
な

何
の
事
か
し
ら

に

が
腐

た
の

ま
あ
い
い
け
ど
な

 
室

は

で
は
あ

た
が

や
は
り

同
然
の

で
⻑
時
間
い
る
の
は

い

 
八
幡
は
女
性

の

線
を
気
に
せ
ず
着

え
始
め
た

は

八
幡
君

も
う
少
し

も
う
少
し
こ

ち
向
き
で

明
日
奈

お
前

ま
さ
か
飲
ん
で
な
い
よ
な

何
そ
れ
ウ
ケ
る
し

久
々
に

い
た
な
そ
れ

と
比
べ
る
と

分
筋
肉
質
に
な

た
の
ね

雪
乃
さ

お
前

絶
対
見
え
て
る
よ
な

八
幡
様

男
ら
し
い
で
す

マ

ク
ス
は
さ

せ
め
て

し
て
る
フ
リ
は
し
よ
う
な

 
こ
の
言
葉
通
り

ク
ル
ス
だ
け
は
一
切
何
も

さ
ず

八
幡
を
ガ
ン
見
し
て
い
る

八
幡

ち

と
は

そ
う
よ
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お
い
理
央

誰
の
せ
い
で
こ
う
な

て
る
と
思

て
や
が
る

は

八
幡

着

え
終
わ

た
ら
教
え
て
ね

俺
の
味
方
は
愛
だ
け
か

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

純
子

そ
れ
は
も
う
終
わ

た
か
ら

 
こ
う
し
て
朝
か
ら
ど

と
疲
れ
る
事
に
な

た
が

 
と
に
も
か
く
に
も
八
幡
は
出
か
け
る
準
備
を
終
え

 
参
加
出
来
る
者
達
と
連
れ
立

て

神
社
へ
と
向
か
う
事
と
な

た

 
ん

あ
れ

紅
莉
栖

く

殺
せ

い
き
な
り
何
だ
よ

 

神
社
に
は
さ
す
が
正
月
ら
し
く

そ
れ
な
り
に
人
が
い
た

 
そ
し
て
そ
の
応
対
を
し
て
い
る
者
の
中
に
巫
女
服

の
紅
莉
栖
が
混
じ

て
い
た
の
だ

た

お
前

何
し
て
ん
の
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見
て
分
か
ら
な
い

手
伝
い
よ

手
伝
い

キ

マ
は
い
な
い
の
か

岡
部
も
手
伝
い
さ
せ
ら
れ
て
る
わ
よ

後
で
顔
を
出
し
て
あ
げ
て

お
う

分
か

た

 
そ
ん
な
八
幡
一
行
に
気
付
い
た
の
か
向
こ
う
か
ら
顔
立
ち
の
整

た
巫
女
が
駆
け
寄

て
き

た
八
幡
さ
ん

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お

る
か
君

正
月
か
ら
頑
張

て
る
み
た
い
だ
な

ウ
ル
シ
エ
ル
と
は
大
違
い
だ
な

い
や

私
も
こ
こ
に
い
ま
す
か
ら
ね

 
一
見
す
る
と
美
少
女
に
し
か
見
え
な
い
漆
原
る
か
が

 
紅
莉
栖
と
共
に
巫
女
服
で
甲
斐
甲
斐
し
く
働
い
て
い
る

だ
が
男
だ

 
そ
の
後
ろ
か
ら
え
る
が

を
見
せ

を

ら
ま
せ
な
が
ら
八
幡
を

ん
だ

何
だ

お
前
も
い
た
の
か

当
た
り
前
じ

な
い
で
す
か

弟
だ
け
働
か
せ
た
り
し
ま
せ
ん
よ

ふ

ん

あ

る
か
君

こ
れ

お
年

な
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事
前
に
準
備
し
て
い
た
の
か

 
八
幡
は
懐
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
図

の
ポ
チ
袋
を
取
り
出
し

る
か
に
差
し
出
し
た

え

い
い
ん
で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

わ

私
に
は

何
で
お
前
に
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が

 
ま
あ
約
束
だ
か
ら
な

ほ
れ

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら

え
る
へ

と
書
か
れ
て
い
る
ポ
チ
袋
を
取
り
出
し
た

や

た

そ
れ
じ

あ

い

と

 
八
幡
は
そ
れ
を
容

な
く

銭

に
放
り
込
ん
だ

あ
あ
あ
あ
あ

何
す
る
ん
で
す
か

だ

て
こ
う
し
ろ

て
お
前
が
言

た
ん
じ

な
い
か
よ

た

確
か
に
そ
う
で
す
け
ど

ぐ
ぬ
ぬ

こ
う
な
る
と

中
か
ら
出
せ
る
の
は
し
ば
ら
く
先

に 
だ
が
自
分
が
そ
う
言

た
の
は
確
か
な

え
る
は
落
ち
込
み
つ
つ
も
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そ
の
八
幡
の
行
動
に
そ
れ
以
上
抗
議
は
出
来
な
か

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

お
参
り
し
よ
う

 

番
に
お

銭
が
投
げ
込
ま
れ

参
加
者
達
が
か
わ
る
が
わ
る
願
い
事
を
お

り
し
て
い
く

 
八
幡
も

先
ほ
ど
の
え
る
へ
の
お
年

と
は
別
に

銭
を
投
げ
込
み

 
仲
間
達
に
囲
ま
れ
な
が
ら

神
様
に
お

り
を
し
た

少
し

が
し
い
で
す
が

こ
ん
な
幸
せ
な
日
々
が
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
す
よ
う
に

 
八
幡
が
え
る
と
約
束
し
た
の
は
第
６
９
８
話
で
す
ね
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第
１
０
８
２
話
 
懐
柔

 

日
は
投
稿
出
来
な
く
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

今
日
か
ら
再
開
で
す

 
こ
こ
で
舞
台
は

日
前
へ
と

る

八
幡
が

神
社
に
お
参
り
し
た

そ
の
少
し
前

 
コ
ミ
マ
会
場
に
て

ハ
イ
ア

の
メ
ン
バ

の
リ
ア
ル
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た

 
目
的
は
当
然

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル

の
二
人
の
確
保
で
あ
る

い
た
わ

確
か
に
あ
い
つ
ら
よ

 
唯
一
は

き
り
と

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル

の
顔
を
知

て
い
る
薔
薇
が
そ
う
太

判
を
押
し
た

了
解

監

に
入
る

し

仕

け
る
の
は
今
日
の
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ

て
か
ら
で
オ
ケ

そ
う
だ
ね

運

さ
ん
に
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い
も
ん
ね

そ
れ
じ

あ
手
は
ず
通
り
に

 
同
行
し
て
い
た
萌
郁
フ
ラ
ウ
明
日
香
の
三
人
が
こ
こ
か
ら
交
代
で
二
人
を
見
張
る
事
に
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な
るご

め
ん

そ
れ
じ

あ
後
は
お
願
い
ね

う
ん

頑
張

て
下
さ
い

健
闘
を

る

ビ
シ

 
薔
薇
は
ソ
レ
イ
ユ
の
企
業
ブ

ス
で
仕
事
が
あ
る

こ
こ
で
一

離
脱
で
あ
る

 
そ
こ
に
丁
度

人
か
ら
連

が
入

た

お
い
明
日
香

今
ダ
ル
と
合
流
し
た
ぞ

や

と
手
が
開
い
た
ら
し
い

こ

ち
は
目
標
を
監

中

合
い
を
見
て
接
触
お
願
い

あ
い
よ

 
企
業
ブ

ス
で
セ

テ

ン
グ
を
終
え
た
ダ
ル
が

人
と
合
流
し

 
二
人
は
こ
れ
か
ら
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル
の
ブ

ス
に
向
か
う
事
に
な

て
い
た

 
そ
の
目
的
は

フ

ン
を
装

た
顔
繋
ぎ
で
あ
る

 
そ
し
て
遠
目
に
見
守
る
三
人
の
目
の
前
で

人
と
ダ
ル
が
ブ

ス
に
近
付
い
て
い

た

す
み
ま
せ
ん

ち

と
見
せ
て
も
ら

て
も
い
い
で
す
か
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い
ら

し

い
ま
せ

は
い

喜
ん
で

 
こ
こ
ま
で
同
人

を

て
く
れ
た
者
は
ま
だ
い
な
か

た

二
人
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
答

え
たお

新

が
あ
る
ん
で
す
ね

こ
れ
は
楽
し
み
だ

 
表

を
見
る
と
そ
こ
に
は
相
変
わ
ら
ず
一
目
で
八
幡
本
人
だ
と
分
か
る

が
書
か
れ
て
い
る

 
画
力
的
に
は
こ
の
二
人

や
は
り
相
当
に
上
手
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
同
人

な
ど
と
い
う
マ
イ
ナ

な
ジ

ン
ル
に

て
い
な
け
れ
ば

 
二
人
の
本
は
も
う
少
し

れ
る
事
だ
ろ
う

す
み
ま
せ
ん

こ
れ
下
さ
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

入
を
キ

カ
ケ
に
し

そ
の
ま
ま

人
と
ダ
ル
は

二
人
と
雑
談
を
開
始
す
る

先
生
達
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
プ
レ
イ
さ
れ
て
る
ん
で
す
よ
ね

え
え

ま
あ

し
が
な
い
中
堅
プ
レ
イ
ヤ

で
す
け
ど
ね
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な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

今
回
の
イ
ベ
ン
ト

い
き
な
り
ハ

ド
で
す
よ
ね

 
う
ち
は
少

ギ
ル
ド
な
ん
で

正
直
全
然
狩
り
が

ら
な
く
て

そ
れ
な
ら
合
同
チ

ム
に
参
加
す
る
の
も
あ
り
か
も
で
す
ね

え

そ
ん
な
も
の
が

は
い

神
広
場
で

日
や

て
る
と
思
い
ま
す

 
そ
れ
に
参
加
す
れ
ば
多
少
楽
に
な
る
ん
じ

な
い
か
と

そ
う
な
ん
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

仲
間
と
相
談
し
て
み
ま
す

 
四
人
の
会
話
は
実
に
和
や
か
に
進
行
し
た

 
ど
う
や
ら
こ
の
二
人

ゲ

ム
の
中
と
は
違

て
い
い
人
の
よ
う
だ

そ
れ
じ

あ
次
に
こ
う
い

た
機
会
が
あ

た
時
に

 
ま
た
お
会
い
出
来
る
の
を
楽
し
み
に
待

て
ま
す
ね

ま
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

人
と
ダ
ル
は

そ
の
ま
ま
仲
間
達
と
合
流
し
た

先
輩

あ
の
二
人

ど
う
だ

た

子
抜
け
す
る
ほ
ど
普
通
だ

た
わ
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あ
あ
い
う
の
が
色
々
や
ら
か
し
ち
ま
う
ん
だ
か
ら

ネ
ト
ゲ

て
の
は
怖
え
よ
な

だ
ね

で

そ
れ
の
内
容
は

タ
イ
ト
ル
は

タ
ン
ク
た
ん

く

殺

だ
そ
う
だ

タ
ン
ク

て
事
は

 
明
日
香
が
本
を
開
く
と

そ
こ
に
は
ユ
イ
ユ
イ

セ
ラ
フ

ム

ア
サ
ギ
の

 
あ
ら
れ
も
な
い

が
見
事
に

か
れ
て
い
た

当
然
襲

て
い
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

相
変
わ
ら
ず

は
上
手
い

ネ

ミ
ン
グ
セ
ン
ス
は
い
ま
い
ち
だ
な

だ
が
そ
れ
が
い
い

お

フ
ラ
ウ
た
ん

分
か

て
る
ね

 
一
同
は
そ
の
新

を
資
料
と
し
て
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
に
持
ち
込
み

 
保
管
を
頼
ん
だ
後

再
び
交
代
で

逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
二
人
を
見
張
る
事
と
な

た

 
そ
し
て
こ
の
日
の

時
間
が
訪
れ

 
二
人
が
外
に
出
て
き
た
の
を

人
が
偶
然
を
装

て
キ

チ
し
た

あ
れ

先
生
方

今
帰
り
で
す
か

お
疲
れ
様
で
す
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あ
れ

本
当
だ

偶
然
で
す
ね

戦
果
は
ど
う
で
す
か

ま
あ
そ
れ
な
り
に

 
そ
う
言

て

人
は

 
小
道

の
リ

ク
と

バ

グ
に
い

ぱ
い
の
同
人

や
ら
何
や
ら
を
二
人
に
見
せ
た

 
こ
れ
は
実
は
ダ
ル
の
戦
利
品
を

り
た
も
の
で
あ
る

お
お

大

で
す
ね

良
か

た
ら
見
て
み
ま
す
か

い
い
ん
で
す
か

え
え

お
二
人
だ
と

他
の
サ

ク
ル
を
回
る
の
も
き
つ
い
で
し

う
し
ね

そ
れ
じ

遠

な
く

そ
れ
な
ら
あ
そ
こ
の
店
で
で
も

あ
あ

も
ち
ろ
ん
俺
の

り
で

 

人
は

み
に
二
人
を
誘

し

近
く
に
あ

た
店
に
入

た

本
当
に
い
い
ん
で
す
か

え
え

こ
れ
も
何
か
の
縁
で
す
か
ら
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人
は
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
言
い
店
の
奥
に
あ
る
個
室
へ
と
向
か
う
と
二
人
を
接
待
し
た

 
こ
ん
な
待
遇
を
受
け
る
の
は
初
め
て
だ

た

二
人
が

か
れ
て
し
ま

た
の
は
仕
方
が
な

い
だ
ろ
う

 
だ
が
世
の
中
は
そ
う

く
な
い

お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
し
ば
ら
く
し
て
ウ

イ
タ

と
ウ

イ
ト
レ
ス
が
注
文
の
品
を
運
ん
で
個
室
に
入

て
き
た

 
そ
の
顔
を
見
た

間
に

二
人
は

を
潰
し
た

お

お
前
は

ハ

ハ
チ
マ
ン

ロ
ザ
リ
ア
の
姉
御
ま
で

お
お

と

本
番
は
こ
れ
か
ら
だ

て
の
に

も
う

を
立
つ
お
つ
も
り
で
す
か

先
生
方

 
二
人
は

て
て
立
ち
上
が
り

逃
げ
出
そ
う
と
し
た
が

そ
ん
な
二
人
を

人
が
制
し
た

あ

あ
ん
た
は

お

と

こ
れ
は
自

紹
介
が

れ
て

し

あ
り
ま
せ
ん

俺
は
こ
う
い
う
者
で
す

 
そ
う
言

て

人
が
差
し
出
し
て
き
た
名

に
は

こ
う
書
か
れ
て
い
た

ソ
レ
イ
ユ
社
⻑
付

針
生

人
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なだ

騙
し
た
の
か

人

き
の
悪
い

俺
は
本
当
に
あ
ん
た
達
の
才
能
を

て
る
ん
だ

て

 

に

人
の
口
調
が
ざ

く
ば
ら
ん
な
も
の
に
変
わ
る

さ

才
能

こ
こ
か
ら
は
俺
達
が
話
そ
う

 
そ
う
言

て

八
幡
と
薔
薇
が
前
に
出
て
き
た

こ
う
や

て
本
来
の

で
会
う
の
は
久
し
ぶ
り
ね

お
う

い
や

は

は
い

お
久
し
ぶ
り
で
す

 
ゲ

ム
の
中
で
は
薔
薇
を
散
々
裏
切
り
者
扱
い
し
て
き
た
二
人
だ

た
が

 
こ
う
し
て
直
接
会

て
み
る
と
気
圧
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
と
て
も
そ
ん
な
事
は
出
来
そ

う
に
な
い

そ
う

く
な
ら
な
い
の

今
日
は
あ
ん
た
達
に
と

て
い
い
話
を
持

て
き
た
ん
だ
か
ら

い

い
い
話
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そ
う
だ

二
人
の
出
し
た
本
は
見
さ
せ
て
も
ら

た

内
容
に
つ
い
て
は
そ
の
自
重
し
ろ
と

は
思
う
が

 

に
関
し
て
は
素
直
に
素
晴
ら
し
い
と
感
心
し
た

 
特
に
う
ち
の
社
⻑
が
お
気
に
入
り
で
な

こ
う
し
て
足
を
運
ば
せ
て
も
ら

た

う俺
達
は
と

く
に
マ

ク
さ
れ
て
た

て
事
か

 
二
人
は
無
職
で
あ
り

 
国
か
ら
の
補
助
金
の
残
り
と
同
人

の

々
と
し
た
収
入
で
何
と
か

ら
し
て
い
る

態
で

あ

た

 
そ
ん
な
二
人
が
天
下
の
ソ
レ
イ
ユ
に
逆
ら

た
と
こ
ろ
で
何
が
出
来
る
は
ず
も
な
い

 
ゲ

ム
の
中
で
な
ら
対
抗
も
出
来
た
が
こ
う
な
る
と
も
う

に

ま
れ
た
カ
エ
ル

態
で

あ
り

 
相
手
の
言
う
事
に
素
直
に

う
他
は
な
い

 
唯
一
の
希
望
は

先
ほ
ど
薔
薇
が
言

た

い
い
話

と
い
う
部
分
で
あ

た
が

そ
ん
な
顔
を
し
な
い
で
く
れ

多
分
二
人
に
と

て
は
本
当
に
い
い
話
な
ん
だ
か
ら
よ
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八
幡
は
笑
顔
を
見
せ

二
人
は
多
少

の
力
を
抜
く
事
が
出
来
た

え

と

そ
の

お
話
と
い
う
の
は

そ
の
前
に
自

紹
介
を
し
て
お
こ
う

俺
は
八
幡

比
企
谷
八
幡
だ

えま
さ
か
の
実
名
系

言
う
な

あ
れ
は
事
故
だ

た
ん
だ
よ
事
故

俺
だ

て
も

と
格
好
い
い
名
前
に
し
た
か

た
ん
だ

 
八
幡
は
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
言
い

そ
ん
な
八
幡
を
薔
薇
が

め
た

ほ
ら

ど
う
ど
う

あ
ん
た
達
も
あ
ん
ま
り
八
幡
を
い
じ
め
る
ん
じ

な
い
わ
よ

あす

す
み
ま
せ
ん
姉
御

 
そ
の
薔
薇
の
い
か
に
も
お
姉
さ
ん
風
の
態
度
に
イ
ラ

と
し
た
の
か

 
こ
こ
で
八
幡
が
薔
薇
の
本
名
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た

保
護
者
面
す
ん
な
小
猫

う
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い
い
か
お
前
ら

こ
い
つ
の
本
名
は
薔
薇
小
猫

い
い
か

小
猫
だ

 
今
後
は
こ
い
つ
の
事
は

小
猫
の
姉
御
と
呼
ぶ
と
い
い

こ

小
猫
の
姉
御

あ

あ
ん
た
達

殺
す
わ
よ

ひ

 
三
人
は
そ
う

鳴
を
上
げ
た
が

そ
の
顔
は
ど
う
見
て
も
面
白
が

て
い
た

 
そ
の
ま
ま
笑
い
あ

た
三
人
に
は
連

感
の
よ
う
な
も
の
が
芽
生
え

 
場
は

に
リ
ラ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
に
な

た

え
と

俺
は
ヤ
サ

小
路
優
介
で
す

バ
ン
ダ
ナ
こ
と

武
者
小
路
公
人

す

 
こ
こ
で
二
人
が
自

紹
介
し
た

お
お

格
好
い
い
名
前
だ
な

本
当
に
ね

で

そ
ろ
そ
ろ
本
題
を

お
う

二
人
と
も

も
し
良
か

た
ら

う
ち
の
専
属

師
に
な
ら
な
い
か
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えせ

専
属

師

そ
う
だ

実
は
今
度

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ガ
イ
ド
ブ

ク
を
出
そ
う

て
話
が
あ

て
な

 
そ
の
イ
ラ
ス
ト
の
全
て
を
二
人
に
担
当
し
て
も
ら
お
う
と
思

て
る

ま

マ
ジ

す
か

マ
ジ
だ

お
 
二
人
は
そ
の
思
い
も
か
け
な
い
提
案
に
飛
び
つ
い
た

や
り
ま
す

是
非
や
ら
せ
て
下
さ
い

お
願
い
し
ま
す

お
お

や

て
く
れ
る
か

 
八
幡
は
優
介
と
公
人
に

く
と

わ
ざ
と
微

な
顔
を
し
た

だ
が
一
つ
問
題
が
あ
る

う
ち
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
お
前
達
だ
け
だ

 
こ
れ
ま
で
二
人
と
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
で
あ
ろ
う

他
の
奴
ら
は
必
要
な
い
ん
だ

 
だ
か
ら
二
人
に
は

結
果
と
し
て
そ
い
つ
ら
を
裏
切

て
も
ら
う
事
に
な
る
ん
だ
が
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言
い

ら
そ
う
に
そ
う
言
う
八
幡
に

だ
が
二
人
は
あ

さ
り
と
こ
う
答
え
た

あ

別
に
い
い
で
す

確
か
に
つ
る
ん
で
ま
し
た
け
ど

別
に
そ
こ
ま
で
仲
良
く
な
い
ん
で

え

で
も
お
前
ら

前
に
ス

パ

の
前
で
仲
良
く
た
む
ろ
し
て
た
ん
だ
ろ

い
つ
の
話
で
す
か

こ
い
つ
に
見
覚
え
な
い
か

 
そ
う
言

て
八
幡
が
二
人
に
見
せ
た
の
は

遠

貴
子
の
写
真
で
あ

た

あ

あ
あ

前
に
ち

と
話
し
た
よ
う
な

あ
の
時
見
た
の

て

や

ぱ
り
あ
ん
た
だ

た
の
か

お
う

そ

ち
か
ら
も
お
前
達
の
調
査
は
進
め
て
た
ん
だ
が

空

り
だ

た
け
ど
な

あ
そ
こ
に
は
一
度
し
か
行
か
な
か

た
ん
で

そ
う
か

ま
あ
結
果
的
に
二
人
の
才
能
が
知
れ
た
か
ら

こ
の
方
が
良
か

た
よ
な

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に
素
直
に

い
た

そ
ん
な

で

こ

ち
の
事
は
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

こ
う
な

た
以
上

ス
パ
イ
で
も
何
で
も
し
ま
す
よ
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そ
う
か
そ
れ
じ

あ
遠

な
く
頼
む
わ

ゲ

ム
内
で
の
連

は
グ
ウ

ン
を
通
し
て
頼
む

えグ
ウ

ン
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ス
パ
イ
な
ん
す
か

な

た
の
は
最
近
だ
け
ど
な

マ
ジ
か

パ
ね

 
二
人
は
だ
が

嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
敵
な
ら
恐
ろ
し
い
が

味
方
な
ら
頼
も
し
い
と
い
う
心
理
で
あ
る

そ
れ
じ

あ

し
い
話
は
小
猫
と
し
て
く
れ
今
日
は
い
い
結
果
に
な

て
本
当
に
良
か

た

 
八
幡
は
二
人
に
手
を
差
し
出
し

優
介
と
公
人
は
そ
の
手
を
し

か
り
と

た

八
幡
兄
貴

こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す

兄
貴

絶
対
に
気
に
入

て
も
ら
え
る

を
二
人
で

い
て
み
せ
ま
す
か
ら

お
う

期
待
し
て
る

 
こ
う
し
て
ヤ
サ
こ
と

小
路
優
介
と
バ
ン
ダ
ナ
こ
と
武
者
小
路
公
人
は
ソ
レ
イ
ユ
の
軍
門
に

下
り
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武
者
小
路
小

と
い
う
名
前
で
今
後
は
活
動
し
て
い
く
事
に
な

た
の
だ

た

 
そ
れ
に

い
二
人
も
ソ
レ
イ
ユ
の
寮
に
引

越
す
事
と
な
り
二
人
の
生
活
は
こ
の
日
か
ら
一

変
し
た



 第１０８３話 ミーティングの混乱

 
第
１
０
８
３
話
 
ミ

テ

ン
グ
の
混
乱

 
さ
て

時
は

て
元
日
の
午
後

初
詣
を
終
え
た
後
は
特
に
何
も
予
定
は
な
く

 
八
幡
は
次
期
社
⻑
室
に

て
マ
ネ

ジ

の
勉
強
を
進
め
て
い
た

 
攻
略
に
関
し
て
は

元
日
に
も
関
わ
ら
ず
一
部
の
者
達
が
狩
り
を
行

て
お
り

 
こ
の
日
が
終
わ

た
時
点
で
の
討
伐

は

五
千
五

ま
で

び
て
い
た

ふ
う

今
日
は
頑
張

た
ね

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

褒
め
て
く
れ
る
か
な

 
フ

ブ
ニ
ル
と
ヒ
ル
ダ
が
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し

 
フ
カ
次
郎
や
エ
ル
ザ
も
半
分
以
下
の
人

で
こ
こ
ま
で
狩
れ
た
事
で

 
高
め
の
テ
ン
シ

ン
で
今
日
の
成
果
を
喜
び
あ

て
い
た

フ
カ
ち

ん

イ

イ

ロ
ビ
ン

イ

イ

ア
サ
ギ
も
手
伝

て
も
ら

ち

て
ご
め
ん
ね

う
う
ん

こ
う
い
う
時
に

が
な
い
と

い
つ
ま
で

て
も
追
い
つ
け
な
い
し
ね
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古
参
の
メ
ン
バ

と
比
べ

能
力
が
足
り
て
な
い
と
い
う
自
覚
が
あ
る
者
達
が

 
こ
の
機
会
に
上
と
の
差
を
詰
め
る
べ
く

正
月
返
上
で
頑
張

て
い
た
の
で
あ
る

 
そ
の
中
に
は
ベ
ル
デ

ア
や
プ
リ
ン

そ
れ
に
ウ
ズ
メ
や
ピ

ア
の

も
あ
る

 
四
日
に
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
あ
る

午
後
の
部
し
か
参
加
は
出
来
な
い
の
だ
が

 
二
人
も

く
ハ
チ
マ
ン
の
役
に
立
ち
た
い
と
思

て
い
る

そ
の
士
気
は
高
い

 
仲
間
達
に
討
伐

を

い
で
も
ら
う
事
を
心
苦
し
く
思
い
な
が
ら
も

 
八
幡
は
マ
ネ

ジ

業

を
覚
え
る
事
に
余
念
が
な
い

 
八
幡
は
自

す
る

ま

た
く
俺
は
い
つ
か
ら
こ
ん
な
勤
勉
な
人
間
に
な

て
し
ま

た
の
だ

ろ
う
か

と

 
少
な
く
と
も
社
畜
の
才
能
が
備
わ

て
い
た
事
は
か
つ
て
本
人
も
言

て
い
た
通
り
間
違
い

な
い
よ
う
だ

 
二
日
も
同
じ
よ
う
な
感
じ
で
進
み

討
伐

は
六
千
ま
で

え
た

 
八
幡
は
四
日
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
の
他

色
々
な
仕
事
を
正
月
返
上
で
進
め
て
い
く

 
そ
し
て
日
付
は
変
わ
り

迎
え
た
一
月
三
日
の
朝

 
八
幡
は
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

ビ
ル
の
レ

ス
ン
ル

ム
の
入
り
口
前
に
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か
な
り

張
し
た
様
子
で
立

て
い
た

に
本
番
か

 
八
幡
は
服
装
も
幸
太
郎
に
寄
せ
て
お
り

頑
張

て
代
役
を
果
た
そ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た

よ
し

 
八
幡
は
深
呼

を
し
て
心
を
落
ち
着
か
せ
る
と

ド
ア
を
開
け
て
中
に
入

た

は
い
皆
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

俺
は
代
役
マ
ネ

ジ

の
比
企
谷
八
幡
で
す

 
一

日
は
う
ち
の
忘
年
会
に
参
加
し
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
八
幡
は
そ
う
言

て
い
き
な
り

手
を
始
め
る

最
高
だ

た
な
お
前
ら

は
い

手

本
当
に
素
晴
ら
し
か

た

み
ん
な
で

手

 
八
幡
は

か
ら

ま
で

手
し
な
が
ら
移
動
し
て
い

た

 
こ
こ
ま
で
八
幡
が
や

て
い
る
の
は
全
て
幸
太
郎
の
ア
レ
ン
ジ
で
あ
り

 
そ
の
似
合
わ
な
さ
に
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
は
笑
い
を

え
る
の
に
必
死
に
な
り
な

が
ら
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八
幡
に
合
わ
せ
て

手
を
し
た

は
い

そ
し
て
突
然
で
す
が

こ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す

 
八
幡
は

か
ら

ま
で

手
を
終
え
た
後
中
央
に

り

に
手
を
当
て
な
が
ら
胸
を
張

た

の
仕
事
で
す

実
は
俺
が
企
画
し
ま
し
た

えお
お

さ
す
が

そ
う
じ

ろ
そ
う
じ

ろ

 
八
幡
は
幸
太
郎
を
意
識
し
て
う
ん
う
ん
と
得
意
げ
に

き
な
が
ら
横
に
あ

た
黒

を
回
転

さ
せ
た

こ
れ
で
す

は
い
ド
ン

 
そ
こ
に
は

決
定

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

と
書
か
れ
て
い
た
が

 
そ
の
文

は
上
下
が
逆
に
な

て
い
た

だ
が
八
幡
は
そ
の
事
に
気
付
か
な
い

 
こ
れ
は
わ
ざ
と
や

た
の
で
は
な
く
回
転
さ
せ
る
と
い
う
事
を
意
識
し
て
い
な
か

た
八
幡
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が 
た
だ
普
通
に
裏
側
に
回

て
文

を
書
い
た
せ
い
で
あ

た

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
は

か
つ
て
幸
太
郎
が
同
じ
事
を
や
ら
か
し
た
事
も
あ
り

 
こ
れ
も
幸
太
郎
の
真
似
な
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
る

誰
も
突

込
ま
な
い

マ
ネ

ジ

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ

て
何
だ

う
ち
で
作

て
る
ゲ

ム
で
す

 
八
幡
は
平

な
口
調
で

口
で
そ
う
答
え
た

こ
れ
も
幸
太
郎
の
真
似
で
あ
る

 
だ
が
さ
す
が
に
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く

八
幡
は
一
同
に
資
料
を
配

た

こ
れ
が
そ
の
パ
ン
フ
レ

ト
だ

 
今
回
は

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
主
題
歌
も
同
時
に
担
当
し
て
も
ら
う
事
に
な
る
か
ら
宜
し
く

 
曲
は
も
う
作
り
始
め
て
て

徒
花
ネ
ク
ロ
マ
ン
ス

と
い
う
ら
し
い

お

 
ソ
レ
イ
ユ
に
移

し
て
か
ら
ま
だ
日
が

い
に
も
関
わ
ら
ず
い
き
な
り
タ
イ
ア

プ
成
立
で

あ
る

 
一
同
が
驚
く
の
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
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一
応
み
ん
な
に
は

ン
ビ
の
メ
イ
ク
も
し
て
も
ら
う
事
に
な
る

 
イ
メ

ジ
と
し
て
は
パ
ン
フ
レ

ト
の
最
後
に

を

ん
で
あ
る
の
で
そ
れ
を
見
て
く
れ

 
そ
の

に
は
お
で
こ
に
バ

テ
ン
が
つ
い
た
さ
く
ら
や

 
首
が
切
り
離
さ
れ
た
よ
う
な
大
き
な

が
あ
る
ゆ
う
ぎ
り
の
加

さ
れ
た
写
真
が
あ
り

 
一
同
は
き

き

う
ふ
ふ
し
な
が
ら
そ
の
写
真
を
見
て
笑

て
い
た

マ
ネ

ジ

こ
れ

て
死
ん
だ
時
の
設
定
と
か
は
あ
る
ん
で
す
か

あ

幸
太
郎
さ
ん
は

さ
く
ら
は
交
通
事
故
で
ト
ラ

ク
に
は
ね
ら
れ
た
と
か

 
ゆ
う
ぎ
り
さ
ん
は

首
さ
れ
た
と
か

愛
は
ス
テ

ジ
の
上
で

に
打
た
れ
た
と
か

 
そ
ん
な
設
定
を
言

て
た
な

ま
あ

し
く
は

後
日
幸
太
郎
さ
ん
に

い
て
く
れ

は

い

 
そ
の
元
気
な
返
事
に
八
幡
は
満
足
そ
う
に

い
た

マ
ネ

ジ

そ
の
ゲ

ム

し
に
や

て
み
た
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の
方
が
宣
伝
す
る
に
も
や
り
や
す
い
し

 
い
か
に
も
こ
う
い
う
の
が
好
き
そ
う
な
サ
キ
が
そ
う
言
い

他
の
者
達
も

い
た

む
む

確
か
に
そ
う
だ
な
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八
幡
は
こ
の
後
の
ス
ケ
ジ

ル
を
考
え

空
い
て
い
る
時
間
を
探
し
た

夜
の
九
時
か
ら
一
時
間
く
ら
い
な
ら
ま
あ
平
気
だ
な

 
そ
れ
ま
で
に
準
備
は
さ
せ
て
お
く
か
ら

そ
の
時
に
み
ん
な
で
一

に
遊
ん
で
み
よ
う

や

た

さ

す
が
話
が

い

 
一
同
は
そ
の
提
案
に
喜
ん
だ
が

そ
の
時
事
件
は

こ

た

 
八
幡
が
う

か
り
黒

の
方
に

り
か
え

て
し
ま

た
の
だ

 
上
下
が
逆
に
な

た
そ
の
黒

を
八
幡
は
二
度
見
し

そ
の
顔
が

く

ま

て
い
く

 
幸
太
郎
が
同
じ
事
を
や
ら
か
し
た
時
は

同
じ
よ
う
に
二
度
見
は
し
た
も
の
の

 
そ
の
後
は
平
然
と
し
て
い
た
が

た
だ
で
さ
え

張
し
て
い
た
八
幡
は
平
静
で
は
い
ら
れ
な

か

た
ら
し
い

 
そ
し
て
そ
ん
な
八
幡
の
表
情
を
見
た
一
同
は

 
こ
れ
が
仕
込
み
で
は
な
く
た
だ
の
ミ
ス
だ

た
事
に
気
が
付
き

口
々
に
八
幡
を

ま
し
た

ド
ン
マ
イ

マ
ネ

ジ

八
幡

気
に
し
な
い
で
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誰
に
だ

て
ミ
ス
は
あ
り
ま
す
よ

 
そ
の

ま
し
に
八
幡
は

ギ
ギ
ギ
と
音
が

こ
え
る
よ
う
な
仕

で

り
向
い
た

え

え

と

 
何
と
か
こ
の
場
を
和
ま
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

八
幡
は
そ
う
考
え

 
テ
ン
パ

た

で
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

 
そ
の
目
に
部
屋
の

に
何
故
か
置
い
て
あ

た
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
飛
び
込

ん
で
く
る

あ
れ
だ

 
八
幡
は
幸
太
郎
の
教
え
を
思
い
出
し
つ
か
つ
か
と
そ
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
手

に
取

た

 
そ
し
て
満
面
の
笑
み
を

か
べ
た
八
幡
は

 
元
の
場
所
に

て
そ
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を

に
か
つ
ぎ
な
が
ら
言

た

メ
ル
ス

 
一
同
は
そ
の

に
か
つ
て
の
幸
太
郎
の

を
重
ね
て
い
た

そ
の
時
の

は
こ
ん
な
感
じ
で

あ
る
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あ

は

メ
ル
ス

 
本
物
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
か
つ
ぎ

そ
う
言

た
幸
太
郎
を
見
て

 
幸
太
郎
の
奇
行
に
慣
れ
て
入
る
一
同
も

さ
す
が
に
戸
惑

た

 
そ
し
て
幸
太
郎
は
愛
に
つ
か
つ
か
と
近
寄
り

そ
の

元
で
こ
う
言

た
の
で
あ
る

ボ
ン
ジ

ル

サ
ガ
ジ

ン

はサ
ガ
ジ

ン

 
愛
が

そ
う
に
そ
う
答
え
た
が

幸
太
郎
は

も

サ
ガ
ジ

ン

を
連
呼
す
る

チ
 
愛
は
心

う
さ

た
そ
う
に
そ
う

打
ち
し

仕
方
無
し
に
こ
う
答
え
た

は
い
は
い

サ
ガ
ジ

ン

サ
ガ
ジ

ン

 
直
後
に
幸
太
郎
は
体
を

こ
し

 
そ
の
手
に
持

た
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を

思
い

き
り
愛
の

に
叩
き
つ
け
た

お
前
の
ど
こ
が
サ
ガ
ジ

ン

じ

い
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そ
れ
を
受
け

気
の
強
い
愛
は
即
座
に
反
撃
を
し
た

 
幸
太
郎
の
手
か
ら
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を

い
取
り

そ
の
横

面
に
叩
き
つ
け
た
の
で
あ
る

何
な
の

 
幸
太
郎
は

か
な
時
間

そ
の
場
に

た
後

ス

と
立
ち
上
が
り

 
ち

と
も
サ
ガ
ジ

ン

に
な
れ
て
い
な
い
と

全
員
に
説
教
を
始
め
た
の
で
あ

た

 
純
子
は
ん

こ
れ

て

 
ゆ
う
ぎ
り
が
ひ
そ
ひ
そ
と

隣
に
い
た
純
子
に
話
し
か
け
る

あ
の
時
の
再
現
に
な
る
ん
で
し

う
か

で
も
今
の
愛
ち

ん

純
子
ち

ん
と
一

で
マ
ネ

ジ

に
ベ
タ

れ
だ
よ
ね

 
逆
の
隣
に
座

て
い
た
さ
く
ら
に
そ
う
言
わ
れ

純
子
は
顔
を

く
し
て
下
を
向
い
た

さ
く
ら
は
ん
も
中
々
言
い
ま
す
な

い
や

だ

て
一
目

然
だ
し

 
あ

と
い
う
か
ゆ
う
ぎ
り
さ
ん
も
確
か
こ
の
前
の
忘
年
会
の
時
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う
ふ
ふ

 
ゆ
う
ぎ
り
は
は
ぐ
ら
か
す
よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
た

そ
の
時
八
幡
が
予
想
通
り
愛
に
近
付
い

て
い
く

や

ぱ
り
愛
さ
ん
に
行
き
ま
し
た
ね

ど
う
な
る
で
あ
り
ん
す
か
ね

う

ん

 
当
の
愛
は

顔
を

く
し
て
八
幡
を
見
上
げ
て
い
た

 
こ
の
時
点
で
幸
太
郎
に
対
す
る
も
の
と

態
度
が
明
ら
か
に
違

て
い
る

 
そ
し
て
八
幡
は

目
を
ぐ
る
ぐ
る
さ
せ
た
ま
ま
機

的
に
愛
の

元
で
こ
う

い
た

ボ
ン
ジ

ル

サ
ガ
ジ

ン

う
ん

私

八
幡
の
サ
ガ
ジ

ン

 
愛
は
満
面
の
笑
み
で
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

い
き
な
り
八
幡
に

き
つ
い
た

あ

 
そ
の
行
動
に
残
り
の
六
人
は
驚
い
た
が

八
幡
は
何
故
か
動
こ
う
と
し
な
い

 
そ
の
口
か
ら
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と

打
ち
と
同
時
に
パ
ン
で
叩
く

と

こ
え
て
く
る
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ど
う
や
ら
ま
だ
あ

ち
の
世
界
に
い
る
よ
う
で

 
今
自
分
が
愛
に

き
つ
か
れ
て
い
る
事
に
も
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
だ

上
手
く
や
り
ま
し
た
ね
愛
さ
ん

チ

 
そ
の
時
純
子
が
若

黒
い
表
情
で
そ
う

打
ち
し

 
そ
れ
を
ト
リ
ガ

と
し
て
認
識
し
た
八
幡
が
動
き
始
め
た

お
前
の
ど
こ
が

 
そ
う
言

て
八
幡
は
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を

り
か
ぶ

た
が

 
叩
く
対
象
が

子
に
座

て
い
な
い

そ
の
目
が

い
だ

むも
う

八
幡
の
サ
ガ
ジ

ン

は
こ

ち
だ

て
ば

 
愛
が
そ
う
言

て
八
幡
の
顔
を
自
分
の
方
に
向
け
そ
の
勢
い
の
ま
ま
愛
の

が
八
幡
の

に
近
付
くあ

あ
あ
あ
あ
あ

 
純
子
以
外
の
五
人
は
あ
ま
り
の
出
来
事
に
そ
う
叫
ん
で

直
し
た
が
そ
ん
な
中
純
子
だ
け

が
動
い
た



 第１０８３話 ミーティングの混乱

さ
せ
ま
せ
ん

 
純
子
は
そ
う
言

て
八
幡
に

き
つ
く
と

二
人
の
間
に
手
を
差
し
込
み

 
愛
の

は
純
子
の
手
の
甲
に
キ
ス
を
す
る
事
に
な

た

セ

フ
で
す

く

純
子

ん

お
お

 
そ
こ
で
や

と
八
幡
が
覚

し
た

え

何
こ
の

況

 
そ
の
時
ゆ
う
ぎ
り
が
ス

と
動
い
た

ゆ
う
ぎ
り
は
完
全
に
フ
リ

態
の
八
幡
の

側
に
移

動
し

 
そ
の

に
い
き
な
り
キ
ス
し
た
の
で
あ
る

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

愛
は
ん

純
子
は
ん

油
断
大
敵
で
あ
り
ん
す
な

 
ゆ
う
ぎ
り
は
そ
う
言
う
と

八
幡
に
ウ

ン
ク
し

そ
の
ま
ま
自
分
の

に

た

ず
る
い



 第八章 キャリバー・クロッシング編

わ

私
も

 
愛
と
純
子
が
そ
う
言

て
八
幡
に
迫

た
が

八
幡
は

に
覚

し
て
お
り

 
両
手
で
二
人
の

に
手
を
当
て

そ
の
攻
撃
を
押
し

し
た

お

お
前
達

こ
れ
は
何
の
真
似
だ

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ

 
こ
こ
に
至

て
は
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
悟

た
二
人
は
悔
し
そ
う
に
自
分
の

に

り 
残
さ
れ
た
八
幡
は

然
と
し
な
が
ら
ゆ
う
ぎ
り
の
顔
を
見
た

え

と

 
ゆ
う
ぎ
り
は
そ
ん
な
八
幡
に

な
め
ず
り
で
答
え
た

 
そ
の
色
気
に
圧
倒
さ
れ

八
幡
は
そ
れ
以
上
何
も
言
え
ず
に
黒

の
前
に

り

 
丁
度
そ
の
時

り
付
け
の
先
生
が
部
屋
に
入

て
き
た

い
を
し
た
後
に
こ
う
言

た

よ

よ
し

そ
れ
じ

あ
レ

ス
ン
を
開
始
し
よ
う

 
こ
う
し
て
こ
の
日
の
ミ

テ

ン
グ
は
ゆ
う
ぎ
り
の
勝
利
で
幕
を

じ
る
事
と
な

た
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人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｄ
ｉ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
ち

と

場
人
物
が

え
す
ぎ
た
の
で
こ
こ
で
一
度
人
物
紹
介
を
更
新
し
ま
す

 
人
物
紹
介

Ａ
Ｌ
Ｏ
組

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

 
・
ハ
チ
マ
ン

 
言
わ
ず
と
知
れ
た
主
人
公
そ
の
正
体
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

本
名
は
比
企
谷
八
幡

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に

任
予
定

主
に
指

担
当

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
結
城
明
日
奈
と
交

中

 
・
ア
ス
ナ

 
本
編
の
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
ス
ナ
で
あ
る

本
名
は
結
城
明
日
奈

 
ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
⻑
に

任
予
定

ヒ

ラ

物
理
ア
タ

カ
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Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

比
企
谷
八
幡
と
交

中

 
・
コ
マ
チ

 
ハ
チ
マ
ン
の
妹

候

ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
に
所
属
予
定

 
・
キ
リ
ト

 
本
名
は
桐

谷
和
人

八
幡
の
親
友

同
級
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
⻑
に

任
予
定

物
理
ア
タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

崎
里
香
と
交

中

 
・
リ
ズ
ベ

ト

 
本
名
は

崎
里
香
八
幡
の
同
級
生

和
人
と
付
き
合

て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
最
高
の
正

鍛

治
職
人

 
物
理
ア
タ

カ

桐

谷
和
人
と
交

中

 
・
シ
リ
カ

 
本
名
は

野
珪
子

八
幡
の
同
級
生

 
物
理
ア
タ

カ

ヒ

ラ

ピ
ナ
を
使
用
時

 
・
ク
ラ
イ
ン
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本
名
は

遼
太
郎

平

静
と
結
婚

み

物
理
ア
タ

カ

 
・
エ
ギ
ル

 
本
名
は
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ

茶
店
ダ
イ
シ

カ
フ

を

中

 
物
理
ア
タ

カ

 
・
ユ
キ
ノ

 
本
名
は
雪
ノ
下
雪
乃

ソ
レ
イ
ユ
の

部
⻑
に

任
予
定

ヒ

ラ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
の

八
幡
の
専
属

 
・
ユ
イ
ユ
イ

 
本
名
は
由
比

結
衣

八
幡
の
元
同
級
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
に
所
属
予
定

タ
ン
ク

 
・
ユ
ミ

 
本
名
は
三

優
美
子

八
幡
の
元
同
級
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
に
所
属
予
定

魔
法
ア
タ

カ

 
・
イ
ロ
ハ

 
本
名
は
一
色
い
ろ
は

八
幡
の
元
後
輩
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ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
に
所
属
予
定

魔
法
ア
タ

カ

 
・
リ

フ

 
本
名
は
桐

谷
直
葉

和
人
の
妹

剣
道
の

者

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

 
物
理
ア
タ

カ

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
嬢
に

職
予
定

 
・
レ
コ
ン

 
本
名
は
⻑
田
慎
一

直
葉
の
事
が
好
き

候

 
・
メ
ビ
ウ
ス

 
本
名
は
城

め
ぐ
り

ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
事
業
部
所
属

ヒ

ラ

 
・
ソ
レ
イ
ユ

 
本
名
は
雪
ノ
下
陽
乃

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の

設
者

魔
法
ア
タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
・
ア
ル
ゴ

 
本
名
は
不
明

主
要
キ

ラ
の
中
で
は
唯
一
本
名
を

し
通
す

 
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
⻑

影
の
情
報
部
⻑

候

 
・
シ
ノ
ン
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本
名
は
朝
田
詩
乃

高
校
生

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

遠

ア
タ

カ

 
・
フ
カ
次
郎

 
本
名
は

原
美
優

北
海
道
在

物
理
ア
タ

カ

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

 
・
ク
リ
ス
ハ
イ
ト

 
本
名
は

岡

二
郎
総

省
通
信
ネ

ト
ワ

ク
内
仮
想
空
間
管
理
課
通
称
仮
想
課
職

員 
魔
法
ア
タ

カ

 
・
ク

ク
ロ
ビ
ン

 
本
名
は
神
崎
え
る
ざ
今
話
題
の
ア

テ

ス
ト

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ピ
ト
フ

イ
変
態

物
理
ア

タ

カ

 
・
セ
ラ
フ

ム

 
本
名
は
間
宮
ク
ル
ス

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

八
幡
の
専
属

タ
ン
ク

 
・
ク
リ
シ

ナ

 
本
名
は

紅
莉
栖
天
才

学
者

彼
女
の
存
在
が
い
ず
れ
何
人
か
の
人
物
の
救
い
と

な
る
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は

悟

と
カ
メ
ハ
メ

援

体
魔
法
担
当

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
の

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
に
所
属

八
幡
の
専
属

 
岡
部

太
郎
と
交

中

 
・
フ

イ
リ
ス

 
本
名
は
秋
葉

未

魔
法
ア
タ

カ

 
・
ナ
タ
ク

 
本
名
は
国
友

央

遠

ア
タ

カ

職
人

 
・
ス
ク
ナ

 
本
名
は
川
崎
沙
希

八
幡
の
元
同
級
生

遠

ア
タ

カ

職
人

 
ソ
レ
イ
ユ
の
グ

ズ
開
発
部
⻑
に

任
予
定

 
・
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
本
名
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

怪
我
を
し
て
療

中
に
八
幡
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
日
本
へ

 
Ｓ
Ｐ
Ｏ

ソ
レ
イ
ユ
・
プ
ロ
テ
ク
シ

ン
・
オ
フ

サ

部
⻑

 
オ

ル
マ
イ
テ

プ
レ
イ
ヤ

 
・
レ
ヴ
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本
名
は
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

サ
ト
ラ
イ
ザ

こ
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
妹

 
八
幡
の
ボ
デ

ガ

ド

身
元
引
受
人
は
八
幡
だ
が

実
は
八
幡
と
同
い
年
で
あ
る

 
新
し
く

入
さ
れ
た
魔
法
銃
を

え
ら
れ
る

遠

ア
タ

カ

 
・
リ
オ
ン

 
本
名
は
双
葉
理
央

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
に
所
属

遠

ア
タ

カ

 
・
ア
サ
ギ

 
本
名
は

麻
衣

女
優

タ
ン
ク

ソ
レ
イ
ユ
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

 
・
ホ

リ

 
本
名
は
茅
場

滅
多
に

場
し
な
い
レ
ア
キ

ラ

 
ア
ル
ゴ
の
手
に
よ
り
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
は

外
さ
れ
て
い
る

 
・
ウ
ズ
メ

 
本
名
は
水
野
愛

ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

 
ソ
レ
イ
ユ
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

 
・
ピ

ア

 
本
名
は

野
純
子

ナ
チ

ラ
ル
に
昭
和
な
女
性
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ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

 
ソ
レ
イ
ユ
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

 
・
サ
イ
レ
ン
ト

 
本
名
は
平

静

プ
レ
イ
は
し
て
い
な
い
ゲ
ス
ト
扱
い

ク
ラ
イ
ン
こ
と

遼
太
郎
と
結
婚

み

 
二

二
八
年
四
月

帰
還
者
用
学
校
に
て
八
幡
達
の
担
任
と
な
る

 
・
コ
リ
ン

 
本
名
は
神
代
凛
子

プ
レ
イ
は
し
て
い
な
い
ゲ
ス
ト
扱
い

 
ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
事
業
部
部
⻑

神
代
フ
ラ
ウ
の
姉

 
・
ユ
イ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
娘

 
・
キ
ズ
メ
ル

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
ダ

ク
エ
ル
フ
の
美
女

自
称
ハ
チ
マ
ン
の

通
称
黒
ア
ゲ
ハ

 
そ
の
他
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ
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・
サ
ク
ヤ

 
シ
ル
フ
領
主

 
・
ア
リ
シ

・
ル

 
ケ

ト
シ

領
主

 
・
ユ

ジ

ン

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

領
主
の
弟

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ト

プ

元
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
剣
士

 
・
カ
ゲ
ム
ネ

 
ユ

ジ

ン
の
側
近

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ナ
ン
バ

ツ

扱
い

 
・
シ
グ
ル
ド

 
元
シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

サ
ク
ヤ
に
追
放
さ
れ
た
後
は
不
明

 
・
ト
ン
キ

 

神
型
モ
ン
ス
タ

 
・
ユ
ウ
キ

 
本
名
は

野
木
綿
季

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

病
気
が
治
り

今
は
八
幡
の
同
級
生
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・
ラ
ン

 
本
名
は

野
藍
子

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

病
気
が
治
り

今
は
八
幡
の
同
級
生

 
・
ジ

ン

 
・
テ

チ

 
・
タ
ル
ケ
ン

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
シ
ウ
ネ

 
本
名
は
安

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
ノ
リ

 
本
名
は
山
野
美
乃
里

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
ク
ロ

ビ
ス

 
本
名
は
矢

文

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

故
人

 
現
在
は
ア
マ
デ
ウ
ス
と
し
て
活
動
中

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド

 
・
メ
リ
ダ
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本
名
は
山
城
芽
衣
子

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

故
人

 
現
在
は
ア
マ
デ
ウ
ス
と
し
て
活
動
中

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド

 
・
ゴ

グ
ル

 
・
コ
ン
タ
ク
ト

 
・
フ

ク
ス

 
・
テ

ル

 
・
ビ
ア

ド

 
ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き

 
・
ヤ
サ

 
本
名
は

小
路
優
介

ソ
レ
イ
ユ
専
属

師

ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き

 
・
バ
ン
ダ
ナ

 
本
名
は
武
者
小
路
公
人

ソ
レ
イ
ユ
専
属

師

ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き

 
・
ル
ク
ス

 
本
名
は

ひ
よ
り

帰
還
者
用
学
校
の
生
徒

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
元
メ
ン
バ

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
で
サ

コ
を
名
乗
る

は

生
労
働
大
臣
の

健
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・
グ
ウ

ン

Ｇ

Ｅ
Ｎ

 
本
名
は

咲
芽
衣
美

通
称
メ
イ
ミ

帰
還
者
用
学
校
に
中

入
学

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
下
部
組

の
元
リ

ダ

 
八
幡
の

に
小
人
の
靴
屋
で
ダ
ブ
ル
ス
パ
イ
活
動
を
行
う

 
・
グ
ウ

ン

Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｎ

 

咲
芽
衣
美
本
来
の
グ
ウ

ン

今
で
は
こ
ち
ら
が
メ
イ
ン
キ

ラ

 
・
ビ

ビ

 
元
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍

ナ
イ
ツ

＆

マ
シ
ン
ガ
ン
＆
ゴ

デ
ス

の
リ

ダ

 
通
称
女
神
様

 
・
リ

ウ

 
・
リ
ク

 
・
リ
ツ

 
・
リ
ン

 
・
リ
ナ

リ
ナ

チ

リ
ナ
ジ

リ
ナ

リ
ナ
ヨ

リ
ナ
コ

リ
ナ
ム

 
・
リ

ク
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素
材
屋

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ

を

む
六
姉
妹

 
・
ロ

バ

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
内
で
万
屋

ロ

バ

を

む
謎
の

 
そ
の
正
体
は
八
幡
で
あ
る

 
・
グ
ラ
ン
ゼ

 
本
名
は
幸
原
り
り
す

 
職
人
ギ
ル
ド

小
人
の
靴
屋

の
リ

ダ

七
つ
の
大
罪
の
黒
幕

 
ヴ

ル
ハ
ラ
を
敵

す
る
女
性

 
・
ル
シ
パ

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
リ

ダ

慢
担
当

 
・
エ
ヴ

ア
タ
ン

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

担
当

 
・
サ

タ
ン

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

担
当

 
・
ベ
ル
フ

ノ

ル
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ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

担
当

 
・
マ
モ

ン

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

強
欲
担
当

 
・
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

暴
食
担
当

 
・
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

 
本
名
は
山
花
出
海

い
ず
み

ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

色
欲
担
当

 
・
シ

ト
リ

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
メ
ン
バ

情
報
収
集
担
当

 
・
ア
ス
タ
ル
ト

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
メ
ン
バ

作
戦
指

担
当

 
・
ア
ン
ギ
ラ
ス

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
メ
ン
バ

中
の
人
は
ゴ

グ
ル

 
・
デ

カ
イ
ラ
ビ
ア

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
メ
ン
バ

中
の
人
は
コ
ン
タ
ク
ト



 人物紹介 ｖｅｒ ＣａｌｉｂｅｒＣｒｏｓｓｉｎｇ ｅｄｉｔｉｏｎ

 
・
ア
ン
ド
ア
ル
プ
ス

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
メ
ン
バ

中
の
人
は
フ

ク
ス

 
・
キ
モ
イ
エ
ス

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
メ
ン
バ

中
の
人
は
テ

ル

 
・
ム
リ
ム
リ

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
メ
ン
バ

中
の
人
は
ビ
ア

ド

 
・
ハ
ゲ
ン
テ

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
メ
ン
バ

中
の
人
は
ヤ
サ

 
・
オ

セ

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
メ
ン
バ

中
の
人
は
バ
ン
ダ
ナ

 
・
ラ
キ
ア

 
本
名
は
大
野

ギ
ル
ド

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
リ

ダ

大
野

の
会
⻑

 
過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ

 
・
ス
プ
リ
ン
ガ

 
本
名
は
大
野
春
雄

ギ
ル
ド

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
副
リ

ダ

大
野

の
夫
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過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ

 
・
プ
リ
ン

 
本
名
は
日
高
小
春

大
野
春
雄
の
元
同
級
生

大
野

の

遠
の
ラ
イ
バ
ル

 
両
親
が
他
界
し
た
後

日
高
商
店
と
い
う
酒
屋
を
一
人
で
切
り

り
す
る
強
い
女
性

独
身

 
・
ベ
ル
デ

ア

 
本
名
は
日
高
勇
人

日
高
小
春
の
親

 
兄
直
人

デ

ア
ベ
ル

を
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
失

た
後

両
親
を
も
事
故
で
失
う

 
そ
の
後
親

筋
の
小
春
に
引
き
取
ら
れ
る

中
学
生

 
・
フ

ブ
ニ
ル

 
本
名
は

宮

詩
乃
の
学
校
の
生
徒
会
⻑

ギ
ル
ド
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
リ

ダ

 
・
ヒ
ル
ダ

 
本
名
は
岡
田
唯
花

詩
乃
の
学
校
の
生
徒
会
書
記

ギ
ル
ド
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
メ
ン

バ 
・
ロ
ウ
リ

 
本
名
は
不
明

ギ
ル
ド

ザ
・
ス
タ

リ

・
ヘ
ヴ
ン
ズ

の
リ

ダ
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過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ

 
・
テ

カ

 
本
名
は
不
明

ギ
ル
ド

ザ
・
ス
タ

リ

・
ヘ
ヴ
ン
ズ

の
メ
ン
バ

 
過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ

 
・
レ
レ
イ

 
本
名
は
不
明

ギ
ル
ド

ザ
・
ス
タ

リ

・
ヘ
ヴ
ン
ズ

の
メ
ン
バ

 
過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ

 
・
ス
ピ
ネ
ル

 
本
名
は
不
明

ギ
ル
ド

ジ

エ
リ

ズ

の
リ

ダ

 
・
ヘ
ラ
ク
レ
ス

 
・
オ
ル
フ

ウ
ス

 
・
テ
セ
ウ
ス

 
本
名
は
不
明

ギ
ル
ド

チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス

の
メ
ン
バ

 

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
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・
シ

ナ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

射
手
座

 
・
シ
ズ
カ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
ス
ナ

乙
女
座

 
・
シ
ノ
ン
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ノ
ン

座

 
・
ベ
ン
ケ
イ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
マ
チ

座

 
・
ピ
ト
フ

イ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン

双
子
座

 
・
銃
士

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ラ
フ

ム

座

 
・
ニ

ン
ゴ
ロ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ユ
キ
ノ

水

座

 
・
イ
コ
マ
 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ネ
ズ
ハ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ナ
タ
ク

山

座

 
・
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

子
座

 
・
キ
リ
ト
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト

座

 
・
エ
ム

 
本
名
は

豪

ピ
ト
フ

イ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
彼
女
の
秘
書

ド

座

 
・
ロ
ザ
リ
ア

 
本
名
は
薔
薇
小
猫

ソ
レ
イ
ユ
の
秘
書
室
⻑

天

座

 
・
セ
バ
ス
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本
名
は
都

和

雪
ノ
下
家
の

事

八
幡
の
師
匠

元

兵

遣
い
座

 
シ

ナ
に
近
い
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
薄
塩
た
ら
こ

 
本
名
は
⻑
崎
大

元
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
最
大
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト

中

 

 
・
闇
風

 
本
名
は
山
田
風
太

Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
高
の
ス
ピ

ド
ス
タ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

 
・
エ
ヴ

 
本
名
は
新

戸
咲

高
校
の
新
体
操
部
の
部
⻑

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
リ

ダ 
・
ソ
フ

 
本
名
は

カ
ナ

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ 
・
ロ

ザ
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本
名
は
野
口
詩

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ 
狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
運

担
当

 
・
ア
ン
ナ

 
本
名
は
安
中
萌
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
タ

ニ

 
本
名
は

リ
サ
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
ト

マ

 
本
名
は
ミ
ラ
ナ
・
シ
ド
ロ
ワ

ロ
シ
ア
出
身

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン
バ

狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
狙
撃
担
当

 
・
ダ
イ
ン

 
本
名
は
台
場

一

シ

ピ

ゲ
ル
の
所
属
す
る
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ギ
ン
ロ
ウ

 
本
名
は

銀
治

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
念
願
の
決
勝
進
出
を
果
た
す
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・
お

か
さ
ん

 
本
名
は
田
中

子

女
性
だ
け
の
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｇ
Ｇ
Ｏ
女
性
連
合

通
称

女
連

の

リ

ダ

 
サ

シ

の
⺟
親

 
・
ミ
サ
キ

 
本
名
は
海
野
美
咲

女
連
の
メ
ン
バ

銀
座
で
ス
ナ

ク

美
咲

を

 
最
初
の

那
は

治
家
だ

た
が
死
別
し
て
い
る

シ

ナ
に

想
中

海
野

の
⺟

 
・
イ
ヴ

 
本
名
は
岡
野
舞
衣

女
連
の
メ
ン
バ

ハ

カ

ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部

び
に
情
報

部
所
属

 
⺟
は
発
明
家
の
岡
野
由
香

 
・
レ
ン

 
本
名
は
小
比

香
蓮

第
一
回
と
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
優
勝
者

 
・
フ
カ
次
郎

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ
カ
次
郎
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・
コ
ミ
ケ

 
本
名
は

自
衛

三

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
リ

ダ

 
・
ケ
モ
ナ

 
本
名
は
倉
田
武
雄

自
衛

三

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ト
ミ

 
本
名
は

田
章

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ク
リ
ン

 
本
名
は

乃

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
現
在
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中

 
・
ブ
ラ

ク
キ

ト

 
本
名
は
黒
川

莉

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
現
在
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中

 
・
キ
リ
ト

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト

 
・
ゼ
ク
シ

ド
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本
名
は

村
保

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

漆
原
え
る
と
交

中

 
・
ユ

コ

 
本
名
は

川

子

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
友
達

 
・
ハ
ル
カ

 
本
名
は

上
遥

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
友
達

 
・
ス
ネ

ク

 
本
名
は
嘉
納
太
郎

日
本
の
防
衛
大
臣

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
メ
ン
バ

の
一
人

Ｍ
Ｇ
Ｓ
プ
レ
イ
を
実

す
る

 
・
シ

リ

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｋ
Ｋ

Ｃ

北
の
国
ハ
ン
タ

ズ
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ

 
そ
の
他
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ビ

ビ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ビ

ビ

 
・
シ

ピ

ゲ
ル
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本
名
は
新
川
恭
二

サ
ク
リ
フ

イ
ス
を
殺
害

現
在
収
監
中

 
・
ス
テ
ル
ベ
ン

 
本
名
は
新
川
昌
一

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

目
の
ザ
ザ

通
称
死
銃

デ
ス
ガ
ン

現
在
収
監
中

 
・
ノ
ワ

ル

 
本
名
は
金
本

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ジ

ニ

ブ
ラ

ク

通
称
ジ

 
ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

を
殺
害

現
在
逃

中

 
・
ギ

レ

ト

 
本
名
は

光
男

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

 
本
名
は
双
葉
駆

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・

子
王
リ

チ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ベ
ヒ
モ
ス

 
ミ
ニ
ガ
ン
使
い

 
・
シ
シ
ガ
ネ
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Ｖ

Ｔ

り
プ
レ
イ
ヤ

 
・
デ
ヴ

ド

 
ピ
ト
フ

イ
の
事
が

い
ら
し
い

古
参
プ
レ
イ
ヤ

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

メ
メ
ン
ト
・
モ
リ

の
リ

ダ

 
・
エ
ル
ビ
ン

 
ス
コ

ド
ロ
ン

の
リ

ダ

 
・
シ
ノ
ハ
ラ

 
マ
シ
ン
ガ
ン
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

全
日
本
マ
シ
ン
ガ
ン
ラ
ヴ

ズ

の
リ

ダ

 
・
ク
ラ
レ
ン
ス

 
男
性
の
よ
う
な
見
た
目
を
持
つ
女
性
プ
レ
イ
ヤ

相
方

集
中

 
・
フ

イ
ヤ

 
本
名
は
⻄
山
田

フ

イ
ヤ

 
パ

テ

で
香
蓮
と
出
会
い

ひ
と
目

れ
を
し
た

年

 
身
⻑
は
１
５
０
ｃ

台
業
界
内
で
は
そ
の
名
前
と
身
⻑
の
せ
い
で

名
だ
が
優

な
若
手
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第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で

に
破
れ

現
在
は
香
蓮
の
事
を

め

地
道
に

業
中

 
・

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
予
選
に
て
キ
リ
ト
と
対
戦
す
る
も
無
意
識
の
キ
リ
ト
に
あ

さ
り
倒
さ
れ

る 
・
サ
ク
リ
フ

イ
ス

 
本
名
は

田
平

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
直
前
に
死

 
・
と
あ
る
作
家

 
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
を
提

し

第
一
回
の
ス
ポ
ン
サ

と
な
る

 
そ
の
他
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
プ
レ
イ
ヤ

 
・
コ
ヨ
ミ

 
本
名
は

原

二
十
三

で
大

の

だ
が
そ
の
外
見
は
中
学
生
レ
ベ
ル

 
・
ト
ビ
サ
ト
ウ

 
・
ユ
タ
ロ
ウ

 
・
ス
イ
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・
ロ
ク
ダ
ユ
ウ

 
忍
レ
ジ

ン
ド
四
天
王

 
・
ヨ
ツ
ナ
リ

 
被
害
者
の
会
の
リ

ダ

 
元
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
本
名
は
茅
場

天
才

学
者

Ｓ
Ａ
Ｏ
四
天
王
の
一
人

神
聖
剣

故
人

 
そ
の
一
部
が
ア
マ
デ
ウ
ス
化
し

八
幡
の
相
談
役
を
努
め
る

 
本
体
は
ソ
レ
イ
ユ
内
の
サ

バ

に
バ

ク
ア

プ
さ
れ
て
い
る

 
ホ

リ

と
い
う
名
で
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

入
り

八
幡
か
ら
の
強
制

 
・
ゴ
ド
フ
リ

 
本
名
は
相
模
自
由

察

相
模
南
の

親

 
・
ク
ラ
デ

ル

 
本
名
は
倉
景
時

現
在
結
城

で
し
ご
か
れ
中



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
・
ノ

チ
ラ
ス

 
本
名
は
後

二

ユ
ナ
の
元
同
級
生

オ

グ
マ

に
関
わ
る
事
件
の
首
謀
者
の
一
人

 
ユ
ナ
の
気
持
ち
を
曲
解
し

彼
女
の
意
思
に
反
す
る
行
い
を

り
返
し

 
最
後
に
は
ユ
ナ
の
気
持
ち
も
失
う

 
・
Ｐ
ｏ

プ

 
本
名
は
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

殺
人
ギ
ル
ド

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
リ

ダ

 
現
在
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
後
を
継
い
で

兵
団
の
リ

ダ

と
な

て
い
る

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
負

の
原
因
を
作

た
元
凶

 
・
ザ
ザ

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ス
テ
ル
ベ
ン

 
・
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ノ
ワ

ル

 
・
キ
バ
オ
ウ

 
本
名

一
郎

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ

ダ

 
・
シ
ン
カ
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本
名
足
立

ネ

ト
ゲ

ム
攻
略
サ
イ
ト

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
管
理
人

 
・
ユ
リ
エ

ル

 
本
名
足
立
由
里
子

現
在
は
シ
ン
カ

の
妻

 
・
ヨ
ル
コ

 
本
名
は
明
星
夜
子

現
在
は
カ
イ
ン
ズ
の
妻

 
・
カ
イ
ン
ズ

 
本
名
は
明
星
優

 
・
サ

シ

 
本
名
は
田
中
沙

お

か
さ
ん
の
娘

現
在
総
武
高
校
で
教

を
と
る

奉
仕
部

問

 
・
ニ
シ
ダ

 
本
名
は
⻄
田

春

ソ
レ
イ
ユ
の
回
線
保
守
部
門
に
所
属

趣
味
は
釣
り

 
・
デ

ア
ベ
ル

 
本
名
は
日
高
直
人

故
人

 
・
リ
ン
ド

 
聖
⻯
連
合
所
属
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・
シ

ミ

ト

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
シ
ヴ

タ

 
聖
⻯
連
合
所
属

 
・
コ

バ

ツ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
所
属

故
人

 
・
モ
ル
テ

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
所
属
プ
レ
イ
ヤ

故
人

 
・
サ
チ

 
月
夜
の
黒
猫
団
団
員

故
人

 
・
ア
シ

レ
イ

 
本
名
は
神
野
ア
リ
ス

Ｓ
Ａ
Ｏ
一
の

師

 
・
ユ
ナ

 
本
名
は
重
村

那

ハ
チ
マ
ン
の
弟
子
だ

た
時
期
が
あ
る

 
彼
女
の
持

て
い
た
レ
ア
装
備
と

剣
ス
キ
ル
に
は
ハ
チ
マ
ン
が
関

し
て
い
た
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通
称
歌
姫

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
直
前
三
十

丁
度
に
ゲ

ム
内
で
死

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
さ
故
に

に
多
少
の

を
負
い
現
在
は
病
院
で
眠
り
姫
と
な

て

い
る

 
そ
の
存
在
は
重
村
徹
大
の
手
に
よ
り

に
も
完
全
に

さ
れ
公
式
に
は
死

扱
い
と
な

て
い
る

白
ユ
ナ

那
を
再
生
す
る

に
重
村
徹
大
が
教
育
し
て
い
る
虚
像
の
ア
イ
ド
ル

黒
ユ
ナ

那
の
意
識
か
ら

れ
出
し
た

那
の
残
像

現
在
ネ

ト
の
海
を

中

学
ユ
ナ

白
ユ
ナ
の
教
育
の

の
実
働
部

 
 
 
 
ぬ
い
ぐ
る
み
と

ゲ

ム
プ
レ
イ
ヤ

二
つ
の
顔
を
持
つ

 
現
実
世
界
の
人
々

 
・
結
城

 
結
城
家
当
主

剣
豪

村
保
を
見
事
に
治
療
し
た

 
・
結
城

 
結
城
家
⻑
男

現
在

中
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八
幡
の
依
頼
に
よ
り

藍
と
木
綿
季
の
病
気
を
治
す

の

品
を
完
成
さ
せ
る

 
・
結
城
知

 
結
城
家
次
男

前

の
あ
る
手
術
の
技
術
は
超
一
流

 
・
結
城

子

 
結
城
家
⻑
女

現
在
東
京
在

眠
り
の
森
の
園
⻑

 
・
結
城
楓

 

子
の
娘

難
病
を

服

 
・
国
友
義

 
イ
コ
マ
の

親

 
・
倉
景

 
倉
エ

ジ

ン
シ

の
元
社
⻑

 
・
倉
朝
景

 
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

め
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

部
⻑

 
・
雪
ノ
下

乃

 
雪
ノ
下
姉
妹
の
⺟
親
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夫
で
あ
る
純
一
の

議
院
議
員
当
選
を
受
け
雪
ノ
下

設

め
ソ
レ
イ
ユ

設
の
社
⻑
に

任 
帰
還
者
用
学
校
の
理
事
⻑
だ
が

二

二
八
年
三
月
に
離
任

 
・
雪
ノ
下
純
一

 
雪
ノ
下
姉
妹
の

親

千
葉

選
出

議
院
議
員

 
・
相
模
南

 
八
幡
の
元
同
級
生

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

 
・
戸

加

 
八
幡
の
元
同
級
生

 
・
葉
山

人

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
法

部
⻑
に

任
予
定

 
・
戸
部

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
・
材
木
座
義

 
八
幡
の
元
同
級
生
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
帰
国
後
再
び
レ
ク
ト
に
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出
向
中

 
・
海

名
姫
菜

 
八
幡
の
元
同
級
生

腐
女
子
業
界
で
人
気
作
家
と
な
る

サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む

 
・
本

人

 
い
ろ
は
が
生
徒
会
⻑
を
や

て
い
た
時
の
生
徒
会
副
会
⻑

 
・

見
由
美

 
八
幡
の
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生

 
・

見

美

 
総
武
高
校
一
年
生
で
奉
仕
部
所
属

由
美
の
娘

 
・

本
か
お
り

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
嬢

後
に
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
所
属

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
情
報
屋
ソ
レ
イ
ア
ル

 
・
仲
町
千
佳

 
か
お
り
の
親
友
実
家
は
花
屋

ソ
レ
イ
ユ
関
連
の
花
や

木
の
注
文
を
一
手
に
引
き
受
け
る
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事
と
な
る

 
・
昼
岡
映
子

 
詩
乃
の
親
友

真
面
目

ソ
レ
イ
ユ
の
労

部
に
所
属
予
定

 
・

美
衣

 
詩
乃
の
親
友

調
整
役

ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
に
所
属
予
定

 
・
夜
野

奈

 
詩
乃
の
親
友

コ
ミ

力
の
⻤

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
そ
の

性
で

三
人
の
中
で
は
八
幡
に
一
番
近
い
存
在
と
な
る

八
幡
の
専
属
予
定

 
・
海
野

 
ク
ル
ス
の
親
友

美
咲
の
娘

 
美
咲
は
十
代
で

を
産
ん
だ

は
美
咲
の
事
を
美
咲
ち

ん
と
呼
ん
で
い
る

 
・

春
樹

 
元
海

総
合
高
校
の
生
徒
会
⻑
ソ
レ
イ
ユ
の
入
社

験
に
落
ち
る

か
お
り
に
告
白
し

 
・
須

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
の

人
事
件
の
首
謀
者

第
一
審

第
二
審
で

罪
判
決
が
下
る
も

中
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・
重
村
徹
大

 
東
都

業
大
学

気

子

学

教

オ

グ
マ

の
開
発
者

 
オ

グ
マ

の

メ

カ

で
あ
る
カ
ム
ラ
の
取
締
役
の
一
人

 
ア

ガ
ス
の
元
社
外
取
締
役

茅
場

須

神
代

比
嘉
は
い
ず
れ
も
彼
の
教
え
子

 
重
村

那
の

親

那
の
生
存
を
全
力
で
秘

し

 
オ

グ
マ

を
使

て

那
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
画

中

 
・
比
嘉
健

 
オ

グ
マ

の
開
発
に
協
力

後
に
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

 
・
安
岐
ナ
ツ
キ

 
自
衛

付
属
の

護
病
院
の
卒
業
生

級
は
二

曹

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
和
人
の
体
調
の
保
全
を
担
当

 
・
結
城

三

 
明
日
奈
の

親

レ
ク
ト
社
⻑

 
・
結
城
京
子

 
明
日
奈
の
⺟
親

二

二
八
年
四
月
に
帰
還
者
用
学
校
の
理
事
⻑
に

任
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・
結
城

一
郎

 
明
日
奈
の
兄

原
美
優
の
い
と
こ
と
結
婚

 
・
遠

貴
子

 
詩
乃
を

し
て
い
た
一

の
リ

ダ

今
は
許
さ
れ
て
一

に
行
動
し
て
い
る

 
・

 
コ
ミ
ケ
の
元
奥
さ
ん

姫
菜
と
共
に
サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む

 
・

川
咲
太

 
理
央
の
友
人

自
称
八
幡
の
子
分

女
優
の

麻
衣
と
交

中

 
・

川
花
楓

 
咲
太
の
妹

以
前
事
故
で
記
憶

失
な
時
期
が
あ

た

 
・
国
見

真

 
理
央
の
友
人

自
称
八
幡
の
子
分

 
・
上
里
沙
希

 

真
の
彼
女

 
・
豊

の
ど
か
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麻
衣
の
妹

ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

ス
イ

ト
バ
レ

ト

の
メ
ン
バ

 
ソ
レ
イ
ユ
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

 
・
ダ
ル

 
本
名
は
橋
田
至

ス

パ

ハ
カ

ネ
ラ

 
大
学
卒
業
後
は
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部

情
報
部
に
所
属
予
定

万
音
由
季
と
交

中

 
・

院
凶
真

 
本
名
は
岡
部

太
郎

あ
だ
名
は
オ
カ
リ
ン

八
幡
と
友
達
付
き
合
い
を
し
て
い
る

 
時
々
情
報
屋

と
し
て
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
を
プ
レ
イ
中

 
ナ
ユ
タ
の
事
を

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

と
共
に
見
守

て
い
た

 

紅
莉
栖
と
交

中

 
・
ま
ゆ
し
い

 
本
名
は

名
ま
ゆ
り

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
で
バ
イ
ト
中

 
・
比
屋
定
真
帆

 

紅
莉
栖
の
先
輩

ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
の
元
学
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
所
属

ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
に
邁
進
中
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・
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン

 
元
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
教

で

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
の
部
⻑

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
に
邁
進
中

 
・
天
王

 
コ

ド
ネ

ム

通
称
ミ
ス
タ

ブ
ラ
ウ
ン

 
ソ
レ
イ
ユ
情
報
部

ル
ミ
ナ
ス

表
向
き
は
市
場
調
査
部

部
⻑

 
・
桐
生
萌
郁

 
コ

ド
ネ

ム

ソ
レ
イ
ユ
情
報
部

ル
ミ
ナ
ス

所
属

八
幡
の
専
属

 
・
神
代
フ
ラ
ウ

 
神
代
凛
子
の
妹

天
才
プ
ロ
グ
ラ
マ

ネ
ラ

八
幡
の
専
属

 
・
針
生

人

 
八
幡
の
専
属

 
・

来
明
日
香

 
八
幡
の
秘
書

 
・
漆
原
る
か
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岡
部

太
郎
の
弟
子

神
社
の
巫
女

だ
が
男
だ

 
・
漆
原
え
る

 

原
神
社
の
宮

の
娘

漆
原
る
か
の
年
の
離
れ
た
姉

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
と
し
て
勤

中

 
通
称
ウ
ル
シ
エ
ル

ゼ
ク
シ

ド
こ
と

村
保
と
交

中

 
・

万
音
由
季

 
夏
コ
ミ
の
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
に
参
加
し
た
女
性
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

橋
田
至
と
交

中

 
・
櫛
稲
田
優
里
奈

 
八
幡
の
被
保
護
者

八
幡
の
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
の
管
理
役
を
努
め
る

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
を
ナ
ユ
タ
と
い
う
名
前
で
プ
レ
イ
中

 
・
櫛
稲
田
大
地

 
優
里
奈
の
兄

故
人

 
・
小
比

蓮
一

 
香
蓮
の

親

北
海
道
で

設
業
を

む

香
蓮
の
他
に

息
子
が
二
人

娘
が
二
人
い
る

 
香
蓮
は
そ
の
末

子
で
あ
り

蓮
一
は
香
蓮
を

愛
し
て
い
る

 
・

健
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生
労
働
大
臣

ひ
よ
り
の

 
・
幸
原
み
ず
き

 
参
議
院
議
員

 
・
ジ

ジ

 
本
名
ジ

ン
・
ジ

ン
ズ

ザ
ス
カ

の
日
本

局
⻑

 
・
日
高
小
春

 
大
野
春
雄
の
元
同
級
生

大
野

の

遠
の
ラ
イ
バ
ル

 
両
親
が
他
界
し
た
後

日
高
商
店
と
い
う
酒
屋
を
一
人
で
切
り

り
す
る
強
い
女
性

独
身

 
・
日
高
勇
人

 
日
高
小
春
の
親

兄
直
人
デ

ア
ベ
ル
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
失

た
後
両
親
を
も
事
故
で
失

う 
そ
の
後
親

筋
の
小
春
に
引
き
取
ら
れ
る

中
学
生

 
・
山
花
詩

 
出
海
の
⺟
親

那
と
は
死
別

レ
ク
ト
の
専

取
締
役

 
・

原
義
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関
⻄
の

力
者
の
一
人

芸
能
プ
ロ

原
興
行

会
⻑

人
格
者

 
・

頼
朝

 
関
⻄
の

力
者
の
一
人

芸
能
プ
ロ

プ
ロ
ダ
ク
シ

ン

社
⻑

 
・
源
さ
く
ら

 
・
二

サ
キ

 
・
水
野
愛

 
・

野
純
子

 
・
ゆ
う
ぎ
り

 
・
星
川
リ
リ

 
・
山
田
た
え

 
ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

 
水
野
愛

野
純
子
に
つ
い
て
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の

目
も
参

 
・

幸
太
郎

 
ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

フ
ラ
ン
シ

シ

の

マ
ネ

ジ

ぬ
い
ぐ
る
み
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・
は
ち
ま
ん
く
ん

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

詩
乃
が
所
持

 
・
あ
い
こ
ち

ん

 
藍
子
の
分
身

現
在
帰
還
者
用
学
校
に
て
人
気

中

 
・
ゆ
う
き
ち

ん

 
木
綿
季
の
分
身

現
在
帰
還
者
用
学
校
に
て
人
気

中

 
・
で
れ
ま
ん
く
ん

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

ク
ル
ス
が
所
持

 
・
で
れ
ま
ん
く
ん
二

機

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

愛
が
所
持

 
・
め
り
だ
ち

ん

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

藍
子
と
木
綿
季
が
所
持

 
・
く
ろ

び
す
く
ん

 
現
在

中

ジ

ン
達
の
完
治
後
に

動
予
定

 
・
ユ
ナ
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載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

製
作
者
は
重
村
徹
大

通
称
学
ユ
ナ

 

ぬ
い
ぐ
る
み
の
中
で
は
唯
一
ネ

ト
ゲ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て

録
が
可
能
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趣
味
の
資
料
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｄ

ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
未
来
の
情
報
が
あ
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

 

 

組

所
属
メ
ン
バ

一

 

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

 
リ

ダ

 
 
ハ
チ
マ
ン

 
副
リ

ダ

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
キ
リ
ト
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
ソ
レ

イ
ユ

 
メ
ン
バ

 
 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
シ
リ
カ
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
フ

イ
リ
ス
 
 
レ
コ

ン 
 
 
 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
フ
カ
次
郎

 
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
レ
ヴ

 
 
 
 
ナ
タ
ク

 
 
 
 
ス
ク
ナ
 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ア
サ
ギ
 
 
 
 
コ
マ
チ
 
 
 
 
ク
ラ
イ
ン
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エ
ギ
ル
 
 
 
 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
ユ
ミ

 
 
 
 
イ
ロ
ハ
 
 
 
 
リ

フ

 
 
 
 
メ
ビ
ウ
ス
 
 
 
ア
ル
ゴ
 
 
 
 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
ロ
ザ
リ
ア

サ
イ
レ
ン
ト

ゲ
ス
ト

 
 
 
 
コ
リ
ン

ゲ
ス
ト

 
 
 
 
 
 
ホ

リ

 
 
 
 
ウ
ズ
メ
 
 
 
 
ピ

ア
 
 
 
 
ユ
イ
 
 
 
 
 
キ
ズ
メ
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
三
十
八

名

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
リ

ダ

 
 
シ

ナ

 
メ
ン
バ

 
 
シ
ズ
カ
 
 
 
 
ベ
ン
ケ
イ
 
 
 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
銃
士

 
 
 
 
ロ

ザ
リ
ア

 
 
 
 
ピ
ト
フ

イ
 
 
エ
ム
 
 
 
 
 
イ
コ
マ
 
 
 
 
ニ

ン
ゴ
ロ

 

 
 
 
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
セ
バ
ス

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
 
十
三

名
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ
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リ

ダ

 
 
ハ
チ
マ
ン

 
メ
ン
バ

 
 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
キ
リ
ト
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
リ
ズ

ベ

ト

 
 
 
 
シ
リ
カ
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
フ

イ
リ
ス
 
 
レ
コ
ン
 
 
 
 
シ
ノ
ン

 
 
 
 
フ
カ
次
郎

 
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
レ
ヴ

 
 
 
 
ナ
タ
ク
 
 
 
 
ス
ク
ナ

 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ア
サ
ギ
 
 
 
 
コ
マ
チ
 
 
 
 
ク
ラ
イ
ン
 
 
 
エ
ギ
ル

 
 
 
 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
ユ
ミ

 
 
 
 
イ
ロ
ハ
 
 
 
 
リ

フ

 
 
 
メ
ビ
ウ
ス

 
 
 
 
ア
ル
ゴ
 
 
 
 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
ロ
ザ
リ
ア
 
 
 
レ
ン

 
 
 
 
闇
風
 
 
 
 
 
薄
塩
た
ら
こ
 
 
ゼ
ク
シ

ド
 
 
ユ

コ
 
 
 
 
ハ
ル
カ
 
 

  
 
 
 
シ

リ

 
 
ミ
サ
キ
 
 
 
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
ホ

リ

 
 
 
ウ
ズ
メ

 
 
 
 
ピ

ア

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
四
十
二
名

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
・
ラ
ン
キ
ン
グ

 

 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 

 
キ
リ
ト
 
 
 
 

 
ハ
チ
マ
ン
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ユ
ウ
キ

 

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 

 
ラ
ン
 
 
 
 
 
 

 

サ
ト
ラ
イ
ザ

 

 
ユ

ジ

ン
 
 

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 

 
リ

フ

 
 
 
 

 

ク
ラ
イ
ン

 

 
ラ
キ
ア
 
 
 
 

 
セ
ラ
フ

ム
 
 

 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
 

 

ル
シ
パ

 

 
リ

ウ
 
 
 
 

 
フ
カ
次
郎
 
 
 

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
 

 

レ
コ
ン

 
社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会

社
乙
会

 
会
⻑
 
 
薔
薇
小
猫

 
メ
ン
バ

 
 
相
模
南
 
 
 
 
間
宮
ク
ル
ス
 
 

本
か
お
り
 
 
仲
町
千
佳
 
 
 
岡
野

舞
衣

 
 
 
 
朝
田
詩
乃
 
 
 
雪
ノ
下
雪
乃
 
 
由
比

結
衣
 
三

優
美
子
 
 
一
色
い
ろ
は
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乃
 
 
 
黒
川

莉
 
 
 
双
葉
理
央
 
 
 
桐
生
萌
郁
川
崎
沙
希

 
 
 
 
秋
葉

未

 
 
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

 
 
 
 
 

野
藍
子
 
 
 

野
木
綿
季

 
 
 
 

来
明
日
香
 
 
神
代
フ
ラ
ウ
 
 
小
比

香
蓮
 

原
美
優

舞

神
崎
エ
ル
ザ
 
 
水
野
愛
 
 
 
 

野
純
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
二
十
八
名

  

 
二
つ
名
一

 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
銀
影
ザ
・
ル

ラ

王
 
 
 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
閃
光
バ

サ
ク

ヒ

ラ

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
黒
の
剣
士

剣
王
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
絶
対

度

 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
絶
対
暴
君
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
姫
騎
士
イ

ジ
ス

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
必
中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
デ

ド
オ
ア
デ

ド 
フ
カ
次
郎
 
 
 
ツ
ヴ

イ
ヘ
ン
ダ

シ
ル
フ
 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
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ク
ラ
イ
ン
 
 
 
サ
ム
ラ
イ
マ
ス
タ

 
 
 
 
 
 
 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
ア
ク
ス
ク
ラ

シ 
シ
リ
カ
 
 
 
 
⻯
使
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
タ
イ
ム
キ

パ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
死
神
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
神

 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
戦
女
神
ブ
リ

ン
ヒ
ル
ド
 
 
 
 
 
ホ

リ

 
 
 
フ

ン
ト
ム
ナ
イ

ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
レ
ン
 
 
 
 
 
ピ
ン
ク
の
悪
魔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
闇
風
 
 
 
 
 
ス
ピ

ド
ス
タ

 
ラ
キ
ア
 
 
 
 
無
言
の
ラ
キ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
プ
リ
ン
ガ

 
ザ
・
ソ
ニ

ク

 
ロ
ウ
リ

 
 
 
死
女
神

死
神

 
 
 
 
 
 
 
テ

カ
 
 
 
 

姫

 
レ
レ
イ
 
 
 
 

定
砲
台
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビ

ビ

 
 
 
指

者

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
個
人
マ

ク
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 

王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
王

の
中
に

の

の
文

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
ク
ロ
ス
レ
イ
ピ
ア
 
 
 
 
 

十

に
な

た
レ
イ
ピ
ア
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キ
リ
ト
 
 
 
 
剣
王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王

の
中
に

の

剣

の
文

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
死
王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王

の
中
に

の

死

の
文

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
ア
イ
ス
ク
リ
ス
タ
ル
ク
ロ
ス
 

通
称
ア
イ
ス
ク
ロ
ス

の
十

 
セ
ラ
フ

ム
 
 
セ
ラ
フ

ム
イ

ジ
ス
 
 
 

巨
大
な

の
生
え
た

を

た
盾

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
キ

ピ

ト
ア
ロ

 
 
 
先

に
ハ

ト
が
付
い
た
矢
を
番
え
た

 
ユ
ミ

 
 
 
 
ヘ
ル
フ

イ
ア
 
 
 
 
 
 

型
の

 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
ス
タ

ハ
ン
マ

 
 
 
 
 

ハ
ン
マ

の

上
に
星

 
フ
カ
次
郎
 
 
 
愛
天
使
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ

ト
に

と
天
使
の

 
フ

イ
リ
ス
 
 
メ
イ
ド
リ

 
 
 
 
 
 
 

ヘ

ド
ド
レ
ス
に
ネ
コ

 
ク
リ
シ

ナ
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
の

に

の
マ

ク

 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
 
 
 
 

で
書
か
れ
た
ホ
ウ
キ
に
ま
た
が
る
魔

女 
ス
ク
ナ
 
 
 
 
ソ

イ
ン
グ
 
 
 
 
 
 
 

針
と
糸

 
ナ
タ
ク
 
 
 
 
ツ

ル
ボ

ク
ス
 
 
 
 
 

金

と

と
ペ
ン
チ

 
ウ
ズ
メ
 
 
 
 
シ
ル
エ

ト

 
 
 
 
 
 

自
分
の
顔
の
シ
ル
エ

ト
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ピ

ア
 
 
 
 
シ
ル
エ

ト

 
 
 
 
 
 

自
分
の
顔
の
シ
ル
エ

ト

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
メ
イ
ン
武
器
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 

姫

 
キ
リ
ト
 
 
 
 

王

二
本
に
分
け
た
時
の
呼
称
は
エ
リ

シ
デ

タ
ダ

ク
リ
パ
ル

サ 
フ
カ
次
郎
 
 
 
リ

ク
タ
イ

 
リ

フ

 
 
 
イ

ン
ホ
ウ

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
ハ
イ
フ

 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
ジ
・
エ
ン
ド
レ
ス

 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
シ

ウ

ド

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
カ
イ
ゼ
リ
ン

 
セ
ラ
フ

ム
 
 
フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ
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ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
ハ
ロ
・
ガ
ロ

 
ホ

リ

 
 
 
ハ
イ
レ
オ
ン

 
ア
サ
ギ
 
 
 
 

公
主

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 

星

 
ウ
ズ
メ
 
 
 
 
ニ
コ
ラ
ス
ブ
レ
イ
ド

 

 
他
プ
レ
イ
ヤ

・
メ
イ
ン
武
器
 

 
ユ
ウ
キ
 
 
 
 
セ
ン
ト
リ

 
ラ
ン
 
 
 
 
 
ス
イ
レ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
 
無
矢
の

・

 
リ

ウ
 
 
 
 
神
珍

パ
イ
プ

 
リ
ク
 
 
 
 
 
コ
ピ

キ

ト

 
リ
ツ
 
 
 
 
 
ス
ト
レ

ジ
・
ス
タ

フ

 
リ
ン
 
 
 
 
 
ス
ラ

シ

ナ

ク
ル

 
リ
ナ
 
 
 
 
 
エ
ン
ハ
ン
ス
・
ス
タ

フ

 
リ

ク
 
 
 
 
テ
ン
タ
ク
ル
・
ラ
イ
フ
ル
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グ
ウ

ン
 
 
 
光
破

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
制
式
装
備
 

 
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

リ

ダ

部
用

 
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

白

キ
リ
ト

黒

ユ
キ
ノ

ソ
レ
イ
ユ

金

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

銀

ラ
ン

藍

ユ
ウ
キ

紫

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン

一

メ
ン
バ

用

自

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン

タ
イ
プ

・
森

グ
ウ

ン
用

 
ル

セ
ン
フ
リ

ド

タ
ン
ク
用

 
セ
ラ
フ

ム

白
の
貴

人

ユ
イ
ユ
イ

の
貴

人

ア
サ
ギ

の
貴

人

 
ホ

リ

白
銀
の
騎
士

  

 

光
剣
シ
リ
ア
ル
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
ア
ハ
ト

 
 
 
 
 
刀
身
は
黒

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
グ
ロ

ク

 
 
 
 
チ
ビ
ノ
ン
 
 
 
 
 
刀
身
は
水
色
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サ
ト
ラ
イ
ザ

 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
刻
命
剣
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
黒

 
シ
ズ
カ
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
夜

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
ピ
ン
ク

 
ベ
ン
ケ
イ
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
白
銀
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
銀

 
ピ
ト
フ

イ
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
⻤

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
エ
リ

シ
デ

タ
 
 
刀
身
は
黒

 
銃
士

 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
流
水
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
シ

リ

 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
血
華
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
デ
ヴ

ド
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
破

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
緑

 
闇
風
 
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 

光
石

 
 
 
 
 
刀
身
は
紫

 
薄
塩
た
ら
こ
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 

利

 
 
 
 
 
刀
身
は
茶
色

  

 
八
幡
の
専
属
 

 
薔
薇
小
猫

二

二
六

雪
ノ
下
雪
乃

二

二
六

間
宮
ク
ル
ス

二

二
七

 

紅
莉
栖

二

二
七

双
葉
理
央

二

二
七

桐
生
萌
郁

二

二
七

 
神
代
フ
ラ
ウ

二

二
七

針
生

人

二

二
七

小
比

香
蓮

二

三
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朝
田
詩
乃

二

三
二

夜
野

奈

二

三
二

櫛
稲
田
優
里
奈

二

三
二

  

 
八
幡
の
秘
書
 

 
薔
薇
小
猫

二

二
六

来
明
日
香

二

二
七

間
宮
ク
ル
ス

二

二
八

 
相
模
南

二

二
八

小
比

香
蓮

二

三

遠

貴
子

二

三
二

 

見

美

二

三
四

  

 
ソ
レ
イ
ユ
組

二

三
四

 

 
社
⻑
 
 
 
 
 
 
比
企
谷
八
幡

 
副
社
⻑
 
 
 
 
 
雪
ノ
下
陽
乃

 
取
締
役
 
 
 
 
 
結
城

三

嘉
納
太
郎

 
相
談
役
 
 
 
 
 
結
城

 
社
⻑
付
 
 
 
 
 
針
生

人

櫛
稲
田
優
里
奈

茅
場

ア
マ
デ
ウ
ス

 
秘
書
室
⻑
 
 
 
 
薔
薇
小
猫

 
秘
書
 
 
 
 

来
明
日
香

間
宮
ク
ル
ス

相
模
南

小
比

香
蓮

遠

貴
子

見
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美
 

部
部
⻑
 
 
 
雪
ノ
下
雪
乃

 
開
発
部
部
⻑
 
 
 
桐

谷
和
人

 
部
員
 
 
 
材
木
座
義

比
嘉
健

岡
部

太
郎

⻑
田
慎
一

 
第
二
開
発
部
部
⻑
 
帆

 
部
員
 
 
 
岡
野
舞
衣

橋
田
至

野
藍
子

 
技
術
研
究
部
部
⻑
 
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン

 
部
員
 
 
 

紅
莉
栖

比
屋
定
真
帆

双
葉
理
央

神
代
フ
ラ
ウ

 

外
部
部
⻑
 
 
 
結
城
明
日
奈

 
部
員
 
 
 
比
企
谷
小
町

美
衣

岡
田
唯
花

野
木
綿
季

 
法

部
部
⻑
 
 
 
葉
山

人

 
部
員
 
 
 

宮

 
ル
ミ
ナ
ス
部
⻑
 
 
天
王

 
部
員
 
 
 
桐
生
萌
郁

咲
芽
衣
美

 
労

部
部
⻑
 
 
 
結
城

子
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部
員
 
 
 
昼
岡
映
子

 

業
部
部
⻑
 
 
 
朝
田
詩
乃

 
部
員
 
 
 
戸
部

山
田
風
太

⻑
崎
大

国
見

真

 
芸
能
部
部
⻑
 
 
 
倉
朝
景

 
広
報
課
 
 
 
由
比

結
衣

三

優
美
子

一
色
い
ろ
は

本
か
お
り

夜
野

奈

 
マ
ネ

ジ

 
 

幸
太
郎

川
咲
太

 
所
属
タ
レ
ン
ト
 
 
フ
ラ
ン
シ

シ

ワ
ル
キ

レ
ス
イ

ト
バ
レ

ト
イ
ノ
ハ
リ

 
 
 
 
 
 

崎
う
に

御
影
ク
リ
ヤ

麻
衣

Ｙ
Ｕ
Ｎ
Ａ

 
服

部
部
⻑
 
 
 
川
崎
沙
希

 
部
員
 
 
 
神
野
ア
リ
ス

崎
里
香

野
珪
子

万
音
由
季

名
ま
ゆ
り

 
Ｓ
Ｐ
Ｏ
部
⻑
 
 
 
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

 
部
員
 
 
 
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

 

事
業
部
部
⻑
 
神
代
凛
子

 
部
員
 
 
 
城

め
ぐ
り

安

山
野
美
乃
里

 
出

部
部
⻑
 
 
 
山
花
出
海
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受
付
 
 
 
 
 
 
漆
原
え
る

桐

谷
直
葉

原
美
優

村
保

 
専
属

師
 
 
 
 

小
路
優
介

武
者
小
路
公
人

 
注

芸
能
部
の
下
に
芸
能
事

所

ル

メ
ン

が
あ
る
が

独
立
し
て
い
な
い

 
所
属
タ
レ
ン
ト
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
扱
い

た
だ
し

料
は
以
前
の
基
準
通
り

ル
ミ
ナ
ス

は
情
報
部

Ｓ
Ｐ
Ｏ

は
ソ
レ
イ
ユ
・
プ
ロ
テ
ク
シ

ン
・
オ
フ

サ

備
部

は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド

第
二
開
発
部
は

ル
ミ
ナ
ス

と

任

  

 
ソ
レ
イ
ユ
・
グ
ル

プ
関
連
 

 
ソ
レ
イ
ユ

レ
ク
ト
 
社
⻑
 
結
城

一
郎

 
ソ
レ
イ
ユ

設
 
 
 
社
⻑
 
雪
ノ
下

乃

 
ソ
レ
イ
ユ
病
院
 
 
 
代
表
 
結
城
知
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第
１
０
８
４
話
 
レ

ス
ン
を
終
え
て

 
レ

ス
ン
を
終
え
た
後
の
休

時
間
に

 
愛
は
三

座
り
を
し
な
が
ら
八
幡
の
方
を

ん
だ
目
で
見
つ
め
一
人
た
め
息
を
つ
い
て
い
た

は

せ

か
く
の
チ

ン
ス
だ

た
の
に

愛
さ
ん

あ
れ
は
さ
す
が
に
や
り
す
ぎ
で
す

 
そ
こ
に
純
子
が
や

て
き
て

愛
の
隣
に
座

た

だ

だ

て
あ
ん
な
に
近
く
に
八
幡
の
顔
が
あ

た
ん
だ
よ

 
そ
し
た
ら

り
上
が

ち

う
じ

な
い

 
愛
は

を

ら
ま
せ
な
が
ら

純
子
に
そ
う
言
い

し
た

そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
り
ま
す
け
ど

 
そ
う
言

て
純
子
も
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
つ
め
た

 
そ
の
八
幡
は

今
は
楽
し
そ
う
に
ゆ
う
ぎ
り
と
何
か
話
し
て
い
る

と
ん
だ
伏
兵
が

ま
あ
ゆ
う
ぎ
り
さ
ん
だ
け
で
済
ん
で
良
か

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
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そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

と
に
か
く
元
気
出
し
て
い
き
ま
し

う
別
に
八
幡
さ
ん
に

わ
れ
た

じ

な
い
ん
で
す
し

う
ん

そ
う
だ
ね

 
愛
は
切
り

え
た
の
か

明
る
い
顔
で
そ
う
言

た

す
み
ま
せ
ん

失

し
ま
す

お

二
人
と
も

良
く
来
て
く
れ
た
な

 
そ
ん
な
中
レ

ス
ン
ル

ム
に
見
知
ら
ぬ
二
人
組
の
男
が
入

て
き
た

優
介
と
公
人
で
あ

る
み
ん
な
す
ま
ん
ち

と

い
て
く
れ

こ
の
二
人
は
今
度
う
ち
の
専
属
に
な
る
予
定
な
ん

だ
が

 

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
宣
伝
用
の

を

く

に
み
ん
な
の
事
を
ス
ケ

チ
し
た
い
ん
だ

そ
う
だ

 
出
来
上
が

た
後
に

い
た
物
を
見
せ
て
も
ら
う
か
ら
お
か
し
な
物
を

か
れ
る
心
配
も
無
い

は
ず
だ

 
と
い
う

で

自
然
に
し
て
く
れ
て
れ
ば
い
い
か
ら
ち

と
協
力
し
て
く
れ
な
い
か
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あ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

麗
に

い
て
ね

 
そ
の
言
葉
に

一
同
は
口
々
に
そ
う

い
た

 
そ
の
ま
ま
レ

ス
ン
は
続
け
ら
れ

二
人
は
ス
ケ

チ
ブ

ク
に
何
か

き
始
め
た

 
ど
う
や
ら
分
業
し
て
い
る
ら
し
く
優
介
が

い
た

に
公
人
が
着
色
を
し
て
い
る
よ
う
だ

ど
ん
な

に
な
る
の
か
な

楽
し
み
だ
ね

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
七
人
は

終
わ

た
後
に
そ
れ
を
見
せ
て
も
ら
う
の
を
楽
し
み
に

 
い
つ
も
以
上
に
レ

ス
ン
を
頑
張
る
事
と
な

た

 
八
幡
兄
貴

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
さ
か
ア
イ
ド
ル
の
レ

ス
ン
風
景
を
ス
ケ

チ
出
来
る
日
が
来
る
な
ん
て

 
何
を
や

て
も
上
手
く
い
か
ず

腐

て
い
た
二
人
に
光
を

え
て
く
れ
た
の
だ

 
二
人
は
本
気
で
八
幡
に
感
謝
し
て
い
た

二
人
の

作
活
動
の
役
に
た
て
た
な
ら
嬉
し
い
な
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八
幡
は
親
し
げ
な
態
度
で
そ
う
言
い

二
人
は
八
幡
へ
の
尊
敬
を
新
た
に
し
た

 
ま

た
く
変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
の
で
あ
る

お
い
公
人

兄
貴

て

凄
え
い
い
人
だ
よ
な

ま

た
く
俺
達
は
今
ま
で
何
を
見
て
き
た
ん
だ
ろ
う
な

 
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ

 
共
同
で
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
を

ア
ニ
メ
チ

ク
な

と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
て

い

た

 
そ
の
作
業
は
二
人
に
と

て

と
て
も
楽
し
か

た

よ
し

こ
ん
な
も
ん
か

い
い
出
来
だ
よ
な

そ
う
だ

つ
い
で
に
フ
ラ
ン
シ

シ

の
人
達
が
兄
貴
を
囲
ん
で
る

を

こ
う

い
い
な
そ
れ

 
時
間
が
余

た

二
人
は
そ
う
相
談
し

チ
ラ
チ
ラ
と
八
幡
の
観
察
を
始
め
た
の
だ

た

 
よ
し

今
日
は
こ
の
く
ら
い
か
な
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レ

ス
ン
も
無
事
に
終
わ
り

多
少
時
間
的
余

を
残
し
た

態
で

 
こ
の
日
の
レ

ス
ン
は
終
了
す
る
事
に
な

た

 
も

と
も
去
年
の
う
ち
に

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
の
練

は

と
い
う
ほ
ど
こ
な
し
て
い
た
の
で

 
こ
の
日
は
な
る
べ
く
通
し
て

人
の
動
き
を
確
認
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
強
か

た

 
時
間
い

ぱ
い
や
る
必
要
が
無
か

た
と
い
う
側
面
も
あ
る

お
疲
れ
様
で
し
た

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
七
人
と

無
事
に

を

き
終
え

 
こ
こ
ま
で
見
学
し
て
い
た
二
人
が
元
気
よ
く
そ
う

し
一
同
は
優
介
と
公
人
を
囲
む
よ
う

に
集
ま

た

二
人
と
も

ど
ん
な

が

け
た
か
見
せ
て

凄
く
楽
し
み

 
ア
イ
ド
ル
に
至
近

離
で
囲
ま
れ
る
と
い
う
人
生
で
一
番
ド
キ
ド
キ
す
る

態
に
な

た
二

人
は

 
お
ず
お
ず
と
ス
ケ

チ
ブ

ク
を
一
同
に
差
し
出
し
た

ど

ど
う
ぞ
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あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
フ
ラ
ン
シ

シ

の
み
ん
な
が
集
ま

て
ス
ケ

チ
ブ

ク
を

き
こ
む

 
そ
の
ス
ケ

チ
ブ

ク
は
ア
ニ
メ

で
あ
り
な
が
ら

 
誰
が
見
て
も
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

だ
と
分
か
る

 
簡

に
色

で

色
さ
れ
た

見
事
な
イ
ラ
ス
ト
で

め
尽
く
さ
れ
て
い
た

 
特
に
注
目
を
集
め
た
の
は

最
後
に

か
れ
た
全
員
の
集
合
し
た

で
あ
る

お
お
お
お
お
お
お

 
メ
ン
バ

か
ら
の
評
価
が
上
々
で
あ
る
事
が
そ
の
声
か
ら
分
か
り
二
人
は

ら
し
げ
に
胸
を

張

た

 
そ
ん
な
二
人
の

を
八
幡
が
ポ
ン
と
叩
い
た

良
か

た
な

二
人
と
も

は

は
い

 
こ
の
二
人
先
ほ
ど
そ
う
し
て
い
た
よ
う
に
優
介
が
人
物
担
当
公
人
が
背
景
と
配
色
担
当

で
あ
る

 
優
介
は
人
物
を

く
の
は
上
手
い
が

色
付
け
の
セ
ン
ス
が
致
命
的
に
無
く
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逆
に
公
人
は
と
て
も
幻
想
的
な
風
景
を

け

色
使
い
の
セ
ン
ス
も
最
高
な
の
だ
が

 
人
を

か
せ
る
と
ま
る
で
子

の
お

か
き
の
よ
う
に
な

て
し
ま
う

 
そ
ん
な
半
人
前
な
二
人
だ
が

二
人
が
一

に
な
る
と

そ
の
力
は
何
倍
に
も

ら
む
の
だ

ね

こ
の

も
ら
え
な
い
か
な

コ

コ
ピ

で
良
け
れ
ば

や

た

マ
ネ

ジ

お
願
い

な

こ
れ

俺
に
も
く
れ
な
い
か

も
ち
ろ
ん
オ

ケ

で
す

 
こ
う
し
て
そ
の

は
全
員
に
配
ら
れ
る
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
後
日

ど
ん
な

が
必
要
な
の
か

担
当
者
と
話
し
合

て
決
め
る
と
し
よ
う

俺
達

そ
れ
ま
で
に
こ
の

を
元
に

色
々
な
シ

ン
を

い
て
み
ま
す

Ａ
Ｌ
Ｏ
も

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
も
一
応
知

て
る
ん
で

ん

無
理
は
し
な
い
で
く
れ
よ
な

心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

で
も
俺
達

今

凄
く

が

き
た
い
ん
で
す
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そ
う
か

な
ら
好
き
に
し
て
く
れ
て
い
い

は
い

 
八
幡
は
顔
を

ば
せ

二
人
を
激

し
た

け
た
ら
一
番
に
見
せ
て
く
れ
俺
も

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
は
か
な
り
や
り
込
ん
で
る
ん
だ

そ
う
な
ん
で
す
か

お
う

千
葉
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ

ズ

て
い
う
チ

ム
で

級
ク
エ
ス
ト
ま
で
こ
な
し
て
る
ぞ

ああ
そ
こ

て

八
幡
兄
貴
の
チ

ム
だ

た
ん
で
す
か

 
現
在

級
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
た
事
が
あ
る
の
は
千
葉
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ

ズ
だ
け
で
あ
り

 
二
人
は
そ
の
事
を
知
識
と
し
て
は
持

て
い
た
ら
し
い

 
こ
の
事
で

二
人
は

々
八
幡
へ
の
尊
敬
を
高
め
る
事
と
な

た

 
こ
う
な
る
と
も
う

八
幡
を
裏
切
る
事
は
絶
対
に
無
い
だ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

 
俺
は
フ
ラ
ン
シ

シ

を
連
れ
て

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
を
体
験
さ
せ
て
く
る
わ

ご
武
運
を
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あ
は
は

お

し
だ
か
ら

一
番
下
の
ラ
ン
ク
の
無
双
ク
エ
ス
ト
を
や
る
だ
け
だ

て

な
る
ほ
ど

撃

て
撃

て
撃
ち
ま
く
れ

そ
ん
な
感
じ
だ
な

 
三
人
は
笑
い
合
い

優
介
と
公
人
は

キ

ト
の
自
動
運
転
に
送
ら
れ
て
自
宅
へ
と

て

い

た

 
二
人
の
寮
の
部
屋
は
も
う
手
配
し
て
あ
る
が

さ
す
が
に
正
月
は
業
者
も
動
か
ず

 
入
居
出
来
る
の
は
来
週
以
降
に
な

て
し
ま
う
の
で
あ
る

さ
て

俺
達
は

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
に
殴
り
込
み
か
な

 
ま
あ
た
だ
銃
の
引
き
金
を
引
く
だ
け
の
簡

な
仕
事
だ
か
ら

み
ん
な
気
楽
に
な

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は

お
う

と
拳
を
上
げ
た

 
そ
し
て
レ

ス
ン
中
に
特
急
で
用
意
さ
れ
た
ア
ミ

ス
フ

ア
を

さ
れ
た
一
同
は

 
集
合
時
間
ま
で
に
ロ
グ
イ
ン
出
来
る
よ
う
に

入

な
ど
の
色
々
な
準
備
を
済
ま
せ

 
一
時
間
後
に

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
の
広
場
へ
と
集
合
し
た
の
だ

た

 

い
や

ま
あ
こ
う
な
る
と
は
思

て
た
け
ど
な
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ロ
ビ

に
い
た
の
は
現
実
で
の
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

と

分
違
わ
ぬ
キ

ラ
達
で

あ

た

 
今
回
は
八
幡
は

キ

ラ
作
り
か
ら

点
の

ま
で

 
交
代
で
出
勤
し
て
い
る
開
発

の
一
部
に

投
げ
し
た
の
だ
が

 
そ
の
開
発

は

な
情
熱
を
持

て
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
の

を
再
現
し
た
ら

し
い

 
愛
と
純
子
に
関
し
て
も

こ
の
キ

ラ
は
コ
ン
バ

ト
な
の
だ
が

 
そ
の
外
見
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
全
く
一

で
リ
ア
ル
と
そ

く
り
に
な
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
い
た

こ
こ
じ

目
立

ち
ま
う
な

と
り
あ
え
ず
こ

ち
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て

一
同
を
教
え
ら
れ
て
い
た
新
設
の

点
へ
と
案
内
し
た

 
そ
こ
は
ソ
レ
イ
ユ
関
係
の
者
達
が
こ
う
い

た
時
に
利
用
す
る

の
も
の
で

 
千
葉
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ

ズ
の
持
つ
装
備
や
ら
の
資
産
関
係
も
こ
こ
に
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
た

 
そ
の

以
後

千
葉
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ

ズ
も
こ
こ
を
使
う
事
に
な
る

 
ち
な
み
に
特
別
な

点
で
あ
る
と
い
う
事
以
外

特
に
優
遇
は
さ
れ
て
い
な
い

 
た
だ

に

プ
ラ
イ
ベ

ト
が
守
ら
れ
る
と
い
う
く
ら
い
で
あ
る
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よ

し

そ
れ
じ

あ

速
や

て
み
る
か

よ

し

あ

が
鳴
る

撃

て
撃

て
撃
ち
ま
く
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね

そ
ん
な
感
じ
か
な

そ
れ
じ

あ
パ

テ

を
組
む
か
ら
誘
い
を
受
け
て
く
れ

 
愛
や
純
子
は
他
の
者
よ
り
は
慣
れ
て
い
る
の
で
ス
ム

ズ
に

 
他
の
者
達
も
お

か
な
び

く
り
な
が
ら

無
事
に
パ

テ

を
組
む
事
が
出
来

 
そ
の
ま
ま
そ
の
チ

ム
フ
ラ
ン
シ

シ

は

と
化
し
た
市
街
地
へ
と
転
送
さ
れ
た

う
わ

リ
ア
ル
で
す
ね

あ
の
遠
く
に
見
え
る
の
が

ン
ビ
か
な

近
く
で
見
る
と
結

グ
ロ
そ
う

こ
ん
な
ピ
コ
ピ
コ
も
あ
る
ん
で
す
ね

 
七
人
は
楽
し
そ
う
に
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
の
後
に

い

進
ん
で
い

た

来
る
ぞ

み
ん
な

え
て
く
れ

 
遠
く
か
ら
敵
が
近
付
い
て
く
る
の
が
見
え

八
幡
は
そ
う
指

を
出
し
た

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
は
そ
の
声
に

い

銃
を

え
る
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そ
れ
じ

あ
み
ん
な

遊
び
だ
と
思

て
好
き
な
よ
う
に
撃
て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は

に
気
を
配
り
始
め
る

 
そ
し
て
正
面
の
敵
に
向
け

一
同
は
銃
撃
を
開
始
し
た

お
ら
お
ら
お
ら

特
攻

⻑
様
の
お
通
り
だ

バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ

こ
れ
は
思

た
よ
り
気
持
ち
い
い
で
あ
り
ん
す
な

感

 
思

た
よ
り
楽
し
か

た
の
か

 
こ
の
ス
テ

ジ
を
三
回
も
お
か
わ
り
し
た
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
は

 
最
後
に
八
幡
に

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
内
の

設
の
説
明
を
さ
れ

 
す

か
り
は
ま

て
し
ま

た
ら
し
い

普
通
に

い
物
も
こ
こ
で
出
来
る
ん
だ

凄
い
ね

実

に
手
に
と

て
実
物
を
確
認
出
来
る
の
は
い
い
ね

私

に
な
り
そ
う
で
す

ラ
ン
ク
が
上
が
れ
ば
優
遇
し
て
も
ら
え
る
ん
だ
ね

息
抜
き
で
た
ま
に
来
よ

か
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ま
あ
た
ま
に
み
ん
な
で
遊
ぶ
の
は
ア
リ
だ
ろ
う
な

 
こ
う
し
て

ン
ビ
・
エ
ス
ケ

プ
デ
ビ

を
果
た
し
た
フ
ラ
ン
シ

シ

は

 
こ
の
ゲ

ム
の
事
を
も

と
宣
伝
し
よ
う
と
い
う
気
に
な
り

 

に
対
し
て
も

熱
心
に
取
り
組
む
事
と
な

た
の
だ

た
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第
１
０
８
５
話
 
偶
然
の
顔
合
わ
せ

 
迎
え
た
四
日

八
幡
は
来
れ
な
い
と
い
う
事
で
キ
リ
ト
が
指

を
と
り

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

本
格
的
に
狩
り
が
再
開
さ
れ
て
い
た

ア
ス
ナ

ハ
チ
マ
ン
は
今
日
は
ど
う
し
た
ん
だ

え

と
ね

今
日
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
あ
る
ら
し
く

て

 
マ
ネ

ジ

代
行
の
ハ
チ
マ
ン
君
は

そ

ち
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
ね

え

あ
い
つ

そ
ん
な
事
を
し
て
る
の
か

う
ん

マ
ネ

ジ

さ
ん
が
怪
我
を
し
ち

た
ら
し
く
て
ね

 
丁
度
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
ハ
チ
マ
ン
君
が

自
分
が
や
る

て

願
し
た
ん
だ

て

 
あ
と

日
は

の
二
人
に

こ
ん
な

も

い
て
も
ら

た
み
た
い

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は

日
ハ
チ
マ
ン
に
送

て
も
ら

た
全
員
集
合
の

を
キ
リ
ト
に
見
せ

た
ほ
う

い
い

だ
な

な
る
ほ
ど
な

い
い
な

ハ
チ
マ
ン

 
キ
リ
ト
は

ま
し
そ
う
に
そ
う
言

た

ア
イ
ド
ル
と
一
日
中
ず

と
一

に
い
ら
れ
る
の
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だ 
そ
う
思
う
の
も
当
然
だ
ろ
う

ふ
ん

 
そ
の
会
話
を
横
で

い
て
い
た
リ
ズ
ベ

ト
が

キ
リ
ト
の
足
を
思
い

き
り

み
つ
け
た

ぎ

な

何
す
る
ん
だ
よ

リ
ズ

 

く
は
な
い
が
衝
撃
は
伝
わ
る

キ
リ
ト
は

鳴
を
上
げ
リ
ズ
ベ

ト
に
そ
う
抗
議
し

た
決
ま

て
る
じ

な
い

あ
ん
た
が

の
下
を

ば
し
て
い
る
か
ら
よ

は

い
や
い
や

そ
う
い
う
ん
じ

な
い

て

じ

あ
ど
う
い
う
の
よ

そ
れ
は
え

と

 
キ
リ
ト
は
言
い

し
よ
う
と
し
た
が

上
手
い
理
由
を
見
つ
け
ら
れ
な
か

た

ふ
ん

う
わ

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
の

を
見
た
リ
ズ
ベ

ト
が
再
び
キ
リ
ト
の
足
を

も
う
と
し
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キ
リ
ト
は
そ
れ
を

て
て
避
け
た

何
で
避
け
る
の
よ

き

と
や
ま
し
い
事
が
あ
る
の
ね

理
不
尽
だ

二
人
と
も

次
の
敵
が
来
る
よ

 
ア
ス
ナ
に
そ
う
言
わ
れ

二
人
は
表
情
を

め
た

失
点
は
戦
闘
で
取
り
返
し
な
さ
い
よ

言
わ
れ
な
く
て
も

 
全
体
的
に
実
力
が
上
が

て
い
る
事
も
あ
り

 
こ
の
日
ヴ

ル
ハ
ラ
を

と
す
る
軍
団
は

実
に
二
千
体
の
敵
を

り

 
そ
の
討
伐

は

に
八
千
体
に
到
達
す
る
事
と
な

た

  
一
方
そ
の

七
つ
の
大
罪
を

と
す
る

神
狩
り
チ

ム
も
ま
た

 

調
に
討
伐

を

ば
し
て
い
た

う

ん

最
初
は
ど
う
な
る
事
か
と
思

た
け
ど

に
八
千
ま
で
到
達
し
た
わ
ね

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

び
を
し
て

近
く
に
い
た
仲
間
に
そ
う
声
を

け
た
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こ
の
日

合
同
レ
イ
ド
の
討
伐

は

に
ヴ

ル
ハ
ラ
と

ん
で
い
た

 
正
月
も
真
面
目
に
討
伐
を
行

て
い
た
せ
い
だ
ろ
う

 
こ
の

り
が

不
特
定
多

に
よ
る
討
伐
の
利
点
で
あ
る

 
中
心
と
な
る
ギ
ル
ド
の
参
加
人

が

て
も

そ
の
分
普

は
参
加
し
な
い
ギ
ル
ド
が

 
ク
エ
ス
ト
な
ど
関
係
な
く

験

目
当
て
で
参
加
し
て
く
る

 
一
日
の
討
伐

が
大
き
く

る
事
は
無
い
の
で
あ
る

中
々
い
い
ペ

ス
よ
ね

あ
あ

そ
う
だ
な

ま
あ
こ
ん
な
も
ん
じ

ね

 
そ
う
返
事
を
し
た
の
は
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

で
あ
る

そ
の
中
身
は
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ

だ 

純
に
ハ
チ
マ
ン
が
連

を
忘
れ
て
い
た

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
こ
の
二
人
の
話
は
ま
だ
伝

わ

て
い
な
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
二
人
が
ロ
ザ
リ
ア
の
元
部
下
の
誰
か
だ
と
認
識
し
た
上
で
話
し
か
け
て
い
る

の
だ
が
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お

い
ハ
チ
マ
ン
の
意
向
を
受
け
て
動
い
て
い
る
事
は
知
ら
ず

 
こ
の
組
み
合
わ
せ
に
な

た
の
は
あ
く
ま
で
偶
然
で
あ
る

ん
ん

 
そ
の
返
事
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
違
和
感
を
覚
え
た

 
前
に
こ
の
二
人
と
話
し
た
時
は

も

と
自
分
に
チ
ヤ
ホ
ヤ
し
て
く
れ
た
は
ず
だ

 
だ
が
今
は
あ
ま
り
自
分
に
興
味
が
無
い
よ
う
に
見
え
さ
て
は
こ
の
二
人
彼
女
で
も
出
来
た

の
か
な
と

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
い
か
に
も
女
子
高
生
ら
し
い
発
想
を
し
た

 
だ
が
事
実
は

純
に
実

に
目
に
し
言
葉
を
交
わ
し
た
ア
イ
ド
ル
の
オ

ラ
に
圧
倒
さ
れ

 
本
物
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
ゲ

ム
内
の
美
女
へ
の
興
味
を
失

た
だ
け
で
あ
る

 
そ
の
時
グ
ウ

ン
が
近
く
に
来
た

Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｎ
で
は
な
く
Ｇ

Ｅ
Ｎ

 
要
す
る
に
小
人
の
靴
屋
の
グ
ウ

ン
と
し
て
の
キ

ラ
で
あ
る

ね

ア
ス

 
グ
ウ

ン
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
そ
う
話
し
か
け
よ
う
と
し

 
隣
に
七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

が
い
る
の
を
見
て

中
で
止
め
た
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う
う
ん

何
で
も

あ

あ
れ

 
グ
ウ

ン
は
何
で
も
な
い
と
去
り
か
け

 
そ
こ
に
い
る
の
が
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

で
あ
る
事
に
気
付
き

 
再
び
足
を
止
め

い
な
く
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
近
付
い
て
き
た

 
グ
ウ

ン
に
は

こ
の
二
人
の
情
報
が
伝
わ

て
い
た
の
で
あ
る

ア
ス
モ

討
伐

は
ど
こ
ま
で

え
た
の

今
日
で
八
千
体
に
到
達
し
た
わ
よ

オ

ケ

ハ
チ
マ
ン
に
報
告
し
て
お
く

 
そ
の
グ
ウ

ン
の
言
葉
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
だ
け
で
は
な
く
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

も
ギ

と
し
た

ち

ち

と
グ
ウ

ン

何
冗
談
言

て
る
の
よ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
自
分
で
も
苦
し
い
と
思

た
が

二
人
の
手
前

そ
う
フ

ロ

し
た

 
だ
が
グ
ウ

ン
は
そ
の
言
葉
に
首
を

り

三
人
に
向
か

て
言

た

大
丈
夫

こ
こ
に
い
る
の
は
全
員
味
方

え

そ
う
な
の
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マ
ジ
で

ま
さ
か

 
そ
の
言
葉
に
三
人
は
当
然
驚
愕
す
る

グ
ウ

ン
が
味
方
な
事
は
知

て
い
た
が

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
も
し
く
は
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

が
味
方
だ
と
は
思

て
い
な
か

た

か
ら
だ

ち

と
離
れ
た
所
で
話
そ
う

 
四
人
は
休

す
る
と
い
う
名
目
で
移
動
し

座
で
地
面
に
座
り
込
ん
だ

え

と

俺
は
ヤ
サ
だ

俺
は
バ
ン
ダ
ナ

あ

そ
う
い
え
ば
コ
ミ
マ
で
二
人
を
ど
う
と
か

て
言

て
た
わ
ね

 
名
乗
ら
れ
た
事
で

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
漠
然
と
事
情
を
理
解
し
た
ら
し
い

そ
う
い
う
事
だ
な

と
こ
ろ
で
二
人
は
い
つ
か
ら

 
そ
う
問
い
か
け
て
き
た
の
は
ハ
ゲ
ン
テ

で
あ
る

 
そ
の
問
い
に
最
初
に
答
え
た
の
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
で
あ

た

え

と
ね

実
は
私

ヴ

ル
ハ
ラ
の
シ
ノ
ン
と
ア
ル
冒
の
ヒ
ル
ダ
と
同
級
生
な
の
よ
ね
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そ
の
流
れ
で
文
化
祭
の
時
に
正
体
が
バ
レ
ち

て

そ
れ
以
来
か
な

え
え

ア
ス
モ
さ
ん

て
ま
さ
か
の
高
校
生

マ
ジ
か
よ

プ
ロ
じ

な
か

た
の
か

ふ
ふ
ん

よ
く

じ
て
る
で
し

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
の
豊
満
な
胸
を
得
意
げ
に
張

た
が

 
現
実
的
に
考
え
て

女
子
高
生
で
そ
の
ク
ラ
ス
の
胸
を

る
者
は
そ
う
多
く
な
い

 
な
の
で
確

的
に
実

は
小
さ
い
の
だ
ろ
う
と
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

は
そ
う
思
う
事

に
し
た

 
続
け
て
グ
ウ

ン
が
質
問
に
答
え
る

知

て
る
と
思
う
け
ど

私

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

じ

な
い

 
で
も
私
さ

親
の
せ
い
で
帰
還
者
用
学
校
に
通
え
な
い
で

ず

と
腐

て
た
の

 
だ
け
ど
先
日
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
出
会

て

 
そ
の

援
で
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な

て
さ

そ
の
時
か
ら
か
な

そ

か

親
の
せ
い
で
そ
ん
な
事
に

そ
れ
は

い
よ
な
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そ
の
二
人
の
反
応
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
グ
ウ

ン
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

こ
の
二
人
は
こ
う

い
う
話
に

 
こ
ん
な
に
親
身
に
答
え
て
く
れ
る
よ
う
な
性
格
は
し
て
い
な
か

た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る

ヴ

ル
ハ
ラ
側
に
付
い
た
事
は
知

て
た
け
ど

二
人
に
一
体
何
が
あ

た
の

お
う

ま
あ

い
て
く
れ
よ

 
俺
達
二
人
は

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ル

て
い
う
サ

ク
ル
で
同
人

を
書
い
て
た
ん
だ
け
ど
よ

実
は
ハ
チ
マ
ン
兄
貴
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

を

辱
す
る
系
の
作
品
を
書
い
て
た

ん
だ
よ
な

そ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
は
ま
た

て

兄
貴

 
そ
こ
か
ら
ど
う
や

た
ら
ハ
チ
マ
ン
を
兄
貴
呼
ば
わ
り
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
か

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
全
く
想
像
出
来
ず

混
乱
し
た

 
グ
ウ

ン
も

し
い
話
は
ま
だ

い
て
い
な
い
ら
し
く

驚
い
て
い
る

ま
あ
多
分
そ
の
せ
い
で
俺
達
の
正
体
が
バ
レ
て
さ

あ

ち
に
は
ロ
ザ
リ
ア
の
姉
御
も
い

る
か
ら
よ
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さ

き
言

て
た
通
り

年
末
に
コ
ミ
マ
で
兄
貴
に
捕
ま

ち
ま

た
ん
だ
よ

ふ
む
ふ
む

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
グ
ウ

ン
も
そ
う
す
る
事
は
知

て
い
た

そ
れ
に
関
し
て
は
驚
か
な

か

た
そ
の
時
兄
貴
が
俺
達
に
こ
う
言

て
く
れ
た
ん
だ

ソ
レ
イ
ユ
の
専
属

師
に
な

て
み
な
い
か

て

そ
れ
は
凄
い

え

そ
う
な
の

二
人

て
そ
こ
ま
で

が
上
手
な
の

ま
あ

そ
れ
な
り
に
自
信
は
あ
る

あ
あ

俺
達
二
人
が
組
め
ば
無
敵
さ

 
多
少
調
子
に
乗

て
い
る
き
ら
い
は
あ
る
が

二
人
は
と
て
も
い
い
顔
で
そ
う
答
え
た

そ

か

お
め
で
と
う

良
か

た
わ
ね

お
う

あ
り
が
と
な

兄
貴
に
は
も
う

が
上
が
ら
な
い

こ
ん
な
俺
達
に
凄
く
良
く
し
て
く
れ
る
ん
だ
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そ
の
表
情
か
ら
は

ハ
チ
マ
ン
へ
の
本
気
の
敬
意
が
感
じ
ら
れ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
グ
ウ

ン
は

め
て
ハ
チ
マ
ン
の
事
を
凄
い
と
思

た

今
度
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ガ
イ
ド
ブ

ク
が
出

さ
れ
る
ん
だ
け
ど
そ
の

は
俺
達
が

く
ん
だ

え

そ
ん
な
企
画
が
あ
る
ん
だ

お
う

て
く
れ
よ
な

う

う

興
味
が
あ
る
も
の

あ
と

日
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

を
ス
ケ

チ
さ
せ
て
も
ら

た
ん
だ
よ
な

ア
イ
ド
ル

て
や

ぱ
凄
え

て
実
感
し
た

そ
ん
な
事
ま
で

実
は
そ
の

で
使
う
イ
ラ
ス
ト
も

書
い
て
み
な
い
か

て
言
わ
れ
て
る
ん
だ
よ
な

凄
い
じ

な
い

大
出
世
ね

そ
ん
な

で

俺
達
は
兄
貴
の

な
ら
何
で
も
す
る
つ
も
り
だ

こ
れ
か
ら
宜
し
く
な

う
ん

宜
し
く
ね

一

に
頑
張
ろ
う
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こ
う
し
て
偶
然
か
ら
の
顔
合
わ
せ
が
終
了
し
た

 
四
人
は
七
つ
の
大
罪
と
小
人
の
靴
屋
の
情
報
を

協
力
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
に
流
し
続
け
る
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第
１
０
８
６
話
 
怪
し
い
観
客

 
そ
の

八
幡
は
マ
ネ

ジ

と
し
て
フ
ラ
ン
シ

シ

の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
に
参
加
し
て
い
た

 
実
は
今
回
の
ラ
イ
ブ
の
客
は

多
少
の

待
客
を

け
ば
残
り
は
全
て

と
い
う

 
あ
る
意
味
チ

レ
ン
ジ

な
企
画
な
の
で
あ

た

よ
く
こ
ん
な
企
画
を
通
し
た
も
ん
だ
よ
な

 
最
初
こ
の
話
を

い
た
時
八
幡
は
こ
れ
を
考
え
た
奴
は

が
お
か
し
い
ん
じ

な
い
か
と

思

た

 
だ
が
い
ざ
開

し
て
み
れ
ば
千
人

模
の
小
さ
な
会
場
と
は
言
え
そ
の

は
全
て

ま

て
い
た

凄
え
な

 
調
査
に
よ
る
と

客

の
二

は
は
る
ば
る
九

か
ら
訪
れ
て
き
て
く
れ
た
客
で
あ
り

 
残
り
の
七

は
首
都

在

の

そ
し
て
最
後
の
一

が

待
客
と
い
う
比

に

な

て
い
た

さ
て

時
間
か
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八
幡
が
今
い
る
の
は
舞
台

で
あ

た
が
そ
こ
に
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
が

を

見
せ
た

準
備
完
了

八
幡

ど
う

か
わ
い
い

お
う

か
わ
い
い
か
わ
い
い

む

当
だ
な

も
う
集
中
し
ろ
愛

そ
れ
と
み
ん
な

楽
し
ん
で
な

は
い

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
一
同
は

元
気
一

に
そ
う
答
え
た

あ
あ
と
愛
と
純
子
と
ゆ
う
ぎ
り
さ
ん
は
歌

て
る
最
中
に
こ

ち
に
ア
ピ

ル
し
な
い
よ

う
に

 

者
が
歌

て
る
最
中
に
真
横
を
向
く
と
か
絶
対
に

目
だ
か
ら
な

えそ

そ
ん
な
事
し
ま
せ
ん
か
ら

仕
方
な
い
で
あ
り
ん
す
ね
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八
幡
の

し
に

三
人
は
心
外
だ
と
い
う
反
応
を
し
た
が

 
少
な
く
と
も
ゆ
う
ぎ
り
は
そ
の
つ
も
り
だ

た
ら
し
い
事
が
分
か
る

ゆ
う
ぎ
り
さ
ん

主
さ
ま

野

な
事
は
い
い
な
ま
ん
し

も
ち
ろ
ん
冗
談
で
あ
り
ん
す

な
ら
い
い

よ
し

そ
れ
じ

あ
ゴ

ゴ

ゴ
ゴ

ゴ

ゴ

ゴ
ゴ

ゴ

 
そ
れ
は
幸
太
郎
が
よ
く
言
う
言
葉
で
あ
り

一
同
は
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た

間
に

 
反
射
的
に
舞
台

を
飛
び
出
し
た

あ
け
ま
し
て

お

め
で
と

ご
ざ
い
ま

す

 
そ
し
て
さ
く
ら
の
元
気
な

で
ス
テ

ジ
が
始
ま

た

 
こ
う
な
る
と
も
う

八
幡
は
見
て
い
る
事
し
か
出
来
な
い

ふ
う

何
か

の

が
お
り
た
な

俺
も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
う
と
す
る
か

 
会
場
は
凄
ま
じ
い

り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り

 
特
に
お
か
し
な
事
も

き
ず

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
は

調
に

移
し
て
い

た

愛
の
奴

 
だ
が
何
曲
目
か
で

愛
が
合
法
的
に
こ
ち
ら
に
ア
ピ

ル
し
て
き
た
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ダ
ン
ス
の
流
れ
で
八
幡
の
方
を
向
い
た
時
に
ウ

ン
ク
す
る
と
い

た

度
の

 
か
わ
い
ら
し
い
ア
ピ

ル
で
あ

た

さ
す
が
の
八
幡
も

る
気
に
は
な
れ
ず
苦
笑
す
る

に

め
た

や
れ
や
れ

ま

た
く
あ
い
つ
に
も
困

た
も
ん
だ
な

 
ま
あ

り
上
が

て
る
か
ら
別
に
い
い
ん
だ

が

ん

 
そ
の
時
八
幡
は

客

の
最
前

に

一
人

い
て
い
る
客
が
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
そ
の
客
は
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け

ぎ
こ
ち
な
い
動
き
で
サ
イ
リ
ウ
ム
を

て
い
た
が

 
何
故
か
そ
の
足
元
に
は
大
き
な
バ

グ
が
置
か
れ
て
い
る

ん
ん

あ
い
つ

ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ
う
な

 
八
幡
は
う
ん
う
ん

た
が

相
手
の
目
が
見
え
な
い

に
わ
か
に
は
思
い
出
せ
な
い

む
 
そ
の
時
八
幡
は

フ

ス
ナ

が
少
し
開
い
た
そ
の
バ

グ
の
中
で
何
か
動
い
た
気
が
し
た

何
だ

ま
さ
か
ペ

ト
で
も
連
れ
込
ん
で
る
の
か

 
八
幡
は
も
し
何
か
あ

た
ら
直
ぐ
に
客

に
行

て
対
処
し
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
た
が

 
そ
の
心
配
は

憂
だ

た

曲
の
合
間
に
そ
の
客
が
バ

グ
の
口
を
大
き
く
開
い
た
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中
に
何
が
入

て
い
る
の
か
分
か

た
か
ら
で
あ
る

 
そ
れ
は

白

い

の
色
を
し
た
ぬ
い
ぐ
る
み
で
あ

た

ふ
う

ペ

ト
じ

な
か

た
か

し
か
し
ぬ
い
ぐ
る
み

ね

 
実
は
そ
こ
に
い
た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
八
幡
の
元
部
下
で
あ
る
ノ

チ
ラ
ス
こ
と
後

二

で
あ
る

 
そ
し
て
バ

グ
の
中
に
い
た
の
は

い
わ
ゆ
る
学
ユ
ナ
こ
と

ユ
ナ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
で
あ
る

 
オ

グ
マ

の
発

と
同
時
に
ユ
ナ
は
デ
ビ

す
る
予
定
と
な

て
お
り

 
今
日
は
ア
イ
ド
ル
の
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
こ
に
見
学
に
来
て
い
た
と

 
ま
あ
そ
う
い
う
事
な
の
で
あ

た

ユ
ナ

ど
う
だ

凄
く
参
考
に
な
る
よ

あ
り
が
と
う

エ
イ
君

そ
れ
な
ら
良
か

た
無
理
し
て
来
た
甲
斐
が
あ

た
よ

ち
な
み
に
ユ
ナ
は
ど
の
子
が
好
き

な
ん
だ

え

と
ね

水
野
愛

ほ
う



 第八章 キャリバー・クロッシング編

あ
の
子
と
仲
良
く
な
れ
た
ら
な

 
学
ユ
ナ
の
目
的
は
と
に
か
く
色
々
学
ぶ
事
で
あ
り
そ
こ
に
悪
意
は
全
く
と
い

て
い
い

存

在
し
な
い

 
だ
が
ユ
ナ
の
背
後
に
い
る
者
達
は

学

だ
け
で
は
な
く

 
記
憶
の
収
集
と
い
う
観
点
の
研
究
も
進
め
て
い
た

あ
の
子
の
記
憶
が
手
に
入
れ
ば

ユ
ナ
に
と

て
は
最
高
の
教
材
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
の
思
考
は

に

人
と
し
て
何
か
大
事
な
物
を
失

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

 
だ
が
ユ
ナ
し
か
見
て
い
な
い

二
は

そ
の
自
分
の
思
考
の

常
さ
に
気
付
か
な
い

あん

ど
う
し
た

 
そ
の
時
ユ
ナ
が

驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

舞
台

に
い
る
マ
ネ

ジ

い
人

何
か
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

い

え
 

二
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

ユ
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
と
接
触
し
た
事
は

か
さ
れ
て
い
た

 
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
は
違
い
キ

ラ
の
顔
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
は
微

に
違

て
い
る
は
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ず
だ

 
確
か
に
ス
キ

ン
す
れ
ば
リ
ア
ル
の
顔
を
再
現
す
る
事
も
可
能
だ
が

 
少
な
く
と
も

二
が
動
画
な
ど
で
見
た
ハ
チ
マ
ン
の
顔
は

 
か
つ
て
上

だ

た
ハ
チ
マ
ン
の
顔
と
は
微

に
違

て
い
た
は
ず
だ

ど
う
し
て
そ
う
思
う
ん
だ

う

ん

勘

 
学
ユ
ナ
は
そ
の
名
の
通
り

学

能
力
に
特
化
し
て
い
る

 
歩
き
方
や
何
気
な
い
仕

か
ら
ゲ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

の
中
身
を
言
い
当
て
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る

 

二
は
そ
う
思
い
つ
つ

チ
ラ
チ
ラ
と
舞
台

に

線
を
走
ら
せ
た

う
 
そ
の
甲
斐
あ

て
か

に

二
の

界
に
八
幡
が
入

た

 
と
い
う
か

サ
ン
グ
ラ
ス
越
し
に
目
が
合
い

二
の
心

が
ド
キ
リ
と

ね
た

 
そ
の

は
忘
れ
も
し
な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
そ
の
ま
ま
で
あ
り

二
は
あ
れ
は
八
幡
本
人
だ
と

確
信
し
た
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ど
う
し
た
の

い
や

何
で
も
な
い
よ

ユ
ナ

 

二
は
も
し
こ
こ
で
八
幡
の
事
を
ユ
ナ
に
伝
え
た
ら

 
最
悪
ユ
ナ
が

出
待
ち
す
る
と
か
言
い
出
し
か
ね
な
い
と
思
い

 
八
幡
本
人
を
確
認
し
た
事
を
ユ
ナ
に
伝
え
な
か

た

 
そ
も
そ
も
八
幡
は

二
達
の
計
画
の
最
終
タ

ゲ

ト
の
一
人
で
あ
る

 
こ
う
い

た
機
会
に
安
易
に
接
触
す
る
の
は
問
題
が
あ
り
す
ぎ
る

 
そ
し
て
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
終
わ
り

二
は
ユ
ナ
を
バ

グ
に
押
し
込
め
そ
そ
く
さ
と
会
場
を

後
に
し
た

目
的
は
達
成
し
た
な

う
ん

帰

た
ら
あ

ち
の
私
に
デ

タ
を

し
て

実

に

て
も
ら
お
う
ね

あ
あ
そ
う
だ
な

と
こ
ろ
で
最
近
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
接
触
と
か
し
て
る
の
か

う

ん

そ
れ
が
ね

ほ
ら

私

て
ソ
ロ
じ

な
い

多
分

神
広
場
に
い
る
と
は
思
う

ん
だ
け
ど

 
基
本
今
の
あ
そ
こ

て
ギ
ル
ド

じ

な
い
と
参
加
出
来
な
い
か
ら
中
々
行
き
に
く
い
ん
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だ
よ
ね

ふ

ん

 
一
応
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
ど
う
な

て
い
る
の
か

情
報
と
し
て
は
理
解
し
て
い
る

二
だ
が

 
そ
う
い

た

語
に
関
し
て
は
さ

ぱ
り
な
の
で
こ
う
い
う
時
は
ど
う
し
て
も
生
返
事
に

な
るま

あ
今
度
様
子
を
見
に
行

て
み
る
よ

そ
う
だ
な

ま
あ
頑
張
れ

 
基
本

二
は

那
を
八
幡
に
近
付
け
さ
せ
る
の
は

で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
終
盤
で

那
が
自
分
よ
り
も
八
幡
に
よ
り
好
意
を
持

て
い
た
の
を
理
解
し
て

い
た
か
ら
だ

 
だ
が
今
自
分
達
が
成
⻑
さ
せ
て
い
る
白
ユ
ナ
は

 
八
幡
に
対
し
て
恋
愛
的
な
意
味
で
の
好
意
を
持

て
い
な
い
は
ず
だ

 
そ
れ
は
学
ユ
ナ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り

 

二
は
今
の
ユ
ナ
達
が
い
く
ら
ハ
チ
マ
ン
と
接
触
し
よ
う
と

心
が

く
事
は
全
く
な
い

 
も
ち
ろ
ん
自
分
に
対
し
て
も

恋
愛
感
情
が
全
く
無
い
事
は
分
か

て
い
る
が
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少
な
く
と
も
最
近
か
な
り

か
つ
て
の

那
に
似
て
き
た
白
ユ
ナ
に
と

て

 
友
人
と
呼
べ
る
の
は
自
分
だ
け
で
あ
り

二
は
自
分
の
そ
の
立
ち

置
に
満
足
し
て
い
る
の

だ 
だ
か
ら

二
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ユ
ナ
の
話
が
出
て
く
る
可
能
性
の
高
い

 
ハ
チ
マ
ン
達
と
の
接
触
を

学
ユ
ナ
に

的
に

め
て
い
く

そ
れ
な
ら
こ
の
前
俺
が
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
手
伝

た

あ
の
街
着
を
着
て

た
ら
ど
う
だ

あ
れ
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

褒
め
て
く
れ
る
か
な

あ
あ

き

と
褒
め
て
く
れ
る
さ

 
そ
の

二
が
手
伝

た
と
い
う
服
は

課
金
要
素
の
一
つ
で
あ
り

一
着

で

 
何
の
能
力
も
な
い
お
し

れ
着
と
し
て
の
街
着
を
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
出
来
る
と
い
う
物
で
あ

た 
こ
れ
が
案
外
好
評
で
あ
り
人
に
と

て
は
万

で
お
金
を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
者
も
存
在
す

る
そ

か

な
ら
着
て
い

て
み
る

 

二
は
学
ユ
ナ
の
そ
の
言
葉
に
ほ
く
そ
笑
ん
だ
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そ
の
服
は

か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
ユ
ナ
が
着
て
い
た
服
と

同
じ
デ
ザ
イ
ン
な
の
だ

こ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
ユ
ナ
に
つ
い
て

何
か
話
し
て
く
れ
れ
ば

け
も
の
だ
な

 

二
は
突
き
進
む

他
者
の
記
憶
に
よ
る

ユ
ナ
の
補
完
計
画
を

 
そ
の
目
的
の

に

白
ユ
ナ
も
学
ユ
ナ
も

自
分
に
協
力
し
て
く
れ
る
と
信
じ
込
ん
で
い
る

 
だ
が

二
は
知
ら
な
い

自
分
が
か
つ
て
学
ユ
ナ
に
伝
え
た

那
に
関
す
る
説
明
の
中
の
一

言
が

 
今
の
ユ
ナ
の
人
格
に
致
命
的
な
悪
影

を

え
て
い
る
事
を

 

二
は
気
付
く
べ
き
で
あ

た

褒
め
て
く
れ
る
か
な

と
い
う
言
葉
が
出
た
時
点
で

 
学
ユ
ナ

ひ
い
て
は
白
ユ
ナ
の

ハ
チ
マ
ン
に
対
す
る
好
意
が

れ
上
が

て
い
る
事
を

 

二
が
か
つ
て
伝
え
た
そ
の
言
葉

ち

と
ミ

ハ

な
所
が
あ
る

は

 

二
と
重
村
教

の
計
画
を

微

に
狂
わ
せ
て
い
く



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
１
０
８
７
話
 
代
役
を
終
え
て

 
忙
し
く
て
感
想
に
返
信
出
来
て
な
く
て
す
み
ま
せ
ん
明
日
ま
と
め
て
返
信
し
ま
す
の
で
お
待

ち
下
さ
い

 
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
終
わ
り

 
一
度
目
の
カ

テ
ン
コ

ル
で

焼
き

一
番

二
番
な
お
店
の

ソ
ン
グ
を
披
露
し

 
そ
れ
で
は
物
足
り
な
い
と
行
わ
れ
た
二
度
目
の
カ

テ
ン
コ

ル
を
終
え
た
フ
ラ
ン
シ

シ

は 

え
室
に

り

八
幡
に

き
な
が
ら

手
さ
れ

戸
惑
い
つ
つ
も
喜
び
を
感
じ
て
い
た

お
前
ら
最
高
だ

ナ
イ
ス
バ

ド

で
満
足

あ
は
は
は
は

も
う
真
似
は
い
い
か
ら

そ
う
そ
う

幸
太
郎
さ
ん
に
は
幸
太
郎
さ
ん
な
り
の
良
さ
が
あ
る
ん
だ
か
ら

 
八
幡
さ
ん
は
八
幡
さ
ん
な
り
の
良
さ
を
追

す
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
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あ
れ
で
も
八
幡
が
マ
ネ
ジ

を
や
て
く
れ
る
の
て
今
日
で
終
わ
り
な
ん
じ

確
か
そ
う
で
あ
り
ん
し
た
な

え

も

と
や

て
よ

そ
う
言

て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
け
ど

さ
す
が
に
そ
れ
は
な

 
八
幡
と
て

マ
ネ

ジ

業

は
思

た
よ
り
も
楽
し
く

 
可
能
な
ら
た
ま
に
は
参
加
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

た
が

 
や
は
り
本
職
の
よ
う
に
は
い
か
な
い

フ
ラ
ン
シ

シ

の
事
を
考
え
る
と

 
安
易
に
や
り
た
い
と
言
う

に
は
い
か
な
か

た

うい

そ

幸
太
郎
は
ん
を
暗
殺
せ
ん
と

そ
れ
だ

冗
談

だ
よ
な

 
こ
の
時
病
院
か
ら
家
に

て
い
た
幸
太
郎
は

背
筋
が
寒
く
な

た
と
い
う

 
だ
が
当
然
そ
ん
な
事
は
行
わ
れ
ず
次
の
日
か
ら
普
通
に
幸
太
郎
が
マ
ネ

ジ

に
復
帰
す

る
事
と
な
る
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さ
て

そ
れ
じ

あ
お
疲
れ
様

今
日
は
ゆ

く
り
休
ん
で
く
れ

お
疲
れ
様
で
し
た

 
本
来
な
ら
打
ち
上
げ
を
や
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
ラ
イ
ブ
は
い
つ
も
全
力
投

な

 
正
直
メ
ン
バ

に
そ
ん
な
体
力
は
残

て
い
な
い

 
事
実
帰
り
の

の
中
で
は

ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ

が

て
し
ま

て
い
た

 
そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

ビ
ル
に
着
い
た
後

 
八
幡
は
唯
一

き
て
い
た
ゆ
う
ぎ
り
に
手
伝

て
も
ら
い

 
一
人
ず
つ
メ
ン
バ

を

こ
し

ま
と
め
て
部
屋
ま
で
引

し
て
い

た

八
幡

そ
れ
じ

あ
ま
た
明
日
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ね

お
う

ま
た
な

愛

八
幡
さ
ん

お
や
す
み
な
さ
い

今
日
は
ぐ

す
り

て
く
れ
よ
な

純
子

 
最
後
ま
で
八
幡
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
か

た
二
人
も
さ
す
が
に
限
界
だ

た
の
か

 
そ
う
言

て
大
人
し
く
自
分
の
部
屋
に

て
い

た
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そ
し
て
八
幡
は

最
後
ま
で
付
き
合

て
く
れ
た
ゆ
う
ぎ
り
に
お

を
言

た

ゆ
う
ぎ
り
さ
ん

あ
り
が
と
な

ど
う
し
て
八
幡
は
ん
は

年
下
の
わ

ち
に

さ
ん
付
け
す
る
ん
で
あ
り
ん
す
か

い
や

ま
あ

そ
の

何
と
な
く

何
と
な
く

 
ゆ
う
ぎ
り
は
八
幡
を
ジ
ト
目
で
見
た
後

い
き
な
り
八
幡
に
平
手
打
ち
を
し
よ
う
と
し
た

八
幡
は
ん

⻭
を
食
い
し
ば
り
な
ん
し

え

や
だ
よ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ゆ
う
ぎ
り
の
手
首
を
掴
み

そ
の
平
手
打
ち
を
あ

さ
り
防
い
だ

い
き
な
り
だ
な

く

な
ら
ば

の

を
出
し
な
ん
し

い
や
い
や

そ
れ
言

ち

目
な
奴
だ
ろ

 
八
幡
は
ゆ
う
ぎ
り
の

手
を
も
あ

さ
り
と
止
め

 
二
人
は
向
か
い
合

て
両
手
を
繋
い
で
い
る
よ
う
な
お
か
し
な

態
に
な

た

や
る
で
あ
り
ん
す
な
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と
い
う
か

何
で
い
き
な
り
平
手
打
ち
だ
よ

八
幡
は
ん

わ

ち
の
事
は

今
後
は
呼
び

て
に
し
な
ん
し

 
そ
の
問
い
を
無

し

ゆ
う
ぎ
り
は
八
幡
に
そ
う
迫

た

い
や

ま
あ
そ
う
し
ろ

て
言
う
な
ら
そ
う
す
る
け
ど
な

ゆ
う
ぎ
り

 
八
幡
に
名
前
で
呼
ば
れ
た
ゆ
う
ぎ
り
は

柔
ら
か
な
笑
顔
を
見
せ

手
か
ら
力
を
抜
い
た

ふ
う

わ

ち
が
叩
け
な
か

た
の
は
八
幡
は
ん
だ
け

 
つ
ま
り
八
幡
は
ん
は

わ

ち
の
初
め
て
の
人
に
な
り
ん
し
た

誤
解
を

く
よ
う
な
発
言
は
よ
せ

ま

こ
と

つ
れ
な
い
で
あ
り
ん
す
な

い
や

俺
は
普
通
だ
か
ら
ね

と
り
あ
え
ず
お
茶
を
用
意
し
ん
す

わ

ち
の
部
屋
で
少
し
休
み
な
ん
し

何
か
命
令
み
た
い
に

こ
え
る
ん
だ
が

女
に
恥
を
か
か
せ
る
も
ん
じ

あ
り
ん
せ
ん

だ
か
ら
そ
の
言
い
方
は
誤
解
を

く
か
ら
や
め
よ
う
ね
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と
い
う
か
現
役
ア
イ
ド
ル
の
部
屋
に

の
こ
の
こ
俺
が
入
る

に
は
い
か
な
い
だ
ろ

な
ら

関
で
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま
と
い
う
事
で

協
し
ん
さ
い
な

分
か

た

世
話
に
な
る

 
何
度
も

復
し
た
せ
い
も
あ
り
八
幡
は
確
か
に
疲
れ
て
い
た

ゆ
う
ぎ
り
に

え
る
事
と

な

た
最
初
は
こ
ち
ら
の
ぬ
る
め
の
お
茶
を

次
は
こ
ち
ら
の
熱
め
の
お
茶
を
飲
み
な
ん
し

お
お

気
が
利
く
な

 
八
幡
は
美
味
そ
う
に
二

の
お
茶
を
飲
み
そ
ん
な
八
幡
を
ゆ
う
ぎ
り
は
嬉
し
そ
う
に

め

て
い
た

そ
ん
な
に
じ
ろ
じ
ろ
見
る
な

て

俺
な
ん
か
見
て
て
も
別
に
楽
し
く
な
い
だ
ろ

楽
し
い
で
あ
り
ん
す
よ

 
ゆ
う
ぎ
り
は
そ
う
言

て
八
幡
の
隣
に
座
り

そ
の

に
そ

と

を
乗
せ
た

お

お
い

今
日
は
お
疲
れ
様
で
あ
り
ん
し
た
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
わ

ち
ら
を
見
守

て
い
て
お
く

ん
な
ま
し
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そ
れ
は
任
せ
て
く
れ

み
ん
な
の
居
場
所
は
俺
が
守
る

 
八
幡
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

り
返

て
ゆ
う
ぎ
り
に
微
笑
ん
だ

 
そ
ん
な
八
幡
を
そ
れ
以
上
引
き
と
め
よ
う
と
は
せ
ず
ゆ
う
ぎ
り
は
優

に
一

し
た
の
だ

た 
ふ
う

ゆ
う
ぎ
り
に
も
困

た
も
ん
だ
が

今
日
は
楽
し
か

た
な

 
八
幡
は
達
成
感
に
包
ま
れ
つ
つ

久
々
に
マ
ン
シ

ン
に

た

あ

リ

ダ

お
帰
り

八
幡
君

八
幡
さ
ん

 
そ
ん
な
八
幡
を

美
優

舞

香
蓮
の
三
人
が
出
迎
え
た

今
日
の
ラ
イ
ブ
は
ど
う
だ

た

お
う

楽
し
か

た
ぞ

実
に
貴
重
な
体
験
が
出
来
た
わ

い
い
な

今
度
私
も
見
に
行
き
た
い
な

行
く
な
ら
チ
ケ

ト
は
と

て
や
る
ぞ

そ
れ
よ
り
狩
り
の
調
子
は
ど
う
だ
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あ

こ

ち
は
ね

 
八
幡
は
三
人
か
ら
狩
り
の
話
を

き
休
ん
で
い
た
分
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
と
心
に

た 
新
学
期
は
十
一
日
か
ら
で
あ
り

あ
と
六
日
ほ
ど
休
み
が
残

て
い
る

 
そ
の
間
に
出
来
る
だ
け
多
く
の
敵
を
狩
り

八
幡
は
出
来
れ
ば
学
校
が
始
ま
る
前
に

 
今
受
け
て
い
る
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
た
い
と
思

て
い
た

お
い
美
優
今
日
で
二
千
体
狩
れ
た
な
ら
そ
ろ
そ
ろ
本
気
を
出
し
て
も
平
気
だ
と
思
う
か

う

ん

他
の
ギ
ル
ド
も
慣
れ
て
き
た
み
た
い
だ
し

平
気
じ

な
い
か
な

そ
う
か

な
ら
明
日

思
い

き
り

い
で
み
る
か

う
ん

待

て
待

て

一
応
ど
ん
な
感
じ
の
狩
り
に
な
る
か
教
え
て

 
香
蓮
が
不
安
そ
う
に
そ
う
言
い

八
幡
と
美
優
は

 
い
つ
も
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
狩
り
の
や
り
方
を
説
明
し
た

そ
う
だ
な

先
ず

当
に
敵
を
釣

て
く
る
だ
ろ

う

う
ん
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で

タ
ン
ク
を

べ
て
敵
を
一

所
に
集
め
て
足
止
め
し
て

そ

そ
れ
で

囲
攻
撃
を
中
心
に
片

か
ら
倒
す

そ
の

に
は
次
の
敵
が
到
着
し
て
る

て

法
だ

よ
し
美
優

舞
さ
ん

今
日
は

よ
う
す
ぐ

よ
う
今
す
ぐ

よ
う

 
八
幡
の
説
明
だ
と
と
て
も
簡

に

こ
え
る
が
実

は
そ
ん
な
事
は
ま

た
く
な
い
と
い
う

事
を

 
香
蓮
は
こ
こ
ま
で
の
戦
闘
を
見
て
い
て
理
解
し
て
い
た

そ
う
だ
な
明
日
は
ハ

ド
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら

め
に
ぐ

す
り

た
方
が
い
い
と
思
う

ぞ
だ
よ
ね

え

私
は
も

と
リ

ダ

と
お
話
し
た
い

美
優

今
日
は
我
慢
し
な
さ
い

八
幡
君
だ

て
疲
れ
て
る
は
ず
な
ん
だ
か
ら
ね

あ

そ

か

そ
れ
じ

あ
リ

ダ

コ
ヒ

が
背
中
を
流
す
か
ら

お
風
呂
に
入

ち

い
な
よ

 
美
優
が
そ
う
提
案
し
た
が

香
蓮
は
当
然
冗
談
だ
と
理
解
し
て
い
る

ス
ル

で
あ
る
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ん

悪
い
な
香
蓮

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ

 
だ
が
そ
れ
で
は
つ
ま
ら
な
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

八
幡
が
美
優
の
言
葉
に
乗

た

え
え
え
え
え
え
え

な
ん
だ

な
の
か

い

じ

な
い
よ

 
香
蓮
は
勢
い
良
く
そ
う
言

た
が
そ
の
時
見
た
八
幡
の
顔
は
こ
の
上
な
く
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て

い
たあ

も
う

も
う

 
こ
れ
は
明
ら
か
に
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
香
蓮
は

 
八
幡
を

か

か
叩
き

ね
た
よ
う
な
顔
で
言

た

い
い
も
ん

そ
れ
じ

あ
私
は
先
に
入

て
待

て
る
か
ら

 
香
蓮
は
そ
う
言

て
ス
タ
ス
タ
と

室
へ
と
向
か
い

残
さ
れ
た
三
人
は

気
に
取
ら
れ
た

ち

コ

コ
ヒ

 
そ
れ
を

て
て
美
優
が
追
う

そ
し
て

室
か
ら

美
優
の

鳴
が

こ
え
て
き
た

コ
ヒ

脱
ぐ
の

す
ぎ
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て
い
う
か
こ
の
ま
ま
だ
と
リ

ダ

に

か
ら

ま
で
見
ら
れ
ち

う
よ

い
い
の

別
に
い
い
も
ん

ふ
ん
だ

い
や
い
や
い
や

そ
ん
な
の
コ
ヒ

ら
し
く
な
い

て

 
コ
ヒ

は
い
つ
も
は
も

と
も
じ
も
じ
し
て
る
だ
ろ

私
だ

て
や
る
時
は
や
る
ん
で
す

 
そ
の
会
話
に
八
幡
と
舞
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

え

と

ど
う
や
ら
香
蓮
は
か
な
り
き
て
ま
す
ね

だ
な

悪
い

頼
め
る
か

任
せ
て
下
さ
い

私
が
引

張
り
出
し
て
き
ま
す

え
 
舞
は
八
幡
が
止
め
る
間
も
な
く

室
に
入

て
い
き

 
そ
の
ま
ま
力
ず
く
で
香
蓮
を
引

張
り
出
し
に
か
か

た

香
蓮

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
て

舞
さ
ん

離
し
て
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い
い
え

離
さ
な
い
わ
よ

美
優

こ
の
ま
ま
香
蓮
を

室
に
連
行
す
る
わ
よ

が

て
ん

知

あ

ち

ち

と

 
こ
の
会
話
を

い
た

間
に

八
幡
は
や
ば
い
と
思

た

 
直
後
に

色
の
物
体
が

界
に
入
り

八
幡
は

て
て
目
を
背
け
た

み

見
ら
れ
ち

う

八
幡
君
に
見
ら
れ
ち

う

て
ば

今
ま
さ
に
自
分
か
ら
見
せ
よ
う
と
し
て
た
じ

な
い
か
よ

た

確
か
に
そ
う
だ
け
ど

や

は

恥
ず
か
し
い
か
ら

大
丈
夫
リ

ダ

は
目
を

ら
し
て
く
れ
た
は
ず
だ
か
ら
ち

と
し
か
見
ら
れ
て
な
い

見
ら
れ
て
る
ん
じ

な
い

 
八
幡
は
気
ま
ず
い
思
い
を
し
な
が
ら
目
を
背
け
続
け

 
香
蓮
は
八
幡
が
こ
ち
ら
を
見
て
い
な
い
か
チ
ラ
チ
ラ
と
確
認
し
つ
つ
そ
の
ま
ま

室
へ
と
運

び
込
ま
れ
た

も
う
い
い
よ

リ

ダ

八
幡
さ
ん

ミ

シ

ン
コ
ン
プ
リ

ト
で
す
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サ

サ
ン
キ

そ
れ
じ

あ
俺
は
風
呂
に
入

ち
ま
う
わ

う
ん

ご
ゆ

く
り

あ

ち

待

コ
ヒ

生

が
悪
い

違
う
ん
だ

て
ば

 

室
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
た

八
幡
は
と
に
か
く
手

く

ま
ろ
う
と
思
い

 
急
い
で
脱
衣
所
に
入
り

直
後
に

て
て
外
に
飛
び
出
し
て
き
た

み

美
優

ほ
い

 
そ
の
呼
び
か
け
に
対
し

美
優
が
ほ
い

と

室
か
ら
顔
を
出
す

だ

脱
衣
所
の
片
付
け
を
頼
む

片
付
け

あ

 
美
優
は
八
幡
が
何
を
言
い
た
い
の
か
す
ぐ
に
理
解
し

 
脱
衣
所
に
飛
び
込
ん
で

香
蓮
の
服
と

下
着
一
式
を
回
収
し
て
出
て
き
た

ご
め
ん
リ

ダ

す

か
り
忘
れ
て
た
よ



 第１０８７話 代役を終えて

頼
む
ぞ
マ
ジ
で

 
そ
れ
か
ら
八
幡
は
ゆ

く
り
入

し

 
風
呂
か
ら
出
た
後
に

気
ま
ず
そ
う
な
表
情
の
香
蓮
を

め
る
事
と
な

た

 
結
局
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
の
後
こ
う
し
て
八
幡
は
二
人
の
お
姉
さ
ん
キ

ラ
に

さ
れ
ま
く

た

の
で
あ

た
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第
１
０
８
８
話
 
二
人
の
秘
密

 
次
の
日
の
午
前
の
部
の
狩
り
は

久
し
ぶ
り
に
ハ
チ
マ
ン
が
参
加
し
て
お
り

 
そ
れ
だ
け
で
メ
ン
バ

達
の
士
気
は
か
な
り
高
ま

て
い
た

よ
し

今
か
ら

を
配
る
か
ら
な

必
要
な
時
は

い
な
く
使

て
く
れ

 
こ
こ
ま
で
の
戦
闘
で

ハ
チ
マ
ン
が
そ
ん
な
行
動
を
と

た
事
は
無
か

た

 
他
の
者
達
は

分
慎
重
だ
な
と
考
え
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
仲
間
に
指

し
て
取
り
出
し
て
き
た

の

を
見
て

そ
の
顔
色
を
変
え
た

お
い
お
い
ハ
チ
マ
ン
君

こ
ん
な
に
か
い

 
ス
プ
リ
ン
ガ

が
代
表
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

ね
て
く
る

は
い

今
日
は
か
な
り
ハ

ド
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で

君
達
が
ハ

ド

て
言
う
な
ん
て

ち

と
怖
い
な

 
若

怖
気

く
よ
う
な
事
を
言
う
ス
プ
リ
ン
ガ

の
背
中
を
だ
が
ラ
キ
ア
が
バ
シ

と
叩
い

た
ふ
ん
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お
い
ラ
キ
ア

お
前

馬

力
な
ん
だ
か
ら
も
う
ち

と

 
そ
の

間
に
ラ
キ
ア
の
目
が

く
な
る

分
か

た
分
か

た

馬

は
お
前
じ

な
い

俺
だ

て
ば

む
ふ

 
ラ
キ
ア
は
満
足
そ
う
に
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
に
負
ぶ
さ

た

あ

ラ
キ
ア

ず
る
い

 
そ
れ
を
見
た
プ
リ
ン
も
ハ
チ
マ
ン
に

り
寄

て
く
る

 
そ
ん
な
二
人
の
様
子
を
見
て
い
る
女
性

は

ぐ
ぬ
ぬ

態
に
な
る
か
と
思
い
き
や

 
と
て
も
そ
ん
な
余

は
な
い
ら
し
く

大

の

品
を
配

て
い
る

こ
れ
は
凄
い
で
す
ね

ど
う
な
る
の
か
想
像
も
し
た
く
な
い
よ

 
そ
の
様
子
に
ヒ
ル
ダ
と
フ

ブ
ニ
ル
も

れ
お
の
の
く

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

仲
間
達
に

を
飛
ば
し
た

そ
れ
じ

あ
狩
り
を
開
始
す
る

コ
マ
チ

レ
コ
ン

頼
む
ぞ

は
い



 第八章 キャリバー・クロッシング編

任
せ
て

・い
・つ
・も
・通
・り

や
る
か
ら

 
そ
し
て
最
後
に
ハ
チ
マ
ン
は

ら
に
い
た
シ
ノ
ン
に
声
を

け
た

シ
ノ
ン

・ユ
・ナ
・の
・事
・
・宜
・し
・く
・頼
・む

任
せ
て

・ち
・

・ん
・と
・見
・て

お
く
か
ら

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

頑
張
り
ま
し

う
ね

お
う

ユ
ナ
は
あ
ん
ま
り
無
理
す
る
な
よ

し
ま
す
よ

今
し
な
い
で
い
つ
す
る
ん
で
す
か

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
更
に
横
に
い
た
ユ
ナ
が

や
る
気
満
々
な
表
情
で
そ
う
答
え
た
の
だ

た

  
五
日
の
朝

め
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
同
じ
く
一

街
に

て
い
た
ウ
ズ
メ
ピ

ア
と
合
流
し
狩
り
場
へ
と
移
動
し
よ
う
と
し

て
い
た

 
二
人
は

ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

一
応
フ

ド
を
被

て
い
る

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
達
に

声
を

け
て
く
る
者
が
い
た

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
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ん
 

り
返
る
と

そ
こ
に
い
た
の
は
ユ
ナ
で
あ

た

お
お

ユ
ナ
か

久
し
ぶ
り
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

ハ
イ
ア

の
メ
ン
バ

に

交
代
で
ユ
ナ
を
見
張
ら
せ
て
い
た
の
だ
が

 
特
に
お
か
し
な
報
告
は
上
が

て
き
て
い
な
か

た

完
全
に
油
断
し
て
い
た

ま
さ
か
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙

て
た
の
か

い
や

さ
す
が
に
そ
れ
は
無
い
か

 
ユ
ナ
は
実

狙

て
い
た
と
い
う
か

張
り
込
ん
で
い
た
だ
け
で
あ
る

ユ
ナ
は
朝
か
ら
こ
こ
で
ぼ

と
し
て
た

き

と
ハ
チ
マ
ン
を
待

て
た
ん
だ
と
思
う

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
に
メ

セ

ジ
が

く

り
を
見
回
す
と

物
の
陰
に
モ
エ
カ
が
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
モ
エ
カ
に

く
と

少
し
ユ
ナ
と
話
を
す
る
事
に
し
た

ユ
ナ

こ
ん
な
所
で
ど
う
し
た
ん
だ

誰
か
と
待
ち
合
わ
せ
か

う
う
ん

神
広
場
に
ど
う
や

て
行
こ
う
か
な

て
思

て

 
ど
こ
か
の
ギ
ル
ド
に

乗
出
来
な
い
か
観
察
し
て
た
ら
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
い
た
か
ら
声
を

け

て
み
た
の

 
ユ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
を
待

て
た
と
直
接
的
に
言
う
の
が

わ
れ
た
の
か
そ
う
無
難
な
返
事
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を
し
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
で
質
問
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

そ
の
ユ
ナ
の
返
事
に
反
応
し
な
い

 
見
る
と
ハ
チ
マ
ン
の
目
は

ユ
ナ
の
着
て
い
る
服
に

付
け
に
な

て
い
た

あ

エ
イ
君
の
言

た
通
り
だ

見
て
る
見
て
る

 
ユ
ナ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

線
に

 
か
わ
い
い

て
思

て
も
ら
え
て
た
ら
い
い
な

な
ど
と

気
な
事
を
考
え
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
内
心
で

や
は
り

と
思

て
い
た

こ
れ
は
わ
ざ
わ
ざ
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
の
か
そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
機
能
が
あ

た
な

 
で
も
目
的
は
何
だ

そ
も
そ
も
同
じ
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
た
者
じ

な
い
と

 
こ
れ
を
再
現
す
る
の
は
不
可
能
な
は
ず
だ

 
ユ
ナ
が
今
着
て
い
る
服
は

か
つ
て
ユ
ナ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
着
て
い
た
服
と

似
し
て
い
た

 
再
現
し
た

二
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
か

た
が

実
は
こ
の
服
装

 
血
盟
騎
士
団
の
制
服
を
ベ

ス
に
し
て
お
り

か
い
部
分
の
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
た
上
で

 
ス
カ

ト
こ
そ

の
ま
ま
だ

た
が

上
着
の
色
は
黒
と
な

て
い
る

 
茅
場

が
言

て
い
た
通
り
か
つ
て
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
外
見
デ

タ
は
完
全
に
消
去
さ
れ
て
お
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り 
陽
乃
が
サ
ル
ベ

ジ
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ス
ク
シ

デ

タ
の
い
く
つ
か
以
外
に
残

て
い
る
の

は 

プ
レ
イ
ヤ

の
移
動
ル

ト
を

す
も
の
だ
け
な

完
全
に
再
現
出
来
て
い
る
と
は
言
え

な
い
が

 
そ
れ
で
も
特
徴
的
な
部
分
は
し

か
り
再
現
さ
れ
て
い
る

か
い
所
が
違
う
な
ユ
ナ
の
事
を
知
て
た
奴
な
ら
大
体
再
現
出
来
る
て
レ
ベ
ル
か

 
で
も
ま
あ
こ
の
ユ
ナ
の
近
く
に

他
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

が
い
る
可
能
性
は
高
い

 
そ
う
思
い
つ
つ
も

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
以
外
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
た

 
そ
れ
は

こ
の
ユ
ナ
が
真
に
あ
の
ユ
ナ
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る

そ
れ
を
証
明
す
る

に
は

 
そ
う
考
え

ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
の
ス
カ

ト
に
手
を

ば
し
た

 
実
は
こ
の
服
の
ス
カ

ト
の
部
分
に
は
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ナ
し
か
知
ら
な
い
秘
密
が

さ
れ
て

い
る悪

い
ユ
ナ

ち

と
ス
カ

ト
の
裏
地
を
見
せ
て
く
れ
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ふ

ふ
え
え
え
え

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
ユ
ナ
は
一

で
顔
を

く
し

 
そ
れ
を
見
て
い
た
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
も
そ
の
あ
ま
り
な
言
葉
に
全
く
反
応
す
る
事
が
出
来
な

か

た
そ
れ
じ

あ
見
る
ぞ

ち

ち

と
待

て

 
ユ
ナ
は
そ
う
言

て
コ
ン
ソ

ル
を
開
く
と

恐
ろ
し
い
勢
い
で
何
か
操
作
を
し
始
め
た

オ

オ

ケ

で
す

お
う

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
ナ
の
ス
カ

ト
を
ゆ

く
り
ま
く
り
上
げ
て
い
く

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は
そ
こ
ま
で
来
て
ハ

と
し
た
顔
を
し

て
て
ハ
チ
マ
ン
を
止
め
た

ち

ち

と
ハ
チ
マ
ン

何
し
て
る
の

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

え

え

ち
な
の
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

 
そ
の
せ
い
で
二
人
の
顔
を

す
フ

ド
が
め
く
れ
そ
こ
で
初
め
て
ユ
ナ
は
二
人
の
顔
を
見
た

え

フ

フ
ラ
ン
シ

シ
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あ
 
二
人
は

て
て
フ

ド
を
被
り
な
お
し

ユ
ナ
は

然
と
し
た
が

 
そ
ん
な

況
を
ぶ

た
切

て

ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
こ
う
答
え
た

い
や

も
う
確
認
は
済
ん
だ

 
そ
う
言

た
ハ
チ
マ
ン
の
手
は

に
ユ
ナ
の
ス
カ

ト
か
ら
離
れ
て
い
る

あ

そ

そ
う

良
か

た

 
一
方
ユ
ナ
は

色
々
な
事
が

こ
り
す
ぎ
て

何
か
ら
突

込
め
ば
い
い
の
か
迷

て
い
た

 
こ
の

り

な
の
に
実
に
人
間

い
が

 
こ
れ
は
茅
場
製

の
良
い
意
味
で
の

さ
が
発

さ
れ
た
結
果
で
あ
る

 
そ
れ
で
も
ユ
ナ
は
判
断
を
下
し

最
初
に
ハ
チ
マ
ン
に
問
い
か
け
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
の

私
の
ス
カ

ト
に
何
か

ん

そ
う
だ
な

そ
の
ユ
ナ
の
着
て
る
服
と
全
く
同
じ
服
を
な

見
た
事
が
あ
る
ん

だ
よあ

そ
う
な
ん
だ
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で
な

そ
の
服
に
は

ス
カ

ト
の
こ
こ

こ
の
裏
の
部
分
に

と
あ
る
マ

ク
が
入

て
い

て
な

 
そ
れ
が
あ
る
の
か
ど
う
か

確
認
し
た
だ
け
だ

 
実
は
そ
こ
に
は

血
盟
騎
士
団
の
十

の
マ

ク
が

い
つ
け
ら
れ
て
い
た

 
だ
が

地
に

の
生
地
を

い
つ
け
て
あ

た

 
か
つ
て
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ナ
以
外
に

そ
れ
に
気
付
い
た
者
は
い
な
い

や

ぱ
り
こ
の
ユ
ナ
は

本
人
じ

な
い
ん
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

遠
く
を
見
る
よ
う
な
目
を
し
た

ユ
ナ

お
前
は
一
体
ど
こ
に
い
る
ん
だ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
て

何
か
心
に

く
も
の
が
あ

た
の
か

 
ユ
ナ
が
そ

と
そ
の
背
中
を

い
た

あ
あ
あ
あ
あ

 
当
然
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
絶
叫
す
る
が
ユ
ナ
は
二
人
の
事
は
気
に
せ
ず
ハ
チ
マ
ン
に
話
し

か
け
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

何
か

し
そ
う
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ん

あ
あ

す
ま
ん
す
ま
ん

心
配
さ
せ
ち
ま

た
か

 
そ
う
言

て

り
返
る
ハ
チ
マ
ン
は
い
つ
も
通
り
の
笑
顔
に
な

て
お
り

 
ユ
ナ
は
安
心
し
て
ハ
チ
マ
ン
か
ら
離
れ
た

う
う
ん

そ
れ
よ
り
こ
の
服

ど
う
か
な

ん

あ
あ

凄
く
ユ
ナ
に
似
合

て
て
か
わ
い
い
な

や

た

あ
り
が
と
う

 
そ
ん
な
二
人
を
見
て

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は
ぐ
ぬ
ぬ

態
で
あ

た

ね

ピ

ア

さ

き
あ
の
子

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
の
設
定
を
オ
フ
に
し
て
た
よ
ね

で
す
ね

あ
の
動
き
は
そ
ん
な
感
じ
で
し
た

 
何
故
そ
れ
が
分
か
る
か
と
言
う
と

先
日
二
人
も
同
じ
設
定
を
し
た
か
ら
で
あ
る

で

ユ
ナ
は

神
広
場
に
行
き
た
い
の
か

う
ん

ク
エ
ス
ト
は
受
け
て
な
い
け
ど
こ
の
機
会
に
大
き
く

験

を

ぎ
た
い
な

て

 
で
も
私

て
ソ
ロ
だ
か
ら

中
々
参
加
し
に
く
く

て

可
能
な
ら
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
に

 
ど
こ
か
臨
時
で
入
れ
て
も
ら
え
る
知
り
合
い
の
ギ
ル
ド
を
紹
介
し
て
も
ら
え
た
ら

て

て
事
は

ギ
ル
ド
に
入
り
た
い

じ

な
い
ん
だ
な
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う

う
ん

な
ら
と
り
あ
え
ず
う
ち
の
レ
イ
ド
に
混
ざ
る
と
い
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
に
こ
や
か
な
表
情
で
そ
う
言

た

そ
の
流
れ
を
見
て
ス

と
モ
エ
カ
が

を

消
す

 
こ
れ
以
上
ユ
ナ
の
監

は
必
要
な
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う

い

い
い
の

や

た

た
だ
し
行
く
の
は

神
広
場
じ

な
い
し

狩
る
の
も

神
じ

な
い
け
ど
な

そ
う
な
の

で
も
全
く
問
題
な
し

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

う
ん

 
こ
う
い
う

で

ユ
ナ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
狩
り
に
参
加
す
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
１
０
８
９
話
 
回
想

最
後
の
会
話

お
い

歌
姫
が
ま
た
歌

て
る

相
変
わ
ら
ず
い
い
声
し
て
る
よ
な

ち

と

い
て
こ
う

 
第
四
十
八
層

リ
ン
ダ

ス

リ
ズ
ベ

ト
武

店
が
存
在
す
る
こ
の
フ
ロ
ア
で

 
ユ
ナ
は
今
日
も
歌
い
続
け
て
い
た

 
観
客
達
は
そ
の
歌
に
静
か
に

き
入

て
い
た
が

歌
が
終
わ
る
と

手

を
し
た

ユ
ナ
ち

ん

最
高

現
実
に

た
ら
絶
対
プ
ロ
に
な

て
く
れ
よ

絶
対
に
ラ
イ
ブ
に
行
く
か
ら

 
そ
ん
な
ユ
ナ
の
事
を

嬉
し
そ
う
に

だ
が
微

に
複
雑
な
表
情
で

め
て
い
る
者
が
い
た

 
後

二
こ
と

血
盟
騎
士
団
の
ノ

チ
ラ
ス
で
あ
る

那

 
ノ

チ
ラ
ス
は

ユ
ナ
の
事
を
そ
う
本
名
で
呼
ん
だ
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ユ
ナ
を
守
る

に
血
盟
騎
士
団
入
り
し
た
ノ

チ
ラ
ス
は

 
も

と
強
く
な
り
た
い
と
思
い

仲
間
達
と
日
々
出
撃
を

り
返
し
て
い
た

 
最
近
で
は
ユ
ナ
と
の
交
流
の
機
会
が
目
に
見
え
て

て
い
た

 
ノ

チ
ラ
ス
は
自
分
が
い
な
い
せ
い
で
ユ
ナ
が

し
が

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
気
を

ん
で
お
り

 
実

ユ
ナ
も

ノ

チ
ラ
ス
の
目
か
ら
は

し
そ
う
に
見
え
た
の
だ
が

 
こ
れ
は
全
く
の
誤
解
で
あ
り

ノ

チ
ラ
ス
へ
の
恋
愛
感
情
が
無
い
ユ
ナ
は

 
た
だ

退
屈
そ
う
に
し
て
い
た
だ
け
で
あ

た

 
と
こ
ろ
が
あ
る
日

狩
り
か
ら
帰

て
き
た
ノ

チ
ラ
ス
に

ユ
ナ
が
こ
ん
な
事
を
言

た

今
日
ね

面
白
い
人
と
知
り
会

た
の

 
そ
の
日
を

に

ノ

チ
ラ
ス
へ
の
態
度
は
全
く
変
わ
ら
な
い
が

 
ユ
ナ
は
ど
ん
ど
ん
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

に
夢
中
に
な

て
い

た

ハ
チ
マ
ン

 
歌
い
終
わ

た
後

ユ
ナ
が
近
く
で

て
い
た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
所
に
走

て
い
き

 
迷
惑
そ
う
に
す
る
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

に
嬉
し
そ
う
に
話
し
か
け
て
い
る
の
を
見
て
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ノ

チ
ラ
ス
は
奥
⻭
を
ギ
リ
リ
と

み
締
め
た

 
ノ

チ
ラ
ス
は
ハ
チ
マ
ン
に

し
て
い
た
が
同
時
に

め
に
も
似
た
気
持
ち
も

い
て
い

た 
何
故
な
ら
ハ
チ
マ
ン
が
ユ
ナ
に
色
目
を
使

て
い
る
よ
う
に
は
ど
う
し
て
も
見
え
な
か

た
か

ら
だ

 
最
近
は
ず

と

ハ
チ
マ
ン
が

て
い
る
場
所
に
ユ
ナ
が
押
し
か
け

 
そ
の
近
く
で
わ
ざ
と
ハ
チ
マ
ン
に

か
せ
る
よ
う
に
歌

て
い
る
の
を
ノ

チ
ラ
ス
は
知

て

い
た

 
一
度
そ
の
事
を
指
摘
し
た
ら

エ
イ
君
に
は
関
係
な
い
で
し

と

ら
れ

 
そ
れ
以
降

ノ

チ
ラ
ス
は
ユ
ナ
の
行
動
に
口
出
し
出
来
な
く
な

た
の
だ

た

ん

終
わ

た
の
か

 
ユ
ナ
が
寄

て
き
た
の
を
察
知
し
た
の
か
ハ
チ
マ
ン
は
あ
く
び
を
し
な
が
ら

び
を
し
そ

う
言

た

え
え
え

私
の
歌

い
て
な
か

た
の

い
や

俺
の

に
は
ち

ん
と

い
て
た
ぞ

う
ん

い
い
歌
だ

た
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そ

か

そ
れ
な
ら
い
い
け
ど

 
ユ
ナ
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
は
に
か
む
と
声
を

め
つ
つ
続
け
て
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た

で

師
匠

戦
闘
の
訓
練
に
つ
い
て
な
ん
だ
け
ど

お
う

攻
略
が
終
わ

た
ば
か
り
で
し
ば
ら
く
暇
だ
か
ら

今
日

り
行

て
み
る
か

う
ん

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
上
が
り

 
ユ
ナ
は
ま
る
で
子

の
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
に
じ

れ
つ
き
な
が
ら

そ
の
後
に
続
い
た

 
そ
ん
な
二
人
の

を

ノ

チ
ラ
ス
は

て
見
送
る
事
し
か
出
来
な
か

た

あ
れ

ノ

チ
ラ
ス
君

あ

副
団
⻑

 
そ
こ
に
現
れ
た
の
は
ア
ス
ナ
で
あ

た

 

て
て
敬

す
る
ノ

チ
ラ
ス
に

ア
ス
ナ
は
無

気
な
表
情
で
こ
う

ね
て
き
た

ね

ハ
チ
マ
ン
君
を
見
な
か

た

あ

え

と

彼
は
ユ
ナ
と
一

に
ど
こ
か
に
出
か
け
て
い
き
ま
し
た

あ

戦
闘
訓
練
か

そ
れ
じ

あ
ま
た
今
度
で
い
い
か
な
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ノ

チ
ラ
ス
の
知
る
限
り

ア
ス
ナ
と
ハ
チ
マ
ン
は
ゲ

ム
開
始
か
ら
の
付
き
合
い
で
あ
り

 
ま
だ
正
式
に
は
付
き
合

て
い
な
い
と
い
う
の
が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

 
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
両
思
い
な
関
係
で
あ

た

 
だ
が
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず

ア
ス
ナ
が

の
表
情
を
見
せ
る
事
は
全
く
な
く

 
ノ

チ
ラ
ス
は
思
わ
ず
そ
の
事
に
つ
い
て
ア
ス
ナ
に

ね
た

あ

あ
の

副
団
⻑
は

あ
の
二
人
の
事
が
気
に
な
ら
な
い
ん
で
す
か

え

う

ん

そ
う
い
う
の
は
無
い
か
な

そ
う
な
ん
で
す
か

う
ん

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
以
上

深
く
は
語
ら
な
か

た
が

 
そ
の
表
情
か
ら
は

ハ
チ
マ
ン
へ
の
深
い
信
頼
が
見
て
と
れ

 
ノ

チ
ラ
ス
は
自
分
の
事
を

何
と
小
さ
い
人
間
な
の
か
と
恥
ず
か
し
く
思

た

 
そ
も
そ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
機
能
が
あ
る
の
だ
何
か
間
違
い
が

こ
る
は
ず
は
な

い 
も

と
も
ユ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
対
し
て
だ
け
は

に
そ
の
機
能
を
オ
フ
に
し
て
い
た
の
だ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

が 
ノ

チ
ラ
ス
は
そ
の
事
に
関
し
て
は
思
い
至
ら
な
い

変
な
事
を

い
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん

う
う
ん

そ
れ
じ

あ
私
は
行
く
ね

ノ

チ
ラ
ス
君
も
あ
ん
ま
り
無
理
し
な
い
で
ね

そ
れ
は

は
い

自
分
に
出
来
る
事
を
精
一

頑
張
り
ま
す

 
こ
の
時
点
で
ノ

チ
ラ
ス
が

に
不

合
な
事
は
分
か

て
い
た

 
だ
が
ア
ス
ナ
は
ノ

チ
ラ
ス
を
ボ
ス
戦
の
メ
ン
バ

か
ら
外
し
は
し
た
も
の
の

 
血
盟
騎
士
団
か
ら

名
す
る
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

 
む
し
ろ
そ
の
前

で
の
攻
略
部
分
に
つ
い
て
ノ

チ
ラ
ス
に
仕
事
を
任
せ
て
く
れ
た
く
ら

い
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

は
い

ま
た
で
す

 
そ
し
て
二
人
は
分
か
れ

ノ

チ
ラ
ス
は

り
出
し
物
が
無
い
か
探
し
て
み
よ
う
と

 
前
線
近
く
の
店
を
回

て
み
よ
う
と
思
い

歩
き
出
し
た
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ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ナ
は

人
気
の
無
い
狩
り
場
を
選
ん
で
二
人
で
そ
こ
に

て
い
た

 
そ
う

く
と
い
か
が
わ
し
さ
が
満
点
だ
が

も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る

よ
し
ユ
ナ

大
分
歌
姫
ス
キ
ル
に
慣
れ
て
き
た
み
た
い
だ
な

う
ん

も
う
戦
闘
中
で
も

り
に
気
を
配

た
ま
ま
歌
え
る
よ

ま
あ
レ
ベ
ル
自
体
は
ま
だ
ま
だ

い
ん
だ

油
断
だ
け
は
す
る
な
よ

も
ち
ろ
ん

 
ユ
ナ
の
歌
姫
ス
キ
ル
に
関
し
て
は
当
分
秘
密
な

 
ど
う
し
て
も
狩
り
場
の
選
択
に
は
気
を
遣
う
事
と
な
る

 
こ
の
事
を
知
る
唯
一
の
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る
エ
ギ
ル
も
た
ま
に
一

に
来
て
く
れ
る
が

 
店
の
事
が
あ
る
以
上

ど
う
し
て
も

回
と
い
う

に
は
い
か
な
い

 
も

と
も
ユ
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
と
二
人
き
り
で
あ
る
事
を
望
ん
で
い
る

 
エ
ギ
ル
が
気
を
遣

て
参
加
し
な
い
と
い
う
事
も
多
々
あ
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
に
は
秘
密
で
あ

る
師
匠

次
は
七
十
四
層
だ
よ
ね

お
う

明
後
日
に
ち

と

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
と
三
人
で
様
子
見
に
行
く
つ
も
り
だ
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三
人
で

無
理
し
な
い
で
ね

そ

ち
は
ま
あ
平
気
な
ん
だ
け
ど

血
盟
騎
士
団
の
あ
い
つ
が
な

あ

あ
の
ク
ラ
デ

ル

て
気
持
ち
悪
い
人

 
ユ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
ク
ラ
デ

ル
と

め
て
い
る
現
場
を
何
度
か
目
撃
し
て
い

た
の
だ

お
う

そ
れ
だ
そ
れ

今
度
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
文

を
言

て
や
ら
な
い
と

あ
は
は
は
は

頑
張

て

師
匠

  
そ
の
会
話
か
ら

日
を

て

ハ
チ
マ
ン
を
取
り

く

は
激
変
し
た

ユ
ナ

悪
い

俺
は
し
ば
ら
く
攻
略
を
休
ん
で

ア
ス
ナ
と
一

に
休
暇
を
と
る
事
に
し
た

あ

う
ん

大
変
だ

た
ね

 
七
十
四
層
の
ボ
ス
攻
略
か
ら

ハ
チ
マ
ン
の

撃
的
な
血
盟
騎
士
団
入
り

 
そ
し
て
ク
ラ
デ

ル
に
殺
さ
れ
か
け
た
流
れ
に

ユ
ナ
は
何
も
関
わ
る
事
が
出
来
ず

 
た
だ
外
か
ら

め
て
い
る
事
し
か
出
来
な
か

た

で
な

今
度
ア
ス
ナ
と
結
婚
す
る
事
に
し
た
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そ
の
言
葉
に
ユ
ナ
は

に
そ
の
時
が
来
た
か
と

め
に
も
似
た
感
情
を

い
た

 
自
分
も
頑
張

て
ア
プ
ロ

チ
し
て
き
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
気
持
ち
が
自
分
に
向
い
た
事
が
一
度
も
無
い
事
を

ユ
ナ
は
知

て
い
た

そ

か

お
め
で
と
う

師
匠

お
う

あ
り
が
と
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
去

て
い
き

残
さ
れ
た
ユ
ナ
は
そ
の
日

一
人
で

い
た

 
だ
が
次
の
日
に
は
そ
ん
な
態
度
は
お
く
び
に
も
見
せ
ず
ま
た
ハ
チ
マ
ン
に
ま
と
わ
り
つ
き
始

め
たユ

ナ
ち

ん

こ
れ
は
私
の

那
様
な
ん
だ
か
ら
ね

分
か

て
ま
す

私
は
弟
子
と
し
て

師
匠
の
お
世
話
を
し
て
る
だ
け
で
す

 
ユ
ナ
は
ア
ス
ナ
相
手
に
一
歩
も
引
か
ず
ア
ス
ナ
も
そ
れ
を
喜
ん
で
い
る
よ
う
な
フ
シ
が
あ

た
二
人
と
も

実
は
仲
良
し
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
の
関
係
に
は
あ
ま
り
口
出
し
せ
ず

好
き
な
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
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ね

ハ
チ
マ
ン
君

そ
ろ
そ
ろ
ユ
ナ
ち

ん
の
装
備
も
更
新
し
た
方
が
良
く
な
い

 
休
暇
中

三
人
で

く
狩
り
に
出
か
け
て
い
た
最
中
に

い
き
な
り
ア
ス
ナ
が
そ
ん
な
事
を

言

て
き
た

確
か
に
そ
ろ
そ
ろ
上
の
装
備
が
使
え
る
か
も
し
れ
な
い
な

や

た

新
装
備
の
季

ユ
ナ
ち

ん

ハ
チ
マ
ン
君
が

き

と
か
わ
い
い
服
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
よ

師
匠

そ
れ
な
ら
師
匠
と
ど
こ
か
が
お
揃
い
の
奴
が
い
い
で
す

二
人
と
も

ハ

ド
ル
上
げ
る
な

て

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
の
会
話
に

方
に
く
れ
つ
つ
も
こ
の
事
を
ア
シ

レ
イ
に
相
談
し
に
行

た
あ
あ

あ
ん
た
の
弟
子
の
装
備

ど
ん
な
の
が
い
い
の

そ
う
で
す
ね

 
ア
シ

レ
イ
は

ユ
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
の
弟
子
と
い
う
事
だ
け
は
知

て
い
た

 
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
装
備
の
更
新
を
頼
ん
で
い
た
か
ら
だ

俺
と
お
揃
い
な
部
分
が
あ

て

か
わ
い
い
装
備

だ
そ
う
で
す
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あ
は
は
は
は

大
雑

で
い
い
か
ら
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
て
よ

そ
れ
じ

あ
大
体
こ
ん
な
感
じ
で

 
そ
う
し
て
出
来
上
が

た
の
が

二
が
記
憶
を
頼
り
に
作
り
上
げ
た

の
装
備
で
あ

た

 
わ

師
匠

か
わ
い
い
装
備
を
あ
り
が
と
う

 
こ
れ

て

師
匠
の
参
謀
服
と

血
盟
騎
士
団
の
制
服
を
混

た
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
だ
ね

色
違
い
だ
か
ら

気
付
く
奴
は
少
な
い
だ
ろ
う
け
ど
な

 
あ
と
仲
間
だ

て

に
ス
カ

ト
の
こ
こ
の
裏
に
血
盟
騎
士
団
の
マ

ク
を
付
け
て
お

い
た
わ

え

ど
れ
ど
れ

 
そ
う
言

て
ユ
ナ
は

大

に
ス
カ

ト
を
ま
く
り
上
げ
た

 
思
い

き
り
下
着
が
見
え
て
し
ま

て
い
る
が

ユ
ナ
は
そ
れ
を
気
に
し
た
様
子
は
な
い

お
い
ユ
ナ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

告
が
出
ち
ま

て
る
か
ら
や
め
ろ

あ

本
当
だ

地
に

だ
か
ら
目
立
た
な
い
け
ど

血
盟
騎
士
団
の
マ

ク
だ

 
そ
の
言
葉
を
無

し

ユ
ナ
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

て
ス
カ

ト
を
下
ろ
す
と
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抗
議
す
る
よ
う
な

線
を
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
た

何
だ
よ

師
匠

何
で
私
を
対
象
に
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
設
定
を
オ
フ
に
し
て
な
い
ん
で
す
か

へ私
は
そ
ん
な
の
と

く
に
オ
フ
に
し
て
ま
す
よ

本
当
に
何
や

て
る
ん
で
す
か
師
匠

そ
れ
は
俺
の
セ
リ
フ
だ
よ

お
前

何
し
ち

て
る
の

師
匠
と
弟
子
な
ん
だ
か
ら

そ
れ
く
ら
い
の
接
触
は
い
く
ら
で
も
あ
る
じ

な
い
で
す
か

 
そ
う
い
う
時
に

回

い
い
え

を
押
す
の
が
面
倒
な
ん
で
す

そ

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
か
も
だ
が

だ
か
ら
師
匠

そ
う
い
う
時
の

に
師
匠
も
切

て
お
い
て
下
さ
い

お

お
う

分
か

た

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
が
何
か
操
作
を
終
え
た

間
に

 
ユ
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
の
胸
に
飛
び
込
み

思
い

き
り

き
つ
い
た

お
わ

師
匠

素
敵
な
服
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

私

一
生
大
切
に
し
ま
す
ね
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一
生

そ
れ
は

目
だ
ろ

ゲ

ム
を
ク
リ
ア
す
る
ま
で
に
し
と
け

て

あ

そ
う
で
し
た

そ
れ
ま
で
大
事
に
し
ま
す

も

と
も
九
十
層
を
超
え
て
き
た
ら

ま
た

す
る
つ
も
り
だ
け
ど
な

う
う

師
匠
の
意
地
悪

じ

あ
そ
れ
ま
で
で

 

ね
る
ユ
ナ
の
機

を
直
す
つ
も
り
か
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
が
優
し
げ
な

で
ユ
ナ
に
言

た
ユ
ナ

そ
の
格
好

か
わ
い
く
て
似
合

て
る
ぞ

 
そ
の

間
に
ユ
ナ
は

再
び
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た

あ
り
が
と
う
師
匠

愛
し
て
ま
す

お
わ

や
め
ろ

て

ア
ス
ナ
に

ら
れ
る
か
ら

そ
の
時
は
私
が
守

て
あ
げ
ま
す

は

ま
あ
頼
む
わ

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

ユ
ナ

は
い

ま
た
で
す

 
ユ
ナ
は
そ
う
言

て
嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ

こ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ナ
の
最
後
の
会
話
で

あ
る
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第
１
０
９
０
話
 
本
気
の
三
日
間

次

来
る
ぞ

み
ん
な

止
め
る
よ

イ
ロ
ハ

あ
の

り
に

囲
魔
法

遠

部

は

幕
を
張

て

敵
の
足
を
十

止
め
る
よ

 
戦
場
は
今
や

叫
喚
の
地
獄

と
は
な

て
い
な
か

た
が

 
敵
の

の
多
さ
に
よ

て

凄
ま
じ
い
混
雑
ぶ
り
を
見
せ
て
い
た

攻
撃

と
に
か
く
攻
撃

こ
れ
が
終
わ

た
ら
休

に
す
る
か
ら

み
ん
な
頑
張

て

 
味
方
は
敵
を
囲
む
よ
う
に
布

し
て
お
り

敵
は
敵
が

魔
で
全
力
を
発

出
来
な
い

 

の
差
は
あ

て
も

ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
が
崩
れ
る
気
配
は
ま

た
く
無
か

た

遠

部

魔
法
部

一

攻
撃
や
め

五
分
後
に
再
開

そ
れ
ま
で
前
衛

が
切
り
込
む

我
に
続
け

お
う
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こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
が
魔
法
使
い
チ

ム
や
魔
法
銃
を
撃
つ

の

補
充
の
時
間
を
と
り

 
キ
リ
ト
が
そ
れ
に
合
わ
せ
て
突
撃
の
指

を
出
す

 
エ
ギ
ル
や
ク
ラ
イ
ン

フ
カ
次
郎
や
ク

ク
ロ
ビ
ン

そ
れ
に
ラ
キ
ア
ら
前
衛

が

 
そ
の
後
に
続
い
て
敵
に
突
撃
を
す
る

 
敵
は
魔
法
や
遠

攻
撃
で
手
負
い
の
者
が
多
く

合
切
り
結
べ
ば
死

す
る

 
今
こ
の
戦
場
は

て

て

り
ま
く
れ

態
と
な

て
い
た

あ
と
一
分
で
離
脱
し
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
が
再
び
指

を
出
し

そ
れ
に
合
わ
せ
て
前
衛

が
引
き
始
め
る

 
タ
ン
ク
は
そ
の

退
を
フ

ロ

し

後
衛
は
合
図
が
あ
り
次
第
す
ぐ
に
攻
撃
し
よ
う
と

 
魔
法
や
遠

攻
撃
の

え
を
と

て
待
ち

え
て
い
た

全
員

退
を
確
認

よ
し

撃
て
え

 
そ
こ
か
ら
再
び
後
衛
か
ら
攻
撃
が
始
ま
り

戦
場
に
い
た
敵
は

そ
れ
で
全
て

と
化
し
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

こ
こ
で
休

に
し
よ
う

 
敵
が
い
な
く
な

た
事
で

ハ
チ
マ
ン
か
ら
そ
う
指

が
出
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
こ
ん
な
事
を
何
度

り
返
し
た
だ
ろ
う
か
休

時
間
を
⻑
め
に
と

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

 
そ
の
討
伐

は

に
千
五

体
を

く
突
破
し
て
い
た

は

こ
れ
は
き
つ
い

で
も
そ
の
分

験

と
か
半

な
い
ね

こ
れ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
本
来
の
狩
り
か

う
ん

ま
あ
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
い
る
い
な
い
で
大
分
ペ

ス
が
変
わ
る
ん
だ
け
ど
ね

あ
あ

そ
れ

分
か
る

 

神
広
場
組
と
違
い

全
員
が
同
じ
レ
イ
ド
で
戦
い
続
け
て
い
る

 

験

に
関
し
て
は

こ
ち
ら
の
方
が
か
な
り

得

が
多
く
な

て
い
る

 
そ
の
分
し

か
り
休

し
て
い
る
事
も
あ
り

疲
れ
を
見
せ
て
い
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

 
む
し
ろ

始
め
る
前
よ
り
も
元
気
に
な

て
い
る
者
も
い
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

験

が
凄
い
よ

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
わ

ユ
ナ

で

相
談
な
ん
だ
け
ど

今
の
私
の
ス
テ

タ
ス
が
こ
ん
な
感
じ
で

 
ユ
ナ
は
そ
う
言

て
無
防
備
に
ハ
チ
マ
ン
に
自
分
の
ス
テ

タ
ス
を
可

化
し
て
見
せ
始
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め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
態
度
に
面
く
ら
い
な
が
ら
も

丁
度
い
い
と
思
い

 
ユ
ナ
の
ス
テ

タ
ス
を

々
ま
で
精
査
し
た
が

当
然
歌

ス
キ
ル
は
存
在
し
な
い

ふ

む

今
の
ユ
ナ
は
ど
ん
な
戦
闘
ス
タ
イ
ル
な
ん
だ

 
さ
す
が
に
指

を
と
り
な
が
ら
ユ
ナ
の
様
子
を
観
察
す
る
の
は
無
理
だ

た
ら
し
く

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
に
そ
う

ね
た

今
の

ふ
ふ

変
な
の

ま
る
で

が
あ

た
み
た
い
な
言
い
方
だ
ね

そ

そ
う
だ
な

悪
い

 
思
わ
ず
そ
う
言

て
し
ま

た
ハ
チ
マ
ン
に
対
し
ユ
ナ
の
態
度
は
ま

た
く
普
通
で
あ

た

え

と
ね

片
手
直
剣
か
な

だ
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
多
め
に
上
げ
て
る
の

ほ
う

 
そ
ん
な
会
話
を

き
な
が
ら
ひ
そ
ひ
そ
と
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た
の
は
ア
ス
ナ
と
エ
ギ
ル
で

あ
るや

ぱ
り
別
人
だ
よ
な

う
ん

よ
く
似
て
る
け
ど
何
か
が
違
う
ね
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戦
闘
ス
タ
イ
ル
も

師
匠
に
似
た
部
分
が
全
然
無
い

で
も
あ
の
服

遠
目
で
チ
ラ

と
見
た
事
が
あ
る
け
ど

 
あ
れ

て
ハ
チ
マ
ン
君
が
あ
げ
た
服
と
ほ
ぼ
同
じ
デ
ザ
イ
ン
だ
ね

謎
だ
よ
な

謎
だ
ね

 
そ
の
会
話
の
間

ハ
チ
マ
ン
は
フ
カ
次
郎
を
呼
び

ユ
ナ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
の
場
合
は
か
な
り
特

な

参
考
に
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る

そ
し
た
ら
バ
ラ
ン
ス
的
に
は

ふ
む
ふ
む

で

こ
の

が
こ
う
な
る
と
こ
の
ス
キ
ル
が

な
る
ほ
ど

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

フ
カ
師
匠

 
こ
ん
な
感
じ
で
話
す
度
に
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
に
対
す
る
違
和
感
が
ど
ん
ど
ん

し
て
い

た 
ユ
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
以
外
を
師
匠
と
呼
ぶ
事
は
あ
り
え
ず

 
ア
ス
ナ
と
エ
ギ
ル
も
そ
の
事
を
分
か

て
い
た

激
し
い
違
和
感
を
感
じ
て
い
た
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ハ
チ
マ
ン
さ
ん

凄
く
参
考
に
な
り
ま
し
た

 

お

お
う

そ
れ
な
ら
良
か

た

で

一
つ
お
願
い
が

ん

何
だ

さ

き
言

て
た
マ

ク

私
の
装
備
に
付
け
て
も
ら
う

に
は
い
き
ま
せ
ん
か

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

お
安
い
御
用
だ

た
だ
し
一
つ

件
が
あ
る

何
で
す
か

も
し
そ
の
マ

ク
を
誰
か
に
見
ら
れ
た
時
お
か
し
な
反
応
を
し
た
奴
が
い
た
ら
教
え
て
く
れ

な
い
か

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
ユ
ナ
の
近
く
に
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

は
ユ
ナ
に
自
分
の
事
を
口
止
め
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
が

 
こ
う
言

て
お
け
ば
ユ
ナ
が
う

か
り
口
を
滑
ら
す
可
能
性
も
あ
る
と
ハ
チ
マ
ン
は
考
え

た
の
だ

た

そ
れ
じ

あ

お

い
ス
ク
ナ

ち

と
い
い
か
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何

ど
う
か
し
た

ち

と
頼
み
が
あ
る
ん
だ
け
ど
よ

 
そ
の
ユ
ナ
の
頼
み
を

い
た
ス
ク
ナ
は

そ
れ
く
ら
い
は
お
安
い
御
用
だ
と

き

 
一

で
そ
の
作
業
を
終
え
て
し
ま

た

は
い

ど
う
ぞ

う
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

見
て
下
さ
い

 
そ
う
言

て
ユ
ナ
は

い
な
く
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
ス
カ

ト
を
た
く
し
上
げ

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
横
を
向
い
た

 
そ
し
て
凄
ま
じ
い
勢
い
で
こ
ち
ら
に
走

て
き
た
ア
ス
ナ
が

て
て
そ
の
ス
カ

ト
を
下
ろ
し

た
い
き
な
り
何
す
る
の

ユ
ナ
ち

ん

ご

ご
め
ん
な
さ
い

わ
ざ
と
で
す
け
ど
ち

と
大

す
ぎ
ま
し
た
ね

 
ユ
ナ
は
ア
ス
ナ
に
謝
罪
に
な
ら
な
い
謝
罪
を
し

ろ

と

を
出
し
た

こ

こ
う
い
う
所
だ
け
は
ユ
ナ
ち

ん
そ

く
り
な
ん
だ

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
事
を
一

懐
か
し
く
思
い
つ
つ
も



 第１０９０話 本気の三日間

 
一
体
何
の

に
そ
ん
な
事
を
し
た
の
か
ユ
ナ
に

ね
た

あ

え

と

こ
こ
に
マ

ク
を
入
れ
て
も
ら

た
の
で

マ

ク

血
盟
騎
士
団
の
マ

ク
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
も
付
い
て
た
ん
だ
よ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
の
事
を
知
ら
な
か

た
ア
ス
ナ
は

ユ
ナ
の
ス
カ

ト
を
し
げ
し
げ
と
見
つ
め
た

え

と

見
ま
す

あ

う
ん

 
ア
ス
ナ
は
他
か
ら
の

線
を
ガ

ド
し

ユ
ナ
の
ス
カ

ト
を

き
こ
ん
だ

本
当
だ

懐
か
し
い

ま
あ
こ
ん
な
感
じ
で
す

へ本
物
の
ユ
ナ
ち

ん
だ

た
ら

き

と
こ
の
事
は
誰
に
も
言
わ
な
か

た
だ
ろ
う
な

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
思
い

ユ
ナ
の
顔
を
じ

と
見
つ
め
た

や
だ

恥
ず
か
し
い
で
す
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絶
対
に
別
人

な
ん
だ
け
ど
記
憶

失
の
本
人

て
言

た
方
が
実
は
し

く
り
く
る

ん
だ
よ
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
事
を
思
い
つ
つ

二
人
か
ら
離
れ

そ
し
て
狩
り
が
再
開
さ
れ
た

よ
し

や
る
ぞ

 
こ
こ
か
ら
は

々
と

先
ほ
ど
と
同
じ
光
景
が

り
広
げ
ら
れ
た
が

 
徐
々
に
慣
れ
て
き
た
の
か

々
と
戦
闘
に
余

が
出
て
く
る
よ
う
に
な

た

い
い
感
じ
だ
な

う
ん

そ
う
だ
ね

 
こ
う
い

た
戦
場
だ
と
基
本
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
付
く
リ
オ
ン
も

 
同
じ
事
を
感
じ
て
い
た
ら
し
く

そ
う
言

た

し
か
し
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
プ
レ
イ
ヤ

の
平

の

上
げ
を
し
て
る
よ
う
な
気
が
す
る

よ
なあ

そ
れ

私
も
思

て
た

て
事
は
こ
の
先
こ
の
前
の
恐
⻯
ど
も
な
ん
か
相
手
に
な
ら
な
い
強
敵
が
出
て
く
る
の
か
も

な
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う
ん

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
で
は
な
く
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
方
を
見
て
い

た
ユ
ナ
の
事
は
気
に
な
る
が

あ
の
ユ
ナ
は
ユ
ナ
じ

な
い

 
俺
に
と

て
今
大
事
な
の
は

あ
の
二
人
の
方
だ
な

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
気
付
い
た
の
か

ウ
ズ
メ
が
激
し
く
ハ
チ
マ
ン
に
手
を

て
く
る

 
そ
れ
を
見
た
ピ

ア
も

負
け
じ
と
ハ
チ
マ
ン
に
手
を

て
き
た

ア
イ
ド
ル
と
仲
良
く
な
れ
て

分
嬉
し
そ
う
だ
ね

ハ
チ
マ
ン

は

い
や
お
前
俺
と
ア
サ
ギ
が
仲
良
く
な

た
時
は
そ
ん
な
事
全
く
言
わ
な
か

た
だ
ろ

ア
サ
ギ
さ
ん
は
彼
氏
持
ち
じ

な
い

あ
の
子
達
と
は
違
う
の

そ
う
言
わ
れ
て
も
な

 
リ
オ
ン
は
フ
ン
と

ね
た
よ
う
に
顔
を
背
け
る
と

況
を
見
な
が
ら
キ
リ
ト
に
合
図
を

出
し
た

前
衛

突
撃
準
備

 
そ
ん
な
リ
オ
ン
を
見
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
こ
い
つ
も
成
⻑
し
た
な

な
ど
と
感
心
し
て
い
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た
ん

何

い
や

お
前
も
成
⻑
し
た
な

と

 
そ
の

間
に

リ
オ
ン
は

て
て
自
分
の
胸
を

い
た

な

な
な
な
な

何
で
知

て
る
の

ま
さ
か
こ

そ
り
触

た

触

た
ん
だ
よ
ね

お
前
が
何
を
言

て
る
の
か
さ

ぱ
り
分
か
ら
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
意
味
を
分
か

て
い
た
が
そ
ん
な
地

に
飛
び
込
む
よ
う
な
事

は
し
な
い

よ
し

撃
ち
方
や
め

キ
リ
ト

突
撃
だ

ち

ち

と

何
か
言
い
な
さ
い
よ

は
い
は
い
後
で
な

今
忙
し
い
ん
だ
よ

 
こ
ん
な
感
じ
で
狩
り
は
進
み
こ
の
日
ヴ

ル
ハ
ラ
の
討
伐

は
実
に
一
万
二
千
体
ま
で
到

達
し
た

 
ま
さ
か
の
討
伐

倍

で
あ
る

次
の
日
も

ま
た
そ
の
次
の
日
も
同
じ
感
じ
で
進
み

 

に
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
は

ク
エ
ス
ト
ク
リ
ア
と
な
る
二
万
体
を
達
成
す
る
事
と
な

た



 第１０９０話 本気の三日間

 
対
す
る
七
つ
の
大
罪
は

ま
だ
討
伐

一
万
五
千
で
あ

た

 
本
気
と
い
い
つ
つ
ど
こ
か
緩
い
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第
１
０
９
１
話
 
帰
り
道
の
遭
遇

ハ
チ
マ
ン

目
標
達
成
だ
ぞ

お
う

え
て
た
わ

え

マ
ジ
か
よ

 
広
場
は
⻑
い
戦
い
を
終
え
た
事
で

り
上
が

て
い
た

や

た

に
達
成

で

ど
う
な
る
ん
だ

何
も

こ
ら
な
い
ね

み
ん
な

ク
エ
ス
ト
リ
ス
ト
が

 
そ
の
誰
か
の
言
葉
に

い
一
同
は
ク
エ
ス
ト
リ
ス
ト
を

め
た

そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て

あ
るク

エ
ス
ト
ク
リ
ア

ア
ル
ン
の
教
会
に

り

り
を

げ
よ

ア
ル
ン
か

み
た
い
だ
な
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こ
れ
で
報

が
も
ら
え
た
り
す
る

か
も
し
れ
な
い
な

 
一
同
は

収
準
備
に
移
り

続
々
と
ア
ル
ン
へ

て
い
く

 
死
ね
ば
直
ぐ
に
ア
ル
ン
に

れ
る
が
別
に

る
よ
う
な
事
で
は
な
い

そ
の
手

を
選
ぶ

者
は
い
な
い

 
そ
の
道
中

ハ
チ
マ
ン
は
シ
ノ
ン
に
話
し
か
け
た

シ
ノ
ン

ユ
ナ
は
ど
う
だ

た

う

ん
ど
こ
が
ど
う
と
は
言
え
な
い
ん
だ
け
ど
何
か
違
和
感
が
あ
る
の
よ
ね
あ
の
動
き

そ
う
な
の
か

ど
う
し
て
だ
ろ
う

型
は
凄
く

麗
な
ん
だ
け
ど
ね

ふ

む

分
か

た

今
度
俺
も
じ

く
り
見
て
み
る
わ

う
ん

そ
う
し
て
み
て

ご
め
ん
ね

 
シ
ノ
ン
が
感
じ
る
違
和
感
に
つ
い
て
は

い
た
だ
け
で
は
よ
く
分
か
ら
な
か

た

そ
う
い
や
あ

ち
は
ど
う
な

た
ん
だ
ろ
う
な

あ

ち

て
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神
広
場
だ
な

別
に
報
告
を
急
い
で
も
仕
方
な
い
し

ち

と
見
に
い

て
み
る

そ
う
だ
な

お

い
キ
リ
ト

ア
ス
ナ

 
ハ
チ
マ
ン
の
呼
び
か
け
に
応
え

二
人
が
こ
ち
ら
に
や

て
き
た

ハ
チ
マ
ン

ど
う
し
た

な

に

ち

と
大
回
り
に
な
る
が

神
広
場
の
様
子
を
見
に
い

て
み
な
い
か

あ
あ

そ
う
だ
な

こ
の
前
追
い
つ
か
れ
た
け
ど

そ
う
い
え
ば
そ
の
後
ど
う
な

た
か

い
て
な
い
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

 
そ
の
ま
ま
四
人
は
散
歩
で
も
す
る
つ
も
り
で

神
広
場
へ
向
か
い
高
台
か
ら
広
場
を

め
た

お
お

や

て
る
や

て
る

ま
だ
戦

て
る

て
事
は

ク
リ
ア
は
し
て
な
い

て
事
だ
よ
ね

今
い
く
つ
く
ら
い
な
ん
だ
ろ
う
な

ト
ン
キ

に
似
た
奴
が
倒
さ
れ
る

て
の
は
ち

と
不

だ
け
ど
な
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そ
う
い
え
ば
ト
ン
キ

特
に
見
た
目
に
変
化
は
無
か

た
よ
な

ち

と
大
き
く
な

た
ぞ

あ
と
能
力
が
か
な
り
上
が

て
る

ほ
う

ま
た
一

に
戦
う
時
が
楽
し
み
だ
な

お

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
休

み
た
い
だ

ち

と
メ

セ

ジ
を
送

て
み
る
わ

 
遠
目
で
も
目
立
つ
格
好
を
し
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
後
方
に
下
が

て
い

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
俺
俺
こ
こ
だ
こ
こ
と
い
う
メ

セ

ジ
を
か
ら
か
い
混
じ
り
に
送

て
み

た 
そ
の

間
に

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が

て
て

り
を
き

ろ
き

ろ
し
始
め
る

ハ
チ
マ
ン
君

あ
ん
ま
り
ア
ス
モ
ち

ん
を
か
ら
か

ち

目
だ
よ

あ

こ

ち
に
気
付
い
た
み
た
い

ア
ス
モ
ち

ん

て
目
が
い
い
ん
だ

力
は
同
じ
よ
う
に
補
正
さ
れ
て
る
は
ず
だ
か
ら

多
分
観
察
力
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
達
は

ぐ
る
り
と
回
り
込
む
よ
う
に
移
動
を
開
始
し

 
フ

ド
を
被

て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
真
裏
ま
で
移
動
し
た

ち

ち

と

見
つ
か

た
ら
ど
う
す
る
の
よ
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こ
れ
だ
け
人
が
い
れ
ば
平
気
だ
ろ

で

討
伐

は
ど
こ
ま
で

び
た
ん
だ

ふ
ふ
ん

今
一
万
五
千
よ

凄
い
で
し

そ
う
か

そ
れ
は
凄
い
な

ま
あ
頑
張

て
く
れ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
立
ち
去
ろ
う
と
し

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
き

と
ん
と
し
た

あ
れ

今
日
は
も
う
狩
り
は
終
わ
り
な
の

今
日
は

て
い
う
か

ず

と
終
わ
り
だ

え

ま
さ
か
目
標
達
成

そ
う
い
う
事
だ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
目
も
飛
び
出
さ
ん
ば
か
り
に
驚
き

ハ
チ
マ
ン
は
満
足
そ
う
な
顔
を
し
た

そ
う
そ
う

そ
の
顔
が
見
た
か

た
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
こ

ち
に
来
た
ん
だ
よ

あ

あ
ん
た

性
格
悪
い
わ
ね

そ
ん
な
の

か
ら
分
か

て
る
だ
ろ

シ
ノ
ン

開
き
直
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を

然
と

め
て
い
た
が

す
ぐ
に
再

動
し
た
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う
ち
よ
り
人

が
少
な
い
の
に
ど
う
し
て

タ
ン
ク
の
質
が
悪
い

あ
と
ア
イ
テ
ム
を
ケ
チ
り
す
ぎ
だ

そ
う
い
う
問
題

そ
う
い
う
問
題
だ

う
ち
は
こ
の
三
日
で

 
一
日
で
一
人
当
た
り

個
く
ら
い
の
回
復
ア
イ
テ
ム
を
配

た
か
ら
な

え
え
え
え
え
え
え
え
え

声
が
で
か
い

て
の

ご

ご
め
ん

え

本
当
に

う
ち
は
ほ
ら

普

か
ら
こ
う
い
う
時
の

に
ス
ト

ク
し
て
る
か
ら
ね

 
ア
ス
ナ
の
そ
の
言
葉
に

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ギ
ル
ド
と
し
て
の
格
の
差
を

 
否
応
無
し
に
思
い
知
ら
さ
れ
た

う
ち
に
は
足
り
な
い
物
が
多
す
ぎ
る
わ

ま
あ
い
い
わ

そ
の
う
ち
抜
け
る
ん
だ
し

お
前
一
人
で
ど
う
に
か
な
る
も
ん
じ

な
い
だ
ろ

ま
あ
残
り
三
日
く
ら
い
か

頑
張
れ
よ

く

い

言
わ
れ
な
く
て
も

 
そ
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
去

て
い
き

ハ
チ
マ
ン
達
は
ア
ル
ン
へ
帰
還
す
る
事
に
し
た
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こ
れ
で

予
は
三
日

い
や

二
日
半
く
ら
い
か

と
は
い
え
次
が
ど
う
な
る
か
だ
よ
な

そ
う
い
や
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
ど
こ
に
行

た
ん
だ
ろ
う
な

確
か
に
な

脱

し
た
後
に
ど
ん
な

に
な

た
の
か
見
た
か

た
ん
だ
が

 
そ
の
時
ユ
キ
ノ
か
ら
メ

セ

ジ
が

い
た

ん

ユ
キ
ノ
か
ら
か

何
か
あ

た
か

何
だ

て

え

と

ん

噂
を
す
れ
ば

て
奴
だ
な

帰
り
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
発
見
し
た
ら
し
い

え

本
当
に

ど
こ
だ

地
図
に
よ
る
と

そ
ん
な
に
遠
く
な
い
な

こ

ち
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
走
り
出
し

三
人
も

て
て
そ
の
後
に
続
い
た

 
そ
し
て
五
分
ほ
ど
走

た
後

す
ぐ
に
現
地
に
た
ど
り
着
い
た

結

近
か

た
な

巨
人
の
た
ま
り
場
を
避
け
た
ら
こ

ち
寄
り
の
ル

ト
に
な

た
ら
し
い
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あ

い
た

ユ
キ
ノ

か

た
わ
ね

こ

ち
よ

 
そ
こ
に
は
仲
間
達
が
集
結
し
て
お
り
そ
の
奥
の
広
場
の
奥
の
方
に
確
か
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が

い
たん

見
た
目
は
前
と
変
わ
ら
な
い
な

そ
う
見
え
る

て
事
は
何
か
違
い
が
あ

た
の
か

で
見
た
ら
分
か

た
の
だ
け
れ
ど

尾
が
五
本
に
な

て
い
る
わ

マ
ジ
か

前
は
三
本
だ

た
よ
な

そ
の
分
強
く
な

て
い
る
の
で
は
な
い
か
し
ら

だ
な

ま
あ
で
も
こ
の
人

だ

あ

と
い
う
間
に
倒
せ
る
だ
ろ

逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

だ
な
と
り
あ
え
ず
広
場
の
外

い
に
部

を
移
動
さ
せ
て
少
人

で

に
な

て
釣
り

出
す
か

そ
れ
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
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よ
し

メ
ン
バ

を
選
別
し
て
く
れ

分
か

た
わ

 
そ
れ
か
ら
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

仲
間
達
が
移
動
を
開
始
し

 
そ
れ
が
終
わ

た
と
こ
ろ
で

ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ

そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
が

 
ゆ

く
り
と
広
場
の
中
央
に
進
ん
で
い

た

貴
様

よ

ま
た
会

た
な

こ
の
間
は
一
方
的
に
な

ち
ま

て
す
ま
な
か

た

も
う
あ
の
時
の
我
で
は
な
い
ぞ

こ
こ
で
会

た
が

年
目

我
の

を
討

て
や
ろ
う

自
分
で
自
分
の

を
討
つ

て
何
か
笑
え
る
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
ハ
チ
マ
ン
達
は

ゆ

く
り
と
だ
が
前
に
進
み
続
け
る

 
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
も
じ
わ
じ
わ
と
前
に
出
る

フ
ン

た

た
三
人
か

い
や

待
て
よ

 
そ
う
言

て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

む
よ
う
に

囲
に

線
を
走
ら
せ
た

地

が
変
わ

て
い
る
気
が
す
る
な

伏
兵
か

さ
て
ど
う
か
な

お
前

き
に
は
そ
ん
な
人

は
必
要
な
い
気
も
す
る
ん
だ
け
ど
な
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は

そ
の
手
に
は
乗
ら
ん

こ
こ
は
一
時

退
と
い
こ
う

逃
げ
る
の
か

逃
げ
る
の
で
は
な
い

無
茶
な
戦
い
は
し
な
い
だ
け
だ

へ

案
外
知
能
が
あ
る
ん
だ
な

だ
が

も
う

い

 
そ
の

間
に
ソ
レ
イ
ユ
と
ユ
キ
ノ
の
魔
法
が
発
動
し
た

ア

ス
・
ウ

ル

ア
イ
ス
・
フ

ル
ド

 
そ
れ
は
初
級
の
シ
ン
プ
ル
な

文
だ

た
が
ソ
レ
イ
ユ
の
魔
法
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
背
後
に
そ

び
え
立
ち

 
そ
の
逃
げ
る
進
路
を
完
全
に
塞
ぐ

 
一
方
ユ
キ
ノ
の

文
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
足
に

わ
り
つ
き
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
動
け
な
く
し
た

何
だ
と

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
魔
法
が

射

離
を

ば
す
事
だ

て
出
来
る
ん
だ

そ
の
分

は
⻑
く
な
る
け
ど
な

ぐ
ぬ

だ
が
ま
だ
手

は

 
直
後
に
伏
せ
て
い
た
仲
間
達
が
駆
け
出
し

ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
完
全
に
包
囲
し
た
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ま

ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
の

を

悪
い
な

丁
度
帰
宅

中
だ

た
ん
だ

こ
ん
ば
ん
は

こ
の
間
は
ど
う
も

 
そ
う
言

た
の
は
レ
ン
で
あ

た

レ
ン
は
先
日
雑

扱
い
さ
れ
た
事
を
忘
れ
て
は
い
な
か

た
さ
て

そ
れ
じ

あ
や
ら
せ
て
も
ら
う
ぞ

ま

待
て

話
せ
ば
分
か
る

分
か
ら
ね
え
よ

 
そ
う
言

て
四
十
人
以
上
の
仲
間
が
一

に
攻
撃
を
開
始
し
た

 
四
方
を
セ
ラ
フ

ム
ユ
イ
ユ
イ
ア
サ
ギ
ら
タ
ン
ク
と
ソ
レ
イ
ユ
の
作

た
壁
に

ま
れ

 
更
に
足
を

け
に
さ
れ
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
は
も
は
や
成
す
術
は
な
い

な

な
め
る
な

な
め
て
な
い
か
ら
こ
の
人

で
か
か

て
ん
だ
よ

そ
う
そ
う

お
前
は
強
い
か
ら
な

ふ

ふ
ん

そ
う
で
あ
ろ

我
は
強
い
の
だ

て

待
て

せ
め
て
こ
の
足
の

束
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を
自
力
で
打
ち
破

て
く
れ
て
も
い
い
の
よ

出
来
な
い
の
か
し
ら

く
そ

く
そ

せ
め
て
も
う
一

成
⻑
出
来
れ
ば

ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
ま
ま
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
あ

さ
り
と
倒
さ
れ

そ
の
場
に
倒
れ
伏
し
た

 
同
時
に
結

な

験

が
全
員
に
流
れ
込
み

歓
声
が
上
が
る

何
か

か

た
な

で
も
そ
の

に

い
い

験

を
持

て
た
な

ま
あ
こ
ち
ら
の
人

も
多
か

た
し
移
動
も

じ
て
い
た
の
だ
か
ら
こ
ん
な
も
の
で
は
な

い
か
し
ら

土
魔
法
は
苦
手
な
ん
だ
け
ど

ま
あ
戦
闘
が

く
て
良
か

た
わ

 
ソ
レ
イ
ユ
が
そ
う
言
う
の
と
同
時
に
土
の
壁
が
崩
れ
落
ち
る

さ
て

後
は
こ
い
つ
を
ど
う
す
る
か
だ
が

さ

き
気
に
な
る
事
を
言

て
た
よ
ね

も
う
一

成
⻑
出
来
れ
ば

と
か

だ
な

つ
ま
り
こ
こ
か
ら
ま
た
脱

す
る
ん
だ
ろ
う
な

ど
う
す
る
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こ
の

態
で
攻
撃
が
通
れ
ば
も
う
一
回
殺
せ
る
ん
じ

な
い
か

や

て
み
る
か

じ

あ
ボ
ク
に
や
ら
せ
て

 
そ
こ
で
前
に
出
た
の
は
ユ
ウ
キ
で
あ
る

お

い
い
な

一
発
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
を
叩
き
込
ん
で
や
れ

任
せ
て

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
が

え
た

間
に

い
き
な
り
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
背
中
が

れ

 
中
か
ら
黒
い
物
体
が
飛
び
出
し
て
く
る

ぬ逃
が
さ
な
い
わ
よ

 
同
時
に
備
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

ユ
キ
ノ
の
ア
イ
ス
・
フ

ル
ド
が
再
び

し
た
が

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
の
ま
ま

・

・を
・走
・り

向
こ
う
に
あ
る
通
路
の
前
へ
と
降
り
立

た

貴
様
ら

あ
の

態
の
我
に
攻
撃
し
よ
う
な
ど
と

恥
を
知
れ

何
言

て
ん
だ
お
前
は

普
通
そ
う
す
る
だ
ろ

こ
の
ま
ま
相
手
を
し
て
や
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が

今
の
我
に
は
体
力
が
残

て
い
な
い
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ま
た
い
つ
か
ど
こ
か
で
相
ま
み
え
よ
う
ぞ

あ

こ
ら

逃
げ
ん
な

逃
げ
る
の
で
は
な
い
わ

戦
略
的

退
よ

 
そ
の
ま
ま
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
走
り
去
り

ユ
ウ
キ
が
悔
し
そ
う
に
地
団

を

ん
だ

く

も
う
少
し
だ

た
の
に

仕
方
な
い
さ

ま
さ
か
空
を
走
る
と
は
な

そ
ん
な
に
⻑
い

離
は
走
れ
な
い
み
た
い
だ

た
け
ど
ね

尾

今
度
は
七
本
に

え
て
た
ね

そ
れ
は
見
て
な
か

た
な

あ
い
つ

成
⻑
し
て
や
が
る
な

い
ず
れ
ま
た
戦
う
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う
ね

そ
の
時
は
ま
た
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
ろ
う

ま
あ
今
回
も

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

ゲ

ト
で
す

 
表

さ
れ
て
は
い
な
い
が

こ
の
時
門
番
討
伐

と
い
う

し
パ
ラ
メ

タ
が

と

な

て
い
た

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
は

予
想
外
の
収

を
得
た
後

ア
ル
ン
へ
と
帰
還
し
た
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れ
る
小
物



 第１０９２話 三女神からの依頼

 
第
１
０
９
２
話
 
三
女
神
か
ら
の
依
頼

ま
さ
か
あ
ん
な
事
に
な
る
と
は
な

そ
う
い
え
ば
う
ち
の
フ

ン
リ
ル
は
ど
う
な

た
の
か
な

倒
さ
れ
た

て
話
は

か
な
い
よ
な

上
手
く
や

て
る
ん
じ

な
い
か

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど
な

 
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
一
同
は
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
教
会
へ
と
入

て
い

た

北

神
話

て
教
会
だ

け
か

ま
あ
そ
の

り
は
日
本
人
的
な
ア
レ
で
い
い
ん
じ

な
い
か

う

ん

ま
あ
そ
れ
も
そ
う
か

 
そ
し
て
四
十
人
以
上
の
プ
レ
イ
ヤ

が

り
を

げ

 
し
ば
ら
く
し
て

プ
レ
イ
ヤ

の
目
の
前
に
小
さ
い
モ
ニ
タ

が
表

さ
れ
る

お
 
そ
の
モ
ニ
タ

は
一
つ
に
集
ま

て
い
き

大
き
な
モ
ニ
タ

と
な

た

多
分
個
人
で
来
る
と

そ
の
人
に
し
か
見
え
な
い
小
さ
な
モ
ニ
タ

の
ま
ま
な
ん
だ
ろ
う
な
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大
勢
で
来
る
と
こ
う
な
る
の
か

 
ち
な
み
に
同
じ
ク
エ
を
受
け
て
い
な
い
者
に
は
こ
の
モ
ニ
タ

は
見
え
な
い
よ
う
に
な

て
い

る
よ
く
ぞ
使
命
を
達
成
し
て
く
れ
ま
し
た

我
が
愛
し
き

精
の
子
ら
よ

 
そ
し
て
そ
の
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ
れ
た
三
人
の
女
性
の
う
ち

 
中
央
に
い
た
女
性
が
そ
う
話
し
始
め
た

こ
れ

て
返
事
を
し
た
ら

受
け
答
え
し
て
く
れ
る
の
か

ど
う
だ
ろ
う
ね

も
ち
ろ
ん

か
れ
た
事
に
は
答
え
ま
す
よ

愛
し
子
よ

は

失

し
ま
し
た

 
こ
う
な
る
と

代
表
で
ハ
チ
マ
ン
が
受
け
答
え
を
す
る
事
に
な
る

 
そ
の
横
に

ス

と
フ

イ
リ
ス
が

ん
で
き
た

こ
う
い
う
の
は
フ

イ
リ
ス
に
任
せ
る
の
ニ

え大
丈
夫
大
丈
夫

安
心
し
て
ニ
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ち

と
も
安
心
出
来
ね
え
ん
だ
が

 
そ
し
て
一
同
に
対
し

そ
の
女
性
は
語
り
始
め
た

我
が
名
は
ウ
ル
ド

我
と
我
が
二
人
の
妹
達
か
ら
そ
な
た
ら
に
頼
み
が
あ
り
ま
す

我
が
名
は
ヴ

ル
ダ
ン
デ

今
こ
の
世
界
は
他
の
神
話
世
界
か
ら
侵
略
を
受
け
て
い
ま
す

我
が
名
は
ス
ク
ル
ド

精
達
よ

ど
う
か
我
ら
に
力
を
貸
し
て
下
さ
い

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が

そ
の
侵
略
者
と
い
う
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
の
問
い
に

ウ
ル
ド
は

い
た

オ
リ
ン
ポ
ス
の
古
き
神

ガ
イ
ア

 
そ
し
て
ウ
ラ
ノ
ス
と
ガ
イ
ア
の
間
に
生
ま
れ
た
巨
人

ギ
ガ
ン
テ
ス
で
す

ギ
ガ
ン
テ
ス
は
我
ら
神
の
力
で
は
殺
せ
な
い
の
で
す

ギ
ガ
ン
テ
ス
を
倒
せ
る
の
は
そ
な
た
達
だ
け

ギ
ガ
ン
テ
ス
の
背
後
に
い
る
ガ
イ
ア
が
全
て
の
元
凶
で
す

ガ
イ
ア
は
こ
の
地
の
巨
人
と
組
み
こ
の
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
と
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
を

配
下
に
収
め

 
ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム
の

の
巨
人
達
と
共
に
我
ら
と
オ
リ
ン
ポ
ス
神
軍
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
ま

す
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そ
こ
ま
で

い
て

フ

イ
リ
ス
が
ハ
チ
マ
ン
に
何
か

打
ち
し
た

と
い
う
事
は

今
の
新
し
き
オ
リ
ン
ポ
ス
の
神
々
は
味
方
な
の
で
す
か

い
い
え

オ
リ
ン
ポ
ス
の
王
ゼ
ウ
ス
は

 
こ
の

況
が
彼
ら
に
都
合
が
い
い

今
は
こ
の
行
い
を

認
し
て
い
ま
す

そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
地
に

兵
を
送
り

我
ら
が

敵
た
る
巨
人
族
の
後
押
し
を
し

 
我
が

属
た
る

神
族
を

精
達
が
狩
る
よ
う
に
仕
向
け
て
い
ま
す

お
そ
ら
く

夫
の
利
を
狙
い
我
ら
が
滅
び
た
後
に
ガ
イ
ア
を
討
伐
す
る
つ
も
り
な
の
で
し

う
が

 
ガ
イ
ア
は
そ
ん
な
生
易
し
い
相
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
を

そ
し
て
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
を

彼
ら
の
侵
略
か
ら
救

て
欲
し
い
の
で
す

そ
の

に
そ
な
た
達
に
用
意
し
た
剣
は

地
に

い
た
巨
人
達
に

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
ど
う
か
剣
の
力
を
結
集
し

ギ
ガ
ン
テ
ス
を
倒
し
て
こ
の
地
を
救

て
下
さ
い

 
こ
こ
で
再
び
フ

イ
リ
ス
が

ハ
チ
マ
ン
に

打
ち
し
た

現

精
達
は

ゼ
ウ
ス
に
騙
さ
れ
て
い
る
者
の
方
が
多
い
の
で
す
が
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彼
ら
に
つ
い
て
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か

討
伐
な
さ
い

そ
ん
な
愚
か
者
達
の
事
は
気
に
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん

お
お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は

分

な
神
な
の
だ
な
と
少
し
驚
い
た

で
す
が

可
能
な
ら
味
方
に
引
き
込
み
な
さ
い

彼
ら
の
味
方
と
な

て
い
る
巨
人
を

彼
ら
の
手
で
倒
さ
せ
る
の
で
す

さ
す
れ
ば
そ
の
巨
人
が
集
め
た
我
が

属
の
力
が
解
放
さ
れ

 
彼
ら
は
正
道
に
立
ち

る
資
格
を
取
り

し
ま
す

つ
ま
り
そ
う
仕
向
け
ろ
と

も
し
そ
れ
が
叶
え
ば

我
ら
が
直
接
出
向
い
て
我
が
子
ら
に
真
実
を
伝
え
ま
す

巨
人
と
仲
間
で
い
る
う
ち
は

我
ら
は
子
ら
の
近
く
に

現
出
来
な
い
の
で
す

ど
う
か
こ
の
世
界
を
救

て
下
さ
い

 
こ
こ
で
三
人
は
一

言
葉
を
止
め
た

 
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
フ

イ
リ
ス
が

ハ
チ
マ
ン
に
質
問
を
さ
せ
る

え
え
と

神
々
の
協
力
は
得
ら
れ
ま
す
か
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今
我
ら
の
神
は

そ
の
多
く
が

地
に

さ
れ
て
い
ま
す

こ
れ
も
ゼ
ウ
ス
の
差
し
金
な
の
で
す

彼
ら
を
解
放
出
来
れ
ば

大
き
な
力
に
な

て
く
れ
る
事
で
し

う

ふ
む

 
そ
し
て
フ

イ
リ
ス
が
再
び
ハ
チ
マ
ン
に
ぼ
そ
ぼ
そ

い
た

他
に
ク
リ
ア
の

に
倒
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
敵
は
存
在
し
ま
す
か

地
獄
の
門
番
ケ
ル
ベ
ロ
ス

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
四
つ
の
命
を
持

て
い
ま
す

油
断
な
き
よ
う

気
を
つ
け
て
下
さ
い

ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
と
キ

ク
ロ
プ
ス
は

こ
ち
ら
に
来
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

彼
ら
は
ガ
イ
ア
の
子
な
の
で
す

そ
の
全
て
を
討
伐
出
来
れ
ば
こ
の
戦
い
は
我
ら
の
勝
利
に
終
わ
り
ま
す

こ
の
美
し
い
世
界
を
ど
う
か

 
そ
し
て
三
女
神
は
消
え
て
い
き

ハ
チ
マ
ン
達
は

そ
の
余

に

り
な
が
ら
も

 
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
相
談
を
始
め
た

フ

イ
リ
ス

あ
り
が
と
な

い
い
感
じ
に
話
を
進
め
ら
れ
た
わ
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こ
れ
も
前
世
の
記
憶
が
そ
う
さ
せ
る
の
ニ

気
に
し
な
い
で
ニ

敵
は
五
体
か

ガ
イ
ア

ギ
ガ
ン
テ
ス

キ

プ
ロ
ク
ス

ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル

ケ
ル
ベ
ロ
ス

な
そ
れ
と
今
は
敵
側
に
な

て
る
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
か

最
初
に
武
器
を
集
め
る
べ
き
な
の
か
な

オ
ン
リ

ワ
ン
の
武
器
だ
と
す
る
と

誰
に

す
か
で

め
た
り
し
な
い
か

う

ん

性
能
的
に

今
私
達
が
持

て
る
武
器
よ
り
強
い
の
か
な

ハ
イ
エ
ン
ド
と
比
べ
る
と

誤
差
な
気
も
す
る
よ
な

ま
あ
戦
闘
で
手
に
入
る
な
ら
全
員
で
戦

て
ド
ロ

プ
任
せ
に
す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 
探
索
で
手
に
入
る
な
ら

そ
の
チ

ム
に

ね
る

て
事
で

て
事
は

と
り
あ
え
ず
い
く
つ
か
に
チ

ム
分
け
し
な
い
と
い
け
な
い
な

そ
の
日
参
加
出
来
る
人
達
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
分
け
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

な
る
ほ
ど

そ
う
す
る
か

 
こ
こ
で
チ

ム
分
け
す
る
の
は
か
な
り
大
変
な

 

日
分
の
参
加
可
能
リ
ス
ト
を

人
に
提
出
し
て
も
ら
い
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そ
れ
を
リ
ア
ル
で
チ

ム
分
け
し
て
全
員
に
知
ら
せ
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
る
事
と
な

た
つ
い
で
に

敵
の
特
徴
を
出
来
る
だ
け
調
べ
て

対

も
練

て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
な

後
は
プ
レ
イ
ヤ

対

だ
が

こ
れ
は
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
よ
な
友
好
チ

ム
に
情
報
を
流
す
く
ら
い
で
い
い
と
思
う

ぞ
言

て
も

か
な
そ
う
な
ギ
ル
ド
も
多
い
し
な

む
し
ろ

的
に
敵
側
に
回
る
と
い
う
の
も

選
択
と
し
て
は
あ
り
で
し

う
し
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で

今
日
は
そ
ろ
そ
ろ
解
散
に
し
よ
う
か

 
指
定
の
連

先
に
明
日
連

を
送
る
か
ら
集
合
は
朝
九
時
く
ら
い

て
事
で
ど
う
だ
ろ
う
か

成
明
日
か
ら
は
冒
険
か

が
鳴
る
ね

 
こ
う
し
て
さ
く
さ
く
と
予
定
が
決
ま
り

一
同
は
そ
の
ま
ま
落
ち
て
い

た
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ふ
う

リ

ダ

お
疲
れ

何
か
凄
い
事
に
な

ち

た
ね

ま
あ
明
日
か
ら
頑
張
る

て
も
ん
だ
な
さ
て
と
り
あ
え
ず
雪
乃
に
三
日
分
の
予
定
を
送
ら

な
い
と
か

私
達
は
十
日
の
午
後
に
向
こ
う
に

る
か
ら

最
終
日
は
ち

と
お
休
み
か
な

お
土
産
も

わ
な
い
と
だ
し
ね

そ
う
だ
な

俺
も
見
送
り
に
行
く
ぞ

う
ん

あ
り
が
と
う
リ

ダ

今
年
の

は
い

ぱ
い
遊
べ
た
ね

う
ん

ま
あ
向
こ
う
に

て
も
夜
は
遊
ぶ
け
ど
ね

そ
れ
じ

あ

自
で
雪
乃
に
連

だ
こ
う
い
う
事
は
あ
い
つ
に
任
せ
て
お
け
ば
間
違
い
な
い

か
ら
な

ヴ

ル
ハ
ラ
の

本
当
に
う
ち
は

恵
ま
れ
て
る
よ
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八
幡
達
は
そ
う
言

て

ス
マ
ホ
に
文
章
の
入
力
を
始
め
た
の
だ

た

  
そ
の

一
人

し
く
狩
り
に
参
加
し
て
い
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

然
と
し
た
表
情
で

い
て

い
た何

よ
こ
れ

何
な
の

  
狩
り
を
終
え

こ
の
日
は
こ
こ
ま
で
と
い
う
事
に
な
り

 
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
し
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
達
に
襲
い
か
か

て
く
る
者
が
い
た

 
神
殺
し
の

フ

ン
リ
ル
で
あ
る

お
い

あ
れ

お

あ
れ
が
噂
の
ケ
ル
ベ
ロ
ス
か

確
か
一

に
戦

て
く
れ
る
ん
だ
よ
な

そ
う
そ
う

で
も
残
念
な
が
ら
今
日
は
こ
こ
ま
で

て

 
あ
れ

ケ
ル
ベ
ロ
ス

て
確
か

が
三
つ
あ
る
ん
だ
よ
な

う
ん

確
か
そ
う

で
も
あ
れ

あ
い
つ
の

て
一
つ
じ

な
い
か
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ん
 
直
後
に
そ
の
場
に
フ

ン
リ
ル
の
声
が

く

敵
に

す
る
愚
か
者
ど
も

い
い
加

に
目
を
覚
ま
さ
ぬ
か

 
そ
う
言

て
フ

ン
リ
ル
は

パ

テ

の
巨
人
達
に

攻
撃
を
加
え
始
め
た

う
お

迎
撃

迎
撃
だ

今

敵
に

す
る
と
か
言

て
な
か

た
か

証
は
後
だ

と
り
あ
え
ず
戦
え

 
だ
が
フ

ン
リ
ル
は
凄
ま
じ
く
強
く

タ
ン
ク
で
な
い
と
そ
の
攻
撃
に
は

え
ら
れ
ず

 
プ
レ
イ
ヤ

達
は
一
撃
で

ら
れ
て
い
く

 
実
は
こ
の
フ

ン
リ
ル

脱

な
ど
と
言
う
事
は
し
な
い

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
最
終

態
と
同
じ
力
を
持

て
い
る
の
だ

馬

者
ど
も
が

く
そ

通
路
ま
で

退

退
だ

巨
人
を

に
し
て
そ
の
間
に

を
整
え
る
ぞ
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こ
ち
ら
の
巨
人
も
相
当
育

て
い
る
者
が
多
く

 
フ

ン
リ
ル
が
相
手
で
も

そ
う
簡

に
や
ら
れ
は
し
な
い

く

さ
す
が
に

が
多
い
か

 
フ

ン
リ
ル
は
無
念
そ
う
に
そ
う
言
う
と

そ
の
ま
ま
逃
げ
に
移

た

 
こ
の

り
の
戦
闘
の
上
手
さ
は

ケ
ル
ベ
ロ
ス
よ
り
上
か
も
し
れ
な
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
必
死
で
ヒ

ル
を
飛
ば
し
て
い
た
が

 
そ
の
間
に
フ

ン
リ
ル
は
去
り

り
に
は
大

の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
残
さ
れ
る
事
と
な

た
何
よ
こ
れ

何
な
の

 
そ
ん
な
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

を

ハ
ゲ
ン
テ

が
ポ
ン
と
叩
い
た

 
な

さ

き
の
あ
の
セ
リ
フ

そ
れ
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
の
前
の
感
じ
か
ら
し
て

 
や

ぱ
り
こ

ち
の
間
違

た
ル

ト

て

か
な
り
ハ

ド
な
ん
じ

な
い
か

そ

そ
う
な
の
か
な

 
そ
の
意
見
に
オ

セ

が

こ
そ
こ
そ
と
同
意
す
る
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か
も
し
れ
な
い
な

で
も
今
更
ど
う
し
よ
う
も
な
い
し
な

そ
う
よ
ね

ル
シ
パ

も
な
ん
か
キ
レ
て
る
み
た
い
だ
し

 
遠
く
で
ル
シ
パ

が

イ
ラ
つ
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ
て
い
る
の
が

こ
え
る

あ
の

コ
ロ

絶
対
に
許
さ
ん

 
こ
う
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か

た
せ
い
で

ハ
チ
マ
ン
達
の
言
葉
を

 
少
な
く
と
も
七
つ
の
大
罪
が

く
余
地
は
無
く
な

て
し
ま

た
の
だ

た
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第
１
０
９
３
話
 
箸
休
め

八
幡
の
仕
事
風
景

 
戦
い
だ
け
だ
と
疲
れ
て
し
ま
う
の
で

ち

こ

と
真
面
目
な

風
景
を

み
ま
す

 
三
日
間
全
力
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
集
中
し
た
八
幡
で
あ

た
が

 
さ
す
が
に
休
み
だ
か
ら
と
い

て

日
遊
ん
で
い
る

に
も
い
か
な
か

た

 
今
日
は

オ
フ

ス
の
展
開
の
一

と
し
て

レ

ス
ン
ス
タ
ジ
オ
の

動

験
の

 
八
幡
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
と
共
に

ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
に
い
た

み
ん
な

今
日
は

験
に
協
力
し
て
も
ら

て
本
当
に
あ
り
が
と
う

い
い

て
い
い

て

い
ず
れ
自
分
達
が
使
う
も
の
だ
し

な

さ
く
ら

う
ん

ど
ん
な
感
じ
か
凄
く
興
味
が
あ
り
ま
す

な
ら
い
い
ん
だ
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は
自
分
の

で

制
し
合

て
い
る
愛
と
純
子
を
見
て
た
め
息
を

つ
い
た
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ち
な
み
に
ゆ
う
ぎ
り
は

さ
く
ら
の
横
で
八
幡
に
色
目
を
使

て
い
る

は

 
だ
が
八
幡
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
何
故
か
こ
の
場
に

本
来
こ
こ
に
い
る
は
ず
の
な
い
人
物
が

れ
込
ん
で
い
た
の
だ

お
い
詩
乃

何
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る

仕
方
な
い
じ

な
い

働
か
ざ
る
者
食
う
べ
か
ら
ず

 
年
末
だ
か
ら

て

ず

と
バ
イ
ト
を
し
な
い

に
は
い
か
な
い
の
よ

そ
の
理
屈
は
分
か
る
し

正
直
う
ち
も
助
か
る
け
ど
よ

 
そ
の
人
物
と
は
詩
乃
で
あ

た

詩
乃
は
ど
こ
か
ら

き
つ
け
て
き
た
の
か

 
し
れ

と
し
た
顔
で
開
発
室
に
居
り

八
幡
を
待
ち

え
て
い
た
の
で
あ
る

バ
イ
ト
な
ら
自
宅
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
も
良
か

た
ん
じ

な
い
か

何
よ

私
と
会
え
て
嬉
し
い

に

素
直
じ

な
い
わ
ね

は

お
前
の
そ
の
強
気
さ
は
ど
こ
か
ら
来
て
る
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
の
や
り
取
り
を
見
な
が
ら

愛
と
純
子
は
目
を

く
し
つ
つ
も

 
八
幡
が
本
気
で

が

て
い
な
い
の
を
悟
り
参
考
に
な
る
な

と
詩
乃
に
尊
敬
の
目
を
向
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け
て
い
た

 
ゆ
う
ぎ
り
も
ゆ
う
ぎ
り
で
こ
う
い
う
プ
レ
イ
も
あ
り
で
あ
り
ん
す
な
な
ど
と
不
穏
な
事
を

考
え
て
い
るま

あ
い
い

で

紅
莉
栖
と
理
央
は

ア
ル
ゴ
の
助
手

て
事
で
い
い
ん
だ
よ
な

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
よ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
練

風
景
に
興
味
が
あ
る
と
か

そ
う
い
う
ん
じ

な
い
か
ら
ね

ミ

ハ

ど
も
が

 
八
幡
は

こ
の
ま
ま
こ
の
メ
ン
バ

で
進
め
る
の
か
と
少
し

を
感
じ
つ
つ

 
予
定
通
り

シ
ス
テ
ム
の
説
明
か
ら
入
る
事
に
し
た

正
直
た
だ

る
だ
け
な
ら
何
の
問
題
も
無
い
ん
だ

 
場
所
の
提

だ
け
な
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
さ
え
あ
れ
ば

十
分
も
か
か
ら
ず
に
用
意
出
来
る

お
お

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
こ
う
い

た
事
に

い
の
だ
ろ
う

 
愛
と
純
子
以
外
の
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
は

感
心
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

 
愛
と
純
子
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
や

て
い
る

そ
こ
ま
で
驚
い
た
り
は
し
な
い
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で

今
回

し
て
欲
し
い
の
は

追
加
で
付
け
足
し
た
シ
ス
テ
ム
の
方
だ

 
ミ
ラ

と
マ
リ
オ
ネ

ト

こ
の
二
つ
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て

詩
乃
に
ア
ミ

ス
フ

ア
を
差
し
出
し
た

何
よ

そ
ろ
そ
ろ
休

は
終
わ
り
だ
ろ

出
番
だ
バ
イ
ト

え

こ

ち
の
に
参
加
し
て
い
い
の

ア
ル
ゴ

い
い
よ
な

も
ち
ろ
ん

わ
な
い

だ
そ
う
だ

と
り
あ
え
ず
こ

ち
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
み
て
く
れ

分
か

た
わ

 
そ
し
て
詩
乃
が
ロ
グ
イ
ン
す
る
と

モ
ニ
タ

に
そ
の

が
現
れ
た

 
普
通
に
レ
オ
タ

ド

で
あ
り

そ
の
脚
線
美
に
フ
ラ
ン
シ

シ

の
者
達
も
感
心
し
た

い
い
肉
付
き
を
し
て
は
り
ま
す
な

ス
ラ

と
し
て
る
ね

そ
う
か

大

じ

な
い
か
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こ
え
て
る
わ
よ

八
幡

う
げ

そ
う
だ

た

 
ど
う
や
ら
中
に
は
外
の
声
が

こ
え
る
ら
し
い

と
い
う
か

映
像
も
見
え
て
い
た
り
す
る

 
逆
に
こ
ち
ら
か
ら
中
の
映
像
を
見
る
事
も
出
来

 
レ

ス
ン
ス
タ
ジ
オ
の
中
に
い
る
の
と

そ
の
感
覚
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い

で

ど
う
す
る

先
ず
は
マ
リ
オ
ネ

ト
か
ら
だ

詩
乃

力
を
抜
い
て
お
い
て
く
れ

分
か

た
わ

 
そ
し
て
フ
ラ
ン
シ

シ

の
曲
が
流
れ
始
め

同
時
に
詩
乃
が
動
き
出
し
た

う
わ

何
か
お
か
し
な
感
じ

う
わ

う
わ

り
付
け
完

じ

な
い

凄
い
凄
い

こ
れ
な
ら
今
す
ぐ
フ
ラ
ン
シ

シ

に
加
入
し
て
も
や

て
い
け
ま
す
ね

ち
な
み
に
こ
れ
は

み
ん
な
の
動
き
を
ト
レ

ス
さ
せ
て
る
だ
け
だ
か
ら
な

え
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そ
う
な
ん
だ

こ
れ
の
目
的
と
し
て
は

曲
の
動
き
を
体
に
覚
え
さ
せ
る

て
感
じ
だ
な

 
な
の
で
初
め
て
の
曲
で
も

ど
う
い
う
動
き
を
す
れ
ば
い
い
の
か

 
イ
メ

ジ
し
や
す
く
な
る
と
思
う
ん
だ
が

ど
う
だ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
は

ざ
わ

と
し
た

こ
れ
は
い
い
か
も

そ
う
思
う
ん
だ
け
ど

ち

と
体
験
し
て
み
た
い
気
は
す
る
ね

そ
う
言
う
と
思

て
準
備
は
し
て
あ
る

あ

つ
く
な

れ

の

り
を
完

に
プ
ロ
グ
ラ

ム
済
み
だ

ち

ち

と
や

て
み
た
い

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
詩
乃

一

ロ
グ
ア
ウ
ト
だ

分
か

た
わ

 
そ
し
て
詩
乃
が
目
を
覚
ま
し

代
わ
り
に
フ
ラ
ン
シ

シ

が
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

う
わ

衣
装
ま
で
準
備
さ
れ
て
る
ん
だ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

定

置
に
移
動
し
て
体
の
力
を
抜
い
て
み
て
く
れ

オ

ケ

ん
じ

ア
ル
ゴ

宜
し
く
頼
む
わ

が

て
ん

知
だ

 
そ
し
て
曲
が
開
始
さ
れ

一
同
の
体
が
勝
手
に
動
き
始
め
た

 
せ

か
く
だ
か
ら
と
み
ん
な

曲
に
合
わ
せ
て
歌
い
出
す

う
わ

う
わ

詩
乃
ち

ん

凄
い
ね

動
き
が
完

に
揃

て
る
わ
ね

み
ん
な

中
は
ど
ん
な
感
じ
だ

う

ん

い
つ
も
や

て
る
の
と
微

に
ズ
レ
る
部
分
が
あ
る
ね

は
は
は

ま
あ
こ

ち
が
正
し
い
ん
だ
け
ど
な

 
あ
ま
り
に
も
完

す
ぎ
て
も
そ
れ
は
そ
れ
で
気
持
ち
悪
い
だ
ろ
う
か
ら

 
そ
れ
く
ら
い
の
ズ
レ
は
あ

て
い
い
と
思
う
ぞ

ね

さ
ん

 

り
返
る
と

い
つ
の
間
に
か
そ
こ
に
は
マ
ネ

ジ

の

幸
太
郎
が

え
て
お
り

 
幸
太
郎
は
ニ
カ

と
笑

て
八
幡
に
親
指
を
立
て
た
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ま
あ
使
い
方
は
色
々
あ
る
と
思
う
が
新
曲
の
動
き
を
最
初
に
大
雑

に
体
に
叩
き
込
む

て

な
ら

 
こ
れ
以
上
の
シ
ス
テ
ム
は
無
い
と
思
う
ん
だ
よ
な

う
ん

確
か
に
そ
う
か
も

こ

ち
で
動
き
を
覚
え
て

後
は
リ
ア
ル
で
調
整
す
れ
ば

い
い

り
が
出
来
そ
う

な
ら
良
か

た

そ
れ
じ

あ
せ

か
く
だ
し

こ
の
ま
ま
ミ
ラ

い
く
か

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
愛
に

当
な
ダ
ン
ス
を

て
く
れ
る
よ
う
に
指

し

 
愛
は
即
興
で
ダ
ン
ス

を
八
幡
に
披
露
し
た

ど
う

そ
ん
な
も
ん
だ
な

そ
れ
じ

あ

違
う

か
わ
い
い
か
ど
う
か

て
意
味
で

ど
う

て

い
た
の

 
八
幡
は
困

た
顔
で
紅
莉
栖
や
理
央

詩
乃
の
方
を
見
た

八
幡

ア
イ
ド
ル
を
乗
せ
る
の
も
大
事
な
仕
事
よ

ほ
ら

笑
顔
笑
顔
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ま

た
く

そ
う
い
う
と
こ

八
幡
は

目
よ
ね

く
 
八
幡
は
三
人
に

目
出
し
さ
れ

や
や
落
ち
込
ん
だ
表
情
を
見
せ
な
が
ら

 
す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り

え

愛
に
向
か

て
言

た

お
う

愛
は
や

ぱ
り

て
る
時
が
一
番
だ
な

か
わ
い
い
か
わ
い
い

や

た

 
愛
は
そ
れ
で
笑
顔
に
な
り

八
幡
は
ホ

と
胸
を

で
下
ろ
し
た

そ
れ
じ

あ
ミ
ラ

い
く
ぞ

ち

と
横
に
ズ
レ
て
み
て
く
れ

あ

う
ん

 
直
後
に
先
ほ
ど
愛
が
立

て
い
た

置
に
も
う
一
人
の
愛
が

を
現
し

 
先
ほ
ど
の
愛
と
ま

た
く
同
じ
動
作
を

り
返
し
て
い
く

う
わ

凄
い
凄
い

全
員
で
合
わ
せ
た
動
き
と
か

直
ぐ
に
チ

ク
出
来
る
ん
だ

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

こ
の
二
つ
が
出
来
る
だ
け
で
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か
な
り
レ

ス
ン
の

が
変
わ

て
く
る
と
思
う

そ
れ
に
体
も
疲
れ
な
い
か
ら
な

 
ま
あ
あ
ん
ま
り
こ

ち
に
頼
り
す
ぎ
る
と

筋
力
が
落
ち
ち
ま
う
可
能
性
が
高
い
か
ら

 
こ
れ
だ
け
で
レ

ス
ン
を
終
わ
ら
せ
る

て
の
は
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
絶
対
に
使
い
所
は

あ
る
は
ず
だ

で
す
ね

 
そ
の
筋
力
の
問
題
も

い
ず
れ
ニ

ロ
リ
ン
カ

を
組
み
合
わ
せ
る
事
に
よ

て

 
劇
的
に

出
来
る

だ
が

今
の

で
そ
の
事
を
伝
え
る
事
は
当
然
出
来
な
い

こ
れ
は
本
格
的
に

入
さ
れ
る
の
が
楽
し
み
で
あ
り
ん
す
な

ま
あ
や
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
出
来
る
ん
で

他
の
グ
ル

プ
と
も
相
談
し
て
み
て

 
欲
し
い
機
能
を
色
々
付
け
た
し
た
ら

出
来
る
だ
け

く
に

入
し
ま
す
よ

八
幡
さ
ん

さ
す
が
で
す
ね

い
や

俺
は
ア
イ
デ
ア
を
出
す
だ
け
で

実
現
は
み
ん
な
に
任
せ

き
り
な
ん
だ
け
ど
な

そ
れ
じ

あ
ハ

次
の
機
能
を

し
て
も
ら
お
う
ゼ

だ
な

ま
だ
他
に
も
何
か
あ
る
の
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こ
れ
は
簡

だ

ト
リ

プ
だ
な

 
八
幡
が
そ
う
言

た

間
に
フ
ラ
ン
シ

シ

は
東
京
ド

ム
の
特
設
ス
テ

ジ
に
立

て

い
たう

わ
次
は
武
道

だ

お
お
お
お
お

 
そ
の
言
葉
に
合
わ
せ

パ

パ

と
場
面
が
切
り

わ
る

ブ
ロ

ド
ウ

イ

き

あ
あ
あ
あ

ア
ル
ピ
ノ

の
ア
ル
ピ
ノ
ま
で

つ
い
で
に
ソ
レ
イ
ユ
前

う
わ

こ
の
よ
う
に

こ
こ
に
い
な
が
ら
に
し
て

ど
こ
で
で
も
練

す
る
事
が
可
能
だ

凄
い
凄
い
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ソ
レ
イ
ユ
に
移

し
て
正
解

マ
ネ

ジ

え
ら
い

 
そ
の
言
葉
に
幸
太
郎
が

れ
た
よ
う
な
表
情
を

か
べ
る

 
こ
の
よ
う
に

ソ
レ
イ
ユ
は

り
物
に
な
る
新
シ
ス
テ
ム
を
次
々
と
市
場
に
投
入
し

 
更
に
は
そ
れ
専
門
の
資
格
ま
で

設
す
る
事
で

 
ど
ん
ど
ん
そ
の
勢
力
を

ば
し
て
い
く
事
と
な
る

こ
れ
は
そ
の
一

で
あ

た
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第
１
０
９
４
話
 
レ
イ

 
日
曜
日
が
仕
事
に
な

て
し
ま

た
の
で
次
の
投
稿
は

曜
日
予
定
に
な
り
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん
ｏ
ｒ

 
八
幡
達
が
仕
事
で
フ
ラ
ン
シ

シ

と
き

き

う
ふ
ふ
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
達
は
ア
ル
ン
に
集
ま
り

先
ず
は
近
場
か
ら
の
情
報
収
集
に

ん
で
い
た

よ
し

そ
れ
じ

あ

ご
と
に

 
ク
エ
ス
ト
ク
リ
ア
で
何
か
変
化
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
い
な
い
か
調
査
に
入
ろ
う

 
そ
の
指

に

い

ヴ

ル
ハ
ラ

ヴ

ル
ハ
ラ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ

ア
ル
冒
の
四
チ

ム
が
ア
ル
ン
中
に
散
り

 
片

か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し
か
け

そ
の
反
応
を
チ

ク
し
て
い
た

 
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
当
然
噂
に
な
る
が

 

名

だ
と
思
い
キ
リ
ト
は
そ
う
い

た
プ
レ
イ
ヤ

の

線
は
完
全
に
ス
ル

し
て
い
た
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お
い

ヴ

ル
ハ
ラ
の
連
中

久
々
に
見
た
な

神
広
場
に
は
い
な
か

た
よ
な

年
末
か
ら
こ

ち

一
体
ど
こ
に
い
た
ん
だ
ろ
う
な

あ
の
感
じ

も
し
か
し
て
も
う
敵
を
二
万
匹
倒
し
た
ん
じ

な
い
か

か
も
し
れ
な
い
な

さ
す
が
だ
よ
な

 
こ
ん
な
声
が
大
き
く
な
れ
ば

当
然
そ
れ
は
ル
シ
パ

達
七
つ
の
大
罪
の

に
も
入
る

ぐ
ぬ

奴
ら

一
体
ど
こ
で
狩
り
を
し
て
や
が

た

う
ち
よ
り
高

と
か
あ
り
え
な
い
よ
な

で
も
実

終
わ
ら
せ
て
い
る

い
ぞ

く
そ

死
ぬ
気
で
追
い
つ
い
て
や
る

 
そ
ん
な
仲
間
達
を

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

や
や
か
な
目
で
見
て
い
た

こ
い
つ
ら

も

と

を
使
お
う
と
か
思
わ
な
い
の
か
し
ら

 
結
局

証
す
る

て
言
い
な
が
ら

日
の
フ

ン
リ
ル
の
言
葉
も
ス
ル

だ
し

 
そ
う
思
い
な
が
ら
も
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
特
に
欲
し
い
装
備
も
無
い

 
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
を

り

き

仲
間
の

に
必
死
で
ヒ

ル
を

り
返
し
て
い
た
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何
か
情
報
は
あ

た
か

は
い
デ

タ
ベ

ス
と
比

し
て
い
く
つ
か
巨
人
の
場
所
を

し
て
る
と
思
わ
れ
る
文
言

が 
デ

タ
ベ

ス
と
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

ペ

ジ
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
デ

タ
ベ

ス
の
事

で
あ
る

 
こ
こ
に
は
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
備
え

事
前
に
レ
コ
ン
が
調
べ
て
あ

た

 
ア
ル
ン
の
全
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
名
前
と
セ
リ
フ
が
網

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

 
こ
う
い

た
地
道
な
努
力
が

ヴ

ル
ハ
ラ
の
勢
力
を

え
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

そ
れ
じ

あ
デ

タ
ベ

ス
を
更
新
し
つ
つ

 
調
べ
終
わ

た
ら
全
員
で

当
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
回

て
み
よ

か

了
解

 
さ
す
が
攻
略
慣
れ
し
て
い
る
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は
的
確
な
指

で

よ
く
作
業
を
進
め
て

い
る

 
そ
の

は
ハ
チ
マ
ン
の
不
在
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い

ヴ

ル
ハ
ラ
が
強
い

で
あ
る
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ア
ス
ナ

今
の
う
ち
に
地
図
に
目
的
地

い
場
所
を
チ

ク
し
て
お
こ
う

あ

そ
う
だ
ね

午
後
に
ハ
チ
マ
ン
君
が
来
る
前
に
済
ま
せ
ち

お
う
か

 
正
確
な

置
が
分
か
る
わ
け
で
は
な
い

二
人
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
セ
リ
フ
に
出
て
き
た
地

に 
大
雑

に

を
書
い
て
い

た

こ
う
し
て
見
る
と

こ
れ

て
ほ
と
ん
ど
が
巨
人
の
領

だ
な

そ
う
だ
ね

ま
あ
当
た
り
前
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

ん

こ
こ
だ
け

神
領

の
中
に
あ
る
な

他
か
ら
場
所
も
離
れ
て
る
し

で
も
逆
に
こ
こ
か
ら
は
近
そ
う
だ
ね

う

ん

特

な
何
か
が
あ
る
の
か
な

お
昼
ま
で
時
間
が
あ
る
し

ち

と
何
人
か
で
様
子
を
見
に
行

て
み
る
わ

 
ア
ス
ナ
は
こ

ち
の
取
り
ま
と
め
を
頼
む

分
か

た

気
を
つ
け
て
ね

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
は

ハ
チ
マ
ン
が
情
報
を
収
集
し

ア
ス
ナ
が
そ
れ
を
分

し

 
キ
リ
ト
が
実

に
動
く
と
い
う
パ
タ

ン
が
多
か

た

今
回
も
そ
の
パ
タ

ン
を

襲
し
た

で
あ
る
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そ
し
て
キ
リ
ト
は
ユ
キ
ノ
ユ
イ
ユ
イ
ユ
ウ
キ
コ
マ
チ
ク
リ
シ

ナ
の
六
人
を
選
抜
し

 
揃

て
移
動
を
開
始
し
た

こ
の
六
人
が
い
れ
ば

何
が
あ

て
も
ま
あ
ど
う
と
で
も
な
る
よ
な

フ

ル
ド
ボ
ス
ク
ラ
ス
で
も
多
分
い
け
る
わ
ね

 
さ
す
が
に
フ
ロ
ア
ボ
ス
ク
ラ
ス
は
き
つ
い
で
し

う
け
ど

ま
あ
そ
ん
な
敵
は
さ
す
が
に
出
し
て
こ
な
い
だ
ろ

 
一
行
は
コ
マ
チ
を
先

に
目
的
地
へ
と
向
か
い

現
地
に
着
く
と

 
怪
し
い
地

が
な
い
か
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
追
加
で
配
置
さ
れ
て
い
な
い
か
チ

ク
を
開
始
し
た

う

ん

何
も
無
い
ね

そ
ん
な
は
ず
は
無
い
ん
だ
け
ど
な

あ
れ

ち

と
待

て

み
ん
な

あ
れ

 
そ
の
時
ユ
ウ
キ
が
上
空
を
指
差
し
た

見
る
と
確
か
に
上
の
壁
面
に

の
よ
う
な
物
が
見
え

る 
だ
が
そ
の

は
ど
こ
に
も
繋
が

て
い
な
い
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え
て
言
う
な
ら
こ
ち
ら
が
い
る
場
所
は
ペ

ト
ボ
ト
ル
の

で
あ
り

 

は
ペ

ト
ボ
ト
ル
の
フ
タ
の
ネ
ジ
部
分
内
外
が
逆
で
は
あ
る
が
の
よ
う
な

態
で
あ

る
む
む

こ
こ

飛
行
禁
止
区

だ
よ
ね

て
事
は

ト
ン
キ

を
呼
べ

て
事
だ
な

今
ト
ン
キ

は

ね
ぐ
ら
で
石
に

態
し
て
も
ら

て
る

ま
あ
一
日
中
昼

し
て
る
よ
う
な
も
ん
だ
な

そ
れ
じ

あ
何
人
か
で
ト
ン
キ

を
呼
ん

 
キ
リ
ト
が
そ
う
言
い
か
け
た
の
を

ユ
キ
ノ
が
止
め
た

ち

と
待

て

キ
リ
ト
君

ん

他
に
何
か
案
が
あ
る
の
か

え
え

こ
れ
よ

 
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
が
取
り
出
し
て
き
た
の
は

 
ト
ラ
フ

ク
ス
イ
ベ
ン
ト
で
ゲ
ン
ブ
か
ら
入
手
し
た

ウ

ル
ブ

ツ
で
あ

た
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あ

あ
あ

ユ
キ
ノ
ン

ヒ

キ

か
ら

て
た
ん
だ

え
え

も
し
か
し
た
ら
使
う
機
会
も
あ
る
か
も
だ
し
な

て

さ
れ
て
い
た
の
よ

 
深
い
考
え
が
あ

た

じ

な
さ
そ
う
だ

た
け
ど

今
回
は
ラ

キ

だ

た
わ
ね

だ
ね

そ
れ
じ

あ
キ
リ
ト
君

は
い

う
 
ハ
チ
マ
ン
が
い
な
い
以
上

当
然
こ
こ
は
キ
リ
ト
の
出
番
と
な
る

わ

分
か

た

や

て
み
る

大
丈
夫
よ

も
し
落
ち
た
ら
私
が
フ

ル
ン
・
コ
ン
ト
ロ

ル
を
か
け
て
あ
げ
る
か
ら

悪
い
ク
リ
シ

ナ

宜
し
く
頼
む
わ

 
キ
リ
ト
は
ビ
ク
ビ
ク
し
た
顔
で
そ
う
言
う
と

深
呼

を
し

壁
を
歩
き
出
し
た

お
お

何
て
い
う
か

重
力
が
足
の
方
に
向
い
て
る
か
ら

 
普
通
に
地
面
を
歩
く
の
と
同
じ
感
じ
だ
な

な
ら
良
か

た
わ

上
に
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
気
を
つ
け
て
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お
う

や
ば
か

た
ら
そ
の
ま
ま
飛
び
降
り
る
か
ら
助
け
て
く
れ
よ
な

ク
リ
シ

ナ

え
え

任
せ
て

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
ず
ん
ず
ん
と
壁
面
を

て
い

た

よ
し

に
到
着

と

 
そ
の
ま
ま

上
に
着
く
と

そ
こ
に
は
一
本
の
剣
を

え

 
目
を

て

る

黒

の
女
性
の

が
あ

た

 
そ
の
女
性
は
ド

ム

の
バ
リ
ア

の
よ
う
な
フ

ル
ド
で

わ
れ
て
い
る

お
お

 
キ
リ
ト
は
虚
を
突
か
れ
た
よ
う
に
足
を
止
め

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
し
ば
し
考
え
た

 
そ
し
て

明
な
事
に

何
も
し
な
い
ま
ま

ま
で

り

下
に
向
か

て
叫
ん
だ

ユ
キ
ノ
ち

と
こ

ち
に
来
て
く
れ

ク
リ
シ

ナ
フ

ル
ン
・
コ
ン
ト
ロ

ル

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
ウ

ル
ブ

ツ
を

い

と
下
に
落
と
す

 
何
と
も
乱
暴
な
や
り
方
だ
が

確
実
な
受
け

し
方
法
で
あ
る

 
そ
し
て
ブ

ツ
は
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
落
下
し

ユ
キ
ノ
の
手
に

た

ど
う
や
ら
上
で
何
か
あ

た
み
た
い
ね
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キ
リ
ト
君
が
判
断
に
悩
む

て
事
は

戦
闘
に
な
り
そ
う
な
感
じ
じ

な
い
ん
で
し

う
ね

ま
あ
敵
が
い
る
と
い
う

で
は
な
さ
そ
う
ね

 
も
し
敵
が
い
た
の
な
ら

今

こ
こ
に
は
そ
の
死
体
が
降

て
き
て
い
た
は
ず
だ
も
の
ね

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
怖
い
事
を
言
い

ク
リ
シ

ナ
に
お

を
言

て

 
ス
カ

ト
が
め
く
れ
な
い
よ
う
に
気
を
遣
い
つ
つ

直
に
壁
を
歩
き
始
め
た

 
そ
し
て

ま
で
到
達
し

キ
リ
ト
が
ユ
キ
ノ
を
出
迎
え
た

ユ
キ
ノ

悪
い
な

一
体
何
が
あ

た
の

ま
あ
こ

ち
に
来
て
く
れ

 
ユ
キ
ノ
は
キ
リ
ト
と
共
に
目
的
地
へ
と
向
か
い
ま
だ
そ
こ
に

た
ま
ま
の
少
女
を
見
て
目

を

め
た

な
る
ほ
ど

あ
の
子
に
下
手
に
懐
か
れ
る
と
リ
ズ
が
怖
い
も
の
ね

さ
す
が

い
な

リ
ズ
の
事
は
と
も
か
く

そ
う
い
う
可
能
性
は
あ
る
よ
な

 
イ
ベ
ン
ト

み
で
最
初
に
出
会

た
プ
レ
イ
ヤ

が
ホ
ス
ト
扱
い
に
な
る

み
た
い
な

そ
う
ね

可
能
性
と
し
て
は
確
か
に
そ
う
だ
と
思
う
わ
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ま
あ
問
答
無
用
で
戦
い
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

私
達
二
人
な
ら
ど
う
と
で
も
な
る
わ
よ

く
そ

ど
う
し
て
こ
う
い
う
時
に
ハ
チ
マ
ン
が
い
な
い
ん
だ

 
こ
う
い

た
面
倒
は
ハ
チ
マ
ン
の
担
当
な
の
に

そ
う
ね

と
い
う
か

む
し
ろ
ハ
チ
マ
ン
君
が
い
た
ら

 
絶
対
に
あ
の
子

ハ
チ
マ
ン
君
に
懐
い
て
し
ま
う
わ
よ

か
も
な

 
二
人
は
苦
笑
し
な
が
ら
前
に
進
み

そ
し
て
ユ
キ
ノ
が
一
歩
前
に
出
た

 
そ
の
足
が
バ
リ
ア

の
よ
う
な
物
に
触
れ
た

間
に
少
女
が
ス

と
目
を
開
い
て
こ
ち
ら
を

見
る

 
そ
の

の
色
は

い
込
ま
れ
そ
う
な
漆
黒
で
あ

た

え
え
と

あ
な
た
は

 
ユ
キ
ノ
が
コ
ン
タ
ク
ト
し
よ
う
と
口
を
開
い
た
が

 
そ
の
少
女
は
二
人
の

を
見
て

て
た
よ
う
に
こ
う
言

た

生
き
残

た
の
は
あ
な
た
達
だ
け

で
も
も
う
大
丈
夫

私
が
一

に
戦

て
あ
げ
る
か
ら



 第八章 キャリバー・クロッシング編

えへ
 
キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
は
そ
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
ず
に
キ

ト
ン
と
し
た

大
丈
夫

こ
う
見
え
て

私

強
い
ん
だ
か
ら

 
そ
う
言

て
そ
の
少
女
は
手
に
し
て
い
た
剣
を
抜
い
た

う
お金

の
剣

 
そ
の
剣
は
金
色
に

い
て
お
り
刀
身
に
は
ル

ン
文

ら
し
き
文

が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
さ
あ

敵
は
ど
こ

い
や

別
に
い
な
い
ぞ

む
し
ろ
敵
と
い
う
の
が
何
な
の
か

こ
ち
ら
が

き
た
い
く
ら
い
な
の
だ
け
れ
ど

え
 
そ
の
少
女
は
驚
い
た
顔
を
し
て
走
り
出
し

か
ら
下
を

き
こ
ん
だ
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本
当
だ

何
も
い
な
い

え

え

敵
が
い
な
い
の

て

そ
ん
な
に
驚
く
よ
う
な
事
か

だ

て
あ
な
た
達

仲
間
に
な

た

神
の
背
に
乗

て
こ
こ
に
来
た
ん
で
し

う

 
こ
こ
に
は
罠
が
張
ら
れ
て
い
る
か
ら
絶
対
そ
の

中
で
敵
に
操
ら
れ
て
い
る
巨
人
に
襲
わ
れ

た
は
ず
よ

あ
 
ど
う
や
ら
正

の
ル

ト
だ
と

や
は
り
こ
の
場
所
は

 
ト
ン
キ

の
よ
う
な

神
族
の
背
に
乗

て
到
達
す
る
も
の
ら
し
い

 
も

と
も
そ
う
す
る
と

中
で
敵
に
襲
わ
れ
る
の
が
確
定
の
よ
う
だ

 
そ
う
考
え
た
二
人
は

気
ま
ず
そ
う
に
ウ

ル
ブ

ツ
を
そ
の
少
女
に
見
せ
た

俺
達
は
こ
れ
を
使

て
こ
こ
に
来
た
ん
だ

何
そ
れ

ウ

ル
ブ

ツ

て
い
う

壁
を
歩
け
る
よ
う
に
な
る
装
備
だ
な

壁
を

る

そ

か

そ
の
せ
い
で

 
少
女
は
納
得
し
た
よ
う
な
顔
を
し

大
人
し
く
剣
を

に
収
め
た
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ま
あ
少
し

子
抜
け
だ
け
れ
ど

あ
な
た
達
に
被
害
が
無
か

た
な
ら
良
か

た
わ

 
私
の
名
は

レ
イ

あ
な
た
達
は

 
黒

を
は
た
め
か
せ
つ
つ

レ
イ
は
そ
う
言

て

そ
の
黒
い

を
二
人
に
向
け
た

俺
は
キ
リ
ト
だ

ギ
ル
ド

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の

副
⻑

て
事
に
な

て
る

私
は
ユ
キ
ノ
よ

同
じ
く

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

の
副
⻑
ね

ヴ

ル
ハ
ラ

へ

ヴ

ル
ハ
ラ
か

 
レ
イ
は
何
故
か
納
得
し
た
よ
う
に

く
と

二
人
に
言

た

ま
あ
こ
れ
か
ら
戦
場
で
出
会
う
事
も
あ
る
と
思
う
け
ど

そ
の
時
は
宜
し
く
ね

え

あ

お

お
う

よ

宜
し
く

 
そ
の
口
ぶ
り
か
ら
や
は
り
レ
イ
は
味
方
の
よ
う
だ
が
ど
う
や
ら
こ
ち
ら
に
同
行
は
し
な
い

ら
し
い

と
こ
ろ
で
二
人
と
も

副
⻑

て
言

て
た
わ
よ
ね

そ
れ
じ

あ
リ

ダ

の
名
前
は

ハ
チ
マ
ン
だ

も
し
会
う
事
が
あ

た
ら

そ
の
時
は
宜
し
く
な

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
私
は
行
く
わ

ま
た
ね

二
人
と
も
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あ

ち

と

 
全
く
イ
ベ
ン
ト

み
の
話
が

け
な
か

た

キ
リ
ト
は

て
て
レ
イ
を
呼
び
止
め
た
が

 
レ
イ
は
そ
れ
を
ス
ル

し
て

か
ら
飛
び
降
り

 
い
き
な
り
少
女
が
降

て
き
た
事
で
驚
く
ユ
イ
ユ
イ
や
ク
リ
シ

ナ
ら
に
笑
顔
を
向
け

 
そ
の
ま
ま
走
り
去

て
い

た

何
な
ん
だ
一
体

こ
れ
も
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
し

う
け
ど

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ク
リ
シ

ナ
の
フ

ル
ン
・
コ
ン
ト
ロ

ル
で
下
に
降
り

 
四
人
に
レ
イ
の
事
を
語

て
き
か
せ

そ
の
ま
ま
街
へ
と
帰
還
す
る
事
に
し
た

 
こ
の
日
か
ら

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
を
走
り
回
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ら
し
き
少
女
の
噂
が

 
プ
レ
イ
ヤ

の
間
で
徐
々
に
広
が
る
事
と
な
る
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第
１
０
９
５
話
 
四
チ

ム

行
動
開
始

 
午
後
に
な
り

フ
ラ
ン
シ

シ

と
共
に

レ

ス
ン
ス
タ
ジ
オ
の

動

験
を
終
え
た
ハ

チ
マ
ン
は

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
を

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

 
今
ま
さ
に

キ
リ
ト
か
ら
レ
イ
の
事
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
て
い
た

ほ
う

レ
イ

ね

で

俺
の
名
前
を
教
え
た
と

そ
の
う
ち
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
宜
し
く
頼
む

見
た
目
は
ど
ん
な
感
じ
な
ん
だ

そ
れ
な
ら
私
が
写
真
を

て
お
い
た
わ

 
さ
す
が
ユ
キ
ノ
は
抜
け
目
が
無
く
ハ
チ
マ
ン
に

影
し
た
ス
ク
リ

ン
シ

ト
を
見
せ
て

き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
し
げ
し
げ
と

め

ユ
キ
ノ
に

い
た

オ

ケ

覚
え
た

も
し
会
う
事
が
あ

た
ら
色
々

い
て
み
る
わ



 第１０９５話 四チーム、行動開始

何
か
ヒ
ン
ト
を
も
ら
え
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
ね

そ
の
手
に
持

て
る
剣
も
か
な
り
や
ば
か

た
ぞ

多
分
エ
ク
ス
キ

リ
バ

ク
ラ
ス
だ
と
思

う
確
か
に
強
者
感
に

れ
て
る
よ
な

何
て
名
前
の
剣
な
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
れ
で
レ
イ
に
つ
い
て
の
報
告
は
終
わ
り

今
ど
う
な

て
る
か
の

を

い
た
後

 
今
日
参
加
し
て
い
る
者
達
を
四
チ

ム
に
分
け

 
分
担
し
て
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
指
し

す
場
所
を
回
る
事
と
な

た

 
さ
す
が
に
一
月
の
八
日
と
も
な
る
と
参
加
者

も
ぐ
ぐ

と

り
学
生
が
主
体
と
な

て

い
る

 
ハ
チ
マ
ン
チ

ム
は
ハ
チ
マ
ン
ユ
キ
ノ
ユ
ウ
キ
セ
ラ
フ

ム
シ
ノ
ン
ウ
ズ
メ
ピ

ア 
ア
ス
ナ
チ

ム
が
ア
ス
ナ

ラ
ン

ユ
イ
ユ
イ

イ
ロ
ハ

コ
マ
チ

キ
ズ
メ
ル

 
キ
リ
ト
チ

ム
が
キ
リ
ト

シ
リ
カ

リ
ズ
ベ

ト

リ

フ

レ
コ
ン

そ
し
て
ま
さ
か

の
ホ

リ

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

チ

ム
が
レ
ン

フ
カ
次
郎

シ

リ

ヒ
ル
ダ
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ジ

ン

テ

チ

タ
ル
ケ
ン

ノ
リ

シ
ウ
ネ

で
あ
る

 
他
と
比
べ
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

チ

ム
の
攻
撃
力
が
若

落
ち
る

人

を

め
に
配
置
し
て

あ
る
よ
う
だ

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
ん
な
感
じ
で
一
つ
宜
し
く
頼
む

そ
れ
じ

あ
何
か
あ

た
ら
連

す
る
ね

久
々
の
冒
険
だ
ね

さ
て

何
が
あ
る
の
か
な

 
一
同
は
そ
ん
な
事
を
言
い
な
が
ら

わ
く
わ
く
し
た
顔
で
出
発
し
た

 
狩
り
も
い
い
が

や
は
り
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の

味
は
冒
険
な
の
だ

さ
て

俺
達
も
行
く
か

ま
だ
足
を
引

張

ち

う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

私
達
が
二
人
一

で
い
い
の

大
丈
夫

そ
の
分
う
ち
の
メ
ン
バ

は
強
力
だ
か
ら
な

残
り
の
全
員
が
二
つ
名
持
ち
で

 
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上

に
い
る
か
ら
問
題
な
い
と
思
う
わ

二
つ
名
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そ
れ

て
何
で
す
か

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
首
を

げ
な
が
ら
そ
う

ね
て
き
た

他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
認
知
さ
れ
て
る

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
別
の
呼
び
方
だ
な

あ
あ

東

の
魔
女
と
か
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
み
た
い
な
奴
で
す
ね

え

何
そ
れ

ハ
チ
マ
ン

ピ

ア
に
突

込
ん
じ

目

絶
対
昭
和
な
ん
だ
か
ら

あ

あ
あ

そ
う
か

た

確
か
に
そ
う
で
す
け
ど

 
ピ

ア
は
ウ
ズ
メ
に

ね
た
顔
を
向
け

ウ
ズ
メ
は
ピ

ア
に
ご
め
ん
な
さ
い
を
し
た

 
な
ん
だ
か
ん
だ

や
は
り
こ
の
二
人
は
仲
良
し
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン
君
の
二
つ
名
は

ザ
・
ル

ラ

王

ね

私
は

絶
対

度

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
は

絶
剣

セ
ラ
は

姫
騎
士
イ

ジ
ス

シ
ノ
ン
は

必
中

よ

う
わ

何
か
強
そ
う

今
日
は
お
世
話
に
な
り
ま
す

ま
あ
そ
ん
な

で

戦
闘
に
関
し
ち

問
題
な
い
か
ら
と
り
あ
え
ず
移
動
開
始
だ
な
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俺
達
の
目
的
地
は

神
広
場
の
奥
の
方
だ
か
ら
つ
い
で
に
ち

と
様
子
を
見
て
い
く
と
す

る
かそ

う
ね

先
日
フ

ン
リ
ル
に
襲
わ
れ
た
み
た
い
だ
し

今
ど
う
な

て
る
か
見
て
い
き
ま

し

う
か

え

そ
う
な
の
か

そ
の
時
巨
人
も
何
体
か
倒
さ
れ
た
ら
し
い
で
す

ハ
チ
マ
ン
様

へ

ま
あ
行

て
み
よ
う

 
そ
れ
か
ら
十

分
後

一
同
は

神
広
場
が
見
え
る

置
ま
で
移
動
し
て
い
た

 
も
う
す
ぐ
ク
エ
ス
ト
の
ク
リ
ア
が
近
い
せ
い
か

 

神
広
場
は
か
な
り
の

の
プ
レ
イ
ヤ

で
ご

た
返
し
て
い
る

お
お

多
い
な

こ
こ
は
メ
ジ

な
狩
り
場
扱
い
に
な

て
し
ま

た
も
の
ね

巨
人
の

は
あ
ま
り
変
わ

て
な
い
な

 
サ
イ
ズ
は
小
さ
く
な

て
る
気
が
す
る
か
ら
多
分
補
充
し
た
ん
だ
ろ
う
な

で
し

う
ね

そ
れ
に
し
て
も
巨
人
を
盾
に
し
て

上
手
く
戦

て
い
る
わ
ね
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そ
う
ね

指

を
出
し
て
る
人
が
優

な
の
か
し
ら

 
そ
の
通
り

七
つ
の
大
罪
の
軍
師
役
で
あ
る
ア
ス
タ
ル
ト
は

か
な
り
や
り
手
で
あ
る

 
そ
の
時
休

し
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

が
こ
ち
ら
に
気
が
つ
い
た
の
か
ど
よ
め
き
が
広
が

て

い

た
お
い

ザ
・
ル

ラ

だ

う
わ

二
つ
名
持
ち
が
あ
ん
な
に

連
れ
て
い
る
の
は
噂
の
フ
ラ
ン
シ

シ

の
二
人
か

本
当
に
そ

く
り
だ
な

あ
の
レ
ベ
ル
ま
で
キ

ラ
を
作
り
込
ん
だ

て
事
だ
よ
な

凄
え

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が
討
伐
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
た
ら
し
い
と
い
う
噂
は

に
街
に
広
が

て
お

り 
こ
う
な

た
以
上

も
う
こ
そ
こ
そ
し
た
り
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
で

 
ハ
チ
マ
ン
達
は

普
通
に
顔
を

し
て
戦
い
を
見
学
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に
関
し
て
は
事
情
が
ま
た

な
る
が

 
ハ
チ
マ
ン
や
ユ
キ
ノ
が
一

で
あ
る
以
上

何
か
問
題
が

こ
る
可
能
性
は
皆
無
な

 
二
人
も
フ

ド
な
ど
は
被

て
い
な
い
の
で
あ
る
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あ
の
人
達
に
見
ら
れ
て
る
と

ち

と
や
り

ら
い
な

気
に
す
る
な

て
別
に
こ

ち
の
戦
闘
に
口
出
し
と
か
し
て
く
る
よ
う
な
人
達
じ

な
い
だ

ろ
ま
あ
そ
れ
も
そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
達
に
見
ら
れ
な
が
ら
の
戦
闘
は

や
は
り
や
り
に
く
い
ら
し
い

 
だ
が
本
人
達
が
言

て
い
る
通
り

ハ
チ
マ
ン
達
が
戦
闘
に
口
を
出
す
事
な
ど
あ
り
え
な
い

 
そ
の
ま
ま
戦
闘
を
見
物
し
て
い
る
と

丁
度
休

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
入

た
の
か

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が

者
ら
し
き
者
を
二
人
連
れ
て
こ
ち
ら
に
や

て
き
た

 
よ
く
見
る
と
そ
の

者
は
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

で
あ

た

あ
ら
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

う
ち
を
偵
察
に
で
も
来
た
の
か
し
ら

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
他
人
の
目
が
あ
る

技
し
つ
つ
そ
う
言

て
き
た

い
や

た
ま
た
ま
通
り
か
か

た
だ
け
だ

狩
り
の

魔
に
な

て
た
ら
す
ま
な
い

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る

ハ
チ
マ
ン
も
そ
う
返
事
を
す
る

ル
シ
パ

が
貴
方
を
気
に
し
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど

 
ま
あ

魔
に
は
な

て
い
な
い
か
ら
安
心
し
て
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と
り
あ
え
ず
私
達
も
休

し
た
い
か
ら

隣

い
い
か
し
ら

あ
あ

別
に

わ
な
い

 
そ
こ
で
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

が

ハ
チ
マ
ン
に
こ
う

い
て
く
る

兄
貴

俺
達
が
盾
に
な
り
ま
す

何
か
話
す
事
が
あ
る
な
ら
今
の
う
ち
に

お
お

二
人
と
も
サ
ン
キ

な

 
ハ
チ
マ
ン
は

変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
の
だ
な

と
思
い
つ
つ

 
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

に
お

を
言

た

結

能
だ
よ
な

ど
う
し
て
今
ま
で
は

目
だ

た
ん
だ
ろ
う
か

 
ま
あ

の
せ
い
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
の
二
人
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
良
か

た
と
思

た

で

ア
ス
モ

調
子
は
ど
う
だ

今
の
ま
ま
だ
と
明
日
に
は
ク
リ
ア
出
来
る
と
思
う
わ

ほ
う

調
な
ん
だ
な

そ

ち
は
こ
こ
に
何
し
に
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さ

き
も
言

た
通
り

通
り
す
が
り
だ
な

ク
エ
を
ク
リ
ア
し
た
後

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

め
か
し
て
き
た
場
所
を
調
べ
に
行
く

中
だ
よ

へ

何
が
あ
る
の
か
し
ら
ね

そ
れ
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
が

ル

ト
が
違
う
か
ら

お
前
が

い
て
も
無

だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
複
雑
な
顔
を
し
た

失
敗
が
分
か

て
る
ル

ト
を
突
き
進
む
の

て

結

く
る
も
の
が
あ
る
わ
よ
ね

お
前
が
七
つ
の
大
罪
な
う
ち
は
仕
方
な
い
だ
ろ

ま
あ
頑
張
れ

姉
御

そ
ろ
そ
ろ

も
う
そ
ん
な
時
間

分
か

た
わ

は

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
大
き
な
た
め
息
を
つ
き

三
人
は
戦
場
に

ろ
う
と
立
ち
上
が

た

そ
れ
じ

あ
私
達
は

 
そ
の
時
ハ
チ
マ
ン
に
メ

セ

ジ
が

い
た

そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は
三
人
を
呼
び
止
め

た
む

ち

と
待

て
く
れ

ど
う
し
た
の
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兄
貴

何
か
あ
り
ま
し
た
か

今
ア
ス
ナ
か
ら
メ

セ

ジ
が
来
た

 
道
中
で
フ

ン
リ
ル
に
遭
遇
し
た
ら
し
い
ん
だ
が

ど
う
や
ら
こ
こ
に
向
か

て
る
ら
し
い

えマ
ジ
す
か

や
べ
え

 
ど
う
や
ら
先
日
の
出
来
事
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
い
る
ら
し
く
三
人
の
表
情
が
一
気
に

た
そ
ん
な
に
や
ば
か

た
の
か

兄
貴

あ
れ
は
マ
ジ
や
ば
い
す
わ

せ
め
て
セ
ラ
フ

ム
の
姉
御
ク
ラ
ス
の
タ
ン
ク
が
い
て
く
れ
れ
ば
ま
だ
何
と
か
な
る
ん
で
し

う
が

 
俺
達
を

め
て
こ
こ
に
い
る
奴
ら
じ

正
直
ど
う
し
よ
う
も
な
い

す

な
る
ほ
ど

敵
を
止
め
ら
れ
な
い
の
か

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
ね
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俺

急
用
発
動
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
か
な

俺
も
そ
う
す
る
か

正
直
私
も
そ
う
し
た
い
わ
ね

 
そ
ん
な
三
人
に

ハ
チ
マ
ン
が
こ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

な
ら
こ
う
い
う
の
は
ど
う
だ

俺
達
が
い
る
事
は
ル
シ
パ

も
知

て
る
ん
だ
ろ

 
も
う
す
ぐ
ク
エ
が
ク
リ
ア
に
な
る
な
ら
俺
達
と
そ

ち
が
受
け
た
ク
エ
が
同
じ
だ
と
思

て

る
だ
ろ
う
し

 
お
前
達
三
人
で

情
報
収
集
の

に
俺
達
を
尾
行
す
る

て
言
え
ば

 
今
な
ら
ル
シ
パ

は
オ

ケ

し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ

そ
れ
よ

さ
す
兄

そ
れ
じ

あ

速

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
の
ま
ま
立
ち
去
る

技
を
し

岩
陰
に
移
動
し
た

 
そ
こ
に
無
事
許
可
が
取
れ
た
の
だ
ろ
う

三
人
が
嬉
し
そ
う
に
合
流
し
て
き
た

い
け
ま
し
た

兄
貴
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セ

フ

本
当
に
良
か

た
わ

で

フ

ン
リ
ル
は
い
つ

来
る
の
か
し
ら

ア
ス
ナ
達
の
行

て
る

置
か
ら
す
る
と

多
分
そ
ろ
そ
ろ
だ

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

戦
場
か
ら
多
く
の

鳴
が

こ
え
て
き
た

噂
を
す
れ
ば

お
お
う

フ

ン
リ
ル
の
奴

巨
人
の
首
を

み
千
切

た
ぞ

お

か
ね
え

う
わ

こ
の
前
よ
り
も
や
べ
え

作
戦
を
考
え
て
き
た

み
た
い
な
感
じ
か

そ
ん
な
感
じ

す
ね

フ

ン
リ
ル
の

て
優

な
の
ね

 
何
と
な
く
そ
の
ま
ま
戦
い
の
様
子
を
見
物
し
て
い
る
と

 
お
も
む
ろ
に
フ

ン
リ
ル
が
こ
ち
ら
に
向
か

て
走

て
き
た

げよ
り
に
よ

て
こ

ち
に

退
な
の
か
し
ら

チ

ル
シ
パ

達
が
追
撃
し
て
く
る
と
見
つ
か

ち
ま
う

こ

ち
も
引
く
ぞ
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ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
の
ま
ま
目
的
地
に
向
か
う
通
路
に
飛
び
込
み

走
り
出
し
た

 
成
り
行
き
と
は
い
え
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

ハ
ゲ
ン
テ

オ

セ

の
三
人
も
一

で
あ
る

あ

兄
貴

フ

ン
リ
ル
が
後
を
つ
い
て
き
ま
す

ま
さ
か
お
前
達
を
狙

て
る
と
か

い
や
い
や
ま
さ
か

 
そ
の
時
後
方
か
ら

フ

ン
リ
ル
の
も
の
と
思
し
き
声
が

こ
え
て
き
た

待
て

愚
か
者
ど
も

あ

マ
ジ

い

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ハ

ハ
チ
マ
ン

何
と
か
し
て
よ

分
か

た
分
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
で
立
ち
止
ま
り
何
と
も

い
感
じ
で
片
手
を
上
げ
フ

ン
リ
ル
に
呼
び

か
け
た

よ



 第１０９６話 気安い一人と一匹

 
第
１
０
９
６
話
 
気
安
い
一
人
と
一
匹

よむ

う
ぬ
は

確
か
ハ
チ
マ
ン
だ

た
か

覚
え
て
い
て
く
れ
て
光
栄
だ
よ

友
の
事
を
忘
れ
た
り
は
せ
ん

 
再
会
を
喜
び
た
い
が
と
り
あ
え
ず
そ
い
つ
ら
を
始
末
し
て
か
ら
だ

す
ま
な
い
が
そ
こ
を
ど

い
て
く
れ

お

と
悪
い

実
は
こ
い
つ
ら
は

俺
が
敵
に
忍
ば
せ
て
い
る
間
者
な
ん
だ

 
な
の
で
今
後
も
手
出
し
し
な
い
で
い
て
く
れ
る
と
助
か
る
ん
だ
が

そ
う
な
の
か

な
る
ほ
ど
分
か

た

そ
な
た
達

名
は

ア

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
で
す

ハ
ゲ
ン
テ

で
す

オ

セ

で
す

分
か

た

覚
え
て
お
こ
う
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こ
う
し
て
三
人
が
フ

ン
リ
ル
に
殺
さ
れ
る
心
配
は
無
く
な

た

はマ
ジ
で
助
か

た

す

兄
貴

心
か
ら
感
謝
す
る

す

お
前
達

そ
ん
な
に
怖
か

た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
三
人
に
同
情
し
つ
つ

フ

ン
リ
ル
を
誘

て
一

に
移
動
す
る
事
に
し
た

 
三
人
は
後
方
か
ら
誰
も
来
な
い
事
か
ら

ど
う
や
ら
追
手
は
来
な
い
よ
う
だ
と
判
断
し

 
ハ
チ
マ
ン
に

を
下
げ
つ
つ
戦
場
へ
と

て
い

た

そ
う
い
え
ば
主
ら

巨
人
族
の
討
伐
を
終
え
た
の
だ
な

分
か
る
の
か

う
む

そ
な
た
達
の

り
に

多
く
の
巨
人
の
魂
が

い
て
お
る

え

マ
ジ
で

え
え
え
え
え

こ
こ
に
ア
ス
ナ
が
い
な
く
て
幸
い
だ

た
わ
ね

 
だ
が
し
か
し

後
日
フ

ン
リ
ル
に
そ
の
事
を

か
さ
れ
た
ア
ス
ナ
が
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し
ば
ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
こ
な
い
と
い
う
事
案
が
発
生
す
る
事
と
な
る

で

今
か
ら
次
の

が
ど
う
な

て
る
か

調
べ
に
い
く
と
こ
ろ
だ
な

な
る
ほ
ど

 
ち
な
み
に
歩
き
な
が
ら

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
フ

ン
リ
ル
を
モ
フ

て
い
る

 
ユ
キ
ノ
は
ち

と
怖
い
の
か

少
し
離
れ
た

置
を
歩
い
て
い
る

そ

ち
の
調
子
は
ど
う
だ

う
む

あ
れ
か
ら
か
な
り
の
巨
人
を
倒
し
た
が

ま
だ
本
命
に
は
た
ど
り
着
け
て
お
ら
ん

本
命

ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
い
う
名
の

だ

あ
あ

あ
い
つ
な
ら
二
度
ボ
コ

て
お
い
た
ぞ

何

と
い
う
事
は

今
あ
の

は
七
尾
に
な

て
い
る
の
だ
な

確
か
そ
う
だ

た
わ

あ
い
つ

ど
う
す
れ
ば
完
全
に
倒
せ
る
ん
だ

九
尾
に
し
た

態
で
倒
せ
ば
二
度
と
復
活
出
来
ん

九
尾

あ
と
二
回
か

だ
が
そ
の
分
パ
ワ

ア

プ
し
て
い
る
は
ず
だ

油
断
す
る
で
な
い
ぞ
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分
か

た

気
を
つ
け
る
よ

 
ハ
チ
マ
ン
と
フ

ン
リ
ル
は

こ
ん
な
感
じ
で
気
安
く
話
し
て
い
る

 
ま
る
で
⻑
年
連
れ

た
友
人
の
よ
う
だ

あ
の

フ

ン
リ
ル
さ
ん

ち

と
い
い
で
す
か

 
こ
こ
で
セ
ラ
フ

ム
が

お
ず
お
ず
と
そ
う
問
い
か
け
て
き
た

何
だ

騎
士
の
少
女
よ

前
か
ら
疑
問
だ

た
ん
で
す
け
ど

本
来
フ

ン
リ
ル
さ
ん

て
巨
人
側
で
す
よ
ね

 
ど
う
し
て
今
回
は
主
神
側
な
ん
で
す
か

え

そ
う
な
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
驚
い
た
よ
う
に
質
問
し
て
く
る

は
い
ハ
チ
マ
ン
様

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

う
む

い
い
質
問
だ

 
フ

ン
リ
ル
は
セ
ラ
フ

ム
に

い
た

今
回
の
争
い
が

純
に
内

め
だ

た
の
な
ら
我
も
主
神
の
事
を
我
が
王
な
ど
と
は

呼
ば
ん
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ふ
む
ふ
む

何
故
な
ら
我
は
神
殺
し

主
神
を
食
い
殺
す
の
が
我
が
役
目
だ
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
何
で

そ
れ
は
今
回
の
戦
い
が

我
ら
と
は
違
う
神
話
体
系
か
ら
の
侵
略
だ
か
ら
だ

 
そ
う
い

た
場
合

神
も
悪
神
も

そ
し
て
我
ら
の
よ
う
な
存
在
も

 
一
つ
と
な
り
て
敵
に
立
ち
向
か
わ
ん
と
い
か
ん

そ
れ
が
我
ら
の

持
で
あ
る

 
故
に
今
だ
け
は

本
来
敵
で
あ
る
主
神
を
我
が
王
と
呼
ん
で
お
る
の
だ

一
つ
と
な
り
て

て

に
は
あ
ん
た

的
に
巨
人
を
狩

て
る
よ
な

あ
や
つ
ら
は
知
能
を
持
た
ぬ

敵
に
操
ら
れ
る
だ
け
の
存
在
だ
か
ら
な

ふ
む

て
事
は

知
性
が
あ

て
話
せ
る
巨
人
は
こ

ち
の
味
方
な
の
か

全
て
で
は
な
い

巨
人
も
一

岩
で
は
な
い
か
ら
な

 
だ
が
ス
ル
ト

シ
ン
モ
ラ

グ
リ

ズ
は
確
実
に
味
方
だ

 
も
し
会
う
事
が
出
来
た
な
ら

我
が
名
を
告
げ
る
が
良
い

分
か

た

覚
え
と
く

 
ハ
チ
マ
ン
は

後
で
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い

そ
の
名
を

裏
に
刻
ん
だ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

あ

そ
う
だ

レ
イ

て
名
前
の
女
の
子

て

知
り
合
い
だ

た
り
す
る
か

レ
イ

何
者
だ

む

知
ら
な
い
の
か

覚
え
は
な
い
が

ど
ん
な
女
な
の
だ

え
え
と

ユ
キ
ノ

悪
い
が
さ

き
の
写
真
を
フ

ン
リ
ル
に
見
せ
て
や

て
く
れ

分
か

た
わ

 
そ
し
て
ユ
キ
ノ
に
写
真
を
見
せ
ら
れ
た
フ

ン
リ
ル
は

目
を

め
て
押
し

た

ど
う
し
た

こ
の
顔
は
ま
る
で

の

い
や
だ
が

の
色
と
目
の
色
が
違
う
人
違
い
か

知
り
合
い
に
似
た
奴
が
い
る
の
か

す
ま
ぬ

ま
だ
確
信
が
持
て
ぬ

そ
い
つ
の
名
前
は

そ
れ
も
す
ま
ぬ

お
い
そ
れ
と
出
せ
る
名
前
で
は
な
い
の
だ

へ
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大
物
の
可
能
性
が
あ
る

て
事
か

ま
あ
い
い
さ
と
り
あ
え
ず
味
方
な
の
は
確
か
な
ん
だ
今
度
会

た
時
に
本
人
に

く
と
す

る
わ役

に
立
て
な
く
て
す
ま
ぬ
な

気
に
す
る
な

て

俺
と
あ
ん
た
の
仲
だ
ろ

 
他
の
女
性

は
心
の
中
で
ど
ん
な
仲
だ
よ
と
突

込
ん
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
ど
こ

く
風
で

あ
る

 
こ
の
場
で
は
そ
う
言

て
お
い
た
方
が
お
そ
ら
く
都
合
が
い
い
の
は
確
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
フ

ン
リ
ル
の
友
人
ポ
ジ
シ

ン
を
堅
持
し
続
け
る
の
だ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

を
見
て
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

は

さ
す
あ
に
を
連
発
し
て
い
る

そ
う
言

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

今
後
と
も
宜
し
く
頼
む

精
王
よ

こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
だ
な

俺
達
が
ピ
ン
チ
の
時
は
頼
り
に
し
て
る

そ
れ
は
任
せ
て
く
れ

 
そ
の
後
も
フ

ン
リ
ル
は

し
ば
ら
く
ハ
チ
マ
ン
達
と
一

に
歩
い
て
い
た
が

 
と
あ
る
分
岐
で
別
方
向
か
ら
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

い
が
す
る
と
言
い

独
で
そ
ち
ら
に
向
か
う
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事
に
な

た

大
丈
夫
か

加
勢
す
る
か

問
題
な
い

七
尾
の
ケ
ル
ベ
ロ
ス
な
ど
我
の
敵
で
は
な
い

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
そ

ち
は
任
せ
た

あ
あ

主
に
も
幸
運
が
あ
ら
ん
事
を

ま
た
な

あ
あ

ま
た
な

 
そ
う
言

て
フ

ン
リ
ル
は
去

て
い
き

も
ふ
も
ふ
を
失

た
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は

 
若

し
そ
う
な
顔
で
フ

ン
リ
ル
を
見
送

た

逆
に
ユ
キ
ノ
は
ホ

と
一
息
つ
い
て
い

る
さ

て

そ
れ
じ

あ
次
の
広
場
に
入

た
ら

囲
の
探
索
だ
な

ハ
チ
マ
ン

何
か
い
る
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

ま
あ
ユ
ウ
キ
が
退
屈
し
な
い
よ
う
な
相
手
だ
と
い
い
よ
な

う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ウ
キ
の

を

で

一
同
は
そ
の
ま
ま
目
的
地
の
広
場
に
到
達
し
た
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う
お

何
か
戦

て
る

あ
ら
ハ
チ
マ
ン
君

あ
れ
は

の
あ
の
子
よ

の
レ
イ

か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
は
女
性

に
は
普
通
に
ス
ル

さ
れ
た

 
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

だ
け
が
八
幡
に

手
し
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
の
戦
い
に
目
を
向
け
た

 
そ
う

そ
の
広
場
で
は

一
人
の
少
女
が
一
対
一
で
巨
人
と
戦

て
い
た
の
で
あ
る

ア
ウ
ル

・あ
・れ

を
返
し
て

ふ
ん

返
し
て
欲
し
く
ば
我
を
倒
し
て
み
よ

 
ど
う
や
ら
レ
イ
は

ア
ウ
ル
と
い
う
巨
人
か
ら
何
か
を
取
り

そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ

こ
こ
を
通
り
た
け
れ
ば
我
を
倒
し
て
み
よ

み
た
い
な
ノ
リ
か

ハ
チ
マ
ン
君

の
ん
び
り
し
た
事
を
言

て
な
い
で
指

を
出
し
て

お

と

悪
い
悪
い

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
レ
イ
に
加
勢
す
る
と
す
る
か

 
ど
う
や
ら
一
人
じ

厳
し
そ
う
だ
し
な
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確
か
に
あ
の
剣
を
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
ね

だ
よ
な

み
ん
な

行
く
ぞ

 
そ
の
指

を
受
け

一
同
は
駆
け
出
し
た

お
い
レ
イ

俺
達
が
加
勢
す
る

え

誰

俺
は
ハ
チ
マ
ン
だ

俺
の
仲
間
と
朝
に
会

た
ん
だ
ろ

あ

そ
う
い
え
ば
そ
の
子
と
朝
会

た

 
レ
イ
は
ユ
キ
ノ
を
見
な
が
ら
そ
う
言

た

あ
り
が
と
う

助
か
る

マ

ク
ス

行
け

は
い

 
そ
の
巨
大
な
ア
ウ
ル
と
い
う
敵
の
前
で

セ
ラ
フ

ム
が

王
立
ち
す
る

展
開

フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ

チ

精
ど
も

魔
を
す
る
な

 
ア
ウ
ル
は
そ
う
言

て

セ
ラ
フ

ム
目

け
て

を

り
下
ろ
し
た
が
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そ
ん
な

純
な
攻
撃
は
セ
ラ
フ

ム
に
は
通
用
し
な
い

 
セ
ラ
フ

ム
は
そ
の
攻
撃
を
あ

さ
り
と
受
け
止
め

 
そ
の

間
に
横
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ウ
ル
の

目

け
て

を
突
き
出
す

ぐ
ぬ

 
ア
ウ
ル
は

を
引
き

そ
の
攻
撃
を
受
け
止
め
よ
う
と
し
た
が

 

を
持
つ
手
に
力
を
入
れ
た

間
に

そ
の

が

き
返
さ
れ
る

 
ア
ウ
ル
の
動
き
を
見
て

更
に
一
歩

み
込
ん
だ
ハ
チ
マ
ン
に
よ
る
カ
ウ
ン
タ

で
あ
る

何
 
相
変
わ
ら
ず

れ

れ
す
る
よ
う
な
カ
ウ
ン
タ

で

ア
ウ
ル
の
体
が
ぐ
ら
つ
く

 
そ
の

間
に

ユ
ウ
キ
が
い
き
な
り
大
技
を
放

た

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

私
も
い
る
わ
よ

ス
ト
ラ
イ
ク
・
ノ
ヴ

 
同
時
に
シ
ノ
ン
が
攻
撃
を
仕

け

カ
ウ
ン
タ

か
ら
入

た
事
も
あ
り

 
ア
ウ
ル
は
い
き
な
り
大
ダ
メ

ジ
を
受
け
た

い
き
な
り

が
三

た
の
で
あ
る

な

何
だ
こ
の
力
は
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凄
い

さ
す
が
は

精
王
ね

そ
れ
に

精
騎
士
の
攻
撃
も
見
事
だ
わ

 
今
ま
で
の

か
ら

精
王
は
真
な
る
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
七
人
を
指
す

ユ
ウ
キ
の
事
だ

ろ
う

 

精
騎
士
は
当
然
序

十

の
シ
ノ
ン
の
事
で
あ
る

結

が
あ
る
な

で
も
一
人
で
は
ね

し
か
も
人
型
だ

か
わ
い
そ
う
に

 
ユ
キ
ノ
は
こ
れ
か
ら
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら
い
ま
く
る
で
あ
ろ
う
敵
に
同
情
し
た

 
そ
の
考
え
通
り

ア
ウ
ル
は
ま
と
も
に
攻
撃
を
仕

け
て
く
る
事
も
出
来
ず

 
そ
の

が
ど
ん
ど
ん

少
し
て
い
く

ま
あ
こ
の

度
か

言

て
お
く
け
ど

こ
の

な
ら
普
通
に
ボ
ス
ク
ラ
ス
よ

ま
あ
で
も
手
ご
ろ
な
サ
イ
ズ
の
人
型
だ
し
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

き

ユ
キ
ノ
は
ク
ス

と
笑

た
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そ
う
ね

こ
の
ま
ま
完

し
て
お
き
ま
し

う

へ
い
へ
い

 
そ
れ
は
要
す
る
に
カ
ウ
ン
タ

を
決
め
ま
く

て
敵
に
何
も
さ
せ
る
な
と
い
う
事
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ユ
キ
ノ
の
命
令
と
も
言
え
な
い
命
令
を

々
と
こ
な
し
レ
イ
が

気
に
と

ら
れ
る
中

 
ア
ウ
ル
は
ま

た
く
い
い
と
こ
ろ
な
く
光
の

子
と
な

て
消
滅
し
た
の
だ

た
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第
１
０
９
７
話
 
レ
イ
ヤ

貴
方

強
い
の
ね

 

気
に
と
ら
れ
て
い
る
レ
イ
に

ハ
チ
マ
ン
は
平
然
と
こ
う
答
え
た

人
型
の
敵
は
得
意
な
ん
だ

そ
う

貴
方
が
敵
じ

な
く
て
良
か

た
わ

と
り
あ
え
ず
初
め
ま
し
て
だ
な

 
俺
は
ハ
チ
マ
ン

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
リ

ダ

を
や
ら
せ
て
も
ら

て
る

私
は
レ
イ

宜
し
く

 
レ
イ
は
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
に
手
を
差
し
出
し
て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
手
を
し

か
り
と

り

二
人
は

手
を
交
わ
す

さ
て

ど
う
言
え
ば
ヒ
ン
ト
が
も
ら
え
る
か
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

先
ほ
ど
レ
イ
が
放

た
言
葉
を
思
い
出
し
た

と
こ
ろ
で

・あ
・れ

は
取
り
返
せ
た
の
か

あ
れ
が
何
な
の
か
は
知
ら
な
い
け
ど
ね
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あ
 
レ
イ
は
ど
う
や
ら
そ
の
事
を
す

か
り
忘
れ
て
い
た
よ
う
で

 

て
て
ア
ウ
ル
が
消
滅
し
た

置
へ
と
走

て
い

た

無
い

無
い
じ

な
い

何
で

そ
り

あ

 
ド
ロ

プ
品
は
直
接
地
面
に
落
ち
た
り
し
な
い
だ
ろ

と
言
お
う
と
し
て

 
ハ
チ
マ
ン
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た

あ

も
し
か
し
て
俺
達
の
誰
か
に
そ
の
ア
イ
テ
ム
が
ド
ロ

プ
し
て
る
の
か

 
他
の
者
達
も
同
じ
事
を
考
え
た
よ
う
で

全
員
が
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し
始
め
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
も
同
じ
よ
う
に
操
作
を
始
め

 
ア
イ
テ
ム

の
中
に
見
慣
れ
な
い
ア
イ
テ
ム
が
入

て
い
る
事
に
気
が
つ
き
思
わ
ず
こ
う
口

に
出
し
た

俺
か
よ

え

何
が

あ

い
や
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ハ
チ
マ
ン
は
レ
イ
に
ア
イ
テ
ム
を

す
前
に

ど
ん
な
ア
イ
テ
ム
な
の
か
確
認
し
よ
う
と

 
ア
イ
テ
ム
の
説
明
文
に
素

く
目
を
走
ら
せ
た

の

衣

に
変
身
し
て
空
を
飛
ぶ
事
が
出
来
る

プ
レ
イ
ヤ

に
は
装
備
不
可

の

衣
か

え

ど
う
し
て
そ
の
名
前
を

も
し
か
し
て
持

て
る

あ
あ

今

 
今

す
そ
う
言
い
か
け
た
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が
そ
の
言
葉
は
他
な
ら
ぬ
レ
イ
に
よ

て

ら
れ
た

そ

ち
に
行

ち

て
た
か

そ
れ
じ

あ

ん
ん

 
そ
う
言

て
レ
イ
が

ハ
チ
マ
ン
の

に
向
け

自
身
の

を
突
き
出
し
て
く
る

あ
あ

 
ユ
キ
ノ

ユ
ウ
キ

セ
ラ
フ

ム

シ
ノ
ン

ウ
ズ
メ

ピ

ア
の
六
人
が

 
そ
の
ま
さ
か
の
展
開
に
驚
愕
し

て
て
止
め
に
入
ろ
う
と
し
た
が

 
次
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

い
て
足
を
止
め
た
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え

何
そ
れ

新
手
の
美
人
局

そ
ん
な

な
い
じ

な
い

美
人
局
の
意
味
は
知

て
る
の
か

ど
ん
な

だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ズ
レ
た
感
想
を

い
た

欲
し
い
物
が
あ

た
ら
こ
う
す
れ
ば
も
ら
え
る
ん
だ
よ

え
 
ハ
チ
マ
ン
の
み
な
ら
ず

六
人
の
女
性

も

そ
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
い

ど
う
い
う
事
だ

ど
う
い
う
事
も
何
も

そ
う
い
う
も
の
な
の

私
は
ず

と
そ
う
や

て
生
き
て
き
た
ん
だ

か
ら

は

と
に
か
く
そ
れ
を

そ
う
す
れ
ば
一
つ

が
解
け
る
か
ら

お

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
レ
イ
の
勢
い
に
押
さ
れ

の

衣
を
実
体
化
さ
せ
た

衣
な
ん
て
ア
イ
テ
ム

初
め
て
見
た
な
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き
つ
つ

の

衣
を
レ
イ
に
差
し
出
し
た

 
レ
イ
は
慣
れ
た
手
付
き
で

の

衣
を

り

そ
の

間
に
レ
イ
の
体
が
光
を
発
し
た

お
お

 
そ
し
て
光
が
収
ま

た
後

そ
こ
に
は
成
⻑
し
た
レ
イ

と
い

た
感
じ
の
一
人
の
女
性
が

立

て
い
た

 
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
明
ら
か
に
良
く
な

て
い
る

む

こ
れ
は
プ
ロ
ポ

シ

ン
が

 
シ
ノ
ン
か
ら
ア
ス
ナ
に
な

た
よ
う
な
感
じ
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
考
え
た

間
に

後
方
か
ら
殺
気
が
飛
ん
で
き
た

 
チ
ラ
リ
と
そ
ち
ら
を

う
と

シ
ノ
ン
が
凄
い
目
で
こ
ち
ら
を

ん
で
い
る

な

何
だ
よ

今
凄
く
私
に
失

な
事
を
考
え
て
な
か

た

い

い
や

そ
ん
な
事
は
な
い

被
害
妄
想
が
過
ぎ
る
だ
ろ

フ
ン

そ
れ
な
ら
い
い
け
ど

や
ば
い
や
ば
い
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ハ
チ
マ
ン
は

こ
う
い
う
事
に
シ
ノ
ン
を
引
き
合
い
に
出
す
の
は
や
め
よ
う
と
決
意
し
た

 
シ
ノ
ン
な
ら

手
が
滑

た
な
ど
と
い
い
つ
つ

 
本
気
で
狙
撃
す
る
く
ら
い
は
平
気
で
や
り
そ
う
だ
と
思

た
か
ら
で
あ
る

ふ
う

ま
あ
こ
ん
な
も
の
じ

の

 
そ
の
時
レ
イ
が
そ
ん
な
事
を
言

た

レ
イ
は
口
調
ま
で
完
全
に
変
化
し
て
お
り

 
そ
の
身
か
ら
発
せ
ら
れ
る
プ
レ

シ

も

大
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

お
前

い
や

貴
方
は

う
む

の
名
は
レ
イ
ヤ
じ

愛
し
い
人
よ

そ
な
た
に
感
謝
を

い
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

こ
れ
は
ま
さ
か
少
し
前
に

い
た

 
レ
イ
と
出
会

た
当
初
の
キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
の

念
そ
の
ま
ま
じ

な
い
か
と
思
い
至
り

 

た
顔
で
ユ
キ
ノ
の
方
を
見
た

 
そ
の
ユ
キ
ノ
は
深
い
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
も
う
手

れ
だ
と
で
も
言
う
よ
う
に
首
を
横
に

た
う
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ち
な
み
に
他
の
者
は
と
い
え
ば
セ
ラ
フ

ム
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
か
ら
何
の
問
題
も
な
い
と
思

て

い
る
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
を
応
援
す
る
よ
う
に
拳
を
前
に
突
き
出
し
て
い
る

 
ユ
ウ
キ
は
ラ
ン
が
い
な
い
せ
い
で
よ
く
分
か

て
い
な
い
の
か

 
興
味

々
な
目
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
い
る
だ
け
で
あ

た

 
シ
ノ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
ジ
ト
目
を
向
け
て
お
り

ウ
ズ
メ
は
プ
ン
プ
ン

て
い
る

 
ピ

ア
は
手
で
顔
を

い
な
が
ら
も
指
の

間
か
ら
チ
ラ
チ
ラ
と
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
よ
う

だ

を

る

は
あ
と
一
つ
じ

次
も
宜
し
く
頼
む
ぞ

愛
し
い
人
よ

は

せ
の
ま
ま
に

 
ハ
チ
マ
ン
は

こ
れ
は
面
倒
な
事
に
な

た
と
思
い
つ
つ
も

 
イ
ベ
ン
ト
を
進
め
る

に
は
致
し
方
な
し
と
考
え

無

に

を
下
げ
た

何
じ

不
満
そ
う
な
顔
じ

の

ゲ
 
ハ
チ
マ
ン
は

さ
て
は
見

か
さ
れ
た
か
と
思
い

レ
イ
ヤ
に

載
さ
れ
た

の
高
性
能
さ
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を

た

仕
方
な
い
の

報

の
先

い
を
認
め
よ
う
ぞ

ほ
れ

の
体
を
好
き
に
す
る
が
い
い

ぶ
ほ

 
続
け
て
発
せ
ら
れ
た
レ
イ
ヤ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
む
せ
た

同
時
に

き
あ
が

た
の
は

 
こ
の
ク
エ
ス
ト

こ
ん
な
ん
で
い
い
の
か

と
い
う
純

に
心
配
す
る
気
持
ち
だ

た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
対
象
年
齢
か
ら
し
て

エ
ロ
方
面
は
ご
法
度
で
あ
る

 
他
の
者
も
さ
す
が
に
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思

た
の
か

 
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
た
り
ハ
チ
マ
ン
を

め
た
り
す
る
事
は
せ
ず

む
し
ろ
困
惑
顔
で
あ

た

い
え

成
功
報

で
何
の
不
満
も
あ
り
ま
せ
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
り
あ
え
ず
こ
の

態
か
ら
逃
れ
よ
う
と

レ
イ
ヤ
に
そ
う
答
え
た

ほ
う

さ
す
が
は

の
心
を
射
止
め
た

お
の
こ

男
子
じ

の

道
理
を
良
く

え
て
お
る

も

た
い
な
い
お
言
葉

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ち
な
み
に

に
指
一
本
で
も
触
れ
て
お

た
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は

先
ほ
ど
の
言
葉
は
ど
う
や
ら
ト
ラ

プ
だ

た
か
と
思
い

 
ど
ん
な

な
罰
が
く
る
の
だ
ろ
う
か
と
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
だ
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も
い
で
お

た
と
こ
ろ
じ

下
ネ
タ
か
よ

 
こ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
が
思
わ
ず
突

込
ん
で
し
ま

た
の
は
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
く
ら
い

今
の
レ
イ
ヤ
は

い
目
を
し
て
い
た
の
だ

 
そ
の
レ
イ
ヤ
の
目
が
笑
い
を

む
物
に
変
わ
り

そ
れ
で
ハ

と
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 

て
て
レ
イ
ヤ
に
謝
罪
し
た

失

し
ま
し
た

ふ
む

そ
れ
は
良
い
が
愛
し
い
人
よ

を
も
ぐ
と
い
う
の
は
下
ネ
タ
な
の
か
え

ぐ

い
い
え

も
ち
ろ
ん
違
い
ま
す

そ
う
か
そ
う
か

の
日
本
語
能
力
が
お
か
し
く
な

た
の
か
と
思

た
ぞ
そ
れ
な
ら
良
い

日
本
語
能
力
と
か
言
い
や
が

て

こ
い
つ

絶
対
分
か

て
て
言

て
ん
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は
心
の
中
で
で
そ
う

い
た

 
同
時
に
後
方
か
ら
シ
ノ
ン
の
声
で

セ

フ

と
い
う
言
葉
が

こ
え
て
く
る

ふ
ふ
ふ

そ
な
た
は
可
愛
い
の

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に

打
ち
し
そ
う
に
な

た
が
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レ
イ
ヤ
の
笑
顔
か
ら
は
全
く

気
が
感
じ
ら
れ
な
か

た

そ
れ
で

気
を
抜
か
れ
て
し

ま

た
別
に
可
愛
く
な
ん
か
な
い
で
す

そ
れ
よ
り
レ
イ
ヤ
様

一
つ
宜
し
い
で
し

う
か

ふ
む

何
じ

レ
イ
ヤ
様
の
最
後
の

を
解
く

に

私
は
何
を
お
持
ち
す
れ
ば

ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
じ

 
レ
イ
ヤ
は
そ
の
言
葉
に
即
答
し
た

ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン

神
を
も
惑
わ
す
至
高
の
宝
石

は
そ
れ
を
取
り

さ
ね
ば
い
か
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
ハ

と
し
た
顔
を
し
た
が
す
ぐ
に
表
情
を

し

く
こ
う
答
え

た
御
意

そ
し
て
真
な
る
報

じ

が

こ
い
つ
真
な
る
と
か
言
い
や
が

た

や

ぱ
り
か
ら
か

て
た
だ
け
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
若

イ
ラ

と
し
た
が

次
の
言
葉
を

い
て

一
気
に

に
上

た
血
が
下

が

た
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こ
れ
を
や
ろ
う

は

レ

ヴ

テ
イ
ン

と
い
う

 
そ
う
言

て
レ
イ
ヤ
は

手
に
持

て
い
た
剣
を
無

作
に
こ
ち
ら
に
見
せ
て
き
た

よ
ろ
し
い
の
で
す
か

こ
れ
は
そ
も
そ
も

の
所

物
で
は
な
い
か
ら
の

手
放
し
て
も
何
の
問
題
も
あ
り
は
せ
ぬ

 
そ
う
言

て
レ
イ
ヤ
は
無

気
に
笑

た

レ
イ
ヤ
様
の
御
心
の
ま
ま
に

で

今
ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
は
誰
の
手
に
あ
る
の
で
す
か

ス
ル

ズ
と
ベ
ル
と
い
う
親
子
の
巨
人
が
持

て
お
る

 
先
ほ
ど
そ
な
た
ら
が
倒
し
た
ア
ウ
ル
の
息
子
と

じ

な

な
る
ほ
ど

覚
え
て
お
き
ま
す

頼
む
ぞ

奴
ら
を
見
つ
け
次
第
討
伐
せ
よ

はな
る
ほ
ど

武
器
取
得
ク
エ
ス
ト
だ

た
か

で
も
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
レ

ヴ

テ
イ
ン
を
見
な
が
ら
レ
イ
ヤ
に
問
い
か
け
た

レ
イ
ヤ
様

い
く
つ
か
質
問
す
る
事
を
お
許
し
下
さ
い

う
む

許
す
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そ
の
レ

ヴ

テ
イ
ン
は

片
手
直
剣
で
す
よ
ね

ま
あ

で
も
あ
る
が
の

そ
う
な
の
で
す
か

そ
う
い
う
事
に
な

て
お
る
の

む

か

で
も
せ

か
く
だ
し

剣
と
し
て
使
い
た
い
よ
な

実
は
私
の
武
器
は
こ
れ
な
の
で
す

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

を
取
り
出
し

レ
イ
ヤ
に
見
せ
た

ふ
む

剣
じ

の

そ
れ
で
で
す
ね

こ
の
ク
エ
ス
ト
を
私
が
受
け
た
場
合

 
レ

ヴ

テ
イ
ン
を
誰
か
に

る
事
は
可
能
で
す
か

不
可
能
じ

こ
の
剣
は
所

者
を
選
ぶ
で
な

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
天
を

い
だ
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第
１
０
９
８
話
 
キ
リ
ト
の
神
回
避

く
そ

マ
ジ
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

レ
イ
ヤ
の
言
葉
に
一

落
ち
込
ん
だ
が

す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り

え
た

い
や
待
て
待
て
こ
ん
な
武
器
の
押
し
つ
け
み
た
い
な
ク
エ
ス
ト
通
常
で
は
あ
り
え
な
い

 
何
か
解
決
す
る
方
法
が
あ
る
は
ず
だ

 
こ
の
時
レ
イ
ヤ
が
何
か
言
い
か
け
た
が
考
え
に

て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
に
気
付
か

な
いレ

イ
ヤ
様

質
問
を
重
ね
る
事
を
お
許
し
下
さ
い

う
む

今
回
の
依
頼
で
す
が

私
が
信
頼
す
る
別
の
者
に
引
き
継
が
せ
る
事
は
可
能
で
す
か

そ
な
た
と
同
じ
く
ら
い
の
実
力
の
持
ち
主
で
あ
れ
ば
そ
れ
は

わ
ん
が

よ
し

こ
れ
で
キ
リ
ト
に

投
げ
出
来
る

 
レ
イ
ヤ
が
色
仕

け

く
色
々
言

て
き
て
も

そ
れ
も
一

に

投
げ
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

悪
い
顔
を
し
た
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そ
れ
に
気
付
い
た
仲
間
達
の
方
か
ら

黒
い

と
い
う
言
葉
が

こ
え
て
き
た
が

 
上
機

な
ハ
チ
マ
ン
は
当
然
そ
れ
を
ス
ル

し
た

そ
れ
で
は
今
仲
間
を
呼
び
ま
す

し
ば
し
お
待
ち
を

誰
を
呼
ぶ
つ
も
り
じ

キ
リ
ト
と
い
う
者
で
す

レ
イ
ヤ
様
と
は

に
知

だ
と

て
お
り
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は

ま
し
た
顔
で

レ
イ
ヤ
に
キ
リ
ト
を

た

キ
リ
ト

あ
あ

あ
の
者
か

な
ら
ば
そ
な
た
と
変
わ
ら
ぬ
実
力
を

て
お
ろ
う

 
そ
れ
な
ら
ば

に
全
く

存
は
な
い

は
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
れ
で
何
と
か
な

た
と
意
気
揚
々
と
キ
リ
ト
に
メ

セ

ジ
を
送

た

レ
イ
の
持

て
た
武
器
は
レ

ヴ

テ
イ
ン
だ

た

北

神
話
の
最
強
武
器
の
一
つ
だ

 
キ
リ
ト

も
ち
ろ
ん
欲
し
い
よ
な

 
そ
う
送
信
し
た
直
後

ハ
チ
マ
ン
は

足
ら
ず
だ

た
と
思
い

更
に
こ
う
送
信
し
た

も
ち
ろ
ん
エ
ク
ス
キ

リ
バ

と
二
刀
流
で
な

伝
説
の
武
器
の
二
刀
流

最
高
だ
な

エ
ク
ス
キ

リ
バ

は

さ
な
い
と
か
思
わ
れ
た
ら
困
る
し
な
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そ
れ
か
ら
待
つ
事
し
ば
し
で

キ
リ
ト
か
ら
返
信
が
来
た

え

何
か
罠

い
か
ら
そ

ち
は
い
ら
な
い

キ
リ
ト
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

何
で
こ
ん
な
時
だ
け
勘
が
い
い
ん
だ
よ
お
お
お

お
お
お
お

 
実
は
こ
れ
は

ホ

リ

の
入
れ
知
恵
で
あ

た

 
キ
リ
ト
に
メ

セ

ジ
に
つ
い
て
意
見
を

か
れ
た
時

ホ

リ

は
こ
う
答
え
た
の
だ

レ

ヴ

テ
イ
ン
取
得
ク
エ
を
見
つ
け
た

す
ぐ
に
来
て
く
れ

と
言
え
ば
い
い
の
に

 
ハ
チ
マ
ン
君
が
こ
ん
な
書
き
方
を
す
る
と
い
う
事
は

何
か
裏
が
あ
る
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
れ
で
キ
リ
ト
は

し
ハ
チ
マ
ン
に
断
り
の
メ

セ

ジ
を
送

た
と
ま
あ
そ
ん
な

で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
絶
叫
を

い
て

薄
々
事
情
を
悟

た
の
だ
ろ
う

 
シ
ノ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
を
指
差
し
て
大
笑
い
し
セ
ラ
フ

ム
が
ド
ン
マ
イ
で
す
と
声
を
か
け
て

く
るく

 
悔
し
げ
に
二
人
の
方
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
の

界
の

に

ユ
ウ
キ
が
映

た
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あ
あ
あ
あ
あ

そ
う
だ

ユ

ユ
ウ

あ

ボ
ク
は
別
に
い
ら
な
い
よ

こ
れ
が
あ
る
か
ら
ね

 
ユ
ウ
キ
は
自
身
の
愛
剣

セ
ン
ト
リ

が
気
に
入

て
い
た

即
座
に
そ
う
断
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
万

尽
き
た
と
ば
か
り
に
そ
の
場
に

た

く

く
そ

そ
の
様
子
だ
と

断
ら
れ
た
よ
う
じ

の

は
い

否
さ
れ
ま
し
た

な
ら
ば
是
非
も
な
し

我
が
愛
は
そ
な
た
の
物
じ

言
祝
ぐ
が
よ
い

身
に
余
る
光
栄

全
力
で
事
に
当
た
る
所
存
で
あ
り
ま
す

う
む

 
レ
イ
ヤ
は
満
足
そ
う
に
そ
う

き

微
笑
ん
だ

で
は

は
行
く
次
に
会

た
時
に
良
い
知
ら
せ
が

け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
る
ぞ
ハ

チ
マ
ン
よ

は
は

 
そ
の
ま
ま
レ
イ
ヤ
は

の

衣
の

果
な
の
だ
ろ
う
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立

な

の

と
な
り

ど
こ
か
へ
と
飛
び
去

て
い

た

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
そ
う
来
る
と
は
思

て
い
な
か

た
ら
し
く

び

く
り
で
あ
る

 
他
の
者
達
も

そ
の
変
化
の
見
事
さ
に
感
心
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
る

 
だ
が
そ
ん
な
一
同
の
目
の
前
で

が
急
に
向
き
を
変
え

こ
ち
ら
に

て
き
た

お何
だ
ろ

忘
れ
物

ま
あ
あ
る
意
味
当
た

て
い
る
と
思
う
わ

お
そ
ら
く
言
い
忘
れ
た
事
が
あ
る
の
で
し

う

 
先
ほ
ど
レ
イ
ヤ
が
何
か
言
い
か
け
て
い
た
の
を
し

か
り
見
て
い
た
ユ
キ
ノ
が
そ
う
言
い

 
そ
の

通
り

か
ら
再
び
人
へ
と

た
レ
イ
ヤ
が
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
こ
う
言

た

そ
う
じ

そ
う
じ

一
つ
言
い
忘
れ
て
お

た

あ

は
い

実
は
こ
の
地
に
今

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
と
い
う
者
が
訪
れ
て
お
る

鍛
治
神
様
が
で
す
か

 
さ
す
が
に
こ
の
ク
ラ
ス
に
な
る
と
超

名
な

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

能
ま
で
す
ぐ
に
思
い
出
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せ
たか

の
地
の
神
は
敵
だ
と

て
い
る
の
で
す
が

あ
奴
は
別
じ

あ
の
者
は
神
界
の
勢
力
争
い
に
は
興
味
が
無
い
で
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
で
じ

そ
な
た
が
望
む
の
な
ら

が
か
の
者
に
頼
ん
で

 
レ

ヴ

テ
イ
ン
を

剣
に
し
て
も
ら

て
も
良
い

そ
う
い
う
流
れ
か

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

し
出
に
飛
び
つ
い
た

う
む

言
い
た
い
事
は
そ
れ
だ
け
じ

で
は
達
者
で
の

は
は

お
心
遣
い
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す

 
今
度
こ
そ
レ
イ
ヤ
は
本
当
に
去

て
い
き

ハ
チ
マ
ン
は
仲
間
達
に
疲
れ
た
笑
顔
を
向
け
た

ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
ら
し
い

ま

た
く
も

と

く
に
言

て
く
れ
れ
ば
な

ハ
チ
マ
ン
君

・フ
・レ
・イ
・ヤ

様
は

ハ
チ
マ
ン
君
が
所

に
つ
い
て

ね
た
時
に

 
そ
の
事
を
伝
え
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
た
と
思
う
わ
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え

そ
う
な
の
か

そ
れ
は
気
付
か
な
か

た
な

 
ユ
キ
ノ
の
言
葉
の
前
半
に
つ
い
て
は

に
そ
う
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
も
突

込
ま
な
か

た

名
な
女
神

フ
レ
イ
ヤ
様
の

愛
を
得
た
気
分
は
ど
う

 
こ
こ
で
シ
ノ
ン
が
そ
う
被
せ
て
き
た

そ
の
目
は
再
び
ジ
ト
目
に

て
い
る

愛
と
か
言
う
な

相
手
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
ぞ

そ
ん
な
事
あ
る
は
ず
が
な
い

オ
ン
リ

ワ
ン
な
ク
エ
ス
ト

い
じ

な
い

本
当
に
そ
う
思

て
る

う
 
ハ
チ
マ
ン
は
反

出
来
ず

押
し

た

ま
ま
あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
健
全
な
ゲ

ム
な
ん
だ
ク
エ
ス
ト
も
ち

ん
と
そ
の

囲
で
収
ま
る
だ

ろ
確
か
に
そ
う
か
も
だ
け
ど
ね

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

て

を

め

ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

定
し
た

 
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
の
言
葉
は

に
ハ
チ
マ
ン
に
一
言

味
を
言
い
た
か

た
だ
け
の
よ
う
で

あ
る
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あ

あ
の

あ
の
方
は

フ
レ
イ
ヤ
さ
ん
な
ん
で
す
か

レ
イ
さ
ん

め
レ
イ
ヤ
さ
ん
じ

な
く

 
そ
の
時
ピ

ア
が
そ
う

ね
て
き
た

さ

き
レ
イ
ヤ
が
言

て
た
ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン

て
の
は

 
北

神
話
の
女
神
フ
レ
イ
ヤ
が
持

て
い
る
と
さ
れ
る
首

り
の
名
前
な
の
よ

な
る
ほ
ど

そ
う
な
ん
で
す
ね

多
分
最
後
の

が
解
け
た
ら

今
度
は
フ
レ
イ
ヤ
と
名
を
変
え
る
ん
だ
ろ
う
な

 
し
か
し
な

よ
り
に
よ

て
フ
レ
イ
ヤ
か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の

き
が
と
て
も

そ
う
だ

た

 
ピ

ア
の
み
な
ら
ず

ユ
キ
ノ
以
外
の
女
性

も

み
な
首
を

げ
た

凄
く

そ
う

フ
レ
イ
ヤ

て
ど
ん
な
女
神
な
の

そ
う
だ
な

操
観
念
が
ぶ

壊
れ
て
る
ラ
ン
み
た
い
な
女
神
だ
ぞ

ユ
ウ

ラ
ン
も
結

壊
れ
て
る
と
思
う
け
ど

ぶ

壊
れ

て
ど
う
い
う
風
に

要
す
る
に
手
当
た
り
次
第

て
感
じ
な
の
よ
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ユ
キ
ノ
が
そ
う
補
足
し

他
の
女
性

は
目
を

く
し
た

ハ
チ
マ
ン
様

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

俺
の
知
る
限
り
は
そ
う
だ
な

エ

エ

チ
な
の
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

 
ピ

ア
が
顔
を
真

に
し
な
が
ら
そ
う
言
い
ウ
ズ
メ
が
か
ら
か
う
よ
う
に
ピ

ア
に
言

た
は
い
は
い

ピ

ア
と
正
反
対
正
反
対

ウ
ズ
メ
さ
ん

か
ら
か
わ
な
い
で
下
さ
い

 
ピ

ア
は
そ
う
言
い
な
が
ら

目
を
バ

テ
ン
に
し
て
ウ
ズ
メ
を
ポ
カ
ポ
カ
と
叩
い
た

 
そ
の

は
昭
和
の
マ
ン
ガ
テ
イ
ス
ト
に

れ
て
い
る

ま
あ
大
丈
夫
だ

も
ら
う
物
を
も
ら

た
ら

尾
を

い
て
逃
げ
出
す
か
ら
な

女
神
相
手
に
逃
げ
切
れ
る
の

 
シ
ノ
ン
が

を

め
な
が
ら
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は
目
を

ら
し
つ
つ
こ
う
答
え
た

ま

ま
あ
最
悪
リ
ア
ル
に
逃
げ
る
か
ら

そ
れ
で
逃
げ
切
れ
れ
ば
い
い
わ
ね
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そ
れ
で
こ
の
話
は
一
先
ず
終
わ
り
と
な
り

ハ
チ
マ
ン
は
他
の
チ

ム
に

 
ス
ル

ズ
と
ベ
ル
と
い
う
巨
人
の
情
報
が
入

た
ら
教
え
て
く
れ
と

連

を
回
し
た

さ
て

こ
れ
で
良
し

と

そ
れ
じ

あ
探
索
を
続
け
る
と
す
る
か

そ
う
ね

そ
う
す
る
と
し
ま
し

う
か

 
そ
れ
か
ら
一
同
は
他
の
チ

ム
と
連

を
取
り
合
い
未
知
の
エ
リ
ア
を
中
心
に
色
々
回

て

み
た
が

 
結
局
こ
の
日
は
ス
ル

ズ
と
ベ
ル
に
つ
い
て
何
の
情
報
も
掴
め
ず
特
に
新
し
い
発
見
も
無

か

た

ま
あ
い
き
な
り
見
つ
か
る
は
ず
も
な
い
よ
な

そ
う
そ
う

ド
ン
マ
イ
だ
よ
ハ
チ
マ
ン

ま
あ
気
⻑
に
い
き
ま
し

う

 
仲
間
達
に

め
ら
れ
な
が
ら
集
合
場
所
に

る
と

 
そ
こ
に
は

に

ア
ス
ナ
チ

ム
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

チ

ム
が

て
き
て
い
た

あ

ハ
チ
マ
ン
君
美
人
の
女
神
様
に
言
い
寄
ら
れ
て

の
下
を

ば
し
て
た
ん
だ

て

 
ア
ス
ナ
に
そ
う
言
わ
れ

ハ
チ
マ
ン
は
じ
ろ

と
シ
ノ
ン
に
目
を
向
け
た
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何
で
私
の
方
を
見
る
の
よ

そ
う
い
う
事
を
ア
ス
ナ
に
言
う
の
は
お
前
し
か
い
な
い
か
ら
だ
よ

チ

勘
の
い
い
ガ
キ
は

い
よ

お
前

よ
く
そ
の
ネ
タ
を
知

て
た
な

ダ
ル
君
に
教
え
て
も
ら

た
の

ま
た
あ
い
つ
か

 
ア
ス
ナ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

に
手
を

え

自
分
の
方
を
向
か
せ
た

で

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
シ
ノ
ン
の
冗
談
だ

ア
ス
ナ
な
ら
信
じ
て
く
れ
る
よ
な

ふ
ふ

実
は
と

く
に
知

て
た

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
笑
い

ハ
チ
マ
ン
の

を
優
し
く

で
た
後
に
手
を
離
し

 
今
日
何
が
あ

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
に
話
し
始
め
た

こ

ち
は
基
本

お
つ
か
い
ク
エ
ス
ト
だ

た
ん
だ
け
ど
さ

 
ア
ス
ナ
が
言
う
お
つ
か
い
ク
エ
ス
ト
と
は

 
い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
ど
こ
に
い
け

何
を
取

て
来
い
と
指

さ
れ
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あ
ち
こ
ち
走
り
回
る
事
に
な
る
ク
エ
ス
ト
の
事
で
あ
る

ほ
う

で

出
て
き
た
武
器
の
名
前
が
テ

ル
フ

ン
グ
と
フ
ラ
ガ
ラ

ハ

名
ど
こ
ろ
だ
な

だ
よ
ね

ま
あ
こ
の
ま
ま
進
め
て
み
る
よ

あ
あ

頼
む
わ

サ
ト
ラ
イ
ザ

は
ど
う
だ

た

こ

ち
は
ウ
コ
ン
バ
サ
ラ
と
ム
ラ
サ
メ

て
名
前
が

け
た
か
な

確
か

だ

た
な

そ
れ
に
日
本
刀
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
の
顔
を
思
い

か
べ
な
が
ら
そ
う
言

た

初
日
で
そ
れ
だ
け
情
報
が
出
て
く
れ
ば
上

か

う
ん

ま
あ
そ
う
だ
ね

そ
れ
に
し
て
も
キ
リ
ト
の
奴

い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
に
連

し
て
み
よ
う
と
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
た
が

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
キ
リ
ト
が

て
き
た

お

い
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お

て
き
た
な

キ
リ
ト

何
か
収

は
あ

た
か

お
う

宮
の
聖
剣

て
い
う
ク
エ
ス
ト
が
発
生
し
た
よ

 
多
分
こ
れ
が

エ
ク
ス
キ

リ
バ

の
取
得
ク
エ
ス
ト
だ

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て

ハ
チ
マ
ン
に
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
か
け
た
の
で
あ

た



 第１０９９話 ユージーンと巨人

 
第
１
０
９
９
話
 
ユ

ジ

ン
と
巨
人

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が

調
に
攻
略
を
進
め
て
い
た
そ
の

 
ユ

ジ

ン

サ
ク
ヤ

ア
リ
シ

の
三
人
に
よ
る
合
同
チ

ム
は

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
メ

セ

ジ
を
受
け

困
惑
し
て
い
た

そ
れ
で
は
こ
の
ク
エ
ス
ト
は
フ

イ
ク
だ
と
言
う
の
か

道
理
で
ヴ

ル
ハ
ラ
の
み
ん
な
の

が
見
え
な
い

だ
よ
ね

う
う
む

で

正
し
い
ル

ト
に
進
む
に
は

こ
の

ジ

イ
ニ

ル

を
俺
達
の
手
で
倒
せ

と 
今
で
こ
そ
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
は

 
人
目
に
つ
く
街
や
フ

ル
ド
を
忙
し
そ
う
に
飛
び
回

て
い
る
が

 
少
し
前
ま
で
は
全
く
そ
の

を
見
せ
て
い
な
か

た

 
そ
れ
は
当
然
狩
り
場
に

て
い
た
か
ら
で
あ
り
ユ

ジ

ン
達
も
一
応
気
に
か
け
て
は
い

た
の
だ
が

 
自
分
達
の
狩
り
が
忙
し
す
ぎ
た

連

す
る
余

が
全
く
無
か

た
の
で
あ
る
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そ
の

今
回
の
件
は

彼
ら
に
と

て
は
ま
さ
に
不
意
打
ち
の
よ
う
な
も
の
で
あ

た

う
う
む

 
特
に
ユ

ジ

ン
は
サ
ク
ヤ
や
ア
リ
シ

に
無
断
で
独
自
に
名
前
を
つ
け
る
ほ
ど

 
パ

ト
ナ

の
巨
人
に
愛
着
を
持

て
お
り

こ
の
連

の
重
要
性
を
理
解
し
つ
つ
も

 
ジ

イ
ニ

ル
と
名
付
け
た
そ
の
巨
人
を
倒
す
事
に
か
な
り

い
を
感
じ
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
が

を
言
う
は
ず
は
な
い

そ
れ
は
分
か

て
る
ん
だ

 
だ
が
こ
こ
ま
で
育

た
ジ

イ
ニ

ル
を
俺
の
手
で
倒
す

正
直
そ
う
は
し
た
く
な
い

な

い
ん
だ
が

 
だ
が
そ
れ
で
も
倒
さ
な
い
と

シ
ナ
リ
オ
を
正
し
く
進
め
る
事
が

 
ユ

ジ

ン
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
た
ま
ま

を

え
て
い
た

ユ

ジ

ン

お
い

ユ

ジ

ン

ど
う
し
ち

た
ん
だ
ろ

う
う
む

 
そ
の

ユ

ジ

ン
は

自
分
を
呼
ぶ
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

の
声
に
も
反
応
し
な
い

本
当
に
ど
う
し
ち

た
の
こ
れ
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さ
あ

ジ

ジ
ン
さ
ん

あ
の

 
そ
ん
な
中

二
人
と
同
じ
く
そ
の
行
動
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
カ
ゲ
ム
ネ
が

 
首
を

り
な
が
ら
ユ

ジ

ン
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
が

そ
れ
は
サ
ク
ヤ
が
止
め
た

カ
ゲ
ム
ネ

と
り
あ
え
ず
ユ

ジ

ン
は
放

て
お
こ
う

 
ユ

ジ

ン
抜
き
で
も

私
達
は
や
る
べ
き
事
を
や
ら
ね
ば

あ

は
い

そ
う
で
す
ね

せ

か
く
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
し
ね

 
そ
し
て

も
ぶ
つ
ぶ
つ

き
な
が
ら

す
る
ユ

ジ

ン
の
す
ぐ
後
ろ
で

 
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

が

大
声
で
仲
間
達
に
向
け
て
叫
ん
だ

総
員

攻
撃
開
始

放
て

何
 

て
て

り
向
い
た
ユ

ジ

ン
の
目
に

 
仲
間
達
か
ら
全
力
攻
撃
を
受
け
る
ジ

イ
ニ

ル
の

が
映
し
出
さ
れ
た

 
他
の
者
達
は
特
に
巨
人
に
愛
着
を
持

て
い
な
か

た
の
か

ま

た
く
容

が
な
い
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Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

相
手
は
か
な
り
育

て
い
る
が

ひ
る
む
な

と
に
か
く
攻
撃
だ

な

な
な
な
な
な

 

然
と
す
る
ユ

ジ

ン
の
目
の
前
で

あ
く
ま
で
ユ

ジ

ン
の
主
観
で
あ
る
が

 
ジ

イ
ニ

ル
は
仲
間
に
裏
切
ら
れ
て

然
と
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た
後

 
い
い
よ
殺
れ
よ
風
に
自

し
た
よ
う
な
顔
で
ふ

と
笑
い
微
笑
ん
だ
ま
ま

気
な
く
四

散
し
た

 
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

は
ハ
イ
タ

チ
を
か
ま
し

 
部
下
で
あ
る
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
者
達
も

手
を
取
り
合

て
歓
声
を
上
げ
て
い
た

ジ

ジ

イ
ニ

ル
う
う
う
う
う
う
う
う

 
そ
ん
な
中

ユ

ジ

ン
は
そ
う
叫
び
な
が
ら

 
少
し
前
ま
で
ジ

イ
ニ

ル
が
立

て
い
た
場
所
に
走

て
い

た

ぐ

く
う
う

う

う

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン
は

そ
の
場
で
ポ
ロ
ポ
ロ
と
涙
を
流
し
始
め
た

 
そ
の

裏
に
は

こ
れ
も
あ
く
ま
で
ユ

ジ

ン
の
主
観
だ
が
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ジ

イ
ニ

ル
が
ユ

ジ

ン
と

を

べ
て

神
族
を
倒
し
こ
ち
ら
に
ニ
カ

と
微
笑
ん

で
く
る

や

 
負

し
た
ユ

ジ

ン
を

て

王
立
ち
す
る

 
そ
し
て
絶
対
に
あ
り
え
な
い
の
だ
が

酒
場
で
一

に
酒
を

み
交
わ
し
な
が
ら

 
い
つ
か
ハ
チ
マ
ン
や
キ
リ
ト
を
倒
し
て
真
な
る
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ブ
ン
に
な
ろ
う
と

 
共
に

い
合
う

な
ど
が
ぐ
る
ぐ
る
と
回

て
い
た

う

う

ジ

イ
ニ

ル

ご
め
ん

ご
め
ん
な

 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
ま
ま

き
続
け
サ
ク
ヤ
ア
リ
シ

カ
ゲ
ム
ネ
の
三
人
は

気
に
と

ら
れ
た

カ
ゲ
ム
ネ
よ

ユ

ジ

ン
は
本
当
に
ど
う
し
た
ん
だ

さ
あ

お

い
ユ

ジ

ン
君
ク
エ
ス
ト
が
変
化
し
た
の
を
確
認
し
た
か
ら
狩
り
を
再
開
す
る
よ

 
そ
の
ア
リ
シ

の
声
に
反
応
し
た
の
か

ユ

ジ

ン
が
ゆ
ら
り
と
立
ち
上
が

た

 
そ
の
目
は
完
全
に

わ

て
お
り

手
に
は
魔
剣
グ
ラ
ム
が
し

か
り
と

ら
れ
て
い
る
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ユ

ジ

ン
君

ジ
ン
さ
ん

お

お
い

ユ

ジ

ン

 
不
気
味
な

張

態
の
中

い
き
な
り
ユ

ジ

ン
が
動
い
た

サ
ク
ヤ
目

け
て

貴
様

な
 
い
つ
も

静
な
サ
ク
ヤ
も
ユ

ジ

ン
が
い
き
な
り
そ
ん
な
行
動
に
出
る
と
は
夢
に
も
思
わ

ず 

に
武
器
を
取
る
事
も
出
来
ず
に
棒
立
ち
と
な

た

ち

ジ
ン
さ
ん

 
こ
こ
で
カ
ゲ
ム
ネ
が

サ
ク
ヤ
を

う
よ
う
に
盾
を

え

王
立
ち
し
た

馬

者

こ

ち
だ

 
ユ

ジ

ン
は
カ
ゲ
ム
ネ
に
向
け
て
そ
う

鳴
り

そ
の
ま
ま
サ
ク
ヤ
の
横
を
通
り
過
ぎ
る

えユ

ジ

ン
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ケ
ル
ベ
ロ
ス
だ

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン
は

 
今
ま
さ
に
サ
ク
ヤ
目

け
て
そ
の

を

り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
攻
撃
を

止
め
た

ぐ
ぬ

我
が
攻
撃
を
止
め
お
る
か

う
わ

い
つ
の
間
に

ど

ど
こ
か
ら
現
れ
た
ん
だ

ま
さ
か
上
か
ら

 
三
人
は
ハ
チ
マ
ン
か
ら
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
も

い
て
い
た
の
だ
が

 
さ
す
が
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
襲

て
く
る
と
は
予
想
外
で
あ

た

 
だ
が
そ
れ
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
少
し
前
ま
で
彼
ら
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
同
じ

に
立

て
い

た
の
だ

 
す
ぐ
に
意
識
を
変
え
ろ
と
い
う
の
は

な
話
で
あ
る

お
前
達

さ

さ
と
戦
闘
体
勢
を
と
れ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と

身

り
結
び
な
が
ら

驚
き
の
あ
ま
り

ま

た
ま
ま
の
三
人
に
向
け
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ユ

ジ

ン
が
そ
う

鳴
り
か
け
る

 
そ
れ
で
覚

し
た
の
か

カ
ゲ
ム
ネ
が
ユ

ジ

ン
を

う
よ
う
に
前
に
出
て

 
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

も

て
て
部
下
達
に
指

を
出
し
始
め
た

チ

裏
切
り
者
を
仕

め
そ
こ
な

た
わ

精
騎
士
め

魔
し
お

て

ハ

こ
れ
で
も
序

一

な
ん
で
な

お
前
ご
と
き
に
仲
間
を
や
ら
せ
は
せ
ん

フ
ン

先
ほ
ど
は

き
わ
め
い
て
い
た

に

 
腐

て
も

精
騎
士
の
中
で
は
最
上

の
一

と
い
う
事
か

 
ユ

ジ

ン
は
カ
ゲ
ム
ネ
に
防
御
を
任
せ

横
合
い
か
ら
攻
撃
し
続
け
る

 
逆
側
か
ら
は

魔
法
銃
の
遠

攻
撃
を
中
心
に
攻
撃
が
開
始
さ
れ

 
魔
法
使
い
達
は
サ
ク
ヤ
の
指

で

攻
撃
魔
法
の

を
開
始
し
た

 
サ
ブ
タ
ン
ク
達
と
前
衛

は

ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
逃
が
す
ま
い
と
後
方
を
塞
ぎ
に
か
か
る

グ

厄
介
な

思

た
よ
り

が
と
れ
て
お
る
わ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
こ
の
ま
ま
だ
と
不
利
だ
と
思
い
飛
び
上
が

て
空
中
で
戦
う
べ
き
か
迷

た

が 
思

た
よ
り
遠

攻
撃
使
い
が
多
い
よ
う
な
の
で
と
り
あ
え
ず
現

を

持
す
る
事
に
し
た
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ま
あ
手
は
あ
る

と
り
あ
え
ず
あ
の
手
強
い

精
騎
士
を
最
初
に

し
て
お
く
か

 
そ
う
考
え
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
ス

と
後
ろ
に
下
が

た

同
時
に
そ
の
七
本
の

尾
を
逆
立

て
る

 
そ
の

尾
が

い
光
を
放
ち
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
中
心
と
し
て

囲
に

が
立
ち
上
が

た

う
お

何
だ

 
そ
の

は
ぐ
る
ぐ
る
と
回
転
し
な
が
ら
広
が

て
い
き
触
れ
た
者
に
大
き
な
ダ
メ

ジ
を

え
て
い
く

 
タ
ン
ク
と
し
て
成
⻑
し
た
カ
ゲ
ム
ネ
は
そ
の
ダ
メ

ジ
を
ス
キ
ル
で

さ
せ
る
事
に
成
功

し
た
が

 
そ
の
横
で
グ
ラ
ム
を

る

て
い
た
ユ

ジ

ン
の

ゲ

ジ
は
ガ
ク
ン
と

た

 
そ
ん
な
ユ

ジ

ン
に
サ
ク
ヤ
が

て
て
ヒ

ル
を
飛
ば
そ
う
と
し
た
が

 
そ
ん
な
事
は
さ
せ
な
い
と
ば
か
り
に

ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
ユ

ジ

ン
に
突
撃
す
る

く
そ

 
ユ

ジ

ン
は

前
に
迫
り
来
る
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
迎
撃
し
よ
う
と
し
た
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ユ

ジ

ン
の
攻
撃
を
防
ご
う
と

り
上
げ
ら
れ
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

を

 
だ
が
魔
剣
グ
ラ
ム
は
そ
の
能
力
に
よ

て

過
し
て
い
く

も
ら

た

 
当
然
ユ

ジ

ン
は

敵
が

て
て
回
避
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
前
提
で

 
攻
撃
の

に

ド
ン

と
強
く
一
歩
を

み
出
し
た
が

 
ま
さ
か
の
ま
さ
か

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
グ
ラ
ム
の
刃
に

か
れ
る
事
を

わ
ず

 
そ
こ
か
ら
更
に
一
歩

ユ

ジ

ン
目

け
て

み
込
ん
で
き
た

な
 
ユ

ジ

ン
の

裏
に

か
つ
て
キ
リ
ト
に
言
わ
れ
た
言
葉
が

か
び
上
が
る

と
い
う
か
ユ

ジ

ン
も
う
魔
剣
グ
ラ
ム
に
頼
る
の
は
や
め
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

 
そ
の
剣
は
利
点
も
多
い
が
今
見
た
い
な

点
も
あ
る
か
ら
絶
対
に
い
つ
か
致
命

に
な
る
ぞ

 
ユ

ジ

ン
は
そ
の
言
葉
に
対
し

真
面
目
に
考
え
る
と
答
え
た
の
だ
が

 
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
そ
の
事
に
つ
い
て
は
完
全
に
放
置
し
て
し
ま

て
い
た

 
そ
の
ツ
ケ
が
今
こ
こ
で
き
た

 
プ
レ
イ
ヤ

相
手
な
ら

お
そ
ら
く
相
打
ち
に
は
持
ち
込
め
た
と
思
わ
れ
る
が
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今
戦

て
い
る
相
手
は
ボ
ス
ク
ラ
ス
の
魔

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
第
三

態
で
あ
る

 
そ
の

は
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る
ユ

ジ

ン
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

多
く

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
も
確
か
に
い
い
ダ
メ

ジ
を
く
ら

た
が
そ
れ
は
致
命

に
な
ど
当
然
な
る
は

ず
も
な
く

 
攻
撃
を
仕

け
た
ユ

ジ

ン
の
方
が

致
命
的
な
ダ
メ

ジ
を
く
ら
う
事
と
な

た

 

体
的
に
は

グ
ラ
ム
を
持
つ

手
を

か
ら
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
の
で
あ
る

ジ
ン
さ
ん

 
カ
ゲ
ム
ネ
が
ユ

ジ

ン
と
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
間
に

て
入
ろ
う
と
し
た
が

 
決
し
て
素

い

で
は
な
い
カ
ゲ
ム
ネ
の
移
動
速
度
で
は
間
に
合
わ
な
い

 
他
の
者
達
も
ユ

ジ

ン
を
救
お
う
と

ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
が

 
ユ

ジ

ン
と
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

離
が
近
す
ぎ
る

遠

攻
撃
や
魔
法
の

は
使
え
な
い

 
そ
し
て
近
接
ア
タ

カ

達
は

先
ほ
ど
の

の

で
大
ダ
メ

ジ
を
く
ら

て
お
り

 

て
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
か
ら

離
を
と

た

近
く
に
は
誰
も
い
な
い

サ
ク
ヤ
ち

ん

く
ヒ

ル
を

 
ア
リ
シ

が

た
声
で
そ
う
叫
ん
だ
が

サ
ク
ヤ
は
当
然

に

に
入

て
い
る
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だ
が
サ
ク
ヤ
は
ユ

ジ

ン
の
受
け
た
大
ダ
メ

ジ
を
一
気
に

そ
う
と
強
力
な
治

魔
法
を

え
て
お
り

 
そ
の
分

が
⻑
い

魔
法
の
発
動
に
は
あ
と
五

く
ら
い
は
必
要
に
な

て
し
ま
う
の
だ

 
そ
の
発
動
よ
り
も
前
に

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
攻
撃
は
確
実
に
ユ

ジ

ン
に

い
て
し
ま
う

 
ユ

ジ

ン
の
命
は
ま
さ
に
今

風
前
の

と
な

て
い
た
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第
１
１
０
０
話
 
共
闘

 
１
１
０
０
話
に
到
達
し
ま
し
た
こ
ん
な
趣
味
全
開
の
小
説
を
い
つ
も
お

み

き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
牙
が
目
前
に
迫

た
時
ユ

ジ

ン
は

め
る
か
の
よ
う
に

て
目
を

じ
た

 
そ
の

に
は
ア
リ
シ

の

た
声
や

サ
ク
ヤ
が
魔
法
を

え
る
声

 
そ
し
て
カ
ゲ
ム
ネ
が
必
死
に
こ
ち
ら
に
走

て
く
る

の
ガ
チ

ガ
チ

い
う
音
が

こ
え

て
く
る
が

 
助
け
が
間
に
合
わ
な
い
事
は
も
は
や
確
定
的
で
あ
り

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
攻
撃
力
を
考
え
る
と

 
そ
の
牙
が
自
分
に

い
た

間
に

を
全
て
消
し
飛
ば
さ
れ
る
可
能
性
が

め
て
高
い

俺
が
死
ん
だ
後
の
仲
間
達
の
事
が
一
番
心
配
だ

こ
の

畜
生
は
確
か
に
強
い

 
だ
が
結
果
と
し
て

ユ

ジ

ン
に
死
は
訪
れ
な
か

た
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仲
間
達
の
中
に

一
人
だ
け
間
に
合

た
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た
の
だ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
顔
面
に
思
い

き
り
剣
を
叩
き
つ
け

 
そ
の
攻
撃
を
ユ

ジ

ン
か
ら

ら
す
事
に
成
功
し
た

 
さ
す
が
の
ケ
ル
ベ
ロ
ス
も
思

て
も
い
な
か

た
奇
襲
に
た
た
ら
を

み

 
そ
の

を
つ
い
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
ユ

ジ

ン
の

首
を
掴
ん
で
豪

に
後
方
に
投
げ

飛
ば
し
た

う
お

お
い
こ
ら
ユ

ジ

ン

簡

に

め
て
る
ん
じ

な
い
よ

ビ

ビ

ビ

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

ま
さ
か
の
ビ

ビ

で
あ

た

  
こ
の

週
間
前
の
事
で
あ
る

 
ビ

ビ

は

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

達
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
の
事
を
話
し

 
も
し
良
か

た
ら
コ
ン
バ

ト
し
て
参
加
し
て
み
な
い
か
と

ね
た
の
だ
が

 
色
よ
い
返
事
は
も
ら
え
な
か

た
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女
神
様

す
ん
ま
せ
ん

魔
法
銃
に
マ
シ
ン
ガ
ン
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
ん
で
す
が

 
こ
の
シ
ノ
ハ
ラ
の
セ
リ
フ
が
不
参
加
の
理
由
の
全
て
を
物
語

て
い
る

 
こ
う
し
て
ビ

ビ

は
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に

一
人
で
臨
む
事
に
な

た
の
だ
が

は

二
万
匹
討
伐

そ
ん
な
の
無
理
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
ク
エ
ス
ト
の
噂
を

き

自
分
で
も
確
認
し
た
ビ

ビ

は

正
直
困

て
い
た

 

神
広
場
の
噂
も

い
て
い
た
が

ギ
ル
ド

で
の
参
加
が

奨
で
あ
り

 
ソ
ロ
プ
レ
イ
ヤ

が
討
伐
チ

ム
に
ず

と
い
さ
せ
て
も
ら
う
事
な
ど
不
可
能
に
近
い

ど
う
し
よ
う

 
時
に
は

い
事
も
平
気
で
や

た
が

 
常
に
強
気
で
前
だ
け
を
向
い
て
こ
こ
ま
で
や

て
き
た
ビ

ビ

に
と

て

 
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
高
い
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か

た

は
 
ビ

ビ

は
落
ち
込
む
気
持
ち
を

え
ら
れ
ず

 
気
分
転
換
に
モ
ブ
が
出
現
し
な
い
二
十
二
層
ま
で
足
を

ば
し

 
川
べ
り
に
広
が

た

原
の
真
ん
中
で

転
び
な
が
ら
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ど
う
し
た
も
の
か
と
深
い
た
め
息
を
つ
い
て
い
た

 
そ
の
時
た
ま
た
ま
そ
の
横
を
通
り
過
ぎ
る
団
体
が
い
た

ヴ

ル
ハ
ラ
で
あ
る

あ
れ

ビ

ビ

こ
ん
な
と
こ
で
何
し
て
ん
の

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ビ

ビ

の
見
た
目
を
知

て
い
る
者
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

の
中
で
も
限
ら

れ
て
い
る

 
そ
の
限
ら
れ
た
メ
ン
バ

の
一
人
で
あ
る
フ
カ
次
郎
が
た
ま
た
ま
こ
の
時
一
行
の
中
に
い
た

フ
カ
か

気
分
転
換
よ

悪
い

い
や
別
に
悪
く
な
い

て
か
そ
れ
な
ら
私
達
と
一

に
ピ
ク
ニ

ク
に
行
こ
う

ピ
ク

ニ

ク

は

 
こ
い
つ
は
一
体
何
を
言

て
る
ん
だ
と
思

た
ビ

ビ

だ

た
が

 
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
に

こ
ち
ら
も
気
分
転
換
だ
と
言
わ
れ

一

に
来
な
い
か
と
誘
わ
れ
た

 
そ
の
誘
い
を
無

に
断
る
の
も

ら
れ
た

ビ

ビ

は

々
と
そ
の

し
出
を
受
け

 
ハ
チ
マ
ン
フ
カ
次
郎
ア
ス
ナ
リ
オ
ン
ナ
タ
ク
と
い
う
珍
し
い
メ
ン
バ

に
同
行
す
る

事
と
な

た
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で

今
日
は
何
で
ピ
ク
ニ

ク

い
や

最
近
料
理
に

て
て
さ

リ
オ
ン
と
一

に
ア
ス
ナ
に
教
え
て
も
ら

て
て

 
ナ
タ
ク
君
に
調
理
器

も
作

て
も
ら

て
色
々
な
料
理
に
チ

レ
ン
ジ
し
て
た
ん
だ
け
ど

 
リ

ダ

に
そ
の
成
果
を
見
て
も
ら
え
る
事
に
な

て

 
せ

か
く
だ
か
ら
ち

と
足
を

ば
し
て
ピ
ク
ニ

ク
に
来
た
と

ま
あ
そ
ん
な

ふ

ん

楽
し
そ
う
で
い
い
わ
ね

お
う
と
も
よ

 
そ
ん
な
ビ

ビ

に

横
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
話
し
か
け
て
き
た

お
い
ビ

ビ

こ
い
つ
ら
の
料
理
に
お
世

な
ん
か
言
わ
な
く
て
い
い
か
ら
な

 
ま
ず
か

た
ら
ま
ず
い
と
ハ

キ
リ
言

て
や

て
く
れ

え
え

分
か

た
わ

む

リ

ダ

ひ
ど
い

絶
対
に
美
味
し
い

て
言
わ
せ
て
や
る

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
ビ

ビ

に
対
す
る
言
葉
に

フ
カ
次
郎
と
リ
オ
ン
は

を

ら
ま
せ
た

 
ち
な
み
に
料
理
の
味
は
普
通
で
あ
り
一

に
出
さ
れ
た
ア
ス
ナ
の
料
理
の
味
と
比
べ
る
と
平
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だ

た

 
だ
が
ま
ず
い
と
い
う
事
は
な
か

た

ビ

ビ

は
素
直
に
二
人
に
そ
の
事
を
伝
え

 
そ
れ
で
も
二
人
が
大
喜
び
し
て
く
れ
た

思
わ
ず

を
緩
ま
せ
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
そ
し
て
そ
の
流
れ
で
ハ
チ
マ
ン
に

何
か
困

て
る
ん
じ

な
い
か
と

ね
ら
れ

 
何
と
な
く
現

を
伝
え
た
と
こ
ろ

ハ
チ
マ
ン
が
ユ

ジ

ン
達
に
直
接
話
を
し
て
く
れ

 
こ
の
イ
ベ
ン
ト
中
だ
け
古

に

る
事
に
な

た
と

ま
あ
そ
ん
な

な
の
で
あ

た

 
カ
ゲ
ム
ネ

そ
い
つ
を

え
な

は
い

 
ビ

ビ

が
即
座
に
そ
う
指

を
出
し

カ
ゲ
ム
ネ
は
そ
の
言
葉
に
素
直
に

た

 
カ
ゲ
ム
ネ
は

ビ

ビ

に
戦
闘
に
つ
い
て
色
々
教
わ

た
り
し
て
い
た

 
ビ

ビ

の
事
は
姉
貴
分
と
し
て
立
て
て
い
る
の
で
あ
る

く

女

よ
く
も
や

て
く
れ
た
な

フ
ン

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ
ね

 
う
ち
の

を
取
ら
れ
そ
う
に
な

た
ん
だ

た
だ
じ

お
か
な
い
よ
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ビ

ビ

は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
対
し

勢
の
い
い
言
葉
で
応

し
た
が

 
実
は
こ
れ
は
ビ

ビ

の
戦
術
の
一

で
あ
る

 
判
断
力
に
優
れ
る
ビ

ビ

は

敵
の
力

を
正
確
に

し
て
お
り

 
強
力
な
タ
ン
ク
が
一

し
か
な
い
こ
の

況
で
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
無
差
別
攻
撃
を
始
め
た
ら

 
ユ

ジ

ン
を

い
た
今
の

態
で
は
味
方
が
総
崩
れ
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
予

し
て
い

た
の
で
あ
る

 
な
の
で
ビ

ビ

は
出
来
る
だ
け
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
挑
発
し
自
分
に
対
し
て
敵
対
心
を
向
け
さ

せ
る
事
で

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
攻
撃
を
カ
ゲ
ム
ネ
が
防
ぎ
や
す
い
よ
う
に
戦
場
を
コ
ン
ト
ロ

ル
し
よ
う
と
し

て
い
た
の
だ

 
そ
の
狙
い
が
功
を

し
た
の
か
今
の
と
こ
ろ
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
そ
う
い

た
攻
撃
に
出
る
気
配

は
な
い

く
そ

貴
様
も

魔
を
す
る
な

そ
の
女
を
殺
さ
せ
ろ

そ
ん
な
事
さ
せ
る
か
馬

が

何
だ
と

貴
様
あ
あ
あ
あ
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カ
ゲ
ム
ネ
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
通
常
攻
撃
を
本
当
に
よ
く
防
い
で
い
た

 
そ
し
て
先
ほ
ど
の
言
葉
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
対
す
る
ナ
イ
ス
な
挑
発
に
な
り

 
今
や
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
カ
ゲ
ム
ネ
ば
か
り
攻
撃
す
る
よ
う
に
な

て
い
た

ナ
イ
ス
だ
カ
ゲ
ム
ネ

本
当
に
頼
り
甲
斐
が
あ
る
男
に
な

た
ね

あ
ざ

す

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
ビ

ビ

に
褒
め
ら
れ
た
事
で
テ
ン
シ

ン
を
高
く
し
そ
の
動
き
に
キ
レ
が

し
て
い
く

ど
う
や
ら
大
丈
夫
そ
う
だ
ね

 
ビ

ビ

は
カ
ゲ
ム
ネ
の
動
き
を
見
な
が
ら
そ
う

く
と

一

後
方
に
下
が

た

 
後
方
に
は
無
事
に
サ
ク
ヤ
か
ら
ヒ

ル
を
も
ら
え
た
ユ

ジ

ン
が
悔
し
そ
う
に

て
い
た

が 
ま
だ
そ
の

は
復
活
し
て
い
な
い

ビ

ビ

正
直
助
か

た

に
き
る

な

に

て
も
ら

た
分

と
し
て
働
い
た
だ
け
だ

て

そ
れ
で
も
だ

あ
り
が
と
う
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ビ

ビ

は
そ
ん
な
風
に
ユ

ジ

ン
に
お

を
言
わ
れ
る
の
は
初
め
て
だ

た

 
こ
の
二
人
は

か
ら
い
が
み
あ

て
ば
か
り
い
た
か
ら
だ

 
そ
し
て
い
ざ
こ
う
し
て
そ
の
初
め
て
を
体
験
す
る
事
に
な

た
ビ

ビ

の
気
分
は

悪

く
な
か

た

 
だ
が
そ
の
気
分
の
良
さ
を
気
恥
ず
か
し
く
思

た
ビ

ビ

は

 
わ
ざ
と
ぶ

き
ら
ぼ
う
な
態
度
で
ユ

ジ

ン
に
こ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
あ
た
し
が

え
と
く
か
ら

出
来
る
だ
け

く
助
け
に
来
な
よ

あ
あ

心
得
た

 
そ
し
て
ビ

ビ

は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
向
か

て
突
撃
し
て
い

た

 
そ
の
動
き
は
ま
さ
に
一
流
の
近
接
ア
タ

カ

の
動
き
だ

た
が

 
超
一
流
の
ユ

ジ

ン
と
比
べ
る
と
や
は
り
何

か
落
ち
る

 
更
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
先
ほ
ど
の

の

に
よ
る
攻
撃
を
連
打
し
始
め
た

 

勢
は
徐
々
に
三
ギ
ル
ド
連
合
に
不
利
に
な

て
い

た

く
そ

自
分
の
不
甲
斐
な
さ
に
腹
が
立
つ
な

 
イ
ラ
つ
い
た
よ
う
に
そ
う

い
た
ユ

ジ

ン
の
目
に
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凄
い
速
度
で
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
く
る
黒
い
影
が
映

た

む

あ
れ
は

 
そ
れ
は
遠
目
に
見
る
と

ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
よ
く
似
た
フ

ル
ム
を
し
て
お
り

 
ユ

ジ

ン
は

す
わ
敵
の
援
軍
か
と

り
を
覚
え
た
の
だ
が

 
味
方
に
そ
の
事
を
伝
え
る
暇
も
な
く

そ
の
影
が
大
音
声
を
発
し
た

め

に
見
つ
け
た
ぞ

げ

フ

ン
リ
ル
か

 
こ
ち
ら
に
対
し
て
一
匹
で
優
勢
に
戦
い
を
進
め
て
い
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
だ

た
が

 
ユ

ジ

ン
は
こ
の
時

ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
逃
げ

に
な

た
事
を
確
信
し
た

 
何
故
そ
れ
が
分
か

た
か
と
い
う
と

実
に
簡

な
理
由
で
あ
る

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
そ
の
七
本
の

尾
を

全
部
自
分
の

下
に

ら
せ
て
い
る
か
ら
だ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
フ

ン
リ
ル
が
最
初
か
ら
自
分
の
最
終

と
同
じ
強
さ
を

て
い
る
事
を

知

て
お
り

 
ユ

ジ

ン
達
も
い
る
以
上

こ
ち
ら
が

勢
不
利
だ
と
即
座
に
判
断
し
た
の
で
あ
る

ふ
ん

貴
様
の
相
手
は
ま
た
今
度
だ
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逃
げ
る
の
か

病
者
め

挑
発
に
は
乗
ら
ん

・今
・は

お
前
の
方
が
我
よ
り
強
い
か
ら
な

 
フ

ン
リ
ル
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
煽

た
が

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

静
に
そ
う
返
事
を
し
た

で
は
さ
ら
ば
だ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
う
叫
ぶ
と

後
ろ
足
に
グ

と
力
を
入
れ

 
フ

ン
リ
ル
が
い
な
い
方
向

正
面
に
向
か

て
思
い

き
り
飛
ん
だ

 
そ
の
前
足
は

を

み
し
め

そ
の
体
が
ど
ん
ど
ん
上
昇
し
て
い
く

さ
せ
ん

 
そ
の
時
下
か
ら
剣
光
が
一
閃
し

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

尾
が
一
本

り
落
と
さ
れ
た

何
 
そ
れ
を
や

た
の
は

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
丁
度
復
活
し
た
ユ

ジ

ン
で
あ
る

 
彼
が
後
方
に
下
が

て
い
た
事
が

こ
こ
で
は
大
き
く
プ
ラ
ス
に
働
い
た

 
他
の
者
だ

た
ら

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

尾
を

り
落
と
す
事
は
不
可
能
だ

た
だ
ろ
う

く

く
そ
お
お
お
お
お

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
苦

に
満
ち
た
叫
び
声
を
上
げ

同
時
に
そ
の
体
が
急
激
に
下
降
し
て
く
る
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ど
う
や
ら

尾
が
七
本
全
て
揃

て
い
な
い
と

を
走
る
能
力
が
無
く
な

て
し
ま
う
よ
う

だ
ま

ま
さ
か
お
前
ご
と
き
に

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
の
ま
ま
地
面
に
落
下
し

か
ら
地
面
に
突

込
ん
だ

ふ
ん

ざ
ま
あ
み
ろ

 
ユ

ジ

ン
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を

み
つ
け
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
の
チ

ン
ス
を
逃
さ
ず
に
フ

ン
リ
ル
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
追
い
つ
き

 
も
う
逃
が
さ
な
い
と
ば
か
り
に
そ
の
前
に

王
立
ち
を
す
る

精
騎
士
よ

よ
く
や

た

 
そ
こ
か
ら
フ

ン
リ
ル
と
ユ

ジ

ン
達
に
よ
る
総
攻
撃
が
開
始
さ
れ

 
体
勢
を
立
て
直
す
間
も
な
く
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
ど

と
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た
の
だ

た
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第
１
１
０
１
話
 
九
尾

う
お
お
お
お

や

た

ジ
ン
さ
ん

精
達
よ

よ
く
や

て
く
れ
た

 
フ

ン
リ
ル
を

め

そ
の
場
に
い
た
者
達
か
ら
大
歓
声
が
あ
が
る

み
ん
な

よ
く
持
ち
こ
た
え
て
く
れ
た

 
そ
し
て
手
助
け
し
て
く
れ
た
フ

ン
リ
ル

に
心
か
ら
の
感
謝
を

 
ユ

ジ

ン
は
仲
間
達
に
向
け
て
そ
う
叫
ん
だ

 
こ
の
勝
利
は
自
分
だ
け
の
手

で
は
な
い
と
公
言
し
た

で
あ
る

は
な
ま

ち

い
な
い
み
た
い
だ
ね

い
や

そ
れ
は
ど
う
か
な

 
ビ

ビ

に
も
賞

さ
れ
た
ユ

ジ

ン
は

難
し
い
表
情
を
し
な
が
ら
そ
う
答
え
た

 
今
回
は
運
良
く
結
果
を
残
せ
た
が

 
そ
の
内
容
は

決
し
て
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思

て
い
る
か
ら
だ
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何
だ
い

分

気
じ

な
い
か

い
や

自
分
が
ど
れ
だ
け
グ
ラ
ム
に
頼
り
き
り
だ

た
の
か

 
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
殴

て
や
り
た
い

今
回
は
思
い
知
ら
さ
れ
た
か
ら
な

ふ

ん

 
ビ

ビ

は
よ
く
分
か

て
い
な
い
よ
う
だ
が

 
こ
れ
は
特

能
力
の
あ
る
剣
を
持
つ
者
に
し
か
分
か
ら
な
い
感
覚
だ
ろ
う

 
と
は
い
え
三
ギ
ル
ド
連
合
に
と

て
は
久
々
に
胸
の
す
く
よ
う
な
勝
利
で
あ
り

 
場
は
戦
勝
ム

ド
に
包
ま
れ

か
な
り

り
上
が

て
い
た

 
そ
ん
な
中

フ

ン
リ
ル
は
じ

と
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
死
体
を
見
つ
め
て
い
る

 
そ
れ
に
気
付
い
た
ユ

ジ

ン
は
フ

ン
リ
ル
に
近
付
い
た

フ

ン
リ
ル

何
か
気
が
か
り
で
も

 
そ
う
問
い
か
け
て
き
た
ユ

ジ

ン
に
フ

ン
リ
ル
は
死
体
か
ら
目
を
離
さ
な
い
ま
ま
答
え

た
う
む

実
は
こ
や
つ
は

も
う
一

変
身
す
る
は
ず
な
の
だ

そ
う
な
の
で
す
か
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あ
あ

そ
う
な
る
と
今
の
我
と

に
な
る

だ
が
変
身
直
後
は

て
い
る
は
ず
な
の
で

 
こ
の
ま
ま
滅
ぼ
し
て
し
ま
お
う
と
思

て
い
る
の
だ
が

そ
う
い
う
事
で
し
た
か

お
い

お
前
ら

こ
の

 
ユ

ジ

ン
は
仲
間
達
に

す
る
よ
う
に
伝
え
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の
会
話
が

こ
え
た
の
か

そ
の
時
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
死
体
が
ぶ
る

と

え
た

む今
の
は

 
次
の

間

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
死
体
か
ら
真

黒
な
煙
が

き
出
し
た

う
お

何
だ

 
そ
の
時
死
体
の
一
番
近
く
に
い
た
は
ず
の

カ
ゲ
ム
ネ
の
叫
び
声
が

こ
え
て
く
る

ジ
ン
さ
ん

だ

何
だ
と

後
退
だ

下
が
れ

 
そ
の
声
に
仲
間
達
が

て
て
後
退
る
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サ
ク
ヤ
ち

ん

う
む

 
サ
ク
ヤ
は

て
て
カ
ゲ
ム
ネ
に
治

魔
法
を
か
け

カ
ゲ
ム
ネ
の

態
が
解

さ
れ
る

他
に

態
に
な

た
者
は
い
な
い
か

ヒ

ラ

は
す
ぐ
に
解

を

 
そ
の

か
な
混
乱

態
の
中
そ
の

を
突
く
よ
う
に
黒
い
煙
の
中
か
ら
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
飛

び
出
し
た

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
一
目
散
に
奥
の
通
路
へ
と
駆
け
込
ん
で
い
く

ぐ
ぬ

待
て

フ
ン

こ
こ
は
一

引
い
と
い
て
や
る

フ

ン
リ
ル

そ
し
て

精
共
よ

 
我
の
体
力
が

た
時
が
お
前
ら
の
最
期
だ
と
思
え

 
復
活
し
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

尾
は
九
本
に

え
て
い
た

 
そ
の

尾
が
ぶ
わ

と
広
が
り
追
撃
し
よ
う
と
し
た
フ

ン
リ
ル
の
目
の
前
に

の
壁
が

立
ち
上
が
る

ふ
ん

こ
ん
な
も
の
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フ

ン
リ
ル
は
そ
の
壁
に
突

込
み
多
少
の
ダ
メ

ジ
を
く
ら
い
な
が
ら
も
そ
の
ま
ま
突
破

し
た

 
フ

ン
リ
ル
は
そ
の
ま
ま
凄
い
勢
い
で
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
追
撃
し
て
い
き

 
別
れ
を
告
げ
る
暇
も
な
い
ま
ま
こ
の
場
に
は
ユ

ジ

ン
達
の
み
が
残
さ
れ
た

む行

ち

た
ね

ど
う
す
る

私
達
も
追
い
か
け
る

い
や
や
め
て
お
こ
う
ま
だ
俺
達
も

つ
い
て
い
る
し
何
よ
り
追
い
つ
け
る
気
が
し
な
い

か
ら
な

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
ね

と
り
あ
え
ず
広
場
の
入
り
口
ま
で
下
が
ろ
う
こ
こ
だ
と

い
た
敵
に
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る

て

も
う

い
か
も

 
サ
ク
ヤ
の
そ
の
提
案
は
少
し

か

た

一
同
の

囲
に

神
族
が
何
匹
か

き
始
め
た
の

だ 
だ
が

神
族
は
先
ほ
ど
ま
で
と
は
違
い

こ
ち
ら
に
攻
撃
を
仕

け
て
く
る
気
配
は
な
い
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え

あ
れ

そ
う
か

ク
エ
が
書
き
変
わ

た
か
ら

 
そ
し
て

神
族
の
一
匹
が

ま
る
で
心
配
す
る
か
の
よ
う
に
ユ

ジ

ン
に
近
付
い
て
き
て

 
そ
の
体
に
触
手
を

ば
し

回
復
魔
法
を
使

て
き
た

む

す

す
ま
な
い

助
か
る

 
ユ

ジ

ン
は
そ
う
お

を
言
い

そ
の

神
族
は

 
気
に
す
る
な
と
い
う
風
に
ユ

ジ

ン
の

を
触
手
で
優
し
く

で
た

 
そ
の

間
に
そ
の

神
族
が
パ

テ

に
加
わ
り

一
同
は
歓
声
を
上
げ
た

 
一
方
ユ

ジ

ン
は
複
雑
な
思
い
で
そ
の

神
族
を

め
て
い
た
が

 
や
が
て
自

ぎ
み
な
表
情
で
こ
う

い
た

先
ほ
ど
ま
で
敵
だ

た
は
ず
な
の
に

め
ぬ
も
の
だ
な

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン
は
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

と
相
談
し

 
一

て
落
ち
着
い
た
後

巨
人
を
狩
る
の
に

し
た
狩
り
場
を

 
ヴ

ル
ハ
ラ
に
紹
介
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
事
に
な

た

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
ア
ル
ン
に

ろ
う
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あ
あ

 
帰
り

ユ

ジ

ン
は

り
返
り

何
も
無
い
地
面
に
向
け
て
ぼ
そ
り
と
声
を
か
け
た

今
ま
で
あ
り
が
と
な

ジ

イ
ニ

ル

  
そ
の

フ

ン
リ
ル
は

必
死
で
逃
げ
る
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
追
い
か
け
続
け
て
い
た

待
て

こ
の

病
者
め
が

フ
ン

貴
様
は
体
力
の

ら
な
い
我
を
倒
し
て
そ
れ
で
本
当
に
満
足
な
の
か

あ
あ

も
ち
ろ
ん
満
足
だ

こ
れ
で
貴
様
を
滅
ぼ
せ
る
か
ら
な

く
そ

取
り
付
く

も
無
し
か

 
ま

た
く
話
に
な
ら
ん
と

息
し
つ
つ
も

ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
は
一
つ
の
勝
算
が
あ

た

 
そ
の

に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
今

と
あ
る
場
所
に
向
か

て
い
る
の
で
あ
る

も
う
す
ぐ
だ

あ
そ
こ
ま
で
行
け
れ
ば

 
そ
し
て
遠
く
に
光
が
見
え
て
き
た

暗
い

か
ら

開
け
た
場
所
に
到
着
し
た
の
だ

む

確
か
こ
こ
は

 
フ

ン
リ
ル
は
広
場
に
出
る
直
前
に
急
制
動
を
か
け

そ
こ
で
足
を
止
め
た
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先
行
し
て
い
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

に
広
場
に
入

て
い
る
が

そ
れ
を
追
う
事
は
し
な
い

 
何
故
な
ら
こ
の
ま
ま
広
場
に
出
る
の
は
と
て
も
リ
ス
ク
が
高
い
と
知

て
い
る
か
ら
で
あ
る

し
ま

た

仕
方
な
い

こ
こ
は

退
だ

 
フ

ン
リ
ル
は
そ
の
ま
ま
追
撃
を

め

く
る

と
引
き
返
し
て
い

た

 
一
方
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

広
場
に
出
た
後

そ
こ
で
ホ

と
一
息
つ
い
て
い
た

 
何
故
な
ら
そ
の
場
が
多
く
の
味
方
の
プ
レ
イ
ヤ

で

れ
か
え

て
い
た
か
ら
だ

 
そ
う

こ
こ
は

神
広
場
で
あ
り

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
何
度
か
こ
の
広
場
に

を
現
し

 
突
発
的
な
お
助
け
キ

ラ
的
な
扱
い
で

プ
レ
イ
ヤ

達
に
親
し
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
ダ
メ

ジ
を
く
ら

て
い
る
事
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず

 
え
ら
そ
う
な
態
度
で
プ
レ
イ
ヤ

達
に
声
を
か
け
た

お
前
達

調
子
は
ど
う
だ

明
日
で
目
標
を
達
成
出
来
そ
う
で
す

ケ
ル
ベ
ロ
ス
さ
ん

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

う
む

め
よ

は
い
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ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
プ
レ
イ
ヤ

達
に
そ
う
声
を
か
け
な
が
ら

さ
り
げ
な
く
移
動
し

 
フ

ン
リ
ル
が
い
つ
広
場
に
突

込
ん
で
き
て
も
い
い
よ
う
に

 
プ
レ
イ
ヤ

を
盾
に
す
る
よ
う
な

置
に
回
り
込
ん
で
い
た

 
だ
が
い
つ
ま
で
た

て
も
フ

ン
リ
ル
が
現
れ
な
い

ど
う
や
ら

退
し
た
よ
う
だ
と
安

し
て
い
た

よ
し

上
手
く
い

た
よ
う
だ

後
は
こ
こ
で
狩
り
の
手
伝
い
を
し
て

体
力
を

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

は
時
間

過
の
他
に

敵
を
倒
す
事
で
も
回
復
す
る

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
の
ま
ま
狩
り
を
手
伝
い

す
ぐ
に
万
全
な

態
に

る
事
が
出
来
た

 
丁
度
そ
の

に
狩
り
に
参
加
し
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
も
そ
の
日
の
活
動
を
終
え

退
し

始
め
た

そ
れ
で
は
我
も
行
く

さ
ら
ば
だ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
の
ま
ま
別
の
通
路
の
奥
に
向
か
い

 
日
ご
ろ
か
ら
人
が
来
な
い

ね
ぐ
ら
に
し
て
い
る
広
場
の
片

に
横
に
な

た
の
だ

た

  
そ
し
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
乱
入
を
受
け
つ
つ
も
今
日
の
狩
り
を
無
事
に
終
え
た

神
広
場
の
者
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達
は

 
討
伐

を
一
万
八
千
ま
で

ば
し

に
リ

チ
が
か
か

た
事
を
喜
び
合

て
い
た

⻑
か

た
こ
の
ク
エ
も

明
日
で
終
わ
り
だ
な

続
き
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
な

分

験

も

げ
た
よ
な

よ

し

あ
と
一
日
頑
張
ろ
う

 
そ
ん
な

り
上
が
り
の
中
街
に

た
後
一
部
の
者
達
が
今
後
の
事
に
つ
い
て
話
し
合

て
い
た

シ
グ
ル
ド
さ
ん

そ
れ
じ

あ

あ
あ

明
日
の
狩
り
は
独
自
で
行
う

ク
エ
ス
ト
を
達
成
し
た
ら
旗
揚
げ
だ

つ
い
に

す
ね

あ
あ

ヴ

ル
ハ
ラ

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
に
対
抗
す
る

第
三
勢
力
に
俺
達
が
な
る
ぞ

ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

は
ど
う
し
ま
す

カ
モ
フ
ラ

ジ

の

に
こ
ち
ら
と
七
つ
の
大
罪
を
行

た
り
来
た
り
さ
せ
て
い
た
か
ら
な

 
討
伐

が
中

半

に
な

て
し
ま

た
か
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俺
達
な
ら
大
丈
夫

す
ク
エ
は
ク
リ
ア
出
来
ま
せ
ん
が
そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
に
参
加
し
ま
す

そ
う
か

す
ま
な
い
な

 
そ
し
て
話
し
合
い
を
終
え
た
後
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

は
ひ
そ
ひ
そ
と
会
話
を
交
わ
し
て

い
たお

い

ど
う
す
る

と
り
あ
え
ず
兄
貴
に
報
告
だ
な

ま
だ
い
る
み
た
い
だ
し

つ
い
で
に
姉
御
に
も
連

を
入
れ
る
か

だ
な

く
こ
の
事
を
伝
え
な
い
と

 
シ
グ
ル
ド
が
立
つ
そ
の
時
は

刻
一
刻
と
近
付
い
て
い
た

 
今
週
は
何
回
か
お
休
み
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

す
み
ま
せ
ん
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第
１
１
０
２
話
 
勝
負
の
一
日

 
す
み
ま
せ
ん

日
は
更
新
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

 
夜
も
更
け
た

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
を
訪
れ
る

四
人
の
フ

ド

の
者
達
が
い
た

 
そ
の
顔
に
は
グ
ロ
ス
・
フ

イ
ス
マ
ス
ク
が
装
着
さ
れ
て
お
り

 
誰
が
誰
な
の
か

そ
の
正
体
は
分
か
ら
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

さ
す
が
に
こ
の
時
間
は
誰
も
い
な
い

か

こ
の

は
こ
こ
の
混
雑
も
か
な
り
ま
し
に
な

た
み
た
い
ね

確
か
に
一
時
と
比
べ
る
と
さ
す
が
に

た

す
ね

ま
あ
助
か
る

す
け
ど

そ
ろ
そ
ろ
約
束
の
時
間

 
そ
の
時
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
扉
が
開
き

中
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
顔
を
出
し
た

お
前
達

こ

ち
だ

 
そ
の
声
に

い

四
人
は
走

て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
駆
け
込
ん
だ
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ふ
う

セ

フ

誰
も
い
な
く
て
良
か

た
ね

ま
さ
か
俺
達
が
こ
こ
に
入
れ
る
な
ん
て
な

胸
が
高
鳴
る

 
そ
の
四
人
と
は

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

グ
ウ

ン

ヤ
サ

バ
ン
ダ
ナ
で
あ

た

 
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

の
ま
ま
だ
と
七
つ
の
大
罪
の
者
達
に
居
場
所
が
バ
レ
て
し
ま
う

 
二
人
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
ち
ら
の
キ

ラ
で
入
り
な
お
し
て
い
た

 
こ
ち
ら
な
ら
そ
の
居
場
所
が
分
か
る
の
は
元
ロ
ザ
リ
ア
の
部
下
の
残
り
五
人
だ
け
で
あ
り

 
そ
の
五
人
は

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
の
を
確
認
済
だ

た
か
ら
だ

う
お
お
お
お
お
お

凄
え

ま
る
で
お
城

す
ね

お
う

結

頑
張

た
か
ら
な

 
中
に
入
る
と
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
は
興
奮
し
な
が
ら
そ
う
叫
び
ハ
チ
マ
ン
は
自
慢
げ
に
そ
う

答
え
た

ハ
チ
マ
ン

客
が
到
着
し
た
の
か

な
ら
私
が
お
茶
を
入
れ
よ
う



 第八章 キャリバー・クロッシング編

お
お

悪
い
な
キ
ズ
メ
ル

頼
む
わ

 
そ
ん
な
一
同
に

キ
ズ
メ
ル
が
声
を
か
け
て
き
た

 
そ
の
顔
に
は
黒
ア
ゲ
ハ
の
マ
ス
ク
は
装
着
さ
れ
て
お
ら
ず

 
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
は

初
め
て
見
た
そ
の
キ
ズ
メ
ル
の
素
顔
の
美
し
さ
に
感
動
し
た

あ

兄
貴

こ
ち
ら
は
ま
さ
か

ん

あ
あ

お
前
達
に
と

て
は
黒
ア
ゲ
ハ

て
言

た
方
が
分
か
り
易
い
か

お

お
お

言
葉
も
出
な
い

 
キ
ズ
メ
ル
は

二
人
が
自
分
の
顔
を
見
な
が
ら

え
て
い
る
の
を
見
て

き

と
ん
と
し
た

ん

私
の
顔
が
そ
ん
な
に
お
か
し
い
か

 
そ
の
言
葉
に
二
人
は
ぶ
ん
ぶ
ん
と
顔
を
横
に

る

違
い
ま
す

あ
ま
り
の
美
し
さ
に
感
動
し
て
る

す

そ

そ
う
か

そ
れ
は
あ
り
が
と
う

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
こ
ま
で
劇
的
な
反
応
を
見
せ
た

で
は
な
か

た
が

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
グ
ウ

ン
も
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キ
ズ
メ
ル
の
素
顔
を
見
る
の
は
初
め
て
だ

た

と
し
た
顔
で
そ
ち
ら
を
見
て
い
た

ダ

ク
エ
ル
フ

て

こ
こ
に
し
か
い
な
い
わ
よ
ね

う
ん

多
分

麗
よ
ね

そ
れ
に
あ
の
ス
タ
イ
ル

憧
れ
る
な

う
ん

 
そ
の
ま
ま
奥
に
進
み
リ
ビ
ン
グ
に
近
付
く
と
そ
こ
に
は
四
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

え
て
い

た 
ア
ス
ナ

キ
リ
ト

ユ
キ
ノ

サ
ト
ラ
イ
ザ

の
副
⻑
達
で
あ
る

み
ん
な

い
ら

し

い

こ

こ
ん
ば
ん
は

本
日
は
お

き

き

う

 
か
つ
て

い
目
に
遭
わ
さ
れ
た
キ
リ
ト
を
見
て

 

張
の
あ
ま
り
反
射
的
に

ま

て
し
ま

た
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
だ

た
が

 
キ
リ
ト
が

揚
な
態
度
で
微
笑
ん
で
く
れ
た

そ
の

張
は
す
ぐ
に
ほ
ぐ
れ
た
よ
う
だ

 

に
二
人
は
身
内
扱
い
で
あ
り

当
然
キ
リ
ト
も
今
は
二
人
を
好
意
的
に
見
て
い
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

そ
れ
じ

あ
話
を

こ
う
か

は
い

 
そ
し
て
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
は

今
日
あ

た
事
を
報
告
し
始
め
た

兄
貴

実
は
明
日

シ
グ
ル
ド
が
ギ
ル
ド
を
立
ち
上
げ
る
み
た
い
で
す

ク
エ
ス
ト
の
残
り
が
あ
と
二
千
体
に
な

た
ん
で

 

合
い
だ
と
見
て
後
は
独
自
に
ク
リ
ア
す
る
つ
も
り
だ
と
か

本
当
は
イ
ベ
ン
ト
開
始
に
合
わ
せ
て

て
話
だ

た
ん
す
け
ど

 
ほ
ら

神
広
場
の
狩
り
が
あ
あ
な

た
じ

な
い
で
す
か

そ
の
せ
い
で

 
七
つ
の
大
罪
よ
り
も
大
き
い
ギ
ル
ド
が
そ
こ
に
参
加
す
る
の
は
ま
ず
い

て
事
に
な

て

 
そ
れ
で
今
ま
で
様
子
見
を
し
て
た
ん
で
す
よ
ね

そ
れ
が

に
そ
の
気
に
な

た

て
事
か

は
い

正
直

神
広
場
に
い
た
の

て

 
初
期
に
い
た
小

模
ギ
ル
ド
は
さ
す
が
に
正
月
は
人

が
揃
わ
な
か

た
の
か

 
最
後
の
方
は

小

模
ギ
ル
ド
に

装
し
て
う
ち
の
メ
ン
バ

が
ほ
と
ん
ど
だ

た
ん
で

 
明
日
は
あ

ち
は
か
な
り
人

が

る
と
思
い
ま
す
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そ
う
な
る
と

う
ち
は
明
日
中
に
は
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
そ
こ
ま
で

き

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
難
し
い
顔
を
し
な
が
ら
そ
う
言

た

 
そ
の
言
葉
通
り

神
広
場
に
集
ま

て
い
た
の
は
最
近
は
ほ
と
ん
ど
が
シ
グ
ル
ド
一

だ

た 
そ
れ
が
明
日
来
な
い
と
な
る
と

明
日
の
狩
り
に
参
加
す
る
プ
レ
イ
ヤ

の
人

は

 
い
い
と
こ
ろ
六
十
人
と
い

た
所
で
一
日
で
二
千
体
を
討
伐
す
る
の
は
か
な
り
難
し
く
な
る

だ
ろ
う

そ
れ
も
狙
い
の
一
つ
み
た
い
で
す
ね

七
つ
の
大
罪
を
出
し
抜
い
て

先
行
出
来
ま
す
か
ら

な
る
ほ
ど
な

シ
グ
ル
ド
も
中
々
や
る
も
ん
だ

よ
く

り
の

況
を
見
て
や
が
る

前
と
ち

と
違
う
感
じ

よ
り
は
成
⻑
し
た
の
か
ね

ま
あ
彼
も
苦
労
し
た
で
し

う
し

元
々
そ
れ
な
り
に
能
力
は
あ

た
も
の
ね

確
か
に
前
の
悪
だ
く
み
も

俺
達
が
い
な
か

た
ら
成

し
て
た
か
も
だ
し
な

 
前
の
悪
だ
く
み
と
は
も
ち
ろ
ん
サ
ラ
マ
ン
ダ

と
組
ん
で
行

た
シ
ル
フ
領

体
計
画
の

事
で
あ
る
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そ
の

の
シ
グ
ル
ド
は
品
性
下

で
は
あ

た
が

能
力
的
に
は
確
か
に

第
点
で
あ

た

と
こ
ろ
で
シ
グ
ル
ド
の
ギ
ル
ド
の
名
前
は
決
ま

て
る
の
か

Ｓ

Ｓ
ら
し
い
で
す

ジ

ク
フ
リ

ド
・
ザ
・
ド
ラ
ゴ
ン
ス
レ
イ
ヤ

の
略
だ
と
か

う
は

自
分
の
名
前
を
ギ
ル
ド
に
付
け
る
の
か

自
分
の
名
前

シ
グ
ル
ド

て
の
は
要
す
る
に
ジ

ク
フ
リ

ド
だ
か
ら
な

あ
あ

な
る
ほ
ど

相
変
わ
ら
ず
プ
ラ
イ
ド
だ
け
は
高
い
ん
だ
な

 
ち
な
み
に
人

は
ど
れ
く
ら
い
集
ま
り
そ
う
な
ん
だ

二

十
人

す
か
ね

外
面
だ
け
は
い
い
ん
で

多
い
な

運
用
に
よ

て
は
い
い
ラ
イ
バ
ル
に
な
り
そ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

て
笑

た

ハ
チ
マ
ン
君

嬉
し
そ
う
だ
ね

い
い
ラ
イ
バ
ル
が
い
る

て
の
は
幸
せ
な
事
だ
か
ら
な

そ
う
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
な

ま
あ

・あ
・の

シ
グ
ル
ド
だ
し

ど
こ
か
で
ボ
ロ
を
出
す
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
わ
ね
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ハ
チ
マ
ン
様

そ
れ

み
で
私
か
ら
も
報
告
が

お

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ

 
グ
ウ

ン
が
横
か
ら
そ
う
言
い

続
け
て
報
告
を
始
め
た

そ
の
Ｓ

Ｓ
の
立
ち
上
げ
の

に

小
人
の
靴
屋
も
最
近
か
な
り
装
備
を
回
し
て
ま
す

 
ク
エ
ス
ト
で
か
な
り
敵
を
倒
し
た
か
ら

そ
の
素
材
と
資
金
を
小
人
の
靴
屋
に
回
し
て

 
そ
れ
で
メ
ン
バ

の
装
備
を
揃
え
た
み
た
い
で
す

二

人
以
上
の
装
備
を
そ
れ
で

た
の
か

確
か
に
う
ち
も

素
材
だ
け
で
か
な
り
の
利

に
な

た
も
の
ね

あ
は
は
は
は

さ
す
が
に
二
万
匹
も
倒
す
と
そ
う
な
る
よ
ね

だ
な

シ
グ
ル
ド
の
奴

ど
う
や
ら
ま
と
も
に
ラ
イ
バ
ル
し
て
く
れ
そ
う
だ
な

 
と
こ
ろ
で
敵
側
で
ク
エ
ス
ト
を
進
め
る
と

こ
の
後
は
ど
う
い
う
展
開
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な

 
敵
は
大
地
⺟
神
ガ
イ
ア
と
そ
の

属

そ
し
て
ギ
リ
シ

神
話
の
神
々
の
一
部

 
と
い
う
事
は
分
か

て
い
る
が
そ
こ
に
様
々
な
伝
説
級
の
武
器
が
ど
う
関
わ

て
く
る
か
は

謎
で
あ

た
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メ
イ
ン
ル

ト
は
こ

ち
な
ん
だ
か
ら

二
線
級
の
武
器
が
手
に
入
る
と
か

う

ん

で
も
ハ
イ
エ
ン
ド
ク
ラ
ス
の
武
器
も
案
外
取
れ
た
り

エ
ク
ス
キ

リ
バ

の
扱
い
が
ポ
イ
ン
ト
だ
よ
な
あ

ち
の
ク
エ
に
も
名
前
は
出
て
た

だ

し
ふ

む

明
日
は
一
応
そ

ち
に
多
め
に
人

を
回
し
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

悪
い

頼
む
わ

と
り
あ
え
ず
サ
ト
ラ
イ
ザ

の
所
か
ら
キ
リ
ト
の
所
に
何
人
か
回
し
て
や

て
く
れ

オ

ケ

後
で
相
談
し
て
お
く
よ

こ
う
な
る
と
情
報

て
点
だ
と
ア
ス
モ
の
ク
リ
ア
が
一
日

れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
は
困
る

な
そ
う
よ
ね

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
う
謝
る
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を

ハ
チ
マ
ン
は
笑
顔
で

め
た

お
前
の
せ
い
じ

な
い
さ

ま
あ
一
気
に
攻
略
が
進
む

じ

な
い
だ
ろ
う
し

気
に
す
ん

な

て
な

明
日
シ
グ
ル
ド
達
と
カ
チ
あ

た
ら
ど
う
す
る
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さ
す
が
に
ク
リ
ア
に
は
一
日
か
か
る
だ
ろ
う
し

明
後
日
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
ま
あ
そ
う
な

た
ら
や
り
合
う
し
か
な
い
だ
ろ
う
な

チ

ム
の
連

を
密
に
し
て
い
こ
う

俺
達
も
出
来
る
だ
け
情
報
を
流
す

す

任
せ
て
下
さ
い
兄
貴

お
う

頼
む
ぞ
二
人
と
も

は
い

 
そ
の
後

ハ
チ
マ
ン
達
は
今
日
得
た
情
報
を
元
に

明
日
の
行
動
方
針
を
決
め
た

 
ハ
チ
マ
ン
達
は

候
職
を
中
心
に
ス
ル

ズ
と
ベ
ル
そ
し
て
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
居
場
所
を
探

り 
キ
リ
ト
達
は
人

を

や
し
た
上
で

宮
の
聖
剣

ク
エ
ス
ト
を
進
行
さ
せ
る

 
ア
ス
ナ
達
は
テ

ル
フ

ン
グ
と
フ
ラ
ガ
ラ

ハ
を
得
る

に
お
つ
か
い
ク
エ
ス
ト
を
続
け

る 
そ
し
て
サ
ト
ラ
イ
ザ

達
は

ウ
コ
ン
バ
サ
ラ
と
ム
ラ
サ
メ
は
一

置
い
て
お
い
て

 

メ
ン
バ

を
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
の
チ

ム
に
合
流
さ
せ

そ
ち
ら
の
手
伝
い
を
す
る
事
に

な

た
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攻
略
を
独

出
来
る
の
も
明
日
が
ラ
ス
ト
チ

ン
ス
だ
何
か
一
つ
く
ら
い
成
果
を
得
た
い
よ

な
う
ん

頑
張
ろ
う

明
日
は
一
日
中
や

て
や
る

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
は

勝
負
の
一
日
を
迎
え
る
事
と
な

た
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第
１
１
０
３
話
 
三
チ

ム

い
ざ
攻
略
へ

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後

八
幡
は

チ

ム
か
ら
の
報
告
を

め
て

め
て
い
た

キ
リ
ト
の
予
想
し
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
い
る
神
が
交
代
す
る
可
能
性

あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
八
幡
が
最
初
に
考
え
て
い
た
の
は
そ
の
事
で
あ

た

 
落
ち
る
間

に
キ
リ
ト
が
雑
談
め
か
し
て
こ
ん
な
事
を
言

て
き
た
の
で
あ
る

な

ハ
チ
マ
ン

こ
の
ク
エ
ス
ト

て
も
し
か
し
て

俺
達
の
ク
リ
ア
が

れ
た
ら

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

べ
る
神
が
交
代
す
る
事
に
な
る
ん
じ

な
い
か

ん

と
言
う
と

だ

て
さ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
神
々
は
北

神
話
が
ベ

ス
だ
ろ

 
そ
こ
に
ギ
リ
シ

神
話
の
神
々
が

を

て
き
た
ん
だ

 
も
し
俺
達
が
負
け
た
ら

今
度
は
ギ
リ
シ

神
話
の
神
々
が

 
こ
の
世
界
の
ベ

ス
の
神

て
事
に
な
る
ん
じ

な
い
か

そ
こ
ま
で
は
考
え
て
な
か

た
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
み
な
ら
ず

仲
間
達
が
そ
の
言
葉
の
意
味
を

考
し
始
め
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そ
し
て
出
た
結

は

り
得
る

で
あ

た

確
か
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

う
ん

あ
る
と
思
う

こ
れ
は

々
一
番
に
ク
リ
ア
し
な
い
と
い
け
な
く
な

た
な

だ
な

燃
え
る

そ
う
だ
な

お
い
キ
リ
ト

と
り
あ
え
ず
空
中
宮

へ
の
突
入
一
番
乗
り
は
頼
む
ぞ

お
う

絶
対
に

件
を
満
た
し
て
み
せ
る
さ

 
キ
リ
ト
が
言
う
に
は
空
中
宮

の
近
く
の
山
の

で
そ
れ
ら
し
き
入
り
口
は
発
見
で
き
た

ら
し
い

 
そ
の
前
に
い
た
ウ
ル
ド
か
ら
確
か
に

宮
の
聖
剣
の
ク
エ
ス
ト
も
受
け
ら
れ
た
の
だ
が

 
い
ざ
中
に
入
ろ
う
と
す
る
と

そ
の
入
り
口
ら
し
き
門
が
開
か
な
い
ら
し
い

 
そ
の
事
を
ウ
ル
ド
に

ね
る
と

返

て
き
た
の
は
こ
ん
な
言
葉
だ

た
ら
し
い

お
そ
ら
く
ど
こ
か
に
門
番
が
い
る
の
で
し

う

 
時
間
も

い

キ
リ
ト
は
そ
こ
で
こ
の
日
の
探
索
を
終
え

て
き
た
と
ま
あ
そ
ん
な

で
あ
る
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な
の
で
明
日
は
そ
の
門
番
に
当
た
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
探
す

を
探
索
す
る
事
と
な

て
い

た
門
番
ね

神
話
に
何
か

当
す
る
神
で
も
い
た

け
か

 
八
幡
は
そ
う
思
い

何
と
な
く

ギ
リ
シ

神
話

門
番

で

索
を
か
け
た

 
そ
の
画
面
に
映

た
の
は

最
近
何
か
と
縁
が
あ

た
名
前
で
あ

た

ケ
ル
ベ
ロ
ス

ま
さ
か
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
討
伐
が
ト
リ
ガ

な
の
か

 
確
か
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
地
獄
の
門
番
と
言
わ
れ
て
い
る

可
能
性
は
高
そ
う
だ

こ
れ
は
明
日
は
戦
闘
に
な
る
か

 
八
幡
は
そ
う
考
え

や
は
り
明
日
の
キ
リ
ト
チ

ム
の
編
成
は
分

く
し
よ
う
と
考
え
た

ユ
ジ
ン
達
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
倒
し
た
ら
し
い
し
こ
れ
で
あ
の

も
最
終

か

逆
に
考
え
る
と

敵
側
の
ク
エ
ス
ト
だ
と

 
フ

ン
リ
ル
が
門
番
に
指
定
さ
れ
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
八
幡
は
同
時
に
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ
続
け
て
ア
ス
ナ
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て
考
え
始
め
た

お
つ
か
い
ク
エ
ス
ト
に

ま
さ
か
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が

ん
で
く
る
と
は
な

 
八
幡
は
今
回
の
ク
エ
ス
ト
の
舞
台
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
使
わ
れ
る
事
は
無
い
と
考
え
て
い
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た 
実

こ
こ
ま
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
ま

た
く

ん
で
来
ず

 
地
名
な
ど
の
由
来
か
ら
し
て
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
と
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
み
が
ク
エ
ス
ト
の
舞
台
と

な
る
と

 
八
幡
は
思
い
込
ん
で
し
ま

て
い
た

だ
が
ど
う
や
ら
そ
れ
は
間
違
い
だ

た
ら
し
い

 
ア
ス
ナ
達
の
ク
エ
ス
ト
の
移
動
先
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が

回

場
し
て
い
た
の
だ

こ
こ
ま
で
俺
達
は
ス
ル

ズ
や
ベ
ル
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
に
関
し
て
は
手
が
か
り
す
ら
掴
め
て

い
な
い

 
も
し
か
し
て
そ
の
情
報
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
あ
る
の
か

 
だ
が
あ
ま
り
に
も
見
つ
け
に
く
い
と
こ
ろ
に
対
応
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
配
置
す
る
と
は
思
え
な
い

 
街
の
中
の
そ
れ
な
り
に
見
つ
け
易
い
と
こ
ろ
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
だ
ろ

う
明
日
俺
達
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
中
心
に
探
索
し
て
み
る
か

 
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

え
ば
特

ク
エ
ら
し
い
レ

ヴ

テ
イ
ン
の
ク
エ
ス
ト
の

 
メ
イ
ン
受
注
者
は
ハ
チ
マ
ン
だ
が

同
じ
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

な
ら
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Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

の
上
の
ク
エ
ス
ト
マ

ク
の

無
は
確
認
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
た
だ
話
し
か
け
た
時
に
相
手
が
反
応
し
な
い
だ
け
だ

ア
ス
ナ
達
は
お
つ
か
い
ク
エ
ス
ト
を
続
け
て
も
ら
う
と
し
て

 
後
は
参
加
者
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
編
成
す
る
だ
け
か

 
八
幡
は
う

ん
と

び
を
し
つ
つ

う
ん
う
ん

り
な
が
ら
そ
の
作
業
を
終
え

 
今
日
は
そ
の
ま
ま

る
事
に
し
た

リ

ダ

ま
だ

き
て
た
の

 
そ
ん
な
八
幡
に
話
し
か
け
て
く
る
者
が
い
た

美
優
で
あ
る

お
う

明
日
の
編
成
を
ち

と
な

あ

決
ま

た
ん
だ

私
達
は
ど
こ

明
日
は
キ
リ
ト
チ

ム
に
合
流
し
て
く
れ
も
し
か
し
た
ら
や
ば
い
戦
闘
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
か
ら
な

オ

ケ

任
せ
て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
美
優
は

八
幡
の
隣
に

を
下
ろ
し
た

眠
く
な
い
の
か



 第八章 キャリバー・クロッシング編

う

ん
眠
い
は
眠
い
ん
だ
け
ど
ほ
ら
私
達

て
明
後
日
に
は
北
海
道
に
帰
ら
な
い
と
じ

な
い

 
だ
か
ら
ち

と
だ
け
リ

ダ

と
話
し
て
お
き
た
い
な

て

あ
あ

そ
う
い
や
そ
う
だ
な

よ
し

雑
談
で
も
す
る
か

う
ん

 
そ
れ
か
ら
二
人
は
色
々
な
話
を
し
た

そ
の
ほ
と
ん
ど
が

ま

た
く
重
要
で
な
い

 
と
り
と
め
の
な
い
話
ば
か
り
で
あ

た
が
美
優
に
と

て
は
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
リ

ダ

ま
た
明
日
ね

お
う

す
る
な
よ

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ
し

 
美
優
は
そ
う
言

て
笑
い
な
が
ら

室
へ
と
入

て
い

た

さ
て

俺
も

る
か

 
そ
の
ま
ま
八
幡
も
眠
り
に
つ
き
そ
し
て
次
の
日
の
朝
美
優
と
舞
と
優
里
奈
と
朝
食
を
と

た
後

 
優
里
奈
以
外
の
三
人
は
ま
だ
予
定
時
刻
に
は
ま
だ

い
が
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
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し
たん

い
な
ア
ス
ナ

お
は
よ
う

ハ
チ
マ
ン
君

お
は
よ
う

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
は

に
ア
ス
ナ
が
や
る
気
満
々
で
ス
タ
ン
バ

て
い
た

 
ど
う
や
ら
楽
し
み
で

く
目
が
覚
め
て
し
ま

た
ら
し
い

子

か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
が
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言
い
な
が
ら

ア
ス
ナ
の
隣
に
座
る

ア
ス
ナ

お
は
よ
う

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

う
ん

お
は
よ
う

二
人
と
も

 
フ
カ
次
郎
と
シ

リ

に

を
返
す
と
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
今
日
の
編
成
に
つ
い
て

ね
た

ハ
チ
マ
ン
君

今
日
は
ど
う
す
る

あ
あ

ア
ス
ナ
チ

ム
は
ク
エ
ス
ト
が
継
続
中
の
は
ず
だ
か
ら

 

日
い
た
ラ
ン

ユ
イ
ユ
イ

イ
ロ
ハ

コ
マ
チ
と
五
人
で
そ
の
ま
ま
回

て
く
れ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
ク
エ
ス
ト
に
関
係
な
い
キ
ズ
メ
ル
だ
け
キ
リ
ト
の
所
に
回

て
も
ら
う

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
五
人
が
集
ま

た
ら
行

て
く
る
ね

お
う

頼
む
わ

 
続
け
て
キ
リ
ト
が
あ
く
び
を
し
な
が
ら

場
し
た

お
は
よ
う

ハ
チ
マ
ン

お
う

そ
れ
じ

あ
キ
リ
ト
は

日
の
メ
ン
バ

に
加
え
て

 
ロ
ビ
ン
と
ユ
キ
ノ
以
外
の
全
員
を
連
れ
て

て
く
れ

え

マ
ジ
か

そ
ん
な
に
回
し
て
も
ら

て
い
い
の
か

 
今
日
は
日
曜
の

ク

ク
ロ
ビ
ン
も
参
戦
し
て
い
る

 
他
に
も

日
は
い
な
か

た
が

今
日
は
フ

イ
リ
ス

レ
ヴ

ク
ラ
イ
ン

ユ
ミ

 
ク
リ
シ

ナ

リ
オ
ン

ア
サ
ギ

フ

ブ
ニ
ル

ス
プ
リ
ン
ガ

ラ
キ
ア
も
参
戦
し
て

い
た

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は
残
念
な
が
ら
レ

ス
ン
が
あ

て
不
参
加
だ
が

 
キ
リ
ト
チ

ム
は
セ
ラ
フ

ム
シ
ノ
ン
キ
ズ
メ
ル
シ
リ
カ
リ
ズ
ベ

ト
リ

フ

レ
コ
ン
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ホ

リ

レ
ン

フ
カ
次
郎

シ

リ

ヒ
ル
ダ

サ
ト
ラ
イ
ザ

 
そ
し
て
ラ
ン
以
外
の
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
全
員
と

先
ほ
ど
の
メ
ン
バ

を
加
え

 
総
勢
三
十
人
の
大
軍
勢
と
な

て
い
た

問
題
な
い

こ

ち
は
多
分
戦
闘
は
無
い
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
が
事
も
な
げ
に
そ
う
答
え
る

が
あ
る
と
か
じ

な
い
ん
だ
け
ど

何
で
私
が
そ

ち

 
そ
う

ね
て
き
た
の
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ
る

お
前
は
変
態
の
勘
で
何
と
か
し
て
く
れ
そ
う
だ

た
か
ら

え
え

ふ

不
意
打
ち
す
ぎ
だ
よ

 
ロ
ビ
ン
は
そ
う
言

て
ビ
ク
ン
ビ
ク
ン
し
始
め
た

 
そ
の

を
横
目
で
見
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
の

を

ポ
ン
と
叩
い
た

お
い
ユ
キ
ノ

ロ
ビ
ン
の

え
は
頼
む
ぞ

だ
か
ら
私
は
こ

ち
な
の
ね

 
ユ
キ
ノ
は
そ
う
言

て
た
め
息
を
つ
き
つ
つ

苦
笑
し
た

ま

た
く
仕
方
の
な
い
人
ね
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そ
う
言
い
つ
つ
も

ユ
キ
ノ
は
ち

と
嬉
し
そ
う
で
あ

た

ち

と

何
で
私
の
女
の
勘
に
は
頼
ら
な
い
の
よ

 
こ
こ
で
シ
ノ
ン
が
そ
う

ん
で
き
た

 
普

こ
う
い
う
時

編
成
に
は
全
く
口
を
出
さ
な
い
シ
ノ
ン
だ
が

 
ど
う
や
ら
変
態
の
勘
と
や
ら
に
対
抗
意
識
を
持

た
ら
し
い

 
シ
ノ
ン
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
仲
が
良
く
私
で
も
十
分

え
る
事
が
出
来
る
と
い
う
意
識
も
も

ち
ろ
ん
あ
る

悪
い

今
日
は
キ
リ
ト
の
方
が
戦
闘
に
な
り
そ
う
だ
か
ら

 
俺
が
一
番
信
頼
し
て
い
る
シ
ノ
ン
に
は
そ

ち
に
い
て
も
ら
お
う
と
思

て
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
平
然
と
そ
う
答
え

シ
ノ
ン
は
目
を
見
開
い
た

い

一
番

ふ
ふ
ん

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
わ
ね

 
シ
ノ
ン
は
上
機

な
顔
で
そ
う
言
う
と

大
人
し
く
引
き
下
が

た

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を
見
て

多
く
の
者
達
が
心
の
中
で
こ
う
思

て
い
た

チ

ロ
い

チ

ロ
イ
ン
だ
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シ
ノ
ノ
ン

そ
れ
は
チ

ロ
す
ぎ
る
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に

く
と

仲
間
達
に
向
け
て
言

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
連

を
密
に
し
て

自
出
発
し
て
く
れ

了
解

 
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
そ
う
答
え

仲
間
達
と
共
に
出
発
し
て
い
く

そ
れ
じ

あ
俺
達
も
行
く
か

え
え

行
き
ま
し

う

ス
ル

ズ
と
ベ
ル

そ
れ
に
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
に
関
す
る
話
を
持

て
そ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
探
せ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね

そ
う
い
う
事
だ

多
分

の
上
に
ク
エ
ス
ト
の
マ

ク
が
つ
い
て
る
は
ず
だ

オ

ケ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
街
を
歩
く
の
は
久
し
ぶ
り
か
も
し
れ
な
い
わ

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
は

勝
負
の
一
日
を
制
す
る
べ
く
行
動
を
開
始
し
た
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第
１
１
０
４
話
 
フ
カ
次
郎
の
勘
働
き

 
ハ
チ
マ
ン
は

は
じ
ま
り
の
街
は
広
す
ぎ
る

に
後
回
し
に
し

 
最
前
線
の
街
か
ら

に
調
べ
て
い
く
事
に
し
た

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
ユ
キ
ノ
と
分
担
し
て

街
を
回
ろ
う
と
い
う
目

見
で
あ

た
が

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
そ
れ
を
止
め
た

待

て
待

て

そ
れ
じ

あ
私
の
勘
が
生
か
せ
な
い
よ

ま
あ
確
か
に
そ
う
だ
な

ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う

そ
れ
な
ら
三
人
一

に

番
に

街
に
飛
ん
で
み
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
無

足
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
け
れ
ど
も
し
ロ
ビ
ン
が
何
か
に
反
応
し
た
ら
面
白
い
じ

な

い
そ
れ
が
い
い

 
ロ
ジ
カ
ル
な
ユ
キ
ノ
に
し
て
は
珍
し
い
発
言
で
あ
る

 
だ
が
ユ
キ
ノ
も
⻑
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
生
活
の
中
で

え
理
屈
に
合
わ
な
い
選
択
を
し
て
も

 
そ
れ
が
正
解
に
繋
が
る
事
も
あ
る
と
実
感
さ
せ
ら
れ
て
お
り
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
は
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勘
頼
み
と
い
う
の
も
面
白
い
ん
じ

な
い
か

な
ど
と
思

て
い
た
の
で
あ
る

よ
し

二
人
が
そ
う
言
う
な
ら
そ
う
し
て
み
る
か

決
ま
り
だ
ね

そ
れ
じ

あ
行
こ

か

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
転
移
門
に
移
動
し

そ
の
中
に
消
え
て
い

た

  
一
方
キ
リ
ト
達
は

人

の
多
さ
を
生
か
し
て
十
人
ず
つ
の
三
チ

ム
に
分
か
れ

 
門
の

地

を

二
時
間
と
時
間
を
区
切

て
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
探
索
し
て
い
た

 
そ
し
て
二
時
間
後
に
再
集
結
し
た
も
の
の
め
ぼ
し
い
情
報
が
得
ら
れ
た
チ

ム
は
一
つ
も
無

か

た
何
も
な
い
み
た
い
だ
ね

だ
な

こ
れ
は
外
れ
だ
な

よ
し

方
針
変
更
だ

ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
探
し
て
倒
す
事
に
し
よ
う

 
キ
リ
ト
は
即
座
に
そ
う
決
断
し
た

 
確
信
な
ど
も
ち
ろ
ん
無
い
が

キ
リ
ト
の
勘
が

こ
れ
が
正
解
だ
ろ
う
と

い
て
い
た

み
ん
な

片

か
ら
知
り
合
い
に

ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
見
な
か

た
か

い
て
み
て
く
れ
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こ
の
と
こ
ろ

あ
ち
こ
ち
に

を
見
せ
て
い
た
せ
い
か

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
目
撃
情
報
は
か
な
り
多
く
集
ま

た

 
そ
れ
を
ク
リ
シ

ナ
に
頼
み

時
系

に

べ
て
い

た
結
果

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
行
動

囲
が
一
定
の

の
中
に
収
ま

て
い
る
事
が
分
か

た

 
そ
の
中
心
は

予
想
に
違
わ
ず
今
一
同
が
い
る
こ
の
場
所
で
あ

た

や

ぱ
り
中
心
は
こ
こ
の
門
ね

キ
リ
ト
君

ど
う
す
る

こ
の
デ

タ
か
ら

大
体
今
ど
の

り
に
い
る
か

予
想
出
来
る
か

や

て
み
る
わ

 
ク
リ
シ

ナ
は
リ
オ
ン
を
呼
び

二
人
は
行
動

に
何
か
法

が
無
い
か

討
を
始
め
た
が

 
そ
れ
以
外
の
要
素
に
関
す
る
デ

タ
が
少
な
す
ぎ
る
せ
い
か

残
念
な
が
ら
特
定
は
出
来
な

か

た
ご
め
ん
な
さ
い

さ
す
が
に

件
が
厳
し
い
わ

そ
も
そ
も
が
俺
の
無
茶
ぶ
り
な
ん
だ

謝
ら
な
い
で
く
れ

 
ま
あ
ま
だ

は
あ
る

ユ
キ
ノ

は
い
な
い
の
か
ユ
イ
ユ
イ

あ
そ
う
か
ア

ス
ナ
の
所
か
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キ
リ
ト

ど
う
し
て
そ
の
二
人
な
の

 
リ
ズ
ベ

ト
が
首
を

げ
な
が
ら
そ
う

ね
て
き
た

い
や

ユ
キ
ノ
は

が
ま
だ
苦
手
だ
ろ

 
だ
か
ら
ユ
キ
ノ
が
行
き
た
が
ら
な
い
所
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
い
る
ん
じ

な
い
か
な

て

ま

ま
さ
か
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
の
逆

あ
あ

ユ
イ
ユ
イ
が
行
き
た
い

て
思
う
所
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
い
る
ん
じ

な
い
か
な

て

あ

あ
ん
た
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
は

れ

シ
リ
カ
は
ク
ス
ク
ス
と
笑

た

 
そ
こ
に
横
か
ら
話
に
参
加
し
て
き
た
の
は
フ
カ
次
郎
で
あ
る

そ
う
い
う
事
な
ら
私
に
任
せ
て

お

フ
カ

い
け
る
の
か

ふ
ふ
ん
私
の
名
前
は
今
は

き
我
が
愛

か
ら
と

た
ん
だ

に
関
し
て
は
エ
キ
ス
パ

ト
だ
よ

 
フ
カ
次
郎
は
自
信
満
々
に
そ
う
言
う
と
地
図
を
放
り
出
し
自
ら
の
目
で

囲
を
見
回
し
た

う
ん

こ

ち
な
気
が
す
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

よ
し

み
ん
な

出
発
だ

中
で
ト
ン
キ

も

て
い
こ
う

 
何
の

も
無
い
の
に
キ
リ
ト
は
フ
カ
次
郎
の
言
葉
を
信
じ

 
一
同
も
そ
れ
に
同
調
し
て
移
動
を
開
始
し
た

 

中
で
少
し
回
り
道
を
し

ト
ン
キ

と
合
流
し
つ
つ

 
フ
カ
次
郎
は
一
同
を
案
内
す
る
か
の
よ
う
に
ず
ん
ず
ん
進
ん
で
い

た

な

レ
ン

フ
カ
は
大
丈
夫
だ
と
思
う
か

 
道
中
で
た
ま
た
ま
隣
に
来
た
レ
ン
に

キ
リ
ト
が
そ
う
問
い
か
け
る

う

ん

ど
う
だ
ろ

 
レ
ン
は
困

た
よ
う
な
顔
で
そ
う
答
え
た

フ
カ
は
調
子
に
乗
る
と
た
ま
に
凄
い
け
ど

目
な
時
は
本
当
に

目
な
ん
だ
よ
ね

今
は
ど
う
な
ん
だ

調
子
に
乗

て
る

 
レ
ン
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
答
え
た

な
ら
い
け
る
か

か
も
ね
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そ
の
時
フ
カ
次
郎
が
足
を
止
め
た

む
む
む

フ
カ

ど
う
し
た

な
ん
か
わ
ん
こ
が
自
分
か
ら
こ

ち
に
向
か

て
き
て
る
気
が
す
る

マ
ジ
か

よ
し

待
ち
伏
せ
る
か

確
か
も
う
少
し
進
む
と
広
場
が
あ
る
は
ず
よ

よ
し

そ
こ
で
待
ち
伏
せ
よ
う

 
一
同
は
手

良
く
戦
闘
準
備
を
始
め

広
場
の
外

に
あ
る
岩
陰
に
身
を

め
た

来
た
ぞ

よ
し

攻
撃

 
果
た
し
て
奥
の
通
路
か
ら

一
匹
の

が

を
現
し
た

そ
の

の
首
の

は

一
つ

だ

た
あ

や
べ

待

た
待

た

 
キ
リ
ト
は
直
ぐ
に
反
応
し

そ
の

フ

ン
リ
ル
の
前
に
飛
び
出
し
た

 
そ
の
せ
い
で
仲
間
達
が
今
に
も
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い
た
そ
の
手
を
止
め
る

む

お
主
は
確
か
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悪
い

間
違
え
て
そ

ち
に
攻
撃
す
る
所
だ

た
わ

な
る
ほ
ど

あ
の

と
間
違
え
た
か

 
フ

ン
リ
ル
は
そ
う
言

て
笑
う
と

キ
リ
ト
の
下
に
と
こ
と
こ
と
歩
い
て
き
た

う

ご
め
ん
な
さ
い

 

違
い
だ

た
事
で

フ
カ
次
郎
は

し

な
さ
そ
う
に
フ

ン
リ
ル
に
そ
う
謝

て
き
た

な
る
ほ
ど

そ
な
た
が
間
違
え
た
の
か

ま
あ
気
に
す
る
な

 
今
の

と
我
は
同
格
だ
か
ら
な

間
違
え
る
の
も
仕
方
が
な
い
事
だ

そ
う
そ
う
何
か
が
い
る

て
の
は
当
て
た
ん
だ
引
き
続
き
気
に
な
る
方
向
を
探
し
て
く
れ

う

う
ん

 
フ
カ
次
郎
は

め
て
あ
ち
こ
ち
を
き

ろ
き

ろ
と
見
始
め

と
あ
る
方
向
で
目
を
止
め
た

 
同
時
に
フ

ン
リ
ル
が
そ
の
方
向
に
対
し

態
勢
を
と
る

む
む

ね

フ
カ
三
郎

ど
う
思
う

 
フ

ン
リ
ル
は
キ

ト
ン
と
し
た
後

フ
カ
次
郎
に
こ
う

ね
て
き
た

も
し
か
し
て
そ
の
フ
カ
三
郎
と
い
う
の
は
我
の
事
か

こ
ら

フ
カ
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あ

し
ま

た

こ

そ
り
そ
う
呼
ん
で
た
の
が
バ
レ
ち

た

 
フ
カ
次
郎
は

て
へ

と
い
う
顔
で
そ
う
言

た

ま
あ
別
に

わ
ん

お
主
に
と

て
は
と
て
も
大
切
な
名
前
の
よ
う
だ
し
な

 
フ

ン
リ
ル
に
そ
う
言
わ
れ
た

間
に

か
つ
て
の
愛

の
事
を
思
い
出
し
た
の
か

 
フ
カ
次
郎
の
表
情
が
く
し

と
歪
ん
だ

 
す
ぐ
に
レ
ン
が
フ

ロ

に
入
り

フ
カ
次
郎
の

を

え

で
始
め
る

よ
し
よ
し

こ
ら
レ
ン

こ

子

扱
い
す
ん
な

 
そ
の
声
は

だ
が
し
か
し
涙
声
に
な

て
お
り

そ
ん
な
フ
カ
次
郎
に
フ

ン
リ
ル
も
寄
り

た

あ
り
が
と
う

優
し
い
ん
だ
ね

ま
あ
こ
れ
く
ら
い
は
な

ふ
う

も
う
大
丈
夫

 
フ
カ
次
郎
は
レ
ン
と
フ

ン
リ
ル
の
優
し
さ
に
触
れ
て
立
ち
直

た
の
か

 
キ

と
し
た
顔
を
し
て
顔
を
上
げ
た
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そ
の
顔
を
見
た
フ

ン
リ
ル
は

め
て
フ
カ
次
郎
に
問
い
か
け
て
き
た

シ
ル
フ
の
少
女
よ

そ
れ
で
は
先
ほ
ど
の
続
き
と
い
こ
う

う
ん

我
は
あ
の

だ
け
で
は
な
く
も

と

々
し
い
も
の
が
こ
こ
に
近
付
い
て
き
て
い
る
と
思

う
の
だ
が

う
ん

私
も
そ
ん
な
気
が
す
る

ど
う
い
う
事
だ

お
そ
ら
く
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
一

に
強
い
敵
が
こ

ち
に
向
か

て
る

ほ
う

も
し
か
し
た
ら

我
を
追
い
か
け
て
き
た
の
か
も
し
れ
ん
な

生
意
気
な

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
一
戦
交
え
る
事
に
な
る
な

 
み
ん
な

本
気
の
戦
闘
に
な
り
そ
う
だ

宜
し
く
頼
む

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
仲
間
達
の
方
を
向
い
た

仲
間
達
は
そ
の
呼
び
か
け
に
武
器
を

げ
て

応
え
る

フ

ン
リ
ル
も
一

に
戦

て
く
れ
る
か
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あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

あ
の

を
今
度
こ
そ
滅
ぼ
し
て
く
れ
る
わ

 
フ

ン
リ
ル
は
や
る
気
満
々
で
そ
う
答
え
そ
の

間
に
フ

ン
リ
ル
が
パ

テ

に
入

た

そ
れ
じ

あ
待
ち
伏
せ
を
続
け
る
か

な
ら
ば
我
は
小
さ
く
な

て
お
こ
う

 
そ
う
言

た

間
に

フ

ン
リ
ル
が
子

く
ら
い
の
サ
イ
ズ
に
な
り

 
そ
の
ま
ま
フ
カ
次
郎
の
胸
元
に
飛
び
込
ん
だ

お
お

そ
ん
な
事
も
出
来
る
ん
だ

あ
あ

我
は
あ
の

と
は
違
う
か
ら
な

か
わ
い
い

し
か
も
も
ふ
も
ふ

 
女
性

が
フ

ン
リ
ル
に
殺
到
し

 
フ

ン
リ
ル
は

で
ら
れ
ま
く

た
が

特
に
不

な
様
子
は
な
い

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
女
性

が
落
ち
着
い
た

フ

ン
リ
ル
は
フ
カ
次
郎
の
胸
の
中
に

り
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一
同
は
身
を

め
て
敵
の
到
着
を
待

た

来
る
ぞ

 
そ
し
て
奥
の
入
り
口
か
ら
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が

を
現
し
た

そ
の

尾
は
九
つ
に
分
か
れ
て
お

り 
そ
の
立
ち

か
ら
は
風
格
す
ら
感
じ
ら
れ
る

そ
し
て
そ
の
後
ろ
か
ら
巨
大
な
影
が

を
現

し
た

 
そ
の
顔
は
か
な
り
⻑
く

豊
か
な

に

わ
れ
て
い
る

む

あ
れ
は
キ

プ
ロ
ク
ス
か

お

敵
の
首

の
一
人
か

あ
あ

ど
う
だ

い
け
る
か

俺
達
は
何
が
相
手
で
も
負
け
る
気
は
な
い

問
う
ま
で
も
な
か

た
な

い
い
気
迫
だ

 
こ
う
し
て
キ
リ
ト
チ
ム
は
フ
ン
リ
ル
と
共
に
強
敵
相
手
の
戦
闘
に
突
入
す
る
事
と
な
た
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第
１
１
０
５
話
 
最
初
の
ボ
ス
戦

 
す
み
ま
せ
ん
金
曜
に
疲
れ
て
か
な
り

い
時
間
に

落
ち
て
し
ま
い

き
た
ら
朝
で
し
た

ｏ
ｒ

 
と
り
あ
え
ず
明
日
も
お
休
み
さ
せ
て

き

曜
日
か
ら
通
常

態
に

る
予
定
で
す
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す

 
キ
リ
ト
達
は
広
場
を
囲
む
よ
う
に
身
を

め
そ
こ
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
キ

ク
ロ
プ
ス
が
や

て
き
た

 
そ
の
ま
ま
気
付
か
ず
に
進
ん
で
く
れ
れ
ば
良
か

た
の
だ
が

 
キ

ク
ロ
プ
ス
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
声
を
か
け

広
場
に
入

て
直
ぐ
の
場
所
で
足
を
止
め
た

む

待
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス

キ

ク
ロ
プ
ス
様

ど
う
か
し
ま
し
た
か

の
気
配
が
す
る
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ま
さ
か
伏
兵
で
す
か

お
そ
ら
く
な

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

て
て
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

 

い
な
ど
を

ご
う
と
い
う
そ
ぶ
り
は
見
せ
な
い

 
お
そ
ら
く

覚
で
は
な
く

覚
で
敵
を
判
断
す
る
仕
様
に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
の
様
子
を
密
か
に
見
て
い
た
フ

ン
リ
ル
は

く

打
ち
し
た

チ

ど
う
や
ら
気
付
か
れ
た
か

ど
う
す
る

我
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を

え
る

そ
の
間
に
あ
の
で
か
ぶ
つ
を
倒
し
て
く
れ

オ

ケ

一
応
そ

ち
に
も
人
を
つ
け
る
か

い
ら
ぬ

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が

今
の
我
と
あ
奴
の
力
は

だ

 
正
直
猫
の
手
で
も

り
ら
れ
る
と
助
か
る

分
か

た

猫
の
手
な

 
フ

ン
リ
ル
は
自
ら
の
プ
ラ
イ
ド
よ
り
も

確
実
な
勝
利
を
優
先
し
た
よ
う
だ

 
そ
れ
に
応
え

キ
リ
ト
は
フ

ン
リ
ル
の
要
望
通
り
の
人
材
を
そ
ち
ら
に

り
分
け
た
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そ
れ
じ

あ
シ
ノ
ン

フ

イ
リ
ス

頼
む
わ

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
け
ど

ど
う
し
て
私
な
の

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
ニ

猫
だ
か
ら
ニ

あ
 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
は
ケ

ト
シ

の
中
か
ら
遠

攻
撃
の
使
い
手
を
選
択
し
た
ら
し
い

 
そ
う
思

た
シ
ノ
ン
は

私
を
猫
扱
い
す
る
な
と
ば
か
り
に
キ
リ
ト
の
足
を

み
つ
け
た

ふ
ん

ほ
ん
の

い
ジ

ク
だ
け
ど

で
も

材

所
だ
ろ

分
か

て
る
わ
よ

 
シ
ノ
ン
は
ギ
ロ
リ
と
キ
リ
ト
を

み
つ
け
た
後

直
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り

え
た

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
じ

あ
や
り
ま
し

う
か

や

て
や
る
の
ニ

ア
サ
ギ
さ
ん
は
後
衛
の
ガ

ド
に
入

て
く
れ

セ
ラ
フ

ム

ホ

リ

頼
む

分
か
り
ま
し
た

任
せ
て
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処
し
よ
う

 
そ
れ
か
ら
素

く
作
戦
が
立
て
ら
れ
ク
リ
シ

ナ
に
よ

て
フ

ン
リ
ル
に
補
助
魔
法
が
か

け
ら
れ
た

あ
り
が
と
う

で
は
始
め
る
と
し
よ
う
か

お
う

あ
い
つ
ら
は
必
ず
こ
こ
で
倒
そ
う

あ
あ

必
ず

 
キ
リ
ト
と
フ

ン
リ
ル
は

拳
と
そ
の

面
を
コ
ツ
ン
と
合
わ
せ

 
そ
し
て
フ

ン
リ
ル
は
敵
の
前
に

を
現
し

独
で
一
歩
を

み
出
し
た

 
そ
の
体
は
ま
だ
小
さ
い
ま
ま
で
あ

た
が

歩
く
度
に
大
き
さ
が
元
に

て
い
く

や
は
り
い
た
か

フ

ン
リ
ル
め

こ
こ
で
決
着
を
つ
け
る
ぞ

ケ
ル
ベ
ロ
ス

 
フ

ン
リ
ル
の
体
か
ら
稲
妻
が
走
り

そ
の

が

の
方
か
ら

に
逆
立

て
い
く

さ
せ
る
か

 
同
時
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
体
が

熱
し
キ

ク
ロ
プ
ス
も
参
戦
し
よ
う
と
武
器
を

り
上
げ
る

フ

ン
リ
ル
のい

か

ちは
私
が
防
い
で
や
ろ
う
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は

し

あ
り
ま
せ
ぬ

 
キ

ク
ロ
プ
ス
は
避

針
に
す
る
つ
も
り
だ
ろ
う
か
取
り
出
し
た
二
本
の
剣
を
地
面
に
突
き

し
た

 
そ
の

間
に
フ

ン
リ
ル
の
稲
妻
が

音
を
上
げ

ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
襲
い
か
か
る

 
だ
が
地
面
に
突
き

さ
る
剣
の
せ
い
で

そ
の
稲
妻
は

ら
さ
れ
て
し
ま
う

 
そ
し
て
避

針
の
役
目
を
果
た
し
た
二
本
の
剣
は
バ
リ
バ
リ

と
い
う
音
と
共
に
激
し
く
発

光
し

 
そ
こ
を
中
心
に
凄
ま
じ
い
砂

が
舞
い
上
が

た

ぬケ
ル
ベ
ロ
ス
よ

せ
よ

分
か

て
お
り
ま

ぐ
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ど
う
し
た

ぐ
は

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
キ

ク
ロ
プ
ス
は
同
時
に
衝
撃
を
受
け

鳴
を
上
げ
た

 
そ
の
ま
ま
直
ぐ
に
土
煙
が
晴
れ
て
い
き

お

い
の

況
が
判
明
し
た

貴
様
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フ
ン

ま
さ
か
こ
れ
で
終
わ
り
か

 
土
煙
が
完
全
に
晴
れ
る
と

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
体
は
フ

ン
リ
ル
に

み
つ
け
ら
れ
て
い
た

 
そ
し
て
キ

ク
ロ
プ
ス
の
前
に
は
い
つ
の
間
に
か
盾
を
持

た
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た

 
お
そ
ら
く
先
ほ
ど
の
衝
撃
は

そ
の
二
人
の
持
つ
盾
に
よ
る
攻
撃
な
の
だ
ろ
う

何
者
だ

我
が
名
は
セ
ラ
フ

ム

そ
の
命

い
受
け
る

私
は
ホ

リ

す
ま
な
い
が

君
の
命
も
こ
こ
ま
で
だ

精
ご
と
き
が
調
子
に
乗
る
な

 
キ

ク
ロ
プ
ス
は
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
新
た
な
二
本
の
剣
を
取
り
出
し
二
人
に
向
け
て

り

下
ろ
し
た

 

の
巨
人
で
あ
る
キ

ク
ロ
プ
ス
は

世
界

地
の
伝

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

 
鍛
治
師
と
し
て
の
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

 
故
に
剣
を
取
り
出
し
た
の
は

お
そ
ら
く
そ
れ

み
の

能
な
の
だ
ろ
う

 
セ
ラ
フ

ム
と
ホ

リ

は
防
御
体
勢
を
と

た
が

そ
の

間
に
キ

ク
ロ
プ
ス
は

 

に
ガ
ツ
ン

と
い
う
衝
撃
を
受
け

そ
の
場
に
バ

タ
リ
と
倒
れ
る
事
と
な

た



 第１１０５話 最初のボス戦

な

何
だ

ち

と
油
断
し
す
ぎ
じ

な
い
か

 
そ
こ
に
立

て
い
た
の
は
キ
リ
ト
で
あ

た

 
キ
リ
ト
は
キ

ク
ロ
プ
ス
の
不
意
を
突
き

・上
・空
・か
・ら

攻
撃
し
た
の
で
あ
る

な

こ
こ
で
は
お
前
ら
は
飛
べ
な
い
は
ず

貴
様

ど
う
や

て

さ
あ

ど
う
や

た
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
キ
リ
ト
は
剣
を

げ

く
回
し
た

 
そ
の

間
に
フ

ン
リ
ル
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
離
し

後
方
に
飛
ぶ

 
そ
し
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
キ

ク
ロ
プ
ス
の
真
ん
中
に
二
人
を

き
込
む
よ
う
な
⻯

が
現
れ

た
こ
れ
は

囲
攻
撃
魔
法
で
す

一

離
れ
ま
し

う

分
か

た

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
大
き
く

に
飛
び
退
り

 
キ

ク
ロ
プ
ス
も
そ
の
巨
体
に
似
合
わ
ぬ
機

さ
で
立
ち
上
が
る
と

逆
方
向
へ
と
逃
れ
た
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そ
の
行
動
を
確
認
し
た
か
の
よ
う
に

⻯

が
い
き
な
り
消
え
る

ケ
ル
ベ
ロ
ス

キ

ク
ロ
プ
ス
様

今
そ
ち
ら
に

 
そ
れ
を
見
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

キ

ク
ロ
プ
ス
と
再
合
流
し
よ
う
と
走
り
出
し
た
が

 
そ
の
目
の
前
に

い
き
な
り
一
本
の
矢
が
突
き

さ

た

ぐ
 
そ
の
ま
ま
次
の
矢
ま
た
次
の
矢
が
飛
来
し
そ
の
矢
が
ど
ん
ど
ん
自
分
に
近
く
な

て
き
た

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

を
返
し

キ

ク
ロ
プ
ス
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
く

な

た
く
そ

く
そ

我
の
事
も
忘
れ
る
な
よ

フ

ン
リ
ル

 
そ
の
後
を
フ

ン
リ
ル
が
追
い
か
け
て
い
き
そ
の
意
に
反
し
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
後
退
を
続
け

た
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こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
の
作
戦
に
よ

て

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
キ

ク
ロ
プ
ス
は
完
全
に
分
断
さ
せ
ら
れ
た
の
だ

た

 
貴
様
ら

や

て
く
れ
た
な

 
遠
ざ
か
る
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
背
中
を

め
な
が
ら

 
ヴ

ル
ハ
ラ
に
ま
ん
ま
と
し
て
や
ら
れ
た
キ

ク
ロ
プ
ス
は
激
高
し
て
い
た

こ
れ
で
も
う
助
け
は
来
な
い

こ
の

度
で
我
ら
に
勝
て
る
と
思
う
た
か

勝
て
る
ん
じ

な
い
か

ふ
ん

無
理
に

 
そ
う
言
い
か
け
た
キ

ク
ロ
プ
ス
は
再
び

上
か
ら
凄
ま
じ
い
衝
撃
を
受
け
ど

と
地
面

に
倒
れ
た

な上
か
ら
来
る
の
が
キ
リ
ト
だ
け
か
と
思

た
か

油
断
し
す
ぎ
じ

な
い
か
な
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む
ふ

 
そ
の
攻
撃
を
行

た
の
は

ク
ラ
イ
ン

ユ
ウ
キ

そ
し
て
ラ
キ
ア
で
あ

た

一
体
ど
う
や

て

分
か
ら
な
い
の
か

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言

て
上
を
指
差
し

そ
ち
ら
を
見
た
キ

ク
ロ
プ
ス
は

 

上
に
何
か
岩
の
よ
う
な
物
が

か
ん
で
い
る
事
に
気
が
つ
い
た

 
そ
の
岩
は
徐
々
に
色
を
変
え

ト
ン
キ

の

に
な

た

 
キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン

ユ
ウ
キ

ラ
キ
ア
の
四
人
が

 
土
煙
に
よ

て

界
が
悪
く
な

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ト
ン
キ

の
上
に
乗

て
上
空
に
行
き

 
そ
こ
で
ト
ン
キ

が
岩
に

態
し

れ
て
い
た
の
だ

く
だ
ら
ぬ
小

を

だ
が
こ
の

度
で
私
を
倒
せ
る
と

ぐ
お
お
お
お

 
今
度
は
背
中
に
衝
撃
を
受
け

キ

ク
ロ
プ
ス
は
前
の
め
り
に
倒
れ
た

 
そ
の
背
後
に
立

て
い
た
の
は
リ

フ

フ
カ
次
郎

レ
コ
ン
で
あ

た

い

い

こ
れ
で
奇
襲
が
終
わ
り
だ
と
思

た
か

な
ん
て
ね
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こ
の
シ
ル
フ
三
人

は

レ
コ
ン
の

果

囲
を

大
し
た

し
の
魔
法
に
よ

て

 
キ

ク
ロ
プ
ス
の
背
後
に
回
り
込
ん
で
い
た
の
だ

た

よ
し

総
員
か
か
れ

お
う

 
そ
し
て
ま
だ

れ
て
い
た
残
り
の
メ
ン
バ

達
も

を
現
し

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

や
レ
ヴ

が
キ

ク
ロ
プ
ス
に
魔
法
銃
の
攻
撃
を
叩
き
込
ん
で
い
く

 
セ
ラ
フ

ム
と
ホ

リ

は
キ

ク
ロ
プ
ス
を

み
込
む
よ
う
に
布

し
て
お
り

 
横
合
い
か
ら
仲
間
達
が

交

に
直
接
攻
撃
を
加
え
て
い
く

ふ
ざ
け
る
な

 
キ

ク
ロ
プ
ス
は

り
に
燃
え

そ
の
目
が

し
く
光
を
放

た

一

退
避
だ

 
そ
れ
を
見
た
ホ

リ

が
即
座
に
仲
間
を
避
難
さ
せ

 
同
時
に
キ

ク
ロ
プ
ス
の
顔
面
に
盾
を
叩
き
つ
け
る

さ
せ
な
い
よ

ぐ
わ
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そ
れ
で
キ

ク
ロ
プ
ス
の
特

攻
撃
は
止
ま
り

再
び
仲
間
達
が
殺
到
し
て
き
た

な

何
故
だ

み
か
け
ろ

精
ご
と
き
に

そ
の

精
相
手
に
何
も
出
来
ず

お
前
は
こ
こ
で
倒
さ
れ
る
ん
だ
よ

こ

こ
ん
な

こ
ん
な
は
ず
で
は

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

よ

精
め

精
め

ぐ
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
の
ユ
ウ
キ
の
大
技
で

に
キ

ク
ロ
プ
ス
は
力
尽
き
た

 
お
そ
ら
く
敵
の
巨
人
の
中
で
は
最

だ

た
だ
ろ
う
と
は
い
え

 
終
始
戦
い
の
主

を

り
続
け
た
ヴ

ル
ハ
ラ
の

こ
れ
は
完
全
勝
利
で
あ

た



 第１１０６話 ケルベロスの最期、そして…

 
第
１
１
０
６
話
 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
最
期

そ
し
て

 
一
方
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

フ

ン
リ
ル
と

絶
な
戦
い
を

り
広
げ
て
い
た

 
遠
く
か
ら
見
る
と

紫
と

の
光
が
交
差
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う

 
あ
れ
だ
け
フ

ン
リ
ル
に

扱
い
さ
れ
て
い
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
も

 
自
身
の
能
力
が
最
終

に
至
り
フ

ン
リ
ル
と
正
面
き

て
戦
え
る
ま
で
に
成
⻑
し
た
よ

う
だ我

がい
か

ちを
く
ら
え

ふ
ん

そ
ん
な
も
の

我
が

に
敵
う
も
の
か

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
の
三
つ
の
口
か
ら

を

き
そ
の

が

と
な

て
フ

ン
リ
ル
に
襲
い

か
か
る

 
フ

ン
リ
ル
は
フ

ン
リ
ル
で

自
身
に

を

わ
せ

 

の

に
体
当
た
り
を
す
る
事
で
そ
れ
を
打
ち
消
す
と
い
う
荒
業
を

り
出
し
て
い
た

く

パ
ワ

は
貴
様
の
方
が
あ
る
よ
う
だ
な

だ
が
貴
様
に
は
空
中
戦
は
出
来
ま
い

 
そ
う
言

て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
天
高
く
舞
い
上
が

た
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少
な
く
と
も
飛
行
能
力
に
関
し
て
は
フ

ン
リ
ル
よ
り
も
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
方
が
明
ら
か
に
上

で
あ
る

 
ま
あ
フ

ン
リ
ル
の

攻
撃
は
上
空
に
も

な
の
だ
が

 
好
き
に
動
か
れ
る
と
厄
介
な
事
は
間
違
い
な
い

こ
こ
か
ら
攻
撃
す
れ
ば

貴
様
な
ど

子
の
手
を

る
よ
う
な
も
の
だ

 
そ
う
叫
び

ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
再
び

を

こ
う
と
し
た

間
に

 
後
方
か
ら
矢
と
光
る

が
飛
来
し

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

て
て
そ
れ
を
避
け
た

何
だ

ふ
ん

こ
の
私
を
見
下
ろ
し
て
る
ん
じ

な
い
わ
よ

こ
の
気

ニ

ン
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
ニ

く

精
共
め

魔
を
す
る
な

 
そ
れ
は
戦
闘
に
介
入
し
易
く
な

た

攻
撃
を
開
始
し
た
シ
ノ
ン
と
フ

イ
リ
ス
で
あ

た

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
二
人
か
ら
の
遠

攻
撃
を
避
け
続
け
て
い
た
が

 
シ
ノ
ン
は
二
本

三
本
と

同
時
に
放
つ
矢
の
本

を

や
し
て
い
き

 
フ

イ
リ
ス
も
気

ニ

ン
を
二

に

や
し

そ
れ
を
器
用
に
操
る
事
で
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ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
行
動
可
能

囲
は
ど
ん
ど
ん

く
な

て
い

た

く
ら
え

 
そ
こ
に
フ

ン
リ
ル
ま
で
も
が

を
飛
ば
す
事
に
よ

て

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
も
う
下
以
外
に
避
け
る
方
向
が
無
く
な

た

く
そ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
仕
方
な
く
地
上
に
降
り

二
匹
の
勝
負
は
再
び
地
上
戦
へ
と
移
行
し
た

 
そ
れ
に

い
シ
ノ
ン
と
フ

イ
リ
ス
か
ら
の
攻
撃
も
止
ま
る

貴
様

精
な
ん
か
と
つ
る
み
お

て

プ
ラ
イ
ド
は
無
い
の
か

こ
れ
は

な
事
を

お
前
と
て

味
方
の

精
達
と
つ
る
ん
で
お

た
は
ず
だ
が

あ
い
つ
ら
を
利
用
し
て
い
る
だ
け
だ

貴
様
の
よ
う
に
心
を
許
し
た
り
は
し
て
な
い
わ

全
く
救
い
よ
う
が
な
い
な

 
フ

ン
リ
ル
は
た
め
息
を
つ
き

ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
牙
を

い
た

ぬ
か
せ

三
度
の
死
を
乗
り
越
え
た
我
が
力
を
思
い
知
れ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

り
を
上
げ

そ
の
九
本
の

尾
が
ぶ
わ

と
逆
立
つ

 
そ
の
時
遠
く
か
ら

鳴
の
よ
う
な
も
の
が

こ
え
て
き
た
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な

何
故
だ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
の
声
に
ハ

と
し
た

キ

ク
ロ
プ
ス
様

 
だ
が
も
ち
ろ
ん
返
事
は
な
く
遠
く
か
ら
キ

ク
ロ
プ
ス
の

鳴
が
連
続
し
て

こ
え
て
く
る

精
ご
と
き
に

い

今
行
き
ま
す

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
ち
ら
に
駆
け
出
そ
う
と
し
た
が
シ
ノ
ン
と
フ

イ
リ
ス
が
そ
れ
を
許
さ
な

い
行
か
せ
る

が
な
い
で
し

う

小
娘

魔
を
す
る
な

別
に
力
ず
く
で
通

て
も
い
い
の
ニ

よ

出
来
る
な
ら
ニ

 
フ

イ
リ
ス
も
そ
ん
な
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
煽
り
に
煽
る

え
え
い

ど
け

我
の
事
も
忘
れ
て
も
ら

て
は
困
る

く

フ

ン
リ
ル
め
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ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
の
場
か
ら
動
く
事
が
出
来
ず

 

に
遠
く
か
ら

キ

ク
ロ
プ
ス
の
断
末
魔
の
声
が

こ
え
て
き
た

こ

こ
ん
な

こ
ん
な
は
ず
で
は

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

よ

精
め

精
め

ぐ
お
お
お
お
お
お
お

キ

ク
ロ
プ
ス
様
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
絶
叫
す
る
中
遠
く
で
何
か
が

け

り
一

に
光
の

子
が
降
り
注
い
だ

キ

ク
ロ
プ
ス
様

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

然
と
し

直
後
に

り
に

え
る
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

尾
が
再
び
逆
立

た

貴
様
ら

絶
対
に
許
さ
ん

許
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
か

死
に
行
く
お
前
に

 
フ

ン
リ
ル
も

を
逆
立
て

⻭
を

き
出
し
て
好
戦
的
な
態
度
を
と
る

死
ね

 
お

い
シ
ン
プ
ル
な
言
葉
を
交
わ
し

フ

ン
リ
ル
と
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
激
突
す
る

 
そ
の
速
度
は
凄
ま
じ
く
さ
す
が
の
シ
ノ
ン
と
フ

イ
リ
ス
も
全
く
介
入
す
る
事
が
出
来
な
い
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ど
う
す
る

こ
れ
は
見
て
る
し
か
な
い
か
ニ

ど

ち
が

利
な
ん
だ
ろ

こ
れ
じ

あ
よ
く
分
か
ら
な
い
の
ニ

 
二
人
は
キ
リ
ト
に
フ

ン
リ
ル
の
事
を
頼
ま
れ
た

こ
の
山
場
で
は
ど
う
し
て
も
加
勢
し
た

か

た
が

 
二
人
に
介
入
出
来
る
レ
ベ
ル
の
戦
闘
で
は
な
か

た

戦
闘
の
様
子
を
油
断
な
く
見
張
り

 
何
か
あ

た
時
に
す
ぐ
動
け
る
よ
う
に
備
え
て
お
く
事
し
か
出
来
な
か

た

 
時
々
血
の
よ
う
な
も
の
も
飛
び
散
る
が

二
人
に
は
ど
ち
ら
が
負

た
怪
我
な
の
か

 

す
ぎ
て
判
断
す
る
事
が
出
来
な
い

 
二
人
は
高
速
戦
闘
は
別
に
苦
手
で
は
な
い
が

さ
す
が
に
こ
れ
は
無
理
で
あ

た

よ

お
待
た
せ

キ
リ
ト

キ
リ
ニ

ン

 
そ
こ
に
や

て
き
た
の
は

ひ
と
戦
闘
終
え
て
満
足
そ
う
な
キ
リ
ト
で
あ

た
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二
人
の

特
に
フ

イ
リ
ス
の
呼
び
方
に

キ
リ
ト
は
少
し

そ
う
な
表
情
を
し
た

キ
リ
ニ

ン
な

そ
れ
よ
り
キ
リ
ト

こ
れ

ど
う
す
れ
ば
い
い
の

 
シ
ノ
ン
が
珍
し
く

た
表
情
で
そ
う
言

て
く
る

 
あ
る
い
は
こ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
が
い
た
ら

シ
ノ
ン
は
ハ
チ
マ
ン
に
い
い
所
を
見
せ
よ
う
と

 
こ
の
戦
闘
に
も
対
応
し
て
し
ま

た
か
も
し
れ
な
い
が
残
念
な
が
ら
こ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
は
い

な
い

 
シ
ノ
ン
が
そ
の

を
破
る
の
は

ま
だ
先
に
な
る
よ
う
だ

そ
う
だ
な

ま
あ
や

て
み
る
さ

お

い
ユ
ウ
キ

あ
い
よ

 
キ
リ
ト
は
ユ
ウ
キ
を
呼
び

 
二
人
は
言
葉
を
交
わ
す
事
な
く
フ

ン
リ
ル
と
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
戦
う

に
立

た

 
そ
し
て
剣
を

え
た
二
人
は

ス

と
息
を

い

ピ
タ

と
止
め
た

う
お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
し
て
二
人
は

の
気
合
い
と
共
に
そ
の
手
に
持
つ
剣
を
戦
闘
の
真

中
に
突
き
込
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ん
だぐ

は

 

鳴
と
共
に
戦
闘
が
止
ま
り

戦
闘
の
土

が
収
ま
る
と

 
そ
こ
に
は
血
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

で
息
を

う
フ

ン
リ
ル
と

 
二
人
の
剣
に
見
事
に
心

の

置
を

か
れ
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の

が
あ

た

や

た
ニ

さ

す
が

お
お

よ

千
両
役
者

 
仲
間
達
は
そ
れ
を
見
て
大
喜
び
で
あ

た

 
そ
し
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

心

か
ら
ド
ク
ド
ク
と
血
を
流
し
な
が
ら

々
し
い
声
で
言

た

よ

精
王
ど
も
め

だ
か
ら
決
着
を
付
け
る
と
言

た
だ
ろ
う
が

く

断
じ
て
貴
様
に
負
け
た
の
で
は
な
い
か
ら
な

 
そ
ん
な
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
が
声
を
か
け
る



 第１１０６話 ケルベロスの最期、そして…

今
ま
で
楽
し
か

た

さ
よ
な
ら
だ

ケ
ル
ベ
ロ
ス

バ
イ
バ

イ

 
最
後
に
ユ
ウ
キ
が

い
調
子
で
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
手
を

る

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
の
態
度
に

気
を
抜
か
れ
た
の
か

 
そ
れ
以
上
何
も
言
う
事
は
な
く

て
そ
の
場
に
身
を
横
た
え
た

 
そ
し
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
光
の

子
と
な
り

そ
の
場
に
一
本
の

が
ゴ
ト

と
落
ち
た

こ
れ
は

カ
ド

ケ
ウ
ス

系
の
魔
法
の

力
が
上
が
る
み
た
い

そ
う
か

な
ら
こ
れ
は
ユ
ミ

に

え

あ

し

あ
あ

他
に
い
な
い
だ
ろ

あ

あ
り
が
と

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
で
あ
る

カ
ド

ケ
ウ
ス
は
こ
う
し
て
ユ
ミ

の
手

に

た

 
フ

ン
リ
ル
は
ラ
イ
バ
ル
が
い
な
く
な

た
せ
い
か
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少
し

し
そ
う
な
目
で
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
終
わ
り
を

て

め
て
い
た
が

 
や
が
て
顔
を
上
げ

キ
リ
ト
に

を
下
げ
た

世
話
に
な

た
な

精
達
よ

な

に

友
達
だ
ろ

気
に
す
る
な

て

 
そ
の
フ

ン
リ
ル
の
言
葉
に
キ
リ
ト
が

揚
に
そ
う
答
え
る

友
達

友
達
か

 
フ

ン
リ
ル
は
楽
し
そ
う
に
そ
う

く
と
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
場
に
身
を
横

た
え
た

最
後
に
ハ
チ
マ
ン
に
も
会
い
た
か

た
な

い
き
な
り
ど
う
し
た

我
の
役
目
は
終
わ

た

お
主
達
と
知
り
合
え
て
本
当
に
楽
し
か

た
ぞ

フ

ン
リ
ル

さ
ら
ば
だ

我
が
残

た
後
に
残

た
ア
イ
テ
ム
は
ハ
チ
マ
ン
に

し
て
く
れ

え

お

お
い

ハ
チ
マ
ン
に
も
宜
し
く
伝
え
て
く
れ
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フ

ン
リ
ル
は
そ
う
答
え
た
の
み
で

そ
の
ま
ま
光
の

子
に
な

て
消
え
た

何
で
だ
よ

多
分
そ
う
い
う
仕
様
に
な

て
た
ん
で
し

う
ね

も

と
一

に
戦
い
た
か

た
の
に
な

残
念
だ
ね

フ
カ
三
郎

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
そ
の
場
に
残
さ
れ
た

の
よ
う
な
物
を

い
上
げ
た

フ

ン
リ
ル
の
王

 
そ
れ
は
素

さ
と
移
動
速
度
が
上
が
る
狼
の
意
匠
が

さ
れ
た

金
の
よ
う
な
物
で
あ

た

必
ず
ハ
チ
マ
ン
に

け
る
よ

 
キ
リ
ト
は

し
そ
う
に
そ
う

い
た

そ
う
い
え
ば
キ

ク
ロ
プ
ス
は
何
か
落
と
し
た
の
か
ニ

あ
あ

キ

ク
ロ
プ
ス
・
ハ
ン
マ

て
い
う
片
手

だ
な

 
こ
れ
は
ど
う
も
職
人
関
係
の

果
も
あ
り
そ
う
だ

た
か
ら
と
り
あ
え
ず
リ
ズ
に

し
て
お

い
た
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わ
お

そ
れ
は
い
い
わ
ね

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
フ

ン
リ
ル
が
横
た
わ

て
い
た
場
所
に
別
れ
を
告
げ

 

番
に
こ
の
場
か
ら
離
脱
し
て
い

た

  
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
倒
れ
た

置
に
そ
の

尾
が
一
本
残
さ
れ
て
い
た
事
に
は
誰
も
気
付
か
ぬ

ま
ま



 第１１０７話 再びルグルー回廊へ

 
第
１
１
０
７
話
 
再
び
ル
グ
ル

回
廊
へ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
キ

ク
ロ
プ
ス
を
倒
し

フ

ン
リ
ル
を
失

た
キ
リ
ト
達
は

 
そ
の
ま
ま
ウ
ル
ド
が
い
た

空
中
宮

へ
と
繋
が
る
門
へ
と
向
か

て
い
た

さ
て

こ
れ
で
門
に
入
れ
る
の
か
ど
う
か

多
分
大
丈
夫
だ
よ
き

と

そ
う
だ
と
い
い
ん
だ
け
ど
な

う

フ
カ
三
郎

フ
カ

よ
し
よ
し

 
落
ち
込
む
フ
カ
次
郎
を
レ
ン
や
シ
ノ
ン
が

め
る

 
そ
し
て
門
に
着
い
た
キ
リ
ト
達
は
門
扉
に
手
を
か
け
た
が

門
は
ま

た
く
開
く
気
配
が
無

か

た

 
一
同
は
ま
だ
門
が

ざ
さ
れ
て
い
る
事
を
知
り

落

し
た

ま
だ
開
か
な
い
の
か

他
に
も

件
が
あ
る
の
か
な
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ま
あ
明
ら
か
に
こ
れ
が
ラ
ス
ト
ダ
ン
ジ

ン

い
し
な

と
り
あ
え
ず
一

街
に

て
ハ
チ
マ
ン
と
話
し
て
み
ま
し

う

そ
う
す
る
か

 
一
同
は
そ
の
ま
ま

こ
の

り
で
休

す
る
必
要
も
あ
る

一

街
へ
と

る
事
に
し
た

  
時
間
は

て
ハ
チ
マ
ン
達
は

第
二
十
七
層
の
主
街
区

ロ
ン
バ

ル
の
片

で

 
と
あ
る

物
の
前
に
立
ち

然
と
し
て
い
た

凄
え
な
変
態
の
勘

自
分
で
も
ビ

ク
リ
だ
よ

で
も
こ
れ
は
さ
す
が
に
予
想
外
ね

 
第
二
十
七
層
に
着
い
た

間
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
く
ん
く
ん
と
何
か

い
を

ぐ
よ
う
な
仕

を
し

 
い
き
な
り

あ

ち
が
怪
し
い
気
が
す
る

と
叫
ん
だ

 
そ
の

き
に

て
歩
い
て
く
る
と

こ
の

物
が
あ

た
の
だ

 
そ
し
て
そ
の

物
に
は

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
鍛
治
店

と
書
い
て
あ
る
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レ
コ
ン
が
か
つ
て
作

て
く
れ
た
地
図
を
見
な
が
ら
ク

ク
ロ
ビ
ン
の

し
た
方
向
に
歩
い
て

い
た
三
人
は

 
地
図
に
表

さ
れ
て
い
な
い

物
が
あ
る
事
に
気
付
き

そ
の
前
で
足
を
止
め
た
の
だ
が

 
そ
の
店
の
名
が
そ
れ
だ

た
と

ま
あ
そ
ん
な

で
あ

た

よ
し

速
入

て
み
よ
う

そ
う
ね

何
が
出
る
か
な

 
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
か
け
る
と

い
き
な
り
ド
ア
ノ
ブ
が
光
り

ガ
チ

リ
と
い
う
音
が
し
た

お

問
題
な
く
入
れ
る
み
た
い
だ
な

や

た
ね

 
そ
し
て
ド
ア
を
開
け
る
と

そ
こ
に
は
偏
屈
そ
う
な
顔
を
し
た

人
が
い
た

ふ
む

よ
く
来
た
な

お
前
達
が
初
め
て
の
客
じ

で

何
を
望
む

あ

初
め
ま
し
て

俺
は
ギ
ル
ド

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
リ

ダ

の
ハ
チ
マ
ン
と

言
い
ま
す

同
じ
く
副
⻑
の
ユ
キ
ノ
で
す

神
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
よ

お
目
に
か
か
れ
て
光
栄
で
す
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一

員
の
ク

ク
ロ
ビ
ン
で

す

宜
し
く
ね

儀
正
し
い
の

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
ハ
チ
マ
ン
か

覚
え
て
お
こ
う

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は

揚
に

く
と

ハ
チ
マ
ン
達
に

子
を

め
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

で
は

め
て

こ
う

何
が
望
み
だ

は
い

実
は
お

ね
し
た
い
事
が

何
だ

ス
ル

ズ

も
し
く
は
ベ
ル
と
い
う
巨
人
の
居
場
所
を
ご
存
知
で
は
な
い
で
す
か

 
そ
の

間
に

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の

の
上
に
ク
エ
ス
ト
マ

ク
が
現
れ

 
ハ
チ
マ
ン
達
は

に
手
が
か
り
が
掴
め
た
と
喜
ん
だ

あ
奴
ら
か

そ
れ
な
ら
知

て
お
る
ぞ

お
お

教
え
て

け
ま
す
か

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ

奴
ら
は
ル
グ
ル

回
廊
の
奥
に
お
る

八
人
で
挑
む
が
よ
い

 
目
的
地
が
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
で
は
な
く
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
だ

た
事
に
一
同
は
驚
い
た

ま
さ
か
の
ル
グ
ル

回
廊
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そ
れ
は

点
だ

た
わ
ね

し
か
も
八
人

り
か

 
う
う
む
と

る
一
同
に

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
が
こ
う

ね
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
よ

お
主
ら
は
奴
ら
に
戦
い
を
挑
む
つ
も
り
か

は
い

そ
の
つ
も
り
で
す

そ
う
か

め
よ

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
そ
う
言

て
た
だ

く
の
み
で
あ

た

 
レ
イ
ヤ
か
ら

い
て
い
た
通
り

や
は
り
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は

敵
で
は
な
い
よ
う
だ

そ
れ
と
も
う
一
つ
宜
し
い
で
し

う
か

あ
あ

こ
う

レ

ヴ

テ
イ
ン

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

た
時

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の

が
ピ
ク
リ
と
動
い
た

を

剣
に
打
ち
な
お
し
て
も
ら
う
事
は
可
能
な
の
で
し

う
か

う
む
も
ち
ろ
ん
だ

一
か
ら
作
れ
と
い
わ
れ
る
の
は
無
理
だ
が
そ
れ
く
ら
い
な
ら
容
易
い

 
と
い
う
か
む
し
ろ
こ
ち
ら
か
ら
頼
み
た
い

是
非

に
や
ら
せ
て
く
れ
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あ
れ
は
我
ら
の
系

の
武
器
で
は
な
い
か
ら
興
味
が
あ
る
の
だ

 
そ
の
言
葉
か
ら

ギ
リ
シ

神
話
の
神
で
あ
る
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
が

 
北

神
話
の
剣
で
あ
る
レ

ヴ

テ
イ
ン
に
興
味
深
々
な
様
子
が
分
か
る

は
い

願

て
も
な
い
で
す

契
約
成
立
だ
な

 
二
人
は
そ
う
言

て

く

手
を
し
た

あ
の

神
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス

私
か
ら
も
一
つ
い
い
で
し

う
か

う
む

何
だ

最
近
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
出
来
た

空
中
宮

の
事
を
ご
存
知
で
す
か

あ
あ
も
ち
ろ
ん
だ

作

た
の
は
大
地
⺟
神
ガ
イ
ア
あ
の
方
に
は
ほ
と
ほ
と
困
ら
さ
せ
ら

れ
る

 
ヘ
パ
イ
ス
イ
ト
ス
は

そ
う
な
顔
で
そ
う
答
え
た

ガ
イ
ア
と
は

り
合
い
が
悪
い
の
か
も
し

れ
な
い

そ
こ
に
私
達
が
入
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し

う
か

そ
う
だ
な
第
一
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
遺
産
を

げ
る
事
第
二
に
フ

ン
リ
ル
の
遺
産
を
装
備



 第１１０７話 再びルグルー回廊へ

す
る
事

 
第
三
に
我
が
妻
を

た
男

ア
レ
ス
の
遺
産
を

す
事
だ

ア
レ
ス

で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

フ

ン
リ
ル
の

・遺
・産

と
い
う
言
葉
も
気
に
な

た
が

 
初
め
て

く
そ
の
神
の
事
を
優
先
し
て

く
事
に
し
た

あ
あ

ア
レ
ス
は
こ
の
真
下

ア
ル
ン
に
お
る

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

ア
レ
ス
は
こ
こ
の
神
を
ひ
と

倒
し
た
ら
し
く

今
は
ア
ル
ン
に
お
る
の
だ

 
そ
の

に
テ

ル
フ

ン
グ
と
い
う
武
器
も
手
に
入
れ
た
ら
し
い
の
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
反
応
し
そ
う
に
な
り

ぐ

と

え
た

 
神
の
話
を

中
で

る
の
は
不
敬
だ
と
思

た
か
ら
だ

ア
ス
ナ
達
の
ク
エ
ス
ト
も

こ
こ
に
繋
が

て
る

て
事
な
ん
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
う
に

め

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
次
の
言
葉
を
待

た

そ
の
ア
レ
ス
の
持
つ
メ
ダ
ル
を
門
に
は
め
れ
ば
全
て
の
鍵
が
揃
う

 
そ
の
奥
に
い
る
者
を
討
て
ば

エ
ク
ス
キ

リ
バ

が
得
ら
れ
よ
う
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よ
し

 
ハ
チ
マ
ン
達
三
人
は

に
重
要
な
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た
と
喜
ん
だ

 

り
し
も
そ
の
時

部
屋
の
扉
が
開
き

外
か
ら
ア
ス
ナ
が
中
に
入

て
き
た

よ

ア
ス
ナ

そ
れ
に
み
ん
な

あ

あ
れ

ハ
チ
マ
ン
君

ヒ

キ

先
輩

ど
う
し
て
こ
こ
に

お
兄
ち

ん

あ
ら
や
だ

私
を
待

て
い
た
の
ね

え
ら
い
わ
ハ
チ
マ
ン

 
ハ
チ
マ
ン
は
最
後
に
そ
う
言

た
ラ
ン
の
前
に
立
ち

そ
の
こ
め
か
み
を
ぐ
り
ぐ
り
と
し
た

く
な
い
け
ど
や

ぱ
り
気
持
ち
悪
い

お
前
は
ど
う
し
て
い
つ
も
そ
う
な
ん
だ

て
の

仕
方
な
い
じ

な
い

生
ま
れ
持

た
性
格
は
簡

に
は
変
え
ら
れ
な
い
の
よ

は
 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

り
返
り

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
に

を
下
げ
た
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ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
様

お

が
せ
し
て

し

あ
り
ま
せ
ん

わ
ぬ

精
達
よ

で

ハ
チ
マ
ン

そ
れ
は
お
主
の
仲
間
達
か

は
い

頼
り
に
な
る
仲
間
で
す

そ
う
か

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は

き

続
け
て
ア
ス
ナ
に
向
け
て
言

た

で
そ
な
た
そ
な
た
の
求
め
る
答
え
は

に
ハ
チ
マ
ン
に

け
て
あ
る
後
で
話
を

く
と

い
い分

か
り
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の

間
に
ア
ス
ナ
達
は

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の

の
上
に
見
え
て
い
た
ク
エ
ス
ト
マ

ク
が
消
え
た
の
を
確
認
し
た

よ
し

 
ア
ス
ナ
は

く
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し

ハ
チ
マ
ン
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
交
わ
し
た

 
そ
れ
を
受
け
て
ハ
チ
マ
ン
は

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
に

を
下
げ
た

そ
れ
で
は
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
様

ま
た
来
ま
す

い
つ
で
も
来
る
が
よ
い
ぞ
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
は
外
に
出
た
後

情
報
交
換
を
し
た

 

な
る
ほ
ど

ル
グ
ル

回
廊

そ
れ
に
ア
レ
ス
か

と
り
あ
え
ず
ア
ル
ン
の
ど
こ
に
ア
レ
ス
が
い
る
の
か
確
認
し
な
い
と
だ
な

そ
う
だ
ね

ハ
チ
マ
ン
君
達
の
方
に
行
く
八
人
も
選
抜
し
な
い
と
だ
し

そ
れ
な
ら
こ
こ
に
い
る
八
人
で
い
い
ん
じ

な
い
の

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
が

い
調
子
で
そ
う
言

た

あ

確
か
に

キ
リ
ト
君
達
も
ま
だ
ま
だ

て
こ
な
い
で
し

う
し

い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
先
に
そ

ち
に
行
く
か

ア
ル
ン
の

索
は
後
回
し
で
も
別
に
い
い
し
な

だ
ね

 
そ
し
て
八
人
は

ル
グ
ル

回
廊
に
向
け
て
飛
び
立
つ
事
に
し
た

 
幸
い
タ
ン
ク
が
ユ
イ
ユ
イ

ヒ

ラ

が
ユ
キ
ノ
と
ア
ス
ナ

 
物
理
ア
タ

カ

が
ハ
チ
マ
ン
ラ
ン
コ
マ
チ
ク

ク
ロ
ビ
ン
魔
法
ア
タ

カ

が
イ
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ロ
ハ
と
い
う

 
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
パ

テ

で
の
出
撃
で
あ
る

ル
グ
ル

回
廊
に
行
く
の
は
久
し
ぶ
り
だ
な

確
か
あ
そ
こ
で
初
め
て
キ
リ
ト
君
が
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
に
変
身
し
た
ん
だ

け

お
う

あ
い
つ

敵
を

か
ら
バ
リ
バ
リ
食

て
た
ん
だ
よ
な

う
え

グ
ロ

俺
と
ユ
キ
ノ
ユ
イ
ユ
イ
コ
マ
チ
は
あ
の
場
に
い
た
け
ど
よ
確
か
に
ち

と
引
い
た
わ

だ
ね

 
そ
ん
な
雰
囲
気
の
中

ク

ク
ロ
ビ
ン
だ
け
が
明
る
い
声
で
こ
う
言

た

さ

す
が
キ
リ
ト
君

最
高
だ
ね

お
前
の
感
性
は
俺
に
は
分
か
ら
ん

 
そ
ん
な
会
話
を

り
広
げ
な
が
ら

ハ
チ
マ
ン
は
ル
グ
ル

回
廊
へ
と
突
入
し
た
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第
１
１
０
８
話
 
ゲ
ル
ミ
ル
親
子

 
ル
グ
ル

回
廊
は
多
少

分
か
れ
は
し
て
い
る
が

基
本
は
一
本
道
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り

 
全
⻑

離
も
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い

そ
の
探
索
に
そ
れ
ほ
ど
苦
労
す
る
事
は
な
か

た

と
い
う
か

こ
こ
か

ハ
チ
マ
ン
君

こ
こ
が
ど
う
し
た
の

あ

い
や

前
に
キ
リ
ト
が
暴
れ
た
の
が
こ
こ
な
ん
だ
よ

あ

そ

か

こ
こ
で
な
ん
だ

 
ア
ス
ナ
は
苦
笑
し
な
が
ら

り
を
見
回
し
た

 
そ
こ
は
橋
に
な

て
お
り

そ
の

に
城
の
よ
う
な

物
が
あ
る

 
そ
の
城
の
入
り
口
に

八
人
で
突
入
す
る

の
入
り
口
が
口
を
開
け
て
い
た

こ
こ
だ
な

間
違
い
な
い

結

簡

に
見
つ
か

た
ね

一
体
は
私
と
ハ
チ
マ
ン
君
が

え
る
か
ら
残
り
を

め
に
み
ん
な
で
倒
し
て
も
ら
う
感
じ
か

な
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敵
は
二
体
だ
け
な
の
か
な

多
分
な

で
も
も
し
も

て
事
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら

 
そ
の
場
合
は
コ
マ
チ

何
と
か
敵
を
マ
ラ
ソ
ン
し
て
く
れ

う
ん

や

て
み
る

よ
し

そ
れ
じ

あ
や

て
や
る
か

 
こ
う
し
て
大
雑

で
は
あ
る
が
敵
の
情
報
が
無
い
以
上
他
に
作
戦
の
立
て
よ
う
が
な
い

 

い
打
ち
合
わ
せ
だ
け
済
ま
せ
た
後
一
同
は
戦
場
と
な
る
イ
ン
ス
タ
ン
ス
・
エ
リ
ア
へ
と
突

入
し
た

さ
て

 
遠
く
に
二
体
の
巨
人
が
見
え
る

ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
な
の
か
分
か
ら
な
い
が

 
片
方
は
大
き
く
片
方
は
小
さ
い

大
き
い
方
を
俺
達
が

え
る

小
さ
い
方
を
な
る
べ
く

く
倒
し
て
く
れ
よ
な

了
解

 
そ
し
て
ユ
イ
ユ
イ
は

ハ
ロ
・
ガ
ロ
を
展
開
し
た

お
願
い

ハ
ロ
・
ガ
ロ
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そ
の
言
葉
が
キ

ワ

ド
と
な
り

ユ
イ
ユ
イ
の
両
手
に
剣
と
盾
が
装
備
さ
れ
る

行

く
よ

 
そ
し
て
ユ
イ
ユ
イ
は

ハ
チ
マ
ン
と

ん
で
敵
に
向
け
て
突
撃
を
開
始
し
た

精
共
か

よ
く
こ
こ
が
分
か

た
な

我
が
名
は

ど
う
で
も
い
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
そ
の
巨
人
の

を

て
上
へ
と
飛
び
上
が
り
い
き
な
り
そ
の
首

を
狙

た

う
お
お
お
お

 
巨
人
は
ま
る
で
人
間
の
よ
う
に

て
ふ
た
め
き
体
を
反
ら
し
て
そ
の
攻
撃
を
何
と
か
回
避
し

た
い
き
な
り
何
を
す
る

首
狩
り

精
王
は
こ
こ
ま
で
好
戦
的
な
の
か

 
そ
れ
で
相
手
も

し
た
の
か

待
ち
の
体
勢
に
な
る
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ハ
チ
マ
ン
の
目
的
は
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
り

そ
の
目

見
は
見
事
に
達
成
さ
れ
た

 
あ
と
は
敵
二
体
を
も

と
離
し
て
出
来
れ
ば
お

い
の

況
が
見
え
な
い
よ
う
に
出
来
れ
ば

ベ
ス
ト
だ

 
ユ
イ
ユ
イ
も
そ
う
考
え
た
の
か

ど
ん
ど
ん
敵
を
引
き
離
し
て
い
く

 
そ
の
事
に
は
気
付
か
ず

相
手
は
ハ
チ
マ
ン
に
名
乗
り
を
上
げ
た

我
が
名
は
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル

で
あ
る
ス
ル

ズ
と
共
に
貴
様
ら
を

る
者
な
り

へ

そ
れ
が
正
式
な
名
前
な
の
か

お
前
の
方
が
デ
カ
い
ん
だ
な

 

て
事
は

親

の
正
式
名
は
ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
か

あ
あ

そ
の
通
り
だ

で

い
が
ア
ウ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
か

の
事
を
知

て
い
る
の
か

も
ち
ろ
ん
だ

俺
達
が
倒
し
た
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
に
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は
き

と
ん
と
し
た
後

一

で
激
高
し
た

貴
様
ら
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

お
前
も

い
と
同
じ
運
命
を

ら
せ
て
や
る
我
ら
の
土
地
が
簡

に
手
に
入
る
と
思
う
な
よ
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ハ
チ
マ
ン
は

ノ
リ
ノ
リ
で
ロ

ル
プ
レ
イ
を
し
つ
つ

ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
に
そ
う
告
げ
た

ふ
ん

こ
の
剣
の

に
し
て
く
れ
る
わ

や

て
み
ろ

出
来
る
な
ら
な

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
剣
を
受
け
流
し

ぬ
る
り
と
そ
の
懐
に
入

た

ぬそ
の
首
置
い
て
け

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
首
を
狙

た
が

 
そ
の

間
に
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
が
首
に
下
げ
て
い
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
が
光
り
ハ
チ
マ
ン
は
後
方
に

飛
ば
さ
れ
た

う
お

ハ
チ
マ
ン
君

 
即
座
に
ア
ス
ナ
が
フ

ロ

に
入
り

ハ
チ
マ
ン
に
ヒ

ル
が
飛
ぶ

危
な
い
危
な
い

何
だ
あ
れ

も
し
か
し
て
あ
れ
が

ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン

て
奴
な
ん
じ

な
い

あ
あ

か
も
し
れ
な
い
な

厄
介
な
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
立
ち
上
が
る
と

再
び
武
器
を

え
た

全
然

か
ね
え
な

 
そ
れ
を

い
た
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
と
真

直
ぐ
ハ
チ
マ
ン
に
剣
を
向
け
た

の
だ

た

 
向
こ
う
は

分
楽
し
そ
う
ね

だ
ね

 
ユ
キ
ノ
の
そ
の
言
葉
に

ユ
イ
ユ
イ
は
そ
う
の
ん
び
り
と
答
え
た
が

 
そ
の

況
で
も
ユ
イ
ユ
イ
は

敵
の
激
し
い
攻
撃
を
完

に
防
い
で
い
た

く

貴
様

何
と
い
う
堅
さ
だ

お
褒
め

き
光
栄
で
す

て
言
え
ば
い
い

そ
う
ね

儀
正
し
く
て
い
い
と
思
う
わ

あ
り
が
と
う
ユ
キ
ノ
ン

 
そ
ん
な
二
人
の
余

ぶ
り
に

付
き
合
い
の
⻑
い
コ
マ
チ
と
イ
ロ
ハ
は

れ
て
い
た

ま

た
く
こ
の
二
人
は
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相
変
わ
ら
ず
だ
よ
ね

 
そ
の
横
で
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
ラ
ン
が

ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
に
激
し
い
攻
撃
を
加
え
て
い
く

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

こ
の
ラ
ン
様
の
攻
撃
は

く
な
い
わ
よ

あ

ち
は
あ

ち
で

う

ん

相
変
わ
ら
ず
だ
よ
ね

 
だ
が
頼
も
し
い
事
に
変
わ
り
は
な
い

敵
は

調
に

れ
て
い
き

 
全
部
で
四
本
あ
る

バ

の
う
ち

一
本
は
問
題
な
く

る
事
が
出
来
た

ぬ
お
お
お
お

 
そ
の

間
に
ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
の
攻
撃
パ
タ

ン
が
変
化
し
た

 
そ
の
手
に
持
つ
剣
が
ハ
ン
マ

に
変
化
し
ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
は
そ
れ
を
地
面
に
叩
き
つ
け

る
わ

わ

こ
れ
は

地

攻
撃
か
し
ら

ま
と
も
に
立

て
ら
れ
な
い
よ



 第１１０８話 ゲルミル親子

あ
ら

行
が
足
り
な
い
わ
ね

 
そ
ん
な
悪
コ
ン
デ

シ

ン
の
中

ユ
キ
ノ
は
平
然
と
バ
ラ
ン
ス
を
と

て
い
た

う
わ

さ
す
が
と
い
う
か

 
ユ
イ
ユ
イ
も
ア
イ
ゼ
ン
を
上
手
く
使
い

何
と
か
バ
ラ
ン
ス
を
と

て
い
る
よ
う
だ

くう

普
通
な
こ
の
身
が

め
し
い

ど
う
し
よ

ど
う
し
よ

そ
う
だ

 
イ
ロ
ハ
は
そ
う
言

て

い
き
な
り
地
面
に

転
が

た

横
に
な

た
ま
ま
魔
法
を
使
え
ば

転
ぶ
心
配
を
す
る
事
は
無
い
よ
ね

そ
れ
だ

何
言

て
る
の
イ
ロ
ハ
先
輩

そ
れ
に

そ
れ
だ

て
ど
れ

 
唯
一
の
良
識
人
で
あ
る
コ
マ
チ
は
首
を

げ
た
が

 
そ
ん
な
コ
マ
チ
を
よ
そ
に

ラ
ン
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
い
き
な
り
四
つ
ん
這
い
に
な

た
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こ
う
ね

こ
う
だ
ね

え

何
そ
れ

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
四
つ
ん
這
い
で
ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
に
突
撃
を
開
始
し
コ
マ
チ
は

気
に

と
ら
れ
た

え

な

何

う
お
お
お
お
お
お

く
ら
い
や
が
れ

 
ラ
ン
と
ロ
ビ
ン
は
そ
の
ま
ま
敵
に
突
き
進
み

 
攻
撃
が

く

囲
に
到
達
し
た

間
に
全
力
で
ジ

ン
プ
し
居
合
い
ぎ
み
に
敵
に
向
け
て
攻

撃
を
放

た

 
そ
の

は
ま
る
で
バ

タ
か
カ
エ
ル
で
あ
る

何
て
非
常
識
な

あ
は
は
は
は

三
人
と
も

凄

い
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そ
の
様
子
を
遠
く
て
見
て
い
た
ア
ス
ナ
は
思
わ
ず
大
笑
い
し

 
ハ
チ
マ
ン
は
何
事
か
と
思
い

り
向
か
な
い
ま
ま
ア
ス
ナ
に
問
い
か
け
た

ア
ス
ナ

ど
う
し
た

む

向
こ
う
の
戦
闘
が
面
白
く
て
つ
い

ほ
う

 
そ
う
言
わ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
後
方
で
戦

て
い
る
仲
間
達
に
一

意
識
を

向
け

 
そ
の

況
を

し

ア
ス
ナ
と
同
じ
よ
う
に

き
出
し
た

ぶ

り

無
え
よ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
が
突
き
を
放

て
き
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
あ

さ
り
と
防
い
だ

チ

か
わ
い
げ
の
無
い

俺
に
か
わ
い
げ
が
あ

た
ら

じ

な
い
か
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ま
あ
確
か
に
な

 
そ
の
答
え
に
ハ
チ
マ
ン
は

こ
い
つ

分
人
間

い

を

載
さ
れ
て
る
な
と
感
じ
た

 
そ
の
ま
ま
戦
闘
は
進
み

に
ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
の

バ

の
二
本
目
が

れ
た
の
か

 
向
こ
う
の
戦
闘
が
一

止
し
た

お

や

た
か

ふ
ん

親

の
方
が
俺
よ
り
先
に
倒
れ
る
か

み
た
い
だ
な

助
け
な
く
て
い
い
の
か

必
要
な
い

あ
れ
は
た
だ
の
燃
料
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
な

 
そ
の

た
い
言
い
方
に

ハ
チ
マ
ン
は
目
を

め
た

燃
料

も
し
か
し
て
こ
い
つ
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
一
つ
の
仮
説
を
立
て

そ
の
事
を
ユ
キ
ノ
と
協
議
し
た
い
と
考
え
た

ア
ス
ナ

悪
い

ち

と
だ
け
代
わ

て
く
れ

あ

う
ん

分
か

た

 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
受
け

に
差
し
て
い
た

姫
を
抜
い
た

ど
の
く
ら
い
も
た
せ
れ
ば
い
い
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一
分
く
ら
い
で
い
い

ち

と
ユ
キ
ノ
と
話
し
て
く
る

オ

ケ

 
ア
ス
ナ
は
足
取
り
も

く
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
方
に
歩
き
出
し
た

む

逃
が
す
か

あ
な
た
の
相
手
は
私
だ
よ

ぬ
 
ハ
チ
マ
ン
の
後
を
追
お
う
と
し
た
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
背
中
に
向
け
ア
ス
ナ
は
い
き
な
り
大
技

を
放

た

ス
タ

リ

・
テ

ア

ぬ
お

 
完
全
に
意
識
が
ハ
チ
マ
ン
に
向
い
て
い
た
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は
そ
の
攻
撃
を
ま
と
も
に
く
ら

て
し
ま
う

や
る
な

女

だ
か
ら
言

た
じ

な
い

あ
な
た
の
相
手
は
私
だ

て

い
い
だ
ろ
う

相
手
に
な

て
や
る
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そ
う
言
い
な
が
ら
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は

ニ
ヤ
リ
と
笑

た

 
ユ
キ
ノ

お
い

ユ
キ
ノ

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
し
て
こ
こ
に

 
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
が
現
れ
た
事
で

さ
す
が
の
ユ
キ
ノ
も
驚
い
た
よ
う
だ

実
は
ち

と
気
に
な
る
事
が
あ

て
よ

何
か
し
ら

俺
が
担
当
し
て
る
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
野
郎
な

 
こ

ち
の
ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
の
事
を

燃
料
だ

て
言
い
や
が

た
ん
だ
よ

燃
料

な
る
ほ
ど

も
し
こ
ち
ら
を
先
に
倒
し
た
ら

 
あ
ち
ら
が
パ
ワ

ア

プ
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
か
し
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ユ
キ
ノ
の
相
変
わ
ら
ず
の
理
解
力
の

さ
に
感
心
し
た

そ
う
い
う
事
だ

さ
す
が
だ
な

お
褒
め
に

り
光
栄
よ

リ

ダ

茶
化
す
な

て

そ
ん
な

だ
か
ら

向
こ
う
を
先
に

ち
ま
お
う
と
思
う



 第１１０８話 ゲルミル親子

分
か

た
わ

こ

ち
は
二
人
で

え
て
み
せ
る
か
ら

向
こ
う
を
お
願
い

悪
い
な

い
い
え

問
題
な
い
わ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
を
フ

ロ

す
る

に
そ
の
ま
ま

て
い
き

 
ユ
キ
ノ
は
仲
間
達
に
指

を
出
し
た

ユ
イ
ユ
イ

こ

ち
は
二
人
で
何
と
か
し
ま
し

う

 
他
の
人
達
は

先
に
向
こ
う
の
大
き
い
巨
人
を
倒
し
て

む
む

分
か

た

任
せ
て

イ
ロ
ハ
先
輩

行
き
ま
し

う

オ

ケ

向
こ
う
が
優
先
ね

 
こ
う
し
て
戦
局
は
大
き
く
動
く
事
と
な

た
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第
１
１
０
９
話
 
橋
を
か
け
ろ

む
む

援
か

ま
あ
そ
う
い
う
事
か
な

こ
れ
で
私
の
役
目
も
終
わ
り

く

逃
が
す
か

私

こ
れ
で
も
ス
ピ

ド
に
は
自
信
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
言

て
あ

さ
り
と
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
攻
撃
を
か
わ
し

 
今
ま
さ
に
到
着
し
た
ハ
チ
マ
ン
と
交
代
し
た

ア
ス
ナ

交
代
だ

う
ん

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

再
び
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
と
対
峙
し
た

た
だ
い
ま

お
う

お
帰
り

て

我
ら
は
普
通
に

を
交
わ
す
よ
う
な
仲
で
は
な
い

そ
り

残
念
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
人
を
食

た
よ
う
な
言
い
方
を
し
一
刀
の
ま
ま
だ

た

を
二
刀
に
分
け
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た
ぬ

何
の
真
似
だ

ど
う
や
ら
俺
が
お
前
相
手
の
タ
ン
ク
を
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
ら
し
く
て
な

タ
ン
ク

だ
と

 
ユ
イ
ユ
イ
が
こ
ち
ら
に
回

て
も
良
か

た
の
だ
が

 
ユ
イ
ユ
イ
は

に
ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
か
ら
の
敵
対
心
を
か
な
り

い
で
し
ま

て
い
る

 
お
そ
ら
く
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
敵
対
心
を
上
回
る
に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か

て
し
ま
う
だ

ろ
う

 
な
の
で
ハ
チ
マ
ン
が
こ
ち
ら
の
タ
ン
ク
役
を
担
当
す
る
事
と
な
る

一
体
何
を

む

貴
様
ら

 
そ
こ
に
仲
間
達
が
到
着
し
た

と
い
う

で
よ
ろ
し
く

お
命

先
輩

私
の
格
好
い
い
と
こ
ろ

見
て
て
下
さ
い
ね

あ

ご
め
ん
な
さ
い

イ
ロ
ハ
さ

そ
の
謝
る
の

も
う
完
全
に
と

て
つ
け
た
み
た
い
に
な

て
る
よ
ね
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

真
面
目
な
顔
で
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
を

み
つ
け
た

そ
れ
じ

あ
ラ
ウ
ン
ド
ツ

を
始
め
よ
う

貴
様
ら

気
付
い
た
の
か

何
に
だ

親

を
先
に
倒
す
と

そ
の
力
が
お
前
に
流
れ
込
ん
で

 
お
前
が
超
絶
パ
ワ

ア

プ
す
る

て
事
に
か

な

何
故
そ
れ
を

そ
り

お
前
が
さ

き

い
や

勘
だ
勘

精
の
勘

恐
る
べ
し

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
で
会
話
を
切
り
上
げ

ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
相
手
に
攻
撃
的
防
御
を
開
始
し
た

お

と

くは
い

き

ク
リ
テ

カ
ル

ぐ
わ

き

貴
様
ら

は
い
も
う
一
丁

何
だ
と
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く
ら
い
な
さ
い

私
の
華
麗
な
る
ク
リ
テ

カ
ル

は
い
は

い

先
輩

私
も
私
も

ふ
ざ
け
る
な

こ
ん
な

こ
ん
な

 
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は

で
は
あ
る
が

そ
の
高
度
さ
故
に

こ
の
戦
闘
に
恐
怖
を
感
じ
て
い
た

 
敵
の
力

が
自
分
よ
り
上

と
か
な
ら
恐
怖
な
ど

く
よ
う
な
事
は
な
い
の
だ
が

 
こ
の
戦
闘
に
お
い
て
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は
先
ほ
ど
か
ら
全
く
と
い

て
い
い
ほ
ど
何
も
出
来
て

い
な
い
の
だ

 
ハ
チ
マ
ン
に
攻
撃
を
放
と
う
と
す
る
と

そ
の
攻
撃
は
相
手
に

く
前
に

か
れ

 
同
時
に
飛
ん
で
く
る
敵
の
攻
撃
が

全
て
ク
リ
テ

カ
ル
と
な

て
し
ま
う

 
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は
巨
人
族
で
あ
り

そ
の
中
で
も
か
な
り
大
型
だ

 
に
も
関
わ
ら
ず
敵
は
あ
ん
な
に
小

で
あ
り
な
が
ら
的
確
に
こ
ち
ら
の
攻
撃
を
止
め
て
く

る 
こ
れ
に
恐
怖
を

か
な
い
事
な
ど
不
可
能
で
あ
る

 
こ
の
ま
ま
だ
と
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は

何
も
出
来
ず
に
命
を
失
う
事
に
な
る
の
だ

相
変
わ
ら
ず
見
事
だ
よ
ね
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だ
ね

凄
い
安
定
感

 
後
方
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
て
く
る
が

ハ
チ
マ
ン
に
全
く
余

は
な
い

 
何
し
ろ
敵
は
凄
ま
じ
く
巨
大
で
あ
り

カ
ウ
ン
タ

を
取
る
に
も

 
こ
ち
ら
が
全
力
で
攻
撃
し
な
い
と
力
負
け
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る

 
仲
間
達
の
中
で
は
ア
ス
ナ
だ
け
が
そ
の
事
に
気
付
い
て
お
り

 
ア
ス
ナ
は
事
故
で
ハ
チ
マ
ン
が
大
き
な
ダ
メ

ジ
を
く
ら
う
可
能
性
も
あ
る
と
見
て

 
油
断
せ
ず
に
じ

と
ハ
チ
マ
ン
の

動
を
観
察
し
て
い
た

く
そ

く
そ

う
る
せ
え

 
ま
る
で
動

す
る
か
の
よ
う
に
無
茶
苦
茶
に
武
器
を

り
回
す
よ
う
に
な

た
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル

を 
ハ
チ
マ
ン
は
だ
が

落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
て
い
た

 
落
ち
着
い
て
武
器
を

る

て
く
れ
た
方
が

カ
ウ
ン
タ

が
取
り
易
い
か
ら
で
あ
る

平
常
心
を
失

て
る
そ
ん
な

態
じ

攻
撃
も
当
た
ら
な
い
だ
ろ

う
る
さ
い

う
る
さ
い
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こ
の
ま
ま
だ
と
ま
ず
い
な

思
わ
ぬ
攻
撃
で
事
故
る
か
も
し
れ
ん

 
そ
れ
に
し
て
も
こ
い
つ

の

に
人
間

す
ぎ
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
内
心
で
そ
う
考
え
な
が
ら

と
に
か
く
事
故
ら
な
い
よ
う
に

 
ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
を

し
て
無
理
に
突

込
ま
ず

 
そ
し
て
無
理
に
カ
ウ
ン
タ

ば
か
り
取
ろ
う
と
も
せ
ず

 
堅
実
な
戦
闘
を
心
が
け
な
が
ら
武
器
を

る

て
い
た

 
そ
れ
が
崩
れ
た
の
は
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
二
本
目
の

バ

が

れ
た
時
で
あ
る

ぐ

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

 
い
き
な
り
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は

り

ハ
チ
マ
ン
は

す
る
よ
う
に
少
し
離
れ
た

 
そ
し
て
立
ち
上
が

た
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
目
は

熱
し
た
よ
う
に

く

い
て
い
た

むく
ら
え

 
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は
そ
う
叫
ん
で
足
を

み
鳴
ら
す

 
そ
の

間
に
そ
の
足
跡
を
中
心
に

囲
に

の
衝
撃

が
飛
ぶ

う
お
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きこ

こ
れ
は

 
そ
の

囲
内
に
い
た
味
方
が
ノ

ク
バ

ク
さ
れ
後
方
で
ご
ろ
ご
ろ
と
転
が
る
事
と
な

た

こ
り

ま
た
厄
介
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
敵
が
足

み
を
行
う
の
か

 
足
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
た
が

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
一
定
で
は
な
く

ま

た
く
の
ラ
ン
ダ
ム
の
よ
う
で

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
に
法

性
を
ま

た
く
見
出
せ
な
か

た

し
か
も
地
面
に
足
が
つ
い
た
間
に
ノ
タ
イ
ム
で
衝
撃
が
飛
ん
で
く
る
ん
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
だ
け
で
は
な
く
他
の
者
達
も
そ
れ
に
気
付
い
て
お
り

 
今
は
衝
撃

の

囲
外
に
避
難
し
て
い
る

イ
ロ
ハ
は
一
人
気
を
は
い
て
い
る
が

 
こ
の
ま
ま
だ
と
戦
闘
が
⻑
期
化
し

下
手
を
す
る
と
時
間
切
れ
に
な

て
し
ま
う

八
人
制
限
に
し
ち

難
易
度
が
高
す
ぎ
る
な

 
こ
う
い
う
地
味
に
⻑
期
戦
に
も
つ
れ
込
む
敵
の
方
が
制
限
時
間
を
考
え
る
と
実
は
攻
略
が

難
し
い
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ハ
チ
マ
ン

ど
う
す
る

足
の
筋
肉
の
動
き
を

む

 
そ
れ
で
俺
が
合
図
す
る
か
ら

そ
の
声
が

こ
え
た
ら
飛
び
上
が

て
く
れ

わ

分
か

た

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
質
問
に
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
答
え

と
に
か
く
敵
の
足
に
神

を
集
中
し
た

 
そ
し
て
他
人
に
は
全
く
分
か
ら
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ハ
チ
マ
ン
が
叫
ん
だ

今
 
そ
の

間
に
敵
に
向
け
て
走

て
い
た
近
接

が
飛
び
上
が
る

 
だ
が
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
せ
い
か
ラ
ン
だ
け
が

れ
て
し
ま
い
衝
撃

に
よ

て
後
方
に

飛
ば
さ
れ
る

く大
丈
夫

ま

か
せ
て

 
何
の
ネ
タ
だ
ろ
う
か

ク

ク
ロ
ビ
ン
が
中
指
を
立
て
な
が
ら
そ
う
言
う
と

 
そ
の
ま
ま
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
に
近
接
し

ソ

ド
ス
キ
ル
を
叩
き
込
ん
だ

 
同
じ
よ
う
に
コ
マ
チ
も
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
に
ソ

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
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く
 
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
が
再
び
足

み
を
行
お
う
と
し
た
が
ど
う
や
ら
ク

ル
タ
イ
ム
が
あ
る
ら
し

く 
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は
実
行
す
る
事
が
出
来
ず

そ
の
足
は
ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
い

い
い
ぞ

ナ
イ
ス
だ

ふ
ふ

大
丈
夫

ま

か
せ
て

だ
か
ら
何
の
ネ
タ
だ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

れ
つ
つ

そ
ん
な
ク

ク
ロ
ビ
ン
を
頼
も
し
い
と
思

た

 
ど
ん
な
時
で
も
楽
し
く
戦
え
る
と
い
う
の
は
実
に
大
事
な
要
素
だ
か
ら
だ

く

今
度
こ
そ

 
続
け
て
ハ
チ
マ
ン
が

今

と
叫
ん
だ
時

ラ
ン
は
見
事
に
そ
の
衝
撃

を
ク
リ
ア
し
た

さ

き
は
よ
く
も

花

風
月

そ
し
て
離
脱

 
ラ
ン
は
大
技
を
叩
き
込
む
と

足
が
動
く
よ
う
に
な

た

間
に
脱

の

く
逃
げ
出
し
た

 
そ
れ
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
も

足
へ
の
集
中
は
切
ら
さ
ず
に
今

と
叫
び
続

け
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つ
い
に
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の

が
残
り
一
本
の
半
分
を
切
る
事
に
な

た

発
狂
モ

ド

来
る
ぞ

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
目
が

色
に
光
り

そ
の
ま
ま
普
通
に
歩
き
出
す

 
そ
の
一
歩
ご
と
に
衝
撃

が
飛
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り

そ
れ
は
全

へ
と
広
が

た

こ

こ
れ
は

ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
い

 
唯
一
救
い
な
の
は

敵
で
あ
る
ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
も

 
衝
撃

の
影

で
行
動
不
能
に
な

て
い
る
事
だ

先
輩

転
ぶ
の
も
も
う
無
理
で
す

分
か

た

に
し
て
も

敵
も
味
方
も
関
係
な
し
か
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き
な
が
ら

対
応

を

討
し
た

遠

攻
撃
使
い
が
多
か

た
ら
普
通
に
い
け
る
ん
だ
ろ
う
が

 
せ
め
て
空
中
に
⻑
く

ま
れ
れ
ば

ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
作
戦
を
思
い
付
き

即
座
に
ユ
キ
ノ
と
イ
ロ
ハ
に
叫
ん
だ
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ユ
キ
ノ

イ
ロ
ハ

・空
・中
・に
・橋
・を
・か
・け
・ろ

ユ
イ
ユ
イ

二
人
の
フ

ロ

を

 
そ
れ
で
ハ

と
し
た
二
人
に
ユ
イ
ユ
イ
が
駆
け
寄

た

ユ
キ
ノ
ン

お
ん
ぶ

イ
ロ
ハ
ち

ん
は
私
が

き
上
げ
る
か
ら

 
即
座
に
ユ
キ
ノ
は
ユ
イ
ユ
イ
に
お
ぶ
さ
り

ユ
イ
ユ
イ
は
イ
ロ
ハ
を
お
姫
様

こ
し
た

う

先
輩
に
し
て
も
ら
い
た
か

た

そ
う
い
う
事
言
わ
な
い
の

あ
た
し
も
な
ん
だ
か
ら

 
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
う
言
う
と

ス
キ
ル
名
を
次
々
と
叫
ん
で
い

た

ア
イ
ゼ
ン
倒
立

イ

ジ
ス
全
開

重
力

加

 
そ
れ
ら
の
ス
キ
ル
に
よ
り

ユ
イ
ユ
イ
が
徐
々
に
ノ

ク
バ

ク
さ
れ
な
く
な

た

 
完
全
で
は
な
い
が

も
う
魔
法
の

に
は
全
く

障
が
無
い

ア
イ
ス
・
フ

ル
ド

 
そ
し
て
二
人
の

文
が
発
動
す
る

 
今
回
は
壁
と
壁
の
間
に
橋
を
か
け
る
だ
け
の

も

め
で
済
ん
だ
よ
う
だ

く
か

こ
の
く
ら
い
は
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余
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
ラ
ン

そ
れ
に
ア
ス
ナ
と
コ
マ
チ
の
近
接

は

そ
の
ま
ま
壁
を
走
り

 
五
メ

ト
ル
く
ら
い
の
高
さ
に

く
そ
の
橋
に
手
を
か
け
た

 
そ
の
ま
ま
強
引
に
体
を
引
き
上
げ
た
四
人
は

橋
の
上
か
ら
ロ

プ
を
投
げ
込
む

 
ユ
キ
ノ
と
イ
ロ
ハ
は
そ
れ
を
掴
み

上
へ
と
引

張
り
上
げ
て
も
ら
う
事
に
成
功
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
最
後
ま
で
残
り

ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
の
注
意
を
引
き
付
け
て
い
る

 
ユ
イ
ユ
イ
も
同
様
に

ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
を
徹

マ

ク
し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
君

い
い
よ

分
か

た

 
ア
ス
ナ
か
ら
合
図
を
受
け
た
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
転
げ
る
よ
う
に

の
橋
の
下
に
向
か
い

 
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
移
動
し
た
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
が
攻
撃

囲
に
入

た

間
に

 
上
に
い
た
者
達
は
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
に
向
け
て
一

に
攻
撃
を
開
始
し
た

い
い
加

に
倒
れ
ろ

し
つ
こ
い

た
ら
あ
り

し
な
い
わ

死
ね
死
ね
死
ね
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ぐ
ぐ

 
そ
し
て
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル
は
ピ
タ

と
足
を
止
め

そ
の
体
が
光
と
な

て
消
え
て
い
く

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
何
か
入

た
が
そ
の
確
認
は
後
回
し
で
あ
る

よ
し

こ
の
ま
ま
親

を
倒
す
ぞ

 
こ
う
な
る
と
も
う
勝
負
は
一

で
あ
る

ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル
の
残
り

は
あ

と
い
う
間

に

ら
れ

 
八
人
は
こ
の
戦
闘
に

に
勝
利
し
た
の
で
あ

た
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第
１
１
１
０
話
 
ま
さ
か
の
再
会

よ

し

や

た
ね

お
兄
ち

ん

よ
く

に
思
い
つ
い
た
ね

お
う

ま
あ
な

 
そ
し
て
フ

ル
ド
か
ら

出
さ
れ
た
後

ハ
チ
マ
ン
は
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
を
確
認
し

 
い
く
つ
か
の
ア
イ
テ
ム
を
取
り
出
し
た

こ
れ
が
ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
か

麗
ち

と
欲
し
い
け
ど

プ
レ
イ
ヤ

は
装
備
出
来
な
い
ん
だ
よ
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

 
そ
し
て
続
け
て
ハ
チ
マ
ン
は

ス
ト
レ

ジ
か
ら
一
本
の
刀
を
取
り
出
し
た

そ
れ
は

ム
ラ
サ
メ

ら
し
い
ぞ
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あ

名
前
だ
け
出
て
た
ん
だ

け

こ
こ
に
あ

た
ん
だ
ね

 
ラ
ン
は
じ

と
ム
ラ
サ
メ
を
見
つ
め

ハ
チ
マ
ン
に
手
を

ば
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
ム
ラ
サ
メ
を

て
ラ
ン
に

し

 
ラ
ン
は
そ
の
ま
ま
ム
ラ
サ
メ
の
性
能
を
確
認
す
る
と

て
首
を

た

こ
れ
だ
と

ス
イ
レ

と
ほ
ぼ
変
わ
り
な
い
わ
ね

そ
う
か

な
ら
や

ぱ
り
こ
れ
は
ク
ラ
イ
ン
行
き
だ
な

そ
れ
が
い
い
と
思
う
わ

 
ラ
ン
は
ニ

コ
リ
と
笑
い

そ
し
て
一
同
は
そ
の
ま
ま
帰
還
す
る
事
に
な

た

こ
れ
で
レ

ヴ

テ
イ
ン
に
ま
た
一
歩
近
付
い
た

だ
な

で
も
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
表
情
を

ら
せ
た

ど
う
し
た
の

い
や

こ
れ
で
レ
イ
ヤ
が
フ
レ
イ
ヤ
様
に
変
身
す
る
ん
だ
ろ

そ
れ
が
心
配
で
な

あ
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相
手
は
何
せ

・性
・的
・に

放
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
女
神
フ
レ
イ
ヤ
で
あ
る

 
い
く
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
は
い
え

そ
の
基
本
的
な
性
格
ま
で
変
え
て
い
る
と
は
思
え
な
い

 
と
い
う
か
レ
イ
ヤ
の

で
そ
の

候
が
あ

た
の
だ
か
ら
お
そ
ら
く
フ
レ
イ
ヤ
に
な

た
後

 
そ
の

放
さ
が

す
の
は
確
実
で
あ
ろ
う

ま
あ
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
ど
う
せ
そ
こ
ま
で
ス
ト
レ

ト
な
表
現
は
出
来
な
い
で
し

Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
ん
だ
し

 
ア
ス
ナ
が

容
な
態
度
で
そ
う
言

た

こ
う
な
る
と
ハ
チ
マ
ン
と
し
て
は
安
心
で
あ
る

 
ア
ス
ナ
の
お

付
き
が
出
た
以
上

何
が
あ

て
も
誰
か
に

ら
れ
る
事
は
な
い
か
ら
だ

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

さ
て

た
ら
ア
レ
ス
戦
だ
ね

そ
う
だ
な

キ
リ
ト
達
も
も
う

て
る
み
た
い
だ
し
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は

地
面
が

れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た

むハ
チ
マ
ン
君
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あ

あ
れ

 
そ
の
ま
ま
仲
間
達
の

が
横
倒
し
に
な

て
い
く

そ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
は
や

と
気
が
付
い

た
あ

倒
れ
て
る
の
は
俺
か

ハ
チ
マ
ン

ヒ

キ

ハ
チ
マ
ン
君

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は
倒
れ
た
が

意
識
は

う
じ
て
残

て
い
る

わ
悪
い
ど
う
や
ら
敵
の
動
き
に
集
中
し
す
ぎ
た
せ
い
で
想
像
以
上
に
消

し
て
た
み
た

い
だ大

丈
夫

私
が
背
負

て
あ
げ
る
か
ら
ね

 
そ
う
言

て
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
を
背
負

た

 
現
実
で
は
こ
ん
な
事
は
無
理
だ
ろ
う
が

こ
こ
で
は
簡

だ

ハ
チ
マ
ン

大
丈
夫

お
う

ち

と
休
め
ば
直
る
さ
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と
り
あ
え
ず
ア
ル
ン
に

た
ら
休

だ
ね

だ
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
に
運
ば
れ

無
事
に
ア
ル
ン
へ
と
到
着
し
た

 

中
で
ハ
チ
マ
ン
が
う

か
り
ア
ス
ナ
の
胸
を
掴
ん
で
し
ま
う
と
い
う
事
故
が
あ

た
が

 
ア
ス
ナ
は
逆
に

背
負

て
た
の
が
私
で
良
か

た
な
ど
と
ぬ
け
ぬ
け
と
言
い

 
コ
マ
チ
以
外
の
者
達
が
ぐ
ぬ
ぬ

態
に
な
る
と
い
う
出
来
事
も
あ

た
が
道
中
は

ね
平
和

で
あ

た

 
そ
し
て
ア
ル
ン
で
は

キ
リ
ト
達
が
心
配
そ
う
に
ハ
チ
マ
ン
を
出
迎
え
た

ハ
チ
マ
ン

大
丈
夫
か

悪
い

ち

と
集
中
し
す
ぎ
ち
ま

た

ま
あ
大
丈
夫
だ

ア
ス
ナ

代
わ
る
か

う

ん

 
ア
ス
ナ
は
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
と
言
い
か
け
た
が

そ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
が
止
め
た

俺
は
も
う
大
丈
夫
だ

自
分
の
足
で
歩
け
る
さ

本
当
に
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ま
あ
ち

と
つ
ら
い
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
リ

ダ

が
そ
ん
な
情
け
な
い

を
他
の
奴
ら
に
見
せ
ら
れ
な
い
だ
ろ

 
そ
う
言
わ
れ
る
と

他
の
者
達
は
何
も
言
え
な
か

た

た
だ
一
人
を

い
て

別
に
い
い
じ

な
い

そ
れ
な
ら
私
が
背
負

て
あ
げ
る
わ

 
そ
う
言

て
き
た
の
は
シ
ノ
ン
で
あ

た

さ
す
が
で
あ
る

い
や

だ
か
ら
い
ら
な
い
か
ら
ね

そ
う
言
わ
な
い
で

ほ
ら

 
実
は
私
と
デ
キ
て
る

て

り
に
思
わ
せ
る
い
い
チ

ン
ス
な
ん
だ
か
ら
遠

し
な
い
の

お
前

本
音
が
だ
だ

れ
す
ぎ
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
向
か

て
い

た
が

 
そ
の
間
に
も
ハ
チ
マ
ン
と
シ
ノ
ン
の
間
で
言
葉
の
応

が

り
広
げ
ら
れ
て
い
た

ち

と
く
ら
い
い
い
じ

な
い

ほ
ら

先

だ
け
だ
か
ら

お
前
さ

女
子
高
生
な
ん
だ
か
ら
さ

強
い

 
仲
間
達
は
シ
ノ
ン
を
見
て

め
て
そ
の
事
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
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そ
し
て

点
に
到
着
し
た
後
こ
れ
ま
で
ど
ん
な

況
だ

た
の
か
お

い
の

り
合
わ
せ

が
始
ま

た

 
そ
れ
じ

あ
ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
は
無
事
に
手
に
入

た
ん
だ
な

お
う
こ
れ
で
色
ボ
ケ
女
神
様
も
完
全
覚

だ

あ
と
は
ど
こ
に
い
る
か
見
つ
け
る
だ
け
だ
な

で

ア
ル
ン
に
ア
レ
ス

て
奴
が
い
や
が
る
と

で
も
ど
こ
に
い
る
ん
だ
ろ

そ
ん
な
の
が
あ

た
ら
さ
す
が
に
噂
に
な

て
る
よ
ね

そ
う
だ
な

人
が
ま

た
く
寄
り
つ
か
な
い
場
所
か

う

ん

 
こ
う
な
る
と
一
同
の
目
は
自
然
と
レ
コ
ン
に
向
く

こ
う
い

た
情
報
に
一
番

し
い
の
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
デ

タ
ベ

ス
を
作
成
し
て
い
た
レ
コ
ン
だ
か
ら
だ

レ
コ
ン

ど
う
だ

そ
う
で
す
ね

確
信
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど

心
当
た
り
な
ら
一

所
あ
り
ま
す

ど
こ
だ

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
で
す
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あ
あ

 
⻑
く
プ
レ
イ
し
て
い
る
者
達
は

あ
そ
こ
が
あ

た
か
と
そ
の
答
え
に
納
得
し
た

 
確
か
に
今

あ
そ
こ
を
訪
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

な
ど
皆
無
で
あ
る

な
る
ほ
ど
な

と
り
あ
え
ず
キ
リ
ト
の
方
の
ク
エ
を
進
め
る

に
も
ア
レ
ス
は
今
日
中
に

討
伐
だ
な

で

ア
ス
ナ
の
受
け
た
ク
エ
も
半
分
は
終
わ
る
と

テ

ル
フ

ン
グ

ど
ん
な
武
器
な
ん
だ
ろ
う
ね

片
手
直
剣
だ
と
は
思
う
が

ま
あ
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
神
が
何
に
で
も

し
て
く
れ
る
だ
ろ

あ

そ
う
か
も
ね

で
な

ハ
チ
マ
ン

今
度
は
こ

ち
の
話
な
ん
だ
け
ど
さ

ち

と
言
い
に
く
い
ん
だ
よ

な 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
キ
リ
ト
の
態
度
に

な
予
感
を
感
じ
た

ま
さ
か
敵
を
逃
し
た
と
か
じ

な
い
よ
な

あ
あ

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
確
か
に
倒
し
た

つ
い
で
に
キ

ク
ロ
プ
ス
も
な

お
お

や

た
な
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あ
あ

そ
れ
で

な

フ

ン
リ
ル
が
死
ん
だ
の
か

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
キ
リ
ト
は
ビ
ク

と
し
た

何
で
分
か

た
ん
だ

キ
リ
ト
が
そ
ん
な
顔
を
す
る
の
は
仲
間
が
や
ら
れ
た
時
く
ら
い
だ

 
で
も
こ
こ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

な
い

と
な
る
と
答
え
は
一
つ
だ
ろ

そ

か

フ

ン
リ
ル
か
ら
伝
言
だ

 
あ
い
つ

最
後
は
ハ
チ
マ
ン
の
事
ば

か
り
気
に
か
け
て
て
さ

 
そ
う
言

て
キ
リ
ト
は

ハ
チ
マ
ン
に
フ

ン
リ
ル
の
王

を
差
し
出
し
た

最
後
に
会
い
た
か

た
が
残
念
だ

ハ
チ
マ
ン
に
宜
し
く

だ

て
よ

そ
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

く
と

ろ
り
と
涙
を
流
し
た
が

 

す
る
よ
う
な
事
は
な
く

す
ぐ
に
気
持
ち
を
立
て
直
し
た
よ
う
だ

で

こ
れ
か

ど
ん
な

果
が
あ
る
の
か
な
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素

さ
と
移
動
速
度
が
上
が
る
ら
し
い

な
る
ほ
ど

フ

ン
リ
ル

い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
フ

ン
リ
ル
の
王

を

に
被

て
み
た

 
そ
れ
は
多
少
豪
華
な

金
と
い

た
雰
囲
気
で
あ
り

た
だ
一
点

 

の
と
こ
ろ
に
つ
い
た
二
つ
の
宝
石
が
ま
る
で
フ

ン
リ
ル
の
目
の
よ
う
に
紫
色
に

い

て
い
た

う
う

フ
カ
三
郎

 
そ
の
時
横
で

フ
カ
次
郎
が
そ
う
言

て
い
き
な
り

き
出
し
た

 
即
座
に
レ
ン
が

フ
カ
次
郎
を

め
に
か
か
る

フ
カ

ど
う
ど
う

だ

て

だ

て

レ
ン

フ
カ
三
郎

て
何
だ

フ

ン
リ
ル
の
事
か

う

う
ん

 
フ
カ
次
郎
が
フ

ン
リ
ル
に
フ
カ
三
郎
と
名
付
け

 
そ
の
事
を
フ

ン
リ
ル
が
喜
ん
で
い
た
と
い
う
話
を

き
ハ
チ
マ
ン
は

て
フ
カ
次
郎
の
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を

で
た

あ
い
つ

い
い
奴
だ

た
よ
な

リ

ダ

う

う
ん

ま
あ
ま
た
い
つ
か
会
え
る
さ
も

と
も
同
じ
人
格
を
持

て
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け

ど
なそ

し
た
ら
ま
た

フ
カ
三
郎

て
呼
ん
で
み
る

あ
あ

そ
う
し
て
み
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は
穏
や
か
な
表
情
で
そ
う
言

た
が

 
そ
の

間
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
フ

ン
リ
ル
の
声
が
し
た

ふ
む
な
ら
ば
世
界
中
の
我
が
名
が
載

て
い
る
書
物
を
全
て
フ
カ
三
郎
に
書
き
変
え
て
し
ま

お
うん

な
事
出
来
る
か

て

そ
の
声

フ

ン
リ
ル
か

一
体
ど
こ
に
い
る
ん
だ

こ
こ
だ
こ
こ

今
は
お
主
の

に
お
る

ま
さ
か

そ
れ

て
イ
ン
テ
リ
ジ

ン
ス
・
ア
イ
テ
ム
な
の

 
イ
ン
テ
リ
ジ

ン
ス
・
ア
イ
テ
ム

文

通
り

意
思
を
持

た
ア
イ
テ
ム
の
事
で
あ
る
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も

と
も
今
ま
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
そ
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

そ
う
い
う
事
だ

ま
た
会
え
て
嬉
し
い
ぞ

ハ
チ
マ
ン

フ
カ
次
郎

 
フ

ン
リ
ル
は
ハ
チ
マ
ン
だ
け
で
は
な
く

フ
カ
次
郎
の
名
前
も
呼
ん
だ

フ

フ
カ
三
郎

我
は
こ
こ
に
い
る

だ
か
ら
そ
ん
な
顔
を
す
る
ん
じ

な
い

う

う
ん

ま
さ
か
こ
ん
な
仕

け
に
な

て
い
る
と
は
な

す
ま
ん

我
も
つ
い
さ

き
意
識
を
取
り

し
た
の
だ

 
ど
う
や
ら
誰
か
に
装
備
し
て
も
ら
わ
な
い
と

意
識
の
リ
ン
ク
が
繋
が
ら
な
い
よ
う
で
な

な
る
ほ
ど

 
こ
こ
ま
で

気
に
と
ら
れ
な
が
ら
事
の

移
を
見
守

て
い
た
仲
間
達
も

 
こ
こ
で
一
気
に

り
上
が

た

う
わ

う
わ

良
か

た

本
当
に
良
か

た

や

た
ね

フ
カ
三
郎
復
活
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う
む

心
配
を
か
け
た
な

フ
カ
三
郎

こ
れ
か
ら
は
ず

と
一

だ
ね

そ
れ
な
の
だ
が
な

 
フ

ン
リ
ル
は
そ
う
前
置
き
し

ハ
チ
マ
ン
に
こ
ん
な
事
を
言

て
き
た

ハ
チ
マ
ン
よ

そ
の

の
宝
石

片
方
を
こ
の
フ
カ
次
郎
に
く
れ
て
や

て
く
れ
な
い
か

 
そ
れ
は
片
方
あ
れ
ば
事
は
足
り
る
の
で
な

そ
う
な
の
か

あ
あ

分
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
片
方
の
目
を
フ
カ
次
郎
に

す

い

い
い
の

も
ち
ろ
ん
だ

そ
れ
を
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
所
に
持

て
い
け
ば

 
お
前
の
武
器
の
束
の
部
分
に
付
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
今
後
は
ず

と
お
前
と
も
話
が
出
来
る

も

と
も
二
人
同
時
に
は
相
手
は
出
来
ん
が

な
や

や

た

 
こ
う
し
て
フ
カ
次
郎
は
フ
カ
三
郎
と
再
会
し
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キ

ク
ロ
プ
ス
・
ハ
ン
マ

と
カ
ド

ケ
ウ
ス
の
報
告
を
受
け
た
後

 
ア
レ
ス
の
攻
略
を
キ
リ
ト
に
任
せ
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
休

す
る
事
と
な

た
の

だ

た
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第
１
１
１
１
話
 
ア
レ
ス
討
伐
前
哨
戦

 
す
み
ま
せ
ん
ち

と

め
な
上
に
二
日
開
い
て
し
ま
い
ま
し
た

 
実
は
い
き
な
り

⻭
が
ひ
ど
い

み
を
発
し
て
ま
し
て

全
然
集
中
出
来
ま
せ
ん

 
今
週
は
連
休
が
あ
り

⻭

者
も
忙
し
い
よ
う
で

予
約
出
来
た
の
は
二
十
九
日
で
す

 
そ
れ
ま
で
は
更
新
が
か
な
り
ゆ

く
り
に
な

て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
の
で

 
生

か
い
目
で
見
守

て
い
た
だ
け
れ
ば
と

感
想
返
し
も
落
ち
着
い
た
ら
一
気
に
し
ま

す
の
で

し

あ
り
ま
せ
ん
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
の
不
参
加
が
決
め
ら
れ
た
後

少
し
休

を

み

 
ア
レ
ス
戦
に
参
加
す
る
者
達
は

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
の
前
に
あ
る
広
場
に
集
ま

て
い

た
や

ぱ
り
こ
こ
だ

た
な

突
入

件
は

み
ん
な
で
入
れ
る
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上
限
が
五

十
二
人
と
か

の
分
か
ら
な
い
設
定
に
な

て
た
か
ら
大
丈
夫
だ

え

何
そ
れ

も
し
か
し
て
凄
く
手
強
い

い

ど
う
だ
ろ
う
な

ま
あ

目
な
ら

目
で
大
人
し
く
負
け
れ
ば
い
い
さ

そ
れ
だ
け
の
人

を
集
め
る
の

て
大
変
そ
う

突
入
時
に
能
力
に
よ
る
制
限
と
か
が
無
か

た
か
ら
そ
こ
ま
で
強
く
は
な
い
と
思
う
の
だ
け

れ
ど

 
キ
リ
ト
を
始
め
と
す
る
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
は
入
り
口
前
で
わ
い
わ
い
話
し
て
い
た

が 
や
が
て
突
入
予
定
時
間
に
な
り
メ
ン
バ

も
揃

た
事
で
ユ
キ
ノ
が
突
入
の
手
続
き
を
開

始
し
た

準
備
オ

ケ

よ

レ
イ
ド
ご
と
ま
と
め
て
転
送
さ
れ
る
わ

よ
し
み
ん
な

気
合
い
入
れ
て
い
こ
う

任
せ
ろ

今

の
ム
ラ
サ
メ
は
血
に

え
て
る

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
ム
ラ
サ
メ
を

さ
れ
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
が

機

良
さ
そ
う
に
そ
う
叫
ん
だ

 
そ
ん
な
ク
ラ
イ
ン
を
微
笑
ま
し
そ
う
に

め
な
が
ら

一
同
の

は

番
に
消
え
て
い

た
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そ
の

間
に
ア
ル
ン
中
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

き

る

ア
レ
ス
討
伐
戦
が
発
生
し
ま
し
た

 
攻
撃
側

守
備
側
の
プ
レ
イ
ヤ

は

一
時
間
以
内
に
突
入
手
続
き
を
行

て
下
さ
い

 
そ
の
後

一
時
間
は
戦
闘
に
乱
入
出
来
ま
す
が

報

は

さ
れ
ま
す

 
お

お
い

今
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

こ
れ

て
Ｐ
Ｖ
Ｐ
も

め
た
戦
闘
に
な
る
の

一
時
間

⻑
い
な
お
い

中
参
加
も
可
能
な
ん
だ
ね

と
い
う
か

討
伐
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
て
な
く
て
も
こ
こ
に
は
入
れ
る
の
か
な

ち

と
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
な

と
い
う
か

開
始
ま
で
こ
こ
か
ら
出
ら
れ
な
い
の
か
し
ら

あ

出
ら
れ
る
み
た
い
だ
よ

 
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て

況
を
確
認
し
て
い
た
ア
ス
ナ
が
そ
う
言

た

 
そ
の

す
場
所
に
は

確
か
に
開
始
時
間
ま
で
は
出
入
り
自
由
と
書
い
て
あ
る
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よ
し

今
後
の

に
も
今
の
う
ち
に
色
々

証
し
て
お
こ
う

 
お
い
フ
カ

何
人
か
連
れ
て

こ
の
フ

ル
ド
の
調
査
を
頼
む

 
ア
ス
ナ
は
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
行

て

参
加
可
能
な
何
人
か
を
連
れ
て
き
て
く
れ

 
リ
ツ
さ
ん
達
な
ら
討
伐
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
か
ら

 
そ
れ
で
こ
こ
に
入
れ
る

件
が
分
か
る
は
ず
だ

了
解

お
い
レ
ン

そ
れ
に
リ
オ
ン

セ
ラ

ち

と
付
き
合

て

分
か

た

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
ね

  
フ
カ
次
郎
は
レ
ン
と
リ
オ
ン
と
セ
ラ
フ

ム
と
共
に
奥
へ
と
走
り
出
し
た

全
体
マ

プ
は
さ
す
が
に
用
意
さ
れ
て
な
い
み
た
い
だ
ね

で
も
こ
う
や

て
調
査
出
来
る
の
は

ホ
ス
ト
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
み
た
い
な

あ

見
て

遠
く
に
お
城
み
た
い
な

物
が
見
え
る

あ
そ
こ
が
敵
の
居
場
所

い
ね

ま
さ
か
の
攻
城
戦

で
も
入
り
口
の
扉
は
オ

プ
ン
だ
か
ら

城
戦
に
は
な
ら
な
い
み
た
い
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ん
ん

こ
こ
か
ら
先
は
進
め
な
い

 
も
う
す
ぐ
そ
の
城
に
到
着
出
来
る
と
い
う

置
で

 
フ

ル
ド
は
光
る
カ

テ
ン
の
よ
う
な
物
で
移
動
出
来
な
く
な

て
い
た

む
む
む

準
備

だ
と
こ
れ
以
上
行
け
な
い
み
た
い

仕
方
な
い

カ

テ
ン
の
こ
ち
ら
側
を
回
り
ま
し

う

オ

ケ

み
ん
な

行
く
よ

 
フ
カ
次
郎
は
そ
う
指

を
出
し
四
人
は
そ
の
ま
ま
味
方
側
フ

ル
ド
の
地

を

す
る

 
そ
し
て
見
え
る

囲
の
敵
側
の

況
を
調
べ
る

に

情
報
収
集
を
開
始
し
た

 
こ
ん
に
ち
は

 
そ
の

ア
ス
ナ
は
久
し
ぶ
り
に
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
に
顔
を
出
し
て
い
た

あ
れ

ア
ス
ナ

ど
う
し
た
ん
だ

何
か
久
し
ぶ
り
な
の
に

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
を
出
迎
え
た
の
は

リ
ン
と
リ
ツ
で
あ
る
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う
ん

久
し
ぶ
り

で
ね

い
き
な
り
で
悪
い
ん
だ
け
ど

ち

と
協
力
し
て
欲
し
い
事

が
あ

て
さ

 
ア
ス
ナ
は
二
人
に
事
情
を
説
明
し
二
人
は
残
り
の
四
人
を
連
れ
て
く
る
と
言

て
奥
へ
入

て
い

た

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て

残
り
の
四
人
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

を
現
し
た

ア
ス
ナ

本
番
前
に
ち

と
戦
う

 
リ

ウ
の
一
言
目
は
い
き
な
り
の
そ
れ
で
あ

た

相
変
わ
ら
ず
の
よ
う
で
あ
る

そ

そ
れ
は
本
番
ま
で
と

て
お
い
て

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
に

え
る
よ
う
に

リ
ナ
が
飛
び
つ
い
て
く
る

ハ
チ
マ
ン
は

ね

ハ
チ
マ
ン
は

ご
め
ん
リ
ナ
ち

ん
ハ
チ
マ
ン
君
凄
く
疲
れ
ち

た
み
た
い
で
今
は
外
で
休
ん
で
る

ん
だ

 
目
線
の
高
さ
を
合
わ
せ

優
し
く
そ
う
伝
え
る
ア
ス
ナ
だ

た
が

 
そ
の
胸
が
い
き
な
り
背
後
か
ら

ま
れ
た

リ
ク
で
あ
る

お

ア
ス
ナ

相
変
わ
ら
ず
柔
ら
け

な
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き

ち

と
リ
ク

変
な
所
を
触
ら
な
い
で

る
も
の
じ

な
い
し

い
い
じ

ん
よ

こ
の
手
触
り

俺
好
き
な
ん
だ
よ
な

る
か
ら

何
か
が

る
か
ら

良
い
で
は
な
い
か
良
い
で
は

ぎ

 
リ
ク
は
い
き
な
り
そ
う

鳴
を
上
げ
る
と

を

え
て
そ
の
場
に

た

 
そ
の
後
ろ
に
は
棒
を
持

た
リ

ク
が
立

て
い
る

 
お
そ
ら
く
そ
の
棒
で

リ
ク
の

を
思
い
切
り
叩
い
た
の
だ
ろ
う

ご
め
ん

う
ち
の
馬

姉
が
迷
惑
か
け
た
じ

ん

リ

ク
ち

ん

う
う
ん

悪
気
は
無
い

て
分
か

て
る
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

ア
ス
ナ
は

い

そ
ん
な
事
言

て
る
と

リ
ク
が

々
つ
け
あ
が
る
じ

ん
ね

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

で
も
友
達
だ
し

ね

 
ア
ス
ナ
は
片
目
を

て
そ
う
言
い

リ
ク
の
顔
が
パ

と
明
る
く
な

た

だ
よ
な
だ
よ
な

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

調
子
に
乗
る
な
じ

ん
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リ

ク
は
再
び
リ
ク
の

を
叩
き

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
ア
ス
ナ
に
話
し
か
け
た

は

話
は

い
た
よ

時
間
も
無
い
み
た
い
だ
し

く
行
く
じ

ん

う

う
ん

み
ん
な

あ
り
が
と
う

 
六
人
に
お

を
言

た
ア
ス
ナ
は

少
し
迷
う
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
後

 
ど
こ
か
に
メ

セ

ジ
を
送
り

顔
を
上
げ
て
六
人
に
行

た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

こ

ち

 
こ
う
し
て
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
六
人
は
ア
ス
ナ
と
共
に
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
に

向
か

た

 
あ

あ
れ

人
が
集
ま

て
る

待

て

あ
そ
こ
に
い
る
の
は

シ
グ
ル
ド

シ
グ

誰

う

ん

分
か
り
易
く
言
う
と
敵

か
な

そ
う
な
ん
だ

あ
は

そ
れ
じ

あ
ち

と
戦

て

わ

リ

ウ
待

て

ち

と
待

て
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ア
ス
ナ
は
リ

ウ
を
必
死
に
止
め

物

に
身
を

め
て
そ
ち
ら
の
様
子
を

た

こ
の
戦
闘
は
ど
う
や
ら
プ
レ
イ
ヤ

が
二
手
に
分
か
れ
て
戦
う
よ
う
だ

 
勝
者
に
も
敗
者
に
も
報

が
出
る
ら
し
い
が
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は

め
ら
れ
な
い
差
が
あ
る

は
ず
だ

 
そ
し
て
俺
達
は
今
日
立
ち
上
げ
た
ギ
ル
ド

Ｓ

Ｓ

そ
の
メ
ン
バ

は
総
勢
二

名
い
る

が 
俺
達
は
全
員
守
備
側
に
回
る

俺
達
を
敵
に
回
す
か
ど
う
か

 
み
な
よ
く
考
え
て

を
選
択
し
た
方
が

明
だ
と
思
う
ぞ

 
そ
う
言

て
シ
グ
ル
ド
は
転
送
さ
れ
て
い
き

そ
の
場
に
残

た
一

プ
レ
イ
ヤ

達
は

 
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た
後

同
様
に
中
に
転
送
さ
れ
て
い

た

や

ぱ
り
討
伐
ク
エ
ス
ト
に
関
係
な
く
中
に
入
れ
る
み
た
い
だ
ね

 
で
も
私
達

ど

ち
に
つ
く
か
な
ん
て
選
べ
な
か

た
け
ど
な

ま
あ
私
達
が
い
じ

て
み
れ
ば
結
果
は
す
ぐ
分
か
る
じ

ん

ア
ス
ナ

ち

と
こ
れ
を
被

て
お
こ
う

 

ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
の
配

な
の
か

リ

ウ
が
ア
ス
ナ
に
フ

ド
を

し
て
き
た
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あ

う
ん

 
ア
ス
ナ
は
深
く
考
え
ず
に
そ
れ
を
受
け
取
り
六
人
と
一

に
入
り
口
前
の
コ
ン
ソ

ル
へ
と

向
か

た

や

ぱ
り
選
べ
る
じ

ん
ね

な
る
ほ
ど

討
伐
ク
エ
ス
ト
に
関
係
な
く
こ
れ
に
は
参
加
出
来
る
ん
だ
ね

 
ち
な
み
に
シ
グ
ル
ド
達
は

実
は
深
夜
に
も
少
し
狩
り
を
行

て
お
り

 
今
日
の
午
前
中
で
討
伐
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
て
い
た

 
な
の
で

は
選
べ
な
か

た
の
だ
が
敵
を

や
さ
な
い

に
あ
ん
な

説
め
い
た
事
を
し

た
の
で
あ
る

 
そ
の

果
は
確
か
に
あ

た
よ
う
で

表

さ
れ
て
い
る
戦
力
は

 
攻
撃
側
が
八
十
に
対
し

守
備
側
が
三

ま
で

れ
上
が

て
い
た

う
わ

結

差
が
つ
い
て
る

一

の
人
達
は
こ

ち
が
五
十
ち

と

向
こ
う
に

み
た
い
な
感
じ
じ

ん
ね

ま
あ
い
い
で
し

さ

入
ろ
入
ろ

 
リ

ウ
が
急
か
す
よ
う
に
そ
う
言
い

七
人
は
そ
の
ま
ま
中
に
転
送
さ
れ
る
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戦
闘
好
き
な
リ

ウ
と
し
て
は

こ
こ
で
ア
ス
ナ
の
正
体
が
バ
レ

 
攻
撃
側
の
人
が

え
る
の
を
防
ぎ
た
か

た
の
だ

 
そ
の
狙
い
は
功
を

し
こ
の
後
ほ
と
ん
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

が
守
備
側
に
参
加
す
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
１
１
１
２
話
 
ア
レ
ス
戦

突
入

 
す
み
ま
せ
ん

一
話
書
く
の
に
か
な
り
時
間
が
か
か

て
し
ま
い
ま
し
た

 
強
め
の

で
も

み
が
消
え
き
ら
な
い

ま

た
く

が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た

し

あ
り
ま
せ
ん

 
次
の
投
稿
は
三
十
日
で
そ
こ
か
ら
は

み
も
無
く
な
る
は
ず
な
の
で
普
通
の
更
新
に

せ
る

予
定
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

三
十
日
追
記

 

日
の
治
療
後
⻭
の

を
思
い

き
り

た
結
果
一
時
的
に

が

か
な
い
ほ
ど

の
激

に
見
舞
わ
れ
て
い
る

更
新
は
少
し

く
な
り
そ
う
で
す
す
み
ま
せ
ん
ｏ
ｒ

Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
 
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

 
空
に
そ
ん
な
文

が
表

さ
れ

に
ア
レ
ス
攻
略
戦
が
開
始
さ
れ
た

 
最
終
的
に
攻
撃
側
の
人

は
約

人
守
備
側
は
約
四

人
と
い
う
戦
力
差
と
な

て
い
る
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参
加
人

の
上
限
に
達
し
て
い
る

に
こ
れ
以
上
プ
レ
イ
ヤ

が
中
に
入
る
事
は
出
来
な
い

が 
死
ん
だ
者
は
二
度
と
こ
こ
に
は
入
れ
な
い

時
間
内
で
あ
れ
ば

 
死
者
が

え
る
ご
と
に
再
び
新
た
な
プ
レ
イ
ヤ

が
突
入
し
て
く
る
事
だ
ろ
う

何
と
な
く
守
備
は

だ

た
か
ら
攻
撃
の
方
に
参
加
し
て
み
た
け
ど

こ
れ
は
さ
す
が
に
や
ば
く
な
い
か

あ
あ

く
そ

素
直
に
守
備
側
に
入

と
き

良
か

た

 
開
始

々
に
し
て

攻
撃
側
の
プ
レ
イ
ヤ

達
の
士
気
は
限
り
な
く
下
が

て
い
た

 
そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う

さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
戦
力
に
差
が
つ
く
と

 
普
通
は
攻
撃
側
が
勝
つ
事
な
ど
あ
り
え
な
い

 
そ
う
落
ち
込
む
彼
ら
の

に

何
と
も
気
楽
な
感
じ
の
会
話
が
飛
び
込
ん
で
き
た

お

結

え
て
る
な

誰
も
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
か
な

て
思

て
た
ん
だ
け
ど
な

ま
あ
私
は
ど

ち
で
も
良
か

た
け
ど
ね

 
何
事
か
と
思
い

そ
ち
ら
を
見
た
攻
撃
側
プ
レ
イ
ヤ

の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
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ヴ

ル
ハ
ラ

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会

そ
し
て
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
連
合
チ

ム
で

あ

た
お

お
い

あ
れ

ヴ

ル
ハ
ラ

ヴ

ル
ハ
ラ
だ

え

マ
ジ
で

ヴ

ル
ハ
ラ
は
討
伐
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
て
た
は
ず
だ
よ
な

ま
さ
か
の

神
側
の
ク
エ
ス
ト

そ
ん
な
の
あ

た
の
か

 
一

の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
戸
惑

て
い
た
が

そ
ん
な
彼
ら
を
よ
そ
に
会
話
は
続
く

戦
力
差
は
四
体
一

更
に
ボ
ス
が
相
手
の
味
方

て
か

お
ま
け
に
向
こ
う
は
お
城
付
き
み
た
い
な

こ
れ
本
当
に
ク
リ
ア
さ
せ
る
気
が
あ
る
の
か
な

ま
あ
う
ち
が
少

な
の
は
い
つ
も
の
事
じ

ん

そ
う
そ
う

い
つ
も
通
り
や
れ
ば
い
い
ん
だ

て

は
い
み
ん
な

そ
ろ
そ
ろ
静
か
に
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ユ
キ
ノ
が
そ
う
言

て
パ
ン

と
手
を
叩
き

場
は
シ
ン
と
静
ま

た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
一
歩
前
に
出
て

一

プ
レ
イ
ヤ

達
に
声
を
か
け
た

と
い
う

で

宜
し
く

 
何
と
も

い

で
あ

た
が

直
後
に
一

の
プ
レ
イ
ヤ

達
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

う
お
お
お
お

ヴ

ル
ハ
ラ

ヴ

ル
ハ
ラ

く

そ
ラ

キ

こ
れ
で
勝
つ
る

守
備
側
に
参
加
し
な
く
て
本
当
に
良
か

た

 
そ
ん
な
彼
ら
に
笑
顔
を
向
け
な
が
ら

キ
リ
ト
は

令
を
か
け
た

よ

し

そ
れ
じ

あ
行
こ
う
か

お
う

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の

場
に
よ
り
攻
撃
側
の
士
気
は
急
速
に
回
復
し
た

 
ホ

リ

を
中
心
に
ユ
イ
ユ
イ
と
セ
ラ
フ

ム
が

を

め
て
進
軍
し
ア
サ
ギ
が

を

努
め
る

 
そ
の
ま
ま
敵
の
城
が
見
え
る

置
ま
で
移
動
し
た
一
同
は
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城
壁
の
上
に
凄
ま
じ
い

の
銃
口
を
認
め

口
し
た

こ
の
中
を
進
む
の
は
さ
す
が
に
面
倒
だ
な

せ
め
て
飛
べ
れ
ば
ね

ま
あ
飛
べ
た
ら
城
の
意
味
が
無
く
な

ち
ま
う
し

仕
方
な
い
よ
な

 
こ
の
フ

ル
ド
で
は
ど
う
や
ら
飛
べ
な
い
ら
し
く

に
確
認
済
で
あ
る

城
門
は

開
い
て
る
の
か

遠
く
に
お
城
の
内
部
も
見
え
る
ね

そ

ち
の
入
り
口
も
開
い
て
そ
う

で
も
そ
こ
に
行
く
ま
で
に
か
な
り
ダ
メ

ジ
を
く
ら

ち

い
そ
う
だ
ね

タ
ン
ク
に
前
に
出
て
も
ら
う
と
し
て
も

さ
す
が
に
城
壁
が
高
す
ぎ
だ
よ
な

も
と
れ
て
る
み
た
い
ね

シ
グ
ル
ド
も
変
わ

た
と
い
う
事
か
し
ら

 
シ
グ
ル
ド
は
連
合
や
同
盟
の
体
た
ら
く
を

伏
の
時
に
よ
く
観
察
し
て
い
た

 
そ
れ
に
よ

て
シ
グ
ル
ド
が
得
た
教
訓
は

 
個
人
の
力
で
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
絶
対
に
勝
て
な
い
と
い
う
事
で
あ

た

 
そ
の

シ
グ
ル
ド
は

部
下
達
に
は
徹

し
て
集
団
戦
術
を
学
ば
せ
て
い
た
の
で
あ
る

そ
れ
な
ら
私
が
何
と
か
出
来
る
と
思
う
わ
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そ
う
言

て
一
歩
前
に
出
た
の
は
ユ
キ
ノ
で
あ
る

 
ユ
キ
ノ
が
そ
の
手
に
持

て
い
た
の
は

ウ

ル
ブ

ツ
だ

た

あ
あ

そ
の
手
が
あ

た
か

と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
私
が
敵
の
足
止
め
を
す
る
わ

み
ん
な
は
そ
の
間
に
門
の
中
に
突
入
し
て

了
解

 
ユ
キ
ノ
は
レ
コ
ン
の
助
け
を

り

を
消
し
て
密
か
に
城
の
側
面
へ
と
回
り
込
む

 
そ
の
間
キ
リ
ト
は
正
門
前
に

を
見
せ
い
か
に
も
正
面
突
破
す
る
ぞ
と
い
う
ア
ピ

ル
を
続

け
て
い
た

お

お
い

あ
れ

ヴ

ヴ

ル
ハ
ラ
だ

何
で
あ
い
つ
ら
が
攻
撃
側
に

敵
な
の
は
間
違
い
な
い

と
に
か
く
撃
て

撃
て

 
当
然
キ
リ
ト
に
魔
法
銃
の
攻
撃
が
集
中
す
る
が
そ
の
攻
撃
は
キ
リ
ト
が
全
て
叩
き
落
と
し
た
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そ
の

で
は
リ
オ
ン
が
こ

そ
り
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
で
攻
撃
を

収
し
て
い
る

 
魔
力
補
充
の
チ

ン
ス
だ
と
見
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
陽
動
代
わ
り
と
し

ユ
キ
ノ
は
レ
コ
ン
に
ブ

ツ
を

し

 
レ
コ
ン
が

を

し
た
ま
ま
壁
を

て
い
く

ユ
キ
ノ
は
そ
の
足
に
ブ
ラ
ン
と
ぶ
ら
さ
が
り

な
が
ら

 
同
じ
く
レ
コ
ン
の
魔
法
に
よ

て

を
消
し
た
ま
ま

上
へ
上
へ
と
運
ば
れ
て
い
く

 
こ
れ
が
も
し
ハ
チ
マ
ン
が
相
手
な
ら
ユ
キ
ノ
は
確
実
に
お
姫
様

こ
を
所
望
し
た
だ
ろ
う

が 
レ
コ
ン
相
手
で
は
当
然
そ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
か

た

ふ
 
城
壁
の
上
に
手
が

く
よ
う
に
な
る
と

ユ
キ
ノ
は
そ
こ
に
手
を
か
け

 
自
ら
の
力
に
よ

て
体
を
引
き
上
げ

城
壁
の
上
に
ヒ
ラ
リ
と
舞
い
降
り
た

 
そ
の

は
実
に
華
麗
で
あ
り

誰
か
ら
も

が
見
え
な
い
の
が
実
に
残
念
で
あ
る

さ
て

始
め
ま
し

う
か

は
い
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そ
し
て
ユ
キ
ノ
は
⻑
い
⻑
い

を
始
め
城
壁
上
の
敵
を
確
実
に
魔
法
の

囲
に
収
め
て
い

く 
同
時
に
レ
コ
ン
は
ア
ス
ナ
に
メ

セ

ジ
を
入
れ

 
そ
れ
を
受
け
た
ア
ス
ナ
は
仲
間
達
に
突
撃
の
準
備
を
す
る
よ
う
に
テ
キ
パ
キ
と
指

を
出
し

て
い
く

 

な
く
し
て
ユ
キ
ノ
の

が
終
わ
り

レ
コ
ン
も
戦
闘
体
勢
を
と

た

さ
て

あ
の
人
達
を
城
壁
か
ら
叩
き
落
と
す
わ
よ

ア
イ
ス
エ
イ
ジ

 
ユ
キ
ノ
が
そ
う
叫
ん
だ

間
に

城
壁
を
伝
う
よ
う
に

が
広
が

て
い
き

 
今
ま
さ
に
ヴ

ル
ハ
ラ
目

け
て
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い
た
者
達
は

 

り
上
が
る

に

か
れ

そ
の
ま
ま
城
壁
の
下
へ
と
落
下
し
て
い

た

何
だ

う
お
お
お
お

こ

絶
対

度

 
同
時
に
ア
ス
ナ
が
混
乱
す
る
敵
に
向
け

攻
撃
の
合
図
を
出
す

今
が
チ

ン
ス
だ
よ

突
撃
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お
う

 
先

を
走
る
の
は
タ
ン
ク
三
人

と
ラ
キ
ア
で
あ

た

 
三
人
は

落
下
し
て
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
者
達
に
は
目
も
く
れ
ず

 

ん
で
今
ま
さ
に
こ
ち
ら
に
殺
到
し
て
こ
よ
う
と
す
る

城
門
内
の
敵
を

制
す
る

 
城
の
入
り
口
ま
で
は
ま
だ
五
十
メ

ト
ル
く
ら
い
あ
り

 
そ
ち
ら
か
ら
激
し
い
遠

攻
撃
も
飛
ん
で
く
る
が

 
三
人
は
そ
れ
を
難
無
く
防
ぎ

仲
間
達
は
無
事

城
門
の
内
部
へ
と
侵
入
を
果
た
し
た

 
そ
の
間
に
先
行
し
て
突

込
ん
だ
ラ
キ
ア
が

そ
の
手
に
持
つ
巨
大
な

を

 
落
ち
て
き
た
衝
撃
で
ス
タ
ン

態
に
な

て
い
る
敵
に
容

な
く

り
下
ろ
し
て
い
く

 
他
の
者
達
も
す
ぐ
に
そ
の
攻
撃
に
加
わ
り

 
壁
上
に

取

て
い
た
五
十
人
ほ
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

ま
た
た
く
間
に
殲
滅
さ
れ
た

 
そ
れ
を
見
て
い
た
ユ
キ
ノ
は
城
壁
の
内
部
に
上
り
下
り
す
る

の

が
城
壁
内
に
無
か

た 
仕
方
な
い
と
い

た
表
情
で
ヒ
ラ
リ
と
飛
び
降
り

優

に
着
地
を
決
め
る

さ

す
が
ユ
キ
ノ
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い
い
え

レ
コ
ン
君
の
サ
ポ

ト
が
あ

て
こ
そ
よ

ア
ス
ナ

そ

か

さ

す
が
レ
コ
ン
君

い
え

僕
な
ん
か
ま
だ
ま
だ
で
す
よ

 
ユ
キ
ノ
の
後
を
追

て
飛
び
降
り
て
き
た
レ
コ
ン
は

は
に
か
む
よ
う
な
表
情
で
そ
う
言
い

 
そ
の
ま
ま
城
の
方
に
目
を
向
け
た

 
城
の
内
部
か
ら

敵
の
近
接
ア
タ

カ

が
ち
ら
ほ
ら
と

を
見
せ
て
お
り

 
今
は
タ
ン
ク
の
三
人
が

制
し
て
い
る
も
の
の
す
ぐ
に
ま
た
激
し
い
戦
い
が
行
わ
れ
る
事
に

な
り
そ
う
だ

 
ち
な
み
に
城
壁
か
ら
城
入
り
口
の
間
に
配
置
さ
れ
て
い
た
敵
プ
レ
イ
ヤ

は

 
タ
ン
ク
三
人
が
相
手
で
は
分
が
悪
い
と
判
断
し
た
の
か

に
城
内
に
引
い
て
い
る

分

が
と
れ
て
ま
す
ね

そ
う
い
え
ば
シ
グ
ル
ド
と
ま
と
も
に
戦
う
の

て
こ
れ
が
初
め
て
だ
よ
な

 
そ
れ
に
対
し
て
は

シ
ル
フ
領
の
四
天
王
で
あ
る
フ
カ
次
郎
と
リ

フ

が
こ
う
答
え
た

ま
あ
あ
い
つ
は
腐

て
も
シ
ル
フ
軍
の
エ

ス
だ

た
し

 
戦
い
に
関
し
て
は
意
外
と
し

か
り
し
て
る
よ
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多
少
成
⻑
も
し
て
る
気
が
す
る
よ
ね

そ

か

相
手
に
と

て
不
足
な
し
だ
な

 
キ
リ
ト
は

き
な
が
ら
そ
う
言
う
と

全
軍
に
前
進
す
る
よ
う
に
伝
え
た

行
こ
う

 
そ
の
声
を
受
け

ホ

リ

を
先

に
タ
ン
ク
の
三
人
が
城
内
へ
と
歩
き
出
す

 
そ
の
迫
力
に
押
さ
れ
た
の
か

先
ほ
ど
ま
で
こ
ち
ら
を

う
よ
う
に

 
ち
ら
ほ
ら
と

を
見
せ
て
い
た
敵
の
近
接
ア
タ

カ

が
城
内
へ
と
完
全
に
引

込
ん
で
い

く
ん

 
そ
の
動
き
に
何
か
を
感
じ
た
の
か

キ
リ
ト
が
思
わ
ず
そ
う

く

キ
リ
ト
君

ど
う
か
し
た

い
や

何
と
な
く
敵
の
動
き
が
不
自
然
な
感
じ
が

何
か
あ
る
の
か
な

分
か
ら
な
い
け
ど

し
て
い
こ
う

う
ん
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仲
間
達
は
次
々
と
城
の
内
部
へ
と
入

て
い
く

あ

ユ
キ
ノ
さ
ん

今
の
う
ち
に
こ
れ

返
し
ま
す
ね

 
最
後
尾
近
く
を
歩
い
て
い
た
レ
コ
ン
が
そ
う
言

て
ユ
キ
ノ
に
ウ

ル
ブ

ツ
を
差
し
出

し
たあ

そ
う
だ

た
わ
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
城
内
に
入
り

ま
だ
後
方
に
い
る
二
人
に
チ
ラ
リ
と

線
を
向
け
た

 

ア
サ
ギ
さ
ん

そ
ろ
そ
ろ

う
ん

今
行
く

 
ア
サ
ギ
は

と
し
て

ま
だ
城
門
の
外
で
敵
を

し
て
お
り

 
リ
オ
ン
は
そ
ん
な
ア
サ
ギ
を
呼
ぼ
う
と
そ
ち
ら
に
向
か

て
い
た

 
そ
の

間
に
い
き
な
り
上
か
ら

の
扉
が
落
下
し
城
門
が

ざ
さ
れ
た

ア
サ
ギ
を
残

し
た
ま
ま

えなま
ず
い
わ
ね

キ
リ
ト
君
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む
 
そ
の
事
態
に
ユ
キ
ノ
が

て
て
キ
リ
ト
に
声
を
か
け
た
が

 
そ
の

間
に
今
度
は
ユ
キ
ノ
達
が
今
ま
さ
に
通

た
城
の
入
り
口
の
上
か
ら

の
扉
が
降

て
く
る

く

リ
オ
ン
さ
ん

 
ユ
キ
ノ
は

に
そ
の
手
に
持
つ
ウ

ル
ブ

ツ
を
リ
オ
ン
に
投
げ

 
リ
オ
ン
が
そ
れ
を
キ

チ
し
た

間
に
そ
の
扉
は

ざ
さ
れ
た

こ
れ
は

あ

そ
う
か

 
今
リ
オ
ン
は
城
門
と
城
の
入
り
口
の
間
に
い
た
が

城
壁
の
上
に

る
手

が
無
い

 
そ
こ
か
ら
城
門
を

て
ア
サ
ギ
の
い
る
場
所
に
行
く
の
は
不
可
能
で
あ

た

 
だ
が
こ
れ
が
あ
れ
ば

ア
サ
ギ
の
所
に
た
ど
り
着
く
事
が
出
来
る

 
リ
オ
ン
は
ユ
キ
ノ
の
機
転
に
感
謝
し
つ
つ
ウ

ル
ブ

ツ
を
装
備
し
て
城
壁
を

直
に

た
ア
サ
ギ
さ
ん

 
城
壁
の
上
で
そ
う
叫
び

下
を
見
た
リ
オ
ン
は

そ
の
光
景
に
愕
然
と
し
た
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ど
こ
に

れ
て
い
た
の
か

城
壁
の
外
に
は
二
十
人
ほ
ど
の
敵
が

を
見
せ
て
お
り

 
城
門
を
背
に
し
た
ア
サ
ギ
が
そ
の
敵
を
相
手
に
一
人
で
激
し
い
戦
い
を

り
広
げ
て
い
た
か
ら

で
あ
る

ア
サ
ギ
さ
ん

今
助
け
る
か
ら

リ
オ
ン
ち

ん

 
そ
し
て
リ
オ
ン
は
城
門
の
上
で
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を

え
高
ら
か
に
こ
う
叫
ん
だ

目
覚
め
よ
我
が
娘
よ

 
こ
う
し
て
二
人
の
厳
し
い
戦
い
が
始
ま

た
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第
１
１
１
３
話
 
ア
レ
ス
戦

城
門
の
攻
防

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

や

と

が

く

度
に
は
落
ち
着
き
ま
し
た

 

追
記

 
全
然
落
ち
着
い
て
ま
せ
ん
で
し
た

苦
し
ん
で
お
り
ま
す
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ

い
ｏ
ｒ

ア
サ
ギ
さ
ん
か
ら
離
れ
ろ

 
ア
サ
ギ
と
は
⻑
い
付
き
合
い
で
あ
り

と
て
も
仲
が
い
い
リ
オ
ン
は
キ
レ
て
い
た

 
ア
サ
ギ
に
無
骨
な
男
共
が

が
り

つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
と
て
も
不

だ

た
か

ら
だく

そ

相
手
は
二
人
だ

せ

か
く
罠
が
成
功
し
た
ん
だ
か
ら

確
実
に
仕

め
ろ

 
今
回
の
敵
は

そ
れ
な
り
に
や
る
ら
し
い

 
そ
う
思

た
リ
オ
ン
は

だ
が
激
情
の

く
ま
ま
に
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
乱
射
し
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ア
サ
ギ
の

り
か
ら
敵
を

す
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
の
分
リ
オ
ン
に
対
し
て
魔
法
攻
撃
が
集
中
し
た
が

幸
い

使
い
が
い
な
か

た

 
リ
オ
ン
は
余

を
持

て
敵
の
魔
法
攻
撃
を

収
し

 

久
機
関
よ
ろ
し
く

戦
闘
継
続
能
力
を

持
し
続
け
る
事
に
成
功
し
て
い
た

 
だ
が
こ
こ
ま
で
に
二
人
が
倒
せ
た
敵
の

は
ゼ
ロ
で
あ

た

敵
は
戦
い
を
慎
重
に
進
め
て
お

り 
無
理
せ
ず
ア
サ
ギ
へ
の

か
い
ダ
メ

ジ
を

み
重
ね
る
事
に
腐
心
し
て
い
た
か
ら
だ

 
こ
こ
ま
で
ア
サ
ギ
へ
の
ヒ

ル
は
つ
た
な
い
な
が
ら
も
リ
オ
ン
が
行

て
い
た
が

 
攻
撃
は
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
で

収
し
続
け
て
い
る

を
使
用
し
て
い
る
の
で
問
題

な
い
も
の
の

 
ヒ

ル
に
関
し
て
は
リ
オ
ン
の
自
前
の

を
使

て
い
る

 
そ
の
残

は
徐
々
に
ゼ
ロ
に
近
付
い
て
き
て
い
る

も
し
リ
オ
ン
の

が
切
れ
た
と
し
て
も

 
ア
サ
ギ
は
自
前
で
回
復
ア
イ
テ
ム
を
そ
れ
な
り
に
所
持
し
て
い
る

 
多
少
の
間
な
ら
戦
闘
を
継
続
す
る
事
が
可
能
だ
が

 
そ
れ
に
よ

て
勝
利
を
手

り
寄
せ
ら
れ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
あ
る
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リ
オ
ン

ア
サ
ギ
さ
ん

 
二
人
は
そ
う
声
を
か
け
あ
う
事
で
そ
の
認
識
を
共

し

 
こ
う
な

た
ら
死
ぬ
気
で
出
来
る
だ
け
多
く
の
敵
を
倒
す
し
か
な
い
と
目
を
目
で

き
合

た 
直
後
に
ア
サ
ギ
が
動
く

公
主

モ

ド

デ
ス
ト
ロ
イ

 
そ
の
言
葉
に
反
応
し

公
主
の

骨
が

び

刃
を

成
す
る

う
が

 
敵
の
一
人
が
そ
れ
に
虚
を
突
か
れ

ま
と
も
に
攻
撃
を
く
ら
う

 
リ
オ
ン
は
そ
の
チ

ン
ス
を
逃
さ
ず

攻
撃
を
そ
の
一
人
に
集
中
し
た

ま
ず
一
人

 
二
人
の
連

に
よ

て

そ
の
敵
が
消
滅
す
る

く
そ

落
ち
着
け

こ
の
ま
ま
じ
わ
じ
わ
と

る
ん
だ
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ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
は
魔
法
を

収
す
る
ぞ

あ

ち
に
魔
法
を
撃
つ
な

 
そ
の
言
葉
を

き

リ
オ
ン
は
⻭

り
を
し
た

 
元
々
リ
オ
ン
は
集
団
戦
で
こ
そ
活
躍
出
来
る
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
り

 
こ
う
い

た
個
人
の
勇
が
要
求
さ
れ
る
戦
闘
に
は
不
向
き
で
あ
る

 
そ
れ
を

す
る

に
色
々

し
て
は
い
る
が

ま
だ
実
に
な

て
い
な
い
現

 
こ
の

況
は
非
常
に
ま
ず
い

で
も
や
る
し
か
な
い

 
リ
オ
ン
が
そ
う
覚
悟
を
決
め
た

間
に

背
後
か
ら
足
音
が
し
た

ま
さ
か

伏
兵

 
そ
う
ド
キ
リ
と
し

後
方
の
城
門
に
目
を
や

た
リ
オ
ン
の

界
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

 
シ
ノ
ン

コ
マ
チ

ウ
ズ
メ

ピ

ア
の
四
人
で
あ

た

  
ア
サ
ギ
と
リ
オ
ン
が

立
さ
せ
ら
れ

て
い
た
キ
リ
ト
達
は

 
敵
と
交
戦
し
な
が
ら
ユ
キ
ノ
の
指

に

い
城
門
の
裏
側
に
当
た
る

置
を
徹

的
に
調

べ
て
い
た
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キ
リ
ト
君

こ
れ

 
そ
ん
な
中

ア
ス
ナ
が
説
明
が
書
か
れ
た
ハ

チ
の
よ
う
な
物
を
発
見
し
た

 
そ
こ
に
は
こ
う
書
い
て
あ

た

城
門
上
ル

ト

四
人
用

た
だ
し
一
方
通
行

四
人

ど
う
や
ら
敵
に
も
あ
る

度
制
約
が
あ
る
よ
う
ね

 
好
き
に
城
内
に
プ
レ
イ
ヤ

を
配
置
出
来
る

で
は
な
さ
そ
う

 
近
く
に
は
同
じ
よ
う
な
ハ

チ
が
あ

た
が
そ
こ
に
つ
い
て
い
る
ラ
ン
プ
は
使
用
済
と
い
う
事

な
の
か

 

く
点

し
て
お
り

開
く
気
配
は
な
い

 
唯
一
ア
ス
ナ
が
見
つ
け
た
少
し
分
か
り
に
く
い
所
に
あ
る
ハ

チ
の
み
が
通
行
可
能
の
よ
う

で 
そ
の
色
は

く

い
て
い
る

よ
し

二
人
を
助
け
に
い
く
メ
ン
バ

を

そ
れ
な
ら
私
が
行
く
わ

城
門
か
ら

を
射

け
る
の
は
定
番
で
し

う
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シ
ノ
ン
が
そ
う

願
し

続
い
て
ウ
ズ
メ
が
手
を
上
げ
る

わ

私
も
行
く

ア
サ
ギ
さ
ん
を
助
け
た
い
か
ら

 
同
じ
事

所
で
仲
良
し
で
あ
る

こ
の

願
は
ま
あ
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ

で
も
ウ
ズ
メ
は
近
接
ア
タ

カ

だ

 
も
し
向
こ
う
が
戦
闘
に
な

て
た
ら
城
門
か
ら
降
り
な
い
と
い
け
な
い
し

 
そ
う
す
る
と
ア
サ
ギ
さ
ん
が
い
る
と
は
い
え
敵
の

に
よ

て
は
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
ぞ

 
ウ
ズ
メ
の
身
を
心
配
し
て
そ
う
言
う
キ
リ
ト
に

ウ
ズ
メ
は
き

ぱ
り
と
こ
う
答
え
た

私
は
私
の
失
敗
で
死
ぬ
事
を
全
然

目
だ
と
思
わ
な
い

そ
れ

て
絶
対
次
に
繋
が
る
こ
と
だ

し 
そ
う
い
う
の
全
部

み
越
え
た
先
に

誰
に
も
負
け
な
い
私
が
い
る

て
思
う
か
ら

 
だ
か
ら
私
自
身
の

に
も
行
か
せ
て
欲
し
い

大
丈
夫

私
が
フ

ロ

し
ま
す
か
ら

 
横
か
ら
ピ

ア
が
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
言
い

キ
リ
ト
は
そ
ん
な
二
人
に

い
た

分
か

た

で
も
ま
あ
出
来
れ
ば
死
な
な
い
よ
う
に
な

ハ
チ
マ
ン
が

し
む
と
思
う
か
ら
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う
ん

頑
張
り
ま
す

ま
あ
も
う
一
人
行
け
る
ん
だ

え

と

そ
れ
じ

あ
コ
マ
チ

頼
む

 
ウ
ズ
メ
と
お

い
の
背
中
を
守

て
戦

て
く
れ

う
ん

任
せ
て

あ

コ
マ
チ
さ
ん

こ
れ
を
持

て
い

て

 
そ
の
時
ユ
キ
ノ
が
コ
マ
チ
に
ウ

ル
ブ

ツ
を
差
し
出
し
て
き
た

こ
れ
が
あ
れ
ば

ね

あ
あ

さ

す
が
ユ
キ
ノ
さ
ん

 
ユ
キ
ノ
は
コ
マ
チ
に
何
か

打
ち
し

 
こ
う
し
て
選
抜
さ
れ
た
四
人
は

そ
の
ま
ま
ハ

チ
を

て
城
門
上
に
飛
び
出
し
た
の
で

あ

た

 
み
ん
な

リ
オ
ン

況
は
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私
は
そ
ろ
そ
ろ

が
き
つ
く
な

て
き
た
と
こ
ろ
だ

た

ア
サ
ギ
さ
ん
は
無
事
だ
け

ど 
リ
オ
ン
は
ア
サ
ギ
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
四
人
に
そ
う
答
え
た

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
敵
を
片
付
け
ま
し

う
か

 
そ
う
言

て

を

え
る
シ
ノ
ン
に

コ
マ
チ
が
待

た
を
か
け
た

待

て
待

て

さ

き
ユ
キ
ノ
さ
ん
が
こ
う
言

て
た
の

 
と
り
あ
え
ず
合
流
し
た
ら
ウ

ル
ブ

ツ
を
使

て
ア
サ
ギ
さ
ん
を
城
門
の
上
に
引

張

り
上
げ
て

 
上
か
ら
一
方
的
に
攻
撃
す
れ
ば
い
い
と
思
う
わ

て

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ

あ
敵
を

制
し
て

そ
の
間
に
ア
サ
ギ
さ
ん
を

そ
れ
な
ら
私
達
に

任
せ
て
下
さ
い

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
そ
う
言

て
説
明
を
始
め
四
人
は
目
を
大
き
く
見
開
い
た
の
で
あ

た

 

ん

何
か

こ
え
な
い
か
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こ
れ
は

歌

な

何
で
こ
ん
な
時
に

お
い

あ
れ

 
突
然
戦
場
に
歌
が

き

り

守
備
側
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

り
を
見
回
し
て

 
城
門
の
上
で
歌
い

る
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の

を
見
つ
け
た

あ
れ

て
噂
の

フ
ラ
ン
シ

シ

の
二
人
に
似
て
る

て
い
う
あ
れ
か

く

そ

本
人
じ

な
い
は
ず
な
の
に
マ
ジ
で
歌
が
上
手
え

そ
れ
に
あ
の
ダ
ン
ス

つ
い
目
が
あ

ち
に
向
い
ち
ま
う

 
そ
こ
で
は
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が

 
ラ
イ
ブ
さ
な
が
ら
に
フ
ラ
ン
シ

シ

の
曲
を

り
な
が
ら
歌

て
い
た

 
七
人
分
の
役

を
二
人
で
こ
な
す
の
は
大
変
だ

た
が

 
二
人
は
い
ず
れ

Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
二
人
で
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ
を
す
る
つ
も
り
だ

た

 

に
練

済
な
の
で
あ

た

凄
え
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攻
撃
を
く
ら
う
可
能
性
を
全
く
無

し
二
人
は
こ
の
パ
フ

マ
ン
ス
に
全
力
投

し
て
い

た 
そ
の
せ
い
か

攻
撃
を
受
け
る
事
も
な
く

下
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

達
は
そ
ん
な
二
人
に
見

入

て
い
た

 
そ
の

を
突
い
て

ウ

ル
ブ

ツ
を
装
備
し
た
コ
マ
チ
が
壁
面
を
走
る

ア
サ
ギ
さ
ん

こ

ち

コ
マ
チ
さ
ん

 
ア
サ
ギ
は
上
に
援
軍
が
来
て
い
る
事
を
認
識
し
つ
つ
も

 
敵
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に

を
続
け
て
い
た
が

 
こ
こ
に
来
て
コ
マ
チ
か
ら
直
接
声
を
か
け
ら
れ
た
事
で

初
め
て

り
返

た

 
そ
こ
に
は
こ
ち
ら
に
手
を

ば
す
コ
マ
チ
の

が
あ
り
ア
サ
ギ
は
そ
の
手
を

い
な
く
掴

ん
だ

 
そ
の

間
に
ア
サ
ギ
の
体
は
ぐ
い

と
コ
マ
チ
に
引
き
寄
せ
ら
れ

 
そ
の
ま
ま
コ
マ
チ
に

え
ら
れ
て
ど
ん
ど
ん
壁
面
を
上
へ

て
い

た

ま
さ
か
女
の
子
に
お
姫
様

こ
を
さ
れ
る
日
が
来
る
な
ん
て
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あ
は
は
は
は

お
待
た
せ
し
ま
し
た
ア
サ
ギ
さ
ん

助
け
に
来
ま
し
た
よ

あ
り
が
と
う

コ
マ
チ
さ
ん

 
そ
れ
で
下
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

況
に
気
付
き

ハ

と
し
た
が

時

に

し

 
ア
サ
ギ
は

に
安
全

に
去

て
お
り

そ
し
て
シ
ノ
ン
か
ら
の
攻
撃
が
始
ま

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
死
に
な
さ
い

 
そ
こ
か
ら
シ
ノ
ン
一
人
で
射

て
い
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い

の
矢
が
降
り
注
ぎ

 
プ
レ
イ
ヤ

達
は

し
な
が
ら
城
門
に

て
逃
げ
出
し
始
め
た

 
ど
う
や

て
も
こ
ち
ら
か
ら
の
攻
撃
は
シ
ノ
ン
達
に
は

か
な
い
の
だ
こ
れ
は
当
然
で
あ
ろ

う
く
そ

化
け
物
め

必
中
の
シ
ノ
ン

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
十

だ

た
か

足
を
止
め
る
な

引
け

引
け

 
そ
の
逃
げ
る
方
向
を
見
て

コ
マ
チ
が
首
を

げ
た

ん

ね

ど
う
し
て
あ

ち
に
逃
げ
る
の
か
な

 
逃
げ
る
な
ら
普
通

こ
の
お
城
か
ら
遠
ざ
か
ろ
う
と
す
る
ん
じ

な
い
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そ
う
い
え
ば
確
か
に

も
し
か
し
て
あ

ち
に
お
城
の
中
に
通
じ
る
道
が
あ
る
と
か

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は
ハ

と
し

て
て
追
撃
を
始
め
た

ウ

ル
ブ

ツ
が
あ
る
か
ら
最
悪
上
る
の
は
何
と
か
な
る
と
り
あ
え
ず
み
ん
な
下
へ

 
リ
オ
ン
が
そ
う

静
に
指

を
出
し

一
同
は
城
門
か
ら
飛
び
降
り
た

 
そ
の
ま
ま
逃
げ
る
敵
を
追
撃
し
て
い
く
と
城
の
裏
手
に
確
か
に
中
へ
通
じ
て
い
る
よ
う
な
扉

が
あ

た

あ

た

ま
ず
い

間
に
合
わ
な
い

 
だ
が
敵
も
さ
る
も
の

最
初
か
ら
逃
げ
に
徹
し
た
の
が
功
を

し
た
の
か

 
六
人
に
追
い
つ
か
れ
る
前
に
扉
に
飛
び
込
み
中
に
逃
げ
込
ん
で
扉
を

め
る
事
に
成
功
し
た

く困

た
わ
ね

ど
う
や

て
中
に
入
ろ
う

 
扉
は
重

で
あ
り

叩
こ
う
が
何
を
し
よ
う
が
び
く
と
も
し
な
い
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そ
の
時
背
後
か
ら
大
勢
の
足
音
と
ざ
わ
め
き
声
が

こ
え

六
人
は
身
を

く
し
た

ま
た
敵
の
援
軍

し
つ
こ
い
わ
ね

待

て

あ
れ

て

 
遠
く
に
見
え
た
の
は

特
徴
の
あ
る

い

 
そ
う

そ
こ
に
い
た
の
は
ユ

ジ

ン

サ
ク
ヤ

ア
リ
シ

達
の
軍
勢
で
あ

た



 第１１１４話 アレス戦〜嵐の前

 
第
１
１
１
４
話
 
ア
レ
ス
戦

嵐
の
前

 
⻑
く
休
ん
で
し
ま

て
大
変

し

あ
り
ま
せ
ん

本
当
は
い
け
な
い
の
で
し

う
が

バ

フ

リ
ン
神
を
過

に
消

し
つ
つ
我
慢
し
て
い
た
結
果
多
分
で
す
が
⻭
の
神

が
勝
手
に

死
ん
で
く
れ
ま
し
た

さ
に
負
け
て

日
は
投
稿
出
来
な
い
日
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
今
日
か
ら
ま
た
し

か
り
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す

ユ

ジ

ン

こ

ち
こ

ち

 
誰
が
相
手
で
も
態
度
が
変
わ
ら
な
い
シ
ノ
ン
が

ユ

ジ

ン
に
向
け
て
そ
う
声
を
か
け
る

 
そ
れ
に
気
付
い
た
ユ

ジ

ン
は

一
応

囲
を

し
な
が
ら
仲
間
達
と
共
に
こ
ち
ら
に

や

て
き
た

む

シ
ノ
ン
か

や

ぱ
り
い
た
な

一
応

く
が

ま
さ
か
敵
じ

な
い
よ
な

あ
な
た
が
ハ
チ
マ
ン
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
無

し
て
い
な
け
れ
ば

そ
う
ね
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そ
ん
な
事
あ
る
は
ず
が
な
い
だ
ろ
ち

ん
と
ジ

イ

巨
人
と
も
お
別
れ
し
て
き
た
さ

 
二
人
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
九

と
十

と
し
て
普

か
ら
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
持

て
い
る
が

 
そ
の
仲
は
も
ち
ろ
ん
悪
く
は
な
く

こ
う
い

た
場
面
で
は

 
実
力
が
近
い
相
手
と
し
て
お

い
を
尊
重
し
合

て
い
た

ジ

イ

何

 

し
げ
に
そ
う

ね
て
く
る
シ
ノ
ン
相
手
に

 
ま
さ
か
正
直
に

巨
人
に
名
を
つ
け
て
い
た
な
ど
と
は
言
え
ず

 
ユ

ジ

ン
は
誤
魔
化
す
か
の
よ
う
に

露
骨
に
話
を

ら
し
た

そ
れ
は
い
い

で

況
は

敵
は
ど
こ
だ

多
分
こ
の
城
の
中

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

コ
ン
コ
ン

と

ざ
さ
れ
た
扉
を
叩
い
た

ほ
う

シ
ノ
ン
達
は
こ
こ
で
何
を

他
の
み
ん
な
は
ど
う
し
た
ん
だ

 
サ
ク
ヤ
の
そ
の
問
い
に

シ
ノ
ン
は

を

め
な
が
ら
答
え
た

敵
の
罠
に
は
ま

て
分
断
さ
れ
ち

た
の
よ

で

中
に

ろ
う
と
し
て
た
ん
だ
け
ど
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そ
う
言
い
な
が
ら
シ
ノ
ン
は

開
か
な
い
扉
を
ゴ
ン

と
叩
い
た

こ
の
扉
を
ど
う
開
け
よ
う
か
な

て
ね

不
壊
属
性
じ

な
い
み
た
い
な
ん
だ
け
ど

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
だ

た
か

そ
れ
な
ら
ユ

ジ

ン
君
が
い
る
じ

な
い

ユ

ジ

ン
君
な
ら
い
け
る
よ
ね

ね

さ
す
が
に
そ
れ
は

 
ア
リ
シ

が
ユ

ジ

ン
を
持
ち
上
げ

ユ

ジ

ン
は

う
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
が

 
シ
ノ
ン
の
後
ろ
に
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
い
る
の
を
見
て
ハ

と
し

ド
ン
と
胸
を
叩
い
た

い

い
や

や
る

や

て
み
せ
る

 
そ
う

ユ

ジ

ン
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
大
フ

ン
で
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
が
度
々

こ
の
二
人
が
本
人
で
あ
る
と

め
か
す
よ
う
な
事
を
言
う

 
こ
の
二
人
の
前
で
活
躍
出
来
そ
う
な
こ
の
チ

ン
ス
を
逃
す

に
は
い
か
な
か

た
の
で
あ

る
さ

す
が
ユ

ジ

ン
君

そ
れ
じ

あ
お
願
い
ね

お
う

任
せ
ろ

 
そ
う
は
言

た
も
の
の
ユ

ジ

ン
は
こ
の
扉
を
ぶ
ち
破
れ
る
と
い
う
確
信
を
ま
だ
持
て
て
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お
ら
ず

 
若

自
信
無
さ
げ
に

え
を
と

て
い
た

く

こ
の
重

な
扉
が
俺
に
破
れ
る
か

 
迷
う
ユ

ジ

ン
が
チ
ラ
リ
と
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
方
を
見
た
の
に
気
付
き

 
ア
サ
ギ
は

は
は

と
思
い

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に
こ
う

い
た

ね

二
人
と
も

ユ

ジ

ン
さ
ん
に
も

と
声
援
を
送

て
あ
げ
て

あ

う
ん

そ
う
だ
ね

ユ

ジ

ン
さ
ん

頑
張

て

応
援
し
て
ま
す
か
ら

 
そ
の
声
が

い
て
い
る
フ
ラ
ン
シ

シ

の
ア
ル
バ
ム
の
声
と
ダ
ブ
り

 
ユ

ジ

ン
は
カ

と
目
を
見
開
い
た

ま
ま
さ
か
ア
イ
ド
ル
か
ら
生
声
援
を
も
ら
え
る
と
は

俺
は
や
る
や

て
や
る
ぞ

 
そ
の
全
身
か
ら
ま
る
で
オ

ラ
が

て
い
る
か
の
よ
う
に

の
気
合
い
が
放
た
れ
る

う
お
お
お
お
お

ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

扉
よ

あ

つ
く
な

れ

 
ユ

ジ

ン
は

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
る
べ
く

 
こ
こ
で
グ
ラ
ム
を
失

て
も
い
い
と
い
う
つ
も
り
で

い
な
く
剣
を

り
ぬ
い
た
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そ
し
て
ソ

ド
ス
キ
ル
の
エ
フ

ク
ト
が
収
ま

た
後
そ
の
扉
に
ピ
シ
リ
と
ヒ
ビ
が
入

た

 
だ
が
そ
れ
以
上

扉
に
変
化
は
訪
れ
な
い

お
おし

い

う
う
ん

い
け
た
み
た
い

 
シ
ノ
ン
が
そ
う
言

て

そ
の
扉
に
ヤ
ク
ザ
キ

ク
を
放
つ

 
そ
の

間
に
扉
が
崩
れ

奥
へ
と
続
く
通
路
が

を
現
し
た

 
実
に
女
の
子
ら
し
く
な
い
仕

だ
が
ハ
チ
マ
ン
が
こ
こ
に
い
な
い
か
ら
だ
と
い
う
の
は
言
う

ま
で
も
な
い

 
そ
し
て
も
し
ハ
チ
マ
ン
が
こ
こ
に
い
た
ら
シ
ノ
ン
は
し
れ

と
他
の
誰
か
に
同
じ
事
を
や
ら

せ 
自
分
は
あ
く
ま
で
大
人
し
く
し
て
い
た
だ
ろ
う
事
も
ま
た
間
違
い
な
い

や

た

さ

す
が
ユ

ジ

ン
君

ふ
う

俺
に
か
か
れ
ば
ま
あ
こ
ん
な
も
ん
だ
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危
な

 
内
心
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
な
が
ら
も

こ
う
し
て
城
へ
の
突
入
口
は

無
事
確
保
さ
れ
た

フ
ン

そ
れ
じ

あ
行
く
と
し
よ
う
か

 
精
一

格
好
を
つ
け
つ
つ

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に
ア
ピ

ル
し
た
ユ

ジ

ン
の
前
で

 
そ
の
時
二
人
が
ま
る
で

こ
ち
ら
と
ハ
イ
タ

チ
を
す
る
か
の
よ
う
に
手
を
上
げ
た

こ

こ
れ
は

夢
に
ま
で
見
た
芸
能
人
と
触
れ
合
う
チ

ン
ス
な
の
で
は

 
ユ

ジ

ン
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
そ
う
思
い

二
人
の
方
に
一
歩
を

み
出
し
か
け
た

 
だ
が
そ
の
目
の
前
で
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は
お

い
の
手
の
平
を
打
ち
合
わ
せ
ハ
イ
タ

チ

を
し
た

イ

イ

こ
れ
で
皆
さ
ん
と
合
流
出
来
ま
す
ね

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

く
キ
リ
ト
達
と
合
流
し
ま
し

う

 
シ
ノ
ン
が
そ
う
言

て
扉
を

り

他
の
者
達
も
そ
の
後
に
続
い
て
中
へ
と
入

て
い

た

 
ユ

ジ

ン
は
中

半

に
手
と
足
を
上
げ
た
ま
ま

ま

て
い
た
が

 
さ
す
が
に
か
わ
い
そ
う
だ
と
思

た
の
だ
ろ
う

ア
サ
ギ
が
通
り
す
が
り
に
そ
の
手
を
パ
ン
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と
叩
い
た

むふ
ふ

ド
ン
マ
イ

な

何
が
だ

俺
は
別
に

い
い
か
ら
い
い
か
ら

ほ
ら

行
き
ま
し

う
よ

お

お
う

そ
う
だ
な

 
そ
れ
で
気
を
取
り
直
し
た
ユ

ジ

ン
は

次
の
機
会
に
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
い

 
心
の
中
で
ア
サ
ギ
に
感
謝
し
つ
つ

そ
の
後
を
つ
い
て
い

た

 
自
分
が
芸
能
人
と

生
ま
れ
て
初
め
て
触
れ
合

た
と
い
う
事
に
は
気
付
か
な
い
ま
ま

  
一
方
キ
リ
ト
達
は

城
内
が

い
上
に
複
雑
な

に
な

て
い
た

 

を
い
く
つ
か
に
分
け
ざ
る
を
得
ず
行
く
先
々
で
敵
の
待
ち
伏
せ
に
あ
い
苦
戦
し
て
い
た

 
と
は
い
え
突
破
が
不
可
能
だ

た
と
か
で
は
な
く

 

に
事
故
で
味
方
が
死

し

人

が

る
と
い
う
事
態
を

念
し
た
の
で
あ
る

く
そ

開
け
た
場
所
で
戦
え
れ
ば
ど
う

て
事
な
い
の
に
な
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さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
敵
が
ま
と
ま

て
る
と
厳
し
い
わ
ね

で
も
ま
あ
こ
い
つ
ら
中
々
や
る
よ
な

正
直
な
め
て
た
わ

ど
う
す
る

ん

一

引
こ
う

戦
力
を
分
け
る
の
は
や
め
て

 
比

的
広
い
場
所
を
狙

て
全
員
で
突
破
を
狙

た
方
が
良
さ
そ
う
だ

了
解

連

を
回
す
ね

 
キ
リ
ト
達
は
そ
の
ま
ま
引
い
て
い
き

Ｓ

Ｓ
の
メ
ン
バ

達
は
歓
声
を
上
げ
た

 
そ
し
て
シ
グ
ル
ド
は
部
下
か
ら
そ
の
事
に
つ
い
て
勝
利
扱
い
と
し
て
報
告
を
受
け
る
事
と

な

た
と
い

た
感
じ
で
敵
を

退
さ
せ
る
事
に
成
功
し
ま
し
た

我
が
ギ
ル
ド
の
勝
利
で

す 
そ
の
報
告
に

シ
グ
ル
ド
は
満
足
そ
う
に
目
を

め
た

そ
れ
で

何
人
の
敵
を
倒
せ
た
ん
だ

そ
れ
は
不
明
で
す
が
ど
ち
ら
が
優
勢
と
も
言
え
な
い

況
だ

た
の
に
敵
は
引
い
て
い
き
ま

し
た
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お
そ
ら
く
混
戦
の
中
で

敵
の
何
人
か
が
倒
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
致
し
ま
す

 
も
し
こ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
が
い
た
ら

そ
ん
な
も
の
は
報
告
と
は
認
め
な
か

た
だ
ろ
う

 
何
故
な
ら
そ
こ
に
は
事
実
が
何
一
つ
無
い
か
ら
だ

 
だ
が
や

と
自
分
の
ギ
ル
ド
が
持
て
た
事
で
上
機

だ

た
シ
グ
ル
ド
は

 
い
か
に
も

で
ふ
わ

と
し
た
そ
の
報
告
に
対
し

揚
に

い
た

そ
う
か

よ
し

こ
の
後
も
頼
む
ぞ

は

は
い

 
実
は
シ
グ
ル
ド
も
内
心
で
は

情
報
の
正
確
性
に
問
題
が
あ
る
な

な
ど
と
思

て
い
た
が

 
そ
れ
以
上
に
ヴ

ル
ハ
ラ
相
手
に

に
戦
え
て
い
る
事
の
喜
び
の
方
が
大
き
く

 
部
下
達
も
同
様
に
そ
の
事
を
喜
ん
で
い
る
よ
う
だ

た

 
こ
の
点
に
は
今
日
は
目
を

り

今
後
徐
々
に
部
下
を
教
育
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
た

 
何
せ
今
日
は
こ
の
ギ
ル
ド

Ｓ

Ｓ
の
デ
ビ

戦
な
の
だ

 
正
直
ヴ

ル
ハ
ラ
相
手
に
勝
て
る
と
は
思

て
い
な
か

た
が

 
出
来
る
だ
け

戦
し
て
少
し
で
も
ギ
ル
ド
の
名
声
を
高
め
た
い

 
そ
し
て
い
ず
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
を
超
え
た
い

そ
れ
が
シ
グ
ル
ド
の
一
番
の
目
的
で
あ

た
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要
す
る
に
他
者
か
ら
の

認
欲
求
で
あ
る

 
そ
の
気
持
ち
が
大
き
す
ぎ
る
が
故
に
前
述
の
よ
う
に
問
題
が
あ
る
事
を
自
覚
し
て
い
た
も
の

の 
シ
グ
ル
ド
は
戦
い
が

で

移
し
て
い
る
事
を
重

し

 
部
下
達
の
配
置
に
つ
い
て

特
に
新
た
な
指

を
出
す
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

 
そ
の
受
身
の

勢
の
せ
い
で
シ
グ
ル
ド
は
こ
こ
か
ら
最
後
ま
で
後
手
後
手
に
回
る
事
と
な
る

よ
し

引
き
続
き

所
の
防
御
に
専
念
し
て
く
れ

だ
が
決
し
て
無
理
は
し
な
い
で
い
い

 
あ
く
ま
で
も

最
終
決
戦
地
は
こ
こ
だ
か
ら
な

は

は
い

 
シ
グ
ル
ド
は
部
下
に
そ
う
伝
え
た
後

背
後
に

座
し
て
い
る
巨
大
な
像
を
見
た

そ
の
時
が
来
れ
ば

こ
の
神
と
や
ら
も
動
き
出
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
な

 
そ
こ
に
立

て
い
た
の
は
神
ア
レ
ス
の
像
で
あ
る

 
こ
の
ク
エ
ス
ト
の
名
前
が
ア
レ
ス
討
伐
戦
で
あ
る
以
上

お
そ
ら
く
シ
グ
ル
ド
の
予
想
通
り

 
敵
が
こ
の
広
場
に

み
込
ん
で
き
た
ら
ア
ク
テ

ブ
化
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

ま
あ
と
り
あ
え
ず

今
は
防
御
だ
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シ
グ
ル
ド
は
そ
う

き
神
像
の
前
に
座

て

組
み
す
る
と
戦
闘
の
再
開
報
告
を
待
つ
事

に
し
た

  
一
方
ヴ

ル
ハ
ラ
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
突
破
を
狙
う
な
ら
こ
こ
か

え
え

的
に
も
お
そ
ら
く
こ
こ
が
ボ
ス
部
屋
に
通
じ
て
い
る
と
思
う
わ

敵
は
こ
こ
ま
で
で
ど
の
く
ら
い
倒
せ
て
る

全
部
合
わ
せ
て
二
十
人
と
い
う
と
こ
ろ
か
し
ら

 
コ
マ
チ
さ
ん
か
ら
の
報
告
も
合
わ
せ
る
と
四
十
人
ほ
ど
に
な
る
か
し
ら
ね

 
も

と
も
プ
レ
イ
ヤ

は
補
充
さ
れ
る
の
だ
か
ら
意
味
の
な
い

と
も
い
え
る
で
し

う

け
ど

て
事
は

敵
は
分
散
さ
せ
た
ま
ま
に
し
て

遊
兵
の

を

や
し
た
方
が
こ

ち
に
は

利

て
事
か

そ
う
ね
出
来
れ
ば
敵
プ
レ
イ
ヤ

の
集
結
前
に
一
気
に
敵
の
ボ
ス
ま
で
倒
し
て
し
ま
い
た

い
わ
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オ

ケ

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

ヴ

ル
ハ
ラ
の
力
を
と
こ
と
ん
思
い
知
ら
せ
て
や
ろ
う

出
来
た
て
の
ギ
ル
ド
が
相
手
な
ん
だ
か
ら

苦
手
意
識
を

え
付
け
て
や
ら
な
い
と
ね

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

だ
け
で
は
な
く

ラ
キ
ア
と
ス
プ
リ
ン
ガ

 
そ
し
て
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
メ
ン
バ

達
や

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
六
姉
妹
は

 
そ
の
言
葉
に

な
笑
顔
を
見
せ
た
の
だ

た



 第１１１５話 アレス戦〜二転

 
第
１
１
１
５
話
 
ア
レ
ス
戦

二
転

ヴ

ル
ハ
ラ
が

を
現
し
ま
し
た

今
か
ら
戦
闘
に
突
入
し
ま
す

 
待
機
し
て
い
た
シ
グ
ル
ド
の
所
に
そ
ん
な
連

が
入

た
の
は

そ
れ
か
ら

分
後
の
事
で

あ

た
や

と
来
た
か

ど
れ

お
手

み
拝
見
と
い
く
か

 
実

は
自
分
達
の
方
が
挑
戦
者
の
立
場
な
の
だ
が

 
シ
グ
ル
ド
は
近
く
に
い
る
部
下
達
に
見
せ
つ
け
る
か
の
よ
う
に

余

ぶ

た
態
度
で
そ
う

言

た

 
だ
が
そ
の
内
心
で
は

も
ち
ろ
ん
そ
こ
ま
で
の
余

は
な
い

さ

き
ま
で
の
感
じ
だ
と

そ
れ
な
り
に
は
戦
え
る
は
ず
だ

 
そ
う
思
い
つ
つ
シ
グ
ル
ド
は

そ
の
連

を
し
て
き
た
部
下
に

 
敵
の
戦
力
は
ど
の
く
ら
い
か

ね
る
メ

セ

ジ
を
送

た

 
だ
が
そ
こ
か
ら
続
報
は
な
く
シ
グ
ル
ド
は
多
分
一
進
一
退
の
攻
防
を

り
広
げ
て
い
る
せ

い
で



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
メ

セ

ジ
を
返
す
余

が
無
い
の
だ
ろ
う
と
漠
然
と
想
像
し
た

そ
う
だ

今
の
う
ち
に
他
の
チ

ム
に
も

を

し
て
お
く
か

 
シ
グ
ル
ド
は
そ
う
考
え
他
の
場
所
に
い
る
部
下
達
に
ヴ

ル
ハ
ラ
と
接
敵
し
た
事
を
伝
え

た 
そ
れ
に
対
し
て
続
々
と
返
信
が
集
ま

て
き
た
が

 
ま
だ
他
の
チ

ム
で
戦
闘

態
に
突
入
し
た
所
は
存
在
し
な
か

た

 
こ
の
時
点
で
シ
グ
ル
ド
は

敵
が
戦
力
を
集
中
さ
せ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
べ
き
で

あ

た
が

 
こ
こ
で
シ
グ
ル
ド
は
不
運
に
み
ま
わ
れ
た

 
他
の
チ

ム
が
別
ル

ト
か
ら
突
入
し
て
き
た
シ
ノ
ン
達
と
激
突
し
た
の
だ

 
シ
ノ
ン
は

キ
リ
ト
と
連

を
と
り

最
終
的
に
合
流
出
来
る
よ
う
に

 
漠
然
と
中
央
に
向
か
う
ル

ト
を
進
ん
で
い
た
の
だ
が

 
そ
の

中
で
通
路
を
守
る
敵
チ

ム
を
発
見
し
丁
度
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
攻
撃
を
仕

け
た

の
で
あ

た

 
こ
の
事
に
よ

て
シ
グ
ル
ド
は
敵
が
再
び
バ
ラ
バ
ラ
に
攻
め
て
き
て
い
る
の
だ
と
誤
認
し
た
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ヴ

ル
ハ
ラ
の
攻
め
手
は
さ

き
と
一

か

ま

た
く
芸
の
な
い
事
だ

 
シ
グ
ル
ド
が
そ
う
考
え
た
の
も
無
理
は
な
い

 
最
初
に
ヴ

ル
ハ
ラ
と
遭
遇
し
た
チ

ム
か
ら
敵
戦
力
の
報
告
が
無
い
以
上

 
表
面
だ
け
見
れ
ば

確
か
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
動
き
は
そ
う
見
え
る
の
だ
か
ら

 
だ
が
実

は
そ
う
で
は
な
く

最
初
に
報
告
を
し
て
き
た
プ
レ
イ
ヤ

は

 
実
は
シ
グ
ル
ド
に
返
信
す
る
暇
も
な
く
シ

リ

と
サ
ト
ラ
イ
ザ

に
急
襲
さ
れ
死

し
て
い
た

 
そ
れ
に
気
付
か
な
か

た
の
は

純
に
シ
グ
ル
ド
の
ミ
ス
で
あ
る

 
シ
グ
ル
ド
は
こ
う
い

た
風
に
レ
イ
ド

の
プ
レ
イ
ヤ

を

い
た

験
が
少
な
く

 
メ
ニ

を
操
作
し
て
レ
イ
ド
メ
ン
バ

の

況
を
確
認
す
る
事
を

て
い
た
の
だ

 
か
つ
て
の
シ
グ
ル
ド
は

力
プ
レ
イ
ヤ

で
は
あ

て
も

 
こ
の
よ
う
に

軍

と
呼
べ
る

模
の
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
戦
闘
を

験
し
た
事
は
な
い

 
ご
存
知
の
通
り

か
つ
て
シ
ル
フ
と
ケ

ト
シ

の
同
盟
調

式
が
行
わ
れ
た
時
も

 
シ
グ
ル
ド
は
シ
ル
フ
の
首
都
で
あ
る
ス
イ
ル
ベ

ン
か
ら
動
い
て
お
ら
ず

 
そ
の
戦
い
に
は
参
加
し
て
い
な
い

そ
し
て
こ
の
場
に
い
る
他
の
部
下
達
も
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こ
の
ギ
ル
ド
が
シ
グ
ル
ド
の
ワ
ン
マ
ン
ギ
ル
ド
に
近
い
も
の
だ

た

 
指

に

て

囲
を

す
る
の
み
で
あ
り

 
他
の
チ

ム
の

態
を
確
認
す
る
よ
う
な
者
は
い
な
か

た

 
こ
う
し
て
他
の
チ

ム
の
者
達
に
は

た
だ
そ
の
場
で

す
る
よ
う
に
と
だ
け
伝
え
ら
れ

 
結
果
的
に
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
戦
闘
に
参
加
す
る
事
な
く
待
機
さ
せ
ら
れ
る
事
に
な

た

の
だ

た

 
キ
リ
ト
さ
ん

前
方
に
敵
発
見
で
す

は
ど
う
や
ら
さ

き
と
変
わ

て
い
ま
せ
ん

ま
あ
確
か
に
普
通
は
こ
の

い
時
間
で
配
置

え
な
ん
か
し
な
い
よ
な
オ

ケ

オ

ケ

 
キ
リ
ト
は
レ
コ
ン
か
ら
の
報
告
を
受
け

き
つ
つ
ニ
ヤ
リ
と
し
た

よ
し

タ
ン
ク
を
先

に
一
気
に
突
撃
す
る
ぞ

 
そ
れ
と
も
し
メ
ニ

を
開
い
て
何
か
し
て
い
る
そ
ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
奴
が
い
た
ら

 
優
先
的
に
そ
い
つ
を
倒
し
て
く
れ

運
が
良
け
れ
ば
敵
同
士
の
連

の

魔
が
出
来
る
は
ず

だ

了
解
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ち
な
み
に
少

で
は
あ
る
が

こ
ち
ら
に
味
方
し
て
く
れ
て
い
る
一

の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

 

タ
ン
ク
に

り

ら
れ

そ
の
後
方
で
あ
ま
り
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
指

さ
れ
て
い
た

そ
れ
じ

あ
攻
撃
開
始
だ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
言
葉
を
合
図
に

ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
は
動
き
出
し
た

お
お
お
お
お

 
ホ

リ

が
雄
叫
び
を
上
げ

先

を
き

て
敵
に
突

込
ん
で
い
く

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ホ

リ

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
そ
ん
な
事
を
し
た
事
が
無
か

た
が

 
最
近
は
こ
う
い

た
態
度
を
と
る
事
が
多
い

 
前
に
そ
の
事
に
つ
い
て
キ
リ
ト
が

ね
た
事
が
あ

た
の
だ
が

 
そ
の
問
い
に
ホ

リ

は
こ
ん
な
答
え
を
返
し
て
き
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
は
モ
ン
ス
タ

が
相
手
だ

た
か
ら
必
要
な
か

た
け
ど
ね

 
プ
レ
イ
ヤ

が
相
手
の
時
は
こ
う
い
う
事
で
も
敵
を

ま
せ
ら
れ
る
事
が
あ
る
と
学
ん
だ
ん

だ 
そ
の
狙
い
通
り

敵
の
一
部
が
ど
う
や
ら
足
を

ま
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え

 
キ
リ
ト
は
素
直
に
感
心
し
つ
つ
も

バ
ト
ル
ジ

ン
キ

の
本
領
を
発

し
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ホ

リ

の
真
後
ろ
か
ら
飛
び
出
し
て
敵
に

り
込
ん
で
い

た

当
然
ア
ス
ナ
達
も
そ
れ
に

続
く

 
そ
ん
な
戦
闘
の
最
中

狙
撃
手
と
し
て
戦
場
を

静
に
見
て
い
た
シ

リ

は

 
あ
る
事
に
気
が
付
き

魔
法
銃
を

え
た

見
つ
け
た

多
分
あ
い
つ

メ
ニ

を
操
作
す
る
つ
も
り
だ

 
そ
の
見
立
て
は
正
し
く

今
ま
さ
に
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

 
シ
グ
ル
ド
に
メ

セ

ジ
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

こ
の
チ

ム
の
リ

ダ

で
あ
り

 
先
ほ
ど
も
シ
グ
ル
ド
に

ヴ

ル
ハ
ラ
と
接
敵
し
た
事
を
伝
え
た
プ
レ
イ
ヤ

で
あ
る

 
そ
の
メ

セ

ジ
の
内
容
は
ヴ

ル
ハ
ラ
が
全
軍
で
こ
こ
に
攻
め
て
き
た
と
い
う
も
の
で

あ

た
が

 
メ

セ

ジ
の
入
力
画
面
を
開
い
た

間
に

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
シ

リ

の
魔
法
銃
の
攻
撃
を
受
け
そ
の
場
で
転
倒
す
る
事
と
な

た 
当
然
も
う

メ

セ

ジ
を
書
い
て
い
る
余

な
ど
な
い
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ぐ

く
シ
グ
ル
ド
さ
ん
に
連

し
な
い
と
い
け
な
い
の
に

 
ま
さ
か
こ
の

離
で
当
て
て
く
る
と
は

 
プ
レ
イ
ヤ

を
一
撃
死
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
大
口

の
魔
法
銃
は
現

は
ま
だ
存
在
し
て
い

な
い

 
ナ
タ
ク
が
開
発
中
で
は
あ

た
が

完
成
し
た
と
し
て
も

 
魔
力
の
チ

ジ
に
か
な
り
時
間
が
か
か
る
の
は
間
違
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
が

 
と
り
あ
え
ず
今
シ

リ

が
手
に
し
て
い
る
魔
法
銃
は

通
常
仕
様
の
も
の
で
あ
る

 
こ
れ
は
連
射
が
き
く
か
わ
り
に

力
は
そ
れ
な
り
だ

あ

あ
い
つ

ま
た
メ
ニ

を

く
次
を
撃
た
な
く
ち

 
シ

リ

は
狙
撃
を
続
行
す
べ
く

再
び
魔
法
銃
の
ス
コ

プ
を

い
た
が

 
そ
の

界
が
い
き
な
り
銀
色
に

ま
り
シ

リ

は

て
て
ス
コ

プ
か
ら
目
を
離
し
た

え

何

 
見
る
と
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
シ

リ

が
狙

て
い
た
敵
に

剣
を
突
き

し
て
い
た

 
ど
う
や
ら
先
ほ
ど
ス
コ

プ
越
し
に
見
え
た
銀
色
は

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

が
着
て
い
た
装
備
の
色
だ

た
よ
う
だ
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銀
色
の
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

サ
ト
ラ
イ
ザ

で
あ
る

う
わ

サ
ト
ラ
イ
ザ

さ
ん

さ
す
が
と
い
う
か

素

 
ど
う
や
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

は

シ

リ

の
叫
び
を

い
て
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
見
つ
け

 
そ
の
ま
ま
一
気
に
突
撃
し
た
よ
う
だ

 
こ
う
し
て
二
人
の
コ
ン
ビ
プ
レ

に
よ

て
指

を
失

た
敵
は

 
そ
の
後
は
散
発
的
な
個
人

で
の

抗
し
か
出
来
ず

 

の

い
こ
ち
ら
の
一

プ
レ
イ
ヤ

を
何
人
か
倒
し
は
し
た
が

 

名
な
プ
レ
イ
ヤ

は
一
人
も
倒
す
事
が
出
来
ず
そ
の
ま
ま

分
後
に
全
滅
す
る
事
と
な

た 
彼
ら
は
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
外
に

出
さ
れ
て
し
ま

た

 
仕
様
上

も
う
中
に
メ

セ

ジ
を
送
る
事
は
不
可
能
だ

よ
し

勝
利

キ
リ
ト
君

ど
う
す
る

回
復
し
つ
つ
す
ぐ
に
移
動
だ

兵
は
神
速
を
尊
ぶ

こ
の
ま
ま
走
る
ぞ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
進
軍
の
指

を
出
し
た
が
実
は
こ
の
先
に
は
も
う
ボ
ス
部
屋
が
あ
る
の
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み
で
あ
る

 
そ
れ
も
そ
の
は
ず
だ
ろ
う

人

が
多
い
防
御
側
で
あ

て
も

 
さ
す
が
に
全
部
の
通
路
に
二

え
の
守
備

を
置
く
よ
う
な
余

は
な
い

 
本
来
な
ら
敵
に

倍
す
る
プ
レ
イ
ヤ

に

幕
を
張
ら
せ
る
事
で
敵
を
足
止
め
し

 
ピ
ン
チ
に
な
り
そ
う
な
ら
本

か
ら
救
援
を
出
す
と
い
う
運
用
を
狙

て
い
た
防
御
側
だ
が

 
そ
の
思
惑
は
今
や
完
全
に
崩
れ

 

に
キ
リ
ト
達
は
ボ
ス
部
屋
へ
と
到
達
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

シ
グ
ル
ド
さ
ん

誰
か
来
ま
す

む

ど
こ
か
の
チ

ム
が

て
き
た
の
か

前
線
で
何
か
あ

た
か

 
ボ
ス
部
屋
で
待
機
し
て
い
た
う
ち
の
一
人
が
そ
う
報
告
し

 
シ
グ
ル
ド
は
こ
こ
で
初
め
て
レ
イ
ド
の
メ
ン
バ

リ
ス
ト
を
開
い
た

な
 
そ
れ
に
よ
り

味
方
の
一
部

が
全
滅
し
て
い
る
事
に
や

と
気
付
い
た
シ
グ
ル
ド
は

 
こ
こ
で
初
め
て
敵
が
一
点
突
破
を
狙

て
き
た
の
だ
と
思
い
当
た
り

 

を
ガ
ン

と
殴
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
シ

ク
を
受
け
た
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し
ま

た

 
そ
し
て
直
後
に
シ
グ
ル
ド
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た

特
徴
的
な
六
色
の
装
備

 
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ
た
だ
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
敵
を

圧
す
る
そ
の
装
備
に
身

を
包
む
の
は

 
白
の
ア
ス
ナ

黒
の
キ
リ
ト

の
ユ
キ
ノ

銀
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

藍
の
ラ
ン

紫
の
ユ
ウ

キ
で
あ

た

シ
シ
グ
ル
ド
さ
ん
ハ
チ
マ
ン
の

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑
が
勢
揃

い
で
す

絶
剣
と
絶
刀
ま
で

前
線
の
チ

ム
は
ど
う
し
た
ん
だ

ま
さ
か
全
滅
し
た
の
か

そ

そ
ん
な

こ
ん
な

時
間
で

 
そ
し
て
六
人
が
部
屋
に
足
を

み
入
れ
た

間
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
始
め
る

攻
撃
側
が
ボ
ス
部
屋
に
侵
入
し
ま
し
た

八
十

後
に
部
屋
が

さ
れ
ま
す

な
 
そ
れ
は
誰
に
と

て
も
想
定
外
の
出
来
事
で
あ

た
が
キ
リ
ト
達
に
と

て
は
望
外
の
喜
び
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で
あ

た

お

マ
ジ
か

そ
れ
じ

あ
も
う
敵
の
援
軍
は
来
な
い
ん
だ
な

ラ

キ

そ
れ
で
も
五
十
人
く
ら
い
は
い
そ
う
じ

な
い

敵
の
本

な
の
だ
か
ら

そ
れ
な
り
に
や
り
そ
う
よ
ね

ま
あ
さ

き
突
破
し
て
き
た
の
と
同
じ
く
ら
い
の

い
し

い
け
る
い
け
る

で
も
あ
の
大
き
い
の

今
に
も
動
き
そ
う
じ

な
い

あ
れ
が
ア
レ
ス
な
の
か
な

 
の
ん
び
り
と
そ
う
会
話
を
す
る
六
人
と
は
対

的
に

 
シ
グ
ル
ド
は

て
て
他
の
チ

ム
を
ボ
ス
部
屋
に

そ
う
と
し
た

 
お
そ
ら
く
間
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
が

や
ら
な
い
よ
り
は
マ
シ
だ
ろ
う

く

ど
こ
か
の
チ

ム
が
間
に
合

て
く
れ
れ
ば
い
い
が

 
シ
グ
ル
ド
は
そ
う
思
い
つ
つ

防
御

を
整
え
て
い

た

 
キ
リ
ト
達
は
安
全
を
確
保
す
る

だ
ろ
う
か

 
部
屋
が

さ
れ
る
の
を
待

て
い
る
よ
う
で

幸
い
ま
だ
動
き
出
す
気
配
は
な
い

 
そ
の
時
別
の
通
路
か
ら

何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
し
た
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間
に
合

た
か

 
シ
グ
ル
ド
は
思
わ
ず
そ
う
叫
ん
だ
が

 
そ
れ
に
対
す
る
返
事
は
シ
グ
ル
ド
が
期
待
し
た
の
と
は
か
け
離
れ
て
い
た

あ
ら

私
達
が
間
に
合

た
の
は

あ
な
た
に
と

て
は
不
運
な
ん
じ

な
い
の

お

お
前
は

シ
ノ
ン

 
そ
う

到
着
し
た
の
は
守
備
側
で
は
な
く
攻
撃
側
の
シ
ノ
ン
達
で
あ

た

 
そ
し
て
そ
の
後
ろ
か
ら
シ
グ
ル
ド
に
と

て
あ
る
意
味
因
縁
の
相
手
が
二
人

を
現
す

む

シ
グ
ル
ド
か

久
し
ぶ
り
だ
な

お

お
前
は

ユ

ジ

ン

 
か
つ
て
シ
グ
ル
ド
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
に

返
る

に
ユ

ジ

ン
と
接
触
を

り
返
し
て

い
た

 
だ
が
そ
の
計
画
は
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
に
よ

て
潰
さ
れ

 
そ
の
後

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
と
シ
ル
フ

ケ

ト
シ

連
合
軍
の
戦
い
が
終
わ

た

 
結
局
シ
グ
ル
ド
は
ど
こ
に
も

て
も
ら
え
ず
そ
の
ま
ま
ユ

ジ

ン
と
会
う
機
会
も
無
く

な

て
い
た
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そ
れ
以
来

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
あ
る

む

シ
グ
ル
ド
じ

な
い
か

こ
れ
は
懐
か
し
い

シ
グ
ル
ド
だ
と

ふ
ん

サ
ク
ヤ
か

 
因
縁
の
も
う
一
人
は
サ
ク
ヤ
で
あ

た

 
一
応
ア
リ
シ

も
後
ろ
に
い
る
が
シ
グ
ル
ド
の
事
が

い
ら
し
く
何
も
言
う
気
配
は
な
い

あ
れ
か
ら
ず

と

ハ
チ
マ
ン
に

尾
を

て
る
み
た
い
だ
な

サ
ク
ヤ

 
シ
グ
ル
ド
の
そ
の

を

ん
だ
言
葉
に

サ
ク
ヤ
は
だ
が
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

は
は
は
は
は

ま
あ

は
嬉
し
い
と

尾
を

る
か
ら
な

 
そ
う
い
う
お
前
は
ず

と

尾
を

の
間
に

し
て
た
ら
し
い
な

チ

相
変
わ
ら
ず
口
の

ら
な
い
女
だ

 
シ
グ
ル
ド
は
そ
う
言

て
は
み
た
も
の
の

内
心
で
は

り
ま
く

て
い
た

ま
ず
い
こ
れ
は
ま
ず
い
ぞ

こ
う
な
る
と

の

利
が
ほ
ぼ
無
い
に

し
い

 
こ
う
し
て
シ
グ
ル
ド
は
絶
体
絶
命
の
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
事
と
な

た
が
事
態
は
こ
の
後

更
に
動
く
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第
１
１
１
６
話
 
ア
レ
ス
戦

三
転

 
す
み
ま
せ
ん

日
は
思
い

き
り

さ
に
負
け
ま
し
た
ｏ
ｒ

お

シ
ノ
ン

そ
れ
に
三
種
族
連
合
軍

ふ

助
け
に
来
て
や

た
ぞ
キ
リ
ト
よ

感
謝
す
る
が
よ
い

 
シ
ノ
ン
達
に
気
付
い
た
キ
リ
ト
が
驚
い
た
よ
う
な
声
を
上
げ

 
若

調
子
に
乗

た
感
じ
で
ユ

ジ

ン
が
そ
れ
に
答
え
た
が

 
そ
ん
な
ユ

ジ

ン
を
ス
ル

し

キ
リ
ト
は
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

に
駆
け
寄

た

二
人
と
も

助
か
る
よ

気
に
す
る
な

友
達
だ
ろ
う

う
ん
う
ん

友
達
友
達

お
い
い
い
い

俺
を
無

す
る
な

 
ユ

ジ

ン
は
も
ち
ろ
ん
本
気
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
そ
ん
な
キ
リ
ト
の
態
度
に

り
を
見
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せ
たあ

れ

ユ

ジ

ン

い
た
の
か

い
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

そ
う
か
そ
う
か

反
応
薄
い
な
お
い

ど
う
ど
う

落
ち
着
け
落
ち
着
け

こ
れ
が
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
る
か

 
そ
の
時
後
ろ
か
ら
息
を

む
気
配
が
し

ユ

ジ

ン
は
そ
の
ま
ま

ま

た

 

り
向
か
な
く
て
も
ユ

ジ

ン
に
は
分
か
る
今
の
は
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
気
配
で
あ

た

し

し
ま

た

怖
い
人
だ
と
思
わ
れ
て
し
ま

た
か
も
し
れ
ん

 
ユ

ジ

ン
は
そ
う
思
い

こ
と
さ
ら
に
笑
顔
を
作
り
な
が
ら
キ
リ
ト
の

に
手
を
回
し
た

は
は

冗
談
が
過
ぎ
た
な
親
友

え

い
き
な
り
何
だ
よ

気
持
ち
悪
い

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
ユ

ジ

ン
に
若

引
き
な
が
ら
そ
う
言
い
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ユ

ジ

ン
は
再
び
イ
ラ

と
し
た
が

そ
れ
を
表
に
出
さ
な
い
よ
う
に
必
死
に

え
た

ど
う
し
た
ん
だ
キ
リ
ト

そ
れ
じ

あ
ま
る
で
ハ
チ
マ
ン
み
た
い
じ

な
い
か

 
や

ぱ
り
仲
が
い
い
と
似
る

て
事
な
の
か
な

は
は

 
ま
あ
こ
れ
か
ら
一

に
戦
う
ん
だ

俺
達
も
い
つ
も
み
た
い
に
仲
良
く
や
ろ
う

 
キ
リ
ト
は
う
さ
ん
く
さ
い
物
を
見
る
よ
う
な
目
で
ユ

ジ

ン
の
顔
を
見
つ
め
た

こ
れ
は
ま
さ
か

か
ら
か
い
す
ぎ
て
お
か
し
く
な

た
か
な

ん

 
だ
が
そ
の
時
キ
リ
ト
は
ユ

ジ

ン
の
意
識
が
後
方
に
向
い
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
今
ユ

ジ

ン
の
背
後
に
は

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が

ん
で
い
る

あ

こ
い
つ
も
し
か
し
て

フ
ラ
ン
シ

シ

の
フ

ン
な
の
か

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
は
ピ
ン
と
き
た

キ
リ
ト
は
こ
う
い
う
事
に
関
し
て
は
案
外

い
の
だ

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

で
も
あ
の
二
人
は
ど
う
考
え
て
も
ハ
チ
マ
ン
に

 
い
や

ま
あ
い
い
か

こ
れ
を
ネ
タ
に
今
日
は
ユ

ジ

ン
を
こ
き
使
お
う

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
黒
い
事
を
考
え
つ
つ
も

ユ

ジ

ン
に
何
と
言
お
う
か
迷

て
い
た

 
と
そ
の

界
の

に
何
か
が
映
り
そ
の

間
に
キ
リ
ト
は
ユ

ジ

ン
を
突
き
飛
ば
し
た
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なユ

ジ

ン

後
ろ
だ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
キ
リ
ト
は
剣
を

え
今
ま
さ
に
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に
向
け
て
飛
来
し
た
矢

を 
そ
の
手
に
持
つ
剣
で
叩
き
落
と
し
た

き
 
ま
だ
初
心
者
の

を
脱
し
た
ば
か
り
の
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は

 
さ
す
が
に

に
対
応
す
る
事
が
出
来
な
い

 
そ
ん
な
二
人
を
守
る
よ
う
に
キ
リ
ト
が

王
立
ち
し

ユ

ジ

ン
も
そ
の
横
に

ん
だ

お
い
キ
リ
ト

あ
れ
は

あ
あ

ま
さ
か
こ
こ
で
あ
い
つ
ら
が
介
入
し
て
く
る
と
は
な

 
後
方
か
ら
現
れ
た
者
達
の
着
て
い
る
装
備
に
付
い
て
い
る
の
は
特
徴
的
な
七

星
の
マ

ク

 
そ
し
て
今
矢
を
放

た
者
の
後
ろ
か
ら

七
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
す

 
そ
れ
は
ま
さ
か
の
七
つ
の
大
罪
で
あ

た

ち

防
が
れ
た
か
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あ
ん
た
達

い
き
な
り
何
す
ん
の
よ

 
七
つ
の
大
罪
達
か
ら
一
番
近
い
所
に
い
る
シ
ノ
ン
が

 

組
み
し
な
が
ら
じ
ろ

と
そ
ち
ら
を

み
つ
け
た

 
そ
の
隣
で
は

何
か
あ

た
ら
す
ぐ
盾
に
な
れ
る
よ
う
に

ア
サ
ギ
が
身

え
て
い
る

ふ
ん

補
充
で
入

た
ら
丁
度
お
前
ら
が
い
た
か
ら
撃
た
せ
た
だ
け
だ

こ

ち
は
討
伐

が
足
り
な
く
て
イ
ラ
つ
い
て
ん
だ
よ

キ
レ
ん
ぞ

わ
ざ
わ
ざ
相
手
を
し
に
来
て
や

た
ん
だ

金
を

え

と
り
あ
え
ず

を
食
わ
せ
ろ

あ

だ
り

さ

さ
と
終
わ
ら
せ
て
帰
ろ
う

お

お

噂
の
ア
イ
ド
ル
を
は
べ
ら
せ
や
が

て

ま
し
い
ん
だ
よ
コ
ラ

あ
は

ん

く
れ
ぐ
れ
も

り
子
さ
ん
に
は
障
ら
な
い
で
下
さ
い
ね

 
六
人
が
い
つ
も
通
り

好
き
勝
手
な
事
を
言
い
始
め
た
が

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
だ
け
が
若

た
よ
う
な
口
調
で
そ
う
言

た

 
同
時
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
し
き
り
に
キ
リ
ト
に
ウ

ン
ク
を
し
て
く
る

 
要
す
る
に

こ
れ
は
不
幸
な
事
故
だ
か
ら
お
願
い
私
だ
け
は
見
逃
し
て
ね

と
い
う
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キ
リ
ト
に
対
す
る
ア
ピ

ル
と
い
う
事
だ
ろ
う

は
い
は
い

分
か

て
る

て

 
キ
リ
ト
は
そ
う
思
い
な
が
ら

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
小
さ
く

い
た

キ
リ
ト
君

ど
う
す
る

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
が
真
剣
な
顔
で
そ
う
話
し
か
け
て
き
た

ま
あ
確
か
に
こ
れ
は
ち

と
厄
介
だ
よ
な

 
七
つ
の
大
罪
ク
ラ
ス
の
ギ
ル
ド
に
背
後
を
と
ら
れ

 
同
時
に
正
面
の
Ｓ

Ｓ
と
ア
レ
ス
を
相
手
に
す
る
の
は
い
く
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
で
も
さ
す
が
に
厳

し
い

 
キ
リ
ト
は
内
心
の
苦
悩
を
表
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
意
見
を
求
め
る
よ
う
に
ユ
キ
ノ
の

方
を
見
た

 
そ
の

線
を
受
け

ユ
キ
ノ
が
キ
リ
ト
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

部
屋
が

さ
れ
る
ま
で
あ
と
少
し
よ

幸
い
Ｓ

Ｓ
は
ま
だ
か
な
り
遠
く
に
い
る
の

だ
し

 
そ
の
時
点
で
上
手
く
七
つ
の
大
罪
を
部
屋
の
外
ま
で
下
が
ら
せ
ら
れ
れ
ば
戦
い
か
ら

め
出
せ
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る
わな

る
ほ
ど

そ
れ
は
い
い
な

そ
の
役
目

私
が
や
る
わ

 
そ
う
一
番
に

願
し
て
き
た
の
は
シ
ノ
ン
で
あ

た

 
シ
ノ
ン
は
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
と
一

に
行
動
す
る
う
ち
に
二
人
と
完
全
に
打
ち
解
け
て
い
た

よ
う
で

 
先
ほ
ど
二
人
が
不
意
打
ち
で
狙
わ
れ
た
事
に
か
な
り

て
い
た
の
で
あ
る

も
ち
ろ
ん
私
も

 
ア
サ
ギ
が

さ
も
当
然
と
い
う
風
に
シ
ノ
ン
の
隣
に

ぶ

わ

私
も

り
は
自
分
で
返
さ
な
い
と
で
す
し
ね

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
も
立
ち
上
が
り

そ
の

に
参
加
す
る

と
い
う

で

こ
こ
は
私
達
別
働

が
そ
の
ま
ま
受
け
持
つ
ね

ブ
タ
野
郎
共
の
始
末
は
任
せ
て

 
最
後
に
コ
マ
チ
と
リ
オ
ン
が
そ
う

め

こ
れ
に
よ

て

城
門
に
い
た
六
人
が
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そ
の
ま
ま
七
つ
の
大
罪
の
相
手
を
す
る
事
と
な

た

分
か

た

任
せ
る

で
も
さ
す
が
に
六
人
だ
と
き
つ
い
だ
ろ
う
か
ら

他
に

待
て
待
て

待
て

い

 
こ
こ
で
立
ち
上
が

た
の
は
ユ

ジ

ン
で
あ
る

 
当
然
立
ち
上
が

た
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
を
ゴ
リ
ゴ
リ
に
意
識
し
た
行
動
だ

 
も
ち
ろ
ん
二
人
が
狙
わ
れ
た
事
に
対
す
る

り
も
あ
る

六
人
で
は
な
い
ぞ

キ
リ
ト

今
回
は
特
別
に
こ
の
俺
が

 
助
け
て
や
ろ
う

ユ

ジ

ン
は
そ
う
言
お
う
と
し
た
が

 
そ
の
横
か
ら
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

が
飛
び
出
し

シ
ノ
ン
達
の
手
を
取

た

そ
の
意
気
や
よ
し

私
達
も
微
力
な
が
ら
協
力
し
よ
う

と
し
て
は

新
興
勢
力
に
簡

に
負
け
る

に
は
い
か
な
い
も
ん
ね

サ
ク
ヤ
さ
ん

ア
リ
シ

さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
キ
リ
ト
は
二
人
に
丁

に
お

を
言
い

ほ
ら

格
好
つ
け
て
な
い
で
さ

さ
と
続
き
を
言

え

て
の

 
と
い

た
感
じ
の

線
を
ユ

ジ

ン
に
向
け
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
ユ

ジ

ン
は

完
全
に
出

れ
て
し
ま
い

ま
ず
い
と
思

た
の
か

 
強
気
な
態
度
は

え

あ
く
ま
で
好
感
度
を
意
識
し
な
が
ら
こ
う
言

た

キ
リ
ト
よ

こ
ち
ら
の
事
は
俺
達
に
任
せ
て
く
れ

今
こ
そ
我
ら
の
結
束
を

す
時
だ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
頼
む

ユ

ジ

ン

ま
あ
ユ

ジ

ン
が
い
れ
ば
安
心
だ
な
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
を
出

に
す
る
み
た
い
で
悪
い
が

 
ハ
チ
マ
ン
が
い
な
い
分

ユ

ジ

ン
に
は
死
ぬ
ま
で
し

か
り
働
い
て
も
ら
お
う

 
キ
リ
ト
は
そ
う
黒
い
事
を
考
え
つ
つ

し
れ

と
し
た
顔
で
そ
う
答
え
た

 
こ
れ
で
お

い
の
戦
力
差
は
二
十
対
二
十
の
ほ
ぼ

な

態
と
な
る

何
を
ご
ち

ご
ち

言

て
や
が
る

も
う
す
ぐ
ボ
ス
戦
が
始
ま
る
ん
だ
ろ

 
そ
こ
で
さ

さ
と
ケ
リ
を
つ
け
よ
う

ケ
リ

ケ
リ

て
の
は
対

な
相
手
同
士
で
つ
け
る
も
の
で
し

う

 
あ
ん
た
達
じ

完
全
に
役
者
が
足
り
て
な
い
わ
ね

は

そ
う
い
う
セ
リ
フ
は
実

に
俺
達
に
勝

て
か
ら
言
え

て
の

あ
は
は
は
は
は
は

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
以
外
の
残
り
の
五
人
の

部
が
そ
の
ル
シ
パ

の
言
葉
に
合
わ
せ
て
大
笑
す
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る 
そ
の
態
度
を
身
の

知
ら
ず
と

判
す
る
者
も
い
る
だ
ろ
う
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
と
七
つ
の
大
罪
が
ま
と
も
に
ぶ
つ
か
る
の
は
確
か
に
こ
れ
が
初
め
て
で
あ

た

ユ

ジ

ン
さ
ん

こ

ち
は
相
手
が
調
子
に
乗

て
い
る
こ
の
チ

ン
ス
に

 
あ
い
つ
ら
を
こ
の
部
屋
か
ら
叩
き
出
す
つ
も
り
よ

む

ア
サ
ギ

何
か
す
る
つ
も
り
か

ソ
ニ

ク
ラ

シ

音
速
突
撃

 
そ
の
ア
サ
ギ
の

い
答
え
に
ユ

ジ

ン
は

た

あ
れ
か

す
ま
ん

多
分
俺
達
の
練
度
だ
と

つ
い
て
い
く
の
が
精
一

だ

問
題
な
い
わ

こ

ち
も
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
慣
れ
て
な
い
し

 
人

的
に
も
完
全
な

ソ
ニ

ク
ラ

シ

音
速
突
撃
に
は
な
り
え
な
い
も
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
サ
ギ
は

公
主
を

え
た

時
間
も
無
い
し

行
く
わ

チ

ン
ジ

公
主

 
そ
う
叫
ん
だ

間
に

ア
サ
ギ
の
持
つ

公
主
が

へ
と
変
化
し
た

 
そ
し
て
ア
サ
ギ
は

限
ま
で
足
に
力
を
込
め

一
気
に
敵
目

け
て
走
り
だ
し
た
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ソ
ニ

ク
ラ

シ

音
速
突
撃

 
そ
の
言
葉
と
共
に

ヴ

ル
ハ
ラ
の
他
の
五
人
も
突
撃
を
開
始
し
た

 
そ
れ
を
見
た
三
種
族
連
合
軍
の
リ

ダ

達
も

て
て
仲
間
達
に
指

を
出
す

つ

続
け

続
け

み
ん
な

つ
い
て
く
よ

と

突
撃

 
こ
う
し
て
ボ
ス
戦
の
開
始
直
前
に

戦

は
開
か
れ
た
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第
１
１
１
７
話
 
ア
レ
ス
戦

外
の
戦
い

 
す
み
ま
せ
ん
ま
た

さ
に
負
け
ま
し
た
ｏ
ｒ

 
今
日
明
日
は
こ
ち
ら
は
多
少

し
そ
う
な
の
で

調
に
書
け
る
と
思
い
ま
す

ソ
ニ

ク
ラ

シ

音
速
突
撃

 
そ
う
ア
サ
ギ
が
叫
ん
で
い
き
な
り
突
撃
し
て
き
た
の
が
想
定
外
だ

た

 
ル
シ
パ

達
は

に
戦
闘
体
勢
も
と
れ
ず

こ
ち
ら
に
向
か

て
く
る
ア
サ
ギ
達
を

 
ま
る
で
フ

ク
シ

ン
の

場
人
物
か
何
か
の
よ
う
に
ぼ

と

め
て
い
た

 
ル
シ
パ

達
か
ら
す
れ
ば
と
に
か
く
マ

ク
し
て
い
た
の
は
キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ
な
ど
の

部

達
で
あ
り

 
そ
ち
ら
に
ま

た
く
動
き
が
無
い
以
上

こ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
は
大
人
し
く

こ
ま
り

 
遠
く
に
見
え
る
守
備
側
の
仲
間
ら
し
き
者
達
と
自
分
達
の
連
合
軍
に

 
蹂
躙
さ
れ
る
運
命
で
し
か
な
い
と
思
い
こ
ん
で
い
た
か
ら
だ
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ガ
ツ
ン

 
と

衝
撃
が
来
る
ま
で
は
一

で
あ

た

 
そ
れ
で
や

と
今
何
が

こ

て
い
る
の
か
理
解
し
た
ル
シ
パ

は

て
て
仲
間
達
に
指

を
出
し
た

む

迎
え
撃
て

 
だ
が
次
の

間

ル
シ
パ

は
再
び
衝
撃
を
受
け

後
方
へ
と
ぶ

飛
ば
さ
れ
た

な
 
こ
れ
で
も
ル
シ
パ

は

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
十
六

の
強
者
で
あ
り

 
い
く
ら
不
意
を
突
か
れ
た
か
ら
と
い

て

そ
う
簡

に
こ
ん
な

態
に
さ
れ
る
事
は
な
い

 
だ
が
実

ル
シ
パ

は
今

仲
間
達
と
共
に

を
つ
い
て
し
ま

て
い
る

 
そ
れ
を
成
し
た
の
は

私
は
ヴ

ル
ハ
ラ
最

の
タ
ン
ク
で
す
か
ら

が
口

の
ア
サ
ギ
で

あ
る

 
だ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
最

で
あ
る
は
ず
の
タ
ン
ク
は

見
事
に
ル
シ
パ

を
後
方
に
飛
ば
し

 
部
屋
の
外
に
出
さ
せ
る
事
に
成
功
し
た

私

確
実
に
強
く
な

て
る
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ア
サ
ギ
は
喜
び
に
身
を

が
し
な
が
ら
も
決
し
て
油
断
す
る
事
は
な
く

 
近
場
に
い
る
敵
の

部
連
に
盾
を
叩
き
つ
け
て
い
た

突
撃

突
撃

突
撃

 
そ
し
て
コ
マ
チ
と
リ
オ
ン
が
す
ぐ
後
ろ
か
ら

 
ア
サ
ギ
の
盾
の
攻
撃
を
受
け
て
体
勢
が
崩
れ
た
敵
を
更
に
後
方
へ
後
方
へ
と
ぶ

飛
ば
し

 
シ
ノ
ン
は
ど
さ
く
さ

れ
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を

・敵
・の
・前
・方

へ
と
投
げ
た

き
魔
よ

 
シ
ノ
ン
は

え
て
そ
う
言
い

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
ウ

ン
ク
し
た

 
こ
う
し
て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

の
中
で
た
だ
一
人

 
ボ
ス
部
屋
内
に
取
り
残
さ
れ
る
事
と
な

た
が

 
味
方
の
目
が
無
く
な

た
せ
い
で

ヴ

ル
ハ
ラ
と
戦
わ
な
く
て
済
む

 
そ
の
心
の
中
は
シ
ノ
ン
へ
の
感
謝
で
い

ぱ
い
で
あ

た
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そ
し
て
や
や

れ
た
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
も

 

行
中
の

ソ
ニ

ク
ラ

シ

音
速
突
撃
も
ど
き
を
敵
に
か
ま
し
て
い
く

 
そ
の
ま
ま
ウ
ズ
メ
は
そ
の
場
に

ま

た
が
さ
す
が
に
ヒ

ラ

の
ピ

ア
は
す
ぐ
後
方
へ

と
下
が

た

 
そ
の
横
を

今
度
は
三
種
族
の
連
合
軍
が
駆
け
抜
け
る

こ
こ
は
通
さ
ん

そ
う
い
う
事
な
ん
で

宜
し
く

お
前
ら
ご
と
き
が
俺
に
勝
て
る
と
思

た
か

 
体
を
張

て
敵
を
外
に
押
し
出
す
そ
の
行

に
よ
り
七
つ
の
大
罪
は
室
内
か
ら
完
全
に
駆

さ
れ

 
そ
の
直
後
に
シ
ス
テ
ム
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
こ
の
場
に

き

た

ボ
ス
戦
が
開
始
さ
れ
ま
す

以
後

室
内
に
入
る
事
は
出
来
ま
せ
ん

 
フ

ル
ド
全
体
も
外
か
ら

さ
れ
ま
す

 
そ
し
て
扉
は

ざ
さ
れ
七
つ
の
大
罪
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を

き
ボ
ス
戦
か
ら
完
全
に

さ
れ
た
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目
標
を
達
成
す
る
の
と
同
時
に
貴
重
な
ヒ

ラ

で
あ
る
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
も
こ
の
場
か
ら

す
る

 
こ
れ
は
こ
の
後
の
戦
闘
の
事
を
考
え
て
も
ア
サ
ギ
達
の
あ
げ
た
大
き
な
成
果
だ
と
い
え
よ
う

き

貴
様
ら

ふ
ざ
け
る
な

お
い
ル
シ
パ

と
り
あ
え
ず
立
て
直
そ
う

 
そ
の
ル
シ
パ

の
叫
び
を

ロ

ル
プ
レ
イ
し
て
い
る
余

が
な
く
な

た
の
か

 
サ

タ
ン
が
受
け
て
そ
う
言
い

ル
シ
パ

の

は
少
し

え
た

悪
か

た
お
い
サ

タ
ン
俺
達
二
人
で
あ
い
つ
ら
が
立
ち
上
が
る
ま
で
の
時
間
を

ぐ
ぞ

お
う

 
ル
シ
パ

と
サ

タ
ン
は

的
に
前
に
出
て

ア
サ
ギ
の
前
に
立
つ

悪
い
が
倒
さ
せ
て
も
ら
う

望
む
と
こ
ろ
よ

待
て
待
て
待
て

い

ア
サ
ギ
さ
ん

お
手
伝
い
し
ま
す

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

 
こ
こ
で
足
が

く

や
や

れ
気
味
だ

た
カ
ゲ
ム
ネ
が
前
線
に
追
い
つ
い
て
き
た
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魔
を
す
る
な

こ
ち
と
ら
そ
れ
が
仕
事
な
ん
で
ね

 
カ
ゲ
ム
ネ
は
そ
う
叫
ぶ
と

サ

タ
ン
の
激
し
い
攻
撃
を
見
事
に
防
い
で
い
く

 

中
転
向
組
な
が
ら
他
の
プ
レ
イ
ヤ

と
は
一
線
を
画
す
ス
テ

タ
ス

成
に
な

て
い
る

カ
ゲ
ム
ネ
は

 
タ
ン
ク
と
し
て
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
四
人
に
続
き
完
全
に
ト

プ
プ
レ
イ
ヤ

の
仲
間
入
り
を

し
て
い
た

 
ア
サ
ギ
も
ア
サ
ギ
で
あ
の
ル
シ
パ

を
相
手
に

に
戦

て
お
り

 
ヴ

ル
ハ
ラ
と
そ
の
仲
間
達
の
タ
ン
ク
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
存
分
に
ア
ピ

ル
す
る
事
と
な

た
ち

厄
介
な

ル
シ
パ

さ
ん

こ
こ
は
俺
達
が

任
せ
て
下
さ
い

立
て
直
せ
た
か
そ
れ
じ

あ
こ
こ
は
お
前
達
に
任
せ
俺
達
は
敵
の

を

ら
し
て
く
る
と

し
よ
う
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任
せ
た
ぞ

お
前
ら

は
い

 
こ
こ
で
七
つ
の
大
罪
の
タ
ン
ク
達
が
前
に
出
て
く
る

 
以
前
ル
シ
パ

が
グ
ラ
ン
ゼ
に
要
求
し
た
通
り
高
性
能
の
タ
ン
ク
装
備
に
身
を
包
ん
だ
タ
ン

ク
達
は

 
ス
キ
ル

成
こ
そ
タ
ン
ク
に
は
向
い
て
い
な
か

た
が

 
今
回
は
モ
ン
ス
タ

が
相
手
で
は
な
く
対
人
戦
で
あ
る

そ
れ
な
り
に
戦
え
て
い
た

 
だ
が
そ
ん
な
彼
ら
を
も

て
し
て
も

ど
う
に
も
な
ら
な
い
相
手
が
こ
こ
に
い
た

お
前
ら
ご
と
き
に
俺
が
止
め
ら
れ
る
と
思

た
か

 
ア
サ
ギ
と
カ
ゲ
ム
ネ
と
連

し
ユ

ジ

ン
が
一
人
ま
た
一
人
と
敵
の
タ
ン
ク
を

散
ら

し
て
い
く

 
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
一

は

達
で
は
な
い
の
だ

ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

 
ユ

ジ

ン
が
ソ

ド
ス
キ
ル
を
リ
キ

ス
ト
ご
と
に
放
つ
度

 
確
実
に
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
死
に
追
い
や
ら
れ
て
い
く

こ
れ
で
は
た
ま

た
も
の
で
は
な
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く 
離
れ
た
と
こ
ろ
で
三
種
族
連
合
軍
の
プ
レ
イ
ヤ

を

人

て
い
た
ル
シ
パ

達
が

 
さ
す
が
に
ま
ず
い
と
こ
ち
ら
に

て
く
る
事
と
な

た

 
ア
サ
ギ
と
カ
ゲ
ム
ネ
に

部
が
二
人
ず
つ
付
い
て

え
に
回
り

 
ル
シ
パ

と
サ

タ
ン
が
ユ

ジ

ン
と
対
峙
す
る
事
と
な

た
の
で
あ
る

ま
さ
か
二
対
一
が

だ
と
は
言
わ
な
い
よ
な

当
然
だ

こ
れ
は
闘
技
場
の

合
で
は
な
い
か
ら
な

お
ら

い
く

 
サ

タ
ン
が
雄
叫
び
を
上
げ
て
ユ

ジ

ン
に

り
か
か
り
こ
う
し
て
激
し
い
戦
い
が
開
始

さ
れ
た

 
そ
の
お
か
げ
で
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

の
負
担
が

り

部
が
目
の
前
か
ら
い
な
く
な

た
の

を
い
い
事
に

 
二
人
は
一
気
に
攻
勢
に
出
て
七
つ
の
大
罪
の
残
り
の
メ
ン
バ

達
を
殲
滅
し
よ
う
と
考
え
た

こ
こ
が
チ

ン
ス
だ

一
気
に
攻
勢
に
出
ろ

 
そ
の
勢
い
は
凄
ま
じ
く

敵
が
一
人

ま
た
一
人
と
倒
れ
て
い
く
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こ
の
ま
ま
い
け
ば
勝
て
る
ね

サ
ク
ヤ
ち

ん

あ
あ

い
け
る
だ
ろ
う

 
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
か
ら
も

援
攻
撃
が
来
て
お
り

 
こ
の
ま
ま
い
け
ば

当
に
敵
を
殲
滅
出
来
る
だ
ろ
う

 
事
実

敵
は
ど
ん
ど
ん
そ
の

を

ら
し
て
い
る

お
か
し
い

敵
の
主
要
メ
ン
バ

が
何
人
か
い
な
い

 
だ
が
リ
オ
ン
は
こ
の
時
漠
然
と
し
た
不
安
に
か
ら
れ
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
隣
で
指

の
補
助
を
す
る
事
が
多
か

た
リ
オ
ン
は

 
当
然
主
要
な
敵
の
ギ
ル
ド
に
つ
い
て
も

し
い
知
識
を
持

て
お
り

 
こ
の
場
に
必
ず
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
物
が
い
な
い
事
に
気
が
付
い
た
の
だ

ア
ス
タ
ル
ト

 
そ
の
リ
オ
ン
の

き
を

き

シ
ノ
ン
が
こ
ち
ら
に
首
を

げ
た

ん

リ
オ
ン

ど
う
し
た
の

ね

シ
ノ
ン

敵
の
軍
師
の
ア
ス
タ
ル
ト
が
い
な
い
の

何
で
か
な

た
ま
た
ま
用
事
が
あ

て

今
日
は
参
加
し
て
な
い
ん
じ

な
い
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そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
直
後
に
敵
の
後
方
か
ら

何
か
音
が

こ
え
た
よ
う
な
気
が
し

 
リ
オ
ン
と
シ
ノ
ン
は
一

攻
撃
の
手
を
止
め
た

シ
ノ
ン

今
何
か

こ
え
な
か

た

え
え

こ
え
た
わ

こ
れ
は
ま
ず
い
事
に
な

た
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
直
後
に
奥
の
通
路
か
ら

多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
し
た

 
そ
の
先

を
走
る
の
は
ア
ス
タ
ル
ト

そ
の
横
に
シ

ト
リ
の

も
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
後
方
に
は

七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

の
他
に

 
シ
グ
ル
ド
の
ギ
ル
ド
の
者
と
同
じ
服
装
を
し
た
者
が
多

い
た

シ
ノ
ン

な
る
ほ
ど

敵
に
も
別
方
面
を
探
索
し
て
い
た
メ
ン
バ

が
い
た
の
ね

 
そ
れ
で
さ

き
の
ボ
ス
部
屋
の

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

い
て

 
締
め
出
し
た
シ
グ
ル
ド
の
ギ
ル
ド
の
奴
ら
と
合
流
し
て

こ

ち
に
来
た

て
感
じ
か
し
ら

サ
ク
ヤ
さ
ん

ア
リ
シ

さ
ん

敵
の
援
軍

一

下
が
ろ
う

 
そ
の
リ
オ
ン
の
言
葉
で
サ
ク
ヤ
と
ア
リ
シ

も
そ
の
事
に
気
付
き
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敵
を
一
気
に
押
し
返
し
た
後

て
て
軍
を
下
げ
た

 
同
時
に
リ
オ
ン
が
ア
サ
ギ

カ
ゲ
ム
ネ

ユ

ジ

ン
に
敵
の
接
近
を
伝
え
る

ち

ま
だ
敵
が
い
た
の
か

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

こ
の
ま
ま
ゆ

く
り
ボ
ス
部
屋
の
扉
の
前
ま
で
下
が
り
ま
し

う

了
解

敵
に
後
方
に
回
り
こ
ま
れ
る
よ
り
は
ま
し
だ
ろ
う
し
ね

 
そ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
動
き
を
見
て
ル
シ
パ

達
も
一

後
方
に
下
が
り

 
ア
ス
タ
ル
ト
達
と
合
流
し
た
後

尊
大
な
態
度
で
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

 
そ
の
総

は
五
十
人
を
超
え
若

を

ら
し
十
三
人
ま
で

を

ら
し
て
い
た
こ
ち
ら

の
四
倍
近
い

シ
ノ
ン

こ
れ
は
さ
す
が
に
厳
し
い
わ
ね

で
も
優
勢
だ

た
か
ら
勘
違
い
し
ち

た
け
ど

 
元
々
私
達
は
全
滅
上

な
つ
も
り
で
こ
こ
に
残

た
の
よ

 
精
々

山
の
敵
を
道
連
れ
に
し
て

手
に
散

て
や
り
ま
し

う

あ
あ

そ
れ
も
そ
う
だ
ね

よ

し

や

て
や
ろ
う
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ウ
ズ
メ
さ
ん
と
ピ

ア
さ
ん
は
俺
が
守
る

 
気
分
が
高
揚
し
た
の
か

ユ

ジ

ン
が
ど
さ
く
さ

れ
に
そ
う
言

た

ユ

ジ

ン

あ
ん
た
や

ぱ
り
フ
ラ
ン
シ

シ

の
フ

ン
な
の

う

わ

悪
い
か

あ

そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
ん
な
ユ

ジ

ン
の
手
を
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が

る

 
そ
れ
は
あ
く
ま
で
ア
イ
ド
ル
と
フ

ン
と
の

離
感
で
あ

た
が

 
こ
の
事
に
よ
り

ユ

ジ

ン
の
戦
闘
力
が

上
げ
さ
れ
た

う
お
お
お

や
る

俺
は
や

て
や
る

頼
ん
だ
わ
よ

ユ

ジ

ン

お
う

 
こ
う
し
て
ボ
ス
部
屋
外
の
戦
闘
は

次
の

に
移
行
し
た



 第１１１８話 アレス戦〜追い詰められる

 
第
１
１
１
８
話
 
ア
レ
ス
戦

追
い
詰
め
ら
れ
る

リ
オ
ン

今
の
う
ち
に
ぶ
ち
か
ま
す
わ
よ

う
ん

分
か

た

 
こ
の
時
点
で
こ
ち
ら
に

利
な
部
分
が
一
つ
だ
け
あ

た

そ
れ
は
タ
ン
ク
の

の
問
題
で
あ

る 
先
ほ
ど
ユ

ジ

ン
が
頑
張

て
く
れ
た
お
か
げ
で

敵
の
タ
ン
ク
は

人
が
死

 
残
る
二
人
も
ま
だ
前
線
に
復
帰
出
来
て
い
な
い

そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
と

 
要
す
る
に
敵
の
遠

攻
撃
に
対
す
る
備
え
に
大
き
な
差
が
出
る
の
で
あ
る

 
現
時
点
で
の
敵
の
選
択
肢
は

前
衛

が
こ
ち
ら
に
突
撃
し

 
同
時
に
敵
の

使
い
や
魔
法
使
い
が

・前
・衛
・の
・

・ご
・し
・に

制
す
る
意
味
で
遠

攻
撃
を
放
つ
事

で
あ
る

 
お

い
の

離
が
遠
い
か
ら
と
い

て
遠
く
か
ら
遠

攻
撃
を
撃
ち
合
う
選
択
肢
は
存
在
し

な
い

 
何
故
な
ら

の
攻
撃
は
全
て
ア
サ
ギ
と
カ
ゲ
ム
ネ
魔
法
攻
撃
は
リ
オ
ン
に
防
が
れ
て
し
ま
う
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か
ら
だ

 
そ
し
て
反
撃
の
手

と
し
て

こ
ち
ら
に
は
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
が
い
る

 
シ
ノ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
の

使
い
で
あ
り

リ
オ
ン
は
魔
法
攻
撃
に
関
し
て
は

 
敵
の
魔
法
を

収
出
来
る

な
ら
ほ
ぼ
無
限
機
関
で
あ
る

 
な
の
で
守
備
側
の
混
成
軍
と
し
て
は

多
少
の

を

う
事
に
な
ろ
う
と
も

 
一
刻
も

く
接
近
戦
に
持
ち
込
む
以
外
の
選
択
肢
が
無
い
の
だ

総
員
突
撃お

お

 
そ
れ
故
に
戦
い
の
序
盤
は

遠

攻
撃
を

び
せ
か
け
る
ヴ

ル
ハ
ラ

と

 
そ
れ
を
避
け
つ
つ
こ
ち
ら
に
突
撃
す
る
七
つ
の
大
罪

と
い
う
図
式
か
ら
開
始
さ
れ
た

ペ
ネ
ト
レ

ト
・
ア
ロ

 
こ
う
な
る
と
最
初
は
シ
ノ
ン
の
独

場
で
あ
る

 
ペ
ネ
ト
レ

ト
・
ア
ロ

の
矢
は
実
は
物
理
攻
撃
で
は
な
く
魔
法
攻
撃
扱
い
で
あ
り

 
敵
の
防
御
力
の
強

に
関
わ
ら
ず

敵
を

通
し
て
そ
の
ま
ま
抜
け
る

 
必
殺
の

力
が
あ
る

で
は
な
い
が
多
く
の
敵
に
ダ
メ

ジ
を

え
る
事
が
出
来
る
技
で
あ
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る 
似
た
技
に

メ
テ
オ
・
ア
ロ

と
い
う

囲
攻
撃
が
あ
る
が

 
こ
ち
ら
は

力
が
あ
る
分
リ
キ

ス
ト
タ
イ
ム
が
⻑
め
に
設
定
さ
れ
て
お
り

 
今
の
よ
う
な
場
合
だ
と
一
発
撃

た
だ
け
で

 
一
分
近
い

直
に
よ

て
敵
が
接
近
し
て
く
る
ま
で
何
も
出
来
な
く
な

て
し
ま
う

 
そ
れ
に
対
し
て
ペ
ネ
ト
レ

ト
・
ア
ロ

の
リ
キ

ス
ト
タ
イ
ム
は
二

と

く

 
ガ
ン
ガ
ン
連
射
が
出
来
る
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を

て
い
る

エ
ネ
ル
ギ

充

二
十
パ

セ
ン
ト

 
そ
し
て
リ
オ
ン
で
あ
る

相
変
わ
ら
ず
今
日
も
ノ
リ
ノ
リ
だ

 
高
校
時
代
と
は
そ
の
性
格
か
ら
し
て

本
的
に
変
化
し
て
い
る
よ
う
だ
が

 
そ
れ
く
ら
い

今
の
生
活
が
楽
し
い
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

ロ

ク
オ
ン

一
番
か
ら
四
番

線
に
乗

た

リ
オ
ン
ち

ん

ぶ
ち
か
ま
し
ち

て

任
せ
て

ロ
ジ
カ
ル
・
ビ

ム

 
四
色
の
光
が

を

い
て
飛
び

敵
の
直
前
で
四
つ
に
分
か
れ
て
着

す
る
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さ
す
が
に

部
ク
ラ
ス
に
は
避
け
ら
れ
る
が
雑
兵
連
中
に
は

果
て
き
め
ん
な
攻
撃
で
あ
る

ひ
る
む
な

行
け

行
け

 
ル
シ
パ

が
声
の
限
り
に
そ
う
叫
び

六
人
の

部
連
は
走
る
足
を
緩
め
な
い

 
そ
の
六
人
を
迎
え
撃
つ
の
は

ア
サ
ギ

カ
ゲ
ム
ネ

ユ

ジ

ン

サ
ク
ヤ

ア
リ
シ

の

五
人
で
あ
る

 
ガ

 
ル
シ
パ

が

り
下
ろ
す
剣
を
ア
サ
ギ
が

公
主
で
完

に
防
ぐ

 
同
時
に
他
の
四
人
も
接
敵
し

六
人
と
五
人
は
完
全
に
交
戦

態
に
入

た

 
そ
の

を
シ
ノ
ン
は
見
逃
さ
な
い

今
の
う
ち
に
私
達
は
突
撃
よ

回
り
こ
ん
で
走

て

 
シ
ノ
ン

リ
オ
ン

ウ
ズ
メ

ピ

ア

そ
し
て
コ
マ
チ
と
共
に

 
三
種
族
連
合
軍
の
生
き
残
り
の
三
人
が
敵
に

り
込
む

 
敵
の

は
三
十
人
ほ
ど
に

て
い
た
が
そ
れ
で
も
こ
ち
ら
の
倍
以
上
の
戦
力
を

て
い

る 
普
通
な
ら
勝
敗
は
明
ら
か
だ
が
少
な
く
と
も
味
方
の
中
で
コ
マ
チ
と
シ
ノ
ン
は
普
通
で
は
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な
い

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が
コ
マ
チ
に
向
け
て
叫
ぶ

コ
マ
チ

任
せ
た
わ

私
達
義
姉
妹
の
力
を
見
せ
て
や
り
ま
し

う

ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
に
義
姉
妹
扱
い

も
ち
ろ
ん
私
が
義
姉
よ

理
由
は
分
か
る
わ
よ
ね

う

こ
の
圧
力

何
故
か
反

出
来
な
い

 
コ
マ
チ
は
そ
う
ぼ
や
き
つ
つ

独
で
速
度
を
上
げ

敵

へ
と
突

込
ん
だ

な一
人
で
だ
と

な
め
る
な

誰
が
誰
を
な
め
て
る

て

こ
れ
で
も
私

ハ
チ
マ
ン
の
妹
な
ん
だ
け
ど

 
そ
の
言
葉
通
り

敵

の
中
で

コ
マ
チ
と
い
う
暴
風
が

き
荒
れ
た

 
普

は
も

と
上
の
連
中
と
共
に
い
る

に
目
立
た
な
い
が
コ
マ
チ
と
て
歴
戦
の
勇
士
で
あ

る 
そ
の
上
釣
り
役
と
し
て
多
く
の
敵
を
相
手
に
す
る

験
は
ヴ

ル
ハ
ラ
で
も
ハ
チ
マ
ン
に
次
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い
で
多
く

 
こ
の

度
の
相
手
な
ら
ノ

ダ
メ

ジ
と
は
い
か
な
い
が
余

で
こ
な
せ
る
技

を

て
い
る

 
そ
の
後
ろ
を
フ

ロ

す
る
か
の
よ
う
に

ウ
ズ
メ
が
敵
に
飛
び
込
ん
だ

コ
マ
チ
さ
ん

お

お
義
姉
ち

ん
が
フ

ロ

す
る
か
ら
ね

 
ウ
ズ
メ
は
顔
を

く
し
な
が
ら
そ
う
言

た

確
実
に
シ
ノ
ン
の
影

を
受
け
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

い
た
コ
マ
チ
は
戦
い
な
が
ら

う
わ

と
い
う
顔
を
し
た

コ
マ
チ
に
ア
イ
ド
ル
の
お
義
姉
ち

ん
が

え
た

 
ア
ス
ナ
お
義
姉
ち

ん
ご
め
ん
な
さ
い
そ
れ
で
も
コ
マ
チ
は
ち

と
嬉
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん

 
コ
マ
チ
の

裏
で
微

そ
う
な
顔
を
す
る
ア
ス
ナ
に
謝
り
つ
つ

 
コ
マ
チ
は
背
中
を
ウ
ズ
メ
に

け

一
人
奮
戦
す
る

 
そ
れ
で
も

か
な
ダ
メ

ジ
は

し
て
い
く
が

 
そ
れ
は
ピ

ア
の
ヒ

ル
に
よ

て

た
ち
ど
こ
ろ
に

さ
れ
て
い
く

か

回
復
は
お
義
姉
ち

ん
に
任
せ
て
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ア
イ
ド
ル
二
人
目

も
う
深
く
考
え
る
の
は
よ
そ
う

 
お
兄
ち

ん
の

り
は
こ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
よ

う
ん

 
そ
ん
な
コ
マ
チ
の

界
に
こ
ち
ら
を
狙
う
魔
法
使
い
達
の

が
映

た

あ

や
ば

 
混
戦
の
せ
い
で

勝
手
に
魔
法
攻
撃
は
無
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
コ
マ
チ
だ

た
が

 
他
な
ら
ぬ
コ
マ
チ
自
身
の
攻
撃
力
の
高
さ
の
せ
い
で
今
コ
マ
チ
の

り
に
は
空
白
地

が
出

来
て
い
る

 
こ
う
な
る
と

敵
か
ら
は
当
然
遠

攻
撃
が
飛
ん
で
く
る

さ
せ
な
い

 
だ
が
そ
の
攻
撃
は

飛
び
込
ん
で
き
た
リ
オ
ン
に
よ

て
防
が
れ
た

 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア
を
展
開
し
て
矢
を
防
ぎ
つ
つ
同
時
に
敵
の
魔
法
を
も

収
す
る

 
対
遠

攻
撃
に
関
し
て
は
最
強
に
近
い
防
御
力
を

る
リ
オ
ン
の
本
領
発

で
あ
る

 
だ
が
コ
マ
チ
は
助
か

た
と
思
う
の
と
同
時
に
リ
オ
ン
の
笑
顔
を
見
て

な
予
感
を
覚
え

て
い
た

だ

大
丈
夫

お
義
姉
ち

ん
が
守

て
あ
げ
る
か
ら
ね
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リ
オ
ン
も
か

 
コ
マ
チ
は
思
わ
ず
そ
う
絶
叫
し
た
が

リ
オ
ン
は
そ
の
叫
び
に
平
然
と
こ
う
答
え
た

リ

リ
オ
ン
お
義
姉
ち

ん

て
呼
ん
で
も
い
い
か
ら
ね

あ

う
ん

 
元
々
前
か
ら
こ
う
い

た

候
は
あ

た
が

 
ど
う
や
ら
ウ
ズ
メ
の

さ
に
当
て
ら
れ

み
ん
な
が
危
機
感
を
持

た
の
で
は
な
い
か

 
コ
マ
チ
は
そ
う
分

し
つ
つ

先

考
え
た
よ
う
に

深
く
考
え
る
の
を
や
め
た

よ
し

こ
の
ま
ま
み
ん
な
で
頑
張

て
敵
を
全
滅
さ
せ
よ
う

う
ん

で
す
ね

だ
ね

 
そ
の
ま
ま
戦
闘
は
続
け
ら
れ

コ
マ
チ
達
は
敵
勢
力
を

ほ
ぼ
駆

す
る
事
に
成
功
し
た

 
残
る
は
後
方
に
い
る

ア
ス
タ
ル
ト
と

名
の
ヒ

ラ

の
み
で
あ
る

ま

ま
さ
か
そ
ん
な

ア
ス
タ
ル
ト
さ
ん

ど
う
し
ま
す
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だ

大
丈
夫

ま
だ
こ

ち
に
は
手
が
あ
る
か
ら

 
だ
が
ア
ス
タ
ル
ト
は
お
ど
お
ど
し
な
が
ら
も

自
信
あ
り
げ
に
そ
う
言

た

あ
ら

強
気
じ

な
い

今
の
戦
闘
で
私
達
も
か
な
り
疲

し
た
け
ど

 
そ
れ
で
も
あ
な
た
達
三
人
く
ら
い
な
ら
ど
う
と
で
も
出
来
る
わ
よ

 
シ
ノ
ン
の
そ
の
言
葉
に

ア
ス
タ
ル
ト
は
だ
が

然
と
こ
う
答
え
た

そ

ち
に
は
残
念
だ
け
ど

ギ
リ
ギ
リ
間
に
合

た
み
た
い
だ
ね

間
に
合

た

何
が
か
し
ら

こ

こ

ち
の
援
軍
だ
よ

 
そ
の
言
葉
通
り

後
方
が

が
し
く
な

た
か
と
思
う
と

 
奥
の
通
路
か
ら

先
ほ
ど
以
上
の

の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
し
た

なあ
れ

て
ま
さ
か

シ
グ
ル
ド
の
部
下

 
そ
う

ア
ス
タ
ル
ト
は
先
ほ
ど
ま
で
一

に
戦

て
い
た
シ
グ
ル
ド
の
部
下
達
に
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残
り
の
仲
間
を
集
め
る
よ
う
に
指

し
て
い
た
の
で
あ
る

 
そ
の
甲
斐
あ

て
今
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
生
き
残
り
の
プ
レ
イ
ヤ

達
が
続
々
集
結
し
て
き

た
の
だ

たピ

ア

残
り
の
魔
力
は

ち

と
心
許
な
い
か
も
で
す

そ
う
よ
ね

で
も
ま
あ
や
る
し
か
な
い
わ
ね

う
ん

や
る
し
か
な
い

み
ん
な

死
ぬ
気
で
戦
う
わ
よ

 
三
種
族
連
合
軍
の
生
き
残
り
だ

た
三
人
は

混
戦
の
中
で
倒
さ
れ
て
お
り

 
こ
ち
ら
の
生
き
残
り
は
こ
こ
に
い
る
五
人
だ
け
で
あ

た

 
だ
が
そ
の
戦
意
は
高
く

五
人
は
一
人
で
も
多
く
の
敵
を
倒
そ
う
と

武
器
を

え
た

 
だ
が
そ
の
時
想
定
外
の
事
態
が
味
方
を
襲
う

き

あ
あ
あ
あ
あ

し

し
ま

た

ア

ア
リ
シ
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は
は
は
は
は

そ
ん
な
も
の
か

領
主
ど
も

 
シ
ノ
ン
達
が

て
て

り
返
る
と
ユ

ジ

ン
が
地
面
に
片

を
つ
い
て
い
る
の
が
見
え
た

 
そ
の
手
に
持
つ
魔
剣
グ
ラ
ム
は

真

二
つ
に

れ
て
い
る

 
そ
し
て
ま
さ
か
の
ま
さ
か

ア
リ
シ

の

が
ど
こ
に
も
無
か

た

えど
う
い
う
事

も
し
か
し
て
さ

き
扉
を
ぶ
ち
破

た
せ
い
で

武
器
の

久
力
が
か
な
り
落
ち
て
た
ん
じ

 
そ
の
通
り

理
に
出
せ
ば
も
ち
ろ
ん
復
活
さ
せ
る
事
は
可
能
な
の
だ
が

 
魔
剣
グ
ラ
ム
は

使
し
す
ぎ
た
せ
い
で

ル
シ
パ

と
サ

タ
ン
の
攻
撃
に

え
ら
れ
ず

 

に

れ
て
し
ま

て
い
た

 
そ
し
て
更
に
悪
い
事
に

そ
ん
な
ユ

ジ

ン
を
体
を
張

て
守

た
ア
リ
シ

が

 
横
合
い
か
ら

人
の
攻
撃
を
受
け

が
全

す
る
事
態
に
陥

て
い
た
の
で
あ
る

こ
れ
で
六
対
四

し
か
も
一
人
は
武
器
な
し
か

こ
の
戦
い

も
ら

た
な
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こ
う
し
て
前
方
も
後
方
も

今
や
主

を

て
い
る
の
は

 
完
全
に
七
つ
の
大
罪
側
と
な

た
の
で
あ

た

よ
し

一
気
に
決
着
を
つ
け
る
ぞ

ユ

ジ

ン
さ
ん

一

後
ろ
に

カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

ア
ビ
リ
テ

を
全
開
で
す

お
う

 
こ
こ
で
ア
サ
ギ
と
カ
ゲ
ム
ネ
が

存
し
て
い
た
防
御
系
ア
ビ
を
全
開
に
し

 
六
対
二
で
あ
り
な
が
ら

そ
の
戦
力
差
を
完
全
に

め
た

 
だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
時

ぎ
で
あ
り

そ
の
選
択
に
は
未
来
は
な
い

く
そ

こ
こ
ま
で
か

ユ

ジ

ン

簡

に

め
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
剣
が
無
い
な
ら
拳
で

そ
れ
も

目
な
ら

み
付
い
て
で
も
敵
を
倒
し
な
さ
い

 
気
落
ち
す
る
ユ

ジ

ン
に

そ
の
時
シ
ノ
ン
が
そ
う
発
破
を
か
け
た

だ
が
お
前
と
て
ピ
ン
チ
で
は
な
い
か

確
か
に
そ
う
ね

で
も
私
は
決
し
て
後
ろ
向
き
に
は
死
な
な
い
わ
よ

く
そ

や
る

や

て
や
る
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ユ

ジ

ン
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

シ
ノ
ン
は
そ
れ
に
満
足
し

前
を
向
い
た

と
は
言

た
も
の
の

さ
す
が
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
わ
ね

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い
本

が
ア
レ
ス
を
倒
し
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
オ

ケ

な
ん
だ
か

ら
ま
あ
確
か
に
そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

 
ド
ン

 
行
く
わ
よ

と
言
い
か
け
た
シ
ノ
ン
の
目
の
前
で

い
き
な
り
敵
の
後
方
部

が
・

・け
・た

 
そ
し
て

を
何
か
が
舞
う
気
配
が
し

そ
の
何
か
は
ユ

ジ

ン
の
真
横
に
突
き
立

た

 
そ
れ
は

二
つ
に
分
か
れ
る
そ
の
剣
の

片

れ
で
あ

た

あ

あ
れ
は

ま
さ
か

ハ
チ
マ
ン

 
そ
し
て
敵
の
後
方
か
ら
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が

を
現
し
た

と
り
あ
え
ず
剣
を
投
げ
て
み
た
の
は
い
い
も
の
の

こ
れ
は
ど
う
い
う

況
だ

ア
ス
ナ
ち

ん
や
キ
リ
ト
君
達
の

が
見
え
な
い
わ
ね
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ま
あ
い
い
ど
う
せ
こ
い
つ
ら
は
全
部
敵
な
ん
だ
ろ
姉
さ
ん
さ

さ
と
や

ち
ま
お
う

そ
う
し
ま
し

か

皆
さ
ん

初
め
ま
し
て

そ
し
て
さ
よ
う
な
ら

 
そ
の
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

ハ
チ
マ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
う
言

て
武
器
と

を

え
た
の

だ

た
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第
１
１
１
９
話
 
ア
レ
ス
戦

ハ
チ
マ
ン
達
の
到
着

 
休

す
る
と
言

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
八
幡
は
少
し
で
も
仮
眠
を
と

て

を
休
ま
せ
よ
う

と 
次
期
社
⻑
室
の
ソ
フ

で
横
に
な

て
い
た

ん
 
そ
の
ま
ま
ぐ

す
り

て
し
ま

た
八
幡
だ

た
が

し
ば
ら
く

た

 
何
か
い
い

い
が
す
る
な
と
思
い
八
幡
は
自
身
の
意
識
が
急
激
に
覚

し
て
い
く
の
を
感
じ

た
何
だ

俺
は
確
か

ソ
フ

で
仮
眠
を

 
そ
し
て
薄

す
ら
と
目
を
開
く
と

そ
こ
に
あ

た
の
は

界
一
面
の

色

誰
だ

 
八
幡
が

て
て
目
を
開
く
と

そ
こ
に
あ

た
の
は

 
目
を

り

こ
ち
ら
に
口
を
突
き
出
し
て
い
る
陽
乃
の

で
あ
り

 
八
幡
は

て
て
そ
の

に
手
を
当
て

ぐ
い

と
押
し
返
し
た
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お
い
馬

姉

何
を
し
て
や
が
る

え

あ

ち

と
八
幡
君

何
で
普
通
に
防
い
で
る
の
よ

意
味
が
分
か
ら
ん

と
い
う
か
俺
の

込
み
を
襲
う
よ
う
な
事
を
す
ん
な

し
て
な
い
わ
よ

そ
れ
じ

あ
八
幡
君
が
体
を

こ
し
た
時
に

 
そ

ち
か
ら
私
に
キ
ス
し
た

て
い
う
体

が
保
て
な
い
じ

な
い

そ
の

に

大
ボ
ス
は
五
分
間

ず

と
そ
の
体
勢
で

え
て
ま
し
た
よ

 
横
か
ら

人
の
声
が
し

八
幡
は

れ
た
よ
う
な
顔
で
そ
ち
ら
を
見
た

え

マ
ジ
で

こ
の
馬

姉

ず

と

止
め

態
で
我
慢
し
て
た

て
事

で
す
で
す

全
く
凄
い

性
だ
と
感
心
し
ち

い
ま
し
た
よ

て
い
う
か
お
前

見
て
た
な
ら
止
め
ろ

て
の

そ
ん
な
け
な
げ
な
社
⻑
を
止
め
ら
れ
る

な
い
じ

な
い
で
す
か

け
な
げ

 
八
幡
は
う
さ
ん
く
さ
い
も
の
を
見
る
よ
う
な
目
で
陽
乃
を
見
つ
め

 
陽
乃
は
そ
の

線
を
受
け

顔
を

く
し
た

も
う

や
ん
や
ん
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乙
女
ぶ

て
ん
じ

ね
え
よ

て
か
姉
さ
ん
も
ハ
リ

も
ど
う
し
て
こ
こ
に

仕
事
が
ひ
と

落
し
た
か
ら
ロ
グ
イ
ン
中
の
八
幡
君
の
体
に
い
た
ず
ら
し
よ
う
か
な

て

正
直
だ
な
お
い

そ
こ
は
も
う
少
し
オ
ブ
ラ

ト
に
包
め
よ

て
か
後
で
お
仕
置
き
な

俺
は
美
乃
里
嬢
の
手
術
の
日
取
り
が
決
ま

た
ん
で

そ
の
ご
報
告
に

お

マ
ジ
か

や

と
ノ
リ
の
手
術
の
日
が
決
ま

た
ん
だ
な

え
え

こ
れ
で
ま
た
ボ
ス
の

が
一
人

え
る

て

で
す

俺
の

は
一
人
だ
け
だ

て
の

あ
は
は
は
は

ナ
イ
ス
ジ

ク

 
八
幡
は
そ
ん
な

人
を
無

し

体
を

こ
し
て

び
を
し
た

 
時
計
を
見
る
と

あ
れ
か
ら
一
時
間
近
い
時
間
が

て
い
た

ふ
う

も
う
こ
ん
な
時
間
か

そ
れ
じ

あ
も
う
一
度
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
か
な

そ
う
い
え
ば
本
当
な
ら
今
は
普
通
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
る
予
定
だ

た
わ
よ
ね

 

日
徹
夜
で
も
し
て
体
調
が
悪
か

た
と
か

い
や

ち

と
戦
闘
で
集
中
し
す
ぎ
て

が
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こ
め
か
み
を

え
な
が
ら
そ
う
言
う
八
幡
を

人
が
賞

し
た

な
る
ほ
ど

え
遊
び
で
も
限
界
以
上
の
全
力
投

と
は

さ
す
が
ボ
ス

そ
れ
が
い
い
事
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
を
取
り
出
し
た
が

 
何
故
か
陽
乃
が
八
幡
の
向
か
い
の
ソ
フ

に
座
り
同
じ
く
ア
ミ

ス
フ

ア
を
か
ぶ
り
は

じ
め
た

ん

姉
さ
ん
も
イ
ン
す
る
の
か

う
ん

ま
だ
時
間
は
あ
る
し

た
ま
に
は
顔
を
出
し
て
お
か
な
い
と

 
普

え
ら
そ
う
に
出
来
な
い
と
思
う
し
ね

ま
あ
違
い
な
い
な

そ
れ
じ

あ
俺
も
お

し
ま
し

う

今
日
は
ま
だ
休

を
と

て
な
い
で
す
し
ね

せ

か
く
の
休

時
間
な
ん
だ
し

普
通
に
休
ん
で
く
れ
て
て
い
い
ん
だ
ぞ

い
や
い
や

体
は
休
ま
る
か
ら
問
題
な
い
で
す

て

そ
れ
に
こ

ち
の
方
が
面
白
そ
う
だ

ま
あ
お
前
が
い
い
な
ら
い
い
け
ど
な

 
こ
う
し
て
八
幡
は

陽
乃
と

人
と
共
に

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
と
な

た
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で

他
の
み
ん
な
は

今
は
多
分

ア
ル
ン
で
ア
レ
ス
戦
に
挑
ん
で
る
は
ず
だ

へ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
し
て
か
つ
て
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
の
前
の
広
場
に
行

て
み
る
と

 
そ
こ
は
予
想
外
に
多
く
の
人
で
ご

た
が
え
し
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ
は

さ
あ

中
の
様
子
で
も
モ
ニ
タ

さ
れ
て
る
ん
じ

な
い
か

そ
れ
に
し
ち

何
か

ん
で
る
よ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
が

ん
で
そ
ち
ら
に
近
付
い
て
い
く
と

 
そ
こ
に

ん
で
い
た
者
達
が
ぎ

と
し
た
顔
を
し
何
人
か
は
ハ
チ
マ
ン
達
に
道
を
開
け
た

ひ

さ

す
が
ボ
ス

い
や

て
い
う
か
本
当
に
こ
れ

ど
う
な

て
る
ん
だ

 
見
る
と
確
か
に
モ
ニ
タ

は
あ

た
が
そ
こ
に
は
た
だ
攻
撃
側
守
備
側
と
書
か
れ
て
お
り

 
そ
こ
に
残
り
人

な
の
か

が
表

さ
れ

を

り
返
し
て
い
た
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よ
く
見
る
と

が

え
る
の
は

ん
で
い
る
者
が
消
え
た

間
と
同
期
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
た

あ
あ

な
る
ほ
ど

援
軍
あ
り
の
討
伐
戦
な
ん
だ
な

こ
れ

へ

そ
う
な
ん
だ

で
も

分

勢
み
た
い
ね

俺
達
が
優
勢
だ

た
戦
闘
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
無
い
じ

な
い
か
よ

あ
は

確
か
に

 
そ
の
時
広
場
中
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

攻
撃
側
が
ボ
ス
部
屋
に
侵
入
し
ま
し
た

八
十

後
に
部
屋
が

さ
れ
ま
す

お

ア
ス
ナ
や
キ
リ
ト
達

頑
張

て
る
み
た
い
だ
な

 
続
け
て
中
に
は
流
れ
な
か

た
が

外
に
は
こ
ん
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

新

参
加
も
同
時
刻
に
終
了
と
な
り
ま
す

以
後

中
の
様
子
も
モ
ニ
タ

さ
れ
ま
す

 
同
時
に
広
場
に
い
た
何
人
か
が
こ
ん
な
声
を
上
げ
る

あ
あ

そ
り

も
う
間
に
合
わ
な
い
わ

中
に
入

て
も

ボ
ス
部
屋
ま
で
遠
い
ん
だ
よ
な

そ
れ
じ

あ
こ
こ
で

だ
け
で
も
見
物
し
て
た
方
が
マ
シ
か
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そ
の
声
を

き

ん
で
い
た
者
達
は
全
員
モ
ニ
タ

前
に
移
動
し
た

 
意
味
は
ま

た
く
無
い
と
思
わ
れ
る
が

今
な
ら
す
ぐ
に
で
も
中
に
入
れ
る
だ
ろ
う

ハ
チ
マ
ン
君

ど
う
す
る

そ
り

入
る
だ
ろ

せ

か
く
み
ん
な
道
を
開
け
て
く
れ
た
ん
だ

 
今
後
の

に
も
中
の
様
子
も
見
て
お
き
た
い
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
即
答
し

ハ
リ

は
大
笑
い
し
た

あ
は
は
は
は

さ
す
が
は
ボ
ス

 
一
見
し
て
意
味
が
無
さ
そ
う
な
事
に
も
し

か
り
意
味
を
見
出
し
て
く
れ
る

そ
こ

笑
う
と
こ
ろ
か

い
や

嬉
し
い
ん
で
す
よ

ボ
ス
な
ら
俺
が
お
か
し
な
行
動
を
と

て
い
て
も

 
ち

ん
と
そ
の
裏
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
見
抜
い
て
評
価
し
て
く
れ
そ
う
じ

な
い
で
す
か

あ
ん
ま
り
奇
抜
す
ぎ
る
の
は
無
理
だ
ぞ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
返
事
に

ハ
リ

は
再
び
大
笑
い
し
た

そ
の
時
は
ボ
ス
を
出
し
抜
け
た

て
事
で
満
足
し
ま
す
よ

お
う

そ
う
し
て
く
れ
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そ
れ
じ

あ
中
に
行
き
ま
し

一
体
ど
ん
な
戦
場
な
ん
だ
ろ
う
ね

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
三
人
は

り
の
者
達
の
好
奇
な

線
を
も
の
と
も
せ
ず

 
そ
の
ま
ま
中
に
侵
入
し
た

 
ボ
ス
戦
が
開
始
さ
れ
ま
す

以
後

室
内
に
入
る
事
は
出
来
ま
せ
ん

 
フ

ル
ド
全
体
も
外
か
ら

さ
れ
ま
す

 
だ
が
三
人
は
そ
れ
を
覚
悟
の
上
で
中
に
入

た
の
で

ま

た
く
動
じ
る
事
は
な
い

ん

こ
れ
は
ま
た
で
か
い
城
だ
な

本
当
に
ね

ボ
ス
の
部
屋
ま
で
絶
対
に
間
に
合
わ
な
い

て
言
う

だ
わ

正
門
は

じ
ら
れ
て
る
な

こ
れ

開
か
な
い
か

無
理

い
ね

魔
法
で
も
叩
き
こ
ん
で
突
破
す
る

い
や
そ
れ
な
ら
後
か
ら
中
に
入

た
プ
レ
イ
ヤ

が
何
人
か
こ
こ
で
足
止
め
さ
れ
て
る
は

ず
だ

 

て
事
は

他
に
入
り
口
が
あ
る
と
考
え
る
の
が

当
だ
ろ

確
か
に
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三
人
は
そ
の
ま
ま
城
の
外

を

り
運
よ
く
ユ

ジ

ン
が
破
壊
し
た
扉
に
す
ぐ
に
た
ど

り
着
い
た

お
お

何
か
こ
れ

ボ
ロ
ボ
ロ
だ
な

ユ
ウ
キ
ち

ん
が
マ
ザ

ズ
ロ
ザ
リ
オ
で
も
く
ら
わ
せ
た
ん
じ

な
い

か
も
な

 
こ
れ
は
別
に
ユ

ジ

ン
が

さ
れ
て
い
る

で
は
な
く

 

純
に
強
大
な
破
壊
力
が
あ
る
攻
撃
と

 
ユ
ウ
キ
の
マ
ザ

ズ
ロ
ザ
リ
オ
と
が
二
人
の

内
で
強

に
イ
メ

ジ
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る

そ
れ
じ

あ
中
に
入
ろ

か

そ
う
し
よ
う

日
本
の
城
は
色
々
見
て
回
り
ま
し
た
け
ど

海
外
の
城
も
こ
れ
は
こ
れ
で
悪
く
な
い

 
ハ
リ

が

つ
り
と
そ
う
こ
ぼ
し

ハ
チ
マ
ン
は
ハ
リ

に

ね
た

へ

そ
う
な
の
か

え
え

一
番
近
い
の
だ
と

本
城
か

山
城
で
す
か
ね
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あ
あ
い
う
の
を
見
る
と

の
人
は
凄
え
な

て
実
感
し
ま
す
よ

い
い
な
そ
れ

今
度
案
内
し
て
く
れ
よ

せ
の
通
り
に

 
城
が

い
な
男
子
な
ど
い
な
い
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
雑
談
を
し
な
が
ら

三
人
は
奥
へ
奥
へ
と
進
ん
で
い
く

 
そ
の

中
で
ハ
チ
マ
ン
が

二
人
を
手
で
制
し

足
を
止
め
さ
せ
る

ど
う
し
た
の

も
う
ボ
ス
部
屋
は

さ
れ
た
は
ず
な
の
に

山
の
プ
レ
イ
ヤ

が
動
い
て
る
み
た
い
だ

何
か
あ
る
の
か
し
ら

そ
う
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
考
え
込
ん
だ
後

二
人
に
こ
う
言

た

こ
の
広
い
フ

ル
ド
だ
全
員
が
ボ
ス
部
屋
に
入
れ
た

じ

な
い

て
事
か
も
し
れ
な
い

な 

て
事
は

こ
の
先
で
敵
と
味
方
が
戦

て
い
る
可
能
性
が
あ
る

そ
れ

て
意
味
あ
る
の
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少
な
く
と
も
ボ
ス
部
屋
に
入
れ
な
い
と
何
の
報

も
得
ら
れ
な
い

て
事
は
無
い
だ
ろ
う
し

 
結
果
を
残
し
て
お
く
の
は
備
え
と
し
て
は
悪
い
事
じ

な
い

あ
あ

確
か
に
そ
う
か
も

と
い
う

で

先
に
進
も
う

で
す
ね

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
プ
レ
イ
ヤ

達
が
向
か

て
い

た
で
あ
ろ
う

先
に
進
ん
で
い

た

 
そ
し
て
遠
く
に
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

の

が
見
え
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
こ
で
ま
た
足
を
止
め
た

お
お

結

多
い
な
よ
し
姉
さ
ん

速
あ
い
つ
ら
の
真
ん
中
に
魔
法
を
く
ら
わ
し
て
く
れ

オ

ケ

任
せ
て

こ
の
ま
ま
三
人
で
あ
い
つ
ら
を
殺
り
ま
す
か

そ
の
つ
も
り
だ

ハ
リ

い
け
る
か

御
心
の
ま
ま
に

オ

ケ

だ

誰
が
戦

て
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

俺
は
着

と
同
時
に
突

込
む

 
ハ
リ

は
そ
の
ま
ま
姉
さ
ん
の
護
衛
に
入

て
く
れ

了
解
で
す
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そ
し
て
ソ
レ
イ
ユ
の
魔
法
が

し

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
前
方
へ
と
飛
び
出
し
た

 
が
奥
に
知

て
い
る
顔
を
多

認
め
ユ

ジ

ン
の
手
に
持
つ
魔
剣
グ
ラ
ム
が

れ
て
い

る
の
を
見
て

 
反
射
的
に
手
に
持

て
い
た
二
本
に
分
け
た

の
う
ち
片
方
を
そ
ち
ら
に
投
げ
て
一

止
し
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
足
を
止
め
た
事
で
ソ
レ
イ
ユ
と
ハ
リ

が
ハ
チ
マ
ン
に
追
い
つ
い
て

く
ると

り
あ
え
ず
剣
を
投
げ
て
み
た
の
は
い
い
も
の
の

こ
れ
は
ど
う
い
う

況
だ

ア
ス
ナ
ち

ん
や
キ
リ
ト
君
達
の

が
見
え
な
い
わ
ね

 
そ
の
後
ソ
レ
イ
ユ
は

小
声
で
こ
う
付
け
足
し
た

て
当
た
り
前
か

ボ
ス
部
屋
に
い
る
ん
だ
ろ
う
し

だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
も
小
声
で
そ
う
返
し
た
後

敵
を

圧
す
る
か
の
よ
う
に
こ
う
言

た

ま
あ
い
い
ど
う
せ
こ
い
つ
ら
は
全
部
敵
な
ん
だ
ろ
姉
さ
ん
さ

さ
と
や

ち
ま
お
う

そ
う
し
ま
し

か

皆
さ
ん

初
め
ま
し
て

そ
し
て
さ
よ
う
な
ら
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ソ
レ
イ
ユ
が
そ
の
ま
ま

を
開
始
し
た
が

 
敵
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
一

と
三

の
思
わ
ぬ

場
で
混
乱
し
て
お
り

 
そ
の

を

魔
出
来
る
者
は
誰
も
い
な
か

た

チ

イ
ン
・
ボ
ム

 
ソ
レ
イ
ユ
が
選
択
し
た
の
は

力
は
そ
れ
な
り
だ
が

 

手
で
な
お
か
つ
敵
を
ノ

ク
バ

ク
出
来
る
魔
法
で
あ

た

 
そ
の
着

と
同
時
に
敵
が

け

ハ
チ
マ
ン
は
全
力
で
ア
サ
ギ
達
の
方
に
ダ

シ

を
す
る

 

中
で
シ
ノ
ン
と
す
れ
違
い
ざ
ま
に

ハ
チ
マ
ン
は
こ
う
叫
ん
だ

お
い
シ
ノ
ン

さ

さ
と
働
け
よ

い

言
わ
れ
な
く
て
も

 
同
時
に
シ
ノ
ン
が

直
を

し

こ
こ
ま
で
中
々
使
え
な
か

た
大
技
を
放
つ

メ
テ
オ
・
ア
ロ

 
そ
の
攻
撃
は
敵
に
降
り
注
ぎ
ソ
レ
イ
ユ
の
魔
法
と
合
わ
さ

て
敵
に
大
ダ
メ

ジ
を

え

た 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
自
身
は
七
つ
の
大
罪
達
の

部
達
の
背
後
に
迫
り
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一
気
に
六
人
を
飛
び
越
え

空
中
で
体
を

て
ズ
サ

と
地
面
を
滑
り
な
が
ら

 
ア
サ
ギ
の
真
横
に
見
事
に
着
地
し
た

ア
サ
ギ
さ
ん

大
丈
夫
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

来
て
く
れ
た
ん
で
す
ね

よ
く
分
か
ら
な
い
が
間
に
合

て
良
か

た
わ

と
り
あ
え
ず

し
い
説
明
は
後
だ

 
と
い
う

で
ル
シ
パ

こ
こ
か
ら
の
お
前
達
の
相
手
は
こ
の
俺
だ

ハ

ハ
チ
マ
ン

て
め
え

 
こ
れ
が
ハ
チ
マ
ン
達
が
援
軍
と
し
て
駆
け
つ
け
た

そ
の
顛
末
で
あ

た
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第
１
１
２
０
話
 
ア
レ
ス
戦

ア
ス
タ
ル
ト
の
挑
戦

ハ

ハ
チ
マ
ン

ユ

ジ

ン

グ
ラ
ム
が
壊
れ
る
ま
で
頑
張

て
く
れ
た
ん
だ
な

 
グ
ラ
ム
は
後
で
リ
ズ
に
頼
ん
で
タ
ダ
で
直
し
て
や
る
か
ら

今
は
そ
の
剣
を
使
う
と
い
い

す
ま
ん
ハ
チ
マ
ン

世
話
に
な
る

い
い

て
い
い

て

そ
れ
じ

あ
や
ろ
う

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
が
到
着
し
た
事
で
サ
ク
ヤ
は
後
方
に
下
が
り
ヒ

ラ

に
専
念
す
る
事
と
な

た 
そ
し
て
ア
サ
ギ
と
カ
ゲ
ム
ネ
の
両
側
に
ハ
チ
マ
ン
と
ユ

ジ

ン
が
立
つ

ハ
チ
マ
ン

こ
こ
で
お
前
を
超
え
て
や
る

は

お
前
に
出
来
る
の
か

出
来
る
か
ど
う
か
じ

な
い

や
る
ん
だ

 
ル
シ
パ

の
目
は
燃
え
て
い
た

こ
こ
で
戦
意
を
燃
や
せ
る
あ
た
り
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ル
シ
パ

も
ま
た

超
一
流
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

行
く
ぞ

お
う

 
い
き
な
り
横

ぎ
に

る
わ
れ
た
ル
シ
パ

の
剣
を

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
あ

さ
り
と
か
わ
し
て
そ
の
懐
に
飛
び
込
む

 
そ
の
ま
ま
カ
ウ
ン
タ

に
繋
げ
よ
う
と
し
た
ハ
チ
マ
ン
だ

た
が

 
ル
シ
パ

は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

り
を
放
ち

懐
か
ら

し
た

足

が
悪
い
な

ル
シ
パ

ふ
ん
お
前
と
言
え
ば
剣
に
よ
る
カ
ウ
ン
タ

だ
か
ら
な

し
な
い
方
が
ど
う
か
し
て

い
る

 
逆
に
言
え
ば

そ
れ
だ
け

し
て
お
け
ば

お
前
な
ど
も
の
の

で
は
な
い

へ

じ

あ
と
り
あ
え
ず
も
う
一
度
だ

ぬ
 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

再
び
ル
シ
パ

の
剣
を

い

て
前
に
出
る

 
そ
れ
を
足
で
止
め
た
ル
シ
パ

だ

た
が
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今
度
は
ハ
チ
マ
ン
を

す
る
事
が
出
来
ず

そ
の
体
が
ぐ
ら
り
と

れ
た

な
 
ル
シ
パ

は
先
ほ
ど
と
は
違

て

今
度
は
自
分
の
足
を

 
ハ
チ
マ
ン
の
足
が

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

俺
の
カ
ウ
ン
タ

が

剣
じ

な
い
と
出
来
な
い
と
で
も

 
ハ
チ
マ
ン
は
ル
シ
パ

の
足
に

自
ら
の
足
で
カ
ウ
ン
タ

を
決
め

 
口
以
外
は
動
か
せ
な
い
ル
シ
パ

に
対
し

思
い

き
り
そ
の
剣
を

る

た

 
そ
の

力
は

ク
リ
テ

カ
ル
で
あ
る
事
を
差
し
引
い
て
も

 
ル
シ
パ

の
全
力
を
余

で
超
え
て
い
る
と
思
え
る
ほ
ど
に
強
力
で
あ
り

 
そ
の
ま
ま
ル
シ
パ

は

あ
り
え
な
い
勢
い
で
後
方
へ
と
飛
ば
さ
れ
る
事
と
な

た

ぐお
前
は
何

だ

た
か

俺
は
一
応
三

な
ん
で
な

 
カ
ウ
ン
タ

だ
け
で
一

台
に
な
れ
る
と
思

た
ら
大
間
違
い
だ

て
事
を
今
か
ら
教
え
て

や
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

凄
ま
じ
い
勢
い
で
倒
れ
た
ル
シ
パ

に
迫

た
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そ
れ
を

に
剣
で
防
い
だ
ル
シ
パ

だ

た
が

 
撃
ち
合
わ
さ

た
剣
が
ぐ
ん
ぐ
ん
押
さ
れ
て
い
る
事
に

ル
シ
パ

は
驚
愕
し
た

お

お
前
の
ど
こ
に
こ
ん
な
力
が

ま
だ
だ

ま
だ
だ
ぞ

ル
シ
パ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
ル
シ
パ

を

力
で
圧
倒
し
て
い

た

  
一
方
ユ

ジ

ン
は

サ

タ
ン
と
正
面
か
ら

り
結
ん
で
い
た

魔
剣
グ
ラ
ム
に
頼
り

ぱ
な
し
だ

た
お
前
に
何
が
出
来
る

そ
う
だ
な

そ
の
通
り
だ

な
の
で
今
は

純

に
剣
技
だ
け
で
勝
負
さ
せ
て
も
ら
う

ぐ
 
魔
剣
グ
ラ
ム
の

か
ら
開
放
さ
れ
た
ユ

ジ

ン
は

純

に
戦
い
を
楽
し
ん
で
い
た

 
こ
の
剣
は
敵
の
防
御
を

通
す
る
事
は
な
い
が

そ
の
分
余
計
な
事
を
考
え
る
必
要
は
な
く

 
ユ

ジ

ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
た

の
気
持
ち
に

り

 
存
分
に
今
ま
で
培

て
き
た
技
術
を
披
露
す
る
事
が
出
来
て
い
た

て
め
え

グ
ラ
ム
を
使

て
た
時
よ
り
強
く
な

て
な
い
か
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そ
れ
は
最
高
の
褒
め
言
葉
だ
な

 
サ

タ
ン
の
巨
大
な

の
攻
撃
を

は
そ
の

身
な
刀
身
で
見
事
に
受
け
止
め
て
く
れ
る

 
そ
も
そ
も

純
な
力
だ
と

見
た
目
が
い
か
つ
い
サ

タ
ン
よ
り
も

 
キ

ラ
と
し
て
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

身
の

に
入
る
ユ

ジ

ン
の
方
が
上
を
い
く
の

だ 
魔
剣
グ
ラ
ム
が

名
す
ぎ
る

に
先
ほ
ど
ま
で
は
あ
る

度
対

を
と
ら
れ
て
し
ま

て

い
た
が

 
純

に
小

無
し
の
戦
闘
と
な
れ
ば

当
然
ユ

ジ

ン
の
方
が
上
で
あ
る

 
こ
ち
ら
戦
い
も

そ
の
実
力
通
り

徐
々
に
ユ

ジ

ン
が
優
勢
に
な

て
い

た

 
カ
ゲ
ム
ネ
さ
ん

お
う

 

ん
で
戦
う
二
人
は

共
に
敵
を
二
人
ず
つ
相
手
ど

て
い
た

 
先
ほ
ど
ま
で
は

自
分
達
が
敵
を
倒
さ
ね
ば
と
い
う
意
識
を
持

て
い
た

 
若

押
さ
れ
る
場
面
も
あ

た
二
人
だ
が
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今
は
ハ
チ
マ
ン
が
到
着
し
て
く
れ
た
事
に
よ
り

精
神
的
に
も
若

余

が
出
来
て
お
り

 
と
に
か
く
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
事
だ
け
に
集
中
出
来
て
い
た

 
そ
の
相
手
を
す
る
エ
ヴ

ア
タ
ン

マ
モ

ン

ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン

ベ
ル
フ

ノ

ル
は

 
二
人
が
い
き
な
り
そ
の
実
力
を

し
た
か
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た

な

何
で
お
前
ら

さ

き
ま
で
は
確
か
に

も

と

か

た

て

確
か
に
そ
う
か
も
な

タ
ン
ク
と
し
て
の
仕
事
に
専
念
出
来
て
る
だ
け
な
ん
だ
け
ど
ね

何
で
そ
れ
だ
け
で
こ
ん
な
に
違
う
ん
だ
よ

そ
り

ま
あ

な

え
え

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
ん
だ
も
の

 

え
て
い
れ
ば
私
達
が
勝
つ
に
決
ま

て
る
じ

な
い

く
そ

く
そ
お
お
お
お

 
二
人
と
四
人
の
こ
の
戦
い
は

ま

た
く

の

勢
と
な

た

 
そ
れ
は
い
ず
れ
二
人
が
勝
利
す
る
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 
そ
れ
を
後
ろ
で
フ

ロ

し
て
く
れ
る
サ
ク
ヤ
の
力
も
ま
た
重
要
で
あ

た
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サ
ク
ヤ
は
身
の
危
険
を
全
く
感
じ
る
事
の
な
い
ま
ま

回
復
役
に
専
念
出
来
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
が
い
る
だ
け
で
こ
う
も
違
う
と
は
な

 
サ
ク
ヤ
は

め
て

リ

ダ

の
力

と
い
う
も
の
の
大
き
さ
を
感
じ

 
自
分
も
も

と
精
進
せ
ね
ば
と
心
に

た

 
く
そ

何
な
ん
だ
よ
こ
れ

 
こ
の
時
点
で
幸
い
に
も
生
き
残

て
い
た
ア
ス
タ
ル
ト
は

 
戦
場
が
完
全
に
制
御
不
能
に
な

た
事
に
混
乱
し

 
仲
間
達
が
ど
ん
ど
ん
倒
さ
れ
て
い

て
い
る
と
い
う
の
に
何
も
出
来
ず
に
い
た

こ
ん
な
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
じ

な
い
か

 
大
ダ
メ

ジ
を
受
け
た
ア
ス
タ
ル
ト

い
る
援
軍
達
は

 
シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
そ
れ
に
ソ
レ
イ
ユ
の
連
射
が
可
能
な

か
な
攻
撃
に
よ

て
ど
ん
ど
ん

ら
れ

 
そ
れ
と
同
時
進
行
で

コ
マ
チ
と
ウ
ズ
メ
に
止
め
を

さ
れ
ま
く

て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
二
人
の
到
着
前
に
倒
さ
れ
て
し
ま
う
者
も
か
な
り
多
く
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援
軍
に
援
軍
を
重
ね
て

大
し
て
い
た
戦
力
は

今
や
二
十
人
を

り
込
も
う
と
し
て
い
た

こ
う
な

た
ら
後
方
に
血
路
を
開
い
て

 
そ
う
思
い
か
け
た
ア
ス
タ
ル
ト
は

自
分
の
考
え
の
愚
か
さ
に
気
付
き

を

え
た

馬

か
僕
は
こ
こ
は
通
常
フ

ル
ド
じ

な
い
し
逃
げ
る
意
味
な
ん
か
全
く
無
い
じ

な
い
か

 
も
し
こ
こ
で
戦
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
と
し
て
も

た
だ
倒
さ
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
あ
り

 
そ
の
ま
ま

出
を
待
つ
だ
け
と
な
ろ
う

 
そ
も
そ
も
こ
の
戦
闘
に
関
し
て
は
デ
ス
ペ
ナ
ル
テ

の

は
存
在
し
な
い
事
が
事
前
に
知
ら

さ
れ
て
お
り

 
報

は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が

お
そ
ら
く
個
人
の
成
果
次
第
だ
と
思
わ
れ
て
い
た

こ
う
な

た
ら
も
う
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
に

 
七
つ
の
大
罪
に
何
故
い
る
の
か
と
い
う
く
ら
い

丁

な
性
格
を
し
て
い
る
ア
ス
タ
ル
ト
は

 
今
ま
さ
に
こ
ち
ら
を
蹂
躙
し
て
い
る
ソ
レ
イ
ユ
を
も

さ
ん
付
け
で

ん
で
い
た

み
ん
な

僕
は
こ
れ
か
ら
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
に
一
矢
報
い
よ
う
と
思
う

 
付
い
て
来
て
く
れ
る

て
人
は
僕
と
一

に
行
こ
う
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ア
ス
タ
ル
ト
は
そ
う
叫
び

何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
れ
に

同
し
て
く
れ
た

 
残
り
の
プ
レ
イ
ヤ

は

も
う
完
全
に
心
が

れ
て
お
り

そ
の
場
か
ら
動
け
ず

 
た
だ
止
め
を

さ
れ
る
の
を
待

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
そ
れ
を
残
念
に
思
い
な
が
ら

同
し
て
く
れ
た
者
達
に
声
を
か
け
た

突
撃

 
直
後
に
敵
の
攻
撃
が
着

し
た

更
に
何
人
か
が
倒
さ
れ
た
も
の
の

 
ア
ス
タ
ル
テ
は
絶

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ソ
レ
イ
ユ
目

け
て
突
撃
し
た

 
ソ
レ
イ
ユ
は
虚
を
突
か
れ
た
の
か
次
の
魔
法
の

を
止
め
驚
い
た
顔
で
目
を
見
開
い
て

い
る僕

達
な
ん
か
に
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
倒
せ
る
わ
け
な
い
け
ど

せ
め
て
ひ
と
太
刀

 
そ
う
思
い
つ
つ

ア
ス
タ
ル
ト
は
不
慣
れ
な
が
ら
も
ソ
レ
イ
ユ
に
向
け
て
剣
を

る
い

 
次
の

間
に
い
き
な
り
天
地
が
逆
転
し
た

え
 
そ
の
ま
ま
背
中
に
衝
撃
を
受
け
ア
ス
タ
ル
ト
は
気
が
付
く
と
大
の

に
な

て
地
面
に

転

ん
で
い
た
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そ
し
て
そ
ん
な
ア
ス
タ
ル
ト
の

界
の
中
で

 
他
の
仲
間
達
が

知
ら
な
い
男
性
プ
レ
イ
ヤ

に
片

か
ら
倒
さ
れ
て
い

た

そ
れ
じ

あ
役
目
を
果
た
し
ま
し

う
か
ね

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

手
に
カ
ラ
ス
の

の
よ
う
な
武
器
を
装
備
し

 
徒
手
空
拳
で
見
事
な
戦
い
を

り
広
げ
て
い
た

 
そ
の
動
き
の
華
麗
さ
に
感

し
て
い
る
う
ち
に
仲
間
達
は
全
滅
し

 
ア
ス
タ
ル
ト
の
顔
を

ソ
レ
イ
ユ
と
そ
の
男
性
が

き
こ
ん
で
き
た

あ
ん
た
確
か

七
つ
の
大
罪
の
軍
師
だ
よ
な

ア
ス
タ
ル
ト
と
か
い
う

そ
う
そ
う

確
か
ア
ス
タ
ル
ト
君

だ
よ
ね

あ

は
い

 
そ
の
呼
び
か
け
に

ア
ス
タ
ル
ト
は
不
覚
な
が
ら

若

喜
ん
で
し
ま

た

 
知
ら
な
い
顔
だ
が
お
そ
ら
く
こ
の
男
性
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
準
メ
ン
バ

か
何
か
な
の
だ
ろ
う

し 
そ
ん
な
人
物
と

伝
説
の
存
在
で
あ
る
ソ
レ
イ
ユ
に
名
前
を
覚
え
て
い
て
も
ら

た
事
が

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
た
ま
ら
な
く
嬉
し
か

た
の
だ
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ね

何
で
こ

ち
に
突

込
ん
で
き
た
の

敵
わ
な
い
事
は
分
か

て
た
よ
ね

 
ソ
レ
イ
ユ
に
そ
う

ね
ら
れ

ア
ス
タ
ル
ト
は
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

は
い

ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
せ
め
て
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
に
一
矢
報
い
た
い
な

て
思

て

あ

そ
う
い
う

 
ソ
レ
イ
ユ
は
納
得
し
た
よ
う
に
笑
顔
を
見
せ
ア
ス
タ
ル
ト
は
そ
の
顔
を
と
て
も
美
し
い
と

感
じ
た

あ
の

僕
は
今
何
を
さ
れ
た
ん
で
す
か

あ
あ

私
が
投
げ
飛
ば
し
た
の
よ

合
気
道

て
奴

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

上
手
く
い
か
な
い
も
の
で
す
ね

 
穏
や
か
に
そ
う
微
笑
む
ア
ス
タ
ル
ト
に

だ
が
二
人
は
激

の
言
葉
を
送

た

ナ
イ
ス
フ

イ
ト

う
ん

私
が
言
う
事
じ

な
い
と
思
う
け
ど

頑
張

た
ね

タ
ル
ト
君

 
二
人
に
そ
う
言
わ
れ
あ
ま
つ
さ
え
ソ
レ
イ
ユ
に
ニ

ク
ネ

ム
ら
し
き
も
の
を
つ
け
ら
れ
た

事
で

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
思
わ
ず
涙
を
流
し
た
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そ
れ
じ

あ
・ま
・た

ね

あ

は
い

ま
た
で
す

 
そ
の
ま
ま
ア
ス
タ
ル
ト
は
と
ど
め
を

さ
れ
た
が

そ
の
心
は
満
ち
足
り
て
い
た
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第
１
１
２
１
話
 
ア
レ
ス
戦

壊
滅

七
つ
の
大
罪

 
明
日
は
帰
り
が

く
な
る
の
で
お
休
み
し
ま
す

く
そ

く
そ

こ
ん
な
は
ず
じ

な
か

た
の
に

 
個
人
と
し
て
も
ギ
ル
ド
と
し
て
も

俺
は
負
け
る
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
に
追
い
詰
め
ら
れ
な
が
ら

ル
シ
パ

は

が

え
く
り
返
る
思
い
で
あ

た

 
お
そ
ら
く
隣
で
戦

て
い
る
サ

タ
ン
も
似
た
よ
う
な
感
じ
な
の
だ
ろ
う

 
そ
の
表
情
は

と
て
も
悔
し
そ
う
に
見
え
た

ハ
チ
マ
ン
よ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ら
せ
よ
う

だ
な

ど
う
や
ら
あ

ち
は
終
わ

た
み
た
い
だ
し
な

な
 
ル
シ
パ

が
気
配
を
探
る
と

確
か
に
後
方
の
戦
闘
の
気
配
が
無
く
な

て
い
た

 
更
に
女
性
達
の
喜
び
合
う
声
も

こ
え

ル
シ
パ

は
シ

ク
を
受
け
つ
つ
も
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逆
に
開
き
直
り

無
心
で
剣
を

る
い
続
け
る
事
と
な

た

お

ル
シ
パ

何
か
動
き
が
良
く
な

た
ん
じ

な
い
か

仲
間
が
や
ら
れ
た
事
で
開
き

直

た
か

 
そ
の
問
い
に
対
し

ル
シ
パ

は
無
言
を

い
た
が

 
内
心
で
は
そ
ん
な
自
分
の
変
化
を
あ

さ
り
見
抜
か
れ
た
事
に
一

驚
い
た

こ
い
つ

ど
こ
ま
で

 
ル
シ
パ

は
そ
う
思
い
つ
つ
も
ソ
レ
イ
ユ
と
シ
ノ
ン
が
こ
ち
ら
に
来
れ
ば
も
う
負
け
が
確
定

な 
逆
に
そ
の
心
は
ど
ん
ど
ん

え
て
い

た

そ
の
せ
い
か
逆
に

り
を
観
察
す
る
余

が
出

来 
ル
シ
パ

は

サ

タ
ン
が
か
な
り
エ
キ
サ
イ
ト
し
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
事
実
後
方
部

が
全
滅
し
た
事
で
サ

タ
ン
が
か
な
り
熱
く
な

て
い
た
の
は
間
違
い
な
い

サ

タ
ン
の
奴

か
な
り
大

り
に
な

て
る
な

そ
う
な
る
と
多
分

 
ル
シ
パ

は
ハ
チ
マ
ン
に
意
識
を
向
け
た
ま
ま

ユ

ジ

ン
の
事
を
考
え
た

こ
の

況
だ
と

必
ず
ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

が
来
る
は
ず
だ
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ル
シ
パ

は
そ
う
確
信
し

守
勢
に
回
り
な
が
ら
慎
重
に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待

た

 
そ
し
て
そ
の
予
想
通
り

サ

タ
ン
が
戦

を
大
き
く

り
か
ぶ

た

間
に

 
ユ

ジ

ン
が
自
身
の
最
強
の
技
を

り
出
し
た

ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

こ
こ
だ

 
そ
の
攻
撃
を
ま
と
も
に
受
け
た
サ

タ
ン
は
一

で
残
り
の

を

ら
れ
た
が

 
そ
れ
に
よ
り

ハ
チ
マ
ン
の
意
識
が
一

ル
シ
パ

か
ら
離
れ
た

 
そ
の

を
待
ち
望
ん
で
い
た
ル
シ
パ

が
す
ぐ
に
動
く

く
ら
え

 
ル
シ
パ

が
待

て
い
た
の
は
ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

の
後
の
ユ

ジ

ン
の

直
だ

た

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
攻
撃
す
れ
ば
確
実
に
ユ

ジ

ン
に
大
ダ
メ

ジ
を

え
る
事
が
出
来

 
更
に
上
手
く
い
け
ば
倒
す
事
が
出
来
る

そ
う
す
れ
ば
自
分
は
ハ
チ
マ
ン
に
倒
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が

 
少
な
く
と
も
自
分
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
上
が
る
可
能
性
は
十
分
残
る
だ
ろ
う
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ル
シ
パ

は
そ
う
考
え

サ

タ
ン
を

と
い
う

で
も
な
い
の
だ
が

 
そ
の
死
を
上
手
に
利
用
す
る
事
で

自
分
の
利

を
追
求
し
よ
う
と
し
た
の
だ

た

 

勢
の
中
実
に
し
た
た
か
だ
と
言
え
よ
う

だ
が
そ
の
ル
シ
パ

の
攻
撃
は
何
故
か
空
を

切

た

 
剣
筋
か
ら
突
然
ユ

ジ

ン
が

を
消
し
た
の
で
あ
る

う
お

ハ
チ
マ
ン

い
き
な
り
何
を
す
る

 
否

ユ

ジ

ン
は

を
消
し
た
の
で
は
な
く

 
後
方
で

を
つ
き
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
悪
態
を
つ
い
て
い
た

 
そ
し
て
ル
シ
パ

が
見
た
の
は

ユ

ジ

ン
が
元
い
た
場
所
に
向
け

 

り
を
放

た
体
勢
で
止
ま

て
い
る
ハ
チ
マ
ン
の

で
あ

た

ハ

ハ
チ
マ
ン

貴
様

ど
う
し
て

お
前
が
ユ

ジ

ン
の
方
を
ち
ら
ち
ら
気
に
し
て
る
み
た
い
だ

た
ん
で
な

 
多
分
大
技
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ユ

ジ

ン
を
狙
う

て
思

た
ん
だ
よ

だ
か
ら

た

そ
う
い
う
事
か

助
か

た
ぞ

ハ
チ
マ
ン
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ユ

ジ

ン
は
そ
れ
で
素
直
に
矛
先
を
収
め

 
自
分
の
狙
い
が
完
全
に
見
抜
か
れ
た
事
を
理
解
し
た
ル
シ
パ

は

 
屈
辱
の
あ
ま
り

ハ
チ
マ
ン
に

り
か
か

た

く
そ

 
ガ
キ
ン

 
直
後
に

い
音
と
共
に

ル
シ
パ

は
ハ
チ
マ
ン
に
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら

た

 
こ
の

況
で
も
ハ
チ
マ
ン
は

ル
シ
パ

の
攻
撃
に
し

か
り
備
え
て
い
た
よ
う
だ

て

て
め
え
は
ど
こ
ま
で

こ
う
い
う
時
に
油
断
し
て
た
ら

死
ぬ
可
能
性
が

・あ
・

・た
か
ら
な

 
死
ぬ
可
能
性
が
あ
る

で
は
な
く

あ

た

 
そ
の
表
現
の
微

な
違
い
に
ル
シ
パ

は
気
付
く
事
は
な
く
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に
倒
さ
れ

た
さ
て

残
り
は
お
前
達
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
残
る
四
人

 
エ
ヴ

ア
タ
ン
マ
モ

ン
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
ベ
ル
フ

ノ

ル
に
向
け
て
そ
う
言

た
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く
そ

よ
く
も
ル
シ
パ

と
サ

タ
ン
を

も
う
ど
う
で
も
い
い

全
員
で
ハ
チ
マ
ン
に
か
か
れ

 
四
人
は
口
々
に
そ
う
叫
ん
だ
が

そ
ん
な
彼
ら
の
背
後
か
ら
こ
ん
な
声
が
し
た

そ
ん
な
事

さ
せ
る

な
い
じ

な
い

そ
う
で
す
よ

あ
り
え
ま
せ
ん

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
死
ん
ど
き
な
さ
い

ブ
タ
野
郎
共
は
も
う
退
場
し
な
よ

 
い
つ
の
間
に
か
四
人
の
背
後
に
は

ウ
ズ
メ

ピ

ア

シ
ノ
ン

リ
オ
ン
が
い
た

 
そ
し
て
武
器
を

る
い

ヒ

ラ

が
い
な
い

こ
こ
ま
で
ま

た
く

を
回
復
出
来
な

か

た

 
七
つ
の
大
罪
の
残
り
四
人
の

部
連
に
止
め
を

し
た

く
そ

ほ
と
ん
ど
女
じ

ね
え
か

ま
し
い
ん
だ
よ
ハ
チ
マ
ン

地
獄
に
落
ち
ろ

ま

た
く
だ

こ
の
精
神
的
苦

に
対
し
て

謝
料
を

求
す
る

は

も
う
十
分
だ

に
し
よ
う

だ

る

は
い

解
散
解
散
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四
人
は
そ
う

い
か
に
も
そ
れ
ら
し
き
事
を
言
い
な
が
ら
消
滅
し

 

に
ボ
ス
部
屋
外
の
守
備
側
勢
力
は

全
滅
す
る
事
と
な

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
ア
ス
ナ
達
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
か

大
丈
夫
か
な

ん

余

だ
ろ

う
ち
の
副
⻑
四
人
に
加
え

ラ
ン
キ
ン
グ
内
だ
と
ラ
ン

ユ
ウ
キ
だ
ろ

 
そ
れ
に
リ

フ

ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル

リ

ウ

マ

ク
ス

フ
カ

ラ
キ
ア
さ
ん
ま
で

い
る
ん
だ

 
残
り
の
連
中
も
実
力
的
に
は
大
差
無
い
し
む
し
ろ
ど
う
や

た
ら
負
け
ら
れ
る
の
か
知
り
た

い
ぞた

確
か
に

そ

そ
う
言
わ
れ
る
と
ヴ

ル
ハ
ラ
の
戦
力

て

 

れ
お
の
の
く
ユ

ジ

ン
と
サ
ク
ヤ
に

ハ
チ
マ
ン
は
思
い
出
し
た
よ
う
に
こ
う

ね
た

そ
う
い
え
ば
ア
リ
シ

さ
ん
は
い
な
い
の
か

あ
あ

ア
リ
シ

は
ユ

ジ

ン
を
か
ば

て
倒
さ
れ
た

す
ま
ん

武
器
の

久
度
に
気
を
配
ら
な
か

た
俺
の
せ
い
だ
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そ
う
い
う
事
か

お
い
ユ

ジ

ン

こ
れ
は
で
か
い

り
に
な

た
な

う確
か
に
な

あ
の
ア
リ
シ

の
事
だ

と
ん
で
も
な
い
も
の
を
要
求
し
て
き
そ
う
だ

 
ア
リ
シ

の
事
を
一
番
良
く
知
る
サ
ク
ヤ
に
そ
う
言
わ
れ
ユ

ジ

ン
は
ど
よ
ん
と
し
た
表

情
を
し
た

あ
は
は
は
は

ド
ン
マ
イ

ユ

ジ

ン

お

お
う

ま
あ

処
す
る

そ
れ
と
こ
の
武
器

本
当
に
助
か

た

 
予
備
の
武
器
だ
と
か
な
り
戦
闘
力
が
落
ち
ち
ま
う
か
ら
な

お
う

ま
あ
そ
れ
も
貸
し
な

貸
し

う

わ

分
か

た

そ
ち
ら
も

処
す
る

 
も

と
も
ハ
チ
マ
ン
が
ユ

ジ

ン
に
何
か
要
求
す
る
は
ず
も
な
く
こ
れ
は
た
だ
の
冗
談
で

あ
るし

か
し
た
だ
待

て
る
の
も
暇
だ
な

何
か
無
い
か

こ
こ

て
外
と
は
繋
が
ら
な
い
ん
だ
よ
ね

あ
あ

こ
う
い
う
フ

ル
ド
だ
と

不
正
が
あ
る
と
ま
ず
い
か
ら
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外
と
は
一
切
連

も
通
信
も
出
来
な
い
よ
う
に
な

て
る
な

あ

そ
れ
じ

あ

私
達
が
歌
お
う
か

お

い
い
な
そ
れ

う
わ

生
歌
が

け
る
な
ん
て
感
激

本
当
に
い
い
の

も

ち
ろ
ん

そ
れ
じ

あ
ピ

ア

何
を
歌
お

か

最
初
は
も
ち
ろ
ん

あ

つ
く
な

れ

で
す
か
ね

 
そ
の
後

二
人
は
三
曲
ほ
ど
フ
ラ
ン
シ

シ

の
歌
を
披
露
す
る
事
と
な

た

 
こ
の
場
に
い
た
者
達
が

手

す
る
中
ユ

ジ

ン
は
一
人
感
動
の
あ
ま
り

し
て

い
た
が

 
そ
の
後

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
ハ
チ
マ
ン
に
べ

た
り
だ

た

 
心
の
中
で
血
の
涙
を
流
す
事
と
な

た
の
だ

た

  
こ
こ
で
少
し
時
間
は

る

ハ
チ
マ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
ハ
リ

が
フ

ル
ド
に
突
撃
し
た

直
後
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フ

ル
ド
が
完
全
に

さ
れ
た

間
に
そ
れ
は

こ

た

 
そ
れ
ま
で
漠
然
と
攻
撃
側

守
備
側
の
人

だ
け
を
表

し
て
い
た
モ
ニ
タ

の
画
面
が
変

わ

た
の
だ

 
そ
こ
に
表

さ
れ
て
い
た
の
は
ア
レ
ス
の
残
り

に
加
え

 
ボ
ス
部
屋
内

ボ
ス
部
屋
外
の

勢
力
の
生
き
残
り
の
人

と

 
そ
こ
で
戦
闘
を
し
て
い
る
中
で

力
と
思
わ
れ
る
プ
レ
イ
ヤ

人
の
名
前
で
あ

た

お
お

動
画
じ

な
く

の

動
画
じ

な
い
の
か

い
や

プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
争
い
な
ら
と
も
か
く
よ

 
ギ
ル
ド
ご
と
に
他
に
あ
ま
り
知
ら
れ
た
く
な
い
特
別
な
戦
術
と
か
も
あ
る
だ
ろ
う
し

あ
あ

確
か
に
な

ま
あ
こ
れ
は
こ
れ
で

想
像
力
が
か
き
た
て
ら
れ
る

て
い
う
か

お

見
て
み
ろ
よ

ボ
ス
部
屋
の
ト

プ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
副
⻑
が
勢
揃
い
だ

絶
剣
も
い
や
が
る
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現
在
ボ
ス
部
屋
内

攻
撃
側
と
し
て
名
前
が
表

さ
れ
て
い
た
の
は

 
キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

ユ
ウ
キ
の
四
人
で
あ

た

 
防
御
側
は
シ
グ
ル
ド
は
と
も
か
く

知
ら
な
い
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
が
表

さ
れ
て
お
り

 
観
客
達
は

そ
ち
ら
に
は
ほ
と
ん
ど
興
味
を

さ
な
か

た

 
む
し
ろ
観
客
達
の
興
味
を
引
い
た
の
は
ボ
ス
部
屋
外
の
め
ま
ぐ
る
し
い

の
変
動
で
あ

た
お
い
お
い

分
差
が
つ
い
て
る
な

表

さ
れ
て
る
名
前
は
攻
撃
側
が
シ
ノ
ン

ユ

ジ

ン

サ
ク
ヤ

ア
リ
シ

守
備
側
は
七
つ
の
大
罪
の
連
中
だ
な

あ
い
つ
ら
ボ
ス
戦
に
間
に
合
わ
な
か

た
の
か
よ

そ
れ
よ
り
も
何
で
シ
ノ
ン

シ
ノ
ン
だ
け
置
い
て
か
れ
た
の
か

よ
く
分
か
ら
な
い
な

 
観
客
達
は

あ
あ
だ
こ
う
だ
と
言
い
合

て
い
た
が

 
そ
ん
な
中

野
良
で
参
加
し
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

が
何
人
か

出
さ
れ

 
観
客
達
に

わ
れ
て
中
の

況
を
説
明
し
始
め
た

実
は
俺
達
よ

ヴ

ル
ハ
ラ
を
は
さ
み
う
ち
に
し
た

態
で
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ボ
ス
戦
に
突
入
す
る
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど
よ

い
き
な
り
ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
部
と

サ
ラ
マ
ン
ダ

シ
ル
フ

ケ

ト
シ

の
連
合
が

 
こ

ち
目

け
て
突
撃
し
て
き
や
が

て

そ
の
勢
い
が
凄
く
て

俺
達
は
ま
ん
ま
と
ボ
ス
部
屋
か
ら
締
め
だ
さ
れ
ち
ま

た
ん
だ
よ

で
突
撃
し
て
き
た
奴
ら
と
外
で
戦
闘
に
な

て
よ
多
分
今
ガ

チ
ガ
チ
に
や
り
合

て

る
ぞ

 
そ
の
説
明
で
事
情
を

し
た
観
客
達
は

大
い
に

り
上
が

た

 
七
つ
の
大
罪
の
名
前
は
変
化
が
無
か

た
が

そ
ち
ら
側
の
人

は
ガ
ン
ガ
ン

て
い
き

 
そ
の
間
に
ヴ

ル
ハ
ラ
サ
イ
ド
の
人

も
七
人
ほ
ど

る
事
と
な

た

り
方
が
違
う
と
は
い
え

こ
れ

ヴ

ル
ハ
ラ
や
ば
く
ね

残
り
十
六
人
か

敵
は
全
部
で
八
十
人
超
え

正
直
一
人
当
た
り
の
重
み
が
全
然
違
う
よ
な

う
お

何
だ

 
そ
の

間
に

守
備
側
の
人

が
い
き
な
り
二
十
人
ほ
ど

た

な

何
が
あ

た
ん
だ

お

お
い
見
ろ

プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
が



 第１１２１話 アレス戦〜壊滅、七つの大罪

 
見
る
と
先

と
は
違
い

プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
の
表

が

 
ソ
レ
イ
ユ

ハ
チ
マ
ン

ユ

ジ

ン

シ
ノ
ン
に
変
化
し
て
い
た

こ

こ
れ

て

き

ザ
・
ル

ラ

様
が
戦
場
に
着
い
た
の
よ

絶
対
そ
う
に
決
ま

て
る
わ

絶
対
暴
君
も
一

か

こ
れ
は
決
ま

た
な

 
そ
の

を
補
強
す
る
か
の
よ
う
に

 
一
人
無
念
の
戦
死
を

げ
た
ア
リ
シ

が
観
客
達
の
前
に

を
現
す

く

死
ん
じ

た

 
そ
ん
な
ア
リ
シ

は
他
の
観
客
達
に
ハ
チ
マ
ン
と
ソ
レ
イ
ユ
の
名
前
が

場
し
た
事
を
知

ら
さ
れ
た

て

え

本
当
に

私
が
死
ん
だ
後

ハ
チ
マ
ン
君
達
が
来
た
の

 
く

も
う
ち

と

え
ら
れ
て
れ
ば

 
そ
し
て
ア
リ
シ

か
ら
直
前
ま
で
の

況
と

そ
の
後
の
動
き
の

を

い
た
観
客
達
は

 

め
て
ヴ

ル
ハ
ラ
の
勝
利
を
確
信
し
た

七
つ
の
大
罪
の
連
中
も
気
の

に

ボ
ス
戦
に
も
参
加
出
来
ず

外
で
全
滅
と
か
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ま
あ
ざ
ま

み
ろ
だ
な

あ
い
つ
ら
調
子
に
乗
り
す
ぎ
な
ん
だ
よ

あ

が
変
わ
り
始
め
た
ぞ

 
こ
の
間

攻
撃
側
の
人

は
十
二
人
ま
で

少
し
た
が

 
守
備
側
の
人

は
凄
ま
じ
い
勢
い
で

て
い
き
残
り
六
人
か
ら
一
人

り
ま
た
一
人

り 
そ
し
て

に
生
き
残
り
が
ゼ
ロ
に
な

た

間
に

観
客
達
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

七
つ
の
大
罪

ざ
ま

ヴ

ル
ハ
ラ
最
強

 
そ
の
光
景
を
じ

と

め
て
い
た
ア
ス
タ
ル
ト
は

 
仕
方
な
い
事
だ
と
思
い
つ
つ
果
た
し
て
自
分
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
自
問
自
答
し
て

い
た
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第
１
１
２
２
話
 
ア
レ
ス
戦

戦
場
の
歌
姫

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
ア
サ
ギ
や
シ
ノ
ン
達
が
不
意
を
突
い
て
七
つ
の
大
罪
を
締
め
出
し
た
事
で

 
ボ
ス
部
屋
内
の
戦
力
比
は
大

に
守
備
側
が
リ

ド
す
る
事
と
な

た
が

 

撃
を
防
げ
た
事
で

ヴ

ル
ハ
ラ
に
と

て
は
か
な
り
戦
い
易
く
な

て
い
た

 
そ
し
て
ボ
ス
戦
に
参
加
出
来
な
く
な
る
の
を
覚
悟
の
上
で
七
つ
の
大
罪
を

し
て
く
れ
た
者

達
の

に
も

 
こ
れ
は
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
戦
い
と
な

た
の
で
あ
る

 
七
つ
の
大
罪
を
失

た
が

一
応
こ
ち
ら
の
戦
力
は
五
十
人

向
こ
う
は
三
十
人
だ

 
ア
レ
ス
も
動
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し

何
と
か
な
る
だ
ろ
う

 
一
方
シ
グ
ル
ド
は

組
み
し
な
が
ら
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
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よ
し

配
置
に
つ
け

迎
え
撃
つ
ぞ

 
シ
グ
ル
ド
の
そ
の
指

で
Ｓ

Ｓ
の
直
属
の
部
下
達
と
野
良
の
プ
レ
イ
ヤ

が
分
か
れ
て

取
り

 
そ
れ
ぞ
れ
戦
闘
体
勢
を
と

た

だ
が
Ｓ

Ｓ
と
そ
の
他
の
者
達
の
間
で
は
士
気
に
大
き
な

差
が
あ
る

 
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
野
良
の
者
達
は
別
に
好
き
こ
の
ん
で
ヴ

ル
ハ
ラ
と
敵
対
し
て
い
る

で
は
な
い

 
と
い
う
か

そ
も
そ
も
勝
て
る
な
ど
と
は
ま

た
く
思

て
い
な
い

 
こ
の
意
識
の
差
が

シ
グ
ル
ド
に
と

て
は
誤
算
の
一
つ
と
な
る

 
と
い
う
か
シ
グ
ル
ド
に
は
現
実
を

し
な
い
ま
ま
理

を
優
先
さ
せ
る

向
が
あ
る
よ
う

だ 
そ
れ
を

す
る
か
の
よ
う
に

何
故
か
こ
の
時
ヴ

ル
ハ
ラ
は

 
開
始

置
か
ら
ま

た
く
動
こ
う
と
は
し
な
か

た
の
で
あ
る

何
故
だ

何
故
動
か
ん

シ
グ
ル
ド
さ
ん

ど
う
し
ま
す
か

突
撃
し
ま
す
か



 第１１２２話 アレス戦〜戦場の歌姫

 
そ
の
言
葉
を
受
け
す
ぐ
後
ろ
に

え
て
い
た
側
近
と
言
え
る
プ
レ
イ
ヤ

が
そ
う
声
を
か
け

て
き
た

 
こ
こ
に
い
る
者
達
の
ほ
ぼ
全
て
は

Ｓ

Ｓ
と
し
て
は
こ
れ
が
初

と
な
る

 
そ
の
せ
い
か
こ
の
者
達
は
血
気

ん
で
あ
り
言
外
に
敵
に
攻
撃
し
た
い
と

わ
せ
て
い
た

 
だ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
実
力
を
よ
く
知
る
シ
グ
ル
ド
は

 
今
の
味
方
の
練
度
で
ヴ

ル
ハ
ラ
に
攻
撃
を
挑
ん
だ
場
合

 
こ
ち
ら
が
あ

さ
り
全
滅
す
る
と
理
解
し
て
お
り

 
ア
レ
ス
の
戦
力
を
利
用
し
な
が
ら
戦
わ
な
い
と
こ
の
戦
い
に
勝
つ
事
は
出
来
な
い
と
思

て

い
た

 
何
と
か
言
い

い
な
が
ら

部
下
が
暴
走
し
な
い
よ
う
に
手

を

る
の
に
必
死
で
あ

た

い
や

る
事
は
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
に
味
方
の
半

は
野
良
の
プ
レ
イ
ヤ

だ
か
ら
な

 
い
き
な
り
作
戦
を
変
え
る
の
は
我
ら
だ
け
な
ら
と
も
か
く
混
乱
の
原
因
に
な

て
し
ま
う
だ

ろ
う分

か
り
ま
し
た

で
す
が
行
け
と
言
わ
れ
れ
ば

我
ら
は
い
つ
で
も
行
き
ま
す
の
で

 
そ
の
部
下
は
そ
う
言

て

再
び
シ
グ
ル
ド
の
後
ろ
に

え
た
が
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側
近
が
そ
ん
な
感
じ
だ
と
い
う
事
は
要
す
る
に

 
シ
グ
ル
ド
に
は
こ
の

況
に
つ
い
て

相
談
す
る
者
が
い
な
い
事
に
な
る

 
シ
グ
ル
ド
は

を
押
さ
え
な
が
ら

心
の
中
で

く
動
け
と

 
あ
る
意
味

い
の
こ
も

た
よ
う
な

線
を
キ
リ
ト
達
に
向
け
て
い
た
の
で
あ

た

 
さ
て
み
ん
な

ど
う
し
よ

か

 
戦
闘
が
始
ま

て
す
ぐ

一
応
敵
に
備
え
て
い
る
風
な
体

を
と
り
な
が
ら

 
四
人
の
副
⻑
と
ホ

リ

は

一

に

ん
で
敵
を

む
フ
リ
を
し
つ
つ

 
戦
闘
を
ど
う
進
め
る
か
相
談
し
て
い
た

先
ず
現
時
点
で
分
か

て
い
る
事
は
敵
が

的
に
こ
ち
ら
に
攻
撃
を
仕

け
る
つ
も
り
が

な
い
事

 
そ
し
て
あ
の
大
き
な
置
物
が
プ
レ
イ
ヤ

と
連
動
し
て
動
く

で
は
な
い
と
い
う
事
か
し
ら

ね
確
か
に
そ
の
よ
う
だ
ね

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
意
見
に
ホ

リ

が
同
意
す
る
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ど
う
い
う
事
だ

ア
レ
ス
が
敵
の
ツ

ル
の
よ
う
な
扱
い
だ
と
い
う
な
ら
こ
の
時
点
で
動
い
て
い
な
い
の
は
不

自
然
よ

 
そ
れ
に
意
思
の

通
を
は
か

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
な
い

 
お
そ
ら
く
あ
れ
は
敵
の
プ
レ
イ
ヤ

の
事
な
ど
考
え
ず
に
勝
手
に
動
く
の
で
は
な
い
か
し

ら
あ
あ

そ
う
い
う
事
か

で
も
何
で
動
か
な
い
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
の
キ
リ
ト
の
疑
問
は
も

と
も
で
あ

た

 
そ
れ
に
対
し
て
さ
す
が
の
ユ
キ
ノ
も
正
解
を
提

す
る
事
は
出
来
な
か

た
が

 
ユ
キ
ノ
は
一
つ
の
仮
説
を
キ
リ
ト
に
提

し
た

確
信
は
無
い
の
だ
け
れ
ど

お
そ
ら
く
他
の
ボ
ス
と
同
じ

動
に
な
る
の
で
は
な
い
か
し
ら

 
要
す
る
に

こ
の
フ

ル
ド
の
半
分
よ
り
向
こ
う
に
私
達
が
侵
入
し
た
時

 
も
し
く
は
こ
ち
ら
の
攻
撃
が
直
接
命
中
し
た
時
に
ア
ク
テ

ブ
化
す
る
と
考
え
る
の
が
自
然

ね
あ
あ

確
か
に
ボ
ス

て
そ
う
い
う
も
の
だ
よ
な
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キ
リ
ト
は
自
身
の

験
か
ら
も
鑑
み
て

そ
の
意
見
に
同
意
し
た

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
前
提
で
動
く
と
し
て

基
本
方
針
は
ど
う
す
る
ん
だ
い

 
そ
う

ね
て
き
た
の
は
サ
ト
ラ
イ
ザ

で
あ
る

そ
の
問
い
に
ユ
キ
ノ
は
即
答
し
た

と
り
あ
え
ず
ボ
ス
に
当
て
な
い
よ
う
に

遠
く
か
ら
敵
プ
レ
イ
ヤ

を
攻
撃
よ

 
相
手
が
じ
れ
て
出
て
き
た
ら
囲
ん
で
殲
滅

ど
う

シ
ン
プ
ル
で
し

敵
が
全
く
動
か
な
か

た
ら

煽
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
て

 
ユ
キ
ノ
が
そ
う
言
い
な
が
ら
自
分
に
満
面
の
笑
み
を
向
け
て
き
た

キ
リ
ト
は
た
め
息
を
つ

い
たつ

ま
り
俺
に
や
れ
と

い
い
え

あ
な
た

・達
に
や

て
も
ら
う
わ

他
に
も

任
が
い
る
で
し

う
し

分
か

た

俺
な
り
に
チ

イ
ス
し
て
み
る
よ

宜
し
く
ね

 
こ
う
し
て
作
戦
が
決
ま
り

に
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
は
動
き
出
し
た

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

を
中
心
に

レ
ヴ

レ
ン

シ

リ
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そ
し
て
ユ
ミ

イ
ロ
ハ

フ

イ
リ
ス

リ

ク

 
そ
れ
に
ア
ル
冒
の
何
人
か
と
一

プ
レ
イ
ヤ

の
遠

攻
撃
持
ち
が

息
も
荒
く
前
に

ぶ

 
他
の
者
達
は

ユ
キ
ノ
の
指

で

後
方
で
敵
を

笑
す
る
係
と
な

た

ク
ラ
イ
ン

笑
顔
が
素
直
す
ぎ
る
ぞ

そ
ん
な
事
言

て
も
よ

俺
は

業
だ
ぞ

ら
し
い
笑
顔
と
か
ハ

ド
ル
高
い

て
の

そ
れ
で
も
や
る
の
よ

ほ
ら

く

自
分
が
得
意
だ
か
ら

て
厳
し
い
ん
だ
よ
お
前
は

得
意
じ

な
い
わ
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

リ
ズ
ベ

ト
は
ク
ラ
イ
ン
の
足
を
思
い

き
り

み
つ
け
た

て

な

お
い
シ
リ
カ

何
と
か
言

て
や

て
く
れ
よ

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

て
下
さ
い

向
き
不
向
き
で
言
え
ば

 
私
だ

て
向
い
て
な
い
の
に

苦
労
し
て
表
情
を
作

て
る
ん
で
す
か
ら

お

お
う

確
か
に
そ
う
だ
な

悪
い

 
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ
も

一
同
は
こ
の

況
を
楽
し
ん
で
い
た
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そ
ん
な
中

ユ
キ
ノ
は
後
方
に
向
か
い

 
戦
闘
開
始
直
前
に
室
内
に
放
り
込
ま
れ
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
所
に
向
か

て
い
た

ア
ス
モ
さ
ん

今
回
は
災
難
だ

た
わ
ね

う
ん

ま
あ
仕
方
な
い
事
な
ん
だ
け
ど

 
シ
ノ
ン
ち

ん
に
助
け
て
も
ら
わ
な
か

た
ら
シ
ノ
ン
ち

ん
に
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ

た

よ

て
へ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
ギ

グ
の
つ
も
り
な
の
か

そ
う
言

て
笑
顔
を
見
せ
た

せ

か
く
助
け
て
も
ら

た
ん
だ
し
私
は
と
り
あ
え
ず

れ
な
が
ら
ヒ

ル
の
補
助
を
し
て

 

当
な
と
こ
ろ
で
リ
タ
イ
ヤ
す
る
ね

そ
う

そ
れ
は
助
か
る
わ

お
願
い
ね

で

そ
ろ
そ
ろ
戦
闘
開
始

え
え

み
ん
な
の

笑

り
を
楽
し
ん
で

そ
う
し
た
い
け
ど

こ
こ
か
ら
じ

顔
が
見
え
な
い
よ

あ
ら

確
か
に
そ
う
ね

そ
れ
は
残
念

 
そ
う
言
い
な
が
ら

ユ
キ
ノ
は
戦
場
の

移
を
見

め
る
か
の
よ
う
に
じ

と
観
察
す
る
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シ
グ
ル
ド
の
指

で

敵
は
こ
ち
ら
に
魔
法
や
物
理
遠

攻
撃
を
飛
ば
し
て
く
る
が

 
そ
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
自
慢
の
タ
ン
ク
チ

ム
に

ま
れ
こ
ち
ら
に
何
の
ダ
メ

ジ
も

え
て

は
い
な
い

こ
の
ま
ま
敵
に
持
久
戦
の

え
を
と
ら
れ
る
と
こ
ち
ら
と
し
て
も
動
か
ざ
る
を
得
な
い
の
だ

け
れ
ど

ど
う
も
そ
ん
な
雰
囲
気
じ

な
さ
そ
う
だ
ね

え
え

多
分
そ
ろ
そ
ろ
動
く
と
思
う
わ

 
あ
ち
ら
の
リ

ダ

は
と
も
か
く

他
の
人
達
は

分
と
戦
意
が

な
よ
う
だ
も
の
ね

 
そ
の
ユ
キ
ノ
の
言
葉
通
り
シ
グ
ル
ド
は
部
下
に
何
か
言
わ
れ
悩
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
シ
グ
ル
ド
に
し
て
み
れ
ば

ま
だ
ア
レ
ス
が
何
の
反
応
も

し
て
は
い
な
い
こ
の

況
だ
と

 
お
そ
ら
く
先
に
動
い
た
方
が
負
け
る
と
い
う
の
は
自
明
の
理
で
あ

た

 
さ
り
と
て
部
下
か
ら
の
攻
め
さ
せ
ろ
と
い
う
プ
レ

シ

は

 
ず

と
敵
に
煽
ら
れ
続
け
て
い
る

に

驚
く
ほ
ど
激
し
い

そ
ろ
そ
ろ
い
い
か
し
ら

ロ
ビ
ン

ち

と
い
い

う
ん

な

に

悪
だ
く
み

い
ひ
ひ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

む
し
ろ
悪
だ
く
み
だ
よ
ね

 
と
い
う
風
に
わ
く
わ
く
し
た
顔
で
こ
ち
ら
に
や

て
来
た

こ
れ
は
悪
だ
く
み
に
な
る
の
か
し
ら

え
え
と

敵
の
戦
意
を
高
揚
さ
せ
て
欲
し
い
の

味
方
じ

な
く
て
敵
の

え
え
そ
う
よ

体
的
に
は

 
ユ
キ
ノ
は
そ
の

元
で
こ
そ
こ
そ
と
何
か

き

ク

ク
ロ
ビ
ン
は
ド
ン

と
胸
を
叩
い
た

そ
う
い
う
事

大
丈
夫

ま

か
せ
て

今
日
連
発
し
て
い
る
そ
の
ネ
タ
は
一
体
何
な
の
か
し
ら

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

 
そ
う
言

て
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
一
人

前
に
出
た

む
 
そ
れ
を
見
て
い
た
シ
グ
ル
ド
は
や

と
ヴ

ル
ハ
ラ
は
動
く
つ
も
り
に
な

た
か
と
安

し

た
が

 
何
故
か
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
そ
の
ま
ま
動
か
ず
何
か
の
ア
イ
テ
ム
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
た

何
だ
あ
れ
は

新
し
い
武
器
か
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シ
グ
ル
ド
さ
ん

俺
に
は
あ
れ
が

マ
イ
ク
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が

マ
イ
ク

何
故
そ
ん
な
も
の
を

 
直
後
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
大
き
く
息
を

い
い
き
な
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ

マ
ソ
ン
グ
を
歌
い
始

め
た

 
戦
場
に

き

る
そ
の
歌
声
は

当
然
の
事
な
が
ら
実
に
見
事
な
も
の
で

 
シ
グ
ル
ド
は
敵
な
が
ら

思
わ
ず
感
心
し
て
し
ま

た

う
う
む

ク

ク
ロ
ビ
ン
の
奴

ま
る
で
本
物
み
た
い
に
歌
が
上
手
い
な

 
シ
グ
ル
ド
よ

本
物
み
た
い
な

で
は
な
く
あ
れ
は
本
物
だ

 
思
わ
ず
目
を

り

歌
に

き
入

て
し
ま

た
シ
グ
ル
ド
だ

た
が

 
そ
の
せ
い
で
シ
グ
ル
ド
は

部
下
達
の
目
の
色
が
変
わ

た
事
に
気
が
付
か
な
か

た

 
Ｓ

Ｓ
の
プ
レ
イ
ヤ

だ
け
で
な
く

一

プ
レ
イ
ヤ

達
も

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
歌
声
に
よ

て
気
分
が
高
揚
し
徐
々
に
前
の
め
り
に
な

て
い
た
の
で
あ

る 
そ
し
て
ク

ク
ロ
ビ
ン
が

の
気
合
い
が
入

た
言
葉
を
放
つ

精
達
よ

機
は

し
た

突
撃
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お
う

 
守
備
側
は
ま
ん
ま
と
そ
の
言
葉
に
乗
せ
ら
れ

こ
ち
ら
に
向
け
て
全
力
で
突
撃
を
開
始
す
る

 
シ
グ
ル
ド
が
気
付
い
た
の
は

に
味
方
が
動
き
出
し
た
後
で
あ
り

 

然
と
し
つ
つ
も

こ
う
な

て
し
ま
う
と
シ
グ
ル
ド
自
身
も
動
か
ざ
る
を
得
な
か

た

く

く
そ

や

て
く
れ
た
な

何
と
悪

な

 
お

マ
ジ
で
来
や
が

た
な

ま
あ
あ
の
ロ
ビ
ン
の
歌
を

か
さ
れ
た
ら
仕
方
な
い
よ
私
も
思
わ
ず
前
に
出
そ
う
に
な

た

も
のま

あ
こ
れ
で
楽
に
勝
て
そ
う
だ
な

だ
な

行
く
ぞ
み
ん
な

迎
え
撃
て

了
解

 
こ
う
し
て
ア
レ
ス
が
動
か
な
い
ま
ま

両
軍
の
戦
い
は
開
始
さ
れ
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
１
１
２
３
話
 
ア
レ
ス
戦

圧
潰

行
け

勇
者
達
よ

今
こ
そ
ヴ

ル
ハ
ラ
に
目
に
も
の
を
み
せ
て
や
る
時
だ

 
Ｓ

Ｓ
を
中
心
と
す
る
守
備
側
の
士
気
は

今
や
最
高
潮
に
高
ま

て
い
た

 
そ
れ
が
逆
に
彼
ら
に
と

て
の
ピ
ン
チ
と
な
る
の
だ
が

 
高
揚
し
た
守
備
側
の
者
達
は

そ
の
事
に
は
ま

た
く
気
付
か
な
い

ホ

リ

さ
ん

行
き
ま
す

あ
た
し
は

を

中
央
は
お
願
い
し
ま
す

分
か

た

お

い
し

か
り
努
め
を
果
た
す
と
し
よ
う

 
で
な
い
と
ハ
チ
マ
ン
君
に

ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
ね

 
ホ

リ

は
何
の
気
負
い
も
な
く
そ
う
言

て
中
央
に
進
み
迫
り
来
る
敵
の
集
団
に
立
ち
向

か

た
さ
あ

来
た
ま
え

 
そ
う
言
わ
れ
た

間
に

敵
は
ど
う
し
て
も
ホ

リ

か
ら
目
を
離
せ
な
く
な

て
し
ま
う

 
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
タ
ン
ク
の
ス
キ
ル
の

果
だ
が

く
ら

た
プ
レ
イ
ヤ

に
し
て
み
れ
ば
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自
分
の
意
思
と
関
係
な
く

線
が
そ
ち
ら
を
向
い
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
気
持
ち
悪
い
事
こ
の

上
な
い

 
だ
が
ス
キ
ル
の

果
に
は
逆
ら
う
事
が
出
来
ず

 
ホ

リ

の

は
敵
プ
レ
イ
ヤ

に
飲
み
込
ま
れ
る
事
と
な

た

 
セ
ラ
フ

ム
と
ユ
イ
ユ
イ
も
少
し
間
を
空
け
て

番
に
ス
キ
ル
を
使
い

 
二
人
の

も
敵
の
プ
レ
イ
ヤ

に
飲
み
込
ま
れ
る

が
次
の

間
そ
の
三
つ
の
人
の

が

大
き
く

け

 
守
備
側
プ
レ
イ
ヤ

達
は
皆

そ
の
場
に
転
倒
す
る
事
と
な

た

か

堅
す
ぎ
る

こ
い
つ
ら
化
け
物
か
よ

ひ
る
む
な

と
に
か
く

 
攻
め
る
ん
だ

Ｓ

Ｓ
の
誰
か
が
味
方
を

舞
し
よ
う
と
そ
う
言
い
か
け
た
が

 
そ
ん
な
目
立
つ
敵
プ
レ
イ
ヤ

は
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
の
追
撃
に
よ
り
即
座
に
命
を
落
と

し
て
い

た

そ
う
い
う
子
は
お
口
に
チ

ク

だ
わ
ね
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ふ
ん
す

 
一
番
多
く
敵
の
首
を
と

て
い
る
の
は
こ
の
二
人

リ

ウ
と
ラ
キ
ア
で
あ
る

 
二
人
の
と

た
戦
法
は
実
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
り

 
先
ず
ラ
キ
ア
が
神
珍

パ
イ
プ
を

え
て
い
る

態
で

 
リ

ウ
が
そ
の
先

に
乗
り
パ
イ
プ
を
敵
に
向
け
て

ば
す

こ
れ
で
超
速
の
移
動
が
可
能

に
な
る

 
そ
し
て
今
度
は
リ

ウ
が
先

を

え
た

態
で
ラ
キ
ア
が
手
元
の
パ
イ
プ
に
乗
り

 
リ

ウ
が
そ
れ
を

め
る
の
で
あ
る

ま
さ
に
敵
の
度

を
抜
く
武
器
の
利
用
方
法
で
あ

た

が 
二
人
は
こ
れ
を
利
用
し

コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
よ
く
あ
ち
こ
ち
飛
び
ま
わ
り

 
多
少
な
り
と
強
そ
う
に
見
え
る
敵
を
叩
き
潰
し

あ
る
い
は
真

二
つ
に
し
て
い

た

 
こ
こ
ま
で
あ
ま
り
出
番
が
無
か

た
分

実
に
容

の
な
い
暴
れ

り
で
あ
る

私
の
歌
を

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
ク

ク
ロ
ビ
ン
は

そ
う
お

ら
し
き
も
の
を
言
い
な
が
ら

 
う

か
り
返
事
を
し
て
し
ま

た
者
を

そ
の
ま
ま
天
国
へ
と
送

て
い
た
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こ
ち
ら
は
何
と
い
う
か

実
に
た
ち
が
悪
い

 
だ
が
ま
あ
本
人
は
と
て
も
楽
し
そ
う
な
の
で

こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う

今

の
ム
ラ
サ
メ
は
血
に

え
て
お
る
わ

お
ら
お
ら
お
ら

よ
し

次

 
そ
し
て
地
味
に
キ
ル

を

い
で
い
る
の
は

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
上

組
の

 
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
リ

フ

で
あ
る

こ
の
三
人
は
敵
一
人
を
ほ
ぼ
一
撃
で

て
お

り 
地
味
で
は
あ
る
が

さ
す
が
は
ラ
ン
キ
ン
グ
上

だ
と
い
う
働
き
を
見
せ
て
い
た

 
他
の
者
達
も
あ
る
意
味
ハ
メ
技

い
こ
の

況
を
逃
さ
ず
存
分
に
敵
戦
力
を

て
い
た

き

い
ぞ

ふ
む

レ
ジ
ス
ト
出
来
な
い
自
分
の
未

さ
を
反
省
す
る
べ
き
だ
と
思
う
の
だ
が

そ
の
通
り

せ
め
て
対
抗
魔
法
く
ら
い
か
け
て
か
ら
突

込
ん
で
く
る
べ
き

ち

と
勘
違
い
が
過
ぎ
る
ん
じ

な
い
か
な

 
中
に
は
そ
う
的
外
れ
な
抗
議
を
し
て
く
る
プ
レ
イ
ヤ

も
い
た
が
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そ
う
い

た
勘
違
い
野
郎
に
は

三
人
の
タ
ン
ク
が
お
説
教
じ
み
た
返
事
を
返
し
て
い
た

 
実

こ
ち
ら
に
突

込
ん
で
く
る
前
に
何
の
強
化
魔
法
も
か
け
て
い
な
い
と
い
う
の
は
お

末

す
ぎ
る

 
そ
れ
以
前
に
必
要
な
ア
ビ
リ
テ

を
取
得
し
て
い
れ
ば

 
タ
ン
ク
に
引
き
付
け
ら
れ
る
時
間
を
大

に

出
来
る
の
だ
が

 
ま
あ
今
回
は
そ
ん
な
余

も
な
く
い
き
な
り
戦
闘
が
始
ま

て
し
ま

た

 
少
な
く
と
も
先

を
き

て
突

込
ん
だ
者
達
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
の

食
に
な
る
以
外
の
運
命
は
存
在
し
な
か

た
の
で
あ
る

み

味
方
に
補
助
魔
法
を

 
そ
し
て
こ
の
シ
グ
ル
ド
の
指

も

テ
ン
ポ

い

 
も

と
も
か
け
な
い
よ
り
は
か
け
た
方
が
い
い
に
決
ま

て
い
る
の
だ
が

 
こ
う
い

た
指

は
敵
に
乗
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
味
方
が
走
り
出
し
た
直
後
に
言
う
べ
き

も
の
で
あ
り

 
そ
う
す
れ
ば

少
な
く
と
も
一
部
の
プ
レ
イ
ヤ

は
生
き
残

た
可
能
性
が
高
い

 
こ
れ
は
集
団
戦
の

験
が
ほ
ぼ
皆
無
な
シ
グ
ル
ド
の
指

と
し
て
の
未

さ
が
露

し
た
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格
好
だ

く
そ

く
そ

何
で
こ
ん
な
事
に

 
い
や

ま
だ
間
に
合
う

み
ん
な

一

下
が
れ

下
が
る
ん
だ

 
シ
グ
ル
ド
は
そ
う
愚
痴
を
言
い
な
が
ら
も
必
死
に
後
退
の
指

を
出
し

 
生
き
残

た
Ｓ

Ｓ
と
野
良
の
守
備
側
プ
レ
イ
ヤ

達
は

 
大

の
味
方
が
一

に
し
て
倒
さ
れ
た
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た
事
も
あ

て

 

て
て
そ
の
指

に

お
う
と
し
た

ん

も
う
下
が

ち

う
の

あ
な
た
達

せ

か
く
だ
し
も
う
少
し
遊
ん
で
い
き
な
さ
い
よ

 
だ
が
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は

い
き
な
り
自
分
達
の
す
ぐ

か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
た

 
ぎ

と
し
て
立
ち
止
ま

た

 
そ
し
て
そ
の
前
方
を
塞
ぐ
よ
う
に

二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
立
ち
は
だ
か
る

そ
う
簡

に
逃
げ
ら
れ
る
と
思

た
の

あ
な
た
達
は
も
う

こ
の
私
と
い
う

の
糸
に

め
取
ら
れ
て
い
る
の
よ

う
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絶
剣
と
絶
刀

 
そ
う

そ
れ
は
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
で
あ

た

 
二
人
は
い
き
な
り
戦
い
に
参
加
す
る
よ
う
な
事
は
せ
ず

 

果
的
な

場
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
し

か
り
は
か

て
い
た
の
で
あ
る

ま

ま
ず
い

こ
こ
は
俺
が
行
く
し
か

 
二
人
の
背
中
を
見
な
が
ら

シ
グ
ル
ド
は
そ
う

た
よ
う
な
声
を
上
げ
た

 
こ
の
ま
ま
だ
と
味
方
の
生
き
残
り
が
敵
に
完
全
包
囲
さ
れ

全
滅
す
る
事
と
な
る

 
シ
グ
ル
ド
の
立
場
と
し
て
は

こ
こ
ま
で
の

に
関
し
て
は
目
を

り

 

収
さ
せ
た
味
方
を
集
め
て
一

下
が
り

 

め
て
ア
レ
ス
神
に
働
い
て
も
ら
い

共
に
戦
う
と
い
う
心

も
り
で
い
た
の
だ
が

 
今
味
方
達
は

絶
剣
と
絶
刀
と
い
う
二
人
の
ネ

ム
バ
リ

に
気
圧
さ
れ

 
集
団
で
突
破
を

み
れ
ば
あ
る

度
は
生
還
出
来
た
は
ず
の
こ
の
チ

ン
ス
を
ふ
い
に
し
て
し

ま

て
い
る

少
し
の

は
仕
方
が
な
い
と
に
か
く
走
れ
走
る
ん
だ

そ
の
ま
ま
だ
と
お
前
達
は

 
だ
が
そ
う
言

た

間
に

シ
グ
ル
ド
は

に
衝
撃
を
受
け

け
反

た
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そ
れ
が
魔
法
銃
に
よ
る
狙
撃
だ
と
気
付
い
た
シ
グ
ル
ド
は
血
走

た
目
で
敵

の
方
を
見
た

あ
い
つ
は
確
か

サ
ト
ラ
イ
ザ

 
そ
れ
と
同
時
に
前
方
か
ら

微
か
に
ユ
キ
ノ
ら
し
き
声
が

こ
え
た

ア
ス
ナ

キ
リ
ト
君

準
備
運
動
は
十
分
よ

も
う
動
か
し
て
も
い
い
わ

オ

ケ

了
解

準
備
運
動
だ
と

 
シ
グ
ル
ド
は
屈
辱
の
あ
ま
り

に
血
を
上
ら
せ
た

 
だ
が
成
⻑
し
た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

そ
の
血
は
す
ぐ
に
下
が
り

 
シ
グ
ル
ド
は
指

の
努
め
を
果
た
そ
う
と
顔
を
上
げ
再
び
仲
間
達
に
向
け
て
叫
ぼ
う
と

し
た

 
と

そ
の

界
が
一
種
に
し
て
白
一
色
に

ま
る

 
ア
ス
ナ
が
フ
ラ

シ
ン
グ
・
ペ
ネ
ト
レ
イ
タ

で
突
撃
し
て
き
た
の
で
あ
る

ん
な

 
シ
グ
ル
ド
は

う
じ
て
剣
を

え
る
事
に
成
功
し
た
が
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そ
の
ま
ま
大
き
く
後
方
に

ば
さ
れ

ア
レ
ス
の
足
に
激
突
す
る
事
と
な

た

 
そ
れ
を
敵
か
ら
の
攻
撃
と
判
断
し
た
の
か

に
ア
レ
ス
が
動
き
出
す

 
だ
が
そ
の
事
に
気
付
く
前
に

倒
れ
た
シ
グ
ル
ド
の
前
方
に
は

キ
リ
ト
が
立

て
い
た

キ

キ
リ
ト

中
ま
で
は
上
手
く
や

て
た
な

シ
グ
ル
ド

く

ま
だ
俺
は
負
け
て
は
い
な
い

 
そ
の
シ
グ
ル
ド
の
反

を
ス
ル

し

キ
リ
ト
は

も
言
葉
を
続
け
た

今
回
の
お
前
の
敗
因
は

自
分
が
先

に
立
た
な
か

た
事
だ
ろ
う
な

 
も
し
そ
う
し
て
い
れ
ば

味
方
の
暴
走
を
止
め
る
事
も
出
来
た
と
思
う
ぞ

知

た
風
な
事
を

だ
が
そ
れ
が
事
実
だ
ろ

く

 
シ
グ
ル
ド
は
そ
の
言
葉
の
正
し
さ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か

た

 
確
か
に
自
分
が
先

に
い
れ
ば

そ
の
場
で

り
向
く
だ
け
で

 
味
方
の
暴
走
を
止
め
る
事
が
出
来
た
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
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だ
が
ま
だ
ア
レ
ス
も
い
る

俺
は
一
人
で
も

お
前
達
に
勝

て
み
せ
る

い
や

そ
れ
は
ど
う
か
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
キ
リ
ト
は
上
を
指
差
し

シ
グ
ル
ド
も
釣
ら
れ
て
上
を
向
い
た

 
そ
の

界
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
巨
大
な
平
ら
な
何
か

 
そ
し
て
シ
グ
ル
ド
は
そ
の
何
か
の
下
敷
き
と
な

た

ぐ
は

な

何
だ
こ
れ
は

何

て

お
前
の
味
方
だ
ろ
う

ま

ま
さ
か

 
そ
れ
で
シ
グ
ル
ド
は
今
自
分
を
押
し
潰
そ
う
と
し
て
い
る
物
が
何
な
の
か
理
解
し
た

ア
レ
ス
の

あ

し

 
そ
れ
き
り
シ
グ
ル
ド
の
意
識
は
消
失
し
た

動
き
出
し
た
ア
レ
ス
が
シ
グ
ル
ド
を

み
潰
し
た

の
で
あ
る

 
ア
レ
ス
は
確
か
に
シ
グ
ル
ド
の
味
方
で
あ

た
が

 
目
覚
め
た

間
に
目
の
前
に
キ
リ
ト
と
い
う
敵
が
い
た
の
だ

 
と
り
あ
え
ず
そ
ち
ら
に
一
歩
を

み
出
す
の
は
実
に
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
る
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こ
う
し
て
Ｓ

Ｓ
の
初

は
シ
グ
ル
ド
と
共
に
圧
潰
し
た
が
彼
ら
は
へ
こ
た
れ
る
事
な
く

 
徐
々
に
成
⻑
し
つ
つ

ヴ

ル
ハ
ラ
に
対
抗
し
て
く
事
に
な
る

よ
し

ひ
と
ま
ず
こ
れ
で
オ

ケ

か

 
そ
の

に
は
他
の
守
備
側
プ
レ
イ
ヤ

達
も
全
滅
し
て
お
り

 
キ
リ
ト
は
ほ

と
安
心
し
つ
つ

チ
ラ

と
ユ
キ
ノ
の
方
に
目
を
や

た

 
キ
リ
ト
の

置
取
り
は
ユ
キ
ノ
に
指

さ
れ
た
も
の
だ

た
が

 
さ
す
が
の
キ
リ
ト
も
こ
の
時
ば
か
り
は
ユ
キ
ノ
の

知
れ
な
さ
に

怖
を
覚
え
て
い
た
の
だ

本
当
に
ユ
キ
ノ
が
味
方
で
良
か

た
よ

 
そ
う
思
い
つ
つ

キ
リ
ト
は
シ
グ
ル
ド
の
い
た
場
所
に
手
を
合
わ
せ

 
同
時
に
剣
を

え

味
方
達
に
向
け
て
叫
ん
だ

こ
こ
か
ら
が
本
番
だ

み
ん
な

や
る
ぞ

 
結
局
今
回
も
一
人
の

も
出
す
事
な
く
ヴ

ル
ハ
ラ
は
勝
利
し

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
ア
レ
ス
を

す
る
よ
う
に
そ
の
前
に
立

た
の
で
あ

た
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第
１
１
２
４
話
 
ア
レ
ス
戦

敗
北
者
達

 
七
つ
の
大
罪
が
全
滅
し
た
の
を
外
で
見

け
た
ア
リ
シ

は

 
そ
の
当
人
達
が

出
さ
れ
て
き
た
の
を
見
て

何
と
な
く
そ
ち
ら
に
向
か

た

や

や

お
疲
れ
様

て
め
え
か

 
そ
う
返
事
を
し
て
き
た
の
は
ル
シ
パ

だ

た

 
他
の
者
達
は

思

た
以
上
に
落
ち
込
ん
で
い
る
の
か

り
こ
く

た
ま
ま
で
あ
る

何
だ

み
言
で
も
言
い
た
い
の
か

ん

別
に

そ
も
そ
も
私
が
死
ん
だ
の
は
私
が
ユ

ジ

ン
君
を
か
ば

た
か
ら
だ
し

じ

あ
俺
達
に
何
の
用
だ

う

ん

ち

と
は

め
て
あ
げ
よ
う
か
な

て
思

た
か
ら

い
ら
ん

ま
た
ま
た

嬉
し
い

に

ん
な

あ
る
か
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こ
の
二
人
は
特
に
親
し
い
と
い
う
事
も
な
く
何
度
か

く
言
葉
を
交
わ
し
た

度
の
間

で

し
か
な
い

 
だ
が
相
手
と
の

離
を
詰
め
る
の
が
得
意
な
ア
リ
シ

は

 
ル
シ
パ

に
本
気
で

絶
さ
れ
な
い

度
の

離
感
を
し

か
り
保

て
お
り

 
ル
シ
パ

も
何
と
な
く

ア
リ
シ

が
話
し
か
け
て
く
る
の
を
認
め
て
し
ま

て
い
た

私
が
死
ん
だ
後

ど
ん
な
感
じ
だ

た
の

ど
ん
な
も
な
に
も
な
い

ソ
レ
イ
ユ
と
ハ
チ
マ
ン
に

い
い
よ
う
に
や
ら
れ
た
だ
け
だ

そ

か

や

ぱ
り
あ
の
二
人
は
強
い
よ
ね

 
そ
の
ア
リ
シ

の
言
葉
に

ル
シ
パ

は
や
や

た
後

こ
う
答
え
た

あ
あ

あ
ら

意
外
に
素
直

こ
こ
で
虚
勢
を
張

て
も
俺
の
格
を
落
と
す
だ
け
だ
ろ
う
が

 
と
に
か
く
負
け
は
負
け
だ

で
も
い
ず
れ
必
ず
一

ふ
か
せ
て
や
る

そ
だ
ね

頑
張

て

 
ア
リ
シ

に
そ
う

定
的
な
事
を
言
わ
れ
ル
シ
パ

は
意
外
に
思

た
が
や
が
て

つ
り
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と

い
た

お
お

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ル
シ
パ

は

何
と
な
く
ボ
ス
部
屋
内
の

に
目
を
や
り

 
ア
リ
シ

も
同
じ
よ
う
に
そ
ち
ら
に
目
を
や

た

ボ
ス
部
屋
の
中
に
い
る
の
は
シ
グ
ル
ド

て
奴
の
ギ
ル
ド
だ
よ
な

ど
ん
な
奴
な
ん
だ

え

あ
い
つ

そ
う
だ
ね

少
な
く
と
も
ル
シ
パ

君
よ
り
も

い

く
く

俺
よ
り
も
か

 
そ
の
返
事
が
面
白
か

た
の
か

ル
シ
パ

は

み
笑
い
を
し
た

ま
さ
か
俺
よ
り
も

わ
れ
て
る
奴
が
い
た
と
は
な

い
や

何
て
い
う
か

ル
シ
パ

君
達
は
た
だ
乱
暴
な
だ
け
じ

な
い

 
あ
い
つ
は
そ
う

何
て
い
う
か

凄
く
気
持
ち
悪
か

た
ん
だ
よ
ね

ま
あ
前
は
だ
け
ど

過
去

か

う
ん
だ

て
今
は
一
応
二

人
を
超
え
る
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

に
収
ま

て
る
ん
で
し

 
じ

あ

と
違

て

ど
ん

を

験
し
た
分
ち

と
は
成
⻑
し
た
の
か
な

て

ど
ん



 第１１２４話 アレス戦〜敗北者達

う
ん

え

と
ね

 
ア
リ
シ

は
ペ
ラ
ペ
ラ
と

ル
シ
パ

に
シ
グ
ル
ド
の
過
去
の
行
い
と
説
明
し

 
そ
の
時
代
の
事
に
あ
ま
り

し
く
な
い
ル
シ
パ

は

 
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
の
雰
囲
気
と
は
ま
る
で
違
う
そ
の
話
に
興
味
深
そ
う
な
顔
を
し
た

何
と
な
く
は
知

て
た
が

色
々
不
自
由
な
時
代
だ

た
ん
だ
な

ま
あ

的
で
は
あ

た
よ
ね

そ
れ
が
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
変
わ

た
ん
だ

そ
れ
は
ほ
ら

ハ
チ
マ
ン
君
達
が
頑
張

て
く
れ
た
か
ら

け

 
ル
シ
パ

は
面
白
く
な
さ
そ
う
に
そ
う

き

て

ア
リ
シ

は
ク
ス
ク
ス
と
笑

た

お
 
そ
の
時
今
ま
で
無
言
だ

た
サ

タ
ン
が
モ
ニ
タ

の

の
変
化
を
見
て
そ
う
声
を
上
げ

た
え

あ

 
こ
こ
ま
で
の

の
変
化
は

攻
撃
側

守
備
側
と
も
に
緩
や
か
な
も
の
で
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ま
だ
お

い

人
ず
つ
し
か
死

者
を
出
し
て
い
な
か

た
が

 
そ
の

の
変
化
が
い
き
な
り
激
し
く
な

た

 
攻
撃
側
の

り
方
は
変
わ
ら
な
い
が
守
備
側
の
人

が
恐
ろ
し
い

さ
で

り
始
め
た
の

で
あ
る

ど
う
や
ら
本
格
的
に
戦
闘
が
始
ま

た
か

だ
ね

く
そ

本
当
な
ら
俺
達
も
あ
そ
こ
に
い
た
は
ず
な
の
に

ま
し
い
ん
だ
よ

あ

あ
は
は

そ
れ
に
関
し
ち

私
も
ご
め
ん
ね

 
ア
リ
シ

に
そ
う
謝
ら
れ

エ
ヴ

ア
タ
ン
は
顔
を

く
し
な
が
ら
下
を
向
い
た

べ

別
に
あ
ん
た
に
言

た

じ

ね
え
よ

 
そ

ち
に
も
そ
う
し
な
い
と
い
け
な
い
事
情
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
し
よ

そ
う

あ
り
が
と

 
ア
リ
シ

は
内
心
で

う
ぶ
だ
な

と
生

か
く
思
い
な
が
ら

モ
ニ
タ

に
目
を

し
た

お
い
お
い
お
い

そ
れ
に
し
て
も

り
方
が

常
じ

な
い
な

見
て
る
だ
け
で
腹
が

て
く
る
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ど
う
な

て
る
ん
だ
こ
れ

ア
レ
ス
の

が
全
く
変
化
し
て
な
い
も
の
気
に
な
る
な

あ

本
当
だ

て
事
は
さ

 
ア
リ
シ

は
そ
う
言
い
な
が
ら

七
つ
の
大
罪
の

部
達
の
方
に
向
き
直

た

多
分
シ
グ
ル
ド
君
達

ヴ

ル
ハ
ラ
に
引

張
り
出
さ
れ
て

 
ア
レ
ス
に
動
い
て
も
ら
え
な
い
ま
ま
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て
る
ん
じ

な
い

ど
う
い
う
事
だ

ほ
ら
こ
う
い
う
ボ
ス

て
攻
撃
し
た
り
近
く
に
行

た
り
し
な
い
と
動
か
な
い
じ

な
い

あ
あ

確
か
に

そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
ま
で
差
が
あ
る
ん
だ
な

当
た
り
前
じ

な
い

あ
そ
こ
に
真
な
る
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
が
何
人
い
る
と
思

て
る
の

た

た
く
さ
ん

た
く
さ
ん

て

 
そ
う
答
え
た
サ

タ
ン
に

ア
リ
シ

は
苦
笑
し
た
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二

四

五

六

七

の
五
人
も
い
る
ん
だ
よ

二
十

以
内
も
七

八
人
い
る
だ
ろ

べ

ヴ

ル
ハ
ラ
や

べ

 
結
局
そ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の

通
り
の
結
果
に
な

て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
同
時
に

出
さ
れ
て
き
て
い
る
Ｓ

Ｓ
の
メ
ン
バ

ら
し
き
者
達
が

 
モ
ニ
タ

の

に
向
か
い

声
と
声
援
を
送
り
始
め
た

く
そ

や
ら
れ
た

化
け
物
す
ぎ
だ
よ

ま
さ
か
あ
ん
な
罠
が

歌
に
乗
せ
ら
れ
て
前
に
出
る
ん
じ

な
か

た

見
ろ

ア
レ
ス
が

 
そ
の
時
ア
レ
ス
の

が
若

少
し

残
り
の
プ
レ
イ
ヤ

の

が

一
気
に
一
人
へ
と

少
し
た

シ
グ
ル
ド
さ
ん

あ

や

ぱ
り
そ
れ
な
り
に

わ
れ
て
る
ん
だ
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で
も

こ
の
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
ア
リ
シ

は
そ
う
思
い
つ
つ

口
に
出
し
て
は
こ
う
言

た

シ
グ
ル
ド
が
最
後
に
残

て
る
み
た
い
ね

け

こ
そ
こ
そ
と
後
ろ
に
い
や
が

た
ん
だ
ろ

病
者
め

ま
あ
で
も

況
に
よ
る
ん
じ

な
い

 
君
達
だ

て

い
き
な
り
ル
シ
パ

君
が
や
ら
れ
た
ら
困

ち

う
で
し

う

お

お
う

そ
れ
は
ま
あ

そ
う
か
も
だ
け
ど
よ

 
直
後
に
大
歓
声
が
上
が

た

守
備
側
の
人

が
ゼ
ロ
に
な

た
の
だ

 
対
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

で

ま
だ
外
に
出
て
き
た
者
は
存
在
し
な
い

こ
れ

て
完

み
た
い
な

化
け
物
ど
も
め

ま
あ
作
戦
が
上
手
く
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね

そ
れ

て
ど
ん
な
作
戦
だ
よ

さ
あ

で
も
ユ
キ
ノ
ち

ん
が
い
る
か
ら
ね
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そ
う
言

て
ア
リ
シ

は

ル
シ
パ

に
向
け
て
こ
う
言

た

ル
シ
パ

君
達
も

ヴ

ル
ハ
ラ
に
リ
ベ
ン
ジ
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

 
ユ
キ
ノ
ち

ん
が
い
る
だ
け
で
敵
の
強
さ
が
何
倍
に
も
な
る

て
事
は
覚
え
て
お
い
た
方
が

い
い
ね

分
か

て
る
絶
対

度
だ
け
じ

な
く
タ
イ
ム
キ

パ

や
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
も
要
注
意

だ
お

ち

ん
と
勉
強
し
て
る
ん
だ
ね

え
ら
い
え
ら
い

子

扱
い
す
る
ん
じ

ね
え

お

あ
れ
が
シ
グ
ル
ド

て
奴
じ

ね

 
そ
の
時
最
後
の
一
人
が
外
に
転
送
さ
れ
て
き
た

も
ち
ろ
ん
シ
グ
ル
ド
で
あ
る

 
怖
い
も
の
知
ら
ず
の
ア
リ
シ

は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
そ
ち
ら
に
歩
い
て
い
き

 
七
つ
の
大
罪
の

部
達
は

ア
リ
シ

の
ボ
デ

ガ

ド
と
い
う

で
も
な
い
の
だ
ろ
う
が

 
若

心
配
そ
う
な
顔
で

ア
リ
シ

の
後
に
つ
い
て
い

た

や

ほ

シ
グ
ル
ド
君

お
久

ア
リ
シ

か



 第１１２４話 アレス戦〜敗北者達

い
や

ド
ン
マ
イ
だ
よ

で

ど
う
や

て
や
ら
れ
た
の

 
そ
の
ア
リ
シ

の
あ
け
す
け
な
言
葉
に
シ
グ
ル
ド
は
と
て
も

そ
う
な
顔
を
し
た
が

 
感
情
に
任
せ
て
反

す
る
よ
う
な
事
は
な
く

自

ぎ
み
な
顔
を
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

部
下
達
の

え
が
き
か
な
か

た

今
後
の
反
省
と
し
て
生
か
し
た
い

 
ア
リ
シ

は
そ
の
言
葉
に
素
直
に
感
心
し
た

う
わ

思

た
よ
り
も
ま
と
も
に
な

て
る

 
だ
が
シ
グ
ル
ド
は

続
け
て
こ
う
言

た

だ
が
俺
達
は
負
け
て
い
な
い

絶
対
に
俺
の
方
が
あ
い
つ
ら
よ
り
優
れ
て
る
と
証
明
し
て
や

る
あ

表
面
だ
け
だ

た
か

俺
達

じ

な
く
て

俺

て

そ
う
い
う
と
こ
だ
よ
シ
グ
ル

ド
君

 
ア
リ
シ

は
心
の
中
で

目
だ
こ
い
つ

な
ど
と
思
い
な
が
ら
も

 
ニ
コ
ニ
コ
し
た
表
情
を
崩
さ
ず
に
シ
グ
ル
ド
を

ま
し
た

敵
の
私
が
言
う
事
じ

な
い
か
も
だ
け
ど

ま
あ
頑
張

て
ね
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言
わ
れ
な
く
て
も

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
シ
グ
ル
ド
の
元
に

Ｓ

Ｓ
の
仲
間
達
が
集
ま

て
き
た

シ
グ
ル
ド
さ
ん

す
み
ま
せ
ん

俺
達
が
暴
走
し
た
せ
い
で

い
や

お
前
達
の
せ
い
じ

な
い

俺
も
悪
か

た
ん
だ

 
そ
う

を
下
げ
た
シ
グ
ル
ド
に

Ｓ

Ｓ
の
者
達
は
感
動
し
た
よ
う
な

線
を
向
け
た

シ
グ
ル
ド
さ

ん

今
度
こ
そ
目
に
も
の
を
み
せ
て
や
り
ま
し

う

俺
達

や
り
ま
す
よ

 
そ
れ
で
気
を
良
く
し
た
の
か

シ
グ
ル
ド
は
こ
う
答
え
た

よ
し
お
前
ら

飲
み
に
で
も
い
く
か

は
い

今
日
の
事
は
忘
れ
て

り
上
が
り
ま
し

う

だ
な

忘
れ
ち

目
で
し

う
が



 第１１２４話 アレス戦〜敗北者達

 
そ
う

り
上
が
る
Ｓ

Ｓ
を

目
に

ア
リ
シ

は
心
の
中
で
思
い

き
り
突

込
ん
だ

 
だ
が

的
に
関
わ
る
つ
も
り
も
な
い
の
で
ア
リ
シ

は
シ
グ
ル
ド
に

だ
け
し
て
そ
の

場
を
去

た

じ

あ
ね

シ
グ
ル
ド
君

あ
あ

ま
た
や
り
合
お
う

う
ん

ま
た

 
そ
し
て
そ
の
場
を
離
れ
た
後

ア
リ
シ

は
七
つ
の
大
罪
の

部
連
に
言

た

そ
れ
じ

あ
私
は
勝

て
出
て
く
る
み
ん
な
を
出
迎
え
る
つ
も
り
だ
か
ら

こ
こ
に
残
る
ね

お

お
う

俺
達
は

俺
達
も

で
も
食
い
に
行
く
か

だ
な

今
日
の
事
に
つ
い
て
話
さ
な
い
と

こ

ち
は
多
少
マ
シ
か
な

 
そ
の
言
葉
を

き
な
が
ら

ア
リ
シ

は
そ
う
思

た

そ
れ
じ

あ
ま
た
戦
場
で
な

う
ん

ま
た
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
七
つ
の
大
罪
は
去

て
い

た
が
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そ
の
進
路
に
い
た
一

プ
レ
イ
ヤ

達
が

そ
う
に
避
け
て
い
る
の
を
見
て

 
ア
リ
シ

は
再
び
Ｓ

Ｓ
に
目
を
や

た

 
そ
ち
ら
は
特
に
避
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
も
な
く

ア
リ
シ

は

 
ま
と
も
な
方
が
避
け
ら
れ
て

目
な
方
が
避
け
ら
れ
な
い
な
ん
て

肉
だ
よ
ね
な
ど
と
考

え
て
い
た

 
と

丁
度
そ
の
前
を
ア
ス
タ
ル
ト
が
通
り
か
か

た

 
そ
の
歩
み
は
ま
さ
に
と
ぼ
と
ぼ
と
い
う
表
現
が
相
応
し
く
見
て

ア
リ
シ

は
思
わ
ず
声
を

か
け
た

ね

君

確
か

ア
ス
タ
ル
ト
君
だ
よ
ね

七
つ
の
大
罪
の
軍
師
の

あ

は

は
い

そ
ち
ら
は
ア
リ
シ

さ
ん
で
す
よ
ね

初
め
ま
し
て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
タ
ル
ト
は
丁

に

を
下
げ

 
ア
リ
シ

は
七
つ
の
大
罪
の
メ
ン
バ

に
し
ち

ま
と
も
す
ぎ
る
と
少
し
驚
き
思
わ
ず
こ
う

問
い
か
け
た

君

何
で
七
つ
の
大
罪
な
ん
か
に
い
る
の

 
ア
リ
シ

は
思
わ
ず
そ
う
問
い
か
け

ア
ス
タ
ル
ト
は
ビ
ク

と
体
を
強
張
ら
せ
た
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本
当
に

何
で
な
ん
で
し

う

 
そ
う

き
な
が
ら

ア
ス
タ
ル
ト
は
下
を
向
い
た
ま
ま
去

て
い

た

へ

 
ア
リ
シ

は
そ
の

を
目
に
焼
き
つ
け
つ
つ
後
に
こ
の
事
を
ハ
チ
マ
ン
に
雑
談
と
し
て
話
し

た 
そ
の
事
が
ア
ス
タ
ル
ト
の
運
命
に

微

に
変
化
を
も
た
ら
す
事
に
な
る
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第
１
１
２
５
話
 
ア
レ
ス
戦

あ
る
意
味
伝
説
の
決
着

こ
こ
か
ら
が
本
番
だ

み
ん
な

や
る
ぞ

 

に
動
き
出
し
た
ア
レ
ス
を
前
に

キ
リ
ト
は
味
方
を

舞
す
る
よ
う
に
そ
う
叫
ん
だ

 
そ
の
勢
い
に
押
さ
れ
た

で
も
な
い
の
だ
ろ
う
が

ア
レ
ス
は
ピ
タ
リ
と
そ
の
足
を
止
め

 

り
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
た

勢
が
い
い
な

小

で

我
が
軍
の
者
達
は
ど
こ
に
い
る
の
だ

は

 
そ
の
言
葉
に
キ
リ
ト
は

か
ん
と
し

困

た
顔
で
ユ
キ
ノ
の
方
を
見
た

 
そ
の
ユ
キ
ノ
が
即
座
に

況
を

し

ア
レ
ス
に
向
け
て
叫
ぶ

そ
の
最
後
の
一
人
を

今
ま
さ
に
あ
な
た
が

み
潰
し
た
と
こ
ろ
よ

何
 
ア
レ
ス
は
き

と
ん
と
し
て
足
を
上
げ
そ
の
下
に
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
あ
る
事
を
確
認
し
た

え

本
当
に

え
え

本
当
に
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我
が
軍
は

に
全
滅

え
え

全
滅

何

だ
と

 
ア
レ
ス
は
そ
う
言

て

を

え

そ
の
場
に

て
し
ま

た

 
そ
の

の
コ
ミ
カ
ル
さ
に

仲
間
達
は
思
わ
ず

き
出
し
た
が

 
ア
レ
ス
は
続
け
て
更
に

愚
痴
る
か
の
よ
う
に
こ
う
こ
ぼ
し
た

味
方
プ
レ
イ
ヤ

を

い
て
敵
プ
レ
イ
ヤ

を
蹂
躙
す
る

 
誰
に
で
も
出
来
る
と
て
も
簡

な
仕
事
だ
と

い
て
い
た
の
だ
が

サ
ラ
リ

マ
ン
か
よ

 
キ
リ
ト
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
み

ア
レ
ス
は
顔
を
真

に
し
て
そ
れ
に
反

し
た

味
方
が
残

て
れ
ば
も

と

厳
の
あ
る
態
度
を
と

た
わ

我
に
も
事
情
が
あ
る
の
だ

何
だ
よ
そ
の
事
情

て
の
は

敵
に
言
え
る

な
い
だ
ろ
う
が

 
そ
の
二
人
の

に
生
ぬ
る
い
や
り
と
り
を

き

仲
間
達
は
あ
き
れ
返

た

ア
レ
ス

て

ど
ん
な
性
格
付
け
さ
れ
て
る
の
か
な
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ア
ル
ゴ
の
奴

ち

と
お
遊
び
が
過
ぎ
る
だ
ろ

ま
あ
で
も
こ
れ
で
楽
に
な

た
の
か

う

ん

で
も
戦
意
が
全
く
無
さ
そ
う
な
ん
だ
け
ど

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ

ア
ス
ナ

ち

と
話
し
て
み
て
く
れ
よ

え

私

ん

分
か

た

や

て
み
る

 
ア
ス
ナ
が
前
に
出
る
と

さ
す
が
の
ア
レ
ス
も
顔
を

こ
し
た

美
し
き
少
女
よ

何
か
用
か

あ

え

と
ね

そ
の

事
情
は
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

元
気
出
し
て
ほ
し
い
な

て

む

そ
な
た
は
優
し
い
の
だ
な

優
し
い
と
い
う
か

ほ
ら

こ
の
ま
ま
だ
と
戦
闘
に
な
ら
な
い

だ
し

 
私
達
と
し
て
も
困
る
と
い
う
か

ね

む

確
か
に
そ
の
通
り
だ

よ
し

少
し
話
を
す
る
と
し
よ
う

 
ア
レ
ス
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

そ
の
場
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
た

 
と
て
も
イ
ベ
ン
ト
の
ボ
ス
の

と
は
思
え
な
い
が

話
が
進
展
し
そ
う
な
の
は
確
か
な

 
一
応

は
解
か
な
い
ま
で
も

皆
ア
レ
ス
の
話
に

を

け
る
事
と
な

た
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何
故
我
が
こ
ん
な
態
度
を
と

て
い
る
の
か
と
い
う
と

そ
の
理
由
は
と
て
も
簡

だ

 
少
女
よ

実
は
こ
の
戦
闘
に
お
い
て
の
主
役
は
我
で
は
な
い
の
だ
よ

主
役
じ

な
い

ま
さ
か
他
に
敵
が

い
や

こ
こ
に
は
我
し
か
い
な
い

だ
が
我
は

攻
撃
能
力
を
持

て
お
ら
ぬ
の
だ

え

 
そ
の
ア
レ
ス
の
予
想
だ
に
し
な
い
言
葉
に
一
同
は
目
を
点
に
し
た

ど
う
い
う
事

こ
の
戦
闘
は
確
か
に
ボ
ス
戦
だ
が
プ
レ
イ
ヤ

同
士
の
集
団
戦
と
い
う
の
が
本
来
の
在
り
方

な
の
だ

プ
レ
イ
ヤ

同
士
の

集
団
戦

ま
あ
確
か
に
そ
う
な

て
た
け
ど
よ

 
戸
惑
う
一
同
に

ア
レ
ス
は
厳
か
な
口
調
で
こ
う
答
え
た

我
の
能
力
は
参
加
し
た
味
方
プ
レ
イ
ヤ

の
人

に
反
比

し
た
能
力
の
強
化
と
回
復
と
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援 
そ
れ
の
み
だ

こ
う
言
え
ば
分
か
る
か

あ

 
要
す
る
に
こ
の
戦
い
に
お
け
る
ア
レ
ス
は

補
助
的
役

に
特
化
し
た
ギ
ミ

ク
で
あ
り

 
ま
さ
か
戦
闘
が
始
ま
る
前
に
こ
う
な
る
と
は
ま

た
く
も

て
予
想
さ
れ
て
い
な
か

た
の
で

あ
ろ
う

 
だ
が

し
く

い
て
み
る
と

こ
の

況
を
前
に

ア
レ
ス
の

は
混
乱
し
て
し
ま
い

 
本
来
自
身
が

舞
う
べ
き
態
度
を
取
る
事
が
出
来
な
か

た
と
ま
あ
そ
う
い
う
事
の
よ
う
だ

と
い
う

で

こ
の
戦
い
は
そ
な
た
ら
の
勝
利
だ

 
我
と
し
て
も
む
ざ
む
ざ
と
や
ら
れ
た
く
は
な
い
が
我
は
た
だ
堅
い
だ
け
の
石
像
の
よ
う
な
も

の
で

 
ど
う
あ
が
い
て
も
そ
な
た
ら
に
勝
つ
事
は
出
来
ぬ
の
よ

そ

そ
れ
は

ド
ン
マ
イ

こ
の
事
を
知

た
ら
ア
ル
ゴ
の
奴

発
狂
し
そ
う
だ
な

と
い
う
か
今
ま
さ
に
し
て
る
か
も
し
れ
な
い
ね
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も
し
く
は

急
反
省
会
の
最
中
と
か
な

 
そ
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
る
中

キ
リ
ト
は

ん

と
ア
レ
ス
の

を
叩
き

 
ア
レ
ス
は
そ
ん
な
キ
リ
ト
に

を
下
げ
た

気
遣
い
を
す
ま
ん
な

い
や
い
や

気
持
ち
は
分
か
る
か
ら
さ

そ
う
だ

本
来
な
ら
我
を
倒
し
た
後
に
ド
ロ

プ
さ
せ
る
べ
き
も
の
だ
が

こ
れ
を
や
ろ
う

 
ア
レ
ス
は
そ
う
言

て
一
本
の
剣
を
取
り
出
し
た

テ

ル
フ

ン
グ

そ
れ
が
こ
の
剣
の
名
前
だ

 
本
来
な
ら
こ
ち
ら
側
の
プ
レ
イ
ヤ

に
持
た
せ
て
戦
わ
せ
る
べ
き
も
の
だ

た
の
だ
が
な

 
キ
リ
ト
は
ア
レ
ス
に
向
け
て

を
つ
き

そ
の
剣
を
恭
し
く
両
手
で
受
け
取

た

神
ア
レ
ス
よ

確
か
に

致
し
ま
し
た

う
む

そ
れ
で
は
ひ
と
お
も
い
に
や

て
く
れ

 
と
言

て
も
こ
れ
で
我
が
魂
が
滅
び
る

で
は
な
い
の
で
あ
る
い
は
ま
た
会
え
る
機
会
も
あ

る
だ
ろ
う

そ
の
時
は
今
度
こ
そ
ま
と
も
に
戦
い
ま
し

う
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う
む

そ
れ
ま
で

健
で
な

は
い

最
後
に
一
つ

特
別
に
ヒ
ン
ト
を
や
ろ
う

 

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
置
き
土
産
を
探
せ

そ
し
て
必
ず
処
分
す
る
の
だ

置
き
土
産

カ
ド

ケ
ウ
ス
で
は
な
く
て
で
す
か

そ
れ
は
遺
産
だ
な

こ
れ
以
上
は
言
え
ぬ

い
い
か

し
か
と
伝
え
た
ぞ

は

は
い

で
は
や

て
く
れ

 
そ
の
頼
み
を

き
入
れ
仲
間
達
が
ア
レ
ス
を
囲
み

自
が
最
大

力
の
攻
撃
を
叩
き
こ
ん

だ

精
達
よ

さ
ら
ば
だ

わ
は
は
は
は
は
は

 
一
切
自
分
を
強
化
し
て
い
な
い
ア
レ
ス
の
防
御
力
は

の
よ
う
に
ペ
ラ
ペ
ラ
で
あ
り

 
そ
の

は
一
気
に
消
滅
し
た

実
に

い
そ
の
終
わ
り
方
に

仲
間
達
は
皆

を

げ
た

 
と
は
い
え

そ
の
ほ
と
ん
ど
が

に
同
情
す
る
気
持
ち
か
ら
行
わ
れ
た
の
は
間
違
い
な
い

 
そ
し
て

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
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の
文

と
共
に
戦
闘
が
終
わ
り

入
り
口
の
扉
が
開
い
た

 
そ
の

間
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
ハ

と
し
入
り
口
に
向
け
て
走

り
出
す

お
い

ロ
ビ
ン

あ

ま
さ
か

 
ア
ス
ナ
は
何
か
を
悟

た
よ
う
で

即
座
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
後
を
追

た

 
他
の
者
達
は
一
体
何
事
か
と
扉
の
方
を
見
た

 
そ
こ
に
ハ
チ
マ
ン
の

を
認
め
一
同
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
ア
ス
ナ
の
行
動
の
意
味
を
理
解
し

た
さ
す
が
と
い
う
か

野
生
の
歌
姫
か

直
ぐ
に
気
付
く
ア
ス
ナ
も
ど
う
か
と
思
う
わ

し
ま

た

出

れ
た

 
そ
ん
な
一
同
の
目
の
前
で
ク

ク
ロ
ビ
ン
と
ア
ス
ナ
の
デ

ド
ヒ

ト
が

り
広
げ
ら
れ
る

 
ス
タ

ト
こ
そ
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
方
が

か

た
が

自
力
は
ア
ス
ナ
の
方
が
勝

て
お
り
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お
そ
ら
く
こ
の
ま
ま
だ
と

二
人
は
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
の
と
こ
ろ
に
到
着
す
る
と
思
わ
れ
た

ハ

チ
マ

ン

ハ
チ
マ
ン
君

お
お
お
お
お

 
ボ
ス
部
屋
の
扉
が
開
い
た
時

想
定
よ
り
も
大
分

か

た

 
ま
さ
か
味
方
が
負
け
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
あ
る
い
は
こ
の
ま
ま
外
に
い
る
者
達
で
ボ
ス
戦
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
と
覚
悟
し
て
い

た
が

 
遠
く
に
仲
間
達
の

を
見
つ
け

安

し
て
い
た

 
そ
こ
に
二
人
か
ら

不
意
打
ち
と
も
言
え
る
突
撃
を
く
ら
い

 
い
つ
も
な
ら
簡

に
避
け
ら
れ
る
ハ
チ
マ
ン
も

今
回
は

に
体
が
動
か
な
か

た

ラ
ブ
ミ

テ
ン
ダ

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン
君

 
正
直
別
に

こ
こ
で
張
り
合
う
よ
う
な
理
由
は
ア
ス
ナ
に
は
無
い
の
だ
が

 
一
度
走
り
出
し
て
し
ま

た
以
上

そ
こ
は
そ
れ

ノ
リ
と
い
う
奴
で
あ
る
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と
も
か
く
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
目

け
て
飛
び
か
か

た
が

 
そ
ん
な
二
人
の
目
の
前
か
ら
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
の

が
消
え
た

へあ
れ

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
そ
の
場
を
通
過
し

て
て

り
返
る
と

 
そ
こ
に
は
大

に
ハ
チ
マ
ン
を
押
し
倒
す
ソ
レ
イ
ユ
の

が
あ

た

ち

魔
王
様

姉
さ
ん

あ
ら
二
人
と
も

ラ
ブ
シ

ン
を
そ
ん
な
に
じ

く
り
見
ら
れ
る
と
恥
ず
か
し
い
わ

お
い
馬

姉
助
か

た
の
は
確
か
だ
け
ど
こ
れ
を
ラ
ブ
シ

ン
と
言
い
張
る
の
は
無
理
が

あ
る
ぞ

 
事
実
ハ
チ
マ
ン
は

迫

て
く
る
ソ
レ
イ
ユ
の

に
手
を
当
て

そ
の
進
行
を
防
い
で
い
た

 
さ
す
が
に
こ
れ
以
上
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
思

た
の
か
ソ
レ
イ
ユ
は
そ
こ
で
体
を

こ

し 
解
放
さ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は

先
ず
ク

ク
ロ
ビ
ン
の

に
拳
骨
を
落
と
し
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続
い
て
ア
ス
ナ
の

を
コ
ツ
ン
と
つ
つ
い
た

 
そ
の

間
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
が

絶
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
向
け

こ
う

い
た

ハ

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ
以
上
の
愛
情
表
現
を
し
て
く
れ
る
な
ん
て

 
興
奮
し
す
ぎ
て
お
か
し
く
な

ち

う
よ

は

お
前
は
一
体
何
を

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
ハ
チ
マ
ン
と
し
て
は
普
通
に
ア
ス
ナ
を
優
遇
し
た
だ
け
な
の
だ
が

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
に
と

て
は
そ
れ
は
ご
褒
美
以
外
の
何
物
で
も
な
か

た
よ
う
だ

 
本
当
に
厄
介
な
変
態
で
あ
る

お

い
ハ
チ
マ
ン

お
う

キ
リ
ト

ど
う
や
ら
無
事
に
勝

た
ら
し
い
な

ハ
チ
マ
ン
こ
そ
ど
う
し
て
こ
こ
に

と
り
あ
え
ず
情
報
交
換
と
い
く
か

か
な

 
こ
う
し
て
二
手
に
分
か
れ
て
い
た
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
合
流
し

 
後
に
業
界
で
伝
説
と
言
わ
れ
る
ア
レ
ス
攻
略
戦
を
見
事
ク
リ
ア
す
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
１
１
２
６
話
 
ア
レ
ス
戦

ロ
ス
タ
イ
ム
の
探
索

 
ど
う
や
ら
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

自
動
的
に
外
に
出
さ
れ
る

の
も
の
で
は
な
い
ら
し
く

 
外
に
出
る
か
ど
う
か
は
選
択
制
に
な

て
い
る
よ
う
だ

 
も
ち
ろ
ん
時
間
的
な
限
界
は
あ
る
が
表

に
よ
る
と
ま
だ
三
十
分
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ

 
そ
の
時
間
を
利
用
し
て

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
情
報
交
換
を
行

て
い
た

へ

七
つ
の
大
罪
を
全
滅
さ
せ
た
の
か
さ
す
が
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
と
ハ
チ
マ
ン
だ
な

お
前
達
こ
そ

よ
く
も
ま
あ
そ
ん
な
決
着
に
な

た
も
ん
だ
と
感
心
す
る
よ

 
し
か
し
ま
さ
か

サ
ポ

ト
専
門
の
ボ
ス
が
出
て
く
る
と
は
な

む
ふ

ま
あ
面
白
い
神
だ

た
よ
ア
レ
ス
は

 
今
度
も
し
機
会
が
あ
れ
ば

ガ
チ
で
や
り
合

て
み
た
い
も
ん
だ
よ

で

報

が
そ
の

テ

ル
フ

ン
グ

性
能
的
に
も
中
々
の
も
ん
だ
よ
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そ
れ
だ
け
で
は
な
く

ど
う
や
ら
参
加
者
全
員
に

 
何
か
し
ら
の
ア
イ
テ
ム
や
お
金
が
報

と
し
て
出
て
い
る
よ
う
ね

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
に
ユ
キ
ノ
が

り
込
ん
で
き
た

ん

そ
う
な
の
か

お

本
当
だ

ま
あ
大
し
た
ア
イ
テ
ム
で
は
な
い
み
た
い
ね

も
ら
え
る
も
の
は
も
ら

て
お
こ
う

え
え

そ
う
ね

 
自
分
の
ス
ト
レ

ジ
の
中
を
確
認
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
き

ろ
き

ろ
し
な
が
ら
続
け
て
こ
う

い
た

し
か
し
ボ
ス
戦
に
プ
レ
イ
ヤ

を

め
た
と
こ
ろ
と
か

か
つ
て
な
い
敵
の

動

 
無

に

た
こ
の
城

何
か
ら
何
ま
で
今
ま
で
と
は
違
う
よ
な

ま
あ
ア
ル
ゴ
さ
ん
も

色
々

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
し
ら

そ
う
い
え
ば
ボ
ス
戦
の
後

外
に
出
さ
れ
ず
に
こ
ん
な
に
の
ん
び
り
し
て
る
の
は

 
そ
う
言
い
か
け
て
ハ
チ
マ
ン
は
ピ
タ
リ
と
そ
の
動
き
を
止
め
た

 
そ
し
て
何
か
を
探
す
よ
う
に
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
始
め
る
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そ
の
態
度
は
落
ち
着
き
が
無
い
事

ま
り
な
い

ハ
チ
マ
ン

ど
う
か
し
た
か

い
や

ち

と
思
い
付
い
た
事
が
あ

て
な

何
か
気
に
な
る
事
で
も

今
俺
が
言

た
よ
う
に

こ
こ
に
は
あ
と
二
十
五
分
く
ら
い
い
ら
れ
る
だ
ろ

う
ん

え
え

で
も
そ
ん
な
仕
様
に
す
る
必
要
は
な
い
よ
な

い
や

ま
あ

 
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
が
何
を
言
い
た
い
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
だ

 
だ
が

明
な
ユ
キ
ノ
は
何
か
思
い
付
い
た
の
か

息
を

ん
だ

あ

気
付
い
た
か

え
え

こ
れ
は
少
し
急
が
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

も
う
何
人
か
落
ち
て
し
ま

た
の
だ
し

ど

ど
う
い
う
事
だ
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こ
う
い
う
事
だ
キ
リ
ト
こ
の
城
は
無

に

て
る
で
ボ
ス
戦
が
終
わ

た
の
に
も
関

わ
ら
ず

 

出
さ
れ
る
ま
で
に
三
十
分
も
の
時
間
が
あ
る

て
事
は
こ
こ
に
は
ま
だ
何
か
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い

あそ
れ
が
何
か
は
分
か
ら
な
い
が
残
り
時
間
が
微

だ
手
分
け
し
て
探
索
に
出
る
必
要
が
あ

る
オ

ケ

お

い
み
ん
な

ち

と
集
合
し
て
く
れ

 
そ
の
キ
リ
ト
の
呼
び
か
け
で

残

て
い
た
仲
間
達
が
こ
ち
ら
に
集
ま

て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
が
残

て
い
る
以
上
落
ち
る
は
ず
も
な
い
ア
ス
ナ
は

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
六
姉
妹
の
う
ち
残

て
い
た
リ
ナ
と
リ

ク
と
遊
ん
で
い
た
ら

し
く

 
二
人
を

て
こ
ち
ら
に
来
た

ハ
チ
マ
ン
達
の
近
く
に

え
て
い
た
の
は
キ
ズ
メ
ル
を
始
め

と
し
て

 
セ
ラ
フ

ム

レ
コ
ン

フ
カ
次
郎

ハ
リ

レ
ン
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そ
し
て
ま
だ
ビ
ク
ン
ビ
ク
ン
し
て
い
た
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ

た
が
七
人
は

て
立
ち
上

が

た

 
シ
ノ
ン

リ
オ
ン

ウ
ズ
メ

ピ

ア
も
ハ
チ
マ
ン
が
い
る
間
に
落
ち
る
は
ず
も
な
く

 
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

ア
ル
冒
は
ヒ
ル
ダ
だ
け
が
残

て
い
る

 
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
も
健
在
で
あ

た

ス
プ
リ
ン
ガ

は
も
う
落
ち
て
い
た
が

 
ラ
キ
ア
は
実
は
こ
こ
ま
で
ず

と
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
に
負
ぶ
さ

て
い
た

に
ま
だ
こ
こ
に

い
る

 
あ
と
は
ユ

ジ

ン
が
ま
だ
こ
こ
に
残

て
い
た

も
ち
ろ
ん
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
残

て

い
る
か
ら
だ

実
は
今
思
い
付
い
た
事
が
あ
る

 
こ
の
フ

ル
ド

ま
だ

出
さ
れ
な
い
だ
ろ

そ
の
理
由
に
つ
い
て
だ

 
も
し
か
し
た
ら

こ
こ
に
は
ま
だ
何
か
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
無
い
か
も
し
れ
な
い
が

探
し
て
み
て

は
な
い
と
思
う
ん
だ
よ
な

も
し
か
し
て
お
宝
と
か

そ
う
か
も
し
れ
な
い
し

そ
う
じ

な
い
か
も
し
れ
な
い
な



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
驚
く
フ
カ
次
郎
に
対
し

ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら

い
た

 
そ
の
時
フ
カ
次
郎
が
付
け
て
い
る

フ

ン
リ
ル
の
目
が

く
光
る

い
い
判
断
だ

私
も
こ
こ
に
は
ま
だ
何
か
あ
る
と
感
じ
る

んフ
カ
三
郎

本
当
に

あ
あ

だ
が
時
間
が
無
い

ハ
チ
マ
ン
よ

急
ぐ
の
だ

 
そ
の
フ

ン
リ
ル
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ハ
チ
マ
ン
は
素

く
指

を
出
し
た

と
り
あ
え
ず
何

か
に
分
か
れ
て
探
索
を
始
め
て
く
れ

 

自
何
か
見
つ
け
た
ら

し
く
調
べ
な
く
て
い
い
か
ら
と
に
か
く
所

を
確
保
す
る
ん

だ 
そ
う
す
れ
ば
外
に
持
ち
出
す
事
が
可
能
に
な
る
は
ず
だ

了
解

 
そ
し
て
ア
イ
テ
ム
に
対
し
て

が
き
く
リ
ナ
と

 
ど
う
し
て
も
ハ
チ
マ
ン
に
付
い
て
い
く
と
言

て

か
な
か

た
シ
ノ
ン
ウ
ズ
メ
ピ

ア

リ
オ
ン
の
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ボ
ス
部
屋
外
チ

ム
の
四
人
が
ハ
チ
マ
ン
の
同
行
者
と
な
り

 
他
の
者
達
も
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
の
仕
切
り
で
何
チ

ム
か
に
分
け
ら
れ
城
内
の
探
索
が
開
始

さ
れ
た

 
フ
カ

リ
ナ
ち

ん
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張

て
ね

ハ

ド
ル
高
え
な
お
い

だ
が
任
せ
ろ

こ
の
私
の
物
欲
セ
ン
サ

に
死

は
な
い

そ
れ

て

目
な
奴
じ

 
先

を
行
く
レ
ン
と
フ
カ
次
郎
の
会
話
に
ア
ス
ナ
は
苦
笑
し
た

ア
ス
ナ

こ
う
い
う
時
は

そ
う
い
う
勘
に
頼
る
の
も
大
事

 
そ
の
時
セ
ラ
フ

ム
が
横
か
ら
そ
う
言

て
き
た

 
セ
ラ
フ

ム
も
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
行
き
た
い
ア
ピ

ル
を
し
て
い
た
の
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
の
チ

ム
の
人

が

え
す
ぎ
る
は
ま
ず
い
と
自
重
し
た
の
で
あ
る

 
さ
す
が
は
大
人
の
女
と
い

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か

む

ま
あ
そ
う
か
も
だ
け
ど

ラ
キ
ア
さ
ん
は
何
か
感
じ
ま
す
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む

ん

む
む

 
そ
の
隣
で
は
ヒ
ル
ダ
が
ラ
キ
ア
に
そ
う

ね
ラ
キ
ア
が
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

 

の
通
路
で
目
を
止
め
た

ど
う
や
ら
そ
ち
ら
が
気
に
な
る
よ
う
だ

ア
ス
ナ
さ
ん

ラ
キ
ア
さ
ん
が

の
通
路
に
何
か
あ
り
そ
う
だ

て

本
当
に

さ

す
が

フ
カ
ち

ん
と
は
違
う
ね

ア

ア
ス
ナ

ひ
ど
い

う

う

こ
う
な

た
ら
負
け
て
ら
れ
ん

 
絶
対
に
お
宝
に
一
番
乗
り
し
て
や
る

あ

フ
カ

待

て

て
ば

 

の
通
路
の
奥
に
走

て
い
く
フ
カ
次
郎
を

レ
ン
が

て
て
追
い
か
け
た

 
残
さ
れ
た
者
達
も
当
然
そ
ち
ら
に
向
か
う

さ
す
が
は
正
妻
様

人
の
使
い
方
が
上
手
い
ね

ふ
ふ

ま
あ
こ
の
く
ら
い
は
ね

 
ア
ス
ナ
を
ハ
リ

が
そ
う
賞

し

一
同
は
城
の
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

  
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
今
回

独
で
動
い
て
い
た
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ま
あ
純

に
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

だ
け
で

が
揃

て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る

ラ
ン

ど
う
す
る

任
せ
な
さ
い

私
は
野
性
の
勘
に
は
少
し
自
信
が
あ
る
の
よ

そ
れ

て
エ
ロ
方
面
に
し
か
働
か
な
い
ん
じ

ね
え
の

そ

そ
ん
な
事
は
な
い

は
ず
よ

多
分
こ

ち

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
ま
た

ラ
ン
に
よ

て
城
の
奥
へ
と
進
ん
で
い

た

  
そ
し
て
キ
リ
ト
チ

ム
は

残
り
の
者
達
が
集
ま

て
い
た

 
キ
リ
ト

リ

ク

キ
ズ
メ
ル

レ
コ
ン

そ
れ
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ
る

 
こ
こ
に
は
仮
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
暴
走
し
て
も

 
そ
れ
を
止
め
ら
れ
る

も
し
く
は
ス
ル

出
来
る
者
が
揃

て
い
た

さ
て

ど

ち
か
な

キ
リ
ト
君

こ

ち

こ

ち
な
気
が
す
る

ふ
む

 
確
か
に
こ
の
中
で
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
一
番
そ
う
い
う
感
覚
に
優
れ
て
い
る
だ
ろ
う
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だ
が
本
人
が
自
覚
の
無
い
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
を
感
知
し
て
い
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い

 
そ
の

キ
リ
ト
は
リ

ク
に
も
意
見
を
求
め
た

リ

ク

ど
う
だ

多
分
だ
け
ど

的
に
も
そ
の
道
で
あ

て
る
じ

ん

そ
か

そ
れ
じ

あ
そ

ち
に
行

て
み
る
か

オ

ケ

レ

ツ
ゴ

  
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
は

リ
ナ
に
全
て
を
任
せ
て
い
た

リ
ナ
コ

ど

ち
だ

く
ん
く
ん

う
ん

こ

ち
な
の
な

了
解

 
ハ
チ
マ
ン
と
リ
ナ
の
歩
み
は
確
信
に
満
ち
て
お
り

中
で
迷
う
そ
ぶ
り
す
ら
見
せ
な
か

た

 
だ
が
ア
イ
テ
ム

に
関
し
て
は
無

の
強
さ
を

る
リ
ナ
の
言
う
事
な
の
だ
誰
も
疑
問
を

く
事
は
な
い

も
う
す
ぐ
な
の
な
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お

こ
こ

て

刻
が
い

ぱ
い

多
分
ギ
リ
シ

神
話
の
神
の
像
だ
な

知
ら
ん
け
ど

あ

あ
れ

ケ
ル
ベ
ロ
ス
じ

な
い

大
き
い
巨
人
み
た
い
な
の
も
あ
る
ね

 
そ
こ
は

刻
の
森
と
で
も
表
現
出
来
そ
う
な

大
広
間
で
あ

た

 
そ
の
雰
囲
気
は

い
か
に
も
何
か
あ
り
そ
う
と
い

た
感
じ
で
あ
る

一
つ
壊
れ
て
る
な

そ
れ
は
ア
レ
ス
の
像
だ

ハ
チ
マ
ン

そ
う
な
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
前
に
立
ち

し
げ
し
げ
と
像
の
残

を

め
た

 
そ
の

の
中
に

キ
ラ
リ
と
光
る
物
が
あ

た

ん
 
そ
れ
は
何
か
筒
の
よ
う
な
物
で
あ

た
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と
り
あ
え
ず
後
で
調
べ
る
と
し
て

し
ま

て
お
く
か

 
よ
く
見
る
と

他
に
も
広
場
に
は
色
々
が
ら
く
た
の
よ
う
な
物
が
あ
る

と
り
あ
え
ず
し
ま
え
る
物
は
片

か
ら
し
ま

ち
ま
お
う

分
か

た

こ
れ
も

そ
れ
に
こ
れ
も

あ
れ

リ

ダ

 
そ
の
時
背
後
か
ら
そ
ん
な
声
が
し

ハ
チ
マ
ン
は

り
返

た

あ
れ

ハ
チ
マ
ン

ハ

チ
マ

ン

 
そ
し
て
更
に
二
人
の
人
物
が

を
現
し
た

ラ
ン
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ
る

何
で
み
ん
な
こ
こ
に
集
ま

ち
ま
う
か
な

 
い
や

ま
あ
こ
こ
が
目
的
地
で
合

て
る

て
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
よ

 
そ
こ
に
後
続
の
者
達
が
追
い
つ
い
て
き
た

あ
れ

ハ
チ
マ
ン
君

ハ
チ
マ
ン
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レ
ン

ア
ス
ナ

キ
リ
ト
は

か
ん
と
し
た
顔
で
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
つ
め
た

 
そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う

四
組
は
ま

た
く
別
ル

ト
を
進
ん
で
い
た
か
ら
だ

フ
カ

ま
さ
か

ラ
ン

お
い
ロ
ビ
ン

お
前
ま
さ
か

ハ
チ
マ
ン
に
反
応
し
た
ん
じ

 
当
然
三
人
は
同
じ
疑
い
を
持
つ

ち

違
う

親
友

そ
ん
な

な
い
じ

な
い

ユ
ウ

お
姉
ち

ん
を
信
じ
て

リ

ク

ど
う
だ

多
分
こ
こ
に
し
か
お
宝
が
存
在
し
な
い
せ
い

と
思
う
け
ど
ち

と
自
信
は

 
そ
の
時
フ

ン
リ
ル
の
目
が

告
を
発
し
た

ハ
チ
マ
ン

残
り
五
分
だ

急
い
だ
方
が
い
い

お

と
よ
し
み
ん
な
そ
う
い
う
事
だ
か
ら
片

か
ら
ア
イ
テ
ム
を
回
収
だ
急
げ

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
は

様
々
な
ア
イ
テ
ム
を
回
収
す
る
事
と
な

た

 
そ
の
後

無
事
に

出
さ
れ
る
事
と
な

た
の
だ
が

後
日
の

証
で
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三
人
が
ア
イ
テ
ム
よ
り
も
明
ら
か
に
ハ
チ
マ
ン
に
強
く
引
き
寄
せ
ら
れ
る

向
が
あ
る
事
が
分

か
り

 
と
り
あ
え
ず
三
人
は
ハ
チ
マ
ン
に
拳
骨
を
落
と
さ
れ
た

リ

ク
と
ラ
キ
ア
は
当
然
セ

フ
で

あ

た
が

 
と
に
も
か
く
に
も

こ
れ
で
ア
レ
ス
戦
は
終
わ
り
を
告
げ
た

 
残
る
敵
は

ガ
イ
ア

ギ
ガ
ン
テ
ス

ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
の
み
で
あ
る
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第
１
１
２
７
話
 
戦
利
品
の
行
方

 
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
間
の
前
の
広
場
に
集
ま

た
野
次
馬
達
は

 
若

張
し
な
が
ら

攻
撃
側
人

と
ア
レ
ス
の

の

を
注

し
て
い
た

ま
さ
か
あ
の
メ
ン
バ

で
負
け
な
い
よ
な

む
し
ろ
こ
れ
で
勝
て
な
か

た
ら
俺
は
開
発
の
正
気
を
疑
う
ね

そ
れ
も
そ
う
だ
な

で
も
あ
の
ボ
ス
の

さ

き
か
ら
全
く
動
か
な
く
な
い
か

中
は
一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
の
言
葉
通
り

ボ
ス
の

は
ま

た
く
動
か
ず

た
だ
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く

こ
れ

て
ま
さ
か

敵
の

を
全
く

れ
な
い
ま
ま

 
死
な
な
い
ま
で
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が
ど
ん
ど
ん
ダ
メ

ジ
を
受
け
て
い

て
る

態
他
に
説
明
出
来
な
い
よ
な
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も
し
こ
れ
で
剣
王
様
達
が
負
け
た
場
合

ザ
・
ル

ラ

様
の
出
番
が
来
る
の
か
な

て
事
は

剣
王
様
を
出
待
ち
す
る
べ
き

死
神
様
は
中
と
外

ど

ち
に
い
る
ん
だ
ろ

私
は
サ
ム
ラ
イ
マ
ス
タ

様
を

え

そ
れ
は
な
い

 
ど
う
や
ら
ク
ラ
イ
ン
は

や
は
り
オ
チ
担
当
と
し
て
定
着
し
て
い
る
よ
う
だ

う

ん

そ
れ
に
し
て
も
本
当
に

く
な
い

一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ
ろ

 
ア
リ
シ

で
す
ら
そ
う
心
配
し
始
め
た
時

い
き
な
り
事
態
は
急
変
し
た

 
ア
レ
ス
の

が
い
き
な
り
ガ
ツ
ン
と

り

ゼ
ロ
に
な

た
の
だ

え
え
え
え
え
え
え

 
直
後
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
ゲ

ム
中
に

き

る

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｓ

ア
レ
ス
が
討
伐
さ
れ
ま
し
た

攻
撃
側
の
勝
利
で
す

参
加
し
た
全
て
の
プ
レ
イ
ヤ

に

報

が

え
ら
れ
ま
す

ス
ト
レ

ジ
を
ご

下
さ
い

 
そ
し
て
広
場
中
に
大
歓
声
が

き

こ

た
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う
お
お
お
お
お
お

何
今
の

一
体
何
事

ヴ

ル
ハ
ラ

ヴ

ル
ハ
ラ

い
や

い
い
も
ん
見
さ
せ
て
も
ら

た
わ

ふ
う
う
う
う
う

ま

た
く
心

に
悪
い
よ

 
そ
う
思
い
つ
つ

ア
リ
シ

は
の
ん
び
り
と
壁
に
も
た
れ
か
か
り

 
親
友
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
事
に
し
た

 
 

  
戦
闘
を
終
え

外
に
出
た
サ
ク
ヤ
は

ア
リ
シ

の
事
を
心
配
し

そ
の

を
探
し
た

ア
リ
シ

サ
ク
ヤ
ち

ん

こ

ち
こ

ち

 
落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
サ
ク
ヤ
だ

た
が

 
全
く
そ
ん
な
事
は
な
く

ア
リ
シ

は
元
気
よ
く
こ
ち
ら
に
手
を

て
き
た

良
か

た

い
つ
も
通
り
だ
な

え

何
が
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い
や

何
で
も
な
い

 
サ
ク
ヤ
は
そ
う
言

て
微
笑
ん
だ

そ
れ
よ
り
サ
ク
ヤ
ち

ん

中
で
一
体
何
が
あ

た
の

う
む

そ
れ
が
と
ん
で
も
な
い
話
だ

た
ん
だ
が

 
サ
ク
ヤ
か
ら
ボ
ス
戦
の
あ
ら
ま
し
を

い
た
ア
リ
シ

は
大
爆
笑
し
た

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

何
そ
れ

意
味
分
か
ん
な
い

だ
よ
な

ま
あ
で
も
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

あ
と
ハ
チ
マ
ン
君
か
ら
伝
言
だ

 
可
能
な
者
は

休

を

ん
で
一
時
間
後
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
集
合
だ
そ
う
だ

う
わ

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
入
れ
て
も
ら
う
の
も
久
し
ぶ
り
だ
ね

だ
な

あ
そ
こ
に
入
れ
て
も
ら

た
事
の
あ
る
者
は

 
完
全
に
身
内
で
あ
る
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
あ
と
は
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
の
メ
ン
バ

を

け
ば
そ
う
そ
う
い
な
い
と
思
う
し

 
実
に
名

な
事
で
は
あ
る
な

だ
ね

 
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
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ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
が
外
に
出
て
く
る
の
を

め
て
い
た

 
ソ
レ
イ
ユ
ユ
イ
ユ
イ
イ
ロ
ハ
ユ
ミ

コ
マ
チ
ク
リ
シ

ナ
エ
ギ
ル
ク
ラ
イ
ン

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

ホ

リ

や

ス
プ
リ
ン
ガ

フ

ブ
ニ
ル
ら
が
続
々
と

を
見
せ

 
観
客
達
は
大
い
に

り
上
が
る

だ
が
全
体
の
半

度
が
現
れ
た
後

 
ピ
タ

と
誰
も

を
見
せ
な
く
な
り

観
客
達
だ
け
で
は
な
く

 
サ
ク
ヤ
ア
リ
シ

更
に
は
他
な
ら
ぬ
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

達
も
戸
惑
い
の
表
情
を

見
せ
た

あ
れ

ハ
チ
マ
ン
の
奴

何
し
て
る
ん
だ

話
が

り
上
が

て
る
と
か

そ
れ
に
し
て
も
な

く
そ

ま
だ
中
と
連

は
と
れ
な
い
み
た
い
だ

う

ん

 
そ
し
て
一
同
の
目
が

自
然
と
ク
リ
シ

ナ
に
向
い
た

え

な

何

い
や

実
験
大
好
き

子
の
ク
リ
シ

ナ
ち

ん
な
ら
こ
う
い
う
時
に
的
確
な
予
想
を
し
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て 
実
験
で
証
明
し
て
く
れ
る
ん
じ

な
い
か
な

て

そ
れ

実
験
う
ん
ぬ
ん
の
く
だ
り
は
い
り
ま
せ
ん
よ
ね

 
ク
リ
シ

ナ
は
ソ
レ
イ
ユ
に

え
め
に
抗
議
し
つ
つ
真
面
目
に
今
何
が

こ

て
い
る
の
か

考
え
た

 
そ
し
て
さ
す
が
な
が
ら

す
ぐ
に
正
解
に
た
ど
り
着
く

え
え
と

こ
う
い
う
戦
闘

て
普
通

終
わ

た
ら

分
で
強
制

出
で
す
よ
ね

え
え

ま
あ
そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
今
回
の
三
十
分

て
お
か
し
く
な
い
で
す
か

そ
う
ね

珍
し
い
わ
ね

て
事
は
も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
奴
ま
だ
中
に
お
宝
な
り
な
ん
な
り
が
眠

て
る

て
予

想
し
て

 
残

た
人
達
に
探
さ
せ
て
る
の
で
は

あな
る
ほ
ど

筋
は
通

て
る
な
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と
い
う
か

そ
れ
し
か
な
い
よ
ね

そ
う
い
う
事
な
ら
い
ず
れ
報
告
が
あ
る
と
思
う
し
こ
こ
で
待

て
い
る
必
要
性
も
薄
い
と
思

う
か
ら

 
予
定
通
り

一
時
間
後
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
集
合

て
事
で

 
ソ
レ
イ
ユ
が
そ
う
ま
と
め

仲
間
達
は
散

て
い

た

ア
リ
シ

私
達
は
ど
う
す
る

私
は
ま
あ
あ
と
二
十
分
く
ら
い
だ
し

ユ

ジ

ン
君
が
出
て
く
る
の
を
待

て

 
そ
こ
か
ら
集
合
時
間
ま
で
何
か
美
味
し
い
も
の
で
も

て
も
ら
お
う
か
な

て
思

て
る

ん
だ
け
ど

 
助
け
て
あ
げ
た
ん
だ
か
ら
そ
れ
く
ら
い
い
い
よ
ね

む
し
ろ
そ
の

度
で
い
い
の
か
と
思
う
が
な

こ
の

度
な

な
い
じ

ん

命
だ
け
じ

な
く

 
多
分
ラ
ン
キ
ン
グ
の

も
守

て
あ
げ
た
ん
だ
よ

 
ま
だ
思
い
つ
い
て
な
い
だ
け
で

思
い
つ
い
た
ら
色
々
た
か
る
つ
も
り

さ
す
が
と
い
う
か
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サ
ク
ヤ
は
ア
リ
シ

の
そ
の
言
葉
に
苦
笑
し
た

で
は
あ
と
少
し

の
ん
び
り
と
待
つ
か

だ
ね

 
そ
れ
か
ら
二
十
分
後

ハ
チ
マ
ン
達
が
一
気
に

を
現
し
た

 
や
は
り
熱
狂
的
な
フ

ン
と
い
う
の
は
い
る
も
の
で

 
こ
れ
だ
け
時
間
が

た
今
で
も

多
く
の

・女
・性

プ
レ
イ
ヤ

が
そ
の
場
に
残

て
お
り

 
ハ
チ
マ
ン
の
下
に

一
気
に
押
し
寄
せ
た

お
わ

は
い

ス
ト

プ

 
そ
れ
を
止
め
た
の
は

ハ
チ
マ
ン
の
正
妻
で
あ
る
ア
ス
ナ
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
ザ
・
ル

ラ

の

手
会
を
始
め
ま
す
希
望
者
は

番
に

ん
で

下
さ
い

へ
 
戸
惑
う
ハ
チ
マ
ン
に
ア
ス
ナ
が
目
配
せ
し

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
以
上
何
も
言
え
な
か

た

ま
あ
確
か
に
そ
の
方
が
穏

に
事
が
進
む
か
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

強
化
外
骨
格
を
駆
使
し
て
希
望
す
る
女
性
達
と

手
し
て
い

た

何
だ
こ
れ

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い
ハ
チ
マ
ン
が
あ
ん
た
の
盾
に
な

て
く
れ
て
る
部
分
も
あ
る
ん
だ

か
ら

 
逆
に
感
謝
し
な
い
と

あ
あ

確
か
に
そ
う
い
う
の
も
あ
る
か

 
も
ち
ろ
ん
キ
リ
ト
の

り
に
も
多
く
の
女
性
が
集
ま

て
い
た
が
ハ
チ
マ
ン
の

り
ほ
ど
で

は
な
く

 
リ
ズ
ベ

ト
の
仕
切
り
で
問
題
な
く
解
散
さ
せ
る
事
が
出
来
て
い
た

 
そ
の
間
に
キ
リ
ト
が
や

て
い
た
の
は

そ
の
女
性
の
名
前
を
き
ち
ん
と
呼
び
つ
つ

 
こ
れ
か
ら
も
応
援
宜
し
く
と
言

て

微
笑
む
だ
け
で
あ

た

 
ち
な
み
に
ユ

ジ

ン
は

当
然
な
が
ら

に
ア
リ
シ

に
連
行
さ
れ
て
い
る

よ

し

そ
れ
じ

あ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

る
か

ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

頑
張
れ

て

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が

に

ん
で
る
ぞ
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し

フ
カ
と
ロ
ビ
ン
も

ん
で
る
け
ど

ま
あ
放

て
お
き
ま
し

う

あ
い
つ
ら
も

り
な
い
な

 
こ
の
後

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は
普
通
に

手
し
て
も
ら
え
た
が

 
フ
カ
次
郎
は

に
拳
骨
を
く
ら
い

ク

ク
ロ
ビ
ン
は
笑
顔
で
微
笑
ま
れ
た
だ
け
で
あ

た

 
み
ん
な

今
日
は
お
疲
れ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で
は

ユ
イ
の
手
に
よ

て
料
理
と
飲
み
物
が
準
備
さ
れ
て
お
り

 
参
加
出
来
た
者
達
は

存
分
に

ぐ
事
が
出
来
て
い
た

先
ず
最
初
に
ア
レ
ス
か
ら
ド
ロ

プ
し
た
テ

ル
フ

ン
グ
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
仲
間
達
を
見
回
し
た
後

ユ

ジ

ン
を
じ

と
見
つ
め
た

むこ
れ
は
ユ

ジ

ン
に
使

て
も
ら
お
う
と
思
う

え

 
こ
の
戦
い
で

ユ

ジ

ン
は
魔
剣
グ
ラ
ム
を
失

て
い
た

 
も
ち
ろ
ん

理
は
可
能
な
の
だ
が

さ
す
が
に
そ
の
ク
ラ
ス
と
な
る
と
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色
々
な
ア
イ
テ
ム
を
必
要
と
す
る

す
ぐ
に
は

理
出
来
な
い
事
が
判
明
し
て
い
る

議
無
し

す

す
ま
ん

に
切
る

い
や

お

を
言
う
の
は
こ

ち
の
ほ
う
だ

今
回
は
助
か

た

あ
り
が
と
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ

ジ

ン
に
お

を
言
い
こ
う
し
て
ユ

ジ

ン
は
新
た
な
武
器
を
手
に
入

れ
た

 
魔
剣
グ
ラ
ム
の

理
が
終
わ

た
ら
ユ

ジ

ン
は
二
刀
流
の
使
い
手
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
さ
て

そ
れ
じ

あ
今
回
の
ボ
ス
戦
で
入
手
出
来
た
ア
イ
テ
ム
の

を
報
告
す
る

 
と
り
あ
え
ず
事

的
な
作
業
を
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い

ア
イ
テ
ム
の
説
明
を
始
め
た

破
の

声
マ
イ
ク

が
二
つ

遊
光
源
ユ
ニ

ト

オ
テ

ス
・
ボ
ウ

収
納

張
バ

グ

発
煙
筒

結
界
コ
テ

ジ

大

ア
レ
ス
の

 
あ
と
は
回
復
ア
イ
テ
ム
の

と
ハ
イ
エ
ン
ド
素
材
が
そ
れ
な
り
に

か

 
そ
れ
じ

あ
い
く
つ
か
分
か
り
に
く
い
ア
イ
テ
ム
の
説
明
を
す
る
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ハ
チ
マ
ン
の
説
明
だ
と

破
の

は
近
く
に

を

し
て
い
る
敵

 
も
し
く
は
プ
レ
イ
ヤ

が
い
た
時
に
教
え
て
く
れ
る
も
の
ら
し
い

 

声
マ
イ
ク
は
一
定

囲
に
だ
け
声
が
大
き
く

こ
え
る
が

 
そ
の

囲
を
超
え
る
と
声
が
一
切

こ
え
な
い
と
い
う
ま
る
で
会
議
に
使
う
よ
う
な
代
物
の

よ
う
だ

 

遊
光
源
ユ
ニ

ト
は
ど
う
や
ら
ス
ポ

ト
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
物
で

 
同
時
に
何

所
か
に
光
を
当
て
る
事
が
出
来
る

オ
テ

ス
・
ボ
ウ
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
タ
イ
プ
の

で

 
魔
力
を
使
え
ば
撃

た
後
の
矢
が

え
る
ら
し
い

一
人
で

幕
が
張
れ
る
な

幕
薄
い
ぞ

何
や

て
ん
の

フ
カ

う
る
さ
い

て
へ

こ
れ
の
行
き
先
は
ち

と
保

だ
な

み
ん
な
で

当
に
使

て
も
ら

て

 
し

く
り
く
る
奴
に
使

て
も
ら
う
事
に
し
よ
う

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ア
レ
ス
の

を
取
り
出
し

ノ
リ
に
差
し
出
し
た
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えノ
リ
は
も
う
す
ぐ
手
術
だ
ろ

こ
れ
は
前
祝
い
だ

兄
貴

い

い
い
の

丁
度
他
に

の
使
い
手
も
い
な
い
し
な

ま
あ
ほ
ら

遠

す
る
な

て

あ
り
が
と
う
兄
貴

私

手
術
頑
張
る
ね

お
う

く
元
気
に
な
る
ん
だ
ぞ

 
同
時
に
仲
間
達
か
ら
頑
張
れ
よ

と
い
う
声
が
上
が
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
ノ
リ
の

を

で

ノ
リ
は
満
面
の
笑
み
を
見
せ
た

み
ん
な

あ
り
が
と
う
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第
１
１
２
８
話
 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
置
き
土
産

 
戦
利
品
に
つ
い
て
の
話
が
終
わ

た
後

そ
の
場
に
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
ク
ラ
ス
に
加
え

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
か
ら
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
か
ら
は
リ

ク

 
そ
れ
に
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
ス
プ
リ
ン
ガ

と
ラ
キ
ア
が
残

て
い
た

 
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
フ

ブ
ニ
ル
と
ヒ
ル
ダ
も
同

し
て
い
る

 
要
す
る
に
主
な
ギ
ル
ド
の
代
表
が
集
ま

て
今
後
の
攻
略
に
つ
い
て
話
を
し
よ
う
と
い
う
事

で
あ
る

 
一
応

仕
役
と
い
う
名
目
で

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
も
残

て
い
た

 
こ
れ
は
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
に
何
か
話
が
あ
る
ら
し
い
の
だ
が

 
話
が
終
わ

た
後
で
い
い
と
遠

し
た
結
果

こ
う
い
う
事
に
な

た
ら
し
い

 
当
然
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
も

仕
と
し
て
こ
の
場
に
参
加
し
て
い
る

と
い
う

で

最
後
に
ア
レ
ス
が
こ
う
言

た
ん
だ

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
置
き
土
産
を
探
せ

そ
し
て
必
ず
処
分
す
る
の
だ

て
な

遺
産
じ

な
く
置
き
土
産

か

多
分
悪
い
意
味
で

て
事
な
ん
だ
ろ
う
な
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遺
産
は
多
分

ユ
ミ

の
カ
ド

ケ
ウ
ス
だ
ろ
う
し
ね

ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
や
り
合

た
所
に
何
か
残

て
る

て
事
な
の
か
し
ら

や
は
り
こ
れ
は

も
う
一
度
現
地
に
行
く
必
要
が
あ
る
ね

だ
よ
な

ま
あ
問
題
は

残

て
る
か
ど
う
か
な
ん
だ
が

 
一
同
は

う
う
む
と
考
え
込
ん
だ

で
も
も
し
そ
ん
な
物
が
あ

て

誰
か
が

た

て
な
ら

話
題
に
く
ら
い
な

て
そ
う

じ

な
い

確
か
に
な

で
も
そ
ん
な
話
を

か
な
い

て
事
は

多
分
ま
だ
誰
も
見
つ
け
て
な
い
じ

ん

む
ふ

よ
し

今
か
ら

で
見
に
行
く
事
に
し
よ
う

 
で
も
そ
の
前
に
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
か
ら
話
を

い
て
お
き
た
い
か
ら
出
発
は
ち

と
後

な 
二
人
と
も

俺
に
何
か
話
が
あ
る
ん
だ
ろ

う

う
ん
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と
い
う

で

み
ん
な
は
そ
れ
ま
で
自
由
に
し
て
て
く
れ

 
そ
う
い
う
事
で
話
は

ま
り
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
話
は
ど
う
や
ら
他
人
に

す
事
で
も
無

い
ら
し
く

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
話
し
始
め
た

え

と

今
日
の
戦
利
品
に

声
マ
イ
ク

が
二
つ
と

遊
光
源
ユ
ニ

ト

が
あ

た
よ
ね

 
そ
れ
を
し
ば
ら
く
私
達
に
使
わ
せ
て
も
ら
え
な
い
か
な

て

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
が

何
に
使
う
ん
だ

え

と

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ

み
た
い
な

で
す
で
す

自
分
勝
手
な
理
由
で

し

な
い
ん
で
す
が

 
私
達
の
知
名
度
を
ち

と
で
も
上
げ
て
お
き
た
い
な

な
ん
て

お
お

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
頼
み
に
反
対
す
る
よ
う
な
者
は
お
ら
ず

 
大
企
業
の
主
と
し
て
こ
う
い
う
事
に
そ
れ
な
り
に
関
わ

て
い
る
ス
プ
リ
ン
ガ

と
ラ
キ
ア

が
残
り
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ア
イ
テ
ム
の

し
い
使
い
方

活
用
方
法
に
つ
い
て

証
す
る
事
と
な

た

よ
し
結
果
は
後
日
教
え
て
く
れ

ス
プ
リ
ン
ガ

さ
ん
ラ
キ
ア
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
ね

お
う

任
せ
と
き
な

立

に

出
出
来
る
よ
う
に
色
々
や

て
み
る
か
ら
よ

 
ラ
キ
ア
は
相
変
わ
ら
ず
無
言
だ

た
が

息
を
荒
く
し
て
胸
を
張

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
俺
達
は
行

て
き
ま
す
ね

 
お
い
シ
ノ
ン

つ
い
で
に

オ
テ

ス
・
ボ
ウ

の

証
も
し
て
み
て
く
れ

私

も
う

仕
方
な
い
わ
ね

ま

た
く
ど
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

 
い
つ
も
私
に
頼

て
ば
か
り
い
る
の
か
し
ら

こ
れ
は
も
う
愛
ね

う
ん

愛
だ
わ

い
や

こ
の
中
で

使
い
は
お
前
し
か
い
な
い
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た
が

シ
ノ
ン
は
華
麗
に
ス
ル

で
あ
る

 
他
の
者
達
は
そ
れ
を
見
て

ク
ス
ク
ス
と
笑
う
の
み
で
あ

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
行
け
る
の
は

俺

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

シ
ノ
ン

リ

ク

ヒ
ル
ダ
か

ご
め
ん
ね

私
は
明
日

い
の
よ

ノ
リ
ち

ん
の
手
術
の
事
で
ち

と
京
都
に
出
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張
だ
か
ら

そ
の
護
衛
の
仕
事
が
あ
る
ん
で

僕
も
こ
こ
で
失

す
る
よ

す
ま
な
い

頼
む
わ
姉
さ
ん

サ
ト
ラ
イ
ザ

 
ソ
レ
イ
ユ
と
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
そ
う
言

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

ご
め
ん
兄
貴

俺
達
今
日
は

ノ
リ
の
景
気
付
け
の

に

行
会
を
や
り
た
い
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
の
か

も
し
間
に
合
う
よ
う
な
ら
俺
も
後
で
顔
く
ら
い
出
す
わ

え

兄
貴

い
い
の

妹
分
の

な
ん
だ
か
ら

そ
れ
く
ら
い
ど
う

て
事
な
い

て
の

 
ノ
リ

手
術
の
当
日
は
俺
も
ず

と
付
き

う
か
ら

頑
張
る
ん
だ
ぞ

う

う
ん

 
乙
女
な
ノ
リ
は

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言

た

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
も
落
ち
て
い
き
残
さ
れ
た
者
達
は
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
へ
と

出
発
し
た

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン

こ

ち
だ

 
一
同
は
キ
リ
ト
を
先

に

ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
空
を
飛
ん
で
い
く
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確
か
キ

ク
ロ
プ
ス
と
も
同
時
に
戦

た
ん
だ
よ
な

あ
あ

そ
れ
な
り
に
手
強
か

た
か
な

こ
れ
で
残
る
敵
は
三

だ
ね

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

残
り
の
敵
は
全
部
空
中
宮

に
い
る
ん
で
す
か
ね

ど
う
だ
ろ
う
な

だ
が
そ
の
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
な

が
鳴
る

 
一
同
は
そ
う
の
ん
び
り
と
会
話
し
て
い
た
が
ア
ス
ナ
が
ふ
と
思
い
つ
い
た
よ
う
に
こ
う

ね

て
き
た

そ
う
い
え
ば

フ

ン
リ
ル

ケ
ル
ベ
ロ
ス

ア
レ
ス
の
遺
産
が
無
い
と

 
空
中
宮

に
は
入
れ
な
い
ん
だ
よ
ね

そ
う
ら
し
い
な

我
の
遺
産
と
い
う
の
は

も
ち
ろ
ん
我
の
事
だ

 
ハ
チ
マ
ン
の
か
ぶ
る
王

の

が

し
く
光
り
そ
こ
か
ら
フ

ン
リ
ル
の
声
が

こ
え
て
き

た
ま
あ
そ
う
だ
よ
な

て
い
う
か

な

フ

ン
リ
ル
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こ
の
王

要
す
る
に
お
前
な
ん
だ
が
普

か
ら
装
備
し
て
お
く
の
は
ち

と
恥
ず
か
し

い
ん
だ
よ

 
で

物
は
相
談
な
ん
だ
が

お
前

て

他
の

に
な
れ
た
り
し
な
い
か

問
題
な
い

ど
ん
な

に
な
れ
ば
い
い
の
だ

マ
ジ
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
喜
び
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
み
始
め
た
が
何
か
に
気
付
い
た
の
か
ハ

と
し
た

顔
を
し
た

 
だ
が
そ
れ
も
一

で
あ
り

ハ
チ
マ
ン
は
フ

ン
リ
ル
に
こ
う
答
え
た

と
り
あ
え
ず
ブ
レ
ス
レ

ト

り
に
な

て
も
ら
え
る
か

分
か

た

今
変
化
す
る

 
フ

ン
リ
ル
は
シ
ン
プ
ル
な
シ
ル
バ

の
ブ
レ
ス
レ

ト
に

を
変
え

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
嬉
し
そ
う
に

手
に
付
け
た

ふ
う

こ
れ
で
あ
の
恥
ず
か
し
い
格
好
か
ら
解
放
さ
れ
た

そ
う
言
わ
れ
る
と

我
と
し
て
は
若

複
雑
な
気
分
に
な
る
の
だ
が

悪
い
悪
い

別
に
悪
い
意
味
で
言

て
る
ん
じ

な
い
か
ら
勘

し
て
く
れ
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分
か

て
い
る

ほ
ん
の
冗
談
だ

つ
い
で
に
後
で
ち

と

し
て
欲
し
い
事
が
あ
る
か
ら
付
き
合

て
く
れ

ふ
む

分
か

た

ま
あ
目
的
地
も
近
い
し

ま
た
後
で
な

お
う

ま
た
後
で

 
も
う
キ

ク
ロ
プ
ス
と
フ

ン
リ
ル
と
戦

た
広
場
は
す
ぐ
目
の
前
で
あ

た

 
だ
が
広
場
に
入
る
直
前
に

い
き
な
り
キ
リ
ト
が

止
し
た

お
わ

ち

待

た

キ
リ
ト

ど
う
し
た

参

た
な

プ
レ
イ
ヤ

の
集
団
が
狩
り
を
し
て
や
が
る

て

七
つ
の
大
罪
だ

 
見
る
と
確
か
に
ル
シ
パ

ら

部
連
の

が
見
え
る

 
そ
し
て
そ
の
後
ろ
で
指

を
と

て
い
る
ア
ス
タ
ル
ト
の
足
元
に
は
何
故
か
子

が
居
り

 
そ
の
愛
ら
し
さ
に
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
顔
を

ば
せ
た

何
だ
あ
の
子

え

あ

本
当
だ

か
わ
い
い

か

い
つ
か

い
た
い
ん
だ
よ
な
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家
が
出
来
て

引

越
し
た
ら
か
な

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

さ
て

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は
問
い
か
け
る
よ
う
な

線
を
仲
間
達
に
向
け
た

 
そ
れ
を
受
け

キ
リ
ト
が
こ
う
答
え
る

 

そ
う
い
え
ば

シ
グ
ル
ド
達
の
せ
い
で

あ
い
つ
ら
ま
だ
ク
エ
ス
ト
の
討
伐

が

 
ク
リ
ア
に

い
て
な
い

て
言

て
た
気
が
す
る
な

あ
あ
そ
う
か

で
も
別
に
今
日
じ

な
く
て
も
い
い
だ
ろ
う
に

今
日
の
負
け
が
よ

ど
悔
し
か

た
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

あ
あ

ま
あ
確
か
に
今
日
の
七
つ
の
大
罪
は
い
い
と
こ
ろ
が
全
然
無
か

た
よ
ね

と
り
あ
え
ず
あ
そ
こ
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
さ
ん
が
い
る
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

て
み
た
ら
ど

う
か
し
ら

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て
メ

セ

ジ
を
送
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 
す
ぐ
に
そ
れ
を

じ
た

ど
う
し
た
の
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い
や

多
分
休

な
ん
だ
ろ
う
が

あ
い
つ
が
こ

ち
に
歩
い
て
き
て
る

 
そ
の
言
葉
通
り

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
無

に
色
気
を

り
ま
き
な
が
ら

 
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
て
い
る
の
が
見
え
た

そ
れ
は
丁
度
い
い
じ

ん
ね

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
れ
を

 
ハ
チ
マ
ン
は

足
元
に
落
ち
て
い
た
小
石
を
広
い

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
目

け
て

く
放

た

 
そ
の
小
石
は
見
事
な
放
物
線
を

き

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

に
命
中
し
た

 
コ
ツ
ン

え

何

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
言

て
き

ろ
き

ろ
し
手

き
を
し
て
い
る
ハ
チ
マ
ン
の

を
見

つ
け
た

あ
 
そ
の
ま
ま
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
ハ
チ
マ
ン
の
方
に
移
動
し

 
顔
だ
け
は
狩
り
を
し
て
い
る
仲
間
達
の
方
を
向
い
た
ま
ま

 
休

し
て
る
風
を
装

て

一
同
が

れ
て
い
る
通
路
の
横
の
岩
の
上
に

け
た
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忙
し
い
だ
ろ
う
に

悪
い
な

そ
れ
は
別
に
い
い
け
ど

何

何
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
来
た
の

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
で
も
あ
る
ん
だ
が
な

う

私
だ

て
ボ
ス
部
屋
で
リ
タ
イ
ア
を
選
ん
だ
後
直
ぐ
に
落
ち
る
つ
も
り
だ

た

の
よ

 
で
も
よ

ど
悔
し
か

た
ん
で
し

う
ね

 
ル
シ
パ

が
も
う
少
し
狩
り
に
付
き
合

て
く
れ

て
言

て

私
達
に

を
下
げ
た
の
よ

 
あ
の
ル
シ
パ

が
よ

ほ
う

そ
れ
は
珍
し
い

の
か

ま
あ

く

を
下
げ
る

度
な
ら
た
ま
に
は
や
る
け
ど
本
当
に
深
々
と

を
下
げ
て
き
た
の

よ 
そ
れ
に
び

く
り
し
ち

て

み
ん
な
ル
シ
パ

に
付
き
あ
う
事
に
し
た

て

な
の

へで

そ

ち
は

 
そ
の
問
い
に

ハ
チ
マ
ン
は
ア
レ
ス
戦
で
あ

た
事
を
話
し
た
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へ

私
が
い
な
く
な

た
後

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ

 
あ

そ

か
そ

か

そ
れ
が
こ
こ
な
ん
だ
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

で

質
問
だ

 
今
日
に
限
ら
ず
こ
こ
最
近
で
そ
れ

い
ア
イ
テ
ム
を
誰
か
が

た
り
し
て
な
か

た

か
何
か

何
か

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
し
ば
ら
く
考
え
込
ん
で
い
た
が

や
が
て
首
を

た

う
う
ん

そ
う
い
う
報
告
は
何
も
上
が

て
な
か

た
よ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
人
が
い
な
く
な

た
ら
探
し
て
み
る
わ

 
あ
と

ア
ス
タ
ル
ト

だ

た
か

あ
い
つ
の
足
元
の
あ
の
子

は
何
な
ん
だ

あ

あ
れ

最
近
テ
イ
ム
し
た
ら
し
い
よ

 
で
も
戦
闘
の
役
に
は
ま

た
く
立
た
な
い
ん
だ
よ
ね

あ
の
子

そ
う
な
の
か

う
ん

だ
か
ら
ま
あ

う
ち
の
ア
イ
ド
ル
み
た
い
な
も
の
な
の
か
な

ほ
う

い
い
な
そ
れ

初
め
て
七
つ
の
大
罪
に
負
け
た
よ
う
な
気
分
だ
わ
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あ
は
は
は
は
と
り
あ
え
ず
私
達
も
も
う
す
ぐ
目
標
達
成
だ
か
ら
も
う
ち

と
待

て
て

 
そ
う
言

て
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
戦
場
に

た
後

 
先
ほ
ど
の
言
葉
通
り
十
分
ほ
ど
で
目
標
が
達
成
出
来
た
の
か
七
つ
の
大
罪
は
歓
声
を
上
げ

 
街
に

て
祝

を

げ
よ
う
な
ど
と
話
し
な
が
ら
こ
の
場
を
去

て
い

た

よ
し

そ
れ
じ

あ

り
を
調
べ
る
か

 
こ
う
し
て
広
場
の

索
が
始
ま

た

だ
が
い
く
ら
探
し
て
も
そ
こ
に
は
何
も
無
か

た
の

で
あ
る
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第
１
１
２
９
話
 
ス
リ

ム
と
ミ

ル
ニ
ル

何
も
見
つ
か
ら
な
い
ね

だ
な

そ
も
そ
も
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
置
き
土
産

て
何
な
ん
だ
ろ

フ

ン
リ
ル
は
何
か
知
ら
な
い
か

す
ま
ぬ

置
き
土
産
と
や
ら
が
何
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
ら
し
き
気
配
は
ま

た
く
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら

 
お
そ
ら
く
本
体
と
の
繋
が
り
が
全
く
無
い
何
か
な
の
だ
ろ
う

ま
あ
さ
す
が
に
ネ
タ
バ
レ
仕
様
に
は
な

て
な
い
よ
な

 
か
つ
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
居
場
所
を
完

に
察
知
し
て
い
た
フ

ン
リ
ル
が
そ
う
言
う
の
だ

 
お
そ
ら
く
こ
こ
に
は
何
も
無
い
の
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
近
場
を
少
し
探
索
し
て
み
る
か

そ
う
だ
ね

ち

と
ふ
ら
ふ
ら
し
て
み
よ

か

今
の
戦
力
な
ら

何
が
出
て
き
て
も
負
け
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
し
な
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こ
の
メ
ン
バ

だ
と
ハ
チ
マ
ン
が

似
的
に
タ
ン
ク
を
す
る
事
に
な
る
が

 
お
そ
ら
く
ボ
ス
ク
ラ
ス
の
敵
が
相
手
で
も

余

で
勝
て
て
し
ま
う
だ
ろ
う

 
事
実

先
ほ
ど
か
ら
出
て
く
る
敵
モ
ン
ス
タ

は

全
て

殺
さ
れ
て
い
る

シ
ノ
ン

そ
れ

調
子
は
ど
う
だ

悪
く
な
い
わ
ね

敵
を
面
制
圧
す
る
な
ら
最
高
ね

私
の
テ
ン
タ
ク
ル
・
ラ
イ
フ
ル
に
ち

と
似
て
る
ね

 
リ

ク
が
興
味
深
げ
に
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は

い
た

あ
あ

確
か
に
な

ま
あ
と
り
あ
え
ず

そ
れ
は
シ
ノ
ン
が
そ
の
ま
ま
持

て
て
く
れ

 
他
に
使
え
る
奴
も
い
な
い
し
な

あ
ら

そ
れ
な
ら
こ
れ

ロ
ビ
ン
に
持
た
せ
る
と
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

ロ
ビ
ン
に

あ
あ
そ
う
か

あ
い
つ
な
ら
使
い
こ
な
せ
そ
う
だ

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は

色
々
な
武
器
を
使
い
分
け
て
戦

て
い
る

 
確
か
に
あ
い
つ
な
ら
こ
れ
を
上
手
く
使
え
る
か
も
し
れ
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い

シ
ノ
ン
の
そ
の
意
見
に
同
意
し
た

い
い
か
も
し
れ
な
い
な

よ
し

そ
う
す
る
か
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う
ん

そ
れ
が
い
い
と
思
う

し
か
し
何
も
見
つ
か
ら
な
い
な

 
こ
こ
ま
で
の
探
索
は

全
て
空

り
に
終
わ

て
い
た

ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
倒
し
て
か
ら
そ
れ
な
り
に
時
間
が

ち
ま

て
る
し
な

く
そ

厄
介
な
事
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
ん
だ
が
な

ハ
チ
マ
ン
君

こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ

か

ハ
チ
マ
ン

そ
れ
な
ら
私

空
中
宮

と
か
い
う
の
を
見
て
み
た
い
じ

ん

ん

リ

ク
は
ま
だ
見
た
事
が
無
い
ん
だ

た
か

う
ん

そ
れ
な
ら
散
歩
が
て
ら

ち

と
見
に
い

て
み
る
か

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
奥
へ
と
向
か
い

 
初
め
て
宮
中
宮

を
目
に
し
た
リ

ク
は

大
興
奮

態
と
な

た

わ

わ

何
あ
れ

ち

と
記
憶
の
葉
に
似
て
る
じ

ん

い
や

ま

た
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
か
ら
な

ハ
チ
マ
ン

く
行
こ
う
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俺
の
突

込
み
は
ス
ル

で
す
ね

分
か
り
ま
す

 
そ
ん
な
二
人
を
微
笑
ま
し
く
見
て
い
た
一
同
で
あ

た
が

 
空
中
宮

の
入
り
口
に
着
い
た
直
後
に
そ
の
表
情
は
一
変
し
た

ア
レ
ス
の
遺
産
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

入
り
口
が
解
放
さ
れ
ま
す

へ

ア
レ
ス
の
遺
産

て

テ

ル
フ

ン
グ
じ

な
い
の

何
だ

何
か
あ

た
か

も
し
か
し
て

こ
れ

 
シ
ノ
ン
が
オ
テ

ス
・
ボ
ウ
を
取
り
出
し

一
同
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

も
し
く
は
こ
れ
か

 
続
け
て
ハ
チ
マ
ン
が

破
の

を
取
り
出
す

て
い
う
か

三
つ
の
遺
産
が
揃

て
初
め
て
扉
が
開
く
ん
じ

な
い
の
か
よ

ま
さ
か

独
と
は
ね

て
事
は

扉
は
三
つ
あ

た
り
す
る
の
か
な

 
そ
の
時
ユ
キ
ノ
が
ハ

と
し
た
顔
を
し
た
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こ
れ

て
も
し
か
し
て

こ
の
扉
が
開
き

ぱ
な
し
に
な

て
し
ま
う
の
か
し
ら

そ
れ
は
ま
ず
い
な

ち

と
中
に
入

て
み
よ
う

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
中
に
入

た
が

扉
が

ま
る
気
配
は
ま

た
く
無
い

仕
方
な
い

と
り
あ
え
ず
行
け
る
所
ま
で
行

て
み
る
か

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
奥
へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
し
ば
ら
く
進
む
と
そ
こ
に
は

が
ガ
ラ
ス
張
り
に
な

た

が
上
へ
と
続
い
て
お
り

 
景
色
が

麗
な
他
は

し
ば
ら
く
何
も
無
か

た

ひ
た
す
ら
上
へ

か

さ
て

何
が
出
て
く
る
や
ら

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ど
う
や
ら
あ
そ
こ
が
終
点
み
た
い
で
す
ね

 
ヒ
ル
ダ
が
そ
う
言

て
上
を
指
差
し
た

確
か
に

は
そ
こ
で
終
わ

て
い
る

ど
れ

 
何
か
あ
る
の
か
と
慎
重
に
歩
を
進
め
た
一
同
で
あ

た
が

 
そ
こ
か
ら
は

の
よ
う
に
な

て
お
り

特
に
何
も
無
か

た

結

奥
ま
で
行
け
る
ん
だ
な
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ま
あ
こ
こ
ま
で
何
も
無
い
け
ど
ね

い
や

あ
れ
を
見
て
み
ろ

 
見
る
と
通
路
の
奥
に

格
子
の
よ
う
な
物
が
あ
る

 
そ
こ
ま
で
は
一
本
道
で
あ
り

道
は
そ
の

格
子
を

る
よ
う
に
続
い
て
い
た

何
か

屋
に
入
る
み
た
い
で

だ
な

ま
あ
で
も
道
は
こ
こ
し
か
無
い
ん
だ
し

行
く
し
か
な
い
ね

だ
な

 

格
子
を

る
と

そ
こ
は
天

か
ら
何
本
か
の
ツ
タ
が

れ
下
が

て
い
た

 
よ
く
見
る
と
そ
の
ツ
タ
は

地
面
か
ら
ピ
ン

と
張
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

ハ
チ
マ
ン

あ
れ

て

ん

な
る
ほ
ど
な

み
ん
な

ち

と
そ
こ
で
見
て
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
前
に
出
る
と

 
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
か
ら
い
か
に
も
安
物
に
見
え
る
剣
を
取
り
出
し

 
そ
の
剣
で
コ
ン
コ
ン
と
地
面
を
叩
い
た

 
そ
の

間
に
地
面
か
ら

に
な

た

が
現
れ

そ
の
剣
を

る
か
の
よ
う
に

ね
上
が
り
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ハ
チ
マ
ン
が
剣
を
離
す
と
そ
の
剣
は
上
へ
と
引

張
り
上
げ
ら
れ
天

か
ら
だ
ら
ん
と
ぶ

ら
下

た

も
し
か
し
て
罠

だ
な

よ
く
あ
る
動
物
を
捕

す
る

の
罠
み
た
い
な
奴
だ

一
定
の
場
所
を

む
と
足
が

ら
れ
て
木
と
か
に
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
ち

う
奴

正
解
だ

こ
こ
ま
で
あ
か
ら
さ
ま
だ
と
引

か
か
る
奴
は
い
な
い
だ
ろ
う
が

 
ま
あ
み
ん
な
気
を
つ
け
て
な

 
ハ
チ
マ
ン
に
注
意
さ
れ

一
同
は
そ
の
罠

ン
を
避
け
る
よ
う
に
回
り
こ
ん
だ

 
そ
し
て
反
対
側
の

格
子
を
抜
け
る
と

そ
こ
は
広
場
と
な

て
お
り

 

金
の
ハ
ン
マ

を
持
つ

か
な
り
大
き
な
巨
人
が
そ
こ
に

座
し
て
い
た

 
そ
の
向
こ
う
に
は

空
中
宮

の
入
り
口
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
扉
が
あ
り

 
お
そ
ら
く
そ
の
先
に
行
く
に
は
フ

ン
リ
ル
か
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
遺
産
が
必
要
に
な
る
の
だ
と
思

わ
れ
た

扉
が
あ
る
な

だ
ね
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次
は
ど

ち
を
要
求
さ
れ
る
ん
だ
ろ
う
な

と
い
う
か

あ
れ

て
ま
さ
か
ギ
ガ
ン
テ
ス

て
奴

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言

て
目
を

め
た
が

そ
れ
に
は
ユ
キ
ノ
が
疑
問
を

し
た

何
と
な
く
違
う
気
が
す
る
わ

あ
の
巨
人
の

は
北

風
だ
も
の

 
ユ
キ
ノ
の
そ
の
意
見
に

キ
リ
ト
が
同
意
し
た

確
か
に
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
と
ま

た
く
違
う
系

な
気
が
す
る
か
な

そ
れ
じ

あ
い
い
と
こ
中
ボ
ス
か

よ
し

や
る
か

オ

ケ

や

て
や
る
じ

ん

了
解

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
で

仲
間
達
は
戦
闘
体
勢
を
と

た

タ
ン
ク
が
い
な
い
か
ら

俺
と
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
で

当
に
や

と
く
か

 
ア
ス
ナ
は
と
り
あ
え
ず
下
が

て
て
な

う
ん

だ

大
丈
夫
で
す
か
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知
ら
な
い
が
故
に

三
人
を
心
配
す
る
ヒ
ル
ダ
に

ハ
チ
マ
ン
は
事
も
無
げ
に

い
た

大
丈
夫
だ

よ
く
や

て
た
か
ら
な

そ
う
い
う
事

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン

行
こ
う

お
う

 
二
人
は
そ
う
言

て
前
に
出
る
と

巨
人
に
向
け

の
ん
び
り
と
歩
い
て
い

た

ア

ア
ス
ナ
さ
ん

 

も
心
配
そ
う
な
ヒ
ル
ダ
は
ア
ス
ナ
に
そ
う
声
を
か
け
た
が
ア
ス
ナ
の
反
応
も
二
人
と
大
差

無
か

た

大
丈
夫
大
丈
夫

ま
あ
任
せ
て
ね

 
ア
ス
ナ
は
そ
う
答
え

姫
を
抜
き
は
し
た
が
ま
だ
の
ん
び
り
と
そ
の
場
に

ま

て
い
る

 
そ
れ
で
安
心
し
た

で
は
な
い
が
ヒ
ル
ダ
は

張
し
つ
つ
も
自
分
の
仕
事
を
果
た
そ
う
と

を

え
た

 
そ
し
て

に
二
人
が
接
敵
し

そ
の
巨
人
が
ギ
ロ
リ
と
目
を
開
い
た

ふ
む

神
の
走

か

そ
の
言
い
方
だ
と

あ
ん
た
は
敵

て
事
で
い
い
ん
だ
よ
な
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そ
の
通
り
我
が
名
は
ス
リ

ム
こ
の
道
を
通
り
た
く
ば
我
に
フ
レ
イ
ヤ
を
差
し
出
せ

ス
リ

ム

 
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
備
え
て
北

神
話
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
そ
の
名
前
を
持
つ
巨
人
の
背
景
を
良
く
知

て
い
た

お
い
キ
リ
ト

あ
い
つ
が
持

て
る
の

あ
れ

ミ

ル
ニ
ル
だ
ぞ

え

マ
ジ
で

超

名
な
武
器
じ

な
い
か
よ

確
か
あ
い
つ

神
ト

ル
か
ら
盗
ん
だ
ミ

ル
ニ
ル
と
引
き
換
え
に

 
フ
レ
イ
ヤ
を
よ
こ
せ

て
要
求
し
た
ん
だ

な
る
ほ
ど

た
だ
の
エ
ロ
親

か

 
そ
の
言
葉
に
ス
リ

ム
は

抗
議
し
た

ふ

ふ
ざ
け
る
な

我
は
あ
く
ま
で
純

な
愛
を
だ
な

あ
あ
は
い
は
い

そ
う
い
う
の
は
い
い
ん
で

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
が
ス
リ

ム
に
襲
い
か
か
る

 
同
時
に
キ
リ
ト
も
ス
リ

ム
に
攻
撃
を
開
始
し

こ
う
し
て
戦
闘
が
始
ま

た

こ
の
ミ

ル
ニ
ル
の

力
を
思
い
知
れ
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キ
リ
ト

後
退

あ
い
よ

 
二
人
は
即
座
に
後
方
に
下
が
り

そ
の
二
人
の
い
た

置
に

が
走

た

ま
と
も
に
く
ら
う
と
や
ば
そ
う
だ
よ
な

二
人
同
時
に
前
に
出
る
の
は
や
め
と
く
か

 
そ
う
言

て
最
初
に
ハ
チ
マ
ン
が
後
方
に
下
が
り

キ
リ
ト
が
前
に
出
た

ア
ス
ナ

悪
い

ち

と
考
え
た
い
事
が
あ
る
か
ら
一

下
が
る
わ

は

い

 
ア
ス
ナ
は

い
調
子
で
前
に
出
る
と

キ
リ
ト
と
ス
イ

チ
し
た

キ
リ
ト
君

ス
イ

チ

 
キ
リ
ト
は
返
事
を
し
な
か

た
が

滑
ら
か
な
動
作
で
後
方
に
下
が
る

 
代
わ
り
に
前
に
出
た
ア
ス
ナ
は

や
か
な
ス
テ

プ
を

み
な
が
ら
攻
撃
し
ス
リ

ム
を

す
る

 
ス
リ

ム
も
激
し
く
攻
撃
し
て
く
る
が

そ
の
攻
撃
は
ア
ス
ナ
に
か
す
り
も
し
な
い

 
ま
あ
中
ボ
ス
レ
ベ
ル
な
ら
こ
ん
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
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凄
い

 
ヒ
ル
ダ
は
そ
の
動
き
に
見

れ
な
が
ら
も
少
し
で
も
二
人
を
フ

ロ

し
よ
う
と
気
を
張

て
い
た

悪
い
ヒ
ル
ダ

ち

と

え
て
て
く
れ

ユ
キ
ノ
と
話
が
あ
る

は

は
い

 
ヒ
ル
ダ
の
後
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
が
何
事
か
相
談
し
て
い
た
が

 
戦
闘
に
集
中
し
て
い
る
ヒ
ル
ダ
の

に
は
そ
の
言
葉
は
全
く
入

て
こ
な
か

た

 
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
戦
闘
は
続
き
シ
ノ
ン
と
リ

ク
が
堅
実
に
敵
に
攻
撃
を
加
え
て
い
た
事

も
あ
り

 
敵
の

は
じ
わ
り
じ
わ
り
と

て
い

た

 
お
そ
ら
く
こ
の
ま
ま
い
け
ば

普
通
に
戦
闘
に
勝
利
出
来
る
事
だ
ろ
う

 
そ
し
て
や

と
話
が
終
わ

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
が
こ
ち
ら
に

て
き
た

ヒ
ル
ダ
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い

交
代
し
ま
し

う

お
願
い
し
ま
す

 
ヒ
ル
ダ
は
か
な
り

張
し
て
い
た
の
か
誰
も
死
な
せ
な
か

た
事
に
ホ

と
し
た
顔
を
し
た
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
前
に
出
て

キ
リ
ト
と
ス
イ

チ
し
た

キ
リ
ト

ス
イ

チ

 
先
ほ
ど
の
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
の
よ
う
に

二
人
は
滑
ら
か
に
ス
イ

チ
す
る

 
そ
し
て
敵
の

が
残
り
半
分
を
切

た

間
に
そ
れ
は

こ

た

お
お
お
お
お

ミ

ル
ニ
ル
の
真
の
力
を
見
よ

 
ス
リ

ム
は
そ
う
言

て
ミ

ル
ニ
ル
を
天
に
か
ざ
し

そ
の

間
に
ス
リ

ム
の

が
全

し
た

我
が
無
限
の
回
復
力
を
見
た
か

無
限

ね

て
事
は
パ
タ

ン

だ
な

 
そ
の
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
は

突
然
と
ん
で
も
な
い
指

を
出
し
た

よ
し

全
員

退

 
ユ
キ
ノ
以
外
の
者
達
は
驚
愕
し
た
が

素
直
に
そ
の
指

に

い

 
一
同
は
即
座
に

退
を
開
始
し
た
の
だ

た
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第
１
１
３
０
話
 
進
む
イ
ベ
ン
ト

 
部
屋
の
外
に
出
る
と

ス
リ

ム
は
再
び
元
の
場
所
へ
と

て
い

た

 
そ
れ
を
確
認
し
て
落
ち
着
い
た
後

キ
リ
ト
が
代
表
し
て
こ
う

ね
て
き
た

で

ハ
チ
マ
ン

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
な
ん
だ

 
そ
の
表
情
が
若

不
満
げ
で
あ

た
の
は
当
然
だ
ろ
う

 
ま
だ
勝
敗
は
全
く
確
定
し
て
い
な
か

た
か
ら
で
あ
る

今
説
明
す
る
さ

実
は
あ
の
ス
リ

ム
だ
が

通
の
間
で
は
結

名
な
巨
人
な
ん
だ

へ

そ
う
な
の
か

キ
リ
ト
は

神
ト

ル
の
事

も
ち
ろ
ん
知

て
る
よ
な

あ
あ

さ

き
も
言

て
た
な

あ
の
ス
リ

ム

て
の
は

そ
の
ト

ル
か
ら
ミ

ル
ニ
ル
と
い
う
ハ
ン
マ

を
盗
み
出
し

 
そ
れ
を
返
し
て
欲
し
か

た
ら
フ
レ
イ
ヤ
を
差
し
出
せ
と
言

て
暴
れ
た
巨
人
な
ん
だ

あ

そ
う
な
の
か

エ
ロ
じ
じ
い
ね

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
顔
し
て
た
わ
ね
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相
変
わ
ら
ず
シ
ノ
ン
は
容

が
な
い

で

俺
と
ユ
キ
ノ
は
敵
の
正
体
が
分
か

た
後

二
つ
の
パ
タ

ン
を

討
し
た

 
一
つ
は
あ
い
つ
が
背
景
な
ん
か
関
係
な
く

た
だ
の
中
ボ
ス
な
パ
タ

ン

 
そ
し
て
も
う
一
つ
は

こ
の
戦
闘
の
内
容
が
イ
ベ
ン
ト
に
よ

て
変
わ
る
パ
タ

ン
だ

戦
闘
内
容
が

変
わ
る
の

多
分
な

ほ
ら

あ
い
つ

大
し
て
強
く
な
か

た
だ
ろ

 
そ
ん
な
敵
の

が
い
き
な
り
全
回
復
し
て

し
か
も
無
限
だ
と
か
ぬ
か
し
や
が
る

 

て
事
は

今
は
戦
う
べ
き
時
じ

な
い
と
判
断
し
た

な
る
ほ
ど

 
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
は
筋
が
通

て
お
り

一
同
は
戦
闘
を
回
避
し
た
事
に
納
得
し
た

そ
れ
じ

あ

い
つ
が
戦
う
時
な
の

多
分
あ
の
手
前
の
部
屋
に
誰
か
が

じ
込
め
ら
れ
て

さ
れ
た
時
だ
ろ
う
な

誰
か

て

お
そ
ら
く
フ
レ
イ
ヤ
様
だ
ろ
う
な

今
は
レ
イ
ヤ
様
だ
が
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あ
そ
こ
に
レ
イ
ヤ
様
が

じ
込
め
ら
れ
る

て

確
か
に

屋

か

た
け
ど

そ
れ
じ

あ
そ
の
鍵
を
探
す
と
か

鍵
は
多
分
こ
れ
だ

ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
人
差
し
指
を
立
て
そ
の
上
で
ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
を
く
る
く
る
と

回
し
た

 
実
に
器
用
な
事
で
あ
る

そ
う
な
る
と

あ
そ
こ
は
う
ち
し
か
通
れ
な
い
な

今
の
ま
ま
で
も
誰
も
通
れ
な
い
け
ど
ね

ま
あ
ガ
ス
抜
き
に
は
な
る
だ
ろ

と
い
う

で
し
ば
ら
く
様
子
見
だ

 

て
言

て
も

そ
う
日

は
か
か
ら
な
い
と
思
う
け
ど
な

 
多
分
最
初
の
扉
が
開
い
た
の
が
フ
ラ
グ
に
な

て

フ
レ
イ
ヤ
様
が
動
く
は
ず
だ
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
捕
ま
り
に
来
て
く
れ
る

て
事
か

 
一
同
は
く
す
く
す
笑
い

今
日
は

退
す
る
事
に
し
た

ど
う
だ
リ

ク

満
足
出
来
た
か

ま
あ
私
的
に
は
十
分
か
な
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戦
闘
に
そ
こ
ま
で
興
味
が
あ
る

じ

な
い
し

珍
し
い
景
色
も
見
れ
た
し
ね

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

そ
れ
よ
り
も
帰

た
後

自
分
だ
け
ハ
チ
マ
ン
と
お
出
か
け
し
て
ず
る
い
と
か

 
リ
ナ
コ
が
ご
ね
そ
う
な
の
が
困
り
物
じ

ん

そ
れ
は
ま
あ
ド
ン
マ
イ
だ
な

 
リ

ク
と
ヒ
ル
ダ
は

中
で
別
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
へ
と

て
い

た

 
そ
し
て
残
り
の
五
人
は
普
通
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と

た
が

 
そ
の

間
に

訓
練
場
の
方
か
ら
歌
声
が

い
て
き
た

お

や

て
る
な

わ

見
に
行
こ
う
よ

 
ア
ス
ナ
が
わ
く
わ
く
し
た
顔
で
ハ
チ
マ
ン
の
手
を
引
き
な
が
ら
走
り
出
し
三
人
も
後
に
続

い
たお

お

マ
ジ
で
ス
テ

ジ

い
な

 

遊
光
源
ユ
ニ

ト
が
二
人
に
ス
ポ

ト
を
当
て
て
お
り

 
そ
の
ア
イ
ド
ル
風
な
衣
装
も
相
ま

て
二
人
は
本
当
に
コ
ン
サ

ト
を
開
い
て
い
る
よ
う
に
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見
え
た

 
ち
な
み
に
本
物
の
コ
ン
サ

ト
の
時
の
よ
う
に
ス
カ

ト
の
中
も
ガ

ド
さ
れ

 
全
く

け
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

実
に
芸
が

か
い

 
そ
し
て
二
人
は
ど
こ
で
調
達
し
た
の
か

し

か
り
と
し
た
衣
装
も
身
に
つ
け
て
い
た

え

何
あ
の
衣
装

お

お
帰
り

ど
う
だ
い

か
わ
い
い
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
達
が
帰

て
き
た
事
に
気
付
い
た
ス
プ
リ
ン
ガ

が
そ
う
言

て
ニ
カ

と
笑

た 
隣
に
い
た
ラ
キ
ア
は
何
故
か
得
意
げ
に
胸
を
張

て
い
る

あ
の
衣
装

ど
う
し
た
ん
で
す
か

こ
う
見
え
て

ラ
キ
ア
は
か
わ
い
い
服
を
集
め
る
の
が
好
き
で
な

そ
れ
を
貸
し
た
ん
だ

 
こ
い
つ
は
い
い
年
し
て
少
女
趣
味
だ
か
ら

ぐ
お

 
そ
の

間
に

ラ
キ
ア
が
ス
プ
リ
ン
ガ

の
腹
に

打
ち
を
入
れ

 
ス
プ
リ
ン
ガ

は

か
ら
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た

お
前
の
全
力
は
シ

レ
に
な
ん
ね

つ

の



 第１１３０話 進むイベント

 
こ
の
ア
イ
テ
ム
運
用

験
は
無
事
に
成
功
し

 
二
人
は
次
の
日
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
内
で
不
定
期
に
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ
を
行
う
事
と
な

た

の
だ

た

  
そ
れ
か
ら

日
後

Ａ
Ｌ
Ｏ
内
に
一
つ
の
噂
が
流
れ
た

空
中
宮

の
入
り
口
が
解
放
さ
れ
て
い
る
ら
し
い

と

 
そ
れ
に

い

ボ
ス
が
存
在
す
る
が

た
だ
話
を
す
る
事
し
か
出
来
ず

 
奥
に
進
む
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
評
判
に
な

た

 
こ
れ
は
今
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の
ほ
と
ん
ど
が

巨
人
側
の
味
方
だ
か
ら
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
の
関
連
で
巨
人
側
に
つ
い
た
プ
レ
イ
ヤ

に
は
別
の
ク
エ
ス
ト
が
提

さ
れ
た
ら
し

い 
そ
の
内
容
は

女
神
フ
レ
イ
ヤ
を
探
し
出
し
て
ス
リ

ム
の
所
に
連
れ
て
い
き

 
そ
の
ま
ま
協
力
し
て

神
ト

ル
を
撃
ち
果
た
せ

と
い
う
内
容
で
あ
る
よ
う
だ

 
そ
の
せ
い
で
今
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
必
死
に
フ
レ
イ
ヤ
の
行
方
を
探
し
て
い
る
ら
し

い
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そ
れ
か
ら
ま
た

日
後

空
中
宮

の

格
子
が

ま
り

 
奥
に
行
け
な
く
な

た
ら
し
い
と
い
う
噂
が
伝
わ

て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
再
び
仲
間
達
を
集
め

再
び
ス
リ

ム
の
下
へ
と
向
か

た
の
だ

た

お

本
当
に

ま

て
や
が
る
な

シ
ナ
リ
オ
が
無
事
進
ん
だ
み
た
い
だ
な

 
現
地
に
着
く
と

以
前
は
開
い
て
い
た
扉
が
確
か
に

ま

て
い
た

さ
て

俺
の

み
だ
と
こ
の
中
に
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き

屋
と
化
し
た
そ
の

格
子
の
中
を

き
こ
ん
だ

 

の
罠
は
何
か

の
よ
う
な
も
の
を
捕
ら
え
て
お
り
今
は
罠
の
機
能
を
失

て
い
る
よ
う
だ

 
そ
し
て
奥
の
方
に
見
覚
え
の
あ
る
人
影
が

て
い
る
の
が
見
え
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ち
ら
に
呼

び
か
け
た

お

い

レ
イ
ヤ
さ
ん

 
そ
の
呼
び
か
け
に
反
応
し
た
の
か

そ
の
人
物
が
顔
を
上
げ

こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

 
そ
の
顔
は
だ
が
レ
イ
ヤ
の
物
で
は
な
く
も

と
大
人
び
た
色
気
に

れ
る
女
性
の
顔
で

あ

た
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そ
な
た
ら

何
者
じ

は
い

私
達
は
こ
う
い
う
者
で
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
問
い
に
平
然
と
そ
う
答
え

ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
を
そ
の
女
性
に
見
せ
た

 
そ
れ
で
納
得
し
た
の
か

そ
の
女
性
は
大
き
く

い
た

我

に

す
る

精
達
よ

助
け
に
来
て
く
れ
た
の
だ
な

 
今
こ
の
扉
を
破
る
か
ら
少
し
離
れ
て
い
て
く
れ

あ

は
い

え

自
力
で

ち

リ

ダ

 
仲
間
達
は
そ
の
事
に
激
し
く
疑
問
を

い
た
よ
う
で

ハ
チ
マ
ン
に
何
事
か
言
い
か
け
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
問
題
な
い
と
い
う
風
に
そ
れ
を
手
で
制
し

そ
の
ま
ま
後
退
り
し
た

ふ
ん

 
そ
の
女
性
が
そ
の
ま
ま
力
ず
く
で

格
子
を
持
ち
上
げ
た

一
同
は
目
が
点
に
な

た

え
え

凄
い
力
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そ
ん
な
一
同
の
驚
き
を
よ
そ
に

そ
の
女
性
は
こ
ち
ら
に
お

を
言

て
き
た

す
ま
ぬ

助
か

た

そ
れ
で
は
共
に
あ
の

き
ス
リ

ム
を
倒
そ
う
ぞ

あ
の

そ
の
前
に

あ
な
た
の
お
名
前
を

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

ね
ら
れ
そ
の
女
性
は
あ

と
い
う
顔
を
し
た
後
そ
の
ま
ま
名
乗
り

を
上
げ
た

す
ま
ぬ
す
ま
ぬ

は
女
神
フ
レ
イ
ヤ
じ

今
後
と
も
よ
し
な
に
な

 
そ
の
答
え
に
仲
間
達
が
ざ
わ
つ
く

そ
れ
も
そ
の
は
ず
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
を
見
せ
た
だ
け
で

ま
だ
相
手
に

し
て
は
い
な
い

 
そ
も
そ
も
現
時
点
で
は

こ
こ
に
い
る
の
は
レ
イ
ヤ
で
な
く
て
は
な
ら
ず

 
ど
う
考
え
て
も
矛
盾
し
て
い
る
か
ら
だ

だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
ま

た
く
顔
色
を
変
え
な
か

た
分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
は
共
に
戦
い
ま
し

う

う
む

そ
な
た
達
に
は
期
待
し
て
お
る
ぞ

 
こ
の
展
開
に
首
を

げ
つ
つ

一
同
が
奥
の

格
子
に
向
か
お
う
と
し
た

間
に

 
後
方
か
ら
こ
ち
ら
を
呼
ぶ
声
が

こ
え
て
き
た
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フ
レ
イ
ヤ
様

こ
こ
に
お
ら
れ
ま
し
た
か

そ
な
た
は
イ
コ
ル

イ
コ
ル
で
は
な
い
か

 
そ
の
イ
コ
ル
と
い
う
男
性
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
よ
う
だ

何
故
な
ら

の
上
に
ア
イ
コ
ン
が
あ

た
か

ら
だ私

も
お

し
ま
す

お
お

を
し

か
り
守

て
く
れ
よ

は
い

 
イ
コ
ル
は
こ
ち
ら
に

を
下
げ
る
と
一
人
先
行
し
反
対
側
の

格
子
を
ひ

い

と
持
ち

上
げ
た

 
こ
れ
ま
た
凄
い
力
で
あ
る

こ
れ

て
私
達
の
助
け
な
ん
か
い
ら
な
い
ん
じ

リ

ダ

ど
う
な

て
る
の

は
は

ま
あ
シ
ナ
リ
オ
通
り

て
こ

た
ま
あ
見
て
ろ

て

あ
そ
れ
と
フ
レ
イ
ヤ
様

む

何
じ
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あ
の

は
助
け
な
く
て
い
い
ん
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

 
罠
に
か
か
り
そ
れ
な
り
に
高
い
天

近
く
を
ぐ
る
ぐ
る
回
り
な
が
ら
飛
ん
で
い
る

を
指
差

し
たそ

う
じ

な

あ
の
ツ
タ
だ
け
切

て
や

て
く
れ

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
木
か
ら

び
る
ツ
タ
を
切
り
そ
の

は
そ
の
ま
ま
ボ
ス
部
屋
に
飛
ん

で
い

た

 
そ
し
て
ま
る
で
見
学
す
る
か
の
よ
う
に

上
空
で
ホ
バ
リ
ン
グ
を
始
め
た

こ
れ
で
良
か

た
で
す
か

あ
あ

感
謝
す
る

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

行
く
ぞ

お
う

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
達
は

二
度
目
の
ス
リ

ム
戦
に
突
入
し
た



 第１１３１話 女神降臨

 
第
１
１
３
１
話
 
女
神
降
臨

ハ
チ
マ
ン
様

こ
の
戦
闘

ど
う
進
め
れ
ば
い
い
で
す
か

 
今
日
の
参
加
者
の
中
で

タ
ン
ク
は
セ
ラ
フ

ム
だ
け
で
あ

た

 
ヒ

ラ

は
ユ
キ
ノ
ヒ
ル
ダ
シ
ウ
ネ

と
充
実
し
て
お
り
そ
の
分
ア
ス
ナ
が
前
衛
に
集

中
す
る

 
そ
の
他

キ
リ
ト

シ
ノ
ン

フ
カ
次
郎

レ
ヴ

エ
ギ
ル

ク
リ
シ

ナ

リ
オ
ン

ユ

ミ 
イ
ロ
ハ

キ
ズ
メ
ル

ウ
ズ
メ

ピ

ア
と
い
う
の
が
今
日
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
参
加
者
だ

 
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
か
ら
は
ヒ
ル
ダ
以
外
は
参
加
し
て
お
ら
ず

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
今
日
は
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
と
シ
ウ
ネ

の
み
が
参
加
し
て
い
る

 
他
の
男
性

は

ノ
リ
が
手
術
前
の

査
を
す
る
の
に
合
わ
せ
て
同
じ
く

査
中
ら
し
い

 
シ
ウ
ネ

が
残

て
い
る
の
は

に
よ
る
治
療
を
開
始
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り

 

査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
他
の
者
と
ズ
レ
た
か
ら
だ

そ
う
だ
な
と
り
あ
え
ず
普
通
で
い
い

後
は
フ
レ
イ
ヤ
様
の
動
き
を
見
て
作
戦
を
変
え
る
予
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定
か
な

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
普
通
に
や
り
ま
す
ね

ま
あ
そ
う
気
張
ら
な
く
て
も
い
い
か
ら
な

多
分
こ
の
戦
闘
は
そ
ん
な
に
手
こ
ず
ら
な
い
は

ず
だそ

う
な
ん
で
す
か

あ
あ

俺
の
予
想
が
正
し
か

た
ら

だ
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
わ
せ
ぶ
り
な
事
を
言
い

う
こ
と
な
く
ス
リ

ム
に
近
付
い
て
い

た
む

こ
の
気
配
は

ま
た
来
お

た
か

精
王
よ

 
ス
リ

ム
は
ハ
チ
マ
ン
の
接
近
に
反
応
し

目
を
開
い
た

 
そ
う
す
る
と
当
然

そ
の

界
に
は

フ
レ
イ
ヤ
が
飛
び
込
ん
で
く
る
事
に
な
る

お
お
お

そ
こ
に
い
る
の
は

フ
レ
イ
ヤ
か

 
や

と
我
の
も
の
に
な
る
覚
悟
が
出
来
た
の
だ
な

神
界
の
宝
を
取
り

す

に

は
仕
方
な
く
こ
こ
に
来
た
の
じ

 

が
欲
し
い
の
な
ら

先
に
ミ

ル
ニ
ル
を

し
て
も
ら
お
う
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そ
な
た
が
我
が

の
中
に
来
る
の
が
先
だ

話
に
な
ら
ん

ミ

ル
ニ
ル
が
先
じ

の
ミ

ル
ニ
ル
を
返
せ

 
そ
の
ま
ま
フ
レ
イ
ヤ
と
ス
リ

ム
の
会
話
が
始
ま

た
が
ど
う
や
ら
平
行
線
の
よ
う
で
あ
る

 
ス
リ

ム
は
イ
コ
ル
に
対
し
て
は
何
の
注
意
も

て
お
ら
ず
ま
る
で
い
な
い
者
の
よ
う
に

扱

て
い
る

 
も

と
も
イ
コ
ル
自
身
も
今
の
と
こ
ろ

観
し
て
い
る
だ
け
で
何
も
す
る
気
は
無
さ
そ
う
に

見
え
る

ユ
キ
ノ

今
の

い
た
か

の
ミ

ル
ニ
ル
だ

て
よ

え
え

い
た
わ

ど
う
や
ら
間
違
い
な
い
よ
う
ね

で
も
こ
の
ま
ま
い
く
と

フ
レ
イ
ヤ
様
は
戦
闘
に
参
加
し
な
さ
そ
う
だ
よ
な

こ
の
ま
ま
い
け
ば
ね

あ
の
イ
コ
ル
さ
ん

て
人
は
ど
う
動
く
と
思
う

正
直
予
想
が
出
来
な
い
わ
ね

そ
も
そ
も
彼

原

だ
と
彼
女
だ

た
は
ず
な
の
だ
け
れ
ど

確
か
に
そ
う
だ
よ
な

う
う
む

 
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
キ
ノ
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た
が
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心
に
つ
い
て
は
何
も
話
し
て
い
な
い

り
の
仲
間
達
は
や
き
も
き
し
て
い
た

特
に
キ

リ
ト
が

ハ
チ
マ
ン

そ
ろ
そ
ろ
俺
に
も
ネ
タ
を
明
か
し
て
く
れ
よ

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
あ
の
ス
リ

ム
か
ら

ミ

ル
ニ
ル
を

え
た
ら
教
え
て
や
る
よ

お

あ
れ
を

う
の
が
と
り
あ
え
ず
の
目
的

て
事
で
い
い
の
か

あ
あ

も
し

え
た
ら

ミ

ル
ニ
ル
は
フ
レ
イ
ヤ
様
に

し
て
く
れ

了
解

速
攻

て
く
る
か
ら
ネ
タ
ば
ら
し
の
準
備
は
頼
む

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
う
と

仲
間
達
に
こ
う
言

た

み
ん
な

今
の
う
ち
に
ち

と
集
ま

て
く
れ

 
そ
の
求
め
に
応
じ

仲
間
達
は
キ
リ
ト
を
囲
む
よ
う
に
集
合
し
た

今
は
フ
レ
イ
ヤ
様
と
ス
リ

ム
が
言
い
争
い
を
し
て
る
せ
い
で
戦
い
が
始
ま

て
な
い
け
ど

 
ス
リ

ム
の

ゲ

ジ
が
四
本
き

ち
り
見
え
て
る

態
だ
か
ら

多
分
攻
撃
は
通
る
と
思

う
ん
だ
よ

 
と
い
う

で

こ
れ
か
ら
奇
襲
を
行
お
う
と
思
う

 

自
全
力
で
最
大

力
の
攻
撃
を
あ
い
つ
に
叩
き
こ
む
ん
だ
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お
お
キ
リ
ト

ア
グ
レ

シ
ヴ
だ
な

ふ
ふ
ん

攻
め
ら
れ
る
時
に
攻
め
る
の
が
俺
の
モ

ト

だ

 
キ
リ
ト
は
ド
ヤ
顔
で
そ
う
言

た

敵
に
気
付
か
れ
ず
に
近
寄
れ
れ
ば

確
か
に

な
作
戦
だ
よ
な

 
よ
し

目
元
で
俺
も
動
い
て
み
る
わ
も
し
成
功
し
た
ら
多
分
敵
は

だ
ら
け
に
な
る
は

ず
だ

 
俺
が
合
図
を
し
た
ら

全
員
敵
の
背
後
か
ら
一
気
に
攻
撃
な

お

悪
だ
く
み
か

人

き
が
悪
い

計
略
だ

計
略

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
手
を
ひ
ら
ひ
ら
と
さ
せ
何
故
か
イ
コ
ル
の
方
へ
と
近
付
い

て
い

た

ハ
チ
マ
ン
の
奴

何
を
す
る
気
だ

何
だ
ろ
う
ね

リ

ダ

の
事
だ
か
ら

き

と
何
か
と
ん
で
も
な
い
事
を
や
ろ
う
と
し
て
る
と
思
う
な

ち

と
わ
く
わ
く
す
る
わ
ね
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
イ
コ
ル
に
話
し
か
け

イ
コ
ル
は
感
心
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の
話
が
進
む
に
連
れ
イ
コ
ル
の
表
情
は
徐
々
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
い

た
感
じ

に
変
わ
り

 
直
後
に
イ
コ
ル
の

が
女
性
に
変
化
し
た

え
え
え
え
え

 
間

入
れ
ず

ハ
チ
マ
ン
か
ら
合
図
が
送
ら
れ
て
く
る

合
図

か
な

よ
し

み
ん
な
行
く
ぞ

 
キ
リ
ト
の
指

で
ハ
チ
マ
ン
以
外
が
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
ス
リ

ム
の
背
後
へ
と
移
動
を
開
始

し
た

 
そ
し
て
イ
コ
ル
女
は
フ
レ
イ
ヤ
の
横
に
立
ち
そ
れ
を
見
た
ス
リ

ム
は
好
色
そ
う
な
顔

を
し
た

む
む
む

そ
な
た
は

私
は
フ
レ
イ
ヤ
様
の

女
の

イ
コ
ル
と

し
ま
す
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ほ
う
ほ
う

良
い
で
は
な
い
か

良
い
で
は
な
い
か

 
フ
レ
イ
ヤ

我
に

入
れ
す
る

に
は
是
非
そ
の

女
も
一

に

だ
か
ら
ミ

ル
ニ
ル
を
先
に
よ
こ
せ
と
言

て
お
る
そ
う
す
れ
ば
そ
の
事
に
つ
い
て
も
考
え

て
や
ろ
う

そ
れ
は

目
だ

そ
な
た
を
手
に
入
れ
て
か
ら
だ

く

き
分
け
の
な
い

 
ス
リ

ム
は
か
な
り
頑

で
あ
り

そ
の
事
に
つ
い
て

る
気
は
無
い
よ
う
だ

 
フ
レ
イ
ヤ
は
た
め
息
を
つ
き

組
み
を
し
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
始
め
た

 
そ
ん
な
フ
レ
イ
ヤ
に
イ
コ
ル
が
何
か

打
ち
を
し

 
フ
レ
イ
ヤ
は
チ
ラ
リ
と
ス
リ

ム
の
背
後
を
見
た
後

ス
リ

ム
に
言

た

仕
方
な
い

こ
こ
は

が

協
し
よ
う
ぞ

ほ
れ

を
好
き
に
す
る
が
い
い

 
そ
う
言

て
フ
レ
イ
ヤ
は

着
て
い
る
服
を
は
だ
け

胸
元
を
露
出
さ
せ
た

 
い
き
な
り
の
方
向
転
換
で
あ
る

当
然
ス
リ

ム
の
目
は
そ
ち
ら
に

付
け
に
な

た
が

 
そ
の

間
に
キ
リ
ト
が
手
を
上
に

げ

前
に

り
下
ろ
し
た

 
同
時
に
ク
リ
シ

ナ
の
強
化
魔
法
が
全
員
に
か
か
る
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ヘ
キ
サ
ブ
レ

ド

フ

ド
エ

ジ

ペ
ン
タ
ス
ト
ラ
イ
ク

ラ
ン
ブ
ル
・
ホ

ン

マ
ジ
カ
ル
ロ
ジ
カ
ル
ビ

ム

デ

ド
リ

・
シ
ン
ズ

ゲ
ヘ
ナ
フ
レ
イ
ム

ア
イ
ス
ジ

ベ
リ
ン

絶
対

度
の
ダ
モ
ク
レ
ス

ス
ト
ラ
イ
ク
・
ノ
ヴ

真
・

ス
タ

リ

・
テ

ア

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

 

身
の
攻
撃
を
ま
と
め
て
く
ら

た
ス
リ

ム
は

 

の
半
分
以
上
を
い
き
な
り

ら
れ

ぐ
ら
り
と
そ
の
体
が

い
た
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そ
し
て
こ
こ
ま
で
攻
撃
せ
ず
に
敵
を
観
察
し
て
い
た
セ
ラ
フ

ム
と
キ
リ
ト
が

 
ス
リ

ム
の
ミ

ル
ニ
ル
を
持
つ
手
に
向
け
て
攻
撃
を
放
つ

シ

ル
ド
バ

シ

 
セ
ラ
フ

ム
の
シ

ル
ド
バ

シ

に
よ

て
ミ

ル
ニ
ル
を

る
ス
リ

ム
の
手
が
一

開
い
た

ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
・
タ
イ
フ

ン

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
放

た
そ
の
技
の
凄
ま
じ
い
衝
撃
に
よ

て
ミ

ル
ニ
ル
は

へ
と
舞
い

上
が

た

し
ま

た

ミ

ル
ニ
ル
が

 
ス
リ

ム
は

て
て
そ
ち
ら
に
手
を

ば
そ
う
と
し
た
が

そ
の
手
が
何
か
に

か
れ
た

悪
い
な

こ
れ
は
も
ら
う
ぞ

 
そ
の
手
を

い
た
の
は
ハ
チ
マ
ン
に
よ
る
カ
ウ
ン
タ

で
あ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
ス
リ

ム
を

み
台
に
し
て
ミ

ル
ニ
ル
に
手
を

ば
し

 
ミ

ル
ニ
ル
を
し

か
り
掴
む
と

そ
れ
を
フ
レ
イ
ヤ
目

け
て
投
げ
つ
け
た

確
か
に
返
し
た
ぞ

・

・神
・ト
・

・ル
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む

の
正
体
を
分
か

て
お

た
か

 
フ
レ
イ
ヤ
は

人
の
よ
う
な
声
で
そ
う
言
う
と

 
凄
ま
じ
い
勢
い
で
飛
ん
で
き
た
ミ

ル
ニ
ル
を
何
な
く
掴
ん
だ

 
そ
の

間
に
フ
レ
イ
ヤ
の
体
が
爆
発
的
に

ら
み

巨
大
な
神
が

を
現
し
た

げ

き

貴
様
は

ス
リ

ム
よ

お
前
は
や
り
す
ぎ
た

我
が
ミ

ル
ニ
ル
の

と
な
る
が
よ
い

 
こ
の
フ
レ
イ
ヤ
は

実
は
魔
法
に
よ

て

を
変
え
た
ト

ル
で
あ

た

 
ト

ル
は
そ
の
ま
ま
ミ

ル
ニ
ル
を
ス
リ

ム
目

け
て

り
下
ろ
し

 
ス
リ

ム
の

は
そ
れ
で
全

す
る
事
と
な

た

あ
の
フ
レ
イ
ヤ
様

て
ト

ル
様
だ

た
ん
だ

お

さ
ん
じ

な
い
か
よ

だ

一
応
こ
れ

大
雑

に
神
話
の
流
れ
通
り
だ
か
ら
な

え

そ
う
な
の
か

あ
あ
だ
か
ら
普
通
に

み
易
か

た
わ
で
も
ま
さ
か
こ
ん
な
に
簡

に
事
が
進
む
な
ん
て

な
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一
同
は
今
回
の
戦
闘
に
つ
い
て

そ
れ
で
納
得
し
た

 
そ
し
て
ト

ル
は
満
足
そ
う
に

ら
に
い
た
イ
コ
ル
へ
と
声
を
か
け
た

ロ
キ
よ

無
事
に
ミ

ル
ニ
ル
は
取
り

せ
た
ぞ

こ
れ
で
文

は
あ
る
ま
い

文

な
ん
か
最
初
か
ら
無
い

て
ば

な
ら
良
い
が
な

と
に
か
く
助
力
に
は
感
謝
す
る
ぞ

お

は
そ
こ
の

精
王
に
言

て
よ

僕
は
上
手
く
乗
せ
ら
れ
た
だ
け
だ
か
ら
さ

 
そ
れ
じ

あ
無
事
見

け
た
事
だ
し
僕
は
帰
る
ね

ま
た
会
お
う

精
達

 
そ
し
て
面
白
い

精
王
君

 
ど
う
や
ら
イ
コ
ル
の
正
体
は
北

神
話
の

神
ロ
キ
で
あ

た
よ
う
だ

 
も

と
も
ロ
キ
は

神
扱
い
と
は
い
え

犯
的
側
面
が
非
常
に
大
き
い
神
で
あ
る

 
イ
コ
ル
は
ハ
チ
マ
ン
に
手
を

る
と

そ
の
ま
ま

け
る
よ
う
に

を
消
し
た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
に
ユ
キ
ノ
が
話
し
か
け
る

や

ぱ
り
ロ
キ
だ

た
わ
ね

Ｌ
Ｏ
Ｋ

を
逆
か
ら

む
と

Ｋ
Ｏ
Ｌ
だ
か
ら
な

ま
あ
こ
れ
で
大
体
は
神
話
通
り
か

あ
な
た
が
ロ
キ
に
声
を
か
け
た
せ
い
だ
け
ど
ね
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上
手
く
い

た
ん
だ
か
ら
別
に
い
い
じ

な
い
か
よ

別
に

め
て
は
い
な
い
わ
よ

ふ
ふ

 
一
方
仲
間
達
は

ト

ル
と
共
に
勝
利
を
喜
び
合

て
い
た

精
達
よ

助
力
感
謝
す
る

我
ら
の
勝
利
だ

 
こ
こ
で
ト

ル
が
勝
ち

を
上
げ
た

お
お

 
味
方
も
全
員
そ
れ
に
乗
り

ト

ル
は
満
足
そ
う
に

い
た

楽
し
か

た
ぞ

精
達
よ

ま
た
会
お
う

 
ト

ル
は
そ
の
ま
ま
ロ
キ
同
様
に
消
え
て
い

た

ふ
う

ま
さ
か
の
展
開
だ

た
ね

あ
れ

そ
れ
じ

あ
本
物
の
フ
レ
イ
ヤ
様
は

行
方
不
明
の
ま
ま
み
た
い
な

い
や

戦
闘
中
も
ず

と
こ
こ
に
い
た
ぞ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

を
高
く

げ

そ
こ
に
上
空
か
ら

 
ボ
ス
戦
突
入
前
に
解
放
し
た

が
舞
い
下
り
て
き
て
止
ま

た

 
よ
く
見
る
と
そ
れ
は
小

な
が
ら
も

の
よ
う
だ

た
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ハ
チ
マ
ン

そ
の

は

忘
れ
た
の
か

レ
イ
ヤ
が

の

衣
を
持

て
た
だ
ろ

あ
あ

そ
う
い
う
事
じ

 
そ
の

間
に

が
レ
イ
ヤ
に

を
変
え

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に

き
つ
い
た

む
 
ア
ス
ナ
は
思
わ
ず
そ
う

た
が

神
が
相
手
で
は
文

も
言
え
な
い

ハ
チ
マ
ン
よ

よ
く
ぞ
や

て
く
れ
た
の

で
・ア
・レ

は
ど
こ
じ

こ
こ
で
す

ど
う
ぞ

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
を
レ
イ
ヤ
が
手
に
取

た

間
に

 
レ
イ
ヤ
が
光
に
包
ま
れ
そ
し
て
そ
こ
に
先
ほ
ど
ト

ル
が
変
装
し
て
い
た

と
ま

た
く

同
じ

 
女
神
フ
レ
イ
ヤ
が
降
臨
す
る
事
と
な

た
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第
１
１
３
２
話
 
ミ

ル
ニ
ル

に
本
来
の

に

る
事
が
出
来
た
わ

み
ん
な

あ
り
が
と
う

 
フ
レ
イ
ヤ
は

い
感
じ
で
そ
う
言

た
が

一
同
は
背
筋
が
ピ
ン
と

び
る
の
を
感
じ
た

 
こ
れ
が
神
の
オ

ラ
と
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か

 
レ
イ
ヤ
モ

ド
か
ら

口
調
は
逆
に
フ
ラ
ン
ク
な
も
の
に

て
い
た
が

 
そ
れ
で
も
そ
こ
か
ら
感
じ
ら
れ
る
プ
レ

シ

は
レ
イ
ヤ
の
比
で
は
な
い

と
こ
ろ
で
報

は
何
か
も
ら

た
の

あ

報

み
ん
な

何
か
ド
ロ

プ
し
た
か

 
だ
が
残
念
な
が
ら

誰
に
も
何
も
ア
イ
テ
ム
は
ド
ロ

プ
し
て
お
ら
ず

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
を
フ
レ
イ
ヤ
に
伝
え
た

え
え

ト

ル
の
奴

何
や

て
ん
の
よ
も
う

 
フ
レ
イ
ヤ
は

り
の
こ
も

た
表
情
で
そ
う
言
う
と
何
か

文
の
よ
う
な
物
を

え
始
め
た

 
そ
の

間
に

フ
レ
イ
ヤ
の
目
の
前
に

も
や
も
や
し
た
闇
の
よ
う
な
物
が
現
れ

 
フ
レ
イ
ヤ
は
そ
こ
に
手
を
突

込
み

何
か
を
取
り
出
し
た
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そ

そ
れ
は

ミ

ル
ニ
ル

 
そ
れ
は
確
か
に
つ
い
先
ほ
ど
ト

ル
の
手
に

た
ミ

ル
ニ
ル
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
は
い

こ
れ

あ
げ
る
ね

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
場
に

き

ミ

ル
ニ
ル
を
恭
し
く
両
手
で
受
け
取

た

ま

待
て
い

フ
レ
イ
ヤ

い
き
な
り
何
を
す
る
の
だ

 
そ
の
時

闇
の
も
や
の
中
か
ら
ト

ル
が
顔
を
出
し
た
が

 
フ
レ
イ
ヤ
は
即
座
に
ト

ル
の
顔
に
裏
拳
を
か
ま
し

 
ト

ル
が
衝
撃
で
も
や
の
中
に
引

込
ん
だ

間
に
そ
れ
を
消
し
た

さ
て

こ
れ
で
良
し

と

そ
れ
で
い
い
の

こ
れ

て
シ
ナ
リ
オ
の
う
ち
な
ん
だ
よ
な

ト

ル
と
敵
対
と
か

す
ぎ
る

気
に
し
な
い
で
い
い
わ
よ

も
し
そ
う
な

た
ら
私
が
あ
い
つ
を

す
る
か
ら
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そ
ん
な
ト

ル
に
と

て
ご
褒
美
に
違
い
な
い
光
景
を
想
像
し
ハ
チ
マ
ン
は
ぶ
ん
ぶ
ん
と

を

た

ま
あ
そ
う
な

た
ら
な

た
で
今
度
は
ト

ル
戦
が
楽
し
め
る
か
ら
い
い
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は
事
も
な
げ
に
そ
う
言
い

フ
レ
イ
ヤ
は
目
を

か
せ
た

う
ん
う
ん

男
の
子
は
や

ぱ
り
そ
う
じ

な
い
と
ね

 
そ
の
ま
ま
フ
レ
イ
ヤ
は

ハ
チ
マ
ン
の

を
自
ら
の
胸
に

も
れ
さ
せ
た

 
ア
ス
ナ
は
複
雑
な
表
情
で
そ
れ
を

め
て
い
る
が
空
気
を

ん
で
何
も
言

た
り
は
し
な

い
あ

あ
の

フ
レ
イ
ヤ
様

俺
達
そ
ろ
そ
ろ
奥
に
行
き
た
い
ん
で
す
が

奥

そ

ち
に
は
ガ
イ
ア
と

そ
れ
を
守
る
ギ
ガ
ン
テ
ス
と
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
が
い
る
だ
け

だ
よう

げ

全
員
同
時
に
戦
闘
で
す
か

ま
あ
私
も
一

に
戦

て
あ
げ
る
か
ら

何
と
か
な
る
で
し

 
も

と
も
今
は
戦
力
が
全
然
足
り
な
い
み
た
い
だ
か
ら
一
度
出
直
し
た
方
が
い
い
か
な
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そ
う
で
す
ね

戦
力
は
何
と
か
し
ま
す

任
せ
て
下
さ
い

 
あ
と
フ
レ
イ
ヤ
様

敵
側
に
つ
い
た
プ
レ
イ
ヤ

精
達
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

神
サ
イ
ド
の
シ
ナ
リ
オ
の
事
も
気
に
な

て
い
た
の
か
フ
レ
イ
ヤ
に
そ
う

ね
た

う
ち
の
主
神
の
と
こ
ろ
に
誘

さ
れ
る
は
ず
だ
よ

あ
あ

そ

ち
の
ラ
ス
ボ
ス
は
オ

デ

ン
様
で
し
た
か

で
も
そ
う
な

た
ら
ち

と
ま
ず
い
か
も

 
そ

ち
に
は
ロ
キ
と
ト

ル
が
守
り
に
つ
い
て
る
け
ど
ミ

ル
ニ
ル
を
取
り
上
げ
ち

た

か
ら

 
も
し
か
し
た
ら
負
け
る
可
能
性
も
あ
る
わ
ね

マ
ジ
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
顔
を

く
し

ミ

ル
ニ
ル
を
フ
レ
イ
ヤ
に
差
し
出
し
た
が

 
フ
レ
イ
ヤ
は
そ
れ
を
受
け
取
ろ
う
と
し
な
い

大
丈
夫
大
丈
夫
そ
れ
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
君
に
頼
ん
で
御
魂
を
分
け
て
も
ら
え
ば

え
る
か
ら

え
え
え
え
え
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そ
の
ま
さ
か
の
説
明
に

一
同
は
驚
愕
し
た

ま
あ
今
回
は
特
別
だ
か
ら

他
の
武
器
で
同
じ
事
は
出
来
な
い
か
ら
ね

 
あ
と
複
製
し
た
ミ

ル
ニ
ル
の
名
前
は
変
え
て
ね
ミ

ル
ニ
ル
は
同
時
に
二
つ
は
存
在
出
来

な
い
か
ら
さ

 
と
い
う

で

速
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
君
の
所
に
行
こ
う

あ

は
い

 
場
は
完
全
に
フ
レ
イ
ヤ
の
ペ

ス
で
あ
る

 
こ
の
ま
ま
先
に
進
め
ば
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
奥
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
リ
ス
ク
も
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
そ
の
ま
ま
引
き
返
し
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
い
る
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
所
に
向
か

う
事
に
し
た

 
フ
レ
イ
ヤ
は
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
い
た
が
ふ
と
顔
を
上
げ
る
と
ア
ス
ナ
に
声
を
か

け
たそ

こ
の

精
王

あ
な
た

ハ
チ
マ
ン
の

だ
よ
ね

 
そ
の

と
い
う
言
葉
は
ア
ス
ナ
の

内
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回

た
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は

は
い

私

で
す

 
ア
ス
ナ
は
力
い

ぱ
い
そ
う
返
事
を
し

仲
間
達
は
苦
笑
し
た

そ
れ
じ

あ
私
は
こ

ち
を
も
ら
う
か
ら

あ
な
た
は
あ

ち
側
を
歩
く
と
い
い
よ

あ

は
い

 
二
人
に

ま
れ
る
格
好
に
な

た
ハ
チ
マ
ン
は
何
だ
か
な
と
思
い
な
が
ら
仲
間
達
に
指

を
出
し
た

よ
し
み
ん
な

そ
れ
じ

あ
今
日
は

る
と
し
よ
う

 
そ
し
て
歩
き
出
し
た
後

キ
リ
ト
が
前
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
質
問
し
て
き
た

な

ハ
チ
マ
ン

ロ
キ
と
何
を
話
し
た
ん
だ

あ
あ

そ
の

り
の
説
明
が
ま
だ
だ

た
な

そ
れ
じ

あ

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は

今
回
の
戦
闘
開
始
前
の

に
つ
い
て
話
す
事
に
し
た

み
ん
な
も
疑
問
に
思

た
通
り

ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
を

し
て
い
な
い

で

 
レ
イ
ヤ
さ
ん
が
フ
レ
イ
ヤ
様
に
な
る
事
は
あ
り
え
な
い

 
そ
れ
に
戦
闘
前
に

あ
の
フ
レ
イ
ヤ
様

い
の
が

の
ミ

ル
ニ
ル
を
返
せ

て
叫

ん
だ
よ
な
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う
ん
う
ん

ミ

ル
ニ
ル
は
別
に
私
の
じ

な
い
か
ら
ね

 
フ
レ
イ
ヤ
が
横
か
ら
そ
う
相

を
う
つ

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ

な
の
で
俺
達
は

 
あ
の
フ
レ
イ
ヤ
様

い
の
は
本
物
の
フ
レ
イ
ヤ
様
で
は
な
い
と
確
信
し
た

 
で
は
誰
か
も
ち
ろ
ん
ミ

ル
ニ
ル
の
所

を
主
張
す
る
と
な
れ
ば
一
人
し
か
い
な
い

ト

ル
だ北

神
話
に
同
じ
エ
ピ
ソ

ド
が
あ
る
の
よ
ね

で

俺
達
は
次
に

イ
コ
ル
に
つ
い
て
考
え
た

 
そ
も
そ
も
フ
レ
イ
ヤ
様
に
化
け
た
ト

ル
と
一

に

女
に

し
た
ロ
キ
が
ミ

ル
ニ
ル

を
取
り
返
す

 

て
の
が
神
話
に
書
か
れ
て
い
る
出
来
事
で
な
俺
達
は
イ
コ
ル

ロ
キ
だ
と
結

付
け
た

ん
だへ

そ
ん
な
話
な
ん
だ

な
の
で
俺
は

ロ
キ
を
神
話
通
り

女
に
し
て
し
ま
お
う
と
考
え
た

だ
か
ら
ロ
キ
の
所
に
行

た
ん
だ
ね
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あ
あ

で

そ
の
時
の
や
り
と
り
は
こ
ん
な
感
じ
だ

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

少
し
前
の
出
来
事
を

に
思
い

い
た

 
イ
コ
ル
さ
ん

ち

と
い
い
で
す
か

う
ん

何
だ
い

あ
な
た
は
ロ
キ
様
で
す
よ
ね

 
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
指
摘
さ
れ
た
イ
コ
ル
は

感
心
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た

へ

よ
く
勉
強
し
て
い
る
み
た
い
だ
ね

そ
う
だ

僕
は
ロ
キ
さ

あ
の
ト

ル
様
と
ロ
キ
様
は
ミ

ル
ニ
ル
を
取
り
返
し
に
来
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
が

あ
れ
が
ト

ル
だ
と
い
う
事
も
分
か

て
る
の
か

凄
い
ね

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
で

あ
の
ス
リ

ム

て
奴

話
が
ま

た
く
通
じ
な
い
じ

な
い
で
す
か

そ
う
だ
ね

困

た
も
ん
だ

な
の
で
俺
達

あ
い
つ
を
背
後
か
ら
思
い

き
り
ど
つ
い
て
や
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
よ

 
そ
の
言
葉
に
ロ
キ
は
思
わ
ず

き
出
し
た
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何
が

な
の
で

な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

そ
れ
は
楽
し
そ
う
だ

で

ロ
キ
様
に

敵
の
注
意
を
引
い
て
も
ら
え
た
ら
な

な
ん
て
思
い
ま
し
て

ほ
う
ほ
う

神
サ
イ
ド
の
話
し
合
い
に
は
こ
れ
以
上

は
し
な
い
つ
も
り
だ

た
け
ど

 
今
回
は

精
た
る
君
達
の
頼
み
だ

そ
う
い
う
事
な
ら
協
力
さ
せ
て
も
ら
お
う
じ

な
い
か

 
で

僕
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

え
え
と
で
す
ね

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
キ
に

ト

ル

フ
レ
イ
ヤ
に
負
け
な
い
く
ら
い

 
美
し
さ
を
備
え
た

女
に
変
身
し
て
も
ら
い

 
あ
の
好
色
な
ス
リ

ム
の

線
を

付
け
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
ロ
キ
に
頼
ん
だ

 
こ
の
ロ
キ
の

は

当
然
神
話
の
流
れ
も
知

て
い
た
ら
し
く

そ
の
頼
み
を

し
た

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
そ
の
手
で
い
こ
う
か

後
は
そ
う
で
す
ね

奴
が
死
ぬ

前
に

男
に
欲
情
し
ち

て

ね

今
ど
ん
な
気
持

ち 
と
か
言

て
や
れ
ば

二
重
に
屈
辱
を

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

ロ
キ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
が
止
ま
ら
な
く
な

た
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い
い
ね
君

気
に
入

た

実
に
面
白
い
よ

精
王
君

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

あ

速
行
く
よ

え
い

 
ロ
キ
は
そ
の
ま
ま
美
し
い

女
の

に
変
化
し

 
ス
リ

ム
の
前
に
出
て
女
性
ら
し
さ
を
ア
ピ

ル
し
た
後
ト

ル
の

元
で
こ
う

い
た

ト

ル

ト

ル

精
達
が
仕

け
て
く
れ
る
そ
う
だ
よ

 
ほ
ら
思
い

き
り
ス
リ

ム
の
注
意
を
引
い
て
そ
の
目
を
君
に

付
け
に
し
て
お
や
り
よ

む

分
か

た

フ
レ
イ
ヤ
に
は
悪
い
が

ひ
と

脱
ぐ
と
し
よ
う

 
そ
し
て
ト

ル
は
そ
の
言
葉
通
り

本
当
に
ひ
と

脱
ぎ

 
ス
リ

ム
の
目
が

付
け
に
な

た

間
に
キ
リ
ト
達
が
攻
撃
を
行

た
の
で
あ
る

 
た
だ
一
つ
残
念
だ

た
事
は

ロ
キ
が
ス
リ

ム
に

ね

今
ど
ん
な
気
持
ち

 
と
言
う
暇
が
無
い
ま
ま
ス
リ

ム
が
倒
さ
れ
て
し
ま

た
事
だ
け
で
あ
る

 
ロ
キ

て
案
外
話
せ
る
ん
だ
な

こ
の
ま
ま
リ

ダ

の
事
を
覚
え
て
い
て
く
れ
た
ら
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次
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
と
か
に
助
け
て
も
ら
え
る
か
も

は
は

そ
れ
な
ら
楽
で
い
い
な

ま
あ
そ
ん
な
事
は
無
い
だ
ろ
う
け
ど
な

ん

私
達

君
達
の
事
は
ず

と
覚
え
て
る
よ

 
そ
の
会
話
を

い
て
い
た
フ
レ
イ
ヤ
が
横
か
ら
そ
う
言
い

ハ
チ
マ
ン
は
目
を
見
開
い
た

そ
う
な
ん
で
す
か

え
え

私
達
は
い
つ
も
あ
な
た
達
を
見
守

て
い
る

そ
れ
を
忘
れ
な
い
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
の
み
な
ら
ず

他
の
者
達
も
そ
の
言
葉
に
じ
ん
と
し
た

 
ち

と
性
的
に
だ
ら
し
な
く
は
あ
る
が
さ
す
が
は
美
の
女
神
で
あ
る

そ
の
カ
リ
ス
マ
性

は
抜

だ

そ
う
い
え
ば
ハ
チ
マ
ン
君

ミ

ル
ニ
ル
は
ど
う
し
よ
う
か
し
ら

そ
う
だ
な

う
ち
の
メ
ン
バ

で

ま
だ
武
器
の
強
化
が
終
わ

て
な
い
の
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
こ
の
場
に
い
る
者
達
を
見
回
し
イ
ロ
ハ
を
じ

と
見
つ
め

た
え

私
で
す
か

で
も
先
輩

私

敵
は
殴
り
ま
せ
ん
よ
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フ
レ
イ
ヤ
様

ミ

ル
ニ
ル

て

の
力
が
込
め
ら
れ
て
ま
す
よ
ね

う
ん

そ
う
だ
ね

な
ら
こ
れ
を
魔
法

に

し
て
も
ら

て
イ
ロ
ハ
が
持
て
ば
い
い

 
そ
う
す
れ
ば
い
ず
れ

姉
さ
ん
を
超
え
る

魔
法
の
使
い
手
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

ミ

ル
ニ
ル
を
イ
ロ
ハ
に
差
し
出
し
た

あ

そ
れ
は
無
理
で
す

私

あ
ん
な
複
雑
な

は
覚
え
ら
れ
な
い
ん
で

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
葉
を

イ
ロ
ハ
は
バ

サ
リ
と
否
定
し
た

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
ミ

ル
ニ
ル
を
引

込
め
ず

 
イ
ロ
ハ
は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
も

ミ

ル
ニ
ル
を
受
け
取

た

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

精
進
し
ま
す
ね

先
輩

 
こ
う
し
て
道
中
の
話
は
終
わ
り

ア
ル
ン
に
着
い
た
後

 
ハ
チ
マ
ン

イ
ロ
ハ

そ
れ
に
フ
レ
イ
ヤ
の
三
人
だ
け
が

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
い
る
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
所
を
訪
れ
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
１
１
３
３
話
 
ミ

ル
ニ
ル
ロ

ド

 
皆
様
い
つ
も
誤

正
報
告
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
第
二
十
七
層
の
主
街
区

ロ
ン
バ

ル
の
片

に
再
び
や

て
き
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
鍛
治
店
の
扉
を
開
け

中
を

い
た

神
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス

い
ら

し

い
ま
す
か

ん
お
お
ハ
チ
マ
ン
で
は
な
い
か

ま
さ
か
も
う
レ

ヴ

テ
イ
ン
を
手
に
入
れ
た
の
か

す
み
ま
せ
ん

そ
れ
は
ま
だ
な
ん
で
す

 
そ
の
代
わ
り

こ
れ
を
打
ち
直
し
て

け
な
い
か
と
思
い
ま
し
て

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

イ
ロ
ハ
の
両

に
手
を
乗
せ

前
に
押
し
出
し
た

は

初
め
ま
し
て

イ
ロ
ハ
と

し
ま
す

神
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス

 
あ
の

こ
れ
を
分
け
御
魂
で
二
つ
に
分
け
て
も
ら

て

 
魔
法
用
の

に
打
ち
直
し
て

け
な
い
か
と
思

て
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そ
う
言

て
イ
ロ
ハ
は

ミ

ル
ニ
ル
を
お
ず
お
ず
と
差
し
出
し
た

 
基
本
的
に
物
怖
じ
し
な
い
イ
ロ
ハ
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は
い
え
神
の
前
に
立
つ
の
は

張
す
る
よ
う

だ
う
お

そ

そ
れ
は

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
反
応
は
劇
的
だ

た

ミ

ル
ニ
ル
を
ひ

た
く
る
よ
う
に
手
に
取
る
と

 
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
ミ

ル
ニ
ル
を
じ

く
り
と
観
察
し
始
め
た
の
で
あ
る

ふ
む

な
る
ほ
ど

ミ

ル
ニ
ル
と
は
つ
ま
り

神
力
を

 
す

か
り
ミ

ル
ニ
ル
に

了
さ
れ
て
し
ま

た
よ
う
で

 
ま

た
く
こ
ち
ら
に
注
意
を

わ
な
く
な

た
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
前
に

 
ス

と
歩
み
出
る
者
が
い
た

フ
レ
イ
ヤ
で
あ
る

 
フ
レ
イ
ヤ
は
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
顔
を
下
か
ら

き
込
む
と

そ
の
体
勢
の
ま
ま
呼
び
か
け
た

相
変
わ
ら
ず
武
器
の
事
と
な
る
と

り
が
見
え
な
く
な
る
の
ね

む

お

お
主
は
フ
レ
イ
ヤ

フ
レ
イ
ヤ
で
は
な
い
か

久
し
い
の
う

あ

知
り
合
い
設
定
な
ん
で
す
ね

先
輩

み
た
い
だ
な
ま
あ
で
も
二
人
と
も
超
メ
ジ

な
神
様
だ
か
ら
な
交
流
く
ら
い
は
あ
る
ん
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だ
ろ
う
さ

 
ハ
チ
マ
ン
と
イ
ロ
ハ
が
こ
そ
こ
そ
と

き
合
う
横
で

フ
レ
イ
ヤ
は
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
を

 

く
作
業
に
入
れ
と
せ
か
し
始
め
た

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス

気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

さ

さ
と
作
業
に
入
り
な
さ
い

 
分
け
御
魂
を
し
た
後

本
体
は
ト

ル
に
返
さ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
か
ら

そ
う
い
う
事
か

分
か

た

す
ぐ
に
作
業
に
入
ろ
う

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
そ
う
言

た
が
ミ

ル
ニ
ル
を
横
に
置
き
最
初
に
イ
ロ
ハ
の
前
に
立

た

精
よ

そ
な
た
の
力
を
少
し
見
せ
て
も
ら
う
ぞ

は

は
い

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
じ

と
イ
ロ
ハ
の
目
を

き
込
み

 
手
元
の
メ
モ
ら
し
き
も
の
に
何
か
書
き
つ
け
て
い
く

 
実
に
レ
ト
ロ
な
表
現
だ
が

そ
れ
が
実
に
職
人
の
神
ら
し
さ
の

出
と
な

て
い
る

な
る
ほ
ど

で
は
作
業
に
入
る
と
し
よ
う

 
そ
う
言

て
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は

ミ

ル
ニ
ル
を
持

て
奥
に
入

て
い

た
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ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
も
中
々
や
る
も
ん
じ

の
う

で
す
ね

ど
う
や
ら
お
前
の
能
力
に
キ

チ
リ
合
わ
せ
た

 
お
前
だ
け
の

の

を
作

て
く
れ
る
み
た
い
だ
ぞ

イ
ロ
ハ

は

は
い

嬉
し
い
で
す

 
伝
説
級
の
武
器
が
自
分
に
合
わ
せ
て
調
整
さ
れ
て
い
る
の
だ

 
イ
ロ
ハ
の
喜
び
よ
う
と
い

た
ら
な
か

た

先
輩

先
輩

私

ま
た
強
く
な

ち

い
ま
す
ね

だ
か
ら
姉
さ
ん
を
超
え
て
い
け

て
の

そ
れ
は
無
理
で
す

て
ば

先
輩
だ

て
分
か

て
る

に

あ
あ

い
や

ま
あ
ぶ

ち

け
る
と
そ
う
な
ん
だ
が
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し

イ
ロ
ハ
の
主
張
の
正
し
さ
を
認
め
た

ほ
ら

や

ぱ
り

で
も
追
い
つ
こ
う
と
思
わ
な
い
と
い
つ
ま
で

て
も
先
達
に
は
追
い
つ
け
な
い
わ
よ
イ

ロ
ハひ

あ

は

は
い
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ま
さ
か
フ
レ
イ
ヤ
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た
の
か
イ
ロ
ハ
は
変
な
声
を

上
げ
た
後

 
居

ま
い
を
正
し
て
そ
う
返
事
を
し
た

そ
う
そ
う

目
標
は
い
く
ら
高
く
持

て
も
い
い
ん
だ
ぞ

 
あ
ん
な
馬

姉
な
ん
か

く
超
え
て
や
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で
い
ろ

て

わ

分
か
り
ま
し
た

気
持
ち
だ
け
は
持

て
お
き
ま
す
ね

 
今
ま
で
イ
ロ
ハ
は
攻
撃
魔
法
に
関
し
て
は
ど
う
し
て
も
ユ
ミ

か
ら
一
歩

れ
る

と
な

て
い
た
が

 
こ
の
日
を

に
イ
ロ
ハ
の
実
力
は
ユ
ミ

と

と
呼
べ
る
ま
で
に
高
ま

て
い
く
事
と
な

る 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間

カ
ン

カ
ン

と
い
う
ハ
ン
マ

の
音
が
こ
ち
ら
に

き
続
け

た 
お
そ
ら
く
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
も

鍛
治
の
基
本
シ
ス
テ
ム
は

襲
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
五
分
が

過
し

や

と
ハ
ン
マ

の
音
が
止
ま

た

分
⻑
か

た
な

さ
す
が
は
伝
説
の
武
器

て
感
じ
か
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で
す
ね

こ
こ
ま
で
⻑
い
の

て
ち

と
記
憶
に
な
い
で
す

そ
の
分
期
待
が
持
て
て
い
い
じ

な
い
か

で
す
ね

 
そ
し
て
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
が

を
現
し

最
初
に
ミ

ル
ニ
ル
を
フ
レ
イ
ヤ
に

し
た

フ
レ
イ
ヤ
よ

ト

ル
に
返
し
て
お
い
て
く
れ

え
え

そ
れ
じ

あ

速

 
フ
レ
イ
ヤ
は
再
び
闇
の
も
や
を
発
生
さ
せ

そ
の
奥
に
呼
び
か
け
た

ト

ル

い
る
ん
で
し

ト

ル

フ

フ
レ
イ
ヤ

の

の
ミ

ル
ニ
ル
は
ど
う
し
た

う
る
さ
い
わ
ね

ほ
ら

返
す
わ
よ

お
お
お
お
お
お

 
も
や
の
奥
か
ら
ト

ル
の
喜
び
の
声
が
伝
わ

て
き
て

ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し

 
イ
ロ
ハ
は
若

き
ま
ず
そ
う
な
顔
を
し
た

 
そ
れ
を
見
た
フ
レ
イ
ヤ
は

愛
の
表
情
を
見
せ
る
と

再
び
ト

ル
に
呼
び
か
け
た

ト

ル

こ
の
子
が
ミ

ル
ニ
ル
の
分
け
御
魂
の
持
ち
主
に
な
る
わ
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あ
な
た
の
子
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
か
ら

き
ち
ん
と
面
倒
を
見
て
あ
げ
る
の
よ

え
 
イ
ロ
ハ
は
い
き
な
り
の
そ
の
言
葉
に
驚
い
た
が
そ
の
直
後
に
ト

ル
が
も
や
の
中
か
ら
顔
を

出
し
た

む
む

こ
の
美
少
女
が
我
が

属
と
な
る
の
か

よ
し

こ
れ
を
や
る

 
も
し
本
当
に
困
る
事
が
あ
れ
ば

が
一
撃
だ
け
そ
な
た
の
剣
と
な
ろ
う

 
そ
う
言

て
ト

ル
が
首

り
を
差
し
出
し
て
き
た

う
わ

い
い
ん
で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
事
に
し
ま
す
ね

 
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
お
ど
お
ど
し
て
い
た
は
ず
の
イ
ロ
ハ
は
い
き
な
り
元
気
に
な
り
そ
れ
を
受

け
取

た

 
ト

ル
は
と
て
も
満
足
そ
う
に

を
消
し

同
時
に
闇
の
も
や
も
消
滅
し
た

 
そ
し
て
イ
ロ
ハ
の
テ
ン
シ

ン
の
変
化
は
何
で
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思

た
ハ
チ
マ
ン
に

 
イ
ロ
ハ
は
最
近
あ
ま
り
見
せ
な
く
な

た

あ
ざ
と
い
笑
顔
を
向
け
て
き
た

先
輩

私

美
少
女
ら
し
い
で
す
よ

ど
う
し
ま
す

え
へ
へ

 
そ
れ
を
懐
か
し
く
思

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
は
つ
い
素
の
口
調
で
こ
う
答
え
た
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い
や

そ
れ
を
否
定
し
た
事
は
無
い
か
ら
ね

え
え

 
イ
ロ
ハ
は
目
を
見
開
き

ハ
チ
マ
ン
に
詰
め
寄

た

先
輩

今
の

も
う
一
度

も
う
一
度
お
願
い
し
ま
す

は
は

 
だ
が
ハ
チ
マ
ン
は
と
ぼ
け
る
よ
う
に

線
を

ら
し
つ
つ
愛
想
笑
い
す
る
だ
け
で

 
何
も
言
お
う
と
は
し
な
か

た

私
が
い
る
の
に
何
を
い
ち

つ
い
て
い
る
の
か
な

か
な

 
そ
れ
を
見
た
フ
レ
イ
ヤ
が

シ

フ
度
か
よ
と
突

込
み
た
く
な
る
く
ら
い

 
首
を

げ
な
が
ら
そ
う
突

込
ん
で
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
ビ
ク

と
し

イ
ロ
ハ
は
放
置
し
て
フ
レ
イ
ヤ
に
愛
想
笑
い
を
向
け
た

も

も
ち
ろ
ん
フ
レ
イ
ヤ
様
が
一
番
に
決
ま

て
る
じ

な
い
で
す
か

は
は

も
う

先
輩

無

し
な
い
で
下
さ
い
よ

も
う

ハ
チ
マ
ン

あ
ま
り
褒
め
な
い
で
下
さ
い
よ

 
即
座
に
フ
レ
イ
ヤ
が
イ
ロ
ハ
の
真
似
を
し
た
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う
わ

何
だ
こ
の
神
様

本
当
に
た
ち
が
悪
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い
つ
つ
そ
ん
な
気
持
ち
を
お
く
び
に
も
出
さ
ず
愛
想
笑
い
を
続
け
た

な

そ
ろ
そ
ろ

を
見
て
も
ら

て
も

 
そ
こ
に
い
た
た
ま
れ
な
い
顔
で

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
が
お
ず
お
ず
と
そ
う
言

て
き
た

あ

す
み
ま
せ
ん

お

と

お
遊
び
が
過
ぎ
ち

た
ね

ご
め
ん
ご
め
ん

 
さ
す
が
の
二
人
も
空
気
を

み

悪
ふ
ざ
け
を
や
め
た

お
ほ
ん

で
は
イ
ロ
ハ
よ

こ
れ
を

名
は
ミ

ル
ニ
ル
ロ

ド
と
変
え
て
お
い
た

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
気
持
ち
を
切
り

え
る
事
に
成
功
し
た
の
か

金
色
の

を
差
し
出
し
て

き
た

 
そ
の
意
匠
は

に
稲
妻

の

物
の
よ
う
な
も
の
が

き
つ
い
た
よ
う
に
な

て
お
り

 
そ
こ
に
ビ
リ
ビ
リ
と

の
エ
フ

ク
ト
が
発
生
し
て
い
た

お
お

 
イ
ロ
ハ
の
み
な
ら
ず

こ
れ
に
は
ハ
チ
マ
ン
も

望
の

線
を
向
け
た

マ
ジ
か

お
い
イ
ロ
ハ

こ
れ

俺
に
く
れ
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で
す
よ

こ
れ
は
も
う
美
少
女
で
あ
る
私
の
で
す

調
子
に
乗
ん
な

く
そ

ま
し
い

こ
れ
は
ま
た
見
事
な

に
仕
上
が

た
わ
ね

 
フ
レ
イ
ヤ
も
こ
の
デ
ザ
イ
ン
を
気
に
入

た
の
か

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
を
賞

す
る

や
る
じ

な
い
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス

素
敵
ね

実
に
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
だ

た

ハ
チ
マ
ン
よ

次
も
期
待
し
て
い
る
ぞ

は
い

必
ず
レ

ヴ

テ
イ
ン
を
お
持
ち
し
ま
す

 
そ
し
て
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
鍛
治
店
を
出
た
後

 
ハ
チ
マ
ン
と
イ
ロ
ハ
は
フ
レ
イ
ヤ
に
別
れ
を
告
げ
よ
う
と
し
た
の
だ
が

 
何
故
か
フ
レ
イ
ヤ
は
去
る
そ
ぶ
り
を
み
せ
な
い

あ

あ
の

フ
レ
イ
ヤ
様
は
帰
ら
な
い
ん
で
す
か

ど
こ
に
帰
る

て
い
う
の

も
し
か
し
て
私
を
放
り
出
す
つ
も
り

えそ
も
そ
も
私
が
ふ
ら
ふ
ら
外
を
歩
い
て
た
ら
色
々
な
意
味
で
敵
に
襲
わ
れ
ち

う
わ
よ
で

し
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な
の
で
ハ
チ
マ
ン
の
家
で
お
世
話
に
な
る
わ

い
い
わ
よ
ね

あ

は
い

 
こ
う
し
て
フ
レ
イ
ヤ
は

し
ば
ら
く
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

在
す
る
事
と
な

た
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第
１
１
３
４
話
 
ラ
ン
キ
ン
グ
の
行
方

 
こ
う
し
て
フ
レ
イ
ヤ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

在
す
る
事
が
決
ま

た
が

 

の
上
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
マ

ク
が
つ
い
て
お
り
あ
か
ら
さ
ま
に
女
神
然
と
し
て
い
る
フ
レ
イ
ヤ
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
入
る

を
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

に
見
ら
れ
る
の
は
ま
ず
い
と
思

た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
フ
レ
イ
ヤ
に

を
下
げ

 
一
層
で
初
心
者
用
の
フ

デ

ド
ケ

プ
を

入
し

装
備
し
て
も
ら
う
事
を

し
て
も

ら

た
仕
方
な
い
な

ハ
チ
マ
ン
の
頼
み
だ
か
ら

い
て
あ
げ
る
ん
だ
か
ら
ね

 

を

く

め

も
じ
も
じ
し
な
が
ら
そ
う
言
う
フ
レ
イ
ヤ
に

イ
ロ
ハ
が
突

込
ん
だ

あ
ざ
と
い

お
前
が
言
う
な

 
当
然
ハ
チ
マ
ン
か
ら
突

込
み
の
二
の
矢
が
飛
ん
で
く
る

え

別
に
私
は
あ
ざ
と
く
な
ん
か
な
い
で
す
よ
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に
人
差
し
指
を

え
な
が
ら
小
首
を

げ
て
そ
う
言
う
イ
ロ
ハ
に
三
の
矢
が
飛
ん
で
く

る
そ
れ
そ
れ

そ
う
い
う
と
こ
だ
ぞ

だ
か
ら
そ
ん
な
事

ハ

ま
さ
か
あ
ざ
と
さ
の
か
け
ら
も
な
い
私
を
あ
ざ
と
認
定
す

る
事
で

 
こ
い
つ
は
俺
の
前
で
だ
け
こ
ん
な
態
度
を
と
る
ん
だ

風
に
私
を
俺
の
物
扱
い
す
る
つ
も
り

で
す
か

 
そ
う
い
う
の
は
公

の
面
前
で
絶
対
言
い

出
来
な
い

況
で
お
願
い
し
ま
す
ご
め
ん
な
さ

い
あ
ざ
と
さ
の
か
け
ら
も
な
い

て
時
点
で
信

性
の

片
も
な
い
か
ら

 
そ
こ
で

く
の
を
や
め
ま
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

謝
罪
に
謝
罪
を
被
せ
な
い
で
下
さ
い

 
も
う
た
ま
に
は
私
の
言
葉
の
意
味
を
じ

く
り
考
え
て
く
れ
て
も
い
い
じ

な
い
で
す
か

ハ
チ
マ
ン

あ
ま
り
女
の
子
に
恥
を
か
か
せ
ち

目
だ
よ
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そ
の
フ
レ
イ
ヤ
の

ガ
チ
正

に

こ
え
る
が
実
は
ハ

レ
ム
を
助
⻑
す
る
よ
う
な
発
言
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
謝
り
そ
う
に
な
り

必
死
で
自
制
し
た

 
こ
う
い
う
時
に

利
な
の
が

ハ
チ
マ
ン
得
意
の
愛
想
笑
い
で
あ
る

は
は

あ

フ
レ
イ
ヤ
様

先
輩

て
ば

い
つ
も
こ
う
や

て
誤
魔
化
す
ん
で
す
よ

ま

た
く
ハ
チ
マ
ン
は
も

と

山
の
女
の
子
を
受
け
入
れ
て
幸
せ
に
し
て
あ
げ
な
い
と

目
だ
よ

 

え
ば
私
と
か
イ
ロ
ハ
と
か

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

セ
ラ
フ

ム

シ
ノ
ン

フ
カ
次
郎
に

 
リ
オ
ン

ク

ク
ロ
ビ
ン

レ
ヴ

ユ
イ
ユ
イ

ユ
ミ

ウ
ズ
メ

ピ

ア

は
は

あ
と
は
そ
う

ラ
ン

ユ
ウ
キ

ノ
リ

シ
ウ
ネ

レ
ン

シ

リ

メ
ビ
ウ
ス
だ
ね

は
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
に
か
く
愛
想
笑
い
を
返
す
作
戦
に
出
た
が

 
フ
レ
イ
ヤ
が
あ
ま
り
に
も
的
確
に

え
ば
コ
マ
チ
や
ク
リ
シ

ナ
リ

フ

ら
を

し
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て
き
た

 
内
心
で
は
こ
ん
な
疑
い
を
持

て
い
た

フ
レ
イ
ヤ
様
の

て

ま
さ
か
事
前
に
ア
ル
ゴ
と
か

 
姉
さ
ん

り
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
る
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

 
ま
あ
ロ
グ
イ
ン
し
て
な
い
ア
ル
ゴ
は
と
も
か
く

 
ソ
レ
イ
ユ

て
名
前
が
出
て
こ
な
い
の
が
ア
リ
バ
イ
作
り
に
思
え
て
な
ら
ん

 
絶
対
に
会

た
事
が
な
い
メ
ビ
ウ
ス

て
名
前
も
出
て
き
た
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

フ
レ
イ
ヤ
の
発
言
に
は
気
を
つ
け
よ
う
と
心
に

た

 
後
に
な

て

実
は
こ
う
い
う
事
で
し
た

と

 
お
か
し
な
言
質
を
と
ら
れ
る

に
は
い
か
な
か

た
か
ら
だ

ほ
ら
フ
レ
イ
ヤ
様

も
う
す
ぐ
店
に
着
き
ま
す
よ

 
お
い
イ
ロ
ハ

フ
レ
イ
ヤ
様
に
似
合
う
フ

デ

ド
ケ

プ
を
一

に
選
ん
で
や

て
く
れ

私
は
ハ
チ
マ
ン
に
選
ん
で
欲
し
い
ん
だ
け
ど

あ

す
み
ま
せ
ん

俺
は
そ
う
い
う
セ
ン
ス
は
本
当
の
本
当
に
皆
無
な
ん
で

 
そ
う
い
う
の
が
得
意
む
し
ろ
そ
う
い
う
の
し
か
得
意
じ

な
い
イ
ロ
ハ
で
今
回
は
我
慢
し
て
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下
さ
い

私
だ

て

お

子
作
り
と
か
他
に
得
意
な
事
は
あ
り
ま
す

て
ば

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
女
神
に
似
合
う
地
味
な
服
と
い
う
お
題
を
出
さ
れ
た
事
に
燃
え
た
の
か

 
イ
ロ
ハ
は

的
に
フ
レ
イ
ヤ
を
店
内
に
誘
い

二
人
は

い
物
を
始
め
た

ふ

は

 
フ
レ
イ
ヤ
か
ら
解
放
さ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は
や

と
一
息
つ
け
た
と
ば
か
り
に
深
く
深
呼

を

し
たお

と

俺
も
顔
を

し
て
お
か
な
い
と
か

 
こ
こ
で
お
か
し
な
囲
ま
れ
方
を
す
る
の
は
避
け
た
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う

き
つ
つ
自
身
も
フ

デ

ド
ケ

プ
を

た

 
と

そ
の
前
を

多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

が
走

て
い
く

 
そ
の
す
れ
違
い
ざ
ま
に

ハ
チ
マ
ン
の

に
こ
ん
な
言
葉
が
飛
び
込
ん
で
き
た

そ
ろ
そ
ろ
ラ
ン
キ
ン
グ
が
更
新
さ
れ
る
ぞ

ど
う
な

た
か
な

く
見
に
行
こ
う

あ
あ

も
う
そ
ん
な
時
期
か
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こ
こ
で
言
う
ラ
ン
キ
ン
グ
と
は

当
然
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
事
で
あ
る

 
そ
の
更
新
は
季

ご
と
に
年
四
回
と
な

て
い
て

今
日
が
そ
の
日
だ

た
よ
う
だ

 
そ
こ
に
無
事

い
物
を
終
え
た
二
人
が
合
流
し

激
し
い
人
の
流
れ
に
気
付
い
た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
に
説
明
す
る
よ
う
に

し
て
き
た

先
輩

こ
れ

ど
う
な

て
る
ん
で
す
か

何

お
祭
り
で
も
あ
る
の

い
や

こ
れ
は
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
更
新
を
見
に
行
く
奴
ら
で
す
ね

あ

今
日
で
し
た

け

私
達
も
見
に
い
き
ま
し

う

そ
う
で
す
ね

行

て
み
ま
す
か

 
そ
し
て
三
人
は
剣
士
の
碑
の
横
に
設
置
さ
れ
た
石

が
見
え
る

置
へ
と
移
動
し
た

 
そ
の
巨
大
な
石

の
文

が

じ
わ
り
と

を
変
え
て
い
く

  

 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 

 
キ
リ
ト
 
 
 
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
 

 

ユ
ウ
キ
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ア
ス
ナ
 
 
 
 

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 

 
ラ
ン
 
 
 
 
 
 

 

サ
ト
ラ
イ
ザ

 

 
ユ

ジ

ン
 
 

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 

 
リ

フ

 
 
 
 

 

ク
ラ
イ
ン

 

 
ラ
キ
ア
 
 
 
 

 
セ
ラ
フ

ム
 
 

 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
 

 

フ
カ
次
郎

 

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 

 
ル
シ
パ

 
 
 

 
リ

ウ
 
 
 
 
 

 

レ
コ
ン

 

う
お
お
お
お
お
お

 
そ
の

間
に
観
客
達
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

ち
な
み
に
こ
れ
が
前
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で

あ
る

 

 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 

 
キ
リ
ト
 
 
 
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
 

 

ユ
ウ
キ

 

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 

 
ラ
ン
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サ
ト
ラ
イ
ザ

 

 
ユ

ジ

ン
 
 

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 

 
リ

フ

 
 
 
 

 

ク
ラ
イ
ン

 

 
エ
ギ
ル
 
 
 
 

 
リ

ウ
 
 
 
 

 
セ
ラ
フ

ム
 
 
 

 

ル
シ
パ

 

 
ビ

ビ

 
 
 

 
フ
カ
次
郎
 
 
 

 
サ

タ
ン
 
 
 
 

 

サ
ク
ヤ

誰
が
消
え
た

サ

タ
ン
消
え
た
わ

ル
シ
パ

も
二
つ
落
ち
て
る
な

リ

ウ
の
姉
御

落
ち
す
ぎ
だ
ろ

代
わ
り
に
誰
が
入

た
ん
だ

え

と

ク

ク
ロ
ビ
ン
と
レ
コ
ン
か

ラ
キ
ア
の
上
が
り
方
が
や
ば
い
な
復
帰
し
て
か
ら
い
き
な
り

外
か
ら
十
三

か
よ
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不
動
の
上

は
置
い
て
お
い
て
今
回
一
番
目
立
つ
の
は
リ

ウ
と
ビ

ビ

の
下
落
で
あ

る 
リ

ウ
は
最
近
は

そ
こ
ま
で
戦
闘
を
し
て
い
な
か

た
上
に

 
二
万
匹
の
敵
打
倒
ク
エ
ス
ト
に
参
加
し
て
い
な
か

た

こ
こ
ま
で
落
ち
た
格
好
だ

 
も

と
も
本
人
は
こ
の

の
事
は
気
に
し
て
い
な
い
よ
う
で

 
む
し
ろ
ラ
ン
キ
ン
グ
が
下
が

た
方
が
自
分
と
楽
し
く
戦

て
く
れ
る
強
者
が

え
る
と
喜

ん
で
い
る

 
最
近
ま

た
く
目
立

て
い
な
い
ビ

ビ

も

外
に
落
ち
た

 
エ
ギ
ル
は
仕
事
の
関
係
で

参
加
が
ま
ば
ら
な

若

落
ち
た
格
好
だ

 
同
じ
く
ら
い
の
ロ
グ
イ
ン

度
の
ク
ラ
イ
ン
が
現

持
な
の
は
ム
ラ
サ
メ
を
手
に
入
れ
た

せ
い
で
あ
る

 
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
入

て
い
な
い
が

 
ユ
ミ

と
イ
ロ
ハ
も
カ
ド

ケ
ウ
ス
と
ミ

ル
ニ
ル
ロ

ド
を
入
手
し
て
い
る

 
お
そ
ら
く
次
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
ル
シ
パ

リ

ウ

り
を
か
わ
し
て
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る

と
思
わ
れ
る
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ち
な
み
に
今
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
二
十
一

と
二
十
二

だ

 
と
に
も
か
く
に
も
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
正
し
い
選
択
を
し
た
者
達
が
上

に
来
た
の
は
間
違

い
な
いぐ

わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
時
遠
く
か
ら
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

の
絶
叫
が

こ
え
た

 
そ
の

き
覚
え
の
あ
る
声
は

ル
シ
パ

と
サ

タ
ン
の
声
で
あ
る

 
遠
い
上
に
人
が
多
く
て

は
見
え
な
い
が

ま
あ
ド
ン
マ
イ
で
あ
る

ふ

ん

ハ
チ
マ
ン
の
味
方
ば

か
り
だ
ね

え
え

こ
れ
で
も
う
ち
は

最
強
の

を
背
負

て
る
ん
で

最
強
か

そ
れ

い
い
わ
ね

ね

ハ
チ
マ
ン

ち

と
私
と
子
作
り
し
な
い

ス
ト
レ

ト
す
ぎ
る
だ
ろ

 
イ
ロ
ハ
は

か
ん
と
し

ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
大
き
な
声
を
出
し
て
し
ま
い

 

て
て
自
分
の
口
を
塞
い
だ

幸
い
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
大
歓
声
を
上
げ
て
い
る

 
ハ
チ
マ
ン
に
気
付
い
た
者
は
い
な
い
よ
う
で
あ

た

身
内
を

い
て

ハ
チ
マ
ン
君
達
も
来
て
た
ん
だ
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そ
う
話
し
か
け
て
き
た
の
は
ア
ス
ナ
で
あ
る

 
そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う
ア
ス
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
の
声
を

き
違
え
る
事
な
ど
あ
り
得
な
い
か
ら
だ

お

ア
ス
ナ
達
も
来
て
た
の
か

今
回
は

分
う
ち
が
躍
進
し
た
な

ま
あ
頑
張

た
か
ら
ね

ふ
ふ

く

ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
げ
ら
れ
な
か

た

ま
あ
上
は
そ
う
簡

に
変
わ
ら
な
い

て

 
お
ま
け
で
つ
い
て
き
た
の
は
ラ
ン
と
ユ
ウ
キ

そ
れ
に
ユ
ミ

で
あ

た

 
余
り
興
味
が
無
さ
そ
う
に
見
え
て
ユ
ミ

は
意
外
と
こ
う
い
う
の
を
気
に
す
る
よ
う
で
あ
る

く

か
な
か

た
し

ユ
ミ

は
ギ
リ
ギ
リ
だ
と
思
う
け
ど
な

あ
と
イ
ロ
ハ
も

本
当
に
そ
う
思
う

あ
あ

カ
ド

ケ
ウ
ス
を
手
に
入
れ
る
の
が
も
う
少
し

か

た
ら

 
ま
た
違

た
結
果
に
な

て
た
ん
じ

な
い
か

か
な

う
ん

も

と
精
進
す
る
わ

 
ユ
ミ

は
ハ
チ
マ
ン
に
フ

ロ

し
て
も
ら

た
事
で
機

を
直
し
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そ
の
ま
ま
の
明
る
い
顔
で

イ
ロ
ハ
に
質
問
し
て
き
た

で

イ
ロ
ハ

新
し
い
武
器
は

こ
こ
で
見
せ
る
の
は
色
々
や
ば
い
ん
で
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
帰

て
か
ら
で
い
い
で

す
かへ

結

目
立
つ
ん

は
い

と

て
も

む
 
こ
の
後

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
帰

た
一
同
は

 
フ
レ
イ
ヤ
が
平
然
と
同
行
し
て
き
た
事
に
驚
き
つ
つ
も

そ
れ
を
受
け
入
れ

 
ユ
ミ

は
イ
ロ
ハ
の
ミ

ル
ニ
ル
ロ

ド
に
興
奮
し

 
後
日
ハ
チ
マ
ン
に
せ
が
ん
で
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
所
に
連
れ
て
い

て
も
ら
い

 
カ
ド

ケ
ウ
ス
に

の
エ
フ

ク
ト
を
付

し
て
も
ら
う
事
と
な

た
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第
１
１
３
５
話
 
週
末
の
予
定

 
す
み
ま
せ
ん

今
週
は
忙
し
い
の
で

日
更
新
に
な
り
ま
す

 
そ
れ
か
ら
フ
レ
イ
ヤ
を
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
ま
で
案
内
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
を
フ
レ
イ
ヤ
に
引
き
合
わ
せ
た

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

仲
良
く
や
ろ
う

フ
レ
イ
ヤ

フ
レ
イ
ヤ
様

こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

 
二
人
は
問
題
な
く
フ
レ
イ
ヤ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
よ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
と
し
て
は
フ
レ
イ
ヤ
が
何
か
我

を
言
い
出
す
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ

た
の

だ
が

 
案
に
相
違
し
て
フ
レ
イ
ヤ
は
大
人
し
く
し
て
お
り

 
仮
の

家
と
す
る
空
き
部
屋
へ

ハ
チ
マ
ン
が
案
内
す
る
後
を
大
人
し
く
つ
い
て
き
た

そ
れ
じ

あ
フ
レ
イ
ヤ
様

こ
こ
を
自
由
に
使

て
下
さ
い
ね
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う
ん

と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン

あ
の
ユ
イ
ち

ん

て
子

何
者

何
者

と
は

あ
の
娘
か
ら
凄
ま
じ
い
力
を
感
じ
た
の

あ
れ
は
神
に
匹
敵
す
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

あ
あ

 
元
が
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
あ
る
だ
け
に

 
フ
レ
イ
ヤ
か
ら
見
れ
ば
ユ
イ
は
そ
う
見
え
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

フ
レ
イ
ヤ
が
大
人
し
か

た
の
は
そ
の
せ
い
か
と
納
得
し
た

 
同
時
に
ユ
イ
が
い
れ
ば
フ
レ
イ
ヤ
も
そ
れ
な
り
に
大
人
し
く
し
て
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
安

し
た

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
で
す

う
ち
は
最
強
ギ
ル
ド
を
自
認
し
て
ま
す
か
ら

う

ん

人
の
作
る
ギ
ル
ド

て
い
う
の
も
案
外

れ
な
い
も
ん
だ
ね

は
は

そ
れ
じ

あ
俺
は
落
ち
ま
す
か
ら

ま
た
お
会
い
し
ま
し

う

 
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
し
た
が
フ
レ
イ
ヤ
は
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
引
き
止
め
た

え

私
と

て
い
か
な
い
の

な

何
言

て
る
ん
で
す
か
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私
と
同

し
な
い
の

い
や

言
い
方
の
問
題
じ

な
い
か
ら

こ
の
健
全
な
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

同

を
選
ん
だ
時
に
ど
う
な
る
か
は
興
味
あ
る
け
ど
ね

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
し
て
み
れ
ば

そ
の
事
に
興
味
は
あ

た
が

 
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
イ
エ
ス
を
選
ぶ
事
な
ど

外
で
あ
る

す
み
ま
せ
ん

さ
す
が
に
今
日
は
疲
れ
た
ん
で

な
ら
今
度

疲
れ
て
な
い
時
に
ち

ん
と
相
手
を
し
て
ね

い
や

え

と

そ

そ
の
う
ち
で

う
ん

そ
の
う
ち
ね

 
フ
レ
イ
ヤ
は
幸
い
そ
れ
で
矛
を
収
め
て
く
れ

大
人
し
く
部
屋
に
入

た

や
れ
や
れ

そ
れ
に
し
て
も
フ
レ
イ
ヤ
様
は
ど
う
や

て
暇
つ
ぶ
し
を
す
る
ん
だ
ろ
う

か 
今
度
二
人
に

い
て
み
よ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
興
味
本

で
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ
ほ

と
胸
を

で
下
ろ
し
な
が
ら
ロ
グ
ア

ウ
ト
し
た
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ん

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
と

何
故
か
体
が
と
て
も
重
か

た

 

体
的
に
は
八
幡
の
胸
の
あ
た
り
に
と
て
つ
も
な
い
重
力
を
感
じ
る

何
だ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
目
を
開
き

そ
の
ま
ま

を
見
回
し
た

 
陽
乃
と

人
が
い
た
は
ず
の
ソ
フ

に
は
誰
も
お
ら
ず

 
先
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
二
人
は

に
仕
事
に

た
か
帰

た
の
だ
と
思
わ
れ
た

ま
あ
こ
の
時
間
な
ら
帰

た
の
か
な

 
時
刻
は

に

方
に
な

て
お
り

り
は
薄
暗
く
な

て
い
た

よ
い
し

と

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
体
を

こ
そ
う
と
し
た
が

体
が
持
ち
上
が
ら
な
い

何
が
乗

て
る
ん
だ

ま
た
姉
さ
ん
の
仕
業
か

 
そ
の
ま
ま
顔
を

こ
す
と

八
幡
の
胸
の
上
に
は
美
し
い
黒

が
乗

て
お
り

 

ぎ
な
れ
た

い
が

て
き
た

八
幡
は
そ
れ
で
こ
れ
が
誰
な
の
か
理
解
し
た
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こ
の

い
は

優
里
奈
か

 
こ
の
場
に
他
の
誰
か
が
い
た
ら

お
そ
ら
く
八
幡
が

い
フ

チ
だ
と
い
う
風
評
が

 
一

で
社
内
全
体
に
広
が

て
し
ま

た
と
思
わ
れ
る
が

幸
い
部
屋
に
は
他
に
誰
も
い
な

か

た
優
里
奈

お
い

優
里
奈

 
八
幡
は
優
里
奈
を
優
し
く

す

た

ふ

あ

八
幡
さ
ん

お
帰
り
な
さ
い

お
う

た
だ
い
ま

で

ど
う
し
て
優
里
奈
が
こ
こ
に

え
へ

最
近
八
幡
さ
ん
と
会
え
て
な
い
な

て
思

て
た
ら

 
う
ち
の
窓
か
ら
八
幡
さ
ん
が
ア
ミ

ス
フ

ア
を
被
る

が
見
え
た
ん
で

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
た
時
に
出
迎
え
よ
う
と
思

て
こ
こ
に
来
た
ん
で
す
け
ど

 
そ
の
ま
ま
つ
い
う
と
う
と
し
ち

て

今
ま
で

ち

て
た
み
た
い
で
す

そ
う
い
う
事
か

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
窓
の
外
を

め
た

 
確
か
に
遠
く
に

マ
ン
シ

ン
の
自
分
と
優
里
奈
の
部
屋
の
窓
が
見
え
る
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そ
れ
じ

あ
一

に
部
屋
に
帰
る
か

は
い

 
優
里
奈
は
嬉
し
そ
う
に
体
を

こ
し
た
が

 
そ
の
せ
い
で
優
里
奈
の
豊
か
な
双

が
八
幡
の
目
の
前
を
通

て
い

た

 
真

だ
と
い
う
の
に
優
里
奈
は
胸
の
谷
間
が
目
立
つ
服
を
着
て
お
り

 
八
幡
は
目
を
背
け
な
が
ら
優
里
奈
に

ね
た

お
い
優
里
奈

そ
ん
な
格
好
じ

寒
い
ん
じ

な
い
か

あ

は
い

ち

ん
と
上
着
を
持

て
き
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ

そ

そ
う
か

な
ら
い
い

 
優
里
奈
は
と
て
も
い
た
ず
ら
め
い
た
表
情
を
し
て
お
り

 
八
幡
は
優
里
奈
の
薄
着
が
わ
ざ
と
だ
と
確
信
し
つ
つ

 
ま
さ
か
俺
に
見
せ
る

に
薄
着
に
し
て
き
た
の
か

な
ど
と
は

け
な
か

た

 
さ
す
が
に
そ
れ
は

自
意
識
過

男
の
所
業
だ
と
思

た
か
ら
だ

や
れ
や
れ

 
そ
し
て
驚
く
ほ
ど

く
な

た
体
を

こ
し
た
八
幡
は
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ど
う
し
て
あ
ん
な
に
重
か

た
の
か

そ
の
理
由
を

と
い
う
ほ
ど
理
解
し
た

そ
り

重
い

だ
よ
な

て
か
あ
の
重
さ
が
常
に

に
か
か

て
る
ん
だ

 
今
日
は
帰

た
ら

優
里
奈
の

で
も
マ

サ

ジ
し
て
や
る
か

 
八
幡
は
そ
ん
な
優
し
い
事
を
考
え
な
が
ら

ふ
と
思
い
付
き

優
里
奈
に

ね
た

そ
う
い
え
ば
姉
さ
ん
と
ハ
リ

が
こ
こ
に
い
な
か

た
か

は
い
私
が
来
た
時
は
い
ま
し
た
け
ど
多
分
私
が

て
る
間
に
出
て
い

た
ん
じ

な
い
で

す
か
ね

そ

か

ま
あ
そ
れ
な
ら
気
に
し
な
く
て
も
い
い
か

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ

ン
へ
と
移
動
し

 
優
里
奈
に
お
茶
を
入
れ
て
も
ら

た
後

八
幡
は
存
分
に

ぐ
事
が
出
来
た

そ
う
い
え
ば
し
ば
ら
く
こ
こ
に
来
れ
て
な
か

た
な

そ
う
で
す
ね

そ
の
間

私
が
と
て
も

し
が

て
ま
し
た
よ

悪
い
悪
い

ち

と
色
々
ご
た
ご
た
し
て
た
ん
だ
よ

仕
方
な
い
か
ら
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
で

コ
ヨ
ミ
さ
ん
で
遊
ん
で
ま
し
た

 
コ
ヨ
ミ
さ
ん
と

で
は
な
く
コ
ヨ
ミ
さ
ん
で

で
あ
る
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少
し

ね
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

こ
の

り

優
里
奈
が
黒
い

少
し
前
な
の
に

何
か
懐
か
し
い
名
前
に

こ
え
る
な

コ
ヨ
ミ
さ
ん
は
元
気
か

は
い

も
し
大

に
来
る
事
が
あ

た
ら
一

に
遊
ぼ
う

て
言
わ
れ
ま
し
た

ん

コ
ヨ
ミ
さ
ん
は
大

に

ん
で
る
の
か

で
す
で
す

ふ
む

大

ね

 
八
幡
は
優
里
奈
を
大

ま
で
遊
び
に
連
れ
て

て
や
る
の
も
い
い
か
な
ど
と
考
え
て
い
た

 
優
里
奈
と
会

て
か
ら
今
日
ま
で
八
幡
は
優
里
奈
を
遠
く
に
連
れ
出
し
た
事
は
ほ
と
ん
ど
無

い
か
ら
だ

ま
あ
で
も

優
里
奈
と
二
人
で
旅
行

て
の
は
さ
す
が
に
ま
ず
い
よ
な

 
八
幡
は

優
里
奈
が
明
日
奈
を
困
ら
せ
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
た

 
だ
が
さ
す
が
に
二
人
き
り
と
い
う
の
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
の
も
理
解
し
て
い
た

日
帰
り
で
ど
こ
か
近
場
に

で
も
今
週
は
ち

と
無
理
な
ん
だ
よ
な

 
金
曜
は
ノ
リ
の
手
術
が
あ
り

八
幡
は
京
都
に
行
か
な
く
て
は
い
け
な
い

 
そ
こ
ま
で
考
え
て

八
幡
は
ハ

と
し
た
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あ
あ

そ
う
か

八
幡
さ
ん

ど
う
か
し
ま
し
た
か

な

優
里
奈

今
度
の
金
曜

学
校
を
休
む
よ
う
な
事
に
な

て
も
問
題
な
い
か

 
そ
の
い
き
な
り
の
質
問
に

優
里
奈
は
指
を

に
当
て
な
が
ら
考
え
始
め
た

 
そ
の
仕

が
若

い
ろ
は

か

た
が

八
幡
は
特
に
あ
ざ
と
い
と
は
感
じ
な
か

た

 
こ
れ
も
日
ご
ろ
の
行
い
と
い
う
奴
な
の
だ
ろ
う
か

金
曜
で
す
か

私
は
こ
れ
で
も
優

生
で
す
か
ら

一
日
く
ら
い
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
け

ど
そ
う
か

実
は
今
度
の
金
曜

俺
は
京
都
に
行
か
な
い
と
い
け
な
く
て
さ

 
ま
あ
ノ
リ
の
手
術
が
あ
る
か
ら

京
都
の
結
城
病
院
に
行
く
ん
だ
け
ど
な

あ

そ
う
な
ん
で
す
ね

で

そ
れ
に
は
明
日
奈
と
ア
イ
と
ユ
ウ
と

四
人
で
行
く
予
定
だ

た
ん
だ
が

 
土
日
に
関
し
て
は
別
に
用
事
も
な
い
し

観
光
し
て
も
い
い

だ
か
ら

 
も
し
良
か

た
ら
そ
れ
に
優
里
奈
も
同
行
し
な
い
か

み
ん
な
で
プ
チ
旅
行
と
し

れ
込
も

う
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ち
な
み
に
土
曜
の
夜
は

イ
ベ
ン
ト
の
ラ
ス
ボ
ス
で
あ
る
ガ
イ
ア
戦
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が

 
そ
れ
は
ホ
テ
ル

り
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
問
題
な
い
と

八
幡
は
考
え
て
い
た

わ

私
も
連
れ
て

て
も
ら
え
る
ん
で
す
か

あ
あ

思
え
ば
優
里
奈
を
引
き
取

て
か
ら
今
日
ま
で

 

守
番
ば
か
り
し
て
も
ら

て

優
里
奈
を
遠
く
に
連
れ
出
す
機
会
が
無
か

た
か
ら
な

 
せ

か
く
だ
し

も
し
コ
ヨ
ミ
さ
ん
の
予
定
が
空
い
て
る
な
ら

 
京
都
ま
で
足
を

ば
し
て
も
ら
え
れ
ば
合
流
も
出
来
る
ん
じ

な
い
か

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

コ
ヨ
ミ
さ
ん
に

い
て
み
ま
す
ね

 
優
里
奈
は
満
面
の
笑
み
を

か
べ
た

本
当
に
嬉
し
い
の
だ
ろ
う

て
の
が

し

な
い
が

ま
あ
夏
に

り
に
行
け
ば
い
い
し
な

し

な
く
な
ん
か
な
い
で
す
よ

八
幡
さ
ん
と
一

な
ら
ど
こ
に
で
も

 
そ
の
優
里
奈
の
激
し
い
勢
い
に

八
幡
は
若

を

ら
め
た

ま
あ
喜
ん
で
も
ら
え
た
な
ら
良
か

た
よ

 
そ
れ
か
ら
二
人
は
色
々
と
準
備
を
開
始
し
た

 
優
里
奈
は
コ
ヨ
ミ
に
連

を
取
り

無
事
に

を
と
り
つ
け
た
よ
う
だ
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明
日
奈

藍
子

木
綿
季
も
問
題
な
く
優
里
奈
の
同
行
を

し

 
京
都
に
行

て
か
ら
ど
う
す
る
か

優
里
奈
も
交
え
て
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
話
す
事
と
な

た
ら
し
い

八
幡
さ
ん

コ
ヨ
ミ
さ
ん

オ

ケ

だ
そ
う
で
す

そ
れ
は
良
か

た

そ
れ
じ

あ
京
都
に
行

た
後
の
予
定
も
立
て
と
い
て
く
れ
な

は
い

 
こ
う
し
て
週
末
ノ
リ
の
手
術
に
立
ち
会

た
後

く
京
都
観
光
を
す
る
事
が
決
定
さ
れ
た

 
だ
が
次
の
日
の
夜

八
幡
が
予
想
だ
に
し
な
い
展
開
が
待
ち
受
け
て
い
た

も
し
も
し

私
だ
け
ど

お
う
詩
乃

何
か
用
か

明
日
奈
達
と

日
た
ま
た
ま
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
一

に
な

た
ん
だ
け
ど
私
も
連
れ
て
い
き
な
さ
い

ど

ど
こ
に
だ

 
八
幡
は

ま
さ
か
そ
う
く
る
と
は
思

て
い
な
か

た

に
そ
う
誤
魔
化
し
た

と
ぼ
け
な
い
で

家
族
で
京
都
に
行
く
ん
で
し

う

へ

家
族

八
幡
と
明
日
奈
藍
子
木
綿
季
そ
れ
に
優
里
奈

て
事
は
全
員
八
幡
の
家
族
じ

な
い
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そ
れ
な
ら
私
を
誘
わ
な
い
の
は
お
か
し
い
と
思
わ
な
い

私
の
保
護
者
は
あ
ん
た
な
の
よ

 
確
か
に
詩
乃
は

学
校
で
は
八
幡
の
被
保
護
者
と
い
う
扱
い
に
な

て
お
り

 
そ
う
強

出
来
る
理
由
は
確
か
に
あ
る

は

分
か

た
分
か

た

連
れ
て

て
や
る
か
ら
金
曜
は
学
校
を
休
め
よ

全
く

言
わ
れ
な
く
て
も
最
初
か
ら
誘
い
な
さ
い
よ
ね

へ
い
へ
い

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
フ

イ
リ
ス
も
同
じ
立
場
で
あ
る
が
今
回
は
店
を
離
れ
ら
れ
な
い
と
の
事
で
不
参
加
ら
し

い 
そ
の
後

フ

イ
リ
ス
が

き
な
が
ら
そ
う
連

し
て
き
た

 
八
幡
は
フ

イ
リ
ス
に

お
土
産
を

て
く
る
事
を
約
束
し
た

 
こ
う
し
て
同
行
者
が
一
人

え

八
幡
は
再
び
京
都
の
地
へ
と
向
か
う
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第
１
１
３
６
話
 
抗
え
ぬ
誘
惑

 
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
た
後

ル
シ
パ

と
サ

タ
ン
は
相
当
落
ち
込
ん
で
い
た

お
い
ル
シ
パ

よ

お
お

ま
ま
な
ら
ね
え
よ
な

だ
な

 
そ
ん
な
二
人
の

を
見
か
ね
た
の
か
他
の

部
達
が
気
分
転
換
に
行
こ
う
と
二
人
を
誘

て
き
た

二
人
と
も

ち

と
気
分
転
換
し
た
方
が
い
い
ん
じ

ね
え
の

 
そ
ん
な
ん
じ

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
一
方
だ

そ
れ
な
ら
俺

い
い
情
報
を
知

て
る

気
分
転
換
か

ど
こ
に
行
く
ん
だ

何
か
最
近

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

ア
イ
ド
ル
が
出
る
ら
し
い
の
よ

 
で

そ
れ
を
見
に
行

て
み
ね
え
か

て
思

て
よ
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そ
の
マ
モ

ン
の
言
葉
に
ル
シ
パ

は
首
を

げ
た

ア
イ
ド
ル

何
だ
そ
れ
は

ほ
ら

ヴ

ル
ハ
ラ
の
あ
の
二
人
だ
よ

 
顔
が
フ
ラ
ン
シ

シ

の
水
野
愛
と

野
純
子
と
同
じ
顔
を
し
た

あ
の
二
人

歌
も
歌
え
る
の
か

 
何
故
か
サ

タ
ン
が
激
し
く
食
い
つ
い
て
き
た
が

 
そ
ん
な
サ

タ
ン
に

ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
が

組
み
し
な
が
ら
う
ん
う
ん
と

い
た

本
当
に
本
物
な
ん
じ

な
い
か

て
噂
に
な

て
る
く
ら
い

上
手
い
ら
し
い

マ
ジ
か

よ
し
ル
シ
パ

す
ぐ
に
行
く
ぞ

お

お
い

サ

タ
ン

 
サ

タ
ン
は
ル
シ
パ

の
返
事
も

か
ず

そ
の
ま
ま
外
へ
と
飛
び
出
し
て
い

た

 
丁
度
そ
の
時
ギ
ル
ド
ホ

ム
に
や

て
き
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が

 
全
力
で
走

て
い
く
サ

タ
ン
と
す
れ
違
い

か
ん
と
し
た
顔
を
す
る

ち

と

何
が
あ

た
の

サ

タ
ン
は
一
体
ど
う
し
ち

た
の

い
や

そ
れ
が
な
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も
し
か
し
て
あ
い
つ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
フ

ン
な
ん
じ

な
い
か

あ
り
う
る

フ
ラ
ン
シ

シ

何
で
そ
の
名
前
が
こ
こ
で

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
先
日
知
り
あ

た
ピ

ア
と
ウ
ズ
メ
の
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う

ね

た
い
や

最
近
話
題
に
な

て
る

ア
イ
ド
ル
が
い
る
ん
だ
よ

の
ヴ

ル
ハ
ラ
の

あ
の
二
人
な

あ

あ
あ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
二
人
が

ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
事
は
知

て
い
た
が

 
ま
さ
か
も
う
そ
こ
ま
で
評
判
に
な

て
い
た
と
は
知
ら
な
か

た
の
で
あ
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
こ
う
い

た
プ
レ
イ
ヤ

の
手
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
事
は

多
い
が

 
今
ま
で
と
は

色
が
違
う
分

そ
の
噂
の
広
が
り
方
も

い
の
か
も
し
れ
な
い

誰
か
し
ら
護
衛
も
つ
い
て
る
は
ず
だ
し
大
丈
夫
だ
と
は
思
う
け
ど

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
サ

タ
ン
が
あ
の
二
人
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と
危

し
た
の

で
あ
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

と
り
あ
え
ず
私
達
も
行
き
ま
し

ほ
ら

く

お

お
う

何
だ
よ
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
奴

ラ
イ
バ
ル
の

場
で

て
ん
の
か

さ
あ

 
勢
い
よ
く
走

て
い

た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

だ
が
ピ
タ
リ
と
足
を
止
め
た

ど
う
し
た

い
や

ど
こ
で
や

て
る
の
か
な

て
思

て

 
そ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
ド
ジ
さ
に

仲
間
達
は
笑
い
転
げ
た

あ
は
は
は
は

何
や

て
ん
だ
よ
お
前

二
十
二
層
だ
よ

あ
そ
こ
に
は
敵
が
出
な
い
か
ら
な

そ

そ
う

そ
れ
じ

あ

く
案
内
し
な
さ
い
な

へ
い
へ
い

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

行
こ
う

お
う

 
こ
う
し
て
七
つ
の
大
罪
の

部
連
は

転
移
門
か
ら
二
十
二
層
へ
と
飛
ん
だ
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ち
な
み
に
サ

タ
ン
も

転
移
門
前
で
ま
ご
ま
ご
し
て
い
た
の
で
そ
こ
で

て
い

た

 
こ

こ
れ
は

 
現
地
に
着
き

そ
の
熱
狂
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ル
シ
パ

達
は

圧
倒
さ
れ
た

 
本
格
的
な

明

ナ
タ
ク

製
の

用
簡
易
ス
テ

ジ

 
当
然
客

は
満
員
で
あ
り

ル
シ
パ

達
は
ス
テ

ジ
に
近
付
く
事
が
出
来
な
か

た

う
ち
に
こ
ん
な
物
が
用
意
出
来
る
か

い
や

出
来
ね
え

 
く
そ

俺
達
と
ヴ

ル
ハ
ラ
の

一
体
何
が
違
う

て
ん
だ
よ

 
そ
ん
な
ル
シ
パ

の
目
の
前
で

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
ス
テ

ジ
に
上
が
る

 
そ
の
見
事
な
歌
と

り
に
観
客
達
の
ボ
ル
テ

ジ
は
一
気
に
最
高
潮
に
達
し
た

み
ん
な

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

お
お
お
お
お

 
サ

タ
ン
も
ル
シ
パ

の
隣
で
大
興
奮

態
で
あ

た

 
そ
の
表
情
は

こ
の
ラ
イ
ブ
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
ず

 
ル
シ
パ

の
よ
う
に
余
計
な
事
を
考
え
て
い
る
そ
ぶ
り
は
ま

た
く
な
か

た
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サ

タ
ン
の
奴

楽
し
そ
う
だ
な

そ
れ
に
引
き
換
え
俺
は

 
ル
シ
パ

は

歌
を

純
に
楽
し
む
事
が
出
来
ず

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は
ま
さ
か
本
物
な
の
か

と
か

こ
れ
を
企
画
す
る
の
に
ど
の
く
ら
い
の

資
金
が
必
要
か

 
な
ど
と
お
か
し
な
方
に
ば
か
り
思
考
が
向
い
て
し
ま
い

 
結
局
こ
の
曲
が
終
わ
る
ま
で

ず

と
難
し
い
表
情
で
い
る
事
し
か
出
来
な
か

た

お
い
ル
シ
パ

ど
う
し
た

せ

か
く
な
ん
だ
し
も

と
楽
し
め
よ

 
そ
ん
な
ル
シ
パ

の
表
情
に
気
付
い
た
の
か
サ

タ
ン
が

し
げ
な
表
情
で
そ
う
問
い
か
け

て
き
た

お

お
う

何
か
変
な
事
ば

か
り
考
え
ち
ま

て
よ

ま
あ
あ
ん
な
事
が
あ

た
後
な
ん
だ

気
持
ち
は
分
か
る
け
ど
よ

 
せ

か
く
ア
イ
ド
ル
が
こ
こ
ま
で
や

て
く
れ
て
る
ん
だ

今
は
楽
し
も
う

努
力
す
る

 
そ
の
ま
ま
続
け
て
次
の
曲
が
始
ま
り

サ

タ
ン
は
再
び
熱
狂
し
始
め
た

 
そ
れ
に
影

さ
れ
た
の
か

ル
シ
パ

も
徐
々
に
ラ
イ
ブ
に
集
中
し
て
い
く
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他
の

部
達
も

こ
の
時
ば
か
り
は
ロ

ル
プ
レ
イ
を
す
る
事
な
く

 
存
分
に
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

こ
い
つ
ら
を
こ
こ
ま
で
熱
狂
さ
せ
ち
ま
う
な
ん
て
ウ
ズ
メ
と
ピ
ア
だ
た
か
凄
え
な

 
そ
ん
な
時

ウ
ズ
メ
と
ル
シ
パ

の

線
が
偶
然
合
い

 
ウ
ズ
メ
が
確
か
に
ル
シ
パ

に
微
笑
ん
で
く
れ
た
よ
う
に
見
え
た

 
実

微
笑
ん
だ
の
は
確
か
な
の
だ
が
ウ
ズ
メ
と
し
て
は
客

に
向
け
て
微
笑
ん
だ
だ
け
で

あ
り

 
特
に
ル
シ
パ

を
意
識
し
て
は
い
な
い

 
だ
が
女
性
関
係
の

性
が
全
く
無
い
ル
シ
パ

は

そ
れ
で
ウ
ズ
メ
に
参

て
し
ま

た

女
神
が
こ
こ
に
い
た

 
そ
し
て
二
曲
目
が
終
わ
り

く
休

と
い
う
事
で
二
人
は
舞
台

に
引

込
ん
で
い

た

 
こ
れ
も
プ
ロ
の
力
な
の
か
ル
シ
パ

は
い
つ
の
間
に
か
お
か
し
な
事
を
考
え
な
く
な

て
お

り 
高
揚
し
た
ま
ま
の
い
い
気
分
を
保
つ
事
が
出
来
て
い
た

お
い

最
高
だ

た
な
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だ
な

ウ
ズ
メ
ち

ん

可
愛
い
な

俺
は
ピ

ア
さ
ん

だ
な

 
そ
ん
な
七
つ
の
大
罪
ら
し
か
ら
ぬ
会
話
を
交
わ
し
て
し
ま
う
く
ら
い

 
七
人
は
今
の
パ
フ

マ
ン
ス
に
興
奮
し
て
い
た

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
自
身
の
心
配
が

憂
で
終
わ
り
そ
う
だ
と
分
か

た
後
は

 
余
計
な
事
は
気
に
せ
ず
に
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
た

次
は
ま
だ
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

舞
台

は

 
そ
の
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
の
言
葉
に
釣
ら
れ
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
以
外
の
六
人
は
何
と
な
く
そ
ち

ら
を
見
た

 
と

そ
こ
に
は

か
ら
ハ
チ
マ
ン
の

に
す
が
り
つ
く
二
人
の

が
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を

め
つ
つ

二
人
を
ス
テ

ジ
に
押
し
出
そ
う
と
し
て
い
た

な
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ハ
チ
マ
ン
の
奴

何
て

ま
し
い

ま
あ
同
じ
ギ
ル
ド
な
ん
だ
か
ら
仕
方
あ
ん
め
え

き

と
護
衛
も

ね
て
る
ん
だ
ろ
う
な

さ
て

や

と
次
の
曲
だ
な

ん

ル
シ
パ

ど
う
か
し
た
か

い

い
や

何
で
も
な
い

 
実
は
こ
の
時
ル
シ
パ

は
思

た
よ
り
も
自
分
が
シ

ク
を
受
け
て
い
る
事
に
驚
い
て
い

た
何
だ
こ
れ
は

ま
さ
か
俺
は
ハ
チ
マ
ン
に

し
て
い
る
の
か

 
そ
し
て
同
時
に
こ
う
も
考
え
て
い
た

俺
が
も

と
強
か

た
ら

あ
そ
こ
に
俺
が
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
か

 
当
然
そ
の
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
あ
る
が

今
の
ル
シ
パ

に

そ
ん
な
理
屈
は
通
用
し
な
い

  
そ
の
後
の
事
を

ル
シ
パ

は
よ
く
覚
え
て
い
な
い

 
仲
間
達
と
共
に
曲
に
熱
狂
し
て
い
た
気
も
す
る
が

定
か
で
は
な
い
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そ
し
て
ル
シ
パ

は

気
が
つ
く
と
小
人
の
靴
屋
の
ギ
ル
ド
ホ

ム
で

グ
ラ
ン
ゼ
の
前
に

立

て
い
た

ル
シ
パ

ア
ポ
も
無
し
に
い
き
な
り
何
の
用
だ
い

グ
ラ
ン
ゼ

俺
達
の
装
備
を
も

と
強
化
す
る
事
は
出
来
な
い
の
か

 
同
じ
ハ
イ
エ
ン
ド
装
備
で
も

ハ
チ
マ
ン
の

と
比
べ
て

す
ぎ
る
気
が
し
て
な
ら
ん

 
そ
の
直
接
的
な
言
い
方
に

グ
ラ
ン
ゼ
は
内
心
で
イ
ラ

と
し
た

 
こ
れ
で
は
ま
る
で

小
人
の
靴
屋
が

ひ
い
て
は
グ
ラ
ン
ゼ
が

 
職
人
と
し
て
無
能
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
か
ら
だ

 
更
に
グ
ラ
ン
ゼ
は

七
つ
の
大
罪
用
の
装
備
を

存
の
レ
シ
ピ
で
作

た
自
分
の
判
断
を

 
ル
シ
パ

に

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
も
な

て
い
た

 
こ
う
な
る
と
グ
ラ
ン
ゼ
の
態
度
も

化
す
る

今
の
剣
じ

目
だ
と

あ
あ

あ
れ
で
は
ハ
チ
マ
ン
に
は
勝
て
ん

要
は
ハ
チ
マ
ン
か

ハ
チ
マ
ン
相
手
に
何
を
熱
く
な

て
る
の

こ
の
馬

は
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グ
ラ
ン
ゼ
は
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
そ
う
考
え
つ
つ

 
同
時
に
ル
シ
パ

を
追
い

う
い
い
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た

そ
う
だ

あ
れ
の
テ
ス
ト
を
さ
せ
れ
ば
い
い
わ

 
前
の
時
は

別
に
強
く
も
何
と
も
な
い
私
の
部
下
が

あ
の
ホ

リ

を
倒
せ
た
ん
だ
か
ら

要
は
ハ
チ
マ
ン
を
倒
せ
れ
ば
い
い
ん
で
し

う

そ
れ
な
ら
魔
砲
が
あ
る
じ

な
い

 
そ
う

以
前
三
⻯
戦
で
魔
砲
を
発
射
し
た
の
は

 

し
の
魔
法
を
使

た
小
人
の
靴
屋
の
実
行
部

の
一
人
な
の
で
あ

た

 
そ
の
時
は
向
き
を
変
え
た
後
密
か
に
作

て
お
い
た
遠

発
射
の
ギ
ミ

ク
を
使
用
し
た

 

し
の

果
を
消
さ
な
い
ま
ま
発
射
す
る
事
が
出
来
た
の
だ
が

 
そ
の
時
に
ル
シ
パ

も
一

に
倒
し
て
し
ま

た

当
然
そ
の
事
を
言
う

に
は
い
か
な
い

あ
ん
な
当
た
ら
な
い
武
器
が
役
に
立
つ
か

そ
れ
に
あ
れ
は

こ
の
俺
様
を

あ
れ
は
不
幸
な
事
故
だ

た
わ
ね

そ
れ
と
言

て
な
か

た
か
し
ら

 
あ
れ
は
う
ち
で

し
て
今
は

力
が
多
少
落
ち
た
け
ど
命
中

は
相
当
上
が

て
る
の

よ
ね命

中

を
上
げ
た
だ
と
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え
え
そ
う
よ

だ
か
ら
も
う
一
度

魔
砲
を
使

て
み
な
さ
い
よ

い
や

そ
れ
は

 
自
分
の
事
を
剣
士
だ
と
思

て
い
る
ル
シ
パ

は

魔
砲
を
使
う
事
に

い
が
あ

た

 
だ
が
グ
ラ
ン
ゼ
の
次
の
言
葉
が
ル
シ
パ

の
心
の
暗
い
部
分
に
ス
ル
リ
と
入
り
込
む

あ
の
ホ

リ

だ

て
倒
せ
た
じ

な
い

ハ
チ
マ
ン
な
ん
か
簡

に

ね

あ
の
ハ
チ
マ
ン
を

簡

に
倒
せ
る

の
か

 
そ
こ
か
ら
の
記
憶
も
ま
た
あ
や
ふ
や
で
あ

た
が

 
気
が
つ
く
と
ル
シ
パ

は
七
つ
の
大
罪
の
ギ
ル
ド
ホ

ム
に

て
お
り

 
そ
の
ス
ト
レ

ジ
の
中
に
は
魔
砲
が
収
納
さ
れ
て
い
た

 
以
前
な
ら
入
ら
な
か

た
は
ず
だ
が

化
に
も
成
功
し
た
の
か
ギ
リ
ギ
リ
収
納
可
能
と

な

て
い
た

お

ル
シ
パ

ど
こ
に
行

て
た
ん
だ

い
き
な
り

が
見
え
な
く
な

た
か
ら
驚
い
た

あ
あ

い
や

す
ま
ん

ち

と
野

用
で
な

 
共
に
魔
砲
の

に
な

た
サ

タ
ン
に
そ
う
心
配
さ
れ
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ル
シ
パ

は
何
と
な
く
気
ま
ず
さ
を
感
じ
そ
れ
を

す
よ
う
に
誤
魔
化
し
の
言
葉
を
発
し
た

そ
れ
よ
り
も
ル
シ
パ

ビ

グ
ニ

ス
だ

ん

何
か
あ

た
の
か

ど
う
や
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
の
奴
ら

土
曜
の
夜
に

ラ
ス
ボ
ス
に
挑
む
ら
し
い

 
サ

タ
ン
の
情
報
源
は

他
な
ら
ぬ
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

 
ラ
イ
ブ
が
終
わ

た
後

楽
屋
に

手
し
て
も
ら
お
う
と
向
か

た
サ

タ
ン
は

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
止
め
ら
れ
は
し
た
が

 
そ
の
過

で
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に
そ
う
話
す
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

い
て
し
ま

た
の
で
あ

る
何
だ
と

土
曜
の
夜

て
い
う
と

三
日
後
か

ど
う
や
ら
こ

ち
と
あ

ち
の
ラ
ス
ボ
ス
は
種

が
違
う
ら
し
い
が

 
ル
シ
パ

こ
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
を
出
し
抜
く
大
チ

ン
ス
に
な
る
ん
じ

な
い
か

む

確
か
に

 
こ
の
日
か
ら
七
つ
の
大
罪
は

ヴ

ル
ハ
ラ
よ
り
も
先
に
ラ
ス
ボ
ス
に
挑
む
べ
く

 
Ｓ

Ｓ
と
協
力
し
て
ク
エ
ス
ト
の
進
行
に
血
道
を
上
げ
る
事
と
な

た
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第
１
１
３
７
話
 
金
曜
朝
の
出
来
事

お
い

い
た
か

ル
シ
パ

の
奴
ラ
ン
キ
ン
グ
の

が
下
が

て
つ
い
に
キ
レ
ち
ま

た
ら
し
い

キ
レ
た

て

何
か
し
た
の
か

ヴ

ル
ハ
ラ
を
出
し
抜
い
て
ボ
ス
に
挑
む
ん
だ

て

 

る
間
も

し
ん
で
攻
略
を
続
け
て
る
ん
だ

て
よ

今
朝

海

ス
テ

ジ
で
神
ニ

ル
ズ
も
撃
破
し
た

て
話
だ

へ

そ
り

凄
え
な

で
も
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
は

Ｓ

Ｓ
の
奴
が
持

て

た
ら
し
い

Ｓ

Ｓ
か

最
近
出
来
た
ギ
ル
ド
だ
ろ

何
か
集
団
戦
が
得
意
だ
と
か
い
う

そ
れ
で
ヴ

ル
ハ
ラ
に
勝
て
る
な
ら
苦
労
し
な
い
ん
だ
け
ど
な

い
や
い
や

で
も
七
つ
の
大
罪
と
組
ん
で
る
ん
だ

ヴ

ル
ハ
ラ
も

出
来
な
い
だ
ろ

そ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ボ
ス
戦
は
明
日
ら
し
い
な
何
で
も
そ
こ
が
一
番
人
が
集
め
ら
れ
る
と
か

何
と
か
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こ
り

下

上

あ
る
か

 
こ
の
と
こ
ろ
の
巨
人
側
プ
レ
イ
ヤ

 
特
に
一
時
的
に
手
を
結
ん
だ
七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
の
勢
い
は
凄
ま
じ
か

た

 
ど
ち
ら
の
ギ
ル
ド
も
二
十
四
時
間
体
制
で
攻
略
を
進
め

 
ヴ

ル
ハ
ラ
に
と

て
の
ア
レ
ス
に
当
た
る

ニ

ル
ズ
を
撃
破
す
る
に
至

た
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
ド
ロ

プ
品
は

で
あ
り

そ
の

を
手
に
入
れ
た
の
は

 
か
つ
て
リ

フ

も
参
加
し
て
い
た

シ
グ
ル
ド
パ

テ

の
メ
ン
バ

だ

た
者
で
あ
る

 
そ
れ
に
関
し
て
は
二
つ
の
ギ
ル
ド
で
公
平
に
コ
イ
ン
ト
ス
で
決
め
た

特
に

め
た
と
い
う

事
は
な
い

 
ル
シ
パ

も

部
の
中
に

使
い
が
い
な
か

た
事
も
あ
り

 
表
面
上
は
特
に
こ
だ
わ
り
は
見
せ
な
か

た
よ
う
だ

そ
う

表
面
上
は

だ
そ
う
だ

ど
う
す
る

ハ
チ
マ
ン

ど
う
も
こ
う
も
な
い

俺
達
は

観
す
る
だ
け
さ

ま
あ
そ
れ
し
か
な
い
か

ま
あ
フ
レ
イ
ヤ
様
に

い
た
ら

か
な
り
⻤
畜
な
ボ
ス
ら
し
い
か
ら
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初
見
突
破
は
か
な
り
き
つ
い
だ
ろ
う

て
よ

 
リ
ト
ラ
イ
も
二
十
四
時
間
後
じ

な
い
と
出
来
な
い
ら
し
い
か
ら
ま
あ
あ
い
つ
ら
の
頑
張
り

次
第
か
な

 
そ
ん
な
プ
レ
イ
ヤ

達
の
会
話
を

き
な
が
ら
会
話
し
て
い
た
の
は

 
変
装
し
た
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
で
あ
る

 
こ
の
後
ハ
チ
マ
ン
は
京
都
に
出
発
し
て
し
ま
う
の
だ
が
そ
の

に
大
事
な
相
談
が
あ

た

 
二
人
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
落
ち
合
い
情
報
収
集
が
て
ら
こ
う
し
て
話
し
合
い
を
し
て
い
た
の
で

あ
る何

だ
キ
リ
ト

エ
ク
ス
キ

リ
バ

が
取
ら
れ
ち
ま
う
ん
じ

な
い
か

て
心
配
な
の
か

も
う
そ
の
心
配
は
無
い

て
知

て
る

に

向
こ
う
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
は
別
物
な

ん
だ
ろ

何
だ

バ
レ
て
た
か

う
ち
の

は
真
面
目
に
見
て
る
か
ら
な

 
今
日
こ
こ
ま
で
の
間

ハ
チ
マ
ン
も
サ
ボ

て
い
た

で
は
な
い

 
当
然
巨
人
側
プ
レ
イ
ヤ

が
激
し
く
動
い
て
い
る
と
い
う
情
報
は
得
て
お
り
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ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
や
ヤ
サ

バ
ン
ダ
ナ

グ
ウ

ン
か
ら
情
報
を
も
ら
い
つ
つ

 
そ
の
動
向
に
は
し

か
り
と
気
を
配

て
い
た

そ
れ
で
ル
シ
パ

達
の
最
終
目
的
地
が

 
空
中
宮

と
は
ま

た
く
関
係
な
い
場
所
だ
と
分
か

た
ハ
チ
マ
ン
は

 
そ
の
事
を

し
く
思
い

情
報
の
再
精
査
を
行

て
い
た
の
で
あ
る

 

体
的
に
は
モ
エ
カ
を
使
い
巨
人
側
の
二
万
匹
討
伐
ク
エ
ス
ト
を
受
け
さ
せ
て
み
た
の
だ
が

 
そ
の
過

で
と
ん
で
も
な
い
事
実
が
発
覚
し
た

 
ク
エ
ス
ト
リ
ス
ト
に
は

エ
ク
ス
キ

リ
バ

も
し
く
は
そ
れ
に

す
る
文

が
出
て
こ

な
い

に

 
今
ま
で
誰
も
気
付
い
て
い
な
か

た
の
だ
が
実
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
報

と
し
て

め
か
し
て
い
た

の
は

 
エ
ク
ス
キ

リ
バ

で
は
な
く

エ
ク
ス
キ

リ
・パ

と
い
う
名
前
の
武
器
だ

た
の
だ

 
こ
の
事
は
関
連
ギ
ル
ド
に
の
み
通
達
さ
れ

業
界
最
大
手
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
で
す
ら

 
こ
の
情
報
は
持

て
い
な
い
く
ら
い
の

ト

プ
シ

ク
レ

ト
な
の
で
あ

た

ま
さ
か
そ
ん
な
ネ
タ
で
く
る
な
ん
て
な

ま
あ
あ

ち
は
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
じ

な
い
ん
だ

報

に
差
が
あ
る
の
は
当
然
だ
ろ
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開
発
と
し
て
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
北

神
話
ベ

ス
を
変
え
た
く
な
い

て
い
う
意
思
表

か
も
な

 
二
人
は

り
上
が
る
一

プ
レ
イ
ヤ

達
を
横
目
で
見
な
が
ら
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い

た 
そ
の
時
向
こ
う
か
ら

ル
シ
パ

と
シ
グ
ル
ド
が

ん
で
歩
い
て
き
た

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
顔
を

し
つ
つ

そ
ち
ら
の
様
子
を

た

 
二
人
は
一
見
仲
が
良
さ
そ
う
に
見
え
る
が

会
話
の
時
に
絶
対
に
相
手
の
顔
を
見
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
か
ら
す
る
と

そ
の
思
惑
が

け
て
見
え
る

あ
い
つ
ら
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
全
部
終
わ

た
ら

絶
対
に
仲
違
い
す
る
な

あ

や

ぱ
り
そ
う
か

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
も

本
能
的
に
二
人
の
不
和
を
感
じ
取

て
い
た
ら
し
い

ま
あ
お
手

み
拝
見
と
い
こ
う

 
今
日
の
戦
い
を
す
ん
な
り
勝
て
る
よ
う
な
ら
今
後
は
い
い
ラ
イ
バ
ル
に
な

て
く
れ
る
だ
ろ
う

し
な二

人
と
も

成
⻑
し
た
感
じ
だ

た
ん
だ
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は

を

め
な
が
ら

そ
の
ま
ま
二
人
を
見
送

た
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さ
て

今
日
の
本
題
に
入
る
か

だ
な

 
キ
リ
ト
は
そ
う
答
え

コ
ン
ソ

ル
か
ら
何
か
の

索
を
始
め
た

俺
と
し
て
は

こ
の

り
を
お
願
い
し
た
い

こ
れ
な

ち

と
メ
モ
る
わ

で

リ
ズ
の
好
み
は
多
分
こ
の

り
で

ふ
む
ふ
む

あ
と
こ
の
前
カ
フ

に
行

た
時
の
感
じ
だ
と

 
シ
リ
カ
と
ル
ク
ス

そ
れ
に
グ
ウ

ン
の
好
み
は
こ
れ

こ
れ

あ
と
こ
の

り
だ
と
思
う

俺
の
記
憶
と
も
一
致
す
る
な

こ
の

り
で

討
す
る
か

 
そ
う

二
人
は
今

学
校
の
友
人
達
の

の
お
土
産
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
お
そ
ら
く
皆

何
を
も
ら

て
も
喜
ぶ
と
思
う
の
だ
が

 
出
来
る
だ
け

人
の
好
み
に
合

た
物
を
贈

て
よ
り
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
ハ
チ
マ
ン
は
考

え 
こ
う
し
て
朝

く
か
ら
キ
リ
ト
に
付
き
合

て
も
ら

た
の
だ

た
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サ
ン
キ

参
考
に
な

た
わ

後
の
難
関
は
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
か

え

あ
の
二
人
な
ら

好
み
と
か
調
べ
れ
ば
い
く
ら
で
も
出
て
く
る
ん
じ

な
い
か

い
や

そ
れ
が
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
声
を

め
な
が
ら

ひ
そ
ひ
そ
と
キ
リ
ト
に

い
た

色
々

索
し
た
結
果

愛
の
好
み
は
焼
肉

純
子
の
好
み
は
和
食

納

だ

た
ん
だ
よ

あ
は
は
は
は

そ
り

も
う
開
き
直

て

無
難
な
お

子
を
贈
る
し
か
な
い
な

一
応
フ
ラ
ン
シ

シ

全
体
で
大
き
め
の
を
贈
ろ
う
と
思

た
ん
だ
け
ど
な

 
そ
う
す
る
と
あ
の
二
人
が

ね
そ
う
だ
か
ら

あ
あ

そ
れ
だ
け
だ
と
確
か
に
そ
う
か
も
な

ま
あ
何
か
考
え
る
わ

そ
れ
じ

あ
も
う
す
ぐ
出
発
の
時
間
だ
か
ら

俺
は
行
く
わ

ノ
リ
の
事

宜
し
く
頼
む
な

大
丈
夫

絶
対
に
助
け
て
み
せ
る
か
ら

こ

ち
の
事
は
任
せ
て
く
れ

何
か
あ

た
ら
報
告
す
る
わ

お
う

 
そ
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
ハ
チ
マ
ン
を
見
送

た
後
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キ
リ
ト
は
朝
食
を
食
べ
よ
う
と
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
の
だ
が

 
そ
の
目
に
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
プ
レ
イ
ヤ

が
飛
び
込
ん
で
き
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
な
が
ら

暗
い
表
情
を
し
て
い
た

あ
れ
は

確
か
ア
ス
タ
ル
ト
だ

た
か

 
よ
く
見
る
と
そ
の
横
に
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の

も
あ
り

 
キ
リ
ト
は
興
味
を

か
れ
て
二
人
の
方
に
歩
い
て
い

た

ま
あ
タ
ル
ト
君
の
気
持
ち
も
分
か
る
わ

 
貴
方

ど
う
し
て
う
ち
に
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い

真
面
目
で
す
も
の
ね

う
ん

最
近
は
マ
シ
に
な

て
き
た
気
も
す
る
ん
だ
け
ど

 
や

ぱ
り
僕
は

七
つ
の
大
罪
に
は
合
わ
な
い
気
が

ふ

ん

そ
う
い
う
事
か

 
そ
の
時
キ
リ
ト
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
目
が
合
い
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ヒ

と
息
を

ん
だ
が

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
目
で
制
し
た

俺
の
事
は
気
に
し
な
い
で
い
い

わ

分
か

た
わ
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ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
こ
く
こ
く
と
キ
リ
ト
に

く
と

ア
ス
タ
ル
ト
と
の
会
話
に

た

僕

本
当
は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
入
り
た
か

た
ん
だ

 
ユ
キ
ノ
さ
ん
の
事
を
本
当
に
尊
敬
し
て
て

で

そ
の
弟
子
に
な
り
た
い
な

て

そ
う
な
の

う
ん

で
も
そ
の

に
は
実

が
必
要
な
ん
じ

な
い
か

て
思

て

 
た
ま
た
ま
誘
わ
れ
た
七
つ
の
大
罪
に
入

た
ん
だ
よ
ね

そ
う
い
う
事
だ

た
の
ね

 
そ
の
会
話
を

き

キ
リ
ト
は

組
み
を
し
て
考
え
込
ん
だ

こ
い
つ
な
ら

こ
の
ま
ま
う
ち
に
引
き
抜
い
て
も
い
い
ん
だ
ろ
う
が

で
も
な

 
さ
す
が
に
今
の

況
で
ア
ス
タ
ル
ト
を
引
き
抜
く
の
は

 
敵
が
攻
略
を
失
敗
す
る
の
を
願

て
い
る
よ
う
に
も
捕
ら
え
か
ね
ら
れ
な
い

出
来
な
い
相

談
で
あ

た

ま
あ

満
に
抜
け
る
事
が
出
来
た
ら

 
そ
う
考
え
た
キ
リ
ト
は

ア
ス
タ
ル
ト
の

に
ポ
ン
と
手
を
置
い
た

え

あ

あ
な
た
は
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よ

お
前

う
ち
に
入
り
た
か

た
ん
だ

て

キ
リ
ト
さ
ん

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
目
を
大
き
く
見
開
き

も
じ
も
じ
し
た
顔
を
し
た

は

は
い

実
は

正
直
う
ち
と
し
て
は

そ
れ
を
認
め
て
も
い
い
か
な

て
思

て
る

 
お
前
は
中
々
出
来
る
奴
み
た
い
だ
し
な

は

本
当
で
す
か

で
も
そ
れ
は
今
じ

な
い

分
か
る
な

は
い

な
の
で
ラ
ス
ボ
ス
戦
で
誰
も
文

が
言
え
な
い
実

を
作

て
み
せ
ろ

 
そ
う
す
れ
ば
ヴ

ル
ハ
ラ
へ
の
道
も
開
け
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ

 
キ
リ
ト
の
そ
の
可
能
性
を

す
る
言
葉
に

ア
ス
タ
ル
ト
は
目
を

か
せ
た

は
い

勝

て
義
理
を
果
た
し
た
ら

必
ず

に
行
き
ま
す

頑
張
れ
よ

 
キ
リ
ト
は
ア
ス
タ
ル
ト
を
激

し

ア
ス
タ
ル
ト
は
二
人
に

を
下
げ

そ
の
ま
ま
去

て
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い

た

良
か

た
の

別
に
い
い
だ
ろ

ギ
ル
ド
の
移

な
ん
か
珍
し
い
事
じ

な
い
し

 
ハ
チ
マ
ン
も
優

な
仲
間
が

え
る
の
は
大
歓
迎
な
は
ず
だ

ね

私
も
そ
ろ
そ
ろ
潮
時
か
な

て
最
近
思
い
始
め
た
ん
だ
け
ど

そ
う
い
や
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
前
か
ら
そ
う
言

て
た
よ
な

考
え
と
く
わ

う
ん

お
願
い

そ
れ
じ

あ
私
も
行
く
わ

攻
略
の
準
備
を
し
な
い
と

ボ
ス
戦
は
い
つ
に
な
り
そ
う
な
ん
だ

多
分
今
日
中

そ
う
か

ま
あ
頑
張
れ
よ

 
そ
う
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
激

し
た
キ
リ
ト
は
ふ
と
思
い
付
き
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
を
引
き
止
め

た
ど
う
し
た
の

い
や

伝
え
て
お
く
べ
き
情
報
が
あ

た
な
と
思

て
さ

 
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
は
エ
ク
ス
キ

リ
・パ

の
事
を
伝
え

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
天
を

い
だ
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最
後
の
最
後
で
締
ま
ら
な
い
事
に
な

た
わ
ね

で
も
ま
あ
プ
レ

シ

は

た
だ
ろ

そ
れ
は

確
か
に
ね

ま
あ
う
ち
に
は
お
似
合
い
か
も

ふ
ふ

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
言

て
笑
い

今
度
こ
そ
去

て
い

た

  
そ
し
て
攻
略
は
進
み

夜
に
挑
ん
だ
ラ
ス
ボ
ス
戦
が
あ
ん
な
結
末
に
な
ろ
う
と
は

 
こ
の
時
は
誰
も
想
像
し
て
い
な
か

た
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第
１
１
３
８
話
 
ノ
リ
の
将
来

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
八
幡
は

着

え
を
終
え
る
と

 
優
里
奈
と
連
れ
立

て
東
京

へ
と
向
か

た

八
幡
さ
ん

着
い
た
ら
す
ぐ
に
ノ
リ
さ
ん
の
手
術
で
す
か

あ
あ

そ
の
予
定
だ

そ
れ
じ

あ
向
か

て
る

中
か
ら

い

ぱ
い
力
を
送
ら
な
い
と
で
す
ね

だ
な

 
優
里
奈
は
旅
行
だ
と
い
う
の
に
ま

た
く

か
れ
た
様
子
を
見
せ
ず

 
最
初
に
ノ
リ
の
事
を
心
配
し
て
い
た

 
そ
れ
を
嬉
し
く
思
い
つ
つ

八
幡
は
目
を

め
な
が
ら
優
里
奈
の

を

で
た

な

何
で
す
か

い
や

優
里
奈
は
本
当
に
い
い
子
に
育

て
く
れ
た
な
と
思

て
な

 
ま
あ
別
に
俺
が
育
て
た

て

じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ
た
優
里
奈
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た
後
何
故
か

を

め
な
が
ら
下
を
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向
い
た

え

と

育
て
て
も
ら

て
ま
す
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
優
里
奈
は
自
分
の
胸
を
そ

と

で

 
そ
の
意
味
を
悟

た
八
幡
は

て
て
目
を
背
け
た

い
や
い
や
い
や

俺
は
何
も
し
て
な
い

し
て
な
い
よ
な

ふ
ふ

ど
う
で
し

う
ね

待

て
待

て

そ
の
マ
ジ
顔
は
や
め
て

本
当
に
不
安
に
な
る
か
ら

ふ
ふ

こ
の
前
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

え
何
そ
の
お

本
当
に
俺

て
る
間
と
か
に
優
里
奈
に
何
か
し
た

い
や
む
し
ろ
さ

れ
た八

幡
さ
ん

恥
ず
か
し
い
で
す

え
え
え
え
え

 

か
ら
見
れ
ば
バ
カ

プ
ル
認
定
さ
れ
る
事
は
間
違
い
な
い
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が

ら
も

 
二
人
は
東
京

の
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
到
着
し
た
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八
幡
く

ん

 
八
幡
の

を
見
つ
け
た
明
日
奈
が
こ
ち
ら
に
手
を

て
き
た
が

 
明
日
奈
ほ
ど
の
ル

ク
ス
の
持
ち
主
が
そ
れ
を
や
る
と

か
な
り
目
立
つ

 
と
い
う
か

囲
の
注
目
を
一
身
に
集
め
て
し
ま
う

 
そ
し
て
呼
ば
れ
た
八
幡
も

⻤
の
ル

ク
ス
と
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
優
里
奈
が
隣
に
い
る

 

囲
の
男
性

の

の

線
を

び
せ
か
け
ら
れ

居
心
地
が
悪
い
事
は
な
は
だ
し
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
は
そ
う
い

た

線
も
平
気
だ
が
さ
す
が
に
リ
ア
ル
だ
と
若

こ
た
え
る
の
だ

お

お
お

明
日
奈

お
は
よ
う

明
日
奈
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

二
人
と
も

お
は
よ
う

 
明
日
奈
は
当
然
の
よ
う
に
八
幡
の

に
す
が
り
つ
い
て
く
る

 
八
幡
と
し
て
は

し

し
だ
が

も
ち
ろ
ん
引
き
離
す
よ
う
な
事
は
し
な
い

八
幡
君

知

さ
ん
の
調
子
は
ど
う
な
の

手
術
は
成
功
し
そ
う

体
調
は
万
全
に
し
て
も
ら

た
し
シ
ス
テ
ム
を
使

た
リ
ハ

サ
ル
も
結
果
は
上
々
ら
し
い

 
先
ず
間
違
い
な
く
成
功
す
る
は
ず
だ
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そ

か

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

私
達
も
成
功
す
る
よ
う
に
お

り
し
な
き

ね

あ
あ

そ
う
だ
な

 
そ
こ
か
ら
藍
子

木
綿
季

詩
乃
が
続
け
て
現
れ
た

三
人
も

に
到
着
し
て
い
た
が

 
お
手
洗
い
や

出
し
の

に
散

て
い
た
ら
し
い

 
三
人
の
口
か
ら
も

最
初
に
出
て
き
た
の
は
ノ
リ
を
心
配
す
る
言
葉
だ

た

 
八
幡
は
う
ち
の
家
族
は
み
な
心
が
優
し
い
な
と

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
る
事
と
な

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
こ
う
か

う
ん

ユ
ウ

里
帰
り
ね

ま
あ
あ

ち
に
家
は
無
い
け
ど
ね

私

小
学
校
の

学
旅
行
以
来
か
も
で
す

私
は
完
全
に
初
め
て
か
し
ら

 
六
人
は
ボ

ク
ス
を
二
つ

領
し

そ
こ
に

取

た

 
も

と
も
予
約

な
上

八
幡
は
今
回
八

全
部
を
予
約
し
て
い
た
の
で
何
の
問
題
も
な
い

 
こ
こ
で
通
常
は

を
決
め
る
ジ

ン
ケ
ン
が
行
わ
れ
る
の
が
通

な
の
だ
が
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今
回
は
片
方
の
窓
側
に
八
幡
と
明
日
奈
が
向
か
い
合
わ
せ
に
座
り

 
残
り
の
四
人
は

当
に
交
代
し
つ
つ
反
対
側
の
ボ

ク
ス
と
八
幡
の
隣
を
移
動
す
る
事
と
さ

れ
た

 
最
初
に
二
人
の
横
に
座

た
の
は
藍
子
と
木
綿
季
で
あ
る

八
幡

ノ
リ
の

合
は
ど
ん
な
感
じ
な
の

あ
あ

ま

た
く
問
題
な
い

査
の
結
果
も
良
好
だ
し

 
物
事
に

パ

セ
ン
ト
は
無
い
に
し
ろ

手
術
も
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
成
功
す
る

て
話
だ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た
の
か
な

元
気
に
な

た
後

ノ
リ
は
ど
う
す
る
の
か
し
ら
ね

確
か
二
十

よ
ね

可
能
な
限
り

本
人
の
希
望
を
叶
え
て
や
る
つ
も
り
だ

ま
だ

い
て
な
い
け
ど
な

そ
う
い
え
ば

ノ
リ
の
将
来
の
夢

て

い
た
事
無
い
な

お

さ
ん

て
言

て
な
か

た

あ
あ

ノ
リ

て
ば
乙
女
だ
も
の
ね

 
そ
れ
を

切
り
に

新
し
く
作
る
家
の
話
や
ガ
イ
ア
戦
の
話
を
し
て
い
る
と

 
二
時
間
と
少
し
の
時
間
は
あ

と
い
う
間
に
過
ぎ

六
人
は
無
事
に
京
都
へ
と
到
着
し
た



 第１１３８話 ノリの将来

さ
て

迎
え
が
来
て
る
は
ず
な
ん
だ
が

ど
こ
か
な

八
幡
君

あ

子
さ
ん

わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん

 
迎
え
に
来
て
い
た
の
は
陽
乃
と
共
に
先
行
し
て
い
た

子
で
あ

た

 

子
は
直
接
的
に
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
と
い
う

で
は
な
い

こ
う
い
う
場
合
に
動
き
易
い
の

で
あ
るは

会
社
の
ハ
イ
エ

ス
で
す
よ
ね

俺
が
運
転
し
ま
す
ね

あ
ら
い
い
の

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
お
任
せ
し
よ
う
か
し
ら

は
い

任
せ
て
下
さ
い

 
運
転
は
八
幡
が
す
る
事
に
な
り

助
手

は
明
日
奈

そ
の
後
ろ
に
詩
乃
と
優
里
奈

 
そ
し
て
最
後
尾
に
は

子
を

む
よ
う
に
藍
子
と
木
綿
季
が
座

た

二
人
と
も

元
気
で
や

て
る
み
た
い
で
安
心
し
た
わ

子
さ
ん

あ
ま
り
顔
を
出
せ
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

い
い
の
よ
学
業
が
優
先
で
す
か
ら
ね

特
に
二
人
は

れ
気
味
な
ん
だ
か
ら
頑
張
ら
な
い
と

う
ん

ボ
ク
達
ち

ん
と
頑
張

て
る
か
ら
安
心
し
て
ね
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不
安
に
な
ん
か
思

て
な
い
わ
よ

ふ
ふ

 
一
行
は
そ
の
ま
ま
と
り
あ
え
ず
旅

に
移
動
し

チ

ク
イ
ン
を
済
ま
せ
た
後

 

物
だ
け
を
置
い
て
そ
の
ま
ま
結
城
病
院
へ
と
向
か

た

ご
当
主

お
久
し
ぶ
り
で
す

え

ち

と
知

さ
ん

勘

し
て
下
さ
い

 
一
行
を
出
迎
え
た
の
は

こ
れ
か
ら
手
術
を

え
た
知

で
あ

た

 
職
員
達
の
う
ち
手
の
空
い
て
る
者
も
八
幡
に

を
下
げ
て
き
た

八
幡
は

口
し
つ
つ
知

に
言

た

知

さ
ん

さ

さ
と
代
わ

て
下
さ
い
よ

あ
は
は
は
は

親

が
生
き
て
い
る
う
ち
は
ま
あ
我
慢
し
て
よ

 
そ
の
後
な
ら
い
く
ら
で
も
引
き
受
け
る
か
ら
さ

く
そ

あ
の

暗
殺
し
て
や
ろ
う
か
な

は
は

出
来
る
も
の
な
ら
ね

 
八
幡
と

の
仲
の
良
さ
を
知

て
る
知

に
そ
う
言
わ
れ
八
幡
は
何
も
言
う
事
が
出
来
な

か

た
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心
の
中
で
は
⻑
生
き
し
て
欲
し
い
と
思

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
の
だ
が

 
そ
れ
を
素
直
に
口
に
出
す
の
は

で
仕
方
が
な
か

た
か
ら
で
あ
る

ご
め
ん
な
さ
い
知

さ
ん

う
ち
の
八
幡
君
は

素
直
じ

な
い
ん
で
す

お

お
い
明
日
奈

お
前
だ

て
あ
の

は

い
だ
ろ

ま
あ

は
確
か
に
ね

今
は
別
に
好
き
だ
よ

ぐ
 
八
幡
は
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
藍
子
と
木
綿
季
を
見
た
が

 
二
人
が
ニ
人
と
も
明
日
奈
と
同
じ
答
え
を
返
し
て
き
た

 
八
幡
は
悔
し
そ
う
な
顔
を
し

話
を

ら
す
よ
う
に
知

を
せ
か
し
た

さ
あ
知

さ
ん

そ
ろ
そ
ろ
手
術
の
準
備
に
入
り
ま
し

う

は
は

も
う
バ

チ
リ
終
わ

て
る
よ

後
は
時
間
を
待

て
開
始
す
る
だ
け
さ

あ

先
生

そ
の
前
に
ノ
リ
に
会
え
ま
す
か

も
ち
ろ
ん
だ

直
ぐ
に
案
内
し
よ
う

 
八
幡
の
そ
の
頼
み
を

し

知

は
ノ
リ
の
病
室
に
向
け
て
歩
き
出
し
た

美
乃
里
ち

ん

入

て
も
い
い
か
な
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あ

は
い

ど
う
ぞ

 
病
室
に
入
り

八
幡
の
顔
を
見
た

間

ノ
リ
こ
と
山
野
美
乃
里
は
顔
を

か
せ

 
ベ

ド
か
ら
下
り
て
八
幡
に
駆
け
寄
ろ
う
と
し
た

あ

兄
貴

あ

目
だ

て
ば

 

に
つ
い
て
い
た

護

が
す
ん
で
の
所
で
間
に
合
い

美
乃
里
を
止
め
る
事
に
成
功
し
た

ノ
リ

俺
は
逃
げ
た
り
し
な
い
ん
だ
か
ら

と
り
あ
え
ず
落
ち
着
け

あ

う
ん

ご
め
ん
兄
貴

ち

と
興
奮
し
ち

て

 
美
乃
里
は
そ
う
言

て
は
に
か
む
と

他
の
者
達
に
目
を
向
け
た

藍
子

木
綿
季

久
し
ぶ
り

う
ん

久
し
ぶ
り

に
こ
の
日
が
来
た
ね

み
ん
な
の
力
で
絶
対
に
病
気
に
勝
と
う

も
ち
ろ
ん

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
魂
を
見
せ
て
や
ら
な
い
と

 
三
人
は
勇
ま
し
く
そ
う
声
を

け
合
い

続
け
て
詩
乃
と
優
里
奈
が
前
に
出
た

ハ
イ

ノ
リ

初
め
ま
し
て
に
な
る
の
か
し
ら
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そ
の

り
方
は
も
し
か
し
て
シ
ノ
ン

う
わ

こ

ち
だ
と
イ
メ

ジ
変
わ
る
ね

あ

あ
の

私
の
事
は
さ
す
が
に
分
か
り
ま
せ
ん
よ
ね

え

え

と

 
優
里
奈
に
そ
う
言
わ
れ
た
美
乃
里
は

優
里
奈
の
顔
か
ら
下
に

線
を
向
け

 
そ
の
胸
で
ピ
タ
リ
と
目
を
止
め
た

あ
あ

ナ
ユ
タ
ち

ん
だ
か
ら
優
里
奈
ち

ん
だ

ど
う

合

て
る

今
私
の
ど
こ
を
見
て
判
断
し
ま
し
た

あ
は
は
は
は

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

て
か
師
匠

師
匠
と
呼
ば
せ
て

 
私
の
理
想
が
こ
こ
に
あ
る

私
は
優
里
奈
ち

ん
に
な
り
た
い

こ
ら
ノ
リ

暴
走
す
ん
な

 
八
幡
は
そ
ん
な
美
乃
里
の

を
コ
ツ
ン
と
叩
い
た

ノ
リ
に
は
ノ
リ
の
良
さ
が
あ
る
ん
だ

ノ
リ
が
優
里
奈
に
な
る
必
要
は
な
い

そ

そ
う
か
な

あ
あ
そ
う
だ

で

体
調
の
方
は
ど
う
だ

手
術
に
は

え
ら
れ
そ
う
か

も

ち
ろ
ん

こ
の
日
の

に
ず

と
準
備
し
て
き
た
ん
だ
も
ん
コ
ン
デ

シ

ン
は
バ
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チ
リそ

う
か
手
術
の
時
は
俺
達
も
ず

と

に
い
る
か
ら
な
お
前
は
一
人
じ

な
い
そ
れ
を

忘
れ
る
な

う
ん

あ
り
が
と
う
兄
貴

 
美
乃
里
は
そ
う
言

て

を

め
下
を
向
い
た

八
幡
の
前
で
は
相
変
わ
ら
ず
の
乙
女
の
よ

う
だで

手
術
の
前
に
一
つ

い
て
お
き
た
い
ん
だ
が

 
こ
の
手
術
が
成
功
し
た
後

ノ
リ
は
何
か
や
り
た
い
事

て
あ
る
か

成
功
は
前
提
な
ん
だ
ね

当
た
り
前
だ
ろ

で

ど
う
だ

え

と

そ
れ
な
ら

 
美
乃
里
は
そ
う
言

て
じ

と
八
幡
の
顔
を
見
る
と
意
を
決
し
た
よ
う
な
顔
で
こ
う
答
え
た

兄
貴
に
助
け
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
け
ど

 
も
し
可
能
な
ら
私

将
来
は
ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
事
業
部
に
入

て

 
私
と
同
じ
よ
う
な

遇
の
子
を
救
う
手
助
け
が
し
た
い
の
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そ
う
か

な
ら
大
学
に
行

て
勉
強
し
な
い
と
な

う
ん

私

頑
張
る

そ
う
い
う
事
な
ら

と
り
あ
え
ず
親
御
さ
ん
と
相
談
し
て
か
ら
に
な
る
が

 
と
り
あ
え
ず
ノ
リ
は

う
ち
で
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
う
ち
の
寮
の
空
き
部
屋
に

む
と
い
い

 
俺
が
最
高
の
家
庭
教
師
を
付
け
て
や
る
か
ら

そ
こ
で
し

か
り
勉
強
し
て

 
大
学
を
卒
業
し
た
ら
そ
の
ま
ま
う
ち
で

用
だ

 
も

と
も
成

が
悪
か

た
ら

目
だ
か
ら

そ
れ
は
覚
悟
し
て
お
け
よ

い
い
の

や

た

あ
り
が
と
う
兄
貴

私

頑
張
る

 
そ
し
て
手
術
の
時
間
に
な
り

美
乃
里
は
手
術
室
へ
と
運
ば
れ
て
い

た

 
そ
こ
か
ら
二
時
間
が
過
ぎ

当
然
の
事
な
が
ら

美
乃
里
の
手
術
は
大
成
功
に
終
わ
る
事
と

な

た
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第
１
１
３
９
話
 
も
う
一
人
の
家
族

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

朝
か
ら
ク
エ
ス
ト
攻
略
に
引

張
り
出
さ
れ
て

易
し
て
い
た

は

私
も
京
都

行
き
た
か

た
な

 
も

と
も
八
幡
の
家
族
カ
テ
ゴ
リ

に
入
ら
な
い
出
海
が
京
都
旅
行
に
参
加
出
来
る
は
ず
も
な

い
の
だ
が

 
少
な
く
と
も
気
の
乗
ら
な
い
ク
エ
ス
ト
攻
略
に
参
加
す
る
よ
り
は
自

で
で
も
そ
ち
ら
に
参

加
し
た
方
が

 
精
神
衛
生
的
に
も
よ
ほ
ど
健
全
だ

た
と
思
う
の
だ

ま
あ
仕
方
な
い
か

タ
ル
ト
君
の
応
援
も
し
た
い
し
ね

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
将
来
ま
た
同

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ア
ス
タ
ル
ト
の
事
を
考
え

 
彼
と
比
べ
て
立
場
が
確
約
さ
れ
て
い
る
自
分
に
若

後
ろ
め
た
さ
を
感
じ

 
出
来
る
だ
け
ア
ス
タ
ル
ト
に
協
力
し
よ
う
と

め
て
心
に

た

さ
て

ま
た
情
報
を

め
て
精
査
し
ま
す
か

 
他
の
大
罪
達
に
は
出
来
な
い
そ
の
仕
事
に
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は

的
に
取
り
組
み
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人
に
指

を
出
す
事
で
七
つ
の
大
罪
は
ラ
ス
ボ
ス
戦
に
向
け
て
確
実
に
前
進
し
て
い

た

の
だ

た

 
知

さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た

あ
り
が
と
う

ま
あ
楓
ち

ん
の
時
よ
り
は

張
し
な
か

た
よ

あ
の
時
は
無
理
さ
せ
て
し
ま

て
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

い
や
い
や

こ
ん
な
余

が
あ
る
方
が
お
か
し
い
か
ら
ね

 
今
回
は
本
当
に
い
い

件
が
揃

て
て
凄
く
助
か

た
よ

八
幡
君

そ
う
言

て
い
た
だ
け
る
と

 
今
回
の
手
術
は

当
然
な
の
だ
が
完

に
成
功
し
た

 
ま
だ
美
乃
里
は

で
眠

て
い
た

一
同
は
祝
福
の
メ

セ

ジ
を
カ

ド
に
書
い
て
残
す

事
に
し
た

さ
て

次
だ

 
そ
し
て
そ
の
後

一
同
が
向
か

た
の
は

 
た
ま
た
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

査
を
受
け
て
い
る
と
い
う
シ
ウ
ネ

こ
と
安

の
病
室
で
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あ

た
シ
ウ
ネ

い
る
か

あ

兄
貴

そ
れ
に
皆
さ
ん
も

 
さ

き
ノ
リ
の
手
術
が
成
功
し
た

て

き
ま
し
た

や
り
ま
し
た
ね

あ
あ

無
事
成
功
し
て
良
か

た
よ

次
は
シ
ウ
ネ

の
番
だ
な

は
い

幸
い
新
し
い

の

果
が
ち

ん
と
出
て
て

が
か
な
り
良
く
な
り
ま
し
た

 
こ
の
ま
ま
い
け
ば

も
う
す
ぐ
元
気
な
体
に

れ
る
み
た
い
で
す

お
お

や

た
ね

お
め
で
と
う

シ
ウ
ネ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ん
な
日
が
来
る
な
ん
て
夢
み
た
い
で
す

 
こ
れ
で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
で
ま
だ
闘
病
生
活
を
送

て
い
る
の
は
残
り
三
人

 
ジ

ン
と
テ

チ
と
タ
ル
ケ
ン
だ
け
と
な

た

 
そ
の
三
人
の
病
気
に
つ
い
て
も
メ
リ
ダ
と
ク
ロ

ビ
ス
の
お
か
げ
で
あ
る

度
の
目
処
が
立

て
お
り

 
二
年
以
内
に
治
す
事
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
所
ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
い
る
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で
ノ
リ
に
も

い
た
ん
だ
が
シ
ウ
ネ

は
病
気
が
治

た
後
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ

は
い
私
は

学
の
道
に
進
ん
で
私
達
と
同
じ
よ
う
な

遇
の
人
達
の
助
け
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す

そ
う
か

 
八
幡
は
無
意
識
に

の

を

で
た

 
奇
し
く
も
美
乃
里
と

の
答
え
が
同
じ
だ

た
事
を

微
笑
ま
し
く
思

た
か
ら
だ

あ

兄
貴

嬉
し
い
ん
で
す
け
ど

藍
子
と
木
綿
季
の

線
が

い
で
す

 

に
そ
う
言
わ
れ

八
幡
は
二
人
の
方
を
じ
ろ

と

ん
だ

 
藍
子
は
両
手
を
前
に
出
し
て
ぶ
ん
ぶ
ん
首
を

り
木
綿
季
は
鳴
ら
な
い
口

を

き
な
が
ら

顔
を
背
け
たお

前
ら
の

は
絶
対
に

で
て
や
ん
な
い
か
ら
な

 
八
幡
は
そ
う
言
い
な
が
ら
見
せ
つ
け
る
よ
う
に

と
つ
い
で
に
優
里
奈
の

を

で
た

そ

そ
ん
な

ひ
ど
い
わ
八
幡

う

ボ
ク
は
別
に
そ
う
い
う
つ
も
り
じ
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藍
子
と
木
綿
季
は
落
ち
込
ん
だ
が

こ
れ
は
自
業
自
得
な
の
で
仕
方
な
い

 
明
日
奈
と
詩
乃
は
気
の

そ
う
な
目
で
二
人
を
見
て
い
た
が

 
自
分
達
の
方
に
飛
び

し
て
く
る
の
を
恐
れ
て
い
る
の
か
何
も
言
お
う
と
は
し
な
い

 
そ
し
て
八
幡
は

美
乃
里
に
し
た
の
と
同
じ
提
案
を

に
も
切
り
出
し
た

え

い
い
ん
で
す
か

是
非
お
願
い
し
た
い
で
す

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
う
い
う
事
で
話
を
進
め
て
お
く
か
ら
な

は
い

私
も
ノ
リ
と
一

に
頑
張
り
ま
す
ね

俺
も
出
来
る
だ
け
い
い

を
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
か
ら

し

か
り
な

 

は
こ
の
後

再
び
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使
用
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
よ
う
で

 
八
幡
達
は
こ
の
日
の
や
る
事
を
終
え

と
り
あ
え
ず
旅

に

た

 
ホ
テ
ル
で
は
な
く
旅

を
選
ん
だ
の
は

京
都
の
雰
囲
気
を

能
し
た
か

た
か
ら
で
あ
る

さ
て

こ
れ
で
も
う
安
心
だ
な

こ
こ
か
ら
は
観
光
の
タ

ン

て
事
で

食
事
は
ど
う
な

て
る
の

せ

か
く
だ
し

俺
達
の
部
屋
に
全
員
分
運
ん
で
も
ら
う
事
に
し
た
わ

 
楽
な
格
好
に
着

え
た
ら
集
合
な
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分
か

た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

準
備
し
ま
し

か

 
部
屋

り
は
当
然
の
事
な
が
ら

八
幡
と
明
日
奈
が
同
じ
部
屋
で
あ
り

 
優
里
奈
と
詩
乃

藍
子
と
木
綿
季
が
同
じ
部
屋
と
い
う
事
に
な

て
い
る

 
部
屋
に

た
八
幡
と
明
日
奈
は
特
に
相
手
の
目
を

る
事
な
く
平
然
と

衣
に
着

え
始

め
た

 

内
は
十
分

め
ら
れ
て
お
り

特
に
寒
さ
を
感
じ
な
い
の
が
と
て
も
助
か
る

に

衣

て
の
も
中
々
乙
な
も
ん
だ
な

か
い
部
屋
の
中
で
ア
イ
ス
を
食
べ
る
み
た
い
な
感
じ
だ
ね

 
あ

八
幡
君

衣
の

を
取

て
も
ら

て
い
い

あ
い
よ

ほ
い

あ
り
が
と
う

 
丁
度
そ
の
時
部
屋
の
外
か
ら
詩
乃
の
声
が
か
か

た

八
幡

入
る
わ
よ

ほ
い

ど
う
ぞ

お

魔
し
ま
す
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詩
乃
と
一

に
優
里
奈

藍
子

木
綿
季
も
入

て
く
る

 
お
腹
が

た
の
か

四
人
は
頑
張

て

く
着

え
た
よ
う
だ

 
対
し
て
八
幡
は
ま
あ
着

え
を
終
え
て
い
た
が
明
日
奈
は
思
い

き
り
前
を
は
だ
け
た

態

で
あ

た

あ

み
ん
な

い
ね

待

て

後
は

を
締
め
る
だ
け
だ
か
ら

 
だ
が
四
人
は
そ
ん
な
明
日
奈
に
対
し

無
言
を

い
て
い
た

あ
れ

み
ん
な

ど
う
し
た
の

い
や

明
日
奈
の
そ
の
格
好

あ

う
ん

ご
め
ん
ね

ち

と
も
た
も
た
し
ち

て

い
や

そ
う
い
う
事
じ

な
く
て

 
思
い

き
り
八
幡
に

を
見
ら
れ
ち

て
る
ん
じ

な
い
か
な

て

え
 
八
幡
と
明
日
奈
は
そ
の
指
摘
を
受
け

顔
を
見
合
わ
せ
た

 
確
か
に
今
の
明
日
奈
は
下
着
一

に

衣
を

た
だ
け
で
八
幡
か
ら
は
色
々

見
え
で
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あ
るき

き

八
幡
君
の
え

ち

わ

悪
い

 
取
り

う
よ
う
に
そ
う
小

居
を
す
る
二
人
に

四
人
は
ジ
ト
目
を
向
け
た

今
更

い
わ
よ

も
う

見
せ
つ
け
て
く
れ
て
く
れ
る
わ
ね

私

前
に
同
じ
よ
う
な
シ

ン
を
マ
ン
シ

ン
で
目
撃
し
ま
し
た

ボ
ク
も
同
じ
よ
う
な
話
を
前
に
小
町
さ
ん
か
ら

い
た
か
も

 
八
幡
と
明
日
奈
は
今
ま
で
何
度
も
同
じ
事
を
や
ら
か
し
て
い
る

心
当
た
り
が
あ
り
あ
り
で

あ
るち

違
う
の

こ
れ
は
違
う
か
ら

は
い
は
い

何
が
違
う
の
か
し
ら

ま
あ
当
然
見
慣
れ
て
ま
す
よ
ね

仕
方
な
い

こ
こ
は
ボ
ク
が
脱
ぐ
よ

ユ
ウ
は
も
う
少
し
成
⻑
し
て
か
ら
ね
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む
き

ア
イ
は
一
言
多
い
か
ら

 
そ
ん
な

の
中

明
日
奈
は
何
と
か

を
締
め

身
だ
し
な
み
を
整
え
る
事
に
成
功
し
た

 
そ
の
直
後
に
料
理
が
部
屋
に
到
着
し
明
日
奈
は
す
ま
し
た
顔
で
仲
居
さ
ん
に
お

を
言

た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
て
も
美
味
し
そ
う
で
す
ね

 
そ
の
明
日
奈
の
変
わ
り
身
の

さ
に
一
同
は

然
と
し
た
が

 
同
時
に
こ
の
く
ら
い
の
強
メ
ン
タ
ル
じ

な
い
と
八
幡
の
正
妻
は

ま
ら
な
い
の
だ
と

に

納
得
し
た

 
も

と
も
明
日
奈
の
メ
ン
タ
ル
が
強
い
の
は
あ
く
ま
で
後
天
的
な
も
の
で
あ
り

 
本
来
の
明
日
奈
は
意
外
と

で

か
い
事
を
か
な
り
気
に
病
む
子
で
あ

た
の
だ
が

 
今
は
ま

た
く
そ
ん
な
事
は
な
い
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
食
事
に
し
よ
う

う
ん

い
た
だ
き
ま
す

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
こ
か
ら
楽
し
い
食
事
が
始
ま

た

 
美
乃
里
の
手
術
が
無
事
成
功
し
た
お
祝
い
な
の
だ

本
人
が
不
在
な
の
は
残
念
だ
が
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場
は
希
望
に
満
ち
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
一
同
が
食
事
を
終
え

食
器
が
片
付
け
ら
れ
た
後
は

の
ん
び
り
と
雑
談
タ
イ
ム
で
あ
る

そ
う
い
え
ば
七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
の
攻
略
は
ど
う
な

た
の
か
な

さ
あ
な

ま
あ
正
直
言
え
ば

成
功
し
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
け
ど
な

成
功
さ
せ
ち

て
問
題
な
い
の

あ
あ
報

も
別
み
た
い
だ
し
プ
レ
イ
ヤ

同
士
で

う
の
は
ア
レ
ス
戦
く
ら
い
ら
し
い
か

ら
な今

回
の
イ
ベ
ン
ト

色
々
と

験
的
な
要
素
が
強
い
わ
よ
ね

だ
な

ま
あ
強
い
ラ
イ
バ
ル
が
現
れ
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
文

は
無
い
さ

あ
は
は
は
は

ボ
ク
達

ち

と
強
す
ぎ
る
も
ん
ね

何
か
動
き
が
あ

た
ら
連

が
来
る
は
ず
だ
し

そ
し
た
ら
様
子
見
く
ら
い
は
し
に
行
く
か

 
今
の
所
誰
か
ら
の
連

も
無
い

ま
だ
お
そ
ら
く
ラ
ス
ボ
ス
戦
は
始
ま

て
な
い
と

さ
れ
る

 
コ
ン
コ
ン
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そ
の
時
再
び
部
屋
が
ノ

ク
さ
れ

八
幡
は

揚
に
そ
ち
ら
に
声
を
か
け
た

は

い

ど
う
ぞ

 
そ
の
返
事
に
合
わ
せ
て
ス

と
扉
が
開
く

と

そ
こ
に
い
た
の
は
萌
郁
で
あ

た

お

萌
郁

仕
事
は
も
う
終
わ

た
の
か

う
ん

明
日
明
後
日
は
休
み
に
し
て
も
ら

た

そ
う
か

そ
れ
な
ら
明
日
は
一

に
回
れ
る
な

凄
く
楽
し
み

 
そ
の
会
話
で
一
同
は

萌
郁
も
こ
の
旅
行
の
メ
ン
バ

に
入

て
い
た
事
を
知

た

萌
郁
さ
ん
も
参
加
メ
ン
バ

に
入

て
た
ん
だ
ね

あ
あ

萌
郁
も
う
ち
の
子
に
な
る
予
定
だ
か
ら
な

も
ち
ろ
ん
参
加
だ

家

て

で
考
え
る
と

私
だ
け
が
別

な
の
よ
ね

 
そ
う
言

た
の
は
詩
乃
で
あ
る

心
を
病
ん
で
い
る
と
は
い
え
詩
乃
は
ま
だ
親
が
存
命
で
あ

る 
八
幡
が
今
リ
フ

ム
し
て
も
ら

て
い
る
家
に
入
る
予
定
は
今
の
と
こ
ろ
無
い
の
で
あ
る

 
他
の
四
人

明
日
奈
は
妻
ポ
ジ
シ

ン
だ
か
ら
別
と
し
て
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優
里
奈
萌
郁
藍
子
木
綿
季
は
四
人
と
も
天

独
な

八
幡
の
作
る
家
に
入
る
事
は

確
定
だ

ま
あ

か
い
事
は
言
い

こ
な
し
だ

学
校
で
の
お
前
の
保
護
者
は
俺
な
ん
だ
か
ら
な

う
ん

お
世
話
に
な

て
ま
す

 
詩
乃
は
珍
し
く
丁

な
言
葉
で
そ
う
言
う
と

大
き
く

び
を
し
た

食
も
消
化
出
来
た
み
た
い
だ
し

く
運
動
し
た
い
気
分
ね

そ
れ
じ

あ
ゲ

ム
コ

ナ

に
で
も
行

て
み
る

い
い
ね

確
か
卓

と
か
ビ
リ
ヤ

ド
が
あ

た
よ

本
当
に

や
ろ
う
や
ろ
う

俺
は

わ
な
い
が

萌
郁

食
は

済
ま
せ
て
き
た

な
ら
問
題
な
い
か

そ
れ
じ

あ

く
や

て
み
る
か

う
ん

行
こ
う
行
こ
う

 
こ
う
し
て
一
同
は
卓

を
や
る
事
と
な
り

部
屋
を
出
た
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そ
の

八
幡
は

を
忘
れ
て
し
ま

た

和
人
か
ら
の
連

を
受
け
る
の
が

れ

 
ボ
ス
戦
の
驚
く
べ
き
結
果
を
知
る
の
が
少
し

れ
る
事
と
な

た

 
八
幡
と
明
日
奈
が
や
ら
か
し
た
の
は
他
に
も
あ
る
か
も
で
す
が
６
０
７
話
や
７
０
２
話
と

か
で
す

 
萌
郁
が
八
幡
の

う
家
に
入
る
事
に
な

た
の
は

１
０
０
５
話
で
す
ね
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第
１
１
４
０
話
 
驚
き
の
知
ら
せ

八
幡

勝
負
よ

 
ゲ

ム
ス
ペ

ス
に
着
く
な
り

藍
子
が
卓

台
の
前
で

八
幡
に
そ
う
言
い
放

た

い
や

ま
あ
別
に
い
い
け
ど
な

そ
の
靴
じ

厳
し
い
ん
じ

な
い
か

 
確
か
に
今
の
藍
子
は
ヒ

ル
が
若

高
め
の
靴
を

い
て
お
り

 
激
し
い
運
動
を
す
る
の
に
は

さ
な
い
と
思
わ
れ
た

う

そ
れ
じ

あ
ユ
ウ

私
に
靴
を
貸
す
の
よ

い
や

ユ
ウ
の
方
が
お
前
よ
り
足
が
大
き
い
か
ら
な

無
理
だ
ろ

ど
う
し
て
八
幡
が
そ
ん
な
事
を
知

て
る
の

 
は

ま
さ
か
八
幡

た
ら

て
い
る
私
の
足
に
ガ
ラ
ス
の
靴
を
は
か
せ
よ
う
と
し
た
事

が
こ
の
や
り
取
り

ど
こ
か
で
や

た
よ
う
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

藍
子
に

々
と
こ
う
答
え
た

い
や

思
い

き
り
今
見
て
る
だ
ろ

サ
イ
ズ
の
違
い
は
見
れ
ば
分
か
る
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そ
ん
な
の
普
通
は
分
か
ら
な
い
わ
よ

 
だ
か
ら
八
幡
は

絶
対
に
私
が
シ
ン
デ
レ
ラ
な
ん
じ

な
い
か

て
思

て
た
は
ず

あ

そ
う
だ
そ
う
だ

こ
の
や
り
取
り

前
に
い
ろ
は
と
や

た
わ

 
は
い
は
い

か
せ
た

か
せ
た

で
も
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
か

た
か
ら

 
お
前
は
シ
ン
デ
レ
ラ
じ

あ
り
ま
せ
ん
ご
め
ん
な
さ
い

な

何
で
す

て

も
う
そ
う
い
う
の
は
い
い
か
ら

と
に
か
く
俺
は
見
れ
ば
分
か
る
ん
だ
よ

 
と
り
あ
え
ず
明
日
奈

ア
イ
に
靴
を
貸
し
て
や

て
く
れ

う
ん

分
か

た

 
八
幡
の
見
立
て
だ
と

明
日
奈
と
藍
子
の
足
の
サ
イ
ズ
は
同
じ
ら
し
い

 
事
実
明
日
奈
に
靴
を

り
た
藍
子
は

サ
イ
ズ
が
ピ

タ
リ
な
事
で
ぐ
ぬ
ぬ

態
と
な

た

ま

ま
あ
い
い
わ

そ
れ
じ

あ
勝
負
よ

お
う

相
手
に
な

て
や
る

え
ら
そ
う

ま
あ
お
前
よ
り
は
え
ら
い
か
ら
な
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き
い
い
い
い

 
こ
の
戦
い
は
当
初
か
ら
激
し
い
も
の
と
な

た

 
だ
が

く
八
幡
が
藍
子
の
上
を
い
き

そ
の
点
差
は

に
五
点
差
ま
で
開
い
て
い
た

く

ま
ず
い
わ

こ
う
な

た
ら

 
藍
子
は
八
幡
に

水
を
提
案
し

二
人
は
一

ベ
ン
チ
へ
と

た

 
そ
の

に
藍
子
は

衣
の

を
は
だ
け
さ
せ

再
び
戦
い
に
挑
ん
だ

 
ち
な
み
に
他
の
者
達
は

こ
の
戦
い
を
生

か
い
目
で
観
戦
し
て
い
る

八
幡

こ
こ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
よ

ん

お
う

ま
あ
頑
張
れ

 

合
は
八
幡
の
サ

ブ
か
ら
始
ま
り
藍
子
が
躍
動
す
る
度
に
そ
の

が
ヒ
ラ
リ
と
ま
く
れ
る

 
当
然
藍
子
の
下
着
は
八
幡
か
ら

見
え
の
は
ず
な
の
だ
が

 
八
幡
は
ま

た
く
顔
色
を
変
え
ず

々
と

を
打
ち
返
し
て
き
た

ち

ち

と

少
し
は
動

し
な
さ
い
よ

は

何
の
事
だ

だ

だ

て

み

見
え
て
る
ん
で
し

う
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見
え

何
が
だ

 
八
幡
が
と
ぼ
け
て
い
る
と
思

た
藍
子
は
顔
を

く
し
な
が
ら
も

性
を
出
し
て
こ
う
言

い
放

た

わ

私
の
パ
ン
ツ
が
よ

は

お
前

俺
に
色
仕

け
で
も
し
て
た
の
か

 
で
も
残
念
だ
が

お
前
の
身
⻑
じ

卓

台
に

れ
て
何
も
見
え
な
い
ぞ

 
多
分
全

で
も

お
前
の
下
着
は
俺
か
ら
は
絶
対
に
見
え
な
い
か
ら

め
ろ

な

何
で
す

て

前
に
い
ろ
は
と
卓

を
し
た
時
に
確
認
済
だ

て

叩
く
な
明
日
奈

 
今
言

た
通
り

見
て
な
い

見
て
な
い
か
ら
な

 
明
日
奈
は
そ
れ
で
矛
を
収
め

元
の
場
所
に

て
い

た

 
と
い
う
か
八
幡
は
そ
も
そ
も
明
日
奈
の
接
近
に
気
付
い
て
い
な
か

た

明
日
奈
恐
る
べ
し

で
あ
る

ぐ
ぬ
ぬ

こ
う
な

た
ら

 
藍
子
は
小
さ
く

き

目
を
き

る
ん

と
さ
せ

八
幡
の
後
方
に

線
を
向
け
た
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あ

あ

本
当
に

お

い

 
そ
れ
に
釣
ら
れ

八
幡
が
後
方
に

り
返

た

り

 
そ
れ
を
見
た
藍
子
が

い
サ

ブ
を
放

た
が

 
八
幡
は
そ
の

間
に
顔
を

し

そ
の
サ

ブ
を
あ

さ
り
と
返
し
た

 
八
幡
は

り
か
え

た
よ
う
に
見
せ
た
だ
け
で
藍
子
か
ら
注
意
は

ら
さ
な
か

た
よ
う
だ

ね
え
よ

な

何
で

そ
の
手
も
前
い
ろ
は
が
や

た
か
ら
な

 
だ
か
ら
最
初
か
ら

し
て
お
前
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
た

ぐ

そ
れ
じ

あ
八
幡

今
何
時

そ
れ
じ

あ

て
何
だ
よ

時
ソ
バ
も
い
ろ
は
が
や

た
か
ら

俺
に
は
通
用
し
な
い
ぞ

い
ろ
は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
す

 
藍
子
は
こ
こ
に
い
な
い
い
ろ
は
が
高
い
壁
と
な

て

 
自
分
の
前
に
立
ち
は
だ
か

て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
普

呼
ば
な
い
よ
う
な
呼
び
方
で
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そ
う
叫
ん
だ

は
い
は
い

そ
れ
じ

あ
続
行
な

あ

ち

 
そ
の
ま
ま
藍
子
は
敗
北
し

久
し
ぶ
り
に
ハ
ン
カ
チ
を
口
に

え
な
が
ら
悔
し
そ
う
に
こ
う

言

た
仕
方
な
い
わ
ね

私
の
負
け
よ

約
束
通
り

何
で
も
言
う
事
を
一
つ

い
て
あ
げ
る
わ

 
内
心
で

計
画
通
り

と
思
い
な
が
ら
も

藍
子
は
悔
し
そ
う
な

技
を
続
け

 
そ
ん
な
藍
子
に
八
幡
は
ジ
ト
目
を
向
け
た

そ
ん
な
約
束
を
し
た
覚
え
は
な
い
ん
だ
け
ど
な

き

と
私
を
自
分
の
好
き
に
出
来
る

て
考
え
た
せ
い
で
興
奮
し
す
ぎ
て

の
血
管
が
切
れ

た
の
ね

 
大
丈
夫

え
八
幡
が
忘
れ
て
い
て
も

絶
対
に
約
束
は
守
る
わ

そ
う
か
そ
う
か
そ
れ
じ

あ
命
令
だ

お
前
は
こ
の
旅
行
を
存
分
に
楽
し
め
以
上
解
散

 
八
幡
に
そ
う
言
わ
れ

藍
子
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た
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え

何
だ

俺
の
命
令
は
絶
対
な
ん
だ
ろ

そ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

ま
さ
か
こ
の
私
の
エ
ロ
い
身
体
を
前
に
し
て

 
何
も
し
な
い
男
な
ん
て
不
能
以
外
に
は
あ
り
え
な
い

あ

は
い
は
い

ソ
ウ
デ
ス
ネ

 
八
幡
は
棒

み
で
そ
う
言
う
と

木
綿
季
に

線
を
向
け
た

 
木
綿
季
は
八
幡
に

き

藍
子
に
駆
け
寄

た

ア
イ

ほ
ら

今
度
は
ボ
ク
と
遊
ぼ

ち

ユ
ウ

私
は
ま
だ
八
幡
に
話
が

生

が
悪
い

敗
北
者
は
た
だ
消
え
去
る
の
み

だ
よ

は

八
幡

カ
ム
バ

ク

達
者
で
な

 
八
幡
は
ひ
ら
ひ
ら
と
手
を

て
藍
子
に
そ
う
言
う
と
疲
れ
た
顔
で
明
日
奈
の
隣
に
座

た

や
れ
や
れ

ま

た
く
あ
の

年

は
扱
い
に
困
る
わ

ふ
ふ

お
疲
れ
様

は
い

飲
み
物
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お
う

サ
ン
キ

 
見
る
と
ビ
リ
ヤ

ド
台
で
は

詩
乃
と
優
里
奈
が
勝
負
を
し
て
い
た

 
萌
郁
は
そ
の
横
で

二
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
よ
う
だ

あ
の
二
人

も
し
か
し
て
初
め
て
な
の
か

か
も

も
ち
ろ
ん
私
も
や

た
事
な
い
よ

そ
う
だ

た
か

そ
れ
じ

あ
隣
の
台
で
ち

と
や

て
み
る
か

う
ん

 
八
幡
は
明
日
奈
に
手
ほ
ど
き
し
つ
つ

 
た
ま
に
隣
の
台
か
ら
お
助
け
ア
イ
テ
ム
扱
い
で
ヘ
ル
プ
に
狩
り
出
さ
れ
た
り
も
し

 
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
つ
つ

い
時
間
ま
で
存
分
に
楽
し
ん
だ

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
い
い
時
間
だ
し
部
屋
に

る
と
す
る
か

そ
う
だ
ね

明
日
は
色
々
回
ら
な
い
と
だ
し

そ
の
後
は
ボ
ス
戦
も
あ
る
し
ね

そ
う
い
え
ば
も
う
一
つ
の
ボ
ス
戦
は
ど
う
な

た
か
な

あ

そ
う
い
え
ば
私

ス
マ
ホ
を
部
屋
に
置
い
て
き
ち

た
ん
だ

俺
も
だ

さ
す
が
に

衣
だ
と
入
れ
て
お
く
場
所
が
無
い
か
ら
な
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他
の
者
達
も
同
様
だ

た
よ
う
で

一
同
は
明
日
の
事
を
話
す
必
要
も
あ
り

 
と
り
あ
え
ず
と
い

た

で
八
幡
の
部
屋
に

た

お

和
人
か
ら
連

が
来
て
る
な

ど
れ
ど
れ

 
八
幡
は
ス
マ
ホ
で
和
人
か
ら
の
メ

セ

ジ
を
確
認
し

ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
た

んど
う
し
た
の

あ

い
や

ボ
ス
戦
に
は
勝
利
し
た
ら
し
い
な

へ

そ
れ
じ

あ
誰
か
が
エ
ク
ス
キ

リ
パ

を
手
に
入
れ
た
ん
だ

ル
シ
パ

が
手
に
入
れ
た
ら
し
い

ま
あ

・パ
・

繋
が
り
だ
な

八
幡

意
味
は
分
か
る
け
ど
意
味
が
分
か
ら
な
い

あ
あ
い
や

す
ま
ん

ち

と
動

し
ち
ま

て
な

さ

き
も
変
だ

た
よ
ね

何
か
あ

た
の

い
や

そ
れ
が
な

 
八
幡
は
戸
惑

た
表
情
で
一
同
の
顔
を
見
た
後

続
け
て
こ
う
答
え
た

七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
の
同
盟
が
決

戦
争

態
に
突
入
し
た
ら
し
い
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え

一

に
戦

て
勝
利
し
た
の
に
即
決

何
そ
れ

だ
ろ

意
味
が
分
か
ら
な
い
よ
な

理
由
は
書
い
て
な
い
の

一
応
書
い
て
は
あ
る
ん
だ
け
ど
よ

ル
シ
パ

が
シ
グ
ル
ド
を
殺
し
た
と
か
何
と
か

え
え
え
え
え

ま
さ
か
の
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア

ま
た
魔
砲
で
も
ぶ

放
し
た
の
か
な

あ
い
つ
な
ら
や
り
か
ね
な
い
け
ど

前
回
は
被
害
者
だ

た
し
な

 
と
り
あ
え
ず

し
い
事
を
和
人
に

い
て
み
る
わ

と
言

て
る

か
ら
ま
た
メ

ル
だ

 
続
け
て

い
た
そ
の
メ

ル
を
見
た
八
幡
は

今
度
は
ス

と
目
を

め
た

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
ア
ス
タ
ル
ト
が
七
つ
の
大
罪
か
ら
離
脱
し
て
今
う
ち
で
保
護
し
て

る
ら
し
い

 
今
回
の
ボ
ス
戦
で

さ
す
が
に
愛
想
を
つ
か
し
た
と
か
何
と
か

え
え
え
え
え
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が
分
か
ら
ん

も
う
ロ
グ
イ
ン
し
た
方
が

い
な

 
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に

て
と
り
あ
え
ず
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
集
合
だ

だ
ね

一
体
何
が
あ

た
ん
だ
ろ

萌
郁
と
優
里
奈
は
何
か
あ

た
時
の
繋
ぎ
で
こ

ち
で
待
機
し
て
て
く
れ

う
ん

は
い

そ
れ
じ

あ
ち

と
行

て
く
る

事
情
だ
け

し
た
ら
す
ぐ

て
く
る
か
ら
な

行

て
ら

し

い

 
そ
れ
か
ら

人
は
素

く
行
動
を
開
始
し

Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
旅
立

て
い

た

 
優
里
奈
も
自
分
の
部
屋
に

り

一
人
そ
の
場
に
残
さ
れ
た
萌
郁
は

 
少
し
迷
う
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
後

微
笑
み
な
が
ら
八
幡
の

を
ツ
ン
ツ
ン
と
つ
つ
き

 
眠

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
八
幡
の

を

い
て
横
た
わ
り
幸
せ
そ
う
な

表
情
を
し
た

 
こ
れ
は
普

見
せ
な
い
萌
郁
の

人
に
は
言
え
な
い

え
ん

な
一
面
で
あ

た
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第
１
１
４
１
話
 
煽
る
ト
リ

ク
ス
タ

 
す
み
ま
せ
ん

ち

と
難
産
で
し
た

 
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

シ
ノ
ン

ラ
ン

ユ
ウ
キ
の
五
人
は

 
息
せ
き
き

て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
駆
け
込
む
と

 
そ
こ
で
皆
の
到
着
を
待

て
い
た
キ
リ
ト
と
合
流
し
た

で

何
が
あ

た
ん
だ

し
い
事
は
当
事
者
に

い
て
く
れ

お

い
ア
ス
モ
ア
ス
タ
ル
ト
ハ
チ
マ
ン
が
到
着
し

た
ぞ

 
キ
リ
ト
は
リ
ビ
ン
グ
の
奥
に
声
を

け
そ
こ
に
い
た
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
こ
ち
ら
に
や

て
き
た

ハ
チ
マ
ン

い
わ
よ

悪
い
悪
い

ち

と
旅

の
ゲ

ム
コ

ナ

で
遊
び
す
ぎ
た
わ
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ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
珍
し
く

か
な
り

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

あ

そ
の

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
世
話
に
な

て
ま
す

 
対
し
て
ア
ス
タ
ル
ト
は

儀
正
し
く
ハ
チ
マ
ン
に

を
下
げ
た

 
こ
ち
ら
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
比
べ
て

静
さ
を
保

て
お
り

表
情
も
普
通
に
見
え
る

ア
ス
タ
ル
ト
か

ま
と
も
に
話
す
の
は
初
め
て
だ
な

は

は
い

今
回
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

い
や

迷
惑
な
ん
て
事
は
な
い
か
ら
気
に
し
な
い
で
い
い

 
と
い
う
か

二
人
が
こ
こ
に
い
る
事
で

う
ち
も
何
か
に

き
こ
ま
れ
た
り
す
る
の
か

 
こ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
前
半
は
ア
ス
タ
ル
ト
に
後
半
は
キ
リ
ト
に
向
け
て
言

た
も
の
で

あ

た
ど

ち
も
今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
じ

な
い
さ

ガ
チ
で
や
り
合

て
る
み
た
い
だ
か
ら
な

そ
れ
だ

二
人
と
も

何
が
あ

た
の
か
話
し
て
み
て
く
れ

う
ん

は

は
い

 
こ
う
し
て
二
人
は
こ
の
日
の
ボ
ス
戦
の
顛
末
を
語
り
始
め
た
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ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
こ
の
日

集
ま

て
く
る
情
報
を

め

 
隣
で
そ
の
情
報
を
分

し
て
い
る
ア
ス
タ
ル
ト
と
共
に

堅
実
に
攻
略
を
進
め
て
い

た

タ
ル
ト
君

マ
モ

ン
が
現
地
に
着
い
た
け
ど

何
も
無
か

た

て

分
か
り
ま
し
た

と
り
あ
え
ず
そ
の
場
で
待
機
し
て
も
ら

て
下
さ
い

オ

ケ

伝
え
る
わ

あ

サ

タ
ン
は
当
た
り
み
た
い

奥
に
進
む
通
路
が
あ

た

て

そ
れ
じ

あ
マ
モ

ン
さ
ん
の
部

を
そ
ち
ら
に
移
動
で

 
二
チ

ム
で
探
索
に
あ
た

て
も
ら

て
下
さ
い

な
る
ほ
ど

そ
の

に
マ
モ

ン
に
待
機
さ
せ
て
た
の
ね

 
こ
う
し
て
一

に
な

て
み
て
分
か

た
の
だ
が
ア
ス
タ
ル
ト
の
事

処
理
能
力
は
か
な
り

高
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
お
ど
お
ど
し
な
が
ら
指

を
と
る
ア
ス
タ
ル
ト
の

し
か
知
ら
な
か

た

 
そ
う
い

た
彼
の

を
意
外
に
思
い
つ
つ
も

自
分
の
負
担
が

る
の
は
大
歓
迎
だ

た
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そ
し
て
今
回
は

オ
ブ
ザ

バ

扱
い
で

グ
ウ

ン
も
手
伝

て
く
れ
て
い
る

 
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
グ
ラ
ン
ゼ
の
意
向
に
よ
る
も
の
だ
が

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
ス
パ
イ
と
な

た
グ
ウ

ン
に
と

て
は
願

て
も
な
い

し
出
で
あ

た

ど
う
や
ら

調
み
た
い
ね

え
え
こ
の
ま
ま
だ
と
ル
シ
パ

さ
ん
の
要
求
通
り
今
日
中
に
ボ
ス
戦
が
出
来
そ
う
で
す
ね

正
直
気
が
進
ま
な
い
わ

無
理
に
無
理
を
重
ね
て
る
し

 
私
と
し
て
は

も

と
だ
ら
だ
ら
し
て
過
ご
し
た
い
わ
ね

あ
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
色
欲
じ

な
く
て

で
す
ね

ベ
ル
フ

ノ

ル
と
ポ
ジ
シ

ン
を
代
わ

て
も
ら
お
う
か
し
ら

そ
そ
れ
は
や
め
て
下
さ
い
色
欲
の
ベ
ル
フ

ノ

ル
さ
ん
と
か
ち

と
気
持
ち
悪
い
で

す 
ア
ス
タ
ル
ト
は
心

そ
う
に
そ
う
言
い

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
こ
ろ
こ
ろ
と
笑

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
最
終
目
的
地
が
見
え
て
き
た

そ
う
で
す
ね

多
分
も
う
す
ぐ

 
ク
エ
ス
ト
の
進
行

合
と
集
ま

た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
言
葉
に
関
す
る
情
報
か
ら
考
え
る
と
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も
う
す
ぐ
ボ
ス
戦
の
フ

ル
ド
が
解
放
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
ア
ス
タ
ル
ト
は
考
え
て
い
た

 
そ
し
て
そ
の
考
え
通
り

す
ぐ
に
ル
シ
パ

か
ら
連

が
入
り

 
最
終
目
的
地
が
解
放
さ
れ
た
事
が
確
認
さ
れ
た

 
戦
闘
は
レ
イ
ド
戦
で
行
わ
れ
る
ら
し
く

七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
の
み
で
事
足
り
る
ら
し
い

や
り
ま
し
た
ね

何
と
か
間
に
合
い
ま
し
た

え
え

ま
あ
そ
れ
が
い
い
事
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
そ
の
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
言
葉
が
気
に
な

た
が

 
今
の
自
分
は
や
る
べ
き
事
を
や
る
し
か
な
い
と
考
え

そ
の
事
に
つ
い
て

ね
る
事
は
し
な

か

た
そ
れ
じ

あ
Ｓ

Ｓ
と

り
合
わ
せ
し
て

準
備
を
始
め
ま
し

う
か

そ
う
ね

こ
う
い
う
事
は
あ
い
つ
ら
は
出
来
な
い
も
の
ね

そ
れ
じ

あ
私
は
必
要
な
物
資
を
仕
入
れ
て
く
る
ね

う
ん

グ
ウ

ン
ち

ん

お
願
い

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
ボ
ス
戦
の
準
備
に

走
し

方
ま
で
に
全
て
の
準
備
を
終
え
る
事
が
出
来

た
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も
ち
ろ
ん
グ
ウ

ン
の
手
に
よ

て
こ
こ
ま
で
の

況
は
全
て
キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
に

さ

れ
て
い
る

グ
ウ

ン

手
伝
い
あ
り
が
と
う
ね

問
題
な
い

私
に
と

て
も
都
合
が
い
い

タ
ル
ト
君
も
お
疲
れ
様

あ
と
は
戦
闘
に
勝
つ
だ
け
だ
ね

は
い

必
ず
実

を

し
て
移

の

み
に
し
て
み
せ
ま
す

 
そ
の
た
め
に
も
最
後
の
奉
公
だ
と
思

て
力
を
尽
く
し
ま
す

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
グ
ウ

ン
の

遣
に
あ
た

て
本
人
か
ら
本
当
の
事
を
教
え
て
も
ら

て
い

た 
ア
ス
タ
ル
ト
は
驚
き
つ
つ
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
三
人
は
結
束
し
て
こ
こ
ま
で
事
に
当
た

て

き
たよ

し
お
前
ら

出
撃
だ

我
ら
の
力
が
決
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
に

る
も
の
で
は
な
い
事
を
今
日

そ
う

お
お
お
お
お
お
お

 
ル
シ
パ

と
シ
グ
ル
ド
が
音

を
と

て
そ
う
宣
言
し
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七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
の
メ
ン
バ

達
は

に
進
軍
を
開
始
し
た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
一
強

態
を
好
ま
し
く
思
わ
な
い
者
は
結

い
る
よ
う
で

 
こ
の
二
つ
の
ギ
ル
ド
に
対
し
て
声
援
が
上
が
る

ま
さ
か
俺
達
に
こ
こ
ま
で
の
応
援
が
あ
る
と
は
な

は

勝

て
帰

て
こ
の
期
待
に
応
え
よ
う
で
は
な
い
か

 
一
行
は
明
る
い
顔
で

ア
ル
ン
の
奥
地
へ
と
歩
を
進
め
て
い

た

  
現
地
に
着
く
と

と
り
あ
え
ず
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
が
編
成
で
あ
る

こ
の

か

あ
あ

中
ま
で
行
く
と
突
入
す
る
か
ど
う
か
選
ぶ
事
に
な
る

こ
こ
で
編
成
を
済
ま
せ
ち

ま
お
う

分
か

た

 
ル
シ
パ

と
シ
グ
ル
ド
は

努
め
て
事

的
に
話
を
進
め
て
い
く

 
こ
れ
は
今
後
も
共
闘
す
る
事
は
あ
る
だ
ろ
う
が

基
本
別
行
動
で
あ
る

 
そ
こ
ま
で
相
手
に
気
を
許
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ

た
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今
回
は
命
中

が
上
が

た
魔
砲
を
持

て
き
て
あ
る

 

力
は
そ
れ
な
り
だ
が
前
回
よ
り
も
確
実
に
当
た
る
ら
し
い

 
な
の
で
余
り
の
人
員
は

そ
れ
用
の
人
材
を
用
意
し
て
く
れ

ほ
う

 
そ
し
て
追
加
で
伝
え
ら
れ
た
そ
の
言
葉
に

シ
グ
ル
ド
は
目
を

め
た

前
回
そ
れ
で
死
ん
だ
と

い
た
が

あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い
よ
う
だ
な

 
シ
グ
ル
ド
は
ル
シ
パ

の
豪

さ
に
少
し
関
心
し

 
タ
ン
ク
と
遠

攻
撃
を
使
え
る
者

二
人
を
そ
こ
に
配
置
す
る
事
に
し
た

 
七
つ
の
大
罪
側
か
ら
は

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

ア
ス
タ
ル
ト
に
加
え

 
以
前
と
同
様
に

オ

セ

と
ハ
ゲ
ン
テ

そ
し
て
グ
ウ

ン
が
こ
こ
に
配
置
さ
れ
た

 
偶
然
な
が
ら

ヴ

ル
ハ
ラ
の
手
の
者
達
が

め
て
配
置
さ
れ
た
格
好
で
あ
る

偶
然
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
こ
う
も
都
合
が
い
い
と
逆
に
バ
レ
て
る
ん
じ

な
い
か

て
不
安
に

な
る

す

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

別
に
バ
レ
て
て
も
も
う
問
題
な
い

 
そ
の
オ

セ

と
ハ
ゲ
ン
テ

の
言
葉
に
ア
ス
タ
ル
ト
は
目
を
見
開
い
た
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も
し
か
し
て
二
人
も

お

も
し
か
し
て
タ
ル
ト
君
も

う
ん

こ
の
戦
い
で
実

を

し
た
ら

そ
れ
で
最
後
か
な

偶
然

す
ね

う
ち
ら
は
リ
ア
ル
で
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
口

す
よ

リ
ア
ル
で

ハ
チ
マ
ン
の
兄
貴
に
一
生
付
い
て
い
く
つ
も
り
か
な

そ
う
な
ん
だ

 
そ
ん
な
出
会
い

も
あ

た
が

と
に
も
か
く
に
も
こ
の
編
成
で
攻
略
チ

ム
は
突
入
す
る

事
と
な

た

 
そ
ん
な
彼
ら
を
最
初
に
出
迎
え
た
の
は

遠
く
で

組
み
す
る
ト

ル
と

 

を
ふ
わ
ふ
わ
と

い
て
い
る
ロ
キ
で
あ
る

お
や

や

て
き
た
ね

精
達
よ

 
そ
こ
で
ま
さ
か
の
ロ
キ
が
一
同
に
話
し
か
け
て
き
た

フ
ン

悪
い
が
そ
の
命

も
ら
い
う
け
る

お
お
怖
い
怖
い

こ
ん
な
に
反
逆
者
が
出
る
と
は
ね
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反
逆
者

 
そ
の
言
葉
に
カ
チ
ン
と
き
た
の
か

サ

タ
ン
が
ロ
キ
を
じ
ろ

と

ん
だ

だ

て
そ
う
だ
ろ

こ
の
地
の
神
で
あ
る
僕
た
ち
に
攻
撃
す
る
ん
だ

あ

自

紹
介
し
て

な
か

た
ね

 
僕
の
名
は
ロ
キ
ア

ス
ガ
ル
ズ
で
は
名
の
通

た
ト
リ

ク
ス
タ

さ

ち
な
み
に
あ

ち

は
ト

ル
ね

こ
れ
は
ま
た

名
ど
こ
ろ
が

 
シ
グ
ル
ド
が
そ
の
名
乗
り
に
対
し

そ
う

る

報

も
ま
が
い
物
だ

て
の
に
さ

ま
あ
性
能
は
悪
く
な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
ん
な
に
エ
ク
ス
キ

リ
・パ

が
欲
し
か

た
の
か
い

変
わ

て
る
ね

君
達

 
そ
の
ロ
キ
の
煽
り
め
い
た
言
葉
に
一
同
は
ギ

と
し
た

エ
ク
ス
キ

リ
・パ

い
て
ね
え
ぞ

最
初
の
ク
エ
ス
ト
で
説
明
し
た
は
ず
だ
よ

人
の
話
は
ち

ん
と

こ
う
ね

何
だ
よ
そ
れ

ふ
ざ
け
る
な

ふ
ざ
け
る
な
も
な
に
も

ち

ん
と
説
明
し
て
あ

た

て

い
た
け
ど
ね
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そ
う
言

て
ロ
キ
は

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ら
し
き
者
を

・取
・り
・出
・し

 
そ
の
ま
ま
地
面
に
向
け
て
放
り
投
げ
た

そ
れ
は
見
る
者
が
見
れ
ば
分
か

た
の
だ
が

 
最
初
に

神
を
二
万
匹
討
伐
せ
よ
と
言

て
き
た

あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ

た

ほ
ら

こ
い
つ
さ

そ
い
つ
は

ど
う
や
ら
見
覚
え
が
あ
る
よ
う
だ
ね

ま
あ
そ
ん
な

そ
れ
じ

あ
相
手
を
し
よ
う
か

 
も

と
も
こ
こ
で
僕
ら
を
倒
し
た
と
し
て
も
し
ば
ら
く
す
れ
ば
ま
た
復
活
す
る
ん
だ
け
ど
ね

何当
た
り
前
じ

な
い
か

こ
こ
は
僕
達
の
本

地
だ
よ

 
わ
ざ
わ
ざ
本
体
で
相
手
を
す
る

が
な
い
じ

な
い
か

こ
こ
に
い
る
僕
達
は
た
だ
の
影
さ

 
そ
れ
で
も
ま
あ
そ
れ
な
り
に
強
い
は
ず
だ
か
ら

ま
あ
頑
張

て
ね

ふ

ふ
ざ
け
る
な

全
軍

攻
撃
開
始
だ

 
こ
う
し
て
七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
の
連
合
軍
と

ト

ル

ロ
キ
の
戦
闘
は

 
最
初
か
ら

乱

み
な
ま
ま
開
始
さ
れ
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
１
１
４
２
話
 
た
ま
る
ス
ト
レ
ス

 
こ
の
と
こ
ろ
お
待
た
せ
し
て
し
ま

て

し

あ
り
ま
せ
ん

 
ロ
キ
の
言
葉
に

り
狂

た
プ
レ
イ
ヤ

達
は

 
ル
シ
パ

の
戦
闘
開
始
の
合
図
と
共
に
ロ
キ
目

け
て
突
撃
を
開
始
し
た

畜
生

馬

に
し
や
が

て

て
め
え
は
絶
対

か
せ
て
や

か
ら
な

死
ね

死
ね

あ

み
ん
な

ち

待

 
ア
ス
タ
ル
ト
が

て
て
仲
間
達
を
止
め
よ
う
と
し
た
が

も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
止
ま
ら
な
い

 
そ
の
理
由
は
簡

で
あ
る

に
ア
ス
タ
ル
ト
の
声
が
小
さ
く
仲
間
達
の

ま
で

い
て
い

な
い
か
ら
だ

ま

ま
ず
い
ま
ず
い

こ
の
ま
ま
じ
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当
然
ア
ス
タ
ル
ト
は
激
し
く

た
が

こ
の
暴
走
め
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
の
行
動
は

 
ま
さ
か
の
ま
さ
か

思
い

き
り
ト

ル
と
ロ
キ
の
虚
を
つ
く
事
と
な

た

な

何
故
ア
タ

カ

が
突

込
ん
で
く
る
ん
だ

え

え

何
こ
の
子
達

馬

な
の

 
先
日
ト

ル
と
ロ
キ
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
戦
闘
を
目
の
当
た
り
に
し
て
お
り

 
そ
こ
で
の
学

か
ら
当
然
敵
は
整
然
と
タ
ン
ク
を

に
攻
撃
を
仕

け
て
く
る
と
考
え
て
い

た 
だ
が
七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
の
ア
タ

カ

は

 
タ
ン
ク
を
差
し
置
い
て
ト

ル
目

け
て
突

込
ん
で
き
た

 
そ
れ
が
運
良
く
は
ま
り

プ
レ
イ
ヤ

達
は
先
手
を
取
る
事
に
成
功
し
た

く
ら
え

な
め
ん
じ

ね
え
よ

エ
ク
ス
キ

リ
パ

と
か

ネ
タ
武
器
か
よ

こ

ち
は
負
け
続
き
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
ん
だ
よ

 
た
だ
の
八
つ
当
た
り
と
い
う
噂
も
あ
る
が
ト

ル
は
こ
の
攻
撃
を
ま
と
も
に
受
け
て
し
ま
い



 第１１４２話 たまるストレス

 
ロ
キ
も
た
だ

然
と

そ
の
光
景
を
見
て
い
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
特
に
ロ
キ
は

煽
る
だ
け
煽

て
お
い
て
こ
れ
は
い
た
だ
け
な
い

ト

ト

ル

防
御

は

そ

そ
う
だ

た

え
え
い
貴
様
ら

離
れ
ろ

 
ト

ル
は
ミ

ル
ニ
ル
を

り
ま
わ
し

プ
レ
イ
ヤ

達
は

て
て
後
方
へ
と

ん
だ

皆
さ
ん

落
ち
着
い
て
下
さ
い

も
う
十
分
で
す

一

下
が
り
ま
し

う

 
ア
ス
タ
ル
ト
が

性
を
出
し
て

そ
う
大
声
を
上
げ
る

 
そ
れ
で

静
さ
を
取
り

し
た
の
か

ア
タ

カ

達
が
タ
ン
ク
の
後
ろ
ま
で
下
が
る

す

す
ま
ん

つ
い
我
を
忘
れ
ち
ま

た

 
先

き

て
突

込
ん
で
し
ま

た
サ

タ
ン
が

珍
し
く

勝
に
ア
ス
タ
ル
ト
に
謝

た

い
え
フ

イ
ン
プ
レ

で
す
結
果
オ

ラ
イ
で
す
こ
の
調
子
で
ど
ん
ど
ん
い
き
ま
し

う
そ

そ
う
か

は
い

ナ
イ
ス
突
撃
で
し
た

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
士
気
を

持
す
る
方
が
重
要
だ
と
判
断
し

サ

タ
ン
に
そ
う
答
え
た
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そ
れ
は

果

面
だ

た
よ
う
で
サ

タ
ン
は
褒
め
ら
れ
て
気
を
良
く
し
た
の
か
豪

に

笑
うそ

う
か
そ
う
か

さ
す
が
俺
様

わ
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
ル
シ
パ

さ

あ
れ

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
ア
ス
タ
ル
ト
は

・後
・方
・に
・い
・た

ル
シ
パ

に

 
攻
撃
部

を
ま
と
め
て
も
ら
お
う
と

り
か
え

た
の
だ
が

 
ル
シ
パ

は
悔
し
そ
う
に

を

み
な
が
ら

し
ば
ら
く
無
言
だ

た

ル
シ
パ

さ
ん

ん

お

お
う

す
ま
ん

ど
う
し
た

い
え

あ
の

こ
れ
か
ら
体
制
を
立
て
直
し
ま
す
の
で

 
ル
シ
パ

さ
ん
に
は
そ
う
な

た
後

味
方
を

い
て
突
撃
し
て
も
ら
え
た
ら
と

お

お
う

任
せ
ろ

あ
い
つ
ら
に
目
に
も
の
を
見
せ
て
や
る

す
み
ま
せ
ん

お
願
い
し
ま
す

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
再
び
前
を
向
き

タ
ン
ク
に
指

を
出
し
始
め
た

 
そ
の
せ
い
で
ア
ス
タ
ル
ト
は
気
付
か
な
か

た
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ル
シ
パ

が
ア
ス
タ
ル
ト
の
背
中
を
凄
ま
じ
い
目
で

ん
で
い
た
事
を

 
こ
れ
は
ま

た
く
の
誤
解
の
産
物
で
あ
る
の
だ
が

 
ル
シ
パ

は
今
の
ア
ス
タ
ル
ト
の
言
葉
を
曲
解
し
て
し
ま

た
の
だ

 
つ
ま
り
ど
う
い
う
事
か
と
い
う
と

要
す
る
に
ル
シ
パ

は

 
ト

ル
と
ロ
キ
と
同
じ
く
タ
ン
ク
が
先
に
前
に
出
る
と
思
い
後
方
で
待
機
し
て
し
ま

た
の

で
あ
る

 
活
躍
せ
ね
ば
と
気
負
う
あ
ま
り

と
に
か
く
戦
闘
を
上
手
く
進
め
よ
う

 
進
め
よ
う
と
自
分
に
言
い

か
せ
て
い
た
ル
シ
パ

は

 
あ
る
意
味
正
し
い
選
択
を
し
て
い
る

ア
ス
タ
ル
ト
も
当
然
そ
の
事
に
つ
い
て
は
何
も
言
わ

な
い

 
そ
も
そ
も
最
初
の
こ
の
攻
撃
成
功
は
あ
く
ま
で
偶
然
の
産
物
で
あ
り

 
突
撃
し
た
者
が
別
に
え
ら
い

で
は
な
い

だ
が
ル
シ
パ

は
先
ほ
ど
の
ア
ス
タ
ル
ト
の
言
葉

で 
敵
に
突
撃
し
な
か

た
自
分
が

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な

て
し
ま

た
の
だ

 
サ

タ
ン
が
褒
め
ら
れ
た
せ
い
で

そ
の
気
持
ち
は
更
に

さ
れ
て
い
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

く
そ

文

が
あ
る
な
ら
正
面
か
ら
言
え
ば
い
い
じ

ね
え
か
よ

 
そ
ん
な
事
を
考
え
て
し
ま
う
く
ら
い

 
ル
シ
パ

は

静
さ
を

い
た

態
か
ら
戦
闘
に
臨
む
事
と
な

た

ふ

む

こ
れ
は
ち

と
面
白
い
事
に
な

て
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
ん
な
ル
シ
パ

の
お
か
し
な
様
子
を
ロ
キ
は
見
逃
さ
な
い

そ
れ
じ

あ
ち

と
引

き
回
し
て
み
ま
す
か
ね

 
こ
う
い
う
時
に
自
分
が
楽
し
め
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
勝
敗
度
外

で
思

て
し
ま
う
所
が

 
ロ
キ
の
ロ
キ
た
る
所
以
で
あ
ろ
う

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

今
日
も
魔
砲
の
事
は
任
せ
た
ぞ

上
手
く
運
用
し
ろ

う
ん

分
か

て
る

 
ル
シ
パ

は
前
線
に
出
る

中
で
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
そ
う
声
を

け

 
そ
れ
を
見
た
ロ
キ
は

更
に
目
を

か
せ
た

へ

あ
ん
な
物
を
持

て
き
た
ん
だ

 
ロ
キ
は
敵
が
持
ち
込
ん
だ
物
に
も
関
わ
ら
ず

そ
の
使
い
道
を
真
剣
に
考
え
始
め
た

や

ぱ
り
理
想
は
同
士
討
ち
だ
よ
ね

そ
れ
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
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お
い
こ
ら
ロ
キ

少
し
は
仕
事
を
せ
ん
か
い

あ

と
ご
め
ん

今
手
伝
う
よ

 
そ
の
時
ト

ル
か
ら
そ
う
声
が
か
か
り
ロ
キ
は
一

後
方
に
下
が
り
ト

ル
の
戦
闘
補
助

を
始
め
た

し
か
し
こ
れ
は
存
外
ハ

ド
だ
ね

中
々
や
る
も
ん
だ

 
敵
は
タ
ン
ク
を
三
人
セ

ト
で
運
用
し

ス
キ
ル
の
回
復
を
待

て
次
々
に
交
代
し
て
い
た

れ

ミ

ル
ニ
ル

 
ト

ル
は
そ
の
フ

メ

シ

ン
を
崩
そ
う
と

ミ

ル
ニ
ル
を

る

た
が

 
三
人
の
タ
ン
ク
は
上
手
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス
キ
ル
を
使
い

 
一
人
を

死
に
し
て
も

ま
た
す
ぐ
次
が
現
れ
る

態
で
戦
線
を

持
し
て
い
た

 
そ
し
て
下
が

た

死
の
タ
ン
ク
は

ヒ

ラ

に
集
中
的
に
回
復
し
て
も
ら
い

 
ス
キ
ル
の
リ
キ

ス
ト
タ
イ
ム
が
無
く
な
る
ま
で
後
方
で
待
機
す
る
と
い
う

 
ま
る
で
ヴ

ル
ハ
ラ
が
や
り
そ
う
な
戦
法
を
駆
使
し
て
い
た

 
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
ア
ス
タ
ル
ト
の
指

で
あ
る

え
え
い

鬱

し
い

い
か

ち
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思

た
よ
り
敵
が
頑
強
で

い
つ
ま
で
も
こ
ち
ら
が
不
利
な
事
に
業
を

や
し
た
の
か

 
ト

ル
が
こ
こ
で
行
動
パ
タ

ン
を
変
え
て
き
た

そ
れ
に
よ

て
タ
ン
ク
が
一
人
落
ち
て
し

ま
うタ

ル
ト
君

私

生
に
行

て
く
る
ね

は
い

お
気
を
つ
け
て

 
そ
れ
を
見
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
前
線
へ
と
走
り
出
し

 
同
時
に
ル
シ
パ

が
タ
ン
ク
の
代
わ
り
を
し
よ
う
と
前
に
出
る

俺
に
任
せ
ろ

さ
せ
な
い
よ

 
ト

ル
に
向
け
て
走
り
出
そ
う
と
し
た
ル
シ
パ

は

だ
が
ロ
キ
に
止
め
ら
れ
た

 
ロ
キ
か
ら
放
た
れ
た
魔
法
が
連
続
し
て
ル
シ
パ

の

り
に
着

し
ル
シ
パ

は
動
く
事
が

出
来
な
い

く

魔
す
る
な

そ
れ
が
僕
の
お
仕
事
だ
か
ら
ね

 
そ
こ
か
ら
ロ
キ
は

徹

し
て
ル
シ
パ

を
マ

ク
し

ほ
と
ん
ど
仕
事
を
さ
せ
な
か

た
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く
そ

く
そ

俺
は
活
躍
し
な
い
と
い
け
な
い
の
に

 
本
来
の
ル
シ
パ

の
メ
ン
タ
ル
で
あ
れ
ば

自
分
が
ロ
キ
に
マ

ク
さ
れ
て
い
る
事
を

 
ラ
ン
キ
ン
グ
が
一
番
高
い
か
ら
も
し
く
は
自
分
の
実
力
が
神
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し

た
だ
ろ
う

 
だ
が
今
の
ル
シ
パ

は

と
に
か
く
俺
が
俺
が

態
で
あ
る

 
先
ほ
ど
の
タ
ン
ク
の
フ

ロ

は
結
局
シ
グ
ル
ド
が
行
い

見
事
な
立
ち
回
り
を
見
せ

 

り
の
仲
間
達
か
ら
賞

を
受
け
た
の
だ
が
今
の
ル
シ
パ

は
と
に
か
く
そ
れ
が
気
に
入

ら
な
い

 
ル
シ
パ

は
こ
の
戦
闘
に
お
い
て

自
分
だ
け
が

立
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る

  
そ
れ
か
ら

十
分

ル
シ
パ

は
未
だ
に
目
立

た
活
躍
は
出
来
て
い
な
い

 
ト

ル
は
一
応
健
在
で
あ

た
が
こ
こ
ま
で
魔
砲
の
攻
撃
を
三
回
く
ら
い
満
身

で
あ

た 
ロ
キ
は

々
と
自
分
の
仕
事
を

行
し
て
い
た
が

 
ア
ス
タ
ル
ト
が
Ｓ

Ｓ
を
上
手
く
使
い

遠

攻
撃
に
よ

て

そ
の

は
か
な
り

ら
れ
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て
い
る

 

勢
は
明
ら
か
に
プ
レ
イ
ヤ

側
が

利
で
あ
り

 
下
馬
評
を

し
て

こ
の
ま
ま
い
け
ば
確
実
に
こ
の
戦
い
に
勝
利
出
来
る
と
思
わ
れ
た

 
も
ち
ろ
ん
ピ
ン
チ
も
あ

た
が

と
に
か
く
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
操
る
魔
砲
の
成
果
が
大
き
い

 
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

そ
れ
に
グ
ウ

ン
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
ア
ス
タ
ル
ト
を
し

か
り

ガ

ド
し

 
た
ま
に
飛
ん
で
く
る
ロ
キ
か
ら
の
攻
撃
を
し

か
り
防
い
で
い
た

こ
れ
は

ま
ず
い
よ
ト

ル

分
か

と
る

ま
さ
か
あ
の
大
砲
の
攻
撃
を
こ
こ
ま
で
く
ら
う
と
は

 
ト

ル
と
ロ
キ
に
と

て
も
こ
の
結
果
は
想
定
外
す
ぎ
た

魔
砲
の
攻
撃
を
く
ら
う
事
で

 

似
発
狂
モ

ド
的
な
攻
撃
が
激
し
く
な
る

を
何
度
か
ス
キ

プ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の

だ 
間
違
い
な
く
今
日
の
戦
闘
の
陰
の
功
労
者
は
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
で
あ
り

次
点
が
ア
ス
タ
ル
ト

 
そ
し
て
三
番
目
は
何
度
か
崩
壊
し
か
け
た
タ
ン
ク

の
フ

ロ

を
完

に
こ
な
し
た
シ
グ
ル

ド
で
あ
ろ
う
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四
番
目
は
ル
シ
パ

が
い
な
い
前
衛

を
引

張

た
サ

タ
ン
あ
た
り
だ
ろ
う
か

こ
う
な

て
は
仕
方
が
な
い

ロ
キ
よ

お
主
は
こ
こ
か
ら
脱
出
せ
い

そ
う

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
よ

ト

ル

頑
張

て
ね

お
う
と
も
よ

そ
れ
じ

あ
ま
た
い
ず
れ
な

う
ん

ま
た
い
ず
れ

 
残
り

が
一

を
切
ろ
う
か
と
い
う
時
点
で
も
う

勢
は
決
し
た
と
考
え
た
の
か

 
こ
こ
で
ト

ル
は
ロ
キ
を
脱
出
さ
せ
る
事
に
し
た
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
ト

ル
の

が
ロ
キ
の

を
上
回

て
い
る
限
り

こ
の

況
に
は
な
ら
な
い
の

だ
が

 
さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
見
切
れ
と
い
う
の
は

で
あ
ろ
う

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

楽
し
か

た
よ

ま
た
ど
こ
か
で
ね

 
ロ
キ
は
そ
う
言

て
舞
い
上
が
り

そ
の
ま
ま
空
中
で
消
滅
し
た

 
そ
の

間
に
ル
シ
パ

は
ロ
キ
が
こ
ち
ら
を
見
て
ニ
ヤ
リ
と
笑

た
気
が
し

が

し

た 
ロ
キ
か
ら
す
れ
ば
好
敵
手
で
あ

た
ル
シ
パ

に

し
た
だ
け
の
つ
も
り
だ

た
の
だ
が
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今
の
ル
シ
パ

は
そ
う
は

え
な
い

 
そ
し
て
自
由
に
な

た
ル
シ
パ

は

に
動
き
出
し
た

魔
砲
へ
と
向
か

て
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第
１
１
４
３
話
 
俺
の
勝
利
だ

 
⻭

者
整

外

へ
の
通
院
が
重
な
り
投
稿
が

れ
て
し
ま
い
ま
し
た

し

あ
り
ま

せ
ん

 
じ
り
じ
り
と

を

ら
れ

勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た
ト

ル
は

 
と
に
か
く
敵
の

を

ら
そ
う
と

決
死
の
覚
悟
で
ミ

ル
ニ
ル
を

る

て
い
た

な
め
る
な

精
ど
も

 
ト

ル
が
ミ

ル
ニ
ル
を
地
面
に
叩
き
つ
け
る
度

に

が
ほ
と
ば
し
る

 
そ
の
度
に
近
く
に
い
た
者
が

き
飛
ば
さ
れ
ト

ル
の

を

る
速
度
も
か
な
り

く
な

て
い
た

 
だ
が
お
そ
ら
く
全
体
的
な
勝
敗
は
も
う

ら
な
い
だ
ろ
う

 
そ
う
考
え
た
ト

ル
は
発
狂
モ

ド
ま
で
あ
と

か
と
い
う
所
で
切
り

を
使
う
事
に
し
た

少
し

い
が
仕
方
な
い

ア
レ
を
使
う
ぞ

ロ
キ
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分
か

た

僕
の
力
も
貸
す

助
か
る

我
が
力

見
る
が
い
い

 
そ
の
言
葉
で
ト

ル
の

が

熱
し

そ
の
口
か
ら
煙
が
も
く
も
く
と
上
が

た

 
そ
の

は
ま
る
で

気
機
関

の
よ
う
だ

く
ら
え

 
そ
の

態
の
ト

ル
が
ミ

ル
ニ
ル
を

る
度
に

の

が

き

こ
り

 
そ
れ
が
着

し
た
フ

ル
ド
が

の
ダ
メ

ジ
フ

ル
ド
に
変
化
す
る

 
そ
の
フ

ル
ド
は
全
く
消
え
る
事
な
く
プ
レ
イ
ヤ

達
が
自
由
に
動
け
る
場
所
は
ど
ん
ど

ん

り

 
ト

ル
も
そ
れ
を

知
で
フ

ル
ド
を
盾
に
し
敵
か
ら
の
攻
撃
ル

ト
を
絞

て
迎
撃
し

て
い
た

 
自
身
の

り
を
完
全
に
塞
が
な
い
の
は
ト

ル
か
ら
も
攻
撃
出
来
な
く
な

て
し
ま
う
か
ら

で
あ
ろ
う

タ
ル
ト
君

こ
の
ま
ま
だ
と

ジ
リ

に
な
る

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
目
が
そ
う
語

て
い
た
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当
然
ア
ス
タ
ル
ト
も
そ
の
事
に
気
付
い
て
お
り

何
と
か
し
な
い
と
ま
ず
い
と
考
え
て
い
た

シ
グ
ル
ド
さ
ん

遠

攻
撃
で
あ
の

を
抜
け
ま
せ
ん
か

ど
う
や
ら

目
ら
し
い

手
応
え
が
ま

た
く
無
い
そ
う
だ

 
遠

攻
撃
の

も
魔
法
も

の
壁
を
超
え
る
事
は
出
来
て
い
な
い
よ
う
だ

 
事
実
ト

ル
の

が
ま

た
く

て
い
な
い

考
え
ろ

あ
の

を
突
破
し
て

ソ

ド
ス
キ
ル
を
一
気
に
放
て
れ
ば
い
い
ん
だ

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
そ
の
手

を

討
し
つ
つ

ト

ル
と
ロ
キ
を

み
つ
け
た

少
し
の
間
だ
け
で
も
あ
れ
に

を
出
来
れ
ば

で
も

勢
が
強
い

無
理
か

 
ア
ス
タ
ル
ト
が
そ
う
考
え
た

間
に

の
向
こ
う
か
ら
ト

ル
と
ロ
キ
の
声
が
し
た

今
の
う
ち
だ

ロ
キ
よ

お
主
は
こ
こ
か
ら
脱
出
せ
い

ち

ト

ル

本
気

ガ
イ
ア
戦
に

と
お
主

二
人
が

け
る
の
は
ま
ず
か
ろ
う

せ
め
て
お
前
だ
け
で
も
逃
れ

る
の
だ

あ
こ
の
二
人
こ
こ
で
死
な
な
か

た
ら
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
の
方
の
戦
闘
に
影

し
て
く
る

ん
だ
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ア
ス
タ
ル
ト
は
そ
の
会
話
か
ら
そ
う
判
断
し
た
が

 
こ
こ
で
手
を
抜
く
の
は
絶
対
に
ハ
チ
マ
ン
が
許
さ
な
い
は
ず
な
の
で

 
ア
ス
タ
ル
ト
に
出
来
る
の
は
全
力
で
戦
う
事
の
み
で
あ
る

そ
う

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
よ

ト

ル

頑
張

て
ね

お
う
と
も
よ

そ
れ
じ

あ
ま
た
い
ず
れ
な

う
ん

ま
た
い
ず
れ

 
だ
が
ど
う
や
ら
ロ
キ
は
ア
ス
タ
ル
ト
が
何
か
す
る
ま
で
も
な
く
こ
こ
か
ら
脱
出
し
た
ら
し
い

 
こ
れ
で
敵
の

体
は
確
実
と
な

た

ア
ス
タ
ル
ト
は
頑
張

て
大
き
な
声
を
上
げ
た

こ
こ
を
し
の
げ
ば
う
ち
の
勝
利
で
す

皆
さ
ん

あ
と
少
し
で
す

お
お

や

と
俺
達
も
勝
て
る
な

報

が
微

な
の
が
ム
カ
つ
く
け
ど
な

で
も
さ
す
が
に
ハ
イ
エ
ン
ド
の
中
級
ク
ラ
ス
の
力
は
あ
る
ん
じ

な
い
か

だ
な

と
に
か
く
あ
と
少
し
だ

 
そ
う
し
て
味
方
を

舞
し
た
後
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ア
ス
タ
ル
ト
は
ト

ル
を
囲
む

の
勢
い
が
か
な
り

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

ト

ル
は

神

の
攻
撃
は
や

ぱ
り
得
意
じ

な
い
ん
だ

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
一

で
そ
う
判
断
し

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
グ
ウ

ン
を
呼
ん
で

魔
法
使
い
達
へ
の
伝
言
を
頼
ん
だ

タ
ル
ト
君
の
合
図
で
一

に
魔
法
を
使

て
も
ら
え
ば
い
い
の
ね

任
せ
て

ち

ん
と
伝
え
る

 
二
人
は
ア
ス
タ
ル
ト
の
指

を
受
け
七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
の
後
方
部

の
方
へ
走
り
出
し

た
ハ
ゲ
ン
テ

さ
ん
と
オ

セ

さ
ん
は

こ
こ
の
守
り
を
お
願
い
し
ま
す

 
前
み
た
い
に
こ
れ
を
使
わ
れ
て

余
計
な
茶
々
を
入
れ
ら
れ
ち

た
ま
り
ま
せ
ん
か
ら

お
う

任
せ
て
く
れ

を

し
て
る
奴
が
来
て
も
絶
対
に
触
ら
せ
な
い
よ
う
に
し

か
り
守
る

 
そ
の
場
を
二
人
に
任
せ

ア
ス
タ
ル
ト
は
前
線
の
シ
グ
ル
ド
や
サ

タ
ン
の
方
へ
と
走

た

シ
グ
ル
ド
さ
ん

サ

タ
ン
さ
ん

作
戦
を
思
い
付
き
ま
し
た

い
て
下
さ
い

ど
ん
な
作
戦
だ
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か
せ
て
も
ら
お
う

は
い

今
は

の
せ
い
で

ト

ル
か
ら
こ
ち
ら
は
見
え
ま
せ
ん
し

相
手
も
守
り
に
入

て
ま
す

 
な
の
で
そ
れ
を
利
用
し
て

味
方
の
戦
力
を
あ
の
正
面
に
集
中
さ
せ
ま
す

 

体
的
に
は
先
ず

僕
の
合
図
で
魔
法
使
い
や
魔
法
銃
を
持

て
る
人
達
に

 
正
面
の
あ
の
大
き
な

の

に
向
け
て

土
魔
法
や

魔
法
を
一

に
放

て
も
ら
い
ま
す

 
そ
う
す
れ
ば
ロ
キ
が
逃
げ
出
し
た
せ
い
で

力
が
落
ち
て
い
ま
す
か
ら

 
あ
の
部
分
に
僕
達
が

れ
る
だ
け
の
足
場
を
作
れ
る
と
思
う
ん
で
す

 
そ
の
言
葉
に

シ
グ
ル
ド
と
サ

タ
ン
は

ふ
む

と

組
み
を
し
た

な
る
ほ
ど

あ
そ
こ
に
セ

フ
テ

ン
を
作
る
ん
だ
な

は
い

み
ん
な
で
か
か
れ
ば
出
来
る
は
ず
で
す

 
そ
の
直
後
に
近
接

が
一

に
あ
そ
こ
に
走

て
ト

ル
に
最
大

力
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を

叩
き
込
め
ば

 
倒
す

も
し
く
は

死
ま
で
敵
を
追
い
込
め
る
と
思
う
ん
で
す

も
う
す
ぐ
発
狂
モ

ド
だ
し
な
そ
の
直
前
に
最
大

力
の
攻
撃
を
叩
き
こ
む
の
は
セ
オ
リ
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だ
なも

し
敵
が
生
き
残

た
ら
ど
う
す
る

僕
の
計
算
だ
と
敵
の

の
残
り
は
本
当
に

か
な
は
ず
で
す

 
な
の
で
後
は

み
ん
な
で
特
攻
し
ま
し

う

ば
ず
な
が
ら

僕
も
突
撃
し
ま
す
か
ら

 
そ
う
言

て
ア
ス
タ
ル
ト
は

そ
の

で
剣
を

げ

そ
れ
を
見
た
二
人
は
楽
し
そ
う
に

笑

た
お
前
の
そ
の
剣
は
最
後
の
手

で
取

て
お
け

て

ま
あ
俺
達
が
何
と
か
し
て
や
る
さ

は
い

お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
ア
ス
タ
ル
ト
は
近
接
ア
タ

カ

を
集
合
さ
せ
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
グ
ウ

ン
の
方
を

見
た

 
二
人
は
指

を
伝
え
終
わ

た
の
か

手
を

の
上
に

げ
て

を
作

て
い
る

 
そ
し
て
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

の
後
方
か
ら
は

 
ロ
キ
か
ら
解
放
さ
れ
た
ル
シ
パ

が
こ
ち
ら
に
向
か

て
走

て
き
て
い
る
の
が
見
え
た

ル
シ
パ

さ
ん
が
最
後
の
切
り

に
な

て
く
れ
そ
う
だ
な
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ア
ス
タ
ル
ト
は
シ
グ
ル
ド
の
手
前

そ
の
事
は
口
に
出
さ
ず

代
わ
り
に
こ
う
言

た

準
備
が
出
来
た
み
た
い
で
す

合
図

い
き
ま
す

オ

ケ

だ

お
前
達

全
力
で
行
く
ぞ

お
う

 
そ
し
て
ア
ス
タ
ル
ト
が

に
魔
法
を
打
ち
上
げ
な
が
ら
叫
ん
だ

攻
撃
開
始

 

に
後
方
か
ら

音
と
共
に

色
と
白
銀
の
魔
法
が
殺
到
し

 
見
る
見
る
う
ち
に
正
面
で
フ

ル
ド
を

勢
し
て
い
た

が

え
こ
ま
れ
て
い

た

走
れ

 
そ
し
て
近
接
ア
タ

カ

が
そ
の
空

に
走
り

 
こ
ち
ら
へ
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
ト

ル
目

け
て
ガ
ン
ガ
ン
と
ソ

ド
ス
キ
ル
が
叩
き
込
ま

れ
る貴

様
ら

小

な
真
似
を

 
そ
の

間
に
ト

ル
の
全
身
か
ら

が

た

神
ト

ル

に
発
狂
モ

ド
へ
突
入
で
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あ
る敵

の

は
残
り

パ

セ
ン
ト

こ
れ
な
ら

 
近
接
ア
タ

カ

の
多
く
は

直
し
て
し
ま

て
お
り

 
今
の
発
狂
モ

ド
の
煽
り
を
受
け
て
半
分
く
ら
い
ま
で

を

ら
さ
れ
て
し
ま

て
い
た
が

 
そ
の
全
員
が
ト

ル
に
一
気
に
倒
さ
れ
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
し

 
こ
ち
ら
に
は
ま
だ

元
気
な
近
接
ア
タ

カ

が
確
実
に
一
人
残

て
い
る

ル
シ
パ

さ
ん

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
そ
う
叫
び
な
が
ら

後
方
へ
と

り
返

た

 
そ
の
ア
ス
タ
ル
ト
の
目
の
前
で

ル
シ
パ

は
ハ
ゲ
ン
テ

と
オ

セ

に
迫
り

 
ア
ス
タ
ル
ト
と
同
じ
よ
う
に
ル
シ
パ

の
方
を
向
い
た
二
人
は

  
そ
の
ま
ま
ル
シ
パ

に
真

二
つ
に
さ
れ
た

 
え

 
さ
す
が
の
二
人
も

ま
さ
か
ど
こ
ぞ
の
ギ
ル
ド
の
影
兵
で
は
な
く
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味
方
で
あ
る
は
ず
の
ル
シ
パ

が
そ
ん
な
行
動
に
出
る
な
ど
と
は
夢
に
も
思

て
い
な
か

た

よ
う
だ

 
同
様
に
ア
ス
タ
ル
ト
も

然
と
し

遠
く
か
ら
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
ル
シ
パ

に
叫
ん
だ

ち

と
あ
ん
た

何
や

て
ん
の
よ

俺
が

俺
が
勝
利
を
決
め
る
ん
だ

だ
か
ら
ル
シ
パ

さ
ん

く
こ

ち
に

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
そ
の
言
葉
を

き

そ
う
叫
ん
だ
が

そ
の
声
は
ル
シ
パ

に
は

か
な
い

 
グ
ウ

ン
も
ル
シ
パ

の
方
に
向
か

て
走

て
い
た
が

間
に
合
わ
な
い

 
そ
の
ま
ま
ル
シ
パ

は
血
走

た
目
で
魔
砲
の
ト
リ
ガ

を
引
き

 
凄
ま
じ
い
光
の

流
と
共
に
放
た
れ
た
そ
の
攻
撃
は

 
ア
ス
タ
ル
ト
と

直
し
た
ま
ま
の
近
接
ア
タ

カ

を

き
込
ん
で
ト

ル
へ
と
直
撃
し
た

ル
シ
パ

そ
り

無
い

ル
シ
パ

ど
う
し
て
こ
ん
な
事
を

 
そ
し
て
光
が
収
ま

た
後
ト

ル
の

に
い
た
プ
レ
イ
ヤ

は
誰
一
人
と
し
て
残

て
は

お
ら
ず
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無

の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
ト

ル
を
囲
む
よ
う
に

ん
で
い
た

 
そ
し
て
当
の
ト

ル
は
と
い
う
と
こ
ち
ら
は

の
よ
う
に
な

て
お
り
そ
の
体
が
徐
々
に

崩
れ
て
い
く

 
そ
れ
と
同
時
に

に

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｓ

の
文

が
躍

た

 
そ
の
場
に
い
た
者
達
は

然
と
そ
れ
を
見
つ
め

そ
し
て
ル
シ
パ

は
魔
砲
か
ら
離
れ

 
少
し
前
ま
で
ト

ル
で
あ

た
そ
の

の

に
歩
み
寄
り
そ
の
中
か
ら
一
本
の
剣
を
掴
み

出
し
た

こ
れ
が
エ
ク
ス
キ

リ
パ

か

 
そ
し
て
ル
シ
パ

は
血
走

た
目
を
し
た
ま
ま

そ
の
剣
を
高
く

げ
た

俺
の
勝
利
だ

 
だ
が
そ
の
言
葉
に
応
え
る
者
は

誰
も
い
な
か

た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
１
１
４
４
話
 
変
わ
る
勢
力
図

 
二
人
か
ら
話
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

を
覚
え
た
の
か

こ
め
か
み
を

み
始
め
た

何
だ
そ
り

戦
い
の
流
れ
は
ま
あ

こ
ん
な
感
じ

い
ん
だ
け
ど

ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
思
う

そ
う
だ
な

ま
あ

え
て
言
う
な
ら

 
最
後
の
決
戦
の
所
で
ル
シ
パ

に
も
作
戦
の
説
明
を
し
て
お
く
べ
き
だ

た

く
ら
い
か

 
と
は
い
え
ど
う
考
え
て
も
後
付
け
の
理
屈
だ
け
ど
な

や

ぱ
り
そ
う
で
す
よ
ね

 
落
ち
込
む
ア
ス
タ
ル
ト
の

を

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
が
ポ
ン
と
叩
い
た

そ
れ
は
お
前
の
せ
い
じ

な
い

そ
う
だ
よ

そ
こ
ま
で

め
る
の
な
ん
て

私
が

ん
だ
時
の
ハ
チ
マ
ン
君
く
ら
い
だ
よ

 
う
ふ
ふ
と
微
笑
み
な
が
ら
ア
ス
ナ
は
そ
う
言
い
放
ち
シ
ノ
ン
ラ
ン
ユ
ウ
キ
は

気
に

と
ら
れ
た

ち

と

ナ
チ

ラ
ル
に

気
て
き
た
わ
よ



 第１１４４話 変わる勢力図

さ
す
が
は
正
妻

ボ
ク
達
に
は
真
似
出
来
な
い
よ
ね

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
を
見
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
た

い
や

さ
す
が
の
俺
も
そ
こ
ま
で
は
無
理
だ
ろ

お
前
は
よ
く
や

た
さ

自
分
で
も
よ
く
や

た

と
は
思

て
る
ん
で
す
け
ど

ね

 
ど
う
し
て
も

に
骨
が

さ

た
み
た
い
な
感
じ
が
抜
け
な
い
ん
で
す

本
当
に
タ
ル
ト
君
が
気
に
す
る
事
じ

な
い

て
ば

は
い

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
も
ア
ス
タ
ル
ト
を

め
た
が
ア
ス
タ
ル
ト
は
暗
い
顔
を
し
た
ま
ま
で
あ

た

ま
あ
そ
れ
は
と
り
あ
え
ず
置
い
て
お
こ
う

で
七
つ
の
大
罪
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ

 
そ
の
問
い
に

最
初
に

り
出
し
た
の
は
ユ
キ
ノ
で
あ

た

 
こ
の
場
に
残

て
い
た
の
は

ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル

そ
し
て
フ
レ
イ
ヤ
を

け
ば

 
ヴ

ル
ハ
ラ
で
は
キ
リ
ト

ユ
キ
ノ
の
二
人
だ
け
で
あ
り

 
他
に
は
こ
の
事
態
を
受
け
て
ユ
キ
ノ
が
呼
び
出
し
た
ら
し
い
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ス
プ
リ
ン
ガ

と
フ

ブ
ニ
ル

ヒ
ル
ダ
の
三
人
が
い
た

そ
う
ね

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
さ
ん
が
正
式
に
抜
け
て
色
欲
が
不
在
に
な

て

 
ア
ス
タ
ル
ト
君
が
抜
け
て
軍
師
が
不
在
に
な

て
七
つ
の
大
罪
は
か
な
り
戦
力
ダ
ウ
ン
し
た

わ 
で
も
さ
す
が
Ｓ

Ｓ
よ
り
は
個
人
の
力
に

で
て
い
た
か
ら
今
は

抗
し
て
い
る
感
じ
か

し
らよ

く
他
の
奴
ら
が
残

た
よ
な

ま
あ
そ
れ
な
り
に
⻑
い
付
き
合
い
だ
し

そ
も
そ
も
あ
い
つ
ら
は
馬

だ
か
ら

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
が
そ
う
言
い
放
ち

を

め
た

我
に
返

た
ル
シ
パ

が

メ
ン
バ

に
土
下
座
し
て
リ

ダ

を
降
り
た
の
よ

 
そ
れ
で
ま
あ

次
は
無
い

て

件
で
許
し
て
あ
げ
た
人
が
多
い
み
た
い

 
私
は
も
う
御
免
だ
け
ど
正
直
ハ
チ
マ
ン
と
知
り
合

て
な
か

た
ら
残

て
た
か
も
し
れ

な
い
わ
ね

ル
シ
パ

も
奴
な
り
に

人
望
が
あ

た

て
事
か

僕
は
そ
う
い
う
ノ
リ
は
つ
い
て
い
け
な
い
ん
で

も
う
限
界
で
す
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は
は

そ
れ
が
普
通
だ

て

 
キ
リ
ト
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス
タ
ル
ト
の
背
中
を
バ
シ
バ
シ
叩
い
た

で
も
ま
あ
シ
グ
ル
ド
は

絶
対
に
七
つ
の
大
罪
を
許
さ
な
い
よ
な

 
結
局
エ
キ
ス
キ

リ
パ

も
ル
シ
パ

が
持
つ
事
に
な

た
ん
だ
ろ

性
能
は
ど
ん
な
感
じ

だ

た
ん
だ

今
持

て
る
武
器
よ
り
多
少
い
い

度
だ

た
み
た
い

 
ま
あ
持

て
る
の
が
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
名
前
の
武
器
だ
か
ら

 
今
回
の
や
ら
か
し
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

え
て
持
つ
事
に
し
た
み
た
い
よ

へ

あ
い
つ
は
本
当
に
反
省
し
て
る
ん
だ
な

ど
う
で
し

う
ね

ま
あ
し
ば
ら
く
は
大
人
し
く
し
て
る
で
し

 
続
け
て
ス
プ
リ
ン
ガ

と
フ

ブ
ニ
ル

そ
れ
に
ヒ
ル
ダ
が
こ
ち
ら
に
や

て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君

七
つ
の
大
罪
は

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
か
ら
離
脱
す
る
事
に
な

た
よ

あ
あ

や

ぱ
り
そ
う
な
り
ま
す
か

で

次
の
リ

ダ

は
誰
に

え

と

一
応
僕
に
な
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
前
に
出
て
き
た
の
は
フ

ブ
ニ
ル
だ

た
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へ

そ
れ
じ

あ
こ
れ
か
ら
は
ラ
イ
バ
ル
だ
な

友
好
的
に
進
め
る
と
こ
ろ
は
一

に
な
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

常
に
戦
争

態

て
の
は

ラ
イ
バ
ル
と
は
言
え
な
い
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
笑
い

フ

ブ
ニ
ル
も
釣
ら
れ
て
笑

た

そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
が

お
う

何
だ

ア
ス
タ
ル
ト
君
を

し
ば
ら
く
う
ち
に

け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

 
う
ち
も
ユ
キ
ノ
さ
ん
み
た
い
な
軍
師
役
が
い
な
く
て
困

て
た
ん
で
す
よ

お
 
そ
の

し
出
は
ハ
チ
マ
ン
の
意
表
を
つ
い
た

そ
う
言
わ
れ
て
も

そ
れ
は
俺
が
決
め
る
事
じ

な
い
し
な

あ
あ

実
は
ハ
チ
マ
ン

少
し
前
に
さ

 
そ
う
横
か
ら
言

て
き
た
の
は
キ
リ
ト
で
あ
る

 
キ
リ
ト
は
ア
ス
タ
ル
ト
が
い
ず
れ
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
し
た
い
と
い
う
意
思
を

し
て
い
る
事
を

説
明
し
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ハ
チ
マ
ン
は
な
る
ほ
ど
と

い
た
後

ア
ス
タ
ル
ト
に
言

た

ま
あ
全
部
お
前
に
任
せ
る
俺
と
し
て
は
お
前
が
い
つ
う
ち
に
来
て
く
れ
て
も
歓
迎
す
る
つ

も
り
だ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
ハ
チ
マ
ン
に
認
め
て
も
ら

た
事
を
喜
び
つ
つ
真
面
目
な
顔
で
ハ
チ
マ
ン
に

言

た
僕
は

フ

ブ
ニ
ル
さ
ん
の
所
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す

 
今
回
の
戦
闘
に
関
し
て
も

ま
だ
ま
だ
足
り
な
か

た

て
思
い
ま
す
し

 
言
い
方
が
あ
ま
り
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
が

 
も
う
少
し
武
者

行
し
て
か
ら

め
て
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
を
目
指
し
た
い
と
思
う
ん
で
す

そ
う
か

頑
張
れ
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
微
笑
み
つ
つ
ア
ス
タ
ル
ト
に

き

 
こ
う
し
て
ア
ス
タ
ル
ト
が
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
に
加
入
す
る
事
が
決
ま

た

で

お
前
は
ど
う
す
る
ん
だ

 
続
け
て
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
に
問
い
か
け
た
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私
も
も
う
し
ば
ら
く
タ
ル
ト
君
に
付
き
あ
う
わ

 
今
ヴ

ル
ハ
ラ
に
入
れ
て
も
ら

て
も
ま
だ
自
分
が
納
得
す
る
よ
う
な
プ
レ
イ
が
出
来
な
い

と
思
う
も
の

い
い
ん
じ

な
い
か

確
か
に
お
前
は
ま
だ
ま
だ
未

だ
し
な

タ
ル
ト
君
よ
り
扱
い
が
悪
い

当
た
り
前
だ
ろ

ど
う
見
て
も
お
前
は
ヒ
ル
ダ
以
下
だ

や

ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

た
ら

 
ハ
チ
マ
ン
に
あ

さ
り
そ
う
言
わ
れ
ヒ
ル
ダ
は

れ
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
を
バ
シ
バ
シ

叩
き

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
は
そ
れ
を
見
て
悔
し
そ
う
な
顔
を
し
た

パ
パ

お
客
様
で
す
よ

 
そ
の
時
ユ
イ
が
横
か
ら
そ
う
話
し
か
け
て
き
た

ん

誰
だ

グ
ウ

ン
さ
ん
で
す

グ
ウ

ン
か

こ
こ
に
案
内
し
て
く
れ
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は
い
パ
パ

 
そ
れ
か
ら
少
し
し
て

グ
ウ

ン
が
中
に
入

て
き
た

 
も
ち
ろ
ん
Ｇ

Ｅ
Ｎ
で
は
な
く
Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｎ
の
方
で
あ
る

お
う

ど
う
し
た

小
人
の
靴
屋
に
ち

と
動
き
が
あ

て

報
告
し
た
方
が
い
い
か
な

て

ほ
う

 
こ
の

況
で
小
人
の
靴
屋
に
何
が
あ

た
の
か

ハ
チ
マ
ン
は
興
味
を
持

た

え

と
ね

グ
ラ
ン
ゼ
は
ど
う
や
ら

七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
の
戦
争
を
止
め
て

 
そ
の
二
つ
に
小
人
の
靴
屋
を
加
え
て
一
つ
の
ギ
ル
ド
と
し
て
再
編
し
て

 
ヴ

ル
ハ
ラ
に
対
抗
出
来
る
大
き
な
組

を
作
り
た
い
み
た
い
な
の

え

こ
の

況
で
か

グ
ラ
ン
ゼ

て
そ
こ
ま
で
お
花
畑
な
の
か

ル
シ
パ

達
と
比
べ
る
と

シ
グ
ル
ド
の
方
が
ま
だ
話
が
分
か
る
か
ら

 
七
つ
の
大
罪
が

を
下
げ
た
こ
の
機
会
に

て
事
み
た
い

逆
転
の
発
想
か

そ
れ
は
あ
り
な
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
問
い
に

キ
リ
ト
は
こ
う
答
え
た
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ま
あ
し
ば
ら
く
は
無
理
だ
ろ
う
け
ど

ラ
イ
バ
ル
が
味
方
に
な
る
の
は
定
番
だ
か
ら
な

将
来
的
に
は
あ
り
う
る
の
か

あ
る
だ
ろ
う
な

そ
れ
ほ
ど
遠
い
事
じ

な
い
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
う
答
え
た
の
は
ア
ス
ナ
で
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
も

職
人
さ
ん
達
に
は
か
な
り
助
け
ら
れ
た
じ

な
い

 
だ
か
ら
そ

ち
か
ら
頼
ま
れ
た
ら
最
終
的
に
は
ど

ち
も

れ
る
し
か
な
い
と
思
う
ん
だ

よ
ねそ

う
か

職
人
ギ
ル
ド
が
中
心
だ
と

普
通
よ
り
も

ま
り
易
い
か

う
ん

そ
う
思
う
ん
だ
よ
ね

な
る
ほ
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
こ
ま
で
仲
間
達
に
色
々
話
を

い
て

今
日
の
戦
闘
で
何
が
あ
り

 
今
後
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ど
う
動
く
か

漠
然
と
し
た
イ
メ

ジ
を
掴
む
事
が
出
来
た

ま
あ

そ
う
な
る
と
い
い
よ
な

だ
な



 第１１４４話 変わる勢力図

だ
ね

そ
う
ね

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の

き
に

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ
も
同
意
す
る

 
彼
ら
に
今
必
要
な
の
は
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り

 
そ
れ
こ
そ
が
彼
ら
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
ラ
イ
フ
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
く
れ
る
と
思

て
い
る
か
ら

だ
よ
し

そ
れ
じ

あ
今
日
は
こ
ん
な
も
ん
か

み
ん
な

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ

俺
は
落
ち
る
よ

明
日
は

方
く
ら
い
か
ら
イ
ン
し
て
ボ
ス
戦
の
準
備
を
し
と
く

私
も
そ
ん
な
感
じ
ね
そ
う
い
え
ば
ハ
チ
マ
ン
君
ノ
リ
さ
ん
の
手
術
は
成
功
し
た
の
よ
ね

あ

と

そ
う
だ

た

喜
べ

大
成
功
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
珍
し
く
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し

他
の
者
達
も
そ
れ
に
乗

た

そ
う
か

や

た
な

本
当
に
良
か

た
わ

 
そ
ん
な
彼
ら
を
見
て

事
情
を
知
ら
な
い
ア
ス
タ
ル
ト
も
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た

僕
は
よ
く
知
ら
な
い
で
す
け
ど

え

と
・お
・め
・で
・と
・う
・

・す
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お
う

サ
ン
キ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
タ
ル
ト
の
語
尾
の
違
い
に
気
付
い
て
い
た
が

 
多
分
リ
ア
ル
だ
と
そ
ん
な
感
じ
の
話
し
方
な
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
感
想
を

い
た
だ
け
で

 
特
に
突

込
む
事
は
し
な
か

た

ア
ス
タ
ル
ト
と
ア
ス
モ
も
準
備
を
忘
れ
る
な
よ

 
代
わ
り
に
ハ
チ
マ
ン
は

最
後
に
二
人
に
こ
う
言

た

え何
の
準
備

気
付
い
て
な
い
の
か

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
に
入

た

て
事
は
つ
ま
り

 
ガ
イ
ア
攻
略
戦
に
参
加
す
る

て
事
だ
ぞ

あ
 
二
人
は
そ
れ
で
初
め
て
そ
の
事
に
気
が
付
い
た
よ
う
で

若

て
た

そ

そ

か

そ
う
な
ん
だ

ア
ス
モ
ち

ん

同
じ
ヒ

ラ

と
し
て
担
当
を
ど
う
す
る
か

明
日
相
談
し
よ
う
ね

え

え
え

分
か

た
わ



 第１１４４話 変わる勢力図

 
そ
し
て
こ
の
日
は
解
散
と
な
り

皆
そ
れ
ぞ
れ

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
ふ
う

今
日
は
ま
さ
か
あ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て

絶
対
に
予
想
出
来
ね

す
わ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後

ア
ス
タ
ル
ト
こ
と
比
嘉
健
は

 
ベ

ド
の
上
で

を
か
き
な
が
ら
そ
う

い
た

ガ
イ
ア
戦
か

夜
は
卒

を
や
る
つ
も
り
だ

た
け
ど

 
頑
張

て
昼
に
全
部
済
ま
せ
な
い
と
か

で
も
録
画
し
た
ア
ニ
メ
も
見
な
い
と
な

 
そ
う
言

て
卒

の
束
を
手
に
取

た
健
は

と
り
あ
え
ず
シ

ワ

を

び
よ
う
と
思
い

 
書
き
か
け
だ

た
そ
れ
を
テ

ブ
ル
の
上
に
置
く
と

 
着
て
い
た
ア
ニ
メ
の

シ

ツ
を
脱
い
で
シ

ワ

ル

ム
へ
と
向
か

た
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第
１
１
４
５
話
 
コ
ヨ
ミ
と
の
合
流

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
八
幡
は

に
重
み
と
柔
ら
か
さ
を
感
じ

 
戸
惑

た
顔
で
目
を
開
け
て
そ
ち
ら
を
見
た

 
そ
こ
に
は
八
幡
の

に
す
が
り
つ
く
萌
郁
の

が
あ
り

八
幡
は
ぎ

と
し
た

や
ば

明
日
奈
が

き
る
前
に
萌
郁
を

こ
さ
な
い
と

 
八
幡
は

て
て
萌
郁
の
体
を
空
い
た

手
で

す
ろ
う
と
し
た
が

 
そ
の

手
は

誰
か
の
手
に
よ

て
が
し

と
捕
ま
れ
た

 
誰
か
と
い

て
も

こ
の
部
屋
に
い
る
の
は
他
に
は
明
日
奈
し
か
い
な
い

八
幡
君

は

は
い

こ
す
と
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
あ
げ
よ

へ
 
明
日
奈
は
そ
う
言
う
と
八
幡
の

を
一

離
し

自
分
の
布
団
を
す
ぐ
隣
に
持

て
き
た

こ
れ
で
良
し

ね
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お

お
う

 
一
応
萌
郁
の
部
屋
は
別
に
と

て
あ
る
の
だ
が
お
金
さ
え

え
ば
問
題
な
い
の
は
間
違
い
な

く 
明
日
奈
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の

に
胸
を
押
し
当
て
る
よ
う
に

え
込
み

 
こ
の
日
八
幡
は
萌
郁
と
明
日
奈
に

ま
れ
全
く

を
動
か
せ
な
い

態
で

る
事
と
な

た 
明
日
奈
と
し
て
は

萌
郁
は
天

独
で
あ
り

 
将
来
的
に
自
分
と
八
幡
の
家
族
と
な
る
事
が
確
定
し
て
い
る

 
同
様
の
立
場
の
優
里
奈
と
共
に
こ
の
二
人
に
関
し
て
は
か
な
り
緩
い
対
応
を
と
る
事
に
し
て

い
た
の
だ

八
幡
君

に
く
い

ち

と
な

ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
そ
れ
が
八
幡
君
へ
の
罰
の
代
わ
り
ね

そ
う
だ
な

何
こ
の
か
わ
い
い
子

女
神
な
の

は
い

女
神
で
す

そ
し
て
俺
の
大
事
な
彼
女
で
す
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そ
う
思
い
つ
つ

八
幡
は
明
日
奈
の
そ
の
優
し
さ
を
嬉
し
く
思
う
と
共
に

 
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
女
性
に
愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
を

ら
し
く
思

た

明
日
奈
も
そ
う
だ
け
ど

家
族
は
み
ん
な
幸
せ
に
し
な
い
と
な

 
そ
の

に
は
働
き
た
く
な
い
と
か
言

て
ら
れ
な
い
な

頑
張
ら
な
い
と

 
八
幡
は

め
て
そ
う

い

そ
の
ま
ま
眠
り
に
落
ち
て
い

た

  
そ
し
て
次
の
日
の
朝

八
幡
が
目
を
覚
ま
す
と

 
明
日
奈
と
萌
郁
は

に

き
て
お
り
二
人
で
仲
良
く
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
会
話
を
交
わ
し
て

い
たあ

八
幡
君

お
は
よ
う

お
う

お
は
よ
う

体
は
大
丈
夫

体

あ

 
八
幡
は

体
を

て
バ
キ
バ
キ
鳴
ら
し
な
が
ら
こ
う
答
え
た

そ
う
だ
な

今
夜
は
ち

と
勘

し
て
欲
し
い
か
な



 第１１４５話 コヨミとの合流

う
ん

分
か

た

そ
れ
じ

あ
夜
は
我
慢
す
る
ね

う
ん

我
慢
す
る

 
明
日
奈
と
萌
郁
は
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
言
い
テ

ブ
ル
に
つ
い
た
八
幡
を

か
ら

ん
だ

そ
の
代
わ
り

今
は
別
に
い
い
よ
ね

う
ん

い
い
よ
ね

え

あ

お
う

 
八
幡
は
二
人
に
た
じ
た
じ
と
な

た
が

た
ま
の
旅
行
だ
し
別
に
い
い
か
と
思
い

 
二
人
の
好
き
に
さ
せ
る
事
に
し
た

丁
度
そ
こ
に

優
里
奈
と
詩
乃
が
入

て
く
る

う

か

た

完
全
に
乗
り

れ
た
ね

 
更
に
藍
子
と
木
綿
季
が
部
屋
に
入

て
く
る

う
わ

二
人
と
も

ず
る
い
わ

ふ
ふ

い
者
勝
ち
だ
よ

く

ユ
ウ
が

し
な
け
れ
ば

ア
イ
よ
り
ボ
ク
の
方
が

く

き
た
じ

な
い
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朝
か
ら

が
し
い
事
だ
な
と
思
い
つ
つ

八
幡
は
そ
れ
を
と
て
も
楽
し
く
思

た

 
い
ず
れ
家
族
に
な
る
予
定
の
こ
の
メ
ン
バ

は
ま
あ
詩
乃
が
ど
う
な
る
か
は
ま
だ
分
か
ら
な

い
が

 
少
な
く
と
も
残
り
の
六
人
は

に
本
当
の
家
族
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
ち
始
め
つ
つ
あ
る

そ
れ
じ

あ
今
日
の
予
定
を
決
め
る
か

は

い

 
六
人
は

萌
郁
も

め
て
元
気
良
く
返
事
を
す
る
と

 
そ
れ
ぞ
れ
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て
色
々
と
行
き
た
い
場
所
を
表

さ
せ
て
見
せ
合

た

 
八
幡
は
特
に
行
き
た
い
所
は
無
い

六
人
の
好
き
に
さ
せ
て
お
り

 
行
き
た
い
場
所
が
決
ま

た
ら

そ
の

番
を
決
め
る
担
当
と
な

て
い
る

さ
て

の
ん
び
り
横
に
な

て
待
つ
か

 
八
幡
は
そ
う
言

て

に

転
が

た
が
そ
れ
を
見
逃
す
よ
う
な
者
は
こ
の
場
に
は
い
な
い

 
そ
れ
を
幸
い
と

六
人
が

う
よ
う
に
八
幡
に

き
付
き

あ
る
い
は
枕
に
し
て
く
る

お
わ

お
前
ら

真
面
目
に
話
し
合
い
を
し
ろ

て

良
い
で
は
な
い
か

良
い
で
は
な
い
か
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う
ん

た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
い
い
よ
ね

ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
に
ち

し
ち

お
う

そ
れ
は

目

 
も
う
滅
茶
苦
茶
で
あ

た
が

八
幡
は
何
と
か
場
を
収
め
る
事
に
成
功
し

 
ま
あ

体
的
に
は
明
日
奈
以
外
の
全
員
の

に
拳
骨
を
落
と
し
た
の
だ
が

 
そ
れ
か
ら
真
面
目
に
話
し
合
い
は
進
み
七
人
は
そ
の
ま
ま
の
ん
び
り
と
出
か
け
る
事
に
し
た

の
だ

た

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず

コ
ヨ
ミ
さ
ん
と
合
流
だ
な

ど
ん
な
人
な
の
か
凄
く
楽
し
み
で
す

確
か
凄
く
変
わ

た
子
だ

た
よ
ね

変
わ

た
と
い
う
か
お
か
し
な
と
い
う
か

ま
あ
と
り
あ
え
ず
会

て
み
な
い
と
な
ん
と
も
だ
な

で
す
ね

と
り
あ
え
ず
約
束
の
場
所
に
向
か
い
ま
し

う

 
優
里
奈
を
先

に

一
同
は
京
都
の
街
を
歩
い
て
い
く

 
そ
し
て
目
的
地
に
近
付
い
た
時

八
幡
が
一
同
を
止
め
た



 第八章 キャリバー・クロッシング編

ち

と
待

た

何
か
不
審
者
が
い
る

不
審
者

こ
ん
な
朝
か
ら

あ
あ

見
て
み
ろ

 
八
幡
の
指
差
し
た
先
に
は

一
見
す
る
と
中
学
生
に
し
か
見
え
な
い
の
だ
が

 
さ
り
と
て
よ
く
見
る
と
そ
の
服
装
と
化

の

合
か
ら

 
大
人
だ
ろ
う
と
判
断
出
来
る
と
て
も
小

な
女
性
が
い
た

 
そ
の
女
性
は
通
り
か
か
る
若
い
女
性
に
声
を
か
け
よ
う
と
手
を

ば
し

 
そ
の
胸
を
見
て
た
め
息
を
つ
く
と

手
を
引

込
め
て
次
の
女
性
に
声
を
か
け
よ
う
と
す
る

 
と
い

た
行
動
を

り
返
し
て
い
た

ま
さ
に
不
審
者
で
あ
る

本
当
だ

ど
う
し
ま
し

う

も
し
こ
こ
に
コ
ヨ
ミ
さ
ん
が
来
た
ら

だ
な

あ
の
不
審
者

ど
う
や
ら
男
に
は
興
味
無
い
み
た
い
だ
か
ら

 
こ
こ
は
俺
が
一
人
で
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
立

て

コ
ヨ
ミ
さ
ん
を
保
護
す
る
事
に
す
る
わ

 
み
ん
な
は
こ
こ
で

コ
ヨ
ミ
さ
ん
ら
し
き
人
が
来
る
か
ど
う
か

チ

ク
し
て
て
く
れ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
待
ち
合
わ
せ
場
所
へ
と
歩
い
て
い
き
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壁
に
寄
り
か
か

て
そ
の
不
審
者
を
観
察
し
つ
つ

コ
ヨ
ミ
を
探
し
始
め
た

 
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
ま
で
あ
と
五
分

ナ
ユ
タ
に
と
て
も
会
い
た
が

て
い
た
コ
ヨ
ミ
で
あ
れ

ば 
も
う
来
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
時
間
で
あ
る

 
だ
が
時
間
に
な

て
も
そ
れ

い
人
物
は
現
れ
ず

こ
こ
に
は
た
だ
不
審
者
が
い
る
の
み
で

あ

た

 
こ
う
な
る
と
八
幡
と
し
て
は

と
あ
る
可
能
性
に
思
い
当
た
る

 
そ
れ
は

こ
の
不
審
者
こ
そ
が
コ
ヨ
ミ
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る

い
や

ま
さ
か
な

 
理
性
で
は
そ
れ
を
否
定
し
た
か

た
が

他
に
可
能
性
は
無
い

 
八
幡
は

も
し
こ
の
不
審
者
が
コ
ヨ
ミ
だ

た
場
合

 
本
当
に
優
里
奈
に
会
わ
せ
て
い
い
も
の
か
と
迷

た
末
に

ひ
と

居
う
つ
事
に
し
た

あ
の

す
み
ま
せ
ん

は
い

 
八
幡
は
覚
悟
を
決
め
て
そ
う
話
し
か
け
そ
の
不
審
者
は

し
げ
な
表
情
で
八
幡
の
顔
を
見
て
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驚
い
た
よ
う
に
大
き
く
目
を
見
開
い
た

え

ち

と

や
だ

も
し
か
し
て
こ
れ

て
生
ま
れ
て
初
め
て
の
ナ
ン
パ

 
し
か
も
格
好
い
い
し
お
金
持
ち
の
気
配
が

ん

ん
す
る

 
で
も
よ
り
に
よ

て
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

 
ナ
ユ
さ
ん
に
会
う
前
に
こ
ん
な
事
が

こ

ち

う
な
ん
て

神
様
は
な
ん
て
残

な
の

 
ナ
ユ
さ
ん
の
お

ぱ
い
と
イ
ケ
メ
ン
と
の
ア
バ
ン
チ

ル
一
体
私
は
ど

ち
を
取
れ
ば

い
い
の

 
あ
あ

ど
う
し
よ
う

私
に
は
選
べ
な
い
よ

や

ぱ
り
コ
ヨ
ミ
さ
ん
だ

た
か

何
と
い
う
か

エ
キ
セ
ン
ト
リ

ク
な
子
だ
よ
な

 
八
幡
は
今
の
言
葉
で
そ
ん
な
感
想
を

い
た
が

 
同
時
に
コ
ヨ
ミ
を
優
里
奈
に
会
わ
せ
て
い
い
も
の
か

激
し
く
悩
ん
だ

 
ナ
ユ
さ
ん
の
お

ぱ
い
と
イ
ケ
メ
ン
と
の
ア
バ
ン
チ

ル
を
同

に
扱

て
い
る
事
か
ら

し
て

 
コ
ヨ
ミ
が
優
里
奈
を
性
的
な
目
で
見
て
い
る
可
能
性
が
出
て
き
た
か
ら
だ
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む

俺
は
一
体
ど
う
す
れ
ば

 
遠
く
で
は
優
里
奈
や
明
日
奈
達
が
こ
ち
ら
を

て
お
り

 
こ
の
ま
ま
だ
と
こ
ち
ら
に
来
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

よ
し

 
八
幡
は
一
計
を
案
じ

コ
ヨ
ミ
に
こ
う
言

た

あ
の

コ
ヨ
ミ
さ
ん
で
す
よ
ね

え

あ

は
い

今
ま
で
ち

ん
と
言
わ
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

実
は
私

ナ
ユ
タ
で
す

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
コ
ヨ
ミ
は
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
た
後

大
き
く
目
を
見
開
き
な
が
ら
八
幡
に
詰
め
寄

た

え

え

ナ
ユ
さ
ん

て
男

で
も
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
じ

性
別
は
変
え
ら
れ
な

い
は
ず

妹
に
キ

ラ
を
作

て
も
ら

て

そ
れ
を
使

て
た
ん
で
す

 
最
初
は
ほ
ん
の

い
気
持
ち
だ

た
ん
で
す
け
ど

コ
ヨ
ミ
さ
ん
が
懐
い
て
く
れ
た
か
ら
つ

い
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そ

か

そ

か

こ
れ
で
本
当
に
優
里
奈
の
事
を
友
達
と
し
て
大
事
に
思

て
く
れ
て
た
の
な
ら

 
俺
に
対
し
て
も
性
別
な
ん
か
関
係
な
く
懐
い
て
く
れ
る
は
ず
だ
が

 
コ
ヨ
ミ
は
激
し
く

し
て
い
る
よ
う
だ

た
が
や
が
て
顔
を
上
げ
八
幡
の
手
を

た

本
当
は

き
付
こ
う
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

男
の
子
じ

ち

と
ま
ず
い
よ
ね

 
え

と

ナ
ユ
さ
ん

そ
の

あ

会
え
て
嬉
し
い

よ

私
も
嬉
し
い
で
す
よ

コ
ヨ
ミ
さ
ん

 
八
幡
は
そ
ん
な
コ
ヨ
ミ
に
そ
う
微
笑
み
返
し
た

こ
れ
は
大
丈
夫
か
な

 
八
幡
は
そ
う
判
断
し

コ
ヨ
ミ
に
ネ
タ
ば
ら
し
す
る
事
に
し
た

ご
め
ん
な
さ
い
コ
ヨ
ミ
さ
ん

今
の
は
全
部

で
す

へ

お

い
ナ
ユ
タ

こ

ち
に
来
て
い
い
ぞ

 
八
幡
は
優
里
奈
に
そ
う
呼
び
か
け

こ
こ
で
や

と
優
里
奈
達
が

場
す
る
事
と
な

た

む
む
む
む
む

そ
れ
じ

あ
貴
方
は
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俺
は
ハ
チ
マ
ン
だ

宜
し
く

あ

リ

リ

ダ

様

そ

か

も
し
お
か
し
な
人
間
が
来
た
ら
ま
ず
い
も
ん
ね

し

な
い

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
な

 
コ
ヨ
ミ
は
案
外
理
解
力
が

い
ら
し
い

 
年
齢
不

だ
が

思

た
よ
り
も
年
が
い

て
る
の
か
も
し
れ
な
い

て
事
は
あ

ち
か
ら
来
る
の
が

あ
あ

ナ
ユ
タ
達
だ
な

え

と

 
コ
ヨ
ミ
は
木
綿
季
と
詩
乃
を
見
て
す
ぐ
目
を

ら
し
藍
子
の
胸
を
見
て
少
し
悩
ん
だ
後
首

を

た

明
ら
か
に
違
う

 
そ
し
て
萌
郁
と
明
日
奈
の
胸
を
見
て

う

ん
と

た
後

ぼ
そ
り
と

い
た

微

に
記
憶
と
大
き
さ
が
合
わ
な
い

 
最
後
に
優
里
奈
を
見
た
コ
ヨ
ミ
は

胸
を
二
度
見
し
た
後

満
面
の
笑
み
を

か
べ
た

ナ
ユ
さ
ん
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コ
ヨ
ミ
さ
ん

初
め
ま
し
て

私
が
ナ
ユ

 
そ
う
言
い
か
け
た
優
里
奈
は

コ
ヨ
ミ
の
手
が
そ
の
ま
ま
胸
に

び
て
き
た

 

い
な
く
コ
ヨ
ミ
の

を
掴
ん
で
止
め
た

タ
で
す

で

コ
ヨ
ミ
さ
ん

一
体
何
の
つ
も
り
で
す
か

や

い
つ
も
み
た
い
に

し
よ
う
か
な

て

常
識
を

わ
き
ま
え
て

下
さ
い

 
そ
の
ま
ま
優
里
奈
は
コ
ヨ
ミ
の

に
八
幡
直
伝
の
拳
骨
を
落
と
し

 
コ
ヨ
ミ
は
そ
の
場
に
ど

と
倒
れ
伏
し
た
の
だ

た

さ

き
ま
で
の

勝
さ
は
何
だ

た
ん
だ

 
八
幡
は
そ
の
結
果
に
そ
う

き

を

め
た
の
だ

た
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第
１
１
４
６
話
 
藍
子
と
木
綿
季
の
や
り
直
し

 
優
里
奈
に
よ

て
コ
ヨ
ミ
が
倒
れ
た
の
を
見
て
八
幡
は

て
て
コ
ヨ
ミ
を

き

こ
そ
う
と

し
た

 
さ
す
が
に
人
目
も
多
く

く
コ
ヨ
ミ
を
復
活
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る

優
里
奈

さ
す
が
に
や
り
す
ぎ
だ
ろ

い
い
ん
で
す

見
て
て
下
さ
い

直
ぐ
に
復
活
し
ま
す
よ

そ
う
い
う

に
も
な

 
そ
う
言

て
八
幡
が
コ
ヨ
ミ
に
手
を

ば
し
た

間
に
コ
ヨ
ミ
が
が
ば

と
体
を

こ
し
た

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

て

あ
れ

こ
こ
は

 
そ
の
ま
ま
コ
ヨ
ミ
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し

 
今
ま
さ
に
自
分
を

こ
そ
う
と
し
て
く
れ
て
い
た
八
幡
と
目
が
合

た

え

と

あ
れ

ど
ち
ら
様
で
す
か
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ええ

 
ど
う
や
ら
コ
ヨ
ミ
は
つ
い
先
ほ
ど
の
記
憶
が
飛
ん
で
い
る
ら
し
く

 
初
対
面
の
者
を
相
手
に
す
る
よ
う
な

線
を
八
幡
に
向
け
て
き
た

あ

俺
は
比
企
谷
八
幡
だ

よ
ろ
し
く

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
だ

初
め
ま
し
て

私
は
コ
ヨ
ミ

原

で
す

あ
あ

コ
ヨ
ミ
さ
ん

て

の
方
だ

た
ん
だ
な

う
ん

 
コ
ヨ
ミ
の
本
名
は

ど
う
や
ら

原

と
い
う
ら
し
い

さ
ん

お
会
い
出
来
て
嬉
し
い
で
す

私
が
ナ
ユ
タ
こ
と

櫛
稲
田
優
里
奈
で
す

わ

リ
ア
ル
ナ
ユ
さ
ん
だ

 

は
優
里
奈
の
胸
を
見
な
が
ら
そ
う
言
い

再
び
優
里
奈
に
飛
び
か
か
ろ
う
と
し
た
が

 
そ
の
行
動
は

横
か
ら

て
入

た
明
日
奈
に
よ

て
防
が
れ
た

コ
ヨ
ミ
さ
ん

私
は
結
城
明
日
奈

ア
ス
ナ
だ
よ

ア
ス
ナ
さ
ん

う
わ

リ
ア
ル
で
も
美
人
さ
ん
だ
ね
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そ
れ
に
合
わ
せ
て
他
の
者
達
も

に
自

紹
介
し
た

私
は
朝
田
詩
乃

シ
ノ
ン
よ

私
は
初
め
ま
し
て
か
し
ら

野
藍
子
よ

ボ
ク
は

野
木
綿
季

宜
し
く
ね

桐
生
萌
郁
で
す

宜
し
く

う
わ

美
人
さ
ん
が
い

ぱ
い
だ

 
そ
の
一
連
の
流
れ
で

も
落
ち
着
い
た
の
か

優
里
奈
の
胸
に

着
す
る
様
子
は
見
せ
な
く

な

た

 
さ
す
が
は
明
日
奈

達
に
八
幡
の
正
妻
を
名
乗

て
は
い
な
い

と
い
う

で

今
日
は
宜
し
く
な

日
ナ
ユ
さ
ん
か
ら
メ

ル
を
も
ら

て
行
き
た
い
場
所
は
教
え
て
も
ら

た
か
ら

 
案
内
は
私
に
任
せ
て

こ
の

り
は
よ
く
来
る
か
ら
私
の
庭
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
ね

 

は
そ
の
薄
い
胸
を
張
り
な
が
ら
そ
う
言

た

 

の
身
⻑
は
お
お
よ
そ

四
十
セ
ン
チ
く
ら
い
で
あ
り
そ
の

は
ど
う
見
て
も
中
学
生
に
し

か
見
え
な
い
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あ
の

さ
ん

て
何

な
ん
で
す
か

コ
ヨ
ミ
で
い
い
よ

ナ
ユ
さ
ん

え

と
ね

二
十
三
か
な

と

年
上
だ
と

 
そ
の

の
答
え
に
八
幡
は

然
と
し
た

あ
は

よ
く
言
わ
れ
る
け
ど
本
当
な
ん
だ
よ
ね

ほ
ら

 
そ
う
言

て

は
八
幡
に
免
許
証
を
見
せ
て
き
た

 
無
防
備

ま
り
無
い
行
動
だ
が

八
幡
達
を
信
頼
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

う
わ

マ
ジ
だ

え

へ
ん

コ
ヨ
ミ
さ
ん

て
私
よ
り

六
つ
も
年
上
だ

た
ん
で
す
ね

え

 
今
度
は

が
愕
然
と
し
た
顔
で
優
里
奈
の
方
を
見
た

 
そ
し
て
優
里
奈
の
胸
に
目
を
や

た
後

は
自
分
の
胸
に
手
を
当
て
た

ナ
ユ
さ
ん

十
七

え

え
え
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そ

か

そ
う
な
ん
だ

 
そ
ん
な

に

誰
も
声
を
か
け
る
事
は
出
来
な
か

た

 
だ
が

は
こ
う
い
う
事
は
慣
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

自
力
で
復
活
を
は
た
し

 
明
る
い
笑
顔
で
一
同
に
言

た

そ
れ
じ

あ
行
こ

か

そ
う
だ
な

行
こ
う
行
こ
う

の
京
都

楽
し
み
だ
ね

コ
ヨ
ミ
さ
ん

私
と
手
を
繋
ぎ
ま
し

う

え

い
い
の

や

た

 
八
幡
達
も
す
か
さ
ず
そ
れ
に
合
わ
せ

明
る
い
笑
顔
で
そ
う
言

た

 
こ
う
し
て
一
同
は

の
案
内
で
京
都
の
散

を
開
始
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

  
最
初
に
一
同
が
訪
れ
た
の
は

金

で
あ

た

 
定
番
中
の
定
番
だ
が

通
常

に
訪
れ
る
事
は
無
い

 
今
回
は

え
て
最
初
に
金

を
選
ん
だ
の
で
あ
る



 第八章 キャリバー・クロッシング編

う
わ

金

に
雪
が

も

て
る
と
こ
ろ

初
め
て
見
た
か
も

思

た
よ
り
混
ん
で
る
と
思

た
け
ど

こ
れ
は
見
た
く
な
る
よ
な

 
雪
化

を
し
た
金

は
と
て
も
美
し
く

厳
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た

そ
れ
じ

あ
次
行
こ
う

次

 
そ
こ
か
ら
一
同
は

怪
ス
ト
リ

ト
を

て
京
都
御
所
へ
と
向
か

た

 
そ
こ
で
少
し

在
し
た
後

八

神
社
を

て

水

に
到
着
し
た
一
同
だ

た
が

 
そ
こ
で
八
幡
は
遠
く
で
仲
良
く
写
真
を

て
い
る
二
人
組
に
ど
こ
か
見
覚
え
が
あ
る
よ
う

な
気
が
し
た

んハ
チ
マ
ン
さ
ん

ど
う
し
た
の

あ
あ

い
や

あ
の
女
の
子
の
二
人
組

ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

そ
う
な
ん
だ

も

と
近
く
に
行

て
み
る

い
や

ま
あ
気
の
せ
い
か
も
だ
し

別
に
い
い
や

 
そ
う
言
い
な
が
ら
再
び
移
動
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
八
幡
の

に
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り
に
い
る
観
光
客
達
の

こ
ん
な
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た

ね

あ
そ
こ
に
い
る
の

て

フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

じ

な
い

あ

確
か
そ
う
だ
よ

プ
ラ
イ
ベ

ト
か
な

変
装
し
て
る
み
た
い
だ
し

そ
う
じ

な
い
か

や

ぱ
か
わ
い
い
よ
な

声
を
か
け
て
み
た
い
け
ど

や

ぱ
迷
惑
だ
よ
な

 
中
々
に
良
識
的
ら
し
い
そ
の
フ
ラ
ン
シ

シ

の
フ

ン
ら
し
き
者
達
の
言
葉
を
受
け

 
八
幡
は

め
て
先

の
二
人
組
の
方
を
見
た

ハ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ア
イ
ド
ル

ア
イ
ド
ル
だ
よ

お

お
う

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
知
名
度
は
一

人
に
は
そ
こ
ま
で
高
く
は
な
く

 

い
で
い
た
の
は
先
ほ
ど
の
者
達
だ
け
だ

た
の
だ
が

 

は
ど
う
や
ら
フ
ラ
ン
シ

シ

の
事
を
知

て
い
る
ら
し
く
興
奮
し
た
様
子
で
そ
う
言

た 
よ
く
見
る
と
そ
れ
は

水
野
愛
と

野
純
子
で
あ
り
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ま
さ
か
二
人
が
こ
こ
に
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
八
幡
は
驚
き
の
あ
ま
り
思
わ
ず

い
た

あ
の
二
人

何
で
こ
こ
に

え

ま
さ
か
知
り
合
い

ア
イ
ド
ル
と

あ

い
や

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

凄

い

 
そ
の

の
声
を

き

他
の
者
達
が
八
幡
の
下
に
や

て
き
た

八
幡
君

ど
う
し
た
の

い
や

あ
そ
こ
に
愛
と
純
子
が
い
る

え

本
当
に

あ

本
当
だ

旅
行
と
か
か
な

ど
う
だ
ろ
う
な

え

み
ん
な
知
り
合
い

 
他
の
者
達
が
誰
も
驚
か
な
い
の
を
見
て

は
驚
愕
し
た

あ

ま
あ
一
応
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あ
の
二
人
が
所
属
し
て
る
の

て

八
幡
君
の
い
る
会
社
だ
か
ら
さ

え
え
え
え
え

ま
さ
か
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

て
ソ
レ
イ
ユ
の
人

一
応
な

う

ん
こ
こ
で
無

し
て
通
り
過
ぎ
る
と
後
で
何
を
言
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
し

 
一
応
二
人
に
声
だ
け
か
け
て
お
く
か

あ
は

そ
う
だ
ね

 
そ
の
ま
ま
一
同
は
二
人
に
近
付
き

八
幡
は
背
後
か
ら
二
人
に
声
を
か
け
た

愛

純
子

こ
ん
な
所
で
会
う
な
ん
て
偶
然
だ
な

 
い
き
な
り
だ

た

二
人
は
そ
の
言
葉
に
ビ
ク

と
し
た
が

 
二
人
が
八
幡
の
声
を

き
違
え
る
は
ず
も
な
く
二
人
は

り
向
い
て
す
ぐ
に
八
幡
に

き
つ

い
て
き
た

八
幡

八
幡
さ
ん

う
わ

お

お
い

ち

と
は
人
目
を
気
に
し
ろ

て

え

別
に
い
い
じ

な
い

そ
う
で
す
よ
ス
キ

ン
ダ
ル
の
一
つ
や
二
つ
は
あ

た
方
が
話
題
に
な
る
か
ら
い
い
ん
で
す
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よ 
二
人
は
八
幡
の
抗
議
に
は
ま

た
く

を
貸
そ
う
と
は
せ
ず

 

は
そ
れ
を
見
て
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
い

態
と
な

た

か

ん

私

か

ん

て
口
に
出
し
て
言
う
人

初
め
て
見
た
か
も

 
そ
れ
が
明
日
奈
の
声
だ
と
認
識
し
た

間
に
愛
と
純
子
は
自
然
な
動
き
で
八
幡
か
ら
離
れ
た

あ

明
日
奈

や

ほ

明
日
奈
さ
ん
が
い
る
な
ら
遠

し
な
い
と
で
す
ね

 
二
人
は
明
日
奈
の
事
は
き
ち
ん
と
立
て
る
つ
も
り
ら
し
く
今
度
は
に
こ
や
か
に
明
日
奈
に
話

し
か
け
た

二
人
と
も

ど
う
し
て
こ
こ
に

え

と

次
の

は
京
都
が
舞
台
ら
し
く

て

 
い
い
場
所
が
な
い
か

み
ん
な
で
手
分
け
し
て
探
し
て
る
ん
で
す
よ

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

多
分
そ
の

り
に
み
ん
な
い
る
と
思
う

あ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

偶
然
だ
ね
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う
ん

凄
い
偶
然

 
そ
の
会
話
に
他
の
女
子
達
も
参
加
し

こ
の
場
は

分
と

手
な
感
じ
と
な

た

 
美
少
女
が
た
む
ろ
し
て
キ

キ

ウ
フ
フ
し
て
い
る
の
は
と
て
も
目
立
つ

 
八
幡
は
人
目
を
気
に
し
て
移
動
を
提
案
し
た

さ
す
が
に
こ
れ
は
目
立
ち
す
ぎ
る

ち

と
場
所
を
変
え
よ
う

あ確
か
に
そ
う
ね

コ
ヨ
ミ
さ
ん

こ
の

り
で
多
少
静
か
な
場
所

て
あ
り
ま
す
か

え

そ

そ
う
ね

そ
れ
な
ら
一

こ
こ
を
出
よ

か

 
優
里
奈
の
声
で
再

動
し
た

は
一
同
を
別
の
場
所
へ
と
案
内
し

 
多
少
人
気
の
少
な
い
そ
こ
で

八
幡
達
は
そ
れ
な
り
に
落
ち
着
い
て
話
す
事
が
出
来
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ん

何
だ

コ
ヨ
ミ
さ
ん

美
少
女
ば

か
り
だ
ね

言
い
た
い
事
は
何
と
な
く
分
か
る
が
別
に
俺
が
故
意
に
集
め
た

じ

な
い
か
ら
な
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勝
手
に
集
ま

て
き
た

と

明
日
奈
以
外
は
ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な

さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
ね

お

お
う

 
そ
の
後
の
会
話
で
八
幡
達
と
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

の

ま

て
い
る
旅

が
同
じ
事

も
判
明
し

 
夜
に
八
幡
の
部
屋
で
合
流
す
る
事
が
決
ま

た

こ
れ
は
偶
然
か
と
思
い
き
や
そ
う
い
う

で
も
な
い

 
そ
も
そ
も
八
幡
達
の

も
フ
ラ
ン
シ

シ

の

も
ソ
レ
イ
ユ
で
手
配
し
た
も
の
な
の
で

 
そ
れ
が
同
じ
に
な
る
の
は
当
た
り
前
と
言
え
ば
当
た
り
前
な
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
八
幡

ま
た
夜
に

八
幡
さ
ん

ま
た
後
で

あ
あ

夜
に
な

 
二
人
は
ま
だ
色
々
回
る
ら
し
く

そ
の
ま
ま
去

て
い

た

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
京
都
タ
ワ

で
食
事
を
と
り
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伏
見
稲

大
社
の
千
本

居
を
は

は

言
い
な
が
ら

り
そ
の
後
も
何

所
か
の

社
を

巡

た
ア
イ

ユ
ウ

ど
う
だ

凄
く
疲
れ
た

け
ど

と
て
も
良
か

た
わ

ボ
ク
達
本
当
な
ら

中
学
の
時
こ
う
や

て
回

て
た
ん
だ
ね

 
そ
う

今
日
の
ル

ト
は
実
は

 

路
は
違
え
ど
藍
子
と
木
綿
季
が
中
学
の

学
旅
行
で
行

て
い
た
場
所
な
の
で
あ

た

 
二
人
は
そ
の

か
ら
入
院
し
て
い
た
の
で
当
然
参
加
出
来
ず

 
今
回
は
他
の
者
達
か
ら
二
人
の

学
旅
行
を
再
現
し
た
い
と
い
う
意
見
が
出
た

 
こ
う
い
う
ル

ト
で
回
る
事
に
な

た
の
だ

た

さ
て

最
後
に
土
産
を
物
色
す
る
か

う
ん

で
も
地
元
が
こ

ち
な

子
さ
ん
へ
の
お
土
産

ど
う
し
よ
う

あ
は
は
は
は

ま
あ
悩
め
悩
め

う

う
ん
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そ
の
ま
ま

い
物
中

た
ま
た
ま
話
題
が
夜
の
戦
闘
の
事
へ
と
移

た
時

 
八
幡
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
優
里
奈
と
萌
郁
に
こ
う
言

た

そ
う
い
え
ば
夜
は

二
人
が
ボ
ス
戦
の
様
子
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
手
配
し
て
お
い
た
か
ら
な

あ

そ
う
な
ん
で
す
ね

そ
れ
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す

え

今
日
何
か
あ
る
の

あ
あ

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ち

と
で
か
い
戦
闘
が
な

わ

私
も
見
て
み
た
い

ん

な
ら
コ
ヨ
ミ
さ
ん
も
俺
達
が

ま

て
る
旅

に

ま
る
か

い
い
の

あ
あ

問
題
な
い

 

が
そ
う
言
い
出
し

せ

か
く
だ
か
ら
と
詩
乃
が
萌
郁
の
部
屋
に
移
動
す
る
事
に
な
り

 
優
里
奈
の
部
屋
に

が

ま
る
事
が

撃
的
に
決
定
し
た



 第１１４７話 ガイアとフレイヤ、女の戦い

 
第
１
１
４
７
話
 
ガ
イ
ア
と
フ
レ
イ
ヤ

女
の
戦
い

 
ガ
イ
ア
戦
で
今
週
い

ぱ
い
か
か
り
ま
す

も
ち
ろ
ん

日
投
稿
で

 
そ
の
日
の
夜

八
幡
と
明
日
奈
と
共
に

愛

純
子
が
横
た
わ
る
そ
の
横
に

 
優
里
奈

萌
郁
の
他

フ
ラ
ン
シ

シ

の
残
り
の
メ
ン
バ

達
が
集
合
し
て
い
た

ア

ア
イ
ド
ル
に
囲
ま
れ
て
る

コ
ヨ
ミ
さ
ん

張
し
す
ぎ
で
す
よ

ナ
ユ
さ
ん
は
落
ち
着
き
す
ぎ
だ

て
ば

い
や
ま
あ
私
は
ほ
ら
普

か
ら
ア
イ
ド
ル
ま
が
い
の
人
達
と
一

に
い
ま
す
か
ら
ね

 
優
里
奈
は
隣
に
い
る
萌
郁
に
同
意
を
求
め
萌
郁
も
そ
の
通
り
だ
と
い
う
風
に
う
ん
う
ん
と

い
たし

か
し
旅

に
こ
れ
ほ
ど
の
設
備
を
持
ち
込
ん
じ

う
な
ん
て
ソ
レ
イ
ユ
恐
る
べ
し

 
こ
の
部
屋
は
今

ネ

ト
回
線
を
強
化
さ
れ

大
型
モ
ニ
タ

が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
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か
な
り
お
金
も
か
か

た
よ
う
だ
が

 
今
後

こ
う
い

た
旅

に
対
し
て
の

設
備
の

充
と
い
う
観
点
か
ら

 
こ
の
部
屋
を
そ
の
モ
デ
ル
ケ

ス
と
す
る
事
で

し

か
り
元
は
と
る
つ
も
り
ら
し
い

あ

ど
ん
ど
ん
人
が
集
ま

て
き
た
ね

み
ん
な
強
そ
う

強
そ
う
と
い
う
か
強
い
で
す
よ

こ
こ
に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
最
高
戦
力
が
集
ま

て
い
ま
す
か
ら

 
そ
の
横
で
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
も
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
を
見
て
大

り
上
が
り

だ

た
う
わ

愛
ち

ん
も
純
子
ち

ん
も
格
好
い
い

本
当
に
凛
々
し
い
ど
す
な

今
日
は
ボ
ス
戦
な
ん
だ
よ
ね

ら
し
い
な

愛

純
子

フ
ラ
ン
シ

シ

の
代
表
と
し
て
し

か
り
戦
う
ん
だ

愛
ち

ん

純
子
ち

ん

頑
張
れ

 
一
同
は
優
里
奈
と
萌
郁
に
解
説
し
て
も
ら
い
こ
の
戦
い
を
特

で
見
物
す
る
事
と
な

た

  
さ
て

時
間
に
な
り

広
場
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の

部
連
が
入
場
し
て
き
た
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先

の
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
は
ア
ス
ナ
が

ん
で
お
り

と
女

の
雰
囲
気
を

し
出
し
て

い
る

 
少
し

れ
て
キ
リ
ト
と
ソ
レ
イ
ユ
が

び

ユ
キ
ノ

サ
ト
ラ
イ
ザ

が
最
後
方
を

め
る

 
そ
の
六
人
を
迎
え
る
の
は
ホ

リ

セ
ラ
フ

ム

ユ
イ
ユ
イ
の
三
人
の
タ
ン
ク
で
あ
る

 
ア
サ
ギ
は
残
念
な
が
ら

急
な
仕
事
で
今
日
は
参
加
出
来
て
い
な
い

 
三
人
が

居
が
か

た
様
子
で
そ
の
場
に

く
と
後
ろ
に
い
た
メ
ン
バ

達
も
同
様
に

い

た
そ
ん
な
事
を
す
る
必
要
は
な
い

俺
達
は
対

な
仲
間
だ
か
ら
な

 
そ
の
言
葉
を
受
け

一
同
は
立
ち
上
が

た

 
こ
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

が

い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
対
外
的
な
ア
ピ

ル
で

あ

た
が

 
そ
れ
は
見
事
に
は
ま
り

見
物
客
達
は

や
ん
や
や
ん
や
と

し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は

く
手
を
上
げ
て
そ
れ
を
制
し
続
け
て
友
好
ギ
ル
ド
の
面
々
が
前
に
出
て
き
た

共
に
戦

て
く
れ
る
み
ん
な
も

今
日
は
宜
し
く
な

三
種
族
連
合
軍

今
日
は
宜
し
く
頼
む



 第八章 キャリバー・クロッシング編

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

今
日
も
ぶ
ち
か
ま
す
わ
よ

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
で
す

今
日
は
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

た

た
二
人
だ
が

宜
し
く
な

 
ち
な
み
に
ノ
リ
は
さ
す
が
に

日
の
今
日
で
は
参
加
出
来
ず
ラ
ン
の

点
で
こ
の
光
景
を
見

て
い
る

 
プ
リ
ン
と
ベ
ル
デ

ア
も
ス
プ
リ
ン
ガ

の

点
で
こ
の
戦
い
を
見
物
す
る
事
に
な

て
お

り 
今

は
自
宅
で
く
る
す
ち

ん
に
解
説
し
て
も
ら
い

興
奮
し
な
が
ら
見
て
い
る
事
だ
ろ
う

戦
い
の
様
子
は
こ
こ
の
モ
ニ
タ

で
中
継
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
み
ん
な
も
今
日
は
楽
し
ん
で

く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
葉
に

観
客
達
は

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

と
叫
び
声
を

上
げ
た

 
ま
る
で
地

き
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

凄
ま
じ
い

り
上
が
り

り
で
あ
る

よ
し

そ
れ
じ

あ
出
発
だ

 
そ
の
言
葉
を
受
け

仲
間
達
が
次
々
と
飛
び
た

て
い
く
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ヴ

ル
ハ
ラ
が

三
種
族
連
合
軍
が

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
飛
び
た

て
い
き

 
そ
し
て
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
最
後
尾
で
飛
び
た
と
う
と
し
た
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
と
ア
ス
タ
ル
ト

は 
広
場
の

の
方
に
六
人
に

た
七
つ
の
大
罪
の

部
連
が
壁
に
寄
り
か
か

て
い
る
の
を

見
つ
け
た

タ
ル
ト
君

ア
ス
モ
さ
ん

 
二
人
は
お

い
そ
う
声
を

け
あ
う
と

そ
ち
ら
に
向
か

て
深
々
と

を
下
げ
た

 
そ
の
態
度
に

慢
の
座
に
こ
そ
残

た
が

リ

ダ

を
降
り
た
ル
シ
パ

が

 
フ
ン

と
言
い
な
が
ら

く
拳
を

げ
る

 
新
リ

ダ

に

任
し
た
サ

タ
ン
は
両
手
で
拳
を

り
な
が
ら
ぶ
ん
ぶ
ん
と

を
上
下

さ
せ
て
い
る

 
エ
ヴ

ア
タ
ン

ベ
ル
フ

ノ

ル

マ
モ

ン

ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン
の
四
人
は

 
普
通
に
こ
ち
ら
に
手
を

て
く
れ
二
人
は
そ
ち
ら
に
手
を

り
返
し
な
が
ら
飛
び
た

て

い

た
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こ
の
事
で

道
こ
そ
違
え
た
が

こ
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
見
送
り
に
来
て
く
れ
た

 
か
つ
て
仲
間
だ

た
者
達
に
無
様
な

は
見
せ
ら
れ
な
い
と
二
人
は
奮

す
る
事
と
な

た

の
で
あ
る

ル
シ
パ

こ
れ
で
良
か

た
の
か

あ
あ

俺
は
あ
ま
り
い
い
リ

ダ

に
は
な
れ
な
か

た
か
ら
な

 
せ
め
て
あ
い
つ
ら
の
晴
れ
舞
台
く
ら
い
は

ち

ん
と
見
送

て
や
り
た
か

た
ん
だ
よ

ひ

う

こ
れ
で
も
う
悪
魔
は
卒
業

て
か

い
や

こ
う
い
う
の
は
今
日
が
最
初
で
最
後
だ

 
こ
れ
か
ら
も

と
精
進
し
て
ま
と
も
に
ヴ

ル
ハ
ラ
と
や
り
合
え
る
く
ら
い
に
は
強
く
な

て
や
る

そ
う
こ
な
い
と
な

ガ
ハ
ハ
ハ
ハ

俺
様
に
任
せ
ろ

頼
む

新
リ

ダ

任
せ
て
お
け

 
六
人
は
こ
の
戦
い
だ
け
は
き
ち
ん
と
見

け
る
つ
も
り
の
よ
う
で
そ
の
ま
ま
モ
ニ
タ

に
目
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を
向
け
た

 
少
し
離
れ
た
所
に
は
シ
グ
ル
ド
も
い
た
の
だ
が

 
さ
す
が
の
シ
グ
ル
ド
も

こ
の

況
で
戦
い
を
仕

け
て
く
る
つ
も
り
は
無
い
ら
し
く

 
こ
の
戦
闘
が
終
わ
る
ま
で
は
暗

の
了
解
で
七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
の
戦
争
も
休
戦
と
な

る
よ
う
だ

  
そ
れ
か
ら
三
十
分
後

ヴ

ル
ハ
ラ
連
合
軍
は
目
的
地
へ
と
到
達
し
て
い
た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

初
見
だ
か
ら
作
戦
も
立
て
ら
れ
な
い
が

 
い
つ
も
通
り

無
理
せ
ず
堅
実
に
戦
お
う

 
現
在
の
仕
様
だ
と

レ
イ
ド
戦
は
八
人
×
八
パ

テ

の

六
十
四
人
編
成
と
な
る

 
第
一
パ

テ

は
ハ
チ
マ
ン
ユ
キ
ノ
ユ
イ
ク
リ
シ

ナ
ホ

リ

セ
ラ
フ

ム

 
ユ
イ
ユ
イ

ピ

ア
の

令
部
と
タ
ン
ク
部

を

ね
た
パ

テ

 
第
二
パ

テ

は

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

フ
カ
次
郎

 
ク
ラ
イ
ン

リ

フ

キ
ズ
メ
ル
の
ガ
チ
ン
コ
近
接
タ
イ
プ
の
パ

テ

 
第
三
パ

テ

は

ソ
レ
イ
ユ

サ
ト
ラ
イ
ザ

ユ
ミ

イ
ロ
ハ
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シ
ノ
ン

リ
オ
ン

レ
ヴ

レ
ン
の
遠

タ
イ
プ
の
パ

テ

 
第
四
パ

テ

は
ユ

ジ

ン
と
カ
ゲ
ム
ネ

い
る
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
と
ク

ク
ロ
ビ
ン
だ

 
第
五
パ

テ

は

サ
ク
ヤ

い
る
シ
ル
フ
軍
に

レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
が
加
わ

て
い
る

 
第
六
パ

テ

は

ア
リ
シ

い
る
ケ

ト
シ

軍
に

フ

イ
リ
ス
が
参
加
し
て
お
り

 
第
七
パ

テ

は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

を
加
え
た
八
人
で

あ
り

 
第
八
パ

テ

が

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
に
ウ
ズ
メ
を
加
え
た
パ

テ

と
な
る

よ
し

行
く
か

 
ハ
チ
マ
ン
を
先

に

仲
間
達
は

々
と
戦
場
へ
と
足
を

み
入
れ
て
い
く

 
中
に
入
る
と
遠
く
に
は

上
半
身
は
女
性
だ
が

 
下
半
身
は
ま
る
で
土
く
れ
の
よ
う
に
な

て
い
る
敵
の

が
見
え
た

あ
れ
が
ガ
イ
ア
か
な

地
面
と
一
体
化
し
て
る
み
た
い
な

ほ
え
え

あ
れ
じ

あ
全
然
エ
ロ
さ
が
足
り
な
い
ね

ロ
ビ
ン
は
ち

と

て
よ
う
な
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そ
し
て
そ
の
横
に

五
十
の

と

の

を
持
つ
巨
人

ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
で
あ
ろ
う

と 
一
つ
目
で
巨
大
な

棒
を
持
つ
巨
人

ギ
ガ
ン
テ
ス

が

ん
で
い
た

敵
が
三
体
以
上

て
の
は
確
定
か

助
け
に
な

て
く
れ
る

て
言

て
た
巨
人
達
は

結
局
見
つ
け
ら
れ
な
か

た
ね

ま
あ
い
ず
れ
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
に

ん
で
く
る
だ
ろ
う
さ

さ
て

そ
れ
じ

あ
フ
レ
イ
ヤ
様

こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か

 
そ
の
言
葉
で
ロ

ブ
を
被

た
女
性
が
一
人

前
へ
と
進
み
出
た

 
さ
す
が
に
広
場
で
そ
の

を
現
す
の
は

わ
れ
た
の
だ
が

 
こ
こ
で
合
流
し
た
と
い
う
体
で

場
し
て
も
ら
う
事
に
し
た
の
だ

た

開
戦
の
狼
煙
は
私

・達
が
上
げ
る
か
ら
任
せ
て

ロ
キ

ど
こ

こ
こ
だ
よ
こ
こ

ま

た
く
待
ち
く
た
び
れ
た
よ

 
そ
の
声
は

上
か
ら

こ
え

同
時
に
人
影
が
上
か
ら
降

て
き
た

 
先
の
戦
闘
の

中
で
逃
げ
出
し
た
神
ロ
キ
は
ど
う
や
ら
こ
こ
で
ず

と
待
機
し
て
い
た
よ
う

だ
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神
ロ
キ

お
久
し
ぶ
り
で
す

う
ん

危
う
く
プ
レ
イ
ヤ

に
殺
さ
れ
ち

う
と
こ
ろ
だ

た
け
ど
ね

 
ト

ル
を

に
し
て
何
と
か
逃
げ

び
た
よ

 
ロ
キ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
あ

け
ら
か
ん
と

ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
答
え
た

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も

そ
の
答
え
に
は
苦
笑
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
こ
の
時
観
戦
し
て
い
た
ル
シ
パ

達
が

ロ
キ
に

々
し
げ
な

線
を
向
け
た
が

 
当
然
そ
れ
が
こ
こ
ま
で

く
事
は
な
い

さ
て

準
備
は
い
い
か
な

は
い

み
ん
な

い
い
よ
な

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
呼
び
か
け
に

仲
間
達
は
武
器
を
上
げ
て
答
え
た

オ

ケ

で
す

そ
れ
じ

あ
フ
レ
イ
ヤ

お
願
い

オ

ケ

 
そ
う
言

て
ブ
リ
シ
ン
ガ
メ
ン
を

げ
た
フ
レ
イ
ヤ
の

が
光
に
包
ま
れ
て
い
く

 
そ
の
光
が
消
え
た
後

そ
こ
に
立

て
い
た
の
は
美
し
い
ド
レ
ス
を
身
に
つ
け
た
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露
出
過
多
な
神
々
し
い
女
神
で
あ

た

我
が
名
は
フ
レ
イ
ヤ

大
地
⺟
神
ガ
イ
ア

さ

さ
と
自
分
の

に
お
帰
り
な
さ
い
な

 
そ
の
言
葉
を
受
け

ガ
イ
ア
の

に
光
が

る

フ
ン

少
し
ば
か
り
美
し
い
だ
け
の
小
娘
が

我
ら
に
敵
う
と
で
も
思

て
お
る
の
か

間
違

て
る
わ
よ

お
・
ば
・
さ
・
ん

私
は
全
世
界

全

で
一
番
美
し
い
の
よ

 
年

は
年

ら
し
く

私
の
美
し
さ
に
と

と
と

尾
を

い
て
逃
げ
る
と
い
い
わ

誰
が
年

じ

そ
な
た
だ

て
年

じ

ろ
う
が

い
い
え

私
は

遠
の
十
八

そ
の
証

に
ほ
ら

う
ち
の
子
は
み
ん
な

私
に
メ
ロ
メ

ロ
よ

 
そ
う
言

て
フ
レ
イ
ヤ
は
ハ
チ
マ
ン
に
し
な
だ
れ
か
か

た

ね

ハ
チ
マ
ン

あ
な
た

私
の
事

エ
ロ
美
し
く
て
素
敵
だ

て
思

て
る
わ
よ
ね

 
言
動
は
ま
る
で
お
子
様
だ
が

確
か
に
フ
レ
イ
ヤ
の
そ
の
動
作
の
は
し
ば
し
か
ら
は

 
そ
こ
は
か
と
な
い
エ
ロ
さ
が
感
じ
ら
れ
る

あ

は

は
い

 

に
ハ
チ
マ
ン
は

り
の
女
性

か
ら

ま
れ
た
が
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こ
こ
で
フ
レ
イ
ヤ
に
逆
ら
う

に
も
い
か
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
的
に
は
勘

し
て
く
れ
と
い
う
気
持
ち
で
い

ぱ
い
で
あ

た

ほ
ら
見
な
さ
い

ぐ
ぬ
ぬ

 
ガ
イ
ア
の

り
に
は
プ
レ
イ
ヤ

は
お
ら
ず

 
ま
さ
か
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
や
ギ
ガ
ン
テ
ス
に
し
な
だ
り
か
か
る

に
も
い
か
な
い

 
ガ
イ
ア
と
し
て
は

る
事
し
か
出
来
な
い
よ
う
だ

よ
し

そ
れ
じ

あ
ト
ド
メ
よ

ハ
チ
マ
ン

私
を

き
上
げ
な
さ
い

え

あ

わ

分
か
り
ま
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
フ
レ
イ
ヤ
か
ら
の
圧
力
に

え
ら
れ
ず

 
ア
ス
ナ
に
目
で
謝
り
な
が
ら

フ
レ
イ
ヤ
を
お
姫
様

こ
し
た

ほ
ら

私
の

り
に
は

私
に
メ
ロ
メ
ロ
な
か
わ
い
い
子
が

山
い
る
の
よ

ど
う

ま

し
い

ま
し
く
な
ど
な
い
わ

ギ
リ
シ

に
帰
れ
ば

に
も
そ
れ
く
ら
い

だ
か
ら
帰
り
な
さ
い

て
言

て
る
じ

な
い
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ぐ

あ
あ
言
え
ば
こ
う
言
う

そ
の
口

実
力
で

じ
て
や
る
わ

 
ガ
イ
ア
は
そ
う
言

て
体
を

ら
し

ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
と
ギ
ガ
ン
テ
ス
が
前
に
出
た

ふ

ふ

ん

私

大
勝
利

そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン

後
は
頑
張

て
ね

分
か
り
ま
し
た

神
フ
レ
イ
ヤ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

も
う

お

い
な

私
の
事

フ
レ
イ
ヤ

て
呼
び

て
に
し
て
も
い
い
の
よ

は

は
は

フ

フ
レ
イ
ヤ

が

頑
張
り
ま
す
ね

 
こ
の
ガ
イ
ア
と
フ
レ
イ
ヤ
の
や
り
取
り

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
を
困
ら
せ
る
シ

ン
は

 

に
し
て
は
人
間

す
ぎ
る
と
評
判
に
な
り

 

動
画
サ
イ
ト
で
凄
ま
じ
い
再
生

を

ぎ
出
す
事
と
な

た

 
同
時
に
こ
の
風
景
を
観
戦
し
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

達
も
困
る
ハ
チ
マ
ン
と
い
う
の
は
珍
し
い

 
そ
の
光
景
を
存
分
に
楽
し
む
事
と
な

た
の
だ

た

 
こ
う
し
て
ガ
イ
ア
戦
は

女
神
同
士
の
女
の
戦
い
か
ら
幕
を
開
け
る
事
と
な

た
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第
１
１
４
８
話
 
ガ
イ
ア
戦

開
幕

ホ

リ

ガ
イ
ア
を

え
ろ

心
得
た

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
指

を
受
け

ホ

リ

が
ガ
イ
ア
に
向
け
て
走

て
い
く

セ
ラ
フ

ム
は
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
を

ユ
イ
ユ
イ
は
ギ
ガ
ン
テ
ス
を

分
か
り
ま
し
た

ハ
チ
マ
ン
様

オ

ケ

任
せ
て

カ
ゲ
ム
ネ
は

三
人
の
フ

ロ

を
頼
む

は
い

 
最
初
は
様
子
見
と
ば
か
り
敵
と
こ
ち
ら
の
タ
ン
ク
の
ぶ
つ
か
り
合
い
か
ら
戦
い
は
始
ま

た

 
フ
レ
イ
ヤ
は
後
方
に

え
て
絶

観
戦
中
で
あ
り
ロ
キ
は
ど
う
や
ら
前
回
の
戦
い
と
同
じ
く

 
空
中
を
ふ
わ
ふ
わ
と
飛
び
な
が
ら
こ
ち
ら
を
強
化
し
て
く
れ
る
よ
う
だ

キ
リ
ト

し
ば
ら
く
様
子
見
な

あ
い
よ
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姉
さ
ん

初
手
は
遠

攻
撃
だ

 
残
り
の
部

も
し
ば
ら
く
様
子
見
を
し
て

敵
の
攻
撃
パ
タ

ン
を
探

て
く
れ

は

い

 
ハ
チ
マ
ン
が
矢
継
ぎ

に
指

を
出
し

仲
間
達
は
そ
れ
に

て
い
く

 
ど
う
や
ら
ガ
イ
ア
は
下
半
身
と
一
体
化
し
て
い
る
土
部
分
を
操
り

 
そ
れ
を
ム
チ
の
よ
う
に
し
な
ら
せ
て
攻
撃
し
て
く
る
よ
う
だ

 
ホ

リ

に
と

て
は
そ
れ
を
防
ぐ
の
は
ど
う
と
い
う
事
も
な
い
だ
ろ
う

 
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
は
確
か
に
手
の

は
多
い
の
だ
が

 
武
器
を

る
え
る
の
は
そ
の
う
ち
の
六
本
だ
け
ら
し
く

 
六
種

の
武
器
を

交

に
セ
ラ
フ

ム
に
叩
き
つ
け
て
き
た

 
こ
れ
を
防
ぐ
の
は
結

大
変
だ
が

危
な
い
場
面
で
は
カ
ゲ
ム
ネ
が
フ

ロ

に
入
る
事
で

 
二
人
は
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
の
侵
攻
を
上
手
く
防
ぐ
事
が
出
来
て
い
た

 
ギ
ガ
ン
テ
ス
は
一
撃
が
重
く

ユ
イ
ユ
イ
で
す
ら
よ
ろ
め
か
さ
れ
る
事
が
あ

た
が

 
そ
の
攻
撃
ス
ピ

ド
が

い

問
題
な
く
体
勢
を
立
て
直
す
事
が
出
来
て
い
た

 
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
戦
闘
の
様
子
を

め
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は
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遠

攻
撃
も
問
題
な
く
通

て
い
る
の
を
確
認
す
る
と
こ
こ
で

め
て
近
接

に
指

を
出

し
た近

接
ア
タ

カ

は
ギ
ガ
ン
テ
ス
に
攻
撃
を
集
中
だ

先
ず
あ
い
つ
を
落
と
す
ぞ

了
解

お
い
ユ

ジ

ン

出
番
だ

お
う

こ
の
テ

ル
フ

ン
グ
の
デ
ビ

戦
を

て
や
る
わ

ラ
ン

フ

ブ
ニ
ル

そ

ち
は
お
前
達
の
判
断
に
任
せ
る

お
よ

は

は
い

 
そ
の
指

を
受
け

ラ
ン
と
フ

ブ
ニ
ル
は
ア
ス
タ
ル
ト
を
交
え

急

話
し
合

た

ア
ス
タ
ル
ト
は
ど
う
思
う

こ
の
ま
ま
突
撃
し
て
も
平
気
だ
と
は
思
い
ま
す
が

 
安
全
マ

ジ
ン
は
残
し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

初
見
の
敵
で
す
し

確
か
に
そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う

僕
達
は
パ

テ

ご
と
に
交
代
で
前
に
出
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

 
そ
う
す
れ
ば
何
か
あ

て
も
問
題
な
く
対
応
出
来
ま
す
し
ね
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そ
の
ア
ス
タ
ル
ト
の
提
案
に

ラ
ン
は
大
き
く

い
た

そ
う
ね

確
か
に
そ
の
通
り
だ
わ

そ
れ
じ

あ
私
達
は
そ
う
し
ま
し

う
か

は
い

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
最
初
は
う
ち
が
行
く
わ

何
か
お
か
し
な

候
が
見
え
た
ら
す
ぐ
声
を
か
け
ま
す
ね

う
ん

お
願
い

 
そ
し
て
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
突
撃
し
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
は
と
り
あ
え
ず
こ
の
場
に

残

た

 
ア
ス
タ
ル
ト
は
じ

と
ギ
ガ
ン
テ
ス
を
観
察
し
て
い
る

ア
ス
タ
ル
ト
は
慎
重
だ
な

う
ん

い
い
と
思
う
わ

 
ユ
キ
ノ
は
タ
ン
ク
へ
の
ヒ

ル
を
行

て
い
る

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
答
え
た
の
は
ク
リ
シ

ナ
で
あ

た

う
ち
は

突

進
タ
イ
プ
が
多
い
か
ら
な

 
あ
い
つ
み
た
い
な
の
が
い
て
く
れ
る
と
助
か
る
か
も
し
れ
な
い
な
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い
ず
れ
は
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
し
て
も
ら
わ
な
い
と
ね

そ
う
だ
な

俺
達
に
リ
ア
ル
を

す
事
が
平
気
な
ら

そ
う
し
よ
う

 
ヴ

ル
ハ
ラ
は
リ
ア
ル
繋
が
り
を
重
ん
じ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
タ
ル
ト
の
入
団
に
関
し
て
は
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
つ
も
り
の
よ
う
だ

ハ
チ
マ
ン

そ
ろ
そ
ろ
ギ
ガ
ン
テ
ス
の

が
八

オ

ケ

パ

テ

そ
ろ
そ
ろ
ギ
ガ
ン
テ
ス
が
二

れ
る

一
応

 
ハ
チ
マ
ン
は
ク
リ
シ

ナ
の
そ
の

み
を
受
け

そ
う
大
声
を
上
げ
る

 
こ
う
い
う
場
合
の
ク
リ
シ

ナ
の

み
の
精
度
は
凄
ま
じ
く

 
味
方
の
攻
撃
に
よ
る
敵
の

の

少
度
か
ら

キ

チ
リ
十
五

前
に
ハ
チ
マ
ン
に
告
知
し

て
く
れ
る

 
そ
れ
を
心
得
て
い
る

キ
リ
ト
は
自
分
達
だ
け
が
そ
の
場
に
残
り

他
の
部

を
下
げ
た

一

下
が
れ

攻
撃
パ
タ

ン
が
変
化
す
る
ぞ

 
そ
の

後

ギ
ガ
ン
テ
ス
の

が
八

に
な

た

間
に

 
そ
の
手
に
持
つ

棒
が

ま
る
で
放

で
も
し
た
か
の
よ
う
に
光
を
放

た

今
の
は

み
ん
な

飛
べ
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キ
リ
ト
が
そ
う
指

を
出
し

仲
間
達
は
敵
の
攻
撃
に
合
わ
せ
て
飛
ん
だ

 
同
時
に
ユ
キ
ノ
が
ユ
イ
ユ
イ
に

態
回
復
魔
法
を
飛
ば
す

こ

の

き

 
ユ
イ
ユ
イ
が
そ
の
攻
撃
を
盾
で
受
け
た

間
に

 
ユ
イ
ユ
イ
の
体
が
ま
る
で
感

し
た
か
の
よ
う
に
一

直
し
た

 
だ
が
そ
の

直
は
ユ
キ
ノ
の
魔
法
に
よ

て
す
ぐ
に

さ
れ
る

一

後
退

 
そ
の
攻
撃
を
見
事
に

み

飛
ん
で
回
避
し
た
キ
リ
ト
は

 
地
面
に
着
地
し
た

間
に

即
座
に
そ
う
指

を
出
し

 
同
じ
く
回
避
に
成
功
し
た
仲
間
達
は

ユ
イ
ユ
イ
一
人
を
残
し
て
即
座
に
後
退
し
た

 
お
お

凄
い

よ
く
避
け
た
ね

愛
ち

ん

必
死
だ

た
ね

そ
れ
は
言
わ
な
い
お
約
束
よ

さ
く
ら
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観
戦
し
て
い
た
者
達
は

そ
の
戦
術
の
見
事
さ
に
や
ん
や
や
ん
や
と

し
て
い
た

 
同
じ
く
広
場
も
大

り
上
が
り
で
あ
り

あ
の
ル
シ
パ

で
さ
え
も

目
を
見
開
い
て
い
た

こ
れ
は
参
考
に
な
る
な

サ

タ
ン

だ
な

み
ん
な
で

び
で
も
や
る
か

あ
は
は
は
は

で
も
ま
あ

に
指

通
り
動
け
る
よ
う
に
は
し
な
い
と
な

そ
う
な
る
と

敵
の
動
き
を
し

か
り
見
て
お
く
奴
も
必
要
だ
な

 
ど
う
や
ら
こ
の
戦
闘
は
七
つ
の
大
罪
に
と

て
い
い
見
取
り
稽
古
に
な

て
い
る
よ
う
で

あ
る

 
ハ
チ
マ
ン

ど
う
だ

た

着

か
ら

に

が
走

て
た
な
多
分
そ
の

囲
に
い
る
と
強
制
的
に

直
さ
せ
ら
れ

る
は
ず
だ

 
キ
リ
ト
の
問
い
に
ハ
チ
マ
ン
が
即
座
に
そ
う
答
え
る

さ
す
が
は
場

を

ん
で
い
る
事
も

あ
り

 
こ
の

り
の
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
は
抜

だ
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了
解

み
ん
な

ヒ

ト
＆
ア
ウ

イ

敵
の
攻
撃
が
ど
こ
か
に
触
れ
た
時

 
そ
の
半

三
メ

ト
ル
以
内
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ

 
即
座
に
そ
う
指

が
飛
び

ア
ス
タ
ル
ト
は
そ
の
指

の

さ
に
感

し
た

凄
い
で
す
ね

離
ま
で
す
ぐ
に

あ

何
か
ヴ

ル
ハ
ラ
は

歩

で

離
を

る
訓
練
を
み
ん
な
が
や

て
て

 
こ
う
い
う
の
の

離
は

す
ぐ
に

り
出
せ
ち

う
み
た
い
よ

そ
ん
な
事
ま
で

さ
す
が
で
す
ね

え
え

そ
う
い
う
地
味
な
部
分
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
強
さ
に
繋
が

て
い
る
ん
で
し

う
ね

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
の
説
明
を
受
け

ア
ス
タ
ル
ト
は
更
に
ヴ

ル
ハ
ラ
へ
の
尊
敬
を
強
め
た

 
ち
な
み
に
こ
の
会
話
も
丁
度
中
継
さ
れ
て
お
り
一
部
の
ギ
ル
ド
が
同
じ
訓
練
を
す
る
事
を
決

め 
そ
の
お
か
げ
で
ギ
ル
ド
と
し
て
の
総
合
力
が
明
ら
か
に
上
が

た

 

離

み
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
上
級
者
の
必
須
技
能
と
し
て
ス
タ
ン
ダ

ド
に
な

て
い
く
事
と
な

る
お

い
姉
さ
ん

ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
の

を
八

ま
で

ら
せ
る
か
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そ
う
ね

三
十

後
に
い
け
る
わ

了
解

そ
の
ま
ま
や

て
く
れ

マ

ク
ス

三
十

後
に
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
が
八

だ

了
解

少
し
離
し
ま
す

 
こ
れ
は
他
の
敵
と
戦

て
い
る
味
方
を

き
こ
ま
な
い

の

置
で
あ

た
が

 
こ
う
い
う
部
分
の
戦
術
の
練
り
は

他
の
ギ
ル
ド
に
は
真
似
出
来
な
い
部
分
で
あ
ろ
う

ユ
ミ

ち

ん

次
の
魔
法
は
ち

と

え
目
で

レ
ン
ち

ん
は
攻
撃
止
め

 
他
は
そ
の
ま
ま
で
い

て

 
ソ
レ
イ
ユ
の
指

で

遠

は
攻
撃
速
度
を
調
整
し

 
ピ
タ
リ
三
十

後

今
度
は
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
の

が
八

へ
と
到
達
し
た

 
そ
の

間
に
い
く
つ
か
の
手
が
拳
を

り
こ
み
武
器
の
攻
撃
と
同
時
に
地
面
に
拳
が
叩
き
つ

け
ら
れ
る

ほ
う

今
の
は

近
く
に
い
る
プ
レ
イ
ヤ

に

ラ
ン
ダ
ム
に
攻
撃
が
飛
ぶ
の
か
し
ら
ね

い
な

と
り
あ
え
ず
危
険
度
は

い
か

と
り
あ
え
ず
今
度
は
ギ
ガ
ン
テ
ス
の

を
六

ま
で

て
み
ま
し

う
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そ
う
す
る
か

あ

ち
の
方
が
や
ば
そ
う
だ
し
な

 
ハ
チ
マ
ン
と
ク
リ
シ

ナ
は
即
座
に
そ
う
結

付
け

遠

は
一

攻
撃
を
止
め
た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
に
ハ
チ
マ
ン
か
ら
指

が
出
さ
れ
る

キ
リ
ト

六

ま
で
頼
む

時
間
制
限
も
あ
る
し

出
来
れ
ば

め
に
な

 
こ
う
い
う
戦
闘
の
場
合

今
の
仕
様
だ
と

制
限
時
間
は
二
時
間
と
さ
れ
て
い
る
の
だ

了
解

だ

て
よ
ア
ス
ナ

そ
れ
じ

あ
手

取
り

く
行
こ
う
か

ユ
ウ
キ

ち

と
こ

ち
に
来
て

ん

ど
し
た
の
ア
ス
ナ

敵
の

を
一
気
に

り
た
い
の

そ
れ
で
ね

 
二
人
は
素

く
言
葉
を
交
わ
し

ユ
ウ
キ
が
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
た

う
わ

本
当
に

う
ん

私
と
ユ
ウ
キ
な
ら
出
来
る
よ
ね

ま

ま
あ
出
来
る
と
思
う
け
ど

 
や
や

い
を
見
せ
る
ユ
ウ
キ
に

ア
ス
ナ
が
満
面
の
笑
み
を
向
け
た

も
し
出
来
た
ら
き

と
ハ
チ
マ
ン
君
が
褒
め
て
く
れ
る
よ
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や
る

余

余

 
ユ
ウ
キ
は

に
や
る
気
を
出
し
ア
ス
ナ
は
ユ
ウ
キ
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
ニ
ヤ
リ
と
し
た

ユ
ウ
が
い
い
よ
う
に
操
ら
れ
て
る
わ
ね

さ
す
が
は
ア
ス
ナ

ア
ス
ナ
嬢
ち

ん
も
案
外
黒
い
な

む
 
そ
の
ラ
ン
の
言
葉
に
ス
プ
リ
ン
ガ

と
ラ
キ
ア
が
同
意
す
る

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
ま

た
く
見
当
違
い
の
離
れ
た
場
所
へ
と
歩
い
て
い
き

 
ユ
ウ
キ
は
一
人
で
ユ
イ
ユ
イ
の
後
ろ
へ
と
歩
い
て
い

た

ユ
イ
ユ
イ

一
気
に

る
ね

分
か

た

備
え
と
く

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は
セ
ン
ト
リ

を

え

最
大

力
の
攻
撃
を
放

た

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

 
同
時
に
ア
ス
ナ
が

姫
を

え
て
走
り
出
す

ま
さ
か
の
フ
ラ

シ
ン
グ
・
ペ
ネ
ト
レ
イ
タ

で
あ
る

 

音
と
共
に
ユ
ウ
キ
の
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
が
着

し
た

間
に

敵
の

が
六

を
切



 第１１４８話 ガイア戦、開幕

り 

直
し
て
い
る
ユ
ウ
キ
目

け
て
敵
が

棒
を

り
お
ろ
す

 
そ
の
攻
撃
は
も
ち
ろ
ん
ユ
イ
ユ
イ
が
防
ぐ
の
だ
が

 
同
時
に
放
た
れ
る

撃
は

直
中
の
ユ
ウ
キ
を
直
撃
す
る
は
ず
だ

ユ
ウ
キ

ア
ス
ナ

 
だ
が
そ
の

直
す
る
ユ
ウ
キ
の
お
腹
の
部
分
を
ア
ス
ナ
が

き
そ
の
ま
ま
高
速
で
走
り
抜
け

て
い
く

 
フ
ラ

シ
ン
グ
・
ペ
ネ
ト
レ
イ
タ

を
攻
撃
で
は
な
く
移
動
に
使
う
ア
ス
ナ
の
得
意
な
戦
法

だ
ぐ
は

ご
め
ん

え
て

だ

大
丈
夫

 
そ
の
ま
ま
ア
ス
ナ
は
ユ
ウ
キ
共
々
走
り
抜
け
て
い
き
そ
の
直
後
に
ユ
イ
ユ
イ
を

き
込
ん
で

 
先
ほ
ど
よ
り
も
大
分
広
く
な

た

撃
が

に
広
が

た
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ア
ス
ナ
の
奴

無
茶
し
や
が
る

 
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
ハ
チ
マ
ン
は

苦
笑
し
な
が
ら
キ
リ
ト
に
言

た

キ
リ
ト

五
メ

ト
ル

 
そ
れ
は
つ
ま
り
今
ま
で
三
メ

ト
ル
だ

た

撃
の

囲
が
五
メ

ト
ル
に
な

た
と
い
う

事
で
あ
る

マ
ジ
か

結

え
た
な

さ
す
が
に
一
撃
ご
と
に
そ
れ
は
き
つ
い

キ
リ
ト
達
は
と
り
あ
え
ず
こ

ち
に

 
ユ

ジ

ン

残
り
の
近
接

を

い
て
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
を

て
く
れ

分
か

た

配
置
転
換
だ
な

そ
う
い
う
事
だ
な

姉
さ
ん

そ

ち
は
ギ
ガ
ン
テ
ス
を
頼
む

分
か

た
わ

任
せ
て

 
こ
う
し
て
素

く
配
置
転
換
が
行
わ
れ
集
ま

て
き
た
キ
リ
ト
達
に
ハ
チ
マ
ン
が
相
談
を
持

ち
か
け
た

さ
て
ハ
チ
マ
ン

俺
達
は
ど
う
す
る
ん
だ

そ
れ
な
ん
だ
が
な

今
ち

と
迷

て
る
ん
だ
よ

ガ
イ
ア
の

り
に
つ
い
て
な



 第１１４８話 ガイア戦、開幕

ガ
イ
ア
の

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

あ
あ

確
か
に
そ
れ
は
ね

 
ハ
チ
マ
ン
の
悩
ま
し
げ
な
顔
に

キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
同
意
す
る
よ
う
に

い
た

ね

リ

ダ

ど
う
い
う
事

 
フ
カ
次
郎
が
代
表
し
て

そ
ん
な
三
人
に
問
い
か
け
て
く
る

い
や

こ
う
い
う
場
合
な

敵
を
倒
す

番
も
重
要
だ
が

 
ど
れ
を
ど
の
く
ら
い

て
お
く
か
も
重
要
な
ん
だ
よ

と
い
う
と

え
ば
こ
の
ま
ま
ガ
イ
ア
を
一
切

ら
ず
に
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
と
ギ
ガ
ン
テ
ス
を
倒
す
と
す
る

だ
ろふ

む
ふ
む

そ
う
す
る
と

そ
の

間
に
ガ
イ
ア
の
攻
撃
が
激
し
く
な

て

 
そ
の
や
ば
い

態
の
ま
ま
ガ
イ
ア
を

り
き
ら
な
い
と
い
け
な
く
な
る
事
が
あ
る
ん
だ
よ
な

ふ
む

で

逆
に
ガ
イ
ア
を
発
狂
モ

ド

前
ま
で

て
か
ら
二
体
を
倒
す
と
す
る
だ
ろ
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う
ん

そ
の
場
合

残
り

の
少
な
さ
で
敵
が
思
い

き
り
強
化
さ
れ
た
り

 
残
り

と
反
比

し
て
大
ダ
メ

ジ
を
全
体
に
放

て
く
る
と
か

そ
う
い

た
場
合
も
あ

る

だ
あ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
フ
カ
次
郎
は
そ
の
説
明
に
納
得
し
た

 
ボ
ス
ク
ラ
ス
の
多
く
の
敵
を

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
初
見
で

て
き
た
三
人
が
言
う
の
だ

 
お
そ
ら
く
そ
う
い

た
何
か
困
る
よ
う
な
事
は

確
実
に

き
る
の
だ
ろ
う

問
題
は
ど

ち
が
被
害
が
少
な
そ
う
か

だ
よ
な

ど
う
す
る

出
来
る
だ
け
ガ
イ
ア
を

て
お
け
ば

 
ま
あ
ど
う
な

て
も
最
後
は
力
押
し
で
い
け
る
ん
じ

な
い
か

全
開
よ
り
も

そ

ち
の
方
が
リ
ス
ク
が
少
な
い
か

多
分
ね

ま
あ
も
し
全
滅
し
て
も

も
う
一
回
や
り
直
せ
ば
い
い
よ

 
何
せ
こ
の
戦
闘
は

他
の
人
達
は
入
れ
な
い
ん
だ
か
ら
さ
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言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
か

な
ら
そ
れ
で
い
く
か

も
し
く
は
ギ
ガ
ン
テ
ス
を
倒
し
て
み
て

そ
れ
で
決
め
る
と
か

な
る
ほ
ど

そ
れ
で
ガ
イ
ア
が
強
化
さ
れ
る
の
を
見
る
の
も
手
だ
な

う
ん

よ
し

そ
れ
で
い
こ
う

 

え

か
な
可
能
性
で
も
そ
れ
を
潰
し
な
が
ら
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
は
着
々
と
攻
略
を
進

め
て
い
く



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
第
１
１
４
９
話
 
打
倒

ギ
ガ
ン
テ
ス

お

い
ユ
イ
ユ
イ

大
丈
夫
か

だ

大
丈
夫

ま
だ
行
け
る
よ

 
ギ
ガ
ン
テ
ス
の

り
に
お
い
て

一
番
苦
労
し
て
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
ユ
イ
ユ
イ
で
あ
る

 
何
せ
攻
撃
が
全
部

撃
を

て
く
る
の
だ

そ
れ
は
避
け
て
も
こ
ち
ら
に

く

 
ユ
キ
ノ
が

し
て
く
れ
る
と
は
い
え

一

で
も
体
が
動
か
な
く
な

て
し
ま
う
の
は

 
ユ
イ
ユ
イ
の
精
神
的
に
か
な
り
負
担
に
な

て
し
ま
う

こ
れ
は

く

り
き
る
必
要
が
あ
る
な

そ
う
ね

さ
す
が
に
ユ
キ
ノ
の
負
担
も
馬

に
出
来
な
い
わ

ピ

ア
も
フ

ロ

し
て
く
れ
て
る
け
ど

限
界
が
あ
る
よ
な

も
し
敵
の
手

が
爆
発
的
に

え
て
し
ま

た
ら

多
分
も
た
な
い
わ
ね

だ
な

よ
し
姉
さ
ん

り
の
速
度
を

め
て
く
れ

は

い

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

手
加

せ
ず
に
一
気
に

る
わ
よ

 
ユ
イ
ユ
イ
に
二
十
メ

ト
ル
く
ら
い
敵
を
離
し
て
も
ら
い
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遠

攻
撃

に
よ
る

り
が
こ
こ
か
ら
激
し
さ
を

し
た

 
他
パ

テ

に
所
属
し
て
い
た
フ

イ
リ
ス
も
一
時
的
に
こ
ち
ら
に
合
流
し

 
ギ
ガ
ン
テ
ス
に
攻
撃
を
加
え
て
い
く

お
ら
お
ら
お
ら
お
ら
お
ら
お
ら
お
ら

レ
ヴ

気
合
い
入

て
る
ね

あ
あ

仕
事
が
忙
し
く
て
最
近
は
ほ
と
ん
ど
来
れ
て
な
か

た
し
な

 
ま

た
く
兄
貴
ば

か
り
ず
る
い

そ
う
言
う
な

て

お
前
が
信
頼
さ
れ
て
る

て
事
だ
ろ

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
け
ど

な

 
レ
ヴ

は
何
本
目
か
の

回
復

を
飲
み
な
が
ら

容

な
く
攻
撃
を
加
え
て
い
く

 
こ
う
い

た
場
合

高

の
職
人
を

え
て
い
る
ヴ

ル
ハ
ラ
は

 

品

を
湯
水
の

く
使
え
る
の
が
他
の
ギ
ル
ド
に
比
べ
て
か
な
り

利
な
点
で
あ
る

 
も

と
も
そ
れ
は

普

か
ら
そ
う
い

た

品

の
ス
ト

ク
を

や
し
て
い
る

 
メ
ン
バ

達
の
地
道
な
努
力
も
ま
た
大
き
い

 
ち
な
み
に
ソ
レ
イ
ユ
は
ハ
チ
マ
ン
か
ら

り
を
頼
ま
れ
て
か
ら
こ
こ
ま
で
ず

と

を
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続
け
て
い
るこ

れ
は
や
ば
い
わ
ね

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
の
魔
法

う
ん

文
を
ル

プ
さ
せ
て

と
こ
と
ん

力
を

や
し
て
る
み
た
い

 
そ
の
言
葉
に
不
安
に
な

た
の
だ
ろ
う

レ
ン
が
仲
間
達
に
問
い
か
け
た

ユ
イ
ユ
イ
さ
ん

大
丈
夫
か
な

き
込
ま
れ
な
い

大
丈
夫

初
級
魔
法
を
使
う
つ
も
り
み
た
い
だ
か
ら

囲
は
限
定
的
だ
し

み
た
い
で
す
ね

ど
れ
く
ら
い
の

力
に
な
る
ん
で
す
か
ね

 
ユ
ミ

と
イ
ロ
ハ
の
そ
の
言
葉
に

仲
間
達
は
目
を
見
開
い
た

え

初
級
魔
法

こ
れ
で

う
ん

ま
あ
あ

し
ら
に
は
絶
対
に
真
似
出
来
な
い
芸
当
だ
わ

ま
あ
私
達
は

こ
の
ま
ま
全
力
で
敵
を

て
れ
ば
い
い
と
思
う

 
そ
の
時
横
か
ら
サ
ト
ラ
イ
ザ

が
そ
う
言

て
き
た

で

ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
が
魔
法
を
放

た
そ
の
時
が

 
敵
の

を

り
き
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

て
事
に
な
る
ん
じ

な
い
か
な
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な
る
ほ
ど

確
か
に
そ
れ
く
ら
い

余

で
計
算
し
て
い
そ
う
で
す
ね

凄
い
な

尊
敬
し
ち

う
な

 
そ
こ
か
ら
ギ
ガ
ン
テ
ス
の

は
残
り
六

を
切
り

四

を
切

た

間
に

 
ソ
レ
イ
ユ
の

文
の

の
パ
タ

ン
が
変
わ

た

 
そ
れ
で
一
同
は

そ
ろ
そ
ろ
魔
法
が
発
射
さ
れ
る
事
を
確
信
し
た

ユ
イ
ユ
イ

そ
ろ
そ
ろ
行
く
よ

 
ユ
ミ

が
そ
う
声
を
上
げ

ユ
イ
ユ
イ
か
ら
即
座
に
返
事
が
あ

た

オ

ケ

そ
の
時
に
合
わ
せ
て
防
御
ア
ビ
を
全
開
に
す
る
ね

果
時
間
は
三
十

 
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ソ
レ
イ
ユ
の

手
が
上
が
り

前
に

り
お
ろ
さ
れ
た

 
そ
れ
を

即
座
に
発
動
し
て
い
い
と
い
う
合
図
だ
と
受
け
取

た
ユ
ミ

は

 
す
ぐ
に
ユ
イ
ユ
イ
に
声
を
か
け
た

ユ
イ
ユ
イ

も
う
や

て
よ
し

了
解

イ

ジ
ス
展
開

 
そ
こ
か
ら
ユ
イ
ユ
イ
は
ア
ビ
を
重
ね
て
い
き
そ
の
直
後
に

に
ソ
レ
イ
ユ
が
魔
法
を
放

た
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フ

イ
ア
バ

ド

 
そ
れ
は
基
本
中
の
基
本
の

の

を
敵
に
向
け
て
飛
ば
す
魔
法
で
あ

た
が

 
通
常
真

で
あ
る
は
ず
の
そ
の

は

今
や
真

な

態
で
あ

た

ユ
イ
ユ
イ
ち

ん

ち

と
後
ろ
に
飛
ん
で

 
そ
の
時
ソ
レ
イ
ユ
が
ユ
イ
ユ
イ
に
向
け

そ
う
叫
ん
だ

え

や
ば

 
ユ
イ
ユ
イ
が
そ
う
言

た
の
は

ア
イ
ゼ
ン
を
倒
立
さ
せ
て
し
ま

て
い
た
か
ら
だ

え

い

 
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
の
ま
ま
強
引
に
後
方
に
飛
ぼ
う
と

み

 
ア
イ
ゼ
ン
の

抗
を
受
け
な
が
ら
も
何
と
か
背
中
か
ら
倒
れ
こ
む
事
に
は
成
功
し
た

 
そ
の

態
の
ユ
イ
ユ
イ
で
も

若

熱
を
感
じ
る
ほ
ど
の
高
熱
が
そ
の
場
を
通
り
過
ぎ

 
そ
の
直
後
に
ギ
ガ
ン
テ
ス
の
腹
部
に
フ

イ
ア
バ

ド
が

し

そ
こ
に
大

が
開
く

 
そ
れ
で
ギ
ガ
ン
テ
ス
の

は

一
気
に
全
て

ら
れ
る
事
と
な

た

 
う
お
お
お
お
お
お
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マ
ジ
か

今
の

初
級
魔
法
だ
ろ

あ
れ
で
あ
そ
こ
ま
で

力
を
出
す
と
か

ど
れ
だ
け

文
を
ル

プ
さ
せ
た
ん
だ
よ

し
か
も

を
間
違
え
ず
に
だ
ろ

さ

す
が
絶
対
暴
君
の
ソ
レ
イ
ユ
だ
な

 
観
戦
者
達
の
興
奮
は

恐
ろ
し
く
高
ま

て
い
た

 
こ
れ
だ
け
と
ん
で
も
な
い
物
を
見
せ
ら
れ
た
の
だ

そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う

優
里
奈
ち

ん

今
の
は

ご

ご
め
ん
な
さ
い

私

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
シ
ス
テ
ム
に
は

し
く
な
く
て

 
一
方
八
幡
の
部
屋
で
は
優
里
奈
が
フ
ラ
ン
シ

シ

の
質
問

め
に
あ
い
困
り
果
て
て
い

た
で
も
と
に
か
く
凄
い
ん
で
す

あ
ん
な
に
⻑
く

し
て
た
ん
で
す
か
ら

た

確
か
に

全
部
覚
え
て
た

て
事
だ
よ
ね

た

多
分

う
わ

マ
ジ
か

が
い
い
人

て
尊
敬
し
か
な
い
わ

 
こ
ん
な
感
じ
で
ソ
レ
イ
ユ
に
対
す
る
評
価
が
別
の
ベ
ク
ト
ル
で
急
上
昇
し
て
い
た
の
だ

た
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現
地
に
話
を

そ
う

ソ
レ
イ
ユ
の
放

た
魔
法
の

力
を
見
た
ユ
ミ

と
イ
ロ
ハ
フ

イ

リ
ス
は

 
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
今
の
魔
法
を
目
に
し

驚
愕
し
て
い
た

う
わ

凄

あ
そ
こ
か
ら
全
部

れ
ま
す
か

て
か
ま
ず
い

ギ
ガ
ン
テ
ス
が
倒
れ
る
ニ

 
見
る
と
ギ
ガ
ン
テ
ス
が

消
滅
し
切
ら
な
い

態
で
ユ
イ
ユ
イ
の
方
に
倒
れ
こ
ん
で
く
る

わ

わ

 
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
の
場
を
離
脱
し
よ
う
と
し
た
が
ア
イ
ゼ
ン
が
引

か
か

て

魔
を
し
て
い

た
ま

ま
あ
大
丈
夫
な
は
ず

 
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
う
言

て
目
を

た
が
そ
の
体
が
何
者
か
に
よ

て
強
引
に
引

張
ら
れ

た 
ユ
イ
ユ
イ
は
そ
の
ま
ま
引
き
ず
ら
れ

そ
の
人
物
に

か
れ
た

態
で
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共
に
地
面
に
投
げ
出
さ
れ
る
事
と
な

た
の
だ

た

きお
お

悪
い
な

で
も
セ

フ
だ

た
か
ら
勘

し
て
く
れ

 
そ
の
声
で

ユ
イ
ユ
イ
は
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
の
が
誰
な
の
か
理
解
し
た

 
そ
う

こ
こ
ま
で
戦
闘
に
参
加
し
て
い
な
か

た
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

あ

あ
り
が
と

ヒ

キ

 
ユ
イ
ユ
イ
は
顔
を

く
し
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
お

を
言
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ど
う
と
い
う
事
は
な
い
と
い
う
風
に
立
ち
上
が

た

ユ
イ
ユ
イ
に
は
す
ぐ
に
働
い
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
ユ
イ
ユ
イ
に
手
を

ば
す

あ
は

そ
う
だ
ね

 
ユ
イ
ユ
イ
は
は
に
か
み
な
が
ら
そ
の
手
を

り

立
ち
上
が

た

で

次
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

お
う
ホ

リ

と
一

に
ガ
イ
ア
を

ん
で
く
れ

あ
の
ム
チ
み
た
い
な
攻
撃
が
結

厄
介

で
な
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オ

ケ

任
せ
て

 
ユ
イ
ユ
イ
は
元
気
良
く
そ
う
答
え
る
と

 
ま
る
で
ス
キ

プ
す
る
か
の
よ
う
に

ガ
イ
ア
へ
と
向
か

て
い

た

元
気
だ
な

あ
い
つ

ま
あ
恋
す
る
乙
女
は
強
い

て
事
だ
し

そ

そ
う
か

 
ユ
ミ

に
か
ら
か
う
よ
う
に
そ
う
言
わ
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ぶ

き
ら
ぼ
う
に
そ
う
返
事
を
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

そ
れ
じ

あ
あ

し
達
は
後
方
で
休
ん
ど
く
わ

あ
あ

出
番
が
来
る
ま
で

を
回
復
さ
せ
と
い
て
く
れ

つ
い
で
に
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん
も
運
ん
で
あ
げ
て
下
さ
い

先
輩

そ
う
だ
な

姉
さ
ん
も
か
な
り
疲
れ
て
る
よ
な

 
事
実
ソ
レ
イ
ユ
は

力
を
使
い
果
た
し
た
か
の
よ
う
に
そ
の
場
に
へ
た
り
こ
ん
で
い
た

 
大
魔
法
で
大
き
な

力
を
出
す
よ
り
も

 
初
級
魔
法
で
大
き
な

力
を
出
す
事
の
方
が

苦
労
が
大
き
い
の
だ
ろ
う
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姉
さ
ん

俺
に
負
ぶ
さ

て
く
れ

あ

あ
り
が
と

 
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
は
ハ
チ
マ
ン
の
背
中
に
負
ぶ
さ
り

の
方
へ
と
移
動
さ
せ
て
も
ら

た

 
ハ
チ
マ
ン
に
セ
ク
ハ
ラ
を
か
ま
す
気
配
す
ら
無
か

た
の
が
ど
れ
ほ
ど
疲
労
し
た
か
の
現
れ

で
あ
ろ
う

 
こ
う
し
て
問
題
な
く
ギ
ガ
ン
テ
ス
を
倒
す
事
に
成
功
し
た
ハ
チ
マ
ン
達
は

 
続
け
て
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
と
ガ
イ
ア
を
平
行
し
て

る
作
業
に
入

た
の
だ

た

パ
パ

ち

と
い
い
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
定

置
に

て
次
の
指

を
出
そ
う
と
し
た
時
ユ
イ
が
そ
う
声
を
か
け
て
き

た
ん

ユ
イ

何
か
あ

た
の
か

は
い

ギ
ガ
ン
テ
ス
が
倒
れ
た

間
に

 
ガ
イ
ア
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ

が

大
し
ま
し
た

お
お
よ
そ
倍
で
す
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た
後
中
継
カ
メ
ラ
を
気
に
し
つ
つ
小
声
で
ユ
イ
に
こ
う

ね
た
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そ
う
い
う
の

分
か
る
の
か

は
い

ち

と
チ

ト
ぎ
み
で
す
が

分
か

ち

う
み
た
い
で
す

 
そ
の
言
葉
か
ら
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
イ
か
ら
若

の
罪
悪
感
を
感
じ
た

む

こ
れ
は
さ
す
が
に
他
の
奴
に
は
バ
レ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
だ
な

 
そ
れ
を

ま
え

ハ
チ
マ
ン
は
ユ
イ
に
罪
悪
感
を
持
た
せ
な
い
よ
う
に
配

す
る

 
ウ

ン
ク
し
な
が
ら
ユ
イ
に
そ
う
言

た

あ
は

で
す
ね

 
そ
れ
で
ユ
イ
も
何
ら
負
担
を
覚
え
る
事
な
く
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
答
え
る
事
が
出
来

 
二
人
は
簡

に
相
談
し
た
上
で

ク
リ
シ

ナ
を
呼
び
寄
せ
た

相
棒

ち

と
い
い
か

何

ハ
チ
マ
ン

何
か
あ

た
の

実
は
な

 
ユ
イ
か
ら

い
た
話
を
ク
リ
シ

ナ
に
説
明
す
る
と

ク
リ
シ

ナ
は
難
し
い
顔
を
し
た

そ
れ

て
何
に
関
係
す
る
エ
ネ
ル
ギ

な
の
か
し
ら
ね

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
だ
な

も
し
か
し
て
敵
の
攻
撃
力
が
上
が

た
と
か
か
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そ
れ
な
ら
ホ

リ

さ
ん
が
こ
ち
ら
に
報
告
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
わ

だ
よ
な

 
だ
が
ホ

リ

か
ら
は
何
の
報
告
も
な
い

そ
れ
は
要
す
る
に

 
先
ほ
ど
ま
で
と
敵
の
攻
撃
に
何
の
変
化
も
無
い
と
い
う
事
だ
ろ
う

て
事
は

や

ぱ
り
で
か
い

囲
攻
撃
が
来
る
か

そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
わ

で
も
さ
す
が
に
全
滅
す
る
よ
う
な
事
は
無
い
は
ず
よ

 
そ
れ
じ

あ
ゲ

ム
バ
ラ
ン
ス
が
悪
す
ぎ
る
わ

そ
し
た
ら
全
員
の

を
一
気
に
一
に
す
る
と
か
か

そ
れ

あ
り
そ
う

む

何
が
あ

て
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
く
か

え
え

そ
れ
が
い
い
と
思
う
わ

 
こ
う
し
て
戦
闘
は
未
確
定
の
要
素
を

ん
だ
ま
ま
次
の
局
面
へ
と
移
行
す
る
事
と
な

た
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第
１
１
５
０
話
 
ガ
イ
ア

発
狂
モ

ド

レ
コ
ン

コ
マ
チ

ち

と
い
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
最
初
に
行

た
の
は
シ
ル
フ
軍
に
加
わ

て
い
る
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
を
呼
ぶ

事
だ

た

は
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
兄
ち

ん

ど
う
し
た
の

 
呼
ば
れ
て
こ
ち
ら
に
来
た
二
人
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
先
ほ
ど
ク
リ
シ

ナ
と
ユ
イ
と
話
し
合

た
事
を
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

そ
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
ね

ど
う
す
れ
ば
い
い

と
り
あ
え
ず
対

と
し
て
は

ガ
イ
ア
の
そ
の
攻
撃

 
ま
あ
発
狂
モ

ド
の
時
の
可
能
性
が
一
番
高
い
と
思
う
ん
だ
が

 
そ
の
時
に
出
来
る
だ
け
味
方
を
遠
く
ま
で
離
し
つ
つ

 
ヒ

ラ

全
員
に

継
続
回
復
も
し
く
は
で
か
い

囲
回
復
魔
法
を
使

て

う
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同
時
に

自
で
ポ

シ

ン
を
使

て
も
ら

て

後
は
誰
か
に

え
て
も
ら

て
る
間
に

 
頑
張

て
体
勢
を
立
て
直
す

く
ら
い
か
な

確
か
に
そ
れ
く
ら
い
し
か
無
い
か
も
で
す
ね

も
し
か
し
て

ラ
ン
ダ
ム
に
複

を
死

さ
せ
ら
れ
ち

た
ら
ど
う
す
る

基
本
は
同
じ
だ
な

と
に
か
く

て
直
し
が
最
優
先
だ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
感
じ
で
み
ん
な
に
伝
達
し
て
お
く
ね

悪
い

頼
む
わ

 
さ
す
が

二
人
は
ベ
テ
ラ
ン
な
だ
け
あ

て
話
が

く

 
ハ
チ
マ
ン
の
意
図
を
正
確
に
仲
間
に
伝
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
行
き

た
時
点
で
ハ
チ
マ
ン
は

 
ガ
イ
ア
と
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
の

を
同
時
に

り
に
い
く
作
戦
に
出
た

キ
リ
ト

と
り
あ
え
ず
ガ
イ
ア
の

を
半
分
ま
で

る

 
そ
の
間
に
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
を
一
発
で

り
き
れ
る

態
に
し
て

 
そ
こ
か
ら
ガ
イ
ア
を
発
狂
モ

ド
直
前
ま
で
持

て
い

て
か
ら
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
を
倒
す

ぞ
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オ

ケ

そ
れ
じ

あ
人
員
を
二
手
に
分
け
る
よ

 

が
二

ご
と
に
ど
う
攻
撃
が
変
化
す
る
か
を
見

め
つ
つ

 
ガ
イ
ア
と
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
の

は

調
に

れ
て
い

た

 
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
は
攻
撃
の

力
が
上
が

た
他
に
特
に
変
化
は
な
く

 
敵
の
手

が

え
な
か

た

近
接

に
よ

て

調
に

り
を
行
え
て
い
る

 
対
し
て
ガ
イ
ア
は
八

六

に
な

た
時
点
で
手

が
と
ん
で
も
な
く

え
た

 
し

か
り
タ
ン
ク
で

ん
だ
上
で
と
に
か
く
ス
イ

チ
に
よ
る
一
撃
離
脱
戦
法
が
行
わ
れ
る

事
と
な

た

 
さ
す
が
は
イ
ベ
ン
ト
の
最
終
ボ
ス
な
だ
け
あ

て
そ
の
攻
撃
の
激
し
さ
は
か
な
り
え
げ
つ
な

い 
だ
が
一
度
に
前
に
出
る
者
が

た
せ
い
も
あ
り

 
ヒ

ラ

が
ダ
メ

ジ
を
く
ら

た
者
も
即
座
に

し
て
い

た

 
こ
こ
ま
で
は
特
に
死
者
を
出
す
事
も
な
く

戦
闘
は

調
に

移
し
て
い

た

残
り
時
間
は
一
時
間

ま
あ
問
題
な
い
か

そ
う
ね

ま
あ

調
だ
と
思
う
わ
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ず

と
回
復
を
行

て
き
た

少
し
休

す
る
事
に
し
た
の
だ
ろ
う

 
ア
ス
ナ
と
交
代
で
休

し
て
い
た
ユ
キ
ノ
が
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
返
事
を
し
て
き
た

 
ア
ス
ナ
は
前
衛
で
い
る
時
は
特
に

を
使
う
事
も
な
い

 
そ
の

は

り
余

て
お
り

ヒ

ラ

の
交
代
要
員
と
し
て
は
最

な
の
で
あ

た

ハ
チ
マ
ン

調
み
た
い
だ
ね

 
そ
こ
に
や

て
き
た
の
は
こ
こ
ま
で
何
も
し
て
こ
な
か

た

フ
レ
イ
ヤ
で
あ
る

フ
レ
イ
ヤ
様

暇
な
ん
で
す
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
笑
い
な
が
ら
フ
レ
イ
ヤ
に
そ
う
言
い

フ
レ
イ
ヤ
は
気
を
悪
く
す
る
で
も
な
く

 
ハ
チ
マ
ン
に
微
笑
み
返
し
た

そ
う
な
の
よ

ハ
チ
マ
ン
達
が
強
い
か
ら

楽
が
出
来
る
わ

そ
れ
は
お
役
に
立
て
て
良
か

た
で
す

ま
あ
何
か
あ

た
ら
私
も
戦
う
か
ら

大
船
に
乗

た
つ
も
り
で
い
て
ね

は
い

そ
の
時
は
お
願
い
し
ま
す

 
そ
ん
な
社
交

令
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
交
わ
し
た
後

フ
レ
イ
ヤ
は
元
の
場
所
に

て

い

た
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お
い
ユ
キ
ノ

今
の

ど
う
思
う

私
達
が
強
い
か
ら
楽
が
出
来
る
わ

て

微

な
言
い
方
で
は
な
い
か
し
ら

だ
よ
な

お
い
ク
リ
シ

ナ

ち

と
い
い
か

 
そ
こ
で
ハ
チ
マ
ン
は
ク
リ
シ

ナ
を
呼
び
三
人
は
今
の
フ
レ
イ
ヤ
の
言
葉
に
つ
い
て

討

を
始
め
た

て

な
ん
だ
が

確
か
に
引

か
か
る
わ
ね

そ
れ
に
私
も
見
て
た
け
ど

 
フ
レ
イ
ヤ
様
が
動
い
た
の

て

ガ
イ
ア
の

が
丁
度
半
分
に
な

た

間
だ

た
わ
よ

え

マ
ジ
で
か

さ
す
が
は
タ
イ
ム
キ

パ

時
間
は
関
係
な
い
け
ど
ね

で
も
確
か
に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
わ

何
か

告
し
て
く
れ
て
る
の
か
な

か
も
し
れ
な
い
わ
ね

こ
の
後

私
達
が
ピ
ン
チ
に
な
る
よ
う
な
事
が

こ
る
の
か
し
ら

ま
あ
俺
達
に
は

す
る
事
し
か
出
来
な
い
け
ど
な

ま
あ
そ
う
よ
ね

と
に
か
く
こ
の
ま
ま
戦
闘
を
進
め
て
み
ま
し

う
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だ
な

ま

た
く

な
フ
ラ
グ
を
立
て
て
く
れ
た
な

あ
の
女
神
様

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い
な
が
ら

ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
に
目
を
や

た

 
そ
の

は
残
り
三

ほ
ど
で
あ
り

複

の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
重
ね
れ
ば

 
一
気
に

り
き
れ
る
で
あ
ろ
う
く
ら
い
に
は

り
が
進
ん
で
い
た

よ
し

そ
ろ
そ
ろ
か

と
り
あ
え
ず
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
の

り
は
こ
こ
ま
で
だ

 
後
は
ガ
イ
ア
の

を
残
り
三

く
ら
い
ま
で

り
に
か
か

て
く
れ

 
そ
の
言
葉
に

い

今
度
は
ガ
イ
ア
の

り
が
開
始
さ
れ
た

 
そ
し
て

調
に
そ
の

が
残
り
三

に
な

た

ハ
チ
マ
ン
は
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
を
倒
す

事
に
し
た

よ
し
キ
リ
ト

メ
ン
バ

を
選
抜
し
て

ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
を
一
気
に

ち
ま

て
く
れ

了
解
そ
れ
じ

あ
ユ
ウ
キ
ユ

ジ

ン
そ
れ
に
ア
ス
ナ
と
ラ
ン
こ

ち
に
来
て
く
れ

 
キ
リ
ト
の
選
抜
は

当
だ
ろ
う

こ
の
後
何
が

こ

て
も
対
応
出
来
る
よ
う
に

 
出
来
る
だ
け
多
く
の
仲
間
を
敵
か
ら
離
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る

 
後
衛
を
選
ば
な
か

た
の
は

ユ
ミ

イ
ロ
ハ

フ

イ
リ
ス
も
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決
し
て
得
意
で
は
な
い
が

一
応
回
復
魔
法
や

生
魔
法
を
使
え
る
か
ら
だ

 
そ
し
て
五
人
は
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
に
歩
み
寄
り

 
そ
れ
ぞ
れ
の
最
大

力
の
ソ

ド
ス
キ
ル
を
一
気
に
叩
き
こ
ん
だ

花

風
月

ス
タ

リ

・
テ

ア

ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
・
タ
イ
フ

ン

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
・
タ
イ
フ

ン
は

 
実
は
四
連
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ソ

ド
ス
キ
ル
と
し
て

録
に
成
功
し
て
い
た

 

そ
し
て
横

ぎ
と
続
い
た
後
力
を

め
突
進
と
共
に
放
た
れ
る
そ
の

技
は

 
一
撃
一
撃
の
重
さ
が
凄
ま
じ
く
ト

タ
ル
の
ダ
メ

ジ
で
は
ス
タ

リ

・
テ

ア

を
も

超
え
て
く
る

 
た
だ
ス
タ

リ

・
テ

ア

と
比
べ
る
と

攻
撃
速
度
と
連
射
性
に
は

る
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お
お
お
お
お

一
気
に
決
め
や
が

た

こ
れ
で
二
体
目
も
討
伐
完
了
か

で
も
何
か
慎
重
す
ぎ
な
い
か

初
見
の
時
は
そ
れ
く
ら
い
で
い
い
ん
だ
よ

 
こ
れ
に
は
観
客
達
も
大
喜
び
で
あ

た

凄

い
手
な
攻
撃
だ
ね

愛
ち

ん
に
は
あ
あ
い
う
の
は
ま
だ
無
理

で
す
ね

あ
そ
こ
に
い
る
の

て

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
る
よ
う
な
人
達
で
す
か
ら

 
優
里
奈
の
そ
の
言
葉
に

フ
ラ
ン
シ

シ

の
一
同
は

ま
あ
そ
う
だ
ね
と
納
得
し
た

で

後
は
あ
の
オ
バ
サ
ン
を
倒
せ
ば
終
わ
り

で
す
ね

で
も
残
り

が
一

に
な
る
と

発
狂
モ

ド
に
な
り
ま
す
か
ら

 
そ
こ
で
ど
ん
な
攻
撃
が
来
る
か

て
感
じ
で
す
ね
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発
狂

何
か
怖
そ
う

愛

純
子

フ

イ
ト

  
そ
し
て
そ
の
五
人
の
攻
撃
で

ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
の

は

気
な
く

り
取
ら
れ
た

 
同
時
に
ユ
キ
ノ
か
ら
五
人
に
継
続
回
復
の
魔
法
が
飛
ん
だ
が

 
ガ
イ
ア
の
攻
撃
に
は
特
に
変
化
が
無
く
ハ
チ
マ
ン
は

子
抜
け
し
つ
つ
も
五
人
を
一

下
げ

 
残
り
の
者
達
で
ガ
イ
ア
の

り
を
再
開
さ
せ
た
の
だ

た

パ
パ

や

ぱ
り
ガ
イ
ア
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ

が

加
し
ま
し
た

だ
よ
な

こ
れ
は
発
狂
モ

ド
の
時
に
最
大
限

し
な
い
と
か

で
す
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
一
応
仲
間
を
下
げ

ホ

リ

だ
け
を
そ
の
場
に
残
し

 
残
り
の
者
達
に
は
完
全
に
回
復
し
て
も
ら

た
上
で

 
そ
の

置
か
ら
シ
ノ
ン
に
だ
け
攻
撃
さ
せ
る
と
い
う
慎
重

を
と

た

悪
い

頼
む
わ
シ
ノ
ン

ふ
ふ
ん

や

と
私
の
力
を
認
め
る
気
に
な

た
の
ね
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い
や

そ
れ
は
前
か
ら
認
め
て
る
け
ど

な

ち

と

何
そ
の
不
意
打
ち

い
や

そ
も
そ
も
俺
が
い
つ
お
前
を
認
め
な
か

た
よ

ふ

ふ
ふ
ん

ま
あ
分
か
れ
ば
い
い
の
よ
分
か
れ
ば

へ
い
へ
い

ま
あ
頼
む
わ

任
せ
な
さ
い

 
ハ
チ
マ
ン
と
そ
ん
な
言
葉
を
交
わ
し
て
か
ら
シ
ノ
ン
の
攻
撃
の

力
が
明
ら
か
に
上
が

た

恋
す
る
乙
女
の

 
ハ
チ
マ
ン
の

元
で
再
び
ユ
ミ

が
そ
う

い
た
が
ハ
チ
マ
ン
は
完
全
に
ス
ル

で
あ
る

 
そ
れ
か
ら
も
シ
ノ
ン

独
で
の
攻
撃
は
続
き

 
ガ
イ
ア
の

は
残
り
二

を
切
り

ま
も
な
く
一

に
達
し
よ
う
と
し
て
い
た

そ
ろ
そ
ろ
か

み
ん
な

し
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
フ
レ
イ
ヤ
と
ロ
キ
の
方
を
見
た
が

 
二
人
が
動
く
気
配
は
ま
だ
感
じ
ら
れ
な
い

思
い
過
ご
し
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

な
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そ
し
て

に
運
命
の
時
が
来
た

ガ
イ
ア
の

が
残
り
一

に
な

た
の
だ

 
今
は
全
員
に
継
続
回
復
魔
法
が
か
け
ら
れ

防
御
魔
法
も
重
ね
が
け
さ
れ
て
い
る

 
そ
の

間
に
ガ
イ
ア
の
目
が

し
く
光
を
放

た

え
え
い

鬱

し
い

精
ど
も
が

神
罰
を
く
ら
う
が
い
い
わ

 
そ
れ
と
同
時
に
ガ
イ
ア
の
体
か
ら
真

な
光
が
飛
び
出
し

上
空
へ
達
し
た
そ
の

間
に

 
そ
の
光
が
い
く
つ
も
に
分

し

ハ
チ
マ
ン
達
へ
と
降
り
注
い
だ

く
そ

や

ぱ
り

囲
攻
撃
か

 
そ
の
攻
撃
に
全
員
は
身

え
た
が

最
初
に
そ
の
光
が
着

し
た
キ
リ
ト
が

 
ま
さ
か
の
ま
さ
か

そ
の
ま
ま
倒
れ
て
い
く

何

だ
と

 
見
る
と
キ
リ
ト
の

は

に
ゼ
ロ
に
な

て
お
り

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
へ
と
変
化
し
た

強
制
死

と
か
や
り
方
が

ね
え

 
そ
の
ま
ま
仲
間
達
は
次
々
と
死

し
て
い
き

に
ハ
チ
マ
ン
目

け
て
そ
の
光
が
迫

て
き

た
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く
そ

さ
す
が
に
こ
れ
は
あ
ん
ま
り
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
は

成
す
術
無
し
と
い
う
風
に

そ
の
光
に
目
を

た

  
観
客
達
は

そ
の
光
景
に

然
と
し
て
い
た

お

お
い

何
だ
よ
あ
れ

あ
り
え
な
い
だ
ろ

 
今
彼
ら
の
目
の
前
で

彼
ら
に
と

て
は
英
雄
と
も
呼
べ
る
プ
レ
イ
ヤ

達
が

 
成
す
術
も
な
く
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
て
い

て
い
た
の
で
あ
る

リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
あ
ん
な
に

く
そ

や
り
す
ぎ
だ
ろ

バ
開
発

頼
む

何
と
か
し
て
く
れ

ザ
・
ル

ラ

 
そ
ん
な
彼
ら
の
願
い
も
空
し
く

ハ
チ
マ
ン
の

上
に
も

そ
の

い
光
が
迫

て
い

た

く
そ

く
そ

神
様
も
い
る
ん
だ
ろ

何
と
か
し
て
く
れ
よ

 
そ
の
言
葉
は
ロ
キ
と
フ
レ
イ
ヤ
に
向
け
て
放
た
れ
た
も
の
だ

た
が
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画
面
を
見
て
い
る
限
り

彼
ら
が
動
く
気
配
は
ま

た
く
無
い

 
そ
し
て

に
ハ
チ
マ
ン
に

そ
の

い
光
が
着

し
た

う
お
お
お
お
お
お
お

ふ
ざ
け
ん
な

ふ
ざ
け
ん
な

き

あ
あ
あ
あ

ル

ラ

様

ハ
チ
マ
ン
様

 
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
観
客
達
が
絶
叫
し
た

間

モ
ニ
タ

は
光
に
包
ま
れ
た



 第１１５１話 ここから立て直す

 
第
１
１
５
１
話
 
こ
こ
か
ら
立
て
直
す

く
そ

く
そ

こ
ん
な
死
に
方
あ
ん
ま
り
だ
ろ
こ
ん
な
の
ど
う
す
れ
ば
い
い

て
ん
だ

よ 
ハ
チ
マ
ン
は
心
の
中
で
激
し
く

い
て
い
た

 
そ
れ
は
同
時
に

も
し
か
し
た
ら
何
か
見
落
と
し
が
あ

た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

 
自
分
自
身
に
対
す
る

り
も

ま
れ
て
い
た

思
い
出
せ

他
に
何
が
あ

た

俺
は
何
に
気
付
け
な
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
問
自
答
し
た
が
当
然
答
え
は
出
な
い

仕
方
な
い

も
う
一
度
や
り
直
し
か

 
次
は
ガ
イ
ア
を

る
の
を
最
優
先
に
し
て
ギ
ガ
ン
テ
ス
と
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル
を
生
か
し
て
お

こ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
目
を
開
け
た

 

界
は
全
て
真

白
で
あ
り

ハ
チ
マ
ン
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
死
ぬ
と
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
の
か

 
な
ど
と
考
え
て
い
た
が
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の

に
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
声
が
飛
び
込
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ん
で
き
た

ハ
チ
マ
ン

こ
こ
は
我
が
何
と
か
す
る

頑
張

て
立
て
直
す
の
だ

 
そ
の
言
葉
を
ハ
チ
マ
ン
は

夢
か
何
か
だ
と
思

て
し
ま
い

に
反
応
出
来
な
か

た

 
次
の

間

何
か
が
ハ
チ
マ
ン
の

を
張
り

ハ
チ
マ
ン
は
覚

し
た

こ
れ
は

も
ふ
も
ふ

当
然
だ

我
の

尾
は
も
ふ
も
ふ
だ
か
ら
な

お

お
前

 
そ
こ
に
あ

た
の
は

銀
色
に
光
る

を
持
つ
巨
大
な

の
背
中
と

尾

 
そ
う

フ

ン
リ
ル
が
ハ
チ
マ
ン
を

体
を
張

て
守

て
い
た
の
で
あ

た

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
の

を
張

た
の
は

フ

ン
リ
ル
の
も
ふ
も
ふ
し
た

尾
で
あ
る

フ

ン
リ
ル
か

お
前

実
体
化
出
来
た
ん
だ
な

悪
い

助
か

た

エ
ネ
ル
ギ

の
消

が
激
し
い
か
ら
⻑
く
は
も
た
ん
が

ま
あ
お
主
が
無
事
で
良
か

た

 
で

こ
こ
か
ら

て
直
し
は
出
来
そ
う
か

む

俺
も

生
魔
法
は
使
え
る
が

 
俺
一
人
で
ガ
イ
ア
の
攻
撃
を
避
け
な
が
ら

す
る
の
は
厳
し
い
な
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ふ
む

そ
う
か

も
う
一
人
生
き
残

て
い
る
が

そ
れ
で
も
き
つ
い
か

も
う
一
人

我
の
加
護
を

え
た
者
が

も
う
一
人
い
た
で
あ
ろ

そ
う
か

フ
カ

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
声
に

果
た
し
て
遠
く
か
ら
返
事
が
あ

た

リ

リ

ダ

リ

ダ

が
愛
し
て
や
ま
な
い
フ
カ
ち

ん
は
こ
こ
で
す
よ

 
フ

ン
リ
ル
が
横
に
ど
く
と
遠
く
で
フ
カ
次
郎
が
ガ
イ
ア
相
手
に
逃
げ
回

て
い
る
の
が

見
え
た

俺
が
愛
し
て
や
ま
な
い
フ
カ
次
郎
ち

ん
な
ん
て
奴
は
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
お
前
は
誰
だ

こ
ん
な
時
に
ボ
ケ
な
く
て
い
い
で
す
か
ら

ご
め
ん
な
さ
い
冗
談
で
す
か
ら

 
フ
カ
次
郎
は
か
な
り
必
死
に
逃
げ
回

て
い
た
が

発
狂
モ

ド
の
ガ
イ
ア
相
手
に

 
ハ
チ
マ
ン
が

生
魔
法
を

す
る
時
間
は
さ
す
が
に

げ
な
い
よ
う
に
思
え
た

ハ
チ
マ
ン

我
の
力
で
は
こ
れ
く
ら
い
が
限
界
だ

す
ま
ん
が
そ
ろ
そ
ろ
引

込
む
ぞ

そ
う
か

フ

ン
リ
ル

本
当
に
助
か

た

今
度
ブ
ラ

シ
ン
グ
し
て
や
る
か
ら
な

点
な
ら
ず

と
実
体
化
出
来
る
か
ら
そ
の
時
に
な

楽
し
み
に
し
て
い
る
ぞ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
そ
う
言

て
フ

ン
リ
ル
は

を
消
し
た

お
そ
ら
く
王

に

た
の
だ
ろ
う

 
見
る
と
確
か
に
王

の
目
の
部
分
が

々
し
く
光
る
の
み
と
な

て
い
る

さ
て

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
悩
ん
だ
が

そ
こ
に
救
い
の
女
神
が
現
れ
た

ハ
チ
マ
ン

こ
こ
は
私
に
任
せ
て

三
人
ま
で
な
ら
一
気
に

生
が
可
能
よ

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
飛
ん
で
き
た
の
は
フ
レ
イ
ヤ
で
あ

た

 
お
そ
ら
く
先
ほ
ど
の
フ
レ
イ
ヤ
の

ピ
ン
チ
に
な

た
ら
助
け
る
と
言
う
の
は

 
こ
の
時
の

の
言
葉
だ

た
の
だ
ろ
う

マ
ジ
で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

フ
レ
イ
ヤ
様

ふ
ふ

自
分
の
男
の
頼
み
を

く
の
は
当
然
の
事
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
に
色
々
突

込
み
た
か

た
が

今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

フ
レ
イ
ヤ
様

誰
を

生
さ
せ
る
か
選
ん
で
も
い
い
で
す
か

も
ち
ろ
ん
よ

ち
な
み
に
全
滅
し
て
た
ら
ラ
ン
ダ
ム

生
に
な

て

 
そ
の
メ
ン
バ

に
よ

て
は
立
て
直
せ
な
か

た
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

う
ふ
ふ

そ

そ
う
で
す
か
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で
も
ま
あ
フ

ン
リ
ル
が

最

一
人
は
守

て
く
れ
て
た
と
思
う
ん
だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え
た
が

そ
れ
を

証
し
て
い
る
暇
は
な
い

ち
な
み
に

生
を
完
了
さ
せ
る
に
は
十
分
か
か
る
わ
そ
れ
ま
で
死
ぬ
気
で
生
き
残
り
な
さ
い

分
か
り
ま
し
た

頑
張
り
ま
す

で
は
誰
を

生
さ
せ
ま
し

う
か

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

ホ

リ

の
三
人
を

 
ハ
チ
マ
ン
は
即
答
し

フ
レ
イ
ヤ
は
即
座
に
動
き
始
め
た

分
か

た
わ

ロ
キ

力
を
貸
し
て

あ
い
よ
悪
い
が
ハ
チ
マ
ン
君
俺
も

生
を
手
伝
う
か
ら
手
助
け
は
出
来
な
い
頑
張
る
ん

だ
よは

い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

フ
カ
次
郎
に
向
け
て
叫
ん
だ

フ
カ

俺
も
手
伝
う
か
ら

と
に
か
く
十
分
生
き
残
る
ぞ

十
分
了
解

死
ぬ
気
で
逃
げ
回
る
よ

今
そ

ち
に
行
く
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こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
フ
カ
次
郎
は

 
狂

た
よ
う
に
攻
撃
し
て
く
る
ガ
イ
ア
相
手
を
二
人
で
相
手
ど
る
事
に
な

た

見
た
感
じ

二
人
で
遠
く
か
ら
交

に
ガ
イ
ア
を
挑
発
す
れ
ば

お
手

出
来
る
か

リ

ダ

ナ
イ
ス
考
え

そ
れ
い

て
み
よ
う

 
二
人
は
と
り
あ
え
ず

一
番
簡

な
方
法
を

し
て
み
る
事
に
し
た

や

い
ガ
イ
ア
ば
ば
あ

こ
こ
ま
で
お
い
で

 
と
り
あ
え
ず
フ
カ
次
郎
を
追
い
か
け
る
ガ
イ
ア
を
ハ
チ
マ
ン
が
ま
る
で
子

の
よ
う
に
挑
発

し
て
み
た

 

に
ガ
イ
ア
が
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
突
進
し
て
く
る

誰
が
ば
ば
あ
じ

は
ま
だ
一
万

じ

年
齢
の
設
定
あ
る
の
か
よ

て
か
一
万
を

ま
だ
と
か
言
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
突

込
み
つ
つ

内
心
で
は
し
め
し
め
と
思

て
い
た

煽
り

性

く

 
だ
が
世
の
中
は
そ
う

く
は
な
い

ふ
む
こ
の
ま
ま
交

に

を
挑
発
し
て
生
き
残
る
つ
も
り
か
え

じ

が
そ
う
は
い
か
ん



 第１１５１話 ここから立て直す

い
や
そ
ん
な
事
全
然
考
え
て
ま
せ
ん
で
し
た

に
あ
な
た
の
事
が

い
な
だ
け
で
す
く

そ
ば
ば
あ

く

そ

気
付
く
の

え
よ

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
そ
う
言

た
が

ガ
イ
ア
も
さ
す
が
神
だ
け
あ

て

 

静
に
そ
の
言
葉
を
否
定
し
た

ふ
ふ
ん

好
き
な
子
は
い
じ
め
た
く
な
る

て
い
う
真
理
じ

ろ

分
か

て
お
る
わ

何
で
そ
ん
な
に
人
間

い
ん
だ
よ

こ
の
腐
れ

が

 
ハ
チ
マ
ン
は
思
わ
ず
ガ
イ
ア
の

に
向
け
て
文

を
言

た
が

 
ガ
イ
ア
の

は
よ
ほ
ど
優

な
の
か

そ
の
言
葉
に
も

を
貸
さ
な
か

た

来
た
れ

我
が

属
よ

げ

リ

ダ

今
の

て

何
か
を
呼
び
出
し
や
が

た
か

 
そ
の
ガ
イ
ア
の
言
葉
に
応
じ

部
屋
の
真
ん
中
に
何
か
が

を
現
し
た

 
そ
れ
は
小

な

の
よ
う
な

を
し
て
い
た
が

ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
に
心
当
た
り
が
あ

た

あ
れ
は
ま
さ
か

前
に
ア
ス
タ
ル
ト
が
連
れ
て
た
子
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あ
あ
く
そ

ま
さ
か
と
は
思

た
が
あ
い
つ
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
置
き
土
産
だ

た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
も
一
応
疑
い
は
持

て
い
た
の
だ
ろ
う
が

後
で
一
応
確
認
し
た
結
果

 
確
か
に
ア
ス
タ
ル
ト
が
テ
イ
ム
し
て
い
た
と
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
か
ら

い
て
い
た

 
別
件
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
る

ど
う
す
る

ど
う
す
る

 
こ
こ
ま
で
の

過
時
間
は
お
そ
ら
く
二
分
ほ
ど

残
り
は
八
分
で
あ
る

ケ
ル
ベ
ロ
ス
だ
け
な
ら
多
分
俺
一
人
で
何
と
か
な
る

で
も
ガ
イ
ア
の
あ
の
攻
撃
は
な

 
あ
る

度
は

げ
る
だ
ろ
う
が

さ
す
が
に
ヒ

ラ

無
し
だ
と
二
対
一
で
も
厳
し
い

 
フ
カ
一
人
で
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
相
手
を
出
来
る
か

く
そ

何
か
使
え
る
ア
イ
テ
ム
は

無
か

た
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
一

で
そ
う
考
え
な
が
ら

ガ
イ
ア
か
ら
走

て
逃
げ
つ
つ

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
実
体
化
し
て
い
る

か
な
時
間
に
ス
ト
レ

ジ
を
開
い
た

何
か

何
か

お

 
そ
こ
で
見
つ
け
た
と
あ
る
ア
イ
テ
ム
を
見
た
後

ハ
チ
マ
ン
は
部
屋
の
天

を
見
上
げ
た
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さ
す
が
は
ボ
ス
部
屋
な
だ
け
は
あ
り

そ
の
天

は
か
な
り
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る

よ
し

フ
カ

こ

ち
に
来
い

分
か
り
ま
し
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
叫
ぶ
と

フ
カ
次
郎
目

け
て
走

て
い

た

リ

ダ

 
フ
カ
次
郎
は
ハ
チ
マ
ン
を
呼
び
な
が
ら

必
死
に
こ
ち
ら
に
走

て
く
る

こ
れ
を
受
け
取
れ

そ
し
て
ガ
イ
ア
を
挑
発
し
ろ

は

は
い

 
フ
カ
次
郎
は
ハ
チ
マ
ン
が
投
げ
て
き
た
そ
の
ア
イ
テ
ム
を
受
け
取

て
じ

と

め
た

 
そ
し
て
そ
れ
が
何
な
の
か
分
か

た

間

フ
カ
次
郎
の
顔
が
明
る
く

い
た

さ
す
が
は
リ

ダ

天
才
ぎ
て

れ
直
し
ち

い
ま
す

そ
う
い
う
の
は
い
い
か
ら

ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
実
体
化
す
る
前
に

く
ガ
イ
ア
を

分
か

た

待

て
て

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は
ア
イ
テ
ム
を
ス
ト
レ

ジ
に
収
納
す
る
と

 
一

で
そ
の
ア
イ
テ
ム
を
身
に
付
け
た
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お

思

た
よ
り
も

静
だ
な

確
か
に
そ

ち
の
方
が

い

 
フ
カ
次
郎
が
そ
の
ア
イ
テ
ム
を

直
接

・

・こ
・う
・と

し
な
い
所
に
ハ
チ
マ
ン
は
感
心
し
た

リ

ダ

準
備
オ

ケ

よ
し

ガ
イ
ア
は
任
せ
た

 
そ
の
言
葉
を
受
け

フ
カ
次
郎
は
ガ
イ
ア
を
挑
発
し
た

こ
の
腐
れ
ば
ば
あ

リ

ダ

は
お
前
み
た
い
な
年

は
相
手
に
し
な
い
ん
だ
よ

 
一
万

と
か
も
う
腐
り
か
け
て
る
じ

ね
え
か

 
私
の
方
が
お
前
よ
り
も
よ

ど
ピ
チ
ピ
チ
で
お

ぱ
い
も
柔
ら
か
い

い
い
女
だ

何
だ
そ
れ
は

 
ハ
チ
マ
ン
が

を

え
そ
う
に
な
る
ほ
ど

そ
れ
は
ひ
ど
い
挑
発
で
あ

た
が

 
そ
の

間
に
ガ
イ
ア
は
フ
カ
次
郎
の
方
に
向
き
を
変
え
た

何
じ

と

平

な
容

の

に
小
娘
が

身
の

を
知
れ

へ

平

だ
と

私
が
気
に
し
て
る
事
を
お
お
お
お
お
お
お

 
フ
カ
次
郎
は
そ
の
言
葉
に
明
ら
か
に
シ

ク
を
受
け
て
い
た

 
だ
が
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
を

ハ
チ
マ
ン
は
即
座
に
フ

ロ

し
た
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気
に
す
る
な
フ
カ

お
前
は
十
分
か
わ
い
い
か
ら

 
そ
の
言
葉
に
フ
カ
次
郎
は
目
を
見
開
き

ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た

リ

ダ

愛
し
て
ま
す

い
い
か
ら

く
逃
げ
ろ

あ

そ
う
で
し
た

て
へ

 
そ
の
ま
ま
フ
カ
次
郎
は
逃
げ
始
め
た

壁
に
向
か

て

行
き
止
ま
り
に
逃
げ
る
と
は
愚
か
者
め

さ
て

そ
れ
は
ど
う
か
な

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

そ
の
ま
ま
壁
を
走
り
始
め
た

 
そ
う

ハ
チ
マ
ン
が
フ
カ
次
郎
に

し
た
の
は

ウ

ル
ブ

ツ
だ

た
の
で
あ
る

な

何
じ

そ
れ
は

へ
へ
ん

ヴ

ル
ハ
ラ
を
な
め
る
な

つ
の

 
そ
の
ま
ま
フ
カ
次
郎
は
ど
ん
ど
ん
上
へ
と
の
ぼ

て
い
き

 
ガ
イ
ア
は
そ
ち
ら
に
触
手
を

ば
し
た
が

と
て
も
フ
カ
次
郎
ま
で
は

か
な
か

た

く
そ

何
じ

そ
れ
は
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ふ
ふ
ん

こ
れ
で
も
く
ら
え

 
フ
カ
次
郎
は
一
応
魔
法
銃
を
予
備
と
し
て
所
持
し
て
お
り

 
上
空
か
ら
一
方
的
に
ガ
イ
ア
に
攻
撃
し
始
め
た

お
の
れ

お
の
れ

 
そ
れ
に
よ

て
ガ
イ
ア
は
防
戦
一
方
と
な

た

 
触
手
に
よ

て
防
い
で
い
る

に
ダ
メ

ジ
こ
そ
入

て
い
な
い
が

 
と
に
か
く
絶
え
間
な
く
攻
撃
し
て
く
る

そ
ち
ら
に
気
を
取
ら
れ
て
ハ
チ
マ
ン
の
方
に
目
が

行
か
な
い

よ
し

こ
れ
で
も
う
ガ
イ
ア
は
大
丈
夫
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い
な
が
ら

い
き
な
り
体
勢
を

く
し
た

 
そ
の

の
上
を

の

が
通
過
し

上
で

じ
ら
れ
る

フ
ン

避
け
お

た
か

久
し
ぶ
り
だ
な
ケ
ル
ベ
ロ
ス

お
前

ペ

ト
に
さ
れ
た

て

い
て
た
ん
だ
が
な

確
か
に
テ
イ
ム
は
さ
れ
た
が

そ
れ
は
巨
人
側
の
プ
レ
イ
ヤ

に
だ
か
ら
な

 
我
が
主
人
は
こ
こ
に
は
入
れ
な
い
は
ず
だ
し

何
の
憂
い
も
無
い
わ



 第１１５１話 ここから立て直す

お
お

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
ニ
ヤ
リ
と
し
た

こ
れ
は
も
し
か
す
る
と
も
し
か
し
て

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
と

て
は
想
定
外
の
事
態
に
な

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
の
だ

ま
あ
と
り
あ
え
ず

一
対
一
で
や
り
合
う
と
し
よ
う

フ

ン
リ
ル
は
今
は
動
け
ん
の
だ
ろ

助
け
て
も
ら
う
事
は
出
来
ん
ぞ

 
以
前
の

み

こ
こ
で
晴
ら
し
て
や
る

は

や
れ
る
も
ん
な
ら
や

て
み
や
が
れ

 
こ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

再
び
対
峙
す
る
事
と
な

た
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第
１
１
５
２
話
 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
ご
主
人
様

う
お
お
お
お
お
お
お

ふ
ざ
け
ん
な

ふ
ざ
け
ん
な

き

あ
あ
あ
あ

ル

ラ

様

ハ
チ
マ
ン
様

 
ハ
チ
マ
ン
に

い
光
が
迫
る
の
を

観
客
達
は

鳴
を
上
げ
な
が
ら

め
て
い
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

う
わ

や
ば
い
や
ば
い

ま
ず
い

ま
ず
い

て

 
同
じ
く
優
里
奈
達
も

こ
の
光
景
に

鳴
を
上
げ
て
い
た

 
だ
が
直
後
に
画
面
が
白
く
光
り

ハ
チ
マ
ン
が

に
装
備
し
て
い
た

金
か
ら

 
何
か
が
飛
び
出
し
て
く
る
の
を
優
里
奈
は
確
か
に
見
た

え
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大
き
な
わ
ん
こ
だ

こ
れ

て
味
方
ど
す
え

こ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が
助
か
る
か
も

い
け

い
け

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
だ
気
付
い
て
い
な
か

た
が

観
客
達
も
そ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し

 
そ
れ
が
以
前
散
々
自
分
達
を
襲

て
い
た

フ

ン
リ
ル
で
あ
る
事
に
気
が
付
い
た

お

お
い

あ
れ

フ

ン
リ
ル
だ
よ
な

お
お
お
お
お

ま
さ
か
の
フ

ン
リ
ル

場

前
は

い
だ

た
け
ど

今
は
好
き
だ

神
降
臨

 
そ
れ
か
ら
画
面
に
は
映

て
い
な
か

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
以
外
に
フ
カ
次
郎
も
生
き
残

て
い
た
事
が
確
認
さ
れ
観
客
達
は
別
の
意
味
で
驚

い
た
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え

あ
れ

フ
カ
次
郎

お
い
お
い
お
い
剣
王
や
絶
対
暴
君
ま
で
死
ん
で
る
の
に
何
で
あ
い
つ
が
生
き
て
る
ん
だ

よ
く
分
か
ら
な
い
が

凄
え
な
あ
い
つ

 
そ
の
時
フ
カ
次
郎
の

こ
ん
な
言
葉
が
画
面
か
ら

こ
え
て
き
た

リ

リ

ダ

リ

ダ

が
愛
し
て
や
ま
な
い
フ
カ
ち

ん
は
こ
こ
で
す
よ

俺
が
愛
し
て
や
ま
な
い
フ
カ
次
郎
ち

ん
な
ん
て
奴
は
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
お
前
は
誰
だ

こ
ん
な
時
に
ボ
ケ
な
く
て
い
い
で
す
か
ら

ご
め
ん
な
さ
い
冗
談
で
す
か
ら

お

お
い

大
物
だ
な
あ
い
つ

生
き
残

た
事
と
い
い

本
当
に
凄
え
な

 
こ
う
し
て
本
人
の
知
ら
な
い
間
に

フ
カ
次
郎
の

が
上
が
る
事
と
な

た

で
も
こ
こ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ

ま
あ

ザ
・
ル

ラ

な
ら
何
と
か
す
る
だ
ろ

俺
は
全
て
を

配
す
る

敵
は
一
体
な
ん
だ
し

お
手

す
り

良
く
ね
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ど
う
や
ら
考
え
る
事
は
皆
同
じ
の
よ
う
で
あ
る

そ
の
直
後
に
フ
レ
イ
ヤ
が
画
面
に

場
し

た
あ

見
ろ

フ
レ
イ
ヤ
様
だ

フ
レ
イ
ヤ
様
来
た

こ
れ
で
勝
つ
る

三
人
ま
で

生

な
る
ほ
ど

こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
か
よ

で
も
十
分
は
厳
し
い
よ
な

い
や
い
や

さ

き
も
言

た
け
ど
お
手

で

 
観
客
達
は
こ
ん
な
感
じ
で

り
上
が

て
い
た
が
八
幡
の
部
屋
は
別
の
意
味
で

り
上
が

て
い
た

ふ
ふ

自
分
の
男
の
頼
み
を

く
の
は
当
然
の
事
よ

 
そ
の
言
葉
に
優
里
奈
が
ピ
ク
リ
を

を

る
わ
せ
た

年

が
八
幡
さ
ん
を
誘
惑
し
よ
う
だ
な
ん
て

万
年

い
で
す

ゆ

優
里
奈
は
ん

落
ち
着
い
て
お
く
れ
や
す

そ
う
だ
よ
そ
う
だ
よ

相
手
は
ゲ

ム
の
キ

ラ
な
ん
だ
し
さ

そ

そ
う
で
し
た

す
み
ま
せ
ん
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優
里
奈

か
わ
い
い

も

萌
郁
さ
ん

か
ら
か
わ
な
い
で
下
さ
い

 
こ
ち
ら
で
は

フ
レ
イ
ヤ
の
セ
リ
フ
に
優
里
奈
が
過

反
応
し
た
の
で
あ

た

 
だ
が
そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
も
そ
こ
ま
で
だ

た

あ

も
し
か
し
て

助
け
を
呼
ぼ
う
と
し
て
る

属

て

ま
ず
い
ん
じ

な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
フ
カ
さ
ん
の
回
避
力

て
多
分
そ
こ
ま
で
高
く
な
い
は
ず
で
す
し

 
だ
が
召
喚
さ
れ
た
子

を
見
て
優
里
奈
達
は
常
識
的
な
思
考
を

て
安

す
る
事
と
な

た

あ

か
わ
い
い

何
だ

あ
れ
な
ら
平
気
そ
う
じ

な
い

で
す
ね

 
そ
の
直
後
に
フ
カ
次
郎
が
壁
を
走
り
出
し
一
同
の
み
な
ら
ず
外
の
観
客
達
も
驚
愕
す
る
事

と
な

た

何
だ
あ
れ

あ
ん
な
ア
イ
テ
ム
あ

た
の
か

壁
を
走

て
や
が
る
な
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や

ぱ
り
ヴ

ル
ハ
ラ

て
凄
え
な
お
い

 
そ
れ
に
よ

て
フ
カ
次
郎
が
完

に
ガ
イ
ア
を

え
込
む
事
に
成
功
し

 
フ
カ
次
郎
の
評
判
は
更
に
上
昇
す
る
事
と
な

た

お
お

や
る
な
フ
カ
次
郎

元
シ
ル
フ
四
天
王
は

達
じ

な
い

て
事
か

あ

お
い
見
ろ

あ
れ

 
直
後
に
画
面
が
切
り

わ
り

ハ
チ
マ
ン
に
巨
大
な

の

が
迫

て
い

た

い
き
な
り
何
だ

あ
れ

て
さ

き
の

か

じ

ね
え

あ
れ

て
確
か

ケ
ル
ベ
ロ
ス
か

 
そ
ん
な
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
上
が
り

観
客
達
は
ど
よ
め
き
始
め
た

お
い
お
い

ケ
ル
ベ
ロ
ス
ま
で
復
活
か
よ

も
う
何
で
も
あ
り
だ
な

で
も
ザ
・
ル

ラ

の
奴

何
か
嬉
し
そ
う
じ

ね
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こ
の
戦
い
は
見
も
の
だ
な

 
同
様
に
八
幡
の
部
屋
で
は

女
性

が

そ
う
な
顔
を
し
て
い
た

わ
ん
こ
が
か
わ
い
く
な
く
な

た

う
ん

か
わ
い
く
な
い
ね

む
し
ろ

い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

そ
ん
な
奴

さ

さ
と
や

つ
け
ち

て
下
さ
い

 
そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
七
つ
の
大
罪
の

部
達
の
感
想
も
ま
た

微

に
違

て
い
た

お
い
あ
れ

な

あ
れ

て
タ
ル
ト
が

て
た
ワ
ン
コ
だ
よ
な

あ

今
確
か
に

テ
イ
ム
は
さ
れ
て
た
が

と
か
言

た
な

で
も
巨
人
側
だ
か
ら
問
題
な
い

て

で
も
ア
ス
タ
ル
ト
の
奴

今
あ
そ
こ
に
い
る
よ
な

う
わ

マ
ジ
か
よ

こ
れ

て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
と

て
の
死

フ
ラ
グ
じ

ね

あ
い
つ

お
笑
い
担
当
だ

た
の
か

 
も
ち
ろ
ん
こ
の
予
想
は
実
現
す
る
事
と
な
る
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か
か

て
き
や
が
れ

言
わ
れ
な
く
と
も

 
そ
し
て

に
ハ
チ
マ
ン
と
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
戦
い
が
幕
を
上
げ
た

 
だ
が
以
前
や
り
合

た
時
と
同
じ
よ
う
に
や
は
り
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
攻
撃
は
ハ
チ
マ
ン
ま
で

か
な
い

 
と
い
う
か

更
に
情
勢
は
悪
く
な

て
い
た

く
そ

く
そ

ど
う
や
ら
前
と

全
く
変
わ

て
い
な
い
み
た
い
だ
な

ケ
ル
ベ
ロ
ス

何
故
だ

何
故
攻
撃
が
当
た
ら
ん

そ
り

お
前
が

い
か
ら
だ
ろ

ぐそ
も
そ
も
牙
と

の
攻
撃
だ
け
な
ん
て
防
げ
て
当
然
だ

お
い
お
前

の
攻
撃
は
ど
う
し
た

そ

そ
れ
は
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ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
何
も
言
い
返
す
事
が
出
来
ず
に
い
た

 
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も

さ
す
が
に
こ
れ
は

過
ぎ
じ

な
い
か
と
疑
問
を

き
始
め
る

 
そ
し
て
相
手
を
よ
く
観
察
し
た
結
果
ハ
チ
マ
ン
は
相
手
の

尾
が
一
本
し
か
な
い
事
に
気
が

付
い
た

あ
れ

お
前

も
し
か
し
て

尾
を
ま
た
失

た
の
か

く

そ
こ
に
気
付
き
お

た
か

我
は
本
体
の
一
本
の

尾
か
ら

た
存
在
だ

 
だ
か
ら
当
然

尾
は
一
本
し
か
な
い
わ

 
開
き
直

た
よ
う
に
そ
う
叫
ぶ
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に

ハ
チ
マ
ン
は

れ
み
の

線
を
向
け
た

何
だ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
な
ら
も
う
負
け
よ
う
が
無
い
じ

ね
え
か
よ

そ

そ
れ
は
お
前
だ
か
ら
だ

他
の
奴
が
相
手
な
ら

そ
う
簡

に
や
ら
れ
は
せ
ん
わ

そ
う
か

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
そ
の
言
葉
に
は
反
応
せ
ず

を
返
し
て
ハ
チ
マ
ン
か
ら
離
れ
始
め
た

あ

お
前

一
体
何
を

フ
ン
お
前
と
は
も
う
や
り
あ
わ
ん
他
に

生
が
終
わ

た
奴
を
片

か
ら
殺
し
て
く

れ
る
わ
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あ

こ
ら

 
丁
度
そ
の
時
フ
レ
イ
ヤ
の

生
が
発
動
し
ア
ス
ナ
ユ
キ
ノ
ホ

リ

の
三
人
が

た
ハ
チ
マ
ン

生
が
完
了
し
た
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
フ
レ
イ
ヤ
様

こ
れ
で
何
と
か
な
り
ま
す

う
う
ん

こ

ち
こ
そ

く
な

て
ご
め
ん
ね

こ
の

り
は
必
ず
体
で
返
す
か
ら

あ

い
え
別
に
貸
し
た
つ
も
り
な
ん
て
ま

た
く
無
い
で
す
か
ら
そ
う
い
う
の
は

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を
最
後
ま
で

か
ず

フ
レ
イ
ヤ
は
後
方
へ
と
下
が

て
い

た

 
さ
す
が
の
ケ
ル
ベ
ロ
ス
も

フ
レ
イ
ヤ
に
手
出
し
を
す
る
気
配
は
な
い

ま
あ
い
い
か

と
り
あ
え
ず
ア
ス
ナ

ホ

リ

と
二
人
で
ガ
イ
ア
を

え
て
く
れ

オ

ケ

任
せ
て

今
度
こ
そ
仕
事
を
や
り

げ
て
み
せ
る
よ

 
二
人
は
ハ
チ
マ
ン
に

く
と

ガ
イ
ア
の
方
へ
と
走

て
い

た

 
こ
れ
で
フ
カ
次
郎
も
近
接
ア
タ

カ

と
し
て
本
領
を
発

す
る
事
が
出
来
る
は
ず
で

 
ヒ

ラ

と
し
て
ア
ス
ナ
も
機
能
す
る
以
上
こ
れ
で
ガ
イ
ア
の

え
は
完

に
安
心
だ
ろ
う
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そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
キ
ノ
に
向
か

て
言

た

そ
れ
じ

あ
ユ
キ
ノ

先
ず
最
初
に

ア
ス
タ
ル
ト
君
を

生
さ
せ
る
の
ね

あ
あ

さ
す
が
話
が

い
な

ふ
ふ

見
て
い
た
も
の

 
ユ
キ
ノ
は
直
ぐ
に

生
に
入
り
し
ば
ら
く
し
て
ア
ス
タ
ル
ト
を

生
さ
れ
る
事
に
成
功
し

た 
そ
の
間

ハ
チ
マ
ン
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
バ

チ
リ
マ

ク
し
て
お
り

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
悔
し
そ
う
に
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
だ
け
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
ユ
キ
ノ

ユ
キ
ノ
の
判
断
で

ガ
イ
ア
を
倒
せ
る
だ
け
の
戦
力
を
整
え
て
く
れ

 
残
り
の
連
中
の

生
は
ま
あ
後
で
も
い
い
だ
ろ

分
か

た
わ

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
事
は
任
せ
た
わ
よ

お
う

余

余

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

続
け
て
ア
ス
タ
ル
ト
に
こ
う

ね
た

さ
て
ア
ス
タ
ル
ト

事
情
は
分
か

て
る
な
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は
い

本
当
に
ま
さ
か
で
し
た
ね

こ

ち
と
し
て
は

そ
の
ま
さ
か
の
お
か
げ
で
マ
ジ
助
か

た
わ

別
に
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
だ

た
ら
余

だ

た
ん
じ

な
い
で
す
か

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

ま
あ

よ
り
楽
が
出
来
る

て
の
は
大
事
な
事
だ
ろ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ア
ス
タ
ル
ト
は
ク
ス
リ
と
笑

た

は
い

そ
う
で
す
ね

 
そ
し
て
二
人
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス
に
向
か

て
歩
き
出
し
た

く

二
人
に
な

た
か
ら
と
て

我
は
そ
う
簡

に
は
捕
ま
ら
ん
ぞ

さ
て

そ
れ
は
ど
う
か
な

お
い

ア
ス
タ
ル
ト

は
い

 
そ
し
て
ア
ス
タ
ル
ト
が
前
に
出
る
と

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
大
き
く
目
を
見
開
い
た

ま

ま
さ
か

そ
ん
な

・ト
・ル
・テ

こ

ち
に
お
い
で

 
ア
ス
タ
ル
ト
が
そ
う
呼
び
か
け
た

間
に

ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

か
れ
る
よ
う
に
走
り
出
し

 
ア
ス
タ
ル
ト
の
前
に
座

て
ハ

ハ

と
嬉
し
そ
う
に
息
を

い
た
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よ
し
よ
し

く

ん
く

ん

て

ハ

ご

ご
主
人

何
故
あ
な
た
が
こ
こ
に

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
ハ

ハ

と

を
出
し
た
ま
ま
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
崩
さ
ず
に
そ
う

ね
て

き
たう

わ

ト
ル
テ

て

れ
た
ん
だ

 
そ
れ
に
対
す
る
ア
ス
タ
ル
ト
の
反
応
は

実
に
の
ん
び
り
し
た
も
の
で
あ

た

ア
ス
タ
ル
ト

そ
の
ト
ル
テ

て
の
は

あ
は
い
僕
の
名
前
は
タ
ル
ト
じ

な
い
で
す
か

こ
れ

て
フ
ラ
ン
ス
語

み
な
ん
で
す

よ 
で

そ
れ
を
ド
イ
ツ
語

み
に
す
る
と

ト
ル
テ
な
ん
で
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
説
明
に
納
得
し

う
ん
う
ん
と

い
た

な
る
ほ
ど
な

そ
れ
じ

あ
ト
ル
テ

お
手

フ
ン

貴
様
の
言
う
事
な
ぞ

か
ぬ
わ

ト
ル
テ

お
手

わ
ん
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ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
は

わ
な
か

た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は

 
だ
が
ア
ス
タ
ル
ト
の
言
葉
に
は
嬉
し
そ
う
に

た

 
そ
れ
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は

思
わ
ず
か
わ
い
い
と
思

て
し
ま

た

くへ

お
前

結

か
わ
い
い
の
な

く

殺
せ

い
や
い
や

他
人
の
ペ

ト
を
殺
し
た
り
な
ん
か
す
る

な
い
だ
ろ

 
ア
ス
タ
ル
ト

と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
に
ガ
イ
ア
討
伐
の
手
伝
い
を
さ
せ
よ
う

は
い

分
か
り
ま
し
た

な

我
は
ガ
イ
ア
様
の

属
ぞ

そ
ん
な
事

出
来
る
は
ず
が

属
と
テ
イ
ム
し
た
主
人
の
命
令

ど

ち
が
優
先
に
な
る
ん
だ

そ

そ
れ
は

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
言
い

ん
だ
事
で

ハ
チ
マ
ン
は
正
解
を
知
る
事
が
出
来
た

オ

ケ

だ

そ
れ
じ

あ
ア
ス
タ
ル
ト

一

に
ガ
イ
ア
を
攻
撃
し
よ
う

は
い
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く

ご

ご
主
人

ト
ル
テ

攻
撃
開
始

わ

わ
ん

 
こ
う
し
て
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
ガ
イ
ア
へ
の
攻
撃
を
開
始
し

ガ
イ
ア
は
そ
の
事
実
に
驚
愕
し
た

ケ

ケ
ル
ベ
ロ
ス
よ

何
故
味
方
の

を
攻
撃
す
る
の
じ

そ

そ
れ
は

そ
れ
は
こ
の
お
ば
さ
ん
が

い
だ
か
ら
だ
よ
ね

ト
ル
テ

わ
ん

何
じ

と

こ
の
裏
切
り
者
め
が

 
こ
う
し
て
ガ
イ
ア
は

立
し

 
ハ
チ
マ
ン
達
は

に
こ
の
戦
闘
に
リ

チ
を
か
け
る
事
が
出
来
た
の
だ

た
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第
１
１
５
３
話
 
攻
略
戦

最
後
の
ミ

シ

ン

 
ハ
チ
マ
ン
達
は
必
勝
の
確
信
を
持

て
ガ
イ
ア
と
戦

て
い
た

だ
が
何
か
様
子
が
お
か
し

い
ハ
チ
マ
ン
君

ガ
イ
ア
の

が
全
く

れ
て
な
く
な
い

だ
な

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ

防
御
力
が
凄
ま
じ
く
上
が

て
い
る
の
か
な

ハ
チ
マ
ン
君

魔
法
も

か
な
い
わ

 
そ
う
し
て
い
る
間
に
も

時
間
は
刻
一
刻
と
過
ぎ
て
い
く

 
こ
こ
に
い
ら
れ
る
残
り
時
間
は
あ
と
十
五
分
ほ
ど
と
な

て
い
た

ど
う
す
る

ま
あ
や
り
よ
う
は
あ
る
さ

無
敵

て
事
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
強
制
的
に
ダ
メ

ジ
が
入
る

態
に
も

て

て
や
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
信
満
々
で
そ
う
言
う
と

ホ

リ

の
隣
に
立

た

お
や

こ
こ
で
真
打
ち

場
か
い
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ま
あ
そ
う
い
う
こ

た

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に

ガ
イ
ア
が

笑
を

び
せ
て
く
る

ふ
ふ
ん

そ
う
簡

に

に

を
つ
け
ら
れ
る
と
思
わ
ぬ
事
じ

 
今
の

の
防
御
力
は

大

で
は
な
い
か
ら
の
う

へ

そ
り

凄
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
無
表
情
で
そ
う
言

た
後

ホ

リ

に
言

た

何
本
か
こ

ち
に
回
し
て
く
れ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
か

 
ホ

リ

は
言
わ
れ
た
通
り
に
触
手
の
攻
撃
を
何
本
か
ス
ル

し

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
触
手
に
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら
わ
せ
た

キ
リ
ト

今
だ

あ

そ
う
か

 
即
座
に
キ
リ
ト
は
攻
撃
を
放
ち

そ
の
攻
撃
は
ク
リ
テ

カ
ル
ヒ

ト
と
な

て

 
ガ
イ
ア
に
普
通
に
ダ
メ

ジ
を

え
た

何
じ

と
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い
く
ら
防
御
力
が
高
か
ろ
う
と
も

 
カ
ウ
ン
タ

を
く
ら
わ
せ
た
後
は
完
全
に
無
防
備
に
な
る

そ

そ
ん
な
方
法
で

ま
あ

体
化
の
方
法
が
他
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
今
は
そ
れ
を
探
し
て
る
時
間
が

し

い 
と
い
う

で
み
ん
な

や

ち
ま
え

お
お

 
そ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ア
に
と

て
地
獄
の
よ
う
な
時
間
が
始
ま

た

 
い
く
ら
攻
撃
し
て
も
す
ぐ
に

か
れ
直
後
に
ダ
メ

ジ
が
ど
ん
ど
ん

え
ら
れ
て
い

て
し

ま
う

 
残
念
な
事
に

多

の
ソ

ド
ス
キ
ル
は
初

し
か
攻
撃
が
入
ら
な
か

た
が

 

発
ソ

ド
ス
キ
ル
を
使
う
事
で

通
常
よ
り
も
大
き
な
ダ
メ

ジ
を

え
る
事
が
出
来

 
そ
の

り
返
し
に
よ

て

あ
れ
ほ
ど
手
こ
ず

た
こ
の
戦
い
は

 
あ

さ
り
と
終
わ
り
を
迎
え
る
事
に
な

た

ま

ま
さ
か

が
こ
ん
な
に
簡

に
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ま
あ
楽
し
か

た
わ

色
々
学
ぶ
事
も
多
か

た
し
な

き

貴
様
さ
え

貴
様
さ
え
い
な
け
れ
ば

そ
ん
な
仮
定
に
意
味
が
あ
る
か
よ

俺
は
常
に
ヴ

ル
ハ
ラ
と
共
に
あ
り

だ

く

く
そ
お
お
お
お
お

そ
れ
じ

あ
は
い

さ
よ
な
ら

と

 
最
後
に
ハ
チ
マ
ン
が
カ
ウ
ン
タ

を
決
め

そ
の
ま
ま
ガ
イ
ア
の
体
に
剣
を
突
き
入
れ
た

 
そ
れ
で
ガ
イ
ア
の

は
全

し

に
い
つ
も
の

く

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｓ

の
文

が
躍
る
事
に
な

た
の
だ

た

  
観
客
達
は

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
ハ
チ
マ
ン
が
体
勢
を
立
て
直
し
て
い
き

 
あ
ま
つ
さ
え
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
ア
ス
タ
ル
ト
に
完
全
服

し
て
い
る
の
を
見
て

 
そ
の
展
開
の
凄
ま
じ
さ
に
大

り
上
が
り
で
あ

た

あ
は
は
は
は

何
で
あ
そ
こ
か
ら
立
て
直
せ
る
ん
だ
よ

ま
さ
か
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
ペ

ト
に
し
て
る
奴
が
い
た
な
ん
て
な

俺
見
た

確
か
に
前
の
狩
り
の
時

あ
い
つ

白
い

を
連
れ
て
や
が

た
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俺
も
見
た
わ

ま
さ
か
あ
れ
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
だ

た
な
ん
て
な

ザ
・
ル

ラ

て

や

ぱ
り
持

て
る
よ
な

い
や
あ
い
い
も
ん
見
せ
て
も
ら

た
わ
こ
れ
で
イ
ベ
ン
ト
も
全
部
終
わ
り
か
お
疲
れ
さ

ん
お
う

お
疲
れ

乙
乙

 
同
じ
く
結
果
を
見

け
た
七
つ
の
大
罪
の

部
連
は

大
笑
い
し
て
い
た

あ
は
は
は
は

や

ぱ
り
こ
う
な
り
や
が

た
か

ま
さ
か
あ
れ
が
ケ
ル
ベ
ロ
ス
だ

た
な
ん
て
な

ち

と
前
ま
で
う
ち
の
メ
ン
バ

だ

た
ア
ス
タ
ル
ト
を
戦
闘
に
連
れ
て

た

 
ハ
チ
マ
ン
の
決
断
力

た
ら
よ
う

フ
ン

俺
も
負
け
て
ら
れ
ん
な

し
か
し
今
回
の
戦
闘
は
実
に
参
考
に
な

た

俺
達
も
あ
れ
を
参
考
に
し
て

も

と
強
く
な
ろ
う

と
り
あ
え
ず
Ｓ

Ｓ
と
の
戦
争
に
勝
た
な
い
と
な

戦
争
か
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そ
う

き
な
が
ら
ル
シ
パ

は

遠
く
で

ん
で
い
る
シ
グ
ル
ド
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た

 
シ
グ
ル
ド
も
こ
の
戦
い
を
見
て
何
か
感
じ
る
も
の
が
あ

た
の
か

 
仲
間
達
と
し
き
り
に
何
か
話
し
て
い
た

と
り
あ
え
ず

び
を
入
れ
て
み
る
か

ん

ル
シ
パ

何
か
言

た
か

い
や

何
で
も
な
い

た
だ

 
今
の
俺
達
に

戦
争
な
ん
か
し
て
る
暇
が
あ
る
の
か
な

て
思

ち
ま

て
な

お
前
が
言
う
な

は
は

違
い
ね
え

 
こ
の

日
後

ル
シ
パ

は
Ｓ

Ｓ
の
メ
ン
バ

に

を
下
げ

 
七
つ
の
大
罪
と
Ｓ

Ｓ
は

再
び
協
力
関
係
を
取
り

す
事
と
な
る

 
そ
の
時
点
で
は
完
全
に
和
解
出
来
た

で
は
な
か

た
の
だ
が

 
少
な
く
と
も
そ
れ
以
降

ど
ち
ら
も
お

い
を
裏
切
る
よ
う
な
事
は
せ
ず

 
い
つ
し
か
そ
の
関
係
は

良
好
な
も
の
へ
と
変
わ

て
い

た
の
だ

た

 
そ
し
て
最
後
に
ハ
チ
マ
ン
の
部
屋
で
は

く
も
祝
勝
会
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
た



 第１１５３話 攻略戦、最後のミッション

う
お
お

凄
い
凄
い

勝

た
ね

や

た
ね

愛
ち

ん
と
純
子
ち

ん

最
後
は
死
ん
だ
ま
ま
だ

た
ね

ま
あ
仕
方
な
い

て

勝
て
ば
良
か
ろ
う
な
の
だ

本
当
に
格
好
良
か

た
ど
す
な

そ
う
だ

勝
利
の
お
祝
い
を
し
な
い
と

あ

そ
れ
じ

あ
私

い
出
し
に
行

て
く
る
ね

私
も
付
き
合
い
ま
す

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
行
こ

か

  
そ
し
て
戦
い
の
現
地
へ
と
場
面
は

る

よ

し

勝

た
あ

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
総
出
で

生
作
業
と
い
こ
う

あ

だ
ね

と
そ
の
前
に
キ
リ
ト
お
前
は
奥
に
向
か

て
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
取

て
こ
い
よ
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と
り
あ
え
ず
手
の
空
い
て
る
何
人
か
は
キ
リ
ト
に
つ
い
て
い

て
や

て
く
れ

あ

そ
う
だ

た

 
す

か
り
そ
の
事
を
忘
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
は

て
た
よ
う
な
顔
を
し

 
一

に
行

て
く
れ
る
仲
間
を

た

そ
れ
じ

あ
行
け
る
の
は

私
は
行
く
わ
よ

そ
れ
じ

あ
私
も

仕
方
な
い
わ
ね

私
も
行

て
あ
げ
る
わ

そ
れ
じ

あ
俺
も
付
き
合
う
と
し
ま
す
か
ね

私
も
興
味
あ
る
け
ど

生
活
動
を
し
な
い
と
か
な

い
や

何
か
あ

た
時
に
ヒ

ラ

を
出
来
る
奴
が
い
た
方
が
い
い

 
リ

フ

も
キ
リ
ト
と
一

に
行

て
や

て
く
れ

あ

う
ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

分
か
り
ま
し
た

 
名
乗
り
出
た
の
は
リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

シ
ノ
ン

ク
ラ
イ
ン

リ

フ

で
あ

た

 
さ
す
が
に
ハ
チ
マ
ン
は
こ
の
場
に
残

て
事
後
処
理
を
行
う
よ
う
で
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ア
ス
ナ
や
ユ
キ
ノ
は

生
活
動
で
忙
し
い

他
に
も
手
が
空
い
て
い
る
者
は
い
る
に
は
い
た

が 
フ
カ
次
郎
な
ど
は
か
な
り
疲

し
て
お
り

タ
ン
ク
連
中
も
同
様
の
よ
う
で
あ

た

ま
あ
問
題
な
い
よ
な

あ
あ

平
気
平
気

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

報
を
頼
む

任
せ
と
け

て

 
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
は
奥
へ
と
向
か

て
い

た

 
ね

何
か
地
面
が

れ
て
な
い

ま
さ
か
こ
の
宮

崩
壊
す
る
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

 

り
し
も
ハ
チ
マ
ン
か
ら
キ
リ
ト
に
連

が
入

た

 
ケ
ル
ベ
ロ
ス
こ
と
ト
ル
テ
が
言
う
に
は
こ
の
宮

は
ガ
イ
ア
の
死
後
三
十
分
で
崩
壊
す
る

ら
し
い

 
そ
し
て
今
は
十
分
が

過
し
て
い
る
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て
事
ら
し
い

あ
と
二
十
分
か

余

を
持

て

五
分
前
行
動
を
し
た
い
と
こ
ろ
ね

だ
な

と
に
か
く
急
ご
う

 
そ
し
て
キ
リ
ト
達
は
宮

を
ど
ん
ど
ん
下

て
い
き

 

に
エ
ク
ス
キ

リ
バ

が
見
え
る
所
ま
で
到
達
し
た

こ
れ
は

あ
そ
こ
ま
で
行
く
の
は
可
能
だ
ろ
う
け
ど

そ
の
後
ど
う
や

て
上
に

れ
ば
い
い
か
な

エ
ク
ス
キ

リ
バ

の
所

を
得
て
か
ら
死
ね
ば
問
題
な
い
と
思
う

所

持
て
ば
取
れ
る
か
し
ら
ね

ま
あ
行

て
み
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な

あ

そ
れ
な
ら
私
に
い
い
考
え
が
あ
る
よ

 
リ

フ

が
突
然
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

い
い
考
え

て

え

と
ね

こ
こ
に
ト
ン
キ

を
呼
べ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

て
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あ

そ
う
か

ト
ン
キ

な
ら

い
い
な
そ
れ

 
キ
リ
ト
達
は
そ
の
ア
イ
デ
ア
を

用
し

ト
ン
キ

を
呼
ぶ

に
大
声
を
上
げ
た

お

い

ト
ン
キ

 
ど
う
い
う
理
屈
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
今
ま
で
は
ど
こ
で
叫
ん
で
も

ト
ン
キ

は
必
ず
こ
ち
ら
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
い
た

 
そ
し
て
今
回
も
そ
の
通
り
に
な
り

五
分
ほ
ど
待
つ
事
と
な

た
が

 
ト
ン
キ

が
近
く
ま
で
飛
ん
で
き
て
く
れ
た

ち
な
み
に
残
り
時
間
は
あ
と
五
分
ほ
ど
で
あ

る
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合

た
な

よ
し

そ
れ
じ

あ
キ
リ
ト

お
願
い
ね

お
う

任
せ
と
け

て

 
キ
リ
ト
は
果

に
エ
ク
ス
キ

リ
バ

が

さ

て
い
る
台
座
に
飛
び
移
る
と

 
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
引
き
抜
こ
う
と
力
の
限
り
引

張

た

 
だ
が
そ
の

抗
は
か
な
り
の
も
の
で

エ
ク
ス
キ

リ
バ

は
中
々
抜
け
な
い
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キ
リ
ト

ど
う

い
け
そ
う

ち

と
ず
つ
動
い
て
る
か
ら

多
分
い
け
る

時
間
が
無
い
よ

急
い
で

お
う

分
か

て
る

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
全
力
で
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
引

張
り
続
け
た

 
そ
の
甲
斐
あ

て
か
エ
ク
ス
キ

リ
バ

は
徐
々
に
台
座
か
ら
抜
け
て
い
き

 

に
キ
リ
ト
は
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
入
手
す
る
事
に
成
功
し
た

お
お
お
お
お
お

や

た
ね

キ
リ
ト

所

は

え
え
と

こ
こ
か
ら
持
ち
出
さ
な
い
と

目
み
た
い
だ
な

 
キ
リ
ト
は

い
顔
で
そ
う
言

た

ど
う
や
ら
ス
ト
レ

ジ
に
し
ま
う
事
も
ま
だ
出
来
な
い
よ

う
だそ

か

こ

ち
ま
で
運
べ
る

う

ん

こ
れ

必
要
な
筋
力
に
は
達
し
て
る
ん
だ
け
ど

何
故
か
凄
く
重
い
ん
だ
よ
な
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所

が
無
い
か
ら
か
な

特

な
武
器
だ
も
ん
ね

ま
あ
と
り
あ
え
ず
こ

ち
に
手
を

ば
し
て

そ
し
た
ら
引

張
り
上
げ
る
か
ら

悪
い

頼
む
わ

 
キ
リ
ト
に
向
け

リ
ズ
ベ

ト
が
思
い

き
り
手
を

ば
す

キ
リ
ト
は
そ
の
手
を
掴
み

 
そ
れ
を

え
に
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
ト
ン
キ

の
上
に
引

張
り
上
げ
よ
う
と
し
た

く

こ
れ

き
つ
い
な

そ
う
だ

ロ

プ

ロ

プ
か
何
か
無
い

あ

私

あ
り
ま
す

私
も
あ
る
わ
と
言

て
も
こ
れ
モ
ブ
を
捕
ま
え
る
用
の
ロ

プ
付
き
の
特

な
矢
だ
け
ど

ど

ち
で
も
い
い

と
り
あ
え
ず
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
ロ

プ
で

定
し
て

 
そ
の
時
上
空
か
ら
何
か
が
落
ち
て
き
て
危
機
を
感
じ
た
ト
ン
キ

が
キ
リ
ト
か
ら
大
き
く

離
れ
た

 
そ
れ
は
空
中
宮

の

片
で
あ

た

に
崩
壊
が
始
ま

た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

う
わ

く

や
ば
い
な

キ
リ
ト

も
う
一
回
だ
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あ
あ

最
後
ま
で
あ
が
い
て
や
る
さ

キ
リ
ト

手
を

あ
あ

頼
む

 
だ
が
た
だ
で
さ
え
不
安
定
な
ト
ン
キ

の
上
で
あ
る

掴
ま
る
手
す
り
な
ど
が
あ
る

で
も
な

く 
一
同
は
キ
リ
ト
と
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
持
ち
上
げ
る
事
が
出
来
な
い

く
お
お

重
い

せ
め
て
所

だ
け
で
も

こ
の
ま
ま
落
ち
て

宮

の

囲
外
に
出
た
ら
所

が
取
れ
な
い
か
な

ど
う
だ
ろ
う

ト
ン
キ

が
こ
の
下
に
行
け
る
よ
う
な
ら
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
け
ど

 
そ
の
言
葉
を
受
け

ト
ン
キ

が
下
へ
と
移
動
し
よ
う
と
し
た
が

 
あ
る
一
定
の
場
所
か
ら
下
に
は
ど
う
し
て
も
行
け
な
い
よ
う
で
あ

た

目
か

下
も
宮

の

囲
内

て
事
な
の
ね

ま
ず
い
な

こ
の
ま
ま
だ
と
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キ
リ
ト
は

し
な
が
ら
そ
の
手
の
中
に
あ
る
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
見
た

ま
だ

い

て
事
な
の
か
な

俺
に
も
う
少
し
力
が
あ
れ
ば

 
キ
リ
ト
は
そ
う

く
と

く
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
手
放
し

 
そ
の
ま
ま
リ
ズ
ベ

ト
に
引

張
り
上
げ
て
も
ら
い
無
事
に
ト
ン
キ

の
上
へ
と
乗
り
移

た

キ
リ
ト

良
か

た
の

あ
あ

ま
あ
多
分

今
回
は
縁
が
無
か

た

て
事
な
ん
だ
と
思
う

 
ま
あ
い
つ
か
ま
た
機
会
が
あ

た
ら
絶
対
に
手
に
入
れ
て
み
せ
る
さ
そ
の
時
は
手
伝

て
く

れ
よ
な

う

う
ん

も
ち
ろ
ん
だ

当
然
で
す

今
度
こ
そ
絶
対
に
手
に
入
れ
よ
う
ね

 
そ
ん
な

め
ム

ド
の
中
一
人
だ
け
ご
そ
ご
そ
と
何
か
し
て
い
る
者
が
い
た
シ
ノ
ン
で
あ

る
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シ
ノ
ン

何
し
て
る
の

あ
あ

う
ん

さ

き
も
言

た
け
ど

こ
の
矢

て
モ
ブ
を
捕

す
る

に
使
う
矢
で

 
命
中
さ
せ
れ
ば
自
動
的
に
標
的
に
く

つ
く
の
よ

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
下
を

き
こ
ん
だ

離
は

ま
あ
ギ
リ
ギ
リ
か

風
向
き
は

な
る
ほ
ど

 
よ
し
キ
リ
ト

私
が
落
ち
な
い
よ
う
に
し

か
り

え
て

え

あ

う
ん

 
シ
ノ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

キ
リ
ト
は
シ
ノ
ン
の

を
し

か
り

え
た

行
く
わ
よ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
何
の
気
負
い
も
な
く
矢
を
放
ち

 
そ
の
矢
は
見
事
な
放
物
線
を

い
て

見
事
に
エ
ク
ス
キ

リ
バ

に
命
中
し
た

う
わ

重

キ
リ
ト

こ
の
ま
ま
引

張
り
上
げ
て

さ
あ

他
の
み
ん
な
も
手
伝

て

お

お
う

う

う
ん
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分
か

た

行
く

み
ん
な

 
そ
れ
か
ら
五
分
後
一
同
は
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
何
と
か
引

張
り
上
げ
る
事
に
成
功
し

 
今

キ
リ
ト
の
手
の
中
に
は
エ
ク
ス
キ

リ
バ

が
確
か
に

ら
れ
て
い
た

は
は

み
た
い
な

 

然
と
す
る
キ
リ
ト
の
横
で

残
り
の
者
達
は

感
動
し
た
よ
う
な
目
を
シ
ノ
ン
に
向
け
た

シ

シ
ノ
ン
さ
ん

マ
ジ
か

け
え

 
そ
う
言
わ
れ
た
シ
ノ
ン
は
ふ
ふ
ん
と
笑
う
と

キ
リ
ト
の

元
で
こ
う

い
た

キ
リ
ト

こ
れ
は
貸
し
に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
わ

 
そ
の
代
わ
り

あ
ん
た
は
私
と
ハ
チ
マ
ン
が
結
ば
れ
る
よ
う
に

今
後
は
協
力
す
る
の
よ

 
も
し
そ
れ
が

だ

て
言
う
な
ら

私
の

を
キ
リ
ト
が
後
ろ
か
ら

き
締
め
た

て

 
ハ
チ
マ
ン
に
チ
ク
る
か
ら
ね

 
キ
リ
ト
は
そ
の
言
葉
に
余

な
態
度
で
答
え
た

ハ
チ
マ
ン
な
ら
事
情
を
話
せ
ば
分
か

て
く
れ
る
は
ず
だ

で
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

感
情
な
ら
ど
う
か
し
ら
ね

 
要
す
る
に
ハ
チ
マ
ン
が

し
て
く
れ
る
か
ど
う
か

て
事
に
な
る
け
ど

し
て
み
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る
む
む

 
キ
リ
ト
は
ハ
チ
マ
ン
が
こ
ん
な
事
で
動
じ
る
は
ず
も
な
い
と
思
い
つ
つ

 
普

ハ
チ
マ
ン
が

若

シ
ノ
ン
を
特
別

し
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
て
い
た

 
全
く
問
題
な
い
と
言
い
切
る
事
が
出
来
な
か

た

 
実

問
題
ハ
チ
マ
ン
は
何
と
も
思
わ
な
い

こ
れ
は
キ
リ
ト
の
考
え
過
ぎ
な
の
だ
が

 
シ
ノ
ン
の
話
の
持

て
い
き
方
が
上
手
か

た
の
だ
ろ
う
キ
リ
ト
は

考
を
重
ね
た
末
シ

ノ
ン
に
屈
し
た

さ
あ

ど
う
す
る

わ

分
か

た

あ
り
が
と
う

そ
の
エ
ク
ス
キ

リ
バ

大
切
に
し
て
ね

キ
・
リ
・
ト
・
君

お

お
う

 
こ
う
し
て
色
々
な
物
を

に
し
つ
つ

 
キ
リ
ト
は
何
と
か
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
入
手
す
る
事
に
成
功
し
た
の
で
あ

た
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第
１
１
５
４
話
 
イ
ベ
ン
ト

最
後
に
し
て
最
高
潮

 
さ
て

キ
リ
ト
が
シ
ノ
ン
に
協
力
を

わ
さ
せ
ら
れ
た

 
ハ
チ
マ
ン
達
は

空
中
宮

か
ら
急
い
で
脱
出
し
よ
う
と
し
て
い
た

み
ん
な

空
中
宮

が
崩
れ
る
ぞ

急
げ

も
し
あ
そ
こ
に
落
ち
た
ら
ど
う
な

ち

う
ん
だ
ろ
う
ね

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

・ペ
・チ
・ン

て
な
る
ん
じ

な
い
か
な

そ
れ
を
言
う
な
ら

プ
チ

て
感
じ
じ

な
い

い
や
い
や

グ
チ

で
し

ト
マ
ト
み
た
い
に

ち

と

想
像
さ
せ
な
い
で
よ
ね

お
前
達
そ
う
い
う
の
は
い
い
か
ら
さ

さ
と
行
く
ぞ

も
し

魔
が
入

た
ら
ま
ず
い
か
ら

な 
後
ろ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
声
を
か
け
る

 
ホ

リ

が
先

を
走
り

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が

を
努
め
つ
つ
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幸
い
に
も
一
行
は
あ
る

度
余

を
残
し
た

態
で
無
事
に
空
中
宮

か
ら
脱
出
す
る
事

に
成
功
し
た

ふ
う

セ

フ
だ

た
な

ハ
チ
マ
ン

よ
く
も
や

て
く
れ
た
わ
ね

 
特
に

も
な
く
無
事
脱
出
出
来
た
事
に
安

し
た
ハ
チ
マ
ン
に
フ
レ
イ
ヤ
が
歩
み
寄

て
き
た

フ
レ
イ
ヤ
様

そ
の
言
い
方
だ
と
俺
が
悪
い
事
を
し
た
み
た
い
に

こ
え
ま
す

冗
談
よ
で
も
本
当
に
よ
く
や

て
く
れ
た
わ
ね
ヴ

ル
ハ
ラ
の
神
々
を
代
表
し
て
感
謝
す

る
わ

 
こ
の
場
合
の
ヴ

ル
ハ
ラ
は

北

神
話
に
お
け
る
神
々
の
居
場
所
と
い
う

 
本
来
の
意
味
で
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の
事
で
あ
る

い
え

お
役
に
立
て
た
の
な
ら
良
か

た
で
す

そ
れ
じ

あ
は
い

こ
れ

 
そ
う
言

て
フ
レ
イ
ヤ
は

そ
の
豊
満
な
胸
の
谷
間
か
ら
一
本
の
剣
を
引
き
抜
き

 
ハ
チ
マ
ン
に
差
し
出
し
て
き
た
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お
わ

フ
レ
イ
ヤ
様

驚
か
さ
な
い
で
下
さ
い
よ

と
か
言
い
な
が
ら

私
の
胸
を

分
熱
心
に
見
て
い
た
よ
う
だ
け
ど

見
て
い
た
の
は
剣
で
す

て

 

て
い
う
か
完
全
に
物
理
法

を
無

し
た
取
り
出
し
方
を
し
ま
し
た
ね

 
フ
レ
イ
ヤ
が
取
り
出
し
た
剣
は

当
然
の
事
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
が
言
う
通
り

 
と
て
も
胸
の
谷
間
に
収
納
し
て
お
け
る
よ
う
な
サ
イ
ズ
で
は
な
い

ふ
ふ

ど
う
や

た
か
は
女
神
の
秘
密
よ

 
で
も
ま
あ
あ
な
た
に
な
ら
奥
を

か
せ
て
あ
げ
て
も

フ
レ
イ
ヤ
様

そ
れ
が
レ

ヴ

テ
イ
ン
な
ん
で
す
か

 
こ
こ
で
ア
ス
ナ
が
二
人
の
会
話
に
混
じ

て
き
た

 
さ
す
が
に
こ
れ
以
上
放
置
す
る
と
ハ
チ
マ
ン
が
間
違
い
を
犯
す
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
し
た

か
ら
だ

え
え
そ
う
よ

キ
リ
ト
の
エ
ク
ス
キ

リ
バ

と
合
わ
せ
て
い
い
二

に
な
る
わ
ね

 
ふ
ふ

ア
ル
ン
に
着
い
た
時
が
楽
し
み
だ
わ

あ

キ
リ
ト
の
奴

首
尾
良
く
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
手
に
入
れ
た
ん
で
す
ね
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そ
の
フ
レ
イ
ヤ
の
言
い
方
で
ハ
チ
マ
ン
は
キ
リ
ト
が
ミ

シ

ン
に
成
功
し
た
事
を
知

た

ほ
ん
の
ち

と
前
に
ね

お
め
で
と
う

あ
な
た
達
に
神
々
の
祝
福
が
あ
ら
ん
事
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

フ
レ
イ
ヤ
様

 
問
題

と
は
い
え

さ
す
が
は
最
高

の
女
神
で
あ
る

 
そ
の
体
か
ら
発
せ
ら
れ
る
神
の
オ

ラ
に
触
れ
そ
の
場
に
い
た
者
達
は
我
知
ら
ず
自
然
と

を
つ
い
た

そ
ん
な
に
堅
苦
し
い
態
度
を
と
る
事
は
な
い
わ

ね

ロ
キ

 
フ
レ
イ
ヤ
の
呼
び
か
け
を
受
け

ロ
キ
が
ふ
わ
ふ
わ
と
上
空
か
ら
下
り
て
き
た

う
ん

所

僕
ら
は
世
界
の
⻭

の
一
つ
さ

そ
ん
な
に
え
ら
い
も
ん
じ

な
い

そ
れ
で
も
神
々
へ
の
尊
敬
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
の
で

ふ

ん

ま
あ
い
い
け
ど
ね

さ
て
と

そ
れ
じ

あ

 
皆
の
者

次
に
運
命
の

が
交
わ
る

に

再
び
あ
い
ま
み
え
ん

 
ロ
キ
は
最
後
は
神
ら
し
い
態
度
を
取
り

そ
の
ま
ま
消
え
て
い

た

 
そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

フ
レ
イ
ヤ
も
ロ
キ
同
様
に
こ
こ
か
ら
去
る
の
だ
ろ
う
と
考
え

 
一

の

し
さ
を
感
じ
つ
つ
も

フ
レ
イ
ヤ
に
微
笑
み
か
け
た
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フ
レ
イ
ヤ
様

今
回
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

気
に
し
な
い
で

こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
ん
だ
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
じ

あ
ヴ

ル
ハ
ラ
に
帰
る
と
し
ま
し

う
か

は
い

そ
れ
で
は
ま

た

て

フ
レ
イ
ヤ
様

 
ハ
チ
マ
ン
が
別
れ
の
言
葉
を
告
げ
よ
う
と
し
た

間
に

 
フ
レ
イ
ヤ
は
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
の

を

え
込
み

そ
の
ま
ま
歩
き
出
し
た

ん

何

あ
の

一
体
何
を

何
を

て

普
通
に
ハ
チ
マ
ン
と
く

つ
い
て
帰
ろ
う
と
思

た
だ
け
だ
け
ど

 
そ
の
言
葉
に
一
同
は

か
ん
と
し
た

あ

あ
の

フ
レ
イ
ヤ
様

帰
る

て
ど
こ
に
で
す
か

さ

き
言

た
じ

な
い

ヴ

ル
ハ
ラ
に
帰
る
の
よ

神
ロ
キ
の
よ
う
に

転
移
し
て
帰
る
ん
じ

な
い
ん
で
す
か

え
え

い
く
ら
私
で
も

・ヴ
・

・ル
・ハ
・ラ
・・
・ガ
・

・デ
・ン

に
転
移
な
ん
か
出
来
な
い
わ
よ
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ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス

て
の
は

完
全
に
独
立
し
た
プ
ラ
イ
ベ

ト
・
ス
ペ

ス
だ
も
ん

 
フ
レ
イ
ヤ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
帰
る
気
ま
ん
ま
ん
な
答
え
を

い
た
ハ
チ
マ
ン
は

 
こ
れ
以
上
は
き

と
無

な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ

一
応
フ
レ
イ
ヤ
に
質
問
し
た

あ
の

今
か
ら
ま
た
う
ち
に
来
る
ん
で
す
か

え
え
え
え
え

も
し
か
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

居
場
所
の
無
い
私
が
そ
の
日
の

を
求
め
て

 

日
他
の
プ
レ
イ
ヤ

に
体
を

る
よ
う
な
展
開
が
好
み
な
の

 
さ
す
が
に
そ
れ
は

私
も
困

あ

あ
れ

私

別
に
困
ら
な
く
な
い

 
む
し
ろ
そ
れ
が
い
い

て
い
う
か

ご
め
ん
ハ
チ
マ
ン

私

全
然
困
ら
な
か

た

 
む
し
ろ
望
む
と
こ
ろ

み
た
い
な

フ
レ
イ
ヤ
様

最
高
か
よ

 
そ
う
答
え
た
の
は
も
ち
ろ
ん
ハ
チ
マ
ン
で
は
な
く
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ
る

 
ハ
チ
マ
ン
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
顔
面
を
ガ
シ

と
手
で
掴
ん
で

ら
せ
る
と

 
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
フ
レ
イ
ヤ
に
言

た

分
か
り
ま
し
た

ど
う
ぞ
う
ち
に
自
由
に

在
し
て
下
さ
い

う
う
ん

そ
れ
は
も
う
い
い

私
は
し
ば
ら
く
肉
欲
に
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い
え
い
え
い
え
い
え

ど
う
ぞ
遠

な
く

い
い
よ
な

み
ん
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
が
ま
る
で
風

員
に
な

た
よ
う
な
気
分
で
仲
間
達
に
そ
う
問
い
か
け

 
一
同
は
苦
笑
し
な
が
ら
も
ハ
チ
マ
ン
に

き
返
し
た

そ
う

そ
れ
じ

あ
遠

な
く

し
ば
ら
く
お
世
話
に
な
る
ね

ち

ち
な
み
に
い
つ

ま
で

在
の
ご
予
定
で
す
か

私
が

き
る
ま
で

あ

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
落

し
な
が
ら
そ
う
答
え
る
他
は
な
か

た

 
ど
う
考
え
て
も
他
の
選
択
肢
は
無
い
と
悟

た
の
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン
君

ド
ン
マ
イ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
を
ア
ス
ナ
が

め
て
き
た

同
時
に
ア
ス
ナ
は
フ
レ
イ
ヤ
を

す
る
か

の
よ
う
に

 
ハ
チ
マ
ン
の

を
キ

プ
し

そ
の
胸
に

い
て
い
る

 
そ
れ
を
見
た
フ
レ
イ
ヤ
は

一

目
を

め
た
後

友
好
的
な
表
情
で
ア
ス
ナ
に
言

た

へ

さ
す
が
は
私
が
正
妻
と
認
め
た
だ
け
の
事
は
あ
る
わ
ね
ア
ス
ナ
実
に
お
似
合
い
よ
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え

え

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
は
ア
ス
ナ
が
相
応
し
い
わ

う
ん

今
ハ

キ
リ
と
確
信
し
た

そ

そ
う
で
す
か

え
え
そ
う
よ

そ
れ
こ
そ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
真
理
よ

え
へ
へ

 
ア
ス
ナ
は

れ
た
顔
で
そ
う
言
う
と
ハ
チ
マ
ン
の

を

え
た
ま
ま
フ
レ
イ
ヤ
に
近
付
い
て

い

た
あ

あ
の

フ
レ
イ
ヤ
様

も
し
良
か

た
ら
反
対
の

を
ど
う
ぞ

え

い
い
の

え
え

も
ち
ろ
ん

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
お
言
葉
に

え
る
わ
ね

 
こ
の
や
り
取
り
を

き
同
時
に
フ
レ
イ
ヤ
が
ア
ス
ナ
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
ニ
ヤ
リ
と
笑

た
の
を
見
て

 
ハ
チ
マ
ン
は
も
う
な
る
よ
う
に
な
れ
と
い
う
風
に
天
を

い
だ

 
同
時
に
他
の
女
性

も
フ
レ
イ
ヤ
が
ア
ス
ナ
を
懐
柔
し
て
し
ま

た
以
上
何
も
言
え
な
く
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な

た

 
三
人
は
そ
の
体
勢
の
ま
ま

キ
リ
ト
達
と
合
流
を
果
た
す
事
と
な
る

お

い
キ
リ
ト

無
事
に
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
手
に
入
れ
た
み
た
い
だ
な

あ

あ
あ

お
か
げ
さ
ま
で
何
と
か
な

た
よ

 
そ
う
答
え
る
キ
リ
ト
の
わ
き
腹
を

シ
ノ
ン
が
ゴ
ン

と

で
突
く

 
ハ
チ
マ
ン
が
ア
ス
ナ
と
フ
レ
イ
ヤ
に

ま
れ
て
い
る

何
と
か
し
ろ
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

が 
さ
す
が
の
キ
リ
ト
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は
言
え

神
に
物

す
事
は
不
可
能
だ

こ
ん
な
の
俺
に
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い

て
ば
よ

だ
ら
し
な
い
わ
ね

仕
方
な
い

せ
め
て
ア
レ
が
ど
ん
な

況
な
の
か

い
て
み
な
さ
い

わ

分
か

た

 
キ
リ
ト
は
シ
ノ
ン
と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
言
葉
を
交
わ
す
と

め
て
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
問
い
か
け
た

で

ハ
チ
マ
ン

ロ
キ
様
は
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど

ど
う
し
て
フ
レ
イ
ヤ
様
が
隣
に

お

お
お

フ
レ
イ
ヤ
様
は

今
後
も
う
ち
に

在
す
る
そ
う
だ

へ
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わ

私
が
い
ち

目
な
の

 
フ
レ
イ
ヤ
は
当
然

技
な
の
だ
が

れ
な
子

の
よ
う
な
目
で
キ
リ
ト
に
そ
う
問
い
か
け

て
き
た

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
は

て

ぶ
ん
ぶ
ん
手
を

て
す
ぐ
に
否
定
し
た

い
や

そ
ん
な
事
は
全
く
な
い
で
す

フ
レ
イ
ヤ
様

も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
で
す
よ

そ

か

そ
れ
な
ら
良
か

た

あ
り
が
と
う
ね

 
そ
の

間
に
シ
ノ
ン
が
キ
リ
ト
の
足
を
思
い

き
り

み
つ
け
た

 
キ
リ
ト
は
仕
方
な
い
だ
ろ
と
い
う
風
に
シ
ノ
ン
の
方
を
見
た
が

 
そ
れ
に
対
し
て
シ
ノ
ン
は

を

め

自
ら
フ
レ
イ
ヤ
の
方
に
一
歩
を

み
出
し
た

フ
レ
イ
ヤ
様

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

え
え

色
々
と

う
ふ
ふ

う
ふ
ふ
ふ

ふ
え

あ

ふ

ん
う
ん
も
ち
ろ
ん

こ
れ
か
ら
も
色
々
宜
し
く
ね

う
ふ
ふ
ふ
ふ

 
二
人
は
言
葉
こ
そ
穏
や
か
だ

た
が
バ
チ
バ
チ
と

花
を
散
ら
し
な
が
ら
そ
う
言
葉
を
交
わ

し 
そ
れ
を
見
て
い
た

り
の
者
達
は
ハ
チ
マ
ン
の

な
ら
神
に
さ
え
平
気
な
顔
で

を

る
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そ
の
シ
ノ
ン
の
心

の
強
さ
に
戦

を
覚
え
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
が

に
力
を
込
め
た

 
針
の
む
し
ろ
の
上
に
座
ら
さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
で
あ

た
が

 
何
と
か
そ
の
感
情
を
押
さ
え
込
み

仲
間
達
に
こ
う
宣
言
し
た

よ
し

み
ん
な

ア
ル
ン
に
帰
ろ
う

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
は
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
最
終
バ
ト
ル
を
何
と
か
切
り
抜
け

 
ア
ル
ン
へ
と
凱
旋
を
果
た
す

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
が
ア
ル
ン
へ
と
足
を

み
入
れ
た

間
に
そ
れ
は

こ

た

 
い
き
な
り
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
全
体
に

き

た
の
で
あ
る

た

た
今
神
の
武
器
レ

ヴ

テ
イ
ン
が
ア
ル
ン
へ
と
帰
還
し
ま
し
た

所

者
ハ
チ

マ
ンた

た
今
神
の
武
器
エ
ク
ス
キ

リ
バ

が
ア
ル
ン
へ
と
帰
還
し
ま
し
た

所

者
キ

リ
ト

 
先
ほ
ど
フ
レ
イ
ヤ
が
ア
ル
ン
に
着
い
た
時
が
楽
し
み
だ
と
言

て
い
た
の
は
こ
れ
の
事
だ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
ア
ル
ン
の
入
り
口
で
あ
る
門
の
所
に
プ
レ
イ
ヤ

達
が
殺
到
し
て

き
たお

い

い
た
か

神
の
武
器
だ

て
よ

さ
す
が
に
超

名
ど
こ
ろ
の
剣
は
扱
い
が
違
う
な

ザ
・
ル

ラ

が

て
き
た
ぞ

王
様

剣
王
様

 
場
は
凄
ま
じ
い
歓
声
に
包
ま
れ

ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
は
一

戸
惑

た
が

 
こ
こ
で
お
か
し
な

を
見
せ
る

に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
と

 
お

い
の
パ

ト
ナ

と

び

そ
の
ま
ま
人
の

の
間
を

々
と
進
ん
で
い

た

 
も
ち
ろ
ん
ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
は
ア
ス
ナ
が
そ
し
て
キ
リ
ト
の
隣
に
は
リ
ズ
ベ

ト
が

ん
で

お
り

 
仲
間
達
の
誰
も

そ
れ
を

魔
す
る
よ
う
な
事
は
し
な
い

 
そ
し
て
二
人
は
剣
を

げ

そ
ん
な
二
人
に
こ
の
日
最
大
の

が
贈
ら
れ



 第１１５４話 イベント、最後にして最高潮

 
幸
い
な
事
に
こ
の

ぎ
の
せ
い
で
フ
レ
イ
ヤ
の
存
在
は
見
事
に

す
る
事
と
な

た
の

だ

た

 
こ
う
し
て
年
末
か
ら
始
ま

た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
は

 
こ
の
日
を
も

て
完
全
に
終
了
す
る
事
と
な

た
の
で
あ
る
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第
１
１
５
５
話
 
離
れ
て
も
ず

と
友
達

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

た
後

一
同
は
後
日
祝
勝
会
を
行
う
事
を
決
め

 

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

そ
れ
じ

あ
フ
レ
イ
ヤ
様

こ
こ
に
は
自
由
に
出
入
り
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
の
で

 
ど
う
か
ゆ

く
り
過
ご
し
て
い

て
下
さ
い

ユ
イ
キ
ズ
メ
ル
フ
レ
イ
ヤ
様
の
事
宜
し

く
なは

い
パ
パ

あ
あ

任
せ
て
く
れ

あ
り
が
と
う

で
も

し
い
か
ら

ち

こ
ち

こ
私
に
会
い
に
来
て
ね

ハ
チ
マ
ン

え
え

も
ち
ろ
ん
で
す

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
ハ
チ
マ
ン
は

フ
レ
イ
ヤ
の
事
は

当
に
放
置
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が

 
続
け
て
フ
レ
イ
ヤ
が
何
か
を
操
作
す
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う

言

て
き
た
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と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン
こ
こ
に

録
さ
れ
て
る
の

て
ハ
チ
マ
ン
の
Ａ
Ｃ
Ｓ
の

よ
ね

 
フ
レ
イ
ヤ
は
驚
い
た
事
に

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
コ
ン
ソ

ル
を
見
事
に
操
作
し

 
そ
こ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
個
人
の

を
探
し
当
て
て
見
せ
た
の
で
あ
る

あ

は

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
そ
う
答
え
た
が
こ
の
時
点
で
か
な
り

な
予
感
を
覚
え
て
い

た
オ

ケ

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

え

あ

は
い

ま
た
で
す

 
だ
が
フ
レ
イ
ヤ
は
そ
れ
を
確
認
し
た
だ
け
で
何
も
し
て
こ
ず

 
ハ
チ
マ
ン
は
若

子
抜
け
し
な
が
ら
も

そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

  
日
高
商
店
の
プ
リ
ン
こ
と
日
高
小
春
と

ベ
ル
デ

ア
こ
と
日
高
勇
人
は

 
今
回
の
戦
い
の
一
部
始
終
を
見
終
わ
り

燃
え
尽
き
て
い
た

う
わ

兄
ち

ん
達

て
や

ぱ
り
凄
い
な

え
え

ま

た
く
久
し
ぶ
り
に
手
に

を

ち

た
わ



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
燃
え
尽
き
た
と
は
い
え

深
い
満
足
感
に
包
ま
れ
て
い
た
二
人
に

 
く
る
す
ち

ん
が
お
茶
を
差
し
出
し
て
き
た

お
二
人
と
も

お
茶
を
ど
ぞ

あ
り
が
と
う

く
る
す
姉
ち

ん

く
る
す
ち

ん

あ
り
が
と
う
ね

 
そ
れ
な
り
に
プ
レ
イ
し
て
い
る
と
は
い
え

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
関
し
て
は

二
人
は
ま
だ
ま
だ
ビ
ギ
ナ

の

を
出
て
い
な
い

 
そ
の

今
回
色
々
と
解
説
し
て
く
れ
た
く
る
す
ち

ん
の
存
在
は

二
人
に
は
と
て
も
大
き

か

た
勇
人
君

ハ
チ
マ
ン
様
達
の
戦
い
ぶ
り
を
見
て

ど
う
思

た

え

と

め
た
ら
そ
こ
で

合
終
了

て
テ
ン
プ
レ
が
ど
れ
だ
け
大
事
な
教
訓
な
の
か
よ
く

分
か

た

そ

か

う
ん

そ
う
だ
ね

 
表
情
こ
そ
変
わ
ら
な
か

た
が

く
る
す
ち

ん
の
声
は
と
て
も
優
し
く

 
そ
ん
な
答
え
を
返
し
て
き
た
勇
人
の
成
⻑
を
喜
ば
し
く
思

て
い
る
の
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
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て
き
た

 
小
春
も
そ
れ
を
嬉
し
く
思
い
つ
つ

丁
度
画
面
に
映

て
い
た
セ
ラ
フ

ム
を
指
差
し
た

あ

ほ
ら
く
る
す
ち

ん

セ
ラ
フ

ム
ち

ん
が
映

て
る
わ
よ

本
当
だ

私
も
お
疲
れ
様

で
も
ま
だ
ま
だ

行
が
足
り
な
い
ね

も

と
頑
張
ら
な
い
と

 
小
春
か
ら
す
れ
ば

セ
ラ
フ

ム
も
十
分
活
躍
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
た

 
何
故
く
る
す
ち

ん
が
そ
ん
な
事
を
言
う
の
か
分
か
ら
な
か

た

く
る
す
ち

ん
は

ど
の

り
が
不
満
だ

た
の

最
後
で
す
ね
最
後
に
ハ
チ
マ
ン
様
は
ホ

リ

さ
ん
を

生
す
る
事
を
選
ん
だ
じ

な
い

で
す
か

 
あ
そ
こ
で
私
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と

や

ぱ
り

目
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

な
る
ほ
ど

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か
も
ね

 
実
は
こ
の
時

他
な
ら
ぬ
セ
ラ
フ

ム
本
人
も
同
じ
事
を
考
え
て
い
た

 

紅
莉
栖
の
技
術
を
使

て
作
ら
れ
た

が
ど
れ
ほ
ど
高
性
能
な
の
か

よ
く
分
か
る
事

で
あ
る

 
そ
れ
か
ら
三
人
は
ハ
チ
マ
ン
達
の
帰
還

中
に
映
し
出
さ
れ
た
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
風
景
を
楽
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し
み
つ
つ

 
自
分
達
が
も

と
強
く
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
話
題
で
し
ば
ら
く
団
ら
ん
を

続
け
た

 
こ
の
三
人
は
ま

た
く
血
は
繋
が

て
お
ら
ず
く
る
す
ち

ん
に
関
し
て
は
人
間
で
す
ら
な

い
が

 
も
う
す

か
り
本
当
の
家
族
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
る
だ
ろ

う 
も
し
八
幡
は
こ
の
風
景
を
見
た
ら
そ
う
確
信
す
る
に
違
い
な
い
そ
れ
は
と
て
も
穏
や
か
な

風
景
で
あ

た

  
そ
し
て
舞
台
は
八
幡
達
が

ま

て
い
る
旅

へ
と

る

う

ん

 
八
幡
が
目
を
覚
ま
す
と

そ
の
目
の
前
に
は
優
里
奈
や
萌
郁
や

を
始
め
と
し
て

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
と

他
の
部
屋
の
者
達
の
顔
が

ん
で
い
た

お
わ
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八
幡
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
疲
れ
様

凄
く
格
好
良
か

た
で
す

い
や

い
い
物
見
せ
て
も
ら

た
わ

八
幡
は
ん
の
見
事
な
武
者

り

こ
の
目
で
し
か
と
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

凄
い
凄
い

ピ
ン
チ
の
時
は

本
当
に
手
に

を

り
ま
し
た
よ

い
や

Ａ
Ｌ
Ｏ
も
中
々
楽
し
そ
う
だ
よ
ね

 
そ
う
口
々
に
賞

さ
れ
た
八
幡
は
宴
会
準
備
が
整
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
相
好
を
崩
し

た
お

お
う

み
ん
な

あ
り
が
と
な

 
そ
こ
か
ら
祝
勝
会
が
開
始
さ
れ

こ
の
日
の
夜
は
大
変
に

り
上
が
る
事
と
な

た
が

 
そ
の
最
中
に

い
き
な
り
八
幡
の
Ａ
Ｃ
Ｓ
に

謎
の
人
物
か
ら
メ

ル
が
入

た

ん

こ
れ
は

誰
だ

 
そ
の
言
葉
で
明
日
奈
や
詩
乃
が
八
幡
の
ス
マ
ホ
を

き
こ
ん
だ
が
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顔
の
広
い
二
人
に
も
全
く
見
覚
え
の
無
い

だ

た
ら
し
く

二
人
は
首
を

た

ま
あ
い
い
か

セ
キ

リ
テ

は
し

か
り
し
て
る
ん
だ
し

中
を
見
て
み
れ
ば
解
決
だ
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て

送
ら
れ
て
き
た
メ

ル
を
開
い
て
み
た

 
そ
の
メ

ル
は
一

の
画
像
が

付
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

た
が

 
八
幡
は
そ
の
画
像
を
見
て

て
て
ス
マ
ホ
か
ら
目
を
離
し
た

ど

ど
う
し
た
の

い
や

見
て
み
ろ
よ

こ
れ

ど
れ
ど
れ

わ

ち

と
こ
れ

ど
う
い
う
事

 
そ
こ
に
は
ま
さ
か
の
ま
さ
か

フ
レ
イ
ヤ
の
か
な
り
露
出
が
激
し
い

が
映

て
お
り

 
八
幡
は
顔
を
背
け
た
ま
ま
明
日
奈
に
言

た

悪
い
明
日
奈

こ
の
画
像

明
日
奈
が
消
し
て
く
れ

そ
れ
は
別
に
い
い
け
ど

大
丈
夫

ん

何
が
だ

い
や

ほ
ら

フ
レ
イ
ヤ
様
が
機

を

ね
な
い
か
な

て



 第１１５５話 離れてもずっと友達

 
八
幡
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
な
が
ら

そ
の
意
見
に
つ
い
て

討
し
た

ま

ま
あ
平
気
じ

な
い
か

本
当
に

む

や

ぱ
り
や
ば
い
か
な

 
八
幡
は
不
安
に
な
り
明
日
奈
の
許
可
を
得
て
フ
レ
イ
ヤ
か
ら
来
た
画
像
に
は
一
応
目
だ
け

通
す
事
に
し
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
が

・そ
・う
・い
・う

ゲ

ム
で
は
な
い
以
上

 
画
像
に
は
お
そ
ら
く

心
な
部
分
は
絶
対
に
映
ら
な
い
だ
ろ
う
し

 
多
少
セ
ク
シ

な

度
で
収
ま
る
だ
ろ
う
と
い
う
結

に
至

た
か
ら
で
あ
る

あ
の
女
神

ま
さ
か
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す
な
ん
て

中
々
や
る
じ

な
い

 
そ
れ
で
こ
そ
私
の
ラ
イ
バ
ル
だ
わ

え

ラ
イ
バ
ル

て
何

て
い
う
か
お
前
は
何
を
目
指
し
て
ん
の

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
に
八
幡
は
思
わ
ず
そ
う
突

込
ん
だ
が

 
詩
乃
は
闘

を
燃
や
す
ば
か
り
で
八
幡
に
は
返
事
を
返
さ
な
か

た

ま
あ
い
い
じ

な
い

ラ
イ
バ
ル
の
定
義
は
人
そ
れ
ぞ
れ
よ
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ま
あ
そ
れ
も
そ
う
か

特
に
何
か
実
害
が
あ
る

じ

な
い
し
な

そ
う
そ
う

そ
う
い
う
事

 
藍
子
や
木
綿
季
に
も
そ
う

め
ら
れ

八
幡
は
そ
れ
で
納
得
し
た

さ
て

明
日
は
と
り
あ
え
ず

ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

の
所
に
見
舞
い
に
行

て

 
そ
の
後
は
土
産
物
を

て
帰
る
か
ら
な

み
ん
な
あ
ま
り
夜
更
か
し
は
し
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
て
く
れ

 
八
幡
は
そ
う
言

て
会
を

め

祝
勝
会
は
そ
れ
で
終
わ
り
と
な
り

 
ゴ
ミ
を

め
た
後

一
同
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
へ
と

て
い

た

し
か
し
本
当
に
勝
て
て
良
か

た
な

う
ん

そ
う
だ
ね

い
き
な
り
死
ん
じ

て

本
当
に

た
よ

あ
れ
な

マ
ジ
で
や
ば
か

た
わ

で
も
楽
し
か

た
ね

あ
あ

楽
し
か

た
な

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
寄
り

い
合

た
が

 
さ
す
が
に
疲
れ
て
い
た
せ
い
か

直
ぐ
に
眠
り
に
落
ち
る
事
と
な

た
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そ
し
て
次
の
日

フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

達
と
別
れ
た
八
幡
達
は

 

を

た
ま
ま
結
城
病
院
へ
と
向
か
い

最
初
に
美
乃
里
の
病
室
を
訪
れ
た

あ

兄
貴

見
て
ま
し
た
よ

凄
か

た
で
す

ノ
リ
も
参
加
出
来
れ
ば
良
か

た
ん
だ
け
ど
な

あ
は

そ
れ
は
ま
あ
次
の
機
会
で

 
八
幡
は
ノ
リ
の

を

で
な
が
ら

先
に
病
室
に
い
た
陽
乃
に
話
し
か
け
た

姉
さ
ん

ノ
リ
の

む
寮
の
部
屋
の
手
配
は
ど
う
な

た

も
ち
ろ
ん
バ

チ
リ
よ

美
乃
里
ち

ん

元
気
に
な

た
ら
東
京
で
待

て
る
か
ら
ね

は
い

お
世
話
に
な
り
ま
す

 
ノ
リ
は
手
術
の
直
後
だ
と
い
う
の
に
元
気
い

ぱ
い
で
あ
り

八
幡
は
そ
の

に
安
心
し
た

ち
な
み
に
八
幡
君

ち

ん
も
美
乃
里
ち

ん
と
一

に
う
ち
に
来
る
事
に
な

た
か
ら

ね
あ

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
は
良
か

た
で
す

ま
あ
も
う
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
に
入

ち

た
か
ら

話
す
な
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で
ね
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あ
あ

そ
う
な
ん
で
す
か

残
念
で
す
が
そ
う
し
ま
す
ね

ま
あ
す
ぐ
に
会
え
る
わ
よ
多
分
来
週
に
は
も
う
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は
い
ら
な
く
な
る
予
定

だ
か
ら
ね

 
そ
の
言
葉
に
喜
ん
だ
の
は
藍
子
と
木
綿
季
で
あ
る

や

た
わ

こ
れ
で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
女
子
組
が
全
員
集
合
ね

い
や

楽
し
み
だ
な

ユ
ウ

ノ
リ

合
流
し
た
ら

女
子
会
よ

う
ん

そ
う
だ
ね

ラ
ン

気
が

い

て

せ
め
て
週
一
と
か
に
し
と
け
よ

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言
う
に

め

ノ
リ
に
別
れ
を
告
げ
る
と

 
そ
の
ま
ま

の
案
内
で

シ

ピ
ン
グ
街
へ
と
移
動
す
る
事
と
な

た

八
幡
さ
ん

こ

ち
こ

ち

お
お

し
か
し
コ
ヨ
ミ
さ
ん
は
相
変
わ
ら
ず
元
気
だ
な

そ
れ
だ
け
が
取
り

だ
か
ら
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ち
な
み
に
コ
ヨ
ミ
さ
ん
は
何
の
仕
事
を

普
通
の

だ
よ

ま
あ
よ
く
中
学
生
に
間
違
わ
れ
て
困

ち

う
ん
だ
け
ど
ね

ド

ド
ン
マ
イ

も
う
慣
れ
て
る
か
ら
大
丈
夫

 

は
明
る
い
顔
で
そ
う
言
い

八
幡
は
思
わ
ず
笑
み
を

か
べ
た

そ
う
か
ま
あ
も
し
東
京
に
来
る
事
が
あ

た
ら
連

し
て
く
れ
な
い
つ
で
も
歓
迎
す
る
か

ら
わ

い

あ
り
が
と
う

八
幡
さ
ん

 

は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

優
里
奈
の

に

き
つ
い
た

ナ
ユ
さ
ん

今
度
は
こ

ち
か
ら
会
い
に
行
く
ね

は
い

お
待
ち
し
て
ま
す
ね

コ
ヨ
ミ
さ
ん

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
優
里
奈
は

同
時
に
胸
に

び
て
く
る

の
手
を

り

て
い
た

コ
ヨ
ミ
さ
ん

め

で
す

え

ナ
ユ
さ
ん
の
ケ
チ

 

い
た
話
だ
と

夜
も
ず

と
こ
ん
な
感
じ
だ

た
ら
し
い
が
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優
里
奈
は

に
対
し
て
は
ず

と
微
笑
み
を
絶
や
さ
ず
接
し
て
い
た

 
八
幡
は

う
ち
の
娘
は
本
当
に
出
来
た
娘
だ
な
と
嬉
し
く
感
じ
る
事
と
な

た

  
そ
れ
か
ら
八
幡
達
は
土
産
物
を

入
し
て
は
宅
配
を
頼
む
と
い
う
連
続
ミ

シ

ン
に
挑
み

 
事
前
に
用
意
し
て
い
た
名
前
の
メ
モ
の
横
に
送

た
物
を
記
入
し
て
い
き

 

に
全
員
分
の
リ
ス
ト
を

め
る
事
に
成
功
し
た

こ
こ
ま
で
要
し
た
時
間
は
実
に
四
時
間
に

び
 
一
番
元
気
だ

た

で
す
ら
別
に
彼
女
が
何
か
を
選
ん
だ

で
も
な
い
の
に
か
な
り
疲

し

て
し
ま
い

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
休

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
と
な

た
の
で
あ

た

仲
間
が

え
る

て
の
も

い
い
事
ば
か
り
じ

な
い
な

八
幡
君
が

儀
す
ぎ
る

て
の
も
あ
る
と
思
う
け
ど
ね

ま
あ
う
ち
は
リ
ア
ル
繋
が
り
だ
も
の

仕
方
な
い
わ
よ

こ
ん
な
事

滅
多
に
あ
る

じ

な
い
し

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

い
や

ま
あ
気
に
し
て
は
い
な
い
け
ど
な
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そ
う
言
い
な
が
ら

茶
店
で
休
ん
で
い
た
一
同
だ

た
が

 
そ
ろ
そ
ろ
東
京
に
向
か
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
時
間
と
な
り
八
幡
達
は
そ
こ
で

と
別
れ
る

事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
ナ
ユ
さ
ん

八
幡
さ
ん

そ
れ
に
み
ん
な

ま
た
い
つ
か
遊
ぼ
う
ね

コ
ヨ
ミ
さ
ん

ま
た
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
で

コ
ヨ
ミ
さ
ん

俺
も
た
ま
に
は
コ
ン
バ

ト
し
て
遊
び
に
い
く
か
ら
ま
た
宜
し
く
な

ま
た
ね

元
気
で
ね

本
当
に
楽
し
か

た

 
コ
ヨ
ミ
は
そ
の

か
い
言
葉
に
別
れ
が

し
く
な

た
の
か
若

を

ま
せ
な
が
ら
こ
う

答
え
た

う
ん

み
ん
な

私

み
ん
な
の
事

離
れ
て
も
友
達
だ
と
思

て
る
か
ら
ね

 
そ
し
て

は
八
幡
達
が
乗
る

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
ず

と
手
を

り
続
け
た

 
運
転
し
て
い
る
八
幡
は
無
理
だ

た
が
他
の
者
達
も

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を

り

返
し
た
の
だ

た
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そ
し
て
八
幡
達
は

そ
の
ま
ま
東
京
へ
と

た

 
次
の
章
と
思
い

き
り
重
な

て
い
る
の
で
す
が

明
日
で
こ
の
章
は
終
わ
り
と
な
り
ま
す

 
そ
の
後
も
と
り
あ
え
ず
続
け
て
投
稿
し
ま
す
が
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス
ト

リ

を

め
る

に

 
一
週
間

度
休
む
事
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で

そ
の
時
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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第
１
１
５
６
話
 
エ
ピ
ロ

グ

伝
説
の
復
活

 
東
京
に

た
次
の
日
の

方
こ
の
日
は
ヴ

ル
ハ
ラ
と
し
て
の
活
動
は
特
に
無
か

た
が

 
ハ
チ
マ
ン
個
人
に
は
大
事
な
用
事
が
あ

た

そ
う

レ

ヴ

テ
イ
ン
の

で
あ
る

 
そ
の

に
ハ
チ
マ
ン
は
今
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
店
へ
と
向
か

て
い
た

フ
レ
イ
ヤ
と
一

にフ
レ
イ
ヤ
様

注
目
を
集
め
ち

て
る
ん
で
そ
ろ
そ
ろ
離
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
ね

い
・
や
・
よ

そ
の
言
い
方

何
か
シ
ノ
ン
が
二
人
に

え
た
み
た
い
に
感
じ
ら
れ
ま
す

あ
ら

あ
の
子
も
前
に
こ
ん
な
事
を

は

ま
あ
そ
う
で
す
ね

ふ

ん

こ
れ
は
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
わ
ね

う
わ

面
倒

い
の
が

え
た
な

何
か
言

た

い
や

何
で
も
な
い
で
す
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二
人
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ

達
の
注
目
を
集
め
つ
つ
そ
の
ま
ま
転
移
門
へ
向
け
て
歩
い
て
い

た 
も

と
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
で
フ
レ
イ
ヤ
の
事
が
記
事
に
さ
れ
て
い
る

ハ
チ
マ
ン
が
先
手
を
打

て
情
報
提

し
た
か
ら
だ
が

 
フ
レ
イ
ヤ
が
イ
ベ
ン
ト
の
続
き
よ
ろ
し
く
ヴ

ル
ハ
ラ
に

在
し
て
い
る
事
は

 
そ
れ
な
り
に

知
さ
れ
て
き
て
お
り

そ
の

線
に
非
難
め
い
た
も
の
は
感
じ
ら
れ
な
い

 
む
し
ろ
若

同
情
の
入

た
も
の
と
な

て
い
る
く
ら
い
で
あ
る

 
そ
の
く
ら
い

フ
レ
イ
ヤ
は
気
ま
ま
な
女
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

私
面
倒

い
女
な
の
か
し
ら
ね

夜
の
ベ

ド
で
は
ね
ち

こ
い
自
覚
は
あ
る
ん
だ
け

ど
だ
か
ら
そ
う
い
う
事
を
人
前
で
言
わ
な
い
で
下
さ
い

そ
う
い
う
所
で
す
よ
面
倒

い

て

の
はあ

ら
や
だ

も
う

ご
・
め
・
ん
・
あ
・
そ
・
ば
・
せ

い
や

顔
が
近
い

近
い
で
す

て

ハ
チ
マ
ン

て
ば

そ
う
言
い
な
が
ら
も
平
然
と
し
て
る
の
よ
ね

た
ら
し
い
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と
そ
ん
な
会
話
の
主

を
取
り
合
う
二
人
を
追
い
か
け
て
く
る
者
達
が
い
た
ウ
ズ
メ
と

ピ

ア
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

フ
レ
イ
ヤ
様

あ
ら

二
人
と
も

ご
機

よ
う

お

二
人
と
も

偶
然
だ
な

こ
れ
か
ら
二
人
で
い
つ
も
の

ラ
イ
ブ
を
や
ろ
う
と
思

て

 
ロ
グ
イ
ン
し
て
み
た
ら
お
二
人
の

が
見
え
た
ん
で
す

あ
あ

ラ
イ
ブ
か

そ
れ
で
場
所
と
時
間
は

 
そ
の
興
奮
し
た
口
調
か
ら

ハ
チ
マ
ン
が
見
に
来
て
く
れ
る
気
が
満
々
だ
と
分
か
り

 
二
人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
し
た

え

と

今
日
は
思
い
切

て

剣
士
の
碑
の
前
で
や
ろ
う
か
な

て
思

て
ま
す

一
応
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
で
告
知
し
て
も
ら

た
の

時
間
は
夜
の
八
時
ね

 
で

こ
れ
か
ら
会
場
の
下
見
に
行
く
つ
も
り

な
る
ほ
ど
な

護
衛
の
手
配
は
し
た
の
か

う
ん

護
衛
は
ア
ス
ナ
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
予
定
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ア
ス
ナ
の
奴

何
も
言

て
な
か

た
け
ど
な

 
ち
な
み
に
こ
れ
は
た
だ
の
行
き
違
い
で
あ
る

 
も
し
ハ
チ
マ
ン
が
用
事
を
済
ま
せ
た
後
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
た
ら

 
ス
マ
ホ
に
ア
ス
ナ
か
ら
メ

セ

ジ
が
入

て
い
る
の
を
発
見
し
再
び
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
に

な

た
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
俺
も
用
事
が
済
ん
だ
ら
見
に
行
く
わ

フ
レ
イ
ヤ
様
は
ど
う
し
ま
す

そ
う
ね

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
顔
も
見
て
お
き
た
い
し

 
私
は
と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
と
一

に
動
い
て
お
こ
う
か
な

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
感
じ
で

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
ね

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
待
ち
し
て
ま
す
ね

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
転
移
門
へ
と
先
行
し
て
去

て
行
き

 
ハ
チ
マ
ン
と
フ
レ
イ
ヤ
は

そ
の
後
を
の
ん
び
り
と
歩
い
て
い

た

危
な
い
危
な
い
ハ
チ
マ
ン
に
逃
げ
ら
れ
て
い
た
ら
危
う
く
あ
の
二
人
の
ラ
イ
ブ
を
見
逃
す

所
だ

た
わ
ね
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い
や

そ
の

そ
の

は
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん

別
に
い
い
わ
よ

広
い
心
で
許
し
ま
す

 
実
は
ハ
チ
マ
ン
は
ロ
グ
イ
ン
し
た
直
後

フ
レ
イ
ヤ
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

 
そ
の
ま
ま
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
店
へ
と
向
か
う
つ
も
り
だ

た
の
だ
が

 
ど
ん
な
理
屈
か
フ
レ
イ
ヤ
は
ま
る
で
ク

ク
ロ
ビ
ン
の
よ
う
に
ハ
チ
マ
ン
の
気
配
を
察
知
し

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
外
ま
で
ハ
チ
マ
ン
を
追
い
か
け
て
き
た
の
で
あ
る

 
ユ
イ
に
も
キ
ズ
メ
ル
に
も
気
付
か
れ
な
い
そ
れ
は
フ
レ
イ
ヤ
の
見
事
な

密

り
で
あ

た
そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
所
に
行
き
ま
し

う
か

う

す

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
転
移
門
を

り

二
十
七
層
へ
と
転
移
し
た

あ
の
設
計
図
を
元
に
レ

ヴ

テ
イ
ン
を

す
る
の
に
ど
れ
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
ね

前
の
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
わ
よ

そ
れ
じ

あ
ラ
イ
ブ
に
は
間
に
合
う
か

て
い
う
か
フ
レ
イ
ヤ
様
そ
う
い
う
の
も
分
か
る
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ん
で
す
ね

ま
あ
こ
れ
で
も
私

一
応
女
神
だ
し

一
応

て
何
で
す
か
フ
レ
イ
ヤ
様
よ
り
女
神
然
と
し
た
女
神
な
ん
て
そ
う
そ
う
い
な
い
と
思

い
ま
す
よ

あ
ら

嬉
し
い
事
を
言

て
く
れ
る
じ

な
い

 

々
ハ
チ
マ
ン
が
欲
し
く
な

た
わ

ど
う

こ
の
ま
ま
二
人
で
ど
こ
か
に
し
け
こ
ま
な
い

フ
レ
イ
ヤ
様

表
現
が
下
品
で
す

て
か
そ
う
い
う
の
は
や
め
ろ

て
言

て
ん
だ
ろ

き

犯
さ
れ
る

だ

か

ら

 
当
初
の
ハ
チ
マ
ン
は
フ
レ
イ
ヤ
に
か
な
り
押
さ
れ
気
味
で
あ

た
が

 
最
近
は
道

的
な
観
点
か
ら
も

フ
レ
イ
ヤ
が
本
当
に
そ
ん
な
行
動
を
と
る
事
は
な
く

 
基
本
口
だ
け
女
神
様
だ
と
い
う
事
が
分
か

て
き
た

 
精
神
的
に
若

余

を
残
し
な
が
ら
フ
レ
イ
ヤ
と
接
す
る
事
が
出
来
て
い
た

 
そ
の
せ
い
か
フ
レ
イ
ヤ
に
対
す
る
ハ
チ
マ
ン
の
口
調
も

々
と

け
た
も
の
に
な

て
き
て
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い
るさ

て

到
着

と

 
そ
し
て
二
人
は
五
分
ほ
ど
歩
い
た
末
に

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
武

店
へ
と
到
着
し
た

フ
レ
イ
ヤ
様

 
見
る
と
フ
レ
イ
ヤ
は
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら

し
げ
な

線
を
店
に
向

け
て
い
る

前
も
思

た
け
ど

ち

と
こ
れ

お
か
し
く
な
い
か
し
ら

ん

フ
レ
イ
ヤ
様

何
か
気
に
な
る
事
で
も

い
や
だ

て
仮
に
も
あ
の
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
店
な
の
に
ど
う
し
て
い
つ
も

古

が
鳴
い

て
る
の

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
で
す
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
フ
レ
イ
ヤ
の
疑
問
を
も

と
も
だ
と
感
じ
た

過

層
と
は
い
え
確
か
に
こ

れ
は

常
だ

と
り
あ
え
ず
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
様
に
理
由
を

い
て
み
ま
し

う
か

そ
う
ね

そ
う
し
ま
し

か



 第八章 キャリバー・クロッシング編

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
店
に
入
り

そ
ん
な
二
人
を
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
が
出
迎
え
た

お
お

ハ
チ
マ
ン
じ

な
い
か

そ
れ
に
フ
レ
イ
ヤ

話
は

い
た
ぞ

あ
の
ガ
イ
ア
様
を

倒
し
た
ら
し
い
な

は
い

ま
あ
何
と
か
な
り
ま
し
た

や

ぱ
り
あ
な
た
的
に
は
複
雑
な
気
分
な
の
か
し
ら

 
フ
レ
イ
ヤ
の
そ
の
問
い
に

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
豪

に
笑

た

わ
は
は
は
は

あ
の
ご

体
は

ら
に
と

て
も
目
の
上
の
た
ん
こ
ぶ
だ

た
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
達
が
勝

て
く
れ
て

こ
れ
で
し
ば
ら
く
は
平
和
に
な
る
と
安

し
て
お
る
わ
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
な
り
に
若
く
見
え
た
ガ
イ
ア
も
や

ぱ
り

人

な
ん
だ
な
と
思

た
が

 
同
時
に
今
の
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
言
葉
が
少
し
引

か
か

た

し
ば
ら
く
は

で
す
か

あ
あ

い
ず
れ
あ
奴
も
復
活
す
る
だ
ろ
う
し
な

え

そ
う
な
ん
で
す
か

神
の
魂
は
不
滅
よ

ハ
チ
マ
ン
も
そ
れ
は
分
か

て
る
で
し

う

 
そ
こ
に
フ
レ
イ
ヤ
が
そ
う
補
足
を
入
れ
て
き
た
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あ
あ

確
か
に
ト

ル
様
も
復
活
す
る
ん
で
し
た
よ
ね

ま
あ
そ
う
い
う
事

な
る
ほ
ど

ま
あ
復
活
し
た
ガ
イ
ア
が
ま
た
攻
め
て
き
て
も
う
ち
が
撃
退
し
て
や
り
ま

す
よわ

は
は
は
は

そ
れ
は
頼
も
し
い

そ
の
時
は
も
ち
ろ
ん
私
も
手
伝
う
か
ら
ね

 
そ
ん
な
会
話
が
ひ
と

落
し
た
所
で
ハ
チ
マ
ン
は
先
ほ
ど
の
疑
問
を
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
に
ぶ
つ

け
て
み
た

そ
れ
で
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
様

さ

き
フ
レ
イ
ヤ
様
と
ち

と
話
し
た
ん
で
す
け
ど

ふ
む

こ
の
店

て
も

と

し
て
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
が
ど
う
し
て
全
く
お
客
が
来
な

い
ん
で
す
か

 
そ
の
問
い
に

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
あ

さ
り
と
こ
う
答
え
た

そ
も
そ
も
来
れ
な
い
か
ら
だ

へ
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簡

な
事
だ
よ

こ
の
店
は
一
定
以
上
の
ス
テ

タ
ス
が
無
い
と
見
え
な
い
よ
う
に
な

て

い
るえ

そ
う
な
ん
で
す
か

実
は
先
日
の
イ
ロ
ハ
で
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
だ

た
な

マ
ジ

す
か

 
そ
れ
だ
と
う
ち
の
メ
ン
バ

の
一
部
も
ア
ウ
ト
だ
な
と
思
い
つ
つ

 
同
時
に
ほ
と
ん
ど
全
て
と
言

て
い
い
く
ら
い
の
プ
レ
イ
ヤ

に
は
こ
の
店
は
見
え
な
い
だ

ろ
う
と
確
信
し
た

 
そ
れ
く
ら
い

他
の
ギ
ル
ド
と
比
べ
る
と

 
狩
り
の

が
圧
倒
的
に
高
い
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

の
ス
テ

タ
ス
合
計
は
高
い
の
だ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
だ

た
の
ね

あ
あ

正
直
こ
こ
に
は
ま
だ

ハ
チ
マ
ン
達
以
外
の
客
は
誰
も
来
て
お
ら
ん

そ
れ

て
凄
く
退
屈
じ

な
い

ま
あ
そ
う
だ
が

神
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
ろ
う

そ
れ
は
否
定
出
来
な
い
わ
ね
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そ
う
言

て
二
人
は

き
合

た

ハ
チ
マ
ン
か
ら
す
れ
ば
理
解
し
が
た
い
が

 
神
の
世
界
に
と

て
は
ま

た
く
も

て
普
通
の
事
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
に
よ
く
よ
く
考
え
て

み
る
と

 
確
か
に
プ
レ
イ
ヤ

が
誰
で
も
ほ
い
ほ
い
神
に
会
え
る
と
い
う
の
は
お
か
し
い

納
得
し
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

う
む

つ
い
で
に
あ
の

別
口
で
お
二
人
に
ち

と

き
た
い
事
が

 
先
ほ
ど
ト

ル
の
名
が
出
た
時
に
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
質
問
し
た
か

た
事
を
も
う
一
つ
思

い
出
し
て
い
た

むあ
ら

何
か
し
ら
ね

あ
の

先
日
俺
達
が
ア
ル
ン
に
入

た

間
に

 
レ

ヴ

テ
イ
ン
と
エ
ク
ス
キ

リ
バ

の
事
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
じ

な
い
で
す
か

 
で

武
器
の
強
さ
的
に
は
ミ

ル
ニ
ル
も
同
じ
ク
ラ
ス
の
武
器
で
す
よ
ね

 
ど
う
し
て
あ
れ
に
関
し
て
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
な
か

た
ん
で
す
か
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あ
あ

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
も

と
も
な
疑
問
よ
ね

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス

説
明
し
て
あ
げ
て

ま
あ

い
て
み
れ
ば
至

簡

な
事
な
ん
だ
が
な

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
そ
う
前
置
き
し

続
け
て
こ
う
言

た

そ
れ
は
あ
れ
が
分
け
御
魂
だ
か
ら
だ
な

い
ず
れ
ト

ル
が
復
活
し
た
時
に
同
時
に
ミ

ル

ニ
ル
も
復
活
し

 
そ
し
て
二
つ
に
分
か
れ
た
ミ

ル
ニ
ル
の
魂
が

一
つ
に

る
事
に
な
る

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

そ
も
そ
も
ト

ル
が
ミ

ル
ニ
ル
を
必
要
と
し
た
の
は

戦
い
に
備
え
て
だ
か
ら
な

 
も

と
も
結
局
負
け
て
し
ま

た
ん
だ
か
ら
結
果
的
に
は
必
要
な
い
事
だ

た
の
か
も
し
れ

ん
ま
あ
そ
れ
は
結
果

で
す
よ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
で
す
ね

あ
あ

な
の
で
あ
の
イ
ロ
ハ
と
い
う
少
女
に
そ
の
事
を
伝
え
て
や
る
と
い
い

 
そ
の
武
器
は
ま
だ
完
成

で
は
な
い

と
な

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
は
い
ず
れ
も

と
強
く
な
る
ぞ

て
教
え
て
や
り
ま
す
ね

 
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
お

を
言
い
そ
の
ま
ま
レ

ヴ

テ
イ
ン
を
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
に
差
し
出

し
た

 
い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
が

ハ
チ
マ
ン
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

お
お
お
お
お

こ
れ
が
レ

ヴ

テ
イ
ン
か

確
か
に
凄
ま
じ
い
力
を
秘
め
て
い
る
よ
う
だ

な 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス

大
興
奮
で
あ
る

 
前
回
と
同
じ
く
他
の
神
話
体
系
の
最
強
武
器
を
い
じ
れ
る
事
が

よ
ほ
ど
嬉
し
い
の
だ
ろ
う

こ
れ
を

剣
に
す
れ
ば
い
い
ん
だ
な

い
え

実
は
一
つ

可
能
な
ら
お
願
い
し
た
い
事
が
あ
り
ま
し
て
で
す
ね

ふ
む

 
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
は

一

の
設
計
図
を
取
り
出
し

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
に

し
た

こ
れ
は
う
ち
の
リ
ズ
と
ナ
タ
ク
に
共
同
で
書
い
て
も
ら

た
物
な
ん
で
す
が

ふ
む

見
せ
て
も
ら
お
う

 
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
そ
の
設
計
図
を
見
て

り
声
を
上
げ
た

こ
れ
は
ま
た
面

な
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レ

ヴ

テ
イ
ン
を
そ
ん
な
感
じ
で

す
る
事

て
可
能
で
す
か

私
を
誰
だ
と
思

て
い
る

も
ち
ろ
ん
可
能
だ

お
お

 
ハ
チ
マ
ン
は
喜
び
の
表
情
を
見
せ
た
が
次
の
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
言
葉
を

き

か
ん
と
し

た
だ
が
こ
れ
で
は
物
足
り
ん

ハ
チ
マ
ン
よ

ち

と
こ

ち
に
来
い

え

あ

は
い

 
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
は
奥
へ
と
連
行
さ
れ

二
人
は
そ
こ
で

設
計
図
を
前
に
熱
心
に
話
し

合

た

 
フ
レ
イ
ヤ
は
鍛
治
に
関
し
て
は
畑
違
い
で
あ

た
が

ち

こ
ち

こ
と
二
人
の
後
に
続
き

 
自
分
な
り
の
意
見
と
し
て
色
々
口
を
出
し
て
い
た

そ
の
意
見
に
は

い
指
摘
も
多
く

 
ハ
チ
マ
ン
は

フ
レ
イ
ヤ
様

て
結

万
能
だ
よ
な
と
感
心
す
る
事
と
な

た

こ
こ
を
こ
う
し
て
み
た
ら

ふ
む

問
題
な
い
が

取
り
ま
わ
し
は
大
丈
夫
か

こ
の
く
ら
い
な
ら
問
題
な
い
で
す
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な
ら
次
に

い
や
い
や

そ
れ
は
さ

で
す
ね

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
話
し
合

て
い
た
が
一
時
間
ほ
ど
し
て
そ
の
会
話
が
止
ま

た
よ
し

こ
れ
で
完
成
だ

後
は
こ
の
通
り
に
作
る
だ
け
だ
な

す
み
ま
せ
ん
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
様

お
願
い
し
ま
す

 
そ
の
ま
ま
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
作
業
に
入
り

至

あ

さ
り
と
そ
の
装
備
は
完
成
し
た

待
た
せ
た
な

ほ
れ

全
然
待

て
ま
せ
ん

お
お

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す 
ハ
チ
マ
ン
は
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
に
深
々
と

を
下
げ
た
が
そ
の
声
か
ら
は

し
き
れ
な
い
喜
び

が
感
じ
ら
れ
た

し
か
し
本
当
に
変
わ

た
装
備
だ
な
そ
れ
は

実
は
当
分
手
に
入
ら
な
い
だ
ろ
う

て
思

て

め
て
い
た
ん
で
す
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ほ
う

何
か
理
由
が
あ
る
の
か

必
要
な
素
材
が
ま
だ
ま
だ
手
に
入
ら
な
い
ん
で
す
よ

な
る
ほ
ど

そ
れ
は
難
儀
だ
な

ハ
チ
マ
ン

装
備
し
て
み
て

は
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
装
備
を

・

・

・に
・装
・着
・し
・た

 
ハ
チ
マ
ン
は
と
て
も
懐
か
し
い
感
覚
を
覚
え
つ
つ

手
を

じ
た
り
開
い
た
り
し
た

 
そ
れ
に
応
じ
て
ギ
ミ

ク
が
前
後
す
る

う
ん

い
い
感
じ
で
す

満
足
し
て
も
ら
え
た
か

は
い

最
高
で
す

で

ハ
チ
マ
ン

そ
の
装
備
の
名
前
は

ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト
で
す

な
の
で
差
し
詰
め
ア
ハ
ト
・
レ

ヴ

て
感
じ
で
す
か
ね

へ

い
い

き
ね

 
フ
レ
イ
ヤ
は
ハ
チ
マ
ン
の
本
当
に
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
見
て
自
身
も
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
た
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本
当
に

お
め
で
と
う

は
い

 
こ
う
し
て
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
力
を

り
る
事
で

に
ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト
が

 
ア
ハ
ト
・
レ

ヴ

と
し
て
再
び
こ
の
世
に
生
を
受
け
る
事
と
な

た
の
で
あ

た
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第
九
章
 
オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル
編

 
第
１
１
５
７
話
 
二
人
目

そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン

そ
れ
は
ど
う
使
う
の

そ
う
で
す
ね

そ
の
う
ち
お
見
せ
し
ま
す
よ

あ
ら

分
も

た
い
ぶ
る
の
ね

あ
は
は
は
は

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
い
い
で
し

う

ご
機

ね

そ
り

ま
あ

俺
の
専
用
装
備
み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
終
始
ご
機

で
あ

た

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ウ
ズ
メ
か
ら
メ

セ

ジ
が

い
たあ

フ
レ
イ
ヤ
様

そ
ろ
そ
ろ
ラ
イ
ブ
が
始
ま
る
み
た
い
で
す
よ

そ
う
だ

た

ハ
チ
マ
ン

急
ぐ
わ
よ
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は
い

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
は

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
に
深
々
と

を
下
げ
た

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
様

今
日
は
本
当
の
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

う
む
役
に
立
て
た
な
ら
良
か

た

ま
た
何
か
い
い
武
器
が
手
に
入

た
ら
見
せ
に
く
る
の

だ
ぞ機

会
が
あ
れ
ば
必
ず

 
ハ
チ
マ
ン
と
フ
レ
イ
ヤ
は
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
の
店
を
出
る
と
真

直
ぐ
剣
士
の
碑
へ
と
向
か

た 

活
動
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

に
会
場
は
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

で
ご

た
返
し
て
お
り

 
二
人
の
活
動
が

一

プ
レ
イ
ヤ

に
か
な
り

知
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

分

況
な
の
ね

ま
あ
も
う
明
ら
か
に
本
人
で
間
違
い
な
い
み
た
い
に
言
わ
れ
て
ま
す
か
ら
ね

そ
う
い
う
の
は
事

所
が
う
る
さ
い
ん
じ

な
い
の

ま
た

い
事
を

別
に
い
い
じ

な
い

今
の
生
活
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
ん
だ
も
ん
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ま
だ
一

し
か
過
ご
し
て
い
な
い
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

在
す
る
よ
う
に
な

て

か
ら

 
フ
レ
イ
ヤ
は

き
ず
に

々
と
ネ

ト
を

い
て
い
た

事

所

々
は
そ
れ
で
得
た
知
識
な

の
だ
ろ
う

ま
あ
喜
ん
で
も
ら
え
て
る
な
ら
何
で
も
い
い
で
す
け
ど
ね

で
し

う

 
こ
う
い
う
時
の
フ
レ
イ
ヤ
は
実
に
あ
ど
け
な
い
少
女
の
よ
う
に
見
え

 
ハ
チ
マ
ン
と

ぶ
と
実
に
お
似
合
い
な
カ

プ
ル
に
見
え
て
し
ま
う
の
が
困
り
物
だ

ま
あ
フ
レ
イ
ヤ
様
は
こ
う
い
う
性
格
だ
し

そ
の
存
在
も
徐
々
に

知
さ
れ
て
く
だ
ろ

 
ハ
チ
マ
ン
に
し
て
み
れ
ば

ア
ス
ナ
に

ら
れ
る
事
だ
け
が
問
題
な
の
だ
が

 
幸
い
ア
ス
ナ
は
出
来
た
彼
女
な
の
で

こ
の
く
ら
い
の
事
で

る
事
は
無
い

 
故
に
ハ
チ
マ
ン
に
し
て
み
れ
ば
外
野
の
声
さ
え
気
に
し
な
け
れ
ば
何
の
問
題
も
な
い
の
だ
が

 
や
は
り
う
ざ

た
い
も
の
は
う
ざ

た
い
の
で
あ
る

 
現
に
今

二
人
は

り
の
観
客
達
か
ら
か
な
り
注
目
を
集
め
て
し
ま

て
い
る

凄
く
見
ら
れ
ち

て
る
ね
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ま
あ
ラ
イ
ブ
が
始
ま

ち

え
ば

み
ん
な
こ

ち
な
ん
か
見
な
く
な
り
ま
す
よ

か
な

楽
し
み
だ
よ
ね

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
予
定
時
刻
と
な
り

舞
台

か
ら
二
人
が

を
現
し
た

 
二
人
は
め
ざ
と
く
ハ
チ
マ
ン
を
見
つ
け

こ
ち
ら
に
手
を

て
く
る

相
変
わ
ら
ず
モ
テ
モ
テ
ね

別
に
そ
う
い
う
ん
じ

な
い
で
す

て

本
当
か
な

 
フ
レ
イ
ヤ
は
い
た
ず
ら
め
い
た
表
情
で
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
下
か
ら

き
こ
ん
だ

実
に
あ
ざ
と

い
フ
レ
イ
ヤ
様

始
ま
り
ま
す
よ

は

い

 
フ
レ
イ
ヤ
は
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

あ

さ
り
と
引
き
下
が

た

 
そ
し
て

遊
光
源
ユ
ニ

ト
が
き
ら
め
き
始
め

に
二
人
の
ラ
イ
ブ
が
始
ま

た

み
ん
な

今
日
も
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

皆
さ
ん
の

に

今
日
も
精
一

歌
い
ま
す
ね
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そ
の
呼
び
か
け
に
答
え

観
客
達
か
ら
大
歓
声
が
上
が

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
満
足
そ
う
に
客

を

め
た
が

そ
の
中
に
一
人
知
り
合
い
が
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
人
物
に
歩
み
寄

た

当
然
フ
レ
イ
ヤ
も
ハ
チ
マ
ン
の
後
を
つ
い
て
く
る

ユ
ナ

二
人
を
見
に
き
た
の
か

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

え
へ
へ

来
ち

い
ま
し
た

 
そ
の
知
り
合
い
と
は
ユ
ナ
で
あ

た

ユ
ナ
は
フ
レ
イ
ヤ
の
事
は
知
ら
な
い
よ
う
で

 
会

を
し
た
だ
け
で
直
ぐ
に
前
に
向
き
直

た

そ
の
隣
に
ハ
チ
マ
ン
が

ぶ

ユ
ナ
は
あ
の
二
人
の
事
が
好
き
な
の
か

う
ん

大
好
き

特
に
愛
ち

ん
が
好
き

 
ユ
ナ
は
ウ
ズ
メ
の
事
を

普
通
に
愛
ち

ん
と
呼
ん
だ

ウ
ズ
メ

だ
ろ

う

ん

で
も
ウ
ズ
メ
ち

ん
は
愛
ち

ん
だ
よ
ね

 
前
に
私
フ
ラ
ン
シ

シ

の
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て

て
も
ら

た
け
ど
ダ
ン
ス
の

が
ま

た
く
同
じ
だ
も
ん

へ
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連
れ
て

て
も
ら

た

か

誰
に
連
れ
て

て
も
ら

た
の
か
分
か
れ
ば
い
い
ん
だ
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
少
し
で
も
ユ
ナ
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
れ
ば
と
思
い
慎
重
に
言
葉
を
選
ん
だ

ユ
ナ
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
ラ
イ
ブ
に
行

た
の
か

ま
し
い
な
俺
も
行
き
た
か

た
の

に
え

あ
の
時
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

舞
台

に
い
た
よ
ね

何
だ
と

 
ハ
チ
マ
ン
の
心

が
ド
ク
ン
と

打

た

あ
の
時
ユ
ナ
が
あ
そ
こ
に
い
た
の
か

い
や

そ
れ
ら
し
い

は
絶
対
に
見
か
け
な
か

た

 
こ
れ
は
後
で
ア
ル
ゴ

り
に
調
べ
て
も
ら
う
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

続
け
て
ユ
ナ
に
こ
う
言

た

あ
あ
あ
の
時
な

そ
う
か
ユ
ナ
は
あ
そ
こ
に
い
た
の
か
あ
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
は
凄
く
良
か

た
よ
な

う
ん

も
う
本
当
に
感
動
し
た
よ

連
れ
て

て
く
れ
た
あ
い
つ
に
感
謝
し
な
い
と
な

う
ん

エ
イ
君
に
は
本
当
に
感
謝
し
な
い
と
ね
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エ
イ
君

な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
に
繋
が
る
手
が
か
り
と
し
て

そ
の
名
前
を
心
に
刻
ん
だ

あ
れ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

て
エ
イ
君
の
事
知

て
る
の

こ
こ
で
安
易
に
知

て
る
と
言
う
の
は
ま
ず
い

か

 
ハ
チ
マ
ン
は

が
バ
レ
た
時
の
リ
ス
ク
を
考
え

考
え
た
末
に
こ
う
答
え
た

い
や

同
じ
名
前
の
知
り
合
い
が
何
人
か
い
る
か
ら

も
し
か
し
た
ら
別
の
人
か
も
な

え

と

エ
イ
君
は

あ

ゲ

ム
の
中
で
リ
ア
ル
ネ

ム
を
出
す
の

て

 
確
か
や

ち

い
け
な
い
ん
だ

た
よ
ね

ご
め
ん
な
さ
い

あ
あ
確
か
に
そ
う
だ
な
ウ
ズ
メ
の
事
も

め
て
今
後
は
気
を
つ
け
る
ん
だ

ぞ
う
ん

残
念
だ
が
こ
こ
ま
で
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
れ
以
上
の
情
報
収
集
を

め

ラ
イ
ブ
に
集
中
す
る
事
に
し
た

 
そ
う
決
め
て

め
て
ス
テ

ジ
に
目
を
や
る
と

ウ
ズ
メ
が
ハ
チ
マ
ン
を

ん
で
い
る

 
ど
う
や
ら
ハ
チ
マ
ン
が
ラ
イ
ブ
に
集
中
し
て
い
な
か

た
事
に

て
い
る
ら
し
い
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ハ
チ
マ
ン
は
ス
マ
ン
と
い
う
風
に
ウ
ズ
メ
に
手
を
合
わ
せ
そ
れ
で
機

を
直
し
た
の
か

 
ウ
ズ
メ
は
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
ニ

コ
リ
微
笑
ん
だ

も
う
い
い

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
声
を
か
け
て
き
た
の
は
フ
レ
イ
ヤ
で
あ
る

 
ど
う
や
ら
ユ
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
の
知
り
合
い
だ
と
知

て

遠

し
て
く
れ
て
い
た
ら
し
い

は
い

一

に
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま
し

う

う
ん

 
そ
れ
か
ら
何
曲
か
が
披
露
さ
れ

場
は
大

り
上
が
り
と
な

た

 
二
人
が
確

た
る
地

を
得
て
い
る
と
感
じ
た
ハ
チ
マ
ン
は
満
足
げ
に

き

 
チ
ラ
リ
と
隣
に
い
る
ユ
ナ
の
方
を
見
た

先
ほ
ど
ま
で
ハ
チ
マ
ン
ら
と
共
に
熱
狂
し
て
い
た
ユ

ナ
は

 
今
は
落
ち
着
い
て
お
り

何
か
ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

き
が
気
に
な

た
が

り
が
う
る
さ
い

に

き
取
れ
な
い

お
 
そ
の
時
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
再
び
ス
テ

ジ
に
現
れ
た

い
わ
ゆ
る
ア
ン
コ

ル
で
あ
る
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や

た

ま
だ
二
人
の
歌
が

け
る
ね

 
す

か
り
二
人
の
歌
が
気
に
入

た
の
か

フ
レ
イ
ヤ
も
と
て
も
嬉
し
そ
う
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
フ
レ
イ
ヤ
を
微
笑
ま
し
く

め
た
後

ス
テ

ジ
に
目
を

し
た

 
と

バ

チ
リ
ウ
ズ
メ
と
目
が
合

て
し
ま
う

む
 
ハ
チ
マ
ン
は
ス
テ

ジ
に
集
中
し
ろ
と
い
う
意
味
を
込
め
じ

と
ウ
ズ
メ
を
見
つ
め
た
が

 
ウ
ズ
メ
は
ハ
チ
マ
ン
か
ら
全
く
目
を

ら
さ
ず

そ
の
ま
ま
歌
い
始
め
た

 
ど
う
や
ら
ウ
ズ
メ
は
ア
ン
コ

ル
の
曲
を
ハ
チ
マ
ン
一
人
の

だ
け
に
歌
う
つ
も
り
の
よ
う

だ 
対
し
て
隣
に
い
る
ピ

ア
は

そ
れ
が
本
人
の
ポ
リ
シ

な
の
か

 
常
に
そ
の
場
に
い
る
全
員
に
向
け
て
歌
う

勢
を
崩
す
事
は
無
い

 
お
そ
ら
く
ピ

ア
が
目
指
し
て
い
る
の
は

偶
像
と
し
て
の
ア
イ
ド
ル

 
つ
ま
り
は
昭
和
に
よ
く
見
ら
れ
た
ア
イ
ド
ル
像
な
の
だ
ろ
う

や
れ
や
れ

ま

た
く

 
そ
の

間
に
ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
遠
い

に
感
じ
た
事
の
あ
る
感
覚
を
得
て
ビ
ク
ン
と
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体
を

わ
せ
た

マ
ジ
か
よ

 
そ
う

く
と

ハ
チ
マ
ン
は
い
き
な
り
舞
台

へ
と
走
り
出
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ハ
チ
マ
ン

 

か
ん
と
す
る
ユ
ナ
と
フ
レ
イ
ヤ
を
残
し

ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
舞
台

に
駆
け
込
ん
だ

 
そ
の
時
丁
度

ア
ン
コ

ル
曲
を
歌
い
終
え
た
二
人
が
舞
台

に

て
く
る

あ
れ

ハ
チ
マ
ン

ど
う
し
た
の

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

 
二
人
は
キ

ト
ン
と
し
た
が

ハ
チ
マ
ン
は

目
も
ふ
ら
ず
に
ウ
ズ
メ
に
駆
け
寄

た

え

な

何

 
ウ
ズ
メ
は
思
わ
ず
顔
を

ら
め
た
が

ハ
チ
マ
ン
の
口
か
ら
出
て
き
た
の
は

 
ウ
ズ
メ
が
全
く
想
像
も
し
な
か

た
言
葉
で
あ

た

お
い
ウ
ズ
メ

コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て
自
分
の
ス
キ
ル
の

を
見
て
み
ろ

あ

う

う
ん
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そ
し
て
コ
ン
ソ

ル
を
開
き
自
分
の
ス
テ

タ
ス
を
調
べ
た
ウ
ズ
メ
は

然
と
し
た
顔
を
し

た
あ

た
か

う

う
ん

あ

た

何
が
あ

た
ん
で
す
か

 
事
情
が
よ
く
分
か
ら
ず

そ
う

ね
て
き
た
ピ

ア
に

ウ
ズ
メ
は
ポ
ツ
リ
と

い
た

何
か
私

歌

ス
キ
ル

て
の
が
取
れ
ち

た
み
た
い

え
え
え
え
え

も

も
し
か
し
て
私
に
も

 
ピ

ア
も

て
て
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
た
が

も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
歌

ス
キ
ル
は
無
か

た

 
こ
れ
は
お
そ
ら
く
歌
い
手
と
し
て
の
ス
タ
イ
ル
の
違
い
の
せ
い
だ
ろ
う

 
前
述
し
た
が

基
本
ピ

ア
は
誰
か
一
人
の

に
歌
う
事
は
な
い

い
や

出
来
な
い

 
万
人
の

に
歌
お
う
と
い
う
本
人
の
強

な
意
思
が

魔
を
す
る
か
ら
だ

 
だ
か
ら
ま

た
く
同
じ
よ
う
に
活
動
し
同
じ
歌
を
歌

て
い
て
も
歌

ス
キ
ル
が
発
現
し

た
の
は

 
今
日
ま
で
何
度
も
ハ
チ
マ
ン
一
人
の

に
歌

た
事
の
あ
る
ウ
ズ
メ
に
だ
け
で
あ
る
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ち
な
み
に
ハ
チ
マ
ン
は

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア

 
つ
い
で
に
ク

ク
ロ
ビ
ン

り
に
歌

ス
キ
ル
が
発
現
す
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
は
い
た
が

 
さ
す
が
に
俺
の

だ
け
に
歌
え
な
ど
と
言
う
事
は
出
来
な
か

た
の
で
あ
る

 
更
に
言
う
と
そ
の
三
人
で
あ
れ
ば

他
の
誰
か
の

に
だ
け
歌

て
き
て
く
れ
と
頼
ん
で
も

 
全
く
気
持
ち
が
入
ら
ず

徒
労
に
終
わ

た
だ
ろ
う
事
は
想
像
に
難
く
な
い

 
故
に
ウ
ズ
メ
が
自
然
に
歌

ス
キ
ル
を
得
た
事
は

ハ
チ
マ
ン
に
と

て
は

で
あ

た

ウ
ズ
メ

明
日
か
ら
俺
と
マ
ン
ツ

マ
ン
で
特
訓
を
す
る
気
は
あ
る
か

や
る

 
ウ
ズ
メ
は
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の

し
出
に

内
容
も

か
ず
に
即
答
し
た

い
い
な

き

と
そ
の
う
ち
ピ

ア
に
も
歌

ス
キ
ル
が
発
現
す
る
さ
一
応

さ
れ
る

件
だ
け
教

え
て
お
く
か
ら
な

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の
後

ハ
チ
マ
ン
に

件
を

い
た
ピ

ア
は

自
身
の
ポ
リ
シ

を
崩
さ
な
い
よ
う
に

 
ハ
チ
マ
ン
と
二
人
き
り
の
場
で
心
を
込
め
て
何
度
も
歌
を
披
露
し
た
が
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歌

ス
キ
ル
が
発
現
す
る
事
は
な
か

た

お
そ
ら
く
何
か

別
の

件
も
あ
る
の
だ
ろ
う

 
こ
う
し
て

に

二
人
目
の
歌

ス
キ
ル
持
ち
が

場
す
る
事
と
な

た
の
で
あ
る



 第１１５８話 いずれサプライズで

 
第
１
１
５
８
話
 
い
ず
れ
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

 

日
は
す
み
ま
せ
ん

書
い
て
い
る

中
で
思
い

き
り

落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た

 
ラ
イ
ブ
用
の

明
と
マ
イ
ク
を
ス
ト
レ

ジ
に
収
納
し
普
通
の
格
好
に
着

え
た
ウ
ズ
メ
と

ピ

ア
は

 
い
つ
も
は
お
か
し
な
フ

ン
に
か
ら
ま
れ
な
い
よ
う
に
そ
の
場
で
直
ぐ
に
落
ち
て
い
る
の
だ

が 
今
日
は
ハ
チ
マ
ン
が
一

に
い
る

普
通
に
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
歩
い
て

る
事
に

し
たう

ウ
ズ
メ
さ
ん
だ
け
ず
る
い

ご
め
ん
ご
め
ん

き

と

い
か

い
か
の
違
い
だ
け
だ
よ

ね

 
ウ
ズ
メ
が

ま
し
い
の
か

ピ

ア
は
ず

と

ね
て
い
た

 
か
な
り
大
人
び
て
お
り

い
つ
も
落
ち
着
い
て
い
る
ピ

ア
に
し
て
は
と
て
も
珍
し
い
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ま
あ
ま
あ
さ

き
言

た

件
で
い
け
る
か
ど
う
か
今
度
ち

ん
と
付
き
あ
う
か
ら
ま
あ

落
ち
着
け

そ
れ
は
そ
れ

こ
れ
は
こ
れ
で
す

 
そ
う
言
い
つ
つ
も

ピ

ア
の
顔
は
だ
ら
し
な
く
緩
ん
で
い
た

実
に
か
わ
い
い

 
観
客
達
は
さ
す
が
に
ハ
チ
マ
ン
が
い
る
前
で
二
人
に
余
計
な
ち

か
い
を
か
け
る
事
は
出

来
ず

 
歩
い
て
い
く
三
人
を
遠

き
に
し
て
い
る
の
み
で
あ

た

 
だ
が
そ
ん
な
三
人
に
遠

な
く
近
付
い
て
く
る
者
達
が
い
た

ユ
ナ
と
フ
レ
イ
ヤ
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン

い
き
な
り
走

て

ち

た
け
ど
一
体
ど
う
し
た
の

そ
う
で
す
よ

ま

た
く

ま
し
い

 
ユ
ナ
は
水
野
愛
の
大
フ

ン
な

ウ
ズ
メ
と
気
安
く
話
せ
る
ハ
チ
マ
ン
が

ま
し
い
ら
し
い

ま
し
い

あ

え

と

と
り
あ
え
ず
そ
れ
は
い
い
で
す

ふ

ん

ま
あ
と
り
あ
え
ず
置
い
て
き
ぼ
り
に
し
て
悪
か

た

何
の
問
題
も
無
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は
歌

ス
キ
ル
の
事
を
ユ
ナ
に
伝
え
る
べ
き
か
ど
う
か
激
し
く
迷

た
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だ
が
ま
だ
判
断
材
料
が
少
な
す
ぎ
る

何
の
解
決
に
も
な
り
は
し
な
い
が
判
断
を
先
送
り

す
る
事
に
し
た

 
フ
レ
イ
ヤ
は
あ
か
ら
さ
ま
に

し
げ
な

線
を
ハ
チ
マ
ン
に
向
け
て
き
て
い
た
が

 
ハ
チ
マ
ン
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
事
に
気
付
い
て
お
り
フ
レ
イ
ヤ
の

元
で
後
で
話
し
ま
す
と

そ

と

い
た

 
フ
レ
イ
ヤ
は
ち

ん
と
空
気
が

め
る
よ
う
で

ハ
チ
マ
ン
に
小
さ
く

き
返
し
て
く
れ
た

 
こ
れ
で
フ
レ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
特
に
心
配
は
無
く
な

た
が

 
ユ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
チ
ラ
リ
チ
ラ
リ
と

き
見
し
な
が
ら

も
じ
も
じ
し
続
け
て
い
る

ユ
ナ

ど
う
し
た

あ

あ
の

出
来
れ
ば
私
の
事
を

お
二
人
に
紹
介
し
て
欲
し
い
な

な
ん
て

あ
あ
す
ま
ん

そ
う
い
え
ば
初
対
面
だ

た
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
二
人
に
ユ
ナ
の
事
を
紹
介
し

二
人
は
ユ
ナ
と

手
を
交
わ
し
た

 
ウ
ズ
メ
と

手
す
る
ユ
ナ
の
手
に
は

よ
り
力
が
こ
も

て
い
る
よ
う
に
見
え

 
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
ナ
は
多
分
水
野
愛
の
フ

ン
な
ん
だ
ろ
う
な
と

し

 
さ
き
ほ
ど
の

ま
し
い
と
い
う
言
葉
の
意
味
を

れ
ば
せ
な
が
ら
理
解
し
た
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こ
の
手
は
し
ば
ら
く
洗
い
ま
せ
ん

い
や

ま
あ
こ
こ
で
は
そ
も
そ
も
手
を
洗
う
機
会
な
ん
か
全
く
無
い
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
に
普
通
に
突

込
ん
だ
が

ユ
ナ
は
全
く
取
り
合
わ
ず

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に
色
々
質
問
を
始
め
た

初
め
て
の
ラ
イ
ブ
の
時

て
ど
う
で
し
た
か

曲
の

り
付
け
は
自
分
達
で
考
え
て
る

て

い
た
ん
で
す
け
ど

お
二
人
が
別
々
に
メ
イ
ン
を
張
る
曲
は
出
さ
な
い
ん
で
す
か

 
ユ
ナ
は
機
関
銃
の
よ
う
に
二
人
に
質
問
を
続
け

二
人
は
そ
れ
に
に
こ
や
か
に
答
え
て
い
た

 
だ
が
ユ
ナ
が
止
ま
る
気
配
が
全
く
無
か

た

ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
を

め
る

に
そ
の

に
手
を
置
い
た

ユ
ナ

そ
ろ
そ
ろ

あ

そ
う
で
す
ね

私
も
用
事
が
あ
る
ん
で
し
た

 
お
二
人
と
も

次
の
ラ
イ
ブ
も
必
ず
見
に
い
き
ま
す
か
ら

あ
り
が
と
う

予
定
が
決
ま

た
ら
必
ず
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
で
告
知
し
て
も
ら
う
ね

お
待
ち
し
て
ま
す
ね

ユ
ナ
さ
ん
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ユ
ナ
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
二
人
に
お

を
言
う
と
笑
顔
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
俺
達
も
帰
る
か

う
ん

で
す
ね

ハ
チ
マ
ン

私

お
腹
が

た

は
い
は
い

フ
レ
イ
ヤ
様
は

ユ
イ
か
キ
ズ
メ
ル
に
頼
ん
で
下
さ
い
ね

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

た
が
そ
こ
に
は
何
故
か
フ
ラ
ウ
ボ
ウ

が
い
た

 
お
忘
れ
の
方
も
い
る
か
と
思
う
が

フ
ラ
ウ
ボ
ウ
と
は
神
代
フ
ラ
ウ
の
キ

ラ
で
あ
る

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
も
ハ
チ
マ
ン
に
合
わ
せ
て
ま
だ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
残

て
い
た
よ
う

だ 
ア
ス
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
が
帰

て
き
た
事
に
気
付
き
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
フ
ラ
ウ
ボ
ウ
に
声
を

か
け
た

あ

ハ
チ
マ
ン
君
達
が

て
き
た
よ

フ
ラ
ウ
ボ
ウ
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ガ
タ

女
神
と
ア
イ
ド
ル
の
ハ

レ
ム

そ
れ
何
て
エ
ロ
ゲ

あ

面
倒

い

い
い
か
ら
さ

さ
と
用
件
を
言
え

ほ

報
告
が
あ
り
ま
す

ビ
ク
ン
ビ
ク
ン

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
向
こ
う
で
話
を

こ
う

 
さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン

フ
ラ
ウ
ボ
ウ
の

り
出
し
て
く
る
ネ
タ
は
完
全
に
ス
ル

で
あ
る

 
だ
が
フ
ラ
ウ
ボ
ウ
は
全
く
め
げ
る
様
子
も
な
く

普
通
に
話
し
始
め
た

デ

フ
フ
前
に
頼
ま
れ
た
ユ
ユ
マ
の
音
声
デ

タ
の
調
査
結
果
の

過
報
告
な

だ
が

お

何
か
分
か

た
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
タ
イ
ム
リ

な
話
題
だ
な
と
思
い
つ
つ

フ
ラ
ウ
ボ
ウ
の
言
葉
に

を

け
た

れ

の
音
声
デ

タ
だ
け
ど

徐
々
に
強
く
な

て
き
て
る
お

 
ま

ま
あ
元
の
出
力
が

過
ぎ
る
か
ら

微
々
た
る
変
化
な
ん
だ
け
ど

何

あ
と
正
確
に
は
徐
々
に

じ

な
く

的
に

だ
お

ほ
う

一
定
間

で
か

う
う
ん

全
然
バ
ラ
バ
ラ

今
何
か
と
連
動
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
調
査
中
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分
か

た

引
き
続
き
調
査
を
頼
む

追
加
報

で
手
を
打
と
う

問
題
な
い

理
に
言

て
お
く
わ

お
な
し

す

そ
れ
じ

あ
私
は
落
ち
て
情
報
収
集
を
再
開
す
る
で
あ
り
ま
す

シ

キ

ン
あ

あ
あ

宜
し
く
な

 
相
変
わ
ら
ず
こ
い
つ
は
ブ
レ
な
い
な
と
思
い
つ
つ

ハ
チ
マ
ン
は
フ
ラ
ウ
ボ
ウ
を
見
送

た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
や
ウ
ズ
メ

ピ

ア
や
フ
レ
イ
ヤ

 
ユ
イ

キ
ズ
メ
ル
が
談
笑
し
て
い
る
方
へ
向
か

た
ハ
チ
マ
ン
は

 
と
り
あ
え
ず
ア
ス
ナ
に
ウ
ズ
メ
の
歌

ス
キ
ル
の
事
を
話
す
事
に
し
た

え
え

本
当
に

あ
あ

マ
ジ
だ

凄
い
凄
い

そ
れ
じ

あ
ウ
ズ
メ
は
歌
姫
を
目
指
す
事
に
な
る
の
か
な

俺
は
そ
の
つ
も
り
だ

歌
姫

て
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ア
ス
ナ
は
も
ち
ろ
ん
ス
キ
ル
的
な
意
味
で
言

た
の
だ
が
ウ
ズ
メ
に
は
そ
ん
な
事
は
分
か
ら

な
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
ウ
ズ
メ
に
歌

ス
キ
ル
か
ら
他
の
ス
キ
ル
が

生
す
る
事
を
説
明
し

 
そ
れ
で
ウ
ズ
メ
は
一
気
に
や
る
気
に
な

た

私

歌
姫
を
目
指
し
て
み
る

ウ
ズ
メ
さ
ん

ま
し
い

ピ

ア

さ

き
言

た
事

今

し
て
み
る
か

い
い
ん
で
す
か

是
非
お
願
い
し
ま
す

 
ア
ス
ナ
と
ウ
ズ
メ

そ
れ
に
フ
レ
イ
ヤ
達
に
は
と
り
あ
え
ず
遠

し
て
も
ら
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
訓
練
場
で
ピ

ア
に
歌

て
も
ら
う
事
に
し
た

 
そ
れ
か
ら
一
時
間

ピ

ア
は
不
屈
の
闘

を
持

て
歌
い
続
け
た
が

 
結
局
ピ

ア
は

歌

ス
キ
ル
を
得
る
事
が
出
来
な
か

た

あ

ハ
チ
マ
ン
君

ピ

ア

ど
う
だ

た

目
で
し
た

そ

か

何
か
他
に

件
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
ね
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こ
れ
ば

か
り
は
さ
す
が
に

が
少
な
過
ぎ
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
な

あ

前
に
も
い
た
ん
だ

て
当
た
り
前
か

 
二
人
が
歌

ス
キ
ル
の
存
在
を
知

て
る

て
事
は
そ
う
い
う
事
だ
も
ん
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
一
人
だ
け
い
た
ん
だ
よ

名
前
は
ユ
ナ

 
で
も
ク
リ
ア
前
後
の
ご
た
ご
た
の
せ
い
で
今
ど
う
し
て
る
の
か
ま

た
く
分
か
ら
な
い
ん

だ 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
の
事
を

し
く
説
明
し
た

な
る
ほ
ど

そ
ん
な
事
が

そ
れ
は
心
配
で
す
ね

あ
れ

で
も
ユ
ナ

て

も
し
か
し
て
さ

き
の

あ

そ
う
い
え
ば

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
は

先
ほ
ど
会

た
ユ
ナ
と

 
ハ
チ
マ
ン
の
話
に
出
て
く
る
ユ
ナ
が
同
一
人
物
な
の
で
は
な
い
か
と
気
付
い
た
よ
う
だ

い
や

あ
の
ユ
ナ
は
そ
の
時
の
事
を
全
く
覚
え
て
い
な
い

て
言

て
い
い
の
か
な

 
知
ら
な
い

て
言

た
方
が

切
か
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そ
ん
な
感
じ
だ
よ
ね
見
た
目
は
そ

く
り
な
ん
だ
け
ど
行
動
に
微

な
違
和
感
が
あ
る
ん

だ
よ
ね

え

と

そ
れ
は
謎
で
す
ね

あ
あ

謎
な
ん
だ

う

ん

 
四
人
は
深
刻
な
顔
で
悩
み
始
め
た
が

こ
こ
で
答
え
が
出
る
よ
う
な
話
で
も
な
い

 
フ
レ
イ
ヤ
は
我
関
せ
ず
と
言

た
感
じ
で
こ
の
話
に
は
特
に
何
の
感
想
も
述
べ
な
か

た
が

 
代
わ
り
に
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

て
き
た

と
こ
ろ
で
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ
に
あ
の
事
を
報
告
し
な
く
て
い
い
の

あ
の
事

何
か
あ

た
の

あ
あ

そ
う
だ
そ
う
だ

ア
ス
ナ

や

た
ぞ

は
は
は
は
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

い
き
な
り
ア
ス
ナ
の

に
手
を
入
れ

高
く
持
ち
上
げ
た

きは
は
は
は
は

は
は
は
は
は
は
は

ち

ち

と
ハ
チ
マ
ン
君

恥
ず
か
し
い
か
ら

て
い
う
か
何
が
あ

た
の
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そ
う
言
い
な
が
ら
も
ア
ス
ナ
は
嬉
し
そ
う
な
ハ
チ
マ
ン
を
見
る
の
が
嬉
し
い
の
か

 
そ
の
顔
は
や
や
に
や
け
て
い
た

ま
あ
こ
れ
を
見
て
く
れ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
を
下
ろ
し

手
に
ア
ハ
ト
・
レ

ヴ

を
装
着
し
た

あ

も
し
か
し
て
そ
れ

ア
ハ
ト
・
フ

ウ
ス
ト

実
は
こ
れ

レ

ヴ

テ
イ
ン
を

し
て
作

て
も
ら

た
ん
だ

 
だ
か
ら
ア
ハ
ト
・
レ

ヴ

と
名
付
け
た

お
お

 
ア
ス
ナ
も
感

ま

た
の
か

そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
に

き
付
い
た
が

 
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の

い
で
直
ぐ
に
我
に
返
り

ハ
チ
マ
ン
か
ら
離
れ
た

あ

と

ご
め
ん
ね

て
へ

 
ア
ス
ナ
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
そ
う
言
い
そ
れ
じ

あ
え

と
と

き
な
が
ら
コ
ン
ソ

ル

を
開
い
た

ん

ア
ス
ナ

い
き
な
り
ど
う
し
た

あ
う
ん
み
ん
な
に
ア
ハ
ト
の
事
と
ウ
ズ
メ
の
歌

ス
キ
ル
の
事
を
伝
え
な
き

て
思
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て
あ

ア
ス
ナ

そ
れ
は
ち

と
待

て
く
れ

 
そ
ん
な
ア
ス
ナ
を
ハ
チ
マ
ン
は
止
め
た

あ

ま
だ
内

に
し
と
く

 
そ
れ
を
受
け
ア
ス
ナ
は
直
ぐ
に
ハ
チ
マ
ン
の
意
図
を
悟

て
く
れ
た

さ
す
が
の
正
妻
力
で

あ
るあ

あ

ウ
ズ
メ
が
歌
姫
ス
キ
ル
を

得
出
来
た
ら

 
そ
の
時
に
一

に
公
開
し
て
み
ん
な
を
驚
か
せ
て
や
ろ
う

サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
ね

う
ん

分
か

た

と
い
う

で
ウ
ズ
メ

特
訓
の
予
定
を
立
て
よ
う

 
ユ
ナ
の
時
に
一
度
や

て

も
う
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
は
分
か

て
る
か
ら

 
後
は
ひ
た
す
ら

す
だ
け
で
多
分
い
け
る
と
は
思
う
け
ど
な

う
ん

お
願
い

 
直
ぐ
に
予
定
が
立
て
ら
れ

次
の
日
か
ら
ウ
ズ
メ
の
歌
姫
ロ

ド
が
始
ま

た



 第１１５９話 ハイテンション・愛

 
第
１
１
５
９
話
 
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
・
愛

 
次
の
日
の
朝

目
を
覚
ま
し
た
愛
は

天

に
向
か

て
い
き
な
り
叫
ん
だ

よ

し

あ

今
日
か
ら
私
の
タ

ン

く
夜
に
な

れ

 
幸
い
に
も
愛
達
が

ん
で
い
る
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

ビ
ル
は
完
全
防
音
で
あ
り

 
そ
の
声
を

い
た
者
は
誰
も
い
な
か

た

朝
か
ら
他
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
か

た
の
は

で
あ
る

 
だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で

朝
だ
け
の
話
で
あ
る

 
朝
九
時
に
な
り

予
定
通
り
レ

ス
ン
ル

ム
に
集
ま

て
き
た
フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン

バ

達
は

 

外
な
く
全
員
が
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
な
愛
に
出
迎
え
ら
れ
る
事
と
な

た

み
ん
な

今
日
は
一
月
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

凄
く
い
い
天
気
だ
ね

さ
あ

今
日
も
一

日
頑
張
ろ
う

 
愛
は
と
ん
で
も
な
く
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
た
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マ
ネ

ジ

の
幸
太
郎
が
セ
ク
ハ
ラ
ま
が
い
の
お
か
し
な
事
を
言

て
も

 
や
だ
も
う

マ
ネ

ジ

た
ら

と
一
言
返
す
だ
け
で

 
い
つ
も
の
よ
う
に
反
撃
し
た
り
す
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
は
一
切
見
せ
な
い

 

肉
な
事
に

そ
の
せ
い
で
幸
太
郎
は
逆
に
び
び

て
し
ま
い

 
そ
れ
以
降

れ
物
に
触
る
よ
う
な
態
度
で
愛
に
接
す
る
よ
う
に
な

た
の
は
ま
あ
仕
方
が

な
い
だ
ろ
う

な

純
子

愛
の
奴

今
日
は
テ
ン
シ

ン
が
お
か
し
く
な
い
か

何
か
あ

た
の
か

 
休

時
間
に
サ
キ
に
そ
う
話
し
か
け
ら
れ
た
純
子
は

少
し

ね
た
表
情
で
こ
う
答
え
た

そ
ん
な
の
決
ま

て
る
じ

な
い
で
す
か

決
ま

て
る

て

察
し
て
下
さ
い

 
そ
の
純
子
の
や
や
投
げ
や
り
な

珍
し
い
態
度
に
サ
キ
は
戸
惑

た

愛
の
テ
ン
シ

ン
が
上
が
る
理
由
な
ん
て

あ

あ

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

み
か

で
す
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そ
れ
に
し
て
も
今
日
は
ち

と

じ

な
い

そ
れ
く
ら
い

い
い
事
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
ね

 
そ
ん
な
二
人
の
会
話
に
フ
ラ
ン
シ

シ

で
は
一
番
の
常
識
人
で
あ
る
山
田
た
え
が
加
わ

て
き
た

 
そ
れ
を
契
機
に
他
の
メ
ン
バ

達
も
集
ま

て
く
る

ま
あ
今
日
か
ら
し
ば
ら
く
夜
は
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
二
人
き
り
だ
か
ら
気
持
ち
は
分
か
り
ま

す
け
ど

八
幡
さ
ん
と
夜
に
二
人
き
り

ま

た
く
も
う

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
に
手
取
り
足
取
り
指

し
て
も
ら
え
る
な
ん
て

ま
し

い

八
幡
さ
ん
に
手
取
り
足
取
り

人
気
の
無
い
場
所
で
い
い
声
で
歌
わ
さ
せ
ら
れ
る
と
か

凄
く
気
持
ち
良
さ
そ
う

何
そ
れ

純
子
は
ん

エ
ロ
い
ど
す
な

う
わ

う
わ
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純
子
が
イ
メ

ジ
し
て
い
る
の
は
ゲ

ム
の
中
の
ハ
チ
マ
ン
だ
が

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
残
り
五
人
が
イ
メ

ジ
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
現
実
の
八
幡
で
あ
る

 
そ
の

り
に
か
な
り
誤
解
が
あ
る
の
だ
が

当
然
ど
ち
ら
も
そ
の

に
は
気
付
か
な
い

え

え

ど
う
い
う
事

ま
さ
か
の
愛
は
ん
大
勝
利
ど
す
か

こ
れ

て
い
い
の

ど
や
ん
す

ど
や
ん
す

リ
リ

子

だ
か
ら
よ
く
分
か
ら
な

い

お
前

こ
う
い
う
時
だ
け
子

ぶ

て
ん
じ

ね
え
ぞ
コ
ラ

 
こ
こ
ま
で

ぎ
に
な
る
と
さ
す
が
の
愛
も
六
人
の
様
子
が
お
か
し
い
事
に
気
付
い
て
し
ま

う
み
ん
な

ど
う
し
た
の

あ

い
や

愛
ち

ん

大
人
の

ち

う

へま
さ
か
八
幡
さ
ん
と
そ
ん
な
関
係
に
な

て
る
な
ん
て
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で
も
他
の
人
に
バ
レ
な
い
よ
う
に
ね

ア
イ
ド
ル
な
ん
だ
か
ら

は

あ

あ
あ

あ

あ

 
愛
は
何
故
そ
ん
な
話
に
な

て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
目
を
見
開
い
て
絶
叫
し
た
が

 
そ
の
時
純
子
が

て
た
様
子
で
横
か
ら
加
わ

て
き
た

え

ち
な
の
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

て
か
違
い
ま
す

誤
解
で
す

皆
さ
ん
勘
違
い

さ
れ
て
ま
す
よ

 
そ
の
純
子
の
言
葉
で
薄
々
事
情
を
悟

た
愛
は
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
ん
だ
け
ど
と
思
い

つ
つ

 
一
応
他
の
メ
ン
バ

達
の
認
識
を

正
し
た

え

と

話
題
が
私
と
ハ
チ
マ
ン
さ
ん
の
事
な
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
話
だ
か
ら
ね

え何
だ

そ

ち

お
い
純
子

ら
わ
し
い
ん
だ
よ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
れ
で
一
応
こ
の
場
は
収
ま
り

普
通
に
レ

ス
ン
が
始
ま

た
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そ
し
て
夜
に
な
り

レ

ス
ン
が
終
了
し
た
直
後

 
愛
は
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
自
室
へ
と

て
い

た

お
疲
れ
様
で
し
た

 
ま

た
く
疲
れ
た
様
子
も
な
く

を
し
た
後
は

目
も
ふ
ら
ず
に
走

て
い
く
愛
を
見
て

 
他
の
メ
ン
バ

達
は
戸
惑

た
様
子
で
顔
を
見
合
わ
せ
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
お
出
か
け

な
ん
だ
よ
ね

う

ん

し
か
し
あ
れ
は

か
れ
て
る
ね

女
の
顔
を
し
て
は
り
ま
す
な

ゆ
う
ぎ
り
姉
さ
ん
生
々
し
い

く

私
も
い
つ
か

 
そ
ん
な
仲
間
達
の

線
を
背
中
に
受
け
つ
つ
部
屋
に

た
愛
は

 
約
束
の
時
間
ま
で
ま
だ
余

が
あ
る
事
を
確
認
す
る
と
い
き
な
り
そ
の
場
で
全

に
な

た

先
ず
は
シ

ワ

 
そ
の
ま
ま
風
呂
場
に
駆
け
込
ん
だ
愛
は

特
に
意
味
は
無
い
が
念
入
り
に
体
を

き
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シ

ワ

を

び
終
え
た
後

何
故
か
勝
負
下
着
を
取
り
出
し
て
身
に
つ
け
た

こ
れ
で
よ
し

と

 
別
に
何
が
い
い
と
い
う

で
も
な
い
の
だ
が

ま
あ
こ
れ
は
ご
愛

と
言
う
べ
き
だ
ろ
う

 
そ
し
て
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
ら
な
い

度
に

度
に
水
分
を
補

し
た
愛
は

 
そ
の
ま
ま
ベ

ド
に
横
た
わ

た

さ
て

こ
れ
か
ら
楽
し
い
デ

ト
の
時
間

 
愛
は
気
合
い
を
入
れ
る
よ
う
に
自
分
の

を
叩
き

そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
旅
立

た

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

 
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す

お

お
お

元
気
だ
な

ウ
ズ
メ

え

い
つ
も
と
一

だ
と
思
う
け
ど
な

そ

そ
う
か

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
入
る
と

に
ハ
チ
マ
ン
は
準
備
万

と
い

た
感
じ
で
待
機
し

て
い
た
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相
変
わ
ら
ず
フ
レ
イ
ヤ
が
ハ
チ
マ
ン
に

わ
り
つ
い
て
ベ
タ
ベ
タ
し
て
い
た
が

 
今
の
ウ
ズ
メ
は
全
く
気
に
し
な
い

 
夜
八
時
と
い
う
事
も
あ
り

つ

つ
と
他
の
仲
間
達
の

も
見
え
ウ
ズ
メ
に

を
返
し

て
く
る

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
く
か

う
ん

お

ハ
チ
マ
ン

何
か
用
事
か

 
そ
ん
な
二
人
に
キ
リ
ト
が
そ
う
質
問
し
て
き
た

あ
あ

こ
れ
か
ら
ち

と

ウ
ズ
メ
の
特
訓
を
な

二
人
き
り
で
か

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
な

 
キ
リ
ト
は
少
し
首
を

げ

チ
ラ
リ
と
ア
ス
ナ
の
方
を
見
た
が

 
そ
の
ア
ス
ナ
は
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
を
ま

た
く
崩
そ
う
と
は
し
な
か

た

う
ん

二
人
と
も

頑
張

て
ね

お
う
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行

て
き
ま
す

あ

そ
れ
じ

あ
私
も

 
そ
ん
な
二
人
を
フ
レ
イ
ヤ
が
追
い

け
よ
う
と
し
た
が
そ
れ
は
ア
ス
ナ
と
ハ
チ
マ
ン
が
止
め

た
フ
レ
イ
ヤ
様

目
で
す
よ

フ
レ
イ
ヤ
様

多
分
ウ
ズ
メ
が
恥
ず
か
し
が
る
と
思
う
の
で

遠

し
て
下
さ
い

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
ウ
ズ
メ
は
思
わ
ず

を

め
た

え

私

何
さ
れ
ち

う
ん
だ
ろ

 
も
ち
ろ
ん
何
も
さ
れ
は
し
な
い
た
だ

々
と
か
つ
て
ユ
ナ
が
や

た
よ
う
な
事
を
や
ら
さ
れ

る
だ
け
だ

む

二
人
が
そ
う
言
う
な
ら
仕
方
な
い
わ
ね
ハ
チ
マ
ン

く
帰

て
く
る
の
よ

へ
い
へ
い

せ
の
ま
ま
に

 
そ
れ
で
こ
れ
が

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
同
意
の
上
の
行
動
な
の
だ
と
理
解
し
た
キ
リ
ト
は

 
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
ず
に
二
人
を
見
送

た

 
ア
ス
ナ
が
認
め
て
い
る
な
ら
ハ
チ
マ
ン
が
誤
解
を
さ
れ
そ
う
な
行
動
を
し
て
も
何
の
問
題
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も
な
い
の
で
あ
る

今
日
は
ど
こ
に
行
く
の

十
九
層
の
ラ

ベ
ル
グ
だ

人
が
少
な
い
か
ら
な

え

あ
そ
こ

ん

な
の
か

あ
そ
こ
が
好
き
な
女
の
子

て
い
な
い
と
思
う

あ
あ

ま
あ
確
か
に
そ
う
か

だ
が
行
く
の
は
あ
そ
こ
だ

は

い

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
ラ

ベ
ル
ク
へ
と
転
移
し
た

 
相
変
わ
ら
ず
ゴ

ス
ト
タ
ウ
ン
の
よ
う
な
ラ

ベ
ル
ク
の
そ
の
暗
い
雰
囲
気
に

 
ウ
ズ
メ
は
思
わ
ず
身

い
し
た
が

 
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
が
隣
に
い
る
事
で

別
の
考
え
が

を
も
た
げ
た

こ
れ

て
も
し
か
し
て

キ

オ
バ
ケ

大
丈
夫
だ

俺
が
つ
い
て
る
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で

で
も
怖
い

仕
方
な
い
な

も

と
こ

ち
に
来
い
よ

で

で
も

い
い
か
ら
ほ
ら

あ

ど

ど
う
し
て
そ
ん
な
所
を
触
る
の

な
の
か

う

う
う
ん

別
に

じ

な
い

あ

 
街
の
雰
囲
気
の
せ
い
で
生
存
本
能
を

激
さ
れ
た
の
か
ウ
ズ
メ
の
妄
想
は
と
て
も

て
い

た
な
ん
ち

て

な
ん
ち

て

 
ウ
ズ
メ
は

く

ま

た
自
分
の

に
手
を
当
て

く
ね
く
ね
と
身
を
よ
じ
ら
せ
た

だ
と
か

じ

な
い
と
か
い
き
な
り
ど
う
し
た

え
 
い
き
な
り
ハ
チ
マ
ン
が
ウ
ズ
メ
に
そ
う
声
を
か
け
て
き
た

 
そ
れ
で
ウ
ズ
メ
は
我
に
返
り

同
時
に
顔
を

く
し
た
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ハ
チ
マ
ン
の
口
ぶ
り
か
ら

ど
う
や
ら
自
分
が
先
ほ
ど
の
妄
想
を

 

中
か
ら
口
に
出
し
て
い
た
ら
し
い
と
悟

た
の
で
あ
る

わ

私

今
何
か
言

て
た

な
ん
ち

て

そ
の
前

な
の
か

と
か

別
に

じ

な
い

と
か

も
う
ひ
と
声

い
や

そ
れ
以
外
は
別
に
何
も
言

て
な
い
が

ギ
リ
ギ
リ
セ

フ

意
味
が
分
か
ら
ん

 
そ
ん
な
ウ
ズ
メ
の
お
か
し
な
態
度
に

ハ
チ
マ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
そ
う
言

た

何
だ
よ
ま

た
く

お
か
し
な
奴
だ
な

お

女
の
子
に
は
色
々
あ
る
の

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
を

か

か
叩
い
た
が
ハ
チ
マ
ン
は
そ
れ
を
あ

さ
り
手

で
ガ

ド
し
た
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む

ち

と
は
く
ら
い
な
さ
い
よ

は

ち

と
だ
け
だ
ぞ

う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
ま
ま
何
発
か
ウ
ズ
メ
の
ポ
カ
ポ
カ
を
く
ら

て
あ
げ
た

 

か
ら
見
る
と

ど
う
見
て
も
二
人
は
バ
カ

プ
ル
に
し
か
見
え
な
い

 
ウ
ズ
メ
は
一
応
他
人
の
目
を
気
遣

て
変
装
し
て
は
い
た
が

 
そ
れ
で
も
現
役
ア
イ
ド
ル
の
こ
ん
な

は
あ
ま
り
他
人
に
見
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い 
こ
こ
が
過

エ
リ
ア
な

目
撃
者
が
い
な
か

た
の
は

実
に
幸
い
な
事
で
あ

た

よ
し

こ
こ
か
ら
は
飛
ぶ
ぞ

前
は
歩
い
て
い
く
し
か
な
か

た
か
ら
助
か
る
わ

あ

そ
う
な
ん
だ

 
先
日
の
バ

ジ

ン
ア

プ
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
一
部
エ
リ
ア
が
飛
べ
る
よ
う
に
な

た

 
目
的
地
へ
の
移
動
時
間
を
大

に

す
る
事
が
可
能
に
な

て
い
る

 
そ
し
て
二
人
は
街
を
出
て
か
ら
直
ぐ
に
飛
び
上
が
り
そ
の
ま
ま
と
あ
る
山
の
上
の
開
け
た
広
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場
へ
と
移
動
し
た
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第
１
０
６
０
話
 
偶
像

 
オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル

の
人
物
紹
介
と
趣
味
の
資
料
は
そ
の
う
ち
投
稿
し
ま
す

さ
て

そ
れ
じ

あ
特
訓
を
開
始
す
る

は
い

師
匠

 
ウ
ズ
メ
に
そ
う
呼
ば
れ
た

間
に

ハ
チ
マ
ン
の

裏
に
思
わ
ず
ユ
ナ
の
顔
が

か
ん
だ

こ
れ

本
当
に
や
る
ん
で
す
か

師
匠

え
え

師
匠

何
か
ス
キ
ル
が
取
れ
ま
し
た

こ
れ
で
私
も
師
匠
と
一

に
戦
え
ま
す
ね

師
匠

私
の
歌

ち

ん
と

い
て
て
く
れ
ま
し
た

師
匠

師
匠

師
匠
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い
て
る

師
匠

師
匠

ハ
チ
マ
ン

 
そ
の
声
に
ハ
チ
マ
ン
は
ハ

と
し

ウ
ズ
メ
の
顔
を
見
た

大
丈
夫

心
こ
こ
に
あ
ら
ず

て
感
じ
だ

た
け
ど

あ

あ
あ

悪
い

ち

と

の
事
を
思
い
出
し
て
た
わ

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
を

い
て

ウ
ズ
メ
の
心
の
中
の
何
か
が
ざ
わ
つ
い
た

ユ
ナ

て
人
の
事
を
考
え
て
た
ん
だ

 
ウ
ズ
メ
の
心
の
中
で

ユ
ナ
に
対
す
る
対
抗
心
が
上
が

て
い
く

 
そ
し
て
そ
れ
が

限
ま
で
高
ま

た

間
に

ウ
ズ
メ
の
心
が
ス

と
落
ち
着
い
た

う
う
ん

他
の
人
と
比
べ
る
事
な
ん
か
に
意
味
は
な
い

だ

て

私
は
私
な
ん
だ
か
ら

 
そ
う
考
え
た
ウ
ズ
メ
は
ハ
チ
マ
ン
に
近
付
き

も
う

今
一

に
い
る
の
は
私
な
ん
だ
か
ら

 
そ
し
て
そ
の

に
両
手
を

え
な
が
ら
言

た

今
は
私
だ
け
を
見
て
ね



 第１０６０話 偶像

ち

近
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ウ
ズ
メ
の
態
度
に
ど
ぎ
ま
ぎ
し
た
が

そ
の

間
に
ウ
ズ
メ
は
ビ
ク
ン

と

え
た

あど

ど
う
し
た

え

と
ね

技

て
い
う
ス
キ
ル
が
取
れ
た
よ

 
そ
の
あ
ま
り
に
も
想
定
外
な
言
葉
に

ハ
チ
マ
ン
は
絶
叫
し
た

は

そ
ん
な
の
俺

知
ら
な
い
ぞ

そ

そ
う
な
の

あ
あ

俺
が
知

て
る
の
は

楽
器

舞

カ
リ
ス
マ

し
系

小
悪
魔
系

に

後
は

大
声

の
ス
キ
ル
だ
な

 
こ
の
時
点
で
そ
の
ス
キ
ル
が

合
さ
れ

ユ
ナ
は

歌
姫

の
ス
キ
ル
を
得
た
ん
だ

ど

ど
う
い
う
事

ど
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
な

 
二
人
は
そ
の
場
に
座
り
こ
み

考
え
込
ん
だ
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も
し
か
し
て

関
連
ス
キ
ル
を
八
つ
取
れ
れ
ば

合
さ
れ
る
と
か

ハ
チ
マ
ン
だ
け
に

ハ
チ
マ
ン
は
関
係
な
い
だ
ろ

ま
あ
種

が
違

て
も
い
い
の
か

 
必
須
な
奴
が
一
部
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

こ
う
な
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
姫
に
よ

て

 
得
意
不
得
意
の
違
い
が
出
る
事
に
な
り
そ
う
だ
よ
な

よ
く
考
え
ら
れ
て
る
よ
ね

 
だ
が
そ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ス
キ
ル
を
作

た
人
に
ど
う
な

て
る
の
か

け
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
ね

そ
れ
な

ア
ル
ゴ
に
解

さ
せ
て
は
い
る
が

 
ま
だ
完
全
に
は
解
明
出
来
て
な
い

て
い
う
か

 
ウ
ズ
メ
が
ポ
ツ
リ
と

ら
し
た
そ
の
言
葉
に
答
え
て
い
る

中
で
ハ
チ
マ
ン
は
ハ

と
し
た

そ

そ
う
か

ホ

リ

に

け
ば

ど
う
し
て
ホ

リ

さ
ん

知

て
る
の
は
茅
場

て
人
で
も
う
死
ん
で
る
ん
で
し

え
 
そ
の
ウ
ズ
メ
の
言
葉
で
ハ
チ
マ
ン
は
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ホ

リ

の
正
体
を
身
内
全
員
が
知

て
い
る

で
は
な
い
と
気
が
つ
い
た

そ
う
い
え
ば

全
員
に
は
教
え
て
な
い
ん
だ

た
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

ウ
ズ
メ
に
ホ

リ

の
事
を
告
げ
る
べ
き
か
迷

た
が

 
今
こ
こ
で
言

た
か
ら
と
い

て
何
か
が
解
決
す
る

で
も
な
い

と
り
あ
え
ず
一

保

と
し

 
ハ
チ
マ
ン
が
知
る
他
の
ス
キ
ル
を
ウ
ズ
メ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
特
訓
を
開
始
す
る
事
と
し
た

と
り
あ
え
ず
一

こ
の
事
は
忘
れ
て
お
こ
う

 
時
間
が
も

た
い
な
い
し

今
の
と
こ
ろ
は
予
定
通
り
特
訓
す
る
事
に
し
よ
う

ま
あ
そ
う
だ
ね

そ
れ
じ

あ
何
か
ら
い
く

そ
う
だ
な
そ
れ
じ

あ
し
ば
ら
く
は
自
分
が
知

て
る
限
り
の

口
言
葉
を

々
と
言

て
み
ろ口

言
葉

う

ん

そ
ん
な
感
じ
だ

普

の
会
話
も

口
で
や
れ
ば

そ
れ
も

か
も
し
れ
な
い

分
か

た

や

て
み
る
ね

東
京
特
許
許
可
局

 
こ
の

り
は

み
も
深
い

ハ
チ
マ
ン
も
ウ
ズ
メ
と
一

に
な

て

口
言
葉
に
チ

レ
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ン
ジ
し
始
め
た

パ
ジ

マ

パ
ジ

マ
茶
パ
ジ

マ

パ
ジ

マ

ピ

ジ

マ
茶
パ
ジ

マ

く
そ
お
お
お

お

や
八

屋
に
お
あ
や
ま
り

お

や
八

屋
に
お
や
や
ま
り

く

あ
の
ア
イ

の
女
の
ぬ
う
布
の
名
は
何

あ
の
布
は
名
の
な
い
布
な
の

あ
の
ア
イ

の
女
の
ぬ
う
布
の
名
は
何

あ
の
布
は
名
の
な
い
布
な
の

よ

し

 
た
ま
に
失
敗
し
つ
つ
も
楽
し
そ
う
に
ウ
ズ
メ
の
後
を
つ
い
て
く
る
ハ
チ
マ
ン
を
微
笑
ま
し
く
思

い
な
が
ら

 
ウ
ズ
メ
は
徐
々
に
難
易
度
を
上
げ
つ
つ
自
分
が
思
い
つ
く
限
り
の

口
言
葉
に
チ

レ
ン
ジ

し
て
い

た

客
が

食
や
飛
脚
が

食
う
飛
脚
が

食
や
客
も

食
う
客
も
飛
脚
も
よ
く

食
う
客
飛
脚

客
が

食
や
飛
脚
が

食
う

え
え
と

ブ
タ
が
ブ
タ
を
ぶ

た
ら
ぶ
た
れ
た
ブ
タ
が
ぶ

た
ブ
タ
を
ぶ

た
の
で

 
ぶ

た
ブ
タ
と
ぶ
た
れ
た
ブ
タ
が
ぶ

た
お
れ
た
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ブ
タ
が
ブ
タ
を
ぶ

た
ら
ぶ
た
れ
た
ブ
タ
が
ぶ

た
ブ
タ
を

ぶ

た
ぶ

た
お
れ
た

か
え
る
ひ

こ
ひ

こ
三
ひ

こ
ひ

こ
四
ひ

こ
五
ひ

こ
六
ひ

こ
ひ

こ

 
七
ひ

こ
八
ひ

こ
九
ひ

こ
十
ひ

こ

か
え
る
ひ

こ
ひ

こ
三
ひ

こ
ひ

こ

合
わ
せ
て

じ

な
い
だ
と

可
逆
反
応
の
逆
不
可
逆
反
応
不
可
逆
反
応
の
逆
可
逆
反
応
可
逆
反
応
も
不
可
逆
反
応
も
化
学
反

応
お
お

パ
チ
パ
チ
パ
チ

 
さ
す
が
に
こ
の

り
に
な
る
と

ハ
チ
マ
ン
は
全
く
つ
い
て
い
け
ず

 
ウ
ズ
メ
の

魔
に
し
か
な
ら
な
い
自
覚
が
あ

た

 
上
手
く
い

た
時
に
褒
め
る
事
で
ウ
ズ
メ
を
サ
ポ

ト
す
る
事
に
し
た

し

か
し
愛
の
奴

恐
ろ
し
く
慣
れ
て
や
が
る
な

 

か
ら
ず

と
こ
う
い
う
事
を
し
て
き
た
ん
だ
ろ
う
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
愛
の
努
力
家
な
部
分
を

め
て
思
い
知
ら
さ
れ

 
こ
の
分
だ
と
す
ぐ
に

ス
キ
ル
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
な
と
確
信
し
た
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歌
う
た
い
が
歌
う
た
い
に
来
て
歌
う
た
え
と
言
う
が

 
歌
う
た
い
が
歌
う
た
う
だ
け
う
た
い
切
れ
ば
歌
う
た
う
け
れ
ど
も
歌
う
た
い
だ
け

来
た

あ
あ
あ
あ

お
 
こ
の
特
訓
を
開
始
し
て
か
ら
三
十
分
そ
の
間
ひ
た
す
ら
難
易
度
の
高
い

口
言
葉
を
続
け
て

い
た
ウ
ズ
メ
は

 

中
で
ガ

ツ
ポ

ズ
を
作
り

ハ
チ
マ
ン
目

け
て

き
つ
い
た

お
わ

や

た

ス
キ
ル
ゲ

ト

お
お

か

た
な

ユ
ナ
は
こ
こ
で
結

詰
ま

た
ん
だ
が

こ
れ
が

験
の
差

て
奴
か

 
ま
あ
ユ
ナ
の
場
合
は

素
人
が
歌
姫
を
目
指
し
た
よ
う
な
も
ん
だ
か
ら

 
あ
る
意
味
リ
ア
ル
で
も
う
歌
姫
ポ
ジ
シ

ン
に
い
る
ウ
ズ
メ
と
は
ス
タ

ト
地
点
か
ら
し
て

違
う
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

ウ
ズ
メ
を
賞

し
た
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凄
い
ぞ

ま
さ
か
こ
ん
な
に

く
ス
キ
ル
を
得
ら
れ
る
な
ん
て
思
わ
な
か

た
わ

 
ま
あ

技

の
ス
キ
ル
は
も

と

く
に
取
れ
た

だ
が
そ
れ
に
関
し
て
は
別
に
狙

た

で
は
な
い

 
偶
然
の
産
物
に
関
し
て
は
そ
れ
は
そ
れ
と
い
う
事
で
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
に
つ
い
て
は
特
に

触
れ
な
か

た

よ
し

こ
こ
で
ち

と
休

な

う
ん

飲
み
物
と

い
物
は
持

て
き
た
か
ら
な

ほ
ら

好
き
な
物
を
選
ん
で
い
い
ぞ

あ

あ
り
が
と
う

 
言
わ
れ
た
通
り
に
好
み
の
物
を
選
び

ハ
チ
マ
ン
の
隣
に
座

た
ウ
ズ
メ
は

 
ス
キ
ル
を
得
ら
れ
た
喜
び
で

か
な
り
の
満
足
感
に
包
ま
れ
て
い
た

は

日
充
実
し
て
る
な

 
ハ
チ
マ
ン
と
出
会

て
か
ら

ウ
ズ
メ
の
生
活
は
一
変
し
て
い
た

 
リ
ア
ル
に
関
し
て
は

と

用
し
た
レ

ス
ン
に
最

な

を
整
え
て
も
ら
い

 
基
本
自
分
達
の
や
り
た
い
よ
う
に
何
で
も
さ
せ
て
く
れ
そ
れ
に
関
し
て
全
面
的
に
協
力
し
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て
く
れ
る

 
ス
ポ
ン
サ

み
の
望
ま
ぬ
仕
事
も
ま

た
く
す
る
必
要
が
な
く
前
の
事

所
が

小
だ

た
が
故
に

 
何
度
か
話
だ
け
は
伝
わ

て
き
た
暗
に
枕

業
を
要
求
す
る
よ
う
な
圧
力
も
ま

た
く
か
か

ら
な
く
な

た

こ
う
い
う
の
を
幸
せ

て
い
う
の
か
な

 
そ
う
思
い
な
が
ら

ウ
ズ
メ
は
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
チ
ラ
リ
と

め
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
コ
ン
ソ

ル
の
メ
モ

を
開
き
な
が
ら

次
は
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
る

も
う

ハ
チ
マ
ン
も
ち

ん
と
休

し
な
よ

ん

あ
あ

も
う
少
し

い
い
か
ら
い
い
か
ら

ほ
ら

お
わ

 
ウ
ズ
メ
は
い
き
な
り
立
ち
上
が
る
と
ハ
チ
マ
ン
の
正
面
に
立
ち
そ
の
ま
ま
ハ
チ
マ
ン
を
押
し

倒
し
た

お

お
前
な
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あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
今
の
ウ
ズ
メ
は
ハ
チ
マ
ン
に
馬
乗
り
に
な

て
い
た
が
ウ
ズ
メ
が

く
よ
う
な
笑
顔
を
見
せ

て
い
た

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
こ
に
エ
ロ
さ
を
ま

た
く
感
じ
ず
そ
の

ウ
ズ
メ
に
ど
く
よ
う
に
言
う
事
は

し
な
か

た

 
む
し
ろ
今
の
ウ
ズ
メ
か
ら
感
じ
ら
れ
る
の
は
他
人
を
明
る
く

ら
す
ま
る
で
太
陽
の
よ
う

な
オ

ラ
で
あ
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
や

ぱ
り
ウ
ズ
メ
は
ア
イ
ド
ル
な
ん
だ
よ
な

と
そ
の
顔
を
眩
し
そ
う
に
見

つ
め
て
い
た

 
そ
の

線
に
気
付
い
た
ウ
ズ
メ
は

今
の
二
人
の

況
を
理
解
し

を

め
た

ど
う
し
た
の

私
の
事

好
き
に
な

た

い
や

そ
う
い
う
ん
じ

な
く
て
な

何
と
い
う
か

眩
し
い
な

て

く

女
と
し
て
は
複
雑
だ
け
ど

ま
あ
ア
イ
ド
ル
と
し
て
は

て
い
い
の
か
な

 
そ
う
口
に
出
し
た

間
に

ウ
ズ
メ
が
ビ
ク
ン
と
体
を

わ
せ
た
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ど

ど
う
し
た

ス

ス
キ
ル
が

何
か

ア
イ
ド
ル

偶
像

て
い
う
ス
キ
ル
が
取
れ
ち

た
み
た
い

う
わ

マ
ジ
か

お
前

凄
い
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

こ
の
水
野
愛
と
い
う
少
女
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ

ル
に

 
た
だ
た
だ
感
心
す
る
事
し
か
出
来
な
か

た

 
だ
が
あ
ま
り
に
も
想
定
外
の
事
が
多
過
ぎ
る

二
人
は
一
度
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

り 
ホ

リ

の
意
見
を

い
て
み
よ
う
と
考
え

こ
の
日
は
一
度

る
事
に
し
た

ウ
ズ
メ

ち

と
一

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

ろ
う

 
さ

き
ホ

リ

に
連

し
て
お
い
た
か
ら

多
分
こ

ち
に
顔
を
出
す
は
ず
だ

ど
う
し
て
ホ

リ

さ
ん
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

う
ん

分
か

た

 
そ
の
ま
ま
帰
還
し
た
二
人
を

果
た
し
て
ホ

リ

が
出
迎
え
た

や

ハ
チ
マ
ン
君

ウ
ズ
メ
さ
ん

僕
に
何
か
話
が
あ
る
そ
う
じ

な
い
か

む 
ホ

リ

は
そ
こ
で
言
葉
を
止
め

じ

と
ウ
ズ
メ
の
顔
を
見
た
後

ボ
ソ
リ
と

い
た
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そ
う
か

ア
イ
ド
ル

偶
像

か

 
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
と
ウ
ズ
メ
は
目
を
見
開
い
た
の
だ

た
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第
１
１
６
１
話
 
教
え
て
ホ

リ

さ
ん

 
ホ

リ

の
あ
ま
り
に
も
見

か
し
た
よ
う
な
発
現
に

目
し
た
二
人
は

 
そ
の
ま
ま
ホ

リ

を
連
れ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
内
の
ハ
チ
マ
ン
の
部
屋
へ
と

た

お
い
ホ

リ

さ

き
の
は
ど
う
い
う
事
だ

ど
う
も
こ
う
も
な
い
よ

感
じ
た
ま
ま
の
事
を
言

た
だ
け
さ

 
ア
イ
ド
ル

偶
像
の
ス
キ
ル
が
発
現
し
た
ん
だ
ろ
う

お

お
う

何
で
分
か

た
ん
だ

た
だ
の
勘

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が

私
に
は
他
人
の
ス
キ
ル

成
が
見
え
る
の
さ

マ
ジ
か
よ

ね
え

そ
れ

て

鑑
定

か
何
か
の
ス
キ
ル
で
す
か

 
事
情
を
知
ら
な
い
ウ
ズ
メ
か
ら
す
れ
ば

 
そ
う
思
う
の
は
フ

ン
タ
ジ

を
少
し
で
も
か
じ

て
い
れ
ば

至

当
然
の
質
問
で
あ
る

い
や

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
鑑
定
の
ス
キ
ル
は
存
在
し
な
い
な

多
分

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ベ

ス
に
な

て
い
る
と
い
う
な
ら

確
か
に
存
在
し
な
い
ね
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だ
そ
う
だ

ど
う
し
て
ホ

リ

さ
ん
に

く
の

 
あ

も
し
か
し
て

ホ

リ

さ
ん

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
開
発
に
関
わ

て
た
ん
で
す
か

そ
う
だ
ね

関
わ

て
い
た
と
い
う
か

 
ホ

リ

は

言

て
い
い
の
か
い

と
い
う
風
に
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
見
た

い
い
か
愛

こ
れ
は
絶
対
に
仲
間
以
外
の
前
で
言

ち

目
だ
か
ら
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

え
て
ウ
ズ
メ
の
事
を
愛
と
言
い
な
が
ら
そ
う
言
い
ウ
ズ
メ
は
身
を

く
し
た

う

う
ん

な
ら
話
そ
う

ホ

リ

の
正
体
は

茅
場

本
人
だ

ど
う
も
初
め
ま
し
て

僕
が
茅
場

だ
よ

 
ま
あ
正
確
に
は
本
人
じ

な
く

そ
の
残

み
た
い
な
も
の
な
ん
だ
け
ど
ね

え

ま
た
ま
た

冗
談
ば

か
り

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う
言

た
が

ハ
チ
マ
ン
と
ホ

リ

は
ま

た
く
表
情
を
変
え
な
い

え

本
当
に

君
は
茅
場

の
死
因
を
知

て
い
る
か
い
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を
ス
キ

ン
し
た
ら
そ
れ
に

が

え
ら
れ
な
く
て
死
ん
だ

て

ニ

ス
だ
と
そ
う
な

て
る
な

ま
あ
で
も
実

は
ほ
れ

 
ス
キ

ン
は
成
功
し

こ
い
つ
は
ネ

ト
の
海
を
今
も
お
散
歩
し
て
や
が
る
の
さ

え
え
え
え
え

た
だ
そ
れ
は
や

ぱ
り
負
担
が
大
き
く
て
ね

 
ソ
レ
イ
ユ
の
サ

バ

に
僕
の
バ

ク
ア

プ
を
置
い
て
も
ら

て
る
ん
だ

 
で

た
ま
に
こ
こ
に
も
遊
び
に
来
さ
せ
て
も
ら

て
い
る
と

ま
あ
そ
ん
な

だ
よ

そ

そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

 
さ
す
が
の
ウ
ズ
メ
も
こ
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に
は
言
葉
も
出
な
か

た

 
そ
う
す
る
と
こ
こ
に
い
る
茅
場

さ
ん
は
犯
罪
者

い
や

死
ん
だ
時
点
で
そ
う
じ

な

い 
ウ
ズ
メ
は
そ
ん
な
事
を
考
え
た
が

直
ぐ
に
考
え
る
事
を
や
め
た

 
ど
ち
ら
に
し
ろ
他
人
に
話
す
事
は
な
い
し

ハ
チ
マ
ン
を
困
ら
せ
る
よ
う
な
事
は
し
た
く
な

か

た
か
ら
だ

な
る
ほ
ど

分
か
り
ま
し
た
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あ
り
が
と
う

さ
す
が
ハ
チ
マ
ン
君
は
愛
さ
れ
て
る
ね

意
味
が
分
か
ら
ん

念

は
こ
れ
だ
か
ら
困
る
ね

お
前
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い
け
ど
な

 
二
人
は
い
つ
も
と
は
違

て
気
安
い
感
じ
で
話
し
て
お
り

深
い
絆
を
感
じ
さ
せ
る

 
ウ
ズ
メ
は
そ
れ
を

ま
し
い
な
と
思
い
つ
つ

気
に
な

て
い
た
事
を
ホ

リ

に

ね
た

え

と
そ
う
な
る
と
ス
キ
ル
の
事
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
え
る

て
事
で
い
い
ん
で
す
よ

ね
あ
あ

な
る
ほ
ど

つ
ま
り
僕
を
呼
び
出
し
た
の
は
そ
う
い
う
理
由
な
ん
だ
ね

あ
あ

実
は

 
ハ
チ
マ
ン
は

ユ
ナ
が
歌
姫
に
な

た
時
の
元
に
な

た
ス
キ
ル
と
は
別
の
ス
キ
ル
が

 
ウ
ズ
メ
に
二
つ
も
発
現
し
た
事
を
ホ

リ

に
説
明
し
た

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
な
ら
君
達
の
想
像
通
り
だ
よ

 
ア
イ
ド
ル
や
歌
姫
と
い
う
も
の
は
全
員
が
同
じ
技
能
を
持

て
い
る

で
は
な
い
だ
ろ
う

 
歌

力
が
評
価
さ
れ
る
者
も
い
る
し

り
が
評
価
さ
れ
る
者
も
い
る
は
ず
だ
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や

ぱ
り
そ
う
い
う
意
図
だ

た
の
か

そ
う
な
る
と
全
部
で
八
個
の
ス
キ
ル
を
取
れ
ば
そ
れ
が

合
さ
れ
る

て
認
識
で
い
い
ん
で

す
かあ

あ

そ
の
通
り
だ
よ

ど
う
し
て
八
個
な
ん
で
す
か

そ
れ
は
決
ま

て
る
さ

ハ
チ
マ
ン
だ
か
ら
八
個
に
し
た
の
さ

 
ホ

リ

が
そ
う
言

た

ハ
チ
マ
ン
と
ウ
ズ
メ
は

然
と
し
た

え

え

ハ
チ
マ
ン

私
の
言

た
ギ

グ
が
本
当
だ

た
み
た
い

て
い
う
か
お
前

人
の
名
前
を
ダ
シ
に
す
ん
な

そ
ん
な
事
言

て
も

そ
れ
が
事
実
な
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
じ

な
い
か

ぐ
ぬ

 
ど
う
や
ら
開
発
中
に
い
く
つ
に
す
る
か
悩
ん
だ
ホ

リ

こ
と
茅
場

は

 
た
ま
た
ま
近
く
に
い
た
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
て

八
個
で
い
い
か
と
安
易
に
決
め
た
ら
し
い

マ
ジ
か

ま
あ
別
に
い
い
じ

な
い
か

何
の
実
害
も
な
い
だ
ろ
う
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そ
り

そ
う
だ
け
ど
よ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

他
に
は
ど
ん
な
ス
キ
ル
が
あ
る
ん
だ

そ
れ
は
自
分
で
探
し
た
ま
え

そ
の
方
が
楽
し
い
だ
ろ
う

ぐ

ま
あ
い
い
け
ど
な

 
重
要
そ
う
な
疑
問
も

そ
れ
を
晴
ら
さ
れ
て
み
れ
ば
何
の
事
は
な
い

当
に
決
め
た
だ
け

だ

た
よ
う
だ

 
ホ

リ

は

ま
あ
こ
ん
な
の
は
良
く
あ
る
事
さ
と
何
で
も
な
い
よ
う
に
言
い

 
ハ
チ
マ
ン
は

れ
つ
つ
も

ま
あ
別
に
ど
う
で
も
い
い
か
と
納
得
し
た

で

も
う
一
つ

き
た
い
ん
だ
が

ん

何
だ
い

ウ
ズ
メ
に
は
確
か
に
歌

ス
キ
ル
が
発
現
し
た
け
ど

 
ま

た
く
同
じ
よ
う
に
活
動
し
て
い
た
ピ

ア
に
は
発
現
し
て
い
な
い

 
こ
の
違
い
は
一
体
ど
こ
か
ら
来
る
ん
だ

ど
う
い
う
事
だ
い
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実
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
な
り
の
歌

ス
キ
ル
の
発
現

件
と

 
そ
の

に
自
分
と
ピ

ア
が
行

た
チ

レ
ン
ジ
の
事
を
ホ

リ

に
説
明
し
た

そ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
君

君
が
悪
い
よ

俺

何
で

そ
も
そ
も
僕
が
こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
実
装
し
た
と
し
て

 
そ
の

件
と
な
る
デ

タ
は
ど
こ
か
ら
引

張

て
く
る
と
思
う

デ

タ

歌
が
上
手
い
と
か
か

そ
ん
な
の
ど
う
や

て
判
別
す
る
ん
だ
い

え
多
少
稚
拙
で
も

い
い
歌
は
い
い
歌
だ
し

 
逆
に
ど
ん
な
に
技
術
が
あ

て
も
心
に

か
な
い
歌
声
と
か
は
あ
る
だ
ろ
う

確
か
に

 
ハ
チ
マ
ン
は

自
分
が
好
き
な

の
映
画
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う

い
た

 
ハ
チ
マ
ン
が
生
ま
れ
る
二
十
年
近
く
前
に
公
開
さ
れ
た

 
超
能
力
学
園
も
の
の
ド
ラ
マ
や

タ
イ
ム
リ

プ
も
の
の
映
画
の
主

女
優
は

 
歌
の
技
術
は
決
し
て
安
定
し
て
は
い
な
か

た
が
そ
の
歌
声
は
ハ
チ
マ
ン
を
完
全
に

了
し
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て
く
れ
た
も
の
だ

で

ど
う
だ
い

そ
う
い
う

を
僕
は
ど
こ
で
判
断
す
る
事
に
し
た
と
思
う

そ
れ
は

 
ハ
チ
マ
ン
と
ウ
ズ
メ
は
考
え
込
ん
だ
が

に
答
え
は
出
て
こ
な
い

目
だ

分
か
ら
な
い

そ
れ
は
ね

受
け
手
の
反
応
だ
よ

受
け
手
の

反
応

あ

ま
さ
か

気
付
い
た
か
い

Ｍ

Ｃ
Ｐ

そ
の
通
り

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
立
ち
上
が
る
と

ユ
イ
を
部
屋
に
呼
ん
だ

ユ
イ

ち

と
こ

ち
に
来
て
く
れ

は
い
パ
パ

 

精
モ

ド
の
ユ
イ
は
直
ぐ
に
部
屋
に
飛
ん
で
き
て

ハ
チ
マ
ン
の

の
上
に
ち

こ
ん
と

座

た
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ユ
イ

一
つ

き
た
い
ん
だ
が

何
で
す
か

ホ

リ

か
ら

い
た
ん
だ
が
ユ
イ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
歌

ス
キ
ル
の
発
現

件
に
関
わ

た
り
し
て
た
の
か

歌

ス
キ
ル
で
す
か

う

ん

記
憶
に
無
い
で
す
ね

 
も

と
も
私
の
記
憶
は
パ
パ
の
前
に

を
現
し
た
時
に
か
な
り
混
乱
し
て
い
て
自
分
を
復

さ
せ
る

に

 
そ
の
直
後
に
一
部
の
記
憶
を
意
図
的
に
消
し
ま
し
た
か
ら

確
か
な
事
は
言
え
な
い
で
す

 
ご
め
ん
な
さ
い

パ
パ

そ
う
な
の
か

そ
れ
も
そ
う
だ
け
ど

元
々
そ
の
記
憶
は
残
ら
な
い
ん
だ
よ

ハ
チ
マ
ン
君

 
そ
ん
な
ユ
イ
を

ホ

リ

が
補
足
し
た

元
々
あ
れ
は

三
つ
の
Ｍ

Ｃ
Ｐ

の
合
議
み
た
い
な
も
の
で
決
定
さ
れ
て
た

ん
だ
よ

 
だ
か
ら
確
実
に
ユ
イ
君
も
関
わ

て
い
た
と
思
う
が
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発
現
し
た
後
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
選
ん
だ
記
憶
は
消
す
事
に
な

て
い
た
か
ら
ね
覚
え
て

な
い
の
も
当
然
さ

何
故
そ
の
記
憶
を

本
来
の
業

に
は
必
要
の
な
い
記
憶
だ
か
ら
ね

 
彼
女
達
の
本
分
は

あ
く
ま
で
プ
レ
イ
ヤ

の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
さ

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

も
し
歌
う
事
が
流
行

て

 
歌

ス
キ
ル
持
ち
が
爆
発
的
に

え
て
し
ま

た
ら

 
本
来
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
業

に

障
を
き
た
す
か
も
し
れ
な
い
と

ま
あ
そ
う
い
う
事
だ
ね
私
は
気
付
い
て
い
な
か

た
が
実

お
か
し
く
な

て
い
た
よ
う

だ
し
ね

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
一
件
で
す
ね

あ
あ

あ
れ
は
私
の
ミ
ス
だ

処
理
し
終
わ

た
事

に
つ
い
て
は

 
そ
の
記
憶
を

す
る
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
だ

た

記
憶
が
無
い
の
で
あ
く
ま
で

で
す
が

あ
れ
で

の
負
担
が
高
ま

て

 
私
が
休
眠

態
に
入

て
か
ら
は

多
分
審
査
自
体
出
来
な
く
な

た
と
思
う
ん
で
す
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そ
う
か

そ
れ
で
歌

ス
キ
ル
持
ち
が
ユ
ナ
以
外
に
は
生
ま
れ
な
か

た
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
さ
か
ユ
イ
が
こ
の
件
に
関
わ

て
い
た
と
は
思
わ
な
か

た

と
て
も
驚

い
たで

今
の
歌

ス
キ
ル
の
発
現

件
だ
が

ア
ル
ゴ
君
が

件
を
変
え
て
い
な
け
れ
ば

 
三
つ
の
Ｍ

Ｃ
Ｐ
の
合
議
に
よ

て
決
定
さ
れ
る
は
ず
だ
よ

あ
あ

ア
ル
ゴ
は
そ
の

り

ま
だ
解

出
来
て
い
な
い

て
言

て
た
な

な
る
ほ
ど

な
ら
そ
れ
に
関
わ

て
い
る
の
は

歌
を

い
て
い
る
人
達
の
精
神

態
だ
ね

 
つ
い
で
に
言
う
と

い
て
い
る
人
達
の

線
と
歌

て
い
る
人
の

線
が
ど
こ
に
向
い
て

い
る
か
も
重
要
だ

歌

て
る
人
の

線
の
向
き

そ
れ

て

 
ハ
チ
マ
ン
は

て
て
ウ
ズ
メ
の
顔
を
見
て

ウ
ズ
メ
も
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を
見
て

を

め
た

え

じ

あ
俺
の
せ
い

て
そ
う
い
う
事

ピ

ア
の
事
は
俺
の
せ
い

よ
く
分
か
ら
な
い
が

心
当
た
り
が
あ
る
よ
う
だ
ね

い
や

ま
あ
ウ
ズ
メ
は
歌
う
時

ず

と
俺
の
事
を
見
て
る
ん
で

俺
も
自
然
と

 
そ
れ
を

い
た
ホ

リ

は

ク
ス
ク
ス
笑

た



 第１１６１話 教えてホーリーさん

な
ら
そ
れ
は
君
の
精
神

態
だ
け
を
参
考
に
選
定
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う

マ
ジ
か

で
も
そ
の
後
に
俺
ピ

ア
と
二
人
き
り
で
そ
の
歌
を

い
て
る
ん
だ
け
ど

そ
れ
じ

あ
感
動
が
足
り
な
か

た
ん
だ
ろ
う
さ

し
あ
わ
せ
て
そ
れ
を
や

た
の
な
ら

 
ど
う
し
て
も
歌

ス
キ
ル
の

の
事

的
な

と
い
う
感
覚
が
消
え
な
い
だ
ろ
う
か
ら
ね

そ
う
い
う
事
か

 
こ
う
な

て
し
ま
う
と

も
う
一
度
や

て
も
結
果
は
同
じ
だ
ろ
う

 
ハ
チ
マ
ン
の

の
中
か
ら
そ
の
意
識
を
完
全
に
消
す
事
は
不
可
能
だ
か
ら
だ

ホ

リ

ど
う
す
れ
ば
い
い

彼
女
の
歌
は
私
も

い
た
け
ど

実
力
は
あ
る
ん
だ

 
心
配
し
な
く
て
も

時
間
の
問
題
で
歌

ス
キ
ル
が
発
現
す
る
さ

そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ピ

ア
へ
の

し

な
さ
で
い

ぱ
い
に
な

た

 
確
か
に
ウ
ズ
メ
の
方
を
⻑
く
見
て
い
た
の
は
否
定
出
来
な
い

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
事
を
ピ

ア
に
伝
え

許
し
を

う
べ
き
だ
ろ
う
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よ
し

落
ち
た
後

ピ

ア
に
会
い
に
行

て
く
る
わ

え

あ

う
ん

 
ウ
ズ
メ
は
若

し
た
が
直
ぐ
に
そ
の
考
え
を
消
し
た

ウ
ズ
メ
に
と

て
ピ

ア
は

親
友
だ
か
ら
だ

ホ

リ

ユ
イ
色
々
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な
ま
た
何
か
困

た
ら
相
談
す
る
わ

は
い

あ
あ

い
つ
で
も
ど
う
ぞ

 
こ
う
し
て
歌

ス
キ
ル
に
つ
い
て
知

た
ハ
チ
マ
ン
は

 
今
日
の
活
動
は
一

終
え

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
ユ
イ
が
当
時
ど
ん
な

態
だ

た
か
は

第

話
を
ご
参

下
さ
い



 第１１６２話 純子の宣言

 
第
１
１
６
２
話
 
純
子
の
宣
言

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
八
幡
は

直
ぐ
に
愛
か
ら
の
連

を
受
け
た

ん

愛
か

お
前
も
落
ち
た
の
か

う
ん

純
子
に
一
応
話
を
通
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思

て

 
そ
の
ま
ま
私
の
部
屋
で

純
子
を
も
て
な
し
て
お
く
ね

そ
う
か

頼
む
わ

う
う
ん

気
に
し
な
い
で

 

話
を
終
え
た
八
幡
は

こ
の
日
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
ソ
レ
イ
ユ
の
本
社
ビ
ル
か
ら

 
隣
の
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

ビ
ル
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
愛
は

パ
ジ

マ
を
着
た
だ
け
で
純
子
の
部
屋
へ
と
向
か

た

 
実
に
無
防
備
だ
が

こ
の
ビ
ル
に
は
お
か
し
な

人
は
い
な
い
の
で
安
全
だ

純
子

愛
だ
け
ど

ち

と
い
い

 
愛
は
イ
ン
タ

ホ
ン
越
し
に
そ
う
声
を
か
け

直
ぐ
に
純
子
か
ら
返
事
が
あ

た

愛
さ
ん

今
行
き
ま
す
ね
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そ
し
て
直
ぐ
に
扉
か
ら
純
子
が
顔
を
出
し
た

純
子
は
ま
だ

る
準
備
を
し
て
い
な
か

た
よ

う
で

 
普

着
の
ま
ま
で
あ

た

あ
の
ね

こ
れ
か
ら
純
子
と
話
し
に
八
幡
が
こ

ち
に
来
る
ん
だ
け
ど

 
そ
の
前
に
純
子
に
ち

と
話
が
あ
る
の

私
に
何
か
話

で
す
か

何
か
あ
り
ま
し
た
か

歌

ス
キ
ル
の
発
現

件
が
分
か

た
の

だ
か
ら
ち

と
私
の
部
屋
で
話
さ
な
い

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
お

魔
し
ま
す
ね

う
ん

あ
り
が
と

八
幡
も
直
ぐ
来
る
と
思
う
か
ら

 
そ
の
ま
ま
愛
は
純
子
を
部
屋
に
迎
え

紅
茶
を
入
れ
て
純
子
を
も
て
な
し
た

こ
う
い
う
の
も
久
し
ぶ
り
だ
ね

え
え

そ
う
で
す
ね

愛
さ
ん

あ
の

で
れ
ま
ん
く
ん
は

あ

ま
だ
充

中
だ
と
思
う

そ
う
で
す
か

今
度
ま
た
話
し
た
い
で
す

う
ん

ま
た
今
度
ね



 第１１６２話 純子の宣言

 
純
子
は
と
て
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た

愛
も
一

と
は
い
え
八
幡
に
会
え
る
事
が
嬉
し
い
せ

い
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
私
も
ち

と
着

え
ち

う
ね

は
い

 
そ
し
て
愛
が
着

え
始
め
た

間
に

純
子
は
息
を
飲
ん
だ

あ

愛
さ
ん

ん

ど
う
し
た
の

そ

そ
の
下
着

下
着

あ

 
愛
は
ま
だ

勝
負
下
着
を
身
に
つ
け
た
ま
ま
で
あ

た

ち

違
う
の

こ
れ
は
何
と
な
く
気
分
が
高
揚
し
ち

て

 
愛
は
わ
た
わ
た
と
言
い

し
た
が

純
子
は

を

め
た
ま
ま

愛
に
向
け
て
意
外
な
事
を

言

た
そ

そ
う
い
う
の

ど
こ
で

う
ん
で
す
か

え

え

と

か
ら
よ
く
行

て
る
お
店
が
あ

て
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あ
の

そ
の
お
店

今
度
私
も
連
れ
て

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

う

う
ん

そ
れ
は
別
に
い
い
け
ど

 
純
子
は
そ
の
ま
ま
も
じ
も
じ
し
て
い
た
が

や
が
て
意
を
決
し
た
よ
う
に
こ
う
言

た

わ

私
も
そ
ろ
そ
ろ

そ
う
い
う
の
を
持

て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
う
ん
で
す

 
愛
は
そ
の
言
葉
に
と
て
も
驚
い
た

え

ち
な
の
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

 
が
口

な
純
子
の
口
か
ら
出
る
言
葉
と
は
と
て
も
思
え
な
か

た
か
ら
だ

え

と

愛
ち

ん
が
ロ
グ
イ
ン
し
た
後
に

ゆ
う
ぎ
り
さ
ん
に
言
わ
れ
た
ん
で
す

 
好
き
な
男
の
人
の

に
多
少
自
分
を
変
え
る
の
は

 
ア
イ
ド
ル
と
か
関
係
な
く

女
と
し
て
普
通
の
事
な
ん
じ

な
い
か

て

ま
あ
そ
れ
は
そ
う
か
も
ね

な
の
で
私
も

見
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
ち

と
自
分
を
変
え
て
み
よ
う
と
思

て

そ

か

う
ん

私
で
良
け
れ
ば
案
内
す
る
よ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の
時
イ
ン
タ

ホ
ン
が
鳴
り

そ
こ
か
ら
八
幡
の
声
が
し
た
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愛

着
い
た
ぞ

今
か
ら
そ

ち
に
行
く
わ

う
ん

純
子
と
一

に
待

て
る
か
ら

 
そ
れ
か
ら

分
後

今
度
は
部
屋
の
イ
ン
タ

ホ
ン
が
鳴

た

は

い

今
開
け
る
ね

 
愛
は
直
ぐ
に
扉
を
開
け

八
幡
が
部
屋
に
入

て
き
た

純
子

こ
ん
な
時
間
に
悪
い
な

あ

は
い

歌

ス
キ
ル
に
つ
い
て
お
話
が
あ
る

て
事
で
し
た
け
ど

そ
う
な
ん
だ

実
は
純
子
に
歌

ス
キ
ル
が
発
現
し
な
か

た
の
は
俺
の
せ
い
ら
し
い

 
な
の
で
そ
の
事
を
謝
り
た
か

た
ん
だ
よ

ど
う
い
う
事
で
す
か

実
は

 
八
幡
は
純
子
に
歌

ス
キ
ル
の
発
現
に
は
受
け
手
の
受
け
た

象
が
大
事
な
事
を
説
明
し
た

 
そ
し
て
愛
の
場
合
は

愛
と
八
幡
の

線
が
合

て
い
た

 
八
幡
の
受
け
た
感
動
が
そ
の
ま
ま
愛
の
判
定
に
だ
け
使
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
説
明
が

成
さ
れ
た
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と
い
う

な
ん
だ

本
当
に
す
ま
ん

八
幡
さ
ん
が
謝
る
事
じ

な
い
じ

な
い
で
す
か

 
確
か
に
八
幡
さ
ん
の

線
が
私
よ
り
愛
さ
ん
の
方
に
よ
り
多
く
向
い
て
た
の
は
知

て
ま
す
け

ど 
そ
れ
は
愛
さ
ん
が
ず

と
八
幡
さ
ん
の
方
を
見
て
い
た
か
ら
で
す
よ
ね

じ

純
子

気
付
い
て
た
の

そ
れ
は
ま
あ

相
方
で
す
か
ら
ね

ふ
ふ

 
ど
う
や
ら
純
子
は

は
な
か
ら
そ
の
事
に
気
付
い
て
い
た
ら
し
い

そ
の
上
で
私
は
全
員
の
顔
を
ま
ん
べ
ん
な
く
見
る
事
を
や
め
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
れ
が
私
の
目
指
す

昭
和
の
ア
イ
ド
ル
の

だ
か
ら
で
す

 
そ
し
て
そ
の
分
感
動
を
集
め
ら
れ
な
か

た
の
は
あ
く
ま
で
私
の
実
力
の
せ
い
で
す

 
八
幡
さ
ん
が
謝
る
事
じ

あ
り
ま
せ
ん
よ

だ

だ
け
ど
よ

二
人
き
り
の
時
も
確
か
に
私
も
八
幡
さ
ん
に
自
分
の
歌
を

か
せ
よ
う

か
せ
よ
う
と

す
る
だ
け
で
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歌
に
気
持
ち
が
あ
ま
り
こ
も

て
な
か

た
気
が
し
ま
す

 
多
分
も
う
一
度
同
じ
事
を
し
て
も

そ
の
意
識
は
そ
う
簡

に
消
え
な
い
で
し

う
ね

そ
れ
は
俺
も
そ
う
思
う

そ
う
か

話
し
た
の
は
失
敗
だ

た
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は
し

げ
た
が
そ
ん
な
八
幡
に
純
子
は
そ

と
手
を

ば
し
そ
の

に

触
れ
た

 
そ
う
い
う
事
に
慣
れ
て
い
な
い

そ
の
顔
は
真

で
あ

た
が

 
そ
の
気
持
ち
は
十
分
に
八
幡
に
伝
わ

て
き
た

そ
ん
な
事
な
い
で
す
か
ら
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

こ
れ
以
上
何
か
し
て
も
ら
う
必
要
も
な
い

で
す
よ

 
私
は
私
の
実
力
で

八
幡
さ
ん
相
手
に
歌

ス
キ
ル
を
得
て
み
せ
ま
す
か
ら

俺
限
定

だ

て
悔
し
い
じ

な
い
で
す
か
理
由
は
ど
う
あ
れ
愛
さ
ん
は
八
幡
さ
ん
の
心
に

く
歌
を

歌
え
た
ん
で
す

 
そ
う
い
う
事
な
ら
私
も
負
け
て
ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね

そ

そ
う
か
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そ
う
で
す
よ

そ

か

そ
う
だ
な

 
八
幡
と
愛
は

純
子
の
そ
の
前
向
き
な
態
度
に
感
動
し
た

分
か

た
そ
れ
じ

あ
俺
も
出
来
る
だ
け
純
子
が
歌
う
時
は
現
地
に
行
く
よ
う
に
す
る
わ

は
い

お
願
い
し
ま
す
ね

わ

私
だ

て
負
け
な
い
ん
だ
か
ら

ふ
ふ

そ
う
で
す
ね

勝
負
で
す

 
こ
う
し
て
純
子
と
の
話
し
合
い
は
問
題
な
く
終
わ
り
八
幡
は
二
人
に

を
下
げ
な
が
ら
帰
ろ

う
と
し
た

そ
れ
じ

あ
俺
は
そ
ろ
そ
ろ

待

て
よ

も
う
少
し

い
で
い

て
も
い
い
ん
じ

な
い

ほ
ら

私
の
部
屋
に
初
め
て

入

た

だ
し

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

 
愛
の
部
屋
は
キ
モ
カ
ワ
グ

ズ
が
多
く
置
い
て
あ
り
あ
ま
り
女
の
子
ら
し
い
と
は
言
え
な

か

た
が
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八
幡
は
そ
う
い
う
の
が

い
で
は
な
く
む
し
ろ
好
き
で
あ
り

 
ち

ん
と
整
理
整

は
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
居
心
地
が
い
い
部
屋
で
は
あ

た
そ
れ
じ

あ
も
う
ち

と

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
今
の
芸
能
界
に
つ
い
て
や
今
後
の
フ
ラ
ン
シ

シ

の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
話
し
つ
つ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
話
も
交
え
て
会
話
を
続
け
気
が
つ
く
と
も
う
時
間
は
夜
中
の
十
二
時
を
超
え
よ
う

と
し
て
い
た

も
う
こ
ん
な
時
間
か

さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
な
い
と
な

う
ん

そ
う
だ
ね

私
達
も
明
日
は
レ

ス
ン
が
あ
り
ま
す
し
ね

八
幡
さ
ん
今
度
は
私
の
部
屋
に
も
遊
び
に
来

て
下
さ
い
ね

あ
あ

二
人
き
り
は
さ
す
が
に
ま
ず
い
か
ら

ま
た
他
の
誰
か
と
一

に
な

む

別
に
二
人
き
り
で
も
い
い
と
思
い
ま
す

純
子

え

ち
な
の
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
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ね
る
純
子
に
対
し
愛
は
純
子
の
物
真
似
で
対
抗
し
た

そ
の
せ
い
で
純
子
は

を

ら
ま

せ
た
が

 
い
つ
も
自
分
が
言

て
い
る
事
な
の
で
安
易
に
否
定
は
出
来
な
い
よ
う
だ

ち

と
く
ら
い
な
ら
別
に

あ
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

二
人
と
も

う
ん

ま
た
ね

ま
た
明
日

今
日
の
続
き
を
お
願
い
ね

あ
あ

分
か

て
る

て

後
そ
こ
に

れ
て
る
俺
も
ま
た
な

 
そ
の
言
葉
を
受
け

ベ

ド
の
後
ろ
か
ら

を
現
し
た
の
は

愛
の
持
つ
で
れ
ま
ん
く
ん
で

あ

た
つ
い
さ

き
充

が
終
わ

て

魔
し
な
い
よ
う
に
気
を
遣

て

れ
て
た
の
に
バ
レ
て

た
の
か

お
前
が
で
れ
ま
ん
く
ん
か

ど
う
い
う
タ
イ
プ
な
ん
だ

何

シ
ノ
ン
の
は
ち
ま
ん
よ
り

多
少
ご
主
人
寄
り
な
態
度
を
と
る
だ
け
さ

ふ

ん
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は

八
幡

で
れ
ま
ん
く
ん
を
取
り
上
げ
た
り
は
し
な
い
よ
ね

 
愛
は
予
想
外
の
展
開
に

や
や
び
く
び
く
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

は
は

そ
ん
な
事
は
し
な
い

て

そ
れ
は
お
前
の
物
だ
よ

愛

 
そ
の
ま
ま
八
幡
は
帰

て
い
き

純
子
も
自
分
の
部
屋
に

て
い

た

ふ
う

今
日
は
色
々
あ

た
な

悪
い
な
愛
気
配
は
消
し
て
た
つ
も
り
な
ん
だ
が
俺
の
本
体
は
や

ぱ
り
化
け
物
だ

た
わ

う
う
ん
何
の
問
題
も
無
か

た
し
公
認
し
て
も
ら
え
た
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
ま
あ
良
か

た
よ

 
そ
の
ま
ま
愛
は
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
使

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
自
分
の
キ

ラ
の
ス
テ

タ
ス
や
ス

キ
ル
を
確
認
し

 
そ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る

歌

技

ア
イ
ド
ル

偶
像

の
文

を

 
で
れ
ま
ん
く
ん
に
見
せ
て
き
た

ほ
ら
で
れ
ま
ん
く
ん

見
て
み
て

へ

結

頑
張

た
ん
だ
な

こ
の
う
ち
二
つ
は
ま
あ

偶
然
取
れ
ち

た
み
た
い
な
感
じ
な
ん
だ
け
ど
ね
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歌
姫

て
ス
キ
ル
が
取
れ
る
ま
で

も
う
時
間
の
問
題
だ
な

あ
と
四
つ
な
ん
だ
よ
ね

私
と
し
て
は

歌

て

れ
る
歌
姫

て
感
じ
が
い
い
な

確
か
に
そ
れ
が
愛
に
は
お
似
合
い
だ
な

明
日
本
体
に
ち

ん
と
伝
え
る
と
い
い

う
ん

そ
う
す
る

 
愛
は
そ
の
ま
ま
パ
ジ

マ
に
着

え

ベ

ド
に
横
た
わ

た

あ

勝
負
下
着
を
偶
然
を
装

て
八
幡
に
見
せ
る
の
を
忘
れ
ち

た

そ
れ
を
あ
い
つ
に
見
せ
る
の
か

あ
い
つ
は
ム

ツ
リ
だ
か
ら

多
分
い
ち
こ
ろ
だ
な

そ
う
だ
と
い
い
な

 
純
子
も
い
た

そ
れ
は
中
々
難
し
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が

 
愛
は
い
ざ
と
な

た
ら
力
技
で
実
行
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る

今
後
の
八
幡
は
注
意
が
必
要
か

も
し
れ
な
い

そ
れ
じ

あ
私
は

る
ね

で
れ
ま
ん
く
ん

あ
あ

お
や
す
み

愛

よ
い
夢
を

 
愛
は
そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
き

 
で
れ
ま
ん
く
ん
は

そ
ん
な
愛
を
守
る
よ
う
に

そ

と
枕
元
に

を
下
ろ
し
た
の
だ

た



 第１１６３話 未確認の個体

 
第
１
１
６
３
話
 
未
確
認
の
個
体

 
次
の
日
の
朝

愛
の
目
覚
め
は
と
て
も

で
あ

た

う

ん

今
日
も
い
い
天
気

お
は
よ
う
ご
主
人

い
い
夢
は
見
れ
た
か
よ

う
ん

覚
え
て
な
い
け
ど
多
分
い
い
夢
だ

た

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
デ
レ
ま
ん
く
ん
は
そ
う
言
う
と

と
こ
と
こ
と
台
所
へ
と
向
か

た

 
い
つ
も
通
り

愛
の

の
朝
食
を
作
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

愛
は
シ

ワ

を

び
て
く
る
と
い
い

朝
食
は
俺
が
作

て
お
く
か
ら
な

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね

あ
・
な
・
た

そ
の
言
葉
は
俺
の
本
体
の

に
と

て
お
く
ん
だ
な

そ
ん
な
日
が
い
つ
か
来
る
の
か
な

ま
あ
確
か
に
ラ
イ
バ
ル
が
強
す
ぎ
る
か
ら
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
特
に
優
里
奈

ク
ル
ス

詩
乃

香
蓮
の
四
天
王
は
や
ば
い



 第九章 オーディナル・スケール編

明
日
奈
は

そ
れ
に
ソ
レ
イ
ユ
さ
ん

陽
乃
さ
ん
は
や
ば
く
な
い
の

あ
と
雪
乃
と
か

あ
の
二
人
は
仕
事
面
で
ガ

チ
リ
と
食
い
込
ん
で
る
か
ら
な

 
一
生
離
れ
る
事
は
な
い
だ
ろ
う
し

ま
あ
別

だ
な

 
明
日
奈
は
更
に
別
の
意
味
で
別

だ

あ
の
二
人
が
別
れ
る
事
な
ん
て
あ
り
え
な
い

で
れ
ま
ん
く
ん
は
そ
う
い
う
認
識
な
ん
だ
ね

あ
あ

ま
あ
参
考
に
し
て
お
く
れ
よ

ご
主
人

う
ん

分
か

た

と
に
か
く
頑
張
れ

て
事
だ
ね

ち
な
み
に
小
猫
は
ペ

ト

だ

え

と

そ
れ
は
ノ

コ
メ
ン
ト

て
事
で

 
愛
は

一
生
か
わ
い
が

て
も
ら
え
る
な
ら
ペ

ト
も
あ
り
じ

な
い
の
か
な

 
な
ど
と
不
穏
な
事
を
考
え
つ
つ
も

そ
の
ま
ま
全

に
な

て

シ

ワ

ル

ム
へ
と
向

か

た

 
で
れ
ま
ん
く
ん
の
前
で
も
容

な
し
で
あ
る

こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
愛
か
ら
八
幡
本
人
に
対
し

て
の

 
エ
ロ
方
面
で
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
の
ハ

ド
ル
を
下
げ
る
原
因
に
な

て
い
る
の
だ
が
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愛
は
ま
だ
そ
の
事
を
気
付
い
て
い
な
い

さ
て

そ
れ
じ

あ
今
日
も
頑
張

て
く
る
ね

あ
あ

行

て
ら

し

い

 
で
れ
ま
ん
く
ん
に
見
送
ら
れ

今
日
も
レ

ス
ン
ル

ム
に
向
か

た
愛
だ

た
が

 
時
間
に
な

て
も
何
故
か
誰
も
や

て
こ
な
い

あ

あ
れ

 
さ
す
が
に
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思
い

ス
マ
ホ
の
ス
ケ
ジ

ル

を
確
認
し
た
愛
は

 
そ
こ
が
空
白
に
な

て
い
る
事
に
気
付
き

か
な
り

て
た

あ

あ
れ

今
日

て
休
み
だ

た
ん
だ

 
テ
ン
シ

ン
が
上
が
り
過
ぎ
て

そ
ん
な
大
事
な
事
を
忘
れ
て
い
た
う

か
り
さ
ん
な
愛
は

 
今
日
の
予
定
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
み
に
悩
ん
だ
末
に

日
純
子
と
し
た
約
束
を
思
い
出
し
た

そ
う
だ

そ
れ
じ

あ
純
子
と
一

に

い
物
に
行
こ
う

 
そ
う
思
い
立

て
す
ぐ
に

愛
は
純
子
の
部
屋
へ
と
向
か

た

 
幸
い
純
子
は
特
に
予
定
も
な
い
よ
う
で

ま
だ
部
屋
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た

愛
さ
ん

ど
う
し
た
ん
で
す
か
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え

と
ね

ち

と
恥
ず
か
し
い
ん
だ
け
ど

私

今
日
が
休
み
だ

て
事
を
忘
れ
て
て

 
レ

ス
ン
ル

ム
に
行

ち

た
ん
だ

で

誰
も
来
な
い
か
ら
そ
の
事
に
気
付
い
て

 
特
に
予
定
も
無
い
か
ら
せ

か
く
だ
し
純
子
と
一

に

い
物
に
行
け
た
ら
な

て
思

て

あ

日
の

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

そ
れ
じ

あ
直
ぐ
に
準
備
し
ま
す
ね

そ
れ
じ

あ
私
も
部
屋
で
準
備
し
て
く
る
ね

 
こ
う
し
て
二
人
は

い
物
に
行
く
事
に
な
り
三
十
分
後
に
合
流
し
て
そ
の
ま
ま
街
へ
と
く
り

出
し
た

変
装
オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
行
こ

か

は
い

行
き
ま
し

う

 
二
人
は
仲
良
く
歩
き
出
し

い
き
な
り
目
的
の
店
へ
と
向
か

た

う
わ

う
わ
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気
に
入

た
の
が
あ

た
ら

着
し
て
鑑
定
士
さ
ん
に
見
て
も
ら
え
ば

 
そ
れ
が
八
幡
の
好
み
に
合

て
る
か
ど
う
か

教
え
て
も
ら
え
る
か
ら

鑑
定
士
さ
ん

誰
で
す
か

俺
だ

わ
 
純
子
が
そ
う
言

た

間
に
愛
の
バ

グ
か
ら
こ
そ
こ
そ
と
で
れ
ま
ん
く
ん
が

を
現
し
た

わ

で
れ
ま
ん
く
ん

え
へ

連
れ
て
き
ち

た

八
幡
の
好
み
に
つ
い
て
は
俺
に
任
せ
ろ

お
願
い
し
ま
す

 
こ
う
し
て
純
子
も
知
ら
な
い
う
ち
に

八
幡
を
相
手
に
す
る
時
限
定
で

え

ち
な
こ
と
に
つ
い
て
の
ハ

ド
ル
を
下
げ
て
い
く
事
に
な
る

慣
れ
と
は
実
に
怖
い
も

の
ださ

て

そ
れ
じ

あ
選
び
ま
し

か

こ
う
い
う
の
は
初
め
て
だ
か
ら

凄
く
楽
し
み
で
す
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そ
れ
か
ら
純
子
は
い
く
つ
か
の
下
着
を
選
び

 
最
初
に
で
れ
ま
ん
く
ん
に
見
せ
た
下
着
の
点

は
五
十
点
で
あ

た

ご

五
十
点
で
す
か

誤
解
し
な
い
で
く
れ

さ
す
が
の
俺
で
も
絶
対
的
な
点

を
付
け
る
の
は
難
し
い
ん
だ

 
な
の
で
最
初
に
見
せ
て
も
ら

た
そ
の
下
着
の
点

を
五
十
点
と
し
て

 
そ
こ
か
ら
他
の
下
着
の
点

を
上
下
さ
せ
る
事
に
す
る

 
も
し
他
の
下
着
が
全
部
五
十
点
以
下
だ

た
ら
今
付
け
て
い
る
そ
れ
が
実
質

点

て
事

に
な
る

だ

あ

な
る
ほ
ど

さ
す
が
で
れ
ま
ん
く
ん

ふ
ふ
ん

こ
れ
が
一
番
確
実
だ
か
ら
な

そ
れ
じ

あ
次

い
き
ま
す
ね

 
純
子
は
次
々
と
下
着
を

着
し

そ
の
度
に
で
れ
ま
ん
く
ん
が
点

を
付
け
て
い
く

う

ん

三
十
点

あ
ま
り
下
品
に
見
え
る
の
は

あ
い
つ
は
好
き
じ

な
い

あ

そ
う
な
ん
で
す
ね

お

そ
れ
は
六
十
点
だ

あ
い
つ

ロ

ラ
イ
ズ
と
か
結

好
き
だ
ぞ
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色
は
ど
う
で
す
か

似
合

て
い
れ
ば
こ
だ
わ
ら
な
い
は
ず
だ

な
る
ほ
ど

 
こ
の
で
れ
ま
ん
く
ん
の
知
識
は

何
か
あ
る
度
に
わ
ざ
と
八
幡
に
下
着

を
見
せ
て
き
た

 
陽
乃
の
努
力
の
結

で
あ
り
八
幡
が
ど
ん
な
反
応
を
し
た
か
レ
ポ

ト
ま
で
作
成
さ
れ
て

い
る
く
ら
い

 
本
人
の
好
み
を
正
確
に
反
映
し
た
デ

タ
を
元
に
し
て
い
る

よ
し

こ
れ
で
す
ね

こ
れ
だ
ね

こ
れ
だ
な

 
三
人
は

行

誤
の
上

八
十
五
点
と
い
う
高
得
点
を

き
出
し
た
下
着
を
選
び
出
し
た

こ
れ
に
決
め
ま
し
た

お
願
い
し
ま
す

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

を
紅
潮
さ
せ
な
が
ら
そ
う
言
う
純
子
を

店
員
さ
ん
は
と
て
も
微
笑
ま
し
く
感
じ
て
い
た

 
つ
い
で
に
愛
も

八
幡
が
好
き
そ
う
な
普

使
い
の

の
下
着
を

入
し
た
が
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も
し
店
員
さ
ん
が
二
人
の
好
き
な
人
が
同
一
人
物
だ
と
知

た
ら
ど
ん
な
反
応
を

す
だ
ろ

う
か

 
で
れ
ま
ん
く
ん
は
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ

二
人
が

い
物
を
終
え
る
の
を
バ

グ
の
中
で

待

て
い
た

 
と
そ
の
時
で
れ
ま
ん
く
ん
は
近
く
に
同
種
の
気
配
を
感
じ
思
わ
ず
バ

グ
か
ら
身
を
乗

り
出
そ
う
と
し
た

お

と

と

こ
こ
じ

や
ば
い
な

今
の
は

な
気
配
だ
な

あ
の
女

か

 
一
方
そ
の
女

く
る
す
ち

ん
も
小
春
の
バ

グ
の
中
で
で
れ
ま
ん
く
ん
の
気
配
を
感

じ
て
い
た

 

ぬ
い
ぐ
る
み
同
士
が
近
く
に
あ
る
と

発
す
る

の
様
子
か
ら
す
ぐ
に
分
か
る
の
で
あ

る
こ
れ
は

多
分
二

機
ね

小
春
さ
ん

小
春
さ
ん

あ
ら

ど
う
し
た
の

そ
の
店

そ
の
中
に
で
れ
ま
ん
く
ん
が
い
る

多
分
二

機

で
れ
ま
ん
く
ん
二

機
の
持
ち
主

て
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確
か
ア
イ
ド
ル
の
水
野
愛
ち

ん

ウ
ズ
メ
ち

ん

だ

け

う
ん
そ
う

入

て

入

て

ま
あ
別
に
い
い
け
ど

 
小
春
は
店
に
入
ろ
う
と
し
た
が

そ
の
時
丁
度

愛
と
純
子
が
店
か
ら
出
て
き
た

 
驚
い
た
小
春
は
思
わ
ず
声
を
上
げ
て
し
ま
う

あ

は
い

あ

あ
の

ウ
ズ
メ
ち

ん

だ
よ
ね

あ
と
隣
は
ピ

ア
ち

ん

 
二
人
は
し

か
り
変
装
し
て
お
り

え
二
人
の
フ

ン
で
も
一
目
で
見
破
る
の
は
困
難
だ

 
だ
が
こ
の
年
配
の
女
性
は
二
人
の
正
体
を
す
ぐ
に

破
し
て
き
た

 
当
然
二
人
は

し
た
が

そ
ん
な
二
人
に
で
れ
ま
ん
く
ん
が
声
を
か
け
て
き
た

愛

純
子

心
配
な
い

身
内
だ

あ

そ
う
な
の

そ
う
そ
う

身
内
身
内

 
そ
う
言

て
会
話
に

り
込
ん
で
き
た
の
は

く
る
す
ち

ん
で
あ
る
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あ女
の
子
の
ぬ
い
ぐ
る
み

そ
れ

て
確
か

持

て
る
の
は
二
人
だ
け

確
か
勇
人
君
と

藍
子
さ
ん
と
木
綿
季
さ
ん
だ
け
で
す
よ
ね

て
事
は

も
し
か
し
て

プ
リ
ン
さ
ん

そ
う
そ
う

私

プ
リ
ン
だ
よ

う
わ

偶
然
で
す
ね

く
る
す
ち

ん
が
で
れ
ま
ん
く
ん
に
気
付
い
て
ね

あ

そ
う
な
ん
で
す
ね

二
人
と
も

こ
こ
は
目
立
つ
か
ら
ち

と
移
動
し
よ
う

 
そ
の
時
で
れ
ま
ん
く
ん
が

そ
う
提
案
し
て
き
た

あ

そ
う
だ
ね

こ
の

り
だ
と

あ

そ
れ
な
ら
近
く
に
個
室
の
あ
る

茶
店
が
あ
る
わ

そ
こ
に
行
き
ま
し

う

は
い
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三
人
は
そ
の
ま
ま
少
し
歩
き

と
あ
る

茶
店
へ
と
入

た

二
人
は
今
日
は

い
物

あ

は
い

純
子
が
八
幡
に
見
せ
る

の
勝
負
下
着
を

い
た
い

て
言
う
か
ら

あ

愛
さ
ん

い
き
な
り
何
を
言

て
る
ん
で
す
か

見
せ
る
な
ん
て
誰
も
言

て
ま
せ
ん

か
らあ

は
は
は
は

八
幡
君
は
幸
せ
者
よ
ね

小
春
さ
ん
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

私
は
ち

と

新
し
い
商
品
の
仕
入
れ
の
関
係
で
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

お
店
は
本
物
の
ク
ル
ス
ち

ん
に
お
願
い
し
て
き
た
の

半
日
だ
け
バ
イ
ト

て
事
で
ね

本
物
の
ク
ル
ス
さ
ん

会

て
み
た
い

ク
ル
ス
さ
ん

て
美
人
で
す
よ
ね

ま
し
い

 
二
人
は
当
然
ク
ル
ス
の
素
顔
も
知

て
い
た

 
小
春
の
顔
を
知

て
い
た
の
も

身
内
だ
け
に
そ
の
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

あ
ら

二
人
だ

て
美
人
じ

な
い

な
ん
た

て
ア
イ
ド
ル
な
ん
だ
か
ら
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小
春
は
そ
う
言

て
こ
ろ
こ
ろ
と
笑

た

良
か

た
ら
ち

と
う
ち
に
来
る

い
い
ん
で
す
か

え
え

ク
ル
ス
ち

ん
も
喜
ぶ
と
思
う
し
ね

ま
あ
勇
人
は
学
校
で
今
日
は
い
な
い
け
ど

私
達
も
特
に
予
定
は
無
い
ん
で
是
非

そ
れ
じ

あ
飲
み
終
わ

た
ら
行
き
ま
し

う
か

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
う
し
て
二
人
の
日
高
商
店
へ
の
訪
問
が
決
ま

た
が

 
そ
の
道
中
で
で
れ
ま
ん
く
ん
と
く
る
す
ち

ん
が
い
き
な
り
そ
れ
ぞ
れ
の
バ

グ
か
ら
顔
を

出
し
た

えく
る
す
ち

ん

お
い
ご
主
人

ち

と
ス
ト

プ
だ

小
春
さ
ん

何
か
知
ら
な
い
気
配
が
す
る
の
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知
ら
な
い
気
配

多
分

ぬ
い
ぐ
る
み
だ
と
思
う
が

こ
の
近
く
に
仲
間
は
い
な
い
は
ず
な
ん
だ

未
確
認
の
個
体

て
事
に
な
る
ん
だ
け
ど
ソ
レ
イ
ユ
関
係
以
外
で
そ
ん
な
も
の
存
在
し
な

い
は
ず
な
の

そ
う
な
の

ど
こ
か
し
ら

お
い
女

多
分

の
方
じ

な
い
か

だ
ね

二

愛

走
れ

う

う
ん

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
走
り
出
し
信

を
頼
り
に
横

方
面
行
き
の

の
ホ

ム
ま
で
移
動
し
た

あ
そ
こ
だ

 
そ
し
て
で
れ
ま
ん
く
ん
が
そ
の
人
物
を
指
差
し
た

そ
れ
は
ノ

チ
ラ
ス
こ
と
後

二
だ

た
が

 
こ
の

置
か
ら
は
顔
は
見
え
ず
た
だ
そ
の
バ

グ
か
ら

こ
り
と
ぬ
い
ぐ
る
み
が
顔
を

出
す
の
が
見
え
た
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あ
れ
は

見
た
事
な
い
ね

何
者
だ

追
い
か
け
る

ご
主
人
が
い
い
な
ら

私
は
問
題
な
い
よ

行
こ
う

え
え

行
き
ま
し

う

だ
ね

 
だ
が
無
情
に
も

二
が
乗
り
込
ん
だ

間
に
そ
の

の
扉
が

ま

た

く間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね

こ
れ
以
上
の
追
跡
は
無
理
ね

 
三
人
は
そ
れ
以
上

二
を
追
い
か
け
る
事
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

う
ち
に
行
き
ま
し

う
か

で
す
ね
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は
い

 
そ
の
ま
ま
三
人
は
日
高
商
店
へ
と
向
か

た

 
一
方

二
は

ぬ
い
ぐ
る
み
の
ユ
ナ
と
共
に

那
の
下
へ
と
向
か
う
最
中
で
あ

た

エ
イ
君

エ
イ
君

 
ユ
ナ
は
人
目
を
気
に
し
て
か

二
の
太
も
も
を
ち

ん
ち

ん
と
つ
つ
い
た

 
そ
れ
を
受
け
て

二
が
人
の
い
な
い
方
へ
と
移
動
す
る

 

ユ
ナ

ど
う
し
た

え

と
ね

多
分
今

近
く
に
私
と
同
じ

載
型
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
い
た

そ
う
な
の
か

う
ん

こ
の

に
は
乗

て
な
い
か
ら
多
分

で
す
れ
違

た
ん
だ
と
思
う

そ
う
か

 
今
存
在
す
る

載
型
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
言
え
ば

確
実
に
八
幡
関
係
の
も
の
で
あ
る

 

二
は
今
後
は
も

と

し
よ
う
と
思
い

 
重
村
教

に
依
頼
し
て

ユ
ナ
の
セ
ン
サ

機
能
を
強
化
し
て
も
ら
う
事
に
し
た

 

 
そ
れ
以
降

二
と
ユ
ナ
が

他
の

ぬ
い
ぐ
る
み
に
接
近
さ
れ
る
事
は
無
く
な

た
の
で
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あ
る



 第１１６４話 サプライズ発表会

 
第
１
１
６
４
話
 
サ
プ
ラ
イ
ズ
発
表
会

 
小
春
と
愛
そ
れ
に
純
子
は
日
高
商
店
の
裏
口
か
ら
中
に
入
り
店

の
方
へ
と
顔
を
出
し

た
ク
ル
ス
ち

ん

た
だ
い
ま

ク
ル
ス

た
だ
い
ま

あ

小
春
さ
ん

そ
れ
に
く
る
く
る
も
お
帰
り
な
さ
い

 
さ
す
が
に
同
じ
名
前
だ
と
区
別
が
付
け

ら
い
せ
い
か

 
ク
ル
ス
は
く
る
す
ち

ん
の
事
を
く
る
く
る
と
呼
ん
で
い
た

 
同
時
に
小
春
も
ク
ル
ス
が
い
る
時
限
定
で
く
る
す
ち

ん
の
事
を
く
る
く
る
ち

ん
と
呼
ん

で
い
る

ク
ル
ス
さ
ん

会
い
た
か

た
で
す

あ

あ
の

初
め
ま
し
て

 
続
け
て
愛
が
元
気
よ
く

純
子
が
お

や
か
に
ク
ル
ス
に
声
を
か
け
た

あ

あ
れ

え

と

そ
の
顔
は

ま
さ
か
水
野
愛
ち

ん
と

野
純
子
ち

ん
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は
い

で
す

う
わ

ど
う
し
て
こ
こ
に

実
は
偶
然
街
で
小
春
さ
ん
と
会

て

お

い
の
顔
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど

私
が
見
つ
け
た
ん
だ
よ

そ
れ
と
俺
も
な

あ

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

て

君
は
で
れ
ま
ん
く
ん
の
二

機
か
な

い
つ
も
う
ち
の
兄
貴

い
の
が
世
話
に
な

て
る
な

 
ク
ル
ス
の
家
に
は
で
れ
ま
ん
く
ん
の
一

機
が
あ
る

二

機
は
そ
う
言

て
ペ
コ
リ
と

を
下
げ
た

う
わ

や

ぱ
り
そ

く
り
な
ん
だ
ね

ま
あ
完
全
な
コ
ピ

だ
か
ら
な

 
一
同
は
こ
う
し
て
和
や
か
に
出
会
う
事
が
出
来
た

 
そ
し
て
店
の
様
子
が

え
る

置
で

四
人
は
先
ほ
ど
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
を
始
め
た
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え

未
確
認
の
個
体

あ
あ

間
違
い
な
い

影
し
て
お
い
た
か
ら

後
で
デ

タ
を

す
ね

ク
ル
ス

そ
れ
な
ら
直
接
八
幡
様
の
所
に
送

て

く
る
く
る

う
ん

分
か

た

 
そ
ん
な
ク
ル
ス
を
見
て
リ
ア
ル
で
も
八
幡
に
様
付
け
す
る
ん
だ
と
愛
と
純
子
は
少
し
驚
い

た
よ
し

と
り
あ
え
ず
八
幡
様
に
報
告
だ
け
し
て
お
き
ま
し

う

 
ク
ル
ス
は
そ
う
言

て
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
と

そ
の
ま
ま
八
幡
に
報
告
を
入
れ
た

 
そ
の

い
無
い

は
ま
さ
に
出
来
る
女

そ
の
も
の
で
あ

た

ほは
う

 
二
人
が
そ
ん
な
ク
ル
ス
に
憧
れ
を
持
つ
の
も
当
然
で
あ
ろ
う

は
い

は
い

そ
う
い
う
事
の
よ
う
で
す

え

分
か
り
ま
し
た

確
認
し
ま
す

 
く
る
く
る

二

君

映
像
を
見
た
八
幡
様
が
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そ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は
確
か
に
お
前
達
と
同
じ
よ
う
に
動
い
た
の
か

て
言

て
る

む

そ
う
言
わ
れ
る
と
断
言
出
来
な
い
な

バ

グ
か
ら
顔
を
出
し
た
よ
う
に
見
え
た
け
ど
そ
れ
が
自
力
で
動
い
た
と
は
限
ら
な
い
し

載
型
な
の
は
確
か
だ
ぞ

で
も
そ
れ
が
自

式
と
は
限
ら
な
い
か
も

今
時

が

ん
で
あ
る
製
品
な
ん
か
い

ぱ
い

あ
る
し

 
ど
う
や
ら
で
れ
ま
ん
く
ん
も
く
る
す
ち

ん
も
そ
の

り
は
自
信
が
無
い
ら
し
い

と
い
う
事
ら
し
い
で
す

は
い

は
い

分
か
り
ま
し
た

お
願
い
し
ま
す

 
ク
ル
ス
は
八
幡
と
の
通
話
を
終
え

一
同
に
向
き
直

た

八
幡
様
が

一
応
何
か
あ

た
時
の

に

追
跡
だ
け
さ
せ
と
く

て

そ
ん
な
事
出
来
る
の

ダ
ル
君
あ
た
り
が
暇
な
時
に

当
す
る
路
線
の
監

カ
メ
ラ
を
片

か
ら
ハ

キ
ン
グ
さ

せ
る

て

う
わ
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仕
事

が
え
げ
つ
な
さ
そ
う

 
一
応
こ
の
話
は
一

そ
れ
で
終
わ
り
と
な

た

 
た
だ
こ
の
時
か
ら
始
ま

た
ダ
ル
の
努
力
は
決
し
て
無

に
な
る
事
は
な
か

た

で

二
人
は
今
日
は
お
休
み
だ
よ
ね

ど
こ
か
に
出
か
け
て
た
の

 
そ
う
言
わ
れ
た
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

 
ク
ル
ス
が
フ
ラ
ン
シ

シ

の
ス
ケ
ジ

ル
を
知

て
い
た
事
に
驚
い
た
の
だ

え

と

ど
う
し
て
そ
の
事
を

私
は
八
幡
様
の
秘
書
見

い
だ
よ

関
係
し
そ
う
な
団
体
の
事
は
ち

ん
と

し
て
る
よ

で

出
来
る

バ
リ
キ

リ
で
す
ね

 
二
人
に
賞

さ
れ
た
ク
ル
ス
は
少
し

を

め
な
が
ら
は
に
か
ん
だ

そ
の
笑
顔
が
ま
た
と
て

も

力
的
で

 
二
人
は

め
て

胸
囲
も

め
て
ク
ル
ス
が
ど
れ
だ
け

な
の
か
思
い
知

た
の
だ

た

今
日
は
ち

と
二
人
で
下
着
を

い
に

そ
う
な
ん
だ

ど
ん
な
の
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え

と

そ
れ
は

 
言
い

む
二
人
を
見
て

ク
ル
ス
は
ピ
ン
と
き
た

あ

八
幡
様
に
見
せ
る

の
勝
負
下
着
だ

わ

私
は
違
う
か
ら

私

は

ああ

愛
さ
ん

 
ク
ル
ス
は
そ
れ
で

純
子
だ
け
が
勝
負
下
着
を

入
し
た
の
だ
と

し
た

純
子
ち

ん

ど
ん
な
の

あ

え

と

ど

ど
う
ぞ

 
純
子
は
お
ず
お
ず
と

入
し
た
下
着
を
ク
ル
ス
に
見
せ
た

う
わ

こ
れ

て
八
幡
様
の
好
み
に
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
じ

な
い

え

私
に
も
見
せ
て

あ

は

は
い
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そ
こ
に
小
春
も
参
戦
し
二
人
は
未
使
用
と
は
い
え
純
子
の
下
着
を
前
に
う

む
と

た

 
純
子
に
と

て
は
と
ん
だ
羞
恥
プ
レ
イ
で
あ
る

な
る
ほ
ど

参
考
に
な
る
わ

ね

こ
れ

て
ど
う
や

て
選
ん
だ
の

え

と

ち

こ

と
ズ
ル
を
し
ち

い
ま
し
た

ズ
ル

俺
が
点

を
付
け
た
ん
だ

 
ま
あ
最
初
か
ら
俺
が
選
ん
で
も
良
か

た
ん
だ
が
そ
れ
じ

あ
二
人
が
楽
し
く
な
い
だ
ろ

え

二

君
が

え

て
何
だ
よ

俺
が
本
体
の
好
み
を
知
ら
な
い

が
な
い
だ
ろ

そ
の
手
が
あ

た
か

 
ど
う
や
ら
ク
ル
ス
は
今
指
摘
さ
れ
て

初
め
て
そ
の
事
に
気
付
い
た
ら
し
い

く

こ
れ
が
若
さ
か

い
え
い
え
そ
も
そ
も
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
れ
た
の
は
で
れ
ま
ん
く
ん
か
ら
で
す
か
ら
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う
ち
の
一

は

そ
ん
な
事
言

て
く
れ
た
事
な
い
よ

と
い
う
か

そ
う
い
う
話
を
し
た
事
が
無
い
か
ら
で
は

あ

か
も

 
ク
ル
ス
は
基
本

何
で
も
一
人
で
出
来
る
子
な

 
当
然
下
着
を

う
の
に
で
れ
ま
ん
く
ん
に
意
見
を
求
め
た
り
店
に
連
れ
て
い

た
り
は
し
な

い
の
で
あ
る

よ

し
私
も
今
度
相
談
し
て
み
よ

と

あ
り
が
と
ね
二
人
と
も
凄
く
い
い
話
が

け
た

よ
あ

は
い

ま

々
ク
ル
ス
さ
ん
の
戦
闘
力
が
高
く

 
二
人
は
若

後
悔
し
た
が

後
の
祭
り
で
あ
る

こ
の
日
以
降

ク
ル
ス
に
加
え
て
詩
乃
が

 
普

着
も

め
て

に
八
幡
の
好
み
に
合

た
服
を
着
る
よ
う
に
な
り

 
他
の
女
性

が
首
を

げ
る
事
と
な

た

  
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
四
人
で
話
し
た
後

愛
が
八
幡
と
約
束
し
た
時
間
が
近
付
い
て
き
た
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二
人
は
日
高
商
店
を

す
る
事
に
し
た

二
人
と
も

ま
た
い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
ね

は
い

ま
た
で
す

今
日
は
お

き

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
ク
ル
ス
は
勇
人
が

て
く
る
ま
で
は
残
る
ら
し
く
小
春
と
一

に
二
人
を
見
送

て
く
れ

た
さ
て

帰
ろ

か

は
い

 
二
人
は
仲
良
く
帰
宅
し

そ
し
て
そ
の
日
の
午
後
八
時
過
ぎ

再
び
ウ
ズ
メ
は

 
歌
姫
関
連
の
ス
キ
ル
を
取
る

に
ハ
チ
マ
ン
と
共
に
十
九
層
の
奥
地
に
い
た

ね

ハ
チ
マ
ン

んあ
の
ね

ど
う
せ
な
ら
私

こ
こ
で
も
歌

て

れ
る
ア
イ
ド
ル
に
な
り
た
い
の

そ
う
か
な
ら
今
日
は
そ
こ
か
ら
だ
な

よ
し
持
ち
歌
の

り
付
け
を
し
な
が
ら
俺
に
攻
撃

し
て
み
ろ
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と
に
か
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
な

感
覚
と
し
て
は

の
よ
う
に
舞
い

の
よ
う
に

す
感
じ
で

う

う
ん

 
ウ
ズ
メ
は
自
信
無
さ
げ
に
そ
う
言
い

そ
ん
な
ウ
ズ
メ
の
背
中
を
ハ
チ
マ
ン
が

パ
ン

と

叩
い
た

下
手
で
も
元
気
い

ぱ
い
に
動
け
ば
そ
れ
で
い
い

て
る
つ
も
り
で
武
器
を

れ

 
な

に

ち

と
く
ら
い
ミ
ス

て
も
俺
は
死
ん
だ
り
し
な
い
か
ら
安
心
し
ろ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
最
初
は

り
だ
け
で
や

て
み
る

お
う

ゆ

く
り
で
い
い
か
ら
な

ゆ

く
り
で

 
ウ
ズ
メ
は
最
初

も
う
完
全
に
体
に
動
き
が

み
付
い
て
い
る

 
フ
ラ
ン
シ

シ

の
歌
の

り
付
け
か
ら
入
ろ
う
と
思
い

 

剣
を
持

た
ま
ま

あ

つ
く
な

れ

を

り
始
め

 
時
々
い
け
る
と
思

た
時
に
ハ
チ
マ
ン
目

け
て

剣
を

る

た

 
ウ
ズ
メ
は
無
理
な
体
勢
か
ら
攻
撃
す
る
事
が
多
か

た
が
そ
れ
が
逆
に
ハ
チ
マ
ン
の
虚
を
突

く

に
な
り

 
ハ
チ
マ
ン
の
体
に
攻
撃
が

き
そ
う
に
な
る
事
も
多
か

た
が
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ハ
チ
マ
ン
は
カ
ウ
ン
タ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
そ
の
攻
撃
を
全
部
防
い
で

し
ま
う

く

か
わ
い
く
な
い

俺
が
か
わ
い
か

た
ら
気
持
ち
悪
い
だ
ろ
う
が

じ

あ
言
い
換
え
る
わ

か
わ
い
げ
が
な
い

そ
ん
な
の
生
ま
れ
た
時
か
ら
だ

て
の

絶
対
に
一
回
く
ら
い
体
に
当
て
て
や
る
ん
だ
か
ら

い
や

お
前
そ
れ

主
旨
が
違

て
き
ち

う
か
ら
な

 
だ
が
こ
の
作
戦
は
結
局
上
手
く
い
か
な
か

た

 
所

り
付
け
は

り
付
け
で
あ
り
攻
撃
に
は
ま

た
く
向
い
て
い
な
か

た
か
ら
で
あ
る

す
ま
ん
こ
れ
は
方
向
性
が
間
違

て
た
な

次
は
も

と

に
何
も
考
え
ず
に
打
ち

合

て
み
る
か

ね

ハ
チ
マ
ン

こ
れ

て
普
通
に

る
の
じ

目
な
の

ど
う
だ
ろ
う
で
も
そ
れ
で
い
い
な
ら
も
う
と

く
に
舞

ス
キ
ル
が
手
に
入

て
そ
う
じ

な
い
か
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ホ

リ

さ
ん
は
何
て

ノ
リ
で
一
気
に
仕
上
げ
た
ら
し
く
て
な

覚
え
て
い
な
い
そ
う
だ

そ

か

 
い
く
ら
茅
場

と
い
え
ど
も

自
身
へ
の
ス
キ

ン
を
実
行
し
た

で

 
完
全
に
記
憶
か
ら
飛
ん
で
し
ま

て
い
る
事

ま
で
は
コ
ピ

出
来
な
か

た
よ
う
だ

ち
な
み
に
ユ
ナ
の
時
は

攻
撃
の
時
は

の
よ
う
に
舞
い

の
よ
う
に

せ

 

て
言

た
ら
舞

の
ス
キ
ル
が
生
え
た
わ

ふ

ん
そ
れ
じ

あ
今
度
は
ア

プ
テ
ン
ポ
な
曲
に
合
わ
せ
て
そ
ん
な
感
じ
で
攻
撃
し
て

み
るあ

あ

そ
れ
が
い
い

 
だ
が
い
き
な
り
上
手
く
い
く
は
ず
も
な
く

結
局
二
人
は
こ
の
日
は

収
す
る
事
に
し

 
そ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と

た

 
だ
が
こ
の
日
は
何
故
か
多
く
の
メ
ン
バ

達
が
集
ま

て
お
り
二
人
は
何
か
あ

た
の
か
と

身

え
た

ウ
ズ
メ
ち

ん

お
帰
り
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た
だ
い
ま

ハ
チ
マ
ン

お
疲
れ

お
う

で

キ
リ
ト

こ
の
集
ま
り
は
何
だ

そ
れ
が
さ

こ
れ
か
ら
カ
ム
ラ
が
何
か
発
表
す
る
ら
し
く
て

 
み
ん
な
こ
こ
で
そ
れ
を
見
よ
う

て
集
ま

て
き
た
ん
だ
よ

噂
に

く

オ

グ
マ

関
連
の
何
か
だ
と
は
思
う
ん
だ
け
ど

へ

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
見
て
み
る
か

 
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て

画
面
の
中
に

カ
ム
ラ
の

が

を
現
し
た

重
村
教

は
い
な
い
の
か

カ
ム
ラ
の
取
締
役
に

任
し
た
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な

だ
ね

さ
て

何
が
出
る
か
な

 
一
同
が

を
飲
ん
で
見
守
る
中

 
い
き
な
り
ご
つ
い
イ
ヤ
ホ
ン
の
よ
う
な
物
が

の
背
後
の
モ
ニ
タ

に
映
し
出
さ
れ
た

あお



 第九章 オーディナル・スケール編

あ
れ

て
オ

グ
マ

イ
メ

ジ
映
像
の
文

が
無
い
な

ま
さ
か
完
成
品
か

こ
れ
は
ひ

と
す
る
と
ひ

と
す
る
ん
じ

な
い
か

 
そ
し
て
発
表
会
が
始
ま

た

今
日
皆
さ
ん
に
お
見
せ
す
る
の
は
こ
ち
ら
日
本
初
の

張
現
実
型
情
報

末
オ

グ
マ

で
すお

お
や

ぱ
り
あ
れ
が
オ

グ
マ

な
ん
だ

に

け
る
タ
イ
プ
か

ま
あ
予
想
通
り
ね

と
い
う
か
う
ち
以
外
じ

あ
れ
が
ベ
ス
ト
な

だ
と
思
う
わ

う
ち
以
外

て

も
し
か
し
て
ソ
レ
イ
ユ
で
も
同
じ
よ
う
な
商
品
を
発

す
る
の

 
ウ
ズ
メ
の
そ
の
質
問
に

ハ
チ
マ
ン
は
簡

に
答
え
た

い
ず
れ
な

ま
あ
同
じ
よ
う
で
い
て

全
く
違
う
ん
だ
が

へ
 
直
後
に
カ
ム
ラ
か
ら

衝
撃
的
な
発
言
が
あ

た
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こ
の
オ

グ
マ

の
発

日
は

三

月
後
を
予
定
し
て
い
ま
す

 
こ
れ
に
は
さ
す
が
の
一
同
も
驚
い
た
よ
う
だ

え
く
な
い
か

も
う
そ
こ
ま
で
完
成
し
て
た
の
か

カ
ム
ラ
も
や
る
も
ん
だ
な

ま
あ
あ
そ
こ
は
う
ち
と
一
部
で
技
術
協
力
し
て
る
し

そ
れ
く
ら
い
は
な

ハ
チ
マ
ン
は
驚
か
な
い
の
か

い
や

十
分
驚
い
て
る

て

 
こ
う
し
て
こ
の
日
カ
ム
ラ
か
ら
オ

グ
マ

が
三

月
後
に
発

さ
れ
る
事
が
い
き
な
り

発
表
さ
れ
た
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第
１
１
６
５
話
 
発
表
会
の
そ
の
裏
で

 
カ
ム
ラ
の
記
者
会
見
の
様
子
を
確
認
し
た
後

愛
と
次
の
約
束
を
交
わ
し

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

そ
の
足
で
真

直
ぐ
社
⻑
室
へ
と
向
か

た

姉
さ
ん

話
は

い
た
か

も
し
か
し
て
オ

グ
マ

の
事

あ
あ

三

月
後
な
ん
て

ま
さ
か
だ

た
よ
な

ま
あ
で
も
業
界
全
体
に
と

て
は
い
い
事
な
ん
じ

な
い

う
ち
的
に

念
が
あ
る
と
す
れ
ば

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ユ

ザ

が

る
事
く
ら
い
か

そ
う
ね
で
も
影

は
ほ
と
ん
ど
無
い
わ

別
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
う
ち
の
大
黒

て

じ

な
い

も
の

 
陽
乃
の
言
葉
通
り

今
や
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
大
企
業
と
な

た
ソ
レ
イ
ユ
に
と

て
は

 
確
か
に
そ
こ
ま
で
影

が
出
る

で
は
な
い

想
定
よ
り

分

か

た
か
ら

少
し
驚
い
た
の
は
確
か
だ
け
ど
ね

だ
な

誰
か
い
い
プ
ロ
グ
ラ
マ

で
も
入

た
の
か
な



 第１１６５話 発表会のその裏で

か
も
し
れ
な
い
わ
ね

で
も
重
村
教

が
会
見
に
い
な
か

た
の
は
気
に
な

た
な

開
発
で
忙
し
い
ん
で
し

あ
あ
い
う
の
は
教

の
役
目
じ

な
い
だ
ろ
う
し

か
な

 
実

問
題
今
の
徹
大
は

オ

グ
マ

の
開
発
で
と
て
も
忙
し
か

た

 
だ
が
開
発
速
度
が
加
速
し
た
の
に
は
別
の
理
由
が
あ
る

 
一
番
大
き
か

た
の
は

重
村
ゼ
ミ
の
学
生
の
う
ち

優

な
者
が
開
発
に
関
わ
る
よ
う
に

な

た
事
だ
ろ
う

 
そ
の
中
の
一
人
に
比
嘉
健
が
い
た

健
は
ま
も
な
く
卒
業
な
の
だ
が

そ
れ
ま
で
の
間

 
バ
イ
ト
感
覚
で
徹
大
の
仕
事
を
手
伝
う
事
に
し
た
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
彼
は

も
ち
ろ
ん

那
関
係
の
事
に
は
関
わ

て
い
な
い

 
そ
れ
に

し
て
最
近
ア
ス
タ
ル
ト
が
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
に
全
く

を
見
せ
な
く
な

て
い
た

の
だ
が

 
元
々
影
が
薄
い
事
も
あ

て

仲
間
達
に
は
ス
ル

さ
れ
て
い
る
の
が
現

で
あ
る

開
発
力
が
上
が

た
理
由
を
知
り
た
い
気
も
す
る
け
ど
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技
術
協
力
し
て
い
る
と
は
い
え

こ
の
時
期
に
あ
ま
り
突

込
ん
だ
事
を

く
の
も
な

カ
ム
ラ
は
う
ち
の
パ

ト
ナ

で
も
あ
り

ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
も
の
ね

ま
あ
う
ち
は
う
ち
の
ペ

ス
で
や
る
だ
け
だ
か
ら
別
に
気
に
し
な
く
て
も
い
い
か

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
機
能
は
絶
対
に
真
似
出
来
な
い
だ
ろ
う
し

 
う
ち
の
製
品
と

合
す
る
に
し
て
も

そ
れ
は
し
ば
ら
く
先
だ
ろ
う
し
な

あ

で
も
確
か

対
応
の
ゲ

ム
は
出
す
の
よ
ね

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
デ

タ
を
う
ち
か
ら

て
い

た
ん
だ
し

張
現
実
の
ゲ

ム
か

広
い
場
所
じ

な
い
と
怪
我
し
た
り
し
そ
う
だ
よ
な

ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
お
手

み
拝
見
と
い

た
と
こ
ろ
ね

と
い
う
か
そ
の
ゲ

ム
を
や

て
る

を
他
の
ギ

ラ
リ

に
見
ら
れ
る
の
は
ち

と
恥

ず
か
し
い
気
が

あ
は
は
は
は

本
当
に
ね

 
二
人
の
オ

グ
マ

の
話
題
は
そ
こ
で
終
わ
り

話
は
ノ
リ
と
シ
ウ
ネ

の
話
へ
と
移

た

と
こ
ろ
で
八
幡
君

美
乃
里
ち

ん
と

ち

ん
の
受
け
入
れ
準
備
が
整

た
わ
よ

お
お

さ
す
が
に
仕
事
が

い
な



 第１１６５話 発表会のその裏で

そ
り

ま
あ

前
か
ら
準
備
し
て
た
も
の

 
陽
乃
は
そ
う
言

て

ろ

と

を
出
し
た

い
つ
の
間
に

ま
あ
で
も
そ
れ
な
ら
良
か

た

 
二
人
の
事
を
気
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

八
幡
は
そ
の
言
葉
に
安

し
た

一
応
確
認
す
る
け
ど
う
ち
が
サ
ポ

ト
し
て
二
人
を

学
部
に
入
れ
る

て
事
で
い
い
の
よ

ね
あ
あ

そ
の
後
は
う
ち
に

職
し
て
も
ら
う
事
に
な
る
け
ど

 
二
人
の
希
望
を
考
え
る
と

ま
あ

者
と
い
う
よ
り
は
研
究
者
の

に
な
る
の
か
な

二
人
の
成

は
ど
う
な
の

問
題
な
い

う
ち
に
は
い
い
家
庭
教
師
が
揃

て
る
か
ら
な

紅
莉
栖
ち

ん
と
か

あ
と
凛
子
さ
ん
や

最
悪

さ
ん
も
い
る
だ
ろ

そ
う
考
え
る
と
と
ん
で
も
な
い
わ
ね

俺
も
そ
ろ
そ
ろ
受
験
の
準
備
を
始
め
な
い
と
な

 
そ
の
後

結
局
カ
ム
ラ
関
係
の
他
の
新
し
い
ネ
タ
は
提

さ
れ
ず
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二
人
は
そ
れ
か
ら
実

的
な
事
を
少
し
話
し
た
だ
け
で
こ
の
日
は
終
わ

た

  
一
方
そ
の
日

重
村
徹
大
は

朝
か
ら
自
宅
で
ユ
ナ
達
と
一

に
過
ご
し
て
い
た

 
ユ
ナ
達
と
い
う
の
は

画
面
の
中
の
ユ
ナ
と
ぬ
い
ぐ
る
み
の
ユ
ナ
で
あ
る

 
徹
大
は
確
か
に
忙
し
く
は
あ

た
の
だ
が
そ
れ
以
上
に
人
前
に
出
る
の
が

わ
し
か

た
の

で 
何
だ
か
ん
だ
理
由
を
つ
け
て

会
見
に
出
な
か

た
だ
け
な
の
で
あ

た

 
そ
ん
な
時
間
が
あ

た
ら
ユ
ナ
と
共
に
過
ご
し
た
い

と
い
う
理
由
も
あ

た
だ
ろ
う

お

さ
ん

歌
と

り
が
結

に
な

て
き
た
の

ち

と
見
て
も
ら

て
い
い

お
お

そ
れ
は
楽
し
み
だ

頼
む
よ
ユ
ナ

う
ん

 
そ
し
て
徹
大
の
前
で

画
面
の
中
の
ユ
ナ
は
見
事
な
歌
と

り
を
披
露
し
て
み
せ
た

 
徹
大
と
ぬ
い
ぐ
る
み
の
ユ
ナ
は

そ
れ
に
対
し
て

し
み
な
い

手
を
送
る

さ

す
が
私

す
ご
い
す
ご
い

本
物
の
ア
イ
ド
ル

い

全
部
私
の
お
か
げ
だ
け
ど
ね

特
に
フ
ラ
ン
シ

シ

の
ラ
イ
ブ
は
凄
く
参
考
に
な

た
よ



 第１１６５話 発表会のその裏で

 
あ
と
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
ウ
ズ
メ
さ
ん
と
ピ

ア
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
か
な

 
ど
ち
ら
も
同
じ
ユ
ナ
で
あ
る

ら
わ
し
い
事
こ
の
上
な
い
が

 
徹
大
は
今
の
生
活
が
と
て
も
充
実
し
て
い
る

そ
ん
な
事
は
全
く
気
に
な
ら
な
い

い
い
じ

な
い
か
ユ
ナ

も
う
ど
こ
に
出
し
て
も
問
題
な
い

立

な
ア
イ
ド
ル
だ
な

え
へ
へ

そ
れ
ほ
ど
で
も

 
画
面
の
中
の
ユ
ナ
は

れ
た
表
情
で
は
に
か
ん
だ

 
そ
の
表
情
の
豊
か
さ
を
見
て
徹
大
は

そ
の

・仕
・上
・が
・り

に
と
て
も
満
足
し
て
い
た

 
こ
の
ま
ま
の
ペ

ス
で

・教
・育

を
続
け
て
い
け
ば

那
は
必
ず
復
活
す
る

 
徹
大
は
そ
う
確
信
し
つ
つ

今
日
行
う
予
定
の
別
の
実
験
に
つ
い
て
考
え
始
め
た

こ
れ
な
ら
次
の
実
験
は

今
日
限
り
と
い
う
事
に
し
て
も
問
題
な
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
特
に
問
題
な
い
と
思
う
が
や
は
り
リ
ス
ク
も
あ
る
事
だ
し
無
理
に
進
め
る
の
も
な

 
次
の
実
験
と
い
う
の
は

今
後
の
カ
ム
ラ
の
ゲ

ム
作
り
の
参
考
に
す
る
と
い
う
名
目
で

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

を
何
人
か
バ
イ
ト
で

い
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
感
じ
た
事
を
話
し
て
も
ら
う

事
で
あ

た

 
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

そ
の
過

で
徹
大
は
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独
自
に
開
発
し
た
機

を
使

て
被
験
者
達
の

を
簡
易
に
ス
キ

ン
し

 
可
能
な
ら
そ
れ
を
映
像
と
し
て
出
力
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ

た

 
も
ち
ろ
ん
ス
キ

ン
と
い

て
も

の
発
す
る
パ
ル
ス
を

う

度
の
も
の
で
あ
り

 
自
分
を
実
験
台
に
す
る
事
で
安
全
性
は
し

か
り
確
認
し
て
あ
る

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
名
目

で
あ
り

 
徹
大
的
に
は
少
し
で
も
ユ
ナ
に
関
す
る
記
憶
を

え
れ
ば
い
い
な
と
い
う
思
惑
が
あ

た

 
だ
が
こ
の
時
点
で
は

あ
く
ま
で
参
考

度
だ
と
思

て
お
り

 
同
様
に
協
力
者
の

二
も
ハ
チ
マ
ン
や
ア
ス
ナ
を
最
終
タ

ゲ

ト
だ
と
思

て
い
た
が

 
こ
の
時
点
で
は
あ
く
ま
で
安
全
性
を
重

し
た
上
で

 
今
回
の
よ
う
に
簡
易
な
ス
キ

ン
を
秘
密
裏
に
行
え
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
た

ま
あ
と
り
あ
え
ず

そ
ろ
そ
ろ
出
社
し
て
準
備
を
し
な
い
と
い
け
な
い
な

 
今
日
の
実
験
を
中
止
に
す
る

に
は
い
か
な
い
し

ま
あ
保
険
は
多
い
方
が
い
い

 
カ
ム
ラ
に
と

て
も
こ
う
い

た

み
重
ね
は
大
き
な

産
に
な
る
だ
ろ
う
し
誰
も

を
す

る
事
は
な
い

 
徹
大
は
そ
う
考
え

今
日
の

イ
ン
タ
ビ

と
い
う
名
目
の
実
験
の



 第１１６５話 発表会のその裏で

 
ユ
ナ
達
に
出
社
す
る
事
を
伝
え

二
人
に
見
送
ら
れ
て
家
を
出
た
の
で
あ

た

 
教

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

え
え

実
り
の
あ
る
話
が

山

け
る
と
い
い
で
す
ね

 
カ
ム
ラ
の
社
内
の
一
室
に
は

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

の
バ
イ
ト
達
が
集
ま

て
い
た

 
こ
れ
は
カ
ム
ラ
社
に
ユ

ザ

録
し
た
者
限
定
で

集
を
か
け
た
も
の
で
一
応
は
公
の

集
で
あ
る

 
内
容
を
説
明
し
た
上
で

あ
く
ま
で
本
人
が
希
望
し
た
場
合
の
み

用
し
て
お
り

 
そ
こ
に
違
法
性
は

片
も
な
い

報

も
か
な
り
良
く
被
験
者
達
も
満
足
し
て
く
れ
る
は
ず

だ
そ
れ
で
は

番
に
お
呼
び
し
ま
す
の
で

名
前
を
呼
ば
れ
た
方
か
ら
ブ

ス
の
方
へ
ど
う
ぞ

 
そ
し
て

・イ
・ン
・タ
・ビ
・

・

が
始
ま

た

ブ

ス
に
入

た
被
験
者
は
ま
ず
最
初
に

 
ア
ミ

ス
フ

ア
に
似
た
デ
ザ
イ
ン
の

徹
大
が
自
作
し
た

末
を

に
被
る

 
そ
の

態
で

に

験

役
の
徹
大
が

被
験
者
に
質
問
し
て
い
く

式
で
あ

た

そ
れ
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
風
景
を

に
思
い

か
べ
て
下
さ
い
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あ
あ

自
分
が
一
番
好
き
だ

た
風
景
と
か
で
い
い
で
す
か
ら

 
そ
の

間
に

徹
大
の
目
の
前
の

と

別
室
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ

に

 
明
ら
か
に
現
実
で
は
な
い
景
色
が
映
り

 
徹
大
と

別
室
で
モ
ニ
タ

を
見
て
い
た
カ
ム
ラ
の
重
役
達
は

感

の
声
を
上
げ
た

こ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
風
景
か

重
村
教

は
前
に
⻑
野
で
見
た
の
で
し
た
よ
ね

は
い

あ
の
時
見
た
も
の
と
よ
く
似
て
い
ま
す

 
マ
イ
ク
越
し
に
そ
う
答
え
た
徹
大
は
被
験
者
を
リ
ラ

ク
ス
さ
せ
る
よ
う
に
色
々
な
質
問
を

し
て
い
く

 
そ
の
度
に
画
面
に
は
様
々
な
風
景
が
映
し
出
さ
れ
て
い
く

 
ど
う
や
ら
こ
の
被
験
者
は

街
か
ら
一
度
も
出
な
か

た
プ
レ
イ
ヤ

の
よ
う
だ
が

 
第
一
層
に

て
い
た

で
は
な
い
よ
う
で

様
々
な
街

み
を
目
に
し
て
い
た
よ
う
だ

 
そ
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら

徹
大
は
自
分
が
設
計
し
た
機

の
性
能
に
満
足
し
た

ど
う
や
ら
上
手
く
い

た
な

 
そ
れ
か
ら
質
問
は
次
の

に
移
り

徹
大
は
や
や

張
し
な
が
ら



 第１１６５話 発表会のその裏で

 
自
分
に
と

て
の

心
と
な
る
質
問
を
被
験
者
に

び
せ
た

そ
れ
で
は
次
の

に
映
り
ま
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
特
に
記
憶
に
残

て
い
る
人
物
は
誰
で
す
か

 
そ
う
で
す
ね

え
ば
誰
か
が
街
で
歌
を
歌

て
た
と
か

 
そ
の
質
問
を
受
け

風
景
し
か
映

て
い
な
か

た
モ
ニ
タ

に
変
化
が
現
れ

 
そ
こ
に
様
々
な
人
物
の

が

か
び
上
が

て
き
た
の
で
あ

た
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第
１
１
６
６
話
 
遠
い
日
の
記
憶

 
す
み
ま
せ
ん

仕
事
が
忙
し
く
て
書
い
て
い
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ｏ
ｒ

お
お

こ
れ
は

こ
の
被
験
者
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
ど
う
生
き
て
き
た
の
か
が

間
見
え
ま
す
ね

街
中
が
花
に
包
ま
れ

そ
こ
に
恋
人
達
が
こ
ん
な
に

デ
ス
ゲ

ム
の
中
だ

て
の
に

全
く
人
間

て
の
は
た
く
ま
し
い
で
す
な

 
そ
れ
は
第
四
十
七
層
の
主
街
区

フ
ロ

リ
ア
の
風
景
で
あ

た

 
残
念
な
が
ら
徹
大
が
期
待
し
た
も
の
と
は
違

た
が
そ
う
簡

に
当
た
り
を
引
け
る
も
の
で

も
な
い
だ
ろ
う

こ
れ
は
こ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
彼
氏
か
な

春
で
す
な

 
そ
し
て
画
面
に
大
き
く
映
し
出
さ
れ
る
男
性
プ
レ
イ
ヤ

の
顔
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そ
の
顔
は
笑
顔
に
満
ち
て
お
り

主
観
モ

ド
な

見
え
な
い
が

 
お
そ
ら
く
被
験
者
と
な

た
こ
の
女
性
の
顔
も

同
じ
く
笑
顔
に
満
ち
て
い
る
の
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
も
こ
ん
な
場
所
が
あ

た
ん
で
す
な

こ
れ
が
デ
ス
ゲ

ム
の
中
だ
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
な

 
そ
の
中
に

実
は
キ
リ
ト
と
シ
リ
カ
の

が
あ

た
が

 
徹
大
は
そ
れ
に
気
付
か
な
か

た

と
い
う
か
そ
の
顔
を
知
ら
な
か

た

 
そ
し
て
少
し
後
に
ロ
ザ
リ
ア
達
が
そ
の
場
を
通
過
し
た
の
だ
が
当
然
そ
の
事
に
も
気
付
か

な
い

 
ど
う
や
ら
こ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

街
の
雰
囲
気
に
そ
ぐ
わ
ぬ
そ
の
一
団
の
事
が
強
く

象
に

残

て
い
た
よ
う
で

 
ハ

キ
リ
言
う
と
キ
リ
ト
と
シ
リ
カ
の
顔
は
若

ボ
ケ
て
い
た
が

 
ロ
ザ
リ
ア
達
の
顔
は
画
面
に
ハ

キ
リ
と
映
し
だ
さ
れ
て
い
た

 
そ
し
て
場
面
が
変
わ
り
次
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
第
一
層
は
じ
ま
り
の
街
の
風
景
で
あ
る

 
こ
の
日
は
朝
か
ら
攻
略
組
が
新
た
な

層
に
挑
ん
だ
事
が
告
知
さ
れ
て
お
り
街
は
若

ざ
わ

つ
い
て
い
た
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そ
し
て
少
し
し
て

街
全
体
に
鐘
の
音
が
鳴
り

く

ゲ

ム
は
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た

次

ロ
グ
ア
ウ
ト
処
理
が
実
行
さ
れ
ま
す

 
そ
れ
に
対
す
る
反
応
は
戸
惑
い
で
あ

た

今
の
最
前
線
が
七
十
五
層
で
あ
る
事
は
皆
知

て

お
り

 
今
日
こ
の
日
に
い
き
な
り
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
る
可
能
性
を
考
え
て
い
た
者
な
ど
皆
無
だ
か

ら
だそ

そ
ん
な

 
突
然
そ
う
叫
び

被
験
者
は
ど
こ
か
に
向
け
て
走
り
出
し
た

 
そ
し
て
画
面
の
奥
か
ら
同
じ
よ
う
に
こ
ち
ら
に
走

て
く
る
者
が
い
た

 
そ
れ
は
先
ほ
ど
フ
ロ

リ
ア
で
被
験
者
と
一

に
微
笑
ん
で
い
た

あ
の
男
性
で
あ

た

 
二
人
は
お

い
手
を

ば
し

そ
の
手
が
触
れ
る
か
触
れ
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
で

 
被
験
者
の

界
は
ブ
ラ

ク
ア
ウ
ト
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
の
だ

 
そ
こ
で
記
憶
の
再
生
は
終
わ

た
が

徹
大
は
予
想
外
の
展
開
に
何
も
言
え
ず
に
い
た

 
そ
ん
な
徹
大
に

被
験
者
の
女
性
が
声
を
か
け
て
き
た
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あ
の

何
が
見
え
ま
し
た
か

え

え
え

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
の
日
の
あ
な
た
の
行
動
が

そ
う

で
す
か

や

ぱ
り
私

ま
だ
あ
の
人
の
事
を
引
き
ず

て
い
る
ん
で
す
ね

 
徹
大
は
そ
ん
な
彼
女
に
何
も
言
う
事
が
出
来
な
か

た

 
そ
し
て
彼
女
は
徹
大
に

を
下
げ

部
屋
か
ら
出
て
い

た

ふ
う

 
徹
大
は

お
そ
ら
く
恋
人
と
再
会
出
来
て
い
な
い
で
あ
ろ
う

 
彼
女
の
気
持
ち
を
考
え
て
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
が
し
た

 
同
時
に

況
は
違
う
が

二
人
の

を
自
分
と

那
に
重
ね
て
も
い
た

 
だ
が
感

に
ひ
た

て
い
る
暇
は
な
く
オ
ペ
レ

タ

が
モ
ニ
タ

越
し
に
徹
大
に
声
を
か

け
て
く
る

重
村
教

次

入
り
ま
す

あ

あ
あ

頼
む

 
次
に
入

て
き
た
の
は
ま
だ
中
学
生
く
ら
い
の
少
年
で
あ

た

徹
大
は
そ
の
若
さ
に
驚
き
つ



 第九章 オーディナル・スケール編

つ
も

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は

奨
年
齢
に
全
く
達
し
て
い
な
い
子

も
多

い
た
ら
し
い
と
い
う
話
を
思
い
出

し
たそ

れ
じ

あ
始
め
ま
し

う
か

は

は
い

 
少
年
は
ぎ
こ
ち
な
い
態
度
で
そ
う
答
え

そ
し
て
記
憶
の
再
生
が
始
ま

た

こ
れ
は

教
会

 
少
年
は

教
会
の
シ
ス
タ

ら
し
き
服
装
の
女
性
と

 
同
世
代
の
子

達
と
共
に
ど
こ
か
に
出
か
け
る
と
こ
ろ
だ

た

そ
の
子

達
の
顔
は

み
気

味
で
あ

た
が

 
そ
の
シ
ス
タ

は
優
し
げ
な
表
情
で
子

達
を
元
気
付
け
よ
う
と
し
て
お
り

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
る
様
子
が
あ
り
あ
り
と
理
解
出
来
た

 
そ
の
時
被
験
者
の
少
年
が
前
方
を
指
差
し
た

サ

シ

先
生

あ
れ

え
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そ
の
先
に
は
何
人
か
の
成
年
男
性
が
居
り
被
験
者
と
同
じ
よ
う
に
こ
ち
ら
を
指
差
し
て
い
る

あ
れ
は
軍
の

 
サ

シ

と
呼
ば
れ
た
シ
ス
タ

は
そ
う

く
と
子

達
の
手
を
引
い
て
教
会
に

ろ
う
と

し
た

 
だ
が
す
ぐ
に
男
性
達
に
囲
ま
れ
て
し
ま
う

あ
な
た
達

一
体
何
の
つ
も
り
で
す
か

分
か

て
る
だ
ろ

俺
達
は
軍
の
者
だ

金
が

え
な
い

て
言
う
な
ら

こ
こ
は
通
せ
な
い

私
達
は
別
に
軍
の
助
け
な
ん
か
必
要
と
し
て
い
ま
せ
ん

 
そ
も
そ
も
あ
な
た
達
は

ど
ん
な

利
が
あ

て

金
な
ん
か
を
集
め
て
い
る
ん
で
す
か

え
な
い

て
ん
な
ら
こ
こ
を
通
さ
な
い
だ
け
だ
か
ら

別
に

わ
な
い
け
ど
な

 
こ
の
や
り
取
り
を

い
た
徹
大
は

 
ど
の
世
界
に
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ク
ズ
は
い
る
ん
だ
な
と

り
を
覚
え
た

こ
う
い
う
の

や

ぱ
り
あ

た
ん
で
す
ね

噂
に
は

い
て
た
け
ど
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目
の
当
た
り
に
す
る
と
結

き
つ
い
な

 
別
室
に
い
る
者
達
か
ら
も

男
達
に
対
す
る

声
が

こ
え
て
く
る

 
こ
う
い

た
者
達
が
い
た
事
は
一
応
報
道
さ
れ
て
は
い
た
が

 
そ
の

は
少
な
く

ほ
と
ん
ど
の
人
の
目
に
入
る
事
は
な
か

た

 
こ
の
場
に
い
る
ほ
と
ん
ど
の
者
に
と

て
は
初
め
て
見
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
闇
の
部
分
で
あ

た

こ
れ

大
丈
夫
な
の
か

あ

お
い

あ
れ

 
別
室
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
た

間
に
徹
大
は
見
た

 
被
験
者
の
少
年
の

界
の

の
奥
か
ら
何
者
か
が
恐
る
べ
き
ス
ピ

ド
で
こ
ち
ら
に
近
付
い

て
く
る
の
を女

性

 
徹
大
が
そ
う

く
の
と
同
時
に

別
室
か
ら
再
び
こ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

あ
れ
は

レ
ク
ト
の
ご
令
嬢
か

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
が
軍
の
男
達
の
前
に

王
立
ち
し
た

そ
の
目
に
は
明
ら
か
に

り
が

か
ん

で
い
る
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そ
う
だ
あ
の
顔

確
か
に
あ
れ
は

那
と
関
係
が
あ

た
と
い
う
結
城
明
日
奈
さ
ん

だ 
同
時
に
徹
大
の
心
が
期
待
に

ら
む

明
日
奈
が
こ
こ
に
い
る
と
い
う
事
は
当
然
そ
の

に

は
あ
あ
ん

何
だ
お
前

女
が
武
器
な
ん
か
持

て
何
の
つ
も
り
だ

お
前
ら
は

て
俺
達
に
守
ら
れ
て
り

い
い

ん
だ
よ

 
も
ち
ろ
ん

金
は

て
も
ら
う
が
な

ひ

は
は
は
は

こ
い
つ
び
び

ち
ま

て
る
の
か

え
て
や
が
る
ぞ

え
て
い
る
の
か

て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
の
か

 
徹
大
は

男
達
の

態
に
思
わ
ず
目
を

た
が

 
そ
ん
な
徹
大
や

別
室
の
ギ

ラ
リ

達
の
気
持
ち
を
代

す
る
か
の
よ
う
に

 
ア
ス
ナ
が
男
達
に
向
け
て
言
い
放

た

そ
の

い
口
を

じ
な
さ
い

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
は
い
き
な
り
リ
ニ
ア

を
放
ち
男
達
は
時
間
差
無
く
同
時
に

き
飛
ば
さ
れ
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た
お
お

 
別
室
か
ら

手
が

こ
え

徹
大
も
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
し
た

そ
れ
に
し
て
も
今
の
動
き

凄
い
な

であ

い
や

そ
の

あ

あ
ん
た
ま
さ
か

噂
の
閃
光
じ

 
さ
す
が
の
男
達
も
圧
倒
的
な
力

の
差
を
理
解
し
た
の
か

び

に
な
り

 
そ
し
て
そ
の
中
の
一
人
が
い
き
な
り
立
ち
上
が

て
逃
げ
出
し
た

 
だ
が
直
後
に
そ
の
男
が
こ
ち
ら
に

き
飛
ば
さ
れ
て
く
る

 
そ
し
て

界
が
変
わ
り
ア
ス
ナ
が
走

て
き
た
通
路
の
奥
か
ら
二
人
の
男
性
が

を
見
せ
た

ハ
チ
マ
ン
君

真
打
ち

場
か

ソ
レ
イ
ユ
の
八
幡
君

何

て
逃
げ
よ
う
と
し
て
ん
だ
お
前

 
俺
の
か
わ
い
い

が
せ

か
く
声
を

け
て
下
さ

て
る
ん
だ
か
ら
少
し
大
人
し
く
し
て
ろ
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あ
な
た
た
ち

私
の
素
敵
な

那
様
の
手
を

わ
せ
る
よ
う
な
事
を
し
て

 
当
然
覚
悟
は
で
き
て
る
ん
で
し

う
ね

レ
ク
ト
の
ご
令
嬢
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
結
婚
し
て
た

て
話
は
本
当
だ

た
の
か

あ
あ

確
か
に
彼

前
に
レ
ク
ト
主

の
パ

テ

に
い
た
わ

結
城
明
日
奈
さ
ん
だ

た
か

彼
女
の
エ
ス
コ

ト
を
し
て
た
よ
な

そ
う
か

リ
ア
ル
で
も
一

に
な
れ
た
の
か

良
か

た

ハ
チ
マ
ン
君

キ
リ
ト
君

ア
ス
ナ
さ
ん

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
三
英
雄
が
こ
こ
に

 
残
る
も
う
一
人
の
男
性
が
二
人
に
突

込
ん
で
い
た
が
こ
れ
が
お
そ
ら
く
キ
リ
ト
な
の
だ
ろ

う 
そ
こ
に
別
の
女
性
が
走

て
き
た
が

そ
の
顔
に
も
徹
大
は
見
覚
え
が
あ

た

足
立
さ
ん

あ
あ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の

こ
れ
は
興
味
深
い
な
や

ぱ
り
ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
と
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
は
関
係
し
て

た
の
か

 
当
然
カ
ム
ラ
の
上
の
人
間
と
も
な
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
情
勢
に
つ
い
て
は

し
て
い
る
よ
う
だ
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ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
と
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
関
係
も
噂
に
な

て
は
い
た
が

 
思
わ
ぬ

で
そ
れ
が
証
明
さ
れ
る
事
と
な

た

 
そ
の
後

何
が
あ

た
の
か
は
こ
の
被
験
者
は
知
ら
な
い
よ
う
で

 
先
ほ
ど
の
被
験
者
と
同
じ
く
解
放
の
日
の
光
景
が
写
し
出
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る

ハ
チ
マ
ン
君

ア
ス
ナ
さ
ん

キ
リ
ト
君

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
そ
の
中
で
は

解
放
の
日
の
サ

シ

の
最
後
の
言
葉
が
と
て
も

象
的
で
あ

た
が

 
同
時
に
徹
大
は

何
故

那
だ
け
が
ま
だ
目
覚
め
て
い
な
い
の
か
と

 
運
命
の
理
不
尽
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

た

 
こ
の
被
験
者
の
記
憶
の
再
生
は
こ
こ
で
終
わ

た
が

今
回
の
結
果
に
は
皆
納
得
で
あ

た

 
こ
れ
以
上
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
出
来
事
な
ど

そ
う
そ
う
あ
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
だ

う
う
む

残
念
な
が
ら
ユ
ナ
は
出
て
こ
な
か

た
な

 
徹
大
は
そ
の
残
念
な
気
持
ち
を
顔
に
出
す
事
な
く
被
験
者
に

を
言
い

 
続
け
て
三
人
目
の
被
験
者
を
迎
え
る
事
と
な

た
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第
１
１
６
７
話
 
九
人
目
と
十
人
目

 
す
み
ま
せ
ん

や

と

時
間
が
取
れ
ま
し
た

お
待
た
せ
し
て

し

あ
り
ま
せ
ん

 
そ
れ
か
ら

人
の
被
験
者
の
記
憶
を

い
た
が

 
ど
の
プ
レ
イ
ヤ

も
ま
と
も
に
ゲ

ム
プ
レ
イ
を
し
て
お
ら
ず

 
街
中
で
ど
う
に
か
日
銭
を

い
で
た
だ
生
き

び
て
い
た
よ
う
な
者
達
ば
か
り
で
あ

た

 
そ
れ
は
そ
れ
で
カ
ム
ラ
的
に
は
そ
う
い
う
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
も
あ
る
と
参
考
に
な
り
は
し
た

が 
徹
大
に
と

て
は

子
抜
け
も
い
い
と
こ
ろ
で
あ

た

こ
れ
は
当
た
り
を
引
く
ま
で
に
ど
れ
だ
け
か
か
る
事
か

 
転
機
が
訪
れ
た
の
は
九
人
目

た
だ
し
こ
れ
は
徹
大
が
望
む
方
向
の
転
機
で
は
な
か

た

 
だ
が
少
な
く
と
も
こ
の
被
験
者

・達
に
訪
れ
た
結
果
に
関
し
て
は

 
徹
大
は
人
と
し
て
喜
び
を
感
じ
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
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お

お
い

こ
の
人

ま
さ
か
さ

き
の

こ
ん
な
偶
然
が
あ
る
ん
だ
な

 
そ
う
九
人
目
の
被
験
者
は
最
初
の
被
験
者
の
記
憶
に
出
て
き
た
パ

ト
ナ

の
男
性
だ

た
の
で
あ
る

 
被
験
者
か
ら
は
事
前
に

歴
書
が
提
出
さ
れ
て
は
い
た
が
先
入
観
を
持
た
な
い
よ
う
に
と
の

配

か
ら

 
こ
の
日
は
年
齢
と
性
別
だ
け
が
書
か
れ
た

が
用
意
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
り

 
そ
こ
に
は
名
前
す
ら
記
入
さ
れ
て
は
い
な
か

た
の
だ

あ
あ

や

ぱ
り

あ
の
ケ
バ

お
ほ
ん

目
立
つ
女
性

さ

き
も
通

た
よ
ね

こ
れ
は
間
違
い
な
い
で
す
な

 
そ
の
記
憶
の

合
に
は

偶
然
に
も
最
初
と
同
じ
よ
う
に
鮮
明
に
映
し
だ
さ
れ
て
い
た

 
ロ
ザ
リ
ア
達
の
一
団
が
役
に
立
つ
事
と
な

た
が

 
九
人
目
の
男
性
の

線
が
ロ
ザ
リ
ア
の
胸
に
向
い
て
い
た
事
は
男
と
し
て
は
仕
方
の
な
い
事



 第１１６７話 九人目と十人目

で
あ
ろ
う

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
に
い
た
者
達
も
そ
れ
に
関
し
て
は

愛
の
精
神
を
持

て
口
を
つ
ぐ
ん
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
お
い
て
は
何
の
意
味
も
な
く
た
だ
他
人
に
害
を

え
る
だ
け
で
あ

た
ロ
ザ
リ
ア

の
存
在
は

 
ク
リ
ア
か
ら
三
年
近
く
の
時
を

て
ま
さ
か
ま
さ
か
の
他
人
の
役
に
た
つ
事
と
な

た
の
で

あ
る

 
も

と
も
ロ
ザ
リ
ア
本
人
が
こ
の
事
を
知
る
事
は
無
い

完
全
に
一
致

い
い

・目
・

が
あ

て
良
か

た
で
す
ね

え
え

本
当
に
い
い

・目
・

で
し
た
ね

ナ
イ
ス
お

ぱ
い

ば

お
前

ス
ト
レ

ト
す
ぎ
だ

て

お

お
ほ
ん

そ
れ
で
は
感
動
の
再
会
と
い
き
ま
し

う

個
人
情
報
保
護
法
の
事
も
あ
り
ま
す
か
ら

あ
く
ま
で
偶
然
を
装
わ
な
い
と

そ
う
そ
う

こ
れ
は
あ
く
ま
で
偶
然
で
あ

て

う
ち
に
は
何
の
関
係
も
無
い

て
事
で
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通
常
被
験
者
達
は
プ
ラ
イ
バ
シ

保
護
の
観
点
か
ら
別
々
に
退
出
す
る
事
に
な

て
い
た
の

が 
こ
の
二
人
に
関
し
て
は

・偶
・然

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
外
に
出
さ
れ
る
事
と
な

た

 
こ
う
し
て
カ
ム
ラ
本
社
ビ
ル
の
ロ
ビ

で
劇
的
に
再
会
す
る
事
と
な

た
二
人
は

 
お

い
が
お

い
の
事
を
ま
だ
想

て
お
り
別
の
パ

ト
ナ

を
見
つ
け
た
り
も
し
て
い
な

か

た

 
こ
の
日
か
ら

当
に
交

が
始
ま
る
事
と
な

た
の
だ

た

う

ん

一
人
目
の
彼
女
に
ま
だ
残

て
も
ら

て
い
た
の
は
フ

イ
ン
プ
レ
イ
で
し
た
ね

い
や
本
当
に

ま
あ
帰
し
ち

て
た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で

他
の

・偶
・然

が

こ

た
だ
け
で
す
け
ど
ね

い
や

感
動
し
ま
し
た
ね

 
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら

こ
え
て
く
る
他
の
者
達
の
感
想
を

き
な
が
ら
徹
大
は

那
の
事
を
考
え

て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
か
ら
三
年
も
た

た
に
も
関
わ
ら
ず
ま
だ
こ
ん
な
奇
跡
的
な
再
会
が

こ

り
う
る
の
だ
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自
分
と

那
に
も
そ
ん
な
奇
跡
が

こ
る
か
も
し
れ
な
い

希
望
を

て
て
は
い
け
な
い
と
い
う
事
だ
な

 
徹
大
は
そ
う
考
え
つ
つ

こ
の
日
最
後
の
被
験
者
を
迎
え
る
事
と
な

た

し

失

し
ま
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

は
い

あ

あ
の

最
初
に
一
つ

お

き
し
た
い
事
が

 
十
人
目
の
被
験
者
は

何
故
か
非
常
に
お
ど
お
ど
と
し
た
様
子
で
徹
大
に
そ
う

ね
て
き
た

は
い

何
で
し

う
か

こ

こ
こ
で
再
生
さ
れ
た
記
憶
が
外
に

れ
る
事
は
あ
り
ま
す
か

い
え

そ
の
可
能
性
は
ま

た
く
無
い
で
す

デ

タ
は
厳
重
に
秘

さ
れ
ま
す
か
ら

そ

そ
れ
じ

あ
そ
の
記
憶
の
せ
い
で

僕
が

捕
さ
れ
る
な
ん
て
事
に
は

ん
 
そ
の
口
か
ら
い
き
な
り
放
た
れ
た

思
い
も
つ
か
な
い
言
葉
か
ら

 
徹
大
は
こ
の
被
験
者
は
も
し
か
し
た
ら
ゲ

ム
内
で
人
を
殺
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
当

た

た
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い
え

そ
ん
な
事
は
あ
り
え
ま
せ
ん

そ

そ
う
で
す
か

そ
れ
な
ら
良
か

た

 
先
ほ
ど
ま
で
は
う
る
さ
い
く
ら
い

こ
え
て
き
た
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
の
音
声
も
今
は

絶
え
て

お
り

 
た
だ
ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
む
音
が

こ
え
て
き
た
だ
け
で
あ
る

 
そ
し
て
記
憶
の
再
生
が
始
ま
り

最
初
に

こ
え
て
き
た
の
は
陽
気
な
関
⻄

で
あ

た

よ

し

あ
い
つ
ら
を
出
し
抜
い
て
や

た
わ

 
ワ
イ
ら
が

独
で
ボ
ス
を
討
伐
や

み
ん
な

気
合
い
入
れ
て
い
く
で

お
う

 
そ
れ
は
迷
宮
を
進
む
プ
レ
イ
ヤ

の
一
団
の

で
あ
り

 
そ
の
先

に
立

て
仲
間
を

舞
す
る
プ
レ
イ
ヤ

は
個
性
的
な
ツ
ン
ツ
ン
ヘ
ア

を
し
た

若
者
で
あ

た

キ
バ
オ
ウ
さ
ん

作
戦
は
ど
う
し
ま
す
か

ジ

が
持
て
き
て
く
れ
た
情
報
を
元
に
ち
ん
と
作
戦
を
立
て
た
で

体
的
に
は

 
そ
こ
か
ら
は
徹
大
に
は
分
か
ら
な
い

ネ

ト
ゲ

ム
特

の
専
門
的
な
用
語
が
飛
び
交
い
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そ
の
プ
レ
イ
ヤ

達
は
自
信
満
々
で
ボ
ス
戦
へ
と
挑
ん
で
い

た

 
だ
が
そ
こ
か
ら

り
広
げ
ら
れ
た
光
景
は

見
て
い
る
者
達
を
戦

さ
せ
る
も
の
で
あ

た

あ
あ

ま
た
人
が

と
い
う
か

さ

き
話
し
て
た
情
報
と
違
う
よ
ね

こ
こ
で
死
ん
で
る
子
達

て
リ
ア
ル
で
も
死
ぬ
ん
だ
よ
ね

ど
う
し
て
他
と
協
力
し
な
い
で
抜
け
駆
け
な
ん
か

 
そ
れ
は
大
人
の

点
か
ら
す
れ
ば

あ
り
え
な
い
思
考
だ

た
だ
ろ
う

 
だ
が
実

に
事
は

こ
り

彼
ら
の
目
の
前
で

プ
レ
イ
ヤ

達
は
次
々
と
倒
れ
て
い

た

て

退
や

退
の
判
断
が

す
ぎ
る
だ
ろ

仕
方
な
い
さ

ま
だ
子

な
ん
だ

 
キ
バ
オ
ウ
の
叫
び
に
大
人
達
は

き

て
る
よ
う
に
そ
う
言
う

キ
バ
オ
ウ
さ
ん

こ

ち
で
す

く
そ

ジ

の
奴

ど
こ
に
行
き
や
が

た

あ

見
ろ

あ
い
つ

も
う
外
に
出
て
や
が
る
ぞ
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あ
れ
が
ジ

て
奴
か

大

殺
人
だ
ぞ

分
か

て
る
の
か

や
は
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
関
す
る
あ
の
噂
は
本
当
だ

た
か

 
そ
の
噂
と
は
好
ん
で
殺
人
を
行
う
者
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
そ
れ
な
り
の

存
在
し
た
と
い
う

噂
で
あ
る

あ
は
は
は
は
ざ
ま

無
え
な
キ
バ
オ
ウ
さ
ん
よ
そ
れ
じ

あ
縁
が
あ

た
ら
ま
た
ど
こ
か

で
なざ

け
ん
な
や

ジ

コ
ラ

ジ

 
そ
の
ジ

と
呼
ば
れ
た
プ
レ
イ
ヤ

は
そ
の
ま
ま
去

て
い
き

 
精

尽
き
果
て
た
の
だ
ろ
う
キ
バ
オ
ウ
を
始
め
と
す
る
解
放

と
や
ら
の
一
団
は
そ
の
場

に

を
下
ろ
し
た

 
そ
の

は
た

た
七
つ

突
入
し
た
時
に
四
十
人
以
上
は
い
た
の
を
見
て
い
た
大
人
達
は

 
そ
の
あ
ま
り
に
も

な
現
実
に
絶

し
た

 
そ
こ
に
遠
く
か
ら

別
の
プ
レ
イ
ヤ

の
一
団
が
駆
け
寄

て
く
る
の
が
見
え
た

 
そ
の
一
団
は
生
き
残
り
の
少
な
さ
に
驚
愕
し
た
の
か
一

足
を
止
め
た
が
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次
の

間
に
そ
の
中
の
一
人
が

り
の

相
で
キ
バ
オ
ウ
に
詰
め
寄

て
き
た

お
い

キ
バ
オ
ウ

お
前

ふ
ざ
け
る
な
よ

リ
ン
ド

何
勝
手
な
事
し
て
ん
だ
よ

お
前

そ
れ
で
も
リ

ダ

か

一
体
何
人
死
な
せ
た
ん
だ

お
前

最

だ

い

い
け
る
と
思

た
ん
や

ふ
ざ
け
る
な

リ

ダ

に
は
仲
間
の
命
に
対
す
る

任
が
あ
る
ん
だ
よ

 
こ
こ
は
デ
ス
ゲ

ム
の
中
な
ん
だ
ぞ

お
前
は
も

と
そ
の
事
に
つ
い
て
よ
く
考
え
ろ

 
そ
し
て
場
面
が
変
わ
り
被
験
者
の
目
の
前
で
解
放

の
解
散
が
キ
バ
オ
ウ
に
よ

て
宣
言

さ
れ
た

 
今
後
は
下
層
で
活
動
し
て
い
た
ギ
ル
ド
と
合

し
キ
バ
オ
ウ
は
リ

ダ

を
下
り
て
副
リ

ダ

に
な
り

 
次
の
リ

ダ

に
は
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
攻
略
情
報
が
充
実
し
て
い
る
事
で

名
だ

た

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
と
い
う
サ
イ
ト
の
管
理
人
で
あ
る
シ
ン
カ

が

任
す
る
事
が
発
表
さ
れ
た



 第九章 オーディナル・スケール編

が 
被
験
者
は
心
を

ら
れ
た
の
か

そ
の
新
し
い
ギ
ル
ド
に
は
参
加
し
な
か

た

 
ち
な
み
に
そ
の
新
し
い
ギ
ル
ド
の
名
称
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

と
い
う

 
そ
し
て
そ
の
日
か
ら
そ
の
被
験
者
は
戦
い
に
出
る
の
を
や
め
街
か
ら
一
歩
も
出
な
く
な

た

 
そ
れ
な
り
に

え
は
あ

た
よ
う
で

慎
ま
し
く
生
活
す
る
だ
け
な
ら
何
の
問
題
も
無
い

 
そ
れ
か
ら

日
後

再
び
二
十
五
層
の
攻
略
部

が
編
成
さ
れ
た
が

 
そ
の
中
に
は
見
た
事
も
な
い

と
白
の
揃
い
の
装
備
に
身
を
包
ん
だ
一
団
が
い
た

あ
れ
が
噂
に

こ
え
て
き
た
血
盟
騎
士
団

て
奴
か
な

そ

か

こ
う
や

て
表
舞
台
に
出
て
き
た
ん
だ

お
い
あ
れ

レ
ク
ト
の
ご
令
嬢
の
ア
ス
ナ
さ
ん

な
る
ほ
ど

こ
こ
か
ら
始
ま

た
ん
だ
ね

 
被
験
者
の

界
に
は

そ
の
中
の
一
人

攻
略
組
の
紅
一
点
で
あ

た
ア
ス
ナ
と

 
そ
の
後
ろ
を
目
立
た
な
い
よ
う
に
つ
い
て
い
く
ハ
チ
マ
ン
と
キ
リ
ト
の

が
映
し
出
さ
れ
て
い

た
あ
の
三
人
の
活
躍
は
ど
う
や
ら
見
ら
れ
な
い
か
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徹
大
は
そ
れ
を
残
念
に
思
い
つ
つ

 
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
被
験
者
の
記
憶
の
再
生
も
終
わ
る
の
か
な
と
漠
然
と
感
じ
て
い
た

 
だ
が
こ
の
被
験
者
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
活
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
か

た
よ
う
だ

 
い
き
な
り
場
面
が
変
わ
り

そ
の
被
験
者
が
狩
り
を
し
て
い
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た

お

立
ち
直

た
の
か

良
か

た
良
か

た

頑
張
れ
頑
張
れ

 
そ
の
狩
り
か
ら
帰
る

中

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の

界
に
映

た
の
は

 
忘
れ
も
し
な
い
二
十
五
層
で
プ
レ
イ
ヤ

が
大

死
す
る
原
因
を
作

た
ジ

で
あ

た
あ

あ
い
つ
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
再
会

ま
さ
か
仲
間
達
の

を
と
る
つ
も
り
な
ん
じ

危
な
い

や
め
ろ

 
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
そ
ん
な
絶
叫
が

こ
え
て
く
る

徹
大
も

張
し

画
面
に
見
入

て
い
た
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そ
ん
な
声
が

こ
え
た

で
は
も
ち
ろ
ん
無
い
の
だ
が
被
験
者
は

静
さ
を

持
し
て
い
た

 
無
謀
に
突
撃
す
る
事
も
な
く

こ

そ
り
と
ジ

の
後
を
つ
け
た
被
験
者
は

 
彼
ら
の
ア
ジ
ト
と
思
し
き
場
所
を
突
き
と
め
る
と

 
そ
れ
を
顔
に
ヒ
ゲ
が
書
い
て
あ
る
女
性
プ
レ
イ
ヤ

に
伝
え
た
の
だ

 
そ
こ
か
ら
何
が
あ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

再
び
場
面
が
変
わ
り

 
被
験
者
と
共
に

の
中
に
座
り
こ
む
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ

の

が
映
し
出
さ
れ
た

こ
れ
は

何
が
あ

た

 
そ
の
理
由
が
判
明
し
た
の
は

い

を
身
に

た
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
立
ち
上
が

り 
そ
の
者
達
を

舞
す
る
よ
う
に
大
声
で
叫
ん
だ

で
あ

た

俺
達
は
確
か
に
敵
を
殺
し
た

で
も
そ
れ
と
同
時
に
今
後

に
な
る
誰
か
を
守

た
ん
だ

 
皆

そ
れ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

確
か
に
そ
の
通
り
だ
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俺
達
は
守
り
た
い
人
達
を
守

た
ん
だ

み
ん
な

顔
を
上
げ
よ
う

 
そ
こ
か
ら
何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

が

屋
ら
し
き
場
所
に
入
れ
ら
れ
る

が
映
し
出
さ
れ

 
そ
れ
で
否
応
無
く

徹
大
達
は

何
が
あ

た
の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

プ
レ
イ
ヤ

キ
ラ

達
と
の
戦
い

殺
し
合
い

言
う
な

て

正
義
が
ど

ち
に
あ
る
か
な
ん
て
一
目

然
だ
ろ

て
い
う
か
こ
の
事
は
俺
達
の
心
の
中
に
だ
け
し
ま

て
お
こ
う
よ

だ
な

 
こ
う
し
て
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
討
伐
戦
が
終
わ

た
後
の
様
子
が
初
め
て

目
に

さ
れ
た

 
だ
が
そ
の
事
実
が
表
に

れ
る
事
は
こ
の
後
も
無
か

た
の
で
あ
る

 
被
験
者
の
記
憶
の
再
生
は
続
く
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第
１
１
６
８
話
 
も

と

も

と
だ

 
再
び
場
面
は
転
換
す
る

凄
い
な
こ
の
人

い
生
活
を
送

た
ん
だ
な

そ
の
引
き
出
し
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
ん
だ
ろ

 
他
の
平

な
被
験
者
達
と
比
べ

こ
の
被
験
者
の
持
つ
情
報

は
実
に

大
で
あ

た

 
カ
ム
ラ
的
に
は
嬉
し
い
誤
算
と
い
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か

 
そ
ん
な
彼
ら
の
目
の
前
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は

 
闘
技
場
の
よ
う
な
場
所
と
そ
れ
を
取
り

く
多
く
の
屋
台
そ
し
て
凄
ま
じ
い

の
プ
レ

イ
ヤ

で
あ

た

何
こ
れ

お
祭
り

何
か
の
イ
ベ
ン
ト

何
だ
ろ
う

 
被
験
者
は
そ
の
疑
問
に
答
え
る
か
の
よ
う
に
そ
の
ま
ま
闘
技
場
の
中
に
入

て
い
く
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そ
し
て
闘
技
場
内
部
に
設
置
さ
れ
た
ス
テ

ジ
の
中
央
で

 
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

が
に
ら
み
合

て
い
る
の
が
見
え
た

 
と
は
い
え
険
悪
な
雰
囲
気
は
ま

た
く
な
く
観
客
達
も
双
方
に

色
い
声
援
を
送

て
い
た

お
お

Ｓ
Ａ
Ｏ
一
武
闘
会

み
た
い
な

あ

あ
れ

四
天
王
の
キ
リ
ト
君
じ

な
い

相
手
の
あ
の
格
好

ネ

ト
で

か
れ
て
い
た
四
天
王
の
唯
一
の
死
者

 
血
盟
騎
士
団
の
団
⻑
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
じ

な
い
か

 
徹
大
は

以
前
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

サ

バ

を
調
べ
た
時
に

 
茅
場

と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
事
に
つ
い
て

正
確
な
情
報
を
教
え
ら
れ
て
い
た

 
そ
の
情
報
は

に
よ

て
守
秘
義

が
課
せ
ら
れ
て
い
る

 
こ
の
場
で
そ
の
事
を
知
る
の
は
徹
大
た
だ
一
人
で
あ
る

 
そ
の

徹
大
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
名
を

い
て

平
静
で
は
い
ら
れ
な
か

た

豪
華
な
カ

ド
だ
な
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て
か
こ
こ

何
層

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ま
と
め
サ
イ
ト
に
書
い
て
あ

た
気
が
す
る
な
え

と

七
十
五
層
ら
し
い

そ
れ

て
ク
リ
ア
直
前
で
す
ね

マ
ジ
で

こ
ん
な
事
が
あ

た
ん
だ

 
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
戦
い
は

人
間
業
と
は
思
え
な
い

凄
ま
じ
い
も
の
で
あ

た

何
だ
こ
れ

い
く
ら
ゲ

ム
の
中
と
は
い
え
さ

の

発
力
が
高
す
ぎ
で
し

こ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ト

プ
の
戦
い
な
ん
だ

そ
り

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
が
強
い

だ
わ

戦
闘

験

が
違
い
過
ぎ
る

 
さ
ら

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
話
題
も
交
え
つ
つ

そ
ん
な
感
想
が
飛
び
交

て
い
た
が

 
こ
の
時
徹
大
の
目
は

画
面
の
別
の
場
所
に

付
け
に
な

て
い
た

 
そ
う

被
験
者
の
前
に
座
る

見
覚
え
の
あ
る
後

は

ま
さ
か

那

い
や

ユ
ナ
か

 
徹
大
は
全
神

を
そ
ち
ら
に
集
中
さ
せ
た
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そ
の
時
そ
の
ユ
ナ
ら
し
き
プ
レ
イ
ヤ

が
更
に
前
に
座

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

の

を
つ
つ

い
た

 
そ
れ
を
受
け
て

り
か
え

た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

 
こ
れ
ま
た
見
覚
え
の
あ
る
そ
の
顔

そ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
で
あ

た

ハ
チ
マ
ン
君

で
は
や
は
り
こ
れ
は

師
匠

キ
リ
ト
さ
ん

負
け
ち

い
ま
し
た
ね

ユ
ナ

 
そ
の
声
は

忘
れ
も
し
な
い

愛
す
る
娘
の
声
で
あ
り

 
徹
大
は
お
か
し
な
声
を
あ
げ
そ
う
に
な
り

必
死
で
自
分
の
口
を
押
さ
え
た

ま
あ
収

は
あ

た
さ
そ
れ
よ
り
ユ
ナ
ク
ラ
イ
ン
に
お
前
の
事
が
バ
レ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ろ
よ

も
う
バ
ラ
し
ち

て
も
い
い
の
で
は

う

ん

ま
あ
そ
う
言
わ
れ
る
と
そ
う
な
ん
だ
が
な

師
匠

ハ
チ
マ
ン
君
が
ユ
ナ
の
戦
い
の
師
匠

 
ノ

チ
ラ
ス
こ
と
後

二
に

ユ
ナ
が
そ
れ
な
り
に
戦
え
た
と
い
う
話
は

い
て
い
た
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徹
大
が
そ
う
考
え
る
の
は
至

当
然
の
事
で
あ

た

実

そ
れ
で
正
解
な
の
だ
が

 
そ
の
師
匠
と
い
う
言
葉
に
ユ
ナ
が
込
め
て
い
た
他
の
気
持
ち
に
つ
い
て

 
徹
大
は
全
く
気
付
く
事
が
出
来
な
か

た

 
そ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
の
弟
子
は
自
分
だ
け
と
い
う
自
負
と
そ
れ
に

う
強

な
愛
情
で
あ

た

 
あ
る
い
は
ユ
ナ
の
表
情
が
見
え
れ
ば

い
徹
大
も
気
付
い
た
か
も
し
れ
な
い
が

 
ユ
ナ
が
そ
の
表
情
の
ま
ま
被
験
者
の
方
に

り
返
る
事
は

つ
い
ぞ
な
か

た
の
で
あ
る

今
の
会
話

も
し
か
し
て
こ
の
子

ハ
チ
マ
ン
君
の

気
相
手
と
か

え

本
当
に

見
な
か

た
事
に
し
て
お
こ
う
か

か
な

 
そ
の
的
外
れ
な
や
り
取
り
に

 
徹
大
は
思
わ
ず

ん
な

あ
る
か

と
突

込
み
そ
う
に
な

た

落
ち
着
け
ユ
ナ
の
事
は
絶
対
に
秘
密
な
ん
だ
私
と
関
係
が
あ
る
と
悟
ら
れ
ち

い
け
な
い

 
徹
大
は
必
死
に
自
分
に
そ
う
言
い

か
せ

何
と
か
こ
の
場
は
自
制
し
た

 
直
後
に
ハ
チ
マ
ン
が
立
ち
上
が
り

い
き
な
り
被
験
者
に
ウ

ン
ク
し
た
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そ
し
て
お
そ
ら
く
仲
間
な
の
だ
ろ
う

人
の
プ
レ
イ
ヤ

と
共
に
引
き
上
げ
て
い

た

今
の
は

何
だ
ろ

う

ん

 
こ
れ
は
分
か
ら
な
く
て
も
仕
方
が
な
い

と
い
う
か
分
か
る
の
は
本
人
だ
け
で
あ
る

 
こ
の
被
験
者
は

か
つ
て
狩
り
の

中
に

行
中
の
ハ
チ
マ
ン
と
ユ
ナ
に
遭
遇
し

 
二
人
が
師
弟
関
係
だ
と
知

て
い
た

少
な
い
プ
レ
イ
ヤ

の
一
人
な
の
で
あ

た

故
に
ハ

チ
マ
ン
と
ユ
ナ
は

 
被
験
者
に
も

こ
え
る
よ
う
な
声
の
大
き
さ
で
師
匠
だ
な
ん
だ
と
話
し
て
い
た
の
だ
が

 
こ
こ
に
い
る
者
達
の
中
に

そ
ん
な
背
景
を
知

て
い
る
者
が
い
る
は
ず
も
な
い

 
そ
し
て
少
し

れ
て
ユ
ナ
も
立
ち
上
が
り

被
験
者
に
向
け
て

く
手
を

る

 
そ
れ
を
受
け

こ
の
時
初
め
て
被
験
者
が
ユ
ナ
の
顔
を
見
た

ユ
ナ

お
お

 
興
奮

態
に
陥

た
徹
大
は

こ
こ
で
と
ん
で
も
な
い
暴

に
出
た

 
実
験
の
成
果
に
よ
り

こ
れ
以
上
は
危
な
い
と
い
う
ギ
リ
ギ
リ
に
設
定
さ
れ
て
い
た
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被
験
者
に
対
す
る
ス
キ

ン
の
強
さ
を
こ
こ
か
ら

引
き
上
げ
た
の
だ

も

と

も

と
だ

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
た
ま
た
ま
上
手
く
は
ま

た
の
か
画
面
に
は
別
の
ユ
ナ
の

が
映
し
出

さ
れ
る

 
そ
れ
は
ユ
ナ
が
街
中
で
歌

て
い
る
光
景
で
あ

た

お
お

何
こ
れ

コ
ン
サ

ト

ア
イ
ド
ル

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
こ
ん
な
子
も
い
た
ん
だ

ま
あ

楽
と
か
少
な
さ
そ
う
だ
し
ね

ゲ

ム
内
の

楽

て
や

ぱ
り
必
要
だ
よ
ね

そ
れ
じ

あ
今
度
の
企
画
会
議
で

 
そ
ん
な
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
の
会
話
は
全
く

に
入

て
こ
ず

 
徹
大
は
た
だ
た
だ
ユ
ナ
の
歌
声
に

い
し
れ
て
お
り

 
同
時
に
こ
の
事
を
覚
え
て
い
て
く
れ
た
こ
の
被
験
者
に
感
謝
し
た
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こ
れ
で
こ
の
被
験
者
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
記
憶
の
再
生
は
終
了
し
た
が

 
完
全
に
終
了
す
る
前
に
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ

た

 
徹
大
が
ス
キ

ン
の
強
さ
を
上
げ
た
せ
い
で
一

リ
ア
ル
の
映
像
が
映
り
こ
ん
だ
の
で
あ
る

 
ほ
ん
の
一

で
あ
り

そ
れ
が
何
か
を
理
解
し
た
者
は
誰
も
い
な
か

た
が

 
お
そ
ら
く
八
幡
が
こ
の
場
に
い
た
ら

そ
の
正
体
に
気
付
い
た
で
あ
ろ
う

 
そ
れ
は
逃

中
の
ジ

こ
と
ジ

ニ

ブ
ラ

ク

金
本

の

で
あ

た

 
ど
う
や
ら
こ
の
時

ジ

は
被
験
者
に
は
気
付
い
て
い
な
か

た
よ
う
だ
が

 
最
初
に
こ
の
被
験
者
が

情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
徹
大
に
色
々

ね
て
き
た
の
は

 
最
近
街
で

偶
然
に
も
ジ

の

を
見
か
け
て
し
ま

た
被
験
者
が

 
も
し
今
回
の
事
が
外
に

れ
て
ニ

ス
か
何
か
に
な
り
そ
れ
が
ジ

の
目
に

ま

て

 
ジ

が
自
分
に
復

し
に
来
な
い
か
心
配
し
て
の
も
の
だ

た
の
で
あ
る

ん

今
の
は

ど
う
や
ら
ノ
イ
ズ
が
混
じ

た
み
た
い
で
す

す
み
ま
せ
ん

 
そ
う
誤
魔
化
し
な
が
ら

徹
大
は
ス
キ

ン
の
強
さ
を
元
に

し
た

思
わ
ず
や

て
し
ま

た
が

大
丈
夫
だ

た
か
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今
の
出
来
事
で
正
気
に
返

た
徹
大
は

急
に
被
験
者
の
事
が
心
配
に
な

た
の
か

 
直
ぐ
に
彼
に
話
し
か
け
た
が
彼
は
先
ほ
ど
と
は
う

て
か
わ

て
明
る
い
表
情
を
し
て
い
た

あ

あ
の

 
体
の

合
は
大
丈
夫
で
す
か

な
ど
と
直
接
的
に
言
う

に
も
い
か
ず

徹
大
は
口

た

あ

は
い

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
だ
が
被
験
者
は
何
故
か
こ
こ
で
徹
大
に
お

を
言

て
き
た

えい
や

何
か

が
ス

キ
リ
し
た
と
い
う
か

実
に
い
い
気
分
で
す

 
別
に
何
が
変
わ

た

で
も
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね

そ

そ
う
で
す
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

ど
う
や
ら
何
の
問
題
も
無
か

た
み
た
い
だ
な

良
か

た

あ

あ
の

あ
な
た
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
歌
を
歌

て
い
た
子
と
親
し
か

た
ん
で
す
か

 
徹
大
は
イ
ヤ
ホ
ン
と
マ
イ
ク
を
外
し
て
ス
イ

チ
を
切
り

被
験
者
に
そ
う

ね
て
み
た

歌
を

あ
あ

ユ
ナ
さ
ん
の
事
で
す
か

う

ん

別
に
親
し
く
し
て
た

じ

な
い
で
す

よ
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彼
女
と
出
会

た
の
は

あ
れ

い
つ
だ

た
か
な

あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す

よ

は
は

そ

そ
う
で
す
か

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

い
え
い
え

お
役
に
立
て
て
れ
ば
い
い
ん
で
す
が

 
被
験
者
は
そ
の
ま
ま
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
帰

て
い

た
が

 
別
室
に
い
た
者
達
も
後
で
オ
ペ
レ

タ

に
そ
の
態
度
の

変
ぶ
り
を

い
て
さ
す
が
に
戸

惑

て
い
た重

村
教

あ
の
機

に
健

を

進
さ
せ
る
よ
う
な
機
能
で
も
付
け
ま
し
た

い
や
い
や

そ
ん
な
も
の
あ
る

な
い
で
す
よ

で
す
よ
ね

プ
ラ
シ

ボ

果
か
な

そ
れ
く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
な
い
よ
ね

ま
あ
い
い
か

逆
な
ら
困

た
け
ど

来
た
時
よ
り
も
元
気
に
な

て
く
れ
た
み
た
い
だ
し

教

お
疲
れ
様
で
し
た

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ

さ

き
の
記
憶
で

や
ば
い
な
と
思

た
事
は
お

い
忘
れ
ま
し

う
ね

あ
は
は
は
は

そ
う
で
す
ね

記
憶
か
ら
消
し
て
お
き
ま
す
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こ
れ
で
こ
の
日
の
実
験
は
全
て
終
了
し
た
が

 
被
験
者
に
と

て
は
つ
ら
い
過
去
で
あ
る

二
十
五
層
の
顛
末
と

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
討
伐
戦
に
参
加
し
た
記
憶
そ
し
て
リ
ア
ル
で
ジ

を
見
か
け
た
事
を

 
こ
の
時
点
で
忘
れ
つ
つ
あ
る
事
に
つ
い
て

被
験
者
の
男
性
が
逆
に
明
る
く
な

た
せ
い
で

 
徹
大
は
こ
の
時
点
で

全
く
気
付
く
事
が
出
来
な
か

た



 第１１６９話 居酒屋の出会い

 
第
１
１
６
９
話
 
居
酒
屋
の
出
会
い

先
生

分
ご
機

す
ね

 
こ
の
日
の
実
験
が
終
わ

た
後

そ
の
ま
と
め
が
終
わ
り

そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
か
と
い
う

 
徹
大
は
背
後
か
ら
い
き
な
り
声
を

け
ら
れ
た

 
徹
大
が

り
返
る
と

そ
こ
に
は
帰
り

度
を
し
た
比
嘉
健
が
立

て
い
た

比
嘉
君
か

そ
う
見
え
る
か
ね

む
し
ろ
そ
れ
で
不
機

だ

た
ら
び

く
り

す
よ

ま
あ
機

が
い
い
の
は
確
か
か
な

何
か
あ

た

す
か

重
要
な
実
験
デ

タ
が
手
に
入

た
の
で
ね
こ
れ
か
ら
帰

て
精
査
す
る
の
が
楽
し
み
な
ん

だ
よな

る
ほ
ど

先
生
ら
し
い
と
い
う
か

 
健
は
相
変
わ
ら
ず
の
徹
大
の
研
究
熱
心
さ
に
苦
笑
し
た

比
嘉
君
は
も
う
帰
る
の
か
い

今
日
は
い
つ
も
よ
り

く
終
わ

た
の
か
な
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最
近
の
健
は
ど
う
や
ら
オ

グ
マ

に
興
味

々
ら
し
く
別
に
徹
大
に
言
わ
れ
た

で
も

な
い
の
に

 
ほ
ぼ

日
自
主
的
に

く
ま
で
色
々
な
作
業
を
し
て
い
る
の
を
徹
大
は
知

て
い
た

は
い

実
は
今
日
は
飲
み
会
が
あ
る
ん
で
す
よ

正
直
あ
ま
り
気
は
進
ま
な
い
ん
で
す
が

 
こ
れ
も
ま
あ
業

を

滑
に
進
め
る

の
手

の
一
つ

て
事
で

そ
う
か

ま
あ
気
が
進
ま
な
い
な
り
に
楽
し
ん
で
く
る
と
い
い
よ

は
は

努
力
し
て
み
ま
す

 
健
は
そ
の
ま
ま
徹
大
を
見
送

た
後

そ
の
ま
ま
会
場
で
あ
る
居
酒
屋
へ
と
向
か

た

お

い

健
君

す
み
ま
せ
ん

お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
徹
大
よ
り
は
よ
ほ
ど
社
交
的
な
健
は
カ
ム
ラ
の
社
員
の
ほ
と
ん
ど
の
者
と
も
う
顔
見
知
り

に
な

て
い
た

今
日
の
実
験
も
上
手
く
い

た
み
た
い
で
す
ね
さ

き
上
機

な
重
村
教

と
会
い
ま
し
た

よ
え

そ
ん
な
に
上
機

だ

た
の
か
い
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今
日
の
実
験
は
か
な
り
ハ

ド
な
内
容
だ

た
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

と
言
い
ま
す
と

ま
あ
あ
ま
り
大
き
な
声
じ

言
え
な
い
ん
だ
け
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
闇
の
部
分
が

間
見
え
た
と
い

う
かえ

闇
の
部
分
で
す
か

う
ん
内
容
に
つ
い
て
は
ち

と
勘

し
て
ね

正
直
あ
ま
り
言
い
た
い
話
じ

な
い
ん
だ

な
る
ほ
ど

 
健
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
関
す
る
知
識
は
世
間
一

の
人
が
ニ

ス
で
見
た
内
容
と
ほ
と
ん
ど
違
い

が
無
か

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
使
わ
れ
て
い
る
技
術
や
ら
何
や
ら
に
は
興
味

々
な
健
で
あ

た
が

 
プ
レ
イ
ヤ

達
が
ど
う
生
き
て
き
た
か
に
関
し
て
は
あ
ま
り
興
味
を

か
れ
な
か

た
の
だ

う

ん
こ
の
機
会
に
色
々
調
べ
て
み
る
か
な
そ
う
い

た
情
報
が
今
後
必
要
に
な
る
か
も

だ
し

 
健
は
そ
う
考
え
る
と

当
な
場
所
に

を
下
ろ
し
て
酒
を
注
文
し
た

 
場
は
そ
れ
な
り
に

り
上
が

て
い
た
が
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飲
ま
な
い
と
や

て
ら
れ
な
い
と
い

た
感
じ
の
者
が
散
見
さ
れ
た

 
健
は
先
ほ
ど
の
話
の
信

性
が

し
た
よ
う
に
感
じ
て
い
た

そ
れ
じ

あ
教

は
何
で

 
健
は
当
然
の
よ
う
に
そ
ん
な
疑
問
を
持

た
が
そ
も
そ
も
徹
大
が
変
わ
り
者
な
の
は

知
で

あ
り

 
ア
ル
コ

ル
が
入

た
事
も
あ
り

健
は
直
ぐ
に

そ
の
事
に
つ
い
て
考
え
な
く
な

た

 
そ
し
て
何
人
か
と
話
し
た
後

健
に
話
し
か
け
て
き
た
の
は

 
ゼ
ミ
こ
そ
違

た
が

同
じ
大
学
の
先
輩
に
あ
た
る
人
物
で
あ

た

比
嘉
君

ど
う

飲
ん
で
る

は
い

い
て
ま
す

ヘ
ル
プ
の
君
に
も
か
な
り
負
担
を
か
け
ち

て
る
み
た
い
で
本
当
に
す
ま
な
い
ね

い
え
い
え

好
き
で
や

て
る
事
で
す
か
ら

い
や

本
当
に
君
と
重
村
教

に
は

が
上
が
ら

ん

あ
れ

 
そ
の
時
突
然
そ
の
先
輩
が

店
の
入
り
口
の
方
を
見
て
首
を

げ
た

あ
の
人

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
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そ
の
言
葉
に
釣
ら
れ
て
健
も
店
の
入
り
口
の
方
を
見
た

 
そ
こ
に
は
二
十
代
後
半
く
ら
い
に
見
え
る
女
性
と

四
十

く
ら
い
に
見
え
る
女
性
が
居
り

 
健
は
若
い
方
の
女
性
に
見
覚
え
が
あ

た

あ
れ

て
ま
さ
か

神
代
凛
子

あ
あ

学
校
で
見
た
事
が
あ

た
わ

そ
う
か

・あ
・の

神
代

士
か

あ
の

と
言
わ
れ
る
の
に
は
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
る

ま
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
が
終
わ

て
い
な

か

た

 
日
本

が
凛
子
の
行
方
を
必
死
に
探
し
て
い
た
の
は
業
界
で
は

名
な
話
だ
か
ら
だ

 
そ
の
後

凛
子
が
ソ
レ
イ
ユ
入
り
し
た
と
い
う
噂
が
流
れ
た
が

 

の
手
に
よ

て

束
な
い
し

捕
さ
れ
た
と
い
う
話
は

か
な
か

た

 
お
そ
ら
く

の
手
に
よ

て
何
ら
か
の

法
取
引
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
と

さ
れ
て
い

た
俺

ち

と

し
て
き
ま
す
ね

神
代
凛
子
さ
ん
は
重
村
ゼ
ミ
の
先
輩
で
す
か
ら

あ

そ
う
い
え
ば
神
代

士
も
茅
場

も
重
村
ゼ
ミ
だ

た

け

 
比
嘉
君

迷
惑
が
ら
れ
る
よ
う
な
ら
す
ぐ

て
く
る
ん
だ
ぞ
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は
い

 
健
は

お
お

ら
に
言
う
の
は

ら
れ
る
の
だ
が

茅
場

の
事
を
尊
敬
し
て
お
り

 
凛
子
か
ら
茅
場

の
話
を
少
し
で
も

け
た
ら
い
い
な

く
ら
い
の

い
気
持
ち
で
い
た

あ

あ
の

す
み
ま
せ
ん

神
代
凛
子
さ
ん
で
す
よ
ね

え
え

そ
う
で
す
け
ど

あ
な
た
は

 
凛
子
は
当
然
の
よ
う
に

不
審
者
を
見
る
よ
う
な

線
を
健
に
向
け
て
き
た

あ

怪
し
い
者
じ

な
い
で
す

先
輩

先
輩

 
凛
子
は
そ
の
言
葉
に
首
を

げ
た

俺

重
村
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
る
ん
で
す

あ
あ

そ
う
い
う
事

そ

か
そ

か

後
輩
君
だ

た
の
ね

は
い
い
き
な
り
す
み
ま
せ
ん
ゼ
ミ
に
置
い
て
あ
る
ア
ル
バ
ム
で
神
代
先
輩
の
顔
は
知

て
た
ん
で

へ

で

に
来
て
く
れ
た
の
ね

教

も
こ
こ
に
来
て
る
の

い
え

教

は
こ
う
い
う

に
は
絶
対
に
来
な
い
ん
で
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あ
あ

確
か
に
教

と
一

に
飲
ん
だ
記
憶
は
無
い
わ
ね

 
凛
子
は
そ
う
言

て
楽
し
そ
う
に
笑

た

そ
れ
じ

あ
今
日
は

他
の
ゼ
ミ
生
と
一

な
の
か
し
ら

い
え

俺

今
カ
ム
ラ
で
オ

グ
マ

の
開
発
を
手
伝

て
ま
し
て

 
今
日
は
そ

ち
系
の
集
ま
り
で
来
て
る
ん
で

重
村
ゼ
ミ
の
人
間
は
自
分
だ
け

す

あ
ら

へ
 
そ
の
話
を

い
て

凛
子
と
も
う
一
人
の
女
性

結
城

子
の
目
が
光

た

そ
れ
じ

あ
せ

か
く
だ
し

少
し
一

に
飲
み
ま
し

か

 
こ
ん
な
お
ば
さ
ん
二
人
が
相
手
で
悪
い
ん
だ
け
ど

お
ば
さ
ん
だ
な
ん
て

そ
ん
な
事
言
わ
な
い
で
下
さ
い
よ

是
非
お
願
い
し
ま
す

 
健
は

ど
う
せ
向
こ
う
に
い
て
も
お

さ
ん
が
相
手
で
す
し

と
笑
い
な
が
ら
言
い

 
カ
ム
ラ
の
者
達
に
断
り
を
入
れ
た
上
で

凛
子
達
と
合
流
し
た

め
ま
し
て

重
村
ゼ
ミ
四
年
の
比
嘉
健
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

私
は
神
代
凛
子

今
は
ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
事
業
部
に
所
属
し
て
い
る
わ
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私
は
結
城

子

眠
り
の
森
と
い
う
終
末

療

設
の
院
⻑
を
し
て
い
る
わ

 
ち
な
み
に
う
ち
も

ソ
レ
イ
ユ
の

下
ね

終
末

療
に
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
で
す
か

ソ
レ
イ
ユ
も
色
々
や

て
ま
す
よ
ね

ふ
ふ

元
は
た
だ
の
ゲ

ム
会
社
だ

た
は
ず
な
の
に
ね

ち

ん
と
結
果
を
出
し
て
る
と
こ
ろ
が
凄
い
と
思
い
ま
す

 
最
近
は
飛
ぶ

を
落
と
す
勢
い

す
よ
ね

ソ
レ
イ
ユ

う
ち
は

が

能
だ
か
ら

お
ま
け
に
美
人
と

う

ん

ま
あ
ソ
レ
イ
ユ
を
急
成
⻑
さ
せ
て
る
の
は

次
期
社
⻑
の
方
な
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

 
健
は
も
ち
ろ
ん
八
幡
が
ソ
レ
イ
ユ
の
次
期
社
⻑
だ
と
い
う
事
は
知
ら
な
い

 
現
時
点
で
そ
の
事
を
知

て
い
る
の
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
と
他
の
企
業
の
一
部
の
者
達
だ
け

で
あ
る

で

教

は
元
気

は
い

今
日
も
帰

て
実
験
す
る

て
上
機

で
し
た
よ
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実
験
で
上
機

あ
の
教

が

 
凛
子
は
健
の
そ
の
言
葉
に
き

と
ん
と
し
た
顔
を
し
た

 
凛
子
の
記
憶
に
あ
る
徹
大
は

実
験
中
な
ど
は
い
つ
も
厳
し
い
顔
を
し
て
い
た
か
ら
だ

 
そ
の
表
情
を
見
た
健
は
凛
子
に
こ
う

ね
て
き
た

あ
の

神
代
先
輩

そ
れ

て
珍
し
い
ん
で
す
か

言
い
に
く
い
で
し

凛
子
で
い
い
わ
よ

そ
れ
じ

あ
私
も

子
で
い
い
わ

ふ
ふ

あ

は
い

そ
れ
じ

あ
凛
子
先
輩
と

子
さ
ん
で

 
そ
の
健
の
言
葉
に
満
足
そ
う
に

い
た
後

凛
子
は
少
し
考
え
込
ん
だ
あ
と

こ
う
答
え
た

私
の
知
る
限
り

実
験
に
関
す
る
事
で
教

の
機

が
良
か

た
事
な
ん
て
全
く
無
い
わ
ね

 
あ
の
教

の
機

が
良
く
な
る
の
は
娘
の

那
ち

ん
が
大
学
に

ね
て
き
た
時
く
ら
い
か

し
ら

 
凛
子
は
同
じ
女
性
と
い
う
事
で

那
と
は
交
流
が
あ

た

 
ち
な
み
に

は

那
が

ね
て
き
て
い
た

は
海
外
の
大
学
の
大
学
院
に
進
ん
で
い
た

に
面
識
は
無
い
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教

に
娘
さ
ん
が
い
る
ん
で
す
か

え

知
ら
な
い
の

見
た
事
な
い

は
い
俺
が
知
る
限
り
一
度
も
見
た
事
無
い

す
ね
教

の
口
か
ら

い
た
事
も
な
い

す
あ
ら

そ
う
な
ん
だ

那
ち

ん

遠
く
の
大
学
に
進
学
で
も
し
た
の
か
し
ら
ね

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
そ
れ
で

那
の
話
は
あ

さ
り
と
終
わ

た

そ
も
そ
も
そ
ん
な
に
ネ
タ
が
あ
る

で
も
な
い

し 
凛
子
も
ア
ス
タ
ル
ト
と
し
て
の
健
も

八
幡
か
ら
ユ
ナ

み
の
話
を
さ
れ
て
い
な
い

 
そ
の
重
要
度
に
気
付
く
事
も
無
か

た
か
ら
で
あ
る

だ
が
健
は
確
か
に

那
の
名
を
知

た 
こ
の
事
が
ど
ん
な
影

を

ぼ
す
の
か
は
ま
だ
誰
に
も
分
か
ら
な
い

お
二
人
は
よ
く
一

に
飲
み
に
来
た
り
す
る
ん
で
す
か

よ
く

で
は
な
い
け
ど
ま
あ
来
る
わ
ね

今
日
は
ち

と
お
祝
い
事
が
あ

た
の
よ
ね
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へ

ど
ん
な
で
す
か

う
ち
で

て
る
子
の
病
気
が
治

た
の
よ

そ
れ
も
二
人

ね

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
れ
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
終
末

療

設
の

者
の
病
気
が
治

た
と
い
う
事
は

 
死
の
運
命
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 

い
健
は
直
ぐ
に
そ
の
事
を
理
解
し

心
の

か
ら
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た

 
そ
れ
が
分
か

た
の
か

子
と
凛
子
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ

あ
り
が
と
う
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第
１
１
７
０
話
 
変
貌

 
す
み
ま
せ
ん
ま
だ
ち

と
落
ち
着
か
な
い
の
で
今
週
も
多
分
一
日
か
二
日
お
き
く
ら
い
の

更
新
に
な
り
ま
す
ｏ
ｒ

 
そ
の
後
少
し
大
学
関
係
の
事
に
つ
い
て
話
し
た
後
健
は
恐
る
恐
る
凛
子
に

の
話
を

切
り
出
し
た

そ
れ
で
凛
子
先
輩

あ
の

も
し
迷
惑
じ

な
か

た
ら

き
た
い
事
が
あ
る
ん
で
す
け

ど
あ
ら

何
か
し
ら

茅
場
先
輩

て

ど
ん
な
人
だ

た
ん
で
す
か

健
君
は

に
興
味
が
あ
る
の

そ
り

ゼ
ミ
の
偉
大
な
先
輩

す
か
ら

偉
大
な

ね
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世
間
一

に
持
た
れ
て
い
る
茅
場

の
イ
メ

ジ
は

最
悪
に
近
い

 
日
本

上

最
悪
の
犯
罪
者
だ
と
断
定
す
る
者
も
い
る
く
ら
い
で
あ
る

 
だ
が
凛
子
は
健
の
そ
の
表
現
か
ら
健
が

に
悪
い
イ
メ

ジ
を
持

て
い
な
い
事
に
気
が

つ
い
て
い
た

 
こ
れ
は
ま
あ

技
術
畑
の
人
間
に
は
多
い
事
で
は
あ
る

ど
ん
な
人
ね

ま
あ
自
分
が
興
味
を
持

た
事
し
か
や
ろ
う
と
し
な
い
人
だ

た
の

は
確
か
ね

な
る
ほ
ど
つ
ま
り
そ
れ
は
興
味
を
持
た
せ
さ
え
す
れ
ば
こ

ち
の
勝
ち

て
感
じ
だ

た
ん
で
す
ね

あ
ら

よ
く
分
か

て
る
じ

な
い

そ
う

に
何
か
頼
み
事
を
す
る
時
は

 
と
に
か
く
ど
う
や

て
興
味
を

こ
う
か

を
悩
ま
せ
た
も
の
よ

あ
は
は
は
は

ど
こ
か
の
ド
ラ
マ
の
主
人
公
み
た
い
で
す
ね

凄
く
大
変
だ

た
か
ら

笑
い
事
じ

な
か

た
ん
だ
け
ど

で
も
笑

ち

う
わ
よ
ね

俺
が
も
う
少
し

く
生
ま
れ
て
れ
ば
ご
一

出
来
た
ん
で
す
け
ど
ね

あ
ら

そ
し
た
ら
あ
な
た
は
今

捕
さ
れ
て
た
か
も
し
れ
な
い
わ
よ
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あ
あ

そ
れ
は
勘

で
す
ね

 
健
は
そ
れ
は
無
理
と
い
う
風
に
お
ど
け
た
調
子
で
両
手
を
上
げ
た

と
こ
ろ
で
楽
し
い
か
ら
別
に

わ
な
い
ん
だ
け
ど

 
あ

ち
の
お
仲
間
が
凄
く
こ

ち
を
気
に
し
て
る
み
た
い
よ
こ
の
ま
ま
こ

ち
に
い
て
も
い

い
のあ

あ

ま
あ
俺
は
外
様
な
ん
で
別
に
い
い
か
な

て

そ
う
い
う
ド
ラ
イ
な
と
こ
ろ

に
似
て
る
わ
ね

 
そ
う
い
え
ば
さ

き

重
村
ゼ
ミ
で
は
自
分
一
人
だ
け

て
言

て
た
け
ど

 
他
に
も
誰
か

ゼ
ミ
の
子
が
開
発
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
り
す
る
の

何
人
か
は
た
ま
に
来
ま
す
け
ど

常

は
俺
だ
け
で
す
ね

あ
ら
そ
う
な
ん
だ

分
優

な
の
ね

い
や

ど
う
で
す
か
ね

 
ゼ
ミ
の
大
先
輩
に
褒
め
ら
れ
た
健
は

ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
よ
う
に
表
情
を
緩
め
た

 
だ
が
そ
の
表
情
は

直
後
の
凛
子
の
言
葉
の
せ
い
で
一
変
し
た

健
君
は

の
後
を
追
い
た
い
の
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え
分
と

に
興
味

々
み
た
い
だ

た
か
ら

そ

そ
り

ま
あ
興
味
は
あ
り
ま
す
よ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
使
わ
れ
て
い
た
技
術
の
一
部
は

 
あ
の
教

で
す
ら
理
解
出
来
な
い
も
の
が
あ

た
み
た
い
で
す
し

あ
ら
そ
う
な
の

そ
の
点
に
関
し
ち

ま
あ
う
ち
は
直
接

凛
子

 
凛
子
が
何
か
言
い
か
け
た
が
そ
れ
は

子
が
止
め
た

健
は
言
葉
の
続
き
が
気
に
な

た
が

 
お
そ
ら
く
直
接
サ

バ

を
調
べ
て

と
で
も
言
い
か
け
た
の
だ
ろ
う

 
健
は
そ
う
考
え

そ
の
点
に
関
し
て
深
く
問
い
か
け
る
事
は
し
な
か

た

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と

ち

た
み
た
い
ね

 
凛
子
は

ろ

と

を
出
し
そ
の
ま
ま
ト
イ
レ
へ
と
向
か

た

そ
し
て
残

た

子
に
健

は
謝
罪
し
た

す
み
ま
せ
ん
凛
子
先
輩
に
会
社
関
係
の
言

ち

い
け
な
い
事
を
言
わ
せ
そ
う
に
な

ち

い
ま
し
た
か
ね

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
ね

ま
あ
続
き
が

き
た
か

た
ら
う
ち
に
来
る
と
い
い
わ
よ
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ソ
レ
イ
ユ
に
で
す
か

え
え

あ
な
た
に
と

て
も
凄
く
た
め
に
な
る
と
思
う
わ
よ

 
ジ

ン
ル
は
違
う
け
ど

う
ち
に
は
あ
の

紅
莉
栖
ち

ん
が
い
る
し
ね

紅
莉
栖

彼
女
の
専
門
は

学
だ
け
れ
ど

貴
方
の
研
究
と
も
関
係
は
深
い
わ
よ
ね

は
い

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

 
今
ま
で
ま

た
く
意
識
し
て
い
な
か

た
の
だ
が

確
か
に

子
の
言
う
事
は
そ
の
通
り
で

あ

た

 
確
か
に

や

に
と

て

学
は
切

て
も
切
り
離
せ
な
い
分
野
で
あ
り

 
そ
の
第
一
人
者
と
も
言
え
る
研
究
者
が
同

だ
と
い
う
の
は
と
て
つ
も
な
い
ア
ド
バ
ン
テ

ジ

に
な
る
だ
ろ
う

そ

か

進
路
を
選
ぶ
の
に

そ
う
い
う
の
も
参
考
に
し
な
い
と
か

健
君
は
今
何
年
生

三
年
で
す

そ
ろ
そ
ろ
進
路
を
ど
う
し
よ
う
か
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
ね

進
路
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そ
こ
に
凛
子
が

て
き
た

多
少

い
も
覚
め
た
よ
う
で
ス

キ
リ
し
た
よ
う
な
顔
を
し

て
い
る

健
君
は
進
路
に
迷

て
る
の

い
や

ま
だ
そ
こ
ま
で
じ

な
い
で
す
ね

丁
度
今

う
ち
に
来
た
ら
ど
う
か

て
言

て
み
た
と
こ
ろ
な
の

あ
あ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う

 
凛
子
は
そ
の

子
の
言
葉
に

き
つ
つ

じ

と
健
の
目
を
見
た

な

何
で
す
か

健
君

口
は
堅
い
方

く
は
な
い
つ
も
り
で
す
け
ど

ふ

ん

 
凛
子
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
ず

話
は
雑
談
に

た

 
健
は
凛
子
が
何
を
意
図
し
て
そ
ん
な
事
を

い
た
の
か
気
に
な

た
が

 
そ
れ
が
判
明
し
た
の
は
帰
り

で
あ

た

結
局
ず

と
私
達
に
つ
き
合
わ
せ
ち

た
わ
ね
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い
え

さ

き
も
言
い
ま
し
た
け
ど
俺
は
外
様
で
す
し

 
カ
ム
ラ
の
人
達
と
は
い
つ
で
も
飲
み
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
す
か
ら

 
少
し
前
に

カ
ム
ラ
の
者
達
が
次
の
会
場
に
行
く
と
健
に
声
を
か
け
て
き
た
の
だ
が

 
健
は
そ
れ
を
断
り

凛
子
達
と
同

を
続
け
る
事
を
選
択
し
て
い
た
の
だ

た

今
日
は
色
々

け
て
楽
し
か

た
で
す

ま
た
機
会
が
あ

た
ら
ご
一

し
ま
し

う

そ
う
ね

後
輩
と
の
繋
が
り
は
大
切
に
し
な
い
と
だ
し

 
あ
あ

健
君

Ａ
Ｃ
Ｓ

て
知

て

る
わ
け
な
い
わ
よ
ね

何
で
す

そ
れ

・
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
・
シ
ス
テ
ム

て
ア
プ
リ
よ

 
私
達
が
よ
く
利
用
し
て
る
ん
だ
け
ど

良
か

た
ら
そ
れ

使

て
み
な
い

い
た
事
な
い
で
す
ね

ど
こ
で
手
に
入
る
ん
で
す
か

待

て
て

今
教
え
る
わ

 
健
は
凛
子
か
ら
説
明
を
受
け

実

に
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
使

て
み
て

 
そ
の
オ

バ

ス
ペ

ク
ぶ
り
に
驚
愕
し

い
な
く
そ
の
使
用
を
決
め
た

こ
れ
の
事
は

他
の
人
に
は
言
わ
な
い
で
ね
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は
い

も
ち
ろ
ん
で
す

 
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
入
れ
る
事
で
自
分
の
動
き
が
あ
る

度
ソ
レ
イ
ユ
に

さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な

い
が

 
健
は
そ
ん
な
事
は
お

い
な
し
で
あ

た

こ
れ

凄
い
で
す
ね

一

は
し
な
い
ん
で
す
か

い
ず
れ
は
す
る
と
思
う
わ

ま
だ
予
定
は
立

て
な
い
け
ど
ね

と
い
う
か

タ
ダ
で
も
ら

ち

て
い
ん
で
す
か

い
い
の
い
い
の

う
ち
の
関
係
者
は
み
ん
な
使

て
る
ん
だ
か
ら

 

え
ば
防
衛
大
臣
と
か

レ
ク
ト
の
社
⻑
と
か

帰
還
者
用
学
校
の
理
事
⻑
と
か
ね

ぼ

防

 
健
は
絶

し

そ
ん
な
健
に
凛
子
は
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
こ
う
言

た

健
君
う
ち
は
い
ず
れ
世
界
の

配

に
大
き
く
食
い
込
む
よ
う
に
な
れ
る

か
も

し
れ
な
い
わ

そ
れ
は
ま
た
ス
ケ

ル
が
大
き
な
話
で
す
ね

な
の
で
興
味
が
あ

た
ら
う
ち
に
い
ら

し

い

そ
う
す
れ
ば
そ
の
時
あ
な
た
は



 第九章 オーディナル・スケール編

あ
な
た
は

望
み
が
一
つ
叶
う
わ

そ
れ

て
ど
う
い
う

 
そ
れ
に
は
答
え
ず

凛
子
と

子
は
い
た
ず
ら
め
い
た
表
情
の
ま
ま
去

て
い

た

 
一
人
残
さ
れ
た
健
は

が
分
か
ら
な
い
ま
ま

か
ん
と
す
る
ば
か
り
で
あ

た

ソ
レ
イ
ユ
か

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
ソ
レ
イ
ユ
の
関
係
者
だ

て
話
だ
し

 
今
度
会

た
時
に
相
談
し
て
み
よ
う
か
な

 
健
は
そ
う

く
と

こ
の
日
は
そ
の
ま
ま
真

直
ぐ
家
に
帰
る
事
に
し
た

  
一
方
真

直
ぐ
家
に
帰

た
徹
大
は
持
ち
帰

た
デ

タ
を
ユ
ナ
に
見
せ
る
準
備
を
着
々
と

進
め
て
い
た

お

さ
ん

そ
れ
は

 
画
面
の
中
の
ユ
ナ
が

徹
大
に
そ
う
問
い
か
け
て
く
る

今
日
偶
然
手
に
入

た

本
当
の
お
前
の
デ

タ
だ
よ

ユ
ナ

本
当
の
私

そ
う
な
ん
だ
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ユ
ナ
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

機

良
さ
そ
う
に
歌
い
始
め
た

う
わ

私
に
も
フ

ド
バ

ク
し
て
ね

お

さ
ん

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ
よ

 
足
元
に
座
り

こ
ち
ら
を
見
上
げ
て
く
る
ぬ
い
ぐ
る
み
の
ユ
ナ
に
も
そ
う
答
え

 
徹
大
は

調
に
作
業
を
進
め
て
い
く

二
人
と
も

準
備
が
出
来
た
か
ら
一

落
と
す
よ

う
ん

分
か

た

待

て
る
ね

 
二
人
は
ハ
モ
り
な
が
ら
そ
う
答
え

そ
の
ま
ま

し
た

 
そ
し
て
徹
大
は
二
人
の

に

持
ち
帰

た
デ

タ
を
参

さ
せ
た

さ
て

ど
う
な
る
か
な

 
こ
の
時
点
で
徹
大
は

結
果
に
関
し
て
そ
こ
ま
で
期
待
し
て
は
い
な
か

た

 
だ
が
再

動
さ
せ
た
ユ
ナ
達
は

目
に
見
え
て
変
化
し
て
い
た

お

さ
ん

 
二
人
は
同
時
に
そ
う
言

た
が

そ
こ
ま
で
変
わ

た
よ
う
に
は

こ
え
な
か

た
の
に

 
な

か
徹
大
は
全
身
が

え
る
の
を
自
覚
し
た

ど
こ
が
ど
う
違
う
と
い
う

で
は
な
い
だ
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が
確
実
な
の
は

 
今
の
徹
大
の
身
体
が
歓
喜
し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ

た

 
ユ
ナ
の
ど
こ
が
変
わ

た
の
か

体
的
に
は
説
明
出
来
な
い
が

 
今
ま
で
気

か
な
か

た
レ
ベ
ル
で
微

に
ズ
レ
て
い
た
⻭

が
ピ
タ

と
は
ま

た
よ
う

に 
徹
大
に
は

ユ
ナ
が
よ
り

那
に
近

い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

素
晴
ら
し
い

 
今
日
こ
の
日

こ
の

間
か
ら
徹
大
の
意
識
は
完
全
に
変
わ

た

 
鎌
倉
の
地
で
眠
る

那
の
事
を
見

て
る

で
は
も
ち
ろ
ん
無
い
が

 
仮
に
も
し
助
か
ら
な
く
て
も

こ
の
ま
ま
強
め
の
ス
キ

ン
を
続
け
て
い
け
ば

 

那
を
復
活
さ
せ
る
事
は
可
能
だ
と
強
く
思
う
よ
う
に
な

た
の
で
あ
る

も

と

も

と
だ

 
徹
大
の
暴
走
が
始
ま
る
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第
１
１
７
１
話
 
一
年
後
の
予
定

 
自
宅
に

る

中

凛
子
は
ふ
と
思
い
立
ち

ソ
レ
イ
ユ
本
社
へ
と
立
ち
寄

た

あ
れ

凛
子
さ
ん

あ
ら
理
央
ち

ん

ま
だ
残

て
た
の

は
い

私
は
人
一
倍
努
力
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
で

今
は
飲
み
物
を

お
う
と
思

て

 
そ
ん
な
理
央
の
真
面
目
さ
を
好
ま
し
く
思
い
つ
つ

 
凛
子
は
次
世
代
技
術
研
究
部
へ
向
か
う
事
を
理
央
に
告
げ
た

う
ち
に
何
か
用
事
で
す
か

う
ん

ち

と

と
話
が
し
た
く
て
ね

分
か
り
ま
し
た

案
内
し
ま
す
ね

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
次
世
代
技
術
研
究
部
へ
と
向
か
い
茅
場

の
ア
マ
デ
ウ
ス
を

動
し
た

お
や

こ
れ
は
珍
し
い
ね

ふ
ふ

実
は
今
日

私
達
の
後
輩
に
会

て
ね

ほ
う
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理
央
は
楽
し
そ
う
に
語
る
二
人
を
見
な
が
ら
少
し
遠
く
に
離
れ
そ
の
ま
ま
一
人
勉
強
を
再

開
し
た

  
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
と
ウ
ズ
メ
は

今
日
も
戦
闘
訓
練
に
明
け

れ
て
い
た

う

ん

舞

ス
キ
ル

取
れ
な
い
ね

や

ぱ
り
俺
の
せ
い
な
ん
だ
ろ
う
か

も
う
い

そ

二
人
で

て
み
る

え

マ
ジ
か
よ

別
に
い
い
け
ど

ふ
ふ

そ
れ
じ

あ
私
が
リ

ド
し
て
あ
げ
る
ね

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
に
手
を
差
し
出
し
た

お

お
う

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
の
手
を
お
ず
お
ず
と

る
と

 
ウ
ズ
メ
は
ハ
チ
マ
ン
を

き
合
う

前
ま
で
ぐ
い

と
引

張
り

そ
の

に
手
を

え
た

え

ダ
ン
ス

て
そ

ち

う
ん
そ
う
だ
よ

ほ
ら

ハ
チ
マ
ン
も
私
の

に
手
を

え
て
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い
や

で
も
な

い
い
か
ら
ほ
ら

あ

は
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
れ
も
舞

ス
キ
ル
の

と
思
い
言
わ
れ
た
通
り
に
ウ
ズ
メ
の

に
手
を

え

た
は
い

そ
れ
じ

あ
ゆ

く
り

に

ワ
ン

ツ

ワ
ン

ツ

ワ
ン

ツ

ワ

と

す
ま
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
ウ
ズ
メ
の
リ

ド
に
頑
張

て
つ
い
て
い
こ
う
と
し
た
が

 
不
慣
れ
な
せ
い
で
何
度
か
ウ
ズ
メ
の
足
を

ん
で
し
ま

た

い
い
か
ら
い
い
か
ら

 
ウ
ズ
メ
は
そ
ん
な
事
は
気
に
せ
ず
に
ハ
チ
マ
ン
を
リ

ド
し
続
け
る

 
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く

て
い
る
う
ち
に

ハ
チ
マ
ン
も

々
慣
れ
て
き
た
よ
う
だ

こ

こ
ん
な
感
じ
か

そ
う
そ
う

上
手
上
手
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ど
う
し
た
の

い

い
や

何
で
も
な
い

 
ウ
ズ
メ
の
顔
が
ず

と
近
く
に
あ
る

間
違

て
も
顔
と
顔
が
お
か
し
な
接
触
を
し
な
い
よ

う
に

 
ハ
チ
マ
ン
は
か
な
り
気
を
遣

て
い
た

同
時
に
ウ
ズ
メ
の
顔
を
見
て
ハ
チ
マ
ン
は
思
う

整

て
る
よ
な

や

ぱ
り
ア
イ
ド
ル
な
ん
だ
よ
な

と

い
か
ん
い
か
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ウ
ズ
メ
に
対
す
る
賞

の
気
持
ち
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に

 
ポ

カ

フ

イ
ス
の

持
に
努
め
た

 
こ
こ
で
ウ
ズ
メ
に
そ
の
事
を
気
取
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
ち

か
い
を
出
さ
れ
る
か
分
か
ら
な

い
か
ら
だ

 
こ
の
ハ
チ
マ
ン
の

ぶ
り
は

シ
ノ
ン
を
相
手
に
す
る
時
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る

ふ
う

大
分
上
手
く
な

た
ね

お
か
げ
さ
ま
で
な

ま
あ
あ
と
一
年
ち

と
あ
る
ん
だ
し

き

と
何
と
か
な
る
よ

い

一
年
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ハ
チ
マ
ン
は
ウ
ズ
メ
が
何
を
言

て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
に
ポ
カ
ン
と
し
た

い
き
な
り
何
だ

何
で
一
年

え

だ

て

帰
還
者
用
学
校
の
卒
業
式
で

プ
ロ
ム
を
や
る
ん
で
し

プ

プ
ロ

何

プ
ロ
ム
ナ

ド

へ
 
ハ
チ
マ
ン
は

が
分
か
ら
ず
混
乱
の

み
に
あ

た

 
そ
も
そ
も
プ
ロ
ム
ナ

ド
と
い
う
言
葉
を
ハ
チ
マ
ン
は
知
ら
ず

 
そ
れ
が
一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
の
だ

 
そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
の
顔
を

ウ
ズ
メ
が
上
目
遣
い
で

き
込
ん
で
き
た

ち

近
い

も
し
か
し
て

プ
ロ
ム
が
ど
う
い
う
も
の
か

全
然
知
ら
な
か

た
り
す
る

だ
な

残
念
な
が
ら

俺
の
知
識
の
中
に

そ
の

語
は
無
さ
そ
う
だ

あ
あ

ま
あ
日
本
じ

マ
イ
ナ

な
イ
ベ
ン
ト
だ
し

そ
れ
は
仕
方
な
い
よ

そ
う
な
の
か
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う
ん

え

と

と
り
あ
え
ず
ど
う
い
う
も
の
か

動
画
で
も
見
せ
な
が
ら
説
明
す
る
ね

悪
い

助
か
る
わ

そ
れ
じ

あ
ち

と
待

て
て

 
そ
う
言

て
ウ
ズ
メ
は
コ
ン
ソ

ル
を
可

化
さ
せ
楽
し
そ
う
に

る
男
女
の

を
画
面
に

映
し
出
し
た

こ
ん
な
感
じ
か
な

え

何
こ
れ

こ
れ
を
卒
業
式
で
や
る
の

俺

全
然

い
て
な
い
ん
だ
け
ど

え

あ

そ

か
そ

か

日
の
夜
に
さ

 
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
女
子
チ

ト
で

り
上
が

て
た
だ
け
だ
か
ら

多
分
ま
だ
決
定

じ

な
い
ん
だ
よ

 

ほま
あ
舞

会
み
た
い
な
も
の
だ
ね

本
来
は
男
女
の
ペ
ア
で
参
加
す
る
み
た
い

男
女
の

ペ
ア

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
言
葉
を
受
け

帰
還
者
用
学
校
の

業
風
景
を
思
い

か
べ
た

い
や

で
も
う
ち
の
学
校

男
女
比
が
も
の
凄
い
事
に
な

て
る
ん
だ
け
ど
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そ
れ
は
ま
あ
何
と
か
す
る
し
か
な
い
ね

な
る
も
ん
な
の
か

さ
あ

 
実

問
題
帰
還
者
用
学
校
の
女
子
の
少
な
さ
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
り

 
こ
れ
は
ど
う
や
ら
実
現
は
し
な
さ
そ
う
だ
と
ハ
チ
マ
ン
は
安
心
し
た

で

ど
う
し
て
そ
ん
な
話
題
に
な

た
ん
だ

え

と
ね

最
初
に
ネ
タ

り
し
て
き
た
の
は
結
衣
さ
ん
か
な

あ
の
ゆ
る
ふ
わ
め

で

明
日
奈
さ
ん
が

や
り
た
い

て
言
い
出
し
て

う
 
こ
れ
に
は
さ
す
が
の
ハ
チ
マ
ン
も
困

た

明
日
奈
が
や
り
た
い
と
言

た
の
な
ら

 
も
し
直
接
頼
ま
れ
た
場
合

ハ
チ
マ
ン
に
は
反
対
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
無
い
か
ら
だ

雪
乃
さ
ん
が

前
に
や

た
事
が
あ
る
か
ら
企
画
は
任
せ
て

て

そ
れ
絶
対
に
実
現
す
る
や
つ
じ

ね
え
か

 
雪
乃
が
介
入
し
て
き
た
以
上

こ
れ
は
絶
対
に
や
る
事
に
な
る
な
と
確
信
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
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せ
め
て
恥
を
か
か
な
い
よ
う
に

あ
る

度
は
練

し
て
お
こ
う
と
心
に
決
め
た

あ
れ

で
も
前
に
や

た

て

表
現
が
変
じ

な
い
か

え

ど
う
し
て

だ

て
普
通

前
に
参
加
し
た
事
が
あ
る

て
言
う
も
ん
じ

な
い
か

あ
あ

実

に
高
校
の
卒
業
式
の
時
に
や

た
ら
し
い
よ

は

う
ち
の
学
校
で

う
ん

え

マ
ジ
で

 
ハ
チ
マ
ン
は

あ
の
総
武
高
校
で
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
雪
乃
の
手

に

を

き
つ
つ

 
雪
乃
が
望
ん
で
あ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ん
て
事
は
あ
り
え
な
い
か
ら

 
発
案
は
絶
対
に
い
ろ
は

り
だ
な
と
考
え
た

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
正
解
で
あ
る

よ
し
当
日
は
恥
を
か
か
な
い

度
に

の
方
で
ち

こ

と
だ
け

る
事
に
す
る
わ

い
や

そ
れ

絶
対
に
無
理
だ
か
ら

何
で
だ
よ

あ
の
ね

プ
ロ
ム

て
の
は

普
通
は
投

で
キ
ン
グ
と
ク
イ

ン
を
選
ぶ
も
の
な
の
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で

帰
還
者
用
学
校
で
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
誰

そ
り

明
日
奈
だ
ろ

じ

あ
キ
ン
グ
は

和
人

明
日
奈
さ
ん
を
ク
イ

ン
に

て
投

し
た
人
が
和
人
君
を
キ
ン
グ
に

て
投

す
る
の

く
 
里
香
や
珪
子

藍
子
や
木
綿
季

ひ
よ
り
に
は
悪
い
が

 
ク
イ

ン
に
選
出
さ
れ
る
の
は
明
日
奈
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 
キ
ン
グ
は
八
幡
と
和
人
の
双

だ
が

明
日
奈
が
ク
イ

ン
で
あ
る
以
上

 
ウ
ズ
メ
が
指
摘
し
た
通
り

キ
ン
グ
に
選
ば
れ
る
の
は
確
実
に
八
幡
と
い
う
事
に
な
る

マ
ジ
か

 
こ
の
時
点
で
ハ
チ
マ
ン
は

一
年
後
の
事
を

め
る
事
と
な

た

分
か

た

ち

こ
ち

こ
練

し
て
お
く
わ

う
ん

そ
れ
が
い
い
よ

あ
は
は
は
は
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笑
い
す
ぎ
だ

て
の

そ
れ
じ

あ
予
行

だ
ね

い
き
な
り
だ
な
お
い

ち

と
待

て
ね

 
そ
う
言

て
ウ
ズ
メ
は
コ
ン
ソ

ル
を
い
じ
り

ラ
イ
ブ
で
使
用
し
て
い
る
衣
装
に
着

え

た
じ

ん

お
お

て

よ
く
そ
ん
な
衣
装
が
手
に
入

た
よ
な

ス
ク
ナ
さ
ん
に
頑
張

て
設
計
し
て
も
ら

た
の

な
る
ほ
ど

し
か
し
そ
れ

ス
カ

ト
の
中
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
ま
で
し

か
り
気
を

遣

て
る
よ
な

も
う

ど
こ
を
見
て
る
の

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う
言

て

く
な

た

い
や

ラ
イ
ブ
を
見
て
れ
ば
普
通
に
分
か
る
か
ら
ね

む

ま
あ
確
か
に
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で

舞

ス
キ
ル
は
来
た
の
か

う
う
ん

ま
だ

ま
だ
か

一
体
何
が
足
り
な
い
ん
だ
ろ
う
な

や

ぱ
り
ハ
チ
マ
ン
の
反
応
な
ん
じ

な
い

い
つ
も
上
手
い
と
は
思

て
る
ん
だ
け
ど
な

う

ん

 
結
局
こ
の
日
は
も
舞

ス
キ
ル
は
取
れ
ず

二
人
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
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第
１
１
７
２
話
 
新
鮮
な
気
持
ち
で

 
次
の
日

学
校
で
八
幡
は

プ
ロ
ム
ナ

ド
の
事
を
明
日
奈
に

ね
て
み
た

な

明
日
奈

ち

と
い
い
か

あ

う
ん

ど
う
し
た
の

日
愛
か
ら

う
ち
の
卒
業
式
で
プ
ロ
ム
ナ

ド

て
の
を
や
る
か
も

て

い
た
ん
だ

が
そ
う
だ
ね

今
企
画
を
立
て
て
る
と
こ
ろ
か
な

 
そ
れ
が
い
い
感
じ
に
出
来
た
ら
お
⺟
さ
ん
に
提
出
し
て
可
否
を
判
断
み
た
い
な

え

何
で
京
子
さ
ん
に

え
 
明
日
奈
は

し
げ
な
顔
で
八
幡
を
じ

と
見
つ
め
て
き
た

 
そ
れ
で
八
幡
は

も
う
す
ぐ
明
日
奈
の
⺟
で
あ
る
京
子
が

 
こ
の
学
校
に
理
事
⻑
と
し
て

任
し
て
く
る
と
い
う
事
を
思
い
出
し
た

あ

あ
あ

そ
う
か
そ
う
か

京
子
さ
ん
に
な



 第１１７２話 新鮮な気持ちで

う
ん

な
の
で
ま
だ

や
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
か
な

そ
う
い
う
事
か

京
子
さ
ん
が
認
め
な
い

無
い
し

絶
対
に
や
る
ん
だ
ろ
う
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え
な
が
ら

他
の
仲
間
達
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
た

 
和
人
は
八
幡
同
様
に

微

そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る

 
里
香
は

め
な
さ
い
と
い

た
感
じ
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
八
幡
の
方
を
見
つ
め
て
い
る

 
珪
子
は
木
綿
季
と
一

に
な

て

 
ド
レ
ス

い
の
の
特
集
が
載

て
い
る
フ

シ

ン
雑

を
楽
し
そ
う
に
見
て
い
る

 
そ
し
て
藍
子
は
何
故
か
ハ
ン
カ
チ
を
く
わ
え
な
が
ら
ク
イ

ン

々
と
ぶ
つ
ぶ
つ

い
て
い

た
あ
い
つ
は
本
当
に
ハ
ン
カ
チ
大
好
き
だ
よ
な

 
そ
う
思
い
思
わ
ず
半
笑
い
に
な

て
し
ま

た
八
幡
に
明
日
奈
が
こ
そ
こ
そ
と
話
し
か
け

て
き
た

で

八
幡
君

愛
ち

ん
の
舞

ス
キ
ル
は
取
れ
た

い
や
そ
れ
が
ま
だ
な
ん
だ
よ
な

な

明
日
奈
や

ぱ
り
こ
れ

て
俺
の
せ
い
な
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の
か
な

う

ん
ね

八
幡
君
茅
場
さ
ん

て
ダ
ン
ス
と
か
の
良
し
悪
し
が
分
か
る
人
だ

た
り
し

た
い
や

そ
れ
は
無
い

 
八
幡
は
キ

パ
リ
と
そ
う
言
い

明
日
奈
は

き
出
す
の
を

て
て

え
た

そ
れ
じ

あ
や

ぱ
り
大
事
な
の
は
一

に
い
る
人
の
感
情
の
動
き
だ
ね

だ
よ
な

で
も
そ
う
思
う
と

逆
に
意
識
し
ち
ま
う
ん
だ
よ
な

う

ん

を
か
ら

に
し
な
い
と
だ
ね

を
か
ら

に
か

 
二
人
は
う

ん
と

り

明
日
奈
が
こ
ん
な
事
を
提
案
し
て
き
た

も
し
か
し
て

目
先
の
変
わ

た

り
と
か
の
方
が
新
鮮
な
の
か
な

そ
れ

て
普

愛
が
し
な
さ
そ
う
な

り

て
事
か

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

 
八
幡
は
そ
の
提
案
に
大
き
く

い
た

そ
れ
な
ら
素
直
に
驚
け
る
か
も
し
れ
な
い
な

体
的
に
何
か
あ
る
か



 第１１７２話 新鮮な気持ちで

そ
う
だ
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
な
ら
剣
舞
と
か

剣
舞

そ
り

目
だ
な

ど
う
し
て

だ

て
そ
れ

絶
対
に
明
日
奈
と
比
べ
ち

う
だ
ろ

 
明
日
奈
の
戦

て
る

は
い
つ
も
舞

て
る
み
た
い
で
格
好
い
い
か
ら
な

や
だ
も
う

八
幡
君

た
ら

 
明
日
奈
は
嬉
し
そ
う
に

を
緩
ま
せ
な
が
ら

八
幡
の
背
中
を
思
い

き
り
叩
い
た

お
わ

 
そ
の
力
は
意
外
に
強
く

八
幡
は

 
二
人
の
す
ぐ
横
で
ハ
ン
カ
チ
を
く
わ
え
て
い
た
藍
子
目

け
て
突

込
み
そ
う
に
な

た

あチ

ン
ス

 
藍
子
は
そ
ん
な
八
幡
を
迎
え
入
れ
る
か
の
よ
う
に

 
手
を
大
き
く
開
い
て
八
幡
の
顔
を
自
ら
の
胸
で
受
け
止
め
よ
う
と
す
る

ラ

キ

ス
ケ
ベ
・
ク
イ

ン
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だ
が
八
幡
は

ダ
ン

と

を

み

体
の
勢
い
を
何
と
か
殺
す
事
に
成
功
し
た

 
藍
子
の
胸
は
す
ぐ
目
の
前
ま
で
迫

て
い
た
が

確
実
に
接
し
て
は
い
な
い

ん
ぎ
ぎ
ぎ
ぎ

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
腹
筋
を
駆
使
し
て
体
を

こ
し

ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
た

よ

し

え
た
ぞ

何

え
て
る
の
よ

も

と
素
直
に
リ
ビ
ド

し
な
さ
い
よ

ふ
ふ
ん

お
前
の
思
惑
通
り
に
い
く
と
思

た
か

ム
キ

 
そ
ん
な
二
人
の
様
子
に
教
室
は
明
る
い
笑
顔
に
包
ま
れ
た

 
帰
還
者
用
学
校
は
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
全
く
平
和
で
あ

た

  
そ
し
て
放
課
後

八
幡
は
ソ
レ
イ
ユ
の
自
分
の
部
屋
に
一

寄

た
後

 
何
か
ヒ
ン
ト
は
な
い
か
と
思
い
何
と
な
く
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

ビ
ル
を
訪
れ
て
い

た 
そ
の
ま
ま
フ
ラ
ン
シ

シ

の
予
定
を
確
認
し
た
八
幡
は
レ

ス
ン
ル

ム
へ
と
向
か

た



 第１１７２話 新鮮な気持ちで

あ
れ

八
幡
さ
ん

 
八
幡
を
見
つ
け
た
さ
く
ら
が
そ
う
言

た

間
に

 
愛
と
純
子
が
レ

ス
ン
を
放
り
出
し
て
八
幡
に
駆
け
寄

た

八
幡

八
幡
さ
ん

 
そ
ん
な
二
人
に
八
幡
は

即
座
に
拳
骨
を
落
と
し
た

きい

い

お
前
ら
さ

こ
れ
も
仕
事
の
う
ち
な
ん
だ
か
ら
ち

ん
と
し
よ
う
な

ち

は

い

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
二
人
が
す
ご
す
ご
と

て
い

た
後

八
幡
は
レ

ス
ン
の
先
生
に

を
下
げ
た

魔
し
ち

て
す
み
ま
せ
ん

続
け
て
下
さ
い

 
愛
と
純
子
は
そ
の
後
も
八
幡
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
が

 
八
幡
が
二
人
を
じ
ろ

と

む
と

て
て
八
幡
か
ら
目
を

ら
し
た
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そ
れ
で
本
当
に
反
省
し
た
の
か

二
人
は
こ
そ
こ
そ
と
何
か
話
し
て
い
た
が

 
そ
の
直
後
に
二
人
の
動
き
が
急
に
良
く
な

た

お
お

 
八
幡
は
そ
ん
な
二
人
の
口
の
動
き
を

ん
で
い
た

 
二
人
が
言

た
の
は

こ
こ
は
集
中
し
て
八
幡
に
い
い
所
を
見
せ
よ
う

だ

た

動
機
は
と
も
か
く

や

ぱ
り
よ
く
動
く
な

 
八
幡
は
み
ん
な
の
動
き
に
感
心
し
て
い
た
が

次
の
サ
キ
の
言
葉
に
ハ

と
し
た

よ
し

次

新
曲
い
く

新
曲

新
曲
か

そ
う
か

そ
の
手
が
あ

た
か

 
八
幡
は
そ
う

い
て
立
ち
上
が
り

サ
キ
に
声
を

け
た

お

い
サ
キ
ち

ん

ち

と
い
い
か

ん

ど
う
か
し
た

ち

と
一

愛
と
話
を
さ
せ
て
く
れ

そ
れ
で
俺
は
退
散
す
る
か
ら

オ

ケ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
み
ん
な

五
分
休

な

 
他
の
者
達
は
サ
キ
の
指

に

い

飲
み
物
の
ペ

ト
ボ
ト
ル
を
手
に
取

た



 第１１７２話 新鮮な気持ちで

 
当
の
愛
は

八
幡
か
ら
指
名
と
い
う
事
で
も
じ
も
じ
し
て
い
た

な

何

い
や

今
夜
だ
け
ど
な

愛

俺
の
前
で
新
曲
を
披
露
し
て
く
れ
な
い
か

新
曲
を

あ
あ

そ
れ
な
ら
俺
も

何
が
あ
ろ
う
と
新
鮮
な
気
持
ち
で

け
る
と
思
う
ん
だ
よ

あ

あ
あ

 
愛
は
そ
れ
で
納
得
し

そ
の
八
幡
の
頼
み
に

い
た

オ

ケ

し

か
り
練

し
て
お
く
ね

お
う

そ
れ
じ

あ
夜
に
な

う
ん

 
八
幡
は
愛
に
手
を

り

フ
ラ
ン
シ

シ

の
他
の
メ
ン
バ

に

し
よ
う
と
し
て

ピ

タ

と
止
ま

た

純
子

つ

ん

で
す

 
純
子
は

ね
て
い
る
の
か

を

ら
ま
せ
な
が
ら
そ

を
向
い
て
い
た
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大
人

い
純
子
に
し
て
は
珍
し
い
仕

で
あ
り

 
他
の
者
達
も

珍
し
い
も
の
を
見
た
と
い
う

線
を
純
子
に
向
け
て
い
る

 
八
幡
は
苦
笑
す
る
と

そ
の
ま
ま
純
子
の

を

で
た

純
子

頑
張
れ
よ

 
純
子
は
顔
を

く
し
な
が
ら

き

八
幡
は
そ
れ
で
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
の
前
に

他
の
者
達
が

を
差
し
出
し
て
き
た
の
を
見
て

か
ん
と
し
た

へ
 
さ
く
ら
サ
キ
リ
リ

ゆ
う
ぎ
り
た
え
の
五
人
は

く

く
と
い

た
感
じ
で

を
動

か
し

 
八
幡
は
面
食
ら
い
な
が
ら
も
全
員
の

を

で
た

み

み
ん
な
も
頑
張

て
な

 
フ
ラ
ン
シ

シ

も

ま
だ
こ
の
時
点
で
は
全
く
平
和
で
あ

た

  
そ
し
て
夜
ハ
チ
マ
ン
は
少
し

張
し
な
が
ら
新
曲
の
準
備
を
し
て
い
る
ウ
ズ
メ
を

め
て



 第１１７２話 新鮮な気持ちで

い
たウ

ズ
メ

そ
の
衣
装
は

い
い
で
し

本
番
で
使
う
の
と
同
じ
の
を
ま
た
ス
ク
ナ
さ
ん
に
作

て
も
ら

た
の

仕
事
が

す
ぎ
だ
ろ

私
の
パ

ト
だ
け
だ
か
ら
曲
に
つ
い
て
は
分
か
り
に
く
い
か
も
だ
け
ど

 
可
能
な
限
り
他
の
人
の
パ

ト
も
歌

て
み
る
ね

覚
え
て
る
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
は
感
心
し
つ
つ

ウ
ズ
メ
の
準
備
が
整
う
の
を
待

た

 
そ
し
て
ウ
ズ
メ
は
セ

ト
の
配
置
を
終
え

一
人
で
歌
い
な
が
ら

り
だ
し
た

お

お

 
お
そ
ら
く
一

人
で
こ
の
曲
を

く
の
は
自
分
が
初
め
て
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ウ
ズ
メ
の
パ
フ

マ
ン
ス
に
完
全
に

了
さ
れ
た

や

ぱ
り
ウ
ズ
メ
は
凄

な

 
そ
の

間
に
ウ
ズ
メ
は

自
分
に
舞

ス
キ
ル
が
追
加
さ
れ
た
の
を
理
解
し
た
が

 
せ

か
く
の
機
会
だ
か
ら
最
後
ま
で
歌
い

ろ
う
と
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先
ほ
ど
以
上
の
気
合
い
を
入
れ
て
パ
フ

マ
ン
ス
を
続
け
た

 
そ
れ
を
ハ
チ
マ
ン
は

少
年
の
よ
う
に
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
ず

と

め
て
い
た
の

だ

た

 
歌
姫
ス
キ
ル

得
ま
で
に
必
要
な
ス
キ
ル
の

は

あ
と
三
つ



 第１１７３話 二人目の歌姫

 
第
１
１
７
３
話
 
二
人
目
の
歌
姫

ハ
チ
マ
ン

取
れ
た
よ

お

つ
い
に
か

今
回
は
苦
労
し
た
な

う
ん

で
も
そ
の
分
凄
く
嬉
し
い

 
新
曲
の
披
露
が
終
わ

た
後

ウ
ズ
メ
の
そ
の
報
告
に
ハ
チ
マ
ン
は

を
緩
め
た

歌

ア
イ
ド
ル

偶
像

技

舞

か

残
り
あ
と
三
つ
だ
な

他
に
ハ
チ
マ
ン
が
知

て
る
の
は
何
の
ス
キ
ル
な
ん
だ

け

あ
あ

俺
が
知

て
る
の
は

楽
器

カ
リ
ス
マ

し
系

小
悪
魔
系

大
声
だ
な

 
カ
リ
ス
マ
と
大
声
は

そ
れ
ぞ
れ
歌
の

果
時
間
と
能
力
の

加

を
プ
ラ
ス
さ
せ
る
か
ら

 
出
来
れ
ば
取

て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
な

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
そ
れ

い
こ
う

ち
な
み
に

し
系
は

態

常
を
徐
々
に
回
復
の

果
小
悪
魔
系
は

性

得

果
が
あ

た
な

 
楽
器

は
味
方
の
士
気
を
高
め
る

果
だ

た
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そ
う
な
ん
だ

全
部
で
八
つ
し
か
取
れ
な
い
の
か
な

ホ

リ

の
説
明
だ
と
そ
ん
な
感
じ
だ

た
な

歌
姫
に
個
性
を
持
た
せ
る

の

置
だ

た
ら
し
い

こ
れ
は
迷
う
ね

も
し
あ
れ
な
ら
ピ

ア
と
相
談
し
て
担
当
を
分
け
合

て
も
い
い
か
も
な

 
あ
と
歌
姫
関
連
の
ス
キ
ル
に
関
し
て
は
取

た
ス
キ
ル
で
い
ら
な
い
も
の
を
破

出
来
る

ら
し
い
か
ら

 
ま
あ
気
に
せ
ず
色
々
チ

レ
ン
ジ
す
る
と
い
い
さ

な
る
ほ
ど

 

当
に
作

た
に
し
て
は

そ
れ
な
り
に
考
え
ら
れ
て
い
る
仕
様
だ
な
と
思
い
つ
つ

 
ハ
チ
マ
ン
は
他
の
ス
キ
ル
の

果
に
つ
い
て

思
い
出
し
て
い
た

歌

ス
キ
ル
は
全
て
の
基
本
で

歌
に

果
を
乗
せ
ら
れ
る

だ
か
ら
い
い
と
し
て

 

は
同
時
に
二
つ
の

果
を
歌
に
乗
せ
ら
れ
る
舞

は
味
方
の
目
を
引
き
付
け
て

果
人

大
だ

た
な

 
そ
う
い
え
ば

技

と
ア
イ
ド
ル

偶
像
の

果
を

く
の
を
忘
れ
て
た
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
思
い

ウ
ズ
メ
に
そ
の
事
を

ね
た

な

ウ
ズ
メ

技

と
ア
イ
ド
ル

偶
像

て
ど
ん
な

果
が
あ
る
ん
だ

え

と
ね

技

は
歌
の

中
で
乗
せ
て
い
る

果
を
変
更
出
来
る
の
か
な

あ
あ

歌
の

果
を
一

切
ら
な
く
て
も
い
い

て
事
か

そ
れ
は
凄
い
な

う
ん

か
な
り
融
通
が

く
い
い
ス
キ
ル
だ
よ
ね

で
ア
イ
ド
ル

偶
像
は

え

と

歌
の

果
を
フ

ル
ド
全
体
に

大

だ

て

マ
ジ
か

凄
え
な
そ
れ

す

凄
い
の
か
な

あ
あ

そ
ん
な
事
は
ユ
ナ
に
も
出
来
な
か

た
か
ら
な

ウ
ズ
メ

凄
い
ぞ

え
へ
へ

 
ウ
ズ
メ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
大
絶

に
デ
レ
デ
レ
に
な

た

そ
う
な
る
と
そ
れ
を

活
用
し
な
い
手
は
無
い
な
残
り
一
つ
を
ど
う
す
る
か

て
事
に
な

る
の
か

多
分
そ
れ
以
外
に
も
何
か
あ
る
よ
ね
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だ
な

ホ

リ

に

い
て
み
る
か

私
に
何
か

き
た
い
事
で
も

う
わ

 
そ
ん
な
二
人
に
突
然
声
を

け
て
く
る
者
が
い
た

ホ

リ

で
あ
る

な

な
な
な

何
で
こ
こ
に

い
や

ま
あ
私
だ
け
じ

な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
う
言

て
ホ

リ

は

り
返

た

そ
こ
に
は
ア
ス
ナ
キ
リ
ト
リ
ズ
ベ

ト
シ
リ

カ
の

が
あ
り

 
他
に
も
シ
ノ
ン

セ
ラ
フ

ム

リ
オ
ン

ア
サ
ギ
の

も
あ

た

 
そ
し
て
最
後
方
か
ら
ピ

ア
が

を
現
し

そ
れ
を
見
た
ハ
チ
マ
ン
は

か
ん
と
し
た

ア

ア
ス
ナ

こ
れ
は
一
体

だ

だ

て

ピ

ア
ち

ん
か
ら

 
今
日
こ
こ
で
フ
ラ
ン
シ

シ

の
新
曲
の
披
露
が
あ
る

て

い
た
か
ら

 
そ
し
た
ら
来
な
い

に
は
い
か
な
い
じ

な
い

そ
う
い
う
事
か
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ご
め
ん
な
さ
い
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

一
人
で
こ
こ
に
来
よ
う
と
い
た
ら

み
ん
な
に
見
つ
か

ち

て

い
や

別
に

わ
な
い
か
ら
気
に
し
な
く
て
い
い

て

 
ハ
チ
マ
ン
は
ピ

ア
に

気
に
し
な
い
よ
う
に
言
い

め
た

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
が
声
を

め

ハ
チ
マ
ン
に
こ
う

い
て
き
た

ハ
チ
マ
ン
君

歌

ス
キ
ル
の
事
は
内

に
し
て
あ
る
か
ら
ね

あ

そ
う
な
の
か

分
か

た

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
感
じ
で
対
応
す
る
わ

う
ん

本
当
に
ご
め
ん
ね

 
ア
ス
ナ
と
情
報
の
す
り
合
わ
せ
を
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
を
こ

そ
り
と
ウ
ズ
メ
に
伝
え

 
せ

か
く
だ
か
ら
ピ

ア
と
二
人
で
先
ほ
ど
の
曲
を
披
露
し
て
く
れ
な
い
か
と
ウ
ズ
メ
に
頼

ん
だピ

ア
と
二
人
で

あ
あ

上
手
く
い
け
ば

ピ

ア
に
も
歌

ス
キ
ル
が
生
え
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

あ

そ

か

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
ピ

ア
と
話
し
て
み
る

 
ウ
ズ
メ
は
そ
う
言

て
ピ

ア
の
方
に
走

て
い
き
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少
し
会
話
し
た
後

ハ
チ
マ
ン
に

の
ジ

ス
チ

を
し
た

 
そ
れ
を
受
け
て
ハ
チ
マ
ン
は

ア
ス
ナ
達
に
そ
の
事
を
伝
え

八
人
は
大
喜
び
し
た

そ
ん
な

だ
か
ら

み
ん
な

準
備
が
整
う
ま
で
待

て
て
く
れ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
い

し

こ

そ
り
と
ホ

リ

に
話
し
か
け
た

で

質
問
な
ん
だ
け
ど
よ

あ
あ

何
だ
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
自
分
が
知

て
い
る
歌

関
係
の
ス
キ
ル
を

に
上
げ

 
他
に
何
か
無
い
の
か
ホ

リ

に

ね
て
み
た

も
ち
ろ
ん
あ
る

だ
が
す
ま
な
い
ノ
リ
で
設
定
し
た
か
ら

か
い
内
容
ま
で
は
覚
え
て
い
な

い
ん
だ

こ
の
ポ
ン
コ
ツ
が

は
は

僕
に
そ
う
言

て
く
れ
る
の
は
君
だ
け
だ
よ

 
ホ

リ

は
普

自
分
の
事
を
私
と
呼
び

茅
場
モ

ド
の
時
だ
け
僕
と
呼
ぶ

 
な
の
で
今
は
茅
場
モ

ド
だ
と
判
断
し
た
ハ
チ
マ
ン
は

少
し
嬉
し
く
な

た

ま
あ
い
い
さ

自
分
で
見
つ
け
る
楽
し
み
が
あ
る
し
な
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そ
う
言

て
も
ら
え
る
と
僕
も
嬉
し
い
よ

 
二
人
は

の
よ
う
に
そ
う
言
葉
を
交
わ
し
そ
し
て
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
新
曲
披
露
が
始
ま

た
お
お
お
お
お

最
高

絶
対
こ
の
曲

う
わ

ソ
レ
イ
ユ
に
入

て
本
当
に
良
か

た

私
も
負
け
ず
に
仕
事
を
頑
張
ら
な
い
と

 
そ
の
か
な
り
序
盤
の

で
ハ
チ
マ
ン
は
ピ

ア
に
歌

ス
キ
ル
が
発
現
し
た
事
に
気
が
つ

い
た

 
隣
の
ホ

リ

も
ハ
チ
マ
ン
に

く

来
た
ね

来
た
な

三
人
目
か

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て

サ
ビ
を
終
え
た
時
点
で
二
人
の
動
き
が
一

止
ま

た

む
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ほ
う

何
か
あ

た
か

あ
あ
二
人
に
カ
リ
ス
マ
と
大
声
の
ス
キ
ル
が
そ
し
て
ピ

ア
君
に

ア
イ
ド
ル

偶
像
の
ス
キ
ル
が
つ
い

た
ねマ

ジ
か

す
ぎ
だ
ろ

ア
イ
ド
ル
と
し
て
コ
ン
サ

ト
の
よ
う
な
事
を
し
て
る
ん
だ

ま
あ
当
然
じ

な
い
か
い

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

 
ハ
チ
マ
ン
は

実
戦
は
訓
練
の
何
倍
も
勝
る
み
た
い
な
も
の
か
と
思
い
つ
つ

 
そ
の
ま
ま
二
人
の
歌
と

り
を
楽
し
ん
だ

 

く
の
は
二
度
目
だ

た
が

一
回
で
覚
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

 
未
だ
に
新
鮮
な
気
持
ち
で

け
て
い
た

 
そ
し
て
曲
の
最
後
に
な

て
二
人
は
そ

と

き
会
う
と
同
時
に
ハ
チ
マ
ン
の
方
を
向
い

た 
ハ
チ
マ
ン
だ
け
で
は
な
く
他
の
者
も
そ
の
事
に
気
付
い
た
が
こ
こ
で
野

を
言
う
よ
う
な
者

は
い
な
い
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む
し
ろ
ハ
チ
マ
ン
に
そ
の
声
を

か
せ
ろ
と
と
い

た
感
じ
で
応
援
す
ら
し
て
い
た

む

こ
れ
は

ホ

リ

ど
う
か
し
た
の
か

い
や
今
思
い
出
し
た
ん
だ
が
ま
さ
か
こ
れ
を
発
現
さ
せ
る
事
が
出
来
た
な
ん
て
ち

と
驚
い
た

新
し
い
ス
キ
ル
か

あ
あ

デ

ア
レ
ス
ト

果

囲
全
て
に
降
り
注
い
で
い
た
歌
の
力
を
一
人
に
集
中
さ
せ

る
ス
キ
ル
さ

 
ハ
チ
マ
ン
君
は
果
報
者
だ
ね

い
や

別
に
そ
れ

俺
だ
け
を
対
象
に
出
来
る

じ

な
い
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
野

は
言
い

こ
な
し
さ

そ
し
て
ほ
ら
ウ
ズ
メ
君
を
見
て
ご
ら
ん

生
ま
れ
る
よ

 
そ
れ
で
ハ
チ
マ
ン
は
ウ
ズ
メ
が

に
八
個
目
の
歌
関
係
ス
キ
ル
を
得
た
事
に
気
が
つ
い
た

 
ウ
ズ
メ
は
特
に
エ
フ

ク
ト
が
か
か

た

で
も
な
い
の
に
先
ほ
ど
よ
り
確
実
に
眩
し
く
見
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え
る二

人
目
の
誕
生
か

 
他
の
者
達
も
ウ
ズ
メ
の
雰
囲
気
が
変
わ

た
事
に
気
が
つ
い
て
い
た
が
そ
の
理
由
が
分
か
ら

な
い

 
唯
一
事
情
を
知
る
ア
ス
ナ
だ
け
が

感
動
し
た
面
持
ち
で
ウ
ズ
メ
の
方
を
見
て
い
た
だ
け
で

あ

た

 
そ
し
て
曲
が
終
わ
り

ピ

ア
が
ウ
ズ
メ
に
駆
け
寄

て

き
つ
い
た

あ
あ

歌

ス
キ
ル
が
取
れ
た
事
を
ウ
ズ
メ
に
報
告
し
た
ん
だ
な

 
同
時
に
ウ
ズ
メ
が
ピ

ア
に
何
か
言
い

ピ

ア
が
驚
い
た
顔
を
し
た
の
が
見
え
た

 
同
時
に
ピ

ア
は

闘

を
燃
や
す
か
の
よ
う
に
拳
を

り
締
め
た

で

ウ
ズ
メ
が
歌
姫
に
な

た
事
を
知

て

す
ぐ
に
自
分
も

て
感
じ
か

 
次
は
ピ

ア
の
ス
キ
ル
取
得
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
い
と
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
考
え

こ
こ
に
来
た
仲
間
達
に
向
け

厳
か
に
告
げ
た

み
ん
な

い
て
く
れ

実
は
ウ
ズ
メ
が
今

歌
姫
に
な

た

 
そ
れ
か
ら
歌

ス
キ
ル
の
事
が
説
明
さ
れ
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ハ
チ
マ
ン
が
最
近
ウ
ズ
メ
と
二
人
で
何
を
し
て
い
た
の
か
そ
の
理
由
が
分
か
り
場
は
大

ぎ
と
な

た

う
お
お
お

凄
い
凄
い

く

し
て
み
よ
う
よ

 
そ
ん
な
仲
間
達
が

り
上
が
る
中

ハ
チ
マ
ン
は
ピ

ア
に
話
し
か
け
た

ピ

ア
も
も
う

四
つ
の
ス
キ
ル
を
得
て
る
よ
な

は

は
い

そ
れ
じ

あ
明
日
か
ら
は
ピ

ア
の
育
成
だ
な

お

お
願
い
し
ま
す

 
そ
れ
で
ピ

ア
も
同
様
に
歌
姫
に
な
る
だ
ろ
う
事
が
判
明
し

場
は
更
に

り
上
が

た

こ
う
な
る
と

ロ
ビ
ン
は
ど
う
す
る
の
か
な

う

ん

ゴ
リ
ゴ
リ
の
近
接
タ
イ
プ
だ
し

見
送
る
気
も
す
る
け
ど
ね

所
持
出
来
る
ス
キ
ル
の

に
は
限
界
が
あ
る
し
な

 
こ
の
事
実
を
受
け
後
日
ク

ク
ロ
ビ
ン
が
し
た
決
断
は
歌

ス
キ
ル
の
み
を
所
持
し
て
お
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く

で
あ

た

 
そ
れ
は
置
い
て
お
き

と
に
も
か
く
に
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
世
界
で
初
め
て
の

 
そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

え
て
二
人
目
の

歌
姫
が
こ
こ
に
誕
生
す
る
事
と
な

た
の
だ

た
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第
１
１
７
４
話
 
三
人
目
の
歌
姫

 

り
上
が

て
い
た
場
が
落
ち
着
い
た

こ
の
場
に
い
る
メ
ン
バ

の
手
に
よ

て

 
ウ
ズ
メ
の
能
力
の

証
が
行
わ
れ
る
事
と
な

た

ん

こ
れ
は

制
御
は
と
も
か
く
能
力

の
上
が
り
は
ク
リ
シ

ナ
の
魔
法
よ
り
少
し
落
ち
る
く
ら
い
か
な

そ
の
分

果

囲
が

違
い
か
も

こ
れ

パ

テ

じ

な
く
て
フ

ル
ド
展
開
な
の
な

 
ウ
ズ
メ
が
意
識
し
て
ス
キ
ル
を
使
う
と
ウ
ズ
メ
を
中
心
に
う

す
ら
と
し
た
光
の

が
広

が

た

 
そ
の

囲
内
に
い
る
者
に
は

し
く

果
が
発
現
し
て
い
る
よ
う
だ

個
人

で

援
す
る
の
と
は
違
う
ん
だ

そ
の
代
わ
り

確
実
に
全
体
の

上
げ
に
は
な
る
よ
な

大

模
戦
闘
向
き
の
ス
キ
ル
だ
ね
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ウ
ズ
メ

囲
は

め
ら
れ
る
か

あ

う
ん

や

て
み
る

 
だ
が
そ
う
簡

に
ス
キ
ル
の
操
作
が
上
手
く
い
く
は
ず
も
な
く
ウ
ズ
メ
は
悪
戦
苦
闘
す
る
事

と
な

た

 
そ
れ
で
も
何
と
か

囲
を
直

に
し
て
三
分
の
一
く
ら
い
に
す
る
事
が
出
来
仲
間
達
は
そ
の

の
中
に
入

た

お
お

ス
テ

タ
ス
の
上
が
り

合
が
大
き
く
な

て
ま
す
ね

凄
い
凄
い

こ
れ
は
戦
術
の

が
広
が
る
な

ウ
ズ
メ
は
頑
張

て

行
し
な
い
と
な

う
ん

私

頑
張
る

歌
い
な
が
ら
動
く
の
は
得
意
だ
か
ら

同
時
に

験

も

い
で
お
く
と
い
い
ね

生
ス
キ
ル
に
関
し
て
は
自
由
に
ポ
イ
ン
ト
を

れ
る
か
ら
ね

そ
う
な
の
か
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あ
あ

コ
ン
ソ

ル
を
開
い
て
候
補
を
見
て
み
る
と
い
い
よ

 
ホ

リ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ウ
ズ
メ
は
コ
ン
ソ

ル
を
開
い
た

あ

本
当
だ

そ
れ
じ

あ
今
度
狩
り
に
行
か
な
い
と
だ
な

く

私
も

く
ス
キ
ル
を

だ
な

ピ

ア
は
ど
う
い

た
方
向
の
歌
姫
に
な
り
た
い
ん
だ

私
は
皆
さ
ん
の

し
に
な
り
た
い
で
す

ウ
ズ
メ
が
能
力
強
化
系
で

ピ

ア
は
ヒ

ラ

系

て
事
か

 
そ
れ
か
ら
相
談
の
上

ピ

ア
が
狙
う
の
は

し
系

小
悪
魔
系
の
三
つ
に
加
え

 
も
う
一
つ
は
様
子
を
見
な
が
ら

と
い
う
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
ピ

ア
が
歌
姫
に
な

た
ら

め
て
狩
り
の
予
定
を
組
む

 
同
時
に
メ
ン
バ

全
員
へ
の
お
披
露
目
会
を
や
る
か
ら

 
ん

マ

ク
ス

悪
い
が
他
の
み
ん
な
と
相
談
し
て

準
備
を
進
め
て
お
い
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

任
せ
て
下
さ
い

 
こ
う
し
て
予
定
が
決
ま
り

こ
の
日

一
同
は
そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た



 第九章 オーディナル・スケール編

  
そ
し
て
次
の
日
ハ
チ
マ
ン
は

同
じ
場
所
で
ピ

ア
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
て

 
ス
キ
ル
の
取
り
方
を
ピ

ア
に
説
明
し
た

ち
な
み
に
ウ
ズ
メ
も
暇
だ

た
ら
し
く

 
案
内
も

ね
て
ピ

ア
と
一

に
こ
の
場
に
来
て
い
る

ス
キ
ル
は

と
に
か
く

口
言
葉
を
言

て
れ
ば
す
ぐ
に
取
れ
る
か
ら
な

あ

土
曜
の
夜
八
時
か
ら
や

て
た
番
組
み
た
い
に
で
す
ね

 
そ
の
ピ

ア
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
ず

ハ
チ
マ
ン
は
困
惑
し
た

え

と

そ
う
で
す
ね

ど
う
し
て
敬
語
で
す
か

あ

い
や

ネ
タ
が
よ
く
分
か
ら
な
く
て

と
に
か
く
全
員
集
合
な
ん
で
す
よ

そ

そ
う
か

ま
あ
任
せ
る
わ

で

し
系
は

常
に
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
事

 
そ
し
て
小
悪
魔
系
は

ツ
ン
デ
レ

い

り
方
を
心
が
け
て
た
ら
手
に
入

た

笑
顔
は
得
意
で
す

速
始
め
ま
す
ね

え

あ

お

お
う
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こ
の
後

ピ

ア
は
ま
さ
か
の
笑
顔
を
崩
さ
ず
に

口
言
葉
に
チ

レ
ン
ジ
し

 
す
ぐ
に

し
系
と

の
ス
キ
ル
を

得
し
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

や
り
ま
し
た

え

マ
ジ
か
よ

凄
い
な
ピ

ア

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の

さ
に
驚
き

ウ
ズ
メ
が
ひ
そ
ひ
そ
と
ハ
チ
マ
ン
に
説
明
し
て
き
た

ピ

ア
は
天
才

な
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
の
か

う
ん
ダ
ン
ス
と
か
も
あ
ん
ま
り
練

し
な
く
て
も
あ
る

度
は
す
ぐ
に
出
来
る
よ
う
に
な

る
よ

 
た
だ
ち

と

動
き
が

れ
た
り
す
る
だ
け
で

型
自
体
の
覚
え
は
凄
く

い
の

な
る
ほ
ど
な

 
そ
ん
な
ピ

ア
は

今
は
小
悪
魔
系
に
チ

レ
ン
ジ
し
て
い
た

二
人
の
会
話
が
気
に
な
る
な
ん
て
事
は
全
然
無
い
で
す
か
ら
ね

あ

う
ん

ど
う
し
て
そ
ん
な

微

な
顔
を
し
て
る
ん
で
す
か
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い
や

慣
れ
な
い
な

て
思

て

ま
あ
確
か
に
ウ
ズ
メ
さ
ん
ほ
ど
ツ
ン
ツ
ン
も
デ
レ
デ
レ
も
普

の
私
は
し
な
い
か
も
で
す
け

ど
わ

私
は
別
に
そ
ん
な
ん
じ

な
い
か
ら

 
ピ

ア
は
明
ら
か
に
ツ
ン
デ
レ
向
き
な
人
材
で
は
な
く

 
ハ
チ
マ
ン
は
こ
れ
は
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
思

た
が

 
ピ

ア
も
同
じ
事
を
考
え
た
ら
し
く

少
し
考
え
込
ん
だ
後
に

 
ピ

ア
は
ハ
チ
マ
ン
が
思
い
も
つ
か
な
か

た
方

に
出
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

小
悪
魔
系

て

そ
の
ま
ま
じ

い
け
な
い
ん
で
す
か

そ
の
ま
ま

と
は

だ

て
ツ
ン
デ
レ

て

別
に
小
悪
魔
と
は
関
係
な
い
で
す
よ
ね

た

確
か
に

 
ハ
チ
マ
ン
が
知

て
い
る
の
は
ユ
ナ
と

験
し
て
き
た
事
だ
け
で
あ

て

 
確
か
に
そ
れ
が

確
実
に
正
解
と
は
限
ら
な
い

な
ら
こ
こ
か
ら
は
私
に
任
せ
て
下
さ
い



 第１１７４話 三人目の歌姫

わ

わ
か

た

 
ハ
チ
マ
ン
は

別
に
急
い
で
い
る

で
も
な
い
し

 
こ
こ
は
ピ

ア
に
任
せ
よ
う
と
考
え
何
を
す
る
の
か
見

め
る
べ
く
ピ

ア
を
じ

と
見

つ
め
た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

私
の
事

ち

ん
と
見
て
て
く
だ
さ
い
ね

え

あ

お
う

 
そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
見
守
る
前
で

ピ

ア
は
い
き
な
り

を
露
出
さ
せ
た

えピ

ア

ウ
ズ
メ
さ
ん

魔
を
し
ち

目
で
す
よ

 
ピ

ア
は

惑
的
な
表
情
で
ウ
ズ
メ
に
そ
う
言
う
と
ハ
チ
マ
ン
に
し
な
だ
れ
か
か

て

き
たえ

え

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

私

ウ
ズ
メ
ち

ん
よ
り
も
年
上
な
ん
で
す
よ

 
つ
ま
り

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と

よ
り
年
が
近
い
ん
で
す
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そ

そ
う
な
ん
で
す
ね

そ
れ

て

そ
う
い
う
事
を

し
て
も

犯
罪
に
な
ら
な
い

て
事
な
ん
で
す
よ

そ

そ
う
い
う
事

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

た
ら

分
か

て
る

に

う
ふ
ふ

 
ピ

ア
は
そ
う
言

て
ハ
チ
マ
ン
か
ら
離
れ

く
微
笑
ん
だ

こ

小
悪
魔

 
ハ
チ
マ
ン
は
ま
さ
か
の
ピ

ア
の

変

り
に
度

を
抜
か
れ

 
ピ

ア
か
ら
ま

た
く
目
が
離
せ
な
く
な

た

 
ず

と
く

つ
い
て
い
る
の
で
は
な
く
一
定
の

離
を
離
れ
た
事
が
逆
に
ピ

ア
の
全
身

を
見
る
事
が
出
来

 

か
い
仕

や

し
な

の
作
り
方
に

色
気
を
感
じ
さ
せ
て
き
た

マ
ジ
か
よ

純
子

て
本
当
は
こ
う
い
う
子
な
の
か

 
ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
思
う
く
ら
い

今
の
ピ

ア
は
全
く
別
人
の
よ
う
で
あ

た

 
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
気
持
ち
を
見
逃
す
Ｍ

Ｃ
Ｐ
で
は
な
く

次
の

間
に
ピ

ア
は

元
の

ピ

ア
に

た
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や

た

取
れ
ま
し
た

マ
ジ
か

本
当
で
す
よ

ほ
ら

見
て
下
さ
い

 
ピ

ア
が
見
せ
て
く
る
コ
ン
ソ

ル
の
画
面
に
は

確
か
に
小
悪
魔
系
と
の
表

が
あ

た

凄
い
な
お
前

ま
さ
か
普

か
ら
ず

と

本
当
の
自
分
を

し
て
る
な
ん
て

え

今
の
は
た
だ
の

技
で
す
よ

そ

そ
う
な
の

マ
ジ
か
よ

当
た
り
前
じ

な
い
で
す
か

二
人
と
も
何
を
言

て
る
ん
で
す
か

も
う

 
そ
の

間
に
ウ
ズ
メ
の
体
が
ビ
ク
ン
と

え
た

え

え

む
む

ど
う
し
た
の

え
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え
技

の
ス
キ
ル
が
取
れ
ち

い
ま
し
た

う
わ

 
そ
れ
は
ハ
チ
マ
ン
と
ウ
ズ
メ
が

ピ

ア
の
行
動
が

技
だ

た
と
言
わ
れ

 
度

を
抜
か
れ
た

間
に
発
現
し
た
の
だ

た

や

た

や
り
ま
し
た
よ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

 
そ
う
言

て
ピ

ア
が
見
せ
て
き
た
の
は
ま
ご
う
こ
と
な
き
歌
姫
の
ス
キ
ル
で
あ

た

お
い
お
い

ま
さ
か
な
ん
だ
が

ハ
チ
マ
ン

わ

私
の
苦
労
は
何
だ

た
の

言
う
な

天
才

て
の
は
こ
う
い
う
も
ん
な
ん
だ

て

う

嬉
し
い
け
ど
で
も

複
雑
な
気
分

 
ピ

ア
が
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
駆
け
回
る
そ
の
横
で

 
ハ
チ
マ
ン
と
ウ
ズ
メ
は
何
と
も
い
え
な
い
表
情
を
し
て
い
た
が

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
事
を
他
の
者
達

特
に
セ
ラ
フ

ム
に
伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
帰
還
し
た
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た
だ
い
ま

た
だ
い
ま

り
ま
し
た

あ
れ

か

た
ね

 
今
日
も
ハ
チ
マ
ン
が
不
在
の
中

 
ユ
イ
や
キ
ズ
メ
ル
と
過
ご
す
べ
く
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
ア
ス
ナ
が
そ
ん
な
三
人
を
出
迎
え
た

あ
あ

実
は
ピ

ア
の
奴

一
日
で
歌
姫
に
た
ど
り
着
い
た
わ

え
え

凄
く
な
い

あ
あ

正
直
凄
い
と
思
う

凄
く
敗
北
感
が
あ
る

ま
ま
あ
歌
姫
に
な

た
の
は
ウ
ズ
メ
の
方
が

か

た
ん
だ
し
気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

う

う
ん

 
そ
し
て
そ
こ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
は

し
く
動
き
始
め
た

 
メ
ン
バ

全
員
に
メ

セ

ジ
を
送
り

な
る
べ
く
多
く
の
者
が
集
ま
れ
る
日
を
選
択
し
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狩
り
と
お
披
露
目
会
を
同
時
に
行
う
べ
く

準
備
を
始
め
た
の
で
あ
る

 
ユ
イ
と
ア
ス
ナ
が
こ
れ
を
サ
ポ

ト
し
セ
ラ
フ

ム
と
つ
い
で
に
ユ
キ
ノ
も
呼
び
出
さ
れ

 
こ
う
し
て
予
定
は
さ
く
さ
く
と
立
て
ら
れ
て
い

た

マ

ク
ス
と
ユ
キ
ノ
が
い
る
と

さ
す
が
に

い
な

そ
の

に
私
達
が
い
る
ん
で
す
よ

ハ
チ
マ
ン
様

そ
う
ね

お
祝
い
事
だ
し

り
上
げ
る
わ
よ

よ

宜
し
く
な

二
人
と
も

そ
れ
で

一
つ
提
案
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど

何
だ

狩
り
に
は
友
好
ギ
ル
ド
の
人
達
も
出
来
る
だ
け
呼
ん
で
み
な
い

そ
れ
は
別
に

わ
な
い
け
ど

何
で
だ

そ
こ
に

ユ
ナ
さ
ん
も
呼
び
ま
し

う

 
ユ
キ
ノ
の
そ
の
言
葉
に
ハ
チ
マ
ン
は
目
を
見
開
い
た

ユ
ナ
の
反
応
を
見
る
の
か

え
え

そ
う
い
う
事
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分
か

た

そ
れ
で
手
配
し
て
く
れ

分
か

た
わ

 
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
二
月
十
一
日
の

国
記
念
日
の
祝
日
の
昼
過
ぎ
か
ら
夜
に
か
け
て
な
ら

 
全
員
の
参
加
を
確
保
す
る
事
が
出
来
る
事
が
分
か
り
そ
こ
で
予
定
が
組
ま
れ
る
事
と
な

た

の
だ

た

 
こ
う
し
て
立
て
続
け
に

三
人
目
の
歌
姫
が
誕
生
す
る
事
と
な

た
の
で
あ
る
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第
１
１
７
５
話
 
ユ
ナ

初
体
験
の
連
続

 
二
月
十
一
日
の
お
昼
過
ぎ
ユ
ナ
は

張
し
な
が
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
足
を
運
ん

だ
何
か
お
祝
い
事
が
あ
る

て
話
だ

た
よ
ね

何
だ
ろ

 
今
の
ユ
ナ
は

も
ち
ろ
ん
い
つ
も
の
情
報
収
集
用
の
ユ
ナ
で
あ
る

ま
あ
い
い
や

あ
の
ヴ

ル
ハ
ラ
の

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
一

に
狩
り
に
行
け
る
ん
だ

 
こ
ん
な
チ

ン
ス

逃
す
手
は
無
い
よ
ね

 
デ
ジ
タ
ル
ア
イ
ド
ル
の
ユ
ナ
か
ら
の
情
報
の
フ

ド
バ

ク
に
よ

て

 
こ
の
ユ
ナ
は

自
分
の
本
体
と
も
呼
ぶ
べ
き
本
物
の
ユ
ナ
が

 
か
つ
て
ハ
チ
マ
ン
と
何
ら
か
の
関
係
に
あ

た
事
は

に

し
て
い
た

 
だ
が
無
理
に
そ
の
事
を

き
出
そ
う
と
す
る
事
は
許
可
さ
れ
て
お
ら
ず

 
今
回
ユ
ナ
は

純

に
ハ
チ
マ
ン
ら
と
一

に
遊
べ
る
事
を
嬉
し
く
思
い

 
今
日
は
精
一

楽
し
も
う
と
思

て
こ
の
場
に
来
て
い
た

が

楽
し
も
う

で
あ
る

 
こ
れ
は
本
来

常
な
事
な
の
だ
が

徹
大
は
ま
だ
そ
の
事
に
気
付
い
て
い
な
い
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純
に

そ
う
い
う
反
応
を
し
て
い
る
だ
け
だ
と
思

て
い
る
か
ら
だ

 
徹
大
は

こ
の
ユ
ナ
に
使
わ
れ
て
い
る
茅
場
製

の
性
能
を
見
誤

て
い
た

 

と
は
初
期

の

で
は
あ
る
が

後
期
型
の

と
比
べ
て
も
そ
こ
ま
で

る

で
は
な

く 
時
間
を
か
け
れ
ば
そ
う
い

た
感
情
が
生
ま
れ
る
余
地
が
十
分
に
あ
る

高
性
能

で
あ
る

 
ま
し
て
や
ユ
ナ
に
使
わ
れ
て
い
る

に
は

 
ユ
ナ
の
情
報
が
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
た

り
と
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
の
だ

 
教
育
さ
れ
る
機
会
は
十
分
に
あ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

え

と

こ
ん
に
ち
は

 
ユ
ナ
は
用
件
が
あ
る
場
合
に
押
す
イ
ン
タ

ホ
ン
の
よ
う
な
物
の
ボ
タ
ン
を
押
し

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
外
壁
に
あ
る
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
物
に
そ
う
話
し
か
け
た

ユ
ナ
か

入

て
い
い
ぞ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
り
が
と
う

 
す
ぐ
に
音
も
な
く
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
の
扉
が
開
き

 
ギ

ラ
リ

達
の

望
の

線
を
受
け
な
が
ら

ユ
ナ
は
内
部
へ
と
足
を

み
入
れ
た
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こ
こ
に
入
る
の
は
初
め
て
だ
な

う

ん

楽
し
み

 
以
前
ハ
チ
マ
ン
に

待
さ
れ
た
時
は

ウ
ル
ヴ
ズ
ヘ
ブ
ン
に
案
内
さ
れ
た

 
ユ
ナ
は
今
日
の
事
を
凄
く
楽
し
み
に
し
て
い
た

よ

よ
く
来
て
く
れ
た
な

ユ
ナ

 
そ
ん
な
ユ
ナ
を
出
迎
え
た
の
は

ハ
チ
マ
ン
本
人
で
あ

た

ほ

本
日
は
お

き
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

は
は

そ
う

く
な
る
な

て

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言
う
と

ユ
ナ
を
連
れ
て
中
に
入

た

う
わ

ユ
ナ
は
こ
う
い
う
ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
に
入
る
の
は
初
め
て
か

一
応
い
く
つ
か
の
ギ
ル
ド
に
誘
わ
れ
て

中
に
入

た
事
は
あ
り
ま
す
よ

 
で
も
こ
こ
ま
で
凄
い
お
う
ち
な
ん
て
一
つ
も
無
か

た
で
す

そ
う
か

ま
あ
す
ぐ
に
出
発
だ
か
ら

能
す
る
な
ら
後
で
な

は
い

 
そ
の
言
葉
通
り

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に
は
続
々
と
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ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト
の
友
好
ギ
ル
ド
が
集
ま

て
き
て
い
た

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍

シ
ル
フ
軍

ケ

ト
シ

軍

ア
ル
ン
冒
険

者
の
会
に

 
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

ザ
・
ス
タ

リ

・
ヘ
ヴ
ン
ズ
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
な
ど

 
ネ

ト
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

名
鑑
で
見
た

名
人
ば
か
り
で
あ
る

 
作
ら
れ
た
ば
か
り
の
時
は
そ
う
で
は
な
か

た
が

本
体
の
気
質
を
受
け
継
ぎ

 
徐
々
に
ミ

ハ

化
し
て
き
て
い
る
ユ
ナ
に
と

て

こ
こ
は
ま
る
で
天
国
で
あ

た

う
わ

う
わ

私

こ
こ
に
い
て
も
い
い
の
か
な

俺
が
誘

た
ん
だ
か
ら
い
い
に
決
ま

て
る

誰
か
話
し
た
い
奴
が
い
る
な
ら
紹
介
し
て
や
る

ぞ
い
い
ん
で
す
か

そ
れ
じ

あ
ピ

ア
さ
ん
に

 
そ
の
名
前
が
出
た

間

ハ
チ
マ
ン
は
目
を
光
ら
せ
た

ど
う
し
て
ピ

ア
を

私
歌
う
事
が
好
き
だ
か
ら
フ
ラ
ン
シ

シ

本
人
じ

な
い
か

て
言
わ
れ
て
る
く
ら
い

 
歌
と

り
が
上
手
な
あ
の
お
二
人
に
憧
れ
て
る
ん
で
す
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ウ
ズ
メ
さ
ん
は
こ
の
前
紹
介
し
て
も
ら

た
ん
で
今
度
は
是
非
ピ

ア
さ
ん
に
紹
介
し
て
欲

し
い
の
で

そ
う
い
う
事
か

分
か

た

こ

ち
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
を

て
奥
の
別
室
に
連
れ
て
い

た

 
そ
の
中
に
は
ア
ス
ナ
と
共
に
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
居
り

 
ユ
ナ
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に

二
人
に
駆
け
寄

て

を
下
げ
た

は

初
め
ま
し
て

私

ユ
ナ
と
言
い
ま
す

あ

ユ
ナ
ち

ん

こ
の
前
ぶ
り

あ

え

と

ピ

ア
で
す

初
め
ま
し
て

ユ
ナ
さ
ん

 
ユ
ナ
は
そ
の
ま
ま
二
人
に

手
し
て
も
ら
い

天
に
も

る
気
持
ち
に
な

た

ユ
ナ
は
そ
ん
な
に
歌
が
好
き
な
の
か

う
ん

私

ア
イ
ド
ル
に
な
り
た
い
の

ア
イ
ド
ル
か

そ
う
か

頑
張
る
ん
だ
ぞ

う
ん

 
ユ
ナ
は
ど
こ
に
で
も
い
る
ア
イ
ド
ル

望
の
女
の
子
に
見
え
そ
の
事
に
関
し
て
違
和
感
は
全
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く
無
か

た

 
で
も
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ユ
ナ
と
こ
の
ユ
ナ
を
前
か
ら
比
べ
て
見
て
い
た

 
別
の
違
和
感
に
す
ぐ
に
気
付
い
て
し
ま
う

お
い
ア
ス
ナ

う
ん

近

い
て
る

だ
よ
な

 
ユ
ナ
の

か
い
仕

や

ど
こ
が
ど
う
と
は
言
え
な
い
部
分
に
関
し
て

 
こ
の
ユ
ナ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
よ
り
近

い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た

気
の
せ
い
じ

な
い
よ
な

理
屈
で
は
説
明
出
来
な
い
け
ど

違
和
感
が

て
る
の
は
確
か
だ
ね

ど
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
な

前
は

張
し
て
た

と
か

う

ん

 
こ
う
し
て
ユ
ナ
の
謎
が
若

深
ま
る
中

予
定
し
て
い
た
時
間
に
な
り

 
ハ
チ
マ
ン
は
仲
間
達
に

令
を
か
け

狩
り
場
へ
と
向
か
う
事
と
な

た
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よ
し

み
ん
な

そ
ろ
そ
ろ
出
発
し
よ
う

 
そ
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
か
ら

続
々
と

名
プ
レ
イ
ヤ

が
出
て
き
た

 
そ
の
度
に
ギ

ラ
リ

達
は
熱
狂
し
そ
の
中
に
い
た
ユ
ナ
は
先
ほ
ど
と
同
じ
戸
惑
い
を
感

じ
て
い
た

わ

私
の
場
違
い
感
が

い
い
か
ら
い
い
か
ら

ほ
ら

ユ
ナ
ち

ん

お
い
で

あ

は
い

 
ア
ス
ナ
に

か
れ

ユ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の
す
ぐ
後
ろ
を
歩
き
出
し
た

 
そ
の

り
は
真
な
る
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
に
囲
ま
れ
て
お
り

 
今

ユ
ナ
の

り
に
は

確
実
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
最
高
勢
力
が
い
た

 
ソ
レ
イ
ユ

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ユ
キ
ノ

ラ
ン

ユ
ウ
キ

そ
し
て
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

う
わ

セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
だ
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン

 
は

格
好
い
い

そ
し
て
そ
れ
を
束
ね
る
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

好
き

 
恋
愛
的
な
意
味
で

好
き
と
い
う
感
情
を

が
持

た
の
は

キ
ズ
メ
ル
に
続
き

ユ
ナ
が

二
人
目
で
あ
る
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も

と
も
キ
ズ
メ
ル
に
関
し
て
は

家
族
的
な
意
味
合
い
が
強
い
と
思
わ
れ
る

 
実
質
ユ
ナ
が
一
人
目
か
も
し
れ
な
い

 
こ
の
時
ユ
ナ
は
そ
の
ミ

ハ

的
な
気
質
の
せ
い
も
あ
る
が
生
ま
れ
て
初
め
て
恋
を
し
た

  
そ
し
て
狩
り
場
に
着
い
た
後

ユ
ナ
は
次
な
る
衝
撃
に
見
舞
わ
れ
た

 
狩
り
場
に
選
ば
れ
た
の
は

逃
げ
場
の
無
い
行
き
止
ま
り
で
あ
り

 
遠
く
に
は
大

の
敵
が

歩
し
て
い
る
の
が
見
え
る
場
所
で
あ

た

 
以
前
参
加
し
た

あ
の
激
し
い
狩
り
の
様
子
か
ら
し
て

 
ユ
ナ
に
は
こ
こ
は

そ
れ
に

し
た
場
所
と
は
思
え
な
か

た

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

こ

こ
こ

お
う

今
か
ら
キ

ン
プ
を
設

す
る
か
ら
な

ま
あ
見
て
ろ

て

う

う
ん

 
そ
し
て
行
き
止
ま
り
部
分
に
大

の
結
界
コ
テ

ジ
が
設
置
さ
れ

 
同
時
に
何
か
ス
テ

ジ
の
よ
う
な
物
が
置
か
れ
る

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

あ
れ
は
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は
は

 
ハ
チ
マ
ン
は
笑
う
だ
け
で
特
に
何
も
説
明
し
て
は
く
れ
な
い

 
ユ
ナ
は
そ
の
事
に
も
や
も
や
し
つ
つ
も

れ
た

み
も
あ
り

何
も
言
え
な
い

 
そ
し
て
そ
れ
が
終
わ
る
と

外
壁
に
そ

て
半

に
味
方
が
配
置
さ
れ
る

 
一
番
敵
側
に
近
い

き
つ
い
部
分
に
は
キ
リ
ト
達

近
接
の
最
高
戦
力
が
配
置
さ
れ

 
味
方
の
後
方

壁
の
や
や
高
い

置
に

遠

攻
撃

と
魔
法
攻
撃

が
ず
ら
り
と

ぶ

姉
さ
ん

魔
法
使
い
の
指

は
任
せ
る
ぞ

え
え

分
か

て
る
わ

お
い
シ
ノ
ン

遠

は
お
前
だ

し

か
り
な

ち

と

も

と
優
し
い
言
い
方
を
し
な
さ
い
よ

後
で
覚
え
て
な
さ
い

タ
ン
ク
の

は
マ

ク
ス
お
前
に
任
せ
る

ホ

リ

か
ら
指

を
学
ん
だ
成
果
を
見
せ

て
み
ろ

は
い

ハ
チ
マ
ン
様

う
わ

格
好
い
い

 
ユ
ナ
が
ハ
チ
マ
ン
を
見
る
目
は

完
全
に
ハ

ト
型
に
な

て
い
た
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こ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
記
憶
の
影

も
あ
る
の
だ
ろ
う
が

 
男
性
ア
イ
ド
ル
に
対
す
る
よ
う
な
一

女
性
の
心
理
と
同
じ

態
で
あ
る
と
言
え
よ
う

よ
し

候
は
自
分
の
生
存
を
優
先
し
て
く
れ
れ
ば
い
く
ら
敵
を
釣

て
く
れ
て
も
い
い
か

ら 
と
に
か
く
頑
張

て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

み
ん
な

無
理
し
な
い
で
ね

 
レ
コ
ン
と
コ
マ
チ
が

候

に
そ
う
呼
び
か
け

そ
し
て
狩
り
が
始
ま

た

 
同
時
に
設
置
さ
れ
た

上
に

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が
上
が
る

え

え

 
そ
し
て
流
さ
れ
る
の
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
エ
ン
ド
レ
ス
・
メ
ド
レ

だ

ハ
チ
マ
ン

こ
れ
は

 
驚
く
ユ

ジ

ン
や
ス
プ
リ
ン
ガ

に
ニ
ヤ
リ
と
し
た
ハ
チ
マ
ン
は
大
声
で
仲
間
達
に
言

た
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ヴ

ル
ハ
ラ
の

る
二
人
の
歌
姫
の
力

今
日

初
公
開
だ

 
そ
れ
を
合
図
に
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
が

歌
い

る

 
そ
の

間
に
フ

ル
ド
に
う

す
ら
と
光
が

か
び
上
が
り
全
員
に
強
力
な
バ
フ
が
か
か

る 
こ
れ
に
は
ク
リ
シ

ナ
の
か
け
て
い
る
バ
フ
も
か
か

て
い
る
の
だ
が

 
特
に
そ
の
事
を
説
明
し
た
り
す
る
必
要
は
無
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
く
ら
い
二
人
の
行
動
は
知
ら
な
い
者
達
に
と

て
は
強

な
イ
ン
パ
ク
ト
を

え
て
い

た
い
つ
も
よ
り
体
が

い
ぞ

簡

な

な
ら
治

ち

う
ね

歌
姫

こ
ん
な
ス
キ
ル

い
た
事
な
い
よ

ま
だ
ま
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は

私
た
ち
の
知
ら
な
い
事
が

山
あ
る
ん
だ

 
そ
れ
か
ら
の
狩
り
は

凄
ま
じ
い
の
一
言
に
つ
き
た

 
息
を
つ
く
暇
も
な
く
全
員
が
攻
撃
を
続
け
た
ま
に
休

を

み
つ
つ
と
ん
で
も
な
い

の
敵

を
殲
滅
し
て
い
く
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ユ
ナ
個
人
だ
け
見
て
も

そ
の

得

験

は
見
た
事
も
な
い
レ
ベ
ル
ま
で

れ
上
が
り

 
狩
り
が
終
わ
る
ま
で
の
四
時
間

ユ
ナ
は
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
興
奮
し

 
つ
り
橋

果
も
あ
り

更
に
ハ
チ
マ
ン
に

れ
る
結
果
と
な

た
の
だ
が

 
そ
れ
と
同
時
に
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に
対
す
る
憧
れ
の
気
持
ち
が
凄
ま
じ
く

れ
上
が
る
事
と

な

た

 
ユ
ナ
は
こ
の
日

ゲ

ム
故
に
か
な
り

張
さ
れ
た
せ
い
も
あ

て
か

 
ア
イ
ド
ル
と
い
う
も
の
の
凄
さ
を
こ
れ
で
も
か
と
見
せ
付
け
ら
れ
た
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人
物
紹
介
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
Ｓ
ｃ
ａ
ｌ
ｅ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ 
人
物
紹
介

Ａ
Ｌ
Ｏ
組

ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン

 
・
ハ
チ
マ
ン

 
言
わ
ず
と
知
れ
た
主
人
公
そ
の
正
体
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン
で
あ
る

本
名
は
比
企
谷
八
幡

 
ソ
レ
イ
ユ
の
社
⻑
に

任
予
定

主
に
指

担
当

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
結
城
明
日
奈
と
交

中

 
・
ア
ス
ナ

 
本
編
の
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
ス
ナ
で
あ
る

本
名
は
結
城
明
日
奈

 
ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
⻑
に

任
予
定

ヒ

ラ

物
理
ア
タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

比
企
谷
八
幡
と
交

中

 
・
コ
マ
チ



 人物紹介 ｖｅｒ ＯｒｄｉｎａｌＳｃａｌｅ ｅｄｉｔｉｏｎ

 
ハ
チ
マ
ン
の
妹

候

ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
に
所
属

 
・
キ
リ
ト

 
本
名
は
桐

谷
和
人

八
幡
の
親
友

同
級
生

物
理
ア
タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

崎
里
香
と
交

中

 
・
リ
ズ
ベ

ト

 
本
名
は

崎
里
香
八
幡
の
同
級
生

和
人
と
付
き
合

て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
最
高
の
正

鍛

治
職
人

 
物
理
ア
タ

カ

桐

谷
和
人
と
交

中

 
・
シ
リ
カ

 
本
名
は

野
珪
子

八
幡
の
同
級
生

 
物
理
ア
タ

カ

ヒ

ラ

ピ
ナ
を
使
用
時

 
・
ク
ラ
イ
ン

 
本
名
は

遼
太
郎

平

静
と
結
婚

み

物
理
ア
タ

カ

 
・
エ
ギ
ル

 
本
名
は
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ

茶
店
ダ
イ
シ

カ
フ

を

中
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物
理
ア
タ

カ

 
・
ユ
キ
ノ

 
本
名
は
雪
ノ
下
雪
乃

ヒ

ラ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
の

八
幡
の
専
属

 
・
ユ
イ
ユ
イ

 
本
名
は
由
比

結
衣

八
幡
の
元
同
級
生

タ
ン
ク

 
・
ユ
ミ

 
本
名
は
三

優
美
子

八
幡
の
元
同
級
生

魔
法
ア
タ

カ

 
・
イ
ロ
ハ

 
本
名
は
一
色
い
ろ
は

八
幡
の
元
後
輩

魔
法
ア
タ

カ

 
・
リ

フ

 
本
名
は
桐

谷
直
葉

和
人
の
妹

剣
道
の

者

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

 
物
理
ア
タ

カ

ぎ
み
の
オ

ル
マ
イ
テ

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
嬢

 
・
レ
コ
ン

 
本
名
は
⻑
田
慎
一

直
葉
の
事
が
好
き

候
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・
メ
ビ
ウ
ス

 
本
名
は
城

め
ぐ
り

ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
事
業
部
所
属

ヒ

ラ

 
・
ソ
レ
イ
ユ

 
本
名
は
雪
ノ
下
陽
乃

ソ
レ
イ
ユ
・
コ

ポ
レ

シ

ン
の

設
者

魔
法
ア
タ

カ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

 
二

二
九
年
に
社
⻑
を
退
任
し

立
候
補
し
て

議
院
議
員
と
な
る

 
・
ア
ル
ゴ

 
本
名
は
帆

ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
部
⻑

候

 
・
シ
ノ
ン

 
本
名
は
朝
田
詩
乃

高
校
生

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

遠

ア
タ

カ

 
・
フ
カ
次
郎

 
本
名
は

原
美
優

北
海
道
在

物
理
ア
タ

カ

シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

 
・
ク
リ
ス
ハ
イ
ト

 
本
名
は

岡

二
郎
総

省
通
信
ネ

ト
ワ

ク
内
仮
想
空
間
管
理
課
通
称
仮
想
課
職

員
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魔
法
ア
タ

カ

 
・
ク

ク
ロ
ビ
ン

 
本
名
は
神
崎
え
る
ざ
今
話
題
の
ア

テ

ス
ト

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ピ
ト
フ

イ
変
態

物
理
ア

タ

カ

 
・
セ
ラ
フ

ム

 
本
名
は
間
宮
ク
ル
ス

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

八
幡
の
専
属

タ
ン
ク

 
・
ク
リ
シ

ナ

 
本
名
は

紅
莉
栖
天
才

学
者

彼
女
の
存
在
が
い
ず
れ
何
人
か
の
人
物
の
救
い
と

な
る

 

は

悟

と
カ
メ
ハ
メ

バ

フ

デ
バ

フ

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の

そ
の

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
に
所
属

八
幡
の
専
属

 
岡
部

太
郎
と
交

中

 
・
フ

イ
リ
ス

 
本
名
は
秋
葉

未

魔
法
ア
タ

カ

 
二

三
三
年
自
身
が
代
表
を
努
め
る
秋
葉
グ
ル

プ
を
ソ
レ
イ
ユ
・
グ
ル

プ
の

下
に
し
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代
表
の
座
は
そ
の
ま
ま
に

ソ
レ
イ
ユ
の
副
社
⻑
を

任

 
・
ナ
タ
ク

 
本
名
は
国
友

央

遠

ア
タ

カ

職
人

学
部
に
進
学
予
定

 
・
ス
ク
ナ

 
本
名
は
川
崎
沙
希

八
幡
の
元
同
級
生

遠

ア
タ

カ

職
人

 
ソ
レ
イ
ユ
の
服

関
係
の
仕
事
を

け
負
う

 
・
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
本
名
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

怪
我
を
し
て
療

中
に
八
幡
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
日
本
へ

 
Ｓ
Ｐ
Ｏ

ソ
レ
イ
ユ
・
プ
ロ
テ
ク
シ

ン
・
オ
フ

サ

部
⻑

 
オ

ル
マ
イ
テ

プ
レ
イ
ヤ

 
・
レ
ヴ

 
本
名
は
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

サ
ト
ラ
イ
ザ

こ
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
妹

 
八
幡
の
ボ
デ

ガ

ド

身
元
引
受
人
は
八
幡
だ
が

実
は
八
幡
と
同
い
年
で
あ
る

 
新
し
く

入
さ
れ
た
魔
法
銃
を

え
ら
れ
る

遠

ア
タ

カ

 
・
リ
オ
ン
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本
名
は
双
葉
理
央

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
に
所
属

遠

ア
タ

カ

 
・
ア
サ
ギ

 
本
名
は

麻
衣

女
優

タ
ン
ク

ソ
レ
イ
ユ
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

 
・
ホ

リ

 
本
名
は
茅
場

元
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ

タ
ン
ク

 
天
才

学
者

Ｓ
Ａ
Ｏ
四
天
王
の
一
人

神
聖
剣

故
人

 
そ
の
一
部
が
ア
マ
デ
ウ
ス
化
し

八
幡
の
相
談
役
を
努
め
る

 
本
体
は
ソ
レ
イ
ユ
内
の
サ

バ

に
バ

ク
ア

プ
さ
れ
て
い
る

 
八
幡
か
ら
の
強
制
で
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り

 
ア
ル
ゴ
の
手
に
よ
り
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
は

外
さ
れ
て
い
る

 
・
ウ
ズ
メ

 
本
名
は
水
野
愛

ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

 
ソ
レ
イ
ユ
芸
能
部
ル

メ
ン
所
属

二
代
目
歌
姫
ス
キ
ル
の
所
持
者

物
理
ア
タ

カ

 
・
ピ

ア

 
本
名
は

野
純
子

ナ
チ

ラ
ル
に
昭
和
な
女
性
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ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

 
ソ
レ
イ
ユ
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

三
代
目
歌
姫
ス
キ
ル
の
所
持
者

ヒ

ラ

 
・
フ
ロ

レ
ン

 
本
名
は
小
比

香
蓮

Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
レ
ン
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ

ラ

 
こ
ち
ら
が
正
式
名
称

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
お
い
て
は
レ
ン
は
通
称

遠

ア
タ

カ

 
・
ア

サ

元
ヤ
サ

元
七
つ
の
大
罪
の
ハ
ゲ
ン
テ

 
本
名
は

小
路
優
介

ソ
レ
イ
ユ
専
属

師

ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き

 
Ｓ

Ｓ

七
つ
の
大
罪

共
に
離
脱
済

物
理
ア
タ

カ

 
・
バ
ン
デ

ト

元
バ
ン
ダ
ナ

元
七
つ
の
大
罪
の
オ

セ

 
本
名
は
武
者
小
路
公
人

ソ
レ
イ
ユ
専
属

師

ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き

 
Ｓ

Ｓ

七
つ
の
大
罪

共
に
離
脱
済

物
理
ア
タ

カ

 
・
ル
ク
ス

 
本
名
は

ひ
よ
り

帰
還
者
用
学
校
の
生
徒

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
元
メ
ン
バ

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
で
サ

コ
を
名
乗
る

は

生
労
働
大
臣
の

健

 
物
理
ア
タ

カ

ヒ

ラ
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・
グ
ウ

ン

Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｎ

 
本
名
は

咲
芽
衣
美

通
称
メ
イ
ミ

帰
還
者
用
学
校
に
中

入
学

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
下
部
組

の
元
リ

ダ

候

物
理
ア
タ

カ

 
八
幡
の

に
小
人
の
靴
屋
で
ダ
ブ
ル
ス
パ
イ
活
動
を
行
う

キ

ラ
は
Ｇ

Ｅ
Ｎ

 
・
サ
イ
レ
ン
ト

 
本
名
は
平

静

プ
レ
イ
は
し
て
い
な
い
ゲ
ス
ト
扱
い

ク
ラ
イ
ン
こ
と

遼
太
郎
と
結
婚

み

 
二

二
八
年
四
月

帰
還
者
用
学
校
に
て
八
幡
達
の
担
任
と
な
る

 
・
コ
リ
ン

 
本
名
は
神
代
凛
子

プ
レ
イ
は
し
て
い
な
い
ゲ
ス
ト
扱
い

 
ソ
レ
イ
ユ
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
事
業
部
部
⻑

神
代
フ
ラ
ウ
の
姉

 
・
ユ
イ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女

ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
ナ
の
娘

 
・
キ
ズ
メ
ル

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
ダ

ク
エ
ル
フ
の
美
女

自
称
ハ
チ
マ
ン
の
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黒
ア
ゲ
ハ
と
し
て
戦
闘
に
も
参
加

物
理
ア
タ

カ

 
そ
の
他
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
サ
ク
ヤ

 
シ
ル
フ
領
主

 
・
ア
リ
シ

・
ル

 
ケ

ト
シ

領
主

 
・
ユ

ジ

ン

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

領
主
の
弟

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ト

プ

元
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
剣
士

 
・
カ
ゲ
ム
ネ

 
ユ

ジ

ン
の
側
近

サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
ナ
ン
バ

ツ

タ
ン
ク
に
転
向

 
・
シ
グ
ル
ド

 
元
シ
ル
フ
四
天
王
の
一
人

 
ギ
ル
ド

ジ

ク
フ
リ

ド
・
ザ
・
ド
ラ
ゴ
ン
ス
レ
イ
ヤ

通
称
Ｓ

Ｓ
の
リ

ダ

 
・
ゴ

グ
ル

元
七
つ
の
大
罪
の
ア
ン
ギ
ラ
ス
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・
コ
ン
タ
ク
ト

元
七
つ
の
大
罪
の
デ

カ
イ
ラ
ビ
ア

 
・
フ

ク
ス

元
七
つ
の
大
罪
の
ア
ン
ド
ア
ル
プ
ス

 
・
テ

ル

元
七
つ
の
大
罪
の
キ
モ
イ
エ
ス

 
・
ビ
ア

ド

元
七
つ
の
大
罪
の
ム
リ
ム
リ

 
ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き

 
ギ
ル
ド

Ｓ

Ｓ

ジ

ク
フ
リ

ド
・
ザ
・
ド
ラ
ゴ
ン
ス
レ
イ
ヤ

の
メ
ン
バ

 
・
ト
ン
キ

 

神
型
モ
ン
ス
タ

 
・
ユ
ウ
キ

 
本
名
は

野
木
綿
季

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

病
気
が
治
り

今
は
八
幡
の
同
級
生

 
・
ラ
ン

 
本
名
は

野
藍
子

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
の
一
人

病
気
が
治
り

今
は
八
幡
の
同
級
生

 
・
ジ

ン
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・
テ

チ

 
・
タ
ル
ケ
ン

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
・
シ
ウ
ネ

 
本
名
は
安

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
病
気
が
治
り

今
は
ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
を
し
つ
つ

勉
強
中

 
・
ノ
リ

 
本
名
は
山
野
美
乃
里

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

 
病
気
が
治
り

今
は
ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
を
し
つ
つ

勉
強
中

 
・
ク
ロ

ビ
ス

 
本
名
は
矢

文

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

故
人

 
現
在
は
ア
マ
デ
ウ
ス
と
し
て
活
動
中

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド

 
・
メ
リ
ダ

 
本
名
は
山
城
芽
衣
子

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

故
人

 
現
在
は
ア
マ
デ
ウ
ス
と
し
て
活
動
中

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ガ

デ
ン
の
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
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・
ユ
ナ

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
中
身
は
茅
場
製
初
期
型

の
学
ユ
ナ

白
ユ
ナ

那
を
再
生
す
る

に
重
村
徹
大
が
教
育
し
て
い
る
虚
像
の
ア
イ
ド
ル

学
ユ
ナ

白
ユ
ナ
の
教
育
の

の
実
働
部

学

用

末

リ
ア
ル
で
は

ぬ
い
ぐ
る
み

と
し
て
動
く

 
こ
の
二
人
の

は
記
憶
を
共

す
る

ハ
チ
マ
ン
に
恋
を
し
た

 
・
ビ

ビ

 
元
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍

ナ
イ
ツ

＆

マ
シ
ン
ガ
ン
＆
ゴ

デ
ス

の
リ

ダ

 
通
称
女
神
様

 
・
リ

ウ

 
・
リ
ク

 
・
リ
ツ

 
・
リ
ン

 
・
リ
ナ

リ
ナ

チ

リ
ナ
ジ

リ
ナ

リ
ナ
ヨ

リ
ナ
コ

リ
ナ
ム

 
・
リ

ク
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素
材
屋

ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ

を

む
六
姉
妹

 
・
ロ

バ

 
ス
モ

キ
ン
グ
・
リ

フ
内
で
万
屋

ロ

バ

を

む
謎
の

 
そ
の
正
体
は
八
幡
で
あ
る

 
・
グ
ラ
ン
ゼ

 
本
名
は
幸
原
り
り
す

 
職
人
ギ
ル
ド

小
人
の
靴
屋

の
リ

ダ

七
つ
の
大
罪
の
黒
幕

 
ヴ

ル
ハ
ラ
を
敵

す
る
女
性

 
・
グ
ウ

ン

Ｇ

Ｅ
Ｎ

 
小
人
の
靴
屋
の
メ
ン
バ

咲
芽
衣
美
の
別
キ

ラ

 
・
ル
シ
パ

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
リ

ダ

慢
担
当

 
・
エ
ヴ

ア
タ
ン

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

担
当

 
・
サ

タ
ン
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ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

担
当

 
・
ベ
ル
フ

ノ

ル

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

担
当

 
・
マ
モ

ン

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

強
欲
担
当

 
・
ベ
ゼ
ル
バ
ブ

ン

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

暴
食
担
当

 
・
リ
リ

ス

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の

部

二
代
目
色
欲
担
当

 
・
シ

ト
リ

 
ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
メ
ン
バ

情
報
収
集
担
当

 
ル
シ
パ

の
乱
心
と
共
に
離
脱
す
る
も

出

り

 
・
ハ
エ
ル

 
・
マ
ラ
カ
ス

 
・
フ
ル
ル
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・
ス
ト
ラ
ト

 
七
つ
の
大
罪
の
新
メ
ン
バ

 
・
ラ
キ
ア

 
本
名
は
大
野

ギ
ル
ド

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
リ

ダ

大
野

の
会
⻑

 
過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ

 
・
ス
プ
リ
ン
ガ

 
本
名
は
大
野
春
雄

ギ
ル
ド

ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
副
リ

ダ

大
野

の
夫

 
過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ

 
・
ロ
ウ
リ

 
本
名
は
水
星

里

ギ
ル
ド

ザ
・
ス
タ

リ

・
ヘ
ヴ
ン
ズ

の
リ

ダ

 
過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ

 

名
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

 
・
テ

カ

 
本
名
は

三
千
花

ギ
ル
ド

ザ
・
ス
タ

リ

・
ヘ
ヴ
ン
ズ

の
メ
ン
バ

 
過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ
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名
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

 
・
レ
レ
イ

 
本
名
は

菜

奈

ギ
ル
ド

ザ
・
ス
タ

リ

・
ヘ
ヴ
ン
ズ

の
メ
ン
バ

 
過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ

 

名
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ヤ
オ

 
本
名
は
矢
尾
葉
月

 
過
去
に
ソ
レ
イ
ユ
が
作

た
伝
説
の
ギ
ル
ド

モ
ノ
ト

ン

の
元
メ
ン
バ

 
・
プ
リ
ン

 
本
名
は
日
高
小
春

大
野
春
雄
の
元
同
級
生

大
野

の

遠
の
ラ
イ
バ
ル

 
両
親
が
他
界
し
た
後

日
高
商
店
と
い
う
酒
屋
を
一
人
で
切
り

り
す
る
強
い
女
性

独
身

 
・
ベ
ル
デ

ア

 
本
名
は
日
高
勇
人

日
高
小
春
の
親

 
兄
直
人

デ

ア
ベ
ル

を
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
失

た
後

両
親
を
も
事
故
で
失
う

 
そ
の
後
親

筋
の
小
春
に
引
き
取
ら
れ
る

中
学
生
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・
フ

ブ
ニ
ル

 
本
名
は

宮

詩
乃
の
学
校
の
生
徒
会
⻑

ギ
ル
ド
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
リ

ダ

 
・
ヒ
ル
ダ

 
本
名
は
岡
田
唯
花

詩
乃
の
学
校
の
生
徒
会
書
記

ギ
ル
ド
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
の
メ
ン

バ 
・
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス

 
本
名
は
山
花
出
海

い
ず
み

ギ
ル
ド

七
つ
の
大
罪

の
元

部

元
色
欲
担
当

 
ギ
ル
ド

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会

の
メ
ン
バ

 
・
ア
ス
タ
ル
ト

 
本
名
は
比
嘉
健

オ

グ
マ

の
開
発
に
協
力

後
に
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

 
ギ
ル
ド

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会

の
メ
ン
バ

 
・
ス
ピ
ネ
ル

 
ギ
ル
ド

ジ

エ
リ

ズ

の
リ

ダ

 
・
サ
フ

イ
ア

 
・
エ
メ
ラ
ル
ド
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・
ペ
リ
ド

ト

 
・
ガ

ネ

ト

 
・
ラ
ピ
ス

 
・
フ

ス

 
ギ
ル
ド

ジ

エ
リ

ズ

の
メ
ン
バ

 
・
ヘ
ラ
ク
レ
ス

天
神

リ

ダ

ギ
ル
ド
マ
ス
タ

 
・
オ
ル
フ

ウ
ス

天
神

 
・
タ
ン
タ
ロ
ス

天
神

 
・
ミ
ノ
ス

天
神

 
・
ラ
ダ
マ
ン
テ

ス

天
神

 
・
デ

オ
ニ
ソ
ス

天
神

 
・
オ
ル
フ

ウ
ス

陽
神

リ

ダ

 
・
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス

陽
神

 
・
テ
セ
ウ
ス

海
神

リ

ダ

 
・
オ
リ
オ
ン

海
神
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ギ
ル
ド

チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス

の
メ
ン
バ

達

 
三
つ
の

の
合
議
制
で
方
針
を
決
定
し
て
い
る

ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
名
目
上
の
リ

ダ

 
・
ス
プ

キ

 
本
名
は

ギ
ル
ド

ス
プ

キ

ズ

の
リ

ダ

 
・
ケ

ジ

 
本
名
は

自

ギ
ル
ド

ス
プ

キ

ズ

の
メ
ン
バ

 
・
ヒ
ト
ミ

 
本
名
は
遠
野

ギ
ル
ド

ス
プ

キ

ズ

の
メ
ン
バ

 
メ
ン
バ

の
中
で
は
唯
一
Ｇ
Ｇ
Ｏ
も
プ
レ
イ
し
て
い
る

 
・
ラ
ン
チ

 
本
名
は
北
川

介

ギ
ル
ド

ス
プ

キ

ズ

の
メ
ン
バ

 
・
シ

ク
ス

 
本
名
は
迫
真
悟

ギ
ル
ド

ス
プ

キ

ズ

の
メ
ン
バ

 
・
ユ

イ
チ

 
本
名
は

一

ギ
ル
ド

ス
プ

キ

ズ

の
メ
ン
バ
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・
ネ
ミ

サ

 
本
名
は
不
明

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
ヒ
ト
ミ
と
知
り
合
い
そ
の
流
れ
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ギ
ル
ド
ス
プ

キ

ズ
の
メ
ン

バ

と
な
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
イ
ベ
ン
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
・
ト
ン
キ

 

神
型
モ
ン
ス
タ

 
・
レ
イ

 
キ
リ
ト
と
ユ
キ
ノ
が
ヨ
ツ
ン
ヘ
イ
ム
で
出
会

た
少
女

レ
イ
ヤ
へ
と
覚

 
・
レ
イ
ヤ

 
レ
イ
の

が
解
け
た

フ
レ
イ
ヤ
へ
と
覚

 
・
フ
レ
イ
ヤ

 

放
な
女
神

今
は
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

在
中

 
・
ト

ル
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イ
ベ
ン
ト
戦
闘
に
お
い
て
命
を
落
と
す

い
ず
れ
復
活
予
定

 
復
活
し
た
ら

そ
の
手
に
持
つ
ミ

ル
ニ
ル
は
イ
ロ
ハ
の

と

合
さ
れ
る

 
・
ロ
キ

 
北

神
話
一
の
ト
リ

ク
ス
タ

 
・
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
お
い
て
武
器
屋
を

む
神

そ
の
店
は
高
ラ
ン
ク
プ
レ
イ
ヤ

に
し
か
見

え
な
い

 
・
フ

ン
リ
ル

 
ハ
チ
マ
ン
の
守
護
者
で
あ
り
フ
カ
次
郎
の
話
し
相
手

 
実
体
化
さ
せ
ら
れ
る
の
は
ハ
チ
マ
ン
の
み
で
あ
り
フ
カ
次
郎
に
は
守
り
の
加
護
の
み
が

え

ら
れ
て
い
る

 
・
ケ
ル
ベ
ロ
ス

 
ア
ス
タ
ル
ト
の
使
役

本
来
は
敵
側
だ
が
彼
の
命
令
に
は
逆
ら
え
な
い

そ
の

の
名
前

は
ト
ル
テ

 
・
ガ
イ
ア
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・
ア
レ
ス

 
・
ベ
ル
ゲ
ル
ミ
ル

 
・
ス
ル

ズ
ゲ
ル
ミ
ル

 
・
ア
ウ
ル
ゲ
ル
ミ
ル

 
・
キ

プ
ロ
ク
ス

 
・
ギ
ガ
ン
テ
ス

 
・
ヘ
カ
ト
ン
ケ
イ
ル

 
年
末
イ
ベ
ン
ト
の
ボ
ス
達

  

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
・
シ

ナ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ハ
チ
マ
ン

射
手
座

 
・
シ
ズ
カ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
ス
ナ

乙
女
座

 
・
シ
ノ
ン
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ノ
ン

座

 
・
ベ
ン
ケ
イ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
マ
チ

座
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・
ピ
ト
フ

イ
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ク

ク
ロ
ビ
ン

双
子
座

 
・
銃
士

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ラ
フ

ム

座

 
・
ニ

ン
ゴ
ロ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ユ
キ
ノ

水

座

 
・
イ
コ
マ
 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ネ
ズ
ハ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ナ
タ
ク

山

座

 
・
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ
ト
ラ
イ
ザ

子
座

 
・
キ
リ
ト
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト

座

 
・
エ
ム

 
本
名
は

豪

ピ
ト
フ

イ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
彼
女
の
秘
書

ド

座

 
・
ロ
ザ
リ
ア

 
本
名
は
薔
薇
小
猫

ソ
レ
イ
ユ
の
秘
書
室
⻑

天

座

 
・
セ
バ
ス

 
本
名
は
都

和

雪
ノ
下
家
の

事

八
幡
の
師
匠

元

兵

遣
い
座

 
シ

ナ
に
近
い
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
薄
塩
た
ら
こ
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本
名
は
⻑
崎
大

元
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
最
大
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト

中

 

 
・
闇
風

 
本
名
は
山
田
風
太

Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
高
の
ス
ピ

ド
ス
タ

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

 
・
エ
ヴ

 
本
名
は
新

戸
咲

高
校
の
新
体
操
部
の
部
⻑

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
リ

ダ 
・
ソ
フ

 
本
名
は

カ
ナ

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ 
・
ロ

ザ

 
本
名
は
野
口
詩

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン

バ 
狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
運

担
当

 
・
ア
ン
ナ
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本
名
は
安
中
萌
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
タ

ニ

 
本
名
は

リ
サ
咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

ス
コ

ド
ロ
ン
Ｓ

Ｎ
Ｃ
の
メ
ン
バ

 
・
ト

マ

 
本
名
は
ミ
ラ
ナ
・
シ
ド
ロ
ワ

ロ
シ
ア
出
身

咲
と
同
じ
新
体
操
部
所
属

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｓ

Ｎ
Ｃ

の
メ
ン
バ

狙
撃
銃
デ
グ
チ

レ
フ
の
狙
撃
担
当

 
・
ダ
イ
ン

 
本
名
は
台
場

一

シ

ピ

ゲ
ル
の
所
属
す
る
ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ギ
ン
ロ
ウ

 
本
名
は

銀
治

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
念
願
の
決
勝
進
出
を
果
た
す

 
・
お

か
さ
ん

 
本
名
は
田
中

子

女
性
だ
け
の
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｇ
Ｇ
Ｏ
女
性
連
合

通
称

女
連

の

リ

ダ

 
サ

シ

の
⺟
親
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・
ミ
サ
キ

 
本
名
は
海
野
美
咲

女
連
の
メ
ン
バ

銀
座
で
ス
ナ

ク

美
咲

を

 
最
初
の

那
は

治
家
だ

た
が
死
別
し
て
い
る

シ

ナ
に

想
中

海
野

の
⺟

 
・
イ
ヴ

 
本
名
は
岡
野
舞
衣

女
連
の
メ
ン
バ

ハ

カ

ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部

び
に
情
報

部
所
属

 
⺟
は
発
明
家
の
岡
野
由
香

 
・
レ
ン

 
本
名
は
小
比

香
蓮

第
一
回
と
第
二
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
の
優
勝
者

 
最
近
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
別
キ

ラ
で
顔
を
出
し
て
い
る

 
・
フ
カ
次
郎

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ
カ
次
郎

 
・
コ
ミ
ケ

 
本
名
は

自
衛

三

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
リ

ダ

 
・
ケ
モ
ナ
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本
名
は
倉
田
武
雄

自
衛

三

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ト
ミ

 
本
名
は

田
章

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
・
ク
リ
ン

 
本
名
は

乃

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
現
在
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中

 
・
ブ
ラ

ク
キ

ト

 
本
名
は
黒
川

莉

自
衛

二

曹

ス
コ

ド
ロ
ン

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

の
メ
ン
バ

 
現
在
ソ
レ
イ
ユ
に
出
向
中

 
・
キ
リ
ト

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ
リ
ト

 
・
ゼ
ク
シ

ド

 
本
名
は

村
保

第
二
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
優
勝
者

ソ
レ
イ
ユ
で
バ
イ
ト
中

漆
原
え
る
と
交

中

 
・
ユ

コ

 
本
名
は

川

子

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
友
達
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・
ハ
ル
カ

 
本
名
は

上
遥

ゼ
ク
シ

ド
一

南
の
友
達

 
・
ス
ネ

ク

 
本
名
は
嘉
納
太
郎

日
本
の
防
衛
大
臣

 
二

二
九
年
に

治
家
を
引
退

同
時
に
繋
ぎ
で
ヴ

ル
ハ
ラ
の
社
⻑
に

任

四
年
間
の

み 
後
に
取
締
役
と
な
る

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
メ
ン
バ

の
一
人

Ｍ
Ｇ
Ｓ
プ
レ
イ
を
実

す
る

 
・
シ

リ

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｋ
Ｋ

Ｃ

北
の
国
ハ
ン
タ

ズ
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ

 
そ
の
他
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ビ

ビ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ビ

ビ

 
・
シ

ピ

ゲ
ル
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本
名
は
新
川
恭
二

サ
ク
リ
フ

イ
ス
を
殺
害

現
在
収
監
中

 
・
ス
テ
ル
ベ
ン

 
本
名
は
新
川
昌
一

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

目
の
ザ
ザ

通
称
死
銃

デ
ス
ガ
ン

現
在
収
監
中

 
・
ノ
ワ

ル

 
本
名
は
金
本

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ジ

ニ

ブ
ラ

ク

通
称
ジ

 
ギ

レ

ト
と
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

を
殺
害

現
在
逃

中

 
・
ギ

レ

ト

 
本
名
は

光
男

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・
ペ
イ
ル
・
ラ
イ
ダ

 
本
名
は
双
葉
駆

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
に
て
死

 
・

子
王
リ

チ

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
決
勝
進
出
者

 
・
ベ
ヒ
モ
ス

 
ミ
ニ
ガ
ン
使
い

 
・
シ
シ
ガ
ネ
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Ｖ

Ｔ

り
プ
レ
イ
ヤ

 
・
デ
ヴ

ド

 
ピ
ト
フ

イ
の
事
が

い
ら
し
い

古
参
プ
レ
イ
ヤ

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

メ
メ
ン
ト
・
モ
リ

の
リ

ダ

 
・
エ
ル
ビ
ン

 
ス
コ

ド
ロ
ン

の
リ

ダ

 
・
シ
ノ
ハ
ラ

 
マ
シ
ン
ガ
ン
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

 
ス
コ

ド
ロ
ン

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

全
日
本
マ
シ
ン
ガ
ン
ラ
ヴ

ズ

の
リ

ダ

 
・
ク
ラ
レ
ン
ス

 
男
性
の
よ
う
な
見
た
目
を
持
つ
女
性
プ
レ
イ
ヤ

相
方

集
中

 
・
フ

イ
ヤ

 
本
名
は
⻄
山
田

フ

イ
ヤ

 
パ

テ

で
香
蓮
と
出
会
い

ひ
と
目

れ
を
し
た

年

 
身
⻑
は
１
５
０
ｃ

台
業
界
内
で
は
そ
の
名
前
と
身
⻑
の
せ
い
で

名
だ
が
優

な
若
手
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第
一
回
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
で

に
破
れ

香
蓮
の
事
を

め
る

 
結
局
会
社
を
潰
し

上
京

ベ
ン
チ

フ

イ
ア
・
ト
ロ
ン

を
設
立

 
・

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
予
選
に
て
キ
リ
ト
と
対
戦
す
る
も
無
意
識
の
キ
リ
ト
に
あ

さ
り
倒
さ
れ

る 
・
サ
ク
リ
フ

イ
ス

 
本
名
は

田
平

第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
直
前
に
死

 
・

ル
ポ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
Ｐ
ｏ

ス
コ

ド
ロ
ン

ゴ
エ
テ

ア

の
リ

ダ

 
そ
の
他
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
プ
レ
イ
ヤ

 
・
コ
ヨ
ミ

 
本
名
は

原

二
十
三

で
大

の

だ
が
そ
の
外
見
は
中
学
生
レ
ベ
ル

 
・
ト
ビ
サ
ト
ウ

 
・
ユ
タ
ロ
ウ
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・
ス
イ

 
・
ロ
ク
ダ
ユ
ウ

 
忍
レ
ジ

ン
ド
四
天
王

 
・
ヨ
ツ
ナ
リ

 
被
害
者
の
会
の
リ

ダ

 
元
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ
ヤ

 
・
ゴ
ド
フ
リ

 
本
名
は
相
模
自
由

察

相
模
南
の

親

 
・
ク
ラ
デ

ル

 
本
名
は
倉
景
時

結
城

で
し
ご
か
れ
る
も

そ
の
性

は
変
わ
ら
ず

 

を
卒
業
後

の
知
り
合
い
を
頼
り

プ
ロ
ダ
ク
シ

ン

東
京
事

所
の
所
⻑
と
な

る 
・
ノ

チ
ラ
ス

 
本
名
は
後

二

ユ
ナ
の
元
同
級
生

オ

グ
マ

に
関
わ
る
事
件
の
首
謀
者
の
一
人
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ユ
ナ
の
意
思
に
反
す
る
行
い
を

り
返
し

絶
交
さ
れ
る
も
後
に
友
人
レ
ベ
ル
ま
で
は
復
帰

 
・
Ｐ
ｏ

プ

 
本
名
は
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

殺
人
ギ
ル
ド

ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
リ

ダ

 
現
在
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の
後
を
継
い
で

兵
団
の
リ

ダ

と
な

て
い
る

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
負

の
原
因
を
作

た
元
凶

 
・
ザ
ザ

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ス
テ
ル
ベ
ン

 
・
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
ノ
ワ

ル

 
・
キ
バ
オ
ウ

 
本
名

一
郎

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ

ダ

 
大
学
卒
業
後

プ
ロ
ダ
ク
シ

ン

に

職
し

東
京
事

所
に
出
向
と
な
る

 
・
シ
ン
カ

 
本
名
足
立

ネ

ト
ゲ

ム
攻
略
サ
イ
ト

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ
の
管
理
人

 
・
ユ
リ
エ

ル
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本
名
足
立
由
里
子

現
在
は
シ
ン
カ

の
妻

 
・
ヨ
ル
コ

 
本
名
は
明
星
夜
子

現
在
は
カ
イ
ン
ズ
の
妻

 
・
カ
イ
ン
ズ

 
本
名
は
明
星
優

 
・
サ

シ

 
本
名
は
田
中
沙

お

か
さ
ん
の
娘

現
在
総
武
高
校
で
教

を
と
る

奉
仕
部

問

 
・
ニ
シ
ダ

 
本
名
は
⻄
田

春

ソ
レ
イ
ユ
の
回
線
保
守
部
門
に
所
属

趣
味
は
釣
り

 
・
デ

ア
ベ
ル

 
本
名
は
日
高
直
人

故
人

 
・
リ
ン
ド

 
元
聖
⻯
連
合
リ

ダ

帰
還
者
用
学
校
の
生
徒

 
・
シ

ミ

ト

 
・
シ
ヴ

タ
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元
聖
⻯
連
合

 
・
コ

バ

ツ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
所
属

故
人

 
・
モ
ル
テ

 
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
所
属
プ
レ
イ
ヤ

故
人

 
・
サ
チ

 
月
夜
の
黒
猫
団
団
員

故
人

 
・
ア
シ

レ
イ

 
本
名
は
神
野
ア
リ
ス

Ｓ
Ａ
Ｏ
一
の

師

現
在
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
十
八
層
で
服
屋
を

む

 
・
ユ
ナ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

 
本
名
は
重
村

那

ハ
チ
マ
ン
の
唯
一
の
弟
子

 
彼
女
の
持

て
い
た
レ
ア
装
備
と

剣
ス
キ
ル
に
は
ハ
チ
マ
ン
が
関

し
て
い
た

 
通
称
歌
姫

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
直
前
三
十

丁
度
に
ゲ

ム
内
で
死

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
さ
故
に

に
多
少
の

を
負
い
現
在
は
病
院
で
眠
り
姫
と
な

て

い
る
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そ
の
存
在
は
重
村
徹
大
の
手
に
よ
り

に
も
完
全
に

さ
れ
公
式
に
は
死

扱
い
と
な

て
い
る

黒
ユ
ナ

那
の
意
識
か
ら

れ
出
し
た

那
の
残
像

現
在
ネ

ト
の
海
を

中

 
 
 
 
オ

グ
マ

の
発

と
同
時
に
半
覚

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
プ
レ
イ
ヤ

 
・
コ
ヨ
ミ

 
本
名
は

原

大

で

を
や

て
い
る

身
⻑
で
中
学
生
に
し
か
見
え
な
い

 
・
ロ
ク
ダ
ユ

 
・
ユ
タ
ロ

 
・
ス
イ

 
・
ト
ビ
サ
ト

 
忍
び
レ
ジ

ン
ド
の
四
天
王

 
・
ヨ
ツ
ナ
リ

被
害
者
の
会

の
リ

ダ
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現
実
世
界
の
人
々

 
・
結
城

 
結
城
家
当
主

剣
豪

村
保
を
見
事
に
治
療
し
た

キ
ヨ
モ
リ
の
名
で

ゲ

ム
に
出

 
二

二
九
年

ソ
レ
イ
ユ
の
相
談
役
に

任

 
・
結
城

 
結
城
家
⻑
男

現
在

中

 
八
幡
の
依
頼
に
よ
り

藍
と
木
綿
季
の
病
気
を
治
す

の

品
を
完
成
さ
せ
る

 
・
結
城
知

 
結
城
家
次
男

前

の
あ
る
手
術
の
技
術
は
超
一
流

 
楓

美
乃
里
の
手
術
を
成
功
さ
せ

そ
の
命
を
救
う

結
城
病
院
の
院
⻑

 
二

三
三
年

結
城
病
院
を
ソ
レ
イ
ユ
・
グ
ル

プ
入
り
さ
せ
る

 
・
結
城

子

 
結
城
家
⻑
女

現
在
東
京
在

眠
り
の
森
の
園
⻑

 
二

三
四
年

者
が
い
な
く
な

た
の
を
機
に
眠
り
の
森
を

ソ
レ
イ
ユ
労

部
⻑
に
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任
 
・
結
城
楓

 

子
の
娘

難
病
を

服

 
・
国
友
義

 
イ
コ
マ
の

親

 
・
倉
景

 
倉
エ

ジ

ン
シ

の
元
社
⻑

 
・
倉
朝
景

 
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

め
ソ
レ
イ
ユ
の
芸
能
部

ル

メ
ン

部
⻑

 
・
雪
ノ
下

乃

 
雪
ノ
下
姉
妹
の
⺟
親

 
夫
で
あ
る
純
一
の

議
院
議
員
当
選
を
受
け
雪
ノ
下

設

め
ソ
レ
イ
ユ

設
の
社
⻑
に

任 
帰
還
者
用
学
校
の
理
事
⻑
だ
が

二

二
八
年
三
月
に
離
任

 
・
雪
ノ
下
純
一
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雪
ノ
下
姉
妹
の

親

千
葉

選
出

議
院
議
員

 
・
相
模
南

 
八
幡
の
元
同
級
生

八
幡
の
秘
書
に

任
予
定

 
・
戸

加

 
八
幡
の
元
同
級
生

 
・
葉
山

人

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
法

部
⻑
に

任
予
定

 
・
戸
部

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
・
材
木
座
義

 
八
幡
の
元
同
級
生
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部
所
属

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
帰
国
後
再
び
レ
ク
ト
に

出
向
中

 
・
海

名
姫
菜

 
八
幡
の
元
同
級
生

腐
女
子
業
界
で
人
気
作
家
と
な
る

サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む
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・
本

人

 
い
ろ
は
が
生
徒
会
⻑
を
や

て
い
た
時
の
生
徒
会
副
会
⻑

 
・

見
由
美

 
八
幡
の
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生

 
・

見

美

 
総
武
高
校
一
年
生
で
奉
仕
部
所
属

由
美
の
娘

 
・

本
か
お
り

 
八
幡
の
元
同
級
生

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
嬢

後
に
芸
能
部

ル

メ
ン

広
報
課
所
属

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
情
報
屋
ソ
レ
イ
ア
ル

 
・
仲
町
千
佳

 
か
お
り
の
親
友
実
家
は
花
屋

ソ
レ
イ
ユ
関
連
の
花
や

木
の
注
文
を
一
手
に
引
き
受
け
る

事
と
な
る

 
・
昼
岡
映
子

 
詩
乃
の
親
友

真
面
目

ソ
レ
イ
ユ
の
労

部
に
所
属
予
定

 
・

美
衣
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詩
乃
の
親
友

調
整
役

ソ
レ
イ
ユ
の

外
部
に
所
属
予
定

 
・
夜
野

奈

 
詩
乃
の
親
友

コ
ミ

力
の
⻤

ソ
レ
イ
ユ
の

業
部
に
所
属
予
定

 
そ
の

性
で

三
人
の
中
で
は
八
幡
に
一
番
近
い
存
在
と
な
る

八
幡
の
専
属
予
定

 
・
海
野

 
ク
ル
ス
の
親
友

美
咲
の
娘

 
美
咲
は
十
代
で

を
産
ん
だ

は
美
咲
の
事
を
美
咲
ち

ん
と
呼
ん
で
い
る

 
・

春
樹

 
元
海

総
合
高
校
の
生
徒
会
⻑
ソ
レ
イ
ユ
の
入
社

験
に
落
ち
る

か
お
り
に
告
白
し

 
・
須

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
の

人
事
件
の
首
謀
者

第
一
審

第
二
審
で

罪
判
決
が
下
る
も

中

 
・
重
村
徹
大

 
東
都

業
大
学

気

子

学

教

オ

グ
マ

の
開
発
者

 
オ

グ
マ

の

メ

カ

で
あ
る
カ
ム
ラ
の
取
締
役
の
一
人

 
ア

ガ
ス
の
元
社
外
取
締
役

茅
場

須

神
代

比
嘉
は
い
ず
れ
も
彼
の
教
え
子
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重
村

那
の

親

那
の
生
存
を
全
力
で
秘

し

 
オ

グ
マ

を
使

て

那
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
画

中

 
・
安
岐
ナ
ツ
キ

 
自
衛

付
属
の

護
病
院
の
卒
業
生

級
は
二

曹

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
和
人
の
体
調
の
保
全
を
担
当

 
・
結
城

三

 
明
日
奈
の

親

レ
ク
ト
社
⻑

二

二
九
年
に
退
任
し

ソ
レ
イ
ユ
の
取
締
役
へ

 
・
結
城
京
子

 
明
日
奈
の
⺟
親

二

二
八
年
四
月
に
帰
還
者
用
学
校
の
理
事
⻑
に

任

 
・
結
城

一
郎

 
明
日
奈
の
兄

原
美
優
の
い
と
こ
と
結
婚

二

二
九
年
に

レ
ク
ト
の
社
⻑
に

任

 
直
後
に
レ
ク
ト
の
ソ
レ
イ
ユ
・
グ
ル

プ
入
り
が
発
表
さ
れ
る

 
・
遠

貴
子

 
詩
乃
を

し
て
い
た
一

の
リ

ダ

今
は
許
さ
れ
て
一

に
行
動
し
て
い
る

 
・
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コ
ミ
ケ
の
元
奥
さ
ん

姫
菜
と
共
に
サ

ク
ル

腐
海
の
プ
リ
ン
セ
ス

を

む

 
・

川
咲
太

 
理
央
の
友
人

自
称
八
幡
の
子
分

女
優
の

麻
衣
と
交

中

 
・

川
花
楓

 
咲
太
の
妹

以
前
事
故
で
記
憶

失
な
時
期
が
あ

た

 
・
国
見

真

 
理
央
の
友
人

自
称
八
幡
の
子
分

 
・
上
里
沙
希

 

真
の
彼
女

 
・
豊

の
ど
か

 

麻
衣
の
妹

ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

ス
イ

ト
バ
レ

ト

の
メ
ン
バ

 
ソ
レ
イ
ユ
芸
能
部

ル

メ
ン

所
属

 
・
ダ
ル

 
本
名
は
橋
田
至

ス

パ

ハ
カ

ネ
ラ

 
大
学
卒
業
後
は
ソ
レ
イ
ユ
の
開
発
部

情
報
部
に
所
属
予
定

万
音
由
季
と
交

中
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・

院
凶
真

 
本
名
は
岡
部

太
郎

あ
だ
名
は
オ
カ
リ
ン

八
幡
と
友
達
付
き
合
い
を
し
て
い
る

 
時
々
情
報
屋

と
し
て
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
を
プ
レ
イ
中

 
ナ
ユ
タ
の
事
を

ス
リ

ピ
ン
グ
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

と
共
に
見
守

て
い
た

 

紅
莉
栖
と
交

中

 
・
ま
ゆ
し
い

 
本
名
は

名
ま
ゆ
り

メ
イ
ク
イ

ン
・
ニ

ン
ニ

ン
で
バ
イ
ト
中

 
・
比
屋
定
真
帆

 

紅
莉
栖
の
先
輩

ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
の
元
学
生

 
ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
所
属

ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
に
邁
進
中

 
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン

 
元
ヴ

ク
ト
ル
・
コ
ン
ド
リ
ア
大
学
教

で

ソ
レ
イ
ユ
の
次
世
代
技
術
研
究
部
の
部
⻑

 
ニ

ロ
リ
ン
カ

の
開
発
に
邁
進
中

 
・
天
王

 
コ

ド
ネ

ム

通
称
ミ
ス
タ

ブ
ラ
ウ
ン
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岡
部

太
郎
の
ラ
ボ
未
来
ガ
ジ

ト
研
究
所
の
一

の

気
店
の
店
⻑
に
し
て
ビ
ル
の

オ

ナ

 
ソ
レ
イ
ユ
情
報
部

ル
ミ
ナ
ス

表
向
き
は
市
場
調
査
部

部
⻑

 
・
桐
生
萌
郁

 
コ

ド
ネ

ム

ソ
レ
イ
ユ
情
報
部

ル
ミ
ナ
ス

所
属

八
幡
の
専
属

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
活
動
す
る
時
の
キ

ラ
は
モ
エ
カ

 
・
神
代
フ
ラ
ウ

 
神
代
凛
子
の
妹

天
才
プ
ロ
グ
ラ
マ

ネ
ラ

八
幡
の
専
属

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
活
動
す
る
時
の
キ

ラ
は
フ
ラ
ウ
ボ
ウ

 
・
針
生

人

 
八
幡
の
専
属

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
活
動
す
る
時
の
キ

ラ
は
ハ
リ

 
・

来
明
日
香

 
八
幡
の
秘
書

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
活
動
す
る
時
の
キ

ラ
は
ア
ス
カ

 
・
漆
原
る
か

 
岡
部

太
郎
の
弟
子

神
社
の
宮

の
息
子
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・
漆
原
え
る

 

原
神
社
の
宮

の
娘

漆
原
る
か
の
年
の
離
れ
た
姉

ソ
レ
イ
ユ
の
受
付
と
し
て
勤

中

 
通
称
ウ
ル
シ
エ
ル

ゼ
ク
シ

ド
こ
と

村
保
と
交

中

 
・

万
音
由
季

 
夏
コ
ミ
の
ソ
レ
イ
ユ
ブ

ス
に
参
加
し
た
女
性
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

橋
田
至
と
交

中

 
・
櫛
稲
田
優
里
奈

 
八
幡
の
被
保
護
者

八
幡
の
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
の
管
理
役
を
努
め
る

 
ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
を
ナ
ユ
タ
と
い
う
名
前
で
プ
レ
イ
中

 
・
櫛
稲
田
大
地

 
優
里
奈
の
兄

故
人

 
・
小
比

蓮
一

 
香
蓮
の

親

北
海
道
で

設
業
を

む

香
蓮
の
他
に

息
子
が
二
人

娘
が
二
人
い
る

 
香
蓮
は
そ
の
末

子
で
あ
り

蓮
一
は
香
蓮
を

愛
し
て
い
る

 
・

健

 

生
労
働
大
臣

ひ
よ
り
の
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・
幸
原
み
ず
き

 
参
議
院
議
員

 
・
ジ

ジ

 
本
名
ジ

ン
・
ジ

ン
ズ

ザ
ス
カ

の
日
本

局
⻑

 
二

三
三
年

八
幡
の
大
学
卒
業
と
同
時
に
ソ
レ
イ
ユ
に
入
社

副
社
⻑
と
な
る

 
・
山
花
詩

 
出
海
の
⺟
親

那
と
は
死
別

レ
ク
ト
の
専

取
締
役

 
・

原
義

 
関
⻄
の

力
者
の
一
人

芸
能
プ
ロ

原
興
行

会
⻑

人
格
者

 
・

頼
朝

 
関
⻄
の

力
者
の
一
人

芸
能
プ
ロ

プ
ロ
ダ
ク
シ

ン

社
⻑

 
・
源
さ
く
ら

 
・
二

サ
キ

 
・
ゆ
う
ぎ
り

 
・
星
川
リ
リ



 第九章 オーディナル・スケール編

 
・
山
田
た
え

 
ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

フ
ラ
ン
シ

シ

の
メ
ン
バ

 
・

幸
太
郎

 
ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

フ
ラ
ン
シ

シ

の

マ
ネ

ジ

 
・
ジ

デ

・
レ
イ
エ
ス

 
レ
ス
キ
ネ
ン
の
元
同

ス
ト
ラ
研
究
所
に
所
属

作
活
動
の

日
本
へ

 

ぬ
い
ぐ
る
み

 
・
は
ち
ま
ん
く
ん

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

詩
乃
が
所
持

 
・
あ
い
こ
ち

ん

非

 
元
藍
子
の
分
身

め
り
だ
ち

ん
の
元
に
な

た

 
・
ゆ
う
き
ち

ん

非

 
元
木
綿
季
の
分
身

く
ろ

び
す
く
ん
の
元
に
な

た

 
・
く
る
す
ち

ん
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載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

勇
人
が
所
持

 

 
・
で
れ
ま
ん
く
ん

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

ク
ル
ス
が
所
持

 
・
で
れ
ま
ん
く
ん
二

機

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

愛
が
所
持

 
・
め
り
だ
ち

ん

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

藍
子
と
木
綿
季
が
所
持

 
・
く
ろ

び
す
く
ん

 
現
在

中

ジ

ン
達
の
完
治
後
に

動
予
定

 
・
ユ
ナ

 

載
型
自

式
ぬ
い
ぐ
る
み

製
作
者
は
重
村
徹
大

通
称
学
ユ
ナ

 

ぬ
い
ぐ
る
み
の
中
で
は
唯
一
ネ

ト
ゲ

ム
の
プ
レ
イ
ヤ

と
し
て

録
が
可
能
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趣
味
の
資
料
 
ｖ
ｅ
ｒ

Ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
Ｓ
ｃ
ａ
ｌ
ｅ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

 

 

組

所
属
メ
ン
バ

一

 

ヴ

ル
ハ
ラ
・
リ

ト

 
リ

ダ

 
 
ハ
チ
マ
ン

 
副
リ

ダ

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
キ
リ
ト
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
ソ
レ

イ
ユ

 
メ
ン
バ

 
 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
シ
リ
カ
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
フ

イ
リ
ス
 
 
レ
コ

ン 
 
 
 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
フ
カ
次
郎

 
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
レ
ヴ

 
 
 
 
ナ
タ
ク

 
 
 
 
ス
ク
ナ
 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ア
サ
ギ
 
 
 
 
コ
マ
チ
 
 
 
 
ク
ラ
イ
ン

 
 
 
 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
ユ
ミ

 
 
 
 
イ
ロ
ハ
 
 
 
 
リ

フ

 
 
 
 
メ
ビ
ウ
ス
 
 
 
ア
ル
ゴ
 
 
 
 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
ロ
ザ
リ
ア
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ホ

リ

 
 
 
ウ
ズ
メ
 
 
 
 
ピ

ア
 
 
 
 
ア

サ

 
 
 
バ
ン
デ

ト
 
 
 

 
 
 
 
ル
ク
ス
 
 
 
 
グ
ウ

ン
 
 
 
フ
ロ

レ
ン
 
 
ユ
イ
 
 
 
 
 
キ
ズ
メ
ル

 
 
 
 
サ
イ
レ
ン
ト

ゲ
ス
ト

 
 
 
 
コ
リ
ン

ゲ
ス
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
四
十
三

名

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
リ

ダ

 
 
シ

ナ

 
メ
ン
バ

 
 
シ
ズ
カ
 
 
 
 
ベ
ン
ケ
イ
 
 
 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
銃
士

 
 
 
 
ロ

ザ
リ
ア

 
 
 
 
ピ
ト
フ

イ
 
 
エ
ム
 
 
 
 
 
イ
コ
マ
 
 
 
 
ニ

ン
ゴ
ロ

 

 
 
 
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
セ
バ
ス

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
 
十
三

名
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ウ
ル
ヴ
ズ

 
リ

ダ

 
 
ハ
チ
マ
ン
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メ
ン
バ

 
 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
キ
リ
ト
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
ソ
レ

イ
ユ

 
 
 
 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
シ
リ
カ
 
 
 
 
セ
ラ
フ

ム
 
 
フ

イ
リ
ス
 
 
レ
コ
ン

 
 
 
 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
フ
カ
次
郎

 
 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
レ
ヴ

 
 
 
 
ナ
タ
ク

 
 
 
 
ス
ク
ナ
 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ア
サ
ギ
 
 
 
 
コ
マ
チ
 
 
 
 
ク
ラ
イ
ン

 
 
 
 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
ユ
ミ

 
 
 
 
イ
ロ
ハ
 
 
 
 
リ

フ

 
 
 
 
メ
ビ
ウ
ス
 
 
 
ア
ル
ゴ
 
 
 
 
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
ロ
ザ
リ
ア

 
 
 
 
ホ

リ

 
 
 
ウ
ズ
メ
 
 
 
 
ピ

ア
 
 
 
 
ア

サ

 
 
 
バ
ン
デ

ト
 
 
 

 
 
 
 
ル
ク
ス
 
 
 
 
グ
ウ

ン
 
 
 
フ
ロ

レ
ン
 
 
闇
風
 
 
 
 
 
薄
塩
た
ら
こ

 
 

 
 
 
 
ゼ
ク
シ

ド
 
 
ユ

コ
 
 
 
 
ハ
ル
カ
 
 
 
 
シ

リ

 
 
ミ
サ
キ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
 
四
十
六

名
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ヴ
ン
・
ラ
ン
キ
ン
グ
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ソ
レ
イ
ユ
 
 
 

 
キ
リ
ト
 
 
 
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
 

 

ユ
ウ
キ

 

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 

 
ラ
ン
 
 
 
 
 
 

 

サ
ト
ラ
イ
ザ

 

 
ユ

ジ

ン
 
 

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 

 
リ

フ

 
 
 
 

 

ク
ラ
イ
ン

 

 
ラ
キ
ア
 
 
 
 

 
セ
ラ
フ

ム
 
 

 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
 

 

ル
シ
パ

 

 
リ

ウ
 
 
 
 

 
フ
カ
次
郎
 
 
 

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
 

 

レ
コ
ン

 
社
⻑
が
モ
テ
す
ぎ
て
む
か
つ
く
乙
女
の
会

社
乙
会

 
会
⻑
 
 
薔
薇
小
猫

 
メ
ン
バ

 
 
相
模
南
 
 
 
 
間
宮
ク
ル
ス
 
 

本
か
お
り
 
 
仲
町
千
佳
 
 
 
岡
野

舞
衣
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朝
田
詩
乃
 
 
 
雪
ノ
下
雪
乃
 
 
由
比

結
衣
 
三

優
美
子
 
 
一
色
い
ろ
は

 
 
 
 

乃
 
 
 
黒
川

莉
 
 
 
双
葉
理
央
 
 
 
桐
生
萌
郁
川
崎
沙
希

 
 
 
 
秋
葉

未

 
 
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

 
 
 
 
 

野
藍
子
 
 
 

野
木
綿
季

 
 
 
 

来
明
日
香
 
 
神
代
フ
ラ
ウ
 
 
小
比

香
蓮
 

原
美
優

舞

神
崎
エ
ル
ザ
 
 
水
野
愛
 
 
 
 

野
純
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
二
十
八
名

  

 
二
つ
名
一

 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 
銀
影
ザ
・
ル

ラ

王
 
 
 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
閃
光
バ

サ
ク

ヒ

ラ

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
黒
の
剣
士

剣
王
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
絶
対

度

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
死
神
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
絶
対
暴
君

 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
神

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
リ
カ
 
 
 
 
⻯
使
い

 
セ
ラ
フ

ム
 
 
姫
騎
士
イ

ジ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
フ

イ
リ
ス
 
 
光

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
必
中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
カ
次
郎
 
 
 
ツ
ヴ

イ
ヘ
ン
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ダ

シ
ル
フ

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
デ

ド
オ
ア
デ

ド
 
 
 
 
 
 
 
ナ
タ
ク
 
 
 
 
神
匠

 
ス
ク
ナ
 
 
 
 

姫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ 
ア
サ
ギ
 
 
 
 
舞

の
女
神
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ラ
イ
ン
 
 
 
サ
ム
ラ
イ
マ
ス

タ 
エ
ギ
ル
 
 
 
 
ア
ク
ス
ク
ラ

シ

 
 
 
 
 
 
 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
戦
女
神
ブ
リ

ン

ヒ
ル
ド

 
ユ
ミ

 
 
 
 

王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ロ
ハ
 
 
 
 

精

 
リ

フ

 
 
 
剣
聖
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
リ
シ

ナ
 
 
タ
イ
ム
キ

パ

 
ホ

リ

 
 
 
フ

ン
ト
ム
ナ
イ
ト
 
 
 
 
 
 
 
ウ
ズ
メ
 
 
 
 
愛
歌
姫

 
ピ

ア
 
 
 
 
純
歌
姫

 
ラ
ン
 
 
 
 
 
絶
刀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
ウ
キ
 
 
 
 
絶
剣

 
レ
ン
 
 
 
 
 
ピ
ン
ク
の
悪
魔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
闇
風
 
 
 
 
 
ス
ピ

ド
ス
タ

 
ラ
キ
ア
 
 
 
 
無
言
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
プ
リ
ン
ガ

 
ザ
・
ソ
ニ

ク
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ロ
ウ
リ

 
 
 
死
女
神

死
神

 
 
 
 
 
 
 
テ

カ
 
 
 
 

姫

 
レ
レ
イ
 
 
 
 

定
砲
台
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビ

ビ

 
 
 
指

者

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
個
人
マ

ク
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 

王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
王

の
中
に

の

の
文

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 
ク
ロ
ス
レ
イ
ピ
ア
 
 
 
 
 

十

に
な

た
レ
イ
ピ
ア

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
剣
王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王

の
中
に

の

剣

の
文

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
死
王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王

の
中
に

の

死

の
文

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
ア
イ
ス
ク
リ
ス
タ
ル
ク
ロ
ス
 

通
称
ア
イ
ス
ク
ロ
ス

の
十

 
セ
ラ
フ

ム
 
 
セ
ラ
フ

ム
イ

ジ
ス
 
 
 

巨
大
な

の
生
え
た

を

た
盾

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
キ

ピ

ト
ア
ロ

 
 
 
先

に
ハ

ト
が
付
い
た
矢
を
番
え
た

 
ユ
ミ

 
 
 
 
ヘ
ル
フ

イ
ア
 
 
 
 
 
 

型
の

 
リ
ズ
ベ

ト
 
 
ス
タ

ハ
ン
マ

 
 
 
 
 

ハ
ン
マ

の

上
に
星

 
フ
カ
次
郎
 
 
 
愛
天
使
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ

ト
に

と
天
使
の
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フ

イ
リ
ス
 
 
メ
イ
ド
リ

 
 
 
 
 
 
 

ヘ

ド
ド
レ
ス
に
ネ
コ

 
ク
リ
シ

ナ
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
の

に

の
マ

ク

 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
 
 
 
 

で
書
か
れ
た
ホ
ウ
キ
に
ま
た
が
る
魔

女 
ス
ク
ナ
 
 
 
 
ソ

イ
ン
グ
 
 
 
 
 
 
 

針
と
糸

 
ナ
タ
ク
 
 
 
 
ツ

ル
ボ

ク
ス
 
 
 
 
 

金

と

と
ペ
ン
チ

 
ウ
ズ
メ
 
 
 
 
シ
ル
エ

ト

 
 
 
 
 
 

自
分
の
顔
の
シ
ル
エ

ト

 
ピ

ア
 
 
 
 
シ
ル
エ

ト

 
 
 
 
 
 

自
分
の
顔
の
シ
ル
エ

ト

 
ア

サ

 
 
 
シ
ミ
タ

・
ク
ラ
ウ
ン
 
 
 

月

の
葉
を
シ
ミ
タ

で
表
現

 
バ
ン
デ

ト
 
ア
ク
ス
・
バ

ト
 
 
 
 
 

交
差
す
る

を

に
見
立
て
る

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
メ
イ
ン
武
器
 

 
ハ
チ
マ
ン
 
 
 

ア
ハ
ト
・
レ

ヴ

光
の

月

ワ
イ
ヤ

ソ

ド

 
ア
ス
ナ
 
 
 
 

姫

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
エ
ク
ス
キ

リ
バ

王
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リ
ズ
ベ

ト
 
 
キ

ク
ロ
プ
ス
・
ハ
ン
マ

 
フ
カ
次
郎
 
 
 
リ

ク
タ
イ

 
リ

フ

 
 
 
イ

ン
ホ
ウ

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
 
ハ
イ
フ

オ
テ

ス
・
ボ
ウ

 
ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
ジ
・
エ
ン
ド
レ
ス

 
リ
オ
ン
 
 
 
 
ロ
ジ
カ
ル
ウ

チ
ス
ピ
ア

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
自
在

シ

ウ

ド

 
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
カ
イ
ゼ
リ
ン

 
セ
ラ
フ

ム
 
 
フ

ク
ス
ラ
イ
ヒ
バ
イ
テ

 
ユ
イ
ユ
イ
 
 
 
ハ
ロ
・
ガ
ロ

 
ホ

リ

 
 
 
ハ
イ
レ
オ
ン

 
ア
サ
ギ
 
 
 
 

公
主

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 

星

 
ウ
ズ
メ
 
 
 
 
ニ
コ
ラ
ス
ブ
レ
イ
ド

 
ユ
ミ

 
 
 
 
カ
ド

ケ
ウ
ス
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イ
ロ
ハ
 
 
 
 
ミ

ル
ニ
ル
ロ

ド

 
ク
ラ
イ
ン
 
 
 
ム
ラ
サ
メ

 
グ
ウ

ン
 
 
 
光
破

 
ア

サ

 
 
 
ホ

リ

シ
ミ
タ

 
バ
ン
デ

ト
 
ツ
イ
ン
ワ
イ
ル
ド
ア
ク
ス

 

 
他
プ
レ
イ
ヤ

・
メ
イ
ン
武
器
 

 
ユ
ウ
キ
 
 
 
 
セ
ン
ト
リ

 
ラ
ン
 
 
 
 
 
ス
イ
レ

 
ノ
リ
 
 
 
 
 
ア
レ
ス
の

 
ア
ス
モ
ゼ
ウ
ス
 
無
矢
の

・

 
リ

ウ
 
 
 
 
神
珍

パ
イ
プ

 
リ
ク
 
 
 
 
 
コ
ピ

キ

ト

 
リ
ツ
 
 
 
 
 
ス
ト
レ

ジ
・
ス
タ

フ

 
リ
ン
 
 
 
 
 
ス
ラ

シ

ナ

ク
ル

 
リ
ナ
 
 
 
 
 
エ
ン
ハ
ン
ス
・
ス
タ

フ
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リ

ク
 
 
 
 
テ
ン
タ
ク
ル
・
ラ
イ
フ
ル

 
ユ

ジ

ン
 
 
グ
ラ
ム

テ

ル
フ

ン
グ

  

 
ヴ

ル
ハ
ラ
制
式
装
備
 

 
オ

ト
マ
チ

ク
・
フ
ラ
ワ

ズ

リ

ダ

部
用

 
ハ
チ
マ
ン

ア
ス
ナ

白

キ
リ
ト

黒

ユ
キ
ノ

ソ
レ
イ
ユ

金

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

銀

ラ
ン

藍

ユ
ウ
キ

紫

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン

一

メ
ン
バ

用

自

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン

タ
イ
プ

・
森

ル
ク
ス

グ
ウ

ン

ア

サ

バ
ン

デ

ト

 
ル

セ
ン
フ
リ

ド

タ
ン
ク
用

 
セ
ラ
フ

ム

白
の
貴

人

ユ
イ
ユ
イ

の
貴

人

ア
サ
ギ

の
貴

人

 
ホ

リ

白
銀
の
騎
士

  

 

光
剣
シ
リ
ア
ル
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ハ
チ
マ
ン
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
ア
ハ
ト

 
 
 
 
 
刀
身
は
黒

 
シ
ノ
ン
 
 
 
 
グ
ロ

ク

 
 
 
 
チ
ビ
ノ
ン
 
 
 
 
 
刀
身
は
水
色

 
サ
ト
ラ
イ
ザ

 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
刻
命
剣
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
黒

 
シ
ズ
カ
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
夜

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
ピ
ン
ク

 
ベ
ン
ケ
イ
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
白
銀
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
銀

 
ピ
ト
フ

イ
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
⻤

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
キ
リ
ト
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
エ
リ

シ
デ

タ
 
 
刀
身
は
黒

 
銃
士

 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
流
水
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
シ

リ

 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
血
華
 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は

 
デ
ヴ

ド
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 
破

 
 
 
 
 
 
 
刀
身
は
緑

 
闇
風
 
 
 
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 

光
石

 
 
 
 
 
刀
身
は
紫

 
薄
塩
た
ら
こ
 
 
カ
ゲ
ミ
ツ

 
 
 
 

利

 
 
 
 
 
刀
身
は
茶
色

 

ル
ポ
 
 
 
 
ア
ル
ベ
リ
ヒ

 
 
 
メ
イ
ト
・
ス
ラ
イ
サ

 
刀
身
は

黒

  

 
八
幡
の
専
属
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薔
薇
小
猫

二

二
六

雪
ノ
下
雪
乃

二

二
六

間
宮
ク
ル
ス

二

二
七

 

紅
莉
栖

二

二
七

双
葉
理
央

二

二
七

桐
生
萌
郁

二

二
七

 
神
代
フ
ラ
ウ

二

二
七

針
生

人

二

二
七

小
比

香
蓮

二

三

 
朝
田
詩
乃

二

三
二

夜
野

奈

二

三
二

櫛
稲
田
優
里
奈

二

三
二

  

 
八
幡
の
秘
書
 

 
薔
薇
小
猫

二

二
六

来
明
日
香

二

二
七

間
宮
ク
ル
ス

二

二
八

 
相
模
南

二

二
八

小
比

香
蓮

二

三

遠

貴
子

二

三
二

 

見

美

二

三
四

  

 
ソ
レ
イ
ユ
組

二

三
四

 

 
社
⻑
 
 
 
 
 
 
比
企
谷
八
幡

 
副
社
⻑
 
 
 
 
 
秋
葉

未

 
副
社
⻑
 
 
 
 
 
ジ

ン
・
ジ

ン
ズ

 
名

問
 
 
 
 
雪
ノ
下
陽
乃

議
院
議
員
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取
締
役
 
 
 
 
 
結
城

三

嘉
納
太
郎

 
相
談
役
 
 
 
 
 
結
城

 
社
⻑
付
 
 
 
 
 
針
生

人

櫛
稲
田
優
里
奈

茅
場

ア
マ
デ
ウ
ス

 
秘
書
室
⻑
 
 
 
 
薔
薇
小
猫

 
秘
書
 
 
 
 

来
明
日
香

間
宮
ク
ル
ス

相
模
南

小
比

香
蓮

遠

貴
子

見

美
 

部
部
⻑
 
 
 
雪
ノ
下
雪
乃

 
第
一
開
発
部
部
⻑
 
桐

谷
和
人

 
部
員
 
 
 
材
木
座
義

比
嘉
健

岡
部

太
郎

⻑
田
慎
一

 
第
二
開
発
部
部
⻑
 
帆

 
部
員
 
 
 
岡
野
舞
衣

橋
田
至

野
藍
子

 
技
術
研
究
部
部
⻑
 
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ス
キ
ネ
ン

 
部
員
 
 
 

紅
莉
栖

比
屋
定
真
帆

双
葉
理
央

神
代
フ
ラ
ウ

 

外
部
部
⻑
 
 
 
結
城
明
日
奈

 
部
員
 
 
 
比
企
谷
小
町

美
衣

岡
田
唯
花

野
木
綿
季
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法

部
部
⻑
 
 
 
葉
山

人

 
部
員
 
 
 

宮

 
市
場
調
査
部

実
態
は
ソ
レ
イ
ユ
情
報
部

ル
ミ
ナ
ス

 
部
⻑
 
 
 
天
王

 
部
員
 
 
 
桐
生
萌
郁

咲
芽
衣
美

 
労

部
部
⻑
 
 
 
結
城

子

 
部
員
 
 
 
昼
岡
映
子

 

業
部
部
⻑
 
 
 
朝
田
詩
乃

 
部
員
 
 
 
戸
部

山
田
風
太

⻑
崎
大

国
見

真

 
芸
能
部

ル

メ
ン

 
部
⻑
 
 
 
倉
朝
景

 
広
報
課
 
 
 
由
比

結
衣

三

優
美
子

一
色
い
ろ
は

本
か
お
り

夜
野

奈

 
マ
ネ

ジ

 
 

幸
太
郎

川
咲
太

 
所
属
タ
レ
ン
ト
 
 
フ
ラ
ン
シ

シ

ワ
ル
キ

レ
ス
イ

ト
バ
レ

ト
イ
ノ
ハ
リ

 
 
 
 
 
 

崎
う
に

御
影
ク
リ
ヤ

麻
衣

Ｙ
Ｕ
Ｎ
Ａ
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服

部
部
⻑
 
 
 
川
崎
沙
希

 
部
員
 
 
 
神
野
ア
リ
ス

崎
里
香

野
珪
子

万
音
由
季

名
ま
ゆ
り

 
Ｓ
Ｐ
Ｏ
部
⻑
 
 
 
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

 
部
員
 
 
 
レ
ヴ

カ
・
ミ
ラ

 

事
業
部
部
⻑
 
神
代
凛
子

 
部
員
 
 
 
城

め
ぐ
り

安

山
野
美
乃
里

 
出

部
部
⻑
 
 
 
山
花
出
海

 
受
付
 
 
 
 
 
 
漆
原
え
る

桐

谷
直
葉

原
美
優

村
保

 
専
属

師
 
 
 
 

小
路
優
介

武
者
小
路
公
人

 
注

芸
能
部
の
下
に
芸
能
事

所

ル

メ
ン

が
あ
る
が

独
立
し
て
い
な
い

 
所
属
タ
レ
ン
ト
は
ソ
レ
イ
ユ
の
社
員
扱
い

た
だ
し

料
は
以
前
の
基
準
通
り

ル
ミ
ナ
ス

は
情
報
部

Ｓ
Ｐ
Ｏ

は
ソ
レ
イ
ユ
・
プ
ロ
テ
ク
シ

ン
・
オ
フ

サ

備
部

は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド

第
二
開
発
部
は

ル
ミ
ナ
ス

と

任
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ソ
レ
イ
ユ
・
グ
ル

プ
関
連
 

 
ソ
レ
イ
ユ

レ
ク
ト
 
 
 
 
社
⻑
 
結
城

一
郎

 
ソ
レ
イ
ユ

設
 
 
 
 
 
 
社
⻑
 
雪
ノ
下

乃

 
結
城
病
院
 
 
 
 
 
 
 
 
代
表
 
結
城
知

 
秋
葉

ソ
レ
イ
ユ
 
 
 
 
 
代
表
 
秋
葉

未

副
社
⻑
と

任
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第
１
１
７
６
話
 
歌
姫
披
露

 

日
の
夜

人
物
紹
介
と
趣
味
の
資
料
を
投
稿
し
て
あ
り
ま
す

ご
注
意
下
さ
い

ユ
ナ

お
疲
れ

あ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

お
疲
れ
様
で
す

 
ユ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う

し
た
が

中
身
は

な
の
で

実
は
全
く
疲
れ
て
は
い
な
い

今
日
の
狩
り

ど
う
だ

た

今
日
の

て
い
う
か

今
日
も

で
す
ね

 
え

と

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

や

ぱ
り
こ
れ
が
ヴ

ル
ハ
ラ
の
普
通
な
ん
で
す
か

ん

あ
あ

ま
あ
そ
う
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
の
そ
の
言
葉
を

い
た
ユ
ナ
は

下
を
向
い
て

る

る
と

え
だ
し
た

ど

ど
う
し
た

凄
い
で
す

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

正
直
こ
の
前
以
上
で
し
た

最
高
で
す
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心
配
に
な
り

ハ
チ
マ
ン
は
ユ
ナ
に
近
寄

た
が

 
ユ
ナ
は
す
ぐ
に
顔
を
上
げ

キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
ハ
チ
マ
ン
に
そ
う
言

た

そ

そ
う
か

は
い

そ
う
で
す

ま
あ
喜
ん
で
も
ら
え
た
な
ら
良
か

た
よ

は
い

 
ユ
ナ
の
興
奮

態
は
凄
ま
じ
く
気
圧
さ
れ
た
ハ
チ
マ
ン
は
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
ア
ス
ナ

の
方
を
見
た

 
そ
れ
を
受
け
て
ア
ス
ナ
は
ユ
ナ
に
近

き
一

に
帰
ろ
う
と
言

て
ユ
ナ
を
連
れ
て
い

た

サ
ン
キ

ユ
ナ
ち

ん
の
事
は
任
せ
て

 
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
意
思
の

通
を
し
た
二
人
は

そ
の
ま
ま
分
か
れ
て
い

た

ふ
う

ハ

チ
マ

ン

う
お
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そ
れ
を
見
計
ら
う
よ
う
に
急
襲
し
て
き
た
の
は
ク

ク
ロ
ビ
ン
で
あ

た

お
お

ロ
ビ
ン

今
日
の
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア

見
た
か

う
ん

ま
さ
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
あ
ん
な
事
が
出
来
る
な
ん
て
知
ら
な
か

た
よ

 
ロ
ビ
ン
は
興
奮

態
で
そ
う
答
え
た

そ
の
目
に
は

の

片
も
感
じ
ら
れ
な
か

た
が

 
一
応
ハ
チ
マ
ン
は

ク

ク
ロ
ビ
ン
に
こ
う

ね
て
み
た

で

お
前
は
ど
う
す
る

ん

ど
う
す
る

て

お
前
が
歌
姫
を
目
指
す
な
ら

俺
が
全
力
で
バ

ク
ア

プ
す
る
つ
も
り
だ

 
で
も
お
前
は
歌
も
好
き
だ
け
ど

そ
れ
以
上
に
近
接
戦
闘
が
好
き
な
は
ず
だ
か
ら
な

 
だ
か
ら
選
ぶ
の
は
全
部
お
前
に
任
せ
る

で

ど
う
だ

う

ん

そ
う
だ
な

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
首
を

げ
た
後

す
ぐ
に
決
断
し
た
の
か

ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
答
え
た

歌

ス
キ
ル
だ
け
取

て

そ
れ
以
外
は
別
に
い
い
か
な

 
そ

ち
方
面
に
進
ん
じ

う
と

肉
を

る
感
触
が
楽
し
め
な
く
な

ち

う
し

そ
う
か
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ハ
チ
マ
ン
は
微

に
体
を
引
き

そ
ん
な
ハ
チ
マ
ン
に
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
抗
議
し
た

ち

と

引
か
な
い
で
よ

お
お

悪
い
悪
い

で
も
今
の
は
お
前
が
悪
い
か
ら
な

表
現
が
悪
か

た
の
は
認
め
る
け
ど

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
そ
う
言

た
後

ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た

と
り
あ
え
ず
歌

ス
キ
ル
さ
え
あ
れ
ば

歌
に

果
を
乗
せ
る
事
は
出
来
る
ん
だ
よ
ね

ま
あ
そ
う
だ
な

そ
れ

て
自
分
の

上
げ
に
な
ら
な
い

ほ
ら

小
声
で
歌
い
な
が
ら
戦
え
ば

 
自
分
に
だ
け
バ
フ
を
か
け
ら
れ
る
み
た
い
な

そ
れ
は
可
能
だ
と
思
う
ぞ
つ
い
で
に
他
人
に
も
多
少
バ
フ
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

そ
れ
く
ら
い
は
別
に
い
い
よ

と
に
か
く
私
は
も

と
強
く
な
り
た
い
の

そ
う
か

な
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
で

今
後
は
ま
め
に
歌

て
み
る
と
い
い

う
ん

そ
う
す
る
ね

ハ
チ
マ
ン

愛
し
て
る

 
ク

ク
ロ
ビ
ン
は
そ
う
言

て

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
方
に
走

て
い

た

 
二
人
の

に
は

に
ア
サ
ギ
が
い
た

同
じ
芸
能
人
と
し
て
話
を
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
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う 
そ
れ
を
見
送

た
ハ
チ
マ
ン
に

次
に
話
し
か
け
て
き
た
の
は

 
コ
ピ

キ

ト
や
ハ
リ

ら

ハ
イ
ア

の
面
々
で
あ

た

お
い
小
猫

ど
う
だ

た

ち

こ
こ
は
ゲ

ム
の
中
な
ん
だ
か
ら

本
名
で
呼
ば
な
い
で
よ

あ
あ
ん

小
猫
が
本
名
だ
な
ん
て

誰
が
思
う
ん
だ

そ
れ
こ
そ
う
ち
の
連
中
以
外
に
は
分

か
ら
な
い
だ
ろ

 
だ
か
ら
お
前
を
小
猫
と
呼
ん
で
も
何
の
差

え
も
な
い

証
明
終
了

Ｅ

ぐ
ぬ
ぬ

 
コ
ピ

キ

ト
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
反

出
来
ず

地
団
太
を

ん
だ

ま
あ
ま
あ
姉
御

落
ち
着
い
て
下
さ
い
よ

そ
れ
で
ボ
ス

報
告
で
す
が

お
う

ユ
ナ
の
様
子
は
ど
う
だ

た

 
そ
の
言
葉
通
り
ハ
チ
マ
ン
は
今
回
参
加
者
の
中
に
ハ
イ
ア

の
メ
ン
バ

を

れ
込
ま
せ

 
色
々
な
方
向
か
ら
ユ
ナ
を
監

さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る

い
や

正
直
普
通
す
ぎ
て

子
抜
け

て
感
じ
で
す
ね
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普
通

だ

た
か

は
い

ち

と
し
た
事
に
喜
ん
だ
り

し
ん
だ
り

全
く
普
通
の
女
の
子
で
し
た
よ

ふ

む

そ
ん
な
感
じ
か

 
ハ
チ
マ
ン
と
て

何
か
収

が
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
ど
と
期
待
し
て
い
た

で
は
な
く

 
あ
く
ま
で
ユ
ナ
の
正
体
を
探
る
の
に
素
人
の

点
か
ら
見
え
る
も
の
は
な
い
か
と
考
え
た
だ

け
で
あ

た

 
な
の
で
こ
の
結
果
は
想
定
内
で
あ
り

特
に
落

す
る
よ
う
な
事
は
無
か

た

そ
う
か

忙
し
い
の
に
悪
い
な

み
ん
な

い
や
い
や

ボ
ス
の
頼
み
で
す
か
ら
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

て

デ

フ
フ

こ
れ
も
仕
事
だ
と
思
え
ば
楽
し
か

た
お

ま
あ
ち

と
忙
し
か

た
け
ど
ね

ち

と
正
気
を
疑

た
よ

今
日
の
狩
り

そ
う
言
う
な

て

こ
れ
か
ら
も
何
度
か
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
慣
れ
て
く
れ
よ

ア
ス
カ

む

実
生
活
で
も
好
戦
的
に
な

ち

い
そ
う
で
怖
い
な

 
そ
ん
な
冗
談
を
言
い
な
が
ら

ハ
リ

フ
ラ
ウ
ボ
ウ

ア
ス
カ
は
去

て
い

た

 
そ
し
て
残
る
モ
エ
カ
が

ス

と
ハ
チ
マ
ン
の
前
に
立

た
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ハ
イ
ア

の
中
で
は
唯
一

素
人
以
外
の
カ
テ
ゴ
リ

に

ま
れ
る
の
が
モ
エ
カ
で
あ

た

モ
エ
カ
は
ど
う
思

た

う
ん

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

 
モ
エ
カ
は
そ
う
言
う
と

ハ
チ
マ
ン
の

元
で
そ

と

い
た

一
つ
一
つ
の
動
き
が
正
確
す
ぎ
る

て
思

た
か
も

ほ
う

ど
う
い
う
事
だ

ま
る
で
機

み
た
い
な
動
き
だ

た

気
が
す
る

確
信
は
持
て
な
い
け
ど

な
る
ほ
ど
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て
モ
エ
カ
の

を

で

お

を
言

た

サ
ン
キ

参
考
に
な

た
わ

う
ん

 
モ
エ
カ
は
ぶ

き
ら
ぼ
う
に
そ
う
答
え
た
が

 
実
は
喜
ん
で
い
る
事
を

ハ
チ
マ
ン
は
分
か
る
よ
う
に
な

て
い
た

モ
エ
カ

つ
い
で
に
ア
レ
も

て

て
く
れ

分
か

た
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ハ
チ
マ
ン
が
そ
う
言

て
指
差
し
た
の
は
屈
辱
で

ま

て
い
た
コ
ピ

キ

ト
で
あ
る

 
そ
の
ま
ま
コ
ピ

キ

ト
は
モ
エ
カ
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
き

 
続
け
て
ハ
チ
マ
ン
に
話
し
か
け
て
き
た
の
は

ソ
レ
イ
ユ
で
あ

た

 
そ
の
後
ろ
に
は

ロ
ウ
リ

テ

カ

レ
レ
イ
の

ザ
・
ス
タ

リ

・
ヘ
ヴ
ン
ズ
の
三
人

が
居
り

 
そ
し
て
更
に
そ
の
後
ろ
に
は
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ
イ
バ

の
ス
プ
リ
ン
ガ

と
ラ
キ
ア
の

も

あ
るハ

チ
マ
ン
君

ち

と
い
い

あ

は
い

何
で
す
か

今
日
な
ん
だ
け
ど

こ
れ
か
ら
モ
ノ
ト

ン
の
元
メ
ン
バ

で
飲
み
に
行
く
か
ら

 
私
は
こ
の
後
の
打
ち
上
げ
は

し
て
も
い
い
か
し
ら

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

も
ち
ろ
ん

い
ま
せ
ん
よ

 
こ
の
全
員
が
集
ま
る
機
会
な
ん
て
滅
多
に
無
い
で
し

う
し
ね

あ
り
が
と

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
わ
ね

は
い
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も
し
間
に
合
う
よ
う
な
ら
ハ
チ
マ
ン
君
も
来
て
く
れ
て
い
い
わ
よ

あ

分
か
り
ま
し
た

ど
こ
で
飲
ん
で
る
か
だ
け
連

入
れ
と
い
て
下
さ
い

え
え

分
か

た
わ

 
ソ
レ
イ
ユ
達
は

そ
の
ま
ま
仲
良
く
去

て
い

た

 
ヴ

ル
ハ
ラ
が
出
来
る
前
の
世
代
の
最
強
メ
ン
バ

か

と
感

深
く
思
い
な
が
ら

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
ん
な
ソ
レ
イ
ユ
達
を
見
送

た

さ
て
と

そ
れ
じ

あ
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

る
か
な

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

ご
一

し
て
も
い
い

す

い
い
で
す
か

ん

ア
ス
タ
ル
ト
か

お
前
も
ま
だ
残

て
た
の
か

実
は

験

を

る
の
に
夢
中
に
な

て
た
ら

置
い
て
か
れ
ま
し
た

あ
は
は
は
は

そ
れ
じ

あ
一

に

る
か

は
い

 
こ
う
し
て
珍
し
い
二
人
組
が

一

に
歩
く
事
と
な

た

ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
は
ど
う
だ

楽
し
い
か

少
な
く
と
も
七
つ
の
大
罪
に
い
た
時
よ
り
は

楽
し
い

す

で
す
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素
の
話
し
方
で
い
い

て

も
う
ロ

ル
プ
レ
イ
し
な
く
て
も
い
い
ん
だ
ろ

あ

あ
ざ

す

正
直
丁

な
話
し
方

て

が
こ
る
ん
で
す
よ
ね

だ
よ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
タ
ル
ト
は
実
は
意
外
と
親
し
み
や
す
い
奴
だ

た
ん
だ
な
と
好
意
的
に

感
じ
た

そ
う
い
え
ば
七
つ
の
大
罪
は
ど
う
な

た
ん
だ

地
道
に

験

ぎ
か
ら
始
め
た
み
た
い

す

 
さ
す
が
に
ヴ

ル
ハ
ラ
と
の
差
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
ん
じ

な
い
か
と

あ
あ

ま
あ
ま
だ
ま
だ
あ
い
つ
ら
に
負
け
る
気
は
し
な
い
か
ら
な

そ
れ
も
ま
あ

今
日
み
た
い
な
狩
り
を
見
せ
ら
れ
る
と

 
そ
の
差
は

ま
ら
な
い
だ
ろ
う
な

て
気
は
し
ま
す
ね

今
日
は
特
別
だ
か
ら
な

歌
姫
二
人
の
お
披
露
目
会
だ

あ
あ

そ
れ
で
す
そ
れ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は

歌
姫

て
の
の
存
在
を

ど
こ
で
知

た
ん
で

す
かん
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
問
わ
れ
ど
こ
ま
で
話
し
て
い
い
の
か
ア
ス
タ
ル
ト
の
顔
を
じ

と
見
つ
め

た 
ア
ス
タ
ル
ト
は
ま
だ
リ
ア
ル
知
り
合
い
で
は
な
い
せ
い
で

ハ
チ
マ
ン
に
は
迷
い
が
あ

た

あ
 
そ
れ
を
察
し
た
の
か

ア
ス
タ
ル
ト
が
ハ
チ
マ
ン
に
こ
う
言

た

禁

事

て
奴
な
ん
で
す
ね

興
味
本

で
変
な
事
を

い
ち

て
す
み
ま
せ
ん

 
ア
ス
タ
ル
ト
の
勘
の
良
さ
と
そ
の

過
去
の

名
作
品
的
な
表
現
を
ハ
チ
マ
ン
は
面
白
く

思

た

 
そ
の
せ
い
で
ア
ス
タ
ル
ト
に
対
す
る
好
意
が

し
た
の
も
ま
た

間
違
い
な
い

ま
あ
お
前
が
い
ず
れ

う
ち
に
入
る
事
に
な

た
ら
そ
の
時
話
し
て
や
る
よ

あ

そ
の
事
な
ん
で
す
が

答
え
ら
れ
な
か

た
ら
い
い
ん
で
す
け
ど

 
ハ
チ
マ
ン
さ
ん

て

ソ
レ
イ
ユ
の
関
係
者
な
ん
で
す
よ
ね

ふ
む

何
で
だ

 
ハ
チ
マ
ン
は
一

し
た
が

次
の
ア
ス
タ
ル
ト
の
言
葉
で

を
解
い
た

実
は
先
日

俺
さ
え
良
け
れ
ば
ソ
レ
イ
ユ
に
入
ら
な
い
か

て
誘
わ
れ
た

す
よ
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ほ
う

誰
に
だ

本
名
を
言
う
と
そ
の
人
に
迷
惑
が
か
か
る
と
思
う
の
で
や
め
と
き
ま
す
が

 
俺
の
所
属
し
て
る
ゼ
ミ
の
大
先
輩
に
で
す
ね

な
る
ほ
ど

て
事
は
大
学
関
係
か

で
す

 
ハ
チ
マ
ン
は
な
る
ほ
ど
と
思
い
つ
つ
ゲ

ム
内
で
の
ア
ス
タ
ル
ト
の
優

さ
を
知

て
い
る

事
も
あ
り

 
ア
ス
タ
ル
ト
本
人
が
希
望
し
た
ら
必
ず
ソ
レ
イ
ユ
で
確
保
出
来
る
よ
う
に
こ
う
答
え
た

そ
れ
じ

あ
そ
の
人
に

も
し
そ
う
な

た
ら
俺
に
一
言
言

て
く
れ

て
伝
え
て
く
れ

 
そ
う
し
た
ら
し
か
る
べ
き
対
応
を
取
ら
せ
て
も
ら
う
さ

分
か
り
ま
し
た

連

先
は

い
た
ん
で
大
丈
夫
で
す

あ
ざ

す

も
し
そ
う
な

た
ら
宜
し
く
な

ア
ス
タ
ル
ト

は
い

い
つ
か
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
ね

 
そ
の
ま
ま
二
人
は
古
い
ア
ニ
メ
の
話
な
ど
を
し
な
が
ら
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
へ
と
帰
還
し

た
が
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そ
の
せ
い
も
あ
り

こ
の
日
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
タ
ル
ト
は

前
よ
り
も
少
し
仲
良
く
な

た



 第九章 オーディナル・スケール編

 
第
１
１
７
７
話
 
何
も
感
じ
ら
れ
な
い

 
ハ
チ
マ
ン
と
ア
ス
タ
ル
ト
が
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ガ

デ
ン
に

る
と

 
そ
こ
で
は
丁
度

歌
姫
誕
生
お
祝
い
会
の
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

お

ギ
リ
ギ
リ
セ

フ
か

や
ば
い
や
ば
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

俺

仲
間
の
所
に
行
き
ま
す
ね

お
う

そ
れ
じ

あ
ア
ス
タ
ル
ト

元
気
で
な

は
い

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
も
風

と
か
ひ
か
な
い
で
下
さ
い
ね

 
今
回
会
場
と
さ
れ
た
の
は

ヴ

ル
ハ
ラ
の
訓
練
場
で
あ

た

 
そ
こ
に
テ

ブ
ル
が
整
然
と

べ
ら
れ

 
料
理
や
飲
み
物
も
ユ
イ
と
キ
ズ
メ
ル
が
頑
張

て
く
れ
た
お
か
げ
で
し

か
り
準
備
出
来
た
よ

う
だ

 
驚
い
た
事
に

フ
レ
イ
ヤ
も
部
屋
か
ら
出
て
き
て
二
人
の
作
業
を
手
伝

て
く
れ
た
ら
し
い

フ
レ
イ
ヤ
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
ら

別
に
い
い
の
よ

お

は
ハ
チ
マ
ン
か
ら
直
接
も
ら
う
か
ら
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と
い
う

で

今
夜
は
私
の
部
屋
で
朝
ま
で
一

に
過
ご
す
の
よ

い
い

す
み
ま
せ
ん

こ
の
会
の
後

約
束
が
あ
る
ん
で
す
よ

は

仕
方
な
い
わ
ね

今
日
の
は
貸
し
に
し
て
お
い
て
あ
げ
る
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ハ
チ
マ
ン
は

基
本
言
う
事
は
エ
ロ
方
面
に
偏

て
い
る
が

 
絶
対
に
行
動
に

こ
そ
う
と
は
し
な
い
フ
レ
イ
ヤ
の
事
を

と
て
も
気
に
入

て
い
た

 
気
に
入

て

と
い
う
言
い
方
は
不

な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
以
上
そ
う
い

た
性
的
な
行
動
は

こ
せ
な
い
は
ず
の
フ
レ
イ
ヤ

の 
言
動
と
行
動
の
不
一
致
さ
が
実
に
か
わ
い
く
思
え
て
仕
方
な
か

た
の
で
あ
る

さ
て

俺
は
ど
う
す
る
か
な

 
と
り
あ
え
ず
ハ
チ
マ
ン
は
飲
み
物
を
手
に
取
り

 

上
で
イ
ン
タ
ビ

も
ど
き
を
受
け
て
い
る
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
様
子
を
横
か
ら
鑑
賞
す

る
事
に
し
た

そ
も
そ
も
今
回

歌
姫
と
い
う
誰
も
知
ら
な
か

た
ス
キ
ル
を
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お
二
人
が
取
る
事
に
な

た
キ

カ
ケ
は
何
だ

た
ん
で
す
か

私
が

ラ
イ
ブ
を
し
て
い
た
時
に

偶
然
歌

ス
キ
ル
を
得
た
の
が
最
初
で
す
ね

 
そ
れ
か
ら
そ
れ

い
行
動
を
と
る
ご
と
に

関
連
ス
キ
ル
が
ど
ん
ど
ん

え
て
い

て

 
そ
れ
が
ハ
つ
に
達
し
た
時
に

合
さ
れ
て
歌
姫
ス
キ
ル
に
変
化
し
た
ん
で
す

 
ち
な
み
に
そ
の

合
元
と
な

た
の
が
何
の
ス
キ
ル
か
も
ち

ん
と
見
ら
れ
る
の
で

 
多
分
歌
姫
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
が
凄
く
個
性
的
な
ス
キ
ル

成
を
持
つ
存
在
に
な
る
と
思

い
ま
す

お
お

そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
で
す
ね

 
ち
な
み
に
イ
ン
タ
ビ

ア

は
コ
マ
チ
が
行

て
い
た

 
コ
マ
チ
は
そ
の
社
交
ス
キ
ル
の
高
さ
か
ら
こ
う
い
う
事
は
実
に
ソ
ツ
な
く
こ
な
し
て
く
れ
る

そ
れ
じ

あ
一

の
人
も

努
力
す
れ
ば
歌
姫
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
ね

だ
と
思
い
ま
す

そ
れ
は
ど
う
か
な

 
そ
れ
は
確
か
に
そ
の
通
り
な
の
だ
ろ
う
が
判
断
の
基
準
に
な
る
の
が

き
手
だ
と
い
う
事
を

考
え
る
と
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歌
姫
の
基
準
が
本
物
の
ア
イ
ド
ル
つ
ま
り
は
プ
ロ
で
あ
る
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
に
な

て
い
る

せ
い
で

 
今
後

歌
姫
を
目
指
す
者
達
に
と

て
は

最
初
の
歌

ス
キ
ル
を
取
る

の

 
他
の
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
の
評
価
を
受
け
る
時
の
ハ

ド
ル
が

 
凄
ま
じ
く
上
が
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
と
ハ
チ
マ
ン
は
考
え
て
い
た

ま
あ
で
も

そ
れ
を
超
え
て
出
て
く
る
プ
レ
イ
ヤ

は

本
物

て
事
に
な
る
の
か
ね

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
い

た
プ
レ
イ
ヤ

が
現
れ
る
事
を
楽
し
み
に
思
い
な
が
ら

 
何
か
面
白
そ
う
な
事
は
な
い
か
と
き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た

ん

あ
れ
は
タ
ン
ク
連
中
か

今
日
の
反
省
会
で
も
し
て
ん
の
か

 
見
る
と
ホ

リ

を
中
心
に

セ
ラ
フ

ム

ユ
イ
ユ
イ

ア
サ
ギ

カ
ゲ
ム
ネ
や

 
他
の
ギ
ル
ド
の
タ
ン
ク
達
が
集
ま

て
い
る
の
が
見
え
た

う
ち
と
そ
の
友
好
ギ
ル
ド
の
タ
ン
ク
は

乱
戦
慣
れ
す
る
事
に
な
り
そ
う
だ
よ
な

 
今
回
い
た
の
は
以
前
の
同
じ
よ
う
な
狩
り
に
参
加
し
た
事
の
あ
る
タ
ン
ク
ば
か
り
だ

た

 
戦
闘
中
の
対
応
に
関
し
て
は
慣
れ
て
い
る
者
が
多
く

 
前
回
よ
り
も
戦
闘
が
ス
ム

ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た
と
ハ
チ
マ
ン
は
感
じ
て
い
た
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が 
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
理

的
な
部
分
で
も
仲
間
達
は
こ
う
い

た
機
会
に
成
⻑
し
て
く
れ

て
い
る
ら
し
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
事
を
嬉
し
く
思
い
つ
つ

 
こ
う
い

た
理

に
つ
い
て
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ

り
に
記
事
を
載
せ
て
も
ら
お
う
か
と
思

て
い
た

 
そ
れ
は
敵
に
塩
を
送
る
行

だ
が

そ
れ
く
ら
い
し
な
い
と

 
今
後
ヴ

ル
ハ
ラ
に
対
抗
出
来
る
ギ
ル
ド
が

場
し
て
こ
な
さ
そ
う
な
の
が
困
り
も
の
な
の
で

あ
る歌

姫
ス
キ
ル
に
関
し
て
は

こ
れ
で
情
報
も
広
ま
る
だ
ろ
う
か
ら
放
置
で
い
い
か

 
ハ
チ
マ
ン
は

内
で

ど
ん
ど
ん

案
を
片
付
け
て
い
く

あ
と
は
い
ら
な
い
武
器
の
設
計
図
も
フ
リ

で
流
し
て

 
そ
う
考
え
た
時

ハ
チ
マ
ン
の
背
中
に
誰
か
が
乗

か

て
き
た

ど

ん

そ
の
声
は

リ
ナ
か
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ハ
チ
マ
ン
は
そ
う
言

て

り
向
く
と

そ
こ
に
い
た
の
は
確
か
に
リ
ナ
で
あ

た

今
日
は
リ
ナ
ジ
か

元
気
だ

た
か

も
う
完
全
に
リ
ナ
達
の
区
別
が
つ
く
よ
う
に
な

た
の
な

ハ
チ
マ
ン
は
凄
い
の
な

 
リ
ナ
達
は
元
気
だ
け
ど
で
も
最
近
ハ
チ
マ
ン
が
遊
ん
で
く
れ
な
か

た
の
で
ち

と

し

か

た
の
な

そ

か

悪
い
な

今
年
も
こ
こ
ま
で
ず

と
忙
し
く
て
な

ま
あ
リ
ナ
は
大
人
だ
か
ら
我

は
言
わ
な
い
の
な

え
ら
い
の
な

あ
あ

え
ら
い
え
ら
い

 
ハ
チ
マ
ン
は
リ
ナ
を
そ
の
ま
ま

の
上
に
乗
せ
て
あ
げ
た

 
リ
ナ
ジ
は
嬉
し
そ
う
に
手
足
を
パ
タ
パ
タ
さ
せ
な
が
ら
ハ
チ
マ
ン
に
こ
ん
な
事
を
言

て
き

た
そ
う
い
え
ば
ハ
チ
マ
ン

あ
の

歌

て
の
は
凄
い
の
な

そ
の
言
い
方
だ
と

歌
を
そ
も
そ
も
知
ら
な
か

た
み
た
い
に

こ
え
る
ん
だ
が

知
ら
な
か

た
よ

そ
う
な
の
か
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う
ん

マ
ジ
か

ユ
ナ
も
そ
う
だ
が
リ
ナ
達
に
つ
い
て
も
謎
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
な

 
ハ
チ
マ
ン
は

い
ず
れ
こ
の
謎
に
つ
い
て
も
解
明
し
た
い
な
と
思
い
つ
つ

 
し
ば
ら
く
リ
ナ
と
話
す
事
に
し
た

な

リ
ナ
ジ

お
前
さ

あ
そ
こ
に
い
る
銀

の
女
の
子
に
つ
い
て
ど
う
思
う

銀

て

ユ
ナ

て
子
の
事
な
の
な

お
う

あ
の
子
か
ら
は
何
も
感
じ
ら
れ
な
い
の
な

そ
う
か

う
ん

 
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
リ
ナ
の
言
葉
を
何
も
収

は
無
か

た
の
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま

た
が

 
そ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
リ
ナ
の
真
意
が
分
か

た
の
は

か
な
り
後
の
事
で
あ
る

リ
ナ
ち

ん

そ
ろ
そ
ろ
帰
る
よ

あ

リ
ツ
ね

ね

 
遠
く
か
ら
リ
ナ
を
呼
ぶ
声
が

こ
え

リ
ナ
は
ハ
チ
マ
ン
の

か
ら
降
り
た
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そ
れ
じ

あ
ハ
チ
マ
ン

ま
た
ね

あ
あ

ま
た
な

リ
ナ
ジ

他
の
み
ん
な
に
も
宜
し
く
な

う
ん

 
こ
う
し
て
リ
ナ
は

リ
ツ
と
共
に
去

て
い

た

リ
ナ
ち

ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
と
何
を
話
し
て
た
の
に

え

と

最
後
は
あ
の
子
の
事
な
の
な

あ
の
子

て

あ
あ

あ
の
ユ
ナ

て
子
か

あ
の
子

中
身
が
無
い
よ
ね

ね

ね

う
ん

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
達
と
は
全
く
違
う
ね

 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

ホ

リ

さ
ん
に
近
い
の
に

き

と
プ
レ
イ
ヤ

に
も
色
々
あ
る
の
な

か
な

 
リ
ナ
と
リ
ツ
の
間
で
そ
ん
な
大
事
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
事
も
つ
ゆ
知
ら
ず

 
ハ
チ
マ
ン
は
の
ん
び
り
と

大
き
く

び
を
し
た

さ
て

姉
さ
ん
に
も
呼
ば
れ
て
た
し

今
日
は
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
か
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あ

ハ
チ
マ
ン
君

ち

と
い
い

お

ア
ス
ナ

ど
う
か
し
た
か

あ
の
ね
ユ
ナ
ち

ん
も
歌
が
好
き
ら
し
く
て
可
能
な
ら
歌
姫
を
目
指
し
て
み
た
い
ん
だ

て 
で

ち

と
ユ
ナ
ち

ん
の
歌
を

い
て
あ
げ
て
く
れ
な
い
か
な

そ
う
な
の
か

分
か

た

今
行
く

 
ハ
チ
マ
ン
は
ア
ス
ナ
に
そ
う
答
え

ア
ス
ナ
の
隣
に

ぶ
と

そ
の
ま
ま
こ
う

い
た

ア
ス
ナ
は
ユ
ナ
の
歌
は

い
た
の
か

う
ん

い
た
ん
だ
け
ど

ち

と
判
断
に
困

ち

て

ど
の

り
が
だ

え

と
ね

確
か
に
上
手
い
ん
だ
け
ど

何
か
心
に

か
な
い

て
い
う
か

 
み
ん
な
は
上
手
い

て
褒
め
て
た
ん
だ
け
ど

な
る
ほ
ど

い
て
み
る
わ

う
ん

 
会
場
の
一

で

ユ
ナ
が
歌
を
披
露
し
て
い
た



 第１１７７話 何も感じられない

 
そ
こ
に
近

い
た
ハ
チ
マ
ン
は
そ
の
歌
声
を

き
ア
ス
ナ
が
お
か
し
い
と
感
じ
た
理
由
が

す
ぐ
に
分
か

た

な
る
ほ
ど
な

何
か
分
か

た

う

ん

普
通
だ
な

普
通

あ
れ

そ

か

私
だ
け
何
か
お
か
し
い
の
か
な

あ

い
や

多
分

い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
ユ
ナ
の
歌
が

ア
ス
ナ
の
基
準
に
な

て
る
ん

だ
ろ

 
多
分
無
意
識
に
そ
れ
と
比
べ
ち
ま

て
る
ん
だ
と
思
う

あ

そ
う
い
う
事

多
分
バ
フ
の

無
も
あ
る
と
思
う
ぞ

ア
ス
ナ
は
ユ
ナ
の
歌
を
街
中
で
は
ほ
と
ん
ど

い
た

事
な
い
だ
ろ

あ
あ

確
か
に
そ
う
か
も

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
ハ
チ
マ
ン
の
言
葉
に
納
得
し
た

 
そ
も
そ
も
ア
ス
ナ
が
ユ
ナ
の
歌
を

い
て
い
た
の
は
ハ
チ
マ
ン
と
違

て
ほ
と
ん
ど
が
戦
闘



 第九章 オーディナル・スケール編

中
の
事
で
あ
り

 
そ
う
い
う
時
は
バ
フ
が
か
か

て
い
た

 
ア
ス
ナ
は
戦
闘
で
高
揚
し
た

態
で

ユ
ナ
の
歌
を

く
事
が
ほ
と
ん
ど
だ

た
の
で
あ
る

な
る
ほ
ど

そ
う
言
わ
れ
る
と
納
得
出
来
る
か
も

だ
ろ

た
だ
な
ん
か

素
直
に
ユ
ナ
ち

ん
の
歌
を
楽
し
め
な
く
な

て
る
の
が
悔
し
い
か
も

逆
に
言
え
ば

ユ
ナ
の
歌
が
も

と
上
手
く
な
ら
な
い
と

ア
ス
ナ
を
感
動
は
さ
せ
ら
れ
な

い

て
事
だ
な

そ

か

ユ
ナ
ち

ん

頑
張

て

 
ア
ス
ナ
は
ユ
ナ
に
声
援
を
送
り
ユ
ナ
も
そ
れ
に
気
付
い
た
の
か
ア
ス
ナ
に
手
を

て
き

た
ま
あ
と
り
あ
え
ず

俺
も
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
か
ら

 
ア
ス
ナ
は
可
能
な
だ
け
で
い
い
か
ら
ユ
ナ
を
見
て
て
や

て
く
れ

分
か

た

も
う

る
の

い
や

近
く
で
姉
さ
ん
達
が
飲
ん
で
る
ら
し
く
て

顔
だ
け
出
し
て
く
る
つ
も
り
だ



 第１１７７話 何も感じられない

そ

か

飲
み
過
ぎ
な
い
で
ね

だ
・
ん
・
な
・
さ
・
ま

分
か

て
る

て

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

ア
ス
ナ

う
ん

ま
た
明
日
ね

 
そ
う
し
て
ハ
チ
マ
ン
が
落
ち
た
後
ア
ス
ナ
は
他
の
者
達
と
共
に
ユ
ナ
の
歌
を

き
続
け
た
が

 
結
局
ユ
ナ
が
歌

ス
キ
ル
を
得
る
事
は
無
か

た
の
で
あ

た



 第九章 オーディナル・スケール編

 
第
１
１
７
８
話
 
大
人
の
飲
み
会

 
八
幡
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
ス
マ
ホ
を
チ

ク
し
て
陽
乃
達
が
ど
こ
に
い
る
の
か
を
確

か
め
たて

ね
こ
や
か
よ

 
そ
れ
は
ま
さ
か
の
ね
こ
や
で
あ

た

て
い
う
か

春
雄
さ
ん
や

さ
ん
も

わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
来
た
の
か

 
八
幡
は

れ
な
が
ら

を
下
り

ね
こ
や
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
扉
に
は
貸
切
り
の

が
下
げ
ら
れ
て
お
り

八
幡
は
そ

と
扉
を
開
け

中
を

き
込
ん
だ

え

と

お

魔
し
ま

す

あ
ら
八
幡
君

い
ら

し

い

お
う

こ

ち
こ

ち

ど
も

 
そ
こ
に
は
陽
乃
春
雄

と
共
に
黒

の
や
や

く
見
え
る
女
性
と
金

の
ス
ラ

と

し
た
女
性



 第１１７８話 大人の飲み会

 
そ
し
て
高
校
生
く
ら
い
に
見
え
る
が
理
知
的
な

を
し
た

く
ら
い
の

の
⻑
さ
の
女
性
が

い
たあ

ザ
・
ス
タ

リ
・
ヘ
ヴ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
で
す
か

俺
は
比
企
谷
八
幡
ハ
チ
マ
ン
で
す

ハ
チ
マ
ン
君
今
日
は
ご
足
労
様

私
は
水
星

里
ロ
ウ
リ
・
マ

キ

リ

よ

初
め
ま
し
て

三
千
花

テ

カ
で
す

菜

奈

レ
レ
イ

初
め
ま
し
て

お
会
い
で
き
て
光
栄
で
す

 
八
幡
は
三
人
に
本
心
か
ら
そ
う
言

た

こ
の
三
人
は
ユ

ジ

ン
が
出
て
く
る
ま
で
は

 
ソ
レ
イ
ユ
を
先

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
最
強
と
呼
ば
れ
た
者
達
な
の
だ

 
八
幡
と
し
て
は

当
然

を
も

て
接
す
る
べ
き
相
手
で
あ
る

の
次
く
ら
い
に
い
い
男
よ
ね

 

里
が
八
幡
を
見
な
が
ら
そ
う
言
い

他
の
二
人
が
う
ん
う
ん
と

い
た

あ
れ

さ
ん
の
本
名
を
知

て
る

 
そ
も
そ
も
こ
の
三
人
を

Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

に
紹
介
し
た
の
は
八
幡
で
あ
り

 
そ
れ
で
ナ
イ
ツ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

が
組
ま
れ
た

な
の
だ
が



 第九章 オーディナル・スケール編

 
当
然
そ
の
時
に
コ
ミ
ケ
の
リ
ア
ル
を
紹
介
な
ぞ
す
る
は
ず
も
な
い

 
八
幡
は
そ
う
思
い
な
が
ら
三
人
に
そ
の
事
を

ね
た

あ
の

皆
さ
ん
は

さ
ん
に
会

た
事
が

あ
ら

い
て
な
か

た

今
年
の
コ
ミ
ケ
の
時
に

偶
然
コ
ミ
ケ
に
会

た
の
よ

 

て
こ
れ

お

さ
ん
ギ

グ
じ

な
い
わ
よ

 
八
幡
が
そ
れ
を

い
て

思
わ
ず

き
出
し
そ
う
に
な

た
の
を
見
て

 

里
は
念
押
し
す
る
よ
う
に
そ
う
言

た

す
み
ま
せ
ん

つ
い
笑

ち

い
ま
し
た

で
も
へ

そ
う
だ

た
ん
で
す
ね

一
応
お

い
に

参
加
す
る

て
話
は
事
前
に

い
て
た
の
よ

ま
さ
か
本
当
に
会
え
る
な
ん
て
ね

す
ご
い
偶
然
だ

た

ど
ん
な
風
に
会

た
ん
で
す
か

え
え
と

 

里
は
八
幡
に
そ
う

か
れ

懐
か
ら
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
た

 
そ
し
て
何
か
操
作
を
し

そ
の
画
面
を
八
幡
に
見
せ
て
き
た



 第１１７８話 大人の飲み会

ほ
ら

こ
れ

え
え
と

え

こ
れ

て
コ
ス
プ
レ
で
す
か

 
そ
こ
に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の

を
模
し
た
コ
ス
プ
レ
を
し
た
三
人
の

が
映

て
い
た

え
え

私
達
は
そ
れ
な
り
に

名
な
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

な
の
よ

お
お

そ
れ
で
今
年
は
リ
ア
ル
で
ザ
・
ス
タ

リ
・
ヘ
ヴ
ン
ズ
の
格
好
を
し
よ
う

て
事
に
な

て

に

す
み
ま
せ
ん

写
真
い
い
で
す
か

て
頼
ま
れ
た

な
る
ほ
ど

 
ど
う
や
ら
そ
こ
か
ら

三
人
が

に

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
知
り
合
い
と
同
じ
格
好
だ
と
言
わ
れ

 
そ
れ
で
話
し
て
い
く
う
ち
に

お

い
の
正
体
が
発
覚
し
た
ら
し
い

そ
れ
は
本
当
に
偶
然
で
し
た
ね

え
え

ま
あ
思

て
た
の
と
は
少
し
違

た
け
ど

 
リ
ア
ル
で
の
あ
の
掴
み
き
れ
な
い
性
格
が

と
て
も

力
的
に
思
え
た
わ

 
う

と
り
と
そ
う
言
う

里
に

千
花
と

奈
も
同
じ
表
情
で

い
た



 第九章 オーディナル・スケール編

さ
ん

愛
さ
れ
て
る
な

 
三
人
の
う
ち
誰
が
選
ば
れ
る
の
か

あ
る
い
は
誰
も
選
ば
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
八
幡
は
そ
ん
な
三
人
に
エ

ル
を
送

た

さ
ん
の
心
を
射
止
め
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張

て
下
さ
い
ね

え
え

は
い

う
ん

 
三
人
は
仲
良
く
そ
う
答
え
た
が

そ
れ
を
八
幡
は
疑
問
に
思

た

 
男
が
一
人
に
女
が
三
人
な
の
だ
普
通
は
女
同
士
の
争
い
が

き

こ

て
も
不
思
議
で
は
な

い 
と
い
う
か
そ
う
な

て
然
る
べ
き
だ

 
な
の
に
こ
の
三
人
は
ま

た
く
争
う
よ
う
な
そ
ぶ
り
も
見
せ
ず
と
て
も
仲
が
良
さ
そ
う
な
ま

ま
で
あ
る

 
そ
れ
は
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
光
景
で
あ
り

八
幡
は
自
ら
を
取
り
囲
む

の
事
を
思
い

こ
う
考
え
た



 第１１７８話 大人の飲み会

こ
こ
で
そ
の
事
を

く
の
は
危
険
な
気
が
す
る

 
八
幡
は

に
微
笑
む
だ
け
で

そ
れ
以
上
三
人
に
何
も
言
わ
な
か

た

さ
ん

フ

イ
ト
で
す
よ

 
実
は
こ
の
三
人
に
リ
ア
ル
で
偶
然
会

た
時

 

も
八
幡
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
エ

ル
を
送

て
い
た
の
だ
が
そ
の
事
を
八
幡
が
知
る

事
は
無
か

た

え
え
と

あ

そ
う
だ

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
コ
ス
プ
レ

凄
い
作
り
込
み
で
す
ね

 
三
人
と
も
そ

く
り
じ

な
い
で
す
か

 
八
幡
は
話
題
を
変
え
よ
う
と
し
た
が
こ
の
三
人
に
は
初
め
て
会

た
ば
か
り
な
の
で
い
い
ネ

タ
が
無
く

 
微

に
近
く
な

て
し
ま

た
が

そ
う
話
題
を

た

 
写
真
の
中
の

里
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ロ
ウ
リ

と
同
じ
く

と
黒
の
ゴ
ス
ロ
リ
衣
装
を
着
て
お
り

 
ネ
コ
ミ
ミ
に
も
見
え
る
ヘ

ド
ド
レ
ス
を
付
け

巨
大
な

を
持

て
い
た

 
千
花
は
フ

ン
タ
ジ

に
出
て
く
る
エ
ル
フ
が
着
て
い
る
よ
う
な
緑
の
チ

ニ

ク
を
着
て

 

を

に
か
け
て
い
た

奈
は

緑
と
白

の
ロ

ブ
を
身
に

い

を
手
に
し
て
い
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る 
二
人
も
テ

カ
と
レ
レ
イ
の

を

実
に
再
現
し
て
お
り

 
三
人
と
も
実
に
見
事
な
コ
ス
プ
レ

だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

そ
う

あ
り
が
と
う

本
当
に
凄
く
頑
張

た
の
よ

特
に
こ
の

り
が
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら

里
が
八
幡
に
身
を
寄
せ
て
く
る

 

里
は
こ
の
三
人
の
中
で
は
一
番
小

で
あ
り
年
齢
不

で
は
あ
る
が

な
色
気
を

わ

せ
て
お
り

 
八
幡
は
ド
ギ
マ
ギ
し
つ
つ
も
そ
れ
を
表
に
出
さ
な
い
よ
う
に
強
化
外
骨
格
を
最
大
限
に
駆
使

し
て
い
た

そ
う
そ
う

私
の
こ
れ
も
ね

 
次
い
で
千
花
が
八
幡
の
隣
で
そ
う
言
い

奈
が
八
幡
の
正
面
に
立
ち

 
ブ
ラ
が
見
え
ん
ば
か
り
に
前
か
が
み
に
な

て
八
幡
に
話
し
か
け
て
く
る

私
と
し
て
は
こ
の

り
が

 
こ
れ
に
は
さ
す
が
の
八
幡
も
た
ま
ら
な
い

み

皆
さ
ん

そ
う
い
う
の
は

さ
ん
に



 第１１７８話 大人の飲み会

そ
う
よ
そ
う
よ

八
幡
君
は
私
の
な
ん
だ
か
ら

あ
ま
り
く

つ
か
な
い
で
よ
ね

 
そ
ん
な
言
葉
が
背
後
か
ら

こ
え

八
幡
の

に
重
力
が
か
か
る

 
八
幡
は
慣
れ
た
く
も
な
か

た
の
だ
が
慣
ら
さ
れ
て
し
ま

た
そ
の
重
力
の
正
体
を

破
し

 

を
変
に
動
か
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら

そ
の
重
力
の
主
に
抗
議
し
た

俺
は
明
日
奈
の
だ
ぞ

馬

姉

て
い
う
か
胸
を
俺
の

の
上
に
乗
せ
る
の
は
や
め
ろ

あ
ら

本
当
は
嬉
し
い
く
せ
に

い
や
嬉
し
く
ね
え
よ

 
そ
ん
な
二
人
の
や
り
取
り
を
見
て

持
た
ざ
る
三
人
は
一

に
自
分
達
の
胸
に
目
を
や
り

 
同
時
に
陽
乃
に
凄
い

線
を
向
け
た

ち

と
レ
イ
さ
ん

そ
れ
は
確
か
に
や
り
す
ぎ
じ

な
い
か
し
ら

そ
う
よ
そ
う
よ

や
り
す
ぎ

ぐ
ぬ
ぬ

私
に
だ

て
ま
だ
望
み
は

あ
ら

や
る
気

受
け
て
た
つ
わ
よ

 
多
少

て
い
た
陽
乃
が
挑
発
す
る
よ
う
に
そ
う
答
え
四
人
は
八
幡
か
ら
離
れ
て
に
ら
み

合

た



 第九章 オーディナル・スケール編

 
だ
が
そ
の

を
見
逃
さ
な
い
者
が
い
た

で
あ
る

む
ふ

 

は
難
な
く
八
幡
の

の
上
に
座
り

嬉
し
そ
う
に
足
を
ぶ
ん
ぶ
ん
さ
せ
た

ち

さ
ん

あ
あ
あ
あ
あ

 
四
人
は

て
て

に
詰
め
寄

た
が

は
ど
こ

く
風
で

鳴
ら
な
い
口

を

き
つ
つ

 
勝
手
に

里
の
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
八
幡
と
一

に

コ
ミ
で
の
コ
ス
プ
レ
写
真
を

め
て

い
るち

と
ラ
キ
ア

ず
る
く
な
い

ラ
キ
ア
さ
ん

八
幡
君
を
独

な
ん
て
ず
る
い

む

油
断
し
た

あ
な
た
達
に
は

さ
ん
が
い
る
で
し

う

 

れ
た
陽
乃
が
そ
う
突

込
ん
だ
が

三
人
は
口
々
に
こ
う
反

し
て
き
た

そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
問
題
よ

今
こ
こ
に
若
い
子
は
八
幡
君
し
か
い
な
い
ん
だ
し



 第１１７８話 大人の飲み会

 
ち

と
は
チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
た
い

て
思

て
も
い
い
じ

な
い
で
す
か

と
八
幡
さ
ん
は
別
腹

あ
な
た
達
ね

 
陽
乃
は

を

め
な
が
ら
元
の
場
所
に

た

す
か
さ
ず
春
雄
が
陽
乃
の
グ
ラ
ス
に
お
酒
を

注
い
で
く
る

レ
イ
さ
ん

気
に
し
た
ら
負
け
だ

て

そ
う
ね

と
り
あ
え
ず
飲
み
ま
し

う
か

そ
う
し
よ
う
そ
う
し
よ
う

 
そ
れ
か
ら
二
人
は
困
る
八
幡
を

に
酒
を

み
交
わ
し

八
幡
が
解
放
さ
れ
る
ま
で

 
そ
れ
か
ら
一
時
間
も
か
か

て
し
ま

た
の
で
あ

た



 第九章 オーディナル・スケール編

 
第
１
１
７
９
話
 
姐
さ
ん

姉
御

姉
さ
ん

さ
て
明
日
も
学
校
だ
し
俺
は
そ
ろ
そ
ろ
退
散
し
ま
す
ね
今
日
は
楽
し
か

た
で
す
ご

走
様
で
し
た

 
八
幡
は
そ
ろ
そ
ろ

合
い
だ
と
思
い

そ
う
言

て
立
ち
上
が

た

 
こ
こ
ま
で
は
普
通
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
て
お
り
そ
の
事
に
不
満
そ
う
な
者
は
誰
も
い
な

か

た
別
に
朝
ま
で
付
き
合

て
く
れ
て
も
い
い
の
よ

そ
う
い
う
の
は

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す

す
み
ま
せ
ん

 
八
幡
は
そ
う
言

て

里
を
け
ん
制
す
る
と

他
の
者
達
に
も

を
し
て
そ
の
場
を
立
ち

去

て
い

た

残
念

逃
げ
ら
れ
ち

た
わ

も
う
ち

と
話
し
た
か

た
け
ど

強
引
に
引
き
止
め
る
の
も
ち

と
ね

そ
う
そ
う

レ
イ
さ
ん
の
目
が
光

て
る
わ
け
だ
し
ね

し
か
し
リ
ア
ル
で
も
好

年
だ

た



 第１１７９話 姐さん 姉御 姉さん

お
う
よ

八
幡
君
は
い
い
男
だ

む
ふ

 
八
幡
を
見
送

た
六
人
は

ど
う
や
ら
ね
こ
や
の

店
時
間
ま
で
飲
む
つ
も
り
の
よ
う
だ

し
か
し
な
る
ほ
ど

あ
の
子
を
み
す
み
す
逃
す
手
は
無
い
わ
よ
ね

だ
か
ら
一
年
後
に
前
倒
し
な
ん
だ
ね

レ
イ
さ
ん

頑
張

て

絶
対
投

す
る
か
ら

え
え

人
生
を

け
て
で
も
や
り

げ
て
み
せ
る
か
ら

応
援
お
願
い
ね

も
ち
ろ
ん

ま
あ
私
達
の

に
も
な
る
事
だ
し
ね

問
題
は
そ
れ
だ
け
の
甲
斐
性
が

に
あ
る
か
な
の
よ
ね

今
か
ら
教
育
す
る
べ
き

ま

ま
あ
ほ
ど
ほ
ど
に
な

む
 
八
幡
の
い
な
い
所
で

陽
乃
は
自
ら
の

に
着
々
と
計
画
を
進
め
て
い
く
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八
幡
は
そ
の
ま
ま
ソ
レ
イ
ユ
本
社
ビ
ル
を
出
て

マ
ン
シ

ン
に
向
か
お
う
と
し
た

 
と

正
門
前
で

八
幡
は
二
人
の
男
性
に
声
を

け
ら
れ
た

 
そ
れ
は
意
外
に
も

ヤ
サ
こ
と

小
路
優
介
と

バ
ン
ダ
ナ
こ
と
武
者
小
路
公
人
で
あ

た

あ
れ

お
前
ら

こ
ん
な
所
で
何
し
て
る
ん
だ

あ

兄
貴

兄
貴
が
ね
こ
や
に
い
ら

し

る

て

い
た
ん
で
す
が

 
さ
す
が
に
社
⻑
と
同

す
る
の
は
ち

と
ア
レ
だ

た
ん
で

こ
こ
で
待

て
ま
し
た

そ
う
な
の
か

悪
い
な

何
か
気
を
遣
わ
せ
て
待
た
せ
ち
ま

て

で

話

て
何
だ

あ

は
い

実
は
俺
達
今
日

あ
い
つ
ら
と
久
し
ぶ
り
に
飲
ん
で
た
ん
で
す
け
ど

 
そ
こ
で
ち

と
熱
く
な

て
や
ら
か
し
ち
ま

て

そ
の
事
を
兄
貴
に
謝
ら
な
い
と
と
思

て

ふ

ん

 
二
人
が
言
う

あ
い
つ
ら

と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
ロ
ザ
リ
ア
の
元
取
り

き
連
中
だ
ろ
う



 第１１７９話 姐さん 姉御 姉さん

 
八
幡
は
そ
う
考
え
落
ち
着
い
て
話
し
て
も
ら
う

に
二
人
を
マ
ン
シ

ン
の
部
屋
に

く

事
に
し
た

分
か

た

俺
の
部
屋
で

し
く
話
を

こ
う

そ
れ
じ

あ
こ

ち
だ

あ

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お

し
ま
す

 
二
人
は
そ
の
ま
ま
八
幡
の
後
に
付
き

た

 
同
時
に
八
幡
は
移
動
中
に
優
里
奈
に

話
を

け
部
屋
に
誰
か
い
な
い
か
確
認
す
る
事
に

し
たも

し
も
し

八
幡
さ
ん

ど
う
か
し
ま
し
た
か

お
う
優
里
奈

今
か
ら
マ
ン
シ

ン
の
俺
の
部
屋
に

 
優
介
と
公
人
を
連
れ
て

て
話
を
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
が

今
部
屋
に
誰
か
い
る
か

え
え
と

今
は
私
と
詩
乃
ち

ん
と
理
央
さ
ん
が
い
ま
す
よ

そ
う
な
の
か

は
い

今
日
は
詩
乃
ち

ん

狩
り
の
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
バ
イ
ト
し
て
た
み
た
い
で

 
こ
の
部
屋
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
ん
で
す
よ

理
央
さ
ん
は
そ
の
付
き
合
い
で
す
ね



 第九章 オーディナル・スケール編

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
じ

あ
悪
い
が
そ
う
い
う
事
だ
か
ら
二
人
に
も
そ
う
伝
え
て
お

い
て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

露
出
を

え
る
よ
う
に
伝
え
て
お
き
ま
す
ね

は
は

そ
う
し
て
く
れ

 
八
幡
は
そ
の
優
里
奈
の
言
葉
を
冗
談
だ
と
思
い

普
通
に
そ
う
返
し
た
が

 

話
を
切

た
後

本
当
に
冗
談
だ

た
の
か
と
少
し
悩
む
事
と
な

た

ま
あ
い
い
か
な

お
前
達
今
部
屋
に
詩
乃
と
理
央
と
優
里
奈
が
い
る
ら
し
い
ん

だ
が

 
あ
い
つ
ら
に
話
を

か
れ
て
も

わ
な
い
か

も
し

な
ら
少
し
外
し
て
も
ら
う
ぞ

い
え

平
気
で
す

と
い
う
か

姉
さ
ん
達
に
出
て
行
け
な
ん
て
言
え
な
い
で
す

て

姉
さ
ん

達

 
八
幡
は
何
の
事
か
分
か
ら
ず
に
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た
が
そ
ん
な
八
幡
に
二
人
は
即
答
し
た

詩
乃
姉
さ
ん
と

理
央
姉
さ
ん

す



 第１１７９話 姐さん 姉御 姉さん

え

何

あ
い
つ
ら

て
お
前
ら
的
に
そ
ん
な
感
じ
な
の

え
え

も
ち
ろ
ん

す

俺
達

ま
だ
ま
だ
ひ
よ

こ
で
す
か
ら

そ

そ
う
か

 
八
幡
は
こ
い
つ
ら
ま
さ
か
あ
の
二
人
に
い
じ
め
ら
れ
た
り
し
て
な
い
だ
ろ
う
な
と
不
安
に

な

た
が

 
さ
す
が
に
そ
ん
な
事
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
直
し
た

ま
あ
い
い
か

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

は
い

お
時
間
を
と
ら
せ
ち

て
す
み
ま
せ
ん

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
部
屋
に
向
か
い

優
里
奈
が
そ
れ
を
出
迎
え
た

八
幡
さ
ん

お
帰
り
な
さ
い

て

あ
れ

八
幡
さ
ん

も
し
か
し
て
ち

と

て
ま
す

さ

き
ま
で
姉
さ
ん
や

さ
ん
達
に
付
き
合

て
た
か
ら
な

ま
あ
大
し
た
事
な
い

そ
う
な
ん
で
す
ね

あ

お
二
人
と
も

こ
ん
ば
ん
は
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こ

こ
ん
ば
ん
は

優
里
奈
お
嬢

お
嬢

こ
ん
な
夜
中
に
す
み
ま
せ
ん

 
二
人
は
優
里
奈
に
対
し
て

最
敬

態
で
そ
う

を
し
た

へ

お
嬢

 
優
里
奈
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
目
を
伏
せ
た
が

優
介
と
公
人
は
平
然
と
し
た
顔
で

い
た

は
い

お
嬢
は
お
嬢
で
す
か
ら

そ

そ
う
だ
な

き

と
そ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
ろ
う

う
ん

 
八
幡
は
ま
あ
こ
の
二
人
も
す

か
り
ソ
レ
イ
ユ
に

め
た

て
事
だ
よ
な
と

定
的
に
思

い
つ
つ

 
同
時
に
興
味
が

い
た
の
で

別
の
事
を
二
人
に

ね
て
み
た

な

お
前
ら

ち
な
み
に
明
日
奈
の
事
は
何
て
呼
ん
で
る
ん
だ

あ
ね姐

さ
ん
で
す

小
猫
は



 第１１７９話 姐さん 姉御 姉さん

姉
御
で
す

で

詩
乃
と
理
央
が

姉
さ
ん
で
す

だ
よ
な

他
に
お
前
ら
に

む
の
は

あ
あ

か
お
り
は

か
お
り
さ
ん
で
す

普
通
か
よ

じ

あ
ウ
ル
シ
エ
ル
は

ウ
ル
シ
エ
ル
で
す

そ
こ
だ
け
呼
び

て
な
の
な

は
いて

い
う
か

お
前
ら
よ
く
そ
ん
な

麗
に
ハ
モ
る
よ
な

 
八
幡
は
こ
い
つ
ら
の
人
間
関
係
が

間
見
え
て
少
し
面
白
い
な
と
思
い
つ
つ
二
人
を
中
に

案
内
し
た

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

中
に
入
ろ
う
か

は
い

お

魔
し
ま
す

 
二
人
は
再
び

麗
に
そ
う
ハ
モ
る
と

お
ず
お
ず
と
部
屋
の
中
に
入

た



 第九章 オーディナル・スケール編

ハ
イ

二
人
と
も

今
日
は
ど
う
し
た
の

詩
乃
姉
さ
ん

こ
ん
ば
ん
は

八
幡
が
和
人
さ
ん
以
外
の
男
を
こ
の
部
屋
に
入
れ
る
の

て

何
げ
に
初
め
て

理
央
姉
さ
ん

こ
ん
ば
ん
は

こ
い
つ
ら

教
育
さ
れ
て
ん
な

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
ソ
フ

の
真
ん
中
に

け

 
二
人
は
詩
乃
に

さ
れ

向
か
い
側
の
ソ
フ

に
座

た

 
そ
の
詩
乃
は
当
然
の
よ
う
に
八
幡
の
隣
に
座
り

 
理
央
は
優
里
奈
を
気
に
し
つ
つ
も

こ
れ
ま
た
八
幡
の
反
対
側
の
隣
に
座

た

 
優
里
奈
は
人

分
の
お
茶
を
入
れ
た
後
八
幡
か
ら
見
て
テ

ブ
ル
の

側
の
面
の
ソ
フ

に

け
た

 
こ
れ
は
入
り
口
と
台
所
に
す
ぐ
向
か
え
る
よ
う
に
と

優
里
奈
が
配

し
た
結
果
で
あ
る

さ
て

そ
れ
じ

あ
話
と
や
ら
を
言

て
み
な
さ
い
な

お
い
詩
乃

何
故
お
前
が
仕
切
る

何
か
問
題
で
も
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い
や

ま
あ
い
い
け
ど
な

本
当
に
こ
い
つ
は
何
で
こ
ん
な
に
強
気
な
ん
だ
ろ
う
な

 
ま
あ
で
も

気
な
こ
い
つ

て
の
は
想
像
出
来
な
い
け
ど
な

 
八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

チ
ラ
リ
と
詩
乃
の
横
顔
を
見
た

 
詩
乃
は
目
ざ
と
く
そ
れ
に
気
付
き

少
し
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
八
幡
の
顔
を
見
返
し
て
き
た

何
よ
八
幡

私
の
事
が
好
き
す
ぎ
て

つ
い
見
ち

う
み
た
い
な

何
で
そ
う
な
る

だ

て
私
の
顔
を

物
欲
し
そ
う
な
顔
で
見
て
い
た
じ

な
い

い
や

お
前
は
相
変
わ
ら
ず
だ
な

て
思

た
だ
け
だ

ま
あ
好
き
な
子
相
手
に
素
直
に
な
れ
な
い
の
は
分
か
る
わ

本
当
に
お
前
の
そ
の
自
信
は
ど
こ
か
ら
来
る
ん
だ
ろ
う
な

私
は
た
だ

事
実
を
言

て
る
だ
け
だ
け
ど

へ
い
へ
い

 
そ
ん
な
詩
乃
を

優
介
と
公
人
が
賞

す
る

さ
す
が
姉
さ
ん

パ
ね
え

す
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い
や

シ
ビ
れ
ま
す
わ

ふ
ふ
ん

八
幡
は
私
に
は
敵
わ
な
い
の
よ

よ
く
覚
え
て
お
き
な
さ
い

は
い

覚
え
な
く
て
い
い
か
ら
な

 
八
幡
は
そ
う
言

て
お
茶
を
口
に
す
る
と

そ
ろ
そ
ろ
本
題
に
入
る
よ
う
に
二
人
に

し
た

さ
て

そ
れ
じ

あ

こ
う

 
さ
す
が
の
詩
乃
も

そ
の
言
葉
に
居

ま
い
を
正
す

あ

は
い

さ

き
言

た
通
り

今
日
は
あ
い
つ
ら
と
飲
ん
で
た
ん
で
す
よ

元
タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ド
の
メ
ン
バ

と

だ
よ
な

で
す

い
つ
も

当
に
世
間
話
を
し
た
り

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
愚
痴
を
ち

こ

と
言
う
く
ら
い
の

 
ゆ
る
い
飲
み
会
な
ん
で
す
よ

で
も
今
日
は
最
初
か
ら

ち

と
雰
囲
気
が
違

て

い
き
な
り
俺
ら

お
前
ら

ヴ

ル
ハ
ラ
の
奴
な
ん
か
と
仲
良
く
し
て
ん
の
か
よ

て
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あ
あ

に
バ
レ
た
ん
だ

そ
う
な
ん
す
よ

理
央
姉
さ
ん

で
も
一
応
そ
の
時
は

上
手
い
事
誤
魔
化
し
た
ん
で
す

 
そ
う
言

て
二
人
は

そ
の
時
の

況
を

し
く
説
明
し
始
め
た



 第九章 オーディナル・スケール編

 
第
１
１
８
０
話
 
居
酒
屋
の
縁
切
り

 
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
居
酒
屋
の
定

置
と
も
言
え
る
個
室
に
い
つ
も
通
り
向
か

た
二
人

は 
も
う
先
に
始
め
て
い
た
五
人
に

い
調
子
で

を
し
た

う
い

す

ご
め

お
待
た
せ

ヤ
サ

バ
ン
ダ
ナ

か

た
な

 
こ
の
七
人
の
飲
み
会
は
お

い
の
名
前
を
プ
レ
イ
ヤ

ネ

ム
で
呼
び
合
う
の
が
常
で
あ

た 
と
い
う
か

実
は
こ
の
七
人
は

ま
だ
お

い
の
本
名
を
名
乗
り
合

て
は
い
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
る
直
前
に
待
ち
合
わ
せ
場
所
を
指
定
し
た
せ
い
で
こ
う
し
て
会
え
て
は

い
る
が

 
た
だ
会
え
た
だ
け
で

お

い
の
プ
ラ
イ
バ
シ

に

み
込
む
事
は
一
切
し
て
い
な
い
の
だ

 
こ
れ
は
ネ

ト
リ
テ
ラ
シ

を
考
え
て
の
事
で
あ
り



 第１１８０話 居酒屋の縁切り

 
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
が
お

い
の
素
性
を
知

て
い
る
の
は

 
同
人

の
作
成
に
必
要
だ
か
ら
そ
う
な
だ
け
で

こ
の
中
で
は
特
別
な
ケ

ス
な
の
で
あ
る

ち

と
仕
事
が
押
し
ち
ま

た
ん
だ

す
ま
ん

悪
い

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
だ
わ

そ
う
か

 
い
つ
も
の
飲
み
会
だ
と

多
少
の

刻
な
ど
気
に
せ
ず

 

い
感
じ
で
出
迎
え
て
く
れ
る
ゴ

グ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
フ

ク
ス
テ

ル
ビ
ア

ド
の
五
人
は

 
今
日
は
何
故
か

こ
ち
ら
に

乱
げ
な

線
を
向
け
て
き
て
お
り

 
二
人
は

な
予
感
が
し
て
な
ら
な
か

た

ま
あ
座
れ
よ

お

お
う

あ

う
ん

 
二
人
が

に
着
い
て
も
誰
も
何
も
言
わ
な
い

 
そ
の
た
だ
な
ら
ぬ
雰
囲
気
に
二
人
は
ゴ
ク
リ
を

を
飲
ん
だ
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そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
無
言
の
時
間
が
続
い
た
が
や
が
て
ゴ

グ
ル
が
ぼ
そ
り
と
二
人
に
言

た
実
は
今
日

Ｓ

Ｓ
に
入

た
新
人
が

 
お
前
達
二
人
が

ヴ

ル
ハ
ラ
の
奴
ら
と
仲
良
く
し
て
た

て
言
う
ん
だ
よ

 
そ
の
事
に
つ
い
て

何
か
言
い
た
い
事
は
あ
る
か

 
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
は

こ
の
五
人
だ
け
で
は
な
く

 
Ｓ

Ｓ
の
メ
ン
バ

に
関
し
て
も
か
な
り
気
を
配

て
お
り

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
誰
か
と
会
う
時
は

う

か
り

合
わ
せ
し
な
い
よ
う
に

心
の
注
意
を

て
い
た

 
だ
が
さ
す
が
の
ふ
た
り
も
今
日
加
入
し
た
ば
か
り
の
プ
レ
イ
ヤ

に
対
応
出
来
る
は
ず
も
な

い
ま
ず
い

ど
う
す
る

何
と
か
誤
魔
化
す
し
か

何
か
い
い
ネ
タ
は
あ
る
か



 第１１８０話 居酒屋の縁切り

今
な
ら
歌
姫
で
い
け
る

そ
れ
だ

 
同
人

の
製
作
の
過

で
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
二
人
は

 
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
こ
れ
だ
け
の
意
思

通
が
出
来
る
ま
で
に

新
密
度
を
深
め
て
い
た

 
そ
れ
で
意
思
の

一
に
成
功
し
た
二
人
は

明
る
い
顔
で
こ
う
答
え
た

そ
れ

て
多
分

今
話
題
の
ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
事
だ
と
思
う
ん
だ
よ
な

う
ん

心
当
た
り
が
あ
る
と
し
た
ら
そ
れ
だ
け
か
な

で
も
ま
あ
あ
の
二
人
は
確
か
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

だ
け
ど

 
立
ち

置
的
に
は
ち

と
特

な
ん
じ

な
い
か

 
そ
の
二
人
の
言
葉
に

五
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た

た

確
か
に

ヴ

ル
ハ
ラ
と
か
関
係
な
く

あ
の
二
人
の
歌
は

き
た
い

実
は
俺

こ
の
前
の
フ
ラ
ン
シ

シ

の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
に
行

て
き
た
ん
だ
よ

 
で

そ
の
時
水
野
愛
も

野
純
子
も
見
た
ん
だ
け
ど

マ
ジ
で
そ

く
り
だ

た
わ

う
お

マ
ジ
か
よ

ま
し
い
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で
も
そ
う
考
え
る
と
確
か
に

俺
と
し
て
も
あ
の
二
人
を
見
に
行
く
の
ま
で
ア
ウ
ト

て
事
に
さ
れ
る
の
は
ち

と
困
る

な 
五
人
は
口
々
に
そ
う
言
い
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
は
こ
れ
で
何
と
か
な
り
そ
う
だ
と
胸
を

で

下
ろ
し
た

何
だ

そ
う
い
う
事
か
よ

確
か
に
あ
の
新
人

ヴ

ル
ハ
ラ
の
誰
と
は
言

て
な
か

た
よ
な

そ

か
そ

か

悪
い
な
二
人
と
も

お
か
し
な
空
気
に
し
ち
ま

て

い
や

気
に
し
な
い
で
く
れ
よ

俺
達
も
全
然
気
に
し
て
な
い
か
ら

な

そ
う
そ
う

そ
れ
よ
り
こ

ち
も

れ
ち
ま

て
悪
か

た

仕
事
が
忙
し
い
ん
だ
ろ

イ
ラ
ス
ト
の

一
芸
を
持

て
る
奴
は

や

ぱ
強
い
よ
な

ま
あ
運
が
良
か

た
だ
け
だ

て

 
バ
ン
ダ
ナ
は
そ
う
言

て

し
た
が
テ

ル
と
フ

ク
ス
は

も
二
人
を
持
ち
上
げ

て
き
た
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で
も
好
き
な
事
で
食

て
い
け
る
の
は
い
い
よ
な

そ
ろ
そ
ろ
補
助
金
の
残
り
も
少
な
く
な

て
き
た
し
俺
達
も
何
と
か
し
な
い
と
な

ま
あ
バ
イ
ト
は
し
て
る
け
ど

俺
も
何
か

緩
や
か
に
死
ん
で
る
気
が
し
て
る

と
い
う
か
俺
達
五
人

全
員
そ
う
だ
ろ

 
ど
う
や
ら
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
以
外
の
五
人
は

的
に
厳
し
く
な

て
き
て
い
る
よ
う
だ

 
ま
あ
バ
イ
ト
と
は
い
え
働
い
て
い
る
だ
け
マ
シ
で
あ
る

お

と

二
人
と
も

注
文
が
ま
だ
だ
よ
な

今
店
員
を
呼
ぶ
わ

悪
い

頼
む
わ

さ
て

そ
れ
じ

あ
今
日
も
楽
し
く
い
き
ま
す
か

俺

ビ

ル
で

 
こ
う
し
て
飲
み
会
が
無
事
に
始
ま

た

最
近
忙
し
く
て
顔
を
出
せ
て
な
い
け
ど

Ｓ

Ｓ
は
ど
う
な
の

さ

き
も
新
人
が
入

た

て
言

た
け
ど

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

て
る

ま
あ
あ
ま
り
無

序
に
デ
カ
く
す
る
と

連
合
み
た
い
に
な

ち
ま
う
か
も
だ
か
ら
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シ
グ
ル
ド
さ
ん

一

集
を
止
め
る

て
よ

今
何
人
く
ら
い
い
た

け

や

と

人
を
超
え
た
と
こ
ろ
ら
し
い

う
へ

そ
ん
な
に
か

う
わ

凄
え
な

 
二
人
は
そ
の
事
実
に
素
直
に
感
心
し
た

 
二
人
か
ら
見
る
と

シ
グ
ル
ド
は
ハ
チ
マ
ン
と
は
比
べ
る
べ
く
も
な
く

 

落
ち
る
存
在
と
い
う
認
識
な
の
だ
が

人
望
だ
け
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
よ
う
だ

 
も

と
も
反
ヴ

ル
ハ
ラ
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
の

要
に
マ

チ
す
る
の
が
今
は
Ｓ

Ｓ
く
ら
い

だ
と
い
う
だ
け
で

 
他
に
受
け

と
な
る
ギ
ル
ド
が
出
て
く
れ
ば
そ
ち
ら
に
も
確
実
に
人
が
流
れ
て
い
く
の
だ
ろ

う 
だ
が
少
な
く
と
も
七
つ
の
大
罪
が
大
き
く
評
判
を
落
と
し
た
今
は

 
他
に
そ
う
い
う
存
在
が
出
て
く
る
よ
う
な
動
き
は
見
ら
れ
な
い

 
一
応
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
が
そ
の
受
け

候
補
で
は
あ
る
の
だ
が
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名
前
に
関
す
る

り
が
あ
る
せ
い
で
メ
ン
バ

を

や
す
の
に
苦
労
し
て
い
る
の
が
現

だ

 
ち
な
み
に
チ
ル
ド
レ
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ

ク
ス
は

 
七
つ
の
大
罪
の
崩
壊
と
同
時
に
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
を
離
脱
し
て
お
り

 
現
在
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
攻
略
団
に
残

て
い
る
の
は
ア
ル
ン
冒
険
者
の
会
と
ソ
ニ

ク
・
ド
ラ

イ
バ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
攻
略
軍
の
三
つ
だ
け
と
な

て
い
る

 
も
う
一
大
勢
力
だ
よ
な

で
も
人

だ
け
じ

な
く

実
力
も
上
げ
て
か
な
い
と

ヴ

ル
ハ
ラ
に
は
勝
て
な
い
か
ら

な
そ
れ
だ
け
じ

な
く

装
備
も
何
と
か
し
な
い
と

ま
あ
今
育
て
て
る
職
人
連
中
が
モ
ノ
に
な
る
ま
で
の
我
慢
だ
ろ

職
人

小
人
の
靴
屋
は

 
ヤ
サ
は
キ

ト
ン
と
し
な
が
ら
テ

ル
に
そ
う

ね
た

最
近
あ
そ
こ
と
は
ち

と

離
を
置
い
て
る
ん
だ
よ
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グ
ラ
ン
ゼ
の
奴

調
子
に
乗
り
す
ぎ
だ
か
ら
な

あ
い
つ
は
何
で

常
に
上
か
ら
目
線
な
ん
だ
ろ
う
な

ま
あ
あ

ち
も
戦
闘
系
プ
レ
イ
ヤ

を

や
し
て
る
み
た
い
だ
し

 
あ

ち
は
あ

ち
で
う
ち
と
手
を
切
る
算

を
も
う
付
け
て
る
気
が
す
る
け
ど
な

そ
う
な
ん
だ

お
前
ら
だ

て

あ
い
つ
の
事
は

い
だ
ろ

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

と
い
う
か
グ
ラ
ン
ゼ
の
事
が
好
き
な
奴
な
ん
て
小
人
の
靴
屋
の
中
に
も
い
な
い
ん
じ

な
い

か
なか

も
な

 
そ
れ
か
ら
グ
ラ
ン
ゼ
の
悪
口
大
会
が
始
ま

た

 
日
ご
ろ
か
ら
鬱

を

め
て
い
た
の
か

出
る
わ
出
る
わ

 
そ
の
話
題
は
そ
れ
か
ら
一
時
間
も
続
い
た
が

今
で
も
ま
だ
ネ
タ
が
尽
き
る
気
配
は
な
い

 
だ
が
さ
す
が
に

き
て
き
た
の
か

そ
の

か
ら
他
の
プ
レ
イ
ヤ

が
標
的
に
な
り
始
め
た

 
そ
う
な
る
と
こ
う
い

た
場
合

こ
の
メ
ン
バ

の
間
で
名
前
が

が
る
の
は
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主
に
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

と
い
う
か

ハ
チ
マ
ン
と
い
う
事
に
な
る

し
か
し
ハ
チ
マ
ン
の
奴

イ
ベ
ン
ト
を
ク
リ
ア
し
て
か
ら

分
調
子
に
乗

て
き
て
る
よ
な

 
そ
の
言
葉
を
受
け

ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
が
チ
ラ
リ
と

線
を
交
差
さ
せ
る

ハ
チ
マ
ン
さ
ん

調
子
に
乗

て
た

け
か

い
や

全
然

だ
よ
な

く
そ

最
初
か
ら

神
側
に
つ
い
て
れ
ば

今
度
は
フ

イ
ク
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
な

ハ
チ
マ
ン
の
野
郎

ソ
レ
イ
ユ
と
の
コ
ネ
を
使

て
情
報
を
手
に
入
れ
た
に
決
ま

て
る

む
し
ろ
何
も
言
わ
な
い
よ
う
に
念
押
し
し
て
る
よ
う
な

う
ん

間
違
い
な
い

く
そ

今

メ
ン
バ

と
や
り
ま
く
り
な
ん
だ
ろ
う
な

あ
そ
こ
は
ハ
チ
マ
ン
の
性
奴

の
集
ま
り
だ
か
ら
な

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
は
そ
ん
な
事
し
な
い

て
の

 
言
い
寄
ら
れ
て
困

て
る
時
は
あ
る
け
ど

絶
対
に
一
線
は
超
え
ね
え
ん
だ
よ
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ま
あ
ま
あ

酒
の
上
の
話
だ
か
ら

性
奴

て
キ
リ
ト
も
か
よ

決
ま

て
る
だ
ろ

ハ
チ
マ
ン
は
両
刀
な
ん
だ
よ

あ
は
は
は
は

ん
だ
と

お
い
待
て

て
ヤ
サ

落
ち
着
け

な

チ

う

え

し
か
し
ヴ

ル
ハ
ラ
の
あ
の
女
の
多
さ
は
お
か
し
い
よ
な

一
体
ど
ん
な

味
を

て
ん
だ
ろ
う
な

ハ
チ
マ
ン
の
奴

あ
い
つ
ら

絶
対
に
陰
で

い
て
そ
う
だ
よ
な

ス
ト

プ

ス
ト

プ
だ

バ
ン
ダ
ナ

ハ
チ
マ
ン
さ
ん
が

そ
ん
な
事
す
る

ね
え
だ
ろ

ウ
ズ
メ
と
ピ

ア
の
二
人

て
金
で

わ
れ
て
人
気
取
り
の

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
て
ん
の
か
な

治
家
と
か
か
ら

い
金

受
け
取

て
そ
う
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あ
る
あ
る

 
こ
こ
で
我
慢
の
限
界
が
来
た
の
か

二
人
は

筋
を
立
て
て
立
ち
上
が

た

ん

ヤ
サ

ど
う
し
た

バ
ン
ダ
ナ

そ
れ

言
う
な

あ
あ
ん

そ
れ
以
上
兄
貴
の
事
を
悪
く
言
う
な

つ

て
ん
だ
よ

お
わ

い
き
な
り
何
だ
よ

兄
貴

誰
だ

ハ
チ
マ
ン
の
兄
貴
に
決
ま

て
ん
だ
ろ

え

 
ブ
チ
切
れ
た
二
人
が
同
時
に
そ
う
言
い

五
人
は
一

ポ
カ
ン
と
し
た

 
だ
が
す
ぐ
に
そ
の
言
葉
の
意
味
を
悟
り

五
人
は
立
ち
上
が

た

 
こ
こ
が
個
室
だ

た
の
は
あ
る
意
味
最
悪
で
あ

た
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何
故
な
ら
こ
の
不
穏
な

態
を
止
め
に
入
る
者
が
い
な
い
か
ら
だ

お
前
ら

ま
さ
か

や

ぱ
り
ヴ

ル
ハ
ラ
と
繋
が

て
や
が

た
の
か

ど
う
い
う
事
だ
よ

ヤ
サ

バ
ン
ダ
ナ

ど
う
も
こ
う
も
ね
え

お
前
達
が
思

て
る
通
り
だ

ふ
ざ
け
ん
な

ふ
ざ
け
て
る
の
は
ど

ち
だ
よ

あ
る
事
な
い
事

い
や

デ
タ
ラ
メ
ば
か
り

べ
や

が

て
お
前
が
兄
貴
の
何
を
知

て
る

て
言
う
ん
だ
よ

ん
だ
と

あ

あ
の

す
み
ま
せ
ん

 
こ
こ
で
女
性
の
店
員
が

て
て
飛
び
込
ん
で
き
て

一
同
に
そ
う
声
を
か
け
た

 
そ
れ
で
多
少

静
さ
を
取
り

し
た
の
か

七
人
は
同
時
に
着

し
た

す
み
ま
せ
ん

ち

と
声
が
大
き
か

た
で
す
ね

気
を
付
け
ま
す
ね

す
み
ま
せ
ん
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し

あ
り
ま
せ
ん

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
女
性
店
員
は
そ
の
ま
ま
去

て
い

た

で俺
達
は
ハ
チ
マ
ン
兄
貴
に
は
本
当
に
世
話
に
な

て
る
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
お
前
ら
の
暴
言
は
絶
対
に
許
せ
ね
え
ん
だ

そ
り

こ

ち
の
セ
リ
フ
だ
よ

 
再
び
一
触
即
発

態
に
な
り
か
け
た
が

そ
こ
は
ビ
ア

ド
が
間
に
入

た

ま
あ
待
て

い
つ
か
ら
だ

年
末
だ
よ

そ
れ
か
ら
俺
達
は
ヴ

ル
ハ
ラ
側
だ

何
だ
よ
そ
れ

俺
達
を
裏
切

た
の
か
よ

あ
あ
そ
う
だ

名
前
も
知
ら
な
い
奴
ら
よ
り

俺
達
は
兄
貴
を
取

た
ん
だ
よ

で
も
そ
の
判
断
は
間
違

て
な
か

た
わ

 
デ
タ
ラ
メ
な
作
り
話
で
他
人
を
悪
く
言
う
ク
ズ
に
は
な
り
た
く
な
い
か
ら
な

お
前
ら
と
は
確
か
に
⻑
い
付
き
合
い
だ
け
ど
な

さ
す
が
に
今
回
の
事
で
腹
が
決
ま

た
わ
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俺
達
は
こ
の
集
ま
り
か
ら
抜
け
る

こ
れ
か
ら
は
も
う
他
人
だ
な

も
う
会
う
事
も

い
や

ま
あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
な
ら
会
う
事
も
あ
る
か

 
そ
の
時
は
殺
し
合
い
だ

い
つ
で
も
か
か

て
こ
い

チ

ヴ

ル
ハ
ラ
を
バ

ク
に
い
き
が
り
や
が

て

そ
の
時
も
し
ヴ

ル
ハ
ラ
の
誰
か
が
一

で
も

手
出
し
し
な
い
よ
う
に
言

と
く
か
ら

 
安
心
し
て
か
か

て
き
な

ク
ソ
共
が

そ
の
言
葉

忘
れ
る
な
よ

あ
ば
よ

金
は
こ
こ
に
置
い
て
お
く
か
ら
貸
し

り
無
し
だ

 
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
り

足

に
そ
の
場
を
後
に
し
た

 
幸
い
誰
も
追

て
は
来
な
か

た
が

の
ホ

ム
に
着
い
た
直
後

二
人
は

を

え
た

や

ち
ま

た

 
事
情
は
ど
う
あ
れ

こ
れ
で
二
人
は
ス
パ
イ
活
動
を
す
る
事
が
出
来
な
く
な

た

 
だ
が
仲
間
を
裏
切

て
い
る
と
い
う
罪
悪
感
か
ら
も
解
放
さ
れ
た

 
気
分
的
に
は
悪
く
無
か

た
の
が
幸
い
で
あ
る

と
り
あ
え
ず
兄
貴
に
謝
る
か
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兄
貴

る
か
な

ん
な

ね
え
だ
ろ

あ
の
兄
貴
だ
ぞ

だ
よ
な

で
も
し

か
り

は
下
げ
な
い
と
な

も
ち
ろ
ん

 
こ
う
し
て
二
人
は
正
式
に
Ｓ

Ｓ
と
そ
し
て
か
つ
て
の
仲
間
達
と
縁
を
切
る
事
に
な

た

の
だ

た

 
こ
れ
が
二
人
が
八
幡
に
語

た
事
で
あ
る
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第
１
１
８
１
話
 
光
栄
す
ぎ
て

 
二
人
の
説
明
を

き
終
わ

た
後

八
幡
は
神

な
顔
で

い
た

な
る
ほ
ど
な

す
み
ま
せ
ん

兄
貴

も
う
俺
達

Ｓ

Ｓ
の
情
報
を
取

て
こ
れ
な
く
な

ち
ま
い
ま
し
た

そ
う
か

 
八
幡
は
そ
う
言

た
き
り

何
も
言
わ
な
か

た

 
二
人
は
そ
れ
を

り
の
発
露
だ
と
思
い

身
を

く
し
た
が

 
当
然
そ
ん
な
事
は
な
く

八
幡
は
い
き
な
り
二
人
の
手
を

た

今
ま
で
二
人
に

れ
仕
事
を
さ
せ
ち
ま

て

し

な
い
と
思

て
た
ん
だ

 
今
回
の
事
は
気
に
す
る
事
は
な
い

と
い
う
か
む
し
ろ
い
い
機
会
だ

 
こ
れ
か
ら
は
二
人
も
ヴ

ル
ハ
ラ
の
一
員
と
し
て
大
手
を

て
街
を
歩
け
ば
い
い

 
そ
の
予
想
外
の
言
葉
に
二
人
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た

 
そ
し
て
徐
々
に

そ
の
言
葉
の
意
味
が

に

み

て
く
る



 第１１８１話 光栄すぎて

えヴ

ル
ハ
ラ

俺
達
が
で
す
か

あ
あ
そ
う
だ

そ
れ
と
も

な
の
か

 
二
人
は
そ
の
言
葉
に

ぶ
ん
ぶ
ん
と
首
を
横
に

た

い

い
え

願

て
も
な
い
で
す

む
し
ろ
光
栄
す
ぎ
て
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
か

 
そ
ん
な
二
人
に

こ
れ
で
二
人
は
正
式
に
私
の
後
輩

て
事
ね
こ
れ
か
ら
こ
き
使

て
や
る
か
ら
覚
悟
し
て
お

き
な
さ
い

優
介
さ
ん

公
人
さ
ん

ヴ

ル
ハ
ラ
入
り

お
め
で
と
う

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
ね

 

て
か
詩
乃
ち

ん

も

と
素
直
に
お
祝
い
し
て
あ
げ
よ
う
よ

ふ
ん

こ
の
私
に
こ
き
使
わ
れ
る
の
よ

優
介
も
公
人
も
絶
対
に
喜
ん
で
る
に
決
ま

て
る

じ

な
い

お
前
の
そ
の
強
気
が
ど
の

器
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
る
の
か
一
度
解

し
て
み
た
い
わ

 
八
幡
は

れ
た
顔
で
そ
う
言

た
が

当
然
詩
乃
に
は
通
用
し
な
い
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そ
ん
な
に
私
の
全
て
が
知
り
た
い
な
ら

さ

さ
と
プ
ロ
ポ

ズ
し
な
さ
い

そ
れ
そ
れ

そ
う
い
う
と
こ
な

て
こ
れ
言
う
の

何
度
目
だ
よ

あ
は
は
は
は
は
は

お
前
ら
も
笑
う
ん
じ

ね
え

 
場
は
一
転
し
て
と
て
も
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た

 
二
人
は
望
外
の

し
出
に
感
涙
し

八
幡
達
三
人
は

そ
れ
を
笑
顔
で

め
て
い
る

ま
あ
正
式
な
メ
ン
バ

に
な

た
か
ら
に
は
今
の
ま
ま
じ

い
ら
れ
な
い
わ
よ

 
私
が
ビ
シ
ビ
シ
鍛
え
て
あ
げ
る
か
ら
覚
悟
し
て
お
き
な
さ
い

い
や

二
人
は

使
い
じ

な
い
だ
ろ

 
八
幡
が
即
座
に
そ
う
突

込
み

詩
乃
は

ぐ
ぬ
ぬ
と
顔
を

く
し
た

こ

心

え
の
事
を
言

て
る
の
よ

そ
れ
く
ら
い
分
か
り
な
さ
い
よ
ね

へ
い
へ
い

ち
な
み
に
二
人
は
何
の
武
器
を
使
う
ん
だ

た
か

俺
は
曲
刀
シ
ミ
タ

で
す
ね

俺
は
片
手

で
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
は

手
の
武
器
は
全
然
機
能
し
な
い
の
に

 
な
ん
ち

て
二
刀
流
を
や

て
た
ん
で
す
け
ど

Ａ
Ｌ
Ｏ
な
ら
い
け
そ
う
な
の
で
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行
し
て
片
手

の
二
刀
流
を
も
の
に
し
た
い
と
思

て
ま
す

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
最
初
に
ナ
タ
ク
に
武
器
を
作

て
も
ら
わ
な
い
と
な

 
ヴ

ル
ハ
ラ
・
ア
ク
ト
ン
は
新
式
の
方
が
在

が
あ
る
か
ら
そ
れ
で
い
い
と
し
て

 
後
は
個
人
マ

ク
を
考
え
て
お
く
ん
だ
ぞ

わ

分
か
り
ま
し
た

 
個
人
マ

ク
と
言
わ
れ
た

間
に
二
人
は
自
分
達
が
ヴ

ル
ハ
ラ
入
り
し
た
事
を
強
く
実
感

し
た

 
他
の
ギ
ル
ド
で
同
じ
シ
ス
テ
ム
を

用
し
て
い
る
所
は
な
い
か
ら
だ

実

は
ヴ

ル
ハ
ラ
に
遠

し
て
い
る
だ
け
だ
が

 
二
人
は
こ
の
日

帰

た
後
に

徹
夜
で
自
分
の
マ

ク
を
考
え
る
事
に
な

た
が

 
頑
張

て
考
え
た
そ
の
二
人
の
マ

ク
は

師
だ
け
の
事
は
あ
り
芸
術
性
に

れ
た
も
の

と
な

た

 
ヤ
サ
は
月

の
葉
を
シ
ミ
タ

で
表
現
し
た

シ
ミ
タ

・
ク
ラ
ウ
ン

 
バ
ン
ダ
ナ
は
交
差
す
る
二
本
の

を

に
見
立
て
た

ア
ク
ス
・
バ

ド

 
そ
の
マ

ク
を
背
負
い

二
人
は
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

と
し
て
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Ｓ

Ｓ
の
メ
ン
バ

で
あ
る
元
の
仲
間
達
に
狙
わ
れ
な
が
ら
激
戦
を

り
抜
け
て
い
く
事
と

な
ると

こ
ろ
で
兄
貴

俺
達

こ
の
機
会
に
名
前
を
変
え
よ
う
と
思
う
ん
で
す

あ
あ

一
度
だ
け
出
来
る

料
の
名
前
変
更
サ

ビ
ス
を
使
う
の
か

は
い

い
つ
ま
で
も
ギ

グ
み
た
い
な
名
前
じ

い
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら

そ

そ
う
か

そ
れ
で
何
て
名
前
に
す
る
ん
だ

俺
は
ア

サ

で

俺
は
バ
ン
デ

ト
で
す

な
る
ほ
ど
前
の
名
前
の
名
残
り
を
ち

ん
と
残
し
て
あ
る
ん
だ
な
い
い
ん
じ

な
い
か

 
更
に
二
人
は
名
前
を
変
え
た

の
自
分
達
と
決
別
す
る

の
儀
式
的
な
意
味
合
い
も
あ

た

が 
ヤ
サ
は
ア

サ

に

バ
ン
ダ
ナ
は
バ
ン
デ

ト
と
な

た
の
で
あ
る

 
こ
う
し
て
ヴ

ル
ハ
ラ
に

新
し
い
メ
ン
バ

が
二
人

え
る
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
兄
貴

俺
達
は
こ
こ
で
失

し
ま
す

シ
ノ
ン
と
リ
オ
ン
に
襲
わ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
ね
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ち

何
言

て
る
の
よ

わ

私
達
は
そ
ん
な
事
ま
だ
し
な
い
よ

そ
う
そ
う

ま
だ
し
な
い
わ
よ

こ
こ
で
は
そ
う
い
う
の
は
禁
止
な
の

 
詩
乃
と
理
央
は
二
人
の

口
に
そ
う
返
し
た
が

 
否
定
し
て
い
る
よ
う
で
実
は
否
定
し
て
い
な
い
の
が
困
り
物
で
あ
る

ま
だ

て
の
は
外
し
て
も
ら
え
る
と
俺
が
精
神
的
に
安
定
す
る
ん
だ
が

そ
れ
く
ら
い
我
慢
し
な
さ
い

私
達
の
精
神
の
安
定
の

に

わ

悪
い
女
に
捕
ま

た
と
思

て

め
な
い
と

お
前
ら
な

あ
は
は
は
は

 
優
介
と
公
人
は
そ
ん
な
三
人
の
会
話
を

い
て

和
や
か
な
気
分
に
な

た

ん
じ

兄
貴

ま
た
明
日
で
す

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
う

ま
た
な

そ
の

お
め
で
と
う

二
人
と
も

 
そ
こ
で
ま
さ
か
の
詩
乃
か
ら

ま
と
も
な
お
祝
い
の
言
葉
が
飛
び
出
し
た
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あ

詩
乃
ち

ん
が
素
直
に
な

た

た

た
ま
た
ま
そ
う
い
う
気
分
だ

た
の
よ

姉
さ
ん

あ
ざ

す

失

し
ま
す

 
二
人
は
自
分
達
の
選
択
は
間
違

て
い
な
か

た
と
確
信
し
つ
つ

 
そ
の
ま
ま
笑
顔
で
マ
ン
シ

ン
を
後
に
し
た

  
そ
し
て
そ
の
次
の
日

シ
ノ
ン
は
バ
イ
ト
ま
で
の
余

た
時
間
を
生
か
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
い
た

 
今
は
酒
場
で
久
し
ぶ
り
に
闇
風
や
薄
塩
た
ら
こ
と
会
話
し
て
い
る
最
中
で
あ
る

と
い
う
事
が
あ

て
ね

ま
た
ヴ

ル
ハ
ラ
の
勢
力
が

し
た
の
よ

や
べ
え
な
ヴ

ル
ハ
ラ

さ

す
が
全
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
中
最
強
の
ギ
ル
ド
だ
け
の
事
は
あ
る

楽
し
そ
う
で
い
い
よ
な

 
闇
風
は
普
通
で
あ

た
が

薄
塩
た
ら
こ
は
何
故
か
暗
い
顔
を
し
て
い
た

あ
ら
た
ら
お

悩
み
で
も
あ
る
の

お
姉
さ
ん
が
相
談
に
乗

て
あ
げ
ま
し

う
か

 
シ
ノ
ン
は
冗
談
め
か
し
て
そ
う
言

た
が

薄
塩
た
ら
こ
は
ま
と
も
に
返
事
を
し
て
き
た
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相
談

て
い
う
か

助

人
は
頼
み
た
い
か
な

助

人

何
の

い
や

実
は
最
近

を
専
門
に
し
て
る
ス
コ

ド
ロ
ン
が
現
れ
て
よ

そ
う
な
の

ゴ
エ
テ

ア

て
ス
コ

ド
ロ
ン
な
ん
だ
が

ち

と
普
通
じ

な
く
て
よ

普
通
じ

な
い

あ
あ

て
の
は
普
通

金
か

験

の

に
や
る
も
ん
だ
ろ

ま
あ
そ
う
ね

で
も
あ
い
つ
ら

そ
ん
な
物
に
は
興
味
が
無
い
ら
し
く
て
よ

 
こ

ち
を
倒
し
た
ら
さ

さ
と

退
し
て

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ち
ま
う
ん
だ
よ

 
な

普
通
じ

な
い
だ
ろ

へ

そ
れ

て
た
だ
の

え
え
と

自
慢
ア
ピ

ル
な
ん
じ

な
い

 
そ
れ

て
た
だ
の

楽
殺
人
者
な
ん
じ

な
い

と
言
い

け
て

シ
ノ
ン
は

中
で
言
い

換
え
た

 
デ
ス
ガ
ン
事
件
の
事
を
思
い
出
し

そ
れ
を
口
に
出
す
の
が

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
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自
慢
ね

ま
あ
で
も
そ
ん
な
感
じ
な
の
は
確
か
な
ん
だ
よ
な

で

助

人

て
の
は
要
す
る
に

そ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
と
や
り
合
う
つ
も
り
な
の
ね

あ
あ

友
人
が
何
人
か
や
ら
れ
て
る
か
ら
な

こ

ち
に
も
意
地
が
あ
る

ま
あ
時
間
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば

私
は
別
に
い
い
わ
よ

お
お

悪
い
な

そ
れ
じ

あ
頼
む
わ

何
か
あ

た
ら
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
連

を
入
れ
て
ね

了
解

そ
れ
じ

あ
私

今
日
は
バ
イ
ト
だ
か
ら

あ

俺
も
だ
わ

悪
い
た
ら
こ

ま
た
今
度
な

お
う

ま
た
な

二
人
と
も

 
薄
塩
た
ら
こ
の
み
が
そ
の
場
に
残
り
闇
風
と
シ
ノ
ン
は
バ
イ
ト
の

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
そ
し
て
三
十
分
後

二
人
は
ソ
レ
イ
ユ
本
社
の

関
ホ

ル
で

合
わ
せ
た

あ
れ

詩
乃
も
今
日
は
こ

ち
な
の
か

え
え

家
に
こ
も
り

き
り

て
の
も
気
が
滅
入

ち

う
し
ね

で
も
ほ
ら

そ
の

寒
く
ね
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そ
う
言

て
風
太
は
チ
ラ
リ
と
詩
乃
の
生
足
に
目
を
や

た

 
そ
の

間
に
詩
乃
は
風
太
の
足
を
思
い

き
り

ん
だ

変
な
と
こ
見
る
ん
じ

な
い
わ
よ

変
態

い
や

じ

あ

せ

て

お
代
は
ジ

ス
一
本
よ

全
部
タ
ダ
じ

ね
え
か
よ

そ

ち
じ

な
く
て

コ
ン
ビ
ニ
の
高
い
奴

え

マ
ジ
か
よ

何
よ

文

で
も
あ
る
の

無
い
で
す

 
風
太
が
詩
乃
に
敵
う
は
ず
も
な
く

二
人
は
そ
の
ま
ま
コ
ン
ビ
ニ
に
向
か

た

 
か
お
り
が
背
後
で
そ
れ
を

ク
ス
ク
ス
笑
い
な
が
ら
見
て
い
る

え

と

そ
れ
じ

あ
こ
れ

オ

ケ

オ

ケ

難
く
受
け
取
り
た
ま
え
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そ
う
い
う
と
こ
よ

彼
女
が
出
来
な
い
理
由

う

う
る
せ
え

き

と
そ
の
う
ち
出
来
る

よ
な

今
の
ま
ま
じ

難
し
い
わ
ね

マ
ジ
か

 
詩
乃
は
落
ち
込
む
風
太
を

え
て

本
社
内
に

た

 
と

受
付
に
よ
く
見
知

た
顔
が
あ
る
の
を
見
つ
け

詩
乃
は
い
き
な
り
走
り
出
し
た

う
わ

い
き
な
り
何
だ

て

八
幡
か

 
受
付
で
か
お
り
と
談
笑
す
る
八
幡
の

を
見
付
け
た
風
太
は

 
だ
が
詩
乃
に

魔
す
る
な
と
言
わ
れ
そ
う
だ

た

特
に
走
る
事
も
な
く
そ
ち
ら
へ
の
ん
び

り
歩
い
て
い

た

八
幡

ん

詩
乃
か

今
日
は
こ

ち
ま
で
足
を

ば
し
た
の
か

う
ん
た
ま
に
は
動
か
な
い
と
八
幡
に
見
せ
る

の
私
の
足
が
型
崩
れ
し
ち

う
か
も
し

れ
な
い
も
の

 
詩
乃
は
そ
う
言
い
な
が
ら

八
幡
に
生
足
を
ア
ピ

ル
す
る
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八
幡
は
表
情
を
全
く
変
え
な
い
で
そ
れ
を

め
た
後
心
配
す
る
よ
う
な
顔
で
詩
乃
に
言

た

お
前

真

で
そ
れ
は
寒
く
な
い
か

あ
ら

心
配
し
て
く
れ
る
の

そ
れ
く
ら
い
す
る
だ
ろ

普
通
だ
普
通

ま

た
く

ツ
ン
デ
レ
な
ん
だ
か
ら

お
前
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い
ん
で
す
け
ど

 
か
お
り
は
そ
の
や
り
取
り
に

再
び
ク
ス
ク
ス
笑

て
い
る

ま
あ
寒
さ
は
平
気
よ

慣
れ
て
る
も
の

せ
め
て
ス
ト

キ
ン
グ
く
ら
い

い
た
ら
ど
う
だ

学
校
で
は

い
て
る
わ
よ

そ
う
な
の
か

そ
れ
じ

あ
何
で
今
日
は

わ

忘
れ
ち

た
の
よ

ふ

ん

 
八
幡
は
そ
れ
で
納
得
し
た
が

正
解
は

八
幡
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
か
ら

で

あ
る
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寒
さ
に
も
負
け
な
い

詩
乃
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
成
果
な
の
だ

ま
あ
平
気
な
ら
別
に
い
い
け
ど
な

 
そ
う
言

て
八
幡
は

再
び
詩
乃
の
足
に
目
を
や
り

す
ぐ
に

ら
そ
う
と
し
て

 
そ
の
ま
ま
顔
を
詩
乃
に

定
さ
れ
た

お
わ

何
し
や
が
る

そ
ん
な
す
ぐ
に
目
を
離
す
ん
じ

な
い
わ
よ

さ

き
と
態
度
が
全
然
違
う

キ
 
い
き
な
り
背
後
か
ら
そ
ん
な
声
が
か
か
り

詩
乃
は
思
わ
ず
八
幡
か
ら
手
を
離
し
た

 

り
返
る
と
そ
こ
に
は
風
太
の
顔
が
あ
り

詩
乃
の
顔
が

り
に
歪
む

あ
ん
た
ね

い
い
と
こ
ろ
だ

た
の
に
よ
く
も

魔
を

は
い
は
い

お
前
ら

バ
イ
ト
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
ぞ

さ

さ
と
行
け

て

 
こ
こ
で
八
幡
が
二
人
を
止
め
に
入
り

二
人
は

て
て
時
計
を
見
た

や
ば
い

先
に
行
く
わ
よ

八
幡

後
で
ね
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詩
乃
は
そ
う
言

て
八
幡
に
投
げ
キ

ス
を
し

足

に
立
ち
去

て
い
く

あ

お
い

俺
も
行
く

て

そ
れ
じ

あ
八
幡

ま
た
な

お
う

ま
た
な

 
そ
し
て
残
さ
れ
た
八
幡
と
か
お
り
は

苦
笑
し
な
が
ら
顔
を
見
合
わ
せ
た

そ
れ
じ

あ
か
お
り

俺
も
自
分
の
部
屋
に
行
く
わ

う
ん

分
か

た

ま
た
な

ま
た
ね

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
社
内
の
自
室
へ
と
向
か

た

 
人
物
紹
介
に

ス
プ

キ

ズ
を
追
加
し
ま
し
た

 
ヤ
サ
と
バ
ン
ダ
ナ
の

を

ア

サ

と
バ
ン
デ

ト
に
変
更
し
ま
し
た

 
ち
な
み
に
そ
の

の
ヒ
ト
ミ
と
ネ
ミ

サ
は

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
第
一
話

ア
ン
ダ

ワ

ル
ド

の
サ
ト
ラ
イ
ザ

達
と
や
り
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あ

た
後

 
レ
ク
リ
エ

シ

ン

設
内
で

ビ
リ
ヤ

ド
を
や

て
い
る
二
人
組
で
す



 第１１８２話 間宮クルス最強伝説

 
第
１
１
８
２
話
 
間
宮
ク
ル
ス
最
強
伝
説

 
こ
の
日
間
宮
ク
ル
ス
は
卒
業
を

え
学
校
で
教

と
話
し
た
後
学
内
の
カ
フ

で
一
息

つ
い
て
い
た

お
い
見
ろ
よ

間
宮
先
輩
だ

去
年
の
ミ
ス
コ
ン

者
の

そ
う
そ
う

雪
ノ
下
先
輩
と
女
王
を
分
け
合

た
あ
の
間
宮
先
輩
だ
よ

あ
あ

も
う
す
ぐ
卒
業
か

確
か
ソ
レ
イ
ユ
に

職
が
決
ま

た
ん
だ
よ
な

才
色

備
だ
よ
な

雪
ノ
下
先
輩
も
確
か
そ
う
だ
よ
な

女
王
は
二
人
と
も
ソ
レ
イ
ユ
か

マ
ジ
か
よ

俺

ソ
レ
イ
ユ
に
行
く
わ

そ
れ
に
し
て
も
二
人
が
卒
業
し
ち
ま
た
ら
ミ
ス
コ
ン
の
レ
ベ
ル
が
相
当
下
が
る
な

今
の
う
ち
に
見
て
お
こ
う

福

福

 

り
か
ら
そ
ん
な
会
話
が

こ
え
て
く
る
が
全
く
興
味
が
な
い
ク
ル
ス
は
完
全
ス
ル

で
あ
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る 
ク
ル
ス
は
ア
ン
ニ

イ
な
表
情
で
紅
茶
を
口
に
し

ほ

と
色

い
息
を

い
た

 
そ
れ
を
見
て
何
人
か
の
男
子
生
徒
が
ノ

ク
ア
ウ
ト
さ
れ

顔
を

く
す
る

あ

間
宮
さ
ん

学
校
に
来
て
た
ん
だ

 
そ
ん
な
彼
女
に
話
し
か
け
て
き
た
の
は
ゼ
ミ
の
飲
み
会
で
何
度
か
一

に
な

た
事
の
あ
る

同
級
生
で
あ
る

 
そ
の
顔
は
に
や
け
て
お
り

大
勢
の
ギ

ラ
リ

の
前
で
ク
ル
ス
に
声
を
か
け

 
優
越
感
に

ろ
う
と
い
う
魂

が

け
て
見
え
る

ち

あ
の
野
郎

ち

と
間
宮
さ
ん
と
知
り
合
い
だ
か
ら

て

明
ら
か
に
マ
ウ
ン
ト
を
取
り
に
来
て
や
が
る
な

う

え

 
当
然
そ
ん
な
彼
の
陰
口
が
あ
ち
こ
ち
か
ら

こ
え
て
く
る
が

 
彼
は
メ
ン
タ
ル
が
強
い
の
か

動
じ
た
様
子
は
全
く
見
せ
な
い

 
ク
ル
ス
も
ク
ル
ス
で
当
然
の
事
な
が
ら

こ
の
男
に
は
全
く
興
味
が
無
か

た
が
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も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
表
に
は
出
さ
ず

表
面
上
は
友
好
的
に
接
し
て
い
た

こ
ん
に
ち
は

ね

間
宮
さ
ん

今
日
な
ん
だ
け
ど

も
し
良
か

た
ら
ち

と
飲
み
に
行
か
な
い

今
日

 
ク
ル
ス
は
も
ち
ろ
ん
断
る
つ
も
り
だ

た
が

 
予
定
を
確
認
す
る
ポ

ズ
を
見
せ
る

に

え
て
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
た

 
こ
れ
は
客
商

で
よ
く
あ
る

応
え
る
の
が
不
可
能
な
客
の
要
望
を
断
る

に

 
一

討
す
る
ポ

ズ
を
見
せ
た
後
に

ご
め
ん
な
さ
い
を
す
る
と
い
う

 
相
手
の
感
情
に
配

し
た
行
動
パ
タ

ン
で
あ
る

あ
あ

ご
め
ん
な
さ
い

今
日
は
こ
の
後
ソ
レ
イ
ユ
に
行
か
な
い
と

 
ク
ル
ス
は
穏
や
か
な
口
調
で
そ
う
言

た
が

内
容
的
に
は
塩
対
応
で
そ
う
答
え
た

 
も
ち
ろ
ん
た
だ
の
方

で

ソ
レ
イ
ユ
に
行
く
予
定
は
な
い

そ
の
後
で
も
い
い
ん
だ
け
ど

ど
う
か
な

 
だ
が
相
手
は
そ
れ
で
も
食
い
下
が

て
き
た

 
ク
ル
ス
は
仕
方
な
く

ど
う
や

て
断
ろ
う
か
と

が
立
た
な
い
言
い

を
考
え
始
め
た
が
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そ
の

間
に
ク
ル
ス
の
ス
マ
ホ
が

動
し
た

あ
 
そ
の
画
面
に
は

彼
女
の
想
い
人
で
あ
る
八
幡
の
名
前
が
表

さ
れ
て
お
り

 
ク
ル
ス
は
一

で
目
の
前
の
男
の
事
は
忘
れ
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
そ
の

話
に
出

た
も
し
も
し

私
で
す

八
幡
様

 
そ
の
様
付
け
な
言
葉
に

目
の
前
の
男
の
み
な
ら
ず

ギ

ラ
リ

達
も
ギ

と
し
た

マ

ク
ス
ち

と
お
前
に
頼
み
が
あ
る
ん
だ
け
ど
今
日
の
予
定

て
ど
う
な

て
る

わ

私
に
頼
み
で
す
か

今
日
は
何
も
予
定
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

呼
ば
れ
れ
ば
ど
こ
に
で

も
行
き
ま
す

 
も
ち
ろ
ん
朝
ま
で
で
も
オ

ケ

で
す
よ

 
そ
の
言
葉
に
目
の
前
の
男
は
あ
か
ら
さ
ま
に
シ

ク
を
受
け
た
よ
う
な
顔
を
し
た

で

出
た

デ
レ
宮
さ
ん
だ

え

何
そ
れ

知
ら
な
い
の
か
よ

間
宮
さ
ん
は
特
定
の
男
に
だ
け

あ
あ
い
う
態
度
を
と
る
ん
だ
よ
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ギ

ラ
リ

の
一
人
が

知
り
顔
で
そ
う
説
明
し
た

て
か
朝
ま
で
だ
と

八
幡

て
誰
だ
よ

あ

あ
い
つ
じ

ね

前
に
間
宮
さ
ん
と
雪
ノ
下
さ
ん

二
人
と
同
時
に
付
き
合

て
る

て
言

た
奴

あ
い
つ
か

く

そ

な
ん
て

ま
し
い

で
も
あ
い
つ
は
ざ
ま

だ
な

そ
れ
は
良
か

た

 
ク
ル
ス
の
目
の
前
に
立
ち

む
男
に

ギ

ラ
リ

達
は
同
情
の

線
を
送

た

て
か
目
の
前
で
ア
レ
を
や
ら
れ
る
の
は
き
つ
そ
う

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
な

さ
す
が
に
同
情
す
る
わ

 
他
の
ギ

ラ
リ

か
ら
も
そ
ん
な
感
じ
の
会
話
が

こ
え
て
き
た
が
今
の
ク
ル
ス
の

に
は

全
く

か
な
い

朝
ま
で

て
か

確
か
に
ち

と

く
ま
で
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
も
し
オ

ケ

な
ら
今
日
は
マ
ン
シ

ン
に

ま
る
準
備
を
し
て
き
て
く
れ
る
と
助
か
る
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お

り
で
す
か

も
ち
ろ
ん
オ

ケ

で
す
よ

 
ク
ル
ス
は
興
奮
ぎ
み
に
そ
う
言
う
と

ガ
タ

と
立
ち
上
が

た

 
同
時
に
ギ

ラ
リ

が

望
と

の

た
声
を
上
げ
る

マ
ジ
か
よ

お

り
だ
と

お

り
だ
と

ぐ
ふ

そ
う
か
悪
い
な

で
用
事

て
の
は
他
で
も
な
い
ち

と
勉
強
を
教
え
て
欲
し
い
ん

だ
よ勉

強

で
す
か

あ
あ

最
近
は
ほ
ら

ち

と
忙
し
か

た
だ
ろ

 
で

験
が
近
く
な

て
き
た
か
ら
こ
れ
は
ま
ず
い
と
思

て
な

 
こ
の

り
で
ち

と
集
中
し
て
勉
強
し
て
お
き
た
い
ん
だ
よ

な
る
ほ
ど

全
然
問
題
あ
り
ま
せ
ん

こ
の
私
に
お
任
せ
を

助
か
る
わ

や

ぱ
り
俺
に
は
マ

ク
ス
が
必
要
だ
な

う
ん

 
こ
こ
で
八
幡
が

ク
ル
ス
に
余
計
な
リ

プ
サ

ビ
ス
を
し
た
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ひ

必
要

 
必
要

必
要

必
要
と

ク
ル
ス
の

内
で
八
幡
の
声
が
リ
フ
レ
イ
ン
さ
れ
る

はは八
幡
様

私
も
愛
し
て
ま
す

 
ク
ル
ス
は
興
奮
の
あ
ま
り

思
わ
ず
そ
う
口
に
出
し
た

 
そ
れ
を

い
た
ギ

ラ
リ

達
が

叫
喚
の
地
獄
に
の
ま
れ
る

ど

々
と
愛
の
告
白
と
か

八
幡

て
奴

死
ね
ば
い
い
の
に

 
一

で
八
幡
に
対
す
る

い
の
言
葉
が

り
に
充
満
し
た
が
そ
の
当
人
は

話
の
向
こ
う
で

困
惑
し
て
い
た

え

い
き
な
り
何

一
体
何
が
あ

た
の

す
み
ま
せ
ん

心
の
声
が
思
わ
ず
表
に
出
ち

い
ま
し
た

そ

そ
う
か

ま
あ

り
に
人
が
い
る
所
で
は
や
め
て
ね

俺
も
困

ち

う
か
ら

大
丈
夫

今

り
に
は
誰
も
い
ま
せ
ん
か
ら
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こ
れ
に
関
し
て
は

ク
ル
ス
は
別
に

を
つ
い
た

で
は
な
く

 

り
の
全
て
が

界
に
入
ら
な
く
な

て
い
る
だ
け
で
あ
る

お

お
い

俺
達

て
い
な
い
事
に
な

て
る

間
宮
さ
ん
の

界
に
は
今
何
が
見
え
て
る
ん
だ
ろ
う
な

間
宮
さ
ん

最
強
だ
な

で
も
ま
あ
俺
達

あ
い
つ
よ
り
は
ま
し
だ
よ
な

か
わ
い
そ
う
に

ま
あ
自
業
自
得
だ
ろ

そ
う
そ
う

調
子
に
乗
り
す
ぎ
な
ん
だ
よ
あ
い
つ

 
そ
の
言
葉
で
注
目
を
集
め
た
の
は

の
ク
ル
ス
に
声
を

け
た
男
で
あ
る

 
男
は
地
面
に
両
手
を
つ
き

そ
の
場
で

し
て
い
た

そ
れ
な
ら
い
い
け
ど
な

い
や

ま
あ
良
く
は
な
い
け
ど
な

 
ま
あ
い
い

と
り
あ
え
ず
時
間
は
何
時
く
ら
い
が
い
い

あ

え
え
と

こ
の
後
す
ぐ
で
も
い
い
ん
で
す
け
ど

 
で
も
ち

と
勝
負
下
着
に
着

え
る
時
間
が
欲
し
い
で
す
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こ
の
言
葉
が
ギ

ラ
リ

達
を

更
な
る
地
獄
へ
と
突
き
落
と
す

勝
負
下
着

く
そ

間
宮
さ
ん
の
コ

ト
の
ガ

ド
が

い
せ
い
で
妄
想
が

ら
ね
え

そ
う
い
や
間
宮
さ
ん

最
近
は
全
く
露
出
の
無
い
服
し
か
着
な
く
な

た
よ
な

あ
あ

そ
れ

て
雪
ノ
下
さ
ん
も
だ

て
事
は

 
ギ

ラ
リ

達
は

ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
み
な
が
ら

ク
ル
ス
の
方
を
見
た

八
幡

て
奴
が

あ
の
ス

パ

ボ
デ

を
独

し
て
る
の
か

 
こ
の

間

八
幡
に
男
達
か
ら
凄
ま
じ
い

の
念
が
飛
ん
だ

 
だ
が
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
何
か
に
影

を

ぼ
す
事
は
な
い

う
ん

冗
談
は
そ
の
く
ら
い
で
ね

そ
の
ま
ま
の
格
好
で
い
い
か
ら

 

て

ま
あ
今
ど
ん
な
格
好
を
し
て
る
の
か
は
知
ら
な
い
が

 
マ

ク
ス
は
し

か
り
し
て
る
か
ら

何
の
問
題
も
な
い
だ
ろ

う
ん

そ

そ
の
ま
ま
の
私

ん

あ
あ

そ
う
そ
う

そ
の
ま
ま
で
い
い
か
ら
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分
か
り
ま
し
た

あ
り
の
ま
ま
の

の
私
を
愛
し
て
下
さ
い

だ
か
ら
ち

と
落
ち
着
い
て

ね

 
こ
の
言
葉
も
凄
ま
じ
い
誤
解
を
生
み

ギ

ラ
リ

は
も
う

涙
を
流
す
事
し
か
出
来
な
く

な

て
い
た

 
ク
ル
ス
に
声
を

け
た
男
は

に
死
体
と
化
し
て
い
る

そ
れ
じ

あ
今
す
ぐ
向
か
い
ま
す
ね

お
う

悪
い
な

と
り
あ
え
ず
会
社
の
俺
の
部
屋
で
待

て
る
か
ら

あ

そ

ち
な
ん
で
す
ね

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
ま
た
後
で
な

は
い

ま
た
後
で

 
そ
し
て
ク
ル
ス
は

話
を
切
り

大
は
し

ぎ
で
こ
う
言

た

よ

し

私
大
勝
利

何
が
大
勝
利
な
の

ほ
え

 
背
後
か
ら
そ
ん
な
声
が
か
か
り

ク
ル
ス
が

り
向
く
と
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そ
こ
に
は
ミ
サ
キ
の
娘
で
あ
る
海
野

が
立

て
い
た

あ

も
学
校
に
来
て
た
ん
だ

う
ん
今
日
は
ち

と
用
事
が
あ

た
の

そ
れ
よ
り
も
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う

況
な

の
ほ
え

 

に
そ
う

か
れ

ク
ル
ス
は
首
を

げ
な
が
ら

り
を
見
回
し
た

 
そ
の

界
に
入

て
き
た
の
は

落
ち
込
む
男
達
の

れ
と

足
元
に
転
が
る
男
の
死
体
で

あ

た

え

何
こ
れ

い
て
い
る
の
は
私
な
ん
だ
け
ど

え

と

さ
あ

知
ら
な
い
な
ら
別
に
い
い
け
ど

で

分
と

か
れ
た
顔
を
し
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
何
か

あ

た
の

え

と
ね

こ
の
後
八
幡
様
に
勉
強
を
教
え
る
事
に
な

た
の

も
ち
ろ
ん
二
人
き
り
で

あ

あ

あ
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そ
の
ク
ル
ス
の
言
葉
で

は
何
と
な
く
事
情
を
悟

た

で

こ
の
人
は

え

あ

 
そ
れ
で
ク
ル
ス
は
自
分
が
先
ほ
ど
ま
で
こ
の
地
面
に
横
た
わ
る
男
と
話
し
て
い
た
事
を
思
い

出
し
た

あ

そ
う
だ

た
そ
う
だ

た

え

と

会
話
は

い
て
た
よ
ね

 
そ
う
い
う

だ
か
ら
飲
み
に
行
く
の
は
無
理
で
す
と
い
う
か
今
後
も
無
理
だ
か
ら
ご
め
ん
な

さ
い

あ

は
い

 
男
は
そ
の
言
葉
に

々
し
く

く
事
し
か
出
来
な
か

た

そ
う
い
う

だ
か
ら

私

ち

と
マ

ハ
で
行

て
く
る
ね

は
い
は
い

お
幸
せ
に
ね

あ
り
が
と
う

今
度
ど
こ
か
に
遊
び
に
行
こ
う
ね

期
待
し
な
い
で
待

て
る
わ

 
ク
ル
ス
は
そ
の
ま
ま
凄
ま
じ
い
速
度
で
走
り
去

て
い
き
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残
さ
れ
た

は

ま
だ
地
面
に
倒
れ
て
い
る
男
の

を

ポ
ン

と
叩
い
た

ド
ン
マ
イ

 
こ
の
事
件
は
ま
た
た
く
間
に
学
校
中
の
男
に
広
が
り

 
そ
れ
か
ら
卒
業
ま
で

プ
ラ
イ
ベ

ト
な
用
事
で
ク
ル
ス
に
声
を

け
て
く
る
男
は
い
な
く

な

た
の
で
あ

た

 
こ
れ
が
卒
業
間

に
ク
ル
ス
が
残
し
た
最
強
伝
説
で
あ
る

 
八
幡
が
ク
ル
ス
に
頼
み
事
を
す
る
だ
け
で
終
わ
り
ま
し
た

 
よ
く
よ
く
考
え
る
と

は
こ
う
い
う
話

た
ま
に
あ
り
ま
し
た
よ
ね
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第
１
１
８
３
話
 
詩
乃
の
リ
ベ
ン
ジ

さ
て

マ

ク
ス
を
待

て
る
間

ど
う
す
る
か
な

 
一
人
で
勉
強
し
て
も
い
い
ん
だ
が

を
考
え
る
と
な

 
ク
ル
ス
に
助
け
を
求
め
た
八
幡
は

組
み
を
し
な
が
ら
そ
う

い
た

よ
し

詩
乃
と
風
太
の
バ
イ
ト
の
様
子
で
も
見
て
み
る
か

こ
れ
も
職

だ

う
ん

 
八
幡
は

な
る

や
か
し
を
そ
う
理

武
装
し

ア
ル
ゴ
に
連

を
と

た

あ
あ

ア
ル
ゴ

ち

と
い
い
か

ん

ハ

オ
レ

ち
に
何
か
用
事
カ

今
詩
乃
と
風
太
が
バ
イ
ト
し
て
る
だ
ろ

お
ウ

そ
の
進

況
で
も
チ

ク
し
よ
う
か
と
思

た
ん
だ
が
映
像
を
こ

ち
に
回
せ
る
か

 
あ
い
や
も
ち
ろ
ん

や
か
し
と
か
じ

な
く
純

に
会
社
の
事
を
考
え
て
の
行
動
な
ん

だ
がふ

ン
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ア
ル
ゴ
の

や
や
か
な
反
応
に

八
幡
は
言
い

を
重
ね
る

い
や
い
や

純

に
だ
な

ふ

ン

 
だ
が
ア
ル
ゴ
は
全
く
信
用
し
て
い
な
い
と
い
う
風
に
そ
う

り
返
す
だ
け
で
あ
り

 
八
幡
は

々
と

ア
ル
ゴ
に
本
当
の
理
由
を
伝
え
た

す
ま
ん

ち

こ

と
時
間
が
空
い
ち
ま

て

た
だ
の
暇
潰
し
だ

最
初
か
ら
そ
う
言
や
い
い
ん
だ
ヨ
オ

ケ

詩
乃

ち
に
連

し
て
か
ら
今
映
像
を
回
す

ワ
あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
八
幡
は
何
と
な
く
か
し
こ
ま
り
な
が
ら

ア
ル
ゴ
に
お

を
言

た

  
一
方
そ
の

風
太
は
詩
乃
に
強
引
に
誘
わ
れ

高
度
四

メ

ト
ル
の
上
空
に
い
た

え

と

何
で
空

降
下

気
分

一
人
で
や
れ
ば
い
い
ん
じ

ね
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う
る
さ
い
わ
ね

そ
れ
く
ら
い
付
き
合
い
な
さ
い
よ

俺

こ
れ
を
や
る
の
は
初
め
て
な
ん
だ
け
ど

も
ち
ろ
ん
知

て
る
わ
よ

う
わ

た
ち
が
悪
い

失

ね
初
め
て
で
怖
い
だ
ろ
う
か
ら
付
き

て
あ
げ
よ
う

て
い
う
私
の
優
し
さ
が
分
か

ら
な
い
の

す
み
ま
せ
ん

全
然
分
か
り
ま
せ
ん

な
ら
今
分
か

た
わ
ね

お
め
で
と
う

く

口
じ

勝
て
ね

 
そ
う

二
人
は
今

空

降
下
を
行
お
う
と

高
度
四

メ

ト
ル
を
飛
行
中
な
の
で
あ
る

ぶ

ち

け
怖
い
ん
だ
が

何
よ

タ
マ
無
し
ね

お

女
の
子
が
そ
う
い
う
事
言
う
ん
じ

ね
え
よ

女
の
子
に
幻
想
を
持
つ
の
は
や
め
な
さ
い
そ
し
て
そ
れ
が
風
太
が
モ
テ
な
い
理
由
の
一
つ
だ

と
知
り
な
さ
い
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ひ

一
つ

て

他
に
も
あ
る
の
か
よ

む
し
ろ
何
で
一
つ
し
か
な
い
と
思

た
の
か
不
思
議
で
仕
方
な
い
わ

う
ぐ

 
口
で
は
勝
て
な
い
と
言
い
つ
つ
も

つ
い
男
の
意
地
で
何
度
も
挑
ん
で
し
ま
い

 
そ
の
度
に
負
け
て
し
ま
う

残
念
な
風
太
で
あ

た

他
に
は
そ
う
ね

え
ば
バ
レ
な
い
と
思

て

 
女
の
子
の
胸
や
足
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
る
と
こ
ろ
と
か
も
理
由
の
一
つ
ね

 
言

て
お
く
け
ど
み
ん
な

風
太
の

線
に
気
付
い
て
る
か
ら
ね

何

だ
と

じ

な
く
て

え

と
え

と

そ

そ
ん
な
の
八
幡
も
だ
ろ

八
幡
は
い
い
の
よ

み
ん
な
わ
ざ
と
見
せ
て
る
ん
だ
か
ら

り

理
不
尽
だ

そ
の
余

の
無
さ
と

器
の
小
さ
さ
も
モ
テ
な
い
理
由
の
一
つ
ね

くそ
れ
に

 
詩
乃
が
風
太
に

更
に
言
葉
を
投
げ
か
け
よ
う
と
し
た

間
に
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空
中
に
モ
ニ
タ

画
面
が
開
き

そ
こ
に
ア
ル
ゴ
が
映
し
出
さ
れ
た

お
う
詩
乃

ち

ち

と
い
い
カ

あ
れ

ど
う
し
た
の

い
や
な
ハ

が
今
ち

こ

と
暇
に
な

た
ら
し
く
て
二
人
の
バ
イ
ト
風
景
を
見
学
し

た
い
ん
だ
と
サ

え

わ

分
か

た

す
ぐ
準
備
す
る
か
ら
三
十

後
に
繋
い
で

了
解

 
詩
乃
は
風
太
に
は
何
も
確
認
せ
ず

独
断
で
そ
う
返
事
を
す
る
と

 
凄
ま
じ
い

さ
で
コ
ン
ソ

ル
を
開
き

一

で
ノ

ス
リ

ブ
の

シ

ツ
と

パ
ン
に

着

え
た

う

わ

こ
ん
な
時
で
も
わ
ざ
わ
ざ
着

え
る
の
か
よ

何
よ

 

れ
た
声
を
上
げ
た
風
太
を
詩
乃
は
じ
ろ

と

ん
だ

風
太
は
そ
れ
に

み
何
も
言
え

な
く
な

た
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い
や

何
で
も
ね

だ

た
ら
最
初
か
ら

て
な
さ
い

そ
れ
と
い
い

私
の
事
を
じ
ろ
じ
ろ
見
た
ら

引

こ
抜
く
わ
よ

な

何
を
で
す
か
ね

想
像
に
お
任
せ
す
る
わ

く

下
手
な
事
は
言
え
ね

 
そ
の
時
再
び
空
中
に
モ
ニ
タ

が
表

さ
れ

そ
こ
に
八
幡
が
映
し
出
さ
れ
た

お
う

二
人
と
も
頑
張

て

る
か

 
八
幡
は
詩
乃
の

を
見
て
一

ギ

と
し
た
が

頑
張

て
最
後
ま
で
言
い
切

た

 
だ
が
そ
れ
を
見
逃
す
詩
乃
で
は
な
い

あ
ら

今
私
の

に
見

れ
ち

た

い
や

今
日
も

分

装
だ
な
と
思

た
だ
け
だ

 

て
い
う
か
前
か
ら
思

て
た
ん
だ
が

何
で
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
格
好
を

こ

こ
の
方
が
動
き
や
す
い
か
ら
よ

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
な
ら
納
得
だ
わ
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後
ろ
で
は
風
太
が

八
幡

そ
れ
は
違
う
ぞ

と
言
い
た
げ
な
顔
を
し
て
い
た
が

 
詩
乃
は
そ
れ
を

感
に
察
知
し

一

り
返

て
風
太
を

し
た

お
い
風
太

君

 
詩
乃
は
い
つ
も
通
り
に
風
太
を
呼
び

て
に
し
た
直
後
に
と

て
付
け
た
よ
う
に
君
付
け
し

た
言
い
方
怖
え
よ

 
そ
れ
が
逆
に
恐
ろ
し
く
て

風
太
は
何
も
言
え
な
く
な

た

 
そ
し
て
再
び
八
幡
の
方
を
向
い
た
時

詩
乃
は

か
ん
ば
か
り
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
風
太
は
そ
の
事
に
ノ

コ
メ
ン
ト
を

く
し
か
な
い

と
い
う
か

そ
こ
は
ど
こ
だ

ビ
ル
の
上
か
何
か
か

 
八
幡
か
ら
す
る
と

今
二
人
が
い
る
場
所
は

ど
こ
か
の
室
内
に
見
え

 
窓
に
は

空
が
広
が
る
の
み
で
あ
る

そ
う

す
る
の
は
あ
る
意
味
当
然
で
あ
ろ
う

う
う
ん

飛
行
機
の
上

え

そ
う
い
え
ば
そ
の
背
中
に
背
負

て
る
の
は

お
い
ま
さ
か
空

降
下
か

う
ん

ち

と
風
太
君
を
鍛
え
て
あ
げ
よ
う
か
な

て
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そ
の
詩
乃
の
返
事
に
八
幡
は
首
を

げ
た

お
い
詩
乃
お
前
い
つ
も
風
太
の
事
は
呼
び

て
な
の
に
何
で
今
は
君
付
け
で
呼

ん
で
る
ん
だ

う
 
詩
乃
は
そ
の
指
摘
に
絶

し

風
太
は
詩
乃
の
後
ろ
で

み
笑
い
を
し
た

バ
レ
て
や
ん
の

お
い
風
太

ひ

な

何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
姉
御

姉
御
言
う
な

本
当
に
引

こ
抜
く
わ
よ

な

何
を
で
す
か
ね

 
さ
す
が
に
風
太
が
可
愛
そ
う
だ
と
思

た
の
か

こ
こ
で
八
幡
が
風
太
に
助
け

を
出
し
た

お
い
詩
乃
あ
ま
り
風
太
を
い
じ
め
て
や
る
な

て

あ
と
引

こ
抜
く
と
か
女
の
子
が
言

う
ん
じ

ね
え

そ
う
ね

確
か
に
ち

と
下
品
よ
ね

恥
ず
か
し
い
事
を
言

ち

た

て
へ

さ

き
と
態
度
が
全
然
違
う
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思
わ
ず
そ
う
口
に
出
し
た
風
太
を

詩
乃
が
再
び

し
た

お
い
風
太

ひだ
か
ら
詩
乃

風
太
を
あ
ん
ま
り
い
じ
め
る
な

て
の

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
再
び
詩
乃
を

め
た
が

 
自
分
に
関
す
る
言
葉
以
外
で

詩
乃
が
簡

に

る
は
ず
も
な
い

い
じ
め
て
な
い
わ
よ

こ
れ
は
愛

な
ん
て
無
い
か
ら

た
だ
の

よ

は

あ
ん
ま
り
死
体
に

打
た
な
い
で
や

て
く
れ
よ
な

八
幡
の
そ
の
言
い
方
も
ひ
ど
く
ね

そ
れ
じ

あ
八
幡

そ
ろ
そ
ろ
飛
ぶ
わ

八
幡

ん

あ

お
う

ス
ル

か
よ

 
風
太
は
思
わ
ず
そ
う
言

た
が
そ
の
一
連
の
言
葉
は
実
は
八
幡
に
は

こ
え
て
い
な
か

た
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こ
の
時
八
幡
は

以
前
詩
乃
が
初
め
て
空

降
下
を
行

た
時
の
事
を
思
い
出
し
て
お
り

 
も
し
か
し
た
ら
ま
た
詩
乃
に
恥
を
か
か
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と

 
バ
イ
ト
の
見
学
を
ア
ル
ゴ
に
頼
ん
だ
時
に

 
今
何
を
や

て
い
る
の
か
確
認
し
な
か

た
事
を
悔
い
て
い
た
の
で
あ
る

八
幡

ど
う
し
た
の

何
か
心
配
事

い
や

何
で
も
な
い

 
だ
が
そ
の
詩
乃
の
平
然
と
し
た
口
調
で

八
幡
は
考
え
を

め
た

 
詩
乃
が
ま

た
く
動
じ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
多
分
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
直
し
た
の

で
あ
る

そ
れ
じ

あ
見
せ
て
も
ら
う
わ

え
え

私
の
格
好
い
い
と
こ
ろ
を
見
て
な
さ
い

さ
あ
風
太

飛
ぶ
わ
よ

わ

分
か

た

 
こ
う
な
る
と
風
太
も
覚
悟
を
決
め
る
他
は
な
い

 
詩
乃
が
や
る
気
満
々
な
上
に
八
幡
が
見
て
い
る

格
好
悪
い
と
こ
ろ
を
見
せ
た
く
な
い
か
ら

で
あ
る
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コ

ス
よ
し

コ

ス
よ
し

用
意
用
意
用
意

降
下
降
下
降
下

 
そ
し
て
詩
乃
が
降
下
の
合
図
を
出
し
た

だ
が
風
太
の
足
は
意
思
に
反
し
て
前
に
出
よ
う
と

は
し
な
い

 
防
衛
本
能
が
飛
ぶ
事
を

否
し
て
い
る
の
で
あ
る

要
す
る
に

怖
い
も
の
は
怖
い
の
だ

風
太

お

お
う

く
飛
び
な
さ
い

い

今
飛
ぶ
と
こ
ろ
だ

大
丈
夫

も

も
ち
ろ
ん

別
に
無
理
し
な
く
て
も
い
い
わ
よ

  
こ
こ
で
詩
乃
は
打
算
か
ら

八
幡
の
目
を
気
に
し
て
風
太
を
気
遣
う
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
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い

い
や

大
丈
夫
だ

こ

こ
い
つ

 
詩
乃
の
そ
の

変

り
に

風
太
は
突

込
み
た
く
て
仕
方
が
な
か

た
が

 
後
で
詩
乃
に
絶
対
に
仕
返
し
さ
れ
る

突

込
め
な
か

た

こ
う
な

た
ら
も
う
覚
悟
を
決
め
て

さ

さ
と
終
わ
ら
せ
て
こ
い
つ
か
ら
逃
げ
出
そ
う

 
そ
う
思
い
な
が
ら
も

や
は
り
風
太
は
飛
ぶ
事
が
出
来
な
い

 
そ
れ
に
業
を

や
し
た
の
か
詩
乃
が
動
い
た

詩
乃
は
八
幡
と
風
太
の
間
に
入
り
八
幡
の

方
を
向
い
て

 
自
分
の
二
の

を
さ
す

た
り

を

い
て
そ
の

さ
を
ア
ピ

ル
し
始
め
た
の
で
あ
る

ね

八
幡

八
幡
は
私
の
体
は
見
慣
れ
て
る
わ
よ
ね

 
ど
う

最
近
私
の
体

引
き
締
ま

て
き
た
と
思
わ
な
い

い
や

見
慣
れ
て
ね
え
け
ど

い
き
な
り
何
だ
よ

ま
た
ま
た
恥
ず
か
し
が

ち

て

で

ど
う

そ

そ
う
だ
な

そ
う
か
も
し
れ
な
い

ふ
ふ

そ
う
よ
ね
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そ
ん
な
の
分
か
る

無
い
だ
ろ

 
も
ち
ろ
ん
詩
乃
が
主
張
す
る
よ
う
な
事
実
は
全
く
無
く

 
八
幡
が
詩
乃
の
体
型
に

し
い
な
ど
と
い
う
事
は
な
い

 
そ
も
そ
も
今
は

で
あ
り
詩
乃
と
会
う
事
が
あ

て
も
基
本
そ
の
体
型
は
服
で

さ
れ
て

い
る

 
そ
れ
で
も

え
て
言
う
な
ら

八
幡
が
薄
着
の
詩
乃
を
見
た
事
が
あ
る
の
は

 
半
年
く
ら
い
前
に

詩
乃
の
家
を
訪
問
し
た
時
く
ら
い
で
あ
る

 
だ
が
そ
の
時
も
八
幡
は
詩
乃
に
対
し
ス
ラ

と
し
て
る
な
く
ら
い
の

象
し
か
持
た
な

か

た

 
い
き
な
り
引
き
締
ま

た
と
言
わ
れ
て
も

よ
く
分
か
ら
な
い
の
だ

 
ち
な
み
に
相
手
が
明
日
奈
だ

た
ら
八
幡
は
ミ
リ

で
明
日
奈
の
体
型
の
変
化
を
言
い
当

て
る

 
詩
乃
に
と

て
は
ド
ン
マ
イ
と
言
う
他
は
な
い

 
ま
あ
し
か
し

今
詩
乃
が
八
幡
に
ア
ピ

ル
し
て
い
る
の
は
別
の
目
的
が
あ
る

で
あ
り

 
詩
乃
的
に
は
八
幡
が
詩
乃
の
体
型
の
変
化
に
つ
い
て
分
か
ら
な
く
て
も
全
く
問
題
な
い
の
だ
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よ
し

チ

ン
ス

 
詩
乃
は
八
幡
の

線
が
自
分
の
上
半
身
に
集
中
し
た
の
を
確
認
し
た

間
に

 
風
太
に
向
け
て
後
ろ

り
を
入
れ
た

お
わ

お
 
そ
の
声
で
八
幡
は
詩
乃
の
背
後
に
目
を
や

た
が
そ
の
時
に
は

に
風
太
は
い
な
く
な

て

い
た風

太
の
奴

飛
ん
だ
か

や

と
飛
ん
だ
み
た
い
ね

そ
れ
じ

あ
私
も
飛
ぶ
わ

お
う

詩
乃
の
奴

今
風
太
を

り
落
と
し
や
が

た
な

 
詩
乃
の
行
動
は

実
は
八
幡
に
バ
レ
バ
レ
で
あ

た

 
だ
が
こ
こ
で
余
計
な
事
を
言

て
詩
乃
を

ら
せ
る
と
後
で
八
幡
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
が
激

し
く
な
る

 
風
太
と
は
違

た
意
味
で

八
幡
も
ま
た
口
を

む
し
か
な
か

た
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詩
乃

頑
張
れ
よ

う
ん

 
そ
の
代
わ
り
に
八
幡
は
詩
乃
を
激

し

詩
乃
は
嬉
し
そ
う
に

い
た

反
対
扉

機
内
よ
し

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 
詩
乃
は
か
つ
て

ん
で
し
ま

た
セ
リ
フ
を
今
度
は
正
確
に
叫
ぶ
と
華
麗
に
大
空
へ
と
身
を

躍
ら
せ
た

 
今
度
は
詩
乃
と
風
太
が
飛
ぶ
だ
け
で
一
話
使

て
し
ま
い
ま
し
た
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第
１
１
８
４
話
 
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
・
ク
ル
ス

 
詩
乃
が
飛
行
機
か
ら
華
麗
に
飛
び
出
し
た
の
を
見
て

八
幡
は
感

の
声
を
上
げ
た

お
お

 
こ
の
時
八
幡
は

そ
の
詩
乃
の

に
素
直
に
感
動
を
覚
え
た

 
前
に
あ
れ
だ
け
恥
ず
か
し
い

を

し
た
詩
乃
が
立

な
空

員
と
な

た
の
が
分
か

た
か
ら
で
あ
る

 
ち
な
み
に
詩
乃
は
こ
の
時
点
で

体
力
面
を
別
に
す
れ
ば

 
現
実
で
も
空

降
下
を
行
う
事
が
出
来
る

日
本
で
唯
一
の
女
子
高
生
で
あ
る

 
も
し
詩
乃
の
事
を
マ
ス
コ
ミ
が
知

た
ら
あ
る
い
は
空

降
下
の
オ
フ

が
来
た
か
も
し

れ
な
い

 
そ
し
て
そ
れ
に
協
力
す
る

に
自
衛

か
ら

遣
さ
れ
て
く
る
の
が

と
い
う
所
ま
で
が
お

約
束
だ
が

 
残
念
な
が
ら
マ
ス
コ
ミ
が
詩
乃
の
存
在
を
知
る
事
は
な
か

た

お
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そ
し
て
八
幡
を
映
す
モ
ニ
タ

は
詩
乃
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る

 
詩
乃
と
同
時
に
そ
の
モ
ニ
タ

も
降
下
し
て
い
く

八
幡

ど
う

 
そ
れ
に
気
付
い
た
詩
乃
が

八
幡
の
映
る
モ
ニ
タ

に
そ
う
声
を

け
て
く
る

い
や

正
直
感
動
し
た

本
当
に
お
前

凄
く
成
⻑
し
て
る
わ

ふ
ふ
ん

も

と
褒
め
て
い
い
の
よ

正
直
前
の
事
が
あ

た
か
ら
心
配
し
て
た
ん
だ
が

全
く
の

憂
だ

た
な

正
直
す
ま
な

か

た
そ
の
事
に
つ
い
て
は
忘
れ
て
欲
し
い
け
ど
ま
あ
い
い
わ

 
さ
す
が

私
の
事
を
良
く
見
て
い
る
と
褒
め
て
あ
げ
る

よ
し
よ
し
八
幡

え
ら
い
え
ろ
い

今
さ
り
げ
な
く

え
ろ
い
と
か
言
わ
な
か

た
か

 
さ
す
が
は
八
幡
で
あ
る
密
か
に
詩
乃
が

変
し
た
言
葉
に
も
す
ぐ
に
気
付
い
て
突

込
み
を

入
れ
た

 
だ
が
詩
乃
は
即
座
に
対
応
し

二
の
矢
を
放

て
く
る

そ
ん
な
事
言

て
な
い
わ
よ

ま

た
く
八
幡

た
ら

欲
求
不
満
な
の
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ん
な

あ
る
か

じ

あ
何
で

え
ろ
い

て
幻

が

こ
え
た
の
か
し
ら
ね

く

そ

定
も
否
定
も
さ
せ
な
い
つ
も
り
か

ふ
ふ
ん

私
に
口
で
勝
と
う
な
ん
て
十
年

い
わ
よ

え

マ
ジ
で

十
年

た
ら
俺

お
前
に
勝
て
る
の

う
 
こ
こ
で
八
幡
が
詩
乃
か
ら
一
本
取

た

だ
が
そ
れ
で
大
人
し
く
な
る
詩
乃
で
は
な
い

そ
う
ね

十
年

た
ら
そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
わ

 
で
も
と
り
あ
え
ず
現
時
点
で
は

八
幡
は
負
け
を
認
め
る
わ
よ
ね

そ
う
だ
な

そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
八
幡
は
詩
乃
の
言
葉
を
ト
レ

ス
し
た
が

そ
れ
は
悪
手
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
約
束
通
り

今
度
私
の
家
で

一

一

に
過
ご
し
て
も
ら
う
わ
よ

は

そ
ん
な
約
束

い
つ
し
た
ん
だ
よ

こ
れ
か
ら
す
る
の
よ

そ
れ
は
明
ら
か
に
無
理
筋
だ
ろ

時
系

が
お
か
し
い
し
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男
が

か
い
事
を
気
に
す
る
ん
じ

な
い
わ
よ

敗
者
は
勝
者
に

う
も
の
な
の

 
そ
れ
が

肉
強
食
の

と
い
う
も
の
よ

力
技
で
き
や
が

た

こ
う
な

た
ら
詩
乃
の
奴

も
う
絶
対
に
引
か
な
い
な

 
八
幡
は
そ
う
考
え

話
題
を
ず
ら
そ
う
と

み
た

本
当
に
何
で
お
前
は
そ
う
強
気
一

倒
な
ん
だ
ろ
う
な

そ
う
八
幡
に
教
育
さ
れ
た
か
ら
よ

俺

お
前
の
教
育
を
間
違

た
か

ま
あ
私
が
八
幡
に
教
育
し
て
も
ら

た
の
は

保
健
体
育
く
ら
い
だ
け
ど
ね

そ
ん
な
も
ん
教
え
た
覚
え
は
無
え
よ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
ど
う
や
ら
詩
乃
は

こ
の
一
連
の
会
話
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
ら
し
く

笑
い
始
め
た

 
八
幡
も
こ
う
い

た
詩
乃
と
の

口
の
応

は

い
で
は
な
く

 
そ
の
明
る
い

に
苦
笑
す
る
し
か
な
か

た

全
く
お
前
は

あ
は
は
は
は
は
は

八
幡

楽
し
い
ね
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ま
あ
そ
う
だ
な

 
ち
な
み
に
そ
ん
な
二
人
の

を
後
ろ
で
見
て
い
た
ア
ル
ゴ
と
舞
衣
は

 
い
ち

つ
い
て
ん
じ

ね
え
と

ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た

 
ダ
ル
は
血
の
涙
を
流
し
な
が
ら
八
幡
に

を
送

て
い
た
が

 
も
し
そ
れ
を
八
幡
に

か
れ
て
し
ま
う
と

お
前
に
は

万
音
由
季
さ
ん
が
い
る
だ
ろ
と
い
う
突

込
み
が
絶
対
に
来
る

口
に
は
出

し
て
い
な
い

さ
て

も
う
す
ぐ

 
着
地
ね

と
詩
乃
が
言
お
う
と
し
た

間
に

 
八
幡
を
映
す
モ
ニ
タ

の
奥
か
ら
勢
い
よ
く
ド
ア
を
開
け
る
音
が
し

 
続
け
て
こ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
た

八
幡
様

あ
な
た
の
マ

ク
ス
が
た
だ
い
ま
到
着
致
し
ま
し
た

 
そ
う
ク
ル
ス
が
凄
ま
じ
い
テ
ン
シ

ン
を

持
し
た
ま
ま
マ

ハ
で
到
着
し
た
の
で
あ
る

あ
れ

今
の
声

ク
ル
ス

ん

お
う

こ
れ
か
ら
ち

と
マ

ク
ス
に

勉
強
を
教
え
て
も
ら
う
事
に
な

て
て
な
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え

そ
う
な
の

そ
れ
な
ら
つ
い
で
に
私
も

 
詩
乃
が
そ
う
言

て
モ
ニ
タ

を
見
た

間
に

詩
乃
の
背
筋
を
凄
ま
じ
い
寒
気
が
襲

た

ひん

ど
う
し
た

う

う
う
ん

何
で
も
な
い

今
の
は
忘
れ
て

よ
く
分
か
ら
な
い
が

分
か

た

 
そ
う

詩
乃
が
勉
強
会
に
参
加
を
表
明
し
よ
う
と
し
た
の
を
察
知
し
て

 
ク
ル
ス
が
モ
ニ
タ

越
し
に
殺
気
を
飛
ば
し
た
の
で
あ
る

 
名
前
の
通
り

テ
ン
シ

ン
が
マ

ク
ス
ま
で

り
切

て
い
る
今
の
ク
ル
ス
は

 
八
幡
と
二
人
き
り
の
勉
強
会
を
行
う

に

り
込
ん
で
く
る
物
は
全
て
破
壊
す
る
危
険
物
と

化
し
て
い
た

八
幡
様

何
を
見
て
る
ん
で
す
か

 
直
後
に
ク
ル
ス
は

え
る
よ
う
な
口
調
で
八
幡
に
そ
う
話
し
か
け
て
き
た

怖
い
怖
い
怖
い
怖
い
怖
い

 
詩
乃
は
本
能
的
に
恐
怖
を
覚
え

一

八
幡
の
事
は
忘
れ
て
着
地
に
集
中
す
る
事
に
し
た
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見
る
と
風
太
は
何
と
か
成
功
し
た
ら
し
く

五
体
満
足
で
着
地
を
終
え
て
い
た
が

 
さ
す
が
に
き
つ
か

た
ら
し
く

大
の

に
な

て
地
面
に
横
た
わ

て
い
た

あ
あ
詩
乃
と
風
太
が
今
空

降
下
を
や

て
る
か
ら
見
学
さ
せ
て
も
ら

て
た
ん
だ
よ

へ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
そ
し
て
ク
ル
ス
の

が
モ
ニ
タ

に
映

た
が

 
も
う
着
地
の
態
勢
に
入

て
い
た

怖
い

々
は
関
係
な
く
詩
乃
に
は
そ
ち
ら
を
見
る
余

は
な
か

た

着
地
も
上
手
く
決
ま

た
な

パ

フ

ク
ト
だ

凄
い
凄
い

あ
り
が
と

 
詩
乃
は
そ
の
褒
め
言
葉
に
対
し
て
お

を
言
う
と
少
し
落
ち
着
い
た
の
か
ク
ル
ス
に
向
け

て

を
し
た

ハ
イ

ク
ル
ス

ハ
イ

詩
乃

 
そ
う
言
い
な
が
ら

二
人
は
目
と
目
で
会
話
し
て
い
た
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仕
方
な
い
わ
ね

今
日
は

魔
は
し
な
い
で
お
い
て
あ
げ
る
わ

あ
り
が
と

次
は
ち

ん
と

る
か
ら

う
ん

そ
の
時
は
宜
し
く
ね

了
解

 
そ
ん
な
和
解
め
い
た
や
り
取
り
が

り
広
げ
ら
れ
て
い
た
事
に
八
幡
が
気
付
く
は
ず
も
な
い

ふ
う

手
に

を

ち
ま

た

そ
れ
じ

あ
詩
乃

バ
イ
ト

頑
張
れ
よ

詩
乃

頑
張

て

う
ん

二
人
も
勉
強
頑
張

て
ね

風
太
は

ま
だ

き
れ
な
い
か

ま
あ
宜
し
く
言

と
い
て
く
れ

え
え

伝
え
て
お
く
わ

 
そ
し
て
モ
ニ
タ

越
し
に
二
人
が
去

て
い
く
の
が
見
え

 
詩
乃
は
素

く
元
の
格
好
に
着

え
る
と

そ
の
ま
ま
風
太
に
歩
み
寄

た

う
わ

も
う
着

え
た
の
か

当
た
り
前
じ

な
い

八
幡
は
も
う
い
な
い
ん
だ
か
ら

徹

し
て
や
が
る
な
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風
太
は
そ
う
言

て
苦
笑
し
た
が

ま
だ

き
上
が
る
事
は
出
来
な
い
で
い
た

本
当
に
大
丈
夫

お

お
う

大
丈
夫
じ

な
い
か
ら

ち

と
落
ち
て
休
ん
で
く
る
わ

そ
う
し
な
さ
い

そ
う
そ
う

八
幡
が
宜
し
く

て
言

て
た
わ
よ

こ
え
て
は
い
た
け
ど

き
れ
な
か

た
わ

ま

た
く

も
う
ち

と
度
胸
を
つ
け
な
い
と

女
の
子
に
は
モ
テ
な
い
わ
よ

努
力
す
る

そ
れ
じ

あ
ま
た
ね

お

お
う

ま
た
な

 
そ
の
ま
ま
詩
乃
は
去

て
い
き
風
太
は
横
に
な

た
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
の
ボ
タ
ン
を
押
し

た 
ふ
う

 
現
実
世
界
に
帰
還
し
た
後

風
太
は
大
き
く
た
め
息
を
つ
い
た

 

あ
れ
が
空

降
下
か

き
つ
い
な
お
い
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風
太
は
口
に
出
し
て
は
そ
う
言

た
が

内
心
で
は
屈
辱
に
燃
え
て
い
た

く

そ
今
度
は
も

と
上
手
く
や

て
や
る

勇
人
だ

て
難
な
く
こ
な
し
て
る
ら
し

い
し
な

 
そ
う

勇
人
は
風
太
よ
り
先
に

詩
乃
に
何
度
も
空

降
下
を
や
ら
さ
れ

 
今
で
は
日
本
で
唯
一

空

降
下
が
出
来
る
中
学
生
と
な

て
い
た

 
も
し
こ
の
事
を
マ
ス
コ
ミ
が

い
や

そ
れ
は
置
い
て
お
き

 
先
輩
の
風
太
と
し
て
は
い
つ
ま
で
も
勇
人
の
後

を
拝
し
て
い
る

に
は
い
か
な
か

た
の

で
あ
る

と
り
あ
え
ず
飲
み
物
を

て
か
今
何
時
だ

 
風
太
は
そ
う
言
い
な
が
ら

無
料
自

機
で
水
を

入
し

 
と
は
い
え
無
料
な
の
で
別
に
何
か

い
を
し
た

で
は
な
い
が

 
キ

プ
を

て
ゴ
ク
ゴ
ク
と
水
を
飲
み

し

や

と
一
息
つ
く
事
が
出
来
た

な
ん
だ
か
ん
だ

ま
だ
三
十
分
し
か

て
な
い
の
か

ん

 
ス
マ
ホ
で
時
間
を
確
認
し
た
風
太
は

 
薄
塩
た
ら
こ
こ
と
大

か
ら
メ

セ

ジ
が

い
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た
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何
か
あ

た
か

 
そ
の
メ

セ

ジ
を
開
い
た
風
太
は

疲
れ
て
い
る
の
も
忘
れ
て
立
ち
上
が

た

マ
ジ
か
よ

詩
乃
は

当
分
出
て
こ
な
い
な

 
あ

ち
に
も
メ

セ

ジ
が

い
て
る
だ
ろ
う
が

一
応
俺
か
ら
も
送

て
お
く
か

 
風
太
は
そ
う

く
と

詩
乃
に
メ

セ

ジ
を
送

た

偵
察
中
に
た
ら
こ
達
が

の
ス
コ

ド
ロ
ン
と

合
わ
せ
し
て
戦
闘
に
突
入
し
た
ら
し
い

 
で
も
防
戦
一
方
ら
し
く
て
何
と
か
し
の
い
で
る

態
ら
し
い
か
ら
ち

と
先
に
行

て
く

る
わ

 
そ
の
ま
ま
風
太
は
バ
イ
ト
を
一
時
中
断
し

Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
何
気
に
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
・
シ
リ

ズ
は
三
人
目
で
し
た

 
第
１
０
０
９
話

ハ
イ
テ
ン
シ

ン
・
理
央

 
第
１
１
５
９
話

ハ
イ
テ
ン
シ

ン
・
愛

 
み
ん
な
ポ
ン
コ
ツ
に
な
る
の
が
困
り
物
で
す
ね
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第
１
１
８
５
話
 
ゴ
エ
テ

ア
の
狙
い

 
シ
ノ
ン
と
闇
風
を
見
送

た
薄
塩
た
ら
こ
は

情
報
収
集
を
行
う

 
ス
ク
ワ

ド
ジ

ム
の
強
豪
チ

ム
が
よ
く
た
む
ろ
し
て
い
る
酒
場
へ
と
向
か

た

 
今
の
薄
塩
た
ら
こ
は
基
本
闇
風
と
チ

ム
を
組
む
よ
う
な
感
じ
で
活
動
し
て
お
り

 
そ
こ
に
た
ま
た
ま
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
メ
ン
バ

が
参
加
す
る

と
い
う

 
組

に

ら
れ
な
い
遊
び
方
を
し
て
い
た

な
の
で
現

は
個
人
で
動
員
出
来
る
人
員
は
ほ

ぼ
皆
無
で
あ
り

 
シ
ノ
ン
達
に
助
太
刀
を
頼
ん
だ
の
も

そ
う
い

た
理
由
か
ら
で
あ
る

さ
て

誰
か
い
る
か
な

 
薄
塩
た
ら
こ
が
店
に
入
ろ
う
と
す
る
と

丁
度
中
か
ら

と

リ

ダ

の
エ
ル
ビ
ン

が

を
現
し
た

 
ど
こ
か
へ
狩
り
に
で
も
行
く
つ
も
り
な
の
か

全
員
フ
ル
装
備
で
あ
る

お

お
出
か
け
か
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あ
あ

ま
あ
そ
ん
な
感
じ
か
な

そ
う
か

頑
張
れ
よ

お

お
う

 
エ
ル
ビ
ン
は
ど
う
に
も
⻭
切
れ
の
悪
い
口
調
で
そ
う
答
え

足

に
去

て
い

た

何
だ
あ
い
つ

 
そ
れ
を
疑
問
に
思
い
つ
つ
も

薄
塩
た
ら
こ
は
そ
の
ま
ま
店
内
に
入

た

お

話
の
分
か
る
奴
ら
が

 
中
に
い
た
の
は
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
と

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
で
あ

た

 
お

い
の
リ

ダ

の
デ
ヴ

ド
と
シ
ノ
ハ
ラ
も
い
る

 
も

と
も

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ

独
だ
と
微

に
話
が
か
み
合
わ
な
い
事
も
多
い
の
だ
が

 
今
回
は
運
よ
く
ビ

ビ

が
い
て
く
れ
た

薄
塩
た
ら
こ
は
話
が
通
じ
る
と
判
断
し
た
の
で

あ

た
よ

デ
ヴ

ド

ビ

ビ

ち

と
い
い
か

薄
塩
た
ら
こ
か

ど
う
し
た

あ
ら

久
し
ぶ
り
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二
人
は
薄
塩
た
ら
こ
と
は
特
に
遺

も
無
い
二
人
な
の
で

も
実
に
ス
ム

ズ
だ

 
三
人
は
少
し
離
れ
た
テ

ブ
ル
に
移
動
し

話
し
始
め
た

な

最
近
新
た
な

ス
コ

ド
ロ
ン
が
現
れ
た

て
話

い
て
る
か

あ
あ

ゴ
エ
テ

ア
な

そ
う
そ
う

そ
れ
だ
そ
れ

一
応
情
報
は
集
め
て
る
け
ど

分
と
正

な
ス
コ

ド
ロ
ン
ら
し
い
な

正

軍

い

て
事
よ

ほ
う

 
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う
い
う
事
な
ら
面
白
半
分
で
プ
レ
イ
ヤ

を
狩

て
る

で
は
な
さ
そ
う

だ
と
感
じ
た

そ
れ
よ
り
も
た
ら
こ

今

が
外
に
出
て

た
だ
ろ

 
中
堅
ど
こ
ろ
の
ス
コ

ド
ロ
ン
を
集
め
て
二
三
十
人
で
こ
れ
か
ら
ピ
ト
達
を
狩
り
に
行
く

ら
し
い
ぞ

 
お
前
的
に
放

と
い
て
い
い
の
か
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え

何
だ
そ
れ

ど
う
い
う

況
だ

最
近
あ
の
四
人

た
ま
に
モ
ブ
の
待
ち
伏
せ
狩
り
を
し
て
る
ん
だ
け
ど

 
当
然
と
い
う
か
た
ま
た
ま
近
く
を
通
り
か
か

て
襲

て
き
た
敵
を
全
員
返
り
討
ち
に
し
て

る
の
よ

無
敗
ら
し
い
ぞ

で
負
け
た
奴
ら
が
集
ま

て
一
矢
報
い
て
や
ろ
う
と
し
て
る

て

だ

四
人

ピ
ト

レ
ン

シ

リ

フ
カ
の
四
人
ね

あ

あ

あ

あ
の
四
人
が
組
ん
だ
ら
そ
り

そ
う
な
る
わ
な

 
近

離
戦
も
狙
撃
戦
も
何
で
も
ご
ざ
れ
じ

な
い
か
よ

 
人

差
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
薄
塩
た
ら
こ
は
四
人
が
負
け
る

を
全
く
想
像
出
来
な
か

た

 
そ
の
四
人
が
負
け
る
と
す
れ
ば

そ
の
上

換
で
あ
る

 
シ

ナ

キ
リ
ト

シ
ズ
カ

シ
ノ
ン
の
四
人
が
組
ん
だ
時
と
か
で
あ
ろ
う

で

二
人
は
参
加
し
な
い
の
か

ピ
ト
や
フ
カ
に
は
お
前
達
も
色
々
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
だ

ろ
私
は
も
う

フ
カ
次
郎
に
思
う
所
は
無
い
か
ら

た
ま
に
つ
る
ん
で
る
し
ね
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俺
は

何
か
こ
う
い
う
の
は
違
う
気
が
す
る

ほ
 
そ
の
ま
ま
話
を

い
て
い
る
と

ビ

ビ

は
と
も
か
く
デ
ヴ

ド
は

 

え
大

い
な
相
手
と
は
い
え
た
だ

然
と

で
押
す
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る

ら
し
い

で

お
前
は
ど
う
す
る
ん
だ

放

と
い
て
も
平
気
だ
ろ
う
か
ら
行
か
ね
え
わ
女
子
会
に
男
が
混
じ
る
よ
う
な
も
ん
だ
し
な

あ
あ

確
か
に
女
子
会
か

ま
あ
あ
い
つ
ら

き
が
勝
て
る

な
い
わ
よ

私
だ

て
多
分
勝
て
な
い
ん
だ
か
ら

 
二
人
の

と

中
堅
ス
コ

ド
ロ
ン
に
対
す
る
評
価
は
か
な
り

ら
つ
で
あ

た

 
だ
が
そ
れ
が
事
実
な
の
は
間
違
い
な
く
薄
塩
た
ら
こ
は
何
の
不
安
も

い
て
は
い
な
か

た

 
だ
が
そ
の

況
が
変
わ

た
の
は
そ
の
直
後
の
事
で
あ
る

と
り
あ
え
ず

ゴ
エ
テ

ア
の
連
中
を
見
か
け
た
ら
教
え
て
く
れ

 
仲
間
の

で
も
あ
る
し

正
々

々
と
奇
襲
し
て
や
る
か
ら

 
そ
の
薄
塩
た
ら
こ
の
言
葉
に
二
人
は
一

動
き
を
止
め
た
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今
何
だ

て

お
う

正
々

々
と
奇
襲
し
て
や
る

て
言

た
ぞ

そ
れ

て
正
々

々
な
の

奇
襲
も
立

な
戦
術
の
一
つ
だ
ろ

事
実

俺
の
友
達
も
奇
襲
で
や
ら
れ
て
る

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
事
な
ら
一
理
あ
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

だ
ろ

と
い
う

で

宜
し
く
な

あ

ち

と
待

て

ん
 
酒
場
を
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
ビ

ビ

が

薄
塩
た
ら
こ
を
呼
び
と
め
た

ゴ
エ
テ

ア
を
見
付
け
た
ら
教
え
れ
ば
い
い
の
よ
ね

お
う

そ
れ
な
ら
今

店
の
外
を
通

た
わ
よ

何
 
薄
塩
た
ら
こ
は

て
て
店
を
飛
び
出
し

き

ろ
き

ろ
と

囲
の
様
子
を

た
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と

確
か
に
⻄
の
方
に

ゴ
エ
テ

ア
ら
し
き
連
中
が
移
動
し
て
い
く
の
が
見
え
た

マ
ジ
か
よ
今
か
ら
戦
闘
に
参
加
出
来
る
か
ど
う
か
知
り
合
い
に
当
た
る
の
は
ち

と
厳

し
い
な

さ
す
が
に
い
き
な
り
す
ぎ
か
も
な

シ
ノ
ン
と
闇
風
と
は
約
束
し
て
る
ん
だ
け
ど

二
人
と
も
今
バ
イ
ト
中
な
ん
だ
よ
な

あ
ら

そ
う
な
の
ね

ま
あ
と
り
あ
え
ず

何
か
す
る
の
か
ど
う
か
尾
行
し
て
み
る
わ

あ
り
が
と
な

二
人
と
も

 
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う
言

て
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
が
そ
の
時
い
き
な
り
二
人
が
立
ち
上
が

た
ん

ど
う
し
た

い
や

い
ず
れ
か
ち
合
う
可
能
性
は
あ
る
し

俺
も
ど
ん
な
奴
ら
か
見
て
お
こ
う
か
な
と

私
も
そ
ん
な
感
じ
ね

そ
れ
じ

あ

越
同

と
い
き
ま
す
か

お
う

え
え
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三
人
は
そ
の
ま
ま
ゴ
エ
テ

ア
の
尾
行
を
開
始
し
た

 
ど
う
や
ら
ゴ
エ
テ

ア
の
人

は
二
十
人
の
大
所

の
よ
う
で
リ

ダ

は
名
前
す
ら
分
か

ら
な
い
が

 
そ
の
メ
ン
バ

の
う
ち
ヘ
ラ
ヘ
ラ
し
た
よ
う
な

象
を
受
け
る
男
が
テ
キ
パ
キ
と
味
方
に
指

を
出
し

 
グ
レ
ネ

ド
な
ど
の
金
が
か
か
る
高
い
ア
イ
テ
ム
を

い

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

あ
い
つ
が
リ

ダ

か

ど
う
も
そ
れ

い
わ
ね

一
体
何
者
な
ん
だ
ろ
う
な

あ
い
つ
ら

よ
し

ち

と
近
付
い
て
み
る
わ

ち

と

大
丈
夫
な
の

多
分
平
気
だ
ろ

俺
は
あ
い
つ
ら
と
直
接
カ
チ
合

た
事
は
無
い
か
ら
な

 
そ
う
言

て
動
い
た
の
は
デ
ヴ

ド
で
あ

た

 
デ
ヴ

ド
は
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
に
は
出
場
し
て
い
た
が
ま
だ
Ｂ
ｏ
Ｂ
で
本
戦
に
残

た
事
は
な
く
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ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
は
日
本
サ

バ

限
定
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

た

 
本
人
が
言
う
通
り

お
そ
ら
く
ゴ
エ
テ

ア
に
は
顔
は

れ
て
い
な
い
だ
ろ
う

 
逆
に
薄
塩
た
ら
こ
は

Ｂ
ｏ
Ｂ
の
常
連
な

 
も
し
ゴ
エ
テ

ア
が
し

か
り
と

力
プ
レ
イ
ヤ

の
情
報
を
集
め
て
い
た
場
合

 
顔
を
知
ら
れ
て
し
ま

て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
だ

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

気
を
つ
け
て
な

あ
あ

 
そ
の
ま
ま
デ
ヴ

ド
は
ゴ
エ
テ

ア
の
メ
ン
バ

達
に
近
付
い
て
い

た

 
そ
し
て
同
じ
店
に
入
り

何
く
わ
ぬ
顔
で
ア
イ
テ
ム
を
見
る

り
を
し
て
い
た
が

 
思

た
よ
り
も

く
こ
ち
ら
に

て
き
た

分

か

た
な

何
か
い
い
情
報
で
も
手
に
入

た
の
か

そ
う
じ

な
い
ん
だ
が

 
薄
塩
た
ら
こ
に
そ
う

ね
ら
れ

デ
ヴ

ド
は

面
を
し
た

何
よ

そ
の
苦

を

み
潰
し
た
よ
う
な
顔
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い
や
な

あ
い
つ
ら

全
員
英
語
で

て
や
が

た
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
英
語
力
が
無
い
俺
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た

えそ
れ
じ

あ
海
外
勢
力
か
ら
こ

ち
に

を

り
に
来
た
み
た
い
な
感
じ

そ
れ
は
分
か
ら
な
い
が

何
て
い
う
ん
だ
ろ
う
な

軍
人

い
な

て
感
じ
は
し
た

軍
人

そ
う
言
わ
れ
る
と

に

が
取
れ
て
る
よ
な

顔
を
完
全
に

し
て
る
の
も
そ
う
い

た
理
由
な
の
か
し
ら
ね

 
ゴ
エ
テ

ア
の
メ
ン
バ

は

全
員
フ

デ

ド
ケ

プ
を
身
に

い

 
口
の
部
分
が
露
出
し
て
お
り

筋
が

た
仮
面
を
装
着
し
て
い
る
の
で
あ
る

で
も
一
言
だ
け

俺
に
で
も
分
か
る

語
が

こ
え
た

何
て

Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ

えそ
れ

て
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ス
ク
ワ

ド
ジ

ム
か
ら
の
伝

と
い
う

で
は
な
い
が

 
メ
ン
バ

の

文

か
ら
チ

ム
名
を
付
け
る
の
は
シ

ナ
方
式
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た

 
そ
し
て
Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
と
は

ピ
ト
フ

イ

レ
ン

シ

リ

フ
カ
次
郎
が

 
四
人
で
遊
ぶ
時
の
チ

ム
名
で
あ
る

お
い
お
い
マ
ジ
か
よ

今
日
の
あ
い
つ
ら
の
狙
い
は
ピ
ト
達
か

そ
の
可
能
性
が
高
い
わ
ね

く
そ

仕
方
ね

二
人
と
も

俺
は
行
く

 
俺
も
メ

セ

ジ
は
送

て
お
く
が

も
し
闇
風
か
シ
ノ
ン
を
見

け
た
ら

 
悪
い
が
事
情
を
伝
え
て
お
い
て
く
れ
な
い
か

了
解

気
を
つ
け
て
な

分
か

た
わ

任
せ

 
デ
ヴ

ド
は
そ
の
薄
塩
た
ら
こ
の
頼
み
を

し
た
が

 
ビ

ビ

は
了

し
か
け
て

中
で
止
め
た

あ
あ

そ

か

そ
う
ね

私
も
行
く
わ

た
ら
こ

え

い
い
の
か



 第１１８５話 ゴエティアの狙い

え
え
私
ね
前
に
フ
カ
次
郎
と
約
束
し
た
の
よ

危
な
い
時
一
度
だ
け
助
け
て
あ
げ
る

て
ね

 
だ
か
ら
今
日

そ
の

り
を
返
し
て
お
く
事
に
す
る
わ

オ

ケ

オ

ケ

そ
う
い
う
の

い
じ

な
い

 
薄
塩
た
ら
こ
は
闇
風
の
十
八
番
を
パ
ク

て
ニ
カ

と
笑

た

そ
れ
じ

あ
デ
ヴ

ド

宜
し
く
頼
む
わ

俺
も
行
こ
う
か

そ
う
言

て
く
れ
る
と
思

た
け
ど
な

と
り
あ
え
ず
二
人
で
行
く

 
も
し
他
の
奴
ら
と
会
え
た
な
ら

そ
の
時
に
気
が
向
い
た
ら
来
て
く
れ
れ
ば
い
い

分
か

た

う
ち
の
メ
ン
バ

に
網
を
張
ら
せ
て
お
く

サ
ン
キ

 
そ
し
て
二
人
は
移
動
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
が

そ
こ
に
立
ち
は
だ
か

た
の
は

 
シ
ノ
ハ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

達
で
あ

た

女
神
様

俺
達
も
行
き
ま
す
よ

で
も

こ
れ
は
私
の

り
だ
か
ら

チ

ム
を

き
込
み
た
く
は
な
い
の
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あ
 
そ
こ
に
ビ

ビ

の

い
意

を
感
じ
取

た
シ
ノ
ハ
ラ
は
少
し
考
え
た
後
笑
顔
で
こ
う

言

た
そ
れ
じ

あ
言
い
な
お
し
ま
す

俺
達
も
そ
ろ
そ
ろ
マ
シ
ン
ガ
ン
を
撃
ち
ま
く
り
た
い
ん
で

 
勝
手
に
二
人
に
付
い
て
い
く
事
に
し
ま
す

そ
う
そ
う

久
々
の
戦
闘
だ

ヒ

ホ

イ

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
メ
ン
バ

達
は
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い
薄
塩
た
ら
こ
と
ビ

ビ

は
一
同
に

を
下
げ
た

悪
い

助
か
る

み
ん
な

あ
り
が
と
う
ね

 
こ
う
し
て
薄
塩
た
ら
こ
と
ビ

ビ

そ
し
て

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
は

 
ピ
ト
フ

イ
達
を
助
け
る

⻄
の
砂
漠
目

け
て
進
軍
を
開
始
し
た
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第
１
１
８
６
話
 
迫
る
者
達

 
ゴ
エ
テ

ア
を
追
跡
す
る
に
当
た

て

問
題
と
な

た
の
は
移
動
手

で
あ
る

 
目
的
地
が
砂
漠
地

で
あ
る
以
上
下
手
に

両
を
利
用
す
る
と
一
発
で
相
手
に
気
付
か
れ

て
し
ま
う

ど
う
す
る

な

先
に
ピ
ト
達
と
連

を
取
る
べ
き
じ

な
い
の
か

 
そ

ち
に
も
情
報
を
流
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
う

 
シ
ノ
ハ
ラ
に
そ
う
言
わ
れ

薄
塩
た
ら
こ
は
ハ

と
し
た

そ
う
い
や
そ
う
だ

た

今
連

を
取
る

 
薄
塩
た
ら
こ
が
ピ
ト
フ

イ
に
連

を
入
れ
る
と

す
ぐ
に
返
事
が
き
た

は

い
こ
ち
ら
ピ
ト

た
ら
お

ど
う
し
た
の

お
う

い
き
な
り
す
ま
ん

実
は
よ

 
薄
塩
た
ら
こ
は
素

く
ピ
ト
フ

イ
に

況
を
説
明
し
た

最
近
噂
の
ゴ
エ
テ

ア

て
奴

本
当
に

そ
れ
は
正
直
ち

と
ま
ず
い
わ
ね
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今

い
の
と
交
戦
中
な
の
よ

マ
ジ
か

と
り
あ
え
ず
俺
達
も
八
人
で
そ

ち
に
向
か
う
か
ら

置
情
報
を
送

て
く
れ

了
解

ま
あ
そ
れ
ま
で
何
と
か
死
な
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
わ
ん

あ
あ

す
ぐ
行
く

 
そ
う
言

て
通
信
を
切

た
薄
塩
た
ら
こ
は

ビ

ビ

の
方
を
向
い
た

く
そ

も
う

達
と
交
戦
中
ら
し
い

置
は
ど
の
あ
た
り

置
情
報
が
来
て
る

今
見
て
み
る

 
薄
塩
た
ら
こ
は
コ
ン
ソ

ル
か
ら

置
を

り
出
し
て
み
た
が

 
現
在
地
か
ら
ピ
ト
フ

イ
達
の
い
る
方
向
は
ま
だ
遠
く
に
見
え
て
い
る
ゴ
エ
テ

ア
達
の

両
が

 
真

直
ぐ
向
か

て
い
る
方

と
完
全
に
一
致
し
て
い
た

ま
ず
い
わ
ね

完
全
に
奇
襲
さ
れ
る
コ

ス
じ

な
い

と
い
う
か
ゴ
エ
テ

ア
の
奴
ら

何
で
ピ
ト
達
の
場
所
が
正
確
に
分
か
る
ん
だ

と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
中
堅
ギ
ル
ド
の
中
に

協
力
者
が
い
る
ん
じ

な
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い
か
し
ら

 
そ
の
指
摘
に
薄
塩
た
ら
こ
は
な
る
ほ
ど
と

い
た

確
か
に
そ
れ
が
一
番
現
実
的
か
も
な

こ
う
な

た
ら

ゴ
エ
テ

ア
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に

離
を
取
り
な
が
ら

 

で
追
い
か
け
る
し
か
な
い
ん
じ

い

そ
見
つ
か

て
も
い
い
か
ら
追
い
つ
い
て
そ
の
ま
ま
殲
滅
す
る
の
は

無
理
だ
ろ

相
手
は
か
な
り
戦
闘
に
慣
れ
た
集
団
だ

の
差
で
負
け
る

じ

あ
や

ぱ
り
奇
襲
し
か
な
い
わ
ね

だ
な

そ
う
な
う
と

中
で

を

て
て
徒
歩
で
接
近
か
な

 
そ
れ
ま
で
ピ
ト
達
が
も

て
く
れ
れ
ば
い
い
が

ま
あ

目
で
元
々
よ

と
り
あ
え
ず
そ
れ
で
い
き
ま
し

う

 
シ
ノ
ハ
ラ

悪
い
け
ど

の
調
達
を
お
願
い

了
解
で
す

女
神

 
シ
ノ
ハ
ラ
は
マ
シ
ン
ガ
ン
を
ぶ

放
し
て
い
な
い
時
は
そ
れ
な
り
に

能
で
あ
り

 
す
ぐ
に

を
調
達
し
て

て
き
た
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お
待
た
せ
し
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
急
い
で
追
い
か
け
ま
し

う

シ
ノ
ハ
ラ

あ
り
が
と
な

か
か

た

は
後
で
俺
に

求
し
て
く
れ

そ
れ
く
ら
い
い
い

て

ア
メ
リ
カ
野
郎
に
好
き
勝
手
さ
せ
る

に
は
い
か
な
い
で
し

す
ま
ん

 
薄
塩
た
ら
こ
は
シ
ノ
ハ
ラ
に
深
々
と

を
下
げ

こ
う
し
て
追
撃
が
開
始
さ
れ
た

  
そ
の
少
し
前

Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
の
四
人
は

狩
り
場
に
罠
を
仕

け
た
後

 
ピ
ク
ニ

ク
シ

ト
に
食
べ
物
を

べ

の
ん
び
り
と
そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
雑
談
し
て
い
た

そ

か

北
海
道
は
そ
ん
な
に
寒
い
ん
だ

そ
ん
な
世
界

想
像
も
出
来
な
い
わ

ま
あ
ピ
ト
さ
ん
は
都
会
育
ち
だ
し
な

レ
ン
は
も
ち
ろ
ん
分
か
る
よ
な

最
近
実
家
に
帰

て
な
い
か
ら
忘
れ
つ
つ
あ
る
か
も

こ
の
裏
切
り
者
め

道
産
子
魂
を
忘
れ
た
か

冗
談
だ

て
ば

そ
ん
な
の
忘
れ
ら
れ
る

無
い
じ

な
い

ふ
ふ
ん

な
ら
い
い
け
ど
な
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し
か
し
Ｇ
Ｇ
Ｏ
も
久
し
ぶ
り
よ
ね

 
横
か
ら
こ
う
言

て
き
た
の
は
シ

リ

で
あ
る

 
年
末
は
ト
ラ
フ

ク
ス
で
思
い

き
り
遊
び
北
海
道
に
帰

て
か
ら
は
仕
事
に
あ
け
く
れ

て
い
た

 
シ

リ

に
と

て
は
本
当
に
久
々
に
感
じ
ら
れ
る
ら
し
い

 
ち
な
み
に
こ
の
四
人
が
集
ま

た
の
は
偶
然
で
あ
り

そ
の
神
が
か

た
出
来
事
に

り
上

が

た
結
果

 
こ
う
し
て
狩
り
に
来
る
事
に
な

た
と

ま
あ
そ
ん
な

で
あ
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
も
い
い
け
ど

や

ぱ
り
Ｇ
Ｇ
Ｏ
も
楽
し
い
よ
ね

最
近
ゴ
エ
テ

ア

て
い
う

ス
コ

ド
ロ
ン
が
暴
れ
て
る
み
た
い
だ
よ

そ
れ

シ

ナ
が

い
た
ら
激
お
こ
だ
ね

そ
う
い
や
今
日

リ

ダ

は

年
末
年
始
で
遊
び
す
ぎ
た
せ
い
で

験
が
や
ば
い
み
た
い
で

 
誰
か
に
教
え
て
も
ら

て
今
日
は
勉
強
す
る

て
さ

あ
あ

確
か
に
リ

ダ

ち

と
も
勉
強
し
て
る
風
に
は
見
え
な
か

た
も
ん
な
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あ
と
一
年
で
受
験
だ
も
ん
ね

受
か
る
と
い
い
ね

だ
ね

 
そ
ん
な
ま

た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中

す
ぐ
近
く
か
ら
爆
発
音
が

こ
え
て
き
た

か
か

た

 
四
人
は
そ
う
叫
ぶ
の
と
同
時
に
立
ち
上
が
り
す
ぐ
に
戦
闘
態
勢
を
取

て
音
の
し
た
方
に

駆
け
出
し
た

み
ん
な

行

く
よ

お
お

お
ら
お
ら
お
ら
お
ら

フ
カ

う
る
さ
い

シ

ラ

プ

ご
め
ん
ご
め
ん

テ
ン
シ

ン
が
上
が
り
す
ぎ
ち
ま

た

お

い
い
感
じ
に
ダ
メ

ジ
が
入

て
る
ね

そ
れ
じ

あ
攻
撃
開
始

 
ピ
ト
フ

イ

レ
ン

シ

リ

の
三
人
は

罠
に
か
か

た
モ
ブ
に
攻
撃
を
開
始
し
た

 
フ
カ
次
郎
だ
け
は

が
も

た
い
な
い

に

囲
を

す
る
に

め
て
い
る
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そ
れ
で
も
し
他
の
敵
が
近
く
に
い
た
ら

グ
レ
ネ

ド
を
撃
ち
込
む
事
に
な

て
い
た

今
の
と
こ
ろ
敵
影
無
し

ほ
い
ほ

い

こ

ち
も
終
わ

た
わ
よ
ん

調

調

ん

ち

と
待

て

今
あ

ち
に
一

砂

が

 
そ
う
言

た
の
は
シ

リ

で
あ
る

そ
の
砂

が
上
が

た
の
は
本
当
に
一

だ

た
の

だ
が

 
さ
す
が
は
現
役
ハ
ン
タ

の
狩
り
ガ

ル

実
に
目
ざ
と
い

砂

何
だ
ろ

待

て

今
見
て
み
る
わ

 
シ

リ

は
そ
う
言

て
手
に
持

て
い
た
ブ
レ
イ
ザ

Ｒ
９
３
を
し
ま
い

 
Ａ
Ｓ
５
０
を
取
り
出
し
て
そ
の
ス
コ

プ
を

い
た

敵
な
ら
い
い
な

敵
だ
と
い
い
ね

と
い
う
か
敵
だ
ろ
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三
人
と
も

う
る
さ
い

 
そ
う
好
戦
的
な
事
を
言
う
三
人
を
制
し
シ

リ

は

も
ス
コ

プ
を

き
続
け
て
い
た

 
そ
れ
か
ら
十

ほ
ど
し
て

シ

リ

は
顔
を
上
げ
た

ど
う
だ

た

多
分
だ
け
ど

敵
か
も
し
れ
な
い
わ

い
や

ほ

よ

し

殲
滅
す
る
わ
よ

敵
は
何
人
く
ら
い

そ
れ
が

結

が
多
か

た
わ

多
分
三
十
人
く
ら
い

 
そ
の
言
葉
に
三
人
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
た
後

更
に

り
上
が

た

よ

し

あ

こ
れ
は
祭
り
だ
ね

殲
滅
あ
る
の
み

あ
ん
た
ら
ね

 
シ

リ

は
そ
ん
な
三
人
に

れ
な
が
ら
も
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ス
ト
レ

ジ
か
ら
Ａ
Ｓ
５
０
の

を
取
り
出
し
て
地
面
に

べ
始
め
た

シ

リ

も
や
る
気
満
々
じ

ね

か

ま
あ

ら
れ
た

は

わ
な
い
と
だ
し

も

と
も
ま
だ
こ

ち
が
標
的
だ
と
は
限
ら
な

い
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
シ

リ

は
再
び
Ａ
Ｓ
５
０
の
ス
コ

プ
を

く

そ
う
い
や
確
か
に
そ
う
だ
な

ま
あ
向
か

て
こ
な
い
な
ら
見
逃
し
て
あ
げ
て
も
い
い
け
ど
ね

あ
あ

こ

ち
に
来
る
み
た
い

や

ぱ
り
う
ち
が
標
的
ね

 
ス
コ

プ
ご
し
に
相
手
を
観
察
し
て
い
た
シ

リ

が
そ
う
断
定
し

 
フ
カ
次
郎
は

な
笑
み
を

か
べ
た

や
り

よ

し

久
々
の
対
人
戦
ね

暴
れ
る
ぞ

 
ピ
ト
フ

イ
と
レ
ン
も
そ
れ
に
乗
り

Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
は
完
全
に
対
人
モ

ド
に
入

た

そ
れ
じ

あ
と
り
あ
え
ず
私
の
狙
撃
で

を

ら

あ

あ
れ
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ど
し
た
の

敵
の
中
に
エ
ル
ビ
ン
が
い
る

エ
ル
ビ
ン

 
そ
の

間
に

ピ
ト
フ

イ
が
バ

と
顔
を
上
げ
た

 
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

か
つ
て
ピ
ト
フ

イ
は

第
二
回
ス
ク
ワ

ド
ジ

ム
の
最
中
に

 
エ
ル
ビ
ン
に
胸
を
撃
ち
抜
か
れ

死

前
の

態
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
事
が
あ
る
の
だ

 
幸
い
そ
の
お
か
げ
で
リ
ア
ル
で
の
死

を
免
れ
た
と
は
い
え
そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
問
題
で
あ

る
エ
ル
ビ
ン
は
私
が
や
る
わ

い
い
わ
よ
ね

 
そ
の
迫
力
あ
る
宣
言
に

三
人
は

く
他
は
無
か

た

そ
れ
じ

あ
私
は

当
に

を

ら
す
わ

が

く

離
ま
で
き
た
ら

俺
も
グ
レ
ネ

ド
で
サ
ポ

ト
す
る

私
は
と
り
あ
え
ず
敵
が
近
付
い
て
く
る
ま
で
待
機
か
な

エ
ル
ビ
ン
が
こ

ち
に
来
る
ま
で
私
も
そ
う
す
る
わ
ね

 
シ

リ

フ
カ
次
郎

レ
ン
は

そ
れ
ぞ
れ
の
役

を

ま
え
て
そ
う
宣
言
し
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ピ
ト
フ

イ
は
レ
ン
と
共
に
待
機
す
る
事
と
な

た

そ
れ
じ

あ
久
々
に

ラ
イ
ン
無
し
射
撃
の

を
披
露
す
る
わ
ね

 
シ

リ

が
そ
う
言

て
Ａ
Ｓ
５
０
を

え

三
人
は
そ
れ
ぞ
れ

を

き
こ
み

 

を
飲
み
な
が
ら
シ

リ

の
狙
撃
を
見
守

た

 
ダ
ン

 
シ

リ

は
そ
の
ま
ま
実
に
あ

さ
り
と
引
き
金
を
引
き

 
敵
の
先

を
歩
い
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

が

を
撃
ち
抜
か
れ
た

 

お
お

 
三
人
は
そ
ん
な
シ

リ

に

大
な

手
を
送
り

 
そ
れ
で
気
を
良
く
し
た
シ

リ

は

更
に
三
人
の
敵
を
ラ
イ
ン
無
し
射
撃
で

た

 
そ
の
せ
い
で
エ
ル
ビ
ン
達
は
一
時
足
を
止
め

物
陰
に
身
を

め

一

進
軍
を
中
断
し
た

さ

す
が

凄
い
凄
い

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
俺
の
出
番
だ

 
フ
カ
次
郎
が
そ
う
言

て

太
と

子
を

え
た
そ
の

間
に
ピ
ト
フ

イ
に
通
信
が
入
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た
は

い
こ
ち
ら
ピ
ト

た
ら
お

ど
う
し
た
の

 
そ
の
言
葉
か
ら
薄
塩
た
ら
こ
が
何
の
用
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
も
フ
カ
次
郎
は
攻
撃
準
備
を
続

け
た

 
だ
が
直
後
に
ピ
ト
フ

イ
が
フ
カ
次
郎
の

に
手
を
置
き

首
を

た

最
近
噂
の
ゴ
エ
テ

ア

て
奴

本
当
に

そ
れ
は
正
直
ち

と
ま
ず
い
わ
ね

 
今

い
の
と
交
戦
中
な
の
よ

 
先
ほ
ど
の
会
話
に
も
出
た
ゴ
エ
テ

ア
と
い
う
名
前
に
反
応
し
フ
カ
次
郎
は
一

準
備
を
や

め
た了

解

ま
あ
そ
れ
ま
で
何
と
か
死
な
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
わ
ん

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
ん
な
不
穏
な
言
葉
で
通
信
を
切
り
三
人
は
何
か
あ

た
の
か
と
ピ
ト
フ

イ
に

ね
た

た
ら
こ
さ
ん

何
だ

て

え

と
ね
噂
の
ゴ
エ
テ

ア
が
私
達
を
標
的
に
し
て
こ

ち
に
向
か

て
き
て
る
み
た
い

お
お
う

マ
ジ
で
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む
む

ま
さ
か
も
う
近
く
ま
で
来
て
る
の
か
な

み
た
い

う

ん

ど
う
し
よ

か
な

こ
の
ま
ま
だ
と
最
悪

み
撃
ち
に
さ
れ
る
か
も

あ

待

て

来
た
か
も

 
そ
の
時

の
動
き
を
監

し
て
い
た
ま
ま
だ

た
シ

リ

が
そ
ん
な
声
を
上
げ
た

何
か
あ

た

う
ん

の
向
こ
う
に
一

ハ
ン
ヴ

が
見
え
た

そ
ん
な
の
よ
く
気
付
い
た
ね

山
の
中
で
シ
カ
を
見
付
け
る
よ
り
は
簡

よ

う

む

さ
す
が
ハ
ン
タ

で
も
ど
う
す
る

さ
す
が
に

み
撃
ち
は
ま
ず
い
よ

そ
れ
な
ら
私
に
い
い
考
え
が
あ
る
わ

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は
ニ
ヤ
リ
と
笑

た
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第
１
１
８
７
話
 
ピ
ト
フ

イ
の
計
略

い
い
考
え

て

た
ら
お
の
情
報
だ
と

別
に
あ
い
つ
ら
は
組
ん
で
る

じ

な
い
み
た
い

 
だ
か
ら

お

い
に
食
い
合

て
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

一
体
ど
う
や

て

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

 
ピ
ト
フ

イ
は
三
人
に

こ
そ
こ
そ
と
自
分
の
思
い
付
き
を
説
明
し
た

あ
あ

そ
れ
な
ら
い
け
る
か
も

シ

リ

さ
ん
次
第
だ
ね

ど
う

シ

リ

い
け
る

確
か
に
こ
の
Ａ
Ｓ
５
０
の
事
は
一

に
は
知
ら
れ
て
な
い
か
ら
い
け
る
か
も

 
う
ん

い
け
る
い
け
る

私
に
任
せ
て
よ

 
シ

リ

は
ピ
ト
フ

イ
の
提
案
に
そ
う
太

判
を
押
し

 
そ
れ
か
ら

か
な
計
画
が
立
て
ら
れ
る
事
と
な

た
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さ

す
が
シ

リ

そ
れ
じ

あ
任
せ
た

と
り
あ
え
ず
ど
う
や

て
動
く

時
間
も
無
い
だ
ろ
う
し

ぱ
ぱ

と
相
談
し
ま
し

う

 
そ
し
て
四
人
の
話
し
合
い
は
す
ぐ
に
終
わ
り

 
シ

リ

は
Ａ
Ｓ
５
０
を
持
ち

そ
の
ま
ま
ど
こ
か
へ
と

を
消
し
た

さ
て

私
達
は
ニ

ン

で
待
機
か
な

こ
う
な
る

て
分
か

て
た
ら

ブ
ラ

ク
に
乗

て
き
た
の
に

ま
あ
そ
う
い
う
事
も
あ
る
よ

と
り
あ
え
ず
手
持
ち
で
何
と
か
し
な
い
と

 
今
回
四
人
は
こ
こ
ま
で
ニ

ン

に
乗

て
き
て
い
た

 
ピ
ト
フ

イ
の
言
う
通
り

ブ
ラ

ク
に
乗

て
き
て
も
良
か

た
の
だ
が

 
ブ
ラ

ク
は
基
本

シ

ナ
が
乗
る
と
い
う
イ
メ

ジ
が
あ

た

 
無
意
識
に
遠

し
た
結
果

ニ

ン

が
選
ば
れ
る
事
に
な

の
で
あ
る

 
で
は
何
故
ホ
ワ
イ
ト
で
は
な
い
の
か
と
い
う
と

 

純
に
こ
ち
ら
の
方
が

か
ら
出
し
や
す
か

た
か
ら
で
あ
る
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一
方
ゴ
エ
テ

ア
の
面
々
も

こ
の

況
に
若

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た

魔
だ
な
あ
い
つ
ら

対
象
の
デ

タ
が
あ
り
ま
し
た

だ
そ
う
で
す

リ

ダ

の
エ
ル
ビ
ン
を
確
認

装
備
だ
け
は
立

な
あ
い
つ
ら
か

ま
あ
雑

だ
な

ボ
ス

ど
う
す
る

仕
方
な
い

回
す
る
か

今
日
の
目
標
は
あ
い
つ
ら
じ

な
い
し
な

と
い
う
か
ボ
ス

あ
い
つ
ら
も
目
標
を
狙

て
る
ん
じ

な
い
か

多
分
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
が

だ
か
ら
と
い

て
助
け
て
や
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う

 
ま
あ
そ
れ
で
や
ら
れ
る
よ
う
な
ら

そ
も
そ
も
今
回
の
目
標
に
は
不

格
だ

た

て
事
だ

は
は

違
い
ね
え

ど
ち
ら
に
し
ろ

い
い
訓
練
が
出
来
る
事
を

る

 
こ
こ
ま
で
の
会
話
は
も
ち
ろ
ん
英
語
で
行
わ
れ
て
い
る

 
街
に

ま
せ
て
い
る
協
力
者
か
ら
連

が
来
た
の
は
ピ
ト
フ

イ
達
が
出
発
し
て
す
ぐ
の
事
で

あ
り

 
こ
の
会
話
か
ら
エ
ル
ビ
ン
達
が
動
い
た
情
報
は
ゴ
エ
テ

ア
に
上
が

て
き
て
い
な
か
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た
の
が
分
か
る

よ
し

そ
れ
じ

あ
お
前
ら

作
戦
開
始
だ

 
そ
し
て
ボ
ス
と
呼
ば
れ
た
男
が
そ
う
指

を
出
し
ゴ
エ
テ

ア
の
メ
ン
バ

達
は
動
き
出
し

た 
そ
の
動
き
は
い
か
に
も
プ
ロ

く

整
然
と
し
た
も
の
で
あ

た

移
動
先
で
し
ば
ら
く
待
機
だ
戦
闘
が

こ

た
ら
し
ば
ら
く
静
観
後
に
残

た
方
を
殲
滅

し
て
帰
還
す
る

了
解

さ
て

ど

ち
が

 
残
る
か
な

と
言
い
か
け
た
そ
の
男
の

が
い
き
な
り

け
た

 
そ
れ
を
受
け

ゴ
エ
テ

ア
の
メ
ン
バ

達
は

言
葉
を
発
す
る
事
な
く
そ
の
場
に
伏
せ
る

 
こ
の

り

戦
闘
に
対
す
る

練
度
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
見
事
な
行
動
で
あ
る

ボ
ス

今
の
は

対
物
ラ
イ
フ
ル
だ
な

狙
撃
が
来
た
の
は

の
い
る
方
向
か
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あ
い
つ
ら

こ

ち
を
見
て
ま
す
ね

も
う
間
違
い
な
い
か
と

 
正
確
に
は
エ
ル
ビ
ン
達
は
ゴ
エ
テ

ア
側
と
Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
側
両
方
を
驚
い
た
表
情
で
見
て
い

た
の
だ
が

 
ゴ
エ
テ

ア
の

置
か
ら
は

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
は
分
か
ら
な
か

た
よ
う
だ

ま
さ
か

が
対
物
ラ
イ
フ
ル
を
所
持
し
て
い
る
と
は

 
も

と
情
報
収
集
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
し
た

す
み
ま
せ
ん
ボ
ス

 
そ
し
て
次
の
こ
の
謝
罪
は
彼
に
非
が
あ
る

で
は
な
い

 
シ

リ

は
基
本

オ

プ
ン
な
場
で
Ａ
Ｓ
５
０
を
ほ
ぼ
使
用
し
て
お
ら
ず

 
そ
の
情
報
は
一

に
は
ほ
と
ん
ど
知
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る

く
そ

こ

ち
に
気
付
い
て

よ
り

だ
と
判
断
し
た
の
か

ど
ち
ら
に
せ
よ

敵
対
行
動
を
と

て
き
た
の
は
明
ら
か
で
す

ボ
ス

ど
う
し
ま
す

対
象
に
気
付
か
れ
ち
ま
う
が
仕
方
な
い

や
る
ぞ
お
前
ら

了
解

 
と
に
も
か
く
に
も
ゴ
エ
テ

ア
の
メ
ン
バ

達
は

な
表
情
を
見
せ
戦
闘
体
制
に
入

た
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と
中
級
ス
コ

ド
ロ
ン
の
連
合
軍
に
と

て
は

不
幸
の
始
ま
り
で
あ
る

  
シ

リ

は
レ
ン
に
ピ
ン
ク
色
の
装
備
を

り
四
人
で
話
し
合

た
通
り

独
で

移
動
し
て
い
た

 
目
指
す
は

達
を
側
面
か
ら
狙
撃
出
来
る

置
で
あ
る

こ
の

り
か
な

 
シ

リ

は
目
指
す

置
に
た
ど
り
着
く
と

地
面
に

そ
べ

て
狙
撃
体
制
を
取
り

 

越
し
に

そ
の
向
こ
う
を
観
察
し
続
け
た

 
そ
し
て
ス
コ

プ
内
に

ゴ
エ
テ

ア
の
誰
か
の

が
映

た

間
に

 
シ

リ

は

静
に
Ａ
Ｓ
５
０
の
引
き
金
を
引
き

そ
れ
で
対
象
を
即
死
さ
せ
た

 
そ
の

は

の
メ
ン
バ

達
の
間
を

う
よ
う
に
飛
ん
だ

 
ゴ
エ
テ

ア
か
ら
見
る
と

間
違
い
な
く

か
ら
攻
撃
が
飛
ん
で
き
た
よ
う
に
見
え
た

事
だ
ろ
う

よ
し

 
シ

リ

は
そ
の
ま
ま
ス
コ

プ
の

点
を
手
前
に
動
か
し

達
が
混
乱
し
て
い
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る
の
を
見
て

 
今
な
ら
い
け
る
と
思
い

立
ち
上
が

て
全
力
で
仲
間
達
の
所
へ
帰
還
し
た

シ

リ

こ

ち
こ

ち

さ

す
が
シ

リ

も
う
最
高

イ
エ

イ

完

だ

た

ふ
ふ
ん

当
然

 
仲
間
達
に
褒
め
ら
れ

シ

リ

は

高
々
で
そ
う
言

た

 
か
つ
て
の
シ

リ

な
ら
そ
ん
な
態
度
は
と
ら
な
か

た
だ
ろ
う
が

 
今
の
シ

リ

は
他
の
三
人
と
リ
ア
ル
で
交
流
し
た
せ
い
も
あ
り

 
今
は
こ
の
三
人
を
大
切
な
友
達
と
公
言
す
る
ほ
ど
気
を
許
し
て
い
た

お
お

エ
ル
ビ
ン
の
奴

顔
が
恐
怖
に
引
き
つ

て
る
気
が
す
る
わ
ね

あ
れ
は
間
違
い
な
く

シ

ナ
か
シ
ノ
ン
が
こ

ち
に
い
る

て
誤
認
し
た
ね

 
ど
う
や
ら
ピ
ト
フ

イ
の
意
図
は
二
つ
あ

た
よ
う
だ

 
一
つ
は
ゴ
エ
テ

ア
に

達
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
と
誤
認
さ
せ
る
事

 
そ
し
て
も
う
一
つ
は

達
に

こ
ち
ら
に
シ

ナ
か
シ
ノ
ン
が
い
る
と
誤
認
さ
れ
る
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事
で
あ

た

 
そ
の
作
戦
は
ど
う
や
ら
上
手
く
い

た
よ
う
で

ゴ
エ
テ

ア
と

達
は

 
今
ま
さ
に
一
触
即
発
の

態
に
あ
る
よ
う
に
見
え
た

よ

し

そ
れ
じ

あ
高
見
の
見
物
と
い
こ
う
か

こ
れ
で
ゴ
エ
テ

ア

て
の
の
実
力
も
分
か
る
わ
ね

う
ん
う
ん

ゴ
エ
テ

ア

て
の
の
事
を

噂
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
危
険
だ
し
ね

お
手

み
拝
見

ま
あ
で
も

戦
闘
が
終
了
す
る
前
に
は
逃
げ
る
か
ら
ね

 
も
し
敵
の
実
力
が
噂
通
り
だ
と
す
る
と

さ
す
が
に
四
人
だ
け
だ
と
厳
し
い
と
思
う
し

 
そ
れ
で
も
し
う
ち
が
全
滅
で
も
し
ち

た
ら

シ

ナ
が

し
む
と
思
う
か
ら

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
言
葉
に
三
人
は
深
く

い
た

 
シ

ナ
の
名
前
が
出
さ
れ
た
以
上
さ
す
が
に
無
理
に
抗
戦
し
よ
う
と
い
う
者
は
い
な
い
よ
う

だ 
そ
れ
に
加
え
最
も
好
戦
的
と
思
わ
れ
る
ピ
ト
フ

イ
か
ら
出
た
意
見
だ
と
い
う
点
も
大
き
い

あ

攻
撃
が
始
ま

た
ね
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そ
し
て
エ
ル
ビ
ン
達
の
い
る
方
か
ら
銃
声
が

こ
え

に
戦
い
は
開
始
さ
れ
た

  
シ

リ

か
ら
の
狙
撃
が
行
わ
れ
た
直
後

エ
ル
ビ
ン
達
は
混
乱
の

中
に
あ

た

う
わ

く
そ

俺
達
の
接
近
が
バ
レ
て
た
の
か

て
か
今
の

明
ら
か
に
対
物
ラ
イ
フ
ル
だ
よ
な

 

て
事
は
ま
さ
か

シ

ナ
さ
ん
か
シ
ノ
ン
が
敵
に
い
る
ん
じ

な
い
か

 
そ
の
言
葉
に
エ
ル
ビ
ン
達
は
戦

し
た

 
ピ
ト
フ

イ
が
い
る
と
は
い
え
Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
の
活
動
は
公
式
の

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の

活
動
で
は
無
い

 
こ
う
し
て
今
日

エ
ル
ビ
ン
と
中
堅
ス
コ

ド
ロ
ン
が
出
張

て
き
て
い
る

で

 
シ
ノ
ン
は
と
も
か
く
も
し
シ

ナ
が
敵
に
い
た
場
合
そ
の
意
味
合
い
が
全
く
変
わ

て
き
て

し
ま
う

 
さ
す
が
の
彼
ら
も
公
に

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
に

を

る
気
は
一
切
無
か

た
か

ら
だ
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そ
ん
な
背
景
が
あ
る
せ
い
で
彼
ら
が
シ

ナ
だ
け
を
さ
ん
付
け
し
て
呼
ん
で
い
る
所
が
ま
た

面
白
い

お

お
い

ど
う
す
る

で
も
お
か
し
く
な
い
か

 
そ
の
時
メ
ン
バ

の
一
人
が
そ
ん
な
声
を
上
げ
た

何
が
だ

い
や

シ

ナ
さ
ん
や
シ
ノ
ン
が
も
し
攻
撃
し
て
き
た
ん
だ
と
し
た
ら

 
そ
も
そ
も
攻
撃
が
外
れ
る

無
く
な
い
か

絶
対
に
俺
達
の
誰
か
は
死
ん
で
る
だ
ろ

た

確
か
に

て
事
は

狙
い
は
別

の
飛
ん
で

た
方
向
に
何
か

 
そ
の
意
見
を
受
け
エ
ル
ビ
ン
達
は

の
飛
ん
で
い

た
方
向
要
す
る
に
ゴ
エ
テ

ア
の
い

る
方
を
見
た

 
ゴ
エ
テ

ア
が
エ
ル
ビ
ン
達
に
注
目
し
た
の
も
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り

 
こ
う
し
て
ゴ
エ
テ

ア
と

連
合
軍
は

お

い
の
存
在
を
敵
と
し
て
認
識
す
る
事
に
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な

た
な

何
だ
あ
い
つ
ら

お
い

あ
れ

ゴ
エ
テ

ア
じ

な
い
か

そ
う
だ
そ
う
だ

あ
の
特
徴
的
な
仮
面

間
違
い
な
い

や
ば
い

背
後
を
突
か
れ
る
ぞ

迎
え
撃
て

 
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば

こ
の
ま
ま
シ

ナ
に
突
撃
す
る
よ
り
は

 
ゴ
エ
テ

ア
を
相
手
に
す
る
方
が
は
る
か
に
気
が
楽
な
よ
う
で
あ
る

 
こ
う
し
て
戦
い
が
始
ま
り

Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
は
そ
の
様
子
を

 
高
笑
い
し
な
が
ら
高
見
の
見
物
す
る
事
と
な

た
の
で
あ
る
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第
１
１
８
８
話
 
義
理
堅
い
こ

た

い
や

ね

ち

と
待

て
ち

と
待

て

こ
れ

て
ま
ず
く
な
い

 
戦

し
た
顔
で
レ
ン
が
そ
う

い
た

ち

こ
れ
は
あ
り
え
な
く
な
い

シ

ナ
さ
ん
な
ら
い
け
そ
う
だ
け
ど

そ
れ

て
つ
ま
り

相
手
が
シ

ナ
ク
ラ
ス
だ

て
事

そ
こ
ま
で
は
言
わ
な
い
け
ど

で
も
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず

 
観
戦
開
始
か
ら
五
分
が
過
ぎ

三
十
人
か
ら
い
た

と
そ
の
仲
間
達
は

 
今
や
一

に
ま
で

ら
さ
れ
て
い
た

と
に
か
く
射
撃
の
正
確
さ
と
動
き
の

練
度
が
違
い
過

ぎ
る

 
こ
の
ま
ま
だ
と
ほ
と
ん
ど
疲

し
な
い
ま
ま

戦
闘
が
終
わ

て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
た

ピ
ト
さ
ん

ど
う
す
る

即
時

退

や
る
に
し
ろ
や
ら
な
い
に
し
ろ

こ
の
戦
場
は
ま
ず
い
わ

 

の
差
が
そ
の
ま
ま
こ

ち
の
不
利
に
な

ち

う
か
ら
ね
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こ
こ
は
砂
漠
地

と
い
う
事
も
あ
り

基
本

物
の
無
い
戦
場
と
言
え
る

 
あ
る
の
は
今
ピ
ト
フ

イ
達
が
い
る

小
さ
な

戦

ら
し
き
も
の
の
残

と

 

達
が
い
る
小
屋
の
残

く
ら
い
な
も
の
だ

 
後
は
ゴ
エ
テ

ア
が
い
る
付
近
に
砂
の

に
よ
る
多
少
の
ア

プ
ダ
ウ
ン
は
あ
る
が
そ
の
く

ら
い
で
あ
る

了
解

ど
こ
に
向
か
う

近
く
に

に
な

た
街
が
あ

た
は
ず
よ

そ
こ
に
向
か
う
わ

ゴ
エ
テ

ア

追
い
か
け
て
く
る
か
な

ど
う
だ
ろ
う

五
分
五
分
ね

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
ニ

ン

に
飛
び
乗
り

一
目
散
に
逃
走
を
開
始
し
た

 
目
的
の
街
は

こ
こ
か
ら

で
三
十
分
ほ
ど
の

離
に
あ
る
が

 
少
な
く
と
も
こ
の
場
所
よ
り
は
多
少
プ
レ
イ
ヤ

が

点
と
し
て
い
る
唯
一
の
街
の
近
く
に

あ
り

 
薄
塩
た
ら
こ
が
援
軍
に
来
て
く
れ
る
ま
で
の
時
間
を
若

す
る
事
が
可
能
で
あ
る



 第１１８８話 義理堅いこった

シ

リ

相
手
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で

何
か
あ

た
ら
教
え
て

オ

ケ

て

ま
ず
い

も
う
戦
闘
が
終
わ

た
み
た
い

追
い
か
け
て
く
る

で
も
足
は
あ
る
の
か
な

あ
 
そ
の
時
シ

リ

が
小
さ
な
叫
び
声
を
上
げ
た

 
三
人
は
そ
の
叫
び
に

な
も
の
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

一
部
の
メ
ン
バ

が
先
行
し
て

を
取
り
に
行

て
た
み
た
い

 

達
が
残
し
た
戦
利
品
に
は
目
も
く
れ
ず

も
う
移
動
準
備
を
始
め
て
る

 
こ
れ
は
絶
対
こ
の
ま
ま
う
ち
を
追
い
か
け
て
く
る
わ
ね

敵
の
被
害
は

さ
す
が
に
無

と
は
い
か
な
か

た
み
た
い
だ
け
ど

多
分
二

三
人
し
か

て
な
い

ほ
と
ん
ど
被
害
無
し
か

キ
ル
レ
シ
オ

十
倍
か
よ

レ
ン
ち

ん

た
ら
お
に
移
動
先
を
連

し
て

み
ん
な

街
ま
で
思
い

き
り
飛
ば
す
わ
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よ 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は
思
い

き
り
ア
ク
セ
ル
を

み
込
ん
だ

 
そ
れ
に
よ
り

ニ

ン

の
エ
ン
ジ
ン
が
咆
哮
を
上
げ

体
が
急
加
速
す
る

来
た

大
丈
夫

暇
だ

た
か
ら
仕

け
は
し
て
お
い
た

 
そ
の
時
フ
カ
次
郎
が
不
敵
な
顔
で
そ
う
言
い
直
後
に
ゴ
エ
テ

ア
の
操
る

の
前
で
爆
発
が

こ

た

よ

し

 
ゴ
エ
テ

ア
は
そ
れ
で
一

動
き
を
止
め

フ
カ
次
郎
は

を
叫
ん
だ

フ
カ

何
を
し
た
の

あ
あ

地

を

め
と
い
た
ん
だ
よ

時
限
式
の
な

 
急
い
で
た
か
ら
一
発
だ
け
だ
け
ど

こ
れ
で
相
手
は

し
て

安
易
に
前
進
は
出
来
な
く

な

た
だ
ろ

お
お

や
る
ね

フ
カ
ち

ん

あ
た
ぼ
う
よ

私
は
キ
レ
と
コ
ク
の
女
だ
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ご
め
ん

何
言

て
る
の
か
分
か
ら
な
い

と
に
か
く
ち

と
し
た
足
止
め
に
は
な
る
だ
ろ
う
か
ら

今
の
う
ち
に
と
ん
ず
ら
だ

オ

ケ

行
く
わ
よ

 
そ
の
フ
カ
次
郎
の
機
転
に
よ
り

Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
は
十
分
な
逃
走
の
時
間
を

ぐ
事
が
出
来
た
が

 
ゴ
エ
テ

ア
は
多
少
時
間
を
ロ
ス
し
た
が
そ
の
ま
ま
回
り
込
ん
で
全
力
で
ニ

ン

を
追
い

か
け
始
め
た

戦
場
を
回
り
こ
ん
で
追
い
か
け
て
き
た
ね

ゴ
エ
テ

ア

う
え

対
応

え
な

で
も
多
分
三
分
く
ら
い
は

げ
た
と
思
う

上

上

レ
ン
ち

ん

た
ら
お
は

の
街
に
向
け
て
移
動
中
み
た
い

何
か

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
も
一

に
来
て
く
れ
た

て

へ

ど
ん
な
風
の

き
回
し
か
し
ら
ね

 
そ
の
ま
ま
か
な
り

離
を
開
け
た

態
で
追
い
か
け

こ
を
続
き

 
Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
は
無
事
に

の
街
へ
と
到
着
す
る
事
が
出
来
た

こ
こ
に
は
何
度
か
来
た
事
が
あ
る
わ

と
り
あ
え
ず
こ

ち
へ
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そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
が
向
か

た
の
は

か
つ
て
の

察

で
あ

た

こ
こ
な
ら
防
衛
戦
を
や
る
に
も
ゲ
リ
ラ
戦
を
や
る
に
も
向
い
て
る
と
思
う
の
よ
ね

こ
こ

て

察

へ

出
動
用
の
専
用
口
も
あ
る
の
か

こ
こ
な
ら
あ
の

相
手
で
も
結

や
れ
そ
う
だ
ね

結

高
さ
も
あ
る
ね

あ
そ
こ
か
ら
狙
撃
出
来
そ
う

よ
し

こ
こ
で
敵
を
迎
え
撃
つ
よ

お

 
時
間
が
無
い
の
に
や
る
事
は
山
ほ
ど
あ
る

ト
ラ

プ
の
設
置

迎
え
撃
つ
場
所
の
選
定

 
狙
撃
場
所
の
確
保
な
ど

四
人
は
め
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
い
る

 
そ
し
て
あ
る

度
の
準
備
が
終
わ

た
後

に
ゴ
エ
テ

ア
の
面
々
が
街
へ
と
到
着
し
た

来
た
ね

私
達
が
こ
こ
に
い
る
事
は
知
ら
な
い
は
ず

ま
だ
時
間
は
あ
る

 
そ
の
言
葉
通
り

ゴ
エ
テ

ア
は

囲
に
気
を
配
り
な
が
ら

 
ゆ

く
り
と
こ
ち
ら
の

を
探
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

こ
の
ま
ま
な
ら
最
初
の
一
撃
は
く
ら
わ
せ
ら
れ
そ
う
だ
け
ど
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そ
れ
で
こ

ち
の
居
場
所
が
バ
レ
る
と
考
え
る
と

し

し
だ
な

て
事
は
最
初
は
奇
襲
で
面
攻
撃
出
来
れ
ば
最
高

う

ん

で
も
相
手
を
そ
れ
を
見
越
し
て
散

て
る
み
た
い
だ
し
ね

 
さ
す
が
は
ゴ
エ
テ

ア

奇
襲
を
受
け
る
事
を
覚
悟
で
メ
ン
バ

を
散
ら
し

 
定
時
連

を
行
わ
せ
る
事
で

Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
が
ど
こ
に
い
る
か

見

め
る
つ
も
り
の
よ
う
だ

ど
う
す
る

そ
う
ね

出
来
れ
ば
最
初
に
向
こ
う
の
リ

ダ

を
倒
せ
れ
ば
最
高
な
ん
だ
け
ど

ち

と
判
断
出
来
な
い
ね

見
た
目
も
一

だ
し
ね

 
ど
こ
か
に
連

を
入
れ
て
い
る
風
な
者
は
い
る
が
そ
れ
が
リ

ダ

だ
と
い
う
確
信
は
持
て

な
い

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
包
囲
の

は

ま
り
敵
は
ど
ん
ど
ん

察

へ
と
近
付
い
て
く
る

よ
し

そ
れ
じ

あ
こ
う
し
ま
し

う

初
手
は
シ

リ

の
狙
撃

 
同
時
に
フ
カ
ち

ん
は

当
に
敵
目

け
て
グ
レ
ネ

ド
を
降
ら
せ
て

 
そ
れ
で
多
分

何
人
か
敵
を
倒
せ
る
は
ず
よ
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オ

ケ

必
ず
仕

め
て
み
せ
る
わ

よ

し

こ
こ
ま
で

を

存
し
て
き
た
か
ら

太
と

子
が
う
ず
う
ず
し
て
や
が
る

 
二
人
が
そ
う
言

て
配
置
に
着
こ
う
と
し
た
時

遠
く
に
何
か

土

が
見
え
た

おあ
れ

て

色
が
ノ

マ
ル
だ
し

街
で
貸
し
出
し
て
る
ハ
ン
ヴ

て
事
は

も
し
か
し
て
た
ら
お
が
来
た

待

て

今
見
て
み
る

 
そ
う
言

て

を

き
こ
ん
だ
フ
カ
次
郎
は

お
か
し
な
声
を
上
げ
た

う
ひ

え

何

ど
う
し
た
の

ビ

ビ

ビ

だ

あ
れ

え

ビ

ビ

一

に

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
連
中
も
い
る

て
事
は
ビ

ビ

が
私
の
援
軍

一
体
ど
う
な

て
る
ん
だ



 第１１８８話 義理堅いこった

 
フ
カ
次
郎
は
混
乱
し
た
が

他
の
者
達
は
さ
ほ
ど
疑
問
に
思
わ
な
か

た

 
そ
も
そ
も
ビ

ビ

と
フ
カ
次
郎
の
遺

は

に
無
く
な

て
お
り

 
フ
カ
次
郎
は
と
も
か
く
ビ

ビ

の
方
は
フ
カ
次
郎
を
そ
れ
ほ
ど
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
な
い
か
ら
だ

 
で
あ
れ
ば

ビ

ビ

だ

た
ら
お
そ
ら
く

薄
塩
た
ら
こ
に
報

を

さ
れ
れ
ば

 
フ
カ
次
郎
の
事
は
関
係
な
く

援
軍
と
し
て
動
く
可
能
性
は
当
然
あ
る
だ
ろ
う

と
い
う
か

た
ら
お
は

う

ん

は
見
え
な
い
か
な

ま
さ
か
敵
前
逃

い
や

そ
れ
は
無
い
ん
じ

な
い
か
な

て
事
は

中
で

を
降
り
た
の
か
し
ら

何
の

に

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
陰
か
ら
こ

ち
の
サ
ポ

ト
を

い
や

ま
あ
も
う
着
い
て
る
け
ど
な

う
わ
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た

た
ら
お

 
そ
こ
に
い
き
な
り
そ
ん
な
声
が
か
か
り

薄
塩
た
ら
こ
が

察

内
に

を
現
し
た

ど

ど
う
や

て
こ
こ
に

居
場
所
も
ト
ラ

プ
の
場
所
も

い
て
た
し
な

め
に

を
降
り
て
走

て
普
通
に
歩
い

て
き
た
ぞ

お
お

た
ら
お

や
る
じ

ん

ま
あ
海
外
勢
に
好
き
勝
手
は
さ
せ
ら
れ
な
い
か
ら
な

友
達
の

で
も
あ
る
し

 
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う
言

て
ニ
ヒ
ル
に
微
笑
ん
だ

そ
れ
じ

あ
ビ

ビ

達
は
一
体
何
を

陽
動
だ
な

敵
を
見

け
次
第

マ
シ
ン
ガ
ン
を
ぶ

放
す
つ
も
り
ら
し
い

お

そ
れ
じ

あ
や

ぱ
り
ビ

ビ

は
援
軍
な
ん
だ

だ
な

お
い
フ
カ

ビ

ビ

か
ら
伝
言
だ

 
い
つ
か
の
約
束
は
こ
こ
で
果
た
す
か
ら

こ
れ
で
貸
し

り
無
し
だ

て
よ

約
束
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ど
う
や
ら
す

か
り
忘
れ
て
い
た
ら
し
く

 
そ
れ
で
フ
カ
次
郎
は

か
つ
て
ビ

ビ

と
交
わ
し
た
約
束
に
つ
い
て
思
い
出
し
た

こ
の

り
の
代
償
と
し
て

今
後
一
度
だ
け

あ
ん
た
個
人
に
味
方
し
て
あ
げ
る
事
に
す
る

 
そ
れ
は
か
つ
て

ア
ス
カ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
猫
が
原
で
交
わ
さ
れ
た
約
束
で
あ

た

何
だ
よ
あ
い
つ

私
は
も
う
忘
れ
て
た

て
の
に

義
理
堅
い
こ

た
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
フ
カ
次
郎
は

誰
に
も
顔
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
顔
を
背
け
て
い
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
一
丁
や

て
や
ろ
う

 
直
後
に
フ
カ
次
郎
は

目
元
を
ぐ
い

と
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
そ
う
言
い

 
仲
間
達
は
口
々
に

や

て
や
ろ
う

な
ど
と
声
を
上
げ
た

そ
れ
じ

あ
戦
闘
を
開
始
し
ま
し

う
か

お
う

 
こ
う
し
て
倍
近
い
戦
力
差
は
あ
る
が

Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
達
と
ゴ
エ
テ

ア
の
戦
い
が
開
始
さ
れ
た
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第
１
１
８
９
話
 
ビ

ビ

の
誤
算

 
ピ
ト
フ

イ
が
戦
闘
開
始
を
宣
言
し
た
直
後
遠
く
か
ら
マ
シ
ン
ガ
ン
の
連
射
音
が

こ
え
て

き
た始

ま

た

ど
こ
だ

あ

あ
そ
こ

 
レ
ン
が
指
差
す
方
向
の
路
地
の
奥
を

ビ

ビ

達
の
乗
る
ハ
ン
ヴ

が
横
切

た

 
狂

た
よ
う
に
マ
シ
ン
ガ
ン
を
連
射
す
る

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の

も
見
え
る

お
お

や

て
る
や

て
る

こ
れ
で
ち

と
で
も

を

ら
せ
れ
ば

 
だ
が
ビ

ビ

達
の

が
消
え
た
直
後
に
爆
発
音
が

こ
え

一
同
は
背
筋
を
寒
く
し
た

え

何

あ
そ
こ

煙
が
上
が

て
る
け
ど

あ
れ

て
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ビ

ビ

達
が
今
ま
さ
に
い
る
場
所
だ
よ
ね

ま
さ
か

そ
の
ま
さ
か
だ

シ
ノ
ハ
ラ
達
は

あ

さ
り
と
や
ら
れ
ち
ま

た
ら
し
い

 
薄
塩
た
ら
こ
が
通
信
機
を

に
し
な
が
ら
横
か
ら
そ
う
言
い

一
同
は
愕
然
と
し
た

う一
体
何
が

ビ

ビ

が
言
う
に
は
敵
を
一
人
倒
し
た
直
後
に
い
き
な
り

の
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
て

 

止
さ
せ
ら
れ
た
直
後
に

ビ
ル
の
上
か
ら
手

を
投
げ
込
ま
れ
た
ら
し
い

 

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
連
中
は

そ
れ
で
も
マ
シ
ン
ガ
ン
を
撃
ち
続
け
て
い
た

に
全
員
死

 
も

と
も
そ
れ
で
敵
を
ま
た
一
人
倒
し
た
ら
し
い
か
ら
こ
れ
で
敵
の

は
十
五
人
く
ら
い
ま

で

た
は
ず
だ

ビ

ビ

ビ

は
ど
う
な

た
の

ビ

ビ

は
さ
す
が
と
い
う
か

が
ス
ピ
ン
し
た

間
に
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
飛
び
出
し
て
離

脱
し
た
ら
し
く

 
今
は
近
く
の
ビ
ル
に

伏
し
て
移
動
の
機
会
を
探

て
る
み
た
い
だ
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お
お

さ
す
が
は
ビ

ビ

私
の
ラ
イ
バ
ル
だ
け
の
事
は
あ
る
な

あ

ち
は
そ
う
思

て
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
ど
ね

 
レ
ン
は
ぼ
そ

と
そ
う

い
た
が

幸
い
そ
の
言
葉
は
フ
カ
次
郎
に
は

い
て
い
な
か

た

し
か
し
戦
闘
が
手

れ
て
る
わ
ね

プ
ロ
か
し
ら

ど
う
か
な

ま
あ
十
中
八
九
そ
う
だ
ろ
う
が

そ
れ
で
も
や
る
し
か
な
い
わ
ね

あ
あ

そ
の
通
り
だ

 
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う
言

て
銃
を

え

 
ピ
ト
フ

イ
は
先
に
狙
撃

置
に
移
動
し
て
い
た
シ

リ

に
連

を
入
れ
た

シ

リ

そ
れ
じ

あ
お
願
い

了
解

フ
カ
次
郎
と
通
信
し

ぱ
な
し
に
す
る
か
ら

フ
カ

私
に
合
わ
せ
て
ね

お
う
よ

任
せ
と
け
い

 
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
シ

リ

は
無
言
で
あ
り

張
の
時
間
が
続
い
た

 
そ
し
て

分
後

シ

リ

が
ぼ
そ

と
こ
う
言

た



 第１１８９話 ビービーの誤算

来
た

撃
つ
わ

了
解

こ

ち
も
二
人
組
を
マ

ク
中

い
つ
で
も
オ

ケ

だ

フ

イ
ア

 
シ

リ

か
ら
直
ぐ
に
そ
う
宣
言
が
あ
り
上
の

か
ら
大
き
な
発
射
音
が

こ
え
て
き
た

 
同
時
に
フ
カ
次
郎
も
以
前

特
訓
し
た
通
り
正
確
に
敵
の

上
目

け
て
グ
レ
ネ

ド
を

発
射
す
る

ヒ

ト

こ

ち
も
ヒ

ト
だ

 
こ
の
先
制
で

三
人
の
敵
を

る
事
に
成
功
は
し
た
が

 
当
然
敵
は
こ
ち
ら
の
居
場
所
を
正
確
に

し
た
よ
う
で

察

を
包
囲
す
る
よ
う
に

離

を
詰
め
て
き
た

た
ら
お

レ
ン
ち

ん

下
で
迎
え
撃
つ
わ
よ

了
解

う
ん

行
こ
う
ピ
ト
さ
ん

私
は
引
き
続
き

こ
こ
か
ら
狙
撃
す
る



 第九章 オーディナル・スケール編

私
は
銃
を
持
ち

え
て
下
に
行
く
わ

 
こ
う
し
て
五
人
は

し
く
動
き
始
め
た

 
一
方
ゴ
エ
テ

ア
側
は
全
く
動

す
る
事
な
く

察

の
包
囲
を
今
ま
さ
に
終
え
た
所
で

あ

た
こ
こ
ま
で
や
ら
れ
た
の
は
八
人
か

敵
も
中
々
や
る

死
ん
だ
連
中
に
は
い
い
教
訓
に
な

た
で
し

う

ま
あ
そ
う
だ
な

よ
し

敵
の
強
さ
も

し
分
な
い

訓
練
開
始
と
い
こ
う

う

す

 
ゴ
エ
テ

ア
の
リ

ダ

は
そ
う
宣
言
し

地
図
を
見
な
が
ら
指

を
出
し
始
め
た

ア
ル
フ

そ
の
ま
ま
正
面
に
前
進

グ
レ
ネ

ド
の
攻
撃
に

せ
よ

 
ブ
ラ
ボ

は
裏
に
回

て

入
口
を

せ
多
分
敵
が
待
ち

え
て
い
る
と
思
う
か
ら
注
意
な

了
解

 
ゴ
エ
テ

ア
の
元
の
総

は
二
十
一
人
で
あ
り

今
の
生
き
残
り
は
十
三
人
だ

 
そ
の
う
ち
リ

ダ

以
外
の
十
二
人
が
三
チ

ム
に
分
か
れ
て
い
る

こ
ち
ら
ブ
ラ
ボ

裏
口
を
発
見

今
の
と
こ
ろ
敵
影
は
無
し

突
入
を

み
ま
す
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ブ
ラ
ボ
イ

了
解

ア
ル
フ

は
ブ
ラ
ボ

に
合
わ
せ
ろ
そ
れ
で
敵
の
配
置
が
あ
る

度

め
る

了
解

 
ブ
ラ
ボ

チ

ム
の
リ

ダ

は
そ

と
扉
を
開
け
ハ
ン
カ
チ
の
よ
う
な
物
を
そ
の
ス
ペ

ス
に
か
ざ
し
た

ク
リ
ア

突
入
開
始

了
解

ア
ル
フ

も
追

し
ま
す

気
を
付
け
ろ
よ

 
そ
し
て
ブ
ラ
ボ

チ

ム
の
リ

ダ

は
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
仲
間
に
突
入
す
る
よ
う
に
指

を
出
し
た

 
そ
れ
を
受
け
ブ
ラ
ボ

チ

ム
の
一
人
が
中
に
入

た

間
に
奥
か
ら
銃
声
が

こ
え
た

何ブ
ラ
ボ

ど
う
し
た

今
攻
撃
を
受
け
ま
し
た

敵
さ
ん
も
中
々
や
る

い
け
る
か
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問
題
あ
り
ま
せ
ん

銃
声
は
一
つ
で
し
た

い
け
ま
す

了
解

 
Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
側
の
現
在
の
配
置
は

人

が
五
人
し
か
い
な
い
せ
い
で

 
上
に
フ
カ
次
郎
シ

リ

は
裏
口
に
移
動
中
で
あ
り
そ
の
裏
口
は
薄
塩
た
ら
こ
が
一

人
で
守

て
い
た

 
そ
し
て
正
面
で
は

ピ
ト
フ

イ
と
レ
ン
が
待
ち
伏
せ
中
だ

 
こ
の
ク
ラ
ス
が
相
手
だ
と
こ
れ
は
か
な
り
厳
し
い
が

の
問
題
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の

で
仕
方
が
な
い

こ
ち
ら
た
ら
こ

一
人
は
倒
し
た
が

後
続
の
三
人
に
は
中
に
入
ら
れ
た

 
何
と
か
や

て
み
る
が

ど
れ
く
ら
い
も
つ
か
は
分
か
ら
な
い
な

と
に
か
く
生
存
を
優
先
し
て

今
シ

リ

が
そ

ち
に
向
か

て
る
か
ら

お
う

ま
あ
や

て
み
る

ち
な
み
に
こ

ち
の
敵
は
四
人
ら
し
い

オ

バ

了
解

こ

ち
も
四
人
よ

て
事
は

も
う
一
チ

ム
が
ど
こ
か
に
い
る
か

フ
カ
ち

ん
に

全
包
囲
を
見
張

て
も
ら
う
し
か
な
い
わ
ね
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だ
な

そ
れ
じ

あ
健
闘
を

る

 
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
う
返
事
を
し
な
が
ら

下
に
向
け
て
射
撃
を
開
始
し
た

し
か
し

今
ま
で
や

て
き
た
事
は
何
だ

た
ん
だ

て
く
ら
い

敵
が
優

だ
と
厄
介
だ

な 
薄
塩
た
ら
こ
は
敵
を
上
に
来
さ
せ
な
い
よ
う
に
け
ん
制
し
な
が
ら

 
シ

ナ
達
を
相
手
に
し
て
き
た
敵
も
今
ま
で
こ
ん
な
気
持
ち
だ

た
ん
だ
ろ
う
な
と
苦
笑
し

た 
レ
ン
ち

ん

来
る
よ

う
ん

 
一
方
正
面
で
も

戦
闘
が
開
始
さ
れ
て
い
た

 
こ
ち
ら
は
味
方
が
二
人
い
る
せ
い
で
裏
口
よ
り
は
多
少
楽
に
戦
闘
が
進
め
ら
れ
て
は
い
る
が

 
残
念
な
事
に
敵
を
倒
す
事
は
出
来
て
お
ら
ず

を

ん
で
上
下
で
の
撃
ち
合
い
が
行
わ
れ

て
い
た

こ
れ
は
膠
着
す
る
わ
ね
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も
つ
か
な

相
手
が
先
に

切
れ
に
な
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
わ
ね

も
う
一
チ

ム
は
ど
こ
だ
ろ
う
ね

フ
カ
ち

ん
が
見
付
け
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

 
こ
の

物
は

上
の

に
上
が
る
手

が

し
か
な
い

 
今
の
と
こ
ろ

Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
は
小
人

で

何
と
か
防
衛
す
る
事
に
成
功
し
て
い
た

 
だ
が
敵
の
も
う
一
チ

ム
が
動
け
ば

そ
れ
も
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い

 
そ
う
こ
う
し
て
る
間
に
フ
カ
次
郎
に

ビ

ビ

か
ら
通
信
が
入

た

こ
ち
ら
ビ

ビ

敵
の
リ

ダ

ら
し
き
人
物
を
発
見

離
狙
撃
を

み
る
わ

ビ

ビ

私
な
ん
か
の
た
め
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

別
に
い
い
わ
よ

こ
れ
で

り
貸
し
は
無
し
ね

分
か

て
る

て

で
も
ビ

ビ

 
ま
だ
敵
の
一
チ

ム
が
ど
こ
に

ん
で
い
る
か
見
付
け
ら
れ
て
な
い
か
ら
く
れ
ぐ
れ
も
気
を

付
け
て
ね

え
え

気
を
付
け
る
わ
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そ
の
ま
ま
ビ

ビ

は

じ
り
じ
り
と
敵
の
リ

ダ

と
の

離
を
詰
め
て
い
く

 
幸
い
敵
の
リ

ダ

は
ま
だ
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
で

 
ビ

ビ

は
問
題
な
く
狙
撃
可
能
な

置
へ
と
た
ど
り
着
く
事
が
出
来
た

狙
撃
は
そ
れ
ほ
ど
得
意
じ

な
い
ん
だ
け
ど

こ
の

離
な
ら

 
そ
う

い
て

ビ

ビ

が
ス
コ

プ
を

い
た

間
に

 
ど
こ
か
ら
か
通
信
を
受
け
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
て
い
た
敵
の
リ

ダ

が
い
き
な
り
こ
ち

ら
を
向
き

 
ニ
ヤ
リ
と
笑
い

け
て
き
た

な
 
次
の

間
に
ビ

ビ

は

を
撃
ち
抜
か
れ
た

そ
こ
か
ら

れ
て
銃
声
が
や

て
く
る

ビ

ビ

 
ビ

ビ

が
今
い
る

置
は
フ
カ
次
郎
か
ら
は
見
え
な
い

 
思
わ
ぬ
銃
声
を

き

フ
カ
次
郎
が
ビ

ビ

に
心
配
す
る
よ
う
な
声
を

け
て
く
る

 
ビ

ビ

は
自
分
が
死
ん
だ
事
を
理
解
し
つ
つ

静
に

囲
を
見

し
た

 
同
時
に
ビ

ビ

は
何
か
を
そ
の
場
に
置
い
た
が

そ
の
事
に
は
誰
も
気
付
か
な
い
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ご
め
ん

ど
こ
か
か
ら
狙
撃
さ
れ
た
わ

遠
く

高
い
所
か
ら

 
ビ

ビ

は
射

と
音
の

れ
か
ら
そ
う
判
断
し
最
後
の
力
を

り
絞

て
フ
カ
次
郎
に
そ

う
伝
え
た

な

ビ

ビ

お
い

ビ

ビ

フ
カ

頑
張

て

 
そ
の
ま
ま
ビ

ビ

は
死

し

そ
こ
に
敵
の
リ

ダ

が
近
付
い
て
き
た

お
お
危
な
い
危
な
い
ま
さ
か
さ

き
の
生
き
残
り
が
ま
だ
い
た
と
は
な
全
然
気
付
か
な

か

た

 
こ
れ
は
ま
さ
か
の
日
本
語
で
の
発
言
で
あ
り
ビ

ビ

は
こ
れ
は
自
分
に
向
け
た
言
葉
で
あ

る
と
理
解
し
た

ふ

ん

ビ

ビ

ね

ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
名
前
だ
な

確
か
ス
ク
ワ

ド
・
ジ

ム
だ

た
か

 
そ
し
て
そ
の
リ

ダ

は

ビ

ビ

の
死

マ

カ

を

き
こ
み
な
が
ら
そ
う

い
た

ま
あ
ド
ン
マ
イ

て
奴
だ
な

イ

ツ

シ

タ
イ
ム
だ

 
ゴ
エ
テ

ア
の
リ

ダ

ル
ポ

Ｐ
ｏ

は
そ
う
言

て
立
ち
上
が
る
と
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も
う
興
味
を
失

た
の
か

ビ

ビ

の
マ

カ

に
二
度
と
目
を
や
る
事
は
な
か

た

ま

た
く
い
い
訓
練
に
な
る

ハ
チ
マ
ン
の
ク
ソ
野
郎
の
仲
間
は
そ
れ
な
り
に
い
い

し
て

や
が
る

 
こ
こ
か
ら
は
再
び
英
語
に

り
ビ

ビ

は
ハ
チ
マ
ン
の
部
分
だ
け

き
取
る
事
が
出

来
た
が

 
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
分
か
ら
な
か

た

 
そ
の
ま
ま
ビ

ビ

の
意
識
は
街
へ
と

さ
れ

そ
の
場
か
ら
消
滅
し
た

 
そ
し
て

ル
ポ
は

そ
れ
を
確
認
し
た
後

ど
こ
か
に
い
る
も
う
一
チ

ム
に
問
い
か
け
た

チ

リ

い
け
る
か

問
題
な
い

リ

ダ

敵
の
グ
レ
ネ

ダ

の

は

見
え
だ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
や

ち
ま
え

了
解

 
直
後
に
フ
カ
次
郎
の
い
る
フ
ロ
ア
に
ど
こ
か
か
ら
銃

が
撃
ち
込
ま
れ

 
少
し

れ
て
そ
の
場
に
銃
声
が

い
た
の
だ

た
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第
１
１
９
０
話
 
ゴ
エ
テ

ア
の
リ

ダ

 
フ
カ
次
郎
は
通
信
機
か
ら

こ
え
て
き
た
ビ

ビ

の
言
葉
か
ら
ビ

ビ

が
倒
さ
れ
た

事
を
確
信
し
た

く
そ

マ
ジ
か
よ

あ

さ
り
や
ら
れ
て
る
ん
じ

ね
え
よ

ビ

ビ

 
フ
カ
次
郎
は
そ
う
言

て
そ
の
場
に

た
が

直
後
に
そ
の

上
を

が
通
過
し
た

お
わ

マ
ジ
か

こ
こ
も
危
な
い
な

 
九
死
に
一
生
を
得
た
フ
カ
次
郎
は
そ
う

く
と

仲
間
達
に
こ
の
事
を
伝
え
た

ビ

ビ

が

あ
あ

敵
の
も
う
一
チ

ム
は
狙
撃
部

だ

窓

に
行
く
と
多
分
撃
た
れ
る

く

そ
う
い
う
事
が
無
い
よ
う
に
出
来
る
だ
け
狙
撃
を
受
け
な
い
場
所
を
選
ん
だ
つ
も
り

だ

た
け
ど

 
ど
う
や
ら
敵
の

を
な
め
て
た
み
た
い
ね

 
ピ
ト
フ

イ
は
素
直
に
自
分
の
非
を
認
め
た
が
さ
り
と
て
こ
の
ビ
ル
よ
り
も

件
の
い
い
場

所
は
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こ
の
街
に
は
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
と
い
う
の
が
現

で
あ
る

ま
ず
い
わ
ね

こ
の
ま
ま
だ
と
ジ
リ

に
な
る
か
も

ピ
ト

私
が
狙
撃
し
返
し
て
み
る

 
や
や

気
な
事
を

い
た
ピ
ト
フ

イ
に

シ

リ

が
そ
う
進
言
し
て
き
た

い
け
る
の

分
か
ら
な
い

で
も
や
る
し
か
な
い

そ
う
で
し

 
シ

リ

の
そ
の
言
葉
に

ピ
ト
フ

イ
は
す
ぐ
に
決
断
し
た

た
ら
お

そ
の
場
は
放

三

ま
で
上
が

て

 
私
も
そ

ち
に
向
か
う
か
ら

そ
こ
で
敵
を
迎
撃
し
ま
し

う

 
フ
カ
ち

ん
は
敵
に

を
見
せ
な
い
よ
う
に

グ
レ
ネ

ド
で
敵
の
ボ
ス
を
狙

て
み
て

分
か

た

直
ぐ
に
動
く

ボ
ス
狙
い

上

倒
せ
な
い
ま
で
も

切
れ
ま
で
精
一

撃
ち
ま
く

て
や
る

レ
ン
ち

ん
に
は
別
の
任

を

え
る
わ

き
つ
い
け
ど
何
と
か
や

て
み
て

う

う
ん

 
ど
ん
な
不
利
な

況
で
あ
ろ
う
と
も

こ
の
五
人
が

め
る
事
は
な
い
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一
方

ル
ポ
は

狙
撃

で
あ
る
チ

リ

か
ら
の
連

を
受
け

打
ち
し
て
い
た

ボ
ス

敵
に
攻
撃
を
避
け
ら
れ
た

ア
ン
ラ

キ

だ

お
前
が
外
し
た
な
ら
確
か
に
ア
ン
ラ

キ

な
ん
だ
ろ
う
な

 
ま
あ
気
に
す
る
な
以
後
全
フ
ロ
ア
を
マ

ク
し
て
味
方
が
い
な
い
フ
ロ
ア
で
何
か
動
い
た

ら
即
狙
撃
し
ろ

了
解

本
当
に
す
ま
ね
え
ボ
ス

 
続
け
て
正
面
と
裏
口
か
ら
も
通
信
が
入
る

ボ
ス

敵
か
ら
の
攻
撃
が
止
ん
だ

多
分
上
の

に
退
い
た
ん
だ
と
思
わ
れ
る

こ

ち
も
だ
ボ
ス

こ
の
ま
ま
追
撃
を
開
始
し
て
い
い
か

オ

ケ

と

何
だ

 
仲
間
か
ら
の
連

に
そ
う
返
事
す
る

中
で

ル
ポ
は
先
ほ
ど
狙
撃
に
失
敗
し
た

 
敵
の
一
人
が
い
る
で
あ
ろ
う
フ
ロ
ア
か
ら

何
か
が
飛
び
出
し
て
く
る
の
を
見
た

う
お

グ
レ
ネ

ド
か
よ

チ

リ

敵
の

は
見
え
た
か

目
だ
ボ
ス
ク
レ
イ
ジ

だ
敵
は

を

し
な
が
ら
ボ
ス
目

け
て
攻
撃
し
て
や
が
る
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マ
ジ
か
よ

確
か
フ
カ
次
郎
だ

た
か

と
ん
で
も
ね

な

 

ル
ポ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

回
避
行
動
を
開
始
し
た

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
攻
撃
は
余

で
か
わ
し
た
が

 
直
後
に
自
身
目

け
て
再
び
グ
レ
ネ

ド
が
発
射
さ
れ

ル
ポ
は
驚
愕
す
る
事
と
な

た

お
い
チ

リ

敵
の
グ
レ
ネ

ダ

は

を
見
せ
た
か

い
や

全
く
出
て
こ
ね
え

ク
レ
イ
ジ

だ

あ
の
ガ
キ

れ
た
ま
ま
撃
ち
や
が

た

こ

ち
を
見
て
な
い
だ
と

一
体
ど
う
な

て
や
が
る

分
か
ら
ね
え

ど
う
に
か
し
て
ボ
ス
の

を
観

し
て
る
と
し
か

仕
方
ね
え

俺
は
グ
レ
ネ

ド
じ

狙
え
な
い

置
ま
で
一

下
が
る

 
チ

リ

は
そ
の
ま
ま
監

を
続
け
ろ

オ

ケ

ボ
ス

 
実
は
こ
の
混
乱
に
乗
じ
て
レ
ン
が

気
口
か
ら
こ

そ
り
と
ビ
ル
を
抜
け
出
し
て
い
た
の
だ

が 
ゴ
エ
テ

ア
の
誰
も

そ
の
事
に
気
付
け
な
か

た

 



 第九章 オーディナル・スケール編

ピ
ト
さ
ん

敵
の
リ

ダ

を
下
が
ら
せ
た

 
フ
カ
次
郎
は
得
意
げ
に
ピ
ト
フ

イ
に
そ
う
報
告
を
入
れ
た

あ
ら
フ
カ
ち

ん

凄
い
じ

な
い

マ
ジ
か
よ

ど
う
や

て
や

た
ん
だ

ビ

ビ

の
お
か
げ
か
な

実
は
ビ

ビ

の
奴

 
倒
さ
れ
る

前
に

人
感
セ
ン
サ

付
き
の
レ

ダ

を
そ
の
場
に
置
い
た
ら
し
く

て

 
つ
い
さ

き
そ
の
事
が
書
い
て
あ
る
メ

セ

ジ
が
来
た
ん
だ

ほ
う

さ
す
が
と
い
う
べ
き
な
の
か
し
ら
ね

 
フ
カ
次
郎
は
ビ

ビ

か
ら
教
え
ら
れ
た

に
合
わ
せ
て
敵
の

置
を

し

 
そ
れ
で

ル
ポ
目

け
て
攻
撃
を
仕

け
て
い
た
の
で
あ

た

 
受
信
に
関
し
て
は

通
信
機
に

え
付
き
の
小
型
モ
ニ
タ

を
使

た

 
と
て
も
見
に
く
く
場
所
の
特
定
は
困
難
を

め
た
が

 
フ
カ
次
郎
は
ビ

ビ

の
機
転
を
生
か
す
べ
く

本
気
で
集
中
し

 
見
事
に
そ
れ
を
や
り

げ
て
み
せ
た
の
で
あ
る
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で
も
こ
れ
で

切
れ
だ

こ
れ
で
私
は
役
立
た
ず
だ
か
ら

 
あ
と
は
シ

リ

に

り
た
血
華
で
の
白
兵
戦
く
ら
い
し
か
出
来
ね
え

了
解

と
り
あ
え
ず
そ
の
場
で
待
機
し
て

敵
の
狙
撃
手
の

置
を
探

て
み
て

 
も
し
判
明
し
た
ら

そ
の
ま
ま
レ
ン
ち

ん
に
指

出
し
を
お
願
い

オ

ケ

だ

 
レ
ン
が

察

を
抜
け
出
し
た
の
は

ま
さ
に
こ
の

で
あ

た

 
ピ
ト
フ

イ
は

今
日
は
狩
り
と
い
う
事
も
あ
り

 
い
つ
も
は
大

に
所
持
し
て
い
る
武
器
の

点
で
あ
る

馬
山
に

け

 
そ
の
分
大

の

を
持

て
き
て
い
た

 
そ
れ
で
お
そ
ら
く
薄
塩
た
ら
こ
と
二
人
で
フ
ロ
ア
を
守
れ
る
と

ん
だ
ピ
ト
フ

イ
は

 
狙
撃

を
処
理
す
る

に

レ
ン
を
こ
こ
で
野
に
放

た
の
で
あ
る

 
同
時
に
ピ
ト
フ

イ
は
今
の
報
告
で
あ
わ
よ
く
ば
敵
の
リ

ダ

さ
え
も

り
さ
れ
る
か
も

と
一

考
え
た
が

 
敵
の
リ

ダ

が
狙
撃

か
ら
連

が
無
く
な

た
事
で
こ
ち
ら
の
別
働

の
存
在
に
気
付

い
た
ら
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そ
れ
も
難
し
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
直
し
た

そ
れ
じ

あ
レ
ン
ち

ん

お
願
い
ね

う
ん

そ
れ

い
所
は
限
ら
れ
て
る
し

片

か
ら
当
た

て
み
る
ね

 
レ
ン
は
そ
う
言

て

敵
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
行
動
を
開
始
し
た

 
ア
ル
フ

ブ
ラ
ボ

ど
う
だ

突
破
出
来
そ
う
か

 

ル
ポ
は
す
こ
し
離
れ
た
所
に
あ
る

物
の
一
つ
に
移
動
し
そ
こ
か
ら
指

を
再
開
し
て
い

た 
こ
こ
は
チ

リ

か
ら
も
見
え
な
い
が

近
く
に
は
敵
は
い
な
い
は
ず
な
の
で

 
と
り
あ
え
ず
は
セ

フ
テ

ン
だ
と
思
わ
れ
た

す
ま
ね
え
ボ
ス

あ
い
つ
ら
狂

た
よ
う
に
撃
ち
ま
く

て
き
や
が
る

明
ら
か
に
常
識
を
超
え
た

の

を
持

て
や
が
る
み
た
い
だ

そ
う
か

こ
の

り
は
ゲ

ム
だ
か
ら
仕
方
な
い

て
事
だ
な

 
ゴ
エ
テ

ア
の
目
的
は

言

て
し
ま
え
ば
か
つ
て
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
が
行

た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
を
実
戦
の
戦
闘
訓
練
の
場
と
し
て
活
用
す
る
事
で
あ
る
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Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
は
こ
こ
が
現
実
離
れ
し
て
い
る
と
し
て

不

格
と
判
定
し
た
が

 
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し

思
考
が
柔

に
な

て
い
る

ル
ポ
の
考
え
は
違

て
い
た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
常
識
外
れ
の
超
人
を
相
手
に
戦
え
れ
ば
実
戦
で
普
通
の
人
間
相
手
に
負
け
る
は
ず

が
な
い

ど
ん
な
奇
抜
な
戦
法
を
取
ら
れ
て
も
対
応
出
来
る
だ
け
の
柔

な
思
考
が
出
来
る
よ
う
に
な

る 

ル
ポ
は
そ
う
考
え

自
身
の
持
つ

兵
団
に
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
ら
せ

 
本
国
で
の
仕
事
に

障
が
無
い
よ
う
に
と
気
を
遣

て

 
ア
メ
リ
カ
サ

バ

で
は
な
く
わ
ざ
わ
ざ
手
間
を
か
け
て
日
本
サ

バ

に
接
続
し

 
こ
こ
で
こ
う
し
て
訓
練
を
行

て
い
る
の
だ

た

せ

か
く
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
奴
か
ら

兵
団
を
も
ら
え
た
ん
だ

 
い
く
ら
俺
で
も

当
な
ま
ま
じ

い
ら
れ
ね
え
も

と
シ

を
楽
し
む

に
も
鍛
え
ま
く

ら
な
い
と
だ
な

 
そ
し
て

ル
ポ
は
情
報
を
集
め

Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
に
目
を
付
け
た

 
シ

ナ
が
ハ
チ
マ
ン
な
事
は

そ
の
動
き
を
見
て
一
発
で

破
し
て
い
た
し
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Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
人
は
死
な
な
い
と
は
い
え

シ

ナ
の

の
プ
レ
イ
ヤ

を
狩
る
事
で

 
少
し
で
も
シ

ナ
に

が
ら
せ
を
し
た
い
と
考
え
た

で
あ
る

い
い
か
敵
の
中
に
ピ
ン
ク
色
の
チ
ビ
が
い
る
は
ず
だ
そ
い
つ
は
出
来
る
だ
け
生
け
捕
り
に

し
ろ

 
そ
し
て
も
う
一
つ

訓
練
と
称
し
て

ル
ポ
が
出
し
た
指

が
そ
れ
で
あ

た

 

ル
ポ
は
レ
ン
が
特
に
シ

ナ
と
近
し
い
と
い
う
情
報
を
得
て
お
り

 
仲
間
達
に
は
内

で
レ
ン
を
捕

に
し
て
一
人
で
な
ぶ
り
殺
し
に
す
る
つ
も
り
で
あ

た
の

で
あ
る

さ
す
が

一
筋

じ

い
か
ね
え
な

 

ル
ポ
は
報
告
を
受
け
て
そ
う

く
と

と
て
も
楽
し
そ
う
に
ニ
ヤ
リ
と
笑

た

だ
が
そ
う
じ

な
く
ち

い
け
ね
え

さ
す
が
は
ハ
チ
マ
ン
だ

ぎ

は
は
は
は
は
は

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ

兵
と
し
て
戦
い
の
中
に
身
を
置
い
て
き
た

ル
ポ
に
と

て

 
こ
の
訓
練
は

趣
味
と
実

を

ね
た

と
て
も
楽
し
い
シ

な
の
で
あ

た

 
い
た



 第１１９０話 ゴエティアのリーダー

 
そ
し
て
仲
間
達
が

え
て
い
る
間
レ
ン
は
フ
カ
次
郎
が
い
る
側
か
ら
見
て
反
対
方
向
に
あ
る

ビ
ル
に

入
し

 
そ
こ
で
見
事
に
敵
の
狙
撃
手
の
一
人
を
発
見
し
て
い
た

速
攻

 
レ
ン
は
そ
う

く
と

囲
に
全
く
気
を
配

て
い
な
か

た
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

を
一

で

の

に
し
た

ｈ
ａ
ｔ

う
わ

話
に
は

い
て
た
け
ど

や

ぱ
り
外
国
の
人
な
ん
だ
ね

 
レ
ン
は
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
死

マ

カ

に

の
ん
び
り
と
そ
う
話
し
か
け
た
が

 
そ
れ
は
レ
ン
に
と

て

の
失

と
な

た

 
話
し
か
け
た
事
自
体
は
何
の

障
も
無
い
そ
も
そ
も
相
手
は
レ
ン
の
日
本
語
を
理
解
出
来
な

い 
だ
が
レ
ン
は

そ
の

を
相
手
に
見
ら
れ
て
し
ま

た

 
誰
が
こ
こ
に
い
た
の
か
を

敵
に
知
ら
れ
て
し
ま

た
の
で
あ
る

 
こ
う
し
て
死
ん
だ
ゴ
エ
テ

ア
の
狙
撃
手
か
ら
メ

セ

ジ
と
し
て

ル
ポ
に
連

が
い
き
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レ
ン
は
こ
の
後

若

苦
労
さ
せ
ら
れ
る
事
と
な
る
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第
１
１
９
１
話
 
救
い
の
手

 
最
初
の
狙
撃
手
を
倒
し
た
後

レ
ン
は
次
の
目
標
を
定
め
よ
う
と

 
ビ
ル
か
ら
顔
を

か
せ
て

囲
の
様
子
を
確
認
し
て
い
た

え

と

次
は

う

ん

こ
こ
か
ら
じ

よ
く
分
か
ら
な
い
か

 
さ
す
が
に
か
な
り
離
れ
て
い
る

レ
ン
の

置
か
ら
は
ど
の
ビ
ル
が
怪
し
い
の
か
見
当
が
つ

か
な
い

現
地
に
行
く
し
か
な
い
か
な

う
ん

 
そ
う
考
え
レ
ン
は
窓
を
離
れ
よ
う
と
し
遠
く
に
思
い
が
け
な
い
物
を
見
て
再
び
窓

に

た
あ

あ
れ

砂

 
そ
う

遠
く
に
見
え
た
の
は

明
ら
か
に

が
原
因
と
思
わ
れ
る
砂

で
あ

た

う

ん

誰
だ
ろ

 
そ
う
言

て
レ
ン
は

を
そ
ち
ら
に
向
け
た
が

 
そ
れ
が
何
か
を
確
認
し
た

間

そ
の
動
き
が
は
た
と
止
ま

た
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え

え

あ
れ

て
敵
の
援
軍

 
そ
れ
は
新
た
な
ハ
ン
ヴ

で
あ
り

そ
の
運
転

か
ら
見
え
る
プ
レ
イ
ヤ

は

 
ゴ
エ
テ

ア
の
メ
ン
バ

と
同
じ
マ
ス
ク
を
被

て
い
た
の
で
あ
る

わ

わ

く
ピ
ト
さ
ん
に
知
ら
せ
な
き

 
レ
ン
は
そ
う
考
え
通
信
機
を
取
り
出
し
た
が
通
信
機
か
ら
は
ノ
イ
ズ
が

こ
え
て
く
る
だ

け
で

 
仲
間
の
誰
に
も
通
信
は
繋
が
ら
な
い

何
で

何
で

 
そ
れ
は
死
ん
だ
仲
間
か
ら
情
報
提

を
受
け
た

ル
ポ
が

 

動
時
間
が

い
せ
い
で

存
し
て
い
た
ジ

ミ
ン
グ
発
生
装
置
を
作
動
さ
せ
た
か
ら
で
あ

る 
今
ま
で
は
何
で
使

て
い
な
か

た
か
と
い
う
と
敵

Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
が
同
じ
ビ
ル
に

ま

て

い
た
か
ら
で
あ
り

 
レ
ン
が

独
行
動
を
し
て
い
る
と
判
明
し
た
今
そ
れ
を
使
わ
な
い
手
は
無
か

た
の
で
あ
る

フ
カ
に
も
繋
が
ら
な
い

う

ん

仕
方
な
い
な
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お
か
げ
で
レ
ン
は

敵
の
援
軍
が
到
着
し
た
事
を
メ

セ

ジ
と
し
て
送
る
事
し
か
出
来
な

か

た
が

 
ピ
ト
フ

イ
も
激
し
く
応
戦
し
て
い
る
最
中
な

安
易
に
コ
ン
ソ

ル
を
い
じ

て
い
る
暇

は
な
い

 
事
実
こ
の

で

ル
ポ
は
敵
へ
の
攻
勢
を
強
め
る
指

を
出
し
て
お
り

 
レ
ン
は
全
員
に
メ

セ

ジ
を
送

た
が
フ
カ
次
郎
と
シ

リ

か
ら
は
返
信
が
あ

た

も
の
の

 
二
人

由
の
メ

セ

ジ
も
ま
た

ピ
ト
フ

イ
と
薄
塩
た
ら
こ
に
見
て
も
ら
え
る
事
は
無

か

た
の
で
あ
る

こ
う
な

た
ら
私
が
下
に
走
る

と
り
あ
え
ず
レ
ン
次
の
目
標
は
⻄
に
見
え
る
先
の

た
ビ
ル
だ

 
フ
カ
次
郎
か
ら
こ
ん
な
メ

セ

ジ
が

き

レ
ン
は
す
ぐ
に
走
り
出
し
た

 
こ
の
ま
ま
連

を
待

て
い
て
も
仕
方
が
な
い
と
思

た
か
ら
だ

 
こ
の
直
後
に
シ

リ

か
ら

東
の
敵
を
倒
し
た
と
い
う
報
告
が
入
り

 
レ
ン
は
そ
の
事
に
喜
び
な
が
ら

全
力
で
⻄
へ
と
走

た
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ピ
ト
さ
ん

一
大
事
だ

 
そ
の

フ
カ
次
郎
は

下
へ
と
走

て
ピ
ト
フ

イ
と
薄
塩
た
ら
こ
と
合
流
し
て
い
た

フ
カ
ち

ん

一
体
ど
う
し
た
の

悪
い

攻
撃
し
た
ま
ま
で
い
い
か
ら
話
を

い
て
く
れ

 
フ
カ
次
郎
は
そ
う
言

て

敵
の
援
軍
が
来
た
事
を
ピ
ト
フ

イ
に
伝
え
た

あ
あ
こ
の
メ
セ
ジ
は
そ
う
い
う
事
だ
た
ん
だ

援
軍
か

そ
れ
は
ま
ず
い
わ
ね

だ
よ
ね

ど
う
す
る

む
 
ピ
ト
フ

イ
は
少
し
悩
ん
だ
後

フ
カ
次
郎
に
こ
う
答
え
た

と
り
あ
え
ず
現

持
で

敵
の
狙
撃
手
を
全
員
倒
し
た
ら
こ
こ
を

て
ま
し

う

 
壁
を
ぶ
ち
抜
い
て
飛
び
降
り
れ
ば

ま
あ
脱
出
は
出
来
る
と
思
う
し

 
狙
撃
手
を
片
付
け
れ
ば
私
達
の
脱
出
が
知
ら
れ
る
ま
で

少
し
は
時
間
が

げ
る
と
思
う
わ

 
そ
の
後
は
相
手
も
私
達
を
探
す

に
散
る
と
思
う
か
ら

そ
の
ま
ま
ゲ
リ
ラ
戦
ね

ゲ
リ
ラ
戦
か

ま
あ
そ
れ
な
ら
私
で
も
い
け
る
か
な

血
華
が
あ
る
し
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フ
カ
次
郎
は
通
常
の
銃
を
撃

て
も
全
く
当
た
ら
な
い
ほ
ど
射
撃
が
下
手
だ
が

 

光
剣
を
使
わ
せ
れ
ば

一
流
の
剣
士
と
し
て
活
躍
す
る
事
が
出
来
る

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
私
は
持
ち
場
に

る

シ

リ

に
も
メ

セ

ジ
で
こ
の

事
は
伝
え
て
お
く

う
ん

お
願
い
ね

頼
む

フ
カ

任
せ
て

 
こ
の
時
薄
塩
た
ら
こ
に
は
別
の
メ

セ

ジ
が

い
て
い
た
が

 
そ
の
事
に
彼
が
気
付
く
の
は
か
な
り
後
の
事
で
あ
る

  
そ
し
て
レ
ン
は

フ
カ
次
郎
の
指

通
り
に
次
の
ビ
ル
へ
と
到
着
し
た
が

 
そ
の
時
点
で
信
じ
ら
れ
な
い
事
に
⻄
の
ビ
ル
の
入
り
口
に
は
敵
の
援
軍
が
四
人
到
着
し
て

い
たう

わ

こ

ち
に
来
ち

た
ん
だ

 
こ
れ
は

ル
ポ
の
フ

イ
ン
プ
レ

で
あ
り
レ
ン
に
と

て
は
不
幸

と
は
言
い
き
れ
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な
か

た

仕
方
な
い

ま
た
換
気
口
か
ら
中
に
入
ろ
う

 
そ
う

レ
ン
に
は
そ
の
手
が
あ
る
の
だ

 
レ
ン
は
通
常
の
プ
レ
イ
ヤ

で
は
入
れ
な
い
は
ず
の
換
気
口
か
ら
ビ
ル
の
中
に
入

た

余

余

さ
て
と

敵
は
ど
こ
か
な

 
も
し
か
し
て

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
が

 
案
に
相
違
し
て

上
に
い
た
狙
撃
手
は

だ
ら
け
で
あ

た

 
仲
間
が
ビ
ル

を
ガ

ド
し
て
く
れ
て
い
る
と
連

が
あ

た
の
が
災
い
し
た
の
で
あ
る

い
た
だ
き

 
レ
ン
は
心
の
中
で
そ
う
思
う
と

敵
に
向
け
て

い
な
く
引
き
金
を
引
い
た

Ｆ

ｃ

女
の
子
に
そ
う
い
う
事
は
言
わ
な
い
の

 
レ
ン
は
そ
の
ま
ま
窓
か
ら
顔
を
出
し

下
に
声
を
か
け
た

Ｆ

ｃ

 
先
ほ
ど
死
ん
だ
プ
レ
イ
ヤ

に
は
苦
情
を
述
べ
た

に
レ
ン
は
そ
れ
と
全
く
同
じ
事
を
下
に
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向
け
て
言

た

 
そ
れ
を
受
け

下
に
い
た
者
達
が

て
て
こ
ち
ら
に
向
か

て

を
上
が

て
く
る

引

か
か

た
ね

 
レ
ン
は
そ
の
ま
ま

付
き
ロ

プ
を
窓
か
ら
た
ら
し

 
死
ぬ
ほ
ど
シ

ナ
に
鍛
え
ら
れ
た

下
降
で

凄
ま
じ
い
速
度
で
地
面
ま
で
到
達
す
る
と

 
正
直
も

た
い
な
い
と
思

た
が
時
間
が
無
い

に
ロ

プ
を
回
収
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
北

方
面
へ
と
走

た

 
目
的
地
は
シ

リ

か
ら
連

が
あ
り

ど
の
ビ
ル
か
は

に
特
定
済
み
で
あ

た

 
そ
し
て
幸
い
な
事
に

敵
の
援
軍
は
こ
ち
ら
に
は
誰
も
配
置
さ
れ
て
は
い
な
か

た

ラ

キ

 
レ
ン
は
そ
の
ま
ま
ビ
ル
の
中
に
入

た
が

こ
ち
ら
に
援
軍
が
い
な
い
と
い
う
事
は

 

に
手
を
う

て
あ
る
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 
ビ
ル
の
上
に
は
狙
撃
手
の

は
無
く

レ
ン
は
困
惑
し
た

く

い
な
い

も
し
か
し
て
入
れ
違

た

 
実

は

敵
は
い
く
つ
か
下
の
フ
ロ
ア
に

れ
て
お
り
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レ
ン
が
通
過
し
た
後
に

を
現
し

今
ま
さ
に
レ
ン
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た

ま
あ
い

か

ビ
ル
ご
と
壊
し
ち

お
う

 
レ
ン
が
下
し
た
決
断
は

常
識
で
は
あ
り
え
な
い
も
の
で
あ

た

 
レ
ン
は

敵
に
は
気
付
い
て
い
な
か

た
が

 
敵
が
と
て
も
反
応
出
来
な
い
よ
う
な
あ
り
え
な
い
速
度
で
一
気
に
一

へ
と
駆
け
下
り

 
そ
の
ま
ま
ビ
ル
内
に
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
を
一
つ
投
げ
込
ん
で

て
て
ビ
ル
か
ら
離
れ
た

三

二

一

ぼ

ん

 
そ
の
ま
ま
プ
ラ
ズ
マ
グ
レ
ネ

ド
は
爆
発
し

ビ
ル
は

の
山
と
な

た

 
当
然
ゴ
エ
テ

ア
最
後
の
狙
撃
手
は
ビ
ル
の
崩
壊
と
共
に
死

し

 
レ
ン
は

と
な

た

の
上
に
敵
の
死

マ

カ

が
あ
る
の
を
確
認
し
て
ニ
ン
マ
リ

と
し
た

ミ

シ

ン
・
コ
ン
プ
リ

ト

 
レ
ン
は
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し

そ
の
ま
ま
走
り
去

た

 
何
だ
今
の
音
は



 第１１９１話 救いの手

 
レ
ン
が
ビ
ル
を
爆
破
し
た

ル
ポ
は
そ
の
音
を

き
つ
け

て
て

れ
て
い
た
ビ
ル
か

ら
顔
を
出
し
た

う
お

マ
ジ
か

俺
も
大

だ
が

こ
い
つ
ら
も
イ
カ
れ
て
や
が
る
な

 

し
も
狙
撃
手
の
最
後
の
生
き
残
り
か
ら
メ

セ

ジ
が

き

 

ル
ポ
は
チ

リ

が
全
滅
し
た
事
を
知

て

そ
う

い
た

ま
あ
仕
方
ね
え

あ
い
つ
ら
と
合
流
し
て
俺
も
出
る
か

 
こ
こ
で
奇
跡
が

こ

た

ル
ポ
が
そ
う
決
断
し

行
動
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時

 
遠
く
で
上
が
る
土

が
見
え
た
の
で
あ
る

あ
れ
は

と
か
じ

ね
え
な

あ
れ
は

そ
う
か

あ
の
ピ
ン
ク
の
チ
ビ
か

 

ル
ポ
は
そ
れ
を
一

で
レ
ン
だ
と
判
断
し
即

で
罠
を
仕

け
つ
つ
迎
撃
体
制
を
と

た 
そ
れ
は

純
な
足
を
引

け
る
ワ
イ
ヤ

ト
ラ

プ
で
あ
り

 
物
陰
に

れ
た

ル
ポ
は

レ
ン
が
通
り
か
か
る

前
に
そ
の
ワ
イ
ヤ

を
引

張
り

 
レ
ン
を
見
事
に
転
倒
さ
せ
る
事
に
成
功
し
た

ぎ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
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そ
の
ま
ま
レ
ン
は
ビ
ル
の
陰
に
激
突
し

か
な
り
の
ダ
メ

ジ
を
く
ら

た

 
自
身
の
移
動
速
度
の
速
さ
が

に
な

た
格
好
で
あ
る

う

う

動
く
な
よ

チ
ビ

あ
 
そ
ん
な
レ
ン
に

ル
ポ
は
素

く
銃
で
狙
い
を
付
け
て
そ
の
動
き
を
止
め
た

 
あ
る
い
は
自
分
の
速
度
な
ら

こ
の
場
を
脱
出
出
来
る
か
も
と
考
え
た
レ
ン
で
あ

た
が

 

ル
ポ
の

い

線
を
見
た
レ
ン
は

す
ぐ
に
そ
の
考
え
を

て
た

こ
の
人

多
分
強
い

 
レ
ン
は

確
実
に
射
殺
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
考
え
直
し

 
と
り
あ
え
ず
両
手
を
上
げ

大
人
し
く
し
て
い
る
事
に
し
た

み
ん
な

ご
め
ん

 
レ
ン
は
死
を
覚
悟
し
た
が

ル
ポ
は
い
つ
ま
で

て
も
レ
ン
を
撃
と
う
と
は
せ
ず

 
持

て
い
た
手

を
レ
ン
の
手
足
に
か
け
始
め
た

あ

私
を
捕

に
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
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レ
ン
は

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
ラ

キ

と
思

た
が

 
次
の

ル
ポ
の
言
葉
を

い
て

顔
色
を
失

た

お
前
が
シ

ナ
の
お
気
に
入
り
か

 
落
ち
着
い
た
ら

問
し
て
や
る
か
ら

ま
あ
楽
し
み
に
し
て
お
き
な

ふ
ひ

ぎ

あ
あ
あ
あ

こ

こ
の
人

や
ば
い
人
だ

 
ま
あ

み
は
ほ
ぼ
無
い
は
ず
だ
し

何
と
か
な
る

う
ん

多
分

 
レ
ン
は

き
そ
う
に
な

た
が
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い

さ
て

そ
れ
じ

あ
残
り
の
お
前
の
仲
間
も

し
ち
ま
う
か

イ

ツ
シ

タ
イ
ム

 
レ
ン
は
何
と
か
逃
げ
出
せ
な
い
か
と
考
え
た
が
更
に
悪
い
事
に
そ
こ
に
敵
の
援
軍
が
到
着

し
た

 
⻄
の
ビ
ル
に
い
た

あ
の
四
人
で
あ
る

ボ
ス

す
ま
ね
え

ま
ん
ま
と
や
ら
れ
ち
ま

た

お
お

英
語

今
ボ
ス

て

こ
え
た
か
ら

こ
の
変
態
が
リ

ダ

な
ん
だ
ね

 
レ
ン
は
そ
う
考
え
た
が

そ
の
時
レ
ン
に

誰
か
か
ら
の
メ

セ

ジ
が

い
た

む
む
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レ
ン
は
手
足
が

束
さ
れ
て
は
い
た
が
一
応

は
上
下
に
は
動
か
せ
手
も
開
く
事
が
出
来

た 
逃
げ
よ
う
と
暴
れ
る

り
を
し
な
が
ら

を
ク
リ

ク
し
そ
の
メ

セ

ジ
を
何
と
か
開
い

た
チ

暴
れ
る
ん
じ

ね
え
よ

ク
ソ
ガ
キ
が

 
英
語
で
は
分
か
ら
な
い
と
判
断
し
た
の
か

ル
ポ
が
レ
ン
に
日
本
語
で
そ
う
声
を
か
け
る

 
レ
ン
は

ル
ポ
を

み
な
が
ら

め
た
よ
う
な

技
を
し

 
そ
の
ま
ま
上
目
遣
い
で
こ

そ
り
と
そ
の
メ

セ

ジ
を

ん
だ

あ
 
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
文
章
を

ん
だ
レ
ン
は
そ
れ
以
上
動
く
の
を
止
め
そ
の
時
を
待

た

 
そ
し
て
そ
の
時
は

す
ぐ
に
や

て
き
た

 
バ
ギ
ン

 
と
い
う
音
と
共
に

ル
ポ
の
横
に
い
た
援
軍
の
一
人
が
四
散
し
た
の
で
あ
る

何狙
撃
か
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マ
ジ
か

敵
は
全
員
あ
の
ビ
ル
の
中
に
い
る
は
ず
だ
ろ

 

ル
ポ
達
は
英
語
で
そ
う
叫
ぶ
と

て
て
物
陰
に

れ
た

 
レ
ン
の
事
は
放
置

態
だ

た
が
そ
れ
は
レ
ン
が
走
れ
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
か
ら
で

あ
る

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
達
の
事
も
ま
た
正
解
で
あ

た

脱
出
を
決
め
て
は
い
た
も
の
の

 
現
時
点
で
ピ
ト
フ

イ
達
は

ま
だ

察

の
中
に
い
る

ま
さ
か
敵
の
新
手
か

 

も
謎
の

は

ル
ポ
と
レ
ン
の
丁
度
中
間

り
に
飛
ん
で
く
る

も
し
か
し
て
シ

リ

さ
ん

 
レ
ン
は
そ
う
考
え

察

の
方
を
見
た
が
他
の
ビ
ル
が

魔
を
し
て
そ
の

は
見
え
な

い 
要
す
る
に
シ

リ

で
は
な
い
と
い
う
事
だ

じ

あ
一
体
誰
が

 
そ
う
考
え
る
レ
ン
目

け
て

い
き
な
り
何
者
か
が
凄
ま
じ
い
速
度
で
迫

て
き
た

 
そ
の
方
向
は

ル
ポ
達
か
ら
死

に
な
る

ゴ
エ
テ

ア
の
誰
も
ま
だ
そ
の
事
に
気
付
い
て
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い
な
い

あ

あ
れ
は
も
し
か
し
て

 
レ
ン
は
相
手
の
正
体
が
分
か
り

そ
の
意
図
も

し
た

大
人
し
く
そ
の
時
を
待

た

 
そ
し
て
そ
の
何
者
か
は

ル
ポ
達
の

を
突
い
て
レ
ン
を
ガ
シ

と

え
る
と

 
そ
の
ま
ま
元
来
た
方
向
へ
と
走
り
出
し
た

何何
者
だ

 
そ
い
う
言

て

ル
ポ
達
は
そ
の
人
物
に
銃
を
向
け
よ
う
と
し
た
が

 
そ
の

間
に
再
び
着

が
あ
り

ル
ポ
達
は
再
び

れ
ざ
る
を
得
な
く
な

た

 
そ
の
間
に
そ
の
人
物
は
走
り
去
り

そ
の
ま
ま
狙
撃
も
止
ま

た

し

師
匠

お
う
レ
ン

助
け
に
来
た
ぞ

師
匠

 
レ
ン
は
感
動
の
あ
ま
り
う
る
う
る
し
そ
し
て
闇
風
は
そ
の
ま
ま
レ
ン
を
近
く
の
ビ
ル
へ
と

運
び
込
ん
だ
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ハ
イ

レ
ン

大
丈
夫

シ

シ
ノ
ン
ち

ん

 
そ
し
て
そ
の
ビ
ル
の
中
か
ら

を
現
し
た
の
は

ま
さ
か
の
シ
ノ
ン
だ

た
の
で
あ
る



 第九章 オーディナル・スケール編

 
第
１
１
９
２
話
 
爆
走

 
風
太
が
落
ち
て
か
ら
十
五
分
後

バ
イ
ト
の
ミ

シ

ン
が
ひ
と

落
し
た
詩
乃
は

 
休

が
て
ら

何
と
な
く
風
太
が
今
何
を
し
て
い
る
の
か
確
認
し
よ
う
と
し
た

ま
た
か
ら
か

て

じ

な
い

教
育
し
て
あ
げ
よ
う
か
し
ら

 
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら

他
の
バ
イ
ト
の
ス
テ

タ
ス
を
表

し
た
詩
乃
は

 
そ
こ
に
風
太
の
名
前
が
無
い
事
を
確
認
し

首
を

げ
た

あ
れ

い
な
い

 
風
太
が
バ
イ
ト
を
終
え
る
の
が
ち

と

す
ぎ
る
と
思

た
詩
乃
は
ア
ル
ゴ
に
連

を
入

れ 
風
太
の
事
を

ね
る
事
に
し
た

ハ
イ

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ん

何
か
内
容
で
分
か
ら
な
い
事
で
も
あ

た
カ

あ
う
う
ん
そ
う
い
う
ん
じ

な
く
て
風
太
が
今
何
を
し
て
る
か
知
ら
な
い
か
な

て
思

て
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あ
あ

フ

フ

は
つ
い
さ

き
バ
イ
ト
を
終
わ
ら
せ
て

 

て
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

た
ぞ

今
は
仮
眠
室
だ
ナ

何
で
す

て

 
大

か
ら
連

が
あ
る
と
す
れ
ば

も
う
少
し
後
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
詩
乃
は

 
何
か
あ

た
の
だ
と
考
え
自
分
も
バ
イ
ト
を

退
し
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
に
し

た

ご
め
ん
ア
ル
ゴ
私
も
ち

と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
行

て
く
る
わ
今
日
の
バ
イ
ト
は
こ
こ

ま
で
ね

ん

急
事
態
カ

え
え

手

れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
行
か
な
い
と

オ

ケ

仮
眠
室
を
使

て
い
い

あ
り
が
と

 
詩
乃
は
素

く
ロ
グ
ア
ウ
ト
処
理
を
行
い

ベ

ド
で
目
覚
め
る
と

 
風
太
と
大

か
ら
別
々
に

い
て
い
た
メ

セ

ジ
を
確
認
し
て
事
情
を
知
る
と

 
そ
の
ま
ま
仮
眠
室
へ
と
走

た



 第九章 オーディナル・スケール編

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

お
う

気
を
つ
け
て
な

詩
乃

チ

 
そ
の
ま
ま
詩
乃
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

シ
ノ
ン
が

馬
山
へ
と

を
現
し
た

と
り
あ
え
ず
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
で
居
場
所
を
確
認
し
て

 
表

を
見
る
と
闇
風
は
⻄
の
砂
漠
の
真
ん
中
薄
塩
た
ら
こ
は
そ
の
先
に
あ
る
街
に
い
る
事

が
分
か

た

 
同
じ
場
所
に
ピ
ト
フ

イ
レ
ン
フ
カ
次
郎
シ

リ

が
い
る
事
も
同
時
に
確
認
し
て

い
ると

り
あ
え
ず
移
動
を
優
先
ね

連

は
そ
の
後
で
い
い
か
な

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
判
断
し

 

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
が
所

し
て
あ
る
ハ
ン
ヴ

を
格
納
し
て
あ
る

へ
と
向

か

た
ニ

ン

は
無
い
の
か

ピ
ト
達
が
乗

て
い

た
の
ね

そ
れ
じ

あ
私
は

 
シ
ノ
ン
は
ブ
ラ

ク
と
ホ
ワ
イ
ト
を
見
比
べ

ホ
ワ
イ
ト
に
飛
び
乗

た

 
ピ
ト
フ

イ
と
同
じ
く

ブ
ラ

ク
は
シ

ナ
用
と
い
う
意
識
が
働
い
た
の
だ
ろ
う
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よ
し

久
々
に
ぶ

飛
ば
す
わ
よ

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
ま
ま
ア
ク
セ
ル
全
開
で

闇
風
を
追
い
か
け
始
め
た

  
一
方
そ
の
闇
風
は

ロ
グ
イ
ン
し
て
す
ぐ
に
薄
塩
た
ら
こ
に
メ

セ

ジ
を
送

た
が

 
全
然
返
信
が
来
な
い

こ
れ
は
ピ
ン
チ
な
の
だ
ろ
う
と
判
断
し
シ
ノ
ン
が
そ
う
し
た
よ
う

に 
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
か
ら
薄
塩
た
ら
こ
の

置
を
確
認
し
そ
ち
ら
へ
向
か

て
全
力

走
し
て

い
たう

お
お
お
お
お

今
行
く

 
そ
れ
か
ら
目
的
地
ま
で
半
分
く
ら
い
の

離
を
進
ん
だ

シ
ノ
ン
か
ら
メ

セ

ジ
が

い

た
お

シ
ノ
ン
も
来
て
く
れ
た
か

ホ
ワ
イ
ト
で
こ

ち
に
向
か

て
る
ん
だ
な

 
闇
風
は

多
分

中
で
追
い
つ
か
れ
る
は
ず
だ
か
ら

て
く
れ
と
シ
ノ
ン
に
返
信
し

 
そ
の
ま
ま
走
り
続
け
て
い
た
が
そ
れ
か
ら
少
し
し
て
後
ろ
か
ら

が
近
付
い
て
く
る
気
配

が
し
た
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来
た
か

 
闇
風
は
そ
う
思
い
な
が
ら

を
取
り
出
し
て
チ
ラ
リ
と
後
ろ
を
見
た

 
そ
し
て
そ
の

が
ホ
ワ
イ
ト
だ
と
い
う
事
を
確
認
し
た
闇
風
は

 
全
力

走
し
た
ま
ま
ホ
ワ
イ
ト
と

走
す
る
よ
う
に
調

し

 
シ
ノ
ン
に
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で

止
ま
る
な

と
合
図
し
て

 
そ
の
ま
ま
シ
ノ
ン
に
ホ
ワ
イ
ト
を
走
ら
せ
続
け

そ
の
ま
ま
ホ
ワ
イ
ト
に
飛
び
乗

た

 
正
直
闇
風
や
レ
ン
に
し
か
出
来
な
い
芸
当
で
あ
る

お
う

悪
い
な
シ
ノ
ン

助
か
る

況
は

そ
れ
が
分
か
ら
ね
え
ん
だ
よ

た
ら
こ
か
ら
は
全
然
メ

セ

ジ
が
来
な
い
し
よ

多
分
メ

セ

ジ
を
見
る
余

も
無
い
の
ね

お
前
も
そ
う
思
う
か

え
え

多
分
間
違
い
な
い
わ

 
丁
度
そ
の

目
的
地
の
街
が
遠
く
に
見
え
て
き
た

同
時
に
闇
風
に
三

へ
と
移
動
を
終

え
て
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多
少
落
ち
着
い
た
薄
塩
た
ら
こ
か
ら
メ

セ

ジ
の
返
信
が

く

お

返
信
が
来
た
ぞ

何
だ

て

今
は

察

に
い
る
ら
し
い

レ
ン
が

独
で
外
に
い
て
敵
の
狙
撃
手
を

討
中
だ
そ
う
だ

 
そ
れ
が
成
功
し
た
ら
全
員

察

か
ら
脱
出
し
て
北
の
高
台
に
あ
る
小
屋
に
向
か
う
ら
し
い

私
達
は
ど
う
す
れ
ば

と
り
あ
え
ず
レ
ン
と
合
流
し
て
く
れ
だ
と
さ
今
は

察

の
北
に
あ
る
ビ
ル
に
向
か

て
る

ら
し
い

北

あ
そ
こ
ね

了
解

 
シ
ノ
ン
は

の
進
路
を
北
に
向
け

北
の
高
台
を
確
認
し
つ
つ

 

察

と
そ
の
高
台
の
直
線
上
に

を

め
た

闇
風

私
は
手
前
の
ビ
ル
か
ら
フ

ロ

す
る
わ

オ

ケ

俺
は
レ
ン
の
所
に
向
か
う

 
そ
の

間
に

レ
ン
が
い
る
と
い
う
ビ
ル
が

い
き
な
り
爆
発
し
た

え

何
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あ

見
ろ
ビ
ル
か
ら
レ
ン
が
飛
び
出
し
て
き
た
ぞ
多
分
あ
い
つ
が
ビ
ル
を
爆
破
し
た
ん

じ

ね
え
か

ま
た
大

な
事
を

 
シ
ノ
ン
は
あ
の
大
人
し
い
香
蓮
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
だ
と
何
故
こ
う
も
過
激
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
と

苦
笑
し
つ
つ

 
闇
風
に
レ
ン
の
所
に
向
か
う
よ
う
に
言

た

ま
あ
い
い
わ

先
に
合
流
お
願
い

私
は
レ
ン
に
連

を
入
れ
て
お
く
わ

頼
む
わ

俺
は
行
く

 
そ
し
て
闇
風
は
レ
ン
の
所
に
走
り

レ
ン
が
敵
に

束
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た

く

マ
ジ
か
よ

ど
う
す
る
か

 
闇
風
は
こ
こ
か
ら
は
通
信
機
を
使
い

シ
ノ
ン
に
連

を
入
れ
た

お
い
シ
ノ
ン

ま
ず
い
ぞ

レ
ン
が
捕
ま

た

何
で
す

て

今
見
て
み
る
わ

 
そ
れ
か
ら
ゴ
ソ
ゴ
ソ
と
音
が
し

す
ぐ
に
シ
ノ
ン
か
ら
返
事
が
き
た

確
認
し
た
わ

確
か
に
捕
ま

て
る
わ
ね
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今
か
ら
私
が
け
ん
制
の
狙
撃
を
す
る
か
ら

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
闇
風
は
レ
ン
を
回
収
し
て

オ

ケ

任
せ
ろ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
が
狙
撃
を
行
い
闇
風
が
レ
ン
を
助
け
今
こ
う
し
て
合
流
す
る
事
に
な

た

の
で
あ
る

 
シ
ノ
ン
ち

ん

怖
か

た
よ

 
シ
ノ
ン
の
顔
を
見
て
安
心
し
た
レ
ン
は

そ
の
ま
ま
シ
ノ
ン
に

き
付
い
て

き
始
め
た

 
こ
れ
で
は
ど
ち
ら
が
年
上
な
の
か

全
く
分
か
ら
な
い

よ
し
よ
し

大
丈
夫

敵
の
リ

ダ

に
捕
ま

ち

た
ん
だ
け
ど

問
す
る
と
か
言
わ
れ
て

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
言
葉
に

を

め
た

か
つ
て
同
じ
よ
う
な
事
が
あ

た
事
を
思
い
出
し
た
か

ら
だへ

ふ

ん

そ
う
な
ん
だ

 
シ
ノ
ン
は

た
い
声
で
そ
う
言
い
な
が
ら

同
時
に
何
か
が
お
か
し
い
と
感
じ
て
い
た

 
前
の
時
の
被
害
者
は
ロ
ザ
リ
ア
だ

た
が

そ
の
時
か
ら
シ
ノ
ン
の
み
な
ら
ず
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Ｇ
Ｇ
Ｏ
全
体
で

そ
う
い
う
事
は
し
な
い
と
い
う
空
気
が

成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

 
だ
が
今
回
の
敵
は

そ
う
い
う
事
を
平
気
で
行
え
る
者
達
ら
し
い

ゴ
エ
テ

ア

て
ど
ん
な
奴
ら
な
の

え

と
ね

外
国
の
サ

バ

の
プ
レ
イ
ヤ

み
た
い

多
分
ア
メ
リ
カ
か
な

あ
あ

そ
う
い
う
事

 
シ
ノ
ン
は
そ
れ
で
納
得
し
た

ま
あ
話
は
後
だ

ピ
ト
と
も
連

は
つ
い
て
る

と
り
あ
え
ず
移
動
だ
な

 
闇
風
が
そ
う
言
い
出
し

レ
ン
と
シ
ノ
ン
は

い
た

で

ど
こ
に
向
か
え
ば
い
い
の

北
の
街
外
れ
だ

多
分
レ
ン
に
も
メ

セ

ジ
が
行

て
る
と
思
う
が

あ

捕
ま

て
た
か
ら
見
て
な
か

た

 
レ
ン
は
そ
う
言

て

て
て
メ

セ

ジ
を
開
い
た

レ
ン
ち

ん

街
の
北
に
ハ
ン
ヴ

を
持

て
く
か
ら

そ
こ
で
落
ち
合
い
ま
し

う

あ

と
り
あ
え
ず
脱
出

い
や

補

だ
な

さ
す
が
の
ピ
ト
も

切
れ
が
近
い
ら
し
い
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ハ
ン
ヴ

に
物
資
を
乗
せ
て
あ
る
か
ら

補

し
た
い
ん
だ
と

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

 
レ
ン
は
そ
れ
で
納
得
し
た

確
か
に
あ
れ
だ
け
撃
ち
ま
く

た
ら

も
無
く
な
る

と
り
あ
え
ず

し
い
話
は
後
だ

シ
ノ
ン
の
け
ん
制
が
無
く
な

た
事
に
気
付
い
て

 
敵
が
動
き
出
す
前
に
移
動
し
ち
ま
お
う

う
ん

え
え

そ
う
し
ま
し

う

 
三
人
は

き
合
う
と

そ
の
ま
ま
北
へ
と
向
か

た

あ

ホ
ワ
イ
ト
だ

と
り
あ
え
ず

の
中
で
待
機
ね

う
ん

 
三
人
は
ホ
ワ
イ
ト
の
中
で
仲
間
達
の
到
着
を
待

た

で
も
ま
さ
か

シ
ノ
ン
ち

ん
が
助
け
に
来
て
く
れ
る
な
ん
て
思

て
も
い
な
か

た
よ

私
と
し
て
は

レ
ン
達
が
い
た
事
の
方
が
驚
き
な
の
よ
ね

レ
ン
は
何
故
こ
こ
に

私
達
は

近
く
の
砂
漠
で
狩
り
を
し
て
た
ん
だ
よ
ね
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そ
こ
を
襲
わ
れ
て

今
こ
う
な

て
る
み
た
い
な
感
じ

襲
わ
れ
て

て

そ
れ
じ

あ
ゴ
エ
テ

ア
の
タ

ゲ

ト
が
レ
ン
達
だ

た

て
事

う
ん

そ
う
み
た
い

な
る
ほ
ど

名
前
が

れ
る

て
の
も
困
り
物
よ
ね

い
や

そ
れ
を
お
前
が
言
う
な

て

あ
ん
た
も
ね

俺
は
言

て
ね
え

あ
あ
言
え
ば
こ
う
言
う

だ
か
ら
あ
ん
た
は
モ
テ
な
い
の
よ

う
る
せ
え
よ

自
覚
は
あ
る
よ

あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

 
三
人
は
そ
う
の
ん
び
り
と
会
話
し
て
い
た
が

そ
の
時
街
の
方
に
動
き
が
あ

た

 
何
人
か
の
プ
レ
イ
ヤ

が
街
か
ら
飛
び
出
し

こ
ち
ら
に
向
け
て
狙
撃
体
制
を
と

た
の
だ

あ

あ
れ

チ

敵
が
先
に
着
い
ち
ま

た
か

仕
方
な
い
わ
ね

先
に
高
台
に
移
動
し
て
お
き
ま
し

う
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ピ
ト
さ
ん
達

大
丈
夫
か
な

ピ
ト
な
ら
何
と
か
す
る
で
し

と
り
あ
え
ず
行
く
わ
よ

 
こ
う
し
て
三
人
は

先
行
し
て
高
台
へ
と
向
か
う
事
に
し
た
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第
１
１
９
３
話
 
面
白
い
奴
ら

 
年
末
ま
で
忙
し
く
更
新
が
や

と
で
感
想
返
信
ま
で
手
が
回

て
い
ま
せ
ん
す
み
ま
せ
ん

 
シ
ノ
ン
達
を
追
い
か
け
た

ル
ポ
を

む
ゴ
エ
テ

ア
の
先
行
部

は

 
三
人
の

を
認
め
る
と

即
座
に
攻
撃
に
移

た

 
自
ら
が
成
す
べ
き
事
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る

り
は
実
に

能
と
言
え
る

 
ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

 
彼
ら
の
せ
い
で
は
な
い
が

だ
が
そ
の
行
動
は

か
に
間
に
合
わ
ず

 
走
る
ホ
ワ
イ
ト
の
装
甲
に

敵
の
放

た
銃

が
命
中
し

そ
の
ま
ま

か
れ
る

さ

す
が
防

仕
様

く
ら
い
続
け
る
と
さ
す
が
に
ま
ず
い
か
も
だ
け
ど
ね

さ
て

落
ち
着
い
て
守
り
を

め
ま
し

う
か

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
高
台
へ
と
無
事
に
到
達
し

戦
闘
準
備
を
進
め
る
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こ
れ
で
後
は

他
の
み
ん
な
が
い
つ
来
る
か
な
ん
だ
け
ど

さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
だ
と
思
う
け
ど
な

と
り
あ
え
ず
私
は

の
上
か
ら
敵
を
見
張
る
わ

う
ん

お
願
い

そ
れ
に
し
て
も

い
な

ピ
ト
の
野
郎

何
し
て
や
が
る
ん
だ

 
幸
い
敵
は
仲
間
と
合
流
し
て
か
ら
攻
め
て
く
る
つ
も
り
ら
し
く
ま
だ
進
軍
し
て
く
る
気
配
は

無
いチ

あ
の
顔
は
確
か
シ
ノ
ン

て
奴
だ

た
か

優

な
ス
ナ
イ
パ

は
厄
介
だ
な

 

ル
ポ
は
そ
う
判
断
し

味
方
の
無

な
被
害
を
防
ぐ

に
追
撃
を
や
め
た
の
で
あ
る

ま
あ
こ
れ
も
い
い
訓
練
に
は
な
る
ん
だ
ろ
う
が
ま
さ
か
ハ
チ
マ
ン

い
や
こ

ち
だ

と
シ

ナ
か

 
シ

ナ
の
ク
ソ
野
郎
も
い
た
り
す
る
の
か

も
し
い
た
ら

訓
練
な
ん
ぞ
は
や
め
て

遊
ぶ

ん
だ
が
な

 

ル
ポ
が
期
待
す
る
よ
う
に
そ
う
言

た
そ
の
時

背
後
か
ら
爆
発
音
が

こ
え
て
き
た

ど
う
し
た
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敵
が
立
て
こ
も

て
い
た
ビ
ル
の
フ
ロ
ア
が
爆
発
し
た
み
た
い
で
す

ボ
ス

 

ル
ポ
の
隣
に
い
た
最
近
加
入
し
た
新
人
の
男
が

を

き
な
が
ら
そ
う
報
告
し
て
く

る
爆
発

う
ち
の
仕
事
か

い
え

中
か
ら
爆
発
し
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た

中
か
ら

あ

中
か
ら
敵
が
飛
び
出
し
て
き
ま
し
た
ボ
ス
ど
う
や
ら
敵
に
逃
げ
ら
れ
た
み
た
い
で

す
こ
り

ま
た
ク
レ
イ
ジ

な
逃
げ
方
を
し
や
が
る

 

ル
ポ
は
敵
に
逃
げ
ら
れ
た
事
に
は
特
に
何
も
言
わ
ず

む
し
ろ
面
白
が

て
い
る
よ
う
で

あ

た
ま
あ
リ
ア
ル
で
同
じ
よ
う
な
事
は
さ
す
が
に
無
い
だ
ろ
う
が

い
い
教
訓
に
は
な

た
か

は
い

現
実
味
は
無
い
に
せ
よ

色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す

味
方
は
追
撃
は
し
て
い
る
の
か

そ
の
は
ず
で
す
が
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そ
れ
か
ら
少
し
し
て

の
エ
ン
ジ
ン
音
が

こ
え

 
白

茶

黒
の
三
色
に

り
分
け
ら
れ
た
ハ
ン
ヴ

が

を
現
し
た

 

あ

あ
れ
は

迷

に
し
ち

変
わ

た
色
だ
な

で
す
ね

 
二
人
は
そ
の

様
さ
に
驚
か
さ
れ

今
が
戦
闘
中
だ
と
い
う
事
を
一

忘
れ
た

い
や
い
や
そ
う
じ

ね
え

 
す
ぐ
に
我
に
返

た

ル
ポ
が
意
識
を
ハ

キ
リ
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
ぶ
ん
ぶ
ん
と
首

を

た

ど
う
や
ら
あ
れ
は

敵
の
ハ
ン
ヴ

の
よ
う
だ
な

で
す
ね

ま
る
で
キ

リ
コ
だ

キ

リ
コ

ミ
ケ
ネ
コ

て
奴
か

確
か
に
色
は
そ
う
か
も
だ
が

見
て
下
さ
い

ラ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン

ヘ

ド
ラ
イ
ト
か

 
そ
う
言
わ
れ

ル
ポ
が
ラ
イ
ト
に
注
目
す
る
と
そ
れ
は
確
か
に
猫
の
目
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
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ン
を
し
て
い
た

 
更
に
よ
く
見
る
と

ボ
ン
ネ

ト
に
ヒ
ゲ
が
書
い
て
あ
る

ぎ

は
は
は
は

シ

ナ
の
仲
間
だ
け
の
事
は
あ
る

見
て
て
本
当
に

き
ね
え
わ

 

ル
ポ
は

大
に

き
出
し

新
人
も
苦
笑
し
た

自
由
で
い
い
で
す
ね

ま

た
く
だ

兵
団
な
ん
か
持

ち
ま

た
せ
い
で
遊
ん
で
る
暇
が
無
い
か
ら

ま
し
い

ど
う
し
ま
す

せ

か
く
舞
台
を
用
意
し
て
く
れ
た
ん
だ
こ
の
ま
ま
合
流
さ
せ
て
敵
の
砦
へ
の
攻
撃
訓
練

を
行
う

分
か
り
ま
し
た

先
輩
達
に
伝
え
て
き
ま
す
ね

 
新
人
に
伝
令
を
任
せ
た

ル
ポ
は

遠
く
を
横
切

て
い
く
ニ

ン

を
じ

と
見
つ
め
た

ガ
ブ
リ
エ
ル
の
野
郎
を
上
手
く
追
い
出
せ
た
の
は
い
い
が
ど
う
に
も
や
る
事
が
多
く

て

が

い

 
し

か
し
俺
も

つ
ま
ら
な
い
男
に
な

ち
ま

た
も
ん
だ
よ
な
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ル
ポ
が
自

ぎ
み
に
そ
う

い
た
丁
度
そ
の
時

 
ニ

ン

を
運
転
し
て
い
た
プ
レ
イ
ヤ

が
こ
ち
ら
を
見
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は
男
な
の
か
女
な
の
か

こ
の

離
だ
と
判
別
は
し

ら
か

た
が

 
わ
ざ
わ
ざ

い

光
剣
を
作
動
さ
せ

見
せ
付
け
る
よ
う
に
窓
か
ら
出
し

 
そ
の
手
の
中
指
を
立
て
て

ル
ポ
を
挑
発
す
る
よ
う
に
く
い

く
い

と
曲
げ
て
き
た

あ
あ
ん

 

ル
ポ
は
一
体
な
ん
の
真
似
か
と
首
を

げ
た

 
今
の

ル
ポ
は
他
の
メ
ン
バ

と
全
く
同
じ
格
好
を
し
て
お
り

 

え
て
自
分
に
そ
ん
な
挑
発
を
し
て
く
る
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
か
ら
で
あ
る

何
だ

ま
さ
か
俺
が

だ

て
気
付
い
て
や
が
る
の
か

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

ピ
ト
フ

イ
は

ル
ポ
に
向
け

 

物
を
見
付
け
た

の
よ
う
な
目
を
し

凄

な
笑
み
を

か
べ
た

 

ル
ポ
は
そ
れ
に

に
は
反
応
す
る
事
が
出
来
な
か

た

ボ
ス

撃
ち
ま
す
か

 
部
下
に
そ
う

ね
ら
れ

ル
ポ
は
そ
れ
で
我
に
返

た



 第九章 オーディナル・スケール編

い
や

や
め
て
お
け

こ
れ
は
こ
れ
で
い
い

点
制
圧
の
訓
練
に
な
る

了
解
し
ま
し
た

 
そ
の
ま
ま

ル
ポ
は
ピ
ト
フ

イ
を
見
送
り

そ
の

が
見
え
な
く
な

た
後

 
心
の

か
ら
楽
し
そ
う
に

ク

ク

と
笑
い
始
め
た

ボ
ス

ク

ク

ク

ク
ク

フ

ハ
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

ル
ポ
は
し
ば
ら
く
笑
い
続
け
た
後

近
く
に
い
た
部
下
の
一
人
を
捕
ま
え
て
こ
う
言

た

い
や
い
や
い
や

ま

た
く
こ
れ
だ
か
ら

ハ
チ
マ
ン
に
関
わ
る
の
は
や
め
ら
れ
ね
え
わ

 
あ
い
つ
以
外
に
も
面
白
そ
う
な
奴
が

山
い
や
が
る
い

そ
日
本
に
移

し
た
い
く
ら
い
だ

あ

は
い

 
部
下
は

気
に
と
ら
れ
た
が
こ
こ
で
余
計
な
事
を
言

て

ル
ポ
の
機

を

ね
る
の
も

だ

た

 
あ
い
ま
い
に
そ
う

く
事
し
か
出
来
な
か

た

幸
い

ル
ポ
は
そ
れ
以
上
お
か
し
な
事
は

言
わ
ず
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ス

と

静
な
表
情
を
取
り

す
と

落
ち
着
い
た
声
で
指

を
出
し
始
め
た

全
員
を
こ
こ
に
集
め
ろ

狩
り
の
最
終

だ

は
 
そ
の
部
下
は
指

通
り
に
仲
間
を
集
め
始
め

 

ル
ポ
は
ピ
ト
フ

イ
達
が
立
て
こ
も

て
い
る

地
を
ど
う
や

て
攻
略
し
よ
う
か
と

 

な
め
ず
り
を
し
な
が
ら
そ
ち
ら
に

線
を
向
け
続
け
た
の
だ

た

  
ピ
ト
フ

イ
達
は

子
抜
け
す
る
ほ
ど
あ

け
な
く
高
台
内
の
シ
ノ
ン
達
と
合
流
を
果
た

す
事
が
出
来
た

ハ
イ
ピ
ト

助
け
に
来
て
あ
げ
た
わ
よ

感
謝
し
な
さ
い

シ
ノ
ン

来
て
く
れ
た
ん
だ

本
当
に
助
か
る
よ

お

は
私
の
体
で
い
い

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
の
言
葉
に
両
刀
使
い
の
ピ
ト
フ

イ
が
ド
サ
ク
サ

れ
に
欲
望

れ
の
返

事
を
し
た

 
だ
が
普
通
の
人
な
ら
引
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
そ
の
言
葉
に
シ
ノ
ン
は
顔
色
一
つ
変
え

ず
に
こ
う
答
え
た
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そ
ん
な
の
い
ら
な
い
わ
よ

ど
う
せ
な
ら
シ

ナ
の
体
を
私
に
差
し
出
し
な
さ
い

え

そ
れ
は
私
の
だ
か
ら
あ
げ
ら
れ
な
い
の

ご
め
ん
ね

 
ピ
ト
フ

イ
も
顔
色
一
つ
変
え
ず
に
そ
う
答
え

二
人
は
至
近

離
で

み
合

た

そ
う
い
え
ば
ハ
チ
マ
ン
は
私
の
部
屋
に
何
度
も
来
て
た
り
す
る
の
よ
ね
こ
れ
は
愛
じ

な

い
か
し
ら

ハ
チ
マ
ン

て
ば
私
が
喜
ぶ
の
を
知

て
る

に
私
の

を
ゴ
ン
ゴ
ン
殴
る
の
を
や
め
な

い
ん
だ
よ
ね

 
こ
れ

て
愛
以
外
の
何
物
で
も
な
い
わ
よ
ね

 
こ
の
時
点
で
呼
び
方
も
シ

ナ
か
ら
ハ
チ
マ
ン
に
変
わ

て
お
り

 

に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
が
全
く
関
係
な
く
な

て
い
る

 
だ
が
事
が
ハ
チ
マ
ン

み
な
だ
け
に

二
人
が
そ
う
簡

に
矛
を
収
め
る
は
ず
も
な
い

ス
ト

プ

二
人
と
も

そ
ろ
そ
ろ
敵
に
備
え
な
い
と

 
そ
ん
な
二
人
を
止
め
ら
れ
る
者
が
い
た

レ
ン
で
あ
る

ご
め
ん

そ
う
よ
ね

配
置
に
つ
く
わ

お

と

く

の
補
充
を
済
ま
せ
な
い
と
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二
人
と
も

レ
ン
の
言
う
事
は
案
外
よ
く
き
く

 
こ
れ
は
レ
ン
が

ハ
チ
マ
ン
に
一
目
お
か
れ
て
い
る
事
も
無
関
係
で
は
な
い

 
以
前
フ
カ
次
郎
が
帰
還
者
用
学
校
に
訪
れ
た
時
暴
走
す
る
フ
カ
次
郎
を
あ

さ
り
捕

し
た

り
と

 
実
は
そ
の
身
体
能
力
は
高
く

よ
く
ハ
チ
マ
ン
と
い
い
雰
囲
気
に
な

た
り
し
て
い
る
所
も

 
二
人
に
と

て
は

で
あ
る
上
に

そ
の
意
見
を
無

す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る

シ

リ

行
こ
う

ヘ
カ

ト

と
Ａ
Ｓ
５
０
の

だ
ね

オ

ケ

 
シ
ノ
ン
と
シ

リ

は
そ
の
ま
ま
こ
の
小
屋
に

設
さ
れ
て
い
る
物
見

の
よ
う
な

へ

と
向
か
い

 
フ
カ
次
郎
は
超
近
接
戦
の
機
会
を
待
つ

に

い
つ
で
も
剣
で

り
込
め
る
体
制
を
と

た

 
も
し
そ
う
な

た
場
合
レ
ン
は
フ
カ
次
郎
と
一

に
突
撃
す
る
つ
も
り
で
そ
の
横
に
立

た

 
ピ
ト
フ

イ
薄
塩
た
ら
こ
の
二
人
は
銃
を

え
敵
を
安
易
に
接
近
さ
せ
な
い
係
で
あ

た

が 
そ
も
そ
も
の

が
違
う
の
で
完
全
に
防
ぎ
き
れ
る
か
ど
う
か
は
上
の
二
人
に
か
か

て
い
る
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そ
ん
な
高
台
の
雰
囲
気
を
感
じ
取

た

ル
ポ
も
本
来
の
お
ち

ら
け
た
雰
囲
気
を

し

 
部
下
達
に
矢
継
ぎ

に
指

を
出
す

 
そ
し
て
双
方
の
準
備
が
整
い

ル
ポ
は

に

突
入
の
指

を
出
し
た

よ
し

お
前
ら

行
く
ぞ

 
こ
う
し
て
Ｐ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
＋
ア
ル
フ

と
ゴ
エ
テ

ア
は

に
正
面
か
ら
激
突
す
る
事
に
な

た

の
で
あ
る



 第１１９４話 まさかの攻撃

 
第
１
１
９
４
話
 
ま
さ
か
の
攻
撃

ピ
ト

来
た
わ
よ

了
解

迎
撃
開
始

 
シ
ノ
ン
か
ら
そ
う
通
信
を
受
け

ピ
ト
フ

イ
は
レ
ン
と
薄
塩
た
ら
こ

 
そ
れ
に
闇
風
と
共
に
け
ん
制
射
撃
を
開
始
し
た

 
ゴ
エ
テ

ア
は

的

利
を
生
か
し

徐
々
に
こ
ち
ら
に

し
て
こ
よ
う
と
し
て
お
り

 
一

射
撃
を
し
な
が
ら
障
害
物
か
ら
障
害
物
へ
と
移
動
し
確
実
に
こ
ち
ら
と
の

離
を
詰
め

て
き
て
い
る

あ

も
う

が
い
い
だ
け
じ

な
く
堅
実
よ
ね

明
ら
か
に
何
か
の
訓
練
を
受
け
て
る
よ
な

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
上

換
み
た
い
な
感
じ
か

ダ
ビ
ド
が
キ
レ
そ
う
な
意
見
だ
け
ど

実

そ
う
な
の
よ
ね

ピ
ト
さ
ん
は
相
変
わ
ら
ず

デ
ヴ

ド
さ
ん
を
い
じ
る
の
が
好
き
だ
よ
ね

ま
あ
あ
い
つ
は
い
じ
ら
れ
て
い
い

 
四
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
つ
つ
も
射
撃
を
切
ら
さ
ず
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頑
張

て
敵
の
進
軍
を
防
い
で
い
た

シ
ノ
ン
と
シ

リ

が
高
所
か
ら
狙
撃
を
行

て
い

る
せ
い
も
あ
り

 
一
定
の

離
ま
で
近
付
か
れ
た
後

敵
の
進
軍
は
明
ら
か
に

止
し
た

う

ん
こ
れ
じ

あ
た
だ
の
膠
着
よ
ね
戦
況
が
大
き
く
動
く
の
は
白
兵
戦
に
な

て
か
ら

か
し
ら
ね

ム
カ
つ
く
ほ
ど

が
無
え
よ
な

ピ
ト
さ
ん

う
ち
ら
は
い
つ
で
も
行
け
る

フ
カ

ま
だ

い

て

 
フ
カ
次
郎
は
抜
刀
し
て
突
撃
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

て
い
た
が

ま
だ
敵
が
遠
す
ぎ
る

 
も
し
こ
の
ま
ま
突
撃
し
た
ら
お
そ
ら
く
フ
カ
次
郎
は
あ

さ
り
と
倒
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

ま
あ
待
ち
な
さ
い

て

そ
れ
に
し
て
も
お
か
し
い
な

 
敵
の
リ

ダ

も

と

の
お
か
し
い
奴
だ
と
思

た
の
に

 
フ
カ
次
郎
を

め
た
後

ピ
ト
フ

イ
が
物
足
り
な
さ
そ
う
に
そ
う

い
た

え

ピ
ト
さ
ん

敵
の
リ

ダ

が
誰
だ
か
分
か

た
の

う
ん

一
人
だ
け

凄
く
性
格
が
悪
そ
う
な
奴
が
い
た
か
ら
ね
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性
格
が
悪
そ
う

て

ピ
ト
さ
ん

そ
う
い
う
の
分
か
る
ん
だ

は
友
を
呼
ぶ

て
奴
よ

私
も
そ
う
だ
か
ら

そ
う
い
う
の

分
か

ち

う
ん
だ

 
ピ
ト
フ

イ
は
救
い
が
た
い
事
に
自
慢
げ
な
顔
で
レ
ン
に
そ
う
答
え
た

ピ
ト
さ
ん
ク
ラ
ス
か

で
も
そ
れ
に
し
ち

凄
く
行
儀
が
い
い
よ
ね

ゴ
エ
テ

ア

あ
ら

レ
ン
ち

ん
も
言
う
よ
う
に
な

た
わ
ね

そ
り

ピ
ト
さ
ん
と
は
⻑
い
付
き
合
い
だ
し

そ
れ
じ

あ
レ
ン
ち

ん
は

こ
の
後
あ
い
つ
ら
が
ど
う
す
る
と
思
う

う

ん

シ
ノ
ン
ち

ん
と
シ

リ

さ
ん
を
何
と
か
し
よ
う
と
す
る
と
思
う
け
ど

 
ど
う
や
る
か
ま
で
は
ち

と

 
そ
の
レ
ン
の
指
摘
通
り

今
膠
着

態
に
持
ち
込
め
て
い
る
の
は
二
人
の
力
が
大
き
い

 
特
に
シ

リ

は
Ａ
Ｓ
５
０
の
存
在
と
い
う
事
前
情
報
が
秘

さ
れ
て
い
た
せ
い
も
あ
り

 
ゴ
エ
テ

ア
側
に
混
乱
を

え
て
い
た

ボ
ス

や

ぱ
り
あ
い
つ
ら

対
物
ラ
イ
フ
ル
を
二
丁
揃
え
て
ま
す
ね

こ
い
つ
は
想
定
外
だ

た
な

ま
さ
か
日
本
サ

バ

に

そ
こ
ま
で
出
回

て
る
と
は
な

こ

ち
の
サ

バ

で
も
ま
だ
一
丁
し
か
無
い
で
す
し
ね
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ど
う
や
ら
ア
メ
リ
カ
サ

バ

で
対
物
ラ
イ
フ
ル
を
持

て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

は
一
人
し
か
い

な
い
ら
し
い

 
そ
れ
く
ら
い
レ
ア
な
存
在
で
あ
る
対
物
ラ
イ
フ
ル
を

 
シ

ナ
に
近
い
プ
レ
イ
ヤ

達
が
三
丁
も
持

て
い
る
と
い
う
事
は

 
反

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
者
達
に
と

て
は
悪
夢
以
外
の
何
物
で
も
な
い

 
ゴ
エ
テ

ア
は
日
本
サ

バ

が
ホ

ム
で
は
な
い

普

は
そ
れ
に
対
抗
す
る
必
要
は
な

い
の
だ
が

 
今
回
苦
労
に
苦
労
を
重
ね

日
本
サ

バ

に
接
続
し
た
事
で

 
そ
の

を
実
地
で
感
じ
る
事
に
な

た
の
は
訓
練
の

に
来
た
ゴ
エ
テ

ア
に
と

て
は

 
あ
る
意
味
幸
運
な
出
来
事
で
あ

た
か
も
し
れ
な
い

さ
す
が
に
こ
れ
以
上
前
に
は
出
れ
な
い
か

地

も
不
利
で
す
し
ち

と
厳
し
そ
う
で
す
ね

敵
の
狙
撃
手
を

出
来
れ
ば
手
は
あ

り
そ
う
で
す
が

よ
し

そ
れ
じ

あ
次
の
手
を
打
つ
か

ど
う
し
ま
す
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奥
の
手
を
出
す

ア
レ
と
ア
レ

を
用
意
さ
せ
ろ

二
つ
と
も
で
す
か

ま
さ
か
使
う
事
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね

分
か
り
ま
し
た

 
そ
の
プ
レ
イ
ヤ

は

ル
ポ
に

く
と

そ
の
ま
ま
ど
こ
か
へ
去

て
い

た

さ
て

俺
も
久
々
に
こ
れ
を
使
う
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら

ル
ポ
が
取
り
出
し
た
の
は

 
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
使
用
し
て
い
た
メ
イ
ト
・
チ

パ

に

似
し
た
剣
で
あ

た

 
ん

あ
れ

 
射
撃
が
下
手
す
ぎ
る
せ
い
で
今
は
敵
の
様
子
を
注

す
る
事
し
か
出
来
て
い
な
い
フ
カ
次
郎

は 
後
方
で
敵
が
何
か
を
準
備
し
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

ピ
ト
さ
ん

ち

と
い
い
か

ど
う
し
た
の

い
や

め
後
方

い
屋

の
小
屋
の
裏

り
な
ん
だ
け
ど

敵
が
持

て
る
あ
れ

何

か
分
か
る



 第九章 オーディナル・スケール編

い

小
屋

 
ピ
ト
フ

イ
は
一

射
撃
を
止
め

そ
ち
ら
に

を
向
け
た

 
そ
し
て
そ
こ
に
何
が
あ
る
の
か
理
解
し
た

間
に

ピ
ト
フ

イ
は

う
げ

と

い
た

ミ
ニ
ガ
ン

ベ
ヒ
モ
ス
も
そ
う
だ
け
ど

よ
く
あ
ん
な
の
運
べ
る
わ
よ
ね

ミ
ニ
ガ
ン
だ
と

さ
す
が
に
そ
れ
は
厄
介
だ
な

ま
あ
あ
れ
を
装
備
出
来
る
く
ら
い
ス
テ

タ
ス
を
特
化
さ
せ
る
そ
の
勇
気

い
じ

な
い
け

ど
なお

い
ピ
ト

ど
う
す
る

さ
す
が
に
あ
れ
を
撃
た
れ
な
が
ら
同
時
に
前
進
さ
れ
る
と
厳
し
い

ぞ
そ
う
ね

シ
ノ
ン
ち

ん
と
シ

リ

に
狙
撃
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
わ
ね

 
ピ
ト
フ

イ
が
そ
う
答
え

上
に
通
信
を
入
れ
よ
う
と
し
た
そ
の
時

 
敵
の
後
方
か
ら
い
き
な
り
何
か
が
発
射
さ
れ
た

え何
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あ

あ
れ

ま
さ
か
Ｒ
Ｐ
Ｇ

 
こ
こ
ま
で
日
本
サ

バ

で

Ｒ
Ｐ
Ｇ
が
使
わ
れ
た
と
い
う
事

は
存
在
し
な
い

 
と
い
う
か
存
在
す
る
事
す
ら
確
認
さ
れ
て
い
な
か

た

 
ア
メ
リ
カ
サ

バ

で
も
対
物
ラ
イ
フ
ル
と
同
じ
く
一
丁
し
か
存
在
し
て
い
な
か

た
が

 
そ
の

の

が
店

り
し
か
し
て
お
ら
ず

と
ん
で
も
な
い

で
あ
る

 
使
用
さ
れ
た
事
は
過
去
に

回
し
た
無
い
そ
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を

 
今
回

ル
ポ
は
訓
練
用
に
所
持
者
に
大
金
を

て

り
受
け
て
あ

た
の
で
あ
る

 

も

に
関
し
て
は

金

の
せ
い
も
あ

て
一
発
し
か
用
意
出
来
て
い
な
い

ち

反

で
し

目
標
は

上ま
ず
い

シ
ノ
ン

シ

リ

 
そ
の
時
点
で
上
の
二
人
も

ミ
ニ
ガ
ン
の
存
在
に
気
付
い
て
お
り

 
今
ま
さ
に
そ
の
持
ち
主
を
狙
撃
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
が
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そ
の

間
に
Ｒ
Ｐ
Ｇ
が
発
射
さ
れ
た
事
に
驚
愕
し
て
い
た

う
わ

シ

リ

逃
げ
な
い
と

う
ん

に
走
ろ
う

無
理
か
も

間
に
合
わ
な
い

く
 
迫
り
来
る
ロ
ケ

ト
を
前
に
二
人
が
下
し
た
判
断
は

ま

た
く
違
う
も
の
で
あ

た

 
シ

リ

は
そ
の
場
で
狙
撃
体
制
を
と
り

シ
ノ
ン
は

か
ら
飛
び
降
り
た
の
で
あ
る

シ

リ

シ
ノ
ン

 
二
人
は
そ
う
呼
び
合
い
な
が
ら

お

い
の
無
事
を

た

 
だ
が
シ
ノ
ン
は
と
も
か
く
シ

リ

は

も
う
こ
の
時
点
で
絶
対
に
助
か
ら
な
い

あ
れ
は
私
が

す
る

 
シ

リ

は
そ
う
叫
ぶ
と

Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
持
つ
プ
レ
イ
ヤ

目

け
て

準
を
付
け
た

 
だ
が
す
ぐ
に
思
い
な
お
し

そ
の

準
を
Ｒ
Ｐ
Ｇ
そ
の
も
の
に
変
更
し
た

他
の
奴
に
使
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

こ
こ
は
武
器
破
壊
で
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ロ
ケ

ト
が
着

す
る

間
に

シ

リ

は
Ａ
Ｓ
５
０
の
引
き
金
を
引
い
た

 
そ
し
て
落
下
し
つ
つ
あ
る
シ
ノ
ン
は
空
中
で
そ
の

が
敵
の
方
に
飛
ん
で
い
く
の
を
確

か
に
見
た

シ

リ

 
シ
ノ
ン
は
シ

リ

に
向
け
て
そ
う
叫
び

シ

リ

は
そ
の
声
を

き
つ
つ

 
自
ら
が
放

た

が
Ｒ
Ｐ
Ｇ
本
体
に
命
中
し
て

破
壊
に
は
至
ら
な
か

た
も
の
の

 
明
ら
か
に

理
し
な
い
と
使
え
な
い

態
ま
で
至
ら
し
め
た
の
を
確
認
し
満
足
げ
な
顔
を
し

た
Ｒ
Ｐ
Ｇ
は
も
う
使
え
な
い
わ

 
そ
の
声
を
シ
ノ
ン
に

け
た
の
を
最
後
に
シ

リ

は
そ
の
場
で
爆
散
す
る
事
と
な

た

が 
そ
の
顔
は
と
て
も
満
足
げ
で
あ

た

シ
ノ
ン
は
そ
の
叫
び
を

き
シ

リ

は
死
ぬ
間

に
 
自
ら
の
仕
事
を
キ

チ
リ
果
た
し
た
の
だ
と
認
識
し
た

私
だ

て
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シ
ノ
ン
は
ギ
ラ
リ
と
目
を
光
ら
せ
な
が
ら
そ
う

く
と
何
と
か
体
を

て
ヘ
カ

ト

を

え
 
最
初
の
予
定
通
り

ミ
ニ
ガ
ン
の
準
備
を
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ

に
狙
い
を
つ
け
た

あ
 
だ
が
そ
れ
は
少
し

か

た
よ
う
だ

ミ
ニ
ガ
ン
持
ち
の
プ
レ
イ
ヤ

は

に
準
備
を
終
え

 
落
下
中
の
シ
ノ
ン
に
狙
い
を
付
け
て
い
た
の
で
あ
る

 
そ
し
て
ミ
ニ
ガ
ン
が
発
射
さ
れ

銃

が

あ
ら
れ
と
シ
ノ
ン
に
向
け
て
降
り
注
い
だ

ま
だ
ま
だ

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
叫
ん
で
壁
に
一

手
を
か
け
そ
の
落
下
ス
ピ

ド
を
ほ
ん
の
少
し
だ
け

少

さ
せ
る

 
そ
の
せ
い
で
銃

は
シ
ノ
ン
の
下
を
通
り
過
ぎ
そ
の
一

で
シ
ノ
ン
は
ミ
ニ
ガ
ン
持
ち
に
狙

い
を
付
け

 
即
座
に
そ
の
引
き
金
を
引
い
た

ジ
・
エ
ン
ド

 
同
じ

ル
ポ
は
部
下
達
に
突
撃
の
指

を
出
し
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今
ま
さ
に

物
に
向
け
て
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
だ
が

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
の

を
見
て

一

そ
の
動
き
を
止
め
た

あ
の
女

性
あ
る
な

だ
が
当
た
る
も
ん
か
よ

 
次
の

間

ヘ
カ

ト

の
放

た

が

正
確
に
ミ
ニ
ガ
ン
持
ち
に
着

し

 
そ
の
報
告
が
即
座
に

ル
ポ
に
通
信
さ
れ

ル
ポ
は
愕
然
と
し
た

何
だ
そ
の
シ

は

ク
レ
イ
ジ

か
よ

 
こ
れ
が
普
通
の
プ
レ
イ
ヤ

な
ら
も
ち
ろ
ん
こ
ん
な
事
は
成
功
さ
せ
ら
れ
な
か

た
だ
ろ
う

 
だ
が
シ
ノ
ン
は
日
本
で
唯
一
空

降
下
が
出
来
る
女
子
高
生
で
あ
り

 
バ
イ
ト
を
通
じ
て
空
中
で
色
々
な

動
を
す
る
事
に
も
慣
れ
て
い
る

 
そ
れ
故
に
地
面
が
目
の
前
に
迫

た
今
も
た
だ
無

死
に
す
る
つ
も
り
は
ま

た
く
な
く

 

静
に
生
存
す
る
方
法
を

み
て
い
た

幸
い
狙
撃
の
反
動
で
落
下
ス
ピ

ド
が

さ
れ

て
い
る

こ
こ

 
シ
ノ
ン
は
そ
の
ま
ま

の
壁
を

り

真
横
へ
と
飛
ん
だ

 
そ
の
ま
ま
地
面
を
ご
ろ
ご
ろ
と
転
が

た
シ
ノ
ン
は

何
と
か
命
を
繋
ぐ
事
に
成
功
す
る
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だ
が
両
足
は
そ
の
衝
撃
で

れ
曲
が

て
お
り

み
は
無
い
も
の
の
歩
く
事
は
出
来
そ
う

も
な
い

 
そ
の
上
こ
こ
は

ル
ポ
達
か
ら
そ
ん
な
に
離
れ
た
場
所
で
は
な
く

 
我
を
取
り

し
て
突
撃
指

を
出
し
な
お
し
た

ル
ポ
達
が

 
今
ま
さ
に
こ
ち
ら
に
向
け
て
攻
撃
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
た

Ｒ
Ｐ
Ｇ

ミ
ニ
ガ
ン

共
に

 
だ
が
そ
ん
な

況
で
も
シ
ノ
ン
は
仲
間
達
に
そ
の
情
報
を
伝
え
る
事
を
優
先
し
そ
う
叫
ん

だ 
も
ち
ろ
ん
死
を
覚
悟
し
て
の
事
で
あ

た
が
そ
ん
な
シ
ノ
ン
の
す
ぐ
近
く
か
ら
返
事
が
あ

た
あ
い
よ

了
解

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は
両

を
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

に
捕
ま
れ
そ
の
ま
ま
後
方
へ
と
引

張
ら
れ

た
き
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お
お

お
前
の
そ
ん
な
声

初
め
て

い
た
な

闇
風

シ
ノ
ン
ち

ん

か
わ
い
い

レ
ン
ち

ん

 
そ
う

そ
の
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ

は

シ
ノ
ン
を
救
出
に
き
た
闇
風
と
レ
ン
で
あ

た

 
二
人
は
凄
ま
じ
い
速
度
で
シ
ノ
ン
の
両

を

え

そ
の
ま
ま

物
の
中
へ
と
引

込
ん
で

い

た

 

ル
ポ
す
ら
反
応
出
来
な
い

そ
れ
は
現
実
離
れ
し
た
速
度
で
あ

た

チ

や
り
や
が
る

こ
の
ま
ま
突
撃
だ

 

ル
ポ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
う
指

を
出
し

 
残
る
ピ
ト
フ

イ
と
薄
塩
た
ら
こ
の
射
撃
で
二
人
の

を
出
し
た
も
の
の

 
十
人
以
上
の
戦
力
を
残
し
た
ま
ま

物
の
壁
に
張
り
付
く
事
に
成
功
し
た
の
で
あ

た

 
原
作
で
は
ベ
ヒ
モ
ス
相
手
に
行
な
わ
れ
た
こ
の
光
景
が
こ
こ
で
来
る
事
に
な
り
ま
し
た
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空

降
下
を
さ
せ
て
お
い
た
の
も

ま
あ
こ
の
時
の
た
め
で
す
ね



 第１１９５話 窮鼠

 
第
１
１
９
５
話
 
窮
鼠

 
闇
風
と
レ
ン
に
助
け
ら
れ
た
シ
ノ
ン
は

物
の
中
に
連
れ
込
ま
れ
て
直
ぐ
に

 
フ
カ
次
郎
に
回
復
ア
イ
テ
ム
を
使
用
し
て
も
ら
い

一
息
つ
く
こ
と
が
出
来
た

ふ
う

み
ん
な

あ
り
が
と
う

シ
ノ
ン
ち

ん
だ
け
で
も
無
事
で
本
当
に
良
か

た
よ

シ

リ

は
最
後
に
女
を
見
せ
た
な

フ
カ

そ
れ
を
言
う
な
ら
男
で
し

あ
あ
ん

レ
ン
は
シ

リ

が
男
み
た
い
だ

て
言
い
た
い
の
か

な

フ

フ
カ

違
う
か
ら

あ
と
シ

リ

に
は
言
わ
な
い
で

お
願
い

 
レ
ン
と
フ
カ
次
郎
が
そ
う

才
め
い
た
会
話
を
す
る
横
で

 
闇
風
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
シ
ノ
ン
に
こ
う
答
え
た

ど
う
い
た
し
ま
し
て
だ
な

お
前
の
珍
し
い
声
も

け
た
し

ま
あ
良
か

た
よ

 
闇
風
が
そ
う
言

た

間
に

シ
ノ
ン
は
闇
風
の
ボ
デ

を
思
い

き
り
殴

た

ぶ
ほ
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何
を
言

て
る
の

私
は
何
も
言

て
な
い
わ
よ

い
や

お
前
さ

き

幻

に

ら
さ
れ
る
と
か
馬

じ

な
い
の

落
ち
た
ら
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
な
さ
い

お

お
す

 
シ
ノ
ン
に
対
抗
出
来
る
は
ず
も
な
く

闇
風
は
そ
う
言

て

こ
ま

た

 
そ
の

間
に
シ
ノ
ン
は

い
目
で
入
り
口
の
扉
を
見
た

さ
す
が
シ
ノ
ン
は
敵
の
気
配
感
じ

る
感
覚
が

い

来
た
わ
ね

う
ん

こ
こ
は
一

引
こ
う

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
言
葉
に
外
に
け
ん
制
射
撃
を
行
な

て
い
た
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
答
え
た

オ

ケ

だ

レ
ン

う
ん

 
フ
カ
次
郎
と
レ
ン
が

シ
ノ
ン
を

え
て
奥
へ
と
走

て
い
く

 
闇
風
も
そ
れ
に
続
き
ピ
ト
フ

イ
と
薄
塩
た
ら
こ
が
最
後
尾
を

め
つ
つ
奥
の
ド
ア
の
中

に
引

込
ん
だ
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そ
の
直
後
に
入
り
口
の
ド
ア
が

破
ら
れ

敵
が
顔
を

か
せ
る

ク
リ
ア

ク
リ
ア

ク
リ
ア

よ
し

突
入

 
そ
し
て

ル
ポ
が

に
剣
を
差
し

銃
を

え
た

態
で
中
に
入

て
き
た

さ
す
が

す
ぐ
に
下
が

た
か

ボ
ス

こ
の

物
は
結

広
い
み
た
い
で
す
ね

ま
あ
落
ち
着
い
て
確
実
に
敵
を
殲
滅
し
て
い
け
ば
い
い
だ
ろ
う

を
二
つ
に
分
け
ろ

は
 

ル
ポ
は
外
を
見
張
る
チ

ム
と
内
部
を
進
む
チ

ム
を
作
り

 
様
子
を
見
な
が
ら
外
の
チ

ム
を

物
の
背
後
に
回
す
つ
も
り
で
い
た

よ
し

前
進
だ

 
内
部
チ

ム
は

ル
ポ
の
指

を
受
け

敵
が
い
る
で
あ
ろ
う
奥
の
扉
へ
と
張
り
付
い
た

 
そ
の
中
の
一
人
が
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を

ば
し
た

間
に

ル
ポ
は
壁
面
に
茶
色
い
光
が
走
る
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の
を
見
た

ん

今
何
か

あ

ボ
ス

 
見
る
と
そ
の
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を

ば
し
た
部
下
が
死

態
に
変
わ

て
お
り

 

れ
て
そ
の

が
ズ
レ
始
め
た

なシ

イ
ニ
ン
グ
・
ラ
イ
ト
ソ

ド
だ

下
が
れ

 
そ
の
言
葉
に
部
下
達
は

て
て
壁
か
ら

離
を
と
る

た
く

あ
の
手
こ
の
手
を
使

て
き
や
が
る

 

ル
ポ
は
ポ
リ
ポ
リ
と

を
か
く
と

そ
の
ま
ま
壁
に
近
付
い
て
い

た

 
た
ら
お

く
こ

ち
に

ま
あ
待
て

ふ
ふ
ん

ど
う
だ

こ
の
俺
の

利

は

 
ピ
ト
フ

イ
が
呼
ぶ
の
を
手
で
制
し

 
薄
塩
た
ら
こ
は
自
慢
げ
に
そ
う
言

て

光
剣
を
仲
間
に
み
せ
び
ら
か
し
た
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お
お

い
つ
の
間
に

あ
あ
前
の
要
塞
防
衛
戦
の
時
に
も
ら
え
た
か
ら
す
ぐ
に
イ
コ
マ
君
に
作

て
も
ら

た

そ
う
い
え
ば
ゲ

ト
し
て
た
ね

 
そ
の
前
の
防
衛
戦
と
い
う
の
は

 
八
幡
達
が
藍
子
と
木
綿
季
の

に
ア
メ
リ
カ
に
行

て
い
た
時
に
行
な
わ
れ
た
防
衛
戦
で
あ

る 
ち
な
み
に
そ
の
時
に
サ
ト
ラ
イ
ザ

も

光
ユ
ニ

ト
を
入
手
し
て
お
り

 
彼
も
薄
塩
た
ら
こ
と
一

に
イ
コ
マ
に

光
剣
を
作

て
も
ら

て
い
た

そ
の
名
は
刻
命
剣

と
い
う

た
ら
こ
さ
ん

お
め
で
と
う

あ
り
が
と
よ

ふ

ん

茶
色
の
刀
身
か

で
も
俺
の

光
石

の
方
が
格
好
い
い
な

 
そ
ん
な
薄
塩
た
ら
こ
に
対
抗
意
識
を
燃
や
し
た
の
か

闇
風
が
そ
ち
ら
に
近
付
い
て
い
く

ち

闇
風
師
匠
ま
で

危
な
い
か
ら

く
こ

ち
に
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い
や
い
や
こ
の
壁
は

い
か
ら
銃

も
通
ら
な
い
し
今
の
で
敵
も
下
が

た
だ
ろ
ま
だ

平
気
だ

だ
な

せ

か
く
だ
し
も
う
何
人
か

 
調
子
に
乗

た
二
人
が
そ
う
言

た

間
に

二
人
の
胸
元
を

黒
い
光
が
走

た

 
そ
の

間
に
フ
カ
次
郎
と
ピ
ト
フ

イ

そ
れ
に
シ
ノ
ン
の
ヴ

ル
ハ
ラ
組
が

 
い
き
な
り
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
に

声
を

び
せ
る

馬格
好
悪

使
え
な
い
わ
ね

え

え

 
レ
ン
が
そ
の
行
動
の
意
味
が
分
か
ら
ず
戸
惑

た
が

そ
ん
な
レ
ン
の
目
の
前
で

 
ピ
ト
フ

イ
と
フ
カ
次
郎
は

シ
ノ
ン
の
両

を

え
て
全
力
で
後
退
を
開
始
し
た

 
同
時
に
レ
ン
に
も
フ
カ
次
郎
と
ピ
ト
フ

イ
か
ら
声
が
か
か
る

レ
ン
ち

ん

下
が
る
わ
よ

レ
ン

急
げ
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あ
ん
た
達

後
で
覚
悟
し
て
お
き
な
さ
い

 
最
後
に
二
人
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
シ
ノ
ン
か
ら
そ
う
声
が
か
か
り

 
レ
ン
は

て
て
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
の
方
を
見
た

や
べ

や

ち
ま

た

 
そ
し
て
二
人
の

が

先
ほ
ど
の
敵
の
よ
う
に
横
に
ズ
レ
て
い
く

あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
れ
で
レ
ン
は

況
を

し

一
目
散
に
逃
げ
出
し
た

 
直
後
に
扉
が

破
ら
れ

レ
ン
に
向
け
て
銃

が
降
り
注
い
だ
が

 
レ
ン
は
自
慢
の

足
を
生
か
し

あ

と
い
う
間
に
そ
の

は
見
え
な
く
な

た

ま
あ
い
い
か

二
人
倒
し
た
か
ら
敵
の
残
り
は
あ
と
四
人
だ

 
そ
う
言
い
つ
つ
後
ろ
か
ら
現
れ
た
の
は

ル
ポ
で
あ
る

 
そ
の
手
に
は
メ
イ
ト
・
チ

パ

で
は
な
い
別
の
武
器

黒
い
光
を
放
つ

光
剣
が

ら

れ
て
い
た

や
れ
や
れ

こ
れ
を
使
う

目
に
な
る
と
は
な

こ
れ
じ

あ
訓
練
に
な
ら
ね
え
わ
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ま
あ
こ

ち
も
や
ら
れ
ま
し
た
し
今
の
は
チ

ラ

て
事
で
い
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

そ
れ
も
そ
う
か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は
ノ

カ
ン
だ
な

 

ル
ポ
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
言

て

光
剣
を
し
ま
い
再
び
メ
イ
ト
・
チ

パ

を
手
に

し
たふ

う

や

ぱ
り
こ

ち
の
方
が
手
に
し

く
り
く
る
な

 
そ
れ
じ

あ
お
前
達

さ

さ
と
残
り
の
女

共
を
狩
る
ぞ

は

 
一
方
そ
の
女

達
は

本
気
で

て
い
た

こ
れ
は
ま
ず
い

ま
ず
い

て

相
手
は
ま
だ
精

が
十
人
以
上
残

て
る
の
に

こ

ち
は
四
人
か

ま

た
く
油
断
し
す
ぎ
な
の
よ

後
で
説
教
し
な
き

ね

ど

ど
ど
ど
ど
う
す
る

ど
う
す
る

 
実

の
と
こ
ろ

ピ
ト
フ

イ
や
フ
カ
次
郎
に
は

 
キ
リ
ト

あ
る
い
は
ハ
チ
マ
ン
や
ア
ス
ナ
の
よ
う
に

銃

を

り

て
る
事
な
ど

 
い
い
と
こ
ろ

発
く
ら
い
し
か
出
来
は
し
な
い
し
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シ
ノ
ン
は
ま
だ
足
が
治

て
い
な
い
上
に

狙
撃
に

す
る

離
を
と
る
事
も
出
来
な
い

 
レ
ン
の
機
動
力
も

屋
内
で
は
そ
の
実
力
が
存
分
に
発

出
来
る
と
は
言
い
難
く

 
こ
ち
ら
に
と

て

不
利
な

件
が
揃
い
す
ぎ
て
い
る

 
本
来
な
ら
敵
に
突
入
さ
れ
る
前
に
屋
外
で
暴
れ
て
も

と
敵
の

を

ら
せ
れ
ば
良
か

た

の
だ
が

 
敵
が
ミ
ニ
ガ
ン
と
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
持
ち
出
し
た
時
点
で
そ
の
プ
ラ
ン
は
破

し
て
い
る

 
こ
う
な
る
と
も
う

完
全
勝
利
は
不
可
能
だ
と
言

て
い
い
だ
ろ
う

ど
う
や
ら
勝
ち
切
る
の
は
難
し
そ
う
ね

で
も
無
様
に
負
け
る
の
だ
け
は
避
け
た
い
わ

そ
う
ね
勝
敗
は
兵
家
の
常
だ
か
ら
負
け
る
の
は
仕
方
な
い
で
も
一
矢
く
ら
い
は
報
い
た
い

わ
だ
な

や
ら
れ

ぱ
な
し
は
性
に
合
わ
ね
え

う
ん

や
ら
れ
た
ら
や
り
返
し
た
い
よ
ね

 
ピ
ト
フ

イ
の
そ
の
意
見
に
対
し

三
人
は
口
々
に
同
意
し
た

あ

や

と
治

た

 
こ
こ
で
シ
ノ
ン
の
足
が
回
復
し
た

ど
う
や
ら
五
分

た
よ
う
だ
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ピ
ト

何
か
い
い
案
は
あ
る

え
全
滅
し
よ
う
と
も

敵
の
リ

ダ

は
倒
す

こ
れ
し
か
な
い
わ
ね

 
そ
の
シ
ノ
ン
の
問
い
に

ピ
ト
フ

イ
は
即
答
し
た

そ
れ
じ

あ

覚
悟
の
徹

し
た
一
人
狙
い

そ
う
い
う
事

で
も
も
し
目
的
を
達
成
出
来
て
誰
か
一
人
で
も
生
き
残

た
ら
即
座
に

退
よ分

か

た
わ

そ
れ
じ

あ
一
丁
や

て
や
り
ま
し

う

お
う

ヴ

ル
ハ
ラ
魂
を
見
せ
て
や
る

わ

私
も
頑
張
る

 
こ
う
し
て
四
人
は
自
ら
の
意
思
で
死
地
へ
と
飛
び
込
ん
だ
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第
１
１
９
６
話
 
フ
カ
次
郎
の
ミ
ス

 
方
針
が
決
ま

て
す
ぐ
に

四
人
は
敵
へ
の
対
抗

を
相
談
し
始
め
た

と
り
あ
え
ず
ま
だ
地
の
利
は
こ

ち
に
あ
る
ん
だ
し

 
こ
の

物
も
そ
れ
な
り
に
大
き
い
み
た
い
だ
か
ら

先
ず
は
戦
場
の
設
定
か
ら

そ
う
ね

出
来
れ
ば
敵
の
リ

ダ

だ
け

個
撃
破
出
来
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

好
戦
的
な
リ

ダ

だ

た
ら
い
い
ん
だ
け
ど

情
報
が
足
り
な
い
よ
な

敵
の
探
索

囲
を
広
げ
る

に

と
り
あ
え
ず
も
う
ち

と
奥
に
引

込
む

と
り
あ
え
ず
は
そ
れ
し
か
無
さ
そ
う
ね

す
ぐ
に
動
き
ま
し

う

 
四
人
は

き
合
う
と

そ
の
ま
ま

物
の
奥
へ
奥
へ
と
引

込
ん
で
い

た

 
そ
し
て
続
き
部
屋
に
な

て
い
る

そ
れ
な
り
に
広
い
二
つ
の
部
屋
を
見
付
け
た
四
人
は

 
そ
こ
で
戦
い
の
準
備
を
始
め
た

 
ボ
ス
敵
が
い
た
部
屋
の
入
り
口
を
発
見
し
突
入
し
ま
し
た
が
中
に
は
誰
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
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引
き
続
き
探
索
を
続
け
ろ

敵
も
シ

イ
ニ
ン
グ
・
ラ
イ
ト
ソ

ド
を
持

て
る

て
事
を
忘

れ
る
な

は
 
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
を
倒
し
た
後

 

ル
ポ
は
探
索
を
部
下
達
に
任
せ

安
全
地

に
引

込
ん
で
指

を
と

て
い
た

 
こ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
そ
う
で
あ

た
が

ル
ポ
は
基
本

 
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
以
外
で
自
ら
が
動
く
事
は
な
い

そ
れ
か
ら
探
索
が
始
ま

た
が

 
し
ば
ら
く
の
間
は
全
く
接
敵
す
る
事
も
な
く

た
だ
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い

た

 
だ
が

物
内
は
確
実
に
調
査
さ
れ
て
い
き

 
つ
い
に
三
人
組
の
一

が

ピ
ト
フ

イ
達
の
待
ち

え
て
い
る
部
屋
に
到
達
し
た

 
三
人
は
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
意
思
を
交
わ
し
あ

た
後
そ

と
取

手
に
手
を
か
け
て
ド
ア
を

開
く
と

 
一
気
に
室
内
へ
と
突
入
し
た

だ
が
少
な
く
と
も
見
え
る

囲
に

の

は
な
く

 
た
だ
正
面
に

奥
へ
と
続
い
て
い
る
ら
し
き
ド
ア
が
あ
る
だ
け
で
あ

た

ク
リ
ア
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ク
リ
ア

ク
リ

い
や

上
だ

 
三
人
組
の
う
ち

最
初
の
二
人
は
室
内
に
問
題
な
し
と
判
断
し
た
が

 
最
後
の
一
人
は
か
な
り
慎
重
な
性
格
だ

た
よ
う
で

 
そ
れ
な
り
に
高
い
部
屋
の
天

に

人
影
が
あ
る
事
に
気
が
付
い
た

あ
ら

や
る
じ

な
い

だ
ね

で
も
も
う

か

た
り

シ
ノ
ン

 
天

の
人
影
の
正
体
は

ピ
ト
フ

イ

フ
カ
次
郎

そ
し
て
レ
ン
で
あ

た

 
ピ
ト
フ

イ
は
ナ
イ
フ
を
壁
に

し
そ
の
馬

力
を
駆
使
し
て
天

か
ら
ぶ
ら
下
が

て
い

た 
フ
カ
次
郎
と
レ
ン
は

そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
の
足
に
捕
ま

て
い
た

 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
ま
ま
敵
の

に
飛
び
降
り

敵
は

そ
の
場
で

を
向
き

 
三
人
に
発
砲
し
よ
う
と

え
を
と

た

 
そ
の

間
に
爆
音
と
共
に
正
面
の
ド
ア
を
突
き
破

て
敵
に
向
け
て
何
か
が
高
速
で
飛
来
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し
た

 
そ
の
何
か
は
先

に
い
た
敵
の
胸
の
当
た
り
に
命
中
し
そ
の
ま
ま
最
後
尾
の
敵
ま
で
一
気
に

い
て
い
く

Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｓ

Ｓ

Ｔ

 
そ
れ
は
シ
ノ
ン
の
放

た
ヘ
カ

ト

の
銃

で
あ

た

 
三
人
の
役
目
は
ヘ
カ

ト

の
射
線
か
ら
敵
を
動
か
さ
な
い
事
で
あ
り

 

に
飛
び
降
り
る
事
で
そ
れ
は
確
実
に
成
功
し
て
い
た

 
こ
れ
に
よ

て
大
ダ
メ

ジ
を
く
ら

た
敵
は

に
動
く
事
が
出
来
ず

 
両

か
ら
ま
と
も
に
攻
撃
を
く
ら
う
事
と
な

た

は

い

ご
苦
労
様

 
ピ
ト
フ

イ
は
敵
の
銃
を
持
つ
手
ご
と

敵
を

ぎ
に
し
た

く
ら
え

 
レ
ン
は

ち

ん
を
フ
ル
オ

ト
で
敵
へ
と
叩
き
こ
み
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敵
は
手
に
持
つ
銃
を
取
り
落
と
し

そ
の
ま
ま
ど

と
倒
れ
こ
ん
だ

フ
ン

い

 
そ
し
て
フ
カ
次
郎
は

最
速
の
突
き
を
敵
の
心

に
叩
き
こ
ん
だ

ど
う
だ

 
フ
カ
次
郎
は
ド
ヤ
顔
を
し
な
が
ら
そ
う
叫
ん
だ
が
そ
ん
な
フ
カ
次
郎
に
シ
ノ
ン
が

て
て
声

を
か
け
る

馬

フ
カ

そ
れ
じ

目
よ

へ
 
直
後
に
銃
声
が

き

り

フ
カ
次
郎
の

に

が
開
い
た

あ
 
フ
カ
次
郎
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ノ
リ
で
敵
を
倒
し
た
と
判
断
し
て
し
ま

た
が

 
こ
こ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
あ
り
全
て
の
敵
は
引
き
金
を

く
引
く
だ
け
で
遠

攻
撃
が
可
能
で
あ

る 
今
回
の
敵
は
し

か
り
と
し
た
技

を

ね
備
え
て
い
た

 
倒
れ
こ
む
そ
の
一

で

フ
カ
次
郎
に
対
し
て
キ

チ
リ
反
撃
し
て
き
た
の
で
あ

た



 第九章 オーディナル・スケール編

フ
カ

し
ま

た

事
前
に
念
押
し
し
て
お
く
べ
き
だ

た
わ
ね

 
ピ
ト
フ

イ
は
自

気
味
に
そ
う

き
な
が
ら
フ
カ
次
郎
が
心

を
突
き

し
た
敵
に

り

を
入
れ
た

 
そ
れ
で
敵
は
完
全
に
消
滅
し
た
が
フ
カ
次
郎
が
負

た

は
致
命

で
あ
り
そ
の
体
も
消

え
つ
つ
あ

た

す

す
ま
ね
え

ハ

ド
ラ

ク
と
ダ
ン
ス

ち
ま

た

仕
方
な
い
よ

フ
カ
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で

近
接
戦
を
ほ
と
ん
ど
や

た
事
が
な
い
ん
だ
も
ん

後
は
任
せ
て

ド
ン
マ
イ

 
三
人
に

め
ら
れ
な
が
ら

フ
カ
次
郎
は
そ
の
ま
ま
死

し
た

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
お
い
て
は

え
心

を

か
れ
よ
う
と
も

別
に

み
が
あ
る

で
は
な
い

 
死

確
定
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
生
か
し
て
こ
の
よ
う
な
事
が

き
る
場
合
が
多
い

 
特
に
近
接
戦
闘
だ
と

狙
い
が

で
も
命
中

が

ね
上
が
る

 
敵
に

打
を

え
ら
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
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こ
の
四
人
の
中
で

フ
カ
次
郎
以
外
の
三
人
は

そ
も
そ
も
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
出
身
の

 
そ
の
事
を
無
意
識
に
理
解
し
て
動
い
て
い
る
の
だ
が

 
戦
闘
力
は
高
く
と
も

そ
う
い

た
部
分
に
関
し
て
は
フ
カ
次
郎
は
ま
だ
ま
だ
素
人
で
あ
る

 
今
回
の
場
合

当
た
り
所
も
実
に
ハ

ド
ラ

ク
で
は
あ

た
が

 
と
に
も
か
く
に
も
ま
た
味
方
が
一
人

り

三
人
は
更
な
る

ち
に
立
た
さ
れ
る
事
と

な

た
こ
れ
は
さ
す
が
に
参

た
わ
ね

敵
の
残
り
は
何
人
か
な

ま
だ
十
人
以
上
は
残

て
る
は
ず
よ

ピ
ト
さ
ん

前
み
た
い
に
無
双
し
て
全
員
倒
せ
な
い

あ
れ
は
相
手
が

か

た
か
ら

 
ヴ

ル
ハ
ラ
や

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
に
無
双
は
付
き
物
で
は
あ
る
が

 
そ
れ
は
あ
く
ま
で
チ

ム
と
し
て
の
強
さ
で
あ
り

 
少
な
く
と
も
銃
の
扱
い
や
戦
場
で
の
立
ち
回
り
が
し

か
り
訓
練
さ
れ
た
敵
相
手
だ
と

 
人

が
揃
わ
な
い
こ
の

況
で
は

え
ピ
ト
フ

イ
で
も
そ
ん
な
事
は
不
可
能
で
あ
る
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も

と
も
こ
れ
が
キ
リ
ト
や
シ

ナ

シ
ズ
カ

り
だ
と

 
何
と
か
な

て
し
ま
う
気
が
し
な
い
で
も
な
い
の
だ
が

そ
の
三
人
は
今
こ
こ
に
は
い
な
い

と
り
あ
え
ず
敵
の

動
を

し
て
お
き
た
い
わ
ね

あ

そ
れ
じ

あ
私
が
偵
察
に
行
こ
う
か

最
悪
逃
げ
れ
ば
い
い
ん
だ
し

 
レ
ン
の
そ
の
提
案
に

ピ
ト
フ

イ
が
首
を

た

う
う
ん

今
回
は
私
が
行
く
わ

レ
ン
ち

ん

え

何
で

だ

て
レ
ン
ち

ん
じ

誰
が
敵
の
リ

ダ

な
の
か
分
か
ら
な
い
で
し

 
レ
ン
は
そ
う
言
わ
れ

言
葉
に
詰
ま

た

あ

ま
あ
そ
れ
は

う
ん

そ
の
点
私
は
さ

き
見
た
か
ら
ね

余

余

そ
れ

て
さ

き
言

て
た
凄
く
性
格
が
悪
そ
う

て
奴
だ
よ
ね

 
そ
れ
が
本
当
に
敵
の
リ

ダ

だ

て

は
あ
る
の

う
ん

私
の
勘

 
ピ
ト
フ

イ
は
さ
ら

と
そ
う
言
い

レ
ン
と
シ
ノ
ン
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
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ピ
ト
の
勘

あ
あ

ピ
ト
さ
ん
の
勘
か

お
褒
め
に

か
り
光
栄
で
す
わ

お
ほ
ほ
ほ
ほ

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
う
高
笑
い
し
た
が
そ
ん
な
ピ
ト
フ

イ
に
レ
ン
と
シ
ノ
ン
は
同
時
に
言

た
い
や

褒
め
て
は
な
い
か
ら

何
で
よ

普
通
に
褒
め
て
い
い
と
こ
ろ
で
し

 
ピ
ト
フ

イ
は
二
人
に
そ
う
抗
議
す
る
と

返
事
を
待
た
ず
に
部
屋
を
飛
び
出
し
た

そ
れ
じ

あ
行

て
く
る
わ

や
ば
そ
う
な
ら
合
図
す
る
か
ら

 
二
人
は
出
来
れ
ば
脱
出
し
や
す
い
場
所
ま
で
下
が

て
お
い
て

え

そ
れ

て

あ

ち

 
シ
ノ
ン
が
顔
色
を
変
え
て
何
か
言
い
か
け
た
が

ピ
ト
フ

イ
は
気
に
せ
ず
扉
を

め

 
そ
の
ま
ま
外
に
飛
び
出
し
て
い
く

待
ち
な
さ
い

て

あ

あ
れ

扉
が
開
か
な
い

 
ど
う
や
ら
ピ
ト
フ

イ
が
何
か
し
た
ら
し
く
そ
の
扉
は
押
し
て
も
引
い
て
も
ビ
ク
と
も
し
な
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か

た
も
し
か
し
て
ピ
ト
さ
ん
が
何
か

ん
だ
の
か
な

く

ピ
ト
の
奴

多
分
死
ぬ
気
よ

え
え
え
え
え

待
ち
合
わ
せ
の
場
所
も
相
談
し
て
な
い
し
そ
も
そ
も
や
ば
そ
う
に
な

て
こ

ち
に
合
図
な

ん
か
し
た
ら

 
自
分
の
居
場
所
を
敵
に
知
ら
れ
る
だ
け
じ

な
い

た

確
か
に

シ
ノ
ン
ち

ん

ど
う
す
る

 
シ
ノ
ン
は
目
を

て
何
か
考
え
て
い
た
が

や
が
て
目
を
開
け

レ
ン
に
言

た

ピ
ト
の
指

に

い
ま
し

う

こ
こ
で
私
達
が
無
理
を
し
て
全
滅
す
る

に
は
い
か
な
い

わ
で

で
も

 
レ
ン
は
ピ
ト
フ

イ
を
助
け
に
行
き
た
そ
う
に
見
え
た

だ
が
そ
ん
な
レ
ン
を
諭
す
よ
う
に
シ

ノ
ン
は
言

た
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そ
も
そ
も
勝
利

件
を
設
定
し
た
の
は
ピ
ト
自
身
よ

そ
の
ピ
ト
が
自
ら
動
い
た
ん
だ
か
ら

 
私
達
が
下
手
に
感
情
を
優
先
し
て
ピ
ト
の

魔
を
す
る

に
は
い
か
な
い
わ

う

う
ん

そ
ん
な
顔
し
な
い
の

と
に
か
く
私
達
は

抗
戦
を
続
け
る
か
退

す
る
か

 
ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
す
ぐ
動
け
る
よ
う
に
備
え
て
お
き
ま
し

う

そ

そ
う
だ
ね

う
ん

分
か

た

 
レ
ン
も
そ
れ
で
納
得
し
て
く
れ

 
二
人
は
ニ

ン

と
ホ
ワ
イ
ト
が
置
い
て
あ
る
場
所
に
近
い
方
へ
と
移
動
を
開
始
し
た

  
シ
ノ
ン
の
予
想
は
当
た

て
お
り

ピ
ト
フ

イ
は
チ

ン
ス
が
あ
れ
ば

 
相
打
ち
覚
悟
で
敵
の
リ

ダ

を
殺
そ
う
と
考
え
て
い
た

 
そ
の

そ
う
な

た
場
合
の
勝
利

件
を
満
た
す

に

 
ピ
ト
フ

イ
は
部
屋
を
出
て
す
ぐ
に

レ
ン
と
シ
ノ
ン
が
追
い
か
け
て
こ
な
い
よ
う
に
と

 
部
屋
の
扉
の
ノ
ブ
に

を
し
て
出
ら
れ
な
く
し
て
お
い
た
の
だ
が

 
そ
の
反
面
そ
う
な
ら
な
い
事
も
し

か
り
と
想
定
し
予
想
以
上
に
し

か
り
と
偵
察
任
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を
こ
な
し
て
お
り

 
慎
重
に
通
路
を
進
ん
で

今
ま
さ
に
遠
く
に
敵
の
集
団
の

を

え
て
い
た

さ

き
の
銃
声
は
こ

ち
か
ら
だ

た
よ
な

あ
あ

三
人
は
や
ら
れ
た

い

ボ
ス
に
報
告
は

も
う
し
た

ま
も
な
く

令
所
か
ら
こ

ち
に
到
着
す
る
は
ず
だ

そ
れ
じ

あ
し
ば
ら
く
待
機
か

あ
あ

 
ど
う
や
ら
彼
ら
は
先
ほ
ど
の
戦
闘
音
を

い
て
終
結
し
て
き
た
よ
う
で

 
風
に
乗

て
そ
ん
な
英
語
で
の
会
話
が

き

ピ
ト
フ

イ
は
ニ
ヤ
リ
と
し
た

ラ

キ

令
所
と
か
に
引

込
ん
で
た
敵
の
リ

ダ

が
こ

ち
に
来
て
く
れ
る
の
ね

 
ピ
ト
フ

イ
は
こ
れ
幸
い
と
こ
の
付
近
で
待
ち
伏
せ
す
る
事
に
し

 
ど
こ
か

れ
ら
れ
る
場
所
は
な
い
か
と

囲
を
見
回
し
た

 
そ
し
て
目
に
付
い
た
の
は

何
の
変

も
な
い
木
の

で
あ
る

 
そ
れ
を
見
た

間

ピ
ト
フ

イ
の

裏
を

以
前
レ
ン
が
旅
行
カ
バ
ン
の
中
に

れ
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Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
相
手
に
無
双
し
た
シ

ン
が
よ
ぎ

た

あ
れ
と
同
じ
事
を
こ
れ
で

て

私
が
入
れ
る
は
ず
も
な
い
で
す
よ

と

 
と
い
う
か
あ
の
戦
闘
ゴ
エ
テ

ア
の
奴
ら
が
見
た
可
能
性
も
あ
る
か
ま
あ
と
り
あ
え
ず

 
そ
う

く
と

ピ
ト
フ

イ
は
小
声
で
レ
ン
に
通
信
を
入
れ

 
何
か
指

を
出
し
た
後

敵
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら

⻤

を
抜
い
た
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第
１
１
９
７
話
 
倒
れ
ゆ
く
仲
間
達

 
す
み
ま
せ
ん
お
待
た
せ
し
ま
し
た

や

と
今
年
の
仕
事
が
終
わ
り
ま
し
た

ボ
ス

ア
ル
フ

チ

ム
が
敵
と
交
戦
し
た
よ
う
で
す

 
ア
ル
フ

チ

ム
は
全
滅
し
ま
し
た
が

プ
レ
イ
ヤ

フ
カ
ジ

ロ
ウ

を
撃
破

 
敵
の
生
き
残
り
は

シ

ノ
ン

レ
ン

ピ

ト
フ

イ

の
三
名
だ
そ
う
で
す

 
日
本
語
が

能
な

ル
ポ
は

 
そ
の
部
下
が
敵
の
名
前
を
呼
ぶ
の
に
苦
労
し
て
い
る
の
を
見
て
思
わ
ず
ク
ス
リ
と
笑
い
つ
つ

 
す
ぐ
に
顔
を
引
き
締
め
て

そ
の
報
告
に
対
し

こ
う

き
返
し
た

交
戦
場
所
は
分
か

た
の
か

は
い

今
か
ら
そ
ち
ら
に
複

の
チ

ム
で
向
か
う
予
定
で
す

待
て

俺
も
行
こ
う

と
り
あ
え
ず
そ
い
つ
ら
は
待
た
せ
て
お
け

分
か
り
ま
し
た
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ま
さ
か
と
は
思
う
が
二
チ

ム
が
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
事
に
な

た
ら
ま
ず
い
か
ら
な

 
生
き
残
り
の
メ
ン
バ

の
中
に
は
新
人
も
そ
れ
な
り
の

が

ま
れ
て
お
り

 
ま
あ
そ
れ
故
に
訓
練
と
称
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
来
て
い
る

な
の
だ
が

 
相
手
が
シ

ナ
に
近
し
い
者
達
だ
と
調
査
で
分
か

て
い
る

 

ル
ポ
は
敵
が
何
か

し

を
持

て
い
る
事
も
考

し

 
自
ら
が
す
ぐ
後
方
で
フ

ロ

す
る
事
を
決
め
た
の
で
あ

た

 
も
ち
ろ
ん
よ
ほ
ど
の
事
が
無
い
限
り

自
分
が
前
に
出
る
つ
も
り
は
な
い
が

ま
あ
あ
の
ピ
ト
フ

イ
と
か
い
う
女
が
相
手
な
ら
俺
が
直
接
や
り
あ

て
や

て
も
い
い
か

 

ル
ポ
は
少
し
前
に
自
分
を
挑
発
し
て
き
た
プ
レ
イ
ヤ

の
事
を
考
え

 
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
な
が
ら
重
い

を
上
げ
た

ボ
ス

わ
ざ
わ
ざ
ご
足
労

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

気
に
す
る
な

そ
れ
じ

あ
行
く
ぞ

は
い

 
一
同
は
そ
の
ま
ま
慎
重
に
前
へ
前
へ
と
進
み
始
め
た

 
し
ば
ら
く
は
た
だ

調
な
通
路
が
続
く
だ
け
で
他
に
は
何
も
無
く
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中
に
い
く
つ
か
あ

た
部
屋
も
空

で
あ
り
ま
ず
平
穏
無
事
と
い

て
い
い
探
索
が
続

い
た
が

 
し
ば
ら
く
行
く
と

通
路
の

の
方
に
木

が
置
い
て
あ

た

お
前
ら

一

ス
ト

プ
だ

 
そ
れ
を
見
て

ル
ポ
は
目
を

め

部
下
達
を
制
止
し
た

ボ
ス

ど
う
か
し
ま
し
た
か

確
か

あ
の
レ
ン
と
い
う
チ
ビ
の
戦
闘
記
録
に

 
あ
あ
い

た

ま
あ
そ
の
時
は
旅
行
カ
バ
ン
だ

た
は
ず
だ
が

 
そ
の
中
に

れ
て
奇
襲
す
る

て
の
が
あ

た
は
ず
だ

 
シ
ノ
ン
や
ピ
ト
フ

イ
に
は
無
理
だ
ろ
う
が
も
し
か
し
た
ら
レ
ン
が
中
に
入

て
る
可
能
性

が
あ
る

 
お
い
お
前
あ
れ
に
銃
を
撃
ち
こ
ん
で

い
や
音
が
す
る
の
は
ま
ず
い
か
や

ぱ
り

い
い

俺
が
や
る

 
そ
う
言

て

ル
ポ
は
自
ら
の

光
剣
を
取
り
出
し
た

 
ち
な
み
に
名
は

ア
ル
ベ
リ
ヒ

メ
イ
ト
・
ス
ラ
イ
サ

と
い
う
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ル
ポ
が
そ
の

黒
い
刀
身
の
切

先
を
木

に
向
け
た
時

部
下
が
叫
ん
だ

ボ
ス

あ
そ
こ
に
ピ
ン
ク
の
チ
ビ
が

何
 
見
る
と
確
か
に
ピ
ン
ク
の
チ
ビ

レ
ン
が
物
陰
か
ら
こ
ち
ら
を
見
て
お
り

 
レ
ン
は
発
見
さ
れ
た
事
に
気
付
き
や
ば

と
い
う
顔
を
し
た
後
一
目
散
に
奥
へ
と
逃
げ

て
い

た

追
い
ま
す

分
か

た

罠
の
可
能
性
も
考
え
て

慎
重
に
な

は
 
部
下
の
う
ち
二
チ

ム
が
そ
の
ま
ま
レ
ン
を
追
い
か
け
て
い
き

 

ル
ポ
は
レ
ン
が
い
た
事
で
木

か
ら
興
味
を
失
い

メ
イ
ト
・
ス
ラ
イ
サ

を
し
ま

た

と
は
い
え

あ
れ
が

技
だ
と
も
思
え
ん
し

お
そ
ら
く
罠
の
線
は
無
い
だ
ろ
う
な

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
あ

本
当
に
罠
が
張
ら
れ
て
る
時
は

も

と

な
感
じ
が
す
る
も
ん
だ

 

ル
ポ
は

ら
に
置
い
て
い
た

の
新
人
と
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た
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ル
ポ
は
今
回
の
実
戦

で

こ
の
新
人
は
中
々
見
所
が
あ
る
奴
だ
と
感
じ
た

 
手
元
に
置
く
事
に
し
た
の
で
あ
る

そ
う
い
や
お
前

マ
ス
テ
マ
だ

た
か

こ
こ
で
も
同
じ
名
前
に
し
た
ん
だ
な

 
あ
ま
り
い
い
事
じ

な
い
か
ら
今
後
は
気
を
つ
け
ろ

す

す
み
ま
せ
ん

ロ
グ
イ
ン
し
た
直
後
に
先
輩
達
に
も
言
わ
れ
ま
し
た

ま
あ
普

こ
う
い
う
の
を
や
ら
な
い
奴
は
知
ら
な
く
て
も
仕
方
な
い

 
と
い
う
か
俺
が
事
前
に
一
言
言

て
お
く
べ
き
だ

た
な

す
ま
ん

い
や

謝
ら
な
い
で
下
さ
い
ボ
ス

全
部
無
知
な
僕
が
悪
い
ん
で
す

ふ
む

お
前
は
真
面
目

 
真
面
目
だ
な

と
言
い
か
け
た

ル
ポ
は

何
か
の
気
配
を
感
じ
て

て
て

り
返

た

 
そ
の

に

い

光
剣
が
突
き
立
ち

ル
ポ
は
ま
さ
か

と
い
う
思
い
で
目
を
見
開
い
た

て

て
め
え

一
体
ど
う
や

て

 

ル
ポ
の

に
剣
を
突
き
立
て
た
の
は

ニ
タ

と
笑
う
ピ
ト
フ

イ
で
あ

た

 
そ
の
体
は
ピ
ト
フ

イ
の
身
⻑
で
は
絶
対
に
中
に
は

れ
ら
れ
な
い

の
木
の

か
ら
飛
び
出

し
て
い
る
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分
か
ら
な
い

そ
れ
じ

あ

土
の
土
産
に
見
せ
て
あ
げ
る
わ

 
そ
う
言

て
ピ
ト
フ

イ
は

の
力
だ
け
で

か
ら
完
全
に
抜
け
出
し
た

 
そ
の
両
足
は
失
わ
れ
て
お
り
今
の
ピ
ト
フ

イ
は

か
ら
上
だ
け
の

態
と
な

て
い
た

お
前
そ
れ

ま
さ
か
自
分
で
や

た
の
か

え
え
そ
う
よ

何
か
文

あ
る

い
や

無
え
よ

全
く
ク
レ
イ
ジ

な
女
だ
な

気
に
入

た

お
前
は
俺
の
女
に
す
る

 
こ
こ
で
死
に
か
け
の

ル
ポ
が

本
気
の
顔
で
そ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た

あ
ん
た
の
女
に

残
念
だ
け
ど

私
に
は
も
う
身
も
心
も

げ
た
相
手
が
い
る
の
よ
ね

シ

ナ
か

あ
ら

よ
く
知

て
る
わ
ね

あ
い
つ
と
は
縁
が
あ
る
か
ら
な

ま
あ
い
い

あ
い
つ
を
ぶ
ち
殺
せ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ

出
来
る
も
の
な
ら
や

て
み
れ
ば

出
来
る
も
の
な
ら
ね

 
そ
の
ピ
ト
フ

イ
の
煽
り
に
ニ
ヤ
リ
と
笑
い

ル
ポ
は
そ
の
ま
ま
死

し
た

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
時
横
で
そ
ん
な
叫
び
声
が
上
が
り
次
の

間
に
ピ
ト
フ

イ
の
体
に
銃

が
降
り
注
い
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だ
あ
ん
た

確
か
マ
ス
テ
マ
だ

け

ボ
ス
の
首
は

い
た
わ

お
生

様

 
ピ
ト
フ

イ
は
マ
ス
テ
マ
に
そ
う
英
語
で
語
り
か
け
る
と
最
後
の
力
を

り
絞

て
日
本
語

で
叫
ん
だ

レ
ン
ち

ん

シ
ノ
ン

目
標
達
成
よ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
は

ル
ポ
に

れ
る
事
十

で

ル
ポ
に
重
な
る
よ
う
に
死

し

た
ボ

ボ
ス

 
ピ
ト
フ

イ
を
倒
し
た
マ
ス
テ
マ
は

然
と
そ
う

い
た
が

 
遠
く
か
ら
こ
ち
ら
に
向
か

て
く
る
仲
間
達
の

を
見
て

我
に
返

た

く

ボ
ス
に
失
望
さ
れ
な
い

に
も

し

か
り
し
な
い
と

 
マ
ス
テ
マ
は
そ
う
言

て
自
分
の

を
叩
き

仲
間
達
に
向
け
て
叫
ん
だ

先
輩

ボ
ス
が
や
ら
れ
ま
し
た

同
時
に
ピ

ト
フ

イ
を
倒
し
た
の
で

 
残
る
敵
は
シ

ノ
ン
と
レ
ン
だ
け
で
す

必
ず
倒
し
ま
し

う

 
マ
ス
テ
マ
は
そ
う
言

て
銃
を

り
な
お
し

仲
間
達
の
方
へ
と
走

て
い

た
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そ
の
少
し
前

レ
ン
は
ピ
ト
フ

イ
の
指

に

て
敵
が
見
え
る

置
ま
で
行

た
後

 
敵
に
発
見
さ
れ
て

て
て
シ
ノ
ン
の
所
に

た
と
こ
ろ
で
あ

た

レ
ン

結
局
ピ
ト
の
指

て
何
の
意
味
が
あ

た
の

ち

と
も
分
か
ら
な
い
よ

私

た
だ
走

て

復
し
た
だ
け
だ
し

 
直
後
に
遠
く
か
ら
小
さ
く
銃
声
が

こ
え

そ
し
て
通
信
機
か
ら
ピ
ト
フ

イ
の
声
が
し
た

レ
ン
ち

ん

シ
ノ
ン

目
標
達
成
よ

 
そ
し
て
ピ
ト
フ

イ
が
死

し
た
事
が
確
認
さ
れ

 
二
人
は

き
合
う
と

予
め
確
保
し
て
お
い
た
脱
出
ル

ト
へ
と
向
か

た

ピ
ト
の
奴

ど
う
に
か
し
て
や

た
み
た
い
ね

私
も
ち

と
は
役
に
た
て
た
の
か
な

ど
う
だ
ろ

ま
あ
と
に
か
く
私
達
は
一
刻
も

く
こ
の
場
か
ら
脱
出
し
な
い
と
ね

う
ん

 
二
人
は
外
に
出
て

め
て
あ

た
ニ

ン

と
ホ
ワ
イ
ト
に
別
々
に
走

た

 
こ
れ
は
二
台
を
同
時
に
動
か
す
事
で
敵
を
分
散
さ
せ
少
し
で
も
生
存

を
上
げ
る
の
が
目
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的
で
あ

た

レ
ン

こ

ち
は
無
事
に
ホ
ワ
イ
ト
に
乗
り
込
め
た
わ

そ

ち
は
ど
う

 
シ
ノ
ン
は
レ
ン
に
そ
う
呼
び
か
け
た
が

ど
れ
だ
け
待

て
も
返
事
が
な
い

何
か
あ

た
の
か
し
ら

 
シ
ノ
ン
は
そ
う
思
い
な
が
ら

仕
方
な
く

の
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
た

 
そ
の
時
遠
く
か
ら
銃
声
が

こ
え
て
く
る

今
の
は

 
シ
ノ
ン
は

を
ゆ

く
り
と
ス
タ

ト
さ
せ
な
が
ら

音
が
し
た
方
を
じ

と
見
つ
め
た

何
か
来
る

あ
れ
は

レ
ン

 
シ
ノ
ン
は
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
く
る
そ
の
物
体
が
ピ
ン
ク
色
で
あ
る
事
か
ら
そ
う
判
断
し

速
し
た

 
そ
ん
な
シ
ノ
ン
の

に

レ
ン
の
声
が
飛
び
込
ん
で
く
る

シ
ノ
ン
ち

ん

そ
の
ま
ま
加
速
し
て

 
シ
ノ
ン
は

か
れ
る
よ
う
に

の
ア
ク
セ
ル
を

み

ホ
ワ
イ
ト
の
速
度
が
上
が

て
い
く
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だ
が
さ
す
が
に
直
ぐ
に
最
高
速
度
に
達
す
る

も
な
く
そ
の
間
に
レ
ン
が
そ
の

足
を
生
か

し
て
追
い
付
き

 
助
手

の
ド
ア
を
開
け
て
中
に
滑
り
込
ん
で
き
た

レ
ン

何
が
あ

た
の

そ
れ
が

敵
の
伏
兵
が
ま
だ
い
た
み
た
い
で

ニ

ン

が
壊
さ
れ
て
た
の

 
で

一
気
に
敵
が
襲

て
き
た
か
ら
通
信
す
る
余

が
無
く
て

ご
め
ん

そ
ん
な
の
気
に
し
な
い
の

そ
れ
に
し
て
も
ま
だ
伏
兵
が

全
く
後
か
ら
後
か
ら

 
ニ

ン

に
限
ら
ず

個
人
で
所

し
て
い
る

の

は

 
も
し
破
壊
判
定
を
受
け
る
と
相
応
の

理
代
金
を

求
さ
れ
そ
の

い
が
済
ん
だ
後
で

街
で
再
生
す
る

 

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
場
合

い
は
自
動
に
し
て
あ
る

 
お
そ
ら
く
今

専
用
の

に

ニ

ン

が
復
活
し
て
い
る
は
ず
だ

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
わ
ね

こ
の
ま
ま

と
い
う

で
報
告
終
わ
り

そ
れ
じ

あ
私
が

に
な

て

別
方
向
に
走
る
か
ら

 
そ
の
間
に
シ
ノ
ン
ち

ん
は
街
ま
で
逃
げ
込
ん
で

そ
う
す
れ
ば
こ

ち
の
勝
ち
だ
か
ら
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レ
ン
は
そ
う
言

て
ド
ア
を
開
け

外
に
飛
び
出
そ
う
と
し
た

 
シ
ノ
ン
は

に
手
を

ば
し
て
レ
ン
の
首

こ
を
掴
み

そ
れ
を
止
め
る

 
お
か
げ
で
レ
ン
は

手
に
転
が
り

お
か
し
な
声
を
上
げ
る
事
に
な

た

ふ
ぎ

こ
ら

何
勝
手
な
事
を
言

て
る
の

こ
う
な

た
以
上

私
達
の
勝
利

件
は

 
二
人
揃

て
ち

ん
と
街
ま
で
到
達
す
る
事
よ

 
シ
ノ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
た
レ
ン
は
ひ

く
り
返

た
格
好
の
ま
ま
目
を
う
る
う
る
さ
せ
た

う

う
ん

 
こ
う
し
て
二
人
の
逃
避
行
が
始
ま

た
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第
１
１
９
８
話
 
戦
況

刻
々
と
変
化
す

 
す
み
ま
せ
ん

日
は

落
ち
て
し
ま
い

少
し

れ
ま
し
た

 
協
力
し
あ

て
何
と
し
て
も
街
に
帰
る
事
を
決
め
た
二
人
は

 
当
然
の
事
な
が
ら

最
初
に
レ
ン
が
ハ
ン
ド
ル
を

る
事
と
な

た

シ
ノ
ン
ち

ん

攻
撃
は
お
願
い

え
え

や

と
ヘ
カ

ト

の
本
領
を
発

出
来
る
わ

 
シ
ノ
ン
は
不
敵
な
顔
で
そ
う
言
う
と

ル

フ
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て
ヘ
カ

ト

を

え

た
生
き
残
り
の
敵
は
十
人
前
後
よ
ね

は
何
台
あ
る
の
か
し
ら
ね

ち
ら

と
見
た
感
じ
だ
と

五
台
く
ら
い
は
あ

た
よ

あ
あ

最
初
の
敵
の

を
考
え
る
と

そ
の
く
ら
い
は
残

て
る
わ
よ
ね

 

純
に
戦
力
比
が
一
対
五
な
上

お
そ
ら
く
敵
の
方
が
運
転
技
術
も
上
だ
ろ
う
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シ
ノ
ン
は
暗

た
る
気
持
ち
に
な
り
か
け
た
が
そ
ん
な
シ
ノ
ン
に
レ
ン
が
明
る
い
顔
で
言

た
そ
れ
じ

あ
シ
ノ
ン
ち

ん

二
人
で
頑
張

て
生
き
残
ろ
う
ね

 
そ
の
何
の
不
安
も

い
て
い
な
い

レ
ン
の
迷
い
の
無
い
表
情
を
見
て

 
シ
ノ
ン
は
気
持
ち
が
上
向
い
て
い
く
の
を
感
じ
た

え
え

あ
い
つ
ら
に
私
達
が
ど
れ
だ
け
手
ご
わ
い
か

見
せ
つ
け
て
や
り
ま
し

う

だ
ね

シ
ノ
ン
ち

ん
の
こ
う
い
う
所
が
シ

ナ
的
に
ぐ

と
来
る
の
か
な

 
レ
ン
は
シ
ノ
ン
の
男
前
な
所
を
見
て
そ
ん
な
事
を
考
え
つ
つ

 
そ
の
ま
ま
自
分
が
制
御
出
来
る
限
界
ま
で
ハ
ン
ヴ

の
ス
ピ

ド
を
上
げ

 
シ
ノ
ン
は
ス
コ

プ
を

い
て

追
い
か
け
て
く
る
敵
の
ハ
ン
ヴ

を
確
認
し
た

本
当
は

ト
リ
ガ

は
コ
ト
リ
と
落
と
す
よ
う
に

な
ん
だ
け
ど

 
多
分
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
の
せ
い
で

簡

に
避
け
ら
れ
ち

う
わ
ね

 
シ
ノ
ン
は

し
に
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
を
見
せ
つ
け
る
よ
う
に

 
ト
リ
ガ

に
指
を

け
て
敵
を
狙

て
み
た

そ
の

間
に
敵
は

行
し
見
事
な
回
避
行
動
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を
と
る

や

ぱ
り
無
理
か

ま
あ
で
も
こ
れ
は
こ
れ
で

 
シ
ノ
ン
は
そ
う

き

を
消

す
る
事
な
く
次
々
と
敵
に
狙
い
を
定
め

 
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
を
け
ん
制
に
使
う
事
で

敵
の
追
撃
を

む
行
動
に
出
た

 
こ
う
な
る
と

さ
す
が
に
一
直
線
に
街
ま
で
向
か

て
い
る
こ
ち
ら
と
比
べ

 

行
し
て
い
る
敵
の
ハ
ン
ヴ

が
徐
々
に

れ
て
く
る

ふ
ふ
ん

 
シ
ノ
ン
は
得
意
げ
に
そ
う

を
鳴
ら
し
た
が

こ
こ
で
敵
が
い
き
な
り
散
開
し
た

 

の

離
が
か
な
り
広
が
り

か
ら

ま
で
銃
口
を
向
け
る
の
が
い
き
な
り
困
難
に
な
る

く

反
応
が

い

シ
ノ
ン
ち

ん

大
丈
夫

う
ん

ま
あ
い
け
る
と
思
う

そ
ろ
そ
ろ
撃
つ
わ

 
そ
し
て
シ
ノ
ン
は

後
方
の
敵
に
狙
い
を
定
め
つ
つ

 
い
き
な
り
限
界
ま
で
体
を

て

後
方
に
銃
口
を
向
け

そ
ち
ら
に
向
け
て
ぶ

放
し
た

 
ド
ン
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と
い
う
音
と
共
に

ヘ
カ

ト

の

が
敵
の
ハ
ン
ヴ

に
向
か

て
い
く

行

け

 
敵
は

て
て
回
避
行
動
を
と

た
も
の
の

そ
の

は
見
事
に
敵
の
ハ
ン
ヴ

に
命
中
し

 
敵
を
ス
ピ
ン
さ
せ
る
事
に
成
功
す
る

や

た

ラ

キ

 
さ
す
が
の
シ
ノ
ン
も
そ
ん
な
行
動
を
と
れ
ば

確
実
に
敵
に
当
て
ら
れ
る
と
い
う
保
障
は
無

か

た
が

 
今
回
は
上
手
く
成
功
し
た
よ
う
で

シ
ノ
ン
は
新
た
な

を
ヘ
カ

ト

に
装

し

 
再
び
同
じ
よ
う
な
行
動
に
出
よ
う
と
し
た

 
そ
の

間
に
シ
ノ
ン
の
顔
目

け
て

本
の
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が
集
中
し
シ
ノ
ン
の
心

が

ド
ク
ン
と

ね
た

や
ば

 
そ
の
う
ち
の
一
本
が
自
分
の

間
に
真

直
ぐ
当
た

て
い
る
事
に
気
付
い
た
シ
ノ
ン
は

 

て
て
顔
を
横
に
倒
し
た

そ
し
て
銃

が
飛
来
し

シ
ノ
ン
の

を

め
て
い
く

危
な
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大
丈
夫

え
え

や
ら
れ
た
ら
倍
返
し
よ

 
シ
ノ
ン
は
再
び
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
を

に
動
か
し

い
き
な
り

中
で
止
め
て
狙
撃
を
行

な

た

 
だ
が
そ
ん
な
や
り
方
が
そ
う
そ
う
上
手
く
い
く
は
ず
も
な
く
そ
の

は
無
情
に
も
外
れ
て
し

ま

た
ド
ン
マ
イ

く

次

  
と

再
び
敵
の
バ
レ

ト
ラ
イ
ン
が

ル

フ
の
す
ぐ
上
に
集
中
す
る

 
こ
う
な
る
と
シ
ノ
ン
も
安
易
に
上
か
ら
顔
を
出
せ
な
い

あ
あ
も
う

本
当
に

が
無
い
わ
ね

 
シ
ノ
ン
は
イ
ラ
つ
い
た
よ
う
に
そ
う

き

て

そ
ん
な
シ
ノ
ン
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
に

 

の
後
ろ
に
敵
の
銃

が
当
た
り

ガ
ン
ガ
ン
と
音
を
立
て
て

か
れ
て
い
く

こ

ち
が
防

仕
様
で
助
か

た
ね
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え
え

ホ
ワ
イ
ト
さ
ま
さ
ま
ね

 
二
人
は
ホ
ワ
イ
ト
を
頑
丈
に
仕
上
げ
て
く
れ
た
イ
コ
マ
に
感
謝
し
つ
つ

 
同
時
に
こ
の
ま
ま
だ
と

久
力
の
問
題
で
い
ず
れ

通
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
危

を

覚
え
た

せ
め
て
こ
れ
が
ブ
ラ

ク
だ

た
ら
な

そ
う
ね

で
も
無
い
も
の
は
仕
方
な
い
わ

と
り
あ
え
ず
シ
ノ
ン
ち

ん

運
転
を
代
わ
る

そ
う
ね

敵
の
狙
い
が

ら
し
い
ほ
ど
に
正
確
す
ぎ
て

私
の
ヘ
カ

ト

が
使
え
な
い
わ

 
ど
う
や
ら
こ
こ
は

レ
ン
の

ち

ん
の
出
番
ね

う
ん

任
せ
て

 
レ
ン
と
シ
ノ
ン
は

を
走
ら
せ
た
ま
ま
運
転
を
交
代
し
そ
の
せ
い
で
一
時
的
に
速
度
が
落
ち

た 
敵
の
更
な
る
接
近
を
許
す
事
に
な

て
し
ま

た
が

 
レ
ン
が
敵
に
的
を
絞
ら
せ
な
い
よ
う
に

の
窓
か
ら
交

に
銃
撃
を
放
つ
事
で

 
再
び
若

の

離
を
開
け
る
事
に
成
功
し
た



 第１１９８話 戦況、刻々と変化す

よ
し

ふ
う

こ
れ
で
一
息
つ
け
る
ね

え
え

出
来
れ
ば
こ
の
ま
ま
逃
げ
切
れ
る
と
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
シ
ノ
ン
は
チ
ラ
リ
と
サ
イ
ド
ミ
ラ

に
目
を
走
ら
せ
た

 
そ
の

間
に

二
人
の
乗
る
ホ
ワ
イ
ト
の

前

が

ガ
ク
ン
と
下
が

た

えう
わ
あ
あ
あ

 
こ
こ
は
砂
漠
地

で
あ
り

シ
ノ
ン
は
そ
れ
も
考

し
て

 
地
面
が
陥

し
た
場
所
や
流
砂
が
あ
り
そ
う
な
場
所
を
上
手
く
避
け
て
走

て
い
た
が

 
先
ほ
ど
一

ミ
ラ

を

い
た
事
で
シ
ノ
ン
は
前
方
に
あ

た
小
さ
な

み
に
気
付
く
の
が

れ
て
し
ま

た

 

体
を
立
て
直
そ
う
と

て
て
ハ
ン
ド
ル
を
切

た
も
の
の

 
ス
ピ

ド
が
乗
り
す
ぎ
て
い
た

に
ホ
ワ
イ
ト
は
ス
ピ
ン
し
て

し

 
ま
だ
遠

き
で
は
あ
る
が

完
全
に
敵
に
半
包
囲
さ
れ
る
事
に
な

て
し
ま

た
の
で
あ
る

 
そ
れ
を
確
認
し

二
人
は
ホ
ワ
イ
ト
を
盾
に
す
べ
く

を
下
り
た
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ご
め
ん

そ
ん
な
事
気
に
し
な
い
で

こ
こ
で
敵
を
全
員
倒
せ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ
よ

 
レ
ン
は
明
る
い
顔
で
そ
う
言
い

そ
の
態
度
を
見
て
シ
ノ
ン
は

静
さ
を
取
り

し
た

う
う
ん

そ
う
じ

な
い
わ

敵
が
全
員

か
ら
下
り
て

 
こ

ち
を
包
囲
し
よ
う
と
近
付
い
て
き
た
ら
そ
こ
で
レ
ン
が
一
人
で
街
に
走
る
の
よ

こ
れ

が
最

解
ね

え

そ
ん
な
の
や
だ
よ

さ

き
は
二
人
で
一

に
街
に
行
こ
う

て
言

た
じ

な
い

況
が
変
わ

た
の
よ

レ
ン
一
人
が
そ
の
格
好
で
一
度
敵
を
引
き
離
し
ち

え
ば

 
こ
の
広
い
砂
漠
で
は
も
う
二
度
と
見
付
け
る
事
は
出
来
な
い
わ

で

で
も

 
レ
ン
は
暗
い
顔
で
そ
う

い
た
が

そ
ん
な
レ
ン
に
シ
ノ
ン
は
ニ
コ
リ
と
微
笑
ん
だ

別
に
自

な
ん
か
じ

な
い
わ
よ

も
し
違
う

況
だ

た
ら

 
レ
ン
が
残

て
私
が
逃
げ
る

て
ケ

ス
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 
で
も
今
の

況
だ
と
レ
ン
が
走

た
方
が
い
い

そ
う

こ
れ
は
た
だ
の
チ

ム
ワ

ク
よ
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目
的
を
確
実
に
達
成
す
る

の
ね

チ

ム
ワ

ク

 
レ
ン
は
シ
ノ
ン
に
そ
う
言
わ
れ

顔
を
上
げ
た

う
ん

分
か

た

私

頑
張

て
走
る
よ

え
え

お
願
い
ね

 
そ
う
言

て
シ
ノ
ン
は
ホ
ワ
イ
ト
の
陰
か
ら
敵
を

き

反
対
側
か
ら
レ
ン
も
敵
の
様
子
を

た

あ

 
だ
が
さ
す
が
と
い
う
か
敵
は
一
台
の
ハ
ン
ヴ

を
人
が
乗

た
ま
ま
そ
の
ま
ま
残
し
て

あ
り

 
い
つ
で
も
こ
ち
ら
の
後
方
を
塞
げ
る
よ
う
に
待
機
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
今
そ
れ
を
行
な
わ
な
い
の
は

純
に
シ
ノ
ン
の
ヘ
カ

ト

に
よ
る
攻
撃
を

し
て
の

も
の
だ
ろ
う

 
彼
ら
の
乗
る
ハ
ン
ヴ

は
あ
く
ま
で
も
レ
ン
タ
ル
で
あ
り

 
防

仕
様
へ
の

な
ど
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
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あ
は
は
は
は

あ
は
は
は
は
は
は

今
ま
で
の
敵
と
違

て
笑

ち

う
く
ら
い
優

よ
ね

こ
う
な

た
ら
も
う

覚
悟
で
や
る
し
か
な
い
ね

え
え

一
人
で
も
多
く
敵
を
倒
し
て

今
度
シ

ナ
に
褒
め
て
も
ら
い
ま
し

う

う

う
ん

 
シ

ナ
の
名
前
が
出
た

間
に
レ
ン
は
も
じ
も
じ
と
し
始
め
た

む

こ
う
い
う
所
が
シ

ナ
の
男
心
を
く
す
ぐ

た
り
す
る
の
か
な
今
度
色
々
研
究
し
て

み
よ

と

 
そ
ん
な
全
く

張
感
の
無
い
事
を
考
え
な
が
ら
二
人
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
敵
を
倒
す
べ
く

 
ホ
ワ
イ
ト
の
陰
か
ら
敵
に
攻
撃
す
る
体
制
を
と

た

頑
張
ろ
う

え
え

 
二
人
は
け
ん
制
射
撃
を
行
な
い
つ
つ
こ
ち
ら
に
慎
重
に
近
付
い
て
く
る
敵
に
狙
い
を
定
め
た

が



 第１１９８話 戦況、刻々と変化す

 
そ
の

間
に
後
方
か
ら

い
き
な
り
エ
ン
ジ
ン
音
が

こ
え
て
き
た

えあ
れ
は

 
そ
れ
は
一
台
の
ハ
ン
ヴ

で
あ

た

カ
ラ

リ
ン
グ
か
ら
レ
ン
タ
ル
品
で
あ
る
の
は
間
違

い
な
く

 
そ
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
越
し
に
乗

て
い
る
の
が
ゴ
エ
テ

ア
の
メ
ン
バ

で
あ
る
事
が
分

か

た
こ
こ
で
ま
た
敵
の
援
軍

も
し
か
し
た
ら

時
間
的
に
最
初
に
倒
し
た
奴
ら
か
も

あ
あ

そ
う
か
も

し
か
し
こ
れ
は

あ
は

絶
体
絶
命

て
奴

で
も
や
る
し
か
な
い
わ

そ
う
だ
ね

や

て
や
ろ
う

 
そ
れ
で
も
目
か
ら
光
を
失
う
事
な
く

二
人
は
交
戦
的
な
表
情
で
後
方
を
向
い
た
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そ
の

間
に

遠
く
で
何
か
が
キ
ラ
リ
と
光
り

 
後
方
か
ら
こ
ち
ら
に
向
か

て
い
た
ハ
ン
ヴ

が
い
き
な
り
コ
ン
ト
ロ

ル
を
失

て
横

転
し

爆
発
し
た

 

れ
て
重
々
し
い
銃
声
が
こ
ち
ら
に

く

二
人
は
一
体
何
が

こ

た
の
か
確
認
出
来
な
い

ま
ま

 
そ
れ
で
も
何
か
を
確
信
し
た
よ
う
な
表
情
で

同
時
に
歓
喜
の
声
を
上
げ
た

シ

ナ



 第１１９９話 クルス、日々邁進す

 
第
１
１
９
９
話
 
ク
ル
ス

日
々
邁
進
す

 
詩
乃
達
の
空

降
下
を
見
学
し
た
後
八
幡
と
ク
ル
ス
は
次
期
社
⻑
室
で
熱
心
に
勉
強
に

ん
で
い
た

で

こ
こ
が
こ
う
な
る
の
で

つ
ま
り
は
こ
う
な
る

で
す

な
る
ほ
ど

相
変
わ
ら
ず
マ

ク
ス
は
教
え
る
の
が
上
手
い
な

え
へ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡
様

 
ク
ル
ス
は
ち

か
り
と
八
幡
の
隣
に
座
り

さ
り
げ
な
く
ボ
デ

タ

チ
も
交
え
て
お
り

 
大
満
足

態
で
あ

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
ち

と
休

す
る
か

分
か
り
ま
し
た

何
か
飲
み
物
で
も

て
き
ま
す
ね

い
や
い
や

教
え
て
も
ら

て
る
の
に
マ

ク
ス
を
パ
シ
リ
に
な
ん
か
さ
せ
ら
れ
な
い
だ
ろ

俺
が
行
く

て

そ
れ
じ

あ
二
人
で
一

に
行
き
ま
し

う

ん

お
お

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
か
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八
幡
と
ク
ル
ス
は
そ
の
ま
ま
部
屋
の
外
に
出
る
と
一
番
近
く
に
自

機
が
あ
る
遊
戯
室
へ
と

向
か

た

せ

か
く
だ
か
ら

ち

こ

と
何
か
や

て
く
か

そ
う
で
す
ね

息
抜
き
に
ち

と
だ
け
な
ら
い
い
か
も
で
す
ね

マ

ク
ス
は
何
が
得
意
な
ん
だ

ゲ

ム
の
ジ

ン
ル
的
に

ゲ

セ
ン
に
あ
る
よ
う
な
の
だ
と

ク
イ
ズ
ゲ

ム
が
一
番
得
意
で
す
ね

 
音
ゲ

や
ダ
ン
ス
系
も
普
通
に
得
意
で
す
よ

へ

そ
れ
は
見
て
み
た
い
な

見
て
く
れ
る
ん
で
す
か

へ

何
か
問
題
で
も

い
い
え

是
非
お
願
い
し
ま
す

お

お
う

 
い
き
な
り
ク
ル
ス
の
テ
ン
シ

ン
が
上
が
り
ハ
チ
マ
ン
は
戸
惑

た
が
こ
れ
に
は
理
由
が

あ
る

 
基
本
八
幡
に

い
つ
何
を
言
わ
れ
て
も
い
い
よ
う
に
備
え
る

向
の
あ
る
ク
ル
ス
は
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こ
の
遊
戯
室
が
出
来
た
直
後
か
ら

こ
う
い
う
機
会
が
い
ず
れ
訪
れ
る
と
予
想
し

 
暇
を
見
て
は
一
人
で

せ
る
ダ
ン
ス
プ
レ
イ
の
練

を
し
て
き
て
い
た
の
だ

 
も
ち
ろ
ん
八
幡
以
外
に
は
絶
対
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
に

 
他
人
が
い
る
時
は

作
品
の
三
色

さ
ん

み
の
重
装
備
を
し
て
お
り

 
徹

し
て

ら
さ
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
い
た
の
だ
が

 
今
回
そ
の

が

に
解
か
れ
る
事
と
な

た
の
で
あ
る

 
ク
ル
ス
の
テ
ン
シ

ン
が
上
が

て
し
ま
う
の
も

仕
方
が
な
い
事
だ
ろ
う

さ
て
と

 
遊
戯
室
に
入
る
と
中
に
は
誰
も
い
な
か

た

ク
ル
ス
は
心
の
中
で
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し

た
よ

し

こ
れ
で
露
出
を

や
せ
る

 
ク
ル
ス
は
そ
う
考
え

い
き
な
り
上
着
を
脱
ぎ
始
め
た

お

お
い
マ

ク
ス

は
い

ど
う
か
し
ま
し
た
か

八
幡
様

い

い
や

ど
う
し
て
脱
ぐ
の
か
な
と
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き

と
凄
く

を
か
い
ち

う
と
思
う
ん
で
す
よ

だ
か
ら
で
す
ね

そ

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
仕
方
な
い
な

 
そ
う
答
え
な
が
ら
も
八
幡
の
目
は

 
ど
う
し
て
も
ク
ル
ス
の
胸
と
ミ
ニ
ス
カ

ト
か
ら

び
る
足
へ
と
向
い
て
し
ま
う

 
ク
ル
ス
は
そ
の
事
に
興
奮
し
て
し
ま
い
背
筋
に

ク

ク

と

感
が
走
る
の
を
感
じ
な
が

ら 

体
の
前
に
立

て
八
幡
に
微
笑
ん
だ

そ
れ
じ

あ
ち

ん
と
見
て
て
下
さ
い
ね

八
幡
様

あ
あ

頑
張

て
な

 
そ
れ
か
ら
ク
ル
ス
は
八
幡
た
だ
一
人
の

に
今
ま
で
培

て
き
た
技
術
を
存
分
に
披
露
し
た

 
と
に
か
く

れ
る

れ
て

れ
て

れ
ま
く
る

つ
い
で
に
下
の
方
も
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
ひ

ら
と
め
く
れ

 
八
幡
は
目
の

点
を
一

所
に
絞
ら
な
い
よ
う
に
ぼ

と
ク
ル
ス
の
全
身
を
見
よ
う
と
凄

ま
じ
い
努
力
を
し

 
ク
ル
ス
が
余

で
ク
リ
ア
し
た
の
を
見
て

大
き
な

手
を
し
た
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お
お
お
お
お
お
お

 
八
幡
は
感
動
し
た
よ
う
に

た
が

体
的
な
事
は
何
一
つ
言
わ
な
い
い
や
言
え
な
い

 
凄
く

れ
た
と
か
ク
ル
ス
は
喜
ぶ
の
だ
ろ
う
が
八
幡
の
口
か
ら
そ
ん
な
事
を
言
え
る
は

ず
が
な
い
か
ら
だ

八
幡
様

私
の
カ
ラ
ダ

ど
う
で
し
た
か

い
や

そ
こ
で
カ
ラ
ダ
と
か
言
う
ん
じ

ね
え
え
え
え

 
八
幡
は
そ
う
思
い
な
が
ら

慎
重
に
言
葉
を
探
し
た

や

躍
動
感
に

れ
て
て

と
て
も
良
か

た
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
生

命
練

し
た
ん
で
す
よ
八
幡
様
に
見
て
ほ
し
く
て

そ

そ
う
か

そ
の
気
持
ち
は
と
て
も
嬉
し
く
思
う

出
来
れ
ば
次
は

も
う
ち

と
ソ
フ
ト
に
ね

 
八
幡
は
ク
ル
ス
に
目
で
そ
う

え
か
け
た
が

ク
ル
ス
は
当
然
別
の
受
け
取
り
方
を
し
た

あ
あ

八
幡
様
が
あ
ん
な
に
情
熱
的
な
目
で
私
を
見
て
る

 
ど
う
し
よ
う

こ
の
ま
ま
だ
と
私

し
ち

う
か
も

 
よ
し
次
は
も
う
ち

と

夫
し
て
八
幡
様
が
私
を
襲
い
た
く
な
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
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八
幡
の
受
難

は
こ
れ
か
ら
も
続
く

 
パ
チ
パ
チ
パ
チ

 
そ
の
時
後
ろ
の
方
か
ら
誰
か
の

手
が

こ
え

二
人
は

て
て
そ
ち
ら
の
方
を
見
た

ク
ル
ク
ル

グ

ジ

ブ

ア
ル
ゴ
か

あ

あ
り
が
と
う

ア
ル
ゴ
さ
ん

 
こ
の
時
八
幡
と
ク
ル
ス
は
二
人
と
も

男
じ

な
く
て
良
か

た
と
ホ

と
し
て
い
た

 
八
幡
は
ク
ル
ス
の

を
思

て
で
あ
り
ク
ル
ス
は
八
幡
以
外
に
は
絶
対
に

を
露
出
さ
せ
な

い

で
あ

た
が

 
結
果
的
に
そ
の
思
考
は
一
致
し
て
い
る

い
や

ク
ル
ク
ル
は
エ
ロ
い
よ
な

オ
レ

ち
は
ガ
リ
ガ
リ
だ
か
ら

ま
し
い

そ
れ
は
そ
れ
で

せ
方
に
よ

て
は
と
ん
で
も
な
く
エ
ロ
く
な
る
か
ら
大
丈
夫
だ
よ

 
そ
れ
に
ア
ル
ゴ
さ
ん

最
近
肉
付
き
良
く
な

て
き
た
じ

な
い

あ
あ

確
か
に
最
近
ブ
ラ
が
ち

と
き
つ
い
か
モ



 第１１９９話 クルス、日々邁進す

う
ん
う
ん

明
ら
か
に
大
き
く
な

て
る
よ
ね

お

ぱ
い

俺
の
前
で
そ
ん
な
生
々
し
い
話
を
し
な
い
で
く
れ
ま
せ
ん
か
ね

 
八
幡
は
心
が

態
に
な
り

て
て
話
題
を
反
ら
そ
う
と
し
た

と

と
こ
ろ
で
詩
乃
や
風
太
達
の
様
子
は
ど
う
だ

今
は
何
を
や

て
る
ん
だ

ん
ん

二
人
な
ら

退
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
行

た

Ｇ
Ｇ
Ｏ
に

あ
い
つ
ら
何
や

て
る
ん
だ

防
衛
戦
で
も
発
生
し
た
か

八
幡
様

お
う

ち

と
行

て
み
る
か

は
い

お

行
く
の
か

気
を
付
け
て
ナ

 
ア
ル
ゴ
は
そ
う
言
い
な
が
ら

自

機
の
方
へ
と
向
か

て
い

た

 
ど
う
や
ら
こ
こ
に
来
た
の
は
八
幡
達
と
同
じ
理
由
ら
し
い

 
そ
し
て
二
人
は
次
期
社
⻑
室
へ
と

り

そ
の
ま
ま
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
行

て
み
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
マ

ク
ス
は
そ
こ
の
ソ
フ

を
使

て
く
れ
俺
は
こ

ち
の
ソ
フ

を
使
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う
か
ら
な

待

て
く
だ
さ
い
八
幡
様

そ
う
す
る
と
も
し
何
か
あ

た
場
合

ソ
フ

の
下
に
落
ち

ち

う
可
能
性
が

ん

あ
あ

ま
あ
大
丈
夫
だ
ろ

い
え
い
え

八
幡
様
の
体
に
何
か
あ

た
ら
私
が
明
日
奈
や
室
⻑
に

ら
れ
ち

い
ま
す

 
な
の
で
こ
う
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

 
ク
ル
ス
は
そ
う
言

て

二
つ
の
ソ
フ

の
間
に
あ
る
テ

ブ
ル
を
ど
け
て

 
ソ
フ

を
そ
の
ま
ま
く

つ
け

二
人
が
絶
対
に
落
ち
な
い
よ
う
に
し
た

 
要
す
る
に

自
分
と
八
幡
が

ん
で

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る

い

い
や

で
も
な

明
日
奈
に

ら
れ
ち

い
ま
す

お

お
う

 
さ
す
が
の
八
幡
も
明
日
奈
の
名
前
を
出
さ
れ
る
と
そ
れ
以
上
何
も
言
え
な
い
ク
ル
ス
の
計

略
勝
ち
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
行

て
み
ま
し

う
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あ
あ

行
こ
う

 
そ
し
て
八
幡
が
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
の
を
確
認
す
る
と

 
ク
ル
ス
は
八
幡
の
手
の
す
ぐ
横
に
自
分
の
胸
が
く
る
よ
う
に
し

む
ふ
ふ
と
ほ
く
そ
笑
ん
だ

ロ
グ
イ
ン
中
に
間
違
い
よ

こ
れ

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

 
そ
ん
な
欲
望

々

れ
な
事
を
言
い
な
が
ら

ク
ル
ス
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ
へ
と
ロ
グ
イ
ン
し
た

 
シ

ナ
様

お

そ
の

は
久
し
ぶ
り
だ
な

マ

ク
ス

え
へ
へ

銃
士

見
参
で
す

今
フ
ロ

リ
ア
に
確
認
し
た
ん
だ
が

防
衛
戦
は
ま
だ
ま
だ

こ
ら
な
い
ら
し
い

そ
う
な
ん
で
す
ね

そ
れ
じ

あ
二
人
は
一
体
ど
こ
に

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の

置
情
報
で
見
る
と

ど
う
や
ら
砂
漠
地

に
い
る
み
た
い
だ
な

 
銃
士

は
そ
う
言
わ
れ

シ

ナ
に

て
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
開
い
た

あ

ピ
ト
と
か
レ
ン
ち

ん
も
そ

ち
に
い
ま
す
ね

ら
し
い

な
の
で
と
り
あ
え
ず

サ
プ
ラ
イ
ズ
を
狙

て
そ

ち
に
向
か

て
み
よ
う
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分
か
り
ま
し
た

 
そ
の
ま
ま
二
人
は

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の

り
て
い
る

へ
と
向
か

た

ニ

ン

と
ホ
ワ
イ
ト
が
無
い
な

ブ
ラ

ク
が
残

て
て
良
か

た
で
す
ね

だ
な

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

は
い

 
そ
の
ま
ま
シ

ナ
は
運
転

へ
と
向
か

た
が

そ
れ
を
銃
士

が
止
め
た

あ

シ

ナ
様

運
転
は
私
が

ん

そ
う
か

で
も
大
変
だ
ろ

俺
が
運
転
す
る

て

い
え

ほ
ら
私

年
末
の
忘
年
会
で

を
も
ら

た
じ

な
い
で
す
か

 
そ
れ
で
こ
の
前
免
許
を
と

た
ん
で
す
け
ど
こ
こ
で
ち

と
練

し
て
お
き
た
い
ん
で
す

よ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
れ
じ

あ
頼
も
う
か
な

は
い

あ

あ
と

最
初
は
や

ぱ
り
不
安
な
ん
で

も
し
リ
ア
ル
で
初
め
て
乗
る
時
は

 
シ

ナ
様
に
隣
に
乗

て
て
欲
し
い
ん
で
す
け
ど
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ん

あ
あ

確
か
に
最
初

て
不
安
だ
よ
な

分
か

た

そ
れ
じ

あ
今
度
な

は
い

お
願
い
し
ま
す

よ

し

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ク
ル
ス
は
そ
の
優

さ
を
自
分
の
欲
望
の

に
遺

な
く
発

し

 
こ
ん
な
感
じ
で
八
幡
と
の

離
を

日
々
確
実
に
詰
め
て
い

て
い
る
の
で
あ
る

よ
し

そ
れ
じ

あ

ん

ス
ト

プ
だ
マ

ク
ス

ど
う
か
し
ま
し
た
か

い
や

何
か
怪
し
い
奴
ら
が
い
る
と
思

て
な

 
見
る
と
確
か
に
前
方
に

い
か
に
も
と
い

た
感
じ
の
装
備
で
身
を

め
た
四
人
の
プ
レ
イ

ヤ

が
い
た

 
四
人
は
レ
ン
タ
ル
の
ハ
ン
ヴ

に
乗
り
込
み
シ

ナ
達
が
向
か
う
予
定
の
方
向
へ
と

を

走
ら
せ
て
い
く

あ

あ
れ

て
確
か

ゴ
エ
テ

ア
と
か
い
う
最
近

り
出
し
中
の

ス
コ

ド
ロ
ン
で

す
よそ

う
な
の
か

よ
く
知

て
る
な
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は
い

情
報
収
集
だ
け
は
し

か
り
や

て
ま
す
の
で

ふ

む

潰
す
か

 
相
変
わ
ら
ず
シ

ナ
は

ス
コ

ド
ロ
ン
が

い
の
よ
う
だ

そ
れ
は
ま
た
今
度
に
し
ま
し

う
今
は

く
シ
ノ
ン
や
ピ
ト
達
の
所
に
行
か
な
い
と
で
す
し

ま
あ
そ
う
だ
な

よ
し

そ
れ
じ

あ
行
こ
う

は
い

 
銃
士

は
そ
の
ま
ま
ブ
ラ

ク
を
発

さ
せ

二
人
は
砂
漠
地

へ
と
移
動
を
開
始
し
た

 
戦
闘
ま
で
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
今
年
最
後
の
投
稿
が
こ
れ
と
い
う
の
が
ま
た
こ
の
作
品

ら
し
い
の
で
は
な
い
で
し

う
か

 
一
日
は
出
来
れ
ば
夜
の
う
ち
に

め
に
投
稿
す
る
予
定
で
す

皆
さ
ん

よ
い
お
年
を
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第
１
２
０
０
話
 
い
つ
か
こ
の
手
で

 
そ
の
ま
ま
道
無
き
道
を
走
り
続
け
て
い
た
二
人
は

ゴ
エ
テ

ア
の
ハ
ン
ヴ

が

 
自
分
達
の
前
方
を
走
り
続
け
て
い
る
事
を

し
く
思

て
い
た

な

マ

ク
ス

あ
い
つ
ら

俺
達
と
向
か
う
方
向
が
一

じ

な
い
か

で
す
ね

ち

と
ペ

ス
を
落
と
し
ま
す
か

だ
な

こ
こ
で
や
り
合
う
の
も
面
倒
だ

 
銃
士

は
ブ
ラ

ク
を

速
さ
せ

相
手
か
ら
察
知
さ
れ
な
い

置
ま
で
下
が

た

も
し
か
し
て

狙
い
は
ピ
ト
達
と
か

か
も
し
れ
な
い
な

あ
い
つ
は
あ
れ
で
目
立
つ
か
ら
な

ど
う
し
ま
す

ピ
ト
に

い
て
み
ま
す
か

う

ん

サ
プ
ラ
イ
ズ
の

に
せ

か
く
ロ
グ
イ
ン
し
て
る
の
を

し
て
る
の
に

 
も
し
こ
れ
が
勘
違
い
だ

た
時
に
バ
レ
ち
ま
う
の
が
ち

と

し
い
な

 
シ

ナ
は
そ
う
答
え
な
が
ら
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
チ

ク
し
た

 
そ
れ
に
よ
る
と

こ
の
先
に
は
ピ
ト
フ

イ

レ
ン

フ
カ
次
郎

シ

リ

シ
ノ
ン
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闇
風

薄
塩
た
ら
こ
の
七
人
が
い
る
は
ず
で
あ

た

ま
あ
ま
だ

離
は
あ
り
ま
す
し
ね

も
う
ち

と
様
子
見
し
て
み
よ
う

ど
こ
か
で
向
か
う
方
向
が
変
わ
る
か
も
だ
し
な

は
い

 
今
二
人
は

ホ
ワ
イ
ト
と
ニ

ン

が
あ
る

置
に
向
け
て
ブ
ラ

ク
を
走
ら
せ
て
お
り

 
今
は
念
を
入
れ
て

ブ
ラ

ク
が

置
情
報
を
発
信
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
で
は
今
い
る
地

が
ど
こ
か
ま
で
し
か
分
か
ら
ず

 
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
そ
の
場
所
に
着
く

に
は

ハ
ン
ヴ

の

置
情
報
に
頼
る
し
か
な
い

 
そ
れ
か
ら
十
分
ほ
ど
走

た
が

前
方
の
ハ
ン
ヴ

が
進
路
を
変
え
る
気
配
は
な
い

う

ん

変
わ
り
ま
せ
ん
ね

だ
な

も
う
こ
れ
は

ピ
ト
達
を
狙

て
る
と
断
定
し
て
い
い
の
で
は

そ
う
だ
な

 
シ

ナ
は
そ
う
答
え
な
が
ら

何
と
な
く
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
開
い
て
み
た
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あ
れ

ど
う
か
し
ま
し
た
か

レ
ン
と
シ
ノ
ン
以
外
の
五
人
が

街
に

て
や
が
る

え
て
事
は

ま
さ
か
も
う
戦
闘

態
な
の
か

ニ

ン

と
ホ
ワ
イ
ト
は
ど
う
な

て
ま
す

あ

そ
う
だ
な

 
モ
ニ
タ

を
い
じ
る
と

ニ

ン

だ
け
が
街
に

て
い
る
事
が
確
認
さ
れ
た

さ
す
が
に
物
理
的
に

走

て

た

て
事
は
な
い
よ
な

で
す
ね

や

ぱ
り
も
う
戦
闘

態
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

敵
は
ゴ
エ
テ

ア
か

前
を
走

て
い
る
の
が
敵
の
援
軍
だ
と
仮
定
し
た
ら

そ
の
可
能
性
が
高
い
で
す
ね

よ
し

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て

Ｍ
８
２
を
取
り
出
し
た

一
応
準
備
は
し
て
お
こ
う

も
し
前
で
何
か
動
き
が
あ

た
ら
即
座
に
撃
つ
マ

ク
ス
も
そ
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の
つ
も
り
で
な

分
か
り
ま
し
た

 
こ
の
シ

ナ
の
宣
言
を
受
け

銃
士

の
顔
つ
き
が
完
全
に
変
わ

た

 
色
ボ
ケ
女
子
大
生
か
ら

戦
士
の
顔
へ
と
変
わ

た
の
で
あ
る

そ
う
な
る
と

の
性
能
か
ら
し
て
も
う
少
し
前
の
ハ
ン
ヴ

に
近
寄
り
た
い
所
だ

が
あ

シ

ナ
様

そ
れ
な
ら
確
か

 
イ
コ
マ
君
が
ブ
ラ

ク
に
新
し
い
装
備
を
付
け
加
え
て
た
ん
じ

な
い
で
し
た

け

あ
あ

望
遠
カ
メ
ラ
か

よ
し

使

て
み
よ
う

 
シ

ナ
は
ナ
ビ
の

置
に
あ
る
小
さ
な
モ
ニ
タ

を
い
じ

て
カ
メ
ラ
を
操
作
し

 
ハ
ン
ヴ

の
前
面
に
設
置
さ
れ
た
そ
の
カ
メ
ラ
は
敵
の
ハ
ン
ヴ

の

を
大
き
く
映
し

出
すお

お
よ
く
見
え
る
な

Ｍ
８
２
の
ス
コ

プ
で
見
て
て
も
い
い
ん
だ
が
ち

と
大
変
だ

か
ら
な

こ
れ
は
楽
で
い
い
で
す
ね
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だ
な

こ
の
ま
ま
あ
の
ハ
ン
ヴ

に

準
を

定
し
よ
う

 
カ
メ
ラ
は
目
標
物
を

定
し
て
映
す
事
が
出
来
る
ら
し
い

実
に
ゲ

ム
な
ら
で
は
な
機
能
だ

と
言
え
よ
う

 
そ
れ
か
ら
は
銃
士

が
運
転
に
集
中
し

シ

ナ
が
モ
ニ
タ

を
監

す
る
時
間
が
続
い
た

が 
や
が
て
モ
ニ
タ

の
奥
に
見
慣
れ
た
白
い
物
体
が
横
倒
し
に
な

て
い
る
の
が
表

さ
れ
た

見
付
け
た
ぞ

ホ
ワ
イ
ト
が
横
倒
し
に
な

て
や
が
る

加
速
し
ま
す

頼
む

俺
は
上
に
行
く

 
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
ル

フ
か
ら
上
半
身
を
出
し

狙
撃
の
体
制
を
と

た

  
シ

ナ
と
銃
士

が
怪
し
い
ハ
ン
ヴ

を
追
跡
し
て
い
る

 
街
に

た
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
は
自
分
達
の
あ
ま
り
の
情
け
な
さ
に

を

え
て
い
た

 
こ
の
場
所
は

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
と
そ
の
友
好
ス
コ

ド
ロ
ン
が

 
死
ん
だ
時
の
復
活
場
所
と
し
て

録
し
て
あ
る
場
所
で
あ
り
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他
の
ス
コ

ド
ロ
ン
の
者
が
こ
こ
に
現
れ
る
可
能
性
は
ま
ず
無
い

や

ち
ま

た
な

ち

と
調
子
に
乗
り
す
ぎ
た
か

マ
ジ
で
情
け
ね

 
そ
ん
な
二
人
は

い
き
な
り

の

り
に
衝
撃
を
受
け

前
へ
と
転
が

た

フ
ン

フ
ン

ぐ
わ

お
わ

 
二
人
が

て
て

り
向
く
と
そ
こ
に
は

王
立
ち
す
る
先
に

た
シ

リ

が
い
た

二
人
と
も

て
す
ぐ
に
い
き
な
り
何
を
う
じ
う
じ
し
て
ん
の

と
い
う
か
一
体
何
が
あ

た
のお

う

い
て
く
れ
よ

実
は
よ

 
二
人
か
ら
説
明
を
受
け
た
シ

リ

は

か
ん
と
口
を
開
け
た
後

 
へ
た
り
こ
む
二
人
の

に
シ

ナ
ば
り
の
拳
骨
を
落
と
し
た

制
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ぎほ
ら

こ
れ
で
チ

ラ

て
事
に
し
て
あ
げ
る
わ

さ

さ
と
切
り

え
な
さ
い

う

す
ま
ね

サ
ン
キ

シ

リ

 
二
人
は
シ

リ

の
力
技
な
が
ら
も
優
し
い
気
遣
い
に
感
謝
し
た

 
シ

リ

は
二
人
が
キ

チ
リ
罰
を
受
け
た
と
宣
言
す
る
事
で

 
二
人
の
気
持
ち
を
切
り

え
る
事
に
見
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
る

で

ど
う
す
る

急
い
で

を

り
れ
ば
ま
だ
戦
場
に

れ
る
か

そ
れ
ま
で
残
り
の
み
ん
な
が
生
き
て
れ
ば

ま
あ
可
能
性
は
あ
る
か
な

だ
な

そ
れ
じ

あ

 
そ
の
直
後
に
三
人
の
前
が
光
り

そ
こ
か
ら
フ
カ
次
郎
が

を
見
せ
た

く
そ
お
お
お
お
お
お

フ
カ

お
前
も
や
ら
れ
た
の
か
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す
ま
ね
え

敵
と
白
兵
戦
に
な

た
ん
だ
け
ど

 
敵
を
無
力
化
す
る
の
を

て

死
に
か
け
の
敵
に
や
ら
れ
ち
ま

た

そ
う
な
ん
だ

今
か
ら
私
達
は
も
う
一
度
戦
場
を
目
指
す
つ
も
り
だ
け
ど

も
ち
ろ
ん
俺
も
行
く

 
フ
カ
次
郎
は
即
座
に
そ
う
答
え

三
人
は

い
た

そ
れ
じ

あ

 
そ
の
直
後
に
再
び
何
も
無
い
空
間
が
光
り

ピ
ト
フ

イ
が
そ
の

を
現
し
た

ピ
ト

お
前
ま
で
や
ら
れ
ち
ま

た
の
か

 
そ
ん
な
四
人
に
ピ
ト
フ

イ
は

も
ち
を
つ
い
た
格
好
の
ま
ま

ニ
ヤ
リ
と
し
た

相
打
ち
で
敵
の
リ

ダ

は
倒
し
て
き
た
わ
よ

お
お
お
お
お

 
四
人
は
素
直
に
感
心
し

ピ
ト
フ

イ
を
賞

し
た

そ
れ
で
よ

ピ
ト

俺
達
今
か
ら
ま
た
あ
そ
こ
に

ろ
う
か

て
話
し
て
た
ん
だ
よ

今
か
ら

う

ん

確
か
に
二
人
が

て
く
れ
れ
ば
間
に
合
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
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だ
ろ

オ

ケ

そ
れ
じ

あ
ブ
ラ

ク
を
出
し
ま
し

う

お
お

 
今
ま
で
の
四
人
は

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
の
所

物
で
あ
る
ブ
ラ

ク
を
持
ち
出
す
事
は

出
来
な
か

た

 
だ
が
ピ
ト
フ

イ
が

て
き
た
事
で

そ
れ
が
可
能
に
な

た
の
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
急
ぎ
ま
し

う

お
う

 
五
人
は
一

と
な

て

に
走
り

中
に
入

て

か
ん
と
し
た

あ

あ
れ

ブ
ラ

ク
が
無
い

何
で
だ

え

と

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
見
て
も

誰
も
来
て
な
い
み
た
い
だ
け
ど

 
ピ
ト
フ

イ
は
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
見
た
が

シ

ナ
と
銃
士

が
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
事

を

し
て
い
る

 
そ
こ
に
は
誰
も
表

さ
れ
て
い
な
か

た
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ど
う
い
う
事
だ

こ
ん
な
事

て
あ
る
の

う

ん

 
五
人
は
仕
方
な
く

通
常
の
レ
ン
タ
ル
シ

プ
に
向
か
お
う
と
し
た
が

 
そ
の

間
に
ニ

ン

が

い
き
な
り

に
現
れ
た

お
わ

ニ

ニ

ン

ど
う
い
う
事
だ

ま
さ
か
破
壊
さ
れ
た
ん
じ

況
は
想
像
以
上
に
ヤ
バ
イ
み
た
い
ね
ま
あ
あ
る
意
味
ラ

キ

だ

た
わ
急
ぎ
ま
し

う
だ
な

 
そ
の
ま
ま
五
人
は
ニ

ン

に
乗
り
込
み

全
速
力
で
街
を
出
た
の
だ

た

  
そ
し
て
舞
台
は
戦
場
へ
と

る

ブ
ラ

ク
の
ル

フ
か
ら
顔
を
出
し
た
シ

ナ
は
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前
を
行
く
ハ
ン
ヴ

の
エ
ン
ジ
ン
部
分
を

通
す
る
よ
う
に
狙
い
を
定
め
即
座
に
そ
の
引

き
金
を
引
い
た

 
ド
ン

 
と
い
う
音
と
共
に

は
発
射
さ
れ

そ
の
ま
ま
見
事
に
敵
の
ハ
ン
ヴ

を

く

 
目
標
の
ハ
ン
ヴ

は
そ
の
ま
ま
い
き
な
り
コ
ン
ト
ロ

ル
を
失

て
横
転
し
爆
発
し
た

よ
し

あ

シ

ナ
様

シ
ノ
ン
と
レ
ン
ち

ん
が
こ

ち
に
手
を

て
ま
す

 
そ
の
後
ろ
に
別
の
ハ
ン
ヴ

が
三
台
も

見
え
て
る

次
い
く
ぞ

は
い

 
シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
次
の

を
発
射
し
た
が

 
引
き
金
を
引
く
直
前
に

敵
の
ハ
ン
ヴ

は
い
き
な
り

行
し
始
め
た

 
当
然
シ

ナ
が
放

た

は
外
れ
て
し
ま
う

く
そ

バ
レ

ト
ラ
イ
ン
を
見
ら
れ
て
避
け
ら
れ
た

こ
れ
は
完
全
に

認
さ
れ
て
る
な

ど
う
し
ま
す
か
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俺
が
運
転
を
変
わ
ろ
う

マ

ク
ス

ミ
ニ
ガ
ン
で
敵
を

討
し
て
く
れ

は
い

 
銃
士

は
そ
の
ま
ま
シ

ト
を
後
ろ
に
倒
し

助
手

へ
と
飛
び
退
い
た

 
そ
こ
に
シ

ナ
が
上
か
ら
す

り
と
収
ま
り
運
転
手
の
交
代
は
実
に
ス
ム

ズ
に
行
な

わ
れ
た

行
き
ま
す

お
う

 
そ
し
て
シ

ナ
は

敵
と
交
戦
中
な
事
が
確
認
出
来
た

 

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
が
い
つ
も
使

て
い
る

に
合
わ
せ
通
信
機
で
シ
ノ
ン
に

呼
び
か
け
た

シ
ノ
ン

況
は

私
と
レ
ン
以
外
の
全
員
が
や
ら
れ
た
わ

こ
い
つ
ら
多
分
プ
ロ
よ

そ
う
み
た
い
だ
な

今
ま
で
の
奴
ら
と
は
反
応
が

違
い
だ

私
達
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

こ

ち
は
今
か
ら
ブ
ラ

ク
で
突

込
ん
で

ミ
ニ
ガ
ン
で
敵
を

討
す
る
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二
人
は
そ
こ
か
ら
援
護
し
て
く
れ

オ

ケ

任
せ
て

 
シ

ナ
は
通
信
を
終
え
る
と

ぐ
い

と
ハ
ン
ド
ル
を
回
し

 
タ
イ
ヤ
を
滑
ら
せ
な
が
ら
そ
の
ま
ま

め
前
方
を
走
る
ハ
ン
ヴ

へ
と

道
を
変
え
た

 
こ
う
い
う
運
転
技
術
は

ま
だ
銃
士

に
は

が
重
い

シ

ナ
が
運
転
を
代
わ

た
の

で
あ
る

 
そ
し
て
敵
も
そ
ん
な
ブ
ラ

ク
に
向
け

に
攻
撃
し
て
き
て
い
た
が

 
ブ
ラ

ク
の

い
装
甲
を

通
す
る
事
は
出
来
て
い
な
い

撃
ち
ま
す

 
直
後
に
銃
士

の
声
が
し

ガ
ガ
ガ
ガ
ガ

と
銃

が
乱
射
さ
れ
る
音
が
し
た

 
そ
の

は
敵
の
ハ
ン
ヴ

を
見
事
に

の

に
し
ハ
ン
ヴ

は
そ
の
ま
ま
ス
ピ
ン
し
て

動
き
を
止
め
た

よ
し

次
い
き
ま

あ

シ

ナ
様

敵
が

ん
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見
る
と
敵
の
残
り
の
二
台
の
ハ
ン
ヴ

は

に
逃
走
へ
と
う
つ

て
い
た

 
実
に
見
事
な

況
判
断
で
あ
り

こ
れ
に
は
さ
す
が
の
シ

ナ
も

を

い
た

判
断

い
で
す
ね

や
る
も
ん
だ
な

で
す
ね

よ
し

と
り
あ
え
ず
シ
ノ
ン
と
レ
ン
と
合
流
だ

ホ
ワ
イ
ト
が
動
け
ば
い
い
ん
だ
が

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て
ブ
ラ

ク
を
ホ
ワ
イ
ト
の
横
に
付
け
た

 
外
に
出
る
と

シ
ノ
ン
と
レ
ン
が
感

ま

た
様
子
で
シ

ナ
に

き
つ
い
て
く
る

シ

ナ

お
う

と
り
あ
え
ず
二
人
が
無
事
で
良
か

た

 
シ

ナ
は

々
と
二
人
を
受
け
止
め
直
後
に
レ
ン
は
そ
の
ま
ま
だ

た
が
シ
ノ
ン
が
シ

ナ
か
ら
離
れ
た

ま

ま
あ
別
に
助
け
て
も
ら
わ
な
く
て
も
余

だ

た
け
ど
ね

そ
う
か

そ
れ
は
す
ま
な
か

た
な

 
シ

ナ
は
気
を
悪
く
し
た
で
も
な
く
そ
う
言
い
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銃
士

と
レ
ン
は
そ
ん
な
シ
ノ
ン
を
見
て

や
れ
や
れ
と

を

め
た

さ
て

と
り
あ
え
ず
ホ
ワ
イ
ト
は

理
に
出
さ
な
い
と
か

 

し
い
話
も

か
な
い
と
だ
し

全
員
で
ブ
ラ

ク
に
乗
る
と
し
て

 
と
り
あ
え
ず
ホ
ワ
イ
ト
は

こ
の
ま
ま

理
に
出
し
ち
ま
う
か

 
シ

ナ
は
そ
う
言

て
コ
ン
ソ

ル
を
操
作
し

そ
れ
で
ホ
ワ
イ
ト
は

を
消
し
た

わ

シ

ナ

今
の
は

一
定
以
上
の
ダ
メ

ジ
を
く
ら

て
る
場
合
は
メ
ニ

か
ら
直
接

理
に
出
せ
る
ん
だ
よ

 
今

は
多
分

街
の

に

て
る
は
ず
だ

ほ
え

利
だ
ね

ま
あ
ゲ

ム
な
ら
で
は
だ
よ
な

 
シ

ナ
は
笑
顔
で
そ
う
言
い

四
人
は
そ
の
ま
ま
ブ
ラ

ク
に
乗
り
込
ん
だ

で

結
局
何
が
あ

た
ん
だ

え

と
ね

 
シ

ナ
は
一
連
の
出
来
事
の
説
明
を

き
こ
れ
は
手
ご
わ
い
敵
が
現
れ
た
も
ん
だ
と

り
声

を
上
げ
た
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話
を

く
限
り

分
と
手
ご
わ
い
相
手
み
た
い
だ
な

う
ん

が
な
る
わ
よ
ね

ま
あ
強
い
敵
は
大
歓
迎
だ
な

し
か
し
い
か
に
も
プ
ロ

い
外
国
人
集
団
か

 
一
体
何
が
目
的
で
こ

ち
に
来
た
ん
だ
ろ
う
な

何
だ
ろ
う
ね

ま
あ
い
い

か
ち
あ

た
ら
全
力
で
や
り
合
う
だ
け
だ

だ
ね

私
達
は

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
で
す
し
ね

 
四
人
は
明
る
い
顔
で
笑
い
合
う
と

そ
の
十
五
分
後

 
こ
ち
ら
に
向
か

て
く
る
ニ

ン

と
合
流
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

  
シ
ノ
ン
と
レ
ン
の
下
に
全
力
で
向
か

て
い
た
ピ
ト
フ

イ
一
行
は

 
前
方
か
ら
ハ
ン
ヴ

が
走

て
く
る
の
を
見
て

感
を
高
め
た
が

 
そ
の
色
が
黒
で
あ

た

速
度
を
落
と
し
て
じ

く
り
と
そ
ち
ら
を
観
察
し
た

あ

あ
れ

て
も
し
か
し
て

ブ
ラ

ク
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乗

て
る
の
は

シ

ナ
じ

ね
え
か

え
え
え
え
え

ど
う
い
う
事

 
そ
の
ま
ま
二
台
は

し

そ
の
場
で
情
報
交
換
が
始
ま

た

シ

ナ

そ
れ
に
イ
ク
ス
ち

ん
も
何
で
こ
こ
に

悪
い

サ
プ
ラ
イ
ズ
の

に

を

し
て
た
ん
だ
よ

そ
う
い
や
ま
だ
そ
の
ま
ま
だ

た
な

謝
罪

 
闇
風
と
薄
塩
た
ら
こ
相
手
だ
と
そ
の
方
が
楽
な
の
か

銃
士

が
そ
う
言
い

 
他
の
者
達
は

こ
の
モ

ド
も
久
々
だ
な

と
懐
か
し
さ
を
覚
え
た

し
か
し
ま

と
ん
で
も
な
い
や
り
方
で
相
打
ち
に
持
ち
込
ん
だ
ん
だ
な

ピ
ト

え
へ
へ

凄
い
で
し

う

凄
い

て
い
う
か

や

ぱ
り
お
前
は

が
お
か

こ

個
性
的
だ
な

お
か
し
い

確
実

つ
い
で
に
敵
の
リ

ダ

の
写
真
も

と
い
た
よ

マ
ジ
か

そ
の

況
で
よ
く

れ
た
な
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敵
の
情
報
収
集
は
基
本
だ
し
ね

 
ピ
ト
フ

イ
は
得
意
げ
に
そ
う
言
う
と

シ

ナ
に
そ
の
写
真
を
見
せ
た

 
そ
こ
に
は
確
か
に
外
国
人
ら
し
き
顔
立
ち
の
プ
レ
イ
ヤ

が
映
し
出
さ
れ
て
お
り

 
被

た
マ
ス
ク
が
破
れ

半
分
く
ら
い
顔
が
見
え
て
い
る

ん
 
そ
の
写
真
を
見
て

シ

ナ
は
首
を

げ
た

こ
い
つ

ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ
う
な

そ
う
な
の

ど
れ
で
す
か

こ
れ
な
ん
だ
が

 
そ
れ
を
横
か
ら

き
こ
ん
だ
銃
士

は

ヒ

と
息
を
飲
ん
だ

シ

ナ
様

多
分
こ
れ

ん

マ

ク
ス
は
こ
い
つ
に
見
覚
え
が
あ
る
の
か

 
そ
の
時
銃
士

が

語

で

る
の
を
忘
れ
る
く
ら
い

驚
い
た
表
情
で
そ
う
言

た

は
い

あ
の

こ
れ

て
も
し
か
し
て

ル
ポ
な
ん
じ
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は

あ
の

ル
ポ
だ
と

 
シ

ナ
は
ピ
ト
フ

イ
が

た

を
再
び

き
込
み

そ
の
ま
ま
押
し

た

ど
う
で
す
か

あ
あ

間
違
い
な
い
な

こ
い
つ
は

ル
ポ
だ

 
ク
ル
ス
は
か
つ
て

八
幡
が
ア
メ
リ
カ
に
い
た
時
に

ル
ポ
の
事
は
見
て
お
り

 
記
憶
力
抜

だ

た

そ
の
顔
を
よ
く
覚
え
て
い
た
の
で
あ

た

 

ル
ポ
こ
と
Ｐ
ｏ

が

八
幡
の
敵
だ
と
ハ

キ
リ
理
解
し
て
い
た
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う

 

心
の
高
い
ク
ル
ス
は

八
幡
の
敵
の
顔
は
絶
対
に
忘
れ
な
い
の
で
あ
る

シ

ナ

ル
ポ

て

お
前
に
は
前
に
話
し
た
事
が
あ

た
と
思
う
け
ど
な

 
こ
い
つ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
悪
名
高
き
殺
人
ギ
ル
ド
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
の
リ

ダ

だ

た
Ｐ
ｏ

て
奴
だ

殺
人
ギ
ル
ド

マ
ジ
か
よ

 
一
同
は
そ
の
言
葉
に

ゴ
ク
リ
と

を
飲
み
込
ん
だ
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あ
あ

間
違
い
な
い

俺
は
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
確
か
に
こ
い
つ
と
遭
遇
し
た

ど

ど
う
す
る

ま
あ
ゲ

ム
内
で
の
殺
人
と
か
も
う
不
可
能
だ
か
ら
何
か
を
心
配
す
る
よ
う
な
必
要
は
な

い
が

 
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
見

け
た
ら

ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
る

 
そ
の
シ

ナ
の
珍
し
い

殺
気
の
こ
も

た
言
葉
に

 
レ
ン

シ

リ

フ
カ
次
郎

闇
風

薄
塩
た
ら
こ
の
五
人
は
戦

し
た
が

 
残
り
の
三
人
の
反
応
は
違

た

へ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
じ

あ
今
度
会

た
ら
ぶ
ち
殺
し
て
あ
げ
ま
し

か

 
あ

ど

ち
が

く
こ
い
つ
を
殺
せ
る
か
勝
負
ね

 
シ
ノ
ン
は

な
表
情
で
そ
う
言

た

か
つ
て
八
幡
と
共
に
リ
ア
ル
で
死
線
を
く
ぐ

た
詩

乃
は

 
こ
う
い

た
時
に
は
と
こ
と
ん
腹
が

わ

て
い
る

も
し
リ
ア
ル
で
見
つ
け
た
ら

社
会
的
に

て
や
り
た
い
で
す
ね

 
一
方
銃
士

は

凄

な
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
そ
う
言

た
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ク
ル
ス
は
八
幡
が
全
て
な

お
そ
ら
く
自
身
が
犯
罪
ま
が
い
の
事
を
す
る

目
に
陥

て
も

 
決
し
て

う
事
な
く
そ
れ
を
実
行
し

八
幡
の
敵
は
絶
対
に
許
さ
な
い
だ
ろ
う

 
最
後
に
ピ
ト
フ

イ
だ
が

こ
ち
ら
の
反
応
は
全
く
違

て
い
た

ど
ど
う
し
よ
う
シ

ナ
私
こ
い
つ
に
俺
の
女
に
な
れ

て
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど

はえピ
ト
さ
ん

本
当
に

何
だ
そ
り

あ
あ

同

だ
と
思
わ
れ
た
と
か

あ
り
え
る

 
ピ
ト
フ

イ
の
そ
の
言
葉
に

仲
間
達
は
口
々
に
そ
う
言

た
が

 
当
の
シ

ナ
は
し
ば
ら
く
無
言
で
あ

た

え

と

シ

ナ

ん
な

え
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ふ
ざ
け
ん
な

あ
の
ク
ソ
野
郎

 
シ

ナ
は
突
然
激
高
し

シ
ノ
ン
や
銃
士

も

め

他
の
者
達
は
本
気
で
戦

し
た

う
ち
の
ピ
ト
に

れ
た
だ
と

俺
の
仲
間
に
ち

と
で
も
近
付
い
て
み
ろ

 
生
ま
れ
て
き
た
事
を
後
悔
さ
せ
て
や
る
ぞ

シ

シ

ナ

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
ん
な
シ

ナ
を
見
て
う
る
う
る

態
で
あ
る

シ

ナ
あ

 
ピ
ト
フ

イ
は
そ
の
ま
ま
ど
さ
く
さ

れ
に
シ

ナ
に
思
い

き
り

き
つ
い
た
が

 
ま
さ
か
の
ま
さ
か

シ

ナ
は
そ
の
ま
ま
ピ
ト
フ

イ
を
受
け
止
め

く

き
し
め
た

お
前
は
絶
対
に

さ
ん

 
そ
れ
は
別
に
恋
愛
的
な
意
味
で
の
言
葉
で
は
な
か

た
の
だ
ろ
う
が

 
シ

ナ
の
口
か
ら
そ
の
言
葉
が
飛
び
出
し
た
事
で

 
今
日
と
い
う
こ
の
日
は
ピ
ト
フ

イ
に
と

て
は
こ
こ
ま
で
の
人
生
で
最
良
の
日
と
な

た
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ま
あ
好
都
合
だ

せ

か
く
日
本
サ

バ

に
来
て
く
れ
た
ん
だ

 
そ
の
間
に
絶
対
に
あ
い
つ
は
俺
が
こ
の
手
で
直
接
狩

て
や
る

 
シ

ナ
は
そ
う
宣
言
し

こ
れ
に
よ

て

ゴ
エ
テ

ア
と

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
は

 
完
全
に
敵
対
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
だ
が
そ
れ
以
降

幸
か
不
幸
か
ゴ
エ
テ

ア
と
シ

ナ
達
が
し
ば
ら
く
遭
遇
す
る
事
は
な
く

 
た
だ
ゴ
エ
テ

ア
が
大
暴
れ
し

多
く
の

名
ス
コ

ド
ロ
ン
が
そ
の

食
と
な
る
と
い
う

 
日
本
サ

バ

に
と

て
は
黒
船
襲
来
と
も
言
う
べ
き
悪
い
結
果
が

々
と

み
上
げ
ら
れ

る
事
と
な

た

 
そ
ん
な
ゴ
エ
テ

ア
と

デ

ア

ク
・
ウ
ル
ヴ
ズ
が
再
び
対
峙
す
る
事
に
な

た
の
は

 
オ

グ
マ

が
発

さ
れ
た
後

第
四
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
の
開

が
決
ま

た
後
と
な
る



 第九章 オーディナル・スケール編

 
第
１
２
０
１
話
 
信
賞
必
罰

 
休
み
の
間
は
ち

と

め
の
時
間
に

 
シ

ナ
達
が
合
流
し
た
そ
の

ゴ
エ
テ

ア
の
生
き
残
り
は
街
に

り

 
先
に
死
ん
で
い

た
仲
間
達
と
合
流
を
果
た
し
て
い
た

ボ
ス

し

あ
り
ま
せ
ん

敵
の
援
軍
が
来
た

や
む
な
く

退
い
た
し
ま
し
た

謝
る
必
要
は
な
い

勝
て
な
い
戦
い
に
挑
む
の
は
た
だ
の
馬

だ
か
ら
な

 
で

援
軍
は
ど
の
く
ら
い
の

模
だ

た
ん
だ

対
物
ラ
イ
フ
ル
持
ち
が
乗

た

ミ
ニ
ガ
ン
を
標
準
装
備
し
た
ハ
ン
ヴ

が
一
台
で
す

ほ
う

て
事
は
レ
ン
タ
ル

じ

な
い

て
事
か

は
い

一
応
映
像
は
記
録
し
て
お
き
ま
し
た

ご

下
さ
い

お
う

分
か

た

 
こ
う
い

た
部
分
が

普
通
の
プ
レ
イ
ヤ

と
は
一
線
を
画
す
部
分
で
あ
る
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え

退
す
る
に
し
て
も

次
に
ぶ
つ
か

た
時
に
備
え
て
情
報
収
集
は

か
さ
な
い

シ

ナ
か

は
い

そ
の
時
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

映
像
を
見
て
確
信
し
ま
し
た

な
る
ほ
ど
な
ら
逃
げ
て
正
解
だ

た
な

あ
い
つ
の
相
手
は
俺
く
ら
い
に
し
か
出
来
な
い
だ

ろ
う

 
い
や

近
接
戦
闘
な
ら
俺
で
も
き
つ
い
か
も
し
れ
ん

そ
れ
ほ
ど
で
す
か

あ
あ

が

だ
と
し
て
も

お
そ
ら
く
ス
テ

タ
ス
の
差
で
負
け
る

 
ゲ

ム
内
戦
闘

て
の
は
ま
あ

そ
う
い
う
も
ん
だ

な
る
ほ
ど

 

ル
ポ
は
あ
く
ま
で
も

静
で
あ

た

実
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
そ
う
で
あ
る

 
表
面
上
は
道
化
を

じ
て
い
る
よ
う
で
も

そ
の

の

は
常
に

え
て
い
た

 
だ
か
ら
ラ
フ

ン
コ
フ

ン
壊
滅
の
日
に
も

静
に
敵
と
味
方
の
戦
力
を
計
算
し

 
自
分
に
被
害
が

ば
な
い
よ
う
に
さ

さ
と
逃
げ
出
し
た
の
で
あ
る

 

ル
ポ
は
軍
上
が
り
な
だ
け
あ

て

常
に

静
な
現
実
主
義
者
な
の
で
あ

た
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も

と
も
こ
こ
は
ゲ

ム
内
で
あ
り
そ
の
気
に
な
れ
ば
い
つ
で
も
楽
し
む

の
戦
闘
が
出

来
る
男

 
そ
れ
が
こ
の

ル
ポ
そ
し
て
元
Ｐ
ｏ

こ
と
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス
と
い
う
男
で
あ

た

ボ
ス
こ
こ
で
ど
の
く
ら
い
鍛
え
れ
ば
俺
が
そ
い
つ
と
ま
と
も
に
戦
え
る
よ
う
に
な
れ
ま
す

か
ふ
む
マ
ス
テ
マ
か

そ
う
だ
な

仕
事
と
訓
練
と

と
ク
ソ
以
外
の
時
間
を
全
て
こ
こ

で
過
ご
す

 
そ
れ
く
ら
い
の
覚
悟
が
あ
れ
ば
あ
る
い
は
半
年
く
ら
い
で
あ
る

度
モ
ノ
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
な

分
か
り
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
今
回
の
戦
い
を

て

ル
ポ
は
こ
の
マ
ス
テ
マ
と
い
う
新
人
へ
の
評
価
を
か
な
り
高
め
て
い

た
こ
い
つ
は
か
な
り
使
え
そ
う
だ

名
前
も
悪
く
な
い

 
実
は

ル
ポ
の
本
名
で
あ
る
ヴ

サ
ゴ
と
い
う
の
は

悪
魔
の
名
前
で
あ

た

 
そ
し
て
同
様
に
マ
ス
テ
マ
と
い
う
の
も
悪
魔
の
名
前
な
の
で
あ
る
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フ
ン

今
日
か
ら
し
ば
ら
く
俺
が
直
接
鍛
え
て
や
る
か

 

ル
ポ
は
そ
う
考
え
つ
つ

部
下
達
に
言

た

よ
し
今
日
の
訓
練
は
こ
こ
ま
で

明
日
も
ま
た
日
本
サ

バ

で
プ
レ
イ
ヤ

狩
り
を
行

な
う
が

 
と
り
あ
え
ず
シ

ナ
の
野
郎
と
か
ち
合
い
そ
う
に
な

た
ら
即

退
だ

 
あ
い
つ
ら
と
や
る
の
は
最
後
の
楽
し
み
に
と

て
お
く
事
に
す
る

皆
そ
れ
を
忘
れ
る
な

は

 
そ
し
て
仲
間
達
が
落
ち
た
後
一
人
そ
の
場
に
残

た

ル
ポ
は
ピ
ト
フ

イ
の
事
を
考
え

て
い
た

シ

ナ
の
野
郎
を
ぶ

倒
し
た
だ
け
じ

 
あ
の
い
い
感
じ
に
イ
カ
レ
た
女
は
俺
の
物
に
は
な
ら
ん
よ
な

本
当
に
日
本
に
移

す
る

に
も
い
か
ん
し

 
こ
こ
じ

無
理
や
り

て
の
も
不
可
能
だ
し

さ
て

ど
う
し
た
も
ん
か
な

 
ま
あ
い
い
と
り
あ
え
ず
今
日
は
興
奮
し
ち
ま

て
ど
う
し
よ
う
も
ね
え
か
ら

当
に
誰
か

見

う
か
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リ
ア
ル
で
体
だ
け
の
関
係
の
女
が
複

い
る

ル
ポ
は

 
今
日
は
ど
の
女
の
所
に
行
こ
う
か

な
ど
と

き
な
が
ら

そ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

  
街
に

た
シ

ナ
達
を
迎
え
て
く
れ
た
の
は
驚
い
た
事
に
ビ

ビ

と
デ
ヴ

ド
で

あ

た

 
ビ

ビ

は
最
初
に
倒
さ
れ
た
後

デ
ヴ

ド
と
合
流
し

な
ど
か
ら
話
を

き

つ
つ

 
ゴ
エ
テ

ア
の
情
報
を
色
々
と
集
め
て
い
て
く
れ
た
ら
し
い

ビ

ビ

う
ち
の
連
中
を
助
け
に
来
て
く
れ
た
ん
だ

て
な

あ
り
が
と
な

べ

別
に
あ
ん
た
の

じ

な
い
わ
よ

私
は
た
だ

フ
カ
次
郎
へ
の

り
を
返
し
た
だ
け

 
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
わ

そ
れ
で
も
結
果
的
に
助
け
に
な

て
く
れ
た
ん
だ
ろ

あ
り
が
と
な

ふ
ん

ま
あ
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
お

の
言
葉
を
受
け
取

て
お
く
わ

 
で
も
忘
れ
な
い
で
も
う

り
は
返
し
終
わ

た
ん
だ
か
ら
あ
ん
た
達
は
ま
た
私
達
の
敵
だ

か
ら
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お
う

お
手
柔
ら
か
に
頼
む
わ

ふ
ん

 
ビ

ビ

は
シ
ノ
ン
ば
り
の
ツ
ン
デ
レ

り
を
発

し
つ
つ
シ

ナ
か
ら
の
感
謝
を
一
応

は
受
け
入
れ
た

 
そ
し
て
そ
の
横
で
は

相
変
わ
ら
ず
の
仲
の
悪
さ
を
見
せ
つ
け
る
よ
う
に

 
ピ
ト
フ

イ
が
デ
ヴ

ド
に
か
ら
ん
で
い
る

ヘ
イ

ダ
ビ
ド

キ

ン
ユ

ス
ピ

ク
イ
ン
グ
リ

シ

本

当
に
て
め
え
は
う

え
な

 
デ
ヴ

ド
は
敵
の
英
語
が
理
解
出
来
な
か

た
事
を
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
と
即
座
に
悟
り

 
苦
々
し
い
顔
で
ピ
ト
フ

イ
に

声
を

び
せ
た

あ
は
は
は
は

ご
め
ん
ご
め
ん

心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ね
ん

は

全
く
心
配
な
ん
か
し
て
な
か

た
け
ど
な

む
し
ろ
お
前
が
死
ん
だ

て

い
た
時

に 
思
わ
ず
仲
間
と

し
ち
ま

た
く
ら
い
だ

も
う

素
直
じ

な
い
な

で
も
ご
め
ん

私
の
身
も
心
も
シ

ナ
の
も
の
だ
か
ら

め
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て
ねデ

ヴ

ド

も
し
良
か

た
ら
こ
い
つ
を
引
き
取

て
く
れ
て
も
い
い
ぞ

 
そ
こ
に
シ

ナ
が
か
な
り
本
気
な
顔
で
そ
う
言

て
き
た

そ
れ
は
本
気
で
勘

し
て
く
れ

俺
の
好
み
は
も

と
こ
う

 
そ
う
言

て
デ
ヴ

ド
は
何
と
な
く

り
を
き

ろ
き

ろ
し

銃
士

の

を
見
て
目

を
止
め
た

 
だ
が
タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
い
事
に

そ
の

線
を
塞
ぐ
よ
う
に
フ
カ
次
郎
が
立
ち
止
ま
り

 
本
当
に
た
ま
た
ま
な
の
だ
が

そ
の
ま
ま
デ
ヴ

ド
の
方
に
目
を
向
け
た

ん

私
か

い
や

違

え

マ
ジ
で

よ
り
に
よ

て
フ
カ
か

て
い
う
か
デ
ヴ

ド

て
も
し
か
し
て

ロ

違
う
わ

ふ
ざ
け
ん
な

 
デ
ヴ

ド
は

て
て
否
定
し
た
が

り
の
者
達
は
デ
ヴ

ド
か
ら
じ
り
じ
り
と

離
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を
と

て
い
く

 
そ
し
て
当
の
フ
カ
次
郎
が
デ
ヴ

ド
の
前
に
や

て
き
て
そ
の
顔
を
じ
ろ
じ
ろ
と
下
か
ら

き
込
ん
だ

ふ

む

ま
あ
話
く
ら
い
は

い
て
や

て
も
い
い

 
と
い
う

で

酒
場
へ
レ

ツ
ゴ

だ

あ

い
は
そ

ち
持
ち
な

 
そ
う
言

て
フ
カ
次
郎
は

無
を
言
わ
さ
ず
デ
ヴ

ド
を
酒
場
へ
と
引

張

て
い

た

 
少
な
く
と
も
力
に
関
し
て
は

フ
カ
次
郎
の
方
が
デ
ヴ

ド
よ
り
も
断
然
上
な
の
だ

 
ち
な
み
に
ピ
ト
フ

イ
は

つ
い
さ

き
シ

ナ
が

デ
ヴ

ド

も
し
良
か

た
ら
こ
い
つ
を
引
き
取

て
く
れ
て
も
い
い
ぞ

 
と
言

た
直
後
に
興
奮
の
あ
ま
り
失
神

前
ま
で
追
い
込
ま
れ
強
制
切
断
さ
れ
か
け
て
い
た

 
シ

ナ
は

相
変
わ
ら
ず
ま
と
ま
り
の
無
い
奴
ら
だ
と
苦
笑
し
つ
つ

 
仲
間
達
に
注
意
喚

を
行
な
う
事
を
決
め

勉
強
の

中
と
い
う
事
も
あ
り

 
今
日
は
こ
の
ま
ま
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
に
し
た

俺
は
勉
強
中
な
ん
で
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
が
シ
ノ
ン
と
闇
風
は
ま
だ
バ
イ
ト
を
続
け
る
の
か
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う

ん

さ
す
が
に
疲
れ
た
か
ら
今
日
は
帰
る
わ

俺
も
そ
う
す
る
わ

そ
う
か

ま
あ
何
か
あ

た
ら
俺
の
部
屋
に
顔
を
出
し
て
く
れ

そ
れ
じ

あ
な

え
え

ま
た
ね

ま
た
な

シ

ナ

 
シ
ノ
ン
と
闇
風
は
バ
イ
ト
の
疲
れ
も
あ

た
の
だ
ろ
う
そ
う
言

て
先
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

い

た
シ

ナ

ま
た
ね

ピ
ト
さ
ん
の
事
は
私
に
任
せ
て

あ
あ
頼
む
わ

レ
ン
も
の
ん
び
り
休
む
ん
だ
ぞ

シ

ナ
さ
ん

そ
れ
じ

あ
ま
た
で
す

ま
た
な

あ
あ

ま
た

み
ん
な

ま
た
ね

 
そ
し
て
仲
間
に

し
た
後

シ

ナ
と
銃
士

は
共
に
落
ち

他
の
者
達
も

に
ロ
グ
ア

ウ
ト
し
て
い

た
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ん

う
う
ん

 
八
幡
は
自
室
の
ソ
フ

で
目
を
開
け
る
と

き
上
が
ろ
う
と
し
て
手
を

か
に
横
へ
と
ず

ら
し
た

 
そ
の

間
に
手
が
柔
ら
か
い
ク

シ

ン
の
よ
う
な
物
に
触
れ
八
幡
は
何
だ
ろ
う
か
と
手
を

に
ぎ
に
ぎ
し
た

や
ん

ん
 

に
色

い
声
が

こ
え

八
幡
は
何
だ
ろ
う
と
思
い
そ
ち
ら
を
見
た

 
見
る
と
自
分
の
手
が
ク
ル
ス
の
胸
を
思
い

き
り
掴
ん
で
お
り

 
ク
ル
ス
は
顔
を
紅
潮
さ
せ

う
る
う
る
し
た
目
で
八
幡
の
方
を
見
て
い
た

お
わ

わ

悪
い

い
え

喜
ん
で
い
た
だ
け
て
何
よ
り
で
す

八
幡
様

べ

別
に
喜
ん
で
は
い
な
い
け
ど
な

か

か

た
で
す
か
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そ
う
言
わ
れ

八
幡
は
本
気
で
困

た

 
こ
の

況
で
は

柔
ら
か
か

た
と
い
う
以
外
の
選
択
肢
が
無
い
か
ら
だ

やや柔
ら
か
か

た

大
丈
夫
だ

何
の
問
題
も
な
い

そ
う
で
す
か

喜
ん
で
い
た
だ
け
て
何
よ
り
で
す

 
八
幡
は
も
う

そ
の
言
葉
を
否
定
す
る
事
は
出
来
な
か

た

そ
れ
じ

あ
つ
い
で
に

こ
の
私
の
足
を

で
て
も
い
い
わ
よ

ほ
ら

遠

し
な
い
の

お
わ

ほ
え

 
い
き
な
り
そ
う
後
ろ
か
ら
声
が
か
か
り
八
幡
の
真
横
に
に

き

と
し
な
や
か
そ
う
な
足
が

差
し
出
さ
れ

 
そ
の
ま
ま
八
幡
の
手
が
誰
か
に
捕
ま
れ

そ
の
足
に
押
し
付
け
ら
れ
た

お
い
い

え

も

も
し
か
し
て
ざ
ら
ざ
ら
だ

た
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八
幡
が

て
て

り
向
く
と

そ
こ
に
あ

た
の
は
詩
乃
の

し
そ
う
な
顔
で
あ

た

 
お
そ
ら
く

技
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

八
幡
は
即
座
に
突

込
ん
だ

お
前

そ
れ

技
だ
よ
な

女
の
子
の
足
に
触

て
お
い
て

そ
ん
な
事
を
言
う
な
ん
て

い
や

お
前
が
無
理
や
り
触
ら
せ
た
ん
だ
よ
な

ひ

ひ
ど
い

は
ど
も
か
く
今
も
ま
だ

ま
さ
ぐ
る
よ
う
に
触

て
る

に

あ
 
八
幡
は

て
て
詩
乃
の
手
を

り
ほ
ど
こ
う
と
し
た
が

 
詩
乃
は
思

た
よ
り
力
が
強
く
八
幡
が
詩
乃
に
気
を
遣

て
全
力
を
出
さ
な
か

た
せ
い
も

あ
り

 
八
幡
の
手
は
ま
だ
詩
乃
の
太
も
も
に
密
着
し
て
い
た

は

離
せ

い
・
や
・
よ

ま
た
そ
れ
か
よ

感
想
は
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感
想
は

 
八
幡
は
何
故
俺
は
こ
ん
な
に
こ
い
つ
に

い
ん
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
仕
方
な
く
こ
う

答
え
た

す

凄
く
す
べ
す
べ
で
す

よ
ろ
し
い

 
詩
乃
は
そ
れ
で
八
幡
の
手
を
解
放
し

詩
乃
と
ク
ル
ス
は

イ

イ

と
ば
か
り
に
ハ
イ

タ

チ
を
し
た

お

お
前
ら
な

 
八
幡
は

る

る

え
な
が
ら
二
人
に
抗
議
し
よ
う
と
し

 
そ
れ
を
察
知
し
た
二
人
は
素

く
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
交
わ
し
た

八
幡
こ
ん
な
に
ク
ル
ス
さ
ん
に
お
世
話
に
な

て
る
ん
だ
か
ら
ち

ん
と
お

は
し
な
い

と

目
よ

 
信
賞
必
罰
が
う
ち
の
ル

ル
な
ん
だ
か
ら

え

あ

あ
あ

も
ち
ろ
ん
だ
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い
い
ん
で
す
か

 
ク
ル
ス
は
念
押
し
の
意
味
も
込
め
て
そ
う
言

た

八
幡
が
こ
こ
で

目
と
言
え
な
い
事
も

計
算
済
で
あ
る

と
り
あ
え
ず

の
練

に
付
き
合
う
件
は
い
つ
で
も
い
い
ぞ

 
で
も
そ
れ
だ
と
お

と
し
て
は

い
か
ら

う

ん

 
真
面
目
な
八
幡
は

苦
情
を
言
う
事
も
忘
れ

考
え
込
ん
で
し
ま

た

八
幡
様

そ
れ
な
ら
頑
張

て
最
後
ま
で
頑
張

て
生
き
残

た
詩
乃
に
も
何
か

た

確
か
に
そ
う
だ
な

よ
く
頑
張

て
く
れ
た
な

詩
乃

い

い
い
の

 
詩
乃
も
ク
ル
ス
を
見

い
即
座
に
そ
う
言

た

も
ち
ろ
ん
八
幡
が
こ
こ
で
首
を
横
に

る

事
は
出
来
な
い

そ
う
だ
な

そ
う
な
る
と
香
蓮
も
か

あ

そ
う
で
す
ね

人

も
四
人
だ
と
お
さ
ま
り
が
い
い
わ
ね

そ
れ
じ

あ
ど
こ
に
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こ
こ
で
八
幡
が
言
い
出
す
と
し
た
ら

お
そ
ら
く
食
事
だ
ろ
う

 
二
人
は
そ
う
判
断
し
更
な
る
利

を
追
求
す
る

に
凄
ま
じ
い
速
度
で

を
回
転
さ
せ
た

あん

ど
う
し
た

マ

ク
ス

あ

あ
の

も
し
良
か

た
ら

こ
れ
か
ら
詩
乃
と
一

に
私
の
家
に
来
ま
せ
ん
か

 
で

そ
こ
か
ら
私
の
運
転
で

香
蓮
を
迎
え
に
行
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す

あ
あ

そ
れ
は
い
い
考
え
だ
な

そ
れ
じ

あ
そ
う
す
る
か

そ
れ
な
ら
そ
の

中
で
私
の
家
に
寄

て
も
ら

て
も
い
い
か
し
ら

 
こ
の
格
好
だ
と
ち

と
ラ
フ
す
ぎ
る
気
も
す
る
し

そ
う
だ
ね

お
し

れ
し
た
い
よ
ね

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
そ
ん
な
感
じ
で
い
く
か

う
ん

 
話
は
そ
う

ま
り
と
り
あ
え
ず
ク
ル
ス
の
家
ま
で
三
人
は
キ

ト
で
向
か
う
事
に
な

た

 
キ

ト
は
そ
の
ま
ま

て
も
ら
え
ば
い
い
か
ら
だ
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こ
の
時
点
で
ク
ル
ス
の
家
に
行

て
香
蓮
を
回
収
し
た
後
の
事
は
何
も
決
ま

て
な
か

た

の
だ
が

 
八
幡
は
ま
だ
そ
の
事
に
気
付
い
て
い
な
い

 
と
い
う
か
ク
ル
ス
が
そ
う
言
い
出
し
た
の
は
そ
も
そ
も
そ
れ
を
じ

く
り
考
え
る

の
時

間

ぎ
で
も
あ
る

悪
い

そ
れ
じ

あ
俺
は
ち

と

帰
る

て
小
猫
に
伝
え
て
く
る
わ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
八
幡
が
秘
書
室
に
入

た
後

二
人
は
再
び
ハ
イ
タ

チ
を
し
た

ク
ル
ス
さ
ん

ナ
イ
ス

と
り
あ
え
ず
今
の
う
ち
に
香
蓮
に
も
連

し
な
い
と
だ
ね

あ

そ
う
だ
ね

 
そ
し
て
詩
乃
が
香
蓮
に
連

を
入
れ
た

あ

も
し
も
し

香
蓮
さ
ん

ち

と
こ
れ
か
ら
八
幡
と
一

に
遊
び
に
行
か
な
い

行
く

 
さ
す
が
香
蓮

即
答
で
あ
る
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こ
の
三
人
は

誰
か
に
許
可
を
取
る
必
要
が
な
い
と
い
う
の
も
大
き
な
メ
リ

ト
で
あ
る

ど
こ
に
行
く
か
は
決
ま

て
る
の

そ
れ
は
ま
だ
な
ん
だ
け
ど

一
応
お

り
の
準
備
は
し
て
お
い
て

は
無
い
か
も

 
詩
乃
が
い
き
な
り
そ
う
言
い

ク
ル
ス
は
詩
乃
に

グ

と
親
指
を
立
て
た

そ
れ
だ

お

お

り

分
か

た

今
か
ら
準
備
す
る
ね

う
ん

ク
ル
ス
さ
ん
の
運
転
で
迎
え
に
行
く
か
ら
ま
だ
時
間
に
余

は
あ
る
け
ど

 
多
分

え

と

ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
な

一
時
間
く
ら
い

一
時
間
く
ら
い
後
に
迎
え
に
行
く
わ
ね

オ

ケ

楽
し
み
に
し
と
く
ね

 

話
を
切

た
後

二
人
は
再
び
ハ
イ
タ

チ
を
し
た

実
に
テ
ン
シ

ン
が
高
い

 
そ
こ
に
八
幡
が

て
き
た

悪
い

待
た
せ
た
な

そ
れ
じ

あ
行
く
か

は
い
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レ

ツ
ゴ

 
こ
う
し
て
八
幡
の
知
ら
な
い
所
で

さ
く
さ
く
と
話
は
進
ん
で
い
く
の
だ

た
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第
１
２
０
２
話
 
夜
の
ド
ラ
イ
ブ

 
八
幡

ク
ル
ス

詩
乃
の
三
人
は

そ
の
ま
ま
ク
ル
ス
の
自
宅
へ
と
向
か

た

 
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
三
十
分
ほ
ど
か
か

た
が

思

た
よ
り
も
近
い

こ
こ
で
す

八
幡
様

お

思

た
よ
り
も
近
い
ん
だ
な

あ

自
宅
な
ん
だ

勝
手
に
マ
ン
シ

ン
か
何
か
で
一
人

ら
し
だ
と
思

て
た

ソ
レ
イ
ユ
の
寮
に
入
る
か
ら

も
う
す
ぐ
そ
う
な
る
け
ど
ね

 
そ
し
て
ク
ル
ス
は
キ

ト
か
ら
下
り

同
時
に
八
幡
も
下
り
た

八
幡
様

よ
し

そ
れ
じ

あ

に
行
く
か

あま
さ
か
そ
れ
は

娘
さ
ん
を
僕
に
下
さ
い
的
な

え

あ

い
や

直
属
上

と
し
て
は

く
ら
い
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
思

て
な

あ

そ
う
い
う
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ク
ル
ス
は
目
に
見
え
て
落

し
た
が

そ
ん
な
ク
ル
ス
の

を

 
い
つ
の
間
に
か
一

に
下
り
て
い
た
詩
乃
が

ポ
ン

と
叩
い
た

 
詩
乃
は
も
ち
ろ
ん
ク
ル
ス
の
心
の
声
を
正
確
に

し
て
い
る

八
幡
に
そ
う
い
う
の
を
期
待
し
て
も
無

無

だ
よ
ね

お
前
ら
が
何
を
言

て
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

 
八
幡
は
困
惑
し
つ
つ

ネ
ク
タ
イ
を
直
し
て
身
な
り
を
整
え
た

あ

と
い
う
か
八
幡
様
す
み
ま
せ
ん
今
う
ち
の
親
二
人
と
も
出
張
で
い
な
い
ん
で
す
よ

あ

そ
う
な
の
か

お
仕
事
は
何
を

二
人
と
も
商
社
勤
め
で
す
ね

そ
う
な
の
か

そ
れ
は
残
念
だ
な

あ

せ

か
く
で
す
し

ち

と
お
茶
で
も
飲
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か

 
香
蓮
に
は
一
時
間
く
ら
い
後

て
言

て
あ
る
か
ら
ま
だ
ち

と
時
間
は
あ
り
ま
す
し

 
私
も
着

え
た
い
で
す
し
ね

ん

そ
う
か

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
お
う
か
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詩
乃
も
私
の
部
屋
に
来
な
い

引
越
し
で
処
分
す
る
小
物
と
か
服
と
か
あ
る
し

欲
し
か

た
ら
あ
げ
る
け
ど

え

い
い
の

行
く
行
く

 
八
幡
は
そ
ん
な
二
人
を
微
笑
ま
し
く

め
な
が
ら

ク
ル
ス
の
案
内
で
家
の
中
に
入

た

お

お

魔
し
ま
す

お

魔
し
ま

す

そ
れ
じ

あ
二
人
と
も

ち

と
待

て
て

 
ク
ル
ス
は
そ
う
言

て
台
所
へ
い
き

二
人
は
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ

に

を
下
ろ
し
た

 
ク
ル
ス
は
手

よ
く
お
湯
を

か
し

テ

セ

ト
を
用
意
し
て
お
茶
の
準
備
を
し
た

 
そ
の
手

に
は

家
事
に
慣
れ
て
い
る
詩
乃
も
感
心
し
た
よ
う
で

女
子
力
高

な
ど
と
思
わ
ず

い
た
り
も
し
て
い
た

八
幡
様

詩
乃

ど
う
ぞ

お
う

き
ま
す

あ
り
が
と
う

ク
ル
ス
さ
ん

ど
う
も
詩
乃
は

ク
ル
ス
を
尊
敬
し
て
る
フ
シ
が
あ
る
よ
な
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八
幡
は
そ
う
思
い
つ
つ

出
さ
れ
た
紅
茶
を
口
に
し
た

う
ん

美
味
い

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

 
ク
ル
ス
は
顔
を

ば
せ

そ
れ
か
ら
少
し
だ
け
歓
談
し
た
後

 
ク
ル
ス
と
詩
乃
は

ク
ル
ス
の
部
屋
へ
と
消
え
て
い

た

 
そ
れ
か
ら
十
分
ほ
ど
し
て

詩
乃
が
ほ
く
ほ
く
し
た
顔
で

山
の
服
を

え
て

て
き
た

見
て
八
幡

ど
れ
も
凄
く
セ
ン
ス
が
い
い
の

い

ぱ
い
も
ら

ち

た

そ
う
か

良
か

た
な

 
八
幡
は
そ
う
い

た
セ
ン
ス
が
皆
無
な

に
そ
う

い
た

 
そ
し
て
後
ろ
か
ら
ク
ル
ス
が
コ

ト

で

て
き
た

 
八
幡
の
前
に
い
る
に
し
て
は
珍
し
く

完
全
武
装
し
て
い
る
よ
う
な
格
好
で
あ

た
が

 
八
幡
は
特
に
疑
問
に
思
わ
ず

た
だ
寒
い
ん
だ
ろ
う
と
思

た
だ
け
で
あ

た

 
そ
の

八
幡
は
二
人
が
後
ろ
手
に
怪
し
い
大
き
め
の

袋
を
持

て
い
た
事
に
気
付
か
な

い 
そ
し
て
ク
ル
ス
が
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
言

た
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そ
れ
じ

あ
八
幡
様

も
ら

た

の
所
に
行
き
ま
し

う

あ
あ

行
こ
行
こ

 
八
幡
は

そ
う
い
え
ば

種
は
何
だ

た
か
と
思
い
な
が
ら

二
人
の
後
を
つ
い
て
い

た

 
忘
年
会
の
時
は

束
さ
れ
て
い
た

よ
く
見
て
い
な
か

た
の
で
あ
る

こ
れ
で
す

あ
 

に
着
く
と
驚
い
た
事
に
ク
ル
ス
が
も
ら

た

は
八
幡
が
最
初
に

た

と
同
じ

も
の
で
あ

た

 
最
近
は
キ

ト
が

利
す
ぎ
て
ほ
と
ん
ど
乗
る
機
会
が
無
く
な

て
お
り

 
今
は
ほ
ぼ
小
町
専
用
に
な

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る

 
と
い
う
か

八
幡
は

職
祝
い
に
小
町
に
そ
の

を
あ
げ
る
つ
も
り
で
あ

た

こ
れ

俺
の

と
同
じ
や
つ
だ
な

ふ
ふ
ん

で
す

八
幡

て
キ

ト
の
他
に

持

て
た
ん
だ
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そ
う
い
え
ば
詩
乃
に
初
め
て
会

た
時
は

も
う
キ

ト
に
乗

て
た
か
ら
な

 
と
い
う
か
マ

ク
ス
は
知

て
た
の
か

も
ち
ろ
ん
で
す

八
幡
様
の
事
は
何
で
も
知

て
ま
す
か
ら

そ

そ
う
か

ま
あ
ほ
ど
ほ
ど
に
な

は
い

 
八
幡
は
若

引
き
な
が
ら

大
人
し
く

の
助
手

に
座

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
詩
乃
の
家
に
寄

て
か
ら

香
蓮
を
迎
え
に
行
き
ま
し

う

お
う

う
ん

 
三
人
は
そ
の
ま
ま
詩
乃
の
家
に
行
き

詩
乃
は
ク
ル
ス
に
手
伝

て
も
ら

て

 
も
ら

た
服
を
持

て
部
屋
に
消
え
て
い

た

 
そ
し
て
さ
さ

と
着

え
を
済
ま
せ
た
の
か
簡

な
手

物
を
持

て
す
ぐ
に

て
く
る

オ

ケ

よ

分

か

た
な

当
然

い
つ
も
こ
う
い
う
事
態
に
備
え
て
る
も
の
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こ
う
い
う
事
態

 
八
幡
は
意
味
が
分
か
ら
な
か

た
が
ま
あ
友
達
の
お
出
か
け
と
か
そ
う
い
う
奴
だ
ろ
う
と
思

い 
特
に
突

込
む
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

そ
れ
じ

あ
香
蓮
さ
ん
の
家
に
レ

ツ
ゴ

 
そ
し
て
三
人
は
そ
の
ま
ま
香
蓮
の
家
に
向
か

た

 
そ
の
道
中
で
八
幡
は
ク
ル
ス
が
戸
惑
う
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
時
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り

 
ク
ル
ス
を
安
心
さ
せ
て
い
た

俺
も
最
初
は
そ
う
だ

た
な

八
幡
で
も
そ
う
だ

た
ん
だ

当
た
り
前
だ
ろ
も
し
事
故
で
も

こ
し
た
ら
俺
だ
け
の
問
題
じ

な
く
な
る
ん
だ
か
ら
な

え
ら
い
え
ら
い

え
ら
そ
う
に
し
て
る
が

俺
と
し
て
は
お
前
の
ス
ピ

ド
狂
の
方
が
心
配
な
ん
だ
が

大
丈
夫
大
丈
夫

そ
の

り
は
ち

ん
と

え
て
る
か
ら

本
当
か
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八
幡
は
詩
乃
の

口
に
ジ
ト
目
を
向
け

ク
ル
ス
は
楽
し
そ
う
に
笑

た

 
そ
う
こ
う
し
て
る
間
に
見
慣
れ
た
香
蓮
の
マ
ン
シ

ン
が
見
え
て
き
た

 
そ
の
前
に
は
相
変
わ
ら
ず
ス

パ

モ
デ
ル
の
よ
う
な
す
ら

と
し
た
⻑
身
の
香
蓮
が
立

て
い
る

香
蓮

ク
ル
ス

 
ク
ル
ス
が
運
転

か
ら
そ
う
声
を
か
け

香
蓮
は
嬉
し
そ
う
に
ク
ル
ス
に
手
を

た

八
幡
君

詩
乃
ち

ん

す
ま
ん

待
た
せ
た
か

う
う
ん

全
然

香
蓮
さ
ん

準
備
は
も
う
い
い
の

う

う
ん

言
わ
れ
た
通
り

バ

チ
リ
だ
よ

 
香
蓮
は
何
故
か

れ
た
顔
で

こ
ち
ら
の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
見
な
が
ら
そ
う
言

た
が

 
八
幡
に
は
そ
の
理
由
が
分
か
ら
な
い

ん
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さ
て

そ
れ
じ

あ
行
き
先
な
ん
で
す
が

 
八
幡
が

乱
げ
な
顔
で
何
か
言
い
か
け
た
の
を

ク
ル
ス
が
そ
う

た

せ

か
く
だ
し

八
幡
様
の
家
を
目
指
す
と
い
う
の
は
ど
う
で
し

う
か

 
土
地
勘
も
あ

て

運
転
の
サ
ポ

ト
を
し
て
も
ら
う
に
も
い
い
と
思
う
ん
で
す

 
ク
ル
ス
と
詩
乃
は

先
ほ
ど
ク
ル
ス
の
部
屋
に
行

た
時
に

 
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
使

て
香
蓮
と
も
連

を
取
り

こ
う
提
案
す
る
事
を
決
め
て
い
た

 
た
だ
さ
す
が
に
自
宅
と
な
る
と

明
日
奈
の

認
が
不
可

な

 
事
前
に
明
日
奈
に
も

回
し
し
て
お
く
と
い
う
念
の
入
れ
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
一
応
第
二
候
補
は
八
幡
の
マ
ン
シ

ン
で
あ
る
が
三
人
は
断
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と

予
想
し
て
い
た

そ
う
だ
な

離
も
そ
れ
な
り
だ
し

り
の
飲
食
店
も
分
か
る
し

 
簡

な
ド
ラ
イ
ブ
だ
と
思
え
ば
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
案
の
定

八
幡
は
素
直
に
そ
の
提
案
を
受
け
て
し
ま
う

う
ん

た
ま
に
は
遠
出
も
い
い
ね

そ
う
だ
ね

楽
し
い
か
も
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あ

で
も
お
前
達

帰
り
が
結

く
な

ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が

大
丈
夫
な
の
か

平
気
平
気

だ

て
ほ
ら

私
達

一
人

ら
し
だ
し

私
も
平
気

多
分
実
家
だ

た
と
し
て
も
う
ち
の
親
は
八
幡
君
の
事
を
知

て
る
か
ら
平
気

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
な

そ
う
す
る
と
残
る
は
マ

ク

問
題
あ
り
ま
せ
ん

そ

そ
う
か

 
八
幡
は

こ
の
中
で
た
だ
一
人
実
家

ま
い
な
ク
ル
ス
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
が

 
ク
ル
ス
が
凄
ま
じ
い
反
応
速
度
で
そ
う
答
え

八
幡
は

く
事
し
か
出
来
な
か

た

そ
れ
じ

あ
行
く
か

は
い

 
そ
れ
か
ら
比
企
谷
家
ま
で
の
ド
ラ
イ
ブ
が
始
ま
り

 
八
幡
の
教

所
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
色
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
も
あ

て

 
ク
ル
ス
の
運
転
の

前
は

目
に
見
え
て
向
上
し
た

八
幡
様

ど
う
で
す
か

あ
あ
も
う
隣
に
乗

て
て
何
の
不
安
も
な
い
な

マ

ク
ス
は

両
感
覚
は
い
い
み
た
い
だ
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か
ら

 

に
寄
せ
る
の
も
も
う
バ

チ
リ
だ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て

あ
と
十
分
も
走
れ
ば
八
幡
の
家
に
到
着
す
る
と
い
う
所
で

 
詩
乃
が
さ
り
げ
な
く
こ
ん
な
提
案
を
し
て
き
た

あ

ね

あ
そ
こ
に
ス

パ

が
あ
る
じ

な
い

 
せ

か
く
だ
し

あ
そ
こ
で

入
れ
の
練

も
し
た
ら

初
心
者
に
は
難
し
い
ん
で
し

 
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
打
ち
合
わ
せ
通
り
の
行
動
で
あ
る

 
ク
ル
ス
は
八
幡
以
上
に
こ
の

り
の
地
理
を

知
し
て
お
り

 

囲
に
ど
ん
な

設
が
あ
る
の
か

と
て
も

し
い
の
だ

お

そ
う
だ
な

俺
も
飲
み
物
と
か

て
お
き
た
い
し

そ
う
す
る
か

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

あ
や

て
み
ま
す
ね

 
ク
ル
ス
は
や
る
気
満
々
で
ス

パ

の

場
へ
と
入
り

 
八
幡
に
ハ
ン
ド
ル
の
切
り
方
を
指

し
て
も
ら
い
な
が
ら
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人
目
が
無
い
の
を
い
い
事
に
三
度
場
所
を
変
え
つ
つ
バ

ク
で
の

を
こ
な
し
て
み
せ
た

八
幡
様

か
な
り
い
い
感
じ
に
慣
れ
て
き
ま
し
た

お
お

バ

チ
リ
出
来
て
た
な

こ
れ
で
も
う
な
ん
で
も
こ
い
だ
な

は
い

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
二
十
四
時
間

業
の
そ
の
ス

パ

に
入

た
が

 
入

て
す
ぐ
に
ク
ル
ス
と
香
蓮
は
ち

と
探
し
た
い
物
が
あ
る
と
い

て
別
行
動
を
と

た 
残

た
詩
乃
は

八
幡
の

い
物
に
付
き
合

た
後

八
幡
を
あ
ち
こ
ち
連
れ
ま
わ
し

 
も
し
か
し
た
ら
ク
ル
ス
と
香
蓮
が
待

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
八
幡
を
不
安
に
さ
せ
た
が

 
直
後
に
ま
る
で
見
て
い
た
か
の
よ
う
に
香
蓮
が
現
れ

八
幡
君

も
う
ち

と
か
か

ち

う
け
ど
い
い

な
ど
と
言

て
き
た

 
八
幡
は
詩
乃
に
更
に
引

張
り
ま
わ
さ
れ
る
事
に
な

た

 
何
故
こ
ん
な
事
に
な

た
か
と
い
う
と

比
企
谷
家
に
訪
問
し
た
後
に

 
明
日
奈
も
交
え
て
四
人
で

を
作
る
事
が

に
決
ま

て
お
り

 
そ
の

立
が
何
か
バ
レ
な
い
よ
う
に

ク
ル
ス
と
香
蓮
が
何
を

て
い
る
の
か
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八
幡
に
み
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
の
配

か
ら
で
あ

た

 
何
か
を
大

に

た
事
自
体
は
も
ち
ろ
ん
八
幡
に
バ
レ
て
し
ま
う
が

 
そ
の
場
合
は

明
日
奈
に
頼
ま
れ
た

で
通
す
事
ま
で
事
前
に
決
め
ら
れ
て
い
る

八
幡
様

お
待
た
せ
し
ま
し
た

お

お
う

て

分

い
込
ん
だ
な

マ

ク
ス

あ

こ
れ

明
日
奈
に
頼
ま
れ
た
分
な
ん
で
す

そ
う
い
う
事
か

な
ら
俺
が
持
と
う

い
え
い
え

の
ト
ラ
ン
ク
ま
で
で
す
し

ど
う

て
事
な
い
で
す
よ

ん

そ
う
か

う
ち
の

い
物
な
の
に
す
ま
な
い
な

い
え
い
え

 
そ
し
て
四
人
は
無
事
に
比
企
谷
家
に
到
着
し

そ
れ
を
明
日
奈
が
出
迎
え
た

八
幡
君

お
か
え
り

み
ん
な
も
い
ら

し

い

 
そ
し
て
明
日
奈
は
当
然
と
言

た
顔
で
八
幡
に
言

た

八
幡
君

あ
が

て
も
ら
う
よ
ね

 
そ
れ
を
受
け

八
幡
は
当
然
の
よ
う
に

き

四
人
を
家
に

待
し
た
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ま
あ
ち

と
ゆ

く
り
し
よ
う

と
い
う

で
是
非
お
茶
で
も
飲
ん
で
い

て
く
れ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

家
ま
で
来
る
の
は
初
め
て
ね

そ
れ
じ

あ
お
世
話
に
な
る
ね

実
は
俺
も
久
々
な
ん
だ
け
ど
な

 
こ
う
し
て
詩
乃

ク
ル
ス

香
蓮
の
三
人
は

初
め
て
比
企
谷
家
を
訪
問
す
る
事
と
な

た
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第
１
２
０
３
話
 
八
幡
と
明
日
奈
の
部
屋

 
四
人
が
室
内
に
入
る
と

り
に
は
料
理
の
い
い

い
が
充
満
し
て
い
た

あ
れ

料
理
中
だ

た
ん
だ
な

明
日
奈

う
ん

ま
あ
二
人
分
し
か
作

て
な
い
け
ど
ね

小
町
や

さ
ん
と
⺟
さ
ん
は

お

様
と
お
⺟
様
は
今
日
は
帰
れ
な
い

て
連

が
あ

た
よ

 
小
町
ち

ん
は
も
う
す
ぐ
帰

て
く
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
明
日
奈
は

自
然
な
動
作
で
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
た

あ

小
町
ち

ん
も

今
日
は
帰
れ
な
い
み
た
い

そ
う
な
の
か

う
ん
つ
い
さ

き
連

が
来
て
た
み
た
い

困

た
な
そ
う
す
る
と
ご

が
余

ち

う
ねだ

な

 
も
ち
ろ
ん
こ
の
流
れ
は
出
来
レ

ス
で
あ
る

小
町
は
今
日
は
寮
の
直
葉
の
家
に

ま
る
事
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に
な

て
お
り

 
最
初
か
ら
帰

て
く
る
予
定
は
無
い

そ
し
て
明
日
奈
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
八
幡
に
言

た
今
か
ら
三
人
分

や
せ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

材
料
が
ち

と
足
り
な
い
か
な

あ
あ

そ
れ
な
ら
私
達
が

た
食
材
が
あ
る
か
ら

そ
れ
を
使
え
ば
い
い
ん
じ

な
い

い
い
の

う
ん

別
に
こ
れ
が
無
い
と
ど
う
し
て
も
困
る

て

じ

な
い
し
ね

で
も
そ
れ
だ
と

俺
か
ら
み
ん
な
へ
の
お

が

 
八
幡
が
こ
う
言
い
出
す
事
も
も
ち
ろ
ん
想
定
内
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
食
材

だ
け
出
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
わ
よ

 
お
店
で
い
い
も
の
を
食
べ
る
よ
り
も

心
の
こ
も

た
手
料
理
の
方
が
嬉
し
い
し
ね

そ
う
か

そ
う
だ
な

 
そ
れ
で
八
幡
は
あ

さ
り
と
引
き
下
が

た

 
こ
れ
は
明
日
奈
に
そ
う
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
結
果
で
あ
る

 
八
幡
の
性
格
的
に

食
材

を
自
分
が
出
し
た
と
い
う
事
実
さ
え
あ
れ
ば
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そ
れ
で

か
い
事
は
気
に
せ
ず
絶
対
に
満
足
し
て
く
れ
る
か
ら
と
い
う
の
が
明
日
奈
の
意

見
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
で
料
理
し
よ

か

い
い
ね

や
ろ
う
や
ろ
う

そ
れ
な
ら
俺
が

あ
ん
た
は
料
理
が
そ
ん
な
に
得
意
じ

な
い
で
し

こ
こ
は
私
達
に
任
せ
な
さ
い

い
や
い
や

明
日
奈
に
手
伝

て
も
ら
え
ば
俺
だ

て

八
幡
様
み
ん
な
で
楽
し
く
料
理
を
す
る
機
会
を
も
ら
え
た
の
は
私
達
に
と

て
は
何
よ
り

の
楽
し
み
で
す

分
か

た

み
ん
な
が
そ
う
言
う
な
ら

 
そ
ん
な
八
幡
に

四
人
は
仲
良
く

い
た
の
だ

た

 
そ
れ
か
ら
キ

キ

ウ
フ
フ

態
で

四
人
は
仲
良
く
料
理
を
し
た
の
だ
が

 
そ
れ
が
完
成
し
た
時
点
で

明
日
奈
が

を
追
加
で

い
て
い
な
い
事
に
八
幡
は
気
付
か
な

か

た

 
八
幡
も
ま
だ
ま
だ

行
が
足
り
な
い
よ
う
で
あ
る
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そ
れ
じ

あ
い
た
だ
き
ま
す

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
し
て
楽
し
い
食
事
の
時
間
が
始
ま

た

 
八
幡
は
全
員
の
こ
れ
は
私
が
作

た
の
攻
撃
に
見
舞
わ
れ
若

顔
を

く
さ
せ
て
い

た 
幸
い
腹

に
ま
で
は
至
ら
な
か

た
が

か
な
り
苦
し
い

態
だ

た

 
八
幡
は
四
人
に
断

て

ち

と
家
の

り
を
散
歩
す
る
事
に
し
た

八
幡
君
大
丈
夫

私
も
つ
い
て
こ
う
か

い
や

本
当
に
家
の

り
を
ち

と
一

し
て
く
る
だ
け
だ
か
ら
大
丈
夫
だ

そ
う

そ
れ
じ

あ
片
付
け
を
し
た
後

先
に
お
風
呂
に
入

ち

う
ね

あ
あ

悪
い
な

頼
む
わ

う
ん

 
明
日
奈
は
わ
ざ
と
主
語
を
省
い
て
そ
う
言

た

 
も
ち
ろ
ん
お
風
呂
に
入
る
の
は

明
日
奈
だ
け
じ

な
く
他
の
全
員
も
な
の
だ
が

 
八
幡
は

の
内
部
の
圧
力
の
せ
い
で

ま

た
く

が
回

て
い
な
い
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そ
れ
じ

あ
行

て
く
る

本
当
に
気
を
付
け
て
ね

お

お
う

 
八
幡
は
よ
ろ
よ
ろ
と
外
に
出
て
い

た

明
日
奈
は
そ
ん
な
八
幡
を
心
配
に
思
い
な
が
ら
も

 
こ
れ
で
計
画
は

調
に
進
む
な
と

小
悪
魔
め
い
た
表
情
を
し
た

そ
れ
じ

あ
ぱ
ぱ

と
お
風
呂
に
入

ち

お

か

え

と

組
み
合
わ
せ
は

私
は
香
蓮
さ
ん
と
で
い
い
わ

そ
う
じ

な
い
と

も
ぎ
た
く
な
り
そ
う
だ
か
ら

 
そ
の
詩
乃
の
言
葉
に

明
日
奈
と
ク
ル
ス
は
思
わ
ず
胸
を

え

後
ず
さ

た
の
だ

た

  
そ
し
て
八
幡
は
し
ば
ら
く
歩
い
て
い
る
う
ち
に

食
べ
た
も
の
が
消
化
さ
れ

 
ど
ん
ど
ん

が
楽
に
な

て
き
て
い
た

ふ

ま

た
く
あ
い
つ
ら
は
限
度

て
も
の
を
だ
な

 
そ
う
ぼ
や
き
な
が
ら
も

八
幡
の
顔
は
若

に
や
け
ぎ
み
で
あ

た

 
ど
う
や
ら
楽
し
か

た
の
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ

何
か

い
も
の
で
も

て
帰
る
か
な
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八
幡
は
そ
う
考
え

コ
ン
ビ
ニ
で
色
々
と

た
後

そ
の
ま
ま
家
へ
と
帰

た

た
だ
い
ま

あ

お
帰
り
な
さ
い

お
腹
は
も
う
大
丈
夫

お
う

バ

チ
リ

調
だ

て
あ
れ

み
ん
な
パ
ジ

マ
に
着

え
た
の
か

 
八
幡
は

そ
ち
ら
を
あ
ま
り
見
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
そ
う
言

た

 
何
故
な
ら
そ
の
パ
ジ

マ

が
微

に

ど
か

た
り
し
た
か
ら
だ

 
明
日
奈
の
格
好
も

特
に
胸
元
が
そ
ん
な
感
じ
だ

た
の
だ
が

 
明
日
奈
に
関
し
て
は

こ
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
な
ら

 
慣
れ
て
い
る
事
も
あ

て

八
幡
は
特
に
意
識
し
な
い
で
済
ん
で
い
た

う
ん

せ

か
く
だ
し

こ
の
ま
ま
パ
ジ

マ
パ

テ

と
し

れ
こ
も
う
か
な

て

あ
あ

ま
あ
み
ん
な
の
都
合
が
良
け
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 
で
も
よ
く
パ
ジ

マ
な
ん
か
持

て
た
な

私
が
ク
ル
ス
さ
ん
か
ら
も
ら

た
中
に
あ

た
の
よ

あ
あ

そ
う
な
の
か

 
八
幡
は
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
そ
う
答
え
た
が

正
直
突

込
み
ど
こ
ろ
が
満
載
で
あ
る
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そ
も
そ
も
香
蓮
の
体
に
ピ

タ
リ
な
パ
ジ

マ
を
ク
ル
ス
が
持

て
い
る
は
ず
が
な
い
で
は
な

い
かそ

れ
じ

あ
今
日
は
み
ん
な

ま
り
か

あ
明
日
奈
こ
れ

て
き
た
か
ら
み
ん
な
で

食
べ
て
く
れ

こ
れ

て

あ

あ
り
が
と
う
八
幡
君

そ
う
い
う
事
に
な

た
な
ら

俺
も
自
分
の
部
屋
で
楽
な
格
好
に
着

え
て
く
る
わ

う
ん

分
か

た

 
明
日
奈
は
そ
の
ま
ま
戦
利
品
を
持

て
い
き
す
ぐ
に
ジ

ン
ケ
ン
の

け
声
が

こ
え
て
き

た 
八
幡
は
そ
れ
を
微
笑
ま
し
く
思
い
な
が
ら

を
の
ぼ

て
自
分
の
部
屋
へ
と
足
を

み
入

れ
た

 
だ
が
見
慣
れ
た
は
ず
の
そ
の
部
屋
は

驚
く
べ
き
変
化
を

げ
て
お
り

 
八
幡
は
部
屋
の
中
を
見
る
な
り
度

を
抜
か
れ
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く

ま

た
後
絶
叫
し

た

へ

え
え

何
だ
こ
り

あ
あ
あ
あ
あ
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そ
の
声
を

き

四
人
が

て
て
部
屋
に
駆
け
込
ん
で
く
る

八
幡
君

ど
う
し
た
の

あ

明
日
奈

こ
れ
は
一
体

こ
れ

あ

あ
あ

 
そ
こ
に
あ

た
の
は

い
つ
も
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
八
幡
の
部
屋

 
そ
し
て
壁
を
ぶ
ち
抜
か
れ
て
そ
こ
と
繋
が

た

明
日
奈
の
部
屋
で
あ

た

え

と

八
幡
君

も
し
か
し
て
最
近
全
然
こ

ち
に
帰

て
な
か

た

正
月
に

に
は
来
た
け
ど

そ
う
い
え
ば
自
分
の
部
屋
に
は
入
ら
な
か

た
な

去
年
の
十
二
月
に
ね

そ
の

お

様
と
お
⺟
様
が

装
す
る

て
言
い
出
し
て
ね

 
そ
れ
で
今
は
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
よ
ね

マ
ジ
か

で

ベ

ド
は
処
分
し
ち

て
ね

代
わ
り
に
あ
れ
を

 
い
つ
も
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
と
い
う
の
は
つ
ま
り
変
わ

た
部
分
が
あ

た
と
い
う
事

で
あ
り

 
シ
ン
グ
ル
だ

た
八
幡
の
ベ

ド
が
い
つ
の
間
に
か
ダ
ブ
ル
ベ

ド
に
変
わ

て
い
た
の
で
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あ
る

 
当
然
明
日
奈
が
使

て
い
た
ベ

ド
も
処
分
さ
れ
て
も
う
無
い

 
な
の
で
二
人
が
こ
こ
に

ま
る

に
は

同
じ
ベ

ド
に

る
他
は
な
い
と
い
う
事
だ

 
ま
あ
今
日
は
そ
う
い
う

に
も
い
か
な
い
の
で
明
日
奈
の
部
屋
寄
り
の
空
い
た
ス
ペ

ス
に

 
大

の
布
団
や
ク

シ

ン
が

明
日
奈
の
手
に
よ

て

に
持
ち
込
ま
れ
て
お
り

 
そ
れ
を
見
て
初
め
て
八
幡
は
こ
れ
が
予
定
さ
れ
て
い
た
行
動
の
結
果
だ
と
い
う
事
に
気
が
付

い
たそ

ん
な

だ
か
ら
八
幡
君
気
に
せ
ず

く
着

え
ち

て
ね
私
達
下
で
待

て
る
か

ら
お

お
う

 
そ
し
て
明
日
奈
達
が
下
に

て
い

た
後

八
幡
は

を
ガ
シ
ガ
シ
か
き
な
が
ら

い
た

ま
あ
み
ん
な
が
楽
し
い
ん
だ

た
ら
別
に
い
い
か

俺
は
下
で

れ
ば
い
い
し
な

 
八
幡
は
そ
う

く
と

ス
ウ

ト
に
着

え

リ
ビ
ン
グ
へ
と

た



 第１２０４話 比企谷家の夜

 
第
１
２
０
４
話
 
比
企
谷
家
の
夜

 
二

か
ら
下
り
て
き
た
八
幡
を
見
て

明
日
奈
が
駆
け
寄

て
き
た

あ

八
幡
君

ど
う

少
し
は
落
ち
着
い
た

あ
あ

取
り
乱
し
ち
ま

て
悪
か

た

そ
れ
は
仕
方
な
い
よ
誰
だ

て
い
き
な
り
あ
ん
な
風
に
な

て
た
ら
驚
く
と
思
う
し

 
明
日
奈
は
八
幡
を
気
遣
う
よ
う
に
そ
う
言

た
が

 
他
の
三
人
は
む
し
ろ

先
ほ
ど
の
明
日
奈
の
言
葉
に
闘

を
燃
や
し
て
い
た

去
年
の
十
二
月
に
ね

そ
の

お

様
と
お
⺟
様
が

装
す
る

て
言
い
出
し
て
ね

 
そ
れ
で
今
は
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
よ
ね

 
完

に
妻
と
し
て
の
セ
リ
フ
で
あ
る

 
明
日
奈
は
わ
ざ
わ
ざ
マ
ウ
ン
ト
を
取
り
に
く
る
よ
う
な
事
は
し
な
い

 
こ
れ
は
自
然
と
口
か
ら
出
た
言
葉
な
の
だ
ろ
う
が

 
他
の
三
人
に
と

て
は

自
身
と
明
日
奈
の
差
を

感
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
で
も
あ

た

 
だ
が
こ
こ
に
い
る
三
人
は

そ
ん
な
事
で
落
ち
込
ん
だ
り
は
し
な
い
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む
し
ろ
闘

を
燃
や
し
明
日
奈
に
認
め
て
も
ら
え
る

囲
で
八
幡
に
ア
ピ

ル
す
る
気
満
々

で
あ

た

ま
あ
そ
ん
な

だ
か
ら

今
夜
俺
は

と
り
あ
え
ず
下
で

る
事
に
す
る
わ

 
み
ん
な
は
上
で

楽
し
く
女
子
会
で
も
し
て
い
て
く
れ

は

そ
ん
な
の

目
に
決
ま

て
る
じ

な
い

風

で
も
ひ
い
た
ら
ど
う
す
る
の
よ
ね

明
日
奈

 
こ
こ
で
詩
乃
は

明
日
奈
を
引

張
り
込
む

に

同
意
を
求
め
て
そ
う
言

て
き
た

う
ん

部
屋
は
広
い
ん
だ
し

気
に
せ
ず
八
幡
君
も
一

に
上
で

よ
う
よ

い
や

し
か
し
だ
な

八
幡
様

大
事
な
時
期
な
の
で
す
か
ら
こ
こ
で
体
調
を
崩
す
の
は
ま
ず
い
と
思
い
ま
す

そ
う
だ
よ

意
地
を
張

て
な
い
で

ね

 
ク
ル
ス
と
香
蓮
も
そ
れ
に
乗
り

八
幡
は
こ
れ
は
断
れ
な
い
と
見
て

消

的
に

い
た

わ

分
か

た

そ
れ
じ

あ
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

や

た

そ
れ
じ

あ
み
ん
な
で
上
に
行
き
ま
し

う
よ

も
う
い
い
時
間
だ
し
ね
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う
ん

 
明
日
奈
を
先

に
四
人
は

を
の
ぼ

て
い
く

八
幡
は
と
ぼ
と
ぼ
と
い

た
感
じ
で
そ

の
後
に
続
き

 
部
屋
に
入

た
後

他
の
者
達
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に

取
り

 
さ
て
ど
う
し
よ
う
か
と

久
し
ぶ
り
に
入

た
自
分
の
部
屋
を
き

ろ
き

ろ
と

め
た

そ
う
い
え
ば

み
本
が
い

ぱ
い
あ

た
ん
だ

た

け
か

 
八
幡
は
そ
う
思
い

本

に
歩
み
寄

て

と
り
あ
え
ず

私
の
幸
せ
な
結
婚

と

⻄
野

を
手
に
と

た
あ
あ

こ
れ
も
こ
れ
も

絶
対
に
続
き
が
出
て
る
は
ず
だ
よ
な

 
そ
の
う
ち
ま
と
め
て

わ
な
い
と
か

い
や

む
し
ろ
こ
の
時
間
に
ポ
チ
る
か

 
八
幡
は
そ
う

き
な
が
ら
所
持
し
て
い
る
ラ
ノ
ベ
の
続
き
が
ど
の
く
ら
い
出
て
い
る
か
確
認

し
よ
う
と

 
ス
マ
ホ
を
手
に
と

て
色
々
と
調
べ
始
め
た

 
そ
し
て
女
性

は

そ
ん
な
八
幡
の

を

め
な
が
ら
も

楽
し
そ
う
に
会
話
を
始
め
た

そ
れ
で
今
日
は

ど
う
い
う
流
れ
で
集
ま
る
事
に
な

た
の
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え

と
ね

実
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で

最
近

り
出
し
中
の

ス
コ

ド
ロ
ン
と
ぶ
つ
か

ち

て 
そ
の
会
話
は
八
幡
の

に
も

き

そ
れ
で
八
幡
は
ハ

と
し
た

あ

そ
う
だ

た
そ
う
だ

た

な

明
日
奈

ち

と
い
い
か

あ

う
ん

ど
う
し
た
の

 
明
日
奈
は
八
幡
に
そ
う
呼
ば
れ

女

の
ポ

ズ
の
ま
ま
こ
ち
ら
に
歩
み
寄

て
き
た

 
実
に
目
の

だ
が

八
幡
は
そ
ん
な
明
日
奈
の
胸
元
か
ら
目
を
離
す
事
は
な
か

た

 
明
日
奈
が
相
手
だ
か
ら
で
あ

た
が

あ
る
意
味
男
ら
し
い

 
明
日
奈
も
そ
の
事
に
気
付
い
て
い
た
が

逆
に
嬉
し
い

全
く
気
に
は
し
て
い
な
い

 
そ
し
て
明
日
奈
が
目
の
前
に
来
る
と
八
幡
は
や
や
真
面
目
な
表
情
を
作

て
明
日
奈
に
言

た
今
詩
乃
が
言

て
た

ス
コ

ド
ロ
ン
の
リ

ダ

な

ど
う
や
ら
あ
の
Ｐ
ｏ

み
た
い
な

ん
だ

え

そ
れ

て
八
幡
君
が
ア
メ
リ
カ
で
会

た

て
い
う

覚
え
て
た
か

ル
ポ

て
プ
レ
イ
ヤ

だ
な
見
た
目
も
一

だ

た
し
Ｐ
ｏ

で
間
違
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い
な
い

そ
う
な
ん
だ

 
明
日
奈
は
何
か
考
え
込
ん
で
い
た
が

や
が
て
顔
を
上
げ

八
幡
に
こ
う
問
い
か
け
た

で

八
幡
君
は
ど
う
す
る
の

あ
い
つ
に
関
わ
る
の
は
時
間
の
無

だ
と
思
う
が
も
し
い
い
機
会
が
あ

た
ら
狩

て
や

ろ
う
と
思
う

狩
る

か

ね

八
幡
君

Ｐ
ｏ

て
強
か

た
ん
だ
よ
ね

あ
あ

あ
の
時
は

一
本
を

て
や

た
け
ど
な

多
分
本
気
じ

な
か

た
と
思
う

そ

か

そ
れ
じ

あ
私
も
今
度
暇
を
見
て
Ｇ
Ｇ
Ｏ
に
行

て
特
訓
し
て
お
こ
う
か

な
特
訓

何
の
だ

私
が
や
り
合
う
と
し
て
も
銃
で
戦
う
の
は
や

ぱ
り
向
こ
う
に
一
日
の
⻑
が
あ
る
と
思
う
し

 
せ

か
く

光
剣
が
あ
る
ん
だ
し
私
も
銃
の

く
ら
い

れ
る
よ
う
に
な

て
お
こ
う
か

な

て
確
か
に
な

俺
も
銃
で
の
接
近
戦
に
は
自
信
が
無
い
し

ち

と
練

し
て
お
く
か
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う
ん

や
ろ
う
や
ろ
う

 
二
人
の
会
話
は
い
い
感
じ
に

ま

た
よ
う
に

こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が

 
言

て
い
る
内
容
は
実
に

が
お
か
し
い

残
り
の
三
人
も
そ
ん
な
二
人
を
見
て

え

で
し

と
い

た
表
情
を
し
て
い
る

そ
れ
じ

あ
和
人
も
誘

て

指

で
も
し
て
も
ら
う
か

う
ん

今
度
学
校
で
頼
ん
で
み
よ

か

だ
な

 
八
幡
と
明
日
奈
は
事
も
無
げ
に
そ
う
言
い

三
人
は
戦

し
つ
つ

 
こ
の
二
人
な
ら

す
ぐ
に
マ
ス
タ

し
そ
う
だ
よ
ね
と
ひ
そ
ひ
そ
と
話
し
て
い
た

そ
れ
じ

あ
八
幡
君

書
の

魔
し
ち

て
ご
め
ん
ね

い
や

話
か
け
た
の
は
俺
だ
ろ

こ

ち
こ
そ

魔
し
ち

て
悪
い
な

あ

そ
う
だ

た

け

 
明
日
奈
は

て
へ

と
い

た
感
じ
で
自
分
の

を
コ
ツ
ン
と
叩
い
た

 
こ
れ
を
普
通
の
女
の
子
が
や
る
と

あ
ざ
と
い
と
し
か
思
わ
れ
な
い
が

 
ヒ
ロ
イ
ン
力
の
高
い
明
日
奈
が
や
る
と
ま

た
く
自
然
な
動
作
に
見
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
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恐
ろ
し
い

 
そ
し
て
明
日
奈
は
三
人
の
所
に

り
ご
ろ
ん
と
布
団
に
横
に
な

て
再
び
会
話
を
始
め
た

 
釣
ら
れ
て
他
の
三
人
も

ご
ろ
ご
ろ
し
出
す

 
そ
れ
を
チ
ラ

と
横
目
で
見
た
八
幡
は
四
人
の
お
腹
や
背
中
の

が
チ
ラ
チ
ラ
と
見
え
て
い

た 

て
て

線
を
本
に

し

出
来
る
だ
け
そ
ち
ら
を
見
な
い
よ
う
に
せ
ね
ば
と
考
え
た

 
こ
れ
は
見
る
事
そ
の
も
の
を
避
け
た
の
で
は
な
く

え
ば
そ
の

を
詩
乃
あ
た
り
に
見
ら
れ

 
お
か
し
な

み
方
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る

 
そ
ん
な
考
え
方
を
す
る
く
ら
い

今
の
八
幡
は

女
性
の

に
慣
れ
て
き
て
は
い
る
の
だ

 
こ
れ
も
あ
る
意
味
立

な
成
⻑
と
言
え
よ
う

で
ね

今
日
思

た
ん
だ
け
ど
さ

あ

そ
う
い
う
の

あ
る
よ
ね

私
は
逆
に
ね

確
か
に

 
そ
ん
な
四
人
の
言
葉
が
断
片
的
に

こ
え
て
き
た
が
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本
に
集
中
す
る
に
つ
れ

そ
れ
も

に
入

て
い
る
よ
う
で
入

て
こ
な
く
な
り

 
そ
の
ま
ま
八
幡
は

本
の
世
界
に

す
る
事
と
な

た

 
八
幡
様

ち

と
い
い
で
す
か

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
誰
か
が
近
付
い
て
く
る
気
配
が
し
続
け
て
八
幡
に
そ
う
声
が

か
け
ら
れ
た

ん

あ
あ

マ

ク
ス

ど
う
か
し
た

あ
れ

 
八
幡
が
体
を

こ
し
て

り
向
く
と
そ
こ
に
い
た
の
は
ク
ル
ス
で
は
な
く
明
日
奈
で
あ

た

あ
れ

明
日
奈

そ
う
で
す
よ

誰
だ
と
思

た
ん
で
す
か

八
幡
様

 
明
日
奈
は
八
幡
に
そ
う
答
え

そ
れ
で
き

と

何
か
の
遊
び
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い

 
そ
れ
に
合
わ
せ
て
や
る
か
と
考
え

こ
う
返
し
た

い
や

気
の
せ
い
だ

た
わ

で

何
の
用
だ

マ
ス
ナ

 
八
幡
と
し
て
は

に
考
え
た
ネ

ミ
ン
グ
だ

た
が

そ
れ
が
ツ
ボ
に
は
ま

た
の
か

 
明
日
奈
は
そ
の
場
で
腹
を

え
て
大
笑
い
を
始
め

釣
ら
れ
て
他
の
三
人
も
笑
い
始
め
た
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あ
は
は
は
は
は
は
は
は

 
八
幡
は
上
手
く
笑
い
が
取
れ
た
と
満
足
し
若

ド
ヤ
顔
の
ま
ま
明
日
奈
が
落
ち
着
く
の
を

待

て
い
た
が

 
明
日
奈
は
少
し
し
て
か
ら

き
上
が
り

笑
い
涙
を

き
な
が
ら
深
呼

を
し
た

ふ

ふ

 
明
日
奈
は
何
と
か
呼

を
整
え
た
後
に
真
顔
に

り

八
幡
に
言

た

八
幡
様
今
里
香
か
ら
連

が
あ

て
三
月
の

に
理
事
⻑
と
先
生
達
の
歓
送
迎
会
を
や
る

ら
し
く

 
そ
の
時
生
徒
が
や
る
出
し
物
の
案
を

八
幡
様
に
も
何
か
な
い
か
考
え
て
欲
し
い
そ
う
で
す

 
ち

と
顔
を

く
し
な
が
ら

技
を
続
け
る
明
日
奈
を
見
て
八
幡
は
内
心
で
こ
う
思

て

い
た何

こ
れ
か
わ
い
い
ち

と
相
手
を
す
る
の
が
面
倒
な
気
も
す
る
が
だ
が
そ
こ
が
い
い
ま

で
あ
る

八
幡
様

 
明
日
奈
に
再
び
そ
う
呼
び
か
け
ら
れ

そ
れ
で
八
幡
は
我
に
返

た
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あ

と
す
ま
ん

え
え
と

歓
送
迎
会

は
い

今
の
理
事
⻑
の
発
案
だ
そ
う
で

ま
た
あ
の
人
は

 
八
幡
は
理
事
⻑
の
ド
ヤ
顔
を
思
い

か
べ
な
が
ら

た
め
息
を
つ
い
た

 
だ
が

に
何
か
い
い
案
が
出
て
く
る
は
ず
も
な
い

分
か

た

何
か
考
え
て
お
く
わ

お
願
い
し
ま
す

で

明
日
奈

そ
の
芸
風
は
一
体

イ
メ

ジ
チ

ン
ジ
で
す

あ

そ

そ
う

は
い

 
明
日
奈
は
そ
う

や
り
切

た
風
に
満
足
げ
な
表
情
を

か
べ
な
が
ら

 
エ
ア

を
指
で
く
い

く
い

と
直
す
仕

を
し

三
人
の
所
に

て
い

た

何
だ
か
な

 
八
幡
は
苦
笑
し
な
が
ら
再
び

書
に

た
が
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こ
の
夜
の
イ
メ

ジ
チ

ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
は

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
か

た
の
で
あ
る
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第
１
２
０
５
話
 
四
人
は
知
り
た
い

 
す
み
ま
せ
ん
年
明
け
に
め
ち
忙
し
い
の
が
来
て
全
く
更
新
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

 
今
週
は
一
日
か
二
日
置
き
く
ら
い
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 

し

あ
り
ま
せ
ん
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
八
幡
が

書
に
熱
中
し
て
い
た
時

明
日
奈
達
四
人
は

こ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
た

で
ね

や

ぱ
り
そ
う
い
う
シ
ノ
ン
ち

ん
の
男
前
な
と
こ
ろ
が

 
シ

ナ
的
に
ぐ

と
く
る
の
か
な

て
思

た
の

待

て
待

て

レ
ン
が
も
じ
も
じ
し
て
る
所
を
見
て

 
そ
う
い
う
所
が
シ

ナ
の
男
心
を
く
す
ぐ
る
の
か
な

て
思

た
ん
だ
け
ど

 
今
日
の
戦
闘
の

中
で

詩
乃
と
香
蓮
が
お

い
の
事
を
ど
う
思

た
の
か
話
し
出
し

 
明
日
奈
と
ク
ル
ス
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
も
言
え
ず

う

ん
と

組
み
し
た

ね

ク
ル
ス
ク
ル
ス
は
八
幡
君
の
好
み
の
女
の
子

て
ど
ん
な
タ
イ
プ
だ
と
分

し
て
る
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そ
れ
は
明
日
奈
み
た
い
な
子
な
ん
じ

だ
か
ら
こ
そ
付
き
合

て
る
ん
で
し

う

ん
で
も
私
の
場
合
は
一

に
戦
い
を
生
き
抜
い
た

て
の
が
大
き
い
気
が
す
る
か
ら

 
私
が
必
ず
し
も
八
幡
君
の
好
み
の
タ
イ
プ
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね

そ
れ
は
な
い

 
明
日
奈
も
本
気
で
そ
う
思

て
い
る

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
当
然
他
の
者
達
か
ら
突

込

み
が
入
る

違
う
の
あ
く
ま
で
好
み
の
問
題
で
あ

て
好
き
と
か

い
と
か
そ
う
い
う
話
じ

な
く
て

ね
好
き

い
じ

な
い
部
分

て
事

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

そ
う
い
う
事
な
ら

確
か
に
確
認
し
て
み
た
く
は
あ
る
わ
ね

で
も
あ
の
八
幡
が
素
直
に
言
う
か
し
ら

普
通
に
明
日
奈

て
言
い
そ
う
じ

な
い

う

ん

 
四
人
は

座
に
な

て

そ
れ
は
そ
う
か
も
と
首
を

た
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何
か
そ
れ
と
な
く

き
出
せ
る
方
法
は

 
そ
の
香
蓮
の
言
葉
で

四
人
は
何
と
な
く
八
幡
の
方
を
見
た

 

書
中
の
八
幡
は
ど
う
や
ら
何
か
面
白
い
展
開
に
で
も
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
若

に

や
け
て
い
るあ

 
そ
の
時
ク
ル
ス
が
何
か
思
い
付
い
た
よ
う
に
そ
う
言

た

何
か
ひ
ら
め
い
た

う
ん

八
幡
様
は
ラ
ノ
ベ
と
か
ア
ニ
メ
は
好
き
じ

な
い

 
な
の
で

こ
の
作
品
だ
と
ど
の
女
の
子
が
好
き

と
か

き
ま
く

て
み
た
ら
い
い
ん
じ

な
い
か
な

な
る
ほ
ど

そ
う
す
る
と

作
品
選
び
に
も
注
意
し
な
い
と
か
し
ら
ね

な
ら
こ
の
部
屋
に
あ
る
本
で

ア
ニ
メ
化
さ
れ
て
る
作
品
を
中
心
に

い
て
み
れ
ば
い
い
ん

じ

な
い

そ
れ
だ
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こ
う
し
て
ク
ル
ス
の
提
案
か
ら
と
ん
と
ん

子
に
話
が
進
み
明
日
奈
が
代
表
し
て
八
幡
に
声

を
か
け
た

八
幡
君

ち

と
本
を
見
せ
て
も
ら
う
ね

ん

あ
あ

う
ん

あ
り
が
と
う

 
明
日
奈
は
片

か
ら
ラ
ノ
ベ
や
マ
ン
ガ
の
一

を
手
に
取
り

こ
ち
ら
に
持

て
き
た

こ
ん
な
感
じ
か
な

そ
れ
じ

あ
手
分
け
し
て
調
べ
ま
し

か

だ
ね

 
四
人
は
ど
の
作
品
が
い
い
か

Ａ
Ｃ
Ｓ
を
駆
使
し
て
調
べ
始
め
た

 
Ａ
Ｃ
Ｓ

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
シ
ス
テ
ム
は

こ
う
い
う
時
に

利
で
あ
る

私
か
ら
は
こ
れ
と
こ
れ

あ
と
こ
れ
ね

こ

ち
は
何
も
無
か

た

後
は

こ

ち
か
ら
三

追
加
で

あ
と
明
日
奈
は
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う

ん

ね

思

た
ん
だ
け
ど
さ

 
明
日
奈
は
何
か
気
に
な
る
事
は
あ
る
ら
し
く

本
を
開
い
た
ま
ま
そ
う
言

た

ど
し
た
の

い
や
ね
こ
の
本
五
ツ
子
が
出
て
く
る
ん
だ
け
ど
こ
の
場
合

て
性
格
の
違
い
が
大
事
じ

な
い

 
で

八
幡
君
が
女
の
子
を
選
ぶ
時
に

そ
れ
を
考
え
な
い

て
事
は
な
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

そ
れ
な
ら
い

そ

見
た
目
と
性
格
の
両
方
に
つ
い
て

い
て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

そ
う
し
よ

か

ち

と
ず
つ
で
も
い
い
か
ら
絞
り
込
ん
で
い
か
な
い
と
ね

 
こ
う
し
て
話
が

ま
り

い
ざ
八
幡
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
そ
の
時

 
明
日
奈
の
ス
マ
ホ
に
何
か
メ

セ

ジ
が

い
た

あ

里
香
か
ら
だ

 
明
日
奈
は
ス
マ
ホ
を
い
じ

て
メ

セ

ジ
の
内
容
を
確
認
し

む
む
む

と

い
た

ど
し
た
の
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何
か
ね

三
月
の

に
理
事
⻑
と
先
生
達
の
歓
送
迎
会
を
や
る
ら
し
く

て

 
そ
の
時
生
徒
が
や
る
出
し
物
の
案
を

私
達
に
も
何
か
考
え
て
欲
し
い
ん
だ

て

歓
送
迎
会

う
ん

理
事
⻑
が
交
代
す
る
し

先
生
も
何
人
か
代
わ
る
ん
だ
よ
ね

そ
う
な
ん
だ

で
も
そ
う
い
う
の
で
出
し
物

て

珍
し
い
わ
よ
ね

あ

ほ
ら

雪
ノ
下
理
事
⻑
の
発
案
み
た
い
だ
か
ら

あ
あ

 
他
の
者
達
は

そ
れ
で
納
得
し
て
し
ま
う

な
ら
仕
方
な
い
わ
ね

出
し
物
か

ス
テ

ジ
と
か
で
や
る
の
よ
ね

多
分
ね

そ
し
た
ら
や
れ
る
事

て
結

限
定
さ
れ
る
よ
ね

私
は

劇
と
か
し
か
思
い
つ
か
な
い
わ

そ
う
だ
ね

 
明
日
奈
は
の
ん
び
り
と
し
た
口
調
で
そ
う
相

を
打
ち
そ
ん
な
明
日
奈
に
ク
ル
ス
が

れ
る
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よ
う
に
言

た

他
人
事
み
た
い
な
言
い
方
だ
け
ど
も
し
そ
う
な

た
ら
明
日
奈
は
絶
対
に
ヒ
ロ
イ
ン
を
や
ら

さ
れ
る
か
ら
ね

あ

白
雪
姫
と
か
シ
ン
デ
レ
ラ
と
か
だ

え

私

技
な
ん
か
出
来
な
い
よ

別
に
お
金
を
取

て
や
る
も
の
じ

な
い
ん
だ
か
ら

素
人
に

が
生
え
た

度
で
十
分
で

し
え
え
え
え
え

と
り
あ
え
ず
八
幡
様
に
報
告
す
る
ん
だ
よ
ね

 
そ
れ
な
ら

し
に
私
の
役
を
や

て
み
な
よ

そ
れ
く
ら
い
な
ら
い
け
る
で
し

ク
ル
ス
の

そ
れ
な
ら
多
分

 
明
日
奈
は
普

の
ク
ル
ス
の
態
度
を
思
い
出
し
な
が
ら

ぶ
つ
ぶ
つ
と
何
か

き
出
し
た

私
は
ク
ル
ス

私
は
秘
書

私
は
ク
ル
ス

私
は

能
な
秘
書

 
明
日
奈
は
一

目
を
つ
ぶ
り

そ
し
て
再
び
開
く
と

 
何
故
か
曲
が

た

を
直
す
か
の
よ
う
な
仕

を
し
た
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ど
う
や
ら
明
日
奈
の
秘
書
の
イ
メ

ジ
は

を
か
け
て
い
る
も
の
ら
し
い

よ
し

い

て
く
る

頑
張

て

の
力
を
抜
く
の
よ

見
守

て
る
か
ら
ね

う
ん

 
明
日
奈
は

ふ
ん
す

と
ば
か
り
に

息
も
荒
く
立
ち
上
が
り

八
幡
の
方
へ
と
歩
い
て

い

た
八
幡
様

ち

と
い
い
で
す
か

ん

あ
あ

マ

ク
ス

ど
う
か
し
た

あ
れ

 
そ
ん
な
明
日
奈
を
見
て

八
幡
が
目
を
キ

ト
ン
と
さ
せ
る

そ
う
で
す
よ

誰
だ
と
思

た
ん
で
す
か

八
幡
様

 
三
人
は

八
幡
が
ど
ん
な
反
応
を
す
る
か
興
味

々
だ

た
が

 
八
幡
は
顔
色
ひ
と
つ
変
え
ず
に
平
然
と
こ
う
返
し
て
き
た

い
や

気
の
せ
い
だ

た
わ
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受
け
入
れ
た

意
外
と
乗

て
く
る
ね

ま

た
く
動

し
な
い
わ
ね

 
三
人
は
ひ
そ
ひ
そ
と
そ
う

き
合

た
が

直
後
に
八
幡
が
こ
う
付
け
加
え
た

で

何
の
用
だ

マ
ス
ナ

 
そ
れ
が
マ

ク
ス
と
明
日
奈
の
強
引
な
合
成
語
だ
と
分
か
ら
な
い
者
は
お
ら
ず

 
明
日
奈
も

め
て
四
人
は

大
に

き
出
す
事
と
な

た

あ
は
は
は
は
は
は
は
は

 
度
し
難
い
事
に
八
幡
は
満
足
げ
に

い
て
お
り
そ
の
態
度
に
四
人
は
更
に
笑
い
を
誘
わ
れ

る
事
と
な

た

マ

マ
ス
ナ

て
何

八
幡
様
の
唯
一
の

点
な
気
が
す
る

ゲ

ム
の
中
じ

結

い
い
ネ

ミ
ン
グ
と
か
す
る
の
に
ね

そ
れ
に
し
て
も
明
日
奈

笑
い
す
ぎ

 
明
日
奈
は
笑
い
な
が
ら

を
転
げ
ま
わ

て
い
た
が
し
ば
ら
く
し
て
落
ち
着
い
た
の
か
真
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顔
に

た

八
幡
様
今
里
香
か
ら
連

が
あ

て
三
月
の

に
理
事
⻑
と
先
生
達
の
歓
送
迎
会
を
や
る

ら
し
く

 
そ
の
時
生
徒
が
や
る
出
し
物
の
案
を

八
幡
様
に
も
何
か
な
い
か
考
え
て
欲
し
い
そ
う
で
す

 
顔
を
や
や

く
し
な
が
ら
も

キ
リ

と
し
た
態
度
で
そ
う
い
う
明
日
奈
を
見
て

 
八
幡
が
ど
ん
な
態
度
を
と
る
の
か
三
人
は
興
味

々
だ

た
が

 
八
幡
は
表
面
上
は
全
く
普
通
の
態
度
を
と

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

普
通
だ
ね

み
た
い

変
わ
ら
な
い
ね

 
そ
こ
か
ら
明
日
奈
は
八
幡
に

況
説
明
を
し
や
り
切

た
表
情
を
し
な
が
ら
こ
ち
ら
に

て
き
た

ふ
う

や

た
ね

八
幡
君

ち

と

れ
な
が
ら
凄
く
喜
ん
で
た

え

 
三
人
は
そ
ん
な
気
配
を
微

も
感
じ
ら
れ
る
事
が
な
か

た

か
ん
と
し
た
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そ

そ
う
な
の

う
ん

間
違
い
な
い
よ

そ
う
い
う
の

分
か
る
の

え

分
か
ら
な
か

た

全
然

あ
れ

思
い

き
り
顔
に
出
て
た
ん
だ
け
ど
な

 
そ
ん
な
明
日
奈
を
見
て

三
人
は
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

た

さ
す
が
明
日
奈

 
ど
う
や
ら
こ
の
三
人
で
も
明
日
奈
に
は
ま
だ
ま
だ

ば
な
い
よ
う
で
あ
る

 
明
日
奈
の
正
妻
力

し
て
知
る
べ
し
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

と
こ
ろ
で
明
日
奈

今
の
つ
い
で
に
さ

き
話
し
合

た
質
問
を
す
れ
ば
良
か

た
ん
だ

あ

忘
れ
て
た

せ

か
く
だ
し

今
度
は
別
の
芸
風
で
や

て
み
な
い

べ

別
の

大
丈
夫

誰
か
の
真
似
を
す
る
だ
け
で
い
い
か
ら
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わ

分
か

た

誰
で
も
い
い
よ
ね

特
徴
が
あ
る
人

え

と

え

と

 
そ
れ
か
ら
一
分
後

明
日
奈
は
立
ち
上
が
り

再
び
八
幡
に
近
付
い
て
い

た

八
幡
君

ち

と
い
い
か
ニ

フ

イ
リ
ス

フ

イ
リ
ス
さ
ん
だ
ね

フ

イ
リ
ス
か

 
そ
ん
な
明
日
奈
を
見
て

八
幡
は
今
度
は
あ
か
ら
さ
ま
に
顔
を

く
し
た
の
だ

た
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第
１
２
０
６
話
 
香
蓮

そ
し
て
詩
乃

 
お
待
た
せ
し
て
し
ま

て

し

あ
り
ま
せ
ん

 
八
幡
が
あ
か
ら
さ
ま
に
顔
を

く
し
た
の
を
見
て

三
人
は
ス

と
目
を

め
た

も
し
か
し
て
八
幡
様
は
ケ
モ
ナ

と
い
う
か

純
に
猫

萌
え
な
ん
じ

で
も
今
の
明
日
奈
は
猫

は
付
け
て
な
い
よ

と
な
る
と

純
に
今
の
明
日
奈
が
か
わ
い
い
と
思

て
る
だ
け
か
も

ど
う
に
も
判
断
が
つ
か
な
い
わ
ね

比

対
象
が
必
要
み
た
い
な

こ
う
な

た
ら
み
ん
な
で
行
く
し
か
な
い
か

そ
れ
だ

 
三
人
は

き
合
う
と

そ
の
ま
ま
八
幡
に
近
付
い
て
い

た
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八
幡
様

私
達
も
ち

と
お
話
が
あ
る
の
ニ

八
幡

ち

と
い
い
か
ニ

八
幡
君

私
も
ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
の
ニ

え
 
八
幡
は

一
体
何
事
か
と
戸
惑

た
様
子
で
四
人
の
顔
を
交

に
見
た

 
だ
が
そ
の
顔
色
は

先
ほ
ど
ま
で
よ
り
も
普
通
に

て
い
た

 
八
幡
が
猫

萌
え
で
あ
る
疑
惑
は
薄
れ
る
結
果
と
な

た

み
ん
な

一
時

退
ニ

 
そ
ん
な
三
人
の
意
図
を

し
た
の
か

明
日
奈
が
そ
ん
な
指

を
出
し
た

分
か

た
ニ

八
幡

こ
こ
は
出
直
す
の
ニ

ご
め
ん
ね
八
幡
君

ま
た
後
で
ニ

お

お
う

 
八
幡
は
ホ

と
し
た
よ
う
な
顔
で
そ
う
答
え

四
人
は
元
の
場
所
へ
と

た

う

ん
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何
か
顔
が

く
な

た
ト
リ
ガ

が
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

純
に
明
日
奈
だ
か
ら

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
納
得
も
す
る
ん
だ
け
ど

 
四
人
は

座
に
な

て

組
み
し

う

ん
と
悩
み
始
め
た

 
そ
ん
な
四
人
を
遠
く
か
ら
見
て
い
る
八
幡
は

一
体
何
な
ん
だ
と
思
い
つ
つ
も

 
四
人
の
仲
が
と
て
も
い
い
よ
う
に
見
え
る

ま
あ
い
い
か
と
表
情
を
柔
ら
か
く
し
た

と
に
か
く
情
報
が
足
り
な
い
わ

当
初
の
予
定
通
り

質
問
し
て
み
ま
し

う

そ
う
だ
ね

何
か
ヒ
ン
ト
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
し
ね

そ
れ
じ

あ
明
日
奈

お
願
い

任
せ
て

 
明
日
奈
は
今
度
は
普
通
に
八
幡
に
近
付
き
八
幡
は
ま
た
か
と
苦
笑
し
な
が
ら
明
日
奈
に
目

を
向
け
た

今
度
は
何
だ

え

と
ね

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

お
う

何
だ
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こ
の
中
だ
と
誰
が
一
番
好
き

 
そ
う
言
い
な
が
ら
明
日
奈
は
前
も

て
ス
マ
ホ
に
仕
込
ん
で
お
い
た
画
像
を
八
幡
に
見
せ
た

こ
の
中
か
ら

そ
れ
な
ら
こ
の
子
だ
な

ふ
む
ふ
む

そ
れ
じ

あ
次

こ
れ

こ
れ
か

う

ん

え
て
言
う
な
ら
こ
の
子
か

そ
れ
じ

あ
こ
れ
は

こ
れ
は
難
し
い
が

こ
の
子
だ
な

次
は

ま
だ
あ
る
の
か

 
そ
れ
か
ら
明
日
奈
は
い
く
つ
か
の
画
像
を
八
幡
に
見
せ
八
幡
は

儀
に
そ
の
質
問
に
答
え
て

い

た
よ
し

こ
ん
な
も
ん
か
な

あ
り
が
と
う
八
幡
君

あ
あ

何
の
意
味
が
あ
る
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が

役
に
た
て
た
な
ら
良
か

た
よ

 
そ
し
て
明
日
奈
は
三
人
の
所
に

り

八
幡
が
ど
う
答
え
た
の
か
説
明
を
し
た

む
む
む
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こ
れ
は

見
事
に
共
通
点
が
無
い

 
三
人
は
質
問
の
結
果
を

き
そ
れ
が
ま

た
く
バ
ラ
バ
ラ
の
タ
イ
プ
だ

た

混
乱
す
る

事
に
な

た

ど
う
い
う
事

八
幡
君

て
実
は
好
み
と
か
無
い
の
か
な

こ
れ
を
見
る
と

そ
う
判
断
す
る
し
か
な
い
わ
ね

見
た
目
は
重

し
て
な
い
み
た
い
に
見
え
る
け
ど

ア
ニ
メ
の
キ

ラ
は
み
ん
な
か
わ
い
い
し
現
実
で
は
あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な
い

て
事
な
の

か
し
ら

そ
れ
で
も
好
み
は
あ
る
だ
ろ
う
し

そ
れ
が
無
い

て
事
は

や

ぱ
り
性
格
重

見
た
目
じ

な
く
性
格
の
面
か
ら
調
べ
直
し
て
み
ま
し

う

だ
ね

そ
れ
じ

手
分
け
し
よ

か

 
四
人
は
そ
の
ま
ま
八
幡
が
選
ん
だ
キ

ラ
ク
タ

の
性
格
を
調
べ
始
め
た

そ
し
て
出
た
答
え
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は

共
通
点
が
無
い

 
恐
ろ
し
い
事
に

キ

ラ
に
共
通
す
る
要
素
で
五

を
超
え
る
も
の
は
皆
無
で
あ

た

も
し
か
し
て
好
み
な
ん
か
無
い

て
事

か
わ
い
け
れ
ば
誰
で
も
い
い
と
か

た
確
か
に
う
ち
の
メ
ン
バ
は
み
ん
な
個
性
的
で
共
通
点
な
ん
て
あ
ん
ま
り
無
い
け
ど

そ
れ
で
も

え
て
共
通
点
を
上
げ
る
と
す
れ
ば

み
ん
な
か
わ
い
い

 
自
分
で
言
う
な
と
い
う
感
じ
で
は
あ
る
が

 
実

り
か
ら
高
評
価
を
受
け
て
い
る
女
性
が
多
い
の
は
確
か
で
あ
る

そ
れ
は
ま
あ
置
い
て
お
い
て

結
局
ど
う
い
う
事

私
達
の
知
ら
な
い
別
の
要
素
が
あ
る
と
か

う

ん

 
正
解
は

作
中
で
と
て
も

い
て
い
る
シ

ン
が
あ
る

な
の
だ
が

 
実

に
作
品
を

ん
で
な
い
以
上

こ
れ
を
分
か
れ
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
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こ
の
ア
プ
ロ

チ
は
き

と
違
う
ね

こ
う
な

た
ら
初
心
に
帰
ろ
う

 
四
人
の
リ

ダ

と
も
言
え
る
明
日
奈
が
そ
う
宣
言
し
た

初
心

そ
う

要
す
る
に
八
幡
君
が
何
に
反
応
す
る
か
が
大
事

て
事

な
る
ほ
ど
色
々
や

て
み
て
八
幡
が
顔
を

く
す
る
か
ど
う
か
観
察
す
れ
ば
い
い

て

事
ね

 
そ
う
は
言

た
も
の
の

四
人
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

 
な
の
で
必
然
的
に

先
ほ
ど
の
成
功

に

う
事
に
な

て
し
ま
う

い
つ
も
と
違
う
私

ギ

プ
萌
え

八
幡
の
お
気
に
入
り

 
四
人
は
そ
れ
ぞ
れ

の
中
に
誰
か
の

を
思
い

か
べ
準
備
が
出
来
た
者
か
ら
八
幡
に
近
付

い
て
い

た

 
そ
の
一
番
手
は
香
蓮
で
あ
る

は

八
幡
君
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お

お
う

 
こ
の
時
点
で
当
然
八
幡
も
四
人
が
何
か
お
か
し
な
事
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
と
気
付
い
て
お

り 
香
蓮
が
相
手
で
も

若

身

え
て
い
た

す

は

 
そ
し
て
香
蓮
は
深
呼

を
す
る
と

香
蓮
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
緩
ん
だ
顔
を
し
た

く
ん
く
ん

こ

ち
か
ら
八
幡
の

い
が
す
る

 
ほ
ら
い
た

さ

す
が
私

と
い
う

で

い

た
だ

き
ま

す

 
そ
う
言
い
な
が
ら
香
蓮
は
八
幡
に
飛
び
か
か
り
胸
に
顔
を

め
て
く
ん
く
ん
と
そ
の

い
を

ぎ
始
め
た

こ
れ

て
ま
さ
か
の
エ
ル
ザ

ま
あ
香
蓮
は
エ
ル
ザ
と
仲
良
し
だ
し

と
い
う
か

大
人
が
エ
ル
ザ
を

じ
る
と

こ
う
な
る
ん
だ

 
小

な
エ
ル
ザ
だ
か
ら
許
さ
れ
て
い
た
部
分
も
あ
る
の
だ
ろ
う

 
そ
の
変
態

り
を
香
蓮
が

じ
る
の
は

正
直
言

て
若

怖
い
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八
幡
も
相
当

て
た
の
か

香
蓮
の

を
掴
み

自
分
か
ら
引
き
離
そ
う
と
す
る

 
そ
の
掴
む
力
が
若

強
か

た
の
か

思
わ
ず
香
蓮
が
そ
う
言
い

 
八
幡
は

て
て
そ
の
手
を
離
そ
う
と
し
た

と

悪
い

は

は

も

と

も

と
強
く

え
え
え
え
え
え
え
え

 
こ
こ
ま
で
や
る
か

と
い
う
感
じ
で
他
の
四
人
は
ド
ン
引
き
で
あ
る

 
そ
こ
で
香
蓮
は
我
に
返
り

そ
し
て
八
幡
と
目
が
合

た

 
そ
れ
で
香
蓮
は
若

顔
を

く
し

ス
ス

と
八
幡
か
ら
離
れ
て
い
き

 
仲
間
達
の
後
方
で
体
育
座
り
を
し
な
が
ら
ク

シ

ン
に
指
で

を
書
き
始
め
た

し

し
ま

た

キ

ラ
の
選
択
を
間
違
え
た

 
そ
の
あ
ま
り
に
も

れ
を
誘
う
光
景
を
見
て

他
の
三
人
は

 
方
向
性
を
間
違
え
る
と
と
ん
で
も
な
い
事
に
な
る
と

め
て
感
じ

 
自
分
が

じ
よ
う
と
し
て
い
る
キ

ラ
が
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
ど
う
か

め
て

討
し
始
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め
た
の
だ

た

 
そ
し
て
次
に

詩
乃
が
立
ち
上
が

て
八
幡
に
近
付
い
て
い

た

は

八
幡

し

詩
乃

今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う

考
え
直
せ

 
八
幡
は
詩
乃
を
け
ん
制
し
た
が

詩
乃
は
穏
や
か
な
顔
で
八
幡
に
言

た

ち

と
隣

い
い

え

あ

お

お
う

 
そ
の
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
に

八
幡
は
つ
い

し
て
し
ま
う

 
そ
し
て
し
ば
し
の
無
言
の
後

詩
乃
は
八
幡
に
語
り
か
け
た

思
え
ば
あ
ん
た
と
出
会

て
か
ら

色
々
な
事
が
あ

た
よ
ね

そ

そ
う
だ
な

こ
う
し
て
隣
に
座

て
お

り
し
て
る
と

直
ぐ
に
時
間
も

ち

う
よ
ね

あ

あ
あ

時
間
の
流
れ
が

く
な

た
り

く
な

た
り

ま
あ
不
思
議
だ
よ
な
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八
幡
以
外
の
三
人
は
詩
乃
が
誰
を

じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
ひ
そ
ひ
そ
と

き
合

て
い
た

こ
れ

誰

明
日
奈

ち

と
違
う
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

大
人
の
女

て
感
じ
は
す
る
け
ど

そ
ん
な
人

誰
か
い
た

け

 
詩
乃
は
穏
や
か
な
が
ら
も

ち

と
切
な
げ
な
表
情
を
し
始
め

 
じ

と
八
幡
の
顔
を
見
な
が
ら
こ
う

き
か
け
た

相
対
性
理

て

と
て
も
ロ
マ
ン
チ

ク
で
と
て
も
切
な
い
も
の
よ
ね

ま
さ
か
の
紅
莉
栖

 
詩
乃
は
ア
マ
デ
ウ
ス
の
ク
リ
ス
に
勉
強
を
教
わ

て
い
る

案
外
紅
莉
栖
の
事
を
よ
く
知

て
い
る

 
当
然
恋
バ
ナ
な
ど
も
し
た
事
が
あ
り
紅
莉
栖
が
岡
部

太
郎
と
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
た
事

も

い
て
い
た

シ
ノ
ス
テ

ナ
か
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八
幡
も
詩
乃
が
誰
を

じ
て
い
る
の
か
理
解
し

思
わ
ず
ぼ
そ

と

い
た

テ

ナ
言
う
な

お
お

 
詩
乃
は

に
そ
う
返
し

他
の
者
達
は
思
わ
ず

手
を
し

詩
乃
を
賞

し
た

詩
乃

凄
い
凄
い

ツ
ン
デ
レ
な
紅
莉
栖
か
ら

え
て
ツ
ン
デ
レ
要
素
を
外
す
な
ん
て

も
う
詩
乃
に
教
え
る
事
は
何
も
な
い
わ

一
人
前
だ
ね

だ

だ
か
ら
私
は
や
れ
ば
出
来
る
子
だ
と
言
う
と
ろ
う
が

お
お
お

 
詩
乃
は
完
全
に
紅
莉
栖
に
な
り
き

て
お
り

一
同
大
絶

で
あ

た

 
詩
乃
は
大
満
足
で
明
日
奈
達
の
方
へ

り

香
蓮
を

ま
し
た
り
し
て
い
た
が

 
八
幡
を
ド
キ
ド
キ
さ
せ
る
と
い
う

 
当
初
の
目
的
を
忘
れ
て
い
る
事
に
気
付
い
た
の
は
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
後
で
あ

た

 
ち
な
み
に
こ
の
時
の
詩
乃
の

技
は
ク
ル
ス
に
よ

て
録
画
さ
れ
て
お
り

 
後
日
そ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
紅
莉
栖
は
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顔
を
真

に
し
な
が
ら
見
事
な
ツ
ン
デ
レ

り
を
披
露
し
て
く
れ
た
の
だ

た



 第１２０７話 クルス、そして明日奈

 
第
１
２
０
７
話
 
ク
ル
ス

そ
し
て
明
日
奈

 
お
待
た
せ
し
て
お
り
ま
す

し

あ
り
ま
せ
ん

よ
し

そ
れ
じ

あ
私
の
番
だ
ね

う
ん

イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
も
バ

チ
リ

 
八
幡
様

覚
悟
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね

お

お
手
柔
ら
か
に
な

 
次
に
満
を
持
し
て
立
ち
上
が

た
の
は
ク
ル
ス
で
あ

た

 
ク
ル
ス
は
八
幡
の
方
に
歩
い
て
い
き

そ
の
ま
ま
何
故
か

八
幡
の
背
後
に
回

た

え

え

 
八
幡
が
戸
惑
い
つ
つ

り
向
こ
う
と
す
る
の
を
ク
ル
ス
は
止
め

 
背
後
で
ご
そ
ご
そ
と
何
か
し
て
い
た
か
と
思
う
と

 
そ
の
直
後
に
あ
ろ
う
こ
と
か

ク
ル
ス
は
八
幡
の

の
上
に

そ
の
豊
満
な
胸
を
乗
せ
た

 
ど
う
や
ら
ク
ル
ス
は
陽
乃
を

じ
る
事
に
し
た
ら
し
い
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ふ
う

の
負
担
が

分

く
な

た
わ
ね

や

ぱ
り
こ
こ
が
落
ち
着
く
わ

 
八
幡
は
あ
ま
り
の
事
に

然
と
し
動
く
事
が
出
来
な
い

更
に
困

た
事
に
胸
の
感
触
が

に
生
々
し
い

 
そ
う

ク
ル
ス
が
先
ほ
ど
ご
そ
ご
そ
し
て
い
た
の
は

ブ
ラ
を
外
し
て
い
た
の
で
あ
る

ア
ウ
ト

 
詩
乃
と
香
蓮
が
そ
う
叫
び

て
て
ク
ル
ス
に
駆
け
寄

て
八
幡
か
ら
引
き
離
し
に
か
か
る

ち

な

何
を

い
や
い
や

ど
う
考
え
て
も
ア
ウ
ト
だ
か
ら

自
重
し
な
さ
い

そ
の
胸
は
凶
器
な
ん
だ
か
ら
ね

と
い
う
か

も
ぐ
わ
よ

私
達
だ

て

胸
の
事
は
全
く
意
識
し
て
な
い

じ

な
い
ん
だ
か
ら
ね

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
ク
ル
ス
は
二
人
の
剣
幕
に
負
け
て
謝
り
つ
つ
ひ
き
ず
ら
れ

そ
の
ま
ま
連
れ
て
い
か
れ
た

む

ち

と
攻
め
す
ぎ
た

当
た
り
前
で
し

強

が
い
た
ら
本
当
に
も
が
れ
て
る
よ
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明
日
奈
だ

て
さ
す
が
に
今
の
は

あ
れ

明
日
奈

 
一
方
出

れ
た
明
日
奈
は
何
故
か
八
幡
の
方
を
見
て
何
か
考
え
込
む
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見

せ
て
い
た

 
そ
の

線
は
ま
だ

然
と
し
て
い
る
八
幡
の
顔
と
自
身
の
胸
を
行

た
り
来
た
り
し
て
い

る
え

あ
れ

ち

と

な
予
感
が

い
や
い
や
ま
さ
か

 
そ
の
直
後
に
明
日
奈
は
ス

と
八
幡
の
背
後
に
回
り
込
み

 
ま
さ
か
の
ま
さ
か

八
幡
の

に
自
身
の
胸
を
乗
せ
た

あ
あ

こ
れ

ち

と
い
い
か
も

姉
さ
ん

て
い
つ
も
こ
ん
な
気
持
ち
な
ん
だ

ア
ウ
ト

 
三
人
が
再
び
駆
け
寄
り

八
幡
か
ら
明
日
奈
を
引
き
離
し
に
か
か
る

あ
あ
ん

八
幡
君
が
気
付
い
て
な
い
今
が
チ

ン
ス
な
の

も
う
ち

と

 
え

と

確
か
そ
う

先

だ
け

先

だ
け
だ
か
ら
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大
丈
夫

天

の
し
み
を

え
て
い
る
く
ら
い
の
時
間
で
済
む
か
ら

 
明
日
奈
は
何
か
を
思
い
出
す
か
の
よ
う
に
そ
う
叫
び

三
人
は
即
座
に
突

込
ん
だ

ツ

ア
ウ
ト

 
そ
し
て
三
人
は

そ
の
ま
ま
明
日
奈
に
説
教
を
始
め
た

明
日
奈
落
ち
着
き
な
さ
い

そ
れ
に
そ
れ
女
の
子
が
言

て
い
い
セ
リ
フ
じ

な
い
か
ら

ね
明
日
奈
が
八
幡
君
と
そ
う
い
う

験
が
あ
る
の
は
分
か
る
け
ど

 
え

え

ち
な
の
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

何
か
考
え
て
た
け
ど

そ
ん
な
セ
リ
フ
誰
に
教
わ

た
の
よ

え

そ
れ
は
姫
菜
に

あ

そ

か

 
明
日
奈
は
今
自
分
が
何
を
言

た
の
か
気
付
き

面
し
た

ま
た
あ
の
人
か

 
八
幡
は
犯
人
が
姫
菜
だ
と
分
か

た

半
分

め
顔
で
あ
る

 
い
く
ら
抗
議
を
し
て
も

に

押
し
な
の
は
間
違
い
な
い
か
ら
だ

う

う



 第１２０７話 クルス、そして明日奈

 
明
日
奈
は
気
恥
ず
か
し
さ
に

そ
の
場
で

て
う
ん
う
ん

て
い
た
が

 
す
ぐ
に
何
か
ひ
ら
め
い
た
よ
う
な
顔
を
し
立
ち
上
が

て
努
め
て
明
る
い
笑
顔
を
作
り
な
が

ら
こ
う
言

た

さ

さ

て

つ

次
は
私
の

技
の
番
だ
ね

う
ん

頑
張
る
ぞ

え

そ
う
く
る
の

メ
ン
タ
ル
強
い
ね

こ
う
い
う
所
は
見

わ
な
い
と

 
そ
れ
で
三
人
は
明
日
奈
を
解
放
し

明
日
奈
は
再
び
八
幡
の
前
に
立

た

八
幡

お

 
珍
し
い
明
日
奈
の
呼
び

て
に

八
幡
以
外
の
三
人
も
少
し
驚
い
た

 
立
場
上

い
く
ら
で
も
八
幡
を
呼
び

て
に
し
て
い
い
に
も
関
わ
ら
ず

 
こ
れ
ま
で
明
日
奈
が
八
幡
を
呼
び

て
に
す
る
場
面
は
ほ
ぼ
皆
無
だ

た
か
ら
だ

 
こ
こ
か
ら
一
体
何
が
始
ま
る
の
か
と
一
同
が

を
飲
ん
で
見
守
る
中

 
明
日
奈
は
何
が
し
た
い
の
か

い
き
な
り
パ
ジ

マ
の
ズ
ボ
ン
の

足
の

を
ま
く
り
あ
げ
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太
も
も
ま
で
見
え
る
よ
う
に
露
出
さ
せ
た

え

 
そ
し
て
お
も
む
ろ
う
に

八
幡
の
前
の

の
上
に

ダ
ン

と
足
を
乗
せ
る

わ
お

バ
イ
オ
レ
ン
ス

ワ
イ
ル
ド

い
や

あ
の

お
い

明
日
奈

 
八
幡
の
目
は

当
然
愛
す
る
明
日
奈
の
し
な
や
か
な
脚
線
美
に

付
け
に
な
り

 
そ
の
ま
ま
明
日
奈
の
顔
と
脚
を
行

た
り
来
た
り
す
る

 
こ
れ
が
も
し
明
日
奈
が
ス
カ

ト

だ

た
ら
完
全
に
明
日
奈
の
パ
ン
ツ
が
八
幡
か
ら

見

え
に
な
り

 
再
び
の
ス
リ

ア
ウ
ト
が
宣
告
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が

幸
い
そ
う
は
な

て
い
な
い

 
そ
し
て
明
日
奈
は
そ
ん
な
八
幡
の
態
度
を
見
て
満
面
の
笑
み
を

か
べ
な
が
ら
こ
う
宣
言
し

た
ま

た
く
あ
ん
た
は
本
当
に
私
の
脚
が
好
き
よ
ね
ほ
ら
触
り
た
い
な
ら
触

て
も
い
い
の
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よ 
そ
し
て
明
日
奈
は
ド
ヤ
顔
で

り
返
り
そ
の

間
に
ク
ル
ス
と
香
蓮
は
バ

と
詩
乃
の
方
を

見
た詩

乃
だ

 
そ
の
詩
乃
は

ポ
カ
ン
と
し
な
が
ら
こ
う

い
た

え

私

て

り
か
ら
見
る
と
あ
ん
な
感
じ
な
の

 
ク
ル
ス
と
香
蓮
は
そ
ん
な
詩
乃
に
う
ん
う
ん
と

く

詩
乃
は
助
け
を
求
め
る
か
の
よ
う
に
八

幡
を
見
た
が

 
そ
の
八
幡
も

二
人
と
同
様
に
う
ん
う
ん
と

い
て
い
た

う
わ

そ
う
な
ん
だ

ち

と
ご
め
ん

 
そ
の
ま
ま
詩
乃
は

先
ほ
ど
の
香
蓮
の
よ
う
に
部
屋
の

の
方
に
行

て
三

座
り
を
し
た

 
す
か
さ
ず
ク
ル
ス
と
香
蓮
が
そ
れ
を

め
に
か
か
る

 
そ
し
て
明
日
奈
は
感
想
を
求
め
る
か
の
よ
う
に

ニ
コ
ニ
コ
と
八
幡
の
方
を
見
つ
め
て
い
た

う
 
さ
す
が
の
八
幡
も
こ
れ
に
は
参

た
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こ
こ
で
下
手
に

定
す
る
と

明
日
奈
が
詩
乃
を

じ
て
い
る
以
上

 
詩
乃
の
そ
う
い
う
態
度
を
も

定
し
た
と
見
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

 
今
後
詩
乃
が
同
じ
事
を
し
て
も
反

し

ら
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
し
て
明
日
奈
の
と
限
定
し
て
答
え
て
も
そ
れ
は
そ
れ
で
自
身
の
性

が
歪
め
ら
れ
て

伝
わ
る
よ
う
で

 
一
歩
間
違
え
ば
他
の
女
性

が
同
じ
よ
う
な
事
を
し
て
く
る
事
態
に
な
り
か
ね
な
い

俺
は
一
体
ど
う
す
れ
ば

 
悩
ん
だ
末
に
八
幡
は

先
ほ
ど
の
会
話
を
思
い
出
し
た

そ
う

歓
送
迎
会
の
下
り
で
あ
る

え

技
が
上
手
い
な

完

じ

な
い
か

明
日
奈

 
そ
の

技
力
を
生
か
し
て
今
度
の
歓
送
迎
会
の
時
に

劇
で
も
や

て
み
た
ら
ど
う
だ

え

劇

 
明
日
奈
は
ポ
カ
ン
と
し
た
後

真
面
目
に
考
え
込
ん
だ

劇
か

そ
う
い
う
の
も
あ
り
な
の
か
な

ち

と
興
味
も
あ
る
し

い

い
い
ん
じ

な
い

や
り
ま
し

う
よ

劇



 第１２０７話 クルス、そして明日奈

 
場
の
空
気
を
変
え
た
い
詩
乃
も
そ
れ
に
乗

か
り

横
か
ら
そ
う
プ

シ

し
て
く
る

八
幡
様

ナ
イ
ス
提
案
で
す

い
い
ん
じ

な
い

楽
し
そ
う
だ
し

私
も
見
て
み
た
い
な

 
ク
ル
ス
と
香
蓮
も
普
通
に
そ
う
感
想
を
述
べ

明
日
奈
も
そ
れ
で
そ
の
気
に
な

た
の
か

 
パ
ジ

マ
の

を
下
げ
て
落
ち
着
い
た

態
に

し

ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
た

分
か

た

そ
れ
じ

あ
里
香
に
そ
う
提
案
し
て
み
る
ね

 
明
日
奈
は
そ
う
言

て

話
を
か
け

し
ば
ら
く
里
香
と
会
話
し
た
後
に

話
を
切
り

 

の
上
で
両

で

を
作

て
八
幡
に
ア
ピ

ル
し
た

お

け
劇
で
決
ま
り

脚
本
は
ど
う
す
る
の

ど
う
し
よ

か

存
の
何
か

も
し
く
は
古

こ
れ
は
ち

と
調
べ
て
み
な
い
と
だ
ね

 
こ
う
し
て
四
人
は
き

き

と

劇
関
連
の
色
々
を
調
べ
始
め

 
八
幡
は
こ
れ
で
や

と

一
時
の
安

を
得
る
事
が
出
来
た
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だ
が
結
局
そ
の
後
に
い
ざ

る
と
い
う

に
な

て
八
幡
を
四
人
が
取
り
囲
む
と
い
う

況
に
な
り

 

ぼ
け
て
い
つ
も
の
よ
う
に
思
い

き
り

き
つ
い
て
き
た
明
日
奈
は
ま
あ
い
い
と
し
て

 
他
の
三
人
も
確
信
犯
的
に
パ
ジ

マ
を
着
崩
し
て
き
た

 
ど
こ
を
向
い
て
も

色
成
分
が
多
目
で
目
の
や
り
場
に
困
り

次
の
日

八
幡
は

不
足
に

な

た

 
そ
の
せ
い
で

の
回
転
が

く
な
り

あ
ん
な
事
を

し
て
し
ま
う
と
は

 
こ
の
時
の
八
幡
は
想
像
も
し
て
い
な
か

た
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第
１
２
０
８
話
 
ク
ラ
ス
会
議

 
す
み
ま
せ
ん

思
い

き
り

れ
ま
し
た
ｏ
ｒ

 
次
の
日
の
朝

明
日
奈
は

分
と

く
目
を
覚
ま
し
た

 
別
に
目
覚
ま
し

を
か
け
て
い
た

で
も
な
く

自
然
に
目
が
覚
め
た
の
だ

 
見
る
と
八
幡
の
顔
が
明
日
奈
の
顔
の
す
ぐ
目
の
前
に
あ
り

 
明
日
奈
は
幸
せ
な
気
分
に
ひ
た
り
つ
つ
体
を

こ
し
た

う
わ

 

日
は
ノ
リ
と
勢
い
の
ま
ま

五
人
は
同
じ
ベ

ド
で

て
し
ま

た
の
だ
が

 
部
屋
を
十
分

か
く
し
て

た
せ
い
か
他
の
三
人
の
パ
ジ

マ
の
は
だ
け

り
が
半

な

い 
八
幡
は
目
の
下
に
若

を
作

て
お
り
ど
う
や
ら
こ
の

の
せ
い
で

付
け
た
の
が

か

た
の
か
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今
は
小
さ
く
い
び
き
を
か
き
な
が
ら
完
全
に

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
そ
の
事
に
安
心
し
つ
つ
明
日
奈
は

こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
三
人
の
パ
ジ

マ

を
直
し

 
自
ら
も
若

を
か
い
て
い
た

シ

ワ

を

び
る
事
に
し
た

ふ

あ
れ

 

を
流
し
心
地
よ
い
気
分
に
ひ
た

て
い
た
明
日
奈
の

に
脱
衣
所
の
方
か
ら
物
音
が

こ
え

 
明
日
奈
は
一

ド
キ
リ
と
し
た
が
そ
の
直
後
に

て
い
た
は
ず
の
三
人
が

室
内
に
乱
入

し
て
い
た

う
わ

み
ん
な

ど
う
し
た
の

丁
度
同
じ
く
ら
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
目
を
覚
ま
し
ち

て

 
明
日
奈
が
い
な
か

た
か
ら
一

に
下
り
て
き
た
ら

 
シ

ワ

の
音
が

こ
え
た
か
ら

一

に
入
ろ
う
か
な

て

そ
れ
に
ほ
ら
キ

ト
に
送

て
も
ら
う
に
し
て
も
八
幡
君
が
学
校
に
行
く
の
に
使
う
は
ず

だ
か
ら
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私
達
は
キ

ト
に

め
に
家
ま
で
送

て
も
ら
う
べ
き
か
な

て

あ
あ

ま
あ

き
ち

た
な
ら
そ
の
方
が
い
い
よ
ね

う
ん

ま
あ
そ
ん
な
感
じ

そ
れ
に
し
て
も

 
そ
の
ま
ま
詩
乃
に
胸
を
じ

と

め
ら
れ

明
日
奈
は
思
わ
ず
胸
を

し
た

な

何

い
や

調
に
育

て
る
な

て
思

て

私
は
多
分

そ
ろ
そ
ろ
限
界
か
な

今
い
く
つ
だ

け

八
十
八

十
分
で
し

 
詩
乃
は
自
分
の
胸
を

め
し
そ
う
に
見
な
が
ら
そ
う

い
た

年
は
関
係
な
い

八
幡
様
に

ま
れ
て
る
か
ら
こ
う
な
る

 
そ
の
時
ク
ル
ス
が
背
後
か
ら
い
き
な
り
明
日
奈
の
胸
を

ん
だ

や

ち

よ
い
で
は
な
い
か

よ
い
で
は
な
い
か
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だ

目
だ

て

 
場
は
完
全
に

男
子
が
立
ち
入

て
い
い
場
所
で
は
な
く
な

て
い
た

も

ま
れ
て
る

て

そ
れ
は
そ
う
か
も
だ
け
ど

 
こ
の
事
態
に

普

は
強
気
な

に

案
外

性
の
無
い
詩
乃
が
顔
を

く
す
る

 
そ
し
て
詩
乃
に
そ
う
言
わ
れ
た
明
日
奈
も
顔
を

く
し
た

ち

そ
こ
で

ら
な
い
で

余
計
に
恥
ず
か
し
く
な
る
じ

な
い

ク
シ

ン

 
そ
の
時
明
日
奈
が
く
し

み
を
し
た

そ
れ
な
り
に

か
い
と
は
言
え

 
さ
す
が
に
シ

ワ

ヘ

ド
は
一
つ
し
か
な
く
あ
ま
り

の
ま
ま

室
に
⻑
く
い
る
の
は
い

い
事
で
は
な
い

あ⻑
話
は
ち

と
ま
ず
い
ね

急
い
で

を
流
し
ち

お

か

そ
れ
が
い
い
ね

 
四
人
は
そ
の
ま
ま

番
に
シ

ワ

を

び

リ
ビ
ン
グ
に
集
合
し
た

朝
御

は
ど
う
し
よ

か
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私
は
い
い
わ

後
で

当
に
コ
ン
ビ
ニ
で

う
か
ら

私
も
い
い
や

私
も
私
も

う

ん

そ
れ
じ

あ
私
も
そ
う
し
よ
う
か
な

 
八
幡
君
の
分
だ
け
作

て
食
べ
ら
れ
る
時
間
を
確
保
出
来
る
よ
う
に
目
覚
ま
し
だ
け
セ

ト

し
と
こ

と

あ
れ

明
日
奈
も
八
幡
と
一

に
食
べ
な
い
の

う
ん

日
の

劇
の
事
で
里
香
達
と
色
々
相
談
し
た
い
か
ら

め
に
寮
に

て
お
こ

う
か
な

て

そ

か

そ
れ
じ

あ
行
き
ま
し

か

う
ん

そ
う
だ
ね

あ

私

八
幡
君
に
書
き
置
き
だ
け
し
て
お
く
ね

オ

ケ

 
四
人
は
そ
の
ま
ま

め
に
家
を
出
て

そ
れ
ぞ
れ
の
家
ま
で
キ

ト
に
送

て
も
ら

た
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内
で
先
ほ
ど
の
胸
を

ま
れ
た
う
ん
ぬ
ん
の
話
の
続
き
が
お
そ
ら
く
行
な
わ
れ
た
の
だ
ろ
う

が 
そ
れ
を

い
て
い
た
は
ず
の
キ

ト
は
当
然
そ
の
事
を
他
に

ら
し
た
り
は
し
な
か

た

  
そ
れ
か
ら
一
時
間
半
ほ
ど

ち

八
幡
は
目
覚
ま
し
の
音
で
目
を
覚
ま
し
た

ん

あ
れ

誰
も
い
な
い
の
か

 
八
幡
は
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
体
を

こ
す

 

日
は
中
々

付
け
な
か

た

に

不
足
感
が
半

な
い
が

 
時
計
を
見
る
と

余

を
持

て
学
校
に
も
行
け
る
時
間
だ

た

 
八
幡
は
自
分
の

を
パ
ン
パ
ン
と
叩
き

無
理
や
り

を
覚

さ
せ
た

み
ん
な
は
下
に
い
る
の
か

ん

こ
れ
は

 
そ
し
て
八
幡
は
明
日
奈
の
書
き
置
き
を
発
見
し

事
情
を

す
る
と

 
リ
ビ
ン
グ
で
明
日
奈
が
用
意
し
て
く
れ
た
朝
食
を
食
べ
そ
の
ま
ま
キ

ト
に
乗

て
学
校
へ

と
向
か

た

こ
の
時
間
な
ら

ま
あ
ギ
リ
ギ
リ

刻
し
な
い
で
済
む
か
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明
日
奈
の
絶

な
目
覚
ま
し
の
セ

テ

ン
グ
に
感
謝
し
つ
つ
八
幡
は
そ
の
ま
ま
学
校
に

校
し
た
の
だ
が

 
教
室
に
入

て

を
し
よ
う
と
し
た

間
に
室
内
が

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
事
に

気
が
付
い
た

み
ん
な

お
は
よ
う

 
八
幡
は
そ
の
事
を

し
み
つ
つ

明
日
奈

和
人

里
香

珪
子
の
四
人
に

を
し
た

お
は
よ
う
八
幡
君

ち

ん
と
間
に
合

た
み
た
い
だ
ね

お
う
明
日
奈

サ
ン
キ

な

八
幡

お
は
よ
う

八
幡
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

八
幡

目
の
下
に

が
出
来
て
る
わ
よ

あ
あ

ち

と

不
足
で
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
は
自
分
の

に

を
下
ろ
し

 
教
室
内
を
き

ろ
き

ろ
と
見
回
し
な
が
ら

四
人
に
言

た

な

教
室
の
雰
囲
気

何
か
お
か
し
く
な
い
か
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え

そ
う

気
の
せ
い
じ

な
い
か

そ
う
そ
う

別
に
何
も
お
か
し
く
な
い
で
す
よ

ま
だ

が

て
る
ん
じ

な
い
の

か
な

 
八
幡
は
目
を
ご
し
ご
し
と
こ
す
り
な
が
ら
そ
う
言

た
時
に
担
任
が
教
室
へ
と
入

て
き
た

 
そ
し
て
出

を
確
認
し
た
後

ホ

ム
ル

ム
の
後
に
普
通
に

業
が
始
ま

た
が

 
こ
の
日
は
特
に
お
か
し
な
事
は
何
も

こ
ら
ず

そ
の
ま
ま
放
課
後
に
な

た

 
こ
の
日
の
放
課
後
は

歓
送
迎
会
の
出
し
物
に
つ
い
て

 
ク
ラ
ス
で
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
る
事
に
な

た
ら
し
く

今
は
全
員
が
居
残

て
い
る

あ

そ
れ
じ

あ
話
し
合
い
を
始
め
よ
う

 
そ
し
て
こ
う
い
う
場
合

特
に
決
ま

て
い
る

で
は
な
い
が

 
基
本
八
幡
が

会
を
努
め
る
の
が
不
文

と
な

て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
そ
の
事
に
苦
情
を
言
う
者
な
ど
誰
も
い
な
い

 
そ
し
て
同
時
に
明
日
奈
が
自
主
的
に
書
記
役
を
努
め
る
の
も

ま
た
い
つ
も
の
光
景
で
あ
る
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そ
れ
じ

あ
う
ち
の
ク
ラ
ス
が
何
を
す
れ
ば
い
い
か
意
見
の
あ
る
人
は

手
を
お
願
い
し
ま

す 
八
幡
の
そ
の
言
葉
に

し
か
し

手
を
し
て
く
る
者
は
い
な
い

 
当
然
な
の
だ
が
他
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
八
幡
グ
ル

プ
の
提
案
待
ち
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を

と

て
い
る
の
だ

は
い
は
い

は

い

 
そ
ん
な
空
気
を

ん
だ
の
か

里
香
が
元
気
よ
く
手
を
上
げ
る

は
い

ピ
ン
ク
さ
ん

ど
う
ぞ

ピ
ン
ク

て
言
う
な

 
里
香
は
と
り
あ
え
ず
そ
う
突

込
ん
だ
後

も
う
慣
れ

こ
な
の
だ
ろ
う

 
全
く
気
に
し
て
い
な
い
よ
う
に

平
然
と
し
た
顔
で
自
分
の
意
見
を
述
べ
た

 

私

劇
が
い
い
と
思
い
ま
す

て
か
や
り
た
い
で
す

 
そ
の
言
葉
に
教
室
の
雰
囲
気
が

そ
れ
で
決
ま
り
だ
と
大
き
く

く

 
明
日
奈
が
黒

に

書
を
始
め

八
幡
は
一
応
他
の
意
見
を

た

お
前
ら

ピ
ン
ク
に
気
を
遣
わ
ず
に

も

と
自
由

達
な
意
見
を
だ
な
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ピ
ン
ク
言
う
な

 
八
幡
は
取
り
合
わ
ず

ク
ラ
ス
メ

ト
達
を
見
回
し
た
が

他
に
意
見
が
出
る
様
子
は
な
い

 
と
い
う
か

お
か
し
な
事
に

全
員
が
黒

を
生

か
い
目
で
見
て
い
る

ま
あ
い
い
か

ど
う
せ
⻑
く
て
も
三
十
分

度
の
余
興
だ
し
な

 

劇
の
文

を
見
て
何
故
そ
ん
な
目
を
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
八
幡
は
議
事
を
進
め

よ
う
と
し
た

そ
れ
じ

あ

劇
で
決
ま
り
と
し
て

何
の
劇
を
や
る
の
か
意
見
を
出
し
て
く
れ

は
い
は

い

は
い
は
一
度
で
い
い
ぞ

ピ
ン
ク
さ
ん

ピ
ン
ク
言
う
な

ち

ん
と
さ
ん
付
け
し
た
だ
ろ
う

そ
う
い
う
問
題
じ

な
い
か
ら

 
と
言
い
つ
つ
里
香
は

て
い
る
風
で
も
な
く
あ

け
ら
か
ん
と
立
ち
上
が

て
こ
う
言

た
私

悪
役
令
嬢
も
の
が
や
り
た
い
で
す



 第１２０８話 クラス会議

ピ
ン
ク
さ
ん

も
し
か
し
て

内
ま
で
完
全
に
ピ
ン
ク
に

ま

た
の
か

 
い
つ
も
の
里
香
な
ら
こ
こ
で
ま
た
突

か
か

て
く
る
所
だ
が

 
こ
の
時
は
何
故
か
ニ
コ
ニ
コ
と
し
た
表
情
を
崩
さ
な
か

た

 
そ
し
て
隣
に
い
た
和
人
が
八
幡
に
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
送

て
き
て
い
る
の
が
見
え
た
が

 
そ
の

間
に
和
人
の
足
を

里
香
と
珪
子
が
思
い

き
り

み
つ
け
た

 
そ
の
ま
ま
和
人
は

し

顔
を
上
げ
よ
う
と
し
な
い

 
八
幡
は

な
予
感
が
し

明
日
奈
に
意
見
を
求
め
よ
う
と

り
向
き
か
け
た
が

 
そ
ん
な
八
幡
の

を

明
日
奈
が
ガ
シ
リ
と
掴
ん
だ

マ
ジ
か

 
八
幡
は
思
わ
ず
そ
う

い
た

こ
の
明
日
奈
の
態
度
か
ら

 
要
す
る
に
ラ
ス
ボ
ス
は
ず

と
八
幡
の
後
ろ
に
立

て
い
た
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い
か
ら

だ 
そ
し
て
そ
の

通
り

明
日
奈
が
こ
こ
で
始
め
て
言
葉
を
発
し
た

そ
れ
じ

あ
配
役
を
決
め
ま

す

悪
役
令
嬢
役
は

八
幡
君
が
い
い
と
思
う
人
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え
 
そ
の
あ
ま
り
に
も
予
想
外
の
言
葉
に
八
幡
は
完
全
に

ま

た

 



 第１２０９話 脚本担当は

 
第
１
２
０
９
話
 
脚
本
担
当
は

 
凄
ま
じ
く
間
が
空
い
て
し
ま

て

し

あ
り
ま
せ
ん
次
は
こ
こ
ま
で
空
く
事
は
な
い
と
思

い
ま
す
ｏ
ｒ

あ
明
日
奈
話
せ
ば
分
か
る

そ
も
そ
も
俺
の
女
装

な
ん
て
見
て
も
楽
し
く
も
何
と
も
な

い
だ
ろ
う

 
八
幡
は
動
け
な
い

態
の
ま
ま
明
日
奈
に
声
を

け
た
が

 
明
日
奈
は
何
も
答
え
ず

そ
の
ま
ま
ク
ラ
ス
中
に
語
り
か
け
た

他
に
立
候
補
者
は
い
ま
せ
ん
ね

そ
こ
は

い
ま
せ
ん
か

だ
ろ
う

 
八
幡
は
そ
う
突

込
む
も

全
く
キ
レ
が
な
い

 
何
し
ろ
正
面
に

ん
で
い
る
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
全
員
が
八
幡
と
全
く
目
を
合
わ
せ
よ
う
と

し
て
こ
な
い



 第九章 オーディナル・スケール編

 
お
そ
ら
く

に

明
日
奈
達
か
ら
何
ら
か
の
圧
力
が
か
か

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
も

と
も
こ
の
ク
ラ
ス
に
明
日
奈
の
言
う
事
を

か
な
い
者
は
い
な
い

 
圧
力
と
い
う
の
は
言
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
で
は
一
応
決
を
と
り
ま
す

悪
役
令
嬢
役
は
八
幡
君
で
い
い
と
思
う
人

 
そ
の

間
に

ク
ラ
ス
メ

ト
達
全
員
が
手
を
上
げ
た

く
 
予
想
通
り
の
結
果
に
八
幡
は
落

し
つ

八
つ
当
た
り
ぎ
み
に
和
人
に
声
を
か
け
た

う

裏
切

た
な

和
人

信
じ
て
た
の
に

い
や
い
や
無
理
だ
か
ら

俺
が
逆
ら
え
る
は
ず
が
な
い
だ
ろ
う

 
和
人
は
個
人
名
を
出
さ
ず
に
そ
う
答
え
た
が

そ
の
誰
に

の
部
分
が

 
明
日
奈

里
香

珪
子
の
三
人
を
指
す
事
は
明
白
で
あ
ろ
う

ま
あ
和
人
に
期
待
す
る
だ
け
無

か

分
か

て
る
な
ら
言
う
な
よ

 
そ
う
突

込
ん
で
く
る
和
人
を
ス
ル

し
八
幡
は
次
に
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に

し
そ
う
な
目

を
向
け
た



 第１２０９話 脚本担当は

 
ど
う
や
ら
八
幡
も
あ
の
手
こ
の
手
を
駆
使
し
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
ん
な
八
幡
の

線
を
受
け
た
ク
ラ
ス
メ

ト
達
は
だ
が

し

な
さ
そ
う
に
下
を
向
く
だ

け
で
あ

た

ま
あ
そ
う
だ
よ
な

こ
う
な

た
ら

 
八
幡
は

目
元
で

ラ
ス
ボ
ス
に
直

し
よ
う
と
明
日
奈
の
方
に

り
向
い
た

あ

明
日
奈

 
そ
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

悪
役
令
嬢
役
は
八
幡
君
に
や

て
も
ら
い
ま
す

は
認
め
ま
せ
ん

 
の
文

で
あ
り

八
幡
は
思
わ
ず
を

い
だ

こ
れ
は
も
う
ど
う
や

て
も

ら
な
い
な

 
そ
れ
で
も
や
は
り
納
得
し
難
い
部
分
が
あ

た

八
幡
は
思
わ
ず
こ
う
こ
ぼ
し
た

は

は
め
ら
れ
た

人

き
が
悪
い
わ
ね

た
だ
の

主
主
義
の
結
果
じ

な
い

 
里
香
が
即
座
に
そ
う
突

込
ん
で
き
た

こ
ん
な

主
主
義
は
間
違

て
る
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八
幡
君

目

か
な

 
そ
ん
な
八
幡
に

明
日
奈
が
切
な
そ
う
な
顔
で
そ
う
言

た

 
お
そ
ら
く

技
だ
と
思
わ
れ
る
が
さ
す
が
に
そ
の
事
を
指
摘
す
る
事
も
出
来
ず
八
幡
は
言

葉
に
詰
ま

た

い

い
や

だ
が
し
か
し
だ
な

目

 
明
日
奈
は
目
を
う
る
う
る
さ
せ
て
八
幡
を
上
目
遣
い
に
見
つ
め
て
く
る

 
こ
う
な
る
と
も
う

れ
た

味
で
八
幡
に
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い

 
と
い
う
か

明
日
奈
の
期
待
に
応
え
ざ
る
を
得
な
い

 

不
足
で
テ
ン
シ

ン
が
上
が
り
や
す
い

態
だ

た
事
も
あ
り
八
幡
は
そ
の
ま
ま
立
ち
上

が
る
と

 
も
う
自

だ
と
い
う
よ
う
に
ク
ラ
ス
メ

ト
達
に
向
け
て
明
る
い
笑
顔
で
言

た

お
前
ら

 
だ
が
そ
の
口
か
ら
出
た
言
葉
は

え
の
す
る
迫
力
に
満
ち
た
言
葉
で
あ
り

 
一
同
は
思
わ
ず
ビ
ク

と
し
た
が
次
の

間
八
幡
は

手
の
甲
を

に
当
て
な
が
ら
高
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笑
い
を
し
た

お

ほ

ほ

ほ

こ
う
な

た
ら
と
こ
と
ん
や

て
や
る
わ

 
み
ん
な

悪
役
令
嬢
で
あ
る
私
に
全
力
で
つ
い
て
い
ら

し

い

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
一
同
は
思
わ
ず
立
ち
上
が

て
そ
う
声
を
上
げ

 
そ
の

間
に
物
理
的
に
学
校
が

れ
た

と
後
日
隣
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
達
が
証
言
し
て
い
る

で

こ
う
ま
で
押
し
て
く
る

て
事
は

も
う
脚
本
は
出
来
て
る
ん
だ
ろ

そ

ち
は
ど
う

な

て
る
ん
だ

 
一
度
や
る
と
決
め
た
ら
最
後
ま
で
キ

チ
リ
や
る
そ
ん
な
社
畜

性
全
開
の
八
幡
が
そ
う

ね
るプ

ロ
に
頼
ん
で
あ
る
か
ら
大
丈
夫
よ

プ
ロ

プ
ロ
の
知
り
合
い
な
ん
か
い
た
の
か

え

と

君

あ

え

と

君
だ

け

あ
れ
よ
あ
れ

将
軍
様

 
そ
の
ど
こ
か
で

い
た
よ
う
な
セ
リ
フ
に
八
幡
は

目
し
た

え

ま
さ
か
材
木
座
か
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あ

あ

あ

え

と

わ

わ
ざ
と
ボ
ケ
て
み
た
の
に
一
発
で
分
か
る
な
ん
て
さ

す
が
ね

八
幡

い
や
い
や
ピ
ン
ク
さ
ん
そ
れ
材
木
座
の
名
前
を
覚
え
て
な
か

た
事
を
全
く

せ
て
な
い

か
ら
な

 
八
幡
は
里
香
に
そ
う

肉
を
言
い
つ
つ

の
事
を
思
い
出
し

組
み
し
た

ま
あ
で
も

今
み
た
い
な
や
り
取
り
は
高
校
の
時
も
よ
く
あ

た
か
ら
な

あ

そ
う
な
ん
だ

し
か
も
相
手
は
雪
乃
だ
ぞ

 
あ
の
雪
乃
に
す
ら
名
前
を
覚
え
て
も
ら
え
て
な
か

た
材
木
座
が
不

す
ぎ
て
な

 
八
幡
は
そ
う
こ
ぼ
し

場
は

し
み
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

 
だ
が
八
幡
は
す
ぐ
に
そ
れ
を

り

う
よ
う
に
里
香
に

ね
た

い
や
ま
て

問
題
は
そ
こ
じ

な
い

て
い
う
か
プ
ロ

誰
が

剣
豪
将
軍
先
生

何
で
お
前
が
材
木
座
の

の

自
称
を
知

て
る

そ
う
な
の

そ
れ
は
初

か
な



 第１２０９話 脚本担当は

じ

あ
お
前

ど
う
し
て

は
い
こ
れ

 
八
幡
の
そ
の
問
い
に
里
香
は
バ

グ
を
ご
そ
ご
そ
と

り
一

の
本
を
差
し
出
し
て
き
た

 
そ
れ
を
手
に
取

た
八
幡
は

あ
ご
が
外
れ
ん
ば
か
り
に
ポ
カ
ン
と
口
を
開
け
た

 
そ
の
本
に
は

ま
ご
う
こ
と
な
き
剣
豪
将
軍
の
文

が
躍

て
い
た
か
ら
で
あ
る

え

何
だ
こ
れ

ま
さ
か
あ
い
つ

自
爆
覚
悟
で
自

出

で
も
し
た
の
か

い
や
い
や
い
や

出

社
を
よ
く
見
て
み
な
さ
い

て

レ
ク
ト
出

マ
ジ
で

う
ん

と
い
う
か

知
ら
な
か

た
事
の
方
が
驚
き
な
ん
だ
け
ど

あ
い
つ
の
事
は
ず

と
レ
ク
ト
に
出
向
さ
せ
た
ま
ま
完
全
に
放
置
し
て
た
か
ら
な

 
事
情
が
分
か
ら
な
い
ク
ラ
ス
メ

ト
達
も

こ
の
八
幡
の
セ
リ
フ
を

き

 
ま
だ
見
ぬ
剣
豪
将
軍
に

の
感
情
を
向
け
た

ち
な
み
に
そ
れ

レ
ク
ト
の
ソ
シ

ゲ
の
ラ
ノ
ベ
よ

え

あ

マ
ジ
だ

し
か
も
結

れ
て
る
み
た
い
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マ
ジ
か
よ

 

不
足
な
せ
い
か

語

が

に
な
り

マ
ジ
を
連
発
す
る
八
幡
で
あ

た

で

そ
の
材
木
座
に
シ
ナ
リ
オ
を
頼
ん
だ
と

う
ん

い
く
つ
か
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら

た
ん
だ
け
ど

 
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
私
の
ツ
ボ
に
は
ま

ち

て

正
式
に
頼
む
事
に
し
た
の

 
で

実
は
も
う
す
ぐ
持

て
き
て
く
れ
る
事
に
な

て
る
ん
だ
よ
ね

え

あ
い
つ
来
る
の

 

し
も
そ
の
直
後
に

材
木
座
が
教
室
の
後
ろ
の
扉
か
ら
お
ず
お
ず
と
顔
を

か
せ
た

ご

ご
め
ん
く
だ
さ

い

ざ

材
木
座

 
八
幡
は
そ
の

間
に

興
奮
気
味
に
義

に
駆
け
寄
り

そ
の
手
を

た

 
当
然
義

は

意
味
が
分
か
ら
ず
に
キ

ト
ン
と
す
る

は

八
幡

お
い
材
木
座

お
前

に
夢
を
叶
え
た
ん
だ
な

良
か

た

本
当
に
良
か

た

 
八
幡
は
心
か
ら
嬉
し
そ
う
に
そ
う
言
い
そ
れ
を

い
た
教
室
全
体
が
ほ
ん
わ
か
し
た
雰
囲
気



 第１２０９話 脚本担当は

に
な

た

 
当
の
義

も
思
わ
ず
目
を

ま
せ
た
が

恥
ず
か
し
い
の
か
虚
勢
を
張
り
つ
つ
こ
う
答
え
た

ふ
ふ
ん

恐
れ
入

た
か

サ
イ
ン
が
欲
し
い
な
ら
く
れ
て
や
る
か
ら
我
に
色

を

上
す

る
の
だ

 

に
八
幡
が
ス
ン

と
表
情
を
消
し
た

そ
の
顔
に
は
あ
か
ら
さ
ま
に
う
ざ

と
書

い
て
あ
る

あ

よ
く
考
え
た
ら
こ
こ
は
学
校
で

こ
い
つ
は
部
外
者
の
不
審
者
だ

た
わ

 
よ
し
み
ん
な

こ
い
つ
を

し
ろ

 
そ
の
言
葉
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
み
な
ら
ず

和
人
も
ノ
リ
ノ
リ
で
立
ち
上
が
る

 
さ
す
が
に
明
日
奈
達
三
人
は
立
ち
上
が

て
は
い
な
い
が
八
幡
の
煽
り
を
止
め
る
つ
も
り
も

な
い
ら
し
い

え

え
え
え
え
え

 
そ
し
て

れ
義

は
そ
の
ま
ま
教
室
か
ら

さ
れ
そ
う
に
な
り
涙
目
の
ま
ま
必
死
で

解

を
始
め
た

ち

違
う

冗
談

冗
談
だ

て

た
だ
の

れ

し
な
事
く
ら
い
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⻑
い
付
き
合
い
の
八
幡
な
ら
分
か
る
で
あ
ろ
う

そ
の

り
方
が
勘
に
触
る

が

ま
あ
い
い
か

み
ん
な

離
し
て
や

て
く
れ

 
八
幡
も
当
然
本
気
で
言

て
い
た

で
は
な
い

あ

さ
り
と
矛
を
収
め

 
そ
の
ま
ま
義

は
解
放
さ
れ
た

ふ

正
直
怖
か

た
ぞ

八
幡

 
義

は
本
気
で

え
た
声
で
そ
う
言

た
が

そ
れ
で
も

任
感
を
発

し

 
里
香
に
一

の
ノ

ト
を

し
た

そ
れ
で
は

崎

こ
れ
を

将
軍

あ
り
が
と
う

二
人

て
仲
が
良
か

た

け
か

 
里
香
が
義

を
将
軍
と
呼
ぶ
の
を
見
て

八
幡
が
首
を

げ
な
が
ら
そ
う

ね
て
き
た

ほ
と
ん
ど
面
識
は
無
か

た
け
ど

本
を
出
し
て
る
の
は
雪
乃
か
ら

い
て
た
か
ら

 
そ
の
ま
ま
仲
介
し
て
も
ら

た
み
た
い
な

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

雪
ノ
下
嬢
の
頼
み
を
断
る

に
は
い
か
ぬ
か
ら
な



 第１２０９話 脚本担当は

と
い
う
か
あ
い
つ

材
木
座
が
本
を
出
し
て
た
事
を
わ
ざ
と

て
や
が

た
な

 
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
つ
も
り
か
よ

 
八
幡
は
そ
う
思
う
と
同
時
に

こ
う
も
考
え
て
い
た

と
い
う
か

仲
介
し
た

て
事
は

今
回
の
事
に
関
し
て
は
あ
い
つ
も
グ
ル
か
よ

 
こ
り

も
う
逃
げ
道
は
全
部
塞
が
れ
て
る
と
思

た
方
が
い
い
な

 
そ
の

み
通
り

雪
乃
は
来
賓
扱
い
で
歓
送
迎
会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
事
を

件
に

 
明
日
奈
達
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
た

そ
れ
じ

あ
議
事
を
進
め
よ

か

義

君

し

な
い
ん
だ
け
ど

 
黒

に
全
部
の

場
人
物
を
書
き
出
し
て
も
ら

て
も
い
い
か
な

あ

は
い

明
日
奈
さ
ん

分
か
り
ま
し
た

 
明
日
奈
に
そ
う
頼
ま
れ
た
義

は

最
敬

と
共
に
チ

ク
を

り

 
そ
れ
を
見
た
八
幡
は
さ
す
が
の
材
木
座
も
明
日
奈
の
前
じ

普
通
に
な
る
ん
だ
な
と
少
し

驚
い
た
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第
１
２
１
０
話
 
来
賓

 
何
と
か

め
に
投
稿
出
来
ま
し
た

 
明
日
奈
に

さ
れ

義

が
真
面
目
な
顔
で

黒

に
役
名
を

書
し
て
い
く

公

令
嬢

過
去

雪
ノ
下
雪
乃

 
い
き
な
り
書
か
れ
た
そ
の
文

を
見
て

八
幡
は
突

込
ま
ざ
る
を
得
な
か

た

お
い
こ
ら
ち

と
待
て
何
で
い
き
な
り
キ

ス
ト
が
決
ま

て
る
ん
だ
よ
し
か
も
部
外

者
じ

ね
え
か

え

と

雪
乃
は
来
賓
扱
い
に
す
る

て

件
で
協
力
し
て
も
ら

た
の

来
賓

う
ん

ま
さ
か
本
人
が
出
た
い
と
か
言

た
の
か

そ
ん
な
感
じ
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な
ん
と
も
出
し

ば
り
な
来
賓
も
あ

た
も
ん
だ

 
ま
あ
し
か
し

雪
乃
が
公

令
嬢
役
と
い
う
の
は
何
と
も
お
似
合
い
な
気
が
す
る

 
八
幡
は
そ
う
考
え
同
時
に
こ
れ
は
女
装
を
し
な
い
で
済
み
そ
う
だ
と
考
え
内
心
で
ほ
く
そ

笑
ん
だ

そ
う
か
そ
う
か

な
ら
何
の
問
題
も
な
い
な

そ
れ
じ

あ
八
幡

続
け
て
い
い
か

お
う

 
義

に
そ
う
問
わ
れ
た
八
幡
は

こ
れ
以
上
こ
の
話
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
続
き
を

し
た

 
も
し
仮
に
女
装
を
し
な
く
て
も
良
か

た
場
合

に
な
る
の
を
恐
れ
た
の
で
あ
る

公

令
嬢

現
在

比
企
谷
八
美

材
木
座

お
前
そ
れ

わ
ざ
と
だ
よ
な

ほ

ほ
ん
の
冗
談

冗
談
だ
か
ら

 
八
幡
に
殺
気
の
こ
も

た

線
を
向
け
ら
れ
た
義

は

て
て
そ
の
文

を
消
し

八
幡

と
書
き
直
し
た

女
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近
衛
騎
士

⻑

魔
女

王
子

公

夫
人

暴

人

は

当
で

 
結
局
黒

に
書
か
れ
た
の
は

た

た
そ
れ
だ
け
だ

た

人

少
な

そ
こ
は
所

余
興
だ
し
ね

ま
あ
そ
う
だ
け
ど
よ

で

話
の
内
容
は

う
む

よ
く
ぞ

ね
て
く
れ
た

そ
れ
で
は
今
か
ら
説
明
す
る

 
八
幡
に
そ
う

ね
ら
れ

義

は
自
分
が
考
え
た
話
の
内
容
を
語
り
始
め
た

 

え
え

ど
う
し
た
八
幡

何
を
驚
い
て
い
る
の
だ
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い
や

案
外
ま
と
も
だ
な

て
思

て
な

ま
あ
こ
れ
で
も
プ
ロ
の

く
れ
な
の
で
な

ふ
わ

は

は

は

で

こ
れ

何
の
パ
ク
リ

パ
ク

て
な
い

て
の

 
そ
ん
な

あ

た
よ
う
な
や
り
取
り
が
行
な
わ
れ
た
後

 
明
日
奈
の
仕
切
り
で
キ

ス
テ

ン
グ
が
行
な
わ
れ
る
事
と
な

た
が

 
そ
も
そ
も
ク
ラ
ス
の
女
性
比

と
話
の
内
容
の
関
係
で

 

女
が
明
日
奈

近
衛
騎
士

⻑
が
里
香

魔
女
が
珪
子

王
子
が
和
人
に
決
定
し

 
暴

は
ク
ラ
ス
メ

ト
達
の
中
か
ら
ガ
タ
イ
の
い
い
三
人
が
選
ば
れ
た

 
同
時
に
裏
方
達
の
役

分
担
も
行
な
わ
れ
る

そ
れ
じ

あ
拙
者
は
会
社
に

る
の
で

 
そ
し
て
ど
う
や
ら
ま
だ
仕
事
中
ら
し
い
義

が
役
目
を
果
た
し
た
と
い
う
満
足
げ
な
表
情
で

立
ち
上
が

た

お
う
そ
う
か

し

か
り
働
く
ん
だ
ぞ

材
木
座

当
日
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
ぞ

八
幡
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あ

お
い
材
木
座

ち

と
待
て

ん今
度

で
何
か

れ
よ

 
そ
の
八
幡
の
言
葉
に
義

は

満
面
の
笑
み
を

か
べ
た

お

お
う

任
せ
て
お
く
が
よ
い

 
そ
う
言

て
去

て
い
く
義

の
背
中
は

よ
り
も
よ
ほ
ど
自
信
に

れ
て
い
る
よ
う
に
見

え 
八
幡
は
友
人
の
成
⻑
を
感
じ
て
嬉
し
く
な

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
今
日
は
こ
こ
ま
で

明
日
み
ん
な
に
脚
本
を
配
る
か
ら

 

自
で
無
理
の
無
い
よ
う
に
ス
ケ
ジ

ル
を
組
ん
で

仕
事
を
進
め
て
ね

 
明
日
奈
が
話
し
合
い
を
そ
う
締
め

ク
ラ
ス
メ

ト
達
は

自
帰
宅
し
て
い

た

 
そ
し
て
教
室
に
残

た
八
幡
は

里
香
か
ら
材
木
座
の
ノ

ト
を

さ
れ
た

そ
れ
じ

あ
八
幡

は
い

こ
れ

八
幡
の
分
の
脚
本
ね

お
う

て

こ
れ
を
コ
ピ

と
か
す
る
ん
じ

な
い
の
か

う
う
ん

そ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
う
か

将
軍
様
直

の
元
原
稿
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私
達
の
分
は

も
う
デ

タ
で
も
ら

て
る
か
ら
そ
れ
を

す
る
だ
け
よ

そ
う
な
の
か

て
か
何
で
わ
ざ
わ
ざ
俺
だ
け
こ
ん
な
ん
な
ん
だ

直

の
奴
を
八
幡
に
使

て
も
ら
い
た
か

た
ん
じ

な
い

 
そ
も
そ
も
う
ち
の
学
校
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
来
る
必
要
も
な
か

た

だ
し

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に

多
分
義

君
は

八
幡
君
に

自
分
の
晴
れ

を
見
せ
た
か

た
ん
だ
ね

 
明
日
奈
に
そ
う
言
わ
れ
た
八
幡
は

友
人
の
広
い
背
中
を
思
い
出
し
な
が
ら
苦
笑
し
た

晴
れ

も
何
も

今
の
あ
い
つ
の
事
を

俺
は
高
く
評
価
し
て
る

て
の

そ
れ

直
接
言

て
あ
げ
た
事
は
無
い
ん
で
し

当
た
り
前
だ
ろ

あ
い
つ
は
す
ぐ
調
子
に
乗
る
か
ら
な

確
か
に
そ
う
か
も
ね

 
明
日
奈
は
苦
笑
し

素
直
じ

な
い
ん
だ
か
ら
と

八
幡
の
顔
を
生

か
い
顔
で
見
つ
め
た

 
八
幡
は
そ
の

線
に
気
付
き
つ
つ
も

ど
う
や
ら
恥
ず
か
し
か

た
の
だ
ろ
う

 
露
骨
に
顔
を

ら
し
な
が
ら
こ
う
言

た

よ
し

そ
れ
じ

あ
さ

さ
と
コ
ン
ピ

タ
教
室
で

し
て

製
本
し
ち
ま
お
う
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そ
う
だ
ね

行
き
ま
し

か

う
ん

そ
れ
じ

あ
私
は

必
要
そ
う
な
物
を

出
し
に
行

て
き
ま
す
ね

お

悪
い
な
珪
子

お
い
和
人

分
か

て
る

て

物
持
ち
だ
ろ

和
人

つ
い
で
に

く
つ
ま
め
る
物
も
お
願
い

飲
み
物
も
な

へ
い
へ
い

 
こ
う
し
て
五
人
は
動
き
出
し

歓
送
迎
会
の

劇
の
準
備
が
開
始
さ
れ
た

 
次
の
日
の
朝
に
は
脚
本
が
配
ら
れ

そ
れ
を
元
に
大
道

や
音

を
ど
う
す
る
か

 
ク
ラ
ス
メ

ト
達
も

し
く
動
く
始
め
た

 
そ
し
て
次
の
日
か
ら
キ

ス
ト
達
の
練

も
開
始
さ
れ
た
が
そ
の
場
に
は
何
故
か
理
事
⻑

の

が
あ

た

あ

理
事
⻑

見
学
で
す
か

え
え

目
だ

た
か
し
ら
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い
え

そ
れ
は
別
に
い
い
ん
で
す
け
ど

 
事
前
に
内
容
を
知

ち

て
た
ら
面
白
さ
が
半

し
ち

う
か
も

て
思

た
ん
で

そ
の
事
で
実
は
頼
み
が
あ

て
き
た
の
よ

頼
み

で
す
か

え
え

あ
な
た
達
の
劇
に

私
も
出
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
か
な

て
思

て
ね

理
事
⻑
が
で
す
か

え
え

目
か
し
ら

そ
れ
は
ま
だ
何
と
も
で
す
け
ど

一
体
な
ん
で
で
す

私
も
あ
な
た
達
と
一

に

じ
た

て
い
う
思
い
出
が
欲
し
い
の
よ

 
理
事
⻑
は
ま
る
で
女
学
生
の
よ
う
に

や
ん
や
ん
と
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
そ
う
答
え

 
八
幡
は
一

年
を
考
え
ろ
と
思

て
し
ま
い

て
て
首
を

る
と

 
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
こ
う
答
え
た

分
か
り
ま
し
た

脚
本
担
当
に
相
談
し
て
み
ま
す

 
そ
し
て
八
幡
は
義

に
事
情
を
説
明
し
た
が

義

は
こ
れ
を

し

 
脚
本
の

ペ

ジ
を
差
し

え
る
だ
け
で
こ
れ
に
対
応
し
て
み
せ
た
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中
々
の

能

り
だ
と
八
幡
は
思

た
が

そ
の
事
を
口
に
出
す
事
は
決
し
て
な
い

 
そ
し
て
理
事
⻑
と
雪
乃
も
た
ま
に
稽
古
に
参
加
し

そ
れ
か
ら
半
月
後
の
三
月
半
ば

 

に
歓
送
迎
会
の
当
日
を
迎
え
る
事
と
な

た

  
こ
こ
で
話
は
一
週
間
前
に

る

 
こ
の
日

重
村
徹
大
は

カ
ム
ラ
の
者
達
と
同
行
し

ソ
レ
イ
ユ
社
内
に
い
た

は
い

そ
れ
で
は
そ
う
い
う
事
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
こ
れ
で

メ

カ

の
フ
ル
ダ
イ
ブ
機
能
の

格
が

一
出
来
ま

す
ね

 
こ
の
日
は
カ
ム
ラ
と
ソ
レ
イ
ユ
そ
れ
に
レ
ク
ト
の
技
術
畑
の
人
間
達
が
こ
の
場
に
集
ま

て

お
り

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
機
能
の
技
術
的
な
事
に
関
す
る
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

 
話
し
合
い
は
当
然
の
事
な
が
ら

事
前
に
あ
る

度
の

り
合
わ
せ
が
行
な
わ
れ
て
お
り

 
こ
こ
で
の
話
し
合
い
は
平
穏
無
事
に
終
わ

た

 
そ
し
て
そ
の
後

親
会
が
行
な
わ
れ

そ
の

で
徹
大
は
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陽
乃
と
小
猫

そ
し
て
明
日
奈
の

結
城
章
三
と

 
そ
の
付
き

い
で
来
た
義

と
同
じ
テ

ブ
ル
を
囲
む
事
と
な

た

 
そ
の

上
の
雑
談
と
し
て

帰
還
者
用
学
校
の
歓
送
迎
会
の
話
が
出
る
事
は

 
関
係
者
も
揃

て
い
た

全
く
不
思
議
な
事
で
は
な
か

た

そ
う
い
え
ば

日
明
日
奈
ち

ん
に

い
た
ん
だ
け
ど

 
歓
送
迎
会
の
劇
の
脚
本
は
義

君
が
担
当
し
た
ん
だ

て

あ

は
い

越
な
が
ら

 
さ
す
が
の
義

も

こ
う
い

た
場
で
の
物

は
と
て
も
丁

で
あ
る

歓
送
迎
会

そ
れ
は

 
ど
う
や
ら
章
三
は

そ
の
事
を
明
日
奈
に

か
さ
れ
て
い
な
か

た
ら
し
く

 
興
味

々
な
顔
で
そ
う

ね
て
き
た

も

と
も
た
だ
の
学
校
行
事
の
事
で
あ
り

 
明
日
奈
も
今
は
学
校
の
寮
か
八
幡
の
家
に
い
る
事
が
多
い

 
話
す
機
会
が
無
か

た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う

え

と
今
う
ち
の
⺟
親
が
や

て
る
帰
還
者
用
学
校
の
理
事
⻑
が
四
月
か
ら
奥
様
に
代
わ

り
ま
す
よ
ね
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あ
あ

そ
れ
で
歓
送
迎
会
か
い

 
さ
す
が
優

な
章
三
は

そ
れ
だ
け
で
す
ぐ
に
理
解
し
た
よ
う
だ

え
え

そ
う
な
ん
で
す
よ

そ
の
出
し
物
で

八
幡
君
達
が
劇
を
や
る
ら
し
く

て

 
そ
こ
で
八
幡
君
が
女
装
を

く
く

 
ど
う
や
ら
八
幡
は

結
局
女
装
を
し
な
く
て
は
い
け
な
か

た
よ
う
だ

女
装

本
当
か
い

え
え
そ
う
な
ん
で
す
よ
正
直
そ
れ
だ
け
で
義

君
に
金
一

を
あ
げ
た
い
く
ら
い
で
す

わ
そ
れ
は
是
非
見
て
み
た
い
な

来
賓
と
し
て
行

て
み
て
は

い
い
の
か
い

え
え

そ
の

り
は
ど
う
と
で
も
な
る
は
ず
で
す

そ
れ
じ

あ
是
非
頼
む
よ

は
い

任
せ
て
下
さ
い
な

薔
薇

手
配
出
来
る

分
か
り
ま
し
た
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章
三
は
そ
の
言
葉
に
と
て
も
喜
ん
だ

最
近
明
日
奈
と
の
触
れ
合
い
が
少
な
く
な

て
お
り

 

し
か

た
事
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が

や
は
り
一
番
は

大
好
き
な
八
幡
の
晴
れ
舞
台

を

見
た
い
の
だ
ろ
う

そ

そ
れ

私
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か

 
そ
の
時
徹
大
が
い
き
な
り
大
声
を
出
し

そ
の
場
に
い
た
者
達
は
と
て
も
驚
い
た

 
そ
れ
を
見
て
徹
大
は

い
を
し

取
り

う
よ
う
に
こ
う

解
し
た

す

す
み
ま
せ
ん

帰
還
者
用
学
校
に
も

 
い
ず
れ
私
の
ゼ
ミ
に
参
加
出
来
る
よ
う
な
優

な
生
徒
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
常
々
思

て

い
た
も
の
で

あ
あ

そ
う
い
う

な
る
ほ
ど

確
か
に

 
そ
れ
で
一
同
は
一
応
納
得
し
て
く
れ

陽
乃
は
徹
大
の
願
い
を
受
け

 
小
猫
に
二
人
の
来
賓
と
し
て
の
参
加
を
手
配
さ
せ
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
⻑

い
え
い
え
来
賓
と
し
て
卒
業
後
の
進
路
の
話
を

く
し
て
も
ら
う
だ
け
で
い
い
そ
う
で
す
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の
で

 
お
二
人
と
も

五
分

度
で
す
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね

 
こ
う
し
て
歓
送
迎
会
に

章
三
と
徹
大
の
参
加
が
確
定
し
た



 第１２１１話 徹大、来校す

 
第
１
２
１
１
話
 
徹
大

来
校
す

 
す
み
ま
せ
ん
今
回
は
予
想
外
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ

た

く
な

て
し
ま
い
ま
し
た
ｏ
ｒ

 
仕
事
の
事
も
あ
り
ま
し
た
が

下
の
⻭

が
め

ち

れ
て
し
ま
い

 

み
が
引
く
ま
で
に
一
週
間
以
上
か
か

た
り
と
か

 

を

い

え
た

を
整
え
る
の
に

書

録
と
か
で
時
間
を
と
ら
れ
た
り
と

か
で
す
が

 
次
話
は
出
来
る
だ
け

く
投
稿
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ソ
レ
イ
ユ
か
ら
自
宅
に

た
徹
大
は

い
興
奮

態
に
あ

た

ま
さ
か
こ
ん
な
チ

ン
ス
が
来
よ
う
と
は
思

て
も
い
な
か

た
な

 
帰
還
者
用
学
校
な
ら

那
の
事
を
知

て
い
る
者
が
必
ず
い
る
に
違
い
な
い

私
が
ど
う
か
し
た
の

 
そ
ん
な
徹
大
に

ぬ
い
ぐ
る
み
の
ユ
ナ
が
話
し
か
け
て
き
た
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あ
あ
ユ
ナ

実
は
来
週

帰
還
者
用
学
校
に
行
け
る
事
に
な

た
ん
だ

そ
う
な
の

何
で

今
度
理
事
⻑
と
一
部
の
教
師
が
交
代
す
る
か
ら

そ
の
歓
送
迎
会
が
あ
る
ら
し
い

 
そ
こ
で
色
々
と
余
興
も
や
る
ら
し
い
ん
だ
が

ど
う
し
て
も
行

て
み
た
か

た
か
ら

 
来
賓
と
し
て
将
来
の
事
な
ん
か
を
少
し
話
す

て
事
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
る
事
に
な

た

ん
だ
よ

へ

事

的
な
行
事
で
そ
ん
な
事
を
や
る
な
ん
て

自
由
な
学
校
な
ん
だ
ね

そ
う
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね

 
徹
大
は
ユ
ナ
に
そ
う
言
わ
れ

そ
ん
な
帰
還
者
用
学
校
の
校
風
を
少
し

ま
し
く
感
じ
た

で

余
興

て
ど
ん
な
の

あ
あ

私
が
知

て
い
る
の
は

八
幡
君
の
ク
ラ
ス
で

劇
を
や
る

て
事
だ
け
か
な

 
ま
あ
他
に
も
色
々
と
何
か
や
る
ん
じ

な
い
か
な

そ
れ

私
も
行
き
た
い

 
徹
大
は
ユ
ナ
が
い
き
な
り
そ
う
叫
ん
だ

ギ

と
し
た

 
徹
大
は
ユ
ナ
が
自
覚
の
な
い
ま
ま
八
幡
に
恋
し
つ
つ
あ
る
な
ど
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か

た
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そ
の
食
い
つ
き
の
良
さ
に
驚
い
た
だ
け
で
あ

た
が

そ

そ
ん
な
に
興
味
が
あ
る
の
か
い

う
ん

そ

そ
れ
な
ら
連
れ
て

て
や
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が

う

ん

 
徹
大
は
ユ
ナ
が
望
む
事
は
出
来
る
だ
け
叶
え
て
や
り
た
い
と
思

て
い
た
が

 
し
か
し
こ
の
ユ
ナ
が
人
目
に
触
れ
る
よ
う
な
事
は
絶
対
に
避
け
た
か

た

悩
む
顔
を
見
せ

た 
ユ
ナ
は
そ
の
表
情
か
ら
徹
大
の
感
情
の
動
き
を

す
る

あ

む

無
理
な
ら
別
に
い
い
か
ら
ね

 
そ
う
言
わ
れ
る
と
ど
う
し
て
も
叶
え
て
や
り
た
く
な
る
の
が

親
で
あ
る

い
や
そ
の
日
は
お
前
の
デ

タ
を
カ
メ
ラ
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
そ
れ
を
持
ち
込
も
う

 
だ
が
も
し
カ
メ
ラ

の
持
ち
込
み
が
禁
止
だ

た
ら

め
て
く
れ
よ

や

た

あ
り
が
と
う

お

さ
ん

 
徹
大
は
直
ぐ
に
陽
乃
に
連

を
し

カ
メ
ラ
の
持
ち
込
み
の
可
否
に
つ
い
て

ね
て
み
た
が
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結
果
は
問
題
な
く
オ

ケ

で
あ

た

オ

ケ

だ
そ
う
だ

や

た

 
ユ
ナ
は
飛
び
上
が
ら
ん
ば
か
り
に
喜
ん
だ

 
そ
の

を
と
て
も
微
笑
ま
し
く
思
い
つ
つ
徹
大
は
当
日
に
備
え
て
準
備
を
開
始
し
た
の
だ

た  
そ
し
て
迎
え
た
当
日
の
朝

徹
大
は
朝
ポ
ス
ト
を
見
て

 
そ
こ
に
帰
還
者
用
学
校
か
ら
の

が

い
て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

ん

こ
れ
は

 
そ
こ
に
入

て
い
た

子
に
は

こ
う
書
か
れ
て
い
た

帰
還
者
用
学
校
歓
送
迎
会
の
し
お
り

 
そ
の

学
旅
行
的
な
ノ
リ
に
徹
大
は
脱
力
し
つ
つ
ペ
ラ
ペ
ラ
と
そ
の
ペ

ジ
を
め
く

て
み

た 
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
内
容
は

徹
大
を
し
て
絶

さ
せ
る
も
の
で
あ

た
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設

要

ク
ロ

ク

露
店

出
し
物
案
内

劇

自
主
制
作
映
画

ミ
ニ
コ
ラ
ボ
コ
ン
サ

ト

神
崎
エ
ル
ザ
＆
フ
ラ
ン
シ

シ

来
賓
一

プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行
案
内

な

何
だ
こ
れ
は

学
旅
行
か
と
思

た
ら
文
化
祭
だ

た
か

 
徹
大
は
そ
う
思
い
つ
つ
そ
の
ま
ま
部
屋
に

り
と
り
あ
え
ず
し
お
り
を

し
く
見
て
み
る

事
に
し
た

ど

ど
こ
か
ら
突

込
め
ば
い
い
や
ら

 
そ
こ
に
は
真
面
目
な
文
章
は
一
切
書
か
れ
て
お
ら
ず
た
だ
レ
ク
リ
エ

シ

ン
面
に
の
み
言

さ
れ
て
い
た

ま
あ
い
い
か

別
に
何
か
困
る

じ

な
い

 
徹
大
は
そ
う

り
切
り

準
備
し
て
お
い
た
カ
メ
ラ
付
き
の
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
を
手
に
取

た

 
最
初
は
普
通
に
ス
マ
ホ
と
連
動
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
が
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い
い
大
人
が
ス
マ
ホ
を
他
人
に
向
け
て

影
す
る
と
い
う
の
は
徹
大
の
精
神
的
に
つ
ら
い

 
な
の
で
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
型
の
カ
メ
ラ
を
何
と
か
入
手
し

自
身
で
手
を
加
え

 
そ
れ
に
よ

て

載
さ
れ
た
フ

カ
ス
機
能
も
ユ
ナ
に
任
せ
る
事
に
し
た
の
で
あ

た

そ
れ
じ

あ
行
こ
う
か

ユ
ナ

う
ん

 
そ
し
て
二
人
は
そ
の
ま
ま
帰
還
者
用
学
校
へ
と
向
か

た

  
学
校
に
到
着
す
る
と

そ
こ
は

に
生
徒
達
で
ご

た
が
え
し
て
い
た

 
一
応
今
日
ま
で
は
理
事
⻑
の
任
に
あ
る
雪
ノ
下

乃
が
手
配
し
た
露
店
に

が

て
い
る
の
で

あ
るま

る
で
花
見

い
や

夏
祭
り
だ
な

 
徹
大
は
そ
う

き
つ
つ
学
校
の
敷
地
内
に
足
を

み
入
れ
た

 
式
の
開
始
の
時
間
ま
で
は
ま
だ
か
な
り
あ
る
が

 
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
時
間
で
余
興
が
行
わ
れ
る
と
し
お
り
に
記
載
し
て
あ

た

で
あ
り

 
徹
大
は
ユ
ナ
の
希
望
も
あ

て

時
間
よ
り
も
か
な
り

く
来
た
の
で
あ

た
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う
わ

う
わ

凄
い
楽
し
そ
う

 
徹
大
が
密
か
に
付
け
て
い
る
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら

そ
う
ユ
ナ
の
声
が

こ
え
て
く
る

あ
あ

そ
う
だ
ね

 
徹
大
は
独
り
言
を

い
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に

囲
に
気
を
配
り
な
が
ら
そ
う
答

え
た

 
一
応

れ
な
い
時
は
返
事
を
し
な
い
と
事
前
に
ユ
ナ
に
言
い

め
て
お
り

 
ユ
ナ
も
基
本

独
り
言
を

く
よ
う
な
ノ
リ
で
話
を
す
る
と
決
め
て
い
た

し
か
し
こ
れ
は

 
そ
ん
な
生
徒
達
の
笑
顔
を
見
な
が
ら

徹
大
は
そ
こ
に
暗
さ
が
全
く
な
い
事
に
驚
い
た

 
こ
こ
に
い
る
の
は
全
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
被
害
者
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
く

 
未
だ
に
そ
の
事
を
ひ
き
ず

て
い
る
者
が
多

い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
は
ず
だ
か
ら
だ

 
だ
が
生
徒
達
の
表
情
は
皆
明
る
い

み
ん
な
い
い
笑
顔
を
し
て
る
ね

お

さ
ん

あ
あ

 
ユ
ナ
の
そ
の
言
葉
に
徹
大
は
そ
う
答
え
た
が

内
心
で
は
別
の
事
を
考
え
て
い
た
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那
は
今
も
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
の
に

世
の
中
は
何
と
不

理
な
事
か

 
そ
の
考
え
に
よ

て

徹
大
の
目
が
危
険
な
光
を

び
よ
う
と
し
た
丁
度
そ
の
時

 
遠
く
か
ら

や
か
な
集
団
が
近

い
て
く
る
の
が
見
え
た

お

さ
ん

八
幡
さ
ん
だ
よ

 
そ
の
声
で
徹
大
は
我
に
返
り

そ
の
中
心
に
い
る
の
が
八
幡
だ
と
気
が
付
い
た

あ

あ
あ

そ
の
よ
う
だ
ね

 
そ
の
ま
ま
観
察
し
て
い
る
と

り
に
い
る
生
徒
達
が

 
皆
嬉
し
そ
う
に

八
幡
達
に

し
て
い
る
の
が
分
か

た

こ
れ
は
ま
た

分
と

わ
れ
て
い
る
ん
だ
な

ま
あ
当
然
じ

な
い

そ
れ
は

い
や

何
で
も
な
い

 
徹
大
と
て
ゲ

ム
業
界
に
深
く
関
わ

て
い
る
人
間
で
あ
り

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
よ
う
な
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
お
い
て

ト

プ
層
に
い
る
と
い
う
事
は

 

み
や

み

そ
の
他

々
の
悪
感
情
を
持
た
れ
る
の
が
当
然
だ
と
認
識
し
て
お
り

 
こ
の

況
は
徹
大
的
に
少
し

常
に
見
え
て
し
ま

た
の
だ

た
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ち
な
み
に
こ
れ
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
お
け
る

八
幡
の
特

な

況
に

因
す
る

 
八
幡
は
攻
略
後
半
ま
で
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
日
陰
を
歩
ん
で
き
た
人
間
で
あ
り

 
ハ

キ
リ
と
表
舞
台
に
出
た
の
は
血
盟
騎
士
団
の
参
謀
に
抜

さ
れ
た
時
で
あ
る

 
そ
こ
か
ら
ほ
と
ん
ど
時
を

ず
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ
た

 
八
幡
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
リ
ア
に

し
た
と
い
う
事
実
だ
け
が
残
り

 
悪
評
が
広
ま
る
暇
が
全
く
無
か

た
の
で
あ
る

 

外
的
に
元
攻
略
組
の
メ
ン
バ

だ

た
者
の
中
に
は
悪
感
情
を
持

て
い
た
者
も
存
在
し

た
の
だ
が

 
そ
う
い

た
者
達
は

最
後
の
戦
い
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た

 
八
幡
達
に
悪
感
情
を
持
つ
事
は
も
は
や
不
可
能
と
な

て
い
た
の
で
あ
る

何
か
気
に
な
る
言
い
方
だ
な

い
や

本
当
に
何
で
も
な
い
ん
だ
ユ
ナ

う

ん

 
ユ
ナ
は
そ
の
徹
大
の
返
事
に
納
得
し
て
い
な
さ
そ
う
だ

た
が

 
そ
れ
に
答
え
よ
う
と
し
た
時

徹
大
の
前
に
誰
か
が
立

た
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あ
の

重
村
教

で
す
よ
ね

ち

ん
と
お
会
い
す
る
の
は
初
め
て
で
す
ね

 
私
は
ソ
レ
イ
ユ
の
比
企
谷
と

し
ま
す

以
後
お
見
知
り
お
き
を

 
そ
う

当
の
八
幡
が
徹
大
を
目
ざ
と
く
見
付
け

声
を

け
て
き
た
の
で
あ
る

こ

こ
れ
は
ご
丁

に

重
村
で
す

 
徹
大
は
虚
を
突
か
れ

そ
う
答
え
る
の
が
精
一

で
あ

た

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
来
て

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
八
幡
は
そ
う
言

て
丁

に

を
下
げ
て
く
れ
た

 
こ
う
な
る
と
徹
大
と
し
て
は

や
や
居
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
る

 
何
故
な
ら
そ
も
そ
も
こ
こ
に
来
る
事
を
希
望
し
た
の
は
徹
大
自
身
だ
か
ら
だ

い

い
や

そ
も
そ
も
私
が
希
望
し
た
事
だ
か
ら
ね

え
 
ど
う
や
ら
八
幡
は
そ
の
事
は

か
さ
れ
て
い
な
か

た
ら
し
く
キ

ト
ン
と
し
た
顔
を
し
た

帰
還
者
用
学
校
に
ご
興
味
が

あ
あ

実
は
私
事
で

し

な
い
ん
だ
が

 

く
な

た
私
の
元
教
え
子
の
事
を
知

て
い
る
人
が
い
な
い
か
な
と
思

て
ね
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こ
れ
は
事
前
に
考
え
て
あ

た
言
い

で
あ
る

 
も

と
も
教
え
子
の
中
に

確
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
死
ん
だ
者
が
い
た

決
し
て

で
は
な
い

 
そ
し
て
そ
れ
で
八
幡
は
ピ
ン
と
き
た
の
か

や
や
気
ま
ず
そ
う
な
顔
を
し
た

あ
の

ク
リ
ア
が

れ
て
し
ま
い

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

 
ま
さ
か
そ
う
く
る
と
は
思
わ
ず

徹
大
は
少
し

て
た

 
さ
す
が
に
一
プ
レ
イ
ヤ

の
生
死
に
関
し
て
ま
で

八
幡
に

任
が
あ
る
と
は
思

て
い
な

か

た
か
ら
だ

い
や
い
や

彼
が
死
ん
だ
の
は
君
の
せ
い
じ

な
い

 
む
し
ろ
助
け
て
も
ら

た
人
の
方
が
多
い
ん
だ

そ
ん
な
事
を
気
に
し
な
い
で
欲
し
い

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
あ
の

も
し
良
か

た
ら

そ
の
プ
レ
イ
ヤ

の
名
前
を
お

き
し
て
も

 
私
が

任
を
持

て

ク
ラ
ス
の
リ

ダ

に
調
べ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で
お
き
ま
す

の
で本

当
か
い

そ
れ
は
助
か
る
よ

ま
さ
か
来
賓

で

そ
ん
な
事
を
言
う

に
も
い
か
な

い
し
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正
直
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
困

て
い
た
ん
だ
よ

は
い

お
任
せ
下
さ
い

 
八
幡
は
に
こ
や
か
に
そ
う
言
う
と

徹
大
に

を
下
げ

仲
間
達
と
共
に
去

て
い

た

 
そ
の
中
に

か
つ
て
⻑
野
で
一

に
な

た
萌
郁
の

が
あ
り

 
萌
郁
か
ら
徹
大
に

い

線
が
向
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
が

 
徹
大
は
他
に
一

に
い
た
エ
ル
ザ
や
愛
純
子
そ
し
て
明
日
奈
の
方
に
気
を
取
ら
れ
て
し
ま

い 
そ
の
事
に
気
付
く
事
は
な
か

た
の
で
あ

た



 第１２１２話 まるでお祭り

 
第
１
２
１
２
話
 
ま
る
で
お
祭
り

 
す
み
ま
せ
ん
ま
だ
落
ち
着
き
ま
せ
ん
が

次
話
は

日
中
に
投
稿
出
来
る
と
思
い
ま
す

 
徹
大
は
八
幡
達
と
別
れ
た
後

そ
の
ま
ま

囲
の
屋
台
を
見
て
回

た

こ
う
い

た
雰
囲
気
は
い
つ
以
来
だ
ろ
う
か

 
徹
大
が
覚
え
て
い
る
限
り

こ
う
い
う
お
祭
り

い
雰
囲
気
の
場
所
に
来
る
の
は

 

那
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
年
に

近
所
で
行
わ
れ
て
い
た
夏
祭
り
が
最
後
で
あ
る

 
何
を
思

た
の
か

那
は
友
達
と
行
け
ば
い
い
も
の
を

 
わ
ざ
わ
ざ
そ
ち
ら
の
誘
い
を
断

て

徹
大
に
一

に
行
こ
う
と
せ
が
ん
だ
の
で
あ

た

 
前
の
年
は
普
通
に
友
達
と
一

に
行

て
い
た

徹
大
は
そ
の
事
を
不
思
議
に
思

た
も
の

だ

た
が

 

那
が
目
覚
め
な
い
今

そ
の
真
意
を
問
う
事
は
出
来
な
い
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お

さ
ん

学
校

て
こ
う
い
う
も
の
な
の

 
ユ
ナ
に
そ
う
問
わ
れ

徹
大
は
少
し
返
事
に
困

た

い
や

こ
う
い
う
の
は
学
園
祭
と
か
そ
う
い
う
時
だ
け
じ

な
い
か
な

や

ぱ
り
そ
う
だ
よ
ね

 
ユ
ナ
も
ど
う
や
ら
一

常
識
と
し
て
こ
の

況
が
普
通
で
な
い
と
理
解
は
し
て
い
た
よ
う

だ 
徹
大
に
問
う
た
の
は

た
だ
の
確
認
で
あ
ろ
う

ま
あ
こ
の
学
校
は
学
園
祭
と
か
は
無
い
ら
し
い
か
ら
そ
の
代
わ
り
み
た
い
な
感
じ
じ

な
い

か
なあ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
な
ら
納
得
だ
ね

あ
あ

何
に
せ
よ

本
人
達
が
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
か
ら

い
い
ん
じ

な
い
か
な

う
ん

そ
う
だ
ね

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
徹
大
の

間
に
は

が
寄

て
い
た

 
ど
う
し
て
も

那
が
こ
こ
に
い
な
い
事
に
つ
い
て

た
る
思
い
を

い
て
し
ま
う
か
ら
だ

 
そ
ん
な
徹
大
の
気
持
ち
を
知

て
か
知
ら
ず
か

ユ
ナ
が
突
然
こ
ん
な
事
を
言
い
出
し
た
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い
つ
も
忙
し
く
し
て
る
ん
だ
か
ら

こ
う
い
う
時
く
ら
い
お

さ
ん
も
楽
し
ん
で
ね

 
そ
の
言
葉
に
徹
大
は
一

に
血
が
の
ぼ
る
の
を
感
じ
た
が
こ
こ
で
大
き
な
声
を
出
す

に
は
い
か
な
い

 
そ
ん
な
徹
大
に

ユ
ナ
は
更
に
言
葉
を
続
け
た

こ
こ
に

ま
だ
眠

て
る
本
当
の
私
が
い
た
ら

多
分
そ
う
言
う
と
思
う
ん
だ
よ
ね

 
そ
の

間
に

徹
大
の

は

え
た

 
確
か
に

那
は
日

か
ら
徹
大
が
研
究
に

し
す
ぎ
て
基
本
外
出
し
よ
う
と
し
な
い
事

を
心
配
し
て
い
た

あ
あ

そ
う
か

私
は

那
に
心
配
ば
か
り
か
け
て
し
ま

て
い
た
ん
だ
な

 
そ
う
思
い
つ
つ

徹
大
は
そ
の
事
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
ユ
ナ
に
感
謝
の
気
持
ち
を
覚
え
た

あ
あ

そ
う
だ
ね

 
そ
ん
な
ユ
ナ
の
気
持
ち
に
報
い
る

に

徹
大
は
そ
う
答
え
る
と

 
今
は
余
計
な
事
は
考
え
ず
に

純

に
こ
の
祭
り
を
楽
し
む
事
に
し
た

 
そ
れ
が

た

た
今

り
を
覚
え
て
し
ま

た
ユ
ナ
に

 
あ
る
い
は
か
つ
て
の

那
に
対
す
る

罪
た
り
え
る

徹
大
が
今
出
来
る
唯
一
の
方
法
だ
と
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思

た
か
ら
で
あ
る

そ
れ
じ

あ
ユ
ナ

ど
こ
に
行
き
た
い

そ
れ
じ

あ
私

わ
た
あ
め
を
食
べ

て
る
お

さ
ん
が
見
た
い

そ

そ
う
か

分
か

た

 
徹
大
は

こ
の

で
人
前
で
わ
た
あ
め
を

張
る
事
に
若

の

抗
を
感
じ
た

せ
め
て
た
こ
焼
き
と
か
に
し
て
欲
し
か

た
な

 
徹
大
は
そ
う
苦
笑
し
つ
つ

大
人
し
く
わ
た
あ
め
を

い

 
恥
ず
か
し
そ
う
に

し
か
し
美
味
し
そ
う
に

張

た
の
だ

た

 
ま
も
な
く
体
育

に
て

に
よ
る

劇
の
舞
台
が
開
始
さ
れ
ま
す

是
非
足
を
お
運
び
下

さ
い

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
そ
ん
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

た

お

さ
ん

行
こ
う
行
こ
う

あ

あ
あ

 
徹
大
は
ユ
ナ
に
急
か
さ
れ

体
育

へ
と
足
を
運
ん
だ
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内
は

に
人
で

れ
か
え

て
お
り
た
だ
の

に
よ
る
出
し
物
と
は
と
て
も
思
え
な
い

八
幡
様

明
日
奈
さ

ん

 
少

な
が
ら

八
幡
を
呼
ぶ

色
い
声

そ
し
て
男
達
の

明
日
奈
へ
の
声
援
を

き

 
徹
大
は
こ
の
学
校
で
の
八
幡
達
の
人
気

り
に

め
て
驚
か
さ
れ
る
事
と
な

た

 
そ
ん
な

態
な

徹
大
は
座
る
場
所
を
上
手
く
確
保
出
来
ず

 
も

と

く
に
移
動
す
べ
き
だ

た
と
ユ
ナ
に

し

な
く
思

た
が

 
そ
ん
な
徹
大
に
声
を

け
て
く
る
者
が
い
た

教

こ

ち

こ

ち
で
す

え

あ

君
は

凛
子
君

は
い

お
久
し
ぶ
り
で
す

教

君
は
今
ソ
レ
イ
ユ
だ
よ
ね

も
う
公
の
場
に
出
て
も
平
気
な
の
か
い

問
題
あ
り
ま
せ
ん

と
い
う
か

不

の
弟
子
で

し

な
い
で
す

 
そ
れ
は
徹
大
の
教
え
子
で
あ
る
神
代
凛
子
で
あ

た

教

こ

ち
に
い
い

が
空
い
て
ま
す
よ

よ
ろ
し
か

た
ら
ど
う
ぞ



 第九章 オーディナル・スケール編

い
い
の
か
い

そ
れ
は

難
い

 
八
幡
が
悪
役
令
嬢
役
を
や
る
と
い
う
事
で

 
八
幡
の

の
女
性
達
の
多
く
が
観
に
来
る
事
を
希
望
し
た
の
だ
が

 
さ
す
が
に
今
回
は
学
校
行
事
と
い
う
事
も
あ
り

来
賓
た
り
え
る
者
が

 
厳
正
な

選
の
上
で
選
ば
れ
こ
こ
に
い
た

た
だ
何
か
あ

た
時
の

に
若

余

を
持
た

せ
て
あ

た

 
徹
大
を
見
か
け
た
凛
子
が
他
の
者
達
に
許
可
を
と

た
上
で
こ
こ
に
案
内
し
た
と
ま
あ
そ

ん
な

で
あ
る

紅
莉
栖
君
も
来
て
い
た
の
か

お
久
し
ぶ
り
で
す
私
も
今
日
は
簡

な

を
す
る
事
に
な

て
る
ん
で
す
よ
教

⻑
野

以
来
で
す
ね

 
他
に
そ
こ
に
い
た
の
は
さ
す
が
の

と
で
も
言
お
う
か

 
生
徒
達
に
余

で
訓

を
た
れ
る
事
が
出
来
る

紅
莉
栖
で
あ

た

 
そ
し
て
そ
の
横
に

プ
ロ
用
の
ご
つ
い
カ
メ
ラ
を

え
た
ク
ル
ス
が
い
る

初
め
ま
し
て

八
幡
様
の
秘
書
の

間
宮
ク
ル
ス
と

し
ま
す

以
後
お
見
知
り
お
き
を



 第１２１２話 まるでお祭り

こ
れ
は
こ
れ
は
ご
丁

に

重
村
徹
大
で
す

と
い
う
か

分
と
本
格
的
な
カ
メ
ラ
だ
ね

は
い

影
の
失
敗
は
出
来
ま
せ
ん
の
で

今
回
は
こ
れ
を
三
台
用
意
し
ま
し
た

そ
れ
は
そ
れ
は

 
見
る
と
確
か
に
舞
台
の

に
も
う
二
台
カ
メ
ラ
が
あ
る

失
敗
が
出
来
な
い
と
い
う
の
は

あ

は
い

今
日
こ
こ
に
来
れ
な
か

た
他
の
女
の
子
達
に

 
こ
の
劇
を
ど
う
し
て
も
見
せ
な
い
と
い
け
な
い
の
で

 
こ
こ
で
失
敗
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
私
の
命
が
危
な
い
ん
で
す
よ

あ

あ
は

で
こ
う
い

た

験
の
あ
る
選
ば
れ
た
者
達
が

影
に
あ
た

て
る
と
ま
あ
そ
ん
な
感

じ
で
す
ね

が

頑
張

て
ね

は
い

 
ク
ル
ス
さ
す
が
の
才
女

り
で
あ
る

ち
な
み
に
他
の
二
名
は
何
で
も
器
用
に
こ
な
す
桐

生
萌
郁
と
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フ
ラ
ン
シ

シ

の
活
動
記
録
の

影
も

ね
て
い
る
と
い
う
事
で

 
マ
ネ

ジ

の

幸
太
郎
が
行

て
い
る

あ

そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま
す
ね

そ
れ
じ

あ
失

し
て

は
い

ご
遠

な
く

 
こ
う
し
て

に

八
幡
達
の
劇
が
開
始
さ
れ
る
事
と
な

た
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第
１
２
１
３
話
 
困

た
雪
乃
ち

ん

 
す
み
ま
せ
ん
や

と
書
け
ま
し
た
ｏ
ｒ

中
世
ヨ

ロ

パ
に
も
似
た

で
も
地

が
存
在
し
な
い

全
く
別
の
世
界
に

 
貴
族
達
が

力
争
い
に
明
け

れ
る
大
国
が
あ
り
ま
し
た

 
そ
ん
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
か
ら
劇
は
開
始
さ
れ
た

 
そ
し
て
舞
台
中
央
に
立

た

美
し
い
ド
レ
ス
を
身
に

た
女
性
に
ス
ポ

ト
が
当
た
る

彼
女
が
こ
の
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
ハ
テ

い
ま
れ
な
る
美
貌
の
持
ち
主
で
あ
る
彼
女

は 
そ
の
国
に
四
つ
あ
る
公

家
の
う
ち
の
一
つ
の
生
ま
れ
で
し
た
が
彼
女
の
家
は

力
と
は

離
を
置
き

 
た
だ
領

の
事
を
思

て
領
地
を
治
め
て
い
る
よ
う
な
穏
や
か
な
家
で
あ
り

 
幸
い
な
事
に

他
の
ど
の
公

家
か
ら
も
敵

さ
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
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そ
こ
で
舞
台
に
立
つ
少
女

雪
乃
に
ス
ポ

ト
が
当
た

た

う
わ

す
ご
い
美
人
だ
な

可

だ

 
観
て
い
る
生
徒
達
か
ら
そ
ん
な
声
が
上
が
る

 
雪
乃
の

り
を
知

て
い
れ
ば

ま
た
違
う

象
を

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
た
だ

て
に
こ
に
こ
と
微
笑
ん
で
い
る
雪
乃
は

文

な
し
に

姫

で
あ

た

 
そ
し
て
ナ
レ

シ

ン
が
続
く

し
か
し
そ
ん
な
穏
や
か
な
生
活
は

彼
女
が
十
六

に
な

た
時

終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た

 
何
故
な
ら
彼
女
が
突
然
王
子
の
婚
約
者
に
指
名
さ
れ
た
か
ら
で
す

 
も
ち
ろ
ん

否

な
ど
が
あ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん

 
そ
し
て
そ
の
事
に
よ

て
彼
女
は
娘
を
王
子
の
婚
約
者
と
し
て
送
り
込
み
た
い
他
の
公

家

か
ら
敵

さ
れ

 
常
に
身
の
危
険
を
感
じ
る
よ
う
に
な

て
し
ま

た
の
で
し
た

い
た
ぞ

こ

ち
だ
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そ
ん
な
声
に
合
わ
せ

雪
乃
が
走
り
出
す
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
が

 
そ
の
前
方
か
ら
体
格
の
い
い
三
人
組
が

を
見
せ
た

雪
乃
は
立
ち
止

た

へ

へ

へ
あ
ん
た
に
は
何
の

み
も
な
い
が
そ
の
顔
二
目
と
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
し

て
や
る

 
三
人
は
そ
う
言

て
雪
乃
に
い
き
な
り
殴
り
か
か
り

そ
の

を

る

た

き

あ
あ
あ
あ

 
そ
ん
な
声
を
上
げ
た
の
は

雪
乃
で
は
な
く
観
客
で
あ
る

 
た
か
が

劇
の
一
シ

ン
に
何
故
そ
ん
な
声
を
上
げ
る
の
か
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が

 
そ
れ
も
そ
の
は
ず

暴

役
の
者
が

を

る

た

間
に

雪
乃
の
顔
が

 
本
当
に
殴
ら
れ
た
か
の
よ
う
に

激
し
く

け
反

た
の
で
あ
る

 
そ
の
後
も
暴

達
は

雪
乃
に
暴
力
を
ふ
る
い
続
け

 
雪
乃
は
今
に
も
倒
れ
そ
う
に
前

勢
を
と
り
つ
つ
そ
の
⻑
い

を
前
に
だ
ら
り
と
た
ら
し

た 
ご
く
り

 
と
誰
か
が

を
飲
み
込
む
音
が
し

そ
し
て
場
は
静

に
包
ま
れ
た
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さ
す
が
に
こ
れ
は

技
だ
ろ

技
だ
よ
な

と
い
う
声
が

こ
え

会
場
は
ず

と
ざ
わ

め
き
続
け
て
い
た

  
雪
乃
が
ク
ル
ス
と
一

に
初
め
て
劇
の
練

に
合
流
し
た
日

 
八
幡
は
何
と
な
く

雪
乃
か
ら
違
和
感
を
感
じ
た

だ
が
そ
れ
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い

ん
ん

 
だ
が
い
く
ら
考
え
て
も
答
え
は
出
ず

八
幡
は
雪
乃
の
事
は
い

た
ん
置
い
て
お
い
て

 

速
雪
乃
が
暴

に
襲
わ
れ
る
シ

ン
の
練

を
す
る
事
に
し
た

そ
れ
じ

あ
や

て
み
よ
う
か

 
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
暴

役
の
三
人
は
雪
乃
を
襲
う
フ
リ
を
し
た
が

 
ど
う
し
て
も
わ
ざ
と
ら
し
さ
が
消
え
ず

皆
困

て
い
た

う

ん

ど
う
し
た
も
ん
か
な

要
は
自
然
な

技
に
見
え
れ
ば
い
い
の
か
し
ら

ま
あ
そ
う
か
な

な
ら
ば
簡

よ

じ
る
事
を
や
め
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
し
ら
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そ
の
雪
乃
の
言
葉
は
他
の
者
達
に
は
意
味
不
明
で
あ

た

は

じ

あ
ど
う
す
る
ん
だ

そ
う
ね

そ
れ
じ

あ
な
た
と
私
で
や

て
み
ま
し

う
か

お

お

お
う

雪
乃

大
丈
夫
な
の

え
え
明
日
奈

心
配
し
な
い
で

 
そ
し
て
心
配
す
る
明
日
奈
達
が
見
守
る
中

八
幡
と
雪
乃
は
教
室
の
中
央
で
向
か
い
合

た

で

俺
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

普
通
に
私
に
殴
り
か
か

て
く
れ
れ
ば
い
い
わ

お
い
お
い

本
気
か

も
ち
ろ
ん
よ

さ
あ

や

て
ち

う
だ
い

わ
か

た

 
そ
う
は
言

た
も
の
の

さ
す
が
に

わ
れ
た
の
だ
ろ
う

 
八
幡
は
雪
乃
に
向
か

て
へ
ろ
へ
ろ
の
パ
ン
チ
を
放

た

 
そ
れ
を
見
た
雪
乃
は
そ
の
手
を
取
り

ぐ
い

と

て
ぐ
い
ぐ
い
締
め
上
げ
る
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た
た
た
た
た
た
た
た

ギ
ブ

ギ
ブ

 
そ
れ
で
雪
乃
は
八
幡
の
手
を
放
し
た

も
う
ち

と
普
通
に
や
り
な
さ
い

わ

悪
か

た
よ

 
八
幡
は

を
さ
す
り
な
が
ら
そ
う
答
え

今
度
は
雪
乃
に
対
し

普
通
に
パ
ン
チ
を
放

た

 
そ
の
拳
が
雪
乃
に
当
た

た
か
と
見
え
た

間
に

雪
乃
の
顔
が

・

・け
・た

き

あ
あ
あ
あ

 
珪
子
が
思
わ
ず

鳴
を
上
げ
る

八
幡

雪
乃

 
明
日
奈
と
里
香
も
動

し
た
よ
う
な
声
を
上
げ
る

 
ク
ラ
ス
メ

ト
達
も
ど
よ
め
い
た
が

和
人
だ
け
は
一
人
静
か
で
あ

た

 
当
の
八
幡
は

き

と
ん
と
し
た
顔
で
自
分
の
拳
を
見
つ
め

 
そ
れ
を
見
な
が
ら
雪
乃
が
よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
上
が

た

物
に
さ
れ
て
し
ま

た
わ

こ
れ
は

任
を
と

て
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あ
な
た
に
も
ら

て
も
ら
う
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
し
ら

ね

明
日
奈
も
そ
う
思
う
で

し
え
え
え
え
え

 
あ
ま
り
の
展
開
に
驚
く
明
日
奈
に

八
幡
が

静
な
声
を
か
け
た

い
や
い
や
明
日
奈

騙
さ
れ
る
な
よ

今
の

俺
の
拳
は
全
然
当
た

て
な
い
か
ら
な

そ
う
な
の

あ
あ

そ
う
見
え
た
な

和
人
に
は
見
え
て
た
か

 
和
人
が
静
か
だ

た
の
は
そ
う
い
う
事
だ

た
よ
う
だ

ち

と
二
人
と
も

ネ
タ
バ
ラ
シ
が

す
ぎ
る
わ
よ

放
置
し
て
た
ら
お
前

成
事
実
化
す
る
つ
も
り
だ

た
ろ

何
の
事
か
し
ら

身
に
覚
え
が
な
い
わ

雪
乃

本
当
に
な
ん
と
も
な
い

ふ
ふ

大
丈
夫
よ
明
日
奈

心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
確
か
に
雪
乃
の
顔
は

ひ
と
つ
な
く

く
な

て
い
る
場
所
な
ど
も
な
い
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そ
れ
じ

あ
今
度
は
も

と
そ
れ

く
や

て
み
ま
し

う

 
八
幡
君

暴

の

技
を

た
だ
し
攻
撃
は
普
通
で

む

分
か

た

 
八
幡
は
そ
う
言

て
拳
を

り
し
め

 
自
然
体
で
そ
れ
で
も
多
少
は
大

な
モ

シ

ン
で
雪
乃
に
向
か

て
パ
ン
チ
を

り
出

し
た
が

 
そ
の
全
て
に
雪
乃
は
反
応
し
た

本
当
に
殴
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る

う
わ

一

の
見
切
り

達
人
か

ま
あ
ざ

と
こ
ん
な
感
じ
か
し
ら

 
雪
乃
は
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て
い
る
風
な
ま
ま

そ
れ
で
も

し
い
顔
で
そ
う
言

た

で
も
ご
め
ん
な
さ
い
八
幡
君

そ
ろ
そ
ろ
ス
タ
ミ
ナ
が

あ
あ

そ
う
い
え
ば
雪
乃
は
ス
タ
ミ
ナ
に
難
が
あ

た
ん
だ

た
な

 
八
幡
は

の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
苦
笑
し

攻
撃
の
手
を
緩
め
た



 第１２１３話 困った雪乃ちゃん

 
だ
が
ま
さ
か
の
ま
さ
か

そ
の
攻
撃
は

 
す
べ
て
の
攻
撃
を
余

を
も

て
完

に
避
け
て
い
た
は
ず
の
雪
乃
の
胸
に
当
た

て
し
ま

た
きう

お

 
そ
の
ま
さ
か
の
事
態
に
皆

ま

て
し
ま
う

わ

悪
い

わ
ざ
と
じ

な
い

わ
ざ
と
じ

な
い
か
ら
な

ま
さ
か
最
後
に
こ
ん
な
事
案
が

き
て
し
ま
う
な
ん
て

 
こ
れ
は
本
当
に

任
を
と

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
雪
乃
は

き
な
が
ら
そ
う

き

さ
す
が
の
八
幡
も

た

 
だ
が
こ
こ
ま
で
静
か
に
見
学
し
て
い
た
ク
ル
ス
が
こ
こ
で
動
い
た

八
幡
様

騙
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん

騙
す

何
が

こ
う
い
う
事
で
す
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ク
ル
ス
は
そ
の
ま
ま
つ
か
つ
か
と
雪
乃
に
歩
み
寄
り
い
き
な
り
そ
の
胸
元
か
ら
手
を
入
れ
た

う
お

や
め
て
ク
ル
ス

い
き
な
り
何
を
す
る
の

わ
か

て
る

に

く

や

や
め
て

 
そ
の
言
葉
が

い
た
の
か
ど
う
な
の
か

ク
ル
ス
は
す
ぐ
に
雪
乃
か
ら
離
れ
た

八
幡
様

こ
れ
を

こ
れ

こ
れ

て

 
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
胸
パ

ド
で
あ

た

困

た
事
に
ま
だ
ほ
ん
の
り

か
く

 
八
幡
は

て
て
そ
れ
を
ク
ル
ス
に
返
し

雪
乃
に
ジ
ト
目
を
向
け
た

え

と

つ
ま
り

雪
乃
は
わ
ざ
わ
ざ
胸
を

て
八
幡
様
の
攻
撃
を
胸
で
う
け
や
す
く

し
て
い
た
と
い
う

事
で
す

え

マ
ジ
で

そ
り

ま
た
手
の
込
ん
だ
事
を

 
そ
の

間
に
八
幡
の

界
が
真

暗
に
な
り

直
後
に
顔
に
ガ
ツ
ン
と
衝
撃
が
来
た



 第１２１３話 困った雪乃ちゃん

ぎ忘
れ
な
さ
い

 
そ
ん
な
声
が

こ
え
た
気
が
し
た
が
八
幡
の
意
識
は
そ
の
ま
ま
深
い
暗
闇
に

ん
で
い

た

  
そ
し
て
目
を
覚
ま
す
と
目
の
前
に
心
配
そ
う
な
明
日
奈
の
顔
が
あ

た

い
わ
ゆ
る

枕
で

あ
るあ

八
幡
君

大
丈
夫

お

お
う

て
あ
れ

何
で
こ
ん
な
事
に

え

と

覚
え
て
な
い

 
明
日
奈
は
困

た
顔
で
そ
う
答
え

横
に
目
を
向
け
た

 
そ
こ
に
は
何
故
か
ク
ル
ス
に
土
下
座
さ
せ
ら
れ
て
い
る
雪
乃
の

が
あ
り

 
そ
れ
で
八
幡
は
何
も
か
も
思
い
出
し
た

あ

あ
あ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
雪
乃
は
そ
ん
な
八
幡
に
平
謝
り
し

八
幡
は
そ
ん
な
雪
乃
に

揚
に

い
た
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ま

ま
あ
色
々
ド
ン
マ
イ

 
こ
ん
な
事
件
も
あ

た
が

と
に
も
か
く
に
も
雪
乃
の
力
に
よ

て

 
こ
の
奇
跡
の
暴
行
シ

ン
は
観
客
達
に

衝
撃
を

え
る
事
と
な

た
の
で
あ

た



 第１２１４話 欲しい

 
第
１
２
１
４
話
 
欲
し
い

 
す
み
ま
せ
ん

分
と
間
が
空
い
て
し
ま
い
ま
し
た

 
多
く
の
方
々
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
て

し

あ
り
ま
せ
ん

 
や

と
私
生
活
の
方
が
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
ぼ
ち
ぼ
ち
書
き
進
め
て
い
き
た
い
の
で
す
が

 

日
投
稿
は
多
分
無
理
な
の
で

と
り
あ
え
ず
週
に
一
度
は
確
実
に
更
新
し
て
い
け
れ
ば
と

思

て
い
ま
す

 
つ
い
で
に
若

み
返
さ
な
い
と

自
分
が
何
を
書
い
た
の
か
か
な
り
忘
れ
て
る

態
で
す

 
と
り
あ
え
ず
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
す

後
書
き
に
今
後
の
予
定
の
変
更
も
書
い
て
お
き
ま
す

ね 
そ
し
て

に
八
幡
の
出
番
が
や

て
き
た

う

が

い
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そ
う
言
い
な
が
ら
腹
を
押
さ
え
る
八
幡
に

明
日
奈
が
心
配
そ
う
に
声
を
か
け
た

大
丈
夫

ま
あ

何
と
か

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
八
幡
は

明
日
奈
に

々
し
い

線
を
向
け
た

本
音
を
言
え
ば
今
す
ぐ
に
で
も
こ
こ
か
ら
逃
げ
出
し
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど

 
こ
ん
な
格
好
で
外
を
歩
く
の
も

だ
か
ら
な

 
八
幡
は
女
装
し
て
い
る

そ
う
思
う
の
は
当
然
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

八
幡
は
今

顔
一
面
に
包

を

か
れ
た

態
な
の
で
あ
る

 
こ
れ
は
脚
本
に

た
格
好
で
あ
る
の
だ
が
実
は
そ
の
下
の
メ
イ
ク
が
ど
う
な

て
い
る
の

か
は

 
そ
の
メ
イ
ク
を

し
た

幸
太
郎
以
外

誰
も
知
ら
な
か

た
り
す
る

月

み
な
事
し
か
言
え
な
い
け
ど

頑
張

て
ね

ま
あ
せ

か
く
頑
張

て
練

し
た
ん
だ
し

や
れ
る
だ
け
や

て
み
る
わ

 
八
幡
は
明
日
奈
に
そ
う
微
笑
み
か
け
る
と

顔
が
包

で

れ
て
い
る

明
日
奈
の
主
観

で
あ
る



 第１２１４話 欲しい

 
覚
悟
を
決
め

今
は
幕
で

さ
れ
て
い
る

舞
台
中
央
の
ベ

ド
へ
と
向
か

た

 
そ
し
て
入
れ

わ
り
で
雪
乃
が
舞
台

へ
と

て
き
た

雪
乃

お
疲
れ

劇
と
い
う
の
も
中
々
楽
し
い
も
の
ね

機
会
が
あ

た
ら
ま
た
や

て
み
た
い
わ

雪
乃
の
場
合
は
完
全
に
ア
ク
シ

ン
ス
タ

て
感
じ
だ

た
け
ど
ね

 
二
人
は
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

ナ
レ

シ

ン
に

を

け
た

こ
の
日
を

に

ハ
テ

は
す

か
り
変
わ

て
し
ま
い
ま
し
た

 
そ
し
て
幕
が
開
き

ベ

ド
に

て
い
た
八
幡
が

き
上
が

た

 
そ
し
て
八
幡
は
首
の
後
ろ
に
手
を
回
し

そ
の
顔
に

か
れ
た
包

を
す
る
す
る
と
解
い
て

い

た
そ
う

ま
る
で
花
の
よ
う
に
美
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
彼
女
の
見
た
目
は

 
見
る
影
も
な
く
す

か
り
変
わ

て
し
ま

た
の
で
す

あ
ら

あ
れ

 
明
日
奈
と
雪
乃
は
こ
こ
で
初
め
て
八
幡
の
メ
イ
ク
顔
を
見
た
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な
ん
か
意
外
と
美
人

普
通
に
見
れ
る
わ
ね

メ
イ
ク
を
し
た
の
は
フ
ラ
ン
シ

シ

の
マ
ネ

ジ

さ
ん
だ
よ
ね

今
度
教
え
を
受
け
に
行
こ
う
か
し
ら

ち

ん
と
雪
乃
に
も
似
せ
て
あ
る
ね

凄
い
凄
い

 
そ
こ
に
は
ど
こ
か
雪
乃
に
似
た
面
影
を
残
し
つ
つ

 
デ

サ
ン
が
狂
わ
な
い

度
に
少
し
崩
し
た
と
い

た
感
じ
の

別
系

の
美
人
が
い
た

ど
う
し
て
私
が
こ
ん
な
目
に
あ
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の

 
私
は
た
だ
領

の

に
尽
く
せ
れ
ば
そ
れ
で
良
か

た
の
に

 
八
幡
は
そ
う
言

て
ベ

ド
か
ら

き
上
が
り

天
を

い
だ

 
そ
こ
で
場
面
は
再
び
暗
転
し

ナ
レ

シ

ン
が
か
ぶ
さ
る

結
局
こ
の
事
が
原
因
で

ハ
テ

は
王
子
の
婚
約
者
の
座
を
お
ろ
さ
れ
ま
し
た

 
決
し
て
望
ん
で
は
い
な
か

た
と
は
い
え
そ
の
事
は
ハ
テ

に
と

て
屈
辱
だ

た
よ

う
で
す

 
ハ
テ

は
そ
れ
か
ら
や
や
荒
れ
た
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
り

 
他
人
に
対
し
て
や
や
き
つ
く
当
た
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た



 第１２１４話 欲しい

 
そ
の
事
が
悪
評
と
な

て
貴
族
社
会
に
広
が
り

彼
女
へ
の
同
情
も
い
つ
し
か
消
え

 
ハ
テ

は
い
つ
し
か
悪
役
令
嬢
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た
の
で
す

 
直
後
に
昭
和
の
ス
ケ
バ
ン
風
な

好
を
し
た
八
幡
が

を
見
せ

観
客
達
の
笑
い
を
誘

た

 
そ
こ
に
一
人
の
女
性
が
現
れ
る

ハ
テ

様

そ
ん
な

好
を
す
る
の
は
も
う
お
や
め
下
さ
い

ア

ニ

 
そ
れ
は
い
か
に
も

女
風
な

好
を
し
た
明
日
奈
で
あ

た

ど
ん
な
格
好
を
し
よ
う
が
私
の
勝
手
で
し

う

そ
れ
は
そ
う
で
す
け
ど

で
も

で
も

 
そ
う
言
い
な
が
ら
明
日
奈
は
迫
真
の

技
で
涙
を
見
せ

八
幡
は
お
ろ
お
ろ
し
た

ご

ご
め
ん
ア

ニ

こ
う
い
う
事
は
も
う
や
め
る
か
ら

だ
か
ら

か
な
い
で

本
当
で
す
か

え
え

約
束
す
る
わ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
八
幡
と
明
日
奈
は
微
笑
み
合

た
が
そ
の
直
後
に

明
が

く
な
り
ナ
レ

シ

ン
が
始
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ま
るだ

が
そ
の
決
断
は
少
し

す
ぎ
ま
し
た

ハ
テ

の
評
判
が
あ
ま
り
に
も
悪
く
な
り
す
ぎ
た

 
国
王
が
ハ
テ

を
国
か
ら
追
放
す
る
よ
う
に
命
令
し
て
き
た
の
で
す

 
ハ
テ

は

め
に
も
似
た
表
情
で
大
人
し
く
そ
れ
を
受
け
入
れ
一
人
で
屋
敷
を
出
る
事
に

し
ま
し
た

 
そ
し
て
場
が
明
る
く
な
り

そ
こ
に
は
男
装
を
し
た
ハ
テ

が
立

て
い
た

お

様

お
⺟
さ
ま

今
ま
で
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

そ
し
て
さ
よ
う
な
ら

 
八
幡
は
そ
の
ま
ま
歩
き
出
そ
う
と
し
た
が
そ
こ
に
ア

ニ

が
旅

度
で
駆
け
寄

て
き
た

ハ
テ

様

私
も
共
に
行
き
ま
す

い
い
の

も
ち
ろ
ん
で
す

あ
り
が
と
う
本
当
は
一
人
で
不
安
だ

た
の

私
は
一
人
じ

何
も
出
来
な
い
か
ら

こ
れ
か
ら
は
二
人
で
頑
張
り
ま
し

う

と
り
あ
え
ず
冒
険
者
に
で
も
な
り
ま
す
か

え
え

そ
う
し
ま
し

う
か



 第１２１４話 欲しい

 
八
幡
は

き
な
が
ら
も
精
一

の
笑
顔
を
作

て
明
日
奈
に
微
笑
ん
だ

 
明
日
奈
は
そ
ん
な
八
幡
の
手
を
引
き
な
が
ら

舞
台

に
消
え
て
い
く

 
そ
し
て
二
人
が
い
な
く
な

た
直
後
に

場
に
王
子
役
で
あ
る
和
人
が
現
れ
た

ハ
テ

せ
め
て
幸
せ
に
な

て
欲
し
か

た
が

 
そ
し
て
再
び
の
暗
転

や
や
暗
転
が
多
い
気
も
す
る
が

え
ら
れ
た
時
間
が
そ
れ
ほ
ど
⻑
く

な
い

 
若

回
し
の

成
と
な

て
い
る
の
は
仕
方
が
な
い

そ
れ
か
ら

年
が

ち

戦
乱
の
時
が
訪
れ
ま
し
た

 
王
国
も
そ
れ
に

き
込
ま
れ
ま
し
た
が

多
く
の
国
と
国

を
接
し
て
い
た
上
に

 

の

族
の
侵
攻
も
同
時
に
開
始
さ
れ
た

一
転
し
て
滅

の
危
機
に

さ
れ
る
事
と

な

た
の
で
す

 
そ
し
て
舞
台
に
は

ボ
ロ
ボ
ロ
の

を
着
た
ま
ま

を
つ
く
和
人
と
里
香
が

場
し
た

近
衛
騎
士
団
⻑

ま
だ
生
き
て
る
か

え
え

ま
あ
な
ん
と
か
で
す
が
ね

は
ど
う
な

た
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戦
死
な
さ
い
ま
し
た

そ
う
か

我
が
国
も
こ
れ
で
滅

だ
な

ま
だ
あ
な
た
が
い
ら

し

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

何
と
か
な
る
も
の
な
ら
何
と
か
し
た
い
け
ど
な

ほ
ら

お
客
さ
ん
だ

く
 
そ
し
て
舞
台

か
ら

人
の
ク
ラ
ス
メ

ト
達
が
現
れ

二
人
を
取
り
囲
む

こ
こ
ま
で
で
す
か

仕
方
な
い
な

せ
め
て
出
来
る
だ
け
多
く
の
敵
を
道
連
れ
に
し
て
や
ろ
う

は
い

 
そ
の

間
に

ド
カ
ン
と
い
う
音
と
共
に
舞
台
に
フ
ラ

シ

が
走
る

 
観
客
達
は
眩
し
そ
う
に
目
を

め
た
が
直
後
に
舞
台
上
に
一
組
の
男
女
が
い
る
事
に
気
が

付
き

驚
い
た

王
子

そ

そ
な
た
は

ハ
テ

い
や

で
も
ハ
テ

は
女
性
で

あ

あ
れ

ハ
テ

で
合

て
ま
す
よ

王
子



 第１２１４話 欲しい

 
そ
う
言
い
な
が
ら
和
人
に
微
笑
ん
だ
八
幡
は

完
全
に
男
性
の

好
を
し
て
い
た

 
そ
し
て

明
が
落
ち

舞
台

に
ス
ポ

ト
が
当
た
る

 
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
魔
女
の

好
を
し
た
珪
子
で
あ

た

お
嬢
ち

ん

危
な
い
所
を
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね

 
お

に
そ
う
さ
ね

お
嬢
ち

ん

あ
ん
た

心
と
体
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
ね

 
こ
の

が
お

に
そ
れ
を
何
と
か
し
て
や
ろ
う

そ
れ

 
そ
し
て
場
が
再
び
明
る
く
な
る

て
な

で

ど
う
や
ら
私
の
心
は
男
だ

た
ら
し
い
で
す
よ

 
そ
う
言

て
八
幡
は

活
そ
う
な
顔
で
微
笑
ん
だ

そ
う
な
の
か

は
い

 
直
後
に
敵
の
一
人
が
動
き

ア

ニ

に

り

て
ら
れ
る

そ
な
た
は
確
か

女
の

ア

ニ

で
す

王
子

ハ
テ

様
と
共
に

国
の
危
機
に

せ
参
じ
ま
し
た

ど
う
や
ら
私
達
に
は
剣
の
才
能
が
あ

た
よ
う
で
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そ
う
言
い
な
が
ら
八
幡
が

も
う
一
人
の
敵
を

り

て
る

さ
あ
王
子

こ
こ
か
ら
ひ

く
り
返
し
ま
し

う

 
八
幡
は
手
を

ば
し

和
人
は
そ
の
手
を
と

た

あ
あ

こ
こ
か
ら
ま
た
始
め
よ
う

そ
の
意
気
で
す

 
そ
れ
か
ら
次
々
と
敵
が

を
見
せ

八
幡

明
日
奈

和
人

里
香
は

 
ヴ

ル
ハ
ラ
の
メ
ン
バ

と
し
て
の
四
人
の

を

と
さ
せ
る

見
事
な
殺

を
見
せ
た

 
そ
れ
を
見
て
い
た
観
客
達
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
る

う
お
お
お
お

 
そ
こ
か
ら
敵
の
本

に
突
撃
し
て
い
く
よ
う
な

出
が
成
さ
れ

そ
し
て

に
舞
台

か
ら

 
見
事
な
甲

を

た
一
人
の
男
が

を
現
し
た

貴
様
ら

お
前
が
王
か

俺
達
が
い
る
限
り

こ
の
国
へ
の
侵
攻
は

め
ろ

は

こ
れ
を
見
て
も
ま
だ
そ
ん
な
事
が
言
え
る
か
な

⺟
上



 第１２１４話 欲しい

 
そ
う
叫
ん
だ
の
は
和
人
で
あ
る

そ
し
て
敵
の
王
の
元
に
一
人
の
女
性
が
連
れ
て
来
ら
れ
た

あ

理
事
⻑
は
こ
こ
で
出
る
ん
だ

 
そ
の
観
客
の
声
の
通
り
そ
こ
に
い
た
の
は
今
日

終
の
美
を

る
予
定
の
理
事
⻑
雪
ノ
下

乃
で
あ

た

 
配
役
は
和
人
の
セ
リ
フ
か
ら
分
か
る
通
り

王

で
あ
る

こ
の
女
の
命
が

し
か

た
ら
こ
こ
は
大
人
し
く
引
く
ん
だ
な

く

な

 
四
人
は
そ
の
言
葉
を
受
け
て
武
器
を
下
す

だ
が
そ
れ
を

当
の

乃
が
止
め
た

四
人
と
も

剣
を
上
げ
て
戦
い
な
さ
い

で

で
す
が
⺟
上

い
い
か
ら
や
り
な
さ
い

そ

そ
ん
な

え
え
い

き
分
け
の
な
い

そ
れ
で
も
私
の
息
子
で
す
か

 
そ
し
て

乃
は
ま
さ
か
の
ま
さ
か
敵
の
武
器
に
自
ら
飛
び
込
み
そ
の
胸
が
剣
に

し

か

れ
た
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同
時
に
観
客

か
ら

鳴
が
上
が
る

な⺟
上

王

様

さ
あ

戦

い

な

さ
い

く
そ
お
お
お
お
お
お
お
お

 
四
人
は
涙
を
流
し
な
が
ら
敵
の
王
に

り
か
か
り

あ

さ
り
と
倒
し
た

 
そ
し
て

乃
に
駆
け
寄
る
と

そ
こ
に
ス
ポ

ト
が
当
て
ら
れ
る

よ
く
や

た
わ

あ
な
た
達

⺟
上王

様

あ
な
た
達

・そ
・し
・て
・み
・ん
・な

私
は
こ
れ
で
い
な
く
な
る
け
ど

こ
の
国
の
事

宜
し
く
頼
む

わ
ね

 
そ
の
言
葉
が
全
校
生
徒
に
向
け
て
発
信
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
事
に
気
付
か
な
い
者
は
一
人
も

い
な
か

た



 第１２１４話 欲しい

 
そ
の
証

に
生
徒
達
全
て
が
即
座
に

乃
に
返
事
を
し
た
の
で
あ
る

は
い

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て

乃
は
役
者
の
一
人
に

り

そ
の
ま
ま
そ

と
目
を

じ
た

 
同
時
に
万

の

手
が

き

こ
り
そ
れ
が
収
ま

た
後
和
人
と
八
幡
が
舞
台
上
で
向
か

い
合

た

王
子

こ
の
国
の
事

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

ハ
テ

が
い
な
か

た
ら
こ
の
国
は
滅
び
て
い
た

心
か
ら
感
謝
す
る

間
に
合

て
本
当
に
良
か

た
で
す
よ

ハ
テ

さ
え
良
か

た
ら

こ
の
ま
ま
我
が
国
に
残

て
く
れ
な
い
か

す
み
ま
せ
ん

一
応
こ
れ
で
も

ラ
ン
ク
冒
険
者
な
ん
で

俺
達
の
助
け
を
待

て
る
人
が

山
い
る
ん
で
す

そ
う
か

で
す
が
こ
の
国
に
何
か
あ

た
ら
い
つ
で
も
駆
け
つ
け
ま
す

あ
あ

そ
の
時
は
宜
し
く
頼
む
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こ
う
し
て
追
放
さ
れ
た
悪
役
令
嬢
ハ
テ

は

救
国
の
英
雄
と
な

た

 
そ
ん
な
ナ
レ

シ

ン
と
共
に
二
人
は

い

手
を
し

そ
の
ま
ま
幕
が
下
り
た

 
直
後
に
再
び
大
き
な

手
が

き

こ
る

 
八
幡
達
の
舞
台
は
こ
の
ま
ま
終
了
か
と
思
わ
れ
た
が

直
後
に
再
び
幕
が
上
が

た

ん何
だ

 
観
客
達
が
ざ
わ
つ
く
中

現
れ
た
の
は
八
幡
と

横
た
わ
る

乃
の
二
人
だ
け
で
あ

た

 
同
時
に
舞
台
に
設
置
さ
れ
た
ス
ク
リ

ン
に
ス
タ

フ
ロ

ル
が
流
れ
始
め
る

お

サ
プ
ラ
イ
ズ

て
る
な

新
理
事
⻑

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
ん
な
声
が
飛
び
交
う
中

舞
台
に
曲
が
流
れ
始
め

 
同
時
に
八
幡
が
理
事
⻑
の
横
に
座
り

い
た
事
に
な
い
そ
の
曲
に
合
わ
せ
て
歌
い
始
め
た

 
八
幡
の
歌
の
技

は
そ
ん
な
に
高
く
な
い

決
し
て
上
手
と
は
言
え
な
か

た
が



 第１２１４話 欲しい

 
そ
の
歌
は

に
観
客
達
の
心
を
打
ち

歌
い
終
わ

た
八
幡
と

 
舞
台

か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
キ

ス
ト
達
が

ん
で

を
下
げ
る
の
と
同
時
に
凄
ま
じ
い

手
が

き

こ
り

 
こ
う
し
て
八
幡
達
の
劇
は

大
成
功
で
幕
を

じ
る
事
に
な

た
の
だ

た

 
お

さ
ん

楽
し
か

た
ね

あ
あ

そ
う
だ
ね

 
そ
れ
は
ユ
ナ
と
徹
大
も
当
然

外
で
は
な
く
二
人
は
余

に
ひ
た
り
な
が
ら
そ
ん
な
会
話
を

交
わ
し
て
い
た

 
だ
が
そ
の
余

を
感
じ
続
け
て
い
ら
れ
た
の
は

ユ
ナ
だ
け
で
あ

た

 
な

今
の
曲

て
何
だ

さ
あい

た
事
な
い
な

誰
か
知

て
る
か
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そ
の
生
徒
達
の
言
葉
は
徹
大
の

に

に
ハ

キ
リ
と
飛
び
込
ん
で
き
た

 
そ
の
理
由
は
簡

で
あ
り

八
幡
の
歌

た
歌
に
全
く

き
覚
え
が
無
か

た

 
無
意
識
の
う
ち
に

徹
大
が
興
味
を

か
れ
た
せ
い
で
あ
る

あ
あ

あ
れ
は
確
か

 
そ
の
せ
い
で

そ
の
誰
か
の
言
葉
に
徹
大
が
つ
い
集
中
し
て
し
ま

た
の
は
当
然
だ
ろ
う

お
前

歌
姫

て
覚
え
て
る
か

 
だ
が
そ
の
直
後
に

こ
え
て
き
た
一
つ
の

語
の
せ
い
で

徹
大
の

内
は

熱
し
た

歌
姫

あ
あ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

そ
う
そ
う
さ

き
の
歌

て
歌
姫
が
さ

て
る
八
幡
さ
ん
の
横
で
だ
け
歌

て
た
や
つ
だ

よ 
実
は
先
ほ
ど
歌
わ
れ
た
歌
は

か
つ
て
八
幡
が
優
里
奈
の
前
で
口
ず
さ
ん
だ

歌
で
あ
り

 
知
ら
な
い
う
ち
に
覚
え
て
い
た
と
い
う
そ
の

歌
を
き
ち
ん
と
楽

に

こ
し

 

し
た
も
の
で
あ

た
が

八
幡
本
人
も
覚
え
て
い
な
い
そ
の
由
来
を
覚
え
て
い
た
者
が

 
ど
う
や
ら
こ
こ
に
い
た
よ
う
で
あ
る

そ
う
な
の
か



 第１２１４話 欲しい

あ
あ

他
の
人
の
前
じ

絶
対
に
歌
わ
な
く
て

そ
の
時
だ
け

け
る
超
レ
ア
な
奴

ほ
え
え

そ
う
な
ん
だ

歌
姫

元
気
な
の
か
な

ま
あ
あ
ん
な
に
歌
が
上
手
か

た
ん
だ

そ
の
う
ち
デ
ビ

と
か
し
て
く
る
ん
じ

ね

だ
な

 
こ
の
会
話
を

い
て

熱
し
て
い
た
徹
大
の

は

急
激
に

え
て
い

た

も
し
か
し
て

那
は
八
幡
君
の
事
が
好
き
だ

た
ん
だ
ろ
う
か

 
以
前
ス
キ

ン
の
実
験
で
見
た
被
験
者
の
記
憶
あ
の
時

那
は
八
幡
君
の
事
を
師
匠
と
呼

ん
で
い
た
し

 
や
は
り

那
復
活
の

に
は
八
幡
君
の
記
憶
が

 
徹
大
は
そ
う
考
え
な
が
ら

じ

と
八
幡
の
方
を
見
た

欲
し
い

 
こ
の
日
こ
の
時
こ
の

間
に
徹
大
は
は

き
り
と
八
幡
の
事
を

・

・物
だ
と
認
識
す
る
事
と

な

た
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八
幡
が

歌
を
歌

た
の
は
第
５
４
５
話

帰

て
く
る
よ
ね

の

中
で
し
た

 
大
ま
か
な
変
更
部
分
に
つ
い
て
書
い
て
お
き
ま
す

 
今
後
は
今
が
三
月
と
し
て

と
り
あ
え
ず
時
事
的
な
話
を
い
く
つ
か
交
え
つ
つ

 
夏
休
み
を
目
安
に
オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル
本
編
が
入
り
ま
す

 
そ
の
後
の
夏
休
み
後
に

と
あ
る
学
校
の
特
別

験
に
関
わ
り
ま
す

 
始
ま
り
は
ソ
レ
イ
ユ
・
エ

ジ

ン
シ

に
一
人
の
女
の
子
が
オ

デ

シ

ン
を
受
け
に

来
る
場
面
か
ら
で
し

う
か

 
そ
れ
か
ら
年
末
に
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
と
い

た
感
じ
に
な
る
予
定
で
す

 
あ
時
事
的
と
か
夏
休
み
と
か
年
末
と
か
は
す
べ
て
作
中
の

と
い
う
事
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す



 第１２１５話 さようなら、宜しく

 
第
１
２
１
５
話
 
さ
よ
う
な
ら

宜
し
く

 
お
待
た
せ
し
ま
し
た

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
学
芸
会
の
よ
う
な
出
し
物
の
部
が
終
わ
り
守
衛
の
手
に
よ

て
校
門
が
一
時
的
に

じ
ら
れ

た 
そ
し
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
り

関
係

が
体
育

へ
と
移
動
を
開
始
す
る

 
片
付
け
は
後
で
や
る
よ
う
で
屋
台

は
問
題
が
無
い

度
の
最

限
の
処
置
だ
け
が

さ
れ

て
い
る

 
そ
れ
を
横
目
で
見
な
が
ら

徹
大
も
体
育

へ
と
足
を

み
入
れ
た

 
そ
こ
か
ら
ど
う
や

て
自
分
の

を
探
そ
う
か
と
若

困

た
徹
大
で
あ

た
が

 
幸
い
な
事
に
徹
大
は
す
ぐ
に
学
校
関
係
者
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
指
定
の

へ
と
案
内
さ
れ

た 
さ
す
が
の
行
き

い
た
対
応
ぶ
り
で
あ
る
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さ
て

後
は
事
前
に
考
え
て
き
た
通
り
の
事
を
話
せ
ば
い
い
だ
け
な
ん
だ
が

 
先
ほ
ど
の
出
来
事
が
あ

て
か
ら

徹
大
の

の
中
を

と
あ
る
ア
イ
デ
ア
が
ぐ
る
ぐ
る
と

回

て
い
た

 
だ
が
そ
れ
を
実
現
さ
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か

彼
は
全
く
自
信
が
無
か

た

 
そ
ん
な

態
で
あ

た
か
ら
か

自
分
の

の
番
が
き
た
に
も
関
わ
ら
ず

 
徹
大
は
若

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な

て
し
ま
い

 
生
徒
達
か
ら
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
か
と
不
安
の
目
を
向
け
ら
れ
る

様
と
な

て
い
た

お
落
ち
着
け
と
り
あ
え
ず
一

全
部
忘
れ
て
予
定
し
て
い
た
事
だ
け
ど
き
ち
ん
と
話
せ

ば 
そ
ん
な
徹
大
の

に

と
て
も
小
さ
く
で
は
あ
る
が

 
首
筋
に
付
け
た
小
型
マ
イ
ク
か
ら

愛
す
る
娘
の
声
が

こ
え
て
き
た

お

さ
ん

頑
張

て

 
徹
大
は
そ
の
声
で

ス

と

静
さ
を
取
り

す
事
が
出
来
た

そ
う
だ
実
現
さ
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
じ

な
い
私
は
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ

 
そ
れ
で
徹
大
は
覚
悟
を
決
め
た
の
か
予
定
さ
れ
て
い
た
分
の
話
を
若

め
に
切
り
上
げ
た
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後 
今
日
を
も

て
前
理
事
⻑
と
な
る
雪
ノ
下

乃
と
現
理
事
⻑
と
な
る
結
城
京
子
の
顔
を
見
な

が
ら
言

た

そ
し
て
こ
こ
で

皆
さ
ん
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す

 
も

と
も
雪
ノ
下
理
事
⻑
と

結
城
理
事
⻑
の
了
解
が
得
ら
れ
れ
ば
の
話
な
ん
で
す
が

 
そ
う
問
い
か
け
ら
れ
た
二
人
の
理
事
⻑
は

顔
を
見
合
わ
せ
る
と

 
ど
う
ぞ
お
話
し
下
さ
い
と
い
う
風
に
同
時
に
徹
大
に

い
た

そ
れ
を
受
け
徹
大
は
こ
う

話
を
切
り
出
し
た

私
が
次
世
代
型
の
オ

グ
メ
ン
テ

ド
・
リ
ア
リ
テ

 
い
わ
ゆ
る

末
の
開
発
を
し
て
い
る
事
は

に
ニ

ス
な
ど
で
君
た
ち
の

に
入

て
い
る
事
と
思
う

 
実
は
そ
の
先
行
型
が

あ
と

か
月
で
完
成
す
る
ん
だ
が
ね

 
も
し
お
二
人
の
了
解
が
得
ら
れ
れ
ば
六
月
末

に
そ
れ
を
皆
さ
ん
に
無
償
提

し
た
い
と

思
う
ん
だ

 
も
ち
ろ
ん

に

作
機
は
完
成
し

入
念
に
安
全
性
の
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
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そ
れ
に
関
し
て
は
心
配
し
な
く
て
も
い
い

 
こ
れ
に
関
し
て
は
事
実
で
あ
る

実

に

作
機
は
完
成
し
て
い
る
の
だ
が

 
や
は
り
色
々
と
問
題
が
出
て
し
ま

て
い
る

 
そ
の
テ
ス
ト
が
い
つ
終
え
ら
れ
る
の
か
が
未
定
な

態
な
だ
け
だ

 
そ
し
て
そ
の
次
に
は
無
償
提

出
来
る
ほ
ど
の

を
揃
え
る
事
が
出
来
る
か
ど
う
か
と
い
う

問
題
も
あ
る

 
だ
が
徹
大
は

作
機
の

で
な
け
れ
ば

八
幡
の
記
憶
を

く

の
ギ
ミ

ク
を

 
い
わ
ゆ
る
オ

グ
マ

に

載
す
る
事
は
不
可
能
だ
と
考
え
て
い
た

 

以
前
カ
ム
ラ
社
内
で
バ
イ
ト
を
集
め

記
憶
の
再
現
実
験
を
し
た

に

 
一
人
だ
け
強
め
の
ス
キ

ン
を
か
け
た
者
の

実
験
終
了
時
の
態
度
を
見
て

 
そ
の
時
は
特
に
何
も
気

い
て
い
な
か

た
徹
大
だ
が

 
そ
の
後

若

不
安
を
覚
え
た

個
人
の
依
頼
と
し
て
密
か
に
追
跡
調
査
を
か
け
て
お
り

 
そ
の
結
果
と
し
て
被
験
者
の
一
部
の
記
憶
が
失
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て

い
た多

分
製
品

の
リ
リ

ス
に

し
て

種
の
影

を
カ
ム
ラ
社
に
本
気
で
調
べ
ら
れ
た
ら



 第１２１５話 さようなら、宜しく

 
そ
の
事
が
バ
レ
て
し
ま
う
の
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
ね

 
そ
れ
故
に
徹
大
は

こ
の
最
初
に
し
て
最
後
の
チ

ン
ス
を
生
か
す
べ
く

 
全
て
を

け
て
で
も

こ
の
チ

ン
ス
を
も
の
に
し
よ
う
と
思
い

 
自
身
を
追
い
込
む
意
図
も
あ

て

こ
の
事
を
生
徒
達
の
前
で
公
開
し
た
の
だ

た

 
こ
れ
は
完
全
に
徹
大
の
独
断
専
行
で
あ

た
が

 
実

に
カ
ム
ラ
社
内
で

モ
ニ
タ

を

集
し
よ
う
か
と
い
う
話
も
出
て
い
た

 
お
そ
ら
く
そ
の
実
現
性
は
高
い
と
思
わ
れ
た

世
間
で
は

こ
の
学
校
の
生
徒
達
は

 
世
界
で
最
も

に

合
し
て
い
る
者
達
の
集
ま
り
だ
と
認
識
さ
れ
て
お
り

 
彼
ら
を
救
済
す
る

実
に

慢
な
考
え
方
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
が

事
の
一

と
し
て

 
日
常
生
活
を

利
に
し
て
く
れ
る
ツ

ル
の
提

は
問
題

さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
の

み
も

あ

た

と
い
う

で
し

う
が

い
か
が
で
し

う
か

 
徹
大
は
最
後
に
そ
う
言

て

理
事
⻑
二
人
の
顔
を
見
た

 
二
人
は
再
び
顔
を
見
合
わ
せ
た
後
お

い
に

き
合
い
京
子
が
場
を
代
表
し
て
こ
う
答
え

た
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前
向
き
に

討
さ
せ
て

き
ま
す

 
そ
の

間
に

生
徒
達
か
ら

わ

と
歓
声
が
上
が
る

 
無
償
で
今
話
題
に
な

て
い
る
最
先

の
機

が
手
に
入
る
の
だ

 
製
品

で
は
な
い
と
い
う
事
を
差
し
引
い
て
も

そ
れ
は
嬉
し
い
に
決
ま

て
い
る

 
そ
し
て
徹
大
が

止
め
と
ば
か
り
に
こ
う
語
る

も
ち
ろ
ん
製
品

が
リ
リ

ス
さ
れ
た
時
に
は

 
そ
の
先
行

を

製
品

に
無
償
で
交
換
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

 
私
が

任
を
持

て
手
配
さ
せ
て

き
ま
す
の
で
是
非
オ

グ
マ

の
世
界
を
楽
し
ん
で
下

さ
い

 
そ
し
て
大
歓
声
が
上
が
り
徹
大
は
満
足
そ
う
に

い
た

だ
が
そ
の
満
足
も
⻑
く
は
続
か
な

い 
後
方
に
い
た
八
幡
が

微

な
表
情
を
し
て
い
る
事
に
気
付
い
て
し
ま

た
か
ら
だ

し
ま

た
な
彼
か
ら
し
て
み
れ
ば
ラ
イ
バ
ル
会
社
に
出
し
抜
か
れ
た
よ
う
な

に

な
る

 
こ
れ
は
少
し
フ

ロ

し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
な
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だ
が
そ
ん
な
心
配
は

ま

た
く
無
用
で
あ

た

 
八
幡
は

に
他
の
者
達
の
よ
う
に
喜
び
を
前
面
に
出
し
て
は
し

ぐ
と
い
う
事
が
苦
手
な
だ

け
で
あ

て

 
少
な
く
と
も
今
回
の
こ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
関
し
て
は

素
直
に
喜
ん
で
い
た

 
そ
れ
は
同
時
に

自
社
が
い
ず
れ
リ
リ

ス
す
る
予
定
の
ニ

ロ
リ
ン
カ

に

 
絶
対
の
自
信
を
持

て
い
た
せ
い
に
他
な
ら
な
い
が

そ
れ
は
さ
て
お
き

 
そ
し
て
こ
の
会
が
終
わ

た
後

徹
大
は
個
人
的
に
八
幡
と
話
し

 
ま
あ
以
前

で
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
調
査
を
し
た
時
の

 
徹
大
の
態
度
に
関
し
て
調
査
中
な
事
も
あ
る

内
心
で
徹
大
に
心
を
許
し
て
い
た

で
は
な

い
の
だ
が

 
少
な
く
と
も
そ
の
時
の
八
幡
は
表
面
上
は

徹
大
に
対
し
て
と
て
も
友
好
的
だ

た

 
徹
大
は
ほ

と
胸
を

で
お
ろ
し
て
帰
宅
す
る
事
と
な

た
の
で
あ

た

 
後
で
そ
う
い

た
出
来
事
も
あ

た
が

そ
れ
は
別
の
話
な
の
で
置
い
て
お
き

 
徹
大
の
後
に
何
人
か
が
話
を
し
た
後

い
よ
い
よ
と
い

た
感
じ
で

 
離
任
す
る
前
理
事
⻑
の
雪
ノ
下

乃
が

し
た
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み
ん
な

一
年
間
私
と
仲
良
く
し
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う

 
こ
れ
で
私
は
こ
の
学
校
か
ら
離
れ
る
事
に
な
り
ま
す
が

 
皆
さ
ん
の
事
を

私
は
本
当
の
息
子

娘
の
よ
う
に
と
て
も
大
事
に
思

て
い
ま
す

 
最
初
に
そ
う
切
り
出
し
た

乃
は

続
け
て
生
徒
達
の
名
前
を

 
二
十
人
く
ら
い
で
は
あ
る
が

番
に
呼
び
始
め
た

ま
あ
今
日
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
き
ま
す
が
私
は
皆
さ
ん
の
名
前
を
ち

ん
と
覚

え
て
い
ま
す

 
も
し
今
後
ど
こ
か
で
出
会
う
事
が
あ

た
ら
そ
の
時
は
気

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね

 
そ
う
言

て

乃
は
ニ
コ
リ
と
笑
い

生
徒
達
は
そ
ん
な

乃
に
向
け
て

次
々
と
言
葉
を

放

た
理
事
⻑

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

最
高
で
す

ま
た
ど
こ
か
で

み
ん
な

あ
り
が
と
う

そ
れ
で
は
結
城
理
事
⻑
も
こ
ち
ら
に
ど
う
ぞ

 
そ
の
声
に
対
し
て
う
ん
う
ん
と

い
た

乃
は

同
時
に
京
子
に

し
て
も
ら
い
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今
度
は
京
子
が
生
徒
達
の
名
前
を
続
け
て
呼
び
始
め
た

さ
ん

君

私
も
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
き
ま
す
が

 
私
に
と

て
も
今
日
か
ら
あ
な
た
達
が
私
の
息
子
で
あ
り

娘
で
す

 
こ
れ
か
ら
一
年
間

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
ん
な
二
人
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
対
し
て

生
徒
達
か
ら
再
び
大
歓
声
が
上
が

た

 
こ
う
し
て
帰
還
者
用
学
校
は

新
た
な
布

で
二
年
目
を
迎
え
る
事
と
な
る
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	　第２２１話　明日奈の真実
	　第２２２話　同窓会を終えて〜しっかり者とお花畑達
	　第２２３話　結城家への訪問
	　第２２４話　突破口は遠い記憶の中に
	　第２２５話　凛子の要求
	　第２２６話　天才はやはり天才
	　第２２７話　死線を越えた三人
	　第２２８話　友達のいない二人
	　第２２９話　長野の夜は終わらない
	　第２３０話　男達の夜
	　第２３１話　信頼の証
	　第２３２話　荒野の蹂躙戦
	　第２３３話　それぞれの思惑
	　第２３４話　勘違いと的外れ
	　第２３５話　シズカ、舞う
	　第２３６話　その日の放課後、詩乃は
	　第２３７話　私達、長い付き合いになりそうね
	　第２３８話　雪ノ下陽乃監督作品
	　第２３９話　そうだ、京都へ行こう
	　第２４０話　偏屈じじい
	　第２４１話　大きな前進
	　第２４２話　楓の願い
	　第２４３話　病室の二人
	　第２４４話　凶暴な旨みですね!
	　第２４５話　いっぱい遊ぼう
	　第２４６話　国友家の息子
	　第２４７話　大丈夫、僕はちゃんと分かってますから
	　第２４８話　迎えにいこう
	　第２４９話　二人は仲良し
	　第２５０話　イコマを成長させよう
	　第２５１話　一人じゃない
	　第２５２話　手がかりを掴む
	　第２５３話　暴走魔王
	　第２５４話　最期の時は
	　第２５５話　旅先での再会
	　第２５６話　かおりの助言
	　第２５７話　八幡は牙をむき、そして戦いの鐘が鳴る
	　第２５８話　八幡は影となり、銀の刃が煌く
	　第２５９話　逆鱗に触れる
	　第２６０話　未来に向けて
	　第２６１話　そこでは涙は我慢出来ない
	　第２６２話　いつかその場所で
	　第２６３話　さらば京都よ
	　第２６４話　八幡、帰京す
	　第２６５話　この日の放課後、詩乃達は
	　第２６６話　倉エージェンシーへ
	　第２６７話　クラディールの華麗なる犯罪計画
	　第２６８話　凄く好き、大好き
	　第２６９話　怪しい噂
	　第２７０話　クリスマスに向けて
	　第２７１話　いくら光が大きくとも
	　第２７２話　最初で最高のクリスマス
	　第２７３話　東西で宴は続く
	　第２７４話　ニアミス
	　第２７５話　そして恭二は、いくつかの真実を知る
	　第２７６話　狂気の舞台の幕が開く
	　第２７７話　その日運命は悪に微笑んだ
	　第２７８話　それは過小評価
	　第２７９話　初参戦に関するアレコレ
	　第２８０話　シャナの説教（物理）
	　第２８１話　初めて気楽に話せる相手
	　第２８２話　愚かさの代償
	　第２８３話　薄塩たらこはかく語りき
	　第２８４話　心の広い彼女に感謝を
	　第２８５話　大混乱の午後
	　第２８６話　求められる覚悟
	　第２８７話　その名の重み
	　第２８８話　尊敬と恐怖の象徴
	　第２８９話　認められる嬉しさ
	　第２９０話　不意打ち
	　第２９１話　そして雪乃は二人を諭す
	　第２９２話　夜のアレコレ
	　第２９３話　高貴なる存在
	　第２９４話　思わぬ援軍
	　第２９５話　第二回ＢｏＢ〜銃士Xとギンロウ
	　第２９６話　第二回ＢｏＢ〜集う強者と暗躍する者
	　第２９７話　第二回ＢｏＢ〜本戦に向けて
	　第２９８話　第二回ＢｏＢ〜最後の五人
	　第２９９話　第二回ＢｏＢ〜急展開、そして大会の終わり
	　第３００話　戦いの足音
	　第３０１話　光の矛と絶対の盾
	　第３０２話　それは最高の褒め言葉です
	　第３０３話　新装備の力
	　第３０４話　頑張れ小猫ちゃん〜ソレイユ編
	　第３０５話　頑張ったね小猫ちゃん〜自宅編
	　第３０６話　上映会
	　第３０７話　また後で
	　第３０８話　操られる愚者達
	　第３０９話　捕らわれの小猫
	　第３１０話　涙
	　第３１１話　頼れる奴ら
	　第３１２話　小猫のボレロ
	　第３１３話　覚悟しておいてくれ
	　第３１４話　噂の虚実
	　第３１５話　そして彼女はたどり着く
	　第３１６話　戦士の墓場
	　第３１７話　走れ、太夫黒!
	　第３１８話　二人の成長
	　第３１９話　大平原の機動戦
	　第３２０話　気になる理由
	　第３２１話　フローリアが語る事
	　第３２２話　そして世界樹要塞へ
	　第３２３話　敵を全滅させよ!
	　第３２４話　持て余す戦利品
	　第３２５話　そこが分かれ目
	　第３２６話　イコマの提案
	　第３２７話　理事長室の恐怖
	　第３２８話　安易な冗談は災いの元
	　第３２９話　銃士Xの調査書
	　第３３０話　ＧＧＯをプレイする皆さんへ
	　第３３１話　反撃のシャナ
	　第３３２話　一つ目のスコードロン
	　第３３３話　計画に組み込む
	　第３３４話　思わぬ和解
	　第３３５話　おっかさんは語る
	　第３３６話　イヴの身の上
	　第３３７話　着信音は昭和の香り
	　第３３８話　これが若さか
	　第３３９話　そしてメイドは八幡と出会う
	　第３４０話　稽古をつける
	　第３４１話　ＡＬＯのハチマン、そして
	　第３４２話　源氏軍、最初の激戦
	　第３４３話　戦いを終えて
	　第３４４話　小さなあの部屋は今
	　第３４５話　二つ目のスコードロン
	　第３４６話　絶望的な差
	　第３４７話　源氏軍の帰還
	　第３４８話　一の砦の戦い・前半
	　第３４９話　一の砦の戦い・後編
	　第３５０話　その願いが叶う時
	　第３５１話　それは都市伝説
	　第３５２話　最終防衛戦前夜のあれこれ
	　第３５３話　間宮クルスの路上面接
	　第３５４話　社長がモテすぎてむかつく乙女の会
	　第３５５話　戦争終結〜那須シノイチ
	　第３５６話　戦争終結〜闇風とシュピーゲル
	　第３５７話　戦争終結〜シャナとゼクシード
	　第３５８話　二人のアルバイト
	　第３５９話　嵐の変態
	　第３６０話　これがそのCMよ
	　第３６１話　二人のおうち
	　第３６２話　アイとユウ、その実力
	　第３６３話　小猫、倒れる
	　第３６４話　アルゴの部屋（仮）にて
	　第３６５話　これは恋ではなく憧れ
	　第３６６話　千佳、頑張る
	　第３６７話　三人のアルバイト
	　第３６８話　アルゴのお引越し（物理）
	　第３６９話　社乙会（二回目）
	　第３７０話　這い寄る悪意
	　第３７１話　十狼と友好スコードロンの動向
	　第３７２話　偶然の再会
	　第３７３話　参加者達の光と陰
	　第３７４話　それぞれの要塞防衛戦
	　第３７５話　戦い終わって
	　第３７６話　王手
	　第３７７話　とっとこフカ次郎
	　第３７８話　歌姫が生まれた日
	　第３７９話　思い立ったらフカ次郎
	　第３８０話　ユナの成長と失敗
	　第３８１話　北からの使徒、襲来
	　第３８２話　メイクイーンにて
	　第３８３話　キーパーソン
	　第３８４話　フカ次郎歓迎会
	　第３８５話　クリシュナはＡＬＯの空を舞う
	　第３８６話　思考実験
	　第３８７話　公式アナウンス
	　第３８８話　ゼクシードのノート
	　第３８９話　そして事件は幕を開ける
	　第３９０話　生贄
	　第３９１話　ゼクシードの消息
	　第３９２話　されどまだ日常は続く
	　第３９３話　眠りの森のI＆ＹＯＵ
	　第３９４話　彼は今どこに
	　第３９５話　八幡は事件の入り口に立つ
	　第３９６話　キリト、ＧＧＯに降臨す
	　第３９７話　その剣の名は
	　第３９８話　説明してよね
	　第３９９話　詩乃のトラウマ
	　第４００話　ありがとよ
	　第４０１話　アイの提案
	　第４０２話　急ピッチで準備は進む
	　第４０３話　キリトはシャナに宣言する
	　第４０４話　運命は徐々に収束し始める
	　第４０５話　開幕、第三回ＢｏＢ
	　第４０６話　アチマンの参戦
	　第４０７話　非常事態よ!
	　第４０８話　お前は
	　第４０９話　予選最終戦、第一、第二戦
	　第４１０話　予選最終戦、第三〜第六戦
	　第４１１話　予選最終戦、第七、第八戦
	　第４１２話　普通の人?
	　第４１３話　集まる情報、そして決勝へ
	　第４１４話　ペアを組む
	　第４１５話　薄塩たらこ、男の生き様
	　第４１６話　ペイルライダーを巡る混戦
	　第４１７話　見守る者達
	　第４１８話　オペレーションD8
	　第４１９話　闇風、一片の悔い無し
	　第４２０話　合流
	　第４２１話　シャナはシュピーゲルを疑う
	　第４２２話　最速で向かえ!
	　第４２３話　何度でも
	　第４２４話　絶叫する観客達
	　第４２５話　新川恭二
	　第４２６話　新川昌一
	　第４２７話　二人の八幡、そして朝田詩乃
	　第４２８話　死銃事件、ここに終結す
	　第４２９話　エピローグ〜過去との決別、そして未来へ
	　人物紹介　ｖｅｒ.1.10 ＧＧＯ ＡＦＴＥＲ ｅｄｉｔｉｏｎ

	　第五章　ＧＧＯ〜アフター〜編
	　第４３０話　櫛稲田優里奈は拝命する
	　第４３１話　優里奈、ソレイユへ
	　第４３２話　優里奈、マネキンになる
	　第４３３話　優里奈、誘われる
	　第４３４話　レン、ナユタ、準備完了!
	　第４３５話　砂漠での出会い
	　第４３６話　弟子
	　第４３７話　優里奈、社長室へ
	　第４３８話　優里奈、やらかす
	　第４３９話　優里奈、お宝を得る
	　第４４０話　優里奈、行ってきます
	　第４４１話　解放軍の者に告ぐ
	　第４４２話　引き締める
	　第４４３話　優里奈、管理人になる
	　第４４４話　夏から秋は忙しい
	　第４４５話　ピンクの悪魔
	　第４４６話　クルスの提案
	　第４４７話　八幡の部屋にて
	　第４４８話　北国と山国
	　第４４９話　露天風呂とスーパー銭湯
	　第４５０話　連合の襲撃
	　第４５１話　更なるトラブル
	　第４５２話　二つの事案と朝の事故
	　第４５３話　スリーピング・ガーデン
	　第４５４話　旅行の終わり、そして夏の到来
	　第４５５話　これはただの布だ×3
	　第４５６話　乙女達の一喜一憂
	　第４５７話　優里奈、述懐す
	　第４５８話　拳骨ソムリエール
	　第４５９話　ソレイユやばい
	　第４６０話　一言多い男
	　第４６１話　強化外骨格
	　第４６２話　世の中って理不尽なんだね
	　第４６３話　情報を生かすも殺すも
	　第４６４話　やはり理事長には敵わない
	　第４６５話　開幕、第一回スクワッド・ジャム
	　第４６６話　脱出
	　第４６７話　広い心で許します
	　第４６８話　Ｎａｒｒｏｗの実力
	　第４６９話　スネーク
	　第４７０話　逃げるんだよ!
	　第４７１話　レンの咆哮
	　第４７２話　奇襲、待ち伏せ、殲滅
	　第４７３話　激闘?シャナvsクリン
	　第４７４話　絶対防御再び
	　第４７５話　道化退場
	　第４７６話　最後にしておまけの戦い
	　第４７７話　観戦者達　ＳｉｄｅＧＧＯ　前編
	　第４７８話　観戦者達　ＳｉｄｅＧＧＯ　中盤戦
	　第４７９話　観戦者達　ＳｉｄｅＧＧＯ　終盤戦
	　第４８０話　観戦者達　Ｓｉｄｅ雪ノ下家　前半戦
	　第４８１話　観戦者達　Ｓｉｄｅ雪ノ下家　中盤戦
	　第４８２話　観戦者達　Ｓｉｄｅ雪ノ下家　終盤戦
	　第４８３話　大会を終えた仲間達
	　第４８４話　大臣室にて
	　第４８５話　乗り込む女傑
	　第４８６話　食事会
	　第４８７話　初めての合コン
	　第４８８話　明日奈さんお気を確かに
	　第４８９話　嘉納の願い
	　第４９０話　枕
	　第４９１話　何ですかその格好は
	　第４９２話　新システム開発中
	　第４９３話　詩乃のお出かけ
	　第４９４話　ぐ、偶然だね
	　第４９５話　橋田軍曹
	　第４９６話　目指すは一点突破
	　第４９７話　何故私なんですか?
	　第４９８話　八幡発熱す
	　第４９９話　優里奈、池袋へ
	　第５００話　優里奈と腐海のプリンセス
	　第５０１話　ＥＢＮサバイバー
	　第５０２話　またやられた
	　第５０３話　ゲーム的発想
	　第５０４話　陽乃の贈り物
	　第５０５話　八月八日・ヴァルハラの出撃
	　第５０６話　八月八日・罠
	　第５０７話　八月八日・超えられない壁
	　第５０８話　八月八日・その戦いの裏側で
	　第５０９話　八月八日・幸せな時間
	　第５１０話　八月八日・宴の終わり
	　第５１１話　情報屋FGにて
	　第５１２話　あくる日の朝のひとコマ
	　第５１３話　二つのレポート
	　第５１４話　和人の気遣い
	　第５１５話　また明日ね
	　第５１６話　そのお針子の名は
	　第５１７話　五人目
	　第５１８話　かくして優里奈は陥落す
	　第５１９話　かくして祭りは始まった
	　第５２０話　万全のソレイユ
	　第５２１話　イベント、開幕!
	　第５２２話　知らない世界
	　第５２３話　詩乃の最終兵器
	　第５２４話　かおり、八幡を観察す
	　第５２５話　逃げろ!
	　第５２６話　まるで同窓会
	　第５２７話　何故彼は私の胸を見ないの!?
	　第５２８話　何だこのマネキンは
	　第５２９話　沙希の望みは
	　第５３０話　トップシークレット
	　第５３１話　沙希の決断
	　第５３２話　イベントの開始
	　第５３３話　八幡矢面に立つ
	　第５３４話　進撃の女子高生チーム
	　第５３５話　エルザの歌でイベントは終わる
	　第５３６話　優里奈、自分の足で歩き出す
	　第５３７話　打ち上げ〜詩乃、香蓮、紅莉栖サイド
	　第５３８話　打ち上げ〜総武高校軍団マイナス1
	　第５３９話　打ち上げ〜理事長と腐海のプリンセス
	　第５４０話　儀式
	　第５４１話　二人の新人
	　第５４２話　そして二人はヴァルハラに至る
	　第５４３話　ピトフーイの憂鬱
	　第５４４話　優里奈、押し通す
	　第５４５話　帰ってくるよね?
	　第５４６話　集まる友人達
	　第５４７話　一触即発?いえ、予定調和です
	　第５４８話　肉食系が集まると
	　第５４９話　レンの強さ
	　第５５０話　サプライズ
	　第５５１話　十狼四天王（自称）の戦い
	　第５５２話　久々の満足感
	　第５５３話　ただいま、おかえりなさい
	　第５５４話　小猫とはちまんくん
	　第５５５話　そしてかおりの家へ
	　第５５６話　かおりの悩み
	　第５５７話　あったかもしれない
	　第５５８話　真帆の来日
	　第５５９話　八幡、動き出す
	　第５６０話　社員教育の賜物
	　第５６１話　続報
	　第５６２話　絶望のピトフーイ
	　第５６３話　雪乃の提案
	　第５６４話　何が親友か
	　第５６５話　これが、わ・た・し?
	　第５６６話　てめえ
	　第５６７話　大丈夫、だぁりんがいるから!
	　第５６８話　レヴェッカ・ミラー
	　第５６９話　ほんのちょっとの我慢だから
	　第５７０話　雪ノ下流豊胸術
	　第５７１話　真昼の誘拐劇
	　第５７２話　遥かなる道のり、その第一歩
	　第５７３話　貸し
	　第５７４話　集う参加者達
	　第５７５話　役者、揃う
	　第５７６話　偶然
	　第５７７話　ピトフーイ包囲網（リアル）
	　第５７８話　フカ次郎の危機
	　第５７９話　四強、それぞれの動き
	　第５８０話　ドームの戦い
	　第５８１話　そんな事言ったっけ?
	　第５８２話　止まらぬ寒気
	　第５８３話　騙し討ちの対価
	　第５８４話　ロスタイム
	　第５８５話　無双乱舞
	　第５８６話　満足
	　第５８７話　思わぬ伏兵
	　第５８８話　倒れ行く仲間達
	　第５８９話　その名はクックロビン
	　第５９０話　運命を感じないか?
	　第５９１話　ここからはプレーオフ
	　第５９２話　前座の戦い
	　第５９３話　空中戦と地上戦
	　第５９４話　スモーク!
	　第５９５話　また後で
	　第５９６話　その可能性は否定出来ない
	　第５９７話　何か素敵じゃない?
	　第５９８話　おめでとうＬＦＫＹ
	　第５９９話　他プレイヤー達のその後
	　第６００話　エピローグ〜香蓮とエルザ、時々美優
	　人物紹介　ｖｅｒ.1.06 ＣａｌｉｂｅｒＴｒａｆｆｉｃｓ ｅｄｉｔｉｏｎ

	　第六章　キャリバー・トラフィックス編
	　第６０１話　集まりゆく仲間達のトラフィックス
	　第６０２話　ヴァルハラ・ウルヴズ
	　第６０３話　八幡の護衛
	　第６０４話　そして『美咲』へ
	　第６０５話　年齢差は友情には関係ない
	　第６０６話　お疲れ会の顛末
	　第６０７話　是非お願いしますむしろ喜んで!
	　第６０８話　聖布収納の儀
	　第６０９話　首を吊る女
	　第６１０話　桐生萌郁
	　第６１１話　ラウンダー
	　第６１２話　八幡は慎重に事を進める
	　第６１３話　三日後を待て
	　第６１４話　戦巫女ナユタの誕生
	　第６１５話　別れのファンシー
	　第６１６話　香蓮と新たな友人達
	　第６１７話　二人の入団式（血）
	　第６１８話　戦闘開始前のアルンにて
	　第６１９話　蹂躙慣れする観客達
	　第６２０話　八幡、やらかす
	　第６２１話　ピンクルス
	　第６２２話　学ぶ、休む、時々雑談
	　第６２３話　ソレイユ奨学金
	　第６２４話　理央、不審人物と出会う
	　第６２５話　理央、期待以上
	　第６２６話　理央の即断即決
	　第６２７話　理央の安全保障
	　第６２８話　理央、初めてのソレイユ
	　第６２９話　理央、新しい生活へ
	　第６３０話　たまには二人で
	　第６３１話　イチャラブカップルと勤勉チーム
	　第６３２話　生命の碑、再び
	　第６３３話　調査を終えて
	　第６３４話　社乙会（八回目）
	　第６３５話　産声
	　第６３６話　理央、学校にて
	　第６３７話　理央、覚悟を決める
	　第６３８話　手のかかる二人
	　第６３９話　空中都市船トラフィックス
	　第６４０話　秘密基地を探せ
	　第６４１話　アイの岩戸
	　第６４２話　目指すべき場所
	　第６４３話　ロジカルウィッチ
	　第６４４話　独特のスタイル
	　第６４５話　北の探索行・巨人戦
	　第６４６話　北の探索行・知られざる強者
	　第６４７話　南の探索行・総員水着を用意せよ!
	　第６４８話　南の探索行・フィッシング!
	　第６４９話　西の探索行・湿原を歩く
	　第６５０話　西の探索行・超大型巨人
	　第６５１話　東の探索行・初の戦死者
	　第６５２話　東の探索行・メカニコラスの恐怖
	　第６５３話　明日奈と優里奈、詩乃の学校へ
	　第６５４話　そして理央の学校へ
	　第６５５話　八幡、優里奈の学校へ
	　第６５６話　お嬢様学校、金糸雀学園
	　第６５７話　そして再び詩乃の学校へ
	　第６５８話　遺品
	　第６５９話　もっと強く
	　第６６０話　ソレイユの社員寮
	　第６６１話　二人の芸能人
	　第６６２話　培われた力
	　第６６３話　集まる人材達
	　第６６４話　飛躍の日
	　第６６５話　麻衣のお願い
	　第６６６話　麻衣、初めてのＡＬＯ
	　第６６７話　二人の武器選び
	　第６６８話　訓練の開始
	　第６６９話　マイの決断
	　第６７０話　アサギとリオン
	　第６７１話　ギリギリの攻防
	　第６７２話　必死な二人
	　第６７３話　私が守る
	　第６７４話　リオンの油断
	　第６７５話　リオン観念す
	　第６７６話　ＡＬＯの新生産システム
	　第６７７話　スモーキング・リーフの六姉妹
	　第６７８話　鉱山の奥へ
	　第６７９話　ハチマン、ご乱心?
	　第６８０話　頑張る職人達、そして最終目的地へ
	　第６８１話　その日アルンの裏街で
	　第６８２話　真実は闇の中
	　第６８３話　準備は着々と
	　第６８４話　ハチマンはどうやら鬼畜らしいです
	　第６８５話　姉妹の家
	　第６８６話　満足のいく成果
	　第６８７話　特別な絆
	　第６８８話　尊厳との戦い
	　第６８９話　優里奈の望みは
	　第６９０話　あやかし横丁
	　第６９１話　女忍者コヨミ
	　第６９２話　情報屋ソレイアルさん
	　第６９３話　やはり陽乃は格違い
	　第６９４話　ヴァルハラ・ガーデンへの誘い
	　第６９５話　姉妹達の新装備
	　第６９６話　ハチマンの偉業
	　第６９７話　幸せへの道筋
	　第６９８話　とある日の八幡の放課後
	　第６９９話　八幡と萌郁の脱出行
	　第７００話　二人のチームワーク
	　第７０１話　にくにク
	　第７０２話　その時は徐々に近付く
	　第７０３話　ナユタとコヨミ、友情を育む
	　第７０４話　優里奈のお墓参り
	　第７０５話　襲撃のエルザ
	　第７０６話　男と男の約束
	　第７０７話　ボス戦の準備は進む
	　第７０８話　トラフィックス、AEに寄港す
	　第７０９話　忍レジェンドの姫
	　第７１０話　ミサキさんそのくらいで
	　第７１１話　もしかしてナユちゃん?
	　第７１２話　ナユタとG女連
	　第７１３話　被害者の会
	　第７１４話　ハチマン君を拉致します
	　第７１５話　オンオフ
	　第７１６話　番町猫屋敷
	　第７１７話　集う戦士達
	　第７１８話　天下分け目の猫が原
	　第７１９話　膠着する戦線
	　第７２０話　正体を現す〜ビービー、領主軍
	　第７２１話　正体を現す〜連合、サラマンダー軍
	　第７２２話　サッコ
	　第７２３話　因縁の一区切り
	　第７２４話　猫が原、終戦
	　第７２５話　猫が原祝勝会
	　第７２６話　ひよりの過去
	　第７２７話　いつも通りのスリーピング・ナイツ
	　第７２８話　クロービス、最後の戦いへ
	　第７２９話　ＭＶＰ
	　第７３０話　エピローグ〜別れと出会い
	　人物紹介　ｖｅｒ.1.10 Ｍｏｔｈｅｒ's Ｒｏｓａｒｉｏ ｅｄｉｔｉｏｎ
	　趣味の資料　ｖｅｒ.1.00 Ｍｏｔｈｅｒ's Ｒｏｓａｒｉｏ ｅｄｉｔｉｏｎ

	　第七章　マザーズ・ロザリオ編
	　第７３１話　謎のローバー
	　第７３２話　それは夢か幻か
	　第７３３話　レベルの高さ
	　第７３４話　いけすかない奴ら
	　第７３５話　水路の向こう
	　第７３６話　彼女?妻?
	　第７３７話　いと険しきヴァルハラへの道
	　第７３８話　藍と紫
	　第７３９話　見守る者達
	　第７４０話　相棒
	　第７４１話　おい詩乃、頼みがある
	　第７４２話　大手ギルドは大変だ
	　第７４３話　口は災いの元
	　第７４４話　スリーピング・ナイツの驚愕
	　第７４５話　二本の指
	　第７４６話　アスナにお任せ
	　第７４７話　戦闘狂達
	　第７４８話　移動時間はラブコメの時間
	　第７４９話　リリー・ザ・アークエンジェル
	　第７５０話　三十五層には
	　第７５１話　インタビュー
	　第７５２話　いつもの男女比
	　第７５３話　よってたかって
	　第７５４話　羞恥のアイ
	　第７５５話　離脱
	　第７５６話　ランと新たな仲間達
	　第７５７話　Bランクミッション（開始）
	　第７５８話　Bランクミッション（成功）
	　第７５９話　鎌倉回想録
	　第７６０話　甲斐性を見せなさい
	　第７６１話　ファースト・コンタクト
	　第７６２話　結城家の食卓
	　第７６３話　Aランクミッション（取り込み中?）
	　第７６４話　Aランクミッション（リベンジ）
	　第７６５話　Aランクミッション（成功?）
	　第７６６話　お仕置きの時間
	　第７６７話　ランの小さな幸せの時間
	　第７６８話　第二十一層・迷宮区
	　第７６９話　目覚める才能
	　第７７０話　ラグーラビット狂想曲
	　第７７１話　助っ人参上
	　第７７２話　じじい無双
	　第７７３話　腐死山
	　第７７４話　再び二十一層へ
	　第７７５話　ハチマンからの指令
	　第７７６話　ユウキ、盗賊と対峙す
	　第７７７話　レクチャー
	　第７７８話　ハイブリッド・ラン
	　第７７９話　アスナの不調
	　第７８０話　過去と今の違い
	　第７８１話　懐かしき閃光
	　第７８２話　デュエルステージ
	　第７８３話　場は作られた
	　第７８４話　デュエルの聖地
	　第７８５話　家族
	　第７８６話　出撃、スリーピング・ナイツ
	　第７８７話　セカント・コンタクト
	　第７８８話　楽しめよ
	　第７８９話　ユウキの完成
	　第７９０話　二人の師匠
	　第７９１話　ランの完成
	　第７９２話　Sランクミッション（前半）
	　第７９３話　Sランクミッション（中盤）
	　第７９４話　Sランクミッション（バーサス剣鬼）
	　第７９５話　二人の寄り道
	　第７９６話　三人目の師匠
	　第７９７話　屈辱のエア痴女
	　第７９８話　絶刀
	　第７９９話　トラブルの後で
	　第８００話　業腹ね
	　第８０１話　スリーピング・ガーデン
	　第８０２話　あの幻影の少女は
	　第８０３話　トード・ザ・インフェクション
	　第８０４話　ちょっとしたトラブル
	　第８０５話　あの約束を果たす時
	　第８０６話　星の涙
	　第８０７話　仮眠室の八幡
	　第８０８話　あの仮眠室の出来事が人生の岐路だった
	　第８０９話　サード・コンタクト
	　第８１０話　鑑賞会
	　第８１１話　お姉ちゃん
	　第８１２話　内と外で準備は進む
	　第８１３話　油断なきリベンジマッチ
	　第８１４話　凱旋、そして剣士の碑
	　第８１５話　引き締まる思い
	　第８１６話　こんなの知らない
	　第８１７話　予想と違う雰囲気
	　第８１８話　剣王vs将軍
	　第８１９話　絶剣
	　第８２０話　副長の意味するもの
	　第８２１話　アスナvsユウキ
	　第８２２話　違和感の正体
	　第８２３話　キリトvsラン
	　第８２４話　何がしたいの
	　第８２５話　次の目標
	　第８２６話　動き始めた作戦
	　第８２７話　呼び出された八幡
	　第８２８話　再び彼の地へ
	　第８２９話　旅は道連れ
	　第８３０話　三時のおやつは
	　第８３１話　同盟の謎
	　第８３２話　私達には時間が無いのよ
	　第８３３話　ボス部屋へ
	　第８３４話　この三人は扱いが難しい
	　第８３５話　ジョジョ
	　第８３６話　イベント参加〜団体戦
	　第８３７話　イベント参加〜個人戦・まさかの再会
	　第８３８話　サトライザーの誘い
	　第８３９話　だが断る
	　第８４０話　気にしないで、仲間でしょ?
	　第８４１話　召喚スキル
	　第８４２話　走れ、スリーピング・ナイツ
	　第８４３話　回転!
	　第８４４話　ここは通行止めだ、他を当たれ
	　第８４５話　決着、そして
	　第８４６話　新たな英雄
	　第８４７話　行ってきます
	　第８４８話　私は死ぬ気で抗うわよ
	　第８４９話　オペレーションD8再び
	　第８５０話　藍子、初めての女子会
	　第８５１話　スリーピング・ナイツと三人娘
	　第８５２話　二人を救う可能性
	　第８５３話　アイの時間
	　第８５４話　ハーレム王様ゲーム
	　第８５５話　今後について
	　第８５６話　キリトチーム、ＧＧＯへ
	　第８５７話　集結、歴代ＢｏＢ優勝者
	　第８５８話　ヴァルハラ・ウルヴズ総突撃
	　第８５９話　教えてくれよ!
	　第８６０話　八幡に集まるみんなの気持ち
	　第８６１話　ゼクシードは真実を知る
	　第８６２話　未来についての話をしよう
	　第８６３話　ゼクシード、初めてのアルバイト
	　第８６４話　アメリカチームの戦い、そして
	　第８６５話　日本チームの動向、そして明日奈は
	　第８６６話　しまった、油断した
	　第８６７話　全員の努力が実る時、八幡は
	　第８６８話　天才同士の邂逅
	　第８６９話　心の壁
	　第８７０話　治療?の開始
	　第８７１話　失われた五年
	　第８７２話　暴走
	　第８７３話　カナカナ
	　第８７４話　八幡と明日奈、復活す
	　第８７５話　再会を約す
	　第８７６話　八幡の帰国
	　第８７７話　パーティーと宴会
	　第８７８話　似合わない二人
	　第８７９話　もう無茶苦茶だ
	　第８８０話　エピローグ〜朝の学校にて
	　人物紹介　ｖｅｒ.1.20 ＣａｌｉｂｅｒＣｒｏｓｓｉｎｇ ｅｄｉｔｉｏｎ
	　趣味の資料　ｖｅｒ.1.10 ＣａｌｉｂｅｒＣｒｏｓｓｉｎｇ ｅｄｉｔｉｏｎ

	　第八章　キャリバー・クロッシング編
	　第８８１話　セブンスヘヴンと七つの大罪
	　第８８２話　みんなハチマンと遊びたい
	　第８８３話　バチカン・リバースの密談
	　第８８４話　文化祭〜フェイリス編
	　第８８５話　文化祭〜優里奈編
	　第８８６話　文化祭〜詩乃編
	　第８８７話　文化祭〜おまけの理央編
	　第８８８話　あいこちゃんの性なる戦い
	　第８８９話　協力者達
	　第８９０話　作戦の結末
	　第８９１話　結成、アルヴヘイム攻略団
	　第８９２話　大恋愛の先輩
	　第８９３話　むふぅ
	　第８９４話　降臨、エルザちゃん
	　第８９５話　八幡、ゲームセンターへ
	　第８９６話　日高商店の親子
	　第８９７話　あの日
	　第８９８話　バレなきゃいいんだよ
	　第８９９話　密かな変動
	　第９００話　ガブリエルーム
	　第９０１話　日高商店への再訪問
	　第９０２話　新生活への第一歩
	　第９０３話　二人の食事会
	　第９０４話　勇人とアルバイト
	　第９０５話　訪問者
	　第９０６話　案内役は姫騎士
	　第９０７話　セラフィムの危機
	　第９０８話　稚拙な序盤戦
	　第９０９話　歯ごたえのある奴ら
	　第９１０話　本気か?
	　第９１１話　悪い顔
	　第９１２話　常識外れな狩り
	　第９１３話　今後の方針は
	　第９１４話　神崎エルザの歌声
	　第９１５話　ワンダラー
	　第９１６話　上空より訪れし者達
	　第９１７話　悪寒
	　第９１８話　本当に怖かったのは
	　第９１９話　エルザとの約束を果たす
	　第９２０話　楽しい時間
	　第９２１話　エルザのアルバム
	　第９２２話　岡田唯花という少女
	　第９２３話　気が合う二人
	　第９２４話　奇遇だな
	　第９２５話　貴子、頑張る
	　第９２６話　屋上での報告会
	　第９２７話　三者会談
	　第９２８話　ピュアタンク
	　第９２９話　秘書室での衝撃
	　第９３０話　告知
	　第９３１話　南門、制圧
	　第９３２話　S＆D
	　第９３３話　門の向こうの冒険
	　第９３４話　襲いくる恐竜達
	　第９３５話　知恵を絞って
	　第９３６話　待ってたぞ!
	　第９３７話　西門の戦い
	　第９３８話　ＧＡＴＥ
	　第９３９話　詩乃のパーフェクトゲーム
	　第９４０話　アルバム
	　第９４１話　産卵場
	　第９４２話　緑のドーム
	　第９４３話　翼竜ドーム、苦戦中
	　第９４４話　反撃の狼煙
	　第９４５話　脈動
	　第９４６話　岩の向こうには
	　第９４７話　思わぬ戦利品
	　第９４８話　バーサス・ジュラリオン
	　第９４９話　謀略のリオン
	　第９５０話　妄想と現実
	　第９５１話　三門、それぞれの戦い
	　第９５２話　情報交換
	　第９５３話　七天乱入
	　第９５４話　千両役者
	　第９５５話　北門解放、そしてカゲムネは
	　第９５６話　リベンジマッチの混乱
	　第９５７話　カゲムネ、タンクを学ぶ
	　第９５８話　それは強者にのみ許される
	　第９５９話　ビャッコ戦の裏で
	　第９６０話　セイリュウとゲンブ
	　第９６１話　この天然女たらし!
	　第９６２話　ほんの意趣返し
	　第９６３話　VSセイリュウ
	　第９６４話　ラストアタックの行方
	　第９６５話　VSゲンブ
	　第９６６話　フカ次郎の知略
	　第９６７話　アスナ、突撃!
	　第９６８話　ユナの謎
	　第９６９話　祝勝会の裏で
	　第９７０話　契約
	　第９７１話　まさかの来客
	　第９７２話　ユナの歌
	　第９７３話　首を洗って待っていろ
	　第９７４話　殴り込み
	　第９７５話　専属契約書
	　第９７６話　フラウ、八幡を知る
	　第９７７話　おばけのホーリーさん
	　第９７８話　集結する参加者達
	　第９７９話　魔砲
	　第９８０話　全軍、攻撃開始だ!
	　第９８１話　VS三竜総力戦
	　第９８２話　厄介な攻撃
	　第９８３話　おいジョジョ
	　第９８４話　想定外のクリア
	　第９８５話　ジョジョの一喜一憂
	　第９８６話　ジョジョのボケと突っ込み
	　第９８７話　ジョジョの不完全燃焼
	　第９８８話　保健室での出来事
	　第９８９話　出海の部屋
	　第９９０話　山花家の母娘
	　第９９１話　色々けしからん
	　第９９２話　遊戯室を目指せ
	　第９９３話　出海が選ぶのは
	　第９９４話　勝負の行方は
	　第９９５話　持つ者の作法
	　第９９６話　やはり俺の教育は間違っている?
	　第９９７話　昇降口の衝撃
	　第９９８話　涙腺が緩む日
	　第９９９話　動く小人の靴屋
	　第１０００話　祝福の光
	　第１００１話　八幡の専属達
	　第１００２話　悪の天敵の悪だくみ
	　第１００３話　萌郁の反乱、そして新人秘書
	　第１００４話　乗るしかない、このビッグウェーブに!
	　第１００５話　一年後
	　第１００６話　二人の覚悟
	　第１００７話　暴走エイティーン
	　第１００８話　お部屋訪問
	　第１００９話　ハイテンション理央
	　第１０１０話　当社比三倍
	　第１０１１話　八幡の危機
	　第１０１２話　気が付くと、腐海
	　第１０１３話　姫菜がもたらすもの
	　第１０１４話　フェイリスの指摘
	　第１０１５話　理央の秋葉原散歩
	　第１０１６話　参加しますか?
	　第１０１７話　薔薇の語る事
	　第１０１８話　八幡帰還編〜ソレイユ勃興編
	　第１０１９話　三人の質疑応答
	　第１０２０話　乙女達の奮闘
	　第１０２１話　十二星座の戦士達
	　第１０２２話　眠れる庭のとある再会
	　第１０２３話　寮へのお引越し
	　第１０２４話　部屋を片付けよう
	　第１０２５話　引越し祝い（リアル）
	　第１０２６話　続くお祝い
	　第１０２７話　予想もしない侵入者
	　第１０２８話　予約をお願いします
	　第１０２９話　専属達、ＡＬＯの地へ
	　第１０３０話　グウェン
	　第１０３１話　ちゃんと話をしてみろって
	　第１０３２話　芽衣美のソレイユ訪問
	　第１０３３話　激変する生活
	　第１０３４話　そして新しい生活の始まり
	　第１０３５話　美優と舞、再び東京へ
	　作中簡易年表
	　第１０３６話　朝のひとコマ
	　第１０３７話　朝のふたコマ
	　第１０３８話　昼のひとコマ
	　第１０３９話　社乙会（十二回目）前半戦
	　第１０４０話　社乙会（十二回目）後半戦
	　第１０４１話　反省しました?
	　第１０４２話　罰を下さい
	　第１０４３話　メイドの会
	　第１０４４話　俺の男になりやがれ
	　第１０４５話　令和事変
	　第１０４６話　正しい判断
	　第１０４７話　進む再編成
	　第１０４８話　グウェンの新装備
	　第１０４９話　年末のバイト達
	　第１０５０話　頑張るお針子達
	　第１０５１話　今度はちゃんと叩かれるから
	　第１０５２話　愛、覚悟完了
	　第１０５３話　これは最終確認
	　第１０５４話　クリスマス会〜愛ｓｉｄｅ
	　第１０５５話　クリスマス会〜八幡ｓｉｄｅ
	　第１０５６話　接触
	　第１０５７話　愛とデレまんくん
	　第１０５８話　話題の新人
	　第１０５９話　年に一度の
	　第１０６０話　銃が撃てるアイドル
	　第１０６１話　リハーサル
	　第１０６２話　ウズメ、デビュー
	　第１０６３話　筒抜けな情報
	　第１０６４話　対人戦闘シミュレーター
	　第１０６５話　純＆愛
	　第１０６６話　イベントの始まり
	　第１０６７話　二つの選択肢
	　第１０６８話　初めての狩り場、初めての敵
	　第１０６９話　不穏な滑り出し
	　第１０７０話　復活の愛、そして純子は
	　第１０７１話　ピュア
	　第１０７２話　三人の珍道中
	　第１０７３話　フェンリルとの出会い
	　第１０７４話　敵にも出来る奴はいる
	　第１０７５話　将を射んと欲すれば
	　第１０７６話　ソレイユらしいアプローチ
	　第１０７７話　何だこれ
	　第１０７８話　深夜の出来事
	　第１０７９話　幸太郎の教え
	　第１０８０話　大忘年会
	　第１０８１話　八幡の初詣
	　第１０８２話　懐柔
	　第１０８３話　ミーティングの混乱
	　人物紹介　ｖｅｒ.1.21 ＣａｌｉｂｅｒＣｒｏｓｓｉｎｇ ｅｄｉｔｉｏｎ
	　趣味の資料　ｖｅｒ.1.11 ＣａｌｉｂｅｒＣｒｏｓｓｉｎｇ ｅｄｉｔｉｏｎ
	　第１０８４話　レッスンを終えて
	　第１０８５話　偶然の顔合わせ
	　第１０８６話　怪しい観客
	　第１０８７話　代役を終えて
	　第１０８８話　二人の秘密
	　第１０８９話　回想〜最後の会話
	　第１０９０話　本気の三日間
	　第１０９１話　帰り道の遭遇
	　第１０９２話　三女神からの依頼
	　第１０９３話　箸休め〜八幡の仕事風景
	　第１０９４話　レイ
	　第１０９５話　四チーム、行動開始
	　第１０９６話　気安い一人と一匹
	　第１０９７話　レイヤ
	　第１０９８話　キリトの神回避
	　第１０９９話　ユージーンと巨人
	　第１１００話　共闘
	　第１１０１話　九尾
	　第１１０２話　勝負の一日
	　第１１０３話　三チーム、いざ攻略へ
	　第１１０４話　フカ次郎の勘働き
	　第１１０５話　最初のボス戦
	　第１１０６話　ケルベロスの最期、そして
	　第１１０７話　再びルグルー回廊へ
	　第１１０８話　ゲルミル親子
	　第１１０９話　橋をかけろ!
	　第１１１０話　まさかの再会
	　第１１１１話　アレス討伐前哨戦
	　第１１１２話　アレス戦〜突入
	　第１１１３話　アレス戦〜城門の攻防
	　第１１１４話　アレス戦〜嵐の前
	　第１１１５話　アレス戦〜二転
	　第１１１６話　アレス戦〜三転
	　第１１１７話　アレス戦〜外の戦い
	　第１１１８話　アレス戦〜追い詰められる
	　第１１１９話　アレス戦〜ハチマン達の到着
	　第１１２０話　アレス戦〜アスタルトの挑戦
	　第１１２１話　アレス戦〜壊滅、七つの大罪
	　第１１２２話　アレス戦〜戦場の歌姫
	　第１１２３話　アレス戦〜圧潰
	　第１１２４話　アレス戦〜敗北者達
	　第１１２５話　アレス戦〜ある意味伝説の決着
	　第１１２６話　アレス戦〜ロスタイムの探索
	　第１１２７話　戦利品の行方
	　第１１２８話　ケルベロスの置き土産
	　第１１２９話　スリュムとミョルニル
	　第１１３０話　進むイベント
	　第１１３１話　女神降臨
	　第１１３２話　ミョルニル
	　第１１３３話　ミョルニルロッド
	　第１１３４話　ランキングの行方
	　第１１３５話　週末の予定
	　第１１３６話　抗えぬ誘惑
	　第１１３７話　金曜朝の出来事
	　第１１３８話　ノリの将来
	　第１１３９話　もう一人の家族
	　第１１４０話　驚きの知らせ
	　第１１４１話　煽るトリックスター
	　第１１４２話　たまるストレス
	　第１１４３話　俺の勝利だ
	　第１１４４話　変わる勢力図
	　第１１４５話　コヨミとの合流
	　第１１４６話　藍子と木綿季のやり直し
	　第１１４７話　ガイアとフレイヤ、女の戦い
	　第１１４８話　ガイア戦、開幕!
	　第１１４９話　打倒、ギガンテス!
	　第１１５０話　ガイア、発狂モード
	　第１１５１話　ここから立て直す
	　第１１５２話　ケルベロスとご主人様
	　第１１５３話　攻略戦、最後のミッション
	　第１１５４話　イベント、最後にして最高潮
	　第１１５５話　離れてもずっと友達
	　第１１５６話　エピローグ〜伝説の復活

	　第九章　オーディナル・スケール編
	　第１１５７話　二人目
	　第１１５８話　いずれサプライズで
	　第１１５９話　ハイテンション・愛
	　第１０６０話　偶像
	　第１１６１話　教えてホーリーさん
	　第１１６２話　純子の宣言
	　第１１６３話　未確認の個体
	　第１１６４話　サプライズ発表会
	　第１１６５話　発表会のその裏で
	　第１１６６話　遠い日の記憶
	　第１１６７話　九人目と十人目
	　第１１６８話　もっと、もっとだ
	　第１１６９話　居酒屋の出会い
	　第１１７０話　変貌
	　第１１７１話　一年後の予定
	　第１１７２話　新鮮な気持ちで
	　第１１７３話　二人目の歌姫
	　第１１７４話　三人目の歌姫
	　第１１７５話　ユナ、初体験の連続
	　人物紹介　ｖｅｒ.1.3 ＯｒｄｉｎａｌＳｃａｌｅ ｅｄｉｔｉｏｎ
	　趣味の資料　ｖｅｒ.1.2 ＯｒｄｉｎａｌＳｃａｌｅ ｅｄｉｔｉｏｎ
	　第１１７６話　歌姫披露
	　第１１７７話　何も感じられない
	　第１１７８話　大人の飲み会?
	　第１１７９話　姐さん?姉御?姉さん?
	　第１１８０話　居酒屋の縁切り
	　第１１８１話　光栄すぎて
	　第１１８２話　間宮クルス最強伝説
	　第１１８３話　詩乃のリベンジ
	　第１１８４話　ハイテンション・クルス
	　第１１８５話　ゴエティアの狙い
	　第１１８６話　迫る者達
	　第１１８７話　ピトフーイの計略
	　第１１８８話　義理堅いこった
	　第１１８９話　ビービーの誤算
	　第１１９０話　ゴエティアのリーダー
	　第１１９１話　救いの手
	　第１１９２話　爆走
	　第１１９３話　面白い奴ら
	　第１１９４話　まさかの攻撃
	　第１１９５話　窮鼠
	　第１１９６話　フカ次郎のミス
	　第１１９７話　倒れゆく仲間達
	　第１１９８話　戦況、刻々と変化す
	　第１１９９話　クルス、日々邁進す
	　第１２００話　いつかこの手で
	　第１２０１話　信賞必罰
	　第１２０２話　夜のドライブ
	　第１２０３話　八幡と明日奈の部屋
	　第１２０４話　比企谷家の夜
	　第１２０５話　四人は知りたい
	　第１２０６話　香蓮、そして詩乃
	　第１２０７話　クルス、そして明日奈
	　第１２０８話　クラス会議
	　第１２０９話　脚本担当は
	　第１２１０話　来賓
	　第１２１１話　徹大、来校す
	　第１２１２話　まるでお祭り
	　第１２１３話　困った雪乃ちゃん
	　第１２１４話　欲しい
	　第１２１５話　さようなら、宜しく


